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二
十
一
世

 
世
界
に
二
つ
の
発
明
が

明
期
を

え
て
い
た

 
人
が
絶
対
零

つ
真
空
の

へ
と

び
立
つ
事
が
出
来
る

鉄
の

翼

空
気
を
切
り
裂

い
て
ど
こ
ま
で
も

出
来
る

一
人
の
女
性
の
夢
の
結

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト

ス

無
限
の
成
層
圏
と
名
付
け
ら
れ
し

の
機
器

 
現
実
に
は
無
い
別
世
界
全
て
が
零
と
一
二
つ
の
数

に
よ

て
形
作
ら
れ
た
世
界

そ
こ

に
在

て
そ
こ
に
無
い

狂

た
一
人
の
男
性
の
夢
の
結

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

と
名
付

け
ら
れ
し
仮
想
空
間
へ
と

立

て
戦
え
る
夢
の
技
術

 
機
器
は
現
実
世
界
を
不
平

へ
と
狂
わ
せ

技
術
は
仮
想
世
界
を

迷
へ
と
導
い
た

 
そ
の

方
に
深
く

わ

た
が
故
に
傷
付
き
そ
れ
で
も
戦
う
一
人
の

子

家

に
人
に

ら
れ
捨
て
ら
れ
た

子
は

別
の
家

と
人
に
救
わ
れ
る

 

子
は
進
む

ら
れ
な
が
ら
も
進
む

は

た
だ
人
の

 
人
か
ら
愛
さ
れ
る
事
を
望
み
そ
し
て
他
人
の

福
だ
け
を
望
む

子
の

の
名
は

一

そ
し
て
新
た
な
名
は

桐

谷
和
人

 
こ
れ
は
時
に
全
て
を
喪
い

時
に
全
て
を
護

た

い
剣
士
の
伝
記
で
あ
る



  

推

に
無
い
本
作
の
補
足

  
本
作
の
モ

ト

は

原
作
と
結
果
は
同
じ

過
程
が
違
う

 
世
界
観
は

の
世
界
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
登
場
し
た
感
じ
の
お
話

本
作
の
メ
イ
ン
は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
デ
ス
ゲ

ム
編
や
仮
想
世
界
で
の
事
件
な
の
で

そ
の
も
の
は

出
ま
せ
ん

の
キ

ラ
や
設
定

要

は
ち

こ
ち

こ
出
ま
す
が

 
ス
ト

リ

の
参

は
原
作
小
説

原

と
な
る
ゲ

ム

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン

ト

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

ロ
ス
ト
・

ン
グ

ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
 
千
年
の
⻩
昏

で
す

 
ち

こ
ち

こ
原
作
死
亡
キ

ラ
が
生
き
て
た
り
す
る
の
で
結
果
が
違
う
パ
タ

ン
も
あ
り
ま

す
が
キ
リ
ト
と

わ
り
の
あ
る
キ

ラ
の
生
死
が
変
わ
る
以
外
は

本
同
じ
で
す

事
件
騒

動
な
ど
の
前
後
は
あ
り
得
ま
す

 

キ

ラ
の

に

し
て
は
キ

ラ
設
定
や
本
編
で

 

判
は
ど
こ
が
ダ
メ
か

善
点
な
ど
を

て
下
さ
る
と
助
か
り
ま
す

善

も



送

て
下
さ
る
と

助
か
り
ま
す

 
で
は

本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
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七
章
 

キ

リ

ト

努
力
の
化
身

 
幕
間
之
物
語

黒
ノ
剣
士
編
 

狂壊
ウレ
想タ
イ楔

 
第
十
八
章
 

剣
姫
対
黒
の
剣
士

 
第
十
九
章
 

覚

悟

Ｐ
ｒ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ｅ
ｄ

 
第
二
十
章
 

悩
め
る
子
羊

 
幕
間
之
物
語
 

現
実
世
界
ノ

キ

リ

ト

黒
ノ
剣
士

 
幕
間
之
物
語

教
師
編
 

対

打
鉄

キ
リ
ト

 
幕
間
之
物
語

楯
無
編
 

対

無
銘

キ
リ
ト

 
幕
間
之
物
語
 

覚
醒

 

無
銘

対
エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

 
幕
間
之
物
語

黒
ノ
剣
士
編
 

明

日

ヘ

ノ

道

程

夜
ハ
更
ケ
テ
イ
ク



 
幕
間
之
物
語

黒
ノ
剣
士
編
 

力
ノ
代
償

 
第
二
十
一
章
 

風
紡
ぐ
因
果

 
第
二
十
二
章
 

シ
ル
フ
の

⻤剣
札⻤

 
第
二
十
三
章
 

神
話
ク
エ
ス
ト

 
第
二
十
四
章
 

人
の
上
に
立
つ
器

 
第
二
十
五
章
 

剣
の
⻤

 
幕
間
之
物
語
 

交
ワ
ル

イ現
マ在

ト
イ未
フ来

 
第
二
十
六
章
 

理隔
想絶

と
現齟
実齬

 
第
二
十
七
章
 

自
然
の
洗
礼

 
第
二
十
八
章
 

雪
下
の
黒
猫

 
第
二
十
九
章
 

狂
信

セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ



 
第
三
十
章
 

魔
城
の
覇
者

 
第
三
十
一
章
 

ア
ス
ナ
の
懊
悩

 
第
三
十
二
章
 

契

約

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ

 
第
三
十
三
章
 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

前
編

 
第
三
十
四
章
 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

後
編

 
第
三
十
五
章
 

現

実

明
日
奈
と

理

想

ア
ス
ナ

 
幕
間
之
物
語

虹
架
編
 

ケ
ツ
イ

 
幕
間
之
物
語

電
弟
編
 

モ

ウ

一

ツ

ノ

誓

約

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｖ
ｏ
ｗ

 
第
三
十
六
章
 

作
戦
会
議

 
幕
間
之
物
語

レ
コ
ン

密
偵
編
 

桐

谷
直
葉
ト
イ
ウ
少
女

 
第
三
十
七
章
 

脱
獄
幇
助



 
第
三
十
八
章
 

ケ

ツ

イ

Ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
幕
間
之
物
語

中
華
編
 

黒
ノ
波
紋

 
第
三
十
九
章
 

力
の
摂
理

 
幕
間
之
物
語

虹
架
編
 

ワ
タ
シ
ガ
戦
ウ
理
由

 
第
四
十
章
 

狂
う

感⻭
情車

 
第
四
十
一
章
 

原
初
の
願
い

 
第
四
十
二
章
 

い原
ま初

の
想
い

 
第
四
十
三
章
 

天
城
再
臨

 
第
四
十
四
章
 

な
に
に
も
勝
る
想
い

 
第
四
十
五
章
 

必
要
悪
の
責
務

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ



 
幕
間
之
物
語

天
災
編
 

想
イ

願
イ

人
ヲ
信
ジ

心
を
得
ル

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

 
幕
間
之
物
語

閃
光
編
 

其
ハ
流
星
ノ
如
ク

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ



 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

 
幕

間

之

物

語

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｄ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

兇
人
編
 

ブ兄
ロ弟

 
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｄ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
魂
食
編
 

君

の

魂

は

き

と

甘

い

だ

ろ

う

Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
ｗ
ｉ
ｌ
ｌ

ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

速
報

解
放
の
英
雄
さ
ん

黒
歴
史
を
晒
さ
れ
る

１
０
８
式
目

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｉ
ｎ
ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
Ｓ
ｔ

ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｓ

 
幕
間
之
物
語

鼠
編
 

届
カ
ヌ
故
ニ
想
イ
切
ナ
ク

 
幕
間
之
物
語

■
■
■
編
 

汝

ビ

タ

コ
ノ
世
全
テ
ノ
悪
デ
ア
レ

 
番
外

 

ま
だ
見
ぬ
未
来
に

希
望
が
あ
る
な
ら
ば

 
番
外

 

こ
れ
ま
で
の
全
て
が

血
塗
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も



 
番
外

 

い
ま
を
信
じ

悪
を
以
て
悪
を
制
す

 
Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
 
Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
Ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ

 

孤
高
の
剣
士
・
天

 

孤
高
の
剣
士
・
地

 

孤
高
の
剣
士
・
人

 
Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
Ｅ
ｎ
ｄ
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
 
Ｅ
ｘ
ｔ
ｒ
ａ
Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ

人
の
器

 
一
幕
 

ネ

ト
の
反
応

 
二
幕
 

そ
れ
は
確
か
に
求
め
た

し
あ
わ
せ

 
三
幕
 

戦
う
ワ
ケ

 
四
幕
 

女
王
の
請
願



 
五
幕
 

自
我
同
一
性

 
六
幕
 

二
刀
の
思
い

 
七
幕
 

ぶ
ん分
す
い水
れ
い嶺

 
八
幕
 

決
戦
の
幕
開
け

 
九
幕
 

対
ス
リ

ム
・
前

 
十
幕
 

対
ス
リ

ム
・
後

 
十
一
幕
 

対
ヴ

フ
ス
・
前

 
十
二
幕
 

対
ヴ

フ
ス
・
中

 
十
三
幕
 

対
ヴ

フ
ス
・
後



 
十
四
幕
 

戦
い
の
幕
引
き

 
ネ

ト
の
反
応
 

聖
剣
回
収
後

 
ゲ

ム
実
績
風
味
時
系
列
表

 
十
五
幕
 

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

 
十
六
幕
 

表
と
裏
の
生
活

 
十
七
幕
 

現
代
の
シ
ン
デ
レ
ラ

 

振
興
の
会
・
掲
示
板
回

 
十
八
幕
 

更
識
の
姉
妹

 
十
九
幕
 

掌
の
上



 
二
十
幕
 

ヒ

ロ

／
ヒ
ロ
イ
ン

 
エ
ピ
ロ

グ
 

ｍ
ａ
ｎ

ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ

大

器

晩

成

 
ネ

ト
の
反
応
 

更
識
家
ゴ
タ
ゴ
タ
編
後

 
尊
ぶ
べ
き
日
常
世
界

 
転
換
 

ゲ

ム
・
ザ
・
ゲ

ム

 
懺
悔
 

私
は
あ
な
た
の
サ
ポ

ト

 
辻
褄
 

住
良
木
陽
太

 
友
誼
 

つ
な
が
り

 
朋
友
 

絶
剣
の

あ
い恋



 
傷
心
 

誓
約
の
裏
返
し

 
状
況
 

キ
ミ
と
ボ
ク

 
救
済
 

救
わ
れ
た
人

 
焦
慮
 

主
観
／
客
観
の
付
加
価
値

 
ネ

ト
の
反
応
 

幕
間
の
裏
話

 
暗
部
 

拷
問
技
術

 
日
常
 

忘
却
の
傷

 
誘
引
 

頼
ら
れ
る
人
の
弱
い
ト
コ

 
刀
奈
 

あ
な
た
に
教
え
る

私
の

な真
名

 
展
望
 

義
姉
弟
の
未
来



 
分
史
 

終
わ

た
世
界
線

 
推
参
 

専
属
家
庭
教
師
・
七
色

 
共
感
 

果
て
し
な
く
遠
く

限
り
な
く
近
い

 
極
点
 

闇
払
う
光

 
承
認
 

う
さ
ぎ

天
災
か
ら
の
贈
り
物

 
認
識
 

千

冬
理
想
と

和

人
現
実
／

和

人
仮
想
と

千

冬
現
実

 
機
運
 

時
機
の
巡
り

 
黒
椿
 

冬
を
越
え
て
花
開
く

 
発
覚
 

愚
直
な
狂
気

 
思
惑
 

三
者
三
様

十
人
十
色

多
種
多
様



 
勧
誘
 

水
平
線
上
のス

ト
ラ
テ
ジ

戦
略

 
中
継
 

放
送
事
故

 
蠢
動
 

前
触
れ
の
静
け
さ

 
対
決
 

水
対
氷

 
騒
乱
 

振
り
撒
か
れ
る
悪
意

 
動
乱
 

騒
乱
の
す
ぐ
横
で

 
戦
渦
 

ぎ

う
う
ん

暁
雲
斬
り
裂
く
光
の
刃

 
原
罪
 

罪歪
よ
り
生
ま
れ
出
で
た
人
の

ユ理
メ想

 
逆
境
 

手
負
い
の
獣

 
覚
悟
 

想
い
を
力
に
変
え
て



 
幕
間
之
物
語

黒
兎
編
 

理
解
カ
ラ
最
モ
遠
イ
感
情

 
快
進
 

快
刀
乱
麻
を
断
つ

 
幕
間
之
物
語

楯
無
編
 

人
ヲ
守
ル
悪
性

 
ネ

ト
の
反
応
 

学
園
襲
撃
篇
後

 
黒
兎
 

強
さ
の
根
源

 
決
断
 

コ
コ
ロ
を
求
め
て

 
再
演
 

骨
肉
の
闘
争
・
前
編

 
再
演
 

骨
肉
の
闘
争
・
後
編

 
ネ

ト
の
反
応
 

和
人
対
秋
十
戦
直
後

 
幕
間
之
物
語

義
弟
編
 

モ
ウ

独
リ
ジ

ナ
イ



 
結
集
 

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

 
反
証
 

■

■
抑
止
の

■

■

■

守
護
者

 
ネ

ト
の
反
応
 

対

森
羅
の
守
護
者

戦

備
忘
録

桐

谷
和
人

 
違
和
 

そ
の
男

異
物
に
つ
き

 
幕
間
之
物
語

実
兄
編
 

堕
チ
タ

ニ
ン人
ゲ
ン間

 
審
判
 

し

じ
ん
こ
う

特
異
点
の
成
り
損
な
い

 
運
命
 

定
め
の
因
果

変
わ
る
未
来

 
狂
愛
 

和

人

の

保

護

者

森
羅
の
守
護
者

 
臨
海
 

渚
の
マ

メ
イ
ド



 
墓
標
 

弔
い
の
意
味

 
潜
影
 

に
じ
り
寄
る
亡
霊

 
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
 

亡
霊
戦
争

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
０

地
獄
の
呼
び
声
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
０

地
獄
の
呼
び
声
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
０

地
獄
の
呼
び
声
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
０

地
獄
の
呼
び
声
 

 
ネ

ト
の
反
応
 

Ｂ
ｉ
ｏ
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
Ｗ
ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ

有
機
生
命
体
兵
器

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１

無
間
の
剣
士
 



 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１

無
間
の
剣
士
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１

無
間
の
剣
士
 

・
裏

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１

無
間
の
剣
士
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２

天
獄
の
狂
演
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２

天
獄
の
狂
演
 

・
裏

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２

天
獄
の
狂
演
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２

天
獄
の
狂
演
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２

天
獄
の
狂
演
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３

怨
嗟
の
魔
獣
 



 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３

怨
嗟
の
魔
獣
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｅ
Ｘ

片
翼
の
天
使
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｅ
Ｘ

片
翼
の
天
使
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｅ
Ｘ

片
翼
の
天
使
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｅ
Ｘ

片
翼
の
天
使
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｅ
Ｘ

片
翼
の
天
使
 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３

怨
嗟
の
魔
獣
 

 
ネ

ト
の
反
応
 

英
雄
救
出
作
戦

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３

怨
嗟
の
魔
獣
 



 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３

怨
嗟
の
魔
獣
 

 
Ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ

 
幕
間
之
物
語

世
論
編
 

束
ノ
間
ノ
平
穏

 
幕
間
 

天
才

始
動

 
Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
 

Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
Ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

ヒ
ト
の
可
能
性

 
Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
 

芽
吹
く
命

息
づ
く
世
界

 
Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
 

正
し
い

ゲ

ム

世
界

 
Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
 

Ａ
ｉ
ｎ
ｃ
ｒ
ａ
ｄ
の
残
滓

 
第
一
章
 

知
ら
れ
ざ
る
伝
説



 
第
二
章
 

人
工
の
命

 
第
三
章
 

仮
初
の
守
護
者

 
第
四
章
 

キ
リ
カ
の
ル

ツ

 
幕
間
之
物
語

中
華
編
 

候
補
生
ノ
今

 
幕
間
之
物
語

中
華
編
 

新
タ
ナ
交
流

古
キ
交
流

 
第
五
章
 

謎
多
き
少
女

 
幕
間
之
物
語

髪
飾
編
 

弐
ツ
ノ
強
サ

 
幕
間
之
物
語

髪
飾
編
 

チ
ラ
ツ
ク
亡
霊

 
第
六
章
 

ア
ス
ナ
の
憂
鬱

 
第
七
章
 

せ
ん
こ
う

流
星
の

愛

の

形

恩
返
し



 
第
八
章
 

和
人
組

幹
部
会
議
・
前

 
第
九
章
 

和
人
組

幹
部
会
議
・
後

 
幕
間
之
物
語

絶
剣
編
 

恋
は
求
め
る
心

愛
は
与
え
る
心

 
幕
間
之
物
語

マ
ド万
ね
え姉

編
 

叶
ワ
ヌ
夢
ト
姉
心

 
第
十
章
 

育
ま
れ
る
心

 
第
十
一
章
 

育
つ
者
達
の
冒
険

 
第
十
二
章
 

黒
の
因
縁

 
幕
間
之
物
語
 

の
者

 
第
十
三
章
 

少
女
の
一
歩



 
第
十
四
章
 

継
が
れ
る
心

 
第
十
五
章
 

リ
ア
ル
と
ヴ

チ

ル
の
新
事
実

 
幕
間
之
物
語

電
妹
編
 

企
業
勢

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ス
ト
レ
ア

 
第
十
六
章
 

ゼ

ロ

Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
か
ら
イ
チ
へ

 
幕
間
之
物
語

歌
姫
編
 

慰
安
バ
カ
ン
ス

 
幕
間
之
物
語

歌
姫
編
 

ユ

ウ

シ

喪
失
ヲ
怖
レ
ヌ
者

 
ネ

ト
の
反
応
 

深
海
の
略
奪
者

道
中
編

 
幕
間
之
物
語

歌
姫
編
 

神
殿
ノ
宝
物

 
幕
間
之
物
語

歌
姫
編
 

深
淵
ノ
王

 
第
十
七
話
 

大
樹
へ
の
祈
り



 
第
十
八
章
 

黒
の
聖
地

 
第
十
九
章
 

近
衛
騎
士
キ
ズ
メ
ル

 
第
二
十
章
 

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
森
の
⺠

 
第
二
十
一
章
 

謎
の
解
明

 
第
二
十
二
章
 

カ

ル

マ

人

の
悪
性

 
第
二
十
三
章
 

近
衛
騎
士
リ

フ

 
幕
間
之
物
語

黒
ノ
剣
士
編
 

法
ノ

カ
ン
ゲ
キ

間
隙

 
第
二
十
四
話
 

人
を
先
導
煽
動
す
る
者
達

 
第
二
十
五
話
 

デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ



 
第
二
十
六
章
 

似
て
異
な
る
剣
士
達

 
第
二
十
七
章
 

力
に
魅
入
ら
れ
し
エ
ル
フ

 
第
二
十
八
章
 

フ

ル
ン
と
の
緒
戦

 
第
二
十
九
章
 

妖
魔
王
撃
滅
戦
争

祝
４
０
０
話

 
第
三
十
章
 

異
界
よ
り
来
た
り
し
花

 
第
三
十
一
章
 

善
を
敷
く
者

悪
を
負
う
者

 
第
三
十
二
章
 

水
面
下
の
動
き

 
第
三
十
三
章
 

迷
い
の
国
の
ア
リ
ス

 
第
三
十
四
章
 

ブ
レ
イ
ク
ス
ル

・
ブ
ロ

ク



 
幕
間
之
物
語

義
弟
編
 

特
異
ナ
世
界

 
第
三
十
五
章
 

翳
り
の
前
触
れ

 
第
三
十
六
章
 

シ
ノ
ン
が
持
つ
友
誼

 
幕
間
之
物
語

鍛
冶
編
 

ア
ン
ダ

・
ザ
・
ウ

タ

 
幕
間
之
物
語

義
弟
編
 

弄
バ
レ
タ
審
判

 
幕
間
之
物
語

義
姉
編
 

仕
掛
ケ
ラ
レ
タ
陰
謀

 
幕
間
之
物
語

義
姉
編
 

探
偵

真
実
ヲ
追
ウ
者

 
幕
間
之
物
語

舞
姫
編
 

策
士
策
ニ
溺
レ
ル

 
幕
間
之
物
語

剣
道
編
 

先
ニ
立
タ
ヌ

ザ
ン
キ

慚
愧



 
幕
間
之
物
語

剣
道
編
 

前
ヲ
向
ク
者

背
ヲ
向
ケ
ル
者

 
ネ

ト
の
反
応
 

バ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
第
三
十
七
話
 

動
き
出
す
悪
意

 
第
三
十
八
話
 

再
来
す
る
負
の
世
界

 
ネ

ト
の
反
応
 

浮
遊
城
出
現
編

 
幕
間
之
物
語

テ

ア

巫
女
編
 

共
鳴
ス
ル

コ
コ
ロ

怨
念

 
第
三
十
九
章
 

巫
女

テ

ア

オ
ル
タ

破
壊
を
祈
る
者

 
第
四
十
章
 

し
め
い

復
讐
の

め
が
み

傀
儡

 
第
四
十
一
章
 

負
の
螺
旋
に
抗
う
者



 
第
四
十
二
章
 

光己
を
見
失
う
者

光己
を
捨
て
た
者

 
第
四
十
三
章
 

紡
が
れ
た

光

 
幕
間
之
物
語

ぎ
ん
の銀か
ん
な
ぎ

巫
編
 

生
ま
れ
る
螺
旋

 
第
四
十
四
章
 

今
と
繋
が
る
過
去

 
幕
間
之
物
語
 

己未
来
を
探
す
者

己未
来
を
目
指
す
者

 
第
四
十
五
章
 

金
木
犀
の
こ
こ
ろ

 
第
四
十
六
章
 

整
合
性
の
喪
失

 
第
四
十
七
章
 

闇
か
ら
のし

る
べ標

 
第
四
十
八
章
 

悔
恨

晴
ら
す
時
来
た
れ
り



 
第
四
十
九
章
 

其
は
友
誼
を
結
び
し
者

 
第
五
十
章
 

報
恩
の
時
来
た
れ
り

其
は
生
を
願
い
し
者

 
第
五
十
一
章
 

萌
芽
の
時
来
た
れ
り

其
は
剣
に
魅
入
り
し
者

 
第
五
十
二
章
 

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト

死
力
全
霊
の
真
意

 
第
五
十
三
章
 

再
演
・
殺
戮
の
狂
戦
士

 
第
五
十
四
章
 

獣
を
倒
す
は
人
の
想
い

 
第
五
十
五
章
 

一
方
の
終
幕
と
他
方
の
開
幕

 
Ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｔ
ｗ
ｉ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 

ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
・
プ
ロ

グ
レ

シ
ン
グ

 
第
一
節
 

⻩
昏
の
は
じ
ま
り



 
第
二
節
 

異
世
界
か
ら
の
漂
流
者

 
第
三
節
 

交
差
す
る
異
界
の
者
達

 
異
伝
 

ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
・
デ

フ

レ
ン
ト

 
第
四
章
 

人
界
の
法
の
穴

 
第
五
話
 

自
己
の
確
立

 
幕
間
之
物
型

異
黒
編
 

⻩
昏
の
妖
精
郷





 
キ

ラ
ク
タ

設
定
集
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
ま
で

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
色

な
事
を
書
い
て
い
る
と

大
に
な

て
き
て
見
返
す

に

み

み
や
ス
ク
ロ

ル
が

面
倒
だ
な
と
思

て
来
た
の
で

種
で
分
け
よ
う
と
思
い
立

て

の
設
定
集
か
ら
分

す
る
事
に
し
ま
し
た

 
一
先
ず
書
い
た
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
の
キ

ラ
集

の
設
定
集
の
前

を

め
て
い
た
キ

ラ
の
情
報
と

備

本
作
で
の

要
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す

 

に

ス
キ
ル
設
定
集

こ
こ
は
後

を

め
て
い
た

出
あ
る
い
は
未
出
の

ド
ス

キ
ル
や
ス
キ
ル
を
書
き
ま
す

 
あ
と
は
後

大
に
な
る
と
思
う
か
ら

物
語

要

と

備

要
設
定
集

く
ら
い
で

す
か
ね

か
ス
ト

リ

で
分
か
り

い
か
ら

見
づ
ら
い
か
ら

め
て
欲
し
い
と
ご

意
見
あ
る
な
ら

メ

セ

ジ
を
送

て
下
さ
れ
ば
対
応
す
る
か
も
で
す

 
今
回
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

り

キ

ラ
ク
タ

設
定
集

内
容
は
本
編
に
合
わ
せ
ま
す
の
で

わ
ざ
と
開
け
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
で
は
ど
う
ぞ

 
更
新
日

 

月

日

月

 

前

 
第
五
十
章
投
稿

載
中

 
キ

ラ
ク
タ

設
定

 
主
人

 
・
桐

谷
和
人
／
キ
リ
ト

 
容

⻑
い
黒
髪
に
黒
水

の

少
女
然
と
し
た
小

な
体

 

生
日

２
０
１
３
年

月

日

一

 

 

月

日
桐

谷
和
人

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 

 
身
⻑
１
２
３
セ
ン
チ

 
使
い
魔

フ

ザ

リ
ド
ラ

種

ナ
ン

／
メ
ス

 
第
七
十
五
層

達
時

備

 

手

備

片
手
剣

エ
リ

シ
デ

タ

ウ

イ
ト

ザ
ド

ン

合



 

手

備

片
手
剣

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

リ
ズ
ベ

ト
作

 
体

下

ダ

ク
イ
ン
ナ

 
体

コ

ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

 
体

系

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 

ベ
ル
ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

 
足

ブ

ツ
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

 

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 

／

飾
り

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
お
守
り

ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン

 
指
輪

孤
独
の
指
輪

 
指
輪

ハ
イ
パ

リ
ン
グ

 
・
特
徴

 

ロ
活
動
を
す
る
事
で
ス
テ

タ
ス
や
取
得
経
験
値
に
補
正
が
掛
か
る
お
守
り
と
指
輪
を

備

し
て
い
る

 

の

は
一
切

備
し
て
お
ら
ず
弾
き

や
回

を
中
心
と
し
て
直
撃
を

け
る

期
決



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

戦
型
の
ダ
メ

ジ
デ

ラ

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

二
刀
流

を

得
し
て
い
る

  
第
三
十
五
章
突
入
時

 

登
録

備

 

片
手
剣

エ
リ

シ
デ

タ

ウ

イ
ト

ザ
ド

ン

合

 

片
手
剣

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

リ
ズ
ベ

ト
作

 

片
手
剣

ブ
ラ

ク
メ
タ
ル

 

片
手
剣

ホ
ワ
イ
ト
ゴ

ル
ド

 

片
手
剣

ク
ロ
ス
ブ
レ
イ
ド

 

手
剣

ム

ン
ブ
レ
イ
ド

 

剣

ア
ク
ア
リ
ウ
ム

 

刀

エ
ン
ゼ
ル
イ

タ

 

刀

プ
ラ
ズ
マ

 

片
手

ル
ナ
テ

ク



 

手

ガ
イ
ア
ブ
レ
イ
ド

 

手

ダ
リ
ア

 

⻑
槍

ド
ラ
ゴ
ニ

ク
ス
ピ
ナ

 

投

武
器
・
チ

ク
ラ
ム

エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ

 

弓

シ

プ
シ

タ

 

盾

フ
リ

ズ
プ
ラ
イ
ド

 

リ
ズ
ベ

ト

製
継
承
武
器
シ
リ

ズ

 

層

り
武
器
全
種

個

 
体

下

ダ

ク
イ
ン
ナ

 
体

コ

ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

ホ
ロ
ウ
レ
ギ
オ
ン
コ

ト

 
体

系

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 

ベ
ル
ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

 
足

ブ

ツ
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

 

狂
戦
士
の

輪

 

／

飾
り

ユ
イ
の
愛



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
お
守
り

心
無
い
天
使

 
指
輪

孤
独
の
指
輪

 
指
輪

ハ
イ
パ

リ
ン
グ

 
・

持
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

 
片
手
武
器
系

二
刀
流

 
種

問
わ
ず

明
剣

 

手
剣
系

狂
月
剣

 

刀
系

暗
黒
剣

 
刀
系

刀
術

 

系

地

刃

 

手

系

死
閃

 
槍
系

無
限
槍

 
弓
系

撃
術

 
投

武
器
系

手
裏
剣
術

 



 
・
特
徴

 

ロ
活
動
を
す
る
事
で
ス
テ

タ
ス
や
取
得
経
験
値
に
補
正
が
掛
か
る
指
輪
を

備
し
て
い

る 

に
よ
り

ロ
パ

テ

で
あ
る
限
り

け
反
り
無

全
ス
テ

タ
ス
増

大

攻
撃
力
大

上

力
無

攻
撃
付
与

の
バ
フ
が
掛
か
り

常
時

力
三

下

の
デ
バ
フ
が
掛
か

て
い
る

 
お
守
り
に
よ
り

全
状

異
常
無

化

大
リ
ジ

ネ
付
与
の
バ
フ
が
掛
か

て
い
る

た
だ
し
状

異
常
無

は
大
ダ
メ

ジ
に
よ
る
ス
タ
ン
お
よ
び
必
中

果
の
状

異
常
が

外

さ
れ
て
お
り

あ
く
ま
で
無

化
す
る
の
は
確

系
状

異
常
攻
撃
で
あ
る

 

手

備

は
カ
テ
ゴ
リ
内
に
登
録
し
た
武
器
を

キ
リ
ト
の
強

な
イ
メ

ジ
に

よ

て
自
由
に

す
る
事
が
出
来
る
無
形
の
武
器

と
し
て

片
手
剣
カ
テ
ゴ
リ
と
し
て

エ
リ

シ
デ

タ
を
登
録
す
れ
ば
背
中
に

備
し
て
い
な
く
と
も

に
手
に
呼
び
出
せ
る

本
と
し
て
十
三
種

の
武
器
が
あ
り

イ
メ

ジ
す
る
事
で
自
由
に

を

ば
す
事
が
出
来
る

 
・
片
手
剣

ブ
ラ

ク
メ
タ
ル

 
反
り
の
無
い
片
刃
の
黒
い
片
手
剣
で
あ
り
ナ

ク
ル
ガ

ド
が
付
い
て
い
る

攻
撃
属
性
は



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

斬
撃
属
性
と

突
属
性

 
片
手
武
器
系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

二
刀
流

に
対
応
し
て
い
る

 
・
片
手
剣

ホ
ワ
イ
ト
ゴ

ル
ド

 
反
り
の
無
い
片
刃
の
白
い
片
手
剣
で
あ
り
ナ

ク
ル
ガ

ド
が
付
い
て
い
る

攻
撃
属
性
は

斬
撃
属
性
と

突
属
性

 
片
手
武
器
系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

二
刀
流

に
対
応
し
て
い
る

 
・
片
手
剣

ク
ロ
ス
ブ
レ
イ
ド

 
ブ
ラ

ク
メ
タ
ル
と
ホ
ワ
イ
ト
ゴ

ル
ド
を
一
本
の
⻑
剣
と
し
て
合
体
さ
せ
た

刃
剣

攻
撃

属
性
は
斬
撃
属
性
と

突
属
性

 
第
二
十
四
章
に
登
場
し
た
第
三
戦
ボ
ス
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｓ
ｅ
ｉ

ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ
ｔ

が
こ
れ
を
持

た

を

て

無

攻
撃

を
放
つ

明
剣

を
使

し
た

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

明
剣
に
対
応
し
て
い
る
が
別
に
こ
の
武
器
で
無
く
と
も
使

は
出

来
る

 
ま
た

二
刀
流

に
対
応
し
て
い
る



 
・

手
剣

ム

ン
ブ
レ
イ
ド

 
出
刃

を
思
わ
せ
る
刀
身
黒
い

と

先
か
ら

ば
く
か

び
る
黒
い

が
特
徴
的
な
大

刀

の
⻑
さ
は

セ
ン
チ

刃

り
１
２
０
セ
ン
チ
と

和
人
の
背

よ
り
も

大
で
重

 
攻
撃
属
性
は
斬
撃
属
性
と

突
属
性

文
中
で
は

大
刀

と
表
記
さ
れ
て
い
る

 

手
剣
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

狂
月
剣

に
対
応
し
て
い
る

分

上

手
剣

だ
が

片
手

剣

と
し
て
も
運

可
能

 
・

剣

ア
ク
ア
リ
ウ
ム

 
蒼
色
の

刀
身
を
持
つ
片
刃
の

剣

ア
ス
ナ
が

有
す
る
リ
ズ
ベ

ト

製
の
継

承
剣
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
と

似
し
て
い
る

攻
撃
属
性
は
斬
撃
属
性
と

突
属
性

 
水
を

る
力
を
有
し
水
の

に
よ
る

や
波

に
よ
る
攻
撃
な
ど
圧
倒
的
物

に
物

を

わ
せ
た
攻
撃
が
可
能

水
場
で
あ
れ
ば
真
価
を
発

す
る

後

の
氷
を

る
フ
リ

ズ
プ

ラ
イ
ド
と
組
み
合
わ
せ
る
事
で

更
な
る
攻
撃
が
可
能
と
な
る

 
・

刀

エ
ン
ゼ
ル
イ

タ

 
悪
魔
の

を
思
わ
せ
る
黒
い
刀
身
⻩
色
の
目

を

た

黒
色
の

と
緑
の
ナ

ク
ル

ガ

ド
が
特
徴
的
な

刀

攻
撃
属
性
は
斬
撃
属
性
と

突
属
性



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
文
中
で
は

本
的
に

剣

と
表
記
さ
れ
る

 
特
に
こ
れ
と

て
特
徴
的
な
力
は
持
た
な
い
が

刀
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
暗
黒
剣
に
対

応
し
て
い
る

 
参

武
器
は
リ
メ
イ
ク

テ
イ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
デ
ス
テ

ニ

デ

レ
ク
タ

ズ
カ

ト

の

デ

ア
ン

ベ
ル
セ
リ
オ
ス

 
・
刀

プ
ラ
ズ
マ

 
白
い

が

か
れ
た

形
の

白
銀
の
刀
身
を
持
つ
刀

⻑
さ
は
一

的
な
刀
と

差
の
中
間
で
あ
る
小
太
刀
程

で
小
回
り
が

く

キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
平

的
な
男
性
が
振

る
う
刀
と
そ
こ
ま
で
変
わ
ら
な
い

 

を

る
力
を
有
し
水

モ
ン
ス
タ

に
真
価
を
発

す
る
反
面
感
電
ダ
メ

ジ
で
味
方

に
も

が

ぶ
可
能
性
が
あ
る

時
と
場

を

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

い
の

し
い
武

器 
文
中
で
は

本
的
に

刀

と
表
記
さ
れ
る

 
ま
た

刀
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

刀
術

に
対
応
し
て
い
る

 
・
片
手

ル
ナ
テ

ク



 
星
を

た

を
持
つ
全
体
的
に
蒼
い
片
手

武
器

た
だ
し
見
た
目
は
ま
る

き
り

手

剣
で

い
方
は
片
手
剣
と
同
様

攻
撃
属
性
は
斬
撃
属
性
と
打
撃
属
性

 
特
に
こ
れ
と

て
特
別
な
属
性
を
有
し
て
は
い
な
い
が

片
手

で
あ
り
な
が
ら

片

手
剣

と
同
様
の
攻
撃
方
法
を
取
れ
る
た
め
小
回
り
が

く

 
文
中
で
は

本
的
に

ク
レ
イ
モ
ア

と
表
記
さ
れ
る

 
一
応

系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
地

刃
に
対
応
し
て
い
る
が
片
手
武
器
で
あ
る
事
と
大
地

の
力
を
有
し
て
い
な
い
た
め
下
記
の
武
器
に

べ
て

力
や

果
は

え
目
に
な
る

 
・

手

ガ
イ
ア
ブ
レ
イ
ド

 
十
手
を
分

く
し
た
よ
う
な
形
状
で

黒
く
分

い
刀
身
が
特
徴
的
な
ア

ク
ス
ブ
レ

ド

見
た
目
は
ま
る

き
り

手

だ
が
シ
ス
テ
ム
の
分

上
は

手

攻
撃
属
性
は
斬
撃
属

性
と
打
撃
属
性

 
文
中
で
は

剣

や

ア

ク
ス
ブ
レ

ド

と
表
記
さ
れ
る

と
書
か
れ
る
が

手

な
の
で

意

 
大
地
を

る
力
を
持

て
お
り

地
面
を

さ
せ
た
り

地
的
な
地

を

こ
し
た
り

地

れ
を
発
生
さ
せ
た
り
出
来
る



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 

系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
地

刃
に
対
応
し
て
い
る

こ
ち
ら
は
上
記
と
異
な
り
真
価
を
発

す
る

 
・

手

ダ
リ
ア

 

し
た
黒
い
持
ち
手
と
金
色
に

く
刃
が
特
徴
的
な
大

大

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
で

は

手

に
分

さ
れ
て
い
る

攻
撃
属
性
は
斬
撃
属
性

 
特
に
こ
れ
と

て
特
別
な
属
性
を
有
し
て
は
い
な
い
が

手

に
し
て
は

な
の

で
か
な
り

い
攻
撃
を
可
能
と
す
る

一
振
り
の
攻
撃

は
か
な
り
広
い

 

手

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
死
閃

に
対
応
し
て
い
る

ち
な
み
に

み
方
は
し
せ
ん
が

ま 
・
⻑
槍

ド
ラ
ゴ
ニ

ク
ス
ピ
ナ

 
⻯
の

を
思
わ
せ
る
刃
を
持
つ
六
本
で
一
対
の

色
の
⻑
槍

攻
撃
属
性
は
斬
撃

突

の
三
属
性

 
風
を

る
力
を
有
し
て
お
り
攻
撃
し
た
後
に
は
風
の
刃
で
追
撃
し
た
り

風
で
吹
き

ば
し

た
り
な
ど

臨
機
応
変
な
運

が
可
能

 
キ
リ
ト
が
手
に
し
て
い
な
い
場
合
は
風
を

て

に
浮
い
て
お
り
特
に
イ
メ

ジ
し
て
い



な
い
場
合
は
キ
リ
ト
の
背
面
百
八
十

を
六
分

す
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る

キ
リ
ト
が
追

撃
に
多

す
る
お
気
に
入
り
の
武
器

よ
く
エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ
と
セ

ト
で
使
わ
れ
る

 
・
投

武
器
チ

ク
ラ
ム

エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ

 
四
方
に
大
き
く

び
出
た
刃
そ
れ
ら
の
中
間
に
小
さ
く

び
出
た
刃
を
持
つ
十
文

手
裏
剣

の
よ
う
な
二

一
対
の
戦
輪

中
心
の
持
ち
手
は
黒
い

で

わ
れ
て
お
り
刃
は
紅
く
縁
取
ら

れ
て
い
る

を

る
力
を
持
ち
火

を

き
出
し
な
が
ら

を
斬
り
裂
く
事
で
切
り
傷
と
火

傷
を
同
時
に
負
わ
せ
る
事
が
出
来
る

 
キ
リ
ト
が
手
に
し
て
い
な
い
間
は

を

て

に
浮
い
て
お
り
特
に
イ
メ

ジ
し
て
い
な

い
場
合
は
キ
リ
ト
の

を
護
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る

投

後
の

道
は
イ
メ

ジ
に

う

キ
リ
ト
が
追
撃
に
多

す
る
お
気
に
入
り
の
武
器

よ
く
ド
ラ
ゴ
ニ

ク
ス
ピ
ナ

と
セ

ト
で
使
わ
れ
る

 
投

武
器
系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
手
裏
剣
術
に
対
応
し
て
い
る

鍛
え
る
と
他
の
武
器
も
投

出
来
る

 
・
弓

シ

プ
シ

タ

 

色
の
エ
ネ
ル
ギ

を
無
限
に
放
て
る

紺
色
で
カ
ラ

リ
ン
グ
さ
れ
た
二

一
対
の
ボ
ウ



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

ガ
ン

エ
ネ
ル
ギ

は
一

に
つ
き
百
発
分

さ
れ
て
お
り
構
え
直
す
と
自
動
で
再

さ
れ
る
た
め
実

弾
切
れ
が
無
い

一

の

撃

に

結
さ
せ
る
事
が
出
来
そ
の
場
合
は

強
力
な

を
二
十
発
分
放
て
る

 
攻
撃
属
性
は
少

特

で
二

一
対
で
は

突
属
性
の
み

結
時
は

突
と

属
性
を

有
す
る

 
キ
リ
ト
が
手
に
し
て
い
な
い
場
合
は

に
分
か
れ
て
浮
い
て
お
り

定

の
よ
う
に
な

る

こ
の
状

で
は
構
え
を

ま
な
く
と
も
自
動
で

は
補

さ
れ
て
い
く

 
弓
系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

撃
術

に
対
応
し
て
い
る

 
・
盾

フ
リ

ズ
プ
ラ
イ
ド

 
氷
の
結

を
思
わ
せ
る
⻘
色
で
縁
取
ら
れ
た
蒼
の
大
盾

 
あ
く
ま
で
盾
な
の
で
こ
の

備
そ
の
も
の
に
攻
撃
判
定
は
無
い
も
の
の
氷
を

る
力
を
使
う

事
で

手
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る

盾
の
先

に
氷

を
生
や
す
事
で
攻
撃
判
定
は
発
生
す

る

こ
の
場
合

攻
撃
属
性
は
斬
撃

突
属
性
に
な
る

 
キ
リ
ト
が
手
に
し
て
い
な
い
場
合
は
前
面
か
ら
の
攻
撃
か
ら
守
る
よ
う
に
正
面
に
浮
き

イ

メ

ジ
に
よ

て
自
由
に
動
か
す
事
が
出
来
る

然
な
が
ら

常
の
様
に

で
持
つ
事
も
可
能



だ
が

キ
リ
ト
の
身
⻑
が
足
り
な
く
て
下

が
地
面
に

さ
る
の
で

本
的
に
浮
い
て
い
る

 
水
を

る

剣
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
と
セ

ト
で
使

す
る
と
水
で

れ
た

手
を
氷

け
に
し

て
動
け
な
く
し

傷
ダ
メ

ジ
で
じ
わ
じ
わ
追
い

め
る
と
い

た
行

が
可
能
に
な
る

  
登
場
キ

ラ
ク
タ

 
・
桐

谷
直
葉
／
リ

フ

 
容

で
切
り

え
た
黒
髪

黒
い

平

的
な
女
子
の
体

 
容

ア
バ
タ

ポ
ニ

テ

ル
の
金
髪

の

華

な
が
ら

な

体

 

生
日

２
０
０

年
 

月

日

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
リ
ア
ル
 

 
身
⻑
１

セ
ン
チ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
乱
入

時
ア
バ
タ

 

 
身
⻑
１

０
セ
ン
チ

 

手

備

片
手
剣

種
⻑
刀
型
ジ

ワ
イ
ユ

ズ

 

手

備

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
体

下

ウ

ン
デ

ク
ロ
ス

 
体

シ
ル
フ

ド
ク
ロ
ス



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
体

系

シ
ル
フ

ド
ク
ロ
ス
ア

マ

 

エ
レ
メ
ン
タ
ル
レ
ザ

ア

ム

 

エ
レ
メ
ン
タ
ル
レ
ザ

ベ
ル
ト

 
足

エ
レ
メ
ン
タ
ル
レ
ザ

ブ

ツ

 

シ
ル
フ

ド
チ

カ

 
お
守
り

リ
カ
バ
リ

チ

カ

 
指
輪

シ
ル
フ

ス
テ

ア
の
誓
い

中
指

 
指
輪

シ
ル
フ

ロ

ド
リ
ン
グ

中
指

 
・
キ

ラ
解
説

 
行
き
倒
れ
て
い
た

一

を

た
桐

谷
家
の
⻑
女

感
情
と
心
を
す
り

ら
し
た
和
人

の
面
倒
を
よ
く
見
た
人
物
で
も
あ
り
血
の
繋
が
り
こ
そ
無
い
が
心
の
繋
が
り
で
和
人
の
姉
を
務

め
よ
う
と

し
心
か
ら
愛
情
と

し
み
の
心
を

い
だ

そ
れ
に
よ
り
お
よ
そ
一

月
で

的
に
精
神
を
回
復
さ
せ
る
ま
で
に
至
ら
せ
た

 
最
も
和
人
が
心
を
許
し
て
い
る
存
在
で

和
人
の
事
を
と
て
も
大
切
に
想

て
い
る

 
本
作
で
は
桐

谷
家
に

わ
れ
た

一

こ
と
和
人
の
義
理
の
姉
を
務
め
ま
た
剣
道
や

道



な
ど
の

手
を
務
め
る
だ
け
の
実
力
を
有
す
る

和
人
の
事
を
大
切
に
想

て
い
る
た
め
血
の

繋
が
り
が
無
い
か
ら
こ
そ
ス
キ
ン
シ

プ
と
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
大
切
に
す
る

 
ゲ

ム
が
苦
手
で
機

な
部
分
が
あ

た
た
め

の

が
応

は
が
き
で

て
た
Ｓ

Ａ
Ｏ
ロ

ト
を
和
人
に

た

も

い
感
じ
で
勧
め
て
い
る

そ
の
た
め
Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
ロ
グ
イ

ン
は
し
て
い
な
か

た

 
し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
か
ら
一
年

が
経
過
し
た
五
月
の
あ
る
日

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン

ラ
イ
ン

を
プ
レ
イ
し
て
い
た
に
も

わ
ら
ず

故
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

へ
と
入

て
し
ま
い

そ
の
容

か
ら

妖
精

と
第
二
十
二
層
で

さ
れ
て
し
ま
う

 
後
に
そ
の

の
真

を
知
り
に

で

れ
た
義
弟
キ
リ
ト
と
再
会
を
果
た
し
キ
リ
ト
が
有

す
る
ホ

ム
へ

候
す
る
事
に
な
る

こ
の
時
リ
ア
ル
の
情
報
を
キ
リ
ト
へ

し
た

シ
ノ
ン
と

共
に
キ
リ
ト
か
ら
戦
い
の
指

を

け
て
い
る

 
後
に
行
き
倒
れ
て
い
た
謎
の
少
女
ユ
イ
を
義
妹
と
し
て
引
き
取
る
事
を
決
意

た

た
一
日
し

か
触
れ
合
え
ず
に
別
れ
て
し
ま

た
も
の
の
そ
の
死
を
間
近
で
見
る
事
に
な

た
キ
リ
ト
を
慮

り
弱

を
見
せ
ず
に

を

け
止
め
た

第
三
十
四
章
終
了
時
点
で
キ
リ
ト
を

い
て

一

ユ
イ
の
正
体
を
知
る
人
物



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
現
実
に

る
間
に

一

／
桐

谷
和
人
の
血
が
繋
が

た
実
姉

千
冬
と
邂
逅
し

て
お
り
そ
の
時
か
ら
ず

と
和
人
を
桐

谷
和
人
と
い
う
人
形
と
し
て

り
付
け
て
し
ま

わ
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る

和
人
の
事
を
大
切
な
義
弟
と
し
て
護
る
と
決
め
て
家

愛
を
向
け
る

反
面
決
し
て
離
し
た
く
な
い
独

欲
や

有
欲
異
性
と
し
て
の
恋
情
な
ど
が
入
り

じ

た

感
情
を

い
て
お
り

内
心

ま
じ
く
複

 
第
三
十
四
章
終
了
時
点
で
は
苦
悩
を
打
ち
明
け
そ
れ
を

定
さ
れ
た
事
で
か
な
り
吹

切

れ
て
い
る

  
・

太

／
ク
ラ
イ
ン

 
容

み
が
か

た
ツ
ン
ツ
ン
の

髪

バ
ン
ダ
ナ

無
精

の
生
え
た

武
士
面

 

生
日

２
０
０
０
年
 

月

日

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 

 
身
⻑
１
８
０
セ
ン
チ

 

手

備

刀

陰

 
体

下

白
の

 
体

の



 
体

系

の

 

火
の

手

 

林
の

 
足

風
の

て

 

／

飾
り

紅
の
バ
ン
ダ
ナ

 
お
守
り

魂

 
指
輪

風
林
火

の
証

 
指
輪

速
力
の
指
輪

 
・
キ

ラ
解
説

 
良
識
者

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
て
和
人
／
キ
リ
ト
が
最
も
最
初
に
出
会

た
人
物

勢
六
人
と
い

う
少
数
な
が
ら
も
一
人
と
し
て
死
者
を
出
し
て
い
な
い
指

力
を
有
し
て
お
り
第
一
層
の

か

ら
キ
リ
ト
を
追
い
掛
け
て
攻
略
隊
に
参
戦
し
た
ビ
ギ
ナ

リ

ダ

後
に
風
林
火

を
立

ち
上

攻
略
組
中
小
ギ
ル
ド
の
中

を

す
存
在
と
な
る

 
数
少
な
い
速
力
を
重

し
た
刀
使
い
の
一
人
で
実
力
も

高
い

一

で
あ
る
キ

リ
ト
の
事
を

か
と
気
に
掛
け
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
も
数
少
な
い
良
識
者

そ
の
た
め
キ
リ
ト
も



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

と
て
も

い
て
お
り

ク
ラ
イ
ン
も
構

て
い
る

 
キ
リ
ト
の
男
友
達
の
中
で
最
も
親
し
く
ま
た
キ
リ
ト
の
事
を
恐
ら
く
同
性
の
中
で
最
も
理
解

し
て
い
る

有
な
人
物

第
三
十
四
章
終
了
時
点
で

意
を

い
て
い
る
異
性
は
存
在
し
な
い

 

会
人
と
し
て
生
活

を

ぐ
苦
し
み
を
知

て
い
る
の
で

千
冬
の

業
に

い
た
い

事
は
あ
る
も
の
の

し
か

た
部
分
に
一
定
の
理
解
を
示
し
て
お
り
一

に
も
全
面
的
に
悪
い

と
は

い
切
れ
な
い
と

え
て
い
る

キ
リ
ト
の
実
兄
に

し
て
は

悪
し
て
い
る

 
原
作
と
異
な
り
女
尊
男

を

し
て
過

な
ス
キ
ン
シ

プ
や
彼
女
欲
し
い

は
し
て

い
な
い

  
・
結
城
明
日
奈
／
ア
ス
ナ

 
容

色
の
⻑
髪

色
の

平

的
に
華

な
体

 

生
日

２
０
０

年
 

月

日

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 

 
身
⻑
１

０
セ
ン
チ

 

手

備

剣

ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト

 

手

備

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ



 
体

下

ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ス

 
体

ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ト
ク
ロ

ク

 
体

系

ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ト
プ
レ
ス
ト
プ
レ

ト

 

ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ス
ハ
ン
ド

 

レ

ド
ク
ロ
ス
ベ
ル
ト

 
足

ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ト
プ
レ

ト
ブ

ツ

 

／

飾
り

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ピ
ア
ス

 
お
守
り

月
の

 
指
輪

血

騎
士

の
証

 
指
輪

騎
士
の
指
輪

 
・
キ

ラ
解
説

 
良
識
者
そ
の
二

年
が
離
れ
た
兄
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

し
て
も
ら
い

き

ま
れ
た
人
物
で
ビ

ギ
ナ

な
が
ら

れ
た

剣
の
使
い
手
で
も
あ
る

 
失
意
か
ら

死
に

て
い
た
キ
リ
ト
の
命
を
助
け
て
以
来
九

と

う

さ
な
が
ら

か

に
追
い

め
ら
れ
て
戦

て
い
る
キ
リ
ト
の
事
を
気
に
掛
け
る



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
第
三
十
四
章
時
点
で
キ
リ
ト
の
事
に
な
る
と
色

と
潜
在
能
力
が
吹

切
れ
る
現

が

発
動
し
て
い
る

本
的
に
キ
リ
ト
に
は
全

の
信
頼
を
寄
せ
て
い
る

 
血

騎
士

⻑
を
務
め
上

て
い
る
が

と
自
由
に
行
動
し
て
キ
リ
ト
や
友
人
の

ユ
ウ
キ
達
と
の
交
友
を
深
め
て
い
る

理

ス
キ
ル
を
取
得
し
て
お
り

味
は
キ
リ
ト
に

る
が
年

か
ら
レ
パ

ト
リ

そ
の
も
の
は
勝

て
い
る

様

な

味

を
再
現
し
よ
う
と
四

苦
八
苦
し
て
お
り
キ
リ
ト
が

を
再
現
し
た
時
に
は

え

き
て
い
た
り
と
中

に

快
な
状

に
な

て
い
る

 
レ
ベ
ル
は
キ
リ
ト
ヒ

ス
ク
リ
フ
に

ぐ
ス
ト
レ
ア
と
タ
イ
の
レ
ベ
ル

で
第
三

攻
略

組
の
中
で
も

高
い
方
で
更
に

剣
使
い
で
あ
る
事
も

め
る
と
非
常
に
高
い
技

を
誇

て
い
る
事
が
分
か
る

  
・

／
ア
ル
ゴ

 
容

ね
た

い
金
髪

色
の

三
本
の
お
ヒ
ゲ

小

つ
華

な
体

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 
身
⻑
１

０
セ
ン
チ

 
・
キ

ラ
解
説



 
良
識
者
そ
の
三

鼠
の

名
で
呼
ば
れ
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

一
の
情
報

ベ

タ
テ
ス
タ

で
も
あ
り
そ
の
責

を
感
じ
て
様

な
情
報
収
集
と

を
行
い
人
命
救
助
に

し
む

ベ

タ
時
代
か
ら
キ
リ
ト
と
は

見
知
り
で

か
と
気
に
掛
け
て
い
る

 

値
に
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
極
振
り
し
て
い
る

有
な
プ
レ
イ

で
先

は
極
力

け
る
が
戦
闘
能
力
そ
の
も
の
は
あ
り

れ
た

剣
使
い
で
も
あ
る

層
が

い

は
ナ

ク

ル
系

備
を
し
て
い
た
が
種

が
少
な
い
事
か
ら

剣
へ
と
変
え
た

サ
ブ
武
器
と
し
て
ピ

ク
を
多

に

備
し
て
い
る

 
第
一
層
の

か
ら
始
ま

た
ビ

タ

へ
の

中
傷
を
助
⻑
し
ス
ト
レ
ス
を
キ
リ
ト

自
身
へ
向
け
さ
せ
る
キ
リ
ト
の

に

な
が
ら

て
い
る
が
心
の

か
ら
そ
の
心
身
状

を

じ
て
い
る
一
人

  
・

／
キ
バ
オ
ウ

 
容

色
の
と

と

小

な
が
ら

肉
は
あ
る
体

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 
身
⻑
１

セ
ン
チ

 
・
キ

ラ
解
説



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
キ
リ
ト
ア
ン
チ

キ
リ
ト
が

ビ

タ

を
名

る

目
に
な

た
原
因
の
人
物
で

一

で
あ
る
と

し
た

か
と
キ
リ
ト
を

し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
る
が
攻
略
そ
の

も
の
に
は
真

で
人
を

い
て
戦
う
リ

ダ

の

は
あ
り
そ
こ
は
キ
リ
ト
と
デ

ア
ベ

ル
か
ら
も

価
さ
れ
て
い
る

 

属
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

攻
略
部
隊
の
サ
ブ
リ

ダ

を
務
め
る

片
手
剣
と

盾
を

備
し
た
バ
ラ
ン
ス
タ
イ
プ

時
に
下
す

な
決
断
は
作
戦
こ
そ
良
い
も
の
の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
悪
い
な
ど

ど
こ
か
間
の
悪
い
事
ば
か
り
目
立
つ

 
第
七
十
四
層
へ
独
断
で
コ

バ

ツ
を
送

た
り

中
な
の
に
闘
技
場
へ
勝
手
に
参
加
し

た
り

失

後
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
ギ
ル
ド
サ
ブ
リ

ダ

シ
ン
カ

を
地

下
迷

の
最

へ

じ

め
た
り
キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と
動
き
回

た
り
な
ど

き
勝
手
に
し
て

い
る

 
第
三
十
四
章
終
了
時
点
で

隊
さ
れ
て
お
り

行
方
不
明

  
・

／
デ

ア
ベ
ル

 
容

⻘
く

め
た
ウ

ブ
が
掛
か

た

め
の
髪

整

た
容



 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 
身
⻑
１

０
セ
ン
チ

 
・
キ

ラ
解
説

 
良
識
者
そ
の
四

第
一
層
に
て
呼
び
か
け
を
行

て
ボ
ス
攻
略
隊
を
結
成
し
た
人
物
で
と
て

も
高
い
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
力
と
リ

ダ

と
し
て
の
カ
リ
ス
マ
性

力
を
有
す
る

 
本
作
で
は
第
一
層
ボ
ス
戦
に
て
生
き
残

て
お
り
後
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
を
設

立
し

下
層
・
中
層

プ
レ
イ

の

助

び
最
前
線
の
攻
略
を
行
う
部
隊
の
リ

ダ

を

て
い
る

 

か
と
無
理
を
す
る
キ
リ
ト
を
気
に
掛
け
て
お
り

ビ

タ

と
い
う
悪

を
演
じ
る
事

で

ベ

タ
テ
ス
タ

達
と
ビ
ギ
ナ

達
の
間
に
遭

た

を
取
り

い
た
事
に
責

を
感
じ

て
い
る

本
文
で
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
一
応

ベ

タ
テ
ス
タ

の
一
人
で
キ
リ
ト
は
そ
の

事
に
気
付
い
て
い
な
い

  
・
紺

子
／
ラ
ン

 
容

が
か

た
一
つ

り
の
黒
の
⻑
髪

同
色
の

華

な
体

 

生
日

２
０
０

年
 

月

日



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 

 
身
⻑
１

０
セ
ン
チ

 

手

備

剣

エ
ル
ト

リ

ネ
ン

 

手

備

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
体

下

シ

ド
ウ
レ
オ
タ

ド

 
体

ア
ク
ア
リ

ク
ロ

ク

 
体

系

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ハ
ン
ド

 

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ベ
ル
ト

 
足

ア
ク
ア
ホ
ワ
イ
ト
ブ

ツ

 

／

飾
り

黒
の
ヘ
ア
ゴ
ム

 
お
守
り

未
来
へ
の
祈
り

 
指
輪

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
証

 
指
輪

速
力
の
指
輪

 
・
キ

ラ

 
良
識
者
そ
の
五

木

と
は
二

性

生

で
姉
に
あ
た
る

ア
ス
ナ
と
同
様

剣
の
名
手



で
あ
り
ま
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

を
務
め
て
い
る

リ

ダ

で
は
あ

る
が
ユ
ウ
キ
に

か
に
実
力
が

て
お
り
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
高
い
指

力
と
戦
略
眼
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る

 
キ
リ
ト
の
事
を
気
に
掛
け
て
い
る
一
人
で

ビ

タ

の
意

を

に
悟
り

の
心
無
い
者
達
の
悪

に
本
物
の
殺
意
を
覚
え
た
経
験
が
あ
り
そ
れ
が
原
因
で
あ
ま
り
人
を

け
付
け
な
く
な

て
い
る

キ
リ
ト
や
友
人
の
ア
ス
ナ
達
に
対
し
て
だ
け
は
穏
や
か
で
物

が

ら
か
い

 
性
格
と

が
ア
ス
ナ
に
似
て
い
る
が

本
的
に

を

さ
な
い

り
方
な
の
が
特

徴 
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
に
感
化
さ
れ
て

理

ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
る

有
な
一
人

  
・
紺

木

／
ユ
ウ
キ

 
容

が
か

た
黒
の
⻑
髪

真
紅
の

紅
い
バ
ン
ダ
ナ

華

な
体

 

生
日

２
０
０

年
 

月

日

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 

 
身
⻑
１

０
セ
ン
チ



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 

手

備

片
手
剣

ル
ナ
テ

ク

 

手

備

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
体

下

パ

プ
ル
レ
オ
タ

ド

 
体

ナ
イ
ト
リ

ク
ロ

ク

 
体

系

オ
ブ
シ
デ

ア
ン
プ
レ

ト

 

ヴ

イ
オ
レ

ト
ハ
ン
ド

 

ク
リ
ム

ン
ベ
ル
ト

 
足

ヴ

イ
オ
レ

ト
ロ
ン
グ
ブ

ツ

 

／

飾
り

紅
夜
の
バ
ン
ダ
ナ

 
お
守
り

レ
イ
ン
ボ

コ

リ

ジ

 
指
輪

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
証

 
指
輪

速
攻
の
指
輪

 
・
キ

ラ

 
良
識
者
そ
の
六

子
と
は
二

性

生

で
妹
に
あ
た
る

女
性
剣
士
な
が
ら

ま
じ
い
剣

を
誇

て
お
り

構
成
人
数

か
二

三
人
の

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

が
攻
略
組
に
参



列
出
来
て
い
る
最
た
る
要
因
の
人
物

片
手
剣
使
い
と
し
て
名
を
馳
せ
て
お
り
二
つ
名
は
絶

剣 
第
一
層
の

か
ら
姉
と
共
に
タ

グ
で
動
き

け
後
に
加
入
し
た
サ
チ
の
面
倒
を
最
も
見
た

人
物
で
も
あ
る

 
キ
リ
ト
の
事
を
よ
く
気
に
掛
け
て
お
り
明
る
い
様
子
を
見
る
事

を
見
る
事
を

よ
り

も

し
み
に
し
て
い
る

ま
た

味
し
い
も
の
に
目
が
無
い

理

ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
る

有
な
一
人

 
第
一
層
攻
略
中
に
後
の
カ
リ
ス
マ
お

子
ア
シ

レ
イ
が
出
し
て
い
た

に
で
バ
ン
ダ

ナ
を

入
し
お
客
様
第
一

と
な

た
縁
で
ア
ス
ナ
達
に
も
秘
密
の

み
友
達
と
し
て
ア

シ

レ
イ
と
交
流
を
持

て
い
る

 
第
三
十
四
章
終
了
時
点
で

キ
リ
ト
の
事
を
異
性
と
し
て
意
識
し
て
い
る
も
の
の
男
女
と

し
て
の

意
な
の
か
親
愛
の
情
な
の
か
分
か
ら
ず

少

乱
し
て
い
る

 

だ
が

に
て
パ

ト
ナ

に
な
る
ユ
ウ
キ
の
ス
テ

タ
ス
は

他
の
パ

ト
ナ

に
出
来
る
全
て
の
ヒ
ロ
イ
ン
キ

ラ
と

べ
て
全
て
上
回

て
い
る

更
に
彼
女
の
代
名

で
も

あ
る
Ｏ
Ｓ
Ｓ
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
も

件
を

た
せ
ば
使

し
て
く
れ
る
と
い
う

遇
ぶ



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

り

同
じ
片
手
剣
使
い
リ

フ

よ
り
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇

て
い
る
そ
の
様
は
正
に
絶
剣

の
名
に

応
し
い
と

え
る

 
ボ
ス
と
し
て
登
場
し
た

片
手
剣
で
あ
り
な
が
ら
剣
技

を

り
出
し
て
ト
ド
メ

に
十
一

撃
を
放
つ
と
い
う
原
作
キ
リ
ト
以
上
の
化
け
物
振
り
を
発

し
プ
レ
イ

を
圧
倒

す
る

百
層
ボ
ス
ヒ

ス
ク
リ
フ
よ
り
レ
ベ
ル
が
十
も
上
な
の
で
で
真
の
意
味
で
ス
ト

リ

の
ラ
ス
ボ
ス
と

え
る
存
在
に
な

て
い
る

 
流

原
作
で
最
強
を
誇

て
い
る
だ
け
あ
る
キ

ラ
ク
タ

実

は
姉
の
方
が
強
い
ら
し
い

が  
・

／
サ
チ

 
容

ま
で

び
た
黒
髪

黒
い

華

で
線
が

い
体

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 

 
身
⻑
１

セ
ン
チ

 

手

備

⻑
槍

ム

ン
ラ
イ
ト
・
ク
リ
ス
タ
ル

 
予
備
武
器

片
手
剣

ム

ン
ラ
イ
ト

ド

 
体

下

ホ
ワ
イ
ト
イ
ン
ナ



 
体

ブ
ル

ム

ン
ク
ロ

ス

 
体

系

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ス
ト
プ
レ

ト

 

ム

ン
ク
ロ
ス
ハ
ン
ド

 

ム

ン
ベ
ル
ト

 
足

ブ
ル

ブ

ツ

 

／

飾
り

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
お
守
り

ム

ン
キ

ツ

 
指
輪

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
証

 
指
輪

月
夜
の
黒
猫

の
証

 
・
キ

ラ

 
良
識
者
そ
の
七

つ
キ
リ
ト
の
キ

パ

ン
に
し
て
あ
る
意
味
ト
ラ
ウ
マ
に
近
い
人
物

 
か
つ
て
高

時
代
に
パ

コ
ン
部
に

属
し
て
い
た
メ
ン
バ

で
立
ち
上

た
月
夜
の
黒
猫

の
紅
一
点
で

そ
し
て

一
の
生
き
残
り

ダ

カ

サ
サ
マ
ル

テ
ツ
オ
を
護
れ
ず

ま
た
ケ
イ
タ
の
自
殺
の
原
因
と
な

て
し
ま

た
事
を
悔
や
み

け
て
い
る
キ
リ
ト
に
赦
し
を
与

え

心
の

え
と
な

た



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 

初
は
攻

の

に
目
を

て
し
ま
う
悪

を
持
つ
程
に
気
弱
だ

た
が
キ
リ
ト
と
ケ
イ

タ
の
件
が
あ

て
か
ら
決
別
し
ユ
ウ
キ
に

か
れ
て
一
流
の
槍
使
い
と
し
て
攻
略
組
の
一

に

な
る

 

重

の
ゲ

マ

で
は
無
い
こ
と
か
ら

本
平
和
的
な
思

を
し
て
い
る
た
め
攻
略
組

の

的
な
存
在
に
な

て
お
り
分
け
隔
て
な
く
心
配
す
る
そ
の

勢
か
ら
キ
バ
オ
ウ
や
リ

ン
ド
で
す
ら
悪

を
向
け
ら
れ
な
い

有
な
人
物
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る

然
だ
が
本
人
に
自

覚
は
全
く
な
い

 

突

属
性
の
み
だ
と
対
応
出
来
な
い
場
合
が
出
て
来
る
た
め
そ
れ
に
備
え
て
キ
リ
ト

と
ユ
ウ
キ
か
ら
指

さ
れ
た

片
手
剣

を
予
備
武
器
と
し
て
鍛
え
て
い
る

  
・

子
／
シ
リ
カ

 
容

髪
の
ツ
イ
ン
テ

ル

紅
い

小

で
華

な
体

 

生
日

２
０
０

年
 

月

日

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 

 
身
⻑
１
４

セ
ン
チ

 

手

備

剣

イ

ボ
ン
・
ダ
ガ



 

手

備

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
体

下

グ
リ

ン
ク
ロ
ス

 
体

レ

ド
リ

フ

 
体

系

シ
ル
バ

ス
レ

ド
・
ア

マ

 

レ
ザ

パ
ン
グ
ル

 

シ
ル
バ

ス
レ

ド
・
ベ
ル
ト

 
足

フ

ア
リ

ブ

ツ

 

／

飾
り

ド
ラ
ゴ
ン
チ

カ

 
お
守
り

テ
イ
マ

ハ

ト

 
指
輪

ド
ラ
ゴ
ン
リ
ン
グ

 
指
輪

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
・
キ

ラ
解
説

 
良
識
者
そ
の
八

超
希
少
種
ド
ラ
ゴ
ン
フ

ザ

リ
ド
ラ
を
偶
然
テ
イ
ム
し
ピ
ナ
と
名

付
け
た
ビ

ス
ト
テ
イ
マ

の
少
女

キ
リ
ト
と
は
ピ
ナ

生
の

に
知
り
合
い

絶
な
過
去

を
知

て
以

友
達
と
し
て

を

い
て
い
る



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
テ
イ
マ

間
と
し
て
親
近
感
を

い
て
お
り
ま
た
自
身
よ
り

い
な
が
ら
果
て
し
な
い
重

責
を
背
負
い

け
て
い
る
キ
リ
ト
の
事
を

じ
て
い
る

と

に
ナ
ン
を

か
り
面
倒
を

見
る

 

な

剣
使
い
だ
が

本
人
は
上
層
に
ギ
リ
ギ
リ
届
く
程

の
中
層

で
活
動
し
て
い
る

他
の
武
器
と
し
て

片
手
剣

と

片
手

を
鍛
え

斬
突
打
の
三
属
性
を

え
て
ど
ん
な

と
も
戦
え
る
よ
う
備
え
て
い
る

 
ち
な
み
に

テ
イ
ム
し
た
使
い
魔
ピ
ナ
は
オ
ス

  
・

／
リ
ズ
ベ

ト

 
容

ベ
ビ

ピ
ン
ク
の

ね
た
髪

同
色
の

そ
ば
か
す

線
は

め
の
体

 

生
日

２
０
０

年
 

月

日

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 

 
身
⻑
１

セ
ン
チ

 

手

備

片
手

ア
タ

ク
メ
イ
ス

 

手

備

ス
ミ
ス
ラ
ウ
ン
ド
シ

ル
ダ

 
体

下

ピ

チ
ピ
ン
カ

ク
ロ
ス



 
体

レ

ド
ク
ロ

ス

 
体

系

シ
ル
バ
リ

ク
プ
レ
ス
ト
ア

マ

 

ガ

デ

ア
ン
グ
ロ

ブ

 

ガ

デ

ア
ン
ベ
ル
ト

 
足

ハ

ド
レ
ザ

ブ

ツ

 

レ

ド
チ

カ

 
お
守
り

ヘ
フ

イ
ト
ス
の
お
守
り

 
指
輪

の
指
輪

 
指
輪

プ
ロ
テ
ク
ト
リ
ン
グ

 
・
キ

ラ
解
説

 
良
識
者
そ
の
九

キ
リ
ト
の
友
人

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
姉
的
立
場
の
人
物

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
て

一

に
も
属
さ
な
い
フ
リ

の
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
と
し
て

個
人
で
武

を
経

し
て
い
る

鍛
冶
師

キ
リ
ト
の

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

ア
ス
ナ

の
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
鍛
え
た
の
も
リ
ズ
ベ

ト
で
あ
る

ま
た
ア
ス
ナ
の

剣
を
イ

ン
ゴ

ト
に

し

再

鍛
え
直
す

継
承

を
行
い

け
て
来
た



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
鍛
冶
に

し
て
は
一
家

あ
り
攻
略
組
の
武

の
面
倒
を

ど
見
て
い
る
の
で
ア
イ
ン
ク

ラ

ド

で
影

力
が
あ
る
生

系
プ
レ
イ

 
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
で
も
あ
る
た
め
戦
闘
能
力
は

攻
略
組
と
い

た
と
こ
ろ
だ
が
本
人
は

本
的
に
鍛
冶
に
よ

て
経
験
値
を
得
て
い
る
た
め
戦
闘
技
能
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
高
く
は
無

い 

一
キ
リ
ト
の
過
去
の
一
部
を
夢
で

い
た
人
物
で
あ
り

の
性
格
も
あ

て
キ
リ
ト
の

事
は
常
に
気
に
掛
け
て
い
る

そ
の
強
い
想
い
が

り
レ
ア
リ
テ

め
て
も
最
前
線
層
で
手

に
入
る
イ
ン
ゴ

ト
よ
り
ワ
ン
ラ
ン
ク
下
の
ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
強
力
な

片
手
剣
を
鍛
え
上

た
実
績
を
持
つ

  
・

場

／
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
容

い

髪

色
の

骨

た
中
背
中
肉
の
体

 
容

ア
バ
タ

銀

色
の
⻑
髪

真

色
の

が

し
り
と
し
た
体

 

生
日

１

年

月

日

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
リ
ア
ル
 

 
身
⻑
１
８
０
セ
ン
チ



 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
ア
バ
タ

 

 
身
⻑
１
８
０
セ
ン
チ

 

手

備

片
手
剣

盾

剣
盾
一
対
リ
ベ
レ
イ
タ

 
体

下

ホ
ワ
イ
ト
イ
ン
ナ

 
体

ク
リ
ム

ン
ロ

ブ

 
体

系

ク
リ
ム

ン
・
セ
イ
ク
リ

ド
ナ
イ
ト
ア

マ

 

ク
リ
ム

ン
・
セ
イ
ク
リ

ド
ナ
イ
ト
グ
ロ

ブ

 

ク
リ
ム

ン
・
セ
イ
ク
リ

ド
ナ
イ
ト
ベ
ル
ト

 
足

ク
リ
ム

ン
・
セ
イ
ク
リ

ド
ナ
イ
ト
ブ

ツ

 

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
お
守
り

ク
ロ
ス
エ
ン
ブ
レ
ム

 
指
輪

血

騎
士

の
証

 
指
輪

聖
騎
士
の
誓
い

 
・
キ

ラ
解
説

 
良
識
者
そ
の
十

リ
ア
ル
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
製
作
に
最
も

わ

た

場

そ
の
人
で
あ
り

よ

り
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
事
を
良
く
知

て
い
る
人
物

創

神
と

て
も
過

で
は
無



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

い 
正
式
サ

ビ
ス
に
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
い
う
多
少
特
別
な
ア
カ
ウ
ン
ト
で
ロ
グ
イ
ン
し
て

い
る
が
マ
ス
タ

ア
カ
ウ
ン
ト

ど
の
権
限
は
無
い

ま
た
デ
ス
ゲ

ム
化
に

し
て
は
一

切

与
し
て
お
ら
ず

自
身
を

め
る

に

者
か
が
実
行
に

し
た
と

え
て
い
る

リ

フ

の
話
に
よ
り

Ａ
Ｌ
Ｏ

に

わ

た
者
が

し
い
の
で
は
と
推

し
て
い
る

 
第
一
層
ボ
ス
攻
略
か
ら

な
タ
ン
ク
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
後
に
神
聖
剣
と
い
う
強

な

が

り
な
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を

得
し

血

騎
士

の

⻑
と
し
て
攻
略
組
に

属
す
強
者
と
な
る

 
リ
ア
ル
で
は

開
発
者
の

ノ
之
束
と
交
友
が
あ

た
た
め

キ
リ
ト
が
初
対
面
時
か
ら

一

で
あ

た
者
と
見

き

か
と
気
に
掛
け
て
い
る

 
デ

レ
ク
タ

だ

た
の
で
シ
ス
テ
ム
面
に

し
て
は
恐
ろ
し
く

識
で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
発

日
と

生
日
が

て
い
る
の
は
わ
ざ
と
で
本
作
キ
リ
ト
と
も
実
は

て
い

る

ち
な
み
に
こ
れ
は
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル
設
定

  
・

／
シ
ノ
ン



 
容

黒
髪

ビ
ン
を
白
い
リ
ボ
ン
で
結
ん
で
い
る

黒
い

華

な
体

 

生
日

２
０
０

年

月

日

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
登
場
時
 

 
身
⻑
１

０
セ
ン
チ

 

手

備

剣

ガ
ル
ム

 

手

備

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
体

下

の
下

 
体

の
コ

ト

 
体

系

手
の

て

 

手
の

手

 

手
の

ベ
ル
ト

 
足

風
の

 

黒
の
チ

カ

 
お
守
り

ク
リ
テ

カ
ル
パ
ン
プ
ア

プ

 
指
輪

フ

ス
リ
ン
グ

 
指
輪

ス
ナ
イ
プ
リ
ン
グ



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
・
キ

ラ

 
良
識
者
そ
の
十
一

第
二
十
二
層
の
空
に
本
来
あ
り
得
な
い
エ
フ

ク
ト
を

て

下
し

た
経

を
持
つ
少
女

原
因
不
明
の
記

喪
失
に

て
い
た
も
の
の

日
の
闘
技
場
で
の

闘
の
最
中
に
記

を
取
り

し
て
い
る

や
は
り
原
因
は
不
明
だ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始
か
ら
約
一
年

が
経
過
し
て
か
ら

き

ま
れ
て
し
ま

た
事
が
判
明
し
て
い
る
も
の
の
第
三
十
四
章
終
了

時
点
で
は

に
も
記

が

た
事
を

め
明
か
し
て
い
な
い

 
キ
リ
ト
に
よ

て
保
護
さ
れ
以

は
キ
リ
ト

有
の
ホ

ム
に

候
し
つ
つ
戦
い
の
指

を

け
て
生
活

 

本
的
に

静
だ
が
過
去
に
と
あ
る
出
来
事
で
ト
ラ
ウ
マ
を

え
て
い
る

数
多
の
中
傷
や

悪

を
投

ら
れ
た
過
去
を
持
つ
た
め
現
在
進
行
形
で
同
じ
状

の
キ
リ
ト
の
事
を

に

じ
て
お
り

対
す
る
者
や
理
不

に
は
怒
り
を
見
せ
る

  
・

／
ス
ト
レ
ア

 
容

ま
で

び
た
ウ

ブ
が

た

い

の
髪

深
紅
の

女
性
的
な

体

 

生
日



 
初
登
場
時
 

 
身
⻑
１

セ
ン
チ

 

手

備

手
剣

イ
ン
ヴ

リ
ア

 
体

下

ラ
イ
ト
パ

プ
ル
ク
ロ
ス

 
体

ヴ

イ
オ
レ

ト
ド
レ
ス

 
体

系

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 

ヴ

イ
オ
レ

ト
グ
ラ
ブ

 

ヴ

イ
オ
レ

ト
ベ
ル
ト

 
足

ヴ

イ
オ
レ

ト
ロ
ン
グ
ブ

ツ

 

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
お
守
り

パ

プ
ル
タ
リ
ス
マ
ン

 
指
輪

の
指
輪

 
指
輪

大
剣
士
の
誓
い

 
・
キ

ラ
解
説

 
良
識
者
そ
の
十
二

女
性
と
し
て
整

た
容

を
持
ち
グ
ラ
マ
ラ
ス
な

体
を

し

も
無

く
晒
す
魅
惑
的
な
格

を
し
た

手
剣
使
い
の
女
性

見
よ
う
に
よ

て
は

女
に
見
え
か
ね
な



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

い
程
に

出
の
多
い

を
し
て
い
る
が
本
人
の
性
格
が
無
邪
気
で
あ
る
の
で
そ
う
は
見
え
な

い
と
い
う

な
魅
力
を
持

て
い
る

本
的
に
や
る
事
な
す
事
大

突

子
が
無
い

 
キ
リ
ト
の
前
に
現
れ
た

気
絶
し
て
い
る
少
女
ユ
イ
を
背
負

た
状

で
ハ
イ
デ

ン
グ
し

て
お
り

に

破
さ
れ
て

さ
れ
て
い
た

後
に
事
情
を
理
解
し
た
事
で

は
解
か

れ

少
女
と
共
に
キ
リ
ト
の
ホ

ム
に

候
す
る
事
に
な
る

 
感
情
表
現
は

直
人
格
は

直
で
無
邪
気
な
の
で
人
付
き
合
い
は

本
良

キ
リ
ト
の
事

も
気
に
入

て
お
り

か
と
気
に
掛
け
て
い
る
も
の
の
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
と
い

た
他
の

プ
レ
イ

が
心
配
し
て
い
る
事
か
ら
過

な

触
は

け
て
い
る

 
情
報

で
あ
る
キ
リ
ト
や
ア
ル
ゴ
で
す
ら
一
切

い
た
事
が
無
い
プ
レ
イ

で
そ
の

性

び
経
歴
は
全
て
謎
に

ま
れ
て
お
り
分
か
る
事
は
攻
略
組
ト

プ
ラ
ン
ク
に
食
い

む
程
の

強
さ
を
持
つ
と
い
う
事

そ
の
実
力
は
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
と

ん
で
お
り

手
剣
使
い
の
中
で

は
一
二
を
争
う

手
剣
使
い
で
あ
り
な
が
ら
攻
撃
と
回

に
特
化
し
て
お
り

系
タ
ン

ク
に
は
向
か
な
い

備
で
身
を

め
て
い
る

 

に
登
場
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ラ
ク
タ

で

作
に
も
登
場
し
て
い
る

重
な

手

剣
使
い
の
キ

ラ
ク
タ

実
は

で
は
特
定
ダ
ン
ジ

ン
の
特
定

層
内
で
し
か
パ



ト
ナ

に
出
来
な
い
特

な
ヒ
ロ
イ
ン
で

作
で
は

善
さ
れ
て
特
定
時
期
を

い
て

時
で

も
パ

ト
ナ

に
出
来
る
よ
う

善
さ
れ
た
経
歴
が
あ
る
キ

ラ
ク
タ

強
力
な
バ
フ

果
を

持
つ

ド
ス
キ
ル
で

手
を
圧
倒
し
て
く
れ
る
心
強
い
女
性
剣
士
で
あ
る

 
実
は

持
ち

  
・

原

／
フ

リ
ア

 
容

ね

の
あ
る
金
髪

蒼
い

女
性
的
な

体

 

生
日

２
０
０

年

月

日

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 

 
身
⻑
１

０
セ
ン
チ

 

手

備

剣

ド
サ
ク
リ
フ

イ
ス
・
リ
ノ
ベ
イ
ト

 

手

備

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 
体

下

ブ
ル

ク
ロ
ス

 
体

ホ
ロ
ウ
コ

ト

 
体

系

ホ
ロ
ウ
プ
レ
ス
ト
プ
レ

ト

 

ラ
メ
ラ
レ
ザ

グ
ロ

ブ



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 

ホ
ロ
ウ
キ

ニ
オ
ン
ベ
ル
ト

 
足

ラ
メ
ラ
レ
ザ

ブ

ツ

 

サ
フ

イ
ア
ピ
ア
ス

 
お
守
り

ト
レ
ジ

ハ

ト

 
指
輪

快

の
指
輪

 
指
輪

ハ
ン
テ

ン
グ
リ
ン
グ

 
・
キ

ラ
解
説

 
良
識
者
そ
の
十
三

ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

を
自
称
す
る

剣
使
い
で
あ
り
そ
の
実
力
は

独
で
迷

を

破
し
て
い
る
事
か
ら
も
攻
略
組
と
同

か
そ
れ
以
上
を
誇
る

発
見

び
解

の
エ
キ
ス
パ

ト

 

は
レ
イ
ン
と
タ

グ
を
組
ん
で
い
た
が

後
に

ロ
で
活
動
を
始
め
た

 
主
な
活
動
は
宝
探
し

こ
れ
は
本
人
の

味
が
多
分
に

じ

て
い
る
が

実

は
第
一
層

始
ま
り
の

七

の
教
会
で

ら
す
多
く
の

い
子

達
を
教
会
に
住
ま
わ
せ
十
分
に
食

べ
さ
せ
る

金
を
得
る

の
方
法
の
一
つ

 
少
し

気
無
い
部
分
は
あ
る
が
根
は
心

し
く
子

達
の
面
倒
を
見
た
り
知
り
合
い
の



手
助
け
を

し
出
る
な
ど
世
話

き
で
も
あ
る

リ
ア
ル
で
は
高

二
年
生
だ

た
の
で
他
の
女

性

よ
り
年
上
で

サ
チ
や
レ
イ
ン
と
タ
メ

 
キ
リ
ト
と
は
２
０
２
３
年

月

日
に
て

第
四
十
九
層
迷

内
で
初
め
て
出
会

た

そ
の
時
の
キ
リ
ト
は
目
が
死
ぬ

ど
の

み

合
だ

た
の
で
一

声
を
掛
け
て
か
ら
は

離
を

め
ず
そ
の
ま
ま
別
れ
た
経

を
持
つ

目
が
死
ん
で
い
た
事
か
ら
気
に
掛
け
て
い
る

再
会

し
た
の
は
第
七
十
五
層
闘
技
場

  
・

虹
架
／
レ
イ
ン

 
容

骨

り
ま
で

び
た
紅
い
髪

紅
い

華

な
体

 

生
日

２
０
０

年

月

日

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

時
 

 
身
⻑
１

セ
ン
チ

 

手

備

片
手
剣

ド
・
オ
ブ
・
ホ
グ
ニ

 

手

備

片
手
剣

ド
・
オ
ブ
・
ホ
グ
ニ

 
体

下

シ
ル
ク
ク
ロ
ス

 
体

ダ

ク
バ
ト
ル
ド
レ
ス



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
体

系

Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ

 

ダ

ク
バ
ト
ル
ド
レ
ス
グ
ラ
ブ

 

バ
ト
ル
ド
レ
ス
・
レ

ド
ベ
ル
ト

 
足

ダ

ク
バ
ト
ル
ド
レ
ス
ブ

ツ

 

ド
レ
ス
ヘ

ド
レ
ス
ト

 
お
守
り

ガ

ネ

ト
ジ

エ
ル

 
指
輪

ス
ピ

ド
リ
ン
グ

 
指
輪

の
指
輪

 
・
キ

ラ
解
説

 
良
識
者
そ
の
十
四

２
０
２
４
年
を

え
た

に
オ
レ
ン
ジ

り
を
行

て
い
た
キ
リ
ト
に
助

け
ら
れ
た
縁
で
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
を
第
五
十
層

の
片
手
剣
エ
リ

シ
デ

タ
に

合
強
化
さ
せ
成

さ
せ
た

前
を
有
す
る

れ
た
マ
ス
タ

ス
ミ
ス

こ
の
事
か
ら
リ
ズ
ベ

ト
よ
り

分
か

い
時
期
に
完
全

得
し
て
い
た
事
が
判
明
し
て
い
る

 

鍛
冶

の
他
に

裁

ス
キ
ル
も
極
め
て
お
り

に
出
す
事
で
得
た

金
は
第
一
層

教
会
に

ら
す
子

達
の
生
活

に

て
て
い
る

本
的
に
面
倒
見
が
良
く
子

達
か
ら
は



レ
イ
ン
先
生
と

わ
れ
な
が
ら
も
振
り
回
さ
れ
る

 
キ
リ
ト
に
影

さ
れ
て
か
二
刀
を

備
し
て
い
る
が
レ
イ
ン

く
二
刀
流
で
は
無
い

シ
ス

テ
ム
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

と
い
う

で
は
無
い

 

気
に
⻑
い
付
き
合
い
だ
が
キ
リ
ト
と

を
合
わ
せ
た
回
数
そ
の
も
の
は

と
少
な
か

た

り
す
る

  
・
ユ
イ
／
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
０
０
１
Ｙ
ｕ
ｉ

 
容

小

で
華

ま
で

び
た
ス
ト
レ

ト
の
黒
髪

黒
い

 

生
日

２
０
２
２
年

月

日

 
登
場
時
点
 

 
外
見
年

前
後
 
身
⻑
１
３
８
セ
ン
チ

 
・
キ

ラ
解
説

 
良
識
者
そ
の
十
五

リ

フ

の
義
妹
に
し
て
キ
リ
ト
の
義
姉

ス
ト
レ
ア
に
よ

て
行
き
倒

れ
た

を

わ
れ
キ
リ
ト
が

有
す
る
ホ

ム
に

か
さ
れ
目
覚
め
た
後
に
二
人
が
家

と

し
て
引
き
取

た

 
そ
の
正
体
は
プ
レ
イ

の
精
神
性
に
由
来
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
シ
ス
テ
ム
で
対
応
解
決
す
る



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

事
を
目
的
に

作
さ
れ
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
一

Ｎ

Ｐ
Ｃ

 
本
来
な
ら
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら

に
プ
レ
イ

の
下
へ

く
事
が
義
務
で
あ

た
が

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

か
ら

触
を
禁
じ
ら
れ

義
務
と
無
権

の
板

み
で
苦
し
み

な
が
ら
一
年

も
の
間
ず

と
プ
レ
イ

の
精
神
状

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

け
矛
盾
に
よ

る
エ
ラ

を

め

ん
で
い
た

そ
の
最
中
に
最
年
少
な
が
ら
一
人
で
戦
い

け
絶
望
の
中
に

希
望
を
見
て
一
人
で
悪
を
背
負
う

に

か
れ

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
エ
ラ

修

正
機
能
が

下
し
た
隙
に
第
二
十
二
層
に
現
界

触
し
た

 
そ
の

に

語
機
能
と
精
神
デ

タ
が
破
損
し
て

子
の
よ
う
な
応

精
神
に
な

て
い
た
が

地
下
迷

に
存
在
し
た

コ
ン

ル
に

触
し
た
事
で
修
復
し

回
復
し
た

 
直
後

遠
に
復
活
す
る
ボ
ス
に
追
い

め
ら
れ
た
キ
リ
ト
を
助
け
る

に

オ
ブ
ジ

ク
ト
・

イ
レ
イ
サ

権
限
を
消
滅
覚
悟
で
行
使

そ
の
後
キ
リ
ト
に
自
身
の
全
て
を
伝
え
消
滅
の

最
期
を

え
た

 
キ
リ
ト
は
ユ
イ
消
滅
直
後
に
コ
ン

ル
が

じ
る
前
に
デ

タ
に

し
ナ

ブ
ギ
ア
へ

デ

タ
の
一
部
を

し

飾
り
ユ
イ
の
愛

と
し
て
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
て
い
る

こ
の



デ

タ
だ
け
で
は
完
全
な
復

は
不
可
能

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
の
事
は

が
近
い
せ
い
か
義
弟
と
し
て
だ
け
で
な
く
意
識
の
大
部
分
で
異

性
と
し
て
見
て
い
る
の
で
本
作
で
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
可
能
性
が
存
在
し
て
い
た
り
す
る

然
だ

が
キ
リ
ト
に
は
義
姉
に

れ
ら
れ
た
自
覚
が
無
い

 
物
語

要

 
主
人

は

一

桐

谷
和
人
ミ

ク
ス
ｖ
ｅ
ｒ

第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
助
け

ら
れ
な
か

た

一

が
命
か
ら
が
ら
日
本
に
帰

て
き
て

中
で
倒
れ
る
も
桐

谷
家
に

わ
れ
て
桐

谷
和
人
に

名
し
た
パ
タ

ン

 
本
作
で
は

一

そ
の
人
で
あ
る
が
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
日
に

者
か
に
誘

さ
れ
る
も
二

覇
を
果
た
し
た
千
冬
は
兄
の
秋
十
し
か
救
出
し
な
か

た
た
め
人
体
実
験
を

す
る

へ
と

れ
去
ら
れ
た

後
に
そ
こ
を
脱
出
し
て
自
力
で
外
国
か
ら
日
本
へ
と

る

も

中
で
力

き

そ
こ
を
桐

谷
家
に

わ
れ
る

 
原
作
で
は

を
動
か
し
た
時
の
年

は
高

一
年
生
十
五

六

で
あ
る
が

そ
の
立
場
は

秋
十
に
な

て
い
る

和
人
は
秋
十
の
四
つ
年
下
の
弟
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 

は
中
国
か
ら
来
た
年
の
四

八
月
と

年
の
二

十
一
月
の
少
し
の
間
だ
け
交
流
が
あ

る

約
一
年
の
間
に
一

と
和
人
の

方
で
名

り
を

け
て
い
る
た
め

初
こ
そ

乱
は
し

て
い
た
が

す
ぐ
に

け
容
れ
て
い
る

 
一

が
和
人
に
な

て
か
ら
は
精
神
的
に

ち

い
て
か
ら
五
反

弾
兄
弟
と

手
洗
数

の
四
人
に
の
み
会

て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
九

の

に
桐

谷

が
見
事
ベ

タ

に

し
姉
に
な
る
桐

谷
直

葉
が
ゲ

ム
や
機

系
に
弱
か

た

和
人
が
す
る
よ
う
に
な

た
の
が
き

か
け

本
来
な

ら
十
三

以
上
と
年

制
限
に
引

掛
か
る
の
だ
が

は
そ
の

は
気
に
し
な
い
性
格
だ

た

 
た

た
数

月
な
が
ら
も

桐

谷
家
の

か
み
に
触
れ
る
事
で
す
ぐ
に

ん
で
い
た
た

め
姉
の
直
葉
と
の

は
良

剣
道
姉
弟
と
し
て

う
小
・
中
学

で
は
有
名
で
そ
の
実
力

は
姉
の
直
葉
に

す
る

ど

 
ち
な
み
に
剣
道
や
剣
術
を

姉
で
あ
る

千
冬
や
道
場
を
開
い
て
い
た

ノ
之
道
場
で

け
て
い
た
の
だ
が

本
的
に
秋
十
の
苛

な
ま
で
の
い
じ
め
の
場
で
あ

た
上
に
千
冬
や

の

指
導
が

し
す
ぎ
た
り

ば
か
り
だ

た
り
し
た
の
で

ノ
之
流
を

一

の
名
と
共
に

に
捨
て
て
い
る

二
日
し
か

て
い
な
い



 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ロ
グ
イ
ン
直
後

ク
ラ
イ
ン
に

わ
れ
て
レ
ク
チ

後
に

デ
ス
ゲ

ム

と

わ
れ
る
騒
動
か
ら
別
れ

以

ロ
を

い
て
い
る

 

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
の
責

を
か
な
り
感
じ
て
お
り
ベ

タ
時
代
と
本
製
品
の
情
報

の

差
に
よ
る
死
亡
を
予
期
し
た

た
一
人
で
ボ
ス
の
情
報
を
集
め
る
と
い

た
無

な
事
も

先
し
て
行

た

 
そ
の
根

と
し
て
身
体
が
成

し
切

て
い
な
い

に
他
の

よ
り
も

く

れ
る
だ
ろ
う

弱
死
を
見

え

出
来
る
だ
け
攻
略
を
推
し
進
め
て
か
ら
後
に
繋

る
と
い
う
決
意
が
あ
る

ま
た
他
の

よ
り
も
強
い
と
い
う
証

を
作
ら
な
け
れ
ば
自
身
を

け
容
れ
て
く
れ
た
人
達

を
失
望
さ
せ
て
し
ま
い

ま
た
要
ら
な
い
子
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
と
恐
れ
た
か
ら
で
も
あ
る

 
２
０
２
３
年

月

日
に

月
夜
の
黒
猫

の
メ
ン
バ

を
護
れ
ず

リ

ダ

に
恨
ま

れ
て
自
殺
さ
れ
た
た
め
絶
大
な
ト
ラ
ウ
マ
を
負

て
い
る

サ
チ
だ
け
生
き
残
り
付
い
て
行

く
と
主

し
て

れ
な
か

た
た
め
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に

属
さ
せ
外
的
要
因
を

し
て
自
身
か
ら

離
を

か
せ
た

 
同
年
ク
リ
ス
マ
ス
に
て
自
殺
の
如
く

生
ア
イ
テ
ム
を
求
め
て
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
へ

み

勝

し
て
ア
イ
テ
ム
を
得
る
が
臨
ん
だ
物
で
は
無
か

た
事
か
ら
自
失
第
四
十
九
層
フ
ロ
ア
ボ



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

ス

独
撃
破
の
凶
行
に
打

て
出
た

後
に
サ
チ
に
よ

て
赦
し
を
得
ら
れ
あ
る
程

精
神

的
な

ち

き
を
得
る

 
使
い
魔
を
得
て
お
り
シ
リ
カ
と
同
じ
く
フ

ザ

リ
ド
ラ
種
に

か
れ
た

名
前
を
ナ

ン
と

い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
超
希
少
種
を
使
い
魔
に
出
来
た
片

れ
と
し
て

生
ア

イ
テ
ム
の
在
り

を
シ
リ
カ
に

ね
ら
れ
る

そ
の

生
に
助
力
し
て
以

シ
リ
カ
と
は
友
達

に
な

た

 
ア
ス
ナ
か
ら

さ
れ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

一
の

に
も

属
し
て
い
な
い
中
立
の
マ

ス
タ

鍛
冶
師
と
し
て
身
を
立
て
て
い
る
リ
ズ
ベ

ト
が

む
武

へ
様

な
武
器
の
継

承

ま
た
第
五
十
層
ボ
ス

の
エ
リ

シ
デ

タ
と
同

の
剣
を
求
め
に

れ
る

第
五
十
五

層
の
イ
ン
ゴ

ト
を
入
手
し
剣
を
鍛
え
て
も
ら

た
後

一

と
し
て
の
自
身
を

け
容

れ
ら
れ
た
事
に

し
な
が
ら
友
人

と
な
る

 
第
七
十
四
層
攻
略
に
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

中

の
コ

バ

ツ

い
る
一

の

救

の

に

た

し
に
し

け
た
二
刀
流
を
解
禁

コ

バ

ツ
の
独
断
専
行
に
よ
る
死

亡
を
き

か
け
に
ト
ラ
ウ
マ
が
発
動
し
て

し
⻘
紅
の
ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
二
体
を

一
人
で
撃
破
す
る

後
に

息
を

さ
れ
コ

バ

ツ
を
護
れ
な
か

た
事
に
失
望
さ
れ
た



か
ら
捨
て
ら
れ
る
と

と
ち
り
し
た
事
で
恐
慌
を
来
し
精
神

壊
間

ま
で
自
身
を
追
い

め

て
し
ま

た

 
そ
の
後
初
の
完
全

日
を
取

た
キ
リ
ト
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
三
人
と
共
に

妖
精

の

を
確
か
め
に

林
を

策
し

そ
の
正
体
が
桐

谷
直
葉
こ
と

リ

フ

で

あ
る
と
判
明

キ
リ
ト
の
ホ

ム
へ

て

食
を
取
り

一
年

ぶ
り
に
家

で
過
ご
す

 
同
日
の

後
釣
り
を
し
て
い
た
キ
リ
ト
と
リ

フ

に
つ
い
て
話
す

に
呼
び
出
さ
れ
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
ア
ス
ナ
の
目
の
前
に
突
然
空
に
生
ま
れ
た

裂
か
ら
少
女
が

下
と
い
う

な
登
場
の
仕
方
で
シ
ノ
ン
と
知
り
合
う

ホ

ム
へ

動
す
る
道
す
が
ら
行
き
倒
れ
の
少
女

を
背
負

て
い
た
ス
ト
レ
ア
と
も
知
り
合
い

全

で
ホ

ム
に

り

夜
を
明
か
し
た

 

の

日
キ
リ
ト
は

晩
に
届
い
て
い
た
ア
ル
ゴ
か
ら
の
メ

ル
に
よ
り
第
七
十
五
層

攻
略
の
た
め
に
最
前
線
に

き
闘
技
場
へ
向
か
う
事
に

食
前
に
眠

て
い
た
少
女
ユ
イ
が

目
を
覚
ま
し
精
神
後
退
と
姉
と
呼
ば
れ
た
事
か
ら
リ

フ

が
義
妹
と
し
て

け
入
れ
キ
リ

ト
の
義
姉
が
一
人
増
え
た

 

殺
隊
や
リ
ン
ド
を

と
し
た
者
達
に
デ

エ
ル
を
吹

掛
け
ら
れ
る
も
圧
倒
的
勝

を

み

そ
の
足
で
闘
技
場

個
人
戦

に

む

片
翼
の
堕
天
使

殺
戮
の
狂
戦
士

過
去



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

の
悪
夢
に

わ
れ
し
虚
構
の
三
体
の
ボ
ス
と

で
戦
い
死
な
な
い
死
闘
の
果
て
に
ギ
リ
ギ

リ
で
全

を
下
す

た
だ
し
最
後
の
ボ
ス
に
ト
ド
メ
を

し
た
の
は

の
キ
リ
ト
で
は
無
い

別
の
精
神
の
キ
リ
ト

こ
の
ク
リ
ア
が
き

か
け
で
キ
リ
ト
は
三
体
目
の
ボ
ス
が

持
し
て
い

た
武
器
と

他
二
体
の
ボ
ス
を

徴
す
る

と
お
守
り
を
手
に
入
れ
更
に
合

で
十

の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
得
た

た
だ
し
キ
リ
ト
は
極
限
ま
で

す
る

 
闘
技
場
ク
リ
ア
後
の

後
は
リ

フ

と
シ
ノ
ン
の
要
請
に
よ
り
二
人
を
鍛
え

方
に
第
五

十
七
層
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
祝
勝
会
を
開
く

し
か
し
す
ぐ
に
圏
内
で
プ
レ
イ

が
消
滅

す
る

圏
内
事
件

が

発

祝
勝
会
は
流
れ

労
を

し
て
そ
の
ま
ま

に

る

 
第
一
層
教
会
へ
向
か

た
キ
リ
ト
は
キ
バ
オ
ウ
の

先

徴
税
部
隊
に
出
く
わ
し
て
こ
れ

を

き
の
め
す

そ
の

の

労
で
倒
れ
エ
リ

シ
デ

タ
を
ベ

ス
に
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
を

合
強
化
し
た
鍛
冶
師
レ
イ
ン
に
背
負
わ
れ
教
会
に

か
さ
れ
る

日
ま
で
眠

て
い

る
間
に
見
た
夢
で
自
身
が

じ
た
記

と
感
情
の
集
合
体
で
あ
る
色
を
反
転
し
た
自
身
と
邂
逅

し

刃
を
交
え

こ
れ
ま
で
の
自
身
の
矛
盾
を
突
き
付
け
ら
れ
て
戦
う
理
由
を
見
失

た

 
目
覚
め
た
後

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
サ
ブ
リ

ダ

シ
ン
カ

を
救
出
し
に

ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ

ス
ト
レ
ア

フ

リ
ア

ク
ラ
デ

ル

ユ
リ
エ

ル

ユ
イ
と
共
に
向



か
う

地
で
離
脱
不
可
能
状

の
中
で
死
神
型
ボ
ス
と
対
峙
し
一

は
退
け
る
も
の
の

に
強
化
さ
れ
て
復
活
し
た
死
神
に
よ

て

死
に
さ
れ
全
て
を
思
い
出
し
た
ユ
イ
に
よ

て
救

わ
れ
る

そ
れ
か
ら
ユ
イ
の
正
体
を
全
て
明
か
さ
れ
た
後

ボ
ス
を
消
滅
さ
せ
た
事
が
原
因
で

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に
よ

て

さ
れ
る

こ
の
時

キ
リ
ト
は
ユ
イ
の
デ

タ

の
一
部
を
切
り
取
り
自
ら
の
ナ

ヴ
ギ
ア
に

し
更
に

飾
り
と
し
て
オ
ブ
ジ

ク
ト

化
し
た

 
同
日
の
夜
中

圏
内
事
件
の

者
カ
イ
ン
ズ
と

れ
の

ル
コ
か
つ
て
⻩
金
林

と
い
う
同
じ
ギ
ル
ド
に

属
し
て
い
た
経
歴
が
あ
る
血

騎
士

属
の
ラ
ン
ス
隊
部
隊
⻑

シ

ミ

ト
と
対
話

そ
の
後

リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
が
オ
レ
ン
ジ
に

わ
れ
た
事
を
知
り

第
十
九
層
へ
向
か

て
オ
レ
ン
ジ
を
一

す
る

 

ら
わ
れ
の
五
人
を
救
出
し
た
後

⻩
金
林

に
因
縁
の
あ
る
事
件

指
輪
事
件

の

人
で
あ
る
グ
リ
ム
ロ

ク
を
問
い

め
自
白
さ
せ
る

そ
の
後
リ

フ

と
共
に
残
り

い
に
苦
悩
を

い
合

て
義
姉
弟
の

と
家

愛
を
強

に
す
る

こ
の
時
リ

フ

は
殺
さ
れ

て
い
た

⻩
金
林

の
リ

ダ

グ
リ
セ
ル
ダ
の
残

思
念
か
ら
エ

ル
を
贈
ら
れ
た

 



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
・
物
語
時
系
列

 
第
零
章

２
０
２
１
年

月

日

第
一
層
攻
略
編

 
第
一
章

２
０
２
２
年

月

日

 
第
二
章

２
０
２
２
年

月

日

 
第
三
章

２
０
２
２
年

月

日

 
第
四
章

２
０
２
２
年

月

日

の
ト
ナ
カ
イ

編

 
第
五
章

２
０
２
３
年

月

日
／

日

⻯
の
少
女

編

 
第
六
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
七
章

２
０
２
４
年
 

月

日

心
の

編

 
第
八
章

２
０
２
４
年
 

月

日
／

日

 
第
九
章

２
０
２
４
年
 

月

日
／

日



第
七
十
四
層
攻
略
編

 
第
十
章

２
０
２
４
年
 

月

日
／

日

 
第
十
一
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
十
二
章

２
０
２
４
年
 

月

日

幕
間

息
と
再
会
と
邂
逅
と

 
第
十
三
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
十
四
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
十
五
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
十
六
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
十
七
章

２
０
２
４
年
 

月

日

第
七
十
五
層
闘
技
場

個
人
戦

編

 
第
十
八
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
十
九
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
二
十
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
二
十
一
章

２
０
２
４
年
 

月

日



 キャラクター設定集 ＳＡＯ編まで

 
第
二
十
二
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
二
十
三
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
二
十
四
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
二
十
五
章

２
０
２
４
年
 

月

日

の
少
女

圏
内
事
件

編

 
第
二
十
六
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
二
十
七
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
二
十
八
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
二
十
九
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
三
十
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
三
十
一
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
三
十
二
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
三
十
三
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
第
三
十
四
章

２
０
２
４
年
 

月

日

黒
の

息

編



 
第
三
十
五
章

２
０
２
４
年
 

月

日

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
分
け
た
ば
か
り
の
現
在
は
以
前
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
面
白
味
は
無
い
で
し

う

け

ど
今
後
は

ド
ス
キ
ル
と
分
け
た
か
ら
見
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す

 
日
に
ち

ま
た
数
え
な
い
と
で
す
ね

 

 
で
は



 登場予定スキル集

 
登
場
予
定
ス
キ
ル
集

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
設
定
集
の
後

を

め
て
い
た
ス
キ
ル
設
定
集
が
こ
ち
ら

以
前
と
変
わ

て
い
る
の
は

神

聖
剣
の
ス
キ
ル
を
加
え
た
事
と
ち

こ
ち

こ
プ
ラ
ス
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
事
く
ら
い
で

す
ね

 
こ
ち
ら
も
本
編
で
出
た
ら
追
記
し
て
い
く
つ
も
り
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

 
更
新
日

 

月

日

月

 

前

 
第
五
十
章
投
稿

載
中

 

月
 

日

水

 

前

 

神
聖
剣

追
記

登
場
予
定

ド
ス
キ
ル



 
原
作

文

ｏ
ｒ
Ｗ
ｅ
ｂ

大

文

 
ア
ニ
メ

放

 

プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
な
ど

 

Ｐ
Ｓ
Ｐ

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

 

Ｐ
Ｓ

ｉ
ｔ
ａ
Ｐ
Ｓ
４

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

 

Ｐ
Ｓ

ｉ
ｔ
ａ
Ｐ
Ｓ
３
Ｐ
Ｓ
４

ロ
ス
ト
・

ン
グ

 

Ｐ
Ｓ

ｉ
ｔ
ａ
Ｐ
Ｓ
４

ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン

 

Ａ
Ｗ
ｖ
ｓ
Ｓ
Ａ
Ｏ

Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
４

ア
ク
セ
ル

ド

  
・
片
手
剣

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
ポ
ピ

ラ

な
武
器
ス
キ
ル
の
一
つ

フ

ン
タ
ジ

の
中
で
真

先

に
浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
武
器
で
あ
る
事
か
ら
ス
キ
ル
は

大
で
状
況
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
使
い

分
け
る
必
要
が
あ
る

 
最
も

ド
ス
キ
ル
数
が

で
あ
る
事
か
ら
構
え
一
つ
に

か
な
違
い
が
生
じ
て
お
り
そ

れ
ら
を

羅
し
て
こ
そ
強
力
な
片
手
剣
使
い
と
し
て
名
を

ら
れ
る



 登場予定スキル集

 
取
得
者
に
は
キ
リ
ト

ユ
ウ
キ

デ

ア
ベ
ル

キ
バ
オ
ウ

ヒ

ス
ク
リ
フ

リ

フ

レ
イ
ン
の
他

サ
ブ
ス
キ
ル
と
し
て
サ
チ
や
シ
リ
カ
な
ど
が

す
る

発
動
時
突
進
系

 

ニ

ク
リ

プ

最
初
期

得
の
一
撃
突
進
系
斬
撃
ス
キ
ル

緑
の
光
と
共
に
突
進

を

逆

斬
り
上

斬
り
上

の
い
ず
れ
か
で
斬
り
裂
く

 
原
作
に
て
ク
ラ
デ

ル
の
武
器
を
破
壊
し
た
り
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
を
空
中
で
斬
り
撃

し

た
ス
キ
ル
で
も
あ
る

 

レ
イ
ジ
ス
パ
イ
ク

い

で

得
可
能
な
一
撃
突
進
系

突
ス
キ
ル

蒼
い
光
と

共
に
突
進
し
突
き
出
し
た
剣
で

を

く

ス
キ
ル
故
に

力
だ
が
隙
も
小
さ
い
と

さ
れ
る

 
原
作
小
説
や
ア
ニ
メ
キ
リ
ト
が
第
七
十
五
層
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
正
体
を
確
か
め
る

に
使

し
た
ス
キ
ル

 

ス
ラ
ン
ト

最
初
期

得
の

発
斬
撃
ス
キ
ル

色
の
光
と
共
に
眼
前
の

を
そ
の
場

で

掛
け

あ
る
い
は
前
進
し
て
の

斬
り
上

で
斬
り
付
け
る

 
ア
ニ
メ
に
て

キ
リ
ト
が
軍
に
対
し
て
ブ
レ
ス
を

こ
う
と
し
た

ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ



を
邪
魔
し
た
時
の
ス
キ
ル

ま
た
原
作
九

で
と
あ
る

麻
色
の
髪
を
し
た
少
年
が
自
己

得

し
た
剣
技
で
も
あ
る

 
新
作
ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
で
は

斬
り
上

に
放
つ
突
進
系
ス
キ
ル

出
が
恐

ろ
し
く
速
い

 

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

練

八

に

達
す
る
と

得
出
来
る
一
撃
重
突
進

系

突
ス
キ
ル

空
気
を
切
り
裂
く
ジ

ト
エ
ン
ジ
ン
め
い
た

と
共
に
数
メ

ト
ル
を

一

で
突
進

動
し

強

な

突
を

き

む
高

力
の
上

ド
ス
キ
ル

 
原
作
ア
ニ
メ
紅
の
殺
意
に
て
キ
リ
ト
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
十

盾
に
流
さ
れ
た

に
使

し
て
い
た

ア
ニ
メ
で
は
⻩
色
の
光
だ

た
が
本
来
は
血
の
色
を
思
わ
せ
る
深
紅
色
の
光
を

び
る

本
作
で
は
深
紅
色
が

本

 
ま
た

キ

リ
バ

編
に
て

を

た
強

な

突
を
キ
リ
ト
が

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

の
最
後
に

使

し
て
い
る

ち
な
み
に

ア
プ
リ
メ
モ
リ

・
デ
フ
ラ
グ
の
Ａ
Ｌ

Ｏ
キ
リ
ト
の
技

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

で
は

か
れ
て
い
る

 
発
動
時
場

定
系



 登場予定スキル集

 

ス
ラ
ン
ト

最
初
期

得
の

発
斬
撃
ス
キ
ル

色
の
光
と
共
に
眼
前
の

を
そ
の
場

で

掛
け

あ
る
い
は
前
進
し
て
の

斬
り
上

で
斬
り
付
け
る

 
ア
ニ
メ
に
て

キ
リ
ト
が
軍
に
対
し
て
ブ
レ
ス
を

こ
う
と
し
た

ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ

を
邪
魔
し
た
時
の
ス
キ
ル

ま
た
原
作
九

で
と
あ
る

麻
色
の
髪
を
し
た
少
年
が
自
己

得

し
た
剣
技
で
も
あ
る

 
新
作
ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
で
は

斬
り
上

に
放
つ
突
進
系
ス
キ
ル

出
が
恐

ろ
し
く
速
い

 

バ

チ
カ
ル

最
初
期

得
の
一
撃

定
系
斬
撃
ス
キ
ル

蒼
の
光
と
共
に
上

か
ら

り
を
眼
前
の

に

び
せ
る

 
原
作
八

で
キ
リ
ト
を
Ｍ
Ｐ
Ｋ
し
よ
う
と
し
た
コ

ル
が
実
付
き
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
に
対
し

て
放

た
ス
キ
ル

ア
ニ
メ
で
は
そ
の
部
分
が
カ

ト
さ
れ
て
い
る
た
め
出
て
い
な
い

 

バ

チ
カ
ル
・
ア

ク

初
期

で

得
可
能
な
二

撃
斬
撃
ス
キ
ル

蒼
の
光
と
共

に
上

り
下

逆
風
で
斬
り
上

る
強

な
技
で
原
作
で
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
に
ト
ド

メ
を

し
た
ス
キ
ル

 

で
は

突
で
突
き

け

背
面
か
ら

り
つ
つ
斬
り
上

る

動
作
に
な

て
い
る



 

バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア

ア
ニ
メ
・
原
作
小
説
の
時
期

キ

ラ
に
よ

て
動
き
が
全

く
違
う
技
そ
の
一

得
可
能
な
ス
キ
ル
値
は
不
明
だ
が
恐
ら
く
ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ

ア
と

同
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
四

撃
斬
撃
ス
キ
ル

ま
た
使

者
や
時
期
に
よ

て
色

ま
で
異
な
る
不
思
議
技
で
も
あ
る

よ
く

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

と

同
さ
れ
る

 
横

ぎ
斬
り

け

振
り
返
り
な
が
ら

び
斬
り
上

振
り
返

て
斬
り

と
し

振
り

返

て

ぎ
を
放
つ
ア
ニ
メ
キ
リ
ト

ロ
ス
ト
・

ン
グ

ア
ニ
メ

タ
イ
プ

掛
け

斬
り
上

ぎ

ぎ
の
ア
ニ
メ
ユ
ウ
キ
が
使

し
た
タ
イ
プ
が
あ
る

 
本
作
で
は
前
者
の
タ
イ
プ
を

し
て
い
る

 
ち
な
み
に

最
近
登
場
し
た

メ
モ
リ

・
デ
フ
ラ
グ

に
も
登
場
し
て
お
り

そ
ち
ら
は
後

者
の
タ
イ
プ
が

さ
れ
て
い
る

動
し
な
い
の
で
よ
く
動
い
た
り

速
い

に
は
全

然

た
ら
な
い
が

力
は
中

で
背
面
の

を
タ

ゲ

ト
し
て
い
る
と
振
り
向
い
て
攻
撃
す

る

そ
の
ゲ

ム
で
は
ス
ト
レ
ア
や
ユ
ウ
キ
が
使

す
る

 

ホ
リ

ン
タ
ル

初
期

で

得
可
能
な

発
斬
撃
ス
キ
ル

蒼
の
光
と
共
に
一
息
に

正
面

ぎ
を
放
ち

を
上
下
に

断
す
る

ま
た
勢
い
を

し
て
時

回
り
に
回
転
斬

り
を
放
つ
事
も
出
来
る



 登場予定スキル集

 
ア
ニ
メ
ユ
ウ
キ
が
ア
ス
ナ

キ
リ
ト
に
対
し

放

て
い
た
ス
キ
ル
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

が

そ
の
時
は
回
転
の
向
き
が
逆
時

回
り
だ

た

 
ち
な
み
に
原
作
で
は

合

き
の
よ
う
に
横
一
閃
を
放
つ
イ
メ

ジ
の
ス
キ
ル
で
そ
の
攻
撃

は
前
方
だ
け
と
さ
れ
て
い
る
が
ゲ

ム
で
は
回
転
し
な
が
ら
放
つ
全
方

攻
撃
ス
キ
ル
と

な

て
い
る

 

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ア

ク

二

撃
斬
撃
ス
キ
ル

蒼
の
光
と
共
に

ぎ

ぎ
を

放
ち
眼
前
の

を
斬
り

せ
る

攻
撃

は

発
の
ホ
リ

ン
タ
ル
よ
り

い
も

の
の

剣
速
は
中

で

力
も

れ
て
い
る
事
か
ら

バ
ラ
ン
ス
は
取
れ
て
い
る

 
新
作
ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
に
て
登
場
し
た
ス
キ
ル
で

に

力

下
の
デ

バ
フ

果
を
付
与
す
る
技

初
期
か
ら
使

可
能
で
使
い
勝
手
も
良
く
出
も

い
事
か
ら
序

か
ら
終

全
て
に

い
て
重
宝
さ
れ
る

 

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

ア
ニ
メ
・
原
作
小
説
の
時
期

キ

ラ
に
よ

て
動
き
が

全
く
違
う
技
そ
の
二

ス
キ
ル
値
一

に

達
す
る
と

得
す
る
と
思
わ
れ
る
四

撃
斬
撃

ス
キ
ル

ま
た
使

者
や
時
期
に
よ

て
色
ま
で
異
な
る
と
い
う
不
思
議
技
で
も
あ
る

よ
く

バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア

と

同
さ
れ
る



 

の
眼
前
に

ま

て

斬
り
上

斬
り
上

逆

に
斬
り
付
け
る
ロ
ス

ト
・

ン
グ

ス
メ
ラ
ギ
戦

キ

リ
バ

編
キ
リ
ト
タ
イ
プ

の

を
逆
時

回

り
に
回
り
な
が
ら
斬
り
付
け
る
ロ
ス
ト
・

ン
グ
片
手
剣
使
い

ア
ニ
メ
Ｓ
Ａ
Ｏ
キ
リ
ト
タ

イ
プ

下

ぎ

の
斬
り
上

上

ぎ

の
斬
り

と
し
を
す
る

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

タ
イ
プ
が
あ
る

 
本
作
で
は
構
え
に
よ

て
全
て
の
タ
イ
プ
を
放
て
る
設
定
で
書
い
て
い
る

 

フ

イ
テ

ン
グ
・
ク
ラ
イ
マ

ク
ス

や

メ
モ
リ

・
デ
フ
ラ
グ

に

い
て
は
キ
リ

ト
が
使

す
る

一
撃
ご
と
に
一
歩
ず
つ
大

に
前
進
し
斬
り
付
け
る

ド
ス
キ
ル

力

は
中

だ
が

ま
な
い
高
レ
ベ
ル
の

手
に
使

す
る
と
一
気
に

を

ら
れ

死
亡
す

る
リ
ス
ク
を

む

 

ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ

ル

突

発
ス
キ
ル
で

更
に
下
突
き
技

対
地
上
技
で
空

中
に

る
時
に
し
か
使
え
な
い

 
原
作
第
八

キ

リ
バ

に
て

ミ

ル
ニ
ル
を
見
つ
け
出
す

に

ス
キ
ル
を

使

す
る

に
こ
れ
が

さ
れ
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
み
使

さ
れ
て
お
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
あ

た
か
は
不
明

属
性

合
は

八

物
理
二



 登場予定スキル集

 
本
作
で
は
闘
技
場

個
人
戦

に
て

使
い
の
狂
戦
士
に
使

一
撃
で
ス
タ
ン
さ
せ
た

衝
撃
波
を
放
つ
事
ま
た
名
称
で

を

と
さ
せ
る
事
か
ら
本
作
の
設
定
と
し
て
は
一
定
確

で
ス
タ
ン
の
状

異
常
を
付
与
す
る
特

な

ド
ス
キ
ル
と
し
て
い
る

 

ス
ネ

ク
バ
イ
ト

二

撃
斬
撃
ス
キ
ル
で

得
時
期
は
不
明

二

撃
で
使
い
勝
手

が
良
さ
そ
う
な
の
で
恐
ら
く
ス
キ
ル
値
二

以
下
で
は
あ
る
と
思
わ
れ
る

取
り

え
ず
本

作
で
は
そ
の
設
定

 

身
を
前
に
し

に

す
よ
う
に
構
え
た
後

い

色
の
光
と
共
に

ぎ
と

ぎ
の
二

撃
を
一

で
放
つ

復
し
て
い
る
の
で
二

撃
だ
が
速
す
ぎ
る
上
に
正
確
に

復

す
る
た
め
斬
閃
が
一
本
に
し
か
見
え
な
い

 
原
作
十

で
初
め
て
登
場

キ
リ
ト
が
持

て
い
る
も
の
よ
り
ラ
ン
ク
が
上
で
あ
る
対
戦

手

の
剣
を

が
入

て
い
る
状

に
も

わ
ら
ず
問

無

で
武
器
破
壊
す
る
程
の
攻
撃
力
を
有

す
る
速
さ
を
見
せ
る

 
ゲ

ム

フ

イ
テ

ン
グ
・
ク
ラ
イ
マ

ク
ス

に
登
場
す
る
キ
リ
ト
も
使

す
る
が

そ
ち
ら
は
対
空
技
と
し
て

わ
れ
て
い
る

か

め
上
に
放
た
れ
リ

チ
そ
の
も
の
は

り
無

い



 
ま
た

２
０
１

年

月

に
発

予
定
の

ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン

で
も
使

可
能
ら
し
い
が
そ
ち
ら
は
速

よ
り
も
攻
撃

や
使
い
勝
手
の
良
さ
を
重

し
て
い
る
と
思

わ
れ
る

 
シ

プ
ネ
イ
ル

三

撃
斬
撃
ス
キ
ル
で

得
時
期
不
明

紅
い
光
を

ら
せ
て
中

心
で
交
差
す
る
よ
う
に

め
十
文

と
横
一
文

を

み

む

 

斬
り
上

ぎ

掛
け
に
斬
り
付
け
る
パ
タ

ン
と

掛
け

ぎ

時

回
り
に
回

て
逆

に
斬
り
下
ろ
す

ロ
ス
ト
・

ン
グ

の
パ
タ

ン
が
存
在
す
る

本
作
で
は

方
と
も
出
せ
る
設
定

 
原
作
で
は
第
九

終

に
て
初
登
場

ゴ
ブ
リ
ン
達
の
リ

ダ

的
存
在
に
対
し
キ
リ
ト
が

偶
発
的
に
発
動
し
勝

を
手
に
し
た
ス
キ
ル
だ
が
斬
り
付
け
方
が
よ
く
分
か

て
い
な
い
た

め

か
ら
斬
撃
の

番
を
予

し
て
い
る

ち
な
み
に
上
記
の
内
前
者
の
パ
タ

ン
が
こ
れ

 

ハ
ウ
リ
ン
グ
・
オ
ク
タ

ブ

突
と
斬
撃
が
入
り

じ

た
高
速
八

重
攻
撃
を
放
つ

大
技

 
高
速
で
五

の

突
を
放

た
後

掛
け
逆
風
に
斬
り
上

な
が
ら

く

び
上
が

り
体
を

り
な
が
ら
全
力
で

り
に
斬
り

と
す

手
を

ま
せ
や
す
い
重
攻
撃
技
な
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が
ら

力
・
速

共
に

 
第
八

キ

リ
バ

に
て
初
登
場

キ
リ
ト
が
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト
を
発
動
す
る

に

最
初
に
放

た

ド
ス
キ
ル
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

属
性
と
物
理
属
性
を
有
す
る

 
フ

ン
ト
ム
・
レ
イ
ブ

片
手
剣
ス
キ
ル
最
上

に
設
定
さ
れ
て
い
る
六

撃
か
ら
な

る
斬
撃
と

突
が

じ

た
大
技

ヒ

ト
し
た

手
の
全
ス
テ

タ
ス
を
確
実
に
大

ダ
ウ
ン

さ
せ
る
デ
バ
フ
を
付
与
す
る

 
蒼
黒
い
光
と
共
に

斬
り
上

斬
り
上

掛
け

突

掛
け

勢
い
そ
の

ま
ま
に
回
転
し
な
が
ら
上

り
を
放
つ

中

速
い
剣
速
を
有
す
る

ド
ス
キ
ル

 
Ｐ
Ｓ
Ｐ
ゲ

ム
イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト
／
Ｐ
Ｓ
３

ｉ
ｔ
ａ
ゲ

ム
ホ
ロ

ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

／
Ｐ
Ｓ
４
ゲ

ム

の

片
手
剣

最
上

ス
キ
ル
と
し
て

登
場

上

し
た
よ
う
に
全
ス
テ

タ
ス
を
た
と
え
ボ
ス
で
あ
ろ
う
と
も
確
実
に
付
与
す
る
の

で
中

使
え
る

し
か
し

で
の

ド
ス
キ
ル

で
使

す
る
と

そ
れ
以

に
繋

ら
れ
な
い
の
で
使

回
数
が

て
し
ま
う
上
に
二
刀
の
方
が
ボ
ス
戦
に
向

い
て
い
る
た
め
一
刀
自
体

り
使
わ
な
い
の
が
悩
み
ど
こ
ろ

 

ノ
ヴ

・
ア
セ
ン
シ

ン

片
手
剣

ス
キ
ル
最
上

に
設
定
さ
れ
て
い
る
大
技
で

斬



撃
と

突
を
高
速
で

き

ん
で
い
く
十

撃

ロ
ス
ト
・

ン
グ

で
初
め
て
登
場
し
た

 
蒼
白
い

き
と
共
に

ぎ

斬
り
上

逆

突

ぎ

ぎ
回
転

ぎ
全
力
の

突
か
ら
な
る
高
速
技

最
上

と
い
う
だ
け
あ

て
高

力
だ

が
同
じ
最
上

剣
技
で
あ
る
フ

ン
ト
ム
・
レ
イ
ブ
と
異
な

て
デ
バ
フ
付
与
な
ど
は
無

く

力
と
剣
速

片
手
剣

ス
キ
ル
最
多
の

撃
数
と
い
う

な
強
さ
を

り
に
し
て
い

る

ド
ス
キ
ル

 
本
作
で
も
登
場
す
る
が

後
に
な
ら
な
い
と
出
て
来
な
い
予
定

  
・
二
刀
流

 
片
手
武
器
の
組
み
合
わ
せ
で
使

可
能
な
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

 
原
作
の
片
手
剣
同
士
だ
け
で
無
く

剣
同
士

刀
同
士
の
他
片
手
剣
と

剣
と
い

た

組
み
合
わ
せ
も
本
作
の
設
定
上
は
可
能

片
手
剣

片
手
剣

 

デ

ア
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル

突
突
進
系
二

撃

ド
ス
キ
ル

 
新
作

ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン

の

ダ
ブ
ル
・
サ

キ

ラ

を
参

に
し
て
お
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り
高
速
突
進
し
な
が
ら
二
刀
を
同
時
に
突
き
出
す
攻
撃
モ

シ

ン
を
取
る

で
直
進
し

か
し
な
い
も
の
の

突
進
速

は
か
な
り
の
も
の
な
の
で
ダ
メ

ジ
が

外
出
る

 
本
作
で
は
第
七
十
五
層
闘
技
場

個
人
戦

に
て
初
登
場

 

ダ
ブ
ル
・
サ

キ

ラ

原
作
第
一

の
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
の
初
回
デ

エ
ル
開
始
直

後

第
六

の

死

に
ト
ド
メ
を

す

に
使

さ
れ
て
い
る
突
進
系
二

撃
ス
キ
ル

 
独

の
様
に
時

回
り
に
回
転
し
な
が
ら
突
進
し

の
剣
を

斬
り
上

に
振
り
上

回
転
し
て
か
ら
勢
い
を
付
け
て

の
剣
で
逆

に
斬
り
付
け
る

原
作
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
は

の
剣

の
代
わ
り
を

フ

イ
ブ
セ
ブ
ン
が
務
め
上

て
い
る

 
ち
な
み
に
ア
ニ
メ
で
登
場
し
た
の
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
だ
け
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
の
デ

エ
ル
の

は

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

に
変
わ

て
い
る

 
エ
ン
ド
・
リ
ボ
ル
バ

緑
色
の
光
と
共
に
反
時

回
り
に
回
転
し
て
か
ら

の
剣
で

に

を

ぎ
払
い

い
て

の
剣
で

に

ぎ
払
う
全
方

攻
撃
型
の
二

撃
斬
撃
ス
キ
ル

同
時
に
二
刀
を

ぎ
払
う
パ
タ

ン
も
あ
り
そ
の
場
合
は
黒
と
白
あ
る
い
は
黒
と

の
斬
閃

が
全
方

に
放
た
れ
る

 

全
て
の
ゲ

ム
に

け
る

二
刀
流

ス
キ
ル
と
し



て
登
場
す
る
ス
キ
ル
で
特
に
前
二
つ
の
作
品
で
は
二
刀
流

一
の
全
方

攻
撃
ス
キ
ル
な

の
で
重
宝
さ
れ
る

気
に
根
強
く
生
き
残

て
い
る
使
い
勝
手
の
い
い
ス
キ
ル

 

撃
数
が
少
な
い
分

身
体
の

転
や
勢
い

み
で
一
撃
の

力
が
高
い

 

デ
プ
ス
・
イ
ン
パ
ク
ト

五

撃
か
ら
な
る
技

エ
フ

ク
ト
光
は
蒼

力

下
の

デ
バ
フ

果
あ
り

 

の
剣
で

の
剣
で
逆

ぎ
を
放

た
後

の

突

の

突
を

で
放
つ

斬
撃
属
性
と

突
属
性
を
有
し
て
お
り
更
に

手
の

力
を

下
さ
せ
る
事
か
ら

そ
こ
そ
こ
有

た
だ
し
剣
速
は
そ
こ
ま
で
で
は
無
く
デ
バ
フ

果
か
ら
攻
撃
力
も
高
く
は
無

い 

に
登
場
し
た
ス
キ
ル
で

後
者
の
作
品
に
登
場
し
た
シ
ス
テ
ム

ス
キ
ル

コ
ネ
ク
ト

作
品
内
で
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
呼
称
さ
れ
た

の
最
初
に
放
て
ば
後

の
ス
キ
ル
ダ

メ

ジ
が

ね
上
が
る
事
か
ら

と
使
い
勝
手
が
良
い

更
に
発
動
中
は
ス
タ
ン
を

け
な
い
限

り
中
断
さ
れ
な
い
の
で

体
技
な
が
ら
一
対
一
と
一
対
多
ど
ち
ら
で
も
有

ボ
ス
戦
で
は
デ

バ
フ
の

果
か
ら
結
構
重
宝
し
た

 
本
作
で
は
第
七
十
五
層
闘
技
場

個
人
戦

で
初
登
場
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シ

イ
ン
・
サ

キ

ラ

十
五

撃
か
ら
な
る
技

エ
フ

ク
ト
光
は
蒼
黒
色

 

に

べ
た
二
剣
を
反
時

回
り
に
回
転
し
な
が
ら
四
回
分
斬
り
付
け
時

回
り
に
回
転

し
て

り
な
が
ら
四
回
分
斬
り
付
け

逆

で
一
回
ず
つ

で
斬
り
付
け
た
後

に
斬
り
払

て
最
後
に
二
刀
を
突
き
出
し
て
一
点
を
突
く

 

の
ゲ

ム
で
非
常
に
お
世
話
に
な

た
ス
キ
ル
で

速
い

で

得
可

能
な
が
ら

異
の

撃
数
を
誇
る

に
暗
闇
の
状

異
常
を
与
え
て
命
中

を
下

る

果
が

あ
る
が
こ
の
ス
キ
ル
を
使

し
た
時
に
キ
リ
ト
の
命
中

も
多
少

下
し
て
い
る
た
め

手

の
方
が
高
レ
ベ
ル
だ
と
ミ
ス
が
多
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る

 
ナ
イ
ト
メ
ア
・
レ
イ
ン

で
登
場
し
た
十
六

撃
か
ら
な
る
高
命
中

を
誇
る
大
技

流
れ
る
よ
う
に

突
と
斬
撃
を

り
出
し
最
後
に
六
花
を
思
わ
せ
る
斬
閃
を
一

で

く

黒
色
の
エ
フ

ク
ト
光
が
特
徴
的

 
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
と

同
時
期
に

得
出
来
る
上
に
高
命
中

な
の
で

強

と
の
勝
負
に

し
て
い
る
が

攻
撃
を

け
る
と
中
断
さ
れ
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
の
で

完
全
一
対
一
の
勝
負
に
向
い
て
い
る
と

え
る

 

で
は

け
反
り
無

の
八

撃

ド
ス
キ
ル
に
な

て
い
る

絶
界
の

星
剣



一
の

け
反
り
無

技
で
あ
り
更
に
ガ

ド
ブ
レ
イ
ク
技

非
常
に
使
え
る
が

力
は

に

い

 
本
作
で
十
六

撃
を
中
心
と
し
て

か
出
る
予
定

八

撃
は
未
定

 

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

原
作
で
も
ゲ

ム
で
も
お

み

正
に
キ
リ
ト
の

代
名

と
も

え
る
二
刀
流
上

に

す
る

義

ド
ス
キ
ル

本
作
で
も
多

さ
れ

る 
ア
ニ
メ
で
は
二
刀
の

き
付
け
や
回
転
斬
り
な
ど
重
攻
撃
が
目
立
ち
蒼
白
い

き
を
二
刀
に

し
た
後
高
速
で

を
滅
多
切
り
に
し
最
後
に

の
剣
で

突
を

き

ん
で
ト
ド
メ
と
な

る
高
速
十
六

撃
技

 
ゲ

ム
で
は
完
全
に
モ

シ

ン
が
異
な

て
い
る
技
で
も
あ
る

ま
た
オ

ト
攻
撃
の
速

が
速
く
な

た
り

攻
撃
に
十
分
の
一
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
追
撃

果
が
付
与
さ
れ
た
り
と

バ
フ

果
も
あ
る

ち
な
み
に
本
作
で
は
バ
フ
は
無
い

こ
ち
ら
は

ナ
イ
ト
メ
ア
・
レ
イ
ン

と
異
な

て
攻
撃
中
特
定
の
攻
撃
以
外
に
は

ま
ず
更
に
あ
る

件
下
な
ら
全
て
の
攻
撃
に

ま
な
く
な
る
特
性
を
持
つ

消

と

力
の
コ
ス
ト
パ
フ

マ
ン
ス
が
釣
り
合

て
い

て
中

使
い
や
す
い
技
で
あ
る
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一
ロ
ス
ト
・

ン
グ
は
ア
ニ
メ
の
動
き
を

実
に
再
現
し
て
お
り

ド
ス
キ
ル
の

速
さ
も
加
味
し
て

ま
じ
い
速

を
誇
る

た
だ
し

力
は
少

な

で

得
し
た
時
期

に
よ

て
は
消

か
ら
コ
ス
ト
パ
フ

マ
ン
ス
の
悪
さ
か
ら
二
軍

い
さ
れ
る
事
も

 
速
過
ぎ
て
本

に
十
六
回
入

て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
が

ダ
メ

ジ

そ
の
も
の
は

Ｏ
Ｓ
Ｓ
最
多
の

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

や

片
手
剣

ス
キ
ル
最
多
の

ノ
ヴ

・
ア
セ
ン

シ

ン

を

ぎ

一
撃
の
ダ
メ

ジ
も

同

で

そ
れ
ら
の
消

に

べ
れ
ば
そ

れ
な
り
に
使
い
勝
手
が
良
い
と
は

え
る

 

ち
な
み
に
私
は
キ
リ
ト
の
種

練

が
マ

ク
ス
の
九

に
届
い
た

り
で

を
大

に

に
し
て

最
大
値
を
上

て

く
ま
と
も
に
使
い
始
め
ま
し
た

お

で
二
刀
ス
キ

ル
の
中
で
最
も

練

が

い

 

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

ご
存
知

ア
ニ
メ
で
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
の
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
で
し
か

使

さ
れ
て
い
な
い
不
遇
の

二
刀
流

最
上

ド
ス
キ
ル

 
原
作
で
は
第
四

世
界
樹
攻
略
時
に
太
陽
の
コ
ロ
ナ
の
如
き
と
い
う
記

が
あ
る
た
め
恐

ら
く
使

さ
れ
て
い
た
と
い
う
設
定
だ
と
推

さ
れ
る
が
ア
ニ
メ
で
は
謎
の
ス
プ
リ
ガ
ン

シ

ル
フ
の
文
様
後
に
流
星
を
思
わ
せ
る
特
攻
を
か
ま
し
た
た
め
変
更
さ
れ
て
い
る
事
は
火
を
見
る



よ
り
も
明
ら
か
に
な

て
い
る

つ
ま
り
ア
ニ
メ
で
は
一

し
か
登
場
し
て
い
な
い

 
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
を
超
え
る
二
十
七

撃
を
超
高
速
で

き

ん
で
い
く

大
技
だ
が

そ
の
分

発
動
中
は
先
の
技
以
上
に
完
全
無

備
に
な
る

 
ト
ド
メ
の
一
撃
は

の

突
と
共

し
て
お
り
キ
レ
た
キ
リ
ト
が
ヒ

ス
ク
リ
フ

手
に
使

し
て
し
ま
い
十

盾
に
突
き
立
て
た
と
同
時
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

が

く

れ
て
し
ま

た
過
去
を
持
つ
技

機
会
が
少
な
い
不
遇
に
し
て
終
わ
り
方
ま
で
不
遇
な
最
上

剣
技

 
キ
リ
ト
が
出
演
す
る
ゲ

ム
全
て
で
か
な
り
モ

シ

ン
が
異
な

て
お
り
こ
ち
ら
は
上
記

の
技
と
異
な
り
原
作

ア
ニ
メ

ア
ニ
メ

ゲ

ム
の
全
て
で
一
つ
も
同
じ
動
き
を
す
る
も

の
が
無
い

コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ

の
戦
神
キ
リ
ト
と

フ

イ
テ

ン
グ
・
ク
ラ
イ
マ

ク

ス
の
キ
リ
ト
は
似
た
動
き
は
で
放
つ
が
や
は
り
明
ら
か
に
原
作
と
ア
ニ
メ

方
か
ら
か
け
離

れ
て
い
る

 
恐
ら
く

撃
が
⻑
く
複

す
ぎ
て

モ

シ

ン
設
定
が
面
倒
に
な

た
の
だ
と
思
わ
れ
る

私
も

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

は
再
現
出
来
る
が

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

の
あ
の

複

な

道
は
再
現
以
前
に
覚
え
る
の
も
無
理
で
あ
る

 
一
番
あ
り
得
な
い
動
き
を
す
る
の
は
イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

ミ
ス
が
出
て
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も
ヒ

ト
数
と
ダ
メ

ジ
は
し

か
り
二
十
七
ヒ

ト
分
出
て
ど
う
見
て
も

力
が
出
な
い
上

に
隙
だ
ら
け
の
フ

ニ

シ

を
す
る
攻
撃
方
法
を
取
る

興
味
が
あ
る
人
は
動

で
見
れ
ば
分

か
る
か
と

 
本
作
で
は
第
七
十
四
層
の
⻘
眼

び
紅
眼
ボ
ス
ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ

ま
た
闘
技
場
個

人
戦
編
に
登
場
す
る
片
翼
の
堕
天
使
の
ト
ド
メ
に
使

さ
れ
た

更
に
そ
の
他
の
場
面
で

も
か
な
り
の

で
放
た
れ
て
お
り

登
場
回
数
は
他
の

ド
ス
キ
ル
と
タ
メ
を

る

 

剣

剣

 

ネ

ジ

・
ド
・
リ
ザ
レ
ク
シ

ン

撃
数
は
三
十
六

撃

使

時
間
は
三

足
ら

ず
と

時
間
で
他
の
追

を
許
さ
な
い
速

で

突
の

を
放
つ

剣
同
士
で
発
動
可
能
な
本

作
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ル

エ
フ

ク
ト
光
は
⻩
金

 

突
な
の
で
点
攻
撃
な
の
だ
が

間
十
二
発
を
乱
発
す
る
た
め
面
で
の
攻
撃
と

て
も
い

い

間
的
な
面
制
圧
力
に

れ
て
お
り
大

の

は

ぐ
事
は
愚
か

け
る
事
す
ら
出
来
ず

に

か
れ
る

 
本
作
で
は
第
七
十
五
層
闘
技
場
個
人
戦
編
で
初
登
場
し
た
が
キ
リ
ト
は
片
手
剣
同
士
の



二
刀
流

を
最
も
得
意
と
し
て
い
る
た
め

登
場

は
そ
う
高
く
な
い

 
設
定
上

剣
同
士
で
は
こ
れ
が
最
上

剣
技

つ
ま
り

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

と
同

の

い
に
な
る

  
・

明
剣

 
武
器
の
種

を
問
わ
な
い
特

な
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

名
称
の

ネ
タ
は
四

語

人

命

か
ら

 
使

す
る

は
ス
キ
ル
使

登
録
を
し
た
武
器
を
手
に
持

て
強
く
使

を
念
じ
る
あ
る

い
は

明
剣

使

と

に
す
る
必
要
が
あ
る

 
ス
キ
ル
を
行
使
す
る
と

手
の

力
を
無

し
て

常
ダ
メ

ジ
を
数

に
し
て

き
出
す

バ
フ
が
掛
か
る
反
面

使

者
の

を
か
な
り
の
速

で

て
い
く
と
い
う
代
償
が
発
生
す

る

こ
の
代
償
は
ポ

シ

ン
や

戦
闘
時
自
動
回
復

ス
キ
ル
な
ど
の

リ
ジ

ネ
で
あ
る

程

和

殺
が
可
能

ま
た
他
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
コ
モ
ン
ス
キ

ル
と

出
来
る
の
で

撃
数
が
多
け
れ
ば
多
い

ど

果
は
絶
大

 
参

は
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
の
代
名

千
冬
が

た
第
一
世
代
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の

一
仕
様
能
力

零

白
夜

ぶ

ち

け
る
と
ま
ん
ま
で
あ
る

 

ダ
メ

ジ

ネ
ト
レ
イ
タ

限
定
発
動
型
の
パ

シ
ブ
ス
キ
ル

ド
ス
キ
ル
で
は

無
い

 
上
記
に
あ
る
二
つ
の
方
法
に
よ

て
発
動
し

使

者
の

を

る
デ
バ
フ
と

手
の

力
を
無

し
た
攻
撃
能
力
バ
フ
が
付
与
さ
れ
る

 
が

ぶ

ち

け

輪
の

果
の
下

換
な
の
で

少
を
覚
え
る
だ
け
で
よ
し

 

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

ン

ク
ロ
ス
ブ
レ
イ
ド

備
時
限
定
発
動
の
ス
キ
ル

 
ブ
ラ

ク
メ
タ
ル
と
ホ
ワ
イ
ト
ゴ

ル
ド
を

く
十
一
種
の
武
器
全
て
を
イ
メ

ジ
に
よ

て

展
開
し
合
体
し
た
⻑
剣
へ
光
と
な

て
収
束
さ
せ
る
事
で
攻
撃
力
と
リ

チ
を
強
化
す
る
限

定
発
動
型
の
パ

シ
ブ
ス
キ
ル

発
動
す
る
と

が

少
し
て
い
く

 
発
動
す
る
に
は
十
種
の
武
器
を

形
に
展
開

ク
ロ
ス
ブ
レ
イ
ド
を

上
に
掲

る
の

二
つ
の

件
を

た
す
必
要
が
あ
る

個
人
戦

終

で
ホ
ロ
ウ
が
使

て
い
た
の
は
こ
れ

 
二
本
が
合
体
し
た
⻑
剣
を

く
武
器

十
六
個
は
光
の

と
な

て
キ
リ
ト
を
護
る
よ
う
に
展

開
さ
れ
る
の
で

さ
れ
る
恐
れ
が
無
い
も
の
の
使

中
は
他
の

デ
フ

ル
ト

備

が
使

不
可
に
な
る



  
・
狂
月
剣

 

手
剣
を

備
し
た
時
に
発
動
出
来
る
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

 

ニ

ク
ス
ラ

シ

発

ド
ス
キ
ル

た
だ
し
遠

離
攻
撃
が
可
能

 

手
持
ち
で
構
え
る
と

め
が
開
始
し
蒼
い
オ

ラ
が
刀
身
を

み
そ
の
後
の
一
撃
に
三

日
月
形
の
斬
撃
を

ば
す

果
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
も
の

然
だ
が
刀
身
と
斬
撃
を
重
ね

て
す
る
事
が
可
能
で

近

離
な
ら
二
撃

遠

離
な
ら
一
撃
の
ス
キ
ル
に
な
る

 

ぶ
斬
撃
は

や

横

ぎ
な
ど
ど
の
方
向
に
も
放
て
る

程

び

力
は

め
時

間
が
⻑
く
な
る
の
に

し
て
強
化
さ
れ
る

 
ぶ

ち

け
る
と

Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

の

月

天
衝

  
・
暗
黒
剣

 

刀
を

備
し
た
時
に
発
動
出
来
る
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

ス
キ
ル
の

ど
が
闇
を
思
わ
せ
る

オ

ラ
を
放
つ

全
体
的
に
ス
キ
ル
の
参

は
リ
メ
イ
ク

テ
イ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
デ
ス
テ

ニ

デ

レ
ク
タ

ズ
カ

ト

の

ヒ

ゴ
・
ジ
ル
ク
リ
ス
ト

の
術
技
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タ

ビ

ラ
ン
ス

の

上
に

間

動
し

斬
り

と
し
を
放
つ

り
の
技

斬

撃
一
発
地
面
か
ら
闇
の
オ

ラ
が

き
上

て
六
回
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
七

撃

ド
ス

キ
ル

 

手
の
攻
撃
を
回

し
カ
ウ
ン
タ

と
し
て
放
て
る
た
め
有

た
だ
本
作
キ
リ
ト
は

手

の
攻
撃
を
大

弾
き

あ
る
い
は

歩
ズ
レ
て

で

す
上
に

刀
を

備
す
る
事
が
少

な
い
の
で
使

す
る
場
面
は
少
な
め

闘
技
場
個
人
戦
最
後
の
ボ
ス
は
別
の
武
器
で
す
ら

使

し
て
い
た

 
原

で
は
ヒ

ト
し
た

手
に
術
技

の
状

異
常
を
与
え
て
い
た
が
本
作
で
は
デ
バ
フ

果
無
し

 
攻
撃
属
性
は
剣
が
斬
撃

オ

ラ
が
打
撃

 

オ

ラ
ポ
イ
ン
ト

刀
身
に
闇
の
オ

ラ
を

わ
せ

強

な

突
と
共
に
刀
身
以
上
の

リ

チ
で
攻
撃
す
る

発

ド
ス
キ
ル

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

が
突
進
で
リ

チ

を

ぐ
な
ら

こ
ち
ら
は
オ

ラ
で
そ
の
場
か
ら
動
か
ず
リ

チ
を

ぐ

 
攻
撃
属
性
は

突

 
オ
ニ
キ
ス
フ
レ
ア

一
文

を
思
わ
せ
る
横

ぎ
に
闇
の

が
追
撃
で
放
た
れ
て
五
ヒ



ト

六

撃
の

ド
ス
キ
ル

リ

チ
は
刀
身
が
も
う
一
本
分

び
た
程

な
の
で
そ
れ

ど
で
は
無
い

 
攻
撃
属
性
は
斬
撃
と
打
撃

 

リ
グ
レ

ト
ロ

ズ

逆

に
剣
を
振
る

た
後

紅
く

い
オ

ラ
が
数
本

的
に

び
て
ダ
メ

ジ
を
与
え
る

合

で
十

撃
の

ド
ス
キ
ル

 
リ

チ
は
そ
こ
そ
こ
だ
が
前
面
に
し
か
攻
撃

は
無
く
更
に
小
型
の

に
は
追
撃
が

た

ら
な
い

 
攻
撃
属
性
は
剣
が
斬
撃
オ

ラ
が
打
撃
と

突
属
性
と
い
う
特

な
三
属
性
構
成

オ

ラ

部
分
は

た
る
と
共
に
打
撃

が
す
る

 
ダ

ク
ネ
ス
ロ
ン
ド

闇
の
オ

ラ
を

て
高
速
突
進
と

間

動
を
八
回

り
返
し

ト
ド
メ
に

り
と
二
ヒ

ト
す
る
衝
撃
波
を
放
つ

十
三

撃
の

ド
ス
キ
ル

 
攻
撃
属
性
は
突
進
が

突

り
が
斬
撃
と
打
撃
属
性

 
ま
だ
設
定
上
な
の
で
未
出
だ
が

一
応
最
上

ス
キ
ル

  
・

刀
術
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刀
と

備
す
る
事
で
発
動
可
能
な
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

た
だ
し

刀
な
の
で

も

然
必
要

 
原
作
の
設
定
で
は
一
応
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
が

終
ぞ
登
場
し
て
い
な
い

式
設
定
の
ユ

ニ

ク
ス
キ
ル

本
作
で
は
ま
だ
未
出
で

ど
れ
だ
け
の

ド
ス
キ
ル
が
出
る
か
は
思

中

 
一
応

刀

ス
キ
ル
が
和
名
な
の
で

こ
ち
ら
も
和
名

る
ろ
う
に
剣
心

や

ワ
ン
ピ

ス

か
ら

つ
か
流

す
る
可
能
性
大

 

閃

刀
し
た
刀
に
よ
る
斬
撃
と

追
撃
で
逆
手
に
持

た

に
よ
る
打
撃
か
ら
な

る
二

撃

ド
ス
キ
ル

刀
後
の
隙
を
無
く
し

打
撃
属
性
で
大
き
く

け
反
ら
す
の
で

一
対
一
で

た
れ
ば
技
後

直
を

さ
れ
て
も
反
撃
さ
れ
に
く
い
特
性
が
あ
る

 
た
だ
し
外
せ
ば

大

 

斬

名
刀
の
名
前
に

え
た
超
神
速

刀
術

ド
ス
キ
ル
と
衝
突
し
た

速

が

み
の
ス
キ
ル
を

か
に
超
え
て
い
る
事
か
ら
絶
大
な

力
が

て
た
め
必
ず
勝

す
る

と
い
う

的
特
性
を
持
つ

 

手
よ
り
先
に
攻
撃
す
る
先
の
先

手
の
攻
撃
に
反
応
し
て
攻
撃
す
る
後
の
先
の

方
で
有

 

剣

境

み

み
と
刀
身
の
⻑
さ
を
足
し
た

内
に

み

ん
だ
存
在
に
自
動
で



撃
す
る
カ
ウ
ン
タ

ド
ス
キ
ル

高

に
も
対
応
し
て
お
り
中

で
は
横

ぎ
下

と

上

に
は
そ
れ
ぞ
れ
振
り
上

る
よ
う
に

刀
す
る

 
た
だ
し

み

ん
だ
存
在
に
は

味
方

無
く
反
応
す
る
の
で

一
対
一
や
一
対
多
な
ど

使
い
手
が
一
人
で
な
い
と
味
方
の
命
を

り
取

て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
い
デ
メ
リ

ト
が
存

在
す
る

 

神

認
出
来
な
い
速

超
神
速

の
突
進
と

刀
術
が
組
み
合
わ
さ
り

回

殺
と
い

た
行
動
の
全
て
を

じ
た
上
で

断
す
る

刀
術
最
高

ド
ス
キ

ル 
発
動
時
間
は
一

動

離
は

に

た
る
ま
で
外
し
た
場
合
は
最
⻑
五
十
メ

ト
ル

動
す
る

 
先
の
先
は

然
後
の
先
だ
ろ
う
と
放

て

た
れ
ば
絶
対
に

手
に
勝
つ
最
終

義

た
だ

し
外
れ
た

は
止
ま
れ
な
い
事
か
ら

に

突
し
て
自

ダ
メ

ジ
を

け
る
可
能
性
が
高
く

ウ
サ
ギ
と
い

た
小
さ
な

な
ど

い

に
は

た
ら
な
い
な
ど
の
欠
点
が
あ
る
た
め

対
人
専

と

え
る

 
し
か
し
そ
の
デ
メ
リ

ト
を

め
て
も

絶
対
的

は

ら
な
い
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・

系

地

刃

 

系
を

備
し
た
時
に
発
動
出
来
る

ド
ス
キ
ル

地
面
を

く
事
で

手
の
足

か
ら
大

地
を

さ
せ
た
り
な
ど

地
形
に
応
じ
た
攻
撃
が
可
能
と
な
る

 
た
だ
し

砂
や
泥
と
い

た

形
と
は

い

い
地
形
で
は
使

不
可
能

 

ロ

ク
ブ
レ
イ
ク

武
器
を
地
面
に

き
付
け

線
を
フ

カ
ス
し
た
対

の
足

か
ら

を

さ
せ
て
ダ
メ

ジ
を
与
え
る

離
に

さ
れ
な
い

発

ド
ス
キ
ル

 
高

力
だ
が

行
型
モ
ン
ス
タ

に
は

と
さ
な
い
限
り

た
ら
な
い
と

う
欠
点
が
あ
る

  
・
死
閃

 

手

を

備
し
た
時
に
発
動
可
能
な

ド
ス
キ
ル

見
返
り
が
大
き
い
反
面
失

す
る

と
自
分
を
追
い

む
と
い
う
高
リ
ス
ク
を

ん
だ

果
を
持
つ

ド
ス
キ
ル
が
存
在
す
る

 

デ
ス
・
カ
ウ
ン
ト

こ
の
ス
キ
ル
そ
の
も
の
で

手
に
ダ
メ

ジ
は
与
え
ら
れ
な
い

 

を
思
わ
せ
る
黒
と
白
の
オ

ラ
を

た
刃
で

を
斬
り
付
け
る
事
で

の

を
使

者
と

ダ
メ

ジ

と
で
対

し

上
に
数

と
し
て
表
す
特

な

ド
ス
キ
ル



 
数

は
使

者
と
対

者
と
で

の
数

の
組
み
合
わ
せ
に
な
る
よ
う
分
配
さ
れ

同
レ
ベ
ル

数
値
が
近
け
れ
ば

者
共
に

が
表
示
さ
れ
て
イ

ヴ
ン
に
な
り

圧

倒
的
に
高
い

に

が
出
て

い

に

が
出
て
有

不

が
ハ

キ
リ
現
れ

る

あ
く
ま
で
レ
ベ
ル
で
は
無
く

で
数

は
決
ま
る
の
で

レ
ベ
ル

力
値
振
り
と
高

レ
ベ
ル

値
振
り
で
は
前
者
が
勝
る
場
合
も
あ
り
得
る

Ｌ

０
リ
ズ
ベ

ト
と
Ｌ

８

ア
ル
ゴ
で
は

ア
ル
ゴ
が

極
振
り
で

と

Ｉ
Ｔ
が

い
の
で
リ
ズ
ベ

ト
に
軍
配
が
上
が
り
同

あ
る
い
は
三

数

に
な
る
可
能
性
が

あ
る

 
数

は
本
来

手
に
与
え
ら
れ
る
ダ
メ

ジ

で
は
無
く
攻
撃
が

た

た
回
数
分

だ
け

少
し
て
行
き

に
な
る
と
同
時
に

が
全
損

北
す
る

 
よ

て
圧
倒
的
に
高
レ
ベ
ル
の
ボ
ス
と
対
峙
し
た
時
に
使

し
て
も
逆
転
す
る
の
は

し
い

が
本
来
な
ら
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
な
い
ボ
ス
を
倒
す
チ

ン
ス
が

か
に
で
も
出
て
来
る
の

で

価
値
は
十
分
存
在
す
る

ど
ん
な
小
さ
な
攻
撃
で
も

た
れ
ば
数

を

ら
せ
る
の

で
極
論
ピ

ク
や
チ

ク
ラ
ム
を
投

な
が
ら

れ
ば
勝
て
る

更
に
数

を

ら
し
て
も

一
定
値
以
下
の
行
動
変
化
が

こ
ら
な
い
事
か
ら
ル

チ
ン
化
す
る
事
も
可
能
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Ｓ
Ａ
Ｏ
は
レ
ベ
ル
が
一
つ
で
も
違
う
と
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が
出
て
来
る
の
で
そ
の
有

不

を
無
く
す
救
済
手

で
も
あ
る

特

ル

ル
を
設
け

強
制
的
に
参
加
さ
せ
る
ス
キ
ル

 
た
だ
し
自
分
が
絶
対
死
な
な
い

手
に
使

し
た
場
合
は
数

が

ら
さ
れ
れ
ば
死
ぬ
可
能

性
が
出
る
の
で

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ち
な
み
に
デ

エ
ル
で
は

全
損
決

で
の
み
使

可
能

初
撃
決

は

た

た
と

同
時
に
終
了
す
る
の
で
意
味
が
無
い

決

も
同
様
で

そ
も
そ
も

た

て
も

果

が
発
動
し
な
い
設
定
に
な

て
い
る

  
・
無
限
槍

 
槍
系
を

備
し
た
時
に
発
動
可
能
な

ド
ス
キ
ル

 

ド
ス
キ
ル
を
使

し
た

ス
ト
レ

ジ
内
に
あ
る
槍
カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
が
ス
キ
ル
に
応

じ
た
本
数
出
現
し

キ
リ
ト
本
人
の
攻
撃
に
合
わ
せ
て
自
動
攻
撃
を
す
る
と
い
う
ス
キ
ル

 
最
上

ス
キ
ル
に
な
る
と

持
し
て
い
る
槍
全
て
を

い
た
乱
舞
を
行
う

が

の

特
性
で

応

の
事
が
出
来
る
の
は
ご
愛

た
だ
し
こ
ち
ら
は
シ
ス
テ
ム
で

定
さ
れ
た
ス

キ
ル
な
の
で

手
を

ま
せ
ら
れ
る
上
に

ド
ス
キ
ル
で
大
ダ
メ

ジ
も
与
え
ら
れ
る
事
か



ら
ボ
ス
戦
で
有

と
な
る

 
バ
レ

ト
ス
ピ
ア
・

の
部
分
に
数

を

て

め
て

に
す
る
事
で
発

動
す
る

式

型
の
特

な
限
定
発
動
ア
ク
テ

ブ
ス
キ
ル

 
ス
ピ
ア
の
場
合
は
ス
ト
レ

ジ
内
の

槍
か
ら
攻
撃
力
の
高
い

で
出
現
し
使

者
が
フ

カ
ス
を
合
わ
せ
た
個
体
目
掛
け
て

か
ら
真

直
ぐ

出
さ
れ
る

持
本
数
よ
り
多
い
数

を

に
し
た
場
合
は
発
動
し
な
い

ス
キ
ル
が
終
了
し
た
と
同
時
に
ス
ト
レ

ジ
内
に

る
の
で

わ
ざ
わ
ざ
回
収
す
る
必
要
が
無
い

 
バ
レ

ト
な
の
で
弾
の
よ
う
に

出
す
る

攻
撃
属
性
は

突
と

 
バ
レ

ト
ラ
ン
ス
・

の
部
分
に
数

を

て

め
て

に
す
る
事
で
発

動
す
る

式

型
の
特

な
限
定
発
動
ア
ク
テ

ブ
ス
キ
ル

 
ラ
ン
ス
の
場
合
は
ス
ト
レ

ジ
内
の
⻑
槍
か
ら
攻
撃
力
の
高
い

で
出
現
し
使

者
が
フ

カ
ス
を
合
わ
せ
た
個
体
目
掛
け
て

か
ら
真

直
ぐ

出
さ
れ
る

持
本
数
よ
り
多
い
数

を

に
し
た
場
合
は
発
動
し
な
い

ス
キ
ル
が
終
了
し
た
と
同
時
に
ス
ト
レ

ジ
内
に

る
の
で

わ
ざ
わ
ざ
回
収
す
る
必
要
が
無
い

 
バ
レ

ト
な
の
で
弾
の
よ
う
に

出
す
る

攻
撃
属
性
は

突
と
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オ

ル
バ
レ

ト
・

の
部
分
に
数

を

て

め
て

に
す
る
事
で
発

動
す
る

式

型
の
特

な
限
定
発
動
ア
ク
テ

ブ
ス
キ
ル

 
ス
ト
レ

ジ
内
の
⻑
槍
と

槍
か
ら
攻
撃
力
の
高
い

で
出
現
し
使

者
が
フ

カ
ス
を

合
わ
せ
た
個
体
目
掛
け
て

か
ら
真

直
ぐ

出
さ
れ
る

持
本
数
よ
り
多
い
数

を

に

し
た
場
合
は
発
動
し
な
い

ス
キ
ル
が
終
了
し
た
と
同
時
に
ス
ト
レ

ジ
内
に

る
の
で
わ
ざ
わ

ざ
回
収
す
る
必
要
が
無
い

 
バ
レ

ト
な
の
で
弾
の
よ
う
に

出
す
る

攻
撃
属
性
は

突
と

 

オ

ル
バ
レ

ト
・
フ
ル
オ

プ
ン

に
す
る
事
で
発
動
す
る

式

型
の
特

な
限

定
発
動
ア
ク
テ

ブ
ス
キ
ル

 
ス
ト
レ

ジ
内
の
⻑
槍
と

槍
か
ら
攻
撃
力
の
高
い

で
全
て
出
現
し
使

者
が
フ

カ

ス
を
合
わ
せ
た
個
体
目
掛
け
て

か
ら
真

直
ぐ

出
さ
れ
る

持
本
数
限
界
ま
で
放
た

れ
ス
キ
ル
が
終
了
し
た
と
同
時
に
ス
ト
レ

ジ
内
に

る
の
で
わ
ざ
わ
ざ
回
収
す
る
必
要
が
無

い 
バ
レ

ト
な
の
で
弾
の
よ
う
に

出
す
る

攻
撃
属
性
は

突
と

 



 
・

撃
術

 
弓
系
を

備
し
た
時
に
発
動
可
能
な
遠

離
主
体
の
特

な
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

エ
ナ
ジ

シ

タ

を
会
得
し
た
者
に
の
み
与
え
ら
れ
る

 

や

を
初
め
と
し
た
ゲ

ム
で
は
シ
ノ
ン
が

撃

と
い
う
ユ
ニ

ク
ス
キ

ル
を

得
す
る
が
ア
レ
と
は
別
物
と
し
て
存
在
す
る

こ
の
ス
キ
ル
一
つ
で
ボ
ウ
ガ
ン
と
弓

方
に
対
応
し
て
い
る
の
で

弓
限
定

撃

ス
キ
ル
の
上

換
と

え
る

 

本
的
に
二

一
対
の
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
と
弓
の

ド
ス
キ
ル
は
共
有

最
上

は
別

で
存
在
す
る

 

フ
レ
キ
シ
ブ
ル

別
名

向

撃

エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
の
時
に
の
み
発
動
す
る

パ

シ
ブ
ス
キ
ル
で
ス
キ
ル
保
持
者
の
イ
メ

ジ
に

て

の

道
を

る
と
い
う
特

な
も
の

 

第
三
世
代
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

波
を

み
取

て

備
や
武

に

す
る
機
能

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

ス
が
参

に
な

て
い
る

原
作
の

二

機
の

士

イ
ギ
リ
ス
ヒ
ロ
イ
ン
が
目
指
す
べ
き

過
点
の
一
つ

 
か
な
り
集
中
し
な
け
れ
ば

る
事
は
出
来
ず
キ
リ
ト
も

本
的
に

道
を

る
事
は
出



 登場予定スキル集

来
な
い

 

ス
プ
レ

ド

別
名

撃

エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
の
時
に
の
み
使

可
能
な

パ

シ
ブ
ス
キ
ル
で
ス
キ
ル
保
持
者
の
イ
メ

ジ
に
よ

て

が
小
さ
く
分
裂
す
る
と
い
う
特

な
も
の

 

第
三
世
代
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

波
を

み
取

て

備
や
武

に

す
る
機
能

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

ス
が
参

に
な

て
い
る

原
作
の

二

機
の

士

イ
ギ
リ
ス
ヒ
ロ
イ
ン
が
目
指
す
べ
き

過
点
の
一
つ

 
か
な
り
集
中
し
な
け
れ
ば

る
事
は
出
来
ず
キ
リ
ト
も

本
的
に
分
裂
さ
せ
る
事
は
出
来

な
い

 

ウ

ク
ネ
ス
シ

ト

共

発

ド
ス
キ
ル

強
く

を
引
き

る
と
発
動
す

る

エ
フ

ク
ト
光
は
真
紅
色

結
状

の
ボ
ウ
ガ
ン
の
場
合
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
と
し
て

く
の
で
エ
フ

ク
ト
光
は
無
い

 
強

な

力
を
有
す
る

を
一
発
放
ち

の
弱
点
に

さ

た

に
ダ
メ

ジ

が

ね
上
が
り
更
に

手
の

力
を
無

す
る
特
攻
が

く
特

な
ス
キ
ル

弱
点
に

た
ら
な

く
て
も
強

な

を
放
つ
事
か
ら
大
き
く

け
反
ら
せ
る
事
が
可
能



 
た
だ
し

型
モ
ン
ス
タ

に
は

が

さ
ら
な
い
上
に
弾
か
れ
る
事
が
多
い
の
で

果
が

い
 
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
の
時
は

結
状

で
な
け
れ
ば
発
動
不
可

 

ヘ
イ
ル
バ
レ

ト

共

六

撃

ド
ス
キ
ル

弓
を
立
て
た
ま
ま
深
く

を

と
し

て

を
番
え
る

あ
る
い
は
ボ
ウ
ガ
ン
を
構
え
る
事
で
発
動

エ
フ

ク
ト
光
は
緑
色

 

を
六

で

出
し

に
ダ
メ

ジ
を
与
え
る

ド
ス
キ
ル
で

の
状

異
常
を
付
与

す
る

果
が
最
大
の

点

状

異
常
は

が

た
れ
ば
必
中
な
の
で
無

化
バ
フ
が
あ
る
キ

リ
ト
や

に

な
ど
に
対
し
て
も
有

打
と
な
り
得
る

 
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
が
二

の
状

だ
と

力
は

下
が
る
も
の
の

速

が
上
が

る 

ブ
レ
イ
ジ
ン
グ
ト
リ
ガ

共

発

ド
ス
キ
ル

深
く

を

と
し
弓
を
横
に

か
せ
て

を
番
え
る
事
で
発
動
す
る

エ
フ

ク
ト
光
は
金
色

攻
撃
属
性
は
打
撃

 

た
る
と

発
し
て
大
ダ
メ

ジ
を
与
え
る

を
一
発
放
つ

打
撃
属
性
の
攻
撃
な
の
で

の

果
が

い
ゴ

レ
ム
や

型
モ
ン
ス
タ

に
対
し
て

命
的
な
一
撃
を
与
え
ら
れ
る

 
た
だ
し
放
つ
ま
で
に

の

め
が
必
要
な
の
で
隙
が
大
き
く
一
対
一
や
一
対
多
で
は
使
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い
に
く
い

 
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
の
時
は

結
状

で
な
け
れ
ば
発
動
不
可

 

ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
リ
ン
グ

弓
限
定
の
最
上

ド
ス
キ
ル

放

た
後
に
分
裂
す
る
光

の

を
高
速
で

す
る
百

撃

ド
ス
キ
ル

エ
フ

ク
ト
光
は
蒼
色

攻
撃
属
性
は

突

と 
使

者
が

る
本
数
は
五
発
だ
が
一
本
に
つ
き
二
十
本
の

に
分
裂
す
る
の
で
か
な
り
反

的

五
本
の

を
同
時
に
番
え
る
事
で
ス
キ
ル
が
立
ち
上
が
り

発
動
す
る

 
小
型
の
モ
ン
ス
タ

に
は

果
が

い
反
面
大
型
の
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

に
な
れ
ば

果

面

 

シ

テ

ン
グ
レ
イ
ン

ボ
ウ
ガ
ン

結
時
限
定
の
最
上

ド
ス
キ
ル

二
十
発

の
エ
ネ
ル
ギ

を
一
本
の
極
大
な

と
し
て

の

上
に
放
ち
雨
の
如
く
無
数
の
小
さ
な

に
分
裂
さ
せ
て
攻
撃
す
る
百

撃

ド
ス
キ
ル

 
撃
つ
ま
で
に

め
が
い
る
も
の
の

離
が
離
れ
て
い
れ
ば
無
問

な
の
で

か
な
り
反

的

た
だ
し
撃

た
後
に

動
さ
れ
る
と
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
を
発
動
し
な
い
限
り
全
弾
外
れ
る

の
で

使
い

が

し
い

ま
た

然
な
が
ら
小
型
の
モ
ン
ス
タ

に
は

果
が

い

 



 
・
手
裏
剣
術

 
特

な
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

投

ス
キ
ル
を

有
し
て
完
全

得

か
つ
チ

ク
ラ
ム
を

使

し
た
事
が
あ
る
者
に

得

正
が
あ
る

本
作
で
は
キ
リ
ト
の
み
が

 
設
定
上
で
は
一
応

件
を

た
せ
ば
キ
リ
ト
以
外
も

得
は
可
能
だ

た
が
第
二
層
フ

ル
ド
ボ
ス

で
あ
る
チ

ク
ラ
ム
を
使

し
た
の
は
キ
リ
ト
だ
け
で

更
に

投

ス
キ
ル

を
完
全

得
し
た
者
が
他
に

な
い
と
い
う
状

で
会
得
し
た
と
い
う
事
に
な

て
い
る

 

本
は
チ

ク
ラ
ム
エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ
を

備
し
て
い
る
時
の
み
鍛
え
る
事
で
他

の

備
武
器
を
投

す
る

に

ド
ス
キ
ル
を
発
動
出
来
る
よ
う
に
な
る

 

バ

ン
ス
プ
レ

ド

ン

そ
の
場
で

手
を

に

ば
し

戦
輪
を
回
転

き

出
し
た

が
地
面
に

ち
る
と
同
時
に
使
い
手
以
外
全
て
に

ダ
メ

ジ
を
発
生
さ
せ
る

ン
を
作
り
出
し
更
に

を

の

で

て

場
を
無
く
す

見
た
目
は

地

だ

が
実

は

け

原
程

 
ダ
メ

ジ
は

数

に
一
定

合

と
い

た

な
ど
に
多
い
タ
イ
プ
で
は
無
く

地
面
に

足
を

い
て
い
る
と
常
時

の
ダ
メ

ジ
が
発
生

と
い
う
え

つ
な
い
タ
イ
プ

ど
ん
な

強

で
も
リ
ジ

ネ
や

系
モ
ン
ス
タ

サ
ラ
マ
ン
ダ

や
マ
グ
マ
ゴ

レ
ム

空
を

ぶ
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モ
ン
ス
タ

で
な
い
限
り
ボ
ス
で
す
ら
百

し
か
保
た
な
い

 
た
だ
し

果

が
部

や
ボ
ス
フ
ロ
ア
で
は
全
体
フ

ル
ド
は

五
十
メ

ト
ル
と

か
な
り
広
い
の
で
実

ボ
ス
と
の
戦
い
で
は

ロ
を
強
い
ら
れ
る
の
で
使
い
勝
手
は
イ
マ
イ

チ

そ
の
代
わ
り
使

す
れ
ば

け
て
い
れ
ば
必
ず
勝
て
る
の
で

ロ
で
あ
れ
ば
最
強
と

て
も
良
い

 

バ

ニ
ン
グ
ダ

シ

一

後
ろ
へ

ん
だ
後

目
掛
け
て

を

た
戦
輪
を
前

方
に
放
り
な
が
ら
突
進
す
る

に

た

て
も
戦
輪
は
使

者
の
前
方
に

し
た
ま
ま
回
転

し

け
る
の
で

ヒ

ト
し
た
ら
回
転
斬
撃
と

で
ダ
メ

ジ
を
喰
ら
う

 

撃
数
は
不
定
だ
が

斬
撃
と

で
最

二

撃

回
転
が
掛
か
る
の
で
も
う
少
し
多
い

 
バ

ン
ス
プ
レ

ド

ン
使

時
に

の

に
消
え
る
よ
う

ぶ
と
直
線

離
で

に
最
も
近
い
場

か
ら
突
進
す
る
の
で

い
の

離
が
離
れ
て
い
る
時
に
は
と
て
も
有

 
た
だ
し

ま
れ
や
す
い
の
で
乱
発
は
禁
物

 

エ
ク
ス
プ
ロ

ド

二

の
戦
輪
を

手
に
持

て

の

上
か
ら
襲
い
掛
か
り

き

付
け
る
と
同
時
に

と
衝
撃
波
を
発
生
さ
せ
吹

ば
す
三

撃

ド
ス
キ
ル

攻
撃
属

性
は
戦
輪
が
斬
撃

と
衝
撃
波
が
打
撃
属
性



 
バ

ン
ス
プ
レ

ド

ン
使

時
に
高
く

び
上
が

て

の

に
入

た
場
合
直

線

離
で

に
最
も
近
い
場

か
ら
襲
い
掛
か
る
の
で

い
の

離
が
離
れ
て
い
る
時
に
は
と

て
も
有

 
た
だ
し
高
く

ん
だ
時
点
で

ま
れ
る
の
で
乱
発
は
禁
物

 
ブ
レ
イ
ズ
ロ
ン
ド

を

き
出
し
た
戦
輪
を
複
数
回
放

て
手

に

て
来
た
後
地

面
に

き
付
け
最
初
の
投

で
攻
撃
が
ヒ

ト
し
た

の
足

か
ら
業

の

を
立
ち
上
ら
せ

て
攻
撃
す
る

ド
ス
キ
ル

 

撃
数
は
不
定

斬
撃

火

で
最

三

撃
は
出
る

 
デ

ア
ル
レ
イ
ド

二
刀
流
時

手
の
武
器
を
同
時
に
正
面
へ
放
る
と
発
動
す
る
十

撃

ド
ス
キ
ル

高
速
回
転
し
な
が
ら

に
襲
い
掛
か
り
手

に

て
来
る

エ
フ

ク
ト
光
は

手
武
器
が
闇
の
黒

手
武
器
が
光
の
白

 
技
の
出
が

く
ま
た
技
後

直
も
極

に

い
事
か
ら

発
し
や
す
い

た
だ
し

を

ま

せ
る

果
は
少

め
で

時
間
で
ダ
メ

ジ
を

ぐ
事
が
主
と
な
る

 
本
作
で
は
地
下
迷

の
ボ
ス

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ

に
対
し
て
初
め
て
使

さ
れ
た
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ロ
ン
ド
レ
イ
ド

二
刀
流
時

手
の
武
器
を
同
時
に

め
へ
放
る
と
発
動
す
る
二
十

撃

ド
ス
キ
ル

高
速
回
転
し
な
が
ら
キ
リ
ト
の
眼
前
を

め
十

に

び
回
り
手

へ

て
来
た
後
に
闇
と
光
色
の
オ

ラ
を
放

て
追
撃
す
る

エ
フ

ク
ト
光
は

手
武
器
が
闇

の
黒

手
武
器
が
光
の
白

最
期
の
オ

ラ
が
二
色
同
時

 
デ

ア
ル
レ
イ
ド
と
同
様
技
の
出
が

く
て
技
後

直
が

く

撃
数
の

に
使

時
間
も

い
の
で
非
常
に
使
い
勝
手
が
良
い

 
本
作
で
は
地
下
迷

の
ボ
ス

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ

に
対
し
て
初
め
て
使

さ
れ
た

  
・
神
聖
剣

 
片
手
剣
と
盾
を

備
す
る
事
で

ド
ス
キ
ル
を
放
て
る

特

な
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

 
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ
に
必
ず
付
与
さ
れ
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
た
ス
キ

ル
で
プ
レ
イ

に
と

て
絶
対
の
盾
に
し
て
絶
対
な
る

本
来
で
あ
れ
ば
第
百
層
ボ
ス
と

し
て
戦
う
定
め
に
あ

た
が

あ

て
現
在
は
プ
レ
イ

を
導
く
高

な
騎
士
の
力
と

し
て
振
る
わ
れ
て
い
る



 
最
終
的
に
は
ラ
ス
ト
ボ
ス
と
し
て
一
対
多
の
戦
い
に
な
る
事
を
見
越
し
た
構
成
に
な

て
お

り
全
体
的
に
コ
モ
ン
ス
キ
ル
や
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
他
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
よ
り

面
で

反

み
た
性
能
を
有
す
る

更
に

備
し
て
い
る
盾
に
も
攻
撃
判
定
が
付
与
さ
れ
る
の
で
疑

似
的
な
二
刀
流
状

 
設

者
本
人
と
し
て
は
こ
れ
を
破
れ
る
の
は

者
の

を

う
二
刀
流
ス
キ
ル

持

者
の
み
と

え
て
い
る

 

二
刀
流

が
絶
対
の
剣
と
す
れ
ば

こ
ち
ら
は
絶
対
の
盾

 
本
来
で
あ
れ
ば
決
し
て
同
じ

で
振
る
わ
れ
る

で
は
無
い
が

二
刀
流
キ
リ
ト
と
共
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
に
よ

て
振
る
わ
れ
て
い
る

 

セ
ン
ト
ラ
ル
・
ブ
ロ

キ
ン
グ

本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル

パ

シ
ブ
ス
キ
ル

 

神
聖
剣

と

武
器

ス
キ
ル
に
よ

て
発
生
す
る

の
パ

シ
ブ
ス
キ
ル

十

盾
の
中

で
攻
撃
を

い
だ
時
に
の
み
ノ

ダ
メ

ジ

つ
ノ

ク
バ

ク
無
し
で
攻
撃

を
や
り
過
ご
せ
る

果
が
あ
る

 
神
聖
剣
の
チ

ト

み
の

性
能
を
出
す
な
ら
こ
れ
く
ら
い
は
必
要
だ
ろ
う
と
思

て

作

た



 登場予定スキル集

 

セ
イ
バ

・
イ
レ
イ
ザ

本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル

発
斬
撃

ド
ス
キ
ル

 

掛
け
に
斬
り
付
け
る

エ
フ

ク
ト
光
は

属
性
は
斬
撃
属
性

 

神
聖
剣

の

ス
ラ
ン
ト

と
も

う
べ
き

道
を

く
技
で

原
作
で
キ
リ
ト
を

い

に
出
た
ア
ス
ナ
を
一
撃
で
死
亡
さ
せ
た
攻
撃
が

ネ
タ

そ
の

ネ
タ
の

り

手
を
一
撃
で

死
に
至
ら
し
め
る

力
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
設
定

 
た
だ
し
放
つ
た
め
に
は
剣
を
掲

一

静
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
対
人
戦
で
は
ま

ず

て
ら
れ
な
い

 

ユ
ニ
コ

ン
・
ホ

ン

突
進

突
系

発

ド
ス
キ
ル

 

色
の
光

を
引
き
な
が
ら
剣
を
突
き
出
し

を

く

エ
フ

ク
ト
光
は

属
性
は

突
属
性

 

の
百
層
ボ
ス

Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ

が
参

イ
メ

ジ
と
し
て
は

名
前
違
い
の
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
だ
が
速

と
突
進

離
共
に

化
し
て
お
り
数

合
わ
せ
の
技
に
感
じ
ら
れ
た

 
本
作
で
は

神
聖
剣

の
中
で
の

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

と
い
う

付
け
と
し

て
強
化
し
て
い
る
の
で

ゲ

ム
と
違

て
超
強
力
な

発

突
技
に
な
る



 
こ
の
事
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

を
使
え
な
い

 

ユ
ニ
コ

ン
・
チ

ジ

本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル

突
進
系

発

ド
ス
キ
ル

 
十

盾
の
先

を

手
に

き

ん
で
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
と
共
に
大
き
く

ま
せ
る
技

エ

フ

ク
ト
光
は
白

属
性
は
打
撃
属
性

 
原
作
で
の
デ

エ
ル
で
キ
リ
ト
に
盾
を

き

ん
だ
様
子
を
参

に

ド
ス
キ
ル
と
し
て

作

た

エ
フ

ク
ト
光
と
盾
の
色
か
ら
ス
キ
ル
が
発
動
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
の
で
非
常

に
見
極
め
が

し
く

発
動
前
後
の
隙
も
極

に

い
事
か
ら

使
い
勝
手
が
い
い
設
定

 
一
応

ド
ス
キ
ル
な
の
で
剣

の
合
間
を

う
形
で
使

す
る
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

特
化
で

直
時
間
を

く
し
て
い
な
い
限
り

不
可
能

 
ち
な
み
に
突
き

む
と

て
も
ユ
ニ
コ

ン
・
ホ

ン
と
異
な

て
突
進

離
は

無
く
か
な
り

近
し
な
い
と
使
え
な
い
た
め

性
に
欠
け
る
タ
ン
ク
と
し
て
は

い
過
ぎ

る
と
自
滅
し
か
ね
な
い
技
で
も
あ
る

 

デ

バ
イ
ン
・
ク
ロ
ス

二

撃

ド
ス
キ
ル

の
百
層
ボ
ス

Ｈ
ｅ

ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ

び

の

聖

の
十

剣

が
参

 
盾
で

ぎ
に

り
付
け
て
か
ら
剣
で

に
斬
り

と
し
て
十

を

く
よ
う
に
攻
撃
す
る



 登場予定スキル集

パ
ワ

タ
イ
プ
剣
に
よ
る

ぎ
と

ぎ
か
ら
な
る
バ

チ
カ
ル
・
ア

ク
と
同
じ

道
の
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
の
二
種

が
存
在

 
前
者
の
パ
ワ

タ
イ
プ
が
ゲ

ム

ボ
ス
仕
様

後
者
の
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
が

仕
様

 
パ
ワ

タ
イ
プ
は
盾
が
打
撃

剣
が
斬
撃
属
性

ス
ピ

ド
タ
イ
プ
は
斬
撃
属
性
と
な
る

 
本
作
で
は
構
え

第
で
ど
ち
ら
も
放
て
る
よ
う
に
な

て
い
る

パ
ワ

タ
イ
プ
は

に

ぎ

払
う
た
め
に
盾
を
引
い
て
構
え
る
事
で
発
動
し
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
は
バ

チ
カ
ル
・
ア

ク

と
同
じ
く
手

を
返
し
た

ぎ
の
構
え
を
取
る
と
発
動
す
る

 
こ
の
事
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

バ

チ
カ
ル
・
ア

ク

を
使
え
な
い

 
ガ

デ

ア
ン
・
オ
ブ
・
オ
ナ

三

重
攻
撃

ド
ス
キ
ル

の
聖

の
十

剣

が
参

 

ぎ

ぎ

斬
り
か
ら
な
る
一
撃
が
強
力
な
三

撃
技

出
が
速
く
攻
撃
後
の

直
時
間
も
少
な
い
た
め
非
常
に
安
定
し
て
い
る
の
が
特
徴

 
エ
フ

ク
ト
光
は

色

攻
撃
属
性
は
斬
撃

 
一
応
ボ
ス
Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ
も
使
う
の
だ
が
そ
も
そ
も

ド
ス
キ
ル
の
使

が
少
な
い
上
に

先

も

く
使
い
勝
手
も
悪
そ
う
だ

た
の
で

デ

バ
イ
ン
・
ク
ロ



ス

と
違

て
ボ
ス
仕
様
は
無
い

 

ゴ
ス

ル
・
ス
ク
エ
ア

四

撃

ド
ス
キ
ル

の
百
層
ボ
ス

Ｈ
ｅ

ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ

び

の

聖

の
十

剣

が
参

 
高
速
で

掛
け

斬
り
上

斬
り
上

逆

に
斬
り
付
け
る
四

撃
技

ぶ

ち

け
強
化

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

 
エ
フ

ク
ト
光
は
⻘

攻
撃
属
性
は
斬
撃

 
前
二
つ
の
ゲ

ム

は

力
に

し
い
動
き
に
加
え
使
い
に
く
そ
う
だ

た
た
め

外

正
直

ど
ん
な
構
え
で
ア
レ
を
発
動
出
来
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で

の

ホ
リ

ン
タ
ル
・

ス
ク
エ
ア

の

道
を

く
技
を

 
た
だ
し
ゲ

ム

と
違
い
四
撃
目
は

回
転
し
て
か
ら
の

掛
け
で
は
無
く
ア
ニ
メ

キ
リ
ト
が
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト
時
に
放
つ
逆

の
も
の
で
あ
る

 
構
え
と
技
の

道
が
同
じ
で
あ
る
事
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

を
使
え
な
い

 

ア
カ
シ

ク
・
ア

マ
ゲ
ド
ン

十

撃
か
ら
な
る

神
聖
剣

の

義

ド
ス
キ
ル

の
百
層
ボ
ス

Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ

び

の

聖

の
十

剣
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が
参

 
剣

掛
け

剣

ぎ

盾

突

剣
回
転

ぎ

剣

掛
け

盾

り
上

剣

突

剣

斬
り
上

盾

突

剣

り
か
ら
な
る
高
速
に
し
て
重
攻
撃
の
十

撃
技

 
エ
フ

ク
ト
光
は

色

攻
撃
属
性
は
斬
撃

打
撃

突
属
性

 
前
二
つ
の
作
品
で
は
八

撃
技
で
隙
も
大
き
い
の
で
不

の
は
ノ
ヴ
・
ア
セ

ン
シ

ン

と
同
じ
で
盾
を
使

て
な
い
た
め
不

と
し

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

道
を
作

た

 
一
撃

に
前
進
し
重
攻
撃
な
が
ら

い

撃
を

き

ん
で

を
圧
倒
す
る
正
に
鉄

の
名
を

す
る
神
聖
剣
の

義
ら
し
い
技

発
動
中
は
ス

パ

ア

マ

な
の
で

全

損
か
麻

に
で
も
な
ら
な
け
れ
ば
中
断
さ
れ
な
い

 
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

 
シ
ス
テ
ム
に
定
め
ら
れ
た

内
で
ス
キ
ル
と
し
て
は
確
立
し
て
い
な
い
も
の
の
技
術
と
し

て
確
立
さ
れ
た
も
の
の

称

で
も
可
能
あ
る
い
は
無
意
識
に
行
え
る
ち

と
し
た
も
の

か
ら

て
も
出
来
な
い

な
も
の
ま
で
多

に

る

 
原
作

び
本
作
で
も

こ
れ
を
編
み
出
し
て
い
る
中
心
人
物
は
キ
リ
ト



  
・
武
器
破
壊

ア

ム
ブ
ラ
ス
ト

ア

ム
と
は

武
器

ブ
ラ
ス
ト
は

破
壊

を
意

味
し
て
い
る

 

ド
ス
キ
ル
を
発
動
す
る

に
エ
フ

ク
ト
が
剣
を

て
か
ら
振
り
始
め
る

前

振

る

て
い
る

中
の
武
器
の
最
も

い
部
分
あ
る
い
は
ス
キ
ル
終
了
か
ら
技
後

直
が
解

さ

れ
る
ま
で
の
三
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

て
意

的
に

こ
し
た
も
の
の
事
を
指
す

 
原
作
や
ア
ニ
メ

世
界
の
終
焉

に
て

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

の
最
期
の
一
撃
で
ダ

ク
リ
パ

ル
サ

が

れ
た
場
合
を
初
め

偶
発
的
に

こ

た
場
合
は
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
で
は
無
く

た
だ
の
事

と
し
て
分

さ
れ
る

て
や
れ
た
か
ど
う
か
で
判
定
す
る

 
最
も

し
い
の
は
発
動
中
に

い
部
分
を

う
場
合

本
的
に

ド
ス
キ
ル
を
ぶ
つ
け

た
場
合
に
し
か

こ
ら
ず
剣
の

面
を
強
打
す
る
事
で

こ
り
や
す
く
な
る

ま
た
武
器
ラ
ン

ク

攻
撃
力
に
差
が
あ
り
過
ぎ
る
と

常
攻
撃
で

い
た
だ
け
で
も

こ
り
得
る

 
原
作
に
て
最
も
最
初
に
登
場
し
た
も
の
だ
が
実
は

て
破
壊
出
来
た

武
器
破
壊
が

行
え
た
の
は
ク
ラ
デ

ル
と
の
デ

エ
ル
戦
一

の
み

偶
発
的
な
ら
上
記
の
他
に

リ
ズ

ベ

ト
編
冒

の

値

験
の
や
り
取
り
も
あ
る



 登場予定スキル集

  
・
魔
法
破
壊

ス

ル
ブ
ラ
ス
ト

ア

ム
ブ
ラ
ス
ト
の
上

 
ダ
メ

ジ
判
定
が
中
心
一
ド

ト
し
か
無
い
魔
法
攻
撃
に
対
し

ド
ス
キ
ル
を
そ
の
一
点

へ
衝
突
さ
せ
る
事
で

殺
無

化
す
る
と
い
う
も
の

い
が
分
か
り
や
す
く
大
き
い
武
器
に

対
し

一
ド

ト
し
か
判
定
が
出
な
い
魔
法
を
斬
り
裂
く
の
は
神
業
ど
こ
ろ
で
は
無
い
も
の
の

原
作
キ
リ
ト
は
的
確
に
こ
な
し
た

 
本
作
キ
リ
ト
は
闘
技
場
ボ
ス
に
対
し
て

興
で
行

て
お
り

殺
戮
の
狂
戦
士

が
放

た

無
数
の
火

弾
を
放
つ

ヘ
ル
ヒ

ト

を

ス
キ
ル

ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド

に
よ

て

風
の
盾
を
形
成
し
高
速
回
転
す
る
刃
で
中
心
点
を
破
壊
す
る
と
共
に
火

を
吹
き

ら
す

事
で

殺
し
て
い
る

  
・

息

断

ブ
レ
ス
シ

ル
ド

 

片
手
剣

と

武
器

の
複
合

ド
ス
キ
ル

ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド

に
よ
る

風
の
盾
で
⻯
な
ど
の
ブ
レ
ス
攻
撃
を
無

化
す
る
技
術

そ
こ
ま
で

し
く
は
無
い
が
回

す
る
か
盾
で

い
だ
方
が
確
実
な
の
で

使
う
者
は
キ
リ
ト
が
中
心
と
な

て
い
る



 
原
作
で
は
二

び
リ
ズ
ベ

ト
編
と
な
る

心
の

ま
た
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
に

て

の

を

ぐ

に
使

さ
れ
た

前
者
は
氷
ブ
レ
ス
後
者
は

を

い
で
い
る
事
か
ら

の

力
を
有
し
て
い
る

  
・
剣
技
増

ス
キ
ル
ブ

ス
ト

 
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
動
か
さ
れ
る
体
の
動
き
を
意

的
に
シ
ス
テ
ム
に
逆
ら
わ
な
い

内

で

う
よ
う
に
動
か
し
速

を
上

て

力
を
増
加
さ
せ
る
技
術

し
て
い
る
の
と
し
て
い
な

い
と
で
は

ス
キ
ル
発
動
ま
で
の
ラ
グ
か
ら

力
ま
で

違
い
の
差
が
出
る

 
こ
れ
を
極
め
た

に

剣
技

を

得
出
来
る

 
原
作

び
本
作
の
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
な
ど
実
力
者
達
は
無
自
覚
に

得
し
て
い
る
が
や
り
過

ぎ
る
と
ス
キ
ル
が
中
断
し
て
隙
だ
ら
け
に
な

て
し
ま
う
の
で
実
は
結
構

し
い
部

に
入
る

  
・
剣
技

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

二
種

存
在
し
て
い
る

 
一
つ
目
は
ス
キ
ル
を
放

た
後
の
構
え
が
別
の
ス
キ
ル
の
始
動
モ

シ

ン
に

似
し
て
い

た

に
技
後

直
が

さ
れ
る
コ
ン
マ
数

以
下
の
間
で

か
に
体
を
動
か
す
事
で
構
え
を
完
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成
さ
せ
別
の
ス
キ
ル
を
立
ち
上

る
場
合

手
か
ら

手

手
か
ら

手
あ
る
い
は
二

刀
ス
キ
ル
の

が
こ
れ
に

た
る

 
二
つ
目
は

手
で
技
を
終
え
た
後
の
構
え
が

手
で
ス
キ
ル
を
放
つ
ス
キ
ル
始
動
モ

シ

ン
に

似
し
て
い
た

に
技
後

直
が

さ
れ
る
コ
ン
マ
数

以
下
の
間
で

か
に
体
を
動
か

す
事
で
構
え
を
完
成
さ
せ

交

に
ス
キ
ル
を
間
断
な
く
繋

る
場
合

手
か
ら

手

手
か
ら

手
へ
の

が
こ
れ
に

た
る

 
原
作
七

に
登
場
し
た
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト
は
二
つ
目

理
論
と
し
て
は
最
後
の
一
撃
が
放

た
れ
る

前
で
意
識
と
神
経
を

断

非
ス
キ
ル
発
動

の
手
に
集
中
さ
せ
て
意

的
に
動
か

し
ス
キ
ル
終
了
と
反
対

の
手
に
よ
る
ス
キ
ル
立
ち
上

を
同
時
に
行
う
と
い
う
も
の

ぶ

ち

け
る
と
無

理
論

  
・
空
中
剣
技

エ
ア
リ
ア
ル
ス
キ
ル

 
名
前
は
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
あ
る
が
小
説

び

プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
に
て
登
場
す

る
技
術

身
動
き
が
取
れ
な
い
空
中
で
ス
キ
ル
を

こ
す
事
で
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
推
進
力
で
動

い
て

を
攻
撃
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
動
か
さ
れ
る
仮
想
世
界
な
ら
で
は
の
離
れ
業



 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

本
空
中
戦
な
の
で

然
だ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
て
空
中
で
構
え
を
取
れ
る
者
は
そ
う

な
い
の
で
使

出
来
る
者
は
少
な
い

 
空
中
で
し
か
発
動
出
来
な
い
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ

ル
な
ど
で
は
こ
の
技
術
は
必

と
な
る

ま
た
ワ
イ
バ

ン
を
初
め
と
す
る

行
タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

を

撃
す
る

に
も
有

 
原
作
で
は
心
の

で
出
て
来
た
ド
ラ
ゴ
ン
に
対
し
キ
リ
ト
が
ス
キ
ル
で
斬
り
掛
か

て
い
る
事
か
ら
使

可
能
で
あ
る
事
が
見
て
取
れ
る

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ち

と

か
い
気
も
し
ま
す
が
一
応
で
す

な
の
は
あ
ん
ま
り

し
て
い
ま
せ
ん

し 
た
だ
片
手
剣
と
二
刀
流
ば
か
り
出
て
い
て

刀
や
片
手

と
か
メ
イ
ン
キ

ラ
の
ス
キ
ル
を
出
し
て
い
な
い
の
が

な
ん
で
す
よ
ね

出
し
た
方
が
良
い
ん
で
し

う
か



 登場予定スキル集

ね

キ
リ
ト
も
使
う
し

れ
出
そ
う
か
な

設
定
的
に
全
て
の
武
器
に
精

し
て
い
る
し

 
予
定
の
も
の
は
こ
こ
に
書
い
て
い
る
も
の
全
て
は
出
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

出
る
と
す
れ
ば

高
確

と
い
う
感
じ
で

え
て
お
い
て
く
だ
さ
い

 
で
は



 
第
零
章
 

あ
り
が
と
う

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

初
め
ま
し
て
の
方
は
初
め
ま
し
て

そ
し
て

ド

ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
原
作
と
し
て
い
る
闇
と
光
の
交

を

に

ん
で
下
さ

て
い

る
方
は

め
ま
し
て

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
実
は
上
記
の
作
品
の
加

修
正
で
ネ
タ
は
あ
る
け
ど
書
く
気
が
来
な
い
と
い
う
ス
ラ
ン
プ
来

た
ん
で

書
き

め
を
投
稿
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た

 
あ
ら
す
じ
で
書
い
て
い
な
い
の
は

む

の
参

に
す
る

と
し
て
見
る
時
こ
う
い
う
文

が
あ
る
と

気

無
し
だ
な
と
私
自
身
で
思

て
い
る
か
ら
で
す

な
の
で
前
書
き
を

し

て
い
ま
す

  
ち
な
み
に

私
の
小
説
に
共

す
る
事
を
こ
こ
で
書
い
て
お
き
ま
す

 
時
間
経
過
や
場
面

え
回
想
で
は
ア
ス
タ
リ
ス
ク
マ

ク

が
一
つ

キ

ラ
の

点

は
変
わ
り
ま
せ
ん
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キ

ラ

点

え
は

三
つ
に
な
り
ま
す

キ

ラ
の

点

え
に
よ
る
時
間
経
過

は
あ
り
得
ま
す

 
ま
た

キ

ラ
の
一
人
称

は
そ
れ
ぞ
れ
変
え
て
い
る
つ
も
り
で
す

セ
リ
フ
カ

コ
が

く
場
合
別
の
キ

ラ
が
交

に
会
話
し
て
い
る
と
い
う
事
で
同
じ
キ

ラ
の

し

た

で
は
あ
り
ま
せ
ん

  
さ
て

で
は
私
の
二
作
目
と
な
る
本
作

い
で
す
が
お

し
み
下
さ
れ
ば

い
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

 
少
年
は
歩
い
て
い
た

ど
こ
と
も
知
れ
な
い

中
を
十
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の
少
年
が

切
れ
を

て
歩
く
様
は

異
様
に

た

 
時

は

陽
が

ち

に
闇
へ
と

色
が

む
時
間

少
年
が
歩
き
過
ぎ
る
家
か
ら
は

か

い
光
と
食
べ
物
の

し
い

り
そ
し
て
狂
お
し
い

ど
に

ま
し
い
と
さ
え
思
え
る

の
声



が
あ

た

 
少
年
の

は
み
す

ら
し
か

た

白
い

は

り
切
れ

で

れ

は
最

限
の
も
の

し
か
な
い

冬
も
本
番
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る

節
だ

然
夜
は

え
る

こ
れ
で
は

に

風
邪
を
引
い
て
し
ま
う
だ
ろ
う

 
け
れ
ど

こ
の
少
年
に

場

な
ど
無
か

た

 
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

 
略
称

進
出
を
目
的
に
少
年
の
知
り
合
い
の
女
性

ノ
之
束

士
が
発
明
し
た
世

の
発
明

空
間
で
も
活
動
で
き
る
よ
う

え
ら
れ
て
作
成
さ
れ
た
マ
ル
チ
フ

ム
ス

ツ
は

し
か
し
重
大
な
欠

が
あ

た

 

は
女
性
に
し
か

え
な
か

た
の
だ

こ
の
欠

は

を
動
か
す
原
動
力
で
あ
る

コ
ア

を
作
れ
る

一
の
人
物
で
あ
る
束

士
で
も
そ
の
謎
を
解
明
で
き
ず

論

善
な
ど
も
出
来

て
い
な
い

故
に
世
は
女
尊
男

の
風

と
な

て
い
た

少
し
で
も
女
性
に
逆
ら
え
ば

に

務

へ
と
入
れ
ら
れ

裁
判
で
は
必
ず
女
性
が
勝
つ
よ
う
に
な
る
世
へ
と

 
そ
の

は
最
初
こ
そ
世
界
に
認
め
ら
れ
ず

日
本

か
ら
は

で

わ
れ
た

そ
れ
に
キ

レ
た
束

士
は
自
分
の
天
才
的
な
ハ

キ
ン
グ
技
術
を
フ
ル
活

し
て
全
世
界
の
軍
事
的
な
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へ
と
ハ

キ
ン
グ
を
仕
掛
け
二
千
を
超
え
る
ミ
サ
イ
ル
を
日
本
へ
と
向
け
て
放

た

そ
れ
を

千
冬
が

し
た
白
騎
士
に
よ

て
全
て
撃

さ
れ
そ
の
軍
事
力
を
得
よ
う
と
あ
ら

る
兵
器
が
差
し
向
け
ら
れ
る
も
死
者
ゼ
ロ
で

ら
れ
た

ち
な
み
に
ハ

キ
ン
グ
と
白
騎
士

者
の
名
前
は
知
ら
れ
て
い
な
い

 
こ
れ
に
よ

て
世
界
は

を

け
容
れ
た
の
だ

軍
事
的
な
力
と
し
て

そ
も
そ
も

進

出
の
技
術
も

ど
進
ん
で
い
な
い
の
だ
か
ら
あ
ま
り
に
進
み
す
ぎ
た
技
術
は
軍
事
転

に
も

て
こ
い
だ

た
の
だ

 
と
は
い
え

ア
ラ
ス
カ

約
と
い
う
も
の
で

の
軍
事
的
活

お
よ
び
転

は

く
禁
じ
ら

れ
て
お
り

会
と
い
う
組

に
加

し
て
い
る

国
家
は
現
在
世
界
に
現
存
し
て
い
る

４

個
の
コ
ア
を
分
け
て
ス
ポ

ツ
と
い
う

前
で

い
合

て
い
る

モ
ン
ド
・
グ
ロ

と
い
う

の
武
道
大
会
の
よ
う
な
も
の
で

 

は
女
性
に
し
か

え
な
い

こ
れ
は
不
変
の
絶
対
原

だ

故
に
男
性
は

ら
れ
る
立

場
に
あ
る

 
し
か
し
少
年
は
そ
れ
で
は
済
ま
な
か

た

第
一
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

勝
し
第
二

回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

勝
に
王
手
を
掛
け
た
女
性

千
冬

い
や
王
手
を
掛
け
た



か
見
事
二

覇
を
果
た
し
た

千
冬
に
は

二
人
の
弟
が
い
た

 
一
人
は

秋
十

か
ら

千
冬
の
弟
ら
し
い
天
才

神

と

し
立
て
ら
れ

て
い
る
十
二

の
少
年

 
一
人
は

一

か
ら

千
冬
の
弟
ら
し
く
な
い

ち
零
れ
と
悪

を
投

ら

れ
て
い
る
八

の
少
年

 
日
本
代
表
で
出
場
し
て
い
た

千
冬
は
世
界
か
ら
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も

目
の

的
だ

た

日
本
か
ら
は

勝
を
期

さ
れ

会
加

の
他
国
か
ら
は

勝
し
な
い
事

を
願
わ
れ
て
い
た

そ
の
後
者
に
あ
た
る
存
在
が

二
人
の
弟
を
誘

し
た

 
そ
し
て

し
た

弟
達
の
命
が

し
く
ば

権
し
ろ

と

し
か
し
日
本

は
男
性
を

ん
じ
る
風

を
最
も
強
く

け
て
い
た

然
だ

発

の
国
な
う
え
に

発
明
者
と
世

界
最
強
の
ど
ち
ら
も
が
日
本
人
女
性
な
の
だ
か
ら

 

千
冬
に
は
そ
の

メ

セ

ジ
が
伝
え
ら
れ
な
か

た
家

想
い
な
千
冬
に
伝
え
る

と

権
さ
れ
る
か
ら

ら
な
い
と

よ

て
千
冬
は

も
知
ら
ず
に
出
場
し

見
事

勝
し
た

 
こ
の
時
秋
十
は

と
か
自
力
で

出
し
た

一

に
誘

の

意
が
向
い
て
い
る
間
に

出
し
た
の
だ

一

を
見
捨
て
る
事
で
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時
も

か
と

め
て
き
た
秋
十
と
い
え
ど
兄
に
は
変
わ
り
な
い

た
か
が
八
つ
の
子

に

が
出
来
る
と

う
の
だ

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
秋
十
よ
り
も
未
発
達
な
一

は

き

ん
で
助
け
を
求
め
た

秋
十
は
そ
れ
を

い
な
が
ら
見
捨
て
た

 
誘

達
は
追
い
か
け
よ
う
と
し
た
が
し
か
し
神

の
秋
十
は
身
体
能
力
の
面
で
も
そ
れ
な

り
だ

た

悪
知

も

く

な
ト
ラ

プ
で
時
間
を
食

た
誘

は

ま
え
る
の
を

め

標
的
を
一

に

た

 
一

は
姉
と
兄
最

限
家

と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る
と
思

て
い
た
の
に
見
捨
て
ら
れ
た
事

に
心
が

え
ら
れ
ず

に
意
識
を
手
放
し
自
失
し
て
い
た

 
誘

は

て
も

千
冬
の
弟
な
の
だ
か
ら
人
体
実
験
で
良
い
結
果
を
残
せ
そ
う
だ
と

思

て

に

れ
て
行
き

そ
こ
で
あ
り
と
あ
ら

る
人
体
実
験
が
行
わ
れ
た

 
体
中
に
電
極
を

り
付
け
て
の

練
肉
体

練
断
食

力
上

の
⻑
時
間
の
超
高
電

圧
流
し

人
間
兵
器
に
す
る

の
暗
殺
や
戦
闘
術

生
身
で
も

を
制
圧
す
る
た
め
の

 
あ
り
と
あ
ら

る
非
道
な
人
体
実
験
を
さ
れ
て
い
た

そ
し
て

極
の

と

て
体
内

に

コ
ア
を

め

ま
れ
た

 

コ
ア
は
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
な
部
分
が
多
く
あ
り

生
体
に

め

む
と

絶
反
応
を



こ
し
て
死
亡
す
る
判

が
多
く
あ

た

機

に
な
ら
良
い
の
だ
が

生
体
だ
と

コ
ア
か
ら

流
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

に

え
ら
れ
な
い
の
だ

 
し
か
し
一

は

合
し

こ
そ
リ
ミ

タ

が
掛
か

て
常
人
と

変
わ
り
な
い
が

常
人
を

か
に
超
え
る
身
体
能
力
を
手
に
入
れ
た

わ
ざ
わ
ざ

機
状

に
し
な
く
と
も
男
性
で

あ
る
に
も

わ
ら
ず

を
動
か
す
事
も
出
来
た

そ
れ
を

者
達
は
喜
ん
だ
が

に
一

の

逆
に
よ

て
命
を

り
取
ら
れ
た

 
一

は
そ
の
足
を
以
て

か
ら

出
し
た

無
論

そ
の
も
の
を
破
壊
し
て

追

手
は

殺
し
だ

を

け
て
砂

を

け
て
海
を
越
え
て
と
う
と
う
一

は
日
本
へ

と
帰

て
き
た
の
だ

 
そ
う
闇
夜
に

ま
れ
た

中
を

切
れ
を

て
歩
い
て
い
る
少
年
こ
そ
が
家

に

捨
て
ら
れ
た

一

な
の
だ

に
判
然
と
し
た
意
識
は
無
く
た
だ
た
だ
本
能
に

て
家

を
求
め
歩
い
て
い
る

ず
る
ず
る
と
⻑
い
外

に
も
見
え
る

切
れ
を
引
き

て
亡
霊

に
も
見
え
る

で

ね

あ
き

に

 

つ
り

つ
り
と

き
限
界
が
来
た

ど
さ

と
倒
れ
そ
れ
で
も
進
も
う
と
足
掻
く

け
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れ
ど
も
う
這
い
ず

て
で
も
動
く

ど
の
力
す
ら

一

の
体
に
は
残
さ
れ
て
い
な
か

た

 

も

え
ら
れ
な
い
思

で
死
ね
る
と

然
と
思
い
な
が
ら
一

は
眼
を

じ
た

が

遠
く
に
あ

て

暗
い
夜
道
の

に

切
れ
に
な

て
一

は
横
た
わ

た

二

と

が

開
か
な
い
と
で
も

う
よ
う
に

蒼
白
い

色
な
が
ら
も
安
ら
か
な
表
情
で

 
ね

お

さ
ん

今
日
の
ご
は
ん

て

 

発
と
し
て
い
る
お
か

の
黒
髪
の
少
女
が
手
を
繋
い
で
い
る
女
性
を
見
上

な
が
ら

声
を
上

た

ん

そ
う
ね

今
日
は

い
し
ね

時
間
が

い
か
ら
ア
レ
だ
け
ど
今
日

は
お

に
し
ま
し

う
か

おそ
う
よ

と

て
も

か
く
て

の
ね

わ

 
な
ら

く
帰
ろ

あ

ち

と
こ
ら

ち
な
さ
い

て

 

か
い
お

を
食
べ
ら
れ
る
と
知

た
少
女
が
手
を
引
い
て

る

そ
れ
を

親
ら
し
い
女
性



が
苦

し
な
が
ら
追

た

 
家
ま
で
も
う
百
メ

ト
ル
も
無
い
夜
道
に
差
し
掛
か

た
あ
た
り
で

親
の

界
に

か
を

し
た

少
女
も
同
じ
な
の
か

道
の

を

を

て
見
て
い
る

お

さ
ん

ア
レ

て

さ

こ
れ
は

か
し
ら

ボ
ロ
ボ
ロ
ね

 

し
く
思
い
な
が
ら
も
少
し
近
寄
る

親

は

親
が
自
分
の
体
を
間
に

む
事
で

に

び
つ
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

 

な
の
か
し
ら
と
思

て
見
て
い
る
と

と

色
に

け
た

切
れ
の

か
ら
小
さ
な

か
が
見
え
た

そ
れ
は

親
に
と

て
は
見
覚
え
が
あ
り
す
ぎ
る
も
の

れ
切

て

色
に
な
り

り
切
れ
て
血
が
流
れ
て
い
る
が
少
し
前
の
我
が
子
と

ど
同
じ
の
子

の
足

だ

た

 

を
強

ら
せ
て
ば

と

切
れ
を

ぐ
と
そ
こ
に
は
最

限
の

色
に

れ
切

た

な
し
の
シ

ツ
と

パ
ン
に
身
を

み

色
を
蒼
白
く
し
て
い
る
⻑
い
黒
髪
を
持

た
子

が

い
た

か
な
り
前
な
の
か

出
血
の

が
あ
る
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親
は

え
る

を
あ
や
し
な
が
ら

に
救

車
を
呼
ん
だ

  
倒
れ
て
い
た
黒
髪
の
子

を
救

車
で

へ
と

送
し
て
も
ら
い
親

が
わ
か
ら
な
い
か

ら
一
緒
に
来
て
下
さ
い
と

わ
れ
た

子
は
子

と
一
緒
に

へ
と

い
て
い
た

現
在
は

が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で

は
あ
の
子
は
大

か
な
と

を
浮
か
べ
な
が
ら
し
き
り

に

て
い
た桐

谷
さ
ん

 

の

で
も
名

と
名
高
い
男
性
が
桐

谷
と
い
う

子
を
呼
ん
だ

二
人

は
す
ぐ
に
立
ち
上
が
り

か
ら
出
て
き
た
男
性
に
ど
う
で
す
か
と

く

 
男
性
は

を
少
し

め
な
が
ら

を
開
い
た

い
で
し

う
か

ギ
リ
ギ
リ
で
命
は
繋

ら
れ
ま
し
た

そ
う

で
す
か

し
か
し

あ
の
子
男
の
子
な
ん
で
す
が
彼
は

く

弱
し
て
い
ま
す

肉
体
面
だ
け
で

な
く
精
神
面
で
も

 

に
精
神
面
で
も
弱

て
い
る
と

て
き
た
こ
と
に
少
し

を

る

男
性
は
更
に



葉
を
重
ね
た

や

術
と
い
う
の
は
万
能
で
は
な
く
本
人
の

我
の

の
手
助
け
に
過
ぎ
な
い
ん
で

す

は
気
か
ら
と
い
う

葉
が
あ
る
よ
う
に

我
の

も
本
人
の
気

第
な
ん
で
す

で

す
が

あ
の
少
年
は
そ
れ
が

く
弱
い

と
も
す
れ
ば
す
ぐ
に
命
を

ら
し
て
し
ま

て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん

そ
ん
な

あ
の
子

助
か
ら
な
い
の

い
や
そ
れ
は
ま
だ
大

だ
よ

桐

谷
さ
ん

と
い
う
名
に

え
は
あ
り

ま
す
よ
ね

え

え
え

 
い
き
な
り
の
会
話
の
転
換
に

親
は
少
し
ど
も
り
な
が
ら
も

い
た

な
ら
ば

一

と
い
う
名
前
は

あ

そ
の
名
前
知

て
る
よ

 
あ
れ
で
し

 
え

と

家
の

晒
し

て

わ
れ
て
る
子ま

さ
か

 
そ
ん
な

と
目
を
見
開
く

親
に

男
性
は
残
念
な
が
ら
と

い
な
が
ら

え
た
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あ
の
子
の
名
前
は

一

今
年
の

に
ロ
シ
ア
で
開

さ
れ
た
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ

ロ

の

か
ら
行
方
不
明
に
な

て
い
た

家
の

男
で
す

そ
ん
な

ど
う
し
て
そ
の
子
が

切
れ
を

て
倒
れ
て

恐
ら
く
で
す
が

少
し
だ
け
ネ

ト
で

索
を
掛
け
れ
ば
彼
に
対
す
る

中
傷

な
ん
て

の
よ
う
に
出
て
き
ま
す

今
の
世
は
女
尊
男

し
か
も
彼
は

家
の

男
だ

最

も

べ
ら
れ
や
す
く
見
下
さ
れ
や
す
い
立
ち

に
あ

た

ど
う
い
う
経

で
か
は
流

に
分

か
り
ま
せ
ん
が

彼
は
家

に

捨
て
ら
れ
た
と

見
る
べ
き
で
し

う

そ
ん
な

彼
が
行
方
不
明
に
な

て
い
た
事
も
ネ

ト
に
上
が

て
い
ま
す
し
そ
れ
を
喜
ぶ
声
ま
で
上

が

て
い
ま
す

こ
ち
ら
も
最
善
は

く
し
ま
す
が

家

に
捨
て
ら
れ
た
と
気
付
い
て
し

ま

た
彼
の
心
は

恐
ら
く

壊

前
で
す

は
と
も
か
く

の
名
に

わ

た

に

れ
る
危
険
性
が
高
過
ぎ
ま
す

こ
の
ま
ま
家
に
帰
す
の
は
彼
の
死
に
直
結
す
る
で

し

う

 
陰
鬱
と

る
男
性

師

桐

谷

と
も
ど
も
女
尊
男

や

の

晒
し
だ
と
か

う

事
を
良
く
思

て
い
な
い
二
人
だ
か
ら
こ
そ

二
人
は
暗
鬱
と
し
た
気
分
に
な

た



あ
の
子
は

ど
う
な
る
ん
で
す
か

こ
の
ま
ま
い
け
ば
恐
ら
く

設
に
入
れ
ら
れ
る
で
し

う
が

彼
の
名
前

は
世
界
に
広
く
知
ら
れ
す
ぎ
て
い
る

ど
こ
に
行

て
も
彼
を

み
傷
つ
け
る
だ
け
で
し
か
な

い
と
思
い
ま
す

で
す
が
一
つ
だ
け
私
が

え
た
事
が
あ
り
ま
す

桐

谷
さ
ん

あ
な
た
は
彼
を
引
き
取
る
気
が
あ
り
ま
す
か

引
き
取
る

で
す
か

今
の
彼
に
は

し
が
家

が
必
要
な
ん
で
す

彼
は
友
人
に
も

境
に
も
そ
し
て
家

に

も

ま
れ
な
か

た

悪

を
投

ら
れ
て
も
彼
が
彼
足
り
え
た
の
は
そ
れ
は
彼
が
家

を
最

後
ま
で
信
じ
て
い
た
か
ら
で
す

心
が

壊

前
と
い
う
の
は
家

を
欲
し
て
い
る
事
の
裏
返

し
な
の
で
す

彼
が
新
た
に
名
を
得
て
愛
を

い
で
く
れ
る
家

が
出
来
れ
ば
彼
は
き

と
強

く
生
き
る
で
し

う

彼
は

す
ぎ
た
だ
け
こ
れ
か
ら
は
き

と
強
く
な
り
ま
す

苦

し
み
を
知

た
子
と
い
う
の
は

得
て
し
て

し
く
育
ち
ま
す
か
ら

 
哀
し
そ
う
に

む

師
の

葉
に
桐

谷

は
数

目
を

り

す
ぐ
に
開
い
て

い
た引

き
取
り
ま
す

彼
を
見
つ
け
た
の
は
私
な
の
で
す
か
ら

そ
れ
に

直
葉
に
も
弟
が
出
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来
ま
す
し

弟家

が
出
来
る

て
事
よ

直
葉

新
し
い
弟
を

け
入
れ
て
く
れ
る

 
直
葉
と
い
う
少
女
の

に
手
を

い
て

う

親
に
直
葉
は

面
の

み
で

い
た

そ

れ
を
見
て

親
も
男
性
も

を
少
し
だ
け
明
る
く
す
る

先
生

彼
が
目
を
覚
ま
し
ま
し
た

 
そ
こ
で

護
士
が

か
ら
出
て
男
性
を
呼
ん
だ

良
い
と

て

と
子
を

へ

と
誘
う

ネ

ム
プ
レ

ト
に

名
前
は
無
か

た

 

と
子
そ
し
て
男
性

師
が

へ
と
入

て
仕
切
り
の
カ

テ
ン
を
開
け
る
と

人

ベ

ド
で
横
に
な

て
判
然
と
し
な
い
虚
ろ
な
目
を
し
て
い
る
少
年
が

界
に
入

た

 

親
は
そ
れ
を
見
て

い

と
思

た

た

た
八
つ
の
子

が
す
る
目
で
は
な
い
と

 

は
少
年
の

に
寄
り
放
り
出
さ
れ
て
い
る

手
を
ぎ

と

く
り
と

し
く

手
で

ん
だ

そ
れ
を
見
て
か
そ
れ
と
も

で
感
じ
た
か
ら
か
虚
ろ
な
目
は

親
へ
と
向
い

た

ね



 
虚
ろ
で
か

い
な
が
ら
も
未
だ
に
裏
切

た
家

を
求
め
る

真
さ
に

が

ま
る
よ
う
な

思
い
を
し
な
が
ら

親
は

を
開
い
た

私
は
ね

あ
な
た
の

新
し
い
家

よ

か
ぞ

く

そ
う

桐

谷

よ

こ

ち
が
私
の

で
あ
な
た
の
お
姉
さ
ん
に
な

る
直
葉
だ
よ

 
よ
ろ
し
く

み
ど
り

す
ぐ

は

 
か
ぞ
く

 

か
に

子
の
よ
う
な
た
ど
た
ど
し
い

き
で

り
返
す
少
年
に
と
う
と
う

が

を
流
し

た

直
葉
も

を
流
し
な
が
ら
も

み
を
浮
か
べ
て

少
年
の

手
を
握

て
い
る

お
れ
に

か
ぞ
く

 
き
り
が
や

 

定
的
な
声

で

く
声
は

に
対
し
て
投

ら
れ
た
問
い
だ

た

自
身
の
名
前
は

な

の
か
と

た
ど
た
ど
し
い
な
が
ら
も

い
て
い
る
の
だ

 

は

え
て
い
た
名
前
を
出
し
た

和
人

平
和
な
人
生
を
生
き
ら
れ
ま
す
よ
う
に

そ
の
願
い
が

め
ら
れ
た
名
前
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桐

谷
和
人

こ
れ
か
ら
の

あ
な
た
の
名
前
よ

 
平
和
で
あ
る
人
生
を
生
き
ら
れ
ま
す
よ
う
に

と
い
う
願
い
が

め
ら
れ
た
名
前

 
平
和
な
人
生
を

称
し
て

和
人

か
ず

と

き
り
が
や

か
ず
と

 
虚
ろ
な

に
光
が

て
き
た

手
で

む
手
に
力
が

て
き
た

焦
点
の
合

て

い
な
か

た
目
に

が

揺
れ
る
光
が

き
り
が
や

か
ず
と

お
れ
の

な
ま
え

お
れ
の

か
ぞ
く

 
少
し
ず
つ

が

ま
り
そ
の
少
年
を
直
葉
と

は

い
た

強
く

し
く

み

む
よ

う
に

 

一

い
や
桐

谷
和
人
は
静
か
に

を
流
し

を
上

た

た
だ
た
だ
静
か

に

小
さ
な

を
上

た

  
あ
り
が
と
う

と

  



  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

と

二

創
作
に
て

一

が

ら
れ
て
捨
て
ら
れ
た

に

わ
れ
て

名
す
る
事
は

あ
る
ん
で
す
が
そ
う
い
う
パ
タ

ン
は
大
体
能
力
魔

だ

た
り
成
⻑
後

無

パ
タ

ン
が
多
か

た
り
し
ま
す

別
に

い
じ

な
い
ん
で
す
が
成
⻑
過
程
を
見
て
み
た
い
と
常

思

て
お
り
ま
し
た

 
な
ら
私
は

ん
だ
覚
え
が
無
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
桐

谷
家
に
引
き
取
ら
れ
た
ら
と
い
う
ネ
タ

が
出
て
き
て

書
き
上

て
い
ま
す

 
つ
ま
り
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
主
人

桐

谷
和
人

に

主
人

が

名
し
て
な
る
と
い
う

事
で
す

然
な
が
ら
本
来
の
原
作
和
人
は
存
在
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
姉

が
最
初
か
ら

な
か

た
と
い
う
設
定
で
す

 
今
後

一

と
桐

谷
和
人
の
名
称
を

同
し
て
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
ど
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ち
ら
も
本
作
主
人

の
事
で
す

本
原
作
キ

ラ
で

に

て
い
る
人
は
一

呼
び
そ

れ
以
外
は
和
人
呼
び
で
す

私
も
和
人
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す

  
今
話
は
第
零
章
す
な
わ
ち
プ
ロ
ロ

グ
の
よ
う
な
も
の
で
す

の
第
一
章
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
入

り
し
ま
す

 

が
本
作
の
和
人
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
異
な

て
直
葉
の
弟
で
す

そ
し
て
タ
グ
に
あ
る
よ

う
に

最
年
少
と
あ
り
ま
す

 
私
が
手
掛
け
て
い
る
も
う
一
つ
の
作
品
の
主
人

よ
り
も
年
下
に
な

て
い
る
の
で
あ
る
意

味
他
の
方
の
作
品
よ
り
突

み
ど
こ
ろ
は
出
て
来
る
と
思
い
ま
す
が
⻑
い
目
で
お
付
き
合

い

け
れ
ば

い
で
す

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
 

孤
独
の
デ
ス
ゲ

ム
編

 
第
一
章
 

Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ

Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
第
一
章
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る

り

今
話
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
入
り

し
ま
す

 
た
だ
タ
グ
に
原
作

や

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
あ
る
よ
う
に

本
は
原
作
小
説

ゲ

ム

い

に
な
る
予
定
な
の
で
流
れ
そ
の
も
の
は
同
じ
に
な
り
ま
す

そ
こ
を
心
情

写
な
ど
で
変
え
て

い
け
れ
ば
な
と
思

て
い
ま
す

 
文

数
は
約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

オ

ル
和
人

キ
リ
ト

点
で
す

  

２
０
１

年

月

日
加

修
正
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２
０
２
２
年

月

日

 

が

桐

谷
和
人

と
名
を

め
て
生
き
始
め
て
か
ら

一
年
が
経

た

 
同
時
に

世
界
を

さ
せ
る
二
大
要

の
片

れ

と
同
じ
日
本
発

の
ゲ

ム
ジ

ン
ル

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
サ

ビ
ス
開
始
日
で
も
あ
る

 
タ
イ
ト
ル
は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

名
前
の

り
剣
で
戦
う
事
を
主

と
さ
れ

て
い
る
ゲ

ム
で

魔
法
的
な
も
の
は
戦
闘
か
ら

一
切
を

い
た
中
世
的
な
世
界
観
の
だ

 
ち
な
み
に

は
こ
れ
の
ベ

タ
テ
ス
ト
を
経
験
し
て
い
る

 

故
な
ら

を

子
と
し
て
引
き
取

て
く
れ
た
桐

谷

こ
と
義

さ
ん
が
偶
然

に

た

て
い
た
か
ら
だ

は
ベ

タ
テ
ス
ト

開
始
時

と
同
時
に

の
ボ
タ
ン

し
た
し

は
が
き
も
一

出
し
た
の
に
ど

ち
も

か
ら
外
れ
て
い
た
か
ら
後
か
ら
そ

の

は
が
き
を
一
日

れ
で

に
気
が
向
い
た
か
ら
と
出
し
た
人
が

て
た
事
実
に
は
目
を
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い
た

 
そ
う
し
て

は

ナ

ヴ
ギ
ア

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

テ
ス
ト
ロ

ト
を
手
に
し
た

 

ナ

ヴ
ギ
ア

の
年

レ

テ

ン
グ
は

と
な

て
い
る
が

そ
れ
で
も

が
プ
レ

イ
し
て
い
た

直
姉
は
ゲ

ム
苦
手
だ
か
ら
と

に

て
く
れ
た

今
の
家
に
引
き
取
ら
れ
て

初
め
て
と

え
る
く
ら
い

や
り
た
い

と
せ
が
ん
だ
事
が
決
め
手
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
ん
な

で

は
ベ

タ
テ
ス
ト
を
プ
レ
イ
し
た
の
だ
が
ゲ

ム
そ
の
も
の
を
初
め
て
ま
と

も
に
す
る
事
も

て
と
て
も

し
か

た

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は
レ
ベ
ル

ス
キ
ル
制
の
ゲ

ム
シ
ス
テ
ム
を
取

て
い

る

に
戦
え
ば
強
く
な
る
レ
ベ
ル
制
で
セ

ト
し
た
ス
キ
ル
に
対
応
し
た
行
動
を
す
る
と

ス
キ
ル

練

が
上
が

て
新
し
く
強
力
な
ス
キ
ル
を

得
で
き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ

レ
ベ

ル
が
一
つ
違
う
だ
け
で
も
結
構
な
差
が
出
る
の
で

レ
ベ
リ
ン
グ
は
と
て
も
大
事
で
あ
る

 
そ
う

え
て
い
た

は

興

も
手
伝

て
来
る
日
も
来
る
日
も
の
め
り

ん
だ
も
の
で
あ

る

あ
ま
り
に
プ
レ
イ
し
過
ぎ
て
い
る
た
め
一

直
姉
か
ら
お
説
教
さ
れ
た
く
ら
い
に
は

て

い
た

 
こ
れ
ま
で
生
き
て
来
て
そ
こ
ま
で
一
つ
の
事
に
集
中
し
た
事
が
無
か

た

そ
ん
な

が
そ
う
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な
る
く
ら
い
だ

た
の
だ
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
魅
力
と
い
う
も
の
が
そ
れ

ど
多
か

た
の
だ
と
思

う

と
に
か
く
も
う
夢
の
よ
う
で

の
心
に

て
い
た
ス
ト
レ
ス
が
す
か

と
解
消
さ
れ
て

い
く
気
が
し
て
い
た

 
あ
く
ま
で
気
が
す
る
だ
け
な
の
が
悲
し
い

だ
け
れ
ど
も

 
そ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
も
二

月
に

る
ベ

タ
テ
ス
ト
が
終
了
し
て

く
経
ち
サ

ビ
ス
開
始
が

今
日
の

後
一
時

 

が
桐

谷
家
に
引
き
取
ら
れ
た
の
は
去
年
の
同
日

後
五
時

あ
の
日
は

暗
か

た
ら
し
い
の
だ
け
ど
冬
の
入
り
始
め
の
中
で
も

り
空
だ

た
か
ら
か

暗
く
な
る
の
が

か

た
と
い
う

和
人

 
ど
う
し
た
の

 
リ
ビ
ン
グ
の

フ

で

ら

ら
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

を

め
て
い
る
と
集
中
し
て
い
な
い
事

に
疑
問
を

え
た
の
か

に

る
直
姉
が
話
し
か
け
て
き
た

 
直
姉
は
今
年
中
学
一
年
生

 

は
去
年
の
十
一
月
に
引
き
取
ら
れ
三
学
期
が
始
ま
る
一
月
上

に

時
直
姉
も

て

い
た
小
学

へ
編
入
し
た

学
年
は
三
年
だ

そ
の
年
に
直
姉
は

業
し
中
学
へ
と

い
始
め
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た
の
で

少
し

し
く
も
感
じ
る

 
ま

日

を
合
わ
せ
る
し
直
姉
も
剣
道
部
の
練

が
終
わ

て
か
ら
は
構

て
く
れ
る

の
で
そ
う
い
う
意
味
で
は
と
て
も

た
さ
れ
て
い
る

少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
の
生
活
と

べ

れ
ば
圧
倒
的
に

せ
だ

 
人

み
に
遊
べ
て
人

み
に

強
出
来
て
人

み
に
構

て
も
ら
え
て
人

み
に
見
て

も
ら
え
る

 
全
部

の
事
な
の
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
は
今
ま
で
の

に
は
無
い
も
の
だ

た

だ
か

ら
こ
そ

せ
を
感
じ
る

 
で
も

そ
れ
を

う
の
は
気

ず
か
し
か

た

ん

く
始
ま
ら
な
い
か
な

て

 
だ
か
ら

手
に
取

て
い
た

の
メ
イ
ン
を

て

魔
化
し
た

気
も
そ
ぞ
ろ
な
の

は

く
プ
レ
イ
し
た
い
と
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
か
ら
と
そ
う

違
い
し
て
く
れ
る
事
を
願

て 
そ
の
願
い
が
届
い
た
か
直
姉
は

ら
か
く

ん
だ

仕
方
な
い
な

と

い
そ
う
な
く
ら

い
穏
や
か
な

み
だ
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な
る

ど
ね

和
人

て

く

し
み
に
し
て
た
も
ん
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ

そ
り

も
う

 
あ
の
と
き
の
感
動
と

た
ら

も
う

葉
に
し
た
く
と
も
出
来
な
い
感

じ
だ
よ

 
ゲ

ム
世
界
で
体
を
自
由
に
動
か
せ
る
の

て

現
実
で
は
あ
り
得
な
い
動
き
も

出
来
る
か
ら
夢
み
た
い
な
ん
だ

は
し

い
じ

て

も
う

 
こ
つ
ん

と

に
指
を

て
て
く
る
直
姉

 
直
姉
の
身
⻑
が
一
五

セ
ン
チ

ど

と
三
十
セ
ン
チ
く
ら
い
差
が
あ
る
か
ら
見
上

な

け
れ
ば
な
ら
な
い

け
ど

こ
れ
く
ら
い
の
方
が
姉
と
い
う
感
じ
は
す
る

 
ま

男
子
で
も
か
な
り
小

な

か
ら
す
れ
ば

大
体
の
人
は

年
上
に
見
え
る
の
だ
け

ど

今
の
ク
ラ
ス
で
も
結
構
女
子
に
背
を

か
れ
て
る
か
ら

男
子

の
⻘
い
ラ
イ
ン
の
シ

ズ
を
履
い
て
い
な
い
と

で
女
子
に
間
違
わ
れ
る
の
は

し
て

し
い
と
思
う
今
日
こ
の

で

あ
る確

か
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始

て
一
時
か
ら
だ

け

あ

う
ん

だ
か
ら
あ
と
二
十
分
く
ら
い
か
な

の
ニ

ス
で
す

国

会
の
指
示
で

日
本

の

に
よ

て

・
新



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

設
さ
れ
た

に
つ
い
て
学
ぶ

学
園
は

 

遠
い
目
を
し
つ
つ

け

え
し
て
い
る
と
イ

で
も
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
内
容
が

に
入

て
き
た

 
な
ん
と
な
く
で
点
け
て
い
た
テ
レ
ビ

面
に

が

て
い
た

流
れ
て
い
る
内
容
は

学

園
の
コ
マ

シ

ル

 

は
ア
ラ
ス
カ

約
で

制
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の

り
手
自
身
が
色

と
理
解
し
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
が

あ
る

そ
れ
を
学
ぶ
た
め
の
高

が

学
園
だ

年
か
前

に

か
ら
モ
ノ
レ

ル
を
繋
い
だ

合
に
人
工

を

て
今
年

く
そ
こ
に

て
ら
れ
た

ら
し
い

か和
人

 
不
安

に

を

め
る
直
姉

 
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

大

と

は
返
し
た

 
今
家
に
引
き
取
ら
れ
て
か
ら
二

間
が
経
つ
ま
で

は

の
話
を

く
だ
け
で

が
し

て

け
れ
ば
気
絶
ま
で
し
て
い
た
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者
の
話
に
よ
る
と

そ
れ
は

の

家

で
あ
る

家
に
対
す
る
悪
感
情
と

家

愛

に
対
す
る
深
い
欲
求
と
欲
求
に
対
す
る
返
し
に
よ

て
特
に
後
者
に
よ

て
引
き

こ

さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い

 
実

は
実
の
家

に
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
し

そ
れ
か
ら

に

わ
る

の

験
体
に

さ
せ
ら
れ
て
い
た

そ
れ
以
前
に
女
尊
男

風

や
家
の
事
も
あ

て

い
事
も
さ
れ
て
い
た

そ
れ
が
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
残

て
い
る
か
ら
あ
あ
な

て
い
た
と
い
う

錯
乱
し
な
か

た
だ
け

ま
だ

い

と
は
掛
か
り
付
け

の

だ

 
現
在
は
⻑
期
的
な
投

と
事
情
を
知

て
い
る
掛
か
り
付
け

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ

て

ち

い
て
い
る
か
ら
こ
う
し
て
コ
マ

シ

ル
を
直
に
見
て
も
な
ん
と
か
平
静
は
保
て
る
よ

う
に
な

て
い
る

 
そ
れ
で
も
や
は
り
人
が
大
勢
い
る
場

は
苦
手
な
ま
ま
だ

学

も
デ
パ

ト
も

や

も
ど
こ
だ
ろ
う
と
人
が

る
限
り
苦
手
意
識
は
変
わ
ら
な
い

か
も
知
ら
な
い
の
に
一
方

的
に

倒
さ
れ
時
に
は
殺
さ
れ
か
け
た
事
も
あ
る

そ
の
経
験
か
ら

は
広
場
恐
怖

と

い
う

状
が
見
ら
れ
て
い
る
ら
し
い

 
対
人
恐
怖
や
人
間
不
信
に
な

て
い
な
い
だ
け

い
と
は
義

さ
ん
や
義

さ
ん
の

で
あ
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る

直
姉
は
掛
か
り
付
け

か
ら
そ
の
話
を

い
て
か
ら
と
に
か
く
色

と
良
く
し
て
く
れ
て

い
た

 

義

さ
ん
は
情
報

の
仕
事
で
帰
り
は

く

期
が
近
付
く
と
仕
事
場
で

ま

り
す
る
事
も
多
い

義

さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
の
証

会

に

め
て
い
る
の
で

な
い

 
だ
か
ら

の
面
倒
は
直
姉
が
一
番
見
て
く
れ
て
い
る

 
自
然

の
状

に

し
て
も

直
姉
が
一
番
知

て
い
る

大

今
の

は

一

じ

な
い

桐

谷
和
人

直
姉
の

弟
だ
か
ら

 

正
直
な
話
こ
の

葉
も
こ
こ
に
来
て
一
月
経
つ
あ
た
り
ま
で
は
自
信
を
持

て

え
な
か

た

 
こ
れ
ま
で

は

一

は

に
も
認
め
ら
れ
ず
ま
た

に
も
必
要
と
さ
れ

な
か

た

認
め
ら
れ
る
前
に
弾
か
れ
て
必
要
と
さ
れ
る
前
に
無

と
断
じ
ら
れ
結
果
を
見

せ
る
前
に
不
出
来
と

わ
れ
て
い
た
か
ら

 
家
事
は
出
来
る

生
き
る

に
必
要
だ

た
か
ら

 
で
も

強
は
出
来
な
い

も
教
え
て
く
れ
な
か

た
か
ら

 
努
力
は
し
た

そ
れ
で
も

の
努
力
は

の
期

に
応
え
ら
れ
な
か

た

だ
か
ら
不
出
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来
と

わ
れ
た

だ
か
ら
不
要
と

わ
れ
た

よ
り
も

れ
た
人
が
兄
と
姉
に

た
か
ら

 
だ
か
ら

は

自
身
に
価
値
を
見
出
せ
て
い
な
か

た

 
た
だ
た
だ
家

を
求
め
て

そ
れ
だ
け
の
た
め
に

て
い
た
だ
け
だ

た

 
家
事
を
始
め
た
の
は
生
き
る

で
も

を
上

た
の
は
実
の
姉
が

し
そ
う
に
し
て
い

て
マ
ト
モ
に
食
事
を
摂

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
て

味
し
い
ご

を
食
べ
て
欲
し
か

た
か

ら

実
の
姉
に
そ
れ
を

め
て
も
ら

た
事
は
無
い
け
れ
ど

同
時
に

倒
さ
れ
た
事
も
無
い

実
の
兄
は

り
に
マ
ズ
い
と

て
残
し
て
い
た
が
見
捨
て
ら
れ
る
前

り
は
完
食
し
て

い
た
の
で

は
上
が

て
い
た
の
だ
と
思
う

 
け
れ
ど

家
事
は
一
緒
に

ら
す
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
も
の
だ

 

会
を
生
き
て
い
く
に
は
能
力
が
必
要
に
な
る

家
事
だ
け
で
な
く

強
や
運
動
だ

そ
れ

ら
全
て

は
世
界
的
に
有
名
な
実
の
姉
や
地

的
に
有
名
だ

た
実
の
兄
に

て
い
た

 
け
ど
そ
ん
な

を

さ
ん
や

さ
ん
直
姉
は
は

け
入
れ
て
く
れ
た

そ
の
も
の
を

見
て

ち

ん
と

価
し
て
く
れ
た

 
心
の
ど
こ
か
で
は

時
の
日
か
か
つ
て
経
験
し
た
よ
う
に
手
の
平
を
返
さ
れ
悪

と

力

を
ぶ
つ
け
て
く
る
ん
じ

な
い
か
と
怖
く
思

て
い
る
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け
ど
家

は

三
人
だ
け
は

を

絶
対
に
息
子
や
弟
と
見
て
く
れ
る
と

て
く
れ
た
し

一

と
し
て
の

も

定
し
て
く
れ
た

 
そ
れ
が

ら
な
く

し
か

た

 
ど
う
し
て

は
桐

谷
家
の
本

の
子

じ

な
い
ん
だ
ろ
う
と
一

た
事
が
あ

た

夢
に
見
た
の
だ

か
つ
て
の
生
活
の
夢
を

今
の
生
活
が

に
よ

て
壊
さ
れ
る
夢
を

 
怖
か

た

恐
く
て
怖
く
て
け
ど
夢
の
中
の

は

も
出
来
ず
に

る
だ
け
だ

た

助

け
て
と

き

ぶ
だ
け
だ

た

け
ど

も
手
を
差
し

べ
て
は
く
れ
な
か

た

さ
ん

達
は

を

た
黒
い

ら
に

れ
去
ら
れ
て
い

た
の
が
見
え
た

一

と
い
う
存
在

の
せ
い
で

 
そ
れ
を
話
し
た
時

さ
ん
と

さ
ん
か
ら
は

別

に

を

か
れ
直
姉
か
ら
は

に

で
こ
ピ
ン
を
喰
ら

た

最
後
に
三
人

て

を

き
し
め
て
く
れ
た

家

は
血
の
繋
が

り
だ
け
を

う
ん
じ

な
い

心
で
繋
が

て
も
家

な
ん
だ
と

そ
う

わ
れ
た

 
そ
れ
か
ら

は

自
信
を
持

て

桐

谷
和
人
だ
と

え
る
よ
う
に
な

た
の
だ

う
ん

 

の

を

で
て
く
れ
る

ら
か
い
感
触
が
し
た
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か
つ
て
か
ら
今
も
交
友
が
あ
る
友
達
に

だ
と

め
て
も
ら

て

ば
し
て
い
る
⻑
い
黒
髪

が

さ
ら
さ
ら
と

の

を
揺
れ
て

め
る

 
こ
の
髪
は
正
直
な
と
こ
ろ
あ
ま
り

き
で
は
な
い

男
子
な
の
に
女
子
み
た
い
に
髪
を

ば

し
て
い
る
と

て
き
て

め
ら
れ
る
か
ら

そ
れ
を
直
姉
に
は
明
か
し
て
い
な
い
が

 
で
も
直
姉
は
こ
の
髪
を

い
て
く
れ
て
い
る

だ
と

て
よ
く

で

か
し
て
く

れ
る

 
そ
れ
が

ら
な
く
心
地
よ
く
て
一

も
さ
れ
た
事
な
か

た
か
ら

し
く
て
最
初
は
切
ろ

う
と
し
て
い
た
こ
の
髪
も
未
だ

ば
し
た
ま
ま
だ

髪
を

い
て
も
ら
う
の
は
お
気
に
入
り
な
の

だ

そ
れ
を
喪
い
た
く
な
い

 
そ
れ
か
ら
数
分

は
直
姉
に
体
を
寄
せ

を

け
て
い
た

直
姉
は
そ
ん
な

の

を

で

手

で

し
く
髪
を

い
て
く
れ
て
い
た

 
リ
ビ
ン
グ
に
は
テ
レ
ビ
の

し
か
立

て
い
な
い
け
ど
こ
の

が
と
て
も
心
地
よ
か

た

 
で
も
そ
れ
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
だ

た

も
う
そ
ろ
そ
ろ

後
一
時
に
な
る
か
ら

は
Ｓ

Ａ
Ｏ
正
式
サ

ビ
ス
の

に

直
姉
は

後
の
部
活
の

に
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

じ

あ
直
姉

は
も
う
そ
ろ
そ
ろ
行
く
よ
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ん

わ
か

た

確
か

ナ

ヴ
ギ
ア
を
無
理

理
外
し
ち

ダ
メ

な
ん
だ
よ
ね

う
ん

の
電
気
信

を

み
取

て
仮
想
世
界
で
動
く
ら
し
い
か
ら
い
き
な
り
取
る
と

い
後

を
残
す
恐
れ
が
あ
る

て

て
た

わ
か

た

あ
で
も

後
六
時

ま
で
に
ろ
ぐ

あ
う
と

 
し
な
い
と

が
し
ち

う
か
ら
ね

ん

り

か
い

 

だ
と
分
か

て
い
な
が
ら
も

め
い
た
こ
と
を

て
く
る
直
姉
に

は
苦

を
浮

か
べ
な
が
ら
返
す

そ
れ
か
ら
リ
ビ
ン
グ
を
出
て
す
ぐ
の

を
と
ん
と
ん
と

や
か
に
上
る

 
二

に
上
が

た

は
自
分
に

が
わ
れ
た
個

に
入
り

型
の
フ

ル
ム
を
持
つ
仮
想

世
界
へ
と
ダ
イ
ブ
す
る
の
に
必
要
な
ハ

ド

ナ

ヴ
ギ
ア

を

て
ベ

ド
に
横
に
な
る

ケ

ブ
ル
な
ど
の

備
は

に
オ

ケ

だ

か
り
は
な
い

 
電
源
が
入

た
ナ

ヴ
ギ
ア
の
バ
イ
ザ

の

上
に
は
現
在
の
時

が
デ
ジ
タ
ル
チ

ク
な
フ

ン
ト
で
表
示
さ
れ
て
い
た

 
そ
の
数

が

に
な
る

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト
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そ
の

間

仮
想
世
界
へ
ダ
イ
ブ
す
る

に
必
要
な
文

を

に
す
る

 
直
後
色
と
り
ど
り
の
⻑
方
形
が

か
ら
手
前
に
流
れ
て
き
て
五
感
の
セ

ト
ア

プ
完
了

の
シ

ク
エ
ン
ス

パ
ス
ワ

ド
と
ア
カ
ウ
ン
ト

コ

ド
を
入
れ
る
シ

ク
エ
ン
ス

ベ

タ
テ
ス
ト
の
デ

タ
引
継
ぎ
の
シ

ク
エ
ン
ス
を
終
了
さ
せ
る

 
ベ

タ
テ
ス
ト
か
ら
引
き
継

る
の
は
残
念
な
が
ら
ア
バ
タ

の
容

だ
け
な
の
で
正
直
引
き

継
ぐ
メ
リ

ト
は

無
に

し
い
が

れ
親
し
ん
だ
手
足
や
体
な
の
で

は
引
き
継
ぐ

を

し
た

 
そ
れ
ら
の
設
定
を
終
え
た
後

は
剣
の
世
界
へ
と
魂
を

さ
せ
た
の
だ

た

  
蒼
い
光
に

ま
れ
な
が
ら
転

し
た

が
目
を
開
け
ば
見

れ
た

色
の
レ
ン
ガ

り
に
黒

い
四

の
オ
ブ
ジ

そ
し
て
黒
い
天

に
背
後
に
は
黒
い
ド

ム
中
世
の

み
が

界

一

に
広
が

て
い
た

 

界

上
に
は
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
の
六
文

と
緑
色
の
バ

が

界

上
に
は
現
在
時

が
表
示
さ
れ
て
い
る

 
手
を
ぐ

と
握
る
と
現
実
と

色
無
く
違
和
感
も
無
い
な
が
ら
も

色
の

の
指

手
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に

ま
れ
た
手
の
感
触
が
し
た

 

は

色
の
イ
ン
ナ

に
焦

の
ズ
ボ
ン

な

を
ベ
ス
ト
の
よ
う
に

て
い

る 

よ
り
も

背
中
に
一
本
の
片
手
剣
が

ら
れ
て
い
る

 

掛
け
ベ
ル
ト
に
よ

て
感
じ
る
重
み
を

か
し
く
感
じ
つ
つ

く
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

て
来
た

の
だ
と
実
感
す
る

現
実
で
武
道
の
鍛
練
を
あ
る
程

し
て
い
る
身
と
は

え
金
属
製
の
直
剣

を
振
る
な
ん
て
現
実
で
は
中

体
験
出
来
る
も
の
で
は
な
い

よ
し

ま
ず
は

ア
イ
テ
ム
補

に
行
こ
う

 
ロ
グ
イ
ン
し
た
て
で
も
一
応
最

限
の
武

は

て
い
る
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
片

手
剣
の
初
期
武
器
ス
モ

ル

ド
に
体

程

イ
ン
ナ

は

力

無
な
の
で

本

に
必
要
最

限
し
か
配

さ
れ
て
い
な
い

 
代
わ
り
に

持
金
は
１
０
０
０
コ
ル
も
あ
る

コ
ル
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
お
金
の

一

一
コ
ル
と

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

初
期
配

の
こ
の

で
回
復
ア
イ
テ
ム

を

え
ろ
と
い

う
事
だ

 
ち
な
み
に
だ
が
最
初
に
配

さ
れ
て
い
る
初
期
武
器
や

は
こ
の

の

限
定
で
別
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の

り
物
と
交
換
し
て
も
ら
え
る

こ
の

の
武

で
は
初
期
配

の
武

と
同
ラ
ン
ク
の
も

の
し
か
無
い
が
そ
れ
を
逆
手
に
と

て

ん
だ
武
器
や
ス
タ
イ
ル
に
よ

て

備
を
変
え
る
必

要
が
あ
る

の

に
し
て
い
る
ら
し
い

 
な
の
で
初
期
配

武
器
は

片
手
剣

だ
が

剣

や

剣

刀

な
ど
他
の
武

器
の
ス
キ
ル
を
取
る
の
で
あ
れ
ば
ス
モ

ル

ド
と
引
き
換
え
に
ス
キ
ル
に
見
合

た
武
器

を
交
換
出
来
る
と
い
う

で
あ
る

 

現
状
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

金
シ
ス
テ
ム
は
備
わ

て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の
世
界

で
強
く
な
る
な
ら
地
道
に
モ
ン
ス
タ

を
倒
す
し
か
無
い

つ
ま
り
最
初
で
け
つ
ま
ず
く
と
後
が

な
い

 
出
来
る
だ
け
コ
ス
ト
パ
フ

マ
ン
ス
の
良
い

い
方
を
す
る
ら
め
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
表

り
よ
り
も
定
価
が
安
い

へ
向
か
う

 
ち
な
み
に
現
在
地
点
は
全
部
で
百
層
か
ら
な
る
浮
遊
城
の
第
一
層
そ
の
中
で
ロ
グ
イ
ン
直

後
に

り
立
つ

で
あ
る

名
称
は

始
ま
り
の

武
器

に

ア
イ
テ
ム

理

な
ど
あ
ら

る

本
的
な

設
が
こ
の

に
は

て
い
る
の
で

テ

ス
ト
の
時
に
は

程
の
事
が
無
い
限
り
こ
の

は
最
前
線
の

や

層
に
負
け
ず

ら
ず
活
気
に
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れ
て
い
た

こ
の
正
式

で
も
き

と
そ
う
な
る
だ
ろ
う

お

い

 
そ
れ
を
思
い
出
し
な
が
ら
進
ん
で
い
る
と
明
ら
か
に

の
方
に
向
け
ら
れ
た
男
の
呼
び
声
が

を
打

た

 

る
の
を
止
め
て
後
ろ
を
見
る
と
ど
た
ど
た
と

れ
て
な
い
足
取
り
で

て
く
る

い
バ

ン
ダ
ナ
に
さ
ら
さ
ら
の

い
髪
の
男
が
い
た

や
か
な

立
ち
武

を
し
た
男
性
で
身
⻑
は

多
分
一
八

は
あ
る

よ
り
六
十
セ
ン
チ
も
大
き
い

 
必
然
的
に

は
男
性
を
見
上

た

え

と

そ
う
そ
う

あ
ん
た

い
や

君
か

ま

だ
し

君
で
合

て
る
か
な

ナ

ヴ
ギ
ア
の
レ

テ

ン
グ

て

確
か

だ
ろ

 
親

さ
ん
は

や
り
た
い

て
せ
が
ん
だ
ら
許
し
て
く
れ
た

 
多
分
本

は
ダ
メ
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

の
境
遇
を
思

て
許
し
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
う

義

さ
ん
達
に
は
本

に

が
上
が
ら
な
い
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ま
ま

い

か

え

と
そ
れ
よ
り
お
前
さ
ん
そ
の
迷
い
の
無
い

り
を
す
る
ん

だ

ベ

タ
テ
ス
タ

じ

な
い
か

 
て
か
そ
の
年

な
ら
そ
う
だ
よ
な

そ
う
だ
よ

な
ら
話
は

い

 
頼
む

 

そ
の
も
の
が
初
め
て
な
ん
だ
レ
ク
チ

し
て
く
れ

分
か

た

 

ん

 
と

手
を
合
わ
せ
て

ん
で
く
る
男
性
に

は

く

い
た

 
そ
の
反
応
の
速
さ
に
か
そ
れ
と
も

さ
に
か
男
は
恐
る
恐
る

を
上

て
こ
ち
ら
を
見
て

来
る

頼
み

ん
ど
い
て
な
ん
だ
け
ど
よ

マ
ジ
で
良
い
の
か

構
わ
な
い
け
ど

あ
で
も

あ

て
パ

テ

は
組
め
な
い
け
ど
そ
れ
で
も
良
い

あ
あ

全
然
構
わ
な
い

 

け
ど

パ

テ

組
め
な
い

て

か
不

合
か

 
も
し
バ
グ
だ

た
ら
運

コ

ル
す
り

直
し
て
く
れ
る
か
も
だ

い
や

バ
グ
じ

な
い

た
だ

の

問

な
ん
だ

 
人
が
怖
い
だ
な
ん
て

え
る

が
無
い

 
心
を

ん
だ
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
け
ど
彼
は
人
の
心
の

へ
の
入
り
方
と
身
の
引
き
方
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を
知

て
る
人
だ

た

そ

か

と
だ
け

て

得
し
て
く
れ
た

 
彼
は
ク
ラ
イ
ン
と

う
ら
し
い

良
い
名
前
だ
と
思
う

 
彼
と
武
器

に
行

て

に
武
器
を

ん
で
い
く

ク
ラ
イ
ン
は

刀
カ
テ
ゴ
リ
の
カ
ト
ラ

ス
を

は
も
う
二
本
片
手
剣
を

て
あ
と
は
二
人

て
六
個
ず
つ
ポ

シ

ン
を

た

性
の
あ
る
結

系
ア
イ
テ
ム
が
あ
れ
ば
安
定
性
が
増
す
の
だ
が
結

ア
イ
テ
ム
は
か

な
り
上
層
に
な
ら
な
い
と
ド
ロ

プ
も

え
も
し
な
い
の
だ

 
ち
な
み
に

脱
出

で
あ
り
主
な

へ
と

時
に

動
で
き
る
転

結

な
ん
て
ア
イ
テ
ム

も
あ
る

も

と
上
層
じ

な
い
と
手
に
入
ら
な
い
し
滅

苦

高
価
だ
け
ど

 
一

り

備
を
終
え
た
後

の
外
へ
と

速
出
た

ク
ラ
イ
ン
は

刀
を

手
で
引

は
片
手
剣
の
ス
モ

ル

ド
を
二
本

手
で
持

て
い
る

キ
リ
ト
確
か

ド
ス
キ
ル

て
な

決
め
ら
れ
た

備
じ

な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
ろ

 
そ
れ
だ
と
出
来
ね

ん
じ

ね

の
か

確
か
に
出
来
な
い
よ

で
も

は
一
層
か
ら
三
層
ま
で
な
ら

ド
ス
キ
ル
を
使
う
よ
り
む

し
ろ
こ

ち
の
方
が
ス
タ
イ
ル
的
に
良
い
ん
だ

こ
れ
で
ベ

タ
で
も

ら
し
た
か
ら

デ

エ

ル
大
会
で
全
戦
全
勝
し
た
ら
出
禁
喰
ら

た
し
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う
お

ま
だ
小

ち

い
の
に
や
る
な

一
応
リ
ア
ル
で
も
武
道

て
る
か
ら

と
い

て
も
剣
道
と

道
と
空
手
と
合
気
道
と
剣
術

だ
け
だ
け
ど

い
や

い
や
い
や
い
や

そ
ん
だ
け
や

て
り

十
分
だ
ろ

て
か
お
前
の
家
⻤
だ
な

 
た
だ
強
く
な
り
た
い
か
ら
し
て
い
た
だ
け
だ
し
そ
れ
に
家
に
あ

た
本
を
参

に
我
流
で
学

ん
だ
だ
け
だ

 
直
姉
に
多
少

手
に
な

て
も
ら

て

強
い
と

め
て
も
ら

た
時
は

し
か

た

ん

が
望
ん
だ
事
だ
か
ら
そ
れ
は
違
う
よ
う
な

ま

そ
ん
な
事
は
今
は
良
い
よ

良
い
事
に
そ
こ
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
一
層
名
物
の
⻘
イ
ノ
シ
シ

フ
レ
ン
ジ

・
ボ
ア

が

る

だ
し

さ

速
さ

き
の
レ
ク
チ

り
に
や

て
み
よ
う

お
う

 

と
意
気

ん
だ
は
良
い
も
の
の
ク
ラ
イ
ン
は

ド
ス
キ
ル
発
動
モ

シ

ン

の

出
で
引

掛
か

て
も
た
も
た
し
て
し
ま
い

⻘
イ
ノ
シ
シ
の
攻
撃
を

に

け
て
し
ま

う

一
撃
で
三

ど
が

ら
れ
て
い
た

 
そ
の
後
も

り
返
し
し
て
い
た
け
ど
全
然
成

し
な
い

が
近
く
の
⻘
イ
ノ
シ
シ
を

め
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て

ら
し
て
る
間
に
も

彼
は
ス
キ
ル
発
動
だ
け
は
手
間
取

て
い
た

う

ん

ク
ラ
イ
ン

剣
を
振
る
時
に

を

え
て
る

 
ど
う
に
も
違
和
感
が
あ

た
か
ら

い
て
み
た

 
ク
ラ
イ
ン
の
体

き
は
直
姉
に

べ
れ
ば
や
は
り

い
し

テ
ス
ト
で
見
て
来
た
ハ
イ
レ
ベ

ル
プ
レ
イ

達
と

べ
て
も
無

が
大
き
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
手
に
入
れ
ら
れ
た
か
ら
ナ

ヴ
ギ

ア

も

入
し
た
ら
し
い
の
で

本

に
今
日
初
め
て

を
経
験
す
る
事
に
な
る

だ
か
ら

れ
て
い
な
い

 
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
無
い
よ
う
に
思
え
た

ド
ス
キ
ル
を
発
動
す
る
に
は

れ
も
必

要
で
は
あ
る
が

よ
り
も

実
さ
を
求
め
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
が

定
し
て
い
る
構
え
を
取
ら
な

け
れ
ば
発
動
し
な
い
か
ら
だ

 
こ
こ
で
ス
キ
ル
を
使
お
う
と
し
て
い
る
人
が

を
思

し
て
い
る
か
が
重
要
に
な

て
来
る

分
か
り
や
す
く

え
ば

ド
ス
キ
ル
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う

え
て
い
る
か
が

と
な
る

だ

 

ド
ス
キ
ル
は
あ
く
ま
で
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
が
無
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
も
の

プ
レ
イ

主
体
で
は
無
く
こ
れ
は
シ
ス
テ
ム
主
体

だ
か
ら
プ
レ
イ

が
シ
ス
テ
ム
に
合
わ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
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て

ス
キ
ル
を
出
す

 
み
た
い
な
感
じ
じ

な
い
の
か

 
そ
の
意

を
持

て

問
す
る
と

彼
は
⻘
イ
ノ
シ
シ
の
突
進
を

え

 
と

狂
な
声

を
上

て

け
つ
つ

え
た

 
そ
れ
を

い
て

や

り
か

と

得
を

く

ク
ラ
イ
ン

だ
け
合

て
て
も
ダ
メ
な
ん
だ

と
足
の

り
も
合
わ
せ
な
い
と

えう

ん

見
た
方
が

い
か
な

今
か
ら

刀
ス
キ
ル
の
リ

パ

の
構
え
を
真
似
す
る

か
ら

見
て
や

て
み
て

 
そ
う

て

は

に
剣
を

ぎ

足
の

を

て

を

え

身
を
前
に
し
て

手
を

に

て
る
よ
う
に
す
る

 
そ
れ
を
ク
ラ
イ
ン
が
真
似
す
る
と

刀
の

が

た
刀
身
が
⻩
色
の
光
を

び
た

今
だ

う

お
り

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ず

ん

と
初
め
て
に
し
て
は
か
な
り
上
手
い
一
撃
が
入
り

残
り
四

へ
と

を

ら

し
て
い
た
⻘
イ
ノ
シ
シ
は

ぎ

 
と

い
の
を
流
し
つ
つ
消
え
た
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⻘
イ
ノ
シ
シ

て
怖
い
時
は
怖
い
の
に
ど
こ
か
可
愛
い

が
あ
る
よ
う
に
思
え
る

名
物

い
さ
れ
て
る
だ
け
は
あ
る

や

や

た

 
倒
し
た
ぞ
キ
リ
ト

う
ん
う
ん
お
め
で
と
う
ク
ラ
イ
ン

で
も
ま

今
の

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
弱
な
ん
だ
け
ど

う
え

 
マ
ジ
か
よ

 
お
り

あ
て

き
り
中
ボ
ス
ク
ラ
ス
か
と

レ
ベ
ル

の
初
心
者
の
出
発
地
ま
ん
前
に
中
ボ
ス
は
無
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
こ
は

ら

チ

ト
リ
ア
ル
み
て

に
よ

じ

あ
ク
ラ
イ
ン
は

弱
設
定
の
チ

ト
リ
ア
ル
モ
ン
ス
タ

に
す
ら
倒
さ
れ
か
け
る

ど

の
強
さ

て
こ
と

も
う

の
心
の

は
ゼ
ロ
で
す

し
て
く
れ

あ
は
は

だ
よ

 
情
け
な
く
イ
ケ
メ
ン
武

の

を

き

に
す
る
彼
に

は

く

た

 
そ
う

て
い
る
と

よ
り

か
に
大
き
い
大
人
の
彼
は
悪

め
い
た

み
を
浮
か
べ
て

の
下
を
く
す
ぐ

て
き
た

ん

く

は
は
は

 
ち

や
め
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大
人
を
か
ら
か
い
や
が

た
な

こ
の

こ

の

ク
ラ
イ
ン

お
返
し
だ

お

と

 
や
り
返
そ
う
に
も
あ
ち
ら
は
手
足
が

よ
り
⻑
く

線
も
高
い
か
ら

の
動
き
は

に

ま
れ
て

い
と

け
ら
れ
て
し
ま

た

ム
キ
に
な

て
こ
し

ば
そ
う
と
す
る
も
ク
ラ
イ

ン
は

い

い
と

や
か
に

け
る

 
そ
ん
な
事
を
数
分
も

け
て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か

陽
が
地
平
線
へ
と

り
よ
う
と
し
て

い
た

色
に

が

ま

て
い
る

気
付
け
ば

時
間
も
ク
ラ
イ
ン
と
一
緒
に

り
を
し
て

い
た
ら
し
い

お

見
ろ
よ
キ
リ
ト

だ
ぞ

う

そ
う
だ
ね

は
は
は

そ
う
不

れ
ん
な

て

の
せ
い
だ
よ

の

キ
リ
ト
が
大
人
を
か
ら
か
う
か
ら
だ

い
返
せ
な
い
の
が

ム
カ
つ
く
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く
く

 
イ
ケ
メ
ン

を

み
で

め
る
ク
ラ
イ
ン
の
横
に
立
ち

は
一
緒
に

陽
を
見
た

 
ク
ラ
イ
ン
は
ど
さ

と
地
面
の

の
感
触
を
味
わ
う
よ
う
に

り

色
の

陽
を
見
る

遠

く
の
空
に
は
数

の
黒
い

が

ん
で
い
た

遠
目
に
見
て
も
結
構
な
大
き
さ
と
い
う
事
は
ア

レ
は
恐
ら
く
大
人
よ
り
も

か
に
大
き
い

と
い
う
事
に
な
る
の
だ
ろ
う

 
ア
レ
が
モ
ン
ス
タ

な
の
か
そ
れ
と
も
ク
リ

タ

と
い
う
背

的
な
動
的
オ
ブ
ジ

ク
ト
の

い
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

ん
と
ス
ゲ

よ
な

こ
の
世
界
を
作

た

ツ
は

を
作

た

ノ
之
束
も
ス
ゲ

け
ど
よ

こ

ち
も

ス
ゲ

そ
う
だ
ね

 
本

に
そ
う
思
う

 
天
才
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く

い
事
を
や

て
の
け
て
見
せ
る

そ
れ
が

ら
な
く

ま
し
く

て

ま
し
く
て

で
も

直
に
称

出
来
る

 

ど
う
し
て

こ
ん
な
に
も
差
が
出
来
て
い
る
の
か
な

 
思
い
浮
か
べ
る
の
は
血
の
繋
が
り
が
あ
る

家

の
二
人

同
じ
親
か
ら
生
ま
れ
た

な
の
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に
年
の
差
が
あ
る
と

え
ど
大
き
な
差
が
あ
る
く
ら
い
の
出
来
を

え
て
不
平

だ
と
思
え

て
し
ま

た

 
天
才
の
才
能
も
最
強
の
才
能
も

ど
ち
ら
も

し
く

ま
し
い

 
努
力
し
て
い
る
と
は
分
か
る
け
ど
そ
れ
が
実
を
結
び
そ
れ
を

価
さ
れ
て
い
る
事
が

ま

し
い

 
仮
想
世
界
は

を
倒
せ
ば
経
験
値
を
得
て
レ
ベ
ル
が
上
が
り

備
を
強
く
す
れ
ば
強
く
な

る

極
論
時
間
を
掛
け
れ
ば
掛
け
た
分
だ
け
強
く
な
る

 
で
も
現
実
世
界
は
そ
う
で
は
な
い

 
ま
ま
な
ら
な
い

キ
リ
ト

お
前

大

か

 
い
き
な
り
暗
く
な

た
ぞ

ん

 
現
実
世
界
と
仮
想
世
界
の
違
い
才
能
の
不
平

さ
に
つ
い
て

え
て
い
る
と
こ
ち
ら
の

気
の
変
化
を

し
た
の
か
ク
ラ
イ
ン
が
声
を
掛
け
て
来
た

人
が

い
性
格
だ
と
は
思

て
い

た
が

に
知
ら
な
い
人
に
心
配
を
向
け
ら
れ
る
く
ら
い
良
い
人
な
の
だ
な
と
分
か
る

動
だ

 
ど
う
か

一

を

悪
す
る
人
で
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
け
ど
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場

は

で
こ
の
世
界
を
創

た
の
か
な

ん

 
ど
う
い
う
意
味
だ
そ
り

ど
う
い
う
意
味

な
の
か
な

自
分
で
も
分
か
ら
な
い
や

 

場

 
ナ

ヴ
ギ
ア
の

設

者
に
し
て

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
初
め
て
表
立

た

光
を

び
始
め
た
天
才
ゲ

ム
デ
ザ
イ
ナ

に
し
て
ア

ガ
ス
と
い
う
企
業
の

⻑

電

子
工
学
で
は

一
と
さ
え

わ
れ
て
い
て

の
生
み
の
親
の
束

士
と
良
い
勝
負
が
出
来
る

ど
ら
し
い

 

で
は

場

と

ノ
之
束
の
二
人
は
個
人
的
な
友
人

が
あ
る
と
か

根
も
葉
も
な

い

だ
が

 
そ
ん
な

場

に
は
天
才
ゲ

ム
デ
ザ
イ
ナ

企
業
の

⻑
と
い

た

書
き
が
あ
る

が

が
彼
の

一
の
記
者
会
見
の

像
を
見
て

い
て
思

た
の
は
孤
独
な
天
才
と
い
う
も

の
だ

た

 
ど
こ
か
彼
の
目
は

で
は
な
い

か
を
見
て
い
て
魂
は

で
は
な
い

か
に

わ

れ
て
い
る
気
が
し
た

に
も
理
解
さ
れ
な
い
苦
し
み
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
虚
無
感
と
い
う
の
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が

て

ま
る
そ
れ
が

感
じ
ら
れ
た

 
だ
か
ら

は
疑
問
に
思

て
い
た

あ
ん
な
人
が
ゲ

ム
と
い
う
一
つ
の

り
で
終
わ
ら
せ
る

が
無
い
と

確
か
に

は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

に
な

て
興

し
な
が
ら
意
気

と
こ
の
世

界
に
来
た
け
ど
そ
れ
以
外
に
も
彼
の
真
意
が
気
に
な

た
の
だ

故
孤
独
な
天
才
の

場

は

こ
の
世
界
を
創

た
の
か

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
キ

チ
コ
ピ

に

こ
の
世
界
は
ゲ

ム
だ
が
遊

び
で
な
い

と
い
う
も
の
が
あ
る

こ
れ
が

の
中
で
非
常
に
引

掛
か

て
い
る

 

か

か
重
大
な
事
が

き
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な

な
予
感
が
し
て
い
る

背
中
を
這
い
上
が
り
体
中
を
這
い
回
り
足

の
大
地
が

れ
去

て

達
を
奈

の

へ
突

き

と
そ
う
と
す
る

そ
ん
な

か
が

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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和
人
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
入
り
を
果
た
し
た
の
は

わ
れ
て
か
ら

一
年
後
つ
ま
り
九

に
な

た
日
で
す

ナ

ヴ
ギ
ア
を

れ
る
の
か
と
か
は
こ
の

え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

下
の
ハ

ネ
ス
で

定
し
た
と

得
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

 
さ
て

今
話
で
は
原
作
キ
リ
ト
の
良
き
理
解
者
で
あ
り

超
ホ
ワ
イ
ト
ギ
ル
ド

風
林
火

の
未
来
の
リ

ダ

で
あ
る
ク
ラ
イ
ン
が
登
場
し
ま
し
た

 
私
結
構
彼
の
事
が
気
に
入

て
お
り
お
ち

ら
け
た
二

目
な

も

め
て

き
な
キ

ラ
で
す

と

も
れ
が
ち
で
す
が

こ
こ
ぞ
と
い
う
時
は
頼
れ
る
兄

分
で
す

 
そ
ん
な

で

人
を

し
て
い
る
キ
リ
ト
も

心
を
許
し
て
い
ま
す

 
キ
リ
ト
の

は
男
ら
し
い
も
の
と
子

ら
し
い
も
の
の
二
つ
あ
り
こ
れ
が

在
し
て
い
る

状

に
な

て
い
ま
す

違
和
感
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

ど
う
か
ご
了
承
下
さ
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
章
 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ

Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｇ
ａ
ｍ
ｅ

Ｓ
ｗ
ｒ
ｏ
ｄ
Ａ

ｒ
ｔ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
付
け
て
い
る
英
文
が
こ
れ
で
合

て
い
る
の
か
と
て
も
不
安
で
す

せ
英

語
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
生
活
を
一
年
以
上

け
て
い
る
し

苦
手
だ

た
の
で

 
今
話
は
デ
ス
ゲ

ム

く
ら
い
で
す

  
で
は
ど
う
ぞ

今
話
も
オ

ル
キ
リ
ト

点
で
す

  
そ
ろ
そ
ろ
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
か
と

え
た
そ
の
時

リ
ン
ゴ

ン

リ
ン
ゴ

ン

と



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

か
ら
か

の

が

い
て
き
た

 
こ
の

の

は

始
ま
り
の

の
転

広
場
に
あ
る

楼

の
も
の

 
け
れ
ど
今
鳴
る
理
由
が
分
か
ら
な
い

ア
レ
が
鳴

た
の
は
ベ

タ
テ
ス
ト
で
も
シ
ス
テ
ム
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
時

す
な
わ
ち
ベ

タ
テ
ス
ト
終
了
時
の
時
一
回
き
り
だ

た
の
だ

お

お
い
キ
リ
ト

こ
り

一
体

始
ま
り
の

の

楼
の

で
も

で
今

 
そ
の
会
話
が
終
わ

た
直
後

達
は
蒼
い
転

光
に

ま
れ
た

 
気
付
け
ば
こ
の
世
界
で
最
初
に
来
る
始
ま
り
の

の
転

広
場
だ

た

に
は

に
人
が
転

し
て
き
て
お
り

の
す
ぐ

に
は
ク
ラ
イ
ン
が
い
た

う
ん
大
の
大
人
が
い
て

く
れ
る
と
非
常
に
助
か
る

 
黒
い
天

に
今
は

い
六

形
の
パ
ネ
ル
で

め
ら
れ
て
い
た

Ｗ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
と
Ｓ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
Ａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｕ
ｎ
ｃ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

が
交

に

ん
で
い
て

色
の

陽
が
完
全

に

ち
る
直
前
特
有
の
真
紅
と

て

血
の
色
の
よ
う
に
広
場
が

く
見
え
る

 
い
や
血
の
色
の
よ
う
に
ど
こ
ろ
じ

な
い

実

に
紅
の
天

か
ら

な
そ
れ
こ
そ

血
の
よ
う
な

体
が
ど

と

ち
て
き
て
い
た

そ
れ
は
空
中
の
一
点
で
寄
り

ま
り

大
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な

ロ

ブ
を
形
成
し
た

 
中
身
も

も
手
足
も
無
い

全
く
の
が
ら
ん
ど
う
な

ロ

ブ

ア
バ
タ

だ

あ
り

あ

確
か

ア
バ
タ

と
か

う
ん
じ

な
か

た

け
か

そ
う
だ
け
ど

か
不

合
で
も
あ

た
の
か
な

は

 
初
日
か
ら
不

合

て

お
い
お
い

 
確
か
に

ち
に

た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
サ

ビ
ス
開
始
日
で
い
き
な
り
の
不

合
は
今
ま
で

ク
ロ

ズ
ド
ア
ル
フ

オ

プ
ン
ベ

タ
と
テ
ス
ト
を

り
返
し
て
き
て
い
る
の
だ
か
ら
信

が
下
が
る
だ
ろ
う
が

し
か
し

は
全
く
別
の

か
が

こ

て
い
る
と
感
じ
て
い
た

 
こ
れ
は
ま
さ
か
今
ま
で
し
て
き
た
テ
ス
ト
は
今
日
こ
の
日
の
た
め
だ
け
に
重
ね
ら
れ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
う

ど

 

大
な
真
紅
の
ロ

ブ
は

そ
の
が
ら
ん
ど
う
の

を
大
き
く
広

た

プ
レ
イ

の

君

私
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

私
の

世
界

だ

私
の
名
前
は

場

い
ま
や
こ
の
世
界
を
コ
ン
ト
ロ

ル
出
来
る

一
の
人
間
だ

な
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目
の
前
で
不

な
真
紅
の

大
ロ

ブ
を

て
い
る
男
こ
そ
先

ど
ク
ラ
イ
ン
が
ス
ゲ

と

て
い
て

が
孤
独
の
天
才
と
称
し
た

場

そ
の
人
だ

た

 
確
か
に

き
覚
え
が
あ
る
深
く

フ
ト
な
声
を
し
て
い
る

テ
レ
ビ
で

い
た
時
も
だ

た

が

今
は
恐
ろ
し
い

ど
に
怖
気
と

気
を
感
じ
る
声
だ

た

プ
レ
イ

君
は

に
メ
イ
ン
メ
ニ

か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
が
消
滅
し
て
い
る
事

に
気
付
い
て
い
る
と
思
う

し
か
し
ゲ

ム
の
不

合
で
は
な
い

り
返
す
こ
れ
は
ゲ

ム

の
不

合
で
は
な
く

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

本
来
の
仕
様
で
あ
る

ン

だ
と

 
ク
ラ
イ
ン
が

き
声
を
発
し
て
い
る
中

は

い
で
メ
イ
ン
メ
ニ

を

手
の
人
差
し
指

と
中
指
を

く
立
て
て
さ

と
振
り
ち
り
ん
と

や
か
な

の

と
と
も
に
出
現
し
た
白
い

メ
イ
ン
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
さ

と
見
て
い

た

 
そ
し
て
そ
の
最
も
下
に
存
在
し
て
い
た
現
実
世
界
へ
と

る
た
め
に
絶
対
必
要
不
可
欠
な

ボ
タ
ン
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
と
い
う
表
示
が
消
え
て
白
い
空
白
が
出
来
て
い
る
の
を
見
つ

け
た本

だ

無
く
な

て
る
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お
い
お
い
お
い

お
り

あ
五
時

に
ピ
ザ
を
頼
ん
で
ん
だ

こ
ん
な
く
だ
ら
ね

の

に
付
き
合

て
る
時
間
は
無

ん
だ
よ

と

と
と
終
わ
ら
せ
ろ

か
の

な
ん
だ

ろ 

然
と
し
た
ま
ま

葉
を

け
る
ク
ラ
イ
ン
だ

た
が
し
か
し

場

は
非
情
に
も
絶
望

の

葉
を
重
ね
た

君
は
今
後
こ
の
城
の

を
極
め
る
ま
で
ゲ

ム
か
ら
自
発
的
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
は

出
来
な
い

ま
た
外
部
の
人
間
の
手
に
よ
る
ナ

ヴ
ギ
ア
の

止
あ
る
い
は
解

も
有
り

得
な
い

も
し
も
そ
れ
が

み
ら
れ
た
場
合

ナ

ヴ
ギ
ア
の
信

子
が
発
す
る
高
出

力
マ
イ
ク
ロ
ウ

ブ
が

君
の

を
破
壊
し

生
命
活
動
を

止
さ
せ
る

 
こ
れ
だ

と
確
信
し
た

あ
の
記
者
会
見
の
時
に
感
じ
た
予
感
は

こ
れ
だ

た
の
だ

 
孤
独
な
天
才
が
た
だ
の
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
に

事
す
る

が
無
い
と
思

て
い
た
け

ど

や

り
そ
う
だ

た
の
だ

 
天
才
に
し
か
狂
人
に
し
か
理
解
出
来
な
い
事

場

は

に

れ
ず
そ
れ
を
持

て
い

た
の
だ

そ
し
て
実
行
に

し
た

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

を
一
万
人
も
の

を

じ

め
る

と
す
る
事
を
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は
は

て
ん
だ
ア
イ
ツ

そ
ん
な

を
破
壊
だ
な
ん
て

出
来
る

無

だ

ろ

い
や
原
理
的
に
は
可
能
だ
よ

を
破
壊

て
事
は
多
分
マ
イ
ク
ロ
ウ

ブ

て

い
う
の
が

達
の

を
シ

イ
ク

さ
せ
て
壊
す
ん
だ

電
子
レ
ン
ジ
と
同
じ
原
理
だ
よ

物
の

は
分
子
・
原
子
の
振
動
で
決
ま
る

マ
イ
ク
ロ
ウ

ブ
が

弱
な
電

波
を
放

て

振
動
さ
せ
ら
れ
る
な
ら

ナ

ヴ
ギ
ア
で
も

け
ど

そ
ん
な
出
力
出
る
か

 
レ
ン
ジ
は
コ
ン
セ
ン
ト
に
繋

て
る
だ
ろ

す
ぐ

に

が
し

あ

い
や
ナ

ヴ
ギ
ア
の
重

は
三
キ
ロ

ど
そ
の
中
で
も
三

は
バ

テ
リ
セ
ル

て

で
書
い
て
た

記
者
会
見
で
も
断

し
て
た
か
ら

可
能
だ
よ

か
ら
ギ
ア
を
取
り
外
し
た

間
コ
ン
セ
ン
ト
を
外
し
て
る
状

で
も
バ

テ
リ
で
終
わ
る

多
分

コ
ン
セ
ン
ト
を

い
て
る
状

に
も
ネ

ト
ワ

ク
切
断
に
も

制
限
時
間
が
あ
る

だ
よ

 

だ
ろ

と
ク
ラ
イ
ン
が

く

然
と
し
て
い
る
の
は
ク
ラ
イ
ン
だ
け
で
は
な
い

に
い
る
プ
レ
イ

達
だ

て
同
じ
だ

恐
ら
く

ち

い
て
い
る

が
お
か
し
い
の
だ
ろ
う
と

思
う
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に

く

場

の

葉
が

の
推

を
事
実
と
し
た

よ
り

体
的
に
は
十
分
間
の
外
部
電
源
切
断
二
時
間
の
ネ

ト
ワ

ク
回
線
切
断
ナ

ヴ

ギ
ア
本
体
の
ロ

ク
解

・
分
解
・
破
壊
の

み

い
ず
れ
か
の

件
に
よ

て

破
壊
シ

ク
エ
ン
ス
が
実
行
さ
れ
る

こ
の

件
は

に
外
部
世
界
で
は

お
よ
び
マ
ス
コ
ミ
を

し

て

知
さ
れ
て
い
る

ち
な
み
に
現
時
点
で
プ
レ
イ

の
家

友
人

が

を
無

し
て

ナ

ヴ
ギ
ア
の
強
制
解

を

み
た

が
少
な
か
ら
ず
あ
り
そ
の
結
果

残
念
な
が
ら

に
二
百
十
三
名
の
プ
レ
イ

が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
お
よ
び
現
実
世
界
か
ら
も

退
場
し
て

い
る

 

と

く
そ
の

葉
に
ど
こ
か
ら
か
女
の
人
の
悲
鳴
が
一
つ
上
が

た

他
の
人
は

然

と

然
と
し
て

大
な

ロ

ブ
ア
バ
タ

を

ぎ
見
て
い
る

君
が
向
こ
う

に

い
て
き
た
肉
体
の
心
配
を
す
る
必
要
は
な
い

現
在
あ
ら

る
テ
レ

ビ
ラ
ジ
オ
ネ

ト
メ
デ

ア
は
こ
の
状
況
を
多
数
の
死
者
が
出
て
い
る
事
も

め
て

り

返
し
報
道
し
て
い
る

君
の
ナ

ヴ
ギ
ア
が
強
引
に

さ
れ
る
危
険
性
は

に

く
な

て

い
る
と

て
よ
か
ろ
う

今
後

君
の
現
実
の
体
は
ナ

ヴ
ギ
ア
を

し
た
ま
ま
二
時

間
の
回
線
切
断

予
時
間
の
う
ち
に

そ
の
他
の

設
へ
と

送
さ
れ

重
な

護
体
制
の
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下
に

か
れ
る

だ

君
に
は
安
心
し
て

ゲ

ム
攻
略
に

ん
で
欲
し
い

 
な

 
と

す
る

の
プ
レ
イ

達

 

も

い
た
が
し
か
し
ど
こ
か
で

静
に
状
況
を
見
て
い
る
自
分
も
い
た

現
実
と
そ
う
で

な
い
感
覚
と
の
違
和
感
が
自
分
の
五
感
を

ん
で
い
く

し
か
し
十
分
に

意
し
て
も
ら
い
た
い

君
に
と

て

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

は

に
た
だ
の
ゲ

ム
で
は
な
い

も
う
一
つ
の
現
実
と
い
う
べ
き
存
在
だ

今
後

ゲ

ム
に
お
い
て
あ
ら

る

生
手

は
機
能
し
な
い

ヒ

ト
ポ
イ
ン
ト
が
ゼ
ロ
に
な

た

間

君
の
ア
バ
タ

は

に
消
滅
し
同
時
に

君

の

は
ナ

ヴ
ギ
ア
に
よ

て

を
破
壊
さ
れ
る

し
い

 
小
さ
く

つ
り
と

づ
く

そ
の
ま
ま

場

は

無

悲
な

を

け
て
い
く

君
が
こ
の
ゲ

ム
か
ら
脱
出
す
る
方
法
は
た

た
一
つ

先
に

べ
た
と
お
り
ア
イ
ン
ク

ラ

ド
最
上
部
第
百
層
ま
で

り

き
そ
こ
に

つ
最
終
ボ
ス
を
倒
し
て
ゲ

ム
を
ク
リ
ア

す
れ
ば
よ
い

そ
の

間
生
き
残

た
プ
レ
イ

全

が
安
全
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
る
こ
と

を
保
証
し
よ
う
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第
百
層

最
終
ボ
ス

今

場

は
間
違
い
な
く
こ
う

た

 
つ
ま
り

達
プ
レ
イ

は
死
の
危
険
を
冒
し
つ
つ

を
出
し
な
が
ら
最
上

へ
と
上
り

め
圧
倒
的
な
力
を
持
つ
ラ
ス
ボ
ス
を
倒
さ
な
い
と
現
実
へ
家

に
会
え
な
い
と
い
う
事
だ

 
ベ

タ
テ
ス
ト
で
上
れ
た
の
は
十
四
層

そ
の
う
ち
十
層
付
近
で
う
ろ
う
ろ
す
る
プ
レ
イ

が

ど
で

だ
け
が
突
出
し
て
進
ん
で
い
た

事
実
十
一
層
か
ら
は

し
か
フ

ル
ド
を

け
て
お
ら
ず
他
の
プ
レ
イ

は
レ
ベ
ル
や

備
の

で
モ
ン
ス
タ

に

わ
ず
撤
退
す
る

目
に
な

て
い
た

つ
ま
り
こ
の
世
界
の
情
報
は

が
最
も
多
く
有
し
て
い
る
と
い
う
事
に
な

る 
し
か
し
や
は
り
そ
れ
で
も
十
四
層
百
層
に
は
遠
く

ば
な
い

か
が
そ
れ
に
つ
い
て
怒

鳴

て
指

し
た

 
け
れ
ど
そ
れ
は

い
ど
よ
め
き
に

ま
れ
た
だ
け
だ

た

そ
し
て
そ
の
ど
よ
め
き
に
恐
慌

や
悲
鳴
は

じ

て
い
な
い

こ
れ
が
ま
だ
現
実
に

こ

て
い
る
こ
と
だ
と
認
識
出
来
て
い
な

い
の
だ

の

で

惑
し
て
い
る
ク
ラ
イ
ン
も

 
そ
の
時

達
の
思

を
弄
び

け
る

ロ

ブ
の

の
白
手

が

く
下
ろ
さ
れ
同
時
に

一
切
の
感
情
が
感
じ
ら
れ
な
い

け
れ
ど
ど
こ
か

さ
と
興

を
交
え
た

声

が
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い
たそ

れ
で
は
最
後
に

こ
の
世
界
が

君
に
と

て
の
現
実
で
あ
る
と
い
う
証

を
見
せ
よ
う

君
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に

私
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る

確
認
し
て
く
れ

え

 
ス
ト
レ

ジ
と

わ
れ
た
時
点
で

は
開
い
た
ま
ま
の
メ
イ
ン
メ
ニ

を

作
し
ス
ト

レ

ジ
タ
ブ
を
ク
リ

ク
し
た

 

が

た
ス
モ

ル

ド
の
残
り
一
本
と
一
個
も
使

て
な
い
初
期
配

も

め
た
ポ

シ

ン
十
個

こ
こ
ま
で
は
最
初
と
同
じ
だ

流

に
滅

苦

な

備
に

し
て
は
よ
く
分

か

て
な
い
の
で
出
し
て
な
い
が
そ
の
更
に
下
に
新
た
に
手
に
入

た
と
い
う
事
を
示
す
Ｎ

ｅ
ｗ
マ

ク
が
付
い
た
ア
イ
テ
ム
が

手

と
あ

た

 
そ
れ
を
出
し
て

す

め
つ
見
る
も
ち

と
大
き
め
の
手

に
は
作

た

の
ア
バ
タ

髪
の
⻑
さ
と
女
の
子
の
よ
う
な
小
ぶ
り
な

を
男
の
子

く

く
し
て
少
し
目
つ
き
を

く
し
た
感
じ
の
そ
れ
が

て
い
る
だ
け
だ

た

和
な

つ
き
は
中
性
的
に
見
え
る

こ

 

が
声
を
発
せ
た
の
は
こ
こ
ま
で
だ

た

に

の
体
が
蒼
白
い
光
に

ま
れ
た
と
思

た
ら

の
プ
レ
イ

も

ま
れ
た

光
が
解
け
て
か
ら

だ
と
思

て
手

を
再

見
る
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と

え

と

ま
る

 
白
い

は
同
じ
だ
か
ら
良
い
と
し
て
少
し

さ

さ
に
し
て
い
た
髪
は

や
か
な
⻑
い
黒
髪

に

め
な
目
つ
き
の

は

少
女
然
と
し
た
小
ぶ
り
な

に

も

故
か
ピ
ン
ク
色
ち

と
骨
太

く
し
て
い
た

や

回
り
も

の
そ
れ
に

て

く
な

て
い
た

背

に

し

て
は
剣
の
振
り
と

点
の
高
さ
に
よ
る
違
和
感
を
抑
え
る
た
め
に
変
え
て
な
い
た
め
特
に
変
更

点
は
無
い

 
し
か
し
容

は
完
全
に
現
実
の

レ
と
な

て
い
た

思
わ
ず
後
ろ

ま
で

ば
し
た
黒
髪

の
束
を
手
に
と

て

然
と
し
て
い
る
と

ク
ラ
イ
ン
が
い
た
方
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た

お

お
い

ち

ん

だ

 

い
バ
ン
ダ
ナ
は
同
じ
だ
し

を

と
し
た

も
同
じ
だ
が
イ
ケ
メ
ン
武

の

は

武
士
面

サ
ラ
サ
ラ
の

髪
も
ツ
ン
ツ
ン
に
逆
立

た

い

髪

目
は

め
の
三
白
眼

 

こ
の
人

と
思

て
い
る
と

て

今
の
声
と
バ
ン
ダ
ナ
に

そ
し
て
立
ち

と

え
て
ボ
イ
ス
エ
フ

ク
タ
が

止
し
た
の
か
少
年
の
声
か
ら
少
女

い
声
へ
と

て
い
る
声

で

問
し
た

ま
さ
か

ク
ラ
イ
ン
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キ
リ
ト
か

う

う
ん

キ
リ
ト
よ

お
前

女
の
子
だ

た
の
か

い
や

こ
ん
な
容

だ
け
ど

ち

ん
と
男
だ
か
ら

そ

そ
う
か

そ
れ
に
し
て
も
こ
り

あ
ど
う
い
う
事
だ

 
や

り

み
入
る
間
合
い
を

れ
る
良
い
人
だ
と
思
い
つ
つ
ク
ラ
イ
ン
の
疑
問
に

え
を

出
す多

分

ら

は
ナ

ヴ
ギ
ア
そ
の
も
の
で

し
て
る
ん
だ
と
思
う

あ
れ

ま
で

す

り

う
メ

ト
タ
イ
プ
だ
し

は
バ
イ
ザ

み
た
い
な
の
が
あ

た
か
ら

弱
な
電

波

て
い
う
や
つ
を

て
て

み

ん
だ
ん
じ

な
い
か
な

そ
も
そ
も

の
破
壊
だ

け
の
た
め
に
付
け
て
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
し

 
そ
も
そ
も
こ
ん
な
事
を
仕
出
か
す
前

の
機
能
な
ん
て
製
作
時
点
で
止
め
ら
れ
る

に

さ
れ
て
い
た
と
し
て
も

な
る

ど

け
ど

体
格
は

あ

そ
う
か

写
真
と

あ
と
キ

リ
ブ
レ

シ

ン

て
や
つ
か

体

タ

タ
す
る

ツ
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あ

あ
あ

そ
う
い
え
ば
あ

た

け

そ
ん
な
の

 
思
え
ば
ア
バ
タ

製
作
時
に
写
真
を
取

て

に
し
た

の
自
分
の
ア
バ
タ

が
女
性
の

徴

を
持

て
い
な
い
の
は

間
ま
で
キ

リ
ブ
レ

シ

ン
で
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
か

ら
な
ん
だ
ろ
う
な

と
思
い
つ
つ

で
ネ
カ
マ
や
ネ
ナ
ベ
を
し
て
い
た
プ
レ
イ

を

眼
で

め
る

ま
じ
く
男
女

が

れ
て
い
た

 
ネ
ナ
ベ

つ
ま
り
女
性
が
男
性
ア
バ
タ

で
プ
レ
イ
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ま
だ
良
い

う
だ

な
に
せ
男

は
結
構
似
合
う
の
が
定

だ
か
ら

け
ど
逆
は
ア
ウ
ト
だ

特
に

体
型
の

ツ

ピ
ン
ク
の

に
ス
カ

ト
は
地
獄
だ
ろ
う

あ
と
は
キ

ラ
ク
タ

名
か

 

な
ど
と
現
実

気
味
に
思

を
巡
ら
し
て
い
る
と

で
も
現
実
を
直

さ
せ
ら

れ
た

君
は
今

故
と
思

て
い
る
だ
ろ
う

な

私
は

Ｓ
Ａ
Ｏ

び
ナ

ヴ
ギ
ア
開
発

者
の

場

は
こ
ん
な
事
を
し
た
の
か
と

こ
れ
は
大

な
テ
ロ
か
あ
る
い
は
身
代
金

目
的
の
誘

事
件
な
の
か

と

 
そ
こ
で

と
そ
れ
ま
で

本
一
本

子
に
無
機

的
だ

た
声

に

か
し
ら
の
色
合
い

を

び
た
の
を

に

し
た

故
か
は
知
ら
な
い
が

は
深
い

共
感

と

を
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え
た

私
の
目
的
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
今
の
私
は

に
一
切
の
目
的
も

理
由
も
持
た
な
い

な

な
ら

 
こ
の
時
点
で

は
そ
の
先
の

葉
を

せ
た

密
や
か
に

葉
を
発
す
る
の
と
同
時

場

の
超
然
的
な

葉
も
発
せ
ら
れ

重
な
る

こ
の
状
況
こ
そ
が

私
に
と

て
の
最
終
目
的
だ
か
ら
だ

 
や
は
り
か
と
思

た

密
や
か
で
あ

て
も
ク
ラ
イ
ン
に

か
を

た
事
は

こ
え
た
ら

し
く

し
む
よ
う
な
目
線
が
向
い
た
気
配
が
し
た
が
今
の

に
そ
ん
な
事
を
意
識
す
る

ど

の

は
無
い

こ
の
世
界
を
創
り
出
し

す
る
た
め
に
の
み

私
は
ナ

ヴ
ギ
ア
を

Ｓ
Ａ
Ｏ
を

た

そ
し
て
今

全
て
は
達
成
せ
し
め
ら
れ
た

以
上
で

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ

イ
ン
制
式
サ

ビ
ス
の
チ

ト
リ
ア
ル
を
終
了
す
る

プ
レ
イ

君
の

闘

を
祈
る

 
そ
の

葉
と
と
も
に

ロ

ブ
は

に

な

体
へ
と

れ
て
い
き
そ
し
て
逆
再

生
す
る
か
の
よ
う
に
真
紅
の
天

へ
と

い

ま
れ
て
い

た
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そ
し
て
全
て
が

み

ま
れ

消
え
る
と
同
時

真
紅
の
天

は

の

黒
の
天

へ
と

た

目
が

い
と
思
う

ど
に
血
の
色
を
し
て
い
た
風

が

の

色
に

り

無

と

な

て
い
た
広
場
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ

の
演

が

覚

を

か
せ
る
よ
う
に

て
く
る

 
や
ば
い

と
思

た

こ
の
静
け
さ
は

大
パ
ニ

ク
の
前
兆
だ

の
前
の
静
け
さ
だ

 

は

い
で
ク
ラ
イ
ン
の
手
を
取
り
少
し
声
を
上

る
彼
を
無

し
て
路
地
裏
へ
と

け

ん
だ

 
直
後
広
場
か
ら
大

の

が

い
て
く
る

動
も

こ

て
い
た

を
地

面
の
レ
ン
ガ
を
突
き

そ
う
と
剣
を

槍
を

剣
を
立
て
て
は
弾
か
れ
る

 

は
そ
れ
が
見
え
な
い
様
に
な
る

ま
で
進
ん
で

を

が
り
こ
ち
ら
に
来
な
い
と
見
え
な

い
路
地
に
入

た

ク
ラ
イ
ン
が

に
抗
議
す
る
よ
う
な
目
線
を
向
け
て
い
る

ご
め
ん

で
も

く
り
話
を
す
る
に
は

乱
さ
れ
て
る
と
ど
う
に
も
出
来
な
い
か
ら

い

い
や

も
パ
ニ

ク
に
な
り
掛
け
て
た
か
ら
な

そ
れ
で

ど
う
し
た

ク
ラ
イ
ン
は
こ
の
後

ど
う
す
る
つ
も
り

ん

 
ん

は
友
人
た
ち
と
一
緒
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

た
ん
だ

ナ

ヴ
ギ
ア
は
Ｓ
Ａ

Ｏ
が

え
て
慌
て
て

意
し
た

て
感
じ
で
よ

だ
か
ら

あ
い
つ
ら
と
一
緒
に
い
る
か
な
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攻
略

す
る

さ

な

あ
い
つ
ら

第
だ

て

う
な
ら
生
活
で
き
る
く
ら
い
に
だ
け
に

め
る
し

す
る

て

う
な
ら

が
リ

ダ

に
な

て
引

る
さ

 

い
ね

と

く

 
本

に

本

に

い

ク
ラ
イ
ン
は

そ

か

さ
進
も
う

て
思

て
た
ん
だ

出
来
れ
ば
ク
ラ
イ
ン
も

て

け
ど

ク
ラ
イ
ン
に
は

間
が
い
る

あ
あ

悪

な
キ
リ
ト

ん

て
キ
リ
ト

お
前

間
は
い
ん
の
か

 
友
人
は

に
友
人
な
ん
て
一
人
も
い
な
い
よ

男

達
ら
に
こ
ん
な
容

だ
か
ら
女
尊
男

の
世
界

じ

り
が

い
ん
だ

 

に

を
歪
め
る
ク
ラ
イ
ン

ぶ
る
ぶ
る
と
無
精

が
生
え
た

が

え
る

キ
リ
ト
よ

お
前

さ
え
良
け
れ
ば

そ
の

ら
と

あ
り
が
た
い
け
ど
遠
慮
す
る
よ

は
一
人
が

き
だ
か
ら

あ
り
が
と
誘

て
く

れ
て
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キ
リ
ト

フ
レ
ン
ド
登
録

し
と
こ

か

情
報
送
れ
る
し

ク
ラ
イ
ン

し
い
し

 
あ
あ

 

き

い
を
見
せ
る
ク
ラ
イ
ン
に

み
な
が
ら

は
フ
レ
ン
ド
登
録
を
済
ま
せ
た

フ
レ

ン
ド
リ
ス
ト
の
最
上
部
に

Ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ

の
五
文

が

ま
れ

彼
の

上
の

バ

の
上

に
も
白
い
フ

ン
ト
で

ま
れ
る

同
じ
よ
う
に

の

上
に
も
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と

ま
れ

て
い
る
だ
ろ
う

も
う
一

う
け
ど
よ

キ
リ
ト
お
前

は
ま
だ
九

の
ガ
キ
な
ん
だ

無
理
し
な
く
と

も 
や

り

し
い
な
と
思
い
な
が
ら
け
れ
ど

は

を
横
に
振

た

差
し
出
さ
れ
る

手

を
や
ん
わ
り
と

手
で
下
ろ
さ
せ
る

そ
の

葉
は

以
外
の
人
に
掛
け
て
あ

て
欲
し
い

一
人
で
進
ん
で
リ

ス
を
独

し

よ
う
と
す
る

者
の
ベ

タ
テ
ス
タ

に
は

体
無
い

葉
だ
か
ら

友
達
を

い
て

い
く
人
間
に
は

体
無
い
か
ら

あ
り
が
と
う

ま
た
ど
こ
か
で

 

時
も
気
を
強
く
持
つ
た
め
に
男
ら
し
く
し
て
い
る

も
今
は

の
女
の
子
寄
り
の
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り
に
な

て
い
る
の
を
自
覚
し
て
い
た

彼
に
は

の

を
見
せ
て
良
い
と
思

た
か
ら

 
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ

は
ク
ラ
イ
ン
を
見
な
が
ら
後
ろ
に
数
歩
下
が
り
そ
し
て
彼
に
背
を

向
け
る

歩
き
で
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
と

名
前
を
呼
ば
れ
た

キ
リ
ト

 

が

越
し
に
振
り
返
る
と
彼
は

手
を

に

手
は
親
指
を
立
て
て
四
つ
の
指
を
握

た
状

で
突
き
出
す
ジ

ス
チ

を
し
て
い
た

お
前

本

は
そ
の

な
ん
だ
な

さ

き
ま
で
の
少
年

い
の
よ
り
も
断
然

み
だ

自
信
を
持
て
よ

ク
ラ
イ
ン
も

そ
の

武
士

の
方
が

さ

き
の
よ
り
も
万

似
合

て
る
よ

 

あ
り
が
と

 
も
う
振
り
返
る
事
無
く
彼
の
前
か
ら

り
去
る

全
速
を
以
て

の

点
ホ
ル
ン
カ
の

へ
と

第
三
層
後
期
ま
で
使
え
る
片
手
剣
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
ク
エ
ス
ト
を

け
に

は
全

速
で

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
原
作
キ
リ
ト
に
近
い
思

を
入
れ
て
い
ま
し
た
が
最
後
の
会
話
だ
け

に
違
い
ま
す

本

作
の
キ
リ
ト
は
大
体
こ
ん
な
感
じ
の
性
格
で
す

 
ま
た
九

が
こ
ん
な
思

出
来
る
か
と
い
う
話
で
す
が
一
応
理
由
は
存
在
し
て
い
ま
す

今
後
チ
ラ

と
明
か
さ
れ
る
の
で

気
⻑
に
お

ち
下
さ
い

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
章
 

光
と
の
邂
逅

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
も
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る

り
あ
の
人
と
邂
逅
し
ま
す

そ
し
て

だ
と
か

と

か

わ
れ
て
い
た
キ
リ
ト
の
潜
在
能
力
が

ら
か
発

さ
れ
る
回
で
も
あ
り
ま
す

 
初

か
ら
い
き
な
り
暗
い
で
す
が
ま

本
作
の
キ
リ
ト
は
根
本
的
に
こ
ん
な
感
じ
で
す

ご
了
承
下
さ
い

 
で
は
ど
う
ぞ

最
初
だ
け
キ
リ
ト

点

そ
し
て
初
の
キ

ラ

点

え
が
あ
り
ま
す

  
ク
ラ
イ
ン
を
見
捨
て

ロ
で
活
動
し
始
め
て
か
ら
一
体
ど
れ

ど
の
時
が
経

た
だ
ろ
う

か
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ど
れ
く
ら
い
の
時
間
戦
い

け
て
い
る
の
か

時
間
間
隔
も
最
近
は

だ

 
食
事

眠

の
全
て
を
極
限
ま
で

て
の
戦
闘

え

る
集
中
の

に

た
く

に
じ
り
寄
る

気
を

え
る
こ
の
感
覚

こ
れ
は
き

と
自
分
の
体
を

む

な
の
だ
ろ
う

な
と

時
か
ら
か
思
う
よ
う
に
な

た

 
思
え
ば
あ
の
日
デ
ス
ゲ

ム
開
始
の
日
か
ら
一
夜
た
り
と
も

出
来
て
い
な
い

家

が

い
な
い
と
こ
こ
ま
で
自
分
は
弱
い
の
か
と
今
更
な
が
ら
に
自
分
の
愚
か
さ
加

に
反

が
出
そ

う
に
な
る

本

に
自
分
は
ダ
メ
な

ツ
だ
と
思
う

か
が
一
緒
に
い
な
い
と

も
出
来
な

い

で
出
来
損
な
い
な
ん
だ
と

 
思
え
ば
今
ま
で
も
そ
う
だ

た

に

す
る
ト
ラ
ウ
マ
だ

て
家

に
迷
惑
を
掛
け

け

て
い
た
し

そ
も
そ
も
自
分
を

て
く
れ
た
時
点
で
迷
惑
し
か
掛
け
て
い
な
い
で
は
な
い
か

 
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て

は
強
く
な

た
と
か

そ
ん
な

違
い
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
目
の
前
で
レ
ベ
ル

の

ル
イ
ン
コ
ボ
ル
ド
・
ナ
イ
ト

と
い
う
剣
を
持

た

が

を

た
よ
う
な
魔
物

手
に

そ
ん
な
事
を

え
な
が
ら
戦

て
い
た

 
現
実

だ

ロ
と
い
う
の
は
多
大
な
リ

ス
を
独
り

め
で
き
る
と
い
う
魅
惑
が
あ
る

反
面

危
機
に

て
も
助
力
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う

大
な
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
の
だ
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そ
し
て
今

は
そ
の
リ
ス
ク
を
思
い

切
り

み

い
て
自
身
を
死
の
淵
へ
と
立
た
せ
て
い

た 
ナ
イ
ト
の

は
ま
だ
四

は
あ
る
が

の

は

に
一

も
無
い

そ
り

そ
う
だ
モ
ン

ス
タ

ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
と
い
う
か
つ
て
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
定
番
の
モ
ン
ス
タ

ハ
ウ
ス

み
の

を
ポ

プ
さ
せ
る

を

は

ロ
な
の
に
も

わ
ら
ず

み

い
た
か
ら
だ

残
り
一
体

つ
ま
り
コ
イ
ツ
だ
け
だ
か
ら
五
十
体
以
上
も
一
気
に

し
寄
せ
て
き
た
大

を

い
て
い
る
の

で

た
方
で
は
あ
る
と
思
う

も
う
い
い
加

に
な

て
良
い
か
な

 

つ
り
と

い
た

に
体
の

も
解
け
て
構
え
も

ち
ど
さ

と

を
突
い
て
し

ま
う

を

か
が
伝

た

 
鉄

を

た

剣
士
は
じ

る
り
と

な
め
ず
り
を
し
て
こ
ち
ら
に
少
し
ず
つ
歩
み
寄

て

き
た

そ
し
て

の
数
十
セ
ン
チ
前
ま
で
歩
い
て
そ
の

の
手
に
持

て
い
る
無
骨
な
大
剣
を

大
上

に
掲

て
る
の
よ

あ
な
た

 
ズ
パ

ン

 
と
閃
光
一
閃

ま
じ
い

色
の
一

の
閃
光
が

剣
士
を

き

蒼
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い
結

片
へ
と
変
え
た

す
た
ん

と

の
前
に

り
立
つ

か

 
今
の
速
さ
と
突
き
技

そ
し
て
色
か
ら

す
る
に

剣
ス
キ
ル
の

リ
ニ
ア

だ

 
声

と

か
ら
女
性
か

一
体

と
思
い
な
が
ら

を
上

る
と
逆
光
で

暗
い
が

色
の
⻑
髪
と

い
フ

デ

ド
ロ

ブ

が
見
え
た

持

て
い
る
の
は
ア
イ
ア

ン
レ
イ
ピ
ア
で
は
な
く
フ

ル
ド
モ
ン
ス
タ

ウ

ン
ド
・
ワ
ス
プ
か
ら
の

確

ド

ロ

プ
の
ウ

ン
ド
フ
ル

レ

き
か
ら
恐
ら
く

回
か
強
化
さ
れ
て
い
る

で

助
け
た
の

ど
う
い
う
意
味

リ

ス
の
奪
い
合
い
は
プ
レ
イ

の
絶
対
数
が
多
い

ど
に
過

に
な
る

こ
こ
で

を
助
け
て
も

良
い
こ
と
は

じ

あ
あ
な
た

こ
の
世
界
で
死
に
た
い
の

ど
う

な
ん
だ
ろ
う

お

れ

は

 

と
ぐ
ら
り
と

界
が
揺
れ
た

に
五
感
が
遠
く
な
り
ど
さ

と
い
う

と
女
性
ら

し
い
声
が

こ
え
る
も

第
に
そ
れ
も
小
さ
く
な

て
い

た
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ど
う
し
よ
う

こ
の
子

 
と
り
あ
え
ず
ポ

シ

ン
を

ま
せ
て

を
危
険

か
ら
安
全

ま
で
回
復
さ
せ
た
け
れ
ど

正
直
私
で
は
ど
う
に
も
出
来
な
さ
そ
う
な
の
が
実
状
だ

た

一
応
パ

テ

メ
ン
バ

は
い

る
の
だ
け
れ
ど

実
は
私
は
ト
ラ

プ
に
引

掛
か

て
回
転

で
別
フ
ロ
ア
に
来
て
し
ま
い

安

に
こ
こ
を
動
け
な
い
の
だ

 
回
転

で
来
て
し
ま

た
フ
ロ
ア
で

ま
じ
い
戦
闘

が

こ
え
た
た
め
に
そ
ち
ら
へ
足
を
向

け
て
み
る
と

目
の
前
で
倒
れ
た
黒

黒
髪
の
少
年
が
ギ
リ
ギ
リ
で
戦

て
い
た
と
い
う

だ

 
そ
れ
に
し
て
も

と
思
う

こ
の
子

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が

て
た
子
に

似
て
る

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
一
日
が
経
つ
前
に
情
報

の
鼠
の
ア
ル
ゴ
さ
ん
と

一
緒
に
な

て
ベ

タ
と
新
た
な
正
式
サ

ビ
ス

の
デ

タ
を
広
め
て
回

て
い
た
無
精

の
男
の
人
だ

私
の
パ

テ

メ
ン
バ

で
あ
り
リ

ダ

で
も
あ
る

 
私
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

剣
の

を
見

ま
れ
新
進
気

の
ビ
ギ
ナ

と
い
う
こ
と
で
一
緒
に

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
の
だ

 
そ
の
時
に
彼
は
悔
し
そ
う
に

を
流
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た

ア
ル
ゴ
さ
ん
と
共
に
ベ
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タ

と
正
式
サ

ビ
ス

の
デ

タ
を
集
め
て
送

て
く
れ
て
い
る
ベ

タ
テ
ス
タ

の
事
を

あ
い
つ
は
よ

た

た
一
人
で

も
か
も
背
負
い

ん
で

先
に
進
ん
じ
ま

た
ん
だ

を
誘
お
う
と
も
し
て
く
れ
て
た
ん
だ

ま
だ
た

た
の
九

の
ガ
キ
が
大
人
の

よ
り

も
よ

ど

静
だ

た
ん
だ

く
追
い
つ
い
て
や
ら
ね

と
あ
い
つ
は
背
負

た
モ
ン
の

重
さ
に

え
か
ね
て

れ
ち
ま
う
よ

キ

は
ね

ベ

タ
の
時
も
だ

た
ん
ダ

た
だ
の
一

も

と
も
パ

テ

を
組
ま

ず
け
れ
ど
情
報
だ
け
は
平

に
広
め
て
い
タ

ど
ん
な
理
不

な
要
求
を

わ
れ
よ
う
と
二
つ

返
事
で
承

し
て
た
し

殿
は
必
ず

け
て
出
て
い
た
ん
ダ

本

に
あ
の
子
は
恐
ろ
し
い
よ

い
ろ
い
ろ
な
意
味
デ

け
ど
ね
だ
か
ら
こ
そ
オ
ネ

サ
ン
達
が
し

か
り
し
て

え
な
い

と
ダ
メ
な
ん
ダ

キ

に
は
絶
対
に

え
が
必
要
な
ん
だ
け
ど
あ
の
子
は
そ
れ
を
自
覚
し
て

な
い
ん
だ

く
し
な
い
と
死
に
た
が

ち

ウ

 
二
人
は
悔
し
そ
う
に
語

て
い
た

少
女
の
よ
う
な
容

に
黒
を

と
し
た

背
中

に

た
片
手
剣

⻑
い
黒
髪
に

す
ぎ
る
容

 
ど
れ
を
と

て
も
話
に

い
た

キ
リ
ト

と
い
う
プ
レ
イ

と
一

す
る
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も
う
い
い
加

に
な

て
良
い
か
な

  

と

裏
で
そ
ん
な

葉
が

た

れ
切

て
生
き
る
気
力
す
ら
も
失

て
い
た
声

は
と
も
す
れ
ば
絶
望
の
声
を

り
上

て
い
た
あ
の
広
場
の

よ
り
も

で
す
す
り

い

て
い
た
自
分
よ
り
も

い
状

な
の
で
は
な
い
か
と
思
う

た

た
一
人
で
最
前
線
を
進
む
彼

は
自
分
が
無
自
覚
に
背
負

た
重
み
に

え
か
ね
て
悲
鳴
を
上

て
い
る
の
だ

そ
れ
に
気
付

い
て
い
な
い

 
危
う
い
危
う
過
ぎ
る

十
五

の
私
で
さ
え
も
危
う
か

た
の
に
更
に
六
つ
下
の
九

の

子

が

こ
ん
な
異
常
な
状
況
に

え
ら
れ
る

が
無
い

お

い

ア
ス
ナ

 

と
こ
の
一

月
近
く
で

き
鳴
れ
た

間
声
が

き

に
こ
ち
ら
に

り
寄

て
く

る
複
数
人
の
影

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
そ
の
友
人
さ
ん
そ
し
て
偶
然
一
緒
に
な

た

色
の

使
い
エ
ギ
ル
さ
ん
だ

私
を
入
れ
て
八
人
パ

テ

で
あ
る

 
エ
ギ
ル
さ
ん
が

り
寄
り
な
が
ら
安
心
し
た
よ
う
に
安

の

息
を

い
た

無
事
だ

た
か

良
か

た

い
き
な
り
回
転

で
離
れ
ち
ま
う
ん
だ
も
ん
な
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い
え

私
は
無
事
な
ん
で
す
け
ど

こ
の
子
が

ん

 

て

キ
リ
ト
じ

ね

か

 

で
こ
こ
に
倒
れ
て

さ

け
ど

私
が
助
け
に
入

た
時
点
で

は
一

切

て
ま
し
た
し

直
後
に
倒
れ

た
の
で

し
く
は

と
に
か
く
キ
リ
ト
を

れ
て
今
日
は
引
き
上

よ
う

今
日
の

後
四
時
に

は
ボ
ス
攻
略
会
議
だ
し
な

 
そ
う
こ
の
一

月
で

く
だ
が
や

と
第
一
層
の
ボ
ス
部

が
発
見
さ
れ
た
の
だ

ア
ル

ゴ
さ
ん
伝
手
で
発
見
し
た
の
は
目
の
前
で
エ
ギ
ル
さ
ん
に

が
れ
る
小

な
彼
ら
し
い

結
構

進
ん
で
る
私
達
で
す
ら
二
十

あ
る
内
の
八

ま
で
し
か
進
ん
で
な
い
の
に
彼
は

ロ
で
全
部

り
き

た
の
だ

ア
ル
ゴ
さ
ん
に

さ
れ
て
い
る
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
を
見
る
に
ど
う
や
ら

全
て
の
部

を
見
て
回

た
の
も
彼
ら
し
い

 

故
こ
れ

ど
ま
で
に
精
力
的
に
で
も
生
き
る
た
め
で
な
く
死
に
た
が

て
戦

て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思

た

 
三
十
分
近
く
掛
け
て
迷

を

け
た
私
達
は
最
も
近
い
主

ト

ル
バ

ナ
へ
と

い

た

時
間
は
ま
だ
一
時
な
の
で

三
時
間
も

予
が
あ
る
と
い
う
事
に
な
る
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さ
て

キ
リ
ト
を
ど
う
す
る
か
だ
よ
な

下
手
に
そ
の

に

か
せ
る
と

な

中

が
ち

か
い
出
す
か
も
し
れ
ね

し

つ

 
そ
の
時

か
な

き
声
が
上
が

た

く
り
と
エ
ギ
ル
さ
ん
の

に

が
れ
て
い
る
彼
の

体
が
動
く

あ

気
が
付
い
た

 
大

 
エ
ギ
ル
さ
ん
に
下
ろ
し
て
も
ら
い

水
近
く
で

ら

ら
と
よ
ろ
け
て
ベ
ン
チ
へ
と

掛
け

る
少
年
キ
リ
ト

を

さ
え
な
が
ら

ら

ら
と

を
見

し
て

私
に

線
を
定
め
た

 
私
は
中

に
な

て
彼
の

を

き
見
る
よ
う
に
し
た

こ
こ

ど
こ

ト

ル
バ

ナ

迷

か
ら
最
寄
り
の

よ

あ
り
が
と

助
け
て
く
れ
て

キ
リ
ト

私
は
ア
ス
ナ
よ

よ
ろ
し
く
ね

キ
リ
ト
君

 

手
を
出
す
と
彼
も

手
を
出
し
て

と
触
れ
る
直
前
に
止
め
て
し
ま

た

を

て

て
い
る
と

そ
の
ま
ま
そ
ろ
そ
ろ
と

て
し
ま
う
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人
見
知
り
の
子
な
の
か
な
と
思
い
つ
つ
初
対
面
だ
し
仕
方
な
い
か
な
と

得
し
て
私
も

手

を

し
た

よ

キ
リ
ト

し
ぶ
り
だ
な

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
そ
の
声
に
キ
リ
ト
君
は
さ

き
ま
で
の

と
し
た
動
き
が

の
よ
う
に

ば

と

く
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
へ
と

を
向
け
た

に

を

に

め
る

ク

ラ
イ

ン

お
う

お
前

を
追
い
か
け
て
来
た

で

予
想
よ
り

い

お
前

が
回
し
た
情
報
の
お
陰
で

ら
だ
け
じ

な
く
て
多
く
の
プ
レ
イ

が
生
き
て
る

ん
だ

そ
り

成
⻑
も
速
い
に
決
ま

て
ん
だ
ろ

そ

か

ア
ス
ナ
を

加
え
た
ん
だ

そ

ち
の
大
き
い
人
も

エ
ギ
ル
だ

よ
ろ
し
く
な

 
さ

と
同
じ
よ
う
に
手
を
出
し
た
が
や

り
触
れ
る
前
で
引

め
て
し
ま
う

を
見

る
に

握
手
は
し
た
い
け
ど

か
を
恐
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
だ
ろ
う
か

 
エ
ギ
ル
さ
ん
も

を

つ
つ
深
く
追

し
よ
う
と
は
し
な
か

た
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そ
れ
で
キ
リ
ト

お
前

ま
だ

ロ
で
や

て
ん
の
か

時
か
本

に
死
ん
じ
ま
う
ぞ

い
た
話
じ

あ
一

切

て
た
ら
し
い
じ

ね

か

う
ん

で
そ
ん
な
無

し
た

ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を

ん
じ

て

 
え

と

そ
れ

で
す
か

そ
う
だ
な

ア
ス
ナ
に
も
分
か
る
よ
う

に

え
ば
部

中
モ
ン
ス
タ

だ
ら
け
で

脱
出
不
可
能
に
な
る
ト
ラ

プ
だ
な

モ
ン
ス
タ

ハ
ウ
ス

て

ツ
だ

え
え

 
そ

そ
ん
な
ト
ラ

プ
が
あ
る
ん
で
す
か

Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
は

か
ら
の
定
番
だ
け
ど
な

け
ど
キ
リ
ト
あ
そ
こ
は

路
が
あ

た
ろ

 

せ
め
て
ポ

シ

ン
使

て

て

時
間

ぎ
し
な
が
ら
戦
え
ば
よ
か

た
じ

ね

か

 
キ
リ
ト
君
の
前
に
同
じ
よ
う
に
中

に
な
り

彼
の

を

ん

ん
と

く
ク
ラ
イ
ン
さ
ん

キ
リ
ト
君
は

い
た
ま
ま

を
開
い
た

ポ

シ

ン

切
ら
し
た

お
い
お
い

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
の
危
険
性
は
お
前

が
一
番
分
か

て
ん
だ
ろ

 
ベ
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タ
テ
ス
タ

で
も
あ
る
ん
だ

で
切
ら
し
た
ん
だ

日
も
入

て
た
し

ボ
ス
と

戦

た
か
ら

 
そ
の

間
私
達
八
人
は
一

に

ま
り
そ
し
て
は

 
と
大
き
な
声
を
上

て
し
ま

た

ボ
ス
と

て

お
前

で
そ
ん
な
無

を

ベ

タ
テ
ス
ト
と
正
式

と
の
変
更
点
は

本

に

な
も
の

そ
れ
が

ベ

タ
テ
ス

タ

を
殺
す
要
因
に
な
る
し
ベ

タ
の
デ

タ
が
あ
る
十
四
層
ま
で
は
そ
の
デ

タ
で

心
を

生
む
か
ら

だ
か
ら

く
確
認
し
な
き

て

今
日
は

そ
の
帰
り
で

お
い
お
い

ら
な
ん
で
も

ロ
じ

危
険
す
ぎ
る

い
や
そ
も
そ
も
ボ
ス

て
な

取

り

き
が
い
ん
の
が
定

だ
ろ

そ
い
つ
ら
ご
と

手
し
た
の
か

の
レ
ベ
ル

だ
か
ら

な
ん

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
が
ち
ん
と

ま
り
エ
ギ
ル
さ
ん
も

を

く

く
さ
せ
て

ま

て
い
た

 

く
そ
の
状

が

い
た
け
ど
そ
こ
で
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
も
追

を
や
め
た
ら
し
い

問
を

変
え
た
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は

そ
れ
で

か
変
更
点
は
あ

た
の
か

ん

ボ
ス
の

は
四

ベ

タ
で
は
残
り
一

に
な
る
と
タ
ル
ワ

ル

て
い
う

刀

に
な
る
け
ど

そ
れ
が

⻑
い
カ
タ
ナ
に
な

て
た

 
キ
リ
ト
君
の

葉
に

少
し
興

気
味
に
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
食
い
つ
い
た

カ
タ
ナ
が
あ
ん
の
か

え
あ
あ
あ

多
分

刀
を
鍛
え
て
い

た
ら
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
と
し
て
出
る
ん
じ

な
い
か
な

ベ

タ
で
は
十
層
の
迷

に

あ
そ
こ
を
突
破
出
来
た
の

ロ
の

を

け
ば
ワ
ン
パ

テ

だ
け
だ
け
ど

人
数
が
少
な
い

ど
リ
ポ

プ
が

し
か

た
か

ら

死
ぬ

ど
カ
タ
ナ
ス
キ
ル
は
見
た

だ
か
ら
見
切
れ
る

そ
う
か

じ

あ
今
回
の
攻
略
本
に
も

う
ん

載
せ
る
よ
う
頼
む
よ

お
願
い

ア
ル
ゴ

せ
な
キ

わ

 
キ
リ
ト
君
が

た
後
す

と

霊
が
現
れ
る
よ
う
に
し
て
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
出
て
き

た

キ
リ
ト
君
の
す
ぐ

に

を
下
ろ
し
て
現
れ
て

い
る
と
思

て
い
な
か

た
私
達
は
び
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く

と

く

 
に
し
し
と

い
な
が
ら
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
キ
リ
ト
君
を
見
る

流

は
キ

オ
ネ

サ
ン
の
ハ
イ
デ

ン
グ
を
よ
く
見
破

た
ネ

違
和
感
が
あ

た

ち
な
み
に

Ｍ
ｏ
ｄ
の

破
ハ

 
Ｍ
ｏ
ｄ
と
は
ス
キ
ル

練

が
五
十
上
が

て
い
く
ご
と
に
自
由
に

べ
る
プ
レ
イ

み
に
ス
キ
ル
強
化
が
出
来
る
強
化
オ
プ
シ

ン
の

称
ら
し
い

ま
だ
取

て
な
い

取

て
る
強
化
オ
プ
シ

ン
は
索

増
大
と
マ

ピ
ン
グ

増

大

ま
だ

ス
キ
ル
使
う
モ
ン
ス
タ

い
な
い
か
ら

破
強
化
は
取

て
な
い

本

に
違
和
感
だ
け
で
見
破

た
の
カ

オ
ネ

サ
ン

自
信
無
く
す

こ
れ
く
ら
い
出
来
な
い
と

こ
の
世
界
に
来
れ
て
な
い
か
ら

 

と

い
切

て
デ

タ
を
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

し

そ
れ
を
複

な
表
情
で

け
取
る

そ
れ
で
今
日
の

後
四
時
に
攻
略
会
議
が
あ
る
ん
だ

た
か
な

人
く
ら
い
集
ま
る
か

な

が
見
た
と
こ

大
体
四
十
人
ち

い
じ

ね

か
な
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オ
レ

ち

べ
で
は
恐
ら
く
四
十
一
人

フ
ル
パ

テ

が
五
つ
に

ロ
プ
レ
イ

一

人
だ
ナ

そ
の

ロ
プ
レ
イ

て

キ
リ
ト
君
の
事
で
す
か

他
に
い
る
と
思
う
か
イ

 
オ
レ

ち
は

ロ
と
は
ま
た
違
う
し

知
る
限
り
で
は
キ

以
外
に

ロ
な
ん
て
い
や
し
な
い

 
ジ
ト

と
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
小

な
キ
リ
ト
君
を
見
る
も
彼
は

や

や
し
た
表
情
で

の
風

を
見
回
し
て
い
た

そ
れ
に
違
和
感
を
覚
え
て

問
す
る

ね

キ
リ
ト
君

あ
な
た

も
し
か
し
て
ト

ル
バ

ナ
は

初
め
て
見
る
の

初
め
て
じ

な
い
け
ど
武

と
か
道

に
寄

た
ら
す
ぐ
に
迷

か
ア
ル
ゴ
と
の

会

だ

た
か
ら

と
り
を
持

て
見
て
は
な
い
か
な

中
の
フ

ル
ド
ボ
ス
も
す
ぐ

に
倒
し
た
か
ら

い
し

ア
レ
倒
し
た
の
や

り
キ

だ

た
の
カ

道
理
で
速
い
わ
け
だ

二
日
目
に
は

も
う
ト

ル
バ

ナ
前
の
最
後
の
フ

ル
ド
ボ
ス
ま
で
倒
さ
れ
て
た
か
ら
ま
さ
か

て
思

て
た
ん
だ
け
ど
サ

無
理
し
過
ぎ
だ
よ

キ

こ
れ
く
ら
い
出
来
な
い
と

は
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に
表
情
を
暗
く
歪
め
た
彼
は
ま
た

突
に

の

や

や
し
た
そ
れ
に

し
た

さ

き
か
ら
感
情
の
浮
き

み
が

と

し
い
少
年
だ
と
思
う

そ
う
い
え
ば

い
て
な
か

た
ん
だ
け
ど

攻
略
会
議
開
く
人

て

⻘
い
髪
に
ナ
イ
ト
を
自
称
し
て
る

や
か
お
兄
さ
ん
だ

名
前
は
デ

ア
ベ
ル
だ
ネ

多
分
そ
れ

悪
魔

て
い
う
デ

ア
ブ
ロ
と
掛
け
て
る
ん
だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
で
ナ
イ

ト

て

か
不
安

ま

ネ

あ
あ
そ
う
そ
う
キ

ま

た

の

だ

今

は
四
万
九
千
八
百
コ

ル
だ

て
サ

絶
対
に

ら
な
い

の
大
切
な

棒
な
ん
だ

こ
の
剣
は

 

突
に
始
ま

た

の
話
に
私
達
は

を

た

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
こ

ち
を
見
て

た
よ
う
な
苦

を
浮
か
べ
る

キ

の
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

を

い
取
り
た
い

て

ツ
が
い
る
の
サ

キ

は

そ
れ
を
断
り

け
て
る
ん
だ
け
ど
な
ん
と
し
て
で
も

い
取
る
気
な
ん
だ
ろ
う
ネ

に
払
お
う
と
し
て
る
金

が
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
本
体
と
強
化

の
合

金

を
超
え
て
る
の

に
ネ
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ぎ

と
背
中
に

て
い
た
剣
を

え
る
キ
リ
ト
君

そ
の

は
ま
る
で
剣
に
自
分
自
身

を

け
て
い
る
か
の
よ
う
だ

た

 
は

と

息
を

い
て

ア
ル
ゴ
さ
ん
が

じ

あ

先
方
に

の
意
を
伝
え
る

と
メ

ル
を
送

た

 
す
る
と
す
ぐ
に
返
信
が
あ

た
ら
し
い

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
う

と
い
う

に
な

た

直

会

て

さ
せ
ろ

て
サ

ど
う
す
る
キ

 
正
直
九

と
い
う
子

の
上
に
男
の
子
と
は
い
え

少
女

負
け
の
容

に
小

さ
も

て

手
に

め
ら
れ
や
す
い
だ
ろ
う
か
ら
そ
の

し
出
は
危
険
だ
と
思

て
い
る

ク
ラ

イ
ン
さ
ん
や
エ
ギ
ル
さ
ん

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
友
達
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
も

色
を
示
し
て
い
る

そ
の
人
が
払

て
る

止
め

ら

千
コ
ル

二
千
払
う
か
ら

教
え
て
も
ら
え
る
か

い
て
く
れ
な
い

ン

良
い

て
サ

名
前
は
キ
バ
オ
ウ

で

力
的

高
圧
的
な
男
だ

正
直

あ
の
手
こ
の
手
で
ど
う
に
か
し
て
で
も
キ

か
ら
そ
の
剣
を

い
取
ろ
ウ

う
う

ん
奪
い
取
ろ
う
と
い
う
魂

け
て
見
え
る
か
ら
行
か
せ
た
く
な
い
ん
だ
ケ
ド

面
倒
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な
事
に
コ
イ
ツ
攻
略
会
議
出

予
定
の
プ
レ
イ

な
ん
だ
ナ

必
然
的
に

を
あ
わ
せ

る
事
に
な
ル

ど
う
す
ル

会
議
で
大

め
に
な
る
の
は
絶
対
に

け
た
い

そ
ん
な
の
命
を
不
意
に
す
る
の
と
同
じ

だ

会
う
よ

場

の
指
定
希
望

い
て

 
ハ
ア

と
大
き
く

息
を

い
て
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
メ

ル
を
送

た

す
ぐ
に
ま
た
返

信
が
あ
り

集
合
場

は
な
ん
と
四
時
に

の
演

場
だ

た

ボ
ス
攻
略
会
議
の
時

に

を
し
よ
う
と

う
の
だ

か
コ
イ
ツ

 

で
よ
り
に
も
よ

て

攻
略
会
議
の
時
ニ

べ

ギ

の

が

え
 

を

め
た
キ
リ
ト
君
が

そ

そ
と

か
を

い
た

け
れ
ど

を

て
い
る
か
ま
で

は

き
取
れ
な
か

た
た
め

結

け
ず
終
い
に
な
る
の
だ

た

 
じ

あ

 
そ
ろ
そ
ろ
第
一
層
ボ
ス
攻
略
会
議
を
始
め
よ
う
か

 

は
デ

ア
ベ
ル

 

業
は
気
持
ち
的
に

ナ
イ
ト
や

て
ま
す
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後
四
時
指
定
さ
れ
た

り
の
時
間
に
会
議
が
始
ま

た

演

に
立

て
い
る
の
は
白

銀
色
の

に
身
を

み
背
中
に
カ
イ
ト
シ

ル
ド
を
背
負

て

に

広
な
片
手
剣
を

い
て
い
る
⻘
髪
の
男
性
デ

ア
ベ
ル

今
回
の
攻
略
会
議
の

会

で
も
あ
る
人
だ

 

意
的
な

が

ん
で
そ
れ
に
多
少
の
反
応
を
返
し
少
し
収
ま

て
か
ら
彼
は

を
開
い

た

彼
を

め
た

勢
四
十
一
人
の
プ
レ
イ

が
一
同
に
会
す
る
様
は

多
少
圧

の
光

だ

ち
な
み
に
私
の

に
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

に
は
黒
い
フ

デ

ド
コ

ト
を

て
身
に

た
キ
リ
ト
君
が

て
い
る

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
人
数
か
ら

い
て
い
た
の
で

正
確
に
は
四
十
二
人
い
る
こ
と
に
な
る

実
は

日

ボ
ス
部

が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
報

が
あ

た

更
に
も
う
一
つ

良
い

ニ

ス
と
悪
い
ニ

ス
が
さ

き
更
に
上
が

た

は
ど

ち
か
ら

き
た
い

 
そ
こ
で
一
気
に
声
が
上
が
り
結
果
的
に
悪
い
ニ

ス
か
ら
と
な

た

気
の
良
い
話
は

後
に
す
る

う
が
士
気
も
上
が
る
か
ら
だ
ろ
う

じ

あ
要
望

り
に
悪
い
ニ

ス
か
ら
だ

ど

ち
も
ボ
ス
戦
に

す
る
こ
と
だ
か
ら
し

か
り

い
て
く
れ
よ

ま
ず
悪
い
ニ

ス
だ
が
ボ
ス
の
武
器
と
取
り

き
リ
ポ

プ
に
ベ

タ
と
の
違
い
が
あ

た

け
て
良
い
ニ

ス
を

う
と
そ
の
変
更
点
と
対

法
が
分
か
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て
い
る
事
だ

武
器
は
タ
ル
ワ

ル
か
ら
カ
タ
ナ
へ

取
り

き
は
ベ

タ
だ
と
残
り
一
本
に

な

た
時
の
武
器
換

か
ら
出
現
し
な
く
な

た
の
に

今
回
は
無
限
リ
ポ

プ
だ
そ
う
だ

 

だ
ろ

と
い
う
感
じ
の
内
容
の
ど
よ
め
き
が

こ
る
も
デ

ア
ベ
ル
は
手
を

い
て
そ

れ
を

め
た

努
め
て
明
る
い
ニ

ス
を

け
る

こ
ら
こ
ら

ま
だ
話
は

く
ん
だ
ぞ

 
良
い
ニ

ス
な
ん
だ
か
ら
な

気
良
く
行
こ

う
か

そ
れ
で
対

法
な
ん
だ
が
カ
タ
ナ
ス
キ
ル
に

し
て
は
こ
の
鼠
の
ア
ル
ゴ
完
全
監
修

の
下
に
作
ら
れ
た
攻
略
本
に
実

に
ベ

タ
テ
ス
タ

の
一
人
が
戦

て
全
て
の
ス
キ
ル
を

き
出
し
て
き
た
ら
し
い
対

法
と
ス
キ
ル
の
見
極
め
方
が
全
て

羅
さ
れ
て
い
る

 
え

 
と

を
ち
ら
り
と
見
る
と

色
の
フ

ド
の

で
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
じ
と

と
キ

リ
ト
君
を
見
て
い
た

キ
リ
ト
君
は

と
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
を
見
て
い
る

つ
ま
り
だ
こ
の
攻
略
本
を

ん
で
ス
キ
ル
の
見
極
め
や

道
を
知
れ
た
ら
少
し
は
苦
労
や

も

で
き
る

て
事
だ

ど
う
だ

良
い
ニ

ス
だ
ろ

 

や
か
に

み
な
が
ら
の

葉
に

の
プ
レ
イ

達
が

い
た

そ
れ
に
く
す

と
キ

リ
ト
君
が

う

ど
う
や
ら

足
し
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
金
輪

こ
ん
な
無

は
し
な
い
で
欲

し
い
と
思
う
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さ
て

 
そ
ろ
そ
ろ
パ

テ

の

を
決
め
る
前
に

そ
れ
ぞ
れ

き
な
人
と
組
ん
で

ち

お

て
ん
か

 
デ

ア
ベ
ル
の

葉
を

る
よ
う
に
し
て

い
た
男
の
声

こ
え
た

う
を
見
れ
ば
ス
ケ

イ
ル
メ
イ
ル
を
じ

ら
じ

ら
鳴
ら
し
て

髪
を
ツ
ン
ツ
ン
に
し
た
男
性
が

子
式

を
だ

ん

だ
ん

と

び

り
て
舞

に
上
が

た

だ

た

 
デ

ア
ベ
ル
の

に

え
た
彼
は

キ
バ
オ
ウ
と

う
ら
し
い

 
キ
バ
オ
ウ

そ
れ
は
キ
リ
ト
君
の
大
切
な

棒
を

い
取
ろ
う
と
し
て
い
る
男
の
名
だ

に

ア
ル
ゴ
さ
ん
を
見
れ
ば
小
さ
く

き
キ
リ
ト
君
は
剣
を

え
て

え
て
い
る

ん

ん
と
背

中
を

で
つ
つ

い
て
も
そ
の

え
は
一
向
に
収
ま
ら
な
い

⻭
の
根
が
あ

て
い
な
い
の
か

カ
チ
カ
チ
と

ま
で

こ
え
る

大

こ
ん
中
に
ワ
ビ

入
れ
な
あ
か
ん

ら
が
お
る
は
ず
や
で

い
ま
ま
で
に
死
ん
で
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い

た
三
百
人
に

び
を
入
れ
な
あ
か
ん

ら

テ
ス
タ

が

ベ

タ
上
が
り

ち

う
こ
と
を

し
て

ボ
ス
攻
略
に
入
れ
て
も
ら
お

え
て
る
小

い

ら
が

 
そ
い
つ
ら
に

下

さ
せ
て
こ
ん
作
戦
の
た
め
に
金
や
ア
イ
テ
ム
を

み

き
出
し
て
も
ら
わ
な
パ

テ

メ
ン
バ

と
し
て
命
は

か
れ
ん
と

ワ
イ
は
そ
う

う
と
ん
や

 
そ
う

い
切

た
後

キ
バ
オ
ウ
は
こ
ち
ら
を

キ
リ
ト
君
を
指
差
し
た

な
キ
リ
ト
は
ん

 
さ

さ
と

成
立
し
ろ
や

ち

と

た
キ
バ
オ
ウ
さ
ん

と
は

の
話
だ
い

ワ
イ
は
な

キ
リ
ト
は
ん
が
持
つ

ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
を

い
取
ろ
う
と
思
て
ん
ね
や

し
か
も
た
だ
の
ア
ニ
ブ
レ
ち

う
で

モ
ン
や

だ
か
ら

つ
ん
だ

確
か
に
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

は

ま
じ
い
性
能
を
誇
る
だ
ろ
う
が

そ
れ
を

い
取

て

に
な
る
と

う
ん
だ
い

 
悪

に
キ
リ
ト
と
い
う
プ
レ
イ

の
戦

力
を
引
い
て
は
全
体
の
戦
力
を
下

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
ん
だ

悪
い
け
ど
そ
の

は
攻
略
隊
リ

ダ

を
務
め
る

が
容
認
で
き
な
い

 
お
お

然
と

い
切

た

と
思

て
見
て
い
る
と
⻭

り
を
し
て

い
て
い
た
キ
バ

オ
ウ
が

突
に
キ
リ
ト
君
に
向
け
て
剣
を
突
き
つ
け
た
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キ
リ
ト
は
ん

 
決
闘
や

 
ワ
イ
が

た
ら
そ
の
ア
ニ
ブ
レ

う
で

 

論
タ
ダ
で

な

 
ワ
イ
が
負
け
た
ら
二

と

い
取
ろ
う
な
ん
ぞ
せ
ん
わ

な

 
ち

と
あ
な
た

い
い
加

に

わ
か

た

キ
リ
ト
君

 

く
了
承
の
声
を
返
し
た
キ
リ
ト
君
に

然
と
し
て
い
る
と
彼
は
フ

デ

ド
ロ

ブ
を
た

な
び
か
せ
な
が
ら

躍
を

り
返
し

や
か
に
舞

へ
と
上
が

た

デ

エ
ル
に
よ
る
一
本
勝
負

決

や

そ
れ
で
文

無
い
な

デ

ア
ベ
ル
さ
ん

す
い
ま
せ
ん

離
れ
て
下
さ
い

分
か

た

 

し
い

つ
き
で
舞

か
ら
一

デ

ア
ベ
ル
は

り
た

そ
し
て
演
説

と
な

て
い
た
舞

が

一

に
し
て
闘
技

へ
と
変
わ
る

デ

エ
ル
の

ち
時
間
の

の
数

が

一

と

て
い
く

行
く
で

覚
悟
し

や

 
そ
の

間
デ

エ
ル
開
始
の
合

と
共
に
キ
バ
オ
ウ
が
キ
リ
ト
君
へ

ニ

ク
リ

プ
を
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放

た

の
光

を
引
き
な
が
ら
の
突
進
斬
り
は
し
か
し
彼
に
は

た
ら
な
か

た

一

で
彼
は
背
後
を
取
り
技
後

直
で

い
な
が
ら
も
決
し
て
動
け
な
い
キ
バ
オ
ウ
は

に
キ

リ
ト
君
の
ホ
リ

ン
タ
ル
を
喰
ら

て
吹

び

か
ら

ち
た

 
そ
の
一
撃
で

気
な
く
デ

エ
ル
は
終
了
し
た

キ
バ
オ
ウ
の

は
真

に

ま
り

二

あ
る
か
無
い
か
ま
で

て
い
た

の
勝
ち

 

く
高
い
な
が
ら
も

に

ち
た
声

で
キ
リ
ト
君
は
勝

を
し
た

に
剣
を

振
り
払
い

背
中
の

に

高
く
収
め
る

そ
し
て
ま
た

躍
で
私
の

へ
と
帰

て
き
た

 
キ
バ
オ
ウ
は
負
け
た
こ
と
に

を
真

に
し
て
い
た
け
れ
ど
し
か
し
そ
れ
以
上

か
を

い

ろ
う
と
は
し
な
か

た

 
そ
の
後
パ

テ

を
組
む
に
あ
た

て
や
は
り
キ
リ
ト
君
は

ロ
の
ま
ま
と
な

た

他

は
八
人
フ
ル
パ

テ

の

で
完
結
し
て
い
た
か
ら

今
更
変
え
ら
れ
な
か

た
の
だ

 
こ
の
会
議
の
二
日
後

私
達
は
ボ
ス
戦
に
望
む
事
に
な

た
の
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
キ
バ
オ
ウ
本

は

き
な
キ

ラ
な
ん
で
す
が
こ
こ
で
一

彼
が
ど
う
し
て
あ
そ

こ
ま
で

く

た
る
の
か
は
今
後
分
か
り
ま
す

 
そ
し
て
ク
ラ
イ
ン
の
再
登
場

ア
ス
ナ

ア
ル
ゴ
と
エ
ギ
ル
の
登
場
と
な
り
ま
し
た

先
に

て
お
く
と
原
作

り
こ
の
四
人
は
キ
リ
ト
の
良
き
理
解
者
と
な
り
ま
す

決
し
て

対
は

し
ま
せ
ん

 
で
は

回
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
章
 

孤
独
の
剣
士

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
オ

ル
ア
ス
ナ

点
で
す

 
文

数
は
約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ざ

ざ

と

を

む

を
立
て
な
が
ら
私
達
は
迷

へ
と
歩
い
て
い
た

お
よ
そ

歩
で
二
時
間
は
掛
か
る
だ
ろ
う
と

わ
れ
て
い
る

離
だ

ね

ね

ん



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 

色
が
か

た
黒
髪
に
紅
水

の

を
持
つ

の

が
特
徴
的
な

い
バ
ン
ダ
ナ

を

に

く
片
手
剣
使
い
の
少
女
が
話
し
か
け
て
き
た

表
情
は
天
真

そ
の
も
の
だ

ボ
ク
は
ユ
ウ
キ

同
じ
女
子
同
士
よ
ろ
し
く
ね

あ

う
ん

よ
ろ
し
く

私
は
ア
ス
ナ

呼
び
捨
て
で
良
い
よ

じ

あ
ボ
ク
も
ユ
ウ
キ
で
良
い
よ

あ
ら

ユ
ウ
キ

も
う
友
達
が

 
そ
う
話
し
掛
け
て
き
た
の
は
目
の
前
の
ユ
ウ
キ
を
大
人
し
め
に
し
た
感
じ
の
女
の
子
だ

た

背
は
私
よ
り
少
し

い
く
ら
い
だ

姉
妹

な
の
か
な

し

れ
ま
し
た

わ
た
し
は
ユ
ウ
キ
の
姉
の

ラ
ン
と

い
ま
す

初
め
ま
し
て

ア
ス
ナ
で
す

そ
れ
で

二
人
は

あ
ボ
ク
達
は

子
の
姉
妹
だ
よ
二

性

生

の

ん
で
ね
タ

グ
で
進
ん
で
た
ん
だ

け
ど
ボ
ス
攻
略
が
あ
る

て

い
た
か
ら

二
人
空
い
て
る
と
こ
ろ
に
入
れ
て
も
ら

た

の 
あ
の
人
達
と
指
し
示
し
た
先
に
は
三
白
眼
に
⻑
髪
の
剣
士
も
じ

も
じ

の

使
い

の
戦
士
真

色
に
銀
髪
を
人

に

ら
し
た
重

に
身
を

ん
だ
タ
ン
ク
少
し
地
味
め
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な

刀
を
持

た
少
年
剣
士
片
手
盾
剣
士
キ
バ
オ
ウ
片
手
盾
剣
士
デ

ア
ベ
ル
の
六
人
が
い

た 
キ
バ
オ
ウ
と
眼
が
合

て
フ
ン

と

を
背
け
ら
れ
う
へ

と
な
る
の
と
同
時
あ
れ

と
も
思

た

 
あ
の
会
議
で
デ

ア
ベ
ル
は
キ
バ
オ
ウ
を

し
て
い
た
が
実
は
そ
の
必
要
は
無
か

た
の

で
は
な
い
か

 

故
わ
ざ
わ
ざ

な
ど

彼
が
キ
バ
オ
ウ
か

と
か
名
前
呼
び
を

す
れ
ば
速
か

た
の
に

故

ア
ス
ナ

ご
め
ん

ち

と

と
し
て
た
み
た
い

そ

か

ま
あ
気
に
し
て
な
い
け
ど

あ
の
黒
い
子

大

 
心
配

に
前
を
進
む
キ
リ
ト
君
を
指
し
示
し
た

く

ロ
は
ボ
ス
戦
で
は

に
立
た
な
い

か
ら

払
い
を
し
て
レ
イ
ド
の
消

を

ら
せ
と
キ
バ
オ
ウ
が

れ
に

れ
て
主

し
た
の
だ

 
そ
れ
に
反
対
す
る
者
多
数
だ

た
が
キ
リ
ト
君
は
理
路
整
然
と
し
た

で
そ
れ
ら
を
説
き

せ
了
承
し
て
し
ま

た

ま

道
中
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
や
コ
ル
経
験
値
を
独
り

め
す
る
と
い
う
確
約
と
許
し
を

て
い
る
の
だ
か
ら

ち

か
り
し
て
は
い
る
だ
ろ
う
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今
も
ま
た

み
か
ら

び
出
し
て
き
た
ル
イ
ン
コ
ボ
ル
ド
・
ト
ル

パ

と
い
う

棒

を
持

た
レ
ベ
ル

の
モ
ン
ス
タ

や

リ

フ

ン
・
ウ

ル
フ
と
い
う
レ
ベ
ル

の

色
の

こ
の

は
こ
の
層
で
最
強
の
Ｍ
ｏ
ｂ
ら
し
い

に

時
に
反
応
し

ド
ス

キ
ル
無
し
で
一
刀
の
下
に
斬
り
捨
て
て
い
た

そ
の
背
中
は
確
か
に
無
理
し
て
い
る
と
し
か
思

え
な
い

か
が
感
じ
ら
れ
た

 
ま
る
で

戦
う
事
で
気
を

ら
わ
し
て
い
る

戦
う
事
に
意
味
が
有
る
と
ば
か
り
に

ど
う
だ
ろ
う
ね

私
が
初
め
て
会

た
と
き

が
一

切

て
も
戦
い

け
て
た
し

え
え

 
そ
れ
は
も
う
危
な
い
と
か
の

じ

な
い
よ

う
ん

で
も
彼

戦
い

け
る
の

で
だ
ろ

 
こ
れ
く
ら
い
出
来
な
い
と

は

  

と

る
彼
の

葉

ま
る
で
そ
れ
く
ら
い
出
来
な
い
と
存
在
す
ら

定
さ
れ
る
と
で
も

う
よ
う
に

自
分
の
無
力
さ
を

う
か
の
よ
う
に

た
だ
た
だ
力
を
求
め
て

う
剣
士

 
彼
が
求
め
る
力
は

こ
の
世
界
か
ら
脱
出
す
る
た
め
の
そ
れ
と
は

が
違
う
気
が
す
る
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だ
ろ
う
か

彼
の
こ
の

ち
ぐ
は
ぐ
感
は

一
体

 

え
な
ど
出
る
は
ず
も
無
く
ユ
ウ
キ
ラ
ン
の
二
人
と
話
し
な
が
ら

論

も
し
な

が
ら

進
む

こ
の
攻
略
隊
の
中
で
も
最
も
索

ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
る
の
も
キ
リ
ト
君
ら
し

く
彼
の

で
彼
以
外
の
メ
ン
バ

に
は
一
切
の
消

は
無
か

た

出
発
か
ら
一
時
間

で

ボ
ス
部

へ
と

り

い
た

自
動
記
録
の
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
万

で
あ
る

 

が

備
や
ス
キ
ル
の
最
終
チ

ク
を
済
ま
す
の
を
見
た
デ

ア
ベ
ル
が

の
レ
リ

フ
が
あ
る
重
苦
し
い
重
圧
を
放
つ
ボ
ス
部

の
前
に
こ
ち
ら
を
向
い
て
経
ち
剣
を

に
し
て
最

終
確
認
を
始
め
た

作
戦
や
手

は

た

り
だ

一
応

達
に
は
実

集
め
た
情
報
が
有
る
が
そ
れ
で

も
絶
対
は
無
い

過
信
せ
ず

気
を

か
ず
に
ボ
ス
戦
に
あ
た

て
欲
し
い

か

問
は

 

い
と

黒
い
指

手

を

め
た
小
さ
な
手
が

が

た

キ
リ
ト
君
だ

た

彼
は

フ

ド
の
中
か
ら
な
る
べ
く

く
し
た
声
で

彼
へ
と
問
い
か
け
た

仮
に
集
め
た
情
報
に
も
間
違
い
か

か
見

と
し
が
あ

て
集
め
切
れ
て
い
な
か

た
事
が

発
覚
し
た
時
は
ど
う
す
る

 
撤
退

 
戦
闘
継

ガ
キ
が
出
し

ば
る
な
や
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キ
バ
オ
ウ
が
す
ぐ
に
怒
鳴
り
び
く

と
体
を

わ
せ
て
キ
バ
オ
ウ
か
ら

離
を
取
る
キ
リ

ト
君

そ
れ
で
も
キ
バ
オ
ウ
は
気
が
済
ま
な
い
の
か

も

い

ろ
う
と
し
た
が
そ
れ
を
重

の
男
性
が

に
手
を

い
て
止
め

デ

ア
ベ
ル
も
手
を

く
事
で

裁
し
た

キ
バ
オ
ウ
さ
ん
キ
リ
ト
君
は
こ
の
中
で
も
最
年
少
の
子

だ

そ
れ
に
良
い

問
で
も
あ
る

そ
う
一

怒
鳴
ら
な
い
で
あ

て
く
れ

見
て
い
て
可
哀
想
だ

ん
は

ま

今
は

い
て
お
こ
う

キ
リ
ト
君
の

問
に
対
し
て
だ
が
戦
況
に
よ
る
と

し
か

え
な
い

た
だ
指

系

は
一
本
化

ま
ず

が
最
も
上

に

パ

テ

リ

ダ

だ

キ
リ
ト
君
は

ロ
だ
か
ら

本
的
に

か
近
く
の
リ

ダ

の
指
示
に

う
よ
う
に

し
て
欲
し
い

い
と
は
思
う
が

分

に
も
経
験
が
無
い

了
承
し
て
く
れ

わ

わ
か

た

 
び
く
び
く
と

え
る
キ
リ
ト
君
は
限
界
ま
で
人

か
ら

離
を
離
し
て
い
た

彼
は
攻
略
隊

の
中
で
も
ぶ

ち
ぎ
り
の
最
年
少
だ
か
ら

に
小

な
体
が
目
立
つ

自
然
キ
バ
オ
ウ
に

怒
鳴
ら
れ
て
怖
が

て
い
る
だ
ろ
う

 

然
だ
と
思
う

で
も
九

な
ら
大
人
に
怒
鳴
ら
れ
た
だ
け
で

く

む
し
ろ

き

か
ず
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に

え
て
い
る
彼
の
方
が

い
の
だ

命
を

け
た
戦
い
に

先
し
て
参
加
し
て
い
る
の
だ
か

ら
さ

も
う
無
い
か
な

か
ら
一
つ

エ
ギ
ル
だ
が
良
い
か

構
わ
な
い
よ

か
な
エ
ギ
ル
さ
ん

仮
に
撤
退
に
な

た
と
し
て
だ

が
殿
を
す
る
ん
だ

 
流

に
大

の
あ
ん
た
は
ダ
メ

だ
ろ
う

か
と
い

て

パ

テ

リ

ダ

も

け
た
方
が
良
い

そ
れ
は
私
が

け
持
と
う

タ
ン
ク
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
だ

 

然
と
歩
み
出
た
タ
ン
ク
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

然
と

い
切

た

彼
よ
り
も
エ
ギ
ル

さ
ん
の
方
が
身
⻑
が
高
い
け
ど

圧
的
に
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
方
が
上
だ

た

戦
い
に

な

た
時
の
キ
リ
ト
君
と
良
い
勝
負
じ

な
い
の
だ
ろ
う
か

し
か
し

だ
け
で
は
殿
は
務
ま
ら
な
い

よ

て

私
は
も
う
一
人

出
し
た
い
と
思

う
の
だ
が

私
の
意

で

ん
で
も
か
ま
わ
な
い
か
ね

仮
に

ぶ
と
し
て

を

ぶ
の
か
な

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

 
デ

ア
ベ
ル
の
問
い
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は

手
の
平
を
す

と
出
し
た

で
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キ
バ
オ
ウ
に

ま
れ
て

え
る
キ
リ
ト
君
へ
と

な

 
彼
は
ま
だ
子

で
す
よ

し
か
し
こ
の
中
で
も
最
大
戦
力
だ

現
に
我

の
レ
ベ
ル
は
大
体
が

前
後
な
の
に
対
し
彼

は

に

と
二

近
く
の
数
値
を
出
し
て
い
る

ち

と
や
そ

と
で
や
ら
れ
は
し
な
い
し

戦
闘
に
私
情
を
持
ち

む
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う

一
応
は

お
い
お
い
キ
リ
ト

 
流

に
そ
り

過
出
来
ね

よ

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
怒
鳴
る
も
け
れ
ど
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
引
か
な
か

た

デ

ア
ベ
ル

さ
ん
も
流

に

色
を
示
し
て
い
る
け
ど
キ
リ
ト
君
は

に
そ
の
気
だ

た
た
め
説
得
を

め

た

も
し
も

の
時
だ
か
ら

そ
の
も
し
も
に
し
な
け
れ
ば
良
い
と

え
た
の
だ

 
ク
ラ
イ
ン
は

打
ち
し
エ
ギ
ル
は
し
ま

た
な

と
苦
い

で

い
て
い
た

最
も

い

キ
リ
ト
君
に
重

を
背
負
わ
せ
る
形
に
な

た
の
だ
こ
れ
以
上
は
あ
の
子
も
保
た
な
い
だ
ろ
う

 
こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を

ら
な
け
れ
ば

さ

も
う
無
い
ね

 

行
く
ぞ

 
ギ

ギ
イ
イ
イ
イ

と
重
い

み
を
上

な
が
ら
黒

い

が
開
い
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た

そ
し
て

暗
い
部

に

ち
る

白
い

の
よ
う
な

気
が
部

の
外
へ
と
出
て
く
る

 
直
線
二
十
メ

ト
ル
横

八
メ

ト
ル

ど
の
部

の
最

の

に

す
る
白
い
骨

と
骨
盾
に
手
を
掛
け
た

い
表

を
持
つ
大
き
な

が
無
い

後
ろ

に
は
確
か
に
タ

ル
ワ

ル
に
は
有
り
得
な
い

身
の

し
た
武
器
が
あ

た

確
か
に
あ
れ
は
カ
タ
ナ
だ
ろ

う

あ
れ
が
本
物
の
カ
タ
ナ
か

べ
る
た
め
に

キ
リ
ト
君
は
無

を
し
た
の
だ

 
第
一
層
フ
ロ
ア
ボ
ス

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド

が

て
盾
を
持
ち
上

の
前
で
⻑

棒
を
立
て
て

礼
し
て
い
た
ル
イ
ン
コ
ボ
ル
ド
・
セ
ン
チ
ネ
ル
も
立
ち
上

が
るグ

オ
オ
オ
オ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
恐
れ
た

体
の

魂
の

か
ら

か
せ
る

に
私
達
は
一
様
に
恐
れ
た

恐
れ
で
動
け

な
い
で
い
る
私
達
に

セ
ン
チ
ネ
ル
と
ロ

ド
が
猛
速
で
初
撃
を
仕
掛
け
よ
う
と

 
そ
の
時
一

の
黒
が

た

三
体
い
た
セ
ン
チ
ネ
ル
の
う
ち
の
二
体
に
襲
い
掛
か

た
黒

は

時
に
二
体
を
蒼
の
結

片
へ
と
変
え

い
て
も
う
一
体
の
セ
ン
チ
ネ
ル
へ
と
襲
い
掛
か

る

一

も
経
た
ず
に
三
体
目
も
消
え
た
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攻
略
隊
の
中
で
も
最
も

く
小

で

し
が
り
で
怖
が
り
な
キ
リ
ト
君
は
真
正
面
か
ら

ロ

ド
の

を
剣
の

で

け

そ
し
て
力
勝
負
で

し
返
し
た

 
キ
リ
ト
君
が

が
な
け
れ
ば

私
達
が

め
て
斬
ら
れ
て
い
た

 
そ
の
事
実
に
気
付
い
た
私
達
は
デ

ア
ベ
ル
の
突
撃
命

の
下
キ
リ
ト
君
を
護
り
ボ
ス
を

倒
し
て
進
む
た
め
に
剣
を
取

て
戦
い
始
め
た

  

は

と
苦
味
が

じ

た
レ
モ
ン
ジ

ス
味
が
す
る
ポ

シ

ン
を

み

し
空

に
な

た
小

を
投

捨
て
る

 
戦
況
は
一
先
ず
良
い
と

え
る
だ
ろ
う
と
思
え
る

セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ポ

プ
タ
イ
ミ
ン
グ
も
一

り
攻
略
本
で

の
中
に

き

ん
で
い
る
私
達
に
現
時
点
で
予
想
外
の
事

に
は
な

て
い

な
い
だ
ろ
う

 
セ
ン
チ
ネ
ル
は
リ
ポ

プ
す
る

に

に
強
化
さ
れ
る
ら
し
い
が
ど
れ
も
キ
リ
ト
君
の
剣

技
に
よ

て

一

で
制
圧
さ
れ
て
い

た

今
も
戦
場
と
な

て
い
る
明
る
く
な

た
大
部

で

黒
の
フ

デ

ド
ロ

ブ
に
身
を

み
な
が
ら
片
手
剣
を
振
る
う
小

な
プ
レ
イ

が

横
無

に

け
回

て
い
た

戦
闘
開
始
前
ま
で
の
気
弱
に

え
て
い
た
面
影
は
ど
こ
に
も
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無
い

 
そ
の
時
絶

に
近
い
ロ

ド
の

を

に
し
た

戦
闘
中
で

す
る
の
は

本
的
に

戦
闘
開
始
と
残
り

ゲ

ジ
が
一
本
に
な

た
時
の
二
回
と
さ
れ
て
い
る
の
で

こ
れ
は
そ
の

時
な
の
だ
ろ
う
と
予

で
き
た

の
定

線
を
向
け
る
と

と
盾
を
投

捨
て
て
後
ろ

の

得
物
に
手
を
掛
け
る
ロ

ド
の

が

デ

ア
ベ
ル
さ
ん

 
デ

ア
ベ
ル
は
指

を
す
る
立
場
と
し
て
全
体
を

す
る
必
要
が
有
る
の
で
第
一
線
か
ら

一

身
を
引
い
て
い
る

離
に
あ

た

キ
リ
ト
君
は
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の
カ
タ
ナ
に
よ
る
猛
攻

を
潜
り

け
て

彼
へ
と

り
寄
る

な
ん
だ
い
キ
リ
ト
君

カ
タ
ナ
ス
キ
ル
の
中
に
一

に

む
と
全

ス
タ
ン
攻
撃
を
す
る
パ
タ

ン
も
あ
る

 

一

離
を

 
分
か

た

 
全

 
一

離
を
取

て
仕
切
り
直
せ

 

む
な
よ
全

ス
タ
ン
ス
キ
ル
が
来
る
ぞ

 
デ

ア
ベ
ル
の
指
示
に

て
大
体
が
下
が
る
も
し
か
し
キ
バ
オ
ウ
だ
け
下
が
ら
な
か

た
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い
や
彼
だ
け
で
な
く
少
し
地
味
そ
う
な
少
年
剣
士

刀
使
い
で
意

の

が
デ

ア
ベ
ル
に
似
て
い
る
プ
レ
イ

も
残

て
い
た

彼
ら
に
追

す
る
か
の
よ
う
に
再
び

人
か
も

て
い
く

恐
ら
く

ま
な
け
れ
ば
良
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

を
し
て
る
ん
だ

 
一
回
仕
切
り
直
し
だ

離
を
取
れ

デ

ア
ベ
ル
は
ん
ワ
イ
は
そ
い
つ
の

う
事
だ
け
は
信

で
き
ん

 
ど
う
せ
全

下
が

た
と
こ
ろ
で

取
り
に
行
く
に
決
ま

と
る
ん
や

 
エ
ル
エ

 
と

を

て
い
る
と

キ
リ
ト
君
が
あ

 
と
声
を
上

た

見

れ
ば
ロ

ド
の
カ
タ
ナ
が
血
の
色
が

に

い
て
い
た

 
デ

ア
ベ
ル
や
キ
リ
ト
君
他
の
人
が
止
め
る
間
も

す
る
間
も
無
く
一
撃
目
の
大
上

か
ら
の
振
り
下
ろ
し
が

刀
使
い
に
二
撃
目
の
振
り
上

が
キ
バ
オ
ウ
に
そ
し
て
三
撃
目
の

突
き
が
空
中
に
吹

ば
さ
れ
た
キ
バ
オ
ウ
と
も
ど
も

刀
使
い
を

こ
う
と
猛
然
と
突
き
出

さ
れく

 
刃
が
二
人
を

か
ん
と
し
た

前

再
び
黒
が
血
の
光
を

た

ガ
ギ

ン

 
と

金
属

な
も
の
を
引

掻
く
よ
う
な

な

が
発
生
し
そ
の
ま
ま
後
ろ
に
吹

ば
さ
れ
て
二
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人
と
一
緒
に
こ
ち
ら
へ
転
が

て
く
る

ば
き
り
と

な

が
キ
リ
ト
君
の
手
に
あ
る
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
か
ら
し
た

 
見
れ
ば
刀
身
の
根

あ
た
り
か
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
に

け

も

も
刀
身
も
全
て
⻘
い
結

へ
と
還

て
い
く
光

が
あ

た

こ
こ
に
来
る
ま
で
の
全
て
の

を

手
し
た
上
に
剣
の

で

け
止
め
る
と
い
う
剣
の

値
を
最
も

る

ぎ
方
を
し
た
か
ら
限
界
ま
で
強
化
し
て

い
て
も
保
た
な
か

た
の
だ

 
キ
リ
ト
君
は
そ
れ
を

然
と
見
つ
め
て
い
た

刀
使
い
と
キ
バ
オ
ウ
は

り
合

て
キ
リ
ト

君
を
責
め
よ
う
と
立
ち
上
が
り
そ
し
て
目
の
前
ま
で
猛
前
と

て
い
た
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の

容
に
び
た
り
と
動
き
が
止
ま

た

再
び
血
の
色
に
カ
タ
ナ
が

ま
り
そ
の
三
人
が

め
て

斬
ら
れ
る
光

を

し
た

 
私
も
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
も
エ
ギ
ル
さ
ん
も
ユ
ウ
キ
も
ラ
ン
も
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
も

も
が
止

め
よ
う
と
動
き
出
し
た
が

す
ぎ
た

第
一
撃
目
の

が
キ
リ
ト
君
へ
と

る

 

前
ギ

イ
ン

と
剣

が

れ
た

定
さ
れ
た
モ

シ

ン
以
上
の

な
動
き
を

し
た
こ
と
に
よ

て
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の
ス
キ
ル
は
中
断

⻑
い
デ

レ
イ
が

さ
れ
た

 
キ
リ
ト
君
が
立
ち
上
が

て
い
た

彼
の

手
に
は
一
本
の
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

キ
バ
オ
ウ
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の
も
の
で
は
な
い

彼
は
ま
だ
手
に
持

て
い
る

 

え
は
彼
が
広

た
メ
イ
ン
メ
ニ

に
あ

た

あ
ま
り
の
速
さ
の
た
め
ス
ト
レ

ジ
か

ら
出
し
た
の
で
は
な
く
片
手
剣
ス
キ
ル
の
強
化
オ
プ
シ

ン
で
ク
イ

ク
チ

ン
ジ
と
い

う

備
を
取
り
出
す
手

を
大

に

く
Ｍ
ｏ
ｄ
で
予
備
と
し
て
入
れ
て
お
い
た
ア
ニ

ル
ブ

レ

ド
を
取
り
出
し
て

備
し
神
速
を
以
て
剣

を
弾
い
た
の
だ
ろ
う
と
予
想
で
き
た

手

な
の
は

手
と
別

に
セ

ト
し
て
お
い
た
か
ら
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
君
は
二
人
を

れ
て
下
が
り
ポ

シ

ン
を

ん
で
回
復
に
入

た

さ

き
の
吹

き

び
だ
け
で
も

が
四

に
な

て
い
た
の
だ

き

ち
り
剣
の

で

し
て
い
た
の
に

そ
の

力
な
の
だ
剣
を
代
償
に
生
き

び
た
と

え
る
べ
き
だ
ろ
う

あ
れ
だ
け
大
切
そ
う
に

き

え
る
く
ら
い
大
事
に
し
て
い
た
剣
を

に
し
て

 
ポ

シ

ン
を

み

し
て
小

を
投

捨
て
た
の
と

同
時
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
も
技
後

直
が
終
了
し
て
動
き
出
し
た

カ
タ
ナ
を
片
手
で
持

て
乱
舞
の
構
え
を
取
り
キ
リ
ト
君
は

同
じ
よ
う
に

手
の
剣
を
構
え
た

 
キ
リ
ト
君
の

は

た
る
も
の
な
が
ら
自
然
回
復
で
六

七

ボ
ス
も

同
程

恐
ら
く
ス
テ

タ
ス
レ
ベ
ル
も

同
じ

大
き
な
違
い
と
す
れ
ば
そ
の
背

く
ら
い
だ
ろ
う
け
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ど
今
は

手
の
攻
撃
を

け
や
す
い
が
こ

ち
も

て
に
く
い
と
収

ゼ
ロ
に

ち

い
て
い

た 

も
動
け
な
く
な

て
し
ま

た
中

者
の
間
に
攻

で
発
生
し
た
砂

が
立
ち

め
る

ち
り
ち
り
と
空
気
が

え
た

 
初
動
は
同
時
だ

た

 
一
人
と
一
体
は
剣
を
交
錯
さ
せ
た

⻑
大
な
刀
そ
れ
の

分

ど
の
片
手
剣

し
く
打
ち

合

て
火
花
を

ら
し

高
速
で

動
し
て
砂

を
吹
き

ら
し
な
が
ら
お

い
の
命
を

る

く
り
と

や
か
に

け
れ
ど

実
に

い
の
命
を

て
い
た

 
最
も

い
子

が

命
を

て
い
た

 
な
の
に

も
出
来
な
い
自
分
が
⻭

い

い
も
の
を
一
人
で
背
負

て
い
る
キ
リ
ト
君
に

頼
り
き
り
の
自
分
が
恨
め
し
い

 
け
れ
ど
思
う
だ
け
で
は
変
え
ら
れ
な
い

圧
倒
的
な
剣

の
応

に

も
立
ち
入
る
事
は

許
さ
れ
な
か

た

デ

ア
ベ
ル
で
さ
え
も
が

指

を
忘
れ
て

然
と
戦
い
の
行
く

を
見

守

て
い
る
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ギ

イ
ン

 
と

者
が

離
を
取

た

ど
ち
ら
も
も
う

が
数
ド

ト
し
か
な
い

 
ロ

ド
が

に

め
る
よ
う
に
し
て
カ
タ
ナ
を
構
え
キ
リ
ト
君
が
剣
に
⻘
い
光
を

し
な

が
ら
突
進
し
た

  

間

の
一
閃
が
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
後
退
し
て
い
た
私
達
の
眼
前
ま
で

て
い
た

  
あ
と
一
歩
前
に
出
て
い
れ
ば

死
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
攻
撃
は

い
に
し
て

も

た

て

い
な
か

た

そ
れ
は

論

黒
の
彼
も

 
彼
は
ギ
リ
ギ
リ
で
見
切

て

ド
ス
キ
ル
モ

シ

ン
を
発
動
す
る
前
に
解
き
ダ

シ

の
速

は
そ
の
ま
ま
に
限
界
ま
で
地
面
を

る
よ
う
に
這

て

け

合
一
閃
を

一

で

け
切

て
い
た

ズ
パ

ン

と
空
打
ち
と
な

た

力
が

高
く
空
気
を
打
ち
同
時
に

一

し
か

け
ら
れ
て
い
な
か

た
キ
リ
ト
君
は

て
い
た

黒
の
フ

デ

ド
ロ

ブ
を
引
き

裂
か
れ

そ
の

い
な
が
ら
の

を
光
に
晒
し
た

あ

 
思
わ
ず

私
は
そ
の

き
と
感

を
声
に
出
し
て
い
た
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少
年
は

さ
を
残
し
て
い
た
が
目
つ
き
だ
け
は
年

に
反
し
て

さ
が
あ

て
そ
れ
が

更
彼
の

を
引
き
立
て
る

し
い
だ
け
で
な
く

然
と
し
た

が
私
の

中
を

い
た

天
使

さ
ま

き
れ
い

 
横
で
一
緒
に
戦

て
い
た
ユ
ウ
キ
ラ
ン
の
姉
妹
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
見

れ
て
い
た

ユ

ウ
キ
な
ど
は
彼
を
天
使
な
の
か
と

い
て
い
た
が
そ
れ
を

う
よ
う
な
気
持
ち
は
一
切

か
な

か

た

む
し
ろ

得
し
て
し
ま
う
く
ら
い
だ

 

も
が
た

た
一
人
で
獣
の
王
へ

む

い
少
年
の

然
と
し
た

に
目
を
奪
わ
れ
て
い

た 

も
の

線
を
集
め
て
い
る
彼
は
蒼
い
光
を
再
び
剣
に

し
止
ま

て
い
る
ロ

ド
に

の
一
撃
が
入
れ
た

蒼
だ
か
ら
バ

チ
カ
ル
だ
ろ
う
け
ど

を
這
う
よ
う
に
し
て

け
て
い

た
時
の

が

め
だ

た
か
ら
だ
ろ
う

め
斬
り
に
私
か
ら
は
見
え
た

 
し
か
し

ロ

ド
の

は
あ
と
一

分
残

た

ニ

リ

と
残

な

み
が
浮
か
ぶ

そ
ん
なろ

キ
リ
ト
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私
の
声
が
上
が
り
ク
ラ
イ
ン
の

び
が

き

た

ロ

ド
の
背
後
に

け
た
彼
を
斬
り

裂
こ
う
と

カ
タ
ナ
が

⻩
緑
色
に
光
り

振
り
上

ら
れ

う

お
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ズ
バ
ン

 
と

カ
タ
ナ
が
振
り
上

ら
れ
る
よ
り
も

く

ロ

ド
の
体
が

一
文

に
斬
り
裂
か
れ
た

カ
タ
ナ
は
キ
リ
ト
君
の
眼
前
で

止
し
て
い
て

大
な
⻘
い
結

片
を
吹

き
上

る
中
で
ロ

ド
の
シ
ル
エ

ト
が
浮
か
び
上
が
る

 
き
ら
き
ら

き
ら
き
ら
と
煌
く
蒼
光
の
雨
の
中

や
か
な
黒
髪
の
少
年
が
剣
を
下
ろ
し
た

光
を
背
に
背
負

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
彼
は

に
剣
を
払

て

高
く
戦
い
の
終
焉
を

る
よ
う
に
チ
ン

と

に
収
め
た

 

に
部

の

し
い

ど
の
七
色
の
光
が
消
え
迷

特
有
の
暗
さ
が

る

そ
れ
で
も

二
つ

圧
倒
的
な
光
源
が
あ

た

 
一
つ
は
私
達
の
眼
前
に
一
人
一
つ
表
示
さ
れ
た
取
得
経
験
値
や
コ
ル
な
ど
の
リ
ザ
ル
ト
の
パ

ネ
ル

 
も
う
一
つ
が

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

と
⻩
金
の
文

で
表
示
さ
れ
た

ボ
ス

を

る

だ

た



 第四章 〜孤独の剣士〜

終
わ

た

 
キ
リ
ト
君
の
声
が

と

い
た

あ
あ

そ
う
だ
な

喜

う

 

達
は

つ
い
に
第
一
歩
を

み
出
し
た
ん

だ

わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ

 

に

声
を
上

一
番
の
立

者
で
あ
る
キ
リ
ト
君
へ
と

け
出
す
攻
略
隊

ざ
け
ん
な
や

 
そ
の
空
気
を
一
人
の
男
の
怒
鳴
り
声
が
壊
し
た

に

な
静

さ
を
取
り

す
大
部

 
キ
バ
オ
ウ
は
表
情
を
憎
悪
に
歪
め

キ
リ
ト
君
へ
と
剣
を
向
け
た

で
や

で
お
前
み
た
い
な

ツ
が

そ
な
い
に

え
ら
れ
る
ん
や

 
流

に
過
ぎ
た

い
が
か
り
に
黒
人
の
大
人
エ
ギ
ル
さ
ん
が
前
に
出
た

を
組
ん
で
キ

リ
ト
君
の
前

キ
バ
オ
ウ
の
前
と
間
に
立

て
キ
バ
オ
ウ
の

線
を

ぐ

お
い
お
い

勝
手
な
行
動
を
取

て
死
に
掛
け
た
と
こ
を

キ
リ
ト
は
助
け
た
ん
だ

つ
ま
り
は
ボ
ス
が
一
回
し
か

と
さ
な
い
超

レ
ア
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て
怒

て
る
ん
だ
と
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し
て
も
キ
リ
ト
じ

な
か

た
ら
勝
て
て
な
か

た

か
一
人
で
も
死
ん
で
た
ら
そ
の
時
点

で

壊
し
て
た
ん
だ
ぞ

 
も

と
も
な
事
を

て
い
る
エ
ギ
ル
さ
ん
だ

た
が
し
か
し
キ
バ
オ
ウ
に
は

じ
な
か

た

無
理

理
に
エ
ギ
ル
さ
ん
を

き

こ
ち
ら
へ

め
寄

て
来
た

た
ち
ま
ち
私
達
で

り

キ
バ
オ
ウ
は
私
達
の
前
で
止
ま
る

お
前
ら

で
不
思
議
に
思
わ
ん
の
や

あ
い
つ
は
カ
タ
ナ
ス
キ
ル
を
ベ

タ
テ
ス
タ

し

か
知
り
得
ん
情
報
を
知

と

た
ん
や
ぞ

 
攻
略
本
に
も
載

て
へ
ん
か

た
情
報
を

そ

の
ガ
キ
は
知

と

た
ん
や

 
確
か
に
あ
の
攻
略
本
に
は

ま
れ
た
と
き
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
か

た

だ
が
そ
れ

が

だ
と

う
の
だ

だ
か
ら

な
の
よ

そ
の
ガ
キ
は
ワ
イ
ら

め
て
ビ
ギ
ナ

の
全
て
を
捨
て
て

個
的
に
動
い
た

い
ベ

タ

テ
ス
タ

や

つ
う
事
や

 
今
ま
で
そ
れ
を

し

し
て

し
か
も
フ

ド
で

し
て
な

 
そ
れ
だ
け
や
な
い
で
と
キ
バ
オ
ウ
は

け
た

今
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
最
も

て
は
な
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ら
な
い
禁
忌
を

そ
い
つ
は
な

の
出
来
損
な
い

の

一

な
ん
や

 
バ
キ
ン

と

か
が
壊
れ
た

が
し
た

物

的
で
も
オ
ブ
ジ

ク
ト
的
で
も
な
い
決
定

的
な

か
が
壊
れ
た

が
し
た

 
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い
の
か
そ
れ
と
も
私
の
空

だ

た
の
か
キ
バ
オ
ウ
は

を
真

に
し
て

け
る

の
出
来
損
な
い
は
ベ

タ
テ
ス
ト
で
知
識
を
持

た
か
ら

う
て

子
に

て
ワ
イ

ら
ビ
ギ
ナ

を
見
捨
て
て
一
人
で

た
ん
や

 
今
ま
で

ロ
で
活
動
し
て
ボ
ロ
い
ク
エ
や

場
で
良
い
思
い
し
て

ア
ニ
ブ
レ
も
二
本
持

て

備
も
上

レ
ベ
ル
も

と
異
常
や
な

い
か

 
そ
な
い
な

ツ
を

お
前
ら
は

で
そ
ん
な

し

に

え
る
ん
や

 

て
事
を

 
あ
な
た
に

が
分
か
る

 
私
は

し
て
そ
う

お
う
と
思

た

 
し
か
し

の
人
間
の
反
応
に

然
と
し
た

 
さ

き
ま
で
彼
の

子

の

闘
を

え
て
い
た
攻
略
隊
の
大
勢
が
キ
リ
ト
君
に

蔑
の

目
を
向
け
て
い
た

た
く

今
ま
で
の

か
い
目
な
ん
て

も
無
か

た

ユ
ウ
キ

ラ
ン
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ク
ラ
イ
ン
さ
ん
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
友
人
五
人
エ
ギ
ル
さ
ん
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
デ

ア

ベ
ル
は
違

て
い
た
け
ど

そ
れ
以
外
の
全

が
キ
バ
オ
ウ
と
同
じ
目
を
向
け
て
い
た

チ

で

が
い
る
ん
だ
よ

 

か
の

き
か
ら

と
悪

が
立
ち

め
て
い

た

ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ

ト
し
て
い

く

中
傷

向
け
ら
れ
る
悪
意
は

第
に

く

深
い
も
の
に
な

て
い

て
い
た

お
前

死
ん
だ
か
と
思

て
た
の
に

で
死
ん
で
ね

ん
だ
よ

 

か
の

き
に
と
う
と
う
私
の

の

が
切
れ
か
け
た

見
れ
ば
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

を

め
た

キ
リ
ト
君
に
悪

を
投

て
い
な
い
全

が
武
器
を
握
り

め
て
い
た

こ
こ
で
死
ね
よ

価
値
が
無
い
ん
だ
か
ら
よ

 
か
ち
り
と
収
め
て
い
た
ウ

ン
ド
フ
ル

レ
の

を
鳴
ら
し
た

を
切

て

刀
す

る
あ

は

 

前

き

た
狂

た

い
声
に
一

で
怒
り
に

え
上
が

て
い
た
体
の

が
引
い

た

た

た
一

た

た
一
つ
の

い
に

体
の

か
ら

り
つ
い
た

 
声
の
主
は
や
は
り
キ
リ
ト
君
だ

た

よ
り
も

く

よ
り
も
小
さ
く

よ
り
も
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し
が
り

で

怖
が
り
で

そ
し
て

よ
り
も
強
い
剣
士
は

狂

た

い
声
を
上

て
い
た

目
は
狂

た
よ
う
に
虚
ろ
で
光
が
無
か

た

く

あ
は

あ
は
は

は
は

は
は
は
は

は
は
は

 
ケ
タ
ケ
タ
と

い
大
部

で
彼
の
狂

が
反

す
る

そ
れ
に
苛
立
ち
の
声
を
上

る
大
多

数
は
は
は

は

は
あ

は
は

今
更
気
付
い
た
ん
だ

 
ニ

と
壊
れ
た

み
を
片

に

み
付
け
る

こ
ち
ら
を
見

え
て

を
組
ん
だ

い
や

時
気
付
く
か
な
と
思

て
た
ん
だ
け
ど
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
気
付
か
な
い
と
は
思

わ
な
か

た

ま

 
こ

ち
と
し
て
も
あ
ん
た
ら
な
ん
か
と

間
だ
と
思
わ
れ
る
の
も

業

だ
ね

体
良
く

さ
せ
て
も
ら

た
け
ど
ね

お
陰
様
で

い

り
に

が
取
れ
ま

し
た
ど
う
も
あ
り
が
と
う

こ
れ
だ
か
ら
世
間
知
ら
ず
の
ユ

ト

セ

さ
ま
達
は
自
分
達

が

さ
れ
て
る
な
ん
て
こ
れ

ち
も
思
い
や
し
な
い
か
ら
専

か
ら
外
れ
る
と

い
や

す
く
て
た
ま
ら
な
い

か
ら
見
れ
ば

だ

 
ず
る
ず
る
と

か
が

が
れ

離
し
て
い
く

が
し
た

 
違
う

こ
れ
じ

な
い

な
の

こ
れ
は
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そ
れ
と

だ

け

あ
あ
そ
う
そ
う

ベ

タ
テ
ス
タ

だ

け

 
あ
の
ね

を
あ
ん
な

と
一
緒
に
し
な
い
で
く
れ
な
い
か
な

ざ

こ
や
と

そ
う
だ
よ

 
た

た
千
人
の
ベ

タ
テ
ス
タ

の
中
に
本
物
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ゲ

マ

が

人

い
た
と
思
う

 

ど
は
レ
ベ
リ
ン
グ
の
や
り
方
も
知
ら
な
い
初
心
者

ド

人
だ

た
ん
だ

今
の
あ
ん
た
ら
の
方
が
ま
だ
し
も
マ
シ
さ

け
ど
さ

は
本
物
だ

上
の
層
の

も
知
ら
な
い
こ
と
を
知

て
い
る

鼠
な
ん
か
話
に
な
ら
な
い
く
ら
い
に
な

 
ア

ハ

ハ

ハ

ハ

ハ

 

を

え
て

す
る
キ
リ
ト
君

か
が
や
は
り

違
う

か
が

を
立
て
て

れ
て

て

れ
て
い
く

か
ら
直
さ
れ
て
行

て
い
る
か
の
よ
う
に
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い

 

か
が
チ

と

打
ち
し
た

な
ん
だ
よ

そ
れ

チ

ト
じ

ね

か

 
そ
の

葉
を

切
り
に

プ
レ
イ

達
が

を

び
せ
る

  

最

の
チ

ト

だ
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ベ

タ
テ
ス
ト
ど
こ
ろ
の
話
じ

ね

  

ベ

タ
上
が
り
の
チ

タ

な
ん
て

最
悪
最

じ

ね

か

  

完

に
チ

ト
だ
ろ

  

ベ

タ
テ
ス
タ

に
チ

タ

だ
か
ら

か
け
て
ビ

タ

だ

  

そ
う
だ

最
悪
の
ビ

タ

  
そ
の

び
が
放
た
れ
た
直
後
そ
の
ま
ま
歩
い
て
い
た
彼
が
フ

と

た

メ
ニ

を

作
し
て

今
ま
で
の

な

で
は
な
く

黒

の

コ

ト
を

て
振
り
向
い
た

ビ

タ

 
い
い
ね
そ
れ

気
に
入

た
よ

 

ボ

ナ
ス
と
一
緒
に

が

う

 

の
名

そ
の
記

に

魂
に

め

 

の
名
は
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備
変
更
で
現
れ
る
蒼
い
エ
フ

ク
ト
に

ま
れ

振
り
返
る
彼

 
⻑
い
黒
髪
色
白
の

に
少
女
と
見

う
ば
か
り
の

小

な
体
に
し
か
し
大
人
さ
え
も

さ
せ
る
覇
気
を

し
た
少
年

新
た
に
手
に
入
れ
た
ら
し
い

黒
の
コ

ト
を

い

黒

の

に
得
体
の
知
れ
な
い
深
い
闇
を

す

彼
は

ビ

タ

の
キ
リ
ト
だ

 
剣
を

に

い
で
私
た
ち
に

す
る
彼
キ
リ
ト

弄
を

し
も
し
な
い
表
情
に

な

み
を
浮
か
べ

私
達
を
一

す
る

 
そ
の
ま
ま
振
り
返

て
上
へ
繋
が
る

を
目
指
す

二
層
の
転

は

が
ア
ク
テ

ベ

ト
し
と
く
よ
あ
ん
た
ら
は

に

て
大
人
し
く
し

て
ろ

ベ

タ
時
代
に
も
よ
く
い
た
ん
だ

ボ
ス
を
倒
し
た
の
に
上
の
初
見
の
Ｍ

ｏ
ｂ
モ
ン
ス
タ

に
殺
ら
れ
る

が
な

 
あ
は
は
は

あ
は
は
は
は
は

な
ん

や

と

こ
ン

が

子
に

る
な

 
キ
バ
オ
ウ
が

ニ

ク
リ

プ
を
放
つ
も
振
り
返
り
様
の
一
撃
で
キ
バ
オ
ウ
の
片
手
剣
だ
け

を
正
確
に

ら
れ
た
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シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
武
器
破
壊

の
得
意
技
だ

メ
イ
ン
ア

ム
壊
さ
れ
た
い

ツ

は
ど
ん
ど
ん
来
い

 
こ
い
つ
み
た
い
に

無
様
に
地
面
を
這
い

ら
せ
て
あ

る
か
ら
さ

 

家
の

と
呼
ば
れ
て
る

こ
の

が

あ
ん
た
ら
を
這
い

ら
せ
て
や
る
よ

 
彼
の

と
共
に
放
た
れ
た

発
に
し
か
し

も
反
応
し
な
か

た

た
だ
憎

し

に

ん
で
い
る
だ
け
だ

 
そ
れ
を
見
て

で

い

然
と

味

た
ら
し
く

を
一

一

く
り
と
上
が
り

を
開
け
て
こ
ち
ら
を
見
た

じ

あ
ね

ま
・
け
・
い
・
ぬ
・
ど
・
も

 

と
い
う

に
見
え
る

し
さ
と
哀
し
さ
を

え
た

み
と
共
に
彼
は
去

た

ガ

コ

ン

と
い
う

と
共
に

が

め
ら
れ
る

 
後
に
残

た
者
達
は
流

に
こ
こ
ま
で
来
て
殺
さ
れ
る
の
は

だ
と
思

た
ら
し
い
来
た
道

を
帰
り
始
め
た

キ
バ
オ
ウ

に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
悪

の
数

を
怒
鳴
り

ら
し
な
が
ら
迷

を

り
る
べ
く

て
い
く

が

一
人
で

背
負
い

ん
で
ん
じ

ね

よ

 
ガ
ン
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ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が

を
力
の
限
り

た

が
虚
し
く

き

た

を

め
て
す
す
り

く

が

つ
も
上
が
り

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
陰
鬱
と
表
情
を
歪
め
て

い
て
い
た

 
た

た
九

の
子

の

力
に
よ

て
第
一
層
の
ボ
ス
は
倒
さ
れ
て
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
第
一
歩

を
歩
み
だ
し
そ
し
て

に
よ

て
ビ
ギ
ナ

と
ベ

タ
テ
ス
タ

の
確

は
問

に
な
る
こ

と
は
無
か

た

 

よ
り
も

い
少
年
は

も

ば
な
い
孤
独
の
道
を
進
む
事
で
私
達
を
護

て
く
れ
た
の

だ

自
分
の
全
て
を

に
し
て

 
私
は
自
分
の
無
力
が
許
せ
な
く
て

を
浮
か
べ
な
が
ら

手
を
力
の
限
り
強
く
握
り

め

て
い
た

 

中
と

裏
で

か
れ
る

葉
は

た
だ
一
つ

 
ご
め
ん
な
さ
い

と
い
う

く
も

大
な
剣
士
へ
の

罪
だ
け
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

と
本
作
で
は
ユ
ウ
キ
だ
け
で
な
く
姉
の
ラ
ン
ま
で
も
が
参
戦

し
ま
す

ユ
ウ
キ
は
原
作

り
片
手
剣
使
い
で
ラ
ン
は

剣
使
い
と
い
う
設
定
で
す

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
入
り
し
た
二
人
の
設

定
は
あ
る
の
で

ま
ら
な
い
か
も
と
思

た
の
で
す
が
ど
う
し
て
も
出
し
た
く
て
二
人
を
参
戦

さ
せ
ま
し
た

 
ユ
ウ
キ
に

し
て
で
す
が
私
の
別
作
闇
と
光
の
交

の
よ
う
な
壊
れ
強
化
キ

ラ
に
は

な
ら
な
い
予
定
で
す

過
去
が
異
な
る

あ
そ
こ
ま
で
の
強
さ
に
な
る
き

か
け
が
無
い
か
ら

で
す

 
な
の
で
本
作
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
原
作
に
近
い
強
さ
で
収
ま
る
と
思

て
下
さ
い

最
も
異
な
る
の
は

和
人
で
す

 
さ
て

ビ

タ

と
し
て
孤
独
の
道
を
進
む
事
に
な

た
キ
リ
ト
で
す
が
原
作
よ
り
も

い
状
況
に
な
る
の
で

お
覚
悟
下
さ
い

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
章
 

聖
夜
の
赦
し

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
聖
夜
つ
ま
り
ク
リ
ス
マ
ス
に

す
る
お
話
で
す

原
作
知

て
る
方
は
も
う
お
分

か
り
で
し

う
が

前
話
の
第
一
層
か
ら
お
よ
そ
一
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す

 
で
も
原
作
と
は
ち

と
違
う
点
が
存
在
し
ま
す

そ
れ
が
プ
チ
原
作

壊
の
タ
グ
の
一
つ
で

す  
で
は
ど
う
ぞ

一
番
最
初
の
数
行
は
ア
ス
ナ

点
で
す
が
以

は

キ
リ
ト

点
に
な
り

ま
す
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第
一
層
に
て
最
も

い
彼
が
自
分
に
だ
け
憎
悪
を
向
け
る
よ
う
に
し
て
か
ら
第
二
層
第

三
層
と

ま
れ
な
が
ら
も
キ
リ
ト
君
は
攻
略
隊
に
参
戦
し
た

 
自
ら
を

に
し
た
助
力
で

を
最
小
限
に
抑
え
他
の
プ
レ
イ

を
圧
倒
す
る

ど
の

子

の
戦
績
と
共
に

ボ

ナ
ス
を
き

ち
り
取

て

と
共
に
去
り
全
プ
レ
イ

の
行
き
場
の
無
い
ス
ト
レ
ス
を
一
心
に
引
き

け
て
い

た

 
そ
ん
な
日

が

い
て
一
年
が
経
と
う
と
し
た

キ
リ
ト
君
は
最
前
線
に
来
な
く
な

た

 

く
な
り
だ
し
た

木

し
が
吹
き

ぶ

空
の
日
の
こ
と
だ

た

  
夢
の
よ
う
な

と
い
う

葉
に
は

絶
望
が
内

さ
れ
て
い
る

 
今
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
中
を

さ
せ
て
語
り

に
な

て
い
る

が
あ

た

ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
モ
ミ
の
木
の
下
に
現
れ
る
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
の
持
つ

の
中
に
過
去
の

人
を

ら
せ
る
神
器
が
あ
る
と
い
う

 

物

も
が
そ
う
思
う
反
面
ど
う
し
て
も
希
望
を
掛
け
て
し
ま
う
の
は
人
間
の
業
深

い
性
な
の
だ
ろ
う
と
思
う

あ
る

の
無
い
希
望
に

る
愚
か
し
い

を
神
と
い
う
存
在
が
い

る
の
だ
と
す
れ
ば
き

と

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
も

あ
あ
な
ん
と
救
い
よ
う
の
無
い
存
在
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な
の
だ

  
あ
る

の
無
い
希
望
に
一

の
望
み
と
絶
望
を

け
て
動
い
て
い
る

こ
の

は

  
ズ
バ
シ

 
と
血
の
色
を
し
た
深
紅
の
突
き
が

黒
の
外
骨
格
を
持
つ

を
八

め
て

き
蒼
い
結

片
へ
と

さ
せ
た

一
時
的
に
光
が
暗
闇
の

谷
を

ら
し

れ

で
襲
い
来
る

黒
の

共
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

そ
の
数

お
よ
そ
五
十
は
下
る
ま
い

 
こ
こ
四
十
九
層

の

の

谷
で

は
異
常
で
大

な
猛
レ
ベ
リ
ン
グ
を
行

て
い
た

の
リ
ポ

プ
の
百
以
下
は
無
限
無
制
限

ち
無
し
と
あ
る
意
味
で
地
獄
な
場

な
の
だ
が

ま
じ
く
来

い
マ

プ
の

と
は
い
え
最
前
線
層
だ
か
ら
だ
ろ
う
経
験
値
が

ま
じ
い
勢
い
で

入

て
い
く

最
前
線
層
は
他
の
層
に

べ
て
数

も
経
験
値

が
違
う
た
め
だ

 
最
前
線
層
だ
か
ら
無
論
危
険
も

も
な
く
大
き
い

し
か
し
来

い
と
あ

て

以
外
の

も
来
な
い
と
い
う

生
ア
イ
テ
ム
を
全
力
で

て
い
る

と
し
て
は
こ
れ

ど

運
な
事
は

無
い
レ
ベ
リ
ン
グ
ス
ポ

ト
だ

た

 
最

流
れ
作
業
と
な

て
お
り
加
え
て
レ
ベ
ル
も
最
前
線
が
四
十
九
マ

ジ
ン
入
れ
て
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が
最

な
現
在
で

に
レ
ベ
ル
は
１
２
０
に
達
し
て
い
た

間
違
い
な
く

が
最
高

だ

ろ
う

少
し
前
に
よ
く
分
か
ら
な
い
ス
キ
ル
も
出
て
い
た
が
そ
れ
ら
も

使
し
て

の
軍
勢

手
に

練

上

と
レ
ベ
リ
ン
グ
も
合
わ
せ
て
し
て
い
る

 
ジ

と

に

が
掛
か

た

も
う
そ
ろ
そ
ろ
流

に
集
中
力
が
切
れ
て
き
た
よ
う

だ

た

こ
こ
ら
で
引
き
上

て
お
こ
う
と

え
て
全
方

を

ぎ
払

て
全
て
を
結

片
へ

と

さ
せ
て
か
ら

猛
速
で

谷
か
ら
脱
出

安
全
地

へ
と
入
る

 
そ
こ
に
入

て
一
息

い
て
二

間
も

ま
ず
食
わ
ず
で
流

に
限
界
に
な

て
き
た
の
で

か

理
し
よ
う
と
思
い
け
れ
ど
食

ア
イ
テ
ム
は
全
て

点
に
放
り

ん
で
い
た
か
ら
持

て
い
な
か

た

ま
じ
い

の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム

全
て

の
部

だ
が
現
時
点
で
最

高

の

備
を
鍛
え
る

に
な
る

の

理
を
ど
う
す
る
か

え
エ
ギ
ル
の

に
行
こ
う

と
決
め
た

 
愛
剣
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
と
い
う

黒
の
剣
身
に
刃
の
部
分
だ
け
が

白
の
片
手
剣
を
背
に

る

そ
し
て
こ
れ
ま
た
最
前
線
で
は
ド
ロ

プ

が
高
く
設
定
さ
れ
て
大

に
ド
ロ

プ
し

て
い
た
転

結

を
出
し
て
エ
ギ
ル
が
仮
の

点
と
し
て
い
る
四
十
八
層
リ
ン
ダ

ス
へ
と
転

し
た
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谷
は
光
を

る
構

で
時
間
感
覚
が
狂
い
や
す
く
ま
だ

間
だ

た
よ
う
で
明
る
い
日
差

し
が

を

ら
し
た

少
し
目
を

め
て
目
的
の
場

へ
と
行
く

 
時

プ
レ
イ

の
目
に
触
れ
て
は
投

ら
れ
る
悪

を
完

に
ス
ル

し
故

エ
ギ
ル

の

の

を
開
け
た

中
で
は

か
仕
分
け
を
し
て
い
た
ら
し
い
ウ

ン
ド
ウ
を

し
な
く
動

か
し
て
い
た
エ
ギ
ル
が
手

な
カ
ウ
ン
タ

に
い
て

こ
ち
ら
を
見
て

し
た

キ
リ
ト

 
お
前

生
き
て
た
な
ら

絡
く
れ

入
れ
ろ

 
ど
ん
だ
け
心
配

し
た
と
思

て
や
が
る
ん
だ

 

突
の
怒
鳴
り
声
を

を

い
で
ス
ル

し
ト
レ

ド
ウ

ン
ド
ウ
で
転

結

と
最
前

線
の

か
ら
ド
ロ

プ
し
た
希
少
価
値
の

を
大

に
示
す

生
き
て
る
か
ど
う
か
の
確
認
な
ら
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
最
悪
黒
鉄

の
生
命
の

で
確
認
で
き

る
か
ら
い
ら
な
い

そ
れ
と

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
を
換
金
し
て
欲
し
い

た
く
お
前
は

て
お
い

こ
れ
最
前
線
の

し
か
も
な
ん
だ
こ
の

転

結

の
数

 
二
百
三
十
三
個
だ

格
安
で
も
構
わ
な
い
ス
ト
レ

ジ
を
空
け
た
い
ん
だ

定
価
じ

な
く
て
も
良
い
か
ら

い

取

て
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あ
あ
あ
ま

そ
れ
で
も
良
い
な
ら
遠
慮
な
く

い

く
け
ど
よ

こ
れ
で
ど
う

だ 

と
示
さ
れ
た
ト
レ

ド

の
コ
ル
の

を
見
て
一
発
で
承

し
た

二
束
三
文
で

い

か
れ
た
が
今
は
コ
ル
に

て
い
る

で
は
無
い
の
だ

コ
ル
は
猛
レ
ベ
リ
ン
グ
の
お
陰
で

ま
じ
い

ま

て
い
る

エ
ギ
ル
が
慌
て
た
よ
う
に

を
見
て
く
る

お

お
い

の
つ
も
り
だ

た
ん
だ
ぞ

本

に
そ
の

で
良
か

た
の
か

構
わ
な
い

今
必
要
な
の
は
コ
ル
じ

な
く
て

ス
ト
レ

ジ
の
空
き
だ
か
ら

い
や
そ
れ
に
し
て
も

そ
う
か

お
前

ま
だ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
か

あ
の
ギ
ル
ド
を

 
エ
ギ
ル
の
心
配

な

葉
に

の

か
が
切
れ
た

ま
だ

忘
れ
ら
れ
な
い

 
忘
れ
ら
れ
る
か

 
あ
の
ギ
ル
ド
は

の
せ
い
で

全
滅
し
た
ん
だ

 
月
夜
の
黒
猫

は

 
み
ん
な
は

 
ケ
イ
タ
は

 

が

わ

た

ば
か
り
に
死
ん
だ
ん
だ

 
サ
チ
を
孤
独
に
追
い
や

た
の
は
こ
の

だ

 
忘
れ
ら
れ
る

が
無
い

 

の
せ
い
な
の
に
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は

は

と
息
を

く
し
面
食
ら

て

ま

て
い
る
エ
ギ
ル
に
ご
め
ん
と

て

を
出
た

そ
の
時
に

を

と
し
た
プ
リ

ツ
ス
カ

ト
に
白
い
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た
ピ

ン
ク
髪
の
少
女
と

れ
違
い

し
い

で
見
ら
れ
る
も
無

し
て
進
ん
だ

 
向
か
う
先
は
十
九
層

そ
し
て
今
日

二
十
四
日
の
深
夜
に
は
三
十
五
層
迷
い
の
森

だ

て
て

が

き

と

を

 
ぎ
り

と
⻭

り
を
し
て

は
十
九
層
ミ

シ

ン
へ
と
転

し
た

  
あ
た
し
が
エ
ギ
ル
の

の
前
に
来
た
時

い
子

の
怒
鳴
り
声
が

こ
え
た

ま
だ

忘
れ
ら
れ
な
い

 
忘
れ
ら
れ
る
か

 
あ
の
ギ
ル
ド
は

の
せ
い
で

全
滅
し
た
ん
だ

 
月
夜
の
黒
猫

は

 
み
ん
な
は

 
ケ
イ
タ
は

 

が

わ

た

ば
か
り
に
死
ん
だ
ん
だ

 
サ
チ
を
孤
独
に
追
い
や

た
の
は
こ
の

だ

 
忘
れ
ら
れ
る

が
無
い

 

の
せ
い
な
の
に

 
切

り

き

ん
で
い
る
と
も
取
れ
る
怒
鳴
り
声
に

事
と
思

て

ま

て
い
る
と

程
無
く
小

で
黒
を

と
し
た
十

く
ら
い
の

少
女
が
出
て
き
た
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け
れ
ど

つ
き
は
蒼
白
く
な

て

色
が
明
ら
か
に
悪
く

か
に

か
れ
て
い
る
ん
じ

な
い
か
と
思
う
く
ら
い

い
有
様
だ

た

気
付
い
て
い
な
い
の
か

を

こ
う
と
も
せ
ず
あ

た
し
を
無

し
て

足
で
転

へ
と
歩
き
去

た

エ
ギ
ル

今
の
子

 
ち

と
失
礼
過
ぎ
る
ん
じ

な
い
の

あ

あ
あ

リ
ズ
ベ

ト
か

い
や

あ
の
子
は
仕
方
が
無
い
ん
だ

そ
う
や

て
甘
や
か
し
て
る
と

ど
ん
ど
ん
付
け
上
が
る
よ

 
子

は
そ
う
い
う
の
に

い
ん
だ
か
ら

れ
る
も
の
な
ら

り
た
い
さ

け
ど
な
あ
の
子
だ
け
は
出
来
な
い

あ
の
子
を

れ
ば

あ
の
子
の
心
は
壊
れ
ち
ま
う

も
う

ち
な
ん
だ

あ
の
子
の
心
は

 
は

と
心

憂
鬱
と

い
た

に
深
く

息
を

き
が
た
ん
と
カ
ウ
ン
タ

の

子
に

り

む
エ
ギ
ル

こ
ん
な
彼
を
見
た
こ
と
が
無
い

あ
の
子

て

て

う
の

 
エ
ギ
ル
と
知
り
合
い
な
ら

結
構
名
が

れ
て
る
ん
で
し

そ
れ
は
リ
ズ
ベ

ト
自
身
で
知

て
く
れ

か
ら
は

も

え
ん

見
で

し
て
欲
し
く
な
い
ん
だ

あ
の
子
に
は
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の
方
を

い
や
そ
の
先
を
見
つ
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
エ
ギ
ル
の
目
は
と
て
も
悲

し
そ
う
で

け
る

気
で
無
か

た

 
結

あ
た
し
は

も

け
ず
に

を
済
ま
せ
て
帰

に

い
た
の
だ

た

 

 

 
十
九
層
ミ

シ

ン
の

み
を
見
つ
つ

か
し
の

に

ま
り
か
つ
て
取

た
部

で

夜
に
向
け
て

る
こ
と
に
し
た

流

に
こ
れ
で
死
ん
だ
ら
目
も

て
ら
れ
な
い
し
そ
の
原
因

が

労
と
い
う
の
も
最
悪
だ
か
ら
だ

 
数

間
ぶ
り
の
ベ

ド
に
横
に
な

て
剣
を

き

は
目
を

て
思

を
止
め
た
の
だ

た  
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が

の
入
り
の
六
月
に
入

た
時

は
武
器
の
強
化

集
め
に
下
層
へ

と
一
時
的
に
下
り
て
い
た

十
九
層
だ

 
森
で

り
を
し
て
十
分
集
ま

た
と
判
断
す
る
と
そ
の
時
に

苦
戦
し
て
い
る
集

を

見
か
け
た

な
ら
そ
の
ま
ま
帰

た
が

彼
ら
は
索

候
を
上
手
く
出
来
て
い
な
い
の

か

を
⻩
色

の

意

以
下

に
し
て

ま
く

て
は
別
の

の
行
動
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に
入

て

追
い
か
け
ら
れ
る

を
悪

に
増
や
し
て
い
た

 
こ
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
死
ぬ
と
判
断
し
た

は
彼
ら
を
助
け
た

一
刀
の
下
に
全
て
を
斬

り
捨
て
た

 
そ
の
あ
と
月
夜
の
黒
猫

と
い
う
ギ
ル
ド
を
作

た
リ
ア
ル
で
も
高

で
パ

コ
ン
部

に

属
し
て
い
た
高

生
五
人
の
レ
ベ
リ
ン
グ
に
協
力
す
る
こ
と
に
な

た

は
必
要
以
上
に

マ

ジ
ン
を
取

て
い
た
か
ら

多
少
最
前
線
か
ら
離
れ
て
も
差
し

え
は
あ
ま
り
無
か

た

 
リ

ダ

の
ケ
イ
タ
は
盾
に
片
手

ダ

カ

は
ス
ピ

ド
重

の

剣
サ
サ
マ
ル
が
⻑

槍

テ
ツ
オ
は
⻑

そ
し
て
紅
一
点
の
サ
チ
と
い
う
女
性
も
⻑
槍
だ

た

 
彼
ら
に
力

え
し
て
か
ら
彼
ら
は
め
き
め
き
実
力
と
レ
ベ
ル
を
高
く
し
メ
イ
ン
の

場
を

一

間
で
三
層
上

る

ど
に
な

た

た
だ
一
つ
前
衛
が
ケ
イ
タ
だ
け
で
不
安
定
だ
か
ら
サ
チ
を
片
手
盾
剣
士
へ
と
転
向
す
る
と
い
う

を

い
て

上
手
く
い

て
い
た

 
サ
チ
は
怖
が
り
で

を
前
に
す
る
と
ど
う
し
て
も
目
を

て
し
ま
う

な
面
が
あ

た

そ
れ
が

と
な

て
け
れ
ど
彼
ら
は
そ
れ
に
気
付
か
な
か

た

が
指

し
て
も
然
し

て
重
要

し
て
る
風
で
も
な
か

た

い

が
出
来
る
な
ら
年
上
な
の
だ
か
ら
サ
チ
も
出
来
る
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と
で
も
思

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
一

が
ギ
ル
ド
に
入

て
か
ら
一
月
経

た
七
月
二
日
サ
チ
が

点
と
し
て
い
た

か
ら

然
と

を
消
し
た
事
が
あ

た

 

論
ケ
イ
タ
達
は
慌
て
て
探
し
始
め

も
探
し
た

索

ス
キ
ル
の
Ｍ
ｏ
ｄ
の
追

を
取

て
い
た
か
ら

は
彼
女
の
足

を
頼
り
に
探
し
た

足

は
圏
内
の

中
の
下
水
道
へ
と
繋

が

て
い
た

そ
の

路
の

中
で
サ
チ
は
最
近
ド
ロ

プ
し
た
ハ
イ
デ

ン
グ

果
に
補
正

が
掛
か
る
マ
ン
ト
を

て

を

え
て
い
た

サ
チ

キ
リ
ト

 
ど
う
し
て

こ
こ
が

は

ら
ビ

タ

だ
か
ら

索

ス
キ
ル
を
上

る
と
追

て
い
う
足

を

る
Ｍ
ｏ
ｄ
が
取
れ
る
ん
だ

そ
れ
で

ケ
イ
タ
達
に
は
ま
だ
知
ら
せ
て
な
い
ん
だ
け
ど

ね 

良
い

 
と

い
て

小
さ
く

く
の
を
見
て
か
ら

寄
り

う
よ
う
に

に

を
下

ろ
し
た

よ
り
体
が
大
き
い
サ
チ
が

こ
ち
ら
を
見
た

ね

キ
リ
ト

キ
リ
ト
は
ま
だ

九

な
ん
だ
よ
ね
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う
ん

そ
う
だ
け
ど

キ
リ
ト
は
怖
く
な
い
の

 
私
は
怖
い

で
こ
ん
な
世
界
に
来
た
ん
だ
ろ
う

て
今
で
も
思
う
ん
だ

こ
の
世
界
に

じ

め
ら
れ
て

死
ん
で
い

て

こ
の
世
界
に

の
意
味
が
有
る
の
か
な

 

を
浮
か
べ
な
が
ら
の
サ
チ
の
独
白
に

は

つ
り
と

葉
を
返
し
た

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
よ

え人
に
よ

て
思
う
こ
と
は
違
う
し

価
値
観
も
違
う
か
ら

多
分

サ
チ
の

う
意

味

て
い
う
も
の
の

え
も

あ
る
と
思
う
ん
だ

ま
だ
こ
の
世
界
に

わ
れ
て
い
る
間
に

出
す
人
も
い
れ
ば
解
放
さ
れ
て
あ
る
い
は
死
ぬ
間

に
出
す
人
も
ず

と
出
さ
ず
に

え

け
る
人
も

得
で
き
る

え
が
出
せ
た
な
ら
そ
れ
は
サ
チ
自
身
の

え
で
良
い
と

思
う
よ

キ
リ
ト
は

出
し
て
る

は

こ
の
世
界
で
生
き
て
そ
し
て
足
し
て
死
ぬ
こ
と
か
な

あ

で
も

あ

ち
に
は

の
新
し
い
家

が

て
る
ん
だ
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あ

ち

 
新
し
い

家

 

を

る
サ
チ
に

い
掛
け
な
が
ら
話
を

け
た

思
い
の

か

ら
か
に
出
て
き
て
い

た
う
ん

の
じ

な
く
て

新
し
い
家

は

家
に
捨
て
ら
れ
た
ん
だ

要
ら
な
い
子
だ

た
か
ら

さ

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
日
か
ら

一
年
前
の

月

日
に

別
の
家

に

わ
れ
た
ん
だ

最
初
は

て

い
た
だ
け
で
失
神
す
る
く
ら
い
で
ね

で
も

家

が

け
入
れ
て
く
れ
た
ん
だ

は

だ

て

名
前
を
変
え
て
生
き
る
こ
と
に

な

て
さ

い
た
よ

も

に
悪

を

て
こ
な
い
ん
だ

名
前
が
違
う
だ
け
な
の
に

ね

で
も

は

と
し
て
生
き
る
機
会
を
く
れ
た
家

に
迷
惑
し
か
掛
け
て
な
い
ん

だ

だ
か
ら
絶
対
に
生
き
て
帰
る

そ
し
て

う
ん
だ
あ
り
が
と
う

て

大
切
な
存
在

て

離
れ
て
気
付
く
も
の
な
ん
だ

て

初
め
て
知

た
か
ら

そ

か

で
も

戦
う
の
は

怖
く
な
い
の

怖
く
な
い

て

え
ば

に
な
る

だ

て
怖
い
も
の
は

あ
る
よ

け
ど
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ね

が
一
番
怖
い
の
は
人
な
ん
だ

人
の
心
が
怖
い

人
を
信
じ
る
こ
と

が
出
来
な
く
な

ち

て
る
ん
だ

だ
か
ら

は

と
も
組
ま
な
い
し
一
緒
に
も
い
な

い

人
の
悪
意
は

限
な
く
人
を

き

む
か
ら

で
も

が

に
怖
い
の
は

も
出
来
な
い
事
な
ん
だ

も
出
来
ず
た
だ

き

ぶ
の
は

の

の
ま
ま
だ
か
ら

ま

た

り
返
し
て

大
切
な
存
在
を
失
う
の
は

だ
か
ら

 
そ
う

う
と
サ
チ
は
そ

か

と

い

を

き
し
め
て
く
れ
た

小
さ
な

を

ら
す
サ
チ
は

か
く
て

は
大

き
し
た

声
は

ら
さ
ず

と
無

の

を
上

る

だ
け

 
そ
の
日
か
ら

は
サ
チ
と
一
緒
に

る
よ
う
に
な

た

夜
の

り
に
出
ら
れ
な
く
な

た

け
ど
そ
れ
で
も
か
な
り

を
持

て
い
た
か
ら
良
い
か
と
思

て
一
緒
に
夜
を
明
か
す
事

が

い
た

サ
チ
に

間
は
護
る
と

い
な
が
ら
彼
女
を
あ
や
し
そ
し
て

も
あ
や
さ
れ

て
い
た

  
け
れ
ど

そ
れ
は
や
は
り

い

想
だ

た
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が

い
小
学
生
と
い
う
の
も
あ

た
せ
い
か

が
ビ

タ

と
明
か
し
て
も
彼
ら
は

意

を
あ
ま
り

か
な
か

た

た
だ
目
に
見
え
る
強
さ
を
求
め
進
ん
だ
の
だ

 
だ
か
ら
彼
ら
は

サ
チ
の
件
か
ら
二

間
が
経

た

月

日

ケ
イ
タ
が
ギ
ル
ド
ホ

ム

を

い
に

が
ボ
ス
攻
略
に
向
か

た
時
に
二
十
七
層

ト
ラ

プ
迷

と
名
高
い
場

へ
行

た

サ
チ
か
ら
メ

ル
が
あ

た
の
に
気
付
い
た
の
は

が
三
十
六
層
の
ボ
ス

を

取

て

を
上

な
が
ら
三
十
七
層
へ
と
上

た
時
だ

た

そ
の
時
に
サ
チ
の
メ

ル
を

ん
で

は
焦
り
を

い
て
サ
チ
の
足

を
追

し
た

 
か
つ
て
な
い
焦
り
と
共
に
猛
速
で
サ
チ
の
足

を

り
消
え
る

か
ら
追
い
か
け
た

に

に
真

直
ぐ
に
と
迷

を
進
ん
で
追
い
つ
い
た
と
き
ち

う
ど
彼
ら
が

し
部

を
見
つ

け
て
中
の
宝

を
開
け
よ
う
と
し
て
い
た
時
だ

た

 

は
全
力
で

り

ん
で
ぎ
り
ぎ
り
ト
ラ

プ
で

が

ま
る
直
前
に
間
に
合
い

モ
ン
ス

タ

ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
と
転

結

無

化
空
間
化
ト
ラ

プ
が
同
時
に
発
動
し
た
中
四

人
を
助
け
る
た
め
に

抗
戦
し
た

 
け
れ
ど
初
め
て
の
結

無

化
空
間
そ
し
て
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
に
恐
慌
に

た
彼
ら

は
ま
と
も
な
対

が
出
来
ず

力
が

い
ダ

カ

サ
サ
マ
ル
テ
ツ
オ
の

に
死
ん
で
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い

た

ギ
リ
ギ
リ
で
全
て
の

を
倒
し
終
え
て
宝

を
斬
り
壊
す
事
で
な
ん
と
か
ト
ラ

プ
を

解
き

の
近
く
で
戦

て
い
た
サ
チ
だ
け
は
助
か

た
も
の
の
彼
女
も

の
恐
慌
状

に

て
い
た

 
大
切
な

間
を
目
の
前
で
三
人
も
一
気
に
失
い
そ
し
て

が
い
て
も
ギ
リ
ギ
リ
で
生
死
の

に
立

て
い
た
の
だ
か
ら
無
理
も
無
い
と
思
い
彼
女
を
労
り
な
が
ら

は
ケ
イ
タ
が

つ
と

て
い
た
ギ
ル
ド
ホ

ム
へ
と
サ
チ
と
共
に
足
を
向
け
た

 
ケ
イ
タ
は

と
サ
チ
を
見
て

三
人
は

 
と
問
い
掛
け
て
き
た

サ
チ
の
状

が

か

た
の
で
先
に

ま
せ
る
た
め
に

子
に

ら
せ

が
知
る
限
り
の
事
情
説
明
を
行

た

 
サ
チ
も
時

補
足
し
つ
つ
説
明
を
終
え
る
と

ケ
イ
タ
は
一
切
の
表
情
を
消
し
た

け

ケ
イ
タ

家
の

晒
し
の
ビ

タ

が

達
と

わ
る

格
な
ん
て
無
か

た
ん
だ

平

な
声
で

て
転

結

で
第
一
層
に
転

そ
の
足
を
外

部
テ
ラ
ス
へ
向
け
そ
こ

か
ら
身
を
投

出
し
た

お
前
な
ん
か

死
ん
で
い
れ
ば
良
か

た
の
に
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そ
の

を
残
し
て

彼
は

色
に

ま
る
雲
海
の
彼
方
へ
と

を
消
し
た

 
サ
チ
は
ケ
イ
タ
の
自
殺
の
事
実
を

い
て

く

ん
だ
が
回
復
す
る
と

に
付
い
て
行
く

と

い
始
め
た

の
レ
ベ
ル
は

時

サ
チ
は

だ

た

最
前
線
は
三
十
七
層

ギ
リ

ギ
リ
だ
し
サ
チ
は
攻

の

に
目
を

る

が
あ
る
か
ら

戦
闘

で
は
ダ
メ
だ
と

た

 
そ
れ
で
も
付
い
て
こ
よ
う
と
し
た
か
ら
二
つ

件
を
出
し
た

一
つ
は
ア
ス
ナ
が

⻑

を
し
て
い
る

血

騎
士

ユ
ウ
キ
が

⻑
で
ラ
ン
が

⻑
の

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ

ツ

ク
ラ
イ
ン
が

を
し
て
い
る

風
林
火

の
ど
れ
か
に

属
す
る
事

 
そ
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
戦
闘

で
は

め
ポ

シ

ン
作
成
や
鍛
冶
・

飾
と
い

た
生

で

を

え
て
く
れ
と
頼
ん
だ

 
ど
う
い
う

か
彼
女
は
前
者
を
取
り
現
在
は
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
に
よ

て
ビ
シ
ビ
シ
と

か
れ

と
は
い
え
遊
ば
れ
て
い
る
だ
け
だ
が

の
槍
使
い
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
る

彼
女
は
見

事
夢
を
果
た
し
た
の
だ

 
し
か
し
彼
女
は
失
念
し
て
い
た

攻
略
組
で
の

の

わ
れ

合
を

彼
女
が

ん
だ
ギ
ル

ド
は

に
理
解
あ
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
ま
だ
マ
シ
だ
が
そ
れ
以
外
は

方
も
無
く
忌
み

わ
れ
て

い
る

そ
こ
を
失
念
し
て
い
た
の
だ
そ
れ
に
よ

て

が
そ
も
そ
も
攻
略
組
で
も
神
出
⻤

と
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な

て
い
て
一
緒
に
は
行
け
な
い
と
い
う
事
を

 
恐
ら
く
彼
女
は

を
怨
ん
で
い
る
事
だ
ろ
う

大
切
な

間
の
命
を

風
の
如
く
吹
き

ら

し

を
晦
ま
せ
て
い
る
の
だ
か
ら

だ
と
思

て

に
会

た
時
は

に
悪

を

て

く
る
だ
ろ
う

 
仮
に
怨
ん
で
い
な
い
と
し
て
も

に
彼
女
と
一
緒
に
い
る

格
な
ど
無
い

親
し
い
者
達
の

命
を
奪

た
者
な
の
だ
か
ら

 
そ
し
て
そ
の
命
を
取
り

す
た
め
な
ら

は
死
神
に
も
悪
魔
に
も
背
教
者
に
も
命
を
差
し

出
そ
う

た
と
え
年
一
の
フ
ラ
グ
ボ
ス
に

ロ
で

む
事
が
無
謀
な
行
い
だ
と
し
て
も
愚
行
だ

と
し
て
も

は
ケ
イ
タ
を

ダ

カ

サ
サ
マ
ル

テ
ツ
オ
の
四
人
を

ら
せ
る
義
務
が

あ
る

彼
ら
を

ら
せ
る
た
め
に

全
て
を
投

打
つ
責
務
が
あ
る
の
だ

 
だ
か
ら

は
全
て
を
投

打
と
う

た
と
え
死
ぬ
事
に
な

た
と
し
て
も

 

は
三
十
五
層
の
迷
い
の
森
を

り
な
が
ら

結
論
付
け
た

ご
め
ん
な
さ
い

さ
ん

さ
ん

直
姉

あ
な
た
達
を
裏
切
る

を

ど
う
か

許
さ
な
い
で
下
さ
い

 

り
な
が
ら

く

た

た
と

が

れ
て

界
が
滲
む
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あ
れ

ど

自
身
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
血
の
繋
が
り
の
無
い
出
来
損
な
い
の

を
少
し
と

は
い
え
育
て
て
く
れ
た
家

を

は
自
分
か
ら
裏
切
る

は
は

本

家

の

晒
し

出
来
損
な
い
の

だ

 

い
た

い
が

れ
た

を

け
入
れ
て
く
れ
た
最
愛
の
家

を

は
自
分
自
身
で
裏
切

る
の
だ

こ
れ

ど
愚
か
な
人
間
が
い
る
だ
ろ
う
か

 

い
や
い
る

が
無
い

い
れ
ば
そ
い
つ
が

以
上
の
悪

に
晒
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
ら

 
そ
い
つ
は

ち

と
違
う
ん
じ

ね

か

  

有
り
得
な
い

突
に

を
打

た

を
突
い
て
く
る
男
の
声
に
思

が
空
白
を

生
ん
だ

 

な

で

こ
こ
に
い
る

ど
う
し
て

こ
こ
が
分
か

た
ん
だ

ク
ラ
イ
ン

 
な
ん
で

ど
う
し
て

こ
こ
が

 
声
の
主
は

が
第
一
層
の

で

い
て
来
た
心

し
い
初
の
フ
レ
ン
ド
だ

た

和
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を
身
に

て

に
レ
ア
武
器
の
カ
タ
ナ
を
指
し
て
い
る
バ
ン
ダ
ナ
を

に

い
た
背
の
高

い
男
だ

た

 
今
と
な

て
は
一
流
の
少
数
精

が

り
の
攻
略
ギ
ル
ド
風
林
火

の
ギ
ル
ド
マ
ス
タ

と
な

て

わ
れ
て
い
る

ク
ラ
イ
ン
が

後
ろ
に

た

お
う

ま

お
前
は
ゲ

ム

め
て
よ
色

と
ス
ゲ

て

は
思

て
る
か
ら
な

お
前
が
今
発
見
さ
れ
て
る
モ
ミ
の
木
の

標
情
報
を

た

て
い
う
情
報
を

も

た
か

ら

お
前
を
追

し
た
ん
だ
よ

ウ
チ
に

そ
れ
が
得
意
な

も
い
る
か
ら
な

 

が

て
い
た
場

の
後
ろ
の
転

場

か
ら

色
の
和

束
と

に
身
と

み
二

矛
や
カ
タ
ナ
な
ど
風
林
火

と
い
う
ギ
ル
ド
名
に

じ
な
い
和

で

め
た
ク
ラ
イ
ン
と

そ
の
友
人
五
名
が

こ
ち
ら
を
見
て
立

て
い
た

 
そ
の
後
ろ
に
は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

や

血

騎
士

の
ユ
ウ
キ

ラ
ン

ア
ス

ナ

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
い
た

ア
ル
ゴ
ま
で
い
る

 
そ
し
て

一
歩

二
歩

三
歩
と
出
て
き
て
止
ま

た

蒼
を

と
し
た

に

蒼
い
⻑
槍
を
背
負

た
女
性
は

サ

チ
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う
ん

し
ぶ
り

キ
リ
ト

 

の
無
い

み
で

葉
を
返
し
て
き
た
サ
チ

 
き

と
こ
の

の
ま
ま

に
悪

を

う
の
だ
ろ
う

も
し
く
は
表
情
を
憎
悪
と

悪
に

歪
め
て

き

と
そ
う
だ

そ
う
に
違
い
な

キ
リ
ト

一
人
じ

危
な
い
よ

 
ぎ
し

と

か
が

ん
だ

予
想
と
違
い
サ
チ
は
明
る
い

み
を
消
し
て
不
安

に

を

揺
ら
し
た

ま
る
で

月
夜
の
黒
猫

が
存
在
し
た

あ
の
時
と
同
じ
よ
う
に

下

水
道
で

い
に

い
た

あ
の
時
と
同
じ
で
あ
る
か
の
よ
う
に

 
か
た
か
た
と
手
が

え
た

は
は
は

危
な
い

 
フ
ロ
ア
ボ
ス
を

ロ
で
も

で
き
る
実
力
を

は
持

て
る
ん
だ

危
な
い
な
ん
て
事
が

力
じ

な
い
の

心
の
方
な
の

 
ミ
シ

と

の
中
の

か
が

み

む

の
力
で
は
な
く
信
じ
て
い
な

い
ん
じ

な
く
て
彼
女
は
目
の
前
の

を
怨
ん
で
も
仕
方
が
無
い
む
し
ろ

と
さ
え

え
る
女
性
は

の
心
を
心
配
し
て

い
る
と
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キ
リ
ト
お
前
も
う
無
理
し
て
一
人
で
い
よ
う
と
す
ん
な

見
て
ら
ん
ね

ん
だ

た

た

十
の
ガ
キ
が
悪
ぶ

て
大
勢
の
人
間
を
護
ろ
う
な
ん
ざ

十
年
も

て
の

そ
う
だ
よ

キ
リ
ト
は
も
う
十
分
過
ぎ
る

ど
に

た
ん
だ
よ

 
こ
れ
以
上
は

そ
れ
に

ら

罪
の

と
は
い
え

自
分
の
命
ま
で

ら
そ
う
と
し
て
は
ダ
メ
で
す

キ
リ
ト
君

あ
な
た
は
も
う

よ
り
も

て
る
の
よ

キ

オ
ネ

サ
ン
か
ら
も
お
願
い
ダ

こ
れ
以
上
自
分
を

に
す
る
の
は
や
め
て
く
レ

 

と

て
く
る
心
配
し
て
い
る

葉

の
予
想
と

も
か
も
が
違
う
悪

と
は
正
反

対
の

葉

ぎ
し
ぎ
し
と

の

が

み
を
上

が

け
そ
う
な

み
に
襲
わ
れ
る

 
そ
れ
を
無

し
て

は
眼
前
に

ぶ
人
を
見
る

も
が

に
悪
意
を
向
け
て
い
な
か

た
キ
リ
ト
君

君
の
事
情
は
サ
チ
君
か
ら

方

い
て
い
る

第
一
層
の

か
ら
も
君
と
行

動
を
共
に
し
て
君
の
事
を
多
少
な
り
と
も
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
だ

だ
か
ら
こ
そ
我

の

葉
に

を

け
て
く
れ

一
人
で

こ
う
な
ど
と
す
る
な

我

全

で

み

生
ア
イ

テ
ム
は
ド
ロ

プ
し
た
者
の
物
で
よ
か
ろ
う

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

し
く
感
情
が
完
全
に
表
に
出
た

に
不

に
思
い
心
配
す
る
声
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の 
ぎ
り

と
無
意
識
の
内
に
⻭
を
喰
い
し
ば

た

手
が

く
り
と
背
中
の
剣
の

を

む
だ
か
ら

て

こ
れ
は

の
罪
な
ん
だ

一
人
で
や
ら
な
き

意
味
が
無

い
ん
だ

 
最

哀
れ
と
思

て
い
る
の
か

哀
し

な
色
合
い
を

び
た

線
を
投

て
く
る

 
全

斬
る
か
と
思

た

斬
ろ
う
と
思
え
ば
出
来
な
く
も
無
い
だ
ろ
う

ユ
ニ

ク
ス
キ

ル
神
聖
剣
を

得
し
て
い
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
だ
け
は
斬
る
の
に
手
間
取
る
だ
ろ
う
が
し

か
し
あ
の
男
以
外
な
ら
斬
る
の
は
容

い

 

と
い
う
情
を
取
る
か

罪
と
い
う

己
を
取
る
か

あ
る
種

極
の

を

い
て

手

を
ぶ
る
ぶ
る
と

わ
せ
サ
チ
達
を

ん
で
い
る
と

と

と
近
く
に
転

し
て
く
る
プ
レ

イ

の
気
配
が
し
た

サ
チ
達
の
後
方
を
見
れ
ば

バ

の
横
に

白
の
⻯
の
紋
章
が
見

え
た

リ
ン
ド
を

⻑
と
す
る

聖
⻯

合

だ

 
リ
ン
ド
が
こ
ち
ら
に
出
て
き
て

を
見
て

打
ち
を

ら
す

チ

で

が

ま
さ
か

お
前
も
見
つ
け
た
の
か
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そ

ち
も

生
ア
イ
テ
ム
を

て
る
の

然
だ
な

と
い
う
事
は
お
前
も
か

ま

邪
魔
す
る
な
ら
殺
す
だ
け
だ
が
な
お
前
を
殺

し
て
も
罪
悪
感
な
ど
全
く
無
い
か
ら
な

 
ジ

キ

と
片
手
で
持
て
る
打
刀
を
構
え
る
リ
ン
ド
を
見
て

も
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
を

く

前
で

サ
チ
の
声
が
そ
れ
を

し

め
た

キ
リ
ト

君
は
先
に
行

て
戦

て
て

サ
チ

私
ね

生
ま
れ
て
初
め
て
だ
よ

こ
こ
ま
で

に
来
て
る
の
は

 
背
中
の
蒼
い
槍
を
引

み

ク
ル
ク
ル
と
高
速
回
転
さ
せ
て
ジ

キ
ン

 
と
構
え
る

サ
チ
に
は
以
前
に
見
た
時
に
は
無
い
覇
気
が
あ

た

向
け
ら
れ
た
リ
ン
ド
が
じ
り

と
後
退

す
る

む

こ
こ
は
我

が
食
い
止
め
よ
う

本
来
な
ら
ギ
ル
ド
リ

ダ

が
争
い
ご
と
を

す
る
の
は

法

な
の
だ
が

こ
こ
に
は
四
人
も
い
る
し
な
に
よ
り

リ
ン
ド
君

私
も

ね
君
に
今
か
な
り

に
来
て
い
る
の
だ
よ

キ
リ
ト
君
の
事
を
理
解
し
よ
う
と
も
し

て
い
な
い
君
に

彼
の
事
を
語
る

格
な
ど

ま
し
て
や
殺
す

格
な
ど

に
も
あ
る

が
無
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い

子
に

る
の
も
大

に
し
て
も
ら
お
う
か

 
ズ
ン

 
と
真
紅
の

に
白
銀
の
十

盾
と
十

剣
を
構
え
る
ヒ

ス
ク
リ
フ

ユ
ウ

キ
や
ア
ス
ナ
ク
ラ
イ
ン
達
も
あ
の
戦
闘
は

け
る
べ
く

極
振
り
の
ア
ル
ゴ
も

け
て

構
え
た

こ
ち
ら
を
見
て

先
に
行
け
と

う

 

は

も

わ
ず
彼
ら
に
背
を
向
け
目
的
地
で
あ
る
モ
ミ
の
木
が
あ
る
場

へ
と
転

動
し
た

  
サ
チ
達
に
追

手
を

せ
た

は

一
人
雪
が

り

も
る
モ
ミ
の
木
の
下
に
立

て
い
た

シ

ン
シ

ン
シ

ン
シ

ン

と

の

が

や
か
に

き
空
か
ら

大
な
サ
ン
タ
の

を
来
た
醜
悪
に
カ
リ
チ

ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
化
け
物
が

て
き
た

グう
る
さ
い

 
シ
ス
テ
ム
に

定
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

を

お
う
と
し
た
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
へ
と

は
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
で
斬
り
掛
か

た

お
返
し
と
ば
か
り
に
猛

な
速

で

り
を
上

な
が
ら

大
な
片
手

を
振
り
か
ぶ
ら
れ
る
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フ
ロ
ア
ボ
ス
以
上
の
強
さ
を
持
つ
年
一
フ
ラ
グ
ボ
ス
と
フ
ロ
ア
ボ
ス
以
上
の
強
さ
を
持
つ

ロ
プ
レ
イ

が

ぶ
つ
か

た

 
死
闘
は

始
ま

た
ば
か
り
だ

た

  
そ
の
戦
い
は
超
レ
ベ
ル
そ
し
て

備
と
ス
キ
ル
パ
ラ
メ

タ
に
振

た
ボ

ナ
ス
ポ
イ

ン
ト
が
多
大
な
ダ
メ

ジ
デ

ラ

で
あ
る

を
し
て
も
一
時
間
も
時
間
が
掛
か

た

し

か
も
自
分

と
し
て

意
し
て
い
た
全
て
の
回
復
ア
イ
テ
ム
を
使
い
切
り
超
性
能
リ
ジ

ネ

を

使
し
て

危
険

は
一

も
残

て
い
な
か

た

 

弾
に
よ
る
死
を
恐
れ
ず
に
攻
撃
一

倒
で
あ
る

で
も
そ
れ
だ
け
掛
か

た

他
の

の
プ
レ
イ

で
は
死
者
が
出
る
の
は

れ
な
か

た
で
あ
ろ
う

戦
を
越
え

は
生
き
残

た 
そ
し
て
生
き
残
り

勝
者
に
与
え
ら
れ
る
の
は
ニ
コ
ラ
ス
が
持

て
い
た
ズ
タ

に

入

て
い
る

大
な

の
ア
イ
テ
ム

モ
ン
ス
タ

グ
ラ
フ

ク
か
と
思
い
き
や
こ
の

の
中
に
全
ア
イ
テ
ム
が
入

て
い
た
の
だ

そ
れ
ら
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
零
れ
出
て
く
る

と
は
い

え

自
力
で

う
の
で
は
無
く

勝
手
に
ス
ト
レ

ジ
に
収
ま

て
い
く
の
だ
が
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ダ

カ

サ
サ
マ
ル

テ
ツ
オ

ケ
イ
タ

 
勝

時
に
表
示
さ
れ
る
リ
ザ
ル
ト
に
一

す
ら
向
け
ず
す
ぐ
さ
ま
新

入
手
ア
イ
テ
ム
一

を
見
る

そ
こ
に

望
み
の
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
事
を
信
じ
て

 
数
十
事
に
よ
る
と
百
を
越
え
る
ア
イ
テ
ム

を
血
眼
に
な

て

て
探
し
て
い
き
と
う

と
う
そ
れ
を
見
つ
け
た

 
ア
イ
テ
ム
名
は

還
魂
の
聖

そ
の
ア
イ
テ
ム
を
取
り
出
し

手
に
取
る

 
真

白
な

に
虹
色
を
煌
か
せ
る
そ
れ
を

え
る
指
で
タ

プ
し
表
示
さ
れ
た
ウ

ン
ド
ウ

を
食
い
入
る
よ
う
に
見
る

 
こ
の
ア
イ
テ
ム
の
ポ

プ
メ
ニ

か
ら
使

を

ぶ
か
あ
る
い
は
保
持
し
て

生

プ

レ
イ

名
と
発
声
す
る
事
で
対

プ
レ
イ

が
死
亡
し
て
か
ら
そ
の

果
光
が
完
全
に

消
滅
す
る
ま
で
の
間
お
よ
そ
十

間
な
ら
ば
対

プ
レ
イ

を

生
さ
せ
る
事
が
出
来

ま
す

  
そ
の
説
明
文
が
ウ

ン
ド
ウ
に
表
示
さ
れ
て
い
た

そ
れ
を

も

み
返
す
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間
違
い
は
な
い
か

本

な
の
か

信
じ
た
く
な
く
て

 
お
よ
そ
十

間

 
そ
れ
が

が
全
損
し
て
ア
バ
タ

が
四

し
て
か
ら

ナ

ヴ
ギ
ア
に
よ

て

を

き

切
る
ま
で
の

シ

ク
エ
ン
ス

動
に
か
か
る
ラ
グ

予
時
間

 
だ
が
ケ
イ
タ
達
が
死
亡
し
た
日
は
今
か
ら
約
五

月
も
前

件
を

た
さ
な
い
以
上

生
は
出
来
な
い

過
去
の
罪
業
を

化
す
る
事
は

出
来
な
い

う

あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ

 
聖

が
手
か
ら
零
れ

ち
た

雪
に

ば

も
れ
た
そ
れ
を

み

く
よ
う
に
ブ

ツ
で

む

も

も

も

も

み
つ
け

手
で

り

剣
で
斬
り
つ
け
る

 
し
か
し

け
な
い

傷
す
ら
付
か
な
い

ま
る
で

自
身
の
罪
を
思
い
出
さ
せ
る
か
の
よ
う

に

お
前
と
は
違
う
と

う
か
の
よ
う
に

し
く

く
だ
け

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

は
限
界
を

え
た

心
が
絶
望
に

え
切
れ
な
か

た

 

を
流
し
力
の
限
り

を
上

地
面
の
雪
を

み
に
し
て
し
ま
い
に
は
髪
を
掻
き

り
な
が
ら
地
面
を
転

ま
わ

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
力
の
限
り

を
上

た

界
が
滲
ん
で
闇
が
滲
ん
で

の

界
に
は
た
だ
た

だ
無
意
味
に

く
白
銀
の
宝

だ
け
が

て
い
た

  
ど
れ

ど
の
時
が
経

た
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い

び

け
て

く
一
心
地
付
く

な
ん
と

な
く
だ
が

び
ま
く

た
事
で
す

き
り
し
た

身
体
が

わ

わ
し
て
気
持
ち
い
い

 
未
だ
雪
の
中
で
煌
く

生
ア
イ
テ
ム
を

み
に
し
て

い

は
剣
を
背
中
の

に

り
直

し
た

ら

ら
と

故
か
覚
束
無
い
足
取
り
で

も
と
来
た
道
を
帰
る

 
サ
チ
達
の

へ
転

動
で

る
と
聖
⻯

合
は
い
な
く
な

て
い
た

彼
女
ら
は

い
や

サ
チ
は

を

意

ギ
リ
ギ
リ
ま
で

ら
し
て
い
た

も
し
か
し
た
ら

決

デ

エ
ル
で

決
め
て
勝

た
事
で
彼
ら
を
追
い
返
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

と
違

て
彼
女
は
成
⻑
し

て
い
る
の
だ

ユ
ウ
キ
達
も
大

が

意

ギ
リ
ギ
リ
の
安
全

に
な

て
い
た

 
は

と
こ
ち
ら
に
気
付
い
て

す
ぐ
に

色
を
変
え
た
サ
チ

キ
リ
ト

ア
イ
テ
ム

は
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返

の
変
わ
り
に
聖

と
彼
女
の
前
に
放

た

そ
れ
を

て
説
明
文
を

ん
で
い
る

横
を
過
ぎ
る

息
を

む
気
配
を
感
じ
た

そ
の
ア
イ
テ
ム
は
過
去
に
死
ん
だ
人
は

ら
せ
ら
れ
な
い

サ
チ
の
目
の
前
で
死
ん

だ
人
に

使

て
あ

て

 
歩
き
去
ろ
う
と
す
る
と

と
コ

ト
の

を
サ
チ
が

ん
だ

彼
女
は

き
な
が
ら
コ

ト
を

ん
で
い
た

キ
リ
ト

キ
リ
ト
は

死
な
な
い
で

お
願
い
だ
か
ら

死
な
な
い
で

さ
よ
な
ら

い

や
だ

 
更
に

も
う
と
し
て
く
る
手
を
す
り

け
る
よ
う
に
し
て

は
そ
の
場
か
ら
立
ち
去

た

  
そ
こ
か
ら
は
も
う
ど
う
や

て
帰

た
の
か

自
身
も
分
か
ら
な
か

た

気
付
け
ば
四
十

九
層
の
ボ
ス
部

で
ボ
ス
を
倒
し
て
五
十
層
の
ア
ル
ゲ

ド
と
い
う

の
転

を
ア
ク
テ

ベ

ト
し
て
い
た

 
深
夜
だ
か
ら
か
ア
ク
テ

ベ

ト
を
し
て
数
分
経
過
し
て
も
転

か
ら
は

も
出
て
来
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な
か

た

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
取
り

し
た
か
ら
そ
し
て
今
の
時
間
が

前
三
時
も

う

い
時
間
だ
か
ら

き

と
夜
の

に
出
て
い
た
プ
レ
イ

達
も

に

た
の
だ
ろ
う

 
第
二
ク

タ

ポ
イ
ン
ト

第
一
ポ
イ
ン
ト
で
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
多
大
な

が
出
た

な
ら

も

一
人
で

そ
れ
で
も
生
き
残
れ
ば
ま
た

そ
れ
こ

そ
が

の
死
に
場

に

応
し
い
だ
ろ
う

 
そ
う
思

て

は
五
十
層
迷

へ
行
こ
う
と
し
た

て

キ
リ
ト

 
し
か
し
行
け
な
か

た

後
ろ
か
ら

か
に

き
と
め
ら
れ
て
い
た

の

に
回
さ
れ

た

蒼
い

の

は

キ
リ
ト

で

ボ
ス
を
倒
し
ち

て
る
の

サ
チ

さ
よ
な
ら

て

た
よ

 
ど
う
し
て
と

く
と

彼
女
は

に

せ
て
い
る

を

に
振

た

私
は

て
な
い

そ
れ
に
私
ま
だ
キ
リ
ト
と
し
た
い
事
が
あ
る
の

い
て
く
れ
る
よ
ね
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ち

と
来
て

 
彼
女
は
強
引
に
手
を
取
り
転

で
手
を
繋
い
で
第
十
九
層
ミ

シ

ン

未
だ
サ
チ
名

義
で
月
夜
の
黒
猫

の
ホ

ム
が
残

て
い
る

層
へ

ん
だ

予
想
違
わ
ず
彼
女
は

を
そ
の
ホ

ム
へ
と
誘

た

 
ホ

ム
の
中
は
ケ
イ
タ
が
自
殺
し
た
日
の
あ
の
殺
風

な
様
子
を
一
変
さ
せ
ク
リ
ス
マ
ス

デ
コ
レ

シ

ン
さ
れ
て
い
た

キ
ラ
キ
ラ
と

く
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

に
あ
ら
か
じ
め
作

て
い
た
ら
し
い
サ
チ
が
持

て
き
た
大
き
な
イ
チ
ゴ
ホ

ル
ケ

キ

更
に
は
シ

ン
パ
ン
ま

で

種
ク
リ
ス
マ
ス
の
定
番
と

え
る
と
直
姉
か
ら
教
え
ら
れ
た
代
物
が

て
い
た

本

は
さ

零
時
に
キ
リ
ト
と
お
祝
い
し
た
か

た
の

で
も
キ
リ
ト

全
然
会

て
く
れ
な
い
か
ら

こ
う
し
て

無
理

理

れ
て
来
ま
し
た

文

は

け
付
け
ま
せ
ん

で

 
少
し
だ
け
悲
し

に
け
れ
ど
ど
こ
か

し

に

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
話
す
サ
チ
が

に
は
分
か
ら
な
か

た

ど
う
し
て

に
対
し
て

て
い
ら
れ
る
の
か

分
か
ら
な
か

た
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ん
で

サ
チ
は

を
怨
ん
で
な
い
の

 
さ

き
も
そ
う

あ
の
時
だ

て

で

 
ホ

ル
ケ

キ
や
シ

ン
パ
ン
の

備
を
雪
に
よ

て
乱
反

さ
れ
た
少
し
暗
い
明
る
さ
の

中

し
そ
う
に

意
し
て
い
る
サ
チ
に
問
い
か
け
た

で

を
怨
ま
な
い
の
か

と

 

は
サ
チ
の

間
を
高

の
友
達
を
死
な
せ
る
き

か
け
に
な

た
の
に

を
怨
ん

で
殺
そ
う
と
し
て
も

悪

を
投

て
も

然
の
は
ず
な
の
に

ど
う
し
て

 
そ
う

外
に
問
え
ば

備
を
進
め
て
い
た
サ
チ
は
手
を
止
め
て
こ
ち
ら
を
見
た

そ
し
て

少
し
ず
つ
近
寄

て
来
て

を

て
目
線
の
高
さ
を
合
わ
せ
て
来
た

深
く
昏
い
蒼
を

び
た

が

た
だ
ま

す
ぐ
に

を
見
て
来
る

 
そ
の

に

怒
り
や
憎
し
み
は
見
え
な
か

た

た
だ

し
い
光
だ
け
が

て
い
た

ね

キ
リ
ト

君
は

の
ト
ナ
カ
イ

て
い
う

知

て
る

 

そ
れ

 

い

か
ら

ら
れ
て
き
た
か
ら

は
そ
ん
な
歌
を

い
た
こ
と
が
無
い

サ
チ
は

い

み
を
浮
か
べ
た
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本

は
ク
リ
ス
マ
ス
だ
か
ら
も

と
ち

ん
と
し
た

を
歌
い
た
い
ん
だ

ら
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
と
か

で
も
歌

覚
え
て
る
の

て

こ
れ
く
ら
い
し
か
無
い
ん
だ
よ

そ
れ
と

を
怨
ま
な
い
事
に

ど
う

が

知
ら
な
い
な
ら
分
か
ら
な
い
の
も
無
理
な
い
ね

今
か
ら
歌
う
か
ら

い
て
て

 
サ
チ
は
月
明
か
り
と
雪
に
よ
る
反

の
光
が

か
ら
入

て
く
る
中
目
を

じ
手
を

の

前
で
組
ん
で
歌
い
始
め
た

 
そ
の
歌
は
と
て
も

い
テ
ン
ポ
で
け
れ
ど
悲
し
い
歌

だ

た

た

た

の
色
が
違
う
だ

け
で

わ
れ
て
し
ま

て

間
外
れ
な

が
と
て
も

で

け
れ
ど
サ
ン
タ
の
お
じ
さ
ん

が

め
た
だ
け
救
わ
れ
る
歌

が

の
心
を
揺
さ
ぶ

た

 
見
て
く
れ
た
人
が
い
た

そ
の
事
実
は

過
去
の

一

だ

た

に
は
無
か

た

い

や
今
の
家

は
見
て
く
れ
た
け
ど

で
も
や

り
前
の
家

に
も
見
ら
れ
て
そ
し
て

め
ら
れ
た
か

た
と
い
う
想
い
が

今
更
な
が
ら
に
心
を
揺
さ
ぶ

た

 
そ
の
歌
を

い
て
こ
の
世
界
の

を
見
て
く
れ
た
人
達
の

が
浮
か
ん
で

塗
り
つ
ぶ
す

よ
う
に
ケ
イ
タ
の

が
浮
か
ん
で

の

を

め
付
け
た

に
は

め
ら
れ
る
だ
け
の
事
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が
あ
る
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
か

た

自
然

許
さ
れ
も
し
な
い
だ
ろ
う
と

 
サ
チ
の
歌
は
悲
し

で

を
恨
ま
な
い
こ
と
と

し
て
い
る
と
は

え
ら
れ
な
い
も
の

だ

た

は
憎
悪
の
対

で
ビ

タ

な
の
だ
か
ら
恨
ま
れ
こ
そ
す
れ
恨
ま
れ
な
い
な
ど

と
い
う
事
な
ん
て
あ
る

が
な
い
の
だ

そ
れ
が

が
原
因
で
死
な
せ
て
し
ま

た
人
達
の

間
で
あ
る
サ
チ
な
ら

更
に

 
サ
チ
は
そ
ん
な

の
思

を
知
る
由
も
な
く

や
か
に
歌
い
終
え
そ
れ
か
ら

を

し
い

光
を

え
た

で
見
て
き
た

私
に
と

て
は
ね

君
は

暗
い
道
の
向
こ
う
で
い
つ
も
私
を

ら
し
て
く
れ
た

星
み
た
い
な
存
在
な
の

一
緒
に
い
ら
れ
て
本

に

し
い

今
の
私
が
い
る
の
も
あ
な

た
の
お
陰
な
の

だ
か
ら
ね
私
が
あ
な
た
を
怨
む
な
ん
て
事
は
絶
対
に
無
い

キ

リ
ト

も
う

自
分
を

許
し
て
あ

て

え今
の
君
は

も
か
も
を
一
人
で
背
負
い
す
ぎ
だ
よ

お
願
い
だ
か
ら

で
背
負
わ

せ
て

 
サ
チ
は

し
く
煌
く

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

を

き

め
て
来
た
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サ
チ

 
や

や
め
て

離
し
て

 

は
す
ぐ
に
離
れ
る
よ
う

て
も
が
い
た
が

ま
る
で
離
さ
な
い
と
で
も

う
よ
う
に
強

く

け
れ
ど

の
よ
う
に

し
く

サ
チ
は

を
や
め
な
か

た

 
ス
テ

タ
ス
で
は

の
方
が
勝

て
い
る

な
の
に

ど
う
し
て
離
せ
な
い
の
か
分
か
ら

な
か

た

キ
リ
ト

君
が
そ
こ
ま
で
自
分
を
責
め
て
い
る
の
が

も
し
も
私
達
の
ギ
ル
ド
が
原
因
な

ら

生
き
残
り
で
あ
る
私
か
ら

う
事
が
二
つ

あ
る
ん
だ

一
つ
は
ね

こ
こ
ま
で
導
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

も
う
一
つ
が
ね

怨
ん
で
な
い
か
ら

だ
か
ら

も
う

自
分
を
許
し
て
あ

て

 

わ
れ
た

葉
に

目
を
見
開
い
て
彼
女
の
黒
い

を
見
た

を

え
て
い
る
そ
の

は

た
だ

し
く
見
つ
め
て
来
て
い
た

 

を

て
く
れ
た

さ
ん
や
直
姉
と
同
じ

か
な
光
が
見
え
た

も
う

十
分
だ
か
ら

あ
な
た
の
気
持
ち
は

も
う

十
分

だ
か
ら

 
だ
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か
ら

も
う
キ
リ
ト
は

自
分
を

許
し
て
良
い
ん
だ
よ

 
更
に
体
を

き

め
て
く
る
力
が
少
し
強
く
な

た

ぎ

と
更
に
強
く

の
罪
を

け
止
め
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に

良
い

の

 
お
れ

お
れ
は

自
分
を

う
ん

う
ん

良
い
ん
だ
よ
も
う

キ
リ
ト
は
も
う
十
分

た
か
ら

 
さ
ら
り
と

を

で
ら
れ
た

 
そ
れ
が

の
よ
う
で

か
し
く
な

て

だ
ん
だ
ん
と
偽

て
き
た
仮
面
が
取
れ
て
い
く

ろ

ろ
と

れ

ち
て
い

て

と

れ
る

の
本
心

サ
チ

サ
チ

 
ご
め
ん
な
さ
い

 
ご
め
ん
な
さ
い

ご
め
ん

な
さ

い 
一
年
以
上

り
付
け
て
き
た
虚
飾
の
仮
面
を

い
で

全
て
を

け
出
し
た

サ
チ
は
そ
れ

を

か
い

月
の
よ
う
な

み
で

け
止
め
て
く
れ
た

  
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
蒼
い

月
の
下
に

一
つ
の
赦
し
を
贈
ら
れ
た
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た

た
一
つ
の
小
さ
な
け
れ
ど
と
て
も
大
き
な
赦
し

に
も
代
え
が
た
い
贈
り
物
だ

た  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
実
は
こ
の
話
書
い
て
い
た

も
今
も
書
い
た
本
人
が

を
浮
か
べ
て
し
ま
う
も
の
で
す

Ｓ

Ａ
Ｏ
を
手
に
取

た

も
原
作
二

の
最
後
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
の
話
に

を
浮
か
べ
て

し
ま

た
も
の
で
す

 
思
え
ば

の
ト
ナ
カ
イ

を

ん
だ
時
に

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

に
な

た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん

悲
し
い
お
話
を

む
私
に
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
で
し
た

 
原
作
を

ん
だ
事
が
あ
る
方
で
同
じ
感
想
を

い
た
方
が

私
の
今
話
を

ん
で
同
じ
事
を

思

て
下
さ

て
い
れ
ば
そ
れ
は
私
な
り
に
再
現
出
来
て
い
る
事
な
の
で

し
い
限
り
で
す

 
原
作
で

出
番
が
無
か

た
サ
チ
と
の
絡
み
は

も

え
ず
に
書
い
て
い
た
中
で
も
出
て
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き
ま
し
た

彼
女
し
か
救
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が

 
今
回
の
こ
れ
を
機
に
キ
リ
ト
は
少
し
ず
つ
変
わ

て
い
く
予
定
で
す

初
か
ら
の
成
⻑
を

て
伝
わ
る
よ
う

写
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
本
作
を
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

 
追
記
え

の
ト
ナ
カ
イ

の
歌

は
ま
ず
か

た
の
で

し

あ
り
ま
せ
ん
が
キ

リ
ト
の
心
情
に
差
し

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

に

し

あ
り
ま
せ
ん
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第
六
章
 

蒼
⻯
の
少
女

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る

り
あ
の
キ

ラ
の
登
場

で
す
が
原
作
と
内
容
を
変
え
て

お
り
ま
す

 
ま
た
今
回
で

い

の
キ
リ
ト
が
大
人

負
け
に

静
な
の
か
の
理
由
が

明
か
さ
れ
ま

す 
で
は
ど
う
ぞ

オ

ル
キ
リ
ト

点
で
す

  
ク
リ
ス
マ
ス
を
サ
チ
と
共
に
過
ご
し
た
後

は
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
て
き
た
エ
ギ
ル
ク
ラ

イ
ン
と
五
人

ユ
ウ
キ
と
ラ
ン

ア
ス
ナ

ヒ

ス
ク
リ
フ

デ

ア
ベ
ル

ア
ル
ゴ

そ
し
て
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サ
チ
の
合

十
四
人
に

罪
を
し
に
行

た

も
見
て
い
な
か

た
迷
惑
を
掛
け
て
き
て
ご

め
ん
な
さ
い

と

 
最
初
あ
わ
や
自
殺
の
た
め
か
と
心
配
さ
れ
た

流

に
そ
れ
は
サ
チ
も
一
緒
に

定
し
て
く

れ
た
が

 

故
サ
チ
も
い
た
か
と

う
と

一
人
で
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
デ

ア
ベ
ル
の
二
人
に
会
う

前
に

前
払
い
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
彼
女
に
二
人
へ

罪
す
る
場
を
わ
ざ
わ
ざ
セ

テ

ン
グ

し
て
も
ら

た
の
だ

彼
女
は
快
く
引
き

け
て
く
れ
た
が
や
は
り
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま

た

と
思
う
と

し

な
い
と
思
う

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
デ

ア
ベ
ル
も

が

罪
し
た
時
は

を
ポ
カ
ン
と
開
け
て

然
と
し
て

ま

た

直
後
に
同
じ
よ
う
に

解
も
さ
れ
た
が

流

に
死
ぬ
気
は
無
い
と

て

罪

を
し
た
十
四
人
と
サ
チ
だ
け
に
は

の
リ
ア
ル
も
多
少
話
し
た

そ
う
で
な
け
れ
ば
デ
ス
ゲ

ム

よ
り
一
年
と
少
し
の

の
行
動
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
と
思

た
か
ら

 
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
兄
が

を
嗤
い
な
が
ら
見
捨
て
て

そ
し
て
姉
は
兄
し
か

救
わ
な
か

た
点
に
つ
い
て
十
四
人
全

が

し
て
い
た

更
に

が

へ

れ
去
ら
れ

て

に

く
し
が
た
い
実
験
を
さ
れ
た
事
も
話
し
た

体
内
に

コ
ア
を

め

ま
れ
て
い
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る
事
も
極
秘
と

て
話
し
て
い
る

精
神
や
思

の
成

は
コ
ア
ネ

ト
ワ

ク
が

し
て

い
る
か
ら
だ

 
そ
し
て
八
月
中

に
行
わ
れ
た
モ
ン
ド
・
グ
ロ

よ
り
三

月
経

た
２
０
２
１
年

月

日
に
別
の
家

に

わ
れ
今
に
至
る
と

新
た
な
名
を
得
た
自
分
の

生
日
は
そ
の
日
つ

ま
り
デ
ス
ゲ

ム
開
始
と
同
日
に
な

て
い
る

あ
ま
り
に
も
出
来
す
ぎ
た
偶
然
だ
と
見
解
が
一

し
た
が

と
に
か
く

の
話
は
そ
こ
で
終
わ

た

 
全
て
を
話
し
終
え
て
か
ら

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
か
と

か
れ
た

 
今
の
キ
リ
ト
は

一

の

や
悪

を

し
て
い
る
た
め

一

と
し
て
の
動

き
が
主
体
と
な

て
い
る

新
た
な
名
と
し
て
生
き
て
い
る
今
そ
れ
は
変
え
な
く
て
良
い
の
か

と 

は
結

は
変
え
ず
に
行
く
と
決
め
た

こ
の
世
界
を
ク
リ
ア
し
た
後

は
キ
リ
ト
と

い
う
剣
士
が

い
た
全
て
を
捨
て
る

と

こ
の
世
界
は
仮
想
世
界

現
実
で
は
あ
る
が
本
物

じ

な
い
か
ら

こ
の
世
界
を
生
き
る

の
全
て
を
虚
飾
に
す
る

と

そ
う
す
れ
ば
現
実
に

た
と
し
て
も
意
識
が
引
き

ら
れ
る
事
は
無
い
と

で
も
キ
リ
ト
君

こ
の
世
界
は
現
実
と
同
じ

な
ん
だ
よ

 
も
し
も

心
に
行

た
り
し
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た
ら今

の
ア
バ
タ

は
九

の

を

に
し
て
る
か
ら
流

に
大
人
に
な

た
時
は
多
少
は
変
わ

る
と
思
う
よ

 
逆
に
変
わ

て
な
か

た
ら

悲
し
い

し
か
し
キ
リ
ト
君

君
は
体
内
に

の
コ
ア
が
あ

て

正
が
あ
る
の
だ
ろ
う

 
発
覚
す
れ
ば
無
理

理
に
で
も

学
園
と
や
ら
に
入
学
と
な
る
か

ま
た
人
体
実
験
さ
せ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
ね

ま

束

士
に
は
見
つ
か

ち

て
る
け
ど
あ
の
人
も

の
意

は
尊
重
し

て
く
れ
る
ら
し
い
か
ら
下
手
に
見
つ
か
ら
な
い
か

か
男
性
が
動
か
し
ち

た
時
に
男
性

一

に

性

さ
え
し
な
け
れ
ば
大

じ

な
い
か
な

 
ま

が
コ
ア
を

め

ん
で

正
が
あ

た
ん
だ
か
ら
兄
も

正
は
あ
る
だ
ろ
う
し
無

な
願
い
だ
ろ
う
が

 
そ
れ
に
最
悪
束

士
と
一
緒
に
雲

れ
と
い
う

も
あ
る
に
は
あ
る

今
の
家

や
友

人
に
迷
惑
を
掛
け
る
事
に
な
る
し
今
の

さ
ん
や

さ
ん
直
姉
と
離
れ
離
れ
に

て
な
り
た

く
な
い
け
ど
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そ

か

う
ん
ま

キ
リ
ト

こ
れ
か
ら
は
一
人
で
無
理
に
背
負

た
り
し
な
い

で
ね本

で
す
よ

 
私
達
も
か
な
り
心
配
し
て
た
ん
で
す
か
ら

と
い
う
か

四
十
九
層
を
フ

ラ
グ
ボ
ス

の
足
で
そ
の
ま
ま
倒
す

て

ど
ん
だ
け
で
す
か

本

だ
ね

キ
リ
ト
君
こ
れ
か
ら
は
そ
ん
な
無

は
や
め
て
く
れ

達
も

や

や

し
て
た
か
ら

良
い
か
い

う
ん

本

に
ご
め
ん
な
さ
い

 
か
な
り

い
て
い
る
が

ね
こ
ん
な
感
じ
だ

た

 
そ
れ
か
ら
ど
こ
か
ギ
ル
ド
に
入
ら
な
い
か
と
か
サ
チ
と
一
緒
に
行
動
し
な
い
か
と

か
れ
た

が

そ
れ
は
全
て

ロ
で
行
く
と
返

し
た

 
確
か
に

は
ま
だ
十

の
子

だ
け
ど
そ
れ
で
も
今
ま
で

ロ
を

い
て
き
た
攻
略
組
き

て
の
片
手
剣
使
い
と
自
負
し
て
い
る

攻
略
組
で
な
い
プ
レ
イ

か
ら
す
れ
ば
い
く
ら

が

憎
悪
の
対

だ
と
し
て
も
多
少
の
希
望
に
な
り
得
る

だ
か
ら
そ
の
た
め
に

ロ
で
行
く
と

た
の
だ

 
そ
れ
に

は
攻
略
組
の
中
で
も
リ
ン
ド
と
キ
バ
オ
ウ
を

に
そ
れ
な
り
の
大
人
数
に
憎
悪
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と

悪
を
向
け
ら
れ
て
い
る

が

属
し
た
あ
る
い
は
パ

テ

を
組
ん
だ
プ
レ
イ

は
必
ず
悪
意
の
対

に
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら

は
一
緒
に
行
こ
う
と
い
う
全
て
の

し
出
を

し
た

 
血

騎
士

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
風
林
火

は
攻
略
組
き

て
の
ギ
ル
ド
だ
し
デ

ア
ベ
ル

い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
も
現
在
こ
そ
最
前
線
か
ら
身
を
引
い
て
い
る
が
キ
バ

オ
ウ

の
反
キ
リ
ト

の

だ

下
層
・
中
層
プ
レ
イ

の

え
と
な

て
い
る
組

に

が
属
す
る
と

十
中
八
九
内
部

壊
を

こ
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら

入
れ
な
い

 
他
の
ギ
ル
ド
も
そ
う
だ
か
ら

は

ロ
で
い
く
と
決
め
た
の
だ

ビ

タ

と
い
う
憎

悪
の
対

と
し
て
振
舞
う
必
要
が
あ
る
以
上

か
と
一
緒
に
い
る
だ
け
で
行
動
が
制
限
さ
れ

る

最
悪
人

に
取
ら
れ
て
自
殺
を

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

 

は
確
か
に
人
に
頼
ら
な
け
れ
ば
自
分
を
保
て
な
い
だ
ろ
う
が
そ
れ
の
せ
い
で

か
を

に
す
る
の
は

り
た
い
の
だ

だ
か
ら
表
面
上
は

は
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

を

取

て
生
き
る
つ
も
り
だ

無
論
ア
ル
ゴ
に
情
報
は

し

け
る
し

ロ
で
い
く
の
も
変
わ

ら
な
い

 
そ
う
伝
え
た
時
の

の
表
情
が
複

な
感
情
を
持

て
い
る
の
を

せ
ら
れ
る
く
ら
い
に
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な
も
の
に
な

て
い
た

し
か
し

の

う
可
能
性
が
残
念
な
が
ら
ゼ
ロ
で
な
い
以
上
そ
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 
だ
か
ら

は

ロ
で

本
的
に
動
く
よ
う
に
す
る
の
は

時
も

り
な
の
だ
が

フ
レ
ン
ド

メ

ル
は
時

す
る
よ
う
約
束
さ
れ
た

い
た
事
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
も

と
フ
レ
ン
ド
登
録

を
し
た
が

て
い
た

 

は
そ
の
場
に
い
た
十
五
人
全

の
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
に
名
を

ね
て
解

し
た

 
そ
れ
か
ら
一

月
と
少
し

未
だ
木

し
が
吹
く

節
の

に

は
一
人
の
ビ

ス
ト
テ
イ

マ

と
邂
逅
す
る
事
に
な

た

  
と
あ
る
日

は
ア
ル
ゴ
か
ら
三
十
五
層
に
来
て
く
れ
と
い
う
メ

ル
を

け
取

た

頼
み

事
が
有
る
ら
し
く
指
定
さ
れ
た

風
見

の
一

に
入

て
ア
ル
ゴ
と
依
頼
人
か
ら

話
を

い
て
い
た

な
る

ど

つ
ま
り

ア
ル
ゴ
の

に
い
る

え

と

シ
リ
カ
さ
ん

 
の
使

い
魔
の

生
方
法
を
知
ら
な
い
か

と

う
ン

オ
レ

ち
に
は
心

た
り
が
さ

り
な
ん
ダ

だ
か
ら
キ

に
な
ら
分
か
る
ん
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じ

な
い
か
と
思

て

こ
う
し
て

き
に
来
た

て
わ
け
な
ん
だ

か
無
い
か
イ

 
そ
う

て

に

る

よ
り
は
体
が
大
き
い

髪
ツ
イ
ン
テ

ル
の
少
女
シ
リ
カ
を
ア
ル

ゴ
は
慰
め
る

 
シ
リ
カ
は

日
の

方
五
時
過
ぎ
に
あ
る

良
パ

テ

で
三
十
五
層
迷
い
の
森
よ
く

よ
く
縁
が
あ
る
な

で

り
を
し
て
い
た

 
シ
リ
カ
と

髪
十
文

槍
使
い
の
ロ
ザ
リ
ア
と
い
う
女
性
と
男
性
四
人
の
グ
ル

プ
だ

た

ら
し
い

そ
れ
で
報

を

分
け
し
よ
う
と
し
た
時

ロ
ザ
リ
ア
が
シ
リ
カ
を

発
し
た
ら
し

い

あ
ん
た
に
は
ト
カ
ゲ
の
ヒ

ル
が
あ
る
か
ら

別
に
要
ら
な
い
で
し

と

 
ロ
ザ
リ
ア
の
指
し
た
ト
カ
ゲ
と
は
第
七
層
の
み
で
超

確

で
テ
イ
ム
で
き
る
小
型

モ
ン
ス
タ

フ

ザ

リ
ド
ラ
の
こ
と
だ

蒼
い
和

に

ま
れ
た
小
さ
な
体
を
蒼
い

で

ば
せ
る
小
型
ド
ラ
ゴ
ン
で
使

ス
キ
ル
に
ヒ

ル
ブ
レ
ス
や

の
バ
ブ
ル
ブ
レ
ス
な
ど

が
あ
る

小

な
が
ら
も
索

能
力
も
あ
る
た
め

棒
に
は
も

て
こ
い
な
種

だ

 
し
か
し
そ
も
そ
も
会
え
る
確

が
超

確

な
上
に
テ
イ
ム
イ
ベ
ン
ト
発
生
確

は
更

に

い

加
え
て
同
種

こ
の
場
合
は
フ

ザ

リ
ド
ラ

を
殺
し
す
ぎ
て
い
る
と
テ
イ
ム

イ
ベ
ン
ト
自
体
が
発
生
し
な
い
の
は
確
実
と

わ
れ
て
い
る
た
め
事
実
上
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
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フ

ザ

リ
ド
ラ
を
テ
イ
ム
出
来
た
の
は
二
人
だ
け

 
一
人
は
目
の
前
で

く

剣
使
い
の
シ
リ
カ

そ
し
て
も
う
一
人
が

キ

も
フ

ザ

リ
ド
ラ
を
テ
イ
ム
し
て
る
か
ら

か

し
た
事
を
知
ら
な
い
か
な
と

思

た
ん
だ
ケ
ド

 
そ
う

も
う
一
人
は

な
の
だ

 
と
い
う
の
も
先
日
サ
チ
に
メ

ル
で

作
成
に
必
要
な

が
無
い
ん
だ
け
ど
ど

こ
に
有
る
か
分
か
ら
な
い

と

か
れ
て

そ
れ
が
七
層
で

に
手
に
入
る
も
の
だ
と
知

て
い
た

は
ギ
ル
ド
の
方
で
攻
略
に
行
く
ら
し
い
サ
チ
の
代
わ
り
に
取
り
に
行

た

は
そ

の
日
は

も
う
と

に

罪
し
て
か
ら
精
神
的
な

が
出
来
た
か
ら

え
て
い
た
し
下

層
な
ら
ま
だ

だ

気
分
転
換
も

ね
て
行

た

 
そ
し
て

を

集
め
終
わ

て
さ
あ
帰
ろ
う
と
い
う
時
に
偶

蒼
い
和

の
体

を
持

つ
ド
ラ
ゴ
ン
フ

ザ

リ
ド
ラ
と
対
面
し
た

か
が
テ
イ
ム
し
た
と
は
知

て
い
た
が
初

め
て
見
る
の
で
可
愛
い
と
思
い
つ
い
つ
い
近
寄

た

す
る
と
攻
撃
的
な
カ

ル
な
の
に
も

わ
ら
ず

フ

ザ

リ
ド
ラ
は

に

り
寄

て
き
た
の
だ

 
可
愛
い
な
と
思
い
な
が
ら

に
練

も

ね
て
息

き

で
作

て
い
た
ク

キ

を
与
え
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る
と

ら
ず
も
テ
イ
ム
が
成

し
た
と
い
う

だ

流

に
ボ
ス
攻
略
に
は

れ
て
い

て
も

後
方
で

機
す
る
ア
ル
ゴ
に

け

が

バ
い
プ
レ
イ

に
ヒ

ル
ブ
レ
ス
を
頼
ん
で
い

る
が

そ
れ
で
も
偶
に

わ
ず
に
ヒ

ル
を
使
わ
な
い
こ
と
も
あ
る

大
体

に

心
を
向
け

る
プ
レ
イ

に
多
い
よ
う
だ

た

 
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
か
ら
離
れ
て
い
る
が
と
て
も
可
愛
ら
し
い
と
思

た

は

結
構
そ
の
フ

ザ

リ
ド
ラ
を
可
愛
が

て

い
て
い
る
事
が
多
い

そ
の

ら
か
く
小
さ
い
体
か
ら
得
ら
れ
る

し
は

の
さ
さ
く
れ
立

た
心
を

す
に
は
十
分
だ

 
そ
し
て

そ
れ
が
喪
わ
れ
た

使
い
魔
を
死
な
せ
て
し
ま

た
時
の
事
を

え
る
と

確
か
に
恐
ろ
し
い

そ
れ
が
分
か
る
か
ら
こ
そ
ア
ル
ゴ
は

に

生
手

は
無
い
か
と

い
て

き
た
の
だ
ろ
う

一
時
期

生
ア
イ
テ
ム
を
取
得
す
る
た
め
に
あ
ら

る
ク
エ
ス
ト
を

け

へ

き
情
報
収
集
を

け
な
が
ら
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
い
た
か
ら
も
し
か
し
た
ら
ア
ル
ゴ
が

知
ら
な
く
て
も

が
知

て
る
か
も
と
思

た
の
だ
ろ
う

 

は

の
フ

ザ

リ
ド
ラ

名
前
は
ナ
ン
だ

を

い
て

い
て
い
る
シ
リ
カ
を

見
な
が
ら

か
あ

た
か
と
記

を
探

て
い
た

ど
う
で
し

う
か
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生

生

使
い
魔

シ
リ
カ
さ
ん

そ
の
ピ
ナ
が
亡
く
な

た

時

シ
リ
カ
さ
ん
に

か
を

し
た

ピ
ナ
の
心

と
い
う

が
一
つ

 
そ
う

て
ス
ト
レ

ジ
か
ら
一
本
の
蒼
く
煌
く

を
出
し
て
も
ら

た

彼
女
に
断
り
な

が
ら

そ
の

の
説
明
文
を
出
す

 
説
明
文
を
ざ

と
要
約
す
る
と

こ
れ
は
使
い
魔
が
死
亡
し
て
か
ら
三
日
が
経
つ
と
形
見
に

な

て
し
ま
う
ら
し
い

 
つ
ま
り

生

予
は
今
日
入
れ
て
あ
と
二
日

情
報
の
洗
い
出
し
や
収
集
を
す
る
に
は
足
ら

な
さ
過
ぎ
る

そ
れ
で

か
分
か

た
か
ナ

ア
ル
ゴ

最
前
線

て

層
だ

け

ン

 
五
十
三
層
だ
ナ

推

す
る
に
多
分

生
ア
イ
テ
ム
は
四
十
層
以
上
に
し
か
無
い

使
い
魔
は
場
合
に
よ

て
は

ま
じ
い
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
に
な
り
得
る

下
層
に
は
無
い
と
思
う

 
事
実

フ

ザ

リ
ド
ラ
だ
け
で
も

を
一

だ
け
だ
が
回
復
す
る
ヒ

ル
ブ
レ
ス
な
ん
て
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代
物
が
あ
る
の
だ

下
層

に
は
無
い
だ
ろ
う

 
中
層
も

し
い
と
こ
ろ
だ

使
い
魔
は
主
人
と
な
る
プ
レ
イ

の
ス
テ

タ
ス
を
持
つ
が

は
主
人
の

分
し
か
な
い

最
前
線
で
も
五
十
層
以

か
ら

が
上
が

て
い
る
の
で

使
い
魔
を
持
つ
プ
レ
イ

は
五
十
層
で
打
ち
止
め
と
な
る
可
能
性
が
高
い

つ
ま
り
そ
の

で
死
に
や
す
い
の
だ

 

場

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
最
初
か
ら
デ
ス
ゲ

ム
に
す
る
気
で
作

た
の
な
ら
必
ず
五
十
層
手

前
に

生
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
る

と
い
う
事
は

キ

は
五
十
層
前
後
あ
た
り
に
あ
る
と

え
る
わ
け
だ
ネ

う
ん

し
か
も
恐
ら
く
攻
略
組
が
行

て
い
な
い
だ
ろ
う
場

そ
し
て
迷

で
は
な
く
別
の
道
で
か
つ
そ
こ
ま
で
見
返
り
が
無
い
場

そ
し
て
そ
れ
に
も

ら
ず

に
リ

ポ

プ
速

が
速
か

た
り

が

な
技
を
使

た
り

め
手
で

な
場

だ
と
思
う

あ

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
最

限
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
定

は
外
さ
な
い
か
ら
多
分
そ
う
い

た
ダ
ン
ジ

ン
の

名
前
に
も

が
あ
る
と
思
う

心

て
あ
る
か
ら

そ
れ
に

す
る

か
じ

な
い
か
な

な
る

ど
ネ

わ
か

タ

そ

ち
方
面
で
マ

プ
を
洗
い
ざ
ら
い
見
て
い

て
み
る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
中
で
も
迷

は
危
険
な

攻
略
組
が
必
ず

先
し
て

る

戦
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に
は
無
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

も
し
も

戦

に
あ

た
ら
下
層

の
プ
レ
イ

に
は
ど

う
す
る
事
も
出
来
な
い

だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

め
手
や
一
体
一
体
は
弱
い
の
に
リ
ポ

プ
速

で
補
う
よ
う
に
す
る

そ
し
て

生
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
と

付
け
る
よ
う
な
マ

プ
名
を
付

け
る

な
の
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
は
異
常
な
デ
ス
ゲ

ム
だ
が

Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
も
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
し
て
も

ゲ

ム
と
し
て
定

は
外
さ
な
い

 
ア
ル
ゴ
が
明
日
の

来
る
と

い
残
し
て
部

を
去
り
部

に
は

と
シ
リ
カ
そ
し
て

の
使
い
魔
の
ナ
ン
が
い
る
だ
け
と
な

た

ナ
ン
は

を
浮
か
べ
る
シ
リ
カ
に

で
ら
れ
な
が
ら

か
れ
時

る

を

め
取

て
い
る

が

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
の
で

も
特
に
止
め
は
し
な
い

あ
の

ん
 
最
近

の

い
記
事
が
多
い
な

と
思
い
な
が
ら
情
報

発
行
の
羊

紙
数

分
の
新

を

ん
で
い
る
と
向
か
い
か
ら
恐
る
恐
る
声
を
掛
け
ら
れ
た

ス
ト
レ

ジ
か
ら
出
し
て
振
舞

た

み
物
が
入

て
い
た
コ

プ
を
テ

ブ
ル
に

い
て

羊

紙
か
ら

を
上

る

 
シ
リ
カ
は
こ
ち
ら
に

し

な

を
向
け
て
い
た

か

な
こ
と
し
た

け
と
思

て
い
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る
と

シ
リ
カ
は
恐
る
恐
る

を
開
い
た

キ
リ
ト
君
が

十

の
子

て

本

う
ん

そ
う
だ
け
ど

ど
う
し
て

最
前
線
で
戦
う
の

 
中
層
で
も
良
い
ん
じ

 

い
な
ら
怖
が

て

然
無
理
に
戦
わ
な
く
て
も
良
い
の
で
は
と

外
に

て
く
る
シ
リ

カ
の
問
い
に

は
新

を

い
て

を
組
ん
で
悩
ん
だ

 
正
直
こ
の
手
の

問
は
多
く

け
て
い
る
が

返
す
の
に
は
結
構

る
の
だ

色

と
理
由
が
あ
る
け
ど

強
い
て

う
な
ら

が
戦
い
た
い
か
ら

戦
い
た
い
か
ら

 
ど
う
し
て

シ
リ
カ
さ
ん
は

が

一

て
い
う
の
は
知

て
る

新

で

ん
だ

な
ら

が
ど
う
い
う

い
を
現
実
で

け

そ
し
て
こ
の
世
界
で

け
て
る
か
を
知

て

る

て
思

て
良
い

 

を
く
し

と
歪
め
な
が
ら

こ
く
り
と

い
た

そ
う
だ
ね

か
ら
話
そ
う
か
な

千
冬
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
し
て

え
ら
れ
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て

秋
十
は
神

と

え
ら
れ
た

で
も

は
ど
れ
だ
け
努
力
し
て
も

め
ら
れ
な
か

た
ん
だ

姉
な
ら
も

と
で
き
る
お
兄
さ
ん
な
ら
も

と
良
い
の
に

の
子

な
の
に
こ

ん
な
事
も
で
き
な
い
の

い
つ
も
い
つ
も
家

と
家

か
ら
も
他
人
か
ら
も
同
い

年
の
人
か
ら
教
師
小
さ
な
子

に
も

べ
ら
れ
て
た

を
し
て
も
下
に
見
ら
れ
仮
に
上
に

な

て
も
マ
グ
レ
で
済
ま
さ
れ
る

ど
れ
だ
け
努
力
し
て
も
現
実
で
は

わ
な
い
ん
だ
あ
の

二
人
に

け
ど

ゲ

ム
は
こ
の
世
界
は
違
う

多
少
ス
タ
イ
ル
や
武
器
が
違
え
ど
必
ず
レ
ベ

ル

か
ら
ス
タ

ト
す
る
し

ス
キ
ル
も
同
じ

プ
レ
イ

自
身
の
要

を

け
ば

平

な
ん
だ

戦
え
ば
戦
う
分
だ
け
強
く
な
る
し
人
と

す
れ
ば
得
ら
れ
る
も
の
も
有
る

こ
こ

は
現
実
世
界
と
は
違
う
も
う
一
つ
の
現
実
世
界
な
ん
だ

努
力
す
れ
ば
し
た
分
だ
け
報
わ
れ
る

し

価
も
さ
れ
る

だ

て
こ
の
世
界
は

と

の
二
進
法
で
作
ら
れ
た
デ

タ
世
界

あ
ら

る
結
果
は
全
て
デ

タ
で
出
さ
れ
て
そ
こ
に
マ
グ
レ
だ
と
か
が
入
り

む

地
な
ん
て

無
い

ド
ロ

プ
確

と
か
ク
リ
テ

カ
ル

と
か
そ
う
い
う
の
も
全
て
行
動
の
結
果
で
あ

て

努
力
の
偶
然
に
は
な
り
得
な
い

こ
の
世
界
に
偶
然
は
無
い
し

マ
グ
レ
も
無
い
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シ
リ
カ
は

の

葉
を
真
剣
に

い
て
く
れ
て
い
た

ナ
ン
を

で
る
手
も
止
ま

て
い
た

 

は

不

な
話
だ
け
ど

と

け
る

は
さ
こ
ん
な
異
常
な
デ
ス
ゲ

ム
で

人
が
死
ん
で
て
も
そ
れ
で
も
こ
の
世
界
が

き
な
ん
だ

こ
の
世
界
な
ら

は

で
い
ら
れ
る

現
実
世
界
で

定
さ
れ

け
た

一

で
あ
れ
て
そ
し
て

一

と
し
て
死
ね
る

だ

て

こ
の
世
界
で
は
現
実
と
は

違
う
面
を
自
分
で
持

て

過
ご
し
て
る
ん
だ
か
ら

こ
の
世
界
に

を

る

は
無
い

か
ら

は

ら
し
く
あ
れ
る
ん
だ

だ
か
ら

は
こ
の
世
界
で
自
分
ら
し
く
生
き
た
い

剣

を
持

て
戦
い
た
い
か
ら

は
最
前
線
に

け
る
ん
だ

こ
の
剣
で
こ
の
世
界
を
生
き

い
て
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
て

一

と
し
て
の
生
に
終
止

を
打

て
現
実
世
界
へ

と
帰
り
た
い
ん
だ

 
今

に

え
て
い
る
五
十
層

ボ

ナ
ス
で
あ
る

黒
の
片
手
剣
エ
リ

シ
デ

タ

解

明
者
と
い
う
意
味
を
持
つ
そ
れ
を
ぎ

と
強
く

き
し
め
る

の
身
⻑
と

同
じ
⻑

さ
が
あ
る
黒
の
剣
は

に

か
み
を
与
え
て
く
れ
る

棒
だ

 
こ
の
剣
は
第
一
層
の
ボ
ス
戦

中
か
ら
使
い
出
し
た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

を
イ
ン
ゴ

ト
に

し
そ
れ
を
剣
に
鍛
え
直
す
と
い
う
継
承
と
名
付
け
た
事
を
し
て
き
て
作
成
さ
れ
た
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剣
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
を

エ
リ

シ
デ

タ
の

合
強
化
に
使

し
て
強
化
さ
れ
た
剣
だ

自
分
の
魂
を

し
た

身
で
あ
る
剣
を
捨
て
ら
れ
な
か

た

は
数
パ

セ
ン
ト
し
か
成

確

が
無
い

合
強
化
を
失

す
れ
ば
ど
ち
ら
も
喪
う
危
険
性
を
理
解
し
な
が
ら
と
あ
る
鍛
冶

に
頼
み

ん
だ

 
エ
リ

シ
デ

タ
は
外
見
上
で
こ
そ
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
の
面
影
は
無
い
が
し
か
し
剣
身

か
ら
伝
え
て
く
れ
る

か
み
は
引
き
継
い
で
く
れ
て
い
た

を

ま
し
吹
雪
吹
き

ぶ
雪
原

で

え
る

を

め
て
く
れ
る
か
の
よ
う
な

を
伝
え
て
く
れ
る

ず

と
ず

と
⻑
い
間

の

棒
と
し
て

え
て
く
れ
た
の
だ

と
て
も
心
強
か

た

 
だ
か
ら

合
強
化
が
成

し
た
の
も
あ
る
意
味
で
運
命
的
に
定
め
ら
れ
た
必
然
か
そ
う
で

な
け
れ
ば
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
と
エ
リ

シ
デ

タ
が

を
認
め
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思

て
い
る

 
そ
の
剣
を

い
て

シ
リ
カ
に
伝
え
る

葉
を

め
る

は
こ
の
世
界
に
ま
で
負
け
た
く
な
い

現
実
世
界
の

一

は
死
ん
だ
か
ら

だ
か

ら
こ
の
世
界
の

一

は
絶
対
に
負
け
た
く
な
い

だ
か
ら
こ
そ
負
け
な
い
た
め
に
戦

う
ん
だ

に

と

わ
れ
よ
う
と

だ
と
か
出
来
損
な
い
だ
と
か
悪

を
投

ら
れ
殺
さ
れ
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か
か

て
も

は
絶
対
に
負
け
た
く
な
い
か
ら
戦
う
ん
だ

 
き

り
と

い
切
る
と
シ
リ
カ
は

く
目
を
見
開
い
た
ま
ま

ま
り
く
し

と
表
情

を
歪
め
て

を
流
し
始
め
た

そ
し
て

突
に

へ

を
下

る

ご
め
ん
な
さ
い

あ
た
し
今
ま
で

一

て
い
う
人
の
事
を
見
下
し
て
た
ん

で
す

ご
め
ん
な
さ
い

ら
れ
て
も

る
か
な

そ
れ
で
赦
す

て

て
も
ど
の
道
こ
の
世
界
か
ら

け
た
ら

一

と
し
て
の

キ
リ
ト

は
消
え
る
し

現
実
の
方
で
は

に

一

な
ん
て
人
間
は
い
な
い
し

ら
れ
て
も
は
い
そ
う
で
す
か

て
赦
せ
る

じ

な

い
ん
だ

そ
れ
は
シ
リ
カ
さ
ん
だ
け
じ

な
く
て
今
ま
で

の
事
を
知

て
も

を
す
る
わ
け

で
も
な
か

た

観
者
も

論
そ
れ
を

せ
な
か

た

も
同
罪
だ

だ
か

ら
代
わ
り
に

シ
リ
カ
さ
ん

一
つ
お
願
い
が
あ
る
ん
だ

の
友
達
の
一
人
に
な

て
く
れ
な
い
か
な

一

と
し
て
の
キ
リ
ト
の
そ
し
て

一

じ

な
く
な

た
未
来
の
キ
リ
ト
の

友
達
に

 

外
に

リ
ア
ル
で
も
友
達
に
な
ろ
う
と

た
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シ
リ
カ
は
ま
た
目
を
見
開
い
て
い
た
が

に

い
て
く
れ
た

そ
れ
に

も

き
シ
リ

カ
が

み

し
て
い
た
コ

プ
を
引
き
寄
せ
新
し
く
ス
ト
レ

ジ
か
ら

み
物
を
出
す

ぶ
ど

う

の
よ
う
な

な

り
が
す
る

み
物
だ

 
シ
リ
カ
が

の

み
物
で
は
な
い
と
分
か

て

を

た
の
で

は
こ
れ
の
説
明
を
す

る
フ

ン
タ
ズ
ゴ
マ
リ
ア

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
か
ら
手
に
入

た
数
百
の
ア
イ
テ
ム

の
内
の
一
品
だ
よ

確
か

想
世
界

て
い
う
意
味
だ

け

う
ん

こ
れ
を

む
と

力
値
と

値
の
ポ
イ
ン
ト
が
十
加

さ
れ
て
セ

ト
し
て
る

ス
キ
ル
も
十
上
が
る
ん
だ

ス
テ

タ
ス
も
十
上
が
る
し
ね

え
え

 
そ
ん
な
レ
ア
す
ぎ
る
の

あ
た
し
に

良
い
ん
だ

友
達
に
な
ろ
う

て
思

た
人
と

ん
で
る
か
ら
さ

そ
れ
に
こ
れ
実

は
一
人
じ

め
な
い
設
定
の
ア
イ
テ
ム
な
ん
だ

ス
ト
レ

ジ
も
か
な
り
圧

す
る
か
ら
ど

う
せ
な
ら

し
も
う
と
思

て
遠
慮
な
く

む
よ
う
に
し
て
る
ん
だ
よ
ね

 

ん
と

こ
れ
の
容

マ
ジ
で
大
き
い
ん
だ

だ

て
エ
リ

シ
デ

タ
二
本
分
だ

ス
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テ

タ
ス
が
高
い

備
は
得
て
し
て
容

も
大
き
く
な
る
し

魔
剣
と
も
な
る
と
一
線
を

す

そ
れ
が
二
本
分
だ
か
ら

ス
ト
レ

ジ
が
圧

さ
れ
て
い
て
正
直

る

ま
ず
レ
ベ
ル
１
２

０
超
え
を
し
て
い
る

で
な
け
れ
ば

ま
ず
最
前
線
に

け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
く
ら
い
だ

こ
れ
に
更
に
ま
だ
ま
だ

の
ア
イ
テ
ム
を
持

て
い
る
の
だ
か
ら
本

ギ
リ
ギ
リ
だ

た
り

す
る

レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
は
専
ら
ス
ト
レ

ジ

目
的
で

力
値
に
回
し
て

い
る

最
近
は

が
出
て
き
た
の
で

値
に
も
振

て
い
る
が

 
ま

一

間
の
イ
ン
タ

バ
ル
を

か
な
い
と
ス
テ

タ
ス

の
上

果
は
無
い
ん
だ
け

ど

そ
れ
に
こ
れ
実
は

め
る
限
界

が
決
ま

て
な
い
つ
ま
り
無
限
回

め
る
と

い
う
わ
け
だ

宴
会
に
は
持

て
こ
い
な
代
物
で
ニ
コ
ラ
ス
は
中

ア
ジ
な
物
を
残
し
た
も
の

だ
と
思
う

超
レ
ア
だ
け
ど
ス
ト
レ

ジ
を

ま
じ
く
圧

す
る
か
ら
手
が
引

ん
じ

う

代
物
な
の
だ

場

は

果
対
代
償
を

ま
じ
い
天

に
掛
け
た
な

 
ち
な
み
に
シ
リ
カ
に

た
一
人
じ

め
な
い
と
い
う
の
は

か
と
一
緒
じ

な
い

と

果
が
無
い
代
物
だ
か
ら
で
あ
る

ま

一
人
で
こ
ん
な
モ
ン
使

て
強
く
な

て

罪
に

ら
れ
た
ら
目
も

て
ら
れ
な
い
か
ら
な

一

前
の

な
ら
迷
い
無
く
捨
て
る
か

る

か
し
て
い
た
が
今
は

と
夜
に
な
る
と

に
知
り
合
い
に
会

て
い
る
の
で

が
持

て
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い
る

他
の

で
は
持
て
る

ど
ス
ト
レ

ジ
に

が
無
い
か
ら
だ

ち
な
み
に
一
人
で
も

め
は
す
る

果
が
無
い
だ
け
で

 
フ

ン
タ
ズ
ゴ
マ
リ
ア
が

が
れ
た
ガ
ラ
ス
コ

プ
を
持

て

お

い
に
カ

テ
ン

と

を
鳴
ら
す

声
は
上

ず

い
合
い
な
が
ら
そ
れ
を

み

 

 

ん
だ

間
に
シ
リ
カ
が
く
わ

と
目
を
見
開
き
一
気
に

み

し
た

こ
れ
初
め
て

む
人
が
必
ず
と
い

て
良
い

ど
に
す
る
行

 
な

な
ら
こ
れ

メ
チ

ク
チ

味
が
最
高
だ
か
ら

 
と
り
あ
え
ず
ス
テ

タ
ス
上

果
が
出
る
の
は
最
初
の
一

だ
け
だ
が
そ
れ
で
も

も

め
は
す
る
の
で
シ
リ
カ
は
自

を

る
か
の
よ
う
に

も

代
わ
り
し
て
コ

プ
を
空

け
い
つ
の
間
に
か
眠
り
こ
け
た

シ
リ
カ
を
部

の
ベ

ド
に

か
せ
ナ
ン
も
一
緒
に

か

れ
た
ま
ま
眠

て
も
ら
う

と
い
う
か
ナ
ン
シ
リ
カ
が

み

け
て
い
る
間
も

の
上
で

て

た
ん
か
い

そ
れ
で

情
報
は
集
ま

た

 

は
静
か
に
開
け
放

た

か
ら
入

て
き
て

と
シ
リ
カ
の
や
り
取
り
を
ず

と
見
て
い
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た
ア
ル
ゴ
に
声
を
投

た

の
近
く
の

に
も
た
れ
て
い
た
ア
ル
ゴ
が
す

と
ハ
イ
ド
を

消
し
て

を
現
す

表
情
は
苦

あ
の
さ
キ

一
年
前
か
ら
思

て
た
ん
だ
け
ど
サ

キ

て
実
は
超
人

に
ポ

テ
ン
シ

ル
高
い
ん
じ

な
い
の
カ

 

で

ス
キ
ル
使

て
る
の
に
す
ぐ
わ
か
る

ん
ダ違

和
感

 
だ

て

か
ら
入

て
く
る
と
き
の
月
光
が
歪
ん
で
た
し

ま

い
い
カ

と
り
あ
え
ず
報

す
る
と
四
十
七
層
フ
ロ

リ
ア
の

に

思
い
出
の

て
い
う
と
こ
が
あ
る

そ
こ
が

し
い
と
思
う

あ
そ
こ
は
観
光
地

で
有
名
で
攻
略
組
も
た

た
三
日
で
攻
略
し
て
進
ん
じ

た
か
ら
ネ

ま
だ
ま
だ
未
探
索
地

の

が
多
い
シ

そ
の
フ

ル
ド
型
ダ
ン
ジ

ン
キ

が

て
た

し
い
ポ

イ
ン
ト
を
完
全
に

羅
し
て
る
ん
ダ

た
り
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
ネ

そ
こ
で
手
に
入
る

ア
イ
テ
ム
も

に
掛
け
ら
れ
て
る

プ
ネ
ウ
マ
の
花

か

 
話
に
は

い
て
い
た

使
い
魔
が
死
ん
で
か
ら
三
日
以
内
に
思
い
出
の

の
最

に
行
け
ば
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花
が
咲
い
て
心
に

を

ら
す
こ
と
で

生
が
出
来
る
と

事
実
聖

に
つ
い
て
や
モ
ミ
の

木
の
情
報
を
洗
い
出
し
て
い
る

中
で

生

で
知

た

先

ど

か
れ
た
と
き
に
も

真

先
に
思
い
浮
か
ん
で
い
た

知

て
て
オ
レ

ち
を

か
せ
た
の
か
イ

正
直

物
だ
と
思

た

使
い
魔
と
は
い
え
こ
の
世
界
で
死
ん
だ
存
在
が
生
き
返
る
の
は

有
り
得
な
い

て
思

た

還
魂
の
聖

の
時
の
よ
う
に

自
信
が
無
か

た

そ

れ
を
取
り
に
行

て
も
し
も
間
違

て
い
れ
ば
シ
リ
カ
さ
ん
の
心
は
壊
れ
て
た

だ

に
は
立
ち
直
れ
る
過
去
と
そ
し
て

え
て
く
れ
る
人
が
ま
だ
い
た

け
ど
シ
リ
カ
さ
ん
は

い
な
く
な

た
ピ
ナ
が

え
な
ん
だ

も
サ
チ
ま
で
も
死
な
せ
て
い
た
ら
ど

う
な

て
い
た
こ
と
か

 
今
こ
う
し
て
ア
ル
ゴ
や
シ
リ
カ
と
一
緒
に
い
る
よ
う
な

一

と
し
て
の
キ
リ
ト
を
保
て

て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い

 
サ
チ
は

て
い
た

も
し
も
私
が
死
ん
だ
時
の
た
め
に
ま
だ
キ
リ
ト
と
共
有
し
て
る
ス
ト

レ

ジ
に
メ

セ

ジ
録

ク
リ
ス
タ
ル
を
入
れ
て
い
た
と

の
ト
ナ
カ
イ
の

や

と

一
緒
に
い
て
ど
う
思

た
か
の
ク
リ
ス
タ
ル
は

今
で
も
共

ス
ト
レ

ジ
の
中
に
あ
る

時
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そ
れ
を

は

い
て
い
た

 
サ
チ
が
今
で
な
く
過
去
の
人
に
な

て
い
た
ら

は
ど
う
思

て
そ
れ
を

い
た
か

い

て
そ
れ
か
ら
ど
う
行
動
し
た
の
か

剣
を
捨
て
る
自
殺
す
る
戦
い

け
る

こ

の

の
中
で
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
内
容
か
ら
や
は
り
戦
い

け
て
い
た
だ
ろ
う

そ
れ
で

も

今

ど

ち

い
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど

 
シ
リ
カ
が
眠
る
ベ

ド
に

掛
け

シ
リ
カ
の

を

で
る

け
て
い
る
の
か

う

に

と
安
ら
か
な

だ

ピ
ナ
で
は
な
い
が
同
じ
種

の
ナ
ン
を

い
て
い
る
か
ら

変
わ
ら
な
い

心
地
に

ち

い
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
シ
リ
カ
の

を

で
て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か
近
く
に
来
て
い
た
ア
ル
ゴ
が

を

で
て
き

た

ぎ
し

と
ベ

ド
を

ま
せ
な
が
ら

に

り

を
見
て
く
る

キ

大

か
イ

正
直
ま
だ
引
き

て
る
か
な

サ
チ
の

間
の
命
を

は
奪

て
し
ま

た
ん
だ
か
ら

け
ど

は
生
き
る
よ

こ
の
世
界
で

を

じ
て
く
れ
る
人
も
い
る

し

向
こ
う
の
世
界
に
は
家

が
い
る
ん
だ

死
ん
で
な
ん
て
や
れ
な
い
よ

こ
の
世
界
に

負
け
て
な
ん
か
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大

か
イ

 
再
び
の
同
じ
問
い

は
小
さ
く

く
に

め
た

そ

カ

な
ら
オ
ネ

サ
ン
は
こ
れ
以
上

か
な
い

話
は
変
わ

る
ケ
ド

そ
れ
で

ど
う
す
る
ん
だ
イ

シ
リ
カ
の
依
頼
も
引
き

け
た
上
に

良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ぶ
つ
か

た
か
ら
ね

け

る
よ

た
だ

な
予
感
が
す
る
か
ら

ア
ル
ゴ

ま
た
頼
ま
れ
て
く
れ
な
い
か
な

オ
ネ

サ
ン
は
高
い
よ

人
の
命
の
た
め
な
ら

だ

て

ら
で
も
払
う
よ

 
に
や

と
鼠
の

で

ん
だ

人

依
頼
人
に

も

者

依
頼
人
と
し
て
不

な

み
を
浮
か
べ
た

彼
女
は

の
頼
み
を
快
く
引
き

け
て
く
れ
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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過
去
に
人
体
実
験
を

け

生
体
兵
器
化
さ
れ
か
け
た
和
人
は
体
内
に

コ
ア
を

め

ま

れ
て
い
ま
す

コ
ア
ネ

ト
ワ

ク
を

し
て

あ
ら

る
情
報
の
収
集
や
知
識
の
取
得

を
行

て
い
た
の
で

あ
る
程

の

静
さ
を
持

て
い
た

で
す

 
で
も

知
識
な
の
で

経
験
に
は

て
し
ま
い

の
ト
ナ
カ
イ

の
歌
を
知
り
ま

せ
ん
で
し
た

こ
う
い
う

で
子

ら
し
さ
を
出
せ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す

 
そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
の
キ
リ
ト
の
決
意
の
表
明
戦
う
理
由
が
明
か
さ
れ
ま
し
た

今
後
も

か
く
見
守

て

け
れ
ば

い
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
七
章
 

と
も
だ
ち

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
で
シ
リ
カ
編
終
了
で
す

戦
闘
シ

ン
な
ん
て

無
く

会
話
ば
か
り
が
目
立
ち
ま

す

私
の
力

不
足
で
す

 
ち
な
み
に

オ

ル
シ
リ
カ

点
で
回
想
が
入

て
お
り
ま
す

  
で
は
ど
う
ぞ

  
い
つ
の
間
に
か
眠

て
し
ま

た

日
ベ

ド
で

き
る
と
す
ぐ
近
く
で
キ
リ
ト
君
が

て
い
た

彼
は

に
も
た
れ
て

に

て
真

黒
な
剣
を

い
た
ま
ま

て
い
た

こ
の
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部

は

か
ら
あ
た
し
名
義
で
お
金
を
払

て

り
て
い
た
け
ど

多
分
あ
た
し
が

て
い
る

ベ

ド
で

る
の
を
遠
慮
し
て

で

た
の
だ
と
思
う

他
の
部

は
あ
た
し
が
こ
こ
を
取

た

の
を
最
後
に

ま

て
い
た
よ
う
だ
し

点
と
し
て
い
る

に
帰
る
の
が
面
倒
だ

た
の
か
も

し
れ
な
い

 

き
上
が
ろ
う
と
す
る
と

と

の
中
に

ら
か
い
感
触
が
有
る
の
に
気
が
付
い
た

 

を
下
に
向
け
る
と

フ

ザ

リ
ド
ラ
が

い

で
こ
ち
ら
を
見
て
い
た

ピ
ナ

き

 
き

る
る

 
び

く
り
し
た
よ
う
に
体
を
身
じ
ろ
ぎ
し
た
後

定
す
る
よ
う
に

を
振

た

 
そ
れ
で
思
い
出
し
た

ピ
ナ
は
あ
た
し
を
モ
ン
ス
タ

の
一
撃
か
ら

て
死
ん
じ

た
ん

だ

た
と

も
う

め
た
方
が

良
い
の
か
な

 
そ
ん
な
風
に
思
い
な
が
ら
ご
め
ん
ね
と
ナ
ン
に

て
あ
た
し
は
ベ

ド
か
ら

り
た

す

ぐ
そ
こ
で

て
い
る
キ
リ
ト
君
の
前
に
中

で

を

き

む

 
九

の
身
⻑
を
再
現
し
て
い
る
か
ら

彼
は
か
な
り
小

な
あ
た
し
よ
り
も
小
さ
い

黒
い

コ

ト
と
上
下
黒
の
シ

ツ
と
ズ
ボ
ン

付
き
ブ

ツ
に
指

手

で

て
い
る
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間
も
ず

と
こ
の

備
な
の
か
気
に
な
る

 
す

す

と
穏
や
か
な

息
を
立
て
て
い
る
彼
は
年

応
の

で
⻑
い
黒
髪
が
と
て
も
男

の
子
に
は
見
え
な
い

容

だ
け
見
た
ら
き

と
女
の
子

そ
う
い
え
ば
キ
リ
ト
君

き
て
る
間
は

と
目
つ
き
悪
か

た

け

 

日
話
し
て
い
る
間
の
彼
は
無
意
識
だ
ろ
う
け
ど
か
な
り
怖
い
目
つ
き
だ

た

表
情
も
苦

し

で
け
れ
ど
彼
が
そ
れ
に
気
付
い
た
様
子
は
無
か

た
よ
う
に
思
え
る

そ
れ

ど
無
自
覚

に
な
る
ま
で
に

い

い
を

け
て
き
た
の
だ
と
分
か

て

日
彼
に

罪
し
た

 
彼
に

す
る
悪
い

や

判
は
実
は
下
層
・
中
層
で
も
か
な
り
回

て
い
る

い
や
そ
れ

を
流
す

の
情
報

が
あ
る
の
だ
か
ら
む
し
ろ
上
層
よ
り

か
に
彼
に
対
す
る
悪
感
情
は
あ
る

だ
ろ
う

の

キ
リ
ト

す
べ
し

な
ど
と
大

的
に
銘
打
た
れ
た
新

が

ア
イ
ン

ク
ラ

ド
の
中
で
も
か
な
り
の
発
行
部
数
を
誇

て
い
る
と
一

日
の
パ

テ

で
も

い

た

か
な
り

し
く
書
か
れ
て
い
る
ら
し
く
そ
れ
を
発
行
し
て
い
る
の
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
だ

た

 
情
報

鼠
の
ア
ル
ゴ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
中
で
も

一
の
情
報

で
手
が
け
て
い
る
新

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
情
報

か
ら
攻
略
本
果
て
に
は

層
の
特
徴
な
ど
様

だ

そ
し
て
攻

略
組
の

ど
に
繋
が
り
が
あ
り
そ
れ
は
黒
の
剣
士
ビ

タ

・
キ
リ
ト
も

外
で
は
な
い
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と
ま
で
さ
れ
て
い
る

 
あ
た
し
は
ピ
ナ
を
死
な
せ
た
日

偶

を
集
め
に

り
て
い
た
ら
し
い
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

よ

て
助
け
て
も
ら

た

彼
女
は
最
前
線
を
親
し
く
て
信
頼
で
き
る
攻
略
組
プ
レ
イ

と
一

緒
に
進
む
事
も
多

有
る
ら
し
い
か
ら

戦
闘

専

で
は
な
い
け
ど
か
な
り
強
い
ら
し
い

 

い
て
い
る
あ
た
し
の
事
情
を

い
て

君
の
自
意
識
過

も
悪
い
け
ど

そ
の
女
も
悪
い

ネ
と

て

生
ア
イ
テ
ム
の
話
が
無
い
か

い
て
回
ろ
う
か
と

て
く
れ
た

今
日
は

い
か
ら
明
日
に
と

て
あ
た
し
が

ま

て
い
る
風
見

に
彼
女
を

内
し
取

て

い
る
部

で

を
呼
ぶ
の
か

い
た

そ
れ
が
正
し
く
悪

が

ま
じ
く
あ
る
黒
の
剣
士
だ

と

い
て

少
し
だ
け

を

め
て
し
ま

た

大

な
の
か

と

 
そ
れ
を
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
見

め
ら
れ
た

そ
れ
ま
で
ニ

ハ
ハ
と

ら
か
に

て
い
た
ア
ル

ゴ
さ
ん
は

突
に

た
い
表
情
に
な

た
の
だ

キ

の
事
を
知
ら
な
い
な
ら
仕
方
な
い
け
ど
あ
の
子
を

た
ラ

オ
ネ

サ
ン
本

気
で

怒
る
か
ら
ネ

 
ぞ

と
す
る
声

で

わ
れ

あ
た
し
は
こ
く
こ
く
と

い
た

け
れ
ど

疑
問
も
あ

た

彼
を
悪
く

て
い
る
最
た
る
人
物
な
の
に

ど
う
い
う
事
か
分
か
ら
な
か

た
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そ
う

く
と

彼
女
は
哀
し

な
表
情
を
し
て

外
に
浮
か
ぶ
仮
想
の
蒼
い
月
を
見
た

あ
の
新

知

て
た
ノ

下
層
・
中
層
で
は
コ
ア
な

者
が
多
い
で
す
か
ら

た
こ
と
は
無
い
で
す
け
ど

そ

か
そ
り

良
か

た

ア
レ
は
ね
オ
ネ

サ
ン
が

鼠
の
ア
ル
ゴ
が
書

い
て
る
わ
け
じ

な
い
ん
だ

キ

本
人
か
ら

け
取

た
下
書
き
を
オ
ネ

サ
ン
名
義

で

り
出
し
て
る
だ
け
な
ん
ダ

え

 
じ

あ
ア
レ

て

本
人
が
わ
ざ
と
悪
く
書
い
て
る
ん
で
す
か

そ
う
な
ん
ダ

り
に
出
す
こ
と
自
体

オ
ネ

サ
ン
も

然
反
対
し
た
サ

そ
も
そ
も

キ

が
ビ

タ

と
名

て
い
る
事
も
ビ
ギ
ナ

と
ベ

タ
テ
ス
タ

の
確

に
よ

て

ク
リ
ア
が
遠
の
く
の
を

ぐ

に

の
出
来
損
な
い
と
い
う
悪

を

し
て
名

た

ん
ダ

キ

は
人
を
守
る
た
め
に
全
て
を

に
し
た
け
れ
ど
還

て
き
た
の
は
憎
悪
と

悪

の
数

だ

タ

そ
れ
で
も
キ

は

自
分
を

に
し

け
る
ん
ダ

 
今
も
そ
う
な
ん
ダ

と
哀
し

に

き

フ

ド
で

を

す

今
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
い
る
全
て
の
プ
レ
イ

は

外
な
く
キ

に
よ

て
救
わ

れ
て
ル

有
形
で
は
攻
略

キ

は
攻
略
組
最
強
の

ロ
プ
レ
イ

と
し
て
攻
略
組
最
強
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ギ
ル
ド
血

騎
士

以
上
の
速

で
マ

ピ
ン
グ
を
し
て
オ
ネ

サ
ン
に
情
報
を

し
て

を
食
い
止
め
よ
う
と
し
て
ル

無
形
で
は

自
身
を
ス
ト
レ
ス
の

け

に
す
る
こ
と
で

場

や
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
対
す
る
悪
感
情
の

発
を

い
で
ル

さ

き
話
し
た
情
報

も
そ
れ

を
煽

て

発
を

ぐ

の
一
つ
の
手

に
過
ぎ
な
い
ん
ダ

キ

を

し
よ
う
と
し
て

結
し
た
集

の
話
は

い
た
こ
と
あ
ル

は

は
い

そ
れ
も

キ

が
煽

て
や

た
事
な
ん
ダ

対

を
自
分
に

る
事
で

他
の
プ
レ

イ

へ
の

も
少
な
く
し
加
え
て
自

自

に
な

て
自
殺
し
よ
う
と
す
る
プ
レ
イ

を
食
い
止
め
ル

実

あ
の
子
は

も
殺
さ
れ
か
か

た
ら
し
い

麻

を
喰

ら

た
り

を
喰
ら

た
り
ネ

全
部
圧
倒
的
な
ス
テ

タ
ス
と
勝
負

で
切
り

け
た
ら
し

い
け
ど

で
も

そ
れ
も
そ
ろ
そ
ろ
限
界
ら
し
い
ん
ダ

 
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
と
思

た

そ
も
そ
も
そ
ん
な
に
自
分
を

に
出
来
る
こ
と
も
そ
れ

ら
に

え
て
戦
い

け
る
事
も

は
出
来
な
い

必
ず

中
で
壊
れ
て
し
ま
う

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
あ
た
し
の

葉
を

い
て

う
ン

と

い
た

キ

は

て
た

レ

ド
プ
レ
イ

が
ギ
ル
ド
を
立
て
て
し
ま

た
以
上
も
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う
こ
れ
以
上
自
分
の
悪
感
情
で
食
い
止
め
る
の
は
無
理
か
も
し
れ
な
い

下
手
す
れ
ば
自
分
が

煽

て
い
た
感
情
を

さ
れ
て
レ

ド
ギ
ル
ド
に
入
る
プ
レ
イ

が
多
く
な
る
か
も
し
れ

な
い

て
サ

 
レ

ド
プ
レ
イ

と
は
殺
人
を

先
し
て
や
ろ
う
と
す
る
プ
レ
イ

ギ
ル
ド
は
そ
の

集
ま
り
で
大
晦
日
に
大

的
な
情
報

に
結
成
が

知
さ
れ
た
ら
し
い

レ

ド
ギ
ル
ド
の
名

前
は

う

ラ
フ

ン
・
コ
フ

ン

は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
い
う

中
華

の
よ
う
な

ダ
ガ

を
持
つ
黒
い
ポ
ン
チ

の
男
ら
し
い

故
か

き
付
け
ら
れ
る
よ
う
な

り
方
の
男
だ

と

知
す
る

に

わ
れ
た
ギ
ル
ド

一
の
生
き
残
り
が
証

し
た
の
だ
と
か

あ
の

知
を
知

た
キ

は
怨
ま
れ
る
の
を
覚
悟
で
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

と
ギ
ル
ド
を

に

し
て
い

タ

論
殺
し
て
な
い
回
廊
結

て
い
う
ア
イ
テ
ム
で
監
獄
送
り
に
し

て
い

た
ん
ダ

攻
略
の
合
間
を

て
少
し
で
も
レ

ド
ギ
ル
ド
に
入
り
そ
う
な

中
を
合

法
的
に

し
て
い

た
ん
だ

そ

そ
れ
を

で
そ
の
子
が

な
ら

も
し
も
の
時
に
全
て
の
責
を
負
え
る
か
ら

外
に

さ
れ
て
も

ら
な
い

て

タ
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そ

ん
な

 
た

た

十

の
子

が

そ
ウ

そ
し
て
多
く
の
プ
レ
イ

は

も
知
ら
な
い
人

の
た
め
に
自
分
を

に
し

け
る
子

を

自
分
達
よ
り
も
圧
倒
的
に

い
子

を
平
気
で

め

悪

を
投

殺
そ
う
と
す
る
ん
ダ

 
ダ
ン

 
と
テ

ブ
ル
を
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

い
た

上
の
コ

プ
が
倒
れ
て

に

ち

れ
て
ポ
リ
ゴ
ン
と
な

て
消
え
る

ざ
け
る
ナ

 

で
あ
の
子
ば
か
り
が

い
目
に
遭
ウ

 

で
あ
の
子
ば
か
り
背
負
わ

な
く
ち

な
ら
な
イ

 

で
レ

ド
ギ
ル
ド
の
存
在
が

あ
の
子
よ
り
も
小
さ
い
こ
と
と
取

ら
れ
る
ん
ダ

 
そ
れ
だ
け
の
事
を

あ
の
子
は
し
た

じ

な
い
の
ニ

 
あ
の
子
は

も

悪
く
な
い
の
に

で
人
殺
し
を

し
む

ら
よ
り
も
悪
く

わ
れ
る
ん
ダ

 
ズ
ダ
ン

 
と
二

目
の

破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
で
あ
る

は

し
か
し
確
か

に

え
て

が
入

て
い
た

キ

は
ね
一
時
期
狂

た
よ
う
に
剣
を
振

た
事
が
あ
る
ん
ダ

つ
い
一

月

前
に
ネ

自
分
を
責
め
て
た
ん
ダ

 

で
で
す
か

 
今
の
話
を

く
限
り

そ
の
子
が
悪
い
と
は
思
え
ま
せ
ん
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け
ど

 

然
と

き

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
は

と
深
い

息
を

い
た

キ

は
確
か
去
年
の
六
月
か
ら
七
月
中

に
掛
け
て
と
あ
る
中
層
ギ
ル
ド
に
協
力
し
て

た
こ
と
が
あ

た
ん
ダ

協
力
を
依
頼
さ
れ
て
力

え
し
て
い
た
そ
の
ギ
ル
ド
が
あ
る
時
一
人

の
女
の
子
を

い
て
全
滅
し
タ

リ

ダ

は
ギ
ル
ド
ホ

ム
を

い
に
キ

は
ボ
ス
攻
略

に
行

て
い
る
間
に
そ
の
女
の
子
以
外
の
三
人
の
男
性
プ
レ
イ

が
家

を

う
た
め
の

金
集
め
に
出
た
ん
だ

二
十
七
層
だ

タ

二
十
七

て

あ
そ
こ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
一
の
ト
ラ

プ
地

で
し
た

け

 
特
に
結

無

化
空
間
化
ト
ラ

プ
と
モ
ン
ス
タ

ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
が
多
く
て
時

に
は
同
時
に
引

掛
か
る
か
ら
気
を
つ
け
ろ
と
攻
略
本
に
あ

た

う
ン

あ
そ
こ
で
攻
略
組
が
大
き
な

を
出
す
の
を
予
見
し
た
キ

は

先
し
て
あ
ら

る
ト
ラ

プ
を
解

し
攻
略
組
が
無
事
に

れ
る
よ
う
に
し
た
ん
ダ

論
攻
略
本
に
も
載

せ
た
け
ど
で
も
あ
ま
り
に
キ

が
手

く
や
り
過
ぎ
た
せ
い
で
他
の
プ
レ
イ

の
意
識

に
は
残
ら
な
か

タ

キ

は
確
か
に
彼
ら
に

を
し

け
タ

で
も
彼
は
ま

だ
九

の
子

だ

た
し
無
意
識
無
自
覚
で

の
出
来
損
な
い

て
見
下
さ
れ
や
す
い
立
場
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だ

た
せ
い
か

そ
の
男
子
達
は

を
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
か

た
ん
ダ

女
の
子
が
ど

れ
だ
け

意
を

し
て
も

ト
ラ

プ
ら
し
い

し
部

と
宝

を
見
て
も

特
に
気
に
し

な
か

タ

キ

は
女
の
子
か
ら
メ

ル
を

て
い
た
事
に
ボ
ス
戦
直
後
に
気
付
い

て

そ
の
足
で
す
ぐ
に
二
十
七
層
迷

へ
と
向
か

タ

 
そ
こ
で
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

葉
を
止
め
た

ご
く
り

と

を

む

が
部

に
立

た

 

を
静
か
に
見
つ
め
な
が
ら

ア
ル
ゴ
さ
ん
は

を
開
い
た

キ

が

り

い
た
時
は

宝

を
開
け
よ
う
と
し
た
時
だ

タ

開
け
る
な
と
い
う

葉
は
届
か
ず
男
は
開
け
タ

キ

は
ギ
リ
ギ
リ
で

じ
る

よ
り
も

く
部

に
入

て
四

人
を
助
け
る

に
ボ
ス
戦
で
武
器
も
体
力
も
回
復
ア
イ
テ
ム
も
消

し
た
ま
ま
戦

テ

男
三
人
は
不

の
事

に
パ
ニ

ク
に
な

て
キ

か
ら
離
れ
て
し
ま

た
事
で
死
ん
ダ

女

の
子
は
キ

の

で
戦

て
た
か
ら
助
か

タ

キ

は
そ
の
女
の
子
と
共
に
ギ
ル
ド
ホ

ム
で

つ
リ

ダ

の

へ
行

て
事
情
を
説
明
し
た
ら
し
イ

リ

ダ

は

こ
う

タ

 

の
出
来
損
な
い
の
ビ

タ

が

達
と

わ
る

格
な
ん
て
無
か

た
ん
だ
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そ
の

葉
を

い
て

な
ん
て
勝
手
な
事
を

 
と
思

た

そ
の
ギ
ル
ド
に
協
力
を
依
頼

さ
れ
た
か
ら
力
を

し
た
つ
ま
り
ギ
ル
ド
リ

ダ

が

わ

た
の
に
そ
ん
な
勝
手
な

葉
を

う
な
ん
て
お
か
し
い
と

 
そ
し
て
そ
の

葉
を

け
た
キ
リ
ト
と
い
う
子
の
心
は
今
の
自
分
よ
り
も
ど
れ
だ
け

れ

た
の
か
想
像
が
付
か
な
か

た

リ

ダ

は
そ
れ
か
ら
キ

の
目
の
前
で

第
一
層
の
外

部
テ
ラ
ス
か
ら
身
投

自

殺

そ
の
後
付
い
て
行
く
と

て

か
な
か

た
女
の
子
を
攻
略
ギ
ル
ド
に

属
さ

せ
て
外
的
要
因
を

し
て
自
分
と
の

離
を

か
せ
て
攻
略
を

け
て
い

タ

あ
の
子
を
理
解
し
て
い
る
プ
レ
イ

は

そ
れ
を

い
た
少
女
の
話
を
更
に

い
て

危
う

い
と
思

タ

か
き

か
け
が
一
つ
あ

た
ら

こ
の
子
は

に
壊
れ
て
し
ま
う

て

ネ

見
事
に
そ
の
予
想
は

た

タ

十
二
月
に
入

て
か
ら
キ

は
攻
略
に
出
な

く
な

タ

オ
ネ

サ
ン
も

く
慌
て
た
よ

一
切

絡
が
取
れ
な
く
な

た
ん
だ
か
ら
ネ

十
二
月
て
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
大
騒
ぎ
で
し
た
ね

生
ア
イ
テ
ム
の

そ
ウ

キ

は
正
に
そ
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の

だ
け
に
命
す
ら
も
捨
て
る
勢
い
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で
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
た
ん
ダ

た

た
一
つ
の

あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い

生
ア
イ
テ
ム
の

だ
け
ニ

一
人
で
ボ
ス
を
倒
す

ニ

結
果
キ

は
手
に
入
れ
タ

で
も
望
ん
だ

も
の
じ

な
か

タ

過
去
に
死
ん
だ
人
は

生
き
返
ら
せ
ら
れ
な
か

た
ん
ダ

あ
の
時

の
キ

の
目
は

も

し
て
な
か

タ

た
だ
た
だ
虚
無
が
広
が

て
い
る
だ
け
だ

タ

四
十
九
層
は
そ
の
日
キ

一
人
に
よ

て
ボ
ス
が
倒
さ
れ
五
十
層
へ

く
転

が
開
放
さ
れ
タ

 
恐
ら
く
そ
の
ま
ま
向
か

た
の
だ
ろ
う

そ
う
か
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
い
き
な
り
転

が
開

し
た
フ

ン
フ

レ
と
光
が
転

広
場
に
出
た
の
は

そ
れ
が

 
そ
れ
な
ら

そ
の
子
は
今

ど
う
し
て
い
る
の
だ

自

な
ま
ま
に
な

て
死
ん
だ

い
や

で
も
さ

き
呼
ぶ

て

て
た
し

 
あ
た
し
が
そ
れ
を

ね
る
と

ア
ル
ゴ
さ
ん
は

分
か

し
い
け
ど

確
か
に

し
た

キ

は
全
滅
し
た
ギ
ル
ド
の

一
の
生
き
残
り
の
女
の
子
と
そ
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し

て

に

タ

い
や
今
ま
で
の
中
で
も
結
構

ち

い
た
か
ナ

死
に

ご
う
と
は
し

な
く
な

た
し
ネ

彼
ら
を
死
な
せ
た
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
ず
罪
を
背
負

て
生
き
て

い
く

て

て
た
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そ
れ
は

た

た
十

の
子
に
し
て
は
重
す
ぎ
る
決
断
だ
と
思
う

と
て
も
子

に
背
負

え
る
も
の
で
は
な
い

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
そ
こ
で

故
か

し
た

キ

は
も
う

的
な
ま
で
の
自
己

心
の

だ

だ

た
ら
オ
ネ

サ
ン
達
は

限
界
ま
で

え

く

て
決
め
た
ん
ダ

だ

て
大
人
が
年
上
が
子

を

え
護
る
の
は

然
の
事
だ
か
ら
ネ

え
る

で
す
か

キ

は
知

て
の

り

が
多
い
か
ら
ネ

味
方
が
い
る

て

て
い
れ
ば
あ
の
子

の
心
が

れ
る
こ
と
は
き

と
無
い
か
ラ

み
を
知

て
る
子
は
得
て
し
て
強
い
も

の
だ
か
ら
ネ

 
ニ
カ

と

た
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
キ
リ
ト
と
い
う
プ
レ
イ

に
メ

ル
を
送

た

送

て
か
ら
数
分
も
経
た
な
い
内
に
了
承
が
返

て
き
た

 
そ
し
て

日

目
の
前
で

て
い
る
彼
と
話
し
て

ア
ル
ゴ
さ
ん
の

び
の
声
を
理
解
し
た

 
は
さ
こ
ん
な
異
常
な
デ
ス
ゲ

ム
で

人
が
死
ん
で
て
も
そ
れ
で
も
こ
の
世
界
が
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き
な
ん
だ

こ
の
世
界
な
ら

は

で
い
ら
れ
る

現
実
世
界
で

定
さ
れ

け
た

一

で
あ
れ
て
そ
し
て

一

と
し
て
死
ね
る

だ

て

こ
の
世
界
で
は
現
実
と
は

違
う
面
を
自
分
で
持

て

過
ご
し
て
る
ん
だ
か
ら

 
こ
の
剣
で
こ
の
世
界
を
生
き

い
て
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
て

一

と
し
て
の
生

に
終
止

を
打

て

現
実
世
界
へ
と
帰
り
た
い
ん
だ

 
の
友
達
の
一
人
に
な

て
く
れ
な
い
か
な

一

と
し
て
の
キ
リ
ト
の
そ
し
て

一

じ

な
く
な

た
未
来
の
キ
リ
ト
の

友
達
に

  
ど
の

葉
も
重
か

た

そ
し
て
話
し
て
い
る
間
気
付
い
て
い
な
か

た
よ
う
だ
け
ど
彼

は

い
て
い
た

一

も

う
事
が
無
か

た

は
ず

と

を
伝

て
い
て
で
も
彼
は

わ
な
か

た

気
付
い
て
い
な
か

た
の
だ
自
分
が

い
て
い
る
事
に

い
に
も
程
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
な
と
思

た

 
な
る

ど
こ
れ
は

え
よ
う
と
思
え
る
く
ら
い
に

気
で

な
子
だ

本
心
で
は
苦
し



 第七章 〜ともだち〜

い
と

ん
で
い
る
の
に

そ
れ
を

し

し
て
自
分
で
も
気
付
か
な
く
な

て
し
ま

て
い
る

え
が
な
け
れ
ば

い
ず
れ
は

れ
て
し
ま
う
な
と
思

た

 
目
の
前
で
す
や
す
や
と
穏
や
か
に
眠
る
キ
リ
ト
君
の

は

時
ま
で
見
て
も

き
ず
不

思
議
な
感

と

か
い
気
持
ち
が

い
て
く
る
可
愛
い

だ

た

 
ナ
ン
が
あ
た
し
か
ら
離
れ
て
彼
が
組
ん
で
い
る

の
間
に

ま
り
き

う
と
可
愛
い
声
を

ら
し
た

す
り
す
り
と

に
体
を

り
付
け
て
い
る
と

キ
リ
ト
君
が
少
し
身
じ
ろ
ぎ
し
て

う
に

と
声
を
上

る

か

可
愛
い

 
彼
が

て
さ
え
い
な
け
れ
ば

き

と

き
つ
い
て
い
た
だ
ろ
う
な
と
思
う

お

い
キ

そ
ろ
そ
ろ

き
な

 
ば
た
ん
と

を
開
け
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
と
あ
た
し
の
目
が
合

た

ち
く
り
と

き
し
て

に
キ
リ
ト
君
に
向
い
て

ま
た
あ
た
し
を
見
た

 

と
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

苦

す
る

シ

ち

ん
も
キ

の

に

ラ
れ
た

だ
ナ

く
だ
ら
し
な
く

が

ん
で
る

え
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で
し

と

た

た
と

を
触

て
い
る
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
キ
リ
ト
君
の

を
揺
す
り
始

め
たお

い
キ

も
う
そ
ろ
そ
ろ
出
な
い
と
時
間
的
に

バ
い
ん
じ

な
い
の
カ

 

さ

さ
と

を
揺
す

て
い
る
と
穏
や
か
だ

た
キ
リ
ト
君
の

が
歪
ん
だ

と
し

て
焦
点
が
合

て
い
な
い
黒
目
は

第
に
は

き
り
と
し
て
あ
た
し
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
を

え

た

は

き
り
と
意
識
が
覚
醒
し
た
よ
う
だ

に

 

正

ま
だ
は

き
り
し
て
な
か

た

 
く
す

と
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

た

キ

い
い
加

に

き
テ

じ

な
い
と
ピ
ナ
ち

ん
の

生
に
間
に
合
わ
な
い

あ

 
は

き
り
と
声
を
出
し
た
キ
リ
ト
君

い
で

き
上
が

た

二
人
と
も
ご
め
ん

こ
け
て
た

あ

う
う
ん

そ
れ
は
良
い
ん
だ
け
ど

ア
ル
ゴ
さ
ん

間
に
合
わ
な
い

て
事
は

生
で
き
る
ん
で
す
か
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う
ン

四
十
七
層
の
思
い
出
の

て
い
う
と
こ
に
プ
ネ
ウ
マ
の
花

て
い
う
ア
イ
テ
ム
が

手
に
入
る
ん
ダ

そ
れ
が
使
い
魔
専

の

生
ア
イ
テ
ム
で
キ

は
知

て
た
け
ど
確
認
の

た
め
に
オ
ネ

サ
ン
を
情
報
収
集
さ
せ
た
ん
ダ

四
十
七

で
す
か

ち
な
み
に

マ
ス
タ

も
行
か
な
い
と
咲
か
な
い

あ
た
し
じ

し
い
で
す
ね

 
今
の
あ
た
し
の
レ
ベ
ル
は

四
十
七
層
な
ら
マ

ジ
ン
の
十
を
足
し
て

前
後
は
欲
し
い

と
こ
ろ
だ
け
ど

明
日
の

が

限
だ
か
ら
時
間
が
無
い

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
君
が
ウ

ン
ド
ウ
を

作
し
て
あ
た
し
の
目
の
前
に
ト
レ

ド
ウ

ン
ド

ウ
を
出
し
た

イ

ボ
ン
・
ダ
ガ

シ
ル
バ

ス
レ

ド
・
ア

マ

シ
ル
バ

ス

レ

ド
・
ベ
ル
ト

フ

ア
リ

ブ

ツ

他
に
も

つ
か
あ
り
全
て
非

品
ア

イ
テ
ム
ら
し
か

た

こ
れ
で
シ
リ
カ
さ
ん
の
レ
ベ
ル
を
五

十
く
ら
い
は

上

で
き
る

も
一
緒
に
行
く
し

多
分
な
ん
と
か
な
る
よ

今
回
は
オ
ネ

サ
ン
も
行
か
せ
て
も
ら
う

プ
ネ
ウ
マ
の
花
に

す
る
情
報
は
ま
だ
確
定
的
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じ

な
い
か
ら
ね

シ

ち

ん
と
ナ
ン
ち

ん
も
護
る
必
要
が
あ
る
か
ら

り
に

な
ん
ダ

え

と

に
疑
問
な
ん
で
す
け
ど
確
か
使
い
魔

て
マ
ス
タ

と
な
る
プ
レ

イ

と
同

の
パ
ラ
メ

タ
で

が

分
で
し
た
よ
ね

 
な
ら

キ
リ
ト
君
の
使
い
魔

の
ナ
ン
ち

ん
は

強
い
ん
じ

 

日
か
ら
そ
う
な
の
だ
け
ど

ナ
ン
ち

ん
は

る
時
以
外
は

を

備
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
君
は

ロ
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
て

に
あ
ま
り
帰
ら
な
い
の
で
自
力
で

備
の

値
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
鍛
冶
ス
キ
ル
も
取

て
い
る
ら
し
い
の
だ
け
ど
ビ

ス
ト

テ
イ
マ

が
そ
れ
を
取
る
と
使
い
魔

の
武
器
も
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
ら
し
い

そ
れ
で

作

た
か
ら
使
い
魔
に
な
れ
る
小
型
モ
ン
ス
タ

に

に
し
て
あ
る

合
的
な
弱
さ
を
補

て
い
る
の
だ

ま

ナ
ン
も

つ
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
技
使
え
る
し

強
い

ち

強
い
よ
ネ

確
か
前

フ
ロ
ア
ボ
ス
の

取

て
た
よ
ネ

ど
ん
だ
け
強
い
ん
で
す
か

い
や

だ

て
ス
テ

タ
ス
は

と
同

だ
し

 
あ
あ
な
ん
だ
か
そ
の

葉
で

得
し
た
か
も

年
一
の
フ
ラ
グ
ボ
ス
を

ロ
で
倒
す
ん
だ
も
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ん
ねま

と
に
か
く
オ
ネ

サ
ン
も
行
く

て
事
デ

情
報
収
集
も

ね
て
と
い
う
の
も
本

だ

し
サ

 
ニ
カ

と

う
ア
ル
ゴ
さ
ん
の

葉
を
断
り
切
れ
ず

三
人
で
行
く
事
が
決
ま

た

 
キ
リ
ト
君
か
ら
非

品
ア
イ
テ
ム
を

て
返
す
と

た
け
ど
女
子
専

だ
か
ら
と
断

ら
れ
た

く
二
人
監
修
の
下
で

剣
の

い
の
練

を
し
た

な
ん
と
か
五

撃
は

無
く
出

せ
る
よ
う
に
な

た
の
だ
け
ど

キ
リ
ト
君
強
す
ぎ
る
よ

で
片
手
剣
使
い
な
の

に

剣
も
強
い
の

 
思
い
出
の

の
道
を
歩
き
な
が
ら

内
心
で
キ
リ
ト
君
の
異
常
性
に
つ
い
て

を

め
て
い

た

剣
の

い
に
は
一

の
も
の
だ
と
い
う
自
負
が
あ

た
け
ど
ま
さ
か
彼
に
負
け
る
と
は

思
わ
な
か

た

い
や
正
確
に
は
一

で
負
け
る
と
は
か

も
う
ち

と

れ
る
と
思

て
た
の
に

キ
リ
ト
君

て
本

反

的
な
強
さ
だ
よ
ね

ビ

タ

の
異
名
の
チ

タ

の
部
分
す

ご
く

定
し
が
た
い

ま

武
器
ス
キ
ル
は
取

て
る
の
は
全
部
コ
ン
プ
リ

ト
し
た
し
な

先
月
の
レ
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ベ
リ
ン
グ
の
時
に

 
と
は
い
え
ア
レ
は
異
常
だ
と
思

た

剣
の
特

で
ク
ル
ク
ル

剣
回
し
て
攻
撃
逆
手

と

手
持
ち
手
を

で
変
え
な
が
ら
変

自
在
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
の
だ
か
ら

ど
ん
な
技

術
だ
ど
ん
な

キ

て

そ
う
い
え
ば
ど
れ
く
ら
い
の
武
器
ス
キ
ル
を
コ
ン
プ
リ

ト
し
た
ん
ダ

片
手
剣

剣

剣

片
手

手

刀

刀

片
手

手

⻑
槍
か
な

全
部
じ

な
い
カ

武
器
限
定
じ

な
か

た
ら
も

と
あ
る

と
い
う
か

で
そ
ん
な
に
取

て
る
の

 
そ
ん
な
に
使
わ
な
い
よ
ね

秘
権
を
行
使
す
る

 

ん
と
い

た
様
子
で

秘
権
を
行
使
さ
れ
ア
ル
ゴ
さ
ん
共

ぐ

と

し

る

そ

も
そ
も
こ
の
世
界
で
ス
キ
ル
構
成
や

練

を
他
人
に

く
の
は
タ
ブ

な
の
だ
パ

テ

の
安
全
の

に
索

ス
キ
ル
を
取

て
い
る
か
ど
う
か
程

な
ら
と
も
か
く

本
は

く

方
が
マ
ナ

違
反
で
あ
る

 

中
で
足
を

物
モ
ン
ス
タ

の

で

か
れ

る
さ
れ
た
り
も
し
た
け
ど
キ
リ
ト
君
と
ア
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ル
ゴ
さ
ん
の

で

数

で
倒
し
て
し
ま

て
い
た

 
ち
な
み
に
こ
の
時
ス
カ

ト
の
中
を
見
た
か
と

い
た
の
だ
け
ど
キ
リ
ト
君
に
シ
リ
カ
さ

ん
は
上
に

る
さ
れ
て
た
ん
だ
か
ら
下
を

た

が
見
る
事
が
出
来
る

が
無
い
と
真

で
返
さ
れ
た

あ
た
し
を

る
し
て
い
た

を
斬

た
の
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
だ

た
ら
し
い

キ
リ

ト
君
は
陽
動
と
本
体
を

く

の
ど

ち
も
引
き
う
け
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
先
に
あ
た
し
を
助
け

れ
ば
陽
動
と
し
て

キ
リ
ト
君
の
方
が
速
け
れ
ば
彼
が
倒
す

だ

た
よ
う
だ

 
最

の

に

り

い
て
プ
ネ
ウ
マ
の
花
を
手
に
入
れ

の

は
本
来
あ
た
し
よ
り
も

格
上
だ
か
ら
ピ
ナ
は
死
ん
で
し
ま
う
と
指

さ
れ
て

で

生
す
る
事
に
な

た

三
人
で

へ

と

て
い
る
と

の

直
前
の

の
上
で
キ
リ
ト
君
が
止
ま

た

そ
の
ま
ま
歩
こ
う
と

し
た
あ
た
し
の

に

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
強
く
手
を

く

え

と

ど
う
し
た
ん
で
す
か

キ

う
ん

 
チ

キ
と
黒
い
剣

エ
リ

シ
デ

タ
と
い
う
剣
の

に
手
を
掛
け

手
の
指
の

間
四
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
五
本
ず
つ
黒
い
ピ

ク
を

ん
だ
ど
こ
に
持

て
そ
し
て

か
ら
出
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し
た
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
君
は

を
大
き
く
横
に
振

て
ピ

ク
を
放

状
に

ば
し

た 
直
後
複
数
の
ダ
メ

ジ
エ
フ

ク
ト
と
共
に
オ
レ
ン
ジ
カ
ラ

カ

ル
の
男
が
九
人
現
れ

た

な
で
バ
レ
た

て

し
て
る
け
ど
さ

は
ビ

タ

だ

ス
キ
ル
無
し
で
も
違
和
感
で
気
付

く
ん
だ

ち
な
み
に
こ
の
話
本

だ
か
ら
ネ

オ
ネ

サ
ン
も

回
も
ハ
イ
ド
で
近
づ
い
て
る
の
に
絶

対
に
気
付
か
れ
る
ん
だ

し
か
も
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
る
対

が
知
り
合
い
か
ど
う
か
ま
で
気
付

く

て
い
う
オ
マ
ケ
付
き
な
ん
だ
よ
ネ

 
ア
ハ
ハ

と
力
な
く

い
た

み
を
浮
か
べ
る
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

し
て
い
た
男
達
が
キ

リ
ト
君
に

れ
と

の
目
を
向
け
た

二
人
と
も

か

れ
ら
れ
て
る

う

う
ん

ま

そ
う
な
る
よ
ネ

キ

化
け
物

み
に
強
い
し

い
し

識
だ
し
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ネ

い
て
良
い
か
な

 
グ
ス

と
可
愛
く

目
に
な

て
い
る
キ
リ
ト
君
に
ち

と
ど
き

と
し
て
い
る
と

突
に
彼
が
エ
リ

シ
デ

タ
を

き
払

た

キ
ン

と
い
う
金
属

な

共
に

か
が
弾
か

れ

地
面
に

ち
た

に
目
つ
き
は

に

て
い
る

 
地
面
に

ち
た
そ
れ
は

十
セ
ン
チ
も
無
い
く
ら
い
の
ナ
イ
フ
だ

た

こ
れ
ハ

ナ
イ
フ

最
悪
な
予
想
ビ
ン
ゴ
か

 
再
び

手
に
残

て
い
る
ピ

ク
を
振
る

て
投

そ
れ
ら
は

中
で

も
無
い
空
間
で

ま
れ
た

オ
レ
ン
ジ
の
男
達
は
こ
の
展
開
に
付
い
て
い
け
て
い
な
い

マ
ジ
で
気
付
い
て
ん
の
か

こ
り

確
か
に
ス

パ

マ
ン
み
て

だ
な
オ
イ

 

律
に

ん
だ
弾
性
の
声
と
共
に
黒
い
ポ
ン
チ

の
男
が
虚
空
か
ら
現
れ
た

手
に
は

中
華

の
よ
う
な
ダ
ガ

ベ
ル
ト
を
数
本
足
に

き
つ
け
ボ
ロ
ボ
ロ
の
黒
い
ポ
ン
チ

を

う
⻑
身
の
男

ま
さ
か

レ

ド
ギ
ル
ド
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
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Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
返
す

お

ち

ん

ん
で

そ

ち
の
ガ
キ
が

き

さ
ま

 

れ
た
声
が

い
た

そ
の
声

様
は

あ
の
時
の

Ｗ
ｏ
ｗ

Ｗ
ｏ
ｗ

Ｗ
ｏ
ｗ

二
年
ぶ
り
だ
な

一

気
そ
う
じ

ね

かで
こ
こ
に
い
る

ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

 
ぎ
り

と
⻭

り
し
憎
し
み
の

た

と
憎
悪
の
表
情
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
名

た
ヴ

サ

ゴ
・
カ
ザ
ル
ス
と
い
う
男
を

ん
で
い
た

キ
リ
ト
君

 
知
り
合
い
な
の

こ
い
つ
は
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
日

を
誘

し
た

本
人
だ

 
キ
リ
ト
君
の

葉
に
流

の
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

も

の
声
を

ら
し
て

離
を
取

た

道
の
真
ん
中
が
空
き

キ
リ
ト
君
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
対
面
す
る

 
面
白
い

と
い
う
よ
う
に
ポ
ン
チ

か
ら

く
目
を
ギ
ラ
リ
と
光
ら
せ

を
歪
ま
せ
た
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こ
り

し
い
ね

ま
さ
か
あ
の
少
し
の
出
来
事
を

え
て
て
く
れ
る
と
は

し
か
も

名
前
ま
で

名

た

え
は
無

が

忘
れ
る
も
の
か

に
戦
闘
術
の

本
を

き

ん
だ
の
は
あ
ん
た
だ

そ
れ
に

こ
え
て
い
た
か
ら
な

あ
ん
た
の
名
前
が
呼
ば
れ
る

た

た
一
回
の
あ
の
時
の
事
を

Ｗ
ｏ
ｗ

予
想
外
に
も
程
が
有
る

ま
さ
か
た

た
一
回
で

え
ら
れ
て
る
た

な
忘
れ
る
か

忘
れ
る
も
の
か

 
ギ
シ

と
黒
剣
の

の

が

み
を
上

た

そ
れ
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
ダ
ガ

を
構
え
る

結
構
物
騒
に
な

た
な

お
前

ど
う
だ

の
と
こ
に
来
ね

か

一

か
が
違

て
い
た
ら

も
し
か
し
た
ら
殺
戮
者
に
な

て
た
か
も
な

け
ど
今
の

に
は
こ
ん
な

で
も

え
て

間
と
い

て
く
れ
る
人
が
い
る

家

と

て
く
れ
た
人
が
い
る

裏
切
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ

そ
れ
に

は

自
身
の
復
讐
で
殺

す

て
い
う
誓
い
は

も
う
捨
て
た
ん
だ

Ｗ
ｈ
ｙ

今
の

が
在
る
の
は
歪
ん
で
見
れ
ば
ア
ン
タ
み
た
い
な
人
が
い
た
お
陰
だ
か
ら
だ

一
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の
存
在
か
ら
脱
せ
た
の
は

が
り
な
り
に
も
ア
ン
タ
み
た
い
な
存
在
が
い
て
く
れ
た
か
ら
だ

そ
れ
で
感

て
か

 

歪
ん
で
ん
ぞ
お
前

 
ク
ク

と

う
Ｐ
ｏ
Ｈ
だ

た
が

キ
リ
ト
君
も
ま
た
同
じ
よ
う
に

た

そ
う
だ
な

と

く
に

は

歪
ん
で
る
ん
だ
ろ
う
な

け
ど
な
Ｐ
ｏ
Ｈ

い
や

ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

こ
こ
に
い
る

に
そ
れ
で
も
味
方
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
い

る

な
ら
ど
れ
だ
け
歪
ん
で
い
よ
う
が

は

で
在
り

け
る

そ
れ
を
全
て
の
存
在
か
ら

定
さ
れ
な
い
限
り

ず

とし
く
な
り
や
が

て

お
陰
様
で
ね

そ
れ
で

 

の
予
想
ド
ン
ピ
シ

だ

た

だ
け
ど

ま
さ
か

う

一
人
で
攻
略
組
八
十
人
を

め
て

手
す
る
つ
も
り

 
そ
の
問
い
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
動
き
を
止
め
た

き
つ
い

の
予
想
ド
ン
ピ
シ

だ

た

て
い
う

葉

い
て
た
だ
ろ

Ｓ
ｕ
ｃ

 
小
さ
く
そ
れ
だ
け

き
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
転

結

で
さ

さ
と

て
し
ま

た

圏
内
に
オ
レ
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ン
ジ
は
入
れ
な
い
の
だ
け
ど

恐
ら
く
転

で
き
る
圏
内
じ

な
い

に
転

し
た
の
だ
ろ

う
キ
リ
ト
君

ま
え
な
く
て
良
か

た
の

Ｐ
ｏ
Ｈ
を

手
し
て
無
事
に
済
む
は
ず
が
無
い
し

そ
れ
に
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
タ
イ
タ

ン
ズ
ハ
ン
ト

を

し
た
く
な
か

た
ん
だ

い
に
も
リ

ダ

は
動
い
て
な
い
み
た
い
だ

し

そ
ろ
そ
ろ
出
て
き
た
ら
ど
う
な
の
か
な

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん

え
 
そ
の

葉
で
す

と

み
か
ら
⻘
い

で

を
現
し
た

に
十
文

槍

い

髪
に
化

い
の
を
し
た
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
を
見
て

い
た

な

な
ん
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
な
ん
か
が
来
て
る
の
さ

さ

ね

そ
れ
で

で
ア
ン
タ
は

に
来
て
る
の
か
な

ま

ガ
キ
な
り
に
し
て
は
や
る
じ

な
い

攻
略
組
そ
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

き

て
の
ビ

タ

を

る
な
ん
て

そ
う
そ
う
出
来
は
し
な
い
わ
よ

 
こ
の
子
は
本
人
で
す

 
と

お
う
と
し
た
け
ど

そ
れ
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
手
と

キ
リ
ト

君
の
返
す

葉
で

ら
れ
た
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の
こ
と
な
ん
て
ど
う
で
も
良
い
よ

そ
れ
で

は
ア
ン
タ
に

問
し
た
ん
だ
け
ど

シ
リ
カ
ち

ん
ど
う
や
ら
無
事
に
プ
ネ
ウ
マ
の
花
を
手
に
入
れ
ら
れ
た
よ
う
ね
お
め

で
と
う

は

は

そ
れ
じ

そ
の
花
を

し
て
も
ら
い
ま
し

う
か

 
に
こ
や
か
に

た
後
目
を

め
な
が
ら

し
い

み
を
浮
か
べ
て

て
き
た

あ
た

し
は
そ
れ
に
絶

し

ナ
ン
は
き

る

 
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
フ

ド
の
中

て

い
る
状

の
フ

ド
の
中

か
ら

を
出
し
て

す
る

 
も
う

生
し
ち

て
る
の

ナ
ン

の
使
い
魔
の
フ

ザ

リ
ド
ラ
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
二
人
目
の
リ
ド
ラ
テ
イ

マ

だ
は

 

て
ん
の
よ

二
人
目
は
ビ

タ

で
し

う

の
事
だ
な

黒
の
剣
士
ビ

タ

・
キ
リ
ト
リ
ア
ル
は

一

そ
れ
で

覚
悟
は
良
い
の
か
な

な

の
か
し
ら

た
か
が
子

の
ア
ン
タ
に

が
出
来
る

て
い
う
の
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を
⻘
く
し
て

え
な
が
ら
気

に
も
強
気
な

葉
を
発
す
る
ロ
ザ
リ
ア
に
キ
リ
ト
君
は

面
の

み
を
向
け
た

確
か
に

は
た
か
が
子

だ
よ

け
ど
さ

さ

き
の
八
十
人

て
い
う
の
は

だ
け
ど

 
そ
の
時

ち

き

と
い
う

が
複
数
し
た

攻
略
組
が
潜
ん
で
る
の
は
本

な
ん
だ

 

色
の
髪
に
カ
チ

シ

を
し
た
片
手
剣
の
少
女
似
た
容

で

剣
を
持

た
少
女
白

と

を

に
し
た

で

色
の
髪
の

剣
使
い
の
女
の
人
蒼
い

に
蒼
い
槍
を
持

た
黒

髪
の
女
の
人

髪
を
ツ
ン
ツ
ン
に
逆
立
て
て
バ
ン
ダ
ナ
を

い
て
刀
を
持

た
和
の

を
し

た
男
の
人
と
似
た
意

の
五
人
が

の
入
り

の
道
に
立

て
い
た

み
か
ら
出
て
き
た

の
だキ

リ
ト
君

Ｐ
ｏ
Ｈ
を

が
し
て
も
良
か

た
の

者
が
増
え
る
か
ら
本

は

だ
け
ど

今
は
こ

ち
の
方
が
先
決
だ
か
ら

さ

て
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド

今
日
が
年

の

め
時
だ

 

れ
る
グ
リ

ン
の
ロ
ザ
リ
ア

め
た
合

十
一
人
も
う
一
人
グ
リ

ン
の
男
が

れ
て
い
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て
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

ま
え
て
い
た
を
回
廊
結

で
監
獄
へ
と
送

た
後
あ
た
し
は
キ
リ
ト

君
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
他
の

で
事
情
を
説
明
さ
れ
て
い
た

論
ピ
ナ
も

に

生
し
て
い

る

つ
ま
り
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
が

い
た
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
を
監
獄
に
送

て
欲
し
い

て
い
う
依
頼
を
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

け
て

ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
を
探
し
て
い
た

中
で
あ
た
し
と
遭

遇

話
を

い
て
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
本
人
と
分
か

て

キ
リ
ト
君
と
合
流
し
た

と

う
ン

付
け
加
え
て

え
ば
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
乱
入
は
キ

が
予

し
た
ん
だ

ア

ち

ん

や
ユ

ち

ん
達
攻
略
組
も

キ

の
頼
み
で
呼
ん
だ
ん
ダ

さ

き
話
を

い
て
た
だ
ろ
う
け
ど

ア
イ
ツ
は

の
体
を
弄

り
回
し
た

に

れ
て

て
更
に

に
戦
闘
術
を
教
え

ん
だ

本
人
な
ん
だ

だ
か
ら
ア
イ
ツ
が

え
て

る
事
は

に
も
大
体
わ
か
る

技
に
は
必
ず
そ
の
人
物
の

が
つ
ま
り
性
格
が
出
る
か
ら

じ

あ

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
行
動
も

理
解
し
ち

え
る
ん
だ
よ

つ
い
で
に

う
と

大
体
の
手

も

 
が
く

と

を

め
る
キ
リ
ト
君

ち
な
み
に
現
在
の
場

は
風
見

だ

 

血

騎
士

⻑
の
ア
ス
ナ
さ
ん
が

キ
リ
ト
君
の

を

で
な
が
ら

を

た
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そ
れ
で

キ
リ
ト
君
は
ど
う
す
る
の

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
を

ア
イ
ツ
は

と
同
じ
だ

ア
イ
ツ
は

が

命
を

け
て
で
も

殺

す

ア
イ
ツ
を
殺
せ
る
の
は

だ
け
だ
ろ
う
か
ら

一
人
で
背
負
う
ん
じ

ね

ぞ

必
ず

ら
に
も
声
を
掛
け
や
が
れ

良
い
な

う
ん

あ
り
が
と

ク
ラ
イ
ン

 

と

ん
で
彼
は

い
そ
し
て
そ
れ
で
解

と
な

た

キ
リ
ト
君
も
転

で
最
前

線
へ
と

る
事
に
な
る

 
あ
た
し
は
キ
リ
ト
君
に

い
た
い
事
が
あ

て
少
し
の
間
二
人
に
な
れ
る
よ
う
呼
び
止
め

た

彼
は
そ
れ
に
応
じ
て
く
れ
て
キ
リ
ト
君
と
あ
た
し
だ
け
に
な

た

ピ
ナ
と
ナ
ン
は

て

れ
て
離
れ
て
い
た

そ
れ
で

話

て

キ
リ
ト
君
に

お
願
い
が
あ
る
の

名
前

さ
ん
付
け
を
や
め
て
欲
し
い
ん
だ

 
実
は
結
構
気
に
な

て
い
た
り
す
る

あ
た
し
は
さ
ん
付
け
さ
れ
る
事
に
な
れ
て
い
な
い
の

だ

 
そ
れ
だ
け
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あ
と
は

有

無

に
な

て
た
け
ど

友
達

な

て
良
い
か
な

 
そ
の

に
目
を
見
開
き

キ
リ
ト
君
は
明
る
く
華
や
い
だ

を
浮
か
べ
て

い
た
の
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
本
作
の
キ
リ
ト
も
一

プ
レ
イ

と

す
れ
ば
か
な
り
チ

ト

く
な

て
お
り
ま
す

せ

ど
の
武
器
ス
キ
ル
コ
ン
プ
リ

ト
状

で
す
か
ら
ね

原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
武
器
ス
キ
ル

て

一
体
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

一
応
思
い
付
く
限
り

て
い
ま
す

 

故
そ
こ
ま
で
し
た
の
か
は

れ
分
か
り
ま
す

に
ヒ
ン
ト
は
出
て
い
ま
す
が
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
八
章
 

求
め
し
モ
ノ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
原
作

心
の

編

つ
ま
り
は
リ
ズ
ベ

ト
と
の
お
話
で
す

シ
リ
カ
の
時
と

違

て

と
原
作
に
近
い
流
れ
に
な
り
ま
す

 
ち
な
み
に
今
回
は
オ

ル
リ
ズ
ベ

ト

点
で
す

故
か
彼
女
の
お
話
に
な
る
と
リ
ズ

点

オ
ン
リ

に
な

て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
四
十
八
層
主

リ
ン
ダ

ス

 
そ
こ
が
あ
た
し
リ
ズ
ベ

ト
の

点
と
し
て
い
る

の
名
前
だ

転

が
あ
る
か
ら
人
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り
も
あ
り

的
和
や
か
な

と
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
中
で
も
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ト

プ
を
飾

て
い
る

 
そ
ん
な

に
あ
た
し
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
一
年
と
少
し
経

た
冬
の
一
月
に
一
つ
の

を
構
え
た

リ
ズ
ベ

ト
武

今
や
中
層
か
ら
攻
略
組
プ
レ
イ

ま
で

広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

一
の
フ
リ

ギ
ル
ド
に

属
し
て
い
な
い
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
と

し
て
有
名
に
な

て
い
る

実
は
第
一
層
の

か
ら
攻
略
組
メ
ン
バ

の
あ
る
意
味
で
の
専
属

鍛
冶

だ

た
り
す
る
の
は
誇
ら
し
い
こ
と
だ

そ
の
た
め

み
と
し
て

に
し
て
く
れ

て
い
る

客
も
か
な
り
い
る

あ
り
が
と

リ
ズ

 
白
と
紅
を

に
し
た
騎
士

に

白
の
ブ
レ
ス
ト
プ
レ

ト

色
の
⻑
髪
と

を
持

た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

人
ラ
ン
キ
ン
グ
ト

プ

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
目
の
前
で

う
少

女

血

騎
士

⻑
ア
ス
ナ
も

そ
の

客
の
一
人
だ

彼
女
が
第
一
層
で
声
を
掛
け

て
く
れ
た
お
陰
で
今
が
あ
る
と

て
も
良
い

 
回
転

で
の

ぎ
を
終
え
た
銀

仕
上

の

剣
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
を

な
真
紅
の
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に
収
め
な
が
ら
ア
ス
ナ
は

い
あ
た
し
に
百
コ
ル
金

を
一

指
で
弾
い
て
き
た

そ
れ
を
指

先
で

し

と
取
る

ど
う
い
た
し
ま
し
て

ア
ス
ナ

そ
れ
に
し
て
も
あ
ん
た
の

剣

継
承

だ

け

 
魂

を

け
継
い
で
い
く
と
か
結
構
面
倒
な
事
し
て
き
た

だ
け
ど
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
名
剣

に
な

た
わ
よ
ね

 
取
得
し
た
イ
ン
ゴ

ト
そ
の
ま
ま
の
状

か
ら
剣
を
鍛
え
る
の
と
わ
ざ
わ
ざ
剣
を
イ
ン
ゴ

ト
に

し
て
か
ら
鍛
え
る
の
で
は
や
は
り
前
者
の
方
が
手
間
は
掛
か
ら
な
い
し
能
力
も

的

高
い

向
に
あ
る
た
め
ア
ス
ナ
の
よ
う
に
第
一
層
の
ウ

ン
ド
ワ
ス
プ
か
ら

確

ド
ロ

プ

す
る

剣
ウ

ン
ド
フ
ル

レ
を
イ
ン
ゴ

ト
に

し
そ
れ
か
ら

め
て
鍛
冶
ス
キ
ル
の

値
に
見
合

た
性
能
の
剣
に

す
な
ん
て
す
る
プ
レ
イ

は

ど
い
な
い

 
あ
た
し
が
知
る
限
り
で
は
ア
ス
ナ
ユ
ウ
キ
ラ
ン
サ
チ
シ
リ
カ
ア
ル
ゴ
ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル
デ

ア
ベ
ル
だ
け
だ

少
し
前
ま
で
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
し
て
い
た

で
も
全

共

の
知
り
合
い
で
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
事
を
す
る
プ
レ
イ

が
い
る
ら
し
い

そ
し
て
今
や

一
無
二
の

棒
に
ま
で

華
さ
れ
て
お
り
そ
の
プ
レ
イ

を
ず

と

え
て
い
る

棒
な
の

だ
と
か
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し
か
し
第
一
層
ボ
ス
戦
で
人
を
護
る
時
に
そ
の
プ
レ
イ

が
デ
ス
ゲ

ム
初
日
か
ら
使

て
い
た

棒
は

け

て
し
ま

た
の
だ
と
か

予
備
と
し
て
同
じ
性
能
の
剣
を
使
い
だ
し
た

ら
し
い
が
そ
れ
ま
で
の
勢
い
は

く
見
せ
な
か

た
と
話
を

い
た

に
愛

の
問

で

は
な
い
の
か
と
思

た
の
だ
け
ど

そ
の
気
持
ち
が

に
は
分
か
る
ら
し
か

た

 
ア
ス
ナ
が

に
収
め
た
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
見
つ
つ

明
る
く

ん
だ

ま

ね

こ
の
子
に
は

私
が
こ
の
世
界
で
戦
い
始
め
て

初
め
て
見

れ
た
愛
剣
の
魂
が

て
る
か
ら

そ
れ
に
い
つ
も
最
前
線
で
私
を

え
て
く
れ
た
か
ら

も
う
私
の

身

魂
そ
の
も
の

て

て
も
良
い
く
ら
い
よ

わ
れ
て
み
れ
ば
本

ね

ね

時
も
思

て
た
ん
だ
け
ど
そ
の
継

承

を
教
え
た
の

て

な
の
よ

う

ん

私
の

か
ら
は

え
な
い
か
な

下
手
に

に
出
来
な
い
の

 

た

で
ご
め
ん
ね

と

て
く
る
ア
ス
ナ

い
つ
も
は
親
友
だ
か
ら
と
他
の
プ
レ
イ

に
は
話
さ
な
い
事
も
話
し
て
く
れ
る
け
ど
こ
の
話
だ
け
に
は
他
の

客
と
同
様
に

を

く

む
確
か
エ
ギ
ル
も
似
た
よ
う
な
事

て
た
わ
ね
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似
た
よ
う
な
事

 
そ
う
よ
と
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
に
見
た
あ
の

色
の
悪
い
黒

く
め
の
子
を
思
い
出
し
な
が

ら
話
す

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
日
に
ね
エ
ギ
ル
に
怒
鳴

て

か
ら
出
て
行

た
黒

く
め
の
子
が
い

た
の
よ

意
し
な
さ
い
よ

て

た
ん
だ
け
ど

エ
ギ
ル
は

た
ら
壊
れ
ち
ま
う

て

て
た
の

そ
う
い
え
ば
結

あ
の
子

あ
れ
か
ら
一

も
見
て
な
い
わ
ね

知
り
合
い

な
の

全
然
見
た
こ
と
も
無
い
わ
よ

て
い
う
か
あ
ん
な
黒

く
め
で

色
が
悪
く
て
し
か
も

明
ら
か
に
十

く
ら
い
の
小
さ
い
子
を
見
て
忘
れ
る
も
ん
で
す
か

 
そ
う

う
と

ア
ス
ナ
は
あ

と
苦

し
た

え

そ
の
反
応

知
り
合
い
な
の

そ
う
だ
ね

ま

フ
レ
ン
ド
登
録
し
て
る
し

よ

⻭
切
れ
が
悪
い
わ
ね

う

ん

ま

色

と
事
情
が
あ
る
子
で
ね

ア
ル
ゴ
さ
ん
も
か
な
り
気
に
掛
け
て
る
子

な
の
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り

で
苦

し
な
が
ら

息
を

く
ア
ス
ナ

あ
の
鼠
の
ア
ル
ゴ
が
気
に
掛
け
る

 
お
気
に
入
り
と
か
じ

な
く
て

 
ど
ん
だ
け

い

子
な
の
よ

あ
の
子
は

い

て
い
う
よ
り

ま

リ
ズ
自
身
が
知

た
方
が
い
い
ね

こ
こ

し
と
く
よ

マ
ス
タ

ス
ミ
ス
探
し
て
た
み
た
い
だ

た
し

 
そ
れ
は
正
直
助
か
る
話
だ

あ
た
し
は

を
構
え
る
の
に
三
百
万
コ
ル
も
す
る
水
車
小

を

た
の
だ
け
ど
そ
の
時
に
ア
ス
ナ
を

し
て

金
を
し
た
の
だ

そ
の
返
済
が
ま
だ
あ
る
か

ら

客
が
増
え
る
の
は
万

で
は
あ
る

そ
れ
は
助
か
る
わ
ね

正
直
返
済

が

だ
か
ら

ち

と
悩
ん
で
た
の
よ

ま

彼
か
ら
は
別
に
良
い

て

わ
れ
て
た
ん
だ
け
ど
ね

お
金
の
事
に
は
し

か
り
し

た

を
持
た
な
い
と

て
お
説
教
し
た
の

た

え

 
彼

 
数
百
万
コ
ル
と
い
う
大
金
を

一
人
が
払

た
の

う
ん

ど

ど
う
し
よ
う

あ
た
し

下

し
に
行

た
方
が
い
い
の
か
し
ら

こ
れ

 
今
ま
で
お
礼
の
一

も
伝
え
ず
に

ら
し
て
き
た
か
ら
一
応
返
済
は
し
て
る
け
ど

下

で
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罪
を
し
た

う
が
良
い
の
か
と
本
気
で
思

す
る

ア
ス
ナ
は
そ
れ
を
見
て
苦

し
て
い
た

リ
ズ

彼
は

罪
よ
り
も

も

と
欲
し
が

て
る

葉
が
あ
る
と
思
う

も

と
欲
し
い

葉

 
そ
れ

て

そ
れ
は

リ
ズ
自
身
が
見
つ
け
な
い
と
ね

 
苦

の
ま
ま

か
ら
出
て
行

た
ア
ス
ナ

あ
た
し
は
そ
の
日
そ
の

葉
に
つ
い
て
そ
し

て
ア
ス
ナ
達
が
知
る
プ
レ
イ

に
つ
い
て

え
て
一
日
を
終
え
た

  
ア
ス
ナ
が
話
し
て
い
た
プ
レ
イ

が
来
た
の
は
ア
ス
ナ
が
来
た

の
日
の

だ

た

最

も
客
が
少
な
い
時
間

に

あ
た
し
は
工

に
引

ん
で
イ
ン
ゴ

ト
を

で
打

て
い
た

一
つ
の
武
器
を
精

し
終
え
た
時
に

来

の

が
鳴

た
の
が

こ
え
た

 
あ
た
し
は
作
成
し
た
武
器
を
ホ

ム
ス
ト
レ

ジ
に

め
て
か
ら

に

設
さ
れ
て
い
る

と
い
う
よ
り

地
下
に
あ
る

工

か
ら
出
て

お
客
を

し
た

よ
う
こ
そ

 
リ
ズ
ベ

ト
武

へ

 

は
が
ら
ん
と
し
て
い
た
け
ど
数
多
の
種

の
武
器
を

べ
た
シ

ケ

ス
や
立
て
掛
け

て
い
る
⻑
物
の
武
器
を

す

め
つ
見
て
い
る
黒

く
め
の
小
さ
な
子

が
い
た

あ
た
し
の
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ど
も
身
⻑
が
無
く

こ
こ
ま
で

い
子

も
い
る
ん
だ
な
と
思

た

 
そ
の
子

が
あ
た
し
に
気
づ
き
こ
ち
ら
を
見
て
小
さ
く

む

な

だ
な
と
思

え
た

に
は
シ
リ
カ
と
同
じ
使
い
魔
が
い
た

え

と

あ
な
た
が
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

は
い

そ
う
で
す
よ

に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
お
求
め
で

え

と

二
つ
有
る
ん
だ
け
ど
一
つ
は
後
で

ち

と
時
間
が
掛
か
る
か
ら

そ
れ
で

も
う
一
つ
は
オ

ダ

メ
イ
ド
を
頼
み
た
い
ん
だ

オ

ダ

メ
イ
ド

で
す
か

 
失
礼
な
が
ら
も
子

な
の
だ
か
ら
お
金
は
大

か
な
と
思

て
子

の
全
身
を
見
た

子

は
古

け
た
黒
コ

ト
に
シ

ツ
と
ズ
ボ
ン
指

手

と

付
き
ブ

ツ
武
器
は
背
中
に

た
身
の

に

て
い
る
黒
の
剣
一
本

最

限
の
金
属

す
ら
一
つ
も
無
か

た

 
こ
の
子
は
ア
ス
ナ
の
知
り
合
い
じ

な
い
な
と
思

て

念
の
た
め
と

す
る
事
に
し
た

あ
の
最
近
金
属
の

場
が
上
が

て
お
り
ま
し
て
オ

ダ

メ
イ
ド
だ
と
高
価
に
な
る
ん

で
す
け
ど

予

な
ら
か
な
り

が
あ
る
か
ら

最
高
品

の
が
欲
し
い
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と

わ
れ
て
も

体
的
な
目
標
値
を
示
し
て
も
ら
わ
な
い
と

あ
あ

そ
う
か

え

と

こ
の
剣
と
同

か
以
上
く
ら
い
の
が
欲
し
い

 
そ
う

て
ゴ
ト
と
黒
い
剣
を

ご
と
カ
ウ
ン
タ

に
載
せ
る
子

あ
た
し
は
そ
れ
を
持

ち
上

よ
う
と
し
て

出
来
な
か

た

重
 

い
て
剣
を
タ

プ
し
て

な
プ
ロ
パ
テ

を
見
る
と

然
と
し
た

 

有
名
は

エ
リ

シ
デ

タ

製
作
者
の
名
前
は
無
し

つ
ま
り
こ
れ
は
モ
ン
ス
タ

ド

ロ

プ
魔
剣
と

で
は
呼
ば
れ
る
も
の
だ

し
か
も
重

が

で
は
な
い

あ
た
し
は
マ
ス

タ

メ
イ
サ

と
し
て
片
手

を
振
る
う
の
に

力
値
を

先
的
に
上

て
い
る

生

だ
か

ら
レ
ベ
ル
も
最
前
線
攻
略
組
に

て
レ
ベ
ル
は

手
前
だ

そ
れ
で
も
か
な
り
の

力
値
を

上

て
い
る
の
だ

力
値
だ
け
な
ら
そ
れ
な
り
の
も
の
だ
と
自
負
し
て
い
た

 
け
れ
ど
目
の
前
の
子

は
そ
ん
な
あ
た
し
で
も
全
く
動
か
せ
な
い
魔
剣
を

と
持

て

背
負

て
動
い
て
い
た

あ
た
し
が
背
負
え
ば
地
面
に
這
い

る
形
で
全
く
動
け
な
い
だ
ろ
う
事

は
容

く
想
像
で
き
る

あ
ん
た

者
な
の
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ん

 
あ
れ

ア
ス
ナ
か
ら

い
て
る
ん
じ

 
こ
の
子
が
ア
ス
ナ
や
エ
ギ
ル
達
が
話
し
て
い
た

と
思
い
至

た
時
そ
う
い
え
ば
イ
ブ
の

日
に
エ
ギ
ル
の

か
ら

目

つ
悪
い

色
で
出
て
き
た
子
だ
と
思
い
出
し
た

明
る
く
て
血
色

も
良
く
な

て
い
る
か
ら
全
く
分
か
ら
な
か

た

あ
の
後

が
あ

た
の
だ
ろ
う
か

と
い

う
か

フ

ザ

リ
ド
ラ
を
テ
イ
ム
出
来
た
の

と
も
思

た

 
目
の
前
の
子

は
明
る
い
無
邪
気
な

み
か
ら

不

で

発
す
る
か
の
よ
う
な

み

へ
と
表
情
を
変
え
た

の
名
前
は
キ
リ
ト

ビ

タ
・
黒
の
剣
士
と
呼
ば
れ
て
る

家
の
出
来
損
な
い

一

だ
よ

 
ビ

タ

・
黒
の
剣
士

キ
リ
ト

 
名
前
く
ら
い
は

い
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
よ
り
逆
に
知
ら
な
い
プ
レ
イ

の
方
が
い

な
い
だ
ろ
う

な
に
せ
そ
の
悪
名
と
悪

判
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

一
な
の
だ
か
ら

先
日
に

壊
し
た
ら
し
い

う

の

Ｐ
ｏ
Ｈ
以
上
に
悪
名
高
く

そ
し
て

う

三
十

二
名
中
Ｐ
ｏ
Ｈ
や
幹
部

め
た
二
十
一
名
を
殺

し
た
と
大

的
に
新

に
載

て
い
た
最
強

最
悪
の
プ
レ
イ

と
さ
れ
て
い
る
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同
時
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
攻
略
の
最
た
る
要

と
も
ア
ス
ナ
達
攻
略
組
で
も

な
実
力

者
は
語

て
い
る

彼
が
い
な
く
な
れ
ば
き

と
攻
略
組
は
成
り
立
た
な
い
だ
ろ
う
と

あ
の

ヒ

ス
ク
リ
フ
で
さ
え
同
じ
こ
と
を

て
い
た

 
本

に
そ
れ
だ
け
の
実
力
者
な
の
か

こ
の
子

が

 
と

し

に
思

た

そ
れ
を

み
取

た
の
か
キ
リ
ト
と
い
う
少
年
は
先

ど
ま
で
の

な

み
を
消
し
変
わ
り
に

発

的
な
そ
れ
を
浮
か
べ
な
が
ら

を
開
い
た

ん

ち

と
意
外
だ

こ
う
出
て
行
け

て
い
う
展
開
が
来
る
か
と
予
想
し
て
た
ん

だ
け
ど

い
や
い
や
い
や
い
や

 
そ
ん
な
対
応
す
る

は

し
た
方
が
良
い
で
し

 
お

と

し
て
ど
う
な
の
よ

の
生
ま
れ
故
郷
で
は

に
さ
れ
た
け
ど

 
平
然
と
返
さ
れ
て
返

に

た

い
や
本

そ
ん
な

は

れ
て
し
ま
え
と
思
う

お
客

め
て
ん
の
か

 
リ
ド
ラ
が
慰
め
る
よ
う
に
キ
リ
ト
の

を

ろ

ろ

め
る
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あ

な
る

ど

こ
の
子

確
か
に
先
入
観
あ

た
ら
ダ
メ
だ
わ

 
目
を
見
て

と
気
付
い
た

確
か
に
全
体
的
な
表
情
を
見
れ
ば

発

い
が

こ

れ
は
子

が
す
る
の
と
同
じ

手
を
見
る
行

だ

こ
こ
で
一

失

す
る
と
恐
ら
く
こ

の
子
は
ず

と
こ
の

を
取
り

け
る
の
だ
ろ
う

つ
ま
り
ア
ス
ナ
達
は
無
意
識
か
意
識
し
て

か

こ
の
確
認
を
突
破
し
た
の
だ

 
そ
れ
な
ら
あ
た
し
は

に
し
て
や
ろ
う
じ

な
い

と
決
め
て
に
や

と

う

残
念
だ
け
ど

あ
た
し
の
お

に
こ
れ

ど
の
剣
は
作
れ
て
な
い
わ

そ

か

 
し

ん

と
見
る
だ
け
で

ち

む
キ
リ
ト
と
リ
ド
ラ

見
て
い
て

さ
れ
る
の
は
き

と

あ
た
し
だ
け
で
は
な
い

そ
れ
以
上
の
罪
悪
感
が
あ
る
が

一
応
片
手
剣
の
最
高

作
は

こ
れ
な
ん
だ
け
ど
ね

 
そ
う

て
カ
ウ
ン
タ

か
ら

か
に
火

を

て
い
る
か
の
よ
う
な

い
刀
身
を
持

つ

身
の
片
手
剣
を

し
た

そ
れ
を
キ
リ
ト
は

手
に
持
ち
リ
ド
ラ
を

か
ら
離
し
て

か

ん

ん
と
振
る
う

時
に
は
ク
ル
ク
ル
と
指
で
回
し
た
り
し
て

合
を
確
か
め
て
い

る

回
す
の
は
ど
う
な
ん
だ
回
す
の
は
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そ
れ
に
し
て
も

ん

本

に
様
に
な

て
る
わ
ね

 

や
か
に
風
を
切
る

を

で
な
が
ら
剣
を
振
る
う
キ
リ
ト
は
容

も

て
か
妖
精
の

よ
う
に
も
見
え
た

 

く
剣
を
振
る

て
い
た
彼
だ

た
け
ど
ど
う
や
ら
お
気
に

さ
な
か

た
よ
う
だ

で
小
ぶ
り
な

に
少
し
だ
け
不

な
表
情
を
浮
か
べ
た

を

ら
せ
て
い
た

良
い
剣
な
の
は
確
か
だ
け
ど

に
は
ち

と

い
か
な

む
し
ろ
エ
リ

シ
デ

タ
が
重
過
ぎ
る
の
よ

そ
れ
に
は
同
感

 
く
す

と
苦

し
た

は

彼
の

の
表
情
ら
し
か

た

一
切
の
険
が
無
く

ら
か
い

子

の
あ
ど
け
な
さ
と
女
性
に
も
見
え
る
妖

さ
が

同
し
て
い
る
も
の
だ

た
の
だ

一

後

に
は

に

て
し
ま

た
が

 
そ
れ
に
し
て
も
あ
る
程

予
想
し
て
い
た
こ
と
だ
け
れ
ど
あ
た
し
の
片
手
剣
最
高
品

の

も
の
が
お
気
に

さ
な
い
と
な
る
と
あ
た
し
が
仕
入
れ
て
い
る
イ
ン
ゴ

ト
で
は
こ
れ
以
上
は

作
れ
な
い
と
い
う
事
だ
か
ら
こ
の
子
の
要
望
に
も
応
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
に
な
る

け
れ
ど
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そ
れ
は

が
り
な
り
に
も
攻
略
組
き

て
の
有
名
人
ア
ス
ナ
の
剣
を
ず

と
面
倒
見
て
き
て

攻
略
組

達
に
な

て
る
リ
ズ
ベ

ト
武

を
経

す
る
者
と
し
て
少

プ
ラ
イ
ド
が
許
さ

な
い

 
だ
か
ら
あ
た
し
は

一
応
の

を
し
て
み
た

五
十
五
層

の
ド
ラ
ゴ
ン

そ

そ
こ
の

に
出
現
す
る
ド
ラ
ゴ
ン
が
イ
ン
ゴ

ト
を

と
す

て
い
う
話
な
の

未
だ
に

見
つ
か

て
な
い
し
五
十
五
層

て
こ
と
は
第
二
ク

タ

以
上
だ
か
ら
見

み
は
有
る
ん

じ

な
い
か
と
思
う
の

で
も
ま
だ
発
見

が
無
く
て
も
し
か
し
た
ら
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
が
必

要
な
ん
じ

な
い
か

て
い
う
話
な
の
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
カ
ウ
ン
タ

に

て

い
し
て
い
る
リ
ド
ラ
を
見
る

ナ
ン
と

う
ら

し
い
こ
の
子
は

テ
イ
ム

が
シ
リ
カ
と
キ
リ
ト
の
二
人
し
か
い
な
い

 
最
初
は

定
年

以
下
の
女
の
子
だ
け
か
と
思
わ
れ
た
が
ビ

タ

・
キ
リ
ト
も
テ
イ
ム
し

た
の
で
更
に
テ
イ
ム
可
能
な
説
が

を
呼
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
い
る

あ

成
る
程

確
か
に
戦
闘
で
き
る
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
な
ん
て
希
少
だ
か
ら
未
だ
に
未

証
な
の
も

け
る
な

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
は
ど
ん
な
武
器
を
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片
手

こ
れ
で
も
マ
ス
タ

メ
イ
サ

よ

片
手

テ
ツ
オ

 

と

キ
リ
ト
が

き
か
け
の
子

の
よ
う
な
表
情
で

き

け
れ
ど
一

で

に

た

レ
ベ
ル

て

以
上
あ
る

ち

と
超
え
た
く
ら
い
ね

 
生

も
生

ス
キ
ル
を
使

て
物
を
完
成
さ
せ
る
と
多
少
の
経
験
値
が
入
り
あ
た
し
の
場

合
は
ど
ち
ら
か
と

え
ば
そ
れ
で
レ
ベ
ル
が
高
く
な

た
タ
イ
プ
だ

ド
ラ
ゴ
ン

て
レ
イ
ド
ボ
ス
タ
イ
プ

 
そ
れ
と
も
ノ

マ
ル
エ
ネ
ミ

う

ん

パ

テ

り
で
は
あ
る
ら
し
い
け
ど
レ
イ
ド
ま
で
は
必
要
な
い
ら
し
い
わ

確
かだ

た
ら

一
人
で
も
戦
力
は
大

か

オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

も

く
は

静
化
す
る

だ
ろ
う
し

に
突

か
か

て
く
る
人
も

た
し

 

と

し
そ
う
に
苦

し
た

そ
し
て

内
を
振
り

ぐ

そ
れ
じ

あ
二
つ
目
の

事
を
済
ま
せ
よ
う

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
片
手
剣
以
外
の
武
器

の
を
全
部
イ
ン
ゴ

ト
に

直
し
て

鍛
え
て
く
れ
な
い
か
な
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は

 
す
る
の
は
構
わ
な
い
け
ど

な
ん
で
そ
ん
な
事
を

あ

え

と

こ
れ
は

で

う
よ
り
も
見
せ
た
方
が

い

か
な

 
た

だ
見
せ
る
に
し
て
も
あ
ま
り
人
目
に
触
れ
た
く
な
い
ん
だ
け
ど

工

が
空
い
て
る
わ
よ

じ

あ
そ
こ
で
見
せ
る
よ

 
そ
う

う
と
キ
リ
ト
は
そ
こ
に
し
よ
う
と
決
め
た

二
人
で

を
下
り
て
工

に
入
る
と

キ
リ
ト
は
少
し
下
が

て
と

て
き
た

あ
た
し
は

わ
れ
た
と
お
り
に

ま
で
下
が
る

 
キ
リ
ト
は
ス
ト
レ

ジ
か
ら
黒
で

一
カ
ラ

リ
ン
グ
さ
れ
た
武
器
の
数

を
取
り
出
し
た

片
手
剣
だ
け
で
な
く

剣

剣

手
剣
や
片
手

な
ど
種

が
と
て
も

だ

そ
れ

ら
を

に
突
き
立
て
る
と

手
に
エ
リ

シ
デ

タ
を
持

て
か
ら

ス
キ
ル
を
発
動
し
た

 
正
方
形
を

く
よ
う
に
四

撃
の
蒼
い

の
ス
キ
ル
が
終
了
し
た
直
後

手
に
持

て
い

た

剣
が
⻩
色
の
光
を

び
た

け
て
三
回
の
突
き
下

の

払
い
斬
り
上

に
上

の
二

突
き
が
高
速
で

き

ま
れ
る

更
に
新
た
に

手
に
持

て
い
た

刀
が
光
り

 
そ
ん
な
感
じ
で
あ
ら

る
武
器
を

の
手
に
と

か
え

か
え
で
持
ち

え
て
は
交

に
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打
ち
出
し
て
い
た

見
て
分
か

た
の
は
恐
ろ
し
い
事
に
ス
キ
ル
に
よ
る
技
後

直
が
一
切
無

い
こ
と
と
ス
キ
ル
発
動
の

の
ポ
ス
ト
モ

シ

ン
が
見
た
感
じ

定
の
も
の
で
な
い
と
い
う

こ
と
だ

必
ず

さ
れ
る

直
と

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
程
を

い
て
い
る
こ
と
に
あ
た

し
は
目
を
見
開
い
て

い
た

 
最
後
に

手
で
片
手
剣
を
持

た
状

で

同
時
に
剣
を
光
ら
せ
て
か
ら
二
刀
を
振
る
う

ド
ス
キ
ル
を
放
ち
黒
コ

ト
を
は
た
め
か
せ
て
動
き
を
止
め
た
キ
リ
ト
が
武
器
を
全
て
仕

舞

て
か
ら
こ
ち
ら
を

た
よ
う
に
見
た

と
ま

見
て
分
か

た
と
思
う
け
ど
特

す
ぎ
る
ス
キ
ル
を
持

て
て
ね

そ
れ
に

て
色
ん
な
人
か
ら
命
を

わ
れ
て
る
か
ら
武
器
を

ば
な
い
よ
う
に
全
て
を
最
高

品

で

め
て
る
ん
だ

ち

と
物
足
り
な
く
な

て
き
た
か
ら

良
い
し
継
承
を

し
よ
う
か
な
と
思

た
ん
だ
よ

時
間
は
掛
か
る
し

金
も
イ
ン
ゴ

ト
に

直
す
分
も

て
高
く
な
る
わ
よ

大

だ
よ

こ
れ
ま
で
の
攻
略
で

い
で
き
た
分
が
あ
る
か
ら

 

れ
た

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

キ
リ
ト
は
ナ
ン
を

き
上

た

 
あ
た
し
の

意
も
出
来
た
の
で
行
こ
う
と
い
う
話
に
な

て
二
人

て
転

へ
と
向
か
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う 

中
の

で
キ
リ
ト
が

回
か

い
食
い
し
て
い
て
少
し
分
け
て
も
ら
う
と

味
し
か

た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

理
は
全
体
的
に
不
味
い
の
で

で
も

味
し
い
の
を
見
つ
け
る

の
は
か
な
り

し
い
の
だ
け
ど

ね

キ
リ
ト

ん
き

 
あ
た
し
の
少
し
前
を
歩
く
小

な
少
年
を
呼
ぶ
と

を
一

に
し
て
む
ぐ
む
ぐ
食
べ
る

で
振
り
向
か
れ
思
わ
ず

て
し
ま

た

ナ
ン
も
一
緒
に
な

て

て
い
る

が
人

と
使
い
魔
な
の
に
兄
弟
に
見
え
て
し
ま
う

も
し
く
は
姉
弟
か

あ
は
は

あ
ん
た

そ
ん
な
に

い
で
食
べ
な
く
て
も
良
い
じ

な
い

ん

ん
ぐ

は

良
い
じ

な
い
か

の
勝
手
だ
よ

そ
れ
で

あ
あ

今
更
気
付
い
た
ん
だ
け
ど

あ
ん
た
な
ん
で
似
た
よ
う
な
剣
を
欲
し
が
る
の

さ

き
見
せ
た
よ
う
な
の
と
同
じ
事
情
だ
け
ど

に

が
二
刀
流
使
い
だ
か
ら
だ
よ

二
刀
流
使
い
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そ
れ
だ
と
イ
レ
ギ

ラ

備
状

と
見

さ
れ
て
し
ま

て

ド
ス
キ
ル
の
発
動
が
出

来
な
い
で
は
な
い
か
と
思

た

同
時
に
そ
う
い
え
ば

手
に
片
手
剣
を
持

た
状

で
ス

キ
ル
を
使

て
た
事
を
思
い
出
す

け
れ
ど
今

た
こ
と
は
そ
の
ど
ち
ら
と
も
違
う
事
情
ら
し

か

た

 
ど
う
い
う
こ
と

 
と

く
と

キ
リ
ト
は
歩
き
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た

ん

え
ば
の
話
だ
け
ど

ド
ス
キ
ル
三

撃
と

常
技
三

撃

て
ど

ち
が

強
い
と
思
う

ド
ス
キ
ル
に
決
ま

て
る
じ

な
い

確
か
に

ド
ス
キ
ル
は
速
く
て

い
か
ら

常
技
よ
り
も
ダ
メ

ジ
が
出
る

け
ど
外

せ
ば
隙
は
大
き
い
し
技
後

直
も
あ
る
か
ら
リ
ス
ク
は
高
い

実
は
武
器
の

値
も

り
や
す

い
ん
だ

無
理

理
強
打
し
て
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら

あ

そ
れ
は

確
か
に

 

わ
れ
て
み
れ
ば
ダ
メ

ジ
と
い
う
観
点
か
ら
で
は

ド
ス
キ
ル
に
軍
配
が
上
が
る
け
ど

技

直
の
事
も

め
て

え
る
と
一

に
も
そ
う
と
は

え
な
い
事
に
気
付
く

オ

バ

キ

ル
だ
と
無

や
隙
を
生
じ
る
か
ら

常
攻
撃
が

先
さ
れ
る
事
も
多

あ
る
の
だ
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常
技
は
ど
う
な
の
か
と

う
と

と
臨
機
応
変
だ

ド
ス
キ
ル
に
は

ド
ス
キ
ル

で
し
か
返
せ
な
い

と

わ
れ
て
る
け
ど

常
技
で
も
流
れ
に
逆
ら
わ
な
け
れ
ば
い
な

せ
る
か
ら
そ
う
と
は
限
ら
な
い

加
え
て

速
く

く
重
け
れ
ば

常
技
も

ド
ス
キ
ル
以

上
の
ダ
メ

ジ
を

き
出
せ
る
し

技
後

直
も
無
い
か
ら
隙
も
少
な
い
上
に

ま
れ
に
く
い

つ
ま
り
レ
ベ
ル
が
高
く
な

て

力
値
と

値
が

方
と
も
高
数
値
に
な

た
プ
レ
イ

は

ド
ス
キ
ル
だ
け
じ

な
く
て

常
技
に
よ
る

撃
も

に
入
れ
て
お
く
べ
き
な
ん

だ

の
ス
テ

タ
ス
を

ド
ス
キ
ル
だ
け
の
た
め
に
使
う
の
は

体
無
い

 
理
路
整
然
と

ド
ス
キ
ル
と

常
技
に
つ
い
て
説
か
れ
た
あ
た
し
は
と
て
も

狂
な

を

し
て
い
る
と
思
う

だ

て
十

の
子

が
そ
こ
ま
で

え
て
ス
テ

タ
ス
を
見
て

備
を
決

め
る
な
ん
て
こ
と

彼
以
上
の
大
人
で
あ
る
ア
ス
ナ
達
で
さ
え
し
て
い
な
い
こ
と
だ
ろ
う
か
ら

そ
れ
で
今

常
技
の

う
が
有

て

た
け
ど

論
デ
メ
リ

ト
も
あ
る

を

る
と
ノ

ク
バ

ク
が
無
い
と
か

あ
あ

重
い
技
に
な
る
と

が
動
け
な
く
な
る
ア
レ
ね

そ
う

で
も
ノ

ク
バ

ク

て
実
は
ど
ん
な

ド
ス
キ
ル
で
も
発
生
す
る
も
の
な
ん
だ

そ
う
じ

な
い
と
技
後

直
で
動
け
な
い

に

に
反
撃
出
来
て
し
ま
う
か
ら
ね
そ
の
技
後
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直
は
や

り
レ
ベ
ル
が
上
が
る
ご
と
に
も

と

え
ば

値
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て

く

な
る

つ
ま
り

ド
ス
キ
ル
の
隙
が

く
そ
し
て
剣
速
は
速
く
な
る
か
ら
ど
ち
ら
が
い
い

と
は
一

に
も

え
な
い

け
ど
そ
れ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
常
識
に

て

め
れ
ば
の
話

だ
常
識

さ

き
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
が

た
イ
レ
ギ

ラ

備
状

だ
よ

つ
ま
り
片
手
剣
は
片

手
一
本
で
持
ち
な
さ
い

て
い
う
常
識
で
今
は
話
し
た
ん
だ

確
か
に

ド
ス
キ
ル
の
発

動
に

し
て
は
一
本
限
定
だ

で
も

常
技
は
限
定
さ
れ
て
な
い

ス
キ
ル
を
取

て
な
い
と

し
て
も

い
な
が
ら
も
ダ
メ

ジ
は
ち

ん
と
入
る
か
ら
別
に
二
本
持

て
も

常
技
を
す
る

に
あ
た

て
の
デ
メ
リ

ト
は

ド
ス
キ
ル
が
使
え
な
い
こ
と
以
外
は

ど
無
い

つ
ま
り

一
刀
の

常
技
で
ど
う
し
て
も

の
返
し
と
か
呼

で
出
来
て
し
ま
う
隙
を
も
う
一
本
の
剣
で

め
る

隙
が
無
い
一
刀
以
上
の

撃
を

き
出
せ
る

そ
し
て
そ
れ
は
実
は
モ
ン
ス

タ

だ
け
じ

な
く
て
対
人
戦
に
も
有

な
ん
だ

せ
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
常
識
で
は
原

的

に
二
刀
流
は
出
来
な
い
か
ら
経
験
の

み
よ
う
が
無
い

つ
ま
り
二
刀
流
を
可
能
状

に
し
て

得
す
る
こ
と
は

自
身
の
命
を
護
る
事
に

し
い
ん
だ
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⻑
い
説
明
を
一

も

ま
る
事
無
く
キ
リ
ト
は

い
切

た

こ
こ
ま
で
理
論
的
な
プ
レ
イ

て
他
に
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
か

十

に
し
て
こ
の
思

は
ど
う
な
の
だ
ろ
う

ゲ

マ

な
の
だ
ろ
う
か
と
も
思

た

 
子

の

て

れ
な
い
か
ら
な

と
思
い
な
が
ら
二
人

て
転

に
立
ち
五

十
五
層
グ
ラ
ン
ザ
ム

血

騎
士

こ
と
Ｋ
ｏ
Ｂ
の
ギ
ル
ド
本
部
が
あ
る

層
へ

と
転

し
た

転

先
は

鉄
の

が

ん
で
い
た

行
こ
う

こ
こ

い
な
ん
だ

 
明
ら
か
に

数
が
少
な
く
な

た
キ
リ
ト
は
声
を

く
し
な
が
ら
そ
う

た

あ
た
し
も

こ
の

は

か
み
に
欠
け
る
と
思

て
い
る
の
で
ア
ス
ナ
に
は
悪
い
が

き
で
は
な
い

一
も

二
も
無
く

い
て
転

広
場
か
ら

動
す
る

あ

リ
ズ

え

 

ぐ
は

 
横
合
い
か
ら
ど

ん
と
女
の
子
に
体

た
り
さ
れ
た

い
た
た
た

と

を
見
る
と
そ
こ

に
は
ユ
ウ
キ

ラ
ン

サ
チ
の

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

が
い
た

そ
う
い
え
ば
こ
の
ギ
ル

ド

構
成

て
こ
の
三
人
な
の
よ
ね

ギ
ル
ド
と
し
て
ど
う
な
の
よ

そ
の
人
数
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あ
た
し
に

で

か

て
る
ユ
ウ
キ
を
ど
か
し
つ
つ
立
ち
上
が
り

ユ
ウ
キ
は

ん

ん

ね
な
が
ら

葉
を

け
る

リ
ズ
が

し
い
ね

 
こ
の

に
来
る
な
ん
て

あ

あ
た
し
は
あ

ち
の
子
と

事
が
あ

て
来
た
の
よ

あ

ち
の
子

 

 
キ
リ
ト
と

お
う
と
し
た
ら
し
い
ユ
ウ
キ
の

を
キ
リ
ト
が
力
ず
く
で
手
を

て
て

さ

え

ん
だ

か
な
り
目
は
真
剣
で

ち

と
怖
い
く
ら
い
だ

事
情
は
後
で
話
す
か
ら

さ

さ
と

動
さ
せ
て

 

 
こ
く
こ
く
と
慌
て
て

く
の
を
見
る
や

や
キ
リ
ト
は
あ
た
し
を

い
て

故
か
北
へ
と

け
出
し

見
つ
け
た
ぞ

 
ビ

タ

だ

 
そ
ん
な
怒
鳴
り
声
が
広
場
に

い
た

だ

だ
と
思

て

を
向
け
る
と
明
ら
か
に
剣

な
気
配
を
出
し
た
中
層
プ
レ
イ

や
聖
⻯

合
の

中
が
い
た

今
日
こ
そ
あ
の
出
来
損
な
い
を
殺
す
ぞ

 

が
す
な
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お
お

 
ど
た
ど
た
ど
た
ど
た

と
あ
た
し
達
の
横
を

り
過
ぎ
て
キ
リ
ト
を
追

た

あ
れ

ご
苦
労
様
で
す
よ
ね

ダ
メ

ジ
を
与
え
た

か
ら
バ
ト
ル
ヒ

リ
ン
グ
で
高
速
回

復
す
る
か
ら

キ
リ
ト
君
に
勝
て
る
は
ず
無
い
の
に

い
や

そ

じ

な
く
て

 
あ
れ
は

な
の
よ

あ
れ
は

キ
リ
ト

殺
隊

要
は
キ
リ
ト
を

す
る
た
め
だ
け
に
作
ら
れ
た
組

の

中
層

で
活
動
し
て
る
人
達
だ
よ

 
サ
チ
が
哀
し

に

息
を

き
な
が
ら

た

麻

で
動
け
な
く
し
た
後
ダ
メ

ジ

と
出
血
四

の
欠
損
を

し
て
第
一
層
の
外

部
テ
ラ
ス
か
ら

と
し
て
殺
そ
う
と
し
て
る
人
達

回
も
死
に
掛
け
た

て

て
た

回
か
は
実

に
テ
ラ
ス
か
ら

と
さ
れ
て
麻

が
回
復
し
て
転

結

を
出
す
の
が

れ
て
た

ら
死
ん
で
た

て

て
た
よ

そ
ん
な

キ
リ
ト

て

し
て
み
れ
ば
分
か
る
け
ど
全
然
悪
い
子
じ

な
い
わ
よ

リ
ズ
そ
れ
は
ボ
ク
達
み
た
い
に
先
入
観
無
く

す
る
人
だ
け
に
し
か
分
か
ら
な
い
ん
だ

他
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の

は
キ
リ
ト
を

家
の
出
来
損
な
い

て
見
て
る
ん
だ
よ

キ
リ
ト
を
キ
リ
ト
そ
の
も
の

で
見
て
な
い
ん
だ

残
念
な
が
ら
攻
略
組
に
も
そ
う
い
う
人
は

い
る
よ

そ
れ
で

も
第
一
層
の

に

べ
れ
ば
ま
だ
マ
シ
だ
け
ど

そ
の
キ
リ
ト
君
か
ら
メ

ル
で
す

ら
を
撒
い
て
か
ら

の

へ
行
く

て

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
に
伝

よ
ろ
し
く

だ
そ
う
で
す
よ

 
ラ
ン
が
教
え
て
く
れ
た

そ
れ
に
し
て
も
キ
リ
ト

あ
ん
た
こ
の
事
が
あ
る
な
ら
先
に

い
な
さ
い
よ

 
あ
た
し
は

ち

ん
だ
気
分
の
ま
ま

へ
と
行
き

後
ろ
を
ユ
ウ
キ
達
三
人
も
付
い
て
き
た

で
来
る
の

二
人
だ
け
だ
と
も
し
も
の
時
に
リ
ズ
が
人

に
さ
れ
か
ね
な
い
し

そ
う
な

た
ら
キ
リ
ト

い
無
く
自
殺
す
る
だ
ろ
う
し
ね

護
衛
の
意
味
も
か
ね
て
か
な

攻
略
は

あ

そ
れ
な
ら
大

だ
よ

今
日
は
最
初
か
ら
お

み
だ

た
の

さ

き
は
ア
ス
ナ
と

会

て
た
の

 
そ
れ
な
ら
と
お

葉
に
甘
え
る
事
に
し
た

さ

き
の
を
見
て
し
ま

た
以
上
あ
た
し
一
人
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だ
と
確
か
に
キ
リ
ト
に
対
す
る
人

に
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら

あ
の

中
は
本

に
や
ろ
う
と
す

れ
ば
な
ん
で
も
や
る
だ
ろ
う
か
ら

 
あ
た
し
達
四
人
が

か
ら
出
て

の

道
に
出
た
と
き

ま
た
ラ
ン
に
メ

ル
が
入

た

え

と

え

 
ど
し
た
の
姉
ち

ん

今

四
人
の

す
ぐ
後
ろ
で
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
る

え

 

で
し

 
と
後
ろ
を
見
て
も

や
は
り

も
い
な
い

来
た
道
が
あ
る
だ
け
だ

 
と
そ
こ
で
す

と

者
か
が

を
表
し
た

と
い
う
か
黒

く
め
の
少
年
キ
リ

ト
な
の
だ
け
ど

よ
く
無
事
だ

た
わ
ね

く
二
十
人
は
い
た
と
思
う
け
ど

ス
キ
ル

コ
ン
プ
リ

ト

 
ど
や

と
誇
ら
し

に

う
キ
リ
ト

ナ
ン
の
き

る

 
と
い
う
同
意
の
よ
う
な
声

も
ま
た
誇
ら
し

だ

ま

な
話

根
を

た
ん
だ
よ

あ
と
は
ハ
イ
デ

ン
グ
さ
え
完

な
ら
ま
ず
見
つ
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か
ら
な
い
よ

の
ハ
イ
ド

ア
ル
ゴ
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら

シ
ス
テ
ム
的
に
ど
う
な
の
よ
そ
れ

さ
あ

ま

そ
ん
な
事
よ
り
も

く
行
こ
う

あ
ま
り

⻑
に
し
て
ら
れ
な
く
な

た 
少
し
焦
り
を
持

て
あ
た
し
達
四
人
を

か
す

確
か
に
あ
の
様
子
を
見
る
に
見
つ
か

た

ら
イ
ベ
ン
ト
ど
こ
ろ
で
は
な
い

 
あ
た
し
達
四
人
は
さ

さ
と
雪

を
行
く
の
だ
け
ど

く
し

ん

 
ま
さ
か
五
十
五
層
が
風
雪
地

だ

た
な
ん
て

予
想
外

風
邪
は
引
か
な
い
だ
ろ
う
け
ど

体
の

え
は
ば

ち
り
あ
る
か
ら
戦
闘
に

が
出
か
ね
な
い

あ
た
し
は

手
の
エ
プ
ロ
ン

ド
レ
ス
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
は
似
た

の

紺
の
ク
ロ

ク
ス
カ

ト
サ
チ
な
ん
か
ミ
ニ
ス
カ

シ

ツ
だ
も
ん
ね

そ
り

い
わ

 
前
を
歩
い
て
い
た
キ
リ
ト
が

良
く
く
し

み
を
す
る
あ
た
し
達
を

れ

で
振
り
返

た

四
人
と
も

予
備
の

と
か
無
い
の

ホ

ム
に
な
ら
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つ
ま
り

今
は
無
い
ん
だ

ン

は
い
こ
れ

 
そ
う

て
黒
い
フ

コ

ト
を
四
つ
分
あ
た
し
達
に
投

し
て
き
た

け
れ
ど
キ
リ
ト

は
黒
い
シ

ツ
に
ズ
ボ
ン

黒
コ

ト
だ
け
だ

く
な
い
の
だ
ろ
う
か

私
達
は

か
く
な
る
け
ど

キ
リ
ト
は
大

な
の

年
が
ら
年
中
こ
の
黒

く
め
だ
し

れ
た

前
は
氷
結

で

し
た
し

 
う
わ

え
た
だ
け
で

 
と
ば
か
り
に
四
人
で

え
る

キ
リ
ト
は
そ
れ
か
ら
ま

た
前
へ
歩
き
始
め

あ
た
し
達
も
そ
れ
を
追
う

 

く
見
つ
け
た

で

の

の
ド
ラ
ゴ
ン
ポ

プ
の
イ
ベ
ン
ト
を
発
生
さ
せ
る

⻑
の
家

で
話
を

と

く

目
に
な

た

大
体
二
時
間

く
ら
い
で
キ
リ
ト
だ
け
が
全
て
を

い

て
い
た
ら
し
い

三
十
分
で
あ
た
し
一
時
間
く
ら
い
で
ユ
ウ
キ
一
時
間

で
ラ
ン
と
サ
チ
が

撃

し

キ
リ
ト
だ
け

き

け
た
の
だ
と
か

 

⻑
の
少
年
期
か
ら
始
ま
り
⻘
年
期

年
期
と
来
て
そ
う
い
え
ば

の

に

と
い
う
と

ん
で
も
な
い
苦
労
話
だ

た
か
ら
退

だ

た
の
だ
が
キ
リ
ト
に
と

て
は
物

し
く
て

し

か

た
の
だ
と
か

大
体
の
ク
エ
ス
ト
は
全
部

し
ん
で
る

て

て
い
た

ク
エ
ス
ト
を

し
む
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し
ん
だ

う
が

報

は

し
い
過
程
は

し
い
で
一

二

 
雪

に
現
れ
る
ア
イ
ス
・
ス
ケ
ル
ト
ン
を
あ
た
し
の
メ
イ
ス
で
が

し

ん
が

し

ん

と
気
持
ち
よ
く

き
な
が
ら

キ
リ
ト
と
話
し
て
い
た

今
は
あ
た
し
の
レ
ベ
ル
上

も
一
応

や

て
い
る
の
だ

そ
こ
ま
で
大

に
は
入
ら
な
い
け
ど
コ
ル
が
手
に
入
る
の
は
正
直

し
い

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
構

上
必
ず

の
高
さ
は
百
メ

ト
ル
無
い
の
で
三
十
分
も
歩
け
ば

す
ぐ
に

に

り

い
た

そ
こ
ら
中
に
蒼
く

ん
だ
煌
き
を
持
つ
水

が

ん
で
い
て

り

ぐ
雪
の
光
を
乱
反

し
て

想
的
な
光

だ

た

 
そ
う

て

け
出
そ
う
と
し
た
あ
た
し
を

あ

ち

と

て

ぐ
う
わ

 
キ
リ
ト
は

の
背
中
の
部
分
を
引

て
止
め
て
き
た

突
な
事
に

な
声
を
出
し
て
し

ま

た

 

よ
と
振
り
返

て
キ
リ
ト
を
見
下
ろ
し
て

さ

と
血
の
気
が
引
い
た

さ

き
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ま
で
の
キ
リ
ト
が

て
い
た

や

や
し
た

気
で
な
く
な
り

て
つ
く
よ
う
な

い
眼

光
と
で
あ
た
し
を
見
て
い
た

金

り
に
あ

た
よ
う
に
動
け
な
く
な
る

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

ド
ラ
ゴ
ン
が
出
た
ら
そ
こ
ら

の
水

に
身
を

し
て
絶
対
に
身
を

出
さ
な
い
で

し
い

出
来
れ
ば
ユ
ウ
キ
達
も

え

 
ど
う
し
て
よ

と
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
は
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
が
い
れ
ば
ド
ロ

プ
す
る
ん
じ

な
い
か
と
推

し
て
る
け
ど
も
し
か
し
た
ら

か

ま
な
い
と
い
け
な
い
フ
ラ
グ
を

ん
で
な
い
の
か
も
し
れ

な
い

そ
れ
を
確
か
め
る
と
な
る
と
時
間
が
掛
か
る
し
一
人
で
や

た
方
が
フ
ラ
グ
を

し
や

す
い

だ
か
ら

ロ
で
や
ら
せ
て
欲
し
い

そ

そ
れ
は
了
解
し
た
け
ど

身
を

す

て

そ
ん
な
大

な

大

じ

な
い

 
い
き
な
り
声
を

り
上

ら
れ
た
事
に
あ
た
し
は

け
よ
う
と
し
た

葉
を
止
め
た

キ
リ

ト
は
一

て
か
ら

ま
た

り
始
め
る

大

じ

な
い
ん
だ

か
不

の
事

が

こ
る
と
も
限
ら
な
い
し
常
に
想
定
し
て

す
る
べ
き
な
ん
だ

人
が
想
像
す
る
も
の
は
全
て
現
実
と
な
り
得
る

最
悪
な
想
定
を
し
て
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お
か
な
い
と

も
う

間
が
死
ぬ
の
は

だ

キ
リ
ト

 
サ
チ
が
労
る
よ
う
な
声
を
出
し
近
づ
こ
う
と
し
た

直
後
に
キ
リ
ト
が

け
て
い
た

を
別
の
方
向
上
空
へ
と
向
け
た

あ
た
し
達
も
見
れ
ば
蒼
い
結

片
が
収
束
し
形
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

ド
ラ
ゴ
ン
の
ポ

プ
現

だ

そ
こ
の
水

の
影
に

 

く

 
あ
と
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
は
転

結

を

 
そ
う

て
あ
た
し
に
⻘
い
直
方
体
の
結

高
価
な
転

結

を
投

て
き
た

そ

れ
を
慌
て
て
キ

チ
し
な
が
ら

四
人
で
結

の
影
に

れ
る

ね

あ
ん
た
達

キ
リ
ト
は
大

な
の

大

だ
よ

キ
リ
ト
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
最
強
の
剣
士
な
ん
だ
か
ら

戦
闘
で

び
立
つ
人

は
こ
の
世
界
に

も
い
な
い
よ

 
ユ
ウ
キ
が
自
信

の

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

う

ラ
ン
も
ち

と
不
安
そ
う
だ
け
ど

サ
チ
も

い
た

彼
女
達
が

う
な
ら
き

と
大

な
ん
だ
と
思

て
キ
リ
ト
と
ポ

プ

し
た

大
な
白
銀
の
ド
ラ
ゴ
ン
を
見
る

ナ
ン
が
と
て
も
小
さ
く
見
え
て
し
ま

て
い
た

ナ
ン

 
高

上

け
て

来
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き

る

グ
オ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
ナ
ン
が
キ
リ
ト
か
ら
離
れ
て
高

を
取

た
直
後

白
銀
の
ド
ラ
ゴ
ン

ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・

エ
ル
ダ

ド
ラ
ゴ
ン
が
と
て
も
小

な
キ
リ
ト
に
ブ
レ
ス
を

い
た

真

白
な
ブ
レ
ス
は
キ

リ
ト
へ
と
襲
い
掛
か
り

 
キ
リ
ト
は
黒
い
剣
を

に
構
え

け
て
五
指
で
目
に
も
止
ま
ら
な
い
速

で
回
転
さ
せ
始
め

た

蒼
い
光
を

た

の

盾
は

白
の

気
の

流
を

る

そ
れ
で
も

た
る

ダ
メ

ジ
は
入

て
い
る
よ
う
で
も

そ
れ
は
す
ぐ
に
回
復
し
て
し
ま

て
い
た

け
る
ダ

メ

ジ
の
少
な
さ
と

い
自
然
回
復
の
速
さ
と

と

い
キ
リ
ト
は
本

に
戦
闘
に

し
て
は

最
強

し
得
る
人
は
い
な
い
よ
う
だ

 

け
て
ド
ラ
ゴ
ン
が
前
足
の

を
構
え
て
キ
リ
ト
へ
突
進
を
仕
掛
け
キ
リ
ト
は
あ
わ
せ
る

よ
う
に
エ
リ

シ
デ

タ
で
応
戦
し

う

そ

 

の
プ
レ
イ

よ
り
も
更
に
小

な
キ
リ
ト
が
真
正
面
か
ら
ド
ラ
ゴ
ン
に
力
で
勝

て

突
進
攻
撃
を

ね
返
し
た

慌
て
て
体
勢
を
立
て
直
す
ド
ラ
ゴ
ン
を
見
な
が
ら
あ
た
し
は

然
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と
声
を
発
し
た

 
ナ
ン
は
攻
撃
の
構
え
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
ド
ラ
ゴ
ン
へ
と
高
速
で

来
し
目
に

武
器

を
ぶ

し
て
い
た

そ
れ
に
悲
鳴
を
上

る
ド
ラ
ゴ
ン
へ
と

躍
で
同
じ
高

ま
で
達
し
た

キ
リ
ト
の
斬
撃
が
襲
う

翼
や

で
吹

ば
そ
う
と

み
て
い
る
も

全
て
キ
リ
ト
の
エ

リ

シ
デ

タ
に

ん

る
大
地
が
無
い
の
に
力
負
け
し
て
ド
ラ
ゴ
ン
は
手
も
足
も
出
な
い

 
あ
ま
り
に
一
方
的
過
ぎ
る
光

に
あ
た
し
は

を
あ
ん
ぐ
り
と
開
け
て
い
た

あ
ま
り
に
も

が
違
い
す
ぎ
る
戦
闘
に

あ
た
し
は
も

と
見
た
い
と
い
う
欲
求
に

ら
れ

 

と

突
に
あ
た
し
の
目
が
ド
ラ
ゴ
ン
と
合

た
気
が
し
た

ド
ラ
ゴ
ン
は
空
中
で
弱
め
の

攻
撃
を

け
る
キ
リ
ト
を
無

し

あ
た
し
へ
と
体
を
向
け
る

リ
ズ

 

く

て

 
え

と

を
横
に
向
け
る
と
明
ら
か
に
水

の
影
か
ら
体
を
出
し
て
し
ま

て
い
た

大

体
二
メ

ト
ル
く
ら
い

あ
ま
り
に

が
違

た
初
め
て
見
る
戦
闘
に
興

し
て
勝
手
に
体

が
前
に
出
て
い
た
よ
う
だ

た

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

 

く

て

 

く

 
空
中
で
身
動
き
が
取
れ
な
い
で
い
る
キ
リ
ト
が
こ
ち
ら
を
向
い
て

焦

た

で

て
き
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た

け
れ
ど
あ
た
し
は
あ
ま
り
の

容
を
持
つ
白
銀
の
ド
ラ
ゴ
ン
に
体
が

ん
で
し
ま
い
動

け
な
か

た

 
ド
ラ
ゴ
ン
は

翼
を
は
た
め
か
せ

ま
じ
い

風
を
放

て
き
た

ユ
ウ
キ
達
が
あ
た
し
を

れ

そ
う
と
体
を
動
か
し
て
手
を

ば
し
て
き
て
あ
た
し
も

ば
し
た
が
間
一
髪
で
届
か
な

か

た

そ
の
ま
ま

風
に
晒
さ
れ
た
あ
た
し
は

を
舞
い

大
穴
の
上
に
出
た

う

そ

 
そ
の
ま
ま
自
由

下
を
始
め
掛
け
フ

コ

ト
の
フ

ド
を
ナ
ン
が
加
え
て
ギ
リ
ギ
リ
で

自
由

下
を

め
て
い
た

け
れ
ど
持
ち
上

る
に
は
至
ら
な
い

ナ
ン
の
体
が
小
さ
い
の
も

あ
る
け
ど
あ
た
し
の
ス
ト
レ

ジ
は
メ
イ
サ

と
し
て
の
重

備
が
結
構
あ
る
か
ら
プ
レ
イ

と
し
て
の
重

で

え
て
も
結
構
重
い
の
だ

ナ
イ
ス

ナ
ン

 
大
穴
の

か
ら

速
で

ん
で
き
た
キ
リ
ト
が
あ
た
し
の

を

き
そ
の
ま
ま
反
対
の
穴
の

へ
と
向
か
う

ギ
リ
ギ
リ
で
キ
リ
ト
は

地
で
き
た

 
慌
て
て
あ
た
し
が
足
を
下
ろ
す
と

が
こ

と

れ
て
バ
ラ
ン
ス
を

す

え
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今

は
背
中
か
ら
穴
へ
と

ち
て
い
き

キ
リ
ト
と
ナ
ン
の

が
遠
く
な
り
始
め
た

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

 
キ
リ
ト
が
絶

し

手
の
剣
は
そ
の
ま
ま
に

速
で
穴
へ
と

ち
て
き
た

あ
た
し
に

と
追
い
つ
い
て

を
再
び

き
す
ぐ
そ
こ
の

へ
と
逆
手
に
持
ち
直
し
た
エ
リ

シ
デ

タ
を

ガ
シ

ン

と
突
き
立
て
る

 
ギ

ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ

 
と
火
花
と
共
に

を
引
き
裂
き
な
が
ら
進
む

な

が
立
て

け
に

き

が
く
ん

と

下
に
制
動
が
掛
か
る
も
止
ま
る
に
は
至
ら
な
い

頼
む

止
ま

て

 

止
ま

て
く
れ

 
キ
リ
ト
の
必
死
の
声
が

に
届
い
た

そ
れ
が
更
に
絶
望
的
な
状
況
な
ん
だ
と
理
解
を
加
速
さ

せ
る

 

と
違
和
感
を
覚
え
て

を
回
せ
ば

穴

が
す
ぐ
そ
こ
ま
で

て
い
た

く

こ
う
な

た
ら
せ
め
て

 
そ
こ
で
ぐ
る
ん
と
キ
リ
ト
と
上
下
が
逆
に
な
り

け
て
キ
リ
ト
が
あ
た
し
を
上
へ
と
投

ば
し
た

多
少

下
速

が

ち
た
だ
け
だ

た
け
ど
そ
の
あ
た
し
の
フ

コ

ト
の

フ

ド
を
再
び
ナ
ン
が

え
た
事
で

下
は

地
で
き
る
く
ら
い
に
ま
で

く
な
る
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キ
リ
ト
は

下
速

を
そ
の
ま
ま
に

へ
と

突

り

も

た

雪
を

き
上

て

大
な

を
作

た

き

キ
リ
ト

 
ナ
ン
に
下
ろ
し
て
も
ら

て

い
で
キ
リ
ト
が

下
し
た

へ

り
寄
る
と

彼
は

バ

に
二
三

分
く
ら
い
だ
け
残
し
て
ぐ

た
り
と
倒
れ
て
い
た

エ
リ

シ
デ

タ
は

面
に

突
き
立

た
ま
ま

上
下
の

を
変
え
た
と
き
に
手
を
離
し
た
よ
う
だ

 
キ
リ
ト
は

く
り
と
目
を
開
け
最
初
に
き

ろ
き

ろ
と

を
動
か
し
て
あ
た
し
を

え

た

に
自
分
の

バ

を
確
認
す
る
た
め
だ
ろ
う

目
だ
け
を

上
へ
と
動
か
す

 
そ
し
て
再
び

を
地
面
へ
と

と
し
た

は
は

生
き
て
た
よ

 
ぐ

た
り
と

う
キ
リ
ト

声

に
は
喜
び
が

り
感
じ
ら
れ
な
い
気
が
し
た
け
ど
安

に

触
れ
ら
れ
な
い

か
を
感
じ
た

あ

と
り
あ
え
ず
ポ

シ

ン
で
も

ん
ど
こ
う
か

ホ
ン
ト
悪
運
が
強
い
の
か
地
獄

に

わ
れ
て
る
の
か

 
緑
色
の
苦
い
レ
モ
ン
ジ

ス
味
の
そ
れ
を

み

し

れ
た

で

う
キ
リ
ト

あ
た
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し
は
十
分
に

が
回
復
し
た
の
を
確
認
し
て
か
ら

を
開
い
た

そ
の

さ

き
は

あ
り
が
と

ん

 
あ
あ

別
に
良
い
よ

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
が
無
事
だ

た
ん
だ
か
ら

い
や

で
も
あ
ん
た

今
死
に
掛
け
た
の
よ

 
そ
ん
な

に
流
さ
れ
て
も
良
い
問

じ

な
い
で
し

 
と

お
う
と
す
る
と

キ
リ

ト
の

く

葉
で

直
す
る
事
に
な

た

 

だ
か
ら

 

は

は
確
か
に
死
に
掛
け
た
け
ど
そ
れ
は
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
も
一
緒
に

突
し
た
ら
助
か
ら
な

い

て
判
断
し
た
か
ら

が
生
き
残
れ
る
か
は
正
直
無
理
だ
な

て
思

て
た
け
ど

も

し
の
話
を

は
し
な
い

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
は
無
傷

は

死
だ
け
ど
生
き
て
た

そ
れ
で
十

分

十
分
だ
よ

 

明
感
の
あ
る

い

み
を
浮
か
べ
て

う
キ
リ
ト
に
あ
た
し
は
絶

し
て
い
た

こ
こ
ま
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で
シ
ビ
ア
に
命
の

定
と
状
況
判
断
を
し
て
人
を
生
か
そ
う
と
す
る
な
ん
て
も
う

常
じ

な

い
と
か
を
超
え
て
異
常
の

だ

ど
う
い
う
人
生
を
送
れ
ば
こ
ん
な

え
方
に
な
る
と

う

の
だき

る

ん

ご
め
ん
ナ
ン

ナ
ン
と
過
ご
し
始
め
て
か
ら
少
し
は
変
わ

た
と
思

た
ん
だ

け
ど

や

ダ
メ
み
た
い
だ

きく
す
ぐ

た
い
よ

 

ろ

ろ
と

を

め
る
ナ
ン
に
力
無
く

み
を
浮
か
べ
る
キ
リ
ト

そ
の

は
あ
た
し

が
見
て
き
た

よ
り
も

く

弱
い
子

に

て
見
え
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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実
は
今
話
の
文

数
初
期
の
約
二

で
あ
る
一
万
五
千
文

に

達
し
よ
う
と
し
て
い
る
程

の

に
な

て
お
り
ま
す

切
り
の
い
い
と
こ
ろ
で
切
ろ
う
と
し
た
ら
こ
う
な

た

 
そ
し
て
今
話
で
シ
リ
カ
と
ア
ル
ゴ
の
対
話
で
出
て
来
た
存
在
キ
リ
ト

殺
隊
が
出
て
き
ま
し

た

に

え
ば
ア
ン
チ
キ
リ
ト
隊
で
す
ね
ガ
チ
で
殺
そ
う
と
し
て
い
る
グ
リ

ン
な
の
で

オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
よ
り
も

が
悪
い
設
定
で
す

 
さ
て

予
定

和
で
穴

に

ち
て
し
ま

た
二
人
で
す
が

原
作

り
の
流
れ
と
は

え
ち

と
違
う
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で

し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い

に
リ
ズ
が
色

と
心
を
開
い
て
お
り
ま
す
が

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
章
 

闇
と
光

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
で
リ
ズ
ベ

ト
編
終
了
で
す

ま

彼
女
は
今
後
も
ち

く
ち

く
出
て
き
ま
す
が

キ
リ
ト
と
の

れ
初
め
に
あ
た
る
お
話
は
今
話
で
終
わ
り
ま
す

 
今
話
も
オ

ル
リ
ズ
ベ

ト

点
で
お
送
り

し
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
あ
た
し
達
が
穴

に

下
し
た
後
ユ
ウ
キ
達
に
救
助
を
頼
ん
だ

結

無

化
空
間
だ

た

か
ら
転

結

で
脱
出
出
来
な
か

た
の
だ

キ
リ
ト
は
自
分
だ
け
な
ら

を

て
登
れ
る
こ

と
を
実

し
て
彼
が
上
の
ユ
ウ
キ
達
と

か
い
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
ま
た

て
き
た

ち
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な
み
に
そ
の
時
は
必
要
な
い
片
手
剣
を

面
に

し
ロ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
下
り
る
と
き

同
様
に
少
し
ず
つ

面
を

て
い
た

 
今
は
キ
リ
ト
が
ス
ト
レ

ジ
か
ら
出
し
た
ラ
ン
タ
ン
と
小

理
キ

ト
と

つ
か
の

紙

が
目
の
前
に
あ
る

ダ
ン
ジ

ン
で
の

ら
し
い

キ
リ
ト

い
つ
も
こ
ん
な
の
を
持
ち
歩
い
て
る
の

時
襲
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
し

は
主

を

本
的
に
使
え
な
い
か
ら

あ
と
攻
略

組
だ
と

と
か
ダ
ン
ジ

ン
で
夜
を
明
か
す
の
は

と
日
常

事
だ
よ

ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
達
か
ら
は

全
然
そ
ん
な
話

か
な
い
け
ど

 

く
に
出
て

方
に
は

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
と

い
た
気
が

は

ら
ギ
ル
ド
の
定

会
議
と
か
ア
ル
ゴ
が
出
し
て
る
情
報

チ

ク
と
か
し
て
る

か
ら

は
そ
の

者
だ
か
ら

し
な
い
と
追
い
つ
か
れ
て

が
出
る
ん
だ
よ

 
ざ

と
雪
を

手
で
子

に
い
れ
キ

ト
の
か
ま
ど
に

せ
て

か
し
て
お

に
し

け

て
小

の
中
身
を
ざ
ら

と
入
れ
る

ド
リ
ン
ク
は

か

と

華
な

か
ら
出
し
た
し

わ
し

わ
な
レ
モ
ン
イ
エ
ロ

の
ワ
イ
ン

い
も
の
だ

こ
れ
は
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フ

ン
タ
ズ
ゴ
マ
リ
ア

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
ボ
ス
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
か
ら
手
に
入

た

数
あ
る
品
の
中
で
も
超

レ
ア
な
ア
イ
テ
ム

非

品
か
つ
使

無
制
限
の

値
無
限
ア
イ

テ
ム

一

間
空
け
て

か
と
一
緒
に

む
こ
と
で
ス
テ

タ
ス
・
ス
キ
ル

練

が
全
て
十
上

す
る
ん
だ

一

目
だ
け
だ
け
ど

え
え

 
そ
ん
な
ア
イ
テ
ム

あ
た
し
に
良
い
の

と
友
達
に
な

て
く
れ
た
ら
ね

友
達

 

を
今
更
と
思

て
キ
リ
ト
を
見
る
と

彼
は
小

の
上
に
あ
る

理
終
了

機
時
間
表
示

を

を
す
る
で
も
無
く
じ

と
見
て
い
た

が

一

だ
と
知

て
も

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
は
た
だ
の
一

も
悪

を
投

て
こ
な

か

た

自
身
を
見
て
く
れ
て
る

て
目
を
見
て
分
か

た
か
ら

一

と
し

て
振
舞
う

を
そ
れ
で
も

け
入
れ
て
く
れ
た
か
ら

だ
か
ら
リ
ア
ル
で
は
別
名
に
な

て

る

だ
け
ど

リ
ア
ル
に
帰

て
か
ら
も
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
と
は
友
達
で
い
た
い
ん
だ

こ

の

み
物
は

が
そ
う
思

た
人
と

む

て
決
め
て
る
も
の
な
ん
だ

キ
リ
ト

あ
ん
た
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か
な

 
び
く
び
く
と

え
な
が
ら
キ
リ
ト
は

て
こ
ち
ら
を
上
目

い
に
見
て
き
た

不
安

に

が
揺
れ
て
い
る
の
は

恐
ら
く
今
ま
で
の
経
験
か
ら
来
る
も
の
だ
ろ
う
な
と
思
う

 
あ
た
し
は
一
も
二
も
無
く

い
た

良
い
わ
よ

友
達
に
な
り
ま
し

 

一

と
し
て
の
あ
ん
た
と

そ
し
て
違
う
あ
ん

た
と
も

あ
り
が
と
う

 
少
し

を
滲
ま
せ
な
が
ら

キ
リ
ト
は
お
礼
を

て
き
た

お

い
に
フ
レ
ン
ド
登
録
し

あ

て

ま
た

み
を
浮
か
べ
あ
う

 
そ
こ
で

ん
と

理
終
了
の

が

や
か
に
な

た

キ
リ
ト
が
ス
ト
レ

ジ
か
ら
取
り

出
し
た
二
個
の
ス

プ
カ

プ
に
そ
れ
を

ぎ

気
が
立
ち
上
る
ス

プ
を
い
た
だ
き
ま
す
と

て
ず

と

た

に

の
中
に
肉
と

の
出

が

み

ん
だ
味
が
広
が
り
仮

想
の
体
が

か
ら

か

か
し
て
く
る

味
し
い
よ

こ
れ

よ
か

た

そ
う

て
も
ら
え
る
と

し
い

現
実
世
界
か
ら
ず

と

け
て
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き
た

の

一

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
に
も
神

の
兄
に
も
負
け
な
い

て
誇
れ
る
こ
と
だ
か

ら

理

ス
キ
ル

て
コ
ン
プ
リ

ト
し
た

が
あ

た
よ

え
え

 
ア
ス
ナ
達
で
も
ま
だ
七
百
前
後

て

い
た
わ
よ

 
攻
略
一

倒
な
キ
リ
ト
が

故
定
期
的
に

で
時
間
を
作

て
い
る
ア
ス
ナ
達
よ
り
も

く
コ
ン
プ
リ

ト
で
き
る
と
思

て

く
と
彼
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
三
日
後
に
は

理

ス
キ
ル
を
取

て

本
的
に
三
食
自

し
て
い
た
ら
し
い

程
の
事
が
無
い
限
り
は
欠
か
す

事
無
く
し
て
き
て
去
年
の
八
月

に
は

に
コ
ン
プ
リ

ト
に
至

て
い
た
の
だ
と
か

確
か

ア
ス
ナ
達
は
そ
の

か
ら
取

た
か
ら
そ
れ
を

え
て
も
キ
リ
ト
は
か
な
り
速
い
と
い
う
事
に

な
る

 
ま

そ
れ
も
三
食
必
ず
作

て
い
れ
ば
そ
う
な
る
わ
よ
ね

と
思
い
つ
つ
し

く
し

く
と
ク

キ

を
食
べ
小
さ
な
カ

プ
に

が
れ
た

の
ス

プ
を

ん
で
い
る
ナ
ン
を
見
て

和
む

も
な
く
ス

プ
が

味
し
い
の
で
三

食
べ
て
し
ま

た

彼
に
は

く
喜
ば
れ

た
け
ど

一

も

め
ら
れ
た
事
が
無
い
ら
し
い

そ
れ

て

新
し
い
家

に
も

い
や
前
の
家

だ
け
か
な

新
し
い
名
前
を
得
て
か
ら
は
よ
く

め
ら
れ
て
た
け
ど
こ
の
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世
界
に
来
て
か
ら
は

に
も
食
べ
て
も
ら

て
な
い
か
ら

一

も

め
ら
れ
た
事
が
無
い
ん

だ

そ
も
そ
も

か
と
食
事
す
る
の
も
初
め
て
だ
し

そ

か

 
そ
り

に
も
食
べ
ら
れ
て
な
か

た
ら

め
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う

ま

今
の
こ
の
世

界
の
キ
リ
ト
に
対
す
る
感
情
を

え
る
と

そ
れ
も
仕
方
な
い
の
だ
ろ
う
け
ど

前
に
サ
チ
の
ギ
ル
ド
に
い
た

て
サ
チ
か
ら

い
た
け
ど
そ
の
時
に
も
振
舞
わ
な
か

た
の

出
来
る
だ
け

離
を
取
る
よ
う
に
し
て
戦
闘
の
指

し
か
し
な
か

た
ん
だ

だ
か
ら
日
常

的
な
付
き
合
い
は

か

た

ま

サ
チ
だ
け
ち

と
事
情
が
あ

て
違

た
ん
だ

け
ど
ね

 

速
食
べ
終
わ

た
ナ
ン
は

ま
た
も
キ
リ
ト
が
ス
ト
レ

ジ
か
ら
出
し
た
小
さ
な
ベ

ド

で

に
す
や
す
や
と

に
く
る
ま

て

て
い
る

和

が
と
て
も
も

も

し
て
い
そ
う

で

も
な
く
も

り
た
い
衝
動
に

ら
れ
た

流

に
眠

て
い
て

わ
れ
た
く
な
い
の
で

し
な
い
が

 
さ
て

よ
う
か
と
い
う

で

一
つ
問

が

こ

た
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さ

き
知

た
の
だ
が

フ

ン
タ
ズ
ゴ
マ
リ
ア

は
あ
の
超
重
い
エ
リ

シ
デ

タ
二
本

分
の
重

つ
ま
り
あ
の
魔
剣
の
二

も
ス
ト
レ

ジ
を
圧

す
る
ら
し
い

結
構
な
ス
ト
レ

ジ
容

を
持
つ
の
だ
け
ど
そ
の
キ
リ
ト
で
も

は
一
つ
し
か
持

て
い
な
か

た
よ
う
だ

た 
つ
ま
り
片
方
は

え
る
か
の
よ
う
な

雪
の
穴

で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
そ
ん
な

事
を
し
て
し
ま
え
ば
絶
対
に
ガ
チ
ガ
チ
に
体
が

る

仮
想
世
界
だ
か
ら
風
邪
は
引
か
な
い
と
は

い
え

や
は
り
不
快
感
は

ま
じ
い
だ
ろ
う

ど
う
す
る
の

ん

 
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
が

使
え
ば
良
い
ん
じ

な
い
の

 

は

に

れ
て
る

か
ら

え
ら
れ
る
け
ど

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
は
無
理
で
し

 
こ
の

い
中
で
雪
を
ベ

ド

に
す
る
の

い
や

キ
リ
ト
も
無
理
で
し

は
氷
の
上
で
直
に

た
こ
と
あ
る
し

マ
ジ
で

大
マ
ジ

あ
れ
は

時
だ

た
か
な

あ
あ
そ
う
そ
う

ク
ラ
イ
ン
達
と
一
緒
に
氷
の
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行

て
さ
す
る
と
ト
ラ

プ
で
来
た
道
を
帰
れ
な
く
な

ち

て
一
日
中
道
を
探
し

て
も
出
ら
れ
な
か

た
ん
だ

だ
か
ら

に
な

た
ん
だ
け
ど
ク
ラ
イ
ン
だ
け

が
モ
ン

ス
タ

の
襲
撃
で
壊
れ
ち

て

だ
か
ら

の

し
た

ク
ラ
イ
ン

子

に
氷
の
上
で

か
せ
た
の

と
い
う
よ
り

が
強
制
さ
せ
た

く
ら
い
の
背

の
人
間
が
入
れ
る
く
ら
い
の
隙
間
の
穴

が

に
あ

て
ね
そ
こ
は
結
構

か
か

た
か
ら

で
も
ク
ラ
イ
ン
は
入
れ
な
い
し
し
き
り

に

て

て
た
か
ら

そ
の

労
の
せ
い
で

日
の
戦
闘
で
使
い
物
に
な
ら

な
か

た
ら
意
味
無
い
し

 
あ
く
ま
で
実

を
最

先
に

え
る
キ
リ
ト

そ
う
な
る
と

今
回
は
そ
れ
で
返
せ
る
か

だ

た
ら
キ
リ
ト

あ
ん
た
が

更
こ
れ
使
い
な
さ
い
よ

明
日
も
帰
り
が
あ
る
の
よ

そ
れ
を

う
な
ら
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
も
で
し

イ
ン
ゴ

ト
に
直
し
て

の
武
器

を
鍛
え

直
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
こ
こ
で
手
に
入
れ
る
予
定
の
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
剣
を
作
る

依
頼
も
し
て
る
し

あ
と
お

の
方
も
あ
る
し

の
エ
リ

シ
デ

タ
も
流

に

い
で
も
ら

お

か
な

て
思

て
る
し

 
う
ぐ

と

く

一

で
論
破
さ
れ
て
し
ま

た

こ
の
ま
ま
で
は
本

に
キ
リ
ト
に
流
さ
れ
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て

こ
の
子
が
雪
の
上
で

て
し
ま
い
か
ね
な
い

こ
こ
に
は
小
さ
な
穴
も
無
い
の
だ
か
ら

 
そ
の
子

て
ね

か
い
ん
だ
よ

私
一
緒
に

て
も
ら

た
か
ら
分
か
る
の

小
さ
な
体

に

と

て
も

か
く
て
力
強
い
光
が
あ
る

て
こ
と

  

と

裏
に
サ
チ
の
声
が
浮
か
ん
だ

時
だ

た
か
彼
女
が
ギ
ル
ド
に
力

え
し
て
く

れ
て
い
た
剣
士
の
事
で

を

ら
め
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
こ
と
を

 
一
緒
に

る

 
そ
う
だ

そ
れ
が
あ
る
じ

な
い
の

キ
リ
ト

あ
ん
た

あ
た
し
と
一
緒
に

な
さ
い

え

あ
た
し
は
そ
こ
ま
で
体
は
大
き
く
な
い
し

キ
リ
ト
に
至

て
は
子

だ
か
ら
小

で
し

だ
か
ら
二
人
で
も
こ
の

に
は
十
分

で
入
る
わ
よ

い

い
や

は

そ
の

よ

あ
た
し
が
良
い

て

て
ん
の
よ
知
ら
な
い

じ

な
い
ん
だ
か
ら
構
わ
な
い
で
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し
そ

そ
う
い
う
問

じ

な
い
気
が
す
る
ん
だ
け
ど
な

明
日
イ
ン
ゴ

ト
が
手
に
入
ら
な
か

た
ら
ま
た
キ
リ
ト
が
戦
う
ん
だ
し
手
に
入

た
ら
あ

た
し
が

る
必
要
が
あ
る
の

ど

ち
も
可
能
性
が
有
る
以
上
ど

ち
も
万
全
な
体

に
し

て
お
く
べ
き
で
し

 
キ
リ
ト
が
完
全
に

り

ん
だ

が
く

と

を

と
し
た

を
見
る
に
あ
た
し
の
力

し

で

れ
た
ら
し
い

よ

し

 
そ
ん
な

で
無
理

理

か
せ
て
あ
た
し
は
キ
リ
ト
と
ベ

ド
ロ

ル
の
中
に
入

た

と

は
い
え
キ
リ
ト
は
あ
た
し
が

て
い
る
方
と
は
逆
向
き
に

て
い
る

彼
の

や
か
な
黒
髪
が

あ
た
し
の
方
に
あ

て
さ
ら
さ
ら
で
こ
そ
ば

い

と
い
う
か
女
と
し
て
色

と

ま
し
い

キ
リ
ト

髪

く
さ
ら
さ
ら
し
て
る
わ
ね

は
あ
ん
ま
り

き
じ

な
い
ん
だ
け
ど
ね

で
女
尊
男



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

あ

あ
あ

そ
う
い
う
こ
と

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
男
女
平

の
ス
テ

タ
ス
に
な
る
か
ら
忘
れ
が
ち
だ
が

確
か
に

が

発
明
さ
れ
て
か
ら
女
尊
男

風

が
強
く
な

て
い
る

こ
の
世
界
で
も
そ
こ
そ
こ
の
女
尊
男

に

ま

た
女
性
プ
レ
イ

は
い
る
が
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
上
に
攻
略
の

は
男
性
が

握

て
い
る
の
が

ど

 
そ
う

う
意
味
で
は
ア
ス
ナ
は
女
尊
男

の
神

に

が
れ
そ
う
な
も
の
な
の
だ
が
彼
女
は

自
力
で
全
て
を

ね

け
て
攻
略
第
一
義
男
女
平

を
掲

て
活
動
し
て
い
る

こ
れ
に

同

し
た
男
女
の
プ
レ
イ

が
多
い
の
は

に
想
像
で
き
る
だ
ろ
う

女
尊
男

主
義
だ
ろ
う
が
そ

う
で
な
か
ろ
う
が
こ
ん
な
デ
ス
ゲ

ム
の
世
界
か
ら
は

だ

て
生
き
て
出
た
い

な
の
だ
か

ら 
し
か
し
や
は
り
性
別
や
容

は
変
え
ら
れ
な
い

つ
ま
り
キ
リ
ト
は
尊
い
女
子
の
容

を

持

た
男
と
い
う
事
に
な
る
の
で
そ
れ
で
女
尊
男

風

で
苦
労
し
て
き
た
ん
だ
ろ
う

女
尊

男

を
下
ら
な
い
と
思

て
そ
れ
な
り
に
成
⻑
し
た
あ
た
し
か
ら
し
て
も
キ
リ
ト
の
容

は

少
女
の
そ
れ
と
全
く
変
わ
ら
ず
あ
る
意
味
で
ア
ス
ナ
以
上
の

し
さ
が
あ
る
か
ら
更
に

い

仕
打
ち
を

け
る
事
は
想
像
に

く
な
い

そ
れ
が

家
の

ち
零
れ
だ
と
か
で

か
ら
差
別
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さ
れ
て
い
た
の
な
ら

更
に

そ
れ
な
ら
髪
を
切
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
の

切
ろ
う
と
し
た
ら
新
し
い
家

に

な
が
ら
に

願
さ
れ
て
切
れ
な
か

た

そ

そ
れ
は

ご

傷
様
ね

 
も
う
本

に
ご

傷
様
と
し
か

え
な
い

そ
し
て
女
尊
男

風

で

い
仕
打
ち
を

け
て

い
た
の
に

そ
の
姉
と
や
ら
の
願
い
を

き
入
れ
る
こ
と
が

い
と
思
う

無
理
で
し

ね

キ
リ
ト

攻
略
の
話

し
て
く
れ
な
い

 

で

 
ア
ス
ナ
達
か
ら

い
て
る
ん
じ

な
い
の

人
そ
れ
ぞ
れ
で
面
白
い
の
よ

ん

と
は
い
え

は
今
ま
で
ず
と
ロ
だ
し
人
と
一
緒
に
い
な
い
し
な

話
せ
る

ど
の
事
が
無
い
よ

 
そ

か
と
返
す
と
キ
リ
ト
は
小
さ
く

き

少
し
経

て
か
ら

息
を
立
て
始
め
た

少
し
で
も
多
く

眠
時
間
を
取
る

に

彼
は
ど
う
や
ら

つ
き
が

く
良
い
ら
し
い

く

く

と
可
愛
い

息
に
合
わ
せ
て

も

く
上
下
し
て
い
る

変
わ
ら
ず
エ
リ

シ
デ

タ
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は

え
た
ま
ま
の
よ
う
だ
が

 
あ
た
し
は
彼
の
方
を
向
い
た
ま
ま
彼
の

を

い
た

に

え
ら
れ
る
く
ら
い
に
小
さ
な

は

く
ん
と
反
応
し
た
が

ま
た

的
な
上
下
を
始
め
る

 
穏
や
か
な

息
を
子
守

に
し
て

あ
た
し
も
意
識
を
眠
り
の
波
へ
と

ね
た

   

か

助
け

て

  
子

の
声
が
し
て

は

と
目
を
開
い
た

 
け
れ
ど

界
に
広
が
る
の
は
黒
い
も
や
し
か
な
い
空
間
で

え
る

ど
の

さ
と
雪

色

は
一
つ
も
無
か

た

そ
こ
に
あ
た
し
は
一
人
ポ
ツ
ン
と
立

て
い
た

こ
こ

ど
こ
よ

 

点
を
下

る
と
キ
リ
ト
と

る
時
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い

い
や

備
だ

た

夢

な
の
か
と
も
思

た
が
そ
れ
に
し
て
は
い
や
に
意
識
が
ハ

キ
リ
し
す
ぎ
て
い
る

そ
も
そ
も

夢
な
ら
夢
で

こ
れ
は

の
夢
な
の
だ
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を
組
ん
で

え

ん
で
い
る
と

に
黒
い
も
や
が
晴
れ
た

見

れ
な
い
が
明
ら
か

に
現
代

と
い

た
風
情
の

み
が
現
れ
同
時
に
現
代
風
の

を
し
た

か
し
い
人

り
が
出
る

け
れ
ど
人
は

一
人
と
し
て
あ
た
し
を
見
ず
ま
た
あ
た
し
の
体
へ
の

が
無

か

た

け
た
の
だ

 

な
の
だ
と
思

て
歩
い
て
い
る
と

や
は
り
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

み
も
変
わ

て
い

た

歩
い
て
い
く
と

ら
し
い
ス

パ

や
デ
パ

ト

や
肉

な
ど
が

ぶ
風

が
現
れ
た

の

名
に
は
一
様
に
神
奈

横

と
あ

た

横

に
し
て

は
少

の
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
か

た
が

 
や
は
り

も
あ
た
し
に
気
付
い
て
な
い
な

と
思
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と

と
人

だ
か
り
が
裏
道
に
出
来
て
い
る
の
を
見
つ
け
た

大
人
と
子

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大
人
の
方

の
数
が
多
い
全

あ
わ
せ
て
二
十
人
く
ら
い
だ
ろ
う

そ
の
目
つ
き
は
剣

そ
の
も
の
だ

た

 

か
し
ら

 

か

な
予
感
を
感
じ
つ
つ
近
づ
く
と

そ
の
会
話
内
容
も

こ
え
て
き
た

の

が

 
と

と
と
失
せ
ろ

で

の
出
来
損
な
い
が
こ
こ
を
歩
い
て
る
ん
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
そ
の

葉
と
共
に
足
で

か
を

て
い
る
大
人
と
子

達

い
や
子

達
は

を
投

て

い
る

大
人
の
中
に
は
一
部
が

黒
く
滲
ん
で
い
る
木
の
棒
を
持

て
い
る
者
も
い
た

 
そ
の
人
だ
か
り
の
中
心
に
は
ボ
コ
ボ
コ
に

き
に
さ
れ
て
い
る
黒
髪
の
子

が
一
人

上

下
黒
の

⻑
ズ
ボ
ン
後
ろ

に
届
か
な
い
く
ら
い
の
⻑
さ
の
黒
髪
を
持
つ
子

は
間
違
え

よ
う
も
無
い

キ
リ
ト
本
人
だ

た

け
れ
ど
あ
た
し
が
知
る
キ
リ
ト
よ
り
も
更
に
小
さ
い

キ
リ
ト

 
あ
ん
た

大

 
大
慌
て
で

け
寄

て
助
け

こ
す
た
め
に

を

も
う

と
し
て
あ
た
し
の
手
が

彼
の

を
す
り

け
た

け
て
あ
た
し
の
体
を
大
人
の
男
の
足
が
す
り

け
キ
リ
ト
を

り

ば
す

キ
リ
ト
は
近
く
の
コ
ン
ク
リ

ト
の

に
後

部
を
ぶ
つ
け
た

 
彼
の

か
ら

血
が
流
れ
た

そ
れ
を
嗤
う
声
が

く

お
い
お
い

天
才
の
姉
や
兄
な
ら

こ
れ
く
ら
い
で
血
を
流
し
た
り
し
な
い

無
理
無
理

こ
い
つ
は

の

ち
零
れ

べ
た
ら
可
哀
想
だ
ろ

そ
れ
も
そ
う
か

こ
ん
な

に

べ
ら
れ
る
家

が
可
哀
想
だ
な

 
そ
う

い
な
が
ら
も

べ

け
て
見
下
し

行
を

り
返
す
少
年
と
男
性
達

あ
た
し
が

ら
や
め
ろ
と

ん
で
も

全
く
届
い
て
い
な
い
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あ
た
し
は
理
解
し
た

こ
れ
は
キ
リ
ト
の
過
去
の
記

彼
が
見
て
い
る
夢
な
ん
だ
と

あ
た

し
に
は
絶
対
に
こ
ん
な
光

を
見
た
覚
え
が
無
い
し
見
た
ら
多
分
助
け
て
い
た
と
思
う

だ
か

ら
こ
れ
は

故
あ
た
し
が
見
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
が
キ
リ
ト
の
記

な
の
だ

 
こ
の
後
数
十
分
に
も

て

行
を
加
え
ら
れ
た
キ
リ
ト
は
近
く
に

と
し
て
い
た

の
食

べ
物
を
確
認
し
て

ら

ら
と
覚
束
無
い
足
取
り
で
歩
き
出
し
た

血
は
シ

ツ
の

を
破

て

に

く
こ
と
で
応

と
し
て
止
め
て
い
た

あ
た
し
は

論
そ
の
後
ろ
を
付
い
て
行
く

 

く
歩
い
て
い
る
と

突
に
キ
リ
ト
の

部
に

が
投

ら
れ
た

慌
て
て
横
を
見
れ

ば
に
や
に
や
と

て
い
る
キ
リ
ト
よ
り
は
年
上
ら
し
き
男
子
が
数
人
い
て

け
て

を
投

る

そ
れ
を
キ
リ
ト
は
一
切
の

抗
を
見
せ
ず
に

け
て
い
た

更
に
血
を
流
す
も
そ
の

ま
ま
住

を
歩
い
て
い
く

そ
れ
で
も
食

が
入

て
い
る
ら
し
い

に
は
一

の
血
も
付

い
て
い
な
か

た

 
ま
た

く
し
て
キ
リ
ト
は
あ
る
一

の

へ
と
入

た

あ
た
し
は

じ
る

に
合
わ
せ

て
入
り

は
と
り
あ
え
ず
脱
が
な
か

た

は
ち

ん
と

け
ず
に

め
て
い
て
な
ん
と

な
く
安

し
た

た
だ
い
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ど
け
よ

 
食

ら
し
い

に
入

た
と
こ
ろ
で
ち

う
ど
出
る
と
こ
ろ
だ

た
ら
し
い
年
上
の
そ
れ

で
も
今
の
あ
た
し
よ
り
は
小
さ
い

男
子
が

り
な
が
ら
キ
リ
ト
を

り

ば
し
た

 
テ
レ
ビ
で

千
冬
を
見
た
こ
と
あ
る
が
な
ん
と
な
く
面
影
が
有
る
か
ら
こ
い
つ
が
神

と
呼
ん
で
い
た
兄
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
の
は

せ
た

お
前
帰
る
の
が

い
ん
だ
よ

 

し
て
た
ん
だ

ア
ア

 
ガ
ン
ガ
ン

と

を

で

て
は

を

き

ら
す
兄

く
し
て
気
が
済
ん
だ
の

か
足
を
ど
け
て
歩
き
出
し
た

廊
下
を
こ
ち
ら
に
歩
い
て
く
る
の
で
あ
た
し
は
な
ん
と
な
く

触
り
た
く
な
く
て

に
背
中
を
つ
け
て
や
り
過
ご
す

と

と
と

作
れ
よ

千
冬
姉
が
も
う
少
し
で
帰

て
く
る
か
ら

あ
と

風

も
な

う
んん

で
こ
ん
な

ツ
が
弟
な
ん
だ
よ

 
足

く

を
上
が

て
行

た
兄

 
キ
リ
ト
は
更
に
勢
い
を
増
し
た
出
血
を
先
に
風

場
の
水
で
流
し
て

理
し
て
血
を
止
め

を

い
た

つ
い
で
に
と
風

の
お

を

い
て
出
て
食

の

を
食

の
シ
ン
ク
に
入
れ
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て
水
で

れ
を
取
る

そ
の
間
に
ま
だ

い
て
い
な
い
廊
下
の
血
を

て
い
た

 
テ
キ
パ
キ
と
流
れ
る
よ
う
な
作
業

手
が
届
か
な
い

は

子
を
使

て
取
り
コ
ン
ロ
で
火

を
使
う

も
同
じ

か
ら
食

を
取
り
出
し
て

理
し
て
い
き
た

た
二
十
分
で
一

り
の
食
事
が
出
来
て
し
ま

て
い
た

そ
の
後

え

き
電
話
で
内
線
を
鳴
ら
し
て
か
ら
風

へ
と
向
か
う

 
兄
は
キ
リ
ト
が
念
入
り
に
風

を
し
て
い
る
間
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ご

を
食
べ
て
い

た

味
し
そ
う
で
は
あ
る
が
ま
だ
小
学
生
に
な

て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
に

小
さ
い
子
が
作
る

理
に
し
て
は
手
が

ん
で
い
る

み
す
ぎ
る
と

え
る

ど
だ

流
れ

る
よ
う
な
作
業
も

い
つ
も
の
如
く
と

え
る

ど

れ
て
い
た

 
兄
は
二
十
分

ど
で
食
べ
終
え
る
と
食
器
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
ま
た
二

に
上
が

て
行

た

そ
れ
を
見

ら

た
か
の
よ
う
に
キ
リ
ト
が
風

と
そ
し
て
洗

を
終
え
て
食

へ

て
き
て

兄
が
完
食
し
た
後
片
付
け
を
始
め
る

今
帰

た
ぞ

 
そ
の

葉
と
共
に
女
性

千
冬
が
帰

て
き
た

ダ

ク
ス

ツ
に
身
を

ん

だ

な
女
性
で

よ
く
記

に

明
に
残

て
い
る
な
と
思
え
る

ど
だ

た
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姉
が
キ
リ
ト
の
傷
を
見
て

を

め
た

そ
の

の
傷
は

で
転
ん
だ

 
い
や
そ
の

と
傷
は

で
転
ん
で
も
ど
う
や

て
も
付
か
な
い
で
し

う
と
子

特
有

の

の

さ
に

れ
苦

を
し
て
い
る
と

姉
の
反
応
に

然
と
す
る
こ
と
に
な

た

そ
う
か

お
前
は
秋
十
と
違

て

い
の
だ
か
ら

気
を
つ
け
ろ
よ

 

全
く
疑

て
い
な
か

た

で
し

 
と

も

を
見
る
も

や
は
り

そ
こ
に
疑
念
を
持

て
い
る
様
子
は
見
ら
れ
な
い

 
キ
リ
ト
は
姉
の
た
め
に
再

作

て
お
い
た
食
事
を

べ
そ
れ
を
姉
は
無

で
食
べ
キ
リ

ト
は
そ
の
間
に
洗

物
の
取
り

み
を
始
め
る

お
前
は
食
べ
た
の
か

う
ん

そ
う
か

 
ま
た
も

を

い
た
が
し
か
し
ま
た
も
姉
は
疑
わ
な
か

た

シ
ン
ク
を
見
れ
ば
一
人
分

の
食
器
し
か
水
に

け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
に
も

わ
ら
ず
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に
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
ち
そ
う
さ
ま
を

た
姉
は
書

や
ら

や
ら
を
持

て
再
び

外
出
し
た

ど
う
や
ら
仕
事
が
あ
る
ら
し
く
そ
れ
で
も
食
事
の
た
め
に
帰

し
た
よ
う
だ

た

 

く
す
る
と
兄
が

え
を
持

て

り
て
風

場
に
入

た

キ
リ
ト
は
そ
の
間
に
残

り
物
の
ご

で
お
握
り
な
ど
日
持
ち
が
す
る
食
べ
物
を
作

て

に
パ

ク
し
て
入
れ
て

い
き
更
に
残

た
も
の
を
姉
と
兄
以
上
の
ス
ピ

ド
で
食
べ
る

明
ら
か
に
味
わ
う
の
で
は
な

く

を
取
る

の
作
業
だ

た

 
兄
が
風

か
ら
出
て
二

に
上
が

て
か
ら
キ
リ
ト
も
お
風

へ
向
か

た

を
脱
い
で

と
な

た
時
あ
た
し
は
目
を

い
た

体
中
に
子

の

に
隙
間
無
く
裂
傷
や

が
無

数
に
あ

た
の
だ

で

れ
て
見
え
な
い
部
分
が

ど
で
見
え
る
部
分
は

く
ら
い
だ

た

な
の
よ

ど
ん
な
子

時
代
よ

 
お
風

眠

日

き
て
の
行
動

登

学

下

い
物

帰

し
て
か
ら
の

行
動

日
も

日
も
同
じ
事
の

り
返
し

悪

を
投

ら
れ

力
を
振
る
わ
れ
家

も

た

い
と

だ

た

キ
リ
ト
の
目
は
虚
ろ
な
闇
を
持

て

光
を
喪

て
い
た

 
そ
し
て
時
は
過
ぎ
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
日
キ
リ
ト
は
兄
と
は
別

で
誘

さ
れ

た

ロ
シ
ア
ま
で

れ
て
行
か
れ
一
緒
の
と
こ
ろ
に

ま
る
も
兄
は
キ
リ
ト
に

人
達
の
気
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が
向
い
て
い
る
間
に

出
し
た

秋
兄

 
助
け
て

 
あ
れ

ど
ま
で
に

行
を
振
る
う
男
を
ま
だ
兄
と
呼
ぶ
な
ん
て

と
ど
こ
か

に
も
似
た

感
情
を

い
た

兄
は

越
し
に
振
り
返
り

キ
リ
ト
に

最
高
の

み
を
見
せ

の
た
め
に
死
ね
よ

ち
零
れ

 
そ
し
て
最
悪
の

葉
を

い
放

て
絶
望
の

へ
と

き

と
し
た

誘

達
は
慌
て
て

追
い
か
け
る
も
し
か
し

と

い
の
か

の

を
仕
掛
け
外
の
バ
イ
ク
を

ん
で

し
た

一

を
見
捨
て
て

 
キ
リ
ト
は

に

り
付
け
ら
れ
た
ま
ま
動
か
な
く
な

て
い
た

と
焦
点
の
合

て
い

な
い
状

で

は
も
う

も

し
て
い
な
か

た

千
冬
を

権
さ
せ
よ
う
と
す
る
作
戦
が
フ

イ
ル
し
た
以
上

ら
の
指

も

終
わ

ち
ま

て
る
し
な

こ
の
ガ
キ

ど

す

か

 

り

り
と
ヒ
ス
パ
ニ

ク
系
の
黒
髪
の
男
が

を
掻
き
し

ね

か
と

て
キ
リ
ト

の
縄
を
解
き

い
で
ど
こ
か
へ
と
向
か

た
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い
や
だ
来
る
な
来
る
な
来
る
な

い
や
だ

あ
ぎ

あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  

ら
し
き

に
キ
リ
ト
が

れ
て
行
か
れ

く
心
に

く
絶

が

き

り

         

は

 
あ
た
し
は
目
を
覚
ま
し
た

い
息
で

を
見
る
と
雪
が

り

も

た
穴

だ

た
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に

な
の
か

穴
の
中
が
明
る
い

 

の
中
に
キ
リ
ト
は
い
な
か

た

ど
こ
に
行

た
の
か
と

を
巡
ら
せ
る
と
少
し
離
れ

た

で

夜
の

食
と
同
じ
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
る

が
あ

た

 
そ
れ
が

夢
で
見
た
更
に

い
彼
と

て
見
え
た

 
ず
き
ん

と

の

が

い
た

い

が

さ

た
時
の
よ
う
に

く

く
深
い

み

だ

た

思
わ
ず

が
出
て
き
て
し
ま
う

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

 
キ
リ
ト
の
声
が

こ
え
た

彼
は
こ
ち
ら
を
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
て
あ
た
し
は
慌
て
て

を
振

た

わ
ざ
と
ら
し
く
欠

を
し
て

を

魔
化
す
よ
う
に
し
て
ベ

ド
ロ

ル
か
ら
体

を

こ
す

お

お
は
よ
う

お
は
よ
う

か

た
よ

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

が

が
動
い
て
も
全
く

き
な
か

た

身
じ
ろ
ぎ
も
し
な
い
か
ら

日

く

れ
て
た
み
た
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い
だ
ね

そ
そ
り

そ
う
で
し

う

キ
リ
ト
が
死
に
掛
け
た
の
も
そ
う
だ
け
ど
こ
ん
な
経
験
無
い

ん
だ
か
ら

 
多
分
そ
れ
は
あ
ん
た
の
過
去
の
夢
を
見
て
い
た
か
ら

そ
ん
な
事

が
裂
け
て
も

決
し
て

え
な
い

こ
の
世
界
を

一

と
し
て
生
き
て
脱
出
し
た
ら

一

の
全
て
と

決
別
し
よ
う
と
し
て
い
る
彼
に
は

絶
対
に

 

い

キ
リ
ト
は
あ
た
し
が
浮
か
べ
て
い
た

に
さ
し
て
疑
問
を
持
た
ず

ま
た

味
し
い

ス

プ
を
振
舞

て
く
れ
た

日
よ
り
も
ハ

ブ
が

い
て
い
る
気
が
し
て
風
味
も
変
わ

て
い
た
け
ど

味
し
か

た

 
食
べ
終
わ

て
ベ

ド
ロ

ル
や
ラ
ン
タ
ン
も
片
付
け
て

さ
あ
ど
う
し
よ
う
か
と
な

た

正
直

な
の
で
あ
る

こ
こ

て
本

一
体

な
の
か
し
ら

さ
あ

プ
レ
イ

を

と
す

だ
け
の
穴

と
は

正
直

え
づ
ら
い
ん
だ
よ

な

そ
れ
な
ら
穴

に
氷

を
逆
さ
に
敷
き

め
れ
ば

死
す
る
ん
だ
し

じ

あ

こ
の
穴
に
は

か
ヒ
ン
ト
が
あ
る

て
こ
と
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じ

な
い
か
な

そ
も
そ
も
そ
の
た
め
だ
け
の
穴
な
ら

も
破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
に
す
る

と
思
う
よ

の
剣
が

さ

た
か
ら

多
分

か
し
ら
の
意
味
が
あ
る
と
思
う

 
確
か
に
プ
レ
イ

殺
し
の
穴
な
ら
全
て
を
破
壊
不
能
に
す
れ
ば
決
し
て
出
ら
れ
ず
死
ぬ

だ
け
だ

つ
ま
り
逆
に

え
ば
そ
れ
が

さ
れ
て
い
な
い
こ
の
穴
に
は

か

さ
れ
て
い
る

と
も

え
る

一
応

う
け
ど

て
み
る

一
応

く
け
ど

ど
う
や

て

ち

と

に
下
が

て

 
そ
う

わ
れ
た
の
で
下
が
る
と
キ
リ
ト
は
エ
リ

シ
デ

タ
を

い
た

黒
の
刃
が
絶

望
で
自
失
し
て
い
た

い
キ
リ
ト
の

の
闇
を
思
わ
せ
た

 
キ

と
目
つ
き
を

く
し
た
キ
リ
ト
は

そ
の
場
で

躍
し

せ

ら
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
空
中
で
地
面
に
向
か

て
神
速
で
剣
を
振
り

風
を
撒
き

ら
し
た

ド

パ

ン

 
と
雪
が
破
裂
し
た
よ
う
に
吹
き
上
が
る

 

も

て
い
た
雪
が
全
て
払
わ
れ
た

に
は

キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
結

が
チ
ラ
ホ
ラ
と
見
え
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た

見
覚
え
の
有
る
直
方
体
の
そ
れ
は
イ
ン
ゴ

ト
の
そ
れ
だ

ん
だ
蒼
に
煌
く
そ
れ
を

り
返
し
て
タ

プ
す
る
と

ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
ゴ

ト

と
表
示
さ
れ
た

あ
た
し
達

が
求
め
た
も
の
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 
イ
ベ
ン
ト
で
は
ド
ラ
ゴ
ン
は
水

を

り

の
中
で

を
精
製
す
る
と

わ
れ
て
い

た
の
だ
か
ら

こ
の
時
点
で
出
自
を

気
な
が
ら
に
悟

た
が
こ
の
子
は
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
だ

た

の
で

て
お
く
事
に
し
た

あ

た

こ
れ
ね

き

と

だ
ね

あ
と
は
脱
出
だ
け
だ
け
ど

あ
の
黒
い
影

か
な

穴
の
入
り

に
影
が

あ
る
け
ど

 

わ
れ
て
天
を

ば

に
大
き
く
な
る
影
が
あ

た

ド
ラ
ゴ
ン
だ

き

来
た

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

グ
オ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
自
分
の

み

に
い
る

入
者
に
怒

て
い
る
の
か
ド
ラ
ゴ
ン
は

ま
じ
い

を
上

な

が
ら

り
て
き
た

ど
う
し
よ
う
と
メ
イ
ス
に
手
を
掛
け
て
い
る
と

と
キ
リ
ト
が
あ
た
し
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の

を

え
た

え

 
キ
リ
ト

を

じ
て
て

を

む
よ

 

わ
れ
て

じ
た
直
後
ズ
バ
ン

と

を
立
て
て

り
始
め
た

を
横
に
回

て
い
る

ら
し
く

速

が
速
い
の
か
ド
ラ
ゴ
ン
が

を
回
す
速

が
追
い
つ
い
て
い
な
い

 
そ
し
て
少
し
の
浮
遊
感

け
て
ず
が
ん

と
い
う

と
ド
ラ
ゴ
ン
の
悲
鳴
が

き
全
て

を

い
て
行
か
れ
そ
う
な
速

の
上

感
が
襲

て
き
た

く
し
て
か
ら
再
び
浮
遊
感
が
襲

う

目
を
開
け
る
と

陽
が

の
境
界
線
に
掛
か

て

い
て
い
た

あ
た
し
と
キ
リ
ト
は
手

を
繋
い
だ
状

で

下
し
て
い

て
い
た

ナ
ン
は
キ
リ
ト
の
コ

ト
に

を
立
て
て
ど
う
に
か

付
い
て
き
て
い
た

 
雪
を
シ

ベ
ル
カ

の
様
に
掻
き
分
け
な
が
ら

地
し
た

に

る
と

ユ
ウ
キ
達
が

来
た

だ

た

二
人
と
も

 
ど
う
や

て
脱
出
し
た
の

あ
の
穴
は
ド
ラ
ゴ
ン
の

で

に
な

た
ら
帰

て
来
た

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
を

い
で
背

中
に
剣
ぶ

し
て

か
ら
出
た
と
こ
ろ
で
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
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あ

あ
あ

な
る

ど
で
す

よ
く
無
事
で
し
た
ね

ま

ま

ね

い
た
わ
よ

本

に

 
ラ
ン
に
心
配
そ
う
な
目
を
向
け
ら
れ
あ
た
し
は
苦

し
な
が
ら
そ
う
返
し
た

三
人
は
と
て

も
⻑
い
ロ

プ
を
見
つ
け

そ
れ
を
ど
う
に
か
こ
う
に
か

い
ロ

プ
と
合
わ
せ
て
⻑
く
し
て

ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
て
こ

ち
に
来
て
い
た
ら
し
い

三
人
の
努
力
を
不
意
に
し
て
し
ま

て
あ

た
し
達
は

た
が

三
人
は
無
事
だ

た
か
ら
良
い
よ
と

て
許
し
て
く
れ
た

 
こ
の
ま
ま

に
帰
る
と
キ
リ
ト
が

バ
イ
の
で

転

結

を
使

て
リ
ン
ダ

ス
へ
と
あ

た
し
と
キ
リ
ト
は
帰

た

三
人
は
攻
略
に
行
く
ら
し
い

日

ん
だ
か
ら
今
日
は
行
く
と

て
い
た

た
だ
い
ま

お
帰
り
な
さ
い
ま
せ

う
ん

番
あ
り
が
と

 
一
日
も
経

て
な
い
の
に

に
帰
る
と
な
ん
だ
か
郷

め
い
た
も
の
を
感
じ
た

Ｎ
Ｐ
Ｃ

に

し
て
か
ら
後
ろ
を
振
り
返
る
と

変
わ
ら
ず
シ

ケ

ス
を
見
る
キ
リ
ト
と
ナ
ン

の
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さ
て

そ
れ
じ

速
や
る
わ

キ
リ
ト
あ
ん
た
の
武
器
を
イ
ン
ゴ

ト
に

直
す
か

ら

全
部

し
て

あ
の
イ
ン
ゴ

ト
と

エ
リ

シ
デ

タ
も
よ

わ
か

た

で
も

ぐ
わ
け
じ

な
い
か
ら
焦
ら
な
く
て
も

良
い
の
よ

ど
の
道

文
無
い
し

 
事
実

日
の

に
キ
リ
ト
が
来
た
時
で

文
の
品
は
鍛
え
終
え
て
い
る
し
取
り
に
来

る
人
も
今
日
は

も
無
い

事
実
上
キ
リ
ト
の

し
切
り
状

な
の
だ

自
分
で

う
の
も
な
ん

だ
が
あ
た
し
は
引

り
だ
こ
な
有
名
鍛
冶

な
の
で
時
間
が
あ
る
時
に
し
て
お
か
な
い
と
後

回
し
に
な

て
し
ま
う

そ
れ
に
キ
リ
ト
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
き

て
の
攻
略
組
だ
あ
た
し
が

手

く
仕
事
を
す
る
事
で

そ
れ
だ
け

く
ク
リ
ア
が
成
る
と

て
も
良
い
の
だ

 
そ
う
説
き

せ
て
工

に

動
す
る

気
合
を
入
れ
直
す
た
め
に

ま
ず
キ
リ
ト
か
ら

け

取

た
エ
リ

シ
デ

タ
を

し

に

黒
の
武
器

を
イ
ン
ゴ

ト

ル

ナ

テ

ア
・
イ
ン
ゴ

ト
や
ダ

ク
ネ
ス
・
イ
ン
ゴ

ト
な
ど
に

直
し

け
て
そ
れ
ら
を
一
個

一
個

に
鍛

し
て
い
く

キ
リ
ト
と
ナ
ン
は
そ
れ
を
じ

と
見
て
い
た

 

に

直
し
た
イ
ン
ゴ

ト
を
武
器

や
は
り
色
は

黒

へ
と
変
え
て
こ
な
し
て
い

き
と
う
と
う
ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
ゴ

ト
を
鍛
え
る

ま
で
こ
ぎ
つ
け
た

こ
こ
ま
で
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で

を
回

て

に

方
に
差
し
掛
か

て
い
る

と

り
合
わ
せ
に
な

て
い
る

暗
い
工

に

色
が
差
し

ん
で
い
た

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

流

に

ん
だ
方
が

う
う
ん

今
が
一
番
気
合
入

て
る
か
ら

こ
の
ま
ま
や
ら
せ
て

じ

あ

お
願
い
し
ま
す

リ
ズ

 
初
め
て
キ
リ
ト
に
愛
称
で
呼
ば
れ
た

彼
は
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
よ
う
で
か
な
り

を

く
し
て

い
て

そ
し
て
小

み
に

え
て
い
た

 
恐
れ
て
い
る
の
だ

あ
た
し
の
事
を
愛
称
で
呼
ん
だ

そ
の
反
応
に

人
を
信
じ
き
れ
な
く

な

て
し
ま

て
け
れ
ど
も
手
探
り
で
ど
う
に
か
信
じ
よ
う
と

し
よ
う
と

て
い
る

の
だ

な
ん
と
い
じ
ら
し
い
子
な
の
か

本

で

こ
ん
な
子
が

ら
れ
る
の
よ

 
あ
た
し
は
反
応
を

て
い
る
キ
リ
ト
に
近
づ
い
て

ん
と

に
手
を

い
て

く
り

で
る

キ
リ
ト
は
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ

を
そ
ろ
そ
ろ
と
上

た

あ
た
し
と
目
が
ば

ち
り

合
い

に
強

る

 
あ
た
し
は
出
来
る
だ
け
自
然
な
よ
う
に

を

て

線
の
高
さ
を
合
わ
せ
て
か
ら
安
心
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さ
せ
る
た
め
に

み
を
浮
か
べ
た

や

と

愛
称
で
呼
ん
で
く
れ
た
わ
ね

え

友
達
に
な

た
ん
だ
か
ら

時
に
な

た
ら
呼
ん
で
く
れ
る
か
な

て
ち

と
期

し
て

た
の
よ

 
も
し
か
し
た
ら
ず

と
呼
ば
れ
な
い
の
か
な

て
思
い
も
し
て
た
ん
だ
か
ら

 
こ
れ
は
本

の
事
だ

強
制
す
る
つ
も
り
は
サ
ラ
サ
ラ
無
か

た
が
そ
れ
で
も
呼
ん
で
も
ら

え
な
い
の
は

し
い
も
の
が
あ
る

以
前
の
あ
た
し
な
ら
き

と
こ
の
依
頼
を
終
え
た
後
に
頼

ん
で
い
た
だ
ろ
う
け
ど
キ
リ
ト
の
過
去
を
意

的
で
な
い
に
せ
よ

間
見
た
あ
た
し
に
は
そ

れ
は
出
来
な
か

た

 
だ
か
ら
呼
ん
で
も
ら
え
な
い
か
も
と
思

て
い
た
の
だ
け
ど
キ
リ
ト
か
ら
呼
ん
で
く
れ
た
か

ら
内
心

く

し
か

た

 

け
入
れ
ら
れ
て

信
頼
さ
れ
た
と
思
え
た
の
だ

あ
た
し
は
キ
リ
ト
に
恐
れ
ら
れ
る
人
間

じ

な
い

て

そ
う
思
え
た

だ
か
ら

し
か

た

こ
れ
か
ら
は
遠
慮
せ
ず
に

愛
称
で
呼
び
な
さ
い

良
い

う

う
ん
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よ
し

 
な
ら

キ
リ
ト
の
剣

と
び

き
り
の
最
高

作
に
し
て

し
て
あ

る
わ

 
す
ぐ
目
の
前
で
立
ち
上
が

た
あ
た
し
の

葉
に
目
を
見
開
い
て

ま
る
キ
リ
ト
を

い
て

あ
た
し
は
金

ア
ン
ビ
ル
に

と

さ
れ
た
本
命
の
ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
ゴ

ト
を

ト
コ
で

ん
で

い
た

そ
し
て

手
で
ス
ミ
ス
ハ
ン
マ

を
持
ち
上

力
い

い

心
を

め
て
振
り
下
ろ
す

 
カ

ン

と

が
高

と
鳴
り

き
⻩
色
で
は
な
く
蒼
い
火
花
が

た

け
て
振
り
下

ろ
し

今

は
⻩
色

は

と
火
花
の
色
が
変
わ

て
い

た

 
そ
れ
は
ま
る
で

虹
の

き
の
よ
う
だ

た

と
色
が
変
わ

て
い
き

中
で
二
色

三
色
と
複
数
色
同
時
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り

終
い
に
は
七
色
ど
こ
ろ
で
は
な
い
光
が
イ
ン

ゴ

ト
か
ら
放
た
れ
て
い
た

今
ま
で
に
無
い
魔
法
の
よ
う
な
現

に
あ
た
し
は
感
無

な
が

ら
も

静
に

を
振
る
い

け
た

 
今
ま
で
見
た
こ
と
が
無
い
現

を
見
て

今
ま
で
の
あ
た
し
な
ら

た
り
と
動
き
を
止
め
る

か

め
る
想
い
が
グ
ラ
つ
い
た
り
し
て
い
た
だ
ろ
う

 
け
れ
ど

今
の
こ
の
魔
法
は
キ
リ
ト
に
対
す
る
想
い
の
光
だ
と
信
じ
て
い
た

む
し
ろ

し

か

た

キ
リ
ト
の
よ
う
な

な
子
に
特
別
と
も
い
え
る
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
剣
を
鍛
え
上
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て

せ
る
の
だ
か
ら

 
あ
た
し
は
正
直
キ
リ
ト
と
い
う
子
の
過
去
を

め
て
い
た

ら
れ
て
い
る
の
は
知

て

い
た
し
そ
れ
も
い
じ
め
な
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
が
と
ん
で
も
な
い
あ
れ
は
も
う

だ

差
別
ど
こ
ろ
で
は
な
い

家

か
ら
も
理
解
さ
れ
ず

の
人
間
は
全
て

の

境
に
身
を

い
て
誘

さ
れ
て
助
け
ら
れ
ず
に

に

れ
て
か
れ
て

を
さ
れ
た
か
は
知
ら
な
い
け

ど
こ
こ
に
い
る

 
キ
リ
ト
は
あ
た
し
が
知
る
限
り
で
は
重
い

か
を
背
負

て
い
る

そ
れ
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ブ
の
日
の
キ
リ
ト
を
見
れ
ば
一
目

然
だ
し
雪

の

で
の
あ
の
様
子
穴
に

下
し
て
い

る
時
の
自
己

的
な
対
応
か
ら

え
て
も
人
の
死
を
経
験
し
て
い
る
事
し
か

え
ら
れ
な
い

 

も
う

間
が
死
ぬ
の
は

だ

  

き
そ
う
な

で

り
出
す
よ
う
に
発
し
た

葉
に
彼
の
全
て
が
集
約
さ
れ
て
い
た

あ
ん

な

い
過
去
を
経
験
し
て
ど
う
し
て
自
分
の
命
よ
り
も
ま
ず
人
の
事
を

え
る
よ
う
な

な

子
に
成
⻑
し
た
か
分
か
ら
な
い
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い
や
む
し
ろ
あ
ん
な
経
験
を
し
た
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
し
れ
な
い

い
仕
打
ち
を

け

て
き
た
か
ら
こ
そ
他
の
人
が
そ
れ
を

け
る
の
に

え
ら
れ
な
い

だ
か
ら
自
分
を

に
し

て
で
も

止
し
よ
う
と
し
て
護
る

そ
れ
に
対
し
て
悪
意
が
返
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
て

し

け
る

 
な
ら

が
こ
の
子
を

え
る
と
い
う
の
だ

ん
の
一
握
り
し
か
い
な
い
味
方
は
彼
の
過

去
の

だ

理
解
し
て
く
れ
る
人
は
一
握
り
し
か
い
な
い
事
に

時
か
絶
望
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か

後
ろ
を
見
て

ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

握
る
剣
で
奪

て
き
た
命
に

え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

 
そ
し
て
い
つ
か

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
想
像
す
る
の
も
恐
ろ
し
い
結

に

な

て
し
ま
う
と
し
か
思
え
な
か

た

 
な
ら
あ
た
し
も
彼
を

え
よ
う

彼
を
理
解
し
背
中
を

そ
う

キ
リ
ト
と
い
う
少
年
が

振
る
う
剣
を
鍛
え

彼
を

え
よ
う

彼
が
背
負
う
重
み
を

少
し
で
も
背
負
お
う

 
そ
れ
が
今
ま
で
無
形
の

え
と
助
け
を
差
し

べ
て
く
れ
た
少
年
に
対
す
る
あ
た
し
な
り

の
想
い
だ

 
か

ん

と

が
煌

と
光

を
発
す
る

を

き
一

そ
の
光

が
強
ま

た

思
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わ
ず
あ
た
し
は

で
目
を

う

 

く
光
が

く
煌
き

け
そ
し
て
収
束
し
た

金

の
上
に
は
一
本
の
華

な

の
剣

が
生
ま
れ
て
い
た

 

か
ら

に
至
る
ま
で
が

ん
だ

色
で
刀
身
は

に
行
く
に
し
た
が

て

い

光
を

持

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

の
白
み
も

び
て
い
て
そ
し
て

か
に

の
直
前
で

ら
み
が
あ

た

は

へ
氷

の
よ
う
に

く

て
お
り
そ
し
て

色
な
が
ら
も
七

色
の
光
り
を

び
て
い
る
宝

が

め
ら
れ
て
い
た

 
あ
た
し
が
そ
れ
を
持
と
う
と

手
で

を
握
り

し
か
し
エ
リ

シ
デ

タ
と
同
じ
よ
う

に
持
ち
上
が
ら
な
か

た

見
た
目
の
華

さ
に
反
し
て
異
常
な
重
さ
だ
必
要
な

力
値
も

程
な
も
の
だ
ろ
う

つ
ま
り
そ
れ

ど
の
名
剣

魔
剣
エ
リ

シ
デ

タ
に
も

ら
な
い

わ
ば
聖
剣
だ

 
持
ち
上

る
の
は
仕
方
な
く

め
あ
た
し
は
剣
身
を

手
で

ち

と
タ

プ
し
て
ウ

ン

ド
ウ
を
出
し
た

銘
は

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

闇
を

う
者

て
い
う
意
味
ね

キ
リ
ト
に
お
似
合
い
じ

な
い
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で
エ
リ

シ
デ

タ
に
は
解
明
者

て
い
う
意
味
が
あ
る
で
し

 
解
明
者

て
い
う
の
は

つ
ま
り
理
解
者

暗
闇
を

う
ん
だ
か
ら

そ
れ
を
解
し
て
る
人
じ

な
い
と

応
し
く
な
い

じ

な
い

一
方
的
に

わ
れ
る
の
は
不

快
だ
し

そ
う

な
の
か
な

そ
の
剣

持

て
良
い

良
い
わ
よ

キ
リ
ト
の
剣
だ
し
ね

 
重
い
わ
よ
と
付
け
加
え
て
あ
た
し
は

ま
で
下
が

た

キ
リ
ト
は

手
で
ダ

ク
リ
パ
ル

サ

の

を
握
り
片
手
で
持
ち
上

て
し
ま

た

け
れ
ど
も
あ
た
し
の
最
高

作
の
と
き
と

は
違
い

少
し
力
を

め
て

く
り
持
ち
上

て
い
る

 
あ
た
し
が
下
が

て
い
る
事
を
確
認
し
た
後

工

の
空
間
目
掛
け
て
剣
を
振
る
い
始
め
た

剣
閃
が

か
に
虹
色
を

び
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は

あ
た
し
の
目
の
錯
覚
だ
ろ
う
か

 
キ
リ
ト
は

の
剣
を

い
呼
気
と
共
に
振
り

い
た

ド
ス
キ
ル
を
使

て
い
な
い
の

に
空
間
を
神
速
で
斬
り
裂
い
て
破
裂

を

か
せ
る

キ
リ
ト
は
振
り

い
た

勢
か
ら

て

あ
た
し
を

で
見
た

少
し
興

気
味
に
明
る
い

だ
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リ
ズ

こ
れ

い
よ

 
す

ご
く
手
に

む

そ
う

 

あ
た
し
の
心

も

て
る
か
な

も

て
る
よ

絶
対

 
だ

て

か
い
か
ら

 
あ
り
が
と
う
リ
ズ

そ

そ
う

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
興

気
味
に
華
や
い
だ

面
の

み
を
向
け
て
お
礼
を

わ
れ
あ
た
し
は
少
し

を

く
し

な
が
ら
そ
れ
を

け
取

た

 
キ
リ
ト
も
大

足
の
出
来
に
あ
た
し
も

足
し
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の

を

え
る
事
に
す

る

み
の

工
師
か
ら
一

で
入

し
て
い
る

の
一

を

み
リ
ズ
ベ

ト
武

の

カ

パ

色
の
ハ
ン
マ

が

し
さ
れ
た

黒
の

を
出
し

キ
リ
ト
に

す

 
キ
リ
ト
は
パ
チ
ン

と

高
く

に
収
め
て
か
ら
大
事
そ
う
に

え
て
い
た

ね

キ
リ
ト

ち

と

い
て
良
い
か
し
ら
二
本
も
同
じ
よ
う
な
剣
を
持
つ
こ

と
に
つ
い
て

ど
う
し
て
も
二
本
使
う
事
の
メ
リ

ト
と
デ
メ
リ

ト
が
釣
り
合
わ
な
い
気
が
す

る
の
よ

 
や

り
た
だ
二
刀
流
に
よ
る

常
技
に
メ
リ

ト
が
あ
る
か
ら
と

て
わ
ざ
わ
ざ
マ
ス

タ

ス
ミ
ス
を
探
す

ど
で
は
無
い
と
し
か
思
え
な
い

ボ
ス
に

常
技
だ
け
で
抗
し
き
れ
る
の
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な
ら
苦
労
し
な
い
だ
ろ
う
と
思

た
の
だ

ま

リ
ズ
だ
し
良
い
か
な

他

無

だ
か
ら
ね

 
ち

と
下
が

て
と
ま
た

わ
れ
再
び

ま
で
後
退
す
る

す
る
と
キ
リ
ト
は
背
中
に

交

す
る
よ
う
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
背
負
い

手
に
エ
リ

シ
デ

タ

手
に
ダ

ク

リ
パ
ル
サ

を
持

た

 
や

イ
レ
ギ

ラ

備
状

に
な
る
わ
よ
ね

と
思

て
見
て
い
る
と
ち
ら
り
と

こ
ち
ら
を
キ
リ
ト
は
見
て
す
ぐ
に
眼
前
の
空
間
へ
と

線
を

す

二
刀
が
蒼
白
い
光

を

び
キ
リ
ト
に
よ
る
超
神
速

撃
が
開
始
さ
れ
た

残
像
す
ら
見
切
る
の
が

し
い
く
ら
い

に

く

無
数
の
蒼
白
い
剣
閃
は
前
方
の
空
間
へ

き

ま
れ
て
い

た

せ
ら

 
最
後

キ
リ
ト

身
の

直
突
き
が
入
り

ズ

パ

ン

 
と
空
打
ち
に
も

わ
ら
ず
空
気
が
破
裂
し
た

そ
こ
で
二
刀
を

む
光
が
消
え
る

 
二
刀
を
収
め
た
キ
リ
ト
は
こ
ち
ら
を
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
ス
ト
レ

ジ
に
格

し
な
が
ら

見
て
き
たこ

う
い
う
わ
け
で
す
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な

る

ど
そ
う
い
う
わ
け

そ
り

他

無

な
の
も

け
る
わ
ね

そ
れ
は
そ

う
と

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

使
わ
な
い
ん
だ

ま
だ
時
じ

な
い
か
ら
ね
必
要
に
な

た
ら
出
す
よ

エ
リ

シ
デ

タ

ど

ん
で
る

わ
け
じ

な
い
か
ら

も
う
少
し

が

れ
な
い
と
力
を
引
き
出
せ
な
い
し

 
そ

か

と
あ
た
し
は

く
返
し
た

 

み

そ
れ
は
あ
た
し
の
中
で
武
器
を
鍛
え
る
時
で
も
か
な
り
重
要

し
て
い
る
要

の

一
つ
だ

正
確
に
は
想
い
と
も

え
る

 
あ
た
し
は
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に
キ
リ
ト
に
対
す
る
あ
り

た
け
の
想
い
を

め
た

そ
れ

が
シ
ス
テ
ム
的
な
精

過
程
に

か
作

す
る
と
い
う
の
は
オ
カ
ル
ト
的
な
話
だ
け
ど
で
も
あ

た
し
は
そ
の
説
を
信

し
て
い
る

あ
た
し
が
武
器
に
そ
し
て
そ
れ
を
振
る
う
人
に
対
す
る
想

い
を

め
る

ど
武
器
は
強
く
な
る
と

事
実
キ
リ
ト
に
鍛
え
た
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は
正

真
正
銘
あ
た
し
の
最
高

作
の
品
だ

 
キ
リ
ト
が

し
振
り
を
し
た
火

を

て
い
る
か
の
よ
う
な
剣
は
ス
ピ

ド
系
の

を

使

て
い
る
か
ら
一

に
も

え
な
い
が
少
な
く
と
も
手
に
入
る

層
は
六
十
二
層
だ

ク
リ

ス
タ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
ゴ

ト
の
レ
ア
リ
テ

を

え
る
と
中

は

し
い

だ
が
十

層
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ご
と
に
ア
イ
テ
ム
の
レ
ア
リ
テ

と
性
能
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
特
徴
が
有
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ

か
ら
レ
ア
リ
テ

き
に

え
る
と
あ
の
剣
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
イ
ン
ゴ

ト
に
差
は
あ

ま
り
無
い
と

え
ら
れ
る

 
と
な
る
と
や
は
り
こ
こ
で
あ
た
し
が

め
る
想
い
が
差
を
作
る
の
で
は
な
い
か
と
想
う

現

に
あ
の
剣
は
特
定
の

か
で
は
な
く

り
物
と
し
て
鍛
え
た
も
の
だ

対
し
て
ダ

ク
リ
パ
ル

サ

は
キ
リ
ト
と
い
う
愛
ら
し
い
子
限
定
に
鍛
え
上

た

 
や
は
り
想
い
が

て
い
る

ど
差
を
作
る
も
の
は
無
い
と
思
う

そ
れ
は
恐
ら
く
他
の

事
に
も

え
る
だ
ろ
う
な
と
も

 
あ
た
し
の
想
い
が
キ
リ
ト
の

え
に
な

た
ら
良
い
な
と
思
い
つ
つ

さ
て

 
と
声
を
上

て
気
持
ち
を
切
り

え
た

金

の
交

と
い
き
ま
し

う
か

と
て
も
良
い
剣
を
鍛
え
て
も
ら
え
た
し
多
少
高
く
て
も
良
い
よ

 

な
ら
こ

れ
で

金
も
チ

ラ
に
す
る

 

あ
ら

ち

と

て
キ
リ
ト

あ
ん
た

で

金
の
こ
と
知

て
ん
の
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い
や

だ

て
ア
ス
ナ
に
頼
ま
れ
て
お
金

意
し
た
の

て

だ
し

三
百
万
コ
ル
を

 
一
人
で

だ

て

攻
略
組
き

て
の
最
強

ロ
プ
レ
イ

だ
よ

 
リ

ス
独
り

め
し
て

る
か
ら

 
な
る

ど

と

得
し
た

ア
ス
ナ
が

て
い
た
事
は
そ
う
い
う
こ
と
か

 
確
か
に
最
前
線
の
レ
ア
ド
ロ

プ
も

め
て
独
り

め
の

ロ
を
し
て
い
る
キ
リ
ト
な
ら

で
無
く
と
も
節
制
す
れ
ば

に

ま
る
だ
ろ
う
金

だ

つ
ま
り

キ
リ
ト
の
お
陰
で
こ
こ
に
リ
ズ
ベ

ト
武

を
開
業
で
き
た

て
わ
け
ね

そ
う
な
る

の
か
な

 
実

は
ア
ス
ナ
を

し
て
だ
か
ら

ア
ス
ナ
が
い
な
い
と
同

じ
だ

た
よ
う
な

ま

方
い
な
か

た
ら
出
来
な
か

た

て
わ
け
ね

と
り
あ
え
ず

そ
う

ね

う
ん

や

ど

ち
も
タ
ダ
で
良
い
わ

 
そ
れ
を

う
と

キ
リ
ト
は

か
ん
と
し
た

ナ
ン
の
き

る
ん

 
と
い
う
声
が
可
愛
い

 
タ
ダ
で
良
い
と
は

た
が
そ
れ
も
一
応
理
由
が
あ
る

と
は
い
え
あ
た
し
の
勝
手
な
の

だ
け
れ
ど
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あ
た
し
ね
今
回
の
事
で
わ
か

た
ん
だ

め
る
想
い
が
武
器
を

そ
し
て
人
を
強

く
す
る

て

 
キ
リ
ト
は
真
剣
な
話
だ
と
わ
か

て
く
れ
た
よ
う
で
ナ
ン
共

真
剣
に

く
体
勢
を
取

て

く
れ
た

今
ま
で
ね
あ
た
し
は

然
と
剣
を
鍛
え
る
事
が
多
か

た
の

え
ば
キ
リ
ト
に
一

し
振
り
を
し
て
も
ら

た
あ
の
剣

あ
れ
も

然
と
し
た
想
い
で
鍛
え
た
剣
な
の
よ

性
能
と
し
て
も
一
応
最
前
線
で

す
る
く
ら
い
に
は
強
い
わ

で
も
人
を
護
る
に
は
ま
だ

足
り
な
い

そ
し
て

あ
た
し
が

め
る
想
い
も

ま
だ
足
り
な
い
の

 
だ
け
ど

と

け
て
キ
リ
ト
を
見
た

キ
リ
ト
の
た
め
に
剣
を
鍛
え
て
い
る
間
に

確
信
し
た
の

や

り
想
い
が
強
く
す
る
ん

だ

て

こ
の
デ

タ
の
仮
想
世
界
で
も
心
だ
け
は
本
物
で
そ
し
て
デ

タ
だ
と
し
て
も

る

ん
だ

て

だ
か
ら
あ
た
し
は
ね
こ
れ
か
ら
そ
の
想
い
を

め
て
武
器
を
鍛
え
て
そ
し
て
そ

れ
で
キ
リ
ト
か
ら

り
た
お
金
を
返
し
て
い
き
た
い
の

り
た
お
金
の
お
陰
で
今
が
あ

て

そ
し
て
キ
リ
ト
か
ら
大
切
な
事
を
学
ん
だ
か
ら

今

は
あ
た
し
が
そ
れ
を
し
て

を

て

キ
リ
ト
に
返
し
て
い
き
た
い

だ
か
ら

キ
リ
ト
に
鍛
え
た
分
の
代
金
は
タ
ダ
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そ
こ
ま
で

わ
れ
た
ら
引
き
下
が
る
し
か
無
い
ね

 
苦

し
た
キ
リ
ト
は

け
れ
ど

得
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

た

 
あ
り
が
と
う
と

う
と
キ
リ
ト
は
お
も
む
ろ
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の

を

手
で
持

て

手
で

き
払
う

 
そ
れ
を
騎
士
の
礼
み
た
い
に
眼
前
に
掲

て

眼
を

じ
た

リ
ズ
と
リ
ズ
が
想
い
を

め
て
く
れ
た
剣
に
誓
う
よ

絶
対
に
こ
の
世
界
を
生
き

い
て

そ
し
て
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
る

を

こ
の
世
界
か
ら
助
け
出
す

 
だ
か
ら
と
キ
リ
ト
は
目
を
開
け
た

剣
を

手
で

く
様
に
持

て
い
る

に
収
め
て

を

て
こ
ち
ら
を
見
上

て
き
た

に
は
あ
の
絶
望
の
闇
で
は
な
く
煌
き
を
持

た
光

が

い
て
い
た

希
望
の
光
だ

 

い

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

い
少
年
は

を
開
い
た

は

方
も
無
い
絶
望
を
持

た
事
が
あ
る

今
も
実
は
ち

と
あ
る
ん
だ

で

も
今
の

に
は

の

に
は
無
か

た

が

の

か
い
心
が
あ
る

が
い
て
く
れ
る

限
り

は
決
し
て
絶
望
し
な
い
し

め
も
し
な
い

リ
ズ
も

と
一
緒
に
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を

こ
れ
か
ら
も

え
て
く
れ
る

 
光
を
揺
ら
し
な
が
ら
も
気

に

し
て
き
た
少
年
に
な
ん
て
強
い
子
だ
と
思

た

も
思

て
き
た
け
ど

ど
ん
ど
ん
強
く
な

て
き
て
い
る

 
目
の
前
の
黒

の
少
年
の
問
い
は

に

え
は
出
た
よ
う
な
も
の
だ

た

あ
た
し
は

で
そ
れ
に

え
る

も
ち
ろ
ん
よ

こ
れ
か
ら
も
来
な
さ
い

あ
た
し
は
絶
対
に
あ
ん
た
を

ま
な
い

あ
ん

た
の

に
鍛
え
た
剣
と
共
に
キ
リ
ト
を

え
る
わ

こ
の
世
界
だ
け
じ

な
い
向
こ
う
の
世

界
に

て
も
あ
ん
た
の
心
に
残

て

え

け
る
わ

心

て
い
う
の
は
繋

届
か
せ

る
も
の
な
ん
だ
か
ら

あ
り

が
と
う

リ
ズ

 
く
し

と
揺
れ
る
光
に

が
浮
か
び

き

い
に
な

て
キ
リ
ト
は

れ
た

あ
た
し

は
無
性
に
衝
動
に

ら
れ

目
の
前
の
重
み
を
背
負

て
生
き

け
る

い
子

を

き
と
め

や
か
な
黒
髪
ご
と

を

く
り
と

で
た

黒
の
子
は

小
さ
な

を

ら
し

け
た

 
外
か
ら
は

色
の

陽
が

く
差
し

ん
で
き
て
い
た

心
を

し
暗
い
闇
夜
を

ら
す

光
の
よ
う
に

き
ら
き
ら
と
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
闇
は
キ
リ
ト
の
過
去
光
は
リ
ズ
ベ

ト
の
想
い
だ

た

で
す

今
ま
で

の
キ

ラ
の
中
で
直
葉

サ
チ
と

り
合
え
る
く
ら
い
お
姉
さ
ん
し
て
ま
し
た

 

原
作
で
も
面
倒
見
が
良
い
キ

ラ
だ

た
の
で

必
然
的
に
こ
う
な
り
ま
し
た

 
そ
し
て
最
初
ら

で
出
て
来
た
リ
ズ
が
見
た
キ
リ
ト
の
一

時
代
の
過
去

故
夢
で
他
人

で
あ
る
彼
女
が
見
れ
た
の
か
は

後

明
か
す
つ
も
り
で
す

 
で
は

回
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
章
 

第
七
十
四
層
攻
略

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る

り
今
話
は
第
七
十
四
層
で
の
お
話
で
す

攻
略
と
書
い
て
い

ま
す
が
そ
れ
は
最
後
ら

だ
け
で
す
ね

 

本
的
に
今
回
は
平
穏
で
す
が

シ
リ
ア
ス
も
あ
り
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

初
の
オ

ル
ラ
ン

点
と
な
り
ま
す

  
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら

一
年

が
経

た

キ
リ
ト
君

に
破

の
勢
い
で
攻
略
が
進

み
現
最
前
線
は
七
十
四
層
と
な

て
い
る

思
え
ば
時
が
過
ぎ
る
の
は
速
い
も
の
だ
な
と
感

深
い
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デ
ス
ゲ

ム
開
始

が
あ

た
あ
の
日
私
は

子
の
妹
に
あ
た
る
ユ
ウ
キ
と
共
に
天
高

く
私
達
を
見
下
ろ
し
て
い
た

場

る

ロ

ブ
を

然
と
見
上

そ
し
て
そ
れ
が
去

た
と
同
時
に
恐
慌
に
達
し
た

ユ
ウ
キ
は
す
ぐ
に
我
に
返

て
私
を

に

れ

み
こ
れ
か

ら
の
事
に
つ
い
て
話
し
始
め
た

 

い
と

て
良
い
の
か
私
達
が
出
発
し
よ
う
と
し
た

日
の

に
ベ

タ
テ
ス
タ

か

ら
情
報
を
得
て
広
め
よ
う
と
し
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に
出
会
い
彼
と

く
行
動
を
共
に
し
て

レ
ク
チ

を

け
た

そ
し
て
そ
れ
か
ら
二
人
組
で
行
動
を
開
始
し
た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
君
に
出
会

た

彼
と
会

た
の
は
ボ
ス
攻
略
対
策
会
議
の
時
で
話
し
て

は
い
な
い
し

も
見
て
い
な
か

た
け
ど

妹
や
私
以
上
の
小

な
体

に
女
の
子
か
な
と
も

思

て
い
た
り
も
し
た

 
そ
れ
が
な
ん
と
九

の
男
の
子
で
し
か
も
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に
ベ

タ
と
正
式

の
情
報
を

与
え

ロ
で
先
へ
進
ん
だ
子
だ
と
は
思
わ
な
か

た

ベ

タ
で
も
最
強
の
剣
士
だ
と
い
う
の

も 
私
と
ユ
ウ
キ
は
十
三

だ

た
か
ら

彼
よ
り
も
四
つ
上
と
い
う
事
に
な
る

 
け
れ
ど

そ
の

い
彼
の
戦
い
た
る
や

正
に
⻤
神
の
如
し
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圧
倒
的
に
年
下
に
も

ら
ず
大
人
と

色
な
い
覇
気
を
持
ち
最
終
的
に
は
ボ
ス
と
の
一
騎
打

ち

い
の
戦
い
を

り
広

氷
の
上
を

て
勝
負
を
制
し
た

彼
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

い
る
プ
レ
イ

に

希
望
を

す
剣
士
だ

た

 
そ
の
彼
が
ベ

タ
テ
ス
タ

と
い
う
事
を

し
て
い
た
と
そ
し
て

一

だ

た
と
知

ら
れ
た
と
き
の

の
反
応
は

す
ぎ
た

彼
が
決
死
の
覚
悟
で
情
報
を
集
め
て

し
ボ

ス
の
取
り

き
も

ど

手
し
て
く
れ
た
お
陰
で
私
達
は
勝

を

ん
だ
も
同
然
な
の
に
恩
を

で
返
す
よ
う
な
事
を
す
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
か

た

 
そ
し
て

九

の
子

が
ベ

タ
テ
ス
タ

と
ビ
ギ
ナ

の
確

を
抑
え
る
た
め
に

一

に
ま
つ
わ
る
悪

・
悪
感
情
を

し
て
全
て
の
憎
悪
を
引
き
つ
け
ス
ト
レ
ス
の

け

と
な
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
か

た

そ
れ
を
許
す
悪

を
投

る
者
達
に
殺
意
に
も
似
た
感

情

い
や
殺
意
そ
の
も
の
す
ら
浮
か
ん
だ

彼
ら
は

い
彼
が
全
て
を
背
負
う
事
に

ら
罪
悪
感
を
覚
え
て
い
な
か

た
の
だ

そ
れ
が
ど
れ

ど
大
人
で
も

い
事
か
を

え
ず
ま

だ
親
が
恋
し
い
年
の
子
に
全
て
を
背
負
わ
せ

平
然
と
悪

を
投

た

 
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
キ
リ
ト
君
は

ロ
を

い
た

た
だ
の
一

も
パ

テ

を
組
ま

ず
タ

グ
や

良
パ

テ

す
ら
も
組
も
う
と
せ
ず
に

ロ
で
戦
い

け
た

攻
略
組
に
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を
出
し
て
悪

を
投

ら
れ
て
も

平
然
と

発
で
神
経
を
逆

で
し
た
り
し
て
い
た

全
て

は

の
人
間
へ
悪
意
が
向
か
な
い
よ
う
に
す
る

に

 
サ
チ
さ
ん
が
私
と
ユ
ウ
キ
二
人
だ
け
の
ギ
ル
ド
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
入

し
て
か

ら

く
彼
は

ん
だ
様
に

色
を
悪
く
し
て
い

た

そ
れ
は
と
も
す
れ
ば

か
の

子
に

自
殺
に

る
の
で
は
な
い
か

そ
ん
な

縁

で
も
な
い
事
を

え
て
し
ま
う

ど
に

 
実

に
そ
れ
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の

生
ア
イ
テ
ム
の
話
が
出
た
時
点
で
現
実
と
な
り
か

か

た

彼
は
サ
チ
さ
ん
が

入

て
い
た
高

生
の

で
作

て
い
た
ギ
ル
ド
月

夜
の
黒
猫

の
全
滅
に
間

的
な

わ
り
を
持

て
い
て
そ
れ
を
ず

と
悔
や
ん
で
い
た
の

だ

自
分
さ
え
し

か
り
し
て
い
れ
ば

い

そ

わ
ら
な
け
れ
ば

と

 
サ
チ
さ
ん
の
話
を

く
限
り
彼
ら
が
全
滅
し
た
の
は
む
し
ろ
自
業
自
得
と
し
か

え
な
か

た

キ
リ
ト
君
の

を
あ
ま
り
重

せ
ず
二
十
七
層
の
情
報
収
集
も

て
進
ん
だ

キ
リ

ト
君
が

け
つ
け
な
か

た
ら
サ
チ
さ
ん
ま
で
死
ん
で
い
た
だ
ろ
う
し

ケ
イ
タ
と
い
う
リ

ダ

に
至

て
は
全
て
キ
リ
ト
君
の
せ
い
に
し
て
自
殺
し
た
の
だ

キ
リ
ト
君
は
や
る
事
は
キ
チ

ン
と
や

て

も
ち

ん
と
し
て
い
た

わ
な
か

た
彼
ら
が
悪
い
の
だ

 
サ
チ
さ
ん
に
は
悪
い
が
私
や
ユ
ウ
キ

論
他
に
も
事
情
を

い
た
ア
ス
ナ
さ
ん
や
ク
ラ
イ
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ン
さ
ん
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
達
も
同
じ
結
論
を
出
し
た

サ
チ
さ
ん
は
少
し
悲
し

だ

た
け

ど

攻
略
組
と
し
て
の
思

が
備
わ

て
き
て
い
た
の
か

定
し
た

 
そ
し
て
イ
ブ
の
日

目
的
の

生
ア
イ
テ
ム
が
過
去
の
人
を

ケ
イ
タ
さ
ん
達
を
生
き

返
ら
せ
ら
れ
る
品
で
は
な
い
と
知

た
あ
の
子
は
絶
望
し
た

あ
の
時
サ
チ
さ
ん
に

生
ア

イ
テ
ム
を

す
時
の
彼
の

と

は
今
で
も
私
達
の
間
で

裏
に
こ
び
り
つ
い
て
離
れ
な
い
事

の
一
つ
だ

人
間
と
は
こ
ん
な

を
し
て
し
ま
う
の
か
と
思
わ
せ
る

ど

も
無
い
虚
無
の
表

情
だ

た

絶
望
す
ら
生

い

最

虚
無
だ

た

 
三

五

に

た
私
達
は
突
如
転

が
フ

ン
フ

レ
と
光
に

ま
れ
た
と
知
る
や

や

い
で
五
十
層
へ
転

し
よ
う
と
し
た

そ
れ
を
サ
チ
さ
ん
が

願
し
て

し

め
私

が
キ
リ
ト
を
抑
え
る
と

て
転

し
て
い

た

私
達
は

そ
れ
を
見
送
る
に

め
た

 

日
キ
リ
ト
君
は
私
達
を
集
め
そ
し
て

き
物
が

ち
た
か
の
よ
う
な
穏
や
か
な
表
情
で

今
ま
で
心
配
と
迷
惑
を
掛
け
て
き
た
こ
と
に

下

で

罪
し
た

最
初
は
あ
わ
や
心
残
り
が

無
い
よ
う
に
か
と
焦

た
け
れ
ど
彼
は
ど
こ
か
吹

切
れ
た
様
子
で
違
う
と

定
し
た

サ

チ
さ
ん
が

彼
の
事
を
怨
ん
で
お
ら
ず

自
分
を
赦
し
て
も
良
い
と
伝
え
て
く
れ
た
か
ら
だ
と

き

い
の

で

て
い
た
の
は

明
に
残

て
い
る
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は
黒
猫

の

を
死
な
せ
て
し
ま

た
事
を
決
し
て
忘
れ
な
い

一
生
こ
の
罪
と
向
き

合

て
生
き
て
い
く

  
キ
リ
ト
君
は

そ
の
覚
悟
を

し
た

た

た
十

に
な

た
ば
か
り
に
子
が
す
る
に
は

と
て
も
重
過
ぎ
る
覚
悟
だ
と
思

た

 
け
れ
ど
彼
は

に
そ
れ
を

く
決
意
し
て
し
ま

て
い
た
か
ら

私
達
は
特
に

も

わ
な

か

た

 
キ
リ
ト
君
は

し
か

た

た
だ
た
だ
尊
い

き
を
持

て
存
在
し
て
い
た

ア
イ
ン
ク

ラ

ド
の
プ
レ
イ

の
悪
意
を
一
身
に
集
め
て
な
お

れ
ず
に
前
へ
と
進
み

の
希
望
の

架
け

と
な

て
い
た

そ
ん
な
事
子

一
人
に
背
負
わ
せ
て
良
い
も
の
で
は
な
い
の
に
キ

リ
ト
君
以
外
に
は

も
出
来
な
い
か
ら
と
許
し
て
し
ま

て
い
た

 
だ
か
ら
私
達
は
彼
を

え
よ
う
と
決
意
し
た

が
ど
う
彼
を

絶
し

定
し
よ
う
と
も

そ
の
彼
を
私
達
は

え
る
の
だ
と

高
ら
か
に

で
き
な
い
け
れ
ど

密
や
か
に
決
意
し
た

 
怒

の
勢
い
で
攻
略
を

ロ
で
進
め
る
彼
の
後
を
私
達
が
地
な
ら
し
し
て

を

れ
る
よ
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う
に
し
て
い
く

彼
が
立
ち
止
ま
れ
ば

背
中
を

せ
る
よ
う
に

  
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
一
年
六

月

生
存
者
七
千
人

 
そ
れ
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
現
状
だ

   
七
十
四
層
迷

暗
く

が
闇
に

ま
れ
た
回
廊
は
し
か
し
白
の

に
よ

て

明
に
道

を

す
矛
盾
を
持

て
い
た

現
実
世
界
に
は
有
り
得
な
い
こ
と
も
こ
こ
仮
想
世
界
な
ら

に
や

て
し
ま
う

 
そ
れ
を
平
然
と

と

え
る
よ
う
に
な

た
の
は
果
た
し
て
私
達
の
感
覚
が
麻

し

た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い

 
け
れ
ど
こ
れ
だ
け
は
絶
対
に

え
る

戦
い
に

い
て
命
を

に
す
る
こ
と
は
決
し
て

し
て
は
な
ら
な
い
と

は
 
す

ん

と
私
の

剣
エ
ル
ト

リ

ネ
ン
の

が
三

撃
の
突
き
を

き
レ
ベ
ル
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エ
ル
ダ

・
リ
ザ

ド
マ
ン

の
緑
の

に
突
き
立

た

ト
カ
ゲ
の
命
を
示
す

バ

が
ぐ
ぐ

と

り
を
見
せ
る

グ
ル

 
お
返
し
と
ば
か
り
に

刀
が
振
ら
れ
る
も
そ
れ
は
横
合
い
か
ら

び
出
た

身
の
黒
い
片
手

剣
ル
ナ
テ

ク
を
振
る
う
ユ
ウ
キ
に
よ

て

道
を

ら
さ
れ
私
の
す
ぐ
横
を
過
ぎ
て
空
振

る
に
終
わ
る

て
り

あ
あ
あ
あ
あ

 

い
一
呼

を

い
た
後
ス
ピ

ド
先
行
タ
イ
プ
の

の
私
以
上
の
突
き
が
十
一
回
放
た
れ

た

上
か
ら

下
に
五
発

上
か
ら

下
五
発
そ
し
て
交
差
を

く
一
点
に
強

な

め

を

た
一
発
が
入
る

 

ド
ス
キ
ル

で
は

論
な
い

圧
倒
的
ス
テ

タ
ス
と

値
に
よ

て

ド

ス
キ
ル
と

色
が
無
く
な

て
い
る
彼
女
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
た
だ
の

常
技
の

撃
だ

 
し
か
し
こ
の
世
界
の
ダ
メ

ジ

出
に
は
武
器
攻
撃
力

力
値

ダ
メ

ジ

力

攻
撃
ヒ

ト
部

攻
撃
ス
ピ

ド

と

と

な

出
方
式
が
取
ら
れ
て
い
る
ら
し
い

つ
ま
り

ド
ス
キ
ル
の

力
が
高
い
の
は
一
時
的
に
攻
撃
ス
ピ

ド
が
強
化
さ
れ
て
い
る
か
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ら
で
あ

て
ス
ピ

ド
さ
え

色
無
く
な
れ
ば

ド
ス
キ
ル
と
同
様
の
運

が
可
能
な
の
だ

 

と
キ
リ
ト
君
が

て
い
た
の
を
思
い
出
し
な
が
ら
ユ
ウ
キ

身
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
技

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

が
決
ま
る
の
を

静
に
見
て
い
た

 
し
か
し
ど
れ
だ
け

力
が
高
か
ろ
う
と
や
は
り

常
技
ノ

ク
バ

ク
は

本
的
に
発
生
し

な
い
の
は
今
回
も

に

れ
ず
で
ユ
ウ
キ
は
そ
の

い

体
を
ト
カ
ゲ
の
剣
に
よ

て
斬
り
裂

か
れ
る

前
で
流

の
反
応
速

で
そ
の
剣
を
パ
リ

し

道
を
再
び

ら
し
た

こ
の
超
反
応
に
は

を

く
思
い
だ

ラ
ス
ト

行
く
よ

 
そ
の
声
に
私
と
ユ
ウ
キ
も
同
時
に
下
が
り
ト
カ
ゲ
の
背
後
に
回

て
機
を

て
い
た
蒼
の

槍
使
い

サ
チ
さ
ん
が
攻
撃
し

い
よ
う
に
す
る

け

 
サ
チ
さ
ん
に
し
て
は

し
い

戦
闘
中
は

と

に
し
て
い
る
が

裂

の
気
合
を
発

し
な
が
ら
蒼
い
槍
ム

ン
ラ
イ
ト
・
ク
リ
ス
タ
ル
を

手
持
ち
で

え
て
ト
カ
ゲ
に
突
進
を
仕

掛
け
た

目
指
す
は
が
ら
空
き
の
背
中

 
ド
ガ
シ

と
中

に
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な

が
鳴
り

く
と
同
時
こ
れ
ま
た
バ
イ
オ
レ
ン
ス
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な
感
じ
で
ト
カ
ゲ
に
穴
を
開
け
つ
つ
サ
チ
さ
ん
が
こ
ち
ら
へ
突
き

け
た

重
な
る
追
撃
に

ト
カ
ゲ
は
蒼
い
結

片
へ
と

し
た

 
リ
ザ
ル
ト
パ
ネ
ル
が
私
達
の
前
に
出
現
し
三
人
で
い
え

い
と
ハ
イ
タ

チ
を
す
る

こ
れ

は
ユ
ウ
キ
が
新
た
に
入

て
き
て
間
も
な
か

た

の

い
サ
チ
さ
ん

に
親

を
深
め
る
の

を
目
的
に

し
た
事
だ

前
の
ギ
ル
ド
で
は

に
し
て
い
た
ら
し
い
し
私
達
も
良
い
か
な

と
思

て

し

今
も
し
て
い
る

サ
チ
も

く
上
手
く
な

た
よ
ね

チ

ジ
グ
ラ
イ
ド

 
ユ
ウ
キ
が
サ
チ
さ
ん
の
先

ど
の
突
進
攻
撃
を

め
た

チ

ジ
グ
ラ
イ
ド
と
い
う
の
は

キ
リ
ト
君
が
サ
チ
さ
ん

に
新
た
に
名
付
け
た
技
で

本
来
は
キ
リ
ト
君
の
持
ち
技
の
一
つ
だ

の
名
前
は
パ
ン
カ

グ
ラ
イ
ド
と

う
ら
し
い

槍
の
重
み
を

し
た
加
速
を
つ
け
て
一

で
突
進
攻
撃
を
放
つ
も
の
だ
と

い
て
い
る

 
サ
チ
さ
ん
は
そ
れ
が
出
来
な
い
が
し
か
し
十
分
に
助

さ
え
あ
れ
ば
か
な
り
の

力
を

き

出
す
こ
と
か
ら
チ

ジ
と
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
か

ま
た
チ

ジ
に
は
突
進
の

意
味
も
あ
る
ら
し
く
キ
リ
ト
君
の
そ
れ
が

な
ら
サ
チ
さ
ん
の
そ
れ
は
突
進

い
か
ら
ら

し
い
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な
る

ど
と
思

た
の
も
記

に
新
し
い

せ
彼
女
こ
の
技
を

得
し
て
か
ら
ま
だ
四

日
目
な
の
だ

本

に
サ
チ
さ
ん
は
成
⻑
が

い
と
思
う

う
ん

二
人
が
サ
ポ

ト
し
て
く
れ
る
か
ら
ね

私
一
人
じ

無
理
だ
よ

あ
の
ね
サ
チ
一
人
で
出
来
ち

う
の
は
キ
リ
ト
だ
け
だ
か
ら

む
し
ろ
コ
レ
が

だ
か
ら

そ
う
で
す
ね

キ
リ
ト
君
を
引
き
合
い
に
し
ち

ダ
メ
で
す
よ

あ
と
ユ
ウ
キ
そ
れ

い
た

ら
彼

目
に
な
る
わ
よ

キ
リ
ト
の
場
合

む
し
ろ
誇
ら
し

に
し
そ
う
だ
け
ど
ね

 

わ
れ
て

え
て
確
か
に
誇
ら
し

に
し
そ
う
な
光

が

に
浮
か
ん
だ

そ
れ
で
も

目
上
目

い
で

ん
で
く
る
光

も
浮
か
ぶ

ど

ち
も
あ
り
そ
う
な
話
な
た
め
結
論
は
出
な

か

た

 
良
い
時
間
だ
し
帰
ろ
う
と
話
し
私
達
は
帰
り
道
を
マ

プ
で
見
つ
つ
歩
い
た

中
一
体

も
モ
ン
ス
タ

に
遭
遇
し
な
か

た

 

ち

ち

と
仮
想
の

が
鳴
き
声
を
上

る
緑
の
森
の
ど
こ
か
で

ぎ

 
と

い
う
小
動
物
の
鳴
き
声
が
し
た

思
わ
ず

剣
に
手
を
掛
け
て
三
人
で
臨
戦

勢
に
入

て
い
る

と

み
で
が
さ

と

か
が
立

た
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そ
の

か
は
黒
い
剣
を
背
中
に

て
黒
い
髪
を

ど
ま
で

ば
し
た
黒

く
め
の
子

だ

た

に
は
和

に

ま
れ
た
蒼
い
小
⻯
が
止
ま

て
い
る

こ
ん
な
危
険
な
最
前
線
に

蒼
い
小
⻯
を

え
た
黒

く
め
の
子

な
ど
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
広
し
と

え
ど
一
人
し
か
い
な

い 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
最
年
少
で
あ
り
最
強
の

ロ
プ
レ
イ

黒
の
剣
士
キ
リ
ト
君
だ

え
て
い
る
蒼
い
小
⻯
は
ナ
ン
ち

ん

と
て
も

く

主
人
想
い
な
可
愛
い
子
で
あ
る

 
キ
リ
ト
君
は
メ
イ
ン
メ
ニ

を

て

か
を
し
て
い
る
と

や
お
ら
よ
し

と
ガ

ツ

ポ

ズ
を
取

た

か
良
い
こ
と
で
も
あ

た
の
だ
ろ
う
か

キ
リ
ト

か
良
い
こ
と
で
も
あ

た
の

ン

 
あ

ユ
ウ
キ

ラ
ン

サ
チ

時
か
ら
そ
こ
に

つ
い
今
し
が
た
で
す

そ
れ
で

キ
リ
ト
君
は

を

 

を

る
と

に
キ
リ
ト
君
は
誇
ら
し

で

し

な

を
し
た

い
て
お

け

 
ラ
グ

・
ラ
ビ

ト
の
肉
を
手
に
入
れ
た
ん
だ

き

る

ラ
グ

・
ラ
ビ

ト
の
肉

て

あ
の

食

の
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う
ん

 
今
さ

き
ピ

ク
で
倒
し
た
ん
だ

 
と
い
う
わ
け
で

今
日
は

の
フ
レ
ン
ド

で
呼
べ
る
人
を
呼
ん
で
宴
会
だ

 
キ
リ
ト
君
が

時
に
無
く
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
で

し
そ
れ
に
ユ
ウ
キ
は
お

 
と

て
い
る

 
私
と
サ
チ
さ
ん
は
そ
の
キ
リ
ト
君
の
様
子
を
見
て

を
見
合
わ
せ
そ
し
て

ん
だ

つ

い
数

月
前
の
彼
は

時
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
程
に
精
神
的
に
追
い

め
ら
れ
て
い
た
と

い
う
の
に

今
は
そ
の
影
も
無
い

年

応
の
無
邪
気
さ
も
出
て
き
て
い
る

 
キ
リ
ト
君
は
フ
レ
ン
ド
メ

ル
で

人
か
に
メ

ル
を
送

た

一

送
信
だ
か
ら
私
達
に
も

メ

ル
が
来
て

ど
ん
な
文
面
か
気
に
な

て
開
い
て
み
た

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
 
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

 
今
し
が
た

食

を
手
に
入
れ
た
の
で

今
日
は

の
フ
レ
ン
ド
の
人
を
集
め
て
宴
会
を

開
き
た
い
と
思
い
ま
す

ち
な
み
に
食

は
ラ
グ

・
ラ
ビ

ト
の
肉
で
す

メ
ニ

は
シ

チ

と
あ
り
合
わ
せ

そ
し
て
ド
リ
ン
ク
は

フ

ン
タ
ズ
ゴ
マ
リ
ア

で
す

 
参
加
不
参
加
は

後
五
時
ま
で
に
メ

ル
を
送

て
く
だ
さ
い

メ

ル
が
無
け
れ
ば
不
参
加

と

え
ま
す

ま
た

き
な
食

を
持

て
き
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん

た
だ
し
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大
人

お

は
遠
慮
し
て
く
だ
さ
い

 

私
思
う
ん
で
す
け
ど

こ
れ

て
十

の
子
が
打
つ
文
面
じ

な
い
で
し

う

 
そ
う
思
い
つ
つ

み
終
え
て
メ

ル
を

じ
四
人
で
キ
リ
ト
君
の
ホ

ム
へ
と
向
か
う

な

ん
と
キ
リ
ト
君
今
ま
で
は
五
十
層
ア
ル
ゲ

ド
を
ね
ぐ
ら
に
し
て
い
た
の
に
こ
こ
最
近
で
大

金
を
払

て
二
十
二
層
の

に
ホ

ム
を

た
ら
し
い

 
最
近
は
数

月
前
に

べ
キ
リ
ト
君
を
殺
そ
う
と
い
う
集

は
鳴
り
を
潜
め
て
い
る

と
い

う
の
も
キ
リ
ト
君
に
ち

か
い
出
す
と
殺
さ
れ
る
と
い
う

が
流
れ
た
の
だ

恐
ら
く

う

の

分
以
上
を
全
損
さ
せ
た
か
ら

そ
ん
な

が
流
れ
た
の
だ
と
思
う

 
そ
の
せ
い
で
一
時
期
攻
略
組
か
ら
事
実
上
の
追
放
を
喰
ら

て
い
た
の
だ
け
ど
そ
れ
で
も
彼

は
ボ
ス
攻
略
に
は
必
ず
と

て
良
い

ど
乱
入
し

情
報
は
フ
レ
ン
ド
そ
し
て
ア
ル
ゴ
さ

ん
か
ら
リ

ク
し
て
も
ら

て

大

れ
し
て
は
ボ
ス
の

を
キ

チ
リ
取

て
去

て
い

く
の

り
返
し
だ

た

 
そ
れ
に
キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド
は

す
る
も
の
の
大

は
指

系

の

乱
か
実
力
不
足
が

原
因
で
戦
線

壊
し
か
か
り
そ
の
時
に
限

て
キ
リ
ト
君
が
乱
入
し
て
助
け
て
い
く

彼
ら
は

良
い
と
こ
取
り
と

て
助
け
て
も
ら

て
い
る
事
に
気
付
い
て
い
な
い
の
だ

ま

神
経
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を
逆

で
す
る

発
を
す
る
彼
に
も
問

は
あ
る
の
だ
け
ど

 
そ
し
て

後
五
時

参
加
者
は
私

ユ
ウ
キ

サ
チ
さ
ん

ア
ス
ナ
さ
ん

エ
ギ
ル
さ
ん

ク

ラ
イ
ン
さ
ん

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

シ
リ
カ
さ
ん

ア
ル
ゴ
さ
ん

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
の
十
一
人
だ

た

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の

間
は
今
回
遠
慮
し
た
ら
し
い

く
行
き
た
が

て
い
た
ら
し
い
け
ど

キ
リ
ト
君
が
宴
会
を
開
く
な
ん
て
今
ま
で
に
無
か

た
か
ら
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
だ
け
行
か
せ
た
方

が
良
い
と
判
断
し
た
よ
う
だ

た

そ
れ
に
し
て
も

に

べ
て
キ
リ
ト
も

く
な

た
よ
な

イ
ブ
の
時
の
が

み

て

だ

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
キ
リ
ト
君
の
ホ

ム
の

を
見
な
が
ら

う

今
は
キ
リ
ト
君
が
そ
こ
で

理
し
て
い
る

だ

 

食

は

理

ス
キ
ル
コ
ン
プ
リ

ト
で
な
い
と
失

し
て
し
ま
う
も
の
で

ア
ス

ナ
さ
ん
や
私
達
は
ま
だ
九
百
に
入

た
ば
か
り
だ
か
ら
今
回
は
手
伝
え
な
か

た

あ
り
合
わ
せ

を
手
伝
う
と
進

し
た
の
だ
け
ど
突
然

た
の
だ
し
自
分
が
す
る
と

て

か
な
か

た

た
め

私
達
が

れ
た
の
だ
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ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の

葉
に
あ
の
時
の
キ
リ
ト
君
を
知

て
い
る
メ
ン
バ

が

く
と
シ
リ

カ
さ
ん
が

を

た

彼
女
は
私
と
ユ
ウ
キ
と
同
い
年
ら
し
い

そ
れ

て

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
話
し
て
く
だ
さ

た

う
ん
そ
う
だ
よ
シ

ち

ン

あ
の
時
の
キ

は
自
殺
し
か
ね
な
い

気
で
ネ

本
気
で

や

や
し
た
も
ん
ダ

そ
れ
で

え
ば
第
一
層
の
時
か
ら
だ
よ
彼
の
無

は

ま

彼
の
行
動
を
止
め
ら
れ
な

か

た

に
も
責

は
あ
る
ん
だ
け
ど
ね

デ

ア
ベ
ル
君

そ
こ
は
我

の
責

だ
ろ
う

 
あ
ん
な

い
子

に
我

は
護
ら
れ

た
の
だ

重
す
ぎ
る
重
圧
を
背
負
わ
せ
て
な

そ
う
よ
ね

⻑
の

う
と
お
り
で
す

私
達
は
キ
リ
ト
君
に
重
過
ぎ
る
も
の
を
背
負
わ

せ
て

今
も
過
ご
し
て
い
る

事
実
攻
略
会
議
も

れ
て
る
し

 
ア
ス
ナ
さ
ん
の

葉
で

確
か
に
と
私
達
は

い
た

 
こ
こ
最
近
の
キ
バ
オ
ウ
は
キ
リ
ト
君
を
本
気
で

し
よ
う
と
し
て
い
た

リ
ン
ド
は
ま
だ

そ
こ
ま
で
で
は
無
い
が
キ
バ
オ
ウ
は
キ
リ
ト
君
の
存
在

と
い
う
よ
り
も

一

の
存

在
そ
の
も
の
を
憎
悪
し
て
い
る
よ
う
だ

た
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も
し
か
し
た
ら
彼
は

千
冬
に
よ

て

さ
れ
た
と

て
も
良
い
女
尊
男

で

い
仕

打
ち
を

け
た

者
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
か
と
い

て

逆
恨
み
で
あ
の
子
を
苦
し
め
て
良
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど

 

か
キ
バ
オ
ウ
は
キ
リ
ト
君
と
デ

エ
ル
を
第
一
層
攻
略
会
議
の
時
の
よ
う
に

り
返
し

て
い
る

そ
の

に
負
け
て
は
怒
鳴
り

ら
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
に
よ

て
抑
え
ら
れ
て
い

る
の
だ
け
れ
ど
そ
の

さ
は
止
ま
る

を
知
ら
な
い

そ
れ
で
も
彼
が
攻
略
組
に
い
ら
れ
る

の
は

と
え
に
キ
リ
ト
君
の
裏
の

護
の
お
陰
だ

 
キ
リ
ト
君
は
確
か
に
キ
バ
オ
ウ
の
事
を
苦
手
と
し
て
い
る

け
れ
ど

い
で
は
な
い
と

た

そ
れ
は
た
と
え
感
情
的
で
直
情
的
で
あ

た
と
し
て
も
キ
バ
オ
ウ
は
人
を

い
て
戦
う
気

が
あ
る
か
ら
だ

と

 
確
か
に
キ
バ
オ
ウ
は
軍
の
一
部
を
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
共
に

い
て
い
る
あ
る
意
味
で
の
サ

ブ
リ

ダ

だ

軍
は
攻
略
と
情
報

の
二
分
化
の
体
制
を
取

て
い
て
デ

ア
ベ
ル
さ
ん

と
キ
バ
オ
ウ
は
前
者

シ
ン
カ

さ
ん
と
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
と
い
う
男
女
を
後
者
の
リ

ダ

サ
ブ
リ

ダ

に

え
て
い
る
ら
し
い

ち
な
み
に
ギ
ル
ド
リ

ダ

は
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
サ

ブ
リ

ダ

が
シ
ン
カ

さ
ん
だ
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現
在
の
攻
略
組
は
血

騎
士

聖
⻯

合

風
林
火

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放

軍

そ
し
て
私
が
入

て
い
る
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と
数
少
な
い

ロ
プ
レ
イ

と
で
成
り
立

て
い
る

ロ
プ
レ
イ

は
一
応
キ
リ
ト
君
以
外
に
も
少
な
い
な
が
ら
い
る

の
だ

そ
の

ど
は
他
の
ギ
ル
ド
と
親
し
い

を
結
ん
で
お
り
キ
リ
ト
君
と
は

戦
状

と

て
も
良
い
が

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
君
は

ロ
プ
レ
イ

の
代
表
剣
士
と
し
て
攻
略
組
で
意
見
す
る
立
場
を

取

て
い
る

そ
れ
は
大
手
ギ
ル
ド
に
意
見
で
き
る

ど
の
実
績
が
他
の

ロ
プ
レ
イ

に

は
無
い
か
ら
だ

自
然
意
見
も

く
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
し

よ
り

圧
感
で

も

え
な
い
こ
と
が
多
い

だ
か
ら
キ
リ
ト
君
は
自
身
を
ス
ケ

プ
ゴ

ト
に
し
て

意
見
を

て
い
る
の
だ

 
そ
れ
で
よ
く
実
感
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

キ
バ
オ
ウ
は
確
か
に

だ
が
し
か
し
攻
略
自
体

に
は
真

で
は
あ
る
と

キ
リ
ト
君
を

す
る
事
に
よ
る
影

を
全
く

え
ら
れ
て
い
な
い

が
し
か
し
そ
れ
以
外
に
は

と
真
面
目
な
方
で
は
あ
る
の
だ

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
も
そ
の
点
に

つ
い
て
は

定
し
て
い
た
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責

あ
る
立
場
で
人
を

い
る
心
が
あ
る
人
は

そ
の
責

か
ら

て
い
る

ロ
プ
レ
イ

の

よ
り
も
強
い

間
を
見
捨
て
て
先
へ
と
進
ん
だ

よ
り
も

立

な
ん
だ

  
自

の

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
キ
リ
ト
君
は
こ
の

葉
を

に
し
た
こ
と
が
あ

た

見
捨

て
た

間
と
は

れ
も
無
く
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
だ

た

 
私
達
は
そ
れ
を
一
様
に

定
し
た
が
し
か
し
キ
リ
ト
君
は

得
し
な
か

た

そ
も
そ
も
戦

え
る

ど
の
覚
悟
が
あ
る
な
ら
希
望
と
な
る
覚
悟
が
あ
る
な
ら
初
め
か
ら
人
を

い
る
か
ギ

ル
ド
を
作
れ
ば
よ
か

た
の
だ
と

そ
れ
は

の
人
間
に
よ

て
出
来
な
か

た
け
ど
と
も

付
け
加
え
て
い
た

 
彼
は
更
に

て
い
た

が

ロ
プ
レ
イ

の
意
見
を

う
立
場
を
取

て
い
る
の
は

そ
の
出
来
な
か

た
事
を
少
し
で
も
し
た
い
か
ら
し
て
い
る
の
だ

だ
か
ら
キ
バ
オ
ウ
の
事
を
完

全
に

い
に
な
り
き
れ
な
い

と

れ
た

み
を
浮
か
べ
て
い
た

 
そ
の
話
を

で
す
る
と
そ
れ
を
初
め
て

く
攻
略
組
で
な
い
シ
リ
カ
ち

ん
と
リ
ズ
ベ

ト

さ
ん
が
目
を
見
開
い
て

き

い
で

れ

い
で

息
を

い
た

は

キ
リ
ト
君
本

に
子

く
な
い
で
す
よ

あ
た
し
じ

そ
こ
ま
で

え
が
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行
き
ま
せ
ん
し

絶
対
に

中
で
投

出
し
て
ま
す

本

よ
ね

キ
リ
ト
に
剣
を
鍛
え
て
か
ら
三

月
経
つ
け
ど
や

キ
リ
ト
は
無

し

て
る
ん
だ
ね

 

ん
の
少
し
し
か

わ

て
い
な
い
は
ず
の
二
人
で
さ
え
そ
の

葉
を
出
し
た

ど
う
や
ら

キ
リ
ト
君
は

二
人
に
も
そ
う
思
わ
せ
る
だ
け
の

か
を
し
た
ら
し
い

ま

あ
い
つ
は

か
ら
あ
ん
な
感
じ
だ
し
な

と
ア
ス
ナ
が
初
め
て
見
た
時
な
ん
か

ト
ラ

プ

ん
で
死
に
掛
け
て
た

そ
う
い
え
ば
あ
り
ま
し
た
ね
そ
ん
な
事

そ
う
い
え
ば
あ
の
時
か
ら

に
キ
リ
ト
君

て
死
に
た
が

て
た
の
よ
ね

え
え

 
そ
れ

て

本

な
ん
で
す
か
ア
ス
ナ
さ
ん

 

い
て

い
て
し
ま

た

確
か
に
そ
れ
が

な
の
だ
け
ど

そ
れ
で
も
少
し
信
じ
が
た

か

た
の
だ

 
ア
ス
ナ
さ
ん
は
こ
く
り
と

い
て

虚
空
を
見
た

私
が
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
と
回
転

で
離
れ
ち

て

の
エ
リ
ア
に
行

ち

た
時
に
偶
然

会
た
時
な
ん
だ
け
ど
ね

彼

も
う
い
い
加

に
な
て
良
い
か
な
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て
力
無
く
い
て

の
目
の
前
で
り
ん
だ
の
よ

バ
を
一
切
た
状
で

そ
の
二
日
後
に
ボ
ス
攻
略
で
の
ビ

タ

そ
れ
か
ら
も

ロ
で
突

り

け
た
の

そ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

い
や

ち

と
信
じ
が
た
い
で
す
ね

そ
れ

う
む

実

そ
の
話
を

い
た
時
は
私
も

を
疑

た
よ

し
か
し

え
て
み
れ
ば

然

で
は
あ
る

特
に
彼
の
年
の

な
ら
ば

更
に

我

が

え
な
け
れ
ば
な

 
コ
ク
リ
と

く
と
同
時
キ
リ
ト
君
の
声
が

い
て
き
た

た
ち
ま
ち
ア
ス
ナ
さ
ん
私
ユ

ウ
キ

サ
チ
さ
ん
で

理
を

運
ん
で
い
く

 
キ
リ
ト
君
が

に
よ
り
を
掛
け
て
作

た

理
の
数

は

味
と
い
う

葉
で
は
済
ま
せ

ら
れ
な
い

ど

を

ら
せ
て
き
た

と
い
う
か

食

を
使

て
い
な
い

理
で
さ
え
ラ

グ

・
ラ
ビ

ト
の
肉
入
り
シ
チ

と
同
じ
く
ら
い

味
し
い
の
だ
か
ら
も
う
彼
に
と

て

高
ラ
ン
ク
食

は
意
味
を
成
さ
な
い
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
か

 
最
初
は
宴
会
だ
か
ら
と
騒
ぐ
つ
も
り
だ

た
ら
し
い
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
も
食
べ
始
め
て
か
ら
目

を

い
て
無

で
ガ
ツ
ガ
ツ
食
べ
て
い
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
ク
ラ
イ
ン
さ
ん

ど
が

つ

い
て
は
な
い
け
ど

そ
れ
で
も
結
構
な
速

で
食
べ
て
い
た

は

キ
リ
ト
の
理
て
や

り
ち
ん
と
理
し
た
方
も
味
し
い
ん
だ
ね
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リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
が
そ
の

葉
を

に
し
た
こ
と
で

が

線
を
集
中
さ
せ
た

私
達
は
彼

の

理
を
今
日
初
め
て
食
べ
る
の
だ

リ
ズ
さ
ん

も
し
か
し
て
キ
リ
ト
君
の

理
を
食
べ
た
事
が
あ
る
ん
で
す
か

え

 
逆
に

く
け
ど

あ
ん
た
達
は
無
い
の

そ
も
そ
も
私
達
と
キ
リ
ト
君

ど
別
行
動
だ
し

今
日
み
た
い
な
お
誘
い
は
初
め
て
な
の

よ

リ
ズ

だ
か
ら
正
直

メ

ル
が
来
た
時
は
本
気
で

が
あ

た
の

て
思

た
わ

だ
ね

ま
さ
か
キ
リ
ト
君
か
ら
食
事
の
お
誘
い
し
か
も
手

理
と
も
な
る
と
ね

ギ

ル
ド
リ

ダ

の
部

で
メ

ル
を

ん
だ
と
き
は

も
い
な
い
の
を
良
い
こ
と
に
絶

し
て

し
ま

た
よ

デ

ア
ベ
ル
さ
ん

ま

私
も
正
直
キ
リ
ト
君
が
宴
会
を
開
く
事
に
は
か
な
り

い
て
ま
す
け
ど
ね

特
に

ク
リ
ス
マ
ス
時
期
の
キ
リ
ト
君
を
見
て
い
ま
す
し

そ

そ
の
話
は

も
う

し
て
く
だ
さ
い

 
キ
リ
ト
君
が
苦

し
て

き
私
達
も
苦

し
て
会
話
を
止
め
る
事
に
し
て
食
事
を
再
開
し
た

 
そ
し
て
完
食

正
直

も
な
い

が
あ

た
け
ど

キ
リ
ト
君
の

理
の

で
す
ん
な
り

入

て
し
ま

た

も
が

せ
そ
う
に

を

め
て
い
る
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ご

ご
馳

様
で
し
た

は
い

お

様
で
す

て
い
う
か

す
ご
い
食
べ

り
だ

た
ね

い
や
い
や
お
前

の

理
の

が
良
す
ぎ
る
ん
だ

て

で
ラ
グ
・
ラ
ビ

ド
シ
チ

と
あ
り
合
わ
せ
の

理
が
同
じ
く
れ

ん
だ

さ

さ

正
直

か
ら
や

て
た
か
ら
と
だ
け

 
が
ち

が
ち

と
食
器
を
片
付
け
て
い
く
キ
リ
ト
君

 
そ
う
い
え
ば
今
思

た
の
だ
け
ど
キ
リ
ト
君
が

た
家
は
物

く
大
き
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か

一
人
で

し
く
な
い
の
か
な

あ
の
キ
リ
ト
君

こ
の
家
キ
リ
ト
君
が
一
人
で
住
む
に
は
少
し
大
き
す
ぎ
な
い
で
す
か

ん

 
ん

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
な

で
も

で
だ
ろ

家
を

お
う

か
と
思

た
時

と
こ
こ
が
思
い
浮
か
ん
だ
ん
だ

で
来
た
事
も
無
い
と
こ
を
思
い
浮
か
べ

た
の
か
わ
か
ら
な
い
け
ど

し
か
な
い

て

あ
と

く

か
し
い

て
い
う

気
分
に
な
る
ん
だ
よ

こ
こ

か
し
い

で
す
か
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う
ん

で
だ
ろ

 

を
カ
ク
ン
と

な
が
ら
食
器
を
片
付
け
終
え
た
キ
リ
ト
君
は
人
数
分
の
紅

を

れ

て
帰

て
来
た

紅

も
手
が

ん
で
い
る
の
か
と
て
も

味
し
い

そ
れ
に
し
て
も

だ
か
不
思
議

 
ア
ス
ナ

が
不
思
議
な
の

生
ま
れ
た
時
か
ら
こ
の
世
界
で
生
き
て
き
た
み
た
い
な
そ
ん
な
感
じ
み
た
い
に

そ

れ
に
最
近

向
こ
う
の
世
界
の
事
を
思
い
出
せ
な
い
事
が
あ
る
の

 
ア
ス
ナ
さ
ん
の

葉
に
私
達
は

い
た

た
だ
キ
リ
ト
君
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は

か
な

か

たは
そ
ん
な
事
は
無
い
か
な

や

り
さ
異

だ
か
ら
こ
の
世
界
は

や

り
帰

り
た
い

て
思
う
よ

の
新
し
い
家

も
心
配
し
て
る
だ
ろ
う
か
ら

新
し
い

の

生
日

に
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
死
ぬ
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
家

不

者
だ
し

そ
れ
に

 

と

キ
リ
ト
君
は

の
外
を
見
た

か
ら
は
煌

と

く
蒼
い

月
が
見
え
た

多
分
だ
け
ど

タ
イ
ム
リ
ミ

ト
が

て
る

タ
イ
ム

リ
ミ

ト
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達
の

現
実
の
肉
体
の
限
界

 
今
ま
で
無
意
識
に
目
を
そ
ら
し
て
い
た
事
だ

た

向
こ
う
の
事
を

え
る
と
こ
ち
ら
で
の
死

が

く
な
る
と
い
う
暗

の
了
解
が
出
来
て
か
ら

現
実

の
事
を

ど

え
な
か

た

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
君
に
そ
の
事
を
指

さ
れ
て
心

を

み
に
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た

多
分
だ
け
ど
こ
の
中
で
最
も
時
間
が
残
さ
れ
て
な
い
の
は

だ
と
思
う

は
体
の
成
⻑

期
が
ま
だ
始
ま
り
か
け
て
い
た
ば
か
り
だ
し

運
動
し
な
い
と
肉
体
が
成
⻑
し
な
い

な
に
よ

り

の
体
は
誘

さ
れ
た
先
で
弄
ら
れ
て
る
か
ら
そ
の
分

え
ら
れ
る
年
数
が

い

な
ん

だ

多
分

保

て
あ
と

年
が
限

だ
ろ
う
ね

そ
ん
な

そ
れ
じ

あ
も
し
か
し
て

キ
リ
ト
君
が
無

し
て
ま
で
攻
略
速

を

保
と
う
と
し
て
た
の
は

は

時
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い

も
し
か
し
た
ら
そ
れ
は

の
肉
体
の
限

界
か
も
し
れ
な
い
し

を
怨
ん
だ
人
間
の
作

的
要
因
か
も
し
れ
な
い

だ

た

ら
こ
の
世
界
を
最
も

よ
り
も

て
生
き

く

そ
し
て
他
の
人
へ
と
繋
ぐ

そ
う
決

め
た
ん
だ

あ
の
日

ク
ラ
イ
ン
と
別
れ
た
後
に
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い

 

に
立

て

月
を

ぎ
見
る
彼
の

を
見
た

は
そ
の
一

に

き
た

時
と
も

知
れ
ぬ
死
を

け
入
れ
て

人
の

に
生
き
る
こ
と
を
覚
悟
す
る

た

た
九

に
な

た

ば
か
り
の
子

が
す
る
覚
悟
で
は
な
か

た

 
も
し
か
し
た
ら
ア
ス
ナ
さ
ん
と
初
め
て
会

た
時
に

ら
し
て
い
た
ら
し
い

葉
は
彼
の

無
力
感
か
ら
来
る

い
の

葉
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 

も
が
息
を

ん
で
見
て
い
る
と

彼
は
こ
ち
ら
を
見
て

と
苦

し
た

ま

本

に

時
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
け
ど

少
な
く
と
も

全
損
で
死
ぬ
つ
も
り
は

無
い
か
ら

た
り
前

だ

そ
れ
で
死
に
や
が

た
ら
承
知
し
ね

ぞ

は
な

ま
だ
お

前

に
返
す
モ
ン
返
せ
て
ね

ん
だ
よ

ク
ラ
イ
ン
は
本

に

し
い
な

初
め
て
会

た

と
全
然
変
わ
ら
な
い

お
う
よ

 

た
り
前

だ

は
は

 
男
同
士
の
友
情
と

え
る
の
だ
ろ
う
か

兄
弟

も
し
く
は
親
子
と
も
取
れ
る
二
人
の
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に

私
達
は

て
穏
や
か
な

み
を
向
け
て
見
守

て
い
た

  

日
私
ユ
ウ
キ
サ
チ
さ
ん
の

時
も
の
面
子
で
七
十
四
層
迷

を
攻
略
し
て
い
る
と

安
全
地

に
差
し
掛
か

た

あ

れ
た

 

び
を
し
な
が
ら
ユ
ウ
キ
が
入
る

確
か
に
も
う
四
時
間
近
く
も
戦
闘

め
て
歩
き

し
だ

か
ら
気

れ
が

い

さ

さ
と
小

止
を
取
り
た
い

 
と
思

て
い
る
と
少
し
離
れ
た

に
先
客
が
い
た

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
風
林
火

と

キ
リ
ト
君
ア
ス
ナ
さ
ん
ナ
ン
ち

ん
だ

た

キ
リ
ト
君
が
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に

ま

て
遊

ば
れ
そ
の
反
応
を
見
て

が

て
い
る
光

だ

心
無
し
ナ
ン
ち

ん
も
見
て
遊
ん
で
い
る

気
が
す
る

こ
ん
に
ち
は

さ
ん

あ
れ

 
ラ
ン
ち

ん

 
偶
然
ね

ま
さ
か
こ
こ
で
会
う
な
ん
て

そ
う
だ
ね
ア
ス
ナ

と
こ
ろ
で
あ
の
二
人

や

て
ん
の

親

を
深
め
て
る
ん
で
す

て

要
は
キ
リ
ト
君
弄
り
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い
い
加

に

し
ろ

お
お
お
お
お
お
お

ぐ
 
ド
ゴ

ン

 
と
説
明
し
て
い
る
ア
ス
ナ
の
後
ろ
を
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
吹

ん
で
い

た

キ
リ
ト
君
が

り

ば
し
た
の
だ

圧
倒
的
ス
テ

タ
ス
こ
こ
に
極
ま
れ
り

全
く

あ
の
日
も

の

を
く
す
ぐ

て

今
日
も

つ

て
も
お
前

い
つ
も
暗

し
て
る
か
ら
だ
よ

少
し
は

様
の
気

い
に
感

し
や

が
れそ

れ
が

で
遊
ぶ
事
じ

な
か

た
ら
感

し
て
る
よ

現
に
し
て
る
こ
と
は

あ
る
さ

き
の
を

い
て
ね

へ

そ
う
か
よ

あ
あ

そ
う
だ
よ

 

が
良
い
の
か
悪
い
の
か
分
か
ら
な
い
け
ど

こ
れ
は
恐
ら
く
良
い
方
な
の
だ
ろ
う
と
思
う

憎
ま
れ

を

き
合

て

て
い
る
か
ら

 
男
子

て
こ
う
い
う
感
じ
に
あ

け
ら
か
ん
と
し
て
る
か
ら
良
い
わ
よ
ね
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そ
の
時

突
に
ば

 
と
キ
リ
ト
君
は
私
達
が
来
た
方
向
を

ん
だ

私
達
も
目
を
向

け
る
と
そ
こ
に
は
鉄
色
の

を

た
盾
剣
士
と
ハ
ル
バ

ド
を
そ
れ
ぞ
れ
六
人
ず
つ

備

し
た
二
列

隊
の
プ
レ
イ

十
二
名
が
こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
て
い
た

鉄
色
の

つ
ま
り

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の

徴
だ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
は
最
近
き
な

い
話
が
あ
り

で
も
キ
バ
オ
ウ
が

を
始
め
た

と
か
な
ん
と
か
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が

日

て
い
た

キ
リ
ト
君
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
あ
あ

と
い
う
風
に
知

て
い
た

で
も
ボ
ス
攻
略
を
軍
だ
け
で
し
よ
う
と
か
キ
リ
ト
君
を
本
気
で

し
よ
う
と
か
主

し
て
そ
れ
に

同
し
て
い
る
プ
レ
イ

が
多
い
ら
し
い

一
人
だ
け

で

ボ

ナ
ス
を
取

て

味
し
い
思
い
を
し
て
い
る
と

て

 
そ
ん
な
話
も
あ
る
た
め
私
達
は
軍
に
主
に
キ
バ
オ
ウ
に
良
い

は
持

て
い
な
い

キ

リ
ト
君
は

に

か
が
索

ス
キ
ル
に
引

掛
か

た
こ
と
で

し
た
だ
け
の
よ
う
だ
け

ど 
リ

ダ

ら
し
い

い

章
み
た
い
な
の
を
つ
け
た
他
の
人
よ
り
も
少
し

華
な
人
が

め

と
行

て
メ
ン
バ

を

ま
せ
た

で

く
息
を
し
て

れ
て
い
る
様
子
を
見
る
に

最
前
線
は

れ
て
い
な
い
メ
ン
バ

ら
し
い
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男
が
こ
ち
ら
に
や

て
来
た

私
達
は

て

び

中

を
キ
リ
ト
君
が
立

た

私
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

属
コ

バ

ツ
中

だ

こ
の
メ
ン
バ

の
リ

ダ

は

 
じ

と
キ
リ
ト
君
を
見
て
し
ま
い

は

と
彼
は

息
を

い
た

ロ

キ
リ
ト

う
む

君
は
こ
の
先
も
マ

ピ
ン
グ
を
し
て
い
る
の
か

ボ
ス
部

前
ま
で
の
迷

全
部
は
一

り

帰

て
か
ら
情
報

に
流
す
つ
も
り
だ
け
ど

そ
う
か

済
ま
な
い
が

一
足
先
に
我

に

て
も
ら
え
な
い
か
な

 
そ
の
問
い
に
キ
リ
ト
君
の
目
が
す

と

め
ら
れ
た

か
に
彼
か
ら
覇
気
を
感
じ
始

め
る

そ
れ
が
怒
鳴
ろ
う
と
し
て
い
た
マ

ピ
ン
グ
の
苦
労
は

大

で
は
な
い
た
め
ク
ラ

イ
ン
さ
ん
と
ア
ス
ナ
さ
ん
を

し

め
て
い
た

故

と

い
て
も

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
は
そ
の
名
の

り
プ
レ
イ

全

の
生
還
を
目
的
に
掲

て
い

る

な
れ
ば
こ
そ

一

も

く
進
ま
ね
ば
な
ら
ん
の
だ

ボ
ス
攻
略
会
議
が
明
日
に
開
か
れ
る
予
定
だ
け
ど

そ
れ
を

て
な
い
の
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明
日
に
開
か
れ
る
と

て
も
実

の

は
そ
の
二
日
後
が

だ

し
か
し

く
ク
リ

ア
す
る
の
に
越
し
た
事
は
無
い

故
に

が
ね
ば
な
ら
ん
の
だ

は

速
に
如
か
ず
と

う

だ
ろ
うが

ば
回
れ
と
い
う

も
あ
る
け
ど

我

は

君

一

プ
レ
イ

の
た
め
に
戦

て
い
る
の
だ
そ
の
協
力
の
た
め
に
マ

ピ

ン
グ
デ

タ
を

す
る
の
は

然
の
義
務
で
あ
る

 

で
す
か
そ
の

論
と
思

た

一

プ
レ
イ

て
攻
略
組
の
中
で
も
最
強
と
名
高

い
キ
リ
ト
君
は
そ
う
は

え
な
い
で
し

う

と
い
う
か
攻
略
組
は
一

じ

な
い
で
す
し

 
そ
う

い
た
か

た
の
だ
け
ど
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
ア
ス
ナ
さ
ん
も

か

お
う
と
し
て
キ
リ

ト
君
が
手
を
上

て
止
め
そ
れ
で
私
も

え
な
か

た

彼
は

息
を
一
つ

い
て

か
に

自
身
よ
り
も
背
が
高
い
男
性
を
見
上

る

ま

さ
き

た
よ
う
に
帰
た
ら
情
報
に
す
つ
も
り
だ
た
か
ら
構
わ
な
い

で
も

一
つ
だ
け
約
束
し
て
欲
し
い

だ
絶
対
に

死
な
な
い
で
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く
集
約
さ
れ
た
キ
リ
ト
君
の
願
い
に
し
か
し
コ

バ

ツ
は
無
感
情
に
わ
か

た
と

だ
け

て

い
た

そ
し
て
キ
リ
ト
君
か
ら
マ

プ
デ

タ
を

て
感

の

て
な
い

声

で
礼
を

て
く
る

そ
の
ま
ま

れ
て
い
る
様
子
の

間
を

い
て
去

て
し
ま

た

お
い
キ
リ
ト

し
て
良
か

た
の
か
よ

ま

た
か
も

 
が
く

と
全

が
ず

こ
け
た

い
や
い
や
い
や
い
や

お
前

で
そ
う
思
う
ん
な
ら

し
た
ん
だ
よ

う

う

ん

で
だ
ろ
う

か

し
な
き

い
け
な
い

て
思

ち

て

 

を

り
な
が
ら
追
い

け
る
べ
く
歩
を
進
め
る
キ
リ
ト
君
に
私
達
も
し

う
が
な
い
な

と
い

た
心
境
で
追
い
か
け
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ラ
ン
は
ア
ス
ナ
と

が
似
て
い
る
の
で
す
が
偶
に

を

け
さ
せ
る
の
が
ア
ス
ナ
な
の

に
対
し
ラ
ン
は
常
に

な
の
が
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
で
す

ア
ス
ナ
は
語

を
だ
よ

ね

ラ
ン
は

で
す
よ
ね

と
い
う
風
に
な

て
い
ま
す

あ
と
は

だ
け
ど

と

で
す
が

だ

た
り

 
こ
れ
で
見
分
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

か
し
ら
分
か
る
要

は
入
れ
る
の
で

 
冒

の
戦
闘
シ

ン
は
原
作
一

冒

を
少
し
オ
マ

ジ

し
て
い
ま
す

Ｏ
Ｓ
Ｓ
な
ら
ぬ
独

自
技
と
し
て

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

が
登
場
し
ま
し
た

 
ま
た

サ
チ
の

チ

ジ
グ
ラ
イ
ド

や
キ
リ
ト
の

パ
ン
カ

グ
ラ
イ
ド

と
呼
ば
れ
る

技
は

ゴ

ド
イ

タ

に
登
場
す
る
ブ
ラ

ド
ア

ツ
と
よ
ば
れ
る
技
を

し
て
お

り
ま
す

 
こ
ん
な
風
に
ち

い
ち

い
他
作
品
の
技
が
入

て
来
る
の
で
ご
了
承
下
さ
い

ネ
タ
は

だ
ろ
う
か
と

え
る
の
も
面
白
い
と
思
い
ま
す

 
さ
て
原
作
知

て
い
る
方
な
ら

話
も
予
想
が
付
く
で
し

う
が

そ
こ
も
原
作
と
差
を

付
け
る
つ
も
り
な
の
で

し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
一
章
 

⻘
紅
の
悪
魔

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
原
作
で
は
⻘
眼
の
悪
魔
と
い
う
ボ
ス
と
の
戦
闘
に
あ
た
り
ま
す
が

原
作
と

は
違
う

と
も
戦
い
ま
す

大
体
の
流
れ
は
同
じ
な
の
で
す
が
ね

 
最

バ
レ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

 
あ
と

活
動
報

に
て
少
し
重
要
な
話
が
あ
る
の
で

必
ず
目
を

す
よ
う
お
願
い

し
ま

す

要
を
話
し
ま
す
と
原
作
名
を
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
の
ま
ま
に
す
る
か

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
変
え
て

学
園
編
は
別
作
品
と
し
て
投
稿
す
る
か
で
す

 

に
つ
い
て
は
活
動
報

を
ご

下
さ
い

 
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
を
ど
う
ぞ

最
初
は
物

く

し
振
り
な
キ
リ
ト

点
で
す
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軍
に
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
を

し
て
し
ま

て
か
ら

い
で
追
い
か
け
た
が

中
で
リ
ザ

ド
マ
ン
の

れ
と
二

触
し
て
追
い
付
く
こ
と
は
無
か

た

恐
ら
く

と
ア
ス
ナ
が
倒
し

た

れ
が

軍
が

り

け
た
後
に
リ
ポ

プ
時
間
が
来
て
遭
遇
と
な

た
の
だ
ろ
う
と
思
う

は

き
り

て
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
過
ぎ
た

 
だ
か
ら

は

こ
の
時
の
事
を
心

後
悔
す
る
こ
と
に
な

た

 

あ
あ

 
遠
く
か
ら
男
性
の
悲
鳴
が
重
な

て

こ
え
て
き
た
の
を

覚

が

え
て
す
ぐ
に

り
出
し

た

最
も
レ
ベ
ル
が
高
い

い
て
ア
ス
ナ
ユ
ウ
キ
ラ
ン
サ
チ
と

い
て
ク
ラ
イ
ン
達

と
な

た

正
直

が
思
い

き
り

い
て
行

て
い
る
感
じ
だ

 
最
初
に

が
ボ
ス
部

に

り

い
た
と
き
思
わ
ず
絶

し
て
し
ま

た

地
獄

だ

た
の
だ

 
部

の
中

で
⻘
い
表

に

羊
の

の
大
剣
使
い
の
悪
魔
ボ
ス
が
大

れ
し

に
は
軍

が

を
⻩
色
以
下
に
し
て
倒
れ
て
い
た
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く
転

結

で
脱
出
を

む

無
理
な
ん
だ

 
結

が
使
え
な
い

な

結

無

化
空
間

 
結

無

化
空
間

そ
れ
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
数
多
い
ト

ラ

プ
の
中
で
も
最
悪
の
部

に
入
る
も
の
で

性
が
あ
り
そ
し
て
そ
の
名
の

り

一

時
離
脱
を

れ
る
転

結

を
始
め
と
し
た
結

ア
イ
テ
ム
が
一
切
使
え
な
く
な
る
空
間
を
指

す 
そ
の
空
間
の

は
部

一
つ
つ
ま
り
敷

や

を

ば

果
は
一
切
無
く
更
に
大

い
部

に
配

さ
れ
て
き
た

 
だ
が
今
ま
で
ボ
ス
部

に
そ
れ
が
配

さ
れ
た
事
は
無
か

た

し
か
も
こ
の
ト
ラ

プ
が
最

悪
に
分

さ
れ
る
理
由
と
し
て
そ
れ
の
確
認
が
結

ア
イ
テ
ム
を
頼
ろ
う
と
し
た
時
に
の
み
発

覚
す
る
事
だ

た

つ
ま
り
ピ
ン
チ
に
な

た
時
に
発
覚
す
る
の
だ

 

び
ボ
ス
の
大
剣
に
吹

ば
さ
れ
る
軍
の
プ
レ
イ

達
を
見
て
大

の
モ
ン
ス
タ

に

ま
れ
て

を
見
な
が
ら
消
え
る
ダ

カ

や
サ
サ
マ
ル
テ
ツ
オ
が

裏
に

た

を
見
て
助
け
を

う
よ
う
に

線
を
向
け
て
き
て
手
を

ば
し
て

も
ま
た
手
を

ば
し
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返
し
て

届
か
ず
転

結

で
の
離
脱
も

れ
ず
目
の
前
で
死
ん
で
し
ま

た
死
な
せ
て

し
ま

た

間
達
の

が

 
そ
し
て

を
憎
悪
の

で
見
る
ケ
イ
タ
の

を

し
た

 

を
振

て
追
い
や
り

ぎ
り

と
⻭

り
を
し
て

を
開
く

く
そ

が
時
間
を

ぐ
か
ら

そ
の
間
に
部

か
ら
出
て

 
ま
さ
か
こ
こ
で
出
す
事
に
な
る
と
は
思

て
い
な
か

た

出
来
れ
ば
も

と

し
て
か

ら
あ
る
い
は
士
気
の

上

の

に

の
層
で
明
か
し
た
か

た

け
れ
ど
背
に

は
代
え

ら
れ
な
い

が

み
し
て

た
事
で

か
が
死
ん
で
し
ま
う
く
ら
い
な
ら
そ
ん
な

え
は
全
部
捨
て
て
全
力
で

た
る
べ
き
な
の
だ
か
ら

 
も
う
二

と
失
わ
な
い

に

の
剣
が
届
く

内
の
全
て
を
大
切
な
も
の
全
て
を
守
り

い
て
み
せ
る

 
そ
の
決
意
で
リ
ズ
会
心
の
作
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
背
中
に
背
負
い
エ
リ

シ
デ

タ
と
同

時
に

き
払
う

 
部

の
入
り

か
ら
ボ
ス
ま
で
は
直
線
状
で
空
い
て
い
た
か
ら

は
攻
撃
の
邪
魔
を
す
る
つ

い
で
に

代
わ
り
と
し
て

時
の
間
に
か
出
現
し
て
い
た
ス
キ
ル
二
刀
流
突
進
二

撃



 第十一章 〜⻘紅の悪魔〜

ダ
ブ
ル
・
サ

キ

ラ

を
放

た

 
助

し
な
が
ら
放

た
の
で
そ
の
分
ス
ピ

ド
と
突
進

離
に
ブ

ス
ト
が

い
た

時

回
り
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

で

上
に
斬
り
上

体
を
一
回
転
さ
せ
て
か
ら
エ
リ

シ
デ

タ

で
逆

に
斬
り
下
ろ
す

か
な
り
の
ブ

ス
ト
と

力
を
誇
る
た
め
こ
の
二
撃
だ
け
で
ボ
ス

か
ら
タ
ゲ
を

に

せ
た

 
直
後
タ

ゲ

ト
を

に
変
え
て
振
り
向
い
た
悪
魔
が
大
剣
を
大
上

か
ら
振
り
下
ろ
し
て

き
て

は
そ
れ
を
交
差
し
た
二
刀
で

さ
え

む

二
刀
は
蒼
い
光
に

ま
れ
て
い
た

く

て

キ
リ
ト
君

 
こ
れ
ど
う
い
う
状
況

結

無

化
空
間

 
軍
を
助
け
る

 

が
タ
ゲ
を

ロ
で
取
る
か
ら

ア
ス
ナ
達
は

く
軍
を

な

わ

分
か

た
わ

 
ギ
シ
ギ
シ
ギ
シ
ギ
シ

と
⻘
眼
の
悪
魔
グ
リ

ム
ア
イ
ズ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
ｌ
ｅ
ａ
ｍ
ｅ

ｙ
ｅ
ｓ
と
の

り
合
い
に
持
ち

ん
で

え
る

は

技
ク
ロ
ス
・
ブ
ロ

ク
を

い
て
お
り
二
刀
を
振
る

て
い
る

の

合

力
値
が
上
回

た
よ
う
で
大
剣
を
弾
け
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
大
剣
を
ス
キ
ル
で
弾
か
れ
て

直
を

さ
れ
た
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
の
隙
を

さ
ず

は
二
刀

を
振
る

て
ダ
メ

ジ
を
与
え
る

す
ぐ
に

直
か
ら
復
帰
し
た
ボ
ス
も
剣
を
振
る

て
来
て

そ
れ
を
紙
一
重
で

し

あ
る
い
は
剣
を
交
え
て

ぐ

 
ギ

イ
ン
ギ

リ

と
剣
で
ぎ
り
ぎ
り
大
剣
を
弾
い
て
攻
撃
を

け

け
る
け
ど
そ

れ
で
も
体
の

に

る
事
が
あ
り

が
少
し
ず
つ
ぐ
ぐ

と

る

し
か
も
コ

バ

ツ
が

撤
退
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
の
で

も
退
く
に
退
け
ず
戦
い

け
る
し
か
な
い
状
況
に

て

い
るく

そ

ナ
ン

 

ツ
の
目
に

バ
ブ
ル
ブ
レ
ス

き

る

 

き

る

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ポ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
ン

と
虹
色
の
シ

ボ
ン
の
よ
う
な

が
吹
き
出
さ
れ
そ
れ
ら

が
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
の
目
に
直
撃
し

目
を

て

ん
だ

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
作
り
出
し
た
デ

レ
ク
タ

で
あ
る

場

が

し
た
か
ら
か
こ

の
世
界
の
モ
ン
ス
タ

の
五
感
器

は
現
実
の
生
物
と

色
無
い
の
で

目
を

せ
ば

覚
に

頼

た
行
動
を
制
限
で
き
る
事
を

は
ベ

タ
時
代
か
ら
把
握
し
て
い
た

リ
ト
ル
ネ

ン
ト
に

が

か
な
い
の
は

が

覚
か
ら

れ
る
ス
キ
ル
で
あ
る
の
に
対
し
リ
ト
ル
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ネ

ン
ト
は

覚
を
頼
り
に
動
く
モ
ン
ス
タ

だ
か
ら
だ

 
だ
か
ら
こ
う
い
う

覚
に
頼

た
生
物
系
で
あ
れ
ば
た
と
え
ボ
ス
で
も
一

の
ス
キ
を
生
む

事
は
可
能
で
あ
る
と

ん
で
い
た

実

そ
れ
は
成

す
る

 
そ
の
間
に

は
一

離
脱
す
る

コ

バ

ツ
は
未
だ

の

間
を

し
て
ア
ス
ナ
達

の

う
事
を

こ
う
と
し
て
い
な
か

た

く

て
く
だ
さ
い

 
キ
リ
ト
君
が

さ
え
る
の
に
も
限
界
が
あ
る
ん
で
す

な
ら
ん

 
我

に
撤
退
の
二
文

は
有
り
得
な
い

 
な
れ
ば
こ
そ
我

は

 

も

か

お
う
と
し
て
い
る
コ

バ

ツ
に

を

は

み
自
分
の
身
⻑
ま
で
目
線
を

同
じ
に
す
る
よ
う
引

た

自
然
と
前

み
と
な
る
コ

バ

ツ

な

だ

様

あ
ん
た
達
に
マ

プ
デ

タ

し
た

が

う
の
も
な
ん
だ
け
ど

と

と
と

ろ

 

死
ぬ
ぞ

 
命
あ

て
の
物
種
で
し

様

 
私
に
意
見
す
る
と

う
の
か

あ
あ
す
る
さ
し
て
や
る
さ

 
か
つ
て

は

間
を
死
な
せ
た
ん
だ
だ
か
ら
こ
そ
も

う

一
人
と
し
て
死
ん
で
欲
し
く
な
い

 

の
目
の
前
で

か
が
死
ぬ
の
な
ん
て
も
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う
見
た
く
な
い
ん
だ
よ

き

キ
リ
ト
君

 
ボ
ス
が

 
ア
ス
ナ
の

で
見
る
と
こ
ち
ら
に
剣
を
振
り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
る
の
が

界
に
入

た

ゴ
ア

ぐ
 
慌
て
て
コ

バ

ツ
か
ら
手
を
離
し
て
二
刀
で

さ
え

む

ぎ
し
ぎ
し
と

な

を
立
て

の

は
ち
り
ち
り
と

か
な
が
ら
も
継

的
に

れ
て
い

て
い
た

は
も
う

の
せ
い
で

か
が
死
ぬ
の
は

だ

 
お
願
い
だ
か
ら

く

て

 
そ
の
危
険
な

抗
状

で
も

は

葉
を
発
す
る
の
を
や
め
な
か

た

⻘
眼
の
悪
魔
の

容
を

み
上

つ
つ

は
コ

バ

ツ
に
声
を

り
上

た

お
お
お
お
お
お
お

 

の

願
は
し
か
し
コ

バ

ツ
に
は
届
い
て
い
な
か

た

コ

バ

ツ
は

の
横
を

り
過
ぎ
て
あ
く
ま
で
ボ
ス

で
攻
撃
を
し
て
い
た
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こ
の
ボ
ス
が
本

の
フ
ロ
ア
ボ
ス
で
は
な
い
に
も

わ
ら
ず

 コ
バ
ツ

 

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
ズ

ガ

ン

 
と
二
刀
を
弾
い
た
時
に

が
鳴

た

け
て
体
を
斬
り
裂
か
れ
る
感

触
が
し
た

 

は

グ
リ

ム
ア
イ
ズ
の
大
剣
に
よ

て
斬
ら
れ
て
い
た
の
だ

の
二
刀
で
の

り
合
い
は

コ

バ

ツ
へ
意
識
を

ら
し
て
し
ま

た
事
が
原
因
で

り
負
け
た
の
だ

キ
リ
ト

 

の
絶

が

こ
え
た

ま
じ
い
衝
撃
と
共
に

は
木

の
よ
う
に

気
無
く
吹

び

界
の

上
に
あ
る

バ

は
七

か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
下
が

て
い
く

五

を
切

て

意

の
⻩
色
へ
三

を
切

て
危
険

の

色
へ
と
変
色
し

界
が

色
に

ま

て
い
き

 
数

分
を
残
し
て

ゲ

ジ
の

少
が
止
ま

た

 
部

の
外
ま
で
吹

ば
さ
れ
て
い
て
つ
ま
り
結

無

化
空
間
か
ら

け
出
し
た
事
な
の

で
こ
れ

い
と
ば
か
り
に
回
復
結

で
最
大
値
ま
で
回
復
す
る

再
び
二
刀
を
持

て

コ
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バ

ツ
へ
と
大
剣
を
振
り
下
ろ
さ
ん
と
し
て
い
る
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
へ
と
突

し
た

 
大
剣
の
一
撃
は
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
二
刀
を
重
ね
た
横

ぎ
に
よ

て

な
ん
と
か
大
き
く

道
を
ず
ら
し

中
断
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た

グ
ル
ル

グ
ル
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
れ
で
ま
ず
は
邪
魔
を
す
る

を
始

し
よ
う
と

え
た
よ
う
で
ぐ
あ

と
振
り
向
い
て

剣
を
振
り
下
ろ
し
て
く
る

 

は
集
中
し
エ
リ

シ
デ

タ
で
大
剣
の

を
振
り
下
ろ
し
に
合
わ
せ
て
剣
身
を

ら
せ
な

が
ら
横
に

ら
し
た

そ
し
て
空
振

た
の
と
同
時
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

で
少
し

く
な

て
い
る
悪
魔
の

を
か
ち
上

る

ゴ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
ど
う
や
ら
ク
リ
テ

カ
ル
が
入

た
よ
う
で

初
め
て
上

た
絶

に
近
い

と
共
に
グ

リ

ム
ア
イ
ズ
の

ゲ

ジ
が
目
に
見
え
て

少
す
る

 

が
部

か
ら
出
た
事
で
リ
セ

ト
さ
れ
て
い
た
ヘ
イ
ト
が
ま
た

り

タ
ゲ
が

く
コ

バ

ツ
か
ら
確
実
に

へ
と
向
い
た

今
だ
ア
ス
ナ

 
全
力
で
コ

バ

ツ
を
退
去
さ
せ
て



 第十一章 〜⻘紅の悪魔〜

わ

分
か

た
わ

こ

ち
は

せ
て

キ
リ
ト
君
も
隙
を
見
て

て

 
慌
て
る
ア
ス
ナ
と
彼
女
に

う
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
の
声
が

き
そ
の
後
に
コ

バ

ツ
の
怒

鳴
り
声
が

い
た

ど
う
や
ら
ず
る
ず
る
と
引
き

て
退
去
さ
せ
た
よ
う
だ

た

は
は

ラ
ン
に
は
悪
い
け
ど

撤
退
は

し
い
か
な

 
正
直
レ
ベ
ル
１
４
０
超
え
の

で
も

切
れ
る
自
信
が
無
い

多
分
だ
が

と
コ
イ
ツ
の

ス
テ

タ
ス
は
ど

こ
い
ど

こ
い
だ

り
合
い
で

で
あ
る
事
か
ら
も
そ
れ
が
分

か
る

 
だ
か
ら

一
人
で
は
撤
退
は
ま
ず
不
可
能

背
中
を
見
せ
た
時
点
で
斬
ら
れ
金
属
は
お
ろ
か

す
ら

備
し
て
い
な
い

は
背
面
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
に
よ

て
今

こ
そ
死
ぬ
だ

ろ
う

  
死
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そ
れ
は
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
開
始
の
日
か
ら
覚
悟
し
て
き
た

の
世
界
の
生
き
方
の
終

地
点

の
一
つ

の
力
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
力
に

り
負
け
た
時
に

こ
る
一
つ
の
結
果

あ
る

意
味
で

は
そ
れ
を

け
入
れ
て

そ
し
て
あ
る
意
味
で

絶
し
て
い
る
結

だ

 
ぐ
る
る
る
る

と

り
声
を
上

る
ボ
ス
を
見
て

は

と
苦

し
た

正
直

ら

れ
る
気
も
し
な
い
し

勝
て
る
見

み
も
か
な
り

か

た

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
出
現
す
る
モ
ン
ス
タ

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
第
七
十
層
を
超
え
た

り
か
ら
複

に
な

て
い
て
今
ま
で
の
パ
タ

ン
か
ら
外
れ
た
イ
レ
ギ

ラ

な
一
面
が

に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な

た

 

然
な
が
ら
そ
れ
は
ボ
ス
に
も

さ
れ
て
い
て
第
七
十
層
手
前
か
ら
ボ
ス
の
行
動
が
複

に
な

た
よ
う
に
感
じ
る
事
実
第
六
十
七
層
の
ボ
ス
戦
で
は
一

戦
線
が

解
し
か
か

て
い

て
も
し

が
間
に
合

て
い
な
け
れ
ば
立
て
直
し
も

し
い
程
の

が
出
て
も
お
か
し
く
な

い
程
だ

た

 
そ
の
ボ
ス
よ
り
も
上
の

層
ボ
ス
を
た

た
一
人
で

手
す
る
な
ん
て
流

に

ら
レ
ベ

ル
が
高
め
で

備
も

実
し
て
い
て
他
の
人
に
は
無
い
と
思
わ
れ
る
ス
キ
ル
が
あ

た
と
し
て

も

無

と
し
か

え
な
か

た
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そ
れ
が
あ

た
の
で

は
今
日

ば
無
理

理
ア
ス
ナ
と
一
緒
に
攻
略
す
る
事
に
な

た

ア
ス
ナ
が

ロ
で
は
危
険
だ
か
ら
と
偶
然
を

て
同
行
を

し
出
て
来
た
か
ら
だ

 

初
は

て
い
た
が
ア
ス
ナ
な
ら
心
か
ら
安
心
し
て
背
中
を

け
ら
れ
る
く
ら
い
信

し

て
い
る
し
正
直

ロ
攻
略
に
も
多
少
の
限
界
を
感
じ
て
い
た

は
そ
の
限
界
を
か
な
り

密

つ
ア
ル
ゴ
に

れ
ら
れ
る
く
ら
い
異
常
だ
と

わ
れ
た
レ
ベ
リ
ン
グ
で
補

て
い
る
だ
け
だ

だ
か
ら

し
出
は
有

か

た

お

で
今
日
の
攻
略
は
今
ま
で
に

べ
て
格

に

だ

た
と

思
う

 
そ
ん
な

ロ
で
の
限
界
を
迷

を

し
て
い
る

に
対
し
て

い
て
い
る

が

ロ
で
ボ
ス
を
倒
す
な
ど
無

と
し
か

え
な
い
の
は

然
の
事
だ

た

 

然
な
が
ら
倒
せ
な
け
れ
ば

は
死
ぬ
だ
け
で
あ
る

そ
し
て
現
状
生
き
残
れ
る
可
能
性

は
恐
ろ
し
く

い
と

て
良
い

直
姉

 
そ
ん
な

の

裏
に
浮
か
ん
だ

に
も
近
い

像
で
出
て
来
た
最
初
の
人
は

を
弟

だ
と
初
め
て
し

か
り
目
を
見
て

て
く
れ
た
義
理
の
姉
直
姉
だ

た

に

を

け
容

れ
て
く
れ
た

さ
ん
と

さ
ん
の

が
浮
か
ん
だ
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が
死
ん
だ
ら

哀
し
む

か
な

 
直
姉
は

し
い
か
ら

さ
ん
や

さ
ん
も

し
い
か
ら
き

と
哀
し
ま
せ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
と

に
想
像
が
つ
い
て

思
わ
ず

が

を
伝

た
の
が
分
か

た

 
そ
の

は

し
い
家

に

け
入
れ
ら
れ
た
事
へ
の
今
更
な
が
ら
の
喜
び

け
入
れ
て
く
れ

た
事
へ
の
感

そ
し
て
哀
し
ま
せ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

を
取

た
事
へ
の

罪
と
悔
恨
の

だ

た

 
そ
れ
は

に

へ
と
伝
い

つ

と

ち

  

ち

ん

と
蒼
い

が
吹
き
上
が
る

を

ら
し
た

   
キ
リ
ト
が

い
て
い
る

 
ボ
ク
は
キ
リ
ト
の
背
中

で
も

故
か
分
か

て
し
ま

た

黒
と

の
二
刀
が

か
に

え
て
い
て

は

か
に

け
ら
れ
て
い
た

そ
れ
で
も
分
か

た

 
静

に

ま
れ
た
部

に

ち

ん

と
小
さ
な
水
の

が
し
た
か
ら
だ

た



 第十一章 〜⻘紅の悪魔〜

グ
オ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の

か
な

を
契
機
に

い
を
見

え
合

て
い
た
黒
の
子

と
⻘
の
悪
魔
は
同
時
に

け
出
し

大
な
⻘
い
悪
魔
と
小
さ
な
黒
い
剣
士
が

真

向
か
ら
衝
突
し
た

 

大
に
過
ぎ
る
大
剣
が
キ
リ
ト
を
真

二
つ
に
し
よ
う
と
振
り
下
ろ
さ
れ
彼
は
そ
れ
を
三

交
差
し
た
二
刀
で

さ
え

み

そ
し
て
弾
い
た

 
直
後
二
刀
が
光
を

び
た

蒼
白
い
星

の
よ
う
な
煌
き
を

ら
せ
る
そ
れ
を
ボ
ク
は
初

め
て
見
た

今
ま
で
彼
が
二
本
の
剣
を
同
時
に
振
る
う

な
ど
見
た
事
が
無
い
ク
ラ
イ
ン
か
ら

く

い
た
事
が
あ
る
程

だ

 

に
始
ま

た
神
速
の

撃

は

き
り

て
ボ
ク
で
も
見
切
る
こ
と
が
出
来
な
い

ど

も
な
い
速

の

撃
だ

た

ま
る
事
を
知
ら
な
い

撃
は
悪
魔
に

に
入
り

を
ダ
メ

ジ
エ
フ

ク
ト
の

が

め
て
い
く

バ

は
今
ま
で
に
見
た
こ
と
な
い
く
ら

い
に
面
白
い

ど
ガ
リ
ガ
リ
と

れ
て
い

て
い
た

ス
タ

バ

ス
ト

ス
ト
リ

ム

 
キ
リ
ト
の

り
出
す
よ
う
な
声
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
強

な
直
突
き
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が
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
の

の
中

を

る

に
動
き
を
止
め
る
悪
魔

 
け
れ
ど

悪
魔
の

は
全
部
で
五

ま
だ
二

も
残

て
い
た

そ
し
て
キ
リ
ト
は
技
後

直
に
よ

て
動
け
ず
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
の

め
上
か
ら

る
大
剣
に
よ

て
再
び
斬
ら
れ

る
ま
だ

だ

 
ギ

イ
ン

 
と
大
剣
が
再
び

れ
た

そ
れ
を
し
た
の
は
動
け
な
い

の
キ
リ
ト
突

き
出
し
た
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
振
り
上

る
事
で

上
を

る
よ
う
に

道
を

ら
し
た
の

だ 
キ
リ
ト
は
持
ち
前
の
小

と

速
を

い
て
立
体
的
な
攻
撃
を

り
返
し
て
ダ
メ

ジ
を
与

え
て
い

た

多
分
悪
魔
の

動
や
攻
撃
速

が
異
常
に
速
い
か
ら
退
こ
う
に
も
退
け
な
い
ん

だ

だ
け
ど
ボ
ク
達
が
加
勢
に
入
る
の
は
む
し
ろ
邪
魔
に
な

て
し
ま
う
彼
は
あ
く
ま
で

ロ

プ
レ
イ

で
あ
り
戦
闘
に

け
る

は
彼
一
人
で
完
結
し
て
し
ま

て
い
る
か
ら
下
手
に

入

て
し
ま

た
ら
邪
魔
に
な

て
し
ま
う
の
だ

 
残
像
を
追
う
の
も
や

と
な
程
の
速

で
攻
撃
を
重
ね
て
い

て
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
は
キ
リ

ト
の
あ
ま
り
の

弄
に
攻
撃
し
よ
う
に
も
小
さ
す
ぎ
る
の
と
速
す
ぎ
る
の
で
出
来
な
く
な

て
い
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た 
あ
ま
り
に
一
方
的
で

こ
れ
が
本

に
ボ
ス
な
の
か
と
疑

て
し
ま
う

ど
だ

う
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
こ
に

け
寄
る

コ

バ

ツ
が
い
た

い
つ
の
間
に
か
ア
ス
ナ
達
の

束
を

解
い
て

キ
リ
ト
が
死
に
掛
け
る
の
を
見
て
も

倒
し
に
行
こ
う
と
し
て
い
た

コ

バ

ツ

 

で

ち
こ

れ
の

様
ば
か
り
に

を
取
ら
れ
て
い
て
は

軍
の
名

れ
な
の
だ

で

 
コ

バ

ツ

け
て

む
 
キ
リ
ト
の
猛
攻
が
会
話
に
よ

て
一
時
的
に

切
れ
た
事
で
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
の
振
り
向
き

様
の
一
撃
が
コ

バ

ツ
を
斬
り
裂
い
た

 
彼
自
身
の
突
進
も

て
キ
リ
ト

へ
と
倒
れ
こ
む
コ

バ

ツ
は

を

気
な
く
全

損
さ
せ

 

様
さ
え

い
な
け
れ
ば
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そ
う

し

カ
シ

ン

と

た

  
キ
リ
ト
は
目
の
前
で

が

こ

た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
表
情
で
小
さ
な

ぎ

声
を
上

た

が

こ

た
の
か
意
識
的
に
理
解
出
来
て
い
な
い

け
れ
ど
無
意
識
的
に
分

か

て
い
る
と
い
う
矛
盾
が

今
の
無
自
覚
な

ぎ
声
な
の
だ
と
思
う

グ
ル
ル

あ

あ

あ

 
カ
タ
カ
タ
と
小

み
に
キ
リ
ト
の
体
は

え
出
し
た

そ
れ
ま
で
ど
う
に
か
し
て
生
き

び

よ
う
と
戦
お
う
と
気

が

め
ら
れ
た
黒
い

は
そ
の
光
を
喪
い
焦
点
が
合

て
い
な
い

か
の
よ
う
に
揺
れ
動
く
の
が
ボ
ス
部

手
前
の

路
か
ら
見
て
い
る
ボ
ク
で
も
は

き
り
と
見

て
取
れ
た

 
悪
魔
は

一
部

の
中
に
残

て
い
る
小
さ
な
少
年
の
命
も
奪
お
う
と

意
と

悦
が
感

じ
ら
れ
る

り
声
を

の

で
発
し
な
が
ら

一
歩
一
歩

く
り
と
近
付
く
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あ

あ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア  
そ
の
最
中
で
キ
リ
ト
の
絶

が

き

り
直
後
さ

き
ま
で
の

で
は
な
い
剣

の

が

き

こ

た

キ
リ
ト
は
絶

し

け
な
が
ら
二
刀
を

し
く
振
り

け

圧
倒
的
な
ス

テ

タ
ス
に
よ
る
力
技
は
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
に
反
撃
を
許
さ
な
か

た

 
ト
リ
ガ

を
引
い
て
し
ま

た
の
だ

間
が
死
ぬ
事
を

よ
り
も

む
キ
リ
ト
の
前
で
死

に

あ
ま
つ
さ
え

ケ
イ
タ
が

た
と
い
う

葉
と

同
じ

葉
を
残
し
て
死
ぬ
と
い
う

彼
に
と

て
最
悪
の
ト
ラ
ウ
マ
の
一
つ
で
あ
る
ト
リ
ガ

を

 
心
が

れ
か
け
て
壊
れ
か
け
て
そ
れ
を
ど
う
に
か
し
て
回

し
よ
う
と
し
て
今
の

が

こ

て
い
る
の
だ
と

ボ
ク
や
一
緒
に
見
て
い
る

間
達

生
き
残

た
軍
の
メ
ン
バ

も

悟

た
き

キ
リ
ト

君
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ア
ス
ナ
が

に
手
を

て
て

然
と

く

ボ
ク
も

姉
ち

ん
も
サ
チ
も
ク
ラ
イ
ン
も

た
だ

然
と
キ
リ
ト
の

を
見
て
い
た

軍
の
メ
ン
バ

も
コ

バ

ツ
の
死
を

む
よ
り
先

に
キ
リ
ト
の
変

に

然
と
し
て
い
た

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
二
刀
が
⻩
金
の
光
を

た

グ
リ

ム
ア
イ
ズ
を
数
回
斬
る
と
今

は
別
の

に
現
れ
て

数
回

ま
た
別
の

で
数
回
と
三

的
な
攻
撃
を

り
返
し
て
い
く

 
ズ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ

と

ド
ス
キ
ル
の

が

で
は
な
く
キ
リ
ト
の
絶

に
も

悪
魔
の
悲
鳴
に
も

ら
な
い

ど
の

だ

た

な
ダ
メ

ジ
を

き
出
し
て
い
る
の
は

だ
け
で
も
分
か
る

ど
で
事
実
残
り
三
本
は
あ

た

ゲ

ジ
が
一
気
に

ら
れ
て
い
き
危

険

に
す
ら

達
し
て
真

に

ま

た

ジ

イ
ク
リ
プ
ス

 
最
後

空
中
か
ら
の
回
転

と
し
が
決
ま
り

グ
リ

ム
ア
イ
ズ
を

真

二
つ
に

た

直
後

大
な
蒼
い
結

片
を
撒
き

ら
す

 
キ
リ
ト
は

ら

ら
と
光
の
中
で
よ
ろ
け

ど
さ

と

か
ら

れ
た

女
の
子

り
に
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な

て
い
る
彼
に
慌
て
て

け
寄

て

を
見
る
と

あ
の
日
サ
チ
に

生
ア
イ
テ
ム
を

し
た
時
と
同
じ

つ
き
に
な

て
し
ま

て
い
た

 
今
キ
リ
ト
は
ケ
イ
タ
を

し
て
自
分
を
責
め
て
い
る
の
だ

コ

バ

ツ
を
死
な
せ
て

し
ま

た
原
因
を
作

た
の
は
自
分
だ
と

 
あ
の
男
が
キ
リ
ト
の
せ
い
だ
と

を
残
し
て
死
ぬ
と
い
う
全
く
同
じ
事
を
し
た
か
ら

 
け
れ
ど
そ
れ
は
明
ら
か
に
お
か
し
い

確
か
に
彼
ら
に
マ

プ
デ

タ
を

し
た
の
は
キ
リ

ト
だ
け
ど
彼
は
ち

ん
と

も

し
て
い
た
し
コ

バ

ツ
を

も
助
け
た
り
退
去

さ
せ
た
り
も
し
て
い
た

そ
れ
で

突
撃
し
た
の
だ
か
ら

キ
リ
ト
の
せ
い
じ

な
い

 
そ
う

お
う
と
し
た
の
だ
け
ど

キ
リ
ト
は

や
お
ら
立
ち
上
が
る
と
虚
ろ
な
表
情
の
ま

ま

二
刀
を
持
ち
上

て

に
構
え
た

目
線
は
未
だ
虚
空
を
向
い
て
い
る

 
ど
う
し
た
の

く

る

本

の

悪
魔
が

 
え

と
思

た
の
も
束
の
間
す
ぐ
に

か
が

ち
て
き
て

ま
じ
い
衝
撃
が
伝
わ

て
き

た 
キ
リ
ト
や
ボ
ク
達
の
前
に

り
立

た
の
は
見
た
目
こ
そ
一
見
し
て
さ

き
の
グ
リ

ム
ア
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イ
ズ
と
似
て
る
け
ど

手
足

や

飾
り
に
転

結

と

似
し
た
色
合
い
の
ク
リ
ス
タ
ル

が
無
数
に
あ

た

そ
し
て
眼
は
さ

き
ま
で
猛

を
振
る

て
い
た
悪
魔
に

似
し
た

容

な
が
ら

違
う
と
主

す
る
か
の
よ
う
に

血
を
想

さ
せ
る

し
い
ま
で
の
深
紅

 

バ

は
六

名
前
は
Ｅ
ｖ
ｉ
ｌ
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
ｌ
ｅ
ａ
ｍ
Ｅ
ｙ
ｅ
ｓ

Ｔ
ｈ

ｅ
の
定

が
付
い
て
い
る
正
真
正
銘
本
物
の

く
目
の
悪
魔
の
名
を

す
る
ボ
ス
だ

た 
さ

き
の
ボ
ス
は
小
文

の
ｔ
ｈ
ｅ
だ

た
か
ら
そ
れ
に
気
付
い
た
キ
リ
ト
は
偽
物
だ

と
分
か

て
い
た
の
だ

だ
か
ら
倒
し
た
後

す
ぐ
に
立
ち
上
が

て
二
刀
を
構
え
た

 
彼
に
と

て
護
る
べ
き

ボ
ク
達
が
ボ
ス
部

に
入

て
し
ま

た
か
ら

ゴ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
紅
色
の
刀
身
を
持
つ
大
剣
が
振
り
上

ら
れ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
対
抗
す
る
よ
う
に
二
刀
が
交
差
さ
れ

振
り
下
ろ
さ
れ
た
紅
の
大
剣
の
一
撃
を

い
だ

 
覚
め
た
悪
夢
は
ま
た
始
ま

た

い
や

終
わ

て
す
ら
い
な
か

た
の
だ

 



 第十一章 〜⻘紅の悪魔〜

 
目
の
前
で
キ
リ
ト
と

紅
眼
の
悪
魔
の
刃
が
ぶ
つ
か

た

 

目
か
も
分
か
ら
な
い
衝
突
は
ど
ち
ら
も
剣
が
弾
か
れ
る
と
い
う
結

を

き

け
て
い

る

悪
魔
は
そ
れ
に
よ

て
体
勢
が

れ
て
も
転

で
キ
リ
ト
の
背
後
を
取
り
キ
リ
ト
は
弾
か

れ
た
反
動
を

し
高
速
で
体
勢
を
整
え
て
反
応
し

け
る

 
明
ら
か
に
⻘
眼
の
時
よ
り
強
い
悪
魔
を

手
に

た

た
一
人
で
戦
い

け
て
い
た

 
ボ
ク
達
は
残
る
軍
を

い
で
部

の
外
に
出
し
て
そ
し
て
ボ
ク
達
自
身
も
部

か
ら
脱
出
し

て
い
た

 
残
る
は
キ
リ
ト
一
人

ボ
ス
は
原

的
に
ボ
ス
部

か
ら
出
な
い
の
で
転

で
一

に
し
て

部

の
全
て
に

動
で
き
る
ボ
ス

手
に
な
ら
キ
リ
ト
一
人
の
方
が
戦
い
や
す
い
と
判
断
し
た
か

ら

も
他
に
入

て
い
な
い

 

然
最
初
に

が

た
キ
リ
ト
を
撤
退
さ
せ
る
と
い
う

は

に
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

か

た

彼
の
今
の

状

も
あ
る
が

よ
り
ボ
ス
の
転

動
が
一
番

だ

た
の

だ

撤
退
さ
せ
よ
う
に
も
転

で
追

し
て
く
る

彼
を

す
事
が
出
来
な
い

正
に
初
見
殺

し
と
も

え
る
ボ
ス
で
あ

た

 
キ
リ
ト
の

は

に
四

弱
で
⻩
色
く

ま

て
い
て

紅
眼
の
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
は
残
り
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一
本
ま
で

本
数
を

ら
し
て
い
た

こ
ち
ら
は
あ
と
七

弱
と
い

た

だ

 
正
直

ロ
で

を
六

し
か

ら
さ
ず
に
圧
倒
的
な
能
力
の
ボ
ス
を
二
体

け
て

手
し

て
こ
こ
ま
で
善
戦
す
る
な
ん
て
か
な
り

い
と
思
う

文

り
キ
リ
ト
は

独
で
攻
略
組
全

軍
に

す
る

ど
の
能
力
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

性
の
問

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

 
今
キ
リ
ト
が

手
し
て
い
る
転

ボ
ス
で
一
番

が
少
な
い
の
は
恐
ら
く

ロ
だ

味
方

が
多
け
れ
ば
多
い

ど

き

と

は

も
無
く
な

て
い
る
だ
ろ
う
と
思
う

 
そ
れ
で
も
ボ
ス
と
し
て
極
悪
の
ス
テ

タ
ス
を
持
つ
の
だ
け
ど

故
か
二
刀
流
で
も
ス
キ

ル
が
発
動
出
来
て
い
る
キ
リ
ト
は
生
と
死
の
ギ
リ
ギ
リ
の
境
界
線
を

り
な
が
ら
戦

て
い
る

ド
ス
キ
ル
に
勝
る
と
も

ら
な
い
速
さ
で
二
刀
が
舞
い
悪
魔
の
⻘
い
表

を

く

め
て

い
く

 
本
来
ス
キ
ル
エ
フ

ク
ト
が

て
い
な
い

常
攻
撃
と
分

さ
れ
る
攻
撃
は
ボ
ス
に
対

し
て
あ
ま
り
有

で
は
無
い

ノ

ク
バ

ク
や
ス
キ
ル
で
シ
ス
テ
ム
に
設
定
さ
れ
て
い
る
ダ

メ

ジ

が
無
い
た
め
だ

 
だ
か
ら
と

て
ス
キ
ル
は
安

に
使
え
な
い
ス
キ
ル
使

後
は
技
後

直
と
呼
ば
れ
る
動

け
な
い
時
間
が

か
な
り
と
も
存
在
す
る

だ

だ
か
ら
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
し
か
使
え
ず
そ
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し
て
そ
の
隙
を
生
み
出
す
の
は

ロ
で
は

し
い
た
め
キ
リ
ト
も
じ
わ
じ
わ
と
追
い

め
ら
れ

て
い
た

う
う

助
け
に
入
り
た
い
の
に

抑
え
て
ユ
ウ
キ

こ
こ
に
い
る
全

が
同
じ
よ

 
ぎ
り

と
姉
ち

ん
が
⻭

り
し
て
ボ
ク
の

葉
に
声
を
返
し
た

ア
ス
ナ
も
サ
チ
も
ク
ラ

イ
ン
達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
得
物
を
持
ち
な
が
ら
も
部

の
入
り

で
キ
リ
ト
を

て
い
る

も

う
少
し
で
一
歩

み
出
し
そ
う
な
勢
い
だ

ら

グ
オ

 
転

し
た
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
だ

た
が
剣
を
振
り
か
ぶ
る
一

の
隙
に
キ
リ
ト
の
突
進
に

よ
る
二

撃
で

足
を
斬
り

と
さ
れ
転
倒
し
た

じ
た
ば
た
と
も
が
い
て
動
け
な
く
な

て

い
る

 
人
型
が
多
く
な
る
状

異
常
の
一
つ

転
倒
だ

一

な
る
と
十

く
ら
い
は

き
上
が
れ

ず

フ
ル
ア
タ

ク
を
仕
掛
け
る
絶

の
チ

ン
ス
で
も
あ
る
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キ
リ
ト
は
そ
れ
を
見
た

間
に
後
ろ
へ
下
が
り
な
が
ら

手
で
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
出
し

た

か
ら
か
ら
と
ウ

ン
ド
ウ
を

作
し

高
速
で

か
の
設
定
を
し
て
い

て
い
る

 
ど
う
に
か
転
倒
回
復
後
も
五

い
で

わ

わ
か

た

 
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を

作
し
な
が
ら
の
キ
リ
ト
の
声
に
一

然
と
な
る
も
す
ぐ
に
声
を

返
し
剣
を
構
え
て
じ
た
ば
た
と
も
が
い
て
い
る
紅
眼
の
悪
魔
へ
と
突

し
た

き
上
が

た

ら
す
ぐ
に
転

し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
ま
で
に
キ
リ
ト
か
ら
タ
ゲ
を
外
す
か
そ
う
で

な
く
と
も
少
し
で
も
こ
ち
ら
に

意
を

ら
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
こ
れ
で
も
し
も
タ
ゲ
の
取
る

先

が
与
え
た
ダ
メ

ジ

な
ら
タ
ゲ
を
取
れ
な
か

た
こ

と
必
至
だ
が

い
に
も
絶
対
ダ
メ

ジ

先
と
い
う
わ
け
で
は
無
い
の
は
確
認
済
み
だ

モ

ン
ス
タ

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は

本
的
に
最
も
近
い
プ
レ
イ

を

先
す
る

向
が
多

見

け
ら
れ
る
だ
か
ら
キ
リ
ト
が
コ

バ

ツ
を
斬
ろ
う
と
し
た
⻘
眼
の
悪
魔
の
大
剣
を
弾
い
た

時
に
タ
ゲ
が

た
の
で
あ
る

 
ボ
ク
達
は
少
し
で
も

く
近
寄
り
そ
し
て
今
更
だ
け
ど
キ
リ
ト
の
負

を
少
し
で
も

く
し

よ
う
と

ド
ス
キ
ル
を

発
し
た
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ボ
ク
は
攻
撃
力
と

力
を
下

る
デ
バ
フ

果
を
持
つ
片
手
剣
上

ド
ス
キ
ル
三

撃

サ
ベ

ジ
・
フ
ル
ク
ラ
ム

を

 
姉
ち

ん
は
一

で
九
回
突
い
て
突
き

け
る

剣
最
上

ド
ス
キ
ル

フ
ラ

シ
ン

グ
・

ネ
ト
レ
イ
タ

を

 
ア
ス
ナ
は

か
ら

上
か
ら
下
に
三
発
ず
つ
突
き
を
放
つ

剣
上

ド
ス
キ
ル

ク

ル

シ
フ

ク
シ

ン

を

 
ク
ラ
イ
ン
が
舞
う
よ
う
で
力
強
い
斬
撃
を
五
回
放
つ

カ
タ
ナ
最
上

ド
ス
キ
ル

羅

を

 
サ
チ
が
五

で
突
い
て
最
後
に
真
上
か
ら
突
き

と
す
槍
最
上

ド
ス
キ
ル

デ

メ
ン
シ

ン
・
ス
タ
ン
ピ

ド

を

 
片
手
剣

剣

槍

カ
タ
ナ

ク
ラ
イ
ン
の

間
達
の
片
手

や

刀

軍
の
剣

が
紅
眼

の
悪
魔
の
体
を
強
か
に
打

て
け
れ
ど
キ
リ
ト

ど
大
し
た
ダ
メ

ジ
は
入
ら
な
か

た

ん
の
わ
ず
か
七

か
ら
六

に

た
だ
け
だ

キ
リ
ト
は
ポ

シ

ン
を

ん
だ
の
か
自
然

回
復

が
増
え

四

弱
か
ら
同
じ
六

ど
ま
で
回
復
し
て
い
た

グ
オ
オ
オ
オ

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
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く

そ
が

き
 
ク
ラ
イ
ン
と
ア
ス
ナ
が
大
剣
を

ぐ
も
吹

ば
さ
れ

け
て
サ
チ
と
姉
ち

ん
も
返
す
刃

で

ば
さ
れ
た

軍
は

り

ば
さ
れ
て

ボ
ク
は
最
後
ま
で
残

て
い
た

良
い
ぞ

セ

 
振
り
下
ろ
さ
れ
る
大
剣
の
刃
を
リ
ズ

身
の
継
承
作
で
あ
る
黒
剣
ル
ナ
テ

ク
を
全
力
で

大
剣
の

に

き
つ
け
て

道
を

ら
し
そ
し
て
後
ろ
へ
と
バ

ク
ス
テ

プ
で
下
が
る

す

ぐ
さ
ま
部

の
外
へ
と
退

し
た

 
キ
リ
ト
へ
と
振
り
返
れ
ば
再
び
振
り
下
ろ
さ
れ
た
大
剣
を
二
刀
を
交

さ
せ
て

け
止
め

て
い
た

ギ
シ

と

む

を
立
て
て
一

抗
し
た
後
キ
リ
ト
が
大
剣
を
弾
き
返
し
た

 
悪
魔
に

命
的
な
隙
が
生
ま
れ
る

う

お
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ラ
グ
無
し
で
さ

き
見
せ
た

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

い
や

さ

き
以
上
の

速

と
正
確
さ
を
有
し
た
乱
舞
を
始
め
た

星

の

き
が
悪
魔
を
消
し
去
ろ
う
と
煌
く
も
悪
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魔
も
た
だ
や
ら
れ
て
ば
か
り
で
な
く
キ
リ
ト
に
大
剣
の
剣

を
加
え
て
確
実
に
ダ
メ

ジ
を
与
え

て
い
た

 
そ
の
状

で
も
キ
リ
ト
は
ス
キ
ル
を

け

最
後
の

直
突
き
を
悪
魔
に

き

む

 
ま
だ

悪
魔
は
命
の
数
値
を
三

残
し
て
い
た

だ
め

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ア
ス
ナ
が
突
進
の
構
え
を
取

た
と
同
時
大
剣
で
斬
り
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
動
け
な

い

の
キ
リ
ト
が
動
き
大
剣
を
弾
き
な
が
ら
再
び
発
動
ま
で
の
ラ
グ
も
無
し
に
攻
撃
を
開
始
し

た 
一
撃
が
入
る

に
黒
い
闇
と
星
の
光
が
剣
か
ら
発
生
し
悪
魔
を

み

む

ダ
メ

ジ
自
体

は
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
よ
り
少
な
い
よ
う
だ
け
れ
ど
流
れ
る
よ
う
な

撃
は

え

が
無
い
技
だ

た

上
下

か
ら
変

自
在
に

き

ま
れ
て
い
き
悪
魔
は
確
実
に
そ
の

命
を

ら
し
て
い
く

ナ
イ
ト
メ
ア

レ
イ
ン

 
最
後
キ
リ
ト
が
二
刀
を
前
方
に
交
差
振
り

き
を

き
付
け

大
な
闇
と
光
を
形
成
し
て
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ス
キ
ル
が
終
了
し
た

二
刀
を

ん
で
い
た

色
の
光
は
消
え
去

た
が
ま
だ
悪
魔
は
命
を

一

残
し
て
い
た

 
ス
キ
ル
は
強
い

ど
技
後

直
も
⻑
い

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
よ
り
も

撃
数
も

ダ
メ

ジ
も
多
い
の
だ
か
ら

先

ど
は
動
け
て
も
今
回
は
動
け
な
い

ま

だ
だ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
と
思

て
い
た
の
も
束
の
間

流
れ
る
よ
う
な
二
刀
の
乱
舞
が
始
ま

た

蒼
い

き
だ
が

そ
れ
が
収
束
し
た
事
で
太
陽
の
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
煌
き
が
乱
舞
し

悪
魔
を

み

ま
ん
と
す

る

三

高
速

動
に
よ
る

撃
を

け

最
後
は
回
転

り
が
入

た

グ
ル

オ

 
そ
の
最
後
の
一
撃
が
ト
ド
メ
に
な

た
よ
う
で
紅
眼
の
悪
魔
は

き
の
断

魔
を
上

て
バ

シ

ア

 
と

大
な
蒼
い
結

片
へ
と
四

し
た

い
て
リ
ザ
ル
ト
と
勝

を

え
る

シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
そ
し
て
七
十
五
層
へ
の

が
あ
る

が
重
苦
し
い

を
立
て
な
が
ら

開
くキ

リ
ト

 
け
れ
ど

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
良
か

た
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ボ
ク
は
い
ち

く
キ
リ
ト
へ
と

り
寄

た

後
ろ
か
ら
同
じ
よ
う
に
キ
リ
ト
の
名
前
を
呼
び

な
が
ら

る

間
の
声
が

こ
え
た

 
ボ
ク
達
が

け
寄

て
も
キ
リ
ト
は
ま
だ
勝

し
た
事
が
実
感
出
来
て
い
な
い
の
か

色

の
剣
を

に

き
付
け
る
よ
う
に

そ
し
て

黒
色
の
剣
は
後
ろ
手
に
高
く
構
え
る

勢
で

ま

て
い
た

 
近
寄

た
ボ
ク
は

黒
色
の
剣
を
握
る
彼
の

手
に

し
く
手
を

い
て

に
下

さ

せ
る

 
す
る
と
彼
は
こ
ち
ら
に

く
り
と

を
向
け
た

キ
リ
ト
の

は
本

に
終
わ

た
の
か

と
い
う

れ
切

た
表
情
で

ど
こ
か

い

を

か
せ
た

終
わ

た

の

う
ん

キ
リ
ト
は

生
き
残

た
ん
だ
よ

そ

か

コ

バ

ツ

は

 
一
時
的
な
の
だ
ろ
う
か

キ
リ
ト
は

然
と
し
た
表
情
の
ま
ま
コ

バ

ツ
の
生
存
を

い

て
き
た

目
の
前
で
死
ん
だ
事
が

ま
だ
現
実
と
し
て

け
入
れ
ら
れ
て
な
い
の
か
も
知
れ
な
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い 
ボ
ク
が

え
あ
ぐ
ね
て
い
る
の
を
見
て
か
ク
ラ
イ
ン
が
キ
リ
ト
の
前
に
し

が
み

点
の
高

さ
を
同
じ
に
し
て

を
あ
わ
せ
た

然
と
キ
リ
ト
は
彼
を
見
る

キ
リ
ト

残
念
だ
が

ア
イ
ツ
が

一
の
死
亡
者
だ

あ

そ

う
ん

そ
う
だ

た

の
目
の
前
で

の

せ
い

で

う

 
が
く

と
再
び

か
ら

れ
る
キ
リ
ト

二
刀
も

に
か
し

ん
と

を
立
て
て

と
さ

れ

キ
リ
ト
は

然
と

き

を
流
し
始
め
る

 
さ

き
あ
れ

ど

し
た
の
だ
し

ち

い
て
い
る
と
は

え
絶
対
に

え
た
わ
け
で
は

無
い
心
の
傷
を
最
悪
な
形
で

ら
れ
た
の
だ
か
ら
そ
の
反
動
が
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

た

コ

バ

ツ
の
最
後
の

葉
を

裏
に
思
い
浮
か
べ
て

の
中
が

乱
し
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い

キ
リ
ト
こ
ん
な
状

の
お
前

に

て
も
意
味
無
い
か
も
し
れ
ね

け
ど
よ

お
前

は

う
べ
き
事
は
キ
チ
ン
と

て
た
ん
だ

お
前

が
助
け
に
入

て
後
ろ
に
下
が
ら

せ
て
も
コ

バ

ツ
の

は
勝
手
に
行
動
し
た

お
前

が
命

け
で
戦

て
る
の
に

り
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ん
で
死
ん
だ
ん
だ

お
前

は
悪
く
ね

ん
だ

あ
ま
り
自
分
を
責
め
る
ん
じ

ね

お

前
の
お

で
残
り
の

中
は
助
か

た
ん
だ
か
ら
よ

う
ん

 
表
情
を
歪
め
な
が
ら
の
ク
ラ
イ
ン
の

葉
に

キ
リ
ト
は

然
と

い
た
ま
ま
小
さ
く

い

た

そ
れ
か
ら
二
刀
を

て
背
中
に

り
直
し
た
キ
リ
ト
は

き
じ

く
り
な
が
ら
ク
ラ
イ

ン
達
と
一
緒
に
七
十
五
層
へ
と
上
が

て
行

た

 
軍
に
は
ア
ス
ナ
と
ボ
ク
達
が
対
応
す
る
事
に
な

た

 
こ
の
事
は
デ

ア
ベ
ル
に
報

し

彼
か
ら

罪
と
後
の
事
は

せ
て
も
良
い
と
メ

ル
を

た
の
で

ボ
ク
達
は
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ

ム
へ
と

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

気
に
本
作
初
の
ユ
ウ
キ

点
と
な
り
ま
し
た

ユ
ウ
キ
は
同
じ
片
手
剣
使
い

つ
か
な
り
の
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剣

を
有
す
る
プ
レ
イ

で
す
か
ら
キ
リ
ト
の
戦
闘
を

写
す
る
に
あ
た

て
と
て
も
書
き

や
す
い
キ

ラ
で
す

私
自
身
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
キ

ラ
の
中
で
最
も

き
な
キ

ラ
だ
か
ら
と
い
う
事

も
あ
り
ま
す

 
彼
女
が
ヒ
ロ
イ
ン

 
さ
て

そ
れ
は
ど
う
で
し

う
か

本
作
の
キ
リ
ト
は
桐

谷
和
人

で
も
あ
り
ま
た

一

で
も
あ
り
ま
す
の
で
ま
だ
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん

そ
れ
に
今
の
キ

リ
ト
が

か
と
恋
人

に
な
る
の
は

し
い

異
性
を
意
識
し
き
れ
て
ま
せ
ん
か
ら
ね

 
と
い
う
か
キ

ラ
の
絡
み
が

し
く
な
る
の
で
分
か
ら
せ
ま
せ
ん

 
ま
だ
ま
だ
先
は
あ
り
ま
す
の
で
今
後
に
ご
期

下
さ
い

ま
た
感
想

判

問

価

気
が
向
け
ば
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

話
以

か
ら

し

あ
り
ま
せ
ん
が
不
定
期
更
新
と
な
り
ま
す

ご
了
承
下
さ
い

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
二
章
 

恐
慌

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
ま
ず
最
初
に
少
し
だ
け
大
切
な
お
話
が
あ
り
ま
す

 
そ
れ
は
本
作
の
原
作
名
を

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
か
ら

ド
ア

ト
・
オ

ン
ラ
イ
ン

へ
変
更
す
る
事
で
す

 
理
由
と
し
て
は
活
動
報

に
書
い
て
い
ま
す
が

ご
存
知
の

り

未
だ
に

要

が

無
く
逆
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
要

を
多
く

り

ん
で
い
る
ス
ト

リ

と
い
う
か

ま
ん
ま

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
す

こ
の
ま
ま
で
は
原
作
名
と
矛
盾
し
て
い
る
と
思
い

学
園
編
を
別
の
作
品
で

れ

作
と
し
て
投
稿
す
る
事
で
分
け
よ
う
と
決
め
ま
し
た

 
つ
き
ま
し
て
は
お
気
に
入
り
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

は
原
作

索
が
変
わ
り
ま
す
の
で
お

気
を
付
け
下
さ
い

こ
ち
ら
の

合
で
振
り
回
し
て
し
ま
い

し

あ
り
ま
せ
ん

  
さ
て

で
は
今
話
に
つ
い
て
で
す
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今
話
は
原
作
に
一
切
無
い
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
話
で
す

七
十
四
層
ボ
ス

後
キ
リ
ト
は

ク
ラ
イ
ン
達
と
共
に
七
十
五
層
の

へ
向
か
い
ま
し
た

今
話
は
そ
の
直
後
の
お
話
で
す

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
分
か
る

り
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ド
シ
リ
ア
ス
で
す
の
で
お
覚
悟

下
さ
い

 
で
は
ど
う
ぞ

初
の
ク
ラ
イ
ン

点

し
か
も
最
初
か
ら
最
後
ま
で
で
す

  
デ
ス
ゲ

ム

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う

じ
ら
れ
た
世
界
に

い
て
そ
の

と
な

て
い
る
お
よ
そ
一
万
人
の
内
の
生
き
残
り
七
千
人
の
プ
レ
イ

達
は
あ
ら

る

に

え
て
い
る
と
い
う
共

が
存
在
す
る

 
人
間
の
三
大
欲
求
と
し
て

眠
欲

食
欲

性
欲

の
三
つ
が

ら
れ
る

 
こ
の
中
で

眠
欲
は

の

息
に
絶
対
不
可
欠
で
あ
る
た
め
自
然
と

も
が
覚
え
る
事
に
な

る

ア
バ
タ

を
動
か
し
て
い
る
の
は

達
の

な
の
だ
か
ら

息
を
必
要
と
す
る
の
は
自
明
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の
理
だ

 

に
食
欲
だ
が

こ
れ
は
こ
の
世
界
で

た
す
の
は
と
て
も

し
い
話
で
あ

た

 
そ
も
そ
も
仮
想
世
界
へ
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
が
こ
の
よ
う
な
形
で
と
は

え
実
を
結
ん
で
い
る

が

ま
だ
ま
だ

す
る
べ
き
事
は

あ
る
の
が
現
状
だ

世
界
に
入

て
す
ぐ
に
偶
に

た
り
す
る
人
も

た
し

な
ど
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

入
出
来
た
か
ら
ナ

ヴ
ギ
ア
を

い

え
た
と
い
う
感
じ
な
の
で
他
の
重

の
ゲ

マ

や

ベ

タ
テ
ス
タ

達
と
は
違

て

境
に

れ
て
い
な
か

た

 
キ
リ
ト

く
重
力

の

は
ま
だ
ま
だ

行

に
あ
り

な

境
の
変
化
に

が

応
し
て
い
な
か

た
か
ら
違
和
感
を
感
じ
て
い
た
と
い
う

 
そ
れ
で
も
リ
ア
ル
に
程
近
い
レ
ベ
ル
ま
で
そ
れ
こ
そ
プ
レ
イ
時
間
を

み
重
ね
て
い
け
ば
気

に
な
ら
な
い
程

だ

た
か
ら
発

も
と
い
デ
ス
ゲ

ム
化
に

み
出
し
た
の
だ
ろ
う

場

は
ど
う
や
ら
剣
の
世
界
の
完
成
と
そ
の
世
界
に

わ
れ
た

達
の
行
動
の

を
目
的
と

し
て
い
た
せ
い
か

そ
れ
以
外
の
要

が

と

な
部
分
が
あ

た

 
そ
の
一
つ
と
し
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

理

や

の
食
い
物
は

本
的
に

味
し
く
な
い
事
が

ら
れ
る
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無
論
不
味
い

で
は
無
い
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
事
も
無
い

た
だ
数
多
く
の

味

や

し
味
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に

念
を

や
す

理
人
が

る
日
本
に
生
ま
れ
て
ず

と
生
き
て
来

た
せ
い
か

が

え
て
い
る

す
べ
て
の
プ
レ
イ

達
か
ら
す
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

理
は
果
て
し
な
く
味
気
な
い
も
の
だ

た
の
だ

第
一
層
や
第
二
層
の

理

も

ど
が
そ
れ

で

に

い
も
の
も
あ
る
が

そ
れ
は
大

高
値
で
手
を
出
し
づ
ら
い
も
の
ば
か
り
だ

た

 
最
後
に
性
欲

 
こ
れ
に

し
て
は

な

だ

せ
異
性
に
対
す
る
ボ
デ

タ

チ

特
に
男
性
プ
レ
イ

が
女
性
プ
レ
イ

に
対
す
る
も
の
は

場
以
外
の
ス
タ

フ
が

力
し
た
の
か

し

く
さ
れ
て
お
り
気
を
付
け
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
が

い
て
し
ま

う 
こ
の
場
合
は
大

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
と
呼
ば
れ
て
お
り

触
さ
れ
た
プ
レ
イ

の

界
に
現
れ
た
ウ

ン
ド
ウ
の
イ
エ
ス
ボ
タ
ン
を
タ

プ
す
る
か
発
声
す
る
か
で

触

し
た

手
プ
レ
イ

を
問

無

で
監
獄
送
り
に
す
る
と
い
う
か
な
り
恐
ろ
し
い
シ
ス
テ
ム

で
あ
る

 

は

彼
女
が
欲
し
い
と
思

て
い
る
が

そ
れ
で
も

い
寄

た
り

し
な
い
の
は
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リ
ア
ル
で
広
ま

た
女
尊
男

風

に
よ
る
影

を

慮
し
て
で
あ
る

の
知
り
合
い
に
い
る

女
性
プ
レ
イ

は
全

思
慮
深
い
か
ら
助
か

て
い
る
が
そ
れ
で
も

骨
な
ボ
デ

タ

チ

は

け
る
よ
う
に
し
て
い
る

 
ま

ハ
イ
タ

チ
し
た
り

ま
す
意
味
で

や
背
中
を

い
た
り
は
す
る
が
そ
の

の

は
か
な
り

整
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

が
そ
う
い

た
事
を
し
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止

コ

ド
に

触
し
た
事
は
一

も
無
い

そ
も
そ
も
絶
対
数
か
ら
し
て
少
な
い
と
い
う
事
も
あ

る
が

 

が

い
た
い
か
と

う
と

が
知
る
限
り
こ
の
世
界
で
性
欲
を
解
消
す
る
手

は
無
い

で
あ
る
少
な
く
と
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
が
ガ

チ
リ
禁
止
し
て
い
る

つ
ま

り
性
欲
は

ま
る
一
方
と
い
う
事
だ

 
こ
れ
ら
の
事
か
ら
三
大
欲
求
の
内
生
命

持
に
必
要
不
可
欠
な

眠
欲
を

き
食
欲
と

性
欲
に

し
て
プ
レ
イ

達
は

足
す
る
事
が
無
か

た

 
食
欲
も
そ
も
そ
も

理
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
る

狂
な
プ
レ
イ

が
多
く

る

も

無
く

絶
対
数
が
少
な
い
の
で
絶
品

理
に
あ
り
付
け
る
と
い
う
事
は

食

を
入
手
す
る

以
上
に
あ
る
意
味
で
レ
ア
で
あ
る
と

は
思
う
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食
欲
に

す
る
事
で
す
ら
こ
れ
な
の
だ

そ
し
て
こ
の
世
界
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
と
ロ
グ
イ
ン
が

に
出
来
る
た
だ
の
ゲ

ム
と
し
て
本
来

さ
れ
た
の
で
小
説
や

ア
ニ
メ
な
ど
息

き
す
る
よ
う
な

な
ど
存
在
せ
ず

然
な
が
ら
ネ

ト

境
な
ど
も
無
い

ゲ

ム
の
中
で

ネ

ト
サ

フ

ン
や
ゲ

ム
を
し
た
い
と

え
る
な
ど
最

期

状
の
表
れ
で
あ
り
同

時
に

が
現
実
世
界
へ

く
帰
り
た
い
と
い
う
想
い
を
か
つ
て
よ
り

退
さ
せ
て
い
る
証

で
あ

ろ
う

 
こ
ん
な
感
じ
で
あ
ら

る
意
味
で

に

え
て
い
る
プ
レ
イ

達
が
ご
ま
ん
と
い
る
の

だ
攻
略
組
が
ボ
ス
を

し
て
新
た
な

層
へ
行
け
る
よ
う
に
し
た
つ
ま
り
攻
略
が
進
ん
だ

と
い
う
事
は
全
プ
レ
イ

に
と

て
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
り
同
時
に
新
た
な
事
物
と
対
面
す
る

事
が
出
来
る
未
知
の
登
場
で
も
あ
る

 
今
ま
で

ど
キ
リ
ト
が

を
取

て

そ
し
て
い
ち

く
ボ
ス
部

か
ら
去

て
転

を

開
い
て
来
た

今
ま
で
な
ら
新
た
に
開
か
れ
た
転

は
そ
の

目
を
果
た
し
新
天
地
を
見
る

に

ち
構
え
て
い
た
多
く
の
プ
レ
イ

達
を

と
蒼
い
光
と
共
に

き
出
す

攻
略
組
が

ボ
ス
攻
略
へ
行
く
と
い
う
情
報
は

そ
れ
こ
そ
変
化
を

す

的
な

情
報
だ
か
ら
だ

 
だ
が
今
日
ば
か
り
は
そ
れ
は
無
か

た

故
な
ら
今
日
の
ボ
ス
攻
略

い
や
ボ
ス
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は

全
く
想
定
し
て
い
な
か

た
形
で
の

行
だ

た
か
ら
で
あ
る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
中

と
い
う
地

に

た
プ
レ
イ

コ

バ

ツ
の

独
断
専
行
に
よ
り
合

十
二
名
と
い
う
少
な
い
人
数
で
無
謀
に
も
ボ
ス
へ
と

み
彼
ら
を
助

け
る

に
キ
リ
ト
が
助
け
に
向
か

た
結
果

コ

バ

ツ

の
死
が
引
き
金
と
な

て
キ
リ

ト
は
ト
ラ
ウ
マ
を

こ
し
撤
退
も

し
い

手
だ

た
事
も
あ

て
ボ
ス
を
倒
し
て
し
ま

た

か
ら
だ

 
だ
か
ら
十
中
八
九

突
に
全

層
の
転

で
新
た
な

層
が
開
か
れ
た
事
を
知
ら
せ
る

フ

ン
フ

レ
を

か
せ
て
い
る
事
に
全
て
の
プ
レ
イ

が

し
て
い
る
だ
ろ
う
な
と

え
て
い
た

ぐ

う

 
そ
ん
な

の
手
を

が
知
る
限
り
で
ぶ

ち
ぎ
り
の
最
年
少
で
最
強
で
最
も
心
が

い

十

と
い
う

さ
な
が
ら
ず

と
一
人
で
生
き
て
き
た

キ
リ
ト

が

き
じ

く
り
な
が
ら

弱

し
く
握

て
い
た

 
キ
リ
ト
が
ト
ラ
ウ
マ
を
引
き

こ
し
ボ
ス
を
倒
す
に
至

た
原
因
は
コ

バ

ツ
の
死

に
あ
る
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正
確
に
は
キ
リ
ト
の
過
去
か
つ
て
力

え
を
し
て
い
た
月
夜
の
黒
猫

と
い
う
ギ
ル
ド

の

と
リ

ダ

の
死
が

た

だ

コ

バ

ツ

が

に
し
た
最
期
の

葉
が

そ

の
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

を
務
め
て
い
た
ケ
イ
タ
が
最
期
に
キ
リ
ト
へ

に
し
た

葉
と

同
じ
で
あ

た
た
め
キ
リ
ト
は
ト
ラ
ウ
マ
を
引
き

こ
し
そ
し
て

し
ボ
ス
を
倒
し
た

の
だ

 
ボ
ス
を

ロ
で

し
た
事
は
恐
ろ
し
い
事
で
あ
る

そ
れ
は
実
力
的
な
意
味
で
も

ま
じ

く

ま
た
そ
れ
を
し
て
し
ま
う
だ
け
の
精
神
状

に
対
し
て
で
も
あ
る

 
キ
リ
ト
は
今
ま
で
た
だ
の
一
回
も

か
と
パ

テ

を
組
ん
だ
事
が
無
い
デ
ス
ゲ

ム
開

始
時
は
お
ろ
か
ボ
ス
攻
略
時
で
す
ら
キ
リ
ト
は

ロ
だ

そ
れ
で
も
ボ
ス
攻
略
時
に
は
レ
イ
ド

の
一

と
し
て
戦

て
き
た
の
で

そ
の
時
だ
け
事
実
は

ロ
で
も
形
式
上
は
レ
イ
ド
で
あ
る

 
だ
が
キ
リ
ト
は
過
去
に
一

ロ
で
フ
ロ
ア
ボ
ス
を
倒
し
て
し
ま

た
事
が
あ

た

そ
れ

が

ケ
イ
タ

を
初
め
と
し
た

月
夜
の
黒
猫

を

ら
せ
よ
う
と

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
現

れ
る
イ
ベ
ン
ト
ボ
ス
か
ら
手
に
入
る

生
ア
イ
テ
ム
を
実

に
手
に
し
過
去
に
死
ん
だ
者
に
は

使
え
な
い
と
知

た
後
の
事

ク
リ
ス
マ
ス
攻
略
事
件

だ

た

 
ク
リ
ス
マ
ス
攻
略
事
件
と
は
年
一
回
と
い
う
レ
ア

か
ら
高

で
あ
る
と
予
想
さ
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れ
て
い
た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
と

層
の
迷

最

で

の

層
へ

く

を

護
る
ボ
ス
を
倒
す
ボ
ス
攻
略
の
二
つ
を
た

た
数
時
間
で
行
わ
れ
た
と
い
う
前
代
未

の

事
件
の
事
で
あ
あ
る

 
そ
れ
を

こ
し
た
の
は
キ
リ
ト

独
で
あ
る
事
が
更
に
話

を
呼
ん
だ

せ
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
の
ボ
ス
を
倒
し
消

し
た
ま
ま
未
だ
マ

ピ
ン
グ
が
終
わ

て
い
な
か

た
第
四

十
九
層
迷

を
一
人
で

破
し

あ
ま
つ
さ
え
ボ
ス
を

ロ
で
倒
し
て
し
ま

た
の
だ
か
ら

常
識
外
に
あ
る
事
も
あ

て
騒
が
れ
る
の
も

然
だ

た

 
そ
ん
な
事
が
無

で
あ
り
無
謀
で
あ
る
事
な
ど
キ
リ
ト
も
認
め
て
い
た
た
だ
自
覚
は
し
て

い
て
も
止
め
ら
れ
な
い
く
ら
い

れ
た
精
神
状

だ

た
の
だ

 
今
回
の
事
も
恐
ら
く
キ
リ
ト
の
精
神
に
は
予
想
出
来
な
い
程
の
負

が
掛
か

て
い
た

軍

の

中
を
助
け
る

と
は

え
キ
リ
ト
は

の
勢
い
に

せ
て
自
殺
す
る
勢
い
で

ロ
戦
闘

を

け
中
ボ
ス
と
真
の
ボ
ス
を

め
て
倒
し
た
の
だ

そ
ん
な
無

は
こ
こ
最
近

遠
で
あ

た
た
め

そ
れ
だ
け
キ
リ
ト
に
と

て

え
ら
れ
な
い
衝
動
に

ら
れ
た
と
い
う
事
な
の
だ

 
こ
こ
で
更
に
負

が
掛
か
れ
ば
も
う
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
道
へ
と
キ
リ
ト
は
進
ん
で
し

ま
う
事
が
容

に
予
想
出
来
た
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ベ

タ
テ
ス
タ

と

も
知
ら
な
い

ビ
ギ
ナ

達
の
間
に
あ

た
確

を

一

に
対
す
る
ヘ
イ
ト
を

す
る
事
で
取
り

く
く
ら
い
自
己

心
が
過
ぎ
る
子

だ

こ
の
ま
ま
コ

バ

ツ
が
死
ん
だ
の
は
自
分
の
せ
い
だ
と
責
め
て
い
る
間
に
更
に
そ
れ

で
責
め
ら
れ
る
と
い
う
負

が
掛
か
れ
ば
今
で
こ
そ

を
流
し
て
精
神
の

壊
を

れ
て
い
る

キ
リ
ト
は
も
う
壊
れ
切

て
恐
ら
く
今
後
一
切
自
分
の
全
て
を
道

の
様
に

う

ど
の
無
謀

な
攻
略
を
始
め
る
だ
ろ
う

 

な
ら

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
で
も

に
年

と
実
力
過
去
の
経
歴
か
ら
し
て

か
ら
外
れ
て
い
る
キ
リ
ト
な
ら
や

て
し
ま
う
と

え
て
し
ま
う
の
だ

 
だ
が
そ
ん
な
事

を
初
め
と
し
た
キ
リ
ト
の
事
を
大
切
に
想

て
い
る
面

が
許
す

も
無

い 
確
か
に
コ

バ

ツ
の
件
で
キ
リ
ト
が
完
全
無
罪
か
と

え
ば
マ

プ
デ

タ
を

し
た

時
点
で
そ
れ
は
違
う
と

え
る
そ
も
そ
も
彼
ら
を
行
か
せ
な
い

に

し
な
い
と
い
う

も
あ

た
の
だ
か
ら

 
だ
が
キ
リ
ト
の

を
無

し
て
ボ
ス
に

む
決
断
を
し
た
の
も
手
助
け
に
入

た
キ
リ

ト
の

助
を
無
下
に
し
た
の
も

独
で
特
攻
を
か
ま
し
て

死
の
攻
撃
を
喰
ら

た
の
も
全
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て
は
コ

バ

ツ
自
身
の
意

で
あ
り
そ
こ
に
キ
リ
ト
の
意
思
は

在
し
て
い
な
い
む
し
ろ

コ

バ

ツ
が
取

た
行
動
と
は
逆
の
意
思
を
向
け
て
い
た

 
だ
か
ら

と
し
て
は
こ
れ
に
つ
い
て
キ
リ
ト
が
非

さ
れ
る
よ
う
な
事
は

無
い
と
思

て
い
る
し
む
し
ろ
責
め
る
事
は

違
い
だ
と
思

て
も
い
る

と
い
う
か
マ

プ
デ

タ
を

す
場
に

た

達
だ

て

同
罪
だ
し
そ
れ
以
前
に
コ

バ

ツ
達
を
助
け
る

に
キ
リ
ト

は
真

先
に
救

に
向
か

た
の
だ
そ
の
上
で
コ

バ

ツ
は
特
攻
し
た
の
だ
か
ら
責
め
ら
れ

る

も
無
い

 
キ
リ
ト
と
し
て
は
コ

バ

ツ
を
目
の
前
で
死
な
せ
て
し
ま

た
事
同
時
に
か
つ
て

か

れ
た

と
同
じ
内
容
を

わ
れ
た
事
で
精
神
的
に

参

て
い
る
よ
う
で
今
回
の
件
は
自

分
が
悪
い
と
思
い

ん
で
し
ま

て
い
る
よ
う
だ

た

が
さ

き
そ
れ
は
違
う
と
い
う
事

を
伝
え
て
お
い
た
が

恐
ら
く

得
は
出
来
て
い
な
い
だ
ろ
う

 
多
分
今
は

を

て
も
意
味
は
無
い
し
む
し
ろ
ど
ん
ど
ん
追
い

め
て
い

て
逆

果
に

な

て
し
ま
う
と
思
え
た

 
こ
れ
で
も
キ
リ
ト
は

な

が
あ
り

達
が

ら
誘

て
も
パ

テ

を
組
み
や
し
な

い

ど
う
や
ら
今
日
は

故
だ
か
血

騎
士

⻑
で
あ
る
ア
ス
ナ
と
一
緒
に
攻
略
を
し
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て
い
た
よ
う
だ
が

そ
の
彼
女
に

い
た
と
こ
ろ

パ

テ

は
組
ん
で
い
な
い
と
い
う
事

だ

た
の
で

変
わ
ら
ず

ロ
を

く
主
義
の
よ
う
で
あ
る

 
キ
リ
ト
が

ロ
を

く
原
因
は
ビ

タ

の
事
が

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
コ
イ
ツ
は
デ

ス
ゲ

ム

を
さ
れ
る
前
に
会

た

と
も
自
分
の
事
情
と

て
パ

テ

を
組
め
な

い
と

て
い
た

あ
る
程

は

と
な
く
予
想
付
い
て
い
る
が
キ
リ
ト
と
し
て
は

れ
な
い

一
線
と
い
う
も
の
ら
し
く
未
だ
に
絶
対
パ

テ

を
組
ま
な
い
し
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
で
も

ロ
を

て
い
る

 
存
外

一

決
め
た
事
は

子
で
も
変
え
ら
れ
な
い
く
ら
い

な
一
面
が
あ
る
の
だ

 
だ
が

流

に
今
回
ば
か
り
は
見
過
ご
す

に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う

 
今
回
は
あ
ま
り
見
な
い

だ

た
が
一
応
攻
略
ギ
ル
ド
の
中
か
ら
死
者
が
出
た
し
少
な
か

ら
ず
キ
リ
ト
も

し
て
い
る
上
に
予
定
外
だ

た
が
ボ
ス
も
倒
し
更
に
は
未
知
の
ス
キ
ル
ま

で
使
い
こ
な
し
て
い
た

 
一
応
軍
の

中
に
は

て
い
る
よ
う

て
お
い
た
が

あ
の
中
に
一
人
で
も
キ
リ
ト
に

対
し
て
悪
感
情
を

い
て
い
る

が
い
れ
ば
そ
れ
も
無

に
終
わ
る

わ
れ
て
い
た
か
ど
う

か
知
ら
な
い
が
コ

バ

ツ
も
一
応
あ
の
面
子
の
上

で
あ
り
同
じ
ギ
ル
ド
に

属
す
る

間
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な
の
だ
か
ら
マ

プ
デ

タ
を

し
な
け
れ
ば

と
逆
恨
み
す
る

が

な
い
と
も
限
ら

な
い

 
そ
う
い

た

が

た
場
合

必
ず

か
に
話
し

そ
こ
か
ら
話
が
広
ま
る

 

に

え
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
事
だ
絶
対
に
二
刀
で
ス
キ
ル
を
放

た
話
に
食

い
付
い
て
キ
リ
ト
を
追
い
回
し
て

コ

バ

ツ
を
死
な
せ
た
事
を
責
め
る
に
違
い
な
い

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
は
こ
の

で
一

身
を

す
意
味
も

め
て

む
べ
き
だ
と
人
目
を

け

る
よ
う
に

風
林
火

の
ギ
ル
ド
ホ

ム
に
退

し
た

は

え
て
い
た

リ

ダあ
あ

 

を

ら
し
な
が
ら

き
じ

く

て
い
る
キ
リ
ト
に
も

ま
し

な

線
を
送
り
な
が

ら

風
林
火

と
い
う
ギ
ル
ド
の
一

で
あ
る
リ
ア
ル
か
ら
の
友
人
も
同
様
の

え
で
あ
る

と
目
で
伝
え
て
き
た

も
結
構
⻑
い
が
こ
い
つ
ら
は
エ
ギ
ル
や
ア
ス
ナ
と

同
程

の

付
き
合
い
が
あ
る
か
ら
も
う
キ
リ
ト
の
精
神
が
限
界
を

え
よ
う
と
し
て
い
る
事
を
悟

て
い

る
の
だ

 
今
は
五
月
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

て
か
ら
実
に
一
年
と

年
近
く
も
経
過
し
て
い
る
事



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

に
な
る

ま
だ
キ
リ
ト
が
持
ち
直
し
て
か
ら

年
も
経

て
い
な
い
の
だ

 
い
や
持
ち
直
す
前
も
後
も

が
知
る
限
り
で
キ
リ
ト
は
一

た
り
と
も

一
日

に
し

た
事
な
ど
無
か

た

だ

少
し
前
ま
で
は

眠
時
間

時
間
を

き
食
事
も

ど
味
わ

わ
ず
空

を

た
す
だ
け
の
作
業
に
な

て
い
た
と

い
た
か
ら
多
少
マ
シ
に
な

て
い
る
と

て
も

達
か
ら
す
れ
ば
全
然
だ

 
こ
こ
は
一
つ
キ
リ
ト
の
事
を

じ
る
メ
ン
バ

の
中
で
も
最
古
参
の

が

め
と

す

る
べ
き
だ
ろ
う

 
そ
う

中
で
結
審
し
た

は
手
を
握

て
来
て
い
る
キ
リ
ト
の

線
に
高
さ
を
合
わ
せ
る
よ

う

中

に
な

た

そ
れ
を
感
じ
て

キ
リ
ト
は

き
じ

く
り
な
が
ら

を
向
け
て
来
る

な

キ
リ
ト
よ

今

ち

と
い
い
か

ぐ

な

に

あ
の
よ

こ
ん
な
事
今

う
の
も
ア
レ
な
ん
だ
が
よ

お
前

そ
ろ
そ
ろ

み

を
取

た
ら
ど
う
だ

 
ち

と

ま
ね

と
ぶ

倒
れ
る
ぞ

え

で

 
出
来
る
だ
け
責
め
る
よ
う
な

に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
て

え
ば
キ
リ
ト
は

を
歪
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め
な
が
ら

い
た

 
予
想

り
過
ぎ
る
反
応
に

は
少
し
ば
か
り

息
を
零
し
そ
う
に
な
り
そ
れ
を
ぐ

と

え
て
整
理
し
て
お
い
た
事
を

う
べ
く

を
開
い
た

で
じ

ね

お
前

一
日
で
も
完
全

に
し
た
事
が
あ
る
か

無
い

だ
ろ
う
な

そ
ん
な
話
は

も

に
し
た
事
が
無

攻
略
を

ぐ
理
由
は

日
知

た

け
ど
よ

本
的
に
フ
ロ
ア
ボ
ス
は
お
前

一
人

ロ
で
ど
う
に
か
な
る
よ
う
な
モ
ン
で
も

ね

そ
れ
が
七
十
五
層
ク

タ

ポ
イ
ン
ト
の
ボ
ス
と
も
な
れ
ば

更
だ

今
日
の

事
で
も
う

れ
た
だ
ろ

一
日
や
そ
こ
ら
キ
リ
ト
一
人
が
攻
略
を

ん
だ

で
デ
ケ

損
失
に

は
な
ら
ね

よ

で
も

そ
れ
だ
と

ト
ラ

プ

と
か

確
か
に
お
前

は

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
情
報
を

し
て
き
て
る
け
ど

よ
ビ
ギ
ナ

の

達
だ

て
立

に
攻
略
組
や
れ
る
だ
け
の
実
力
は
あ
る
ん
だ

断
し
な
け

り

死
に

し
ね

達
の
力

信

出
来
ね

か

そ
ん
な
事

無
い
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だ

た
ら

達
を
信
じ
て

お
前

は
攻
略
せ
ず
に
少
し
の
間

ん
で
ろ

 

な
や
り

だ
と
思
う

も
そ
れ
は
自
覚
し
て
い
る

キ
リ
ト
が

達
を
信

し

達

の
実
力
を
高
く

価
し
て
い
る
事
な
ど
百
も
承
知
の
上
だ

 
だ
が
こ
う
い
う

い
回
し
で
な
い
と
キ
リ
ト
は
絶
対
に
意

地
に
な

て
自
分
を
追
い

め
る

 
そ
ん
な
事
は
絶
対
さ
せ
た
く
な
い

そ
の

な
ら
少
な
く
と
も

は

な

い
方
に
な
る

程

な
ら

ら
で
も
す
る
つ
も
り
だ

そ
れ
で

も

も
有
形
無
形
大
小
無
数
の
手
助
け

を
し
て
く
れ
た
キ
リ
ト
の
救
い
に
な
る
の
な
ら

む
し
ろ

は
喜
ん
で
し
て
や
る

 

は
大
人
だ
コ
イ
ツ
は
ま
だ
十

に
な

た
子

だ
実
力
で

る
ん
だ

た
ら
心
を
護

て
や
る
く
ら
い
し
な
き

面
目

れ
な
の
だ

 
そ
ん
な

が
発
し
た

葉
は

果

面
だ

た
よ
う
で
最
初
か
ら
歪
ん
で
い
た
キ
リ
ト
の

は
更
に
く
し

り
と
歪
め
ら
れ
た

 

要
ら
な
い
子
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は

 
そ
し
て
発
せ
ら
れ
た
問
い
に

は
完
全
に
思

が

止
し
た
状

で

狂
な
声
を
上

る
事
に
な

た

 
そ
の
間
に
も
キ
リ
ト
は
表
情
を
悲

に

め

ろ

ろ
と
大

の

を
流
し
始
め
る

コ

バ

ツ
を
助
け
ら
れ
な
か

た
か
ら

正
し
い
判
断
出
来
な
か

た
か
ら

一
人
で

ボ
ス
を

手
し
た
か
ら

迷
惑
掛
け

け
た
か
ら

お

お
い
キ
リ
ト

い
き
な
り
ど
う
し
た

 

ろ

ろ
と

を
流
し
な
が
ら
キ
リ
ト
は
ど
こ
か
虚
ろ
な
目
で

が

に
し
て
る
紅
色

の

の

を

ん
で

り
つ
く
よ
う
に

葉
を

べ
立
て
る

 
そ
れ
は
ど
こ
か
恐
怖
し
て
い
る
様
で

を
見
て
い
る
様
で
見
て
い
な
い
様
で

と
話
し
て

い
る
様
で
話
し
て
い
な
い
様
な

を

け
た

直
す
か
ら

悪
い

直
す
か
ら

要
ら
な
い

て

わ
な
い
で

い
や

ン
な
事
一

も

て

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

て

お
い
キ
リ
ト

ち

け

 
キ
リ
ト
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完
全
に
恐
怖
に

え
る
表
情
で

虚
ろ
な
目
つ
き
で

罪
の

葉
を
壊
れ
た
テ

プ
レ
コ

ダ

の
よ
う
に

り
返
し
始
め
て
こ
れ
は
明
ら
か
に
ま
と
も
な
精
神
状

じ

な
い
と

で
も

分
か

た
か
ら

ち

け
に
掛
か

た

に

り
付
い
て
く
る
華

な
体
を

で

き

め

て

手
で

を

で
る
が

キ
リ
ト
の
様
子
は
変
わ
ら
な
か

た

 
流

に

だ
け
の
手
に
負
え
な
い
と
一
部
始
終
を
見
て
い
て
判
断
し
た
メ
ン
バ

に

時
も

の
メ
ン
バ

の
中
で
も
女
性
メ
ン
バ

を
集
め
る
よ
う
頼
ん
だ

 
そ
こ
ま
で
大
し
た
時
間
も
経

て
い
な
か

た
か
ら
か

七
十
四
層
ボ
ス
部

に

た
ア
ス

ナ

ユ
ウ
キ

ラ
ン

サ
チ
は
す
ぐ
に

け
付
け
て
く
れ
た

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

か
キ
リ
ト
君
が
大
変

て

い
て

て

キ
リ
ト
君

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

え

ち

キ
リ
ト

ご
め
ん
な
さ
い

て

一
体
こ
の

時
間
に

が

と

う
か

明
ら
か
に
ま
と
も
な
状

じ

な
い
よ

 
一
体

が
あ

た
の

に
も
分
か
ら
ね

よ

 

れ
た
だ
ろ
う
か
ら
少
し

め

て

た
ら

い
き
な
り

り
出
し
た
ん
だ
よ
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サ
チ
が

惑
し
な
が
ら
問
う
て
き
た
が

と
し
て
も
そ
れ
く
ら
い
し
か
原
因
が
分
か
ら
な

か

た
か
ら
そ
う

え
る
し
か
無
か

た

き

る

き

る
る

 
キ
リ
ト
の
使
い
魔
で
あ
る
ナ
ン
も
流

に
異
常
事

で
あ
る
事
は
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
必

死
に
鳴
き
声
を
掛
け
る
の
だ
が
主
人
で
あ
る

の
キ
リ
ト
は
全
く
気
付
か
な
い
で
虚
ろ
な
表
情

で

き
な
が
ら

罪
を

り
返
し

け
る

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

キ
リ
ト
を
私
に

お

お
う

 

乱
に

る
中

え

ね
た
よ
う
に
サ
チ
が

手
を
広

て

し
出
た
の
で

は

く

り
キ
リ
ト
を
彼
女
に

し
た

 
虚
ろ
な
表
情
で

に
と
も
な
く

罪
を

り
返
し

き
じ

く
る
キ
リ
ト
を
サ
チ
は

し

く

き

め

く
り
と

を

で
始
め
た

ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

キ
リ
ト

サ
チ
だ
よ

ま
ず
は
わ
た
し
の
話
を

い
て

ね

あ

さ

ち
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く
り
と
慌
て
ず
あ
や
す
よ
う
に

で
な
が
ら
サ
チ
が

う
と
ず

と

罪
を

り
返

す
ば
か
り
だ

た
キ
リ
ト
が
た
ど
た
ど
し
く
反
応
を
見
せ
た

キ
リ
ト

で

ご
め
ん
な
さ
い

な
の

だ

て

め

て

攻
略
に
出
な
く
て
良
い

て

少
し
は

め

て

わ
れ
た
ん
で
し

 

で

い
ち

た
の

強
く
な
い
と

戦
わ
な
い
と
必
要
と
さ
れ
な
い
か
ら

よ
り
上
じ

な
い
と

護
れ
な
い

離
れ
ち

う
か
ら

離
れ
る

て

 
キ
リ
ト
の

滅
裂
な

え
に
サ
チ
を

め
て
全

が

な

に
な

た

故
一
日

む
だ
け
で

達
が
キ
リ
ト
か
ら
離
れ
る
事
に
な
る

 
い
や
ま

確
か
に
最
前
線
で
戦

て
い
る

達
か
ら
離
れ
は
す
る
が
キ
リ
ト
が
迷

に
潜

て
い
る
間
に

を
取

て
い
る
時
も
離
れ
て
い
る
事
に
な
る
し

キ
リ
ト
が
攻
略
を

戦
う
事
を
お

み
し
た
ら

ど
う
し
て
私
達
が
離
れ
る
事
に
な
る
の

 
サ
チ
も
そ
う
思

た
よ
う
で
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

葉
を

み

い
て
キ
リ
ト
に
問
う
た

が
強
く
な
い
と

失
望
し
て
離
れ
て
行

ち

う
か
ら
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失
望

 
キ
リ
ト
が
強
く
な
い
と

ど
う
し
て
失
望
す
る
事
に
な
る
の

だ

て

も
う

を
頼
ら
な
く
て
も

良
く
な

て

要
ら
な
い

て

 
た
ど
た
ど
し
く
一
時
的
に
勢
い
が
弱
ま

た

が
ま
た
勢
い
を
増
し
て
大

と
な
り
な
が
ら

キ
リ
ト
が

に
し
た
事
か
ら

く

罪
と

の
意
味
を

達
は
理
解
し
た

 
キ
リ
ト

い
や

一

は
よ
く

出
来
損
な
い

だ
と
か

だ
と
か
悪
い
意

味
で

対

に
さ
れ
て
き
て
い
た
つ
ま
り

は
期

に

え
ず
失
望
ば
か
り
さ
せ
て
い
た

一

を

し
て
い
た

年
上
の
兄
が
神

と
呼
ば
れ
姉
は
世
界
最
強
だ

た
分
そ

の

は
よ
り

い
も
の
と
な

て
い
た
と
い
う
の
は

要
だ
け
本
人
か
ら

い
て
い
る

 
つ
ま
り
は
そ
れ
が
原
因
だ

キ
リ
ト
は
常
に
最
強
で
あ
る
事
を
己
に

し
て
い
た
の
だ
神

と
呼
ば
れ
た
兄
の
様
に
人
よ
り
も
上
に

な
け
れ
ば
ま
た
失
望
さ
れ

得
た
信
頼
出
来
る

人

が
離
れ
て
行

て
し
ま
う
と
恐
怖
し
た
の
だ

 
な
ま
じ
実
体
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ

い
切
れ
な
い
不
安
感
を
ず

と

き

け
て
き
て

月

夜
の
黒
猫

で
の
事
で

な
不
安
を

き

そ
し
て
今
日
の
出
来
事
で
ダ
メ

し
と
な

た
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そ
こ
に

わ
れ
た

お

み

つ
ま
り
人
よ
り
上
で
あ
る
事
を
示
す
最
前
線

ロ
攻
略

を
真

向
か
ら

定
さ
れ
た
事
で
キ
リ
ト
は
自
分
が
要
ら
な
い

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と

違
い
し
た
の
だ

だ
か
ら
そ
れ
を
取
り
消
し
て
も
ら
え
る
よ
う

達
が
自
分
か
ら
離
れ
て
行

か
な
い
よ
う
欠
点
を
直
す
と

て

罪
を

り
返
し
た
の
だ

 
全
て
は

過
去
と
同
じ
に
な
ら
な
い

に

 
キ
リ
ト
は
リ
ア
ル
こ
そ
今
で
は
名
前
を
変
え
て
い
る
が
こ
の
世
界
で
は

と

え
ど

一

と
し
て
生
き
て
い
る

だ
か
ら

の
意
識
と
記

を
強
く
想
い

し
て
し
ま
い
そ
れ

が
更
な
る
引
き
金
と
な

て
別
の
ト
ラ
ウ
マ
を

り

こ
し
て
し
ま

た
の
だ

 
信

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
信
頼
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

く
得
ら
れ
た
数
少
な
い

間
だ
か

ら
こ
そ

失
望
と
共
に
離
れ
ら
れ
る
事
を
心
の

か
ら
恐
怖
し

え
て
い
る
の
だ

   
そ
れ
を
理
解
し
た
直
後
サ
チ
は

の
大
人
し
め
な
様
子
か
ら
は
想
像
出
来
な
い

ど

の
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た
怒
声
を
発
し
た

サ
チ
は
怒
り
の
表
情
を
浮
か
べ

同
時
に

も
浮
か
べ
て
い
た

 
間
近
で
そ
の

倒
を

け
た
キ
リ
ト
は

目
す
る

故
サ
チ
が

く
の
だ

と

 
私
達
が

私
達
が
そ
れ
だ
け
で

そ
ん
な
事
く
ら
い
で
キ
リ
ト
を
裏
切
る
と

思

た
の

 
強
く
な
い
と
離
れ
る

 
そ
ん
な
の
お
か
し
い
よ

さ

サ
チ

キ
リ
ト
は
ま
だ
子

で
私
達
よ
り
も
ず

と

い
の
に
そ
れ
な
の
に
ず

と
最
前
線
で
戦

い

け
て
き
て

た

た
一
人
で
一
年

も
戦

て
来
て
る
ん
だ
よ

 
一
年

も

 
私

が
中
層
で
戦

て
る
間
も
キ
リ
ト
は
ず

と
一
人
で
戦

て

ず

と
人
の

に
動
き

け
て

き
て
ず

と
自
分
を

に
し
て
来
て

そ
ん
な
子
か
ら
強
く
な
い
か
ら

て
い
う
理
由

だ
け
で
離
れ
る

無
い
で
し

 
キ
リ
ト
が
要
ら
な
い
子
な
ん
て
事
は
絶
対
無
い
よ

で
も
物

く
強
い
か
ら
必
要

て
事
で
も
無
い

じ

じ

あ

で

離
れ
な
い
の

キ
リ
ト
だ
か
ら
に
決
ま

て
る
で
し

 
私
達
は

一

で
新
し
い
家

に
新
し

い
名
前
を
付
け
て
も
ら

て
今

で
こ
う
し
て

い
て
る
キ
リ
ト
だ
か
ら
一
緒
に

る
ん

だ
よ

 
ず

と
一
人
で
戦

て

で
も
か
ん
で
も
背
負
い

ん
で
ず

と
人
助
け
を
し
て
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き
た
キ
リ
ト
だ
か
ら
私
達
は
一
緒
に

る
ん
だ
よ

 
た
と
え
キ
リ
ト
が
弱
く
て
も
弱

く
な

て
も
私
達
の
方
が
強
く
な

て
も
私
達
は
キ
リ
ト
か
ら
離
れ
な
ん
て
し
な
い

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
も
キ
リ
ト
の
事
が
心
配
だ
か
ら
お

み
を

し
た
の
で
あ

て
絶
対
に
離

れ
る
事
は

え
て
な
い
よ

ん
と

た
り
前

だ
ろ
う
が

 
む
し
ろ
そ
う
解

さ
れ
て
た
事
に

き
だ

て
の

 
大
体

や
ア
ス
ナ
な
ん
か
は
お
前
が
ビ

タ

に
な
る
前
か
ら
お
前
が

一

だ
と
知
る
前
か

ら
の
付
き
合
い
だ
ろ
う
が

サ
チ
は
お
前
を
赦
し
た
人
だ
ろ
う
が

も

と

達
を
信
じ
や
が

れ
あ

う

 

ば

を
浮
か
べ
な
が
ら

て
や
れ
ば
キ
リ
ト
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う

を
し
て

に

き
で
止
ま

て
い
た

が
ま
だ
浮
か
び
上
が
る

私
達
も
同
じ
気
持
ち
だ
よ

キ
リ
ト
君

私
達
は
強
さ
が
ど
う
と
か
で

る
ん
じ

な
く
て

キ
リ
ト
君
と
一
緒
に

る
の
が

し
く
て

る
の

そ
う
そ
う

 
だ
か
ら
離
れ
る
な
ん
て
事
は
あ
り
得
な
い

て

 
む
し
ろ
離
れ
て
あ

な
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い
も
ん
ね

無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
が
も
う
少
し
私
達
を
信
じ
て
下
さ
い

ず

と
多
く
の
も
の
を
キ
リ

ト
君
に
背
負
わ
せ

け
て
し
ま

て
心
苦
し
く
思

て
る
ん
で
す
頼
ま
れ
た

て
離
れ
て
あ

ま
せ
ん
か
ら

ら

ね

 
だ
か
ら
キ
リ
ト

そ
ん
な
に

え
な
く
て
良
い
ん
だ
よ

あ

あ

 
ア
ス
ナ
ユ
ウ
キ
ラ
ン
そ
し
て
サ
チ
の

葉
を
ま
と
も
に

け
た
キ
リ
ト
は
大

の

を
ボ
ロ
ボ
ロ
と
ま
た
流
し
始
め
る

 
そ
れ
を
見
て
サ
チ
が

き

な
ん
だ
か
ら
と

み
と
共
に

て

し
く
キ
リ
ト
を

き

め
た

あ

あ

あ
あ
あ

 

き

め
ら
れ

サ
チ
に

り
付
い
て
い
る
キ
リ
ト
は
か

く

を

ら
し
始
め
た

 
そ
の

は

哀
し

で
は
あ

た
が

虚
ろ
さ
は
一
切
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
子

ら
し
さ
を
得
て
き
た
の
は
か
つ
て
は
無
か

た
理
解
者
友
人
の
お

で
逆
に
今

は

そ
れ
を
喪
う
恐
怖
に

え
た
と
い
う
面
を
書
い
て
み
ま
し
た

 
少

強
引
だ

た
か
な

と
も
思

て
お
り
ま
す
が
ト
ラ
ウ
マ
の
引
き
金
を

し
て

引
い
て
し
ま

た
と
い
う
事
で
一
つ

ケ
イ
タ
の
時
に
負

た
ト
ラ
ウ
マ

一

の

時
に
負

た
ト
ラ
ウ
マ
を
同
時
に
発
生
さ
せ
て
こ
こ
で

め

て

わ
れ
た
ら

違
い

こ
し

て
こ
う
な
る
か
な
と
思

た
の
で

 

を
信

し
て
い
る
分

も
し
な
く
て
良
い
と

わ
れ
た
ら
必
要
な
い
と
過
去
か
ら

違
い

す
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
し
た

ち
な
み
に
こ
こ
は

の
と
あ
る
キ

ラ
の
話
を
参

に

し
て
お
り
ま
す

知

て
い
る
方
は

回
し
が
似
て
る
と
思

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね

 
そ
し
て
ま
た
サ
チ
が
ヒ
ロ
イ
ン
し
ま
し
た

一
応
や

て
来
た
女
子
メ
ン
バ

の
中
で
最
年

⻑
だ
し

一

キ
リ
ト
を
慰
め
て
ま
す
か
ら

か
と
思
い
ま
し
て

 
こ
れ
で
一
つ

キ
リ
ト
は
ま
た
成
⻑
し
ま
す

今
後
も
本
作
を

ん
で
下
さ
れ
ば

い
で
す

 
で
は

回
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
三
章
 

心
の
安
息

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
一
日
空
け
て
し
ま
い

し

あ
り
ま
せ
ん

今
後
数
日
お
き
に
な

た
り

日
投
稿
出
来
た

り
と
不
定
期
に
な
り
ま
す
が

ご
容
赦
下
さ
れ
ば

い
で
す

 
今
話
は
オ

ル
ユ
ウ
キ

点
で
す

ち

こ

と
シ
リ
ア
ス
要

が
あ
り
ま
す
が
前
話
の
よ

う
な
ド
シ
リ
ア
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
を

 
今
話
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る

り
原
作
を
オ
マ

ジ

し
て
い
ま
す

が
登
場
す

る
少
女
は
別
で
す

 

か
は
分
か
る
人
に
は
す
ぐ
分
か
り
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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ク
ラ
イ
ン
の
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

か
ら
要
請
を

け
キ
リ
ト
が
大
変
な
こ
と
に
な

て
い
る
と

分
か

て

に
姉
ち

ん
サ
チ
道
中
で
一
緒
に
な

た
ア
ス
ナ
と
共
に
風
林
火

の

ギ
ル
ド
ホ

ム
へ
向
か

た
ボ
ク
は
虚
ろ
な
表
情
で

罪
を

り
返
す
キ
リ
ト
を
見
て

し
た

同
時
に

も

ん
だ

 
あ
れ
か
ら
一
夜
が
経
過
し
た
現
在
キ
リ
ト
は
ボ
ク
達
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
ギ
ル

ド
ホ

ム
が
あ
る
第
二
十
二
層

に

在
し
て
い
る

 
キ
リ
ト
が

入
し
た
あ
の
ホ

ム
に
は
大
き
さ
で
も

で
も

る
が
木

の
ロ
グ
キ

ビ

ン
と
い
う
風
情
の

物
は
と
て
も
気
を

ち

け
て
く
れ
る
の
で
お
気
に
入
り
だ

彼
の
ホ

ム

と
は

林
を

ん
で
い
る
く
ら
い
な
の
で

ぶ

ち

け
お

さ
ん
に
あ
た
る

 
と
は

え

論
ボ
ク
達
も
彼
が
ホ

ム
を

入
し
た
か
ら
こ
こ
に
し
た

で
は
無
く
逆
も

然
り
で

キ
リ
ト
が
同
じ
層
に
ギ
ル
ド
ホ

ム
を
構
え
て
い
る
と
は
知
ら
な
か

た

 
最
初
は
サ
チ
が
今
現
在
も
月
夜
の
黒
猫

と
し
て

入
し
結

一

た
り
と
も
ギ
ル

ド
ホ

ム
と
し
て

さ
れ
て
い
な
い
第
十
九
層
に
構
え
て
い
る
ホ

ム
を

す
る
と

て
く
れ
た
の
だ
が
そ
こ
を
使
う
気
に
は
な
れ
な
か

た
の
で
別
の

で

入
し
た

ボ
ク
と
姉
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ち

ん
の
中
で

月
夜
の
黒
猫

も

と

え
ば
ケ
イ
タ
と
い
う
男
に
対
す
る
悪
感
情
が
あ

る
事
も
あ
る
が

に
先
に
良
い
物
件
を
見
つ
け
て
い
た
か
ら
だ

 
そ
の
良
い
物
件
が
こ
こ

第
二
十
二
層
な
の
で
あ
る

 
第
二
十
二
層
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
中
で
も

し
く

フ

ル
ド
で
は
一
切
モ
ン
ス

タ

が
ポ

プ
し
な
い
平
和
な

層
で
知
ら
れ
て
お
り
ボ
ク
達
が
把
握
し
て
い
る
中
で
も
迷

な
ど
を

い
て

層
全

で
ポ

プ
し
な
い
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る

 

や

入
し
た
ホ

ム
以
外
は
全
て
圏
外
な
の
で
プ
レ
イ

に
対
す
る

は
解
け

な
い
の
だ
が
こ
の

層
は
全
体
的
に
平
和
だ
か
ら
こ
そ
物

し
い

中
が

さ
れ
る

気

を

し
出
し
て
い
る
た
め
恐
ら
く
キ
リ
ト
が
ホ

ム
を
こ
の

層
で

入
し
た
の
も
静
け
さ
を

先
し
た
か
ら
だ
ろ
う

 
姉
を
リ

ダ

と
し

は
ボ
ク
と
サ
チ
の
三
人
構
成
で
あ
る
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
ギ
ル
ド
ホ

ム
は
ぶ

ち

け
て

え
ば
小
さ
な
一

家
だ

一

て
小
さ
な
バ
ル
コ

ニ

が
あ
る
ベ

ド
を

い
た

そ
れ
な
り
の
広
さ
が
あ
る
リ
ビ
ン
グ
と
キ

チ
ン
一
応

シ

ワ

も
あ
る
た
め
大
き
さ
そ
の
も
の
は
そ
こ
そ
こ
だ
が
そ
れ
で
も
も
う
少
し
値
が

る
ア

ス
ナ
が
第
六
十
六
層
に

入
し
て
い
る
ホ

ム
に

べ
れ
ば
小
さ
い
と

え
る
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そ
の
ホ

ム
の

に
て

ボ
ク
の
目
の
前
で
キ
リ
ト
は

息
を
立
て
て
い
た

 
現
在
時

は

前
九
時
で
あ
る
た
め

な
ら
絶
対

き
て
い
る

な
の
だ
が

日
は

迷

最

ま
で
の
マ

ピ
ン
グ
を
ア
ス
ナ
と
一
緒
に
と
は

え
最
後
ま
で
行

て
い
た
ら
し

い
し
そ
こ
か
ら
軍
を
追

て
ボ
ス
と
戦
闘

果
て
に
は

し
て

し
ト
ラ
ウ
マ
を

し
て
発
動
さ
せ
て
し
ま

て
精
神
的

労
は

で
は
無
か

た
か
ら
だ
ろ
う

 
こ
の
ホ

ム
の
ベ

ド
で
横
に
な

た
キ
リ
ト
は
す
ぐ
に

息
を
立
て
始
め
た

 
そ
し
て
今
に
至
る

 
ボ
ク
は
一
人
は

だ
と

た
キ
リ
ト
に
付
き

い
一
緒
の
ベ

ド
で
横
に
な

て
い
る

 

違
い
と
分
か

た
と
は

え

程
不
安
を
感
じ
た
の
が

い
て
い
る
の
か
キ
リ
ト
は
こ
ち

ら
に

き
付
い
て
離
れ
な
い

息
を
立
て
て
は
い
る
が
表
情
そ
の
も
の
は
そ
こ
ま
で
良
い
も

の
で
は
無
い
た
め

ボ
ク
は
離
れ
よ
う
に
も
離
れ
ら
れ
な
い
で
い
た

 
姉
ち

ん
達
は

に

き

リ
ビ
ン
グ
の
方
で

い
で
い
る

日
は
ア
ル
ゴ
や
デ

ア
ベ

ル
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
が

れ
て
事
情
を

き
に
来
て
い
た
の
だ
が

の
キ
リ
ト
の
精
神
的

労
が
限
界
を
超
え
て
い
た
た
め
に
姉
ち

ん
と
サ
チ
の
二
人
が
対
応
に
出
て
い
た
の
で
キ
リ
ト

に

き
付
か
れ
て
い
る
ボ
ク
と
は
違

て

り
眠
れ
た
か
ら
だ

だ
か
ら

に
リ
ビ
ン
グ
の
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方
に

動
し
て
い
る

に
ま
に
ま
し
た

み
を
浮
か
べ
て
い
た
の
で
後
で
ち

と

ら
し
め

よ
う
か
な
と
思

て
た
り
す
る

 
キ
リ
ト
が

い
た
恐
怖
と
不
安
そ
れ
は
ボ
ク
達
が
キ
リ
ト
の
前
か
ら

な
く
な
る
事
だ

そ

れ
は
物
理
的

離
で
あ
り

同
時
に
精
神
的

離
で
も
あ
る

 
か
つ
て

一

と
し
て
生
き
こ
の
世
界
で
も
そ
の
名
を
故
意
で
名

て
い
る
キ
リ
ト
に

と

て
自
身
を

け
入
れ
て
く
れ
る

間
達
は
文

り
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ

か
つ
て

は

か
ら
も

ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
喪
い
た
く
な
い
と
思
う
キ
リ
ト
は
自
分
の
手
で
助
け

ら
れ
る
よ
う
に
と
護
る

の
力
を
付
け
た

だ
が
そ
れ
は

時
し
か
捨
て
ら
れ
な
い

の

力
と
な

た

 
こ
れ
は
た
だ
の
ボ
ク
の
推

だ
が
恐
ら
く
キ
リ
ト
が
恐
れ
た
の
は
自
身
に
対
す
る
価
値
の
失

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う

 
出
来
損
な
い
と

わ
れ
る
事
は

な
存
在
が

る
事
に
も
な
る

一

に
と

て
そ

れ
は
世
界
最
強
の
姉
で
あ
り

同
時
に
神

の
兄
で
も
あ

た

 
逆
に

え
ば
出
来
損
な
い
と
い
う
下
の
存
在
が

な
上
の
存
在
を

く
事
は

を
極
め

る
と

て
も
良
い

故
な
ら
下
が

る
か
ら
こ
そ
上
が
あ
る
と

て
よ
く
上
が

る
か
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ら
こ
そ
下
が
存
在
す
る
か
ら
だ

価
値
観
の
逆
転
と
い
う
の
は

程
の
事
が
無
い
限
り

こ
り

得
な
い
か
ら
で
あ
る

 
彼
は
下
の
立
場
だ

た
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
よ
く
理
解
し
て
い
る

上
か
ら
下
に

ち
る
の
は

容

い
が
下
か
ら
上
に
這
い
上
が
る
の
は

の
価
値
観
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
な
ど
不
可
能

に
近
い
の
だ
と
身
を
以
て
知

て
い
る
か
ら
だ

 

立
た
し
い
事
だ
が
世
間
一

的
な
見
解
で

一

は

よ
り
も
格
下
だ
と
さ
れ
て

い
る

そ
う
い
う
事
に
対
し
て

興
味
が
無
い
と
い
う
か
む
し
ろ

悪
す
ら
し
て
い
る
ボ
ク

で
も
そ
ん
な
話
は
チ
ラ
ホ
ラ

い
た
事
が
あ
る
く
ら
い
だ
か
ら
も
う

く
り
返
し
よ
う
が
無

い
く
ら
い

し
て
い
る
と
見
て
も
良
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

い
な
が
ら
も

明
な
キ
リ
ト
が
知
ら
な
い

も
無
く
だ
か
ら
こ
そ
恐
れ
た

攻

略
に
出
な
く
な
り

自
分
が

よ
り
弱
く
な

て
し
ま
え
ば

も
し
か
す
る
と
失
望
し

離
れ

る

の
様
に
捨
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と

 
ボ
ク
達
は
失
念
し
て
い
た
の
だ

あ
れ

ど

え
る
と
決
意
し
て
い
た
の
に
気
付
か
な
か

た 
キ
リ
ト
が

ら
強
く
て
精
神
的
に
も
成
⻑
し
て
い
る
と

て
も
ま
だ
た

た
十

に
な
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た
ば
か
り
そ
れ
も
家

の
愛
情
友
達
か
ら

け
る
友
情
を
知
ら
な
い
で
育

て
き
た
の
だ
か

ら

新
た
な
家

に
一
切

え
な
い
今
は
と
て
も
人
と
の
触
れ
合
い
に

え
て
い
る
事
を

 
ビ

タ

と
し
て
憎
ま
れ

に
な

て
い
て
も

意
的
な

を

け
た
ら
一
緒
に

て
し
ま
う
部
分
が
あ
る
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
は
月
夜
の
黒
猫

に
力

え
を
し
て
い
た
の
だ

彼
に
と

て
サ
チ
達
の
ア

ト
ホ

ム
な

気
が

ま
し
く
ま
た
狂
お
し
い
程
に

ま
し

か

た
か
ら

 
彼
が
本
気
で
恐
怖
し
た
か
ら
こ
そ

日
の
あ
の

と

罪
だ

た
の
だ
ろ
う
と
ボ
ク
は

え
て
い
る

 
そ
の
恐
怖
が
今
の
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る

キ
リ
ト

ん
 
小
さ
な
子
の

を

で
て
や
る
と

な
黒
髪
が
さ
ら
り
と
揺
れ

ん
の
少
し
く
す
ぐ

た
そ
う
に
身
動
ぎ
し
た

 
こ
こ
最
近
は
ボ
ク
達
に
子

ら
し
さ
を
つ
ま
り
キ
リ
ト
に
と

て
の

を
よ
く
見
せ
て
く
れ

る
が
恐
ら
く
今
の
こ
れ
が
本

の
意
味
で
の

な
の
だ
ろ
う
と
思
う

剣
を
持

て
戦
う
攻
略
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組
の
一

の
時

食

を

い
た
宴
会
の
時
に
見
せ
た

な

と
は
違
う

本

に

子

ら
し
い

は
こ
れ
な
の
だ
ろ
う
と

 
キ
リ
ト
が
一
時
的
に
攻
略
か
ら
身
を
引
く
事
は

に
姉
ち

ん
や
ク
ラ
イ
ン
の

か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
デ

ア
ベ
ル
に
伝
わ

て
い
る

 
二
人
も

か
ら
キ
リ
ト
の
事
を
気
に
掛
け
て
い
て
特
に
こ
こ
最
近
ボ
ス
戦
に
乱
入
し
て
は

打
ち
合
わ
せ
が
無
い
の
で

独
で

手
し
キ

チ
リ

を
取

て
死
者
ゼ
ロ
に

力
し
て

い
た

か
ら
い
い
加

ま
せ
て
や
り
た
い
と
思

て
い
た
ら
し
く

り
に

だ
と

同
し

て
く
れ
た

一
時
的
に
第
七
十
五
層
に

り

い
た
ら
キ
リ
ト
を

ま
せ
る
つ
も
り
だ

た
と
い
う

 
そ
の
原
因
は

攻
略
組
全
体
の

に
あ

た

キ
リ
ト
が

る
時
は
壊
滅
状

に
な
る
事

も
苦
戦
す
る
事
も

無
か

た
が
キ
バ
オ
ウ

り
が
本
気
で

し
に
掛
か

て
ボ
ス
攻

略
レ
イ
ド
に
参
加
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
か
ら
は
苦
戦
が

本

戦
闘
時
間
も

に
増
え
た
し

よ
り
ボ
ス
の
攻
撃
に
し

か
り
対
応
出
来
る
プ
レ
イ

が
少
な
い
事
に
あ

た

 
第
一
層
で
の
戦
闘
を
思
い
出
せ
ば
分
か
る
よ
う
に

キ
リ
ト
は
ボ
ス
と
の
一
対
一
の
戦
い
は

論
遊
撃
か
ら
情
報

安
全
策
の

な
ど
種

様

な
事
を
一
人
で
こ
な
せ
そ
れ
が
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あ

て
彼
が
最
初
か
ら

る
時
の
ボ
ス
戦
で
苦
戦
す
る
事
は
少
な
か

た

 
彼
が

な
い
時
に
苦
戦
す
る
と
い
う
事
は
逆
に

え
ば
そ
れ
が
出
来
る
だ
け
の
プ
レ
イ

が

な
い
と
い
う
事
で
あ
る

 
と
い
う
か
正
確
に
は
対
応
出
来
る
者
が
少
な
過
ぎ
る
し
そ
の
後
の
リ
カ
バ
リ

に
入
る
者

も
ギ
リ
ギ
リ
で
上
手
く
回
せ
な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ

 
下
手
す
れ
ば
リ
カ
バ
リ

が
間
に
合
わ
ず
に
死
者
を
出
す
事
に
直
結
す
る

実

に

回
か

出
た

た
め
一

キ
リ
ト
を

ま
せ
て
英
気
を

て
も
ら
い
そ
の
間
に
攻
略
組
全
体
の

を
上

そ
れ
か
ら
第
七
十
五
層
の
ボ
ス
に

も
う
と
ボ
ク
達
が
キ
リ
ト
を

ち

け
に

掛
か

て
い
る
間
に
決
ま

た
ら
し
い

 

け
ば
七
十
五
層
主

コ
リ
ニ
ア
と
い
う

に
は
闘
技
場
が
あ
り
そ
こ
で
コ
ル
さ
え

払
え
ば

ら
で
も
死
な
ず
に
経
験
値
も
得
ら
れ
る
バ
ト
ル
を
経
験
出
来
更
に
こ
れ
ま
で
倒
し
て

き
た
ボ
ス
と
も
再
戦
可
能
ら
し
い

は
無
い
が

時
の
能
力
を
再
現
し
た
ボ
ス
と

全

損
死
亡
の
リ
ス
ク
無
し
で
戦
え
る
の
だ
と
い
う

 
そ
れ
を

し

レ
イ
ド
戦
を

ら
す
つ
も
り
ら
し
か

た

迷

攻
略
も
然
り
で
あ
る

 
な
の
で
キ
リ
ト
の

は

が
応
に
も
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
と
い
う
事
だ

少
し
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ば
か
り
複

そ
う
だ

た
が
キ
リ
ト
も
ク
ラ
イ
ン
や
サ
チ
に
も
説
得
さ
れ
た
手
前
そ
れ
に
応

じ
て

む
事
を
決
意
し
た

か
不

の
事

に

れ
ば
す
ぐ
前
線
に

る
と
は

て
い
た

が 
そ
ん
な
キ
リ
ト
の
初

と
な
る
今
日
は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
メ
ン
バ

が
同

行
す
る
事
に
な

て
い
た

キ
リ
ト
を
一
人
に
し
て
は

ら
身
を

す
と

て
も
絶
対
安
全

と
は

え
な
い

護
衛
の
よ
う
な
意
味
を

ね
て
い
る

ま

一
人
に
す
る
と

事
に

き

ま
れ
る
事
を
見
越
し
て

ば
監

の
意
味
も

め
て
い
る
の
だ
が

 
だ
か
ら
こ
う
し
て
一
緒
に

て
い
る
状
況
は
ど
ち
ら
の
意
味
で
も
非
常
に
や
り
や
す
い
の
だ

が

一
応
年

の
女
子
な
の
で

そ
ろ
そ
ろ
離
れ
て
欲
し
い
か
な
と
思

て
い
た
り
も
す
る

キ
リ
ト

も
う

だ
か
ら

き
よ

ん
 

し
く

を
揺
ら
し
て
や
れ
ば
ボ
ク
の

に
回
さ
れ
て
い
た

が

み

く
り
と

が

持
ち
上
が

た

 

け
眼
で
焦
点
の
合

て
い
な
い
目
を

り
眠
た
そ
う
に
く

と
小
さ
く
欠

を
す
る

 
そ
れ
か
ら

ち
り
と

ボ
ク
と
目
が
合

た
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お
は
よ
う

キ
リ
ト

お

よ

あ
は
は

眠
そ
う
だ
ね

し

か
り

え
て
な
い
よ

う

 

日
よ

ど

れ
て
い
た
の
か
キ
リ
ト
は
物

く

け
て
い
る
よ
う
で
あ
ど
け
な
い

表
情
で
こ
て
ん
と
小

を

て
見
上

て
き
た

ま
だ
眠
そ
う
に
目
を

る

が
ま
る
で

を
洗

て
い
る
猫
の
よ
う
に
も
見
え
て

可
愛
い
と

中
で

い
て
し
ま
う

 

を

で
て
や
れ
ば
そ
れ
こ
そ
猫
の
如
く
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
目
を

め

で
て
い
る
手

に

を
少
し

し
付
け
て
来
る

表
情
も

ら
か
い

み
で

本

に
気
持
ち
よ
さ

だ

 
親
し
く
な
る
に
つ
れ
て
大
き
く
な

て
い
た
不
安
が
解
消
さ
れ
た

か
今
ま
で
に
見
た
事
無

い
く
ら
い
キ
リ
ト
は

直
に
そ
し
て
あ
ど
け
な
く
な

て
い
た

こ
れ
が
キ
リ
ト
の
本

の

な
の
か
と
思
う
と

ち

と
彼
の
家

に
な

た
人
達
を

ま
し
い
な
と
思

て
し
ま
う

 
キ
リ
ト
の
反
抗
期
な
ら
ち

と
見
て
み
た
い
か
も
と
思
う
反
面
で
も

く

た
ら
れ
た
ら

結
構
ダ
メ

ジ
大
き
い
か
も
と
思

た
り

を

で
な
が
ら
ボ
ク
は
思

を
結
構
真
剣
に
高
速

回
転
さ
せ

け
た
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結

キ
リ
ト
と
共
に

を
出
た
の
は
十
分
後
の
事
だ

た

 

け
て
い
る
間
ず

と

を

で
ら
れ
て
い
た
事
に

く

を
覚
醒
さ
せ
た
キ
リ
ト
は
物

く

ず
か
し
気
に

を

く
し

し
か
し
な
が
ら
ど
こ
か

し
そ
う
な

み
も
浮
か
べ
て
い

て
そ
れ
を
見
た
姉
ち

ん
と
サ
チ
が

い
者
勝
ち
と
ば
か
り
に
構

た
り
と

か
ら
そ
こ
そ

こ
騒
が
し
く
な

て
い
た

 
そ
の
間
中
と
て
も

ず
か
し
そ
う
に

を

く
す
る
キ
リ
ト
が
可
愛
か

た
事
は

う
ま
で

も
無
い

と
こ
ろ
で

三
人
に

き
た
い
ん
だ
け
ど

ん

 

か
な

キ
リ
ト

 
そ
ん
な
騒
が
し
い

食
を
終
え
さ
あ

を
し
よ
う
か
話
し
合
お
う
と
な

て

フ

に
対
面

で

た
時

小

を

な
が
ら
キ
リ
ト
が
手
を

つ
つ
問
い
を
発
し
た

て

す
る
も
の
な
の

え

 
そ
の
問
い
に
思
わ
ず
ボ
ク
達
三
人
は
全
く
予
想
外
の

問
だ

た
か
ら
表
情
を

み
の
ま
ま
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ら
せ
て
し
ま

た

 
よ
も
や

み
の
日
に

を
す
る
の
か
と
い
う
問
い
を
投

か
け
ら
れ
る
と
は

え

と

ウ

ン
ド
ウ
シ

ピ
ン
グ
し
た
り

と
か

あ
と
は

味
し
い
ス
イ

ツ
が
あ
る

に
行

た
り

そ
の

を

歩
し
た
り
と
か

の
観
光
と
か
か
な

 

に
ボ
ク
姉
ち

ん
サ
チ
の

え
で
あ
る

そ
れ
ぞ
れ
が

し
て
い
る
事
を

に
し
て

え
た
多
分
こ
う
い
う
事
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な

て
来
る
だ
ろ
う
し
そ
れ
は
キ
リ
ト
も
分

か

て
い
た
の
か

え
が
複
数
あ
る
事
に
は
疑
問
を
持
た
な
か

た
よ
う
で
な
る

ど
と

い

て
見
せ
た

 
ち
な
み
に

キ
リ
ト
の

は
コ

ト
を
脱
い
だ
だ
け
の
黒
い
シ

ツ
と
ズ
ボ
ン

だ

た

そ
れ
以
外
持

て
い
な
い
ら
し
い

ボ
ク
は

の
シ

ツ
に
ジ

ン
ズ
似
の
⻑
ズ
ボ
ン
姉
ち

ん
は
水
色
の
シ

ツ
に
紺
色
の
ス
カ

ト
サ
チ
が
⻘
色
の
シ

ツ
に
ミ
ニ
ス
カ

ト

で
あ
る

 

は
と
も
か
く

や

の
下
に

る

に

し
て
は

ど
パ
ラ
メ

タ
に
差
が
無

い
の
で

そ
の

は

に

み
で

べ
る
よ
う
に
な

て
い
る

ち
な
み
に

キ
リ
ト
君
は

が
し
た
い
で
す
か



 第十三章 〜心の安息〜

え

 
う

ん

正
直

ス
イ

ツ
と
か
は
自
分
で
作

た
方
が
安
上
が
り
だ
し

別
に

い
た
い
物
も
無
い
し

そ
も
そ
も

め
な
く
な
る
か
ら

だ
し

あ

 
キ
リ
ト
の

葉
を

い
て

確
か
に
と

て

得
の
声
を
上

る

 
今
現
在

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

中
で
キ
リ
ト
は
話

に
な

て
い
る

然
第
七
十
四
層
ボ

ス
を

独
撃
破
し
た
か
ら

で
は
無
く
そ
の
倒
し
方
に
話

中
な
の
だ

要
は
二
刀
同

時
に
発
動
し
た
あ
の
ス
キ
ル
に
対
し
て
情
報
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

 
一
応
ア
ル
ゴ
を

し
て
ア
レ
が
二
刀
流
と
い
う
特
別
な
ス
キ
ル
で
あ
る
事
は
広
ま

た

が
そ
れ
の

得

件
を

こ
う
と
あ
ら

る
剣
士
や
情
報

が
キ
リ
ト
の

場

を
探

て
い

る
ら
し
い

 
二
刀
流
と
い
う
ス
キ
ル
は
お
よ
そ

年
前
大
体
年
を
越
す
か
越
さ
な
い
か
の
あ
る
時

に
ス
キ
ル

を
見
る
と
出
現
し
て
い
た
謎
の
ス
キ
ル
ら
し
い

 

時
は
片
手
武
器
系
ス
キ
ル
の

か
を
極
め
れ
ば

得
可
能
な
刀
や

手
剣
の
よ
う

な
発
展
形
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
か
と
思

て
い
た
ら
し
い
が
お
よ
そ

年
が
経
過
す
る
今
も
他

に

得
し
た
と
い
う
情
報
を

か
な
か

た
た
め
キ
リ
ト
は
神
聖
剣
と
同
じ
ユ
ニ

ク
ス
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キ
ル
で
は
無
い
か
と
予
想
し
て
い
る
と
い
う

 
実

そ
の
ス
キ
ル
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
は

い
た
だ
け
で
も
中

の
も
の
だ

た

 

手
に
片
手
武
器
を

備
し
た
時
に
の
み
発
動
可
能
な
専

の

ド
ス
キ
ル
は
多
種
多
様

で
速

か
ら
重
攻
撃
重

十

撃
を

く
超
え
る

撃
数
を
誇
る
剣
技
な
ど
が

に
取
り

え
ら
れ
て
い
た
の
だ

 
特
に
キ
リ
ト
に
と

て
魅
力
的
で
あ

た
の
は

手
に
片
手
剣
を

備
し
て
い
る
状

で
も

片
手
剣

ス
キ
ル
を
発
動
出
来
る
事
で

こ
れ
で

か
ら
二
刀
状

に
あ

て
も

ド
ス

キ
ル
を
発
動
し
て
戦
え
る
と
喜
ん
だ
ら
し
か

た

 
デ
メ
リ

ト
と
し
て
は

撃
数
が
多
い
と
い
う
事
は
そ
れ
だ
け
隙
が
⻑
く
な
り
が
ち
と
い
う

事
な
の
で

ド
ス
キ
ル
中
は
無

備
に
な
り
や
す
く
ま
た
剣
を

使
す
る
の
で

値
を

ら
し
や
す
い
と
い
う
事

前
者
は
片
手
剣
ス
キ
ル
で
ど
う
に
か
な
る
が
後
者
に

し
て
は

不
可

な
代
償
な
の
で
少
し
ば
か
り

い
と

て
い
た

 
今
ま
で
使
わ
な
か

た
の
は
実
は
ま
だ
完
全

得
し
て
お
ら
ず
あ
と
一
歩
の

だ

た
た

め
完
全

得
し
て
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

た
時
あ
る
い
は
士
気
を

上

す
る
時
に
明

か
す
つ
も
り
だ

た
ら
し
い

第
七
十
五
層
攻
略
時
に

け
れ
ば
明
か
す
つ
も
り
だ

た
よ
う
な
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の
で

ま

た
の
だ

 
リ
ズ
が

て
い
た
三

月
程
前
に
鍛
え
た
剣
と
い
う
の
は
キ
リ
ト
が
エ
リ

シ
デ

タ

と
同

の
片
手
剣
を
求
め
て
い
た

に
鍛
え
て
も
ら

た

色
の
剣
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

手
に
持
つ
二
刀
目
の
事
だ

た

そ
の
た
め
リ
ズ
は

に
知

て
い
た
ら
し
い

 
と
も
か
く
他
の
プ
レ
イ

は
持

て
い
な
い
ス
キ
ル
を
持

て
い
る
と
い
う
事
で
多
く
の

プ
レ
イ

か
ら

わ
れ
て
い
る
キ
リ
ト
は
少
な
く
と
も

に
行
く
よ
う
な
事
で
時
間
を

す

に
も
い
か
な
か

た

の

を
自
ら

し
に
行
く
な
ん
て
す
る

も
無
い
し
キ
リ
ト

も

め
る
な
ら
と
こ
と
ん

も
う
と
思

て
い
る
よ
う
な
の
で
行
く
つ
も
り
は
無
い
ら
し
か

た 
そ
ん
な

で

必
然
的
に
残
る
の
は
こ
の

の

歩
だ
け
だ

た

 
実
は
ち

と
だ
け
デ

エ
ル
を

し

ん
で
み
た
い
と
思

て
い
た
り
も
す
る
が
姉
ち

ん
か
ら
も
止
め
ら
れ
て
い
る
た
め
少
な
く
と
も
今
は
す
る
つ
も
り
が
無
い

片
手
剣
使
い
最
強

と
し
て
名
高
い
キ
リ
ト
と

い
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
が
今
は
と
に
か
く

ま
せ
て
あ

た
い
と
い
う
想
い
の
方
が
強
い
の
で
彼
が
前
線
へ

る
時
の
ス
パ

ク
リ
ン
グ
と
し
て
や

て

も
ら
お
う
か
な
と
思

て
い
る

を
取
り

す
の
な
ら
同
じ
攻
略
組
の
プ
レ
イ

が

手
し
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た
方
が
良
い
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
も
こ
の

層
全
て
を
探
索
し
た

で
は
無
い
ら
し
か

た
の
で
こ
の

を

歩
す

る
事
に
は

同
し
て
く
れ
た

そ
う
と
決
ま
れ
ば

速
行
こ
う

行
く
と
は

た
け
ど

で
も
ど
の

に
行
く
ん
だ

実
は
打

て
付
け
の

が
あ
る
ん
だ
よ
ね

最
近
ア
ル
ゴ
に
教
え
て
も
ら

た
ん
だ
よ

 
こ
て
ん
と

を

る
キ
リ
ト

姉
ち

ん
と
サ
チ
は
ア
レ
か

と
苦

い
を
浮
か
べ

た 
ア
ル
ゴ
に
教
え
て
も
ら

た

と
い
う
の
は
こ
こ
最
近
に
な

て
第
二
十
二
層
で
流
れ
て
い

る
あ
る
存
在
の
事
だ

妖
精
が
こ
の

林
の
ど
こ
か
に

る
と

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

 
と

て
も

が
流
れ
た
の
は
お
よ
そ

月
前
か
ら
だ
か
ら
結
構
多
く
の
プ
レ
イ

が
探
し

て
た
け
ど
流
れ
始
め
た

に

べ
て

少
な
く
な

て
い
る
か
ら
下
火
に
な

て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
う

 
だ
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
と
共
に

歩
す
る
に
は
打

て
付
け
で
は
な
い
か
と
ボ
ク
は
判
断
し
た
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妖
精

一
目
見
た
人
の
話
で
は
金
髪
に
緑

の
人
型
な
ん
だ

て

で
も
妖
精
と
分
か

た
の
は

が

て
て
あ
と
背
中
か
ら
小
さ
く

明
な

色
の

が
生
え
て
た
の
を
見
た
か
ら
ら
し

い
よ

そ
ん
な
ア
バ
タ

と
い
う
か
容

の
人
が
現
実
に

る

も
無
い
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
妖

精

つ
ま
り
ク
エ
ス
ト
に

す
る
存
在
に
違
い
な
い

て
血
眼
に
な

て
探
し
て
て

結

も
見
つ
け
ら
れ
て
な
い
ん
で
す

今
で
こ
そ
静
か
に
な

て
い
ま
す
が

月
前
は

本

に
大
変
だ

た
ん
で
す
か
ら

あ
の
人
だ
か
り
に
は
心

参

た
よ
ね

へ

そ
ん
な
事
が
あ

た
の
か

 
初
め
て
知

た
と
い
う
風
に
感
想
を

ら
す
キ
リ
ト
は

け
ば
ホ

ム
を

入
し
た
の
は

一

月
前
で
そ
れ
か
ら
偶
に
し
か
帰

て
い
な
か

た
ら
し
い

妖
精
の

が
経

た

は
迷

に
行
き

け
て
い
て

大

を
使

た

だ

た
か
ら
知
ら
な
か

た
の
だ

 

で
大

済
ま
せ
る

て

ホ

ム
を

た
意
味
は
あ
る
の
か
と
ち

と
思

た

で
も
妖
精

て

手
の
平
サ
イ
ズ
な
ん
じ

そ
う
い
う
事
は
知

て
る
ん
だ
ね

キ
リ
ト
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あ
 

の
ト
ナ
カ
イ

は
知
ら
な
か

た
の
に
モ
ミ
の
木
が
ど
ん
な
も
の
か
知

て
い
た
り

妖
精
に
つ
い
て
少
し
知

て
い
た
り
す
る
事
に
サ
チ
が

れ
た
よ
う
に

う
と
キ
リ
ト
は

に
ば
つ
が
悪
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た

自
分
で
も

知
識
に

り
が
あ
る
事
は
自
覚
し
て
い

る
ら
し
い

 

コ
ア
ネ

ト
ワ

ク
か
ら
得
ら
れ
る
知
識

て
そ
ん
な
に

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
そ
れ
は
と
も
か
く

そ
う
と
決
ま
れ
ば

速
行
こ
う
と
手

く

を
済
ま
せ
た
ボ
ク
達
は

の
妖
精
が

る
と
い
う
場

へ
向
け
て
出
立
し
た

 
キ
リ
ト
が

る
と
バ
レ
て
は
な
ら
な
い
の
で
彼
に
は
男
女
共

で
あ
る

を
ボ
ク
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
そ
れ
を

て
も
ら

て
い
る

色
の
シ

ツ
に
深
い
⻘
色
の
ジ

ン
ズ
と
今

の
ボ
ク
と

同
じ
出
で
立
ち
な
の
は
仕
方
な
い
事
だ
が

 
姉
ち

ん
か
ら
は
髪
ゴ
ム
が
贈
ら
れ
そ
れ
で
今
の
キ
リ
ト
は
後

部
で
一

り
に
⻑
い
黒
髪

を
結
わ
え
て
い
る

時
も
の
髪
を
下
ろ
し
た

も
良
い
が
今
み
た
く
ポ
ニ

テ

ル
の
様
に

一
つ

り
に
し
て
い
る

も
新

で
い
い
な
と
思
う

キ
リ
ト
も
気
に
入

て
い
る
の
か
と
て
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も
機

が
良
さ

で

そ
れ
を
表
す
か
の
よ
う
に

ら
れ
た
髪
が

に

こ

こ
と
揺
れ
る

 
サ
チ
か
ら
は
黒
色
の
チ

カ

が
贈
ら
れ
た

ど
う
や
ら
彼
女
が
裁

ス
キ
ル
を

使

し
て
作
り
出
し
た
立

な

備
品
ら
し
く
レ
ア

を
使

た

で
は
無
い
の
で

力
自
体

は
然
程
で
も
無
い
が
そ
れ
で
も

飾

に
し
て
は
破
格
の
ス
テ

タ
ス
上

果
と
付
与

果

が
あ
り
更
に
キ
リ
ト
の

き
な
黒
色
で
あ
る
か
ら
か
チ

カ

も
気
に
入

た
よ
う
だ

た 
三
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ア
イ
テ
ム
を
贈
ら
れ
た
事
で
今
ま
で
見
た
事
無
い
く
ら
い
お

し
た
キ

リ
ト
を
見
て

黒
の
剣
士

だ
と
か
ビ

タ

だ
と
か
一
目
で
見

け
る
人
は

な
い
ん
じ

な
い
か
と
思
う

悪
意
を
向
け
ら
れ
て
い
る
間
に
見
せ
る
不

だ

た
り

か

た
り
す
る
表
情

で
は
無
く
今
は
と
て
も
子

ら
し
い
明
る
い

み
に
な

て
い
る
か
ら

気
が
違
い
過
ぎ

る
の
だ

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
と
共
に

し
な
が
ら

林
を
歩
き

け
る
こ
と
お
よ
そ
二
十
分
が
経

た

の
場

へ
と

り

い
た

確
か
こ
の

の

だ
け
ど

 

を
見

せ
ば

背
の
高
い

が
乱
立
す
る

深
い
林
ば
か
り
が

に
広
が

て
い
て
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の
葉

が
天

の
如
く
光
を

て
い
る
せ
い
で

は

暗
い

 
ま

暗
い
と

て
も
今
は

手
前
だ
し
今
日
は
天
気
が
良
い
の
で
そ
こ
ま
で
と
い
う

感
じ
な
の
だ
が

そ
れ
で
も
林
の
中
で

暗
い
と
い
う
の
は
中

来
る
も
の
が
あ
る

 
こ
こ
に
お
化
け

い
な
ア
ス
ナ
を

れ
て
来
て

か
し
た
ら
面
白
い
反
応
が
見
れ
そ
う
で
あ

る
ユ
ウ
キ

確
か
に
こ
の

な
の
よ
ね

ア
ル
ゴ
か
ら

い
た
し

マ

プ
で
も
教
え
て
も
ら

た
か
ら
そ
の

だ
け
ど

う

ん

そ
も
そ
も
こ
の

月
も
の
間
一
番
最
初
に
見
つ
け
た
人
以
外

も
見
つ
け
ら
れ

て
な
い
か
ら
ね

だ

た
ん
じ

な
い

確
か
に

先
に
多
い

快

と
い
う
事
も

え
ら
れ
る
わ
ね

快

か

キ
リ
ト

ご
め
ん
ね

キ
リ
ト

 
姉
ち

ん
と
サ
チ
と
話
し
合

て
こ
れ
は

快

が

い
た

だ

た
の
だ
ろ
う
と
結
論
付

け

気
に

し
み
に
し
て
い
た
ら
し
い
キ
リ
ト
へ
無

に
期

さ
せ
て
し
ま

た
事
を

罪
す
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る 
し
か
し

の
キ
リ
ト
は
あ
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
向
い
て

り
こ
く

て
い
て

し
い
事
に
反
応
を

返
さ
な
い

 

時
も
な
ら
話
し
掛
け
れ
ば
返
し
て
く
れ
る
の
だ
が

予
想
外
の
事

に
な
る
と
彼
は
声
を

返
さ
な
い
事
が
あ
る

 
と
い
う
事
は
今
は

か

バ
い
事

な
の
か
と
思

て
キ
リ
ト
が
向
い
て
い
る
方
と
同
じ

方
向
に
目
を
向
け
た

  
そ
ち
ら
に
は

の
大
木
か
ら
ち

こ
ん
と

を
出
し
て
様
子
を

う
金
髪
緑

の
妖
精
が

た
 

あ
あ

 
思
わ
ず
見
つ
け
た
事
に
三
人
同
時
に
声
を
出
し
見
つ
か

た
事
に
妖
精
が
気
の

け
た
声
を

発
し
た
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た
よ

妖
精

は
見
え
な
い
け
ど

て
る

が
そ
の
証

本

に

た
わ
ね

か

物

く

か
れ
て
る
ね

 
三
人
そ
れ
ぞ
れ
で
感
想
を

ら
す
が

サ
チ
の

葉
を

い
て

い
て
い
る
妖
精
の
目
線

と
意
識
が
ボ
ク
達
全

で
は
無
く

キ
リ
ト
一
人
に

ら
れ
て
い
る
事
に
気
付
い
た

 

色
の

が
見
え
る
く
ら
い
限
界
ま
で

目
し
て
い
る
妖
精
は
心
の

か
ら

い
て
い
る

と
い
う
風
に

に
手
を

て

く
し

り
と

を
寄
せ

大

の

を
浮
か
べ
た

和
人

え

 
そ
し
て

妖
精
が

に
し
た

語
に

キ
リ
ト
が
さ

と
表
情
を

め
た

す

す
ぐ

ね

や

り

や

り

和
人
な
の
ね

 
そ
う
だ
よ

直
葉
だ
よ

な

で

直
姉
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

な
い

じ

 
ボ
ク
達
も
だ
が
ど
う
や
ら
す
ぐ
ね

と
姉

い
し
て
い
る

か
ら

す
る
に
新
た
な
家

の
一
人
ら
し
い
彼
女
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

な
い
事
を
同
じ
家

と
し
て
よ
く
知

て
い
る
キ
リ
ト
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は

惑
の
極
み
と
ば
か
り
に
動
揺
し
な
が
ら

故
と
問
う
た

 
そ
の
問
い
に

す
ぐ
は

と

う
ら
し
い
金
髪
緑

の
妖
精
が

を

め
る

そ
れ
は

あ
た
し
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
の

ア
ミ

ス
フ

ア

て
い
う
別
の

ハ

ド
で
プ
レ
イ
出
来
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
し
て
た
ん
だ
け
ど
気
付
い
た
ら

に

も
う

日
も

て
た
の

プ
レ
イ

か
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
た
ん
だ
け
ど

き
覚
え
が
あ
る

声
が

こ
え
て

見
て
み
た
ら
和
人
が

と
に
か
く

無
事
で
よ
か

た
わ

 

と
心
の

か
ら
安

し
た
様
子
の
彼
女
は
未
だ

惑
か
ら

け
切

て
い
な
い
キ
リ

ト
の
前
で

を

て

線
を
合
わ
せ
る
と

し
く
彼
を

き

め
た

 
そ
の

は
正
に
家

を
愛
す
る

で
本

に
彼
女
が
今
の
キ
リ
ト
の
姉
な
の
だ
な
と
理
解
す

る
ご
め
ん
な
さ
い
ね

あ
の
時

あ
な
た
に

ナ

ヴ
ギ
ア

を

ら
な
い
で

レ

テ

ン

グ
に

て
あ
た
し
が
プ
レ
イ
し
て
れ
ば
も
う
和
人
が
苦
し
む
事
も
無
か

た
の
に

さ

ん
も
心

後
悔
し
て
た
わ

い
目
に
遭
わ
せ
て
し
ま
う
だ
な
ん
て

親
失
格
だ

て

ず

と
ず

と

罪
し
て
て

直
姉
も

さ
ん
も
悪
く
な
い

は
ま
だ
こ
う
し
て
生
き
て
る
か
ら

だ
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か
ら

生
き
て
る
事
を
喜
ん
で
欲
し
い
な

そ
う

そ
う
ね

一
年

も
よ
く

て
生
き
て
来
た
わ
ね

い
わ
よ
和
人

本

に

い
わ

う

あ

 

ら
か
く

み
を
浮
か
べ
キ
リ
ト
を

き

め
な
が
ら

を

で
る
姉

キ
リ
ト
は
そ
れ
が

し
振
り
だ
か
ら
か
家

と
い
う
特
別
な

手
だ
か
ら
こ
そ
か
安
心
し
き

た

み
の
ま
ま

を
浮
か
べ

を

ら
し
始
め
た

 

を
流
す
小
さ
な
黒
を

き

め
る
金
を

ら
す
か
の
よ
う
に

中
天
に
差
し
掛
か

た

陽
光
が

林
の
葉
の
天

の
隙
間
を

て

ち
て
来
た

闇
の
よ
う
に
深
い
黒
色
と
光
り

く
よ
う
に

い
金
色
が
寄
り

い

す
る

は

と
て
も
感

深
い
も
の
に

る

 
今
ま
で
ず

と
孤
独
の
中
で
戦
い

け
て
来
た
少
年
を
労
う
よ
う
に
現
れ
た
彼
女
か
ら
は
血

の
繋
が
り
こ
そ
無
い
が

正
に
心
で
繋
が

た
姉
だ
と

得
出
来
る

か
み
を
感
じ
ら
れ
た

 
ボ
ク
達
は

き

め
や
ら
ぬ
ま
ま
し
か
し

か
な
気
持
ち
で
世
界
を
隔
た
れ
て
離
れ
離
れ

に
な

て
い
た
義
理
の
姉
弟
の
再
会
を

な
が
ら
に
見
守
り

け
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

心

と
は
キ
リ
ト
の
心

そ
れ
を
最
も

え
て
い
る
た
め

安
息

は
義

姉
の
直
葉
と
い
う

引

掛
け
に
も
な
ら
な
い
も
の
で
し
た

 
ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
戦
か
ら
も
分
か
る

り
キ
リ
ト
は

の
一
番
最
初
に
直
葉

を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
の
で

一
番
心
の

え
で
あ
り
安
息
と
な
る
の
は
彼
女
で
す

 

親
に

し
て
で
す
が
一

時
代
で

に
親
が
失

し
頼
り
が
兄
と
姉
で
あ
る
た
め
新

た
な
家

に
対
す
る
価
値
観
も
姉
が
一
番
上

と
い
う
設
定
で
す

物
心
つ
い
た
時
か
ら
親
を

知
ら
な
け
れ
ば

こ
う
な
る
の
で
は
と
思

て
そ
う
い
う
風
に
し
ま
し
た

 
な
の
で
和
人
に
と

て
義
理
の
姉
直
葉
が
ヒ
エ
ラ
レ
ル
キ

で
最
高
に
な
り
ま
す

 
ユ
イ
を
期

し
て
い
る
方

し

あ
り
ま
せ
ん
彼
女
は
ま
だ
か
な
り
先
の
登
場
に
な
る

予
定
で
す

ご
容
赦
下
さ
い

 
と
こ
ろ
で
う
ち
の
キ
リ
ト
は
設
定
的
に
ユ
イ
よ
り
背
が

い
で
す
し
私
自
身
本
作
キ
リ
ト
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が
パ
パ
と
呼
ば
れ
る
の
は
違
和
感
し
か
無
い
ん
で
す
が

さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
で

し

う
か

ち
な
み
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
で
は
結

手
も

な
い
予
定
で
す
の
で
マ
マ
も

ま
せ
ん

ね

保
護
者
的
存
在

キ
リ
ト

護

は

ど

る
ん
で
す
が

 
出
来
れ
ば
感
想
で
ど
ん
な
呼
び
方
が
良
い
か
見
て
み
た
い
な
と
思

て
お
り
ま
す
ア
ン
ケ

ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

必
ず
返

す
る
必
要
は

い
ま
せ
ん

 

は

時
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

め
に
投
稿
を
し
よ
う
と
思

て
お
り
ま
す

で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
設
定
集
に
キ

ラ
ク
タ

備

物
語

要
を
追
記
し
ま
し
た
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第
十
四
章
 

想
い
合
い

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
や
数
日
空
い
て
し
ま
い

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

構
想
は
浮
か
ん
で
た
ん
で
す
が

点
を

に
す
る
か
で
悩
み
ま
く

て
い
て

く
な
り
ま
し
た

 

時
も
は

後
六
時
投
稿
な
の
に

後
九
時
投
稿
に
し
た
の
は
お

た
せ
し
た

で
す

あ

ん
ま
り
一
定
の

ス
を
乱
し
た
く
な
い
の
で
す
が
目
安
と
し
て
三
時
間

み
と
し
て
い
ま
す

し

浮
か
ん
だ
ネ
タ
は
速
攻
で
書
い
て
お
き
た
か

た
の
で

 
結

オ

ル
リ

フ

点
に
収
ま

た
ん
で
す
が
ね

実
は
ラ
ン
ヒ

ス
ク
リ
フ
ク
ラ

イ
ン

デ

ア
ベ
ル

シ
リ
カ

ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ
の

で
書
い
て
行

て

最
終
的
に
義
理
の

姉
に
収
ま
り
ま
し
た

一
番
違
和
感
無
か

た
の
で

お

で
時
間
を
食

て
し
ま

た

 
そ
ん
な

で
今
話
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
リ
ア
ル
方
面
の
回
想
と
姉
弟
の
再
会
か
ら
の
お
話

で
す

中
は

の

の
で
す
が

そ
れ
以
外
マ
ジ
で
ド
シ
リ
ア
ス
直
行
で
す
の
で
お
覚
悟
を

文

数
も

と
二
万
に

達
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で
は
ど
う
ぞ

今
話
も
作
中
の
時
間
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
進
み
ま
せ
ん

  
桐

谷
和
人

 
そ
れ
は
今
か
ら
お
よ
そ
二
年

前

新
た
に
あ
た
し
が
住
む
桐

谷
家
に
増
え
た
家

の
名

前

血
の
繋
が
り
は
無
い
け
れ
ど
と
て
も
大
切
な

一
の
義
弟
の
名
だ

 
平
和
な
人
生
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
い
う
あ
り

れ
て
い
な
が
ら
切
実
な
願
い
を

め

ら
れ
た
名
を
付
け
ら
れ
た
弟
は
あ
た
し
に
と

て
も

さ
ん
や

さ
ん
に
と

て
も
と
て
も

大
切
な
家

で
あ
る

 
二
年

前
彼
は
十
一
月
と
い
う
冬
の
入
り
の

に
家
の
近
く
で
行
き
倒
れ
て
い
た

と
い
う
世
界
で
そ
の
名
を
知
ら
な
い
者
は

な
い
一
家
の

男
三
番
目
の
子

と
し
て
生
ま
れ

た
彼
は

そ
の
家

か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
い
た
の
だ

 

一

と
い
う
名
前
は
今
や
世
間
で
は

よ
り
も
格
下
の
存
在
と
し
て
今
で
も
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ま
れ
て
い
る

 
そ
の
名
前
が
和
人
の

の
名
前
だ

た

 

り
傷
だ
ら
け
で
意
識
を
失

て
い
る
子

が
弟
と
し
て
家

に
な
る
と
知
り
そ
れ
に
対
し

て

い
た
思
い
は

護
ら
な
き

だ

た

 
新
た
に
名
前
を
得
て
あ
た
し
達
が
家

と
な

た
彼
の
心
は

し
切

て
い
て
ま
と
も

に
応

す
る
事
す
ら

し
い
く
ら
い

ん
の
少
し
で
も
反
応
を

え
れ
ば
良
い
方
だ

た

 
そ
こ
ま
で
自
分
を
追
い

め
て
い
る
よ
う
に
な

た
原
因
は
彼
を
見
捨
て
た
家

そ
し
て
そ

の

の
人
間
で
あ
る
と
知

て
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
が
出
来
る
の
か
と
心

疑
問
に
思

た

 

一

が

ち
こ

れ
で
あ
る
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
話
に
興
味
を
持
た
ず
剣
道
に

打
ち

ん
で
い
た
あ
た
し
で
も
小

に

ん
だ
事
く
ら
い
は
あ
る

け
れ
ど
そ
れ
は
上

だ
け

で

も

と
深
い
部
分
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か

た

 
和
人
が
家

に
な

て
か
ら
最
初
は

ら
し
だ

た
彼
の
事
に
つ
い
て
ネ

ト
と
い
う

手

で
あ
た
し
は
あ
ら

る
事
を

べ
た

 
と
に
か
く
彼
に
ま
つ
わ
る
事
を
家

に
な
る
彼
の
事
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
姉
を
名

る

格
は
無
い
と
思

た
か
ら
だ

た
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そ
れ
が

今
の
姉
と
し
て
振
る
舞
う
あ
た
し
を

く
き

か
け
に
な

た
の
だ
と
思
う

  

索
ワ

ド
の

に

一

と
打
て
ば
も
う

ど
彼
に
ま
つ
わ
る
事
は
出
て
来
た

 
そ
し
て
そ
の
全
て
が
彼
に
あ
の
小
さ
く
て

い
少
年
に
対
す
る

の

で

め

く

さ
れ
て
い
て

思
わ
ず
あ
た
し
は
絶

し
た
も
の
で
あ
る

 
あ
た
し
は

日
を

し
て
初
め
て
剣
道
の
練

を

ん
で

一

に

す
る

事
を
不

れ
な
パ

コ
ン
を

使
し
て

べ

し
た

彼
の
プ
ロ
フ

ル
に
始
ま
り
家

構

成

の

価
な
ど

悪
意
あ
る
も
の
だ
ろ
う
が
片

か
ら

索
し
て
い

た

 
彼
の
悪

い
や

不

な

価
が
書
か
れ
た
の
は

２
０
１
８
年
が
最
初
だ

た

 
２
０
１
８
年
は
第
一
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

が
開

さ
れ

同
時
に

千
冬

が
世

界
の
覇
者
と
し
て
有
名
に
な
り

が

目
さ
れ
始
め
た
年
だ

 

生
日
は

桐

谷
和
人

の
名
を
付
け
て
も
ら

た
日
に
ち

月

日
に
変
わ

た
と

え
ど

本
的
に
同
じ
年
内

は

月

日

だ
し

の

生
日
よ
り
後
に
ず
れ
て
い

る
か
ら
肉
体
年

に

ズ
レ
は
無
い

た

時
は

生
日
を

え
て
の
八

だ

た
の
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で

彼
の
生
ま
れ
た
日
は
逆

す
れ
ば
２
０
１
３
年
と
い
う
事
に
な
る

 
つ
ま
り
あ
の
子
が

の
人
間
や
家

と

べ
ら
れ
始
め
た
の
は
五

に
な
る
年
か
ら
と
な

る 
五

と
い
う
事
は

園
年
中
か
保
育
園

の

だ

そ
ん
な
子

が
四
つ
も
年
上
の
小
学

三
年
生
に
あ
た
る
兄
や
中
学
・
高

生

り
だ

た
ら
し
い
姉
と

べ
ら
れ
て

る
な
ど
む
し

ろ

然
の
事
だ

 
逆
に
ど
う
し
て

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

あ
た
し
に
は
そ
れ
が
今
で
も
疑
問
だ

 
そ
の
第
一
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
年
か
ら
始
ま

て
い
た
ネ

ト
の
ス
レ

ド
は

に

定
数
の
コ
メ
ン
ト
が
来
た

に
終
了
し
て
い
た
が

く
事
無
く
別
の
ス
レ

ド
が
立
て

ら
れ
て
は

に

一

を

き
下
ろ
し
て
い
く

そ
ん
な
事
が

と

り
返
さ
れ

て
い
た

終
い
に
は

に
生
き
る
価
値
な
ど
無
い
や
千
冬
様
の
血

と
し
て

応
し
く
な

い

千
冬
様
が
可
哀
想
だ
な
ど
と
書
き

ま
れ
て
い
た

流

に

は
分
か
ら
な
か

た

が
少
な
く
と
も
女
尊
男

の
風

が
広
ま

て
い
た

時
か
ら
今
に

て
も
こ
れ
に

し
て

は
男
女
の
別
が
無
い
よ
う
だ

た

 
子
は

自
分
が
生
ま
れ
る
家
や
家

を

べ
な
い

然
な
が
ら
そ
れ
は
親
も
同
義
だ
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だ
が

家
に
は
親
が
無
く

少
な
く
と
も
あ
た
し
が

べ
ら
れ
た

内
で
は
一

が
生

ま
れ
た

に
失

し
た
ら
し
い

そ
の
失

し
た
理
由
す
ら
彼
が
出
来
損
な
い
だ
か
ら
だ
と
い

う
事
に
な

て
い
た

然
な
が
ら
真
実
は
和
人
も
知
ら
な
い
し
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
今
現

在
も
闇
の
中
だ

 
不

過
ぎ
で
同
時
に
理
不

過
ぎ
た

生
ま
れ
た
子

の
才
能
な
ど
で
親
が
失

す
る
も
の

か

そ
も
そ
も
失

し
た
と
し
て
も
子
そ
の
も
の
に
責

は
無
い
と
あ
た
し
は
思

た

 
だ
が

の
人
間
に
と

て
は
真
実
な
ん
て
ど
う
で
も
良
く
て
た
だ

い
子

を

ら
れ

れ
ば
そ
れ
で
良
い
よ
う
だ

た

 

べ
て
い
く
内
に
地

の
人
間
の
書
き

み
ら
し
き
も
の
も
見
つ
け
て
そ
の
日
は
ど
う
オ

チ
コ
ボ
レ
を

め
つ
け
た
か
ど
う
だ

た
か
を

に
語

た
ス
レ

ド
も

ん
だ

中
に

は
日
記
形
式
と
し
て

一
日
の
様
子
を
書
き

め
後
を
付
け
て
回

て
は

し
た
り

行

を
振
る

た
り
し
た
と
思
し
き
も
の
も

見
さ
れ
た

 
信
じ
ら
れ
な
か

た
事
は

そ
れ
が
学

で
も
平
然
と
行
わ
れ
て
い
る
事
だ

た

 
い
や
あ
る
意
味
で

然
な
の
か
も
知
れ
な
い

世
界
の
覇
者
と
な

た
姉
神

と
呼
ば
れ

た
兄
に
対
し
て
出
来
な
い
事
が
多
い
弟
に
対
す
る

は
そ
の
兄
が

先
し
て
行

て
い
た
ら
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し
い
の
だ
か
ら

身
内
が
行

て
い
る
の
だ
か
ら
と

に
取

て

き
放

し
て
い
た
の
だ
ろ
う

と
思
う

 
彼
の
体
の
傷
を
見
る
限
り
少
な
く
と
も
パ

と
見
て
分
か
る
よ
う
な
場

を

け
て

行
を

加
え
て
い
る
よ
う
だ

た

 
傷
の
種

は
果
て
し
な
か

た

カ

タ

か

か
で
斬
ら
れ
た
と
思
し
き
切
り
傷

ラ
イ

タ

を

し
付
け
ら
れ
た
と
思
し
き
火
傷
の

な
ん
て

た
り
前
で

か
に

ら
れ
た
か

め

付
け
ら
れ
た

裂
傷

か
で

か
れ
た
傷

打

内
出
血
も

に
あ

た

彼
が

れ
て
い
か
れ

そ
し
て
脱

し
た

で

け
た
実
験
の

も
あ

た
し

コ
ア
を
身
体

に

め

ま
れ
た
時
の
手
術

も
流

に
多
少

さ
れ
て
は
い
た
よ
う
だ
が
し

か
り

と
し

て
見
ら
れ
た

 
世
間
か
ら
向
け
ら
れ
る
無
限
の
悪
意
彼
自
身
に
付
け
ら
れ
た
傷

方
を
知

た
あ
た

し
は

が

で
も
小
さ
な
弟
を
護
り

そ
し
て

の
家

以
上
に
愛
す
る
と
誓

た

 
あ
の
子
を

た
日
の

日
と

日
の

日
を

べ
物
で
終
え
決
意
を
新
た
に
し
た
あ
た

し
は
そ
の
日
か
ら

日

へ
お
見
舞
い
に
行

た

方
の
分
だ

た
剣
道
の
練

は

で

全
て
済
ま
せ
る
か
お
見
舞
い
の
後
に
す
る
よ
う
に
配
分
し
学

の
後
だ
ろ
う
が
大
会
の
後
だ
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ろ
う
が

れ
て
い
よ
う
と
も
欠
か
さ
ず

を
見
せ
に
行

た

 
流

に
お
見
舞
い
の
品
や
花
な
ど
を

日
持

て
行
く
事
は
出
来
な
か

た
し

状

だ

た
彼
に
下
手
な
食
べ
物
を
持

て
行
く
事
は
許
さ
れ
な
か

た
が
一
番
の

は
触
れ
合
い

で
あ
る
と

気
な
が
ら
に
悟

て
い
た
の
だ
と
思
う
必
ず

を
見
せ
に
行

て
一
日
に
一

は

会
話
を
し
た

 
弱

て
い
た
と
は

え
そ
れ
は

が
足
り
な
か

た
事
ま
た
不
眠
不

に
よ
る
過
労
だ

た
事
か
ら
な
の
で
し

か
り

息
を
取

て
食
事
も
時
間
は
掛
か
る
も
の
の
完
食
し
て
い
た
彼

は

お
よ
そ
三

間
で
退

し

桐

谷
家
に
住
ま
う
よ
う
に
な

た

 
そ
の

に
は
あ
た
し
の

日
欠
か
さ
な
か

た
お
見
舞
い
が

い
た
よ
う
で

ら
か
の
コ

ミ

ニ
ケ

シ

ン
が

れ
る
よ
う
に
な

て
い
た

は
い

和
人

ご
は
ん
よ

ご
は
ん

 
作

て
く
れ
た
の

他
に

が
あ
る
の

 

さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
に
出

だ
し

さ
ん
は
デ
ザ
イ
ナ

の
仕
事

で

は
家
に

な
い

て

て
な
か

た

け

い
て
た
け
ど

が
作
る
つ
も
り
だ

た
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あ
の
ね

今
日
家
に
来
た
ば
か
り
の
子
に

理
さ
せ
る

ど
⻤
じ

な
い
わ
よ

と
い
う

か
和
人

あ
な
た

理
出
来
る
ん
だ

一
応

一

り
な
ら

へ

そ
の

で
出
来
る
な
ん
て

い
わ
ね

 

と

が
家
に

と
ん
ど
い
な
い
事
か
ら
必
然
的
に
多
少
の

理
が
出
来
る
よ
う
に
な

て
い

た
あ
た
し
は
そ
の
苦
労
を
知

て
い
る
が
故
に
た

た
八

の
身
で
も
一

り

理
が
出
来

る
と
い
う
和
人
を

直
に

い
と
思

た

け
ば
サ
ラ
ダ
は

論
肉

理
か
ら

理
ま
で

一

り
可
能
だ
と
い
う
の
だ
か
ら

更
だ

 
だ
か
ら

直
に

め
れ
ば

和
人
は
キ

ト
ン
と
し
た

で
見
上

て
来
た

が

い

え
え

い
わ
よ

 
た

た
八

な
の
に
一

り
の
食
事
を
作
れ
る
な
ん
て

他
に

る

と
は
思
え
な
い
わ
ね

た
と
し
て
も
少
な
い
で
し

う
し

あ
た
し
も
去
年
か
ら
始
め
て
こ

こ
最
近

く
ま
と
も
に
出
来
る
よ
う
に
な

た
く
ら
い
だ
し

 
し
か
も
出
来
る
の
は
か
な
り
大

把
な
も
の
ば
か
り
で

手
の

ん
だ
も
の
は
作
れ
な
い
し

更
に
は
レ
パ

ト
リ

自
体
も
あ
ん
ま
り
無
い
か
ら
自

も
出
来
な
い
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だ
か
ら
あ
た
し
は
苦

で
気

ず
か
し
さ
を

魔
化
し
つ
つ
少
し

が
不
格

な

の

ポ
ト
フ
が
入

て
い
る
手

を

敷
き
の
上
に

い
た

 
そ
こ
で
お

を
使

て

の
深
い

に
ポ
ト
フ
を
よ
そ
い
テ

ブ
ル
の

に

る
和
人
に
差

し
出
し
た

食
べ
て

良
い
の

 
そ
れ
を
見
た
和
人
は
不
安
そ
う
に

本

に
良
い
の
か
と

根
を
寄
せ
て

い
て
来
た

も
ち
ろ
ん

む
し
ろ
食
べ
て
も
ら
わ
な
い
と

る
よ
こ
れ
は
和
人
の

に
作

た
ん
だ
か
ら

の
た
め

そ
う
よ

初
め
て
家
に
来
た
記
念
と
し
て
ね

食
だ
か
ら
あ
た
し
も
食
べ
る
け
ど
メ

イ
ン
は
和
人
だ
か
ら

さ

し
上
が
れ

 

故
か

惑
の
表
情
で
見
て
来
る
和
人
に

手
を
向
け
て
食
べ
る
よ
う

す
と
お
ず
お
ず
と

く
り
と
し
た
動
き
で
ス
プ

ン
を
持

た
彼
は

恐
る
恐
る
ポ
ト
フ
に

を
入
れ
た

 
そ
し
て
ニ
ン
ジ
ン
と

を
す
く

た
後

に
運
ん
で

し

 

ろ

と
大

の

を
零
し
た

和
人



 第十四章 〜想い合い〜

お

し

 

ろ

ろ
と
一

し
た
だ
け
で

を
浮
か
べ
て
は
流
す
和
人
を
見
て
あ
た
し
は
少
し

ば
か
り
面
食
ら
い

こ
れ

ど
な
の
か
と

中
で
哀
し
く
な

た

 
た

た
一

た

た
こ
れ
だ
け
で

を
流
し
て
喜
ん
で
し
ま
う
程
に

理
を
差
し
出
さ
れ

て

惑
す
る
程
に
今
ま
で
の
彼
は
一
人

ち
で

ら
れ
て
き
た
事
を
理
解
し
て
し
ま

た

 

食
で
は
な
ら
な
か

た
か
ら

彼
は

か
の
手

理
を
食
べ
た
覚
え
が
無
い
の
だ
と

分
か

た

か
が
自
分
の

に

自
分
の

だ
け
に
食
事
を
作

て
く
れ
た
事
が
無
い
か
ら

彼
は

惑
し
た
し

を
流
し
て
い
る
の
だ

 
逆
に

え
ば

家
の
食

は
彼
が
取
り
仕
切

て
い
た
事
に
も
な
る

た

た
八

の
子

が
他
人
に
食
事
を
作

て
も
ら

た
覚
え
が
無
く

ま
た
一

り

理
が
出
来
る
と
も
な
れ

ば

そ
う
と
し
か

え
ら
れ
な
か

た

う
 
大

の

を
流
し

し

を

え
な
が
ら
和
人
は
あ
た
し
が
作

た

な
ポ
ト
フ
を
食

べ
切

た

あ
た
し
も
確
か
に
食
べ
た
が

間
違
い
な
く
あ
た
し
よ
り
も
食
べ
て
い
た

あ

た
た
か
い

お
い
し
い

そ
し
て

あ
り
が
と
う

の

葉
が

と

り
返
さ
れ
た
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こ
れ
も
ま
た

あ
た
し
が
こ
の
子
を
護
ろ
う
と
い
う
決
意
を

く
し
た
要

の
一
つ
で
あ
る

 
と
か
く
和
人
は

い

い
や
今
ま
で
流
せ
な
か

た
分
だ
け

を
流
す

求
め

け
た

果
て
に
得
ら
れ
な
か

た
家

と
い
う

福
を
血
の
繋
が
り
こ
そ
無
い
が
得
ら
れ
た
か
ら

和
人
は
そ
れ
に
感

し

け
た

 
だ
が
桐

谷
家
に

り
住
ん
で
か
ら
約
一

月
が
過
ぎ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
日

か
ら
和
人
の

様
子
が
お
か
し
い
事
が
あ

た

最
初
こ
そ
様
子
見
に

め
て
い
た
が
あ
た
し
達
に
対
す
る

が
よ
そ
よ
そ
し
い
事
に
疑
問
を

き

と
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰

し
て
い
た

と
共
に
問
え
ば

彼
は

な
が
ら
に
語

た

ど
う
し
て
桐

谷
家
の
子

と
し
て
生
ま
れ
な
か

た
の
か

そ

し
て

自
分
の
せ
い
で

が
傷
付
く
夢
を
見
た

と

 

せ
を
得
た
か
ら
こ
そ
の
切
実
な
望
み
と
恐
怖
が
襲

て
来
て
い
た
の
だ

ま
だ
彼
の
心
に

は

一

に
対
す
る
悪
意

が
根
深
く

み
付
い
て
い
て

あ
た
し
達
を
ま
だ
完
全
な
家

と
認
識
出
来
て
い
な
か

た

い
や
自
分
程

の
人
間
が
家

に
な

て
本

に
良
い
の
か

と

え
の
見
つ
か
ら
な
い
無
限
回
廊
の
悩
み
に

て
い
た
の
だ

 
そ
れ
を

い
た

親
は
そ
れ
ぞ
れ

を

き

あ
た
し
は
彼
の

に
デ
コ
ピ
ン
を
喰
ら
わ
せ

そ
し
て
三
人
一
緒
に
小
さ
な
体
を

き

め
た

家

と
は
血
の
繋
が
り
だ
け
で
な
く
心
の
繋
が
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り
も

う
の
だ
と

も
う
和
人
は
家

な
の
だ
と

そ
う

え
た

 
そ
れ
を

い
た
和
人
は
大

き
し

以

そ
の
夢
は
見
な
く
な

た
と
い
う

 
和
人
に
と

て
家

と
は
全
て
で
あ
り
自
分
の
価
値
を
決
め
る
存
在

だ
か
ら
家

の

に

く
事
だ
け
が
存
在
意
義
で
あ

た
ら
し
い

そ
う
い
う
風
に
教
え
ら
れ
て
い
た
か
ら

だ

た

 

も
見
返
り
を
求
め
ず

も
か
も
を
与
え
て
く
れ
る
事
に
不
安
を
覚
え
て
い
た
の
が
不
安

の
原
因
だ

た

無
償
の
愛
を
知
ら
な
か

た
の
だ

 
そ
れ
に
あ
た
し
は

し

親
以
上
に
心
の
中
で

怒
し
た

 
だ
か
ら
絶
対
に
こ
の
子
を
護
る
と
決
め
て
い
た

さ
ん

絶
対
に

ナ

ヴ
ギ
ア

を
外
し
て
は
な
り
ま
せ
ん

 
世
界
初
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｐ
Ｇ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は
史
上
最
悪
の
デ
ス
ゲ

ム
と
な

て
し
ま
い
ま

し
た

 
決
め
て
い
た

し
か
し

そ
れ
は
あ
た
し
自
身
が
破
る
事
に
な

た

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

今
や
世
界
中
で
知
ら
れ
る
世
界
初
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ

Ｇ
に
し
て
デ
ス
ゲ

ム
に
な

て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

の
タ
イ
ト
ル
だ
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が

的
に
後
出
し
て
送

た
応

は
が
き
で

し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
ロ

ト
は

あ
た
し
が

ゲ

ム
を
苦
手
と
し
て
い
た
事
も
あ

て
年

レ

テ

ン
グ
に

た
な
い
和
人
が
プ
レ
イ
す

る
事
に
な

た

 
あ
の
時
レ

テ

ン
グ
に

て
和
人
を
止
め
て
い
れ
ば
あ
る
い
は
あ
た
し
が
プ
レ
イ
す

る
と

て
い
れ
ば

ま
た

い
目
に
遭
わ
せ
ず
と
も
済
ん
だ

あ
た
し
は

ナ

ヴ
ギ
ア

を

て
眠
る
和
人
の
横
で
一
晩
中
懺
悔
し

け
た

一
時
期
は
剣
道
部
の

問
か
ら
も
参
加

を
反
対
さ
れ

真

先
に
家
路
に

か
さ
れ
た
く
ら
い
だ

 

中
で
和
人
の
体
内
に

め

ま
れ
て
い
る

コ
ア
の

整
身
体
へ
の
影

の

を
行

て
い
る

ノ
之
束

士
が
家
に

れ
た
が

ら
大
天
災
と
ま
で
称
さ
れ
る
彼
女
で
も
ノ

リ
ス

ク
で
ナ

ヴ
ギ
ア
の
取
り
外
し
は
不
可
能
だ

た

万
が
一
を

え
れ
ば
そ
の
手

は
取

れ
な
か

た
の
だ

 
そ
れ
で
も

め
ず
に
ど
う
に
か
助
け
出
す

を
探
る
と

て
い
た

 
そ
れ
か
ら
の
生
活
は
学

生
活
と
日

の
剣
道
そ
し
て

日
の
和
人
の
見
舞
い
に
終
始
し

た

和
人
が

わ
れ
た
最
初
の
年

は
特
に

く
精

を
欠
き
よ
く
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
達
に
心
配

さ
れ
た
も
の
で
あ
る

体
育
で
も

か
倒
れ
た
く
ら
い
で

い
時
は
食
事
が

を

ら
な
い
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程
だ

た

 
そ
ん
な
あ
た
し
に
転
機
を

し
た
の
は

和
人
の
部

を

し
て
い
る
時
に
目
に
入

た

と
あ
る
情
報

だ

た

こ
れ
は

全
部

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

 
あ
り
と
あ
ら

る
情
報

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
全
て
憎
き

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

Ｓ

Ａ
Ｏ
と
ナ

ヴ
ギ
ア
に
つ
い
て
の
も
の
そ
し
て

場

へ
の
イ
ン
タ
ビ

記
事
だ

た 
特
に

場

の
写
真
が
表
紙
に
載

て
い
る

は

も

み
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

が
ベ
ラ
ベ
ラ
だ

た

そ
う
い
え
ば

和
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

し
み
に
し
て
た
も
の
ね

 

な
ら
手
に
す
る
事
も
無
か

た
だ
ろ
う
し
仮
に
目
に

ま

て
手
に
し
て
も
中
を
見
よ

う
と
は
し
な
か

た

 
し
か
し
そ
の
時
の
あ
た
し
は
気
で
も
狂

て
い
た
か

あ
る
い
は
和
人
の

を

り
た

か

た
か
ら
か
気
付
け
ば

機
を

き
彼
が
使

て
い
た
ベ

ド
に

掛
け

光
カ

テ
ン
か
ら

れ
入
る
陽
光
を
明
か
り
に
情
報

の
中
を

み
始
め
て
い
た
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十
数

に
も
上
る

を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
全

ジ
を

ん
で
い
て

み
終
わ
る

に
は
日
が

い
て

色
に
外
が

ま

て
い
た

 

み
終
わ

た
後

あ
た
し
は
複

な
気
分
に

て
い
た

 

か
な
情
報
し
か
載

て
い
な
い
最
初
に

べ

の

数
が
進
む
に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
明

か
さ
れ
て
い
く
物
足
り
な
さ
と
欲
求
感

を
編
集
し
て
い
る
人
物
の
文
章
力
に
よ
る
も
の
な

の
か
克
明
に

裏
で

か
れ
る
真
剣
を
構
え
て
戦
う
自
分
の

こ
の
世
に
は
存
在
し
な
い
異

形
の
存
在
が

に
は

か
れ
て
い
て
そ
れ
だ
け
で
な
く
様

な
武

も
載

て
い
て
ま
る

で
北
欧
神
話
を

ん
で
い
る
時
の
よ
う
な
わ
く
わ
く
感
が

中
で

き

こ

て
い
た

 
確
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
大
切
な
弟
を
デ
ス
ゲ

ム
に

じ

め
た
憎
き
技
術
だ

 
し
か
し
そ
れ
は

彼
を

定
し

す
る
き

か
け
と
な

た

を
憎
む
事
と
同
義
で
は
な

い
か
と
思
い
至
り

思

が
止
ま

た

 
和
人
が
姉
や
兄
と

べ
ら
れ
る
要
因
と
な

た
事
に

は
確
実
に

わ
る
が

そ
れ
は
間

的
で
あ

て
直

的
で
は
無
い

 
和
人
は

て
い
た

と
は

ノ
之

士
の
妹
が

に

へ
行
き
た
い
と
い
う
願
い

か
ら
作
り
出
さ
れ
た
夢
の
結

な
の
だ
と
だ
か
ら

を
憎
み
は
し
な
い
と

だ
か
ら
彼
も



 第十四章 〜想い合い〜

と

い
て
気
絶
す
る

が
あ

た
の
に

と
す
ぐ
に
持
ち
直
し
て
い
た
の
だ

悪
い
の
は
人
の

心
だ
と

さ
に
反
す
る
理
解
力
で
悟

て
い
た

 
そ
の
和
人
の

に

う
な
ら
ば
あ
た
し
が
本

に
憎
む
べ
き
な
の
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
技

術
や
ジ

ン
ル
で
は
無
く

デ
ス
ゲ

ム
を

行
し
た
人
物
で
あ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
化
し
て
以

場

は
す
ぐ
に

索
さ
れ
そ
し
て

気
な
く
見

つ
か

た

て
事
は
無
い

場

も
ダ
イ
ブ
し
て
い
た
た
め
だ
ア

ガ
ス
本

の

⻑

で
発
見
さ
れ
た
ら
し
い

 
だ
が
主

で
あ
る

人
が

故
か
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
い
た
め

も

に
手
出
し
出
来
ず
念

の
た
め

に
て

重
な

勢
の
下
で
そ
の
身
は

持
さ
れ
て
い
る
と

い
た

 
デ
ス
ゲ

ム
を

行
し
た
人
物
が
行
方
を
晦
ま
さ
な
い
と
い
う
の
も

な
話
で
は
あ

た
が

と
も
か
く
あ
た
し
は
和
人
の

を
思
い
出
し
て
以

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
そ
の
も
の
を
忌

す
る
の
は

や
め
る
事
に
し
た

あ
の
技
術
は
悪

さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
あ
た
し
が

く

い
た
だ
け
で
も

方
面
で
活
躍
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
話
が
浮
上
し
て
い
た

技
術
も
使
い
様
で
あ
る

と
い
う
の
は
確
か
だ

た

技
術
だ

て

に
応

さ
れ
て
い
る
か
ら

更
だ

 
そ
し
て
あ
た
し
の
二
つ
目
の
転
機
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あ
た
し
が

て
い
た
中
学

は
そ
こ
そ
こ
成
績
は
良
く
か
と

て
進
学

と
ま
で
は

え
な
い
中

だ

た

な
の
で
が
り

で
成
績
が
良
い
人
も

れ
ば
程
良
く
ゲ

ム
で
遊
ぶ

人

遊
び

け
て

成
績
を
取
る
人
な
ど
多
種
多
様
だ

た

 
そ
ん
な
中
あ
た
し
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
は
一
人
重

の
ゲ

ム

き
の
男
子
が
い
た

眼

を
掛
け
て
お
り
女
子
の
あ
た
し
よ
り
も
少
し
背
が

い
気
弱
そ
う
な
男
子
は
成
績
は
上
の

中
で

が
あ

た
か
ら
か
ゲ

ム
に

て
い
た
ら
し
か

た

 
し
か
も
最
近
の
流
行
り
な
の
か
プ
レ
イ
し
て
い
た
の
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
も
最
高
の
人
気
を
誇

る
も
の
だ

た

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

以

ナ

ヴ
ギ
ア

は
危
険
物
指
定
を

け
た
た
め
そ
れ
を
持

て
い

る
者
達
か
ら
国
は
回
収
し
た

 
し
か
し

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
今
も

ま
じ
い
人
気
を
誇

て
い
る

 
本
来
な
ら

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
ジ

ン
ル
の
存
在
も
危
ぶ
ま
れ
た
の
だ
が

方
面
で
の
活

躍
が
期

さ
れ
る
事
は
事
実
で
あ
る
た
め
一
時
保

と
な
り

様
子
見
を
す
る
事
と
な

た

 
そ
れ
を

機
と
見
た
か
と
あ
る
電
気
企
業
メ

カ

が
ア
ミ

ス
フ

ア
と
い
う
後
継

機
を
開
発
し

り
に
出
し
た

こ
れ
が
現
在
で
も

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
者
が

る
理
由
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で
あ
る

 
ナ

ヴ
ギ
ア
が
コ
ン
セ
ン
ト
を
外
し
て
も
殺
人
的
な
出
力
を
出
せ
る
理
由
は
重

の
三

を

め
る
バ

テ
リ

セ
ル
に
よ
る
も
の
だ

そ
の
バ

テ
リ

セ
ル
は
本
来
解
像

や
レ

ス
ポ
ン
ス
速

の
向
上
を
目
指
し
て
取
り
付
け
ら
れ
た
代
物
だ
と
い
う

 
そ
れ
を
取
り
外
し
か
つ

部
分
で
の
電
気
信

を
イ
ン
タ
ラ
プ
ト
す
る

合
を
百
パ

セ

ン
ト
か
ら
九
十
九
パ

セ
ン
ト
へ

と
す
事
で
外

に
反
応
し
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
る
よ
う

に
も
さ
れ
た

百
パ

セ
ン
ト
だ
と

が

を
認
知
し
な
い
た
め
危
険
だ
か
ら
ら
し
い

 
そ
ん
な
安
全
機
構
と
な

て
発

さ
れ
た

ハ

ド
が

ア
ミ

ス
フ

ア

 
そ
れ
を

入
し
あ
た
し
が
プ
レ
イ
し
始
め
た
の
が
件
の
男
子
か
ら

き
出
し
て

め
て
も

ら

た
大
人
気

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

称
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
呼
ば
れ

る
ゲ

ム
だ

た

 
名
前
に
反
し
そ
れ
は
お
よ
そ
ゲ

ム
に

す
る
知
識
が

い
あ
た
し
で
も
ハ

ド
だ
と
思
え

る
内
容
だ

た

 
九
つ
あ
る
種

ご
と
に
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
ど
こ
が
最
も
速
く
ク
リ
ア
す
る
事
が
出
来

る
か
を

う
内
容
で

別
種

に
対
し
て
な
ら

を
推

し
て
い
て

更
に
は
リ
ア
ル
の
運
動
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神
経
が
直

反

さ
れ
る
と
い
う
仕
様
だ

た
か
ら
だ

め
て
く
れ
た
男
子

く
ゲ

マ

は

本
イ
ン
ド
ア
だ
か
ら
運
動
部
の
方
が
有

に
な
り
が
ち
だ
と
い
う
つ
ま
り
あ
た
し
は
偶
然

な
が
ら
も
有

な
立
ち

に
あ

た

だ

 
あ
た
し
は
そ
の
ゲ

ム
に
の
め
り

ん
だ

 
理
由
は
二
つ
あ
り

ま
ず
一
つ
目
は
そ
の
妖
精
郷
が

し
か

た
か
ら
だ

現
実
に
は
無
い

仮
想
世
界
だ
か
ら
こ
そ
見
ら
れ
る

し
さ
は
た
と
え
デ

タ
に
よ

て
形
作
ら
れ
た
偽
物
で
あ

ろ
う
と
も
本
物
の
感
動
を
呼
び
寄
せ
る
も
の
だ

た

 
も
う
一
つ
は
そ
の
世
界
で
は
妖
精
種

で
あ
る
た
め

べ
る
と
い
う
事
だ

た

無
論
高

制
限
や

行
時
間
制
限
は
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
無
限
に

び

け
る
事
は
出
来
な
い
の
だ

が

そ
れ
で
も
風
を

で
感
じ
ら
れ
る

は
と
て
も
快
感
だ

た

は
水

の
水

の
よ

う
な
シ
ル
エ

ト
で
か
な
り

の

出
が
見
ら
れ
る
た
め

行
時
に
風
の

抗
は
感
じ
る
ら
し

い
が

恐
ら
く
そ
れ
以
上
だ
と
思
え
る
も
の
だ

 
自
由
に
空
を

べ
る
と
い
う
快
感
は
あ
た
し
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
も

と

え
ば

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う

ジ

ン
ル
の

に
し
た

 
和
人
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た

彼
の
新
た
な

生
日
だ

た
あ
の
日
に

て
い
た

葉
を
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あ
た
し
は
そ
の
時
に
初
め
て
理
解
出
来
た

確
か
に

葉
に

い
表
せ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
感
動

だ

た

 
彼
が
見
た
世
界
を
あ
た
し
も
知
れ
た
と
思
う
と

ら
な
く

し
く
思
え
た

 
そ
の

人
は

で
眠
り

け
し
か
し
そ
の
魂
は
過

な
デ
ス
ゲ

ム
の
世
界
で
生
き

け

て
い
た

常
に
危
険
な
最
前
線
を
一
人
で

 
あ
た
し
が
そ
れ
を
知

て
い
る
の
は

そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
人
が
い
た
か
ら
だ

 
そ
の
人
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

が

発
し
て
す
ぐ
に
国
が
主
導
と
な

て
設
立
さ
れ
た

Ｓ
Ａ

Ｏ
に

わ
れ
た
者
達
を

に

送
し
そ
の
後
の

持
を

て
い
る
機

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

対
策
本
部

の
リ

ダ

を
務
め
て
い
る
と
名

た
メ
ガ
ネ
の

人
で
あ
る

 
あ
た
し
が
そ
の
人
と

を
合
わ
せ
た
の
は
和
人
の
お
見
舞
い
に
行

た
時
だ

た

ち

せ
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

触
を

て
来
た
の
で
恐
ら
く
定
期
的
に

い
て
い

る
の
を
事
前
に
知

て
い
た
の
だ
と
思
う

 
そ
し
て

人
は

彼
は
最
大
の
希
望
だ
と
語

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
ハ

キ
ン
グ
は
危
険
性
が
高
い
た
め

え
ら
れ
て
い
る
が
そ
れ
で
も
ア

カ
ウ
ン
ト
の
ロ
グ
デ

タ
を

す
る
事
は
出
来
た
ら
し
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
全
プ
レ
イ

の
中
で
も
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ぶ

ち
ぎ
り
で

い
和
人
が
最
高
レ
ベ
ル
を

き
出
し
て
い
る
同
時
に

ど
の
時
間
を
他
に
プ

レ
イ

反
応
が
無
い
場

で
過
ご
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
た
時
あ
た
し
は

と
も

え
な
い

気
持
ち
に

わ
れ
た

 
最
高
レ
ベ
ル
を

き
出
し
て
い
る
と
い
う
の
は

直
に

い
と
思

た
し

誇
ら
し
い
と
も

思

た

こ
れ
で
も
あ
の
子
に
は
本
人
が
望
む
限
り
で
剣
道
や

道
な
ど
を
教
え
て
い
た
か
ら

そ
れ
を

使
し
て
必
死
に
戦

て
い
る
の
だ
と
分
か

た

 
け
れ
ど
他
に
プ
レ
イ

反
応
が
無
い
場

で
過
ご
す
つ
ま
り
は
一
人
で

ど
を
過
ご
し
て

い
る
と
い
う

り
で

と
も
哀
し
く
な

て
し
ま

た

あ
の
子
を
一
人
に
し
て
し
ま

た
の

は

さ
ん
と
あ
た
し
で
は
な
い
か
と
思

た
か
ら
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

す
る
事
を

に
す
る

に

も

り
返
さ
れ
る
事
件

発
の
あ
の
日
の

光

な
く

う
和
人
の

そ
し
て
眼
前
で
忌

し
い
ヘ

ド
ギ
ア
を

て
眠

て

い
た

い
義
弟
の

を
見
て

が

め
付
け
ら
れ
る

 
そ
ん
な
日

を
過
ご
し
て
一
年

が
経
過
し
た
あ
る
日
の
事
だ

た

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
存
在
す
る
深

い
樹
海
に
て
一
人
で
回
復
ア
イ
テ
ム
の

を

取
し
て
い
る
時

突
に
あ
た
し
は
自
身
の

の
光

が
グ
ニ

リ
と
歪

し
気
付
け
ば
陽
光
が

れ

ち
る
明
る
い

林
の
中
で
立

て
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い
る
事
に
気
付
き

そ
れ
が
異
常
事

で
あ
る
事
を

気
な
が
ら
に
悟

た

 
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
呼
び
出
す

に

れ
た
動
作
で

手
の
人
差
し
指
と
中
指
を
立
て
て

下
ろ
す
動
作
を
し
て
も

き

れ
た

の

と
共
に
出
て
来
る
気
配
が
一
切
無
い
事
か
ら
明

ら
か
に
お
か
し
い
と
判
断
し
た

え

妖
精

か

 
直
後

背
後
か
ら
男
の
声
が

こ
え
た

 
チ
ラ
リ
と
横
目
で
振
り
返
れ
ば

と

の

て
い
な
い
リ
ア
ル
で
あ
り
そ
う
な

の
男
性

が
あ
た
し
を
見
て

然
と
し
て
い
て
こ
れ
は

い
と
直
感
で
悟

て

り
出
し
た

背
後
で

い
た
後
に
呼
び
止
め
る
声
も

こ
え
た
が

か
も
分
か

て
い
な
い
現
状
で
ま
と
も
な
会
話

も
出
来
る

が
無
い
と
思
い

あ
た
し
は
一
時
身
を

す
事
に
し
た
の
だ

 
そ
の
日
は

を

し
な
が
ら
夜
を
明
か
し
た
の
だ
が

日
か
ら
か
な
り
参

た

と

妖
精
を
探
し
に
大
勢
の
人
間
が

し
寄
せ
て
来
た
の
だ

が

て
い
な
い
し
空
も

ん
で

い
な
い
事
か
ら
人
間
ア
バ
タ

で
あ
る
と
判
断
し
た
あ
た
し
は
こ
こ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
無
い
と
悟

り

一
先
ず

ち

く
ま
で
身
を

す
事
に
し
た
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そ
れ
か
ら

も
夜
を
明
か
し

を

え
を

り
返
し

け

女
子
の

の
中
に
覚
え

の
あ
る
声
を

に
し
て

ス
キ
ル
で

れ
て
い
た
あ
た
し
は

林
か
ら

を
出
し
た

あ
 
そ
し
て

見
つ
け
た

見
知
ら
ぬ
私

の

紺
色
の
少
女
二
人
と
⻘
色
の
女
性
が

た
が

そ
の
三
人
に
同

さ
れ
る
形
で
共
に
歩
い
て
い
た
小
さ
な
子

和
人
と

二
つ
の
少
年
を

 
名
前
を
呼
べ
ば
あ
た
し
を
す
ぐ
ね

と
呼
ん
で
く
れ
て
彼
が
和
人
な
の
だ
と
確
信
し

た 
そ
し
て
あ
た
し
は
悟

た

あ
た
し
が

に
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

愛
す
る
義
弟
が
必
死
に

生
き
る

命
を

け
た
デ
ス
ゲ

ム
の
中
な
の
だ
と

 
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
ず

と
明
る
く
そ
し
て
人
と
一
緒
に

る
と
い
う
事
実
に
感
極
ま

た
あ
た
し
は
一
年

ぶ
り
に
小
さ
な
体
を

き

め
た

を

ら
し
な
が
ら
も

て
く

れ
た
そ
の
子
は

正
し
く
あ
た
し
が
護
る
と
決
め
た
義
弟
そ
の
も
の
だ

た

 
こ
う
し
て
あ
た
し
は

予
期
せ
ぬ
形
で
再
会
を
果
た
し
た
の
だ

た

  
予
期
し
な
い
形
で
は
あ

た
が
再
会
を
喜
び
合

た
あ
た
し
は

和
人
を
一

離
し
て
か
ら
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し
く

み
を
浮
か
べ
て
い
る
女
子
三
人
に
向
き
直

た

お

ず
か
し
い

を

し

あ
り
ま
せ
ん

あ
た
し
は

プ
レ
イ

ネ

ム
で
は
リ

フ

と

い
ま
す

こ
の
子
の

義
理
の
姉
で
す

 
あ
た
し
は
和
人
が
こ
の
世
界
で

一

と
名

て
い
る
か
知
ら
な
い
し
彼
女
達
に
事

情
を
話
し
て
い
る
か
も
知
ら
な
い
の
で
一
応

た
り

り
の
無
い
程

で

を
下

な
が
ら
自

己

を
し
た

 
す
る
と
三
人
は
我
に
返

て

会

を
返
し
て
く
れ
る

え

と

初
め
ま
し
て

私
は
ラ
ン

ギ
ル
ド

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
リ

ダ

を
務
め
て
い
る
者
で
す

こ
ち
ら
の
二
人
は
メ
ン
バ

で

色
の
方
が
私
の

子
の
妹
で
ユ
ウ

キ

も
う
片
方
が
サ
チ
さ
ん
で
す

キ
リ
ト
君
に
は
色

と
お
世
話
に
な

て
い
ま
す

そ
う
で
す
か

キ
リ
ト

と
い
う
の
が
プ
レ
イ

ネ

ム
な
の
ね

う
ん

そ
う

良
い
名
前
ね

ん
 
恐
ら
く

と
名
前
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
取

て
繋

た
の
だ
ろ
う

和
人
に
と

て
新
た
な
名
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前
は
特
別
な
意
味
を
持
つ
た
め
恐
ら
く
安
直
な
が
ら
も
仮
想
現
実
世
界
で
名

る
名
前
と
し
て

使
い
た
か

た
の
だ
と
思
う

ま

に
他
に
思
い
付
か
な
か

た
と
い
う
事
も
あ
り
得
る

か
ら
そ
の

は
分
か
ら
な
い

プ
レ
イ

ネ

ム
の
付
け
方
を
深

み
し
て
も
仕
方
が
無
い

か
ら
だ

 
そ
れ
で
も
良
い
名
前
で
あ
る
と
い
う
の
は
本
心
で

み
な
が
ら
そ
う

て

め

を

で
て
あ

れ
ば

彼
は
少
し
誇
ら
し
そ
う
に

み
を
浮
か
べ
て
く
れ
た

 
一
年

前
と

ら
変
わ
ら
な
い

み
に
少
し
ば
か
り
安

を

く
と
同
時

と
な
く

が
ざ

わ
つ
い
たえ

と
リ

フ

さ
ん
立
ち
話
と
い
う
の
も

な
の
で
私
達
の
ギ
ル
ド
ホ

ム
に
場

を

し
ま
せ
ん
か

 
そ
れ
に
二

間
前
後
も

い

け
て
い
た
の
な
ら
空

で
し

う

し 
ラ
ン
さ
ん
が
お
ず
お
ず
と

し
て
き
た
が
そ
れ
は
と
て
も

し
い

し
出
だ

た

仮
想

世
界
だ
か
ら
別
に
食
事
を
必
ず
摂
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

で
も
無
い
が
そ
れ
で
も
空

感
は
食
事
を
摂
ら
な
け
れ
ば

と

き

中

に

い
の
で
あ
る

 
事
実
あ
た
し
は
こ
の
二

間
偶
然
ス
ト
レ

ジ
に
突

ん
で
い
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
そ
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の
ま
ま
だ

た
ク

キ

や
ら

や
ら
し
か

に
し
て
い
な
か

た
の
で

コ
で
あ

た

で
も
姉
ち

ん

今

食

ア
イ
テ
ム
切
ら
し
て
る
ん
だ
け
ど

え

そ
れ

本

う
ん

今

の
ご

で

切
れ
た
か
ら
後
で

い
出
し
に
行
こ
う
と
思

て
た
ん
だ
よ
ね

あ
な
ら

の
ホ

ム
は
ど
う
か
な

こ
の
人
数
で
も
全
然
入
る
し
食

ア
イ
テ
ム
は

に
あ
る
か
ら

理
出
せ
る
よ

そ
れ
に
リ

姉
が
こ

ち
で
過
ご
す
場

も
確
保
し
な
き

だ

し

の
ホ

ム

広
い
か
ら

良
い
ん
じ

な
い
か
な

え

 
キ
リ
ト

あ
な
た
ホ

ム
を
持

て
る
の

う
ん

 
ホ

ム
と
い
う
の
は
中

値
が

る
か
ら
あ
ま
り
手
を
出
せ
な
い
代
物
な
の
だ
が
そ
れ
を
得

た
プ
レ
イ

は
そ
こ
を

点
と
し
て
活
動
出
来
る
た
め
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
重
宝
さ
れ
て
い
た

 
ス
ト
レ

ジ
に
入
り
き
ら
な
い
ア
イ
テ
ム
を
ホ

ム
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
ら
れ
る
し
ロ
グ
ア

ウ
ト
場

と
し
て

を

し
な
く
て
も
良
く
な
る

よ
り
プ
ラ
イ
ベ

ト
空
間
と
し

て

き
に
出
来
る
と
い
う
の
が
人
気
だ

た
の
だ

 
そ
の
分
だ
け
値
が

て
い
て

あ
た
し
は
別
に
そ
こ
ま
で
入
れ

ん
で
い
な
か

た
の
で
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あ
た
し
は

て
い
な
か

た
の
だ
が

 
し
か
し
キ
リ
ト
が

入
し
て
い
て

更
に
は
複
数
人
が
住
む

す
ら
あ
る
と
知

て

い

た

二
三
人
が

ら
せ
る
ア
パ

ト
程

か
と
思
い
き
や

し
く
話
を

け
ば

と

人
も

ら
せ
る
一

家
し
か
も
そ
れ
な
り
に
大
き
い

物
ら
し
い
た
め
本

に

ら
し
た
の
だ
ろ
う

か
と
思

た

で
も
十
数
人
は
リ
ビ
ン
グ
に
入
る
く
ら
い
大
き
い
ら
し
い
の
で
リ
ビ
ン
グ
だ

け
で
も
リ
ア
ル
の
家
の
道
場
に
近
い
広
さ
で
あ
る
事
は
確
実
で
あ
る

 
ち
な
み
に
掛
か

た

は

コ
ル
と
い
う

で
三
千
万
コ
ル

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
方
は

件
な
立
地
か
ら
三
百
万
コ
ル
だ

た
ら
し
い
そ

れ
で
も
少
し
高
め
な
の
だ
と
か

そ
の
十

の
値
を
一
人
で
出
し
た
の
だ
か
ら
と
ん
で
も
な
い

そ
れ

ど
う
や

て

い
だ
の

色

と

そ
の

や

て
た
か
ら

色

て

 

体
的
に
そ
の
内
容
を
知
り
た
い

だ

た
が
キ
リ
ト
は
少
し
だ
け
表
情
を

く
し
て

を

ん
だ
の
で
そ
れ
以
上
は
無
理
だ
な
と
判
断
し

直
に
彼
の
後
を
付
い
て
行

た

 

く

林
を
歩
い
た
先
に
は
か
な
り
大
き
い
木

が
あ

て

く
そ
こ
が
キ
リ
ト
の
家
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だ
と
知

て

然
と

を

い
て

ま

て
し
ま

た

に

え
ば
そ
の
家
は
リ
ア
ル

の
桐

谷
家
に
近
い
構

だ

た
の
で
あ
る

大
き
さ
は
こ
ち
ら
の
方
が
上
だ

た
が

 
ま
ず
一

だ
が

風
な
た
め
か

を
脱
ぐ
場

は
無
く
て

か
ら

す
ぐ
リ
ビ
ン

グ
に

い
て
い
た

そ
の
リ
ビ
ン
グ
は
や
は
り
思

た

り
か
な
り
広
く
学

の
教

よ
り
二

回
り
は
大
き
い
と
目

で
思

た

 
そ
の
リ
ビ
ン
グ
の

に
は
キ

チ
ン
が
あ
り

に
は
二

に
上
が
る

の

が
あ

た

二

は
六

の
間
取
り
の
部

が
合

で
五
つ
あ

て
う
ち
一
つ
を
キ
リ
ト
が
使

て
い
る
状

だ

た

 
キ
リ
ト
か
ら
他
の
四
つ
の
う
ち
の
一
つ
を

き
に
し
て
い
い
と
許
可
を

た
の
で
彼
が
手

く
ご

を
作

て
い
る
間
に
決
め
た

 
二

は
リ
ビ
ン
グ
か
ら

を
上

て

に

林
が
見

せ
る

が

ん
で
お
り

に
部

が
三
つ

突
き

り
に
部

が
二
つ

ん
で
い
る
状

だ

た

 
キ
リ
ト
の
部

は

を
上

て
す
ぐ

の
部

だ

た
の
で
あ
た
し
は
そ
の

手
前
か

ら
二
つ
目
の
部

を
使
う
事
に
し
た

 
中
に
入
り
必
要
な
家

は
後
か
ら

入
し
に
向
か
う
と

わ
れ
て
い
た
の
で
ガ
ラ
ン
と
し
て
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い
る
内

で
ど
の

に

を

く
か

を
付
け
て
か
ら

あ
た
し
は
一

に

り
た

あ

リ

姉

出
来
た
よ

速
 
そ
し
て
数
分
も
要
さ
な
い
内
に

理
を
完
成
さ
せ
て
し
ま

た
そ
の
手

さ
に

し
て
し

ま

た

け
ば
少
な
く
と
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

理
は
か
な
り
手
間
が

か
れ
て
い
る
ら
し
く
本

来
な
ら
一

二
時
間
は
要
す
る
も
の
も
数
分
で
完
成
し
て
し
ま
う
の
が

ど
ら
し
い

 
た
だ
し
食

に
は
全
て

ラ
ン
ク
の

が
存
在
し
て
お
り

ラ
ン
ク
が
上
に
な

て

い
く
に
つ
れ
て
要
求
さ
れ
る

理
ス
キ
ル
の

練

が
高
く
な
り

し
て

理
時
間
も

⻑
く
複

化
す
る
と
い
う

そ
れ
で
も
リ
ア
ル
で
の

理
に

べ
れ
ば

い
上
に

略
化
さ
れ
て

い
る
ら
し
い
が

 
ち
な
み
に

の

食
は

か
の
肉
が

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
し

か
り

系
も

ま
れ
た

サ
ン
ド
イ

チ
だ

た

た
だ
し
そ
の

は
手

ど
こ
ろ
で
は
無
か

た
が

 
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
手
に
取

て

に

め
ば
ア

サ
リ
と
し
た

の
シ

キ
シ

キ
感

だ
け
で
無
く
ジ

ワ

と
肉

が

れ
出
て
き
て
そ
れ
ら
を

み

ん
で
い
る
パ
ン
生
地
に
肉

が

し
て

ら
か
く
な
る
と
い
う

も
な
い
ハ

モ
ニ

が

し
め
た

し
か
も
味
ま
で



 第十四章 〜想い合い〜

し

か
り

し
味

味

の

で
整
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
そ
こ
ら
の

り
の
物
よ
り
断
然

味
し
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
デ
ザ

ト
な
ら
と
も
か
く
主
食
系
は
こ
こ
ま
で

味
し
く
な
い
の
で
目
を
見

開
い
て
し
ま

た

い

キ
リ
ト
あ
な
た
本

に

理
上
手
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
す
ら
こ
こ
ま
で

味
し
い
も
の

は
無
い
の
に

そ
う
な
の

う
ん

ス
イ

ツ
系
な
ら
物

く

味
し
い
ん
だ
け
ど
主
食
系
で
こ
こ
ま
で
の
も
の
に
あ
た

し
は
出
会

た
事
無
い
か
な

 
ま

そ
も
そ
も
あ
ん
ま
り

味
し
く
な
い
も
の
を
頼
む
と
い
う
の
も
ア
レ
な
の
で

で

文
し
た
絶
対
数
そ
の
も
の
が
少
な
い
と
い
う
事
も
あ
る
が

い
や
キ
リ
ト
が
作

た
サ
ン
ド

イ

チ
は
本

に

味
し
か

た

ラ
ン
さ
ん
達
も

が

け
て
し
ま
い
そ
う
と
で
も

い
た

に

足

な

で
食
べ
て
い
る
し

そ
れ
を
見
て
キ
リ
ト
も

足
し
て
い
る
よ
う
だ

た

 

か
ら
キ
リ
ト
は
家
事
を

し
て
い
た
か
ら
出
来
る
よ
う
に
な

た
と

い
た
が
ま
さ
か

必
要
性
に

ら
れ
た
そ
れ
が
こ
こ
で
も
活
き
る
と
は

理
ス
キ
ル
を
取

て
い
る
か
ら
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ら
し
い
が

そ
の
家
事
に
対
す
る

念
と

う
か

意
に
は
あ
た
し
で
は

い
そ
う
も
無
い

 
一
応
姉
と
し
て
女
子
と
し
て

て
は
い
る
の
だ
が
如

せ
ん

理
の
才
能
と
い

う
も
の
は
こ
の
子
の
方
が
上
ら
し
く
て
中

超
え
ら
れ
な
い

 
そ
れ
で
も
一
年

前
に

べ
て
そ
れ
な
り
に
上
が

た
つ
も
り
だ
け
ど

そ
こ
ま
で

味
し

く
な
い
仮
想
世
界
で
絶
品

理
を
出
せ
る
程
に

を
鍛
え
て
い
る
と
な
る
と
こ
れ
は
ま
だ
ま
だ

が
高
い
と
い
う
風
に

え
て
お
い
た
方
が
良
い
か
な
と
思
い
つ
つ
あ
た
し
は
大

の
サ
ン
ド

イ

チ
を
食
べ

し
た

ご
馳

様
で
し
た

は
い
お

様
で
し
た

よ
も
や
あ
の

を
完
食
す
る
と
は
予
想
外
だ

た

二
三

は
残
す
か
な

て
思

て
た
ん
だ
け
ど

あ

あ
は
は

二

間
く
ら
い

ど

も

に
し
て
な
い
と

ね

 

面
の

み
で

の
手
を
入
れ
て
く
れ
た
キ
リ
ト
は
そ
の
表
情
を

苦

に
変
え
て
感
想
を

に
し
て
来
た

 
あ
た
し
も
完
食
出
来
る
と
は
思

て
い
な
か

た
か
ら
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
る
し
女
子

に
あ
る
ま
じ
き
大
食
い
を
見
せ
て
し
ま

た
事
も
あ

て

が

く
な
る
の
を
自
覚
し
な
が
ら
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目
線
を

ら
し
て

い

い
の
事
を

に
し
た

ん

 
あ

メ

ル
だ

私
に
も
で
す
ね

私
も
だ

え

 

に
は
来
て
な
い
ぞ

 
食
後
に

れ
て
く
れ
た
レ
モ
ン
テ

風
味
の
紅

色
は
⻩
色
だ

た

を

み
な
が

ら

し
て
い
れ
ば
違
う

子
に

て
い
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
三
人
が

て
メ

ル
が
来
た
事
を

た

 
し
か
し
キ
リ
ト
に
は
来
て
い
な
い
ら
し
く

を

て
い
る

あ
あ
キ
リ
ト
君
に
来
て
い
な
い
の
は
メ

ル
の
差
出
人
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
よ
う
だ
か

ら
か
と

恐
ら
く
攻
略

の
事
で
し

う

と
い
う
か
今
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
が
攻
略

に

わ

て
ま
し
た

ん

ど
う
い

た
内
容
な
ん
だ

え

と
第
七
十
五
層
の
迷

に

む
に
は
ど
う
や
ら
闘
技
場
で

か
が

勝
し
な
い
と

い
け
な
い
ら
し
い

て

だ
か
ら
攻
略
組
で
レ
イ
ド
を
組
ん
で

闘
技
場
制
覇
を
目
指
す
の
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で

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
メ
ン
バ

は
至

集
結
さ
れ
た
し

と

後
二
時
に
会

議
を
始
め
る

て
来
た
よ

 
キ
リ
ト
の
問
い
に
ユ
ウ
キ
さ
ん
が

に

え
た

ど
う
や
ら
第
七
十
五
層
と
い
う

に
は
闘

技
場
が
あ
る
ら
し
い

 
そ
れ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
か

た
の
で
更
に
キ
リ
ト
が

を

ね
る
と
ど
う
や
ら
そ
の
闘

技
場
に
は
三
つ

戦
す
る

目
が
あ
り
そ
れ
ら
を
全
て

か
し
ら
が

勝
し
制
覇
す
る
必
要

が
あ
る
ら
し
か

た

 
そ
の
三
つ
と
は
個
人
戦

パ

テ

戦

レ
イ
ド
戦
の
事

レ
イ
ド
戦
は
今
ま
で

戦

て
き
た
ボ
ス
が
五
体
出
て
来
る
仕
様
ら
し
い

ち
な
み
に
自
由
に
闘
技
場
を

す
る

コ
ル
と
い
う
お
金
を
払

て

で
も

戦
出
来
る

よ
う
に
す
る

に
は
そ
の

目
を
制

覇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
だ

た

 
現
在
パ

テ

戦
は

に
制
覇
し
て
そ
の
迷

と
や
ら
に

む

の
物
は
手
に
入

た

よ
う
で

残
る
は

個
人
戦

と

レ
イ
ド
戦

だ
け
だ
と
い
う

 
そ
れ
で
ま
ず
は
レ
イ
ド
戦
か
ら
片
付
け
る
事
が
決
ま

た
の
で
負
け
て
も
死
者
が
出
な

い
か
ら
実
地
で
情
報
収
集
を
す
る
と
い
う
事
で

彼
女
達
に

集
が
掛
か

た
と
い
う
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キ
リ
ト
が

か
れ
て
い
る
の
は

今
の
彼
が

中
だ
か
ら
ら
し
い

 

で
も
こ
の
一
年

の
間
ず

と
戦
い

け
て
き
て
今
日
が
初
め
て

一
日

む
事
に
し

た
日
な
の
だ
と
い
う

キ
リ
ト

あ
な
た

無
理
し
過
ぎ
よ

ご
め
ん
な
さ
い

 
少
し

根
を
寄
せ
て

え
ば
彼
は
し

ん
と

を

と
し
て

直
に

罪
し
て
き
た

ど

う
や
ら
彼
自
身
無
理
を
し
過
ぎ
て
来
た
自
覚
は
あ
る
ら
し
く
そ
れ
を
反

し
て
い
る
ら
し
い

 
そ
れ
な
ら
今
ま
で
の
彼
を

ど
知
ら
な
い
あ
た
し
が
と
や
か
く

う
べ
き
で
は
無
い
だ
ろ
う

と
思
い

そ
れ
以
上
そ
の
事
で
責
め
は
し
な
か

た

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
三
人
を
見
送

た
後
キ
リ
ト
の
ホ

ム
の
中
に
は
あ
た
し

と
家
主
の
キ
リ
ト
だ
け
が
残
さ
れ
た

リ

姉

 
リ
ビ
ン
グ
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る

フ

に

て
い
る
と

食
器

を
片
付
け
て
来
た

手
伝
い
は

し
出
た
の
だ
が
場

は
キ
リ
ト
し
か
知
ら
な
い
の
で
や
ん
わ
り
断
ら
れ
た

キ
リ
ト
が

お
ず
お
ず
と
近
寄

て
来
た
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今
は
二
人
だ
け
だ
か
ら

出
来
れ
ば
名
前
で
呼
ん
で
欲
し
い
か
な

和
人

う
ん

分
か

た

直
姉

は
い

か
し
ら

て
良
い

 
お
願
い
す
れ
ば
一

ん
だ
も
の
の
す
ぐ
に

み
を
浮
か
べ
て

け
入
れ
名
前
で
呼
ん
で

く
れ
た

 
そ
れ
に
ま
た

し
く
な

て
返
事
を
返
せ
ば
ま
た

く
ま
で
も
無
い
事
を
律

に

ね

て
き
た

別
に
あ
た
し
に
対
し
て
は

か
な
く
て
も
い
い
の
に
な

と
思
い
な
が
ら
あ
た
し
は

み
を
浮
か
べ

横
の
空
い
て
い
る
ス

ス
を
手
で
ポ
ン
ポ
ン

く

 
和
人
は
喜
色
を
現
し
て

す
ぐ
に
近
寄

て
来
て

す
ん
と

た

 
あ
た
し
は
こ
の
一
年

で
リ
ア
ル
も
成
⻑
し
た
し
ア
バ
タ

の
方
も
作
成

時
に

べ
て
少

し
大
人
に
近
か

た
か
ら
ア
バ
タ

の
身
⻑
は
１

０
セ
ン
チ

ど
つ
ま
り
今
の
和
人
よ
り

セ
ン
チ
も
高
い
事
に
な
る
の
で
彼
を
見
る
時
は
見
下
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

逆
に
彼
は
あ

た
し
を
見
る
に
は
見
上

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
バ
タ

は
現
実
の
容

そ
の
も
の
を
再
現
し
て
い
る
と
こ
こ
ま
で
の
道
中
で
教
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え
て
も
ら

た
つ
ま
り
今
の
こ
の
子
の
容

は
一
年

前

九

に
な

た
ば
か
り
の
時
と

同
一
で
あ
る
と
い
う
事
に
な
る

 
止
ま

た
時
止
め
ら
れ
て
い
る
体
の
時

た
と
え
仮
想
世
界
だ
と
し
て
も
出
ら
れ
な
い

世
界
で
生
き
て
い
る
以
上
は
現
実
と

違
な
い
の
だ
か
ら
ず

と
成
⻑
し
な
い
事
に
対
し
て
こ

の
子
は
多
少
な
り
と
も
複

な
思
い
を

い
て
い
る
と
思
う

だ

て

り
に
同
い
年
の
子
が

る

も
無
い
の
だ
か
ら

一
番

い
彼
の
は
物

く
目
立

て
し
ま
う

 
成
⻑
を
如
実
に
感
じ
ら
れ
る
時
に
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
も
残

な
話
だ

た

直
姉

 
あ
た
し
が
じ

と
見
て
い
た
事
に
疑
問
を
覚
え
た
の
か
こ
て
ん
と

を

て
名
前
を

に
し
て
き
た

そ
の
あ
ど
け
な
い
仕

は

正
に
一
年

前
そ
の
も
の

 
多
分
精
神
や
経
験
的
に
成
⻑
は
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
あ
た
し
は
ま
だ
触
れ
合

て
い

る
時
間
が

い
せ
い
か
そ
の
成
⻑
し
て
い
る
部
分
を
ま
だ
見
て
い
な
い

も
し
か
す
る
と
成
⻑

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
思

て
し
ま

て

気
付
か
な
い
内
に
あ
た
し
は

に

る
小
さ
な
子

を

き

め
て
い
た

す
ぐ

ね
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に

を

せ
て
き
た
和
人
が
た
ど
た
ど
し
く

い
て
く
る
い
き
な
り

き

め
て
き
て

ど
う
し
た
の
か
と

け
れ
ど
あ
た
し
は
そ
れ
に

え
な
か

た

と
い
う
か
明
確
な
感
情
や

え
を
持

て
の
行
動
で
は
無
い
か
ら

え
ら
れ
な
か

た

と

う
べ
き
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
分
か
る
感
情
は
あ
る

こ
う
し
な
い
と
目
の
前
か
ら

な
く
な

て
し
ま
い
そ

う
な
程
に

こ
の
子
の
存
在
感
が
希

だ

た
か
ら
だ

 
一
体
ど
れ
だ
け
の
苦

を
覚
え

そ
し
て
そ
れ
に

え
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う

 
そ
こ
に
つ
い
て
あ
た
し
は
ま
だ
触
れ
て
い
な
い
し

ラ
ン
さ
ん
達
か
ら
も

い
て
い
な
い
が

あ
た
し
と
こ
の
子
が
再
会
の

を
交
わ
し
て
い
る
時
の
様
子
か
ら
和
人
が
あ
ま
り
良
く
な
い

境
に
身
を

い
て
い
る
事
は

気
な
が
ら
に

し
て
い
る

 
そ
れ
に

人
の
話
で
は

ど
を
一
人
で
過
ご
し
て
い
る
と
も

い
て
い
る

レ
ベ
ル
が
突
出

し
て
高
い
と
い
う
事
は
逆
に

え
ば
あ
る
意
味
で
最
も
死
に

い
場

に

る
と
い
う
事
で
も

あ
る

 
怖
か

た

目
の
前
に

る

な
の
に
ア

サ
リ
と

な
く
な

て
し
ま
い
そ
う
な
く
ら
い

存
在
感
が
希

だ
な
ん
て

そ
ん
な
矛
盾
を

え
て
い
る
和
人
を
放

て
お
き
た
く
な
か

た

和
人
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気
付
け
ば
あ
た
し
は

を
浮
か
べ

交
じ
り
に
名
前
を

り
返
し

き
始
め
て
い
た

ず

と
ず

と
現
実

で
我

し
て
い
た
反
動
な
の
か
思
わ
ぬ
形
で
は
あ

た
が
し

か
り
再
会
出

来
た

に
気
が

ん
で
し
ま

た
よ
う
だ

た

 
特
に

も
入

て
来
ら
れ
な
く
て

あ
た
し
と
和
人
以
外
に
は

も

な
い
こ
の
状
況
が

あ
た
し
の
想
い
を

れ
返
ら
せ
る

 

時
死
ぬ
か
も
分
か
ら
な
か

た
こ
の
子
に
対
す
る

か
な
愛
情
と

情

そ
れ
ら
が
一

気
に
決
壊
し

流
と
な

て

中
で

れ
狂
う

気
そ
う
で

無
事
で

良
か

た

本

に

心
配

し
て
く
れ
て
ん
だ

た
り
前
じ

な
い
あ
な
た
は
あ
た
し
の

義
理
で
も
血
が
繋
が

て
な
く
て
も
掛

け

え
の
な
い
家

な
ん
だ
か
ら

 

を
浮
か
べ
和
人
の

を
見
な
が
ら
そ
う

え
ば
彼
は
く
し

り
と
表
情
を
歪
め
て

し

た

そ
れ
が
ど
こ
か

し
そ
う
な

に
も
見
え
て
し
ま
う

 
そ
ん
な

を

い
た
事
に
内
心
で
そ
ん
な

無
い
と

定
し
て
い
る
と

と
彼
は
身
じ
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ろ
ぎ
し
て
あ
た
し
か
ら
身
を
離
し
た

 

故
だ
か

今
に
も

し
さ
か
ら
で
は
無
く
哀
し
さ
で

き
そ
う
な

で

和
人

ど
う
し
た
の

直
姉

え
て

し
い

で
も

だ
け
ど

は

本

に

直
姉
の
家

で
い
て

桐

谷
和
人

で

良
い
の
か
な

 

き
そ
う
な

で
投

掛
け
ら
れ
た
問
い
に
あ
た
し
は

り

ん
だ

そ
の
疑
問
の
意

を

ハ

キ
リ
理
解
出
来
て
い
な
い
以
上

安

に
返
す

に
も
い
か
な
か

た
か
ら
だ

 
あ
た
し
が

問
の
内
容
を

違
い
し
た
状

の
ま
ま
ま
る
で
見

違
い
な

え
を
出
し
て
し

ま

て
そ
れ
が
も
し
も
取
り
返
し
の
付
か
な
い
事
に
繋
が

て
し
ま

た
ら
あ
た
し
は
死
ん

で
も
死
に
き
れ
な
い
後
悔
に
苛
ま
れ
る
し

よ
り
こ
の
子
が
一
番
苦
し
い
思
い
を
す
る
か
ら

だ

た
ど
う
し
て

そ
う
思

た
の

 
だ
か
ら
あ
た
し
は
そ
う
思

た
経

を
知
る

に

問
を

問
で
返
す
事
は
良
く
な
い
と

知
り
つ
つ
問
い
返
し
た
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彼
も
そ
れ
は
予
想
し
て
い
た
よ
う
で
恐
ら
く

話
す
気
で
い
た
の
か
そ
れ
で
気
分
を

し

た
よ
う
で
は
無
か

た

こ
の
世
界
で

バ
レ
ち

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

は
リ
ア
ル
と

が

一
緒
だ
か
ら

こ
の
ま
ま
生
き
て
帰

て
も
名
前
が
変
わ

て
て
も
見
ら
れ
た
ら
す
ぐ
に
分

か
る
か
ら

直
姉
や

さ
ん
達
の
迷
惑
に
な
り
そ
う
で

い

い
恩
が
あ
る
の
に

で

返
し
そ
う
で

 
そ
し
て

彼
が
返
し
て
き
た
内
容
を

い
て

理
解
し
て
し
ま

た

 
あ
た
し
は
ど
う
や
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ル
フ
ア
バ
タ

が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
彼

の
話
を

く
限
り
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

は
リ
ア
ル
と
同
じ

ら
し
い

 
多
分
ず

と
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
な
い
イ
コ

ル
生
死
を

し
た
仮
想
世
界
が
現
実
と
な
る
事
だ

か
ら
よ
り
死
を
身
近
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ

れ
に
命
を
掛
け
て
い
る
の
だ
か
ら

リ
ア
ル
が
分
か

て
い
れ
ば

な
ど
も
し

い
と

あ
た

し
で
も
す
ぐ
に
思
い
付
い
た
か
ら
そ
う
い
う
事
も

え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う

あ
と
は
性

別

称
で
プ
レ
イ
し
て
い
る
人
達
の
事
も
あ
る
だ
ろ
う
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彼
が

一

で
あ

た

に
彼
の

を
見
知

た
者
が

れ
ば
た
と
え
名
前
を
変
え

て
い
よ
う
と
も
無

で
あ
る
事
は
分
か
り
切

た
事
だ

た

一
家
全

そ
し
て
彼
を

し

て
く
れ
た
主

も
そ
こ
を

念
し
て
い
た
が
そ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う
デ
ス
ゲ

ム
で
現
実
の

も
の
と
な

て
し
ま

た
の
で
あ
る

 
ま
だ
現
実
だ

た
な
ら
彼
が
生
ま
れ
育

た
地
に
近
付
か
な
い
と
か
人
が
よ
く
集
ま
る

会
は
な
る
べ
く

け
る
だ
と
か
対
策
出
来
た
だ
ろ
う
し

実

に
そ
う
し
て
い
た

 
だ
が
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

的
な
空
間
で

更
に
は
た

た
一
万
本
の
ロ

ト
と
は

え
ゲ

マ

で
あ
れ
ば

が
手
が
出
る
程
に
欲
し
が

た
も
の
だ
か
ら
⻑

の
列
に

ぶ

目
に
な

た
と
し
て
も

入
し
よ
う
と
す
る
の
は
不
思
議
で
も

で
も
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

キ
リ
ト
と
い
う
子

が

一

で
あ
る
と
バ
レ
て
し
ま
う
の
も
無

理
か
ら
ぬ
話
で
は
あ

た

 
こ
の
世
界
で
バ
レ
て
し
ま

た
と
い
う
事
は
日
本
の
ど
こ
か
で
死
ん
だ
と
さ
れ
て
い
た

一

が
生
き
て
い
る
と
い
う
事
を
明
か
し
て
し
ま

た
事
に
も
な
る

 
故
に
こ
の
子
は
危
惧
し
迷

て
い
る
の
だ

こ
の
ま
ま
生
き
残

た
後
リ
ア
ル
に
帰

て

か
ら

一

を

て
育
て
た
一
家
と
し
て
あ
た
し
達
が

か
し
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い
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か
と

そ
し
て
自
分
こ
そ
そ
ん
な
事
に
な
る
原
因
で
も
あ
る
の
だ
か
ら

桐

谷
和
人

と
い

う
人
間
と
し
て
そ
の
ま
ま
過
ご
し
て
良
い
の
か
と

そ
う

え
た
の
だ

 
そ
こ
ま
で
理
解
し
て

息
を

ま
ら
せ
て
し
ま

た

 
そ
れ
は
も
し
も
そ
う
な

た
ら
彼
を
追
い
出
す
つ
も
り
だ

た
か
ら
で
は

論
無
く
逆
に

そ
ん
な
事
を

え
て
し
ま
う
程
ま
で
に
今
の
こ
の
世
界
で
の
彼
の
立
場
が
非
常
に
悪
い
事
を
理

解
し
た
か
ら

現
実
に
生
還
し
た
後
に
も

を
引
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
事
に
対
す
る

一

だ
か
ら
見
下
し

し

る
者
が

る
事
へ
の
怒
り
を
覚
え
た
か
ら

 
ま
だ

い
彼
が
そ
ん
な
事
を
不
安
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
対
す
る
絶
対
的
な
哀
し
み

を
覚
え
た
か
ら

取
り
返
し
の
付
か
な
い
事
を
し
ち

た

取
り
返
し
の
付
か
な
い
事

 
そ
う

た
彼
に

し
く
話
を

け
ば
取
り
返
し
の
付
か
な
い
事
と
は

一

の
悪

を

び
増
⻑
し
て
全
プ
レ
イ

の
ス
ト
レ
ス
と
ヘ
イ
ト
を
自
身
へ
向
け
さ
せ
た
事

つ
ま
り
は
現
実
に

た

に
は
無
か

た
悪

を
追
加
し
た
事

 
こ
こ
ま
で
生
き
ら
れ
る
と
思

て
お
ら
ず
た
だ
他
の
人
を
生
か
し
た
い
が

に
同
じ
ベ
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タ
テ
ス
タ

と
分
か

て
い
た
情
報

の

に
生
還
し
た
後
の
事
を

慮
せ
ず
に
行
動
し
て
し

ま

た
の
だ

 
あ
た
し
自
身
ま
さ
か
全
プ
レ
イ

中
最
高
の
レ
ベ
ル
に
至
る
と
は
思

て
い
な
か

た
か

ら

期
に
死
亡
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
最
初
期
に
予
想
し
た
事
は
責
め
ら
れ
な
か

た
の
で
追

は
し
な
か

た

彼
が
取

た
ヘ
イ
ト
を
集
め
る

動
も

交
じ
り
に
彼
が
語
る
事
を

し
く

き

ら
し
の
無
い
よ
う
に

い
て
行
け
ば

彼
が
悪
い
と
は

え
な
か

た

 
む
し
ろ
悪
い
の
は
彼
に
そ
ん
な
事
を
さ
せ
た
キ
バ
オ
ウ
と
い
う
男
と
そ
の
男
に
同

し
た
多
く
の
プ
レ
イ

達
だ

 
そ
も
そ
も
そ
ん
な
悩
み
を

く
要
因
は
こ
の
子
に
は
無
い

一

を

る
事
を
良

し
と
し
て
い
る
者
達
が
悪
い
の
で
あ
る

ご
め
ん

な
さ

い

ら
な
い
で

で
もら

な
く
て
い
い
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先
行
き
が
不
安
で

自
分
が
過
去
に
し
で
か
し
た
事
を
晒
し
て

罪
し
て
く
る
和
人
を
見
て

く

立
た
し
く
な

て
怒
鳴

て
し
ま

た

 
そ
れ
に
び
く

と

え

根
を
寄
せ
て
見
上

て
来
る
和
人
を
あ
た
し
は
力
強
く

き

め
た

絶
対
に

が
さ
な
い

そ
し
て
絶
対
に

絶
し
な
い
と

外
に
伝
え
る
よ
う
に

時
の
事
を
あ
な
た
か
ら
し
か

い
て
な
い
か
ら
あ
ま
り

は
し
な
い

で
も
和
人
が
し

た
事
は
し
た
決
断
は
多
分
必
要
不
可
欠
な
事
だ

た
ん
だ
と
思
う

和
人
は
悪
く
な
い

の
よ

む
し
ろ

く

い
の
に
ま
だ
全
然
子

な
の
に
大
人
で
も
恐
ろ
し
く
て
出
来
な
い

目
を
ず

と
こ
な
し
て
き
た

そ
れ
の
ど
こ
に

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要

が
あ
る

の

 
あ
た
し
は

そ
ん
な
和
人
を

む
し
ろ
誇
り
に
思
う

誇
り
に

ベ

タ
テ
ス
タ

そ
し
て
ビ
ギ
ナ

の
間
に
あ

た
確

を
取
り

く

に
和
人
は
わ

ざ
と
ビ

タ

と
い
う
悪
名
を
背
負

て
生
き
て
来
た

そ
ん
な

の
道
あ
た
し
に
は

恐
ろ
し
く
て

べ
な
い
道
よ

ず

と
一
人
で
戦

て
き
た
あ
な
た
は

本

に

い
の
よ

心
の

か
ら
尊

出
来
る

 
本

に
あ
た
し
は
彼
の
話
を

い
て
尊

の
念
を

い
た

す
ら
し
た

本

に
ど
う
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し
て
あ
ん
な
過
去
が
あ
る
の
に

い
目
に
遭

て
来
た
の
に
人
の
た
め
と

て
自
分
を

に
出
来
る
の
か
分
か
ら
な
い

 
自
己

の
一
点
に

し
て
は
怒
り
も
覚
え
る
が

裏
を
返
せ
ば
彼
は
心

し
い
子
で
も

あ
る
と
い
う
証

だ
か
ら

怒
る
に
怒
れ
な
い

 
も
し
も
神
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
存
在
を
あ
た
し
が
す
る
の
は

違
い
と
知
り
つ
つ
も
心

恨
む

ど
う
し
て
こ
ん
な
子
が

ら
れ
る
の
だ
と

 
人
の

に
動
き

け
て
い
る
の
に

報
わ
れ
な
い
だ
な
ん
て
そ
ん
な
の
お
か
し
い
で
は
な

い
か

そ
し
て
そ
れ
を

め
と
共
に

け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
な
ん
て
お
か
し
い
で
は
な

い
か和

人
そ
の
不
安
は
確
か
に

い
て
も
お
か
し
く
は
無
い
と
思
う

で
も
少
な
く
と
も
あ

た
し
は
あ
な
た
を

絶
し
な
い
し
あ
な
た
は
あ
た
し
の
家

に
は
変
わ
り
な
い
わ

た
と
え
血

の
繋
が
り
が
無
く
て
も
義
理
で
も
家

に
は
変
わ
り
な
い

ず

と
よ

他
の

が

と

お
う
と

あ
な
た
が
あ
た
し
達
を

絶
し
な
い
限
り

そ
れ
は
不
変
の
事
実
よ

 
だ
か
ら
こ
そ

あ
た
し
は
あ
な
た
に
問
い
た
い

和
人

あ
な
た
は
あ
た
し
と
お

さ
ん
と
お

さ
ん
の

桐

谷
家
の
家

で
あ
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る
の
は

 

直
に
投

た
問
い
は

最
初
に
投

掛
け
て
来
た
和
人
の
問
い
の

え
で
も
あ

た

 
あ
た
し
は

外
に
認
め
て
い
る
の
だ
和
人
は
そ
の
ま
ま
あ
た
し
達
桐

谷
の
家

で
良

い
の
だ
と

あ
た
し
の
弟
の
ま
ま
で
良
い
の
だ
と
認
め
た
の
だ

 
そ
し
て

外
に

離
れ
て
も
良
い
と
い
う
風
に

て
い
る

和
人
が
望
む
の
で
あ
れ
ば

 
そ
ん
な
事

本

は
絶
対
に
認
め
た
く
な
い

容
認
出
来
な
い

 
で
も
和
人
が
心
の

か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
と
離
れ
た
い
と
思

て
し
ま

た
ら
あ
た
し
は

彼
を

り
付
け
る
事
な
ど
出
来
は
し
な
い

そ
れ
を
し
て
し
ま
え
ば
あ
た
し
は
桐

谷
和

人

で
も
あ
り

一

で
も
あ
る
彼
を

人
形
と
し
て
し
ま
う
か
ら

 
そ
ん
な
事

絶
対
に
し
た
く
な
か

た

 
だ
か
ら

外
に
認
め
て
い
る
と
伝
え
た

 
そ
の
問
い
に

果
た
し
て

彼
は

 
い
や

だ

離
れ
た
く

な
ん
て

な
い

桐

谷
和
人

と
し
て

生
き
て
い
た
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い  
下

を

ん
で

ろ

ろ
と
大

の

を
零
し
な
が
ら
彼
が
出
し
た

え
は

和
人
で
あ

り
た
い
だ

た

そ
の

え
に
ど
れ
だ
け
の
感
情
を
想
い
を

め
て
い
る
の
か
そ
れ
は
あ

た
し
程

で
は

り
知
れ
な
い

 

え
た
和
人
は
あ
た
し
と
の
間
に
あ
る

か
な
隙
間
を

め
る
よ
う
に
離
れ
た
く
な
い
と

う
よ
う
に

き
付
い
て
来
た

あ
た
し
も
彼
を

け
容
れ

し
く
し
か
し
力
強
く

を

背
中
に
回
し
て
ま
た

き

め
る

 
さ

き
に

べ
て
和
人
の
体
は
小

み
に

え
て
い
た

そ
れ
は
す
な
わ
ち

絶
さ
れ
る

事
を
恐
れ
て
い
た
事
に
他
な
ら
な
い

彼
も
離
れ
た
く
な
か

た
の
だ
だ
か
ら
こ
そ
あ
の
不

安
を

い
た

 
そ
の

え
を
出
し
て
く
れ
た
事
に
悲
し
み
の
他
に
喜
び
と
安

を
覚
え
な
が
ら
あ
た
し
は

を

ら
す
和
人
の

を

く
り
と

で
た

す
ぐ
ね

す
ぐ
ね

あ
た
し
は
あ
な
た
が
望
む
限
り

に

る

な
く
な
ん
て
な
ら
な
い

あ
り
が
と
う
和
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人

あ
た
し
達
の
事
を

じ
て
く
れ
て

心
配
し
て
く
れ
て

不
安
に
さ
せ
て
ご
め

ん
ねう

う

あ

 
一
年

ぶ
り
の
再
会

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
三
人
の
よ
う
に
恐
ら
く
他
に
も
多

少
の
理
解
者
は

る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
こ
の
生
死
を

し
た
別
世
界
を
ず

と
一
人
で
生
き
て

来
て
い
た
和
人
は
も
う
限
界
を
と
う
に

え
て
い
た

ず

と
桐

谷
和
人
と
し
て
の
自

分
を
抑
え

ん
で

一

と
し
て
生
き
て
い
た
か
ら

い
道
を
一
人
で
歩
み

け
て
来

た
か
ら

 
先
を
見
て
不
安
に
な

て
現
状
を

み
て
も

く
て

現
実
の
事
も
絡
む
か
ら
滅
多
に
話

す
事
も
出
来
な
く
て
ず

と

め

ん
で
き
た
も
の
が
こ
こ
で

発
し
た
の
だ
ろ
う

ま
る
で

た
り

ら
す
か
の
よ
う
に

え
て
た
不
安
を
掻
き
消
そ
う
と
す
る
よ
う
に
和
人
は
あ
た
し
を

呼
び

け

キ
ツ
く

き

め
て
来
た

 

を
流
す
原
因
は
全
然
子

ら
し
く
な
い
が
け
れ
ど

き

ら
す
そ
の

は
本

に
年

応
で

可
愛
ら
し
か

た

 
こ
の
世
界
で
彼
が

か
を
頼
り
に

を
流
し
た
事
が
あ
る
か
そ
れ
は
分
か
ら
な
い

も
し
か
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し
た
ら
こ
れ
が
初
め
て
な
の
か
と
不
安
を

き
つ
つ
そ
れ
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
彼
を
強
く

き

め
返
し

大

と

で

い
て

あ
た
し
は
愛
す
る
義
弟
を
あ
や
し

け
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

だ
か
第
七
十
四
層
ボ
ス
戦

り
か
ら
キ
リ
ト
を

か
せ
過
ぎ
な
気
が
し
て
い
ま
す
が

か

せ
な
い
話
を

け
て
し
ま

て
こ
う
な

て
ま
す
の
で

ご
容
赦

き
た
い

 
今
話
で
は
キ
リ
ト
が
ビ

タ

を
名

た

自
身
が

一

で
あ
る
と
認
め
て

し
ま

て
い
る
事
の
影

を
示

し
ま
し
た

送
ら
れ
て
き
た
感
想
で
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が

実
は
滅

苦

を
引
く
ん
で
す
ね

こ
れ

生
き
残
る
の
な
ら

然
か

 
で
最
初
は
ア
ル
ゴ
や
ク
ラ
イ
ン
が

て
い
た

り

ベ

タ
テ
ス
タ

と
ビ
ギ
ナ

の

確

を
取
り

く

の
行
動
だ

た
ん
で
す
が
そ
の
後
の
事
を
完

に

外

し
た
結
果
こ

う
な

て
ま
す

更
に
は

桐

谷
和
人

と
し
て
の
自
分
を
一

捨
て

一

と
し
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て
振
る
舞
い

け
て
い
る
の
で
反
動
が
来
た
と
い
う
感
じ
で
す

 
多
分
こ
う
な
る
ん
じ

な
い
か
な

と
思

て
書
い
て
い
る
ド
シ
リ
ア
ス
は
大

キ
リ
ト
が

報
わ
れ
な
い
道
か
大

き
す
る
場
面
に
な
る
ん
で
す
よ
ね

許
せ

キ
リ
ト

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
が
今
話
で
明
か
し
た
不
安
は
家

で
あ
る
リ

フ

に
し
か
解
決
出
来
な

い
も
の
で
す

リ

フ

点
に
な

た
理
由
は
こ
れ
で
す

 

時
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

 
で
は
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第
十
五
章
 

揺
ら
め
く
波
紋

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
初
の
オ

ル
ア
ル
ゴ

点
で
お
送
り

し
ま
す

そ
こ
そ
こ
作
中
の
時
間
も
経

て
ま

す
し

気
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
初
期
メ
ン
バ

の
中
で
最
⻑
の
付
き
合
い
を
キ
リ
ト
と
持

て
い
ま
す

し

だ
か
ん
だ
で

が
あ
り
ま
す
か
ら
ね

 
そ
し
て
ビ

タ

で
の
事
情
が
明
か
さ
れ
ま
す

実
は

み
返
せ
ば
分
か
る
ん
で
す

が

キ
リ
ト

一
部
不
自
然
な
行
動
を
し
て
る
ん
で
す
よ
ね

気
付
い
て
い
た
方
は
い
る
で

し

う
か

 
で
は
ど
う
ぞ

今
回

最
初
の

り
の
対

の

層
は
意
味
な
い
の
で

い
て
ま
す
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だ
か
ら
オ
レ

ち
は
知
ら
な
い

て

て
る
ダ
ロ

こ
れ
以
上
無

な
問

を
す
る
よ
う

な
ら
帰
ら
せ
て
も
ら
う

 
自
分
で
も
分
か
る
く
ら
い
に
明
ら
か
な
不
機

さ
が

た
声

で

え
ば
た

た
今
話
し

て
い
た

手
が
ぐ

と
⻭

み
し
て

か
に

歩
分
だ
け
後
ろ
に
下
が
る

そ
こ
ま
で
怒
気
を

め
た
つ
も
り
は
無
か

た
し
自
分
自
身
そ
こ
ま
で

圧
感
と
い
う
も
の
を
持

て
い
る
と
は
思

え
な
い
が

ん
の
少
し
で
も

手
を
た
じ
ろ
が
せ
て
し
ま
え
る
く
ら
い
絶
大
な
怒
り
を
覚
え
て

い
る
と
い
う
事
な
ら
そ
れ
も

得
が
い
く

 
今
現
在

鼠

の

名
で
知
ら
れ
る
情
報

の
自
分
は

時
も

時
も

ら
せ
て
い
る
苛

立
ち
に

火
を
付
け
て
い
る
真

最
中

と
ど
の
つ
ま
り
ド
怒
り
状

だ

た

怒
鳴

て

い
な
い
の
は
怒
り
故
に

逆
に
気
を

ち

け
よ
う
と
し
て
い
る
裏
返
し
で
あ
る

 
そ
れ
が

手
の

に

た
の
か

歩
分
だ
け
下
が

た
体
を
一
歩
前
に
出
し
て
こ
ち
ら

を

か
に
見
下
ろ
し
て
く
る

手
の
方
が
身
⻑
が
高
い
た
め
だ

ン
な

あ
る
か

鼠
が
あ
の
ク

ガ
キ
の
場

を
知
ら
な
い

が
無
い
ん
や

だ
か
ら

わ
せ
れ
バ

 
対
話

手
は

キ
バ
オ
ウ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
そ
の
名
を
知
ら
ぬ
者
は

な
い
程
に
有
名
な
ア
ン
チ
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ビ

タ

び
ア
ン
チ
一

だ

同
時
に
キ
リ
ト

殺
隊
の

念
的
リ

ダ

を
務
め

て
い
る
男
で
も
あ
る

 
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
だ
が
キ
リ
ト

殺
隊
は
ギ
ル
ド
で
は
無
い
現
実
で
は
愛

会
だ
と
か
呼
ば
れ
る
同

の
集
ま
り
と
い
う
だ
け
で
あ

て
ギ
ル
ド
の
よ
う
な
明
確
な
組

と
し

て
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ

だ
か
ら
コ
イ
ツ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
攻
略

部
隊
サ
ブ
リ

ダ

を
務
め
て
い
な
が
ら
同
時
に
キ
リ
ト

殺
隊
の
リ

ダ

を
も

出
来
て
い
る

 
コ
イ
ツ
が
自
分
の
命
を

て
い
る
集

の

目
で
あ
る
事
は
あ
の
子
に
は
知
ら
せ
て
い
な

い 
知

て
い
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
多
分
知
ら
な
い
と
は
思

て
い
る

の
キ

と
コ
イ
ツ
の
や
り
取
り
か
ら
そ
う
判
断
し
て
い
る

も
し
も
知

て
い
る
状

で
コ
イ
ツ
を
人
を

い
る
者
と
し
て

い
と

め
て
い
た
の
な
ら
そ
れ
は
も
う
あ
の
子
は

者
か
あ
る
い
は
た

だ
人
の
本

を
見
れ
て
い
な
い
だ
け
の
子
だ

自
分
と
し
て
は
恐
ら
く
前
者
だ
と
思
う
が

 
現
在
あ
の
子
は
攻
略
組
を
一
時
的
に
だ
が

け
て
い
る
原
因
は
第
七
十
四
層
で
の
ボ
ス
攻

略
と
そ
の
後
の
経
過
か
ら
だ
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日
に

い
た
が
あ
の
子
は

に
心
の
不
安
が
限
界
を

え
て
い
て
ギ
リ
ギ
リ
だ

た
そ

れ
以
前
に
自
分
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
で
す
ら

を
取

た
事
が
あ
る
の
に
無
い
と

う
の
だ
か
ら

い
い
加

に

ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

現
に
コ

バ

ツ
と
い
う
プ
レ
イ

が

最
期
に

い
残
し
た
と
い
う

葉
で
ト
ラ
ウ
マ
を
引
き

こ
し

け
て
別
の
ト
ラ
ウ
マ
を
引
き

こ
し
た
あ
の
子
の
心
は

壊
し
か
か

た
ら
し
い
の
で
攻
略
組
の

を

上

す
る
目
的

も

ね
て

む
よ
う

し
た
ら
し
い

 
実
は

め
と
ク
ラ
イ
ン
が

た
後
に
も
一

あ

た
ら
し
い
の
で
少
し
ば
か
り
悩
ん
だ

部
分
も
あ

た
の
だ
が
サ

ち

ん
達
の
説
得
も
あ

て
ど
う
に
か

を

に
振

て
く
れ
て

良
か

た
と

て
い
た
の
は
記

に
新
し
い

 
そ
し
て
も
う
一
つ
の
原
因
第
七
十
四
層
ボ
ス
攻
略

い
や
人
死
に
が
出
た
た
め
に

と

う
べ
き
だ
ろ
う
そ
の
戦
い
で
あ
の
子
は
十
中
八
九
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
で
あ
ろ
う
二
刀
流

と
呼
ば
れ
る
ス
キ
ル
を
解
禁
し

コ

バ

ツ

が

い
た
軍
の
メ
ン
バ

十
一
人
を
守
り

き
生
き
残
ら
せ
た

中
ボ
ス
と
真
の
ボ
ス
と
い
う
二

戦
を

一
人
で
倒
し
て
し
ま

た
と

い
て

が

え
た
の
は
別
の
話
だ

 
問

は
キ

の
二
刀
流
だ

た
同
時
に
今
現
在
自
分
に
怒
り
を
覚
え
さ
せ
て
い
る
キ
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バ
オ
ウ
と
の
対

の
中
心
に
も
な

て
い
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
神
聖
剣
と
い
う

も
あ
る

あ
の
子
が
会
得
し
た
二
刀
流
も
恐
ら

く
は
彼
に
し
か
持
ち
得
な
い
た

た
一
つ
ユ
ニ

ク
の
ス
キ
ル
な
の
だ
ろ
う

前

そ
し
て

今
回
の

か
ら

み
て
も
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は

ま
じ
い
力
を
発

す
る
事
は

知
の
事
実
だ

 
だ
か
ら
攻
略
で
も
今
ま
で
以
上
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
す
る
だ
ろ
う
な
と

も
が
予
想
し
て

い
る

 
だ
が
自
分
の
目
の
前
に
い
る
キ
バ
オ
ウ
と
い
う
男
は

と
ん
で
も
な
い
事
を

た

 
あ
の

に
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
な
ん
ざ

足
に

え
る

が
あ
ら
へ
ん

他
の

が
持
つ
べ
き

な
ん
や

他
の

テ

だ
が
ア
レ
は

定
と
は

え
ま
ず
間
違
い
な
く
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

神
聖

剣
も
そ
う
だ
け
ど
他
の
プ
レ
イ

が
持

た

し
は
無
い
ダ
ロ

理

的
に
無
理
な
話
じ

な
い
カ

な
事
や
あ
の

が
死
ね
ば
他
の
プ
レ
イ

に
二
刀
流
と
か
い
う
ス
キ
ル
が

る

や
ろ
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ア

  
一

を

わ
れ
た
の
か
分
か
ら
な
か

た
が
意
味
を

し
た

間

ガ
ラ
の
悪
い
反

応
を
返
し
て
し
ま

た

多
分
表
情
が

キ
ツ
イ
も
の
に
な

て
い
る
だ
ろ
う
事
も
容

に
想

定
出
来
た

 
ぶ
す
ぶ
す
と

時
ま
で
経

て
も
消
え
る
事
の
無
い
苛
立
ち
の

り
に
一
気
に

火
が

る

間
で
も
あ

た

 
確
か
に
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
な
ん
て
て
ゲ

ム
バ
ラ
ン
ス

壊
も
い
い
と
こ
ろ
な
ス
キ
ル
を

し
た

場
の
意

は
見
え
な
い
が
語
源
か
ら

え
れ
ば

有
者
が
死
ね
ば
他
の
プ
レ
イ

に
発
現
す
る
の
は

な
事
だ
ろ
う

 
も
し
も

場
が
こ
れ
の

を
出
し

し
た
の
だ
と
す
れ
ば
恐
ら
く
攻
略
を
進
め
る
プ
レ

イ

達
の
希
望
と
な
る
よ
う

意
し
た
救
済
手

と
い
う
の
も

え
ら
れ
る

恐
ら
く
だ
が
他

の
プ
レ
イ

に
発
現
す
る
と
い
う
の
は
確
実
だ
と
は
思
う

 
し
か
し
そ
れ
と
こ
れ
と
は
話
が
別
だ

あ
の
子
を
殺
す
だ
な
ん
て
そ
ん
な
の
許
せ
る

が
無
か

た
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だ
が
そ
れ
を

に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

キ

の
事
に
な
る
と
自
分
は

分
か
り

や
す
い
反
応
を
示
す
ら
し
く

特
に
キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド

キ
リ
ト

殺
隊

の
事
に
な
る
と

そ
れ
は

著
に
な
る
ら
し
い
が
大

そ
う
い
う
時
は
こ
ち
ら
の
反
応
に
気
を
払
わ
な
い
よ
う
に

手
も
な

て
い
る
の
で
ま
だ
助
か

て
い
る

 
自
分
は
攻
略
本
な
ど
を
発

す
る

ら

な
が
ら
ビ

タ

に
ヘ
イ
ト
を
向
け
る
よ

う
に
仕
向
け
る

の
新

の
よ
う
な
も
の
も
手
掛
け
て
い
る

下
書
き
な
ど
は
彼
が
書
い
て
い

て
自
分
が
し
て
い
る
の
は
そ
れ
を
新

と
し
て

し
た
り

り
に
出
す
名
義
く
ら
い
な
も
の

だ 
哀
し
い
話
だ
が
心
は
あ
の
子
の
味
方
で
い
る
の
に
鼠
の
立
場
は
反
キ
リ
ト
そ
れ
が
Ａ

ｒ
ｇ
ｏ

な
の
だ

 
本
心
で
は
あ
ん
な
も
の
を

り
に
出
す
な
ど
も
う
や
め
た
い
と
思

て
い
る
し
そ
れ
は
も
う

も
あ
の
子
に

た
キ

を
傷
付
け
る
事
な
ん
て
も
う
し
た
く
な
い
と
わ
ざ
と
キ

ラ
作
り
の

に
し
て
い
た
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
も

し
て

な
が
ら
に

た

 
し
か
し
あ
の
子
は

こ
れ
は
必
要
な
事
な
の
だ
と

た

 

ベ

タ
テ
ス
タ

に
対
す
る
確

と
い
う
か

悪
感
は
キ

の

り

も
と
い
自
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己

に
よ

て
大
体
払

さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
で
も
全
く
無
い
と
は

え
な
い

実

を

た
者
は
確
か
に

る
か
ら
だ

彼
が
取
り

い
た
の
は
大
部
分
の

解
や

見
で
あ
り
流

に
実

の

ま
で
は
如

と
も
し

か

た

 
だ
か
ら
こ
そ

彼
は
か
つ
て
日
本
で

て
い
た
因

を
再
現
し
た

 

時
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
差
別
と
い
う
悪

が
あ

た

に
説
明
す
れ
ば

悪
な

境
や
苦
し
い
状
況
に
あ

て
も
更
に
下
の
者
達
を
地

指
定
で
作
り
出
す
事
で
幕

や

に
対
す
る
不

を
和
ら

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る

 
自
分
は
そ
の
差
別
を
道

の

業
で

て
い
た

実

近
代
で
も
生
ま
れ
た
地

が
そ
れ

だ

た
ら
学

入

や
入

面

で

か
ら

と
さ
れ
た
り
し
て
い
た
か
ら
だ

更
に
は

か
と
恋

に
な

て
い
た
場
合

手
が
そ
の
地

出
身
だ

た
場
合
は

会
的
ハ
ン
デ
を
負
う

事
を

て
別
れ
た
り
付
き
合

て
い
る

手
の
親
が
無
理

理
に
別
れ
さ
せ
た
り
し
た
ら
し

い

り
に
参
加
し
て
い
る
者
の
中
に

れ
て
い
る
事
が
分
か
れ
ば

殺
な
ど
も

だ

た
と

い
う

 
あ
の
子
は
そ
れ
を
自
身
に

て

め
た
の
だ

ベ

タ
テ
ス
タ

の
中
に
は
確
か
に

い

人
も

る
だ
が
そ
れ
以
上
に
情
報
の
独

を
行

て

点
を

て
い
る
も

と
悪
い

が
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る
の
だ
と

た

た
一
人
の
悪

を
演
じ
る
事
で

全
て
の
ヘ
イ
ト
を
自
身
へ
向
け
た

 
少
し
ば
か
り
応

を

か
せ
た
ら
し
い
の
で
変

的
で
は
あ
る
も
の
の
苦
し
い
状
況
に
あ
る

の
は
大
部
分
の

ベ

タ
テ
ス
タ

と
て
も
同
じ
な
の
だ
か
ら
と
ビ
ギ
ナ

達
の
意
識
を
変
え
た

の
だ

 
そ
れ
は
同
時
に

鼠

と
ベ

タ
時
代
か
ら
呼
ば
れ
た
自
分
を
助
け
る

で
も
あ

た

 

こ
の

名
は
ベ

タ
時
代
の
名
残
な
の
で

は
し
な
く
と
も
自
分
が

ベ

タ
テ
ス

タ

で
あ
る
な
ど
と
い
う
の
は
自
ず
と
分
か
る

つ
ま
り
情
報
の
独

を
行

て
い
る
の
は
鼠

な
の
だ
と
い
う

え
も

れ
出
て
来
る
可
能
性
は
あ

た

 
ボ
ス
戦
で
の
情
報
に

り
が
あ

た
場
合
は
そ
う
な

た
だ
ろ
う

  
第
一
層
で

キ

は
そ
れ
を
わ
ざ
と
引
き

こ
し
た

  
無
論
そ
の
矛
先
は
自
身
に
向
け
て
い
た

キ

は
ベ

タ
時
代

に
こ
の
正
式

で
は

命
を

と
し
て
い
る
と
あ
る
一
パ

テ

の
メ
ン
バ

を

い
て

一
刀
ス
キ
ル
を
見

て
来
た
プ
レ
イ

だ

ロ
だ

た
彼
が

む
な
ど
と
い
う
の
は
出
来
る

も
無
か

た
が
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キ

が

手
の
背
後
に
速
攻
で
回

た
時
に
発
動
し
た
事
か
ら
そ
の
存
在
は
知

て
い
た
の

だ 
全
方

に
対
す
る
攻
撃
で
あ

た
た
め

系
な
の
だ
そ
し
て
発
動

件
が
背
後

に
戦

て
い
れ
ば
取
り

ん
だ
時
な
の
だ
と

 
つ
ま
り

第
一
層
の
攻
略
本
に
も
書
け
た
情
報
だ

た

 
し
か
し
実

に
は
そ
れ
は

け
て
い
た

い
や
キ

が
わ
ざ
と

か
し
た
の
だ
自
分

に
わ
ざ
と
伝
え
な
か

た

 
そ
れ
は
第
一
層
で
放

て
お
い
て
は
後

に
危
険
な
事

に
発
展
し
か
ね
な
い
プ
レ
イ

間
の
確

を
解
決
す
る

だ

た

キ

は
あ
の
時
キ
バ
オ
ウ
に
よ

て
身
バ
レ
を
さ
れ

た
か
ら
流
れ
で
ビ

タ

を
名

た
の
で
は
無
い
初
め
か
ら
身
バ
レ
を
し
な
く
と
も
す

る
つ
も
り
だ

た
の
だ

だ
か
ら
キ

が
情
報
を

鼠

で
す
ら
書
き

ら
し

か
は
不

明
な
ベ

タ
テ
ス
タ

よ
り
も
多
く
の
情
報
を

に
も
共
有
せ
ず
独

し
て
い
る
の
だ
と
そ

う

付
け
る

に
わ
ざ
と
伝
え
な
か

た

 
結
果
的
に
自
分
は
護
ら
れ
多
く
の
プ
レ
イ

達
は
手
を
取
り
合
え
る
よ
う
に
な

た

た

た
一
人

彼
の
恐
ろ
し
い
ま
で
の
先
見
の
明
に
よ
る

に
よ

て
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第
二
層
に
て

と
あ
る
し
つ
こ
い

特
化
型
プ
レ
イ

に

わ
り
付
か
れ

キ

に

よ

て
振
り
払
え
た
後

故
そ
の
情
報
を
知

て
い
た
の
に
教
え
な
か

た
と
問
い

し
た
時

の

え
が

そ
れ
だ

た

 
思
わ
ず

然
と
し
そ
し
て
す
ぐ
に

を

り

ば
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
あ
る
ア
ン
チ
ク
リ
ミ

ナ
ル
コ

ド
な
ど
は
ダ
メ

ジ
判
定
が
出
そ
う
な
ラ
イ
ン
は
止
め
る
が
そ
れ
以
下
な
ら
ば

に
身
体
的

触
が
可
能
で
あ
る
た
め
そ
う
な
る
よ
う

整
し
て
い
た
自
分
の

り
手
は
見
事

に

子
の

を

り

ば
し
た

 

を

ら
れ
て
も
ど
こ
か

し
い
光
を

に

す
キ

の
新
し
く
な

た
黒
い
コ

ト

の

を

み

引
き
寄
せ

そ
し
て

を
開
い
た

ざ
け
る
ナ

 
ポ
ツ
リ
と
自
分
で
も

く
く
ら
い
に

く
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
声

で

え
ば
キ

は
少
し
だ
け
び
く

と

を

わ
せ
た

 
彼
の

に
は

か
な
恐
怖
が
浮
か
ん
で
い
た

そ
ん
ナ

そ
ん
な
事
を
さ
せ
る

に

オ
レ

ち
ハ

鼠

を

情
報

を
や

て
る

じ

無
い
ん
だ



 第十五章 〜揺らめく波紋〜

 
や
ろ
う
と
思
え
ば
そ
の
矛
先
を
自
分
に
あ
る
い
は
実

に

い

ベ

タ
テ
ス
タ

共
に
向

け
る
事
だ

て
出
来
た

も
こ
ん
な

い
子

に
や
ら
せ
る
事
は
無
か

た
の
だ

 
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に

し
か

た
と

え
ど
も

そ
れ
が
故
意
で
あ

た
な
ら
ば
そ
れ
は
別

の
話
だ

今

同
じ
事
を
や

た
ら

遠
に
絶
交
ダ

い
い
ナ

返
事
ハは

い

 
キ
ツ
い

い
方
に
な

た
の
は
自
覚
し
て
い
る
し

よ
り
人
と
の
繋
が
り
の
喪
失
を
恐
れ
て

い
る
事
は
気
付
い
て
い
た
か
ら
そ
れ
を

し
た
事
に
も
な
る
そ
れ
ら
に
対
し
て
罪
悪
感
が
無

い
と

え
ば

に
な
る

 
だ
が
自
分
は
情
報

と
し
て
知
ら
な
い

知
ら
な
か

た
な
ど
と
済
ま
せ
る

に
は

い
か
な
い
の
だ

情
報

と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
や
ポ
リ
シ

そ
し
て

よ
り
デ
ス
ゲ

ム

に
な

た
あ
の
時
か
ら

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
少
し
で
も
多
く
の
人
に
正
し
い
情
報
を

し
よ
う
と
努
め
て
来
た
自
分
を
裏
切
る
の
が

だ

た
か
ら
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そ
れ
も
あ

て

自
分
が
流
し
た
と
い
う
デ
マ
に
釣
ら
れ

の

ロ
グ
ア
ウ
ト
ス
ポ

ト

を
探
し
に
出
た
ア

ち

ん

後
に
閃
光
と
呼
ば
れ
る

剣
使
い
に
成
⻑
し
た
ア
ス

ナ
を
助
け
ら
れ
た
の
だ

 
キ

は
気
付
い
て
い
て

ア

ち

ん
は
知
ら
な
い
が

あ
の
二
人
の
初
対
面
は
攻
略
会

議
の
日
で
は
無
い

デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
お
よ
そ
二

間
後
の
あ
る
日

の
ロ
グ
ア
ウ
ト

ス
ポ

ト

に
潜
ん
で
い
た

コ
ボ
ル
ド

に
殺
さ
れ
か
か

た
ア

ち

ん
を
助
け
た
の
が

キ

だ
か
ら
だ

だ
か
ら
キ

は
ク
ラ
イ
ン
の

に
対
し

間
に
加
え
た
の
だ
な
と

い

そ
れ
に
対
し
ア

ち

ん
は
初
対
面
の
よ
う
に
名
を
名

た

 
実

に
名

り
合
わ
ず
に

す
ぐ
に
キ

は
迷

に

た
の
で
名

り
合
い
は

然

だ

た
が

あ
の
時
は
偶
然
な
が
ら
キ

と
情
報
交
換
を
し
て
い
た
か
ら
良
か

た

 
無
知
と
は
す
な
わ
ち
死
に
直
結
す
る
最
大
要

と
な
る

キ

も
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る

か
ら

よ
り
も
先

け
て
情
報
を
集
め
ト
ラ

プ
の
情
報
を

し
て
き
て
そ
れ
を
自
分
が
広

め
て
来
た

知
ら
な
い

知
ら
な
か

た

と
い
う

い

が

す
る
仕
事
で
は
無
い
か

ら
だ

 
情
報

は

き
で
人

の
命
を

か

て
い
る
の
で
あ
る
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だ
か
ら
こ
そ
自
分
は
あ
ら

る
情
報
を
集
め
て
い
る

し
か
し
人
間
が
全
知
な
ど
あ
り
得
る

も
無
く

然
な
が
ら
知
ら
な
い
情
報
だ

て
存
在
す
る

ま
た
同
時
に
信

さ
れ
る
情
報

と
し
て
活
動
す
る

に
不
確
定
な
情
報
は
全
て
裏
付
け
を
取
る
よ
う
に
も
し
て
い
る

な
の
で
わ

ざ
と

ら
な
い
こ
と
だ

て
あ
る

 
だ
が
今
回
は
そ
の
ど
ち
ら
に
も
反
し
て
い
る
事
だ

た

キ
バ
オ
ウ
の
問
い
は

の

一

が
ど
こ
に

れ
て
い
る
の
か
教
え
ろ

と
い
う
も
の
だ

た
か
ら
だ

 
キ

は
確
か
に

一

だ
し
か
し
そ
れ
は

で
あ
り
今
で
は
別
の
名
前
を
名

て
い
る
と
い
う

つ
ま
り
彼
は

一

で
は
無
い

そ
れ
に
こ
の
世
界
で
は
あ
の
子
は

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
い
う
プ
レ
イ

な
の
だ
か
ら

一

と
い
う
プ
レ
イ

は
こ

の
世
界
に

な
い
の
だ

な
い
の
だ
か
ら
知
る

も
無
い

キ

の

場

は
知

て
い
る

が
教
え
た
く
な
い
し

立
場
上
教
え
な
い
と
い
う

に
も
い
か
な
い

 
よ

て
自
分
は
そ
う
い
う

理

を

の
中
で
展
開
し
て
知
ら
な
い
と

た

そ
れ
が
冒

で
の
自
分
の
第
一
声
で
あ
る

 
大
体
あ
の
子
の

場

を
話
す
と
い
う
事
は
あ
の
子
が

在
し
て
い
る
場

や
ホ

ム
を
明
か

す
と
い
う
事
つ
ま
り
コ
イ
ツ
の
殺
人
幇
助
を
す
る
事
と
同
義
だ

あ
の
子
を
大
切
に
想

て
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

る
の
は
自
分
だ

て
同
じ
そ
ん
な
裏
切
り
を

く

に
は
い
か
な
い
し
す
る
つ
も
り
も
無
い

大
体
い
い
加

に
キ

の
事
を
認
め
て
や
れ

時
も
思

て
い
る
が

で
そ
ん
な
に

キ

を
目
の

に
す
る
ん
ダ

決
ま

て
る
や
ろ

ア
イ
ツ
が

や
か
ら
や

 
ダ
メ
だ
コ
イ
ツ
と

そ
う
に

ん
ぞ
り
返

て
忌

し
い
と
ば
か
り
な
表
情
に
な

て
い

る
イ
ガ
イ
ガ

髪
を
見
上

な
が
ら
内
心
で

打
ち
す
る

 

殺
隊
に

る

中
は
ま
だ
ビ

タ

だ
か
ら
だ
と
か
そ
の

の
理
由
が
あ
る
か
ら
ま
だ
理

解
出
来
な
い
事
も
無
い
の
だ
が

こ
の
キ
バ
オ
ウ
だ
け
は

こ
の
理
由
し
か

に
し
な

い

ど
う
も
コ
イ
ツ
に
と

て
ビ

タ

と
い
う
理
由
よ
り
も

一

だ
か
ら
と
い

う
理
由
の
方
が
大
き
い
ら
し
い

第
一
層
ボ
ス
部

で
キ

が

発
し
た
時
の

も

だ

た
ら
し
い
し

 
も
し
か
す
る
と
コ
イ
ツ

あ
の
子
と
リ
ア
ル
で

を
合
わ
せ
た
事
が
あ
る
の
か
と
思

た

 
よ
く
よ
く
思
い
出
せ
ば
コ
イ
ツ
が
第
一
層
で
の
ボ
ス
攻
略
会
議
の
日
に
初
め
て

を
出
し
た

時
名
指
し
さ
れ
る
前
か
ら
キ

は

に
カ
タ
カ
タ
と

え

え
る
よ
う
な
様
子
が
見
ら
れ
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て
い
た

そ
れ
以

も
キ
バ
オ
ウ
に
だ
け
は

故
だ
か
強
く
出
ず

を
打

て
い
る
時
だ
け

し
か
ま
と
も
な
会
話
が
成
り
立

て
い
な
い

と
い
う
か
怒
鳴
ら
れ
る

に
キ

は

え

る
の
だ

 
自
分
か
ら
す
れ
ば
エ
ギ
ル
の

や
ク
ラ
イ
ン
か
ら
怒
ら
れ
る
方
が
怖
い
と
思
う
の
だ
が
以

前

い
た
話
で
は
エ
ギ
ル
の

が
怒
鳴

て
も
全
く

え
て
い
な
か

た
よ
う
だ
し

ハ

と
も
か
く

ら
オ
レ

ち
で
も

一

の

場

は
知
ら
な
い

他
を

た
る
ん
ダ
ナ

チ

使
え
ん

や
な

し

な
い

オ
イ
お
前
ら

撤
収
や

お
う

 
忌

し

な

打
ち
と
共
に

い
捨
て
た
キ
バ
オ
ウ
は
少
し
離
れ
た

に

機
さ
せ
て
い

た

殺
隊
に
声
を
掛
け
て
帰

て
行

た

ハ

ま

た
く

ア
イ
ツ
の

手
は

れ
る

 
こ
こ
最
近

と

て
も
キ

が
第
七
十
四
層
ボ
ス
を
倒
し
て
二
刀
流
が
広
ま

て
以

キ
バ
オ
ウ
リ
ン
ド

殺
隊
を

に
キ

に
悪
感
情
を

い
て
い
る
者
達
は
日

夜
キ

を
殺
そ
う
と
探
し
回
り

け
て
い
る

不

中
の

い
な
の
は
キ

が

入
し
た
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ホ

ム
の

が
主

で
は
無
い

だ
ろ
う

 
主

を
初
め
と
し
た

中
は
一
応

地
権
と
い
う
も
の
の
再
現
を
し
て
い
る
た
め
か
ホ

ム
を

入
す
る

に
不
動

を

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
不
動

に
あ
た
る
と
ど
の
プ

レ
イ

が
ホ

ム
を

入
し
て
い
る
か
が
分
か
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
実
は

う

ア
ジ
ト
の
あ
ぶ
り
出
し
を
行
う

こ
れ
を
活

し
て
数
多
の
オ
レ
ン
ジ

プ
レ
イ

や
ギ
ル
ド
の
根
城
を
見
つ
け

襲
撃
し
た
事
が
あ
る

 
対
し
て
圏
外
な
ど
で
は

入
し
て
い
な
い
家
に
触
れ
る
と
メ
ニ

と

入
金

が
表
示
さ

れ
ま
た
内
部
の

な
見
取
り

が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る

そ
こ
で
金

を
振
り

ん
で
オ

ケ

す
れ
ば

不
動

を

さ
な
い
で
晴
れ
て
プ
レ
イ

の

有
物
と
な
る

 
キ

の
場
合
は
後
者
な
の
で
ガ
チ
で
人
海
戦
術
で

た
ら
な
け
れ
ば
場

が
分
か
ら
な
い

 
更
に
ホ

ム
を

入
し
て
い
る
な
ど

も
予
想
し
て
い
な
い
に
違
い
な
く
ど
こ
か
で

に

を
取
る
か

す
る
か
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
キ
バ
オ
ウ
達
は
思

て
い
る
の
で
大
体
四
十
層

前
後
を
探
し
て
い
る

モ
ン
ス
タ

が
一
切
ポ

プ
し
な
い
平
和
な
第
二
十
二
層
な
ど
眼
中
に
な

い
と
い
う
感
じ
で
今
こ
の
時
で
も
レ
ベ
リ
ン
グ
や

収
集
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て

い
る
事
か
ら
多
分
見
つ
け
ら
れ
る
事
は
無
い
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と

う
か
よ
く

違
い
さ
れ
る
が
キ

は
恐
ろ
し
い
戦
闘
能
力
を
誇

て
い
た
り
戦
闘

に

し
て
は
や
は
り
過
去
が

与
し
て
い
る
か
ら
か

な
も
の
だ
が

本
的
に
は
子

に
変

わ
り
な
い

こ
こ
最
近
は
特
に
そ
う
思
う
よ
う
に
な

て
き
た
が
感
性
そ
の
も
の
は
子

そ
の

も
の
だ

 
だ
か
ら

ん
だ
り

ち

け
る
場

く
ら
い
は
静
か
な

を

ぶ
と
思
う
の
だ
が

キ

の

を
デ

ア
ベ
ル
達
か
ら
伝
え
ら
れ
て
も
多
く
の
プ
レ
イ

が
そ
れ
を
信
じ
ず
ま
た

か
企
ん
で
い
る
と
か

て
い
る

り
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
だ
ろ
う

 

め
る
時
に

む

そ
れ
が
時
間
を
有

活

し
て
い
る
と

え
る
手

 
キ

の

命
は
予
想
だ
ろ
う
が

し
か
し
間
違

て
い
な
い
と
思
う

実

自
分
も
そ
こ

は
か
な
り
気
に
し
て
い
た
し
大
体
同
じ
時
期
を
予
想
し
て
い
た

だ
か
ら
こ
そ
あ
の
子
は

ず

と
必
死
に
前
を
見
て
戦
い

け
て
来
た

 

よ
り
も
強
く

い
心
を

し

し

悲
鳴
を

魔
化
し

け
て
こ
こ
ま
で
来
た

 

い
経
験
を
し
た
子
は
得
て
し
て
強
く
な
る

と
は

う
が

強
く
な
る
方
向
性
が
も
う
少
し
違

て
も
良
か

た
と
思
う
の
は
私
や
お

さ
ん
だ
け

じ

な
い
だ
ろ
う
な
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裏
で

り
返
さ
れ
る

葉

そ
れ
を

に
掛
け
ら
れ
た
あ
の
子
に
対
す
る
感
想
を
自
然

な

で

に
し
た

 

へ

古
代
ロ

マ
を
モ
チ

フ
に
し
て
る
の
カ

 
キ
バ
オ
ウ
と
の
時
間
の
浪

で
し
か
無
い
無

な
対

を
終
え

気
を

ち

か
せ
よ
う
と

キ

に
食
事
会
の

に

た
ク

キ

を
食
べ
た
後
会
議
に
呼
ば
れ
て
い
る

に
第
七
十

五
層
の
主

コ
リ
ニ
ア

へ
と
転

し
た

 
⻘
い
転

光
が
晴
れ
た
後
に
見
え
た

の
風

は
今

た
よ
う
に
古
代
ロ

マ
を
オ
マ

ジ

さ
れ
て
い
る
も
の
だ

た

明
る
い

色
を
思
わ
せ
る
煉

で
作
ら
れ
た
家
や
ら
そ
れ
が
敷

き

め
ら
れ
た
道
や
ら
果
て
に
は
転

の
す
ぐ
近
く
で
そ
の

容
を
見
せ
て
い
る

大
な
コ

ロ
シ
ア
ム

設
や
ら

ま
る

き
り
古
代
ロ

マ
で
あ
る

 
そ
ん
な
自
分
が
行
く
先
は

正
に

界
の
大

を

め
て
い
る
コ
ロ
シ
ア
ム

設

闘
技
場

だ

迷

へ
入
る

に
は
闘
技
場
に
て
そ
れ
ぞ
れ

ロ
パ

テ

レ
イ
ド
の
三
つ

の
種
目
で

勝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

現
在
は
レ
イ
ド
戦
の
情
報
を
集
め
て
い
る

ら
し
い

 
パ

テ

戦
は
ぶ

つ
け
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
ア

ち

ん
ク
ラ
イ
ン

い
る
風
林
火
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メ
ン
バ

で
突
破
し
た
ら
し
い

情
報
無
し
に
突
破
す
る
と
は

達
に
キ

の
味
方
を
し

て
い
な
い

中
で
あ
る

 
し
か
し
流

に
レ
イ
ド
戦
で
は
対
策
を
練

て
い
る
よ
う
で
あ

た

と
い
う
の
も
問

が

一
つ
発
覚
し
た
か
ら
だ

 
そ
の
問

と
は
一

退
す
る
と
今
後
二

と
同
じ
プ
レ
イ

は
再
戦
出
来
な
い
と
い
う

も
の
で
あ
る

 

ロ
戦
で
キ

が

ん
だ

に
そ
の
穴
を

め
て
地

失

を

た
ら
し
い
キ
バ
オ
ウ

が
い
き
な
り

み

開
幕
一

で
や
ら
れ
以

同
じ
プ
レ
イ

が

戦
出
来
な
い
と
発
覚

し
た
の
だ

攻
略
組
は
流

に
レ
イ
ド
戦
で

め
て
や
ら
れ
た
ら
ク
リ
ア
の
道
の
り
が

ざ
さ
れ

る
た
め

重
に
攻
略
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
り

情
報

で
あ
る
自
分
を
呼
ん
だ
の
だ

 
こ
の
会
議
に
キ

は
呼
ん
で
い
な
い
ら
し
い
が
最
悪

直
後
に

す
る
事
も

に

入
れ
る
方
向
性
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
デ

ア
ベ
ル
は

慮
し
て
い
る

そ
れ
は

だ
と
思
う

む
し
ろ
キ

が
話
を

き
付
け
れ
ば
絶
対

け
付
け
て
来
る
に
違
い
な
い

 
闘
技
場
の
大

か
ら
中
に
入
れ
ば

体
育

く
ら
い
は
あ
り
そ
う
な
大
き
さ
の
ロ
ビ

に
出

た

正
面
に
は
女
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
立
つ

付
が
あ
り
あ
そ
こ
で
手

き
を
済
ま
せ
そ
の
更
に
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に
見
え
る

か
ら
コ
ロ
シ
ア
ム
へ
向
か
う

の

そ
し
て
ア
リ

ナ
へ
と

動
す
る
の
で
あ

ろ
うだ

か
ら

も

と
時
間
を
掛
け
て
情
報
を
集
め
る
べ
き
だ
ろ
う
が

 
一
回
失

し
た
ら
も

う

戦
出
来
ね

ん
だ
ぞ

少
し
ず
つ
小
出
し
で
情
報
を
集
め
る
手
も
あ
る
中

プ
レ
イ

達
に
も

戦
し
て
も
ら
え

ば
い
い
と

て
る
ん
だ
よ

 
出
現
す
る
ボ
ス
が
分
か
れ
ば
対
策
な
ど
立

た
も
同
然
で
そ

も
そ
も
最
後
の
五
戦
目
の
ボ
ス
が
判
明
す
る
確
約
も
無
い
さ

さ
と
こ
こ
を
突
破
し
な
い
と
時

間
が
無

に
過
ぎ
る
だ
け
だ
ぞ

情
報
も
大
事
だ
け
ど
も

と

も
大
切
に
し
な
い
と

も
う
少
し
時
間
を
掛
け
て
か
ら
で

も
良
い
ん
じ

な
い
か

 
レ
ベ
リ
ン
グ
も
す
る
べ
き
だ
と
思
う
し

も

と
武

を
鍛
え
な
け
れ
ば
確
実
性
に
も
欠
け
る
し
な

 
少
し
別
の
場

を
見
や
れ
ば
そ
こ
に
は
か
な
り
物

し
い
武

し
た
集

が
集
ま

て

い
合

て
い
た

ま

そ
の
大

は
も
う
少
し
情
報
を
集
め
た
り

備
を
す
る
べ
き
だ

と
い
う
感
じ
だ

た
が

 
そ
の
中
に

れ
た
様
子
で

を
組
ん
で

い
合

て
い
る
男
達
を
見
る
ユ

ち

ん
達
を
見
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つ
け

そ
の
中
で
も

絶
剣

と
い
う
二
つ
名
で
呼
ば
れ
る
剣

少
女
の

に
歩
き
寄

た

ユ

ち

ん

今
は
ど
の

ま
で
話
が
進
ん
で
る
ん
ダ

あ
ア
ル
ゴ

中
層
プ
レ
イ

を

に
し
て

も
う

て
い
う
少
数

と

備
を
整

え
る

に
時
間
を
掛
け
る
べ
き

て
い
う
意
見
に
分
か
れ
て
て
ね

前
者
の
意
見
に
は

成
は
し
な
い
け
ど
反
対
も
し
な
い
人
が
多
い
か
ら

そ
れ
で
意
見
が
決
ま
ら
な
く
て

ン

 

だ
な

と

中
で
だ
け
で
断
じ
る

 
ユ

ち

ん
も

に
こ
そ
し
て
い
な
い
が
恐
ら
く

同
意
見
だ
ろ
う

さ

き
か
ら

い

合

て
い
る
男
達
に

れ
た

線
を
投

け
て
い
た

 
い
や
男
達
と

る
の
は
少
し
ば
か
り
大

把
過
ぎ
る
だ
ろ
う

一
回
失

し
た
ら
と

て
い
た
の
は
ク
ラ
イ
ン

や
レ
ベ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
デ

ア
ベ
ル
武

に

し
て
は

人
の

戦
士
エ
ギ
ル
の

そ
し
て
中
層
プ
レ
イ

を

に
す
る
よ
う
な
意
見
を

に
し

て
い
る
の
は
リ
ン
ド
だ

い
て
い
る
だ
け
で
も
性
格
が

ま
じ
く
見
え
る
一
幕
で
あ
る

 
リ
ン
ド
は
か
つ
て
は
デ

ア
ベ
ル
の
事
を
尊

し
て
い
た
よ
う
な
の
だ
が

一

あ

る
い
は
ビ

タ

に
対
し
て
悪
感
情
を

め

ん
で
い
た
ら
し
く
キ
バ
オ
ウ
に
同

し
て
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行
動
を
共
に
す
る
事
が
多
い
聖
⻯

合
の
ギ
ル
ド
リ

ダ

だ

備
は

刀
と
盾
そ
れ

と
デ

ア
ベ
ル
の
よ
う
な

い

で

オ

ル
ラ
ウ
ン
ダ

を
意
識
し
た

で
あ
る

 
髪
色
は
地
味
な

色
だ

た
彼
は

少
な
く
と
も
攻
略
に
対
す
る

意
だ
け
は
本
物
で
あ
り

デ

ア
ベ
ル
を
尊

す
る
部
分
が
あ
る
た
め
か
彼
に
真
似
て
蒼
髪
に
な

て
い
る

 
正
直

の
騎
士
と
呼
ば
れ
て
い
る
デ

ア
ベ
ル
の
足

に
も

ば
な
い
と
思
う
し
キ

に
対
す
る

動
は
一
切
許
し
て
い
な
い
が

攻
略
に
だ
け
は
真
面
目
と
い
う

り
で

と
も

え
な
い
男
で
あ
る

多
分
コ
イ
ツ
は

に
情
報
を
独

す
る

ベ

タ
テ
ス
タ

と
い
う

ビ

タ

に
の
み
悪
感
情
を

い
て
い
る

な
の
だ
ろ
う

 
ま

あ
の
男
の
事
情
な
ん
て
知

た
事
で
は
無
い
知
れ
れ
ば
ネ
タ
が
増
え
る
の
で

け
も

の
と
い
う
程

で
あ
る

 

一
時

い
た
殺
意
を
忘
れ
た

で
は
無
い
が

ア
ル
ゴ

ど
う
か
し
た

で
も
無
い

 
ち
ら
と
リ
ン
ド
に
対
し
て
少

感
情
を

や
し
て
い
た
こ
ち
ら
に

線
を
向
け
て
問
い
を
投

て
来
た
ユ

ち

ん

こ
れ
で
も
違
和
感
を

く
か
と
内
心
で

き
つ
つ
そ
れ
を
表
に
は
お
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く
び
に
も
出
さ
な
い
で

で
も
無
い
と
い
う
よ
う
に
返
す

 
そ
れ
か
ら
二
時
間

ど
会
議
は

き
結

は
情
報
収
集
を

け
な
が
ら
第
七
十
四
層
以
下
で

レ
ベ
リ
ン
グ

を
集
め
て
武

の
強
化
に

し
み
今
ま
で
の
攻
略
本
と

め
た
デ

タ
か

ら
ど
ん
な
ボ
ス
が
出
て
き
て
も
良
い
よ
う
シ
ミ

レ

シ

ン
を
す
る
事
に
な

た
の
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
回
は
前
話
の

分

ど
で

か

た
で
す
し
そ
こ
ま
で
作
中
の
時
間
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん

が

と
色

ぶ

ん
で
い
ま
す

 
実
は
ア
ス
ナ

点
の
ト

ル
バ

ナ
で
の
会
話
も
ク
ラ
イ
ン
と
の
会
話
も

に

な
部
分

が
あ
る
ん
で
す
指

さ
れ
る
か
な
と
思

て
た
ん
で
す
け
ど
自
然
に
出
来
て
た
よ
う
で
良
か

た
で
す

そ
ん
な

で
今
話
は
色

と
回
収
し
て
い
ま
す

 
感
想
で
の
キ
バ
さ
ん
の

か
れ
様

う
む
彼
に
は
ま
だ
ま
だ
活
躍
し
て

き
ま
す
の
で
ご
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期

下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

そ
の

に
キ
リ
ト
の
保
護
者
メ
ン
バ

が
ヘ
イ
ト
を

め
ま
す
け

ど 
こ
こ
最
近

者
の

様
が

得
す
る
よ
う
な

路
な
の
か
と

り
に
思

て
お
り
ま
す

う
ん

出
来
て
る
設
定
部
分
だ
け

み
返
す
と

路
に
な

て
る
か
も

し
い

本
作
は
極

限
ま
で
苦
し
め
ら
れ
た
キ
リ
ト
が
成
⻑
す
る
も
の
で
す
し
ね

 
ど
う
し
て
く
れ
よ
う

こ
の
イ
ガ
イ
ガ

嗤

 
ち
な
み
に
デ

ア
ベ
ル
の
二
つ
名

の
騎
士

と
い
う

み
は

そ
ら
の
き
し

で
す

 
ち
な
み
に
今
現
在

く
届
い
た
ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
こ
と

の
設
定
を

終
え
た

で
す

速
プ
レ
イ
し
て
み
ま
す

な
の
で
今
後

に
更
新

く
な
り
ま
す
事
を

に

し
て
お
き
ま
す

 
構
想
自
体
は
あ
る
の
で
定
期
的
に
出
来
る
と
は
思
い
ま
す

も
う
一
作
と
は
違

て

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
六
章
 

異
変
の
前
兆

  
ど
う
も
お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は
そ
し
て
お

し
ぶ
り
で
す
黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
前
話
か
ら
お
よ
そ
一

間
が
空
い
て
し
ま
い

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

結
構
書
く

点
に

悩
ん
で
お
り
ま
し
て

も
う
一
作
を

ん
で
い
る
方
に
な
ら
シ
リ
カ
編
を

む
と
分
か
る
と
思

い
ま
す
が
書
く

点
を
変
え
な
い
と
ど
う
し
て
も
似

て
し
ま
い
更
に
は
原
作
パ
ク
リ

く
な

て
し
ま

て
面
白
く
な
い
ん
で
す

 
結
果
的
な
展
開
は

同
じ
で
も
過
程
を
変
え
た
い
そ
れ
が
私
の
本
作
に
掛
け
て
い
る
信

の
よ
う
な
も
の
で
す

な
の
で
原
作
や
ゲ

ム
を
知

て
い
る
方
で
も
も
し
こ
の
キ

ラ
が

れ
ば
と
い
う
想
像
を

ら
ま
せ
て

け
る
よ
う
に

て
い
ま
す

 

え
ば
本
作
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
味
方
キ

ラ

く
振
る
舞

て
ま
す
か
ら
ね

と
い
う

で

今
話
で
は
そ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ

点
で
お
送
り

し
ま
す

 

故
彼
が
原
作
に

べ
て
か
な
り
人
間
味

れ
る
の
か
以
前
に
ち
ら

と
出
て
い
る
束
と
の
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性
そ
し
て
デ
ス
ゲ

ム
化
の
真

の
一
部
が
語
ら
れ
ま
す

あ
と
他
の
人
か
ら
は
少
し

違
う

点
を
持
つ
彼
か
ら
見
た
キ
リ
ト
の

価
と
か
も

ま

あ
ん
ま
り
変
わ
り
な
い
と
は
思

い
ま
す
が
他
の
方
の
作
品
で
も
ヒ

ス
ク
リ
フ

点
は
少
な
い
の
で
そ
こ
で

し
ん
で

け

れ
ば
と
思
い
ま
す

 
今
話
も
ち

と
し
か
進
み
ま
せ
ん
時
系
列
的
に
ア
ル
ゴ

点
で
の
攻
略
会
議
が
終
わ

た

後

リ

フ

に
キ
リ
ト
が

き
付
い
て
か
ら
二
時
間
と
少
し
後
く
ら
い
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

オ

ル
ヒ

ス
ク
リ
フ

点
で
す

 
キ
リ
ト
君
か
ら
の
呼
び
出
し

重
要
な
話
が
あ
る

て
メ

ル
に
あ
り
ま
し
た
け
ど
一
体

な
ん
で
し

う
か

⻑

さ

そ
れ
は
私
に
も
分
か
ら
ん
よ

こ
こ
最
近
の
キ
リ
ト
君
は
本

に
予
想
の

め
上
を

行
く
か
ら
な
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私
が

い
る
血

騎
士

⻑
を
務
め
る
ア
ス
ナ
君

閃
光
の
二
つ
名
で
知
ら

れ
る

剣

の
名
手
の
少
女
の
問
い
に

私
は
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら
分
か
ら
な
い
と
返
す

 
私
と
ア
ス
ナ
君
は
第
七
十
五
層
の
迷

へ
向
か
う
ま
で
の
道
の
マ

ピ
ン
グ
を
今
日
の
分
を

終
え
て
本
部
に
帰
還
し
て
い
る

中
だ

た
の
だ
が
キ
リ
ト
君
か
ら
火

の
件
が
あ
る
と
の
事

で

メ

ル
で
報

だ
け
は
済
ま
せ
て
彼
の
ホ

ム
へ
と
向
か

て
い
た

 
こ
こ
最
近
キ
リ
ト
君
を
中
心
に
良
か
ら
ぬ
事
が

き
て
い
る
し

よ
り

日
は
彼
に
と

て
も
負

の
大
き
い
騒
動
が
あ

た
た
め

一
体

の
件
で
呼
ば
れ
た
か
分
か
ら
な
い

 
だ
か
ら

把
握
し
て
お
く
事
が
必
要
だ
ろ
う
と

え
て
の
行
動
で
あ
る

 
血

騎
士

⻑
を
務
め
て
い
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
い
う
プ
レ
イ

ネ

ム
の
私

は

リ
ア
ル
は

場

で
あ
る
が

そ
れ
は
知
ら
れ
て
い
な
い

 
と
い
う
か
正
確
に
は
ネ

ト
ゲ

ム
で
リ
ア
ル
の
情
報
を

ら
す
な
ど
愚
の
骨

で
あ
る
た

め
キ
リ
ト
君
以
外
は

も
知
ら
れ
て
い
な
い
と
も

え
る

そ
の
点
に

し
て
は

攻
略
会
議
を
引

掻
き
回
し
て
は
キ
リ
ト
君
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
キ
バ
オ
ウ
君
の
神
経
を

疑

て
し
ま
う

 

場

で
あ
る
私
は
現
在
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
脱
出
不
可
能
の
デ
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ス
ゲ

ム
へ
と
変
え
た

人
と
さ
れ
て
い
る

が

真
実
は
そ
う
で
は
無
い

 
い
や
こ
の

い
方
は
正
確
で
は
あ
る
ま
い

場

で
あ
り
現
在
血

騎
士

を

い
て
い
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
で
あ
る
私
は
そ
ん
な
事
は
し
て
い
な
い

私
で
は
無
い

場

を
名

る
者
が

ら
か
の
目
的
を
持

て
私
を

め
る

に
し
た
の
だ

と
私

は
予
想
し
て
い
る

 
予
想
で
あ
る
事
に
も
理
由
が
あ
る

私
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
正
式
サ

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
直
後
に
ロ
グ

イ
ン
を
果
た
し
プ
レ
イ

達
の
様
子
や

足

を
観

し
て
い
た
か
ら
つ
ま
り
状
況
的
に

は
他
の
プ
レ
イ

達
と
変
わ
ら
な
い
事
に
な
る

私
も

の
一
人
に
な

て
い
る
と
い
う

事
だ

 
私
が

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

も

と

え
ば
こ
の
浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

を
作
り
上

た
事
も

私
の
夢
を
追
い
求
め
た
が
故
だ

た

 

時
か
ら
か
は
も
う
覚
え
て
い
な
い
が
物
心
つ
い
た
時
に
は

に
こ
の
城
の
原
型
と
も

う

べ
き
イ
メ

ジ
が
存
在
し

な
ら
年
を
経
る
ご
と
に
現
実
へ
目
を
向
け
る

に

れ
て
い
く

想
感
は
し
か
し
反

的
に
私
の
中
で
よ
り

体
的
に
よ
り

に

か
れ
て
い

た
の

だ
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私
は
夢
想
し
そ
し
て
追
い
求
め
た

現
実
世
界
の
ど
こ
か
に
は
浮
遊
す
る

鉄
の
城
が
あ
る

の
で
は
な
い
か

と

 
私
が

子
力
学
者
も

し
て
い
る
理
由
と
し
て
は
物
理
学
系
を
学
ぶ
こ
と
で

鉄
の
浮
遊

城
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
追
い
求
め
た
が
故
だ

 
だ
が

そ
れ
は

く
も

た

 
物

と
は

分
子
や
原
子

子

光
子

子
の
集
合
体
で
あ
り

こ
れ
は
不
変
の
事
実

だ

と
は
そ
れ
ら
の
振
動

の
話
で
あ
り

電

波
と
は
電
子

子
の
振
動
と
流
れ
に

よ

て
発
生
さ
れ
て
い
る

 
故
に
こ
れ
ら
を

す
る
事
で
浮
遊
城
の
存
在
を
確
定
的
に
し
た
か

た
私
が

期
の

で
存
在
し
な
い
と
い
う

え
を
知
れ
て

む
し
ろ

だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
私
は
ゲ

ム
デ
ザ
イ
ナ

と
し
て
こ
の
仮
想
世
界
を

き
上

た

全
く
方
向

性
が
異
な
る
電
機
工
学
系
の
道
に
進
ん
で
も

し
な
か

た
事
は
最

念
の

せ
る
業
で
あ

ろ
う

 
私
は
た
だ
こ
の
城
を
作
り
上

そ
し
て
多
く
の
者
達
の
声
を

き
た
か

た

こ
の
城
を

冒
険
し
て
ど
う
だ

た
か
ど
こ
が
良
く
ま
た
ど
こ
が
足
り
な
か

た
か
を
そ
し
て
共
感
出



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

来
た
者
が

た
か

き
た
か

た
の
だ

 
大
体
足
り
な
い
部
分
は
時
間
と
技
術

が
追
い
付
い
て
い
な
い

レ
ベ
ル
の
水

理
の
味
で
あ

た
た
め

そ

足
さ
れ
て
い
る
と
は
判
断
し
て
い
る

そ
れ
ら
の
足
り
な
い
部

分
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
動
か
し
て
い
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
自
己
学

と
自
己
進
化
に

よ

て
あ
る
程

善
さ
れ
て
き
て
い
る

 
そ
れ
を

し
て
い
る
最
た
る
要
因

フ

ク
タ

は
恐
ら
く
最
年
少
で
あ
ろ
う
キ
リ
ト
君

だ 
彼
を
見
つ
け
た
時
私
は

つ
も
の

を
覚
え
た

年

レ

テ

ン
グ
で
十
三

と
し
て

い
る
の
に
た

た
九

の
子

が
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
な
ど

に
与
え
る
影

の
全

が
明
ら

か
に
な

て
い
な
い

に

け
て
欲
し
か

た
現
状
と
し
て
は
あ
ま
り

ま
し
く
な
か

た
が

ベ

タ
テ
ス
ト
を
最
も

し
み
そ
し
て
最
強
に
至

て
い
た
の
を
見
た
時
は
少

感

深
か

た
も
の
で
あ
る

 
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
現
在

い
彼
が

る
事
は
心
苦
し
い
の
だ
が

 
私
が
直

与
し
て
い
る
デ
ス
ゲ

ム
化
と
は

え
な
い
が
そ
れ
で
も
こ
の
世
界
を
作
り
出

し
た
者
と
し
て
の
責

が
あ
る
以
上
少
し
で
も
多
く
の
プ
レ
イ

を
現
実
世
界
へ
と
帰
還
さ
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せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
決
意
を
秘
め
て
ボ
ス
攻
略
に

み

け
て
き
た

 
そ
ん
な
私
の
決
意
を

う
か
の
如
く
キ
リ
ト
君
は

と
目
覚
ま
し
い
行
動
力
を
見
せ
て

来
た

ベ

タ
テ
ス
タ

達
と
ビ
ギ
ナ

達
の
間
に
あ
る
確

は

論
そ
れ
以

の
行
き
場

の
無
い
ス
ト
レ
ス
を
自
身
へ
向
け
さ
せ
る
だ
け
の
決
断
力
そ
し
て
そ
れ
ら
を
見
越
し

え
て

そ
う
な
る
よ
う
仕
向
け
て
い
る
と
い
う
思
慮
の
深
さ
だ

 
第
一
層
ボ
ス
攻
略
に
て
彼
は
直
に
ボ
ス
と

対
し
て
情
報
を
得
た
よ
う
だ

た

そ
れ
を
ア

ル
ゴ
君
に
伝
え
て
攻
略
本
に
し

攻
略
隊
に
情
報
を
流
し
た

 
し
か
し
彼
は
戦
闘
中
新
た
に

系
ス
キ
ル
の
存
在
を
示

し
わ
ざ
と
自
身
が
ベ

タ
テ

ス
タ

で
あ
る
と
同
時

攻
略
本
に
載
せ
て
い
な
い
情
報
が
存
在
す
る
事
を
示
し
た

 
キ
バ
オ
ウ
君
は
そ
れ
を
指

し
彼
を

た

だ
が
そ
れ
す
ら
も
キ
リ
ト
君
の
策
略
の
内

だ

た

だ

つ
ま
り
彼
は
恐
ら
く
最
初
か
ら
ビ

タ

と
い
う
立
場
あ
る
い
は
そ
れ
に

す
る
存
在
に
な
る
事
で
確

を
取
り

き

悪
意
を
向
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
無
論
こ
れ
は
私
の
勝
手
な
推
論
だ

し
か
し
こ
れ
で
な
け
れ
ば

系
ス
キ
ル
を
攻
略
本
に

載
せ
ず
わ
ざ
わ
ざ

の
人
間
に
疑
問
を
覚
え
さ
せ
る
方
法
で
示

し
た
事
に
説
明
が
付
か
な

い

あ
れ

ど
真
剣
に
立
ち
回

て
い
る
彼
が
ま
さ
か
忘
れ
て
い
た
か
ら
と
は

え

い
た
め
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こ
れ
が
最
も
可
能
性
と
し
て
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思

て
い
る

 
キ
リ
ト
君
は
お
よ
そ
大
多
数
の
人
間
に
は

び
つ
か
な
い
思

を
以
て
動
き

け
て
い
る

だ
が

そ
の
根
幹
は

人
の
た
め
と
決
ま

て
い
る

 

日
の
状

を

い
た
限
り
で
は
親
し
い
者
に
捨
て
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
少

行
き
過
ぎ

た

し
か
し
恐
ら
く

も
が

く
だ
ろ
う

恐
怖
心
を

い
て
恐
慌
を
来
し
た
ら
し
い
の

で

彼
の
行
動
は

ん
の

か
な
り
と
も
自
身
の
た
め
で
も
あ
る
ら
し
い
事
は
分
か

た

 
だ
が
彼
は
多
く
の
も
の
を
背
負
い
過
ぎ
だ

た

 
彼
が

得
し
た

二
刀
流

と
い
う
ス
キ
ル
は

彼
が
推

し
て
い
る

り

神
聖
剣

と
同

じ
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
で
あ
る

片
手
武
器
を

手
に

備
し
た
時
専

の

ド
ス
キ
ル
の

得

と

備
し
た
武
器

体
の

ド
ス
キ
ル
を
放
て
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ

ジ

ド
ス
キ
ル
中
の
無

備
な
時
間
が
多
い
事
と
武
器

値

少
の
加
速
が
デ
メ
リ

ト
と

し
て
存
在
す
る
ス
キ
ル
は
し
か
し
使
い
こ
な
せ
ば
メ
リ

ト
の
方
が
圧
倒
的
に
勝
る
有

な
ス

キ
ル
に
な
る

使
い
方
に
よ

て
は

広
い
パ
タ

ン
を
構

で
き
る
万
能
な
ス
キ
ル
な
の
だ

二
刀
流

は

 
し
か
し
こ
の
メ
リ

ト
に
よ
る
そ
の
有

性
は
む
し
ろ

然
だ

初
は
ラ
ス
ボ
ス
を
務
め
る
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つ
も
り
だ

た
私
に
立
ち
向
か
う
者
と
し
て
つ
ま
り
魔
王
に
立
ち
向
か
う

者
と
し
て
の

を

う
の
が

そ
の

二
刀
流

な
の
だ
か
ら

 
そ
し
て

二
刀
流

を
得
る
に
は

全
プ
レ
イ

中
最
速
の
反
応
速

を
誇
る
事

 
私
の
見
立
て
で
は
ユ
ウ
キ
君
や
ラ
ン
君

り
か
と
思

て
い
た
が

間
的
な

発
力
と
極
限

の
集
中
力
が
合
わ
さ

て
彼
は
常
に

な
反
応
速

を
見
せ
る
ユ
ウ
キ
君
達
を
超
え
た
の
だ
ろ

う
と
推

し
て
い
る

 
私
は
思
う

本

に
彼
は

ち
こ

れ
と

わ
れ
る
に
値
す
る
人
間
な
の
か

と

 
今
現
在
た

た
の
十

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
日
に
九

だ

た
彼
は

に

い

か
ら

ら
れ
て
い
た

だ
が

本

に
そ
れ
は
正

な
判
断
だ

た
の
か
と
思
う
の
だ

私
と
し
て
は

ち
こ

れ
か
ど
う
か
を
決
す
る
に
は
性

す
ぎ
る
年

だ
と

え
て
い
る

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
君
が

ら
れ
た
原
因
は

彼
の
姉
な
い
し
兄
に
あ
る

な
の
だ

 
人
間
に
は
個
性
と
い
う
も
の
が
あ
る
そ
れ
は
得
意
な
事
や
苦
手
な
人
間
人
格
思

能

力
な
ど
種

様

だ

キ
リ
ト
君

い
や

一

と
い
う

い
少
年
は

と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
と
二
人
の
家

が

き
上

た

と
い
う

定
観
念
に
よ
り

ら
れ
上

手
く
才
能
を
発

出
来
て
い
な
か

た
の
だ
と
思
う

し
か
し

の
名
を
捨
て
そ
の
名
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に
よ
る
重
圧
と

か
ら
解
き
放
た
れ
た
が
故
に
今
の
彼
は

も
な
い
能
力
を

な
く
発

出
来
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
恐
ら
く
彼
自
身
で
決
め
た
事
に

進
し
て
い
る
か
ら
だ

人
の
た
め
な
ら
自
身
の
全

て
を

に
す
る
そ
の
精
神
は
決
し
て

め
ら
れ
た
も
の
で
は
無
い
が
し
か
し
目
的
を
自
分
で

見
つ
け
れ
ば
そ
れ
を
成
し

よ
う
と
全
力
を

け
る

そ
れ
に
よ

て
彼
は
他
の
追

を
許

さ
な
い
能
力
を
発

出
来
る
の
だ

 
そ
の
一
点
を
見
れ
ば
名
を
捨
て
た
と
は

え
彼
も
ま
た
確
か
に

の
血

な
の
だ
ろ

う

肉
な
も
の
だ
な

 

つ
り
と

や
る
せ
な
い
気
分
で
心
境
を
的
確
に
表
す
一

を

ら
す

 
本

に

肉
な
も
の
だ
日
常
で
見
え
な
い
才
能
が
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
非
日
常
で

わ
に
な

り

し
か
し
そ
れ
す
ら
も
ま
と
も
に
見
て
も
ら
え
て
い
な
い
な
ど

 

と
私
の
事
を
ア
キ
君
と
勝
手
に
付
け
た

名
で
勝
手
に
呼
ぶ
私
と
同
じ
く
狂

た

孤
独
の
天
災
を
思
い
出
す

 
あ
の
天
災
は

て
い
た

あ
の
子
は
才
能
の

な
の
だ

と
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肉
だ
よ
ね
平
和
な
世
の
中
で
は
才
能
を
見
せ
ら
れ
な
く
て
物
騒
な
世
界
で
は
才

能
が
有
り
過
ぎ
て
ど

ち
か
ら
も
弾
か
れ
る
子
な
ん
て

私
が
こ
ん
な
世
の
中
に
し
ち

た
け
ど

し
な
く
て
も
あ
の
子
は

ら
れ
て
た

そ
れ
を
助
⻑
し
て
し
ま

た

あ

ん
な
事
を
さ
せ
た
か

た
わ
け
じ

な
い
の
に

ホ
ン
ト

世
の
中

て
ま
ま
な
ら
な
い
よ

ね  
か
つ
て

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
制
作
に

中
し
て
い
た
私
が

と
気
分
転

換
に

れ
た
ア

ガ
ス
本

ビ
ル
の

上
に
て

突
に

を
現
し
た
私
の
友
人
の

葉
が

裏

に

る

 
そ
れ
か
ら

く
し
て
彼
を
見
つ
け
た
と

な
が
ら
に
報

し
て
き
た
時
は

だ
か
ん
だ
で

そ
の
子
の
自

話
や
そ
の
子
に
ま
つ
わ
る
愚

を

か
さ
れ
て
き
た
身
と
し
て
喜
ば
し
く
思

た

も
の
で
あ
る

 
ま
さ
か
件
の
子
が
同
じ
デ
ス
ゲ

ム
で
更
に
過
去
に
よ

て
苦
し
め
ら
れ
る
事
に
な
る
と

は
思
わ
な
か

た
が
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む

 

裏
で
こ
れ
ま
で
と
リ
ア
ル
の
事
キ
リ
ト
君
や
今
後
の
攻
略
の
事
を

え
な
が
ら
ア
ス
ナ
君

と
共
に
第
二
十
二
層
の

に
広
が
る
フ

ル
ド
を
歩
い
て
い
る
と

と
道
か
ら
外
れ
た
場

に
目
に
付
く
黒
を
見
つ
け

思
わ
ず
足
を
止
め
て
し
ま

た

 
第
二
十
二
層
は
私
が
作
成
し
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
全
フ

ル
ド
の
中
で
も

つ
か
し
か

存
在
し
な
い
特

な

層
で
ノ
ン
ア
ク
テ

ブ
タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

し
か
ポ

プ
し
な
い
特

徴
を
有
す
る

更
に
そ
の
モ
ン
ス
タ

達
も

層
に

し
な
い
弱
さ
な
た
め
レ
ベ
ル
一
の
者

が
迷
い

ん
だ
り

程
の
事
が
無
い
限
り
や
ら
れ
は
し
な
い
し
そ
も
そ
も
攻
撃
さ
え
し
な
け
れ

ば

本
襲

て
こ
な
い
設
定
な
の
で

全
体
的
に
和
や
か
な

気
に

ま
れ
て
い
る

 
コ
ン
セ
プ
ト
は

平
穏
で
和
や
か
さ
を
重

し
て
お
り

フ

ル
ド
は
一
体
が
緑

の

原
な
の
で
第
一
層
の
フ

ル
ド
に
似

た
部
分
が
あ
る

ま
た
ダ
ン
ジ

ン
の

も

迷

を

け
ば
一
切
存
在
し
て
お
ら
ず
正
に
今
の
キ
リ
ト
君
の
様
に
世
間
か
ら
身
を

す
目

的
に
は
持

て
来
い
と

え
る
だ
ろ
う

 
攻
略
組
は
キ
リ
ト
君
の
後
追
い
の
よ
う
に
新
た
な

層
に

り

き

そ
し
て
迷

を
進

み
ボ
ス
攻
略
に

り
出
す
事
を

り
返
し
て
い
る
た
め
一
部
の
物

き
な
プ
レ
イ

や
ア
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ス
ナ
君
の
よ
う
に
友
人
達
と

い
物
へ
定
期
的
に
向
か
う
よ
う
な
事
で
も
無
い
限
り

本
的
に

は
攻
略
情
報
に

す
る
事
以
外
に
あ
ま
り
興
味
を
持

て
い
な
い

 
む
し
ろ
キ
リ
ト
君
を
ど
う
や

て
出
し

こ
う
か
と
日
夜

を
付
き
合
せ
て

え
て
い
る
の

で
そ
う
い
う
事
を
無

と
断
じ
て
い
る
節
が
あ
る

そ
れ
は
聖
⻯

合
や
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
ア
ン
チ
一

に
し
て
ア
ン
チ
キ
リ
ト

の
メ
ン
バ

の

ど
に
見

け
ら
れ
る

 
故
に
彼
ら
は
気
付
か
な
い
彼
が
身
を

し
て
い
る
場

は
迷

と
い
う
危
険
な
最
前
線
で

は
無
く

⻑

な
片

の
一

で
あ
る
事
に

 
こ
の

層
に
て
主

内
外
問
わ
ず
家
を

お
う
と
す
る
と

本
的
に
他
の

層
で

う
よ
り

も
高
値
に
な
る
し
大
き
い
ホ

ム
も
数
は
少
な
い

キ
リ
ト
君
は
偶
然
な
が
ら

ば

か

に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
し
て

あ
の
大
き
な
ホ

ム
を

入
し
た
よ
う
だ
が
ア
レ
は
極
め
て
高

値
に
設
定
し
て
い
た
事
も
あ

て
ま
さ
か
一
人
の
時
に

入
す
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
つ
い
で
に

え
ば
あ
の
キ
リ
ト
君
が
ホ

ム
を

入
し
て
い
た
事
も

に
水
で
あ

た
た

め

い
た
も
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
彼
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い

も
が
知
れ
ば

く
で
あ
ろ
う
こ
の

層
に
は
黒
色
の
モ

ン
ス
タ

や
オ
ブ
ジ

ク
ト
な
ど
設
定
し
て
い
な
い
の
で
ア
レ
は
プ
レ
イ

か
と
見

が
付
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き

目
を

ら
し
て

し
た

 
ア
ス
ナ
君
も
気
付
い
た
よ
う
で
そ
ち
ら
に
目
を
向
け

を

る

 
こ
の

層
に
あ
る
フ

ル
ド
オ
ブ
ジ

ク
ト
に

す
る
も
の
は

原
と
い
う

だ
け
で
な

く

林
の
他
に
も

つ
も
存
在
す
る

な
ど
も
あ
る

 
そ
し
て
こ
の
ゲ

ム
で
の
水
場
は

本
的
に
ど
こ
で
も
釣
り
が
可
能
だ

 
釣
り
を
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
三
つ

一
つ
目
は
釣
り

二
つ
目
は
ル
ア

や
釣
り

に
引

掛
け
る

最
後
に
そ
れ
ら
を

使
す
る

釣
り

ス
キ
ル
で
あ
る

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
先

け
と
し
て
発

さ
れ
今

後
の

技
術
の

び
発
展
に
強
く
影

す
る
も
の
で
あ

た
た
め

そ
れ
は
も
う
こ
の
世

界
で
生
活
出
来
て
し
ま
う
程
の
完
成

を
目
指
し
た

味
覚
パ
ラ
メ

タ
に

し
て
は
ど
う
し
て

も
デ

タ
不
足
が

め
な
か

た
の
で
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
自
己
成
⻑

び

整

頼
り
に
な

て
し
ま

た
が
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
君
の
よ
う
に

理
ス
キ
ル
を

使
す
れ
ば

自
前
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

理
や
味
付
け
だ

て
可
能
で
あ
る

 
こ
の
世
界
で
の
ス
キ
ル
は
ア
ク
テ

ブ
ス
キ
ル
と
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
の
二
つ
の
種

に
分
け
ら
れ
前
者
は
能
動
的
に
使
い
た
い
と
思

た
時
に
使

す
る
も
の
後
者
は
そ
れ
を
ス
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キ
ル
セ

ト

に
セ

ト
し
て
い
る
間
は

果
を
発

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

に

え

ば

理
ス
キ
ル
や

ド
ス
キ
ル
の
よ
う
に
場
面
を

ぶ
も
の
は
ア
ク
テ

ブ
ス
キ
ル

持
容

ス
キ
ル
な
ど
セ

ト
し
て
い
れ
ば
ス
ト
レ

ジ
容

が
常
に
増

す
る
も
の

が

パ

シ
ブ
ス
キ
ル

に
あ
た
る

 

だ
が

ア
ク
テ

ブ
ス
キ
ル

は
更
に

ア
ク
テ

ブ
ア
ビ
リ
テ

と

パ

シ
ブ

ア
ビ
リ
テ

に

別
が
可
能
だ

前
者
が

武
器
系
ス
キ
ル
の

ド
ス
キ
ル
後
者
が
Ｍ
ｏ

ｄ
に
よ
る

ド
ス
キ
ル

力
の
増
強
や

備
に
よ
る
与
ダ
メ

ジ

増
大
な
ど
で
あ
る

 
そ
し
て
他
に
も

戦
闘
系

生

系

味
系

系

の
四
つ
に
分
け
る
分

が

あ
る

 

戦
闘
系

は
文

り

ド
ス
キ
ル
な
ど
を

う

片
手
剣

や

剣

が
入
り

こ
こ
に
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
で
あ
る
神
聖
剣
と
二
刀
流
も
分

さ
れ
る
よ
う
に
な

て

い
る

 
こ
れ
ら
は
こ
の
ゲ

ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

う
と
最
も
多

さ
れ
る
と

え
ら
れ
て
い
た
の

で
ス
キ
ル

練

は

本
的
に
最
も
上
が
り
に
い

論
二
刀
流
の
よ
う
に
手
数
が
多
け

れ
ば

対
的
に
上
が
り
や
す
い
し

手

の
よ
う
に
手
数
が

少
な
い
も
の
は
シ
ス
テ
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ム
的
に
上
が
り
や
す
く
補
正
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
結
果
的
に
は
平

に
な
る
よ
う
に
な

て
い
る

 

生

系

は

鍛
冶

裁

ス
キ
ル
の
よ
う
に
武

の
製
作
な
ど
に

す
る
ス
キ
ル
で

あ
る

 
た
だ
し
武

製
作
だ
か
ら
と

て
ア
ク
セ
サ
リ

の

な
ど
は
こ
こ
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に

な

て
い
る
ア
レ
は
ど
ち
ら
か
と

う
と

備
そ
の
も
の
で
は
無
く
外
観
的
価
値
を
重

し
て

い
る

だ

論
付
与

果
に
よ

て
中
に
は
第
一
線

の
代
物
だ

て
存
在
す
る

練

の

上
り

は
そ
こ
そ
こ
と
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る

 
こ
こ
に
分

さ
れ
る
ス
キ
ル
で
は
ア
イ
テ
ム
作
成
の
成

問
わ
ず
作
成
し
よ
う
と
し
た
ア
イ

テ
ム
の
ラ
ン
ク
に
応
じ
て
経
験
値
が
入
る
よ
う
に
な

て
お
り
成

し
た
時
は
レ
ベ
ル
経
験
値

が

失

し
た
時
は
ス
キ
ル

練

へ
経
験
値
が
多
く
入
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

 

味
系

は
キ
リ
ト
君
が
有
す
る

理

ス
キ
ル
を
始
め

釣
り

や

木
工

な
ど
ゲ

ム
攻
略
に
あ
ま
り

わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た

味
や

的
な
ス
キ
ル
を
中

心
に
さ
れ
て
い
る

 
人
に
よ

て
は

中
す
る
だ
ろ
う
が

ゲ

ム
攻
略
に

わ
ら
な
い
以
上
は
使

す
る
機
会
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も
少
な
い
と

え
ら
れ
た
の
で

理
な
ど
は

感
も
あ

て

実
行
も

い
た
め

最
も

練

が
上
が
り
や
す
く
さ
れ
た

そ
れ
も
あ

て
攻
略
一

倒
だ

た
キ
リ
ト
君
で

も
三
食
作
り

け
る
事
で
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
一
年
に

た
な
い
期
間
で
完
全

得
出
来
た

の
で
あ
る

 
ま

彼
の
場
合
は
武
器
ス
キ
ル
系

も

ど
完
全

得
し
て
い
た
が
ア
レ
は
恐
ら
く
ポ

プ
系
ト
ラ

プ
を
自
ら

ん
で
他
の
プ
レ
イ

の
数
十

の
エ
ン
カ
ウ
ン
ト

を
誇

て
い

た
か
ら
だ
ろ
う

 
こ
の
分
だ
と
彼
に
は
他
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
が
発
現
し
て
い
て
も
お
か
し
く
無
い
の
だ
が
第

七
十
四
層
ボ
ス
戦
時
に
出
し
た
の
は
二
刀
流
だ
け
だ

た
ら
し
い
か
ら
私
の
思
い
違
い
か

と

え
た
事
が
あ

た
り
す
る

 

系

は
少

特

な
も
の
で

索

や

投

と
い

た

い
が

な
ス
キ
ル
が
分

対

と
な
る

使
い
方
に
よ

て
は
戦
闘
に
も
使
え
る
し
フ

ル
ド
探

索
に
も
有

な
ス
キ
ル
だ
か
ら
だ

 
ま
た
索

は

感
知

増
大
の
他
ア
ス
ト
ラ
ル
系
を
中
心
と
し
た
実

の

い
存
在

の

認
遠
方
対

の

認
を
可
能
と
し
た
り
と
多
く
の

的

果
を
Ｍ
ｏ
ｄ
と
は
別

で
最
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初
か
ら
有
す
る
の
で

そ
れ
も
あ

て
こ
こ
に
分
け
ら
れ
る

投

は
ピ

ク
な
ど
の
他
に

も
武
器
を
投

る

に
も
発
動
す
る

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
全
て
戦
闘
系
ス
キ
ル
と
し
て
い
る

製
作

で
は
生

系

系
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
も

さ
れ
て
い
た
の
だ
が
あ
ま
り
に
あ
ま
り
な
も
の
と
な

た

た
め
デ

タ
を

し
た
の
で

こ
の
正
式

で
は
発
現
し
な
い
だ
ろ
う

 
さ
て
で
は
こ
の

層
に

い
て
最
も
使
わ
れ
そ
う
な
ス
キ
ル
は
生

系

あ
る
い
は

味
系
の
ど
ち
ら
か
だ
ろ
う

そ
し
て
私
と
ア
ス
ナ
君
が
見
て
い
る
黒
は

の
近
く
で

か
を

ら
し
て
い
る
の
で

恐
ら
く
は

釣
り

ス
キ
ル
な
の
だ
と
思
わ
れ
た

 
見
覚
え
が
あ
る
と
思
い
な
が
ら
近
付
い
て
み
れ
ば

や
は
り
キ
リ
ト
君
だ

た

黒
色
は
彼

の
⻑
い
黒
髪
だ

た

 
彼
の

は

時
も
と
違

て
い
た

黒
髪
は

時
も
の
ス
ト
レ

ト
と
は
違

て
一
つ
に
結

わ
え
ら
れ
て
お
り

は

い
こ
の

節
に

え
た
か
の
よ
う
な
ユ
ウ
キ
君
を

想
さ
せ
る

紺
色
の
シ

ツ
と
紺
色
の
ジ

ン
ズ

 
そ
の

を
見
て

ア
ス
ナ
君
は
わ

と

に
手
を

て
て

か
に

き
を
見
せ
る

え

と

キ
リ
ト
君

だ
よ
ね
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ん

ア
ス
ナ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
う
来
た
の
か

も
う
少
し
後
か
と
思

て
た
ん

だ
け
ど

い
や
君
が
火
の
件
て
メ
ル
を
送
て
来
た
か
ら
い
で
仕
事
を
終
え
た
の
だ
よ

し
か
し

の
黒

く
め
か
ら

を
変
え
た
だ
け
な
の
に

分
と
ま
た

が
変
わ
る
ね

は
ユ
ウ
キ
に
髪

は
ラ
ン
に
チ

カ

は
サ
チ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

た
ん
だ

の
コ

ト

だ
と
す
ぐ
遠
目
で
バ
レ
る
し
な

そ
う
か
ね

 
明
ら
か
に
知

て
い
る

な
の
に

を
変
え
た
だ
け
で
遠
目
で
確
信
を
持
て
な
く
な

て

し
ま
う
程
に

が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
と
は

少

予
想
外
だ

た

 
ど
う
や
ら
釣
り

を

ら
し
た
の
は
い
い
も
の
の
中

引

掛
か
ら
な
い

に
舟
を

い
で
い

た
彼
は
ア
ス
ナ
君
の
呼
び
掛
け
で
こ
ち
ら
に
振
り
返

た
が
そ
の

を
見
て

く
彼
が
キ
リ

ト
君
な
の
だ
と
分
か

た
く
ら
い
で
あ
る

本

に
遠
目
で
は
分
か
ら
な
か

た

 
よ
く
よ
く

え
れ
ば
こ
こ
ま
で
小

な
子
は
彼
以
外
に

な
い

な
の
だ
が

彼
の
他
に
も

子

が
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
と

に
し
た
事
が
あ
る
の
で
こ
う
い
う
カ
モ
フ
ラ

ジ

は
む
し

ろ

果
的
な
の
か
も
知
れ
な
い
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二
人
が
来
た
か
ら
家
に

と

い
た
い

な
ん
だ
け
ど
悪
い
け
ど
コ
ラ
ル
の

に
一

寄

て
良
い
か
な

の

を
出
す
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど

主
で

そ
れ
く
ら
い
別
に
良
い
よ

 
で
も
火

の
要
件

て

に
は

い
で
な
い
ん
だ
ね

事

と
は
判
断
し

い
事
だ
し

い
で
伝
え
な
い
と
い
け
な
い
け
ど
対
応
が
出
来

な
い
事
な
ん
だ

 
ア
ス
ナ
君
の
問
い
に
対
す
る
彼
の

え
は

で
イ
マ
イ
チ
要

を
得
て
い
な
い
内
容
だ

た
事
に
私
達
は

を

た

こ
こ
ま
で
要

を
得
な
い

え
を
返
す
な
ん
て
彼
に
し
て
は

し

い

よ

ど
判
断
に

る
か
ら
私
達
を
頼
る
事
に
し
た
の
か
と
思

た

現
状
そ
れ
が
一

番
し

く
り
来
る

え
で
あ
る

 
ち
な
み
に
こ
れ
か
ら
私
達
が
向
か
う
コ
ラ
ル
は
第
二
十
二
層

に

す
る
小
さ

な

で

に
は
キ
リ
ト
君
の
ホ

ム
が
あ
る

と
し
て
い
る
の
で
あ
ま
り
人
が
寄
り
付

か
ず

ま
た
目

も
無
い
の
で
プ
レ
イ

が

れ
る
機
会
も

ど
無
い
の
が
現
状
だ

 
正
反
対
の

に
は

ル
カ
と
い
う

が
あ
り
そ
ち
ら
は
こ
の
層
で
の
主

と
な

る

そ
し
て

に

す
る
ラ
ン
君
達
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
ギ
ル
ド
ホ

ム
が
最
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も
近
い

で
あ
り
彼
女
達
の
フ

ン
の
プ
レ
イ

は
そ
ち
ら
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
と

く

一

騒
が
し
い
事
に

の
緒
が
切
れ
た
ユ
ウ
キ
君
が
大

れ
し
ラ
ン
君
が
説
教
し
て

以
来
そ
の
活
動
は
鳴
り
を
潜
め
て
い
る
ら
し
い
の
で
今
と
な

て
は
⻑

な

に

て
い

る 
私
達
が
こ
の
層
に
来
る

に
は

本
的
に

ル
カ
方
面
に
転

す
る
の
で

コ
ラ
ル
に

一

向
か
う
の
は
道
な
り
と
い
う
事
も
あ

て
別
に
苦
で
は
無
い

そ
も
そ
も

に
少
し
遠
く
に

見
え
る

に
あ

た
か
ら
だ

 
コ
ラ
ル
に
向
か
う
道
中
に
攻
略
会
議
が
ど
う
な

た
の
か
キ
バ
オ
ウ
君
が
ど
の
よ
う
に

し
て
や
ら
れ
た
の
か
を
出
来
る
だ
け

に
語

て
お
い
た

彼
に
は
万
が
一
の
場
合

中

で
も
闘
技
場
攻
略
に

す
る
可
能
性
が
あ
る
事
を
伝
え
て
お
く
た
め
だ

キ
バ
オ
ウ
が
た

た
一

で

ど
れ
だ
け
強
い
ん
だ
よ

攻
略
は
真
面
目
に
や

て
る
し

が
り
な
り
に
も
軍
の
サ
ブ
リ

ダ

な
ん
だ
か
ら
そ
ん
な
ア

サ
リ
や
ら
れ
る
事
な
ん
て

無
い
の
に

で
も
本

に
一

戦
闘
開
始
直
後
に
や
ら
れ
ち

た
ん
だ
よ

多
分
ア
レ
は
ゼ
ロ
コ
ン
マ

だ
と
思
う
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見
た
と
こ
ろ
斬
り

け
だ

た
よ
う
だ

お
よ
そ
十
メ

ト
ル
の

離
を
一

で
斬
り

け
る

突
進
速

と
攻
撃

力
を
有
す
る
事
か
ら

恐
ら
く
脱

者
は
多
い
だ
ろ
う
な

 
個
人
戦
で
負
け
た
キ
バ
オ
ウ
君
は
今
後
制
覇
さ
れ
て
か
ら
で
無
け
れ
ば
闘
技
場
に

め
な

い
し
今
現
在
攻
略
対

と
な

て
い
る
レ
イ
ド
戦
に
も
参
加
出
来
な
い
た
め
今
は
攻
略

か
ら
離
れ
て
第
一
層
に

る
ら
し
い

 
先
日
の
コ

バ

ツ
の
件
も
あ

て
デ

ア
ベ
ル
君
か
ら
も

わ
れ
た
ら
し
い
が
反

し
た
様
子
が
見
ら
れ
な
い
の
で
ど
う
し
た
も
の
か
と
彼
も

を

え
て
い
た

 
そ
ん
な
彼
も
攻
略
に
対
し
て
は
か
な
り
真
面
目
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
れ
に
応
じ
て

レ
ベ
ル
も
最
前
線
で
戦
え
る
程

に
は
保
た
れ
て
い
る

ア
ス
ナ
君
や
ラ
ン
君
達
の
よ
う
に

日
潜

て
い
る

で
は
無
い
の
で
レ
ベ
ル
的
ス
テ

タ
ス
で
は

る
が
そ
れ
で
も
強
い
事

に
は
変
わ
り
な
い

彼
の

さ
は
見
方
を
変
え
れ
ば

と
も

え
る
か
ら
そ
の

で
一
気
に
攻
め
る
戦
法
を
取
り

そ
れ
が

に

い
た
事
も

か
あ
る

 
デ

ア
ベ
ル
君
を
始
め
キ
リ
ト
君
も
そ
こ
は

価
し
て
い
る
し
攻
略
に
対
し
て
は

だ
か

ん
だ
で
協
力
的
だ

た
か
ら
ど
れ
だ
け
横

だ
ろ
う
と

さ
れ
な
か

た
の
だ
が

コ

バ

ツ
を
死
な
せ
た
独
断
専
行
に
よ
り

彼
の
立
場
も
危
う
く
な

て
い
る
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こ
の
事
に

し
て
は
キ
リ
ト
君
を

わ
ら
せ
る
つ
も
り
は
無
い
と
デ

ア
ベ
ル
君
は

て
い

た
が
果
た
し
て
本

に
上
手
く
い
く
か
と
私
は

え
て
い
る

か
と

い
キ
リ
ト
君
の
事
だ

か
ら
キ
バ
オ
ウ
君
の
事
も
推

と
い
う
名
の
確
信
か
ら
裏
で
動
い
て
い
る
事
も
あ
り
得
る

日
に

き
知

た
様
子
を
思
い
出
す
と
少

無
理
か
と
も
思
う
が

 
話
を

し
て
闘
技
場
の
ル

ル
は

常
戦
闘
と
異
な

て

つ
か
の
特
別
な
制
約
が
存
在
し

た 
ア
イ
テ
ム
の
仕
様
は
参
加
に
あ
た

て
配

さ
れ
た
も
の
の
み

備
の
制
限
は
無
く
ス
ト

レ

ジ
に
仕
舞

た

備
も
換

が
可
能

レ
ベ
ル
制
限
な
ど
も
無
い

 

個
人
戦

は
全
三
戦

パ

テ

戦

は
全
五
戦

レ
イ
ド
戦

は
全
三
回
の
ボ
ス
戦

と
な

て
い
る

 
ち
な
み
に

さ
れ
る
ア
イ
テ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
の

目
で
異
な

て
い
る

は
一
ま
で
し

か

ら
ず
そ
の
値
を
超
え
る
オ

バ

キ
ル
ダ
メ

ジ
が

出
さ
れ
た
時
点
で
ア
リ

ナ
へ
転

送
さ
れ
る

 
個
人
戦
で
の
一
戦
目
の

手
の
名
称
は
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ

ｎ
ｇ
ｅ
ｌ

直

す
れ
ば
片
翼
の
堕
天
使
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ゲ

ジ
は
五
本

使

武
器
は
三
メ

ト
ル
は
あ
る
だ
ろ
う
⻑
刀
を

手
に
持
ち

蒼
み

を

び
た
⻑
い
銀
髪
に
黒
い
コ

ト

背
中
の

骨

り
か
ら

黒
の
翼
を
生
や
し
て
い

る
⻑
身
の
⻘
年
の

を
し
た
人
型
ボ
ス

 
ボ
ス
だ

た

そ
う

ボ
ス
だ

た
の
だ

 
た

た
一
人
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

手
が
ボ
ス
だ

た
と
い
う
事
に
攻
略
組
は

を

か
れ

い
て
い
る
間
に
キ
バ
オ
ウ
君
は

に
対
応
出
来
ず
一

で
斬
ら
れ
負
け
て
し

ま

た
の
で
あ
る

そ
れ

も
勝
て
な
い
ん
じ

な
い
か

 
そ
れ
を
教
え
る
と

彼
は

と
も

え
な
い

に
な

た

 
ち
な
み
に
現
在
は

の
食

に
て

ら
れ
て
い
る

で
ど
れ
を

お
う
か
表
示
さ
れ
た
パ

ネ
ル
で

味
し
て
い
る

で
あ
る

だ
か
ら
君
を

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
よ

ア
ス
ナ
君
や
ラ
ン
君
で
も
見
え
ず
ユ
ウ
キ

君
で
も
⻑
刀
が
二
回
以
上
振
ら
れ
た
事
し
か
見
え
な
か

た
と

う
か
ら
あ
の
初
撃
を
ど
う
に

か
し
な
け
れ
ば
最
悪
君
が
出
る
必
要
も
あ
る
の
だ

ま

の
件
に
つ
い
て
は
了
解

た
だ
勝
て
る
か
ど
う
か
は
正
直

な

か
な

一
戦
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目
で
そ
れ
な
ら
二
戦
目
と
最
終
戦
で

が
出
て
来
る
の
や
ら

時
も
の
特
攻
と
撤
退
が
出
来

な
い
以
上
は

の

ス
に
な
ら
な
い
し

あ

こ
れ

い

そ
の
情
報
に
つ
い
て
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
や
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
が
主
体
で
集
め
て
く
れ
る
事
に
な

て
る
か
ら

そ
れ
に
シ
リ
カ
ち

ん
や
リ
ズ
を

と
し
た
中
層
プ
レ
イ

や

攻
略
組
プ
レ

イ

の
中
で
も

が
立
つ
人
に
も
声
を
掛
け
て

個
人
戦

や

レ
イ
ド
戦

の
情
報
収
集

に
協
力
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
よ

だ
か
ん
だ
で
リ
ズ
も

気
に

攻
略
組

の
ス
テ

タ

ス
だ
し
ね

あ
あ

一
緒
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の

イ
ン
ゴ

ト
を
取
り
に
行

た
時
に

い
た
レ

ベ
ル

外
高
か

た
か
ら
内
心
で

い
た
な

鍛
冶
と
か
の
ス
キ
ル

て
経
験
値
入
る

か
ら

そ
れ
だ
け
リ
ズ
が

て
来
た

て
い
う
証
な
ん
だ
ろ
う
な

あ
の
レ
ベ
ル
は

 

時
は
ま
だ
第
六
十
層
に
入

た

り
だ

た
ら
し
い
の
で
そ
れ
を

え
れ
ば
確
か
に
そ
の

の
彼
女
の
レ
ベ
ル
は
鍛
冶

人
を
主
と
す
る
に
し
て
は
高
い
と

え
る

そ
れ
で
も

攻
略
組

レ
ベ
ル
な
の
は
戦
闘
ス
キ
ル
の

練

と
本
人
の
技

が

り
高
く
な
い
か
ら
だ

と
に
か
く
情
報
が
集
ま

た
ら

に
も
伝
え
て
欲
し
い
か
な

て

て
も
別
に
呼
ぶ

の
は
構
わ
な
い
か
ら
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あ

う
ん

必
要
に
な

た
ら
お
願
い
す
る
よ

 
現
状
恐
ら
く
二
刀
流
ス
キ
ル
に
つ
い
て
の
さ
ら
に

な
情
報
を
求
め
ら
れ
て
い
る
事

は
知

て
い
て
も

彼
を

す
る
事
で
他
の
プ
レ
イ

に

る
だ
ろ
う
事
を
想
定
し
て

実

に
そ
う
な
る
が

自
分
が
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
者
達
が

る
事
ま
で
は
知
ら
な
い

の
だ
ろ
う

 
あ

け
ら
か
ん
と

て
き
た
彼
に
そ
れ
を
知

て
い
る
ア
ス
ナ
君
は

な

み
を
浮
か

べ
な
が
ら
返

し
た

食

が
表
示
さ
れ
た
パ
ネ
ル
を

作
し
て
い
た
キ
リ
ト
君
は
そ
れ
を
見
て

い
な
か

た
が

 
そ
れ
か
ら
更
に
数
分
他
の
食

と

味

の
配
合
に
使

す
る

ら
し
い

ア
イ
テ
ム

を
一

り

入
し
て
か
ら

私
達
は
キ
リ
ト
君
の
先
導
の
下
に
彼
の
ホ

ム
へ
と
向
か
う
事
に

な

た
さ
て

が
呼
ん
だ
の
に

た
せ
て

お

び
に
色

と
ご
馳

す
る
か
ら

あ
は
は

別
に
気
に
し
て
な
い
よ

い
い
気
分
転
換
に
な
る
し

今
日
は
も
う
お
仕
事
も
無

か

た
か
ら
ど

ち
に
し
ろ
キ
リ
ト
君
の
と
こ
に
行
こ
う
と
思

て
た
し
ね

私
も
別
に
気
に
し
て
い
な
い
む
し
ろ
こ
れ
く
ら
い
で
君
の

理
に
あ
り
付
け
る
と
い
う
の
は
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中

の

件
だ
ろ
う

ク
ラ
イ
ン
君
達
に
話
し
た
ら

ま
し
が
ら
れ
そ
う
だ

そ
う
か

じ

あ

そ
ろ
そ
ろ

 
私
の

外
の

め

葉
に

れ
く
さ
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
た
キ
リ
ト
君
は
ホ

ム
の
方
面

を
指
差
し
な
が
ら

て
い
た
が

そ
の

中
で

葉
を
止
め
て

そ
う
な

に
な

た

ど
う
し
た
の
か
ね

気
の
せ
い

か

 

か
変
な

が

こ
え
た
よ
う
な

こ
う

生
活

と
か

境

と
か
じ

な
く
て

異

と
い
う
か

て

え
る
よ
う
な

え

 

⻑

そ
ん
な

こ
え
ま
し
た

い
や

私
の

に
は

も

ま
さ
か
キ
リ
ト
君

体
が
限
界
に

 
彼
は
成
⻑
し
切

て
い
な
い
子

な
の
で

ナ

ヴ
ギ
ア

が

み
取
る

波
形
は
あ
ま
り

定
ま

て
い
な
い
し

部
分
か
ら
キ

チ
す
る
電
気
信

で
も

ら
か
の

が
存
在
す

る
と

え
ら
れ
て
い
た
の
で

彼
に
だ
け
異

が

こ
え
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
に
は
あ
る

 
だ
が
今
ま
で
そ
の

え
は
無
く
い
き
な
り

こ

た

そ
の
事
か
ら
ア
ス
ナ
君
は
ど
う

や
ら
彼
の
体
が
予
想
以
上
に
限
界
を

え
て
い
る
の
で
は
と

そ
う
予
想
し
た
よ
う
だ

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
キ
リ
ト
君
も
ま
さ
か
と
は
思

て
い
る
よ
う
だ
が
し
か
し
そ
の
可
能
性
を
示

し
た
の
も
自

身
で
あ
る

に

定
出
来
な
い
よ
う
で

か
に

根
を
寄
せ
る

  

バ
ジ

ガ
ガ

  
三
人
で

て
い
る
そ
の
時
確
か
に
異

と
い
う
か

と

う
の
が

応
し
い

な

が
私
の

を
打

た

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
君
は

論
ア
ス
ナ
君
に
も

こ
え
た
よ
う
で
二
人
と
も
ハ

と
し
た
表
情
と

な
る今

の

 
今
の

こ
え
た
か

え

え
え

け
ど

こ
れ
は

上
か
ら

こ
え
た
気
が
す
る
が

 
キ

ロ
キ

ロ
と
二
人
が

り
を
見
回
す
中
私
は

と
な
く
前
後

で
は
無
く
上
か
ら

こ
え
た
気
が
し
て
目
線
を
上

た

 
す
る
と
百
メ

ト
ル
上
空
の
天

に

し
出
さ
れ
た

の
空
を
引
き
裂
く
よ
う
に
し
て
空



 第十六章 〜異変の前兆〜

間
に
裂
け
目
が
出
現
し
て
い
る
の
を
見
た

 

た

色
や

色
黒

い
緑
色
が
乱
舞
す
る
そ
の
裂
け
目
か
ら
は
一
人
の
人
間

少

女
が
背
中
か
ら

に

を
現
し

四

が
裂
け
目
か
ら

け
る

 
そ
れ
と
同
時
に
裂
け
目
は
ま
る
で
存
在
し
な
か

た
か
の
よ
う
に
ア

サ
リ
と
消
え
て
し
ま

た 
そ
し
て
物
理
法

を
再
現
し
て
い
る
こ
の
世
界
も

外
で
は
無
い
重
力
に

て
少
女
は

浮
遊
か
ら
一
気
に

下
へ
と

る

な

お

ち
る
よ

く

間
に
合
う
か

 

り
の
出
来
事
に
目
を

て
見
上

て
い
た
私
達
は
大
慌
て
し
そ
の
中
で
も

的

く

に
復
帰
し
た
キ
リ
ト
君
が
神
速
で

け
出
し
た

ア
ス
ナ
君
の
方
が

寄
り
だ
ろ
う
が
彼
は

彼
女
を

か
に
上
回
る
レ
ベ
ル
ら
し
い
の
で
そ
れ
で
彼
女
よ
り
も
速
く
動
け
る
事
か
ら
も

と

え
た

 
コ
ラ
ル
は
⻑

な

で
そ
の
圏
内
の
中
に
は

み
水
と
し
て
使

出
来
る

水
が
存

在
し
て
い
る

む
と
と
て
も

や
か
な
の
ど
越
し
を
感
じ
ら
れ
る
が

性
が
無
い
た
め
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に

め
て
も
持
ち
帰

た

に
は
無
く
な

て
し
ま

て
い
る

 
少
女
は
そ
の

水
へ
真

逆
さ
ま
に

ち
る

だ

た

 

に

に
向
か

て
い
た
私
達
か
ら

水
ま
で
は
お
よ
そ
三
百
メ

ト
ル
あ
り
少
女
は
上
空

百
メ

ト
ル
未

か
ら

下
を
開
始
し
た
の
で
正
直
間
に
合
う
か
は
現
実
以
上
の
身
体
能
力
を

発

出
来
る
ス
テ

タ
ス
を
有
す
る
彼
で
も

な

だ

た

 
別
に
圏
内
な
の
で

下
し
た

で
ダ
メ

ジ
は
発
生
し
な
い

し
か
し
保
護
さ
れ
て
い
る
と

て
も
衝
撃
は
し

か
り

け
る
し
そ
も
そ
も
攻
撃
的
ア
ク
シ

ン
で
は
無
く
ア
レ
は
プ
レ

イ

が

こ
し
た
自
分
に
対
す
る
ア
ク
シ

ン
と
し
て

理
さ
れ
る
の
で
そ
の
ま
ま

る

故

に
精
神
的
シ

ク
も

り
知
れ
な
い

こ

の

間
に
合
え

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
ら
し
い
キ
リ
ト
君
は
そ
れ
は
も
う
全
力
で
一
つ

り
の
黒
髪
を
振
り

乱
し
な
が
ら

け

け

中
で

く

ん
で
少
女
を
空
中
で

き

め
る

 
そ
し
て

水
の
縁
に
危
な

な
く

地
し
た

き

キ
リ
ト
君

よ
く
間
に
合

た
ね

ギ
リ
ギ
リ
だ

た
け
ど
な

そ
れ
よ
り
も
こ
の
人

で
空
か
ら
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後
か
ら
追
い
付
い
た
私
と
ア
ス
ナ
君
は

水
の
縁
に

か
せ
た
少
女
と
縁
に

る
キ
リ
ト
君

に
追
い
付
き

少
女
を
見
た

 
日
本
人
ら
し
い
黒
髪
は

め
に
切
り

え
ら
れ
て
お
り

方
の
び
ん
は
白
の
リ
ボ
ン
で
結
わ

え
ら
れ
て
い
る

に
だ
け

て
が
付
け
ら
れ
全
体
的
に

葉
を
思
わ
せ
る

の
上

と

黒
の
イ
ン
ナ

同
色
の
ホ

ト
パ
ン
ツ

ブ

ツ
が
特
徴
的
な

の
少
女
だ

た

 
ど
う
や
ら
今
は
気
を
失

て
い
る
ら
し
く

目
を

て
眠

て
い
た

 
気
に
な
る
事
は
あ
る

こ
の
少
女
が
空
か
ら

ち
て
来
た
事
も
そ
う
だ
が
あ
の
出
現
の
仕
方

は
私
が
監
修
し
た
転

エ
フ

ク
ト
の
パ
タ

ン
に
は
一
切
無
い
し

と
し
て
作
成
し
た
中
に

も
存
在
し
て
い
な
か

た
も
の
だ

 
つ
ま
り
ア
レ
は
シ
ス
テ
ム
に

定
さ
れ
て
い
な
い
現

バ
グ
と
い
う
事
に
な
る

 
そ
も
そ
も
転

結

に
よ
る
転

は

ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
有

圏
内

が
三

的
な
横
と

全
体
に
広
が

て
い
る
と
し
て
も
必
ず

を
指
定
す
れ
ば
転

エ
リ
ア
の
地
面

に
送
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る

く

躍
し
な
が
ら

び

ん
だ
場
合
も
あ
る
の
で
決
し
て

地
面
に
足
を
付
け
た
状

と
は

え
な
い
が
転

エ
リ
ア
は
十
メ

ト
ル
四
方
の

に

五
メ

ト
ル
か
ら
な
る
三

的
な
空
間
と
し
て

定
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
れ
よ
り
外
に
は
原
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的
に
転

さ
れ
な
い
の
で
あ
る

 

論
こ
れ
は
製
作
ス
タ

フ

で
あ
る
者
だ

た
か
ら
こ
そ
知
り
得
て
い
る
事
で
一

に
は

知
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
が

 
と
も
か
く
転

エ
リ
ア
外
か
ら
の
あ
り
得
な
い
エ
フ

ク
ト
を

て
の
出
現
は
明
ら
か

に
異
常
事

だ

 
と
は

え

流

に
眠

て
い
る
少
女
を
そ
の
ま
ま
に

な
ど
し
よ
う
と
は
思
え
な
い

し
彼
が
私
達
を
呼
ん
だ
件
も
あ
る
か
ら
一
先
ず
彼
の
ホ

ム
へ
少
女
を

れ
て
引
き
上

る

べ
き
だ
ろ
う
と
思

た

少
女
が
目
覚
め
な
い
限
り
は
情
報
が
無
さ
過
ぎ
て

に

も

な
ら

な
い
事
な
の
だ
か
ら

キ
リ
ト
君
原
因
を

す
る
の
は
一

君
の
ホ

ム
に
引
き
上

て
か
ら
に
し
な
い
か
ね

 
こ
こ
で
は

時
人
が
来
る
と
も
知
れ
な
い

そ
う
だ
な
話
す
事
も
あ
る
し

じ

あ
ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ア
ス
ナ
の
ど

ち
か
こ

の
人
を
お
ぶ

て

 

う

ん
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私
の
意
見
に

同
し
指
示
を
出
そ
う
と
し
た

で
横
に

て
い
た
少
女
の

き
が
上
が

た 
そ
れ
と
共
に

り
の

水
の
縁
の
上
に

か
れ
て
い
た

手
が
持
ち
上
が
り

を

く
触

れ
そ
し
て
少
女
の

が

く
り
と
持
ち
上
が
る

黒
い

が

に
見
え
る
よ
う
に
な

て

い

た
あ

き
た

大

 
そ
れ
に
気
付
い
た
キ
リ
ト
君
が

み
な
が
ら
少
女
の

を

き

ん
だ

 
少
女
は

く

う

と
彼
の

を
見
て
い
た
が

第
に

が
は

き
り
し
て
き
た
の
か
目

を
開
い
てな

い

い
や

え

ち

ぎ

 

な
一
撃
を

彼
の

に

き

ん
だ

 
更
に
悪
い
事
に
キ
リ
ト
君
が

り
手
で

く
の
け
ぞ
ら
さ
れ
た
方
向
に
は
水
が

ま

た

水
が
あ
り

彼
は
い
き
な
り
の
事
だ

た

に
そ
こ
へ

す
術
も
無
く

か
ら
突

ん
で
し
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ま

た

 

水
に

ち
た
の
だ
か
ら

然
の
如
く
ば
し

あ
あ
あ
あ
あ
ん

 
と
そ
こ
そ
こ
大
き

な

と
共
に

大
な
水

が
上
が

た

え

え

 
突
然
の
事
に
私
と
ア
ス
ナ
君
は
表
情
を

り
付
か
せ
て

ま
り
少
女
は

が

だ
か
と
状
況

を
理
解
出
来
て
い
な
い
事
が
分
か
る
反
応
を

り
返
し

け
て
い
た

 
うえ

と

そ
の
ご
め
ん
な
さ
い

い
き
な
り
の
事
で
取
り
乱
し
た
と
は

え

を

い

た
上
に

水
に

と
す
な
ん
て

 

水
に

と
さ
れ
た
キ
リ
ト
君
は

面
か
ら
突

ん
だ

に

へ

を
ぶ
つ
け
た
ら
し

く

を

さ
え
な
が
ら

目
で

水
か
ら
出
て
来
た

完
全
に
び
し

ぬ
れ
に
な

た
彼
は

一

人
目
の
無
い
場

に

動
し

れ
た

を
脱
ぎ
体
を

い
て
か
ら

の
黒

く
め

で

て
来
た

と
は

え

今
は
オ
フ
だ
か
ら
か
コ

ト
は

て
い
な
か

た
が
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彼
が
帰

て
来
る
ま
で
に
一
応
自
己

を

ね
て
彼
女
に
キ
リ
ト
君
が
し
た
事
を
説
明
す
る

と
流

に
空
か
ら

ち
て
来
た

り
は
信
じ
て
い
な
か

た
が
そ
れ
で
も
眠

て
い
た

を

し
よ
う
と
し
て
い
た
事
は
理
解
し
て
も
ら

た
よ
う
で
彼
の
見
た
目
か
ら
明
ら
か
に
年
下

で
あ
る
事
も

て
非
常
に

し

な
さ
そ
う
に

を
下

て

罪
す
る

 
そ
れ
に
対
し
キ
リ
ト
君
は

か
に

し
た
よ
う
な

り
声
を
上

な
が
ら
私
の
後
ろ
に

身
を

し

横
か
ら

を
出
し
て

し
て
い
た

 

少
し
ば
か
り
子

ら
し
く
な

て
い
る

り
で
ア
ス
ナ
君
と

を
見
合
わ
せ
て
苦

し

つ
つ
安

し
た
事
は

彼
に
は
内
緒
で
あ
る

ら
キ
リ
ト
君

彼
女
に
も
悪
気
が
あ

た

じ

無
い
ん
だ
か
ら
許
し
て
あ

て

う

分
か

た

ま

い
き
な
り

を

き

ん
だ

に
も
非
は
あ

た
し
気
を

い
て
た
部
分
も
あ

た
か
ら

水
に

ち
た

り
は
責
め
ら
れ
な
い
か
ら
な

キ
リ
ト
君

そ
れ
で
は
君
だ
け
が
悪
い
と
い
う
事
に
な
る
と
気
付
い
て
い
る
か
ね

あ
れ

 
少
女
が

を

た
事
は

然
の

衛
反
応
だ

た
た
め
そ
れ
を
引
き

こ
し
た
自
身
の
行

動
と
気
を

か
な
け
れ
ば

水
の
方
へ

ば
さ
れ
て
も
対
応
出
来
た
の
で

ち
た
の
は
自
分
の
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責

だ
と

う
キ
リ
ト
君
は
ど
う
や
ら
自
分
だ
け
が
悪
く
な
る
事
に
気
付
い
て
い
な
か

た
よ

う
で

を

た

 
そ
れ
に
ア
ス
ナ
君
と
共
に

変
わ
ら
ず
だ
な
と
苦

し

少
女
は

気
に
取
ら
れ
る

と

う
か

あ
な
た

見
た
目
に
そ
ぐ
わ
ず
結
構

し
い

葉
を
使
う
の
ね

こ
れ
で
も
今
年
で
十
一

に
な
る
ん
だ
け
ど

い
や
そ
れ
で
も
十
分

し
い

葉
を
使

て
る
わ
よ

あ
な
た
み
た
い
に
理
知
的
な
子
ば
か

り
だ

た
ら
苦
労
し
な
い
と
思
う

ん

そ
れ

め
て
る

む
し
ろ
そ
れ
以
外
に

が
あ
る
の
よ

 

苦

を
浮
か
べ
な
が
ら

め
て
い
る
と
伝
え
る
と
そ

か
と
キ
リ
ト
君
は

い
て

た

と
こ
ろ
で
ち

と
気
に
な
る
事
が
あ
る
の
だ
け
ど

い
て
い
い
か
し
ら

こ
こ
は

ど
こ

 
あ
と

あ
な
た
達
の

の
上
に
あ
る
そ
れ
は

の
上

 
カ

ル
の
事

 
あ
と

こ
こ
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

第
二
十
二
層

の

コ
ラ
ル

だ
け
ど

か

そ
る

 
あ
い
ん
く
ら

ど

 
だ
い
に
じ

う
に
そ
う

 
そ
れ

の
事
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んえ
 

と

た
り
前
の
こ
と
を

え
た
キ
リ
ト
君
に

を

て
い
る
の
か
と
更
に
問
い
掛
け
る

少
女

 
ど
う
も
話
が

み
合

て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る

 
と

う
か

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
事
す
ら
分
か
ら
な
い
上
に
カ

ル
に
も
疑
問
を

す

る

り

こ
れ
は

む

少
し
い
い
か
ね

 
さ
き
君
に
は
さ
き
空
を
ち
て
来
た
て
話
を
し
た
が

そ
の
前

つ
ま
り
私
達
と
会
う
前
に

を
し
て
い
た
か
は

え
て
い
る
か
い

私
が

に
来
る
前

き
る
前

 
こ
ち
ら
の

葉
を
復

し

思
い
出
そ
う
と

か
に

線
を

て

根
を
寄
せ
る
少
女

 
そ
れ
か
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
と

葉
を
復

し
て
思
い
出
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
よ
う
だ

た
が
し

か
し
十

ど
が
経
過
し
た
時
に

を
上

て
見
て
来
て

る

る
と

を
力
な
く
横
に
振
る

だ
め

思
い
出
せ
な
い

を
し
て
い
た
の
か

ど
こ
に

た
の
か
も

え

思
い
出
せ
な
い

て

え

じ

あ
あ
な
た

記

を
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や
は
り

記

喪
失
だ

た
か

や
は
り

て

も
し
か
し
て
原
因
を
知

て
る
の

い
や
直

的
原
因
に
つ
い
て
は

も
知
ら
な
い
さ
そ
れ
以
前
に
私
は
君
と
今
日

で
初

め
て
知
り
合

た
か
ら
ね

私
が
予
想
出
来
た
事
は
君
が
空
か
ら

ち
て
来
る
時
に
見
た
現

そ
れ
と
君
の

問
が

し
て
い
る

ど
う
い
う
事
よ

 
手
掛
か
り
を
得
よ
う
と

か
な
り
と
も
語
気
が
強
く
な

て
い
る
少
女
だ

た
が
私
は
そ
れ

に
不

快
に
思
う
事
無
く
予
想
出
来
た
理
由
を
話
し
た

本
来
あ
り
得
な
い

の

説
明
時

に
は
今
ま
で
見
ら
れ
な
か

た
と

た

転

光
そ
し
て
問
わ
れ
る
内
容
の
明
ら
か
な
違

和
感
に
つ
い
て
だ

君
は
私
達
の

上
そ
し
て
私
か
ら
は
君
の

上
に
も
見
え
て
い
る
カ

ル
と
呼
ば
れ
る

型
マ

ク
の
事
そ
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
い
う

語
に
疑
問
を

し
た

つ
ま
り
君

は
こ
の
世
界
に
ま
つ
わ
る
情
報
の
一
切
を

え
て
い
な
い
と
い
う
事
に
な
る

私
が
知
ら
な
か

た

と
い
う
可
能
性
は
無
い
の

 
あ
る
意
味
で

然
と
も
思
え
る
疑
問
だ
が
私
は
そ
れ
に
断

と
し
て

定
す
る
べ
く

を
横
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に
振

た

い
や
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う

も
し
も
君
が
現
時
点
に

い
て
記

喪
失
が
無
か

た

と
す
れ
ば
決
し
て
そ
れ
ら
を
知
ら
な
い
な
ど
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
い
の
だ

君
が
し
た

問

は
そ
う
い
う

の
も
の
な
の
だ
よ

一
応

常
識
的
な
事
は
覚
え
て
い
る
と
思

て
い
た
の
だ
け
ど
ね

そ
れ
は
そ
う
と

さ

き
あ
な
た

こ
の
世
界
と
か

て
た
け
ど

ど
う
い
う
事
よ

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

て
い
う
名
前
も

い
た
事
無
い
し

む

そ
こ
か
ら
か

少
し
ば
か
り
⻑
く
な
る
か
ら

動
し
な
が
ら
で
構
わ
な
い
か
な

 

向
か
う
先
は
キ
リ
ト
君
が
持
つ
家
だ

そ
れ
は
良
い
わ
よ

教
え
て
も
ら
う
ん
だ
か
ら
我

え
な
い
し

そ
れ
よ
り

キ
リ
ト

だ

け

 
あ
な
た

家
を
持

て
る
の
ね

か
ら

わ
れ
る
な

 
攻
略
組
か
ら
も
迷

が
ホ

ム
だ
と

わ
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
に

り

け
て
い
た
彼
が

よ
も
や
下
層

で
ホ

ム
を

入
し
て
い
る
な
ど
と

が
予
想
す
る
だ
ろ
う
か

そ
れ
に

い
た

か
ら
こ
そ

も
が
そ
れ
を

う
の
だ
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そ
の
後
私
達
は
少
女
と
共
に
キ
リ
ト
君
の
家
に
向
か

た

中
で
名
前
を

ね
た

に
リ

ア
ル
の
名
前
を

わ
れ
て
ア
ス
ナ
君
が
焦
り

界

上
と

手
を
振

た

の
メ
ニ

面

か
ら
名
前
を
確
認
し
た
事
で

彼
女
の
プ
レ
イ

ネ

ム
が
判
明
し
た

 
少
女
の
名
前
は

シ
ノ
ン

と

う
ら
し
か

た

 
シ
ノ
ン
君
が
ど
の
よ
う
な
経

で
あ
の
よ
う
な
バ
グ
を
引
き

こ
し
な
が
ら
現
れ
た
の
か
は

知
ら
な
い
が
も
し
か
す
る
と
こ
の
世
界
に
異
変
が

こ
る
前
触
れ
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
か
と

私
は

え
て
い
た

 

故
な
ら

私
は

に

そ
れ
に

す
る
だ
ろ
う
事

を
一
つ
知

て
い
る
か
ら
だ

 
こ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
の
は

場

本
人
で
は
無
い
と
い
う
他
者
に
は
知

り
得
な
い
事

を

 
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
世
界
で
私
の
愛
す
る
世
界
で
良
か
ら
ぬ
事
が

こ

て
い
る
事
は

か
以
前
か
ら
明
ら
か
な
事
で
あ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

話
を
重
ね
る
ご
と
に

ク
オ
リ
テ

下
が

て
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す

前
話
の

ア
ル
ゴ

点
の
時
の
お
気
に
入
り
登
録
数
と
ア
ク
セ
ス
件
数
の

び
に
は

き
ま
し
た
が

 
い
や
投
稿
し
て
か
ら
二
日
は

時
間
百
件
く
ら
い
ア
ク
セ
ス
あ

た
し
一
日
に
お
気
に
入

り
登
録
が
三
十
人
近
く
も
あ
り
ま
し
て

か
な
り

き
ま
し
た

そ
し
て
と
て
も

し
い
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
と
ち

と
三
百
人

目
指
せ

 
で
す
ね

 
ア
ル
ゴ
は
キ
リ
ト
に
つ
い
て
他
の
プ
レ
イ

よ
り
よ
く
知

て
お
り
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
キ

リ
ト
の
リ
ア
ル

め
て
色

と
知

て
い
る
状

な
の
で

他
の
人
よ
り
も
一
味
違
う

点
を

持

て
い
る
キ

ラ
と
し
て
お
り
ま
す

今
後
こ
の
二
人
が

わ
る
時
は

ら
か
の
意

が
あ
る

と
思

て
下
さ
い

文
中
に
語
ら
れ
ま
す
が

 
そ
し
て
感
想

で
も
出
て
い
る
あ
の
子

で
は
無
く
原
作
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
ヒ
ロ
イ
ン
シ
ノ
ン

の
登
場
で
す

い
や

あ
の
シ

ン
に
シ
ス
テ
ム

で

し
い
ヒ

ス
ク
リ
フ

点
に
よ
る

も
交
え
て

き
た
か

た
の
で
悩
み
に
悩
ん
だ

に
こ
う
な
り
ま
し
た

シ
ノ
ン
は
か
な

り

き
な
キ

ラ
な
の
で
す
が
性
格
と

を
再
現
出
来
て
い
る
で
し

う
か
ね

ち
な
み
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に
参

は

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

登
場
シ

ン
で
す

 
最
後
に

ス
キ
ル
の
分

に
つ
い
て
で
す
が
こ
れ
は
あ
ら

る
Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ

ム
系
小
説
を

に
書
き
上

て
お
り

Ｓ
Ａ
Ｏ
原
作
に
こ
こ
ま
で
明
ら
か
な
分

分
け
は
あ
り
ま
せ
ん

戦
闘

生

味
ス
キ
ル
の
呼
称
は
あ
り
ま
す
が

系
は
勝
手
に
呼
び
名
を
付
け
ま
た
分

と

定
義
を
自
己
解

に
し
て
い
ま
す

で
色

と
書
く
た
め
に
前
情
報
と
し
て
書
き
ま
し
た

が
本
編
で
最
重
要
と
い
う

で
は
無
い
の
で
覚
え
て

か
な
く
と
も

は
無
い
で
す

 
⻑
く
な
り
ま
し
た

失
礼
し
ま
し
た

で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
の
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

一
部
強
過
ぎ
て
倒
せ
な
い



 第十七章 〜平和な一時〜

 
第
十
七
章
 

平
和
な
一
時

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
数
日
空
き
ま
し
た

さ

さ
と
物
語
の
時
間
を
進
め
た
く
も
あ

た
の
で
今
話
は
結
構

な

い
に
な

て
お
り
ま
す

体
的
に
は
心
情

写
が
結
構
少
な
い
の
で
す

逆
に
あ
る
人
物
を

同
時
に
登
場
さ
せ
て
お
り
ま
す

 
ま

点
は
シ
ノ
ン
と
キ
リ
ト
で
記

喪
失
状

で
過
去
を
語
れ
な
い
シ
ノ
ン
は
と
も
か

く
キ
リ
ト
の
方
は
情
報
を
小
出
し
に
す
る

に
わ
ざ
と

い
た
の
で
少
な
く
な

て
お
り
ま

す 
更
に

え
ば

点
人
物
で
は
キ
リ
ト
と
の

わ
り
と

価
を
書
い
て
き
ま
し
た
が
片
方

は
本
人
だ
し
片
方
は
記

喪
失
な
上
に
初
対
面
な
の
で
書
け
な
い
と
い
う

更
に
キ
リ
ト
の

事
情
説
明
も

い
て
お
り
ま
す
理
由
は

分
今
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
事
と

分
今
後
の
お
話

に
取

て
お
く

で
す

 
そ
れ
で
も
文

数
二
万

り
ま
し
た

し
ん
で

け
れ
ば

い
で
す
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で
は
ど
う
ぞ

最
初
は
キ
リ
ト
の
ホ

ム
に
向
か
う

中
の
シ
ノ
ン

点
で
す

  
コ
ト
コ
ト
と

林
の
中
に
作
ら
れ
た
木
製
の

の
上
を
歩
き
な
が
ら
ど
う
し
て
私
は

に

る
の
だ
ろ
う
か
と

え
の
無
い
疑
問
を

り
返
し
思
い
浮
か
べ
て
い
た

 

こ
の
世
界
で
は
シ
ノ
ン
と
い
う
付
け
た
覚
え
の
な
い
プ
レ
イ

ネ

ム
で

あ
る
私
に
は
記

が
無
い

自
分
の
名
前
は
覚
え
て
い
る
し
お
金
と
か
国
名
地
方
程

は

覚
え
て
い
る
事
か
ら
全
く
の
記

喪
失
と
い
う

で
は
無
く
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
い
う
紅
い

を

た
男
性
が

う
に
は
今
ま
で
見
ら
れ
な
か

た
転

エ
フ

ク
ト
に
よ
る
一
過
性
の
記

だ
ろ
う
と
の
事
ら
し
い

実

私
も

わ
れ
て

く
自
覚
す
る
程

な
の
で
そ
こ
ま
で
重

で
は
無
い
と
思

て
い
る

 
た
だ
ま

記

が
無
い
自
分
の
過
去
を

え
て
い
な
い
と
い
う
事
は
そ
れ
な
り
に
不
安
に

も
な
る

で

ど
う
振
る
舞

た
ら
良
い
の
か
少
し
ば
か
り

惑
う
事
が
あ

た
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ね

シ
ノ
ン
の
こ
と

シ
ノ
の
ん

て
呼
ん
で
も
良
い
か
な

え

え
え

別
に
良
い
け
ど

や

た

 
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ね

シ
ノ
の
ん

 
そ
の
一
つ
と
し
て
は
現
在
今
ま
で
呼
ば
れ
た
覚
え
の
な
い

記

が
無
い
か
ら
そ
う
感
じ

る
の
も

然
だ
が

名
で
私
を

し

に
呼
ん
で

う

色
の
⻑
髪
と

色
の

を
持
つ

同
年
代
ら
し
き
少
女
が

ら
れ
る

正
直
い
き
な
り
空
か
ら

て
来
た
ら
し
い
私
に
対
し

て
こ
こ
ま
で
親
し

に
話
せ
る
な
ん
て

い
と
思
う
の
と
同
時
怖
く
な
い
の
か
と
も
思

て
い

た 
人
は
異
物
を
恐
怖
し

絶
し

し
よ
う
と
す
る
き
ら
い
が
あ
る

論
全
て
の
人
間
が

そ
う
と
は
私
も
思

て
は
い
な
い

だ
が
ど
う
に
も

心
が
出
て
し
ま
う

そ
れ
が

故
か
は
分
か
ら
な
い
が

そ
う

に
親
し
く
し
て
も
い
い
と
思
う
の
だ

 

か
良
く
な
い
事
が

こ

た
時
私
に

み
掛
け
て
来
る
少
女
ア
ス
ナ
が
ど
の
よ
う
な
反

応
を
す
る
か

そ
れ
が

故
だ
か
気
に
な

て
仕
方
が
無
い

も
し
か
す
る
と
無
意
識
的
に
は

記

が
あ
る
の
か
も
知
れ
ず
こ
の
思

が
記

を
失
う
前
の
私
の
思

回
路
だ

た
の
か
と
も

思
う
と

そ
れ
は
少

し
い
も
の
で
は
な
い
か
と
自
分
で
思

た
り
も
し
て
い
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

む
シ
ノ
ン
君
こ
う
見
え
て
ア
ス
ナ
君
は

外
と

し
が
強
い

し

か
り
と
自
己
主

を
し
な
け
れ
ば
勢
い
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
ぞ

ち

と

⻑

そ
う
い
う

い
方
は
無
い
と
思
う
ん
で
す
が

は
は
い
や
す
ま
な
い
親
し
い
者
と
話
す
ア
ス
ナ
君
は

か
ら
は
見
ら
れ
な
い
く
ら
い

し
が
強
い
か
ら
ね

ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
シ
ノ
ン
君
に
教
え
て
お
こ
う
と
思

た
だ
け
な
の
で
他

意
は
無
い

そ
れ
な
ら
い
い
で
す
け
ど

 
紅
の

を

た

者
然
と
し
て

ち

い
た
様
子
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

葉
に

然
と
し

な
が
ら
も

得
し
た
ア
ス
ナ
を
見
て
い
い
ん
だ
と
苦

し
な
が
ら
思

た

他
意
は
無
い
と

わ
れ
て
は
い
る
が
苦

を
浮
か
べ
て
い
る

り
遠
回
し
に
遊
ば
れ
て
い
る
自
覚
は
無
い
の
だ

ろ
う
か
と
思
い

多
分
無
い
ん
だ
ろ
う
な
と
思

た

と
な
く
だ
が
ア
ス
ナ
は
ど
こ
か

な
感
じ
が
す
る

 
同
性
か
ら
見
て
も

く

だ
し
知
的
に
も
思
え
る
事
か
ら
ど
こ
か
の

な
の
か
も
知
れ

な
い
が
話
に

い
た
限
り
で
は
こ
の
世
界
に
は
一
万
人
の
ゲ

ム
プ
レ
イ

が

わ
れ
て
い

る
ら
し
く
現
実
で
た

た
一
万
本
し
か

ら
れ
て
い
な
い
ゲ

ム
を
手
に
入
れ
た
猛
者
の
中
に
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ア
ス
ナ
が
入

て
い
る
事
を

え
る
と
意
外
に
ゲ

マ

な
の
か
と
も
思

て
し
ま
う

こ
の

少
女
が
部

の
中
で

か
の
ゲ

ム
に

中
し
て
い
る
場
面
は
想
像
し

い
し
ア
ス
ナ

ど
の

外
見
を
持
つ
人
物
が
自
堕

な
生
活
を
送

て
い
る
場
面
は
む
し
ろ
想
像
し
た
く
な
い
気
も
す

る 
ま

わ

わ
と

て
い
る
上
に

心

そ
う
な

り
彼
女
は
ど
ち
ら
か
と

う

と
興
味
が

い
た
も
の
に

進
し
て

け
回
る

が
あ
る
が

ア
ス
ナ
は
世
話
を

く
の
が

き
だ
か
ら
な

シ
ノ
ン
も

る
事
が
あ
る
だ
ろ
う
し
色

と
助
け
て
も
ら
え
る
ん
じ

な
い
か
な

 
そ
し
て
私
が
最
も

惑

て
い
る
要
因
と
し
て
は
た

た
今

を
開
い
た
人
物
が

ら

れ
る

 
私
の

に
も
届
か
な
い

い
背

と
少
女
に
し
か
見
え
な
い
華

さ
を
持

た
少
年
キ
リ
ト

だ 
さ

き
私
が

水
に

と
し
て
し
ま

た

に

の

に

え
黒
シ

ツ
と
黒
ズ
ボ

ン

に
な

て
い
る

あ
の

は
友
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら

た
ば
か
り
の

だ

た
ら

し
い
の
で

と

い
罪
悪
感
が
あ
る
の
だ
が
こ
の
ゲ

ム
の
世
界
で
は

れ
た

も

く
ス
ト



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

レ

ジ
と
い
う
見
え
な
い

に
入
れ
る
か

す
か
す
れ
ば
す
ぐ

く
ら
し
い
の
で
別
に
構
わ

な
い
と

て
も
ら
え
た

 
彼

と

う
に
は
こ
の
子
と

う
方
が
し

く
り
く
る
キ
リ
ト
は
ア
ス
ナ
と
ヒ

ス
ク

リ
フ
の
話
で
は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
デ
ス
ゲ

ム
の
舞

で
あ
る
ア
イ

ン
ク
ラ

ド
で
最
年
少
の
プ
レ
イ

ら
し
い

本
来
な
ら
十
三

以
下
は

か
ら
送
ら
れ
る

信

や

波
の

で

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

た
た
め
に
プ
レ
イ
を

え
る
よ
う
レ

テ

ン
グ
を
し
て
い
た
ら
し
い
が
彼
の
義

が

め
ま
た
キ
リ
ト
自
身
も
興
味
が
あ

た
た

め
に
プ
レ
イ
を
始
め

わ
れ
て
し
ま

た
ら
し
い

 
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
が

い
て
お
よ
そ
一
年

が
経
つ
現
在
で
は

最
年
少
な
が
ら
キ
リ
ト
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
の
プ
レ
イ

だ
と
教
え
ら
れ
私
の
中
の

惑
い
は
更
に
大
き
な
も
の
に
な

て
い
た

 
ま
だ
子

な
の
に
危
険
な
場

で
戦
い

け
て
い
て
し
か
も
ど
ん
な
事
情
が
あ
る
の
か
は
教

え
て
も
ら
え
な
か

た
が

か

が
あ

て
一
人
で
生
き
て
い
る
と

い
て

い
と
い
う
感
心

よ
り
も
先
に
大

な
の
か
と
い
う
心
配
が
浮
か
ん
だ

 

け
ば
キ
リ
ト
は
ま
だ
十

ら
し
く
明
ら
か
に
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
年

そ
れ
な
の
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に
一
人
で
戦

て
い
る

り
の
大
人
は

を
し
て
い
る
の
か
と
も
思

た
が
そ
の

が
教
え

て
も
ら
え
な
か

た
事
情
に

わ

て
来
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
至
り
今
は
特
に
疑
問
を

さ
ず

に
彼
の
後
を
付
い
て
歩
い
て
い
る

 
今
は
キ
リ
ト
が
有
す
る
ホ

ム

二
人

く
か
な
り
の
大
き
さ
を
誇
る
家
に
向
か

て
い

る

中
で
状
況
に
も
よ
る
が
恐
ら
く
私
は
そ
こ
で
住
む
事
に
な
る
と

て
い
た

つ
ま
り
複

数
人
一
家
く
ら
い
な
ら
住
め
る
広
さ
の
家
と
い
う
事
な
の
で
一

家
と
い
う
事
に
な
る

ア
パ

ト
よ
り
も
大
き
い
と
い
う
事
に

い
て
そ
れ
が

な
の
か
と
も
思

た
が
そ
れ
は
違

う
と
二
人
が
苦

し
て

て
い
た
事
か
ら
キ
リ
ト
の
家
が
お
か
し
い
と
知

た

少
し
気
に
な

た
の
だ
け
ど

あ
と
ど
れ
く
ら
い
で
キ
リ
ト
の
家
に

く
の

え

 
う

ん

あ
と
五
分
く
ら
い
歩
い
た
ら

く
よ

ん

結
構
さ

き
の

か
ら
離
れ
て
る
の
ね

あ

ま
ま

シ
ス
テ
ム
で
作
ら
れ
た
家
の

は
仕
方
な
い
よ
プ
レ
イ

に
は
如

と
も
し

い
事
だ
か
ら

そ

か

 

や
ら

い

ん
で
い
る
様
子
を
見
る
と
恐
ら
く
人

か
ら
離
れ
な
い
と
い
け
な
い
事
情
が
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あ
る
の
だ
ろ
う
と

り
が
付
い
た
も
の
の
流

に
新
参
の
私
が
そ
の

を
突
く

に
も
い
か
な

い
し
そ
れ
以
前
に
キ
リ
ト
に

く
な
ら
と
も
か
く
他
の
人
に
は
ダ
メ
だ
ろ
う
と
自
制
す
る
事
に

し
た

そ
れ
に
し
て
も

こ
こ

て
本

に
ゲ

ム
の
中
な
の

 

ど
現
実
と
同
じ

と

い
う
か
全
く
仮
想
と
は
思
え
な
い
の
だ
け
ど

 
キ
リ
ト
が

え
る

に
人
目
の
少
な
い
場

を
探
し
て
い
る
間
に
こ
の
世
界
の
事
に
つ
い

て
は
二
人
か
ら
大
ま
か
に
は
教
え
て
も
ら

た
し

動
し
て
い
る
今
も
ち

く
ち

く
話
し
て

も
ら

て
い
る
が
そ
れ
を
知

た
今
で
も
こ
こ
が
ゲ

ム
に
よ
る
デ

タ
で
構
成
さ
れ
た
世
界

だ
と
は
信
じ
切
れ
な
か

た

 
別
に
ア
ス
ナ
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

葉
を
疑

て
い
る

で
も
ま
し
て
や
信
じ
て
い
な
い

で
も
無
い
そ
れ
で
は

上
に
見
え
る
緑
色
の

型
マ

ク
の
存
在
や

界

上
に
あ
る
Ｓ

ｉ
ｎ
ｏ
ｎ

と
い
う
白
い
フ

ン
ト
と
バ

に

ま
れ
た
緑
色
の
ゲ

ジ

そ
し
て

や

と

い
う
表
示
の
横
に
あ
る
数

の
説
明
が
付
か
な
い
か
ら
だ

 

は

レ
ベ
ル

と

い

強
さ
の
指
標
と
な
る
数

ら
し
く

私
は

と
表
示
さ
れ

て
い
た

ア
ス
ナ
は

目
前
ら
し
く

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
脱
出
す
る

に
存
在
す
る
攻
略
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組
と
い
う
集

の
中
で
も
ト

プ
ラ
ン
ク
に

し
て
い
る
ら
し
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
は

と

い
数
レ
ベ
ル
も
上
で
あ
る
と
い
う
事
に
ア
ス
ナ
が

悔
し

に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
少
し

だ
け

み
を
浮
か
べ
て
勝
ち
誇

て
い
て

だ
か
ア
ス
ナ
が
可
愛
く
思
え
て
し
ま

た
の
は

秘
密
だ

 
キ
リ
ト
の
レ
ベ
ル
は
教
え
て
も
ら
え
な
か

た

二
人
も
知
ら
な
い
し
キ
リ
ト
自
身
が
教
え

た
が
ら
な
か

た
の
だ

そ
れ
で
も
自
分
よ
り

か
に
上
と
い
う
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
自
身
が

て
い
た
事
か
ら
も
確
実
ら
し
い

で
も

か
ら

に
無

な
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し

け
て

来
た
影

で
レ
ベ
ル
が

か
に
高
く
な

て
い
る
よ
う
で
そ
れ
も
あ

て
今
も
ど
う
に
か
一
人

で
戦
い

け
て
い
る
と
い
う

 
そ
れ
を
知

て

と
な
く
キ
リ
ト
の
強
さ
の
根
源
が
気
に
な

た

ま
だ

い
し

え

て
他
の
人
達
が
ク
リ
ア
す
る
の
を

て
い
て
も
全
く
お
か
し
く
な
い
む
し
ろ
そ
れ
が

然
だ

と
思
え
る
年

な
の
に

よ
り
も
強
く
あ
る
そ
の

に
は

を
覚
え
る

そ
こ
ま
で
自
分
を

強
く
さ
せ
る
覚
悟
や
信
念
が
彼
に
は
あ
る
の
か
と
気
に
な

て
し
ま

て
い
た

 
恐
ら
く
ア
ス
ナ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
他
に
も

る
と
い
う
攻
略
組
の
一

も

か
し
ら
の
想
い

は
あ
る
だ
ろ
う
が
そ
の
想
い
の
強
さ
は
キ
リ
ト
が

違
い
に
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思

て
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

る

そ
う
で
な
け
れ
ば
ま
だ

い
彼
が
最
強
に
至
れ
る
な
ど
あ
り
得
な
い
し
あ
る

が
無
い
か

ら
だ

 
だ
か
ら

私
は
ま
だ
会

て
一
時
間
も
経

て
い
な
い
少
年
の
強
さ
の
理
由
を
知
り
た
い
と

そ
う
思

た

 
じ

と
見
て
い
る
と
そ
の

線
を
感
じ
取

た
の
か
キ
リ
ト
が

越
し
に

だ
け
こ
ち
ら

に
振
り
返

て
見
て
来
た

き

と
ん
と
た
だ

に
見
上

て
来
ら
れ
て
さ

き
ま
で

し
く

え
て
い
た
事
が

と
な
く

ら
し
く
思
え
て
し
ま

た

 
も
し
か
す
る
と
こ
の
子
は
た
だ
家

に
会
い
た
い
一
心
で
戦

て
い
る
の
で
は

そ
う
も

思

た

だ
か
ら
こ
そ
そ
の

じ
り
け
の
無
い
想
い
が
キ
リ
ト
を
強
く
さ
せ
て
い
る
の
で

は

とで
も
無
い
わ
よ

な
髪
だ
な
と
思

た
だ
け

 
た
だ
そ
れ
を
伝
え
て
も
意
味
は
無
い
し
下
手
に

み

む
の
も
ア
レ
だ
し

よ
り
正
直
に

う
の
は
気

ず
か
し
か

た
か
ら

魔
化
す
事
に
し
た

 
し
か
し

魔
化
し
と
は

て
も
こ
れ
も
本
心
で
は
あ
る

男
と

て
も
ま
だ
ま
だ
子
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に
近
い
男
子
の
キ
リ
ト
は

年

か
ら

え
て
も
中
性
的
以
上
に
女
子
に
寄

て
い
る
容

を

持

て
い
て
そ
の
影

で
か
⻑
く

な
黒
髪
を
見
せ
て
い
た

私
も
同
じ
黒
だ
が
こ
こ
ま

で

や
か
な
黒
で
は
無
く

ど
こ
か
く
す
み
を
持
つ
黒
な
の
で

ま
し
い
な
と
思

て
い
る

 
私
が

魔
化
し
な
が
ら
本
心
を

う
と

彼
は
小

を

そ
し
て
苦

を
浮
か
べ
た

だ
か

初
め
て
会

た
人
に
は

必
ず

わ
れ
る
な

そ
れ
く
ら
い

て
事
だ
よ

ユ
ウ
キ
な
ん
て
初
め
て
キ
リ
ト
君
が
ロ

ブ
を
外
し
た
時

に
天
使
様

て

て
た
く
ら
い
な
ん
だ
よ

え

天
使

て

そ
ん
な
事
を

て
い
た
の
か

う
ん

な
キ
リ
ス
ト
教

の
家
ら
し
い
の
に
そ
こ
ま
で

た
ん
だ
か
ら
そ
れ
だ
け

て
事
な
ん
だ
よ

私
も
会
う

に

時
も
思
う
し

こ
こ
が
現
実
だ

た
ら
も
う
少
し
変

化
が

し
め
る
の
に
ね

残
念

 
本

に
残
念
そ
う
な

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

う
ア
ス
ナ
は
キ
リ
ト
の
髪
を
持

て
は
弄

て
い
た

ど
う
や
ら
髪
型
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い

キ
リ
ト
も
特
に

意
が
無
く

意
で
あ
る
と
知

て
い
る

か
特
に

抗
を
見
せ
な
い

も
し
か
す
る
と
私
が
来
る
以
前
か
ら

同
じ
や
り
取
り
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い

と
な
る
と
そ
の
場
合
は
こ
れ
は

め
に
な
る
の
だ
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ろ
う

時
も

あ
ん
な
感
じ
な
の

 
少
し
だ
け
離
れ
て
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
近
付
き
私
も
二
人
の

ま
し

い
や
り
取
り
を
見
な
が
ら
問
う
と

者
然
と
し
た
男
は
こ
く
り
と

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

い

た
う
む

見
て
の

り
キ
リ
ト
君
は

い
の
で
ね

ど
う
や
ら
ア
ス
ナ
君
に
と

て
は
可
愛
い

弟
と
い
う
認
識
ら
し
い

か
と
世
話
を

き
た
が

て
し
ま
う
よ
う
だ

あ
あ

と
な
く
分
か
る
か
も

 
確
か
に

ら
強
い
と

て
も
そ
れ
は
戦
い
の
事
で
そ
れ
以
外
の
事
に
無

そ
う
な
キ

リ
ト
の
世
話
を

き
た
く
な
る
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
無
い

あ
そ
こ
ま
で

い
な
ら
ア
ス

ナ
く
ら
い

し
が
強
け
れ
ば
大

の
事
は

し

せ
る
だ
ろ
う
し

ま

程

な
ら
本
気

で
遠
慮
な
く

が
る
と
思
う
の
で

そ
の
時
の
心
に
負
う
ダ
メ

ジ
は
絶
大
そ
う
だ
が

 
苦

を
浮
か
べ
て
見
て
い
る
と

と

ア
ス
ナ
に
髪
を
弄
ら
れ
て
い
る

と

う
よ
り

じ

れ
つ
か
れ
て
い
る

キ
リ
ト
の
表
情
が

そ
の

ら
か
さ
を
消
し
て
一
気
に
険
し
く

な

た
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一
気
に
空
気
が

り

と

り

め
た

き

キ
リ
ト
君

 
ど
う
し
た
の

そ
こ
か

 
ア
ス
ナ
の
問
い
に
キ
リ
ト
は

え
な
か

た

そ
の
代
わ
り
い
き
な
り

が

り

一

だ
け
横
を

り
過
ぎ
た
と
思
え
ば

す
ぐ
に
ガ
ン

 
と

か
を

た
よ
う
な

い

が

い
た

わ
あ
あ
あ

 
ち

ち

と

て

 

じ

な
い
か
ら

 
全
然

意
も
持

て
な
い
か
ら

 
そ
し
て

を
打
つ
高
め
の
ト

ン
で
焦

た
よ
う
な

の
女
性
の
声
に

慌
て
て
三
人

て
そ
ち
ら
を
見
れ
ば
少
し
ず
つ
足

か
ら

に
向
か

て

明
な
波
が
波
打
ち
な
が
ら

ハ

キ
リ
と

が
見
え
る
よ
う
に
な

た
女
性
が

た

キ
リ
ト
は
近
く
の

の
木
に

足
を

り

ん
で
お
り

女
性
は
焦

た
よ
う
に
そ
の
近
く
か
ら

び
退
い
て
い
た

 
少
し
ず
つ

が
見
え
る
よ
う
に
な

た
と
い
う
事
は

か
ス
テ
ル
ス

備
と
か
を
し
て
い
た

の
か
と

に
残

て
い
る
知
識
か
ら
引

り
出
し
つ
つ

私
は
そ
の
女
性
の

を
見
た

 
そ
の
女
性
は
一

で

え
ば
グ
ラ
マ
ラ
ス
だ

た

や

な
ど
が
大

に
も

出
し
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て
お
り
ピ

チ
リ
と
し
た
ス
ト

キ
ン
グ
と

紺
色
の
ミ
ニ
ス
カ

ト
少
し
だ
け

の
あ

る

な
ど
も
ど
こ
か

い

が
あ
る

け
れ
ど

女
と
思
え
な
い
の
は
恐
ら
く
彼
女
か
ら

感
じ
ら
れ
る

気
が
そ
う
い

た
も
の
で
は
無
く
今
は
焦

た
様
子
で
は
あ
る
も
の
ど
こ

か

気
を

か
れ
る
も
の
だ
か
ら
だ
ろ
う

 
髪
は

に
掛
か
る
程

の
⻑
さ
で
ウ

ブ
が
掛
か

て
い
て
色
は

い

色

は
深
い

紅
色
だ

た

身
⻑
は
ア
ス
ナ
と

同

だ

 
た
だ

な
の
が
そ
の
背
中
に
白
い
ワ
ン
ピ

ス

に
⻑
い
黒
髪
の
少
女
を
背
負

て
い
る
事

だ

た

さ

き
の
ス
テ
ル
ス
は
少
女
に
も

果
が

ん
で
い
た
ら
し
く
少
し
だ
け

明
な

波
が
見
え
た

ど
う
や
ら
少
女
は
眠

て
い
る
様
で

目
を

て
い
た

あ
な
た

そ
の
背
中
の
子
は

ま
さ
か
あ
な
た

人

い
を

違
う
か
ら

 
一
応
事
情
が
あ
る
か
ら

ま
ず
は
ア
タ
シ
の
話
を

い
て
欲
し
い
な

 
見

て
の

り

手
も

が

て
る
し

別
に
傷
付
け
る
目
的
で

れ
て
た

じ

無
い
か
ら
ね

 
私
は
疑
問
を
ア
ス
ナ
が

問
め
い
た
疑
念
を

す
れ
ば

色
の
女
性
は
大
い
に
焦
り
な

が
ら
大
声
で

定
を
返
し
て
き
た

そ
の

で
も
目
覚
め
な
い

り
少
女
は
眠

て
い
る
の
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で
は
無
く
気
絶
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い

 

の
女
性
は

手
が

が

て
い
る
し

武
器
に
な
る
も
の
も
外
見
的
に
持

て
い
な
い

そ
れ
に

意
も
無
い
か
ら
信

し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

た

も
し
気
絶
し
て
い
た
少

女
を

し
て
い
た
人
物
な
ら
根
は
い
い
人
な
の
だ
ろ
う
し

キ
リ
ト
別
に
信
じ
て
も
良
い
ん
じ

な
い

 
本

に
事
情
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い 
私
が
少
し
だ
け
女
性
を

し
な
が
ら
キ
リ
ト
を
見
や
り

少
し
だ
け

然
と
し
て
し

ま

た

 
キ
リ
ト
は

時
の
間
に

え
た
の
か
さ

き
の
黒
シ

ツ
と
ズ
ボ
ン
の
上
か
ら
黒
い
コ

ト
を

て
い
た

更
に

手
に
は

黒
の
指

手

が

め
ら
れ
背
中
に
は
交
差
す
る
よ

う
に

黒
と

の
二
剣
が
交
差
し
て

ら
れ
て
い
た

あ
と
少
し
で
切

先
が
地
面
を

り
そ

う
な

て
い
る
し

の
⻑
さ
か
ら
し
て

け
な
い

な
の
だ
が
そ
の

は
ゲ

ム
だ
か
ら
こ

そ
な
の
だ
ろ
う
と

え
る

 
そ
の

に
な

た
キ
リ
ト
は

手
で

か
ら

い
て
い
る
黒
い

を
握

て
い
た
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時
で
も

け
る
よ
う
に
し

か
り
と
握
り

に

か
に
刃
が

か
ら
見
え
て
い
る
の
を
見
た
女

性
は

更
に
大
い
に
慌
て
た
表
情
を
す
る

だ

だ
か
ら
ち

と

て

て

あ
の

キ
リ
ト

が

に

る
と
知
ら
れ
た
以
上
下
手
に
開
放
す
る

に
も
信
じ
る

に
も
い
か
な

い
か
ら
な

傷
付
け
る
事
が
目
的
じ

な
い
と
は

え
変
な
行
動
を
見
せ
た
ら

斬
る
か

ら

そ
の
つ
も
り
で

う

う
ん

分
か

た

 

い
声
で

と

て
も
子

な
の
で
少
し
高
め
な
の
だ
が

す
よ
う
に

た
キ
リ

ト
が

か
ら
手
を
離
す
と
女
性
を
一

し
て
か
ら
彼
の
ホ

ム
へ

く
と
い
う
道
を
一
人
歩

き
出
し
た

剣
や
コ

ト
は
そ
の
ま
ま
な
の
で
ど
う
や
ら
女
性
を

し

け
て
い
る
ら
し
い

え

と

あ
の

あ
な
た
の
名
前
は

あ

ア
タ
シ
は

ス
ト
レ
ア

て

う
ん
だ

こ

ち
の
子
は
分
か
ら
な
い

 
ス
ト
レ
ア
と

う
ら
し
い
女
性

く

つ
い
さ

き
こ
の

林
の
中
で
倒
れ
て
い
た
少
女
を

た
ら
し
く
そ
れ
か
ら
一
回
も

き
て
い
な
い
か
ら
名
前
は
知
ら
な
い
の
だ
と

う

ど
う
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し
よ
う
か

方
に

れ
て
い
た

で
私
達
を
見
つ
け
た
の
で
声
を
掛
け
よ
う

と
思

た
時

に
ど
う
せ
な
ら
少
し
だ
け

か
し
た
い
と
悪

心
が

を

ハ
イ
デ

ン
グ
と
い
う
さ

き
の
ス
テ
ル
ス
の
よ
う
な

果
を
発
動
さ
せ

れ
て
後
を
追

て
来
て
い
た
ら
し
い

大
体
十

分
前
く
ら
い
か
ら
後
を
追

て
い
た
と
い
う

 
そ
し
て
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
が
じ

れ
つ
き
始
め
た

り
で
そ
ろ
そ
ろ

か
せ
よ
う
そ
の
時
い

き
な
り
的
確
に
ス
ト
レ
ア
が

れ
て
い
た
場

を

り

い
て
来
た
か
ら

き
慌
て
て
動
い
た

そ
れ
に
よ

て
ハ
イ
デ

ン
グ
の

果
が
切
れ

が
見
え
る
よ
う
に
な

た
の
だ
と
い
う

つ
ま
り
あ
な
た

そ
れ
は
自
業
自
得
じ

な
い
の

サ

チ
ン
グ
さ
れ
た
様
子
は
無
か

た
の
に
な

 

れ
な
が
ら

え
ば
ス
ト
レ
ア
は
未
だ
に
見
つ
か

た
事
が
不
可
解
そ
う
に

を

て
い

た 
後
か
ら
ア
ス
ナ
か
ら
教
え
て
も
ら

た
が
キ
リ
ト
に
は
ス
ト
レ
ア
が
し
て
い
た
ハ
イ
デ

ン

グ
の

が
一
切

せ
ず
ど
れ
だ
け

に

れ
て
い
て
も
す
ぐ
に
見
つ
け
て
し
ま
う
く
ら
い

感
覚
が

い
ら
し
い

 

と
い
う
の
は
す
な
わ
ち

覚
を
惑
わ
し
て
身
を

す
事
で
あ
り

こ
の
世
界
に
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て
い
る

覚
や

覚
を
頼
り
に
し
て
い
る
モ
ン
ス
タ

達
に
は

果
は
無
い
し
身
体
的

触
や

動
を
す
る
と

果
が
切
れ
て
し
ま
う
ら
し
い

キ
リ
ト
の
場
合
は
主
に

覚
を

い

に

覚
的
な
違
和
感

最
後
に
鍛
え

い
て
来
た
経
験
と

か
ら
場

を

り
出
せ
る
と
い
う

そ
れ
が

百
発
百
中
な

に

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
彼

手
に

は
無
意
味
で
あ
る
と
知

ら
れ
て
い
る
と
い
う

 

逆
に

え
ば

こ
の
女
性
は
そ
れ
を
知
ら
な
か

た
の
だ
か
ら
私
と
同
じ
記

喪
失
か

あ
る
い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
外
か
ら
来
た
の
で
は
と
思

た
が
見
た
感
じ
私
よ
り
強
そ
う
な

備
だ
か

ら
多
分
違
う
だ
ろ
う
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
外
か
ら
は
一
年

も
の
間
一
切
更
新

絶
に
あ
る
ら
し
い
か

ら
無
い
な
と
思
い
直
し
て

私
は

も

わ
な
い
で

と
共
に
キ
リ
ト
の
後
を
追

た

  
新
た
に
ス
ト
レ
ア
と
謎
の
気
絶
し
た
少
女
を
加
え
つ
い
で
に
キ
リ
ト
が

か
ら
黒

く
め

の
二
刀
剣
士

に
な

た
私
達
が
数
分

ど
歩
く
と

く

林
の
開
け
た
一

に
立
つ
木

を
見
つ
け
た

う
わ

こ
れ

キ
リ
ト
の
お
家
だ

け

 
大
き
い
ね

お

大
き
い
わ
ね

ホ
ン
ト

予
想
以
上
に
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そ
の
家
を
初
め
て
見
た
ス
ト
レ
ア
と
私
の
感
想
は

ど
ち
ら
も
大
き
い
と
い
う
感
想
だ

た

ま
さ
か
ゲ

ム
の
中
で
こ
こ
ま
で
本
格
的
な
二

構
成
の
木

と
対
面
す
る
事
に
な
る
と
は

思

て
い
な
か

た

更
に

え
ば
こ
れ
を
キ
リ
ト
一
人
で

有
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
か

ら
と
ん
で
も
な
い

キ
リ
ト

こ
れ

ら
掛
か

た
の
よ

三
千
万
コ
ル

さ
ん

 
コ
ル
と
い
う
の
が
日
本
で

う

と
同
じ

で
あ
る
事
は

と
な
く
分
か

た
が
し
か

し
そ
の

が
お
か
し
か

た

日
本

に
直
せ
ば
三
千
万

と
い
う
大
金
と
い
う
事
に
な
る
そ

れ
を
キ
リ
ト
が
一
人
で
集
め
て
い
た
の
は
た
と
え
ゲ

ム
で
モ
ン
ス
タ

を
倒
せ
ば
お
金
が
手

に
入
る
仕
様
と

て
も
限

が
あ
る
の
で
は
と
思

た

ど
う

え
て
も
個
人
で

に
持
て

る
よ
う
な

で
は
無
い

 
そ
の

を
一
人
で
動
い
て
い
る
キ
リ
ト
が
二

て
の
家
を

う
の
に
使

た
と
い
う
の
に

も
実
は

い
て
い
る

も

と
他
に
も
ご

と
か
ゲ

ム
で
戦
う
な
ら

備
に

や
せ
ば
い
い

の
で
は
と
思

た

ま

お
金
の
使
い
道
な
ん
て
よ

ど
の
事
で
無
け
れ
ば
人
の
勝
手
だ
と
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思
う
し
そ
れ
に
こ
の
家
に
お
世
話
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
は
勝
手
な
事
も

て
い
ら
れ

な
い

キ
リ
ト
が
こ
の
家
を

て
い
た
か
ら
私
の
事
も

と
か
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
か

ら

そ
う
い
え
ば

シ
ノ
の
ん
と
ス
ト
レ
ア
さ
ん
の
登
場
で
す

か
り
忘
れ
て
た
ん
だ
け
ど

私
と

⻑

て
大
事
な
話
が
あ
る
か
ら
呼
ば
れ
た
ん
だ
よ
ね

 

か

火

の
件
な
の
に

い
で
な
い
と
か
で
も

く
重
要

い
と
か

な
事
を

て
た
け
ど

結

そ
れ

て 
あ

 
キ
リ
ト

お
帰
り

  
ア
ス
ナ
の
問
い
の
声
に

い

さ
る
よ
う
に
し
て

こ
え
た

私
の
覚
え
に
無
い
女
性
の
声

そ
れ
は
キ
リ
ト
の
家
の
方
か
ら

こ
え
た

 
キ
リ
ト
に
向
け
て
い
た

線
を
ま
た
家
の
方
に
向
け
れ
ば
ち

う
ど
家
の
出
入
り

か
ら

を
見
せ
て
い
る
金
髪
の
少
女
が

界
に
入

た

の

が
大
き
く
強

さ
れ
た
白
が

入

た
緑

を

た
少
女
は
快
活
そ
う
な

で
キ
リ
ト
に
手
を
振

て
い
た

そ
れ
を
見
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た
キ
リ
ト
も

少
し
だ
け

か

た
表
情
を

ら
か
く
し
て
小
さ
く
手
を
振
り
返
す

え

 
キ
リ
ト
君

あ
の
人

え

 
ア
ス
ナ
は
彼
女
を
知
ら
な
い
の

キ
リ
ト
君
の

り
に
あ
ん
な
子
は
見
た
事
無
い
よ

て
い
う
か

が

て
い
る
よ
う

な
あ
の
人
は
リ

フ

こ
の
世
界
に

な
か

た

の

の
義
理
の
姉
だ
よ

は

 
ア
ス
ナ
の
疑
問
に

え
る
よ
う
に
キ
リ
ト
が

に
し
た
内
容
に
彼
を
以
前
か
ら
知

て
い
る

ア
ス
ナ
が

き
の
声
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
声

こ
そ
物
静
か
だ
が
表
情
で
し

か
り

を

わ
に
し
て
い
た

さ

き
現
実
世
界
と
の
交
信
は
一
切
出
来
な
い
状
況
が

い
て
い
る
と
教
え
て

も
ら

た
の
で
恐
ら
く
そ
れ
が

然
の
事
だ

た
は
ず
な
の
に

故
か
彼
の
姉
が
こ
の
世
界

に

る
と
い
う
事
で

い
た
の
だ
と
思
う

 
こ
の
後
キ
リ
ト
に

内
さ
れ
る
ま
ま
に
家
の
中
に
入
り
一

に
広
が
る
キ

チ
ン
が
あ
る

リ
ビ
ン
グ
に

さ
れ
た
私
達
は
彼
が

れ
た
レ
モ
ン
の

り
が
漂
う
紅

を

み
な
が
ら
情
報



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

を
交
換
し
た

リ

フ

君
が

キ
リ
ト
君
が
常

て
い
た

義
理
の
姉
な
の
か

は
い

で
か
こ
の
世
界
に
来
ち

て

気
付
い
た
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
な
い
し
歩
い

て
も
歩
い
て
も
知
ら
な
い
場

だ

た
か
ら
か
な
り
不
安
だ

た
ん
で
す
け
ど
で
も
キ
リ
ト
と

会
え
た
か
ら
そ
こ
ま
で
悪
い
事
ば
か
り
じ

な
い
で
す
ね

 

ら
か
く

み
な
が
ら

た
少
女
は
リ

フ

と

い
現
実
で

て
い
る

の
義
理

の
姉
だ

た
キ
リ
ト

物

い
脱
力
し
て
る
わ
ね

あ

あ
は
は

 

葉
だ
け
で
は
信
じ
が
た
い
の
だ
が

は
そ
の
ま
ま
だ
し

黒
の
剣
は
未
だ
に
出
し

た
ま
ま
で

き

め
て
い
る
キ
リ
ト
が

に

り

を
リ

フ

の
方
に

け
て
物

く
和
ん

で
い
る
様
子
か
ら
も
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
は
理
解
出
来
た

こ
の

時
間
で
も
初
対
面
の
人
間

に
は
そ
れ
な
り
の

心
を

く
ら
し
い
キ
リ
ト
が
そ
こ
そ
こ
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
ら
し

い
ア
ス
ナ
達
よ
り
も
気
を
許
し
て
い
る
事
か
ら
も
そ
れ
は
分
か
る
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け
ば
リ

フ

も
今
日
つ
い
数
時
間
前
に
キ
リ
ト
と
再
会
し
た
ば
か
り
ら
し
い

お
よ
そ

一
年

も
離
れ
離
れ
だ

た

に
キ
リ
ト
も

し
い
思
い
を
し
て
い
た
ら
し
く
さ

き
は

食
の

達
の

に
出
て
い
た
だ
け
で
本

な
ら
あ
ま
り
離
れ
た
が
ら
な
か

た
ら
し
い

キ

チ
ン
と

事
は
済
ま
せ
に
出
る

り
は
し

か
り
し
て
い
る
と

う
べ
き
か
強
が
り
な
の
か
と

問
う
べ
き
か

あ

も
し
か
し
て
キ
リ
ト
君

こ
れ
を
私
た
ち
に
話
そ
う
と

そ
う

ユ
ウ
キ
達
は
一
緒
に
リ

フ

を
見
つ
け
た
か
ら
知

て
る
け
ど
一
応
血

騎
士

属
の
ア
ス
ナ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
も
話
そ
う
と
思

て

ク
ラ
イ
ン
と
か
リ
ズ
達
に
も
少

し
ず
つ
話
そ
う
と
思

て
る

ん
だ
け
ど

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
は

か
に

を

め
て

か
に

い
た

そ
れ
に
話
し
て
い
た
ア
ス
ナ
が

を

る

ん

 
ど
う
か
し
た

二
人
を
呼
ん
だ
の
は
リ

フ

の

だ
け
じ

な
く
て

で
こ
の
世
界
に
来
て
し

ま

た
の
か
を

え
て
欲
し
か

た
か
ら
な
ん
だ

よ
り
色

と
知

て
そ
う
だ
し

リ
ズ

と
シ
リ
カ
は
今
日
は

事
が
あ

て
無
理
だ

た
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な
る

ど

む
必
ず
し
も
期

に

え
る
と
は
思
え
な
い
が

そ
も
そ
も
他
の

ゲ

ム
プ
レ
イ

が

れ

ん
で
し
ま
う
な
ど
と
い
う
事

は
本
来
イ
レ
ギ

ラ

中
の
イ

レ
ギ

ラ

だ
ろ
う
な

そ
も
そ
も
デ

タ
の
フ

マ

ト
が
異
な
る

に

ざ
り

む
事
す

ら
あ
り
得
な
い

な
の
だ
か
ら

だ
よ
な

レ
ベ
ル
と
ス
キ
ル
値
が
多
少
引
き
継
が
れ
て
い
る

り
似
た
フ

マ

ト

だ

た
の
か
な

あ
る
い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
を

に
し
て
作
ら
れ
た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
な
の
か

そ
れ
な
ら
似

た
部
分
が
引
き
継
が
れ
る
事
も

得
な
の
だ
が

う

ん

 

や
ら
キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
二
人
で

に

り
上
が
り
始
め
そ
う
い
う
知
識

が
無
い
ら
し
い
ア
ス
ナ
と
リ

フ

そ
も
そ
も
記

喪
失
で
こ
の
世
界
の
事
す
ら
把
握
出
来
て

い
な
い
私
は
手
持
無

に
な

た
の
で
二

の
キ
リ
ト
の
自

に

か
せ
て
い
る
少
女
と

を
し
て
い
る
ス
ト
レ
ア
の

へ
行
く
事
に
し
て
リ
ビ
ン
グ
を
そ

と

け
出
し
て

を
上

が

て
い

た

ね

リ

フ

キ
リ
ト

て
本

に
十

な
の

 

静
過
ぎ
る
ん
じ

な
い
か
し
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ら

か
原
因
が
あ
る
の

 
さ

き
自
己

つ
い
で
で
リ

フ

の
事
を
話
し
て
も
ら
う

に

そ
の
時
は
ス
ト
レ

ア
も
一
緒
に

た

キ
リ
ト
か
ら
彼
が
付
け
ら
れ
て
い
た

の
名
前
や

ち
こ

れ
や

と
い
う

名
の
事
を
教
え
て
も
ら

た
し

年

の
事
も

や
時
系
列

め
て
教
え
て
も

ら

た

年

に
し
て
は

静
過
ぎ
る
事
も
よ
く
今
ま
で

え

い
て
生
き
て
い
ら
れ
た
と
思

う
程
に

い
過
去
を
経
た
か
ら
こ
そ
の
も
の
だ
と
思
え
ば

得
は
い
く
の
だ
が

そ
れ
で
も

そ
こ
は
か
と
な
く
思

て
し
ま
う
の
だ

静
過
ぎ
る
だ
ろ
う
と

 
リ

フ

も
二
年

前
か
ら
一
年

前
の
お
よ
そ
一
年
間
し
か
一
緒
に
過
ご
し
て
い
な
い
よ

う
だ
が
そ
の
間
で
も
意

は
強
い
し

本
的
に

ち

い
て
い
る
と

も
思

た
よ
う
だ

た

年

に
し
て
は
本

に

ち

き
過
ぎ
て
い
る
と
思
え
る

ア
レ
は
正
常
で
は
無
い
と
思

え
た
か
ら

私
は
原
因
と
い
う
表
現
を
取

た

う

ん

確
か
に
そ
う
な
ん
で
す
け
ど

心

た
り
も
無
く
は
無
い
か
な

 
そ
れ
の
心

た
り
は
無
い
の
か
と
思

て
問
え
ば
彼
女
は
少
し
だ
け
悩
ん
だ

振
り
を
見
せ

た

そ
れ
に
私
と
ア
ス
ナ
が
目
を
向
け
れ
ば
彼
女
は
少
し
だ
け
迷
う
様
子
を
見
せ
な
が
ら
も

を
開
い
た
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あ
の
子
の

の
姉
は

千
冬
と

て

あ
の
子
を

う
ま
で
よ
く
知
ら
な
か

た

ん
で
す
け
ど

テ
レ
ビ
で
見
た
時
は

し
い
人
と
い
う

が
あ

た
ん
で
す

し
く

静
で

ち

い
て

然
自

風

と
い
う
四

語
が
し

く
り
来
る
く
ら
い

で

デ
ス
ゲ

ム

て
い
う
現
状
も

し
て
い
る
ん
で
し

う
け
ど

恐
ら
く
あ
の
子
は

無
意
識
に

千
冬
に
似
せ
て
る
ん
だ
と
思
い
ま
す

 
あ
の
子
は

べ
ら
れ

け
た
か
ら

リ

フ

は
哀
し

に
目
を

せ
な
が
ら
そ
う

た

 

一

と
名

て
い
た
彼
は
本

に

い

か
ら
差
別
さ
れ

ら
れ
て
き
て
い
た

と
い
う

超
有
名
に
な
る
く
ら
い
の
姉
と
神

と
呼
ば
れ
る
兄
と
ず

と

べ
ら
れ

け
て
来
た

彼
は
あ
ま
り

に
こ
そ
し
な
い
が

か
に
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
願
望
を
ず

と
心
の

に
秘
め
て
い
る
の
だ
と
い
う

そ
れ
は

め
た
時
に
時

見
ら
れ
て
お
り
特
に

理
に

し
て

は
前
の
家

の
中
で
最
も

れ
て
い
た
事
か
ら
一
番
と
自
負
し
て
い
る
ら
し
い

 
そ
れ
は

て

え
れ
ば
ず

と
自
身
の
上
に
立
ち

け
て
い
た
姉
と
兄
を
超
え
た
い
と

思

て
い
る
の
で
は
と

リ

フ

は
思

た
ら
し
い

か
に
認
め
ら
れ
た
い

か
の
力
に
な
り
た
い

か
に

絶
さ
れ
た
く
な
い

願
望
と

恐
怖
が

在
し
て
い
る
中
で
見
つ
け
出
し
た
の
は

よ
り
も
上
に
立
つ
事
な
ん
だ
と
思
い
ま
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す

多
分
あ
の
子
の
中
で

 

点
と
い
う
の
は

千
冬
の
事
な
ん
で
し

う
ね

ま
さ
か

キ
リ
ト
君
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
高
の
レ
ベ
ル
な
の
は

恐
ら
く

千
冬
な
ら
出
来
る
か
ら

と
い
う
強

観
念
が
無
意
識
に
あ
る
か
ら
か

と 
今
ま
で

を
や

て
も

神

の
兄
な
ら

に
出
来
る

天
才
の
姉
な
ら
こ
れ
く
ら
い

は

然
に
出
来
る

あ
の
二
人
の
弟
な
の
に
出
来
な
い
の
が
お
か
し
い

な
ど
と

わ
れ
て
い

た
ら
し
い
キ
リ
ト
は

に
家

で
は
無
い
二
人
を
目
標
に

え
て
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
リ

フ

は
思

て
い
た

ず

と

ら
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ

く
恐
怖
そ
れ
が
願
望

と
一
緒
に
な

て
表
れ
て
い
る
の
で
は
と

そ
う

え
た
の
だ

 
私
は
そ
れ
を

い
て

定
す
る
事
は
出
来
な
か

た

よ
く
キ
リ
ト
の
事
を
知
ら
な
い
し

現
実
で
の

千
冬
や

の
事
も

に
覚
え
て
い
な
い
以
上
は
下
手
に

か
い
う
事
は
許
さ
れ

な
い
と
分
か

て
い
た
か
ら
だ
し
あ
ま
り
に
も
あ
ま
り
な
キ
リ
ト
の
過
去
に
絶

し
た
か
ら
で

も
あ
る

 
キ
リ
ト
が
こ
の
世
界
の
最
強
に
な
れ
た
強
さ
の
理
由
は
た
だ
家

に
会
い
た
い
か
ら
だ
と
も
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思

た
が

ど
う
や
ら

私
が

え
て
い
た
以
上
に

い
心
境
も

わ

て
い
る
ら
し
い

 
そ
の
覚
悟
の
根
源
は
あ
ま
り
に
も
哀
し
か

た

せ
ば
そ
れ
は
強
く
な
け
れ
ば
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
恐
怖
の
表
れ
だ

た
か
ら
だ

今
ま
で
が
今
ま
で
だ

た
だ
け
に
そ
う

え
て
し

ま

た
の
だ
と
思
う

特
に
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
は
力
が
無
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
ら
し
い
の

で
彼
も
死
に
物
狂
い
で
力
を
付
け
る

に
戦

て
き
た
の
だ

そ
れ
が
ア
ス
ナ
か
ら

い

た
無

な
レ
ベ
リ
ン
グ
ら
し
い

 
新
し
い
家

を
得
て

新
た
な
名
前
を
与
え
て
も
ら

た
キ
リ
ト
が
そ
の
状

に
あ
る
の
は

こ
の
世
界
で
も
彼
が

一

と
い
う
事
で

ら
れ
て
い
る
か
ら

そ
れ
が
か
つ
て
の
恐

怖
感
を
思
い
出
さ
せ
煽
る
事
と
な

て
デ
ス
ゲ

ム
化
で
の
ヘ
イ
ト
も

ベ

タ
テ
ス
タ

と
い
う
前
知
識
を
持
つ
者
と
い
う
事
も

め
て

に
近
く
な

て
い
る
の
だ
と
い
う

事
実

回
も
命
を

わ
れ
た
ら
し
い

 
そ
し
て
今
日
は

に
し
て
い
る
が

日
は

の

を
し
た
だ
け
で
必
要
な
い
と
断

じ
ら
れ
た
と

違
い
し
大

き
し
た
の
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
本

に
限
界
な
の
だ
ろ
う

さ

き
の
話
を

い
た
ば
か
り
で
は

の
姉
と
兄
な
ら

ま
な
い
だ
と
か
そ
ん
な
事
を

え

て
し
ま

た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
と
思

て
し
ま

た
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キ
リ
ト
は

そ
こ
ま
で
の
も
の
を

え
て
い
る
の
ね

 
大

き
し
た
と
い
う
の
に

と
い
う
だ
け
で
引
退
は
し
な
い
と
い
う
そ
の
強
さ
に
は
脱

す
る
思
い
だ

た

キ
リ
ト
君
は

ず

と

に

わ
れ
て
る
ん
だ
ね

最

い
で
す
よ

 

い

確
か
に

そ
の
表
現
が
的
確
な
の
だ
ろ
う
と
思
う

の
名
前
と

そ
の
血
に

彼
は
未
だ
に

わ
れ

け
て
い
る
の
だ

家

が
変
わ
り
名
前
が
変
わ
り
生
き
る
世
界
が
変

わ

て
も
彼
は
ず

と

に

わ
れ

け
て
い
る

そ
れ
だ
け
で

ら
れ
る
な
ど

間
違

て
い
る

な
の
に

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
と
い
う
レ
ベ
ル
の
存
在
か
ら
も
分
か
り
や
す
い
強
さ
を
得
て
い
る
彼
は
そ
れ
で

も
認
め
ら
れ
な
い
出
来
損
な
い
と
い
う
だ
け
で
全
て
を

定
さ
れ
る

そ
し
て
キ
リ
ト
本
人
は

未
だ
に
虚
構
の
背
中
を
追
い

け
て
い
る

こ
の
世
界
に
本
人
達
が

な
い
か
ら
こ
そ

遠

に
追
い
越
す
事
の
無
い
背
中
を
求
め

け
て
い
る
の
だ

リ

フ

は
そ
う

え
て
い
る

私

も

今
の
話
を

い
た
後
で
は
そ
う

え
る

 
下

で
ヒ

ス
ク
リ
フ
と

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
キ
リ
ト
の
事
を
思
い
な
が
ら
二

の
廊
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下
を
歩
き
突
き

り
に
あ
る
キ
リ
ト
の
部

に
入
る

と
て
も
広
い
部

の
中
に
は
一
つ
の
白

シ

ツ
に
黒
い
掛
け

が

せ
ら
れ
た
ベ

ド
ホ

ム

ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
で
あ
る
タ

ン
ス
の
他
に
は

も
な
い
味
気
な
い
部

だ

た

そ
も
そ
も
こ
の
家
の

回
数
は
少
な
い

し
こ
こ
最
近
に
な

て

入
し
た
と
い
う
話
な
の
で
家

が
少
な
い
の
も

然
な
の
だ
ろ
う
が

 
そ
の
ベ

ド
に
は
黒
髪
の
少
女
が

か
せ
ら
れ
て
お
り
そ
の
横
に
は
一

の
リ
ビ
ン
グ
か
ら

持

て
上
が

た

子
に

る
ス
ト
レ
ア
が

た

あ

リ

フ

に
ア
ス
ナ
に
シ
ノ
ン
だ

お
話
は
終
わ

た

 
あ

け
ら
か
ん
と
明
る
く
問
い
掛
け
て
来
た
ス
ト
レ
ア
に

ア
ス
ナ
が
苦

を
浮
か
べ
た

終
わ

た
と

う
よ
り

キ
リ
ト
君
と

⻑
が
話
し
始
め
ち

た
か
ら
手
持
ち
無

に

な

て
ね

だ
か
ら
様
子
を
見
に
来
た
の

そ

か

残
念
だ
け
ど

こ

ち
は
変
化
な
し
だ
よ

今
日
中
に

き
る
か
な

ん

そ
こ
は

と
も

え
ま
せ
ん
ね

人

て

よ
う
と
思

た
ら

一
日

ま
す
し

あ
た
し
も
剣
道
の

合
が
あ

た
日
の

日
は

て
て

方
に
な

て
か
ず

キ
リ
ト

に

こ
さ
れ
た
か
ら
な

そ
の
後
も
す
ぐ
に

ち

た
し

え

リ

フ

そ
れ
は
流

に

過
ぎ
よ
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あ
は
は

 
小
声
で
会
話
し

リ

フ

の
話
に
く
す
く
す
と

を

さ
え
な
が
ら

う

た
後

に

一

少
女
を
見
や

た

 
く

く

と
小
さ
く
穏
や
か
な

息
を
立
て
て
眠

て
い
る
黒
髪
の
少
女
は
多
分
キ
リ
ト

と
大
体
同
い
年
く
ら
い
だ
ろ
う
と
思
え
た

そ
れ
で
も
キ
リ
ト
の
方
が
ど
う
や
ら
発
達
が

れ
て

い
る
様
で
背

は
こ
ち
ら
の
子
の
方
が
少
し
ば
か
り
高
め
に
思
え
る

黒
髪
と
い
う
事
も
あ

て
や
は
り
日
本
人
ら
し
く
外
人
よ
り
も

り
が

い

つ
き
で
あ
ど
け
な
い

は
見
て
い

て
と
て
も
和
む

 
そ
れ
に
し
て
も
キ
リ
ト
と

い
こ
の
少
女
と

い
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
し

か
り
と
十
三

以
下
の

子

が
し
な
い
よ
う
レ

テ

ン
グ
を
も

と
し

か
り
し
て
お
く
べ
き
だ
と
思
う

親
が

め
た
と
い
う
話
も
ア
レ
だ
と
思
う
が

件
の
ナ

ヴ
ギ
ア
と
や
ら
の
年

制
限
を
も

と

し

か
り
し
て
お
く
べ
き
だ

た
だ
ろ
う

あ
る
い
は
も

と
ナ

ヴ
ギ
ア
に
よ
る
プ
レ

イ
の
危
険
性
や
小
さ
な
子

で
は

波
が
と
か
の
話
を
流
し
て
お
く
べ
き
だ

リ

フ

が
知

る
限
り
で
は
そ
の

の
情
報
が
あ
ま
り
流
れ
ず
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

や
フ
ル
ダ
イ
ブ
に

す
る
話
ば

か
り
流
し
て
い
た
ら
し
い
か
ら

更
そ
う
思

た
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ま

に
そ
れ
は
話
し
て
も

無
い
事
な
の
だ
け
ど

ね

と
思

た
の
だ
け
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
ま
だ
こ
れ
く
ら
い
の
子
が

る
の
か
し
ら

 

と
キ
リ
ト
や
こ
の
少
女
と

同
年

の
子

が
他
に

る
の
な
ら
そ
の
子
達
は
ど
こ

に

る
の
だ
ろ
う
か
と
思

た

ス
ト
レ
ア
の
話
で
は
こ
の
少
女
は
行
き
倒
れ
て
い
た
ら
し
い
の

で
迷
子
だ

た
な
ら
キ
リ
ト
と
違

て
恐
ら
く
独
り
立
ち
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
子
を
保
護
し

て
い
た

が
探
し
て
い
る
の
で
は
と
思

た
の
だ

そ
う
い
う

な
ら
大
ギ
ル
ド

属
ら
し
い
ア

ス
ナ
が
知

て
そ
う
で

そ
う
問
う
た

 
対
す
る
ア
ス
ナ
は

少
し
だ
け

た
表
情
を
浮
か
べ
た

う

ん

私
も
小
さ
な
子

が

る
と
い
う
の
は
知

て
る
ん
だ
け
ど
そ
の
子
達
が

に

る
か
ま
で
は
流

に

ま

十
中
八
九
下
層

の
ど
こ
か
だ
と
は
思
う
け
ど

で
で
す
か

キ
リ
ト
君
は

ベ

タ
テ
ス
タ

だ

た
し
過
去
が
過
去
だ
か
ら
よ

ど
の
目
に
遭
わ
な

い
と
戦
う
の
は
や
め
な
い
と
思
う

で
も
他
の

の
子
に
と

て
は
死
ぬ
可
能
性
が
あ
る
だ
け

で
も
恐
ろ
し
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね
だ

て

に
ゲ

ム
プ
レ
イ
を
す
る
た
め
に
ロ
グ
イ
ン
し

た
ん
だ
か
ら
私
も
そ
う
だ

た
し

だ
か
ら
も
し
か
す
る
と
第
一
層
の

に

る
の
か
も
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知
れ
な
い

 
現
在
の
最
前
線
が

日
上
が

た
ば
か
り
で
第
七
十
五
層
私
達
が

る
層
は
第
二
十
二
層
な

の
で
こ
こ
は
下
層

に
入
る
ら
し
い

そ
れ
よ
り
も
更
に
下
の
第
一
層
と
い
う
事
は
つ
ま
り
本

に
ゲ

ム
開
始
地
点
と
い
う
事
に
な
る

始
ま
り
の

と
い
う
ら
し
い
そ
こ
は
ゲ

ム
に

ロ
グ
イ
ン
し
た
時
に
初
め
て

れ
る

と

う
よ
り
ア
バ
タ

設
定
を
終
え
る
と

動
す
る

場

の
よ
う
で
一
年

も
の
間
ず

と

の
中
に

じ
こ
も

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
に

は
あ
る
ら
し
い

 
ち
な
み
に

キ
リ
ト
は
デ
ス
ゲ

ム
直
後

ア
ス
ナ
は
二

間
後
に

を
出
発
し
た
と
い
う

ア
ス
ナ
の
場
合
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
ス
ポ

ト
と
い
う
デ
マ
に
釣
ら
れ

く
脱
出
し
な
け
れ
ば

と
い
う
心
境
で

れ
た
先
で
一

死
に
目
に
遭

た
ら
し
い
が
そ
こ
を
あ
る
剣
士
に
助
け
ら
れ

た
後
⻑
い
付
き
合
い
に
な
る
情
報

の
女
性
と
知
り
合
い
最
前
線
で
戦
う
剣
士
と
し
て
身
を

立
て
ら
れ
た
ら
し
い

今
で
も
そ
の
人
が

か
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
ね

と
ア
ス
ナ
が

わ
ん

わ
ん

い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た

そ
れ
で
も
キ
リ
ト
君
や
こ
の
子

ど

い
子
は
本

に
少
な
い
と
思
う
け
ど
ね

下
手

す
る
と
二
人
だ
け
じ

な
い
か
な

精
神
状

が

く
な

た
ら
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト

回
線
切



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

断

て
い
う
状

に
な

て

死
ん
じ

う
か
ら

キ
リ
ト

本

よ
く
無
事
だ

た
わ
ね

 

日
の
話
を
教
え
て
も
ら

て
キ
リ
ト
が
精
神

壊
気
味
に
な
る
ま
で
自
信
を
追
い

め
て

い
た
事
を
知

た
リ

フ

が

い
表
情
で

い
た

あ
ま
り
知
ら
な
い
私
で
す
ら
も

キ
リ

ト
が
精
神
的
に
も
ゲ

ム
プ
レ
イ
的
な
意
味
で
も

氷
の
上
を
歩
き

け
て
来
た
事
は
分
か
る

リ

フ

は
義
理
と
は

え
姉
だ
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
の
無

と
ギ
リ
ギ
リ
の
境
界
線
が
よ
く
分
か

る
の
だ
ろ
う

 
最
悪
キ
リ
ト
は

日
の
時
点
で

あ
る
い
は

日
よ
り
も
ず

と
前
の
時
点
で
命
を

と
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
だ

 
そ
し
て

こ
の
眠

て
い
る
少
女
も

ま
た

あ

メ

ル
だ

 

と
も

え
な
い

が
漂
う
部

の
中
で
ア
ス
ナ
の
声
が

突
に
上
が

た

か
か

ら
の
メ

セ

ジ
が
届
い
た
ら
し
い
彼
女
は

手
を
振
り
下
ろ
す
動
作
で
ウ

ン
ド
ウ
を
呼
び
出

し

作
を
し
て
い

た
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リ

姉
達
が
二

に
上
が

て
い
く
の
を

く

線
を
向
け
て
把
握
し
て
か
ら
も

は
ヒ

ス
ク
リ
フ
と

つ
も
の

を
立
て
て
は
議
論
し

定
し
を

り
返
し
て
い
た

 
一
番
有
力
な
意
見
は
や
は
り
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
フ

マ

ト
が

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

と

同
一
で
あ
り

更
に

ゲ

ム
を
動
か
す

と
ア
バ
タ

や

備
な
ど
の
グ
ラ
フ

ク
デ

タ
も

同
一
で
あ

た
場
合
だ

し
か
し
こ
れ
は
一
番
有
力
で
あ
り
な
が
ら
一
番
可
能
性
的
に
あ
り
得
な
い
と
思

て
い
る
も
の
で
も
あ
る

に

デ

タ
が
同
一
で
あ
る
事
が
天
文
学
的
な
確

よ
り
も

い
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

た
か
ら
だ

 
し
か
し
な
が
ら

の
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
同
時
に
可
能
性
と
し
て
最
も
高
い
と
い
う
矛
盾
し

た
意
見
も
出
し
た

 
話
し
て
い

た
感
じ

ど
う
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

技
術
だ
か

だ
か
の
仕
事
に

わ

て

い
た
よ
う
に
と
て
も
現
実
味
の
あ
る
話
を
し
て
く
れ
た

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
新
た
な
ゲ

ム
ジ

ン
ル
の

り

で
あ
る
事
は

も
が
知
る
事
実
で
あ
り
故
に
こ
れ
が
デ
ス
ゲ

ム
化
し
た
事
に
よ
る

手
は

な
も
の
で
リ

姉
の
話
で
は
一
応
存
在
こ
そ
す
る
も
の
の
世
間
の
目
は
か
な
り

し
い
状
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に
あ
り

か
不
手

が
あ
れ
ば

消
え
去

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
下
に
あ
る

 
そ
れ
に
も

わ
ら
ず
新
た
に
開
発
発

さ
れ
た
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う

ゲ

ム
は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の

や
ら

や
ら
と

す
る
く
ら
い
に
完
成

が
高
い
と

価
さ
れ
て
い
る
ゲ

ム
ら
し
い

世
間
の
目
が

し
い
と
い
う
事
は
そ
れ
だ
け

要
を
得

い
の
と
同
時
開
発
す
る
た
め
の

金
も
得

い
と
い
う
事
に
な
る
会

の

や

ら

や
ら
が

し
て
く
る
か
ら
ら
し
い

 
し
か
し
現
実
に
そ
れ
は
発

さ
れ
発

か
ら
程
な
く
し
て
リ

姉
は
そ
れ
を
プ
レ
イ
し
始
め

た 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

そ
こ
に

目
し
た

点
を
持

た

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
開
発
発

し
た
だ
け
で
な
く
数
多
の
有
力
な
ゲ

ム

を

り
出
し

場

と
い
う
天
才
一
人
の
手
に
よ

て
た

た
数
年
と
い
う

い
時
間
で
弱

小
企
業
か
ら
一
気
に
大
手
へ
成
⻑
を

た
ア

ガ
ス
は
リ

姉
の
話
に
よ
れ
ば
と

く

に
解

し

現
在
は
別
の
企
業
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の

持
が

さ
れ
て
い
る
ら
し
い

 
で
あ
る
な
ら
ば

ア

ガ
ス

に
務
め
て
い
た
デ

レ
ク
タ

や
ゲ

ム
開
発

の

を
行

て
い
た
者
達
も
そ
ち
ら
に
流
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
だ

た

も
し
も
そ
の
者
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達
が

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
開
発
に
協
力
し
て
い
た
と
し
て

ア

ガ
ス

時

代
の
デ

タ
を
参

に
作
り
上

た
の
だ
と
す
れ
ば
こ
の
世
界
の
デ

タ
と
似

て
い
る
部

分
が
あ

た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

サ

バ

は
お
ろ
か
デ

タ
の

を
作
る
事
に

大

な
時
間
を
要
し

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
作
成
に
も
数
年
も
の
時
間
が
掛
か

た

の
だ
か
ら
た

た
一
年
で
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上

る
な
ら
そ
れ
く
ら
い
し
な
け
れ
ば
恐
ら
く
出
来

な
い
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
そ
う

た

 
故
に

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

は
恐
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
の
大
部
分
を
コ
ピ

し
そ
こ
に

行
す
る
た
め
の
フ
ラ
イ
ト
エ
ン
ジ
ン

味
覚

の
味
覚
再
生
エ
ン
ジ
ン

に
手
を
加
え
全
く
新
た
な
世
界
観
の
ゲ

ム
と
し
て
発

し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推

が
出
た

 
そ
の
意
見
は
以

に
も
出
て
来
た

よ
り
も

か
に
現
実
味
を

び
て
い
た

な
の
で
デ

タ
の

が
偶
然
似
て
い
る
天
文
学
的
な
確

と
い
う
可
能
性
と

者
が
流
れ
た
事
や
デ

タ
の
コ
ピ

を
し
た
か
ら
と
い
う
可
能
性
の
二
つ
が

え
ら
れ
そ
れ
ら
を

定
出
来
な
い
で
い

る

む

 
メ

ル
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に
も

ア
ル
ゴ
か
ら

キ
リ
ト
君
に
も
ア
ル
ゴ
君
の
メ

ル
が

た
の
か

あ
あ

 
そ
ん
な
感
じ
で

え
が
一
つ
に
定
ま

て
い
る
状

で

ま

て
い
た

達
の
思

を

切
る
か
の
よ
う
に
ピ
ロ
リ
ン
と

や
か
な

と
共
に
メ

ル

信
の

が

の
仮
想
の

を

打

た

た
だ

だ
け
で
は
無
く
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
も
同
時
に

た
様
で
更
に
は
差
出
人
の

に

Ａ
ｒ
ｇ
ｏ

と
あ

て

を

る
事
に
な
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
だ
け
も
と
い
ア
ス
ナ

め
た
攻
略
組
に
な
ら
ま
だ
分
か
る
が
今
日
は

に
な

て
い
る

に
も
ア
ル
ゴ
が
送

て
来
る
と
い
う
の
は
今
日
ユ
ウ
キ
達
に
メ

ル
を
送

て
い
な
が
ら

に
は
送

て
来
な
か

た
事
を

え
る
と
少
し
不
自
然
だ
な
と
思

た
の
だ

 

と
ア
ル
ゴ
は
本

に
⻑
い
付
き
合
い
な
の
で

個
人
的
な
話
し
合
い
を
持
ち
た
か

た
り

黒
の
剣
士

個
人
に

か
か
ら
の
依
頼
が
入

た
の
だ
と
す
れ
ば

に
だ
け

た
と
し
て
も
お

か
し
く
な
い

し
か
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
も
同
時
に

た
の
だ
と
す
れ
ば
恐
ら
く
指
定
を
掛
け

た
一

送
信
な
の
だ
ろ
う

そ
う
な
る
と
攻
略
組
と
い
う
共

点
し
か
無
い

と
ヒ

ス
ク
リ
フ

に
も
送
る
と
な
る
と

そ
れ
は
攻
略

し
か
無
く
な
る
事
を
意
味
す
る
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界

上
に
表
示
さ
れ
た
メ

ル
ア
イ
コ
ン
を
タ

プ
し

送
ら
れ
た
内
容
を
確
か
め
る

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
Ａ
ｒ
ｇ
ｏ
 
Ｔ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ

個
人
戦

を
先
に
し
た
方
が
良
い
み
た
い
ダ

 
闘
技
場
の
事
で
分
か

た
事
を
報

す
ル

情
報
は

と
す
ぐ
に
結
構
な

が
集
ま

た
ん
だ

が

面
倒
な
事
に

個
人
戦

の
対
戦

手
が

レ
イ
ド
戦

で
強
化
さ
れ
て
出
て
来
る
仕
様
が

あ
る
ら
し
イ

本

か
ど
う
か
は
確
か
め
ら
れ
て
な
い
け
ど

恐
ら
く
本

だ
と
思
ウ

 

個
人
戦

の
一
戦
目
は

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ

三

メ

ト
ル
超
の
⻑
刀
を

手
に
持
つ
⻑
身
の
男
性
人
型
ボ
ス

ゲ

ジ
は
五
本
ダ

体
力
が

分
以
下
に
な
る
と

間

動
体
力
が
四
分
の
一
を
切
る
と
リ
ユ
ニ
オ
ン
と
い
う
強
化
状

に
な

て
攻
撃
パ
タ

ン
に

つ
か
変
化
が
あ
る
ら
し
イ

中
で
も
強
制
的
に
体
力
を
一
に

す
る
回

不
能
攻
撃
が
あ
る
み
た
い
だ
か
ら

離
を
取
る
と
お
し
ま
い
ダ

は
し
な
い
ら
し

い
か
ら
一
気
に
決
め
ら
れ
る
と
い
う

点
は
あ
る
よ
う
ダ
ナ

た
だ
し
知

て
の

り
開
幕
直

後
に
一

で
斬
り

け
て
来
る
攻
撃
が
あ
る
か
ら
そ
れ
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
ま
と
も
に
戦
う

事
も
出
来
な
い

 
二
戦
目
は
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
ｅ
ｎ
ｏ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｂ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｒ
ｃ
ａ
ｒ

大
な
戦

を
片
手
に

れ
ま
わ
る
男
性
人
型
ボ
ス

ゲ

ジ
は
十
本
ダ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
話
で
は
コ
イ
ツ

手
に
ア
イ
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テ
ム
を
使
う
背
後
を
取
る

に
専
念
す
る
後
退
す
る
の

れ
か
を
し
ち
ま
う
と

死
攻

撃
一
撃
退
場
攻
撃
を
放

て
く
る
ら
し
イ

攻
撃

も
広
く

も
無
理

理
ぶ
ち
破

る

て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

て
タ

ダ
メ

ジ
は
そ
こ
そ
こ
入
る
み
た
い
だ
か
ら
正

真

向

勝
負
が
実
は
一
番
有

的
ら
し
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ

く
だ
ケ
ド

更
に

が

す
る
と

力
が

下
す
る
代
わ
り
に
攻
撃
力
増
加
が
付
与
さ
れ
る

て

で
コ
イ
ツ

個
人
戦

に
い

る
の
か
分
か
ら
ん

 
最
終
戦
は
済
ま
な
い
が

ど
情
報
が
無
い
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
真
の
強
者
に
し
か
そ
の

を

見
せ
な
い

て

り
返
す
だ
け
で
ナ

 
集
め
ら
れ
た
情
報
は
こ
れ
く
ら
い
ダ

万
が
一
も
あ
る
か
ら
レ
イ
ド
戦
だ
け
で
な

く

個
人
戦

に
も
備
え
て
お
い
て
く
レ

 

外
⻑
文
だ

た
フ
レ
ン
ド
メ

セ

ジ
に
は
そ
う
記
さ
れ
て
い
た

こ
れ
で
も
一
応
情
報

な
の
で

闘
技
場
攻
略
に
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
高
か

た

に
と

て
は

く
有
り

か

た

あ
の
キ
バ
オ
ウ
を
一

で
倒
す
ボ
ス
が
一
戦
目
の

手
と
い
う
の
は

少

不
安
だ

が 
最
終
戦
の

手
の
情
報
が
一
切
無
い
の
は
こ
れ
は
あ
る
程

予

出
来
た
事
で
も
あ

た
か
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ら
そ
こ
ま
で

は
無
い
む
し
ろ
一
戦
目
と
二
戦
目
の

手
の
情
報
が
そ
れ
な
り
に
出
て
く
れ

て
い
る
方
が
意
外
に
思
う
程
で
あ
る

特
に
二
戦
目
の
方
は
禁
止
事

が
あ
る
み
た
い
だ
か
ら

更
だ

た
む

一
戦
目
の

手
も
中

だ

た
が

二
戦
目
は

に
フ
ロ
ア
ボ
ス
以
上
の

を
誇

る
の
か

ヒ

ス
ク
リ
フ
で
も
無
理
か

恐
ら
く
無
理
だ
ろ
う
な

私
の
ス
タ
イ
ル
は

し
た
後
の
反
撃
を
重

し
て
い
る
も
の
だ
か

ら
二
戦
目
の
殺
戮
の
狂
戦
士

手
に
分
が
悪
す
ぎ
る
一
撃
退
場
対

に
な
る
だ
ろ
う

そ
の
点
で

え
ば
キ
リ
ト
君
が
あ
る
意
味
最
も

だ
ろ
う
な

ア
ス
ナ
君
や
ユ
ウ
キ
君
は
結
構

後
退
す
る
し

よ
り

力
に
欠
け
る
か
ら

か
分
が
悪
い

そ
れ
に
対
し
キ
リ
ト
君
は
紙
一

重
で
攻
撃
を
回

し
そ
の
隙
を

う
か
ら
後
退
自
体
が
少
な
い

問

は
ア
イ
テ
ム
が
使
え
な

い
事
か
ら

回
復
手

が
制
限
さ
れ
て
い
る
と
い
う

り
だ
が

 
確
か
に
二
戦
目
で
最
も

手
と
思
え
る
一
つ
は
回
復
手

の
制
限
つ
ま
り
は
ア
イ
テ
ム
の

使

禁
止
だ

た

使
え
ば
一
撃
退
場
で
闘
技
場
を

か
が
制
覇
す
る
ま
で
参
加
出
来
な
い
事

か
ら

は
失

す
る
事
が
許
さ
れ
な
い
よ

て
ア
イ
テ
ム
は
絶
対
に
使

て
は
な
ら
な
い
の
で
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必
然
的
に
攻
撃
を
回

す
る
し
か
な
い

 
し
か
し
こ
こ
で
背
後
に
回
る
事
も
対

に
な

て
い
る
の
が

か

た

背
後
か
ら
の
方
が

攻
撃
が
ク
リ
テ

カ
ル
に
な
り
や
す
い
し
更
に
ダ
メ

ジ

に
も
補
正
が
掛
か
る
の
で
よ
く

す
る
の
だ
が
そ
の
戦
法
が
取
れ
な
い
と
あ

て
は
別
の
手
を

え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

ら
か

備
ス
ロ

ト
に
空
き
が
あ
る
か
ら
そ
こ
に

か
し
ら
の

を

て
て
少
し
で
も

力
を
上

よ
う
か
と

え
た

 
そ
こ
で
ま
た
ピ
ロ
リ
ン
と

や
か
な

が
鳴

て
新

メ

ル
を
す
ぐ
に
開
く

差
出
人

は
ま
た
ア
ル
ゴ
だ

た

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
Ａ
ｒ
ｇ
ｏ
 
Ｔ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
無
理
は
す
る
な

 
内
容
か
ら
し
て
明
ら
か
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
二
戦
目
で
ア
ウ
ト

い
か
ら
多
分
キ

を
呼

ぶ
事
に
な
る
と
思
う
け
ど
だ
か
ら
と

て
無
理
に
出
場
す
る
必
要
は
無
い
か
ら
ナ

も

と

他
の
メ
ン
バ

で

し
て
か
ら
で
も
良
イ

そ
り

レ
イ
ド
戦
で
キ
ツ
ク
な
る
だ
ろ
う
け

ど
キ

が
無
理
す
る
必
要
は
無
い
か
ら

く
り

み
た
か

た
ら

ん
で
く
れ
て
も
構

わ
な
イ

オ
ネ

サ
ン
が
ど
う
に
か
し
て

を
説
得
す
る
か
ラ

本

に
無
理
だ
け
は
し
な

い
で
く
れ
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追

ユ

ち

ん
達
か
ら

い
た
が

で
も
現
実
世
界
に

る

の
義
理
の
姉
が
来
て
る

ん
だ

て
ナ

今

ま
た

し
て
く
れ

キ

の
オ
ネ

サ
ン
に
は
一

し
て
お
き

た
い
か
ら
ナ

取
り

え
ず
今
日
の

は
目
一

一
年

ぶ
り
の
姉
に
甘
え
て
お
い
デ

 
ど
う
や
ら
新
た
に
来
た
方
は

個
人
に
対
し
て
送

て
来
た
メ

ル
の
よ
う
だ

た
文
面
や

呼
び
方
か
ら
し
て
も
そ
れ
が
よ
く
分
か

た

を
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
事
も

か
ら

色

と
心
配
掛
け
て
い
る
か
ら

少
し
ば
か
り
心
苦
し
く
思
う

 
だ
が

は
闘
技
場
に
向
か
う
つ
も
り
で
い
た

無
理
に
と
い
う

で
無
く
ど
ち
ら
に
せ
よ

明
日
に
は
一

闘
技
場
に

い
て

自
身
で
も
情
報
を
集
め
る
つ
も
り
だ

た
か
ら
だ

ア
ル
ゴ

が
こ
こ
ま
で

べ
上

て
い
る
事
に
は
少
し

い
た
が
そ
れ
は
そ
れ
で
む
し
ろ
助
か
る

と
い

う
か
一
日
の

な
の
だ
か
ら

じ

な
い
日
に
最
前
線
に
出
る
の
は
む
し
ろ

然
の
事
で

あ
る

 
リ

姉
の
事
は
ど
う
や
ら
信

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
ら
し
く
ユ
ウ
キ
達
が
ア
ル
ゴ
に
話
し
て

い
る
ら
し
か

た

と
し
て
も
話
そ
う
と
思

て
い
た
の
で
あ
る
意
味
手
間
が

け
て
少
し

だ
け

だ

す
る
気
も
あ

た
し
先
に
あ
る
程

知

て
く
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
多
少

話
が
ス
ム

ズ
に
進
む
か
ら
有

い
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返
信
に

故
リ

フ

が
来
た
の
か

え
て
欲
し
い

と
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
一
緒
に

え

た
事
を
記
し
て
お
い
た
の
で
恐
ら
く
明
日
に
会
う
時
に
は
あ
る
程

を
し
て
く
れ
て
い
る

だ
ろ
う

ア
ル
ゴ
は
色

と

識
だ
し
独
自
の

点
を
持

て
い
る
か
ら

達
に
は
無
い

点

か
ら

え
て
く
れ
る

だ

キ
リ
ト
君
は

闘
技
場
に
出
る
の
か
ね

論

だ

て
攻
略
組
だ
か
ら
な

そ
れ
に
リ

姉
が

る
ん
だ
成
⻑
し
た

を
見

せ
た
い

そ
う
か

 

が
返

す
る
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
片

に

み
を
浮
か
べ
た

 
リ

姉
に
闘
技
場
で
少
し
で
も
強
く
な

た

を
見
せ
た
い
そ
し
て
少
し
で
も
安
心
さ
せ
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
る

こ
の
家
に

内
し
た
後
に

き
付
い
て
し
ま

た
か
ら
ま
だ
弱
い
と

思
わ
れ
て
い
る
気
が
し
て
そ
れ
を
払

し
た
か

た

論
リ

姉

直
姉
か
ら
現
実
で
教

わ

た
剣
道
を
初
め
と
し
た
武
道
を

と
し
て
い
る
か
ら
そ
の
成
⻑
を
見
せ
付
け
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
る

が
り
な
り
に
も
リ

姉
だ

て
ゲ

ム
を
し
て
い
た
一
人
だ
か
ら

多
分

ゲ

ム
の
剣
だ
か
ら
と

定
は
し
な
い
と
思
う

定
さ
れ
た
ら

多
分

く
け
ど
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だ
か
ら

は
あ
る
意
味
で

喜
し
て
も
い
た

リ

姉
に
こ
の
世
界
で
の

の
強
さ
を
見
せ

ら
れ
る
機
会
を
得
ら
れ
た
事
に

が
恐
ろ
し
く
強
い
よ
う
な
の
で
あ
ま
り
喜
ん
で
も
い
ら
れ

な
い
し
負
け
る
可
能
性
も
あ
る
が
応

し
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
だ
け
で
や
る
気
も
全
く

違

て
く
る

 
リ

姉
も
剣
道
の

合
で

が
応

し
て
い
た
か
ら

時
も
よ
り
や
る
気
が
出
た
と

い
な

が
ら

て
く
れ
て
い
た
か
ら
多
分
そ
れ
と
同
じ
事
だ
ろ
う

こ
の
戦
い
で
は
別
に
死
な
な
い

か
ら

そ
こ
ま
で
神
経

に
な
る
必
要
は
無
い

む
し
ろ
他
の
事
で

す
る
べ
き
だ
ろ
う

 
明
日
が

し
み
だ
な
と
思
い
な
が
ら

は

食
の

に
入

た

リ

姉

ア
ス
ナ
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
シ
ノ
ン
ス
ト
レ
ア
そ
し
て
名
も
知
ら
な
い
眠
り

け
て
い
る
少
女
の
分
を

合
わ
せ
て
七
人
分
だ
か
ら
大
人
数
で
も
食
べ
ら
れ
る
ビ

フ
シ
チ

に
す
る
事
に
し
た

主

食
は
大
き
な
パ
ン
で
そ
れ
を

し
て
食
べ
ら
れ
る
か
ら
チ

イ
ス
し
た
の
だ
更
に

え
ば
こ

れ
は

理
ア
イ
テ
ム
に
し
て
は
非
常
に
⻑
く
保
つ
特
性
も
あ
る
の
で
少
女
が
目
覚
め
た
時
に
す
ぐ

出
せ
る
と
い
う

点
も
あ
る

 
ち
な
み
に
だ
が
ナ
ン
は
シ
リ
カ
の
下
に

け
て
い
る

今
日
は

も
シ
リ
カ
も
圏
外
に
出
る

予
定
が
無
か

た
た
め

ピ
ナ
と
遊
ば
せ
て
あ

た
い
と
の
事
で

け
た
の
だ

恐
ら
く
今
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は
シ
リ
カ
が
お
気
に
入
り
の
場

に
し
て
い
る
第
四
十
七
層
フ
ロ

リ
ア
か
第
四
十
八
層

リ
ン
ダ

ス

の
リ
ズ
ベ

ト
武

に

る
だ
ろ
う

 
ナ
ン
や
ピ
ナ
が

物
の
ク

キ

も
つ
い
で
に
作
ろ
う
か
と
思
い
つ
つ
三

を

り
黒
い

エ
プ
ロ
ン
を

け
て
か
ら

は

理
を
す
る
た
め
に

を
片
手
に
持

た
の
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
こ
れ
ま
で
に

べ
て

と

な
感
が
あ

た
か
と

い
や

前
書
き
に
も
書
き
ま
し
た
が

進
め
た
か

た
の
で

あ
と

人
か

ま
す
が

そ
ち
ら
は
ま
だ
今
後
で
す
ね

 
そ
し
て

く
ス
ト
レ
ア
と
あ
の
子
の
登
場
で
す

彼
女
達
の
情
報
が
か
な
り
欠
如
し
て
い
る
の

は
ワ
ザ
と
で
す

あ
の
子
の
キ
リ
ト
に
対
す
る
呼
称
は
一
応

え
ま
し
た

得
し
な
い
方
も

る
で
し

う
が
ど
う
か
ご
容
赦

き
た
い

ち
な
み
に
パ
パ
呼
び
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
シ
ノ
ン
に
対
す
る
リ

フ

の
説
明
が

無
い
の
も
キ
リ
ト
の
説
明
と
同
時
に
し
た
と
い
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う
感
じ
で
す

も
同
じ
文
を
書
く
の
は
ア
レ
だ
し

み
手
も
ま
た
か

に
な
る
と
思

た
の
で

 
そ
の
代
わ
り
と

て
は

で
す
が
闘
技
場
の
ボ
ス
の
情
報
が
明
か
さ
れ
ま
し
た

一
戦
目

が

か
は

さ
ん
す
ぐ
に
分
か

た
よ
う
で

二
戦
目
も

恐
ら
く
分
か
る
で
し

う

 
ア
イ
テ
ム

背
後

後
退

に
対
し
て
一
撃
死
判
定
の
攻
撃
を
す
る
戦

使
い
の
狂
戦

士

恐
ら
く

さ
ん
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す

あ
の
方
の
参
戦
で
す

個
人
的
に
一
戦
目
の

キ

ラ
よ
り
強
い
と
思

て
お
り
ま
す
の
で

二
戦
目
に
し
ま
し
た

魔
法

が
無
い
こ
の
世

界
で
は
ア
イ
テ
ム
で
無
け
れ
ば
回
復
出
来
な
い
の
で

と
最
強
に
入
る
の
で
は
と
思

て
お
り

ま
す

が

い
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
ガ

ド
ブ
レ
イ
ク
さ
れ
て
は
形
無
し
で
す

 
そ
し
て
最
終
戦
の

手
は

ま
だ
秘
密
で
す

戦
闘

写

り
ま
す

 
前
書
き
も
後
書
き
も

⻑
文
失
礼

 
で
は
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第
十
八
章
 

実
姉
と
義
姉

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る

り
回
想
で
あ
の
方
が
登
場

し
ま
す
こ
れ
で
あ
の
方
が

本
作
で
は
ど
の
よ
う
な
人
格
者
な
の
か
あ
る
程

分
か
る
か
と

 
あ
と
義
姉
と
い
う
の
は
も
う
一
つ
今
話
で
意
味
を
持
ち
ま
す

お
話
的
に
や

り
あ

ん
ま
り
進
ん
で
い
な
く
て
ま
だ
闘
技
場
に

り

い
て
い
ま
せ
ん

話
以

に

く
入
る
予

定
で
す
の
で
ご
容
赦

き
た
い

 
で
は
ど
う
ぞ

オ

ル
リ

フ

点
で
す

  
チ
チ
チ

と

林
に

む
小

達
の
鳴
き
声
に
釣
ら
れ

み
に

て
い
た
あ
た
し
は
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ち
り
と
目
を
覚
ま
し
た

す

す

和
人

 
目
を
覚
ま
し
て
す
ぐ

界
に
入

て
来
た
の
は

ら
か
な
表
情
で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

息

を
立
て
て
い
る
義
弟
の

だ

た

そ
う
な
色
の

は

く
ら
し
て
い
て

と
な
く

の
人
差
し
指
で
突
け
ば

に

に
と
弾
力
を
感
じ
ら
れ
て
こ
れ
が
夢
で
は
無
い
の
だ
と
認
識
し

た

あ
あ

そ
う
だ

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
だ

た

け

こ
こ

 
和
人
の
事
を
認
識
し
て
そ
れ
で

く

が
覚
醒
し
た
よ
う
で
こ
こ
が
ど
こ
だ

た
か
を
思
い

出
す

あ
た
し
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
の
に

二

間
前
に

故
か

突
に
こ
の
デ
ス

ゲ

ム
の
世
界
に

動
し
て
し
ま

て
い
た
の
だ

二

間
も
放
浪
し
た

に
義
弟
の
和
人

こ
の
世
界
で
は
キ
リ
ト
と
名

て
い
る
こ
の
子
に
会
え
た
の
は

不

中
の

い
と

え
た

 
そ
れ
に
し
て
も

日
は
キ
リ
ト
に
と

て

き
の

だ

た
ら
し
い

あ
た
し
は

論

い
き
な
り
空
か
ら
シ
ノ
ン
さ
ん
が
振

て
き
た
上
に
記

喪
失
に
な

て
い
る
し
ホ

ム
に

る

中
で
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
い
た
ス
ト
レ
ア
さ
ん
と
名
前
が
分
か
ら
な
い
女
の
子
も

う
し
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で
た

た
一
日
で
一
気
に
同

す
る
人
が
四
人
も
増
え
た
の
だ
か
ら
そ
れ
も
仕
方
が
な
い
だ
ろ

う

更
に
全

対
面
の
仕
方
が

で
は
無
か

た
の
だ
か
ら

 

日
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
ア
ス
ナ
さ
ん
を
交
え
て

食
を
摂

た

様

な
こ
の
世
界
の

情
報
や
和
人
の
こ
れ
ま
で
の
話
を
数
多
く
し
て
く
れ
て
と
て
も

し
い
時
間
だ

た
と

え
よ

う

そ
の
最
中
に
あ
た
し
シ
ノ
ン
さ
ん
の
身
の
振
り
方
も

え
て
一
先
ず
は
和
人
の

に
身

を
寄
せ
る
事
に
な

た

 
和
人
は
こ
の
世
界
で
も
命
を

わ
れ
る
程
に

さ
れ
て
い
て
一
緒
に

る
と

き

ま
れ

る
可
能
性
が
あ
る
事
か
ら
最
初
は

て
い
た
が

そ
れ
で
も
最
終
的
に
は
一
時
同

す
る
事

で
決
ま

た

こ
の
子
自
身

か
と
一
緒
に
過
ご
し
た
い
と
い
う
欲
は
あ

た
よ
う
な
の
で

て
は
い
た
も
の
の

う
程

が

て
は
い
な
か

た
の
が
決
め
手
と
な

た

 
ス
ト
レ
ア
さ
ん
に

し
て
も
和
人
は
最
初

て
い
た

そ
れ
は
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
い
た
理

由
が
悪

心
か
ら
の
も
の
で
は
無
く

殺
隊
に

場

を
教
え
る

の

候
か
と
思

て
い
た

か
ら
だ

後
に

罪
と

れ
て
い
た
理
由
を
説
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
程

は

を
解
き
一

先
ず
気
絶
し
た
ま
ま
目
覚
め
な
い
子
が
目
を
覚
ま
す
ま
で
は
一
緒
に
こ
の
家
で
過
ご
す
事
に
な

た
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そ
ん
な

で
一
夜
を
過
ご
し
た

だ
が
人
数
的
に
は
和
人
あ
た
し
シ
ノ
ン
さ
ん
ス
ト

レ
ア
さ
ん

女
の
子
の
五
人
な
の
で
一
部

に
一
人
ず
つ

が
わ
れ
る

と
な
る

 
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
和
人
が
あ
た
し
と
一
緒
に

て
い
る
か
と

え
ば
ア
ス
ナ
さ
ん
が
お

り
し
た
い
と

い
出
し
た
事
に

を
発
し
た

親
し
い
人
と
一
緒
に
過
ご
し
た
い
と
い
う
願
望

が
あ

た
ら
し
く
ち

く
ち

く
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
の

に
は
お

り
し
て
い
た
の
だ
が
和
人

の
家
で
は
無
か

た
の
で
こ
の
機
会
に
と
思

た
ら
し
い

そ
れ
に

日
に
闘
技
場
へ
行
く
つ
も

り
で
い
る
事
を
知

て
そ
れ
な
ら
あ
た
し
や
シ
ノ
ン
さ
ん
も
観
戦
し
た
い
と

て
そ
れ
な

ら
一
緒
に
行

た
方
が
良
い
と
い
う
事
だ

た
の
だ

有
体
に

え
ば
い
ち
い
ち
自
分
の
ホ

ム
に

て
こ
こ
ま
で
来
る
の
が
面
倒
だ

た
ら
し
い

 
流

に
ぶ

ち

け
た
理
由
に
苦

し
て
い
た
和
人
は
そ
れ
で
も
了
承
し
た

そ
れ
で
和
人

は
あ
た
し
と
一
緒
の
部

で
一
時
的
に

る
事
に
し
ア
ス
ナ
さ
ん
シ
ノ
ン
さ
ん
ス
ト
レ
ア

さ
ん

女
の
子
の
四
人
が
残
る
四
部

を
使
う
事
に
な

た
の
だ

 
和
人
は

フ

シ

ン
と
無
縁
な
生
活
を
送

て
い
た
の
で

え
を
ど
う
し
よ
う
か
と

迷

て
い
た
が
ア
ス
ナ
さ
ん
の
協
力
も
あ

て
シ
ノ
ン
さ
ん
と
ス
ト
レ
ア
さ
ん
の

え
は

意
出
来
た
の
で
そ
の
点
で
と
て
も
感

し
て
い
た
の
は
記

に
新
し
い

あ
た
し
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
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に
使

て
い
た
オ
フ
時
の

が
あ

た
の
で
そ
れ
を

に
使

て
い
る

回
り
と

が
大
き
く

出
し
て
い
る

た
り
と
し
た

色
の

だ

 
そ
し
て
和
人
の

間

は

え
の
黒
い
シ

ツ
と
ズ
ボ
ン
だ

た

そ
の
上
か
ら
コ

ト

を

り
指

手

と

付
き
ブ

ツ
二
刀
を

備
す
れ
ば
戦
闘

に
な
る

つ
ま
り
彼
は

戦
闘

備
と

を
一
緒
に
し
て
い
た
の
だ

け
ば
理
由
は
ス
ト
レ

ジ
を
圧

し
な
い

か
ら

ら
し
い

後
は
別
に
気
に
し
て
い
な
か

た
か
ら
だ

た

 
そ
の
理
由
も
最
前
線
で
戦
い

け
て
来
た
経
歴
を

え
る
と
と
や
か
く

え
な
い
の
だ
が
姉

と
し
て
は
内
心
で

を

え
ざ
る
を
得
な
か

た

 
別
に
興
味
が
無
い
と
い
う
の
は
い
い
あ
ま
り
興
味
を
持

て
も
お
金
の
使
い
方
が

く
な

て
し
ま
う
し
物
で

れ
返

て
収

が
付
か
な
く
な
る
か
ら
そ
の

は
別
に
構
わ
な
い

し
か

し

と
戦
闘

を
一
緒
く
た
に
し
て
し
ま
う

り
は
直
さ
な
け
れ
ば
と
思

た

こ
の

子
だ
と
極
論
現
実
に
帰

て
か
ら
外

も

も
ジ

ジ

に
な
り
か
ね
な
か

た
か
ら

だ

実

あ
た
し
は

み
の
日
だ
と

と

い
ジ

ジ

が
多
い
の
で
変
に
そ
れ
で
影

を

け
て
し
ま
わ
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
の
だ

も
う

に
手

れ
だ

た
場
合
あ
た
し
の
責

に
な
る



 第十八章 〜実姉と義姉〜

 
こ
う
い
う
の
は

だ
が
和
人
は

人
が
求
め
る
だ
ろ
う

な
容

を
し
て
い
る

の
下

は
傷
だ
ら
け
な
の
で

と
も

え
な
い
が
そ
れ
ら
が
無
か

た
な
ら
き

と

器
の
よ
う
に

さ
ら
さ
ら
と
し
た

触
り
を
し
て
い
た
事
は
間
違
い
な
い

た

よ
り
も

か
に

の
色

も

的
な
色
に
な

て
い
る
し
髪
も
と
て
も

で
ま
る
で
女
の
子
の
よ
う
な
プ
ロ
ポ

シ

ン
な
の
だ

正
直
男
の
子
と
し
て
生
ま
れ
て
来
た
の
が
お
か
し
い
と
思
う
く
ら
い

伝
子

レ
ベ
ル
で

少
女
の

だ

た

気
に
男
の
子
で
あ
る
事
を
残
念
に
思
う
事
は
多
い

 
流

に
本
人
に
は
傷
付
く
の
で

わ
な
い
が
そ
れ
く
ら
い

な
の
だ

だ
か
ら
少
し
お

す
れ
ば
一
気
に
化
け
る
に
違
い
な
い
と
確
信
し
て
い
た

ユ
ウ
キ
さ
ん
達
に
贈
ら
れ
た
ら
し
い

日

て
い
た

も
今
の
黒
い

や

日
の
黒

く
め

と

べ
る
と
ガ
ラ
リ
と

が
変

わ

て
い
て

同
じ
ポ
ニ

テ

ル
に
し
た
だ
け
で
も
明
る
く
感
じ
た

 
少
し

を
変
え
た
だ
け
で
そ
う
な
る
の
だ
か
ら
む
し
ろ
和
人
は
も
う
少
し
お

を
し
て

も
良
い
と
思
う
の
だ

強
制
は
し
な
い
が
も
う
少
し
し
て
騒
動
が

ち

け
ば
お

び
で
一

緒
に
シ

ピ
ン
グ
を
し
た
い
な
と
思

て
い
る

現
実
で
は
和
人
自
身
が
興
味
を
持
た
な
か

た
し

大
人
が
大
勢
い
る

に
は
行
き
た
が
ら
な
か

た
か
ら

そ
の
機
会
が
今
ま
で
無

か

た

こ
の
世
界
で
な
ら
多
少
は
大

か
な
と
思

て
い
る

生
活
必

品
を

い
に
来
る
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者
達
で

れ
返

て
い
る
と
い
う
事
は
無
さ
そ
う
だ
し

 
ま

一
先
ず
今
日
は
闘
技
場
で
死
な
な
い
死
闘
を

り
広

る
予
定
ら
し
い
か
ら
直
近
で

出
来
る
と
し
て
も

後
に
な
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
る

 
そ
れ
に
し
て
も

本

で
あ
た
し

こ
の
世
界
に
来
ち

た
ん
だ
ろ
う

 
和
人
に

え
た
と
い
う
一
点
は
心
の

か
ら

し
い
し
こ
の
子
も
そ
の
点
に

し
て
は
本

に
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
の
で

完
全
に
悪
い
事
で
も
無
い
と
は
思

て
い
る

 
だ
が
如

せ
ん
お
気

に
喜
ぶ

に
も
い
か
な
い
事
で
あ
る
の
も
事
実

せ
別
の
ゲ

ム

を
プ
レ
イ
し
て
い
た
プ
レ
イ

が
外
部
か
ら

き

ま
れ
た
と
い
う
の
は
一
大
事
ど
こ
ろ
か
最

異
常
事

で
ゲ

ム
シ
ス
テ
ム
の
方
に
異
常
が
み
ら
れ
る
と
い
う
事
で
も
あ
る
の
だ

つ
ま

り
今
後
の
攻
略
中

ら
か
の

が

こ
る
事
も

め
な
い
の
で
あ
る

 
最
悪

攻
略
の

中

か
の

が
い
き
な
り
全
損
し
た
り

回
線
切
断
し
た
り
と
い
う
可

能
性
も
あ
る

で

で
も

な
事
は
そ
れ
だ
け
じ

な
い

 

謀
者
ら
し
き

場

が

故
か
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
中
更
に
不
可
解
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だ

た
事
は

デ
ス
ゲ

ム
に
な

た

な
の
に
現
実
に
出
た
死
者
が
少
な
い
と
い
う
事
だ

た

ナ

ヴ
ギ
ア
を
外
さ
れ
た
方
は
本

に
マ
イ
ク
ロ
ウ

ブ
に
よ

て

が
振
動
さ
れ

原
子
や
分
子
の
振
動
に
よ

て

さ
れ
電
子
レ
ン
ジ
の
よ
う
な
原
理
で
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
の

は
知

て
い
る

 
そ
れ
は
実

あ
た
し
が
こ
の
目
で
見
た
か
ら
だ

 
和
人
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
二
日
後
の

方
一

に

送
さ
れ
た

そ
の

送
先
で

は
最
初
複
数
人
が
一

に

ま
り
す
る
大
部

が

ば
れ
た
そ
の
部

の
中
は
デ
ス
ゲ

ム

に

わ
れ
た
子

や
大
人
が
合

で
三
人
先
に
入

て
い
た

 
そ
の
中
で
恐
ら
く
大
し
て
年
が
変
わ
ら
な
い
男
の
子
の
親
が

か

き

ら
し
な
が
ら
ナ

ヴ
ギ
ア
に
手
を
掛
け

師
や

護
師
達
が
止
め
る
の
も
無

し
て
取
り
外
そ
う
と
し

下
の
ハ

ネ
ス
が
外
れ
た

間
バ
ジ

 
と
一

大
き
な
電
流
が
流
れ
部

の
中

が
明
る
く

ら
さ
れ
た

 
一

れ
て

が
上
が
り

肉
が
焦

る

い
が
消

の

い
に

ち
て
い
た

に

漂

た

そ
れ
と

同
時
に
心

が
止
ま

た
事
を
知
ら
せ
る

が
断

的
に
機

か
ら
知
ら

さ
れ

そ
の
子
が
死
ん
だ
の
だ
と
あ
た
し
は
理
解
し
て

え
親
も
理
解
し
た

間
に

き
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れ
た

 
そ
れ
が
あ
た
し
の
知
る

人
が
死
ぬ

間
だ

た

 
し
か
し

な
事
は
そ
の
現

が
ナ

ヴ
ギ
ア
を
外
さ
れ
た
者
に
し
か
見
ら
れ
て
い
な

い
事
だ

そ
れ
以
外

和
人
を

め
た
今
も
昏

状

に

て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

達

は

現
実
で
は
ま
だ
一
人
も
亡
く
な

て
い
な
い
の
で
あ
る

 
そ
れ
に
も

わ
ら
ず
内
部
で
は

に
三
千
人
は
亡
く
な

て
い
る

こ
の
矛
盾
は

だ
ろ
う

か
と

夜
の

食
時
に
話
し
て
み
た

も
し
か
す
る
と
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
同
時
に
死
亡
す
る
設
定
な
の
か
も
知
れ
な
い

そ
れ

ま
で
プ
レ
イ

の
意
識
は
ど
こ
か
別
の

に

さ
れ
て
い
る
ん
じ

な
い
か
な

場

も

わ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
な
ら
別
の

か
が
し
た
の
か
も

 
あ
た
し
が

し
た
後
少
し
悩
む

振
り
を
見
せ
な
が
ら
和
人
は
そ
う

た

故

場

も

わ
れ
て
い
る
の
な
ら
別
の

か
も
な
の
か
と

あ
た
し
は
更
に
問
う
た

最
悪
デ
ス

ゲ

ム
だ
と
し
て
も
本

に
死
人
が
出
る
デ
ス
ゲ

ム
に
変
え
た
狂
人
な
ら
自
分
が
死
ぬ
可
能

性
す
ら

わ
な
い
で
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
も

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
そ
う

え
た
か
ら
だ

 
し
か
し
和
人
は
そ
れ
に

横
へ

を
振

た
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を

ん
で
こ
の
世
界
を
生
き
て
来
て
思

た
け
ど
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

本
的
に
フ

ア

ネ
ス
が

か
れ
て
る
ん
だ

論
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
と
い

た
フ

ア
ネ
ス
外
の
も
の
も
存
在
す

る
け
ど

こ
こ
ま
で
現
実
に

し
た
設
定
が
さ
れ
て
い
て
現
実
と
思

て
し
ま
う
く
ら
い
に

再
現
さ
れ
た
世
界
を
作

た

場
が
本

に
デ
ス
ゲ

ム
な
ん
て
す
る
か
と
も
今
は
思
う
ん
だ

最
初
は
本

に

場
が
し
た
も
の
か
と
思

て
た
け
ど
リ

フ

の
話
を

く
と
そ
ん
な
風

に
も
思
え
る

も
し
か
す
る
と

場

も
ま
た

者
の
一
人
な
の
か
も
知
れ
な
い

こ
の
世
界
を
作

た
人
と
デ
ス
ゲ

ム
に
変
え
た
人
物
は
別
だ

て
キ
リ
ト
君
は
そ

う
思
う
の

 
じ

あ
あ
の

を
し
た
の
は

あ
の
が
ら
ん
ど
う
の

ア
バ
タ

は
確
か
に
自
身
が

場

で
あ
る
と
名

た

け
れ
ど
今
の

達
の
よ
う
な
現
実
の

で
な
か

た
ア
レ
を

て
い
た
人
間
が
本

に

場

で
あ

た
と
い
う
確
証
を

達
は
持
た
な
い
そ
れ
こ
そ
ア
イ
ツ
の
名

り
だ
け
が
手

掛
か
り

り
に
も
情
報
が
不
足
し
て
い
て
リ

フ

の
話
を

慮
に
入
れ
る
と

場

に
よ
る

行
と

え
る
の
は
む
し
ろ

だ

た
の
か
も
知
れ
な
い

君
は

場

に
よ
る

行
で
は
な
い
可
能
性
を

信
じ
る
の
か
ね
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ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
問
い
に

和
人
は
一

し

た

目
を

せ

静
か
に

を

け

し
か
し
す
ぐ
に

を
上

た

真

直
ぐ
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を
見
上

た

正
直
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
本

だ
け
ど

は
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
を
作

た
の
が

場

で
な
い
事
を
信
じ
た
い

デ
ス
ゲ

ム
じ

な
い
ベ

タ
テ
ス
ト
を
し
て
い
て
も
思

た

こ
の
仮
想
世
界
は
と
て
も

だ

て

が

自
身
で

ら
れ
て

一

で

な
い
自
由
な
自
分
自
身
で

ら
れ
る
こ
の
世
界
が

き
だ
か
ら

そ
し
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が

き
だ
か
ら
こ
そ

は

場

を
信
じ
た
い

あ
の
キ

チ
コ
ピ

が
仮
想
世

界
も
ま
た
プ
レ
イ

に
と

て
の
現
実
で
あ
る
と
い
う
意
味
だ
と
デ
ス
ゲ

ム
化
す
る
と
い

う

で
無
い
事
を
信
じ
た
い

そ
う

か
ね

あ
あ

も
し
プ
レ
イ

と
し
て

場

が

る
な
ら
一

話
し
て
み
た
い
と
も
思
う

本

に
こ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
変
え
た
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
も

そ
し
て
こ
の
城
の
事

で
色

と
話
し
た
い

仮
想
世
界
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
先
に
つ
い
て
も
話
し
た
い

本

に
デ

ス
ゲ

ム
に
変
え
た

人
で
な
い
な
ら

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
立
て
直
し
も
お
願
い
し
た
い
く
ら
い

は
こ
の
世
界
が

き
な
ん
だ

だ
か
ら
こ
そ

こ
の
仮
想
世
界
の

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
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生
み
の
親
で
あ
る

場

を
信
じ
た
い
ん
だ

そ
う
か

あ
あ

 
明
る
い

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
虚
空
を
見

め
自
身
の
願
い
を
語
る
和
人
を
ヒ

ス
ク
リ

フ
さ
ん
は

と
も

え
な
い
表
情
で

い
て
い
た

し
そ
う
で
哀
し
そ
う
で

み
を
浮
か

べ
て
い
る
よ
う
で

き
そ
う
な
そ
ん
な
複

な
表
情

そ
れ
が
和
人
の
心

し
い
人
格
へ
の

な
の
か

さ
に
感
情
を
揺
ら
ぶ
ら
れ
た
か
ら
な
の
か
は
分
か
ら
な
い

 
し
か
し
そ
ん
な
表
情
に
な
る
気
持
ち
も
分
か
ら
な
い
で
も
無
か

た

あ
た
し
も
ま
さ
か
こ

こ
ま
で

場

の
事
を
信
じ
て
い
る
と
は
思

て
い
な
か

た
か
ら
だ

シ
ノ
ン
さ
ん
も
一

緒
に
こ
の
世
界
を
生
き
て
い
た
ア
ス
ナ
さ
ん
も
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

に
な

て
い
た
し
ス

ト
レ
ア
さ
ん
も

気
に
取
ら
れ
て
い
た

し
の

の
後
キ
リ
ト
ら
し
い
な
と

時
間

し
か
一
緒
に

な
い
シ
ノ
ン
さ
ん
達
で
す
ら
も
が

て

た

 
和
人
は
キ
リ
ト
と
い
う
プ
レ
イ

で
あ

て
も
彼
ら
し
さ
を
残
し
た
ま
ま
成
⻑
し
て

い
た
の
だ

で
心

し
い
人
格
者
だ

た

い
状
況
に
あ

て
も
人
の
事
を
心
配
出

来
る
か
ら
こ
そ
の
成
⻑
な
の
だ
と
思
う
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そ
の
心
が
あ
る
か
ら
き

と
和
人
は
強
い
の
だ
ろ
う

同
世
代
大
人
よ
り
も

か
に
強
い

剣
士
と
し
て

こ
の
世
界
に
君
臨
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
た
と
え
か
つ
て
の
家

の
背
中
を
こ
の
世
界
に

な
い
者
達
の

影
を
追
い
求
め
て
い
た

と
し
て
も

か

 

つ
り
と

ん
だ
気
持
ち
で

く

 
オ
リ
ム
ラ

こ
の
子
の
姉
に
な

て
こ
の
子
の
過
去
を
知

て
か
ら
は

に
し
た
く
も
無
い

四
文

か
ら
な
る

は
今
も
こ
の
子
を

り

け
る
見
え
な
い

に
傷
付
け

け
る

に

な

て
い
る

 
一
応
和
人
と
束
さ
ん
か
ら
あ
る
程

の
事
情
は
教
え
て
も
ら

て
い
る
の
で

千
冬
個
人

に
対
す
る
悪
感
情
は
少
な
い
と

て
い
い

全
く
な
い
と
は

い
切
れ
な
い
が
親
に
捨
て
ら

れ
た
一
家
を

え
る

に
中
学
時
代
か
ら
バ
イ
ト
に

り
回
り
高

に
進
学
し
て
以

も
そ
の

生
活
を

け

更
に
は
束
さ
ん
の

開
発
に
協
力
し

日
本
代
表
と
し
て
の

練
を

け
て
い

た
か
ら
家

を

み
ら
れ
な
か

た
の
だ

そ
れ
だ
け
の

し
さ
が
あ

て

家
は
ど
う

に
か
存

出
来
て
い
た
と
い
う
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そ
の
事
情
が
あ

た
か
ら
最
初
に

べ
て
あ
た
し
が
彼
女
に
向
け
る
悪
感
情
は
小
さ
く
な

て
い
る

そ
れ
で
も
少
し
は

め
て
あ

る
と
か

我
し
て
い
る
の
に
気
付
い
て
あ

る

と
か
し
な
さ
い
よ
と
思

て
い
る
の
で

無
く
な
る
事
は
恐
ら
く

遠
に
来
な
い
だ
ろ
う

 

千
冬
は
一

だ
け
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

て
か
ら
一

間
が
経

た
あ
る
日
に
和
人
の

を

れ
た
事
が
あ
る

そ
の
時
は
個

に

さ
れ
て
い
た

 
和
人
の

の
前
で
入
ろ
う
か
入
る
ま
い
か
悩
む

振
り
を
見
せ
て
い
る
黒
い
ス

ツ

の

女
性
を
見
て

か
悟

た
あ
た
し
は

に

の
入
り

を

い
だ

そ
の
時
の
あ
た
し

は

と
に
か
く
和
人
を
護
ろ
う
と
す
る
想
い
で
一

だ

た
の
だ

 
こ
の
人
を

に
入
れ
た
が
最
後
和
人
が

家
に

る
事
に
な

て
し
ま
う
の
で
は

そ
う

え
て
し
ま

た
の
で
あ
る

あ
の
時
の
あ
た
し
は
と
に
か
く
情
緒
不
安
定
だ

た
か
ら

そ
ん
な
事
を

え
て
し
ま

た
の
だ

お

お
前
は

和
人
の

あ
な
た
の

弟
の
家

に
な

た

義
理
の
姉

桐

谷
直
葉
で
す

そ

そ
う

か

 
最
初
の

は

年
下
の
あ
た
し
が
圧
倒
し
て
始
ま

た

世
界
最
強
を

手
に
無
謀
だ
と
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か
失
礼
だ
と
か

く
人
間
が

た
と
し
て
も
あ
た
し
は
そ
の
時
だ
け
は
絶
対
に
引
く

に
は

い
か
な
い
と

中
で

り
返
し

ん
で
い
た

も
し
実
力
行
使
で
来
ら
れ
た
ら
こ
ち
ら
も

抗
し

て
や
る
と
息

い
て
い
た
く
ら
い
だ

そ
れ
で

の

で
す
か

こ
こ
は
あ
な
た
が
来
る
場

じ

な
い

あ
い
つ
の

一

の

見
舞
い
に

 

を

く

み
な
が
ら

り
出
さ
れ
た

え
に

あ
た
し
は
ぎ
り

と
⻭
を
食
い

た

あ
の
子
は

一

じ

あ
な
た
の
付
属
品
な
ん
か
じ

な
い

あ
の
子
は
ず

と
見
て
欲
し
が

て
い
た

ず

と
家

を
求
め
て
い
た

 
ず

と
ず

と
一
人
で

て
い
て

そ
れ
な
の
に
ど
れ
だ
け

て
い
て
も

に
は

ら
れ

て
兄
に
は
見
捨
て
ら
れ
て
あ
な
た
は
あ
の
子
の
助
け
に
来
な
か

た
の
に
そ
れ
な
の
に
ま

だ
姉
面
を
す
る
と
い
う
の

 

ざ
け
る
な

 
一

そ
の
名
前
が

い
と
い
う

じ

無
い

た
だ
目
の
前
の
女
性
が
あ
の
子
の
名
前

を

に
す
る
事

そ
れ
が
心
の

か
ら
気
に
入
ら
な
か

た

 
今
の
あ
の
子
の
家

は
桐

谷
家
あ
の
子
の
姉
は
あ
た
し
だ
と
い
う
自
負
と
あ
の
子
を
護
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ろ
う
と
愛
そ
う
と
手
を

く
し
て
き
た
過
去
が
あ
る
だ
け
に
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
せ
て

し
ま

た
罪
悪
感
か
ら
目
の
前
の
女
性
と
自
分
が
同

で
あ
る
と
思
え
て
し
ま

て
あ
た
し
は

こ
の
人
と
は
違
う
と

定
し
た
か

た
か
ら
そ
の
場
が

で
あ
る
に
も

わ
ら
ず
あ
た
し
は

怒
鳴

て
し
ま

た

い
に
も
人
が

な
か

た
の
で

に
も

か
れ
て
い
な
か

た
の
だ

が 
同

悪
だ

た
の
だ

こ
の
時
怒
鳴

た
の
は

護
る
と
誓

て
い
た
の
に
護
れ
な
か

た

自
責
の
念
に

ら
れ
て
い
た
あ
た
し
は

目
の
前
に
憎
悪
の
対

が

る
の
を
良
い
事

に

怒
鳴
り

ら
し
て
い
た

わ

私
は

知
ら
さ
れ
て
い
な
か

た
ん
だ

の

中
が

て
い
て

 
年
下
の
あ
た
し
に

え
る
よ
う
に

ら
れ
た
子

の
よ
う
に

を
歪
め

き
そ
う
な

に

な
り
な
が
ら

千
冬
は
そ
う

え
た

 

論
そ
の
事
は
和
人
を

て
か
ら
数

月
が
経
過
し
た

に
家
を

れ
た
束
さ
ん
か
ら
教

え
ら
れ
て
い
た
か
ら
知

て
い
た
知
ら
さ
れ
な
か

た
な
ら
仕
方
が
無
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

る
に
は
あ
る

あ
た
し
だ

て
デ
ス
ゲ

ム
化
の
事
を
知
ら
な
か

た
の
だ
か
ら

 
し
か
し

で
理
解
し
て
い
て
も

感
情
の
方
で

得
出
来
て
い
な
か

た
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だ
と
し
て
も

あ
な
た
は
ず

と
あ
の
子
を
見
て
い
な
か

た
事
に
変
わ
り
は
無
い

 
た

と
え
ど
れ
だ
け

し
か

た
と
し
て
も

テ
ス
ト
で
百
点
を
取

た
の
な
ら

た
ね

て

取
れ
て
な
く
て
も

は

れ
ば
取
れ
る

て

ま
す
と
か

め
る
と
か
し
て
あ

れ
ば
よ
か

た
じ

な
い
の

し
て
あ

て
い
れ
ば
あ
の
子
は
あ
そ
こ
ま
で
追
い

め
ら

れ
な
か

た

 

我
に
対
し
て
も
も

と
気
に
掛
け
て
あ

て
い
れ
ば
あ
の
子
は
あ

れ

ど
ま
で
傷
付
か
な
か

た

 
も

と
家

を
見
て
い
れ
ば
あ
な
た
も
弟
を
喪
う

事
は
無
か

た
の
よ

 
護
衛
を
付
け
る
と
か
の
対
応
も
し
て
い
れ
ば
少
し
は
変
わ

た

か
も
知
れ
な
い
じ

な
い

 
あ
な
た
は
自
分
の
名
前
の
大
き
さ
を
も

と
理
解
し
て

お
く
べ
き
だ

た

う
 
責
め
ら
れ
て

千
冬
は

を
浮
か
べ
て
い
た
下
の
弟
が

わ
れ
て
そ
の
ま
ま
行
方
不
明
と

知

て
か
ら

く
見
れ
て
い
な
か

た
の
だ
と
自
覚
し
た
の
だ
ろ
う

そ
し
て
責
め
て
い
る
あ
た

し
も
ま
た

時
し
か

を
流
し
て
い
た

そ
れ
は

か
い
も
の
で
は
な
く
氷
の
様
に

た
い

で

流
し
て
い
て
と
て
も

い
気
持
ち
に
な

て
い
た

 

一

桐

谷
和
人

別
の
名
を
持
ち
な
が
ら
同
一
人
物
で
あ
る
あ
の
子
を
想
う
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の
血

と
し
て
の
実
姉
と
桐

谷
の
心
で
繋
が

た
義
姉
で
あ
る
あ
た
し
達
は

の
前
で

き

け
て
い
た

の
姉
は
自
責
の
念
に

し

さ
れ
掛
け
て
あ
た
し
は
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ん
で
し
ま

た
事
と

の
姉
を
責
め
る
事
で
自
身
も
責
め
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に

て

い
る
事
で

も
う
帰

て

あ
の
子
が

る

て

わ
な
い
限
り
あ
な
た
の
実
弟

一

じ

な
く
て

あ
た
し
の
義
弟

桐

谷
和
人

な
の

 

を
背
け
振
り
返

て

の

を
開
け
る

そ
し
て
中
に
入
る
と

の
姉
は

絶
す

る
か
の
よ
う
に
少
し
ず
つ

く
り
と

め
て
い
く

分
か

た

も
う
二

と
見
舞
い
に
は
来
な
い

あ
い
つ
が
目
覚
め
て
お
前

が
良
い
と
判
断
し
た
ら

私
が
見
舞
い
に
来
て
い
た
事
を
伝
え
て
く
れ

あ
い
つ
を
よ

ろ
し
く
頼
む

わ
れ
な
く
て
も

そ
の
つ
も
り
よ

そ
う
か

で
は

な

 

か
に
安

し
た
よ
う
な
声

の
別
れ
の

葉
を
最
後
に

し

り
と
ス
ラ
イ
ド
式
の

が

ま

た

が

さ
れ
て
い
る

内
に
外
か
ら
の

は
入

て
来
な
く
な
る
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く

の
前
で
立
ち

く
し
て
い
た
あ
た
し
は
そ
れ
か
ら
和
人
の

の
横
に

動
し
来

客

の
パ
イ
プ

子
に

て
彼
の
小
さ
な
手
を

手
で

く
握
り

ん
だ

た

た
一

間

で
も
多
少
肉
が

ち
て
来
た
彼
の
手
は

あ
た
し
よ
り
も
二
回
り
は
小
さ
く
な

て
い
た

ご
め
ん
な
さ
い

 

と
あ
た
し
は

罪
の

葉
を

に
し
て
い
た

一

収
ま

て
い
た

が
ま
た

れ
さ

き
よ
り
も

大
な

が
流
れ

ち
て
い

て
い
た

 

罪
は

千
冬
に
対
し
て
だ

た

こ
の
子
の
姉
に
な

た
か
ら
こ
そ
分
か
る
あ
の
人
も

ま
た
行
動
に

せ
て
い
な
か

た
だ
け
で
大
切
に
想

て
い
た
事
を

そ
れ
で
別
の
家

の
弟

と

わ
れ
て
シ

ク
を

け
な
い

が
無
か

た
の
だ

た
だ
の
八
つ

た
り
に
な

て

し
ま

て
い
た
事
勝
手
に
姉
を
名

た
事
に
対
す
る
こ
の
場
に
は

な
い
人
物
へ
の

罪

だ

た

 
同
時
に
和
人
に
対
し
て
で
も
あ

た

て

え
れ
ば
あ
た
し
は
本
来
こ
の
子
が
一
緒
に

過
ご
す
べ
き
家

の

へ
帰
る
機
会
を
勝
手
に
失
わ
せ
て
し
ま

た

あ
た
し
の
弟
と
し
て
生

き
る
よ
う
強
制
し
て
し
ま

た
と
い
う
意
味
に
も
な
る
の
だ

あ
た
し
は
和
人
を

桐

谷
直

葉
の
義
弟
と
い
う

の
人
形
に
し
て
し
ま

た
の
で
は
な
い
か
と
そ
う

え
て
し
ま

た
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の
で
あ
る

特
に
そ
の
時
は
和
人
が

も

え
な
い
状
況
に
あ

た
か
ら
あ
た
し
の
思

を

定
し
て
く
れ
る
人
物
が

な
か

た
事
も
あ

て
そ
の

日
は
体

を

し
て
学

を

ん
で

し
ま
う
程
に
ず

と

き

け
て
い
た

 
正
直
に

う
と
今
も
あ
た
し
は
こ
の
子
を
人
形
に
し
て
し
ま
わ
な
い
か
と
自
分
自
身
に
恐
く

思
う
事
が
あ
る

深
い
愛
情
が

時
し
か

と
な

て
こ
の
子
を

り
は
し
な
い
か
と
そ
れ

を
恐
れ
て
い
る
の
だ

 
護
る
と
い
う
愛
情
と

り
付
け
る
と
い
う

は
違
う

け
れ
ど
境
界
線
が

だ
か
ら

時
し
か
あ
た
し
の
護
り
た
い
と
い
う
愛
情
が
変

し
て
し
ま
わ
な
い
か
恐
く
思

て
し
ま
う

多
分
和
人
は
あ
た
し
が
こ
ん
な
事
を

え
自
分
自
身
に
恐
怖
し
て
い
る
な
ど
と
知
ら
な
い
だ

ろ
う
し

知

た
と
し
て
も

絶
せ
ず

む
し
ろ

し
い
と

て

け
入
れ
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て
あ
た
し
は
和
人
に
だ
け
は
こ
の
悩
み
を
明
か
せ
な
い

も
し
も

け
入
れ
ら
れ
て
し

ま

た
ら
一

で
も
許
容
さ
れ
て
し
ま
え
ば
あ
た
し
の
⻭
止
め
が

か
な
く
な
り
そ
う
だ

た
か
ら

あ
た
し
は
あ
く
ま
で
義
姉
な
の
で
あ
り
和
人
の
人
生
の

で
は
無
い
の
だ

だ
と
し
て
も

こ
の
思

は

危
な
い
も
の
だ
と
思
う
が

 
だ
か
ら
こ
そ
あ
た
し
は
こ
の
子
が
過
去
に
打
ち
克
て
る
そ
の
時
ま
で

こ
の
子
を
護
る
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と

そ
の
た
め
の
愛
情
を

ぐ
と

誓

た
の
だ

 
打
ち
克
て
た
後
の
事
は
和
人

第
だ

家
に

る
の
な
ら

て
も
良
い
桐

谷
家

に

け
た
い
の
な
ら
そ
れ
で
も
い
い

れ

れ
る
で
あ
ろ
う
二
者

一
の

が

る
そ

の
時
ま
で

あ
た
し
は
こ
の
子
の
姉
と
し
て

え

護
る
の
だ

だ
か
ら

生
き
て

現
実
に
帰
ろ
う

絶
対
に

 
未
だ
眠
り

け
る
和
人
を

し
く

き

め

い
た

中
は
晴
れ
や
か
で
は
無
く
ど
こ

か

た
も
の
が

て
い
た

 
ん

 
あ
た
し
が
目
を
覚
ま
し
て
か
ら
お
よ
そ
十
分
後
の

前
六
時
に
な

た
時

と
和
人
が
身
じ

ろ
ぎ
し
う

す
ら
と

を
持
ち
上

た

ち

ち
と

か

き
を
し
た
彼
は
そ
の
黒
い

に
あ
た
し
の

リ

フ

と
し
て
の

を

し

焦
点
を
合
わ
せ
る

り

ね

お
は
よ

う
ん

お
は
よ
う

あ
と

今
は
名
前
で
呼
ん
で
欲
し
い
か
な

ん

す
ぐ
ね

お
は
よ
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フ
ラ
フ
ラ

ら

ら
と

を

く
揺
ら
す
和
人
は
ま
だ
眠
そ
う
で
も
キ
チ
ン
と
名
前
を
呼

ん
で
く
れ
た

そ
れ
に

し
く
な

て
に
こ
り
と

み
を
浮
か
べ

を

で
る
と
気
持
ち
よ

さ
そ
う
に

を

く

し
付
け
て
来
る

さ
ら
さ
ら
と
し
た
黒
の
⻑
髪
の
触
り
心
地
も

良
い

し

こ
れ
は
や
は
り
ク
セ
に
な
る

で
心
地
だ

た

 
ま
た
数
分
そ
の
ま
ま
だ

た
が

く
し
て
か
ら

が

き
て
来
た
和
人
は

ず
か
し
気
に

を

く
し
な
が
ら

食
を
作

て
来
る
と

て
部

を
出
て
行

た

他
の

に
も
一
応

食
が

前
六
時
過
ぎ
で
あ
る
事
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
恐
ら
く
声
を
掛
け
て
行

て
か
ら
下

で
作
る
の
だ
ろ
う
と
思
う

え
よ
う
と
思

て
い
た
の
で

先
に
出
て
く
れ
た
の
は
助

か

た

 
こ
の
世
界
で
の

脱
は
ウ

ン
ド
ウ

作
一
つ
で
可
能
だ
が

備
中
の

を
外
し
て
別

の

を

備
す
る
ま
で
は
下

だ

た
り
も
の
に
よ

て
は

に
も
な
る
の
で

本
的
に

異
性
が
同
じ
部

に

る
間
の

備

脱
は

法

に
な

て
い
る

も
し
も
そ
う
い
う
事
を
し

て
し
ま

た
ら
誘

て
い
る
の
だ
と

え
ら
れ
る
か
ら
危
険
だ
と
あ
た
し
の
知
り
合
い
か
ら

重

意
を

け
て
い
る

ま

和
人
が
襲

て
来
る
と
も
思
え
な
い
が

ず
か
し
い
事
に
は

変
わ
り
な
い
の
で
助
か
る
思
い
だ

た

恐
ら
く
あ
の
子
は
そ
の

ま
で

え
て
い
な
い
だ
ろ
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う
が

 
手

く
ウ

ン
ド
ウ
を

作
し
て

備
を

の

か
ら
緑

に
変
え
た
後
あ
た
し
は
部

を
出
て
一

に

り
た

と
ん
と
ん
と

や
か
に

を
下
り
て
い
く
と
そ
の

中
で

カ
レ

の
良
い

い
が
漂

て
来
て

思
わ
ず

を

く
つ
か
せ
て
し
ま
う

 
リ
ビ
ン
グ
に
下
り
れ
ば

の
上
で
あ
く
せ
く
と

理
を
し
て
い
る
キ
リ
ト
の

が
見
え
た

三

を

た
黒
い
エ
プ
ロ
ン

で
髪
を
一
つ

り
に
し
て
い
る
そ
の

は
見
る
人
が
見

れ
ば

と
思
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

コ

ク
⻑

の

理
は

日
釣

て
来
た

で
シ

フ

ド
カ
レ

か
ら
カ
レ

あ
あ

で
も
あ

さ
り
と
し
て
る
の
ね

 
自

に

う
和
人
の
返

に
あ
た
し
も

む

ア
ス
ナ
さ
ん
か
ら
実
は

日
の
釣
果
は

ゼ
ロ
で

主
だ

た
と
い
う
事
は

い
て
い
る
が
今
そ
れ
を
指

す
る
必
要
も
無
い
の
で

て
お
く
事
に
し
た

見

を

り
た
い
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

に
立
ち
寄

て

を

入
し
た
の
だ
と

教
え
ら
れ
て
は
ど
う
に
か

て
見

を

ろ
う
と
す
る
そ
の
努
力
を
無

に
は
出
来
な
い

 
心
の
中
で
可
愛
い
な

と

き
つ
つ
あ
た
し
は

理
が
出
来
る
ま
で

フ

に

て

つ
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事
に
し
た

時
間
に
し
て
お
よ
そ
十
五
分
で
出
来
上
が
る
ら
し
く
そ
の
間
に
も
彼
は
他
に
付
け

合
わ
せ
に
サ
ラ
ダ
や
ら

や
ら
を

意
し
て
い
く

現
実
で
な
ら
手
伝
え
る
の
だ
け
ど
生
憎
と

理

ス
キ
ル
を
上

て
い
な
い
あ
た
し
で
は

に
手
伝
え
な
い
た
め

つ
し
か
な
い

 
ア
ス
ナ
さ
ん

く
戦
闘
で
は

ど

に
立
た
な
い

味
系
ス
キ
ル
の

理
ス
キ
ル
を
上

て
い
る
ら
し
い
が

少
し
前
に

く
完
全

得
し
た
ア
ス
ナ
さ
ん
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
で
す
ら

和
人
の

理
の

に
は

わ
な
い
ら
し
い

で
も
こ
の
世
界
で
最
高

の
味
を
誇
る

食

に
す
ら
あ
り
合
わ
せ
の

理
が
味
で

す
る
程
な
の
だ
と
い
う

確
か
に

日
の
お

に
食
べ
た
サ
ン
ド
イ

チ
や

食
の
ビ

フ
シ
チ

も

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
特
有
の

白
な
も
の
で

は
無
く
し

か
り
と
現
実
の
よ
う
に
味
付
け
が
さ
れ
た
も
の
だ

た

恐
ら
く

味

を

え

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
少
な
く
と
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
主
食
で

味

の

が
使

さ
れ
た
事
は

ど
無
か

た

故
な

ら

味

と
い
う

か
な
味
の

整
は
味
覚
パ
ラ
メ

タ
の
解

が

を
極
め
て
い
て
あ

ま
り
進
ん
で
い
な
い
ら
し
か

た
か
ら
だ

な
の
で
見
た
目
と
実

の
味
が

に
異
な
る
と
い

う
の
は
仮
想
世
界
の

理
の
特
徴
で

い
目
に
遭
う
事
な
ど

事
だ

た

 
そ
れ
な
の
に
あ
の
子
は
し

か
り
と
現
実
に

し
た
味
を
再
現
し
食

の
ラ
ン
ク
な
ど
無
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し
た

理
を
完
成
さ
せ
て
い
る

そ
れ
は
つ
ま
り
し

か
り
と

味

を
作
成
し
て
い
る
と

い
う
事
で
あ
る

や

な
ど
を
彼
は
作

て
い
る
の
だ
ろ
う

 

と
な
く

そ
う

え
る
と

本

に
作

て
い
る
の
か
ど
う
か
知
り
た
く
な

て
し

ま

た

本

な
ら
こ
う
い
う
他
者
が
持

て
い
な
い
物
を

く
の
は
ス
キ
ル
の

索
と
同
様
に

マ
ナ

違
反
な
の
だ
が

も
し
か
し
た
ら
と
い
う
期

も

め
て
い
る

ね

和
人

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど
良
い

ん

 

き
た
い
事

て

あ
な
た

も
し
か
し
て

味

と
か
自
作
し
て
た
り
す
る
の

 
お

と
か

と
か
味

と
か

あ
と
サ
ン
ド
イ

チ
に
使

て
た

ス
と
か

あ
あ

う
ん

自
作
し
て
る
よ

 

フ

に

て
背
も
た
れ
に

を

け
な
が
ら
行

悪
い

勢
で
問
う
と
彼
は
あ
り
合

わ
せ
の

理
を
作

て
い
た
た
め
振
り
向
き
は
し
な
か

た
が

定
を
返
し
て
き
た

 
内
心
で

マ
ジ
か

と
義
弟
の

理
に
対
す
る

心
さ
に

き
と
称

を
贈
る

最
初
は

味
気
無
か

た
か
ら
ど
う
し
て
も
作
り
た
く
な

て

大
体
デ
ス
ゲ

ム
開

始
か
ら
三

月
が
経

た

だ

た
か
な

色

と

が
集
ま

て
た
か
ら
ス
ト
レ

ジ
を



 第十八章 〜実姉と義姉〜

く
す
る
つ
も
り
で
配
合
し
て
た
ら
偶
然
出
来
た
ん
だ
よ

へ

へ

そ
う
な
ん
だ

 
偶
然
出
来
た

い

で

わ
れ
た
が
実

え
る
と
こ
の
仮
想
世
界
の

理
に
一

を
投
じ
る
程
の
大
発
明
で
あ
る
と
こ
の
子
は
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

を
引
き

ら
せ

て
し
ま

た

 
今
ま
で
味
気
な
か

た

理
が
一
変
し
現
実
の
そ
れ
と
同

か
そ
れ
以
上
の
味
を
作
り
上

る
の
だ
か
ら
そ
の

味

を

り
に
出
す
だ
け
で
も
と
ん
で
も
な
い

け
に
な
る
だ
ろ
う

ア
ス
ナ
さ
ん
の
反
応
か
ら
恐
ら
く

り
に
出
し
て
い
な
い
事
は
想
像
が
つ
い
て
い
る
の
で

更
あ
た
し
は
そ
う
思

た

 
無
論

か
し
ら

え
が
あ

て
の
事
だ
と
は
思
う
の
で

に
は
出
さ
な
い
が

外
ポ

シ

ン
系
の

を
使

た
な

攻
略
が
そ
れ
な
り
に
進
む
と
ポ

シ

ン
を
初

め
と
し
た
回
復
ア
イ
テ
ム
の

は

要
も
あ

て

場
で
流

し
て
た
か
ら

も
十
分
に

さ
れ
て
て

そ
れ
で

い
取

て
も
ら
う
よ
り
は
配
合
に
使

た
方
が
良
い
か
な
と
思

て

に
や

た
ら
出
来
て

い
や

そ
れ
か
ら

理
ス
キ
ル
の
仕
様
に

車
が
掛
か

た

よ

ど
の

を
使
う
か
で
ど
ん
な
味
に
な
る
か
を
全
部
メ
モ
に
書
き

め
て
配
合
を

り
返
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し
て

一
番
ス
キ
ル
値
が
上
が

た
の
は
あ
の
時
じ

な
い
か
な

 
ア
ス
ナ
さ
ん
が
他
の
人
か
ら

き
し
た
話
に
よ
る
と

今
年
に
入

た
時
に
は

に

理
ス
キ
ル
が
完
全

得
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
の
で
そ
れ
だ
け
上
が
り
が
大
き
か

た
と
い
う

事
な
の
だ
と
思
う

ア
ス
ナ
さ
ん
も
色

と
現
実
の

味

を
再
現
し
よ
う
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い

る
が
未
だ
に

す
ら
も
出
来
な
い
事
を

い
て
い
た

こ
の
事
実
を
知

た
ら
あ
の
人

は

く

ち

む
ん
じ

な
い
か
な
と
思

て
い
た
り
す
る

 

外

食
の
時
に
食
べ
た
サ
ラ
ダ
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
ド
レ

シ
ン
グ
で

に
シ

ク
を

け
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が

お
は
よ
う

キ
リ
ト

リ

フ

二
人
と
も

い
わ
ね

私
は
ま
だ
眠
い
わ
よ

あ

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

シ
ノ
ン
さ
ん

 
和
人
と
話
し
て
い
る
間
に
ど
う
や
ら
目
を
覚
ま
し
た
ら
し
い
シ
ノ
ン
さ
ん
が

て
を
外
し

た
格

で
一

に
下
り
て
来
た

眠
そ
う
に
欠

を

み
殺
し
な
が
ら

さ
れ
そ
れ
に

を
返
す食

は

カ
レ

か
し
ら

 

か
ら
カ
レ

な
の
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シ

フ

ド
カ
レ

ら
し
い
で
す
よ

あ
あ

な
る

ど

多
少
ア

サ
リ
は
し
て
る
わ
ね

あ
た
し
と
同
じ
事
を

て
ま
す
ね

そ
う
な
の

 

き
り
さ

き
の
あ
た
し
と
同
じ
事
を

て
い
る
と

い
な
が
ら

れ
ば
彼
女
は
不

思
議
そ
う
に
あ
た
し
を
見
て
来
た
の
で
こ
く
り
と

い
て
お
い
た

ま

か
ら
カ
レ

か

と
思

て
し
ま
う
の
も
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う

 
男
子
な
ら
と
も
か
く
女
子
に
カ
レ

は
少

に
キ
ツ
イ

ま

こ
の
世
界
で
は
実

の

で
は
無
い
し
現
実
の
肉
体
に

は
一
切
入

て
い
な
い
の
だ
が
や
は
り

み
の
問

だ
お

は
よ

 
三
人
と
も

い
ね

キ
リ
ト
君
リ

フ

ち

ん
シ
ノ
の
ん
お
は
よ
う

私
達
が
一
番

か

た
か

や

り
六
時

き

て
い
う
の
は

れ
て
な
い
か
ら
キ
ツ
イ
ね

 
シ
ノ
ン
さ
ん
が
来
て

す
ぐ
後
に

く
よ
う
に
し
て
ス
ト
レ
ア
さ
ん
と
ア
ス
ナ
さ
ん
が
一

緒
に
リ
ビ
ン
グ
に
入

て
来
た

ど
う
や
ら
二
人
と
も
あ
ま
り

き
で
は
無
い
ら
し
い

確
か
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に
剣
道
を
初
め
と
し
た
武
道
を

ん
で
い
な
い
と
思
わ
れ
る
三
人
に
は

れ
て
い
な
い
の
な

ら
六
時

き
は
ち

と

い
だ
ろ
う
な
と
は
思
う

 
ち
な
み
に

前
六
時

き
な
ん
て
剣
道
を
し
て
い
る
あ
た
し
か
ら
す
れ
ば
む
し
ろ

い
方
に
入

る

は

前
五
時

き
な
の
だ
か
ら

日
ま
で
は
色

あ

て

れ
て
い
た
か
ら
こ
こ
ま

で

く
り
し
て
い
た
の
で
あ
る

和
人
も
最
初
は

そ
う
だ

た
が

年
が
経
つ

に
は
そ

こ
そ
こ

れ
た
様
子
だ

た

今
も

前
五
時

き
を

け
て
い
る
か
は
知
ら
な
い

さ
て

出
来
た

お

キ
リ
ト
の

ご

が
出
来
た
の

 
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
み
た
い
だ
ね

そ
う
だ
な

ア
ス
ナ
と
シ
ノ
ン
と
ス
ト
レ
ア
は
食
器
を
テ

ブ
ル
に

べ
て
お
い
て
く
れ
な
い

か

 

は
リ

フ

と
一
緒
に

あ
の
女
の
子
の

に
行
こ
う
と
思
う

う
ん

分
か

た

意
は

さ
れ
た
よ

 
ア
ス
ナ
さ
ん
が
食
器

の

意
を

さ
れ
た
と
返
し
三
人
が

の
方
に

意
さ
れ
て
い
る

食
器

に
近
付
く
の
を
見
送

て
か
ら
和
人
は
あ
た
し
の
手
を
取

て
二

へ

く

を

り
始
め
た

ね

で
あ
た
し
も
一
緒
に
行
く
の

 
様
子
を
見
る
だ
け
な
ら
和
人
だ
け
で
も
大
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な
ん
じ

な
い

 
そ
の

中
で
あ
た
し
は
疑
問
に
思

て
い
た
事
を
投

掛
け
た

実

き
て
い
る
か
ど
う

か
の
様
子
を
見
る
く
ら
い
な
ら
あ
た
し
は
必
要
な
い
と
思
う
の
だ

 
そ
の
問
い
に

和
人
は
少
し
だ
け

い

み
を
浮
か
べ
た

直
姉
も
知

て
の

り
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
に

く
ら
い
の
年

の
子

は

ど

な
い

の
場
合
は
ベ

タ
テ
ス
ト
に

し
た
か
ら
イ
レ
ギ

ラ

と
し
て
も
た

た
一
千
人
に
し

か

た
ら
な
か

た
ア
レ
に
あ
の
女
の
子
も

た

た
と
は
思
え
な
い
し
仮
に

た

て
い
た

と
し
て
も
多
分
親
も
一
緒
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
と
思
う
ん
だ

仮
想
世
界
と
は

え
初
め
て
の
世

界
な
ら
親
が
心
配
す
る
の
も
仕
方
が
無
い
し

そ
の
点
う
ち
の

さ
ん
は
情
報

の
編

集
者
だ

た
分
他
の
人
よ
り
色

知

て
い
た
だ
け
に
あ
ま
り
心
配
し
て
な
か

た
み
た
い
だ

け
ど

 
桐

谷

の

業
は
情
報

の
編
集
者
で

論
そ
の
情
報
の
中
に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

す
る
事

も
あ
る

実
は
あ
の

が
年

レ

テ

ン
グ
を
無

し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

め
た
の
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
が

と
て
も

し
く
ま
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

や

力
的
な
行

も
現
実

ど

い
事
は
出
来
な
い

そ
れ
で
も
多
少
は

り

る
の
だ
が

と
知

て
い
た

だ

今
回
は
そ
れ
が

に
な
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て
し
ま

た

だ
が

む
し
ろ
思
い

き
り

め
て
た
も
ん
ね

事
件
か
ら
ず

と
物

く
悔
や
ん
で
た
よ

も
分
か
ら
な
い
か
ら
仕
方
な
い
事
だ
け
ど

と
し
て
は

こ
の
世
界
に
来
ら
れ
て
良

か

た
と
も
思
う
よ

ア
ス
ナ
達
み
た
い
に

を

一

と
し
て
も

け
入
れ
て
く
れ
た

人
が

る
か
ら

い
事
も

あ

た
け
ど

 
そ
こ
で
目
を

り

か
を
思
い
出
す
よ
う
に
表
情
を

し

な
も
の
に
し
た
和
人
は
そ
れ

を
一

で

め
て
あ
た
し
を
ま
た
見
上

て
来
た

ま

の
話
は
一

く
と
し
て

そ
れ
で
う
ち
は
そ
ん
な
感
じ
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
対
す
る

知
識
が
あ

た

だ
け
ど
多
分
他
の
家
の
親
は
そ
う
で
も
無
い
と
思
う

だ
か
ら
親
と
一
緒
に

ロ
グ
イ
ン
し
た
と
思
う
け
ど

第
二
十
二
層
は
ア
ク
テ

ブ
な
モ
ン
ス
タ

が
ポ

プ
し
な
い

と
は

え
第
一
層
か
ら
す
れ
ば
明
ら
か
に
上
層
未
知
の

に
な
る

そ
ん
な
場

で
し

か
も
圏
外
の
林
の
中
で
倒
れ
て
い
た
と
な
る
と

も
し
か
し
て

親
は

 
あ
た
し
は
そ
こ
か
ら
先
を

に
し
な
か

た
が
和
人
は
こ
く
り
と
深

め
い
た
表
情
で

い

た

そ
れ
は
つ
ま
り
恐
ら
く
彼
女
と
一
緒
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
で
あ
ろ
う
親
は
も
う
こ
の
世
界



 第十八章 〜実姉と義姉〜

か
ら
退
場
し
て
い
る
と
い
う
事
を
意
味
し
て
い
る

そ
も
そ
も
親
が

る
の
な
ら

中
で
は
ぐ

れ
る
の
な
ら
と
も
か
く
あ
ん
な
圏
外
の
林
の
中
で
行
き
倒
れ
て
い
る
な
ん
て
事

に
発
展
し
な

い
の
だ
か
ら

そ
れ
は
容

に
想
像
が
つ
く
話
だ

 
し
か
し

そ
の
話
を
あ
た
し
が
ど
う

わ
る
の
か
が
分
か
ら
な
か

た

で
も

そ
の
話
と
あ
た
し
に
ど
う

が
あ
る
の

今
の
あ
の
女
の
子
と

の

が
大
体
似

た
状
況
に
あ
る
気
が
し
た
か
ら

 
キ
リ
ト
が

に
し
た
返

に

あ
た
し
は
一

だ
け

然
と
し
て
し
ま

た

 
確
か
に
さ

き
の
話
を
前

に

え
れ
ば
和
人
を

た
時
の
状
況
と
今
の
あ
の
女
の
子

の
状
況
は

く
似

て
い
る

家

に
捨
て
ら
れ
て
行
き
場
を
失

た
和
人
と
家

に
先
立

た
れ
行
き
場
を
失

て
い
る
女
の
子

そ
れ
に
気
付
い
た
和
人
は
だ
か
ら
こ
そ
あ
た
し
を

ん
だ
の
だ

か
つ
て
自
身
を

い
姉
に
な

た
あ
た
し
を
信
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
あ
の
女
の

子
も

と
か
立
ち
直
ら
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

恐
ら
く
そ
ん
な
風
に

え
て
あ
た
し
を

ん
だ
の
だ
ろ
う

 
こ
の
世
界
で
強
者
で
あ
る
ア
ス
ナ
さ
ん
で
も
あ
の
女
の
子
を
背
負

て
い
た
ス
ト
レ
ア
さ
ん
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で
も

ち

い
た
物

の
シ
ノ
ン
さ
ん
で
も
無
く

か
つ
て
自
身
を

た
姉
の
あ
た
し
を

頼

た
の
だ

そ
れ
だ
け
あ
た
し
は
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
だ

と
い
う
事
は

妹
が
出
来
る
と
い
う
事
な
の
か
し
ら

そ
う
な
る
と
和
人
は

弟
か

な 
責

重
大
だ
な
と

中
で

き
つ
つ
あ
た
し
は

め
い
た

で

定
的
な
問

を

し
た

 
実

あ
の
女
の
子
を

け
容
れ
た
場
合
は
妹
に
な
る
と
思
う
の
で
和
人
は
あ
の
子
の
兄
か
弟

の
ど
ち
ら
か
に
な
る

見
た
目
の
身
⻑
で
は
女
の
子
の
方
が
高
そ
う
だ

た
か
ら
多
分
和
人
は

弟
に
な
る
だ
ろ
う

え

と

勝
手
に
頼

た
の
に

怒
ら
な
い
の

別
に
怒
ら
な
い
よ

怒
る
程
の
事
じ

な
い
し
こ
う
い
う
事
で
年
上
の
人
を
頼
る
の
は
む
し

ろ

然
よ

分
か

た

あ
た
し
に
出
来
る
限
り
の

で
あ
の
子
を

と
か
す
る
わ

和
人

も
力
を

し
て
ね

論

 
あ
り
が
と
う

直
姉

ど
う
い
た
し
ま
し
て

和
人
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真

向
か
ら

面
の

み
で
お
礼
を

わ
れ
思
わ
ず

ん
で
し
ま

た

い
き
な
り

な

く
て

あ
ど
け
な
い

み
は
反

だ
ろ
う
と

中
で

く

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
て
足
を
止
め
て
し
ま

て
い
た
あ
た
し
達
は

下
の
三
人
を
あ
ま
り

た
せ
る
の
も
悪
い
の
で
女
の
子
が
眠
り

け
て
い
る
和
人
の
自

へ

い
で
向
か

た

こ

ん
こ
ん
こ
ん
と
ノ

ク
し

を
開
け
て
中
に
入
れ
ば

日
は
ず

と
ベ

ド
で
眠

て
い
た

黒
髪
の
少
女
が
横
に
な

た
ま
ま

を
持
ち
上

な
黒
い

を
こ
ち
ら
に
向
け
て
来
た

ち
り
と
目
が
合
う

あ

き
た
の
ね

よ
か

た

 

と
安

の
息
を

き
な
が
ら

く
り
と
近
付
け
ば
少
女
は
ベ

ド
か
ら
上
体
を

こ

し
て
こ
ち
ら
を
見
て
来
た

こ
て
ん
と

あ
ど
け
な
く
小

を

た

 
そ
れ
を
可
愛
い
と
思
う
が

同
時
に
ど
こ
か
違
和
感
を
覚
え
た

あ
れ

 
ち

と

た

今
気
づ
い
た
け
ど

そ
の
子

カ

ル
が
無
い

え

 

あ

ホ
ン
ト
だ
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和
人
の
指

に
あ
た
し
も
少
女
の

の
上
を
見
れ
ば
本
来
プ
レ
イ

な
ら
グ
リ

ン
や

オ
レ
ン
ジ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
ら
イ
エ
ロ

の

型
マ

ク
が
表
示
さ
れ
る

な
の
に
空
白
の
ま
ま
で

あ
る
事
に
今
更
な
が
ら
に
気
が
付
い
た

ど
う
や
ら

日
は
色

と
あ
り
過
ぎ
て
全

見
過
ご

し
て
し
ま

て
い
た
ら
し
い

多
分
ス
ト
レ
ア
さ
ん
も
色

と
気
が
動
転
し
て
し
ま

て
見

し

て
い
た
の
だ
ろ
う

 
ま
さ
か
あ
の

静
な
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
見

す
と
は

そ
れ
だ
け
小
さ
な
変
化
だ

た

の
だ
ろ
うあ

 
あ
た
し
が

い
た
違
和
感
は
こ
れ
だ
ろ
う
か
と
内
心
で

を

て
い
る
と

と
少
女
が

か
を
伝
え
た
そ
う
に
手
を

ば
し
て
く
る

と
な
く
あ
た
し
は
少
女
が

る
ベ

ド
に

掛
け

を

で
な
が
ら

み
掛
け
た

初
め
ま
し
て

ず

と

て
た
か
ら
心
配
し
た
よ

自
分
の
名
前

分
か
る

な
ま
え

い

ユ
イ

そ
れ
が

名
前

ユ
イ
ち

ん
か

可
愛
く
て

良
い
名
前
だ
ね

 
恐
ら
く
感
じ
に
直
せ
ば

か
結

り
だ
ろ
う

女
の
子
ら
し
く
て
良
い
名
前
だ
と
思
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て
本
心
で

め
れ
ば

ん
の
少
し
だ
け
ユ
イ
ち

ん
の

に
小
さ
な

み
が
浮
か
ん
だ

ど

う
や
ら

心
は
そ
こ
ま
で
高
く
な
い
ら
し
い

 

し
て
み
る
と
分
か
る
が
ど
こ
か

た
ば
か
り
の

の
和
人
を
想

さ
せ
る
反
応
だ

確
か
に
和
人
よ
り
は
あ
た
し
の
方
が

れ
て
い
る
の
で

だ

た
か
も
知
れ
な
い

あ
た
し
の
名
前
は
リ

フ

こ

ち
の
子
は
弟
で
キ
リ
ト

て

う
ん
だ
よ

い

き

い
と

ん

し
い

リ

フ

キ
リ
ト
だ
よ

い

き

と

う

 
ど
う
や
ら
ラ
行
を
発

出
来
な
い
ら
し
い

こ
れ
は
発
語

と
い
う
よ
り
応

か
ら
し

て
精
神
年

の
後
退
が

こ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

と
す
る
と

の
和
人
よ
り
も

悪
い
か
も
知
れ
な
い

目
の
前
で
親
が
死
ん
で
し
ま

た
の
だ
と
す
れ
ば
こ
う
な

て
し
ま
う

の
も
年

か
ら
し
て
仕
方
の
無
い
事
か
も
知
れ
な
い
が

い
こ
の
子
に
は

境

め
て

す
ぎ
る

自
己

衛
反
応
と
し
て
記

を

じ
て
精
神
後
退
が

こ

た
可
能
性
が
大
き
い
か

も
知
れ
な
い

 
見
た
目
は
十

前
後
だ
が
明
ら
か
に
や
り
取
り
が

の
そ
れ
だ

た
か
ら
あ
た
し
は
そ
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う

で

え
つ
つ
表
情
に
は
出
さ
な
い
で

苦

を
浮
か
べ
た

ん

し
か

た
か
な

呼
び
や
す
い
よ
う
に
呼
ん
で
く
れ
て
い
い
よ

 

を

で
な
が
ら

み
と
共
に

え
ば

ユ
イ
ち

ん
は
少
し
だ
け

え

む
よ
う
に

き

い

は

い

ね

き

と
は

き

い

ね

リ

姉

て

う
つ
も
り
な
の
か
な

き

キ
リ
ト
か
ら
取

た
の
か

て
い
う
か

は
年
下
に
見
ら
れ
て
る
ん
だ
な

い
や

別
に
良
い
け
ど
さ

実

の
方
が
年
下

い
し

う
ん

だ
め

 
あ
た
し
と
和
人
が
一
緒
に
付
け
ら
れ
た
呼
称
に
つ
い
て
思
う
事
を

に
し
て
い
る
と
そ
れ
を

に
思

た
と
取

た
の
か
不
安
そ
う
に
ユ
イ
ち

ん
が

い
て
来
た

慌
て
て

み
を
浮
か

べ

を
横
に
振
る

ん

ん

ダ
メ
な
ん
か
じ

な
い
よ

 
い

ね
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安
心
さ
せ
る
よ
う
に

み
な
が
ら

定
す
れ
ば
ユ
イ
ち

ん
は

し
そ
う
に
あ
た
し
に

き
付
い
て
来
た

そ
の
小
さ
な
体
を

き

め
返
し
な
が
ら
あ
た
し
は
少
し
ば
か
り
の

を

抑
え

む

 
こ
の
子
は

あ
た
し
と
和
人
が

え
て
い
た
以
上
に
心
に
傷
を
負

て
い
た
ら
し
い

あ

る
意
味
で
和
人
よ
り
も

い
か
も
知
れ
な
い

ま
る

き
り

と
同
じ
反
応
を
返
し
て
い
て

あ
た
し
の
事
を
姉
と
見
て
い
る
事
か
ら
も
し
か
し
た
ら
親
で
は
無
く
兄
弟
姉
妹
と
一
緒
に
ロ
グ

イ
ン
し
て
い
て
亡
く
な

た
と
い
う
線
も
あ
る

一
年

が
経
つ
今
に
な

て
デ
ス
ゲ

ム
化

の
ス
ト
レ
ス
で
こ
こ
ま
で
に
な
る
と
は
少

え

い

最
悪
こ
の
子
は
天

孤
独
の
身
に

な

て
い
る
か
も
知
れ
な
い

 
そ
の
場
合
あ
た
し
は
こ
の
子
の
姉
と
し
て

け
入
れ
る
つ
も
り
だ

現
実
で
も
引
き
取
る
か

は

さ
ん
と

さ
ん
に

し
な
け
れ
ば

と
も

え
な
い
が
多
分

け
入
れ
て
は
く
れ
る
と

思
う

さ
ん
は

気
に
結
構
な

を

い
で
い
る
か
ら
下
手
に

し
な
け
れ
ば
大

ら
し

い
し

が
弟
と
い
う
事
は

ユ
イ
は
ユ
イ
姉
と
い
う
事
か

新
し
い
家

か

き
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ん

こ
え
て
る
よ

 
和
人
に
も
手
を

ば
し
た
ユ
イ
ち

ん
に
彼
は

し

に

み
な
が
ら

ば
さ
れ
た
手
を

く
り
取

た

同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
の
手
が
交
わ
さ
れ
る
の
を
あ
た
し
は
小
さ
な
少
女

を

き

め
な
が
ら

か
く
見
守

て
い
た

 
ま
だ
ユ
イ
ち

ん
が
天

孤
独
と
決
ま

た

で
は
無
い
が
家

が
見
つ
か
る
ま
で
あ
た
し

は
こ
の
子
の
姉
と
し
て

け
入
れ
よ
う
と
新
た
な
義
妹
と
義
弟
の
や
り
取
り
を
見
守
り
な
が
ら

新
た
に
心
に
誓

た

  
少
し
ば
か
り
時
間
を
掛
け
過
ぎ
た
あ
た
し
は
ユ
イ
ち

ん
を
新
た
に
加
え
和
人
と
共
に
一

へ
下
り
た

少
し
ば
か
り

い
事
に
業
を

や
し
て
呼
び
に
来
よ
う
と
し
て
い
た
シ
ノ
ン
さ
ん
と

合
わ
せ
し

れ
た
理
由
を

し
た
彼
女
は
な
る

ど
と
一
つ

い
て
苛
立
ち
を
収
め

て
く
れ
た

 
最
初
こ
そ
初
め
て

を
合
わ
す
三
人
に

え
を
見
せ
た
ユ
イ
ち

ん
は
し
か
し

し
く
自
己

を
す
る
と
す
ぐ
に
心
を
開
き

ら
か
な

み
を
浮
か
べ
て
く
れ
た

シ

フ

ド
カ
レ

も

に
食
べ
サ
ラ
ダ
も

き

い
せ
ず
し

か
り
完
食
し
て
し
ま
い
意
外
に
も
見
た
目
に
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そ
ぐ
わ
ず
大
食
い
で
あ
る
ら
し
い
事
を
知

た

見
て
い
て
気
持
ち
い
の
良
い
食
べ

り
で

そ
れ
に
は
さ
し
も
の
和
人
も

き
に

目
し
て
い
た

 
ち
な
み
に
シ

フ

ド
カ
レ

は
あ
た
し
達
全

を

か
せ
た

せ
ス

プ
カ
レ

に
な

て
い
る
か
と
思
い
き
や

と
彼
は
偶
然
の

物
で

を
作
り
出
し
て
い
て
そ
れ
を
更
に

て
出
し
て
き
た
か
ら
だ

ユ
イ
ち

ん
は
た
だ
無
邪
気
に
食
べ
て
い
た
が

あ
た
し
達
は
見
て

い
を

い
で

味
と
食
感
に

い
て
を
ず

と

り
返
し
て
い
た

 
特
に
ア
ス
ナ
さ
ん
は
完
全
に
絶

し
て
い
て
負
け
た

と

ん
で
い
た

未
だ

味

を

完
成
さ
せ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
日
本
人
な
ら
食
べ
た
い
と
思
う

す
ら
も
作

て
し
ま

て

い
る
事
を
知
り

完
全
に
プ
ラ
イ
ド
が

さ
れ
た
ら
し
い

 

も
ま
た

味

と
同
じ
く
偶
然
の

物
ら
し
く
そ
の
精
製
法
は
意
外
な
も
の
だ

た
ら
し

い

物
系

の

ア
イ
テ
ム
を
五
種

配
合
し
た
時
の
完
成
品
で
出
来
た
も
の
で
ま
る

き
り
食
感
も
味
も

で
あ
る
事
に
彼
自
身

い
た
と
い
う

ち
な
み
に

日
の

食
を
作
る

に

発
見
し
た
ら
し
か

た

 
ア
ス
ナ
さ
ん
が
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
そ
の
レ
シ
ピ
開
示
を

願
し
あ

け
ら
か
ん
と
そ
れ
に

応
じ
て
レ
シ
ピ
を
教
え

し
に
作

て
は
喜
び
に

く
と
い

た
や
り
取
り
を
し
て
い
る
内
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に

時
間
は

時
の
間
に
か
八
時
を
回

て
い
た

さ
て
と

前
九
時
に
闘
技
場
に
行
く

て

絡
し
て
る
し
そ
ろ
そ
ろ
向
か
お
う
か
な

一
応
実
地
で
あ
る
程

情
報
収
集
も
し
た
い
し

 
今
日
の

前
中
は
信
頼
す
る
情
報

か
ら
送
ら
れ
た
情
報
か
ら
闘
技
場
の
個
人
戦
と
い
う

全
三
戦
か
ら
な
る
ボ
ス
戦
を
制
覇
す
る
予
定
に
な

て
い
た

ユ
イ
ち

ん
が
目
覚
め
る
と
い
う

思
わ
ぬ
事
が
あ

た
と
は

え
攻
略
に

を
来
す
程
で
は
無
い
し

に
主
だ

た
面

に

は

絡
が
行

て
い
る
ら
し
い
か
ら
今
か
ら
中
止
す
る
と
い
う
の
も
出
来
な
い

故
に
和
人
は

に

備
を
整
え

黒

く
め
の
二
刀
剣
士

に
な

て
い
た

 
ち
な
み
に
実

の

戦
は

前
十
時
を
予
定
し
て
い
る
ら
し
い

で
も
色

と
す
る
事
が
あ

る
か
ら
ら
し
い
が
そ
れ
が

な
の
か
は

体
的
に
は
教
え
て
も
ら
え
な
か

た

す
ぐ
に
分
か

る
教
え
た
ら
面
白
く
な
い
か
ら
秘
密
と

わ
れ
た
の
で
あ
る

別
に
危
険
な
事
で
は
無
い
ら

し
い
の
で

な
ら
良
い
か
と
放

て
い
る

ア
ス
ナ
は
攻
略
組
だ
か
ら

然
と
し
て
リ

フ

と
シ
ノ
ン
そ
れ
と
ス
ト
レ
ア
も
来
る
ん

だ

け

 
と
な
る
と

ユ
イ
姉
は
ど
う
し
よ
う
か

ユ
イ
も
き

と
一
緒
に
行
く
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あ

う
ん

気
持
ち
は

し
い
ん
だ
け
ど

と
一
緒
に
行
動
は

せ
め
て

リ

フ

と
一
緒
に
し
て
欲
し
い
か
な

でで

て

そ
れ
は

 
キ

ト
ン
と

に
問
い
掛
け
た
ユ
イ
ち

ん
に
和
人
は
ぐ

と

い

ん
で
し
ま
う

そ

れ
も
仕
方
が
無
い
事
だ
ろ
う

ど
う
も
記

が
無
い
ら
し
く
精
神
後
退
し
て

レ
ベ
ル
の
思

に
な

て
い
る
ユ
イ
ち

ん
に
対
し
世
界
や
人
の
悪
意
を
話
す

に
も
い
か
な
い
し
仮
に

話
し
た

で
理
解
さ
れ
る
と
も
思
え
な
い

む
し
ろ
怒

て
抗
議
に
行
く
可
能
性
す
ら
あ
る

 
と
な
る
と
ユ
イ
ち

ん
は
和
人
と
は
離
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が

そ
う
す

る

の
理
由
に

た

うぬ

ぐ

わ

キ
リ
ト
君
が
会
話
で

さ
れ
て
る
の

初
め
て
見
る
よ

義
理
と
は
え
姉
だ
し
更
に
え
ば

な
子
に
一
方
的
な
い
分
は
い
い
も
の
ね

 
ユ
イ
ち

ん
が
不

な
表
情
で

か
に
背
が

い
和
人
を
見
下
ろ
し

け

そ
れ
に
彼
は
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ぐ

と

さ
れ
て
い
た

ら
ユ
イ
ち

ん
の

を
思

て
も
本
人
が

わ
な
け
れ
ば
ど
う
に
も

出
来
な
い
か
と

て
本

の
事
を
明
か
す
の
も
心
情
的
に

し
い
と
な
り
物

く
和
人
は

悩
ん
で
い
る
よ
う
だ

た

ユ
イ
ち

ん
の
可
愛
い

み

に
勝
て
る
人
は
果
た
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か

も
し
も

る
な
ら

き

と
血
も

も
な
い

血

に
違
い
な
い

 
ま

あ
た
し
の
場
合
は
こ
の
二
人
の
ど
ち
ら
の

み

に
も
勝
て
そ
う
に
な
い
の
だ
が

 
取
り

え
ず
時
間
も
そ
こ
そ
こ

て
き
て
い
る
事
だ
し
今
後
を

す
る
大
事
な
事
だ
か

ら
こ
こ
は
ユ
イ
ち

ん
を
説
得
す
る
べ
き
だ
ろ
う

ね
ユ
イ
ち

ん

キ
リ
ト
は
と
て
も
大
切
な

事
の

に
行
く
ん
だ
け
ど
あ
た
し
達
と
一

緒
に

る
の
は
少
し

し
い
事
な
の

だ
か
ら
我

し
よ
う

む

う

 
や
だ

 
一
緒
に
行
く

た
事
に
な

た
な

 
あ
た
し
が

し
く

し
て
も
ユ
イ
ち

ん
は
不

そ
う
に

を

ら
ま
し
そ
し
て

絶
の

葉
を
放

て
和
人
の
手
を
取

た

そ
の

動
が

な
も
の
か
ら
来
る
と
理
解
し
て
い
る
だ

け
に
和
人
も
振
り
解
く
事
が
出
来
ず

惑
と
苦
悩
に
表
情
を
歪
め
る

 
あ
た
し
も
流

に

子
で
も
意
見
を
変
え
な
さ
そ
う
な
様
子
に
ど
う
し
よ
う
も
出
来
ず

方
に
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れ
て
い
る
と
表
情
を
歪
め
て
い
た
和
人
が

と
ユ
イ
ち

ん
に
真
剣
な
面
持
ち
を
向
け
た

ユ
イ
姉
お
願
い
だ
か
ら
出
掛
け
る
な
ら
リ

フ

と
一
緒
に
し
て
く
れ

こ
れ
は
ユ

イ
姉
の

で
も
あ
る
ん
だ

ユ
イ
の

た
め

あ
あ

も
し

と
一
緒
に
行

た
ら
こ
れ
か
ら
は
一
緒
に

ら
れ
な
く
な
る
ん
だ

そ
れ

で
も
良
い
の
な
ら
一
緒
に
来
て
も
良
い
け
ど

や
だ

 
一
緒
に

た
い

な
ら

リ

フ

達
と
一
緒
に
行

て
く
れ

ど

ち
に
し
ろ

を
合
わ
せ
る
か
ら

う
 
和
人
の

い
分
は

ば

し
で
あ
る
と
分
か

て
は
い
た
が
こ
う
で
も

わ
な
け
れ
ば
恐
ら

く
ユ
イ
ち

ん
は

か
な
か

た
と
思
う
の
で
そ
れ
で
い
い
と
思

た

少
し
悩
む

振
り
を
見

せ
て
い
た
ユ
イ
ち

ん
も

く
し
て
か
ら
こ
く
り
と

き
約
束
と

て
彼
か
ら
離
れ
あ

た
し
の
手
を
握
る

そ
れ
を
見
て
和
人
は
安

の
息
を

い
て
い
た

じ

あ
ア
ス
ナ

の

内
を
頼
む
な

は
別
の
転

か
ら
最
前
線
に
行
く
か

ら
闘
技
場
で

ち
合
お
う
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う
ん

分
か

た

道
中
気
を
付
け
て
ね

こ
れ
で
も
一
応
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
最
強
を
自
負
し
て
る
ん
だ

に
は
や
ら
れ
な
い
よ

 
ア
ス
ナ
さ
ん
の
心
配
の

葉
に
不

な

み
で
そ
う
返
し
た
後
和
人
は
先
に
ホ

ム
か
ら
出

発
し
た

そ
の
後
に
あ
た
し
達
も
家
を
出
て

方
面
に
あ
る
と
い
う
第
二
十
二
層
の
主

へ
と
向
か
う

彼
は

方
面
に
あ
る
過

か
ら
転

し
て
向
か
う
手

ら
し
い

わ
ざ
と

別

に
行
動
し
て
い
る
の
は
彼
の
ホ

ム
が
こ
の

層
に
あ
る
と
知
ら
れ
な
い

の

だ
と

い
う

 
道
中
で
ユ
イ
ち

ん
の
初

し
い

け
に
明
る
い
反
応
で

ら
か
な

気
に
な
り
な
が

ら

あ
た
し
達
は
転

へ
と
一
路
向
か

た
の
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
千
冬
は
人
格
的
に
は
ま
と
も
と
い
う
設
定
で
し
た
リ
ズ
ベ

ト
の
お
話
の

に
そ
れ
ら
し
く
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書
い
て
は
い
ま
し
た
が
こ
れ
で

く

体
的
に
性
格
が
分
か

た
か
と
思
い
ま
す

一

に
対

し
て

白
だ

た
の
は
恐
ろ
し
く

し
か

た
か
ら
と
い
う
設
定
で
す

人
間

し
か

た

ら
他
人
を
見
て
ら
れ
る

が
無
く
な
り
ま
す
し
ね

 
そ
し
て
直
葉
が
怒
鳴

た
の
は
文
中
に
あ
る

り
同

悪
で
す

千
冬
は
一

が
誘

さ

れ
た
と
知
ら
さ
れ
な
か

た

直
葉
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
化
す
る
と
知
ら
ず
に

め
て
し

ま

た
過
去
が
あ
り
知
ら
な
か

た
か
ら
と

て
済
ま
さ
れ
る
話
で
は
無
い
と
い
う
意
識
が

あ
る
の
で

あ
の
思

が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す

 
色

と
物
騒
な
思

回
路
を
し
て
い
ま
す
が
狂

た
り
す
る
予
定
は
本
編
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
安
心
を

直
葉
は

本

和
人
の
心
の

り

で
す
の
で

 
そ
し
て
ユ
イ
の
立
場
が
決
定
し
ま
し
た

和
人
の
義
姉
直
葉
の
義
妹
と
い
う
立
場
に

ち

き

呼
び
名
は

い

ね
え

と

き

に
な
り
ま
し
た

キ
チ
ン
と

れ
る
よ
う
に
な

た

ら

リ

姉

に
す
る
つ
も
り
で
す

 

話
で
は
あ
る
人
物
と
の
戦
闘
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

ボ
ス
戦
に
行
け
る
か
は
ち

と
分
か
り
ま
せ
ん
が
戦
闘
が
あ
る
の
は

確
定
で
す
の
で

し
み
に
し
て

け
れ
ば

い

で
す
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第十九章 〜気高き仮面〜

 
第
十
九
章
 

気
高
き
仮
面

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
少

く
な

て
し
ま
い
ま
し
た

色

と
闘
技
場
の
ボ
ス
戦
の
進
み
を

え
直
し
て
い
た
結

果
と

て
も
キ
リ
ト
が
苦
し
む
戦
い
に
す
る
事
に
し
ま
し
た

ま

ク
リ
ア
後
は

も
な

く
彼
が
強
化
さ
れ
る
ん
で
す
が
ね

そ
の
た
め
の
戦
い
に
な
り
ま
す

 
さ
て
今
話
で
は
和
人
と
束
の

に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
す

以
前
に
ち

こ

と
名
前
と

性
が
出
て
い
ま
す
が
和
人
が
束
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
ス
ト

リ

が
一
部
分
語
ら
れ
ま
す

 
そ
し
て
こ
れ
ま
で
名
前
だ
け
一
部
の
登
場
だ
け
だ

た

殺
隊
と
ビ

タ

一

ア
ン
チ
達
の
本
格
登
場
で
す

正
直
ま
だ
触
り
で
す
の
で
ア
ン
チ
が

い
な
方
は
本

気
で
本
作
が
キ
ツ
イ
も
の
に
な
る
か
と
思
い
ま
す

お
覚
悟
下
さ
い

 
で
は
ど
う
ぞ

最
初
は
キ
リ
ト

点
の
回
想

に

し
振
り
の
シ
リ
カ

点
で
最
後
に
シ

ノ
ン

点
で
す

全
て
第
七
十
五
層
闘
技
場
へ
キ
リ
ト
が
向
か

た
直
後
の
お
話
で
す
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日
に
引
き

き
今
日
も
ま
た

く
事
の

だ

た
な
と
ま
だ

き
て
か
ら
数
時
間
と

経

て
い
な
い
の
に

は

に

す
る
転

が
あ
る
小
さ
な

コ
ラ
ル
へ
向
か
う

道
す
が
ら
そ
ん
な
事
を
思

て
い
た

 

食
に
出
し
た
シ

フ

ド
カ
レ

に
つ
い

夜
に
偶
然
作
り
出
し
た
ば
か
り
の
限
り
な
く

に
近
い
食

を

え
た
だ
け
で

リ

姉
は

く
し

同
じ

理
人
で
あ
る
ア
ス
ナ
は
絶

消

教

の
請
願
と
慌
た
だ
し
か

た

ま

味
し
い
と

て
も
ら
え
た
の
は

直
に

し
か

た
し

も
絶

さ
れ
た
か
ら
偶
然
の

物
と

え
ど
作
れ
て
良
か

た
と
思
う

ユ

イ
姉
も
食
べ
て
く
れ
る
か
と
思

た
も
の
の
予
想
以
上
の
食
欲
を
見
せ
た
の
で

き
も
し
た

が
同
時
に
と
て
も

し
か

た

今

義
姉
弟
の

に
な

た
ば
か
り
と
は

え
や
は
り
家

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
は

よ
り
も

し
い
事
だ
と
思
う

 
こ
の
喜
び
を

直
に

け
入
れ
ら
れ
る
の
は

が

一
神

の
兄

秋
十
と
世
界

最
強

千
冬

の
二
人
に
勝

て
い
る
と

を

れ
る
事
だ
か
ら
で
も
あ
る
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が

一

だ

た

に
作

て
い
た

理
は

桐

谷
和
人
と
名
を
贈
ら
れ
て
か

ら
作

て
み
る
と
直
姉
か
ら
も

さ
ん
か
ら
も

さ
ん
か
ら
も
十
分
過
ぎ
る
と

わ
れ
る
程
だ

た

味

肉
や

物
時
に
は
サ
ラ
ダ
を
出
し
た
り
も
し
た
が

本
的
な
メ
ニ

は
必
ず
出
し
て
い
た
か
ら
ら
し
い

立
の

も
そ
こ
ま
で
意
識
し
て
い
た

で
は
無
く

に

食
と
し
て
出
さ
れ
る
も
の
を
参

に
作

て
い
た
だ
け
だ

た
の
だ
が
む
し
ろ

食
を

参

に
し
て
い
た
の
が

を

し
て
と
て
も
整

て
い
た
の
だ

 
ま
だ

か

た

が

理
を

足
に
出
来
た
最
た
る
理
由
と
し
て
は
必
要
に

ら
れ
た
か

ら
だ
ろ
う

し
か
し

論
他
に
も
要
因
は
あ
る

 
そ
の
一
つ
が
学

の

食

立
表
だ

使

さ
れ
る
食

名
ま
た
カ
ロ
リ

な
ど

も
し

か
り

さ
れ
た
上
で
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
が
小
学

で
は
配
ら
れ
て
い
て

は

そ
れ
を
主
に
参

に
し
て
作

て
い
た

ま

小
学
生
に
な

た
ば
か
り
の

は
勝
手
が
分
か

ら
な
か

た
し

食
と

た
ら

ら
れ
て
い
た
の
で

中
か
ら
姉
が

て
い
た
中
学

の

立
表
も
参

に
し
更
に

ノ
之
家
の

立
も
参

に
し
て
い
た

立
の

さ
に

し

て
は
こ
れ
ら
が
一
番

し
て
い
る
だ
ろ
う

 

に

理
道

の

い
や

理
法
に

し
て
だ
が
こ
れ
は

ノ
之
家
の
家
事
を
一

さ
れ
て
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い
る

ノ
之

さ
ん
の
お

だ

た

 

ノ
之
家
は
道
場
主
で
あ

た

さ
ん
師

代
で
あ

た

さ
ん
天
災
と

わ
れ
て

い
る
束

士
そ
し
て
剣
道
少
女
と

わ
れ
て
い
た

の
四
人
家

で
構
成
さ
れ
て
い
る

束

士
だ
け
が

系
に
特
化
し
て
い
る
が
他
の
三
人
は
全

が
武
道
に

で
て
お
り
二
日
し
か

て
い
な
い
が

も
ま
た

ノ
之
道
場
の

下
生
だ

た
の
で
全

と

見
知
り
だ

さ

ん
に
は

ノ
之
流
剣
術
を

さ
ん
に
は

理
を
教
え
て
も
ら

た
の
で
と
て
も
恩
義
を
感

じ
て
い
る

 
束

士
か
ら
は

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら

て
い
た

論

が
名
を

め
て
か
ら
で
あ
る

そ
れ
は

の
体
に

め

ま
れ
た

コ
ア
の

整
を
し
て
く
れ
る

に

も
し
も
束

士
が

け
付
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ

た
場
合
を
想
定
し
て
の
事
だ

も

が
り
な
り
に
も

を

え
る
の
で
知
識
を

め

ん
で
お
く
事
は

か
で
は
無
か

た
む
し
ろ
必
要
だ

た
と

え
る

の
で

そ
の

し
出
は
有

い
話
だ

た

 

の
体
に
は
一
つ
の

コ
ア
が

め

ま
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
心

直
上

を
脱

ば

の

中

に

す
る
形
で
直
系
三
セ
ン
チ

ど
の
黒

い

が

め

ま
れ
て
い
る

た

た
三
セ
ン
チ
の

が

コ
ア
だ
と
見

け
る
者
は

製
作
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に

わ

て
い
る
者
だ
け
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
生
体
に

め

む
と

絶
反
応
を

こ
す
の
は

と
有
名
な
話
ら
し
い
の
で
す
ぐ
に

定
す
る
だ
ろ
う

が
主
に
使

す
る
コ
ア
で
は
あ
る

が
束

士

く
特

な
コ
ア
で
あ
る
た
め
コ
ア
の
型
番
を
見
破
ら
れ
る
事
は
無
い
ら
し
い

一

応
製
作
者
で
あ
る
束

士
は

動
し
た
コ
ア
の

は
追
え
る
の
で
そ
れ
で

を
探
し
出
せ
た
と

い
う

逆
に

え
ば
こ
れ
を

め

ま
な
け
れ
ば

は
未
だ
に
あ
の

に

た
可
能
性
が

高
い
の
で

無
事
に

合
し
た
の
は
あ
る
意
味
で
助
か

た
と

え
る
の
か
も
知
れ
な
い

 
こ
の
心

直
上
に
あ
る
コ
ア
は

の
機
能
と
し
て

者
の
身
体
状
況
を
把
握
・

整
す

る

か

の
体
内
に
あ
る
ホ
ル
モ
ン
系
や
神
経
系
の

節
を
し
て
く
れ
る

こ
の

節
に
よ

て
大
人
の
 
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
に
整
え
ら
れ
る
の
で

の
思

は
節

が
大
人
の
よ
う
に

静

な
の
だ
と
い
う

も

し
く
は
知
ら
な
い
し
も

と
複

な
話
が
あ
る
ら
し
い
の
だ

が
分
か
り
や
す
く

み

い
て
も
ら

て
こ
れ
だ

た

 
大
人
の
バ
ラ
ン
ス
に
整
え
ら
れ
る
の
な
ら
ど
う
し
て

の
体
は
男
ら
し
く
な
い
の
か
と
問
え

ば

そ
も
そ
も

コ
ア
ネ

ト
ワ

ク
上
に
流
れ
て
い
る
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
デ

タ
の
大

が
女
性
ば
か
り
で
男
性
の
も
の
は
限
り
な
く
少
な
い
た
め
女
性
デ

タ
を
参

に
さ
れ
て
い

る
か
ら
と
推

し
て
い
る
と
い
う

え
が
返

て
来
た

果
て
し
な
く
哀
し
く
な

た
の
は
未
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だ
に
覚
え
て
い
る

が

め

ま
れ
た
コ
ア
は
二

と
外
せ
な
い
イ
コ

ル
男
ら
し
い
体
つ

き
に
な
る
よ
う
に

整
さ
れ
な
い
と
い
う
事
だ
か
ら
だ

 

は
女
性
に
し
か

え
な
い
の
に
男
性
の
デ

タ
も
少
な
い
な
が
ら
あ
る
と
い
う
点
は
製
作

者
本
人
に
も
分
か
ら
な
い
事
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入
る
以
前
の
時
点
で
は
目
下

中
だ

た

 
た
だ

コ
ア
を

え
る
の
は
女
性
だ
け
と
い
う
の
は

り
で
あ
る
ら
し
い

正
確
に
は
明

ら
か
な
反
応
を
示
す
の
は
女
性

で
あ
り

明
ら
か
で
は
無
い
が

弱
な
反
応
を
見
せ
る
の
は

男
性
と

え
る
ら
し
い

そ
れ
が
歪
ん
で
伝
わ

て
し
ま

た
の
だ
と
い
う

そ
れ
を

定
出

来
な
い
く
ら
い
に

弱
な
反
応
で
更
に
は
機
器
で
精
密
な

を
し
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
た

め

定
す
る
の
も

し
く
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
女
尊
男

風

が
広
ま

て
し
ま

て

い
た

 
そ
ん
な
中
で

は
明
ら
か
な
反
応
を
見
せ
て

コ
ア
を

動
出
来
た

だ
が

そ
の
理
由
こ

そ

の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

与
し
て
い
る
ら
し
か

た

に

え
ば

の
デ

タ
と

コ
ア
ネ

ト
ワ

ク
上
に
存
在
し
て
い
る
女
性
達
の
デ

タ
が
大
き
く
一

し
た

だ

た

の
だ

更
に

え
ば
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
史
上
最
高
の

性
ラ
ン
ク
を

き
出
し
た

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

と
血

な

に
同
じ
だ
か
ら
こ
そ

は

動
出
来
た
と
い
う

正
値
で

え
ば
恐
ら
く
同
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じ
よ
う
に

動
出
来
る
で
あ
ろ
う
神

の
兄
よ
り
上
と
い
う
の
は
束

士
の
見
解
で
あ
る

 
そ
ん
な
風
に

に

す
る
様

な
事
を
教
え
て
く
れ
た
束

士
は

初
こ
れ
を

罪
と

て
い
た

自
分
が

の
発
表
を
も

と
キ
チ
ン
と
し
て
い
れ
ば

い
目
に
遭
わ
な
か

た

だ
か

ら
と

が
神

の
兄
の

動
で

ら
れ
て
い
て
そ
の
中
に
は
女
尊
男

に
よ
る
も
の
が

あ

た
事
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
こ
そ

が
束

士
を
恨
ん
で
い
る
と
思

て
い
た
ら
し
い

 
確
か
に

を

て
来
た
者
達
の
中
に
そ
の
風

に

さ
れ
た
者
が

な
か

た
と

え

ば

に
な
る

の
容

は
あ
ま
り
認
め
た
く
な
い
が

く
女
の
子
ら
し
い
も
の
で
直
姉
か

ら
も
よ
く

ま
し
が
ら
れ
る
程
に

が

だ

た
た
め
そ
れ
を

ん
で
や

て
い
た
者
も

た
と
思
う

そ
の
風

の
大
本
は

で

更
に

え
ば
束

士
が
原
因
と
も

え
た
か
ら
こ
そ

が
恨
ん
で
い
た
の
だ
と
思

て
い
た
ら
し
い

 
そ
う
思

て
い
た
か
ら
束

士
は

が

一

で
あ

た
時
あ
ま
り

わ
ろ
う
と

し
な
か

た
の
だ
と
い
う

恨
ま
れ
て
い
る
と
思
う
と
会
う
の
が
怖
か

た
と

な
が
ら
に
語
ら

れ

予
想
外
な
事
に

然
と
し
て
し
ま

た

 
結
果
的
に

え
ば

は
束

士
の
事
は
恨
ん
で
い
な
い

恨
む
と
い
う
事
は
つ
ま
り

を

定
す
る
と
い
う
事

あ
の
人
の
夢
を

定
す
る
と
い
う
事
で
も
あ

た
か
ら
だ

ま

そ
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も
そ
も

て
来
て
い
た
の
が
別
の
人

で

束

士
で
は
な
か

た
か
ら
で
も
あ
る

 
そ
し
て
あ
の
人
は

に
夢
を
語

て
く
れ
て
そ
し
て

の
夢
を

定
し
て
く
れ
た
人
で
も

あ

た
の
だ

 

時
だ

た
か
は
も
う
定
か
で
は
な
い
が

と
い
う
無
限
に
広
が
る
黒
い
海
を

び
回
る

夢
の
結

が

な
の
だ
と
語

て
く
れ
た

そ
し
て

が

に
秘
め
て
い
た

家

に

い
と

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
夢
を
初
め
て

定
し
て
く
れ
た
人
だ

た
の
だ

実
兄
か
ら
は

無
理
だ
と

わ
れ
実
姉
か
ら
は

も

わ
れ
な
か

た
学

の

か
ら
も
認
め
ら
れ
な
か

た
夢
は

初
め
て
束

士
に
よ

て

定
さ
れ
た
の
だ

 
だ
か
ら

は
束

士
を
恨
ん
で
い
な
か

た

夢
を
認
め
て
く
れ
て
応

し
て
い
る
と
後

し
し
て
く
れ
た
人
だ

た
か
ら
恨
む
な
ん
て

だ

た

を
初
め
て
見
て
く
れ
た
人
だ

た

か
ら

 

が

一

の
時
に
あ
の
人
と
話
せ
た
回
数
は
恨
ん
で
い
る
の
で
は
と
思
い

ん
で

い
た
あ
の
人
が

け
て
い
た

に
そ
こ
ま
で
多
く
は
無
か

た
が
そ
れ
で
も

の
心
の

え
に

な

て
い
た
の
だ
と
後
か
ら
思

た

他
人
に
は

論
あ
の
二
人
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
あ
の

性
が
あ

た
か
ら
こ
そ
き

と
自
殺
だ
け
は
し
な
か

た
の
だ
と
思
う

束

士
が

な
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け
れ
ば
と

く
の

に
自
殺
し
て
い
た
と
思
う

あ
の
人
が
あ
の

の

一
の
心
の
頼
り
だ

た 
そ
れ
が
今
は
ど
う
だ

一

と
し
て

更
に
は
悪
と
し
て
振
る
舞

て
い
る
の
に

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

の
悪

や

一

の
名
前
に

な
く

自
身
を
見
て
く
れ
て
い
る

人
達
が
一

る

束

士
直
姉
を
始
め
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
恨
ん
で
い
て
も
お
か
し
く
な

い
サ
チ
リ
ズ
に
シ
リ
カ
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
エ
ギ
ル
そ
し
て
ベ

タ
時
代
か

ら
の
付
き
合
い
で
あ
る
ア
ル
ゴ
と
正

か
ら
最
も

み
深
い
ク
ラ
イ
ン
と
い

た
多
く
の

人

が
表
立

て
は
出
来
な
い
け
れ
ど
確
か
に
味
方
で

て
く
れ
て
い
る

シ
ノ
ン
と
ス
ト
レ

ア
も

日
が
初
対
面
で

の
話
を

い
て
も

む
し
ろ
怒

て
く
れ
る
程
に

し
か

た

 
も

と
も

と

く
に
出
会
い
た
か

た

き

と
こ
の
世
界
に

じ

め
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
事
を

え
る
と

は
こ
の
世
界
が
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
事
の
全
て
を

絶
す
る
事
は
出
来
そ
う
に
な
か

た

こ
こ
が

達
に
と

て
の
現
実
に
な

た
か
ら
こ
そ
得

ら
れ
た

な
の
だ
と
思
う
と

い
に
な
れ
な
い

む
し
ろ

き
と
も

え
る

 

論

し
い
事
ば
か
り
で
は
無
い

攻
略
は
苦
し
い
し

は

ば
自
分
か
ら
意

的
に
な

た
と

え
ど

ロ
を

い
て
い
る
か
ら
死
ぬ
確

が
高
い

死
ぬ
事
は
も
う
か
つ
て
の
よ
う
に
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望
ん
で
い
な
い
む
し
ろ
怖
い
と
思
う
よ
う
に
な

て
い
る
か
ら
一
人
で
戦
う
事
を
こ
こ
最
近
は

く
思

て
も
い
る

だ
か
ら
第
七
十
四
層
ボ
ス
を
倒
し
た
日
ア
ス
ナ
が
協
力
を

し
出
て
く

れ
た
の
は

合
だ

た
生
憎
と
パ

テ

は
組
ん
で
い
な
か

た
が
と
て
も

だ

た
の

は
覚
え
て
い
る

ア
レ
を
知

て
し
ま
う
と

一
人
で
戦
う
の
は

い
と
し
か
思
え
な
い

 
け
れ
ど

は

一
人
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ビ

タ

と

ま
れ

一

と
し
て
蔑
ま
れ
る
者
だ
か
ら
こ
そ

か
と
共
に
戦
う

を
見
せ
る

に
は
い
か
な
い
の
だ

 
闘
技
場
の
個
人
戦
に
限

て

え
ば
ア
ス
ナ
達
に
は

る
と

え
ど
も
攻
略
組
の
一
人
で

あ
る
キ
バ
オ
ウ
す
ら
一

で
や
ら
れ
て
し
ま

た
事
を

え
る
と

我
の

名
と

え
る
の
か

も
知
れ
な
い
が

 
そ
れ
に

は

ま
れ
者
と
し
て
振
る
舞
う

に
ビ

タ

を
名

て
い
る
の
で
直

姉
達
に
は
見
せ
て
い
る

の

を
出
さ
ず
に
演
技
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
非
常
に

れ

る

そ
れ
に

を
殺
そ
う
と

て
来
る
グ
リ

ン
プ
レ
イ

達
の

手
も
結
構
面
倒
な
上

に
数
が
多
い
か
ら
キ
ツ
イ
し

仮
に

が
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
ら
多
分
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
キ

バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド
を

に

殺
隊
が
来
る
と
思
う
か
ら
圏
外
で
遭
遇
し
た
時
は
下
手
に

手

出
来
な
い
と
い
う
の
が

い

で
あ
る



 第十九章 〜気高き仮面〜

 
と
は

え

今
は
圏
内
に

る
の
で

に
反
撃
は
出
来
る
の
だ
が

本

に
来
た
ぞ

オ
イ

に
知
ら
せ
ろ

お
う

出
来
損
な
い

一

 
今
日
こ
そ

絶
対
に
転

出
来
な
い
よ
う
に
手
足
を
切
り

と

し
て
転

結

は
お
ろ
か
ス
ト
レ

ジ
の
ア
イ
テ
ム
全
部

収
し
た
上
で
空
に
放
り
出
し
て
や

る 
第
七
十
五
層
に
転

し
て
す
ぐ

が
今
日
こ
こ
を

れ
る
と
知

て
い
た
の
か

殺
隊
で
見

た
事
の
あ
る
男
達
が

め
き
合
い
な
が
ら

の
武
器
を

い
て

に
突
撃
し
て
く
る
の
が

界
に
入

た

 
そ
れ
を
見
た

も
ま
た

背
中
に
交

し
て

て
い
る
二
剣
の
内

黒
の
剣
エ
リ

シ

デ

タ
だ
け
を

き

身
を
前
に
前

勢
と
な

て
後
ろ
手
に
構
え
た

カ
チ
リ
と
意

識
上
で
の
整
合

が
鳴

た
気
が
し
た
の
と
同
時
少
し
だ
け
気
が

け
て
い
た
気
持
ち
が
一
気

に
ピ
ン
と

り

め
る
の
を
自
覚
す
る

面
倒
な

 
少
し
乱

に

き
捨
て
て

は

り
来
る

殺
隊
を

え
撃
つ

に

色
の
煉

で
敷
き
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め
ら
れ
て
い
る
地
面
を

た

 
彼
は
ま
だ
で
す
か
ね

き

る

き
 
第
七
十
五
層
闘
技
場
近
く
で
出
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
経

の

で
ホ

ト
ド

グ
の
よ
う
な
も
の

を

入
し
そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
時
間
を

し
て
い
た
あ
た
し
は
完
食
し
た
の
を
契
機
に
ホ

ト
ド

グ
に
付
け
ら
れ
て
い
た

取
り
紙
を
⻘
い
ポ
リ
ゴ
ン
へ
と

ら
せ
な
が
ら
退

そ
う
に

い
た

そ
れ
に

日
か
ら

か

て
い
る

ち
人
の
使
い
魔
ナ
ン
ち

ん
あ
た
し
の
使
い
魔

で
あ
る
ピ
ナ
と
い
う
⻘
色
の
和

に

ま
れ
て
い
る
フ

ザ

リ
ド
ラ
達
が
合
の
手
を
入
れ

て
く
れ
た

 
⻘
い
和

紅
い

に

の
先
が
二

の

の
よ
う
に
分
か
れ
て
い
る
こ
の
子
達
を
見
分
け
る

方
法
は

の
色
と

の

み
の
深
さ
し
か
無
い

ナ
ン
ち

ん
の
方
が
和

は
更
に
蒼
が
深

く
更
に

の
色
も

え

る

の
よ
う
に
深
い
紅
色
だ
ピ
ナ
は
ど
ち
ら
も

め
で
水
色
に

色
く
ら
い
で
あ
る
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あ
と
こ
こ
最
近
判
明
し
た
事
だ
が
ピ
ナ
は
オ
ス
で
ナ
ン
ち

ん
は
メ
ス
ら
し
い

二

は
と

て
も

が
良
い
の
で

を
合
わ
せ
た
時
は

先
を
必
ず
合
わ
せ
る

を
交
わ
し
て
い
る

 
ま

ピ
ナ
は
キ
リ
ト
く
ん
に
も
し
て
い
る
の
だ
が

き

と
友

の
証
な
の
だ
ろ
う

彼

が

た
か
ら
こ
そ

れ
た
と
い
う
事
を
き

と
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ

あ
ん
た
ね

ま
だ
九
時
に
な

て
な
い
で
し

ち

と
は
し

ぎ
す
ぎ
な
の
よ

 
そ
ん
な
あ
た
し
達
に

れ
た
よ
う
な

で
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら

て
き
た
の
は
攻
略

組

達
の
武

を

ん
で
い
る
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
だ

た

日
は
彼
女
に

事
が
あ

て
そ
の
ま
ま
面
倒
な
の
で
リ
ン
ダ

ス
の

を
取

て
い
た
の
で
一
緒
に
第
七
十
五
層
に
キ

リ
ト
く
ん
が

を
現
す
と

い
て
来
た
の
で
あ
る

 
そ
の
彼
女
の
指

に

あ
た
し
は
少
し
ば
か
り

を

ら
ま
せ
て
見
せ
た

だ

て
あ
の
子
が
戦
う
場
面
を
あ
た
し
は
見
た
事
無
い
ん
で
す
よ

 
攻
略
組
最
強
だ

て
ア

ス
ナ
さ
ん
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
い
う
名
立
た
る
プ
レ
イ

達
が

て

う
ん
で
す

非
と
も
こ
の
目
で
一

は
見
て
み
た
い
ん
で
す
よ

 

ま

件

の
話
の
事
も
あ
る
の
で

心
配
と
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね

む
し
ろ
あ
た
し
達
に
と

て
は
そ

ち
の
方
が
ウ

イ
ト
を

め
て
る
わ
よ
ね
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あ
た
し
が

た
件
の
話
と
は
第
七
十
四
層
ボ
ス
を

独
で
倒
し
て
し
ま

た
後
に

い
て
し
ま

た
出
来
事
の
話
だ

ア
レ
は

き
で
し
か

い
て
い
な
い
し
一
応
ナ

ン
ち

ん
を

か

た
時
は

の
よ
う
に
見
え
た
も
の
の

は
数
日
か
ら
数

間
は

く

と
思

て
い
た
も
の
だ
か
ら
よ
も
や
一
日
で
終
わ
る
と
思

て
い
な
か

た
の
で
本

に
大

な
の
か
と
心
配
に
な

て
い
る
の
だ

 
恐
ろ
し
く
危
険
に

ち
た
最
前
線
の
情
報
を
一
番
に
届
け
る

に
一
日
た
り
と
も

ま
な
か

た
あ
の
子
が

く
取

た

そ
れ
が
た

た
一
日
な
ど
と

い
て
心
配
に
な
ら
な
い

が
無

か

た
と
い
う
か

か
騒
が
し
く
な

て
き
て
な
い

本

で
す
ね

か
あ

た
ん
で
し

う
か

 
期

と
心
配
を

き
な
が
ら
闘
技
場

設
の
外
で

ち

け
つ
つ

し
て
い
る
内
に

時

の
間
に
か

に

ら
に
い
た
プ
レ
イ

達
が

し
そ
う
に
し
て
い
る
事
に
気
付
い
た

更
に
は
遠
く
か
ら
雄

び
の
よ
う
な
も
の
ま
で

こ
え
て
来
て
明
ら
か
に

中
で

こ
る
も
の

で
は
無
か

た
の
で

を

め
て
し
ま
う

 
し
か
し

も
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
も

な
の
で

の
人
達
に

が
あ

た
の
か

こ
う
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と
思

た

情
報
は
生
命
線
知

て
い
れ
ば
危
機
を
回

出
来
る
事
は
多
い

特
に
性
差
別
に

よ

て
強
く
女
性
を
憎
み

悪
し
て
い
る
者
が

わ

て
い
た
ら

が
ト
リ
ガ

に
な

て
命

を

わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い

と

ユ
ウ
キ
さ
ん
や
ラ
ン
さ
ん
か
ら
も

さ
れ
て
い
る
か

ら

更
そ
の
意
識
が
強
い

攻
略
組
で
す
ら

す
る
事
は
中
層

で
活
動
し
て
い
る
あ
た

し
に
と

て
す
れ
ば
未

有
の
危
機
に
も

し
い
の
だ
か
ら

 
な
の
で
あ
た
し
は
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
と

し
て
か
ら
近
く
を
歩
い
て
い
た
女
性
プ
レ
イ

に
話
を

く
べ
く
近
付
い
た

フ

ド
が
つ
い
た
ベ
ス
ト

い
蒼
の
ス
カ

フ
プ
レ
ス

ト
プ
レ

ト
を

に
付
け
た
へ
そ
出
し
ル

ク
の

な
女
性
だ

た

武
器
は
あ
た
し
と
同
じ

で

剣
ら
し
く
後
ろ

に
は

の
部
分
に
刃
を
引

掛
け
て

る

に

え
て
作
ら
れ
た
ギ
ザ

ギ
ザ
が
あ

た
確
か

ド
ブ
レ
イ
カ

と
呼
ば
れ
て
い
る
武
器
破
壊
の

の
大
振
り
な

剣

だ
あ
の

か
さ

き
よ
り
騒
が
し
く
な

て
る
み
た
い
な
ん
で
す
け
ど
一
体

が
あ

た
ん

で
し

う
か

え

 
あ
あ

あ
の

を
消
し
て
た

ビ

タ

が
つ
い
さ

き
転

か
ら
情
報

り

に
出
て
来
た
か
ら

て

殺
隊
が
応

を
呼
ん
で
る
み
た
い

今
は

ビ

タ

殺
隊
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の
様

に
な

て
る
か
ら
転

に
は
近
寄
ら
な
い
方
が
良
い
よ
最

一
方
的
な
有
り
様
だ
か

ら

あ
そ
こ
ま
で
強
い
だ
な
ん
て
や

り
フ
ロ
ア
ボ
ス

独
撃
破
の
実
績
は

達
じ

な

か

た

て
事
ね

 
あ
た
し
達
に
情
報
を
く
れ
た
金
の
髪
に
蒼
の

を
し
た
女
性
は

か
を

み

め
る
か
の
よ

う
な

き
を

ら
し
つ
つ

闘
技
場
の
中
へ
と

を
消
し
た

 
お
礼
を

い
そ
び
れ
て
し
ま

た
が
あ
た
し
と
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
は
そ
ん
な
事
を
気
に
し
て

い
ら
れ
な
か

た

さ

き
の
女
性
の
話
が
真
実
な
ら
ば
転

が
あ
る

で
キ
リ
ト
く
ん
が

殺
隊
に
襲
わ
れ

交
戦
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら

 
ま

一
方
的
と

て
い
た
し
こ
こ
は
圏
内
だ
か
ら
大

な
ん
だ
ろ
う
け
ど

け

道
と
い
う
も
の
も
あ
る
に
は
あ
る
の
で

あ
ま
り
安
心
は
出
来
な
か

た

リ
ズ
さ
ん

行
き
ま
し

う

え
え

ま

た
く

あ
の
子
は

時
も
こ
ん
な
感
じ
な
の
か
し
ら

 
あ
た
し
が

し
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
も

い
て
同
時
に
転

へ
向
か

て

り
出
し
た

少

し
だ
け
離
れ
て
は
い
る
が

そ
も
そ
も
闘
技
場
自
体
が
こ
の
第
七
十
五
層
主

コ
リ
ニ
ア

の
目

な
た
め
転

か
ら
さ
し
て
離
れ
て
お
ら
ず
そ
の
お

で
一
分
も

り

け
た
ら
す
ぐ
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に
目
的
地
に

し
た

 
そ
こ
で
見
た
の
は

正
に
一
方
的
な
戦
い
だ

た

死
ね

こ
の

 
二
人
の
片
手
剣
使
い
が

み
撃
ち
す
る
よ
う
に
剣
を
振
り
か
ぶ

た
時
に

り

い
た
あ
た
し

達
は
⻑

と
黒
い
剣
を
交
え
て

り
合
い
を
し
て
い
る
キ
リ
ト
く
ん
の

を
認
め
て
あ
の

ま
ま
で
は

か
ら
強

な
攻
撃
を
喰
ら

て
し
ま
う
と
危
惧
し
た

圏
内
な
の
で

ダ
メ

ジ
は

け
な
い
が
し
か
し
衝
撃
は
し

か
り
と

け
る
最
悪
そ
れ
で
気
絶
し
て
し
ま
い
か
ね

な
い
の
で
危
険
だ
と
思

た
の
だ

彼
ら
は
本
気
で
キ
リ
ト
く
ん
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か

ら

気
絶
し
た
ら
こ
れ

い
と
ば
か
り
に
高

下
で
殺
そ
う
と
す
る
に
違
い
な
か

た

 
中
に
は
攻
略
組
メ
ン
バ

も
い
る
ら
し
く
他
の
人
達
よ
り
も

備
が
上

な
人
も

ざ

て

い
た
の
で
も
し
も
そ
う
な

た
ら
攻
略
組
で
は
な
い
あ
た
し
や
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
で
は
ど
う
に

も
出
来
な
い
の
は
分
か
り
切

た
事

 
だ
か
ら
あ
た
し
は
危
な
い
と

そ
う

う
と
し
た

甘
い
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し
か
し
そ
の
必
要
は
無
か

た

あ
た
し
が

意
を

す
る
よ
り
も
一

く
彼
は
動

き
を
見
せ
た

し

も
う
と
す
る
⻑

使
い
に
対
し
て
後
ろ
に
一
歩
引
い
て
見
せ
た
だ
け
だ

た
が
そ
れ
が
と
て
も

果
的
だ

た

み
撃
ち
に
し
よ
う
と
し
た
二
人
の
片
手
剣
に
よ
る
一

撃
を

け
た
の
は
キ
リ
ト
く
ん
で
は
無
く

を
ず
ら
さ
れ
た
⻑

使
い
だ

た
か
ら
だ

 
前
に
よ
ろ
け
て
い
た

に

部
へ
二
人
の
攻
撃
を

に

け
た
⻑

使
い
は
が

と

い

き
を
上

て

け
反

た

片
手
剣
使
い
達
は
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
を
し
て
し
ま

て

え
そ
の
大
き
す
ぎ
る
隙
を
キ
リ
ト
く
ん
が
見

す

も
無
く
蒼
い
横
一
閃
の
一
撃
ホ

リ

ン
タ
ル
に
よ

て
思
い
切
り
吹

ば
さ
れ
る

近
く
の
煉

で
作
ら
れ
た
家
に
背
中
か

ら

き
付
け
ら
れ
た
三
人
は

き
を
上

た
後
に
動
か
な
く
な

た

気
絶
し
た
の
だ

も
ら

た

 
三
人
が
気
絶
し
た
の
を
目

で
確
認
し
た
彼
の

断
を
突
く
よ
う
に
今

は
彼
の
背
後
か
ら

⻑
槍
に
よ
る
突
進
攻
撃
を
仕
掛
け
る
男
が

た

 
し
か
し
そ
れ
も
意
味
は
無
か

た

彼
は
振
り
返
る
事
も
無
く
⻑
槍
使
い
か
ら
見
て

歩

に

動
し
た

そ
れ
だ
け
で
槍
の

い

先
が
空
を
切
る

ん
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が
は

 

け
ら
れ
る
と
思

て
い
な
か

た
ら
し
い
⻑
槍
使
い
が

然
と

を
開
い
て

ま

て
い

る
間
に
キ
リ
ト
く
ん
は
大
き
く
時

回
り
に
そ
の
場
で
回
転
し
遠
心
力
と
身
体
の

転
を
加

え
た

ぎ
を
⻑
槍
使
い
の
背
面
へ

き

ん
だ

強

な
一
撃
を

突
に
背
中
か
ら

け
た
男

は

き
を
上

た
後
に
大
き
く
吹

び
さ

き
の
男
達
と
同
様

物
の

に
今

は

き
付
け
ら
れ

気
絶
す
る

 

殺
隊
に
と

て
は
必
殺
と
思

て
い
た

を
い
と
も

に
破
ら
れ
た
の
が
信
じ
ら
れ
な

い
の
か

の
⺠
家
の

や
地
面
で
気
絶
し
て
い
る
者
達
の
残
り
未
だ
武
器
を
構
え
て
い
る

男
達
は
じ
り

と

歩
後
ろ
に
下
が
る

 
そ
の
男
達
を
キ
リ
ト
く
ん
は
今
ま
で
あ
た
し
が
見
た
事
無
い
く
ら
い

や
や
か
な
目
つ
き
と

り
付
い
た
無
表
情
で
一

し

に
エ
リ

シ
デ

タ
を

い
だ

論

に
は
剣
の

を

せ
て
お
り

刃
は
立
て
て
い
な
い

今
更
こ
の
程

で

を
殺
せ
る
と
一
撃
与
え
ら
れ
る
と
本
気
で
思

て
い
た
な
ら

に

め
ら
れ
た
も
の
だ
な

自
分
達
の
実
力
を
過
大

価
あ
る
い
は

を
過
少

価
し
過
ぎ
じ

な
い
の
か

 
そ
ん
な
の
で
よ
く
攻
略
組
を
や

て
来
ら
れ
た
な

リ
ン
ド



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

れ

 

ビ

タ

の

様
さ
え
マ
ト
モ
に
動
い
て
い
れ
ば
死
者
は
も

と
少
な
く
出

来
た

な
ん
だ

千
人
と
死
ぬ
事
は
無
か

た
第
一
層
で
の
死
者
を
も

と

ら
せ
た

い
い
加

死
を
以
て

え

だ

た
ら

を
殺
し
て
み
ろ

あ
と
一
分
で
デ

エ
ル
が
終
わ
る

わ
ざ
わ
ざ

完
全
決

モ

ド
で
し
か
も
そ

ち
は
多
勢
で

け
て
る
ん
だ
い
い
加

か
一
撃
く
ら
い

て
な
い

と
面
子
が

れ
な
ん
じ

な
い
か

 
本

な
ら
速
攻
で
武
器
を
壊
し
て
終
わ
ら
せ
て
も
良

い

を
ス
リ

ク

タ

と
い
う
事
も
あ

て
わ
ざ
わ
ざ
武
器
破
壊
を
し
な
い
よ
う
に
し
て

る
ん
だ
ぞ

め
る
な

ビ

タ

が

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
無
表
情

と

う
よ
り
最

の
感

も
浮
か
ん
で
い
な
い
と
も

み
取
れ
る
表
情
で
彼

が

い
放

た

葉
に
リ
ン
ド
と

う
ら
し
い
蒼
髪
白
銀

の

刀
使
い
が
怒
声
を

か
せ
な

が
ら
紅
い
光
を

刀
か
ら

ら
せ
て
斬
り
掛
か

た

か
な
り
の
速

だ

た

逆

斬
り
上

大
上

か
ら

く

び
上
が

て
の

り
か
ら
な
る
四

撃
を
彼
は

い

い
と
身
の
こ
な
し
だ
け
で

し
不
発
に
終
わ

た

空
気
を
切
り
裂
く

が
か
な
り
の

大
き
さ
で

こ
え
た
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ド
ス
キ
ル
に
は
全
て

外
無
く
技
後

直
と
い
う
も
の
が

さ
れ
て
お
り
そ
れ
は
高

力
の
ス
キ
ル

ど
⻑
く
な
る
の
が

本
と
な

て
い
る

論
デ
メ
リ

ト
の
多
い
無
手
の
体

術
な
ど
は
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
し
て

直
が
極

に

い
と
い
う

外
も
あ
る
が
武
器
系

ス
キ
ル
は

本
こ
の
原

か
ら
外
れ
る
事
は
無
い
と

て
良
い

 
故
に
リ
ン
ド
と
い
う
男
は
ガ
チ
リ
と

け
得
ぬ

直
を

さ
れ
た

し
か
も
彼
の
目
の
前

で
シ

 
そ
ん
な
分
か
り
や
す
過
ぎ
る
隙
を

す

も
無
く
キ
リ
ト
く
ん
は

に
構
え
た
黒
剣
か
ら

色
の
閃
光
を

ら
せ

一

で

に
振
り

い
て
い
た

真
一
文

の
よ
う
に

色
に
煌

め
く
斬
閃
が

な
そ
れ
は

片
手
剣
二

撃

ド
ス
キ
ル
ス
ネ

ク
バ
イ
ト

り

に
も
速
過
ぎ
て
一
撃
に
し
か
見
え
な
い
が
し

か
り

ぎ
と

ぎ
か
ら
な
る
二

撃
を
放
つ

技
だ

 
あ
た
し
は
キ
リ
ト
く
ん
と

わ

て
か
ら

剣
だ
け
で
無
く

な
武
器
な
ら
あ
る
程

使

え
る
よ
う

片
手
剣

片
手

と
い
う

剣

を

め
て
斬
突
打
の
三
属
性
を
自
由
に

え
る
よ
う
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
た

だ
か
ら
こ
そ
ア
レ
が
ス
ネ

ク
バ
イ
ト
と
い
う
中
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に
入
り
掛
け
の
使
い
勝
手
の
い
い
ス
キ
ル
で
あ
る
事
が
分
か

た
の
だ

 
構
え
て
か
ら
の
攻
撃
が
他
の
ス
キ
ル
よ
り
も
圧
倒
的
に
速
い
そ
れ
は
つ
ま
り
速

に
よ
る
ダ

メ

ジ

が
他
よ
り
も
圧
倒
的
に
高
い
と
い
う
意
味
で
も
あ
る

こ
れ
が
使
い
勝
手
の
い
い
ス

キ
ル
と

わ
れ
る
最
た
る
由
縁
で
他
に
も
発
動
時
間
が

い
か
ら
こ
そ
隙
も
小
さ
く
済
み
中

に
入
り
掛
け
の

力
だ
か
ら
こ
そ

直
も

く
済
む
事
も

ら
れ
る

ホ
リ

ン
タ
ル

よ
り
攻
撃

も
そ
こ
そ
こ
広
い
た
め

が
眼
前
に
複
数

た
ら
あ
た
し
も
よ
く
使

て
い
る

ス
キ
ル
で
あ
る

 
そ
の
一

二
撃
を

け
た
リ
ン
ド
と
い
う

刀
使
い
は
思
い
切
り
吹

び
ど
う
や
ら
本

に
デ

エ
ル
を

け
て
い
る
ら
し
く

が
ゴ

リ

れ
た

フ
ル
だ

た
ゲ

ジ
が
一
気

に

て
い
き
残
り
一

を
切

た
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で

少
が
止
ま
る

多
分

に

突

し
た
事
で
追
加
ダ
メ

ジ
が
入

た
の
だ
と
思
う

 
圏
内
で
の
デ

エ
ル
は
戦
う
プ
レ
イ

同
士
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル

コ

ド

と
い
う
圏
内
と
呼
ば
れ
る

以
の
シ
ス
テ
ム

コ

ド
が
解

さ
れ

少
が

し

か
り
発
生
す
る
よ
う
に
な

て
い
る

し
か
も
デ

エ
ル
を
し
て
い
る
プ
レ
イ

は
完
全

に
圏
外
と
同
じ
に
な
る
た
め
圏
内
コ

ド
が
掛
か

た
ま
ま
の
プ
レ
イ

に
よ
る

も
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に

け
る

つ
ま
り
決
闘
者
以
外
の
プ
レ
イ

か
ら
の
攻
撃
で
も
ダ
メ

ジ
を
負
う
事
に

な
る
た
め

そ
も
そ
も
か
ら
し
て
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い

 
デ

エ
ル
を
行
う
と
す
れ
ば
そ
れ
は

い
の
意
見
を
勝

た
方
が

し

す
と
い

た
よ
う

な
手
出
し
無

の
場

で
す
る
の
が

と
さ
れ
る
ら
し
い

少
な
く
と
も
攻
略
組
で
は
そ
う

だ
と
い
う

 
し
か
も
デ

エ
ル
の
モ

ド
も
こ
れ
は
問

だ

た

デ

エ
ル
開
始
か
ら
一
発
目
の

ド

ス
キ
ル
か
初
撃
ク
リ
テ

カ
ル

そ
れ
で
決
ま
ら
な
か

た
ら

で
終
了
す
る

初
撃
決

に
よ

て
終
了
す
る

決

そ
し
て
恐
ら
く

の
ゲ

ム
と
し
て
は

た
り
前
で

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
は

ぶ
事
す
ら
非
常
識
な

全
損
に
よ

て
終
了
す
る

完

全
決

の
三
つ
の
モ

ド
が
あ
る

 
彼
は
さ

き
こ
の
デ

エ
ル
が
完
全
決

で
あ
る
と

に
し
た

そ
し
て

刀
使
い
の

が
レ

ド

ン
に
入

て
も
デ

エ
ル
終
了
の
メ

セ

ジ
が
出
な
い
時
点
で
こ
れ
が
本

に
完
全
決

で
あ
る
と
証
明
し
て
い
た

と
し
て
面
白
が

て
い
た

殺
隊
で
は

無
い
者
達
が

き

表
情
を
歪
め
る
の
を
あ
た
し
は
見
た

 
も
し
か
す
る
と
こ
の
完
全
決

デ

エ
ル
を
け
し
掛
け
た
で
あ
ろ
う
リ
ン
ド
や
多
勢
に
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無
勢
な
の
を
承
知
の
上
で

て
入

て
い
る

殺
隊
に

を

め
た
の
で
は
キ
リ
ト
く
ん
を

理
解
し
て
い
る
人
は

外

る
の
で
は
と

そ
う
思

た

 
そ
う
思

て
い
た
ら

あ
る
男
性
プ
レ
イ

が
一
歩

み
出
し

を
開
い
た

 

な
や
り

だ
な

ビ

タ

 
ど
う
せ
リ
ン
ド
さ
ん
を
殺
す

に

わ
ざ
と

完

全
決

を

す
る
よ
う
煽

た
ん
だ
ろ

 
え

 
し
か
し

あ
た
し
が

い
た
想
い
は

ア

サ
リ
と
破
ら
れ
た

 
男
性
の

か
ら
放
た
れ
た
の
は
悪

し
か
し
そ
れ
は

殺
隊
に
対
す
る

め
の

葉
で
は
無

く
キ
リ
ト
く
ん
が
全
面
的
に
悪
い
と

う
も
の
だ

た

ど
う
見
て
も
彼
を
殺
そ
う
と
大
人

数

気
絶
し
て
い
た
人
も

め
て
お
よ
そ
二
百
人

ど

で
襲
い
掛
か

て
い
る
男
達
の
方

が

悪
に
し
か
見
え
な
い
の
に

 
そ
う
す
れ
ば
邪
魔
者
を
消
せ
る
も
ん
な

ホ
ン
ト
悪
知

だ
け
は
よ
く

く
よ
な

 
流
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は

だ

 
裏
で
殺
す
Ｐ
ｏ
Ｈ
み
て

な

よ
り
お
前
み
て

な

と
殺
し
を
や
る

の
方
が
よ

ど
問

だ

 
消
え
ろ
よ

人
殺
し
を
し
て
平
然
と
し
て
る
や
つ
が
生
き
て
て
い
い

無
い
だ
ろ
う
が

 
と

と
と
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
と
か
い
う
二
刀
流
ス
キ
ル
を
死
ん
で
他
の
攻
略
組
に
明
け

せ 
こ
の
人
殺
し
が

 
こ
の

者
が

 
ゲ

ム
で
強
い
か
ら

て

子
に

て
ん
じ

ね

ぞ

こ
の
出
来
損
な
い
が
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が
フ
ロ
ア
ボ
ス

独
撃
破
だ

 
ど
う
せ
情
報
を
独

し
て

良
い
思
い
を
し
よ
う
と
独

し
た
ん
だ
ろ
う
が

 
て
い
う
か
ア
レ
自
体

だ
ろ

 
ど
う
せ
軍
の
メ
ン
バ

を

に
使

て

が
良
い
感
じ

に

た

り
で
乱
入
し
て

お

目
で
目
立
つ
の
も

ね
て
倒
し
た
ん
だ
ろ

 
結

ロ
じ

ね

じ

ね

か

流
し
て
ん
じ

ね

よ

  
そ
の
男
性
の
悪

を

切
り
に

と
あ
た
し
が

い
た
も
の
と
は
違
う
悪

が
投

ら
れ

る

殺
隊
で
は
無
く

い
彼
に
た

た
一
人
で
戦
い

け
て
い
る
キ
リ
ト
く
ん
に

の

達
は
死
ね
と

消
え
ろ
と

そ
う

い

け
て
い
た

 

中
で
時
間
制
限
を
設
け
て
い
た
の
か
デ

エ
ル
が
終
了
し

Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ

の
表
示
が

キ
リ
ト
く
ん
の

写
真
の
横
に
表
示
さ
れ
た
の
を
見
て
一
気
に
転

に
集
ま

て
い
た
数
百

人
の

達
が

男
女
問
わ
ず
に
ブ

イ
ン
グ
を
上

始
め
た

消
え
ろ

 
消
え
ろ
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死

ね

 
死

ね

 
そ
し
て
と
う
と
う

そ
ん
な
事
を
声
を

え
て
コ

ル
し
始
め
た

も
が

を
醜
悪
に
歪

め

を
一

し
た
後
に

た
ま
ま
剣
を
背
負
い
直
し
た
彼
は
そ
の
大
勢
の
声
を
背
中
に

け
な
が
ら
歩
き
出
す

方
向
は
闘
技
場
方
面
だ

た

 

中
で
あ
ま
り
に
も

過
ぎ
る
光

に

ま

て
い
た
あ
た
し
と
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
の
近
く

を

た
が
声
を
掛
け
よ
う
と

を
開
き
か
け
た
あ
た
し
達
を
眼
だ
け
で

圧
し
て

も

わ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
立
ち
止
ま
る
事
も
声
を
掛
け
る
事
も
無
く
眼
を
向
け
た
だ
け
で

り
過

ぎ
て
い

た

 
ず

と
人
の

に
戦
い

け
て
い
る
の
に

悪
の
根
源
は
別
に
あ
る
の
に
全
て
悪
い
事
に

さ
れ
て
い
る
彼
は
決
し
て

を
流
さ
ず

表
情
を

り
付
か
せ
て
い
た

 
あ
た
し
に
は
そ
の

り
付
い
た
表
情
こ
そ
が

き

で
あ
た
し
達
に
見
せ
て
い
る
背
中
が

決
し
て
華

だ
か
ら
だ
け
で
は
無
く

し
さ
と

さ
を

え
て
い
る
か
ら
小
さ
く
な

て
い
る
よ

う
に
し
か
思
え
な
か

た

 
あ
た
し
は
こ
の
時
初
め
て
ビ

タ

と

一

に

わ
り
付
い
て
い
る
闇
に
触
れ

た

想
像
以
上
に

か
に

く
そ
し
て
彼
が
教
え
て
く
れ
て
い
た
事
は
明
ら
か
に

く
伝
え
ら
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れ
て
い
る
事
を
理
解
し
た

全
然

一
つ
も
彼
が
背
負

て
い
る
重
み
を
理
解
し
て
い
な
か

た
の
だ
と

感
さ
せ
ら
れ
た
の
だ

た

 

な
の
よ

ア
レ

 

な
面
持
ち
で

を

む
ア
ス
ナ

き
そ
う
な
く
ら
い
に
表
情
を
歪
め
な
が
ら
怒
り
の
面

持
ち
の
リ

フ

気
に
取
ら
れ
て
哀
し
そ
う
な
ス
ト
レ
ア

を
流
し
て
リ

フ

に

き

付
い
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
と
一
緒
に

た
私
は
眼
前
で

り
広

ら
れ
て
た
私
の
常
識
外
の
光

に

つ
り
と
そ
う

う
の
が
精
一

だ

た

り
に
も

り
な
光

に
悪
い
意
味
で
思

が

止
し

理
解
が

ん
で
い
な
か

た

 
い
や

理
解
す
る
の
を

ん
で
い
た

 
私
は

夜
キ
リ
ト
に
よ

て
家
に

内
さ
れ
た
時
に
本
人
の

か
ら
彼
自
身
の
過
去
と
し
て

き
た
事
を
教
え
て
も
ら

た

彼
が
ず

と

の
名
に
よ

て
不

に

ら
れ
て
き
た
事

も
新
た
な
家

に

て
も
ら

た
事
も
そ
し
て
こ
の
世
界
で
行

て
き
た
行

の
数

を

に
語

て
も
ら

た

無
論
殺
人
快

者
の
集
ま
り
で
あ

た
レ

ド
プ
レ
イ

と

い
う

殺
人
を

先
し
て
行
う
者
達
を
シ
ス
テ
ム
カ
ラ

で
は
無
い
が
そ
う
呼
ば
れ
る
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者
達
を
実
に
二
十
人
以
上
も
殺

し
た
事
だ

て
教
え
て
も
ら

た

れ
知
る
事
に
な
る
か

ら

い
内
に
話
し
た
方
が
良
い
と
判
断
し
た
か
ら
ら
し
い

 
だ
か
ら
こ
そ

私
は
キ
リ
ト
と
い
う

い
子
の
事
を
信

し

ま
た
信
頼
し
た

記

も
無

く
身
寄
り
も
無
く
更
に
は

性
も
不
明
で
迷
惑
し
か
掛
け
ら
れ
な
い
私
に
彼
は
根
気
強
く

シ
ス
テ
ム
の

い
や
こ
の
世
界
の
常
識
に
つ
い
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ
以
上
に
教
え
て
く
れ

た
し
家
に
も
無
償
で

い
て
く
れ
た

同

は
最
初

て
は
い
た
が
そ
れ
も
私
達
を

じ

て
の
事
だ

た
か
ら

彼
は
信

に
足
る
人
物
で
あ
る
と
判
断
出
来
た
の
だ

 
ま

義
姉
の
リ

フ

に
対
し
て
は
物

い

き
様
で
あ
く
ど
い
事
な
ど

え
そ
う
に
な

い

さ
も

間
見
た
か
ら
も
あ

た
が

 
そ
し
て
記

が
無
い
私
に
と

て
キ
リ
ト
の
こ
の
世
界
で
の

判
な
ん
て
知
ら
な
く
て
彼

と

し
た
生
の
情
報
だ
け
が
判
断

だ

た

彼
に

い
た
の
は
と
て
も

で

し
く

て

い
子

と
い
う

だ

た

と
て
も
思
慮
深
く
心
が
強
く
て

で
も
背
負
い
過
ぎ

な
他
人
想
い
な
子
な
の
だ
と

 
故
に

ビ

タ

と
い
う
だ
け
で

一

と
い
う
だ
け
で
あ
そ
こ
ま
で

定
さ
れ

絶
さ
れ

悪

を
投

ら
れ
る
事
が
理
解
出
来
な
か

た
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ビ

タ

と
い
う

名
だ

て
そ
も
そ
も
か
ら
し
て
他
の
人
達
が
少
し
で
も
協
力
し
て

戦
え
る
よ
う
演
じ
た
結
果
に
つ
い
た
も
の
で
更
に
は
ベ

タ
テ
ス
ト
で
の
知
識
を
悪

す
る
者

と
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
か
ら
ベ

タ
で
進
ん
だ
第
十
四
層
よ
り
も

か
に
上
の
現
在
で
は
全

く
意
味
を

さ
な
い
と
し
か
思
え
な
か

た

そ
れ
が
こ
こ
ま
で
悪

を
投

ら
れ
る
要
因
に

な

て
い
る
事
先

ど
の
リ
ン
ド
と
か

う
男
が
怒
鳴
り
な
が
ら

に
し
て
い
た
内
容
が
不

可
解
で

理
不

で

怒
り
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

た

 
悪

の
中
に
は
彼
を
人
殺
し
と
蔑
む
者
も

た
が

じ

あ
あ
な
た
は
ど
う
な
の
と

そ
う

思

た

 
キ
リ
ト
が

う

と
い
う
レ

ド
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

の
多
く
を
殺
め
た
の
は

に
向
か

た
攻
略
組
か
ら
な
る
レ
イ
ド
で
死
者
が
出
掛
か
り
そ
の
人
達
を
護
る

だ
と
ア
ス
ナ

か
ら
夜
の
女
子
の
み
で
開
か
れ
た

実

キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
以
外

女
子
会
で
教
え

て
も
ら

た

 
ア
ス
ナ
達
は
も
し
も
の
時
に
彼
ら
を
殺
す
事
を
覚
悟
し
て
い
な
か

た
ら
し
い

い
や
し

た
つ
も
り
で
は
い
た
の
だ
が

は
つ
も
り
で
実

に
あ
と
数
ド

ト
で
全
損
し
て
し
ま
う

の
に

な
く
戦
い
を

ん
で
く
る
者
達
と
対
面
し
て
思

が

り
動
き
が

り
殺
さ
れ
掛
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か

て
し
ま

た
の
だ
と
い
う

も
が
そ
う
だ

た
の
だ

 
そ
ん
な
時
に
ま
だ

れ
る
者
達
を
殺
し
た
の
が
キ
リ
ト
だ

た
と
い
う

彼
は
幹
部
だ

た

ら
し
い

ナ
イ
フ
使
い
と
エ
ス
ト

ク

剣
カ
テ
ゴ
リ
の
中
で
も

突
に
の
み
特
化
し
た
武

器

を
コ
レ
ク
シ

ン
し
て
い
た
二
人
組
を
真

先
に
殺
し

が
動
揺
し
て
動
き
を
止
め

た
隙
に
近
く
に

た

抗
し

け
る

う

メ
ン
バ

を

と
殺
し
転

結

で

を

ろ
う
と
し
て
い
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
へ

ナ
イ
フ
使
い
が
死
ん
だ
事
で

に

と
し
た
麻

ナ
イ

フ
を
投

付
け
て
麻

さ
せ

を

ね
て
斬
殺
し

そ
れ
を
契
機
に

う

の

へ
付
い
て
い
た
生
き
残
り
十
人

り
が
投

し
た
事
で

戦
は
幕
を
引
い
た
と
い
う

 
後
日

キ
リ
ト
が
裏
で
情
報

に
指
示
し
て
わ
ざ
と

ビ

タ

に
悪

を
更
に
与
え

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

中
の
ヘ
イ
ト
を
集
め

に
出
て
い
た
自
殺
者
を

ら
そ
う
と
し
た
ら
し

い

ま
た

罪
を

ん
で
行
う
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

や
殺
し
を
進
ん
で
行
う
レ

ド
プ
レ
イ

達
に
対
す
る

と
し
た
と
い
う

そ
の
ま
ま
悪
行
を

け
て
い
れ
ば
殺
し
に
行
く
ぞ
と

い
う
無

の

に

 
全
て
彼
の
行
い
は
全
て
人
の

だ

た
の
だ

そ
れ
で
正

化
さ
れ
る

で
は
無
い
と
キ
リ

ト
自
身
も
認
め
て
い
る
ら
し
か

た
が

そ
の
全
て
が
悪
だ
と
断
じ
る
事
は
私
に
は
出
来
そ
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う
に
な
か

た

彼
が
そ
う
し
た
か
ら
こ
そ
救
わ
れ
た
者
が
い
る
殺
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
人
が
生
き
て
い
る
の
だ
と
思
う
と

全
く
の
過
ち
だ
と
も
思
え
な
か

た

リ
ン
ド
さ
ん

大

で
す
か

あ

あ
あ

ク

ま
た
負
け
た

仕
方
な
い

ス
よ

あ
の

が
あ
そ
こ
ま
で
強
い
な
ん
て

お
か
し
い
ん
ス
か
ら
ど
う
せ

ベ

タ
時
代
の
チ

ト
や

て
る
に
違
い
な
い

ス

そ
れ
に
迷

の
宝

と
か
フ
ロ
ア
ボ
ス
の

は

み
取

て
る
か
ら

そ
れ
で

備
を

限
界
ま
で
強
化
し
て
る
ん
で
し

経
験
値
も
独
り

め
だ
し
ア
イ
テ
ム
も
独
り

め
そ
れ

く
ら
い
し
な
い
と
攻
略
組
に

ら
れ
な
い
く
ら
い
弱
い

て
証

に
違
い
な
い

て

そ
う
だ
な

し
か
も
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ま
で

で
あ
ん
な

な
ん
か
に

 
そ
れ
を
理
解
せ
ず
た
だ
た
だ
あ
の
子
を

め
て
自
尊
心
を
護
ろ
う
と
し
て
い
る
男
達
を
私

は

や
や
か
に

ん
だ

彼
が
強
い
の
は
ベ

タ
時
代
の
経
験
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど

そ
れ
以
上
に
彼
の
心
が
強
い
か
ら
こ
そ

い

境
や
最
前
線
で
の
苦
境
に

え

け
て
い
る
の

だ

チ

ト
な
ん
て

そ
も
そ
も
そ
ん
な
の
デ
ス
ゲ

ム
化
さ
せ
た

人
が
さ
せ
る

が
無
い

し
そ
れ
以
前
に
彼
の
事
を
見
下
し
て
い
る
な
ら
そ
ん
な
高

な
技
術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
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と
い
う

え
に
至
ら
な
い
の
か
と
思

た

 

合
よ
く
彼
の
事
を
悪
く
し
て
矛
盾
し
て
い
る
事
に
は
目
を
向
け
な
い

そ
ん
な
愚
か
な

男
達
に

私
は
心

反

が
出
そ
う
だ

た

こ
れ
程

が

え
く
り
返
り
そ
う
な
怒
り
な
ん

て

多
分
記

喪
失
に
な
る
以
前
で
す
ら
経
験
し
た
事
は
無
い
だ
ろ
う
と
思
え
る
程
だ

 
そ
し
て

立
ち
去
る
時
に
見
え
た
キ
リ
ト
の

は

り
付
い
て
い
て

き

に
し
か

見
え
な
く
て

ビ

タ

で
あ
り

一

の

の
時
は
ず

と
あ
の
仮
面
を

て

い
る
の
だ
と
思
う
と

だ
か
哀
し
く
思
え
て
来
て
し
ま

た

リ

フ

の
義
弟

の
時
に

見
せ
て
く
れ
た
あ
の
子

ら
し
い

ら
か
な
表
情
の
欠
片
も
無
く
て
ま
る
で
別
人
の
よ
う
に

し
か
見
え
な
か

た

 

ん
の
二
十
分

ど
前
に

ら
か
な

み
を
浮
か
べ
て
分
か
れ
た
キ
リ
ト
と
は

思
え
な

い
く
ら
い
の
変
わ
り
よ
う

ア
レ
こ
そ
が

の
人
間
達
に
不

な

絶
を
さ
れ

け
た
少

年
の

な
の
だ
ろ
う
と

理
解
さ
せ
ら
れ
た

 
あ
の
子
が
人
恋
し
そ
う
に
そ
し
て
義
姉
に
物

く
甘
え
て
安
心
し
き

て
い
た
様
子
も
こ
の

光

を
見
れ
ば
と
て
も

得
が
い
く
話
だ

た

人
の

か
み
に
彼
は

え
て
い
る
の
だ

キ
リ
ト
は

あ
の
子
は

ず

と

こ
う
だ

た
ん
で
す
か
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今
日
は
一

と

か

た
よ

二
刀
流

て
い
う
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
事

第
七

十
四
層
で
の
出
来
事
も
あ

た
か
ら

今
ま
で
な
ら

か

発
め
い
た
事
を

に
し
て

煽
る
ん
だ
け
ど

今
日
は
無
か

た

 

時
も
し
て
い
た

発
を
し
な
か

た

そ
れ
は
私
達
が

た
か
ら
か

そ
れ
と
も

ア
タ
シ
が
思
う
に

さ

キ
リ
ト

も
う
本

に
限
界
だ
よ

き

い
て
た

こ
こ
ろ
が

い
て
た

え
え

そ
う
ね

い
て

い
た
わ
ね

 
ス
ト
レ
ア
の
悲

な
面
持
ち
で
の

き
に
同

す
る
よ
う
に
し
て
ユ
イ
ち

ん
が

を

ら
し
な
が
ら
小
さ
く

た

そ
の
彼
女
を

き

め
て
い
る
リ

フ

は

か
に

を
浮
か

べ
な
が
ら

く
り
と
小
さ
な
少
女
の
背
中
と

を

で
る

理
不

過
ぎ
る
わ
よ

こ
ん
な
の

な
の
よ

本

 

故
あ
ん
な
に
も
人
の
事
を
思
え
る
無

な
子
ば
か
り
が

ら
れ
る
の
か
そ
も
そ
も
ど
う

し
て
あ
そ
こ
ま
で

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

そ
ん
な
事
を
す
る
人
間
達
と
は
一

生

容
れ
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
と
私
は
そ
の
確
信
を
持
ち
な
が
ら
歩
き
去

た
黒
の
子
の
事
を

想

て
い
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
実
は

う

戦
で
の
経

も
明
か
さ
れ
ま
し
た

ぶ

ち

け
る
と
原
作
キ
リ

ト
を
更
に

く
し
て
る
感
じ
で
す
ね

原
作
で
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
そ
も
そ
も

な
か

た
の
で
す
が

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
投

た
ナ
イ
フ
に

し
て
は

Ｇ
Ｇ
Ｏ
ア
ニ
メ
の

戦
後
シ

ン
で

う

メ
ン
バ

の
武
器
と
思
し
き
も
の
が

乱
し
て
ま
し
た
の
で
そ
の
中
で
ジ

ニ

・
ブ

ラ

ク

こ
と

ナ
イ
フ
使
い
の
武
器
を
投

た
と
い
う
感
じ
に
し
て
ま
す

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
で
も
ア
ス
ナ
死
亡
時
に
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
残

て
ま
す
し
ね

で
か

ス
カ

ル
・
リ

パ

の
時
に
や
ら
れ
た
人
達
や
月
夜
の
黒
猫

は
武
器
ご
と

け

て
ま
し

た
け
ど

圏
内
事
件

で
は
キ

チ
リ
残

て
る
し

あ
の

を

一
し
て
欲
し
い

 
さ
て

で
は
本

ち

い
ち

い
名
称
だ
け

び
一
部
分
だ
け
登
場
し
て
は
す
ぐ
に
退

場
し
て
い
た
ア
ン
チ
メ
ン
バ

そ
し
て

し
振
り
の
リ
ン
ド
の
ア
ン
チ
振
り
如

だ

た
で
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し

う
か

の
ビ

タ

を
オ
マ

ジ

し
て
お
り
ま
す
が
シ
リ
カ
の
予
想
と
の
対

で
よ
り

さ
が
克
明
に
な

た
か
な
と
思

て
お
り
ま
す

 
前
書
き
に
も
あ
り
ま
し
た
が
先
に

ち
構
え
て
い
る
ア
ン
チ

と

う
よ
り
ア
ン
チ
達
の

凶
行

に

べ
れ
ば

今
話
の
は
ま
だ
ま
だ
序
の

で
す
の
で

本
気
で
お
覚
悟
下
さ
い

 
ち
な
み
に
原
作
を
呼
ん
で
い
る
方
な
ら
お
気
付
き
の
方
が

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

シ
ノ

ン

点
を
出
し
た
の
に
は
意
味
が
あ
り
ま
す

記

喪
失
に

て
い
て
も
本
人
の
気

や
無

意
識
で
の
思

回
路
は
そ
の
ま
ま
で
す
か
ら
ね

原
作
の
彼
女
の
状
況
を
思
い
出
し
な
が
ら

み
返
し
て

け
れ
ば

も
し
か
し
て

と
思
う
事
が
あ
る
か
も
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

 
設
定
集
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

第
十
三
章
以

の

要

び
時
系
列
を
追
記

し
ま
し
た
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第
二
十
章
 

堕
ち
し
英
雄
達
の
凶
宴

  
ど
う
も

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
お

し
の

り

今
話
で

く
闘
技
場
バ
ト
ル
回
で
す

と
は

え

前

は

の
如
く
で
す

 
そ
し
て
今
話
で
色

と
本
作
初
登
場
の
キ

ラ
が
出
て
き
ま
す

実
は
存
在
自
体
は
ず

と
前

か
ら

め
か
し
て
い
る
人
物
が
一
人
だ
け

る
ん
で
す

さ
て

で
し

う

 
ヒ
ン
ト
は
シ
リ
カ
編
で
ち
ら

と
出
て
い
る
存
在
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

前

は
ラ
ン

後

は
ユ
ウ
キ
に
よ
る
姉
妹

点
で
す

 
そ
ん
な
事
が
あ

た
ん
で
す
か



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

う
ん

今
ま
で
よ
り
も

分

く
て

キ
リ
ト
君
が
去
り

に

発
し
な
か

た
の
は
初

め
て
だ
と
思
う

 

前
九
時
を
回

た

に
そ
の
時
間
に
な
る
よ
り
も
前
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

闘
技
場
の
中
に
て

め
に
来
て
キ
リ
ト
君
を
出

え
よ
う
と

え
て
い
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
エ
ギ
ル
さ
ん
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
と
共
に

機
し
て
い
た

彼
な
ら
多
分
九
時
よ
り
も

く
来
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
た
結
果
で
あ
る

 
ア
ス
ナ
さ
ん
は
彼
の
ホ

ム
に

ま

て
い
る
ら
し
い
し
私
達
も

日
は
ギ
ル
ド
ホ

ム
へ

帰

て
い
な
か

た
の
で
彼
の
家
に
は

か
な
か

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
か
ら
は
彼
の
ホ

ム
は
色

と

や
か
に
な

て
い
る
と

い
て
い
て

そ
れ
が
本
来
こ
の
世
界
に

な
い

の
義
姉
だ

た
り
空
か
ら

突
に

ち
て
来
た
少
女
だ

た
り

眠
り

け
た
少
女
と
そ
れ
を

た
女
性
だ

た
り
ら
し
い

 
そ
の
全

が
こ
こ
に
来
る
と

い
て
特
に
義
姉
は
ど
う
い

た
人
物
な
の
か
実

に
会

て

み
た
か

た
か
ら

し
み
に
し
て
い
た

 
そ
の

し
み
に
し
て
い
た
気
分
は

キ
リ
ト
君
の

を
見
た
事
で
消
え
去

た

 
九
時
に
な
る
前

や
ら
人
が
慌
た
だ
し
く
動
い
て
い
る
な
と
思

て
い
た
闘
技
場
の
外
か
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ら
は
偶
に
男
達
の
怒

め
い
た
声
が

こ
え
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
た

そ
れ
も
キ
リ
ト
君
が

わ

て
い
る
事
で
無
い
な
ら
大
し
た
事
で
は
な
い
と
思

て
い
た
実

開
き
が
行
わ
れ
た
最

前
線
は
数
日
間
そ
う
い

た
事
が
絶
え
ず

こ

て
い
た
の
だ

え
ば
品
数
の
少
な
い
レ
ア
ア

イ
テ
ム
の

い
取
り

争
や
レ
ア
な
ク
エ
ス
ト
だ

た
り
だ

 
し
か
し

私
は

私
達
の

え
は
甘
か

た
の
だ
と

彼
の

を
見
た
時
に
気
付
い
た

 
彼
の
表
情
は

く

少
し
前
に
見
せ
て
い
た
明
る
さ
な
ど

も
無
か

た

 
確
か
に
ど
こ
か
ら

れ
る
か
分
か
ら
な
い
以
上
私
達
と
一
定
以
上
親
し
く
し
て
い
る
と
思
わ

れ
な
い
よ
う

ビ

タ

と
し
て
振
る
舞

て
い
る
の
は
お
か
し
く
は
無
い

 
し
か
し
た
と
え
ビ

タ

と
し
て
振
る
舞

て
い
た
と
し
て
も
同
じ
戦
う

間
と
し

て
声
を
掛
け
合

た
り
小
さ
く

ん
だ
り
な
ど
は
今
ま
で
し
て
来
て
い
た

キ
バ
オ
ウ
を
初

め
と
し
た
悪

を
投

て
来
る

以
外
す
な
わ
ち

時
も

観
し

け
て
い
る
者
達
に
も
回

数
こ
そ
少
な
い
な
が
ら

み
を
向
け
て
い
た
の
だ

 
闘
技
場
に
入

て
来
て

私
達
を
見
つ
け
た
彼
は

そ
の

み
す
ら
向
け
て
来
な
か

た

あ
の

キ
リ
ト
君

か
あ

た
ん
で
す
か

殺
隊
だ
よ
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気
に
な

て
問
い
掛
け
れ
ば
そ
の
一

だ
け
返
し
て
き
た

そ
れ
は

か
れ
た
く
な
い

い
た
く
な
い
と

外
に

絶
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
私
は
そ
れ
以
上

み

む
事
が
出

来
な
か

た

 
そ
れ
以
上

い
て
来
な
い
と
判
断
し
た
ら
し
い
キ
リ
ト
君
は

個
人
戦

で
登
場
し
て
く
る

の
情
報
を
よ
り

し
く

く

に
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
声
を
掛
け
た

か
を

え
る
よ
う
に

根

を
寄
せ
て
い
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
そ
の
表
情
を

め
た
後
彼
を

て
人
気
の
無
い
場

へ
と

動
 
そ
の
後
に
闘
技
場
を

れ
た
ア
ス
ナ
さ
ん
達
の
表
情
が
一
様
に
暗
い
の
を
見
て
こ
れ
は

か

あ

た
の
だ
と
思

て
話
を

い
た

 
そ
の
話
を

い
た
後
の
反
応
が
冒

の
私
の

葉
で
あ
る

私
達
が
思

て
い
た
以
上
に
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
件
が

を
引
い
て
い
る
よ
う
で
す
ね

私
の
神
聖
剣
と
同
様
恐
ら
く
は

か
し
ら
の

件
を

た
し
た

に
発
現
し
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
が

つ
ま
り
彼
以
外
の
者
に
は
持
ち
得
な
い
程
に
突
出
し
た

か
が
あ

た
と
い
う

事
な
の
だ
が
そ
れ
を
責
め
ら
れ
る

合
い
は
無
い
と
思
う
が
な

む
し
ろ
最
前
線
に
も

な
い

が
彼
を

め
る
な
ど

語
道
断
だ
ろ
う



 第二十章 〜堕ちし英雄達の凶宴〜

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
恐
ろ
し
く

い

が

り
の
攻
略
組

一
の
タ
ン
ク
を
務
め
て
お

り
恐
ら
く

力
が

し
て
神
聖
剣
を
発
現
し
た
の
で
は
と
推

し
て
い
る
の
を

い

て
い
る

 
確
か
に
剣
と
盾
の

に
よ
る
攻

一
体
の
技
は
強
力
だ
が
ス
キ
ル
を
セ

ト
し
た
だ
け
で

武

の

値
を

少
し
た
り

力
が
上

し
た
り
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
の
一
つ
と
し
て
盾

の
中
心
で

す
る
と
ノ

ダ
メ

ジ
に
な
る
と
い
う
特
徴
か
ら
も
そ
の
推

が
外
れ
て
い
る

と
は
思
い

い

そ
の
タ
ン
ク
と
し
て

と

わ
れ
て
い
る
の
も

力
と
い
う
数
値
的
な

意
味
で
の
事
で
は
無
く
彼
自
身
の
一
年

に

ぶ
最
前
線
で
の
戦
闘
で

て
き
た
経
験
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い

 
そ
う
い
う
意
味
で
は

独
で
ボ
ス
撃
破
を

し
た
キ
リ
ト
君
が
二
刀
流
と
い
う
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
会
得
す
る
の
は

あ
る
意
味
で

然
の
流
れ
と

え
る

 
そ
れ
を
最
前
線
で
戦

て
い
な
い
者
達
が

倒
す
る
と
い
う
の
も
確
か
に
お
か
し
な
話
で
あ

る
ボ
ク
や
姉
ち

ん
達
も
そ
れ
ら
し
い
ス
キ
ル
は
出
て
な
い
し

む
し
ろ
キ
リ
ト
が

得
し

た

て
い
う
の
は

得
出
来
る
事
な
ん
だ
け
ど
な
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ユ
ウ
キ
が

を

め
な
が
ら

を
組
ん
で
そ
う

う

絶
剣
と
い
う
二
つ
名
を
与
え
ら
れ
て
い
る
ユ
ウ
キ
は

な
片
手
剣
使
い
の
中
で
は
最
強

格
に

し
て
お
り

時
間
で
あ
れ
ば
キ
リ
ト
君
と
同
様
に
ボ
ス
を
一
人
で

け
持
て
る
程
に

強
い

 
キ
リ
ト
君
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

く
反
応
速

が
反

的
に
高
い
た
め

の
攻
撃
を
見
て

か
ら

け
る
と
い
う
事
が
可
能
に
な

て
い
る

に
強
い
ら
し
い

彼
が

二
刀
流

を

得
出
来
た

件

て

だ
ろ
う
か

片
手
剣

ス
キ
ル
を
完
全

得

て
い
う

件
な
ら

や
ユ
ウ
キ
君
も
入
る
し

ボ
ク
よ
り
速
く
動
け
る
か
ら
と
か

い
え
も
し
か
す
る
と
片
手
武
器
系
の
ス
キ
ル
を
多
く
完
全

得
し
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
で
し

う
か

 
数

月
前
に

い
た
時
点
で
も

に
数
種

は

練

を
極
め
て
い
た

よ
う
で
す
か
ら

そ
う
い
え
ば
二
刀
流

て
ど
う
い

た

件
で
ス
キ
ル
が
行
使
出
来
る
よ
う
に
な

て

ん
だ

 

達
が
見
た
時
は
片
手
剣
を

手
に
持
つ
ス
タ
イ
ル
だ

た
け
ど
よ
情
報

で
流
れ

て
い
る
限
り
で
は
片
手
武
器

て
あ

た
か
ら

と
し
て

刀
と

剣
と
か
そ
う
い
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た
別
の
武
器
の
組
み
合
わ
せ
で
も
可
能
に
な

て
る
ん
じ

ね

確
か
に
キ
リ
ト
は
定
期
的
に
複
数
種

の
武
器
を
鍛
え
直
し
に
来
て
た
し

片
手
武
器
系
ス

キ
ル
を
複
数
種

コ
ン
プ
リ

ト
と
か
そ
う
い

た

件
は
あ
り
そ
う
ね

片
手
剣
二
本
じ

な
く
て
も

極
論

剣
と
片
手

の
組
み
合
わ
せ
で
も
二
刀
流
と
は

え
る

だ
し

 

時
の
間
に
か
キ
リ
ト
君
が
暗
か

た
話
か
ら
二
刀
流
の

得

件
へ
と
話

が

て
い
た

 
ま

暗
い
話
を

け
る
よ
り
は
精
神
衛
生
的
に
マ
シ
だ
し
彼
も
あ
ま
り
触
れ
て
欲
し
く
な

さ
そ
う
だ

た
か
ら
こ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
と
思
う

 
そ
の

件
に
つ
い
て
シ
リ
カ
さ
ん
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
が
信

性
の
あ
り

そ
う
な
予
想
を

に
し
て

私
達
は
少
し
ば
か
り

え

ん
だ

 
確
か
に
私
達
は
彼
が
複
数
種

の
武
器
ス
キ
ル
を
会
得
し
ま
た
そ
れ
ら
を
使
い
こ
な
し
て

い
る
の
は

い
て
知

て
い
る
し

実

に

か
こ
の
目
に
し
た
事
が
あ
る

 

わ
れ
て
み
れ
ば

殺
隊
と
の
戦
い
の

片
手
剣
以
外
の

か
を
使

て
い
た
と
か
そ
う

い

た
話
を
小

に

ん
だ
事
は
あ

た
よ
う
な
気
も
す
る

そ
の
時
に
ど
う
い

た
武
器
を

使

て
い
た
と
か

体
的
な
話
の
内
容
は
出
て
い
な
か

た
し
私
自
身
あ
ま
り
彼
ら
の
近
く
に
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寄
り
た
く
な
か

た
か
ら

か
ら

へ
ス
ル

し
て
し
ま

て
い
た
が

こ
の
世
界
に

い
て
メ
イ
ン
の
他
に
サ
ブ
と
し
て
武
器
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
る
人
が

た
と
し
て
も
精

一
つ
が
限

更
に

え
ば
完
全

得
ま
で
は
し
て
い
な
い
で
し

う
し

彼
み
た
く

完
全

得
ま
で

つ
複
数
種

を
成
し

て
い
る
の
は
他
に

な
い
で
し

う

ね 
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
の
ス
キ
ル

は
と
て
も
シ
ビ
ア
で
よ
く

え
て
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

 

論
セ

ト
し
た
ス
キ
ル
を
外
す
事
も
可
能
だ
が
そ
の

に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
完
全

得
し
て
い
な
い
も
の
を
外
す
と

練

が
リ
セ

ト
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
制
限

が
存
在
す
る

一

セ

ト
し
て
育
て
た
も
の
を
外
す
の
な
ら
そ
の

に
は
そ
れ
ま
で
に
掛
け

た
時
間
と
情

の
全
て
を
一

捨
て
去
る
事
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

ど
ん
な
ス
キ

ル
だ
ろ
う
が
自
分
が
セ

ト
し
育
て
た
ス
キ
ル
な
の
だ
か
ら

も
が
そ
れ
を
し
た
く
な
い
だ

ろ
う

 
し
か
し
逆
に

え
れ
ば
一

完
全

得
し
て
し
ま
え
ば
一

外
し
て
い
よ
う
と
再
セ

ト
時

は
そ
の
ま
ま
な
の
で

他
の
ス
キ
ル
を

び
や
す
い
と
い
う

点
が
出
来
る
事
に
な
る
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ス
キ
ル
セ

ト

は
ロ
グ
イ
ン
直
後
だ
と
二
個
あ
り

レ
ベ
ル

か
ら

ま
で
は
偶
数
レ
ベ

ル
に
達
す
る
と
一
つ
ず
つ
増
え
て
い

た

つ
ま
り
レ
ベ
ル

に
な

た
時
に
は
セ

ト

が

合

で
六
個
存
在
す
る
事
に
な
る

そ
れ
以

は
十
の

が
一
つ
あ
が
る

に
増
え
て
い

た

つ
ま
り
レ
ベ
ル

に
な
れ
ば
セ

ト

は
七
個
と
い
う

だ

 
最
前
線
攻
略
組
と
も
な
れ
ば

平

レ
ベ
ル
が

私
や
ユ
ウ
キ

ア
ス
ナ
さ
ん
と
い

た

精

メ
ン
バ

で
そ
の
後

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は

キ
リ
ト
君
が
ま
ず
１
０
０
以
上
は

確
実
な
の
で

彼
の
ス
キ
ル

は
最

で
も
十
五
個
以
上
の
セ

ト

が
あ
る
事
に
な
る

 
な
の
で
し
よ
う
と
思
え
ば
武
器
ス
キ
ル
を
複
数
種

セ

ト
す
る
事
は
可
能
だ
が
そ
れ
を
す

る
者
は
少
な
い

 

故
な
ら
武
器
ス
キ
ル
は
戦
闘
系
に

分
さ
れ
て
い
る
ス
キ
ル
で

練

上

は

を
攻
撃
す
る
事
に
限
ら
れ
る
か
ら
だ

論
数
値
が
高
く
な
る
程
に
一

攻
撃
し
た
時
の
上

は
小
さ
く
な

て
い
く

 
こ
の
世
界
で
大

の
モ
ン
ス
タ

に
大

の
攻
撃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
れ
が
武
器
ス

キ
ル
一
つ
ず
つ
に
対
し
て
全
て

て

め
ら
れ
る
の
な
ら

も
複
数
取

て
完
全

得
す
る
ま

で
鍛
え
よ
う
と
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
た

た
三
人
の
少
数
精

ギ
ル
ド
で
偶
に
ア
ス
ナ
さ
ん
や

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
の
よ
う
に

の
良
い
攻
略
組
メ
ン
バ

を
加
え
て
の
攻
略
も
あ
る
が

ど
は

こ
の
三
人
で
迷

に
潜
る
事
が

ど

つ
ま
り

時
も
パ

テ

人
数
ギ
リ
ギ
リ
で
迷

へ
行
く

聖
⻯

合

や

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
よ
う
な
大
人
数
に

べ
て

一

の

戦
闘
で
一
人

た
り
が

る
攻
撃
回
数
が
多
く
な
る
と
い
う
事
に
な
る

 
私
は

剣
を
メ
イ
ン
に
使

て
お
り

武

と
し
て

突
属
性

性
の

と
遭
遇
し
た

時
の

に

片
手

を
取

て
い
る
が

そ
れ
で
も
数
値
は

く
八

と
い

た

だ

 

論
人
数
が
少
な
い
だ
け
一
人
が
得
る
経
験
値
が
多
く
な
り
必
然
的
に
レ
ベ
ル
も
上
が
り
や

す
く
な
る
の
で
一
撃
の
ダ
メ

ジ

も
大
き
く
な
る
の
に

し
て
倒
す
の
も
速
く
な
り
攻

撃
回
数
が

る
事
も

え
ら
れ
る

 
こ
の
世
界
を
作

た

場

は
恐
ら
く
そ
の

の

を
よ
く

え
て
設
定
し
た
の
だ
ろ

う

本

に
よ
く
出
来
た
設
定
だ
と
思
う

 
こ
れ
ら
の
事
か
ら

え
る
と

キ
リ
ト
君
が
複
数
の
武
器
を
セ

ト
し
て
い
る
事
は
ス
キ
ル

セ

ト

の
多
さ
か
ら

完
全

得
し
て
い
る
事
は

ロ
で
あ
る
事
に
よ
る
攻
撃
回
数
の
多
さ

そ
し
て
全
て
の
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を
わ
ざ
と

ん
で
い
る
事
に
よ
る
戦
闘
回
数
の
多
さ
に
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因
し
て
い
る
だ
ろ
う

 
迷

の
ト
ラ

プ
に
は
実
は
二

り
存
在
す
る

 
一
つ
は
宝

な
ど
で
発
動
す
る

月
夜
の
黒
猫

壊
滅
の
き

か
け
と
な

た

も

の
が
多
く

一

発
生
源
を
解

す
る
と
二

と
復
活
し
な
い
タ
イ
プ

 
も
う
一
つ
が
ト
ラ

プ
迷

と
呼
ば
れ
る
程
に

が
多
い
迷

で
出
て
く
る
復
活
型
の
も

の
で

の
状

異
常
に
な

た
り
一
定
の

内
で
ポ

プ
済
み
の

を
そ
の
場

に
呼
び

寄
せ
た
り
す
る
も
の
な
ど
が
有
名
だ

 
後
者
は
そ
こ
ま
で
危
険

は
無
い

が
ギ
リ
ギ
リ
の
時
な
ど
で

ん
で
し
ま
え
ば
一
大
事

に
は
変
わ
り
な
い
が

そ
れ
を
常
に

し
て
い
れ
ば
ま
だ
対

に
し
よ
う
が
あ
る
か
ら
だ

 

も
が
問

し

そ
し
て
キ
リ
ト
君
が
最
も
恐
れ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
宝

や
個

な
ど
分
か
り
や
す
い
場

で
発
生
す
る
ト
ラ

プ
だ

も
無
い
場

で
い
き
な
り
モ
ン
ス
タ

を
無
限
に
近
い
く
ら
い

か
せ
る
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
も

そ
し
て

じ

め
る
ト
ラ

プ

も

ど
ち
ら
も
が
二

と
復
活
し
な
い
前
者
の
タ
イ
プ
で
し
か
存
在
し
な
い
か
ら
だ

 
故
に
最
前
線
で
こ
れ
ら
の
ト
ラ

プ
に

か
が
引

掛
か

た
事
は
一

も
無
い

そ
れ

は

層
を
攻
略
し
て
い
る
間
も
キ
リ
ト
君
が
わ
ざ
と
引

掛
か

て
ト
ラ

プ
を
解

し
て
い
た
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か
ら
で

あ
の
ギ
ル
ド
が
壊
滅
し
て
以

他
の

も
掛
か
ら
な
い
よ
う
苦
心
し
て
い
る
か
ら

だ 
全
て
の
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を

み

け
て
来
た
事
を

え
れ
ば
彼
が
複
数
種

の
武
器

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る
の
は

む
し
ろ
必
然
な
の
だ

あ
の
子
が
一
人
で
戦

て
い
る
の
は

い
て
い
た
し
本
人
か
ら
も
し
て
来
た
事
は

い

た
け
ど

こ
こ
ま
で
だ

た
な
ん
て

 
仮
に
二
刀
流
の

得

件
が
こ
う
で
あ

た
な
ら
そ
れ
は
今
ま
で
キ
リ
ト
君
が
歩
ん
で

き
た

の
結
実
で
あ
る
と
も

え
る

逆
に

え
れ
ば
そ
れ
だ
け

い
道
を
歩
ん
で
き
た
事
で

も
あ
る

義
姉
の
リ

フ

さ
ん
に
と

て
す
れ
ば
予
想
以
上
の
過

な

境
で
生
き
て
来

た
彼
の
事
を
想
う
だ
け
で
も

い
だ
ろ
う

実

に
見
て
来
た
私
達
の

さ
と
は
別
の

さ
を
覚

え
て
い
る

だ

 
彼
女
の

か
ら
キ
リ
ト
君
を
始
め
こ
の
世
界
を
生
き
る
プ
レ
イ

達
の
ア
カ
ウ
ン
ト
ロ

グ
デ

タ
を
見
て

が
ど
の

を
動
い
て
い
る
か
だ
け
は
追
え
る
事
は
教
え
て
も
ら

て
い
る

し
現
実
で
は
ま
だ
死
人
が
出
て
い
な
い
事
か
ら
彼
が
デ
ス
ゲ

ム
化
の

人
は

場

で
は

な
い
と
信
じ
て
い
る
事
も

い
て
い
る
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ゲ

ム
ク
リ
ア
と
同
時
に

を
全
損
し
て
い
た
プ
レ
イ

達
も
生
還
す
る
と
い
う
予
想
は

定
出
来
な
い

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

時
に
も
一

流
れ
今
で
こ
そ
下
火
に
は
な

た
が

か
話

と
し
て
新

に
上
が

て
は
い
る
話

で
は
あ
る
の
だ

 
し
か
し
や
は
り

を
全
損
し
た
プ
レ
イ

が
死
ぬ
と
し
た
ら
彼
が
目
の
前
で
喪
い
あ

る
い
は
そ
の
手
で
奪

て
き
た
命
が
彼
に
業
と
な

て

り

ぐ
事
は

れ
得
な
い

 
ず

と
彼
の
心
の
傷
と
な

て
い
る
過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
そ
れ
に
よ

て
突
き
動
か
さ
れ
た
彼

が
し
て
き
た
事
の
結
実
が
二
刀
流
な
の
だ
と
し
た
ら
ア
レ
は

い

境
に
身
を

か
せ
て

し
ま

て
い
る
私
達
の
罪
の
証
で
も
あ
る

い
子

に
全
て
を
背
負
わ
せ
て
し
ま

た
事
に
対

す
る
罪
が

キ
リ
ト
君
が
得
た

二
刀
流

な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ

 
他
の

で
も
無
い
彼
の
二
刀
流
だ
か
ら
こ
そ

本
来
あ
の

の
子
が
得
る
の
は
あ
り
得

な
い
と
思
え
る
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
得
た
彼
の
二
刀
流
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
意
味
を
持
つ
の

で
は
な
い
か
と

あ
ら

 
そ
こ
に

る
の
は

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

 
私
達
が

き
キ
リ
ト
君
と
二
刀
流
の
事
を

え
て
い
る
と

と
横
か
ら

き

れ
な

い
女
性
の
声
が

こ
え
て
来
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
そ
ち
ら

を
向
け
れ
ば
修
道
女
め
い
た

を

い

に
ダ
ガ

を
差
し
深
い

色
の
髪

を
三
つ
編
み
に
し
て

に

ら
し
て
眼

を
掛
け
た
女
性
が
蒼
髪
白
銀

の
騎
士
デ

ア
ベ

ル
に

を
向
け

小

を

て
い
た

さ

サ

シ

さ
ん

 
え

故
あ
な
た
が
こ
こ
に

あ
あ
今
日
こ
こ
で
攻
略
組
の
戦
い
が

け
る
と
知

た
子

達
が
は
し

い
で

夢
を

い
て
い
る
子

達
を

め
切
れ
ず
に

私
自
身

見
て
見
た
く
も
あ
り
ま
し
た
か
ら

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

む

デ

ア
ベ
ル
君

そ
ち
ら
の
女
性
は
ど
ち
ら
な
の
か
な

え

と
こ
ち
ら
の
女
性
は
サ

シ

さ
ん

第
一
層
の

七

に
あ
る
教
会
で
年

の

い

子

を
集
め

孤

の
よ
う
な

設
と
し
て
動
か
し
て
い
る
人
な
ん
で
す

初
め
ま
し
て

サ

シ

で
す

 
そ
う
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が

し
た
後

サ

シ

さ
ん
は

を
下

て

し
て
き
た

 
話
を

け
ば
ど
う
や
ら
ず

と
前
か
ら
孤

的
な

設
を
教
会
を
使

て
運

し
て
い
て

年

レ

テ

ン
グ
よ
り
下
の
子

を
集
め
て
い
た
ら
し
い

ど
う
や
ら
私
達
が

い
た
事
の
あ

る

層
で
子

達
が
生
活
し
て
い
る
と
い
う
話
は
彼
女
が
集
め
た
子

達
の
事
ら
し
か

た
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ち
な
み
に
だ
が
サ

シ

さ
ん
は
シ
リ
カ
さ
ん
の
事
も
知

て
い
た

ど
う
や
ら
定
期
的
に

層
の

や

を

レ
ベ
ル
よ
り
上
だ
と
転

の
あ
る
場

に
限
ら
れ
る
が

回

て
い

た
ら
し
く

そ
こ
で
出
会

た
の
だ
と
か

 
二
人
が
会

た
の
は
第
二
十
層
で
そ
の
時
に
は
シ
リ
カ
は
使
い
魔
が

た
し

良
パ

テ

を
組
ん
で
戦

て
も

た
の
で
サ

シ

さ
ん
も
来
る
よ
う
強
要
は
せ
ず

見
知
り
程

に

め
て
い
た
と
い
う

 
そ
こ
ま
で

い
て

も
し
か
し
て
と
思

た
私
は

ユ
イ
ち

ん
の
事
を

く
こ
と
に
し
た

あ
の

サ

シ

さ
ん

こ
の
子
の
事
を

い
た
事
や
見
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か

 
ユ
イ

ち

ん
と

て

第
二
十
二
層
の

林
の
中
に

日
倒
れ
て
い
た
ら
し
い
ん
で
す
け
ど

 
ユ
イ
ち

ん
の

に
手
を

き
な
が
ら
サ

シ

さ
ん
に
問
え
ば
ユ
イ
ち

ん
は
小

を

な
が
ら
彼
女
を
見
上

た

 
サ

シ

さ
ん
は
そ
ん
な
ユ
イ
ち

ん
を
ま
じ
ま
じ
と
見
た
が

く
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
と

罪
し
な
が
ら

を
振
る

こ
こ
ま
で

い
子

は
一

し
か
見
た
事
が
無
い
で
す

見
た
と
し
た
ら
忘
れ
な
い
で
し
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う
か
ら

カ

ル
も
無
い
よ
う
で
す
し

そ
う
な
ん
で
す
か

あ

 
サ

シ

先
生

や

と
見
つ
け
た

サ

シ

せ
ん
せ

 

し

な
さ
そ
う
に

う
サ

シ

さ
ん
に
気
に
し
な
い
で
欲
し
い
と

お
う
と
し
た
時
少

し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
場
違
い
感
の
あ
る
明
る
い
子

の
声
が

こ
え
た

そ
ち
ら
を
見
や
れ

ば
観
客

に
繋
が
る

路
か
ら
十
数
人

ど
の
男
女

合
の
子

達
が
サ

シ

さ
ん
を
見

な
が
ら

て
来
る
と
こ
ろ
だ

た

 
多
分
年
の

は
ユ
イ
ち

ん
と
同
じ
か
ち

と
上
く
ら
い

恐
ら
く
小
学
生
高
学
年
く
ら

い
だ
ろ
う

キ
リ
ト
君
よ
り
は
確
実
に
年
上
で
あ
る

あ
ら

も
う
闘
技
場
の
探

は
済
ん
だ
の

お
う

す

ご
く

し
か

た

と
か

の

像
が
あ

た
ん
だ

 
物

く

力
が
あ

て
さ

に
敷
か
れ
て
る

も

い

わ

わ
だ
し

ま
る
で
王

み
た
い
だ

た
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興

気
味
に
サ

シ

さ
ん
に
報

し

そ
れ
ら
に
彼
女
は
良
か

た
わ
ね
と

む

ち

ち

と

て
よ

 
速
過
ぎ
だ

て
ば

 
そ
の
時
ま
た

き

れ
な
い
声
が

こ
え
た

ト

ン
は
高
い
が
私
と
そ
こ
ま
で
変
わ
ら
な

い
声
の
そ
れ
は
結
構
な

騒
に

ま
れ
て
い
る
闘
技
場
ホ

ル
の
中
で
も
子

達
に
負
け
ず

ら
ず
し

か
り

が
あ
り

私
の

に
も
ハ

キ
リ

こ
え
た

 
そ
れ
を

い
て

子

達
が
し
ま

た
と
い
う
よ
う
な

に
な

た

も

 
バ
ラ
バ
ラ
に
行
動
す
る
わ

人
数
が
足
り
な
く
な
る
わ

果
て
に
は
全

合
流
し

て
ホ

ル
に

て
来
る
わ
一
回
で
も
い
い
か
ら
メ

ル
で

に
行
く
か

絡
し
な
さ
い
よ

 
お

で
闘
技
場
中
を
探
し
回
る

目
に
な

た
じ

な
い

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 

て
来
る
や

や
子

達
を

た
人
物
は
ア
ス
ナ
さ
ん
や
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
と
そ
う
変

わ
ら
な
さ
そ
う
な
年

の
女
性
だ

た

骨

り
ま
で
の

い
髪
紅
い

が

出

し
た
黒
い
ゴ
シ

ク
ド
レ
ス
を
身
に

た
女
性
は

故
か

の

に
先

り
に
な
る

剣
の

よ
う
な
片
手
直
剣
を
二
本
差
し
て
い
た

 
離
れ
な
い
よ
う
あ
れ

ど

意
し
て
い
た
で
し

 
と

て
い
る
様
子

そ
し
て
サ
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シ

さ
ん
が
苦

し
て
る
様
子
か
ら
ど
う
や
ら
子

達
を
引

し
て
い
た
別
の
世
話
人
で
あ
る

ら
し
い

ま
た
や

て
し
ま

た
の
ね

レ
イ
ン
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
ね

い

か
せ
て
は
い
る

の
だ
け
ど

あ
あ
別
に
そ
こ
ま
で
怒

て
は
な
い
ん
で
す

た
だ
圏
内
で
も
絡
ま
れ
た
ら
危
な
い
し
ま
し

て
や
こ
こ
は
最
前
線
だ
か
ら
ス
テ

タ
ス
的
に
勝
て
な
い
し

て
サ

シ

さ
ん
そ

ち
の
人
達
は

あ

こ
ち
ら
の
方
達
は
攻
略
組
の
方

で
す

い
や
サ

シ

さ
ん

気
に

て
る
け
ど
そ

ち
の
人
達

て
全

攻
略
組
最
強

ク
ラ
ス
の
プ
レ
イ

だ
か
ら
ね

 
二
つ
名
持
ち
ば

か
り
じ

な
い

え
え

 
サ

シ

さ
ん
に
自
己

し
た
時
は

あ
の
攻
略
組
で
す
か

と

い
た
だ
け
だ

た
が

新
た
に
や

て
来
た
レ
イ
ン
と

う
ら
し
い
女
性
は
私
達
の

を
見
た
だ
け
で

が

か
分
か

る
ら
し
く

物

く

い
た
様
子
で

び
を
上

た

 
そ
れ
に
子

達
が

き

そ
し
て
喜
び
に

ち
た
大
声
を
発
し
た
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え

じ

あ

絶
剣

て
い
う
人
も
い
る
の
か

あ

絶
剣

は
ボ
ク
の
事
だ
け
ど

じ

じ

あ

の
騎
士

て
人
は

そ
れ
は
多
分

の
事
か
な

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
だ

た
ん
で
す
か

 
な

な
ら

閃
光

て
い
う
人
は

わ

私
か
な

な
ら

紅
の
騎
士

て
い
う
人
は

そ

ち
の

い

の
人

む

そ
の
よ
う
な
二
つ
名
が
あ

た
の
か

う
わ

 
だ

た
ら
多
分

舞
姫

て
い
う
人
も

恐
ら
く
私
の
事
な
の
で
し

う
ね

お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
子

達
が

に
出
し
て
き
た
異
名
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
ち

く
ち

く
教
え
て
も
ら

て

い
た
私
達
が
一
人
一
人
反
応
し
て
い
く

に
子

達
が

喜
に

く

 
い
や

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
喜
ば
れ
る
と
は

予
想
外
だ

た

 
そ
う
い
え
ば
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
二
つ
名
初
め
て

い
た
よ
う
な
気
が
す
る

ま

あ
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の
人
は
と
て
も
礼

正
し
い
し
人
を
護
る
そ
の
様
か
ら
正
に
騎
士
ら
し
い
か
ら
そ
の
異
名
は

と
て
も
し

く
り
来
る
も
の
で
は
あ
る

 
ち
な
み
に
だ
が

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に
は

義
の

エ
ギ
ル
さ
ん
は

戦
闘

人

と
い

う
二
つ
名
が
あ
る
ら
し
い

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
場
合
は

集
め
に
下
層
や
中
層
へ
下
り
た

に

て
い
る
人
達
を
ギ
ル
ド
で
助
け
た
り
し
て
い
て
エ
ギ
ル
さ
ん
も

ど
同
様
だ
と

う

一

部
か
ら
は
ト
ル
ネ
コ
さ
ん
と

わ
れ
て
い
る
と
か

ら
し
さ
は
欠
片
も
無
い

す

 
有
名
人
が
勢

い
じ

ん

じ

あ
あ
の
人
も

る
ん
じ

な
い
の
か

 

ら

レ
イ
ン
先
生
と
知
り
合
い
の

黒
の

剣
士

て
い
う
人

 
そ
し
て

時
か
来
る
だ
ろ
う
と
予
期
し
て
い
た
黒
の
剣
士
と
い
う
異
名
が
出
て
来
た

レ
イ
ン
さ
ん
と
知
り
合
い
で
あ
る
と
い
う
事
に
私
達
は

き
彼
女
に
目
を
向
け
た

も
知
ら

な
か

た
の
だ

 
私
達
の

線
を
一
気
に

け
た
彼
女
は

し
か
し
キ

ト
ン
と

を

る
だ
け
だ

た

あ
れ

 

も

い
て
な
か

た
り
す
る
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い
て
ま
せ
ん
ね

あ

れ

 
エ
リ

シ
デ

タ
と
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
を

合
さ
せ
た
話
は
し
た

て

い
う
の
は

い
て
た
ん
だ
け
ど

も
し
か
し
て

そ
れ
を
し
た
鍛
冶
師

て
あ
ん
た
の
事
な
の

あ

う
ん

そ
う
だ
よ

 
わ
た
し

こ
れ
で
も
マ
ス
タ

鍛
冶
師
で
す
か
ら

 
つ
い
で
に

裁

ス
キ
ル
も
マ
ス
タ

し
て
る
ん
だ

と
あ

け
ら
か
ん
と

ら
か
に

た
レ
イ
ン
さ
ん
に

私
達
は
開
い
た

が

が
ら
な
か

た

 
確
か
に
キ
リ
ト
君
が

か
ら
継
承
で
使
い

け
て
い
た
愛
剣
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
と

五
十
層

で
あ
る
エ
リ

シ
デ

タ
を

合
強
化
し
た
鍛
冶
師
の
事
は
謎
に

ま
れ
て
い
た
の

で

も
が
気
に
な

て
い
た

 
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
に
会
う
前
の
事
だ

た
か
ら

更
だ

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
の

へ
向
か

た

の
も
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
よ
う
に
強
力
な
片
手
剣
を
求
め
て
の
こ
と
つ
ま
り
ナ
ン
ち

ん
の

を
作

た
彼
自
身
が
し
た
事
で
は
無
い
そ
れ
だ
け
の

練

が
無
か

た
か
ら

そ
も
そ

も
知
り
合
い
の
鍛
冶
師
と

て
い
た
か
ら
彼
以
外
の

か
で
あ
る
の
は
確
定
だ

た
し

 
だ
か
ら
ず

と
気
に
な

て
い
た
の
だ

あ
れ

ど
の
業
物
を
二
本
を
更
に
片
方
が

ボ
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ナ
ス
の
武
器
と
い
う
ユ
ニ

ク
な
レ
ア
リ
テ

の
武
器
を
喪
う
可
能
性
が
あ
る

合
強
化
を
引
き

け
た

そ
の
人
物
を

 
そ
れ
が
ま
さ
か
子
達
の
引
で
振
り
回
さ
れ
て
い
た
レ
イ
ン
さ
ん
だ
と
は
思
わ
な
か
た

え

と

レ
イ
ン
さ
ん

 
あ
な
た
が
彼
と
知
り
合

た
の
は

年
明
け
か
ら

ど
す
ぐ
だ

た
か
な

 
ア
ス
ナ
さ
ん
の
問
い
に
レ
イ
ン
さ
ん
は
そ
う

え
た

も

と

し
く

け
ば
レ
イ
ン
さ

ん
が
鍛
冶
に
使
う

と
子

達
の
ご

と
な
る

を
集
め
る

に
第
三
十
層

で
獣
系
モ
ン

ス
タ

が
出
る
フ

ル
ド
を
は
し
ご
し
て
い
た
ら
し
い
の
だ
が
そ
の

に
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

達
に
襲
わ
れ
て
し
ま
い

危
機
に

た
の
だ
と
い
う

 
問

が
そ
の
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

達
で
女
尊
男

に
よ

て
苦
し
め
ら
れ
た
大
人
の
男
達

に
よ

て
構
成
さ
れ
て
い
た

 
一
人
で
動
い
て
い
た
レ
イ
ン
さ
ん
を

物
に
定
め
麻

を
塗

た
ナ
イ
フ
を

て
て
動
け

な
く
し
た
後

子

達
が

く
に
は

れ
る
事
を
し
よ
う
と
し
て
い
た

 
そ
こ
に
現
れ
た
の
が
キ
リ
ト
君
だ

た
ら
し
い

 

時
の
彼
は
シ
リ
カ
さ
ん
の
時
の
よ
う
に

様

な
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
や
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ
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り
を
行

て
は
監
獄
へ
送
り

中
に
は

を
全
損
さ
せ
た
者
も
い
る
と
い
う

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
経
由
で
シ
リ
カ
さ
ん
の
時
の
様
に
監
獄
へ
送

て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
を

け

る
事
も
あ
れ
ば
活
動
が
活
発
に
な

た
オ
レ
ン
ジ
を

正
す
る
意
味
で
動
く
事
も
あ

た
ら
し

く
そ
れ
で
動
い
て
い
た
キ
リ
ト
君
は
正
に
そ
の

増
え
て
い
た
女
性
殺
し
の
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル

ド
の
話
を

き
つ
け
て

レ
イ
ン
さ
ん
が
襲
わ
れ
て
い
る
場
面
に
遭
遇
し
た

も
う
色

と

か

た
よ

私
を
人

に
取

た
オ
レ
ン
ジ
の
男
の
人
の
手
を
一

で
斬
り

と
し
た
と
思

た
ら

時
の
間
に
か

に

た

間
数
人
の
武
器
を
一

で

め
て
破
壊
し

て
る
し

足
を
切
断
し
て

ら
れ
な
く
し
て
る
し

気
付
い
た
ら
回
廊
結

で
監
獄
へ
送

ら
れ
て
た
か
ら

そ
れ
が
本

に
あ

た
出
来
事
だ
と
疑
う
く
ら
い
だ

た
も
ん

あ

 

う

戦
の
時
の

れ
振
り
を
知

て
い
る
私
や
ユ
ウ
キ
達
は
一
様
に
レ
イ
ン

さ
ん
の
話
か
ら
そ
れ
が
実

に
あ

た
事
な
の
だ
ろ
う
事
が
す
ぐ
に
分
か

た

 
確
か
に
キ
リ
ト
君
人
間

手
に
な
る
と
ボ
ス
を

手
し
た
時
以
上
に
動
き
が
良
く
な
る

彼

の
話
で
は
か
つ
て
現
実
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
教
え
ら
れ
た
時
の
事
が

わ

て
い
る
ら
し
い

オ
レ
ン
ジ
を
一

で

む
く
ら
い
強
い
の
か

 
な

レ
イ
ン
先
生

ど
ん
な
人
な
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ん
だ
よ

ど
ん
な

か

そ
う
だ
な

一

で

え
ば

し
い
人

か
な

強
い

じ

な
い
の

強
い
よ

よ
り
も

き

と
こ
の
世
界
の

よ
り
も
強
く
て

多
分

も
届
か
な
い
く
ら

い

そ
の
強
さ
の
根
幹
は

し
さ
な
ん
だ
と
思
う

色
ん
な
人
か
ら

解
さ
れ
て
る
け
ど
ね

レ
イ
ン
先
生
も
無
理
な
の
か

わ
た
し
な
ん
て
全
然
だ
よ

そ
も
そ
も

わ
た
し
が
片
手
剣
の
二
刀
流
を
し
だ
し
た
の

て

彼
を
真
似
た
か
ら
な
ん
だ
よ

 

外
し

く
り
来
た
か
ら
前
に

べ
て
多
少
強
く
は
な

た

け
ど

そ
も
そ
も
わ
た
し
最
前
線
で
戦

た
事
な
ん
て
無
い
し

 
な
ん
と

彼
女
が
二
本
の
片
手
剣
を
差
し
て
い
る
の
は
彼
が

わ

て
い
た
ら
し
い

ん

 
あ
れ

レ
イ
ン
と
サ

シ

と

で
孤

メ
ン
バ

が

る
ん
だ

 
そ
の
時
ど
う
や
ら
ア
ル
ゴ
さ
ん
と
の
情
報
交
換

が
終
わ

た
ら
し
い
キ
リ
ト
君
が
帰

て
来
て

見
知
り
ら
し
い
レ
イ
ン
さ
ん
達
を
見
て

を

た

 
と
い
う
か

ど
う
や
ら
サ

シ

さ
ん
と
も

見
知
り
ら
し
い

ユ
イ
ち

ん
を
見
た
時

に

一
人
し
か
と
か

て
い
た
が

ど
う
や
ら
予
想

り
キ
リ
ト
君
の
事
の
よ
う
だ

た
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あ
ら

キ
リ
ト
君

し
振
り
で
す
ね

気
に
し
て
ま
し
た
か

ま

う
ん

一
応

そ
れ
で

で
こ
こ
に

攻
略
組
の

か
が
闘
技
場
で
今
日
戦
う

て

い
た
か
ら
こ
の
子
達
が
見
に
行
き
た
い

て

い
始
め
て

か
な
く
て
ね

そ
れ
で
観
戦
し
よ
う
と
思

て
き
た
ん
だ
よ

キ
リ
ト
君
は

は
も
う
少
し
し
た
ら
出
場
す
る

だ
け
ど

は
い

 
ど
う
や
ら
攻
略
組
が
出
る
と
い
う
の
は

い
て
い
て
も

ビ

タ

だ
と
か
黒
の
剣
士

だ
と
か
キ
リ
ト
だ
と
か
そ
う
い
う
個
人
を
あ
る
程

限
定
出
来
る
情
報
が
流
れ
て
い
た

で
は

無
い
ら
し
く
サ

シ

さ
ん
達
は

気
に
取
ら
れ
て

ま

た

子

達
も
本

に
自
分
達
よ

り
背
の

い
子

が
出
る
の
か
と
疑
わ
し
気
に
見
て
い
た

 
し
か
し
黒

く
め

背
中
に
背
負

た
二
本
の
片
手
剣
か
ら

け
る

は
強
者
の
そ
れ
で

更
に

え
ば
キ
リ
ト
君
の
目
つ
き
は

く
昏
い
も
の
に
な

て
い
た
か
ら
そ
れ
が

だ
と
は
思

わ
れ
な
か

た
ら
し
い

そ
れ
以
前
に
私
達
や
レ
イ
ン
さ
ん
達
と
知
り
合
い
ら
し
い
と

し
た
時

点
で

だ
と
断
じ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
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色

な
感
情
を
一

に

び
た
彼
は
そ
れ
で
も
一
切

む
事
無
く

備
を
す
る
た
め
に
出
場

者

の
方
に
行

た

 
あ
ま
り
大
勢
は
行
か
な
い
方
が
良
い
だ
ろ
う
と
の
事
で

く
話
し
合
い
を
持
ち
未
だ
に
シ

ク
か
ら
立
ち
直
れ
て
い
な
い
事
も
あ

て

人
か

退
し
た
結
果
私
が
彼
と
共
に
向
か
う
事
に

な

た

ギ
ル
ド
リ

ダ

を
務
め
て
お
り

つ
そ
の
中
で
も

が
近
い

で
あ
る

 
そ
う
い
う

で

に
入

た

は

と

く
ま
る
で

か
の
取

の
よ
う
に
小
さ

な

と
二
つ
の

子
が
対
面
に

べ
ら
れ
て
い
る
だ
け

ま

な
も
の
が
無
い
の
は
集
中

出
来
る
事
に
な
る
か
ら

こ
ち
ら
の
方
が
良
い
の
だ
ろ
う

 

子
に
私
が

た
後
て

き
り
彼
も

る
も
の
か
と
思

て
い
た
が
彼
は
立

た
ま
ま

目
を

た

想
し
始
め
た
の
だ

キ
リ
ト
君

大

そ
う
で
す
か

 

と
な
く

ど
こ
か

し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
し

そ
れ
に
転

広
場
で
の
事
も

あ

た
か
ら
私
は
心
配
に
な
り

想
の
邪
魔
に
な

て
し
ま
う
事
を

し

な
く
思
い
な
が
ら

問
う
た

 
彼
は
目
は
開
か
な
い
で

を
開
い
た
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実

に
見
て
な
い
か
ら

と
も

え
な
い
け
ど

全
力
を

く
す
だ
け
だ

そ
れ
に
こ
こ
で

勝
た
な
い
と
攻
略
が
ス
ト

プ
す
る
し

ま

最
後
に
出
て
来
る

の
情
報
が
一
切
無

い
と
い
う
の
は
ち

と
気
に
な
る
け
ど

 
最
後
の
戦
い
は
苦
し
く
な
り
そ
う
だ
と
そ
れ
ま
で
苦

を
浮
か
べ
て
い
た
彼
は

し
い
表
情

と
な

た
真
の
強
者

こ
れ
が

を
指
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

に
最
後
ま
で
戦
い

い
た
人
の
事
な
ん
じ

そ
れ
な
ら
た
だ
戦
い

い
た
と
か
生
き

い
た
で
も
良
い
だ
ろ
う
し

今
ま
で
ボ
ス
に

す
る
情
報
は
全
て

か
し
ら
出
て
来
た
の
に
一
切

無
と
い
う
の
も
気
に
な
る

攻
撃
の
特
徴
く

ら
い
あ

て
も
良
い

な
ん
だ
け
ど
な

 
キ
リ
ト
君
の

葉
を

い
て

私
は

中
で
確
か
に
と

い
た

 
確
か
に

わ
れ
て
み
れ
ば
こ
の
闘
技
場
は
色

と
設
定
が
お
か
し
い

そ
も
そ
も
制
覇
す
る

前
に

戦
し
た
者
が

北
し
た
ら

制
覇
す
る
ま
で

け
ら
れ
な
い
と
い
う
制
限
が
あ
る
事
は

極
論

わ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

達
全
て
が
失

す
る
と
攻
略
が
進
ま
な
く
な
る
事
を
意
味
す

る
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本
物
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
あ
の
が
ら
ん
ど
う
の
ロ

ブ
ア
バ
タ

を

て
い
た
男
は

す
る
た
め

と

て
い
た
の
だ
か
ら

こ
れ
は
矛
盾
す
る
話
な
の
で
あ
る

 
そ
れ
に
個
人
戦
で
出
て
来
る

が

パ

テ

戦
の
時
と
は
違

て
ボ
ス
し
か
も

フ
ロ
ア
ボ
ス
に

す
る

を
誇
る
な
ど
明
ら
か
に

な
話
だ

パ

テ

戦

や

レ

イ
ド
戦
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
同
じ
攻
略
組
で
は
あ
る
キ
バ
オ
ウ
で
す
ら
一

で
倒
し
て
し
ま

う

手
を

独
で
ど
う
立
ち
回
れ
と
い
う
の
か

 
そ
し
て
一
切
の
情
報
が
無
い
と
い
う
の
も
お
か
し
な
話
だ

真
の
強
者

と
い
う
の
も

を

以
て
し
て
強
者
と

う
の
か

レ
ベ
ル
か

備
の
上

さ
か
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ホ
ル
ダ

で

あ
る
事
か
一
定
の
人
数
を

す
る
ギ
ル
ド
リ

ダ

で
あ
る
事
か

た
だ
最
後
の

ま
で

り

い
た
者
を
指
し
て
い
な
い
の
か
と

キ
リ
ト
君
の
疑
問
を

け
て
私
も
思

た

 
こ
の
闘
技
場

本

に

場

が
作

た
の
か
と

そ
ん
な
事
ま
で
思

て
し
ま
う
程
だ

こ
の
闘
技
場

か
あ
る
な

故

そ
う
思
う
ん
で
す
か

フ

ア
ネ
ス
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い

そ
れ
以
前
に
開
幕
直
後
に

戦
者
を
倒
す
と
か
も
設
定

と
し
て
お
か
し
い
か
ら

あ
と
は

だ
な
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で
す
か

 
キ
リ
ト
君
の

と
い
う
の
は
結
構

れ
な
い

実

そ
れ
を
命
を
救

て
き
た
と
い
う
の
は
多

く
あ
る
ら
し
い
し
ボ
ス
戦
で

な
予
感
が
し
た
か
ら
と

備
を
し
て
い
た
か
ら
助
け
ら
れ
た
と

い
う
話
は

に

が
な
い
く
ら
い
だ

か
く

う
私
も
そ
う
で
あ
る

 
そ
の
会
話
を
最
後
に

キ
リ
ト
君
は

り

み

私
も
同
様
に

た

 
コ
チ
コ
チ
と

内
の

に
掛
け
ら
れ
た
ア
ン
テ

ク
な
時

が

を

か
せ

前
十
時

を
知
ら
せ
る

に
合

十
回
の

い

が
鳴
り

い
た

時
間
か

行

て
来
る

 
一

く

て

を
組
ん
で

想
し
て
い
た
キ
リ
ト
君
は

を
出
た

 
私
も
後
を
追
い

に

び
る

戦
者
が
出
る
廊
下
を
進
む
小
さ
な
背
中
を
見
る

応

し
て
ま
す

無
理
し
な
い
程

で

て
下
さ
い

 
私
の

葉
に

黒
の
剣
士

は
二
刀
を

き
払
う
事
で
応
え
た

  

の
あ
る
廊
下
か
ら
観
戦
す
る
と

た
姉
ち

ん
を

い
た
キ
リ
ト

護

の
メ
ン
バ

が
観
戦

に

い

み
し
更
に
は
デ

ア
ベ
ル
や
キ
リ
ト
と
知
り
合
い
ら
し
か

た
子

達
を
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引

し
て
い
た
サ

シ

さ
ん
と
レ
イ
ン
そ
し
て
シ
リ
カ
と
リ
ズ
ベ

ト
が
転

広
場
に

け
付
け
る

に
情
報
を
与
え
た
レ
イ
ン
さ
ん
の
知
り
合
い
ら
し
い
女
性
フ

リ
ア
さ
ん
を
加
え
た

面
子
で

ボ
ク
達
は

ス
タ
ジ
ア
ム
の
如
し
コ
ロ
シ
ア
ム
の
観
戦

に

掛
け
て
い
た

 
フ

リ
ア
さ
ん
は

ド
ブ
レ
イ
カ

と
い
う

の
方
に
付
け
ら
れ
た
ギ
ザ
ギ
ザ
で
剣
を

む

と
武
器
破
壊
確

を
ブ

ス
ト
す
る
と
い
う
攻
撃
性
と

面
に

ん
だ
大
振
り
な

剣
を
主

武

と
し
た
女
性
で

本
は

ロ
な
の
だ
が
レ
イ
ン
と
同
じ
く

に
孤

の
手
伝
い
に
も
行

く
ら
し
い

ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

ら
し
く
ダ
ン
ジ

ン
で
見
つ
け
た
お
宝
を

た
お
金
の

ば
く
か
を
孤

に
寄
付
し

サ

シ

さ
ん
達
を
手
助
け
し
て
来
た
と
い
う

 
そ
し
て

い
た
事
に

彼
女
も
キ
リ
ト
と

見
知
り
で
あ
る
と
い
う

 
た
だ
し
状
況
か
ら
し
て
恐
ら
く
キ
リ
ト
の
方
は
覚
え
て
い
な
い
ら
し
い

 
と
い
う
の
も
フ

リ
ア
さ
ん
が
キ
リ
ト
と
出
会

た
の
は
た
だ
の
一

し
か
も
第
五
十
層

が
開
か
れ
た
あ
の
日
の
迷

だ

た
か
ら
だ

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を

て
攻
略
が
一
時
ス
ト

プ
し
て
い
た
の
を

て
お
宝
探
索

に
向
か

た

に
キ
リ
ト
と
会

た

最
初
は
危
な
い
か
ら
一
緒
に
帰
ろ
う
と

た
の
だ
が

そ
の
眼
が
昏
い
闇
に

ざ
さ
れ
て
い
た
事
に
恐
怖
を
覚
え
声
を
二
回
も
掛
け
よ
う
と
は
思
う
前
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に
立
ち
去

て
し
ま

た
た
め
そ
の
ま
ま
帰
り

後
日
第
五
十
層
攻
略
を
成
し

た
事
と

ビ

タ

の
話
か
ら

彼
が

黒
の
剣
士

キ
リ
ト
で
あ
る
事
に
気
付
い
た
の
だ
と

う

 
確
か
に
あ
の
時
の
キ
リ
ト
は

精
神
を
追
い

め
て

ん
で
い
た
か
ら
そ
の
間
に
知
り
合

い
以
外
の
人
物
の

を
見
て
も
記

に
は
残
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
は
以
前
は
タ

グ
で
行
動
し
て
い
た
よ
う
で
そ
の

の

み
と
し
て
レ
イ
ン
が
フ

リ
ア
の

剣
を
鍛
え

け
て
来
た
ら
し
い

も
強
化
を

り
返

し
偶
に

で

り
に
出
し
て
き
た
事
か
ら
よ
く

い
に
来
た
り
強
化
を
依
頼
し
て
く
る

定
の

客
も
ゲ

ト
し
て
お
り
リ
ズ
が

を
構
え
た
鍛
冶
師
で
あ
る
な
ら
彼
女
は

を
開
く

れ
た
鍛
冶
師
と
い
う
事
に
な
る

あ

 
出
て
来
た

 
色

と
情
報
を
交
換
し
合

て
い
る
と
ど
う
や
ら
時
間
が
来
た
よ
う
で
リ

フ

が
キ
リ
ト

の
登
場
に
気
付
き

声
を
上

た

 
そ
れ
を

ち
遠
し
く
思

て
い
た

き
な
プ
レ
イ

達
が

声
を
上

る

一
先
ず
彼

の
年

が
明
ら
か
に

い
事
に
は

も
突

ま
な
い
方
向
ら
し
か

た

こ
れ
よ
り

第
七
十
五
層
コ
リ
ニ
ア

闘
技
場

個
人
戦

を
開
始

し
ま
す
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魔
法
的
な
も
の
で

声
器
の

を
持
た
せ
て
い
る
の
か
ど
こ
か
か
ら
女
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ら
し
き

声
が

こ
え
て
来
た

そ
れ
に
合
わ
せ
闘
技
場
の
ア
リ

ナ
中

に

動
し
た
キ
リ
ト
の

上

に

デ

エ
ル
で
表
示
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
パ
ネ
ル
が
表
示
さ
れ
る

 
パ
ネ
ル
に
は
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
 

 
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ

ｌ

と
表
示
さ
れ
て
い
た

 
そ
れ
と
同
時
闘
技
場
の
天
に
蒼
黒
い
暗
雲
が
渦

き
風
が

こ

た

そ
の
暗
雲
か
ら
一

の

光
が
ア
リ

ナ
へ
と

ち
て

が
発
生
す
る

 
ボ
ク
達
か
ら
見
て
キ
リ
ト
は

に

し
て
お
り
つ
ま
り

は

に

し
て
い
る
ら

し
か

た

 
そ
の

が

ち
た
場

に
は
気
付
け
ば
一
人
の
人
影
が
あ

た

後
ろ

よ
り
も

⻑
い
銀
髪

の

骨

り
か
ら
見
え
る
堕
天
使
を
思
わ
せ
る
大
き
な

黒
の
翼
体
を

う

ピ

タ
リ
と
し
た
黒
い
ロ
ン
グ
コ

ト

手
に
は
逆
手
で
数
メ

ト
ル
の
⻑
刀
が
握
ら
れ
て
い

た 
そ
の
男
の

上
に
は
五
本
の
ゲ

ジ
と
パ
ネ
ル
に
表
示
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
英
語
表
記

片
翼
の
堕
天
使

の
意

に
な
る
も
の
が

ら
れ
て
い
た
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お
前
の
力
を
見
せ
て
み
ろ

 
静
ま
り
返
り
声
が
よ
く

く
よ
う
に
な

た
闘
技
場
中
に
そ
の
男
の

や
か
な
声
が

き

る
 
男
は
声
を
発
し
な
が
ら
逆
手
持
ち
だ

た
⻑
刀
を

手
に
持
ち
直
し

手
を

え
な
が
ら

刀
身
を

に
来
る
よ
う
に

刀
身
の

を
キ
リ
ト
へ
見
せ
る
よ
う
に
し
て
持
ち
上

て
構
え
た

翳
す
か
の
よ
う
な
あ
の
構
え
が

あ
の
男
の
構
え
な
の
だ

 
デ

エ
ル
形
式
ら
し
い

合
開
始
時
間
が

一

と

て
い
く
中
で
キ
リ
ト
も
ま
た
二
刀

を

い
て

に
開
き

切

先
が
上
を
向
く
よ
う
構
え
た

 
そ
し
て
開
始
時
間
が
残
り
一

に
な

た
そ
の
時
男
が
⻑
刀
を

に

す
る
よ
う
に
構
え

た

ア
レ
が

キ
バ
オ
ウ
を
一

で
倒
し
た
攻
撃
の
予
備
動
作
だ

 
そ
し
て
そ
の
予
備
動
作
を
見
せ

あ
の

葉
を

に
し
て

 
終
わ
り
だ

  

と
明
確
な
死
を
突
き
付
け
る
よ
う
に
男
が

く
声
を
発
し
た
の
と
同
時

が
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た
は

あ
あ
あ
あ

 
直
後

キ
リ
ト
の
裂

の
大
声
が

き

た

 
彼
は
二
刀
を
刀
身
が
ブ
レ
る
程
の
速
さ
で

横
無

に
振
り
回
し
て
い
た
た

た
の
一

の

出
来
事
だ

た
が
光
を

る
黒
と
反

し
て
も
し

か
り
見
え
る

だ

た
か
ら
分
か

た

 
そ
の
剣
を
振
る
動
作
に
合
う
よ
う
に
し
て

ギ
ギ
ギ
ギ
ギ
ギ
ギ
ギ
ン

 
と
合

で
八
回

の
金
属
の
ぶ
つ
か
る

が

を
打
つ

キ
リ
ト
の

は

男
と
同
様
に
一
ド

ト
た
り
と
も

れ
て
い
な
か

た

 
八
回

あ
の
男
は
あ
れ
だ
け
の
⻑
さ
を
誇
る
⻑
刀
を
一

で
八
回
も
振
る
い
そ
の
攻
撃
を
キ

リ
ト
は
全
て
二
刀
で
的
確
に
弾
い
て
見
せ
た
の
だ

す

 
子

達
に
は
き

と
残
像
も
見
え
て
い
な
か

た
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
そ
の

さ
は
伝
わ

た
ら
し
く

男
女
共
に
た
だ
称

の

び
を
上

て
い
た

お
お
お
お
お
お

 
男
は
キ
リ
ト
の
背
後
へ

動
し
て
い
て
⻑
刀
を
振
り

い
た
ま
ま

ま

て
い
た

恐
ら
く
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シ
ス
テ
ム
で

定
さ
れ
た

の

直
を

け
て
い
る
の
だ

 
そ
の
隙
を
突
く
よ
う
に
キ
リ
ト
は

回
り
に
振
り
向
き
な
が
ら

剣
か
ら
深
紅
の
光
を

ら
せ
数
メ

ト
ル
の

離
を
突
進
突
き
で
一
気
に

め
た

男
の
背
後
か
ら
の

ド
ス
キ
ル

で
ク
リ
テ

カ
ル
が
入

た
よ
う
で

ぐ
は

と

く
声
が

く

が
以
外
に
も
三

れ
た

 
ど
う
や
ら
人
型
で
あ
る
た
め
か

そ
れ
と
も
理
不

な
速
さ
の
た
め
か

か

力
値

は
そ
こ
ま
で
高
く
な
い
ら
し
い

 

な
ら
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
は

発
と

え
ど
も
高

力
を
誇
る
上

ド

ス
キ
ル
で
あ
る
の
で
一

以
上
の

直
が

さ
れ
る
の
だ
が
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
無

し
た
よ
う

に

の
黒
い
剣
に
紅
く

く
光
を

し
た

 

に

ぐ
よ
う
に
し
て
構
え
ら
れ
た
黒
剣
は
す
ぐ
さ
ま
高
速
で
放
た
れ
て
五
回
の

突
が
堕

天
使
の
背
中
に
突
き

さ
る

す
ぐ
さ
ま
持
ち
上

ら
れ
た
剣
は

掛
け
に
振
り
下
ろ
さ
れ

真
上
に
斬
り
上

ら
れ

そ
し
て
体
を

く

り
な
が
ら

り
に
全
力
で
振
り
下
ろ
さ
れ

る

八

撃

ド
ス
キ
ル

ハ
ウ
リ
ン
グ
・
オ
ク
タ

ブ

だ

ま
だ
ま
だ
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ハ
ウ
リ
ン
グ
・
オ
ク
タ

ブ

の
後

黒
剣
は

に
振
り

か
れ

の
剣
は

に
切

先
を
向
け
た
ま
ま
に
な

て
い
る

そ
の
剣
を
持
つ
手

を
返
し
キ
リ
ト
は
高
速
で
⻘
白
い
光

を

し
た

ぎ
と

ぎ
か
ら
な
る
二

撃
を
放

た

 
剣
を
持
つ
手
と
同
じ

か
ら

に

ぐ
ア
レ
は
二

撃

ド
ス
キ
ル

ホ
リ

ン
タ
ル
・

ア

ク

と
い
う
ス
キ
ル
で

に
構
え
て
か
ら

刀
術
の
よ
う
に

ぐ

ス
ネ

ク
バ
イ
ト

と
は
逆

序
の
技
だ

ホ
リ

ン
タ
ル

シ
リ

ズ
の
二

撃

と
い
う
だ
け
だ
が

そ
れ
で

も
使
い
勝
手
は
中

良
い

 
八

撃
で

ゲ

ジ
を
残
り
四

ま
で

ら
さ
れ
て
い
た
男
は

こ
の
二

撃
で
最
上

を

り
切
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

ら
さ
れ
た

 
直
後
今

は
こ
れ
ま
で
と
違

て

方
か
ら
光
が

た

蒼
の
光
を

し
た
二
刀
を

キ
リ
ト
は
振
る
い

黒
の
剣
で

掛
け

剣
の
逆

の
剣
で

ぎ
を
放
ち

強

な

突

最
後
に

突
を

で
放

た

 
こ
れ
で

人

の
中
で
は
初
め
て
放
つ
事
に
な
る

二
刀
流

ド
ス
キ
ル
は

片
手

剣
ス
キ
ル
で
も
中

に
な
ら
な
い
と

得
出
来
な
い
五

撃
だ

た

そ
れ
で
も
ダ
メ

ジ

は
二
本
目
の
八

ま
で
つ
ま
り
二

弱
し
か

て
い
な
い
の
で
そ
こ
ま
で
ラ
ン
ク
は
高
く
な
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い
事
に
な
る

ぐス
タ

バ

ス
ト

ス
ト
リ

ム

 
攻
撃
を

け

け
て
い
る
男
の
苦

の
声
の
直
後
キ
リ
ト
は
蒼
白
い
光
を
二
刀
に

し
な
が

ら
強

な
攻
撃
を
始
め
た

そ
の
攻
撃
は
⻘
眼
の
悪
魔
紅
眼
の
悪
魔
達
に
放

て
い
た
あ
の
ス

キ
ル

 
本
人

く

二
刀
流

ス
キ
ル
の
中
で
も
多
い
部

に
入
る
十
六

の
上

剣
技

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

だ

 
高
速
で
斬
撃
が

き

ま
れ
て
い
き
最
後
の

突
が
入
ろ
う
と
し
た
そ
の

間

男
は

闇
に

ま
れ
て

を
消
し

突
が
空
を
切
る

子
に

る
な

な
 
そ
し
て
男
は

直
で
動
け
な
い
キ
リ
ト
の
背
後
か
ら
い
き
な
り

を
現
し
黒
い

を

ら

し
な
が
ら
⻑
刀
を
振
り
上

た

 
無
論
キ
リ
ト
は
そ
れ
を

に

け
る
事
に
な
り
小
さ
な
体

が
数
メ

ト
ル

を
浮
く

堕
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天
使
は
再
び
闇
を

た

間

動
で

空
中
に

る
キ
リ
ト
の
背
後
へ

動
し
た

 
こ
こ
で
初
め
て

手
の
片
翼
の
存
在
の
意
義
に
気
が
付
い
た

あ
の
男
は
空
を

べ
る
の

だ

少
な
く
と
も

ら
か
の

空
は
可
能
な
の
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
空
を

ぶ
手

が
無
い
キ
リ
ト
に
と

て
す
れ
ば
打
つ
手
が
無
く

こ
の
ま
ま
格
闘

ゲ

ム
の

め
コ
ン
ボ
の
よ
う
に
や
ら
れ
る
し
か
無
い
事
に
な
る

め
る
な

 
し
か
し
キ
リ
ト
は

め
て
い
な
か

た

彼
は
空
中
で
不
安
定
な

勢
に
も

わ
ら
ず

ド
ス
キ
ル
を
緑
色
の
攻

を
引
き
な
が
ら
突
進
す
る

ニ

ク
リ

プ
を
放
ち
背
後
へ

回

た
堕
天
使
に
斬
り
掛
か

た

然
⻑
刀
を
振
り
か
ぶ

て
い
た
男
は
シ
ス
テ
ム
に

定
さ

れ
た
以
上
の
動
き
が
出
来
な
い
の
で
対
応
出
来
ず
そ
こ
で
斬
り

ば
さ
れ
地
面
へ
と

き

と
さ
れ
る

 
一
撃

け
た
キ
リ
ト
の
残
り

は
八

強

男
の

は

に

分
を

り

ん
で

三
本
目

が
全
損
し
よ
う
と
し
て
い
た

間

動
し
た
の
は
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
の

力
が

無
か

た

に

分
以
下
に
な

た
か
ら
だ
ろ
う
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つ
ま
り

こ
の
堕
天
使

手
で
は
こ
こ
か
ら
が
正
念
場
に
な
る
と
い
う
事
だ

全
て
は
闇
の
中
に

 
そ
の

葉
を
放
つ
と
共
に
堕
天
使
の

に
揺

う
黒
い
闇
が
収
束
し
紅
い
光
を
体
か
ら

放
ち
始
め
た

恐
ら
く
ア
レ
が
情
報
に
出
て
来
た
状

な
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
が
ぐ

と

し
た
よ
う
に
力
み

 ぶ
る
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  

突
に

き

た

太
い
怒

に

堕
天
使
を

い
た
全

が
び
く
り
と

を

わ
せ
た

 
そ
の
発
生
源
は

キ
リ
ト
が
出
て
来
た
方
と
は
逆
の

に
あ
る

手
出
場

だ

た

 
そ
こ
か
ら
一
人
の
大

な
男
が
出
て
来
た
の
で
あ
る

⻑
め
の
ウ

ブ
が
掛
か

た
⻘
い

髪

け
た

黒
い

⻘
が
特
徴
的
な
ピ

チ
リ
と
し
た
戦
闘
ス

ツ
に
浮
か
ぶ

骨

と

し
た
大
き
な
体

そ
し
て
身
の

に

る
程
の
ギ
ザ
ギ
ザ
と
し
た
凶
悪
な

刃
の
戦

を
持
つ

男
が

空
恐
ろ
し
い
形

で

て
出
て
来
た
の
だ

な

そ
ん
な

 
あ
の
堕
天
使
を
倒
し
た
ら
二
戦
目
の

使
い
が
出
て
来
る
ん
じ

な
い
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の
オ
イ
オ
イ

ボ
ス
を
二
体
同
時
に
一
人
で

手
と
か

バ
過
ぎ
だ
ろ

 
ボ
ク
と
ク
ラ
イ
ン
は
一
番
に

か
ら
意
識
が

て
あ

て
は
な
ら
な
い
事
だ
と

に
し

た

し
か
し
実

に
目
の
前
で

こ

て
い
る
事
で
あ
る
た
め

定
し
て
も
意
味
が
無
い

様
か
ら
は
英
雄
の

い
が
す
る

故
に

は

様
を

ぶ
ち
殺

す

 
そ
う

し
た
男
の

上
に
は

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
ｅ
ｎ
ｏ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｂ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｒ
ｃ
ａ
ｒ

と

表
記
さ
れ
て
い
て

二
戦
目
と
想
定
さ
れ
て
い
た

使
い
で
あ
る
の
は
明
白
だ

た

ア

そ
う
か

そ
う
い
う
事
カ

 
そ
こ
で

突
に
ア
ル
ゴ
が

か
気
付
い
た
よ
う
な
声
を
発
し
ボ
ク
達
は
一

に
そ
ち
ら
へ

を
向
け
た

 
ア
ル
ゴ
の

は
焦

に

ち
て
い
た

オ
レ

ち
達
は

と
ち
り
し
て
た
ん
ダ

 

も
こ
こ
が
ご

な
ト

ナ
メ
ン
ト
式
だ
と

か
ゲ

ム
で
よ
く
あ
る
勝
ち

き
式
だ
と
か
見
て
な
い
し
説
明
を

け
た

で
も
な
イ

 

こ
の
戦
い
で
は

一
戦
目
の

手
の

を

分
以
下
に

た
ら
二
戦
目
の

手
が
出
て
来
る

よ
う
に

多
分
最
初
か
ら
な

て
た
ん
ダ

 
ボ
ス
ラ

シ

な
ん
だ
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ボ
ス
ラ

シ

 
一
応

ら
か
ゲ

ム
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
名
称
く
ら
い
は

い
て
い
る

ゲ

ム
中

で
戦

て
倒
し
て
き
た
ボ
ス
達
を

で

手
し
て
い
く
特

な
仕
様
だ

 
し
か
し

が

分
に
な

た
ら
出
て
来
る
な
ん
て

そ
う
い
う
の
は
あ
り
な
の
か
と
思

た

は
一
体
目
の

を
倒
し
た
時
に
出
て
来
る
だ
ろ
う

 
ボ
ク
の

も
が

き
に

ま
る
中
で
発
し
た
問
い
に
ア
ル
ゴ
は
険
し
く
焦

た
表
情
を
二

体
の
ボ
ス
を

手
に
大
立
ち
回
り
を
始
め
た
キ
リ
ト
へ
向
け
な
が
ら

え
た

一
応
あ
る
に
は
あ
ル

二
体
の
ボ
ス
が
一
セ

ト
の
時
で
片
方
が

弱
い
時

か
し
ら
の

件
を

た
し
た
時
に
出
て
来
る
ん
ダ

中
か
ら
お
か
し
い
と
は
思

て
た
ん
だ
よ
攻
撃

力
や
初

の
技
の
え

つ
な
さ
の

に
あ
ま
り
に
も
堕
天
使
の

力
が

す
ぎ
る

テ

そ

れ
に
第
二
層
で
も
あ

た
事
が
こ
こ
デ

こ
う
い
う
事
だ

た
の
カ

引
き
裂
い
て
や
ろ
う
か

ぐ

あ

 
も
し
か
し
た
ら
し

か
り
そ
の
情
報
を
集
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
そ
う
悔
や
ん
で
い

る
事
が
よ
く
分
か
る
表
情
の
ア
ル
ゴ
の

線
を

れ
ば

を
振
り

い
て

泥
を
思
わ
せ
る
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た
色
の
衝
撃
波
が
地
を

り

け
よ
う
と
横
に

ん
だ
キ
リ
ト
の
足
に

り

躍
を
狂

わ
せ
て
転
ば
せ
る
光

が
見
え
た

闇
に

ち
ろ

セ

 
吹
き

び
立
ち
上
が

た
キ
リ
ト
へ
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
彼
を

む
よ
う
に
し
て

に
闇
色
の
中
に
蒼
白
い

が
バ
チ
バ
チ
と

る

が
十
数
個
出
現
し
た

 
そ
れ
を
見
て
キ
リ
ト
は

を
交

し
て
二
刀
を
構
え

を

と
し

色
の
光
を

ら
せ
て
同
時
に
振
り

い
た

 
彼
の

に

色
の
剣
閃
の
他
に
黒
色
も

じ

て
い
る
の
が
見
え
る
衝
撃
波
を

け
闇

色
の

が
放

状
に
吹

び

く
し
て

発
す
る

殺
し
だ

 

に

け
ろ

 
ジ

ノ
サ
イ
ド
ブ
レ
イ
バ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 

く

地
を
脱
し
た
と
思

た
の
も
束
の
間
狂
戦
士
が

を
突
き
出
し
て
構
え
た
と
思
い
き

や
そ
の
戦

の
中
心
に
は
め

ま
れ
て
い
た

色
の
宝

か
ら

黒
く
て
禍

し
い
オ

ラ
が

発
生

そ
れ
か
ら
技
名
ら
し
き
も
の
が

ば
れ
た
直
後
同
じ
色
を
し
た
極
太
の
閃
光
が

の
先
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か
ら
放
た
れ
る

 
彼
は
そ
れ
を
見
て

二
刀
を
眼
前
に
翳
し
て

の

勢
を
取

た

ダ
メ
だ
キ
リ
ト

ぐ
ん
じ

な
く
て

せ

こ
ま

て
ん
じ

ね

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
い

 
そ
れ
を
見
た
ク
ラ
イ
ン
が

ん
だ
の
と

同
時

と
狂
戦
士
が
キ
リ
ト
の
真
横
に

間

動
し
た

い
や

が
ブ
レ
る
の
は
見
え
た
か
ら
超
高
速

動
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

と
に

か
く

勢
に
入

て
い
た
キ
リ
ト
は
そ
れ
の
反
応
が

れ
て
し
ま

た

 

に
対
し
て
過

に
反
応
す
る
と
い
う
情
報
を
忘
れ
て
し
ま

て
い
た
の
だ

ボ
ク
も
ク
ラ

イ
ン
が
指

す
る
ま
で
は
す

か
り
忘
れ
て
い
た

 
ど
う
に
か

け
よ
う
と
狂
戦
士
と
は
反
対

に

ん
だ
キ
リ
ト
は
し
か
し

大
な

に
よ
る

振
り
下
ろ
し
を

に

け
て
し
ま
い
そ
の
強

な
一
撃
で
体
勢
を

し
そ
の
場
で
大
き
く
バ

ウ
ン
ド
す
る

 
そ
こ
に
狂
戦
士
が
先

ど
放

た
極
太
の
閃
光
が
襲
い
掛
か

た

彼
の
小
さ
な
体
は

然

な
が
ら
極
太
の
閃
光
の
中
に
消
え
て
し
ま
う
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が

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  
重
苦
し
い

の
中
に

く
絶

い
子

が

か
せ
る
必
要
が
無
い
そ
れ
が

き

り

ボ
ク
達
は

り
に
も

い
光

に
目
を

て
や
り
過
ご
し
た
か

た

 
そ
れ
で
も
ボ
ク
達
よ
り
も
強
い
か
ら
と
い
う
理
由
で

て
戦

て
い
る
キ
リ
ト
の

を

見

す

に
も
い
か
な
く
て
少
な
く
と
も
ボ
ク
は
そ
の
ま
ま
目
を
開
け
て
い
た

他
の

を
気

に
す
る
事
が
出
来
な
い
く
ら
い

ボ
ク
は
キ
リ
ト
の
戦
い
を
見

さ
な
い
よ
う
集
中
し
て
い
た

星

の
裁
き
を

け
ろ

ち
ろ

天
の
怒
り

 
極
太
の
閃
光
が
過
ぎ
去
り
ア
リ

ナ
中
に
も
く
も
く
と

が
立
ち

め
る
中
で
紅
い
光

を
放
ち
な
が
ら
片
翼
に
よ

て

び
上
が

た
堕
天
使
は
空
い
て
い
る

手
を
天
空
に

て
い

た 
ち
ら
り
と
空
を
見
上

れ
ば
堕
天
使
が
出
現
し
た
時
に
あ

た
暗
雲
が
そ
の
ま
ま
立
ち

め

て
い
る
事
に
気
付
く

 
そ
こ
か
ら
直
系
数
メ

ト
ル

の

が

を
現
し
た
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な

こ
れ
は

ダ
メ
で
し

 
リ
ズ
が

然
と

く
中
で
も

は
容
赦
な
く
キ
リ
ト
が

た

り
へ

に

り

い

で
い
く

 
ま
る

き
り
世
界
観
が
違
う
攻
撃
に

然
と
す
る
ボ
ク
達
だ

た
が
目
を

い
た
く
な
る
猛

攻
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
無
か

た

構
し
て
ん
じ

ね

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
い

 
そ
し
て
狂
戦
士
も
そ
の
間

て
い
る

も
無
く

く

び
上
が

た
男
は
持
ち
上

た

の
宝

か
ら

色
の
禍

し
い
火

弾
を

し
て

の
中
へ
と

き

ん
で
い
く

 

と
火

弾
の
数
が
三
十
を
超
え
て
四
十
発
に
届
こ
う
か
と
い
う

り
で

く
そ
の

来

も
終
わ

た
ど

ど
う
な

た
ん
だ

彼
は

の
せ
い
で
よ
く
見
え
ん

が

ボ
ス
が
ま
だ

る
か
ら
や
ら
れ
て
は
い
な
い

だ

 
デ

ア
ベ
ル
の
疑
問
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

し
た
声

で

え
た
が
確
か
に
仮
に
キ
リ
ト

が

を

り
切
ら
れ
て
負
け
て
い
れ
ば

キ
バ
オ
ウ
の
時
の
様
に
捨
て

を
残
し
て
す
ぐ
さ

ま
帰

て
い
く

だ
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そ
れ
が
無
い
と
い
う
事
は

キ
リ
ト
の

は
ま
だ

り
切
れ
て
い
な
い

 
ど
う
や

て

と
火

弾
を

い
だ
の
か
と
て
も
気
に
な
る

な
の
だ
が

や
ら
れ
て

い
な
い
事
に
今
は
安

す
る
反
面
そ
れ
と
も
こ
れ
以
上
苦
し
ま
せ
て
し
ま
う
事
か
ら
心
苦
し
く

思

て
し
ま

て
も

た

 
数

も
し
て

く

が
晴
れ
て
見
え
る
よ
う
に
な

た
コ
ロ
シ
ア
ム
の
地
面
は

の

来
で
ボ
コ
ボ
コ
に
火

弾
に
よ

て
チ
リ
チ
リ
と
小
さ
な
火
が
地
面
を

め
る
よ
う
に

え
て

い
る
光

が
広
が

て
い
た

は

は

 
そ
の
大
地
の

中
心
地
最
も

が
多
い
そ
の
場

で

剣
を

代
わ
り
に
片

立
ち

で

く
呼

を

り
返
す
キ
リ
ト
が

る
の
を
見
た

 

ゲ

ジ
を
見
れ
ば

そ
の
残

は

故
か
あ
の
猛
攻
撃
の
中
で
も
九

強
を
残
し
て
い
て

堕
天
使
と
狂
戦
士
の
猛
撃
に
よ

て

少
し
て
い
た
分
が
無
か

た
か
の
よ
う
に
回
復
し
て
い
る

事
に

を

た

 
し
か
し
予
想
は
付
い
た

さ

き
火

弾
を
放

て
い
る
間
に
も
し
か
す
る
と

性
の
あ

る
結

ア
イ
テ
ム

全
快
結

を
使

た
の
か
も
し
れ
な
い
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攻
撃
中
更
に
は

で
狂
戦
士
の

覚
も

ら
れ
て
い
て
結

が

け
る

も

の

で
掻
き
消
さ
れ
て
い
た
か
ら
さ

き
の

の
時
と
は
違

て
反
応
出
来
な
か

た
事
も

え
ら
れ
る

と
い
う
か

そ
れ
し
か

え
ら
れ
な
か

た

お

オ
イ
オ
イ

ア
レ
を

の
中
で

え

い
た
の
か

あ
ん
な
の

ど
ん
な
チ

ト
使

た

て
無
理
だ
ろ

て
事
は

ア
イ
ツ

マ
ジ
で
実
力
で
戦

て
た
の
か

 
同
じ
く
闘
技
場
に
観
戦
に
来
て
恐
ら
く
キ
リ
ト
を

倒
し
よ
う
と

え
て
い
た
の
だ
ろ
う
中

層
で
活
動
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

備
を
し
た

殺
隊
達
が

動
揺
し
な
が
ら
そ
ん
な
事
を

て
い
た

 
今
更
過
ぎ
る
だ
ろ
う
と
内
心
で

れ
つ
つ

線
を
キ
リ
ト
へ

す

 
キ
リ
ト
は
片

を
突
い
て
呼

を
整
え
て
い
た
が
眼
前
の
ボ
ス
達
が
構
え
を
取
り
直
し
た
の

を
見
て
再
び
立
ち
上
が
り

二
刀
を
構
え
た

 
戦
い
は

ま
た
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
由
来
で
す
が
一
応

⻑
刀
使
い
は
英
雄
と
絶

さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
復
讐
に

て
主
人

達
と

対
狂
戦
士
は
あ
と
一
歩
の

で
英
雄
と
呼
ば
れ
る
と
い
う
時
に
裏
切

た
た
め

対
と
い
う
感
じ
に
原
作
で
は
な

て
い
ま
す

堕
ち
た
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
意
味

も

ん
で
い
る
ん
で
す
ね

 
さ
て
キ
リ
ト
が
第
一
層
か
ら
使
い
出
し
た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
ウ

イ

ト

ザ
ド

ン

そ
れ
を
エ
リ

シ
デ

タ
を
ベ

ス
に
し
た
強
化

合
さ
せ
た
鍛
冶
師
と
は

ロ
ス
ト
・

ン
グ

に
登
場
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ラ
ク
タ

の
レ
イ
ン
で
し
た

み
返
せ

ば
分
か
り
ま
す
が
時
期
的
に
リ
ズ
は

か
れ
て
い
ま
す
そ
も
そ
も
リ
ズ
編
で
初
対
面
で
す
し

 

付
い
て
い
た
方
は
お
ら
れ
た
で
し

う
か

 
最
初
か
ら
出
会
わ
せ
る
つ
も
り
で
い
ま
し

た

し
い
過
去
の
回
想
は
今
後
で
す

 

に
フ

リ
ア
の
登
場

彼
女
が
前
話
で
意
味
深

く

い
て
い
た
ボ
ス

独
撃
破
は
実

は
第
七
十
四
層
で
は
無
く
第
四
十
九
層
の
事
だ

た
の
で
す

線
ら
し
く
も
無
か

た
で
す

ね

こ
こ
は
ご
容
赦

き
た
い
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こ
こ
で
フ

リ
ア
と
後
に
対
話
す
る
事
が
確
定
し
た
の
で

論
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
編
の

ス
ト

リ

は
変
わ
り
ま
す

大

把
な
大

は
同
じ
予
定
な
ん
で
す
が
ね

彼
女
の

が
一

つ
も
無
か

た
の
は
そ
の
時
に
思
い

き
り

わ
る

で
す

 
そ
し
て
サ

シ

さ
ん

孤

ズ

キ
リ
ト
と

見
知
り
と
い
う
の
は
原
作
サ

シ

が

層
の

に
行

て
い
る
と
い
う
話
か
ら
バ

タ
リ
遭
遇
と
い
う
の
で
以
前
か
ら

え
て
い
ま
し

た 
出
す
の
が

く
な

た
の
は
以
前
ど
こ
か
で
書
い
た

り
ユ
イ
の
登
場
時
期
で

さ
れ
た

か
ら
で
す

ち
な
み
に

え
て
い
た
中
で
一
番
登
場
が

く
な

て
い
ま
す
一
番

い
の
は

場

が
ホ

ム
で
は
無
く
て
孤

の
子

達
と
一
緒
に

る
と
い
う
も
の
で
し
た

 
最
後
に
闘
技
場
バ
ト
ル

片
翼
の
堕
天
使
の

が

と
ア

サ
リ

れ
て

本
物
は
こ
こ
ま

で
弱
く
な
い
と

さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

し
か
し
本
番
は
こ
こ
か
ら

で
す

実
は
狂
戦
士
を
さ

さ
と
出
し
た
く
て
こ
う
し
ま
し
た

 
一
対
一
な
ら

と

め
コ
ン
ボ
で
ど
う
に
か
な
る

手
も
原
作
や

て
る
方
な
ら
分
か
る
と

ん
で
も
な
い
狂
戦
士
と
一
緒
に
来
た
ら
強

に
な
る
で
し

う

で
出
て
来
る
と
い

う
の
は
ま
だ
触
れ
な
い
で
下
さ
い
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そ
れ
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

予
定
で
は
オ

ル
バ
ト
ル
に
な
り
ま
す

あ
く

ま
で
予
定
で
す
が

 
⻑

と
失
礼

で
は
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第
二
十
一
章
 

堕
ち
し
英
雄
達
の
猛
攻

  
ど
う
も

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 

と
か
時
間
が
出
来
た
ん
で
一
応
書
き
上

ま
し
た

で
も
バ
ト
ル
は
ま
だ

り
返
し
に
す

ら
入

て
い
な
か

た
り

実
は

の
如
く
そ
ん
な
に
進
ん
で
な
い
ん
で
す

で
も
狂
戦
士
の
理

不

さ
と
堕
天
使
の
え

つ
な
さ
は
一
部
だ
け
で
も
再
現
出
来
た
か
な
と
思

て
お
り
ま
す

 

中
ま
で
は
思
い

き
り
追
い

め
ら
れ
る
ん
で
す
が

後
は

ん
で
の
お

し
み
と
い
う

事
で

後
書
き
に
て
語
り
ま
す

 
ち
な
み
に
後
書
き
で
は
前
話
と
今
話
で
ボ
ス
達
が
放

た
技
と
セ
リ
フ
を
解
説
付
き
で
載
せ

て
い
ま
す

興
味
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
無

苦

⻑
い
で
す
が

ネ
タ
も
あ
り
ま
す
の
で
一
回

む
と
ち

と

し
め
る
か
も

 

点
は
サ
チ

キ
リ
ト

最
後
の
少
し
だ
け
初
デ

ア
ベ
ル

点
で
す

 
文

数
は
約
一
万
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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ま
だ
十

に
な

た
ば
か
り
の

い
子

け
れ
ど
黒
の
剣
士
と
い
う
二
つ
名
を
付
け
ら

れ
る
強
さ
を
持
つ
攻
略
組
最
強
の
剣
士
と
し
て
一
部
か
ら
は
認
め
ら
れ
て
い
る
キ
リ
ト
は
片
翼

の
堕
天
使
と
殺
戮
の
狂
戦
士
が
放

た
無
数
の

と

色
の
火

弾
を
ど
う
や

て
か
や

り
過
ご
し
て
未
だ
古
代
ロ

マ
を

と
さ
せ
る
闘
技
場
の
ア
リ

ナ
に

戦
者
と
し
て
立

て
い
た

 
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
ゲ

ム
は
魔
法
的
な
要

の

ど
を

さ
れ

て
い
る
が
そ
れ
で
も
一
応
は
フ

ン
タ
ジ

な
世
界
に
近
い

と

う
よ
り
は

話
な
ど
の

舞

と
な
る
世
界
と

た
方
が
良
い
か

 
だ
か
ら
現
実
に
は

な
い
空
想
上
の
存
在
が
モ
ン
ス
タ

と
し
て
出
て
来
る
な
ん
て
い
う
の
は

む
し
ろ

然
で
恐
⻯
や
翼
⻯
な
ん
か
も

に

た

中
に
は
ブ
レ
ス
攻
撃
を
す
る
存
在
も
お

り

私
が
知
る
中
で
は
第
五
十
五
層

リ
ズ
ベ

ト
と
キ
リ
ト

ユ
ウ
キ

ラ
ン

そ
し
て
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私
の
五
人
で
向
か

た
先
に
い
た
白
銀
の
⻯
ま
た
キ
リ
ト
と
シ
リ
カ
ち

ん
の
使
い
魔
で
あ
る

フ

ザ

リ
ド
ラ

な
ど
が
そ
れ
に

た
る

 
攻
略
組
は
こ
の
世
界
を
進
む
中
で
そ
れ
ら
を

手
に
戦
い

そ
し
て
勝

し
て
き
た

 
し
か
し
苦
戦
も

論
し
た

そ
の
苦
戦
し
た
要
因
の
一
つ
が
ブ
レ
ス
攻
撃
だ

 
ブ
レ
ス
も
と
い
モ
ン
ス
タ

が

き
出
す

息
そ
の
も
の
が
攻
撃
で
あ
る
ア
レ
は
私
の
槍

や
他
の

の
武
器
攻
撃

モ
ン
ス
タ

達
の

や

な
ど
と
は
違

て
非
定
型
の
攻
撃
で
あ
る

つ
ま
り
実

が
無
く
ア
レ
を

ぐ
に
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
や
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
の
よ
う
に
盾

を

備
し
た
り
エ
ギ
ル
さ
ん
の
大
き
な
バ
ト
ル
ア

ク
ス
の
よ
う
な
面

の
広
い

手
武
器
で

身
を

す
し
か
方
法
が
無
い

体
の

に

た
だ
け
で
も
ブ
レ
ス
に

か
し
ら
の
状

異
常
付

与

果
が
あ
れ
ば
発

さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ

 
な
の
で
ブ
レ
ス
攻
撃
が
定
番
と
な
る
ド
ラ
ゴ
ン
型
の
ボ
ス
ま
た

性
の

体
を

き
出
し
て

く
る

物
型
モ
ン
ス
タ

を

手
に
す
る

本
は

手
武
器
や
盾
持
ち
の
プ
レ
イ

が

け
る
か
回

が

本
と
な
る

 
し
か
し
ブ
レ
ス
攻
撃
に
は

け
道
が
存
在
し
た

そ
れ
が
空
気
の

断
で
あ
る

ブ
レ
ス
攻
撃

は

わ
ば
空
気
の
流
れ
に
攻
撃
的
な

子
を
撒
き

ら
す
も
の
だ
か
ら
空
気
の
流
れ
で
そ
れ
を
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し
止
め
て
し
ま
え
ば
無

化
で
き
る
と
い
う
理

だ

な

い
を
遠
ざ
け
よ
う
と
手
を
パ
タ

パ
タ

ぐ
動
作
と
原
理
は
同
じ
で
あ
る

 

論
空
気
の

断
な
ん
て
至

の
業
で
し
か
無
い
そ
も
そ
も
ブ
レ
ス
攻
撃
の

は
体
全
体

を

う
程
に
広
い
の
だ
か
ら
タ
ワ

シ

ル
ド
く
ら
い
で
し
か
完
全
に
は
や
り
過
ご
せ
な
い

 
し
か
し
そ
れ
を
可
能
と
し
た
人
物
が

た

あ
ら

る
シ
ス
テ
ム
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
に

精

し
て
い
る
キ
リ
ト
だ

 
最
初
か
ら
セ

ト
で
き
る
ス
キ
ル
の
中
に
は

武
器

と
い
う
名
称
の
ス
キ
ル
が
あ
る

こ
れ
は

体
で
は

果
を
発

せ
ず

必
ず

片
手
剣

や

剣

の
よ
う
な
武
器
系
ス
キ
ル

も
同
時
に
セ

ト
し
な
け
れ
ば
意
味
が
無
い

名
称
か
ら
し
て
そ
れ
は

然
だ
ろ
う

 
武
器

と
あ
る
の
だ
か
ら
そ
れ
は
本

に
多

に

て
い
る

全
て
の
武
器
に
共

し
て
攻
撃
に

確

ス
タ
ン
を
付
与
す
る
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
イ
グ
ザ
ク
ト
オ
ン
ス
ロ

ト

片
手
武
器
限
定
で

手
に
大
ダ
メ

ジ
を
与
え
た
ら

ま
せ
て
行
動
を
キ

ン
セ
ル
さ
せ
る
パ

シ
ブ
ス
キ
ル

ウ

ポ
ン
バ

シ

手
武
器
限
定
で
重
攻
撃
に
よ

て

手
の
ス
キ
ル
を

無
理

理
中
断
さ
せ
る
パ

シ
ブ
ス
キ
ル

ウ

ポ
ン
ブ
レ
イ
ク

分
か
る
と
は
思
う
が

武
器

ス
キ
ル
は
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
が
付
与
さ
れ
た
攻
撃
行
動
に
よ

て
身
を
護
る
の
を
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主
と
し
た

一
風
変
わ

た
ス
キ
ル
で
あ
る

 
と
は

え
ア
ク
テ

ブ
ス
キ
ル
が
無
い

で
も
無
い

そ
れ
は
武
器
系
ス
キ
ル
と
の
組
み
合
わ

せ
で
出
現
す
る

ド
ス
キ
ル
が
あ
る
か
ら
だ

 
理

で

え
れ
ば

だ
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
の
一
つ
と
し
て
は

体
術

ス

キ
ル
と
の
組
み
合
わ
せ
で
出
現
す
る

ド
ス
キ
ル
が
あ
る

 

片
手
剣

と
組
み
合
わ
せ
れ
ば

メ
テ
オ
・
ブ
レ
イ
ク

と
呼
ば
れ
る
体

た
り
の

ド

ス
キ
ル
が
出
現
す
る

 
た
だ
の
体

た
り
と
思
う
こ
と
な
か
れ

と
こ
れ
は

ド
ス
キ
ル
発
動
後
の
技
後

直
を

シ
ス
テ
ム
的
に
キ

ン
セ
ル
し
て
放
つ
打
撃
系
の

ド
ス
キ
ル
な
の
だ

予
め

か
ら
繋

る

か
登
録
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
ら
し
い
が
斬
撃
系
が

本
で

に

突
系

ド
ス
キ
ル
が
あ

る
程

の
片
手
剣
ス
キ
ル
に
出
現
す
る
打
撃
系
は
体
術
と
組
み
合
わ
せ
で
無
け
れ
ば
存

在
し
な
い
の
で

使
い
こ
な
せ
ば
と
て
も
有

な
ス
キ
ル
に
な
る
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に

故
槍
使
い
で
あ
る
私
が
こ
れ
を
知

て
い
る
か
と
な
れ
ば
そ
れ
は

論
月

夜
の
黒
猫

時
代
で
片
手
剣
使
い
へ
の
転
向
と
い
う
事

が
あ

た
か
ら
で
あ
る

 
今
で
こ
そ
槍
使
い
の
攻
略
組
プ
レ
イ

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
一
応

突
属
性
に

性
の
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あ
る

骨
モ
ン
ス
タ

が
出
た
ら

な
の
で
あ
の

か
ら
キ
リ
ト
の
手
解
き
を

け
て
い
た

の
も
あ

て

ラ
ン
の

片
手

の
よ
う
に
サ
ブ
と
し
て
鍛
え
て
い
る
の
で
あ
る

 

話

 
話
を

し
て
武
器
系
ス
キ
ル
と
他
の
ス
キ
ル
の
組
み
合
わ
せ
で

ド
ス
キ
ル
や
パ

シ
ブ

ス
キ
ル
が
出
現
す
る
と
判
明
し
て
か
ら
時
間
が
経

た
現
在

武
器

ス
キ
ル
と

片
手

剣

ス
キ
ル
の
組
み
合
わ
せ
の
ス
キ
ル
が
あ
る
事
も
分
か

て
い
る

 
そ
れ
が
か
つ
て
第
五
十
五
層

の

で
遭
遇
し
た
白
銀
の
⻯
ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・
ド
ラ

ゴ
ン

の
氷
雪
ブ
レ
ス
を

い
だ
キ
リ
ト
の
行
動
だ

 
刃
の

を

手
へ
見
せ
る
よ
う
に
剣
を
立
て
そ
し
て
五
指
の
複

な
動
き
に
よ

て
高
速
旋

回
に
よ
る

風
の
盾
を
形
成
す
る
片
手
剣
に
よ
る

ス
キ
ル
ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド
だ

然
だ
が
回
旋
す
る
方
向
に
刃
が
来
て
い
る
の
で
攻
撃
判
定
は
あ
る

ド
ス
キ
ル
な
の
で
あ

る
に
は
あ
る

超
高
速
で
回
旋
す
る
分
攻
撃
回
数
は
恐
ら
く

な
片
手
剣
ス
キ
ル
の
中

で
も
ト

プ
に

す
る
程
だ
ろ
う

 
だ
が
剣
を
振
る
動
作
で
は
無
く
そ
の
場
で
回
旋
さ
せ
る
だ
け
な
の
で

ぶ

ち

け
て

え
ば
リ

チ
が
無
い

故
に

も
が
そ
の
ス
キ
ル
の
存
在
に

を

も
が
存
在
を
忘
れ
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る
程
に
影
が

い
ス
キ
ル
だ

た

 
し
か
し

時
し
か
ブ
レ
ス
攻
撃
を
放
つ

に
対
し
て
使
わ
れ
な
い
方
が
少
な
い
程
に

光
を

び
る
事
に
な

た

そ
れ
を
し
た
の
が
キ
リ
ト
で
あ
る

 
私
が
参
入
す
る
前
の
事
な
の
で
伝

で
し
か
知
ら
な
い
の
だ
が
四
十
層

の
翼
⻯
型
フ
ロ
ア

ボ
ス
の
ブ
レ
ス
攻
撃
か
ら

が
レ

ド

ン
ま
で

ち

ん
で
い
た
レ
イ
ド
メ
ン
バ

キ
リ
ト
に
対
抗
し
て

に
攻
撃
し
た
せ
い
で
ヘ
イ
ト
を

い
で
し
ま

た
前
衛

を
護
る

に

彼
が
使

し
た
の
が
き

か
け
ら
し
い

そ
の
出
来
事
が
あ

て

ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド

が
ブ
レ
ス
攻
撃
を

ぐ
た
め
の

ス
キ
ル
な
の
だ
と
判
明
し
た
の
で
あ
る

 
と
は

え

ら

風
の
盾
を
作
り
出
す
と

て
も
タ
イ
ミ
ン
グ
は
シ
ビ
ア

つ

面

は
刀
身
の
⻑
さ
な
の
で

直
に
盾
で

ぐ
か

動
す
る
か
し
た
方
が
確
実
だ

あ
の
ス
キ
ル
で

完

に

出
来
る
の
は
む
し
ろ
キ
リ
ト
の
あ
の
年

と
は
不
釣
り
合
い
な

ど
の
小

さ
に

因
し
て
い
る

が
大
き
い

 
そ
れ
を
知

て
い
る
私
や
ユ
ウ
キ
達
は
あ
の
容
赦
の
無
い
猛
攻
撃
に
は
流

に
世
界
観
が
お

か
し
い
と
思

た
上
に
や
ら
れ
た
か
と

や

を
流
し
た
も
の
の
し

か
り
生
き

い
て
い
る

り
に
は
さ
し
て
疑
問
を
感
じ
な
か

た
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に

し
て
は
流

に
分
か
ら
な
い
が

来
す
る

の

が
多
分
回

の

標
に
な

た
の
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る

ら
砂

で

界
が
不
明

だ
と
し
て
も

を
空
気
を

切
り
裂
き
な
が
ら

下
し
て
い
た

つ
ま
り
キ
リ
ト
に

た
る
前
に
砂

を
引
き
裂
い
て
そ
の

を
見
せ
る
の
だ
か
ら
ス
テ

タ
ス
的
に
超
高
速

動
が
可
能
な
キ
リ
ト
が

さ
え
し
て
い

れ
ば

回

は
十
分
可
能
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
部
分
も
大
き
い

 
弾
速
と

速

が
か
な
り
の
も
の
だ

た
の
で

な

だ
が

い
そ
の
も
の
は
見
た
限

り
で
は
そ
こ
ま
で
正
確
で
は
無
か

た
砂

が
立
ち

め
て
キ
リ
ト
の

を

認
出
来
な
か

た
た
め
直
撃
コ

ス
の
数
は
少
な
か

た
の
で
は
と
も
思

て
い
る

 
禍

し
い
戦

を

手
一
本
で

の
上
に
持
ち
上

て
い
る
狂
戦
士
が

に

め

ま
れ
た

色
の
宝

か
ら
放
た
れ
た
火

弾
に

し
て
は
非
定
型
の
攻
撃
な
の
だ
ろ
う
が
だ
か
ら
こ

そ

ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド

で
対

し
た
の
で
は
な
い
か
と
予

し
て
い
る

 
面
攻
撃
で
圧
が
分

し
て
い
る
ブ
レ
ス
と
異
な
り
ア
レ
は
一
点
に
圧
が
掛
か
る
攻
撃
で
は
あ

る
が
非
定
型
の
火

弾
と
い
う
事
は
す
な
わ
ち
空
気
の

断
で

ら
せ
る
の
が
道
理
だ

弾
速

も

速

も
弾
数
も

よ
り
圧
倒
的
で
は
あ

た
が
対

さ
え
分
か
れ
ば

る
の
も

分
か
ら
な
く
は
な
い
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ま

同
じ
事
を
や
れ
と

わ
れ
て
も
絶
対
無
理
な
の
は
確
実
だ
が

 
と
は

え
こ
こ
ま
で
私
は
予
想
出
来
た
が
全
て
私
が
知

て
い
る
情
報
か
ら
推

し
た
だ

け
で
あ

て
正
し
い
と
は
限
ら
な
い

キ
リ
ト
が
ま
だ

し
て
い
る
あ
る
い
は

で
編
み
出

し
た
技
術
で
生
き
残

た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
の
だ
か
ら

 
圧
倒
的
な

さ
で
今
ま
で
戦

て
き
た
キ
リ
ト
は
全
て
に

い
て
私
達
が
浮
か
べ
る
想
像
の

外
に
あ
る
行
動
を
取

て
来
た

さ

き
の
猛
攻
撃
に
も
ま
さ
か
と
い
う
予
想
を
良
い
意
味

で
裏
切

た

 
そ
し
て
そ
の
結
果
は
今
ま
で

も
知
ら
な
い
の
に
キ
リ
ト
を

一

を

め
見

下
し
て
き
た
大

に
す
ら
波

を
生
ん
だ

 
今
ま
で
キ
リ
ト
は
そ
の

さ
に
反

し
た
強
さ
同
時
に

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
最
強

と

わ
れ
て
い
た
経
歴
か
ら
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
に

い
て
も

ら
か
の
方
法
で
チ

ト
行

を

行

て
い
る
存
在
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た

出
来
損
な
い
と

め
て
い
る
の
に
チ

ト
行

を
行

え
る
技
術
を
持
つ
と
い
う
そ
の
矛
盾
を
ス
ル

し
た

価
が
付
い
て
回

て
い
た
の
だ

 
だ
が
そ
れ
は
キ
リ
ト
の
戦
い
ぶ
り
を
見
て
来
て
い
な
い
キ
リ
ト
の
必
死
さ
を
し

か
り
と

見
て
い
な
い
者
達
の
勝
手
な

い
分
だ

根
も
葉
も
な
い

と
い
う
の
は
正
に
こ
の
事
で
あ
ろ
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う 
そ
し
て
こ
の
闘
技
場
で
は

ら
か
の
制
限
こ
そ
さ
れ
て
い
る
が
フ

ル
ド
や
迷

攻
略

と
違

て
ル

ル
が

定
さ
れ
て
い
る

そ
の
ル

ル
に

た
上
で
キ
リ
ト
は
戦

て
い
る

 
し
か
も

か
と
一
緒
に
戦

て
い
る
の
で
は
無
い
彼
が
一
人
で
戦

て
い
る

を
大

が
見

て
い
る
と
い
う
状
況
下
で
だ

そ
ん
な
中
で
チ

ト
行

を
行
え
る
者
が
い
る

も
無
く
だ
か

ら
こ
そ
キ
リ
ト
の
強
さ
が
チ

ト
に
由
来
す
る
も
の
で
は
無
い
と
い
う
波

が
生
ま
れ
た

 
そ
れ
は
前

が
あ

た
か
ら
だ

 
キ
リ
ト
の
前
に
キ
バ
オ
ウ
が

み
そ
し
て
負
け
た

そ
の
前

が
あ

た
か
ら
こ
そ
キ
リ

ト
の
強
さ
は
本
物
で
あ
る
と
い
う

え
が
生
ま
れ
た

 

故
な
ら
キ
リ
ト
は
キ
バ
オ
ウ
を
一

で
倒
し
た
堕
天
使
の
開
幕
直
後
の
突
進
攻
撃
を
全

て
二
刀
だ
け
で
弾
き

独
で
ス
キ
ル
を

さ
せ

を

分
以
上

た
か
ら

同
時
に

凶
悪
な
攻
撃
を
持
つ
ボ
ス
二
体
を

手
に
刃
を
交
え
ア
イ
テ
ム
を

砂

で

れ
て
い
た
の

で
推

で
は
あ
る
が

使

た
と
は

え
ど
生
き

い
た
か
ら

 
同
じ

件
の
中
で
キ
リ
ト
は
キ
バ
オ
ウ
で
は
見
ら
れ
な
か

た
戦
い
を
初
見
で
戦
い

け
て

い
る
か
ら
こ
そ

大

は
も
し
や

と
い
う
思

に

た
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も
し
や

黒
の
剣
士

は

ビ

タ

は

一

は

本

は
チ

ト
な
ど
使

て
い
な
い
の
で
は

実
力
で
強
い
の
で
は

と
い
う
思

に

構
し
て
ん
じ

ね

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
い

 
大

が
今
ま
で
の

え
を
全
面

定
す
る
思

に

り

真
実
を
知
る
私
達
が

を

ん

で
二
人
と
一
人
が
武
器
を
構
え
て
見

え
合
う
空
間
が

に

ち
て
い
た
中
で
最
初
に
動

い
た
の
は
狂
戦
士
だ

た

 
狂
戦
士
は

く

び
上
が
り
自
然
法

を
無

し
た

や
か
な
浮
遊
上

と

下
を
し
な
が

ら
持
ち
上

た
戦

の
宝

か
ら
さ

き
も

り
出
し
た

の
火

弾
を
数
十
発

ど

し
た

ボ
ボ
ボ
ボ
ボ
ボ
ボ
ボ
ボ

と
い
や
に
大
き
く

こ
え
る
発

と
共
に
火

弾
が

を

引
い
て
キ
リ
ト
へ
と

を

し
て

た

 
そ
れ
に
対
し

キ
リ
ト
は

と
前
へ
と

り
来
る
火

弾
へ
と

け
出
し
た

 

論
た
だ

り
出
し
た

で
は
無
い
リ
ズ
ベ

ト

製
の
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を

り
な
が

ら
眼
前
に
掲

た
か
と
思
え
ば
刃
か
ら

色
の
光
を

ら
せ
て
高
速
旋
回
さ
せ
た

そ
れ
に

火

弾
が

た
る
と
同
時

と
斬
り

ら
さ
れ
小
さ
な
火
の

と
な

て
消
え
て
い

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
話
で
は

行

は
禁
止

目
の
一
つ
だ

た
が
ど
う
や
ら
一
応
攻
撃
行

も
可
能
で
あ
る

た
め
か

ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド

は
そ
の

目
に

触
し
な
い
ら
し
い

恐
ら
く

殺
行

動
だ
か
ら
だ
ろ
う

喰
ら
え

 
キ
リ
ト
は
全
て
の
火

弾
を

風
の
盾
で

ぎ
切
り
隙
だ
ら
け
の
ま
ま
地
面
へ

り
立
つ
狂

戦
士
に
真

向
か
ら
斬
り
掛
か

た

 
お
よ
そ
二

ど
も
体
格
差
が
あ
る

骨

の

に
対
し
て
彼
は
エ
リ

シ
デ

タ

を
振
り
か
ぶ
り
蒼
の
光

を
引
き
な
が
ら

掛
け

斬
り
上

斬
り
上

逆

か
ら
な
る
四

撃

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

を
放
つ

  

直
後

い
も
の
を

く

が

を
打

た

 
ぬ

だ

今
の
は

な

 
エ
リ

シ
デ

タ
の
刃
は
確
か
に
四

撃
全
て
が
的
確
に
狂
戦
士
の

の
中

に

い

ま
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れ
て
い

た
し
し

か
り
四
回
分
の
斬
閃
の

が

ま
れ
出
血
エ
フ

ク
ト
を
示
す

い
光

が

れ
て
い
る
の
も
見
た

 
そ
れ
な
の
に

こ
え
た
サ
ウ
ン
ド
エ
フ

ク
ト
は
肉
感
の
あ
る
生

し
い

で
も

い
も

の
を
無
理

理
に
斬
り
裂
く

い

で
も
無
く

か
に
弾
か
れ
な
が
ら
斬
り
付
け
た
時
に

似

し
た

だ

た

 
男
は
蒼
と
黒
が
中
心
の
全
身
タ
イ
ツ
の
よ
う
な

め
い
た
も
の
な
ど
一
切
な
い

り
は

キ
リ
ト
と
同
じ
だ

 
そ
の

は
堕
天
使
も
同
じ
で
事
実
さ

き
キ
リ
ト
に
斬
ら
れ
て
い
た
時
は
生

し
い

が

こ
え
て
い
た

ま
だ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
更
に
は
中
学
生
も
プ
レ
イ
可
能
な
レ

テ

ン
グ
の
ゲ

ム
で
あ
る
た
め
か
そ
の

は
コ
ン
シ

マ

ゲ

ム
や
対
戦
格
闘
ゲ

ム
の

果

と
大
差
無
い

 

に
違
和
感
を
覚
え
た
の
は
狂
戦
士
が

ド
ス
キ
ル
を
ま
と
も
に

け
て
い
な
が
ら
一

切

に
も
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
事
だ

た

 
た
と
え
ボ
ス
と
は

え

な
攻
撃
を

け
れ
ば
絶

を

か
せ
た
り

い
た
り
す
る
の

は

然
の
事
で
あ
る

さ

き
の
堕
天
使
へ
の
猛
攻
が
良
い

だ

ど
れ
だ
け

い

手
で
ど
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れ
だ
け
の
強
者
で
あ
ろ
う
と

強

な
攻
撃
に
は

き
も
す
る
し

け
反
り
も
す
る

 
し
か
し
こ
の
狂
戦
士
に
は

そ
れ
ら
が
一
切
見
ら
れ
な
い

 
キ
リ
ト
も
違
和
感
を
覚
え

そ
し
て
自
身
の
攻
撃
力
を

よ
り
も
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

ま

て
し
ま

て
い
た

 
一
応
狂
戦
士
の

を
見
て
み
れ
ば

十
本
も
あ
る
ゲ

ジ
の
最
上
は
一

ど
が

れ
て
い

た

見
た
目

り
の
タ
フ
さ
で

け
反
ら
な
い
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
が
一
応
無
意
味
で
は

無
か

た
ら
し
い

そ
の
よ
う
な
攻
撃

に
は

せ
ん

け
反
ら
な
い

て

だ
ろ

ど
ら
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ガ
 
ま
さ
か
セ
リ
フ
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
が

け
反
り
が
無

化
さ
れ
る
事
に

い
て
い
る
キ
リ
ト
に
そ
う

て
の
け
た
狂
戦
士
は
直
後
に

を

と
し
て

や

を
前
に
し
た
恐
ろ
し
い
突
進
攻
撃
を

り
出
し
た

 
そ
れ
を

面
や
体
全
体
で

に

け
て
し
ま

た
彼
は

を
一

弱

ら
し
な
が
ら
吹



 第二十一章 〜堕ちし英雄達の猛攻〜

ば
さ
れ
る

 
し
か
し

狂
戦
士
の
突
進
は
吹

ぶ
キ
リ
ト
と

同

故
に

攻
撃
は
ま
だ
終
わ
ら
な

か

た
死
ぬ
か

 
消
え
る
か

 

下

し
て
で
も

生
き

び
る
か

 
こ
れ
ぞ

我
が

義
・
三

殺

 
狂
戦
士
は
戦

を
大
き
く

ぎ
払

て

ま
せ
真
下
か
ら
か
ち
上

て
浮
か
せ
そ
し
て

ち
て
来
た
キ
リ
ト
の

を

ん
で
地
面
に
全
体
重
を
掛
け
て

面
か
ら
め
り

ま
せ
た

無

の

悲
鳴
が

木
霊
す
る

 

け
た
ダ
メ

ジ
は
お
よ
そ
三

 

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

の

は

残
り
五

弱

 

北
ま
で
の

り
返
し
地
点
を
再
び
切
ろ
う
と
す
る
グ
リ

ン
色

時
ま
で

て
や
が
る

 
理
不

な
事
に
狂
戦
士
は
自
分
で
地
面
へ

き

と
し
た
に
も

わ
ら
ず
そ
れ
を
責
め
る

か
の
よ
う
な

で

大
な

を
持
ち
上

み
下
ろ
す
動
作
を
二

で
行

た

足
が
キ
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リ
ト
の
小
さ
な
背
中
へ

み
下
ろ
れ
る

に
闘
技
場
の
上
空
に
渦
を

い
て
立
ち

め
て
い
る

暗
雲
か
ら

の

が

鳴
と
共
に

ち

黒

を

く

 
残
り
の
命
は

あ
と
三

弱

 
も
う
少
し
で
危
険
の

へ
と
変
わ
る

イ
エ
ロ

色
ま
で
ゲ

ジ
が

く
な
る

引
き
裂
い
て
や
ろ
う
か

 
地
面
へ
め
り

ま
せ
ら
れ
更
に
二

の
足

み
と

が
そ
の
身
を
打

た
キ
リ
ト
へ
更
な

る
追
い
打
ち
を
狂
戦
士
は
放

た

狂
戦
士
は

手
に
握
る
戦

を
大
き
く
振
り
か
ぶ
り

に

ぎ
血
も

も
な
い

泥
色
の
衝
撃
波
を
地
面
に

ら
せ
直
線
状
に
倒
れ
て
い
た
キ
リ
ト
の

身
を
更
に

つ

 
重
苦
し
く

か
を
引
き
裂
く
斬
撃

と
共
に
転
ば
さ
れ

キ
リ
ト
の

は
一

を
切
る
ま

で
に

少
し
た

 
更
に

り
の
衝
撃
に
か
キ
リ
ト
が

手
に
持

て
い
た
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は

高
い

と

共
に
弾
か
れ

遠
く
へ
と

ん
で
い
き

地
面
に
突
き
立

て
し
ま
う

来
た
れ

心
無
い
天
使

 
そ
こ
で

狂
戦
士
が
戦

て
い
る
間
ず

と
静
か
だ

た
堕
天
使
の
男
の
声
が

く
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堕
天
使
は

い
光
を

い
な
が
ら
片
翼
で

を
浮
遊
し
て
い
た

そ
の
身
に

し
い

色
の
光
を
天
か
ら

ら
せ
な
が
ら

か
を

く
か
の
よ
う
に

手
を

の
前
へ
持

て
行

て
い
た

 
そ
し
て

か
を

む
か
の
よ
う
に

の
前
で
手
を
握

た
直
後

の
光
が
強
ま
り
同
時

に
キ
リ
ト
ま
で
も
が
同
じ
光
に

ま
れ
る

こ

れ
は

時
は

ち
た

 
攻
撃
を
終
え
て
構
え
を

し
た
狂
戦
士
も

し

か
行
動
を

こ
し
て
い
る
堕
天
使
に
も

し
つ
つ
エ
リ

シ
デ

タ
を

代
わ
り
に

立
ち
に
な
り
な
が
ら

し

な
表
情
で
自
身

を

む

の
光
を
見
て

を

る
キ
リ
ト
に

堕
天
使
は
無

悲
な

を
放

た

 
ガ

ア

ア

  
直
後

キ
リ
ト
を

ん
で
い
た

の
光
は

発
し

彼
の
小
さ
な
体
は

へ
と
吹

び

そ
し
て
絶

が

き

た
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な

で

が

一
ド

ト
ま
で

た
ん
ダ

 

突
な
事
に
絶

し
た
私
達
だ

た
が

更
に

す
る
事
実
に
目
を

く
事
に
な

た

 
そ
の
情
報
を
得
て
彼
に
伝
え
て
い
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
一
番

く
べ
き
事
だ

た

キ
リ
ト
の

が
ど
う
見
て
も
ゼ
ロ
に
限
り
な
く
近
い
一
ま
で

て
い
た
か
ら
だ

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
事
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や

つ
か
の
ク
エ
ス
ト
を
こ
な
し
て
得
た
情
報
で
は
堕
天
使

は

が

分
を
切
る
と

間

動
を

四
分
の
一
以
下
に
な
る
と

リ
ユ
ニ
オ
ン

と
い
う
強

化
状

に
入
る
と
共
に

を
一
に
す
る
攻
撃
を
す
る
と
な

て
い
た

 
し
か
し

今
の
堕
天
使
は
ま
だ

分
を

る
程
ま
で
し
か

は

て
い
な
い

 
つ
ま
り
情
報
と
違
う

 
狂
戦
士
が
同
時
に
出
て
来
る
ボ
ス
ラ

シ

で
あ

た
と
い
う
事
実
私
達
の

と
ち
り
な
ど

で
は
済
ま
さ
れ
な
い

然
と
し
た
そ
の
事
実
に

私
達
は
思

が
真

白
に
な

た

終
わ
り
だ

 

の
光
を

発
さ
せ

キ
リ
ト
の

を
一
へ
と
強
制
的
に

ら
し
た
堕
天
使
は

更
な
る

無

悲
の

北
を
与
え
る
べ
く

開
幕
直
後
と
同
様
の
構
え
を
取

た

キ
リ
ト
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キ
リ
ト
君

キ
リ
ト
く
ん

キ
 
そ
れ
を
見
て

私
達
は
外

も
知
ら
な
い
で
彼
の
名
前
を

ん
で
い
た

 
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
ア
ス
ナ
さ
ん
に
ラ
ン
サ

シ

さ
ん
レ
イ
ン
さ
ん
シ
リ
カ
ち

ん
ア
ル
ゴ
さ
ん
ま
で
も
が
彼
の
事
を
知
る

も
が

必
死
の
形

で
危
機
を
彼
へ
伝
え
る

和
人

き
 
彼
の
義
姉
で
あ
る
二
人
も
ま
た

新
た
な
名
と
あ
ど
け
な
い
名
を

ん
で
い
た

   

も
う

無
理

か

  
戦

を
振
る
う
狂
戦
士
の

か
ら
強

な
攻
撃
を

け
た

は
そ
の

ま
じ
い
衝
撃
と
目
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ま
ぐ
る
し
い

攻
撃
で
思
い
切
り

界
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
更
に
は

突
に
よ
く
分
か
ら
な
い

発
で
吹

ば
さ
れ
て

意
識
が

と
し
て
い
た

 
た
だ
た
だ
体
全
体
を

く
衝
撃
に
よ
る
不
快
感
で
気
分
が
悪
く
な

て

身
を

り
そ
う
で

意
識
を
手
放
し
て
し
ま
い
そ
う
だ

た

 
今
ま
で
戦

て
き
た
ど
の

よ
り
も

堕
天
使
も
狂
戦
士
も
強
い

 
ま
だ
堕
天
使
は
や
り
よ
う
が
あ
る
と
思

て
い
た
が

を
一
に
す
る
攻
撃
が
間

攻
撃

だ
ろ
う
と
は
予

し
て
い
た
も
の
の
狂
戦
士
と
タ

グ
で
出
て
来
ら
れ
て
は
対
応
な
ど
取
れ
る

も
無
く

は
そ
の
攻
撃
を
許
し
て
し
ま
い

追
い

め
ら
れ
た

 
ア
ル
ゴ
か
ら

て
い
た
情
報
と
は
異
な

て
い
た
が
そ
れ
で
彼
女
を
責
め
ら
れ
は
し
な
い

 

時
も
な
ら
ア
ル
ゴ
は
し

か
り
と
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
か
裏
を
取

て
か
ら

品
に
す
る

が
今
回
は
再
戦
不
可
の
闘
技
場
と
い
う
事
も
あ

て
裏
付
け
は
取
れ
な
か

た
か
ら
信

性

は

よ
り

か

た

 
そ
れ
を
失
念
し
て
い
た
の
は

自
身
の
責

で
も
あ
る

終
わ
り
だ

 

発
で

に

び

運
な
の
か
悪
運
が
強
い
の
か

下
ダ
メ

ジ
を

け
ず
に
地
面
へ

ち
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た

の

を

堕
天
使
の

が
打

た

 

を
声
が
し
た
方
へ
向
け
れ
ば
堕
天
使
は

手
に
持
つ
⻑
刀
を

へ

す
る
よ
う
に
構
え

を
取
ろ
う
と
し
て
い
た

開
幕
直
後
の
あ
の
突
進
攻
撃
だ
と
は
速
攻
で
見

が
付
い
た

 
し
か
し

そ
れ
を

ぐ
の
は
無
理
だ
と

す
ぐ
に
判
断
を
下
す

 
今
は
狂
戦
士
の
地
を
這
う

泥
色
の
衝
撃
波
に
よ

て
弾
き

ば
さ
れ
て
し
ま

て
い
て
生

憎
と
エ
リ

シ
デ

タ
し
か
持

て
い
な
い
か
ら
だ

流

に
一
刀
で
あ
の
速

は

け
な
い
だ

ろ
う

 
今
か
ら
他
の
武
器
を

手
に
持
と
う
と
し
て
も
メ
ニ

を
出
す
動
作
は
お
ろ
か
そ
も
そ
も

予
め
セ

ト
し
て
お
い
た
別
の

備
へ
変
え
る
Ｍ
ｏ
ｄ
ク
イ

ク
チ

ン
ジ
を
タ

プ
す
る

事
す
ら
間
に
合
い
そ
う
に
無
か

た

  

こ
こ
ま
で
か

  
本

は
勝
ち
た
か

た

 
こ
れ
く
ら
い
強
く
な

た
ん
だ
と
た
と
え
仮
想
世
界
で
も
最
強
な
ん
だ
ぞ
と

を

け
容
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れ
て
く
れ
た
上
の
義
姉
と
今
日
新
た
に
出
来
た
下
の
義
姉
に
伝
え
た
か

た

伝
え
て

安
心

さ
せ
た
か

た

め
て
も
ら
い
た
か

た

少
し
で
も
攻
略
を
進
め
た
い
思
い
も
あ

た

だ

て
肉
体
の
限
界
で
死
ぬ
な
ん
て

だ

た
か
ら

 
け
れ
ど

も
う

が
一
で
は
ど
う
足
掻
い
た

で
ボ
ス
二
体
を

手
す
る
の
は
無
理
だ
ろ
う

 
そ
れ
以
前
に

は
狂
戦
士
に
は
ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア
し
か
放
て
て
い
な
い

ま

せ
ら
れ
な
い

を
更
に
は
も
う
一
体
の
ボ
ス
を
一
人
で

め
て

手
す
る
と
い
う
の
は
ど
う

や
ら

で
は

不
足
だ

た
よ
う
だ

 
直
姉
や
ユ
イ
姉
の
他
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
デ

ア
ベ
ル
達
は
無
い
と
は
思
う
が
た
だ
の
一

も

北
を
許
さ
れ
な
い

が

北
を

し
て
し
ま

た
後
の
事
を

え
る
と

恐
ろ
し
い

 
今
ま
で
キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド
達
の
悪
感
情
を

け
な
が
ら
も
ど
う
に
か
攻
略
組
の
一
人
で

ら

れ
た
の
は

他
の
プ
レ
イ

に
は

せ
な
い
事
を
し
て
き
た
か
ら
だ

 

最
強

は
た
だ
の
一

も

北
し
て
は
な
ら
な
い

 

北
を

し
た
時

そ
の
者
は

最
強

で
は
無
く
な
る
か
ら
だ

 

え
る
な
ら

に
も
一

も

の

合
で
負
け
た
事
が
無
い

千
冬
の
よ
う
に

世

界
最
強
と
尊
ば
れ

強
者
と

め
ら
れ

信

す
る
者
す
ら

る
あ
の
気
高
い
実
姉
の
よ
う
に
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た
だ
の
一

も

北
し
て
い
な
い
者
だ
か
ら
こ
そ

最
強

と
し
て

な
者
と
し
て
認
め

ら
れ
る

 
そ
れ
以
外
は

有

無

 
そ
れ
以
外
は

全
て
無
意
味
で
無
価
値

 
ベ

タ
テ
ス
ト
デ
ス
ゲ

ム
と
化
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

方
で
攻
略
組
最
強
と

わ
れ
た
Ｋ
ｉ

ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
は
戦
い
の
上
で
は
一

も
負
け
た
事
が
無
い

北
は

ち
死
だ

た
か
ら

北
は

ち

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

無
価
値
化
と
同
義
だ

た
か
ら

最
強

で
あ
る
べ
き
だ
と
自

ら

し
て
い
た
か
ら

 
そ
う
で
も
な
い
と

が
戦
え
そ
う
に
無
か

た

 
見
捨
て
た
の
に

じ
て
く
れ
る
ク
ラ
イ
ン

一

だ
と
知

て
も
変
わ
ら
ず

し
て

く
れ
た
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
の
姉
妹

サ
チ
や
デ

ア
ベ
ル
達
は
本

に
強
く
な

た

 
ク
ラ
イ
ン
達
に
明
か
し
た

り
強
く
無
け
れ
ば

は
必
要
と
さ
れ
な
い
と
思

て
い
た

そ

れ
は
今
で
も
思

て
い
る

そ
れ
は
ク
ラ
イ
ン
達
に
対
し
て
だ
け
で
は
無
い
他
の

に
悪
感
情

を

い
て
い
る
が
最
強
だ
か
ら
生
存

が
上
が
る
か
ら
と
不
平
不

を

み

ん
で
い
る
攻
略
組

メ
ン
バ

の
者
達
に
対
し
て
も
だ

む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
が
大
き
い
だ
ろ
う
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仮
想
世
界
は
あ
る
意
味
で
人
の
願
い
を

化
す
る
一
手

だ
か
ら
こ
そ

は
こ
の
仮

想
の
世
界
で
は

最
強

を
求
め
た

現
実
世
界
の
最
強

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

の
よ
う
に

あ

の
事
件
か
ら

を
消
し
て

在
不
明
の

白
騎
士

の
よ
う
に

 
光
を

び
る
舞

の
現
実
最
強
が
白
な
ら
ば
こ
の
世
界
は
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
事
も

あ

て
闇
の
舞

と

え
る

故
に
人
を

絶
し
て
一
人
で
進
む
道
を

ん
だ

に
は
正
に

黒

が
闇
の
舞

最
強
と
し
て

応
し
か

た

 
そ
れ
な
の
に

北
し
て
し
ま
う

黒
の
意
味
を
喪

て
し
ま
う

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
に

め
て
求
め
た
も
の
が
得
ら
れ
な
く
な

て
し
ま
う

 
最
強
で
な
く
な

た
ら

の
人
間
に
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

わ
れ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
う

 

だ

た

け
れ
ど
も
う
無
理
だ
と
悟

て
最
後
の
一
撃
を
こ
の
眼
に

む
べ
く

は
堕

天
使
を
し

か
り
と
見

え
た

キ
リ
ト

キ
リ
ト
君

 
そ
の

の

を
強

に
打
つ

こ
の
世
界
で
の
名
を
呼
ぶ

 

線
だ
け
そ
ち
ら
へ
向
け
れ
ば
ア
ス
ナ
達
は
お
ろ
か
あ
の
物
静
か
な
ヒ

ス
ク
リ
フ
で
す
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ら
焦
り
の
表
情
で
名
を

ん
で
い
た
の
が

界
に

た

 
応

し
て
く
れ
て
い
た
の
に

し

な
い
と
い
う
思
い
で
一

に
な
る

キ
リ
ト
く
ん

 

と
一
番

が
近
い
と
も
だ
ち
の
シ
リ
カ

ユ
イ
姉
は
家

な
の
で

外

が

す
ら
浮
か
べ
て

ん
で
い
た

シ
リ
カ
の

に

か
れ
て
い
る
ナ
ン

に

ま

て
い
る
ピ
ナ

ま
で
も
が

必
死
に
鳴
き
声
を
届
か
せ
よ
う
と
し
て
い
た

 

を
浮
か
べ
る
必
死
さ

そ
し
て
シ
ス
テ
ム
で
動
か
さ
れ
て
い
る
使
い
魔
達
の
行
動
を
見
て

が

ま
る
思
い
が
し
た

キ
 

ど
間
を

か
ず
に

と
い
う
か

同
時
に
ア
ル
ゴ
の
声
が

こ
え
た

 

色
の
フ

ド
の

に
見
え
る
表
情
は
悔
し
そ
う
に

し

な
さ
そ
う
に
歪
め
ら
れ
て
い

て

情
報
の
食
い
違
い
が
あ

た
事
に
対
し
て
罪
悪
感
を
感
じ
て
い
る
の
が
分
か

た

 
そ
れ
以
外
に
も

に

の
勝

を
応

し
て
く
れ
て
い
た
事
が
分
か

て

ま
で

か

が
出
掛
か

た

の

が
ツ
ン
と
し
て

ば
無
意
識
に
⻭
を
食
い

て
い
た

和
人
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き
 
そ
し
て

の

び
声
に

れ
て

本

に
集
中
し
な
け
れ
ば

き

れ
て
い
な
け
れ
ば

恐
ら
く
自
分
の
名
前
で
な
け
れ
ば
気
付
か
な
い
程

で
し
か
無
か

た
が
し

か
り

に
届
い

た
声
が
あ

た

 
そ
の
声
は

大
切
な
二
人
の
義
姉
だ

た

 
全
然
現
実
と
は
違
う
容

な
の
に
直
姉
と

と
な
く
分
か
る
直
姉
自
分
と
ど
こ
か
似
て
い
る

気
が
す
る
ユ
イ
姉

 
二
人
の
眼
は

二
人
の
内
心
を
如
実
に
表
し
て
い
た

 
負
け
る
な

れ

と

 

一

だ
か
ら
で
も
最
強
を
求
め
た

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

だ
か
ら
で
も
無
く

た
だ
た

だ
家

と
し
て
応

し
て
く
れ
る

が

そ
こ
に
は
あ

た

 
そ
れ
を
見
て
ま
だ
負
け
た
く
な
い
勝

て
応
え
た
い
と

ぶ
声
が

め
よ
う
と
い
う
思

念
を
一
気
に

し

し
た

 

間
力
を
喪

て
い
た

の
全
身
に
活
力
が

ち
て

く
り
だ

た
世
界
が
更
に

く
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感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

た

 
堕
天
使
が

に
構
え
た
⻑
刀
を
振
り

こ
う
と
し
て
い
る
動
作
を
見
て
か
ら
お
よ
そ
一

 
そ
の
間
に

的
な
変
化
が
あ

た
と
感
じ
る
の
は
意
識
の
加
速
が

こ

て
い
た
か
ら
だ
ろ

う 
だ
が

そ
の
加
速
は
ま
だ
上
が
あ
る

は
そ
れ
を

身
を
以
て
知

て
い
る

 
現
実
で
様

な
人
体
実
験
を
さ
れ
た

は

男
な
が
ら

が
明
確
な
反
応
を
示
す
程
の

性

を
有
し
更
に
は
制
限
こ
そ
掛
け
て
い
る
が
ポ
テ
ン
シ

ル
そ
の
も
の
は

め

ま
れ
た
コ
ア
の

設

の
構
想
か
ら
し
て

に
高
く
な

て
い
る

無
論
動
作
を
す
る

に
必
要
な
思

も

そ
し
て
反
応
速

も

少
な
く
と
も

わ
れ
る
以
前
と

べ
れ
ば
天
地
の
差
が
あ
る

 
ナ

ヴ
ギ
ア
の
レ
ス
ポ
ン
ス
速

に
ア
バ
タ

は
依
存
す
る
の
で
流

に
完
全
再
現
と
は

い
か
な
い
し

の

に
掛
か
る
負

も

常
で
は
無
い
の
で

に
使
え
は
し
な
い
が
そ
れ

で
も

ま
だ
足
掻
け
る
の
に

め
る
の
は

だ

た

 
ボ
ス
二
体
を
同
時

手
が

だ

一
が

だ

 

は
攻
略
組
最
強
だ
回
復
ア
イ
テ
ム
も
使
え
な
い
事
は
無
い
し
そ
も
そ
も
使
い
果
た
し
て
も

い
な
い

が
負
け
て
し
ま

た
ら
こ
の
個
人
戦
は

が
突
破
す
る
死
な
せ
て
し
ま
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た
プ
レ
イ

や

月
夜
の
黒
猫

の
ダ

カ

達
に
し
た
誓
い
を
ど
う
守
る
と

う
の
だ

が

な
く
な

た
ら
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で

が

の
ヘ
イ
ト
を

け
る
の
だ

 
そ
れ
に

千
冬

は
絶
対
に
最
後
ま
で

め
な
い
に
違
い
な
い
の
だ
か
ら

最
強
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば

め
る

に
は
い
か
な
い

剣
道
で
ど
れ
だ
け
格
上
が

手
で
も

め
な
か

た

桐

谷
直
葉

の
義
弟
な
の
だ
か
ら

安
心
さ
せ
て

そ
し
て
応

に
応
え
る

に
も

が
こ
こ
で

北
す
る
と
し
て
も

め
る
事
だ
け
は
す
る

に
は
い
か
な
い

 
そ
れ
は

よ
り
も

を
裏
切
る
行

だ
か
ら

 
裏
切
る
の
は

だ
か
ら

ま
だ

 
負
け
て
た
ま
る
か

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
怒

を

か
せ
な
が
ら

は
エ
リ

シ
デ

タ
を
引
き

い
て

手
持
ち
で
⻘
眼
に
構
え
た

そ
の

間
超
速
で
突

し
て
き
た
堕
天
使
に
応
じ
る
よ
う
に

も
ま
た
地
を

て
突

し

た 
堕
天
使
の
攻
撃
は
開
幕
直
後
の
時
に
全
て
見
切

た

 
だ
か
ら

は
二
刀
を
⻑
刀
の

道
上
に

ら
せ
て
全
撃
弾
け
た

故
に
こ
の
八

撃
の

道
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は

全
て

裏
に

き
付
い
て
い
る

 
堕
天
使
は

手
で
⻑
刀
を
持

て
い
て

に
構
え
て
い
る

に
初
撃
は
必
ず
堕
天
使
か
ら

見
て

掛
け
に
振
り
下
ろ
し
て
く
る

 
初
撃
が

か
ら
逆

逆

と
交

に

り
返
し
て
い
く

数
撃

が

偶
数
撃
が
逆

だ
が
最
後
の
八
撃
目
だ
け
は
七
撃
目
の

掛
け
か
ら
一
回
転
し

て
ま
た

掛
け
に
な

て
い
る
だ
か
ら
最
初
の
突
進
斬
り
の
後
堕
天
使
は

に
⻑
刀
を
振

り

い
て
い
た
の
だ

 
全
て
の
剣

の

道
が
分
か

て
い
て
そ
れ
に
反
応
出
来
た
以
上

え
一
刀
だ
と
し
て
も

け
な
い
と
い
う
道
理
は
無
い

二
刀
の
時
以
上
の
意
識
の
加
速
が

こ

て
い
る
な
ら
む
し

ろ
出
来
る
の
は

然
だ

 
八
撃

そ
れ
が

殺
に
必
要
な
最

攻
撃
数
で
あ
り
反
撃
を

め
る
な
ら
突
進
速

も

慮
に
入
れ
る
と
一
撃
が
限
界
な
の
で

全
部
で
九
撃
放
つ

に
な
る

 
一

で
九

撃
を
放
つ
な
ど
現
実
で
は
か
な
り
無
理
が
あ
る

 
け
れ
ど
こ
こ
は
レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
そ
し
て
本
人
の
反
応
速

が
も
の
を
い
う
仮
想
世

界
だ

件
を

た
し
て
い
れ
ば

出
来
な
い
事
は

ど
無
い
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剣
術
に

け
る

本
の
九
つ
の
型
を

は

ノ
之

さ
ん
と
直
姉
か
ら

的
に
教
わ

て
い
た

今
は

の
理
由
で

ら
か
型
を

し
て
い
る
も
の
の

本
だ
け
は
共

し
て
い
る

か
ら

動
作
そ
の
も
の
は

に

ら
か
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

は
一

で
そ
の
九
つ
の
攻
撃
を
放
て
た

 
斬
り

と
し
の

掛
け

ぎ

斬
り
上

真
上
に
斬
り
上

る
逆
風

斬
り
上

ぎ
逆

そ
し
て
中
心
を

く

突

斬
撃
の
型
が
八
つ
そ
し
て

突

か
ら
な
る
九
つ
の
攻
撃

 
斬
撃
は
堕
天
使
の
八

撃
と
完
全

殺
し
最
後
に
こ
ち
ら
の
強

な

突
が
男
の

の
中
心

を

い
た

が

は

 
意
識
の
加
速
が

こ

て
い
る

に

堕
天
使
の
苦
し

な
声
が
ス
ロ

に

こ
え
た

 
そ
れ
を

き
流
し
な
が
ら
エ
リ

シ
デ

タ
か
ら

手
を
離
し

手

を
返
し
て

ぎ
に

振
る
い
つ
つ

堕
天
使
の
体
か
ら

く

 
現
実
だ

た
ら
男
の

の

物
が

び
出
て
い
た
だ
ろ
う
が
こ
こ
は
仮
想
世
界
な
の
で
出

血
エ
フ

ク
ト
が

れ
出
す
だ
け
だ

た
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ぶ
る
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
堕
天
使
へ
更
な
る
追
撃
を
仕
掛
け
せ
め
て
狂
戦
士
と
の
一
対
一
へ
持
ち

も
う
と

え
た
も

の
の
そ
れ
は
横
合
い
か
ら

こ
え
て
来
た
強

な

で
却
下
し
た

一
気
に
勝
負
を
掛
け
よ

う
に
も

絶
対
に
そ
れ
ま
で
に
一
撃

て

北
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
た
か
ら
だ

 
狂
戦
士
は

の

横
か
ら

身
を
前
に
し
て
突
進
し
て
き
て
い
た

 
そ
れ
を
見
た

は

へ
と
一
歩

動
し
た

 
ギ
ラ
リ
と
狂
戦
士
の

が

く
な
り
突
進
が

突
に
中
断
し
た
と
思
え
ば
戦

が
眼
前

に
突
き
出
さ
れ
た

に
後
退
の
二
文

は
ね

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

え
え
え
い

 
そ
れ
は
ジ

ノ
サ
イ
ド
ブ
レ
イ
バ

と
い
う
極
太
の
光
線
を
放

て
き
た
技
と

似
し
て

い
た

違
い
を
上

る
と
す
れ
ば

め
の
時
間
が
一

し
か
無
い
と
い
う
く
ら
い
だ
ろ
う

 
戦

が
眼
前
に
突
き
出
さ
れ
た
事
で
恐
ら
く
ア
レ
が
来
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

は
流

に

め
時
間
の

さ
に
は

し
た
も
の
の

に

横
で
は
無
く
真
後
ろ
へ

ん
だ
の
で

ノ

ダ
メ

ジ
で
回

で
き
た

狂
戦
士
か
ら
見
れ
ば

は
横
に

ん
だ
の
で
後
退
で
は
無
い
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だ
 
そ
し
て

か
ら
ピ
ン
ク
色
に

く
結

体

さ

き
砂

の
中
で
も
使

た

全
快
結

を
取
り
出
し

く
掲

る

ヒ

ル

 
そ
の
文

の
直
後
結

は
カ
シ

ン
と

を
立
て
て

れ
内

さ
れ
て
い
た

か
な

色

の
光
が

を

み

ん
だ

 
そ
れ
か
ら
間
を

か
ず

ゲ

ジ
が
一

で

か
ら

へ
と
フ
ル
回
復
し
た

様

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
直
後

の
眼
前
に
は
極
太
の
光
線
を
放
ち
終
え
た
狂
戦
士
が
ま
た
一

で

動
し
て
き
て

い
た

 

を
振
り
か
ぶ

て

り
を
上

て
突
き
出
さ
れ
て
き
た
た
め

は
狂
戦
士
の

へ

と
し

が
み
な
が
ら

く
タ

ン
し

正
面
か
ら
退

し
た

ア
イ
テ
ム
な
ん
ぞ

使

て
ん
じ

ね

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
い
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初
撃
を
空
振

た
狂
戦
士
は

し
か
し
シ
ス
テ
ム
に

定
さ
れ
た
動
き
を
そ
の
ま
ま

実
に

行

て
い

た

 

の
ポ

チ
か
ら
最
高
性
能
の
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
と
呼
ば
れ
る

の
一
定
値
の
回
復
と
リ

ジ

ネ

果
を
付
与
す
る

系
ア
イ
テ
ム
を
取
り
出
し
キ

ポ

と
小

の
線
を
開
け
て
中

身
の
苦
い
レ
モ
ン
ジ

ス
を

み
な
が
ら

そ
れ
を
見
た

 
狂
戦
士
は
本
来
な
ら

手
を

み
上

た
の
だ
ろ
う

手
を
地
面
へ
振
り
下
ろ
し
た
後
二

足
の

み

き
と
共
に

ま
じ
い

を
発
生
さ
せ

を
か
ち
上

そ
し
て
大
き
く
後
ろ

手
に
戦

を
引
い
た
後
に

び
上
が
り
な
が
ら
真
上
に
振
り
上

た

 

も
な
く

大
で
禍

し
い
衝
撃
波
が

か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て

ま
れ
て
い

た
ら
絶
対
負
け
て
い
た
と
確
信
す
る

生
に
も

る
下

な
行

見

す
程
の

け
で
は
無
い
わ

 
地
面
へ

た
狂
戦
士
は
戦

を
構
え
直
し
な
が
ら
そ
う

い
切

た

 
今
正
に
真
横
で
ポ

シ

ン
を

ん
で
い
た
の
だ
が
そ
れ
は
ス
ル

な
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
つ
つ

は
エ
リ

シ
デ

タ
を
後
ろ
手
に
構
え
て
狂
戦
士
と
少
し
離
れ
た

に
い
る
堕
天

使
の
残
り

を
見
や
る
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堕
天
使
の

は
さ

き
の

突
と

ぎ
が
ク
リ
テ

カ
ル
に
な

た
の
か

も
う

は
四

目
に
突
入
し
て
い
る

あ
と
少
し
で
最
大

の
四
分
の
一
に
届
く
か
ら
今
後
も

意
は
必
要

だ
ろ
う

今

は
本

に

を
し
て
く
る
か
予
想
が
付
か
な
い

 
狂
戦
士
の

は

変
わ
ら
ず

て
い
な
か

た

 
し
か
し

こ
こ
で
さ

き
は
気
付
か
な
か

た
事
に
気
付
い
た

 

バ

の
横
の
方
に
一
つ
の
マ

ク
を
見
つ
け
た
の
だ

そ
こ
に
は

か

の
よ
う
な
も

の
が

を
弾
き
返
し
て
い
る
よ
う
な
マ

ク
が
出
現
し
て
お
り
マ

ク
の
下
に
は

か
の
小

さ
な
ゲ

ジ
が
見
え
た

 
更
に
至
近
で
フ

カ
ス
さ
れ
た
真

黒
な
カ

ル
の
上
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
 

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
１

と
あ

た

 
カ

ル
が
真

黒
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
く
格
上
と
い
う
証

な
の
で
そ
り

あ
強
い
の
も

け
る
話
だ
と

得
が
い

た

チ
ラ
リ
と

線
を
堕
天
使
に

せ
ば
そ
ち
ら
の
カ

ル
も

真

黒
だ

た

 
カ

ル
の
色
は
と
も
か
く
英

の

ネ
ト
レ
イ
ト
と
は

す
る
と
い
う
意
味
を
持

つ

数

の

さ
を

え
れ
ば
さ

き
の
攻
撃
で
四
回
分

た
と
い
う
事
に
な
る
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と
な
る
と

レ
ス
ト

は

か
が
切
れ
る
ま
で
の
意
味
を
有
す
る
の
か
と
予
想
し
た

 
直

す
れ
ば

か
が

す
る
ま
で
あ
と
十
六
回
攻
撃
し
て
更
に
一
回
入
れ
た
ら
そ
れ
ま

で
に

べ
て
変
化
が
出
る

と
い
う
事
に
な
る

 
つ
ま
り
十
七
回
攻
撃
を
加
え
れ
ば

こ
の
狂
戦
士
に
は

か
し
ら
変
化
が
現
れ
る
と
い
う
事

堕
天
使
は
と
も
か
く
こ
の
ま
ま
で
は
ジ
リ

な
の
は
確
実
で
あ
る
た
め

と
凶
と
出
る
か
は

運

せ
に
し
て
全
て
を

け
る
よ
り
他
は
無
い

と
な
れ
ば

晒
せ

 
真
横
に

る

へ
向
き
直
り
後
ろ
手
に
振
り
か
ぶ

た
戦

を
全
力
で
振
り
上

て
来
た
狂

戦
士
の
一
撃
を

歩
ま
た
横
に
動
く
だ
け
で

し
た
後

は
狂
戦
士
の
す
ぐ
横
を

り

け
る

と
共
に
剣
を
振
る

て
一
撃

き

ん
で

動
を
開
始
し
た

 

の

線
の
先
に
は

地
面
に
突
き
立
つ

の
剣
が
あ

た

 
お
お

キ
リ
ト
の
や
つ

持
ち
直
し
た
ぞ

Ｈ
Ｐ
１
に
さ
れ
て
か
ら
の
堕
天
使
の
突
進
攻
撃
を
ま
さ
か
二
刀
の
時
み
た
い
に
全
撃

ぐ
ど
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こ
ろ
か
一
刀
で
反
撃
を
入
れ
る
な
ん
テ

ち

か
り
ア
イ
テ
ム
使

の
反
撃
も

し
て
る

シ

い
な

彼
は

本

に

 

を
完
全
回
復
し
た
後

キ
リ
ト
君
は
狂
戦
士
の
振
り
向
き
ざ
ま
の
一
撃
を

や
か
に
紙
一

重
で
回

し
す
ぐ
に
反
撃
を
入
れ
な
が
ら
横
を

り
過
ぎ
地
を
這
う
衝
撃
波
に
よ

て
弾
き

ば
さ
れ
た
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
方
へ
と

り
出
し
た

 
そ
れ
を
見
て
ク
ラ
イ
ン
は

き
と
喜
び
と
安

が

ざ
り
合

た
声
を
上

ア
ル
ゴ
さ
ん

も

れ

で
は
あ
る
が
安

の

み
を
浮
か
べ
た

 
恐
ら
く
だ
が
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
持
ち
直
し
た
事
か
ら
少
な
く
と
も

達
の
名
前
を
呼
ぶ
だ

け
で
は
あ

た
が
精
一

の
声

が

を

し
た
の
だ
と
思
う

ず

と

ら
れ

け
て
表

立

て
は

達
で
も
応

し
て
こ
な
か

た
か
ら
こ
そ
恐
ら
く
こ
こ
ま
で
の
大
人
数
で
声

を

け
た
経
験
は

無
に
近
い

だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
初
に
違
い
な
い

 
更
に
は
自
身
を

い

け
入
れ
た
義
姉
と
新
た
に
出
来
た
ユ
イ
と
い
う
義
姉
の
声

も
あ

た

恐
ら
く
家

か
ら
の
声
が
最
も

い
た
だ
ろ
う

 
経
験
が
無
か

た
が
故
に

に
喜
び
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う
事
は

思
う

は
あ
る
が
そ
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れ
を

直
に

け
取
れ
る
だ
け
彼
も

を
持
て
た
と

え
れ
ば
喜
ば
し
い
事
で
は
あ
る

 

は
そ
う

え
る
と
共
に
さ

き
の
堕
天
使
と
の
攻

を
思
い
出
し
て
安

と
共
に

い

と
い
う

直
な

を

中
に
浮
か
べ
て
い
た

 
あ
の
状
況
下
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
持
ち
直
し
速
攻
で
堕
天
使
の
突
進
攻
撃
を

き
あ
ま

つ
さ
え
反
撃
を
入
れ
た
と
い
う
事
の

さ
は
恐
ら
く
攻
略
組
の
中
で
も
一
握
り
の
実
力
者
し
か

理
解
出
来
て
い
な
い
だ
ろ
う

あ
の
一

の
攻

が
見
え
た
者
な
ど
恐
ら
く

無
に
近
い
に
違
い

な
い

だ

て
見
え
な
か

た

 

は
そ
こ
ま
で
突
出
し
た
能
力
が
あ
る

で
は
無
い

平

的
に
能
力
は
高
い
が
オ

ル
ラ

ウ
ン
ダ

故
に
特
化
は
出
来
な
い
の
が

な
の
だ

多
く
の
部
分
で
他
の
人
達
よ
り

れ
て
い
る

事
は
多
い
だ
ろ
う
が

そ
れ
で
も
一
点
は
絶
対
的
に
負
け
る
と
い
う
の
が

な
の
で
あ
る

 
逆
に

え
ば
必
ず

か
能
力
的
に
勝
る
部
分
が
あ
る
と
も

え
る
の
だ
が

そ
ん
な

で
も

キ
リ
ト
君
に
だ
け
は
絶
対
に
勝
て
る
も
の
が
無
い
と
思

て
い
る

 
そ
れ
は
覚
悟

心
の
強
さ
と
い
う
意
味
で
も

剣
の

し
と
い
う
意
味
で
も

ぶ
る
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

闇
に

ち
ろ
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キ
リ
ト

 
こ
こ
が

ん

り
ど
こ
ろ
よ

れ

 
そ
し
て
人
望
と
い
う
意
味
で
も
勝
て
な
い
だ
ろ
う
と

は
キ
リ
ト
君
へ
声

を
送
る
リ
ズ

ベ

ト
と
シ
リ
カ
の
二
人
を
見
な
が
ら
思

た

 
リ
ズ
ベ

ト
は
攻
略
組
な
ら
知
ら
な
い
物
が

な
い
程
に
有
名
な
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
攻
略
組

を

手
に
す
る
鍛
冶
師
の
中
で

一
武

を

ん
で
中
立
の
立
場
を
保

て
い
る
プ
レ
イ

だ

彼
女
は
武
器
の
目

は
お
ろ
か
そ
の
プ
レ
イ

が
ど
れ
だ
け
の
強
さ
か
も
武
器
に
対
す

る

い
を
見
れ
ば

と
な
く
把
握
出
来
る
よ
う
に
な

た
ら
し
い

本
的
に
大
切
に

え
ば
そ

の
プ
レ
イ

は
強
い
の
だ
と
か

 
彼
女
は
中
立
を
保
つ

事
も
だ

流

に
プ
ラ
イ
ベ

ト

で
は
そ
う
も
い
か
な
い
が

鍛
冶

と
い
う
立
場
で
は
絶
対
的
に
中
立
な
立
場
だ

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
君
を

る
リ
ン
ド
が

い
る

聖
⻯

合

キ
バ
オ
ウ
が

属
す
る

が

い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
武
器
製

や
強
化
の
依
頼
は
一

た
り
と
も
断
ら
れ

た
事
が
無
い

生

ラ
イ
ン
を
止
め
て
し
ま
え
ば
攻
略
が

れ
る
か
ら
だ

更
に

え
ば
女
尊
男

へ
の
ア
ン
チ

向
が
あ
る
た
め
女
性
で
あ
る
自
身
が
横

な

を
取

て
し
ま
う
と
危
険
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だ
と
自
覚
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

 
中
立
だ
か
ら
こ
そ
信
頼
を
寄
せ
ら
れ

信

さ
れ
る

 
だ
が
彼
女
自
身
が
一
定
以
上

み

む
事
は
無
い
下
手
に

を
突

め
ば

事
に
な
る

と
理
解
し
て
い
る
か
ら
だ

こ
の
世
界
で
は
人
を
信
じ
る
事
が

し
い
し
ア
ス
ナ
さ
ん
か
ら

さ
れ
て
以

は
そ
う
で
も
な
い
が

と
彼
女
に
認
め
ら
れ
る
の
は

し
い
と

い
て
い
る

た
め
初
日
か
ら
親
し
く
な

た
キ
リ
ト
君
は
人
望

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
う

で
も

回
か
彼
女
の

に
立
ち
寄

た

で

く
信

さ
れ
た
の
だ
か
ら

ま

彼
の
年

の

さ

も
あ
る
の
だ
ろ
う
け
ど

 
そ
し
て
シ
リ
カ
彼
女
の
場
合
は
実
は
意
外
に
リ
ズ
ベ

ト
よ
り
も
ガ

ド
が

か

た
り
す

る

か
ら

良
パ

テ

を
組
ん
で
中
層
か
ら
上
層
を
行
き
来
し
て
い
る
彼
女
は

ア

イ
ン
ク
ラ

ド
中
で
二
人
し
か
い
な
い
フ

ザ

リ
ド
ラ
を
テ
イ
ム
し
た
ビ

ス
ト
テ
イ

マ

で
あ
る
と
同
時
そ
の

さ
か
ら
ア
イ
ド
ル

い
さ
れ
て
い
る

有
な
プ
レ
イ

だ

故

に
男
性
プ
レ
イ

か
ら

ら
れ
女
性
プ
レ
イ

か
ら

ま
れ
る
事
も
し

ち

う
だ

た

ら
し
い

 
そ
ん
な
彼
女
に
頼
ら
れ
る
事
は
滅
多
に
無
い
と
い
う
の
が
シ
リ
カ
の
フ

ン
達
の
共

見
解



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

だ
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら

た

ア
ル
ゴ
さ
ん
に
依
頼
を
し
た
時
の
事
情
は
仕
方
な

か

た
に
せ
よ
そ
も
そ
も
あ
ま
り
人
を
頼
る
な
ど
の
弱
み
を
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
ら
し

い 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
君
と
会
い

見
も
無
く
親
し
く
な
り
以

も
交
友
が
あ
る

つ
か
の

共

点
が
あ
る
と
は

え

や
は
り
キ
リ
ト
君
の
人
と
な
り
が

せ
る
業
だ
ろ
う

 

ら

く
て
も
人
格
が
破

し
て
い
た
り
あ
ま
り
に
も
外
れ
て
い
れ
ば
人
は
離
れ
て
行
く

の
だ
か
ら

よ
し

 
キ
リ
ト
が
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
取
り

し
た

い
で
す
よ
キ
リ
ト
君

 
そ
の
ま
ま

し
切
れ
ば
勝
ち
も
同
然
で
す

れ
キ
リ
ト

 
ユ
ウ
キ
君
達
が
喜
び
に

い
た

線
の
先
で
は
体
力

少
に
よ

て
攻
撃
が
苛

に
な

た

堕
天
使
の

と
狂
戦
士
の
追
撃
を
振
り
切
り

く

の
剣
を

手
に
取
り

し
二
刀
を

持

た
キ
リ
ト
君
が
ボ
ス
達
に
向
き
直
る
光

が
あ

た

 
ベ

タ
時
代
か
ら

ま
じ
い
強
さ
を
見
せ
つ
け
た
彼
の

二
刀
の

 
そ
の
得
も

わ
れ
ぬ
力
強
さ
に

は
ぐ

と

を
握
る
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ま
だ
負
け
ら
れ
な
い

ま
だ

め
る

に
は
い
か
な
い

 
全
力
で
行
く
ぞ

お
前
の
力
を
見
せ
て
み
ろ

さ

足
掻
い
て
見
せ
ろ

歴
史
を
変
え
て
や
る
と
な

 
二

二
人
と
一
人
は

己
の
得
物
を
構
え
て

対
峙
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
実
は
お
話
的
に
は

ど
進
ん
で
い
な
い
と
い
う

で
も
結
構
フ
ラ
グ
と

線
を
乱
立
さ
せ
て

お
り
ま
す

目
立
つ
も
の
だ
け
で
も
キ
リ
ト
覚
醒
フ
ラ
グ

遇

善
フ
ラ
グ
ボ
ス
二
体
倒
せ

る
フ
ラ
グ
が
あ
り
ま
す
ね

 
で
も

中
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
思
わ
れ
れ
ば

し
い
で
す

つ

か
不
自
然
な
点
が
あ

た
事
か
ら
情
報
が
違
う
事
に
気
付
い
て
い
た
方
は
更
に

み
返
せ
ば
お

や

 
と
思
う
点
が
出
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

一
応

線
を

て
お
り
ま
す
の
で
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実
は
ボ
ス
個
体
の
攻
撃
パ
タ

ン
に
は
一
定
の
法

性
を
付
け
て
お
り
ま
す
狂
戦
士
に

し

て
は
一
部

外
も
あ
り
ま
す
が
大
体
決
ま

て
ま
す

 
そ
れ
が
見

け
れ
ば
倒
せ
る
フ
ラ
グ
は
分
か
る
ん
で
す
ね

実
は
キ
リ
ト
が

に

え
に
近

い
の
出
し
て
ま
す
し

 
た
だ
し
あ
ら
か
じ
め

て
お
き
ま
し

う

フ
ラ
グ
が
立

て
も
必
ず
し
も
そ
れ
を

良
い
方
で
回
収
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
事
を

そ
し
て
た
と
え
回
収
し
た
と
し
て
も
そ
れ

以

は
分
か
ら
な
い
と
い
う
事
を

 

故
こ
ん
な
こ
と
を

た
の
か

そ
れ
は
今
後
の
予
定
が
未
定
だ
か
ら

ど
う
転
ぶ
の

か
分
か
ら
な
い
か
ら
念
の
た
め
と
い
う
だ
け
で
す

 
そ
こ
ま
で
他
意
は
あ
り
ま
せ
ん

 

初
今
話
は
も

と
キ
リ
ト
が
苦
し
む
予
定
だ

た
ん
で
す
が

先

ば
し
に
な

て
い

ま
す
か
ら
ね

あ
く
ま
で

い
て
い
な
い

り
で
お

し
で
す

 
ち
な
み
に
狂
戦
士
は
Ｔ
Ｏ
Ｄ
リ
メ
イ
ク

と
Ｍ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
か
ら
堕
天
使
は
Ｆ

Ｆ
Ｄ
Ｄ

と

Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｆ

と

Ｆ
Ｆ

Ａ
Ｃ

と

の
心
と
闇
と
光
と

の
ゲ

ム

を
参

に
し
て
お
り
ま
す

前
者
は
特
に
技
を
放
つ

に
特
徴
的
な

を
出
す
の
で
動

な
ど
で

見
れ
ば

こ
う
い
う
技
な
の
だ
な
と
イ
メ

ジ
が
付
く
か
と
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逆
に

え
ば
こ
れ
ら
を
全
て
や

た
事
が
あ
る
方
な
ら
今
後
ど
う
な
る
か
あ
る
程

予
想
付
く
か
も

 
出
せ
る
要

は
出
し

く
す
予
定
で
す
か
ら
ね

 
一
応
前
話
と
今
話
で
出
た
狂
戦
士
と
堕
天
使
の

と
技
名
は
出
し
て
お
き
ま
し

う
か

く
し
た
ら
設
定
集
に
気
が
向
け
ば

と
い
う
感
じ
で

 
実
は
全
部
は
ま
だ
出
て
ま
せ
ん

ま
だ
ま
だ
悪
夢
を
見
せ
る
ゼ

 
全
て
の
原
作
技
を

羅
出
来
る
か
は
ち

と
分
か
り
ま
せ
ん
が

り
ま
す

  
・
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
ｅ
ｎ
ｏ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｂ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｒ
ｃ
ａ
ｒ

ア
イ
テ
ム
な
ぞ

同
名

狂
戦
士
を
語
る
上
で
は
外
せ
な
い
セ
リ
フ
と
技

リ
メ

イ
ク
作
か
ら
秘

義

い
放
た
れ
れ
ば
ま
ず
死
亡

今
話
で
キ
リ
ト
は
ギ
リ
ギ
リ

し
た
が
原

作
で
は
回

不
可

で
も
オ

ル
ス
タ

作
品
だ
と

に
全
撃
回

と
い
う
バ
グ
が
あ

た
り
す

る
殺
し
だ

に

け
ろ

ジ

ノ
サ
イ
ド
ブ
レ
イ
バ

初
出
の

か
ら
あ

る
極
太
光
線

狂
戦
士
で
も

と
有
名

つ
絶
対

不
能
の
技

戦
闘

が

な
い
と

全
滅
も
あ
り
得
る
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ち
な
み
に
本
作
の
ロ

マ

表
記
の
Ｇ
ｅ
ｎ
ｏ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
の
部
分
は
こ
こ
か
ら
取

て

い
る

の
背
後
に

バ

ク
・
ス
ナ
イ
パ

狂
戦
士
の
中
で
結
構
有
名
な

リ

メ
イ
ク

で
は
登
場
回
数
は
少
な
い
が
初
出
で
は
バ
リ
バ
リ
登
場

リ
メ
イ
ク
で
は
背
後
に
回

る

間
狂
戦
士
も
同
じ
方
向
を
向
く
の
で
そ
も
そ
も
タ

ゲ

ト
さ
れ
て
い
る
間
に
背
後
に

回
る
こ
と
そ
の
も
の
が
少
な
い
か
ら
あ
ん
ま
り
見
ら
れ
な
か

た
り

一
対
一
で
は
十
中
八
九
出

な
い
と

え
る

 
攻
撃
方
法
は

ん
で
地
面
に

と
す
だ
け

た
だ
し

不
可

た
れ
ば
ま
ず

死

こ
ま

て
ん
じ

ね

の

き
付
け

ガ

ド
す
る
と
使

す
る

初
出
が
原

点
だ
が

技
名
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

見
た
ま
ん
ま

一
撃
で
本

に
ガ

ド
ブ
レ
イ
ク
し
て
く
る

の
で

仮
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
戦

た
ら

目
確
定
で
あ
る

に
後
退
の
二
文

は
ね

同
名

め
無
し
ジ

ノ
サ
イ
ド
ブ
レ
イ
バ

本
作

で
は
一
歩
で
も
後
退

狂
戦
士
か
ら
見
て

離
を
取
る
方
向
に

動

す
る
と
発
動
す
る
設
定

 
初
出
で
は
魔
法
攻
撃
だ

た
が

Ｍ

Ｇ
Ｅ
Ｎ

で
は
ガ
チ
で
一
歩
で
も
後
退
し
た

間
放

つ
レ

ザ

に

の

は
初
出
で
は
男
だ

た
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死
ぬ
か

消
え
る
か

下

こ
れ
ぞ
我
が

義
・
三

殺

リ
メ
イ
ク
作
品

で
は
無
く

初
出
の

テ
イ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
デ
ス
テ

ニ

と
い
う
ゲ

ム
で

が
四

分
の
一
を

る

に
使

す
る
凶
悪
技

ぎ
払
い

斬

か
ち
上

斬
空
断

み

と
す

断

か
ら
な
る

義

た
れ
ば
Ｈ
Ｐ
１

強
制
ダ
ウ
ン

 
ち
な
み
に
リ
メ
イ
ク
で
は
別
の
攻
撃
方
法
で
同
名
の
技
が
あ
る
が

が
異
な
る

そ
ち

ら
は
本
作
で
は
登
場
し
て
い
な
い

主
な
参

は

Ｍ

Ｇ
Ｅ
Ｎ

晒
せ

の
振
り
上

テ
イ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
ヴ

ス

リ
ア
闘
技
場
出
場
の
英

雄
を
殺
め
し
者

び
Ｍ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
か
ら

下

か
ら
片
手
持
ち
の

を
大
振
り
に
振
り
上

る
強

な
攻
撃

 
か
ち
上

と
は
違
う

構
し
て
ん
じ

ね

ヘ
ル
ヒ

ト

リ
メ
イ
ク
で
追
加
さ
れ
た
追

性
能
付
き

火

弾

文
中
で
は
数
え
ら
れ
て
い
な
い
が

正
確
な
数
は

発

で
は
超
追

性
能

び

弾
速
を
誇
り
五
分
の
一
の
確

で
一
発
ご
と
に
最
高
レ
ベ
ル
の

果
を
喰
ら
う
上
に

し
て
も
回
数
で
破
ら
れ
る
と
い
う
超
⻤

技

 
で
も
本
作
キ
リ
ト
に
は
実
力
で
無

化
さ
れ
る
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引
き
裂
い
て
や
ろ
う
か

殺
・
魔
神
剣

無
限

程
か
つ
高
高

ま
で
攻
撃
判
定
が
あ

る
凶
悪
な
地
を
這
う
衝
撃
波

テ
イ
ル
ズ
シ
リ

ズ
で
も
中

無
い
凶
悪
な
技
で
あ
る
が
リ
メ

イ
ク

で
は
こ
れ
を
超
え
る
魔
神
剣
系
秘

義
が
あ

た
り
す
る

 

を
極
め
れ
ば
こ
そ
の
強
さ
な
の
か
も
し
れ
な
い

殺
意
あ
り
あ
り
な
の
も
ど
う
か
と
思

う
が

時
ま
で

て
や
が
る

ト
ラ
ン
プ
ル

を
呼
ぶ
二

足

み

リ
メ
イ
ク
に
て
追

加
さ
れ
た
技
で
ダ
ウ
ン
し
た
ら
絶
対
放

て
く
る

い
技

が
一
定
以
下
に
な
る

に
攻
撃

回
数
が
増
加
し

最
大
で
七
回
ま
で
増
え
る

ダ
ウ
ン
さ
せ
た
の
に
こ
の
セ
リ
フ
は
理
不

だ

 
ち
な
み
に
あ
る
技
を
使

す
る
と
自
動
で
二
回
増
加

更
に
あ
る
攻
撃
か
ら
は
絶
対
に
追
撃

し
て
く
る

  
・
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ

終
わ
り
だ

地

開
幕
直
後
に
放
た
れ
る
技

技
名
は
Ｆ
Ｆ
Ｄ
Ｄ
参

ダ
メ

ジ
回
数

を
数
え
れ
ば
斬
り

け
攻
撃
は
実
は
ど
の
ゲ

ム
も
し

か
り
八
回
だ

た
り
す
る

闇
に

ち
ろ

シ

ド
ウ
フ
レ
ア

手
を
取
り

く
よ
う
に
黒
い

が
複
数
個
出
現
す
る
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技
名
は
Ｆ
Ｆ
Ｄ
Ｄ
参

と
内
容
は

の
ゲ

ム
参

来
た
れ
心
無
い
天
使

心
無
い
天
使

技
名
は
Ｄ
Ｄ
Ｆ
Ｆ
か
ら

ご
存
知

手

の

を
強
制

に
す
る
⻤

技

 
実
は

の
ゲ

ム
の
リ
メ
イ
ク
で
は

出
来
る
が
た
だ
の

で
は

け
る
し
か
無
い

こ

の
後
に
絶
対

地

が
来
る
が

回
復
に
焦
ら
な
け
れ
ば
対
応
可
能

全
て
は
闇
の
中
に

リ
ユ
ニ
オ
ン

セ
リ
フ
と
性
能
は

の
ゲ

ム

技
名
は
Ｆ
Ｆ
Ｄ
Ｄ

参

実
は
ア
ル
ゴ
の
情
報
が

に

れ
て
い
た
と
い
う
事
実

知

て
い
た
方
は
気
付
い
て
い

た
だ
ろ
う

 
こ
う
な
る
と
全
て
の
攻
撃
パ
タ

ン
が
強
化

の
変
更
が
出
る

星

の
裁
き
を

け
ろ

ち
ろ
天
の
怒
り

メ
テ
オ
レ
イ
ン

セ
リ
フ
技
名
共
に
オ
リ

ジ
ナ
ル

内
容
は

の
ゲ

ム

正
直
ノ

ダ
メ

ジ
は
あ
り
得
な
い

ま
た

不
可

が
数
十
発

来
す
る

  

こ
ん
な
感
じ
で
す
か
ね

こ
う
見
る
と
堕
天
使
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
な

狂
戦
士
の

キ

ラ
の

さ
に
圧
倒
さ
れ
て
ま
す
ね

ス
ピ

ド
で

え
る
と
圧
倒
的
な

な
の
で
す
が
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ま

ま
だ
ま
だ
本

発

し
て
な
い
の
で

大

で
し

う

嗤

 
狂
戦
士
な
ん
て

少
し

べ
た
ら
全
然
ま
だ
あ
る

て
い
う
の
が
分
か
り
ま
す
し
ね

 
⻑

と
失
礼

で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
二
章
 

堕
ち
し
英
雄
達
の
死
煉

  
ど
う
も

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
一

間
空
け
て
し
ま
い
お

ち
下
さ

た

様

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

レ
ポ

ト

や
ら
実

や
ら
発

や
ら
で
て
ん
て
こ
舞
い
だ

た
の
で

 
さ
て
今
話
で
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
分
か
る

り
か
な
り
の

戦
要

を
入
れ
て
お
り
ま
す

ア

サ
リ
終
わ
る
部
分
も
あ
る
に
は
あ
り
ま
す
が

堕
天
使
の

を
見
た
事
が
あ
る
人
な
ら

中
の
や
り
取
り
は
分
か
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

 

点
と
し
て
は
キ
リ
ト
リ

フ

シ
ノ
ン
で
す

今
ま
で
と

べ
て
少
し
狂
戦
士
の
凶

性
が

れ
て
お
り
ま
す
が

ご
容
赦

き
た
く
思
い
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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⻑
刀
使
い
の
堕
天
使

戦

使
い
の
狂
戦
士
と

み
合
う
中

最
初
に
動
い
た
の
は
堕
天
使

だ

た
こ
の
身
の
程
知
ら
ず
が

 
そ
う

て
⻑
刀
を
突
き
出
す
か
の
よ
う
に

身
を
前
に
し
て
構
え
た
堕
天
使
は

へ
と

突

し
て
き
た

 

突
か
と
予
想
し
て
い
た
が

え
は
上

か
ら
の
振
り
下
ろ
し

 
ギ
リ
ギ
リ
で
反
応
出
来
た
の
で
エ
リ

シ
デ

タ
を
振
る

て

殺
し
た
も
の
の
直
後
真
下

か
ら
刃
が

る

真
上
に

い
て
の
真
下
か
ら
の
攻
撃
に
対
応
し
き
れ
ず
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

で
直
撃
を

ぐ
の
が
精
一

だ

た

は
真
上
に
吹

ば
さ
れ
た

 
そ
の

を
追
撃
す
る
べ
く

堕
天
使
は
黒
い
片
翼
を
は
た
め
か
せ
な
が
ら

ん
で
き
た

ぐ
 
十
分
に
対
応
は
出
来
な
か

た
か
ら
空
中
へ

ば
さ
れ
た
が
別
に
ダ
メ

ジ
を

け
た

で

は
無
く

依
然
と
し
て

の

は
九

強
を
保

た
ま
ま
だ

た

そ
れ
も

戦
闘
時
自
動
回
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復

ス
キ
ル
と
ポ

シ

ン
の
リ
ジ

ネ
に
よ

て

れ
フ
ル
回
復
す
る

 
ダ
メ

ジ
を
負
わ
な
か

た
と
い
う
事
は
す
な
わ
ち
ノ

ク
バ

ク
も
無
い
と
い
う
事
で
あ

る 
よ

て

は
空
中
と
い
う
こ
の
世
界
で
は

れ
な
い

境
で
は
あ
る
も
の
の
堕
天
使
が
追
撃

に
振
る

て
き
た
⻑
刀
に
対
し
二
刀
を
振
る

て

殺
す
る
事
が
出
来
た

横

ぎ
に
振
る
わ

れ
る
⻑
刀
と
交
錯
す
る
よ
う
に
振
る

て
や
れ
ば

殺
出
来
る
の
で

そ
こ
ま
で
苦
で
は
無
い

む
し
ろ
空
中
で
し

か
り

勢
を
整
え
る
方
が
大
変
だ

た

 
二
三
四
五
六
七
撃
目
の
横

ぎ
を

い
だ
後
堕
天
使
は

の
横
を
高
速
で

び

け
た

て

き
り
攻
撃
が
来
る
か
と
思

て
黒
剣
を

ぎ
に
振
る

た
も
の
の
見
事
に
空
振

た

は

そ
の
勢
い
の
ま
ま
ぐ
る
り
と
空
中
で
回

て

界
を
地
面
か
ら
上
空
へ
と

す

滅
却
し
て
や
ろ
う
か

 
上
を
向
け
ば

暗
雲
が
渦

い
て
立
ち

め
る
空
の
中
心
に
浮
か
ぶ
堕
天
使
の

が
見
え
た

を
し

か
り
と
見
て
い
た
堕
天
使
は
そ
う

い
⻑
刀
を
逆
手
で
持
ち
直
し
た
後
初
速
か
ら

ま
じ
い
ス
ピ

ド
を
出
し
て
突

ん
で
く
る

や
ら
れ
る
か
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空
中
で

に
身
動
き
を
取
れ
な
い

に
取
れ
た
手

は
一
つ
だ
け
だ

た

ド
ス
キ
ル

だ 
仮
に
こ
こ
が
現
実
世
界
だ

た
な
ら
男
性
の
中
で
も

に
だ
け
許
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

を

使

た
だ
ろ
う
が
こ
こ
は
そ
ん
な
も
の
な
ど
存
在
し
な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
な
の
で

に
は

ド
ス

キ
ル
で
対
抗
す
る
し
か

え
付
か
な
か

た

 

ド
ス
キ
ル
は
シ
ス
テ
ム
が
プ
レ
イ

の
ア
バ
タ

を

定
の
動
き
に

て
動
か
し

て

を
攻
撃
す
る
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
つ
ま
り
こ
れ
は
シ
ス
テ
ム
が
主
体
と
な
る

武
器
を

じ

て
プ
レ
イ

の
ア
バ
タ

を
も
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
の
対

に

く
事
で
シ
ス
テ
ム
の
動
き

に
ア
バ
タ

が
動
く
の
だ

 
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
が
許
し
た
動
作
な
の
で
極
論
常
識
外
の
行
動
な
ど
も
可
能
に
な
る
そ
れ

が
シ
ス
テ
ム
が

配
す
る
仮
想
世
界
の
特
徴
だ

 

は
そ
の
一
つ
で
あ
る

ド
ス
キ
ル
を

い
て

真
上
に

る
堕
天
使
へ
突
進
し
た

 
二
刀
か
ら
蒼
の
光
を

ら
せ

の
様
に
時

回
り
に
回
転
し
な
が
ら
の
突
進
は

二
刀
流

突
進
二

撃

ド
ス
キ
ル
ダ
ブ
ル
・
サ

キ

ラ

だ

と
て
も
使
い
勝
手
の
良
い
突
進

ス
キ
ル
で
あ
る
こ
れ
は
シ
ス
テ
ム
の
動
き
に

て
本
来
な
ら
再
現
さ
れ
た
重
力
に
よ

て



 第二十二章 〜堕ちし英雄達の死煉〜

下
す
る

の

の
体
を
真
上
に
動
か
し

し
上

て
く
れ
た

 

ダ
ブ
ル
・
サ

キ

ラ

は

回
転
し
な
が
ら

の
剣
を

斬
り
上

の
剣
を
一

回
転
し
た
後
に
逆

に
振
り

く
技

論
構
え
に
よ

て
は

逆
も
あ
り
得
る
そ
の
場

合
は
回
転
の
向
き
か
ら
攻
撃
の
型
の
向
き
も
全
て
が
逆
に
な
る
だ
け
だ

 
そ
し
て
堕
天
使
の
⻑
刀
は
逆
手
持
ち
と
は

え

か
ら
見
て

か
ら

へ
振
り

か
れ
る

道
に
あ

た

の
剣

と
正
反
対
の
向
き

 
よ

て

の
二
剣
と
堕
天
使
の
⻑
刀
が
ぶ
つ
か
り
合
う
の
は
必
然
で
あ

た

 
ギ

ン

 
と
空
中
で
二
剣
と
一
刀
が
交
わ

た

が

き

り

達
の

上

と

下
の

性
は
完
全
に

殺
さ
れ
た

ま
じ
い
速

の

殺
で
あ

た
た
め
か
背
中
が
そ

れ
ぞ
れ
天
と
地
か
ら
闘
技
場
の

へ
と
向
き
つ
つ
刃
を
合
わ
せ
て
い
る

達
は
空
中
で
数

浮

遊
感
を
味
わ

た 

が
お
前
を
強
く
し
た

間
で
も
無
い
の
に

い
た
く
な
い
な

 
間
近
で
背

が
ぞ

と
す
る
程
の

な

み
と
共
に
問
わ
れ

ば
意
地
に
な
り
な
が
ら

葉
を
返
し

二
剣
を

す
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そ
の
時
に
あ
ち
ら
も
⻑
刀
を

し
た
よ
う
で

い
に

離
を
取
る
よ
う
に
刃
が

し
出

さ
れ

体
が
離
れ
た

消
え
去
れ

な
ん

 

離
が
離
れ
た
か
ら

断
し
て
い
た
と

わ
れ
れ
ば
確
か
に
そ
れ
も
そ
う
な
の
だ
ろ
う

堕
天

使
は

を
呼
び
寄
せ
た
し
狂
戦
士
は

を

ぎ
払

て
地
を
這
う
衝
撃
波
を
放

た
り
一

で

離
を

め
て
来
て
い
た
事
を

え
れ
ば

離
が
離
れ
て
も

を

る
の
は
愚
か
だ
と

え
た

 
し
か
し
よ
も
や
⻑
刀
を
一

い
だ
だ
け
で
蒼
白
く

⻑
い
三
日
月
形
の
斬
閃
が

ん
で

く
る
と
は
予
想
し
て
い
な
か

た

し
か
も
一
回
振
る
だ
け
で
六
発

ん
で
く
る
な
ん
て

こ

の

 
弾

と
ま
で
は
い
か
な
い
が
そ
れ
で
も

ボ

ル
よ
り
は

か
に
圧
倒
的
な
速

で

ん

で
き
た
六
つ
の
斬
閃

 
そ
れ
に
対
し

は
黒
剣
に
蒼
黒
い
光
を

し
六

撃
か
ら
な
る
最
上

ド
ス
キ
ル
で

あ
る

フ

ン
ト
ム
・
レ
イ
ブ

を
放

た
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斬
り
上

斬
り
上

掛
け

突

一
回
転
し
て

り
を
放
つ
六

撃
は

突
だ
け
が
か
な
り
不
安
で
は
あ

た
が
斬
閃
全
て
と

に

殺
し
合

て
く
れ

た
た
め

は
ノ

ダ
メ

ジ
で
や
り
過
ご
す

 
堕
天
使
は
さ

き
の
高
速
で

ん
で
き
た
斬
閃
全
て
を

殺
し
切

た
事
を
興
味
深
そ
う
な

で

味
し
て
い
る
よ
う
だ

た

 

と
な
く
そ
の

を
見
て
ム
カ
つ
い
た

こ

ち
は
必
死
で
二
対
一
の
中
で
食
ら
い
付
い

て
い
る

て
い
う
の
に

そ
う
な

が

と
な
く
ム
カ
つ
い
た

 

そ
う
そ
し
て

か
を

味
す
る
よ
う
な
表
情
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
エ
ギ
ル
だ

て
す
る

が
し
か
し
彼
ら
の
そ
れ
と
堕
天
使
の
こ
の
表
情
と
は
根
本
か
ら
し
て
違

て
い
た

堕
天
使
の

場
合
は

面
白
い

と
上
か
ら
目
線
に
感
じ
ら
れ
た
の
だ

 
さ
れ

け
る
の
も

だ
し

堕
天
使
の

は
あ
と
少
し
で
消
し

ば
せ
る

こ
の
ま
ま
で
は

狂
戦
士
の
猛
攻
の
合
間
に
ま
た
Ｈ
Ｐ
１
攻
撃
を
さ
れ
て
し
ま
う
事
は
予
想
出
来
た
た
め
空
中
で

ち
て
行

て
い
る
今

と
か
し
て
追
撃
出
来
な
い
か
と
思

し
た

 
そ
し
て
す
ぐ
に
思
い
付
く

さ

き
自
分
自
身
で
や

た
事
だ

た
か
ら
だ
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に
は
堕
天
使
の
よ
う
に
斬
撃
を

ば
す
事
も

や

を
放
つ
事
も
出
来
な
い
の
だ
か
ら

直

攻
撃
し
か
手

が
無
い

つ
ま
り
間
合
い
を

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
し
て
今
が
空
中
で
あ
る
な
ら

ド
ス
キ
ル
に
よ
る
突
進
し
か

方
法
は
無
か

た

構
し
て
ん
じ

ね

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

え
え
え
い

チ

 
こ
こ
で
来
る
か

 
正
に
再
び
ダ
ブ
ル
・
サ

キ

ラ

を
放
と
う
と
構
え
を
取

た
時
に

く

太
い
方
向

に

は
思
わ
ず

打
ち
し
な
が
ら

線
を
堕
天
使
か
ら
外
し
地
面
へ
と
向
け
る

下
で
は
地

面
か
ら

か
に
浮
き
そ
し
て
自
然

下
し
な
が
ら

の
宝

か
ら
火

弾
を
放
出
し
て
い
る
狂

戦
士
の

が
見
て
取
れ
た

 
こ
の

十
発
と
放
た
れ
る

色
の
火

弾
は
恐
ろ
し
い
程
の
追

性
能
と
弾
速
を
誇

て
い
る

が
実
体
が
無
く
ア
ス
ト
ラ
ル
系
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
か

の
中
心
で

く
ド

ト
部
分
し

か
攻
撃
判
定
が
存
在
し
な
い

と
は

え
追

性
能
に
よ

て
そ
の
ド

ト
部
分
が
ア
バ
タ

に

た
る
よ
う

整
し
て
く
る
の
で
体
の

り
だ
け
で
は
決
し
て

け
ら
れ
な
い
の
が
実
情
だ

 
し
か
し
実
体
が
無
い
と
い
う
事
は
容

に

殺
す
る
事
も
可
能
で
あ
り

だ
か
ら

に
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む
事
も
可
能
だ
ろ
う
と
思

て

は

の
中
で

嗟
に
ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド
を
ブ

レ
ス
攻
撃
さ
れ
た
時
と
同
様
に
放

た

そ
れ
が

を

し
た
の
は
偶
然
だ

 
よ

て
対
抗
策
は
出
来
て
い
る
も
同
然
だ

た
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
忌

し
い
と
思

い
な
が
ら
も

ま
だ
未
知
の
攻
撃
で
無
い
だ
け
対

し
や
す
か

た

 

は

と
足
を
逆
さ
に
し

か
ら
地
面
に
突

ん
で
い
く
よ
う
な
体
勢
に
な

た
後
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
眼
前
に
掲

て

色
の

盾
を
形
成
す
る
よ
う
に
高
速
回
転
さ
せ
た

色

に

く

風
の

盾
に
火

弾
が

と

り

刃
に

ま
れ
て
は

て
い
く

 
斬
り

ら
さ
れ
た

色
の
火
の

が

の
横
を

り
過
ぎ
る
の
を
我

し
な
が
ら

は
全
弾

ぐ
ま
で
根
気
強
く

た

 

手
の
指
と

に
衝
撃
が
来
な
く
な

て
か
ら
剣
の
構
え
を
解
く
と
地
面
に

り

く
ま
で

残
り
十
メ

ト
ル
と
い
う

だ

た

 
思

た
以
上
に
高
い

ま
で
上
が

て
い
た
の
だ
な
と
思
い
つ
つ
危
な

な
く
地
面
に
足
を

付
き

の

節
で
衝
撃
を
和
ら

す
ぐ
に
動
け
る
よ
う

勢
を
整
え
た

約
束
の
地
へ
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そ
こ
で

突
に
予
想
外
な

か
ら
声
が

こ
え
た

真
上
だ

 
声
が

こ
え
同
時
に

か
の
圧
を
感
じ
て

に

へ

び
退
く
と
一

前
ま
で

た
と

こ
ろ
に
⻑
刀
を
突
き
立
て

そ
の

の
大
地
を

さ
せ
る
堕
天
使
の

が

界
に
入

た

ど
う
や
ら

が
火

弾
の

を

え

い
て
い
る
間
に
片
翼
で

動
し

の
真
上
を
取

て
い

た
ら
し
い

ズ
ル
い
と
思
う
の
は

だ
け
で
は
無
い

だ

 
し
か
し
こ
れ
は
逆
に

機
で
も
あ

た

せ
堕
天
使
は
地
面
に
⻑
刀
を
突
き
立
て
た
状

つ
ま
り

勢
も
攻
撃

勢
も
取
れ
な
い
無

備
な
状

だ

た
か
ら

こ
こ
で

 
こ
こ
で
決
め
る
べ
き
だ

裏
で
そ
う
声
が

こ
え
た

 
そ
れ
に

て
一
歩

強
く

み

む

に

足
を

み
出
し
た

 

様

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  
そ
の
時

の
後
ろ
か
ら
恐
ろ
し
い
怒

が

突
に

き

た
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思
い
も
よ
ら
ぬ
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
だ

た
の
で
ビ
ク

と

が

ね
動
き
が
止
ま

て
し

ま
う

 
チ
ラ
リ
と

越
し
に
後
ろ
を
見
や
れ
ば

を

に
向
け
て
突
き
出
し

色
の
宝

か
ら

禍

し
い
オ

ラ
を
放
出
さ
せ
て
い
る
狂
戦
士
の

を
三
十
メ

ト
ル
程
先
に
見
つ
け
た

に

 
後
退
の

 
二
文

は

 
狂
戦
士
の

に
は

な

み
が
浮
か
ん
で
い
た

び
き
び
き
と
血

が
浮
き
出
て
い
る

黒

い

に

な

み
は
空
恐
ろ
し
か

た

そ
れ
以
上
に

か
ら
感
じ
る
圧
倒
的
な

圧
感

の
方
が

ま
じ
か

た
が

 
も
し
か
す
る
と
禁

事

で
同
じ
も
の
に
触
れ
る
と

力
が
上
が
る
と
か
そ
ん
な
感
じ
な

の
か
と
思

た

無

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
い

く
 

け
て
放
た
れ
た
怒

と
共
に
重
苦
し
い
重

を

か
せ
な
が
ら
禍

し
い
極
太
の
光
線

が
放
た
れ
た

そ
の
直
線
状
に

た

と
堕
天
使
は
そ
れ
ぞ
れ
別
方
向
に

ん
で
そ
の
破
滅
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を

す
光
線
を

す

同
じ
方
向
に

し
た
ら
追
撃
し
よ
う
と
も
思

て
い
た
の
だ
が
ど
う
や

ら
そ
う
は
問

が
下
り
な
い
よ
う
だ

た

 
堕
天
使
と
は
一
対
一
な
ら
ま
ず
確
実
に
勝
て
る
と
い
う
確
信
が
あ
る

と
突
進
速

が
あ

る
し
え

つ
な
い
攻
撃
を
し
て
く
る
が
ま
だ
対

の
し
よ
う
は
あ
る
か
ら
だ

も

す

か
斬
る
か
で
対

可
能
だ

た

 
し
か
し
狂
戦
士
が
こ
こ
に
入

て
来
る
と
な
る
と

か
以
上
に

が
あ
る

狂
戦
士
の

が
強
い

だ

 
狂
戦
士
に
対
し
て
離
れ
る

動
を
取
れ
ば
そ
れ
が
た
と
え
堕
天
使
に
向
か

て

動
す
る

で
あ
ろ
う
と
後
退
と
取
ら
れ
る
し
あ
ち
ら
は

大
レ

ザ

や
ら
追

性
能
の
高
い
火

弾
や

ら
を
速
攻
で
放

て
く
る
予
備
動
作
が
少
な
い
か
ら
隙
も
小
さ
い
の
だ

更
に
は
恐
ら
く

上

に
表
示
さ
れ
て
い
た
回
数
分
だ
け

ま
な
い
と
来
て
い
る

 
堕
天
使
を

そ
う
と
す
る
と
一

界
外
に

い
た
狂
戦
士
の
方
が
手
隙
に
な
る
か
ら
火

弾
を
放
た
れ
邪
魔
さ
れ
て
し
ま
う

そ
れ
に
下
手
す
れ
ば
レ

ザ

や
ら
高
速

動
後
の
攻

撃
を

け
て
し
ま
う

 

も
出
来
な
い
と
な
る
と

圧
倒
的
に
狂
戦
士
が
邪
魔
な
の
だ
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こ
う
な

た
ら

い
い
加

に

を
決
め
る
か

 

と
出
る
か
凶
と
出
る
か
分
か
ら
な
い

け
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
先
が
分
か
ら
な

い
か
ら
こ
そ
リ
ス
ク
を

え
て
二
の
足
を

ん
で
し
ま

て
い
る
現
状
こ
れ
を
打
開
す
る

の

行
動
を

こ
さ
ず
先

ば
し
に
し
て

北
し
た
で
は
目
も

て
ら
れ
な
い
し
応

し
て
く
れ
た

へ
の
裏
切
り
に
な
る
か
ら

自
身
が
そ
れ
を
許
さ
な
い

 
堕
天
使
を
倒
し
切
る
事
が
出
来
な
い
な
ら
こ
こ
は
狂
戦
士
の
方
を

と
か
す
る
必
要
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
と

そ
う
思

た

 
実

狂
戦
士
の
方
は
見
た
感
じ
遠

離
攻
撃
は
え

つ
な
い
も
の
の
近

離
攻
撃
は
真

正
面
か
ら

と

と
し
た
物
理
攻
撃
し
か
今
の
と
こ
ろ
は
無
い

ま

ス
ト
ン
プ
は

を

呼
ん
で
い
た
し
さ

き
は

が
形
成
さ
れ
た
か
ら
完
全
に

な
物
理
攻
撃
と
は

え
な

い
も
の
も
あ
る
に
は
あ
る
が

動
き
は
堕
天
使
よ
り

い
か
ら
か
な
り
対

の
し
よ
う
が
あ
る

 
そ
の
間
は
堕
天
使
が
ノ

マ

ク
に
な
り
最
悪
Ｈ
Ｐ
１
攻
撃
を
さ
れ
て
し
ま
う
が
一
応
対

策
は
浮
か
ん
で
い
る
か
ら

と
か
な
る
だ
ろ
う

 
む
し
ろ
狂
戦
士
の
攻
撃
力
を

と
か
し
な
い
と
こ
の
戦
い
は

バ
い

行
く

 
は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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い
い

来
い
よ

 
二
刀
を
構
え

は
堕
天
使
か
ら
狂
戦
士
に

い
を
変
え
て

け
出
し
た

を
構
え
直
し
た

狂
戦
士
は

猛
に

い
な
が
ら

ち

け
る

 

け
寄
り
な
が
ら

は
狂
戦
士
の

上
と
そ
の
上
に
表
示
さ
れ
た
黒
い
カ

ル
の
間
に
あ

る
数

を
確
認
し
た

や
は
り
数

は

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

と
な

て
い
た

 

の
予
想
が
正
し
い
な
ら
こ
の
数

は
攻
撃
を

て
る

に
一
ず
つ

て
い
き
ゼ
ロ
に

な

た
時
に
初
め
て
ま
と
も
に
ダ
メ

ジ
が

り
か
つ
ノ

ク
バ

ク
を

け
る
よ
う
に
な
る

だ
 
問

は
こ
の
数

が

時
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

を
き

か
け
に
し
て
回
復
す
る
の
か
と

い
う
事
で
あ
る
が

こ
れ
ば
か
り
は
実

に
ゼ
ロ
に
し
て
み
な
い
事
に
は
分
か
ら
な
い

 
た
だ
分
か
る
の
は
恐
ら
く
こ
の
数

が
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
限
り
狂
戦
士
は
ど
ん
な
攻
撃
に

対
し
て
も

ま
な
い
と
い
う
事

 
そ
れ
な
ら
こ
ち
ら
の
行
動
も

め
ら
れ
る
の
だ
が
逆
に

え
れ
ば
そ
の
行
動
を
取
れ
ば

ど
う
に
か
出
来
る
と
い
う
表
れ
で
も
あ
る

が
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が
間
合
い
に
入

た

間

の

使
い
は
後
ろ
手
に
引
い
た
戦

を
大
き
く
振
り
下
ろ

し
て
き
た

 
そ
の
一
撃
を
男
の

面
へ
と
ス
ラ
イ
ド
タ

ン
で

動
す
る
事
で

す

さ

き
と
同
じ
セ

リ
フ
だ

た
か
ら
も
し
や
と
思
え
ば
や
は
り
予
想

り
地
面
を

い
た
一
撃
は

い

を

浮
か
び
上
が
ら
せ
た

 
こ
の
闘
技
場
に
出
て
き
て
い
る
二
対
の
ボ
ス
に

し
て
は

場

が
先
導
し
た
部
分
で
は

感
じ
ら
れ
た
フ

ア
ネ
ス
が
情
報
不
足
や
明
ら
か
に
世
界
観
を
違
え
た
攻
撃
方
法
か
ら
は
感
じ
ら

れ
な
い
が
少
な
く
と
も
あ
る
程

の

一
性
を
持

て
攻
撃
行
動
を
取

て
い
る
事
は
他
と
同

様
で
あ
る
事
が
分
か

た

 

達
プ
レ
イ

が

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
時
必
ず

と
光
そ
し
て
特
定
の
構
え
を
取
ら

な
け
れ
ば
出
来
な
い
よ
う
に
こ
の
二
体
の
ボ
ス
は
技
を
放
つ

に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
構
え
と

セ
リ
フ
を

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 
狂
戦
士
の
場
合
恐
ら
く
全
て
の
攻
撃
行
動
が
技
で
あ
る
と
同
時
全
て
に
セ
リ
フ
が
設
定
さ

れ
て
い
る

こ
れ
が
設
定
者
の

悲
に
よ
る
も
の
な
の
か
そ
れ
と
も

そ
う
い
う
キ

ラ
設
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定
な
の
か
は
知
ら
な
い
が
プ
レ
イ

は
予
備
動
作
よ
り
も
む
し
ろ
セ
リ
フ
に

意
し
な
け
れ

ば

北
を

す
る
に
違
い
な
い

 
そ
れ
が
分
か
れ
ば

手
が
ど
ん
な
攻
撃
を
し
て
く
る
か
も
分
か
る
と
い
う
事

離
を
開
け

れ
ば
火

弾
を
放

て
く
る
の
で
あ
れ
ば
密

し
て
い
れ
ば
恐
ら
く
放

て
こ
な
い
の
と
同
様

に

手
が
ど
ん
な
隙
を
晒
す
か
も
分
か
る
と
い
う
事

 
こ
れ
が
プ
レ
イ

と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
最
大
の

違
点
だ
ろ
う

は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
地
面
に

を

き
付
け
隙
を
晒
し
て
い
る
狂
戦
士
の

横
か
ら

は
蒼
光
を

ら
せ
て
二

刀
を
振
る

た

 

ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ

達
に
も
放

た
十
六

撃
か
ら
な
る

二
刀
流

上

ド
ス

キ
ル

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

だ

 

掛
け
に
始
ま
り
二
刀
の
回
転
や

き
付
け
高
速
の
乱
舞
を

の

に

き

ん

で
い
く
中

そ
の
剣

と
同
じ
回
数
の

い

と
感
触
を
知
覚
し

け
た

 
し
か
し
最
後
の

突
の
一
撃
を
放

た
時
そ
れ
ま
で

い
も
の
を

き
切
る
感
触
だ

た
の
が
肉
を
斬
り
裂
く
よ
う
な
感
触
へ
と
変
わ
り

も

な
も
の
か
ら
肉
を
絶
つ

へ
と
変
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わ

た
ぐ

う

 
そ
れ
は

上
に
表
示
さ
れ
て
い
た
数

が
消
失
し
た
事
を
知
ら
せ
る
も
の
だ

た

 

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

の
最
後
の
一
撃
は
狂
戦
士
の

に
深
く
突
き

さ

て
い
て
今
ま
で
一
切

ま
な
か

た

が

そ
う
に
表
情
を
歪
め

く

け
反

て

い
る
の
が
確
認
出
来
た

ま
だ
ま
だ

 
こ
れ
で

狂
戦
士
の

上
の
数

を
ゼ
ロ
に
す
れ
ば
ま
と
も
に
攻
撃
が

る
事
が
分
か

た

こ
れ
一
つ
で
も

け
に
出
た
価
値
は
十
分
あ

た
と

え
る

 
し
か
し
今
回
の

機
を
そ
れ
だ
け
で
済
ま
せ
る
の
は

体
無
い
と
感
じ
た

は

か
に

身
を
更
に
前
へ
と

し
出
し
た

す
る
と

に

ぐ
よ
う
に
持
ち
上

て
い
る
黒
剣
か
ら

い
光
が

り

シ
ス
テ
ム
の
動
き
に
合
わ
せ
て

も
速

と
重
さ
を
増
加
さ
せ
る

 

い
光
と
共
に
放

た
技
は
高
速
の

突
五

掛
け

び
上
が
り
な
が
ら
逆
風
体

幹
を

て
の

り
と
い
う
八

撃
か
ら
な
る
片
手
剣
上

ド
ス
キ
ル
ハ
ウ
リ

ン
グ
・
オ
ク
タ

ブ

速

だ
け
で
な
く
一
撃
の
重
み
も
あ
る
の
で

片
手
剣
ス
キ
ル
の
中
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で
よ
く
使

て
い
る
技
の
一
つ
だ

 
そ
の

い
斬
閃
は
全
て
的
確
に

の

骨

と
し
た
体

に

き

ま
れ
そ
の

に
今

ま
で
と
は
違

て
分
か
り
や
す
く

け
反

て
い
く

終
わ
り
だ

 

り
を
放
ち

に
黒
剣
を
振
り

い
た
後
今

は

か
ら
⻩
色
の
光
を

ら
せ
る

 
直
後
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
動
か
さ
れ
る

は

ま
じ
い
速

で
狂
戦
士
と
の

離
を

め

て
二
刀
を
突
き
出
し

強

な

突
を
男
へ
見
舞

た

突
の
勢
い
は
そ
れ
で
は
収
ま
ら
ず

の
体
に
二
刀
を
突
き

し
た
ま
ま
思
い
切
り
前
進
し

け
る

 
こ
の
技
は
デ

ア
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
と
い
う
二
刀
流
突
進
二

撃

ド
ス
キ
ル
だ

ダ
ブ
ル
・
サ

キ

ラ

と
異
な

て

突
オ
ン
リ

だ
し
技
発
動
前
後
の
隙
は
大
き
い
が

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

を
超
え
る
突
進
速

と

離
を
持
つ
た
め

使
い

に
よ

て

は
と
て
も
有

だ

 
そ
の
突
進
に
よ

て

は
ギ
リ
ギ
リ
で
横
か
ら
突
進
し
て
き
た
堕
天
使
の
一

八
閃
の
技
を

回

し
た

狂
戦
士
に
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
て
い
る
今
邪
魔
さ
れ
て
し
ま

て
は
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た
も
の
で
は
無
い

 
狂
戦
士
の

は

く
最
上

の
一

目
が

れ
よ
う
と
し
て
い
た

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク

エ
ア
四

撃
を
喰
ら

て
一

し
か

ら
な
か

た
事
を

み
る
に
ど
う
や
ら
あ
の

ネ

ト
レ
イ
ト
と
か
い
う
数

が
存
在
す
る
間
は

ダ
メ

ジ

が

少
し
て
し
ま
う
よ
う
だ

た

 
後
退

ア
イ
テ
ム
使

禁
止
に
加
え
て
こ
ん
な
性
能
が
あ
る
な
ど
つ
く
づ
く
プ
レ
イ

か
せ
の
ボ
ス
で
あ
る

 
こ
の
闘
技
場
を
設
定
し
た
存
在
に
悪

を

中
で

き
つ
つ

は
狂
戦
士
が

け
反
り
か
ら

回
復
し
な
い
よ
う

ド
ス
キ
ル
を

さ
せ
て
放
ち

け
た

論
堕
天
使
が
攻
撃
し
て
き

た
時
は

デ

ア
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

で

動
し

し
な
が
ら
だ

ぶ
る
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
ん
な
そ
れ
ま
で
苦
戦
し
て
い
た
状

か
ら
は

え
ら
れ
な
い
く
ら
い
一
方
的
に
攻
撃
し
て

い
た

を
止
め
た
の
は
他
な
ら
な
い
狂
戦
士
だ

た

狂
戦
士
は
突
然

を

か
せ
た
と
思

え
ば

い
き
な
り

を
反
時

回
り
に
回
り
な
が
ら
振
り
回
し
た
の
だ

 

突
な
事
そ
し
て

ド
ス
キ
ル
を
繋

ら
れ
ず

直
を

さ
れ
て
い
た

は
そ
の
一
撃

を

に

け
て
後
方
へ
吹

ん
だ
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ダ
メ

ジ
を

け
て
残

た

は
八

強

ど
う
や
ら
無
理

理

り

む
か
ら
そ
こ
ま
で

力
は
高
く
な
い
設
定
だ

た
ら
し
い

 
気
付
け
ば

狂
戦
士
の
残
り

は
も
う
少
し
で
六
本
目
に
入
ろ
う
か
と
い
う
く
ら
い
に

て
い
た
の
で
あ
る

分
を
切

た
か
ら
中
断
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

た
の
だ

も

と

し
も
う

 
こ
の

み
を
よ

が
 
狂
戦
士
が

手
を
持
ち
上

な

み
と
共
に

た
直
後
暗
雲
渦

く
天
か
ら

色

の

が
二
つ

ち
て
来
た

 
一
つ
は
狂
戦
士

そ
し
て
も
う
一
つ
が

だ

た

上
が
少
し
明
る
く
な

た
と
思

た

間
に
は
も
う

ち
て
い
て

あ
ま
り
に
も
予
想
外
な
方
向
か
ら

け
た

み
に

目
の
前
が

真

白
に
な

た

チ
カ
チ
カ

と
中
心
で
黒
い

点
が
明
滅
す
る

 
そ
の

は
恐
ら
く
一

一
発
し
か

ち
て
い
な
か

た
の
だ
ろ
う
が
全
身
を

た
れ
た

に
は

十
発

十
分
と

い
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

全
身
か
ら
し

と
白

と
黒

を
上

ぶ
す
ぶ
す
と
髪
や

が
小
さ
な
電
気
を

さ
せ
る
中

は

の

剣
を

代
わ
り
に
倒
れ

む
の
を
ど
う
に
か

い
で
い
る
の
が
精
一

だ

た
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ぐ
ら
ぐ
ら
と

全
身
の

み
が

を
揺
ら
が
せ
て

界
が
揺
ら
ぐ

く

  

い

み
だ
と

  

か
ら
は
小
さ
く
ぶ
つ
切
れ
の

ぎ
し
か
出
て
来
な
か

た
が

中
と

裏
で
は
同
じ
疑

問
を

ん
で
い
た

 
こ
の
仮
想
世
界
で
は
リ
ア
ル
で
の
行
動
を

そ
の
ま
ま
に
反

出
来
る
そ
れ
は
食
事
を
し

た
時
の

味
さ
に
対
す
る
多

感
や

眠
を
取

た
後
の

快
感
必
死
に
動
い
た
後
の
精
神
的

な

労
感
な
ど
だ

 
そ
ん
な
現
実
に
限
り
な
く
近
く
な

た
こ
の
世
界
で
少
な
く
と
も

が
知
る
中
で
一
つ
だ
け

一
切
反

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

 
そ
れ
が

覚
だ

覚
は
人
に
危
険
を
知
ら
せ
る
信

で
は
あ
る
が
そ
れ
は
た
だ

い
た
時

に
も
打
ち
よ
う
に
は

を

け
る
事
か
ら
現
実
で
は
危
険
な
凶
器
で
あ
る
武
器
を
持

て
戦

う
Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ

ム
に
は
プ
レ
イ
を

す
る
因
子
と
し
て

外
さ
れ
て
い
る
要

な
の
だ

ゲ
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ム
プ
レ
イ
の

に

み
を

外

す
る
な
ど

そ
れ
は
も
う
常

を

し
て
い
る
と

え
る

 
だ
か
ら
少
な
く
と
も

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

り
で
あ
る
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で

は

覚

和
シ
ス
テ
ム
こ
と

イ
ン
ア
ブ

バ
と
い
う
も
の
に
よ

て

み
を
感
じ

ず

そ
の
代
わ
り
に
不
快
な
衝
撃
が
ア
バ
タ

を

く
よ
う
に
な

て
い
る

 
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
世
界
を
生
き
る
プ
レ
イ

達
は
少
な
く
と
も

み
に

し
て
戦
わ
な

い
と
い
う
事
は
無
か

た
そ
れ
が
こ
の
仮
想
世
界
で
の
常
識
だ
か
ら
だ

物
足
り
な
い
と
い
う

者
も

た
か
も
し
れ
な
い
が
少
な
く
と
も
シ
ス
テ
ム
で
そ
う
設
定
さ
れ
て
い
る
以
上
は
仕
方
な

い
事
で
あ
る

 
よ

て

イ
ン
ア
ブ

バ
に
よ

て
不
快
感
に

き
換
え
ら
れ
て
い
る

の

み
を

け
て
い
る
事
に

は
隙
だ
ら
け
と
い
う
事
を
理
解
し
て
い
な
が
ら
も
疑
問
を

中
で

ん
で
い

た 
狂
戦
士
は

と

色
が

ざ

た
よ
う
な
光
が
全
身
を

い
明
滅
し
て
い
て

バ

の
下

に
は
攻
撃
力
上

を
示
す
剣
に
上
向
き
の

が
付
い
た

い
マ

ク
と

力

下
を
示

す
盾
に
下
向
き
の

が
付
い
た
⻘
い
マ

ク
が
追
加
さ
れ
て
い
た

更
に
は

上
の

ネ
ト
レ
イ
ト

の
数

も

の

は
お
ろ
か

故
か

に
ま
で
増
加
し
て
い
た
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力

下
は

ネ
ト
レ
イ
ト

の
数

の
存
在
で

ど

殺
さ
れ
て
い
る
か
ら

実

攻
撃
力
が
か
な
り
上
が

た
と
い
う
だ
け
だ

し
か
も
こ
ち
ら
は

み
を

け
る
よ
う
に
な

て

い
る

 

の
残

的
に
さ

き
の

は
ダ
メ

ジ
ゼ
ロ
だ

た
よ
う
だ
が

み
を

け
る
と
い
う

デ
バ
フ
を

け
て
し
ま

た
以
上

状
況
は

の

と
は
反

し
て
絶
望
的
な
ま
で
に
悪
い

 

に
も
攻
撃
力
上

と

力

下
の
マ

ク
が
あ

た
が

け
る
ダ
メ

ジ
が
増
え
た
事

を

え
る
と

与
え
る
ダ
メ

ジ
が
増
え
た
メ
リ

ト
が
あ

て
も
全
く
喜
べ
な
い

様
に

陽
は

ま
せ
ね

 

み
で
動
け
な
い
で
い
る

に

て
近
付
い
て
来
た
狂
戦
士
は
彼
我
の

離
が
数
メ

ト

ル

ど
ま
で

ま

た
時
に
足
を
止
め
戦

の

で
は
無
く
刃
と

ま
で

び
て
い
る
部
分
を

手
で
持
ち

を
振
り

く
構
え
を
取

た

 
そ
の

手
に

バ
チ
バ
チ
と

蒼
白
い

電
が

る
の
を
見
て

な
予
感
に
襲
わ
れ
た

 
す
ぐ
に
そ
の

な
予
感
は
現
実
の
も
の
と
な

た

狂
戦
士
が

を
振
り

い
て
地
面
に

き
付
け
た
後

と
狂
戦
士
を
中
心
と
し
て

数
メ

ト
ル
の

の
地
面
か
ら
猛

し
い

が
吹
き
上
が

た
の
だ
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そ
の

内
に

た

は
そ
の

を

に

び

空
中
へ
と
思
い
切
り
吹

ば
さ
れ
る

の

と

を

く

み
が
襲

て
来
て

目
を

て

え
よ
う
と
し
た

 

は
一
気
に
六

ま
で

り

更
に
は

の
ア
イ
コ
ン
が
レ
ベ
ル
一

五
ま
で
全
て

て

い
て

ガ
リ
ガ
リ
と
ゲ

ジ
が

れ
て
い

て
い
た

様
の
死
に
場

は
こ
こ
だ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
浮
遊
感
を
か
な
り
⻑
い
時
間
味
わ
い
そ
し
て

下
し
て
い
る
最
中
に
そ
の
怒

が

こ
え
た

時

は
再
び

を

ま
れ
て
振
り
回
さ
れ
た

さ

き
は
た
だ
不
快
感
し
か
感
じ
な
か

た

の
に
今
は

い

を
覚
え
て
い
て

に
声
も
出
な
い
ま
ま

は
地
面
に

き
付
け
ら
れ
た

 

き
付
け
る
と

て
も

ん
だ
ま
ま
で
は
無
く

中
で
手
が
離
れ
た
の
で

は
地
面
に

た

た
後
は

く
そ
の
場
で
バ
ウ
ン
ド
し
た
よ
う
だ

た

背
中
か
ら
全
て
の
感
覚
が
失
せ

る
よ
う
な
衝
撃
と

み
が
全
身
を

た
直
後
一

に
集
中
し
た

感
と
斬
り
裂
か
れ
る
感

触

そ
し
て
全
身
を

く
よ
う
な
衝
撃
に
襲
わ
れ
る

ぐ

 

み
に

を

め

じ
て
い
た
目
を
う

す
ら
と
開
い
て
み
れ
ば

は
ア
リ

ナ
の
空
中
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を

ん
で
い
た

と

う
よ
り
は
吹

ば
さ
れ
て
い
る

中
だ

た

 
放
物
線
を

き
な
が
ら

ん
で
い
て

く
し
た
ら

は
横
に
流
れ
な
が
ら

め
に

下
し
て

い

た
が

 
も
う
す
ぐ
で
地
面
に

ち
る
と
い
う
時
ど
う
や
ら
吹

ぶ
先
に

た
ら
し
い
堕
天
使
の
⻑

刀
が

の

を

い
て
来
た

 

い
衝
撃
と
共
に

い

を

け

き
声
を
あ

た

は
体
を

く
⻑
刀
に
よ

て

づ
り
に
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か

た

 
堕
天
使
の

に
は

な
ま
で
に

し

な

み
が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た

一
目
で
は

だ

と
思
う

正
な

つ
き
も

行
動
と
状
況
を

ら
し
合
わ
せ
れ
ば
恐
怖
し
か
呼
ば
な
い
だ
ろ
う

ぐ覚
え
て
い
る
か

あ
の
時
の

み
を

な

に

 
自
身
の
⻑
刀
で

づ
り
に
し
て
い
る

を
見
な
が
ら

て
き
た

葉
は
意
味
が
分
か
ら
な

い
も
の
だ

た
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こ
の
男
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
り

や
ア
ス
ナ
達
の
よ
う
な
プ
レ
イ

で
は
無
い
以
上
こ
の

も
恐
ら
く
は
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
過
ぎ
な
い

だ
と

う
の
に

故
か

そ
う
は
思
え
な
い

か
が
感
じ
ら
れ
た

 
そ
れ
は

の
過
去
か
ら
来
る
た
だ
の
思
い
過
ご
し
な
の
か
も
し
れ
な
い
た
だ
の

違
い
な
の

か
も
し
れ
な
い

 
け
れ
ど
そ
う
と
は
思
え
な
い

か
を

堕
天
使
の

か
ら
は
感
じ
ら
れ
た

し
か

た
か

み
を
忘
れ
ら
れ
て

し
か

た
か

み
を

け
な
く
な

て

喜
ん

だ
か

み
を
気
に
す
る
必
要
が
無
く
な

て

な
 
堕
天
使
の

葉
は
決
し
て

過
出
来
な
い
内
容
だ

た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
と
し
て
も
明
ら
か
に
お
か
し
か

た

 
た
と
え

的
表
現
を

い
て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
が

の
事
を

て
い
る
と
い
う
の
は

で
も
分
か

た

 

み

と
は
過
去
の
事

が

一

の
時
に

け
て
い
た
全
て
の
悪
意

正
の
感

情
は
今
の
事

が

桐

谷
和
人

と
し
て

け
て
来
た
全
て
の
感
情
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は
桐

谷
家
に
直
姉
達
に

わ
れ
愛
さ
れ
て
本

に

せ
だ

た

家
に

た

に
一
切

せ
が
無
か

た

で
は

論
無
い
が

喜
び

し
さ
も
こ
み
あ

て
来
る

せ

は

桐

谷
和
人

と
し
て
の
方
が
圧
倒
的
に
多
か

た

 
か
つ
て
の
苦
し
み
を

み
を
悲
し
み
を

し
さ
を
孤
独
感
を
忘
れ
て
し
ま
え
る
程
に

た
さ
れ
て
い
た
の
だ

今
ま
で
を
忘
れ
る
く
ら
い

せ
だ

た
だ
ろ
う

な
ら
ば
今
再
び
忘
れ
ら
れ
な
い

み

を

も
う
か

 
実

に

に
は
し
て
い
な
い
か
ら
分
か
る

も
無
い
の
に
偶
然
か
は
た
ま
は
必
然
な
の
か

を
⻑
刀
で

い
た
ま
ま
堕
天
使
は
う

す
ら
と

た
い

を
浮
か
べ
た

 

と

ま
る
で

う
よ
う
に

べ
ら
れ
る

葉
を

き
た
く
な
か

た

を

ぎ
た

か

た

か
大
切
な
も
の
を
壊
さ
れ
る

そ
ん
な

な
予
感
を
少
し
で
も
遠
ざ
け
た
か

た

一

も

く

目
の
前
の
男
を

し
て
終
わ
ら
せ
た
か

た

 
け
れ
ど
現
実
は
非
情
だ

た

全
部
で
五
つ
あ
る

が
全
て
掛
か

て
い
て
⻑
刀
で

づ

り
に
さ
れ
て
い
る

に
は
絶
え
ず

に
よ
る

み
を

う
虚
脱
感
が
襲

て
き
て
い
る
し

は

三

を

ろ
う
と
し
て
い
た
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更
に
は
男
は
黒
い
片
翼
を
広

た
後
そ
の
⻑
身

を

む
紅
い
光
に
黒
を

た

色
の
光
を
も

わ
せ
た

 
ア
ル
ゴ
の
情
報
で
は

が
四
分
の
一
以
下
に
な

た
時
に
強
化
状

に
な
る
ら
し
か

た
が

最

事
前
情
報
な
ど
意
味
が
無
い
よ
う
だ

に
色

と
情
報
と
は
異
な
る
も
の
が
出
て
き
て
い

る
時
点
で
そ
こ
ま
で
頼

て
も
い
な
い
の
だ
け
ど

お
前
の
最
も
大
切
な

モ
ノ

は

だ

  

そ
れ
を
奪
う
喜
び
を
く
れ
な
い
か

  

み
と
共
に
そ
う

わ
れ

が
真

白
に
な

た
直
後
思
い
切
り
真
上
に
⻑
刀
が
振
る

わ
れ

遠
心
力
と

性
の
力
で

の
体
は
⻑
刀
か
ら

け
て
真
上
に
吹

ん
で
い
く

 

か
ら
⻑
刀
が

け
た
時
の

に
目
を

て

え
て
い
た

が
う

す
ら
と
開
く
と
堕

天
使
は

を
空
中
へ
放

た
後

片
翼
で
追
い
掛
け
て
来
て
い
た

ポ
イ
ズ
ン
キ

ア

 
そ
れ
で
も
ま
だ

離
が
あ

た

そ
れ
に
空
中
に
放
ら
れ
て

に
身
動
き
が
取
れ
な
い
な
ら
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五
つ
も
あ

て
一
気
に

を

て
い
る
猛

を
ど
う
に
か
し
た
方
が
良
い
と
判
断
し

は

の
ポ

チ
か
ら
緑
色
の
結

体
を
取
り
出
し

翳
し

文

を

え
た

 
安
直
で
は
あ
る
も
の
の
覚
え
や
す
い
そ
れ
を
と
絶
え
た
後
緑
色
の
結

解

結

は

け

り
光
の

子
と
な
る

そ
れ
が

の
体
を

み

の
デ
バ
フ
を
全
て
解

し
て
く
れ
た

様

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
一
応
空
中
で
あ
ろ
う
と
ア
イ
テ
ム
使

に
は
反
応
す
る
ら
し
く
未
だ
上
に

ん
で
行

て
い

る

の
三

的
な

の
地
面
に
狂
戦
士
は

間

動
も
か
く
や
の
速

で

動
し

が

さ

き

し
た
時
と
同
様
の
攻
撃
を

り
出
し
て
い
た

全
て
不
発
に
終
わ

て
し
ま

て
い
る

の
は
仕
方
が
無
い

滅
却
し
て
や
ろ
う

 
狂
戦
士
の
方
に
気
を

ら
し
て
い
る
間
に

離
を

め
て
来
て
い
た
堕
天
使
の
声
が

こ
え

そ
ち
ら
に
意
識
を
向
け
る

 
堕
天
使
は

身
を
前
に

へ
振
り

く

勢
で
⻑
刀
を
構
え
て
い
て

も
ま
だ

い
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み
が

に
あ
る
も
の
の
二
剣
を
構
え

撃
の

勢
を
整
え
た

 
そ
し
て

堕
天
使
と

の
剣
が
交
錯
し
た

 
き

 
自
身
よ
り
も

い
義
弟
の

名
を

に
し
な
が
ら
不
安

に
表
情
を
歪
め
る
新
た
な
義
妹
ユ
イ

を
安
心
さ
せ
る
よ
う
に

き

め
な
が
ら
も
あ
た
し
も
同
じ
よ
う
に
不
安
な
気
持
ち
に

ら
れ

て
い
た

 
あ
の
子
の
過
去
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
さ

き
の
堕
天
使
の

が
明
ら
か
に
お
か
し
い

事
に
は
気
付
い
て
い
た

 
ア
ス
ナ
さ
ん
達
は
そ
の
時
⻑
刀
で

づ
り
に
さ
れ
る

り
に
も
シ

キ
ン
グ
な
光

か
ら

目
を

ら
し
て
い
た
か
ら

き

し
た
よ
う
だ
し
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
も
男
性

で

か

て

い
た
か
ら

き

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
少
な
く
と
も
あ
た
し
は
じ

と
見
て
い
た
か
ら

し

か
り

こ
え
た

ユ
イ
ち

ん
も

恐
ら
く
は
そ
う
だ
ろ
う

 
Ｈ
Ｐ
１
と
い
う
危
機
的
状
況
か
ら

的
に
も
脱
し
た
あ
の
子
は
し
か
し
今
も
ま
た
追
い

め
ら
れ
て
い
た

そ
れ
は

と
い
う
見
え
る
形
で
も
あ
る
し

ま
た
過
去
を

る
と
い
う
精
神
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的
な
も
の
で
も
だ

 
確
か
に
キ
リ
ト
は

桐

谷
和
人

と
い
う
名
前
を
名

り
出
し
た
あ
の
子
は

過
去
の

み
を
忘
れ
て
い
た
と

え
る
だ
ろ
う

実

に
は
忘
れ
て
は
い
な
い
が

時
も

時
も

え
る

よ
う
な
そ
ん
な
事
は
無
く
な

た

に
で
も

と
対

し
喜
び
を
得
る
程
の

し
い
様

を
見
せ
る

は
か
な
り

く
な

た
と

え
る

 
だ
が

ら
名
前
を
変
え
よ
う
と
も
本

ま
で
は
変
わ
ら
な
い

あ
の
子
は

桐

谷
和
人

で
あ
る
と
同
時
に

一

で
も
あ
る
の
だ
実

に
そ
の
名
で
生
き
て
い
た
の
は
事
実
な

の
だ
か
ら
過
去
を

ら
願

た
と
し
て
も
消
せ
な
い
以
上
は
認
め
る
し
か
な
い
そ
れ
は
仕
方

が
無
い
事
だ

 
あ
の
堕
天
使
は

今
を
過
去
に

す
と

そ
う

外
に

し
て
い
た

 
そ
れ
は
つ
ま
り

あ
の
子
の

桐

谷
和
人

と
し
て
の
今
を

定
し

一

の

に

す
と
い
う
事
だ

に
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
し
て

い

境
に
身
を

き

け
て
い
る
に

も

わ
ら
ず

 
い
や
そ
も
そ
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
だ
け
の

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
そ
ん
な
事
を

う
事
自
体

が

不
自
然
だ

た
だ
の
あ
た
し
の
思
い
過
ご
し
に
し
て
は
あ
ら

る
意
味
で
辻
褄
が
合
い
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過
ぎ
て
い
る
と
思

た

 
こ
の

に

し
て
は
あ
の
子
と
話
し
合

た
方
が
良
さ
そ
う
だ
と
心
に

め
て
お
く
事
に
し

た
滅
却
し
て
や
ろ
う

 
そ
ん
な
あ
た
し
の

線
の
先
で
は
思
い
切
り
空
中
へ
放
り
投

ら
れ
た
キ
リ
ト
と
彼
を
追

い
掛
け
て
片
翼
を
は
た
め
か
せ
て
い
る
堕
天
使
が
空
中
で
二
剣
と
⻑
刀
を
構
え
て
交
錯
す
る
光

が
あ

た

 
堕
天
使
の
⻑
身
よ
り
も
⻑
い
刀
身
を
持
つ

な
刃
が
斬
閃
の
み
を
残
す
速

で
振
る
わ
れ
る

の
に
対
し
キ
リ
ト
も
ま
た
的
確
に
刃
を
閃
か
せ
一
撃
一
撃
を
し

か
り
と

ぎ

け
て
い
た

お

お
い
お
イ

キ

と
ボ
ス

ど
ん
ど
ん
上
に
上
が

て
い

て
る

 
上
に
上

を

け
な
が
ら
攻
撃
す
る
堕
天
使
と
そ
の
攻
撃
を

ぎ

け
て
い
る

に
上
へ
と

放
ら
れ

け
る
キ
リ
ト
は

に
闘
技
場
の
観
客

の
上
に
展
開
さ
れ
て
い
る

根
よ
り
も
上

暗
雲
渦

く
空
ま
で
届
い
て
い
た

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
構

上
一
層
の
高
さ
は
百
メ

ト
ル
だ
か
ら
そ
れ
よ
り
高
く
な
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い
事
は
確
実

そ
も
そ
も

根
の
高
さ
が
お
よ
そ
四
十
メ

ト
ル
く
ら
い

な
の
だ
が
空

を

べ
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
は
違

て
こ
こ
は

べ
な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
な
の
だ
か
ら
そ
ん
な
高
さ
ま
で
い

て
い
る
方
が
お
か
し
い
話
で
あ
る

 
し
か
し
戦

て
い
る
場

は
お
か
し
い
も
の
の
キ
リ
ト
が
空
を

べ
る
堕
天
使
を

手
に

て
い
な
い
と
い
う
の
は

得
が
い
く
話
で
は
あ

た

 
キ
リ
ト
は
リ
ア
ル
で

の
コ
ア
を
体
に

め

ま
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
彼
が
知
る
限
り
で
は
生
身
で
も

を
圧
倒
す
る
人
間
を
作
り
出
す
プ
ロ
ジ

ク
ト
の

一

で
も
あ

た
ら
し
く

事
実
コ
ア
に

合
し
た
彼
は

独
で

や
追
手
の

者

達
を

手
取
り

生
還
し
て
い
る
事
か
ら

そ
の

み
は
成

し
て
い
る
と

え
る

 
そ
れ
だ
け
で
な
く

彼
は

コ
ア
が
反
応
し
た
事
で
女
性
と
同
様
に

を

え
る

つ
ま
り

空
中
戦
を
男
性
の
中
で

一
経
験
し
た
事
が
あ
る
の
だ

 
あ
た
し
の
義
弟
に
な

て

く
し
た
後
に

ね
て
来
た
束

士
の

そ
し
て

よ
り
も
本

人
の
意
向
も
あ

て

彼
は

の

練
を
束

士
が
ど
こ
か
に
有
し
て
い
る
ら
し
い
ア
リ

ナ

で

み
重
ね
て
い
る

 
つ
ま
り
約

年
の
空
中
戦
闘
の
経
験
が
あ
る
あ
た
し
と

同

の
時
間
な
が
ら
彼
は
そ
の
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密

で
あ
た
し
を
圧
倒
す
る
経
験
が
あ
る

恐
ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

を

め
空
中
戦
で
彼

以
上
に
強
い
者
は
他
に
は

な
い

 
そ
れ
は

が
無
く
空
中
で
の
身
動
き
が
制
限
さ
れ
て
い
る
現
状
で
も
ボ
ス
と

り
合

て
い

る
事
か
ら
分
か
る
事
だ

消
え
去
れ

負
け
る
か

 
空
中
で

し
く
剣

を
交
わ
し
て
い
た
二
人
の
声
が
天
か
ら

こ
え
て
来
た

 
堕
天
使
は
⻑
刀
を

手
で
持
ち

キ
リ
ト
は
二
剣
を
交
差
さ
せ

り
合
い
を
し
て
い
た

ど
う
や
ら
斬
り
合

て
い
る
中
で
自
然
と
そ
う
な

た
ら
し
い

 
そ
の

り
合
い
も

あ
た
し
が
目
を
向
け
て
す
ぐ
に
終
わ

た

ど
ち
ら
も
が
刃
を

し

合

た
か
ら
後
方
へ
と
離
れ
た
の
だ

 

離
が
離
れ
た
二
人
は
そ
の
ま
ま

の
ド

ム
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
闘
技
場
の

根
の
上
で
は
無
く

面
に
足
を

け

性
を
喪

て

ち
る
よ
り
も
前
に

り
始
め
た

二
人

は

離
を

め
る
か
の
よ
う
に

根
に
よ

て
作
ら
れ
た
ア

チ
の

面
を

て
い
く

い
や

ど
こ
の
ア
ク
シ

ン

よ
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で
も
ス
テ

タ
ス

た
せ
て
技
術
が
あ

た
ら
出
来
ち

う
ん
で
す
よ
ね
あ
あ
い
う
の

そ
う
い
え
ば

ア
ル
ゴ
さ
ん
は

特
化
を
活
か
し
て
水
面

て
た

け

ア

あ

た
ね

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
事
ガ

ま

り
は
ア

ち

ん
や
ユ

ち

ん
は

論

キ

が
出
来
て
も
お
か
し
く
は
な
い
け
ど
サ

も
う

ど
空
中
戦
だ
よ
ね

ら
狂
戦
士
な
ん
か

い
て
き

り
喰
ら

ち

て
る

恐
ら
く
こ
う
い
う
の
を
想
定
さ
れ
て
な
か

た
ん
で
し

う
ね

 

に
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

シ
リ
カ
さ
ん

ア
ス
ナ
さ
ん

ア
ル
ゴ
さ
ん

ユ
ウ
キ
さ
ん

ラ
ン

さ
ん
の

で
あ
る

ど
う
や
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
古
参
組
か
ら
見
て
も
ア
レ
は

お
か
し
い
部

に
入

る
ら
し
か

た

 
狂
戦
士
も
恐
ら
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
な
い
状

だ
か
ら
な
の
か
火

弾
を
出
し
て

も
良
さ
そ
う
な
の
に
空
中
で
斬
り
結
ん
で
る
彼
に

線
を
向
け
る
だ
け
で
特
に
ア
ク
シ

ン
を

こ
さ
ず
に

機
し
て
い
る

 
逆
に

え
れ
ば

狂
戦
士
の

が
入
ら
な
い
と
い
う
事
な
の
で
チ

ン
ス
と
い
う
事
も
あ

る

恐
ら
く
設
定
さ
れ
て
い
る
三

的
な
攻
撃

の
外
に

る
の
だ

根
の
高
さ
ま
で
上

る
な
ん
て

が
想
像
す
る
か
と
い
う
話
な
の
だ
が
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そ
ん
な
風
に

り
に
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
常
識
か
ら
外
れ
た
戦
闘
を
見
せ
始
め
た
二
人
は

片
翼

の
堕
天
使
が
ア
リ

ナ
の
中

の
空

へ
と

り
合
い
で

さ
れ
た
事
で
剣

の
応

が
一

中
断
さ
れ
る

 
ア
リ

ナ
中

の
空

へ
と
堕
天
使
が

動
し
た
後
キ
リ
ト
も
ま
た
後
を
追
う
よ
う
に

根

の

面
を

り

そ
の
身
を

へ
と
晒
し
た

の
最
も
大
切
な

モ
ノ

か

 
ど
う
な
る
か

静
ま
り
返
る
闘
技
場
の
空
に

キ
リ
ト
の
声
が

と

き

た

 
決
し
て

か
せ
よ
う
と
し
て
い
る

で
は
無
い
し
か
し
力
強
く

の

た
そ
れ
が
自
然

と
古
代
ロ

マ
を

と
さ
せ
る
空
間
に

い
て
い
た
の
だ

ア
ン
タ
は

の
事
を
知

て
る
風
だ
け
ど

も
分
か

て
な
い
な

全
て
が
大
切
だ

大
切
じ

な
い

モ
ノ

な
ん
て

一
つ
と
し
て
無
い

 
キ
リ
ト
の
怒

を

い
た
堕
天
使
は

ど
こ
か
面
白
そ
う
な

み
を
ハ

キ
リ
と
浮
か
べ
た

後

後
退
す
る
勢
い
を
片
翼
で
止
め

そ
し
て
は
た
め
か
せ
て
前
方
へ
突
進
し
た

 

い
に
突

す
る
二
人
は

り
合
い
の
よ
う
に

手
持
ち
の
⻑
刀
の
振
り
下
ろ
し
と
二
剣
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の
振
り
下
ろ
し
の
一
撃
が
交
錯
し

空
中
で
突
進
の
勢
い
が

殺
さ
れ
る

ま
だ

だ

 
今
ま
で
な
ら
そ
こ
で
ま
た
同
時
に
後
ろ
へ
と

ん
で
い
た
だ
ろ
う

 
し
か
し
今
回
キ
リ
ト
は
違

た

に
二
刀
を
真
上
に
か
ち
上

で
堕
天
使
の
⻑
刀
を

真
上
に

ね
上

た

 
キ
リ
ト
に
隙
が
生
ま
れ
る
が

論
予
想
出
来
な
か

た
行
動
に
出
ら
れ
た
堕
天
使
も
ま
た

隙
が
生
ま
れ
る

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

 
そ
し
て
二
刀
の
剣
士
は
自
身
が

手
に
持
つ

黒
と

の
剣
か
ら

い
⻩
金
色
の
光

を

ら
せ
堕
天
使
を

点
に
し
て

横
無

に
ま
る
で

間

動
の
よ
う
に
高
速
機
動
を
し
な

が
ら
二
刀
を
閃
か
せ

斬
り

ん
で
い
く

 
片
翼
を

し
て
空
中
で
も
身
動
き
は
取
れ
る
堕
天
使
も
流

に
超
高
速
と
も
な
れ
ば
反
応

は
出
来
な
い
よ
う
で

く
よ
う
な
声
と
斬
撃
を

け
た
時
の

き
を
上

な
が
ら
た
だ

す

す
べ
な
く
斬
閃
を
そ
の
身
に

け
る
だ
け
だ

た
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こ
れ
で

終
わ
り
だ

 

も

も
場

を
変
え

高

を
変
え

二
剣
を
閃
か
せ

け
た

黒
の
剣
士

は

ト

ド
メ
と
ば
か
り
に
一

高
く
高

を
取

た

 
天
を
振
り

ぐ
よ
う
に
空
中
に
大
の

に
身
を
晒
す
堕
天
使
目
掛
け
て
天
高
く
ま
で

ん
だ

彼
は
真
下
へ
と
一
気
に
加
速
し
⻩
金
の
光
の

を
引
き
な
が
ら

の
剣
を
大
上

か
ら
振
り

下
ろ
す

同
時

空
間
を

裂
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
大

発
が
発
生
す
る

 
キ
リ
ト
は

り
を
放

た

勢
の
ま
ま
地
面
に

地
し

二
刀
か
ら
光
が
消
え
た

 
そ
し
て
空
中
で
蒼
い
光
の
残
滓
を
引
き
な
が
ら
見
下
ろ
し
て
く
る
堕
天
使
を
振
り

ぎ

線

を
投

返
し
た

想
い
出

の
中
で

じ

と

し
て
い
て
く
れ

 
そ
う
キ
リ
ト
は
ど
こ
か
哀

を
漂
わ
せ
な
が
ら

葉
を
投

た

そ
れ
に
堕
天
使
が

と

み
を
浮
か
べ

私
は

想
い
出

に
は
な
ら
な
い
さ

れ
ま
た
舞
い

ろ
う

お
前
が
生
き
る

そ

の
場

に

 
意
味
深
な

葉
を
残
し

片
翼
に
そ
の
身
を

ん
だ
直
後

蒼
い
結

へ
と

た
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様

そ
ん
な

で
⻑

と

を
し
て
い
る

 
ど
こ
か
感
傷
に

て
い
る
様
子
の
キ
リ
ト
だ

た
が
そ
の
空
気
を
ぶ
ち
破
る
ド
ス
の

い

た
声
が

い
て
彼
は
そ
ち
ら
に

を
向
け
た

そ
の
先
に
は
戦

を
持
ち
上

て
構
え
キ
リ

ト
を
見

え
る
残
る
一
体
の
ボ
ス

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
ｅ
ｎ
ｏ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｂ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｒ
ｃ
ａ
ｒ

が

た
 
キ
リ
ト
は
狂
戦
士
の

を
見
て
脱
力
し
て
い
た
四

に
力
を

め

に
二
刀
を
開
き
な

が
ら
立
て

前
の
め
り
に
な
り
な
が
ら
構
え
た

鼠
の
よ
う
に

お
お
せ
る
か

 
こ
こ
で
死
ぬ
か

 
ど
ち
ら
か

べ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
い

 
そ
う

た
後
ぶ
る
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
と
怒

を

か
せ
な
が
ら
狂
戦
士
は

け
る

そ
れ
に
対
し
後
退
を
許
さ
れ
て
い
な
い
キ
リ
ト
は
前
へ

と

り
始
め
た

 
⻘
い

殺
戮
の
狂
戦
士

と
二
刀
の

黒
の
剣
士

の

一
対
一
の
戦
い
が

く
始

た
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殺
し
だ

 
堕
天
使
を
倒
し

く
一
騎
打
ち
に
持
ち

ん
だ
キ
リ
ト
が

け
寄

て
す
ぐ
同
じ
く

て

離
を

め
て
い
た
狂
戦
士
が
ど
う
し
て
か
足
を
止
め
戦

を
前
方
に
構
え
た

そ
れ
だ
け

で
な
く

か
ら
は
禍

し
い
オ

ラ
が
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
の
様

で

き
出
し
て
い
て
明

ら
か
に
放
た
れ
た
ら

バ
い
と
分
か
る

め
だ

た

 
そ
れ
は
さ

き
も
放
た
れ
た
技
の
構
え

ジ

ノ
サ
イ
ド
ブ
レ
イ
バ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
の
技
は

か
放
た
れ
て
い
た

か
キ
リ
ト
も
予
備
動
作
で

が
来
る
か
分
か

た
ら
し

く

オ

ラ
の

き
が
一

強
く
な

た
そ
の

間
に

線
上
か
ら
横
へ
と

び
退
い
て
い
た

直
後

と
共
に

大
な
光
線
が

り
過
ぎ
る

 
そ
の
横
を

速
し
な
い
ま
ま

け

け
た
キ
リ
ト
は
狂
戦
士
へ
と
す
ぐ
に
肉

し
た

様
に

陽
は

 
戦

の
刃
と

を
繋

て
い
る
部
分
を
持
ち

を
振
り
上

る
動
作
と
共
に
放
た
れ
た
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葉 
そ
れ
が

い
た

間
キ
リ
ト
は
そ
の
場
で
大
き
く

躍
し
十
メ

ト
ル

ど
の
高
さ
ま
で

び
上
が

た

ま
せ
ね

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
し
て
怒

と
共
に

を

き
付
け
さ

き
キ
リ
ト
を
猛

状

に
し
た

が
吹
き
上

が
る
も
の
の

そ
れ
は

か
上
空
ま
で
一
足

び
で

び
上
が

て
い
た
キ
リ
ト
に
は
届
か
ず

完
全
に
回

さ
れ
る
だ
け
に
終
わ

た

は

あ

 

が
雲

消
し
始
め
た
時
キ
リ
ト
は
黒
剣
を
逆
手
に
持

た
後
そ
の
刃
に
蒼
白
い
光

を

ら
せ
て
か
ら
真
下
に
突
き
出
し
て

下
し
た

 
そ
の
下
突
き
は

せ

勢
か
ら
上
体
を

こ
す

中
だ

た
狂
戦
士
の

部
に

さ
り

な
ま
で
の
衝
撃

そ
し
て
狂
戦
士
を
中
心
と
し
て

に
蒼
白
い
波
が
放

状
に
広
が
る
の

を
見
た

ぬ

ぐ

 

部
に
黒
剣
を
突
き
立
て
て
静
止
し
た
キ
リ
ト
を
見
て
こ
れ
は

い
の
で
は
と
思

て
い
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た
も
の
の
そ
れ
は

憂
に
終
わ

た

故
か
狂
戦
士
が

き
を
上

な
が
ら
片

を
突
い
た

の
だ

あ
ら

 
ボ
ス
が

を

た
わ
よ

あ
あ

ア
レ
は
ス
タ
ン
だ
ね

ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ

ル

に
は
ス
タ
ン
付
与

果
が
あ

る
し
今
回
の
場
合
は

を
強
打
し
た
か
ら

を

こ
し
た
み
た
い
な
感
じ
で

こ

た
ん

だ
よへ

 
私
の
ち

と
し
た
疑
問
の

き
に

え
た
の
は
近
く
で
キ
リ
ト
の
応

を
し
て
い
た
ユ
ウ

キ
だ

た

 
確
か
に
現
実
で
も

を
強
打
し

を
揺
ら
さ
れ
た
ら
人
間
は
自
然
と

を

て
転
倒
を

ご
う
と
す
る

 
恐
ら
く
そ
れ
を
ス
タ
ン
に

き
換
え
た
の
だ
ろ
う
け
ど
さ

き
ま
で
か
な
り
現
実
離
れ
し
た

技
を
放

て
き
た

な
ク
セ
し
て
そ
う
い
う

だ
け
は

と

実
な
の
だ
な
と

と
な
く

れ

て
し
ま
う
自
分
が

た

お

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
間
に
狂
戦
士
の

上
か
ら

手

へ
と
地
面
に

り
立

た
キ
リ
ト

は

堕
天
使
に
ト
ド
メ
を

し
た
時
と
同
じ
⻩
金
色
の

き
を
二
刀
か
ら

ら
せ
た

 
違
い
は
先
の
技
が
三

的
な
機
動
を

ん
だ
猛
攻
撃
だ

た
の
に
対
し
今

は
地
面
に

足
を

け
た
ま
ま
場

の

動
を
行
わ
な
い
で
乱
舞
を

り
出
す
と
い
う
も
の
だ

た
事

蒼
光

の
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
を

か
に
超
え
る
速

で

き

ま
れ
る
剣

そ
の

剣
閃
は
煌

と

い
て
い
た

 
し
か
し
狂
戦
士
に

ま
じ
い
勢
い
で

き

ま
れ
る
剣
閃
は
そ
の
全
て
が

な

で

く

弾
か
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

狂
戦
士
の

も
六
本
目
の
五

を
下
回

た
と
こ
ろ

残
り

は
四
本
四

で

一
撃
ご
と
の
ダ
メ

ジ

は

ま
せ
ら
れ
て
い
た
時
よ
り
も
大

に

て
い
た
の
だ

ま
だ
だ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ぬ

ぶ
ち
殺
す

あ

ス
タ
ン
が
終
わ

た
よ

オ
イ
オ
イ

ス
キ
ル
を
ま
た
始
め
た
ば
か
り
だ
ぞ
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ス
ト
レ
ア
と
エ
ギ
ル
が
焦

た
よ
う
に

い
私
達
は
や
や
前
の
め
り
に
な

て
観
客

か
ら

ア
リ

ナ
を

き

み
始
め
た

 
気
絶
か
ら
立
ち
直

た
の
を
示
す
よ
う
に

立
ち
か
ら
立
ち
上
が

た
狂
戦
士

そ
の
男
に

一

終
了
し
た
ス
キ
ル
を
再
び
繋

ま
た
⻩
金
色
の
剣

を

き

み
始
め
た
キ
リ
ト

 
状
況
は
ど
う
見
て
も
キ
リ
ト
の
方
が
危
険
だ

た

 
キ
リ
ト
の

は

ど
う
や
ら

戦
闘
時
自
動
回
復

ス
キ
ル
と
い
う
も
の
が
あ
り

更
に
は

さ

き

ん
で
い
た
ポ

シ

ン
の

果
が
ま
だ
少
し
だ
け
残

て
い
た
か
ら
か

の
状

異

常
を
す
ぐ
に
解
い
た
事
も
あ

て
六

強
ま
で
回
復
し
て
い
た

 
し
か
し
狂
戦
士
の
攻
撃
力
を

え
る
と
下
手
す
れ
ば

の

攻
撃
で
や
ら
れ
て
し
ま
い
か

ね
な
い
可
能
性
も
あ
る
か
ら
安
心
は
出
来
な
い

一
発
で

め
て
や
る
よ

覚
悟
は
出
来
た
か

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に

や
ら
見
る
か
ら
に

バ
い
構
え
を
取
り
危
険
を
知
ら
せ
る

を

に
し
て
来
た

手
に
持
つ

を
後
ろ
手
に
下

手
を
持
ち
上

大
き
く
振
り
下
ろ
す

構
え
を
取

た
狂
戦
士
の
戦

か
ら
は
禍

し
い
オ

ラ
が
ま
る
で
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
の
様

で

て
い
た
の
だ
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か
ら
ア
ル
ゴ
と
い
う
情
報

が
集
め
た
中
で
も
危
険

ト

プ
ク
ラ
ス
の
内
容
一
撃

死
攻
撃
の
も
の
と
い
う
の
は
予
想
が
付
い
た

 

に
色

と
情
報
と

離
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
そ
れ
は
使

し
て
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
み

で
実

に
使

て
は
来
る
の
だ
か
ら
無
い
方
が
不
自
然
だ

そ
れ
を
放
つ
た
め
の
構
え
に
入

た
の
だ

ワ

ル
ド

デ
ス
ト
ロ
イ

ぬ
ぐ

 
技
名
ら
し
き

を

に
し

と
う
と
う
放
つ
べ
く
大
き
く

を
振
り
上

た
正
に
そ
の
時

突
に

き
を
上

て

け
反
り
攻
撃
が
中
断
さ
れ
た

キ
リ
ト
の
猛
攻
撃
が

く

た
の

だ 
⻩
金
色
の
剣

が

い
て
い
る
最
中
だ

た
の
で
ど
う
や
ら
あ
る

定
の

か
を

た
し
た

の
が

ド
ス
キ
ル
の

中
だ

た
ら
し
い

 
キ
リ
ト
は
⻩
金
色
の
剣

の
最
後
に
二
刀
を

へ
振
り

い
た
が
そ
こ
で
止
ま
る

も
無

く
狂
戦
士
が

け
反
り
か
ら
回
復
す
る
よ
り
も
前
に
別
の

ド
ス
キ
ル
へ
と
繋

た

蒼
光

の

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

だ
け
で
な
く

片
手
剣

で
放
つ
四

撃
や
三

撃

六

撃

ま
じ
い
速
さ
で
放
つ
十

撃
の

ド
ス
キ
ル
を
立
て

け
に
放
ち

け
た
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そ
の
怒

の
勢
い
は
ま
る
で
こ
れ
ま
で
や
ら
れ
た
分
を
や
り
返
す
か
の
よ
う
に
も
思
え
た
と
同

時

狂
戦
士
を
恐
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

こ
れ

で

ト
ド
メ

ぐ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

と
技
を
繋

て
い
た
キ
リ
ト
は
狂
戦
士
の
残
り

が
一

を
切

た
の
を
見
て

黒
剣

か
ら
深
紅
の
光
を

ら
せ

を

く
よ
う
な

と
共
に
強

な
突
進
突
き
を
放

た

 
そ
の
突
き
を

の
中

に

け
た
狂
戦
士
は
後
方
へ
思
い
切
り
吹

び
な
が
ら
断

魔
を
上

に

突

 
そ
し
て
蒼
い
結

片
へ
と

て
い

た

は

は

 

く
一
息

け
る
事
に
安

し
た
の
か
キ
リ
ト
は
倒
れ
こ
そ
し
な
か

た
も
の
の

色

の
剣
を

代
わ
り
に

立
ち
で
体
力
回
復
に
努
め
始
め
た

 

ら
実

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
と

え
ど
も
ま
だ
子

そ
れ
に
常

を

し
た
戦
闘
を
立
て

け
に

失

が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
プ
レ

シ

を
背
負

て
生
き

い
た
の
だ
か
ら
む
し
ろ
安



 第二十二章 〜堕ちし英雄達の死煉〜

と
同
時
に
気
絶
し
な
い
だ
け

い
の
だ
と
思
う

 
し
か
し

状
況
は
そ
ん
な
事
な
ど
お
構
い
な
し
と
ば
か
り
に
進
む

 
勝

を
祝
う
フ

ン
フ

レ
だ
と
か
ア
ナ
ウ
ン
ス
だ
と
か
も
掛
か
ら
ず
回
復
の

か

か
な
光
に

ま
れ
て
い
る
キ
リ
ト
の

上
に

ま
た
パ
ネ
ル
が
出
現
し
た
の
だ

 
そ
こ
に
は

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｓ
ｅ
ｉ

ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｎ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ
ｔ

と
表
示
さ
れ
て
い
て

こ
の

手
が
恐
ら
く

個
人
戦

最

後
の

な
の
だ
ろ
う
と
分
か

た

 
そ
れ
に
し
て
も
こ
の

の
名
前
直

す
れ
ば
過
去
の
悪
夢
に

わ
れ
し
虚
構
と
い
う

意
味
に
な
る

だ
が
色

と
意
味
が
分
か
ら
な
い

先
の
二
体
の
ボ
ス
堕
天
使
と
狂
戦
士
の

事
か
ら

え
れ
ば

か
し
ら
意
味
を
持

て
い
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど

お

ボ
ス
が
出
て
来
た
ぞ

 
デ

ア
ベ
ル
と
い
う
蒼
髪
に
白
銀
の

で
身
を

め
た
騎
士
を
自
称
し
て
い
る

実

に
他
者
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
い
る

男
性
プ
レ
イ

の
声
で
ア
リ

ナ
に
キ
リ
ト
以
外
の

人
影
が
現
れ
た
事
に
気
付
い
た

 
そ
の
人
影
は
狂
戦
士
が
出
て
来
た
時
に
使
わ
れ
て
い
た
出
入
り

か
ら
歩
い
て
出
て
来
て
い
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た 
そ
の
人
影
は

一

で

え
ば

黒
い

わ
ね

 
そ
う

黒
か

た

そ
の
人
影
は
キ
リ
ト
な
ど

で
は
無
い
く
ら
い
に
真

黒
だ

た
の
だ

 
ま
ず
キ
リ
ト
と
違

て

の
部
分
ま
で
黒
い
フ

ド
を

て
い
る
か
ら

が
見
え
な
い

手
も
指

手

で
は
無
く
て
指
先
ま
で
し

か
り

う
真

黒
な

手

ブ

ツ
も

付
き

ブ

ツ
で
は
無
く
て
黒
い

更
に
は

が
足

ま
で
あ
る
全
身
を

う
黒
い
ロ
ン
グ
コ

ト 

一
銀
色
の
チ

ン
が

の
飾
り
か
ら
下

ら
れ
て
い
た
が
そ
ん
な
の
は
気

め
程

で
し
か
無
い

黒
い
の
も
そ
う
だ
け
ど
さ

キ
リ
ト
と
同
じ
く
ら
い
小
さ
く
な
い

小

な
キ
リ
ト
く
ん
と
同
程

の
新

の
人
型
ボ
ス
で
す
か

小
人

と
か
そ
う
い
う
設

定
な
ん
で
す
か
ね

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
エ
ル
フ
が

ま
す
し

て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
思
い
ま

す
け
ど

 
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
が

た
よ
う
に

に
特

す
べ
き
は

そ
の
背

だ
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観
客

は
ア
リ

ナ
中

か
ら
最
前
列
で
も
結
構
離
れ
て
い
る
か
ら
正
確
性
に
欠
け
る
の
だ

が
眼
に
狂
い
が
無
け
れ
ば
出
て
来
た
ボ
ス
は
キ
リ
ト
と
同
程

の
身
⻑
な
い
し

か
に

い
程

の
背

だ

オ
イ
オ
イ

あ
の
ボ
ス
の

か
な
り

だ
ぞ

 
私
達
が
出
て
来
た
人
型
ボ
ス
の
特
徴
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
と
和

で
身
を

め
て
い
る
バ

ン
ダ
ナ
男
の
ク
ラ
イ
ン
が

を

め
な
が
ら

て
き
た

 

ゲ

ジ
に
気
付
い
て
い
な
か

た
私
達
が

さ
れ
る
ま
ま
に
ボ
ス
の

を
見
て

そ
し
て

然
と
し
た

ナ

ゲ

ジ
一
本

だ

テ

 

然
と
ア
ル
ゴ
が

く

新
た
に
現
れ
た
人
型
ボ
ス
の

は

ボ
ス
に
あ
る
ま
じ
き
た

た

一
本

プ
レ
イ

と
同
じ

件
だ

た
と
い
う
事
に
私
達
は

然
と
し
た

 
同
時

な
予
感
を
覚
え
る

キ
リ
ト
は

勝
て
る

の
よ

ね

 

と
な
く

が
引
き

て
い
る
の
を
自
覚
し
な
が
ら

私
は
ア
ス
ナ
に
問
い
掛
け
た

 

裏
に
浮
か
ん
で
い
る
予
想
が
外
れ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

い
て
い
た
故
の
行
動
だ

た
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が

ア
ス
ナ
は

ま
ず

を
横
に
振

た

分
か
ら
な
い

ボ
ス
の

が

よ
り
少
な
い
時

そ
れ
は
つ
ま
り

プ
レ
イ

を
苦

戦
さ
せ
る
要

が
他
よ
り
も

か
に
多
い
事
の
証
で
も
あ
る
か
ら

も
し
か
し
た
ら
極

に

力
が
高
い
と
か

一
本
だ
け
ど

で

え
ば
五
本
分
あ

た
り
と
か
の
可
能
性
も

定
出
来
な
い

万
全
の
キ
リ
ト
君
な
ら
と
も
か
く
堕
天
使
と
狂
戦
士
を
一
気
に

手
し
て

し
て
る
彼
で
は

キ
ツ
イ
か
も

 
勝
て
る
見

み
が
ゼ
ロ
で
は
無
い
と
い
う

り
で
キ
リ
ト
の
強
さ
に

め
て
称

を
送
る
べ
き

な
の
か
も
し
れ
な
い

あ
の

で
こ
こ
ま
で
強
い
と
い
う
の
も
お
か
し
な
話
で
は
あ
る
の
だ
が

過
去
を

え
れ
ば
ま
だ
分
か
ら
な
く
も
無
い

 
た
だ
そ
の
彼
を
し
て
も
勝
て
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
ボ
ス
を
最
後
に
し
か
も

一

切
情
報
を
明
か
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

手
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
彼
が
勝
ち

け
ば
万
事
解
決
そ
う
で
無
く
と
も
彼
が
戦
え
ば
情
報
が
明
か
さ
れ
て
他
の

戦

者
が
勝
て
る
見

み
は
高
く
な
る

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト

ど
勝

が
高
い
プ
レ
イ

は
い
な
い
と
思
え
た

堕
天
使
と
狂
戦
士
に

よ
る
理
不

な
猛
攻
撃
を

け
て

立
ち
上
が

て
い
た
キ
リ
ト
だ
か
ら
こ
そ
ず

と
一
人
で
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戦

て
い
た
か
ら
こ
そ
だ

 
ホ
ロ
ウ

定
的
な
ボ
ス
の
呼
び
名

は
パ
ネ
ル
に
表
示
さ
れ
た

機
時
間
が
十

を

切

た
時
点
で
ア
ク
シ

ン
を

こ
し
た

 

に

手
を
持
ち
上

た
か
と
思
え
ば

手
の
平
に
黒

い

電
を

ら
せ
そ
し
て
そ

こ
か
ら
一
本
の
剣
を
出
現
さ
せ
た
の
だ

悪
魔
の

を
思
わ
せ
る
剣
身

の
部
分
に
は
悪
魔

を
思
わ
せ
る
⻩
色
の

は
黒
が

じ

た
深
緑
に

め
ら
れ
て
い
る
そ
の
剣
は
見
る
か
ら
に

禍

し
か

た

 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
が

目
し
表
情
を
引
き

ら
せ
な
が
ら
禍

し
い
剣
を

し
て
い
る

の
が

く

的
だ

た

 
ま
る
で

故
そ
れ
が
あ
る

と
で
も

い
た

な
表
情
だ

た
の
だ

 
そ
し
て
と
う
と
う

機
時
間
が
ゼ
ロ
に
な
り
パ
ネ
ル
が
消
え
去

た
と
同
時
二
刀
の
黒

の
剣
士

と
一
刀
の

黒
の
剣
士

が

い
に
刃
を
届
か
せ
よ
う
と

け
出
し
た
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最
終
戦
が
今

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

く
堕
天
使
と
狂
戦
士
が

れ
ま
し
た

堕
天
使
は

が
あ
る
の
で
倒
し
方
は
決
ま

て

た
ん
で
す
が
狂
戦
士
だ
け
は
ど
う
に
も
出
来
ず

し
か
も

め
コ
ン
ボ
し
な
い
と

ネ
ト
レ

イ
ト
が
邪
魔
す
る
と
い
う
仕
様
な
の
で

写
し
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た

同
じ
場
面
書
く
と
ア

レ
で
す
し
ね

 
さ
て

中
で
キ
リ
ト
が

バ
い
の
を
狂
戦
士
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た

先
に

て
お
き
ま
す

が

コ
レ

  
最

で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
ま
で

遠
に
そ
の
ま
ま
で
す

そ
し
て

時
外
れ
る
か
は
秘
密
で

す
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つ
ま
り
キ
リ
ト
だ
け
全
て
の
ダ
メ

ジ
に

大
な

み
を

け
る

で
す

一
応
こ
れ
だ
け

は

て
お
こ
う
と
思
い
ま
し
た

 
実
は
こ
れ
に
も
ち

ん
と
意
味
が
あ
り
ま
す
物

い
後
か
ら

わ

て
き
ま
す

が
良
い

人
は
多
分
気
付
き
ま
す

 
そ
し
て
最
後
に
出
て
来
た

一
本
の
人
型
ボ
ス

分
か
る
人
に
は
分
か
る
ネ
タ
で
す
ね

色

と
感
想
に
書
い
て

い
て

し
か

た
で
す
が
最
初
か
ら
こ
う
決
め
て
い
た
の
で

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

 

論

ネ
タ
は
別
に
あ
り
ま
す
が
複
数

合
わ
せ
て
い
る
の
で

ネ
タ
そ
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

ど
ん
な
攻
撃
が
出
て
く
る
か
想
像
し
て
み
て
下
さ
い

 

は
こ
の
ボ
ス
と
の
戦
闘

⻑
引
か
せ
た
く
な
い
で
す

出
来
れ
ば
そ
ろ
そ
ろ
ス
ト

リ

を
進
め
た
い
で
す
か
ら
ね

 
で
は

  
今
話
で
出
て
来
た
攻
撃
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Ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
ｅ
ｎ
ｏ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｂ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｒ
ｃ
ａ
ｒ

様
に

陽
は

ま
せ
ね

ポ
イ

ニ

ク
ヴ

イ
ド

を

き
付
け
た
点
を
中

心
に

数
メ

ト
ル
の
地
面
か
ら

を

出

た

た

手
を

状

に

く

不
能

の
極
悪
技

た
れ
ば
ま
ず
確
実
に

リ
メ
イ
ク
作
で
は

状

 
そ
こ
ま
で
高
く
吹
き
上
が
ら
な
い
の
で
ジ

ン
プ
し
て
い
れ
ば

た
ら
な
い
の
だ
が
発
動
が

速
いも

と

し
も
う

こ
の

み
を
よ

ヴ

イ
オ
レ
ン
ト

イ
ン

攻
撃
力
三

力

体
プ
ラ
ス

果
を

を

び
る
事
で
得
る

原
作
で
は
狂
戦
士
の
み
が
対

だ

た
が
本
作
で
は
キ
リ
ト
に
も

果
が

ん
で
お
り
更
に
は

覚

和
シ
ス
テ
ム
を

し

戦
い
の
中
で

み
を
感
じ
る
よ
う
に
さ
せ
る
極
悪
仕
様
に
な

て
い
る

 
ち
な
み
に
文
中
に
あ
る

り

に
ダ
メ

ジ
自
体
は
無
い

一
発
で

め
て
や
る
よ
覚
悟
は
出
来
た
か

ワ

ル
ド
デ
ス
ト
ロ
イ

ご

存
知

戦
闘
フ

ル
ド
全
攻
撃
判
定
を
持
つ
一
撃
死
技

め
は
⻑
い
が

ネ
ト
レ
イ
ト

の
存
在
を

え
る
と
か
な
り
ギ
リ
ギ
リ
な
勝
負
に
な
る



 第二十二章 〜堕ちし英雄達の死煉〜

 
実
は
原
作
の
Ｔ
Ｏ
Ｄ
リ
メ
イ
ク
で
は
空
高
い
場

に

る

ど

け
る
ダ
メ

ジ

が

下
が
り
生
還
す
る
可
能
性
が
あ
り
オ

ル
ス
タ

作
品
で
は
フ

ル
ド
に

に

れ
ば
回

が
可
能
だ

た
り
と

と

け
道
が
あ
る

 
Ｍ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
で
は
不
可

だ
が
壊
れ
キ

ラ
は

に

え
る
そ
も
そ
も
放
て
な
か

た
り
す
る

  

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ

身
の
程
知
ら
ず
が

滅
却
し
て
や
ろ
う
／
消
え
去
れ

八
刀
一
閃

堕
天
使
フ

ン

な
ら
絶
対
知

て
い
る
有
名
な
技

作
品
に
よ

て
攻
撃
方
法
が
マ
チ
マ
チ
で
偶
に
最
後
の
一

撃
が
二
ヒ

ト
し
て
振
る

て
い
る
の
は
七
回
と
い
う
場
合
も
あ
る

本
作
で
は

Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｆ

と

Ｄ
Ｄ
Ｆ
Ｆ

を
参

に
し
て
い
る

消
え
去
れ

神
速

一
振
り
で
六
発
の
斬
閃
を

ば
す
空
中
遠

離
技

ネ
タ
は
Ｄ
Ｄ

Ｆ
Ｆ

ヒ

ト
す
れ
ば
追
加
で
背
後
に
回

て
斬
り
上

斬
り

と
す
二

撃

合

で
八

撃
に
な
る
の
だ
が

本
作
で
は

殺
さ
れ
て
い
る
の
で
追
加
は
無
か

た

約
束
の
地
へ

獄

発
動
時
に
一

上

し
空
中
か
ら
下

す
る
と
共
に
強

な
下
突
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き
を

び
せ
る
技

地
面
に
突
き
立
て
れ
ば

の

が
め
く
れ
上
が
り

中
で
止
め
れ
ば
⻑

刀
を
逆
手
で
振
り
払

て
攻
撃
す
る
技
に
変
化
す
る

覚
え
て
い
る
か

お

み

対
者
を

し
に
し
て

づ
り
に
し
た
時
に
Ｆ

Ｆ

Ａ
Ｃ

で
出
た

実
は
本
作
で
も
物

い
意
味
が
あ
る
内
容
と
な

て
い
る

 
ト
ド
メ
と
な

た

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

キ
リ
ト
が
堕
天
使
に
対
し
て
最
後
に
放

た

ネ
タ
は
四
方
八
方
を

び
回
り
な
が
ら
斬
り
裂
き
最
後
に

点
か
ら
斬
り

と
す
超

武
神

覇
斬

と
い
う
Ｆ
Ｆ

主
人

の
大
技

参

は

Ｆ
Ｆ

Ａ
Ｃ

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

の
動

き
は

フ

イ
テ

ン
グ
・
ク
ラ
イ
マ

ク
ス

の
キ
リ
ト
か
ら
持

て
来
て
い
る
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第
二
十
三
章
 

虚
構
と
闇

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 

し
振
り
の

日
投
稿
理
由
は
書
き
方
が
変
わ
ら
な
い
た
め
と
モ
チ
ベ

シ

ン
が
あ
る
内

に
書
こ
う
と
思

た
か
ら

 
正
直
闘
技
場
編
で
キ
リ
ト
が
戦
い

け
て
ば
か
り
い
る
の
で
こ
れ
を
終
わ
ら
せ
た
い
が

に
書
い
た
部
分
も
あ
り
ま
す

今
話
で
終
わ
り
ま
せ
ん
け
ど

回
で

く
個
人
戦
最
終

回
で
す

し

な
い

 
一
応
最
初
の
に
設
定
で
練
て
い
た
も
の
と
べ
れ
ば
く
な
て
る
ん
で
す
け
ど
ね

一
部

に
し
た
設
定
が
あ

た
ん
で
す
よ

 
ま

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

今
話
は
ク
ラ
イ
ン
リ

フ

ユ
ウ
キ

点
で
お
送
り
し
ま

す

ぶ

ち

け
リ

フ

以
外
は
あ
ん
ま
り
意
味
無
い
で
す
け
ど
ね

 
で
は
ど
う
ぞ
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エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を

に
展
開
し
な
が
ら

を

と
し
て
構
え
る
キ

リ
ト
悪
魔
の

を
思
わ
せ
る

刀
を

手
で
持
ち
上

な
が
ら

身
を
前
に
構
え
る
黒
コ

ト
の
ボ
ス

ど
ち
ら
も
小

で

華

で

コ

ト
を
身
に

て
い
る
と
い
う
の
は
同
じ
だ

違
う
の
は

を
見
せ
て
い
る
か

そ
れ
と
一
刀
か
二
刀
か
だ

 
二
人
は

機
時
間
が
ゼ
ロ
に
な

た
と
同
時
に

け
出
し
刃
を
交
え
た

ら
か
な
動
き
で

ホ
ロ
ウ
が

掛
け
に
振
る
い
キ
リ
ト
が
黒
剣
を

掛
け
に
振
る

て
斬
撃
を

ん
だ

し

か
し
刃
は
止
ま
ら
ず
ど
ち
ら
も

る
よ
う
に
振
り

い
て
直
後
に

ぎ
に
振
る
い
な
が
ら

前
進
す
る

ギ

リ

と

を
立
て
て
背
中
合
わ
せ
に
剣
を
振
り

い
て
い
た

 
直
後
同
時
に
振
り
向
き
な
が
ら

く

び
上
が
り
背
後
に

る

へ
と
大
上

か
ら
剣
を

振
る

た

真
正
面
か
ら

り
に
振
る
わ
れ
た
一
刀
と
二
刀
が
衝
突
し
地
面
に

き

と

さ
れ
ず

そ
の
ま
ま

り
合
い
へ
と

行
し
た

だ
よ
ア
リ

で
キ
リ
ト
と
ボ
ス
が
同
じ
攻
撃
を
し
て
る
ん
だ
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は
気
に
な

た
事
を

に
出
し
て
い
た

そ
れ
だ
け
疑
問
に
思

た
の
だ

 
こ
れ
で
も
キ
リ
ト
と
は
⻑
い
付
き
合
い
だ
か
ら
分
か
る
が
キ
リ
ト
は

本
的
に
一

喰
ら

た
技
を
二

は

け
な
い
そ
れ
以
前
に
初
見
で
も

ど
見
切
る
か
ら

た
ら
な
い
事
の
方
が
多

い

む
し
ろ
さ

き
の
ボ
ス
戦
み
た
い
に
ポ
ン
ポ
ン

た
る
事
の
方
が

し
い
の
だ

ま

ボ

ス
を
二
体
も

手
し
て
そ
の
片

れ
が
と
ん
で
も
な
い

だ

た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
が
今
そ

こ
は
問

で
は
無
い

 
キ
リ
ト
は
確
か
に
堕
天
使
の
超
速
突
進
を
も
初
見
で
見
切
る
だ
け
の
反
応
速

を
有
し
て
い

る
こ
れ
は
事
実
だ

し
か
し
初
見
の
技
を
見
切
れ
る
と

て
も
初
見
の
技
を
完
全
に
同
期

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
完

に

出
来
る

で
は
無
い

仮
に
初
見
の
技
を

出
来
る
と
し
て

も

必
ず
一

の
ラ
グ
が
あ
る

ワ
ン
テ
ン
ポ

れ
る
の
だ

な
の
だ
か
ら

然
で
あ
る

 
し
か
し
今
の
キ
リ
ト
は
ボ
ス
と
完
全
に
同
期
し
た
動
き
で
攻
撃
を

り
出
し
た

ま
る
で
分

か

て
い
た
か
の
よ
う
に
だ

は

あ

 
そ
の
時
ホ
ロ
ウ
の
方
が
裂

の
声
を

り
上

な
が
ら
小
さ
く

び
上
が
り
時

回
り
に
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く
る
り
と
回
り
な
が
ら

刀
を
振
る

た
す
る
と
そ
の
切

先
か
ら
黒
い

が

て
放

状

に
放
た
れ
る

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
予
期
し
て
い
た
か
の
よ
う
に

だ
め
に
構
え
て
い
た
黒
剣
か
ら

色
の
光

を

ら
せ
な
が
ら

ぎ

ぎ
か
ら
な
る
高
速
二

撃
ス
ネ

ク
バ
イ
ト
を
放
ち

を

殺
し

ノ

ダ
メ

ジ
で
や
り
過
ご
し
た

お

 

を
放

た
後
の
ホ
ロ
ウ
は
隙
だ
ら
け
の
ま
ま
地
上
へ
と

り
て
来
て
い
て
そ
の
隙
を
キ
リ

ト
は

さ
な
か

た

体
の

に

た
黒
剣
に
再
び

は

の
光
を

し
た
後
前
方
へ
突

進
し
な
が
ら
斬
り
掛
か

た
の
だ

ニ

ク
リ

プ
だ

そ
の
一
撃
は
ホ
ロ
ウ
に
直
撃
し

く

ま
せ
る
に
至

た

 
初
撃
は
キ
リ
ト
が
決
め
た
そ
の
一
撃
で
ホ
ロ
ウ
の

ゲ

ジ
の

が
チ
リ

と

れ
る

ど

う
や
ら
と
ん
で
も
な
い

力

あ
る
い
は

も
な
い

の
要

を
持

て
い
る
ボ
ス
ら

し
いま

だ

だ

 
そ
う
と
な
れ
ば
こ
の
ま
ま
攻
撃
を

け
て
い
こ
う
と
思

た
の
か

直
が

さ
れ
る
前
に
キ
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リ
ト
は

の
剣
に
⻘
い
光
を

し

逆

に
振
る

た

  
そ
の
時
そ
れ
ま
で
眼
前
で

ん
で
い
た
黒
コ

ト
の
ホ
ロ
ウ
の

が

の
よ
う
に
掻
き
消

え
た

 
な

 
全
く
一
切
の
前
兆
も
無
く

突
に

が
掻
き
消
え
た
事
に
疑
問
と

が

分
に

ら
れ

た
声
を
発
し
た
キ
リ
ト
は
シ
ス
テ
ム
に
動
か
さ
れ
る
ま
ま

手
で
逆

斬
り
上

斬
り
上

掛
け
に
剣
を
空
振

た

い

 
そ
し
て
ワ
ン
テ
ン
ポ

い
て
キ
リ
ト
の

上
か
ら
声
が
し
た

そ
こ
に
は
さ

き
ま
で
キ
リ

ト
の
眼
前
で

ん
で
い
た

の
ホ
ロ
ウ
が

て

刀
を

手
持
ち
で
振
り
か
ぶ

て
い
た
の
だ

 
し
か
し

そ
う
に
も
キ
リ
ト
は
ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア
を
空
打
ち
し
た
後
の
技
後

直
で
動
け
ず

結
果
そ
の
ま
ま
大
上

か
ら
の
斬
撃
を
背
中
に

け
る
事
と
な

た

更
に



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

は
地
面
に

刀
が

き

と
さ
れ
た
と
同
時

色
の

の
よ
う
な
も
の
が
吹
き
上
が
り
更
に

キ
リ
ト
を
追
撃
し
て
ダ
メ

ジ
を
加
え
る

ぐ

 

く
吹

ば
さ
れ
た
キ
リ
ト
は

故
か

け
身
を
取
ら
ず
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
地
面
を
転
が

た

転
が
る
の
が
止
ま

た
後
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

み
を

け
な
い

な
の
に

が

て
い
る
か

の
よ
う
に

き
を
上

り
に
体
を
小

み
に

さ
せ
る

そ
れ
で
も

え
る
手
で
剣
を
突

き
立
て

え
る
足
に

打

て
立
ち
上
が

た

い

 
そ
の
キ
リ
ト
へ
一

で
肉

し
た
ホ
ロ
ウ
が
大
き
く
黒
く

め
ら
れ
た
悪
魔
の
よ
う
な
刀
身

を
持
つ

刀
を

ぎ
に
振
る

た

キ
リ
ト
も
や
ら
れ
て
は
た
ま
る
か
と
二
刀
を
交
差
し
眼

前
へ
と
翳
す
し
て

手
の
剣

を

い
だ
が
な
ん
と

刀
の
剣
身
か
ら
禍

し
い

色
の

が

き
出
て
断

的
に
キ
リ
ト
を
更
に
襲

た

見
た
目
よ
り
も
か
な
り
の

力
を
誇

て
い
る

の
か
最
初
は

え
て
い
た
キ
リ
ト
も
す
ぐ
に

を

さ
れ
後
方
へ
と

く
後
退
さ
れ
て
し

ま
う
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形
も
無
く
消
え
ろ

 
後
退
し

け
反

た
ま
ま
動
け
な
い
キ
リ
ト
へ
ホ
ロ
ウ
は
容
赦
な
く
追
撃
を
行

た

振

り

い
た

刀
を
構
え
直
し

掛
け
逆

と

め
十

に
振
る

た
の
だ

す
る
と
刃

か
ら
血
の
様
に

い
光
線
が

本
か

出
さ
れ

キ
リ
ト
に
襲
い
掛
か
る

ぐ

う

 
ズ
ガ
ガ
ガ
ガ

 
と
見
た
目
に
反
し
た
打
撃

が

く
と
共
に

必
死
に
抑
え
よ
う
と
し

て
も
抑
え
き
れ
て
い
な
い

き
が

か
に

こ
え
て
来
て

思
わ
ず

を

め
て
し
ま

た

 
見
た
感
じ
さ

き
ま
で
キ
リ
ト
が
戦

て
い
た
堕
天
使
や
狂
戦
士
に

べ
圧
倒
的
に
技
の

見

え
は
地
味
だ
し

力
も

も
そ
こ
ま
で
高
く
な
い

せ
堕
天
使
の
よ
う
に

動
や

攻
撃
が
見
え
な
い
速
さ
で
は
無
い
し
狂
戦
士
の
よ
う
な
理
不

さ
が
目
立
つ
超

力
の
攻
撃
や

光
線
な
ど
出
し
て
い
な
い
か
ら
だ

 
し
か
し

そ
れ
で
も

過
出
来
な
い
事
実
が
一
つ
あ

た

 
そ
れ
は

キ
リ
ト
が
背
中
を
斬
ら
れ
た

と
い
う
事

 
プ
レ
イ

の
ア
バ
タ

だ
け
で
無
く
モ
ン
ス
タ

も
共

で

部
や

背
面
な
ど
に

攻
撃
を
入
れ
る
と

部
に
攻
撃
を
入
れ
た
時
よ
り
も
ダ
メ

ジ
が
多
く
入
る
よ
う
に
な

て
い
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る

こ
れ
を

達
は
ク
リ
テ

カ
ル
と
呼
ん
で
お
り
背
面
ク
リ
テ

カ
ル
な
ど
と
部

別
で

称
が
あ

た
り
も
す
る

ち
な
み
に

を
切
断
し

体
か
ら

部
を
切
り
離
す
と
プ
レ
イ

だ
ろ
う
が
モ
ン
ス
タ

だ
ろ
う
が
絶
対
に

死
す
る
よ
う
に
な

て
い
る

ま

の
切
断
が

成

す
る
の
は
結
構

な
の
で

う
や
つ
な
ん
て

ん
の
一
握
り
な
の
だ
が

 
そ
の
一
握
り
で
あ
る
キ
リ
ト
は

わ
ば
こ
の
世
界
で

よ
り
も
命
が

気
な
く
失
わ
れ
る
事

を
理
解
し
て
い
る
プ
レ
イ

つ
ま
り
絶
対
に
弱
点
を
攻
撃
さ
せ
な
い

そ
れ
だ
け
強
く

し
て
お
り
絶
対
に
死

に

を
寄
せ
付
け
な
い

恐
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
中
で
も
ト

プ
ク
ラ
ス
の
ハ
イ
デ

ン
グ
を
す
る
ア
ル
ゴ
す
ら
も
が

キ
リ
ト
に
見
破
ら
れ
て
し
ま
う
の
は

キ
リ
ト
が
死

か
ら

襲
を
仕
掛
け
ら
れ
な
い
よ
う
常
に

し
て
い
る

だ

 
索

ス
キ
ル
が
あ
る
か
ら
あ
る
程

な
ら

し
て
い
る
モ
ン
ス
タ

や
オ
レ
ン
ジ

プ
レ
イ

レ

ド
プ
レ
イ

に

達
も
対
応
出
来
る
が
キ
リ
ト
の
戦
闘
能
力
は
レ
ベ
ル

ど
こ
ろ
か

が
違
う

 
ま
ず

達
に
出
来
な
く
て
キ
リ
ト
に
出
来
た
事
の
最
た
る
事
実
は

う

の

襲
に

気
付
け
た
か

か
だ

 

う

戦
の
時
深
夜
に
襲
撃
し
た
の
に
対

さ
れ
た
と

う
よ
り

ち

せ
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さ
れ
て
い
た

か
ら
か

戦
の
情
報
が

れ
て
い
た
の
だ

ア
ジ
ト
に
行

て
も
も
ぬ
け

の

で
ど
う
い
う
事
か
と

を

て
い
た

達
の
背
後
か
ら
襲
撃
を
仕
掛
け
て
来
た

う

達
に

一
対

出
来
た
の
が
キ
リ
ト
だ

後
に

け
ば

な
予
感
が
し
た
予
想
の

だ

た
と

て
い
た

あ
ら
か
じ
め

は
し
て
お
い
た
ら
し
い

 

う

を

襲
す
る
ど
こ
ろ
か
逆
に

襲
さ
れ
て
し
ま
い

乱
に

た

レ
イ

ド
を
立
て
直
し
た
の
は

肉
に
も
キ
リ
ト
の
Ｐ
ｏ
Ｈ

び

う

幹
部
メ
ン
バ

の
斬

殺
が
き

か
け
だ

た

更
に

の
意
思
を
見
せ
な
い
オ
レ
ン
ジ
達
を

と

全
損
へ
と

追
い

ん
で
い
き

く

達
も
動
い
た

 
こ
こ
で
色

と
シ

キ
ン
グ
な
事

が
重
な

て
気
付
い
た
者
は

ど

な
か

た
の
だ

が
後
に
な

て
数
人
を

手
し
た
程

で
あ
る

達
で
も
ダ
メ

ジ
を

け
て
い
た
に
も

わ

ら
ず
キ
リ
ト
だ
け
は

の
一
撃
も

け
て
い
な
か

た
の
だ

Ｐ
ｏ
Ｈ
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク

ザ
ザ
を
始
め

多
く
の
攻
略
組
に

す
る
実
力
者
達
を

め
て

手
し
て
い
な
が
ら
だ

 

う

の
戦
闘
方
法
は
状

異
常
で
動
け
な
く
し
た
り

で
じ
わ
じ
わ
と
時
間

ぎ

し
な
が
ら
追
い

め
た
り
と

な
戦
法
の
他
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
よ
う
な
小

工

き
の
実
力
勝
負
を

ん
だ
り
と
 
様

だ

た
が
そ
の
中
に

ス
キ
ル
を

し
た
戦
闘
方
法
を
取
る

が
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い
た

コ
イ
ツ
は
ま
た

で
か
な
り
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
た
か
ら
か
発
動
直
後
は
完
全
に
見

失

て
し
ま
う
程
だ

た
の
だ

そ
の
せ
い
で
多
く
の
攻
略
組
は
背
後
か
ら
ダ
メ

ジ
を

け

を
⻩
色
ま
で

ら
し
て
い
た

 
最
終
的
に
そ
の

使
い
は
キ
リ
ト
に
よ

て
殺
さ
れ
た

そ
れ
を
契
機
に
生
き
残
り
の

十
一
人
は
全

し
た

ど
う
や
ら
そ
い
つ
で
幹
部
は
最
後
の
よ
う
だ

た
か
ら

 

が

い
た
い
か
と

う
と
ど
ん
な
状
況
で
も
キ
リ
ト
は
背
中
を
取
ら
れ
た
事
も
ま
し
て

や
背
中
か
ら
斬
ら
れ
た
事
も
無
か

た

し
か
し
こ
の
闘
技
場
最
終
戦
で
出
て
来
た
ホ
ロ
ウ
に

開
幕
か
ら

す
ぐ
に
背
中
を
斬
ら
れ
て
し
ま

た

 
そ
れ
は
ホ
ロ
ウ
が
そ
れ
だ
け

バ
い

と
い
う
事
で
も
あ
り
同
時
に
キ
リ
ト
の
集
中
力
が
い

よ
い
よ
限
界
を

え
て
来
た
と
い
う
事
で
も
あ
る

を
見
れ
ば

さ

き
の

い
光
線
の
よ

う
な
攻
撃
も
あ

て
か

に

が
四

ま
で

ち

ん
で
⻩
色
に

ま

て
い
た

けお

 

を
上
下
さ
せ
て

い
呼

を

り
返
し
な
が
ら
も
ど
う
に
か
立
ち
上
が

た
キ
リ
ト
に
ホ

ロ
ウ
は

刀
に

色
の
オ

ラ
を

め
た

突
を
放
ち

そ
の
切

先
か
ら
オ

を

出
す
る
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流

に
血
を
思
わ
せ
る
光
線
の
よ
う
な
複

な

道
で
は
無
く
直
線
的
な
も
の
だ

た
か
ら
か

キ
リ
ト
は

身
を
前
に
す
る
よ
う
に

身
を
後
ろ
へ
動
か
し
そ
の
オ

ラ
の

突
を

し

た 
直
後
キ
リ
ト
は

に
持

て
来
て
い
た
二
刀
に
⻘
い
光
を

し

の
様
に
時

回
り
に

回
転
し
な
が
ら
ホ
ロ
ウ
へ
と
突

ん
だ

突
の

勢
で

ま

て
い
た
ホ
ロ
ウ
に
そ
の
突
進

二

撃
は

ま
れ
る
事
無
く

き

ま
れ
る

へ
二
刀
を
振
り

い
た
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま

黒
剣
に

い
光
を

し

高
速
で

突
五

逆
風

の
八

撃

ハ
ウ
リ
ン
グ
・

オ
ク
タ

ブ

を

き

み

の
剣
で

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

へ
と
繋

黒
剣

で

ぎ
と

ぎ
か
ら
な
る

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ア

ク

そ
し
て

へ
振
り

い
た
黒
剣

を

へ

ぐ
よ
う
に
動
か
し
て

を

か
せ
な
が
ら
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
を
放

た 
片
手
剣
ス
キ
ル
に
よ

て
の
み
構
成
さ
れ
た
怒

の

撃

実
の

ど
う
し
て
キ
リ
ト

が
技
後

直
を
無

し
て

出
来
て
い
る
の
か
そ
の
ロ
ジ

ク
に
つ
い
て

達
は
ま
だ

し

く
知
ら
な
い

も
知
ら
な
い

も
し
か
す
る
と
キ
リ
ト
は

ド
ス
キ
ル
の

直
を
無
く
す

ス
キ
ル
で
も

得
し
て
い
る
の
か
と
も
思

た
が
さ

き
背
中
を
斬
ら
れ
た
時
は
動
け
て
い
な
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か

た
か
ら

そ
う
い
う

の
ス
キ
ル
は
無
い
ら
し
い
と
分
か

て
い
る

 
そ
ん
な
色

と
疑
問
が
浮
か
ぶ
怒

の

撃
の
ト
ド
メ
で
ホ
ロ
ウ
は
思
い
切
り
後
ろ
へ
吹

ば
さ
れ
た

中
で
地
面
に

足
を
付
き

に
二

の

を
作
り
な
が
ら
制
動
を
掛
け
て

そ
し
て
止
ま
る

 
制
動
を
掛
け
て
止
ま

た
ホ
ロ
ウ
は

く
り
と
立
ち

勢
を
整
え
た
後

刀
を
逆
手
に

持
ち
直
し
て
地
面
に
突
き
立
て
た

武
器
を
手
放
し
て
一
体

を
す
る
つ
も
り
な
の
だ
と

に
表
情
を

く
し
な
が
ら
キ
リ
ト
や

達
が
見

め
る
先
で
ホ
ロ
ウ
は
黒
い
手

に

ま
れ

た

手
を
眼
前
に
突
き
出
し
た

 
直
後

刀
を
出
し
た
時
の
よ
う
に
今

は
金
色
の

を
放
ち
な
が
ら
ホ
ロ
ウ
の

手
に

一
本
の
日
本
刀
が
出
現
す
る

そ
れ
は

が
使

て
い
る
刀
よ
り

め
⻑
さ
的
に
は
小
太
刀
く

ら
い

そ
全
⻑
八
十
セ
ン
チ
程

だ

た

に

か
れ
た

は
白
く

は

金

色
で

形
刀
身
の
反
り
は

め
で

の
色
は

白
の
そ
れ
を
ホ
ロ
ウ
は

を

手
で
持

た

後
に
一
息
に

い
た

刀
身
の
色
は

の
よ
う
に
光
を
反

す
る
白
銀
だ

た

 
そ
の
刀
身
か
ら
バ
チ

と
白

が

た

そ
れ
を
見
て
か

キ
リ
ト
は
息
を
整
え
た
後
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ま
た
二
刀
を

に
広

て
構
え
る

動
き
ま
せ
ん
ね

 
見
合

て
か
ら
数

そ
し
て
十

ど
が
経
過
し
た
時

え
か
ね
た
か
の
よ
う
に
ラ
ン
が

ポ
ツ
リ
と

葉
を

ら
し
た

の
回
復
を

て
る
ん
で
し

う
か

む

し
か
し
そ
れ
だ
け
と
は
思
え
な
い
が

間
合
い

え

 
ア
ス
ナ
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
話
し
合
お
う
と
し
た
そ
の
時
確
信
を
得
て
い
る
か
の
よ
う
な

で
リ

フ

が
一

に
し
た

そ
れ
に

達
が

線
を
向
け
る
と
金
髪
緑

の
妖
精
は
義

妹
を

き

め
な
が
ら

し

か
り
と
キ
リ
ト
へ

線
を
向
け
た
ま
ま

を
開
い
た

 
剣
の
間
合
い
で
す

多
分
キ
リ
ト
の
間
合
い
も
ボ
ス
の
間
合
い
も
あ
そ
こ
が
そ
れ
ぞ
れ
ギ
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リ
ギ
リ
一
歩
外
な
ん
で
す
よ

ど
ち
ら
か
が
動
い
た

間
そ
れ
は

方
の
間
合
い
の
中
に
入
る

と
い
う
事

だ
か
ら
キ
リ
ト
は
動
け
な
い
し
動
か
な
い

動
け
ば
後
の
先
を
取
ら
れ
て
不

に

て
い
れ
ば
先
の
先
を
取
れ
て
有

に
な
る
か
ら

見
た
限
り
で
は
剣
の
速
さ
は
お
ろ
か
剣

も
身
の
こ
な
し
も
同

で
す
か
ら
先
に
動
く
か
後
に
動
く
か
だ
け
が
有

不

を
決
め
る

間
合
い

攻
撃

の
事
か

ゲ

ム
で
は
そ
う
表
現
し
ま
す
ね

 
ユ
イ
ち

ん
を

き

め
未
だ
戦
況
が

直
状

に
あ
る
キ
リ
ト
と
ボ
ス
を
見
な
が
ら
あ

た
し
は
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
疑
問
に

え
て
い
た

い
や
に

に
語
れ
る
の
は
あ
た
し
が
剣
道

を
し
て
い
る

ら

色

と
本
を

み

て
い
た
お

だ

 
間
合
い

こ
れ
は
ゲ

ム
で
は
攻
撃

と
表
現
さ
れ
る

ま

意
味
は

ど
同
じ
な
の
で

別
に
構
わ
な
い
の
だ
け
ど
あ
た
し
と
し
て
は
間
合
い
と

う
方
が
し

く
り
来
る
の
で
あ
ま
り

ゲ

ム
的
な
表
現
は
使
わ
な
い

 
と
は

え

こ
の
世
界
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
見
た
目

り
の
間
合
い
と
は
い
か
な
い
場
合
が
あ
る

現
に
さ

き
の

や

の
攻
撃
な
ど
が
そ
れ
に

た
る

な
の
で
こ
の
場
で
は
攻
撃

と

た
方
が
良
い
の
か
も
知
れ
な
い
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し
か
し
ホ
ロ
ウ
が
今
手
に
し
て
い
る
あ
の

を

ら
せ
て
い
る
刀
に
は
ど
う
し
て
か
間
合
い

と

う
方
が
し

く
り
来
て
い
た

故
か
は
分
か
ら
な
い

 

と
な
く

中
で
そ
の
事
を
疑
問
に
思
い
な
が
ら
あ
た
し
は
キ
リ
ト
を
見
な
が
ら
少
し
だ

け

根
を
寄
せ
た

  

で
も

和
人

て
る
だ
け
じ

に
不

に
な
る
だ
け
よ

  
焦
ら
ず
に

手
を

つ
そ
の

勢
は
剣
道
で
も
大
切
だ
か
ら
良
い
と
は
思
う

し
か
し
時
に

は
思
い
切

て
一
歩

み
出
し
て
先
手
を
取
る
事
も
必
要
な
の
だ

手
が

ち
構
え
て
い
る
の

は
百
も
承
知
な
の
だ
か
ら
そ
れ
を
上
回
る
速

で
肉

し
一
本
取
る
と
い
う
気

が
大
切
だ

最
初
か
ら

め
て
い
て
は
出
来
る
も
の
も
出
来
な
い
の
で
あ
る

 
ま

根
性
論
で
ど
う
に
か
な
る

で
は
無
い
事
は
理
解
し
て
い
る

し
か
し
や
は
り
人
間

気
の
持
ち
よ
う
だ
と
思
う

少
な
く
と
も
そ
う
い
う
部
分
が
あ
る
の
は
事
実
だ

お
お
お
お
お
お
お
お

 
あ
た
し
の
そ
の

え
が
届
い
た
の
か
は
た
ま
た
偶
然
か
キ
リ
ト
は
恐
れ
を
振
り
切
る
よ
う
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に
裂

の
声
を

り
上

な
が
ら
ホ
ロ
ウ
へ
と
突

し
た

ド
ス
キ
ル
の
光
が

て
い
な

い
事
か
ら
ど
う
や
ら

手
の
攻
撃
を

い
て
か
ら
放
つ
つ
も
り
ら
し
い

ド
ス
キ
ル
は
放

ち
始
め
た
が
最
後
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
動
き
が
強
制
さ
れ
て
身
動
き
が
あ
る
意
味
で

じ
ら
れ
て
し

ま
う
ら
し
い
か
ら

そ
の

で
正
解
な
の
だ
と
思
う

 
ホ
ロ
ウ
は
そ
れ
に
対
し
バ
チ
バ
チ
と
白

を
放
つ
小
太
刀
を

ぎ
に
振
る

た

そ
れ
に

対
し
て
キ
リ
ト
が
黒
剣
を
真
上
か
ら
振
り
下
ろ
し

刃
を
交
錯
さ
せ

ぐ

あ

 
バ
チ
バ
チ

 
と
黒
い
剣
そ
し
て
そ
れ
を
持
つ

手
か
ら
全
身
に
掛
け
て
ま
る
で

め
回
る
か
の
よ
う
に
白

が

り
回

た

そ
れ
は

手
の
刃
か
ら
キ
リ
ト
が
持
つ
黒
剣
へ
と

が
電
導
し
彼
を
襲

た
よ
う
に
し
か
見
え
な
か

た

体
中
を
白
い

が

り
回

た
の
と
同

時
に
苦
し

な
声
を
上

キ
リ
ト
は
一
歩

二
歩
と
よ
ろ
け
な
が
ら
後
ろ
へ
下
が
る

は

今
の
で
三

を
下
回

て
い
た

ア
レ

刃
を
交
え
た
だ
け
で

ダ
メ

ジ
喰
ら

た
よ

電
気
伝
導
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

あ
ん
な
の
反

も
い
い
と
こ
じ

な
い

 
ど
う
し
ろ

て

の
よ
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く
 
ア
ス
ナ
さ
ん
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
が

き
と
焦
り
の

葉
を
上

る

あ
た
し
も
内
心
で
は
同

じ
だ
が
同
時
に

と
な
く
予
想
付
い
て
い
た
事
な
の
で
声
を
上

る
に
は
至
ら
な
か

た

む

し
ろ
今
は
キ
リ
ト
が
ど
の
よ
う
に
対

す
る
か
あ
の
ボ
ス
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
か
を

見
る
事
に
集
中
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
は
体
の

か
ら
白

を
上

な
が
ら

で
バ
ク
転
を
し
ホ
ロ
ウ
の
追
撃
を

し

な
が
ら
後
退

離
を
取

た

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

え
え

 

離
を
取

た
か
と
思
え
ば

と
地
面
に

地
し
て
す
ぐ
に
ま
た
突

ん
だ

回
復
す
る

か
と
思

て
い
た

で
突

ん
だ
事
に

も
が

し

声
を
上

た

 
た
だ
あ
た
し
は

と
な
く
キ
リ
ト
の

え
て
い
る
事
が

と
な
く

め
た
の
で
声
は
上

な
か

た

恐
ら
く
キ
リ
ト
は
刃
を
交
え
る
の
で
は
無
く
紙
一
重
で

し
生
ま
れ
た
隙
に

攻
撃
を

き

む
事
を

ん
だ
の
だ

限
り
な
く
至

の
業
だ
が
し
か
し
今
の
彼
の
実
力
を

え
れ
ば
決
し
て
不
可
能
で
は
無
い
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そ
ん
な
あ
た
し
の
予
想
は

分

た
り

分
外
れ
て
い
た

 
突

し
て
く
る
キ
リ
ト
に
対
し
て
ホ
ロ
ウ
は

か

刀
を
振
る

た
そ
れ
を
キ
リ
ト
は
紙

一
重
で
ギ
リ
ギ
リ

し
て
い
た
が
最
も
肉

し
た

間
ホ
ロ
ウ
は

て
い
た
か
の
よ
う
に

刀
を
大
上

に
構
え
て
い
た

突

し
て
い
た
キ
リ
ト
に
は
横
へ

う
が
ど
う
し
よ
う
が
そ

れ
を

す
事
な
ど
不
可
能
で

け
る
し
か
無
か

た

 
そ
こ
で
彼
は
思
わ
ぬ
行
動
に
打

て
出
た

と
彼
は

色
の
剣
を
突
き
出
し
な
が
ら
手
を

離
し

性
の
力
で
剣
を
ホ
ロ
ウ
へ
と

ば
し
た

そ
し
て

上
か
ら
振
り
下
ろ
さ
れ
る

刀
の

先
に
手
隙
と
な

た

手
の
平
を

て
刃
が
振
り
下
ろ
さ
れ
る
の
を
止
め
た
の
だ

で

は
電
導
し
な
い
の
で
有

な
一
手
だ

た

更
に
は

色
の
剣
が
ホ
ロ
ウ
の

部
に
突
き

さ

て
い
る
た
め
キ
リ
ト
は
ノ

ダ
メ

ジ
だ
が
ホ
ロ
ウ
に
は
キ

チ
リ
と
ダ
メ

ジ
が

そ
れ
で
も
極

か
に
だ
が

入

て
い
た

 
あ
た
し
は
そ
れ
を
見
て
絶

し
た

 

先
を

さ
え
る
と
い
う
ア
レ
は
確
か
に
剣
術
の
中
で
は
有

な
一
手
で
は
あ
る

剣
を
振

る
う
時
刃
よ
り
も
ま
ず

の
方
が
先
に
振
ら
れ
る
の
で

を

さ
え
て
し
ま
え
ば
刃
は
絶
対

に
振
れ
な
い
か
ら
だ

し
か
し
そ
れ
は

を
極
め
る

ま
ず
タ
イ
ミ
ン
グ
の
見
極
め
が
非
常
に



 第二十三章 〜虚構と闇〜

し
い

に

先
を
一
発
で

定
す
る
に
は
力
学
的
な
理
解
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

だ

あ
た
し
で
も
未
だ
に
理
論
上
は
知

て
い
て
も
成

さ
せ
ら
れ
た
事
は
無
い
の
だ

 
別
に
あ
た
し
が
年
上
だ
か
ら
と
い
う

で
は
無
い
が
そ
れ
で
も
姉
と
し
て
見

を

り
た
い

部
分
が
あ
る
故
に
努
力
し
て
い
る
事
は
そ
れ
な
り
に
多

に

て
い
る

だ
か
ら
分
か
る
の

だ
キ
リ
ト
が
し
て
い
る
事
が
ど
れ
だ
け
至

を
極
め
る
の
か
を

生

な

と
経
験
で
は
決

し
て

し
得
な
い
事
な
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
か
ら

更
だ

た

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
う
し
て
攻
撃
手

を

じ
ら
れ
て

ま
る
ホ
ロ
ウ
に
キ
リ
ト
は

を
上

な
が
ら

色

の
光
と
共
に
黒
剣
を

掛
け
に
振
る

た

そ
の
一
撃
で

の
剣
が
弾
か
れ
ホ
ロ
ウ
の
体

か
ら

け
地
面
に

ち
る

し
か
し
キ
リ
ト
は
そ
れ
に
は

せ
ず

だ
め
に
剣
を
構
え
直

し
て
⻘
い
光
と
共
に

へ
振
り

い
た

 
チ
リ

と
ホ
ロ
ウ
の

が

れ
る
が

ま
だ
一

も

れ
て
い
な
か

た

ど
れ
だ
け

が

多
い

あ
る
い
は

力
が
高
い
の
だ
と

中
で
悪

を

く

 
そ
の
間
に
キ
リ
ト
は

を
握
り
蒼
い
光
と
共
に
ホ
ロ
ウ
の

へ
と
突
き
出
し
た

そ
の

間

ホ
ロ
ウ
の

が
ま
る
で
陽

の
よ
う
に
揺
ら
ぎ

そ
し
て
消
え
た
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い

 
キ
リ
ト
の

は
空
を
切
り
再
び
空
中
へ

間

動
し
た
ホ
ロ
ウ
が
大
上

に

刀
を
構
え
て

い
た

し
か
し
キ
リ
ト
も
同
じ
攻
撃
を
喰
ら
う
つ
も
り
は
無
い
よ
う
で
今

は
さ

き
と
違

て
反
応
し
て
見
せ
た

に
黒
剣
を
逆
手
に
持
ち

え
た
か
と
思
え
ば

足
で
地
面
を

み

き
バ
チ
バ
チ
と
蒼

を

ら
せ
る
刃
を

び
上
が
り
な
が
ら
思
い
切
り
振
り
上

た
の
で
あ

る 
白

を

た

刀
と
蒼

を

た
黒
剣
が
正
面
衝
突
し
た

ガ

ア
ア
ア

 
バ
チ
バ
チ

と
刃
か
ら
伝
わ

て
来
た

に
身
を

か
れ
る
キ
リ
ト
は
苦
し
そ
う
な

き
を

上

る
が
し
か
し
今
回
は

ド
ス
キ
ル
で
の
攻
撃
だ

た
た
め
か
シ
ス
テ
ム
の
後

し
も

あ

て
ホ
ロ
ウ
の
斬
り

と
し
に
打
ち
勝

た

ギ

ン

 
と
け
た
た
ま
し
い

と
共

に

ホ
ロ
ウ
は
思
い
切
り
上
に
剣
を
弾
か
れ

空
中
で

け
反

た

 
大
ダ
メ

ジ
を

け
ず
に
済
ん
だ
そ
れ
は
良
か

た

し
か
し
キ
リ
ト
は

ド
ス
キ
ル
を

放

た
の
だ
か
ら
ホ
ロ
ウ
と
同
じ
よ
う
に
地
面
へ
下
り
る
ま
で
は

直
で
動
け
な
い

つ
ま
り

仕
切
り
直
し
に
な
る
の
で
は
と
そ
う
思

て
い
る
時
だ

た

キ
リ
ト
の

上
か
ら

か
が
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ち
て
来
た
の
は

 
そ
れ
は

色
の
剣

さ

き
地
面
に

と
し
た
ま
ま
だ

た

の

キ
リ
ト
が

手
に

握

て
い
た
あ
の
剣
だ

た

さ

き

び
上
が
る

わ
ざ
わ
ざ

足
を
持
ち
上

て

み
下

ろ
し
た
の
は
ど
う
や
ら
ア
レ
を
空
中
へ
放
る

だ

た
ら
し
い
あ
ま
り
に
も

業
だ

た
の

と
キ
リ
ト
に
集
中
し
て
い
た
か
ら
見
え
な
か

た
の
だ

 
キ
リ
ト
は
空
中
で
そ
れ
を
逆
手
で
手
に
取

た

す
る
と
蒼
い
光
が
二
刀
を

み

み
直
後

そ
の
場
で

回
り
に
回
り
な
が
ら
ホ
ロ
ウ
へ
斬
撃
を

か

き

ん
だ

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

 

り
出
す
か
の
よ
う
な
声
と
共
に

蒼
光
を

ら
せ
る
二
刀
を
空
中
で

横
無

に
振
る
い

ホ
ロ
ウ
へ
と

な
斬
撃
を

き

ん
で
い
く

ド
ス
キ
ル
中
は

下
し
な
い
よ
う
で
キ
リ

ト
は
空
中
に

ま
り

け

け
反
り
は
三

的
な

標

定
な
の
か
ホ
ロ
ウ
も
ま
た
空

中
に

ま

た
ま
ま
だ

た

 
十
数

撃
を

き

み

そ
し
て
一

強
く

の
剣
を
引
き

た

ジ

イ
ク
リ
プ
ス

 
そ
の
時

二
刀
を

ん
で
い
た
蒼
光
は
消
え
去
り

時
に
⻩
金
色
の
光
へ
と
切
り

わ
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た

そ
れ
は
堕
天
使
や
狂
戦
士
に
対
し
て

ま
じ
い
乱
舞
を
放

た
時
の
光
と

違
無
か

た

直
後
最
後
の

突
を
キ

ン
セ
ル
し
た
キ
リ
ト
は
⻩
金
の
剣
閃
を

と

き

ん
で
い

き
始
め
た

三

的
な
機
動
を

く
ア
レ
だ

 
ホ
ロ
ウ
の

は
一
撃
で
は

ん
の

か
に
し
か

れ
て
い
な
か

た
が
そ
れ
で
も

ド
ス

キ
ル
の

撃
数
が

で
は
無
い
か
ら
か

そ
の
残

は

実
な
速

で

れ
て
い

て
い
た

ナ
イ
ト
メ
ア
・
レ
イ
ン

 
最
後
の
空
中
で
体
を

り
な
が
ら
の

り
で
地
面
に

き

と
さ
れ
た
ホ
ロ
ウ
に
対
し

キ
リ
ト
は
も
う
一
切

を
与
え
て
な
る
か
と
ば
か
り
に
怒

の

撃
を
止
め
よ
う
と
は
し
な

か

た

技
名
ら
し
き
も
の
を

ん
で
い
る
の
は
恐
ら
く
恐
怖
を
払
い

け
る

な
の
だ
ろ
う

 

色
の
光
を
二
刀
に

し
た
彼
は
ま
る
で
剣
舞
を
思
わ
せ
る

ら
か
さ
で
流
れ
る
よ
う
に

突
と
斬
撃
を
見
ま
い
最
後
に

め
十

と
横
一
文

が
交
差
し
た

大
な
斬
閃
を

く
よ
う

に
二
刀
を

ぎ
払

て

め
た

デ
プ
ス
・
イ
ン
パ
ク
ト

 
更
に
彼
は

ド
ス
キ
ル
を
繋

た

黒
剣
で

掛
け

の
剣
で
逆

ぎ
を

放
ち

の
剣
で

突
最
後
に

で
強

な

突
を
見
舞
う
五

撃
だ

た

今
ま
で
に

べ
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て
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
た
も
の
の

ホ
ロ
ウ
の

ゲ

ジ
の
下
に

力

下
を
示
す
キ
リ
ト

と
同
じ
ア
イ
コ
ン
が
追
加
さ
れ
た
の
を
見
て
あ
の

ド
ス
キ
ル
は
デ
バ
フ

果
を

先
し
た

も
の
な
の
だ
と
把
握
し
た

そ
れ
な
ら

撃
数
が
少
な
い
の
も

け
る
話
だ

た

シ

イ
ン
・
サ

キ

ラ

 

突
の
後
キ
リ
ト
は
少
し
だ
け
体
幹
を

に

た

す
る
と
二
刀
に
今

は
蒼
黒
い
光
が

り

に

に
と
回
り
な
が
ら
斬
り
付
け

の

に

た
後
は
滅
多
斬
り
に
し
最
後

に
二
刀
同
時
に

突
を

り
出
し
た

そ
れ
で
ホ
ロ
ウ
は

け
反
り
な
が
ら

く
後
方
へ
と
吹

ぶ
が
す
か

 

離
が
離
れ
て
は
ま
た

い
状
況
に
な
る
と
判
断
し
た
ら
し
い
キ
リ
ト
は

ど
こ
か
切

ま

た
様
子
で
二
刀
に
⻘
い
光
を

わ
せ
て
独

の
様
に
回
り
な
が
ら
突
進
し
た

吹

ぶ

ホ
ロ
ウ
よ
り
も

キ
リ
ト
の
突
進
の
方
が

か
に
速
か

た

 
し
か
し
キ
リ
ト
の
二
刀
は
届
か
な
か

た

ホ
ロ
ウ
に
届
く

ん
の

か
手
前
で

む
も
の

が
出
現
し
た
か
ら
だ

た

 
彼
の
二
刀
を

ん
で
い
た
の
は

だ

た

た
だ
し
た
だ
の

で
は
無
い
ま
る
で

の
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よ
う
な
形
状
を
し
て

も
無
い
空
中
で

え

る

だ

た
の
だ

そ
れ
は

第
に

が
収
ま
る

事
で

を
現
す

一

で

え
ば
そ
れ
は
手
裏
剣
だ

た

た
だ
し
中
心
は
十

様
の
持
ち
手

が
あ
り
四
方
に

大
な
刃
そ
の
間
に
四
つ

ど
小
さ
な
刃
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で

フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ス
ク
を
実
戦

に
し
た
よ
う
な
も
の
だ

た

そ
れ
が
二

あ
り
そ
れ
ぞ
れ

が
キ
リ
ト
の
二
刀
を

け
止
め
て
い
た

な

あ

あ
れ
は
一
体

ア
レ
は

チ

ク
ラ
ム
だ

 
あ
ん
な
武
器
を
見
た
事
が
無
か

た
あ
た
し
の
疑
問
に
は
そ
れ
を

い
た
ら
し
い
ア
ル
ゴ
さ

ん
が

え
て
く
れ
た

 
彼
女

く

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
投

武
器
は

や

弾
と
同
じ
よ
う
に
弾
数
が
あ
る
の
だ
が

あ
の
チ

ク
ラ
ム
は
投

た
後
も
自
動
で
使

者
の
手

に

て
来
る
事
か
ら
実

的
に
弾
数

無
限
の
武
器
ら
し
く

投

ス
キ
ル
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の

体
術

ス
キ
ル
が
無
け
れ

ば
使

で
き
な
い
代
物
ら
し
い

第
二
層
か
ら

く
の
ボ
ス
戦
で
は
使

者
が
い
た
の
で
大
活
躍

だ

た
と
か

し
か
し
ま
さ
か
あ
ん
な
モ
ノ
を
ボ
ス
が
使
う
な
ん
て
ネ

今

は
遠

離
戦
に

も
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う

て
の
カ

え

き
ろ

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
独
白
の
後
ホ
ロ
ウ
は

刀
を

刀
の
近
く
の
地
面
に
突
き
立
て
て
チ

ク
ラ

ム
を
手
に
取

て
そ
し
て

に

を
広

た

す
る
と
チ

ク
ラ
ム
が
独
り
で
に
浮
い
て
回

転
し
回
転
す
る
刃
か
ら
黒
に

じ

て

が

出

そ
し
て
ア
リ

ナ
の
地
面
が
全
て

に

か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
焦

へ
と
変

し
ア
リ

ナ
の

よ
り
数
メ

ト
ル
内

に

し
く

え

る

が

と
な

て
焦

を

ん
だ

 
す
る
と

キ
リ
ト
の

が
じ
わ
じ
わ
と

れ
始
め
た

見
れ
ば
彼
の
体
に
チ
リ
チ
リ
と
小
さ

な

が

わ
り
付
い
て
い
る
の
が
見
え
た

 
キ

さ

さ
と
ボ
ス
を
倒
セ

 

が

ダ
メ

ジ
で

れ
て
い

て
る

 
流

に
継

的
な

ダ
メ

ジ
に
は
気
付
い
て
い
な
か

た
ら
し
い
キ
リ
ト
は
ア
ル
ゴ
さ

ん
の
指

で
ギ

と
し
た
よ
う
な

に
な

た
後
チ

ク
ラ
ム
を
手
に
構
え
を
取

た
ホ
ロ

ウ
か
ら

離
を
取
り
な
が
ら

の
ポ

チ
を
黒
剣
を
持

た
ま
ま

り

色
の

い
光
を
放
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つ
小

を
取
り
出
し
た

そ
れ
の

を
外
し

に

む

す
る
と
残
り
二

強
と

色
に
ま
で

ち

ん
で
い
た
彼
の

が
一
気
に
七

強
ま
で
回
復
し

更
に
は
ゲ

ジ
の
下
に
リ
ジ

ネ

を
示
す
ア
イ
コ
ン
が
現
れ
た

そ
れ
を
見
て

一
つ
安

す
る

 
キ
リ
ト
は

み

し
て
空
に
な

た
小

を
地
面
に
放

た
後
二
刀
を
構
え
直
し
て

く
縁

取
ら
れ
た
白
銀
色
の
チ

ク
ラ
ム
を

備
し
た
ホ
ロ
ウ
と

対
し
た

 
最
初
に
仕
掛
け
た
の
は
キ
リ
ト
だ

た

恐
ら
く

ダ
メ

ジ
で
様
子
見
を
す
る

に
も
い

か
な
く
な

た
か
ら
だ

た

 
先
に
動
い
た
キ
リ
ト
は

足
を

歩
後
ろ
へ
ず
ら
し
た
直
後
一

で
黒
剣
を
突
き
出
し
な

が
ら
突

し
た

ホ
ロ
ウ
は
そ
れ
を
チ

ク
ラ
ム
で
体
の

に

ら
す
が
キ
リ
ト
は

へ

ら

さ
れ
た
勢
い
に
逆
ら
わ
ず
む
し
ろ

す
る
か
の
よ
う
に
反
時

回
り
に
回
り
二
刀
を
重
ね

て

き
付
け
た

ザ
ン

 
と

い

と
共
に
直
撃
し

ホ
ロ
ウ
が

く

ん
だ

 
キ
リ
ト
は
そ
こ
か
ら
更
に

に
二
刀
を
振
る
い
な
が
ら
追
撃
し
最
後
に
そ
の
場
で
回
転
し

な
が
ら

で
斬
り
付
け
た
後

く
後
退
し

突
進
斬
り
で
ホ
ロ
ウ
を
斬
り

ば
し
た

 
思
い
切
り
後
方
へ
吹

ば
さ
れ
た
ホ
ロ
ウ
は
そ
の
勢
い
に
逆
ら
わ
ず
地
面
に
足
を

け
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た
と
思
え
ば
制
動
を
掛
け
る
の
で
は
な
く
む
し
ろ
地
面
を

り
更
に
後
方
へ
と

躍
し
た

そ

し
て

の

へ
と

を
消
す

は

あ
あ
あ

 
直
後
ホ
ロ
ウ
が

を
消
し
た
方
と
は
正
反
対
キ
リ
ト
の
背
後
の

の

か
ら

を
現
し
た

ホ
ロ
ウ
は
声
を
上

な
が
ら

を

て
キ
リ
ト
へ
突
進
し
彼
は
そ
れ
を
紙
一
重
で
横
に

ん

で

し
た

せ
り

ぐ
 
突
進
後
で
隙
だ
ら
け
に
な

た
ホ
ロ
ウ
の
背
面
か
ら
キ
リ
ト
は

を
交

し
て

を

と
し

た
後

の
剣
に
蒼

の
剣
に

を

し
て
突
進
斬
り
を
放

た

そ
れ
を

に

け
た
ホ
ロ

ウ
は

か
に

く
声
を
上

る

や

り

あ
の
声

 

か
声
を
発
す
る
の
を

い
て
い
た
が
や
は
り
と
あ
た
し
は

に
も

こ
え
な
い
程

に

小
さ
な
声
で

い
た

そ
れ
は

ば
あ
た
し
の
中
の
疑
念
を
確

た
る
も
の
と
す
る

で
も
あ

る
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Ｓ
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ｉ
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ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ

ｔ

と
い
う
名
前

全
く
同
期
し
た
動
き
に
同

の
剣

き
と
身
の
こ
な
し

背

そ
し
て

声

あ
ま
り
に
も
色

と
合

し
過
ぎ
て
い
た

あ
た
し
の

違
い
で
な
け
れ
ば
今
は
チ

ク
ラ
ム
を
使

て
い
る
ボ
ス
は

  

か
つ
て
の
あ
の
子
自
身
な
の

  

に
も

か
れ
て
は
な
ら
な
い
故
に

あ
た
し
は

中
で

く
疑
念
の
声
を

い
た

 

無

で
は
あ
る
が
し
か
し
そ
う
と
し
か

え
ら
れ
な
か

た

背

や
声
は
設
定
で

と
か
出
来
る
し
か
し
ボ
ス
と
全
く
同
期
し
た
動
作
と
い
う
の
は
プ
レ
イ

の
方
に

因
す

る

あ
の
子
が
ボ
ス
と
全
く
同
じ
動
き
を
し
て
い
る

に
逆
説
的
に
あ
の
ボ
ス
は
キ
リ
ト
自
身

で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
が
立
つ
の
だ

 
か
つ
て

つ
ま
り

桐

谷
和
人

で
も

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

で
も
無
く

故

の
あ
の
子

だ
と
予
想
し
た
の
か
も
理
由
が
あ
る

あ
の
ボ
ス
の
名
前
が
最
大
の
理
由
な
の
だ

ア
レ
は
直

す
れ
ば
過
去
の
悪
夢
に

わ
れ
し
虚
構
と
い
う
意
味
に
な
る

過
去
の
悪
夢
と
は
つ
ま
り
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は

一

だ

た

に

け
て
い
た
感
情
や
仕
打
ち
で
あ
り
天
才
の
姉
や
神

の
兄
に

べ
ら
れ
て
い
た

で
あ
る

虚
構
と
い
う
の
は
恐
ら
く
は
同
じ
人
間
が
も
う
一
人
い
る
と
い

う
の
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る

吹
き

べ

ぐ

は

あ
あ
あ

ぐ
 
チ

ク
ラ
ム
を
回
転
さ
せ

ま
じ
い

を

き
出
し
な
が
ら
眼
前
に
放
り
そ
れ
を
二
刀
で

い
で
空
中
へ
浮
い
た
キ
リ
ト
が

回
転
し
な
が
ら
二
刀
を
振
り

い
て
ホ
ロ
ウ
へ
と
襲
い
掛
か

る

チ

ク
ラ
ム
を
手

に

し
て
い
る
最
中
だ

た
ホ
ロ
ウ
は
そ
の
一
撃
を

け
て
ま
た

ん
だ

 

ら
か
予
想
外
の
出
来
事
に

弄
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ト
だ
が

本
的
に
は
ホ
ロ
ウ
に
対
し
て

有

に
動
け
て
い
た

確
か
に

地
に

る
場
面
は
あ
る
も
の
の
そ
れ
も
的
確
に
対

す
る
よ

う
に
な

て

ど
流
れ
を

ん
だ
ま
ま
だ

 
あ
た
し
の
確
信
め
い
た
予
想
が

た

て
い
る
な
ら

キ
リ
ト
は

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

Ｓ
ｅ
ｉ

ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ
ｔ

の
攻
撃
手

を

全
て
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知

て
い
る
に
違
い
な
い
だ
か
ら
こ
そ
あ
そ
こ
ま
で
的
確
な
対

が
出
来
る
の
だ

な
ら

眼
前
の

の

か
ら

を
消
し
た

が

突
に
背
後
か
ら
襲
い
掛
か

て
来
て
そ
れ
に
反
応
し

て
回

出
来
る
と
は
思
え
な
い

 
だ
が
そ
れ
だ
と
疑
問
が
残
る

そ
も
そ
も

前

か
ら
し
て
お
か
し
い
の
だ

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
ゲ

ム
は
正
式
サ

ビ
ス

デ
ス
ゲ

ム
開
始

か
ら
一
切
ア

プ
デ

ト
な
ど
が

さ
れ
て
い
な
い

つ
ま
り
こ
の
第
七
十
五
層
闘
技
場
の
ボ
ス

も
製
作
し
て
実

さ
れ
た

か
ら
一
切
変
更
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
に
な
る

な
ら
こ
の

ボ
ス
が
仮
に
過
去
の
あ
の
子
だ
と
す
る
と
製
作
ス
タ

フ
の
中
に
あ
の
子
の
過
去
の
デ

タ
を

入
れ
た
者

つ
ま
り
は
彼
の
事
を
知

て
い
る
者
が
い
た
と
い
う
事
に
な
る

 
だ
が

の

に

 
あ
の
子
が
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し

こ
の
ボ
ス
と
戦

た
と
し
て

一
体

の
メ
リ

ト
が
あ
る

 
い
や
そ
れ
以
前
に
こ
の
ゲ

ム
が
製
作
さ
れ
始
め
た

で
は
あ
の
子
は
ま
だ

一

だ

た
ま
だ
桐

谷
家
に

わ
れ
て
す
ら
い
な
か

た

仮
に
あ
の
子
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入
る

可
能
性
が
あ

た
と
し
て
も
前
の
家
の

境
で
は
神

の
兄
や

の
人
間
達
に
よ

て

無

に
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
あ
の
子
本
人
も

心
を
持
た
な
か

た

だ

そ
も
そ
も
仮
に
プ
レ
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イ
し
て
い
た
と
し
て
も
最
前
線
で
戦
い

け
た
か
も

し
い

不
確
定
過
ぎ
る

 
で
あ
る
な
ら

あ
の
子
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入
ら
な
い
事
を
前

と
さ
れ
て
い
た
の
か

 
し
か
し

そ
れ
で
は
こ
の
ボ
ス
の
能
力
に
説
明
が
付
か
な
い

今
の
あ
の
子
の
強
さ
を

え
て
い
る
の
は

十
中
八
九
人
道
に

る
人
体
実
験
と

コ
ア
を

め

ま
れ
た

の

発
的
な
能
力
の
増
強
だ

つ
ま
り

一

と
し
て
過

な
日

を
送

て
い
た

の
デ

タ
で
は
無
い

こ
れ
は

わ
れ
た
先
で
取
ら
れ
た
デ

タ
と
し
か

え
ら
れ
な
い
の
だ
こ
の
ボ
ス
が
か
つ
て
の
和
人
で
あ

り

そ
し
て
こ
の
武
器
が
全
て
彼
の

に

ま
れ
て
い
る
武

で
あ
る
な
ら
の
話
だ
が

 
あ
の
ボ
ス
が
恐
ら
く
は
か
つ
て
の
あ
の
子
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
予
想
が
付
い
た

し
か

し
そ
れ
な
ら
一
体

の
た
め
に
一
体

が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
の
か

そ
れ
以
前
に
あ
た

し
で
す
ら
見
た
事
も

体
的
に
は
ど
ん
な
も
の
か
も

い
た
事
が
無
い
あ
の
子
の
戦
闘
能
力
と

そ
れ
に

す
る
デ

タ
を

一
体
ど
こ
で
入
手
し
た
の
か

そ
の
身
に

め

喰
ら
う
か

 
あ
た
し
が
グ
ル
グ
ル
と
思

を
回
し
て
い
る
間
も
キ
リ
ト
と
ホ
ロ
ウ
は

い
に

を

て

い
た

を
そ
の
身
に

い

を

出
さ
せ
る
チ

ク
ラ
ム
を

も
投

し
突
進
し
最
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後
に
地
面
を

い
て
火

を
上

る
ホ
ロ
ウ
の
猛
攻
撃
を
キ
リ
ト
は
本

に
分
か

て
い
る
か

の
よ
う
に

な
動
き
で
全
て
的
確
に
回

す
る

 
回

後

を
消
し
て
隙
を
晒
し
た
ホ
ロ
ウ
に
彼
は
ま
た
二
刀
に
光
を

し
な
が
ら
怒

の

猛
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
た

蒼
光
⻩
金

や
片
方
に
だ
け
光
を

し
た
剣

を

き

ん

で
い
き

一
発
で
は

な
が
ら
も

み
重
ね
る
事
で
か
な
り
の

の

を

ら
し
て
い

た

 
そ
れ
が

も

り
返
さ
れ

そ
の

に
ホ
ロ
ウ
は
使

す
る
武
器
を
変
え
て
は
キ
リ
ト
に

襲
い
掛
か

た

時
に
は
ク
レ
イ
モ
ア

斬
る
よ
り
も

き

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
剣

時
に
は
大

時
に
は
風
を

た
六
槍
時
に
は

色
の
光
の

を

で
放
つ
二

ボ
ウ
ガ
ン
時
に
は
大
地
を

る
極
太
の
ア

ク
ス
ブ
レ

ド
時
に
は
氷
を

る
大
盾
時
に

は
水
を

る

剣

他
に
も
種

様

な
武

が
取
り
出
さ
れ
て
い

た

本

に
あ
の
子
が

武

と
し
て
全
て
使

て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
あ
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
で
も

わ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
程
の

で
ホ
ロ
ウ

か
つ
て
の
あ
の
子

は
全
て
を
使
い
こ
な
し
て
い

て
そ
の
ホ
ロ
ウ
を
も
二
刀
の
み
で
退
け
る
キ
リ
ト
に
あ
た
し
は
少
し
ば
か
り
戦

を

い
た

 
あ
た
し
は
少
し
前
に
か
つ
て
の
家

で
あ

た
最
強
を
追
い
求
め
て
い
る
の
で
は
と
思

て

い
た

ま
だ
届
い
て
い
な
い
が
故
に
追
い
求
め
て
い
る
の
だ
と

そ
れ
は

分
正
し
か

た
が
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分
間
違

て
い
た
キ
リ
ト
は
恐
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
入
り
す
る
前
か
ら
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を
超
え
て

い
る
の
だ

ホ
ロ
ウ
の
戦
い
ぶ
り
が
か
つ
て
の
和
人
そ
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば

恐
ら
く

 
そ
し
て
今
の
彼
は
剣
一
本
で
最
強
に
上
り

め
た
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と

同
格
の

に

立

て
い
る

彼
の
場
合
は
剣
二
本
だ
が

少
し
前
ま
で
一
本
で
戦

て
い
な
が
ら
最
強
と
一

部
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
か
ら

似
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
⻑
い
時
間
を
掛
け
て

を
残
り
三

ど
ま
で

ら
れ
た
ホ
ロ
ウ
は

と
う
と
う
そ

の
武
器
を
出
し
て
き
た

手
に
は
真

白
な
片
刃
で

広
な
刀
身
を
持
つ
片
手
剣

手
に
は

真

黒
で

広
な
刀
身
を
持
つ
片
手
剣

ど
こ
か
反
り
の

い
日
本
刀
に
も
見
え
る
そ
の
二
刀

は

こ
そ
異
な
れ
ど

今
の
キ
リ
ト
を

と
さ
せ
る
二
刀
だ

た

う

そ

キ
リ
ト
君
と
同
じ

二
刀
流

見
た
感
じ
ア
レ
で

ま
で
同
じ
だ

た
ら

子

て

違
い
し
て
も
お
か
し
く
な
い
レ
ベ
ル

だ
け
ど

構
え
ま
で
同
じ
だ
し

 
レ
イ
ン
さ
ん
が

き
な
が
ら
フ

リ
ア
さ
ん
が

根
を
寄
せ
な
が
ら

う

特
に
フ

リ
ア

さ
ん
の

葉
に
あ
た
し
は
内
心
で
ド
キ
リ
と
し
て
い
た

恐
ら
く
だ
が
あ
の
フ

ド
を
取

た

は

キ
リ
ト
と
同
じ
な
の
だ
と
思
う
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あ
の
フ

ド
が
取
ら
れ
た
が
最
後
キ
リ
ト
が
ど
ん
な

い
を

け
る
事
に
な
る
か
は
ま

た

く
分
か
ら
な
い

出
来
る
事
な
ら
最
後
ま
で
取
れ
な
い
で
と
あ
た
し
は
強
く
願
い
な
が
ら
ユ

イ
ち

ん
を

き

め
た

 

ハ

 

に
闇
色
と
光
色
の
片
刃
片
手
剣

黒
と

の

刃
片
手
剣
を
構
え
た
黒

く
め
の
剣

士
達

二
人
は
全
く
同
じ
動
き
で

を
交
差
し

を

く
し
て
構
え
た
後
二
刀
を
一
気
に
振

り

い
た

黒
と
白
黒
と
緑
の
斬
閃
が
二
人
の

を
そ
れ
ぞ
れ
旋
風
の
様
に
旋
回
し
衝
突

し

発
で
地
面
が

れ
た

剣
閃
が
衝
突
し
た
事
で
二
人
は

か
に
同
程

後
方
へ
と
ず
り

下
が
る

 

い
た
話
か
ら
間
違

て
い
な
け
れ
ば
キ
リ
ト
が
放

た
の
は
全
方

を
攻
撃
す
る
二

撃

ド
ス
キ
ル

エ
ン
ド
・
リ
ボ
ル
バ

と

た

だ

 

直
が
解
け
た
後

キ
リ
ト
は
再
び
二
刀
を

だ
め
に
交

し
て
構
え
て
突
進
斬
り
を
放

た

対
す
る
ホ
ロ
ウ
は
光
を

た
か
の
よ
う
な

き
と
共
に
地
面
を

り
キ
リ
ト
の
突
進
斬

り
を
ア

サ
リ
と

し
て

離
を
取
る

キ
リ
ト
の
背
後
を
取
る
よ
う
に
高
速
で
回
り

ん
だ
ホ
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ロ
ウ
は

足
を
一
歩
後
ろ
に
引
い
た
後

黒
い
片
刃
剣
を
突
進
と
共
に
突
き
出
し
た

喰
ら
う
か

く
 
キ
リ
ト
は
そ
れ
が

め
て
い
た
の
か
突
進
斬
り
の

直
が
解
け
て
動
け
る
よ
う
に
な

て
す

ぐ
後
ろ
へ

回
り
に
振
り
返
り
な
が
ら

剣
を
振
る
い
ホ
ロ
ウ
の
黒
い
片
刃
剣
の

突
を

弾
い
た

か
な
り
強
く
振
る

て
い
た
の
か
ホ
ロ
ウ
は
大
き
く
後
ろ
へ

け
反
り
倒
れ
る
の

を

ぐ
た
め
に
二
刀
を
逆
手
に
持
ち
直
し
て
地
面
に
突
き
立
て
る

そ
こ
だ

 
そ
ん
な
大
き
す
ぎ
る
隙
を

す

も
無
く
キ
リ
ト
は
⻘
い
光
を

し
た
エ
リ

シ
デ

タ
で

斬
り
上

斬
り
上

逆

か
ら
な
る

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

四

撃
を

き

み

を

か
に

た

黒
剣
を

に
振
り

い
た
後

彼
は
ダ

ク
リ
パ
ル

サ

に

い
光
を

し
て

斬
り
上

ぎ
逆

に
振
る

て

の
よ
う
な
斬
閃
を

む

シ

プ
ネ
イ
ル

三

撃
を
放
つ

 
体
の

に
二
刀
が
来
た
そ
の
時

は

同
時
に
蒼
黒
い
光
に

ま
れ
そ
の
場
で

に

に
回
り
な
が
ら
剣

を

き

む
十
五

撃

シ

イ
ン
・
サ

キ

ラ

が

裂
し
た
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最
後
の
二
刀
同
時
の

突
で
ホ
ロ
ウ
は
思
い
切
り
吹

び
キ
リ
ト
も
そ
こ
で

ド
ス
キ
ル

を
終
え
て
仕
切
り
直
し
を
す
る

光
よ

 

離
が
開
き

い
に
剣
を
構
え
直
し
た
後

先
に
動
い
た
の
は
ホ
ロ
ウ
の
方
だ

た

 
ホ
ロ
ウ
は
二
本
の
片
刃
片
手
剣
を
前
に
突
き
出
し

葉
を
発
す
る

す
る
と
足

の
地
面
か

ら
白
と
黒
色
の

の
よ
う
な
も
の
が
吹
き
上
が
り
黒
コ

ト
に

ま
れ
た
小
さ
な
体
が

に
浮

い
た

堕
天
使
狂
戦
士
を
始
め
色

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
常
識
か
ら
外
れ
た
攻
撃
は
見
て
来
た
か
ら

そ
れ
く
ら
い
で
は

か
な
か

た

 
む
し
ろ

く
の
は
こ
こ
か
ら
だ

た

に

 
そ
う

に
し
た
ホ
ロ
ウ
は
眼
前
に
突
き
出
し
た
二
刀
を
バ
ク
転
し
た
後
に
今

は
天
を
突

く
よ
う
に

上
に
掲

た

す
る
と
二
刀
の
先
か
ら
極
太
の
閃
光
が
一
本

た

そ
れ
は
闘
技

場
の

根
の
高
さ
ま
で
達
す
る
と
十
六
方

に
分
か
れ
る
よ
う
に
分
裂
し
観
客

を

む
闘

技
場
全
体
を

み

む
程
の

大
な
ド

ム
を

き
上

た

 
そ
の
ド

ム
の
中
は
光
が
闇
の
中
で

く
⻩
昏
の
世
界
が
広
が

て
い
た

ま
る
で
世
界
の
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終
わ
り
の
よ
う
な
空

様
は
闘
技
場
の
外
の
世
界
を
断
絶
し
て
い
て
た
だ
先
の
無
い
闇

壊

す
る
光
を
見
せ
る
か
の
よ
う
な
⻩
昏
の
み
が
広
が

て
い
た
の
だ

力
を

く
 
⻩
昏
の
世
界
に
ボ
ク
達
を
誘

た
ホ
ロ
ウ
は

そ
れ
を
終
え
て
か
ら

を

に
広

た

二
刀
か
ら
手
を
離
さ
れ
て
い
た
が
剣
の
色
と
同
様
に
闇
と
光
に

ま
れ
て
い
る
二
本
の
片
刃
片

手
剣
は
ク
ル
ク
ル
と
高
速
で
回
転
し
そ
の

面
か
ら
光
色
の
弾
を

で
キ
リ
ト
目
掛
け
て

出
し
て
い
た

 
そ
れ
は
バ
ス
ケ

ト
ボ

ル
程

の
大
き
さ
速

は
人
が

る
程

だ

た
け
ど

く
べ

き
は
そ
れ
が
地
面
に

弾
し
た
と
同
時
光
色
の

発
を

こ
し
た
事
だ

た

見
た
目
よ
り
も

攻
撃

が
広
か

た
の
だ

キ
リ
ト
も
全
力
で
そ
れ
に

た
ら
な
い
よ
う

け
回

て
い
た

が

流

に

発
を
完
全
に
回

す
る
事
は

わ
ず

風
に
足
を
取
ら
れ
て
し
ま

た

 
そ
こ
に
光
弾
が
殺

し
た

キ
リ
ト

 
ボ
ク
は
思
わ
ず
名
前
を

ん
で
い
た

堕
天
使
の

と
狂
戦
士
の
火

弾
の
猛
襲
の
時
と
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は
違
い
完
全
に
直
撃
コ

ス
だ

た
上
に

発
の

が
恐
ろ
し
く
広
か

た
か
ら
あ
の
数

が
殺

し
て
は

を

り
切
ら
れ
て
し
ま
う
と
思

た
の
だ

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

な
 
し
か
し
そ
の
心
配
は

憂
に
終
わ

た

光
弾
が
殺

し
た
の
は
確
か
だ

た
が
キ
リ
ト

は
足
を
取
ら
れ
て
も

弾
す
る
よ
り
も

く
足
を
付
き
上
へ
と
高
く

躍
し
て
い
た
の
だ

そ

れ
で
彼
を

て
殺

し
て
い
た
光
弾
は

そ
の

ど
が
地
面
に

弾
し

不
発
に
終
わ
る

 
新
た
に

出
さ
れ
た
光
弾
は
追

性
能
で
も
あ
る
の
か
し

か
り

て
い
た
が
そ
こ
は

と
火

弾
の
コ
ン
ボ
を

い
だ
キ
リ
ト
一
発
が

弾
し
て
か
ら

た
る
ま
で
の
間
隔
に

技
後

直
を
合
わ
せ
る
よ
う
に

に

に
と
振
る
う
剣
を
変
え
て

ド
ス
キ
ル
を
放
ち
光

弾
を
斬
り
裂
い
て
い
た

自
分
に
向
か

て
来
る
の
は
分
か
り
切

て
い
る
の
だ
か
ら
極
論
キ

リ
ト
は
た
だ
剣
を
振

て
い
れ
ば

殺
出
来
る
の
で
あ
る

ま

そ
れ
に
は
神
掛
か
り
的
な
攻

撃
の
精
密
さ
が
無
け
れ
ば

実
現
不
可
能
だ
ろ
う
が

 
そ
ん
な
他
の
プ
レ
イ

に
は
決
し
て
不
可
能
な
手

で
危
機
を

い
だ
キ
リ
ト
は
ホ
ロ

ウ
と
の

離
を

め
た
と
同
時

黒
剣
に
血
を
思
わ
せ
る
深
紅
の
光
を

し
た



 第二十三章 〜虚構と闇〜

や
ら
せ
る
か

ぬ
あ

 
し
か
し
ホ
ロ
ウ
の
方
が
ま
だ
一

上
手
だ

た

を

く
よ
う
な

と
共
に

り
来
る

強

な

突
を
ホ
ロ
ウ
は
回
転
し
て
い
た
二
刀
を
手
に
し
た
と
同
時
に

く

を
払
う
よ
う

に
振
る
う
動
作
だ
け
で
弾
き
キ
リ
ト
を
地
面
へ
と
吹
き

ば
し
た

ダ
メ

ジ
は

け
て
い
な

い
よ
う
だ

た
が
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
を
弾
か
れ
る
と
思

て
い
な
か

た
キ
リ
ト
は

と
か
地
面
へ
背
中
を

き
付
け
る
前
に
空
中
で

け
身
を
取
り

地
面
に
足
か
ら

地
し
た

り

 
キ
リ
ト
を
吹
き

ば
し
た
ホ
ロ
ウ
は

闘
技
場
を
⻩
昏
の
世
界
に

じ

め
た
時
の
様
に
天

へ
と
二
刀
を
合
わ
せ
て
掲

た

す
る
と

そ
の
時
と
同
じ
よ
う
に
一

の
閃
光
が
天
へ
と
上

り

光
の

と
な

て

ア
リ

ナ
中
に

り

ぎ
始
め
た

 
人
間
一
人
な
ら

く

み

め
る
程
の
太
さ
の

が

と

り

ぐ
後

は
ま
る
で
本

に
世
界
の
終
焉
の
よ
う
だ
と

ど
こ
か
空
恐
ろ
し
く
感
じ
て
ぞ

と
し
た

う

わ

 
お
お
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そ
の
光
の

は
バ
ラ
バ
ラ
完
全
に
ラ
ン
ダ
ム
で

り

い
で
い
る
よ
う
だ
が
逆
に
そ
れ
が

ど
こ
に
動
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず
に

た

て
し
ま
い
そ
う
に
な
る

キ
リ
ト
も
こ
れ
ば
か
り

は
ど
う
に
も
出
来
な
い
様
で
完
全
に
回

重

で
空
を

し
な
が
ら

り
回
り

上
が
白

に

ま

た

間
流

の
反
応
速

で
横
に

び
退
い
て

に

み

ま
れ
な
い
よ
う
回

し

て
い
た

 
光
の

は

ま
じ
い
速

で

り

い
で
い
た
が
そ
れ
も
十

ど
が
経
過
す
れ
ば
ホ
ロ
ウ

の
二
刀
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た
二
色
の
光
が
消
え
失
せ

同
様
に

も

ち
て
来
な
く
な

た

こ
れ
で

終
わ
り
だ

 

く
り
と
地
面
に
下
り
た
ホ
ロ
ウ
を
見
て

く
攻
撃
が
終
わ

た
の
だ
と
判
断
し
た
キ
リ

ト
は
裂

の
声
と
共
に
二
刀
を
体
の

に
寄
せ
て
振
り
か
ぶ
り
な
が
ら

け
寄

た

そ
れ

に
対
し

ホ
ロ
ウ
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
二
刀
を
振
り
か
ぶ
り
な
が
ら

り
寄

た

 

間

中
ま
で
は

が
見
え
て
い
た
二
人
は

り
一

後
に

を

認
し
た

キ
リ
ト
は

二
刀
を
振
り

い
た
前
の
め
り
の

勢
で

ま

て
い
て
空
中
に
ホ
ロ
ウ
が
吹

ば
さ
れ
て

い
た

更
に
は
ホ
ロ
ウ
の

手
か
ら
片
刃
片
手
剣
が
離
れ

地
面
に
突
き
立
つ
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少
し
し
て

ホ
ロ
ウ
は
力
な
く
背
中
か
ら
地
面
に

ち
た

ど
さ

と
人
が
倒
れ
た

が

静
ま
り
返

た
闘
技
場
に

き

る

 
同
時
ア
リ

ナ
の
地
面
に
広
が

て
い
た
焦

ア
リ

ナ
の
最
大

に

う
よ
う
に
し

て

え

て
い
た

の

闘
技
場
を

み

ん
で
い
た
⻩
昏
の
世
界
が
消
え
去

た

気
付

け
ば
堕
天
使
と
狂
戦
士
の
戦
い
か
ら
ず

と
空
で
渦

い
て
い
た
暗
雲
も
消
え
去
り
真

の
明

る
さ
と
第
七
十
六
層
の
天

が

を
見
せ
る

終
わ

た
の
だ
と

と
は
無
し
に
そ
う
思

た

イ

 

と
安

の

息
を

い
た
そ
の
時

か
に

を
打

た

れ
声
に
身
を

め
た

 

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

  
そ
の
発
信
源
は
す
ぐ
に
分
か

た

キ
リ
ト
の
背
後
ボ
ク
達
が
さ

き
ま
で
目
を
向
け
て
い

た
ホ
ロ
ウ
か
ら
だ

た

 
地
面
に
背
中
を
付
け
て

向
け
に
倒
れ
て
い
た
ホ
ロ
ウ
は
さ

き
ま
で
と
違

て

程
が
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狂

た
か
の
よ
う
な

び
声
を

か
せ
そ
の
身
か
ら

く
光
色
だ
け
で
無
く

無
し
を
思
わ
せ

る
闇
色

ん
だ
蒼
白
の
オ

ラ
そ
れ
と
対
を

す
か
の
よ
う
な

黒
の
オ

ラ
が

き
出
し

て
い
た

光
と
闇
を
思
わ
せ
る
オ

ラ
を
二
つ
ず
つ
放
ち

び
を
上

る
ホ
ロ
ウ
を
ボ
ク
達

は

論
キ
リ
ト
も

然
と
し
て
見
る
し
か
無
か

た

 
ル
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

  
猛
獣
の
如
き

を

か
せ
な
が
ら
一

強
く
オ

ラ
が

出
し
た
後
に
ホ
ロ
ウ
は
そ
の
身

を

こ
し
た

そ
の

こ
し
方
は

で
は
無
く
ま
る
で
浮
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
一

体
が

真
上
に
浮
き
上
が
り

そ
れ
か
ら
足
を
地
面
に

け
る
と
い
う

番
だ

た

 

に
目
に
付
い
た
の
は
そ
の

だ

た

背

や
華

さ
に
変
化
は
な
い
が
そ
の
容

は

見
る
影
も
無
か

た

真

黒
な
部
分
は

か
ら
下

に
掛
け
て
で
上

身
は

だ

た
の

だ

切
り
傷
火
傷
裂
傷

か
が

た
れ
た
か
の
よ
う
な

わ
れ
た
よ
う
な

そ

し
て

の
中

に
は
真

黒
な

体
が

め

ま
れ
て
い
た

 

色
は
全
部
真

白
で
無
機
物
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
白
色
は
ど
こ
か

気
を
覚
え
さ
せ
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る
更
に
は

の
よ
う
に

の

は
さ
さ
く
れ
立

て
い
た

後
ろ

ま
で

び
て
い
た
髪
は

黒
色
だ

た
が
ど
こ
か
く
す
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

は
残
念
な
が
ら
⻤
を
思
わ
せ

る
白
い
仮
面
で
見
え
な
か

た

金
色
の

白
目
の
部
分
が
黒
い
と
い
う
恐
ろ
し
い
特
徴
は

し

か
り
見
え
た
が

ア
レ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
あ
そ
こ
ま
で
禍

し
い
モ
ン
ス
タ

な
ん
て
見
た
事
が
無
い
悪
魔
や
気
持
ち
悪

い
生
物
よ
り
も
ア
レ
は
よ

ど
モ
ン
ス
タ

に
近
い
と
思

た

生

と
か
で
は
無
く
そ
の

存
在
や

圧
感
が
化
け
物

み
だ
と

本
能
的
な
恐
怖
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
存
在
だ

た

グ
ル
ル

 
最

変

と
さ
え

え
る
変
化
を
終
え
た
ホ
ロ
ウ
は

り
を
上

な
が
ら
キ
リ
ト
に

線
を

投

た

そ
の

然
自
失
し
て

ま

て
い
た
キ
リ
ト
が
び
く
り
と

え

足
を

歩

だ
け
下

た

彼
も
ボ
ク
と
同
じ
い
や
そ
れ
以
上
の
恐
怖
と
覚
え
て
い
る
の
だ

真

向
か
ら

線
を
投

ら
れ
た
の
だ
か
ら
た
だ
そ
こ
に
い
る
だ
け
な
の
に
恐
れ
を

い
て
い
る
ボ
ク
よ
り

か
に
そ
の
恐
怖
は
大
き
い

だ

た
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ホ
ロ
ウ
は

え
を
見
せ
た
キ
リ
ト
に

線
を
投

し
か
し
す
ぐ
に
興
味
を
無
く
し
た
か
の
よ

う
に
外
し
た

そ
し
て

手
を
横
に
突
き
出
す

 
す
る
と

手
に
は
一
本
の
大
刀
が
握
ら
れ
て
い
た

黒
い

が

か
れ
た
し

か
り
と
し

た

え
の

先
か
ら
は

中
で

切
れ
て
い
る
黒
い

が

ら
か

び
て
い
た

刀
身
は

の
方
が
分
か
り
や
す
い
黒
で
切

先
の

り
で
一

返
し
が
付
い
て
い
て
刃
は
白
銀
色
波
紋

は

ら
か
で
穏
や
か
な
波
を
思
わ
せ
る
も
の

パ

と
見
た
第
一

で
は
出
刃

を
大
刀

と
し
て
し

か
り
整
え
た
そ
ん
な
感
じ
だ

ホ
ロ
ウ
の
身
の

よ
り
も
大
き
い

全
⻑
お
よ

そ
１
３
０
セ
ン
チ
程
だ

た

の
で

分

す
る
な
ら
大
剣
だ
ろ
う
と
思
え
た

 

に
ホ
ロ
ウ
は

手
を
振
り
払

た

そ
の

間
ア
リ

ナ
中
に

ち
て
い
た
ホ
ロ
ウ

が
使

て
は
放

し
て
い
た

刀

刀
ク
レ
イ
モ
ア
大

チ

ク
ラ
ム

剣
六
槍
な

ど

全
て
の
武
器
達
が
一

に
意
思
を
持

て
い
る
か
の
よ
う
に
浮
き
上
が
る

そ
し
て
全
て

ホ
ロ
ウ
の
背
後

あ
る
い
は

に
展
開
さ
れ
る

 
ル
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
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そ
し
て
こ
れ
ま
で
が
前

で

く
全
て
の

備
が
整

た
と
で
も

う
よ
う
に
ホ
ロ
ウ

は
一

強
い

を

か
せ

キ
リ
ト
へ
と

線
を
向
け
た

 

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｓ
ｅ
ｉ

ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ

ｔ

の

は
あ
と
一

恐
ら
く

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

を
全
撃

て
れ
ば

り
切
れ
る
程

そ
の
程

の

が
果
て
し
な
く
遠
く
感
じ
る
程

今
の
ホ
ロ
ウ
は
凶

な
気
配
を
放

て
い
た

対
す
る
キ
リ
ト
の

は
九

強
ま
で
回
復
し
て
い
た
が

一
気
に

ら
れ
る
事
を

え
る
と
決

し
て
安
心
出
来
な
い

だ

 
堕
天
使
と
狂
戦
士
を
同
時
に

手
す
る
の
も
生

い
と
感
じ
る

今
ま
で
に
無
い
絶
望
的
な

た

た
一
人
の
ボ
ス
戦
の
火

が

切

て

と
さ
れ
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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堕
天
使
と
狂
戦
士
を
も
超
え
る
ボ
ス
の
正
体
は
お

し
で
す
が
ネ
タ
を
色

と
ぶ

こ
み

合
わ
せ
て
お
り
ま
す

極
系
は
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
完
全
虚
化
で
し
た
ウ
ル
キ
オ
ラ
を

予
想
さ
れ
て
い
た
方
は

く

し
か

た

ホ
ロ
ウ
が
持

て
た
大
刀
は
二
年
後
の
一
護
が
銀

城
と
戦
う

に
持

て
た
斬
月
を
イ
メ

ジ
し
て
お
り
ま
す

 
そ
し
て

く
色

と

り
ば
め
て
い
た

線
の
一
部
を
回
収
で
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
時
点
で

二
刀
流
だ

た
り
様

な
武
器
ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
た
理
由
そ
し
て

を
壊
滅

さ
せ
ら
れ
た
理
由
が
コ
レ
で
す

ぶ

ち

け
か
な
り
グ
レ

な
ネ
タ
だ
と
思

て
い
る
の
で

け
た
ら
哀
し
い
で
す
が
修
正
す
る
つ
も
り
で
は
い
ま
す

無
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
直
行
で
す

が 
完
全
虚
化
の
登
場
に
つ
い
て
は
キ
チ
ン
と
原
因
と
理
由
が
あ
り
ま
す

時
語
ら
れ
る
か
は

未
定
で
す
の
で
す
ぐ
か
も
知
れ
な
い
し
物

く
後
か
も
知
れ
ま
せ
ん

多
分

と

く
だ
と
は
思

い
ま
す

 
ち
な
み
に
一
番
最
初
の
剣
は

ウ
ル
イ

タ

と

テ
イ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
デ
ス
テ

ニ

リ
メ
イ
ク

の
ベ
ル
セ
リ
オ
ス
と
い
う
剣
を

合
わ
せ
て
お
り
ま
す
似
て
い
た
の
で

技
も
そ
れ
ら
し
い
も
の
が

つ
か
あ
り
ま
す
し
ね

一
部
は

ゲ

ム
の
思
念
体
の
も
の
も
あ
り
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ま
す
が

 

が
来
た
時
の

に
備
え
て
お
く
の
で
数
日
は
様
子
見
で
投
稿
は
一
時
中
断
で
す

ハ

メ
ル
ン
様
を
運

さ
れ
て
い
る
方
か
ら

が
来
な
か

た
ら

こ
の
ま
ま
行
き
ま
す

 

さ
れ
な
か

た
ら
良
い
な

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
四
章
 

狂
乱

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス

で
す

 
前
回
使

て
い
た
ネ
タ
で
特
に

さ
れ
な
か

た
の
で
こ
れ
く
ら
い
な
ら
ま
だ
大

だ

と
判
断
し
て
投
稿
し
ま
し
た

一

間

ど
も
空
け
て
し
ま

た
の
は
そ
う
い
う
事
情
で
す
の

で

ご
容
赦

け
れ
ば
と
思
い
ま
す

 
さ
て
今
話
で

く
⻑
か

た

ロ
キ
リ
ト
に
よ
る
闘
技
場
編
が
終
わ
り
ま
す
最
後
の
文
で

個
人
戦

が

く
終
わ
り
ま
す

こ
こ
で
五
話
も
使

た

ま

本

は
も

と
⻑
く
な

る
予
定
だ

た
ん
で
す
が

 
さ
て
今
話
で
は
キ
リ
ト
に
よ
る
ホ
ロ
ウ
の
情
報
解
説

に
リ
ズ
ベ

ト

点
で
戦
闘
が
展

開
さ
れ
ま
す

気
に
今
回
色

と
ぶ

こ
む
だ
け
で
な
く
今
後
で
重
要
な
情
報
が
チ
ラ
ホ
ラ

あ
り
ま
す

戦
闘

写
が

に
な

て
ま
す
が

あ
ん
ま
り
深
い
と
ア
レ
な
の
だ
と

し
て

下
さ
い
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で
は
ど
う
ぞ

 
グ
ル
ル

 
白
い
仮
面
黒
目
に
金
の

が
あ
る
よ
う
な
さ
さ
く
れ
だ

た
白
い

そ
し
て

を

取
り

く
種

様

な
武
器

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｓ
ｅ
ｉ

ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｎ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ
ｔ

は
恐
ら
く
こ
の
闘
技
場
最
後
の

な
の
だ
ろ
う
け
ど

最

後
の
最
後
に
と
ん
で
も
な
い
の
が
出
て
来
た
な
と

は
二
刀
を
構
え
な
が
ら

中
で
苦

し
く

思

て
い
た

 
最
初
ま
さ
か
あ
の
悪
魔
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

剣
が
出
て
来
る
と
は
思

て
い
な
か

た
の

で
動
揺
は
し
た
も
の
の
そ
れ
以

予
想
し
て
い
た
も
の
が

と
出
て
来
た

に
あ
る
程

は
対

出
来
て
い
た

あ
の

剣
は

論
チ

ク
ラ
ム
や
ク
レ
イ
モ
ア
二

ボ
ウ
ガ
ン

刀

槍

剣

ア

ク
ス
ブ
レ

ド

大
盾

大

二
刀
な
ど
は
全
て

が
リ
ア
ル
で
使
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し
て
い
た
武
器
だ

た

 
ア
レ
は
全
て

の
体
に

め

ま
れ
て
い
る

コ
ア
の
機
体

と

う
よ
り
は
戦
闘

で
戦
う

に

い
て
い
た
武
器
で

に
て

さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る

生
身
で

を

た
者
と
戦
う

に
は
あ
ら

る
武
器
に
精

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

え
が

あ

た
ら
し
く

は

で
こ
れ
ら
の

い
を

き

ま
れ
た
の
だ

名
前

声

体
格

よ
り
も
身
の
こ
な
し
と
剣

が
ま
る

き
り
自
分
と
同
じ
な
の
だ
か
ら
攻
撃
の
手
が
分
か

て
い
た
の
も

然
で
あ
る

武
器
を
出
す

番
ま
で
は
分
か
ら
な
か

た
が
出
さ
れ
れ
ば
ど
う

い
う
攻
撃
を
し
て
く
る
か
は
自
ず
と
分
か

た

 
し
か
し
目
の
前
に

む

ま
で
出
て
来
る
と
は
思

て
い
な
か

た
完
全
に
想
定
外
だ

た 
こ
の

を
知
る
の
は

と

が
デ

タ
と
し
て
見
せ
て
教
え
た
束

士
を

け
ば
後
は

が
あ
の
世
に
送

た

の
者
達
や
追
手
の
者
達
し
か

な
い

な
の
だ

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

の

の
デ

タ
が
組
み

ま
れ
て
い
る
の
も
そ
う
だ
が
ど
う
し
て
現
状

と
束

士
し
か

知
ら
な
い

の
こ
の

す
ら
も
入

て
い
る
の
か

 
こ
の
白
い
化
け
物
と
し
て
の

は
過
去
に
一

だ
け
な

た
事
が
あ

た

で

コ
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ア
を

め

む
手
術
を

け
た
直
後
に

は
そ
の
場
に
い
た
者
達
を

殺
し
に
し
て
脱

し
た

だ
が
そ
の
時
に
こ
の

に
な

て
い
た
の
で
あ
る

ま

こ
の
ボ
ス
み
た
い
に
武
器
を
自
在

に

る
と
か

そ
ん
な
事
は
し
て
い
な
か

た
の
だ
が

 
束

士
に

い
て
み
れ
ば

わ
ば

状

に
あ

た
ら
し
く

も
記

が

切
れ

切

れ
に
な

て
い
た
か
ら

得
出
来
た

の
原
因
は

と

コ
ア
の
同

が
高
す
ぎ
て

の
負
の
感
情
が

コ
ア
の
意
識
に
ま
で

し

コ
ア
の
意
思
ま
で
負
の
感
情
に

わ
れ
た
か

ら
だ
と
か

 

と
い
う
の
は
使
い
手
が
⻑
い
時
間
を
掛
け
て
コ
ア
の
意
思
と
同

し
て
い
く
こ
と
で
形

の
二

行
を

え
る

初
期
設
定
で

者
の
動
き
を
最

限
サ
ポ

ト
す
る
よ
う
に
し
一

行
で

者
に

し
た
機
体
性
能
へ
と
変
化
し
二

行
か
ら
は

者
と
機
体
が
⻑
い

時
間
を
掛
け
て

を

ん
だ

に

え
ら
れ
る
独
自
の
成
⻑
ル

ト
な
の
だ
と
い
う

な
の
で

コ
ア
に
記
録
さ
れ
る
デ

タ
も
ま
る
で
同
じ
も
の
は
一
切
存
在
せ
ず
そ
れ
ぞ
れ
が
ユ
ニ

ク

な
成
⻑
樹
形
を

く
ら
し
い

近
戦
が
多
い
場
合
は

が

く
な
り

離
を
取

た

撃

戦
を
得
意
と
す
る
な
ら
ス
ピ

ド
や
武
器
の

撃
精
密

が
上
が

た
り
な
ど
が
あ
る
と
い
う

 

な
ら

百
下
手
す
れ
ば

千
時
間
と
い
う

大
な
時
間
を

や
す
事
で
初
め
て

者
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に
合

た
二

行
へ
と

る

 
し
か
し

は

コ
ア
と
の
親
和
性

同

が

も
な
く
高
か

た

と

体
に
直

め

ま
れ
た
事
も
あ

て
一
気
に

合

初
期
設
定
は
体
に

め

ん
だ
時
と
そ
れ
ま
で
の
デ

タ
が
あ

た

に

に
終
わ
り

こ
れ
に

し
て
は

そ
う
な
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
た

一

行
と
い
う
下
地
部
分
を

か
し
た
状

で
二

行
に

す
る
独
自
の
成
⻑

を
負
の
感
情
に
よ

て

さ
れ
た

に
本
来

む

の
ル

ト
を

ま
な
い
成
⻑
を
し
て

し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

え
る
な
ら
ス
キ
ル
や
武

に
見
合

た
平

よ
り
も

か
に
高
い
ス
テ

タ
ス

を
得
て
し
ま

て
い
る
と
い
う

あ
べ
こ
べ
な
状

そ
れ
が
あ
の
化
け
物
の
よ
う
な

ら
し

い

常
の
成
⻑
を
正
の
成
⻑
と
す
る
な
ら

の
場
合
は
負
の
成
⻑
と
い
う
事
だ

た

 

コ
ア
の
成
⻑
も
人
間
が
深
く

わ

て
い
る
か
ら
こ
そ

者
が
負
の
感
情
を

い
て
い

れ
ば
コ
ア
の
意
思
も
負
の
感
情
を

き

わ
れ

し
て
い
き

最
終
的
に
は

す
る

は
そ
れ
を
一
発
で

こ
し
て
し
ま

た
と
い
う

だ

ま

そ
の
原
因
を

え
れ
ば
む
べ
な

る
か
な
と
い
う
話
な
の
だ
が

 
と
も
か
く
こ
の
ボ
ス
の

は
お
よ
そ
二
年

前
の

自
身
記

こ
そ

気
な
が
ら
ど
ん
な
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能
力
を
有
し
て
い
る
か
は
分
か

て
い
る
の
で
対
応
は

え
ら
れ
る

 
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に

の
行
動
も
ま
た
あ
ち
ら
に
対
応
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
実
を
示

し
て
い
る

む
し
ろ
一

に
使
え
る
武
器
の
種

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
制
限
さ
れ
て

い
る

の
方
が
手
数
が
少
な
い
の
で
仮
に
ボ
ス
が
過
去
の

自
身
で
無
く
と
も
不

な
状
況
な

の
は

然
で
あ

た

 

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｓ
ｅ
ｉ

ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ

ｔ
の
背
後
に
は
黒
と
白
の
片
刃
片
手
剣

刀

刀
水
を

る
水
色
の

剣

ラ
ン
ベ

ン
ト
ラ
イ
ト
に

似
し
た
も
の

星
を

た
結

が

に

め

ま
れ
た
ク
レ
イ
モ
ア
が

交
差
し
て
浮
か
ん
で
い
た

に
は
風
を

た
六
槍
が
浮
遊

に
は

を

た
チ

ク
ラ
ム
二

と
二

の
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン

に
は
ア

ク
ス
ブ
レ

ド

に
は
大

正
面
に
は

い
⻘
に
縁
取
ら
れ
た
氷
を
思
わ
せ
る
深
い
蒼
色
の
盾
が
浮
か
ん
で
お
り

手

に
は
出
刃

を
思
わ
せ
る
片
刃
の
大
刀
が
握
ら
れ
て
い
る

 
前
後

全
て
に
武
器
が
配

さ
れ
て
い
る
た
め

は
ど
こ
か
ら
攻
撃
を
仕
掛
け
れ
ば
一
番

ダ
メ

ジ
を

け
な
い
か
分
か
ら
ず

攻
め
あ
ぐ
ね
た

グ
ル
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
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ア 
そ
う
し
て
い
る
事
に
苛
立

た
の
か
数

は
ア
ク
シ

ン
を
見
せ
な
か

た
ホ
ロ
ウ
が
苛
立

ち
に
も
戦
闘
を
開
始
を

て
い
る
よ
う
に
も

こ
え
る

を
天
を

ぎ
な
が
ら
大

を
開

け
て

突
に

か
せ
た

集
中
し

し
て
い
た

は
び
く
り
と

を

わ
せ
身
を
強

ら

せ
るグ

ア
な

 
そ
れ
が
い
け
な
か

た
の
か

そ
れ
と
も

心
の
ど
こ
か
で
あ
り
得
な
い
と
高
を

て
い

た
の
か

目
の
前
に

た

の
ホ
ロ
ウ
は

の

間
に
は

の
背
後
に
一

で
回

て
い
た

狂

た
よ
う
な
声
が

こ
え
た
か
ら
こ
そ

に
気
付
け
た
も
の
の
眼
前
に
集
中
し
て
い
た

は
反
応
が

れ

か
ら
見
て

め
上
か
ら
振
る
わ
れ
た
大
刀
の
直
撃
を
ど
う
に
か
持
ち
上

た
エ
リ

シ
デ

タ
で

け
る
の
で
精
一

だ

た

ガ
ン

 
と
思
い
衝
撃
を

手
に

け
た
と
同
時

思
い
切
り

け
反
ら
さ
れ
る

 
振
り
返
り
気
味
の
と
こ
ろ
で
体
勢
を

さ
れ
た
た
め
そ
の
一
撃
で

く
足
が
よ
ろ
け
前
の
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め
り
に
倒
れ
か
け
る

ダ
メ

ジ
は

け
な
か

た
の
で
動
け
た

は
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を

持

た

手
を
地
面
に
突
き
片
手
で
逆
立
ち
を
す
る
よ
う
に

け
身
を
取
り

け
た
衝
撃
を

し
て
地
面
を

に
付
け
た

 
場

こ
そ
多
少
ホ
ロ
ウ
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
動
い
た
も
の
の
ま
た
背
中
を
向
け
て
し
ま

て
い

た

は

に

越
し
に
背
後
を
確
認
し
た

 
が

ホ
ロ
ウ
は
後
ろ
に
は
い
な
か

た

グ
ル
ア

上
 
ホ
ロ
ウ
は

の

上
に

た

剣
を
使

て
い
た
時
に
も
見
せ
た
あ
の

上
へ
と
一

で

動
す
る
攻
撃
を
す
る
べ
く

を
よ
ろ
け
さ
せ
て
か
ら
動
い
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
予
想
を
広

な
が
ら

は

上
か
ら
大
刀
を
振
り
か
ぶ

て

ち
て
来
る
ホ
ロ
ウ
の

攻
撃
を

ぐ
べ
く

二
刀
を
交

し
て
掲

た

二
刀
の
交

点
に
大
刀
が
思
い
切
り
振
る
わ

れ
大
気
を
鳴
動
さ
せ
る
程
の
衝
撃
と
共
に
衝
突
点
が
揺
ら
ぐ

大
地
を

み
し
め
て
い
る

の

が
地
面
を

る
か
の
よ
う
に

ん
だ

グ
ル
ル
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ぐ

お
お
お

 
大
刀
を
振
り

こ
う
と
前
の
め
り
に
な

て
来
る
ホ
ロ
ウ
そ
れ
を

ね

け
よ
う
と

に

力
を

め
る

の

り
合
い
は
最

気
合
い
の
勝
負
に
な

て
い
る
と

て
も
良
か

た

  

ビ
キ

ビ
シ

  
一
進
一
退
で

し
切
れ
な
い
状

が
数

も

い
た
時
そ
の

が
手

か
ら

い
た

見
れ

ば
二
刀
の
刀
身
に

裂
が

り
刃

れ
を

こ
し
始
め
て
い
た
の
だ

戦
闘
を
し
て
い
た
ら
ど

う
し
て
も

け
て
は

れ
な
い
現

値

少
に
よ
る
影

だ

堕
天
使
の
⻑
刀
や
さ

き
の
ホ
ロ
ウ
と

数
打
ち
合

た
し
狂
戦
士
の

ネ
ト
レ
イ
ト
を

る
時
に
は
か
な
り

い
手
応
え
を
感
じ
た
か
ら

そ
れ
が
か
な
り

い
た
よ
う
だ

く

そ

ど
う
す
れ
ば

 
こ
の
ま
ま

り
合
い
を

け
て
い
て
は

値
全
損
に
よ

て
二
刀
が
喪
わ
れ
る

そ
れ
は

戦
え
な
く
な
る
と
い
う
事
よ
り
も
こ
の
二
刀
を
鍛
え
て
く
れ
た
レ
イ
ン
と
リ
ズ
に

し

が
無

い
と
い
う
感
情
の
方
が
先
に
立

て
い
た
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そ
れ
に

エ
リ

シ
デ

タ
に
は
第
一
層
の
ボ
ス
戦
の

中
か
ら
使
い
出
し
た
ア
ニ

ル
ブ

レ

ド
の
魂
が

て
い
る
の
だ

け
て
し
ま

た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
の
魂
も

実

に

鍛
え
直
し
た

で
は
無
い
が

け
継
ぎ
ず

と

を

え
て
く
れ
た
剣
の
魂
が

値

全
損
で
そ
れ
を
喪
う
の
は

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と
し
て
の

の

え
を
一
つ
喪
う
と
い
う
事
を

意
味
し
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
を
初
め
と
す
る

の
他
に

が

な
い
時
に

え
て
く
れ
た
存
在

を
喪
う
と
い
う
事
を

グ
ル
ル

 

が

惑
と
焦
り
で
思

を
回
転
さ
せ
て
い
る
間
も

い
て
い
る

り
合
い
そ
れ
を
制
そ

う
と
し
て
か
あ
る
い
は

の
二
刀
を

こ
う
と
し
て
か
ホ
ロ
ウ
は
大
刀
を

手
に
持

た
と

思
え
ば
更
に
力
を

め
て

し
出
し
て
き
た

そ
れ
に
合
わ
せ
不

な

と
共
に
二
刀
の
刀
身

に
更
な
る

裂
が

る

こ
の

グ
ル

 

し
出
す
と
な
る
と
二
刀
に
掛
か

て
い
る
負

が
更
に
大
き
な
も
の
と
な
る
た
め
に
取
れ

な
い
手

だ

た

そ
の
た
め

は
一
歩
後
ろ
に
引
き
な
が
ら
二
刀
も

す
の
で
は
な
く
引
い
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た

こ
ち
ら
に
全
体
重
を
掛
け
て
い
た
ホ
ロ
ウ
は
そ
れ
で
前
の
め
り
に
よ
ろ
け

隙
を
生
む

 
そ
こ
で

は
大
刀
を
二
刀
で

さ
え

み
な
が
ら

地
面
を

る
よ
う
に
ホ
ロ
ウ
の

横
を

て
背
後
に
回

た

突
な
事
に
対
応
出
来
て
い
な
い
ホ
ロ
ウ
を
し

か
り

界
に
収
め
な

が
ら
二
刀
を
背
中
の

に

め

手
を
振

て
メ
ニ

を
呼
び
出
し

に

し

れ
た

ボ
タ
ン
を
一
回
タ

プ
し
た

す
る
と
背
中
に
あ

た
重

が
全
て
無
く
な
り
代
わ
り
に

に
さ

き
ま
で
背
中
に
あ

た
も
の
よ
り
も

か
に

の
物

が

現
化
す
る

 
そ
れ
の

を

手
で
握
り

引
き

き
な
が
ら

手
は
ホ
ロ
ウ
の
背
中
に

ば
し
て
い
た

そ
の

手
は
ホ
ロ
ウ
の
背
中
の

か
ら

を

か
せ
る
よ
う
に
浮
い
て
い
る
水
色
の

剣
の

を

み
一
気
に
引
き

す
事
で
ホ
ロ
ウ
の

配
権
か
ら
外
す

正
式
に

の
も
の
に
な

た

で
は
無
い
が
一
応
使
え
は
す
る
こ
う
い
う
事
は
モ
ン
ス
タ

達
も
し
て
く
る
か
ら
出
来
る
と

は
確
信
し
て
い
た

 
プ
レ
イ

は
こ
れ
を

武
器
強
奪

称
で
ス
ナ

チ
と
呼
ぶ

 

手
に
は
黒
い

剣

手
に
は
⻘
い

剣
そ
れ
が
今
の

の

備
だ

に

し
て
は

変
わ

て
い
な
い
の
で
ス
テ

タ
ス
の
値
は
攻
撃
力
が
大

に
あ
と
は
武
器
の
付
与

果
で
多

少
増

し
て
い
る
程

な
の
で

手
数
と
攻
撃
力
が
変
わ

て
い
る
と
い
う
認
識
で
良
い
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が
二
刀
流
を
し
た
時
は
片
手
剣
二
本
ば

か
り
だ
し

ど
二
刀
流
ス
キ
ル
の

は

そ
の
組
み
合
わ
せ
し
か
行

て
い
な
い
か
ら
気
付
い
て
い
る
プ
レ
イ

は
少
な
い
か
も
だ
ろ
う

が
こ
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
と
思
わ
れ
る
二
刀
流
は
片
手
武
器
な
ら
ど
ん
な
組
み
合
わ
せ

だ
ろ
う
と
ス
キ
ル
を
放
て
る
特

な
も
の
だ

論
武
器
に
よ

て
は
使

で
き
な
い

ド
ス

キ
ル
が
出
て
来
る

そ
の
代
わ
り
に
使
え
る
ス
キ
ル
も
出
る
の
で
一
⻑
一

だ

 
オ

ド

ク
ス
な
の
は

手
に
持
つ
武
器
の
種

が
同
じ
場
合
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
片
手
剣
を

手
に
持

た
り
今
の
よ
う
に

剣
を
持

た
り

だ

変
わ
り
種
と
し
て
は
片
手

剣
と

刀
片
手
剣
と

剣

剣
と
片
手

な
ど
だ
ろ
う

ら
で
も
組
み
合
わ
せ
が
可
能
な

の
で
工

第
で
は
無
限
の
攻
撃
手

を
持
て
は
す
る
武
器
の
持
ち

え
を

に
行
え
な
い

と
い
う
部
分
が
少

ネ

ク
な
の
で

ロ
の
身
に
は
キ
ツ
イ
の
だ
け
ど

 
二
刀
流
を
片
手
剣
二
本
で
し
か
行
わ
な
か

た
理
由

そ
れ
は
現
実
で
も
片
手
剣
の
組

み
合
わ
せ
で
し
か
し
た
事
が
無
か

た
か
ら
と

り

に
手
の
内
を
晒
し
た
く
な
か

た
か

ら
だ

ア
ス
ナ
達
に
は
良
い
け
ど

殺
隊
に
知
ら
れ
る
と
更
に
面
倒
な
事
に
な
り
そ
う
だ

た
か
ら

 
一
応
片
手
武
器
の
組
み
合
わ
せ
と
情
報
を
流
し
て
い
る
の
で

解
す
れ
ば
新
た
な
ス
キ
ル
な



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

の
で
は
と
い
う

解
も
解
け
る
と
は
思
う

 
し
か
し
こ
こ
で
問

な
の
は
片
手
剣
二
本
の
時
と
違

た
武
器
の
二
刀
流
は

然
な

が
ら
武
器
が
違
う
の
だ
か
ら
勝
手
も
違

て
来
る
と
い
う
事

は

や
束

士
の

練
で

片
手
剣
の
二
刀
流
は

れ
て
い
た
け
ど
他
の
は
そ
こ
ま
で

練
し
て
い
る

で
は
無
か

た
の
だ

片
手
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も

手
と
も
に
片
手
剣
以
外
の
武
器
を
持

た
状

と
な
る

と

上
手
く
戦
う
事
が
出
来
な
く
な
る

ど
こ
か
ぎ
こ
ち
な
さ
を
残
し
て
し
ま
う
の
だ

 

論
そ
う
な
ら
な
い
組
み
合
わ
せ
も
あ
る
に
は
あ

た
が
そ
れ
は
極
少
数

そ
し
て
そ
れ

を

ば
ず

一
対
の

剣
を

ん
だ
最
大
の
理
由
は

喰
ら
え

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
怒

と
共
に
二
刀
を
突
き
出
す
べ
く

を
引
き

る
よ
う
に
後
ろ
に
引
く

す
る
と
黒
い

剣
は
白
銀
の
光
を
蒼
い

剣
は
⻩
金
の
光
を
刀
身
か
ら

ら
せ
直
後
怒

の
勢
い
で
交

に

突
き
出
す

極
限
の
集
中
力
を
発

し
て
世
界
が

く
り
に
な
る
中
で
も
見
え
る
剣

は
全

体
の

分
に
も

た
な
い

せ
て

間
十
発
以
上
も
突
き

ん
で
い
る
か
ら
だ

 
そ
の
攻
撃
は

中
で
反
応
し
た
ホ
ロ
ウ
が
動
か
し
た
盾
に
よ

て

ま
れ
結
果
的
に
数
発
し

か

た
ら
な
か

た
も
の
の
ホ
ロ
ウ
の

は
確
か
に

か
な
り
と
も

少
し
た

見
た
感
じ
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の

り
方
は
全
て
の
攻
撃
で
一
定
だ

た
の
で
攻
撃
力
よ
り
も
手
数
を
求
め
た
そ
れ
故
の

剣
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る

剣
は
全
て
の
武
器
の
中
で
最
速
の
攻
撃
速

を
誇
る
武
器
だ
か
ら

だ

ち
な
み
に

剣
は
最
高
の
ク
リ
テ

カ
ル

を
誇
る
武
器
で

速

は

剣
の

に
あ
り

逆
に

剣
は
ス
ピ

ド
性
か
ら
ク
リ
テ

カ
ル

は
高
め
な
も
の
の
シ
ス
テ
ム
的
な
補
正
で

剣

の

の
高
さ
と
な

て
い
る

 
今
放

た
の
は
ネ

ジ

・
ド
・
リ
ザ
レ
ク
シ

ン
と
い
う
名
前
の

ド
ス
キ
ル

撃
数
は
三
十
六

撃
で
実
に
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
の
二

の

撃
数
を
誇

て
お
り

更
に
は

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

以
上
の
手
数
と

間
的
な
面
制
圧
力
を
誇
る
剣
技
だ

一

十
撃
以
上
の
速

で

を
突
く
な
ど
堕
天
使
を

手
に
し
た
時
に
放

た

の
一
撃
九
閃

よ
り
も
上
な
の
で

で
は
無
い

ハ
 

け
て

は
ノ

タ
イ
ム
で
黒
の

剣
を

色
の
光
と
共
に
正
面
へ
と
突
き
出
し
た

剣
初

ド
ス
キ
ル
リ
ニ
ア

だ

初

な
の
で

力
は
そ
こ
ま
で
で
は
無
い
も
の
の

性
と
い
う
ス
テ

タ
ス
が
高
く
な
れ
ば
自
ず
と
剣
速
も

発
的
に
高
ま

て
結
果
的
に
高

力
を
有
す
る
と
共
に

い
技
後

直
も
極

に

く
な
る
と
い
う
メ
リ

ト
の
多
い
技
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だ

ア
ス
ナ
や
ラ
ン
も

ド
ス
キ
ル
の
中
で
は
と
て
も
使
い
や
す
い
の
で
今
で
も
使

し

て
い
る

 

だ
が
ア
ス
ナ
の
二
つ
名
の

は
こ
れ
だ

た
り
す
る

 
そ
の

が
放

た

色
の

突
は
蒼
の
盾
に
真

向
か
ら

た

た
切

先
が
し

か
り

と
蒼
の
盾
に
対
し
て

直
に

た

た
た
め
そ
れ
を

い
た
ホ
ロ
ウ
は
後
ろ
へ

く

け
反

た

そ
の

力
が
高
か

た
か
ら
か
倒
れ
そ
う
に
な
り

間
的
に
ホ
ロ
ウ
は
地
面
を

て

離
を
取

た

 

は

離
を
取

た
ホ
ロ
ウ
を
見

え

息
を
整
え
た
後

黒
蒼
一
対
の

剣
を
構
え
た

  
ホ
ロ
ウ
が
白
い
化
け
物
に
な

て

す
ぐ
に
キ
リ
ト
の
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル

サ

の

値
が
限
界
に
近
付
い
た
事
を
示
す

裂
が
入

た
の
を
見
た
時
あ
た
し
は
⻑
ら
く

彼
の
二
刀
の
面
倒
を
見
て
来
た
者
と
し
て
や
は
り
こ
う
な

た
か
と
苦

し
い
思
い
を
浮
か
べ

た

あ
れ
だ
け
堕
天
使
と
黒
コ

ト
の
戦
い
で
打
ち
合

て
い
た
の
だ
む
し
ろ
こ
こ
ま
で
よ
く

持

た
も
の
で
あ
る
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そ
し
て
キ
リ
ト
の
対

の
仕
方
に

を

か
れ
た

ま
さ
か
ス
ト
レ

ジ
か
ら
あ
た
し
が
イ

ン
ゴ

ト
か
ら
鍛
え
直
し
て
い
る
黒
い

剣
を
取
り
出
し
た
だ
け
で
な
く
ホ
ロ
ウ
の
背
中
に
浮

い
て
い
る
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
に

似
し
た
水
を

る

剣
を
奪
い
自
分
の
武
器
と
し
て
使
う

と
は
予
想
外
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
的
に
メ
ニ

か
ら

備
し
た

で
は
無
い
の
で
本

の
持
ち
主
と
い

う
判
定
は

け
て
い
な
い
も
の
の
一
応
プ
レ
イ

の
ス
テ

タ
ス
数
値
と
武
器
の
数
値
が
合

さ
れ
た
上
で
ダ
メ

ジ

出
さ
れ
る
ら
し
い
の
で
キ
リ
ト
の
対
応
は
間
違

て
い
る
と
い
う

で
は
無
い

む
し
ろ
ボ
ス
が
使
う
武
器
な
の
だ
か
ら

値
は
下
手
な
武
器
よ
り
も
上
で
あ

る

ま

あ
た
し
が
鍛
え
直
し
て
い
る
武
器
よ
り
も
弱
い
と
い
う

で
は
無
い
の
だ
け
ど

 
お

お
い

二
刀
流

て
片
手
剣
じ

な
く
て
も
使
え
る
ス
キ
ル
な
の
か

 
今
明
ら
か

に

剣
二
本
で
ス
キ
ル
放

て
た
だ
ろ

片
手
武
器

て

て
た
の
は
こ
う
い
う
事
か

ビ

タ

の

は
片
手
剣
使
い
だ

た
か

ら

今
ま
で
使
わ
な
か

た
だ
け
な
ん
だ
ろ

で
も
そ
の
二
刀
も

入

て
た
し

こ
れ

負
け
る
ん
じ

な
い
か
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ビ

タ

は

て

だ

た
ん
だ
ろ

 
ア
イ
ツ
に
出
来
て

絶
剣

と
か

紅
の
騎

士

と
か
に
出
来
な
い

無
い
し

あ
あ
や

り
そ
う
な
ん
だ
な

ボ
ス
の
情
報
が

違

て
た
の
は
鼠
が
負
け
さ
せ

よ
う
と
し
て
た
か
ら
か

ま

じ

な
い
と
あ
の
情
報

が
間
違

た
情
報
を
伝
え
な
い
だ
ろ

  

剣
を
二
本
持

て
再
び
ホ
ロ
ウ
と
刃
を
交
え
始
め
た
キ
リ
ト
を
見
て
こ
れ
ま
で

き
の

で
静
か
だ

た
観
客
達
が

そ

そ
と
話
し
始
め
た

そ
の

ど
が
キ
リ
ト
を

め
る
よ
う
な

内
容
で

こ
え
て
来
る
内
容
に
あ
た
し
は
苛
立
ち
を

ら
せ
る

も

知
ら
な
い
ク
セ
ニ

 

然
な
が
ら
そ
れ
が

こ
え
て
い
た
ア
ル
ゴ
は
情
報
の
間
違
い
は
あ
の
子
を
負
け
さ
せ
る

だ

た
と

た
男
の
プ
レ
イ

を
横
目
で

ん
で
そ
し
て

か
に

を

け
て
い
た

戦

い
が
進
む
内
に
集
め
た
情
報
の

つ
か
が

り
で
あ

た
と
気
付
い
て
キ
リ
ト
に
対
し
て

し

な
さ
を
感
じ
て
い
た

で
そ
の

葉
だ
苛
立
ち
と
悔
し
さ
が
襲

て
い
る
の
は
想
像
に

く

な
い
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本

に
人
の
思
い

み
は
恐
ろ
し
い
と
思
う

ど
う
や
ら
攻
略
組
最
強
の
盾
と

さ
れ
て
い

る
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
片
手
剣
使
い
最
強
と

キ
リ
ト
は
格
下
と
見
ら
れ
て
い
る

に

目
さ

れ
て
い
る
ユ
ウ
キ
が
本
命
だ
と
思

て
い
る
よ
う
だ
が
と
ん
で
も
な
い
む
し
ろ
い
今
の
キ
リ

ト
の
方
が
大
本
命
で
あ
る

レ
イ
ド
戦
が
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
た
ら
む
し
ろ
ユ
ウ
キ
達
の
方
が

て

と
し
て
戦

て
少
し
で
も
情
報
を
引
き
出
し

キ
リ
ト
の
助
け
と
な
ろ
う
と
し
た

だ

 
逆
に

え
ば
い
き
な
り
大
本
命
の
キ
リ
ト
が
戦
い
始
め
た
の
は
そ
れ
だ
け
勝
て
る
見

み
が

か

た
か
ら

堕
天
使
の
攻
撃
を
ユ
ウ
キ
で
す
ら
も
見
切
る
事
が
出
来
な
か

た
の
だ

論
そ
の
場
に

な
か

た

に
戦
闘
の

感
が
無
く
戦
闘
中
の
集
中
力
と
は

ら
か
下
が

た
も
の
だ
か
ら
と
い
う
見
方
も
出
来
る
が
本
人
も
仮
に
戦

た
と
し
て
も
勝
て
な
い
と

外
に

認
め
て
い
る
の
で
キ
リ
ト
よ
り
先
に
戦

た
と
し
て
も
キ
バ
オ
ウ
の
二
の
舞
に
な

て
し
ま
う

の
は
容

に
想
像
が
つ
い
た
話
だ

 
キ
リ
ト
も
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

意
地
で
も

め
て
い
な
い
部
分
が
あ
る

グ
ル
ア

こ

の

 

剣
を
奪
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
背
後
か
ら
攻
撃
を

け
て

離
を
取

て
い
た
ホ
ロ
ウ
は
浮
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遊
し
て
近
付
き
な
が
ら

手
を
差
し
向
け
た

す
る
と
ホ
ロ
ウ
の

に
展
開
し
て
い
た
風
を

て
い
る
六
本
の
槍
が
動
き

切

先
を
キ
リ
ト
に
向
け
た
と
同
時
に

か
ん
と

び
出
し

た

そ
の
後
を

の
残
滓
を
残
し
な
が
ら
二

の
チ

ク
ラ
ム
が
回
転
し
つ
つ
追
い
更
に
ホ
ロ

ウ
の

に
出
現
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
が

色
の

を

発
も

出
す
る

 
先
に
放
た
れ
た
六
本
の
槍
二

の
チ

ク
ラ
ム
よ
り
も
先
に
エ
ネ
ル
ギ

の
方
が

か
に

速
く

弾
は
最
も

く
放
た
れ
た

が
最
初
だ

た

放
た
れ
た

番

り
で
は
無
く
そ
れ

を
狂
わ
せ
た
攻
撃

に

あ
た
し
達
は

を

ん
で
キ
リ
ト
を
見
守

た

 
彼
は
最
初

ん
で
く
る
槍
と
チ

ク
ラ
ム
の
動
き
を
気
に
し
て
い
た
よ
う
だ

た
が
ボ
ウ

ガ
ン
が
出
現
し
た
の
を
見
る
と
そ
ち
ら
に
目
を
向
け
た

そ
し
て
高
速
で

出
さ
れ
る

を

う

そ

 
キ
リ
ト
は
小
さ
な

色
の
エ
ネ
ル
ギ

を
真

向
か
ら

黒
い

剣
を
小

み
に
振
る
い

全
て
弾
き

と
し
て
い

た

エ
ネ
ル
ギ

は
小
さ
く
て
速
い
の
で

ぐ
の
は

し
い
だ
か

ら
小

み
に
動
い
て

け
る
と
予
想
し
て
い
た
だ
け
に
そ
の
予
想
を
裏
切
る
形
で

い
だ
キ
リ

ト
に

あ
た
し
は
数

月
前
に
も

に
し
た
覚
え
の
あ
る

葉
を
思
わ
ず

ら
し
て
い
た

 
バ

バ
シ

 
と

い
た

と
共
に

色
の
エ
ネ
ル
ギ

は
同
色
の
火
花
と
な

て
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た

し
か
し
息
を

く

も
無
く
槍
と
チ

ク
ラ
ム
が

た

正
面
か
ら
は
体
の
そ
れ

ぞ
れ
別
の
場

を

か
ん
と
風
の

を
引
き
な
が
ら
槍
が

り
横
か
ら
は

を

た
チ

ク

ラ
ム
が

る

 
キ
リ
ト
は
エ
ネ
ル
ギ

を
弾
い
た
後
す
ぐ
さ
ま

く

び
上
が

た

一
本
目
の
槍
は
そ

の
真
下
を

り

け
よ
う
と
す
る
が

く
だ

た
た
め
に
す
ぐ
に

下
を
始
め
た
キ
リ
ト
の
足

が
槍
の
持
ち
手
を

み

キ
リ
ト
は
ま
た

ん
だ

槍
を

み

と
し
て
使

た
の
だ

 

く
二
本
目
三
本
目
は

の

剣
で
上
に
弾
い
て
勢
い
を
殺
し
四
本
目
は
真
下
に

り

下
ろ
し
て
地
面
に
突
き
立
て
た

り
下
ろ
し
の

に
黒
の

剣
は

に

め
蒼
の

剣
は
剣

の

た
部
分
に

き
身
の
ま
ま
差
し
た

そ
し
て

手
を
開
け
た
後
五
本
目
と
六
本
目
の

槍
を

身

ら
し
て

し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

と

の
手
で

を

ん
で
自
分
の
も
の
と
し
た

 
そ
の
時
に
横
か
ら

の
チ

ク
ラ
ム
が

か
ら

た

ハ
 
キ
リ
ト
は
気
合
が

め
ら
れ
た
声
の
後
気
合
一
閃
と
ば
か
り
に

手
に
持

た
⻑
槍
を

に

ぎ
払

た

か
ら

る
チ

ク
ラ
ム
は
そ
の
一

ぎ
で
弾
か
れ

が

き
出
さ
れ
る
の

が
収
ま
り
な
が
ら
空
へ
と
上
が
り
そ
し
て

ち
て
地
面
に
ザ
シ

と

い
た

と
共
に
二
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と
も
突
き
立

た

グ
ル
ル

ル
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
全
て
の
攻
撃
を

が
れ
た
ホ
ロ
ウ
は

手
の
大
刀
を
手
放
し
て
奪
わ
れ
た

剣
を

め
る
よ

う
に
浮
か
せ
た
後

手
に
大

を
握

て

を
消
し
た

一

後
ホ
ロ
ウ
は
キ
リ
ト
の
背
後

に
出
現
す
る

グ
ル
ア

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
背
後
か
ら
来
る
と
予
想
出
来
て
い
た
の
か
ホ
ロ
ウ
が
声
を
発
す
る
よ
り

も
前
に
振
り
返
り
な
が
ら

の
⻑
槍
を
振
る

た

ぎ
に
振
る
わ
れ
た
⻑
槍
を

け
今
に

も
大

を
振
る
お
う
と
テ
イ
ク
バ

ク
し
て
い
た
ホ
ロ
ウ
は

く

む

し
か
し
そ
れ
に

し

な
い
か
の
よ
う
に
ま
た

を
消
し
ま
た
キ
リ
ト
の
背
後
に
現
れ
ま
た
槍
を
振
る
わ
れ
て
攻
撃

を

け
た

ル
ア

 
背
後
を
取

て
も
す
ぐ
に
反
撃
さ
れ
る
と
い
う
の
を
そ
れ
か
ら

か

り
返
し
た
ホ
ロ
ウ

は
業
を

や
し
た
よ
う
に
今

は
氷
を
思
わ
せ
る
盾
を
突

ま
せ
た

面
攻
撃
で
し
か
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も
本
体
で
は
無
い
の
だ
か
ら
攻
撃
し
て
も
意
味
が
無
い
そ
れ
を
キ
リ
ト
は
真
下
に
構
え
た
二
本

の
槍
を
か
ち
上

る
事
で
真
上
に

道
を

ら
し
た

ガ

ン

 
と
少
し
だ
け
空

で

く
か
の
よ
う
な

と
共
に

氷
の
盾
は
空
へ
と
舞
い
上
が
る

喰
ら
え

 
二
本
の
⻑
槍
を
振
り
上

た
キ
リ
ト
は

を
振
り
下
ろ
す
と
共
に
握
る
二
槍
に
回
転
を
付
け

て
投

し
た

そ
れ
は

ま
じ
い
速

で
回
転
し
な
が
ら
ホ
ロ
ウ
に

る

る
二
槍
に
対
し

ホ
ロ
ウ
は
新
た
に
持
ち
直
し
て
い
た
ア

ク
ス
ブ
レ

ド
を
翳
し

ぐ

が
れ
た
二
槍
は

高
い

と
共
に
弾
か
れ

離
れ
た
場

に
別

で
突
き
立

た

 

大
で
肉

な
大
剣
を
見
た
目
の
華

さ
に
よ
ら
ず

と
片
手
で
持
ち
上

た
ホ
ロ
ウ
は

そ
れ
を
地
面
に

き
付
け
た

す
る
と
キ
リ
ト
の
足

が
少
し

き
直
後
ト
ゲ
ト
ゲ
の

が

し
た

く
 
そ
の
真
上
に
い
た
キ
リ
ト
は
ア

ク
ス
ブ
レ

ド

体
を
使
わ
れ
て
い
た
時
に
見
て
い
た
攻

撃
だ

た
の
で
前
兆
を

知
し

後
方
へ
と

び
退
い
た

 
し
か
し
キ
リ
ト
に
対
す
る
攻
撃
は

論
そ
れ
で
は
終
わ
ら
な
か

た

後
方
へ
と

び
退
い
て
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い
た
キ
リ
ト
を

う
よ
う
に

手
が

な
い
に
も

わ
ら
ず
浮
い
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ

ン
が
キ
リ
ト
の
眼
前
に
出
現
し
た
の
だ
ま
る
で
歪
ん
で
る
か
の
よ
う
に
空
間
が

ん
だ
場

か

ら

先

に
大
き
く

く

色
の
光
を

し
て

 
直
後

ピ
シ

シ

ン

 
と
空
気
を
切
り
裂
く
よ
う
な

い

と
共
に
二
本
の
大
き
な

が
放
た
れ
た

び
退
い
た
直
後
の
キ
リ
ト
も
流

に
そ
れ
に
は
反
応
出
来
ず

そ
し

て

に
一
発
ず
つ
突
き

さ
る

の

よ
り
も
大
き
か

た
の
は
チ

ジ
シ

ト

だ

た
か
ら
な
の
か

キ
リ
ト
の

は

フ
ル
に
近
か

た
に
も

わ
ら
ず

こ
の
二
発
で

三

強
ま
で

ち

ん
だ

 
が

 
と

き
を
上

る
キ
リ
ト
を

ホ
ロ
ウ
は
ク
レ
イ
モ
ア
を

の
逆
手
で
握

て
襲
い
掛
か

た

そ
れ
を
ギ
リ
ギ
リ
で
横
に

ん
で

し
た
キ
リ
ト
は
す
ぐ
近
く
に
チ

ク

ラ
ム
が

ち
て
い
る
の
に
気
付
い
て

い
上

更
に
斬
り
掛
か

て
来
た
ホ
ロ
ウ
の
ク
レ
イ
モ

ア
の
振
り
下
ろ
し
を

ぐ

ギ

リ

 
と

が

き

た

グ
ル
ル

く

ぐ

お

 
ク
レ
イ
モ
ア
と
チ

ク
ラ
ム
越
し
に
向
か
い
合
い
な
が
ら

い
を

し
切
ろ
う
と
す
る
キ
リ
ト
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と
ホ
ロ
ウ

そ
の
戦
い
は
ホ
ロ
ウ
の
行
動
に
よ

て
終
わ
り
を

え
た

グ
ル

 

く

え
た
ホ
ロ
ウ
は

手
に
大

を
握

て
振
る

た
の
で
あ
る

キ
リ
ト
が
持

て
い

る
チ

ク
ラ
ム
は
一

だ

た
た
め
に
そ
れ
を

ぐ
手
立
て
が
無
く
あ
た
し
達
は
少
し
ば
か
り

内
心
で
焦

た

な
ん
の

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
チ

ク
ラ
ム
を
持
つ
手
を

手
だ
け
に
し
た
後

手
で

に

き
身

で
差
し
た
ま
ま
の
蒼
い

剣
を

き
払
い

に
振
る

て
大

の
刃
に
刀
身
を

ら
せ
上
に

弾
く

大

の
刃
は
キ
リ
ト
の

の
ギ
リ
ギ
リ
上
を

り
過
ぎ
た

は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
チ

ク
ラ
ム
を
足

の
地
面
に

と
し
て
突
き
立
て

の
逆
手
で
黒
い

剣
を

き

手
に
持
ち
直
し

手
に
握
る

剣
と
共
に
再
び
⻩
金
色
の

突
を
放

た

面

制
圧
攻
撃
の
よ
う
に

ま
じ
い
数
の

突
が
放
た
れ
ホ
ロ
ウ
は
ク
レ
イ
モ
ア
を
翳
し
て
身
を

し
て

ご
う
と
す
る
が
そ
れ
で
は

し
切
れ
な
い

や
足
先
な
ど
に
剣

が
突
き

さ

て
い

く

ガ
リ
ガ
リ
と
目
に
見
え
る

で
ホ
ロ
ウ
の

は

れ
て
い

た
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グ
ル
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

く
 
し
か
し
キ
リ
ト
の
猛
反
撃
の
ス
キ
ル
を
ホ
ロ
ウ
は

え
切

た

数
値
で

え
る
と
恐
ら

く
全
撃
入

て
い
れ
ば
ホ
ロ
ウ
の

は

り
切
れ
て
い
た

な
の
で

破
れ
か
ぶ
れ
で
ク
レ
イ

モ
ア
を
翳
し
て

ご
う
と
し
た
の
が

を

し
た
ら
し
い

キ
リ
ト
や
あ
た
し
達
か
ら
し
て
み
れ

ば
悪
夢
に
も

し
い
の
だ
が

 

え
切

た
ホ
ロ
ウ
が

ま
じ
い

を

か
せ
白
と
黒
の
蒼
と
紅
か
ら
な
る
四
色
の
オ

ラ
を
解
き
放
ち
キ
リ
ト
を
吹

ば
し
た

離
を
取
る

だ
け
だ

た
の
か
キ
リ
ト
の

が

⻩
色
か
ら

色
に
変
わ

た
様
子
は
無
く

が

た
様
子
も
無
か

た

あ

武
器
が

ん
だ

 
孤

の
子

達
の
男
の
子
そ
の

か
が

に
し
た

葉
に
あ
た
し
達
は
キ
リ
ト
と
ホ
ロ
ウ

か
ら

線
を
外
し
キ
リ
ト
が
弾
き

と
し
た
槍
や
チ

ク
ラ
ム
に
目
を
向
け
た

線
の
先
で

は
氷
や

風
な
ど
を

て
ホ
ロ
ウ
の

へ
と

ん
で
い
く
武
器
達
の

が
あ
り
キ
リ
ト

の

手
に
握
ら
れ
て
い
る

剣
も
ま
た
水
を

き
出
し
な
が
ら

ん
で
行

た

そ
し
て
全
て
の

武
器
が
空
へ
と
浮
か
ん
で
い
く
ホ
ロ
ウ
の

に
展
開
さ
れ
る
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剣

刀

剣

⻑
槍

チ

ク
ラ
ム

大

ア

ク
ス
ブ
レ

ド

大
楯

エ
ネ
ル

ギ

ボ
ウ
ガ
ン
が
光
と
闇
に

ま
れ
な
が
ら
ホ
ロ
ウ
の

を
展
開
し
て
い
た

合

で
十
六
個

の
光
と
闇
の

が
ホ
ロ
ウ
の

に
立
ち
上
り
そ
れ
ら
は
黒
と
白
の
片
刃
片
手
剣
に
収
束
そ

し
て
ホ
ロ
ウ
の

手
に
収
ま

た

他
の
武
器
達
は

が
消
え
た
後
影
も
形
も
無
く
な

て
い

た 
光
と
闇
の

流
そ
れ
が
二
刀
か
ら
弾
け
て
消
え
去

た
後
ホ
ロ
ウ
の

手
に
は
闇
を

た
片
手
剣
と
光
を

た
片
手
剣
が
収
ま

て
い
た

マ
ズ
い
わ
ね

 

な
ら
ぬ
オ

ラ
を

た
二
刀
を
持

た
ホ
ロ
ウ
は
十
中
八
九
先
の
戦
い
の
時
以
上
の
二

刀
技
を
放
つ

だ

残
り

が
数
ド

ト
だ
か
ら
こ
そ
攻
撃
も
よ
り
苛

に
な

て
い
る
に
違

い
な
い

さ

き
は
キ
リ
ト
も
二
刀
だ

た
か
ら
こ
そ

同
じ
攻
撃
で

い
で
い
た
し
大

な
ど
の
別
の
武
器
に
も

に
立
て
て
い
た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の

ま
じ
さ
を

り
目
立
た
な

い
部
分
で
目
に
し
た
の
で
あ
る

 
そ
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
も
キ
リ
ト
の
二
刀
が
無
け
れ
ば
成
立
し
な
い

片
手
武
器
で
も
ス
キ
ル

を
使
え
る
の
な
ら
片
手
剣
に

ら
な
く
て
も
良
い
の
だ
ろ
う
が
キ
リ
ト
の
全
力
は
恐
ら
く
片
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手
剣
と
片
手
剣
の
組
み
合
わ
せ
な
の
だ
と
思
う

そ
う
で
な
け
れ
ば

剣
や

刀
な
ど
を
一
本
ず

つ
し
か
持

て
い
な
い

が
無
い
の
だ

レ
イ
ン
と
い
う
別
の
鍛
冶
師
が

る
の
で
も
し
か
す

る
と
あ
た
し
の
知
ら
な
い

で

達
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
に
は
あ
る
が

と
な
く

同
じ
武
器
を
持

て
い
る
の
は
片
手
剣
だ
け
な
気
が
し
て
い
た

 
内
心
で
戦

恐

と
し
な
が
ら
戦
い
の
推

を
見
守
る
べ
く

線
を
向
け
る
こ
と
お
よ
そ
十

ど

そ
の
間

ず

と
ホ
ロ
ウ
は
浮
い
た
ま
ま
動
か
な
い
し

キ
リ
ト
も
動
け
な
い
で
い
た

か

こ
え
ま
せ
ん
か

 
一
体
ど
う
し
た
の
か
と
闘
技
場
中
が

キ
リ
ト
が
負
け
る
と

て
い
た
者
達

め
て

静
ま
り
返
る
中
シ
リ
カ
が

つ
り
と
小
さ
な
声
で

い
て
来
た

ど
う
や
ら
シ
リ
カ
自
身
確

信
を
持

て

え
る

ど

か
を

に
し
た

で
は
な
い
ら
し
い

の
シ
リ
カ
に
目
を
や
れ

ば

少
し
だ
け
自
信
無
さ

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た

 
こ
の
状
況
下
で

か
を

い
た
と
い
う
の
が
引

掛
か

た
あ
た
し
は
シ
リ
カ
か
ら
ア
リ

ナ
へ

線
を

し

を

ま
せ
た

 

ク

レ
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そ
し
て

こ
え
た

れ
て
い
て
小
さ
く
て
よ
く

こ
え
な
か

た
も
の
の
確
か
に

か
の
声
を

に
し
た

そ
れ
は

二
重
に
狂

た
よ
う
な

小
さ
な
少
年
の
声

 
ホ
ロ
ウ
の

声
だ

た

 
イ
ナ
ク
ナ
レ

  
ホ
ロ
ウ
の
片

で
は
あ
る
も
の
の

突
に
発
せ
ら
れ
た
日
本
語
そ
れ
が
闘
技
場
中
に

き

た

そ
れ
と
同
時
ホ
ロ
ウ
の

の
手
に
握
ら
れ
る
闇
と
光
を

た
二
刀
に
同
色
の

光
が

り

が
交

に
振
る
わ
れ
る
と
共
に
闇
色
と
光
色
の

が
放
た
れ
る

 
声
に

き
な
が
ら
キ
リ
ト
は
自
身
へ

て
来
る
二
つ
の
闇
色
と
光
色
の

か
ら
離
れ
る
よ

う
に
バ

ク
ス
テ

プ
し

手
を

に

ぎ
払

た

す
る
と
小
さ
な
二
つ
の

は
そ
の

場
で
大
き
く

し

数

後
に

発
す
る

今
の
は
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多
分
今
の
は
ピ

ク
を
投

た
ん
だ
と
思
い
ま
す

あ
た
し
を
助
け
て
く
れ
る
時
に
も
使

て
ま
し
た

 
あ
た
し
は
今
の
動
作
で

を
し
た
の
か
分
か
ら
な
か

た
が
シ
リ
カ
に
は
過
去
に
見
た
事
が

あ

た
か
ら
分
か

た
ら
し
い
ピ

ク
く
ら
い
小
さ
く
て

け
れ
ば
離
れ
て
い
る
観
客

か
ら

で
は
見
え
な
い
の
も
無
理
は
無
か

た

ツ
ラ
ヌ
ケ

 
あ
た
し
が

得
し
て
い
る
間
に
も
戦
い
は
動
き
始
め
て
い
た

ホ
ロ
ウ
は

の
白
い
片
刃
片
手

剣
を
突
き
出
し
そ
こ
か
ら
光
色
の
エ
ネ
ル
ギ

弾
を

発
も

ば
し
て
い
た
の
だ

キ
リ
ト
は

手
に
水
色
の
結

体

全
快
結

を
掲

よ
う
と
し
て
い
た
が
そ
れ
を
中
断
し
て
横
に

動
し
な
が
ら

剣
を
振
る
い
バ
チ
バ
チ
と
白

を

さ
せ
な
が
ら
自
身
に

る
エ
ネ
ル
ギ

弾
を
弾
き

と
し
た

 

ん
で
き
た
エ
ネ
ル
ギ

弾
を

と
し
た
後

を
持
し
て
キ
リ
ト
は
全
快
結

を
掲

た
ヒ

ル
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ヒ

ル

  
結

を
掲

キ
リ
ト
が
文

を

に
し
た
そ
の

間
ホ
ロ
ウ
も
ま
た
同
じ
文

を

に
し

た

あ
た
し
達
が

な

線
を
送

た
先
で
は
光
色
の
片
刃
片
手
剣
を
掲

る
ホ
ロ
ウ
が

た

そ
の
剣
か
ら
光
を

び
て
い
る
ホ
ロ
ウ
が

 
キ
リ
ト
の
手
で

け

た
結

の
光
が
彼
の
体
に

い

ま
れ
る
と
同
時
ホ
ロ
ウ
の
体
を

て
い
た
光
も
ま
た

い

ま
れ

同
時
に

が
フ
ル
回
復
し
た

ボ
ス
が

回
復

 
あ
た
し
は

然
と

い
て
い
た

攻
略
組
の
面

な
ん
て
最

開
い
た

が

が
ら
な
い
状

で

然
と
し
て
い
た

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

苦
労
し
て

た

を
全
回
復
さ
れ
て
は
そ
れ

ま
で
の
苦
労
が
全
て
水
の

に
な

て
し
ま

た
も
同
然
な
の
だ
か
ら

 
そ
も
そ
も
こ
の
世
界
に
は
魔
法
的
要

が

ど

さ
れ
て
い
て
そ
の
代
わ
り
に
原
始
的
な
剣

の
世
界
と
い
う
の
が

り
な
の
に

故
魔
法
を
使

て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
回
復

な
の
か
も
気
に
な

た

こ
の
世
界
で
魔
法
的
要

と

え
ば
転

や
キ
リ
ト
が
使

た
全

快
結

を
初
め
と
し
た
結

系
ア
イ
テ
ム
あ
と
は

に
ド
ロ

プ
さ
れ
る

や
氷
と
い

た
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力
を

し
た
武

く
ら
い
だ

属
性

性
な
ん
て
も
の
も
無
い
の
で
同
じ
攻
撃
力
の
武
器
よ
り

も

か
に
ダ
メ

ジ
を

き
出
せ
る
も
の
に
よ

て
は
状

異
常
も
付
与
出
来
る
の
で
武

に

し
て
は
超
が
付
く
程
の
レ
ア
ア
イ
テ
ム
で
あ
る

 
生
憎
と
あ
た
し
は
そ
う
い

た

の
武
器
を
鍛
え
た
事
も
見
た
事
も
無
い
つ
ま
り
キ
リ
ト
も

恐
ら
く
手
に
し
た
事
は
無
い
そ
れ
く
ら
い
魔
法
的
要

は

重
で
あ
る
と
い
う
事
だ

結

系

ア
イ
テ
ム
も

時

果
を
持
つ

に
か
な
り
高
価
で
取
引
さ
れ
る
対

更
に
は
そ
の
使

も
制

限
さ
れ
る
場

す
ら
あ
る

 
そ
も
そ
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
は
と
あ
る
バ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
存
在
し
て
い
る

か
つ

て
こ
の
世
界
に
も
大
地
が
存
在
し
て
い
た
も
の
の
二
人
の
巫
女
が
祈
り
を

た
事
で

つ
も

の
種

人
間
や
第
三
層
か
ら
登
場
す
る
エ
ル
フ
に
ダ

ク
エ
ル
フ

他
に
も
ド
ワ

フ
な

ど

が
争
い

け
て
い
た
大
地
は
分
断
さ
れ
浮
き
上
が
り

さ
れ
そ
う
し
て
こ
の
浮
遊

城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
創
世
さ
れ
た
の
だ
と
い
う

第
三
層
か
ら
第
九
層
の
⻑
大
な
キ

ン

ン
ク
エ
ス
ト
で
知
る
事
の
出
来
る
世
界
設
定
だ

こ
れ
を

大
地
切
断

と

う
ら
し
い

 
キ

ン

ン
ク
エ
ス
ト
で
は
エ
ル
フ
か
ダ

ク
エ
ル
フ
の
ど
ち
ら
か
の

で
ク
エ
ス
ト
を

進
め
る
の
だ
が

そ
の
最
中
に
彼
ら
は

魔
法

に
も
に
た

ま
じ
な
い

と
い
う
も
の
を

つ
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か
使
う

そ
の

ま
じ
な
い

も

か
し
か
無
く

大
地
切
断

以

は
エ
ル
フ
達
も
か
つ
て

使
え
て
い
た

魔
法

を
喪

て
し
ま

た
と
い
う

 
ち
な
み
に
エ
ル
フ
達
に
は
あ
た
し
達
プ
レ
イ

が
出
す
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
は
今
も
使

え
る
数
少
な
い
魔
法
的
な
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
ら
し
い

他
に
も
転

の
使

や
結

ア
イ
テ
ム
な
ど
も
そ
う
い
う
認
識

つ
ま
り
こ
の
世
界
の
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
存
在
を
認
め
た

魔
法

で
あ
る
と
い
う
事
だ

 
そ
ん
な
世
界
設
定
が
あ
る
以
上

本
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ

に
も
魔
法
は
使
え
な
い
と
い
う
制

約
が
存
在
し
て
い
る
エ
ル
フ
達
も
状

異
常
を
解
く
に
は
使

に
あ
た

て

ち
時
間
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特

な
指
輪
を
使

し
た
り
と
色

と
制
限
が
あ

た
ら
し
い
か
ら
こ
れ

は
確
実
な
の
だ

 
そ
れ
に
も

わ
ら
ず
ホ
ロ
ウ
は
そ
の
制
約
を
明
ら
か
に
無

し
て
魔
法
と
し
か
見
れ
な

い
手

で

を
回
復
し
た

こ
れ
が
リ
ジ

ネ
な
ら
ボ
ス
と
し
て

わ
れ
て
い
る
の
で
ま
だ
分

か
ら
な
く
も
無
い

し
か
し
今
の
は
明
ら
か
に
お
か
し
か

た

ノ
ガ
サ
ナ
イ

く
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あ
た
し
が
お
か
し
い
と

え
て
い
る
と
ホ
ロ
ウ
が
狂

た
声
で
そ
う

い
な
が
ら
闇
色
の
片

刃
片
手
剣
を
高
速
回
転
さ
せ
浮
い
た
ま
ま
突
進
し
た

か
な
り
の
速

が
出
て
い
た
も
の
の

直
進
で
あ

た
た
め
キ
リ
ト
は
横
に

く

ん
で
そ
れ
を

す

し
か
し
横
を

り
過
ぎ
た

ホ
ロ
ウ
は
反
転
し
再
び
キ
リ
ト
目
掛
け
て
突
進

そ
れ
も

す
が
ま
た
突
進
さ
れ
ま
た

す

ミ
ニ
オ
チ
ロ

 
突
進
を

さ
れ

再
び
キ
リ
ト
に
向
き
直

た
ホ
ロ
ウ
は
地
面

れ

れ
ま
で

下
し
た
後

二
刀
を
眼
前
へ
突
き
出
し
た

反

的
に
横
へ

く

ん
だ
キ
リ
ト
に
は

も
攻
撃
が
行
か
ず

代
わ
り
に
ホ
ロ
ウ
の

に
闇
の

が
漂
い
そ
し
て

み

む
よ
う
に
黒
い

体
を
形
成
し
た

 
そ
の
黒
い

体
か
ら
一
本
の

か
が
キ
リ
ト
目
掛
け
て

び
た

キ
リ
ト
も
そ
れ
を

し

ア
ス
ナ
の
よ
う
に

身
を
前
に

の
前
へ

手
に
持
つ
蒼
い

剣
を
持
ち
上

て
構
え
て
い

る
と
眼
前
ま
で

た
闇
の
ロ

プ
の
よ
う
な
も
の
が
突
如
ホ
ロ
ウ
の
形
を
取

た

輪

す
ら
分
か
ら
な
い
く
ら
い
黒
か

た
が
髪
の
よ
う
な
も
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
ズ
ボ
ン
そ
し
て

手
に
持
つ
黒
く

め
ら
れ
て
い
る
二
刀
と

い
完
全
に
ホ
ロ
ウ
の
そ
れ
だ

た

ま
る
で
影
の

よ
う
な
も
の
は
キ
リ
ト
の

上
か
ら
二
刀
を
思
い
切
り
振
り
下
ろ
し
キ
リ
ト
が
そ
れ
を
バ

ク
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ス
テ

プ
で

し
た
の
で
地
面
を

い
て
終
わ

た

 
キ
リ
ト
へ

び
る
影
は
そ
れ
で
は
終
わ
ら
ず
二
つ
三
つ
と
一
つ
ず
つ

び
て
は
斬
り
上

旋
回
斬
り

と
し
乱
舞
と
攻
撃
方
法
を

と
変
え
て
い
く

攻
撃
を
終
え
た
影
は
そ
の
ま

ま
空
中
で

攻
撃
を
終
え
た
モ

シ

ン
で

止
し

残

て
い
た

ツ
ラ
ヌ
ク

 
そ
し
て
そ
れ
が

も

り
返
さ
れ
た
後
全
て
の
残

て
い
た
影
が
消
え
た

間
に
黒
い

体
が
消
え
去
り

そ
の
中
か
ら

も
な
い
速

で
ホ
ロ
ウ
が

し
た

ご

あ

 
気
付
い
た
時
に
は
ホ
ロ
ウ
は
二
刀
で
キ
リ
ト
の
体
を

い
て
い
た

い
や
に
生

し
い

き

を
上

た
キ
リ
ト
は
一

後
に
物

い
速

で
後
ろ
へ
吹

び
そ
し
て
ア
リ

ナ
の

に

ズ
ド
ン

と
重
い

を
立
て
て

突
し
た

 

突
で

が

き
上
が
り
数

後
に
晴
れ
た
先
で
は
ク
レ

タ
状
に
な

て
い
る

に

れ
掛
か

て
ぐ

た
り
と
し
て
い
る
キ
リ
ト
の

が
あ

た

は
数
ド

ト
ま
で

少
し

て
い
た

キ
リ
ト
君

し

か
り
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キ
リ
ト

 

き
ろ

動
く
ん
だ

そ
の
ま
ま
だ
と
や
ら
れ
ち
ま
う
ぞ

キ
リ
ト

し

か
り
し
な
さ
い

 
ア
ス
ナ
ク
ラ
イ
ン
に

い
て
あ
た
し
も
名
前
を
呼
ん
で
声
を
掛
け
た

ユ
ウ
キ
達
も
同
様
に

名
前
を
必
死
に
呼
ん
で
目
を
覚
ま
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
キ
リ
ト
は
ぐ

た
り
と
し
た
ま
ま
一
向

に
目
を
覚
ま
そ
う
と
し
な
い

ウ

ア
ワ
サ
レ

 
キ
リ
ト
が
回
復
す
る
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

つ

も
無
く

ホ
ロ
ウ
は
ト
ド
メ
を

す
べ
く
ア
ク

シ

ン
を

こ
し
た

二
刀
の

そ
の

が
パ
カ
ン
と

い
た

を
立
て
て
取
れ
そ
し
て

二
本
の
片
手
剣
を
合
体
し
一
本
の
剣
に
変
え
た
の
で
あ
る

闇
と
光
の
オ

ラ
が

ざ
り
合
い

螺
旋
を

く
よ
う
な
オ

ラ
を
刀
身
に

わ
せ
た
ホ
ロ
ウ
は

そ
の
剣
を

手
一
本
で
持

た

ゼ
ツ
ボ
ウ
シ
ロ

 
そ
の

葉
の
後
一
本
に
な

た
剣
か
ら
紅
と
蒼
の
オ

ラ
も
螺
旋
を

き
な
が
ら

り
始
め

た

す
る
と

完
全
回
復
し
て
い
た
ホ
ロ
ウ
の

が

か
ら
少
し
ず
つ

れ
始
め
た

そ
の
速

は
お
よ
そ
一
分
も
す
れ
ば
全
損
す
る
程
の
速

だ

た

シ
ネ
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そ
し
て
ホ
ロ
ウ
は

ま
じ
い
速

で
未
だ
に

き
上
が
る
兆
候
す
ら
無
い
キ
リ
ト
に
斬
り
掛

か

た

大
き
く

刃
に
な

た
⻑
剣
を
振
り
か
ぶ
り

大
上

か
ら
振
り
下
ろ
し

  
そ
の
刃
を
が
し

と

キ
リ
ト
が

手
で

み

止
め
た

 
ナ

 
ぐ

た
り
と
そ
れ
こ
そ
一
切
身
動
き
取

て
い
な
か

た
キ
リ
ト
が
目
も
向
け
ず
に
刃
を
片

手
で
止
め
た
事
に
あ
た
し
達
は
目
を

い
た

ホ
ロ
ウ
も
ま
た
止
め
ら
れ
る
と
は
思

て
い
な

か

た
よ
う
で

Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
の
に
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に

い
た
声
を
上

る

 
キ
リ
ト
は
無

で
刃
を
止
め
た
ま
ま
蒼
い

剣
を
持
つ

手
を

に
突
き
な
が
ら
ユ
ラ
リ
と

立
ち
上
が

た

あ
ま
り

子
に

ン
な
よ

マ
ガ
イ
モ
ノ

 
直
後
今
ま
で

い
た
事
が
無
い
く
ら
い

し
い
怒

と
共
に

剣
を
握
る

手
を
振
り

き

ま

て
い
た
ホ
ロ
ウ
の
仮
面
に

を

き

ん
だ

そ
の
一
撃
で
予
想
以
上
に
ホ
ロ
ウ
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は
後
方
へ
吹

ん
だ

 
そ
の
間
に
キ
リ
ト
は

動
を
開
始
し
て
い
た

そ
の
方
向
は
吹

ぶ
ホ
ロ
ウ
で
は
無
く
キ

リ
ト
自
身
が
出
て
来
た
出
入
り

付
近
ま
で

ち
て
い
た
大
刀
だ

た

ど
う
や
ら
ホ
ロ
ウ
が
他

の
武
器
を
光
と
闇
に
変
え
て
二
刀
に

わ
せ
る

そ
こ
ま
で
吹

ん
で
い
た
ら
し
い
恐
ら

く
二
刀
に

わ
せ
る
武
器
に
カ
テ
ゴ
リ
さ
れ
て
い
な
か

た
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
の
大
刀
を
キ
リ
ト
が

た
と
同
時

ホ
ロ
ウ
も

く
空
中
で
体
勢
を
整
え
た

 
ホ
ロ
ウ
と
向
き
直

た
時
キ
リ
ト
の
横

が
見
え
た

そ
の

あ
た
し
は
ぞ
く
り
と
身

い
し
た

キ
リ
ト

 
そ
の

に
は
今
ま
で
見
た
事
無
い
く
ら
い

な

み
が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た

し
く

狂
気
的
な

み
が

ま
る
で
戦
い
を

い
や
命
の
奪
い
合
い
を

し
ん
で
い
る
と

え
て
し

ま
う
く
ら
い
キ
リ
ト
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い

み
だ

た

が
三
日
月
の
よ
う
に

に

裂
け
て
い
て

⻭
を

き
出
し
に

む
そ
の

は
明
ら
か
に

の
キ
リ
ト
ら
し
く
な
か

た 
い
や
こ
の
苦
し
い
戦
い
の
中
で
も
あ
の

を
取
り
に
行

た
時
に
も
見
た
事
が
無
い
表
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情
を
見
て

あ
た
し
は
あ
の
黒

束
の
子

を

一

だ
け
だ
が
キ
リ
ト
で
は
無
い
と
思

た

気
も

ん
の

か
し
か

い
て
い
な
い
声
の

子
も

葉

も

も
か
も
が
違

て

い
た

 
さ

き
ま
で
の
キ
リ
ト
が

か
く
穏
や
か
な
太
陽
だ
と
す
れ
ば
今
の
ア
レ
は

し
く
危

険
で

そ
れ
で
い
て
ど
こ
か

き
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
存
在
だ

た

風
あ

る
い
は
ブ
ラ

ク
ホ

ル
と
で
も

お
う
か
危
険
な
の
に
見
た
く
な

て
し
ま
う

き
付
け

ら
れ
て
し
ま
う

か
が
あ

た

そ
れ
が
キ
リ
ト
だ
か
ら
な
の
か
そ
れ
と
も
そ
の
危
険
な

か

に
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

ウ

ゼ
ツ
ボ
ウ
シ
ロ

 
仕
切
り
直
し
と
ば
か
り
に

ホ
ロ
ウ
は
ま
た

を

る
紅
と
蒼
の
オ

ラ
を

て
突

し

た

今

は

掛
け
に
剣
を
振
る
い
斬
り

と
し
ま
た

掛
け
に
振
る
い
斬
り

と

し
を
仕
掛
け
た

し
か
し
キ
リ
ト

は

と

る
よ
う
に
ホ
ロ
ウ
の
攻
撃
を

し
て
い
く

さ

き
ま
で
と
は
大
違
い
の
動
き
だ

た

ハ

そ
れ
は
な

こ
う
す
ン
だ
よ

 
絶
望
し
ろ

 

く

離
を
取

た
キ
リ
ト

が

で
見
下
し
た
よ
う
な

を
浮
か
べ
て

た
後
ホ
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ロ
ウ
と
同
じ
よ
う
に
大
刀
を
天
へ
掲

た

ホ
ロ
ウ
と
違

て
エ
フ

ク
ト
は
出
な
か

た
も
の

の

そ
の
後
か
ら
の
動
き
は

ま
じ
い
の
一

に

き
た

掛
け
と
斬
り

と
し
を
合

で
三
セ

ト
行
い

ん
だ
ホ
ロ
ウ
へ
更
に

と
逆

か
ら
な
る

め
十

の
斬
撃
を
放

て
吹

ば
し
た

衝
撃
波
の

は
や

出
な
か

た
か

ま

こ
の
世
界
じ

こ
ん
な
モ
ン
か

グさ
て

い
い
加

こ

ち
も

き
て
来
た
ん
で

と

と
と
終
わ
ら
せ
て
も
ら
う

ウ
 
大
刀
を

に

ぎ
な
が
ら

て
い
た
キ
リ
ト
は
大
声
を

り
上

て
か
ら
ホ
ロ
ウ
に
斬
り

掛
か

た

ホ
ロ
ウ
も
合
体
し
た
剣
を
振
る

て
応
戦
す
る
が
し
か
し
キ
リ
ト
の
動
き
が

な

な
の
に
勢
い
が

ま
じ
過
ぎ
て
付
い
て
行
け
て
お
ら
ず

と
斬
撃
を
そ
の
身
に

け

を

て
い

た

 
ど
う
や
ら

け
る
ダ
メ

ジ
が
常
に
最

だ

た
ら
し
く
た
と
え

た
だ
け
で
も
直
撃
し

た
時
と
同

が

れ
て
い
て

そ
れ
が
今
は

と
な

て
ど
ん
ど
ん
ホ
ロ
ウ
は
追
い

ま
れ
て
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い

た
オ
ラ
オ
ラ
ど
う
し
た

 
動
き
が

て
き
て
ン
じ

ね

か

グキ
リ
ト
の

一
体
ど
う
し
ち
ま
い
や
が

た
ん
だ

 

で
あ
ん
な

し
い

葉
使

い
をリ

フ

ち

ん
は

か
知
ら
な
い
の

あ

あ
た
し
も
あ
ん
な
の
は
初
め
て
で

も
し
か
し
て
キ
リ
ト

て

二
重
人
格
だ

た

の 
ア
ス
ナ
の
疑
問
に
キ
リ
ト
の
義
姉
リ

フ

は

惑
の
表
情
で

を
横
に
振

た

し
か
し
そ

れ
ら
し
い

葉
は
出
て
来
た

二
重
人
格
だ

 
二
重
人
格

そ
れ
は

い

か
ら

い
家
庭

境
な
ど
で
発

す
る
精
神
的
な

気

い

や
一
種
の
精
神

衛
反
応
で
あ
る
と

い
た
事
が
あ
る

心
に
掛
か
る
ス
ト
レ
ス
が
一
定
以
上

に
達
し
た
時
に
な
る
と
さ
れ
て
い
て

一
つ
の
体
に
二
つ
の
人
格
が
生
ま
れ
る
事
を
そ
う

う

複
数
の
場
合
は
多
重
人
格
だ

 
も
し
も
今
の
キ
リ
ト
が
一
種
の
ハ
イ
状

と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
あ
た
し
達
が
目
に
し
て
い
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る
の
は

の

キ
リ
ト

と
は
別
の

ア
ナ
ザ

キ
リ
ト

と
い
う
事
に
な
る

 
疑
問
で
は
あ

た
の
だ

ず

と

ら
れ
て
き
て

傷
付
け
ら
れ
て
き
た
に
も

わ
ら
ず

あ
の
子
は
復
讐
心
だ
と
か
他
人
を
傷
付
け
よ
う
と
し
た
り
憎
く
思

た
り
す
る
事
が
見
ら
れ
な
い

と

あ
た
し
が

間
見
た
記

あ
ん
な
過
去
が
あ
る
な
ら

れ
て
い
た
り
自
身
を

る
者
が
い
れ
ば

な

意
を
見
せ
る
の
は

然
な

そ
れ
な
の
に
今
も
キ
リ
ト
は
自
ら

れ

を

て
出
て
い
る

自
分
自
身
で
過
去
の
再
現
を
し
て
い
る
の
だ

 
ビ

タ

の
件
は
ア
ス
ナ
達
か
ら
ビ
ギ
ナ

と
ベ

タ
テ
ス
タ

の
確

を

ぐ
た
め
と
い
う

説
明
を

け
て
い
る
が
そ
の
方
法
は
と
も
か
く
キ
リ
ト
自
身
の
意
思
は
ど
う
だ

た
の
だ
ろ

う
と
常

疑
問
を
浮
か
べ
て
い
た

い

な
の
に
そ
れ
を
お
く
び
に
も
出
さ
な
い
し
し

か
り
見
て
い
な
け
れ
ば

き
そ
う
な
ど
と
分
か
ら
な
い
く
ら
い

す
の
が
上
手
い

 

え
て
い
た
の
だ
と
限
界
を

え
て
き
て
い
る
の
だ
と
理
解
は
し
て
い
た

だ
が

に
影

を
出
て
い
た
事
に
ま
で
は

が
回
ら
な
か

た

え
て
み
れ
ば

然
な
の
だ

か
に

い

か
ら
ず

と

ら
れ
て
き
て
こ
の
世
界
で
も
ず

と
一
人

ち
で

ア
ス
ナ
達
と
の
交

流
が
あ
る
と
は

え

家

と
離
れ
離
れ
の
ま
ま
一
年

を
危
険
な
最
前
線
で
ず

と
悪
く

わ
れ
て
過
ご
し
た
の
だ

二
重
人
格
な
ん
て
い
う
の
が
あ

て
も
別
に
お
か
し
な
話
で
は
無
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か

た
ク
ヒ

ハ

ウ
ウ

 
嗤
い
声
と

き
を
上

て

キ
リ
ト

と
ホ
ロ
ウ
が
刃
を
交
錯
さ
せ

り
合
い
に
入

た

し
か
し
そ
の

も
一

で

す
ぐ
に
キ
リ
ト

が

手
持
ち
の
大
刀
を

し
切

て
ホ

ロ
ウ
の
⻑
剣
を
弾
き

ば
し
て
し
ま

た

 
そ
れ
を

び
上
が

て

手
で

み
取

た
キ
リ
ト

は

地
面
に

り
立

た
後

に
二
刀
を
展
開
す
る

手
に
は
出
刃

を
想

さ
せ
る
大
刀
を

手
に
は
二
刀
が
合
体
し

て
一
本
と
な

た
⻑
剣
を
握

て

こ
れ
で
テ
メ

は

だ

終
わ
ら
せ
て
や
る
よ

マ
ガ
イ
モ
ノ

と

と
と
消
え
な

 
目
を

め

な

み
を
深
め
た
キ
リ
ト

は
そ
う

た
後

大
刀
と
⻑
剣
に
⻩
金
色

の
光
を

わ
せ

乱
舞
し
た

大
刀
は
キ
リ
ト

に
取
ら
れ
て
お
り

他
の
武
器
の
力
を

収

し
た

と
思
わ
れ
る

二
刀
も
合
体
し
た
⻑
剣
と
し
て
奪
わ
れ
て
い
る
た
め
本

に

も

出
来
な
い
ま
ま
ホ
ロ
ウ
は
さ
れ
る
が
ま
ま
に
滅
多
斬
り
に
さ
れ
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 

に

を

る
技
で
消

し
て
い
た
ホ
ロ
ウ
は

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

に
よ

て

を
全
損

し
た

同
時

パ
キ
ン

と

か
が

れ
る

が
し
て

ホ
ロ
ウ
の
仮
面
の

が
欠
け
て

と

と
と
消
え
ろ

て

て
ン
だ
ろ

 
全
て
が
欠
け
る
前
に

キ
リ
ト

が

手
に
持
つ
大
刀
を
振
り
下
ろ
し

ホ
ロ
ウ
の

面
を

地
面
に
め
り

ま
せ
た

同
時
に
一
気
に
仮
面
が

れ
る
も

が
地
面
に

た

て
い
る
の
で

そ
の

は

に
見
ら
れ
る
事
も
無
く

蒼
い
結

と
な

て

て

た

 
そ
し
て
闘
技
場
の
ア
リ

ナ
に

大
な

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

と

⻩
金
に

く
文

が
出
現
し
デ

エ
ル
の
ウ

ナ

表
示
も
ま
た
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
の
方
に

出
現
し
た

ん

 
そ
れ
を
見
上

自
身
の
横
に
出
現
し
た
リ
ザ
ル
ト
を
一

し
て
か
ら
確
認
ボ
タ
ン
を

し
た

キ
リ
ト
は

手
に
大
刀
と
⻑
剣
を
持

た
ま
ま
ア
リ

ナ
に
入

て
来
る

に
使

た
出
入
り

へ
と
歩
い
て
い

た

 
闘
技
場
ア
リ

ナ
に
は

気
な
い
幕
切
れ
と
キ
リ
ト
の

変
に

も

え
ず
に

ま
る
あ
た

し
達
が
取
り
残
さ
れ
て
い
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

ゲ

ジ
が
一
本
の
ネ
タ
を
知

て
い
る
方
な
ら
絶
対
知

て
い
る
絶
望
パ
タ

ン

回
復

魔
法
を
使
う
と
回
復
さ
れ
る
ア
レ
本
作
で
も
出
ま
し
た

一
応
解
説
し
て
お
く
と
ポ

シ

ン
系
は
セ

フ
で
す
ダ
メ
な
の
は
魔
法
的
要

の
結

ア
イ
テ
ム
な
ん
で
す

キ
リ
ト
は
回
復

す
る
前
に
コ
テ
ン
パ
ン
に
さ
れ
て
し
ま
い
ア
レ
が
出
て
結

ポ

シ

ン
使
う
場
面
が
無
か

た
の
で

一
応

 

に
二
刀
が
合
体
し
た
⻑
剣

こ
れ
も
同
じ
ネ
タ
の
あ
の
キ

ラ
が
持
つ
武
器
が

ネ
タ
で

す
た
だ
し
形
は
一
切
似
て
な
い

ド
ラ
ク
エ
の
ス

パ

キ
ラ

マ
シ

ン
の
合
体
剣
み

た
い
な
感
じ
で
す

ク
ロ
ス
し
て
ま
せ
ん

と
か
攻
撃
方
法
は
ま
ん
ま
で
す
け
ど

 
そ
し
て
最
後
に
出
た
ア
ナ
ザ

キ
リ
ト

存
在
的
に
ア
ン
チ
キ
リ
ト
で
も
呼
び
方

い
い
ん
じ

ね
と
も
思
い
ま
し
た
が

色

と
や
や
こ
し
い
の
で
ア
ナ
ザ

に
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ア
レ
の
存
在
は
今
回
特
に
書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
大
刀
を
知

て
る
人
な
ら
絶
対
知

て
る
あ
の
設
定
が

ネ
タ
で
す

も
う
今
話
で
色

と

し
た
方
も

る
か
と
思
い
ま
す

そ
も

そ
も
冒

で
説
明
さ
れ
て
ま
す
し

ア
ナ
ザ

の

に
そ
れ
ら
し
い
の
出
て
ま
す
し

 
本
作
で
の
ア
ナ
ザ

の
立
ち

は
今
後
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す

話
で
も
一
応
多
少
触
れ

る
か
な

 
ま

分
か
ら
な
け
れ
ば
ア
レ
で
す
原
作
キ
リ
ト
の

つ
ん
時
の
ア
レ
が
人
格
を
持

た

も
の
だ
と
思

て

け
れ
ば

多
分
分
か
る
と
は
思
い
ま
す
け
ど
ね

 
最
も
強
い
者
の
前
に
の
み

を
現
す
と
い
う
の
も
後
に
判
明
す
る
の
で
お

ち
下
さ
い

多
分
こ
こ
ま
で
の
心
理

写
で
分
か

た
と
は
思
い
ま
す
が

 
で
は

時
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
五
章
 

虚
実
の
欠
片

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス

で
す

 
ガ
チ
で
精
神
的
に
キ
て
た
の
で
取
り
掛
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た

お

た
せ
し
て

し

な

い

お

で
ク
オ
リ
テ

も
下
が

て
い
ま
す

ま

戦
闘
回
で
は
無
か

た
の
で

感
も

い
で
す
が

 
今
話
は
個
人
戦
後
の
キ
リ
ト
の
状

報

ま
た

の
ゲ

ム
イ
ベ
ン
ト
と
原
作
ル

ト
の
回
収
の
序
章
み
た
い
な
も
の
で
す
ね

最
後
の
最
後
は
分
か
る
人
に
は
分
か
る
原
作
知

て
れ
ば
分
か
り
ま
す

 
今
話
の

点
は
リ

フ

シ
ノ
ン
ユ
ウ
キ
の

で

り
変
わ
り
ま
す

白
な
上
に

と

場
面
が
変
わ
り
ま
す
が

ご
容
赦

け
れ
ば

い
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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第
七
十
五
層
主

コ
リ
ニ
ア

闘
技
場
に
て
行
わ
れ
た

個
人
戦

 
た
だ
の
一

で
も

北
す
れ
ば
同
じ
者
は
二

と
再

戦
出
来
な
い
と
い
う
決
し
て
負
け
ら
れ

な
い
プ
レ

シ

を
背
負
い

も

を
危
険

ま
で

と
し
な
が
ら
も
そ
れ
を
キ
リ
ト

は
見
事
勝
ち

い
て
見
せ
た

も
が
も
う
無
理
だ
ろ
う
と
思
う
場
面
は
無
数
に
存
在
し
た
が

そ
の
全
て
を
彼
は
実
力
で
勝
ち

い
た

 
決
し
て
ス
テ

タ
ス
だ
け
に
頼

て
は
い
な
か

た
事
は
そ
の
戦
い
が

徴
し
て
い
た

仮
に

ス
テ

タ
ス
に
頼

た
力

せ
の
戦
い
方
な
ら

を

ま
で

ら
す
堕
天
使
の
攻
撃
の
後
に

放
た
れ
た
突
進
攻
撃
で

に
や
ら
れ
て
い
た

だ
か
ら

 
個
人
戦
の
突
破
は

ま
じ
い

の
一
つ
を
突
破
し
た
と
も

え
て
攻
略
が
一
つ
前
に

進
ん
だ
事
を
も
意
味
す
る

前
情
報
で
他
の

に
も
無
理
だ
と
思
わ
れ
た

を
キ
リ
ト
は
突
破

し
た
の
だ

 
し
か
し

全
部
で
三
体
の
ボ
ス
が
現
れ
た
こ
の

個
人
戦

そ
の
三
体
目
の
ボ
ス

Ｔ
ｈ
ｅ



 第二十五章 〜虚実の欠片〜

Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｓ
ｅ
ｉ

ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ
ｔ

と
の
最

終
戦
に

し
て
キ
リ
ト
は

変
し
た

し
く

に
そ
し
て

な

み
を
浮
か
べ

て

ホ
ロ
ウ
に
斬
り
掛
か

た
の
だ

 
そ
の
勢
い
た
る
や

正
に
怒
り
狂
う
⻤
神
の
如
し

 
そ
れ
ま
で

一
進
一
退
を

り
返
し
て
い
た
戦
い
は
そ
ん
な

変
を
見
せ
た
キ
リ

ト
に
よ

て
一
気
に
ホ
ロ
ウ
を

し
切

て
勝

を

む
と

う
結
果
に
終
わ

た

 
事
実
だ
け
を
見
れ
ば
な
ん
て
こ
と
は
無
い
け
れ
ど
キ
リ
ト
の
事
を
よ
く
知
る
人
物
な
ら

も

が
疑
問
を
浮
か
べ
る

変
だ

 
い
や
知
ら
な
く
と
も
違
和
感
を
覚
え
る
だ
ろ
う

そ
れ
ま
で
の
戦
い
で
は
見
せ
な
か

た
反

応
だ

た
の
だ
か
ら

あ

う

 
あ
の

変
に
つ
い
て
問
い

め
た
い
思
い
は
あ

た

 
あ
た
し
は
リ
ア
ル
で
一
年

ど
し
か

ら
し
て
い
な
い
の
で
最

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
最
初
期
の

か
ら
知
り
合
い
ら
し
い
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
や
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
方
が
付
き
合
い
は
上
な
の
だ
が
そ

れ
で
も
家

で
し
か
見
て
い
な
い

と
い
う
も
の
は
あ
る

逆
に

え
ば
こ
の
一
年

を
共
に
し
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た
彼
ら
が
知
る

と
い
う
も
の
も
あ
る

で
そ
ん
な
彼
ら
に
も

を

か
せ
る

変
に
は

か
が
あ
る
と

そ
う

え
て
い
た

 
キ
リ
ト
の
立
場
は
と
て
も
悪
い

判
も
わ
ざ
と
悪
く
し
て
他
の
人
達
を
助
け
て
い
て
そ
の

ス
ト
レ
ス
は

十

の
子

が
背
負
い
き
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

 
そ
れ
な
の
に
背
負

て
い
る
の
だ
か
ら

そ
の
ス
ト
レ
ス
は

で
は
無
い

だ

そ
れ
を

全
く
感
じ
さ
せ
な
い
と
ま
で
は

わ
な
い
が
あ
た
し
達
の
予
想
を
大
き
く
外
さ
せ
る
く
ら
い
に

魔
化
す
の
が
上
手
い

 
だ
か
ら
あ
た
し
達
は
実

よ
り
も
小
さ
い
と

え
て
し
ま

て
い
た

 
し
か
し
あ
た
し
は
そ
の

え
を
さ

き
の

変
を
見
て

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
た

 
実

に
出
会

た
事
は
無
い
が
こ
の
世
に
は
一
つ
の
肉
体
に
二
つ
以
上
の
精
神
を

す
二
重

人
格
者
あ
る
い
は
多
重
人
格
者
な
る
人
達
が

る
と
い
う

い

か
ら
の
家
庭

境

力

な
ど
の

い
事
か
ら
心
を
護
る

の

衛
反
応
だ
と

い
た
事
が
あ
る

 
キ
リ
ト
は
五

の

か
ら

ら
れ

け
て
き
て
更
に
は

し
み
に
し
て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

ス
ゲ

ム
化

び
ビ

タ

と
蔑
ま
れ
て
い
る
事
か
ら
精
神
を

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
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思

た
の
だ

 
故
に
人
格
が

変
す
る
前

今
ま
で
の
キ
リ
ト

に

て
い
た
と
し
て
も
あ
た
し

は
内
心
で
は
あ
ま
り
安

出
来
な
い
で
い
た

論
安
心
は
し
た
け
ど
そ
れ
も
完
全
で
は
無
い

キ
リ
ト
君

大

で
す
か

 
お
水

め
ま
す
か

ん

も
ら
う

あ
り
が
と

 

変
し
た
キ
リ
ト
は
闘
技
場
ア
リ

ナ
に
入

た
時
に
使

た
出
入
り

へ
と

り
ラ
ン

さ
ん
を

て
ホ

ル
へ
と

て
来
て
あ
た
し
達
と
合
流
し
た

 
そ
の
時
ま
で
彼
の

手
に
は
変
わ
ら
ず
大
刀
と
⻑
剣
が
握
ら
れ
て
い
た
の
で

を

圧
し

て
お
り

剣

な
こ
と
こ
の
上
な
か

た
が

し
か
し
そ
れ
も
す
ぐ
に
終
わ

た

 

よ
り
数

増
し
で

い
目
つ
き
の
彼
は
あ
た
し
達
を
見
て

と

の

を
歪
め
そ

の

の

間
に
は
前
の
め
り
に
倒
れ
た
の
だ

そ
の
時
に

手
か
ら
零
れ

ち
た
大
刀
と
⻑
剣

は

地
面
に

ち
る
や

や

銀
と
金
の
光
と
共
に
消
え
て
し
ま

た

 
そ
れ
も
気
に
せ
ず
慌
て
て
あ
た
し
と
ユ
ウ
キ
さ
ん
と
で

き

め

向
け
に
キ
リ
ト
を

か
せ
る
と

彼
は
う

す
ら
と
目
を
開
け
て
あ
た
し
達
の
名
を
呼
ん
だ

 
そ
の
時
に
は
も
う
剣

な

気
な
ど

も
無
か

た
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ん
の

か
な
間
だ
け
の

変

そ
れ
は
も
し
か
す
る
と
キ
リ
ト
自
身
が
戦
い
を

が

て

あ
の
剣

な
人
格
を
形
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
そ
う
思
わ
せ
る
も
の
だ

た

こ
こ
ま
で

え
た

で
真
実
な
ん
て
分
か
ら
な
い
け
れ
ど

 
倒
れ
た
キ
リ
ト
は
す
ぐ
に

き
上
が

た
も
の
の
戦
闘
の

労
も
あ
る
せ
い
で
最
初
は

に

立
つ
の
も
ま
ま
な
ら
ず

ホ

ル

に
あ

た
ベ
ン
チ
に

て

息
を
取

て
い
た

サ

シ

さ
ん
が

水
か
ら

み
水
を
持

て
来
て
く
れ
て

そ
れ
を

け
取

て
コ

プ
を

け

を
鳴
ら
し
な
が
ら

み

し
た

 

は

と

味
し
そ
う
に

む

に
は

ど
こ
も

そ
う
な
影
は
見
え
な
か

た

あ

生
き
返

た

れ
た

今
ま
で
経
験
し
た
戦
い
で
一
番

れ
た

本

に
お

れ
様
だ
キ
リ
ト
君

そ
し
て
闘
技
場
個
人
戦
突
破
お
め
で
と
う

君
の

お

で
攻
略
が
一
つ
進
ん
だ

あ
り
が
と
う

そ
う
労

て
く
れ
る
だ
け
で
も
有

い
よ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が
攻
略
組
を
代
表
し
て
労
う
と
コ

プ
を

手
で
持

た
キ
リ
ト
は
見

上

な
が
ら

れ
た

み
を
浮
か
べ
て

葉
を
返
す

精
神
的
な

労
が
見
て
取
れ
る
そ
れ
は
戦

い
の

れ
か
ら
来
る
も
の
だ

た
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ま

あ
れ
だ
け
の

戦
を
潜
り

け
た
の
だ
か
ら

れ
て

然
む
し
ろ

れ
て
な
か

た

ら
ど
ん
な
精
神
力
を
し
て
い
る
の
か
と
思
う
の
だ
け
ど

あ
キ
リ
ト
あ
ん
た
そ
う
い
え
ば
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に

入

て
る

ん
じ

な
か

た

あ

う
ん
か
な
り

使
し
た
か
ら

使

て
る
武
器
が
刃

れ
す
る
事
は
あ

た
け

ど

が
入

た
の
は
こ
れ
で
初
め
て
だ
な

 
リ
ズ
さ
ん
の
指

で
二
刀
を
取
り
出
し
タ

プ
し
て

値
を
表
示
し
た
キ
リ
ト
は
物

く

り

め
た

を
し
た

う
わ

値
が
二

し
か
残

て
な
い

よ
く
保

た
な

え

 
そ
れ

マ
ジ

 
そ
れ
を

い
た
リ
ズ
さ
ん
も

値
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
パ
ネ
ル
を

き

ん
だ

 
不
可

設
定
か
ら
可

設
定
に
変
え
ら
れ
て
他
者
に
も
見
え
る
よ
う
に
な

た
そ
れ
を
見
た
リ

ズ
さ
ん
も
す
ぐ
キ
リ
ト
と
同
じ

に
な

た

本

ね

下
手
し
た
ら
全
損
し
て
た
わ
よ

 

値
は
少
な
く
と
も
三

最
前
線
攻
略
レ
ベ
ル
の
武

と
も
な
る
と
万

は

ら
し
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い
の
で
二

と
い
う
の
は
本

に
ギ
リ
ギ
リ
だ

た
と
い
う

だ

あ
と
二
三
合
交
え
て
い

れ
ば

れ
て
い
た
に
違
い
な
い

 

ま
じ
く
剣
を

使
し
て
し
ま

た
た
め
キ
リ
ト
は
そ
の
二
刀
を
修
復
し
て
も
ら
う
た
め
に

リ
ズ
さ
ん
に

く

け
る
事
に
し
た

 
リ
ズ
さ
ん
も
仕
事
や

文
が
他
に
入

て
い
る

今
日
は

り
合
い
が
付
い
た
の
で
観
戦
に

来
れ
た
ら
し
い

の
で

引
き
取
り
は
数
日
後
に
な
る
と

て
い
た

く

二
刀
流

は

か
な

う
ち
の
剣
を

し
出
そ
う
か

 
キ
リ
ト
な
ら
別
に
構
わ
な
い
け
ど

う

ん

で
も

剣
と
か
⻑
槍
と
か
色

ス
キ
ル
鍛
え
て
る
し
武
器
も
あ
る
か
ら
な

ど
ち
ら
に
せ
よ
攻
略
は
出
な
い
よ
う

さ
れ
て
る
し
い
い
よ

 
リ
ズ
さ
ん
に
二
刀
を

け
た
事
で
片
手
剣
を
二
本
と
も
一
時
的
に
失

た
キ
リ
ト
は
代
わ
り

を

し
出
す
と
い
う

し
出
を
断

た

 
攻
略
に
出
な
い
な
ら
主
力
武
器
も
今
は
必
要
な
い
と
い
う
判
断
は

か
ら

わ
れ
て
い
る

の
に
大

な
の
か
と

と
な
く
思

て
し
ま
う
決
断
だ

た
け
れ
ど
よ
く
よ
く
思
い
出
せ
ば

少
し
前
の
転

で
の
戦
い
も
一
方
的
だ

た
か
ら
他
の
武
器
で
も

る
の
だ
ろ
う
と
判
断
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し

を

む
事
は
無
か

た

な
あ
な
あ

ん

 
そ
ん
な
中
キ
リ
ト
に
話
し
掛
け
る
男
の
子
が
い
た

サ

シ

さ
ん
レ
イ
ン
さ
ん
フ

リ
ア
さ
ん
達
が
引

し
て
い
た
子

達
の
中
の
一
人
だ

た

 

の

発
そ
う
な
男
の
子
は
キ
リ
ト
に
近
付
く

 
近
付
い
て
来
る
男
の
子
を

ベ
ン
チ
に

て
い
る
キ
リ
ト
は
見
上

て
小

を

た

え

と

お
前

キ
リ
ト

て

う
ん
だ
ろ

 

は
ギ
ン

て

う
ん
だ

な
あ

さ

き
の
戦
い

を
勝
ち

い
た
ん
な
ら

か
す

品
と
か
ド
ロ

プ
し
て
な
い
の
か

 
ボ
ス

て
特

別
な
ア
イ
テ
ム
を

と
す
ん
だ
ろ

あ
 
ギ
ン
と
い
う
男
の
子
は
ど
う
や
ら
個
人
戦
の

品
や
ボ
ス
の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
の
方

が
気
に
な

て
い
た
ら
し
い

気
付
け
ば
残
る
孤

の
子

達
も
興
味

で
ユ
ウ
キ
さ
ん

達
も
少
し
だ
け
興
味
あ
り
そ
う
な
表
情
で
キ
リ
ト
を
見
て
い
た
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か
く

う
あ
た
し
も
あ
れ
だ
け
の

戦
を

り
越
え
た
の
だ
か
ら
ど
ん
な
ア
イ
テ
ム
が
来
る

の
か
と

少
し
ば
か
り
期

し
て
い
る

 
キ
リ
ト
は
あ
た
し
達
の
表
情
を
ぐ
る
り
と
見
て
か
ら
苦

を
浮
か
べ
ま
だ
確
認
し
て
な
い
か

ら

て
と

て
メ
ニ

を
広

た

あ

多
分
こ
れ

か
な

あ

た
ん
ダ
ナ

差
し

え
な
け
れ
ば

名
前
を
教
え
て
も
ら
え
る
カ

え

と

個
人
戦
の
覇
者
と
い
う
攻
略
キ

ア
イ
テ
ム
を

け
ば
全
部
で
四
つ
あ
る
な

系
の
体

ホ
ロ
ウ
レ
ギ
オ
ン
コ

ト

お
守
り
の

心
無
い
天
使

の

狂

戦
士
の

輪

最
後
の
こ
れ
は

多
分

サ

テ

ン

て

む
の
か
な

ロ

マ
数

で
表
記
さ
れ
て
る

 

い
な
が
ら

キ
リ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
を
し
て
い

た

 
ま
ず
体

の

ホ
ロ
ウ
レ
ギ
オ
ン
コ

ト

 
実

に
キ
リ
ト
が

備
し
た
と
こ
ろ
実
体
化
し
て
み
る
と
ホ
ロ
ウ
が
白
い
仮
面
を

け
る
ま

で

て
い
た
フ

ド
付
き
の
コ

ト
だ

た

 
ど
う
や
ら
そ
れ
一
つ
で
手
と
足

も
セ

ト
ら
し
く
体

以
外
は
変
更
し
て
い
な
い
の
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に
手

と
ブ

ツ
に
変
化
が
見
ら
れ
た

性
能
も
今
の
黒
コ

ト
よ
り
非
常
に
良
い
ら
し
い
の
だ

が
キ
リ
ト
自
身
は
今
ま
で

て
い
た
コ

ト
の
方
が

れ
て
い
る
し
ぶ

ち

け
今
以
上
に

目
立
つ
の
で

く
は
お

入
り
に
す
る
ら
し
い

 
少
し

体
な
い
な
と
思

た
が
そ
こ
は
本
人
が
決
め
る
事
な
の
で

出
し
す
る
事
で
は
無
い

だ
ろ
う
と
判
断
し
て

も

わ
な
か

た

 
そ
れ
が
無
謀
な
事
だ

た
り
た
だ
の

り
で
あ

た
な
ら
と
も
か
く
キ
チ
ン
と

え
た
上
で

の
決
断
で
あ
れ
ば
あ
た
し
は
必
要
以
上
に

出
し
す
る
つ
も
り
な
ど
無
い

も
か
も

わ
れ

な
い
と
分
か
ら
な
い
程

で
あ
れ
ば

に
生
き
て
い
な
い
逆
説
的
に
こ
の
子
は
こ
の
程

の
事

で
と
や
か
く

わ
な
く
て
も
良
い
の
だ
か
ら

 

に
お
守
り
の

心
無
い
天
使

 
こ
れ
は
全
て
の
状

異
常
を
完
全
無

化
し
大

な
リ
ジ

ネ

果
を

備
者
に
付
与
す
る

も
の
だ

た

 

使
い
勝
手
が
良
い
も
の
ら
し
く
こ
れ
一
つ
で
数
千
万
コ
ル
の
値
が
付
く
と
ア
ル
ゴ
さ
ん

と

人
で
あ
る
エ
ギ
ル
さ
ん
が

て
い
た

他
に

も
こ
れ
に

す
る
も
の
を
持

て
い
な
い

の
で
超
レ
ア
ア
イ
テ
ム
ら
し
い
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に

の

狂
戦
士
の

輪

 
こ
れ
は

備
者
が

ロ
で
あ
る
限
り
全
ス
テ

タ
ス
上

と
攻
撃
力
の
大

な
増
大
ま
た

手
の

力
を
無

し
た
攻
撃
を
加
え
ら
れ
更
に

備
中
は
常
に

け
反
り
無

を
付
与
す
る

と
い
う

 
た
だ
し
常
時

力
が
三

下
す
る
し
パ

テ

を
組
ん
だ

に
は

力

下

果
し

か
発

し
な
い

ロ
の
キ
リ
ト
な
ら
十
全
に
性
能
を
発

出
来
る
が

か
不
安
を

え

な
い

備
品
だ

 
最
後
に
武
器
の

 
こ
れ
は

に

え
ば
ホ
ロ
ウ
が
使

し
て
い
た
武
器
全
て
を
使
え
る
よ
う
に
な
る

備
品

ら
し
か

た

 
二
刀

刀

刀

剣
⻑
槍
大
刀
ク
レ
イ
モ
ア
チ

ク
ラ
ム
ア

ク
ス
ブ
レ

ド
盾
大

エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
合
体
し
た
⻑
剣
の
十
三
種

か
ら
名
前
を
取

て
い

た 
こ
の

備
は
実

に

備
し
て
み
て
も
外
見
上
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
が
こ
れ
に
も

が
あ

る

分
か
り
や
す
く

え
ば
ボ
ス
の
ホ
ロ
ウ
と
同
じ
よ
う
に
同
じ
武
器
を

え
る
も
の
だ

た
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二
刀
が

手
に
収
ま
る
イ
メ

ジ
を
す
れ
ば
黒
と
白
の
片
刃
片
手
剣
が

手
に
収
ま
り
チ

ク
ラ
ム
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
闇
と
光
を
発
し
な
が
ら
消
え
入
れ

わ
り
に

を

き
出
し
な
が

ら
チ

ク
ラ
ム
が
出
現
す
る

 
つ
ま
り
い
ち
い
ち

に

め
る
必
要
が
無
い

 
更
に

値
は

備
者
の

と
同
値
な
の
で

キ
リ
ト
の

が
全
損

死
な
な
い
限
り
消
滅

す
る
事
が
無
い

事
実
上
の

不
死
属
性

を
持
つ
武
器
だ

た

 
ち
な
み
に
武
器
種
ご
と
に
キ
チ
ン
と
名
称
も
設
定
さ
れ
て
い
た

 
こ
れ
ら
を

き
終
え
た
あ
た
し
達
は
ま
あ
こ
れ
く
ら
い
は

然
だ
な
と
も
思

た
し
と
ん

だ
壊
れ
性
能
の

備
が
手
に
入

た
な
と
苦

し
て
し
ま

た

そ
れ
だ
け
の
苦
労
を
し
た
の
だ

と
理
解
し
て
い
る
か
ら

も
文

は

わ
な
か

た

 
孤

の
子

達
は

体
的
に
ど
れ
く
ら
い

い
の
か
イ
マ
イ
チ
理
解
出
来
て
い
な
い
よ
う

だ

た
が

り
に

い

い
と

て

キ
リ
ト
を

ら
せ
て
い
た

む

キ
リ
ト
君

ス
キ
ル
の
方
は

か
出
て
な
い
の
か
ね

 

か
一
つ
エ
ク
ス
ト
ラ

ス
キ
ル
が
出
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
の
だ
が

ス
キ
ル

 

個
人
戦

が

戦
だ

た
と
は

え

出
る
も
の
な
の
か
な
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ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が
少
し
真
面
目
な

で

と

て
も
始
終
真
面
目
だ
け
ど

問
い

掛
け
キ
リ
ト
は

そ
う
に

を

な
が
ら
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
か
ら
ス
キ
ル

へ
と
メ

ニ

を

作
し

上
か
ら
下
へ
と
ス
ク
ロ

ル
し
て
い

た

 
最
初
こ
そ

線
が
上
下
に
動
い
て
い
た
も
の
の

く
す
る
と

を
引
き

ら
せ

あ
る
一

点

い
や
少
し
上
下
す
る

を

復
し
始
め
た

 
終
い
に
は

で
も
感
じ
て
い
る
か
の
よ
う
に

に
手
を

て
る

ど
う
し
た
の
よ

に
手
を

て
て

い
や
本

に

を

え
る
要

が

ス
キ
ル
出
て
た
ん
だ
け
ど
そ
の
数
が

 
シ
ノ
ン
さ
ん
の
問
い
に
キ
リ
ト
が

り
出
す
よ
う
に

え
た

 
ス
キ
ル
は
出
て
い
た
ら
し
く

そ
の
数
が
問

だ

た
ら
し
い

 
あ
た
し
も

い
て

い
た

見
覚
え
の
無
い
つ
ま
り
は
新
し
く
出
現
し
た
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ

ル
は
全
部
で
九
つ
あ

た
の
だ

 
そ
れ
ぞ
れ
手
裏
剣
術

刀
術

暗
黒
剣

狂
月
剣

撃
術

無
限
槍

地

刃

死
閃

明
剣

と

う
ら
し
い

 
こ
の
九
つ
は

間
違
い
な
く
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
だ
と
思
わ
れ
た

刀
術

は

刀

ス
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キ
ル

手
裏
剣
術
は
投

ス
キ
ル
の

生
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
と
も

え
ら
れ
る
が
少

な
く
と
も
他
は
確
実
だ
ろ
う
と
の
事
ら
し
い

 
多
分

手
裏
剣
術

は
チ

ク
ラ
ム

刀
術

は

刀

暗
黒
剣

は

剣

狂
月
剣

は
ク
レ
イ
モ
ア

撃
術

は
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン

無
限
槍

は
⻑
槍

地

刃

は

ア

ク
ス
ブ
レ

ド

死
閃

は
大

で

明
剣
は
使

中
は

手
に
大
ダ
メ

ジ
を

与
え
る
代
わ
り
に

が

少
す
る
の
で
合
体
し
た
⻑
剣
で
使

す
る
の
だ
ろ
う
と
の
事

 
ス
キ
ル
セ

ト

は
か
な
り
の
高
レ
ベ
ル
の
お

で
数
が
あ
り
完
全

得
し
て
い
る
生

系

や

味
系
ス
キ
ル
を
戦
闘
時
に
は
外
し
て

け
ば
全
部
入
れ
ら
れ
る
ら
し
い
の
で

を

十
全
に
運

出
来
る
ら
し
か

た

 
世
界
で
一
人
し
か
持
ち
得
な
い
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
十
種

も
持

た
こ
と
に
な
る
キ
リ
ト

は

そ
の
レ
ア

や

さ
に
反
し

表
情
を
物

く

い
も
の
に
し
て
い
た

全
部
で
十
も
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
持
つ

て

キ
リ
ト
も

色

と
災

だ
ね

前
線
に
立
た
な
い
と
い
け
な
い
理
由
が
増
え
る
と
必
然
的
に
死
ぬ
確

が
増
す
か
ら
な

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
同
情
の
眼
差
し
と

葉
に
キ
リ
ト
は
今

は
心
の

れ
と
見
て
取
れ
る
苦

を
浮
か
べ
て

葉
を
返
す
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も
が

む
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
そ
れ
は
強
力
な
反
面
最
前
線
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
責

を
負
う
事
に
な
る
か
ら
一

に
も
喜
ん
で
ば
か
り
と
は
い
か
な
い

 

攻
略
組
に

を

い
て
い
る

に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
キ
リ
ト
は
そ
こ
ま
で
問

に
は

な
ら
な
か

た
が
こ
こ
最
近

子
を

し
て
い
る
キ
リ
ト
が

持
し
て
い
る
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

を
増
や
し
た
と
知
ら
れ
れ
ば

更
命
を

と
す
危
険
性
が
高
ま
る

 
そ
れ
は
あ
ま
り
容
認
出
来
る
事
で
は
無
い

 
と
は

え
彼
が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を

い
て
も
攻
略
組
最
強
で
あ
る
事
は
こ
の
場
に

る
人

達
な
ら
知

て
い
る
事
だ
か
ら
よ

ど
の
事
が
無
い
限
り
負
け
る
事
も
無
い
と
は
思

て
い

る
が

中
も
鍛

が
必
要
だ
な

こ
れ
は

ま
ず
は
武
器
の

い
か
ら
か

あ
の

キ
リ
ト
君
そ
れ
も
大
事
だ
と
は
思
う
ん
だ
け
ど

一
先
ず
今
日
の

は

ん
だ

方
が
良
い
ん
じ

な
い
か
な

い
や

今
日
は
流

に

む

て

れ
た
し

な
ら
良
い
ん
だ
け
ど

 
放

て
お
い
た
ら
す
ぐ
に
鍛

を
始
め
そ
う
な
感
じ
は
あ
る
の
で
シ
リ
カ
さ
ん
の
心
配
も
分
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か
ら
な
く
も
無
か

た

 
と
い
う
か

彼
女
が

わ
な
け
れ
ば
あ
た
し
が

お
う
と
思

て
い
た
く
ら
い
だ

 
ま

と
に
か
く
今
は

キ
リ
ト

ん本

に

お

れ
様

 
精
一

労

て
あ

る
事
だ
ろ
う
と

中
で

き
な
が
ら

み
と
共
に

を

で
る

ん

 
最
初
は
少
し

ま

た
も
の
の
キ
リ
ト
は
す
ぐ
に

に

り
と

み
を
浮
か
べ
あ
た
し
の

手
を
気
持
ち
良
さ
そ
う
に

け
容
れ
た

   

今
日
の

方
に
祝
勝
会
を
し
よ
う

  

で
キ
リ
ト
を
労

た
後

の

事
も
あ
る
の
で

自
解

と
な

た
の
だ
が
そ
の
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に
ア
ス
ナ
が
そ
う

を
し
た

 
そ
れ
は
あ
れ
だ
け
の

戦
に
対
し
て
一
切
パ

テ

だ
と
か
無
し
と
い
う
の
も

だ
し
と

い
う
意
見
も
あ

た
が
ア
ス
ナ
の
本

と
し
て
は
も

と
キ
リ
ト
と
の
触
れ
合
い
の
機
会
を
増

や
し
た
い
と
い
う
事
ら
し
か

た

 
祝
勝
会
の
場

は
ア
ス
ナ
が
い
い

を
知

て
い
る
と
い
う
の
で
そ
ち
ら
で
す
る
事
に
し
た

 
主

で
は
あ
る
も
の
の
そ
こ
ま
で
見

と
い
う
も
の
は
無
く

的
で
他
の
観
光
地
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
る

に

べ
れ
ば
そ
こ
ま
で
プ
レ
イ

も

歩
し
な
い

層
の

ら
し
く

そ
こ
な
ら
と
キ
リ
ト
も

を

に
振

た
の
で
祝
勝
会
の
実

が
決
定
し
た

 

層
は
五
十
七
層

と
あ
の
リ
ン
ド
と
い
う
反
キ
リ
ト
一

ギ
ル
ド
聖
⻯

合
の

点

の
一

層
ら
し
い
の
だ
が
今
日
明
日
と

く
は
攻
略
の
方
で

ど
の
メ
ン
バ

が
出
払
う
の
で

絶

の
機
会
な
の
だ
と

う

 
ち
な
み
に
そ
の
情
報
を
持

て
き
た
の
は
ア
ル
ゴ
だ

た

一
体
ど
こ
か
ら
情
報
を
得
て
来
る

の
か
と
思

た
が

キ
リ
ト

く
完
全
中
立
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
ら
し
い

 
お
金
さ
え
払
え
ば

で
も

る
と

わ
れ
て
い
る
の
で
彼
女
に
知
ら
れ
た
く
な
い
情
報
は

わ

せ
る
事
す
ら
タ
ブ

な
の
だ
と
い
う
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実

に
は

ら
な
い
情
報
も
あ
る
ら
し
い
が

そ
れ
に
つ
い
て
は
教
え
て
も
ら
え
な
か

た

 
そ
れ
は
と
も
か
く
解

し
た
の
は
お

祝
勝
会
は

方
で
そ
れ
ま
で
は
攻
略
組
の
面

は
攻
略

で

し
く

ア
ル
ゴ
も
情
報
集
め
で
離
れ
た

 
ス
ト
レ
ア
は

と
攻
略
組
に
入
れ
る
く
ら
い
レ
ベ
ル
が
高
か

た

レ
ベ
ル

だ

た

の
で

本
人
の
意
向
も
あ
り
ア
ス
ナ
達
と
今
は
攻
略
会
議
に
出
向
い
て
い
る

 
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
は
サ

シ

さ
ん
や
子

達
と
共
に
第
一
層
へ
と

て
行

た

ユ
イ

ち

ん
も
子

達
に
誘
わ
れ
て
少
し

た
も
の
の
付
い
て
行

た

 
な
の
で
キ
リ
ト
と
一
緒
に
行
動
す
る
の
は
シ
リ
カ
の
下
か
ら

て
来
た
ナ
ン
と
リ

フ

私
だ
け
と
な
るさ

て

と

方
ま
で

な

だ
け
ど

二
人
は

が
し
た
い

 
そ
う

て
さ

き
ま
で
の
黒

く
め

か
ら

の
シ

ツ
に
紺
色
の
ジ

ン

ズ

に
な

た
キ
リ
ト
が

一
つ
に

た
髪
を
揺
ら
し
な
が
ら
振
り
返

て

い
て
来
た

 
ユ
イ
ち

ん
も

て
あ
る
程

変

が

く
よ
う
に
な

て
い
る
せ
い
か

に

ら
に

る
プ
レ
イ

達
は
彼
が

ビ

タ

だ
と

一
人
と
し
て
気
付
か
な
い

フ

ザ

リ

ド
ラ

と
い
う
希
少
種
が

に

て
い
る
の
に
だ
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と
な
く

の
プ
レ
イ

達
を

け
な
が
ら

私
は

に
指
を

て
て

え

ん
だ

 
正
直
こ
れ
と

て
行
き
た
い

が
あ
る

で
も
無
い
の
だ
が

強
い
て

う
と
す
れ
ば

レ
ベ
ル
を
上

る
場

か
し
ら

故
そ
の
チ

イ
ス
な
ん
だ

 
私
が
行
き
た
い
場

を

い
て
キ
リ
ト
は
物

く
真
剣
な
面
持
ち
に
な

て
問
い
を
投

て

来
た

 
来
る
だ
ろ
う
な
と
は
思

て
い
た
の
で
私
は
あ
ら
か
じ
め

え
て
い
た
事
を

る
べ
く

を
開
い
た上

手
く

葉
に
し

い
ん
だ
け
ど

私
は
護
ら
れ
て
る
だ
け
じ

強
く
な
り
た

い
と
あ
な
た
の
戦
い
ぶ
り
を
見
て
思

た

も

も

地
に

て
い
た
の
に
た
だ
の

一

も

め
ず

決
し
て
立
ち
止
ま
る
事
無
く

最
後
は
勝

て
見
せ
た

 
結

最
後
に
見
せ
た
あ
の

変
に
つ
い
て
キ
リ
ト
は

も
覚
え
て
い
な
か

た

ま
ず

勝

た
記

す
ら
あ
や

や
だ

た

か
ら

も
わ
か

て
い
な
い
け
れ
ど
ア
レ
も
ま
た
キ

リ
ト
自
身
の
強
さ
な
の
だ
と
私
は
思

て
い
る

 
ま
だ

い
の
に

他
の

に
も
勝
ち

け
な
い
だ
ろ
う
戦
い
で
勝

た
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そ
れ
は
私
の
心
に
強
く
残

た

私
は
キ
リ
ト
の
よ
う
に
強
く
な
り
た
い

あ
な
た
程
と
は

わ
な
い

け
れ
ど
ア
ス
ナ
達

の
よ
う
に
こ
の

な
ゲ

ム
に
立
ち
向
か

て
ク
リ
ア
へ
と
向
か
え
る
く
ら
い
に
強
く
な

り
た
い

強
く

在
り
た
い
の

シ
ノ
ン

 
私
の
心
か
ら
の
声
を

い
て

キ
リ
ト
は
少
し
ば
か
り
表
情
を
強

ら
せ
た

 
少
し

圧
し
て
し
ま

た
だ
ろ
う
か
と
も
思

た
け
れ
ど
私
の
本
心
だ
か
ら

し

な
い
と

思
い
つ
つ
も
引
く

に
は
い
か
な
か

た

 
私
が
こ
れ

ど
ま
で
に
強
さ
を
求
め
る
理
由

そ
れ
は

私
の
過
去
に
あ

た

 
そ
う

過
去
だ

記

が

た
の
で
あ
る

  

血
に
塗
れ
た

忌

し
く
も
決
し
て
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い

罪
の
記

も
共
に

  
き

か
け
は
あ

た

 
キ
リ
ト
の

ら
れ
方

人
殺
し

と
い
う
蔑
称

ホ
ロ
ウ
が
使

て
見
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
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ボ
ウ
ガ
ン

そ
し
て
彼
が

か
れ
た

と

 
そ
れ
ら
全
て
が
私
の
記

を
揺
さ
ぶ
り
そ
し
て
思
い
出
せ
な
か

た
記

を
呼
び
覚
ま
し
た

 
私
の
本
名
は

今
年
で
十
五

に
な
る
現

中
学
三
年
生

 
思
い
出
し
た

罪
の
記

と
は

私
が
十

の
時
か
ら

く
悪
夢
で
あ
り

私
の
罪

 
小
学
五
年
生
つ
ま
り
ま
だ
ギ
リ
ギ
リ

生
日
が
来
て
い
な
い

に

親
と

の
銀
行
へ
と
向

か

た
の
だ
が
運
悪
く
そ
こ
で

が
手

き
を
し
て
い
た

に
後
に
覚
醒

を
使

し
て
い

た
と
分
か

た
銀
行
強

の
男
が
や

て
来
た

 

付
に
立
つ

を
突
き

ば
し

付
に
金
を
出
せ
と
要
求

非
常
ボ
タ
ン
を

そ
う
と
す
れ

ば
撃
つ
と

い
後
に

け
付
け
た

の
速
さ
か
ら
す
る
に
本

に

し
だ
の
だ
ろ
う
男
性

の

を
撃
ち

い
た

 
そ
の
後

は
客
を
撃
つ
と

い

に
そ
の

を
向
け
た

 

は

く
に

を
亡
く
し
た

に
精
神
を

み

い
少
女
の
よ
う
な
状

に
な

て
し
ま

て
い
た
か
ら

い
な
が
ら
に
私
が
守
ら
な
け
れ
ば
と
思

て
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ
私
は

に
行
動
し
た

銀
行
強

の

に

み
掛
か
り

み
つ
い
て

を

奪

た



 第二十五章 〜虚実の欠片〜

 

論
銀
行
強

は

を
奪
い
返
そ
う
と
襲
い
掛
か

て
来
る

 
私
は
そ
の
男
に
対
し
合

で
三
発
の

弾
を
放

た

一
発
目
は

に
二
発
目
は

に

れ

最
後
の
一
発
は
男
の

へ
と

い

ま
れ
た

 

す
な
わ
ち

を
弾

で
破
壊
さ
れ
た
た
め

そ
れ
を
最
後
に
男
は
動
か
な
く
な

た

 
つ
ま
り
私
は

現
実
世
界
で
人
を
殺
し
た

 
未
成
年
と
い
う
事
も
あ

て
地
方
紙
で
私
の
名
前
が
載
る
事
は
無
か

た
し

人
の
死
亡
原

因
は

の

発
だ
と
さ
れ
て
い
る
が

い

の
中
で

し
き
れ
る

も
無
く
て
す
ぐ
に

は
広
ま

た

 
そ
れ
か
ら
私
の
持
ち
物
は

と
ズ
タ
ズ
タ
に

あ
る
い
は
ど
こ
か
に

さ
れ
る
か
捨
て
ら

れ

シ

ズ
や

の
中
に

が
入
れ
ら
れ
る
と
い
う

が
ら
せ
も
多
く
な

た

 
け
れ
ど
そ
ん
な
事
は
ま
だ
マ
シ
だ

た

も
思
わ
な
か

た

で
は
無
い
が

集

か

ら

外
さ
れ
て
い
た
あ
る
い
は
自
ら
他
者
と

離
を
取

て
い
た
私
に
と

て
命
を

か
さ

れ
な
い
程

の

が
ら
せ
な
ど
十
分

え
ら
れ
た

 

よ
り
も
つ
ら
か

た
の
は
私
は

殺
し
た
銀
行
強

の
目
と
男
を

殺
し
た
私
に
向
け

る

親
の

え
る
目
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そ
れ
が
原
因
で

を
見
た
だ
け
で
発
作
を

こ
す
程
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を

た

指
で

を

し
た
も
の
で
さ
え
見
れ
ば
発
作
を

こ
し
て
し
ま
う
し

像
で
も
ダ
メ
な
の
で
お
も
ち

な
ん
て
入
れ
た
も
の
で
は
無
い

別
に

い
た
い
モ
ノ
が
あ
る

で
も
無
い
の
だ
が

 
故
に
今
ま
で

私
は
ず

と
そ
の
傷
と
戦

て
き
た

 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
も

も
掛
か

た
が

し
か
し

果
は
無
か

た

分
か
る
よ

か

た
ん
だ
ね

と
い
う

葉
は
気

め
に
も
な
ら
な
い

な
ら
ば
あ
な
た
は
人
を

殺
し

た
事
が
あ
る
の
か
と
精
神

に

も
思

た

 
そ
ん
な
私
の
気
持
ち
が
彼
ら
を
遠
の
け
さ
せ
回
復
に
至
ら
せ
な
か

た
の
だ
と
は
思
う
の
だ

が 
そ
ん
な
生
活
を
送
り

け
て
い
る
間
も
変
わ
ら
ず
私
は
精
神

を
転

と
し
な
が
ら
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を

け
て
い
た
の
だ
が
と
あ
る

の
精
神

の
下
を

れ
た

に
現
実
で
は

無
く
仮
想
世
界
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
み
な
い
か
と
い
う

が
あ

た

 
私
は
よ
く
知
ら
な
い
の
だ
が
フ
ル
ダ
イ
ブ

境
で
な
ら
現
実
世
界
で
は

し
い

つ
か
の

法
が

論
精
神
的
な
も
の
に
限
る
が

有

で
あ
る
ら
し
く
私
の
ケ

ス
で
も
有

か

も
し
れ
な
か

た
か
ら
ら
し
い
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私
は
少
し

に
思
い
つ
つ
も

け
て
み
る
事
に
し
た

そ
の
精
神

は
他
に
も

つ
か

の

許
を
取

て
い
た
し

人

で
と
て
も
信

出
来
る
と
思

て
い
た
か
ら
だ

た

 
そ
う
し
て
私
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
す
る
事
に
な

た

で
ハ

ド
を

意
し
て
も
ら
え
た

名
称
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と

て
全
国
ど
こ
ろ
か
全
世
界
で
三

し
か

動
し
て
い
な

い
と
い
う
代
物
で
か
な
り
気
後
れ
し
て
し
ま

た

私
の
が
三

目
で
前
の
二
つ
は
現
在
も

中
で
別
に
デ

タ
を
取

て
い
る
最
中
だ
と

い
て
い
る

 
そ
れ
で

つ
か
の
シ

ク
エ
ン
ス
と
い
う
手

き
を
終
え
フ
ル
ダ
イ
ブ
を
し
た
の
だ
が

ニ

ト
ラ
ル
フ

ル
ド
で
精
神

を

て
い
る
と

突
に
足

が

れ
て

抗
す
る

間
も
な
く
穴
に

み

ま
れ
て
し
ま

た

 
そ
し
て
気
付
け
ば
私
は
記

を

つ
失

た
状

で
キ
リ
ト
達
の
下
へ

ち
て
い
た

で
あ
る

 
そ
の
全
て
を
闘
技
場
の
観
戦

中
で
思
い
出
し
た
私
は
思
い
出
し
て
か
ら
も
見

け
た
戦
い

の
全
て
で
キ
リ
ト
の
強
さ
を
強
く
欲
し
た

あ
れ
だ
け

く
あ
れ
だ
け

ら
れ
て
い
な
が

ら
も
戦
え
て
い
る
様
は
正
に
私
が
求
め
て
い
る
強
さ
だ

た
か
ら
だ

物
に
も
負
け
な
い
強

さ
を

私
は
欲
し
て
い
た
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そ
れ
は

の
形
状
を
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を

界
に
収
め
て
も
発
作
を

こ

さ
な
い
程
に
強
い

無
論

記

を
取
り

す
前
や
取
り

し
た
直
後
は
危
な
か

た
の
だ
が

 
だ
か
ら
私
は

え
た

キ
リ
ト
に
師
事
し
て
こ
の
世
界
で
戦

て
い
れ
ば
自
然
と
強
く
な
る
の

で
は
な
い
か

と

 
キ
リ
ト
は
こ
の
世
界
で
最
強
の
プ
レ
イ

更
に
そ
の

さ
を
加
味
す
れ
ば
そ
の
強
さ
は

で
は
無
い
の
だ
か
ら
彼
に
師
事
し
て
私
が
努
力
す
れ
ば
あ
る
程

の
強
さ
を
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思

た
の
だ

 
そ
う

中
に
浮
か
べ
て
い
る
私
の

線
を

け
キ
リ
ト
は
私
を
見
返
し
て
き
た

そ
の
表
情

は
真
剣
な
そ
れ
で

更
に
は
ど
こ
か
苦
し

な

し
い
よ
う
な

を

け
た

は

 

く
見
合

て
い
た
が

そ
の

を
破

た
の
は
キ
リ
ト
の

息
だ

た

正
直
に

う
と
戦
わ
な
く
て
良
い
な
ら
戦

て
欲
し
く
は
無
い

で
も
シ
ノ
ン
と
し
て

は
戦
い
た
い
し

本
気
な
ん
だ
よ
な

え
え

そ
の
結
果

自
分
が

あ
る
い
は
目
の
前
で
守
れ
ず
に

か
を
喪
う
と
し
て
も
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死
ぬ
つ
も
り
も
ま
し
て
や
目
の
前
で
喪
う
つ
も
り
も
無
い
わ

そ
の
た
め
に
強
さ
を
求
め

る
の
だ
か
ら

覚
悟
は

い

か

 

わ
せ
る
よ
う
な
意
見
を
変
え
さ
せ
る
よ
う
な
問
い
を
発
し
て
く
る
が
私
は
そ
の
全
て

を
本
心
の

葉
で

ね

け
た

 
私
の
目
を
見
て

葉
を

い
て
キ
リ
ト
は
無
理
だ
と
判
断
し
た
の
か
重
苦
し
く
ま
た

息

を

く

ど
う
や
ら

れ
た
ら
し
い

ち
な
み
に

リ

フ

は

あ
た
し
も
一
緒
に
戦
え
る
く
ら
い
強
く
な
り
た
い

そ
う
来
る
と
思

た
よ

 
ま

同
レ
ベ
ル
の
私
を
鍛
え
る
と
な
る
な
ら
義
理
と

え
ど
姉
と
し
て

え
た
い
と
思

て
い
る
リ

フ

も
強
く
な

て
戦
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
う
の
は
必
然
だ

た

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
も

と
な
く
分
か

て
い
た
よ
う
で
リ

フ

の

え
を

い
て

め
た
よ

う
に

を

と
し
た

分
か

た

じ

あ

方
ま
で
は
鍛

に

や
そ
う
か

本
的
な
レ
ク
チ

な
ら
そ
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こ
ま
で

れ
な
い
し

安
全
性
も

ね
て
第
一
層
の

始
ま
り
の

に
行
こ
う

 
そ
う

て

キ
リ
ト
は
転

へ
向
け
て
歩
き
出
し
た

 
そ
の
道
中
に
私
は
ど
ん
な
戦
い
方
や
武
器
を
イ
メ

ジ
し
て
い
る
の
か
を
事

か
に

か
れ

そ
れ
に

え
て
い

た

ち
な
み
に
リ

フ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
い
う
別
の
ゲ

ム
で
戦
闘
ス
タ
イ
ル

を
確
立
し
て
い
た
の
で

そ
こ
ま
で

問
の
数
は
多
く
な
か

た

な
る

ど

シ
ノ
ン
は
希
望
す
る
武
器
は
と
も
か
く
イ
メ

ジ
と
し
て
は

に
動
き
回

る
感
じ
な
ん
だ
な

え
え

キ
リ
ト
は
動
き
が
か
な
り
速
か

た
し
ね

 
私
が
イ
メ

ジ
し
て
い
た
の
は
ス
ピ

ド
を
活
か
し
た
戦
い
方

 
ヒ

ト

ア
ウ

イ
を

り
返
し
て
い
れ
ば
攻
撃
を

け
る
回
数
を
少
な
く
出
来
て

け
る

ダ
メ

ジ
も

る
か
ら

結
果
的
に
生
存

を
上

ら
れ
る
と
思

た
の
だ

 
キ
リ
ト
の
よ
う
に
一
人
で
生
き
る
な
ら
攻
撃
力
を

先
し
欠
け
る

性
を
技
術
で
ど
う
に

か

め
る
の
が
一
番
な
の
だ
ろ
う
け
ど
流

の
私
も

に
来
て
ま
で
一
人
で
戦
う
つ
も
り
は

無
か

た

 
強
く
な
る

に
も
ま
ず
は
生
存

を
上

て
生
き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
私
の
性
格
的
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に
パ
ワ

で

し
ま
く
る
戦
い
方
は
合
わ
な
さ
そ
う
だ
か
ら
そ
う
判
断
し
た

強
さ
を
求
め
る
過

程
で
死
ん
で
は

も
子
も
な
い
の
も
あ
る

確
か
に
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
と
自
然
と

値
が
上
が
る
し

速
く
な
る
の
も
必
然
だ
か
ら

な

と
な
る
と

シ
ノ
ン
は
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

に
な
る
の
か

く

く
ら
う

 

突
に
出
て
来
た
専

語
ら
し
き
も
の
に
ど
も
り
な
が
ら
問
い
掛
け
る
と

キ
リ
ト
は

と
苦

を

ら
し
た

ご
め
ん
ネ

ト

語
だ

た

え

と
ヘ
イ
ト

も
分
か
ら
な
い
か

の
タ

ゲ

ト
を

理
し
た
り
味
方
を
有

に
す
る
バ
フ
や

を
不

に
す
る
デ
バ
フ
を
掛
け
る

を
ク

ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

て

う
ん
だ

く

に

て
な
る
と

剣

り
に
な
る
し

ん

ア
ス
ナ
や
ラ
ン
が
使

て
た
剣
は

 
ア
レ
も
結
構
速
そ
う
だ
け
ど

キ
リ
ト

も

中
で
使
い
始
め
て
た
わ
よ
ね

 
見
た
目
は
騎
士
が

式
に

び
る

礼

の
剣
に
も
見
え
た
が
攻
略
組
と
し
て
戦

て
い
る

彼
女
達
が
見
に

び
て
い
る
剣
が
見
か
け
だ
け
な
ん
て
あ
り
得
な
い
し

な
ら
ア
レ
も
い
い

の
で
は
と
思

た

少
な
く
と
も
シ
リ
カ
や
フ

リ
ア
と
い
う
人
が
メ
イ
ン
と
し
て
い
る

剣
よ
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り
は
リ

チ
が
あ

て
戦
い
や
す
そ
う
な

を

け
る

 
し
か
し
キ
リ
ト
は

な
表
情
を
浮
か
べ
た

剣
か
ア
レ
は

れ
が
必
要
だ
か
ら
な

ま

や
ろ
う
と
思
え
ば
出
来
な
く
も

な
い
だ
ろ
う
け
ど
結
構

い
は

し
い
し

練
し
て
な
い
と
ボ
ス
戦
で
ポ

キ
リ

れ
る
可
能
性
が
高
い

で
も
あ
の
二
人
は
使
え
て
る
わ
よ
ね

逆
に

う
と

他
の
プ
レ
イ

に
は
無
理
だ

た
ん
だ
よ

あ
あ

そ
う
い
う

 
ス
ピ

ド
型
の
あ
る
意
味
の
極

だ
か
ら
こ
そ

戦
を
生
き

く
中
で
要
さ
れ
る
技

も
極

め
て
高
い
の
だ
な
と

そ
の

葉
で

し
た

 
ア
ス
ナ
は
と
も
か
く
ラ
ン
は
同
い
年
く
ら
い
に
見
え
た
が
ど
う
や
ら
私
の
予
想
を

か
に

上
回
る
技

の
持
ち
主
ら
し
い

あ
れ
で

は
ゲ

ム
初
心
者
ら
し
い
か
ら

き
だ

そ
う
い
え
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

剣
と
か

刀

て
あ

た

ま

カ
テ
ゴ
リ
で
あ
る
に
は
あ

た
け
ど

使
う
人
は
少
な
か

た
な

 

使

者
が
少
な
い
中
で
も

剣
を
ボ
ス
戦
で
使
え
て
い
る
二
人
が

る
か
ら
私
も
出
来
る
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の
で
は
な
く
他
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
生
き
て
来
て
私
よ
り

練
し
た
使
い
手
で
も
無
理
と
い
う
事
を
理

解
し
て
私
の
中
で

剣
を
使
う
と
い
う

は
消
え
去

た

ま

あ
の

い
剣
を

え
る
と
も
思

て
い
な
い
が

 
取
り

え
ず
使

て
み
る
ま
で
は
保

と
い
う
事
に
し
て
キ
リ
ト
か
ら
戦
闘
や
ス
キ
ル

び

の
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
歩
く
事
お
よ
そ
五
分
と
少
し
私
達
は
転

に

り

い
た

じ

あ

の

葉
を
復

し
て
く
れ

転

 

始
ま
り
の

 
転

の
上
で
そ
う

え
た
キ
リ
ト
は

一

後
に
蒼
い
光
に

ま
れ
て

を
消
し
た

 

い
て
私
も
同
じ
文

を

え
て
蒼
い
光
に

ま
れ
て

界
が
蒼
一
色
に
な

た
後
す
ぐ
に

界
が
晴
れ
る

 
私
達
は
古
代
ロ

マ
を
思
わ
せ
る

か
ら

の

中
へ
と
転

し
て
い
た

 

に
は

風
の

み
が
広
が

て
い
て
背
後
に
は

楼
が
付
い
た

そ
の
更
に
後

ろ
に
は
黒
い

ド

ム
型
の

設

黒
鉄

が
あ

た

 
こ
こ
が
全
て
の
始
ま
り
を

徴
す
る

始
ま
り
の

ら
し
い

さ
て
二
人
に
は
こ
の

層
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

本
的
な
事
を
覚
え
て
も
ら
お
う
と
思
う

ま
ず

は

い
物
に
行
こ
う

は
今
の
で
も
十
分

い
し
今
回
は
武
器
と
回
復
ア
イ
テ
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ム
だ分

か

た

了
解

 

く
と

キ
リ
ト
は
私
達
を

へ
と
誘

た

 
後
を
追

て

れ
た

で
は

を
広

る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
が
声
を
発
し
て
客
寄
せ
を
行

て

い
た

キ
リ
ト

だ
か
う
ら
ぶ
れ
て
る
ん
だ
け
ど

大

な
の
よ
ね
こ
こ

 
し
か
し
プ
レ
イ

ら
し
き
人
影
が

ど
無
い
上
に

て
も
見
向
き
も
し
な
い
の
で

か

ら
見
る
と
と
て
も

し
い

の
様

を

し
て
い
た

ま

ゲ

ム
開
始
か
ら
一
年

も
経
過
し
て
る
し
今
更
初
期
の

を

す
る
人
な
ん
て

ど

な
い
と
思
う
か
ら
な

と
は

え

少
し

だ
な

人
が
少
な
過
ぎ
る

 
私
の
不
安
を
キ
リ
ト
は

外
に
必
要
な
い
も
の
な
の
だ
と

定
し
た
が
し
か
し

か
引

掛

か
る
事
が
あ
る
よ
う
な

で

を
キ

ロ
キ

ロ
と
見
回
し
た

 
私
も
見

す
が

や
は
り
人

り
は
少
な
い

と
い
う
か

無
と

て
も
良
い

 
し
か
し
人
が
少
な
い
と
い
う
疑
問
は
今
更
初
期
の

を

な
ど
し
な
い
と
い
う
話
が
解
決
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し
て
く
れ
る
の
で
は
と
思

た

 
そ
れ
を

う
が

し
か
し
キ
リ
ト
は
や
は
り

し
い

で
歩
き
な
が
ら

を
組
む

い
や
確
か
に

し
て
い
な
い
の
は
分
か
る

で
も
人

り
が
少
な
い
と
い
う
の
は
こ
の

だ
と
お
か
し
い
ん
だ

ど
う
い
う
事

 
キ
リ
ト
の

い
た
い
事
が
分
か
ら
ず
に
問
え
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
生
存
す
る
プ
レ
イ

の
二
千
人

近
く
が
こ
の

に

在
し
て
い
る

な
の
だ
と

う

そ
れ
は
デ

ア
ベ
ル
が

い
る
ア
イ
ン

ク
ラ

ド
解
放
軍
の

属
人
数
と
ク
リ
ア
を

て
い
る
戦
わ
ず
に
引
き
こ
も
り

け
る
プ
レ

イ

達

め
て
だ

正
確
に
は
二
千
人
と
少
し
ら
し
い

 
そ
れ
く
ら
い
い
る
の
な
ら
確
か
に

ら
広
い

と
は

え
人

り
は
も
う
少
し
あ

て
も
お

か
し
く
な
い

む
し
ろ

い
な
い
と
い
う
こ
の
状
況
は
異
常
だ

そ
の
原
因
が
分
か
ら
な
い
の

で

を
話
し
て
も
確
た
る
結
論
は
出
な
い
の
だ
が

 
そ
ん
な
風
に
話
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
す
ぐ
に
目
的
地
に

り

い
た

回
復
ア
イ
テ
ム

と
武
器
を

て
い
る

だ

 
ち
な
み
に
ゲ

ム
開
始
時
点
だ
と

こ
の

で

入
出
来
る

は
初
期

と
同
じ
も
の
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だ
け
だ
と
い
う

の

原
に
出
る
モ
ン
ス
タ

と
の
戦
闘
で

値
が
危
な
く
な

た
ら

始
ま
り
の

を

点
に
す
る
程

な
ら

Ｎ
Ｐ
Ｃ
鍛
冶

に
修
復
依
頼
を
す
る
よ
り
新

し

た
方
が
安
上
が
り
だ

た
か
ら
ら
し
い

こ
こ
が
そ
う
な
の
ね

あ
あ

こ
こ
に

て
る
武
器
は
全
部
一
律
の
値

だ
ポ

シ

ン
も

の
品

え
を
見

た
か

た
ら
声
を
掛
け
れ
ば
い
い

あ

あ
た
し
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

れ
て
る
の
で

シ
ノ
ン
さ
ん
が
ど
う
ぞ

じ

あ

え

と

す
み
ま
せ
ん

お

の
品
を
見
せ
て

け
ま
す
か

は
い

い
ら

し

い

 
存
分
に
見
て

そ
ん
で

て

て
く
れ

 
キ
リ
ト
に
教
え
ら
れ
る
ま
ま
に
私
が
自
分
な
り
に
声
を
掛
け
る
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
男
性
は

勢
の

い
い
声
を
返
し
て

品

え
の
リ
ス
ト
を

示
し
て
く
れ
た

 
そ
れ
ら
を
見
て
い
く
と
確
か
に
キ
リ
ト
の

う

り
武
器
の
値

は
三

コ
ル
で

一
さ

れ
て
お
り

ポ

シ

ン
も
五

コ
ル
で
一
律
だ

た

 
ど
れ
を

お
う
か
と

味
し
キ
リ
ト
が
最
初
に

て
い
た

剣
を

う
事
に
す
る

そ
れ

か
ら
ポ

シ

ン
の
個
数
も
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そ
し
て
い
ざ

う
べ
く
決
定
ボ
タ
ン
を
タ

プ
し
よ
う
と
人
差
し
指
を

ば
し

は
い

ち

と
ス
ト

プ

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
に

手

を
取
ら
れ
ボ
タ
ン
を

そ
う
と
す
る
の
を
止
め
ら
れ
て
し
ま

た

と

え

と

キ
リ
ト

 
ど
う
し
た
の
よ

い
や
し

か
り

味
し
て
る
と
こ
ろ
悪
い
ん
だ
け
ど
実
は
こ
の

で
は

わ
な
い
方
が
良

い
ん
だ

えど
う
い
う
事
な
の

 
ど
う
い
う
意
味
だ
と

根
を
寄
せ
る
と
ま
ず
キ

ン
セ
ル
し
て
と

わ
れ
た
の
で

直
に

い

ボ
タ
ン
マ

ク
を
タ

プ
す
る

 

主
か
ら
ま
た
来
て
く
れ
と

わ
れ
な
が
ら
背
を
向
け
キ
リ
ト
に
体
ご
と
向
く
と
彼
は
に

こ
り
と

み
を
浮
か
べ
た

こ
の
世
界
を
生
き
る
上
で
の

知
識
そ
の

は
一
つ
で
は
無
い

そ
れ
は
そ
う
で
し

う

他
に
も
色

と
あ
る
み
た
い
だ
し



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
キ
リ
ト
の

て
い
る
事
に
私
は

入
を
確
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
を
止
め
ら
れ
た

に
少
し
だ
け
ム
ク
レ
な
が
ら
反
論
す
る
と

彼
は
悪

め
い
た

み
を
浮
か
べ
て

を
横
に

振

た
だ
と
か
道

だ
と
か
を

て
い
る
な
ら
そ
れ
は
間
違
い

実
は
こ
の

に
は

れ
た

が
あ
る
ん
だ
な

れ
たあ

あ

こ

ち
来
て

 

に

を

て
い
る
と
キ
リ
ト
は

の
大

り
か
ら
外
れ
る
よ
う
に
小
道
へ
入

て
行

た

 

い
物
は
ど
う
す
る
の
だ
と
思
い
つ
つ
も
こ
の
会
話
の
流
れ
な
ら
恐
ら
く
こ
の
後
に
も

に

行

て
そ
こ
で

い
物
す
る
の
だ
ろ
う
と
推

し
見
失
う
前
に
と
私
も
リ

フ

と
共
に
後

を
追

た

 

と
な
く
リ

フ

は
分
か

て
る
感
じ
が
し
た
が
キ
リ
ト
が
す
ぐ
に
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ

う
と
思

て

え
て

も

か
な
い
で
お
い
た
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く
小
道
を
進
ん
だ
先
に
は
大

り
に
い
た
男
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
あ
ま
り
見
た
目
が
変
わ
ら
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

番
を
し
て
い
る

が
あ

た

 
そ
こ
で
は
見
た
感
じ
大

り
の

と
同
じ
品
物
が

列
さ
れ
て
い
て

の
意
味
が
あ
る
の

か
と

を

る

キ
リ
ト
を
見
て
も
や

て
み
て
と

わ
ん
ば
か
り
に

を
組
ん
で
こ
ち
ら

を
見
て

を
保

て
い
る
の
で

仕
方
な
し
に
話
し
掛
け
て
リ
ス
ト
を
見
せ
て
も
ら

た

 
そ
の
リ
ス
ト
を
見
て

私
は
彼
が

を

い
た
か

た
の
か
を
理
解
し
た

 
ま
ず
武
器
の
値

が
大

り
の

一
五

コ
ル
ポ

シ

ン
も
五

コ
ル
か
ら
二
五
コ
ル

ま
で
値
下
が
り
し
て
い
た

そ
れ
ぞ
れ

果
が

い
の
か
と
も

え
た
が

を
確
認
す
れ
ば

大

り
の
も
の
と
同

つ
ま
り
大

り
で
一
つ

た
値

で
こ
ち
ら
で
は
二
つ
分

入
出
来

る
と
い
う
事
だ

な
る

ど

さ

き

て
い
た
事
は
大

り
の
よ
う
に
見
え
や
す
い

だ
け
で
は
無

く
こ
う
い
う
小
道
の
よ
う
な
場

を
探
せ
ば
も

と
い
い

が
見
つ
か
る
と
そ
う
伝
え
る

だ

た
の
ね

だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
一

大

り
に

内
し
そ
こ
で
止
め
て
こ

ち
に

内
し
た

と
そ
の

り

全
部
の

に
あ
る

じ

無
い
し
中
に
は
外
れ
の

だ

て
あ
る
け
ど
こ
こ
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み
た
い
に
安
い
値

で

え
た
り
同
じ
値

で
も
少
し
武
器
の
ス
テ

タ
ス
に
補
正
が
掛
か

て
た
り
と
様

な
ん
だ

に
骨

品
だ

て

い
て
る
し
値
は

る
け
ど
一
人
し
か

入
出

来
な
い
骨

品
だ

て

て
る
可
能
性
は
あ
る
も
し
か
し
た
ら
攻
略
が
進
む
と
解
放
さ
れ
る

も
の
だ

て
あ
る
か
も
知
れ
な
い

そ
う
い
う
の
は
大

こ
う
い
う
裏
道
だ

た
り
大

り
か

ら

れ
た
場

の

に
あ
る
ん
だ

覚
え
て
お
い
て
損
は
無
い
よ

確
か
に

 
キ
リ
ト
の

あ
る
解
説
を

き
な
が
ら

入
を
済
ま
せ

剣

を

備
し

最
初
か
ら

備
し
て
い
る

に
あ
る

の
ポ

チ
に
三
本

ど
ポ

シ

ン
を
突

ん
だ

 
そ
の
後
に
キ
リ
ト
へ
向
き
直
る
と

は
少
し
遠
く
ま
で

動
す
る
と

て
歩
き
出
し
た

 
付
い
て
行
く
事
お
よ
そ
二
十
分
後

そ
の
目
的
地
に

り

く

 
そ
の
場

は
裏
道
を
歩
い
た
先
に
あ
る
少
し
開
け
た
場

だ

た

た
だ
し
広
場
の
よ
う
な

人

り
の
あ
る
も
の
で
は
無
く
子

達
が
秘
密

地
と

い
そ
う
な
そ
ん
な

れ
た
場

だ

の

物
で
影
が
出
来
て
い
る
の
も

気
が
出
て
い
る

さ
て

ク
ラ
イ
ン
に
レ
ク
チ

し
て
い
る
時
は
武
器
を

た
後
に
フ

ル
ド
に
出
た

ん
だ
け
ど
デ
ス
ゲ

ム
と
分
か

て
か
ら
は
い
き
な
り
行
く
の
も
ア
レ
だ
か
ら
こ
こ
で
少
し
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練

を
す
る

い
き
な
り
出
た
ん
だ

運
が
良
か

た
の
ね

そ
れ

 
キ
リ
ト
が

た
事
に

リ

フ

が
少
し

し
た
面
持
ち
で

た

本

に
運
が
良

か

た
の
だ
と
私
も
思
う

 
デ
ス
ゲ

ム

が
あ
る
前
に

全
損
し
た
と
し
て
も
死
ん
で
い
た
可
能
性
は
あ
る
の
で
本

に

運
だ

た
と

え
る
だ
ろ
う

わ
ざ
わ
ざ
見
殺
し
に
す
る
と
い
う
の
は
し
な
か

た
だ
ろ

う
け
ど

 
キ
リ
ト
も
私
の

葉
を

い
て
本

に
良
か

た
と

り
に

て
い
る
事
か
ら
ど
う
や

ら
ク
ラ
イ
ン
は

と
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
に
い
た
ら
し
い

ま

推

で
し
か
な
い
が

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て

練

て

体
的
に
は
ど
ん
な
事
を
す
る
の
か
し
ら

シ
ノ
ン
の
場
合
は

剣
の

振
り
二
百
回
と

ド
ス
キ
ル
二
百
発
か
な

に
 
ア

サ
リ
と

わ
れ
た
事
が
実
は
と
ん
で
も
な
か

た
内
容
だ

た
の
で
私
は
思
わ
ず
変
な

声
を
上

て
し
ま

た

二
百
回
と
正
確
に

え
て
い
な
い

り
結
構

乱
し
て

律
が
回

て
い
な
い

そ
れ
く
ら
い
私
の
予
想
外
に
あ

た
と
い
う
事
で
あ
る
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し
か
も

し
く

け
ば

に
振

て
の
二
百
回
で
は
無
く

剣
を

い
た
八
つ
の
斬
撃

と
一
つ
の

突
か
ら
な
る
九
種

の
攻
撃
全
て
を
二
百
回

り
返
す

更
に

ド
ス
キ
ル
も
同

様
で

発
発
動
と

常
攻
撃
か
ら
繋

た
間
断
の
無
い

発
動
を

そ
れ
ぞ
れ
二
百
回

 
本
来
生
き
残
る
事
だ
け
を
最

先
と
す
る
ビ
ギ
ナ

な
ら

的
な

振
り
を
さ
せ
る
だ

け
だ
が
私
は
生
死
を

し
た
戦
い
を
経
て
生
き
残
る
事
を
自
ら
望
ん
だ
プ
レ
イ

し

か
も

時
間
で
レ
ベ
リ
ン
グ
出
来
る
程

の
技
術
を
身
に
付
け
る
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
の
ス
パ
ル
タ
方
式
ら
し
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
名
が
知
れ
た
プ
レ
イ

の
一
人
ら
し
い
リ

フ

す
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

し
く
な

た
義
弟
の
指
導
内
容
に
は

を
引
き

ら
せ
て
い
た

ど
こ
と
な
く
成
⻑
を
喜
ん
で
る
様
子
も

あ

た
の
で

彼
女
と
し
て
は

足
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ
私
の
予
想
が
甘
か

た
の
は
違
い
な
く
そ
の
反
応
に
キ
リ
ト
は

苦

を

ら

し
たシ

ノ
ン
は
ま
だ

剣
の
攻
撃
方
法
が
体
に

み
つ
い
て
な
い
し
そ
れ
を

ら
す
意
味
で
一
回

一
回
を

に
す
る
つ
も
り
だ
か
ら

あ
る
程

付
い
た
ら
実

に
モ
ン
ス
タ

と
戦

て
体
に

覚
え
て
も
ら
う
け
ど
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あ
る
程

ね

キ
リ
ト
の
そ
れ
は

価
が

し
そ
う
ね

 
最

か
ら
一
人
で
最
強
へ
と
至

た
剣
士
な
の
だ

そ
れ
は
も
う
戦
闘
に

し
て
手
を

く
な
ど
す
る

も
無
く

⻤
共
感
ぶ
り
を
発

す
る
だ
ろ
う

 
い
や
ま

キ
リ
ト
は
無

ぶ
り
を

わ
な
い
と
信
じ
て
い
る
し
そ
の
指
導
も
無

が
無

い
だ
ろ
う
非

な
無

は
キ
リ
ト
自
身
が
許
さ
な
い

だ

か
ら

放
り
出
す
つ
も
り
は
無

い 
た
だ
今
ま
で
生
き
て
来
た

境
と
ま
る

き
り
正
反
対
の
事
を
す
る
と
い
う
の
は
精
神
的
な

労
が

そ
う
だ
な
と
思

た
の
だ

ゲ

ム
な
ど
の

な
ら
ま
だ
し
も
仕
事
や
追
い

め

ら
れ
て
や
る
事
で
は
精
神
的
な

が
違
う
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
そ
れ
が
キ
リ
ト
に
指
導
を

し

も
う
と
決
め
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る

命
が

わ

て
る

だ
か
ら
手
を

く

に
も
い
か
な
い
よ

と

て
も
第
七
十
五
層
ボ

ス
攻
略
ま
で
に
は

か
フ

ル
ド
で
戦
闘

練
し
た
い
し

そ
こ
ま
で
⻑
期
間
は
し
な
い

圏
内
戦
闘
は
し
て
も
明
日
か
明
後
日
ま
で
か
な

け
ん
な
い
せ
ん
と
う

 
初
め
て
出
て
来
た

語
に
リ

フ

と
共
に

て

を

る
と
キ
リ
ト
は
す
ぐ
に
説
明
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し
て
く
れ
た

 

ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
有

圏
内

称

圏
内

と
呼
ば
れ
る
プ
レ
イ

の

な
ど
を
シ
ス
テ
ム
的
に
保
護
す
る
コ

ド
が
有

と
な

て
い
る

内
で
の
戦
闘
を
そ
う

う
ら
し
い

武

の

値
は
あ
る
程

少
す
る
も
の
の

は
絶
対
に

ら
な
い
の
で
全

損
の
危
険
性
も
無
く

戦
を
行
え
る
事
か
ら

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

や

血

騎
士

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

風
林
火

な
ど
の
主
だ

た
ギ
ル
ド
で
は

に
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う

 
な
お

圏
内
戦
闘
に
デ

エ
ル
は

ま
れ
な
い
ら
し
い

絶
対
に

は

ら
れ
な
い

だ
か
ら
安
全
性
を
確
保
し
た
上
で
の

戦
に
は
持

て
来
い

そ
れ
に

は

れ
な
い
と

て
も
衝
撃
や
エ
フ

ク
ト
は
し

か
り
発
生
す
る
か
ら

と

け
る
事
で

手
に
恐
怖
を

む
事
も
出
来
る
し

気
絶
さ
せ
る
事
も
理
論
上
は
可
能
な
ん
だ

あ
あ

や

て
た
わ
ね

転

前
で

見
ら
れ
て
た
か

う
ん
最
終
的
に
は
あ
ん
な
感
じ
に

ド
ス
キ
ル
を
一
発

き

む
だ
け
で
気
絶
さ
せ
ら
れ
る

気
絶
は
無
理
で
も

部
を
揺
ら
せ
ば
昏
倒
さ
せ
る
事
も
出
来
る

そ
の
た
め
に
は
か
な
り
ス
テ

タ
ス
を
高
め
て

力
値
を
上

て
な
い
と

し
い

衝
撃
と
エ



 第二十五章 〜虚実の欠片〜

フ

ク
ト
は
攻
撃

が

き
出
す
本
来
の
ダ
メ

ジ

に

す
る
か
ら

 
こ
ん
な
風
に
と

た
後
キ
リ
ト
は

の

に
向
き
直

た
後

を
握

て
蒼
い
光

を

わ
せ
な
が
ら

め
に
構
え
た

を
正
面
に
振
り

い
た

 
そ
の

が
⺠
家
の

に
衝
突
し

色
の
パ
ネ
ル
に

ま
れ
な
が
ら

ま
じ
い

と
光
を
撒

き

ら
す

思
わ
ず
目
を

め
な
が
ら
も
そ
れ
を
見
届
け
た
後
キ
リ
ト
の

を
止
め
て
い
る

色
の
パ
ネ
ル
は
消
え
た

今
の
は

体
術

て
い
う
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の
初
歩

ド
ス
キ
ル

閃
打

正

突
き
だ

リ

チ
こ
そ

い
け
ど
下
手
な

ド
ス
キ
ル
よ
り
使
い
勝
手
は
良
い

エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
と
は
違
う
の

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
一
人
し
か
持

て
い
な
い
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の
事
を
指
す

一

的
な

エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
は

件
を

た
さ
な
い
と
出
現
し
な
い
特

な
ス
キ
ル
の
事
を
指
し
て
い

て

逆
に

え
ば

件
さ
え

た
せ
ば

も
が

得
可
能
な
も
の
だ
な

二
刀
流

や

神
聖

剣

は
前
者

体
術

や
ク
ラ
イ
ン
の

刀

ス
キ
ル
は
後
者
に

た
る

あ
と
は
ス
ト
レ
ア

の

手
剣
ス
キ
ル
も
片
手
剣
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
た
ら
出
る
し

戦
闘
時
自
動
回
復
ス

キ
ル
も

も
危
険

ま
で

を

少
さ
せ
て
た
ら
出
る
か
ら
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
に
分

さ
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れ
る

と
は

え
刀
や

手
剣
は

の
ス
キ
ル
を
鍛
え

け
て
い
た
ら
確

で
出
る
程

だ
か
ら

刀

や

片
手
剣

を
鍛
え
て
る
プ
レ
イ

の
全

が
必
ず

得
出
来
る

じ

な
い

 
打
て
ば

く
よ
う
に
き

り
と
返
さ
れ
る
キ
リ
ト
の
説
明
に

私
と
リ

フ

は

て

へ

と
声
を

え
て
感

し
た

 
そ
の

が
結
構

で
は
と
思

て
い
た
の
だ
が
キ
リ
ト
自
身
結
構
理
解
し
て
分

分
け
を

し
て
い
る
ら
し
か

た

や

り
そ
う
い
う
知
識
面
に
も

で
て
い
る
か
ら
強
く
な
れ
た
の
だ

な
と
思
う

 
そ
の
後
私
は
キ
リ
ト
指
導
の
下
で

剣
と
あ
る
程

の
体
術
の

練
を
行

た

思

た
よ

り

振
り
の
回
数
は
出
来
た
の
だ
が

問

が

ド
ス
キ
ル
の
発
動
だ

た

 
メ
ニ

の
テ
キ
ス
ト
と
そ
こ
に
表
示
さ
れ
る
参

の
構
え
の

を
見
て
も
イ
マ
イ
チ
上
手

く
発
動
出
来
な
か

た
の
で
あ
る

キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
く
ら
い
手
間
取

て
も

然
ら

し
い
の
だ
が

 
三
時
間

ど
掛
け
て

く
ま
と
も
に
出
せ
る
よ
う
に
な

て
そ
れ
か
ら
は
回
数
も
か
な
り
こ

な
し
て
い

た
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そ
し
て
五
時
間
後

つ
ま
り
は

後
五
時
く
ら
い
で
目
標
の

振
り
と

ド
ス
キ
ル
二
百

回
を
そ
れ
ぞ
れ
達
成
し
た

思

た
よ
り

い
事
に
び

く
り

と
い
う
か

よ
く
集
中
力
保

た
な

ま
 

か
ら

書
家
で
集
中
力
そ
の
も
の
は
か
な
り
あ

た
し
あ
ま
り

れ
な
い
と
は

え
そ
こ

ま
で
運
動
が

い
と
い
う

で
も
無
い

と
い
う
か
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
時
間
の
経
過

な
ん
て
全
然
気
付
か
な
か

た
と
も

え
る

 
あ
ま
り
一
つ
の
事
に

り
過
ぎ
る
と
危
険
か
も
し
れ
な
い
し
少
し
抑
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い

た
方
が
良
い
か
な
と

ち

と

え
た
り
し
た

 
そ
う

え
て
い
る
と

と
キ
リ
ト
が
私
を
見
な
が
ら

を
組
み

か

え

ん
で
い
る
の

に
気
付
くど

う
し
た
の

 

か
変
な
部
分
で
も
あ

た
か
し
ら

い
や
変

と

う
か

と

う
か

剣
の

い
が

に
ぎ
こ
ち
な
い
よ
う
な
気

が
し
て

れ
て
な
い
だ
け
か
な

 
キ
リ
ト
が
そ
う
返
し
て
き
て

と
な
く

わ
ん
と
す
る
事
が
分
か

た
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確
か
に

剣
を
使

て

練
を
し
て
い
た
私
だ
が
五
時
間

ど

け
て
も
完
全
に
自
分
の
も

の
に
は
出
来
て
い
な
い
と
い
う
感
じ
が
す
る

と
い
う
か

離
を

め
て
攻
撃
す
る
と
い
う

の
が
上
手
く
出
来
な
い
と

う
か
タ
イ
ミ
ン
グ
を

り
か
ね
る
の
だ

出
来
は
す
る
が
最
善

で
は
無
い
と
い
う
感
じ
で

ど
う
し
て
も

離
を
取

て
し
ま
い
が
ち
に
な
る

 
た
だ
そ
れ
は

れ
て
い
な
い
だ
け
か
も
知
れ
な
い
と

キ
リ
ト
は

た

 

剣
は
初
心
者
に
は

離
を

め
る
事
が

し
く
て
少
し

い
に
く
い
武
器
ら
し
く
ま
だ

れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
う
判
断
も
出
来
る
ら
し
い

な
の
で
鍛

を

け
て
経
過
を
見
て
行
こ

う
と
い
う
風
に

ち

い
た

 
も
し

け
て
も
ダ
メ
だ

た
な
ら

片
手
剣

や

剣

⻑
槍

な
ど
リ

チ
の
あ
る
武

器
へ
と
変
え
る
事
も

す
る
ら
し
い

 
ま

一

一

で
は
も
の
に
出
来
る

も
無
い
ま
し
て
や
た
か
が
数
時
間
の

練
で
一
流

に
な
る

も
無
い

 
そ
れ
で
な

て
い
た
ら
キ
リ
ト
が

目
で

り
そ
う
だ

分
か

た
わ

と
こ
ろ
で
リ

フ

の
方
は
ど
う
だ

た
の

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ゲ

ム
ス
タ
イ
ル
が

を
主
体
に
し
て
い
た
し

リ

フ

は
リ
ア
ル
で
剣
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道
を
し
て
た
か
ら
ス
タ
イ
ル
に

し
て

う
事
は
無
か

た

問

は
片
手
武
器
を

手
で
持

て
し
ま
う

が
あ
る
か
ら

ド
ス
キ
ル
を
発
動
出
来
な
い
状

に
無
意
識
で
し
て
し
ま
う
事

か
なイ

レ
ギ

ラ

備
状

な
ん
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
無
か

た
か
ら

が
ね

あ
 
剣
道
は

手
持
ち
が

本
な
の
で
リ

フ

も
⻑
刀
を

手
で
振
る
う
ス
タ
イ
ル
だ

た
の

だ
ろ
う

 
し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
た
事
で
⻑
刀
が
片
手
剣
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
し
ま
い
少
し
ば

か
り
不

合
を
感
じ
て
い
る
様
だ

た

刀

ス
キ
ル
は

刀

ス
キ
ル
を
か
な
り
鍛
え
な

け
れ
ば
出
な
い
ら
し
く

リ

フ

で
は

出
来
な
い
か
ら
仕
方
無
い
と

え
ば
仕
方
な
い

 
ち
な
み
に

ド
ス
キ
ル
を
出
す

の
構
え
に
は
少

が
あ
る
も
の
の
実

に
使

て

み
る
と
結
構
使
い
勝
手
が
良
い
と
感
じ
た
よ
う
で
後
は
構
え
を
ど
う
に
か
す
れ
ば
実
戦
に
出
せ

る
く
ら
い
だ
と
い
う

こ
の

は
や
は
り
別
タ
イ
ト
ル
と

え
ど
も

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
し
て
い
た
者

と

え
る

 
私
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
初
め
て
な
の
で

に
リ
ア
ル
の
運
動
神
経
が
反

さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
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と
も

え
な
い

キ
リ
ト
の

で
は

が
良
い
方
ら
し
い
か
ら
先
行
き
が
真

暗
と
い
う

で

は
無
さ
そ
う
で
安
心
は
し
て
い
る
が

断
や

は
禁
物
だ
と

自
分
を

め
る

ん

ア
ス
ナ
か
ら
メ

ル
が

た

ア
ス
ナ
さ
ん
か
ら

 
攻
略
は
今
日
は
も
う
終
わ
り
な
の
か
な

え

と

そ
う
み
た
い
だ
な

少
し

い
け
ど
祝
勝
会
す
る

に
こ
れ
か
ら
集
ま
ろ
う

て

書
か
れ
て
る

キ
リ
が
良
い
し

今
日
は
こ
こ
で
や
め
よ
う
か

き
は
明
日
だ
な

 
に
こ
り
と

み
な
が
ら
メ

ル
ウ

ン
ド
ウ
を

じ
た
キ
リ
ト
は
私
達
に
そ
う

し
て
き

た 
ま

気
に
私
も
リ

フ

も
五
時
間

ど
ぶ

け
で
や

て
た
し
キ
リ
ト
も

労
を

し
て
特

を
付
け
て
く
れ
た
の
だ
か
ら

こ
れ
以
上
我

は

え
な
い

 
と

う
か
正
直
に

え
ば
今
日
か
ら
と
は
思

て
い
な
か

た

キ
リ
ト
は
結
構
無
理
を

す

の
だ
な
と

別
の
意
味
で
思

た

 
武
器
を
仕
舞

た
後
私
達
は
キ
リ
ト
先
導
の
下
で
第
一
層
の
教
会
へ
と
ユ
イ
ち

ん
を
引
き

取
り
に
足
を
向
け
た
の
だ

た
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キ
リ
ト
個
人
戦
突
破
祝
勝
会
と
リ
ズ
が
銘
打

た
パ

テ

は
第
五
十
七
層
主

の
中
心
か
ら
少
し
外
縁
に
外
れ
た

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か
れ
る
事
に
な

た

 
そ
こ
は
客
足
は
少
な
い
も
の
の
味
は

理
ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る
ア
ス
ナ
を
も

ら
せ
る
程
に

味
し
い
ら
し
く

ボ
ク
は
そ
れ
を
知

て

く
食
べ
た
い
な
と

ち
遠
し
く

思

て
い
た

 

論
キ
リ
ト
を
労
う
と
い
う
の
が
一
番
の
目
的
だ
か
ら
そ
れ
は
忘
れ
て
い
な
い

け
れ
ど

味
し
い
食
べ
物
を
食
べ
た
い
と
い
う
欲
求
は
多
分

も
が
持
つ
も
の
だ
と
思
う
特
に

の
少

な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
る

な
ら
そ
れ
は
人
一

の

だ

 
ま

キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ
ボ
ク
達
み
た
い
に

理
ス
キ
ル
を

使
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

作

た
り

味

で
工

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
人
は
別
だ
ろ
う
け
ど

は

い

さ
ん

 
グ
ラ
ス
を
持

て

 
せ

の

キ
リ
ト
個
人
戦
制
覇
お
め
で
と
う

 
レ
ス
ト
ラ
ン
に
集
ま

た
メ
ン
バ

は
キ
リ
ト
を
始
め
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ア
ス
ナ
ボ
ク
と

姉
ち

ん
と
サ
チ

ク
ラ
イ
ン
と

間
五
人

リ
ズ

シ
リ
カ

リ

フ

シ
ノ
ン

ス
ト
レ

ア

ユ
イ
ち

ん
の
十
八
人
が
集
ま

た
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残
念
な
が
ら
エ
ギ
ル
は

が
あ
る
と
の
事
で
こ
こ
に
は

な
い

 
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
集
ま

た
メ
ン
バ

の
中
で
も
か
な
り
の
古

な
ク
ラ
イ
ン
が

色
の

コ

プ
を
持
ち

も
色
取
り
取
り
の
ド
リ
ン
ク
が

が
れ
た
コ

プ
を
持
ち
上

ク
ラ
イ

ン
と
一
緒
に
示
し
合
わ
せ
て
い
た

葉
を

に
し
た

 
そ
れ
を

け
た
パ

テ

の
中
心
人
物
今
日
の
攻
略
の
Ｍ

Ｐ
で
あ
る
キ
リ
ト
は
少
し

面

そ
う
な
苦

を
浮
か
べ

を

め
た

に

ま

て
い
る
ナ
ン
が
き

る

と
彼

の

に

を

り
付
け

く
す
ぐ

た
そ
う
に
す
る

が
ま
た
平
和
に
思
え
て
心
が

ま
る

い
や

マ
ジ
で
個
人
戦
は

か

た

 
あ
の
後

も
ち

い
と

ん
で
み
た
ん

だ
け
ど
よ

堕
天
使
の

を
一

も

ら
せ
ず
に
や
ら
れ
ち
ま

た
よ

最
初
の
攻
撃
は

け
た
ん
だ

目
の
前
に

絶
空

を
放

て
や

た
ら
中
断
出
来
た

 

絶
空

と
は

刀

ド
ス
キ
ル
の
中
で

色
の
光
と
共
に
横

ぎ
を
放
ち

斬
閃
が

数
メ

ト
ル

ぶ

発

ド
ス
キ
ル
で
あ
る

前
方
広

か
つ
⻑

離
に
斬
閃
が

ぶ
の
で

制
に

良
い
そ
れ
を

ク
ラ
イ
ン
は
開
幕
直
後
に
突
進
攻
撃
を
喰
ら
う
前
に
放

た
の
で

堕
天
使
は

け
反

て
中
断
す
る
に
至

た
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ち
な
み
に
攻
撃
の

道
は

辻
風

と
同
じ
く

ぎ
一
閃

 
異
な
る
の
は
主
な
攻
撃
方
法
と
攻
撃

 
辻
風
は

値
に
依
存
し
た
突
進
を

め
る
直
線
五
メ

ト
ル
か
ら
十
メ

ト
ル
で
こ

ち
ら
は
攻
撃
方
向
の
修
正
や
特
攻
に

し
て
軍
配
が
上
が
る

 
対
す
る
絶
空
は

動
せ
ず
そ
の
場
で
横

ぎ
を
放

て
斬
閃
を
七
メ

ト
ル
前
後

ば
す

の
で
一
太
刀
で
斬
れ
る
数
以
上
の

を

め
て

手
に
す
る
場
合
は
こ
ち
ら
が
圧
倒
的
に

で
あ
る

離
を
開
け
て
の

制
に
も

い
ら
れ
る
か
ら
使
い
勝
手
は
い
い

 
た
だ
し
ど
ち
ら
も
集

戦
特
に

味
方
入
り
乱
れ
る
乱
戦
で
は
ご
法

の

ド
ス
キ
ル

に
な
る
の
で

日
の
目
を

び
る
機
会
は
中

な
い

ま

そ
の
後
に
物

い
速
さ
で
斬
ら
れ
ち
ま

て

負
け
た
ん
だ
け
ど
な

ボ
ク
も

ん
だ
け
ど
無
理
だ

た
よ

キ
リ
ト

本

に
よ
く
あ
ん
な
の

せ
た
ね

 
ク
ラ
イ
ン
と
同
様
ボ
ク
も
キ
リ
ト
と
別
れ
た
後
に

し
と
し
て

ん
だ
の
だ
が
や
は
り

勝
て
な
か

た

最
初
の
片
翼
の
堕
天
使
は
ま

予
想
外
な
行
動
や
攻
撃
方
法
を
持
つ
も

の
の
剣
士
寄
り
な
の
で
対

は
出
来
た

 
問

は

を

分
に
し
て
か
ら
出
て
来
る

殺
戮
の
狂
戦
士

ア
レ
に
は
手
も
足
も
出
ず
に
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や
ら
れ
て
い
た

 
怖
気
付
い
て
無
意
識
に

歩
下
が

て
し
ま

て
い
た
よ
う
で

に
後
退
の
二
文

は
無

い

と

い
な
が
ら
禍

し
い

撃
で

北
し
た

 
性
別
の
事
を

て
い
る

で
は
無
い
の
だ
ろ
う
し

男
勝
り
な
部
分
が
あ
る
の
は
認
め
る

が

あ
の
セ
リ
フ
に
は

た
る
も
の
を
覚
え
て
し
ま

た
自
分
は
悪
く
な
い
と
思
う

 
あ
の
時
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
話
す
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
も
苦

を
浮
か
べ
た

私
は
狂
戦
士
が
出
て
来
た
時
点
で

北
し
て
し
ま

た
よ

や
は
り
あ
の

使
い

手
に
盾

は
無
謀
だ

た
よ
う
だ

一
撃
で
ガ

ド
ブ
レ
イ
ク
さ
れ
て
し
ま

た

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

神
聖
剣

で
も
ダ
メ
と
か

そ
れ
だ
け
キ
リ
ト
君
の

の
ポ
テ
ン
シ

ル
が
高
か

た

て
い
う
事
で
す
よ

 
キ
リ
ト
が
立
ち
去

た
後
出
来
た
時
間
で
ク
ラ
イ
ン
ボ
ク
ヒ

ス
ク
リ
フ
を

め
て
他

に
も

人
か
が

ん
だ
の
だ
け
ど

全

が

中

退
し
た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ボ
ク
だ
け
が
狂
戦
士
を
出
せ
た
け
れ
ど
出
せ
た
だ
け
で
ま
と
も
に
戦
え
な

い
ま
ま

北
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま

た

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

因
は
ク
セ
で
盾
を
掲

て

勢
を
取

て
し
ま

た
事
で
あ
る
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ち
な
み
に
姉
ち

ん
も

ん
だ
が
火
力
不
足
の

に
上
手
く
ダ
メ

ジ
を

な
い
で
ジ
リ

で

れ
て
し
ま

て
い
る

 

間
的
な
火
力
絶
対
的
な

と
回

力

手
の
能
力
を

時
に
判
断
し
て
応
じ
る
対
応

力

全
て
が
高
レ
ベ
ル
に
な
け
れ
ば
倒
せ
な
い

だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た

最

⻭

に
も
掛

け
ら
れ
て
い
な
か

た
の
だ
ア
レ
ば
か
り
は
レ
ベ
ル
を
如

に
上

て
い
よ
う
と

な
い
だ

ろ
う
と
思
え
る
く
ら
い
強
か

た

 

時
か
倒
し
た
い
と
思

て
い
る
も
の
の
イ
マ
イ
チ
倒
せ
る
イ
メ

ジ
が

か
な
い
の
で
本

に
倒
せ
る
か
と
自
分
自
身
で
疑
問
の
声
を
上

て
い
た
り
す
る

 
た
だ
攻
撃
に
寄

て
い
て
も
ダ
メ

に
寄

て
い
て
も
ダ
メ
回

に
寄

て
い
て
も
ダ

メ

一
撃
が
重
く
て
も
速

が
無
け
れ
ば
ダ
メ

引
き

の
見
極
め
も
攻
め

む
見
極
め
も
ど

れ
も
が

越
し
て
い
な
け
れ
ば
勝
負
に
す
ら
な
ら
な
い

あ
ま
つ
さ
え
天
変
地
異
の
如
し
攻
撃
を

る
だ
け
の
技
術
が
無
け
れ
ば
す
ぐ
に
終
わ

て
し
ま
う

 
ま

た
く
あ
ん
な

が
ど
う
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
の
か
謎
で
あ
る

 

く
の
間
食

て
騒
い
で
を
し
て
い
る
と

と
思
い
出
し
た
よ
う
に
ク
ラ
イ
ン
が

を
開
い

た
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あ

そ
う
い
や
よ

キ
リ
ト

んあ
の
よ

こ
れ
を

い
て
い
い
か
少
し
迷
う
ん
だ
が
な

 
キ
リ
ト
に

か
を

い
か
け
て
は

ご
も
る
ク
ラ
イ
ン

 

手
を
気

う
よ
う
な
感
じ
に
少
し
違
和
感
を
覚
え
る
も
の
の
キ
リ
ト
は
そ
の
先
を

て

い
る
よ
う
で

も

に
せ
ず

た
だ

を

ん
で
い
た

 
そ
れ
が
先
を

し
て
い
る
様
で
ク
ラ
イ
ン
も

く
あ

う

と

て
は
い
た
も
の
の
覚

悟
を
決
め
た
の
か
そ
れ
と
も
問
い
の

葉
が
決
ま

た
の
か
少
し
し
て
か
ら
キ
リ
ト
を
し

か
り
と
見
て

を
開
い
た

あ
の
よ
最
後
の
ホ
ロ
ウ
と
の
戦
い
で

か
思

た
ん
だ
が

お
前

手
の
手
の
内

が
分
か

て
る
み
た
い
に

す
時
が
あ

た
よ
な

 
そ
れ
に
背

や
体
格

声
も
一
緒

更

に
は
同
じ
二
刀
の
攻
撃

あ
り

一
体
ど
う
い
う
事
な
ん
だ

そ
れ
は

 
ク
ラ
イ
ン
の

ボ
ク
達
も
恐
ら
く
大
な
り
小
な
り
感
じ
て
い
た
違
和
感
に
対
す
る
問
い
掛
け

に

キ
リ
ト
は

か
に

根
を
寄
せ
て
手

の
コ

プ
に

線
を

と
し
た
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そ
れ
は

か
を

お
う
か

う
ま
い
か

懊
悩
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た

あ
の
ボ
ス
は

十
中
八
九

過
去
の

自
身
だ

 
そ
し
て

ら
れ
た

え
に
ボ
ク
達
は
息
を

ん
だ

中
で
は
や
は
り
と
い
う

得
の

感
情
と

故
と
い
う
疑
念
が
浮
か
ん
で
い
た

 
キ
リ
ト
は
デ
ス
ゲ

ム
化
は
お
ろ
か
そ
も
そ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
制
作
に

与
す
ら
し
て
い
な
い

な

の
だ
か
ら

が
新
た
に
得
た

と
い
う
武
器
も

あ
の
コ

ト
も

戦
い
方
も

全
て

が

桐

谷
家
に

わ
れ
る
前
の
も
の

だ
か
ら

手
の
手
の
内
が
分
か

た
自
分
自
身
だ

た
か

ら

な
ら

最
後
の
白
い
の
は

ア
レ
は

 
確
か
に

手
の
手
の
内
が
分
か
る
の
も
過
去
の
自
分
自
身
を

し
て
い
る
も
の
だ

た
な
ら

分
か
ら
な
く
は
な
い

し
か
し
あ
の
白
い
化
け
物
と
し
て
の

は
明
ら
か
に
人
間
の
そ
れ
を

脱

し
て
い
た

だ
か
ら
ボ
ク
は
問
い
を
投

掛
け
た

 
そ
れ
に
対
し
キ
リ
ト
は
確
か
に

え
て
く
れ
た

ア
レ
は

コ
ア
の
思
念
が
負
の
方
向
に
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し
た

か
ら
脱
出
す
る
時
の
キ
リ
ト
自
身
な
の
だ
と

コ
ア
を

め

ま
れ

合

し
た
そ
の

間
に

コ
ア
の
思
念
は
キ
リ
ト
が

め

ん
で
い
た
負
の
想
念
に
影

さ
れ

一

気
に
本
来
と
は
異
な
る
手

と
方
向
性
で
覚
醒
し
た
と
い
う

 
そ
れ
が
あ
の

な
の
だ
と

か
な
り
大

把
に
し
た
と

い
な
が
ら
説
明
し
て
く
れ
た

あ
の

は

と
束

士

あ
と
は

に
コ
ア
を

め

ん
だ

者
し
か
知
ら
な
い

だ

た

な
の
に
こ
の
世
界
で
現
れ
た

で
い
た
の
か
は

も
分
か
ら
な
い
け
ど
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ

制
作
に

を
人
体
実
験
に
使

て
い
た
組

の

か
が

わ

て
い
る
事
は
こ
れ
で
ハ

キ
リ

し
た

 
キ
リ
ト
の
予
想
は
決
し
て

定
出
来
な
い
も
の
だ

た

限
定
的
な
人
物
し
か
知
ら
な
い

を
も
知

て
い
る
と
い
う
事
は
つ
ま
り
彼
を

く

人
道
に

る
非
道
な
実
験
を
し
て
い

た
者
達
し
か

え
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら

 
そ
う

え
る
と

ボ
ク
達
ま
で
も
が
モ
ル
モ

ト
の
よ
う
に
思
え
て

と
し
た

 
少
し
身

い
し
て
い
る
と

と
キ
リ
ト
の

い
表
情
が

ら
か
く
な

た

ま

わ

て
い
る
か
ら
と

て
必
ず
し
も
デ
ス
ゲ

ム
化
に

わ

て
い
る
と
は
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え
な
い
け
ど

ど
う
い
う
事
か
ね

の
過
去
の
デ

タ
を
使

て
一

プ
レ
イ

を
戦
わ
せ
る

と
い
う
目
的
だ

た
な

ら
別
に

の
ゲ

ム
だ
と
し
て
も
影

は
無
か

た

だ
と
す
る
な
ら
そ
の
組

が
デ
ス

ゲ

ム
化
さ
せ
た
と
は

え
な
く
な
る

 
ま
だ
推

の

を
出
な
い
か
ら

と
も

え
な
い
と
キ
リ
ト
は
コ

プ
を

け
な
が
ら

葉

を

め
た

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
は
こ
う

て
い
る
の
だ

え
過
去
の
自
分
の
デ

タ
を
入
れ
た
組

の
者

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
制
作
に

わ

て
い
る
と

て
も
そ
れ
で
必
ず
し
も
デ
ス
ゲ

ム
化
し
た
事
に

与
し
て
い
る
と
は

え
な
い

も
し
か
す
る
と
無

な
の
か
も
し
れ
な
い
と

 

つ
も
の
思
惑
が
複

に
絡
み
合

た
結
果
で
こ
う
な

て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い

と

彼
は

外
に
そ
う

て
い
る
の
だ

 
て

き
り
デ
ス
ゲ

ム
化
さ
せ
た
の
は
組

な
の
か
と
思
い

ん
で
い
た
だ
け
に
ボ
ク
達
は

目
か
ら

の
よ
う
な
気
持
ち
に
な

た
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キ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア  
そ
ん
な
時
に

を

く
女
性
の
悲
鳴
が

中
で
あ
る
に
も

わ
ら
ず

き

た

 
そ
の

キ
リ
ト
は
コ

プ
を

ら
ん
ば
か
り
の
勢
い
で
テ

ブ
ル
に

き
付
け
る
よ
う
に

し
て

き

面
の
上
に
立
ち
一
気
に

て

へ
そ
し
て

路
へ
と
身
を

り
出
し
レ

ス
ト
ラ
ン
へ
の
出

へ
と
向
か
お
う
と
し
た

 
一

れ
て

ボ
ク
達
も
慌
て
て
そ
れ
を
追
い
掛
け
た

 
波
乱
が
ま
た

り
来
よ
う
と
し
て
い
た

  
は
い
如

だ

た
で
し

う
か

キ
リ
ト
チ

ト
化

び
シ
ノ
ン
と
リ

フ

強
化
の
フ

ラ
グ
乱
立
で
し
た
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最
後
の

中
に

く
悲
鳴

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事

圏
内
戦
闘

デ

エ
ル

そ
う
で
す

今
話
か
ら
ア
レ
に
入
り
ま
す

第
七
十
四
層
攻
略
と
前
後
し
て
ま
す
が
時
期
的
に
は
一
応
合

て
る
の
で
気
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

か
い
日
に
ち
ま
で
は
覚
え
て
ま
せ
ん
け
ど
も

 
個
人
戦
後
も

気
に

ん
で
い
な
い
キ
リ
ト
で
す
が
そ
れ
で
も
事
件
に

を
突

も

う
と
す
る

り

時
か
ぶ

倒
れ
る
ん
じ

な
い
か
な
と
書
き
な
が
ら
思

て
た
り
し
ま
す

に
冒

で
倒
れ
て
る
し

こ
う
い
う
性
格
だ
と

分
主
人

し
ま
す
よ
ね

に
な

た
キ

リ
ト
も
一

も

私
は
断
然
キ
リ
ト

で
す
が

一

フ

ン
に
怒
ら
れ
る
か
も

 
さ
て

話
が

時
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

の
話
は
多
分
一
二
話
で
終
わ
る
ん

じ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す

せ
一
話
の
文

数
が
二
万
文

に
な

て
る
の
で

 
こ

れ
く
ら
い
書
か
な
い
と
気
が
済
ま
な
く
な

て
き
て
し
ま

て
い
て

だ
か
ら

い
と
い
う
の

も
あ
る
ん
で
す
が

 
更
に

の

点
は

に
し
よ
う
か
ち

と
迷

て
た
り

あ
ん
ま
り

る
と
ア
レ
だ
し

キ
リ
ト

点
は
少
し
書
き

い
し

ま
だ
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
は
書
け
ま
せ
ん
し
ね

展
開
は
決

ま

て
ま
す
が

悩
ん
で
し
ま
う

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
六
章
 

圏
内
事
件

と

徴
税
部
隊

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

り
で
す

と
原
作
の
イ
ベ
ン
ト
二
つ
を
同
時
進
行
さ
せ
ま
す

よ

実
は
そ
の
た
め
に
闘
技
場
で
サ

シ

や
レ
イ
ン

ユ
イ
達
を
出
し
て
い
た
り

 
お
か
し
い
な

の

な
の
に
キ
リ
ト

全
然

め
て
な
い

 
で
は
ど
う
ぞ

前

は
ヒ

ス
ク
リ
フ

点
に
よ
る
圏
内
事
件

後

は
キ
リ
ト
と

レ
イ
ン
に
よ
る

徴
税
部
隊

の
お
話
で
す

  

を

く
女
性
の
悲
鳴
そ
れ
が

こ
え
た

間
か
ら
キ
リ
ト
君
が
取

た
行
動
は

ま
じ
い

も
の
だ

た

す
ぐ

に

て
い
た

の
彼
は
一

で

か
ら

び
上
が
り
レ
ス
ト
ラ
ン
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へ
の

路
へ
と

び

て
い
た
の
だ
か
ら

慌
て
て
追
い
掛
け
る
が
か
な
り
の
速

だ

た

た
め

ら
か
差
が
生
ま
れ
て
し
ま

た

 
そ
う
し
て
私
達
が
追
い
付
い
た
先
に
は
教
会
の
二

の

か
ら
ロ

プ
で

を

め
ら
れ
つ

つ

を

槍
で

か
れ
た
重

の
男
性
プ
レ
イ

が

た

を
や

て
ん
だ

 

く
槍
を

い
て

り
ろ
よ

 
私
と
共
に

け
付
け
た
ク
ラ
イ
ン
君
が
怒
鳴
り

る
さ
れ
て
い
る
⻘
年
が
チ
ラ
リ
と

線
を

向
け
て
来
た
後
に
槍
を

く

振
り
を
見
せ
た
が

け
な
い
で
い
る
よ
う
だ

た

見
れ
ば
突

き
立
て
ら
れ
て
い
る

槍
に
は

つ
も
の
返
し
が
付
い
て
い
て
自
力
で

け
な
い
よ
う
に
な

て
い
た

継

ダ
メ

ジ
が
発
生
し
て
い
る
か
ら
か
一
定
の
リ
ズ
ム
で
ダ
メ

ジ
発
生
を
示
す

い
光
が

く

チ
 

し
い

打
ち
が

こ
え
た
の
は
そ
の
時
だ

た

を
そ
ち
ら
に
向
け
れ
ば

手
を

に
広

て
火

を

い
な
が
ら
回
転
す
る
チ

ク
ラ
ム
を
出
現
さ
せ
る
キ
リ
ト
君
が

て
彼
は

そ
れ
ら
を
手
に
取
る
や

や
二

と
も
投

し
た

一

は
⻘
年
を

る
す
ロ

プ
に
も
う
一

は
二

の

の
内
部
へ
と

ぶ
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あ

 
し
か
し
一

本

に
間
一
髪
の

で
間
に
合
わ
ず

る
さ
れ
て
い
る
⻘
年
は
蒼
い
光
に

ま
れ
て

を
消
し
た

を

め
る

の
輪
が
作
ら
れ
た
ロ

プ
そ
し
て
⻘
年
の
体
を

い

て
い
た
返
し
の
付
い
た

槍
の
み
が
残
り
黒
光
り
す
る

槍
は
自
重
に

て
煉

り
の
地

面
へ
と

ち
た

が
ら
ん
と

が

き
一

後
に

面
へ
と
チ

ク
ラ
ム
が
ザ
シ

と
空

を
切

て
突
き
立
つ

消
え
た

死

ん
だ

の

こ
こ

中

圏
内
な
の
に

い
や

デ

エ
ル
の
可
能
性
が
あ
る

 

 
と
に
か
く
デ

エ
ル
の
ウ

ナ

表
示

を
探
し
て
く
れ

 
ユ
ウ
キ
君
サ
チ
君
の

然
と
し
た

き
を
掻
き
消
す
よ
う
に
ク
ラ
イ
ン
君
が

び
そ
の
場

に
い
た
全

が
探
し
始
め
る

私
や
ア
ス
ナ
君
シ
リ
カ
君
は
チ

ク
ラ
ム
を
回
収
し
た
キ
リ
ト

君
と
共
に
教
会
の
中
を
探
し
た
が
や
は
り
依
然
と
し
て
ど
こ
に
も
ウ

ナ

表
示
は
無
い

今

日
一
回
見
て
い
る
の
で
見

し
な
ど
無
い
し
そ
も
そ
も
ア
レ
の
設

を
し
た
の
は
私
な
の
だ
か

ら

離
に
よ

て
は

に
出
る
か
も
分
か

て
い
る
以
上
見

す

も
無
か

た
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し
か
し

ウ

ナ

表
示
が
消
え
る
ま
で
の
三
十

が

経
過
し
て
し
ま

た

三
十

経

た

見
つ
か
ら
な
か

た
ぞ

オ
イ
オ
イ

圏
内
で
も

出
来
る
よ
う
に
な

た
の
か

デ

エ
ル
無
し
で

 
教
会
か
ら
出
て
来
た
私
は
外
に
出
て
す
ぐ
の

で
集
ま

て
い
る
人
だ
か
り
か
ら

こ
え
る

ざ
わ
め
き
を

き
少
し
だ
け

根
を
寄
せ
た

こ
ん
な
事
は
シ
ス
テ
ム
的
に

こ
り
得
な
い

な
の
に

故
か

こ

て
て
し
ま

て
い
る
と
い
う
こ
の
事
実
が

私
の
表
情
を
歪
ま
せ
た

私
は
そ
れ
を
地
面
に

ち
て
い
る

槍
を

い
上

そ
れ
を
見

め
る
事
で

に
知
ら
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
た

き

み
は
ア
ス
ナ
君
達
の
方
が
良
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
も
あ
る

 
あ
ら

る
情
報
は
全
て

と

の
二
進
数
に
変
換
さ
れ
コ

ド
と
し
て

き
換
え
ら
れ
こ

の
仮
想
世
界
内
を
動
い
て
い
る

つ
ま
り
全
て
デ

タ
と
し
て
変
換
可
能
で
あ
り

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
制

び
監

下
に
あ
る
と
い
う
事
に
な
る

ま

一
部

外
が

に

存
在
し
て
い
る
の
だ
が

も
し
も
そ
の

に
出
現
し
て
い
る

外
の
中
に

圏
内
で
の

少
も

ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
由

し
き
事

と
な
る

と
い
う
か
最

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

序

壊
と

て
も
過

で
は
無
い
だ
ろ
う
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し
か
し
な
が
ら
そ
れ
で
は
疑
問
が
残
る
今

の
キ
リ
ト
君
と
リ
ン
ド
君
達
反
キ
リ
ト
一

の

デ

エ
ル
の
事
だ

あ
の
時
キ
リ
ト
君
と
リ
ン
ド
君
だ
け
が
デ

エ
ル
を
し
て
圏
外
コ

ド
が

さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
リ
ン
ド
君
の
味
方
だ

た
者
達
は
全

が
圏
内
コ

ド
を

さ

れ
て
い
た

そ
れ
で
キ
リ
ト
君
が
攻
撃
し
て
も

は

て
い
な
か

た
の
は

に
他
の
者
達

か
ら

い
て
い
る

つ
ま
り
今
日
の

前
中
の
時
点
で
は
こ
の

外
は
発
生
し
て
い
な
か

た
こ

と
に
な
る

仮
に
あ

た
と
す
れ
ば

 
逆
に
こ
の

外
が
発
生
し
て
い
な
い

つ
ま
り
圏
内
で

が

れ
な
い
仕
様
が
そ
の
ま
ま

だ
と
す
れ
ば
そ
こ
に
は
必
ず

か
し
ら
の
ロ
ジ

ク
が
存
在
し
て
い
る
事
に
な
る

そ
れ
は
私

が
知
る

内
で

こ
り
得
る
事

で
あ
る
と
い
う
事
だ

 
た
だ
問

な
の
は
ゲ

ム
運

者
や
開
発
者
に
も
想
定
出
来
な
い
バ
グ
を

さ
れ
て
い
る

場
合
だ

ま
さ
か
と
は
思
い
た
い
も
の
の

に
シ
ノ
ン
君
や
リ

フ

君
の
よ
う
に
明
ら
か
に
異

常
な
バ
グ
を
発
生
さ
せ
て
し
ま

て
い
る
事
を
確
認
し
て
い
る
以
上
一
切
バ
グ
が
無
い
と
も

い
切
れ
な
い
事

に
あ
る
事
は
確
か

万
が
一
を

え
て
あ
ら

る
事
を

証
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う

⻑

よ
ろ
し
い
で
す
か
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ア
ス
ナ
君
か

ど
う
だ

た

 

槍
を
観

し
な
が
ら

内
で
は
別
の
事
を

え
て
い
た
私
は
ア
ス
ナ
君
に
話
し
掛
け
ら
れ

て
我
に
返

た

気
付
け
ば
彼
女
の
後
ろ
に
は
キ
リ
ト
君
を
始
め
さ

き
ま
で
食
事
を
摂

て
い

た
メ
ン
バ

が

て
い
て
ど
う
や
ら
話
を

い
て
い
な
か

た
の
は
自
分
だ
け
な
の
だ
な
と

予

し
た

 
ア
ス
ナ
君
か
ら
報

を

け
ば
ど
う
や
ら
件
の
殺
さ
れ
た
男
性
は
カ
イ
ン
ズ
と

う
ら

し
く

ス

ル
は

Ｋ
ａ
ｉ
ｎ
ｓ

一
緒
に
食
事
へ
来
て
い
た
の
に

時
の
間
に
か
は
ぐ
れ

気
付
け
ば

と
い
う
事
ら
し
か

た

ち
な
み
に
一
緒
に

た
人
物
は
女
性
名
前
は

ル

コ
と
い
う

ま
た
カ
イ
ン
ズ
が

る
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
時
二

の

か
ら
背
の

高
い
人
影
を
見
た
気
が
す
る

と

て
い
た
と
い
う

如

し
ま
し

う
か

む

一
先
ず
場

を

そ
う
か

ま
ず
は
情
報
の
す
り
合
わ
せ
だ
な
一
緒
に

た
と
は

え
我

の
間
で
認
識
に
差
異
が
あ

て
は
話
も
進
ま
な
い

 

を
す
る
か
ど
う
か
に

し
て
は

然
す
る
の
一

だ

私
は
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
愛
し
て
い
る

上
に
そ
も
そ
も
シ
ス
テ
ム
的
に

が
深
い
製
作
者
の
一
人
し
か
も
そ
の
中
で
も
主
要
人
物
な



 第二十六章 〜《圏内事件》と《徴税部隊》〜

の
だ
か
ら
今
の
事

が
明
ら
か
な
異
常
事

で
あ
る
事
は
他
の
プ
レ
イ

よ
り
も
よ
く
理
解

し
て
い
る

本
来
の
シ
ス
テ
ム
か
ら

え
れ
ば
在
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事

で
あ
る

に
私
と
し

て
は
原
因

明
を
し
た
い
の
だ

 
無
論
ア
ス
ナ
君
達
も
同
様
だ
ろ
う

せ
安
全
と

わ
れ
て
い
る
圏
内
で
殺
人
が

き
て
し

ま

た
の
だ
か
ら

今
ま
で
あ
り
得
な
か

た
事
が

こ

て
し
ま

た
が
故
に
そ
れ
が
本

に
真
実
な
の
か
を
知
ろ
う
と

す
る
に
違
い
な
か

た

に
見

え
て
い
る
目
的
が
異
な

る
も
の
の
大
ま
か
に
は
同
じ
で
あ
る
た
め
私
と
し
て
は
ア
ス
ナ
君
達
と
共
に

す
る
つ
も
り

で
い
た

 
と
は

え

そ
の
前
に

キ
リ
ト
君
と
ユ
イ
君
は
帰

た
方
が
良
い
と
思
う
が

特
に
キ
リ
ト
君
君
は

前
中
の

労
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら

更
だ

い
や
一
プ
レ
イ

と
し
て
は
見
過
ご
せ
な
い

実

の

は
と
も
か
く
せ
め
て

話
し
合
い
の
場
に
は
出
た
い
ん
だ
け
ど

む

 
ユ
イ
君
は
精
神
的
に

い
か
ら
最
初
か
ら

外
す
る
と
し
て
キ
リ
ト
君
の
協
力
は
あ

た
方
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が
正
直
有

く
は
あ
る

彼
の

点
や
論
点
は
私
達
に
は
想
像
が
付
か
な
い
事
も
あ
る
し
こ
れ

で
結
構
な
経
験
を

ん
で
い
る
か
ら
意
外
な
切
り

か
ら
入

て
く
る
か
も
し
れ
な
い

更
に
開

発

者
で
も
無
い
の
に
恐
ら
く
そ
れ
に

す
る
知
識

を
有
し
て
い
る
の
だ
か
ら
彼
が

る
の
と
い
な
い
と
で
は
予
想
す
る

に
大
き
な
差
が
生
ま
れ
て
来
る

 
体
力
的
に
彼
を

に
加
え
る
の
は
反
対
で
は
あ
る
が

確
か
に
意
見
交
換
の
場
く
ら
い
な

ら
構
わ
な
い
か
も
知
れ
な
い

な
ら
ば
実

の

に
は
出
な
い
が

話
し
合
い
に
は
参
加
で
ど
う
だ
ろ
う
か

そ
れ
で
も
良
い

は
あ
ま
り
手
伝
え
な
い
と
思
う
し

 
彼
は

な
表
情
で
そ
う

た

黒

く
め

に
な

て
い
る
彼
は
ビ

タ

と
い
う

悪

の
方
が
強
い
か
ら
自
然
と
人
へ
の

き

み
が
出
来
な
く
な
る

こ
う
い

た
事
件
性

の
強
い
事
は

き

み
が
力
を
発

す
る
と

え
る
か
ら
彼
は
立
場
的
に
不

合
な
の
だ

た

だ
し
集
ま

た
情
報
か
ら
推
理
す
る
と
い
う
の
は

に
リ

フ

君
か
ら
伝
え

い
た
現
実
の

現
状
や
過
去
の
自
身
が
出
て
来
た
理
由
に

し
て
予
想
し
て
い
た
よ
う
に
彼
に
と

て
は
む
し
ろ

得
意
分

に
入
る
だ
ろ
う

故
に
そ
う
い
う
意
味
で
は

合
し
て
い
る
と

え
る

 
な
の
で
立
場
的
に
苦
し
い
も
の
の

あ
る
意
味
で
彼
に
は
合

て
い
る
状

で
は
あ
る
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最
終
的
に
私
の
判
断
と

の
意
見
を
加
味
し
話
し
合
い
の
場
へ
の
参
加
は
許
さ
れ
た

速

情
報
の
す
り
合
わ
せ
を
行
う

に

ま
ず

つ
か
の
グ
ル

プ
に
分
け
る
事
に
し
た

ま
ず
私

ア
ス
ナ
君
ラ
ン
君
ユ
ウ
キ
君
キ
リ
ト
君
の
五
人
が
先
の
事

の

り
合
わ
せ
お
よ
び
予

を
話
し
合
う

リ

フ

君
ユ
イ
君
は
第
一
層
の

七

に
あ
る
サ

シ

と
い
う
女
性
や

レ
イ
ン
君
達
が
経

す
る
孤

に

在

残
り
の
メ
ン
バ

は

き

み
で
情
報
を
探
す

 

槍
は
リ
ズ
ベ

ト
君
の

定
ス
キ
ル
に
よ

て
Ｇ
ｌ
ｉ
ｍ
ｒ
ｏ
ｃ

と
い
う
プ
レ

イ

に
よ
る
も
の
だ
と
判
明
し
た
ま
た
武
器
の
名
前
は
ギ
ル
テ

ン
と
い
う
名

称
だ

た

罪
の

と
は
ま
た
状
況
的
に

な
名
称
で
あ
る

あ
の

り
に

を

く
槍
の

構

ど
う
見
て
も

や
見
せ
し
め
と
い
う
意

を
思
わ
せ
る
も
の
だ

た
の
だ
か
ら

あ

の
男
性
が

か
恨
み
で
も

て
い
た
の
な
ら
別
な
の
だ
が

ル
コ

く
そ
ん
な
事
を
す

る
人
物
で
は
無
い
ら
し
い
か
な
り
⻑
い
付
き
合
い
だ
か
ら
そ
の

り
は

知
し
て
い
る
の
だ
そ

う
なさ

て

状
況
を
整
理
し
よ
う
か

 

を
決
め
て
解

し
た
後
私
を

め
た
五
人
は
さ

き
ま
で

た
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
と

て
い
た

た
だ
し
今
は

く

ま
め
る
程

の

理
し
か
運
ば
れ
て
い
な
い
話
し
合
い
を
中
心
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と
し
て
い
る
か
ら
だ

ま
さ
か
キ
リ
ト
君
の
祝
勝
会
を
し
て
い
る
最
中
に
こ
ん
な
事
に
な
る
と
は

予
想
だ
に
し
て
い
な
か

た
が

い
て
い
て
も
仕
方
が
無
い
の
で
私
は
水
を

に

ん
だ
後

に
コ

プ
を

く
り
テ

ブ
ル
に

き

気
持
ち
を
切
り

え
た

我

は
ま
ず

ル
コ

の
悲
鳴
を

き
付
け
こ
の
第
五
十
七
層
主

転

付
近
の
教
会

へ
と

け
付
け
た

そ
こ
で
教
会
の
二

か
ら

を
こ
の

槍
で

か
れ
ま
た
ロ

プ
で

を

め
ら
れ
な
が
ら

り
に
な

て
い
た
カ
イ
ン
ズ

の
死
亡
現
場
を
目
撃
し
た

ル

コ

は
こ
の
時
に
二

の

に

か
が

た
よ
う
な
気
が
す
る
と
い
う
発

を
し
た
が
す

ぐ
に
内
部
へ
突
撃
し
た
キ
リ
ト
君
や
我

は

も
見
つ
け
は
し
な
か

た

カ
イ
ン
ズ

の

死
亡
後
残
さ
れ
た
の
は

の

値
が

し
て
い
る
ロ

プ
一
本
そ
し
て
こ
の
Ｇ
ｌ

ｉ
ｍ
ｒ
ｏ
ｃ

が
作
成
し
た

槍
ギ
ル
テ

ン
一
つ

デ

エ
ル
の
ウ

ナ

表
示

は
外

教
会
の
一

び
二

内
部
に
は
一
切
見
ら
れ
な
か

た

え
れ
ば

え
る

ど
不
可
解
な
事
件
だ
よ
ね

こ
れ

 
私
の
状
況
の
整
理
を

い
て
ユ
ウ
キ
君
が

を
組
み
な
が
ら

と
も

え
な
い
表
情
に
な

た

実

そ
の
感
想
は
私
も

い
て
お
り

彼
女
の
発

に

し
た

う
む

そ
も
そ
も
シ
ス
テ
ム
的
に
可
能
な
の
か
と
い
う
話
な
の
だ
が
な
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う

ん

で
す
が
圏
内
コ

ド
は

変
わ
ら
ず

さ
れ
て
ま
す
し
あ
の
時
だ
け
解

さ

れ
て
た

て
い
う
の
も

え

い
ん
で
す
よ
ね

明
ら
か
に

性
の
あ
る

行
で
し
た
か

ら

そ
ん
な
偶
然
に
頼
る

が
あ
り
ま
せ
ん
し

と
な
る
と

行
に

ん
だ
プ
レ
イ

は
圏
内
コ

ド
を
意

的
に
解

出
来
る
権
限
を

持

て
い
る
の
か
あ
る
い
は
私
た
ち
の
知
ら
な
い

か
に
よ
る
も
の
か

ち
な
み
に
キ
リ
ト

君

君
の
見
解
は
如

な
も
の
か
な

 
ラ
ン
君
の

葉
を

き
私
自
身
も

に
思

て
い
る
事
を

に
し
た
後

と
私
と
し
て

は
本
命
の
キ
リ
ト
君
に
ど
う

え
て
い
る
か
を
問
う
て
み
た

さ

き
か
ら
ず

と

り

ん
で

い
た
の
で

を

向
し
て
い
た
の
か
興
味
が

い
た
と
い
う
の
も
あ
る
し
八
方

が
り
な
現

状
を
打
破
す
る

か
を
見
出
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
期

も

め
て
い
る

 
キ
リ
ト
君
は
私
の
呼
び
掛
け
に

下

て
い
た

線
を
向
け
て
来
る
事
で
応
え
た

一
つ
目
は
正

の
デ

エ
ル
二
つ
目
は

知
の
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
や
未
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

行

三
つ
目
は

達
が
知
ら
な
い
圏
内

コ

ド
を
無

化
す
る
ス
キ
ル
な
い
し
ア
イ
テ
ム
四
つ
目
は
シ
ス
テ
ム
の
バ
グ
を
意

的
に
引

き

し
た
も
の

だ
け
ど

三
つ
目
は

外
か
な
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故
そ
う
思
う
の
か
ね

 
確
か
に
私
は
こ
の
世
界
に
圏
内
コ

ド
を
無

化
す
る
と
い
う

果
を
持
つ
ス
キ
ル
や
ア
イ

テ
ム
を
導
入
し
て
い
な
い

こ
こ
最
近
私
の

り
知
ら
な
い

で

き
て
い
る
事
が
発
覚
し
て
き

て
い
る
の
で
あ
ま
り
確
信
を
持

て

え
な
い
の
が

い

で
あ
る
が
少
な
く
と
も
私
は
そ
う

は
し
て
い
な
い

 
故
に
キ
リ
ト
君
の
予
想
は
恐
ら
く
正
し
い
の
だ
が

の
根

も
無
く
そ
う

う

も
無
い
と

思

て

私
は
そ
の
理
由
を

ね
て
み
た

フ

ア
じ

な
い
か
ら

 
そ
し
て

キ

パ
リ
と
断

し
て
き
て

再
び
感

の

息
を

い
て
し
ま

た

 
フ

ア
ネ
ス

そ
れ
は
確
か
に
私
が
こ
の
世
界
に
掲

て
い
る
信
念
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
し

い

名
の
よ
う
な
も
の
だ

プ
レ
イ

が

ド
ス
キ
ル
を
使
う
な
ら
モ
ン
ス
タ

も
使
う

回
復
も
プ
レ
イ

と
モ
ン
ス
タ

の

方
あ
り
と
い
う
よ
う
に
私
は
こ
の
世
界
の
全
て
の

存
在
を

し
く
な
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る

論
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

な
ど
の
あ
る
程

特
別
な

存
在
で
は
差
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
が
そ
の

は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
設
定
な
の
だ
か
ら
仕
方
が
無
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い 
故
に
こ
の
世
界
で
の
フ

ア
ネ
ス
と
い
う
も
の
は
私
の
影

を
強
く

け
て
い
る
と

て

も
良
い

そ
れ
は
ス
キ
ル
や
プ
レ
イ

に
出
来
る

の
事
そ
し
て
あ
ら

る
シ
ス
テ
ム
に

い
て
そ
う

え
る

最
近
は
バ
グ
が
多
く
な

て
き
て
い
る
た
め
自

出
来
な
く
な

て
き
て

い
る
が

そ
も
そ
も
デ
ス
ゲ

ム
化
を
許
し
て
し
ま

て
い
る
時
点
で
自

も

も
無
い

こ
の
世
界
は

本
的
に
フ

ア
ネ
ス
が

か
れ
て
る

場

の
監
修
が
あ
る
限
り
圏
内
コ

ド
無

化

果
を
持
つ
も
の
な
ん
て
許
さ
な
い

そ
れ
は
ス
タ

フ
だ

て
同
じ
な

だ

か
ら
違
う
と
思

た

場

以
外
の
人
物
が
し
た
の
な
ら
も

と
目
が
届
き
に
く
い
と
こ

ろ
と
か
に
す
る
と
思
う
し

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
に

し
て
は
如

と
も
し

い
け
ど

な
る

ど
な

 
ま

理
に

て
い
る
と

え
は
す
る
だ
ろ
う

そ
も
そ
も
そ
ん
な
も
の
を
む
ざ
む
ざ
見
過

ご
す

が
無
い
し

ア
イ
テ
ム
や
ス
キ
ル
に

し
て
は
特
に

か
く
見
て
い

た

目
の
一
つ

だ

そ
の
代
わ
り
に
先
の
闘
技
場
の
よ
う
に
明
ら
か
に
お
か
し
い
ボ
ス
が

れ

ん
で
い
た
事

に
気
付
け
な
か

た
の
だ
が

 
そ
う
い
え
ば
三
戦
目
の

の
デ

タ
は
キ
リ
ト
君
自
身
だ
と
分
か

た
が
堕
天
使
と
狂
戦
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士
の
デ

タ
は
一
体
ど
こ
か
ら
持

て
き
た
の
か
見

も
付
か
な
い

完
成

が
高
か

た

が

一
体

を
参

に
し
た
の
か
少

気
に
な
る

だ

で
は
一
つ
ず
つ
話
し
て
い
き
ま
し

う
か

ま
ず
一
つ
目
の
デ

エ
ル
に
つ
い
て
で
す
が

ウ

ナ

表
示
は
ど
こ
に
も
出
な
か

た
ん
で
す
よ
ね

私
は

根
に
上

た
り
も
し
て
探
し

ま
し
た
が
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
し

姉
ち

ん

て

気
に

い
事
を
偶
に
す
る
よ
ね

ボ
ク
達
も
教
会
の
中
で
は
見
つ
け
ら
れ

な
か

た
よ

外
も
中
も
見
つ
け
る
事
は
出
来
な
か

た
つ
ま
り
デ

エ
ル
で
は
無
か

た

て
い
う
事

 
で
も

そ
う
い
え
ば
デ

エ
ル
の
ウ

ナ

表
示

て

に
出
る
の
か
な

あ
ま
り
気
に
し
た
事
は
無
か

た
け
ど

の
経
験

で

え
ば
十
メ

ト
ル
の

離
よ
り

近
付
い
て
い
れ
ば
中
間

地
に
離
れ
て
い
れ
ば

者
に
そ
れ
ぞ
れ
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た

だキ
リ
ト
君

よ
く
そ
ん
な
ル

ル
を
知

て
た
ね

そ
ん
な
事
は
気
付
か
な
い
よ

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
君
は
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

エ
ル
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
よ
く
知

て
い
る
ら
し

か

た
ま
さ
か
ウ

ナ

表
示
の
出
現

を

離
か
ら
し
て

て
る
と
は
思

て
い
な
か
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た
た
め

思
わ
ず
ア
ス
ナ
君
の

れ
る
よ
う
な

葉
に

し
て
し
ま
う
程
だ

た

 
キ
リ
ト
君
の
推

は

た

て
い
る

確
か
に
デ

エ
ル
を
行

て
い
た

者
が
十
メ

ト

ル
以
内
の

離
に
あ
れ
ば

者
の
中
間
地
点
つ
ま
り
最
⻑
で
も
五
メ

ト
ル
の

に
出
現
す

る

十
メ

ト
ル
以
上
離
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
場

に
表
示
が
出
現
す
る
こ
れ
は
完
全

決

に
よ
る

全
損
で
の
消
滅
時
も
同
じ
な
の
で

仮
に
デ

エ
ル
だ

た
な
ら

カ
イ
ン

ズ

が
消
え
た
あ
の
場

に
表
示
が
出
な
け
れ
ば
お
か
し
い

し
か
し
ラ
ン
君
達
は
そ
う
い

た

の
も
の
は
見
て
い
な
い
と

う
の
で

本

に
無
か

た
の
だ
ろ
う

と
も
か
く

あ
の
時
オ

プ
ン
ス

ス
で
表
示
は
見
え
な
か

た
し
内
部
の
ど
こ
に

も
表
示
は
一
切
見
え
な
か

た

そ
も
そ
も
教
会
の
内
部

に
表
示
さ
れ
る
な
ら
デ

エ
ル
し
た

手
も
い
る

だ
け
ど

達
は

と
も
会

て
い
な
い

つ
ま
り
デ

エ
ル
で
は
な
か

た
と
い
う

か

で
は
二
つ
目
の
未
知
あ
る
い
は

知
の

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
に
よ
る
殺

だ
が

か
意
見
は
あ
る
か
ね

 
一
つ
目
の
デ

エ
ル
と
い
う
線
は
恐
ら
く
無
い
と
い
う
結
論
を
出
し

に
キ
リ
ト
君
が

に

し
た
二
つ
目
の
予
想
に
つ
い
て
話
す
事
に
し
た

意
見
が
あ
る
か
求
め
る
と
ア
ス
ナ
君
が
小
さ

く
手
を
上

た
の
で

線
を
向
け
て
先
を

す
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失
礼
し
ま
す

え

と
私
ず

と
あ
の
槍
の
事
が
気
に
な

て
た
ん
で
す

り
は
恐

ら
く

開

だ
と
思
い
ま
す
し

の
方
法
で
は
更
に
槍
で

い
て
い
た
の
で
こ
れ
も
同
じ
意

味
な
の
か
も
知
れ
な
い
ん
で
す
け
ど

圏
内

を
成
立
さ
せ
る
た
め
に

も
し
か
す
る
と

属
性
に
よ
る
継

的
ダ
メ

ジ
を
必
要
と
し
た
ん
じ

な
い
か
と

そ
う
思
い
ま
し
て

属
性
の
継

ダ
メ

ジ
か

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
大

把
に

め
る
と
物
理
的
手

の
攻
撃
に
は
四
つ
の
属
性
が
存
在
し
て
い

る

す
な
わ
ち
斬
撃

突

打
撃

属
性
の
四
つ
だ

 
斬
撃
は

片
手
剣

や

手

突
は

剣

や

剣

打
撃
は

片
手

や

手

な
ど
で
す
ぐ
に
分
か
る

で
は

属
性
と
は

か
と
な
れ
ば

こ
れ
は

⻑
槍

槍

投

の
ピ

ク
な
ど
が
分

さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
的
な
分

で

を

い
て
い
る

間
は
継

的
に

の
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
の
が

属
性
の
み
が
有
す
る
継

ダ

メ

ジ
だ
更
に
は

ら
か

手
の

力
を
無

し
て
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る

力

に
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が
あ
る
と
い
う

点
が
あ
る
そ
の
代
わ
り
そ
の
武
器
そ
の
も
の
の
攻
撃
力

は
少
し

め
な
の
だ
が

そ
う
い
え
ば
槍
の
使
い
手

て
か
な
り
少
な
い
か
ら
気
に
し
た
事
も
無
か

た
け
ど

仮
に
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属
性
武
器
を
体
に
突
き

し
た
ま
ま
圏
内
に
入

た
場
合

て
継

ダ
メ

ジ
は
ど
う
な

る
ん
だ
ろ
う

論
ダ
メ

ジ
は
止
ま
る

で
も
突
き

さ

て
い
る
武
器
を

か
な
い
限
り
は
継

ダ
メ

ジ
発
生
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
血

が
光
る
し

違
和
感
は
ず

と
残
る
よ

へ

な
ら
転

し
た
場
合
は

 
あ
の
小
部

を
ポ
イ
ン
ト
し
た
回
廊
結

で
の
転

と
か回

廊
結

で

し
た
事
は
無
い
け
ど
転

結

で
な
ら
あ
る
よ
そ
の
場
合
も
圏
内
に
入
れ

ば
止
ま
る

え

と

キ
リ
ト

で
そ
ん
な
事
に
ま
で

し
い
の

ピ

ク
と
か
槍
と
か
突
き

さ

た
ま
ま
空
に
放
り
出
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
転

し
た
経

験
が
あ
る
か
ら
だ
よ

あ
あ

 
ユ
ウ
キ
君
が
浮
か
べ
た
疑
問
に

と
キ
リ
ト
君
は

え
て
い

た
が
そ
れ
は
過
去
命
を

わ
れ
た
時
に
経
験
し
て
い
る
か
ら
ら
し
か

た

ま

実

に
彼
が
経
験
し
た
事
は
正
し
く

圏
内
に
入
れ
ば
継

ダ
メ

ジ
も
全
て
止
ま
る
し
一
切
ダ
メ

ジ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
な
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て
い
る

 
圏
内
で
ダ
メ

ジ
は
発
生
し
な
い
と
い
う
話
で
収
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
そ
の
時

と
ユ
ウ
キ

君
の
姉
で
あ
る
ラ
ン
君
が

に
手
を

て

を

た

あ
の
今
ち

と
思

た
ん
で
す
け
ど

そ
の
圏
内
コ

ド

て
空
中
は
ど
う
な
ん
で

し

う
か

あ
の
男
性
は
ロ

プ
で

る
さ
れ
て
い
た

で
す
し

 
ラ
ン
君
の
こ
の
疑
問
に
私
も
そ
れ
ま
で
最

設

者

か
と
思
え
る
程
の

強
記
振
り

を
見
せ
て
い
た
キ
リ
ト
君
も

て

て
し
ま

た

え
ら
れ
は
す
る
が
そ
こ
ま
で
深
く

え
た
事
は
無
か

た
し
自
分
が
持

て
い
る

え
が
本

に
合

て
い
る
か
と
知
識
と

ら

し
合
わ
せ
た
か
ら
で
も
あ
る

 
そ
れ
に

え
た
の
は

私
で
は
無
く
キ
リ
ト
君
だ

た

い
や

圏
内
は
確
か
三

的
に

の
層
の
地
面

つ
ま
り
空
の
天

ま
で

く
も
の

だ

た

だ

だ
か
ら
転

だ
ろ
う
と
物
理
的
な
も
の
だ
ろ
う
と
三

的
な
中
で
も
横

の

標

が
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
の
有

内
に
入
れ
ば
そ
の
プ
レ
イ

は

コ

ド
が

さ
れ
保
護
さ
れ
た

だ
か
ら
そ
の
原
理
に

え
ば
圏
内
の
中
な
ら

え
限
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界
高

百
メ

ト
ル
の

か
ら

下
し
た
と
し
て
も

少
の
ダ
メ

ジ
は
一
切
発
生
し
な

い

物

く

な
衝
撃
は

け
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
け
ど

へ

 
私
よ
り
も
先
に
キ
リ
ト
君
が

を
開
い
た
が
そ
の
内
容
は
正
し
く
私
が

に
し
よ
う
と
し
た

事
と
全
く
同
様
だ

た

ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド

は
確
か
に
圏
内
と
判
定
さ
れ
て
い
る

の
外

を

う
よ
う
に
し
て
三

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る

状
の

を
有
し
て
お
り

そ
の
中
に
入
れ
ば

え
地
上
だ
ろ
う
が
高

百
メ

ト
ル
だ
ろ
う
が
コ

ド
で
保
護
さ
れ
て
い

る
事
に
は
変
わ
り
な
い

 
ち
な
み
に

故
そ
ん
な
事
に
ま
で

し
い
の
か
と
問
え
ば
ベ

タ
テ
ス
ト
時
代
が

わ

て

い
た
ら
し
い

ベ

タ
テ
ス
ト
で
偶

足
を

ら
せ
て
外

部
か
ら

ち
て
し
ま
い
死
に
た
く

な
か

た

に
今
よ
り
も
希
少
性
が
高
か

た
転

結

を
使

し
て
転

し
た

と
指
定

し
た

に
は

動
し
た
も
の
の
高
さ
は

下
中
と
依
然
変
わ
ら
ず

の
空
か
ら
地
面
へ
と

ち

て

突
し
た
過
去
が
あ
る
ら
し
い

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
事
が

に
あ

て
意
見
を

け
た
か

ら
転

に

だ
け
で
な
く
高
さ
ま
で
設
け
た
の
だ

た
か
と
思
い
出
し
た

ど
う
や
ら
彼



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

は
そ
ん
な

有
な
経
験
を
し
た
プ
レ
イ

の
一
人
だ

た
よ
う
だ
逆
に
そ
ん
な
経
験
を
し
て

い
る
な
ん
て

し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

ま

そ
う
い
う

だ
か
ら
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
は
ど
う
な

て
る
か

し
て
な
い
か
ら
分

か
ら
な
い
け
ど

転

先
の
事
は
と
も
か
く
圏
内
の
有

は
変
わ

て
な
い
と
思
う

と
な
る
と

下
ダ
メ

ジ
は

外
で
す
か

と
な
れ
ば
あ
と
は
ギ
ル
テ

ン
に
よ

る
ダ
メ

ジ
で
す
か
ね

 
ま

の

少
は

か
ら
ダ
メ

ジ
を

け
る

下
ダ
メ

ジ

や

属
性
な
ど
の

継

的
ダ
メ

ジ
の
三
種

く
ら
い
し
か
無
い

そ
し
て
後
の
二
つ
は
先
に
話
し
合

て
な
い
だ

ろ
う
と
決
ま

た
の
で

残
る
は

の
武
器
に
よ
る
ダ
メ

ジ
と
い
う
事
し
か

え
ら
れ
な
い

こ
こ
で

な
の
が
ダ
メ

ジ
の

出
式

そ
し
て

カ
イ
ン
ズ

の
重

備
だ

た

槍
は

属
性
の
継

ダ
メ

ジ
を
加
味
し
て
そ
こ
ま
で
攻
撃
力
は
高
く
な
い
残

た
ギ
ル

テ

ン
も

に

れ
ず
で
一

も
強
化
さ
れ
て
い
な
い
事
か
ら
デ
フ

ル
ト
の
ま
ま
な
の

だ

そ
れ
で
フ
ル
ア

マ

備
だ

た
彼
の

を

り
切
る
と
は
と
ん
で
も
な
い
ダ
メ

ジ

を

き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ダ
メ

ジ
の
変
動
は
主
に
攻
撃

の
攻
撃
速

け
る

の

ダ
メ

ジ
部

武
器
そ
の
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も
の
の
攻
撃
力

け
る

の

力
の

四
つ
が
複

に
絡
み
合
う

特
に
攻
撃
速

と

ダ

メ

ジ
部

に
よ

て

か
く
数
値
が
変
動
す
る
更
に
は

ド
ス
キ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る

ダ
メ

ジ
に
よ

て
も
変
わ
る
の
で
予

も
少
し
面
倒
に
な

て
来
る
の
だ

 
ち
な
み
に

Ｋ
ａ
ｉ
ｎ
ｓ

が

継

ダ
メ

ジ
に
よ

て
死
亡
し
て
い
る
事
は

事
が

き
て
か
ら
ア
ル
ゴ
君
に
事
情
を
メ

ル
で
話
し
て
依
頼
し

黒
鉄

で
確
認
し
て
も

ら

て
い
る

な
の
で
や
は
り

は
こ
の

槍
に
あ
る
と

え
る
だ
ろ
う

う

ん

圏
外
で
物

い
ク
リ
テ

カ
ル
ヒ

ト
ダ
メ

ジ
を

け
て

い
で
圏
内
に

た
場
合
も

け
た
ダ
メ

ジ
分
は
し

か
り

る
け
ど

そ
の

り
方

て

バ

の

か
ら

へ
一
定
の
ス
ピ

ド
だ
か
ら
仮
に
圏
外
で
こ
の
シ

ト
ス
ピ
ア
を
使

て
物

い

ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
を

き
出
し
て
そ
の
後
に
回
廊
結

で
教
会
内
部
二

に
転

を
ロ

プ
で

め
た
後
に

か
ら

き
出
し
た
ら
見
か
け
上
は
圏
内

が
成
立
す
る

け
ど
な

け
ど

ど
う
し
た
の

は

よ
り
少
し

く

体
的
に
は
数

ど

く
に

け
付
け
た

だ
け
ど
悲
鳴
が

こ
え
て
か
ら
だ
と

く
二
十

は
経
過
し
て
い
た

な
ん
だ

ル
コ
さ
ん
が
気
付
く
前
も
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め
れ
ば
三
十

足
ら
ず
は
あ

た

そ
れ
だ
け
あ

た
ら

が
た
と
え
フ
ル
だ

た
と
し
て

も
三
回
く
ら
い
は

全
損
が

き
て
る

な
ん
だ

戦
闘
時
自
動
回
復

ス
キ
ル
が
完
全

得

だ

た
と
し
て
も
二
回
は
死
ん
で
い
て
も
お
か
し
く
な
い

大
体

槍
で
ボ
リ

ム

ン
の

重

戦
士
を
一
撃
死
さ
せ
る
な
ら
レ
ベ
ル
が
一

を
超
え
て
る

力
値
極
振
り
の
プ
レ
イ

く
ら
い
で
な
い
と
不
可
能
だ
ろ
う
し

く

 
レ
ベ
ル
一

そ
れ
は
キ
リ
ト
君
の
み
が

達

と

う
よ
り

か
以
前
か
ら
超
え
て

い
て
私
達
の

一
人
と
し
て

達
し
て
い
な
い

の
レ
ベ
ル
だ

私
で
も
レ
ベ
ル
は
九
五
な

の
だ
か
ら
そ
の
レ
ベ
ル
の
上
が
り
に
く
さ
た
る
や
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る

そ
れ
に

槍
や
⻑
槍
ピ

ク
と
い

た

属
性
武
器
の

点
は
一
に
リ

チ
二
に

力
だ

大
型
の
⻑
槍
や
ラ
ン
ス
な
ら
と
も
か
く
ギ
ル
テ

ン
み
た
い
な
シ

ト
ス

ピ
ア
じ

明
ら
か
に

力
が
足
り
な
い
継

ダ
メ

ジ
を

み
で

え
ら
れ
て
る
せ
い
か
片
手

剣
や

剣
に
も
数
値
的
に
は

る
ん
だ

多
分

が
全
力
で

ド
ス
キ
ル
を
放

た
と
し
て
も

あ
の

カ
イ
ン
ズ

の

は

り
切
る
事
は

し
い

部
な
ら
と
も
か
く

を

く
な
ら

更
に
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私
も
そ
れ
は
思

て
い
た

た
と
え
キ
リ
ト
君
の
よ
う
に
超
高
レ
ベ
ル
の
プ
レ
イ

が
別
に

た
と
し
て

力
値
極
振
り
の
ス
テ

タ
ス
だ
と
し
て
も

を

く
の
で
は

槍
で
は
ど
う

し
て
も
攻
撃
力
不
足
で
一
撃
死
に
追
い
や
る
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
と

確
か
に
な

と
な
る
と

残
る
は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
ス
キ
ル
の
存
在
く
ら
い
だ
が

の

明
剣
な
ら
あ
り
得
た
だ
ろ
う
け
ど
多
分
こ
れ
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
だ
ろ
う
か
ら

他
に

持
者
は

な
い
と
思
う
し

 
確
か
に
彼
が
新
た
に
有
し
た

明
剣
な
ら
ま
だ
あ
り
得
た
ア
レ
は
使

者
の

を
消

す
る
代
わ
り
に

手
の

力
を
無

す
る
だ
け
で
無
く
シ
ス
テ
ム
的
に
ダ
メ

ジ

が

無
く
高
い
一
撃
を
見
舞
う

ド
ス
キ
ル
が
存
在
す
る

特
別
な
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
だ
か
ら
だ

刃
の
剣
と
は
よ
く

た
も
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に

に
気
付
い
て
い
る
者
も
い
る
が

こ
の
ス
キ
ル
の
参

は

千
冬
が

モ
ン

ド
・
グ
ロ

で
覇
者
と
な
る
最
大
の
要
因
だ

た
零

白
夜
で
あ
る

そ
れ
を
捨
て

ら
れ
た
弟
が
持
つ
と
い
う
の
は
因
縁
め
い
た
も
の
を
感
じ
て
し
ま
う

彼
の
心
情
を

慮
し
て

も

て
は
い
な
い
し
予

と
い
う
形
で
話
し
て
も
い
な
い
が
ど
う
か
気
に

ま
な
い
で

欲
し
い
と
切
に
願

て
い
る
私
で
あ
る
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圏
内

が
可
能
に
な
る
ス
キ
ル
の
存
在
は
さ

き

定
し
た
か
ら
な

残
る
は
バ
グ

か 
憂
鬱
そ
う
に
キ
リ
ト
君
が
息
を

き
そ
う

た

残
る
バ
グ
を
意

的
に

こ
し
た
可
能

性
は
無
く
は
無
い
の
だ
が

こ
れ
の

証
が

し
い

と
い
う
か

仮
に
や

て
成

し
て

そ
れ
で

か
が
死
ん
だ
り
し
た
ら
目
も

て
ら
れ
な
い

正
直
そ
れ
が
一
番
可
能
性
と
し
て
あ
り
得
そ
う
だ
よ
ね

現
実
と
し
て
亡
く
な

た

だ

し

で
そ
う
い
う
バ
グ
探
し
を
す
る
の
か
な

大
迷
惑
だ
よ

本

ね

 
ア
ス
ナ
君
ユ
ウ
キ
君
ラ
ン
君
が
憂
鬱
そ
う
に

息
を

き
な
が
ら

う
中
キ
リ
ト
君
だ

け
は

に
指
を

て
な
が
ら

え

ん
で
い
た

キ
リ
ト
君

か
気
に
な
る
事
で
も

ん

 
あ
あ

今
の
会
話
を
振
り
返

て
た
だ
け
だ
よ

ど
ん
な
結
論
に
な

た
か
は

把
握
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
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そ
う
か
ね

 
少

引

掛
か
る
事
は
あ

た
も
の
の

キ
リ
ト
君
の
返

に
そ
こ
ま
で
疑
問
を
浮
か
べ
な

か

た
私
は
そ
れ
以
上
の
追

は
し
な
か

た

そ
の
後

文
し
た

み
を
完
食
し
キ
リ
ト

君
は
リ

フ

君
と
ユ
イ
君
が

る
第
一
層
の
教
会
へ
私
達
は
再
び
情
報
集
め
に
向
か

た
の

だ

た

 

れ
た

 
第
五
十
七
層
主

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
話
し
合
い
を
終
え
た

は

に
参
加
出
来
な
い

に
リ

姉
と
ユ
イ
姉
が

る
第
一
層
へ
と

り
て
い
た

正
直
こ
の

層
に
は
キ
バ
オ
ウ
や

に
ヘ
イ
ト
を
向
け
る
プ
レ
イ

が
多
く

属
す
る

論
デ

ア
ベ
ル
の
よ
う
に
理
解
あ
る

プ
レ
イ

も
少
な
か
ら
ず

る
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の

点
が
あ
る
の
で

あ
ま
り

れ
た
く
な
い
と
い
う
の
が
本

だ

実

リ

姉
と
シ
ノ
ン
を

内
し
て
い
る
時

時

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
部
隊
に
出
く
わ
す
か
と

や

や
し
て
い
た

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
で
最
近

に
残

て
い
る
の
は
や
は
り
目
の
前
で
死
亡
し

た
コ

バ

ツ
で
あ
る

彼
が

い
て
い
た
十
一
人
の
部
隊

は
生
き
残

た
も
の
の
や
は
り
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欲
を

え
ば
コ

バ

ツ
も
生
き
残
ら
せ
た
か

た
と
い
う
思
い
は
あ
る
た
と
え

を

悪
し

て
い
た
と
し
て
も
だ

 
そ
の
コ

バ

ツ
の
事
を
思
い
出
す
し

自
身
が
キ
バ
オ
ウ
を
苦
手
と
し
て
い
る
事
も
あ

て
あ
ま
り
第
一
層
を

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
だ
け
ど

が
有
す
る
ホ

ム
の
在
り

を

知
ら
れ
な
い

と
出
来
る
だ
け
人
の
多
い
場

に

在
し
た
方
が
リ

姉
達
も
安
全
と
い
う
結
論

に
至

た
の
で
内
心
で
は

り
な
が
ら
も
一
応
第
一
層
に

在
す
る
事
は
快

し
て
い
た

の
事
よ
り
も
ま
ず
は
リ

姉
達
の
安
全
が
最

先
で
あ
る

さ
て
と

リ

姉
に
は

絡
し
て
お
い
た
し

く
教
会
に
行
こ
う
か
な

 
リ

姉
と
シ
ノ
ン
の
鍛

を
終
え
た
後
に

え
に
行

た
の
で
道
は
分
か

て
い
る

労
も

あ
る
し

く

た
い
な
と
思
い
な
が
ら

は
転

か
ら

七

へ
と
歩
き
出
し
た

  

く

そ

く
二
人
を
帰
せ
よ

 
お
前
ら
し
つ
こ
い
ん
だ
よ

  

礼

が
な

て
ね

ガ
キ
だ
な
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大

り
を
歩
い
て
い
る

中
で
横
道
の
方
か
ら
そ
ん
な
声
が
い
ん
い
ん
と
反

し
な
が
ら

い
て
来
た

し
か
も

い
て
来
た
声
は

と
同
年
代
く
ら
い
の
男
子
の
声
と
大
人
の
男
の
声
で

特
に
男
子
の
声
に
は

き
覚
え
が
あ

た

今
日
の

前
中
に
会
話
し
た

ギ
ン
の
声
だ

た

 

か

な
予
感
が
し

は

色
の

け
と

物
の
陰
で
暗
く
な

て
い
る
小
道
へ
と
入

た

中
で
メ
ニ

を

作
し

時
も
の
黒
コ

ト
を

い

手
に
黒
と
白
の
片
刃
片
手

剣
を
握
り
な
が
ら

て
少
し
し
て

は
ギ
ン
の
声
が
し
た
場

へ
と

り

い
た

こ
の

リ
ン
と
ミ

ナ
を
離
せ
よ

へ

大
人
の

会
の
ル

ル
を
教
え
て
や

て
る
ん
だ
よ

⺠
に
は

税
の
義
務
が
あ
る

か
ら
な

 
そ
の
場

で
は
十
人
近
く

る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
特
徴
的
な

緑
色
の

を

た
男
達
に

髪
の
男
子
ギ
ン
が
た

た
一
人
で
反
抗
す
る
光

が
広
が

て
い
た

小

道
の
先
に

も

さ
な
い
と
で
も

う
か
の
よ
う
に

い
で
い
る
の
か
ら
見
る
に
ど
う
や
ら
圏

内
だ
と
他
プ
レ
イ

に

出
来
な
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム
的
保
護
を
悪

し
た

ブ
ロ

ク

と
い
う
マ
ナ

レ
ス
行

を
し
て
い
る
ら
し
い

ギ
ン
の

ぶ
り
か
ら

す
る
に
リ
ン
と
ミ
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ナ
と
い
う
二
人
が
あ
ち
ら

に

じ

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
リ

姉
達
を

内
し
て
い
る
時
に
疑
問
に
思

て
ア
ル
ゴ
か
ら
情
報
を
仕
入
れ
て
い
た
が
ま

さ
か

税

徴
税
部
隊
と
い
う
も
の
が
本

に
存
在
す
る
と
は
思
わ
な
か

た

で
も

キ
バ
オ
ウ
に
よ
る

先

ら
し
い
の
だ
が

を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
イ
マ
イ
チ
把
握
し
か
ね

る

デ

ア
ベ
ル
が
こ
ん
な
事
を
許
す

も
無
い
か
ら
十
中
八
九

な
の
だ
ろ
う
け
ど
一
体

を
目
的
に
こ
ん
な
事
を
し
て
い
る
の
か
下
手
し
な
く
て
も
こ
れ
は

隊
対

に
な
る

だ

と
思
う
の
だ
が

ン
な
事

て

や

て
る
事
は
チ
ン
ピ
ラ
と
か
と
変
わ
ら
な
い
じ

ね

か

だ
と
ご
ら

う
わ

 
そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
間
に
ギ
ン
の

葉
が

に
来
た
の
か
軍
の
メ
ン
バ

の
一
人
が
ギ

ン
を

り

ば
し
た

そ
れ
は
圏
内
コ

ド
で

ら
れ
る
も
ス
テ

タ
ス
に
よ
る
衝
撃
と
エ

フ

ク
ト
は

け
る
の
で
ギ
ン
は

き
と
共
に
後
ろ
へ

つ
ま
り

の
方
へ
と
吹

ん
で

き
た

 

は
吹

ん
で
き
た
ギ
ン
を

手
で

き

め
た

後
ろ
に
人
が

る
と
思
わ
な
か

た
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に

い
て
い
た
ギ
ン
だ
が

の

を
見
る
と

か
分
か
り

別
の
意
味
で
目
を
見
開
い
た

キ
リ
ト

 

で
こ
こ
に

る
ん
だ
よ

キ
リ
ト

ま
さ
か

あ
の

ビ

タ

か

で

が
こ
こ
に

い
や
ど
う
せ
偽
物
だ
ろ

攻
略
プ
レ
イ

で
も
あ
る
ビ

タ

が
こ
ん
な
第
一
層
に

い
る

が
無

よ

偶
然
名
前
が
同
じ
に
な

た
ス

ル
違
い
の
ガ
キ
だ
ろ

 
ま

確
か
に
同
じ
ス

ル
の
プ
レ
イ

は

な
い
が

み
が
同
じ
プ
レ
イ

と

う

の
は
偶
に

る
の
で
そ
の
可
能
性
を

え
る
の
も
お
か
し
く
は
な
い
の
だ
が

が

手
に
二

刀
を
握

て
い
る
時
点
で

せ
な
い
と
い
う
の
も
ど
う
か
と
思

た

こ
の
世
界
で

二
刀
流

が
出
来
る
の
は

だ
け
な
の
だ
か
ら

え
付
か
な
い
方
が
お
か
し
い
だ
ろ
う
体
格
の
事
も
あ

る
し

 
ま

二
刀
と
い
う
だ
け
な
ら
レ
イ
ン
も
同
じ
な
の
だ
け
ど

彼
女
の
場
合
は
少
し
違
う
ら

し
い
し

別

で

え
て
良
い

そ
も
そ
も
体
格
は
お
ろ
か
性
別
も
年

も
明
ら
か
に
違
う
し

ギ
ン

こ
れ

て
ど
う
い
う
状
況

あ
え

と

リ
ン
と
ミ

ナ

て
い
う
教
会
で
一
緒
に
住
ん
で
る
女
子
が
二
人
あ

ち
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に

じ

め
ら
れ
て
て

コ
ル
を
払
わ
な
い
と
返
さ
な
い

て

中

徴
税
部
隊

て

て

こ
こ
最
近
第
一
層
を
我
が
物

で
歩
い
て
る
ん
だ

オ
イ
オ
イ
我
が
物

て

葉
に
は
気
を
付
け
ろ
よ

達
攻
略
プ
レ
イ

が

る
か
ら

生
還
出
来
る
可
能
性
が
あ
る
ん
だ
ろ

 

の

ら
な
い
が
気
に
は
お
仕

き
が
必
要
だ
な

 
そ
う

て
こ
の
面
子
の
中
で
も
リ

ダ

格
ら
し
い
男
は

に

い
て
い
た
片
手
剣
を

い

た
あ
り

れ
た
形
状
と
⻑
さ
の
片
手
剣
は
そ
こ
そ
こ
の
も
の
で
は
あ

た
が
明
ら
か
に
最
前
線

で
は

し
な
い
も
の
だ

た

更
に
は
一

も
強
化
は
お
ろ
か

も
経
験
し
て
い
な
い

入
し
た
ば
か
り
と
い
う
か
新
品
特
有
の

ら
い

き
が
目
に
付
く

戦
闘
を
経
た
剣
と
い
う

の
は

ど
こ
か
深
み
と

み
を

び
た

き
を
放
つ
も
の
な
の
だ

 

備
の

も
ど
こ
か

き
が

い
剣
も
最
前
線
で
は

し
な
い
恐
ら
く
攻
略
メ
ン
バ

で
は
無
い
の
で
レ
ベ
ル
は
良
い
と
こ
六

か
そ
こ
ら
だ
ろ
う

く
と
も
四

程

そ
れ
く
ら

い
は

か
ら
す
れ
ば

と
い
う
事
は
無
い
が
ギ
ン
や
一
緒
に

ら
し
て
い
る

間
ら
し
い
リ
ン

と
ミ

ナ
と
い
う
女
子
か
ら
す
れ
ば

に
は
変
わ
り
な
い

 
見
過
ご
す
と
い
う
の
も
出
来
な
い
し
こ
こ
は
一
つ
動
い
た
方
が
良
い
と
判
断
し
す
ぐ
に
ど

う
動
く
か
を
思

し
た
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ギ
ン

に
し

か
り

ま

て

えい
い
か
ら

わ

分
か

た

 
少
し

か
し

の
背
中
に

れ
掛
か
る
よ
う
に
ギ
ン
が

ま

た
後

は

手
の
剣
を
逆

手
に
持
ち
直
し
て

で
ギ
ン
の
足
を

い
だ

そ
し
て
彼
の
体
を
背
中
に
背
負
い
き
る
と
す
ぐ

に
近
付
い
て
来
よ
う
と
し
た
軍
の
メ
ン
バ

へ
と

け
出
し

最
前
で
剣
を

い
て
い
た
男
の

間
合
い
に
入
る
直
前
で

め
前

家

の

へ
と

び
上
が
る

な
 
ギ
ン
と
軍
の
メ
ン
バ

の

き
に
息
を

む

を

に
し
な
が
ら

は

製
の
家

の

を

り
三

び
の
要

で
軍
の

上
を

び
越
し

ブ
ロ

ク
で

が
れ
て
い
る
道
の
先
へ

と

地
し
た

そ
こ
に
は
小
さ
な
開
け
た
場

で

交
じ
り
に

る
女
子
二
人
の

が
あ

た

え

ギ
ン
君

と

キ
リ
ト
君
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無
事
み
た
い
だ
な

ギ
ン
は
二
人
の
近
く
か
ら
離
れ
な
い
で

お

お
う

分
か

た

 
ど
う
や
ら

前
中
に
会

た

に

の

を
覚
え
て
く
れ
て
い
た
よ
う
で
女
子
二
人
は
一
先

ず

へ
の

も
無
く

け
入
れ
て
く
れ
た

そ
れ
と
特
に

か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
風
で
も
無

い
事
に
安

し
ギ
ン
に
離
れ
な
い
よ
う
指
示
し
て
か
ら

は
後
ろ
で

き
に

ま
る
ア
イ

ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

へ
と
振
り
返

た

お
仕

き
が
必
要
だ

て

て
た
よ
な
確
か

だ

た
ら
あ
ん
た
達
に
は

か
ら
く
れ

て
や
る

最
前
線
に
出
て
来
な
い
く
せ
に
攻
略
組
の
一

を

る
あ
ん
た
達
に

攻
略
組
の

が

圏
内
戦
闘
で
な

 
そ
う

い
な
が
ら

は
二
刀
を

に
展
開
し
た

け
て

そ
れ
と

と

葉
を
繋

る

圏
内
戦
闘
だ
か
ら
と

て
甘
く
見
て
る
よ
う
な
ら
そ
の
認
識
は
捨
て
た
方
が
良
い

は

確
か
に

ら
な
い
け
ど

そ
の
代
わ
り

遠
に

く
ん
だ

圏
内
戦
闘
は
プ
レ
イ

に

恐
怖
を

み

む

 
直
後

足
を

か
に
引
い
て
す
ぐ
に

の
黒
い
片
刃
片
手
剣
で
強

な

突
を
放
ち

の

最
後

今
の

か
ら
見
て
最
前
列
に
い
る
男
に

き

む

ま
じ
い
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
と
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共
に

が

き

り
同
時
に

を

た
男
が
後
ろ
に
い
た
メ
ン
バ

を

き

み
な
が

ら
数
メ

ト
ル
後
ろ
に
倒
れ

ん
だ

今
の
は
た
だ
の

い
一
撃

時
ま
で
意
識
が
保
つ
か
あ
ん
た
達
で

さ
せ
て
も
ら
お
う

 

の
そ
の

葉
に
応
じ
る
よ
う
に

手
の
黒
白
の
二
刀
は
闇
と
光
を

て

き
更
に

の

に
は
旋
風
か
ら
風
を

た
六
本
の
槍
旋
回
す
る

の
チ

ク
ラ
ム
出
現
す
る

チ
ラ

リ
と
そ
れ
ら
を
一

し

労
し
て
い
る
今
の

で
は
こ
れ
が
限
界
か
と
内
心
で
苦
く
思

た

 
こ
の

の
武
器
は
全
て

の
意
思

す
な
わ
ち
思

に
よ

て
発
生
す
る

波
に

よ

て
出
現
格

さ
れ
ま
た
浮
い
て
い
る
武
器
は
振
る
わ
れ
る
事
が
リ

姉
達
を
鍛
え
て
い

る
間
に
判
明
し
た

す
な
わ
ち

が
強

な
イ
メ

ジ
を
持

て
さ
え
い
れ
ば
文

り
こ
の

武
器
達
は
意
の
ま
ま
に
振
る
わ
れ
る
と
い
う
事
で
あ
る
や
ろ
う
と
思
え
ば
ホ
ロ
ウ
が
し
て
い
た

よ
う
な
攻
撃
方
法
だ

て
可
能
だ
し

ア
レ
以
上
の
猛
攻
撃
も
可
能
で
は
あ
る

 
た
だ
し
そ
れ
も

の
思

が
速
け
れ
ば
の
話
だ

恐
ら
く
こ
の
武
器
と
シ
ス
テ
ム
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

入
れ
た
人
物
は

の
開
発
に
も
一

ん
で
い
る
人
物
な
の
だ
ろ
う
そ
う
で
な
け
れ
ば
イ
メ

ジ
だ
け
で
武
器
を

る
な
ど
と
い
う
発
想
は
出
て
来
な
い

だ
か
ら

 

故

の
開
発
に

ん
で
い
る
者
が

わ

て
い
た
と

え
た
か

そ
れ
に
は

の
世
代
と
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い
う
も
の
が

与
し
て
い
る

 

の
世
代
に
も

然
な
が
ら
世
代
分
け
す
る

の
意
味
が
あ
る

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
前

は
第
二
世
代
が
運

の
主
流
で
あ

た
も
の
の

自
体
は
第
三
世
代
が
主
と
な

て
い
る

 
定
義
と
し
て
第
一
世
代
は

本
武

に
よ
る
現
代
兵
器
圧
倒
が
出
来
る
こ
と
第
二
世
代
は

後
付

備
が
出
来
る
事
と
大

把
に

え
ば
定
義
さ
れ
て
い
る

 
第
一
世
代
は
機
体
の
性
能
や
武

の

い
方
に
よ

て
大
き
く
勝

が

さ
れ
る
も
の
で

そ
の
中
で
も
一

千
冬
は
目
立

て
い
た
と

え
る

故
な
ら

一
仕
様
能
力
を

一
発
現
さ
せ
て
機
体
を

て
い
た
か
ら
だ

時
間
が
開
発
者
の
親
友
と
い
う
事
も
あ

て

他
よ
り
⻑
大
だ

た
か
ら
だ
ろ
う

零

白
夜

は

時

外
的
な
力
だ

た
の
だ

 
第
二
世
代
は

や
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

な
ど
機
体
の
性
能
を
フ
ル
に
活

し
ど
れ
だ

け
戦
う

を

か
せ
ら
れ
る
か
が
分
か
れ
目
と
な

た
第
二
世
代

で
有
名
な
の
は
日
本
の

よ
り
の
打
鉄
と
フ
ラ
ン
ス
の
オ

ル
マ
イ
テ

な
バ
ラ
ン
ス
を
重

し
た
ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ
で
あ
る

特
に
後
者
は

の
容

が
大
き
い
の
で

し
た
武

に
よ

て

離
を

ぶ
つ
ま
り
機
体
性
能
そ
の
も
の
で
は

離
を

ば
な
い
と
い
う
万
能
機
で

あ
る
と

え
た
た
め

世
界
で
も
か
な
り
の
シ

ア
を
誇

て
い
た
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で
は
第
三
世
代
は

か
と

う
と

者
の
強
い
想
像
に
よ

て
機
構
を
動
か
す
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

ス
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

載
し
て
い
る
事
そ
れ
が
新
た
な
定
義
付
け

だ

た

イ
メ

ジ
と
一

に

う
が
実

に
は

者
の

波
パ
タ

ン
か
ら

内
想
像

を
構

し
そ
の

り
に
機
構
を
動
か
す
と
い
う
も
の
で
こ
ち
ら
は
こ
ち
ら
で

一
仕
様
能
力

の
発
現
と
同
様
に
⻑
大
な

時
間
を
要
求
さ
れ
る
代
物
だ

更
に
は

者
の
思

回
転
速

に
よ

て
は
十
全
に
機
能
を
発

出
来
る
場
合
と
出
来
な
い
場
合
と
が
出
て
来
る
の
で
こ
れ
こ

そ
使

者
が
限
ら
れ
て
く
る
と

え
る

ま

ま
だ

に
取
り
掛
か
り
始
め
た
ば
か
り
だ

た

な
の
で

し
く
は
知
ら
な
い
し
も
し
か
す
る
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
か
ら
一
年

が
経
過

し
て
い
る
今
は
も
う
完
成
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど

 
こ
れ
ら
を
知

た
上
で
こ
の
武
器
を

す
れ
ば

明
ら
か
に

に

わ

て
い
た
人

物
も
制
作
に

わ

て
い
た
の
だ
な
と
思
え
て
し
ま
う

今
正
に

労
で
振
る
え
る
武
器
に
限

り
が
出
て
き
て
い
る
の
だ
か
ら

ま
だ
限
界
を
知
ら
な
い
も
の
の
恐
ら
く
他
に
盾
や
ア

ク
ス

ブ
レ

ド
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
も
出
せ
る

だ
が
今
は
出
せ
て
い
な
い
の
で
や
は
り

前

中
の
戦
い
が

い
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
と
は

え

目
の
前
に
い
る
十
数
人
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
メ
ン
バ

を
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ら
す
な
ん
て

こ
れ
く
ら
い
で
も

無
い
の
で
あ
る
が

今
日
新
し
く
手
に
入
れ
た
こ
の
力

む
事
無
く
存
分
に
振
る
わ
せ
て
も
ら
お
う
か

 

の

葉
を
契
機
に
槍
と
チ

ク
ラ
ム
が
高
速
で
軍
の
メ
ン
バ

目
掛
け
て

来
す
る

そ

れ
に
合
わ
せ

も
ま
た
二
刀
を

え
て
襲
い
掛
か

た

 
こ

ち
だ
よ

 
こ

ち
に
三
人
が
軍
に

分
か

た

ケ
イ
ン
は
下
が

て
て

 
サ

シ

さ
ん
と
一
緒
に
切
り

り
し
て
い
る
始
ま
り
の

七

の
教
会
で

ら
す
子

の
中
で
ケ
イ
ン
と
い
う
少
年
の
道

内
を

け
て
い
た
私
は
そ
の

葉
を

い
て
す
ぐ
に

の
二
刀
を

き
な
が
ら
路
地
へ
突

ん
だ

 
こ
う
な

て
い
る
理
由
は

数
分
前
に

る

 
教
会
で
子

達
を
集
め
て

ら
し
て
い
る
と

え
ど
こ
こ
は
一
応
ゲ

ム
の
中
だ
か
ら
そ
の

気
に
な
れ
ば
子

で
も
戦
う
力
を
持
て
る
現
に
そ
れ
は
明
ら
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

で
も
最

年
少
の
キ
リ
ト
君
が
攻
略
組
に
い
る
と
い
う
事
実
で
立
証
さ
れ
て
い
る

な
の
で
わ
た
し
や
フ
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リ
ア
ち

ん
サ

シ

さ
ん
の
他
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
や
リ

フ

ち

ん
を
初
め
と
し
た
他

の
良
心
的
な
プ
レ
イ

の
付
き

い
あ
り
な
ら
圏
外
で

り
を
す
る
の
も
認
可
さ
れ
て
い

た 
今
日
の

前
中
は
攻
略
組
の
一
人
の
戦
い
を
観
戦
出
来
る
と
知
り

の
黒
の
剣
士
の

ま
じ
い

戦
と
そ
れ
の
勝
ち

き
を
見
た
事
で
最
後
の
あ
の

変
に
は

え
て
い
た
も
の
の

本
的
に
は
興

す
る
程
に

足
の
い
く
も
の
を
見
れ
た
ら
し
い
子

達
は

後
に
な

て
か
ら

は
多
く
が
圏
外
へ

び
出
て
剣
を
振

て
い
た

そ
の
気
に
な
れ
ば
出
来
る
の
だ
と
色

と

さ
れ
た
ら
し
か

た

 
流

に
数
が
多
い
の
で
知
り
合
い
に
付
き

い
を
頼
み

み

方
に
な

て
き
た
か
ら
帰

て
く
る
よ
う
メ

ル
を
一

送
信
し
て
か
ら

く
し
て
ギ
ン
リ
ン
ミ

ナ
と
一
緒
に
組
ん

で
い
た

の
ケ
イ
ン
が
教
会
に

け

ん
で
き
た

そ
の
時
は
帰
り
が

い
そ
の
四
人
を
探
し

に
行
こ
う
か
と
サ

シ

さ
ん
と
フ

リ
ア
ち

ん
リ

フ

ち

ん
と

し
て
い
る

だ

た

  

ギ
ン
達
が
大
変
な
ん
だ

 
軍
に
絡
ま
れ
た
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そ
れ
を

い
た
わ
た
し
達
の
間
に
一
気
に

が

た

ま

リ

フ

ち

ん
は
事

情
を
知
ら
な
い
し
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
の
方
の

が
強
か

た
よ
う
だ
か
ら
よ
く
分
か

て
い

な
か

た
の
だ
が

 
本
来
わ
た
し
達
が
孤

と
し
て

し
て
い
る
教
会
は

共

設
で
あ
り
シ
ス
テ
ム
的

に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い

使

に

し
て
は
少

の
コ
ル
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず

ま
た
食
べ

り
の
子

達
を

う
と
な
れ
ば
一

月
で
も
そ
れ
な
り
の

が
必
要
に
な
る

そ
の
た
め
わ
た
し
は
他
の
理
由
も
あ
る
に
は
あ
る
が

鍛
冶

や

裁

に
手
を
出
し

フ

リ
ア
ち

ん
も

き
だ
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
が
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て
収
入
を
求
め

た
キ
リ
ト
君
も
サ

シ

さ
ん
か
ら
事
情
を

い
て
か
ら
は
寄
付
を
し
て
く
れ
て
い
る

そ
の

た
め
こ
れ
ま
で
生
活
は
そ
れ
な
り
の
水

で

持
出
来
て
い
た

 
だ
が
そ
れ
は
こ
の
第
一
層
始
ま
り
の

の
中
で
は
か
な
り
異

と

え
た

軍
と
あ
た

し
達
を

け
ば
こ
の

に

在
し
て
い
る
プ
レ
イ

は

ど
が
圏
外
へ
出
た

の
死
の
リ
ス

ク
を
恐
れ
引
き

て
い
る

つ
ま
り
収
入
が
無
く
て
路

に
迷

て
い
る
プ
レ
イ

が

ど
だ
か
ら
だ
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無
論
そ
う
い

た
プ
レ
イ

の

に

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
や
サ
ブ
リ

ダ

で
あ
る
シ
ン

カ

さ
ん
も
様

な
活
動
を
し
て
お
り

た
と
え
ば
戦
わ
な
く
て
も
良
い
か
ら
情
報
を

め
た

り
新

と
し
て
書
き
出
す
作
業
に

事
し
て
も
ら

て
見
返
り
と
し
て

金
と
い
う
形
で
コ

ル
を

し
た
り
な
ど
を
実

し
て
い
る

そ
れ
で
も
人
数
が
人
数
な
の
で
ど
う
し
て
も

か

ら
出
て
し
ま
う
者
も
出
て
し
ま
う
仕
事
と
い
う
の
は
能

と
出
来
の
良
さ
で
高
い

価
を
得
る

者
が
得
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
だ

 
そ
う
や

て
振
り

と
さ
れ
た
者
達
あ
る
い
は
バ
イ
ト
の
よ
う
な
形
で
日

を

い
で
い
る

者
達
に

べ
れ
ば
攻
略
組
に

す
る
レ
ベ
ル
を
誇
る
わ
た
し
や

ロ
で
活
動
可
能
な
サ
バ
イ

バ
リ
テ

を
有
す
る
フ

リ
ア
ち

ん
が
お
金
を

ぎ
生
活
を

持
し
て
い
る
孤

は

の
的
だ

た
の
だ

 
そ
ん
な
私
達
を

て
き
た
の
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の

徴
税
部
隊

だ

た

⺠
に
は

税
の
義
務
が
あ
る
一

プ
レ
イ

は
自
分
た
ち
に
感

の
証
と
し
て
コ
ル
を
払

う
べ
き
な
の
だ
と
た
だ
で
さ
え

で

い
で
い
る
者
達
か
ら

取
し
よ
う
と
す
る
者
達
で
あ

る

こ
の
部
隊
結
成
は

月
程
前
結
成
の
中
心
人
物
は
キ
バ
オ
ウ
と
い
う
ア
ン
チ

一

と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
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最
初
は
ま
だ
活
動
は
小
さ
か

た
の
だ
が

こ
こ
数
日
は
か
な
り

化
し
て
き
た
感
じ
が
す

る

そ
の

先
に
ギ
ン
達
が
絡
ま
れ
た
と

い
て
わ
た
し
は
教
会
に
三
人
を
残
し

独
で
救

出
に
打

て
出
た

論
他
の
三
人
や
子

達
も
来
る
と

て
く
れ
た
の
だ
け
ど
わ
た
し
の

レ
ベ
ル
と
実
力
を
知

て
い
る
の
も
あ

て
引
き
下
が

て
く
れ
た
下
手
に
来
て
人

に
取
ら

れ
て
は

も
子
も
な
い
し

あ

 
レ
イ
ン
先
生

え

ギ
ン

 
リ
ン
に
ミ

ナ
も

て

キ
リ
ト
君
ま
で

 
し
か
し

意
気

ん
で
来
て
み
れ
ば

と
い
う
か

わ
た
し
の
出
番
は
最

無
か

た
ら
し

か

た

ケ
イ
ン
に

内
さ
れ
た
路
地
の
先
に
は
確
か
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
メ
ン

バ

は

た
の
だ
け
ど

も
が

き
を
上

な
が
ら
倒
れ

し
て
い
る
し
ギ
ン
達
は
無
事
だ

し
更
に
は
キ
リ
ト
君
ま
で

た
か
ら

に
解
決
し
た
の
だ
と
理
解
し
た
の
だ

こ
の
状
況
を
ど

う
に
か
出
来
る
人
物
は

こ
の
場
に
い
た
四
人
の
中
で
は
キ
リ
ト
君
し
か

な
い
し

 
と
は

え
キ
リ
ト
君
は

前
中
の

労
が
ま
だ
残

て
い
る
ら
し
く

を

く

さ
え
な

が
ら
近
く
の

に

れ
掛
か

て
い
た
け
れ
ど

え

と

キ
リ
ト
君

大
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ん

れ
が
出
た
だ
け
だ
か
ら

少
し

め
ば

つ

 
わ
た
し
が
話
し
掛
け
る
と
心
配
掛
け
な
い
よ
う
に

く

を
上

て

み

し
か
し
す

ぐ
に

が
し
た
の
か

を

め
た

あ
れ
だ
け
の

戦
を
経
て
更
に
は
こ
こ
で
も
ギ
ン
達
を

助
け
る

に
戦

た
の
だ
か
ら

を

使
し
過
ぎ
た

だ
ろ
う

キ
リ
ト

達
を
護
り
な
が
ら
軍
を

し
た
ん
だ

ボ
ス
み
た
い
に
槍
と
か
二
刀
と
か
同
時

に
使

て

全

が
気
絶
す
る
ま
で

と

り
返
し
て
た
か
ら

く

れ
た
ん
だ
と
思
う

そ

か

 
ギ
ン
と
ミ

ナ
の
話
を

い
て
や
は
り

の

使
が
原
因
だ
と
分
か

た

か
を
護
り
な

が
ら
戦
う
と
い
う
の
は

神
経
を
使

て
気

れ
す
る
か
ら

に

し
て
い
た
キ
リ
ト
君

か
ら
す
れ
ば
か
な
り
の
重
労

だ

た
に
違
い
な
い

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト
君

お
ぶ

て
あ

る
か
ら

て
て
い
い
よ

い
や

そ
れ
は
悪
い

 
わ
た
し
が

し
出
る
が

そ
れ
を
キ
リ
ト
君
は
立
ち
上
が
り
な
が
ら
断
ろ
う
と

葉
を
発
し

た

し
か
し
そ
の

中
で
再
び

に
襲
わ
れ
た
の
か
ま
た

を

め

に
手
を

て
て
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ら
り
と
体
を
グ
ラ
つ
か
せ
る

あ
あ
も
う
ま
と
も
に
立
つ
の
も
出
来
な
い
ん
じ

歩
け
も
し
な
い
よ

遠
慮
な
ん
て
し
な

く
て
い
い
か
ら

じ

あ

お
願
い

は
い

ら

し

か
り

ま

て

 

く

い
た
の
で
わ
た
し
は
中

で
背
中
を
見
せ
て

る
よ
う
に

た

覚
束
な
い
足
取

り
で
キ
リ
ト
君
は
わ
た
し
の
背
中
に

り

の
前
に

を
回
し
て

て
来
た

そ
れ
を
確
認

し
て
わ
た
し
は

を
彼
の

に
回
し
て
持
ち
上

背
中
に
彼
の
重
み
が
掛
か

て
い
る

事
を
確
認
し
て
か
ら
立
ち
上
が

た

大

 

ち
な
さ
そ
う

あ
れ

 
キ
リ
ト
君

すレ
イ
ン
先
生

キ
リ
ト

も
う

て
る

 
そ
の
時
に
は
も
う

キ
リ
ト
君
は

息
を
立
て
て
い
た

返
事
が
無
い
事
に
お
か
し
い
な
と
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思

て
い
れ
ば
ギ
ン
が
も
う
眠

て
い
る
と
教
え
て
く
れ
た

ま
さ
か

心
を
忘
れ
な
い
キ

リ
ト
君
が
人
の
背
中
で
速
攻
眠
る
と
は

そ
れ
だ
け

れ
て
い
た
と
い
う
事
な
の
か
あ
る
い

は
そ
れ
だ
け
わ
た
し
が
信

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
な
の
か
あ
る
い
は
そ
の

方
か
そ
れ
以

外
か

 
一
体
ど
れ
だ
ろ
う
か
と
思

し
な
が
ら
わ
た
し
は
キ
リ
ト
君
を

こ
さ
な
い
よ
う
静
か
に
ギ

ン

リ
ン

ミ

ナ

ケ
イ
ン
達
と
一
緒
に
教
会
へ
の
帰

に

い
た
の
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
キ
リ
ト
マ
ジ
で

ん
で
な
い
で
す
ね

先
の
展
開
的
に
ま
だ

め
な
い
し

原
作
キ
リ
ト

は
お
ろ
か
多
分
原
作
攻
略
の
⻤
も
真

⻘
な

き

り
そ
も
そ
も

が
出
来
な
い
と

い
う
立
場
で
す
し
ね

 
最
後
は
レ
イ
ン
の
背
中
で

て
る
し

も
う
キ
リ
ト
ユ
イ
と
一
緒
に
孤

に
入

た
ら
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め
る
ん
じ

な
い
か
な
と
書
い
て
て
思
い
ま
し
た

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
圏
内
事
件
と
心
の
少
女
の
原
作
イ
ベ
ン
ト
が
同
時
進
行
と
な
り
ま

し
た

一
応
作
中
で
も

て
お
り
ま
す
が
キ
リ
ト
は
圏
内
事
件
の

に

わ
り
は
し

ま
す
が
そ
こ
ま
で
と
い
う
感
じ
で
す
ね

主
に
事
件
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
が
メ
イ
ン
で
動
き

ま
す
製
作
者
と
し
て
不
可
解
過
ぎ
る
事
件
に
興
味

つ
解
明
し
な
け
れ
ば
と
い
う
責

感

に
追
わ
れ
て
い
ま
す

 
感
想
で

人
か
書
か
れ
て
い
ま
す
が
あ
ん
ま
り
圏
内
事
件
が

き
で
な
い
方

て
い
ま

す
よ
ね

ど

か
で
原
作
者
も
黒
歴
史
だ

て

て
た
気
が
し
ま
す
し

私
も
そ
こ
ま
で
書

き
た
い
と
い
う
感
じ
で
は
無
い
の
で

と

び

び
に
な
る
と
思
い
ま
す
一
応
本
作
の
主
人

は
キ
リ
ト
な
ん
で

心
の
少
女

が
メ
イ
ン
か
な

他
キ

ラ

点
が
多
い
の
に

い
今

更
で
す
が

 
ま

同
時
進
行
だ
し
出
来
る
だ
け
手

き
は
し
た
く
な
い
で
す
が

そ
も
そ
も
未
定
で

す
し

 
さ
て
そ
ろ
そ
ろ
こ
の

で

色

と
チ

ト
化
し
た
キ
リ
ト
で
す
が
し

か
り
代
償
が
あ

る
の
で
ご
容
赦

け
れ
ば

い
で
す



 第二十六章 〜《圏内事件》と《徴税部隊》〜

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
七
章
 

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

の
矛
盾
と
戦
う
理
由

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
う

む

や
は
り
ク
オ
リ
テ

が
下
が

て
き
て
い
る

構
想
は
浮
か
ん
で
い
る
の
に
上
手

く
自
然
な
文
章
に
書
き

こ
せ
な
く
て
も
ど
か
し
い
で
す

 
そ
ん
な
今
話
は
キ
リ
ト

点
で
す

た
だ
ち

と

が
分
か
ら
な
い
か
も
キ
リ
ト

点
だ

と

時
も
小

し
い
で
す
か
ら

を
今
更
と
い
う
感
じ
で
す
が

 
後

に

わ

て
来
る
の
で
今
は
そ
う
な
の
か

で
流
し
て

け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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第
一
層
で
ギ
ン
達
を
軍
の
徴
税
部
隊
か
ら
助
け
出
し
レ
イ
ン
に
お
ぶ

て
も
ら

た

ま
で
は
覚
え
て
い
る

し
か
し
そ
こ
か
ら
先
の
記

は
無
い

と
い
う
か

突
に

切
れ
気

付
け
ば

は
別
の
場

で
倒
れ

し
て
い
た

 

く

き
上
が

て

を
見

し
明
ら
か
に
さ

き
ま
で
い
た
始
ま
り
の

の
路
地

と
は
別
の
場

で
あ
り
更
に
は
そ
も
そ
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
見
て
来
た
エ
リ
ア
で
も
無

い
事
に
気
付
い
た

は

を

な
が
ら

葉
を
発
し
た

 

が
倒
れ
て
い
た
そ
の
場

と
い
う
か
地

は

わ
ば
現
代

だ

た

天
空
は
一
切
の

光
も

さ
な
い
と
ば
か
り
に
黒
い
暗
雲
が
立
ち

め

今
に
も
雨
が

り
出
し
そ
う
な

気

だ

を
見
れ
ば
高
層
ビ
ル
が
立
ち

ん
で
い
た
し
か
し
そ
の

ど
の

か
ら
光
は

れ
て

い
な
く
て
電
光
掲
示
板
が
バ
ジ
ジ

と
空
し
く

を
上

な
が
ら
明
滅
す
る
と
い
う
ど
こ
か

れ
た
感
の
あ
る
場

だ

た

 

き
上
が
ろ
う
と
地
面
に
突
い
た
手
の
感
覚
や

足
の
感
覚

と
な
く
感
じ
る

さ

そ
れ
ら
が
こ
の
世
界
を
夢
で
は
無
い
と
突
き
付
け
て
来
る

夢
だ

た
ら
ど
れ
だ
け
い
い
か
と

思

て
し
ま

た

ま

そ
も
そ
も
こ
こ
は

の
記

に
は
無
い
し

そ
れ
ら
し
い
場

に

行

た
事
も
無
い
か
ら
仮
に
夢
だ

た
な
ら
別
の
意
味
で
恐
ろ
し
い
事
に
な
り
そ
う
だ

仮
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に
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
は
な
い
別
エ
リ
ア
に

ば
さ
れ
た
と
し
て
も
そ

れ
は
そ
れ
で
恐
ろ
し
い
け
ど

 
そ
ん
な

体
も
無
い
事
を

え
な
が
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た

は
そ
の
時
あ
る
事
に
気

が
付
い
た

地
面
に
突
い
た
手
が

界
に
入

た
か
ら
だ

た

 

の
黒

く
め
な
戦
闘

で

は
手
に

め
る
グ
ロ

ブ
を
指

手

に
し
て
い
る
色

は
黒

だ

し
か
し
今
し
て
い
る
手

は
黒
い

で
あ
る
事
に
変
わ
り
は
無
い
の
だ
が
そ
の
色

合
い
は
闇
の
様
に
深
く

更
に
は
指
先
ま
で
全
て
が

わ
れ
て
い
る
ノ

マ
ル
な
手

だ

た

な

で

が

 
慌
て
て
立
ち
上
が

て
か
ら
全
身
を
見
て

然
と
し
た

今
の

の

は

ア
イ
ン
ク

ラ

ド
で
悪
名
を

か
せ
て
い
る
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
で

み
深
い
前
開
き
の
黒
コ

ト
で

は
無
く

が

近
く
ま
で
あ
る
⻑
い
フ

ド
付
き
の
ロ
ン
グ
コ

ト

に

え
ば
ホ
ロ

ウ
と
同
じ
だ

た
の
だ

ブ

ツ
も

付
き
の
も
の
か
ら

の

に
変
わ

て
い
る

ホ

ム

か
ら
出
る

に
は

時
も
背
負

て
い
た
エ
リ

シ
デ

タ
も

二
刀
流

を
明
か
し
て
か
ら

は
背
負
う
よ
う
に
し
た
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

も
今
は

に
も
無
か

た

地
面
に

ち
て
い

る
の
か
と
も
思

た
が
無
く

手
を
振

て
も
メ
ニ

も
出
な
い
の
で
取
り
出
す
と
い
う
事
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も
出
来
な
か

た

 
こ
こ
が
ど
こ
な
の
か
分
か
ら
な
い
以
上

自
分
が
強
者
で
あ
る

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

な
の
か

あ
る
い
は
弱
者
で
あ
る
桐

谷
和
人
な
の
か
も
分
か
ら
な
い

か
に
襲
わ
れ
た
時
に
対

す
る
に
し
て
も
リ
ア
ル
の

は

人
な
ら
と
も
か
く
武
道
の
有

者
な
ら

あ
る
い
は

か
に

る
た
め

対

出
来
る

手
に
も
限
り
が
あ
る

 
そ
れ
に
本

に
現
実
な
ら
最
悪

を
使

て
対
抗
す
る
と
い
う
手

を
取
れ
る
が

が

た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
し

ナ

ヴ
ギ
ア

を
取
り
外
さ
れ
る
と
死
亡
す
る
事
は
直
姉
の
話
か
ら
分

か

て
い
る
か
ら
リ
ア
ル
の
体
が

中
に
放
り
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
も
あ
り
得
な
い

そ
も

そ
も
本

に
リ
ア
ル
な
ら
一
年

も

た
き
り
だ

た

で

せ

え
そ
も
そ
も

き
上
が

れ
な
い

だ
し

 
自
分
の
能
力
も
分
か
ら
な
い
場

も
分
か
ら
な
い
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
か
も
分
か
ら
な

い

な
ん
だ
よ

は

 
な
い
な
い

く
し
で
自
分
の
身
を
護
れ
る
力
も
無
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
は

の
心
に
不
安
の
陰
り
を
呼
び

こ
す

か
し
て
い
な
い
と
不
安
が
高
ま

て
し
ま
い
そ
う
だ
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た
か
ら

は

を
歩
く
こ
と
に
し
た

裏
道
め
い
た

り
高
層
ビ
ル
の
間
に
作
ら
れ
て
い
る

道
を
少
し
ず
つ

心
し
な
が
ら
歩
く
が

も
い
な
い
上
に
先
を
見

せ
な
い
闇
が
横
道
に
は

あ

て

更
不
安
は
高
ま
る
一
方
だ

た

キ
シ

な

モ
ン
ス
タ

 
不
安
で

を

め
た
そ
の
時
横
道
か
ら
静
か
な

声
と
共
に
一
体
の
ナ
ニ
カ
が

を
現
し
た

 
そ
れ
は
白
い
仮
面
が
あ

て
眼
の
部
分
か
ら
は
⻩
色
の
光
が
見
え

の
よ
う
に
四
足
歩
行

の
そ
れ
の
体
に
体

は
見
ら
れ
な
く
て
緑
色
の
体
表
が
見
え
る
だ
け
だ

た

パ

と
見
で
は
ホ

ロ
ウ

が

し
て
い
た
時
に
付
け
て
い
た
仮
面
と

似
し
て
は
い
た
形
状
そ
の
も
の
は
獣

の

骨
の
よ
う
だ

た
か
ら

ら
か
の
違
い
は
見
ら
れ
た
が
確
か
に
似
て
い
た

キ
シ

ク
シ

シ

 

き

面
に

と
は
こ
の
事
か
そ
の
モ
ン
ス
タ

は
一
体
だ
け
で
は
無
く
他
の
横
道
や
小

道
更
に
は
高
層
ビ
ル
の

上
か
ら

て
来
る
個
体
ま
で

た

そ
し
て
そ
れ
ら
全
て
の

線

は

に
集
ま

て
い
る

論
ナ
ン
や
ピ
ナ
の
よ
う
な
友

的
な
も
の
で
は
な
く

意
や

意
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と
い

た
そ
れ
だ

思
わ
ず
一
歩
下
が

て
し
ま

た

 
対
抗
し
た
い

だ

た
が
大
き
な
問

が
あ

た
今
の

に
武
器
が
無
い
の
だ

無
手
も

出
来
な
く
は
な
い
け
ど
流

に
モ
ン
ス
タ

手
に
無
手
を
主
流
に
出
来
る
程
の

練
は
無
い

世
界
最
強
や
神

の
兄
だ

た
な
ら
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
が

ら
目
指
し
て
い
る
と
は

え
流

に
こ
れ
を

す
気
に
は
な
れ
な
か

た

せ
め
て
人
だ

た
な
ら
ま
だ
し
も
未
知
の

モ
ン
ス
タ

手
に
無
謀
な

け
は
し
た
く
な
い

  
こ
ん
な
時
に
二
刀
が
あ

た
ら

の
よ
う
に

か
ら
出
し
入
れ
出
来
る
な
ら

  
そ
う
強
く
思

た

 

と
し
て
広
く
知
れ

て
い
る
も
の
は
ロ
ボ

ト
の
よ
う
な
機

的
な
も
の
で

武
器
も

そ
れ
に
見
合
う
く
ら
い
大
き
な
も
の

ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
一

が
生
身
の
成
人
と

同
じ

大
き
さ

が

本
的
近

ブ
レ

ド
も
成
人
の
身
⻑
と

同
じ
か
少
し
超
え
る
く
ら
い
の

刃

り
が
あ
る

重

だ

て
機

的
な
上
に
本
物
な
の
で

重
い
ぶ

ち

け
る
と
生
身

で
は
ま
ず
持
て
な
い

そ
れ
を
解
消
す
る

に

が
実
験
体
に
さ
れ
た
と
い
う
背

も
あ
る
ら
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し
い

 
対
す
る

は
ホ
ロ
ウ
の

を
か
つ
て
の

自
身
白
い
化
け
物
へ
と
変
化

ぶ

ち

け
る
と

し
た
後
も

背

は
変
わ

て
い
な
か

た
事
そ
し
て
使

し
て
い
る
武

器
の
大
き
さ
か
ら
し
て

に
生
身
の
人
間
で
も

え
る
も
の
ば
か
り
だ

論
チ

ク
ラ
ム

は
投

て
も
帰

て
来
な
い
だ
ろ
う
し

六
槍
な
ど

の
能
力
を

い
な
け
れ
ば
二
本
ま
で
し

か
使
え
な
い
こ
と
請
け
合
い
だ
が

逆
に

え
れ
ば

の
機
能
が

止

シ

ル
ド
エ
ネ
ル

ギ

が

し
て
も
継
戦
は
可
能
な
の
だ

 
更
に

の
体
に

め

ま
れ
て
い
る

コ
ア
は

そ
こ
ら
の

と
は
異
な
る

格
な
の
で

た
と
え

が

し
た
と
し
て
も

へ
の
武

の
出
し
入
れ
や
浮
遊
は
可
能
と
い
う
の

が
特
徴
の
一
つ
だ

絶
対

が
無
く
な
る
の
は
そ
こ
そ
こ

い
が

対

備
な
ん
て
絶
対

を
無

し
て

者
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る
攻
撃
力
を
持
つ
武
器
が
あ
る
以
上
は
あ

て
無
い
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
構
わ
な
い

 
つ
ま
り

が
あ
る

を

た
状

で
あ
ろ
う
と

し
て

生
身
の
状

で
あ
ろ
う

と
戦
え
る
事
そ
の
も
の
は
変
わ
ら
な
い

だ
か
ら
今

に
二
刀
が
あ

た
な
ら

は
あ
る

程

な
ら
戦
え
る
自
信
が
あ

た

達
に
デ
ス
ゲ

ム
で

ロ
を

い
て
い
な
い
し
直
姉
に
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鍛
え
ら
れ
て
い
な
い

更
に
は
世
界
最
強
を
追

て
い
る

で
も
無
い
の
だ
か
ら

 
そ
ん
な
背

も
あ

て
強
く
思

た
そ
の

間

手
に
そ
れ
ぞ
れ
蒼
黒
い

と
共
に
闇
を

た
エ
リ

シ
デ

タ
と
紅
白
い
光
に

ま
れ
る
と
共
に

い
な
が
ら
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

が

出
現
し
た

な

エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

 
闇
色
と
光
色
を

た
二
刀
流

そ
れ
は

の
体
に

め

ま
れ
た

コ
ア
で
戦
う
時
に
使

う
武
器
の
一
つ
だ

た
が
本
来
は
今
振
る

て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
二
刀
で
は
無
く
ホ
ロ
ウ
が

⻑
剣
に
合
体
さ
せ
た
あ
の
二
刀
が

で
使
う
二
刀
武
器
だ

 
闇
色
の
片
刃
の
剣
は
黒
鉄

光
色
の
片
刃
の
剣
は
白
金
と
い
う
名
前
だ

た

の
名

前
は

雪
片
・
黒
式

と

雪
片
・
白
式

と

た

そ
の
名
前
は
世
界
最
強
の
姉
が
振
る

て
い
た
武

と

同
じ
で

と
な
く
ま
た

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て

だ

た

か
ら
束

士
に
頼
み

ん
で
変
え
て
も
ら

た
の
だ

安
直
で
は
あ
る
が
気
に
入

て
い
る

名
前
で
あ
る

 
そ
れ
は
と
も
か
く
あ
の
二
刀

の
名
前
が
ア
レ
な
だ
け
あ

て

然
な
が
ら
世
界
最
強
の

姉
が
振
る

て
い
た
剣
と
同
じ
性
能
が
あ
る

そ
れ
を
意
識
し
て
作

て
い
た
の
だ
ろ
う
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す
な
わ
ち

零

白
夜

と
い
う
名
称
の
能
力
だ

 
零

白
夜
と
は
ゲ

ム
風
に

え
ば

手
の

力
を
無

し
て
ダ
メ

ジ
を
与
え
る

と
い
う
性
能
を
持
つ
特

技
と

え
る
も
の
で

で
は
こ
れ
を

一
仕
様
能
力
と
呼
ぶ

ホ

ロ
ウ
も
二
刀
を
合
体
さ
せ
て
か
ら
使

て
来
て
い
た

明
剣
の
能
力
が
正
に

千
冬
が

世
界
最
強
に
至

た
最
大
の
要
因
で
も
あ
る
と

わ
れ
て
い
る
力
そ
の
も
の
だ

使

し
て
い
る

間
は

の
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

を
大

に
消

す
る
の
だ
が

そ

の
使

す
る
時
間
を

の

間
に

め
る
事
で
コ
ス
ト
を
極
限
ま
で
下

果
を
最
大
ま
で

上

て
い
た

に

千
冬
は
世
界
最
強
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た
の

で
あ
る

 
も
し
か
す
る
と

が
呼
び
出
し
た
二
刀
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
二
刀
だ

た
の
は

で
の
二
刀

が
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
力
を
想

さ
せ
る
か
ら
忌

し
て
い
る
と
い
う

の
心
の
表
れ
な
の
か
も

し
れ
な
い

グ
シ

ア

 

が
手

に
現
れ
た
二
刀
に
目
を
向
け
て

い
て
い
る
と
そ
の
隙
を

う
か
の
よ
う
に

び
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上
が

て
モ
ン
ス
タ

が
一
体
襲
い
掛
か

て
来
た

反

的
に

に

歩
動
き
時

回

り
に
回

て
遠
心
力
と

転
力
を
加
え
た
二
刀
で
攻
撃
が
不
発
に
終
わ

て
隙
だ
ら
け
の
モ
ン

ス
タ

へ
と

き

む

闇
と
光
を

た
剣

は
モ
ン
ス
タ

の
体
表
を
あ

さ
り
斬
り
裂

き

斬
ら
れ
た
モ
ン
ス
タ

は
白
い

と
な

て
消
え
て
い

た

 
そ
れ
で
一
気
に

意
を

れ
さ
せ
た
モ
ン
ス
タ

達
は
ジ
リ
ジ
リ
と

の

を
取
り

み

な
が
ら

離
を

め
て
来
る

は
そ
れ
を
見
て

を

の
前
で
交
差
さ
せ
て

を

と
し

二
刀
に
闇
と
光
が

た

間
に
振
り

い
た

を

ぎ
払
う
よ
う
に
振
り

く
と
共
に

黒
と

の
斬
閃
が
渦
を

き
か
な
り
近
付
い
て
い
た
モ
ン
ス
タ

か
ら
斬
り

み
少
し
離

れ
て
い
た
モ
ン
ス
タ

は
剣
圧
で

さ
れ
た

 
二
刀
流
ス
キ
ル
で
最
初
に

得
す
る
片

れ
全
方

を
二
刀
で
攻
撃
す
る
二

撃

ド
ス
キ
ル
エ
ン
ド
・
リ
ボ
ル
バ

そ
れ
が
使
え
た

に
一
応
今
の

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
Ｋ

ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

の
力
を

え
る
事
が
分
か

た

そ
う
と
分
か
れ
ば
こ

ち
の
も
の

 
少
な
く
と
も
戦
う
だ
け
の
力
は
あ
る

そ
の
事
実
は

の
心
を

て
い
た
不
安
を
た
ち
ま
ち

消
し

ば
し
体
中
に
闘

を

き
立
た
せ
る
に
は
十
分
だ

た

襲
い
掛
か

て
来
た
モ
ン
ス
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タ

達
に
一
刀
ず
つ
見
舞
い
時
に
は
複
数

め
て
斬
り

ら
し
な
が
ら

は
高
層
ビ
ル
の
間

を

う
よ
う
に

び
る
道
に

て
進
ん
だ

 
ハ

ハ

 
道
な
り
に
進
み

け
そ
の
間
も
ず

と
モ
ン
ス
タ

達
と
戦

て
い
た
間

は
戦
闘
に
集

中
し
て
い
た

に
気
付
く
の
は

く
な

た
が

中
か
ら
雨
が

り
出
し
た
よ
う
だ

た

か
な

り
に
大

の
よ
う
で
パ
シ

パ
シ

と
地
面
に

ち
て
は

を

ら
す

色

と

が
出
る
の

は
確
実
な
の
で

今
は
フ

ド
を

て
い
る
状

だ

界
が
悪
い
こ
と
こ
の
上
無
い

 
更
に
悪
い
事
に

は
戦
い

け
て
い
た
せ
い
で
か
な
り

し
て
い
た

そ
の

労
も
Ｓ
Ａ
Ｏ

の
時
の
よ
う
な
精
神
的
な
も
の
で
は
無
く
現
実
と
同
じ
肉
体
的
な

労
だ

あ
れ
か
ら
戦
い

け
て

が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
使
え
た

ド
ス
キ
ル
は
全
て
使
え

更
に
は

で
使

て
い
た
武
器
も
使
え
る
事
が
判
明
し
そ
れ
ら
で
戦

て
き
た
も
の
の
ど
う
や
ら

ド
ス
キ

ル
の
速
さ
は

体
に
負

を
掛
け
る
よ
う
で

労
が

し
や
す
か

た
よ
う
な
の
だ

 
ま

少
し

え
れ
ば
分
か
る
事
で
は
あ
る

ド
ス
キ
ル
は
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
よ

り
現
実
で
は
実
現
不
可
能
で
あ
ろ
う
速

で
武
器
を
振
る

て

手
を
攻
撃
す
る
も
の
つ
ま
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り
一
回
で
は

と
も
な
く
と
も
断

的
に
使

を

り
返
せ
ば
体
に
ガ
タ
が
来
て
も
お
か
し
い

話
で
は
無
い

 
と
は

え

も
し
今
の

の
こ
の
体
が
現
実
の
も
の
を
再
現
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ

だ
け
体
力
が
無
い
と
い
う
事
で
も
あ
る
の
で
情
け
な
い
と
も
思
う
が

ド
ス
キ
ル
以
上
の
剣

速
を
出
せ
な
い
事
も
無
い
が
や
は
り
体
に
掛
か
る
負

が
大
き
す
ぎ
る
か
ら
乱
発
も
出
来
な
い

し

も
し
こ
こ
で
ま
た
堕
天
使
が
出
て
き
た
ら

は
今

こ
そ
負
け
る
と

え
る

ま
だ
Ｓ

Ａ
Ｏ
ア
バ
タ

の
よ
う
に
肉
体
的

労
が
無
か

た
な
ら
勝

は
あ

た
だ
ろ
う
け
ど
も

 
流

に
も
う
戦
い
た
く
な
い
と

に
来
る
少
し
前
に
戦

て
倒
し
た
ば
か
り
の
凶
悪
な
強

さ
の
ボ
ス
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

は
呼

を
整
え
て
歩
み
を
再
開
し
た

と
い
う
か

本

に
出

 
パ
シ

パ
シ

と
ブ

ツ
が
一
定
の
リ
ズ
ム
で
立
て
る

を

に
し
つ
つ

は

断
な

く
二
刀
を
構
え
な
が
ら
歩
く

し
か
し
行
け
ど
も
行
け
ど
も
高
層
ビ
ル
が
立
ち

ぶ
道
が
真

直

ぐ
に
あ
る
い
は
直

の

が
り

を

を
現
す
だ
け
で
ど
こ
か
の
広
場
に
出
る
と
い
う
事
も

無
い

と
道
が

い
て
終
わ
り
が
見
え
な
い

に

は
不
安
と
共
に
鬱

し
た
気
分
で

葉
を

き
出
し
た
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す
る
と

暗
い
道
の
先
に
少
し
だ
け
明
る
い
場

に
出
る
の
が
見
え
た

今
ま
で
は
ビ
ル

の
間
に
道
が
出
来
て
い
た
の
で
影
で
暗
か

た
の
に

中
か
ら

か
に

ら
さ
れ
て
い
る
か
の

よ
う
な

く
明
る
い
光

が
あ

た
の
だ
し
か
も
道

よ
り
広
そ
う
な
の
か
ら
し
て
恐
ら
く
は

か
し
ら
開
け
た
場

な
の
だ
と
予

出
来
た

こ
れ
は

天
楼

 
そ
の
場

に
出
て
す
ぐ
に
浮
か
ん
だ
感
想
は
そ
れ
だ

た

 
ま
ず
第
一
に
目
に
付
い
た
の
が

に
あ
る
高
層
ビ
ル
よ
り
も

か
に

層
を
重
ね
て
い
る

大
な
ビ
ル
だ

た
の
だ
ま
る
で
天
を
衝
か
ん
ば
か
り
の
様

は

天
楼
と
し
か

に
は
表
現

出
来
な
か

た

ま
る
で
ど
こ
か
の
高

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
入
り

そ
こ
に
上
が
る

に

か
ら
正
面
へ
と

が

て
い
る

が
あ
る

天
楼
ビ
ル
だ

た

そ
の
ビ
ル
だ
け

か
ら

明
か
り
が

れ
て
い
た

 

く
の
ご

か
よ

分
の
ん
び
り
し
て
た
ん
だ
な

え

  
こ
ん
な
見
た
事
も
無
い
世
界
に
人
が

る
の
か
そ
も
そ
も
中
に
入
れ
る
の
か
と
疑
問
に
思
い
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な
が
ら
歩
を
進
め
よ
う
と
し
た
そ
の
時
天
か
ら
反

し
な
が
ら
声
が

い
て
来
た

ま
る
で
機

会
に
掛
け
て
い
る

声
の
よ
う
に
二
重
に
狂

た
よ
う
な
高
い
声
そ
の
声
か
ら
は
ど
こ
か

弄

め
い
た
も
の
を
感
じ
た

 
釣
ら
れ
天
を
見
上

る

自
然
と

は

天
楼
の

上
に
目
を
向
け
て
い
た

ホ
テ
ル
の
入

へ
と
繋
が
る

入
り

電
光
掲
示
板
へ
と

線
を

し
て
い
き
ギ
リ
ギ
リ
見
え

る

上
へ
と

り

く

 
そ
れ
と
同
時
に
そ
の

上
か
ら

び
出
す
白
い
影
が
あ

た

そ
れ
は
ど
ん
ど
ん
地
表
へ
と

近
付
い
て
行
き

数

後
す
た
ん
と

下
速

に
反
し
て

や
か
な
足

と
共
に

地
し

た

片

立
ち
に
な

て
い
た
白
い
影
は

く
り
と
上
体
を

こ
し

最
後
に

を
上

たよ

初
め
ま
し
て
だ
な

王
よ

 

を
王
と
呼
ん
だ
そ
の
白
い
影
は

と

合
わ
せ
の
よ
う
な
容

を
し
て
い
た

違
い

を
上

る
と
す
れ
ば
目
つ
き
と
表
情
な
ど
が
あ
る
が

よ
り
も
違
う
の
は

そ
の
色
だ

た

 

の
二
つ
名
は

黒
の
剣
士

そ
れ
は
こ
の
二
つ
名
が
付
け
ら
れ
て
か
ら
も

く
は
片
手
剣

使
い
で
あ

た

が
シ

ツ
や
ズ
ボ
ン
コ

ト
果
て
は
使

し
て
い
た
剣

の
エ
リ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

シ
デ

タ
は
と
も
か
く
先
代
の
ウ

イ
ト

ザ
ド

ン
な
ど

ま
で
意

的
に
黒
く
し
て
い
た

た
め
付
け
ら
れ
た
も
の
だ

外
的
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
み

色
と

白
が

ざ

て
い

て
色
に
反
し
て
い
る
が

槍
や

剣
な
ど
は
全
て
を
黒
色
に
リ

イ
ン
ト
し
直
し
て
い
る
の
で

正
に

は
二
刀
の
時
を

け
ば
黒
一
色
に

ま
る

も

そ
し
て
⻑
い
髪
も

 
し
か
し
目
の
前
の
影
は
真

白
だ

た

目
は
本
来
白
い
部
分
が
黒
く

は
金
色
に

ま

て
い
た

色
は

的
を

り
越
し
て
真

白
髪
も
白
髪
を
思
わ
せ
る
く
ら
い
真

白

も

コ

ト
も
ブ

ツ
も
手

も
全
て
白

故
か

は
Ｓ
Ａ
Ｏ

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

の
そ
れ

だ

た
が
色
は
完
全
に
正
反
対

背
負

て
い
る
エ
リ

シ
デ

タ
も
白
く

ダ

ク
リ
パ
ル

サ

は

し
い

色
だ

た

 

ど
が
色
を
反
転
さ
せ
て
い
る
よ
う
な

二
つ
の
存
在
が

の
目
の
前
に
い
た

と
同
じ

か

へ

思

た
よ
り

か
な
い
ン
だ
な

闘
技
場
の
ホ
ロ
ウ
を
見
た
時
か
ら
予
感
だ
け
は
し
て
た
か
ら
な

 

れ

と
全
く
同
じ

の

と

対
す
る
の
で
は

そ
う
予
感
は
し
て
い
た
ま
さ
か
こ
ん

な
す
ぐ
だ
と
は
思
わ
な
か

た
け
ど

し
か
も
色
が
反
転
し
て
と
か

が
予
想
出
来
る
だ
ろ
う
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か 

が
そ
う

え
つ
つ

息
と
共
に

葉
を
返
す
と

白
い

は

の

を
歪
め
た

カ

 
ま

あ
ン
だ
け
あ
か
ら
さ
ま
だ

た
ら
そ
う
思
う
の
が

だ
よ
な

か
知

て
る
風
な

い
方
だ
な

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
に
は
や

り

を
人
体
実
験
に
使

た
組

が

わ

て
る
の
か

 
白
い

の

い
方
に
違
和
感
を

い
た

は

浮
か
ん
で
い
た
疑
念
を
ぶ
つ
け
て
み
た

 

と
束

士
し
か
知
ら
な
い

状

の
体
に

め

ま
れ
た

コ
ア
の

に

め
ら
れ
て
い
る
武
器
達
そ
し
て
そ
れ
ら
の

い
方

そ
こ
に
デ
ス
ゲ

ム
化
の
真

人
が

場

で
は
無
い
と
い
う
推

を
結
び
付
け
れ
ば
自
然
と

を

た
組

の
存
在
し
か
無

く
な

て
来
る

デ

タ
を
持

て
い
る
の
は

と
束

士
を

け
ば
あ
そ
こ
し
か
無
い
か
ら

だ 
束

士
は
こ
ん
な
事
を
す
る
よ
う
な
人
で
は
無
い

仮
に

を

し
て
い
た
な
ら
別
だ
け
ど

あ
の
人
は

本
的
に
親
し
く
も
無
い
人
を
ど
う
こ
う
し
よ
う
と
い
う
事
は
無
い

あ
の
人
の
場

合
行
動
は

極
的
に
は
自
分
の
事
だ
け
で
あ
る

外
で
束

士
自
身
が
認
め
た
人
物
の

に

動
く
事
も
あ
る
が
そ
の
対

を
傷
付
け
よ
う
と
は
し
な
い
の
で
そ
の
一
人
で
あ
る
と
教
え
ら
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れ
て
い
る

を
苦
し
め
る

も
無
い
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
す
る

が
無
い

 

の
疑
問
を

け
た
白
い

は

を

め
て
嗤

た

さ

 
ン
な
事
知
る

が
無

だ
ろ

せ
オ
レ
は
テ
メ

な
ん
だ
か
ら
よ

テ
メ

の

知
る
事
が
イ
コ

ル
オ
レ
の
知
る
事
で
も
あ
る

そ
れ
以
前
に
そ
も
そ
も
オ
レ
の
知

た
事
じ

無

し
お
前
が

つ
ま
り

が
お
前

そ
の

に
は
性
格
が

分
違
う
よ
う
に
も
思
え
る
け
ど

そ
り

な

オ
レ
と
テ
メ

は
同
じ
だ
が

存
在
が
違

ン
だ

ん

え

と

ん
ん

 
白
い

の

い
回
し
は

解
だ

た

と
い
う
か
こ
れ
分
か
ら
せ
る
気
が
無
い
の
で
は
と
も

思
え
た

を
組
み

根
を
寄
せ
な
が
ら

を

て

え

ん
で
し
ま

た

を
見
て
白

い

は

と
息
を

い
た

テ
メ

に
は
ま
だ

し
か

た
か

 
な
ら
も

と

に

明
快
に

明
確
に

い
表
し

て
や
る
よ

オ
レ
は

 
そ
こ
で
白
い

が

手
を
持
ち
上

白
い
エ
リ

シ
デ

タ
の

を

ん
だ

テ
メ

で
も
あ
る

て

事
だ
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そ
し
て

三
日
月
を
思
わ
せ
る

な
狂

を
浮
か
べ
な
が
ら
大
声
を

り
上

白
い
エ

リ

シ
デ

タ
を

い
て
斬
り
掛
か

て
来
た

に
手
を
掛
け
た
時
点
で

し
た
た
め
後

退
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が

も
黒
い
エ
リ

シ
デ

タ
を

き
刃
を
交
え
た

黒
と
白
の
火
花

が

る
い
き
な
り
だ
な

キ
ヒ

ハ

 
悪

を

く
と
更
に
白
は

み
を
を
深
く
す
る

そ
れ
に

と
し
て
刃
を

し
出
し
白

を
大
き
く
後
退
さ
せ

離
を
取

た

テ
メ

が
知

て
る
か
ど
う
か
は
知
ら
ね

が

オ
レ
と
テ
メ

は

は
一
つ
の
存
在

だ

た

 
後
退
し
な
が
ら

白
は
そ
う

て
き
た

そ
れ
に

き
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
斬
り
掛

か

て
き
て
集
中
を

ら
す
目
的
で
話
し
て
い
る
の
だ
と

す
る

無

す
る
の
が
一
番
な
の

だ
ろ
う
が
こ
の
白
い

の
事
が
気
掛
か
り
で
あ
る
事
も
事
実
で
あ
り
結
果
的
に

は
白
い

の
声
を
流
す
事
も
出
来
な
い
で
戦
う

目
に
な

た
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結
論
か
ら

え
ば
オ
レ
は
テ
メ

の
裏

の

テ
メ

が

じ

め
た
テ
メ

自
身
の

心
と
記

の
集
合
体
だ

が

じ

め
た

心
と
記

 
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

も

き
二
刀
で
斬
り
掛
か
る

と
白
い

ド
ス
キ
ル
を
使
え
ば

手

取
り

い
の
だ
が
使

て
い
る
間
に
気
付
い
た
が
こ
の
世
界
で
は
技
後

直
と
い
う
も
の

が
存
在
し
な
い
そ
し
て

手
が

自
身
で
あ
る
と
い
う
事
は

が

得
し
て
い
る
技
の
全
て
の

道
を

知
し
て
い
る
と
い
う
事
な
の
で
悪
手
な
の
は
確
実

見
切
ら
れ
て
斬
ら
れ
る
未
来
し
か

無
か

た
た
め

は
全
て
の
斬
撃
を

に

の
技
術
だ
け
で
放

て
い
た

 
対
す
る
ホ
ロ
ウ
も
同
じ
よ
う
に
デ
フ

ル
ト
攻
撃
し
か
し
て
こ
な
い
た
め
見
切
り

す
か

ぐ
か
の

反
撃
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

る
の
も
全
て
一
か
ら
十
ま
で
し
な
く
て
は
な
ら
な

い

そ
ん
な
中
で
も
語
ら
れ
る
内
容
に

の
意
識
は

分
か

か
れ
て
い
て

第
に
追
い

ま
れ
て
い
く

ま
ず
テ
メ

の
記

て
モ
ン
が
大
分

れ
て
る
自
覚
が
あ
る
の
か
よ

 
斬
り
掛
か
り

ぎ
と
剣

の
応

を

さ
れ
る
中
で
投

ら
れ
た
問
い
に

は
息
を

め
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た

そ
の
問
い
に
対
す
る

え
を
持

て
い
た
か
ら
だ

 
自
覚
は

あ

た

確
か
に
意
識
し
て

を
思
い
出
そ
う
と
し
て
も

か
な
り

れ
て
い
る

ら
れ
て
い
る
最
中
の
記

も
か
な
り

だ
し

よ
り
も

れ
て
い
る
の
は

を
し

て
い
た
か
だ

家
事
を
し
て
い
た
の
は
覚
え
て
い
る
け
れ
ど
自

で
し
て
い
た
事
は
覚
え
て
い

な
い
多
分
学

の

を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

え
て
い
た

だ
が
思
い
出
し
て
み
れ

ば

の

学
カ
バ
ン
は

時
も
ボ
ロ
ボ
ロ
で

や
教

書
が

失
す
る
事
も

あ

た

気
が
す
る
し

そ
れ
で
は
家
で

な
ど
出
来
る

も
無
い
か
ら
矛
盾
が
生
じ
る

テ
レ
ビ

な
ん
て
見
て
た
ら

ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
多
分
家
事
を
し
た
後
は
自

に
引
き

て
い
た

な
の
だ
け
ど

 

が

一

だ
と
し
て
も
良
く
し
て
く
れ
た
人
達
の
事
は
覚
え
て
い
る
け
れ
ど
ど
う

し
て
知
り
合

た
の
か
そ
も
そ
も

故

自
身
を
見
て
く
れ
る
よ
う
に
な

た
の
か
の
き

か

け
は
覚
え
て
い
な
い

気
付
け
ば
気
に
掛
け
て
く
れ
て
い
た
気

て
く
れ
て
い
た

そ
し

て
気
付
い
た
時
に
は

の
方
か
ら

離
を
取

て
い
た

多
分

き

ま
れ
な
い
よ
う
に
だ
は

思
う
が

を
以
て
危
険
だ
と
判
断
し
た
の
か

テ
メ

を
見
て
来
て
思

た
が
よ

そ
も
そ
も
テ
メ

色

と
矛
盾
し
て
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

が

 
そ
ん
な
事
は
気
付
い
て
い
た

生
き
て
帰

て
か
ら
の
事
を

え
て
い
れ
ば
も

と

ビ

タ

に

す
る
事
で

極
的
に
動
か
な
か

た

だ
し

現
実
の
家

の
事
を

え
る
な
ら

生
き
て
帰
ろ
う
が
死
の
う
が

一

の
事
で
悪

を
付
け
る
べ
き
で
は
無
か

た
人

と

わ
ら
な
い
よ
う
に

す
る
な
ら

月
夜
の
黒
猫

に
力

え
す
る
必
要
も
無
か

た

ア

サ
リ
と
浮
か
ぶ
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け
あ
る
の
だ
か
ら

矛
盾
の

が

と
も

え
る
の
だ

今
は

桐

谷
和
人

か
ら
取

た

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

な
の
に

一

と
し
て
振
る

舞
う
と
い
う

存
在
の
齟
齬
が
初
め
か
ら
あ
る
の
だ
か
ら

 
し
か
し

白
が

て
い
た
矛
盾
は

そ
ん
な
も
の
で
は
無
か

た

テ
メ

は
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
最
初
か
ら
最
強
を
目
指
し
た
の
か

 
違

な

最
強

て
の
は
他
人
を
助
け
る
最

な
手

て
判
断
し
た
か
ら
だ

 
確
か
に
ク
ラ
イ
ン
と
分
か
れ
る
時
に
は

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
の
経
験
と
知
識
を
活
か

し
強
く
在
る
事
で
人
を
助
け
ら
れ
る
と

え
て
い
た

自
身
が
生
き

く
た
め
に
必
要
だ
か

ら
と
い
う
理
由
も
あ

た
け
ど
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な
ら

テ
メ

が
目
指
す

最
強

て
な
ん
だ

 
レ
ベ
ル
か

 
実
力
か

 
使
え
る

武
器
の
多
さ
か

 
一
人
で
ど
れ
く
ら
い
対
応
出
来
る
か
か

 

全
部
違

な

 
結
論
を

に
し
た
白
は

り
合
い
の
ま
ま

ま

て
い
た

を
後
ろ
へ
吹

ば
し
た

い
き
な
り
の
事
だ
が
全
力
で

さ
れ
た

で
は
無
か

た
の
で

は

な
く

け
身
を
取
り

地
面
に
足
を

け
て
制
動
を
掛
け

後
退
を
止
め
た

 

き
上
が

て
白
を
見
れ
ば
白
は

に
白
い
エ
リ

シ
デ

タ
の
切

先
を
突
き
付
け
て
来

た
テ
メ

が
求
め
る

最
強

て
の
は

千
冬

だ

そ
れ
も

千
冬

自
身
じ

ね

り
の
ク

共
が

う
事
で
テ
メ

自
身
が
作
り
上

た

千
冬
の
偶
像
だ

が
出
来
る
事
は
全
て
し
な
く
ち

な
ら
ね

な
ら
こ
ん
な
状
況
で
も

め
ず
に
剣
一
本
で
戦

う

だ

ン
な
思

に

て
た
ン
だ
よ

テ
メ

は

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
第
一
回

は
テ
レ
ビ
で
観
戦
も
出
来
ず
二
回
目
は
す
ぐ
に

わ
れ
た
か
ら
そ
も
そ
も
見
る
機
会
が
無
か

た
か
ら

テ
メ

は
想
像
で
補

た

な
ま
じ
生
で

を

て
戦
う

千
冬
の
強
さ
を
知

ら
な
い
だ
け

に
タ
チ
が
悪
い

は
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白
に

わ
れ
た
事
を

け
止
め
て

は

然
と

線
を
地
面
に

と
し
た

 
確
か
に

は
第
一
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

合
中
は
家
事
に

事
し
て
い
た

神

の
兄
が
独

し
て
い
た
の
も
あ
る
が
見
て
い
た
ら

ら
れ
て
追
い
出
さ
れ
る
か
ら
だ

だ
か
ら

は

合
経
過
は
見
て
お
ら
ず
結
果
だ
け
後
の
新

や
ニ

ス
の
報
道
で
知

た
程

で
あ

る

二
回
目
の
時
は

合
会
場
に
行
き
は
し
た
も
の
の

合
が
始
ま
る
前
に

わ
れ
て
し
ま

た

か
ら

一

も
見
て
い
な
い

ち
な
み
に
だ
が

モ
ン
ド
・
グ
ロ

は

国
代
表
あ
る
い

は

企
業
代
表
が
一
名
ず
つ

出
さ
れ
勝
ち
上

て
い
く
ト

ナ
メ
ン
ト
形
式

そ
の

手
を

決
め
る
予

は

国
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
た
そ
の
中
継
も
さ
れ
な
い
の
で
本

に

は
一

も

を

て
戦
う
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

の

を
見
て
い
な
い

束

士
も

故
か
他
の

国
の

手
は
見
せ
て
く
れ
た
の
に
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の

合
中
継
だ
け
は
絶
対
に
見
せ
て
く
れ
な

か

た

 
そ
れ
は
つ
ま
り

が

い
て
い
た
世
界
最
強
の
イ
メ

ジ
や

さ
は
全
て

の
人
間
の

価
に
よ
る
も
の
と
い
う
事
に
な
る

が
作
り
上

た
偶
像
勝
手
な
想
像

そ
れ
が

に

と

て
の

最
強

の
正
体

 
知
ら
な
い
の
に
目
標
に
し
て
い
た
そ
れ
は
超
え
ら
れ
な
い

だ
出
来
る
事
と
出
来
な
い
事
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の
明
確
な

と
い
う
も
の
が
無
い
以
上
は
全
て
自
分
の
方
が

る
と
い
う
結
果
に
し
て
き
た
の

だ
か
ら

 
い
や

そ
も
そ
も

べ
る
事
そ
の
も
の
が
間
違
い
だ

た
の
だ
ろ
う
か

を
使

て
戦

て
い
る
時
の
現
実
世
界
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
シ
ス
テ
ム
で
戦

て
い
る
仮
想
世
界
の

と
で

は
そ
も
そ
も
戦
う

が
異
な
る
か
ら

べ
ら
れ
る

も
無
く
て

自
然
超
え
ら
れ
る
事

も
無
い
の
で
は
な
い
か

 
だ
と
す
る
な
ら

今
ま
で
の

は

あ

 

界
が
歪
ん
だ

気
付
け
ば

が
滲
ん
で
い
た
そ
れ
が

ま

て

界
が
歪
ん
だ

体
か
ら

力
が

け
て

り

ん
で
し
ま
う

手
か
ら
二
刀
が

ち
闇
と
光
に

ま
れ
て
消
え
た

か
ら

れ

ち
て

手
か
ら
武
器
を
手
放
し
た

は

を

え
な
が
ら

た

く
気
付
い
た
か
よ
テ
メ

の
最
強
は
そ
も
そ
も

か
ら
し
て
お
か
し
か

た

て

事
が

に
知
り
も
し
な
い

を
目
標
に
し
た

て
意
味
無

だ
ろ
う
が

テ
メ

の
そ
の
強
さ

は

い
や
今
の
テ
メ

そ
の
も
の
が
た
だ
の

り

て
マ
ガ
イ
モ
ノ
だ

た

て
ハ
ナ

シ
だ

理
解
し
た
か
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マ
ガ
イ
モ
ノ

 
マ
ガ
イ
モ
ノ

つ
ま
り
は

偽
物

そ
し
て
無
価
値

 
そ
う

わ
れ
て
オ
ウ
ム
返
し
の
よ
う
に

ず
さ
ん
だ

は

を

ら
し
な
が
ら
も
心
の

ど
こ
か
で
は

得
し
て
い
た

 
確
か
に

ら
強
い
存
在
を
目
標
に
し
た
と
こ
ろ
で

に
知
ら
な
い
以
上
は

で
超
え
た
か

も
分
か
ら
な
い
し

そ
も
そ
も
仮
想
世
界
で

ら
強
く
な

た

で
現
実
世
界
で
も
強
く
な

れ
る

で
は
無
い

さ

き

二
刀
が
手
に
現
れ
る
前
に
そ
れ
で
焦

て
い
た
で
は
な
い
か

 
た
だ
技
術
が
付
い
て
い
る
だ
け

は
本

は

全
然
強
く
な
い

レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ

ス
ス
キ
ル

備
で
他
の
プ
レ
イ

よ
り
強
い
と
い
う
だ
け
で
人
間
と
し
て
は
全
然
強
く

な
い

た
と
え
レ
ベ
ル
で

て
い
よ
う
と

よ
り
も
シ
リ
カ
や
リ
ズ
の
方
が

か
に
強
い

人
間
と
し
て

心
が
強
い
の
だ

  

あ

そ

か

  
そ
の
思

に
至

て
ど
う
し
て

が
あ
の
二
人
や
ア
ス
ナ
達
と
友
達
に
な
ろ
う
と
自
ら
思
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た
の
か
が
分
か

た

た
だ

が
弱
い
か
ら
強
い
と
さ
れ
て
い
て
も
た
だ
の
マ
ガ
イ
モ
ノ
だ

た
か
ら

の
方
が
強
か

た
か
ら

は

に
寄
り
掛
か

て
し
ま

た
の
だ

マ
ガ
イ
モ
ノ
の

強
さ
な
ら

の
方
が
上
な
の
も

然
だ

た

テ
ツ
オ
達
を
目
の
前
で
死
な
せ
て
し
ま

た
事

も
ケ
イ
タ
の
自
殺
を
強

に
止
め
ら
れ
な
か

た
事
も
コ

バ

ツ
を
無

死
に
さ
せ
た
事

も

が
弱
か

た
か
ら
必
然
的
に

こ

た
事
な
の
だ

 
結

は

一
つ
変
わ
ら
な
い

一

と
し
て
も

桐

谷
和
人

と
し
て
も

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と
し
て
も

最
初
か
ら
こ
の
世
界
で
し
て
き
た
全
て
に
意
味
な
ん
て
無
か

た

む
し
ろ

の

が

自
身
の
無
意
味
さ
を
表
し
て
も
い
た

は

は

 
も
う

が
分
か
ら
な
か

た

求
め
て
い
た
最
強
は
手
が
届
か
な
い
と
分
か

て
目
標
を

喪

て
今
ま
で

み
上

て
来
た
も
の
全
て
が
無
意
味
だ
と
分
か

て
む
し
ろ
自
分
の
弱
さ

を
思
い
知

て

仮
想
世
界
の
強
さ
は

技
術
で
あ

て
本
物
の
強
さ
で
は
無
い
と
知

て 
強
さ
を

望
す
る
理
由
の
一
つ
が
そ
し
て

の
根

を
最
初
か
ら

え
て
い
た
存
在
が

く

れ
去

た

そ
れ
で
も
う
戦
う
気
力
も
無
く
な

て
少
し
ず
つ
意
識
が
遠
く
な
り
始
め
た
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王
よ
ン
な

で
死
な
れ
て
も
こ

ち
だ

て
迷
惑
だ
か
ら
な
最
後
に
一
つ
だ
け

し
て

お
く

テ
メ

の
最
強
は
た
だ
の

り

て
だ

た

だ
が

理
由

て
の
は
そ
れ
だ

け
じ

ね

だ
ろ

も
う
一

戦
う
理
由
を

え
て
み
る
ン
だ
な

 
そ
れ
を
最
後
に

の

を
打
つ
雨

も

第
に
遠
ざ
か
り

も
分
か
ら
な
く
な

た

  
ズ
ギ
ン

と

が

く

み
と
共
に

の
意
識
は
闇
か
ら
浮
上
し
た

か
な

き
と
共

に

じ
て
い
た
目
を
開
け
ば
木
の
天

が

界
一

に
広
が

て
い
た

少
し

を
見

す

と

な
木
製
の
タ
ン
ス
や

テ

ブ
ル
に

子
が

か
れ
て
お
り

の
ホ

ム
で
は
無
い

事
が
分
か

た

か
と
も
思

た
が
レ
イ
ン
に
背
負
わ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
て
教
会

な
の
か
も
と
予
想
が
付
い
た

 

か
ら
入

て
来
る
光
は
陽
光
の
そ
れ
だ

た
の
で
今
が

で
あ
る
の
は
分
か

た

界

の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
時
間
は

前
九
時

だ

た

 
場

を
把
握
し
上
体
を

こ
す
と
ま
た

が
ズ
キ
リ
と

い
た

思
わ
ず

手
で

を

さ
え
る
と

と
な
く

み
が

れ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
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は

確
か

 
確
か

そ
う
ど
こ
と
も
知
れ
ぬ
闇
夜
の

天
楼
で
白
い

自
身
と
戦

て
い
て

自

身
の
矛
盾
を
突
き
付
け
ら
れ
て

気
絶
し
た
の
だ

た

が
目
指
し
た

最
強

は
お
ろ
か

今
ま
で
の

そ
の
も
の
が

り

て
だ
と
マ
ガ
イ
モ
ノ
だ
と
突
き
付
け
ら
れ
足

の
地
面
が

れ

ち
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
て
意
識
を
失

た
の
だ

 
今
ま
で

を

え
て
い
て
戦
う
理
由
で
も
あ

た
目
標
す
ら
マ
ガ
イ
モ
ノ
で
あ
る
と

わ
れ

て
気
分
を

ま
せ
な
が
ら

は
ベ

ド
か
ら

り
よ
う
と
し

そ
こ
で
今
更
な
が
ら
に

が
横
に
な

て
い
た
ベ

ド
に

自
分
以
外
の

か
も

る
事
に
気
が
付
い
た

き

え

ユ
イ
姉

き

き
た

 
よ
か

た

う

わ

 
そ
れ
は
ユ
イ
姉
だ

た

白
い
ワ
ン
ピ

ス

の
ユ
イ
姉
は
眠
た

に
目
を

り
な
が
ら
身
を

こ
し
て
い
た
が

を

界
に
入
れ
名
前
を
呼
ん
で
来
て

も
ま
た
名
前
を
呼
び
返
し
た

に

ち
り
と
目
を
開
い
て

き
付
い
て
来
た
の
だ

ユ
イ
姉
は

で
は
無
い
か
ら

し
の
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け
る
の
も
出
来
な
い
し

き

け
で
ま
だ
本

子
で
無
か

た
事
も
あ

て

は

し
倒
さ
れ

て
し
ま

た

体
格
的
に
ユ
イ
姉
の
方
が
少
し
大
き
い
の
も
あ

て
勢
い
が
あ
る
と
ち

と

勝
て
な
い

 
そ
れ
に

よ
か

た

ユ
イ
姉

 

ぐ
ん
で
ま
で

直
に
喜
ば
れ
て
い
る
の
を
見
て
し
ま

て
は

し
の
け
る
事
も
心
情

的
に

し
か

た

心
か
ら
心
配
さ
れ
て
い
る
と
分
か

て
い
る
か
ら

更
だ

  

も
う
一

戦
う
理
由
を

え
て
み
る
ン
だ
な

  

と

裏
で
白
い

自
身
の
声
が

る

今
ま
で

み
重
ね
て
来
た
強
さ
経
験
な
ど
が
全

て
マ
ガ
イ
モ
ノ
で
矛
盾
し
た
も
の
で
あ

た

に

い

さ
れ
た
一
つ
の

ア
ド
バ
イ

ス
に
も
近
い
そ
れ
は

の
中
で
グ
ル
グ
ル
と
回
り

け
て
い
る
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を
護
る
手

と
し
て
有

だ
と
判
断
し
た
か
ら
を
目
指
し
た
の
も
あ
る
オ
チ
コ
ボ
レ
で
も

れ
ば
天
才
を
超
え
ら
れ
る
と
見
返
し
た
か

た
か
ら
目
指
し
た
の
も
あ
る

と
い
う
自
我

を
保
つ

に
目
指
し
た
の
も
あ
る

よ
り
も
上
で
な
け
れ
ば
今
を
生
き
て
い
ら
れ
な
か

た
か

ら
で
も
あ
る

様

な
理
由
が
絡
み
合

て

は
最
強
を
目
指
し
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
事
実
上

そ
の
立
場
に
立

て
い
る

だ
が

そ
れ
が
全
て
マ
ガ
イ
モ
ノ
だ

た
と
す
れ
ば

は
ま
た

一
か
ら
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
強
さ
の

と
な
る
も
の
を
ま
た
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
か
も
今

は
ス
テ

タ
ス

だ
と
か
技
術
だ
と
か
で
は
無
く
人
間
性

心
の
強
さ
の

と
な
る
も
の
を

わ
ば

い

覚
悟
を
決
め
る
に
値
す
る
も
の
を
見
つ
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

  

見
つ
け

ら
れ
る
の
か

な
ん
か
に

  
今
ま
で
の
強
さ
や
理
由
が
全
て
マ
ガ
イ
モ
ノ
だ

た

つ
ま
り
間
違
い
だ

た
の
だ
と
す
れ

ば

を
護
り
た
い
と
い
う
想
い
す
ら
も
が
過
ち
で
あ
る
と
い
う
事
に
な
る

け
れ
ど
そ
れ
が
間

違
い
だ
と

は
思

て
い
な
い
そ
れ
ど
こ
ろ
か
今
ま
で
の
理
由
全
て
が
間
違
い
だ
と
は
思
え
な
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い

ま

よ
く
知
ら
な
い
の
に
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を
求
め
て
い
た
の
は

だ

た
と
は

思
う
け
ど

 

が
本

の
強
さ
に
繋
が
る
の
か

自
身
を
強
く
す
る
も
の
な
の
か
も
分
か
ら
な
い
手
探
り

状

で

こ
の
生
死
を

し
た
世
界
を
生
き

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
正
直
不
安
し
か
無

い

行

て
み
な
け
れ
ば

が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
最
前
線
を
一
人
で
進
む
よ
り
も
そ
の
不
安

感
は

か
に
大
き
い
と

え
る

せ

自
身
の
強
さ
を

え
て
い
た
も
の
が
全
て
無
く
な

た

の
だ
か
ら

 
見
つ
け
る
事
が
出
来
な
け
れ
ば

先
に

つ
の
は

の
死
な
の
だ
か
ら

き

あ
ん

 

え
事
を
し
て
い
る
と

と

の
上
に

た
ま
ま

き
付
い
て
来
て
い
た
ユ
イ
姉
が

絡

も
無
く
そ
ん
な
事
を

て
き
た
か
ら

目
し
て
身
を

め
て
し
ま

た

も

て
い
な

い
の
に
恐
ら
く
表
情
に
出
て
い
た
と
し
て
も
険
し
い
そ
れ
だ

た

な
の
に

故

あ
ん

な
ど
と
表
現
出
来
た
の
か
分
か
ら
な
か

た

な

で

そ
う

思

た
ん
だ



 第二十七章 〜《Ｋｉｒｉｔｏ》の矛盾と戦う理由〜

ん

き

の

が

き
そ
う
に
見
え
た
か
ら

 

葉
を
失

て
し
ま

た

今
ま
で
の
自
分
に
意
味
は
無
か

た
と
も
う
一
人
の
自
分
に

わ

れ
自
分
を
見
失

て
い
た
状

の

の
内
心
を
見

い
て
来
た
ユ
イ
姉
の

力
や
ら

や
ら

に

は

も

え
な
か

た

後
退

精
神
的
に

く
な

て
い
る
と
思

て
い
た
ユ

イ
姉
だ
が

も
し
か
す
る
と
義
姉
だ
か
ら
分
か

た
の
か
も

と
も
思

た

不
安
だ
よ

く

 

わ
な
い
な
と

中
で
苦
い
思
い
と
共
に

き
な
が
ら

か
ら
は

ば
無
意
識
に

葉
が
紡

が
れ
て
い
た

え
も
無
く

今
ま
で
の

ビ

タ

と
し
て
で
も

黒
の
剣
士

と
し
て
で

も
無
い

の

自
身
の

葉
が
紡
が
れ
て
い
た

は

を
理
由
に
戦
え
ば

良
い
の
か
な

 
結

は

そ
こ

今
ま
で
と
同
じ
で
は
マ
ガ
イ
モ
ノ
の
ま
ま
な
の
だ
か
ら

今
ま
で
と
は
別

の
理
由
を
見
つ
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
れ
も
も
う
一
人
の
自
分
も

得
す
る
理
由
を

最
強
を
求
め
目
指
す
事
の

が
い
け
な
い
の
か

千
冬
を
超
え
る

で
も
見

返
す

で
も
無
い
の
な
ら

や
は
り

か
を
護
る

と
い
う
理
由
が
一
番
な
の
だ
ろ
う
か
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一
番
最
初
全
て
が
終
わ
り
そ
し
て
始
ま

た
あ
の
日
か
ら

に
秘
め
て
い
た
理
由
は

を
護
り
た
い
と
い
う
も
の
だ

 
け
れ
ど
根
源
を

れ
ば

は
人

を
見
返
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る

ず

と
見
下
さ

れ
ず

と

ら
れ
て
き
た
自
分
自
身

い
や
も
う
死
人
に
な

た

一

で
も

か
人
よ
り

れ
た
事
は
あ
る
の
だ
と
思
わ
せ
た
い
思
い
が
あ

た

は
ビ

タ

を
名

る
時
そ
れ
も
あ

て
自
ら

一

で
あ
る
と
キ
バ
オ
ウ
の
指

を

定
し
た

定

し
て
も
意
味
が
無
か

た
と
い
う
事
も
あ
る
し
別
の

い
も
あ

た
け
ど

 

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と
い
う
名
前
は

桐

谷
和
人

の
名
前
か
ら
取

て
い
る

一

で
あ
る
と
い
う
意
識
が
い
け
な
い
の
か

そ
れ
と
も
最
強
と
い
う
も
の
を
求
め
る
の

が
分
不

応
な
の
か

あ
る
い
は

が
決
め
て
い
る
戦
う
理
由
が

か
い
け
な
い
の
か

も

分
か
ら
な
い

分
か
ら
な
く
な

て
し
ま

た

 
人
を
護
る

に
人
を
殺
し
て
き
た
そ
の
行
い
で
人
か
ら

ま
れ
恨
ま
れ
憎
ま
れ
る
事
も
覚
悟

し
た
上
で
だ

よ
り
ビ

タ

と
い
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

一
全
て
の
者
か
ら
憎
悪
を
向
け
ら
れ

る
立
場
だ

た
か
ら
気
に

め
る
事
も
無
か

た

時
か

か
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
報
い
も

け
入
れ
る
つ
も
り
だ

た
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死
に
た
い
と
は
思
わ
な
い

死
に
た
く
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
る

い
や
あ

た
と

う
べ
き
だ
ろ
う
か

ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
と
戦

て
い
た
あ
の
時
は
死
に
た
く
な
い
と
い
う

思
い
に

ら
れ
て
い
た
が

今
は
そ
こ
ま
で
強
く
は
思
わ
な
い

死
に

し
て
い
な
い
か
ら
か

そ
れ
と
も
今
ま
で
が
マ
ガ
イ
モ
ノ
だ
と
分
か

て
生
き
る
気
力
を
喪

て
い
る
か
ら
か

生
き

た
い
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
確

た
る
決
意
と
い
う
も
の
が
無
く
な

て
し
ま

て

い
た

 
リ

姉

こ
の
世
界
で
直
姉
と
再
会
し
て
か
ら

は
今
ま
で
の
行
動
を
悔
い
た

生
き
て

帰

た
場
合
の
事
を

え
な
か

た
ば
か
り
に

は
生
還
し
て
か
ら
桐

谷
家
に
多
大
な

迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う

ば
か
り
し
て
い
た
の
だ

こ
の
世
界
の
ア
バ
タ

が
作
り
物
だ

た

な
ら
と
も
か
く
生
憎
と

達
の
容

は
全
て
ナ

ヴ
ギ
ア
に
よ
る
ス
キ

ニ
ン
グ
に
よ

て
限
り
な
く
本
物
に
近
く
再
現
さ
れ
て
い
る
ア
バ
タ

な
の
で
現
実
に
帰

て
か
ら
も

を
見

た
ら
プ
レ
イ

ネ

ム
ま
で
分
か

て
し
ま
う

ビ

タ

で

一

で
あ
る

な
ど
す
ぐ
に
分
か

て
し
ま
い
そ
こ
か
ら
桐

谷
家
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う

恩
を

で
返
し
て
し
ま
う

 
死
ん
だ
方
が
良
い
の
で
は

今
ま
で

み
上

て
来
た
強
さ
す
ら
も
が
無
意
味
だ
と
も
う
一
人
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の
自
分
に

わ
れ
て
か
ら
は

の

で
そ
う

え
て
も
い
る

 
だ
が
も
う
一
人
の
自
分
は

に
死
な
れ
て
は

る
と

て
い
た
つ
ま
り
死
な
せ
る

で

は
無
く

か
に
気
付
か
せ
た
い
か
ら

し
て
い
た
の
だ
と
思
う

そ
の

で

に
気
付
か
せ

た
い
の
か
が
分
か
ら
な
い

に
欠
け
て
い
る
も
の
足
り
な
い
も
の
気
付
い
て
い
な
い
も
の

と
は

な
の
か

グ
ル
グ
ル
と

の
中
で
回
り

け
る

き

き
よ
う
か

ユ
イ
姉

う
ん

 

裏
で
は
ず

と
も
う
一
人
の
自
分
か
ら
向
け
ら
れ
た

が

り
返
さ
れ
つ
つ

は
ユ
イ

姉
を

し
て
ベ

ド
か
ら

き
上
が

た

ユ
イ
姉
は
そ
の
間
も
ベ

ド
か
ら
立
ち
上
が

た
後
も

ず

と
不
安

に

の

を
見
て
来
た

 
そ
れ
が

く

の

を
苦
し
め
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
結

白
が
ど
ん
な
存
在
な
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
戦

た
場

も
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
謎
だ

け
増
え
て
い
て
更
に
は
キ
リ
ト
の
全
て
が

定
さ
れ
始
め

色

と
も
う
ち

と
上
手
く

書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
今
日
こ
の

 
あ
と
こ
れ
は
今
話
に
あ
ん
ま
り

な
い
の
で
す
が

キ

ラ
の
身
⻑
を

ら
か
変
え
よ

う
と
思
い
ま
す

キ
リ
ト
と
ユ
イ
は
ど

ち
も
背
を

セ
ン
チ
高
く
し

他
の
キ

ラ
は
ち

い
ち

い

整
し
て
い
き
ま
す

設
定
の

で
ア
ス
ナ
よ
り
リ
ズ
の
方
が
高
か

た
り
ユ

ウ
キ
と
ラ
ン
が

と
背
が
高
か

た
り
と

ア
ニ
メ
と

べ
て
差
が

か

た
の
で

 
キ
リ
ト
の
場
合
は
剣
を
振
る
時
に
背
が
と
思

た
の
で

う
ん

色

と

し

な
い
で

す

以
前
感
想
で

わ
れ
て
い
た
の
で
す
が

流

に
無
理
だ
こ
れ
と
思

た
の
で

 
そ
ん
な

で
キ
リ
ト
の
身
⻑
イ
メ

ジ
は
原
作
ユ
イ
よ
り
ち

い

め
ユ
イ
は
原
作
ユ
イ

そ
の
ま
ま
で
オ

ケ

で
す

 
こ
ん
な
本
作
で
す
が

今
後
も

く
お
付
き
合
い

け
れ
ば

い
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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 第二十八章 〜忌み名と二つ名〜

 
第
二
十
八
章
 

忌
み
名
と
二
つ
名

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
気
分
が

て
い
る
と
や
は
り

子
が
違
い
ま
す
ど
う
に
か
ス
イ

チ
を
切
り

え
る
方
法

は
無
い
も
の
か

他
に
小
説
を
書
い
て
い
る
方

は
ど
う
や

て
い
る
か
知
り
た
い
今
日
こ
の

で
す

 
さ
て
今
話
は
意
味
深
な
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
す
キ
リ
ト
に
つ
い
て
の
お
話
で
す

気
付
い
て

い
る
方
が

た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

で
使
い
分
け
て
い
た
理
由
が
明
か
さ
れ
ま
す

 
ま

よ
く
あ
る
設
定
で
す
が
ね

 

点
は
前

キ
リ
ト

後

ユ
ウ
キ
で
す

更
に
ユ
ウ
キ

点
で
は

分
シ
リ
ア
ス

分

は

う
ん

め
ば
分
か
り
ま
す

ま
た

原
作
で
は
名
前
だ
け
だ

た
キ

ラ
が
出
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

  
ユ
イ
姉
の
手
を
引
い
て
部

を
出
た

は
ま
ず
ギ
ン
を
始
め
と
し
た
教
会
に
住
ん
で
い
る
同

年
代
の
者
達
に
回
復
を
祝
わ
れ
た

で
も

は

レ
イ
ン
に
背
負
わ
れ
た
ま
ま
教
会
へ
運
ば

れ
そ
の
ま
ま

日
の

方
か
ら
ず

と
眠
り

け
て
い
た
ら
し
い

で
十
二
時
間
以

上
も
眠

て
い
る
事
に
な
る
の
で

よ

ど

れ
て
い
た
の
だ
な
と
思

た

リ

フ

は

 
そ
れ
か
ら
教
会
の
広
間
を
見
た
の
だ
が
リ

フ

や
レ
イ
ン
サ

シ

フ

リ
ア
の

が
見
え
な
か

た
の
で
ま
ず
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
リ

姉
に
つ
い
て

場

を
ギ
ン
に
問

い
掛
け
た

す
る
と
彼
は

教
会
の
一

に
あ
る
部

の

を
指
し
示
し
た

リ

フ

さ
ん
な
ら
あ

ち
の
部

で
サ

シ

先
生
達
と
一
緒
に
お
客
さ
ん
と
話
を
し
て

る
客軍

の
人
だ
よ

女
の
人
が
一
人
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日
の
事
も
あ
り
一
人
と
は

え
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
メ
ン
バ

が
来
て
い
る

と
知
り

は
少
し
だ
け

根
を
寄
せ
た

 
し
か
し

件
に
つ
い
て
は

と
な
く
予
想
が
付
い
た

恐
ら
く
だ
が

日

が
遭
遇
し
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

属
プ
レ
イ

達
の

徴
税
部
隊

の
件
だ
ろ
う

そ
れ
が
抗

議
だ
か

罪
だ
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど

 
そ
う
予
想
し
ギ
ン
に
礼
を

て
か
ら

は
話
し

ん
で
い
る
と
い
う
部

に
ノ

ク
を
し

て
か
ら
ユ
イ
姉
と
共
に
入

た

キ
リ
ト

も
う
動
い
て
大

な
の

一
晩

た
か
ら

え

え

 

い
回
復
力
だ
ね

キ
リ
ト
君

 
入

て
す
ぐ

子
に

て
話
し
て
い
た
面

の
中
で
リ

姉
が
一
番
に
気
付
き
声
を
掛

け
て
来
た

そ
れ
に

た
か
ら
と
返
せ
ば

故
だ
か
レ
イ
ン
に

き
と
も

れ
と
も
付
か
な
い

葉
を
返
さ
れ
る

 
部

の
中
に
は
予
想
出
来
て
い
た
リ

姉
レ
イ
ン
フ

リ
ア
サ

シ

軍

を

た

女
性
プ
レ
イ

の
他

シ
ノ
ン
と
ス
ト
レ
ア

ナ
ン
が

た

ナ
ン
は

を

け
ば

と
同
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値
の
ス
テ

タ
ス
を
誇
る
の
で
万
が
一
を

え
て
情
報
収
集
を
す
る
シ
ノ
ン
の
ボ
デ

ガ

ド
と
し
て
付
け
て
い
た

シ
リ
カ
か
ら
す
れ
ば
⻑
時
間

つ

層
を

ぐ

ど
⻑

離
離
れ
る

な
ん
て

出
来
な
い

ら
し
い
が

出
来
て
し
ま

て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
が
無
い

か
引

掛
か
る

い
方
だ
な

そ
れ
よ
り
そ

ち
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の

人
は

 
少
し

得
が
い
か
な
い
思
い
は
あ

た
も
の
の

ス
ル

し
て

は

問
し
た

 
そ
の
プ
レ
イ

は
後
ろ

ま
で
届
く

ど
の
⻑
い
髪
を

な
銀
色
に

め
て
い
る
人
で

女
性

の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の

を

た
⻑
身
の
人
物
だ

た

に
は

回

か

い
て
束
に
し
て

か
ら
下

て
い
る

が
あ
り

し
い
武
器
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
の
だ

と
分
か

た

存
在
は
知

て
い
た
が

ス
キ
ル
は

が

得
し
て
い
な
い
ス
キ
ル
な
の

で
未
知
数
で
あ
る

 
そ
の
女
性
が

を
見
て

根
を
寄
せ
た

え

と

リ

フ

殿
が
キ
リ
ト
と

て
い
た
と
い
う
事
は
つ
ま
り
こ
の
子
が
あ
の

有
名
な

黒
の
剣
士

ま

そ
う
だ
け
ど
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つ
ま
り

日

徴
税
部
隊

を
倒
し
た
の
は

あ
な
た
が
し
た

で
す
か

そ
う
だ
け
ど

も
し
か
し
て

そ
れ
で
文

を

い
に

い
や

と
ん
で
も
な
い

む
し
ろ
よ
く
や

て
く
れ
た
と

い
た
い
く
ら
い
で

 
徴
税
部
隊
に

す
る
事
で
来
た
の
だ
と
は
思

て
い
た
し
か
し

に
対
し
て
よ
く
や

て
く
れ
た
と
そ
ん
な
事
を

て
来
る
と
は
思
い
も
寄
ら
ず

は

を

て
そ
う

て

き
た
女
性
プ
レ
イ

を
見
上

て
し
ま

た

 
そ
の
女
性
は

ユ
リ
エ

ル

と

い

で
も

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
サ
ブ
リ

ダ

シ
ン
カ

の
付
き
人
の
よ
う
な
立
場
の
人
物
ら
し
い

 
ち
な
み
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

は
リ

ダ

と
サ
ブ
リ

ダ

と
で

が
分

さ
れ
て
い
る
ギ
ル
ド
だ

デ

ア
ベ
ル
は
最
前
線
攻
略
実

部
隊
対
す
る
シ
ン
カ

は
集
ま

た
情
報
を

め
て
情
報

と
し
て
掲
載
し
た
り
す
る
情
報
部
隊
の
リ

ダ

な
の
で
あ
る

ア

イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
は

が
り
な
り
に
も
攻
略
ギ
ル
ド
だ
し
デ

ア
ベ
ル
自
身
が
攻
略
隊
を

い
て
い
た
事
も
あ

て
彼
が
ギ
ル
ド
リ

ダ

と
な

て
い
る

 
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
に
リ

ダ

が

る
な
ら

然
な
が
ら
サ
ブ
リ

ダ

も
い
る
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実

部
隊
の
サ
ブ
リ

ダ

は
キ
バ
オ
ウ
で
あ
り

情
報
部
隊
の
サ
ブ
リ

ダ

は
こ
の
ユ
リ

エ

ル
と
い
う

だ

 

話

 
そ
の
ユ
リ
エ

ル
の
立
場
に
つ
い
て
知

た

は

に
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う

問
を
投

掛
け
た

そ
れ
は
予
想

り

日
の
徴
税
部
隊
に

す
る
事
で
の

罪

そ
し
て

一
つ
の
要
請
だ

た

そ
れ
も

個
人
に
対
し
て

無
礼
を
承
知
で
お
願
い
し
た
い

ど
う
か

シ
ン
カ

を
助
け
て
欲
し
い
の
で
す

 
そ
れ
は
と
あ
る
ダ
ン
ジ

ン
の
最

で
身
動
き
が
取
れ
な
い
シ
ン
カ

の
救
出
依
頼
だ

た

 
事
の
発

は
キ
バ
オ
ウ
に
あ
る
ら
し
い

約
二

間

ど
前
か
ら
活
動
が
始
ま

た
徴
税
部

隊
に
よ
る
始
ま
り
の

に

在
す
る
者
達
へ
の
恐

そ
し
て
数
日
前
第
七
十
四
層
へ

無
断
で
自
身
が

す
る
精

部
隊
を

し
リ

ダ

の
コ

バ

ツ
が
死
亡
し
た
事

そ

れ
が
問

で
第
一
層
の
本

地
で

分
と
な

て
い
る
に
も

わ
ら
ず

を
殺
そ
う
と
出
て

い
る
始

 
目
に

る
事
か
ら
シ
ン
カ

は
キ
バ
オ
ウ
と
一
対
一
で
話
し
合
い
自

し
て
も
ら
お
う
と

え
た
ら
し
い

す
る
と
会

場

は
ダ
ン
ジ

ン
の
最

そ
こ
に
武
器
も
転

結

な
ど
も
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持
た
な
い
で

い
に
身
一
つ
で
話
し
合
お
う
と
返
事
が
来
た
ら
し
い

 

な
ら
そ
ん
な
危
険
な
事
を
し
な
い
の
だ
が
シ
ン
カ

は
人
が

過
ぎ
る
性
格
で
そ
れ

を
真
に

け
て
本

に
身
一
つ
で

り

ん
だ
と
い
う

で
も

動
は
回
廊
結

で
済
ま
せ
た

ら
し
い
か
ら
本

に
最

に
身
一
つ
で
行
け
て
し
ま
い

し
か
し
キ
バ
オ
ウ
は
そ
の
ま
ま
他
の

層
で
活
動
し
て
い
る
事
か
ら

さ
れ
た
事
が
発
覚

そ
の
ダ
ン
ジ

ン
か
ら
シ
ン
カ

を
助
け

出
そ
う
と

し
て
い
た
ら
し
い

 
し
か
し
シ
ン
カ

を
助
け
出
そ
う
に
も

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
メ
ン
バ

は

が

味
方
で

が
キ
バ
オ
ウ

か
分
か
ら
ず
今
の

信
頼
出
来
る
の
は
デ

ア
ベ
ル
の
み

し
か
し

そ
の
デ

ア
ベ
ル
も
今
は
攻
略
と
最
前
線
で

こ

た
事
件

恐
ら
く
圏
内
事
件

で

し
い
の
で
手
が
離
せ
な
い

そ
も
そ
も
ダ
ン
ジ

ン
内
部
の
モ
ン
ス
タ

は
第
六
十
層
後

の

強
さ
で

彼
と
一
緒
に
行

て
も
帰
り
が

い
の
は
明
白

 
そ
れ
で
悩
ん
で
い
た

を
悩
ま
せ
る
問

の
一
つ
で
あ

た
徴
税
部
隊
を

き
の
め

し
た
者
が
い
る
そ
れ
は
黒
の
剣
士
だ
と
い
う
の
を

き
つ
け
て

に
来
た
の
だ
と

う
シ
ン
カ

の
反
応
は
最

か
ら
動
い
て
い
な
い
の
で
す
が

時
黒
鉄

の

に
横
線
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が
引
か
れ
る
か
と
思
う
と
気
が
気
で
な
く
て

そ
こ
で
あ
な
た
の
話
を

い
て
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い

こ
こ
に

な
る

ど
ね

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
は
第
二
十
五
層
で
多
大
な

を

て
以

最
前
線
の
ボ

ス
攻
略
に
出
る
人

が

少
す
る

向
に
あ

た
も
の
の
第
一
層
か
ら
攻
略
隊
リ

ダ

を
務

め
て
い
た
デ

ア
ベ
ル
の
人

と
リ

ダ

シ

プ
も
あ

て
か

無
に
な
る
事
は
一

も
無

か

た

そ
れ
で
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
影

力
が
弱
ま

た
事
は

め
ず
そ
れ

で
取
り

ま
ら
れ
て
い
た

罪
者
プ
レ
イ

達
が
活
気
付
い
た
事
も
あ
る

 
そ
れ
を

め
る
意
味
も

め
て

は
か
つ
て
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

り
を
し
て
い
た

で

あ
る
が

そ
の

に
情
報
を
回
し
て
く
れ
た
の
は
ア
ル
ゴ
だ
け
で
は
無
か

た

安

持
の

方
面
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
情
報
部
隊
す
な
わ
ち
シ
ン
カ

か
ら
も
情
報

が
あ

た

彼
が
協
力
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
オ
レ
ン
ジ
を
抑
え
る
事
は

し

か

た
だ
ろ
う

 
ま

そ
の
シ
ン
カ

と

わ

た
の
も
デ

ア
ベ
ル
が
話
を

し
て
く
れ
た
か
ら
な
の
だ

け
ど



 第二十八章 〜忌み名と二つ名〜

シ
ン
カ

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の

い
て
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
要

の
一
人
だ
か
ら
喪
う
の
は

け
た
い
な

あ
の

そ
の
シ
ン
カ

さ
ん
は
攻
略
メ
ン
バ

で
は
無
い
ん
で
し

う

 
要

て
い

う
の
は
ど
う
い
う
事

あ
あ

シ
ノ
ン
は
知
ら
な
い

と

う
か

多
分
多
く
の
人
は
知
ら
な
い
と
思
う
け

ど 
シ
ノ
ン
や
リ

姉
の
よ
う
に
最
近
に
な

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
者
だ
け
で
な
く
恐
ら

く

ど
の
プ
レ
イ

が
知
ら
な
い
事
だ
ろ
う
が
シ
ン
カ

を
喪
う
事
は
す
な
わ
ち
情
報
の
回

り
が
悪
く
な
る
事
を
意
味
し
て
い
る

 
攻
略
情
報
に

し
て
は

を
始
め
多
く
の
攻
略
組
が
ア
ル
ゴ
に

す
る
の
で

し
み
な
く

出
回
る

し
か
し
そ
れ
は
攻
略
組
が
最
も

す
る
も
の
の
逆
に

え
ば
攻
略
組
で
無
い
者
達

に
と

て
は
無
縁
の
代
物
と

て
い
い

中
層
以
下
で
活
動
す
る
プ
レ
イ

達
に
と

て

す
れ
ば
最
前
線
の
状
況
を
あ
る
程

把
握
出
来
る
の
な
ら
あ
と
は
リ
ア
ル
の
新

の
よ
う
に

日

の

ろ
い
や
日

の

ぎ
方
ど
ん
な
事
件
が
あ

た
か
な
ど
の

を

せ
る
情
報
の
方
が

有

な
の
で
あ
る
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論
中
層
以
下
で
活
動
し
て
い
る
者
達
に
と

て
も
過
去
の
攻
略
情
報
す
な
わ
ち
そ
の

層
の
迷

や
フ

ル
ド
の
情
報
な
ど
に

し
て
は
お
世
話
に
な
る
だ
ろ
う

し
か
し
そ
れ
以

外
で
は

達
は
あ
ま
り
情
報
を
集
め
て
い
な
い
の
で

手
探
り
で
危
険
な
面
も
あ
る

 
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

と
い
う

だ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

は
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

や
ギ
ル
ド

レ

ド
プ
レ
イ

達

を
取
り

ま
る

安

持
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
ん
だ

つ
ま
り
そ
れ
は
地
形
に
つ
い
て

も

知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
最
前
線
の
情
報
を
集
め
る

ら
で
デ

ア
ベ
ル
は

そ
の

や
近
く
の
ダ
ン
ジ

ン
の
情
報
を
集
め
そ
れ
を
シ
ン
カ

に
伝
え
シ
ン
カ

は
情

報

と
し
て
そ
れ
を
報
道
し
て

意
を

す
る

と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
裏
で
出
来
て
た
ん
だ

よ

ア
ル
ゴ
も

わ

て
る
け
ど

そ

そ
う
だ

た
の
で
す
か

 
一
体
ど
こ
か
ら
集
め
て
来
る
か
と
思
え
ば

そ
う
い
う
事

だ

た
の
で
す
か

第
二
十
五
層
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
は
最
前
線
に
送
る
数
を

ら
し
て
た
け
ど
そ

の
分
を

安

持
そ
し
て

層
の
情
報
収
集
に
回
し
て
た
か
ら
集
ま

て
た
ん
だ
よ

人
数

が

て
も
表
立

て

判
さ
れ
な
か

た
の
は

デ

ア
ベ
ル
の
人

も
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
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そ
も
そ
も
第
二
十
五
層
の

の
遠
因
は
キ
バ
オ
ウ
の
突

に
あ

た
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ

う 
第
二
十
五
層
の
ボ
ス
は
全
⻑
五
メ

ト
ル
強
の

製
ゴ

レ
ム
だ

た

と

く

の

愛
剣
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
た
め

中
で
武
器
を
片
手

に
変
え
た
く
ら
い
で
ヒ

ス
ク
リ
フ

や
ア
ス
ナ
ユ
ウ
キ
と
い

た
実
力
の
あ
る
強

プ
レ
イ

達
も

て
攻
め
切
れ
な
い
状
況

に
あ

た

そ
れ
ま
で
の
ボ
ス
攻
略
は
平

し
て
お
よ
そ
二
三
時
間
で
終
わ

て
い
た
が
そ

ん
な
状
況
に
あ

た
か
ら

日
掛
け
て
も
四
本
あ

た

ゲ

ジ
の
二
本
目
に

り

む
の
で

精
一

だ

た

 
そ
れ
に
業
を

や
し
た
の
か
キ
バ
オ
ウ
は
打
撃
武
器
持
ち
の
プ
レ
イ

を
集
め
一
気
に

突

さ
せ
た
の
で
あ
る

キ
バ
オ
ウ
も
自
ら
⻑

を
持

て

そ
の
一

の
中
に
入

て
い
た

 
そ
の

え
自
体
は
良
か

た
の
だ
が
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
く
な
か

た

ボ
ス
が
広

に
衝
撃
波
を
発
生
さ
せ
る
大
振
り
の
構
え
を
取

た
と
こ
ろ
だ

た
の
で
あ
る

気
付
い
た
時
に

は
も
う

く

や
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
制
止
を

か
な
い
で
突

し
た
一

は
全

が
ス
タ
ン

追
撃
で

き

し
を

け
た
お
よ
そ
十
名
の

そ
の
多
く
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

属
だ

た

プ
レ
イ

達
が
死
亡
し
た

追
撃
の

力
は
知
ら
れ
て
い
な
か

た
の
で
そ
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れ
で
恐
慌
を
来
し

一
部
の
攻
略
組
は
勝
手
に
戦
線
か
ら
離
れ
て
一

壊
し
掛
か

た

 
そ
の
リ
カ
バ
リ

に
は

時
か
ら

い
タ
ン
ク
と
し
て
有
名
だ

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ダ

メ

ジ
デ

ラ

に
も

わ
ら
ず
パ
リ

と
身
の
こ
な
し
の
回

だ
け
で

と
か
切
り

い
て

い
た

こ
の
時
は
ま
だ
片
手
剣
を
使

て
い
た

の
二
人
が
あ
た
り
部
隊
の
立
て
直
し

を
デ

ア
ベ
ル
と
血

騎
士

⻑
と
し
て
の
才
覚
を
発

し
て
い
た
ア
ス
ナ
が
全
力
で

行
い

ギ
リ
ギ
リ
で
全
滅
を

止
出
来
た

 
人
数
が

分
以
下
に
な

た
レ
イ
ド
メ
ン
バ

で
ギ
リ
ギ
リ
体
勢
を
立
て
直
し
た
後
ヒ

ス

ク
リ
フ
や
エ
ギ
ル
と
い

た
タ
ン
ク
勢
で
攻
撃
を
引
き
付
け
攻
撃
後
の

直
を

て
片
手

に
持
ち

え
て
い
た

や
打
撃
武
器
を
持

て
い
た
メ
ン
バ

で

節
を
攻
め
ダ
ウ
ン
し
た

で
ア
ス
ナ
の
よ
う
な

突
系
武
器
持
ち
の
プ
レ
イ

を

め
た

攻
撃
を
行

て

一
日
を

掛
け
て
ど
う
に
か
初
の
ク

タ

ボ
ス
を
倒
し
た

 
そ
の

の
戦
死
者
は

中
の
突

も

め
て
十
四
名

亡
者
十
五
名
残

者
は
二
十
名
と

だ

た

は

だ

た
も
の
の

こ
の
時
ば
か
り
は
今
ま
で
は
あ

た
小
さ
な
喜
び
す

ら
も
無
か

た

あ
あ
そ
の
話

て

か
し
有
名
だ
よ
ね

ボ
ス
攻
略
史
上
で
最
大
数
の
戦
死
者
と

亡
者
が
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出
た

て
ビ

タ

に

黒
の
剣
士

て
二
つ
名
が
付
け
ら
れ
た
戦
い
だ
か
ら
ね

そ
う
な
の
か

付
け
ら
れ
た
本
人
が
知
ら
な
い

て

そ
れ
ど
う
な
の
よ

そ
ん
な
事
を

わ
れ
て
も

 
フ

リ
ア
と
レ
イ
ン
は
知

て
い
る
様
だ

た
が
第
二
十
五
層
の
戦
い
を
契
機
に
二
つ
名
が

付
け
ら
れ
た
の
は
初
め
て
知

た

気
付
け
ば
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
だ
け
だ

た
の
だ

シ
ノ
ン
か
ら

れ
の

線
を
向
け
ら
れ
る
も

は
悪
く
な
い
と
声
を
大
に
し
て

い
た
い

と
に
か
く
第
二
十
五
層
の
ボ
ス
攻
略
戦
以

の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
は
表
立

て

は

安

持
裏
で
は

層
の
情
報
収
集
を
行

て
た
そ
れ
を

先
し
て
い
た
の
が
デ

ア

ベ
ル
だ

ボ
ス
攻
略
に
も
キ

チ
リ
出
て
る

り

よ
く

出
来
て
い
る
と
思
う
よ

 
デ

ア
ベ
ル
が
最
前
線
の
迷

攻
略
に
は
必
要
最

限
で
し
か
出
て
い
な
い
の
は

知
の
事

実
で
あ
る

せ
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
活
動
そ
の
も
の
が
中
層
以
下
に

ら
れ
て
い

る
か
ら
だ

そ
れ
で
も
デ

ア
ベ
ル
や
キ
バ
オ
ウ
な
ど
が
出
て
い
る
の
は
第
一
層
ボ
ス
攻
略
の

時
か
ら
の
古
参
組
と
い
う
意
地
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

キ
バ
オ
ウ
の
場
合
は

も
あ
り
そ
う
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だ
が

 

は
数
多
く
の
事
に
裏
で

わ

て
い
る
も
の
の

層
の
攻
略
か
ら
外
れ
た
ダ
ン
ジ

ン

の
情
報
や
主

の
情
報
な
ど
を
集
め
る
と
い

た
事
に
は
今
ま
で
と
違

て

一
切

与

し
て
い
な
い

そ
の
分
を
攻
略
情
報
の
収
集
に

て
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
し
そ
の

が
無

い
か
ら
で
も
あ
る

迷

の
デ

タ
を
完
成
さ
せ
る
の
は
一
人
だ
と

な
重
労

な
の
だ

せ
出
会
う

の
全
て
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

 

が
集
め
て
い
る
迷

の
デ

タ
は

も
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
だ
け
で
は
無
い

出
会

た
モ
ン
ス
タ

の
名
前
と
レ
ベ
ル
の
下
限
か
ら
上
限
の
振
れ

を
始
め

の
ス
テ

タ
ス
の

値

ド
ス
キ
ル
の
使

の
有
無

攻
撃
パ
タ

ン
特
徴
的
な
行
動
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

が
ど
れ
く
ら
い

る
と
パ
タ

ン
が
変
わ
る
か
な
ど
他
に
も
数
多
く
の
情
報
を
集
め
て
い
る
の

だ

そ
れ
を
お
よ
そ
三
日
以
内
に
全
て
完
成
さ
せ
る
と
い
う
の
は
中

骨
な
の
で
あ
る

モ
ン
ス

タ

の

は
エ
ギ
ル
や
ア
ル
ゴ
か
ら

い
取

て
い
る
記
録
結

で
ス
ケ

チ
を

れ
て
い
る

 
そ
れ
だ
け
の
事
を
し
て
い
た
か
ら

デ

ア
ベ
ル
の
方
か
ら
協
力
は
断
ら
れ
た

そ
れ
で
は

デ

ア
ベ
ル
の
仕
事

が
最
前
線
と
中
層
以
下
で

で
は
無
い
だ
ろ
う
と
思

た
の
だ
が
そ

こ
を
補
う
の
が
シ
ン
カ

だ

た
の
だ
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シ
ン
カ

は
リ
ア
ル
で
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ

て
い
う
情
報
サ
イ
ト
の

理
人
だ

た
ら

し
い
か
ら

情
報
の

い
に
は
⻑
け
て
い
た

も
目
に

ま

た
ら
新

を

ん
で
る
け
ど

書
き
方
が
や

り
上
手
い
よ
あ
の
人
は

で
話
を

す
と
そ
の
シ
ン
カ

が
ダ

ン
ジ

ン
の
最

に

る
か
ら
助
け
る
の
に
協
力
し
て
欲
し
い

と

は
い

 
表
情
を

り

め
さ
せ

を
見
て
来
る
ユ
リ
エ

ル
の

に

は
見
ら
れ
な
い

見
ら
れ

な
い

が知

て
る
だ
ろ
う
け
ど

は

一

だ
と
か

ビ

タ

だ
と
か
で

多
く

の
プ
レ
イ

か
ら
憎
ま
れ

ま
れ
命
を

わ
れ
て
い
る
身
だ

そ
う

と
人
を
信
じ
る

に
も
ま
し
て
や
ダ
ン
ジ

ン
の

地
に
行
く

に
も
い
か
な
い

裏
が
取
れ
て
い
な
い
現
状

な
ら

更
だ

そ
ん
な

 
心
情
的
に
は
助
け
た
い
と
も
思
う
シ
ン
カ

と
は
知
ら
な
い

で
は
無
い
の
だ
か
ら
見
ず
知

ら
ず
の
他
人
に

べ
れ
ば
そ
の
気
持
ち
は
確
か
に
強
い

ユ
リ
エ

ル
の
表
情
か
ら
も
シ
ン
カ

の
事
を
心
の

か
ら
心
配
し
て
い
る
と
分
か
る

け
れ
ど
安

に
動
く
と

は
自
分
の

を
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め
最
悪
死
ぬ

路
に

り

い
て
し
ま
う

そ
れ
が
キ
バ
オ
ウ
や
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放

軍
に

し
て
い
る
事
な
ら

更
だ

た
だ
で
さ
え
第
一
層
に

る
事
も
実
は
結
構
危
な
い

り
を
し
て
い
る
と
い
う
の
に
そ
ん
な

手
に
動
い
て
し
ま

て
は
面
倒
な
事
に
し
か
な
ら
な

い 
ま

日
徴
税
部
隊
を

し
て
し
ま

た
時
点
で
そ
ん
な
事
を

て
も

い
の
だ

ろ
う
け
ど

く

層
を
ラ
ン
ダ
ム
で
行
き
来
し
て
い
れ
ば
こ
こ
が
ロ

ク
オ
ン
さ
れ
る

事
も
無
い
だ
ろ
う
と

え
て
い
た

 
戦
う
理
由
を
喪
い
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
る

に

か
を
護
る
事
も
助
け

る
事
も
恐
ら
く
出
来
な
い

そ
う
思

て
い
た
か
ら
一
人
で
過
ご
そ
う
と

え
て
い
た
の
だ

 
そ
こ
に
来
て
こ
れ
で
あ
る

正
直

ユ
ウ
キ
達
に
頼
ん
だ
方
が
確
実
で
は
な
い
か
と
思
う
し

ヒ

ス
ク
リ
フ
に

絡
す
れ
ば
人
命

先
と
い
う
事
で
動
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
そ
の
間
に

た
人

で
圏
内
事
件
の
事
を
追
え
ば
い
い
の
だ

ま
だ

人
は
見
つ
か

て
い
な
い
だ
ろ
う

か
ら

そ
れ
く
ら
い
す
る

は
あ
る

で
あ
る

代
理
で
ア
ス
ナ
を
立
て
れ
ば
い
い
の
だ
し

き

ユ
イ
姉
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だ
か
ら
悪
い
が
帰

て
く
れ

そ
う

お
う
と
し
た

先

は
ユ
イ
姉
に
繋
い
で
い
る
手

を
引
か
れ
て
意
識
が
そ
ち
ら
に
向
い
た

だ
と
思

て

を
向
け
れ
ば
ユ
イ
姉
は
真
剣
な
表

情
で

を
見
て
来
て
い
た

そ
の
人

た
ぶ
ん

う
そ

つ
い
て
な
い
よ

 
そ
し
て

そ
ん
な
事
を
い
き
な
り

わ
れ
て

思

が
止
ま

た

で

そ
う
思

た
ん
だ

ん
 
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
を

え
る
の
か
そ
れ
に
つ
い
て

し
く
問
い

し
た
い
欲
求
に

ら
れ

な
が
ら
も
ど
う
に
か

く
そ
れ
だ
け

問
し
た

ユ
イ
姉
は
そ
れ
を

け

く

根
を
寄
せ
て

え

む
も

す
ぐ
に
分
か
ん
な
い
と

て
き
た

分
か
ら
な
い

て

で
も

わ
か
る
の

そ
の
人

す
ご
く
苦
し
ん
で
て

哀
し
ん
で
る

て

ユ
イ
姉

き

そ
の
人
の
お
ね
が
い

き
い
て
あ

よ
う
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に

て
く
れ
る

ユ
イ
姉
に
頼
み
を

け
る
よ
う

わ
れ
た

は

中
で
そ
う

づ

い
た

 
ア
ル
ゴ
や
シ
ン
カ

か
ら
情
報
を

て
オ
レ
ン
ジ

り
を
行

て
い
た

は
シ
リ
カ
の
ピ

ナ

生
に
協
力
し
た

り
で
そ
れ
を
精
力
的
に
行

て
い
た

だ
が
そ
ん
な

を
殺
そ
う
と
企

ん
だ
物
達
に

め
ら
れ
た
時
も
あ
る

 
ア
ル
ゴ
は
あ
の
時

タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ト

を
監
獄
送
り
に
し
て
く
れ
と
い
う
依
頼
を

け

て
い
た

そ
の

中
で
シ
リ
カ
と
会
い

を
経
て
依
頼
を
達
成
し
た

も
ま
た
同
じ

よ
う
に
依
頼
を

け
た
事
は
あ
る
が
そ
の
内
の

か
は
偽
の
情
報

つ
ま
り
出

地

に

行
く
と
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
の
レ
イ
ド
が

ち
構
え
て
い
た
事
な
ど
も
あ

た

そ
う
い

た
時
は

監
獄
送
り
に
す
る

も
無
く
て

斬
り
殺
す
事
す
ら

わ
な
か

た

 
あ
の
時
に
向
け
ら
れ
た
殺
意
善
意
を
悪
意
や
殺
意
で
返
さ
れ
た
時
の
無
力
感
そ
し
て
人
を

殺
し
た
時
の
感
覚
は
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
で
も
あ
る
が

 
そ
ん
な
過
去
が
あ
る
か
ら
こ
そ

は
そ
う
い

た

の
依
頼
を

け
る
の
を
ア
ル
ゴ
経
由
限

定
に
し
て
い
た
シ
ン
カ

か
ら
の
情
報
す
ら
も
ア
ル
ゴ
に
裏
を
取

て
も
ら

て
い
た
く
ら
い

で
あ
る

だ

て
死
に
た
く
な
か

た
か
ら
死
な
ず
に
ケ
イ
タ
達
の
死
を
背
負
い

け
る
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に
きお

願
い
し
ま
す

 
だ
か
ら

け
る
つ
も
り
な
ど
無
い

無
い
の
に

ユ
イ
姉
と
ユ
リ
エ

ル
が
向
け
て
来

る

が

の
思

を

ら
せ
て
い
く

あ

分
か

た

分
か

た
よ

け
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

本

で
す
か

日
の

労
で
倒
れ
た
後
な
ん
だ
本

子
じ

な
い
ん
だ
か
ら
助
け
ら
れ
る
か
保
証
は
出
来

な
い

情
報
だ

て
無
い
ん
だ
し

あ
あ
情
報
な
ら
多
少
は
あ
り
ま
す

で
も

本
配

の
モ
ン
ス
タ

で
も
六
十
層

の
強

さ
ら
し
い
で
す

あ
と

の
方
に
大
き
な
ボ
ス

を
見
た

と

六
十
層

の
ボ
ス
ね

 
六
十
層

と

え
ば

の

武
者
や
ア
ス
ト
ラ
ル
系
の
人
魂
ボ
ス
を
思
い
浮
か
べ
る
が
一
番

苦
い
思
い
出
の
第
六
十
七
層
の
死
神
型
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

を
思
い
出
す

ア
レ
が
出
た
場
合

一
人
で
戦
う
の
は
個
人
戦
程
と
は

わ
な
い
が

な
骨
だ
ぞ

に

た

た
ら

か
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し
ら
状

異
常
が
掛
か

た
し
パ
リ

し
よ
う
に
も

手
の

力
値
が

で
は
無
か

た
か

ら
し

か

た
し

動
速

も
速
か

た
か
ら
手
古

た
記

が
あ
る

 
今
の

は
個
人
戦
の
報

で
手
に
入

た

備
の
お

で
ス
テ

タ
ス
が
増
大
し
て
い
る

し
状

異
常
に
も
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
な

て
い
る
か
ら

ら
か
マ
シ
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も

ボ
ス
の
ス
テ

タ
ス
補
正
と
い
う
も
の
は

れ
な
い

ど
こ
の
ダ
ン
ジ

ン
だ
か
知
ら
な
い
が

一
応
ボ
ス
攻
略
メ
ン
バ

に
名
を

ね
る
レ
ベ
ル
を
有
す
る
デ

ア
ベ
ル
で
も
危
う
い
と
な
れ

ば

そ
れ
な
り
の
高

ダ
ン
ジ

ン
で
あ
る
事
だ
か
ら

断
は
出
来
な
い

六
十
七
層
の
死
神
型
ボ
ス
じ

な
い
事
を
祈
る
か

日
ま
で
な
ら
と
も
か
く
今
の

だ

と
ア
レ
を

手
に
す
る
の
は
キ
ツ
イ

え

キ
リ
ト
で
も
キ

ツ
イ
や
つ
だ

た
の

そ
の
六
十
七
層
の
ボ
ス

て

ス
ト
レ
ア
ち

ん
知
ら
な
い
の

 
攻
略
組
が

し
掛
か

た
か
ら
第
二
十
五
層
の
悪
夢

再
来
だ
と
か
で
有
名
な
ん
だ
け
ど

あ
あ
は
は

ア
タ
シ

て
新

ま
な
い
し
多
分
そ
の
間

て
ダ
ン
ジ

ン
に

て

た
ん
だ
よ
ね

 

と
有
名
な
話
な
の
だ
け
ど
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
は

以
上
に
新

を

ま
な
い
の
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だ
な
と
思

た
レ
ベ
ル
は

高
か

た
し
恐
ら
く
定
期
的
に
ど
こ
か
の
ダ
ン
ジ

ン
や

場

に

て
い
た
の
だ
ろ
う

た
だ
レ
ベ
ル
を
上

る
事
に

念
を

や
し
て
い
れ
ば
他
の
事
を
気

に
し
な
く
な
る
か
ら

そ
う

え
れ
ば
知
ら
な
か

た
こ
と
に
も
一
応
の
説
明
が
付
く

 
ス
ト
レ
ア
に
つ
い
て
そ
う

え
て

得
し
て
い
る
と
ユ
リ
エ

ル
が
も
の

い
た

な
表
情

で
見
て
来
て
い
た
の
で

そ
ち
ら
に

線
を
向
け
る

あ
の

出
来
れ
ば
今
す
ぐ
に
で
も
行
き
た
い
の
で
す
が

あ
あ

は
構
わ
な
い
け
ど

い
も
行
くえ

 
ユ
リ
エ

ル
が
す
ぐ
に
行
き
た
い
と
い
う
の
は
心
情
か
ら
も
分
か
る
話
だ

た
し

と
し
て

も
シ
ン
カ

の
安

や
圏
内
事
件
の

の
進

が
気
に
な

て
い
た
か
ら

く
助
け
に
行

こ
う
と
思

て
い
た
か
ら
不

合
は
無
か

た

速
行
こ
う
と
思

て
い
た

の
に
そ
の

先
で
ユ
イ
姉
が
自
分
も
行
く
と

い
始
め
た
の
で

空
気
が

ま

た

あ
の

ユ
イ
姉
こ
れ
か
ら
行
く
と
こ
ろ
は
ダ
ン
ジ

ン
な
ん
だ
け
ど

中
な
ら
と
も
か

く

流

に
危
険
な
ダ
ン
ジ

ン
に
は
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で
も

で
も
も

も
無
い

今
回
ば
か
り
は
ダ
メ
だ
リ

フ

達
と
一
緒
に
こ
こ
で

て
て
く
れ

う

う

て
も
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
だ

も
本

子
じ

な
い
し
こ
れ
か
ら
行
く
と
こ
ろ
は
危

険
だ
か
ら
護
り
切
れ
ず
に
ユ
イ
姉
が
死
ぬ
可
能
性
も
あ
る
ん
だ
そ
ん
な
場

に

れ
て
行
け
る

が
無
い
だ
ろ

 
向
け
ら
れ
る
抗
議
の

線
を
無

す
る
の
は
心
情
的
に

い
も
の
が
あ
る
も
の
の
こ
れ
も
ユ

イ
姉
を
思

て
の
事
だ
か
ら
と
自
分
に

い

か
せ
る

実

ど
こ
の
ダ
ン
ジ

ン
か
は
知
ら

な
い
が
六
十
層
レ
ベ
ル
の
モ
ン
ス
タ

が

本
配

さ
れ
て
い
る
の
な
ら
そ
れ
は
最
前
線
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
危
険

を
有
す
る
事
に
な
る
ト
ラ

プ
に

し
て
は
一
切
分
か
ら
な
い
の

だ
か
ら
高
め
に
見
て
お
い
た
方
が
良
い

そ
ん
な
場

に
戦
え
も
し
な
い
ユ
イ
姉
を

れ
て
行
く

な
ど
狂
気
の

な
の
だ

 
ま
だ
家

に
な

て
一
日
し
か
経

て
い
な
い
し
そ
こ
ま
で
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を

た

で
も
無
い
も
の
の
ユ
イ
姉
は
確
か
に

の
も
う
一
人
の
新
た
な
義
姉
な
の
だ

家

を
危

険
に
晒
し
た
い
な
ど
と
は
決
し
て

は
思
わ
な
い
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ね

れ
て
行

て
あ

た
ら

は

 
そ
う
思

て
い
た
の
に
ス
ト
レ
ア
は
あ

け
ら
か
ん
と
し
た
声

で
そ
れ
と
正
反
対
の

を
し
て
来
た

一

を

わ
れ
た
か
分
か
ら
ず

ワ
ン
テ
ン
ポ

れ
て
意
味
を
理
解
し
た

で

は
横
目
で

み
な
が
ら
ス
ト
レ
ア
に

線
を
向
け
た

故
そ
ん
な
事
を

い
だ
し
た
の

か

そ
れ
を

く

に
だ

た

 
ス
ト
レ
ア
は

が
向
け
た

線
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
た
の
か
そ
れ
と
も
最
初
か
ら

話
す
つ
も
り
だ

た
の
か

す
ぐ
に

を
開
い
た

あ
の
ね
多
分
だ
け
ど
こ
の
ま
ま

い
て
行

て
も
さ
す
ぐ
に
後
を
追
い
掛
け
る
と
思
う
よ

 
下
手
に
う
ろ
つ
か
れ
る
よ
り
は
す
ぐ
近
く
に

て
も
ら

た
方
が
安
心
じ

な
い

そ
の
理

は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
け
ど
戦
力
が
足
り
な
い
た
だ
で
さ
え

は

日

の

労
を
引
き

て
る
ん
だ
ぞ

し
か
も
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は
手

に

な
い
し
新
た
な
武
器
も
完
全
に
は

れ
て
い
な
い
ん
だ

ユ
イ
姉
自
身
に
も
戦
闘
能
力
が
無
い

以
上

不
安
要

が
多
す
ぎ
る
中
で

れ
て
行
く
の
は
承

出
来
な
い

 
そ
う

の

棒
で
あ
る
エ
リ

シ
デ

タ
と
リ
ズ
が

の

に
鍛
え
て
く
れ
た
ダ

ク
リ
パ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

ル
サ

あ
の
二
刀
は
現
在
個
人
戦
で
の

闘
の
影

も
あ

て

が
入
る
程
の
損

を

け
た

に
リ
ズ
に

け
た
ま
ま
に
し
て
い
る
の
だ

手

に
無
い
の
で
あ
る

 

二
刀
流

そ
の
も
の
は

で
も
可
能
で
は
あ
る
が

の
心
情
と
し
て
は

黒
鉄

と
白
金
の
二
刀
を
こ
の
世
界
で
使
い
た
い
と
は
あ
ま
り
思

て
い
な
い

必
要
に

ら
れ
れ

ば
な
り

り
構
わ
ず
使
う
が

が

な
だ
け
に
如

せ
ん
使
い

い

片
刃
な
の
も

に

ド
ス
キ
ル
に
合

て
な
い
し

 
二
刀
の

練
は
あ
の
片
刃
の
剣
で

け
た
も
の
の
今
と
な

て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
得
た
あ
の
二
刀

で
こ
そ
本

発

出
来
る
よ
う
に
な

て
い
る

こ
れ
も
ま
た
矛
盾
の
一
つ
だ
ろ
う
か
と

と
は
な
し
に

え
て
し
ま

た

千
冬
を
目
指
し
て
い
た
な
ら
む
し
ろ
零

白
夜

の
力
を
有
し
使
え
る

の
二
刀
の
方
が

し
て
い
る
だ
ろ
う
に

だ

た
ら
ア
タ
シ
も
行
く
よ

レ
ベ
ル
は

の
大

だ
し

ア
ス
ナ
に
も
実
力
は
認
め
ら
れ

た
か
ら
さ

戦
力
と
し
て
は
十
分
数
え
ら
れ
る
で
し

 
ア
タ
シ
が
見
て
た
ら

キ
リ
ト
も

戦
闘
に
集
中
出
来
る
ん
じ

な
い

あ

だ

た
ら
わ
た
し
も
行
こ
う
か

 
こ
れ
で
も

ロ
で
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
し
て
き
た

ん
だ
か
ら

ト
ラ

プ
系
の
発
見
や
解

は
お
手
の
物
だ
し

レ
ベ
ル
も

後

だ
か
ら
戦
闘
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の
手
伝
い
も
出
来
る
と
思
う

き

そ
れ
で
も

ダ
メ
だ

 
ス
ト
レ
ア
と
フ

リ
ア
の
二
人
の
レ
ベ
ル
は
攻
略
組
の
中
で
も
ト

プ
ラ
ン
ク
に

す
る

と

て
も
過

で
は
無
い
値
だ

ス
ト
レ
ア
に

し
て
は
話
を

い
た
事
が
無
い
の
で
未
知
数

だ
が
ア
ス
ナ
に
は
認
め
ら
れ
た
と

う
か
ら
必
要
最

限

の
実
力
は
あ
る
の
だ
ろ
う
使

武
器
は

手
剣
と

い
た
覚
え
が
あ
る
か
ら
片
手
剣
を
鍛
え
に
鍛
え
た

の
発
現
だ
ろ
う
し

心
得
は
あ
る

だ

フ

リ
ア
の
場
合
は
ト
レ
ジ

ハ
ン
テ

ン
グ
を
一
人
で
行

て
い
た
と

い
う
実
績
か
ら
あ
る
程

は
信

出
来
る
と

て
い
い

が
掛
か

て
い
る
宝

も
少
な
く

な
い
か
ら
発
見
は
と
も
か
く
解

は

せ
て
も
良
い
だ
ろ
う

 
し
か
し

だ
か
ら
と

て
ユ
イ
姉
を

れ
て
行

て
も
良
い
と
い
う
理
由
に
は
な
ら
な
い

万
が
一
が
あ
る
し
ユ
リ
エ

ル
の

ぶ
り
か
ら

す
る
に
シ
ン
カ

が

る
の
は
恐
ら
く
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

が
う
ろ
つ
い
て
い
る

地
な
の
だ

ダ
ン
ジ

ン
の

ま

た
場

に
行
く
に
つ

れ
て

は
強
く
な

て
い
く
し
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

が
い
る
可
能
性
も
高
く
な
る
の
で

れ

て
行
く
の
は
や
は
り

同
出
来
な
い
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ス
ト
レ
ア
と
フ

リ
ア
の

し
出
そ
の
も
の
は
あ
り
が
た
い

で
も
そ
れ
で
ユ
イ
姉
を

れ

て
行
こ
う
と
は
思
わ
な
い

危
険
な
ダ
ン
ジ

ン
に
戦
え
な
い
プ
レ
イ

を

れ
て
行

て

に
な
る
ん
だ
た
だ
無
暗
に
危
険
に
晒
す
だ
け
最
悪
死
な
せ
て
し
ま
う

絶
対
守
り
切
れ
る

と
い
う
保
証
は
無
い
し
死
ん
だ
ら
そ
れ
ま
で
の
こ
の
世
界
で

は
そ
ん
な
無
謀
に
出
よ
う
と

は
思
え
な
い

 
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
ん
な

ダ

カ

う
ぎ

 
サ
サ
マ
ル

 
く
そ

 

て
テ
ツ
オ

 
突

ん
で
も
意
味
は

 
ぐ
あ
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そ

そ
ん

な

  

裏
に

る

か
つ
て

が
力

え
し
て
い
た
人
達
の
断

魔

月
夜
の
黒
猫

壊
滅
を

止
め
ら
れ
な
か

た
の
は
攻
略
組
で
あ
り
ビ

タ

と
明
か
し
て
い
た

が
強
く

わ

な
か

た
か
ら
で
も
あ
る

論
制
止
を
ま
と
も
に

か
な
い
で
宝

を
不

心
に
開
け
た
ダ

カ

や
同

し
て
い
た
サ
サ
マ
ル
と
テ
ツ
オ
に
も
責

は
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど

が
壊
れ
る

事
も

わ
ず
力

く
で
止
め
て
い
れ
ば
ま
だ
良
か

た
の
だ

 

は
恐
れ
て
い
る

あ
あ
認
め
よ
う

は
目
の
前
で

か
が
死
ぬ
事
を
恐
怖
し

け
て
い

る
の
だ
あ
の
日
あ
の
時
か
ら
ず

と

た
と
え
サ
チ
に
赦
さ
れ
た
と
し
て
も

自
身
が
ず

と
赦
せ
て
い
な
い
も
う
二

と
あ
の

を

り
返
し
て
な
る
か
と
一

た
り
と
も
忘
れ
た
事

は
無
い

が

わ

た
事
で
死
の
危
険
に
見
舞
わ
れ
た
者
孤
独
に
な

た
者
は
ま
だ
少
な
い

が

そ
れ
で
も
確
実
に
い
る
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら
こ
そ

は
ユ
イ
姉
を

れ
て
行
く
と
い
う
話
で

を

に
振
る
事
は
出
来
な
い

れ
て
行
か
な
け
れ
ば
死
の
危
険
性
護
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
は
現
れ
な
い

け
れ
ど

れ
て
行
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け
ば
そ
の
可
能
性
が
出
て
し
ま
う

今
ま
で

の
強
さ
の
根
幹
と
な

て
い
た
戦
う
理
由
を
喪

い
そ
れ
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今

か
を
護
る
事
が
出
来
る
と
は
思
え
な
い
以
上
は

れ
て
行
く

に
も
い
か
な
い

日
ま
で
の

も

同
じ
決
断
を
下
し
た
だ
ろ
う
が

え

 
ア
タ
シ
と
フ

リ
ア
が
協
力
し
て

攻
略
組
最
強
の
キ
リ
ト
が
加
わ

た
ら
一
人

く
ら
い
は
守
れ
る
と
思
う
け
ど
な

 
最
強

本

の
意
味
で
は

は
強
く
な
い
と
も
う
一
人
の
自
分
に
思
い
知
ら
さ
れ
た
今

そ
の
異
名
は
た
だ
重

で
し
か
無
い

そ
し
て
ス
ト
レ
ア
の

天
的
と
し
か

え
な
い
こ
の
世

界
の
プ
レ
イ

に
は
あ
る
ま
じ
き

観
的
な
思

が

に

の
断

魔
を
想

さ
せ
苛

立
た
せ
て
き
た

は

し
た
か
ら
な

そ
れ
で
も
来
る
な
ら

後
は
も
う
自
己
責

だ

勝
手
に
し
ろ

 
そ
う

い
捨
て
て

は

が

る
部

か
ら
足

に
退
出
し
た

部

の
外
に
集
ま

て
い

た
ギ
ン
達
は
最
初
は

に
声
を
掛
け
よ
う
と
し
た
も
の
の
恐
ら
く

が
不
機

で
あ
る
事
が

表
情
か
ら
見
て
取
れ
た
の
か

一
人
も
話
し
掛
け
て
来
る
事
は
無
か

た

そ
れ
を
良
い
事
に

は
教
会
の

を
開
き

共

設
か
ら
も
出
る
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依
頼
を
し
て
来
た
時
点
で
ユ
リ
エ

ル
の
実
力
は
恐
ら
く
攻
略
組
よ
り

り
救
出
の

内
を

し
出
た
の
だ
か
ら
恐
ら
く
レ
ベ
ル
は

前
後
な
の
だ
ろ
う

そ
し
て
シ
ン
カ

も
同
程

で
あ
る
と
記

し
て
い
る
の
で
行
き
は
ユ
イ
姉
を

め
れ
ば
二
人
帰
り
は
シ
ン
カ

を

め

て
三
人
を

ス
ト
レ
ア
フ

リ
ア
の
三
人
で
護
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
人
に
つ
き

一
人
付
く
の
は

か
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

が

る
と
い
う
情

報
が
あ
る
時
点
で

そ
も
そ
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が

る
だ
け
で

に
不

だ

 
ま

シ
ン
カ

と
ユ
リ
エ

ル
は
ま
だ
レ
ベ
ル
が

レ
ベ
ル
の
値
に
あ
る
か
ら
マ

ジ

ン
が
取
れ
て
い
な
い
だ
け
で

れ
ば
戦
え
る
だ
ろ
う

最
悪

が

に
な
れ
ば

亡
は
可
能
か

も
知
れ
な
い

 
し
か
し
問

な
の
は
第
七
十
四
層
ボ
ス
の
よ
う
に
転

が
可
能
な
ボ
ス
の
場
合
だ

も
し
も

転

可
能
だ
と
す
れ
ば
撤
退
す
ら
も

に
な
る
最
悪
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
出
入
り

に
近
い

プ
レ
イ

か
ら

う
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
で

む
の
だ
か
ら

ら

の

動
速

が

に
多
く
振

て
い
る
ア
ス
ナ
以
上
だ
と
し
て
も
流

に
数
十
メ

ト
ル
の

離
を
一

で

め
る
事
は
出
来
な
い
の
で

転

可
能
な
ボ
ス
だ
と
す
れ
ば
打
つ
手
が
無
く
な
る

 

論
転

が
出
来
な
い
ボ
ス
で
あ
れ
ば
や
り
よ
う
は
あ
る

し
か
し
人
が
想
像
す
る
物
事
は
全
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て
現
実
に
な
り
得
る
の
だ
か
ら
最
悪
を
想
定
し
て
動
か
な
け
れ
ば
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
事

に
な
る
可
能
性
も
あ
る

 
そ
れ
こ
そ

か
つ
て
の

月
夜
の
黒
猫

壊
滅
の
時
の
様
に

も
う
二

と

あ
ん
な
の
は
ご
め
ん
な
ん
だ
ぞ

は

 
こ
の
依
頼
で

シ
ン
カ

を
助
け
出
し
て
も
ユ
リ
エ

ル
が
死
亡
す
れ
ば

あ
る
い
は
シ
ン

カ

を
助
け
出
せ
ず
に
ユ
リ
エ

ル
が
生
き
残
れ
ば

は
生
き
残

た
方
か
ら
恨
ま
れ
る
可
能

性
が
高
い

特
に
ユ
リ
エ

ル
が

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
感
情
を
持

て
い
る
か
分
か
ら
な
い

し
シ
ン
カ

の
事
を
大
切
に
想

て
い
る
事
か
ら
も
恨
ま
れ
る
可
能
性
は
前
者
の
場
合
よ
り

も

か
に
高
い
と

え
る
だ
ろ
う

 
ビ

タ

と
し
て

ま
れ
る
そ
れ
は
覚
悟
の
上
で
し
た
事
だ
ま
さ
か
本

に
生
還
出

来
る
と
は
思

て
い
な
か

た
か
ら

を
予
期
し
て
不
安
を
覚
え
て
い
る
が
そ
れ
は
ま
だ
自
業

自
得
だ
か
ら
良
い

 
け
れ
ど
個
人
的
に

か
か
ら
恨
ま
れ
る
と
い
う
の
は
も
う

な
の
で
あ
る
そ
れ
も
人
の
死

が

わ

て
い
る
事
で
恨
ま
れ
る
の
は

そ
ん
な
の
は
ケ
イ
タ
の
憎
悪
だ
け
で
十
分
だ

ケ
イ

タ
が
最
期
に
向
け
て
来
た
あ
の

だ
け
で

は
壊
れ
か
け
た
の
だ
か
ら

強
さ
の
根
幹
と
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え
を
喪

た
今
の

が
ま
た

を
向
け
ら
れ
れ
ば
も
う
か
つ
て
の
よ
う
に
立
ち
直
れ
る
気

は
し
な
い

来
て
く
れ
る
な
よ

 
も
し
も
来
た
と
す
れ
ば
勝
手
に
し
ろ
と
い
う

葉
に
反
す
る
よ
う
だ
が
命
に
代
え
て
で
も
護

り

こ
う
と

は

え
て
い
た

目
の
前
で

間
が
大
切
な
人
が
死
ぬ
く
ら
い
な
ら
ば

が
死
ん
で
で
も
護

た
方
が

ら
か
マ
シ
だ

と
も

 
そ
れ
で
も

だ

て
自
ら
死
に
に
行
こ
う
と
は
思
わ
な
い

そ
し
て
家

に
命
を
危
険
に
晒
し

て
欲
し
く
は
無
い
故
に

切
に

心
か
ら

は

ユ
イ
姉
が
来
な
い
事
を
願

た
の
だ

た

  

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

第
五
十
七
層
主

マ

テ
ン

は

第
五
十
層
以
上
の

層
の
中

で
も
恐
ら
く
最
も
始
ま
り
の

に

ず
る

気
を
持

て
お
り
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ト
を

始
め
武

や
Ｎ
Ｐ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
多
く
の

設
を
有
す
る

の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ

る

最
前
線
は
第
七
十
五
層
へ

て
い
る
の
で
こ
こ
で

ら
れ
て
い
る
武

は

に
自
分
が

使
う
に
は

不
足
な
部
分
も
あ
る
が
ア
ク
セ
サ
リ

や
食
べ
物
と
い

た
戦
闘
に
あ
ま
り

わ

ら
な
い
面
で
は
そ
こ
そ
こ
イ
ケ
る

と
し
て

女
子
の
間
で
は
そ
こ
そ
こ
有
名
に
な

て
い
る
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ま

流

に

フ
ラ
ワ

ガ

デ
ン

の
異
名
を
持
つ
第
四
十
七
層
主

フ
ロ

リ
ア

の
人
気
に
は

る
が

 
そ
し
て
こ
の

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
最
も
速
く

裁

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
た

プ
レ
イ

ア
シ

レ
イ
が

を
構
え
て
い
る

一
の

と
し
て
も
有
名
だ

ま

ア

シ

レ
イ
さ
ん
が

て
い
る

は
そ
こ
そ
こ
値
が

り
更
に
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
よ
り
取

り
見
取
り
な
の
で

に

が
無
け
れ
ば
ち

と

い
物
し

く
は
あ
る
の
だ
が
デ
ザ
イ

ン
の
セ
ン
ス
は
ピ
カ
イ
チ
な
の
で

ん
で
外
れ
は

無
い
と

え
る

ま
た
高

に
限

り
持
ち

み
で
オ

ダ

メ
イ
ド
を
頼
め
る
の
も
魅
力
的
だ
デ
ザ
イ
ン
も
そ
の
時
点
で
ラ
フ

を
持
ち

め
ば
そ
れ
に
合
わ
せ
て
し
て
く
れ
る

 

故
そ
ん
な

し
い
事
ま
で
知

て
い
る
か
と

え
ば

を

そ
う

と
ボ
ク
の
バ
ン
ダ

ナ
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
ま
だ
裁

ス
キ
ル
を
取

た
ば
か
り
の

け
出
し
で

で

り

出
し
た

に

り
が
か

て
良
い
な
と
思

て

入
し
た
代
物
だ
か
ら
で
あ
る

し
か
も
お
客

様
第
一

だ

た
ら
し
く
そ
の
縁
も
あ

て
今
も

意
に
し
て
い
る

実
は
ア
ス
ナ
や
姉
ち

ん
に
す
ら
秘
密
の

み
友
達
だ

ん

じ

あ
そ
の

黒
の
剣
士

ク
ン
は

く
前
線
か
ら
下
が
る
の
ね

 

か
前
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に
も
似
た
よ
う
な
事
を

い
た
気
が
す
る
け
ど

そ
も
そ
も
七
十
五
層
の
闘
技
場
が
異
常
だ

た
ん
だ
よ
ま
さ
か

に
入

て
す
ぐ
に

す
る
と
か

も
予
想
出
来
な
か

た
し
あ
ん
な
出

目
な
ボ
ス
が
出
る
と
は
思
わ
な
か

た
し

さ
絶
剣

女
性
最
強
の
剣
士
と
ま
で

わ
れ
て
る
ユ
ウ
キ
ち

ん
が

う
な
ら

よ

ど
だ

た
の
ね

 
圏
内
事
件
に
つ
い
て
夜

く
ま
で

し
ギ
ル
ド
ホ

ム
に
帰
ら
ず
層
の

で
夜
を

明
か
し
た
ボ
ク
は
そ
の
足
で
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

に

い
て
話
を
し
て
い
た

内
容
は

日

一
日
の
出
来
事
で
あ
る

圏
内
事
件

の
事
に
つ
い
て
は

と
世

か
ら
隔
絶
し
た
感
の
あ

る
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
事
だ
か
ら
知
ら
な
い
か
も
と
思

て
い
た
の
だ
が
や
は
り
知
ら
な
か

た

の
で
圏
内
で
も
気
を

か
な
い
よ
う
特
に

意
を

し
て
お
い
た

つ
い
で
に
知

を

り

よ
う
と
思

て
で
も
あ
る
が

進
展
は
や
は
り
無
か

た

 
ち
な
み
に
だ
が
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
男
性
で
あ
る

ち

と

な
ス
タ
イ
ル
だ
し

で
し
な
を
作

て
い
る
上
に
女
性

い

で
線
も

い
か
ら

違
い
し
や
す
い
の
だ
が

前
開
き
の
シ

ツ
か
ら
は
そ
こ
そ
こ

そ
う
な

が
見
え
て
い
る
事
か
ら
も
男
性
と
分
か
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

初
め
て
会
話
し
た
時
の
カ
ル
チ

シ

ク
は
ち

と
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
一
つ
だ

 
ま

そ
の
シ

ク
よ
り
も
キ
リ
ト

ど
の

い
子

が
戦

て
る
事
の
方
が
よ

ど

衝
撃
的
だ

た
け
ど

女
性
最
強
か

正
直
ア
ス
ナ
や
姉
ち

ん
の

突
は
見
切
れ
な
い
時
が
あ
る
か
ら
な

と
そ
れ
を
名

る
事
は
出
来
な
い
よ

 
そ
れ
に
名

る
な
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
が
良
い
と

え
ば
紅

が

れ
ら
れ
た
テ

カ

プ

を

に

け
て
い
た
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

苦

を
浮
か
べ
た

な
ら
紅
の
騎
士
様
と
黒
の
剣
士
ク
ン
を
倒
さ
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね

 
鉄

を
誇

る

神
聖
剣

そ
し
て
間
断
無
い

撃
を
誇
る

二
刀
流

を
前
に

ユ
ウ
キ
ち

ん
は
ど
う

や

て
戦
う
の

一
点
突
破

 

と

い
た
い
ん
だ
け
ど
ね

そ
れ
が
出
来
た
ら
苦
労
し
な
い
で
し

あ
の
二
人
の
強
さ
は
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
方
が
知

て

る
で
し

う
に

 
そ
う
そ
う
な
の
だ
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の

は
的
確
な
上
に

で
破
れ
な
い
し
キ

リ
ト
は
時

ボ
ク
を
圧
倒
す
る
反
応
速

で

の
攻
撃
を

し
て
反
撃
を

き

ん
で
い
る
か
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ら
仮
に
デ

エ
ル
で
対
峙
し
た
と
し
て
も
勝
て
る
ビ
ジ

ン
が
浮
か
ば
な
い
の
で
あ
る

特
に

日
の

闘
振
り
を
見
て
か
ら
は
キ
リ
ト
に
勝
て
る
気
が
し
な
く
な

た
あ
ん
な
の
ボ
ク
じ

絶
対
勝
て
な
い
し

 

な
片
手
剣
で
の
勝
負
な
ら
ま
だ
一

の
望
み
は
あ
る
少
な
く
と
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

以
上
だ
と
は
自
負
し
て
い
る

が
キ
リ
ト
に
は
や
は
り

る
と
し
か

え
な
い
だ
ろ
う

彼

が
目
指
し
て
い
る

き
は
世
界
最
強
す
な
わ
ち
は

実
姉
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
な
の
だ
か
ら

こ

の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
に

な
い
以
上
は
決
し
て
追
い
付
く
事
の
無
い
背
中
を
追
い
求
め
て
い
る
彼
に

わ
な
い
の
は

む
し
ろ
必
然
と

え
た

攻
略
組
最
強
の
剣
と
最
強
の
盾

一
部
は
そ
う

し
て
い
る
ら
し
い
わ
ね

え
ば
無

だ
と
も

い
て
る
わ
よ

 
第
二
十
五
層
と
第
六
十
七
層
の
ボ
ス
戦
は
悲

な
も
の
だ

た
が
そ
れ
を
立
て
直
せ
た
の
は

キ
リ
ト
の
的
確
な
突
破
力
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の

な

が

て
い
た
か
ら
こ
そ
だ

あ
の
二
人
が
ボ
ス
を

手
に
大
立
ち
回
り
を
し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
デ

ア
ベ
ル
や
ア
ス
ナ
達

が
部
隊
の
立
て
直
し
に
全
力
を

た
の
で
あ
る

 
故
に
攻
略
組
は

の
危
機
に

し
た
事
は
あ
れ
ど
実

に
撤
退
を

む

は
一

も



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

経
験
し
て
い
な
い

そ
う
な
る
前
に
キ
リ
ト
が
そ
う
な
る
要
因
を

し

れ
た
戦
況
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
共
に
立
て
直
す
か
ら
だ

ビ

タ

と
い
う
事
で

を
多
く
作

て
し
ま

て
い
る
キ
リ
ト
だ
が
本

に
ご
く
一
部
か
ら
は
そ
の
強
さ
を

け
容
れ
ら
れ
希
望
と
し
て
見

ら
れ
て
も
い
る

そ
れ
で
も

ビ

タ

だ
か
ら

一

だ
か
ら
と
見
下
さ
れ
て
い

る
事
に
は
変
わ
り
な
い
の
だ
け
ど

紅
の
騎
士
様
は
と
も
か
く

黒
の
剣
士
ク
ン
は
色

と
問

を

え
て
る
し

そ
ん

な
子
を
放

て
お
け
な
い
ユ
ウ
キ
ち

ん
も
大
変
ね

ま

ね

 
放

て
お
け
な
い

キ
リ
ト
自
身
を
見
て
彼
の
過
去
を
知

た
者
達
が
常
に
持

て
い
る
思

い
は

恐
ら
く
こ
の
一

に
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う

 
強
い
が

い

い
と
い
う
の
は
あ
ら

る
経
験
が
未

で
あ
る
事
を
示
し
精
神
的
に
も

ま
だ
未
発
達
な
部
分
が
多
い
事
を
表
し
て
い
る

そ
の
状

な
の
に
攻
略
組
で
ト

プ
に

し

て
い
る
キ
リ
ト
は

一

で

え
ば
異
常
な
の
だ

 
別
に
彼
が
悪
い

で
は
無
い

い
か
ら
と
い
う
の
を
理
由
に
全
て
を
他
人
に

せ
る
の
に

べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ

全
だ
ろ
う

別
に
人
に

せ
て
も
仕
方
な
い
年

だ
と
思
う
け
ど
も
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異
常
だ
と
思
う
理
由
は
彼
が
戦
う

い
や
戦
お
う
と
思
え
る
動
機

わ
ば
戦
う
理
由

だ

最
強
を
求
め
て
い
る
か
ら
と

て
今
の
年

か
ら
世
界
最
強
と
同

以
上
の
事
を
し
よ

う
と
す
る
そ
の
行
動
理
念
が
最

常

を

し
て
い
る
の
だ

そ
し
て
そ
の
異
常
性
に
気
付
け
な

い
事
が

彼
を
知
ら
ぬ
間
に
追
い

め
て
い
る
と
い
う
証

で
も
あ
る

 
第
一
層
ボ
ス
攻
略
で
集
ま

た
時
か
ら
ず

と
予
感
は
し
て
い
た

時
の
日
か
彼
の
そ
の

異
常
性
は

か
し
ら
明
確
な
形
を
持

て
異
常
を
表
に

け
出
す
と
そ
し
て
そ
れ
が
彼
の
限
界

で
あ
る
と

正
に

日
の
闘
技
場
で
の
戦
い
で

彼
は
そ
の
異
常
性
を
明
確
な
形
で
表
に
出
し

た
あ
の

な

み
や
彼
ら
し
か
ら
ぬ
表
情
と

と
し
て

ア
レ
は
恐
ら
く
キ
リ
ト
に
と

て
の
悲
鳴
な
の
だ
少
な
く
と
も
ボ
ク
は
そ
う
感
じ
て
い
る

二
重
人
格
だ
と
か

か
い
事
は
知

ら
な
い
が
ホ
ロ
ウ
が
白
い
化
け
物
と
化
し
た
ア
レ
が
か
つ
て
キ
リ
ト
の
負
の
感
情
に
よ

て
引

き

こ
さ
れ
た
も
の
だ
と
知

て
か
ら
は

更
そ
う
思
う
よ
う
に
な

て
い
る

 
そ
れ
ら
も

ま
え
た
上
で
キ
リ
ト
に
は
一
人
で
無
理
を
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く

ま
た
新
た
に
し
て
い
る

流

に
個
人
戦
は
シ
ス
テ
ム
的
制
約
で
ど
う
し
よ
う
も
無
か

た

が

そ
れ
以
外
で
は
助
け
に
な
り
た
い

 
彼
は
人
一

責

感
が
強
い
か
ら

自
身
が

ま
れ
恨
ま
れ
て
い
る
と
し
て
も
確
か
に
デ
ス
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ゲ

ム
生
還
の
希
望
と
な

て
い
る
事
を
自
覚
し
て
い
る
故
に
今
ま
で

ん
で
来
な
か

た
し

日
も
戦
闘
に
出
た

事
件
後
も

労
を

し
て
ま
で
話
し
合
い
に
出
て

晩
別
れ
て
か
ら

倒
れ
た
と
リ

フ

か
ら
メ

ル
が

た
時
は

ざ

と
血
の
気
が
引
い
た
も
の
で
あ
る

そ
ん
な
に
ユ
ウ
キ
ち

ん
が
心
配
す
る
な
ん
て

黒
の
剣
士

ク
ン

て

や

り

ど
悪
人
じ

な
い
の
ね

ア
シ

レ
イ
さ
ん
は

キ
リ
ト
の
事
を
ど
う
思

て
る
の

う
ん

 
ん

そ
う
ね

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は

人
で
も
あ
る
の
で

本
的
に
人
の

悪
な
ど
を

わ
ず
に
中
立
の

立
場
を
保
と
う
と
す
る
き
ら
い
が
あ
る
こ
の

は
エ
ギ
ル
さ
ん
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ

人
を

え
り

み
し
て
い
た
ら

な
ん
て
出
来
ね

と
い
う
の
は
黒

の

戦
士
の

で
あ
る

 
そ
ん
な

人
の
ポ
リ
シ

に
反
す
る

問
を
承
知
の
上
で
し
た

だ
が
ア
シ

レ
イ
さ
ん

は
そ
れ
に

な

を
せ
ず
ん

と
虚
空
を
見
な
が
ら

て
い
た
が

く
し
て

苦

を
浮
か
べ
た

本

は

客
の
プ
ラ
イ
バ
シ

を

ら
す
な
ん
て

人
失
格
な
ん
だ
け
ど

ね
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え

 

客

 

客
と
い
う

い
方
を
す
る
と
い
う
事
は

つ
ま
り
そ
れ
は
キ
リ
ト
も
ま
た
ア
シ

レ

イ
さ
ん
の

を

し
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

 
そ
ん
な
思
い
を

せ
て

線
を
向
け
て
い
れ
ば

彼
は
紅

の
カ

プ
を

手
に
持
つ

サ

の
上
に

い
た

情
報

の
ア
ル
ゴ
ち

ん
は
知

て
い
る
で
し

う

 
彼
女
の

で
こ
の

層
が
開
か

れ
る
前
ま
で
構
え
て
い
た
第
二
十
層
の

に
来
た
の
が
最
初
の
出
会
い
よ
そ
の
時
は
第
二
十
層

が
最
前
線
だ

た
わ
ね

初
め
て
見
た
時
は
小
さ
な
子

だ
と
思

た
け
ど
自
己

で
忌
み

名
を
名

た
事
で

か
は
分
か

た

同
時
に

乱
も
し
た
わ
よ
ア
ル
ゴ
ち

ん
か
ら
は

客
を

し
た

て
あ
る
け
ど
そ
の
客
が
正
に
彼
女
の
新

で

き
下
ろ
さ
れ
て
い
る
本
人
だ

な
ん
て

て

ま

人
と
し
て
は
お
客
様
に
は
変
わ
り
な
い
し
彼
も
礼

正
し
か

た
か
ら
交

に
問

は
無
か

た

黒

く
め
の

を
新

す
る

に

れ
た
彼
の
依
頼
に

応
え
る

に

持
ち

ま
れ
た
黒
色
の

を
使

て

を

え
た
わ

黒
い

の
コ

ト

指

手

シ

ツ
に
ズ
ボ
ン
に
ブ

ツ

真

黒
ば
か
り
だ

た
し

も
一
切
入
れ
な
く

て
良
い
と

わ
れ
て
あ
ん
ま
り

り

を
感
じ
な
か

た
わ
ね

ま

そ
れ
で
も
金
属
を
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使
わ
な
い
と
い
け
な
い
部
分
が
あ

た
か
ら
そ
こ
の
色
は
流

に
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た
け

ど

そ
れ
で

 
話
の
先
が
見
え
な
く
て

を

み
な
が
ら
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
先
を

す

彼
は

を
整

理
す
る
よ
う
に
カ

プ
を
持
ち
上

紅

を

に

み

み
下
し
た

依
頼
と
引
き
取
り
私
が

し
た
の
は
合

で
十
分
程

の
時
間
で
し
か
無
い
二

だ
け

だ

た
け
れ
ど

た

た
二

の
会
話
で

に

く
程
悪

な
人
間
と
は
思
え
な
か

た

い

や

む
し
ろ
哀
し
い
眼
を
し
て
い
た
か
ら

逆
に
引
き

ま
れ
そ
う
で
怖
く
も
感
じ
た
わ

引
き

ま
れ
そ
う
で

怖
い

え
え

ま

狂
気
だ
と
か
殺
気
だ
と
か
そ
ん
な
危
な
い

で
は
無
か

た
の
が
救
い

か
し
ら
ね

第
二
十
五
層
ボ
ス
戦
後
に
黒
の
剣
士
の
異
名
を
得
た
プ
レ
イ

が
ビ

タ

だ
と
知

て

私
は
こ
う
思

た

も
し
か
し
て

忌
み
名
と
異
名
を
分
け
る

に
し

た
ん
じ

な
い
か

て
ね

分
け
る

ビ

タ

は
忌
み
名
つ
ま
り

ま
れ
憎
ま
れ
の
対

と
し
て
の
二
つ
名

け
れ
ど
黒
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の
剣
士
は
第
二
十
五
層
ボ
ス
戦
で
の
戦
歴
か
ら
付
け
ら
れ
た

わ
ば
希
望
の
証
と
も
取
れ

る

そ
う

え
る
と
同
一
人
物
に

反
す
る
異
名
が
存
在
す
る
事
そ
の
も
の
が
異

だ
か

ら
こ
そ
私
は
も
し
か
し
て
と
思

た
の
よ

あ
の
黒

く
め
の

備
は

と
す
る
と
そ

こ
ま
で

さ
れ
た
上
で

ば
れ
た
ん
じ

な
い
か
と
ね

希
望
と
い
う
正
の
感
情
と
憎
悪
と

い
う
負
の
感
情
の

方
を
背
負
う

に
呼
ば
れ
方
を
二

り
に
分
け
よ
う
と
し
た
ん
じ

な
い

か

と

 
あ
り
得
な
い
話
で
は
無
か

た

あ
の
ビ

タ

で
す
ら
キ
リ
ト
は
全
て
を
覚
悟

し
た
上

つ
ま
り
そ
の
可
能
性
を

え
た
上
で
の
行
動
だ

た
の
だ
か
ら

 
黒

く
め
の

備
と
い
う
の
は

わ
ば
キ
リ
ト
の
代
名

と
も
な

て
い
る
そ
れ
が
第
一

層
ボ
ス
の

で
あ
る

コ

ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

だ
け
で
無
く
そ
れ
ま
で
来
て
い
た

フ

デ

ド
ロ

ブ
の
色
も

め
て
だ

そ
し
て
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
の
魂
を
継
承
し
リ

イ

ン
ト
し
て
い
た
剣
の
色
も
黒

も
し
も
ボ
ス
の

を
必
ず
取
る
と
い
う
の
を

必
ず
ボ
ス
を

倒
す
と
い
う
見
方
に
変
え
た
な
ら
そ
れ
は

わ
ば
不

の
希
望
と
い
う
事
に
な
る
の
で
は
無
い

だ
ろ
う
か
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え
過
ぎ
だ
ろ
う
と
そ
う
思

が
過
ぎ
り
も
し
た

し
か
し
あ
の
キ
リ
ト
の
事
だ
そ
こ
ま

で

さ
れ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば

そ
し
て
黒
に
意
味
を
持
た
せ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば

あ
な
が
ち
的
外
れ
と
も

い

い

 
事
実
あ
の

攻
不

と
思
え
た
闘
技
場
を
制
覇
す
る
と

え
ら
れ
た
キ
リ
ト
に
掛
け
ら
れ
た

期

は

ビ

タ

と
い
う
チ

ト
行

を
し
て
強
く
な

て
い
る
プ
レ
イ

で
は
無

く

黒
の
剣
士
と
い
う
確
か
な
戦
績
を
持
つ
実
力
者
と
し
て
の
も
の
だ

た
の
だ
か
ら

ま

こ
れ
は
私
の
た
だ
の
勝
手
な
推

だ
け
ど

そ
の

を
見
て
る
と
そ
れ
ら
し
い
事

に
心

た
り
は
あ
る
よ
う
ね

う
ん

仮
に
こ
の
推

が

た

て
い
た
と
す
れ
ば
そ
の
子
本

に

物
よ

で
そ
ん
な
子

が
見
下
さ
れ
て
き
た
の
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
の
ね

と
も
す
れ
ば
か
の
有
名
な
ブ
リ

ン
ヒ

ル
デ
以
上
な
ん
じ

な
い
か
し
ら

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は

技
の
世
界
の
最
強

そ
の
実

力
は
本
物
か
も
知
れ
な
い
け
ど
人
に
夢
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
実

に
命
を
背
負
う
重

み
と
い
う
も
の
は
感
じ
な
い

対
し
て
黒
の
剣
士
ク
ン
は
彼
は
人
の
命
を
背
負
い

け
て

戦

て
い
る

私
か
ら
す
れ
ば

に
ど
ち
ら
が

な
の
か
明
白
ね

ま

ブ
リ

ン
ヒ
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ル
デ
が
こ
の
世
界
に

な
い
以
上
は

上
の
空
論
で
し
か
無
い
の
だ
け
ど

外
ア
シ

レ
イ
さ
ん

て

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
事
が

い
な
の

そ
り

あ
も
う

こ
ん
な

り
方
し
て
る
け
ど
男
で
す
か
ら
同
性
と
し
て
は
彼
の
事
を
応

し
た
い
と
も
思
う
し

ば
不
可
抗
力
と
は

え
女
尊
男

な
ん
て
風

が
広
ま

た
遠
因

で
も
あ
る
ん
だ
か
ら
男
性
で
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
天
災
を

い
で
は
無
い
と

う
の
は

し
い

と
思
う
わ
よ

フ

シ

ン
デ
ザ
イ
ナ

を
や

て
た
私
と
し
て
は
煽
り
を
食

た

だ
し

ね
あ

 
フ

シ

ン
業
界
は
女
性
の
方
が
数
が
多
い
事
も
あ

て
特
に
そ
う
い

た
風

に

さ

れ
た
者
は

が
世
に
出
て
か
ら
二
三
年
後
に
多
く
出
た
ら
し
い

そ
れ
で
色

と
苦
し
く
な

て
人
に
デ
ザ
イ
ン
を
見
て
も
ら
う
機
会
も
少
な
く
な

た
た
め
仮
想
世
界
で
人
の
意
見
を

い
て
自
分
を

こ
う
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

入
し
た
と
い
う
経

が
あ
る
の
だ
と
以
前
教
え
て
も
ら

た
事
が
あ
る

 
現
実
と
違

て
仮
想
世
界
は

備
そ
の
も
の
が
リ
ア
ル
で

う
コ
ス
プ
レ
に
近
い
も
の
の
忌

感
と
い
う
も
の
は

無
い
の
で
人
の
意
見
を

き
や
す
い
と
い
う

点
が
あ
る

そ
れ
に
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い

で

目
し
て
い
た
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
実
行
に

し
た
も
の
の
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
て
し
ま
い

し
か
し

ち

む
の
も

か
な
期
間
で
済
ま
せ
逆
に
仮
想
世
界
で
感
性

を
鍛
え
て
や
る
と

し
て
裁

ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い

た

そ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
ト

プ
の
カ

リ
ス
マ
お

子
に
な

て
い
る
の
だ
か
ら

世
の
中
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
で

話
は
変
わ
る
の
だ
け
ど

ん

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
リ
ア
ル
と
隔
絶
さ
れ
て
い
る
と
は

え
少
な
か
ら
ず
女
尊
男

の
風

に

さ
れ
た
女
性
が

る
か
ら
偶
に
そ
う
い

た
話
を

に
す
る
ア
バ
タ

に

し
て
は
男
女
平

な
の
だ
し

も
無
い
の
だ
か
ら
こ
の
世
界
で

を

て
も
意
味
は
無
い
の
に
な

と

え
て

い
る
と

と
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
良
い

で
話
を

切

た
の
で
ボ
ク
は

を

る
事

に
な

た

 

だ
ろ
う
か

ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

み
は
特
別
変
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
け
ど

見
て

い
る
と

が
ざ
わ
つ
く
よ
う
な

か
が
感
じ
ら
れ
た

そ
ん
な
感
覚
を
覚
え
な
が
ら
ボ
ク
は
紅

を

に

ん
だ
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ユ
ウ
キ
ち

ん

て
や

り
ア
レ

 

黒
の
剣
士

ク
ン
の
事
が

き
な
の

 
ぶ

 
そ
し
て
真

向
か
ら

突
に
ぶ

な
さ
れ
た

問
に
ボ
ク
は
思
い
切
り
紅

を

き
出

し
て
し
ま

た

ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
掛
け
る
の
は
失
礼
だ
し

は

り
物
の

だ
ら
け

だ

た
か
ら

に
向
か

て

き
出
し
た
が

 
い

い
き
な
り

を

 
い
や

そ
れ
以
前
に

で
そ
う
思

た
の
さ

え

だ

て
会
う

に
そ
の
子
の
事
を
話
す
じ

な
い

 
ユ
ウ
キ
ち

ん
も
年

な
ん

だ
か
ら
や

り
気
に
な

て
る
の
か
な

て
思

て
そ
れ
に

心
配
し
て
る
し
恋
愛

に
年

な
ん
て

無
い
し

四

差
だ

け

 
そ
れ
く
ら
い
結

し
た
ら

た
り
前
く
ら

い
の
年

差
な
ん
だ
か
ら
気
に
し
な
く
て
も
い
い
ん
じ

な
い

い
や

そ
も
そ
も

意
を
持

て
る
前

で
話
す
の
は
や
め
よ
う
よ

え

 
じ

あ

き
じ

な
い
の

そ
れ
は
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き
か

い
か
で

か
れ
れ
ば

然

き
だ

き
で
無
け
れ
ば
一
緒
の
ベ

ド
で

た
り
な

ん
て
す
る
も
の
か

そ
れ
も

い
弟
の
よ
う
な
子

と

え
ど
も
異
性
な
の
だ
か
ら

更
だ

 
た
だ
そ
れ
が
異
性
と
し
て
の

き
な
の
か
そ
れ
と
も
弟
の
よ
う
に
思
え
る
子
を
護
り
た
い

と
い
う
親
愛
の
情
で
の

き
な
の
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
の
だ

恋
愛
経
験
な
ん
て
あ
る

が

無
い
し

そ
も
そ
も
あ
ち
ら
は
こ
ち
ら
を
そ
う
い
う
目
で
は
見
て
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
は

が
無
い
と
い
う
事
も
あ
る
が

年

的
に
ま
だ
興
味
を
持

て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
も
あ
る

 
ボ
ク
か
ら
見
た
キ
リ
ト
は

本
的
に

静
で
偶
に
子

い

を
見
せ
る
く
ら
い
だ
か
ら

見
た
目
と

動
と
実
年

が

み
合

て
い
な
い

四
つ
も
年
下
の
子

と
い
う
の
が
現
実
だ

が
ボ
ク
は
偶
に
一
つ
年
下
だ
と
か
本

に

に
同
い
年
か
そ
れ
以
上
と
思

た
事
す
ら
あ
る

そ
れ
は
ボ
ス
戦
で
の

し
い

を
見
た
時
が

ど
だ

良
い
な

だ
な
と
思
う
事
は

に
あ
る
し
ど
き
り
と
さ
せ
ら
れ
る
場
面
も
無
数
に
あ

た

を
見
た
時
な
ど
一
番

が
高
鳴

た
だ
ろ
う

 
そ
う

う
と

ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
ま
た

と
な

た

そ
ん
な
風
に
思

て
る
な
ら
も
う
間
違
い
な
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

で
も
ま
だ
分
か
ら
な
い
よ

そ
れ
に
今
の
キ
リ
ト
に
恋
愛
だ
と
か
そ
ん
な
事
を
し
て



 第二十八章 〜忌み名と二つ名〜

る

も

も
無
い
よ

一
緒
に

た
ら

き

ん
で
し
ま
う

て

て
ギ
ル
ド
に
も
入

て
な
い
の
に

恋

に
な
れ
る

も
無
い
し

ん

な
れ
る

も

ね

な
れ
る
な
れ
な
い

て
話
し
て
る
時
点
で

に
願
望
と
し
て
持

て
る

て
い
う
自
覚
は
あ

る
の
か
な

と
思

て

 
可
能
か
不
可
能
か
を

て
い
る
時
点
で
そ
の
気
が
あ
る
と
い
う
前

に
な

て
し
ま

て

い
る
事
に
指

さ
れ
て
か
ら
気
付
き

く
息
を

い

み
な
が
ら
ボ
ク
は

葉
を
喪

て

ま

て
し
ま

た

そ
の
間
に
も

が
ど
ん
ど
ん

く
な

て
い

て
い
く
の
が
分
か
り

ず

か
し
く
な

て
く
る

 
そ
れ
で
も

裏
に
は

白
し
て
も
し
も

け
入
れ
ら
れ
た
場
合
の
光

が

明
に

し
出

さ
れ
て
い
た

 
恋

に
な

て
リ

フ

と
姉
ち

ん
と
ユ
イ
ち

ん
と
で
キ
リ
ト
を

ん
で
ご

も
一

緒
に
作

て
剣
の
練

も
一
緒
に
し
て
新

を

ん
だ
り
お

し
た
り
一
緒
の
ベ
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ド
で

た
り

  
そ
し
て

神
聖
な

づ
け
を
交
わ
し
て

  
そ
こ
か
ら
先
も
想
像
し
て
し
ま

て

と

が
一
気
に

く
な

た

学

で
多
少
学

ん
だ
程

だ
が

事
情
に
よ

て
そ
う
い
う
知
識
を
同
年
代
の
子
よ
り
も
確
実
に

し
く
知

て
い
る
ボ
ク
は
生

し
く
そ
れ
を
想
像
し
て
し
ま
い

手
が
キ
リ
ト
と
い
う
事
も
あ

て
一
気

に

内
が
か
き
乱
さ
れ
る

そ
れ
に
も

わ
ら
ず

想
は

ま
る
事
を
知
ら
な
い

き

う

え

と

こ
こ
ま
で
の
反
応
は
流

に
予
想
外

一
体
ど
こ
ま
で

想
し
た
の
か

し
ら

こ
の
子

 
全
部
で
す
よ
全
部
と
ボ
ク
は

乱
し
な
が
ら
も
未
だ
に

の
中
で

想
を

け
つ
つ

中
で

い
た

ち
な
み
に
こ
の
時

に
子

に

ま
れ
て

せ
に

て
い
る
未
来
予
想

ま
で
行

き

い
て
い
た

想
の
中
だ
け
で
も

せ
そ
う
に
キ
リ
ト
が

て
い
る
事
で
す
ら

し
い
と
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思
え
て
し
ま
う

り
ボ
ク
は
ち

と

期
に
近
い
か
も
知
れ
な
い

の

期
か
は
知
ら
な

い
が

 
そ
こ
で

ろ
り
ん
と
場
違
い
な
電
子

が

内
に

い
た

界

を
見
れ
ば
メ

ル

信
を
知
ら
せ
る
マ

ク
が
明
滅
し
て
い
た

は

メ

ル

あ

現
実
に
帰

て
来
た
わ
ね

で

メ

ル
に
は

て

え

と

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

葉
は

ば
ス
ル

し
つ
つ
ボ
ク
は
そ
の
マ

ク
を
タ

プ
し
て

た

メ

ル
を
開
い
た

Ｔ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
キ
リ
ト
君
か
ら
の
要
請
 
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ

 
こ
の
メ

ル
は
ア
ス
ナ
君

ユ
ウ
キ
君
に
の
み
送

て
い
る

ま
た
極
秘
事

で
あ
る
た
め

ギ
ル
ド
内
の
メ
ン
バ

に
も
他

を
一
切

禁
と
す
る

許
可
す
る
の
は
私
キ
リ
ト
君
と
彼
の

同
行
者
の
み
で
あ
る

 

突
に

し

な
い
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
サ
ブ
リ

ダ

の
シ
ン
カ

君
を

覚
え
て
い
る
か
ね

 
彼
が
キ
バ
オ
ウ
君
に

め
ら
れ

と
あ
る
ダ
ン
ジ

ン
の
最

に

じ
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め
ら
れ
た

そ
の
彼
を
救
出
に
キ
リ
ト
君
が

く
事
に
な

た
の
だ
が
彼

く
面
倒
な
事
に

な

て
い
る
ら
し
い

で
も

本
配

モ
ン
ス
タ

で
六
十
層

の
モ
ン
ス
タ

が
お
り
更

に

地
に
は
ボ
ス

と
思
し
き

大
な
モ
ン
ス
タ

が

る
ら
し
く
そ
の
中
を
護
衛
対

あ
り

で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
戦
力
を
送

て

し
い
と
私
に
要
請
が
あ

た

た
だ
キ
バ

オ
ウ
君
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
少
数
精

が

ま
し
い
と
も
あ

た
た
め
彼
に
力

え
を
し
て
あ

て
欲
し
い

彼
は
第
一
層
転

広
場
に
て
君
達
を

つ
ら
し
い
の
で
そ
こ
へ
向
か

て
く

れ

し
い
事
情
は
現
地
で
彼
か
ら

い
て
欲
し
い

 
追

圏
内
事
件

に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
で

を
進
め
て

く

デ

ア
ベ
ル
君
に
は
シ

ン
カ

君
の
事
は
伝
え
て
い
な
い
の
で
出
会

た
場
合
は
上
手
く
は
ぐ
ら
か
し
て
欲
し
い

キ

リ
ト
君
と
合
流
し
た
後
は
彼
の
判
断
に
一

す
る

 

お
か
し
い
な

ま
せ
る

に

か
ら
外
れ
て
も
ら

て
る
の
に

で
そ
ん
な
事
に

を
突

ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う
か

キ
リ
ト
が
行
く
先
で
ト
ラ
ブ
ル
が

こ
り
ま
く
る

て

最

い
か

か
か
で
も
掛
か

て
い
る
の
か
と
思

て
し
ま
う
の
だ
が

や

て
る
ん
だ
よ

キ
リ
ト
は

あ
ら

 
愛
し
の
彼
に

か
あ

た
の
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ま
だ
愛
し
じ

な
い
し

ま
だ

ね

 
も
う
時
間
の
問

な
気
も
し
て
き
た
わ
ね

 
も
う

 
お

ご
馳

様

 

事
が
出
来
た
か
ら
も
う
行
く
よ

は
い
は

い

お
客
と
し
て
も
友
人
と
し
て
も

ま
た
の
ご
来

を
お

ち
し
て
ま

す

 
少
し
失
礼
で
は
あ

た
も
の
の
か
ら
か

て
き
た
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
悪
い
の
だ
と

中
で

い
な
が
ら
ボ
ク
は
カ

プ
と

サ

を
カ
ウ
ン
タ

に

き

を
し
て
か
ら

を
出

た

か
ら
か
ら
と
心

し
そ
う
な
声

の
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
声
が
ま
た
少
し

け
た
事
で

忘
れ
か
け
て
い
た

想
を
思
い
出
さ
せ
る

あ
あ
も
う

力
に
な
れ
る
の
は

し
い
け
れ
ど
ち

と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
な

 
真

な

を
キ
リ
ト
に
見
ら
れ
た
ら

と
思
わ
れ
る
か
そ
れ
が
今
一
番
の
不
安
の
種
だ

た 
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス
は

か
の

で
ち
ら

と

ん
だ
ん
で
す
が
そ
の
時
に
ア
シ

レ
イ
が
出
て
い
た
の
で
う
ろ
覚
え
で
出
し
ま
し
た

第
一
層
か
ら
バ
ン
ダ
ナ
を

い
て
い
た

理
由
は
彼
の
お
客
第
一

だ

た
か
ら
と
い
う
後
付
け
設
定

最
初
か
ら

え
て
は
い
ま
し

た
が

こ
う
い
う
キ

ラ
だ

た
と
思
う
ん
で
す
が

合

て
ま
す
か
ね

 
さ
て
さ
て

ビ

タ

と
黒
の
剣
士
と
い
う
二
つ
の
異
名
に
つ
い
て
の
お
話
が
今

話
の

分
メ
イ
ン
で
し
た

も
う

分
メ
イ
ン
は
キ
リ
ト
の
内
心
で
の

で
す

 
原
作
見
て
て
思
う
ん
で
す
が
原
作
キ
リ
ト
と
原
作
ア
ス
ナ
よ
君
達
は
ユ
イ
を
危
険
に
晒
す

と
い
う
自
覚
は
あ
る
の
か
と
思

て
い
ま
す

特
に
キ
リ
ト
は
黒
猫

を
壊
滅
さ
せ
て
し
ま

た

ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
ん
じ

な
か

た

け

 
目
の
間
で

喪
う
よ

 
と
思

て
い
ま
す

マ

ジ
で
喪
い
か
け
て
る

で
す
し
ね

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
じ

な
か

た
ら
全
滅
ル

ト
ま

し
ぐ
ら

 
今
回

ユ
イ
を

れ
て
行
こ
う
の

を

観
的
な
ス
ト
レ
ア
と

ロ
で
動
き

け
て
い
た

フ

リ
ア
に
し
て

き
ま
し
た

別
に

い
だ
と
か
そ
う
い
う

で
は
無
い
必
要
な

回
り

だ

た
ん
で
す

一
緒
に
行
く
よ

を
す
る

に
も

気
に

絶
剣

と

閃
光

も

し
て
ま
す
け
ど

必
要
な
戦
力
と
い
う

で
一
つ
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ユ
イ
同
行
に
反
対
す
る
キ
リ
ト
の
内
心
は
非
常
に
複

で
す

せ
過
去
に
強
く
反
対
し
な

か

た
事
で
壊
滅
を

な
か

た

で
す
か
ら
コ

バ

ツ
の
時
も

め
て

そ
の

が

上
手
く
書
け
て
い
た
ら

い
で
す

 
そ
し
て
最
後
ユ
ウ
キ
の
恋
バ
ナ

い
や
偶
に
は
こ
う
い
う

の

の
と
し
た
会
話
も
入

れ
た
い
な
と
思
い
ま
し
て

だ

て
ず

と
シ
リ
ア
ス
で
す
も
の

 
そ
れ
に
ユ
ウ
キ
Ｓ
Ａ
Ｏ
キ

ラ
の
中
で
一
番

き
で
す
し

気
に
キ
リ
ト
の

い

や

て
る
し
実
は
リ

フ

に

ぶ
く
ら
い
心
配
し
て
る
し

ラ
グ

ラ
ビ

ト
仕

め
た
後
の

会
話

ユ
ウ
キ
が

先
し
て
や

て
る
し

第
一
層
で
も
す
ぐ
に
心
配
し
て
た

だ
し

 
リ

フ

は
立

な
お
姉
ち

ん
キ

ラ

定
で
行
け
る
し
リ
ズ
も
お
姉
ち

ん
キ

ラ
だ

し
ア
ス
ナ
も
姉
キ

ラ
で
行
け
る
し
サ
チ
も
そ
れ
で
行
け
る
し
ラ
ン
も
似
た
よ
う
な
も
の

だ
し

あ
れ

 
も
う
ヒ
ロ
イ
ン
は
ユ
ウ
キ
で
良
い
ん
じ

ね

 
と
書
い
て
て
思

た

シ
リ
カ
は
ビ

ス
ト
テ
イ
マ

間
と
し
て
と
も
だ
ち
だ
し

妹
ポ
ジ
と
弟
ポ
ジ
だ
か
ら

る
も

の
は

も
無
い
的
な
感
じ
で

も
う
戦
う
理
由
は
ユ
ウ
キ
で
も
い
い
ん
じ

な
い
と
も
思

て
た

り 
一
応

編

別
の
お
話

に
突
入
す
る
ま
で
ヒ
ロ
イ
ン
は
定
ま
ら
な
い
予
定
で
す
が

ど
う
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し
よ
う

く
グ
ラ
つ
い
て
来
た

 
ま

そ
れ
は
と
も
か
く

今
後
は
こ
ん
な
風
に

の

の
と
し
た
会
話
を
原
作
の
様
に

ん
で
い
き
た
い
な

ず

と
シ
リ
ア
ス
じ

あ
つ
ま
ら
な
い
で
す
し
ね

今
ま
で

し

な
か

た
で
す

 
⻑

と
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
九
章
 

護
衛
剣
士
と

指
輪
事
件

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
ユ
ウ
キ
に
よ
る

の
少
女
編
と
ア
ル
ゴ
に
よ
る
圏
内
事
件
編
で
す

ど
ち

ら
に
も
原
作
と
違
う
展
開
が

意
さ
れ
て
お
り
ま
す

特
に
後
者
は
原
作
と

番
が
違
う

 
原
作
と
同
じ
は
ぶ

ち

け
面
倒
だ
し

ま
ら
な
い
で
す
か
ら
ね

色

と
先
を
予
想
し

て
み
て
下
さ
い
そ
れ
を
裏
切
る
展
開
を
書
け
る
よ
う
に

り
た
い
で
す

あ
ん
ま
り
突

な

の
は
し
ま
せ
ん
が

 
で
は
ど
う
ぞ

 

に
来
る
の
も

時
振
り
か
な
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第
一
層

始
ま
り
の

 
そ
の
転

広
場
に

ボ
ク
は

れ
て
い
た

 
黒
い

ド

ム
型
の

物
黒
鉄

と
そ
れ
と
は
正
反
対
に

び
る
フ

ル
ド
へ
出
る

大

が
見
え
る
大

り

北
と
間
の
八
方
に
真

直
ぐ

び
る
小
さ
な
路
地
は
そ
の
全

て
が
中
性

ロ

パ
を
想

さ
せ
る
煉

り
の
家

で
敷
き

め
ら
れ
て
い
る

も
全

て
カ
ン
テ
ラ
で
夜
に
な
れ
ば
カ
ン
テ
ラ
の

か
な
明
か
り
の
み
が
頼
り
に
な
る
と
い
う
演
出

り
に
は
感

さ
せ
ら
れ
る

 
全
て
の

設
が

て
い
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
中
で
も
最
大

を
誇
る
こ
の

は

し
か
し
そ
の
名
前
に
反
し
て
最
初
の
ロ
グ
イ
ン
プ
レ
イ

の
五
分
の
一

ど
が

立

て
い
な

い
と
い
う
現
状
を

し
て
い
る

 
ま
た

立

た
者
達
も

き

ん
で
こ
の

に
足
を

み
入
れ
る
事
は
無
い

 
そ
れ
は
お
よ
そ
一
年

前
あ
の

色
の

れ
を
塗
り

す
血
の
色
に

ら
れ
た
デ
ス
ゲ

ム

を
想

さ
せ
る
か
ら
だ

 
キ
リ
ト
は

も
足
を
運
ん
で
い
る
と

く
が
ボ
ク
は

子
の
姉
と
こ
の

を
発

て
か
ら

一

も

た
事
は
無
い

こ
の
地
に
足
を

み
入
れ
る
の
は

こ
れ
で

く
二

目
な
の
だ
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あ
の
日
を
思
い
出
す
の
が

な
の
は

も
が
同
じ

そ
れ
で
も
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
あ
る
な

ら

そ
れ
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

に
属
し
て
い
る
か

あ
る
い
は

黒
鉄

の
内
部

に
安

さ
れ
て
い
る
黒
塗
り
の

生
命
の

に

ま
れ
た
名
前
を
確
認
に
来
た
か
そ
の

ど
ち
ら
か
く
ら
い
で
あ
る

 
生
命
の

と
い
う
の
は

な
話
こ
の
世
界
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
一
万
人
の
プ
レ
イ

名
が

ま
れ
て
い
る

で
現
在
も
生
き
て
い
る
か
死
ん
で
い
る
か
が
克
明
に
現
れ
る
代
物
だ

 
も
し
ボ
ク
が
リ
ザ

ド
マ
ン
の
刃
に
倒
れ
た
と
す
れ
ば

の
列
の

Ｙ
ｕ
ｕ

ｉ

と

い
う
名
前
に
金
色
の
二
重
線
が
横
に
引
か
れ
そ
の

に
死
ん
だ
日
時
／
死
亡
原
因
が
記
載

さ
れ
る
仕
組
み
に
な

て
い
る

そ
れ
が
一
万
人
分
存
在
し
一
切
の
偽

は
不
可
能

明
確
に

生
死
を
確
認
出
来
る
事
か
ら
そ
の

は

時
し
か
生
命
の

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

て

い
た

 
そ
し
て
そ
の

の
前
に

れ
る
者
は
大

が
哀
し
み
に

れ
る
と
さ
れ
て
い
る

故

な
ら

絡
が
取
れ
な
く
な

た
イ
コ

ル
死
ん
だ
と
い
う
式
が

確
実
に
成
り
立
つ
か
ら
だ

 
か
つ
て
キ
リ
ト
も
ま
た
そ
の

の
前
で

を
上

た
と

い
て
い
る

四
つ
の
名
前

の
全
て
を
確
認
し
た

そ
の
後
に
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い
と

う
べ
き
か
ボ
ク
の
知
り
合
い
で

を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

に
な

た
事
は
無
い
そ
も
そ
も
そ
ん
な
事

に
キ
リ
ト
が
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る

 
大

そ
う
い
う
事

に
な
る
と
す
れ
ば
モ
ン
ス
タ

や
ト
ラ

プ
に
引

掛
か

た
か
オ
レ

ン
ジ
や
レ

ド
に

わ
れ
た
か
だ
が

層
の
情
報
は
キ
リ
ト
が

め
て
く
れ
て
い
る
し
オ

レ
ン
ジ
や
レ

ド
に

し
て
も
彼
が

制
し
て
い
る

に
活
動
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

ユ
ウ
キ

あ

キ
リ
ト

 
そ
の
人
物
と

ち
合
わ
せ
を
し
て
い
て
広
場
の
ど
こ
か
に

る
だ
ろ
う
と
思

て
探
そ
う
と

思

た
と
こ
ろ
で
後
ろ
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た

 
振
り
向
け
ば
キ
リ
ト
が
こ
ち
ら
を
見
上

て
来
て
い
た

彼
の

に
は

ら
か
な

み
が
浮

か
べ
ら
れ
て
い
て

と
く
ん

と

が
高
鳴

た

い
き
な
り
呼
ん
で
ご
め
ん

少
し
不
安
な
部
分
が
あ

て

あ
あ

い
や

う
ん

力
に
な
る

て

て
る
ん
だ
し
こ
れ
く
ら
い
の
事
は
全
然
良
い
よ

 

し

な
さ
そ
う
に
し

ん
と

を

と
し
な
が
ら

う
キ
リ
ト
を
見
て
衝
動
的
に

き

め
た
い
思
い
に

ら
れ
な
が
ら
も
そ
れ
を
必
死
に
我

し

と
か
気
に
し
な
く
て
良
い
と
い
う
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を

た

 
そ
れ
を

い
て

と
安

し
た
か
の
よ
う
に

に
手
を
や
り
な
が
ら
彼
は

息
を

く

そ
の

作
だ
け
で
も

だ
と
思

て
し
ま

て

少
し

を
振

た

 
完
全
に
こ
れ
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
と
の
会
話
に
思

が
引
き

ら
れ
て
い
る

ま
だ

意
が

男
女
の
そ
れ
か
親
愛
の
情
に
よ
る
も
の
な
の
か
分
か

て
な
い
以
上
そ
れ
を
悟
ら
れ
る
よ
う
な

反
応
は
し
な
い
方
が
良
い

が

い
け
ど

大

か

へ

 
あ

あ
あ

う
ん

全
然
大

だ
よ

 

根
を
寄
せ
な
が
ら
の
指

に
対
す
る
返
し
を
し
な
が
ら

自
分
で
あ

こ
れ
ダ
メ
か
も
と

ち

と
思

た

こ
の
反
応
は
無
い

 
た
だ
キ
リ
ト
は
こ
う
い
う
事
で
あ
ま
り
疑
い
を
持
た
な
い
よ
う
で
こ
ち
ら
の
過

な
反
応
を

し
み
は
す
れ
ど
深
く
追

は
し
な
い
事
に
し
た
の
か

線
を
ボ
ク
か
ら
外
し
て
転

へ
と

向
け
た

な
ら
良
い
け
ど

無
理
だ
け
は
し
な
い
よ
う
に
な

そ
の
セ
リ
フ
は
そ

く
り
そ
の
ま
ま
返
さ
せ
て
も
ら
う
よ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
無
理
は
す
る
な

て
い
う

葉
は
正
に
キ
リ
ト
が

わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
明
ら
か
に
大

人
以
上
に

い
て
い
る

だ
し

 
ま

そ
れ
が
伝
わ

た
か
ら
こ
そ

を
取
ろ
う
と
し
て
い
る

で
あ
り
今
回
動
い
て
い

る
事
も
シ
ン
カ

さ
ん
を
助
け
る

な
の
だ
か
ら

彼
を
責
め
る
の
は
お

違
い
で
あ
る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
全
体
に
情
報
を
回
し
て
い
る
一
人
で
も
あ
る
彼
を
喪
う
の
は
少

過
出
来
な
い
事

に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
だ

し
く
は
知
ら
な
い
が

や
ら
キ
リ
ト

ア
ル
ゴ
デ

ア
ベ
ル
と
シ
ン
カ

さ
ん
と
の
間
に

か
し
ら
繋
が
り
が
あ
る
と

い
た
事
が
あ

る
の
で

彼
は
そ
れ
を
ボ
ク
よ
り
強
く
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う

 
き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

け
て
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 

ぎ

ぶ

 
そ
ん
な
思

を
展
開
し
て
い
た
ボ
ク
の
横
を

に
立

て
い
た
キ
リ
ト
を

し
倒
す
よ
う
に

か
が
突

ん
で

り
過
ぎ
て
い

た
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け
て
と
突

ん
だ
影

と
い
う
か
人

は

て
い
た
が
そ
ん
な
ア
ク
シ

ン
を

取
る
事
す
ら
出
来
な
い
く
ら
い
の
速
さ
で
転

か
ら
蒼
い
光
と
共
に
現
れ
キ
リ
ト
へ
突

ん
だ
の
で

彼
も
反
応
出
来
ず
に
さ
れ
る
が
ま
ま
地
面
を
転
が

て
行

た

い

た
た

て

キ
リ
ト
君
ご
め
ん

 
大

き
 

線
を
向
け
れ
ば
タ
イ
ミ
ン
グ
と
声
か
ら
し
て

し
て
い
た
が
転

か
ら
ダ
イ
ビ
ン
グ
突

撃
を
か
ま
し
た
プ
レ
イ

は
ア
ス
ナ
だ

た

 
彼
女
は
思
い
切
り
キ
リ
ト
を
引
き
倒
し
て
と

う
よ
り

し
倒
し
て
お
り
体
格
的
に
彼
の

体
の
上
に

か

て
い
る
体
勢
だ

た

 

り
掛
か
ら
れ
て
い
る

の
キ
リ
ト
は
圏
内
で
も
フ

ル
ド
オ
ブ
ジ

ク
ト
の
影

は

出
来
な
い

に

を
強
打
し
た
の
か
目
を
回
し
て
い
た

あ

え

と

キ
リ
ト

う

い
目
に
遭

た

あ

き
た

大

そ
の

ご
め
ん
ね
キ
リ
ト
君

ち

と
焦

て
た
も
の
だ
か
ら

て
そ
う
だ
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く
こ
の
場
を
離
れ
ま
し

う

 

く
し
な
い
と
あ
の
人
が

 
ア
ス
ナ
が
ど
い
て
す
ぐ

キ
リ
ト
は
意
識
を
は

き
り
と
覚
醒
さ
せ
た

 
そ
の
彼
に

し

な
さ
そ
う
に

罪
し
て
い
た
ア
ス
ナ
だ

た
が
ま
た

突
に
焦

た
表
情

に
な

て
こ
こ
を
離
れ
よ
う
と

い
出
し
キ
リ
ト
と
ボ
ク
の
手
を
引

て
路
地
に
入
ろ

う
と
す
る

 
そ
の
勢
い
は
か
な
り
焦

て
い
る
よ
う
だ

た
が

そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
ぞ

ア
ス
ナ
様

うア
ス
ナ

さ
ま

う
わ

お

様
付
け
初
め
て

い
た
よ

ボ
ク

 
時

に

し
か
気
付
け
ば
転

に
立
つ
一
人
の
⻑
身

の
男
性
プ
レ
イ

が

い

で
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
ア
ス
ナ
を
呼
び
止
め
た

 
そ
の
声
を

い
て
ア
ス
ナ
は

く

そ
う
な
表
情
に
な
り
キ
リ
ト
は
ア
ス
ナ
が
様
付
け
で
呼

ば
れ
た
事
に

を

ボ
ク
は

れ
と
も
感

と
も
つ
か
ぬ
感
想
を

ら
し
て
い
た

 
そ
の
⻑
身

の
男
性
プ
レ
イ

は
血

騎
士

属
で
あ
る
事
を
示
す
よ
う
に

く



 第二十九章 〜護衛剣士と《指輪事件》〜

縁
取
り
さ
れ
た
白
い
フ
ル
プ
レ

ト
ア

マ

に
身
を

ん
で
い
て

に
は
大
振
り
の
ブ

ロ

ド

ド
を

い
て
い
る
剣
士
だ

た

ど
う
や
ら

手
剣
使
い
ら
し
い

 
三
白
眼
で
少
し
⻑
め
の
髪
を
後
ろ
で

て

ば
し
て
い
る
そ
の
男
性
は
見
覚
え
が
あ
る

だ

た

あ
れ

も
し
か
し
て

ク
ラ
デ

ル
さ
ん

 
そ
の
男
性
は
第
一
層
ボ
ス
の

一
緒
に
パ

テ

を
組
ん
で
い
た

手
剣
使
い
だ

た
の

で
あ
る

 
生
憎
と
第
二
層
の
ボ
ス
戦
か
ら
は
別
パ

テ

に
な

た
し
あ
の
ビ

タ

も

あ

て
姉
ち

ん
や
ク
ラ
イ
ン
達
と
同
じ
パ

テ

し
か

ど
組
ん
で
い
な
か

た
か
ら
あ

れ
以

で

を
合
わ
せ
た
事
は

無
い

に
ボ
ス
攻
略
会
議
で
見
る
程

で
会
話
な
ん
て

無
だ

た
の
で
あ
る

む

あ
な
た
は

ユ
ウ
キ
様
か

え

ボ
ク
に
も
様
付
け
な
の

論
で
す
と
も

攻
略
組
の

で
も
あ
る
異
名
持
ち
の
お
方
で
す
か
ら
な

あ

様
付
け

て

そ
う
い
う

な
ん
だ
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と
な
る
と
こ
の

子
だ
と
十
中
八
九
姉
ち

ん
も
様
付
け
さ
れ
て
る
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ

ん
も
ま
ず
間
違
い
な
く
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い

あ
の
人
の
場
合
は

⻑
で
済
ま
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
気
も
す
る
が

 
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
も
攻
略
の

で
は
あ
る
し
二
つ
名
持
ち
で
は
あ
る
が
あ
の
二
人
に
様

付
け
し
て
い
る
光

を
想
像
出
来
な
い

い
や
そ
も
そ
も
会
話
し
て
い
る
場
面
が
思
い
浮
か
ば

な
い

点
無
さ
そ
う
だ
か
ら

 
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
恐
ら
く
反
応
か
ら
し
て
ア
ス
ナ
は
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
か
ら

よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
け
ど

本
的
に
そ
ん
な
失
礼
な
事
は
し
な
い
方
の
ア
ス
ナ
が
そ
こ

ま
で
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
事
は
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
は

か
や

た
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に

思

た
ア
ス
ナ
様
い
い
加

に
我

は
お
止
め
く
だ
さ
い

こ
ん
な

ま
で
来
る
な
ん
て
見
苦
し
い

で
す
ぞ

そ
れ
に
あ
ま
り
離
れ
ら
れ
て
は
護
衛
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん

い
や
よ

 
と
い
う
か
私
は
そ
も
そ
も
今
日
は
オ
フ
だ
し

⻑
か
ら
の
命

で
こ
こ
に
来

た
ん
だ
し

そ
れ
以
前
に
あ
な
た

で
私
の
家
を
出
て
す
ぐ
の

で

機
し
て
た
の
よ

そ
れ
こ
そ

⻑
の
ご
命

故
で
す
ぞ

圏
内
事
件

を
重
く

え
た

⻑
は

ア
ス
ナ
様
の
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身
を

じ
て
私
を
護
衛
に
付
け
た
の
で
す

そ
の
護
衛
の

務
に
は

論
ア
ス
ナ
様
の
ご
自

の

護
も
入
り

入
ら
な
い
わ
よ

バ
カ

ぬ
ぐ

し
か
し
で
す
な

日
の
事
件
は
圏
内
で

こ

た
事
な
の
で
す
ぞ

 
つ
ま

り
ご
自

内
部
で
す
ら
も
殺
人
が
可
能
に
な
る
と
い
う
事
を

え
れ
ば
む
し
ろ
こ
れ
で
も
ま
だ

足
り
な
い
方
な
の
で
す

あ

そ
う
い
う
事
か

こ
れ
は

う

ん

 
ア
ス
ナ
と
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
の
や
り
取
り
を

い
て
い
て
キ
リ
ト
と
ボ
ク
は

い
に

を

見
合
わ
せ
な
が
ら

な
表
情
を
し
た

 
ま
ず
ク
ラ
デ

ル
が
ア
ス
ナ
の
護
衛
に
な

た
と
い
う
事

 
こ
れ
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
命

だ
と
い
う

圏
内
事
件

を

し
て
と
い
う
事
な
ら

得
が
い
く
話
だ

要
は
一
人
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

え
第
一
層
の

か
ら
一
緒
に

る
彼
を
ア
ス
ナ
に
付
け
た
の
だ

 
ボ
ス
攻
略
で
は
偶
に
し
か
見
な
い
け
れ
ど
そ
れ
で
も
参
加
す
る
だ
け
の
実
力
を
有
し
て
い
る
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の
は
確
か
な
の
だ
か
ら

信

は

か
れ
て
い
る
と
思

て
も
良
い

 
た
だ
問

な
の
は

そ
の
護
衛
の

務
を

大
解

し
て
行
き
過
ぎ
て
し
ま

た
事
だ

 
心
配
な
の
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
が
流

に
家
の
前
で

機
と
い
う
の
は
年

の
女
子
に

は
恐
ろ
し
い
と
感
じ
て
し
ま
う
も
の
が
あ
る

 
ま

そ
れ
が
護
衛
で
も
あ
る
と

わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
な
の
だ
が

特
に
あ
の
事
件
は
圏
内

で
も

こ

た
と
い
う
恐
る
べ
き
大
事
件
だ
か
ら

し
て
も
十
分
と
い
う
事
は
無
い
ク
ラ

デ

ル
さ
ん
ぐ
ら
い

心
が
あ

た
方
が
良
い
か
も
と
は
思
う

 
そ
れ
が
分
か

た
か
ら
キ
リ
ト
と
ボ
ク
は

を
見
合
わ
せ
表
情
を

な
も
の
に
し
た
の
だ

 
正
直
ア
ス
ナ
の
気
持
ち
も
分
か
る
が
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
の
行
動
の
理
由
を

え
る
と
彼
ば

か
り
を
非

す
る
の
も
ど
う
か
な
と
思

て
い
た
り
す
る

事
が
事
な
だ
け
に

そ
う
思
う
の

だ
え

と

ア
ス
ナ

一
先
ず

ち

こ
う

ユ
ウ
キ

で
も

家
か
ら
出
て
す
ぐ
の

で

ち
構
え
ら
れ
て
た
ら
怖
い
で
し

 
私

思
わ
ず

び
上
が

ち

た
ん
だ
よ

 
背
中
に

な
も
の
が

た
よ

 

ん

ん
と

を

く

け
ば

ア
ス
ナ
は

を
浮
か
べ
な
が
ら
そ
う

て
き
た
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確
か
に
怖
い
と

え
ば
怖
い
だ
ろ
う
ボ
ク
が
同
じ
立
場
だ

た
ら
き

と
ア
ス
ナ
と
同
じ
反

応
を
す
る
に
違
い
な
い

 
と
は

え
そ
れ
は
そ
れ

こ
れ
は
こ
れ
だ

ま

そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
け
ど

圏
内
事
件

の
事
を

え
る
と

ク
ラ
デ

ル
さ
ん
の
そ
の
行
動
も
あ
な
が
ち
間
違

て
い
る
と
は

い

い
ん
じ

な
い
か
な

と

ボ
ク
は
思
う
ん
だ
よ
ね

実

リ
ア
ル
の
護
衛
と
か

と
か

て
そ
う
い
う
事
を
し
て
る

し
さう

ま

私
も
出
過
ぎ
た
真
似
を
と
は
思

て
お
り
ま
し
た
が
ア
ス
ナ
様
の
身
の
安
全
の

に
あ
あ
し
た
の
で
す

そ
こ
は
ご
理
解

き
た
い

うど

ち
の
気
持
ち
も
分
か
る
し

ク
ラ
デ

ル
さ
ん
は
合
流
す
る
場

を
転

と
か

も

と
プ
ラ
イ
バ
シ

を
守
る
場

に
し
た
ら
解
決
な
ん
じ

な
い
か
な

流

に
家
の
前
に
い

き
な
り

ら
れ
た
ら

で
も
怖
い
し

 
ま

ア
ス
ナ
が
恐
が

た
理
由
の
大

は

の

絡
も
無
く

ち
か
ま
え
ら
れ
て
い
た
事
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だ
ろ
う
け
ど

 
ボ
ク
が
そ
う

う
と

ク
ラ
デ

ル
さ
ん
は
一
つ

い
た

む

ユ
ウ
キ
様
が

う
の
で
し
た
ら
こ
れ
か
ら
は
そ
の
よ
う
に
し
ま
し

う

ア
ス
ナ
も
そ
れ
で
い
い

う

う
ん

あ
り
が
と

ユ
ウ
キ

い
や
い
や

 
ど
う
や
ら

と
か
上
手
く

裁
が
出
来
た
よ
う
だ

ま
だ
ア
ス
ナ
が

え
た
よ
う
に
ク
ラ

デ

ル
さ
ん
か
ら

離
を
取

て
い
る
が
ま

こ
れ
は
少
し
ば
か
り
仕
方
が
無
い
か
な

と
思

て
い
る

知
り
合
い
と
は

え
ど
家
の
前
に
い
き
な
り

ら
れ
た
ら
そ
り

の
一

つ
も
す
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
か
ら

も

絡
が
無
か

た
の
か
な
と
思

た
が
ア
ス
ナ
の
こ
の
様
子

だ
と
多
分
無
か

た
ん
だ
な
と
思
う

あ
の
人
で
も
こ
う
い
う
事
が
あ
る
ん
だ
な

と
新
た
な

発
見
を
し
た
気
持
ち
に
な

た

 
さ
て

こ
れ
で
一
応
ア
ス
ナ
と
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
の
間
に
あ

た
問

は
解
決
だ
ろ
う

で

話
は
変
わ
る
ん
だ
け
ど
さ
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んボ
ク
と
ア
ス
ナ
は
キ
リ
ト
の
指

下
で
動
く
事
に
な

て
る
ん
だ
け
ど

ク
ラ
デ

ル
さ

ん
は

め
て
い
い
の
か
な

こ
の
場
合

で
す
と

あ

 
ボ
ク
が
疑
問
を

す
る
と

も
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
は

し
気
に

乱

な
目
つ
き
で
キ
リ
ト
を
見
や
り

ア
ス
ナ
は

得
の
面
持
ち
で
声
を
上

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
か
ら
の
メ

ル
で
は
今
回
の
件
は
ボ
ク
ア
ス
ナ
キ
リ
ト
と
彼
が
認

め
た
同
行
者
に
し
か
話
し
て
は
な
ら
な
い
極
秘
事

と
な

て
い
た
か
ら
ク
ラ
デ

ル
さ
ん

が
付
い
て
来
る
の
は

い
ん
じ

な
い
か
な
と
思

て
い
る
の
で
あ
る

 
と
は

え
第
一
層
の

か
ら
ボ
ス
戦
に
参
加
す
る

ど
意
欲
的
な
人
物
だ
し
ボ
ス
攻
略
に

は
最
近
も
参
加
し
て
い
た
の
だ
か
ら
実
力
も
あ
る

ア
ス
ナ
の
護
衛
に
付
け
る
と
い
う
事
は
そ
れ

だ
け
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
か
ら
信

を

か
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
も
あ
る

ア
ス
ナ
を
心
配
し

て
の
行
動
は
ち

と
行
き
過
ぎ
て
は
い
た
も
の
の
そ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば

務
に

実
で

あ
る
と
い
う
事
に
も
な
る
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だ
か
ら
ボ
ク
と
し
て
は

戦
力
が
増
え
る
の
だ
か
ら
別
に
付
い
て
来
て
も
ら

て
も
い
い
ん

じ

な
い
か
な
と
思

て
い
た

こ
の

の
判
断
は
全
て
キ
リ
ト
に
一

す
る

て

わ
れ
て
る
ん
だ
け
ど

ど
う
す
る

う

ん

ま

ア
ス
ナ
の
護
衛
な
ん
だ
し
来
て
も
ら

た
方
が
良
い
と

え
ば
良
い
の

か
な

最
悪
ボ
ス
戦
に
な
る
ん
だ
け
ど

ボ
ス
戦

 
最
前
線
攻
略
で
も
す
る
の
か

 
い
や
し
か
し

ま
だ

レ
イ
ド
戦

を

ク
リ
ア
し
て
い
な
い
と

い
て
い
る
が

と
も
か
く
そ
の
危
険
性
が
あ
る
の
な
ら
護
衛
と
し

て
は
ア
ス
ナ
様
か
ら
離
れ
る

に
も
い
か
な
い
な

な
ら
決
ま
り
だ
な

目
的
の
場

へ
向
か
う
道
中
で
協
力
を
要
請
し
た
経

を
話
す
よ

 
付
い
て
来
て
く
れ
と

て
キ
リ
ト
は
黒
鉄

へ
と
向
か

た

い
や
正
確
に
は
黒

い

ド

ム
型
の

物
の
外
縁
部
を

う
よ
う
に

く
道
を
歩
き
出
し
た

 
ボ
ク
達
は

ま
さ
か
こ
の
層
に
あ
る
の
か
と
三
人
で

を
見
合
わ
せ

後
を
追
う

 
そ
の
道
中
で

故
シ
ン
カ

さ
ん
が
ダ
ン
ジ

ン
の

に

じ

め
ら
れ
た
経

を

い
た

 

に

え
ば

色

と
追
い

め
ら
れ
た
キ
バ
オ
ウ
の

な

と
い
う
事
だ

た

キ
バ
オ
ウ

と
う
と
う
そ
ん
な
事
を
し
た
ん
だ
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あ
の
人

攻
略
に
は
真

だ

た
の
に

で
そ
ん
な
事
を

あ
の
男
か

ま

こ
の

キ
バ
オ
ウ
の
動
機
な
ん
て
後
回
し
だ

今
は
シ
ン
カ

の
救
出
に

力
す
る
べ

き

な
ん
だ
ろ
う

け
ど

ん
 

し
く
目
的
が
ハ

キ
リ
し
て
い
る
に
も

わ
ら
ず
⻭
切
れ
が
悪
く
な

た
キ
リ
ト
に
付

き
合
い
の
⻑
い
ボ
ク
と
ア
ス
ナ
は
ま
た

を
見
合
わ
せ
た

 

だ
と
思

て

線
を
向
け
て
い
る
と
彼
は
歩
き
な
が
ら
あ

う

と

を

え
て
悩
む

振
り
を
見
せ
る

実

問

が
協
力
を
要
請
し
た
理
由
の
大
本
は
別
に
あ
る
ん
だ

え

と

そ
れ

て
つ
ま
り
シ
ン
カ

さ
ん
救
出
の

に
呼
ん
だ

じ

無
い

て
こ
と

い
や
救
出
の
成

を
上

る

で
も
あ
る
か
ら
そ
う
と

え
ば
そ
う
な
ん
だ
け
ど

付
い
て
来
る
と

て

か
な
い
人
が

て

ユ
イ
姉
が

は

は
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こ
れ
か
ら
行
く
と
こ
ろ
が
六
十
層

の
モ
ン
ス
タ

が

す
る
場

つ
ま
り

最
前
線

に
近
い
ダ
ン
ジ

ン
で
あ
る
事
は
容

に
想
定
が
付
い
た
も
の
の
ま
さ
か
そ
こ
に
戦
闘
力

無

と
し
か
思
え
な
い
ユ
イ
ち

ん
ま
で
も
が
一
緒
に
行
く
と
は
思
い
も
し
な
か

た

 
そ
れ
で
ア
ス
ナ
と
一
緒
に

の
声
を
上

れ
ば
キ
リ
ト
が
更
に

た
よ
う
に

す
る

ち

キ
リ
ト
君

そ
れ
止
め
な
か

た
の

止
め
た
よ

は
ず

と
反
対
し
て
た
よ

 
で
も
ス
ト
レ
ア
と
フ

リ
ア
が
一
緒
に
行
く

か
ら

て
来
る
事
に
な

た
ん
だ
よ

 

が

き

ん
で
最
前
線
に
近
い
ダ
ン
ジ

ン
へ
戦

闘
力

無
の
プ
レ
イ

を

れ
て
行
く
か

 
ア
ス
ナ
の

問
に
も
近
い
問
い
掛
け
に
キ
リ
ト
は
思

た
以
上
の
猛
反
発

と
い
う
か

め
に

め
て
い
た
不

を

発
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
怒
鳴
り
返
し
て
き
た

 
ど
う
や
ら
彼
自
身

た
よ
う
だ
が
ユ
イ
ち

ん
の

り
勝
ち
に
な

て
し
ま

た
ら

し
い

更
に
は
ス
ト
レ
ア
と
フ

リ
ア
ま
で
も
が
味
方
し
て
い
る
と
い
う

 
あ
の
二
人

独
で
も
最
前
線
で

す
る
レ
ベ
ル
の
プ
レ
イ

だ
か
ら
な

 
そ
れ
か
ら
も

し
い
話
を

い
て
行
き

今
回
の
救
出
に

た
る
メ
ン
バ

は
キ
リ
ト
と
ボ
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ク

ア
ス
ナ

ク
ラ
デ

ル
さ
ん

ス
ト
レ
ア

フ

リ
ア

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

そ
し
て
非

戦
闘

と
し
て
ユ
イ
ち

ん
の
合

八
人
ら
し
い

戦
闘
メ
ン
バ

と
し
て
は
七
人
な
の
で
ワ
ン

パ

テ

で
済
む
の
だ
が
キ
リ
ト
の

備
の
事
も
あ

て
彼
は

ロ
あ
と
の
六
人
で
パ

テ

を
組
む
事
に
な

た

 
ち
な
み
に
だ
が
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
に
は

備
や
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
事
は
一
切
話
し
て
い

な
い
も
の
の
彼
が

ロ
と
い
う
事
に
は

も
疑
問
を

い
て
い
な
い
よ
う
だ

た

特
別
な
武

器
を
使
う
と
い
う

り
で

を
動
か
し
て
い
た
が
反
応
も
そ
れ
だ
け
だ

た
か
ら
今
は
気
に
し

な
い
方
向
に
す
る
ら
し
か

た

 

く
そ
う
話
し
て
歩
い
て
い
る
と
キ
リ
ト
が

内
し
て
く
れ
た
目
的
地
付
近
で

し
て
い
る

数
人
の
女
性
プ
レ
イ

を
見
つ
け
た

 
そ
の
中
で
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の

を

た
⻑
身
銀
髪
の
女
性
が
キ
リ
ト
を
見

て

と
息
を

い
た

後
ろ
の
方

が

軍
で
す
か

あ
あ

絶
剣

ユ
ウ
キ

閃
光

ア
ス
ナ

そ
し
て
ア
ス
ナ
の
護
衛
ク
ラ
デ

ル
の
三
人

だ

ユ
リ
エ

ル
も

い
た
事
く
ら
い
は
あ
る
だ
ろ
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あ
の

絶
剣

と

閃
光

そ
し
て
そ
の
護
衛

 
そ
れ
は
ま
た

心
強
い
で
す

 

こ
れ
な
ら
ば
き

と

ど
う
だ
か

は
こ
れ
で
も
ま
だ
足
り
な
い
と
思
う
け
ど
ね

 
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
と

う
ら
し
い
女
性
は
ど
う
や
ら
ボ
ク
達
の
二
つ
名
と
立
場
で
光
明
を
強
く

見
出
し
た
よ
う
だ

た
が

キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
不
安
要

が
強
い
ら
し
い

 
ま

そ
の
最
大
の
不
安
要

が
ユ
イ
ち

ん
だ
か
ら
そ
れ
も

然
で
あ
る

 
そ
れ
に
ボ
ス

と
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
出
来
る
な
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
や
エ
ギ

ル
さ
ん
と
い

た
タ
ン
ク
も
欲
し
い

だ

 
ま

タ
ン
ク
は
ス
ト
レ
ア
と
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
が
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

は
フ

リ
ア
が
こ
な
せ
る
し
ダ
メ

ジ
デ

ラ

で
ボ
ク
と
ア
ス
ナ
万
能
で
キ
リ
ト
だ
か
ら
あ
る

意
味
で
バ
ラ
ン
ス
は
取
れ
て
い
る
の
で

程
の
事
が
無
い
限
り
突
破
は
さ
れ
な
い

だ

ユ
イ
姉

本

に
来
る
の
か

い
く

は

な
ら

約
束
だ

達
か
ら
絶
対
に

れ
な
い
で
く
れ

良
い
な

う
ん
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ユ
イ
ち

ん
は
少
し

し
た
面
持
ち
で
キ
リ
ト
に
返
事
を
し
て
い
た
が
キ
リ
ト
の

合
は
彼
女
の

で
は
無
か

た

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

せ
戦
え
な
い
義
姉
の
命
を
背
負

た

上
で
更
に
ボ
ス
戦
の
可
能
性
を

ん
だ
救
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

 
本

な
ら
断

と
し
て

い
て
行
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
最

こ
こ
ま
で
来
て
し
ま

て
は

を

て
も
意
味
は
無
い

 
そ
れ
に

い
て
行

て
も
勝
手
に

び
出
し
て
く
る
可
能
性
も

め
な
い

ユ
リ
エ

ル

悪
い
け
ど
戦
闘
時
は
ユ
イ
姉
を
頼
め
る
か
な

え
え

分
か
り
ま
し
た

責

を
持

て
守
り
ま
し

う

悪
い

ユ
イ
姉
も

戦
闘
中
は
ユ
リ
エ

ル
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に

い
い
な

わ
か

た

 
戦
闘
中
ユ
イ
ち

ん
は
ど
う
や
ら
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
に

け
る
事
に
し
た
ら
し
か

た

彼

女
は
パ

テ

の
構
成
的
に
戦
闘
に
参
加
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
つ
も
り
ら
し
い
か
ら
手
持
ち

無

に
な
る
し

良
い
と

え
ば

良
い
の
だ
ろ
う

 
彼
女
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
ユ
イ
ち

ん
へ

い

め
て
い
る
そ
の

は
ど
ち
ら
が
上
か
分
か

ら
な
く
な
る
も
の
だ

た
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そ
れ
か
ら
十
分
後
戦
闘
の

や
ボ
ス
遭
遇
時
の
対
応
な
ど

か
い
打
ち
合
わ
せ
を
行

て

か
ら
ボ
ク
達
は
と
う
と
う
シ
ン
カ

さ
ん
が
最

に

じ

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ダ
ン
ジ

ン
に
足
を

み
入
れ
た

 
第
一
層

黒
鉄

地
下
に
出
現
し
た
と
い
う

特

な
地
下
ダ
ン
ジ

ン
へ
と

  
第
五
十
五
層
主

グ
ラ
ン
ザ
ム

 
別
名
で

鉄
の

と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
こ
に
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
知
ら
な
い
者
は

な
い
だ
ろ
う
程
に
有
名
な
攻
略
ギ
ル
ド

血

騎
士

の
本
部
が
あ
る

 
圏
内
で
あ
る

に
は
個
人
が
住
む
も
の
か
ら
複
数
人
で
住
む

の
ホ

ム
が
種

様

あ
る

が

ギ
ル
ド
本
部
に
な
る
も
の
と
来
れ
ば
そ
れ
は

大
な
も
の
に
な
る

現
に

血

騎
士

の
本
部
は
最

城
そ
の
も
の
に
近
い

容
を
誇
る

 
こ
う
い
う
多
人
数
が
共
有
す
る
ホ

ム
の

は
ギ
ル
ド
ホ

ム
と

に
呼
ば
れ
て
い
る

 

論
ギ
ル
ド
ホ

ム
に
も
種

が
あ
る

 

え
ば
サ

ち

ん
が

属
し
て
い
た
月
夜
の
黒
猫

が

入
し
た
ギ
ル
ド
ホ

ム
は
複

数
人
で
住
め
る

で

一

家
に
も
近
い
程

で
し
か
な
い



 第二十九章 〜護衛剣士と《指輪事件》〜

 
対

的
に
大

ギ
ル
ド
が

入
す
る
の
を
前

に
さ
れ
た

大
ギ
ル
ド
ホ

ム
な
ど
も
あ

る 

然
な
が
ら
ギ
ル
ド
を
結
成
し
た
か
ら
と

て
必
ず
し
も
ギ
ル
ド
ホ

ム
を

入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

で
は
無
い

風
林
火

や
か
つ
て
の
月
夜
の
黒
猫

ス
リ

ピ
ン
グ
・

ナ
イ
ツ

な
ど
は
小

な
の
で

で
済
ま
せ
る
事
も
出
来
る

 
た
だ

入
す
れ
ば
攻
略
に
必
要
な
い
ア
イ
テ
ム
や
備

を
ア
イ
テ
ム
チ

ス
ト
に
保
存
出
来
る

し

か
と
は

え

代
も
消

し
な
く
て
よ
く
な
る
か
ら
経
済
的
に
も
良
い

値
は

る
も
の

の
小

ギ
ル
ド
も
ホ

ム
を
求
め
て
し
ま
う
の
は
そ
う
い
う
メ
リ

ト
が
あ
る
か
ら
だ

大

ギ
ル
ド
と
も
な
れ
ば

そ
の
有

性
は
わ
ざ
わ
ざ
語
る
ま
で
も
無
い
だ
ろ
う

さ
て

そ
れ
で
は

君

集
ま

た
情
報
の

り
合
わ
せ
を
し
よ
う
か

 
そ
の
本
部
の
中
に
あ
る
大
会
議
場
と
も

う
べ
き
部

に
は
自
分
が
よ
く
知
る
面

が
多
く

集

て
い
た

 
一
面
ガ
ラ
ス

り
の
背

を
背
負
う
よ
う
に
五
つ
の

が

を

い
て
い
る

の
中

に

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

り
彼
の
前
に
立
つ
よ
う
に
集
合
し
て
い
た
の
で
あ
る

そ
の
自
分
達
を
見

て

い
た
後

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
話
を
始
め
よ
う
と

た
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し
か
し
な
が
ら
ま
だ

い
の
で
は
な
い
か
と
思

た

そ
れ
は

に
い
る
べ
き
人
物
が
二

人

な
い
か
ら
だ

た

ち

と

て
下
さ
い

ユ
ウ
キ
と
ア
ス
ナ
さ
ん
が
ま
だ
来
て
い
ま
せ
ん
よ

 
そ
う

本
来

る
べ
き
ア

ち

ん
と
ユ

ち

ん
の
二
人
が
来
て
い
な
い
の
で
あ
る

 
部

の
中
に
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
の

ラ
ン
と
サ
チ
リ
ズ

ベ

ト

シ
リ
カ

デ

ア
ベ
ル

自
分
の
九
人
し
か

な
い
の
だ

キ

リ

フ

シ

ノ
ン
ユ
イ
ち

ん
は

外
対

だ
し
ス
ト
レ
ア
は
キ

の
監

と
リ

フ

達
の
護
衛

だ
か
ら

な
い
の
は
良
い
の
だ
が

あ
の
二
人
に

し
て
は

な
い
の
は
お
か
し
い
の
で
あ
る

 
そ
う
指

す
る
と

紅
の
騎
士
は

と

か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
目
を
少
し
だ
け
開
き

苦

を
浮
か
べ
た

あ
あ
す
ま
な
い
う

か
り
し
て
い
た

彼
女
達
に
は
別
件
で
動
い
て
も
ら

て
い
る
の
だ

先

ど

に
決
ま

た
事
だ
か
ら

に
伝
え
て
い
な
い
の
を
忘
れ
て
い
た
よ

別
件

で
す
か

う
む
今
日
中
に
は
帰

て
来
る
と
思
う
が

す
ま
な
い
が
そ
れ
以
上
は
語
れ
な
い

分

私
も

し
く
知

て
い
る

で
は
無
い
の
で
ね
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ラ

ち

ん
の
指

と
疑
問
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

は
ア

サ
リ
と

え
た
も
の
の
全

て
を

え
た

で
は
無
い
と
い
う
の
は
自
分
に
は
分
か

た

 

し
く
知

て
は
い
な
い
と
い
う

り
は
ま
ず
無
い

な
の
だ
特
に
圏
内
事
件
と
い
う

前
代
未

の
事

の
最
中
別
行
動
を
取
る
よ
う
な
事
に
な
る
の
な
ら

必
ず
状
況
を
把
握
し
て

い
る

だ

 
そ
れ
を
語
ら
な
い
の
は

恐
ら
く
今
話
す
と

い
事

に
な

て

ま
し
く
な
い
か
ら
だ
ろ

う

も
中

意
地
の
悪
い
事
を
す
る
と
思

た

 
ま

そ
こ
ま
で
⻑
い
期
間
ア

ち

ん
と
ユ

ち

ん
の
二
人
が
離
れ
る
と
い
う

で
は
無

い
よ
う
だ
し

も
対
策
な
し
で
二
人
を
行
か
せ
て
い
る
事
も

に
限

て
無
い
だ
ろ
う

も

し
か
す
る
と
キ

の
監

か

か
を
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
一
先
ず

な
い
理
由
は
ち

ん
と
あ
る
の
だ
と
分
か

た
ラ

ち

ん
は

な
表
情
な
が
ら

も
引
き
下
が
り

そ
れ
を
契
機
に
し
て

が
一
晩
掛
け
て
集
め
た
情
報
を
話
し
て
い

た

今

オ
レ

ち
は

ル
コ

て
い
う
プ
レ
イ

の
下
に
行

て
話
を

い
た
ん
だ
け
ど

あ
り
そ
う
な
話
を

く
こ
と
が
出
来
た
ゼ

 
そ
う
前

き
を
し
て
か
ら
ア

ち

ん
の

で

を
合
わ
せ
た

ル
コ
と
い
う
女
性
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プ
レ
イ

か
ら

い
た
話
を
語

た

  

ル
コ
が
取

て
い
る

は
第
五
十
七
層

事
件
が
発
生
し
た

層
で
転

最
寄

り
の

だ

た

 

時
も
は
下
層

の
安

を

す
る
の
だ
が

今
は
そ
の

離
を
歩
く
の
も
恐
ろ
し
い
事

そ
し
て
そ
こ
そ
こ
の

の
持
ち
主
の
プ
レ
イ

が

ら
か

れ
る

で
あ
る
事
か
ら
事
件
が

こ

た
と

え
ど
も
同
じ

層
の

を
取

た
ら
し
い

 
そ
こ
に
オ
レ

ち
は
今

フ
レ
ン
ド
登
録
を
交
わ
し
た
と
い
う
ア

ち

ん
と
共
に

へ

き

し
て
も
ら

て

死
亡
し
た

カ
イ
ン
ズ

と
い
う
男
性

そ
し
て

行
に
使
わ
れ
た

槍
ギ
ル
テ

ン
を
鍛
え
た
鍛
冶
師

グ
リ
ム
ロ

ク

に
つ
い
て

問
し
た

 
死
亡
し
た
男
性
と
は
食
事
に
行
く
く
ら
い
だ

た
の
だ
か
ら
と
も
か
く
鍛
冶
師
と

か

が
あ

た
の
だ
と
す
れ
ば

が

め
る
か
も
と
い
う
気
持
ち
だ

た
実

は
も

と
情
報
が

欲
し
か

た
か
ら
行

た
の
で
あ
る

 
し
か
し
そ
の

問
は

自
分
が
予
想
し
て
い
た
以
上
の
も
の
を

す
結
果
に
な

た

な

ア
ン
タ

カ
イ
ン
ズ

と
は

か

が
あ

た
の
カ

 
あ
と

グ
リ
ム
ロ
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ク

て
い
う
プ
レ
イ

は

い
た
事
が
あ
る
カ

今
で
こ
そ
私
は
無

属
な
ん
で
す
け
ど

は
小
さ
な
ギ
ル
ド
に
入

て
た
ん
で
す

そ
の
ギ
ル
ド
に
は
カ
イ
ン
ズ
も

そ
し
て
グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん
も

ま
し
た

 
そ
う

て

彼
女
は
自
分
の
ギ
ル
ド
に
つ
い
て
語
り
始
め
た

 
彼
女
が

属
し
て
い
た
ギ
ル
ド
は

⻩
金
林

と

い

弱
小
ギ
ル
ド
に
近
い
寄
り
合
い

だ

た
ら
し
い

 
グ
リ
ム
ロ

ク
と
い
う
プ
レ
イ

は
⻑
身
の
男
性
で
ギ
ル
ド
の
サ
ブ
リ

ダ

そ
し
て
そ

の
男
性
と
結

し
て
い
た

さ
ん
が
グ
リ
セ
ル
ダ
と

て
リ

ダ

を
務
め
て
い
た
の
だ

と
い
う

 
無

属
と
な

て
い
る
彼
女
だ
が
そ
の
ギ
ル
ド
を
脱
退
し
た
と

う
よ
り
は
空
中
分
解
で
消

滅
し
た
が
故
の
無

属

 

で
も
リ

ダ

が
死
亡
し
た
の
だ
と

う

ゲ

ム
開
始
か
ら
約
一
年
が
経
と
う
と
し
た
去

年
の
秋

つ
ま
り
ま
だ
最
前
線
が
四
十
層

の

の
話

 
き

か
け

と

た
ら
い
い
の
か
は
不
明
だ
が
リ

ダ

が
死
亡
し
た
そ
の

に
あ
る

問

が
一
つ
あ

た
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そ
れ
は
と
あ
る
中
層
ダ
ン
ジ

ン
で
遭
遇
し
た
見
た
事
も
無
い
モ
ン
ス
タ

を
倒
し
た

の
ド

ロ

プ
品
の

遇

備
す
る
だ
け
で

値
が
二
十
も
プ
ラ
ス
さ
れ
る
と
い
う
指
輪

マ

ジ

ク
ア
イ
テ
ム
が
一
つ
ド
ロ

プ
し
た
の
だ

最
前
線
で
も
流

に
そ
こ
ま
で
の
値
が

備
品

一
つ
で
上
が
る
も
の
は
無
か

た
の
で
オ

ク
シ

ン
に

り
出
せ
ば
か
な
り
の

で

れ
る

と
い
う
の
は
明
白
だ

た

 
そ
こ
で
ギ
ル
ド
内
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
た

オ

ク
シ

ン
で

て
ギ
ル
ド
の

金
と
す

る
か

あ
る
い
は

か
が

備
す
る
か

 

が
ド
ロ

プ
し
た
か
明
確
だ

た
ら
良
か

た
の
だ
が
悪
い
事
に

が
投

た
か
分
か
ら

な
い
ダ
ガ

が

で

し
か
も
指
輪
は
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
入

た
の
で
は
な
く
地
面
に

ち
て
の
ド
ロ

プ
だ

た
か
ら
最
初
に
ド
ロ

プ
し
た
人
の
物

と
い
う
決

に
は
持

て
い
け
な
か

た
の
だ
と
い
う

 

に
も
近
い

い
合
い
を
し

最
終
的
に
は
多
数
決
を
取

た

 
八
人
構
成
だ

た

⻩
金
林

で

結
果
的
に
は

る
に
五
人

か
に

る
に
三
人

結

果

る
事
に
な

た

ち
な
み
に
三
人
の
方
に
は

カ
イ
ン
ズ

ル
コ

そ
し
て
今
で
は

血

騎
士

の
ラ
ン
ス
使
い
と
な

て
い
る

シ

ミ

ト

の
三
人
が
回

た

カ
イ
ン
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ズ
と
シ

ミ

ト
は
前
衛
と
し
て
自
分
で
使
い
た
い
か
ら

ル
コ
は

時
か
ら
付
き
合

て
い

た
カ
イ
ン
ズ
に

合
し
た
結
果
だ

た

 
と
に
か
く

る
と
な
れ
ば
そ
ん
な
最
前
線
で
も
ド
ロ

プ
し
な
い
よ
う
な
ア
イ
テ
ム
を
中
層

の

人
が

え
る

も
無
い
の
で
最
前
線
で
の
バ
イ

つ
ま
り
は

に

す
る
事

に
な

た

 
リ

ダ

の
グ
リ
セ
ル
ダ
は
指
輪
を
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
信

出
来
る
者
を
見
定
め
る

の

情
報
集
め
も

め
て
前
線
に
一

す
る
予
定
で

独
行
動
を
取

た
と
い
う

 

ル
コ
達
は
リ

ダ

の
帰
り
を
分
配
し
た

金
で

を

う
か
和
気

と
話
し
合

て

ち
遠
し
く
思

て
い
た

 
し
か
し

ち
合
わ
せ
予
定
の
一
時
間
を
過
ぎ
て
も

絡
は
無
く
追

に
も
反
応
が
無
い

ま

さ
か
と
思

て

を
確
認
し
に
行

て
二
重
線
が
引
か
れ
て
い
た
の
を
見
た

死
亡
時

は

前
線
へ
行

た
日
の

日
の

前
一
時
つ
ま
り
は

て
い
る
時
間
だ

た

死
亡
原
因
は

属
性
ダ
メ

ジ

 
前
線
は

代
が
高
い
の
で
ド
ア
ロ

ク
を
掛
け
ら
れ
な
い
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
で
眠

た
可

能
性
は

め
な
い
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し
か
し
な
が
ら
恐
ら
く
圏
内
で
眠

て
い
た

な
の
で
意

的
な

行
と
い
う
の
は
間
違
い

な
く
ま
た
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
超
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
持

て
い
る
と
知
ら
れ
て
い
る

つ
ま
り
は

リ

ダ

を

い
た

⻩
金
林

メ
ン
バ

七
人
の

か
と
い
う
疑
惑
が
立

た

 
だ
が
そ
の
時
間

が
ど
こ
に
い
た
と
い
う
ロ
グ
を

れ
る

で
も
無
い
の
で
メ
ン
バ

全

が
疑
心
暗
⻤
に
な

て
空
気
が
悪
く
な
り

リ

ダ

を
喪

た
事
も
あ

て

⻩
金
林

は
空
中
分
解
し

消
滅
し
た
の
だ
と
い
う

そ
の
後

私
と
カ
イ
ン
ズ
は
付
き
合

て
い
た
の
で
そ
の
ま
ま
中
層

を
動
い
て
い
ま
し
た

他
の
人
と
の
フ
レ
ン
ド
登
録
は
ま
だ
あ
り
ま
す
が

絡
は
し
て
お
ら
ず
生
死
の
状

を
確
認

出
来
る
程

に
だ
け

め
て
い
ま
す

な
る

ど
ネ

他
の
五
人
は
今

を
し
て
い
る
か
も
分
か
ら
な
い
の
カ

シ

ミ

ト
は
攻
略
組
と
し
て
新

に
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
分
か

て
い
ま
す
有

名
な
血

騎
士

に

属
し
て
い
ま
す
し

で
も
そ
れ
以
外
の

が

を
し
て
い
る
か
は

分
か
り
ま
せ
ん

 
ま

攻
略
レ
イ
ド
メ
ン
バ

は

回
新

に
掲
載
さ
れ
る
の
で
知
り
合
い
の
名
前
が
あ
れ

ば
す
ぐ
に
分
か
る
の
は

然
だ

た
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ム

カ
イ
ン
ズ

殺

に
使
わ
れ
た
武
器
を
鍛
え
た
の
は
グ
リ
ム
ロ

ク

な
ん
だ

ケ
ド

彼
を
殺
し
た

人
そ
の
も
の
が
そ
の
人
物
だ
と
思
ウ

 
疑
心
暗
⻤
に
な

て
い
た
と
す
れ
ば
ま
ず
最
も
疑
い
を
掛
け
ら
れ
る
の
は

る
の
に
反
対
し

て
い
た
カ
イ
ン
ズ

ル
コ

シ

ミ

ト
の
三
人

 
だ
か
ら
こ
れ
は
グ
リ
ム
ロ

ク
と
い
う
男
の
復
讐
な
の
で
は
と

え
そ
う
い
う
事
を

え
そ
う
な
人
間
な
の
か
と

こ
う
と
思

て

そ
の

問
を
投

掛
け
た

 
彼
女
は
少
し

を

ん
だ

も
し
か
し
た
ら

グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
の
事
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
方
で
し
た
か

ら

あ
の
人
が
亡
く
な

た
後

時
も
穏
や
か
に

ん
で
い
た
グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん

く

ん
で

こ
の

年
間
を
ず

と
自
己

に

や
し
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
カ
イ
ン
ズ

も
殺
せ
る
強
さ
を
持

て
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

そ
ん
な
に
グ
リ
ム
ロ

ク

て
い
う
人
は
強
か

た
の
カ

う

ん

あ
の
人
は
ど
ち
ら
か
と

う
と
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
の
サ
ポ

ト

と
い
う
感
じ
で

し
た
気
配
り
が
上
手
か

た
ん
で
す
よ

そ
も
そ
も
⻩
金
林

の
リ

ダ

の
決
め
方
が

一
番
強
い
人
だ

た
の
も
あ
り
ま
し
た
し

リ

ダ

の
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
は
片
手
剣
と
盾
の
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型
的
な
ス
タ
イ
ル
で

く
強
く
て
指
示
も
的
確
で
グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん
は
そ
れ
を

持

し
た
り
他
の
人
の
リ
カ
バ
リ

に
入

た
り

で
一
体
と
い
う
感
じ
で
し
た

多
分
グ
リ

ム
ロ

ク
さ
ん
個
人
の
技

は
極

に
高
い
と
い
う

で
は
無
い
と
思
い
ま
す

ン

じ

あ
リ

ダ

が
最
強
だ

た

ダ

は
い

だ
か
ら
こ
そ

あ
の
人
が

さ
れ
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
く
て

 
そ
の

時
の
悲
し
み
を
思
い
出
し
た
の
か

彼
女
と
の
会
話
は
そ
こ
で
打
ち
切
り
と
な

た

 
新
た
な
情
報
を

手
に
入
れ
た
の
も
あ

て
十
分
だ

た
の
で

そ
こ
で
お

し
た

  
そ
れ
ら
の
一
部
始
終
と
話
し
て
も
ら

た
⻩
金
林

解

の
件

定
的
に
指
輪
事

件

と
呼
ぶ
事
に
し
た
話
を
す
る
と

部

の
中
に
い
た
面

は

て

し
い

に
な

た

む

指
輪
事
件

と
呼
ば
せ
て
も
ら
う
け
ど

そ
の
時
に

さ
ん
を
喪

た

グ
リ
ム

ロ

ク

の
復
讐
と
い
う
線
が
一
番
安
直
だ
が

だ
ね

し
か
し
疑
惑
だ
け
で
殺

に

ぶ
と
い
う
の
も
お
か
し
な
話
だ

 
そ
ん
な
中
で
一
番
最
初
に

を
開
い
た
の
は
デ

ア
ベ
ル
だ

た

 
彼
は

に
手
を
や

て

え

み
な
が
ら
一
番
あ
り
そ
う
な
線
を

に
す
る
が
し
か
し
そ
れ
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で
は
違
和
感
が
残
る
と

ば

定
す
る
よ
う
な
意
見
も

に
し
た

も
が
一

は

え
た
事

だ 
そ
れ
を

い
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

は

む

と
同
じ
よ
う
に

に
手
を
や
り
な
が
ら

た
こ
こ
は
む
し
ろ
大
躍
進
を

た
シ

ミ

ト
君
か
ら
話
を

い
た
方
が
良
い
や
も
知
れ
ん

な

中
層

で
活
動
し
て
い
た
彼
が
攻
略
組
に
参
列
出
来
た
と
い
う
の
は
目
出

い
事
だ
が
私

の
記

に
よ
れ
ば
彼
が
参
入
し
た
の
は
お
よ
そ
五
か
月
前
つ
ま
り
は
十
二
月

だ

ら
な
ん

で
も

期
間
で
一
気
に
強
く
な
り
過
ぎ
だ
ろ
う

キ
リ
ト
君
の
よ
う
な
強
さ
に

し
て
い
た
と

す
れ
ば
話
は
別
な
の
だ
が
シ

ミ

ト
君
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
気

を
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら

期
間
で
の
無

な
レ
ベ
リ
ン
グ
と
い
う
線
も

い

あ

 
キ

の

が
出
て
来
る
と
如

に
シ

ミ

ト
と
い
う
プ
レ
イ

の
躍
進
が
お
か
し
い

か
が
よ
く
分
か
る

 
異
常
を
以
て
異
常
を
判
断
す
る

て
い
う
の
も
お
か
し
な
話
だ
が
確
か
に
あ
の
子

ど
強
さ

に

し
て
い
る

で
も
無
い
の
な
ら
一

月
足
ら
ず
で
攻
略
組
に
入
る
と
い
う
の
は

だ
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の
話
を

い
た
感
じ
だ
と
そ
の
ラ
ン
ス
使
い
が
物

い
や
る
気
に

ち
て
い
る
と
い
う

で
も

無
い
よ
う
だ
し

ン
じ

あ
よ

速
そ
の
シ

ミ

ト

て

を
呼
び
出
し
た
ら
ど
う
だ

 

な
ら
フ

レ
ン
ド
登
録
し
て
る
ん
だ
ろ

う
む
今
か
ら
メ

ル
で
呼
び
出
そ
う
と
思
う

し
か
し
こ
こ
に
来
る
の
は
少

時
間
が
掛

か
り
そ
う
だ

せ
残
る
レ
イ
ド
戦
を
制
覇
し
な
け
れ
ば
迷

攻
略
が
出
来
な
い
し
ス

リ

ク

タ

と
い
う
事
も
あ

て
他
の

層
で
レ
ベ
リ
ン
グ
に

む
よ
う

達
し
て
し
ま

て
い
て
な

迷

や
ダ
ン
ジ

ン
に
入

て
い
る
と
メ

ル
が
届
か
な
い

む

ん

 
ど
う
し
た

か
あ

た
の
か

い
や

だ
な
今
日
の
彼
は
シ
フ
ト
の
日
の

な
の
だ
が

本
部
に
残

て
い
る
よ
う

だ 
ク
ラ
イ
ン
の

し
で
呼
び
出
そ
う
と
し
て
い
た

だ

た
が
ど
う
や
ら
件
の
シ

ミ

ト

と
い
う
プ
レ
イ

は

り
に
出
て
い
る

が
本
部
に
残

て
い
た
ら
し
く
疑
問
に
感
じ
た
エ

ギ
ル
の

の
問
い
に

を

な
が
ら

え
た

 
ど
う
や
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

は
彼
が
残

て
い
る
事
を
把
握
し
て
い
な
か

た
ら
し
い
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え

と

体

が
悪
か

た

と
か

 

と
か

サ

ち

ん
は

だ
ネ

 
こ
て
ん

と

を

な
が
ら
お
ず
お
ず
と

う
サ

ち

ん
に

と
な
く

さ
れ
た

 
キ

に
ヘ
イ
ト
が
向
い
て
い
て
攻
略
会
議
や
ボ
ス
戦
は
色

と
人
間

が
ギ
ス
ギ
ス
し

て
い
る
最
前
線
で
は

し
い
無

序
な

で
あ
る
ガ
チ
ガ
チ
の

重

な
ゲ

マ

で

無
い
の
が
救
い
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
手
に
入
れ
て
い
る
時
点
で
ゲ

マ

で
は
あ
る
け
ど

思

が

ゲ

マ

じ

な
い
か
ら

 
彼
女
は
キ

に
は

だ
が
ラ

ち

ん
と
同
様

本
は

に
で
も

語
で
話
す
し
心
配

も
す
る
い
い
子
な
の
で

彼
女
に
だ
け
は
リ
ン
ド
と
キ
バ
オ
ウ
も
強
く
出
な
い

 

故
な
ら
彼
ら
が

ら
キ

を

て
い
て
も
ボ
ス
戦
で
大
ダ
メ

ジ
を

け
た
時
は
そ

れ
を

き
に
心
配
し
て
い
る
か
ら

を
向
け
る
の
は

わ
れ
る
ら
し
い

キ

に

は
容
赦
も
人
道
も
無
い
あ
の
二
人
が
そ
ん
な
風
に
思
う
の
だ
か
ら
彼
女
は
色

と

有
な
人
物

だ
と
思
う

 
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
な
い
彼
女
に
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら
ラ

ち

ん
が
も
し
く
は
と

を
開
い
た
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カ
イ
ン
ズ
さ
ん
が
殺

さ
れ
た
圏
内
事
件
に
は

か
し
ら
シ

ミ

ト
さ
ん
に
は
メ

セ

ジ
が
あ

た
と
か

先

ど

属
性
ダ
メ

ジ
と
い
う
共

目
も
出
て
い
ま
し
た

し
や
り
方
と
し
て
は
見
せ
し
め
と
い
う
意
味
が
あ

た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
か
ら

そ
れ
で

は
自
分
だ
と

え

本
部
か
ら
出
た
く
な
い
と
思

て
い
る
の
で
は

と
な
る
と

え
る
と
い
う
事
は
自
然
と
指
輪
事
件
の

人
も
シ

ミ

ト
と
い
う

彼
に
な
る
ん
じ

な
い
か
な

 
確
か
に

か
後
ろ
め
た
い
事
が
無
い
限
り
は
自
分
に
来
る
と
思
わ
な
い
の
が
人
間
の
心
理

逆
に

え
れ
ば

指
輪
事
件

の

人
と
い
う
可
能
性
が
浮
上
す
る
の
で
あ
る

で
も

に

ち
な
い
事
が
出
て
来
る
ん
だ
よ
ナ

攻
略
組
に
な

て
そ
の
上
で

し
上
が
ろ

う
と
し
て
る
ん
な
ら
ま
だ
し
も

そ
の
シ

ミ

ト

て

は
そ
こ
ま
で
強
さ
に

し
て
な

い

て
話
ダ
ロ

 
そ
ん
な

が
ギ
ル
ド
リ

ダ

も

と

え
ば
人
を
一
人
殺
し
て
ま

で
ア
イ
テ
ム
を
奪

て
攻
略
組
に
な
ろ
う
と
す
る
か
と
思
う
ん
だ
よ
ナ

の

理
観
を
持

て
る

な
ら
人
を
殺
す
と

え
た
時
点
で
二
の
足
を

む

ダ

 
し
か
し
疑
問
な
の
は
攻
略
組
に
入

た
シ

ミ

ト
に
そ
こ
ま
で
強
い
気

を
感
じ
ら
れ
な

い
の
に

リ

ダ

を
殺
し
て
指
輪
を
奪

て
ま
で
入
ろ
う
と
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
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そ
れ
を

え
る
と
イ
マ
イ
チ

に

ち
な
い
の
だ

 
ギ
ル
ド
に

属
し
て
い
た
彼
に

恐
ら
く
尊

を
向
け
て
い
た

の

手
で
あ
る
リ

ダ

グ
リ
セ
ル
ダ

を
殺
す
理
由
そ
の
も
の
が
あ
る
と
は

え

い

 
仮
に
一
線
を
越
え
て
し
ま

た
と
す
る
な
ら
そ
い
つ
に
は
ど
こ
か
独
特
の

気
と
い
う
も

の
が
あ
る

だ

 
キ

の
よ
う
に
正
気
を
保

て
い
る
人
間
も

る
に
は

る
が
あ
の
子
の
場
合
は
狂
気
以

上
に
強
い
戦
う
理
由
と
い
う
も
の
が
あ

た
人
を
護
る
と
い
う
理
由
が

シ

ミ

ト
に
そ
れ

が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
現
状
に

足
し
て
い
る
よ
う
な
人
間
な
ら
人
を
殺
せ
る
と
は
思
え

な
い
し

仮
に
殺
し
た
と
す
れ
ば
罪
悪
感
に

ま
れ
て
ど
こ
か

気
が
お
か
し
い

な
の
だ

オ
レ

ち
の
記

に
あ
る
限
り
じ

シ

ミ

ト
は
そ
こ
ま
で
目
立
つ
プ
レ
イ

じ

な
イ

つ
ま
り
そ
こ
ま
で
突
出
し
た
強
さ
も
性
格
も
し
て
な
い
プ
レ
イ

て
事
に
な
ル

ま

ボ
ス
攻
略
に
出
て
る
時
点
で
か
な
り
強
い

て
の
は
確
か
だ

キ

や
ユ

ち

ん

達
に

も
れ
て
る
だ
け
で
実
力
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
シ

で
も
自
ら
人
を
殺
せ
る
よ
う
な

が

そ
ん
な
人
の
指
示
を

直
に

く
と
も
思
え
な
い
ん
ダ

 
も
し
シ

ミ

ト
が
攻
略
組
で
名
を
上

た
い
あ
る
い
は
入
る

に
指
輪
を

て

備
を
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整
え
た
の
だ
と
す
れ
ば
人
を
殺
す
事
も

わ
ず
手

を

ば
な
い
プ
レ
イ

と
い
う
事
に
な

る

そ
れ
は
人
の

和
を
乱
す
要
因
に
な
り
得
る
し
キ

が

し
て
オ
レ

ち
に
情
報
を

集
め
る
よ
う

う

だ

 
し
か
し
そ
れ
が
無
か

た
と
い
う
事
は
こ
れ
ま
で

か
問

を

こ
し
た
と
い
う

で
は
無

い

人
の
輪
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
事
だ

 
更
に
オ
レ

ち
が
記

し
て
い
る
限
り
シ

ミ

ト
は
ラ
ン
ス
使
い
を
初
め
と
し
た
重
戦

士
部
隊
の
部
隊
⻑
だ

た

 
そ
ん
な
立
場
の
人
間
な
ら

更
問

を

こ
せ
ば

に
入

て
く
る

せ

血

騎
士

は
聖
⻯

合
と
違

て

他
的
で
も

的
で
も
無
く
攻
略
に

し
て
は

に
オ

プ

ン
で
フ

ア
な
性
格
な
の
だ
か
ら

こ
の

は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

と
ア

ち

ん
の
性
格
が

反

さ
れ
て
い
る

つ
ま
り
シ

ミ

ト

て

は

指
輪
事
件
の

人
じ

ね

て
事
も

え
ら
れ
る
し

人
そ
の
も
の
か
協
力
者

て
線
も
あ
る

だ

そ
れ
に
レ
ベ
リ
ン
グ
を

ん
で
る
理
由
も
本

に
体

不
良

て
可
能
性
が
あ
る
か
ら
な

に
せ
よ
本
人
が
来
た
ら
分
か
る
事
だ
ろ

う
む
エ
ギ
ル
君
の

う

り
彼
の
話
を

け
ば
自
ず
と
分
か
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う

今
し
が
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た
メ

ル
で
呼
び
出
し
た
か
ら
数
分
で
来
る

だ

 
エ
ギ
ル
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

が
そ
う

て
か
ら
三
分
後
こ
ん
こ
ん
こ
ん
と

え
め

な
ノ

ク
が

こ
え
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

が
入
り

え
と

う
と

か

く
失
礼
し
ま

す

と

て
一
人
の
プ
レ
イ

が
入

す
る

 
血

騎
士

の
制

に
も
近
い

く
縁
取
ら
れ
紅
い
十

の
意

が

に
入
れ
ら
れ

て
い
る
白
い

を
身
に

た
男
は
体
育
会
系
と
で
も

え
る
く
ら
い

つ
い
ガ
タ
イ
を
し

た
男
性
プ
レ
イ

だ

た

 
た
だ
そ
の

つ
き
は
男
ら
し
い
も
の
で
は
あ

た
も
の
の
表
情
は

そ
の
も
の
だ

た

ど
こ
か
焦
り

え
て
い
る
よ
う
で
暗
く
も
感
じ
る

さ
て

シ

ミ

ト
君

こ
こ
に
呼
ん
だ
理
由
に

し
は
付
い
て
い
る
か
い

カ
イ
ン
ズ
の

事
で
し

う
か

う
む

し
が
付
い
て
い
る
よ
う
だ
話
が

く
て
助
か
る

日
の

方
に
第
五
十
七
層
で

こ

た

圏
内
事
件

そ
の

者
と
し
て

カ
イ
ン
ズ

が
殺

さ
れ
た
の
は
知

て

い
る
だ
ろ
う

殺

に
使

さ
れ
た
武
器
は

槍
銘
は
ギ
ル
テ

ン
と

て

プ
レ
イ

メ
イ
ド
だ

た

鍛
え
た
の
は

グ
リ
ム
ロ

ク
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が
そ
の
名
前
を
出
し
た

間

え
を

え
て
い
る
か
の
よ
う
に
険
し
い
表
情
だ

た

シ

ミ

ト
が

び
く
り
と
明
確
に

え
た

 
そ
こ
で

は
一

話
す
の
を
止
め
る
も
シ

ミ

ト
が
取
り
乱
し
た
り

か
を

く
と
い

う
事
も
無
か

た
の
で

再
び

を
開
い
た

我

は

晩
か
ら

に
い
る
有

で
情
報
を
集
め

こ
の
事
件
の
解
決
と
圏
内
殺
人
の
ロ

ジ

ク
解
明
に

力
し
て
い
る
の
だ
が

先

ど

た
三
つ
の
名
前
の
繋
が
り
で
君
の
名

が
浮
か
ん
で
来
て
ね

ル
コ

か
ら
話
を

い
て
い
る
と

で
も
君
は
我
が
血

騎
士

へ
加
入
す
る
前
は
⻩
金
林

と
い
う
ギ
ル
ド
に
加
入
し
て
い
た
そ
う
じ

な
い
か

そ
こ
で

ル
コ

カ
イ
ン
ズ

そ
し
て
グ
リ
ム
ロ

ク

と
も

間
で
あ

た
と
も

い
た
よ

え
え

ち
な
み
に
君
を
責
め
て
い
る
の
で
は
な
い
た
だ

き
た
い
事
が
あ

た

⻩
金
林

の

メ
ン
バ

に

絡
を
取

て
い
な
い
と
の
事
で

ル
コ
君
か
ら
は
君
以
外
の
話
を

け
な
か

た

の
だ
が
そ
の
時
少

疑
問
に
感
じ
た
事
が
あ

て
ね

君
が
我
が
ギ
ル
ド
に
参
入
し
た
の
が

時

だ

た
か

覚
え
て
い
る
か
ね
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去
年
の
十
二
月
初

で
し
た

う
む

し
か
し
⻩
金
林

が
解

し
た
の
は
十
一
月

だ
と
い
う

だ
と
思

た
の

は
こ
の
時
期
だ

お
よ
そ
一

月
弱
で
中
層
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
ギ
ル
ド
の

が
最
前

線
攻
略
を
掲

て
い
る
我
が
ギ
ル
ド
に
加
入
す
る
と
な
れ
ば
レ
ベ
ル
も

備
も
そ
れ
ま
で
以
上

に
上

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
れ
こ
そ

黒
の
剣
士
の
如
き
異
常
な
ま
で
の
努
力
で
な

だ
が
君
に
は
そ
の

念
と
い
う
も
の
が
無
い

た

た
一

月
弱
で
君
は
ど
う
や

て
最
前

線
で

り
合
え
る
強
さ
に
至
れ
た
の
か
気
に
な

た

そ
こ
で

ル
コ

か
ら
教
え
て
も
ら

た

⻩
金
林

解

の
要
因
と
な

た
レ
ア
ア
イ
テ
ム
の
指
輪
を
思
い
出
し
た
の
だ

 

が
指
輪
の
事
を
話
し
始
め
た
時
点
で
シ

ミ

ト
は

を
強

ら
せ
て
息
を

く

た

明
ら
か
に

か
知

て
い
る
風

し
か
も
後
ろ
め
た
い
事
が
あ
る
と
い
う
反
応
だ

 
流

に
こ
れ
は
見

せ
な
か

た
の
か

は

と
息
を
一
つ
つ
い
て
か
ら

を

に
突
き

手
を
組
ん
だ

シ

ミ

ト
君

今
の
君
は

く

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

圏
内
事
件

が

そ
こ

ま
で
恐
ろ
し
い
か
ね
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逆
に

⻑
は

恐
ろ
し
く
な
い
ん
で
す
か

 

時
圏
内
で
殺
さ
れ
る
か
分
か
ら
な

い
ん
で
す
よ

 

の
問
い
掛
け
に
ま
る
で
恐
れ
を
振
り
切
る
よ
う
に
シ

ミ

ト
は
声
を

問
に

問
で
返
し
た

精
神
的
に
か
な
り
追
い

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

 

は

ち

か
せ
る
つ
も
り
か

た
り
と
し
た

な
動
作
を
見
せ
る

確
か
に
ロ
ジ

ク
も
分
か

て
い
な
い
以
上
圏
内
で
殺
さ
れ
る
可
能
性
を
下

る
手

も

無
い
現
状
で
は
恐
ろ
し
い
と

え
る
だ
ろ
う

だ
が
私
は
そ
れ
自
体
に
恐
怖
は
感
じ
て
い
な

い
の
だ

えシ

ミ

ト
君

私
や
君
は

血

騎
士

に

属
し
て
い
る
プ
レ
イ

そ
れ
も
ボ
ス

攻
略
に
出
ら
れ
る
レ
ベ
ル
と

備

つ
ま
り
は
強
さ
を
有
す
る
プ
レ
イ

な
の
だ
ぞ

 

君
と
て
我
が
ギ
ル
ド
に
参
入
し
て
か
ら

も
ボ
ス
戦
に
参
戦
し
そ
の

生
き
残

て
来
て

い
る
猛
者
で
は
な
い
か

と
知
れ
ぬ
の
は
確
か
に
恐
ろ
し
い
が
だ
か
ら
と

て
全
て
に
恐

怖
す
る
程
の
弱
者
で
は
無
い

だ

確
か
に
ア
バ
タ

と

え
ど
も

を
切
り

と
さ
れ
れ
ば

死
す
る
が

そ
れ
が
如

に

か
君
は
知

て
い
る
か
ね
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い

い
え

私
も
知
ら
ん
さ

知

て
い
る
と
す
れ
ば

黒
の
剣
士

か

今
は
亡
き

う

の

く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う

い
い
か
ね
つ
ま
り
は
そ
れ
く
ら
い
プ
レ
イ

を

死
さ
せ
る
手

を
有
す
る
者
は
少
な
い
の
だ
気
取
ら
れ
な
い
ま
ま
殺
す
ア
ニ
メ
や

で
よ
く
あ
る

わ

ば
暗
殺
な
ど
こ
の
世
界
で
は

こ
せ
な
い
の
だ
よ

え
圏
内
で
殺
せ
る
プ
レ
イ

が

た
と
し
て
も

君
と
て
た
だ
で
や
ら
れ
る

ど
弱
く
は
な
い
だ
ろ
う

そ
そ
れ
は
そ
う
で
す
が

も
し
本

に

霊
だ

た
と
す
る
な
ら
ど
う
し
よ
う
も
出
来

な
い
で
し

う

 
亡
霊

霊

 
そ
う
い
う
オ
カ
ル
ト
的
な
も
の
は
確
か
に
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
も

か
出
て
い
る
話
だ

死

ん
だ
者
の
魂
が
未
だ

状

の
ナ

ヴ
ギ
ア
に

り
つ
い
て

を
見
せ
て
い
る
ん
だ
死

ん
だ
プ
レ
イ

が
生
き
て
い
る
プ
レ
イ

も
同
じ
世
界
に
引
き

も
う
と

て
い
る
ん

だ
と
そ
ん
な
与
太
話
は

に

が
無
い

実

そ
れ
を
信
じ
て
い
る
プ
レ
イ

も
少
な
く

な
い

 
だ
が
自
分
は
信
じ
な
い
し

も
そ
れ
は
同
じ
な
よ
う
で

と

目
し
な
が
ら
息
を
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い
たシ

ミ

ト
君

我

が
い
る
こ
の
世
界
は

だ

え

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
す

そ
う

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

浮
遊
城

現
実
に
は
存
在
し
得
な
い
場

だ

そ
し
て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
舞

だ

つ
ま
り
こ
の
世
界
は
デ

タ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
仮
想
世
界
だ

ゼ
ロ
と
一
と
い
う
二
つ
の
数

で
作
ら
れ
て
い
る
世
界
な
の
だ

現
実
世
界
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

学
的
な
数
値
の
世
界
に
オ
カ
ル
ト
が
存
在
す
る
と
思
う
の
か
ね

私
は
思
わ
な
い

そ
し
て

行
に
使
わ
れ
た
ギ
ル
テ

ン
も
ま
た
我

と
同
じ

デ

タ
が
集
ま

て
形
を
成
し
た
一
つ
の
オ
ブ
ジ

ク
ト
だ

本

に

霊
だ
と
し
た
ら
デ

タ
の
武
器
な
ど
使
い
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
少
し

え
れ
ば
分
か
る
話
だ

現
に

に
い
る

者
達
は

も
が
生
き
た
プ
レ
イ

に
よ
る

行
で
あ
る
と

え
て
い
る

⻑
く
な

た
が

シ

ミ

ト
君

君
は
一
体

を
知

て
い
る

 

に

え
て
い

る
の
だ
ね

 
私
に
は
君
の
そ
の
恐
怖
が

一

月
弱
で
攻
略
組
参
入
出
来
た
理
由
と
繋
が
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て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
の
だ

 
色

と

遠
で
は
あ

た
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

は
シ

ミ

ト
が

人
で
あ
る
と
い
う

可
能
性
を
別
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ

チ
し
て

し
て
い

た
こ
の

え
よ
う
だ
と
最
初
か
ら

人
だ
と
は
思
え
な
か

た
が

 
し
か
し

ど
う
も
指
輪
と
は

か

が
あ
り
そ
う
だ
と
は
分
か

た

⻑
の
推

り

が
た

た
一

月
で

血

騎
士

へ
入

出
来
た
の
は

あ

の
指
輪
に
あ
り
ま
す

た
だ
最
初
か
ら
そ
の
全
て
を
知

て
い
た

で
も
ま
し
て
や
あ
の

人
が
死
ぬ
結
果
に
な
る
と
も
思

て
い
な
か

た

 

が
疑
問
を
投

掛
け
た
後
シ

ミ

ト
は

か
を

え
悔
や
む
よ
う
な
表
情
で
立
ち

く
し
て
し
ま

た
が

ま
る
で
懺
悔
で
あ
る
か
の
よ
う
に

つ

つ
と

語
り
始
め
た

 
指
輪
を

却
す
る
と
決
ま

た
日
の
夜

の
部

に
帰

た
時
に
気
付
い
た
が

の
上
に
は

一

の
メ
モ

紙
と
回
廊
結

が

か
れ
て
い
た

パ

テ

は
常
に
組
ん
で
い
た
し

へ

の
入

許
可
は
パ

テ

メ
ン
バ

で
あ
れ
ば
常
に
オ

ケ

状

に
し
て
お
い
た
の
で

が

い
た
か
は
不
明

 
メ
モ
に
も
差
出
人
は
無
く
た
だ
グ
リ
セ
ル
ダ
の
後
を
追
い
取

た

の
部

に
彼
女
が
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食
事
で
出
掛
け
た

に

び

ん
で

を
セ

ブ
し

そ
の
回
廊
結

を
ギ
ル
ド
共

ス
ト

レ

ジ
に
入
れ
ろ
と
書
か
れ
て
い
た
ら
し
い

報

は
そ
の
後
で

す

と
も

 
シ

ミ

ト
は
そ
れ
を

ん
で
ま
ず
ロ
ジ

ク
的
に
無
理
だ
ろ
う
と
思

た
と
い
う
が
そ
れ

も

然
だ

た

 

せ
ア
イ
テ
ム
を
ト
レ

ド
す
る
に
は

手
の
体
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

て
い
る

手
で
も
よ

ど
深
く

入

て
い
な
け
れ
ば
大

き
る
か
ら
だ
し
か
も
他
人
を

す

る
の
が
デ
フ

ル
ト
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

な
ら
ま
ず

か
が
部

に
入

た
時
点
で

き
る

 
ま

ピ
ナ

生
に
協
力
し
て
い
る
時
の
キ

は
完
全
に

こ
け
て
い
た
が
ア
レ
は
本

に

な
事
だ

た

 
無
理
だ
ろ
う
と
思

た
シ

ミ

ト
は
し
か
し
報

に
目
が

ん
だ

は
明
記
さ
れ
て
い

た
ら
し
く
そ
の

が
あ
れ
ば
オ

ク
シ

ン
で

ら
れ
て
い
る
最
前
線
で
も

す
る

備
を

一
式

え
て

お
釣
り
が
来
る
程

そ
の
一
式
を

備
す
る
に
あ
た

て
ス
テ

タ
ス
的
に
も
十

分
許
容

内
だ

た
レ
ベ
ル
さ
え
上

れ
ば
す
ぐ
最
前
線
攻
略
ギ
ル
ド
に
入
れ
る
く
ら
い
の

強
さ
も
あ

た

 

⻩
金
林

は
中
層

を
中
心
に
し
て
い
た
と
は

え
マ

ジ
ン
を
高
く
取

て
い
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た
の
で
上
層
も
行
こ
う
と
思
え
ば
行
け
た
ら
し
い

行
か
な
か

た
の
は
安
全
第
一
だ

た
と
い

う
だ
け

 
ど
う

え
て
も
リ

ダ

を

し
裏
切
る
行

で
あ
る
の
は
明
白
だ

た
が
最
前
線
で
戦
い

た
い
と
い
う
欲
求
も
あ

た

よ
り
⻩
金
林

は
そ
れ
を
目
標
に
し
て
い
た
の
だ

そ
れ

を
前
衛
の
自
分
が

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
安
定
し

よ
り

よ
く
経
験
値

ぎ
を
行
え

る
つ
ま
り
は
結
果
的
に
リ

ダ

や

の

に
な
る
と
自
分
を
正

化
し
メ
モ
の
指
示

り

に
行
動
し
た

 
そ
の
結
果

日
に
グ
リ
セ
ル
ダ
が
死
亡
し
た
事
を
知
り
更
に
そ
の

日
に
ギ
ル
ド
で
取

て
い
た

の
自

に
し

か
り
と
メ
モ
に
書
か
れ
て
い
た

の
報

が
入

た

が

か
れ
て

い
た

 
ギ
ル
ド
解

後

シ

ミ

ト
は

ば
罪
悪
感
に

し

さ
れ
る
よ
う
に

備
一
式
を

え

レ
ベ
リ
ン
グ
を
行
い

血

騎
士

に
加
入
し
て
ボ
ス
戦
に
参
加
し

け
て
来
た
と
い
う

こ
れ
が

の
知
る
全
て
で
す

む

君
は
加

者
で
も
あ
る
が
同
時
に

者
で
も
あ
る
な

間
が
目
指
し
て

い
た
夢
の
後

し
を
す
る

に
そ
ん
な
事
を
し
て
は

も
子
も
な
い
が



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

る

り
で
す

し
か
し
真

人
は
分
か
ら
ず
終
い
か

少
な
く
と
も
カ
イ
ン
ズ

ル
コ

シ

ミ

ト
君
か
ら
な
る

却
反
対
組
三
人
と
故
人
で
あ
る
グ
リ
セ
ル
ダ

を

い
た
四
人
の
内
の

か

が

圏
内
事
件

の

人
で
あ
り

指
輪
事
件

の

人
で
あ
る
と
い
う
の
は
確
定
し
た
の
だ

が

我

は

少
な
く
と
も

圏
内
事
件

の

人
は

グ
リ
ム
ロ

ク

で
は
な
い
か
と

予
想
し
て
い
る
の
だ
が

シ

ミ

ト
君
は
ど
う
思
う

グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
を
殺
し
た
疑
い
が
あ
る
か
ら
と
い
う
な
ら
あ
り
得
る
か
と

実

が
そ
れ
に
加

し
た
よ
う
な
も
の
で
す
し

と
な
れ
ば

ル
コ
君
は
カ
イ
ン
ズ

殺

事
件
直
後
教
会
の
二

に
人
影
を
見
た
気

が
す
る
と

て
い
た
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
上
で
攻
撃
時
は

も
解
け
る
か
ら
少

な
く
と
も
ど
こ
か
し
ら
攻
撃
直
線
上
に

を
現
す

だ

却
反
対
組
を

て
い
る
と
す
れ

ば
残
る
シ

ミ

ト
君
と

ル
コ

の
前
に

を
現
す
事
に
な
る

ル
コ

に
は

で
立
て

も

て
も
ら

て
い
る
が

本

に

手
に
圏
内
コ

ド
が

し
な
い
と
な
れ
ば
ド
ア

ロ

ク
も
意
味
が
無
く
な
る
か
ら
な

じ

あ

ル
コ
さ
ん
が
危
な
い
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ヒ

ス
ク
リ
フ
の

が
話
を

め
指
輪

却
反
対
組
だ

た
生
き
残
り
の

ル
コ
が
今
は

一
番
危
険
だ
と
示

す
る
と

ラ

ち

ん
が

し
た
面
持
ち
で
部

を
出
よ
う
と
し
た

 
自
分
は
そ
の
彼
女
の

を

ん
で
止
め
た

い
や
少
な
く
と
も
今
す
ぐ
行
か
な
い
と
い
け
な
い

て
事
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
よ

か

あ

た
ら
す
ぐ

絡
が
来
る
よ
う
に
し
て
る
か
ら
サ

絡

て

そ
ん
な
事

に
な

た
ら

ル
コ
さ
ん
に
そ
ん
な

は
無
い
で
し

う

カ
イ
ン
ズ

と
一
緒
に

た
か
ら

わ
れ
る
可
能
性
は

え
て
た
だ
か
ら
風
林
火

の

メ
ン
バ

が
今
は

を
護

て
る
ん
だ

 
ち
な
み
に
だ
が

こ
れ
を
指
示
し
た
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

だ

た

 
攻
略
ギ
ル
ド
の
中
で
信

も
出
来
る
と
な
れ
ば
キ

を

護
す
る
メ
ン
バ

そ
し
て
ギ
ル

ド
で
人
数
が
あ
る
と
な
れ
ば
ク
ラ
イ
ン
の

だ
か
ら
だ

あ
そ
こ
は

も
上
手
い
し
ギ
ル
ド

の
中
で

が
決
ま

て
い
る
か
ら
万
能
な
の
で
あ
る

あ
の
キ

の
後
を
追
え
る
く
ら
い
索

能
力
が
高
い
者
も
い
る
の
だ

 
そ
ん
な

中
が
全
力
で

備
を
し
て
い
る
の
だ

日
な
ら
と
も
か
く

日
か
ら
な
ら
ま
だ
集

中
力
も
持

て
い
る
だ
ろ
う
し

か
あ

た
ら
す
ぐ
気
付
く

で
あ
る

ま
だ

絡
が
無
い
と
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い
う
事
は

も

こ

て
な
い
と
い
う
事
だ

ク
ラ
イ
ン
君

彼
ら
か
ら

絡
は
あ

た
か
ね

定
期

絡
を
見
て
も
異
常
は
無
い
み
て

だ
な
今
の
と
こ
ろ
は
平
和

ス
よ
リ

ダ

て

書
か
れ
て
る

事
も
無
い
な
ら
そ
れ
が
一
番
だ
け
ど

人
が

ま
ら
な
い
と
な
る
と
ね

 
定
期

絡
が

絶
え
た
ら
異
常
あ
り
と
判
断
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
ク
ラ
イ
ン
の

え
に

デ

ア
ベ
ル
が
苦

を
浮
か
べ
て

た

 
平
和
な
の
は
確
か
に
良
い
が
手
掛
か
り
が

絶
え
る
と
い
う
事
で
も
あ
る
か
ら
事
件
の
解
決

が

す
る
の
で

な
気
分
に
な
る
の
だ

者
が
出
な
い
の
だ
か
ら
良
い
の
だ
け
ど

人
を

ま
え
ら
れ
な
い
と
な
る
と

を
高
く
し
て

ら
れ
な
い
の
で
あ
る

 
⻑
引
け
ば
キ

も
出

て
来
る
に
違
い
な
い
し

と
か
あ
の
子
が
来
る
前
に
片
を
付
け

た
い

だ

 
と
は

え

に
い
る
面
子
は
多
く
が
攻
略
組
な
の
で
あ
ま
り
圏
内
事
件
に
ば
か
り
か

ま
け
て
ら
れ
な
い
の
も
事
実
だ

情
報
で
は
個
人
戦
で
出
て
来
た

手
が
レ
イ
ド
戦
で

も
出
る
ら
し
い
の
だ
か
ら
し

か
り
対
策
を
立
て
る
べ
く

も
個
人
戦
に

ん
で
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り
合
え
る
よ
う
に

れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
最
悪
堕
天
使
と
狂
戦
士
が

て
出
て
来
る
事
も

え
ら
れ
る
の
で
最
後
の

ま
で
行
け
る

の
が
目
標
だ

キ

は
そ
の
時
で
あ
る

 
一
先
ず

方
に
シ

ミ

ト
を

れ
て
も
う
一
回

ル
コ

の

へ
行
こ
う
と
い
う
事
に

な

て

そ
の
場
は
解

と
な

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ま
さ
か
の
ク
ラ
デ

ル
同
行
そ
し
て
シ

ミ

ト
が
原
作
と
違

て
墓
の
前
で
は
無
い

で
の
懺
悔
で
す
特
に
ク
ラ
デ

ル
は
予
想
外
だ

た
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

彼
が
束
や

場
と
同
様
に
白
か
ど
う
か
は

今
後
に
明
か
さ
れ
ま
す

 
そ
れ
に
し
て
も

か
ユ
ウ
キ
が
成
⻑
し
て
い
る
よ
う
な

ア
ス
ナ
と
ク
ラ
デ

ル
を

裁
し
た
し

こ
ん
な
ユ
ウ
キ
も
偶
に
は
良
い
か
な
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さ
て
そ
ん
な
こ
ん
な
で
ユ
イ
は
結

来
て
し
ま
い
キ
リ
ト
が

不
機

に
な

て
お
り

ま
す

労
が
あ
る
上
に
愛
剣
達
も
無
く
万
全
で
な
い
キ
リ
ト
が
ど
う
戦
う
か
ま
た
圏
内
事

件
と
シ
ン
カ

救
出

キ
バ
オ
ウ
の
今
後
が
ど
う
な
る
か
ご
期

下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

 

外
話
数
食

て
て
自
分
で

い
て
ま
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
章
 

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

り
あ
の
死
神
ボ
ス
と
の
ご
対
面
で
す

そ
こ
に
行
く
ま
で
に

ち

と

ま
り
ま
す
が

と
原
作
に
近
い
戦
闘

写
じ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す

 

点
は
前

ア
ス
ナ
後

キ
リ
ト
で
す

分
か
る
人
に
は
分
か
る
ネ
タ
を

と
ぶ

ん

で
い
ま
す

か
な
り
グ
レ

な

が
あ
り
ま
す
が
ね

最
近
感
想
無
い
の
は
こ
れ
の
せ
い
か
な

と
思

て
い
た
り

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ザ
ン

 
と

い
斬
撃

が

き

す
ぐ
後
に
ボ

と
空
気
が

え

る

が

を
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打

た

 
そ
し
て
空
気
を
切
り
裂
く

い

を
引
き
な
が
ら
四
方
に
刃
を

ば
す
戦
輪
が
二

の

を
引
き
な
が
ら
黒
く

い
少
年
の

手
に
収
ま
る

ハ

今
の
で
終
わ
り

だ
よ
な

う
ん

終
わ
り
だ
よ
キ
リ
ト
君

お

れ
様

そ
う
か

あ
あ

ア
ス
ナ
も
お

れ

 

を

た
二

の
戦
輪

エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ

武

の
名
称
は

舞
輪

を
手
に
構
え
て
い
た
少
年
キ
リ
ト
君
は
た

た
今
斬
り
裂
き
蒼
い
結

片
へ
と

ら
せ

た

が
最
後
の

個
体
で
あ
る
の
を
確
認
し
私
が
そ
れ
を

葉
で
明
確
に

て
す
ぐ
に

の

力
を

い
た

 
が
く

と
前

勢
に
な
り
戦
輪
を
持
つ

は
だ
ら
ん
と

れ
さ
せ
る
そ
の
様
は
自
然
体

の
そ
れ
で
は
無
く

労
し
切

て
い
る
事
に
よ
る
も
の
だ

 
シ
ン
カ

さ
ん
救
出
の

に

黒
鉄

の
地
下
に
広
が
る
迷

へ
と
足
を

み
入
れ
て
か

ら

は
と
う
の

に
過
ぎ
去
り

後
四
時

つ
ま
り
は

べ
六
時
間
強
も
経
過
し
て
い
る

現
在

日
の
戦
闘
の

労
が
ま
だ
残

て
い
る
キ
リ
ト
君
は

に

労

の
体
だ

た
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そ
れ
で
も
戦

て
い
る
の
は
私
達
が
強
制
し
て
い
る
か
ら
で
は
無
い
そ
れ
だ
け

の
勢
い
が

増
し
て
き
て
い
る
か
ら

 
最
初
は
キ
リ
ト
君
は
二

の
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
で

に

し
私
や
ユ
ウ
キ
ス
ト
レ

ア
さ
ん
フ

リ
ア
さ
ん
護
衛
の
ク
ラ
デ

ル
で
前
衛
の
ロ

テ

シ

ン
が
出
来
て
い
た

の
だ
が
突
入
し
て
か
ら
二
時
間

ど
経

た

か
ら

の
勢
い
が
増
し
て
き
た

ま
た
入

た
ば
か
り
の

は
確
か
に

の
レ
ベ
ル
は
六
十

で
収
ま

て
い
た
の
だ
が
今
は
も
う
八
十
か

ら
九
十

と
私
達
が
マ

ジ
ン
と
し
て
上

て
い
る
レ
ベ
ル

ま
で
強
さ
を
上

て
い
て
更
に

は
襲

て
来
る
数
も
増
え
て
来
た
も
の
だ
か
ら

た
も
の
で
は
無
か

た

 
結
果
キ
リ
ト
君
も
前
衛
で
戦
わ
な
け
れ
ば
回
ら
な
く
な
り
始
め
た
の
で
あ
る

こ
の
中
で
は

最
も
ス
テ

タ
ス
が
高
く
状

異
常
に
も
掛
か
ら
ず
ノ

ク
バ

ク
も

け
な
い
の
で

ク

ラ
デ

ル
は
知
ら
な
い
事
だ
が

モ
ン
ス
タ

と
の
戦
い
に
は
一
番

し
て
い
た

 
出
現
モ
ン
ス
タ

は
ス
カ
ベ
ン
ジ
ト

ド
と
い
う
四
つ
目
の
大
型
カ
エ
ル
つ
ま
り
は
水

型
モ
ン
ス
タ

が

ど
だ

た

そ
の
モ
ン
ス
タ

に
は

と

が

く
と
分
か

た
の
だ

が
地
下
道
は
道
が
全
体
的
に

れ
て
い
て

刀
だ
と
感
電
で
私
達
に
ま
で
ダ
メ

ジ
が
来
る

と
判
断
し
た
の
で
彼
は

の
チ

ク
ラ
ム
を
使

す
る
事
に
し
た
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た
だ
攻
撃
を
終
え
る

に
息
を
整
え
な
け
れ
ば
意
識
が
遠
の
く

ど
ま
で
に
今
は
消

し
て

い
たキ

リ
ト

本

に
大

 
も
う
流

に
帰

た
方
が
良
い
ん
じ

ま
だ
戦
う
だ
け
の

力
は
あ
る

こ
の
中
で
は

が
一
番
レ
ベ
ル
が
高
い
ん
だ
こ
れ
以
上

の
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
事
を

慮
す
れ
ば

た
方
が
良
い

こ
こ
ま
で
来
て
引
き
返
す
の
も

ア
レ
だ
し

に
い
る

て
い
う
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

の
事
も
気
掛
か
り
だ

前
線
で
戦
え
な
く

て
も
チ

ク
ラ
ム
や
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
で

出
来
る
し

帰
る
な
ら
シ
ン
カ

も
一

緒
に
だ

 
ユ
ウ
キ
が
転

結

を
出
し
な
が
ら
先
に
帰
還
す
る
の
を
勧
め
る
が
し
か
し
キ
リ
ト
君
は

な
に
そ
れ
を

け
取
ろ
う
と
し
な
か

た

 
こ
こ
ま
で
の
強
さ
に
な
る
と
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
と
ユ
イ
ち

ん
を
護
り
な
が
ら
進
む
の
も
キ

ツ
イ
し
彼
の
中
・
遠

離
攻
撃
に
よ
る
サ
ポ

ト
で
戦
闘
が
ス
ム

ズ
に
い

て
い
る
の
も
事

実

ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
が
現
れ
た
時
に
心
強
い
と
い
う
の
は
確
か
な
の
だ
け
ど

労
を

し
て
い

る
の
だ
か
ら

本

に
無
理
し
な
い
で
と
私
は
思

て
い
た

 
確
か
に
キ
リ
ト
君
は
全
プ
レ
イ

で
ま
ず
間
違
い
な
く

リ

フ

ち

ん
か
ら
も

い
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た
し

最
高
レ
ベ
ル
を
誇

て
い
る

 
し
か
し
そ
れ
で
最
強
と
は
直
結
し
な
い
し
生
存

が
上
が
る
と

て
も
絶
対
生
存
と
は

イ
コ

ル
に
な
ら
な
い
の
だ

 
け
れ
ど

ユ
リ
エ

ル

シ
ン
カ

の
反
応
は

も
う
す
ぐ
な
ん
だ
ろ
う

え

え
え

こ
の

ス
な
ら

も
う
三
十
分
も
掛
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す

だ

た
ら
あ
と
少
し
の

だ
か
ら
な

シ
ン
カ

を
助
け
出
し
て
か
ら

く
り

ま

せ
て
も
ら
う
と
す
る
よ

 
そ
う
シ
ン
カ

さ
ん
の
反
応
が
も
う
す
ぐ
近
く
ま
で
来
て
い
る
事
が

中
帰
還
と
い
う

を

て
い
る
の
だ

本

に
ピ
ン
チ
に
な
れ
ば
彼
も
す
ぐ
に
帰
る
と
は
思
う
が
キ
リ
ト

君
の
性
格
を

え
る
と
む
し
ろ
私
達
全

が
撤
退
を
終
え
る
ま
で
絶
対
に
転

し
な
い
気
が
す

る 
キ
リ
ト
君
は

し

た
私
達
を
一

し

う
べ
き
事
は
も
う
無
い
と
判
断
し
た
の
か
シ
ン

カ

さ
ん
の
反
応
が
あ
る
方
向
へ

く
道
を
歩
き
出
し
た

 

す
ぐ
そ
こ
の

が
り

か
ら
再
び
モ
ン
ス
タ

が

を
見
せ
る
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レ
ベ
ル
九
十
の
カ
エ
ル
型
モ
ン
ス
タ

ス
カ
ベ
ン
ジ
ト

ド

が
五

 
レ
ベ
ル
九
十
三
の
盾
剣
士
タ
イ
プ
モ
ン
ス
タ

ヘ
イ
ズ
ス
ケ
ル
ト
ン
ナ
イ
ト

が
四
体

 
レ
ベ
ル
九
十
三
の
槍
戦
士
タ
イ
プ
モ
ン
ス
タ

ヘ
イ
ズ
ス
ケ
ル
ト
ン
ラ
ン
サ

が
八
体

 
私
よ
り
も
格
上
の
モ
ン
ス
タ

を

め

合

で
十
七
体
の

れ
が
一
気
に

を
現
し
た

 
こ
れ
が
私
達
を
そ
し
て
こ
れ
ま
で

ロ
で
戦
い

け
て
来
た
キ
リ
ト
君
を
大
い
に
消

さ
せ

る
一
番
の
原
因

一

に
現
れ
る
数
も
然
る
こ
と
な
が
ら
そ
の
現
れ
方
が
い
き
な
り
過
ぎ
る
の

で
あ
る
ま
る
で
す
ぐ
そ
こ
で

突
に
ポ

プ
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
て
し
ま
う
く

ら
い

に
現
れ
る
の
だ

 
遠
く
か
ら
近
付
い
て
い
る
の
な
ら
私
や
ユ
ウ
キ
が
少
し
で
も
と
上

て
い
て

キ
リ
ト
君
に

至

て
は
完
全

得
し
て
い
る
索

ス
キ
ル
に
反
応
が
出
る

な
の
に
そ
れ
も
無
く
襲
い

掛
か

て
来
る

 

論
索

ス
キ
ル
を
す
り

け
て
襲
い
掛
か

て
来
る
モ
ン
ス
タ

が

な
い
事
も
無
い

の
だ
が
そ
う
い

た
存
在
は
大

も
し
て
い
て
キ
リ
ト
君
に
見

か
れ
て

襲
が
成

し
な
い

そ
も
そ
も

れ
な
い
の
が
定

だ

 
つ
ま
り
こ
の

れ
は
そ
の
存
在
か
ら
索

を
無

化
さ
せ
る
よ
う
な

手
で
は
無
い
の
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で
あ
る

邪
魔

だ

 

え

き
ろ

 
最
前
に

た
キ
リ
ト
君
は

そ
の

れ
を
認
識
し
て
か
ら
す
ぐ
に
行
動
を

こ
し
た

 

手
に
握
る
手
裏
剣
の
形
を
し
た
紅
色
で
縁
取
ら
れ
た
戦
輪
か
ら

を

き
出
し
前
方
へ
投

放
ら
れ
た
二

の

輪
は

ま
る
で
意
思
を
持

て
い
る
か
の
よ
う
に

を
思
わ
せ
る
う

ね

た

道
を

き
な
が
ら
モ
ン
ス
タ

の

れ
へ

り
容
赦
な
く
斬
撃
と

の
二
重
攻
撃
を

び
せ
た

 
そ
れ
か
ら
す
ぐ
持
ち
主
の
手

へ

る
が
ま
だ

の

出
は
止
ま

て
お
ら
ず
そ
れ
を
地

面
へ

き
付
け
る
よ
う
に
し
て
彼
は
戦
輪
を
放
る

 
す
る
と
眼
前
に

る
十
七
体
の
モ
ン
ス
タ

の
足

か
ら

火
の

が
立
ち
上

た

グ
ゲ
ゲ

グ
ル
ル

け

 

火
の

の

で

み
そ
れ
だ
け
で
な
く
再
び
舞
う
よ
う
に

て

を

き

ら
し
て

い
る
戦
輪
の
よ
う
に
モ
ン
ス
タ

達
の
隙
を

さ
な
い
と
ば
か
り
に
キ
リ
ト
君
は
更
な
る
追
撃
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を
仕
掛
け
た

 
モ
ン
ス
タ

達
の
攻
勢
が
強
ま
り

ま
た

突
な
出
現
の
仕
方
を
し
始
め
て
か
ら
は
彼
の

に
は

彼
を
守
護
す
る
騎
士
の
よ
う
に
風
を

た
六
本
の
槍

ド
ラ
ゴ
ニ

ク
ス
ピ
ナ

彼
の

で
は

絶
風
槍

と

う
ら
し
い

が
展
開
さ
れ

浮
遊
し
て
い
る

キ

リ
ト
君
は
そ
の
六
本
の
槍
を
そ
れ
ぞ
れ
別

の

に

ば
し

横
無

に
槍
を
躍
ら
せ
風
で

斬
り
裂
い
て
い

た

 
こ
こ
ま
で
の
道
中
で
彼
が

日
手
に
入
れ
た
武
器

が
彼
の
強
い
イ
メ

ジ
を
反

し
て
動
か
さ
れ
る
事
は
教
え
て
も
ら

て
い
る
彼
の
手

を
離
れ
た
武
器
は
彼
が

内
で
最
も

強
く
思
い

い
た

道
に

て
動
く
の
だ
と

 
あ
の
六
本
の
槍
も
ま
た
さ

き
の
戦
輪
と
同
様
彼
の
強
い
イ
メ

ジ
に
よ

て
動
か
さ
れ
て

い
る
の
だ

グ
ル
ア

 
一
人
で

つ
も
の
攻
撃
手

を
持

て
い
る
の
は
プ
レ
イ

と
し
て
は

格
外
で
は
あ
る

が
そ
れ
を
動
か
し
て
い
る
の
が
シ
ス
テ
ム
で
は
無
く
人
間
の
彼
自
身
な
の
だ
か
ら

論
完

で
は
無
い

然
な
が
ら

れ
が
出
て
来
る

そ
も
そ
も
二

の
戦
輪
と
六
本
の
槍
で

手
出
来
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る

手
は
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
一
つ
に
つ
き
一
体
だ
と
す
れ
ば
十
体
近
く
が
ノ

マ

ク

に
な
る

 
よ

て

そ
う
い

た
モ
ン
ス
タ

が
攻
撃
を
し
て
く
る
の
も

然
な
話
だ

た

 
そ
の
内
の
一
体

レ
ベ
ル
九
十
三
の

骨
剣
士
が
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

び
を
上

な
が
ら

手
に
持
つ

び
付
い
て
い
る
⻑
剣
か
ら

緑
の
光
を

ら
せ

キ
リ
ト
君
へ
襲
い
掛
か
る

 
し
か
し

い

 
空
い
て
い
る

手
に
バ
チ
バ
チ
と
黒
と
蒼
の

を
発
生
さ
せ
な
が
ら
緑
と
黒
で

ら
れ
た

禍

し
い

に
悪
魔
を
思
わ
せ
る
⻩
色
の
眼
の
意

そ
し
て
悪
魔
の

の
如
き
刀
身
は
闇

を
思
わ
せ
る
黒
色
と
い
う

剣

エ
ン
ゼ
ル
イ

タ

備
名
は

ベ
ル
セ
リ
オ
ス

を
出
現
さ
せ
た
彼
は

そ
の
場
で

く

躍
し
た

り
来
る

骨
剣
士
の

掛
け
は

そ
れ
だ
け
で
空
を
切
る

 
空
中
に
身
を
躍
ら
せ
た
キ
リ
ト
君
は

剣
の

を

手
で
持

た

す
る
と
刀
身
が

色
の

オ

ラ
に

ま
れ
大
上

か
ら

り
を
放

て

骨
剣
士
の

部
を

き
切
り
そ
れ
で

止
ま
ら
ず
地
面
を

く

直
後
地
面
か
ら
は

し
い

気
を
思
わ
せ
る

が
立
ち
上
り
彼
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の
眼
前
で

む

骨
剣
士
を

く
浮
か
せ
た

 

暗
黒
剣

専

ド
ス
キ
ル
で

タ

ビ

ラ
ン
ス

と

う
ス
キ
ル
ら
し
い

 

け
て
彼
は

剣
を
体
の

に
持

て
来
て

だ
め
に
構
え
ま
た

色
の
オ

ラ
を
刀
身

が

た
直
後

へ
振
り

い
た

 
片
手
剣

ド
ス
キ
ル
ホ
リ

ン
タ
ル
と
全
く
同
じ

道
を

い
た
斬
閃
は
空
中
に

身
を
晒
す

骨
剣
士
の

を

分
以
下
ま
で

り

そ
れ
だ
け
で
な
く

色
の
オ

ラ
が
放

状
に
放
た
れ

ま
る
で
猛
火
の
如
く

骨
剣
士
を
襲

て
更
に
命
を

て
い
く

 
前
方
広

を
攻
撃
す
る
オ
ニ
キ
ス
フ
レ
ア
と

う
暗
黒
剣
専

ド
ス
キ
ル
だ

 
そ
の
ダ
メ

ジ
と
衝
撃
は

骨
剣
士
を
ボ

ル
の
よ
う
に
後
方
へ
吹

ば
し

こ
う
と
し

て
い
た
モ
ン
ス
タ

達
を
ボ
ウ
リ
ン
グ
よ
ろ
し
く

ね

ば
し

大
き
く

ま
せ
た

く

ハ

 
風
を

て

体
も
の
モ
ン
ス
タ

を
斬
り
裂
く
六
本
の
槍

で

き

く
さ
ん
と
ば
か
り

に
舞
う
戦
輪
が
大
き
く

ん
だ
モ
ン
ス
タ

達
に
襲
い
掛
か
ろ
う
と
し
た
正
に
そ
の
時
そ
れ
ら

は
全
て
力
を
喪

た
よ
う
に
地
面
に

ち
た

 
同
時

キ
リ
ト
君
の
苦
し

な
息

い
が

路
に

く
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こ
れ
が
今
の
キ
リ
ト
君
の
限
界

十
分

え
る
レ
ベ
ル
の
武
器
数
は
三
つ
ま
で
が
限

そ
れ

以
上
に
な
る
と

の
回
転
限
界
を

え
て
キ

パ
シ
テ

オ

バ

し
仕
切
り
直
し
に
な
る

ど
こ
ろ
か
大
き
く
隙
を
晒
し
て
し
ま
う
の
だ

 
更
に
は
近

離
武
器
と
中
・
遠

離
武
器
の
組
み
合
わ
せ
も

し
い

近

離
と
近

離
中

離
と
中

離
の
組
み
合
わ
せ
で
な
け
れ
ば

つ
ま
り
は
全
体
を

出
来
る
か

か
で

も
決
ま

て
来
る

チ

ク
ラ
ム
と
六
本
の
槍
の
よ
う
に
共
に
手

か
ら
離
れ
て
い
る
武
器
同

士
な
ら
ま
だ
し
も

剣
と
チ

ク
ラ
ム
と
い

た
近

離
武
器
と
手

か
ら
離
れ
る
武
器
の
組

み
合
わ
せ
は
彼
の

が
追
い
付
か
な
い
ら
し
い

そ
れ
で
全
て
の
行
動
が
彼
の
意
思
に
反
し
て

キ

ン
セ
ル
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う

も
う
い
い
よ

 
キ
リ
ト
は
下
が

て

ん
で
て

 

間
が
い
る
と
複

な
イ
メ

ジ
を
必
要
と
す
る
か
ら
前
に
出
な
か

た
ユ
ウ
キ
が
そ
れ
を

見
て
す
ぐ
に
前
衛
に
入

た

グ
ル

ア

悪
い
け
ど

全
部
見
え
て
る
ん
だ
よ
ね

 
キ
リ
ト
君
が
動
け
な
く
な

た
間
に
体
勢
を
立
て
直
し
た
モ
ン
ス
タ

の
中
で

骨
剣
士
が



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

一
体

⻑
剣
か
ら
蒼
い
光
を

ら
せ
て
彼
女
を
斬
り
裂
こ
う
と
し
た

 
ユ
ウ
キ
は
そ
れ
に
対
し

を
感
じ
さ
せ
る

を
放

て

ち
構
え
る

高
速
で

斬
り
上

斬
り
下

逆

か
ら
な
る

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

が
放
た
れ
る

も

彼
女
は

葉
の

り

全
て
完

に

い
て
見
せ
た

 
た
だ
し

光
を

さ
ず

全
て
自
力
で
だ

 

ド
ス
キ
ル
に
は

ド
ス
キ
ル
で
し
か
対
抗
出
来
な
い
と
い
う
の
が
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

オ

ド

ク
ス
な

え
に
な

て
い
る
が

そ
れ
が

さ
れ
た
の
だ

 

ド
ス
キ
ル
は
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
よ
り
現
実
で
は

し
得
な
い
程
の
速

で
剣
を
振

る
う
事
が
出
来
る
技
だ

そ
れ
を
モ
ン
ス
タ

が
使

て
来
る
と
な
れ
ば

で
し
か
な
い

 
そ
れ
に

ド
ス
キ
ル
は
そ
の
光
の
色
に
よ

て

そ
ど
の
ス
キ
ル
か
予
想
が
付
く
シ
ス

テ
ム
に
定
め
ら
れ
て
い
る
以
上
は
そ
れ
か
ら
外
れ
た
攻
撃
は
絶
対
来
な
い
か
ら
だ

 
だ
が
光
の
色
に
よ

て

そ
斬
撃
の

道
を
予

出
来
て
も
似
た
色
だ
と
判
断
に
迷
う
事

が
多

あ
る

 

え
ば

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ア

ク

と

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

は

剣
を
体
の

に
持

て
来
て
い
る
事
か
ら
発
動
の
構
え
が

同
じ
違
う
の
は
前
者
が

め

下
か
ら
手
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を
返
す
よ
う
な
状

で
開
始
す
る
の
に
対
し
後
者
が
剣
を
振
り
下
ろ
す

道
で
あ
る
と
い
う
事

だ

ど
ち
ら
も
同
じ
蒼
い
光
で
あ
る
以
上
手

の
返
し
が
あ
る
か
ど
う
か
で
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

 
ま
た

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

と

ハ
ウ
リ
ン
グ
・
オ
ク
タ

ブ

の
場
合

深
紅
と

真
紅
と
い
う
光
の
色
を

け
ば
前
者
が
強
く
後
ろ
に
剣
を
引
き

て
突
進
の
構
え
を
取

て

い
る
の
に
対
し
後
者
は
そ
の
場
で

撃
を
放
つ
べ
く

を

く
し
て
剣
を

く
引
い
て
い
る
く

ら
い
し
か

違
い
が
無
い

 
更
に

え
ば

ド
ス
キ
ル
は
高
速
故
に
判
断
も
一

し
か
不
可
能

 
対
抗
す
る

に
無
数
に
存
在
す
る

ド
ス
キ
ル
の
中
か
ら

切
な
も
の
を

し
構
え
を

取
り
ス
キ
ル
を
立
ち
上

て
放
つ
ま
で
を
一
気
に
行
え
る
者
な
ど

な
い
攻
略
組
で
す

ら
そ
れ
は

を
極
め
る

こ
れ
は
片
手
剣
使
い
に
限

た
話
で
は
無
い

 
故
に
モ
ン
ス
タ

が

ド
ス
キ
ル
を
放

て
く
る
の
は

に
と

て
も

し
く

と

さ
れ
る

 
そ
ん
な
中

真
の

ロ
を

い
て
い
る
キ
リ
ト
君
が
対
策
を
立
て
て
い
な
い

が
無
か

た

 
彼
は
剣
士
型
モ
ン
ス
タ

が

手
の
時
回

や

の
他
に

手
の
剣
を
い
な
す
と
い
う
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を
作
り
出
し
た
の
だ

シ
ス
テ
ム
に
よ

て
動
か
さ
れ
る

手
の
刃
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

こ
ち
ら
も
剣
を
動
か
し
刃
を

ら
せ

道
を

ら
す
事
で
安
全
を
確
保
す
る
の
で
あ
る

わ
ば
一
種
の
パ
リ

の
よ
う
な
も
の
だ

 
そ
れ
は

う
は

し
だ
が
行
う
は

し

実
行
に

せ
る
者
な
ど
一
握
り
し
か

な
い
の
だ

が

ユ
ウ
キ
は
そ
の
中
の
一
人
だ

た

 

せ
彼
女
は
少
数
精

に
も
程
が
あ
る
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
攻
略
組
の
一

と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
最
た
る
要
因
の
人
物
で
あ
り
キ
リ
ト
君
に

あ
る
い
は

し
て

い
る
と
思
え
る
く
ら
い

ま
じ
い
反
応
速

を
持
つ
片
手
剣
使
い
な
の
だ
か
ら

シ
ス
テ
ム
に
た

だ
動
か
さ
れ
て
い
る
モ
ン
ス
タ

の

ド
ス
キ
ル
の

道
が
見
え
て
い
る
の
も
あ
る
意
味

然

の
話
だ

た

 
ユ
ウ
キ
は
蒼
い
光
と
共
に
放
た
れ
た
四

撃
を
全
て
的
確
に
黒
剣
の
刀
身
に

ら
せ
る
よ

う
に
し
て
い
な
し
た

 
そ
し
て

骨
剣
士
は
ガ
チ

と

技
後

直
が

さ
れ
て
動
け
な
く
な
る

お
返
し
だ

 
裂

の
声
を
合

に
す
る
よ
う
に
し
て
ユ
ウ
キ
が

手
に
握
る
黒
剣
ル
ナ
テ

ク
の
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黒

を
思
わ
せ
る
刀
身
か
ら
深
紅
の
光
が

り

を

く
外

機

め
い
た

を

か
せ

な
が
ら
強

な
突
進
突
き

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

が
放
た
れ
た

 
そ
れ
は

骨
剣
士
の

骨
を
容

に

き

を
も

き
大
き
く

を

ま
せ
後
方
へ

と
吹

ば
す

 
そ
れ
で
も

の

は
八

か
ら
四

ま
で
し
か

ら
な
か

た

 
ユ
ウ
キ
の
レ
ベ
ル
も
攻
略
組
で

高
い
方
だ
と
は

え
九
十
の
大

に
先

ど

た
ば
か

り
つ
ま
り

の
方
が
レ
ベ
ル
が
上
な
の
で
そ
の
分
の
補
正
が

い
て
ダ
メ

ジ
が

ら
か

し
て
い
る
の
だ

 
仮
に
同
レ
ベ
ル
だ

た
り

あ
る
い
は
彼
女
の
方
が
上
だ

た
な
ら
も
う
少
し

て
い
た

か

ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
を

い
た
事
で

り
切

て
い
た
で
あ
ろ
う

グ
ル

ア

グ
ゲ
ゲ
コ

あ

や
ば

 
強

な
突
進
突
き
を
放

て
前
進
し
た
ユ
ウ
キ
は
ス
キ
ル
を
終
え
た
事
で

直
を

さ
れ
た

 
彼
女
が

い
た

骨
剣
士
は
大
き
く

け
反

て
い
る
も
の
の
そ
れ
以
外
の
モ
ン
ス
タ

に
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し
て
は

に
体
勢
を
立
て
直
し
て
い
る
の
で

彼
女
を
攻
撃
出
来
る

 
技
後

直
を

さ
れ
て
い
る
ユ
ウ
キ
は
現
在

ん
で
火
に
い
る

の

も
同
然
の
状

だ

た
お

と

ア
タ
シ
達
を
忘
れ
ら
れ
ち

ち

う
な

も
う

一
人
で
突

ん
だ
ら
ダ
メ
で
し

 
そ
こ
で
カ
バ

に
入

た
の
が

ス
ト
レ
ア
さ
ん
と
フ

リ
ア
さ
ん
の
タ

グ
だ

た

 
二
人
は
意
気
投
合
し
た
の
か
と
て
も
息
の
合

た

で

か
ら

へ
と
ユ
ウ
キ
に
襲
い
掛

か
ろ
う
と
し
て
い
た
カ
エ
ル
や

骨
達
を

ね

け

キ
リ
ト
君
が
思
い
切
り

を

ら
し
て

い
た
二

三
体
は
強

な
一
撃
で
倒
し

彼
女
を
危
地
か
ら
救

た

 
そ
れ
で
も
流

の
二
人
も
十
体

り
の
モ
ン
ス
タ

を
一
気
に

手
出
来
る

も
無
く
や

は
り
そ
れ
な
り
の
数
は

れ
て
し
ま
う

更
に
は
二
人
の

面
あ
る
い
は
背
面
か
ら
襲
い
掛
か

ろ
う
と
す
る
モ
ン
ス
タ

も
現
れ
る

 
ユ
ウ
キ
も

直
か
ら
回
復
し
て
戦
線
に
復
帰
し
た
と

え
ど
流

の
彼
女
で
も
カ
バ

し
切

れ
な
い
数
だ

た

全

せ
ろ
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う

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
こ
で

キ
リ
ト
君
が
前
線
で
戦
う
三
人
に

を
発
し
た

 
戦
闘
中
に

の
意
味
も
無
く

せ
る
の
は
危
険
で
は
あ
る
の
だ
が
キ
リ
ト
君
の
事
を
全
面
的

に
信

し
て
い
る
表
れ
な
の
か
三
人
は
そ
の
意

を
問
う
事
も
し
な
い
で
す
ぐ
さ
ま
そ
の
場
で

せ
る

 
直
後
そ
の
三
人
の

上
を
蒼
白
い
三
日
月
が
横
に
刃
を
広

な
が
ら

と
共
に

り
過

ぎ
た

キ
リ
ト
君
は
大
刀
を
持
ち
出
し
蒼
白
い
オ

ラ
を

わ
せ
た
後
に
雄

び
を
上

な
が

ら
振
る
い

ぶ
斬
撃
と
し
て

ば
し
た
の
だ

 

ま
じ
い

力
を
内

し
て
い
る
の
か

ま
だ

を

分
以
上
は
残
し
て
い
た
モ
ン
ス
タ

の

れ
は

そ
の
三
日
月
形
の
斬
撃
に

ま
れ
て
全
滅
し
た

 
狂
月
剣
専

の

発

ド
ス
キ
ル

ニ

ク
ス
ラ

シ

と

う
ら
し
い
そ
れ
は

技
名
の
安
直
さ
と
は
反
し
て

ま
じ
い

力
を
内

し
て
い
る

ド
ス
キ
ル
だ

た

 

手
持
ち
で
大
刀
を
⻘
眼
に
構
え
る
と
蒼
白
い
オ

ラ
が
刀
身
か
ら
立
ち
上
り
始
め
る
そ

の
後
の
一
刀
は
三
日
月
形
の
斬
撃
が

ぶ
と
い
う
も
の
だ

構
え
を
取
ら
な
け
れ
ば

ば
せ
な
い
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し

め
の
時
間
に
よ

て

力
と

離
が
異
な
る
ら
し
い
の
だ
が
ユ
ウ
キ
が
出
て
か
ら
数

は
時
間
が

て
い
た
か
ら
そ
の
間
に

め
た
の
だ
と
思
う

彼
の
ス
テ

タ
ス
と

備
を

え
れ
ば

分
以
上
残

て
い
る

を
一
撃
で
消
し

ば
す
の
も

ら
お
か
し
い
事
で
は
無

か

た
ハ

ハ

三
人
と
も

無
事
か

う

う
ん

あ
り
が
と

キ
リ
ト

今
の

い
ね

ん
と

い

力

あ
ま
り
乱
発
出
来
な
い
け
ど
な

も
出
来
な
い
し

本

に
こ
の
ダ
ン
ジ

ン

で

こ
ん
な
に
モ
ン
ス
タ

の

き
が
異
常
な
ん
だ
よ

フ

ミ
ン
グ
ス
ポ

ト
よ
り

い
ぞ
こ

の

き
方
は

 
フ

ミ
ン
グ
ス
ポ

ト
と
い
う
の
は

常
よ
り
も
高
回
転
で
モ
ン
ス
タ

の
ポ

プ

が
回
る
場

の
事
で

わ
ば
レ
ベ
リ
ン
グ
ス
ポ

ト
の
事
と

え
れ
ば
い
い

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
事
件
で
完
全
に
外
界
と
隔
絶
さ
れ
て
お
り

ま
た
リ

フ

ち

ん
の
話
か
ら
人
の
手
も

入

て
い
な
い

と

う
よ
り
下
手
に
触
れ
て
全

死
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亡
な
ん
て
事

は

も
が

だ
か
ら

わ
ら
な
い

事
が
分
か

て
い
る
の
で
シ
ス
テ
ム
に

よ

て
の
み
運

さ
れ
て
い
る

 

⻑
と
キ
リ
ト
君
に
よ
れ
ば

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

幹
シ
ス
テ
ム
は
特

な
構

を
し
て
お
り

メ
イ
ン
プ
ロ
セ

サ
と
サ
ブ
プ
ロ
セ

サ

方
に
デ

タ
が
送
信
さ
れ

に

を

り
返

す
事
で
エ
ラ

を
発
見

自
動
修
正
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み

ま
れ
て
い
る
ら
し
い

 
ち
な
み
に
こ
れ
は

場

の
イ
ン
タ
ビ

記
事
で

ん
の
ち

と
だ
け
語
ら
れ
て
い

た
話
だ
と
い
う

 
そ
ん
な

で
つ
ま
り
は
モ
ン
ス
タ

の

き
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

て

持
さ
れ
て
い
る

で
あ
る
が

で
は

故

き
に
差
が
出
て
い
る
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
来
る

 
こ
れ
は
プ
レ
イ

に
原
因
が
あ
り
最
初
は
全
エ
リ
ア
を

し
て

一
に
経
験
値
が
手
に
入

る
よ
う

節

つ
ま
り
は
Ｍ
ｏ
ｂ
が
全

一
に
配

さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
プ
レ

イ

が

た

で
は
シ
ス
テ
ム
が
経
験
値
を
与
え
た
事
に
な
り
そ
こ
の

き
を
少
な

く
す
る

 
代
わ
り
に
プ
レ
イ

が
あ
ま
り

り
を
し
て
い
な
い
場

は
他
の
場

と

べ
て
経
験
値

を

与
え
て
い
な
い

事
か
ら

追
い
付
こ
う
と

き
が
良
く
な
る
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一

層
の
中
で
得
ら
れ
る
経
験
値

を

合
的
に
は
全
て
の
エ
リ
ア
で
同
じ
に
な
る
よ
う
上

手
く

節
し
て
い
る
の
だ

 
つ
ま
り
フ

ミ
ン
グ
ス
ポ

ト
と
い
う
の
は
他
の
広
い

で
プ
レ
イ

が

り

を
し
ま
く

た
結
果

い

内
で
多
く
の
モ
ン
ス
タ

を

か
せ
る
事
と
な

た
シ
ス
テ
ム

の
判
断
と
い
う

で
あ
る

な
の
で
そ
こ
で
経
験
値

り
を
し
ま
く

て
い
れ
ば
プ
レ
イ

に
与
え
た

経
験
値

が
他
の
場

と

同

に
な
る

で
そ
う
な
る
と

の

き
は

く

な

て
高
回
転
は
消
え
る

 
そ
の
場

は
高
回
転
な
の
で

か
ら

へ
と
モ
ン
ス
タ

が
出
て
来
る

で
あ
る
が

然
な

が
ら
ポ

プ
が
速
く
な

て
い
る
だ
け
で
異
常
と
い
う

で
は
無
い
な
の
で

時
間
も

め

る
し
倒
す
時
間
を

く
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
間
も
広
く
な
る

 
エ
リ
ア
と
い
う
の
も
フ

ル
ド
の
中
で

つ
か
分
け
ら
れ
て
お
り
迷

ダ
ン
ジ

ン

に
な
れ
ば

層
ご
と
に

別
さ
れ
る
の
が

だ

な
の
で
同
じ
一
つ
の

層
で

し
て

が
襲

て
来
る
と
い
う
の
は

あ
り
得
な
い

さ

き

を
倒
し
た
の
に
す
ぐ
ま
た

が
出

て
来
る
と
い
う
の
が

し
て
い
る
こ
の
ダ
ン
ジ

ン
が
お
か
し
い
の
で
あ
る

キ
バ
オ
ウ
が

帰

た
と
い
う
話
に
も

得
だ
な

こ
れ
は
攻
略
組
で
も
無
理
だ



 第三十章 〜《Ｔｈｅ Ｆａｔａｌ ｓｃｙｔｈｅ》〜

 
シ
ン
カ

さ
ん
を

め
て

に

じ

め
た
キ
バ
オ
ウ
が
一

は
自
分
で
こ
こ
に
来
て
い
る
の

は
確
実
で
あ
る

せ
回
廊
結

の

セ

ブ
は
実

に
そ
の
場
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
だ

 
む
し
ろ
私
や
ユ
ウ
キ
よ
り
レ
ベ
ル
が

い
の
に
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
と
い
う
事
に

れ
と
共

に
尊

の
念
す
ら
浮
か
ん
で
く
る
程
だ

 
こ
の
地
下
ダ
ン
ジ

ン
は
最
初
キ
バ
オ
ウ
が
発
見
し
た
ら
し
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
本

地
の
真
下
に
あ
る
の
だ
か
ら

定
の

場
に
出
来
る
の
で
は
と

え
た
ら
し
い

 
そ
れ
で
潜

て
み
れ
ば
発
見
し
た

時
の
最
前
線
以
上
の

が
う
よ
う
よ

る
わ
で

い
と
こ
ろ
を
潜

て

実
に

ぐ
事
に
し
た
キ
バ
オ
ウ
も
最
初
は
深
く
入
り

み
過
ぎ
て
結

を
使
い
過
ぎ
て
大

に
な

て
し
ま

た
と
い
う

そ
れ
が
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
に
バ
レ
て
い

な
い
の
は

彼
の
ポ
ケ

ト
マ
ネ

で
ど
う
に
か
補

し
た
か
ら
ら
し
い

 
最
初
は
キ
バ
オ
ウ
を

て
い
た
私
達
だ
が
現
状
を

え
る
と
決
し
て

い
事
で
は
無
か

た
と

え
を

め
ざ
る
を
得
な
か

た

あ
と
も
う
少
し
で
シ
ン
カ

さ
ん
の
下
に

り

く

が

突
に
襲
撃
を
仕
掛
け
て
来
る

れ
の
数
が
あ
と
数
体
増
え
る
か

の
レ
ベ
ル
が
あ
と
五

前
後
上
が
る
か
の
ど
ち
ら
か
で

私
達
の
戦
力
バ
ラ
ン
ス
は
一
気
に

れ
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 

体
的
に

う
と
そ
の
場
合

一
レ
ベ
ル
が
上
に
な
る
キ
リ
ト
君
の
負

が
今
以
上
に
大
き

く
な
る

 
現
状

ユ
ウ
キ
の

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

で
す
ら

体
の

を
四

ま
で
し
か

ら
せ
な
か

た

片
手
剣

ド
ス
キ
ル
の
中
で
も
上

に
食
い

み

最
大

力
と

て
も
過

で
は
無
い
技
を
使

た
攻
略
組
ト

プ
ラ
ン
カ

の
ユ
ウ
キ
で
す
ら

体
を
倒
す
の

に
手
間
取

て
し
ま
う
の
に

十
数
体
も
一
気
に

手
出
来
る
か
と
い
う
話
だ

た

 
不

中
の

い
な
の
は

私
達
が
攻
撃
を

け
る

は
少
な
い
事
だ
ろ
う

お

で
ポ

シ

ン

の
節
約
も
出
来
て
い
る
の
で
話
に

く
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

と
の
戦
闘
に
な

た

回
復
ア
イ
テ
ム
が
無
く
て

る
と
い
う
事

に
は
な
ら
な
く
て
済
み
そ
う
だ

た

私
達
が
前
衛

で
戦

て
い
る

キ
リ
ト
君
が
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
エ
ナ
ジ

シ

タ

武

名
は
シ

プ
シ

タ

で

を

撃

護
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
だ

攻
撃

さ
れ
そ
う
に
な
る

に
そ
れ
を

し
て
く
れ
て
い
た
の
で
攻
撃
を
あ
ま
り

け
な
か

た
の
で
あ

る 
そ
れ
か
ら
も
三
回

ど
十
数
体

一

は
二
十
体

の

れ
を

手
し
た
私
達
は

く

シ
ン
カ

さ
ん
の
反
応
が
あ
る
部

の
目
前
ま
で
来
て
い
た
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ず

と
動
い
て
い
な
い
事
か
ら
恐
ら
く
安
全
地

な
の
だ
と
予

し
て
い
た
が

線
の
先
に

あ
る
明
る
い
光
は
安
心
感
を
与
え
る
も
の
で
ア
レ
は
確
か
に
安
地

い
な

と
安

を
覚
え

た
も
の
で
あ
る

転

結

が
使
え
る
か
分
か
ら
な
い
が
一
先
ず
一

み
は
出
来
そ
う
だ

た

 
そ
の
部

ま
で
は

一
直
線
の

路
だ

た

た
だ
し
部

の
す
ぐ
手
前
に
は

に
分

か
れ
道
が
存
在
し
て
お
り
マ

プ
を
見
れ
ば
そ
こ
そ
こ
の
⻑
さ
が
あ
る
の
か

が
記
載
さ
れ
て

い
な
か

た
も
う
ち

と
私
達
が
進
め
ば
自
動
記
載
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
と

得
し
て
お
い
た

 
し
か
し

な
感
じ
を

け
た

 
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
キ
バ
オ
ウ
達
は
こ
の
ダ
ン
ジ

ン
の
ど
こ
か
で
大
き
な
ボ

ス

モ
ン
ス
タ

を
見
た
と
い
う
の
だ

し
か
し
な
が
ら
か
な
り
裂

の
大
声
を

か
せ
て
い

た
私
達
の

に

大
型
モ
ン
ス
タ

は
一

も

を
見
せ
て
い
な
い

 
こ
れ
で
は
話
が
違
う
が
そ
ん
な

を

く
意
味
は
そ
の
話
を
し
て
い
る
時
に
は
無
か

た

だ

ユ
リ
エ

ル
さ
ん
に
二
の
足
を

ま
せ
る
意

が
あ

た
と
す
れ
ば
別
だ
が
そ
れ
も

か

違
う
気
が
す
る

シ
ン
カ

 
私
が
そ
う
思

す
る
間
に
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
は

く
シ
ン
カ

さ
ん
と
再
会
出
来
る
事
に
感
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極
ま

て
か

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

け
出
し
た

 
そ
の
声
に
引
か
れ
て
か

光

れ
る
部

の
入
り

に

一
つ
の
人
影
が

る

ユ
リ
エ

ル

シ
ン
カ

 
よ
く
無
事
で

 
来
ち

ダ
メ
だ

ろ

 
そ
の

路
は

  
私
も

か
会

た
事
が
あ
る
の
で
そ
の
男
性
の
声
が
シ
ン
カ

さ
ん
の
も
の
で
あ
る
事
は

分
か

た

 
し
か
し
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
に
対
す
る
返
事
の
内
容
に
思

が
少
し
ば
か
り
止
ま

て
し
ま

た
く

 
そ
の
時

ま
る
私
達
の
中
で
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
を

い
て

一
動
い
た
の
は
キ
リ
ト
君
だ

た

彼
は
焦

た
よ
う
な
表
情
で

路
を
見

め

直
後

を

ら
せ
て

し
た

 
バ
ン

 
と
空
気
を

く
よ
う
な

と

を
残
し
て

け
出
し
た
彼
は
シ
ン
カ

さ
ん
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の
制
止
が

こ
え
て
い
な
い
の
か
止
ま
ら
な
い
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
に
後
ろ
か
ら

び
掛
か
り

を

で

く
と

手
に

剣

エ
ン
ゼ
ル
イ

タ

を
出
現
さ
せ
て

に
突
き
立
て
た

 
ギ

ギ

ギ

ギ

 
と

な

と

を

る

が

き

彼
ら
の
前
進
に
制
動
が
掛

か
る

 
二
人
は

に
分
か
れ
る

路
の

前
で
止
ま

た

 
直
後

そ
の

路
を

か
ら

へ

大
な

か
が

り
過
ぎ
た
の
を
見
た

 
暗
い
の
も
あ

た
が

よ
り

が

く
見
え
な
か

た

に
全
体
像
も
把
握
し
切
れ
な
か

た
の
が
大
き
い

 
慌
て
て
キ
リ
ト
君
と
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
の
近
く
に

け
寄
り

の

路
を
見
よ
う
と
し

危
な
い
ア
ス
ナ

き
 
す
ぐ
さ
ま

手
を
キ
リ
ト
君
に
引
か
れ

後
ろ
に
倒
れ

ん
で
し
ま

た

 
そ
れ
を
彼
に

き

め
ら
れ
る
が
眼
前
の
光

で
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
無
か

た

せ
私
が

立

て
い
た
場

に

大
き
な

が
振
る
わ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら

あ

あ

れ
は
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ま
さ
か
と
は
思

て
い
た
け
ど
死
神
型
ボ
ス
と
は
な

し
か
も
六
十
七
層
ボ
ス
と
同
じ

名
前
か

グ
ギ

ギ

ギ

 
大

を
振
る

た
の
は

に
黒
い

切
れ
を

て
浮
く

骨

い
や
死
神
だ

た

 

上
の

は
五

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ
と
い
う
名
称
だ

た

ボ
ス

ど
こ
ろ
か

正
真
正
銘
の
ボ
ス
で
あ
る

し
か
も

第
二
十
五
層
の
悪
夢
の
再
来
と

わ
れ
た

あ
の
第
六
十
七
層
ボ
ス
と
同
名
だ

た

 
つ
ま
り

攻
略
組
を

苦
し
め
た
ボ
ス
と

有
す
る
能
力
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
事
だ

 

死
の

の
名
の

り
圧
倒
的
な
攻
撃
力
と

動
力
を
誇
り
状

異
常
攻
撃
も

使

し
た

ボ
ス
と
し
て
立
ち
は
だ
か

た
の
で
あ
る

 
そ
の
ボ
ス
を
見
上

て
い
る
と

同
じ
く
見
上

て
い
た
キ
リ
ト
君
の
表
情
が
更
に
険
し
く

な

た
事
に
気
付
い
た

全

い
で
安
全
地

に
退

だ

 
こ
れ
は
勝
て
な
い

 
コ
イ
ツ
の
レ
ベ
ル

一
五

だえ
え
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一
五

 
そ
れ
は
明
ら
か
に
攻
略
組
の
マ

ジ
ン
を
そ
し
て
恐
ら
く
第
百
層
に

達
す
る
と
し
て
も
達

し
な
い
だ
ろ
う
数
値
だ

た

キ
リ
ト
君
で
も
恐
ら
く
届
い
て
い
な
い
だ
ろ
う
レ
ベ
ル
で
あ
る

 
私
が
見
た
時

レ
ベ
ル
が
表
記
さ
れ
な
か

た
の
は

り
に
も
実
力
が
隔
絶
し
て
い
る
か
ら

 
索

ス
キ
ル
で
見
る
事
が
出
来
る

手
の
能
力
は
あ
る
程

同

か
格
下
で
あ
れ
ば
開

示
さ
れ
る
情
報

は
多
い
も
の
の

上
に
な
る
と
最

限
の
情
報
し
か
明
か
さ
れ
な
い
の
で
あ

る
フ

リ
ア

い
で
ユ
イ
姉
を

 

も

き

キ
リ
ト
君

 
ボ
ス
が

 
全

に
指
示
を
出
し
そ
れ
に
慌
て
て
ユ
ウ
キ
達
が

て
部

へ

け

む
中
彼
に

き

め
ら
れ
た
ま
ま
の
私
は
死
神
の
動
き
を

一
見
れ
て
い
る
プ
レ
イ

だ

た

 
だ
か
ら
死
神
が
禍

し
さ
を
感
じ
る
大

を
振
り
か
ぶ

た
の
を
見
て
彼
に

意
を

せ
た

 
そ
れ
で
死
神
の

動
に
気
付
い
た
彼
は
空
い
て
い
る

手
を
向
け
て

て
つ
く
氷
の
結

か

ら
蒼
い
盾
を
出
現
さ
せ

振
り

か
れ
た
大

の
一
撃
を

け
止
め
た

 

の
先

が
盾
に

た
り

金
属
が
衝
突
す
る

が

き

る
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ぐ

が

 

い
だ

間

キ
リ
ト
君
は
苦
し
む
よ
う
に

ぎ
声
を
発
し
始
め
た

 
更
に
彼
の

が
攻
撃
を

け
て
い
な
い
に
も

わ
ら
ず

最
大
値
か
ら
数
ド

ト
目

り
し

今
も

少
し

け
て
い
た

 
そ
れ
で
思
い
出
す

彼
が
新
た
に
得
た
武

の

値
は
彼
の

と
同

つ

ま
り
彼
が
死
な
な
い
限
り
決
し
て
消
え
な
い
無

の
武

で
あ
る
と

そ
れ
は
彼
が
生
き
て
戦

て
い
る
間
は
武
器
を
喪
わ
な
い
事
だ

 
し
か
し
こ
の
現

か
ら

す
る
に

逆
に

え
れ
ば

武

の

値
が

る
と
彼
の

も

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

恐
ら
く
そ
れ
に
も

ら
か
の
法

性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
し
こ
こ

ま
で
気
付
か
な
か

た
の
は
多
分
彼
の

リ
ジ

ネ
に
よ

て

少
が
分
か
ら
な
か

た
か

ら
だ
ろ
う

ぐ

ア
ス
ナ
も

く

グ

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

ぐ

ぎ

 
こ
の

 
だ
が

が

る
事
は
と
も
か
く

こ
こ
ま
で
苦
し
む
理
由
が
分
か
ら
な
い
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た
と
え

の
圧
力
を

け
て
い
る
の
だ
と
し
て
も
こ
こ
ま
で
苦
し
む
表
情
を
す
る
だ
ろ
う
か
と

思

た

⻭
を
食
い

て

し
返
そ
う
と
険
し
い
表
情
す
る
な
ら
分
か
る
が

き
そ
う
な

ど
に
苦
し

な

は

し
な
い
の
だ

そ
れ
が

く
不
可
解
だ

た

 
し
か
し

え
て
も

無
い
事
な
の
で

す
ぐ
に

き
上
が

て
私
も
部

へ
と

け
出
し
た

 
大

と
盾
に
よ
る

ぎ
合
い
を
見
な
が
ら
私
は
シ
ン
カ

さ
ん
達
が
い
る
部

に
撤
退
し
た

 
し
か
し
部

に
入

た
直
後
部

の
出
入
り

と

来
た

路
へ
の

が
六

形
の

に
よ

て

じ
ら
れ

に

び
る

路
一
本
の
み
に
キ
リ
ト
君
一
人
が
取
り
残
さ
れ
た

そ
ん
な

 
キ
リ
ト
君

こ
れ

破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
の

 
す
ぐ
異
変
に
気
付
い
て

路
へ
出
よ
う
と
す
る
も
出
入
り

の

に
は
六

形
の
パ
ネ
ル
が

組
み
合
わ
さ

て
形
成
さ
れ
た

が
邪
魔
し
て

私
達
は
出
ら
れ
な
か

た

 
ユ
ウ
キ
が
剣
で
斬
り
掛
か
る
も

そ
れ
も
弾
か
れ
る

キ
リ
ト
君

転

結

で

て

 
死
ん
じ

う
よ

い
や
こ
の
部

と
そ
こ
の

路
は
結

無

化
空
間
な
ん
だ

結

ア
イ
テ
ム
は
使
え
な

い
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え
え

 
撤
退
す
る
よ
う
キ
リ
ト
君
に

う
が
し
か
し
そ
れ
は
苦

の
表
情
の
シ
ン
カ

さ
ん
に
よ

て

ま
れ
た

 

故
そ
ん
な
事
を
知

て
い
る
か
気
に
な

て
問
え
ば
彼
も
転

結

だ
け
は
ス
ト
レ

ジ

に
入
れ
て

に
来
た
ら
し
い

帰
ろ
う
に
も
帰
れ
ず
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

か
ら

ら
れ
る

も
無
か

た
か
ら
立
ち

生
し
て
い
た
の
だ
と

う

武

の

は
本

に

い
て
来
て
い
た
の

で
ど
う
し
よ
う
も
無
か

た
の
だ

と
い
う
か
こ
の

本

に

な
の

 
こ
れ
じ

キ
リ
ト
を
助
け
に
行
け
な
い
じ

ん

か

件
を

た
し
ち

た
か
ら

 
で
も

そ
の

件

て

に
せ
よ
あ
の
ボ
ス
を
ど
う
に
か
し
て
も
ら
わ
な
い
限
り
は
我

も
動
く
に
動
け
な
い

な 
ス
ト
レ
ア
さ
ん
フ

リ
ア
さ
ん
ク
ラ
デ

ル
が
そ
れ
ぞ
れ

て
私
も

て
死
神

と
キ
リ
ト
君
へ

線
を
向
け
た

斬
る
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死
神
が
盾
を
突
き
破
ろ
う
と
し
て
い
る
中
で
キ
リ
ト
君
は

手
に
死
神
と
似
た
よ
う
な
大

を
出
現
さ
せ
た

 

し
た
黒
い

そ
し
て
金
色
の
刃
を
持
つ
大

ダ
リ
ア

武

名
は

月
華

刃

を
持
ち
大
き
く

び
上
が

て
大
上

か
ら
振
り
下
ろ
し
た

そ
の

金
色
の

刃
に
は
黒
い

の
よ
う
な
オ

ラ
が

わ
り
付
い
て
い
た

で
す
か

ア
レ
は

 
斬
撃
を

け
た
死
神
に
は
黒
い
十

架
の
文
様
が
浮
か
び
そ
し
て

上
に
は

の

数

が
出
現
す
る

同
様
に
キ
リ
ト
君
の

上
に
も

と
い
う
数

が
出
現
し
た

九
百
九
十
九

と
な
る
と

の
数

は
九
か

 
ポ
ツ
リ
と
キ
リ
ト
君
が

い
た
直
後

け
反
り
か
ら
復
帰
し
た
死
神
が
大

を
振
る

た

 
再
び
盾
で
そ
れ
を

い
だ
彼
だ

た
が

彼
の

上
の
数

が

に
な
る
と
い
う
変

化
が

こ

た

キ
リ
ト
君

上
の
数

が
一

た
よ

な
に

 

盾
で

ぐ
の
も
ダ
メ
な
の
か

あ
と
八
回

か

 
あ
と
八
回

盾
で

い
だ
事
で

た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
多
分

か
の
制
約
に
引

掛
か
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た
か
ら
だ

 
し
か
し

あ
の
数

は

を
表
し
て
い
る
の
か
と
思

た

 
そ
う
思

す
る
私
の

線
の
先
で

キ
リ
ト
君
は
盾
と
大

を
消
し

手
に

エ
ナ
ジ

シ

タ

を

そ
し
て
背
中
に
六
本
の
槍

ド
ラ
ゴ
ニ

ク
ス
ピ
ナ

と

の
戦
輪

エ

タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ

を
出
現
さ
せ
た

 
そ
れ
ら
で
猛
攻
撃
を
仕
掛
け
攻
撃
が

た
る

に
死
神
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
数

が

ま
じ
い
勢
い
で
目

り
し
て
い
く

 
た
だ
し

は
一
ド

ト
た
り
と
も

て
い
な
か

た

あ

ま
さ
か
あ
の
数

ゼ
ロ
に
な

た
ら
問

無

で
死
ぬ

て
事

 
そ
れ
を
見
て
い
た
ユ
ウ
キ
が

私
が
疑
問
に
感
じ
て
い
た
部
分
の

え
を
導
き
出
し
た

 
確
か
に

そ
う

え
れ
ば
辻
褄
が
合
う

が

ら
な
い
理
由
が

も
し
も
そ
の

を
あ

の
数

に
還

し
て
い
た
か
ら
だ
と
す
れ
ば
さ

き
盾
で
大

の
一
撃
を

い
だ
時
の
キ
リ
ト

君
の

少
が
発
生
せ
ず

代
わ
り
に
数

の

少
が
発
生
し
た
事
に
も
説
明
が
付
く
の
だ

 
あ
の
数

が
ゼ
ロ
に
な

た
時

キ
リ
ト
君
か
死
神
の
ど
ち
ら
か
が
死
ぬ

の
多
さ
で
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恐
ら
く
死
神
の
方
に

が
多
く

た
の
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
君
は
あ
と
八
回

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ
は
残
り
八
百
回

り
攻
撃
を

け
れ
ば
死
ぬ

 
ボ
ス
が
そ
れ
く
ら
い
で
死
ぬ
な
ら
安
い
も
の
だ
と
も
思
う
が
キ
リ
ト
君
が

け
ら
れ
る
許
容

回
数
が
あ
ま
り
に
も
少
な
過
ぎ
て
圧
倒
的
不

に
立

て
い
る
と
し
か
思
え
な
い

手
に
持

つ
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
の

色
の

を
断

的
に

出
し
弾
切
れ
を

こ
し
て
は
構
え
て
再

し
ま
た

出
し
を
チ

ク
ラ
ム
と
六
本
の
槍
の

作
を
同
時
に
行

て
死
神
の
数

を

一

と
高
速
で

ら
し
て
い

て
る
と
し
て
も
だ

 
不

中
の

い
な
の
は
数

の

り
方
が
ヒ

ト
数
で
あ

て
ダ
メ

ジ

で
無
い
事
だ
ろ

う
か

そ
の
た
め
一
撃
死
の
危
険
性
は

無
と
な

て
い
る

 
し
か
し
そ
ん
な
事

の
気

め
に
な
り
は
し
な
い

彼
は
こ
の
地
下
ダ
ン
ジ

ン
最

に

り

い
た
時
点
で

に
消

し
切

て
い
た
の
だ
か
ら

キ
リ
ト

後
ろ

グ

オ
オ
オ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
無
数
の

の

風
を

た
六
槍

を

き
出
す
戦
輪
の
猛
攻
撃
に
襲
わ
れ
て
い
た
死
神

が

突
に
そ
の

を
消
し
た

そ
し
て
一

後
大

を
振
り
か
ぶ

た
状

で
キ
リ
ト
君
の

背
後
に
出
現
し
た

ユ
ウ
キ
が
気
付
い
て
指

し
そ
れ
を

い
た
キ
リ
ト
君
は
後
ろ
へ
振
り
返

る
が

足
を
も
つ
れ
さ
せ
転
倒
し
て
し
ま

た

 
し
か
し
な
が
ら
そ
の
転
倒
は
逆
に

運
で
も
あ

た

死
神
の
大

は

に
倒
れ
た
彼
の
直

上
を

れ

れ
で

り
過
ぎ
て

ノ

ダ
メ

ジ
で
済
ん
だ
の
で
あ
る

 
九
死
に
一
生
を
得
た
彼
は
す
ぐ
に
上
体
を

こ
し
死
神
か
ら

離
を
取
る
べ
く
大
き
く
後
ろ

へ

躍
し
た

離
を
離
し
再
び
二

の
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を
構
え
た
彼
は
死
神
の

に
風
の
六
槍
と

の
戦
輪
を
展
開
す
る

 
彼
の

上
の
数

は

の
ま
ま

対
す
る
死
神
の
数

は

２

と
こ
の

時
間

で
三
百
と
少
し

て
い
た

 

ス
と
し
て
は
こ
の
分
だ
と
彼
の
勝
ち
に
な
る
だ
ろ
う
が
今
の
キ
リ
ト
君
は
こ
れ
ま
で

と
違

て

労
で
本

子
で
は
無
い
し

よ
り
も
ど
こ
か
覇
気
が
無
い
事
か
ら

と
す

る
と
一
気
に

し

ま
れ
る
と
い
う
可
能
性
も
無
く
は
無
い

中
・
遠

離
の
攻
撃
手

を
複
数

有
し
て
い
る
し

力
こ
そ
二
刀
流

ド
ス
キ
ル
に

る
も
の
の

撃
能
力
は

か
に
上
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回

て
い
る
事
か
ら
も

こ
の
勝
負
は
ま
だ

に

べ
て
や
り

く
は
あ
る
だ
ろ
う

 
し
か
し

手
は

攻
略
組
を
苦
し
め

第
一
ク

タ

ボ
ス
の
再
来
と
ま
で

わ
し
め
た

あ
の
第
六
十
七
層
ボ
ス
と
全
く
同
じ

状

異
常
に

し
て
は
一
切
無

化
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド

の
タ
ン
ク
の

を
大

に

た
恐
る
べ
き
攻
撃
力
も
今
は
あ
ま
り
意
味
を

さ
な
い
と
し
て

も
さ

き
の

間

動
能
力
を
始
め
ボ
ス
と
し
て
有
す
る
多
く
の
特

能
力
は
こ
れ
ま
で

戦

て
き
た
多
く
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
一
線
を

す
も
の
が
あ
る

 

手
の
情
報
が
ま
だ
あ
る
だ
け
マ
シ
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
君
は
つ
い
最
近
恐
る
べ
き
転

能
力
を
有
し
た
ボ
ス
と
一
対
一
の
死
闘
を

り
広

て
も
い
る
転

系
ボ
ス
の
経
験
は
他
の

よ
り
も
上
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い

加
え

て
今
ま
で
と
違

て

今
の
彼
に
は

離
を
離
し
て
も
攻
撃
出
来
る
手

が
あ
る

 
最
悪

か
ら

な
が
ら
攻
撃
し
て
い
れ
ば

あ
の
数

を
ゼ
ロ
に
す
る
事
も
可
能
だ

 
だ
が
し
か
し
こ
れ
ま
で
強
さ
に

し
決
し
て

前

亡
を
良
し
と
し
な
か

た
彼
が
今

更
そ
ん
な
戦
い
方
を
す
る
だ
ろ
う
か

 

断
じ
て

だ

キ
リ
ト
君
は
自
分
の
命
を

く
見
て
い
る
故
に
そ
ん
な

な
戦
い
方

を
す
る
く
ら
い
な
ら

い

そ

然
と
し
て
無

で
無
謀
な
戦
い
方
を
平
然
と
取
り
に
行
く
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追
い

こ
う
と
し
て
い
る
背
中
の
人
物
が
決
し
て
そ
の

を
し
な
い
と
い
う
思

の
下
に

そ
う
す
る
だ
ろ
う

 
ま
た
だ

ま
た
私
は
見
る
だ
け
し
か
出
来
な
い
の
だ

亡
も
出
来
ず
安
全
で

実
な
戦

い
方
も
恐
ら
く
は
し
な
い
彼
が
一
人
で
戦
う
様
を
私
は
第
一
層
の

か
ら

も
見
て
来
て
い

る

そ
の
戦
い
に
入
れ
な
い
で
い
る

 
今
は
シ
ス
テ
ム
的
に
入
れ
な
く
な

て
い
る
が
さ

き
彼
と
一
緒
に
手
を
引
い
て
い
れ
ば

ま
た
違

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

え
て
や
ま
な
い

 
ぎ
り
と

⻭
を
強
く

み
過
ぎ
て
⻭

り
の

が
上
が

た

強
く
握
り

め
た

手
を

に
打
ち
付
け
る
が

帰

て
来
る
の
は
無
味

な

い
感
触
だ
け
だ

キ
 

と

後
ろ
か
ら
ユ
イ
ち

ん
の
声
が
し
た

 
彼
女
は
義
弟
と
な
る
彼
に
付
け
た

名
を
呼
び
な
が
ら
必
死
の
表
情
で
こ
ち
ら
に

て
来

た

に

ま
れ
る

が

そ
の
ま
ま

り

け
て

戦
地
と
な

て
い
る

路
へ
出
て
し

ま

た
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は

は

ち

ユ
イ
ち

ん

 
入
り

の
す
ぐ
前
に

た
私
と
ユ
ウ
キ
は

天
し
て
す
ぐ
さ
ま

れ

そ
う
と
手
を

ば
す

の
だ
が

ど
う
い
う
事
か
私
達
は
そ
の
ま
ま

に

ま
れ
て
出
ら
れ
な
か

た

 
そ
の
間
に
も
ユ
イ
ち

ん
は
死
神
と
戦
う
キ
リ
ト
君
の
下
へ
と

け
て
行
き
そ
の
背
中
が
少

し
小
さ
く
な

て
い

た

  
死
神
と

の

上
に
命
の
数

を
出
し
た
死
閃

専

ド
ス
キ
ル
デ
ス
・
カ
ウ
ン

ト
に
よ
り
本

を
発

出
来
な
い
不

を

か
な
り
と
も

く
し
た

は
ヒ

ト
数
と

離
を
離
し
て
の
攻
撃
に
⻑
け
た
二

の
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
風
を

た
六
本
の
槍

を

き
出
し
て
追
撃
す
る
戦
輪
を

使
し
て

ど
う
に
か

り
合

て
い
た

 
戦
闘
開
始
か
ら
一
分
も
経
過
し
て
い
な
い
今
死
神
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
数

は
最
初

の

り
か
ら
大

に

て
四
百
を

く
切

た

だ

た

 
こ
の

時
間
で
五
百
回
以
上
も
攻
撃
回
数
を

た
の
は

正
直

エ
ナ
ジ

シ

タ

の

性
能
が
高
い
事
に

因
す
る

そ
の
分
一
撃
の
ダ
メ

ジ

は
そ
こ
ま
で
で
は
無
い
の
だ
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が

現
在
重
要
な
の
は
ヒ

ト
数
だ
か
ら
あ
ま
り
問

に
は
な

て
い
な
い

キな

ユ
イ
姉

 
三
つ
の
武
器
を
強
く
イ
メ

ジ
し
て
い
る
か
ら
ど
う
に
か

り
合
え
て
い
る
し
こ
の
ま
ま
な

ら
多
分
勝
て
る
だ
ろ
う
と

か
ば
か
り
の
安

を

い
た
そ
の
時
い
き
な
り
横
か
ら

こ
え
た

声
に
意
識
を

か
れ
た

 
し
か
も
そ
の
声
が

こ
え
た

離
が
明
ら
か
に
ア
ス
ナ
達
が
退

し
た
部

か
ら
で
は
無
く
間

近
だ

た
の
で

も
向
け
て
し
ま

た

 
そ
こ
に
は

に
向
か

て

手
を

ば
し
な
が
ら

て
来
る
白
い
ワ
ン
ピ

ス

の
ユ

イ
姉
が

た
の
だ

 
し
か
し

あ
り
得
な
い

だ

た

 
ア
ス
ナ
が
部

に
対
し
て
か
ら
す
ぐ
こ
の

に

び
る

路
一
本
に

は
死
神
と
共
に

じ

め
ら
れ
た

い
や

死
神
に

じ

め
ら
れ
た
と

う
べ
き
か

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
達
は
こ
ち
ら
に
来
れ
な
い
よ
う
だ

た
か
ら
プ
レ
イ

は
出
入
り
不
可
能

だ
と
思
わ
れ
た
の
だ

ユ
イ
姉
も
部

の
中
に
入

た
の
は
目

し
て
い
る
し

路
に

な
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か

た
の
は
確
認
済
み
だ
か
ら
あ
の
部

か
ら
出
て
来
た
事
に
は
な
る
の
だ
が
未
だ
に

が

ら
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
謎
し
か
生
ま
れ
な
い

 

故
出
て
来
ら
れ
た

 
そ
し
て

故

ユ
イ
姉
は
戦
い
に

り

ん
で
き
た

 
そ
の
二

つ
の
疑
問
が

裏
に
浮
か
ぶ

グ
ル

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

チ

 
ユ
イ
姉

 
し
か
し
そ
の
疑
問
を
発
す
る

な
ど
あ
り
は
し
な
か

た

然
だ
今
は
ボ
ス
と
一
対
一
で

戦

て
い
た
の
だ
か
ら

 
死
神
が

を

か
せ
一
時
的
に
動
き
を
止
め
た
六
槍
と
戦
輪
の

を

け
て
突

し
て

く
る
の
を
一

し
て

は

手
に
握

て
い
た
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を
消
し
ユ
イ
姉
を

手
で

き
寄
せ
る
と
そ
の
場
か
ら
全
力
で

び
退
い
た

直
後
一

前
ま
で

と
ユ
イ
姉
が

た
場

を
空
気
を
切
り
裂
く

と
共
に
大

が

り
過
ぎ
た

背
中
に

な
も
の
が

り
心

の

動
が

ま
る

 
さ

さ
と
ユ
イ
姉
を
部

の
中
に

し
た
い

で
あ
る
が

を

ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
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に
多
分
無
理
だ

 
じ

あ
ど
う
や

て
ユ
イ
姉
は
出
て
来
た
の
だ
と
い
う
話
に
な
る
が
実

ど
う
や

て
出
て
来

た
の
か
そ
も
そ
も
そ
の

間
を
見
て
い
な
い
以
上
無

と
い
う
可
能
性
が
あ
る
行
動
を
取
る

に
も
い
か
な
い

 
せ
め
て
労

さ
え
し
て
い
な
か
た
ら
す
程
の

も
持
て
て
い
た
の
だ
ろ
う
が

 
と
も
か
く
現
状
は

ユ
イ
姉
を

い
な
が
ら
戦
う
よ
り
他
は
無
い

ユ
イ
姉

絶
対

か
ら
離
れ
な
い
で

え
と

あ
の

キ

私

 

手
を
ユ
イ
姉
か
ら
離
し

再
び
エ
ナ
ジ

シ

タ

を
死
神
に
構
え
て

対
し
た

に

か

き
流
せ
な
い

語
が

こ
え
た

 
ユ
イ
姉
は
今
ま
で
自
分
の
事
を
指
す
時
は

い
だ

た
の
に
そ
れ
が

時
の
間
に
か
ア

ス
ナ
の
よ
う
な
一
人
称
に
な

て
い
た
の
だ

 
そ
う
い
え
ば
心
な
し
あ
ど
け
な
い

が
無
く
な

て
い
る
気
も
す
る

グ
ゴ

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
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今
は
気
に
し
て
る

な
ん
て
無
い
な

 
中

大

に

た
ら
な
い
事
に
業
を

や
し
た
の
か
怒

て
い
る
か
の
よ
う
に

を

か

せ
る
死
神
に
意
識
を

す

上
の
数
値
は

く
三
百
を
下
回
ろ
う
と
し
て
い
た

 
対
す
る

は
盾
で

い
だ
時
以
外
は
一
撃
も
喰
ら

て
い
な
い
の
で

を

持
し
て
い

る

ユ
イ
姉
を
護
り
な
が
ら
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

た
時
点
で
か
な
り

い
事
に
な

た

が

や

て
や
れ
な
い
事
は
無
い

を

る
の
で
は
な
く

極
論
攻
撃
を

て
て
行
け
ば
い

い
の
だ
か
ら

 

論

か
を
護
り
な
が
ら
ボ
ス
と
戦
う
な
ん
て

を
極
め
る
た
と
え

手
の
情
報
の
大

を
握

て
い
よ
う
と
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い

 

自
身
ユ
イ
姉
を
護
れ
る
か
と
い
う
疑
念
を

い
て
い
る

今
ま
で
と
違

て
戦
う
理
由
や

強
さ
を
求
め
る
理
由
す
ら
も
が

だ

 
だ
が

護
る
の
に

理
由
な
ん
て
要
ら
な
い
な

 

に
立
つ
ユ
イ
姉
の

を
横
目
で
見
て

と

く

き
な
が
ら

目
す
る

ど
こ
か
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に
似
た
容

を
持
つ
義
理
の
姉
は
小
さ
く
声
を
発
し
た
が

は
そ
れ
を

こ
え
な
か

た
か
の

よ
う
に

線
を
死
神
へ
と
向
け
た

 
戦
う
理
由
す
ら
も
が

な
の
に

は
ユ
イ
姉
を
護
ろ
う
と
必
死
に
思

を
動
か
し
行
動

し
て
い
る

そ
れ
は
た
だ
護
り
た
い
そ
う
思

た
が
故
だ

そ
こ
に

の
過
去
だ
と
か
心
情
だ

と
か
立
場
だ
と
か
は

無
く
て

た
だ
ユ
イ
姉
を
護
り
た
い
と
思

た
か
ら
無
意
識
に
行
動

し

思

し
て
い
た

 

は
ユ
イ
姉
を
護
り
た
い

少
な
く
と
も

今
は
そ
れ
が
戦
う
理
由
と
し
て
も
十
分
だ
ろ
う

た
だ
護
る

に

出
し

く
す

 

で
は
そ
う
発
し
な
が
ら

同
時
に

の

裏
で
は
別
の

葉
が
紡
が
れ
て
い
た

  

白
い
も
う
一
人
の

よ

で
も
あ
り
ま
た

で
は
無
い
も
う
一
人
の

よ

お

前
が

て
い
た
事
結

か
は
分
か
ら
な
い

け
れ
ど
今
の
こ
の
理
由
だ
け
は
決
し

て

定
さ
せ
は
し
な
い

  

も
し
も
見
て
い
る
の
な
ら

ユ
イ
姉
を
護
る

に

力
を

し
て
く
れ
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頼
む

  
そ
れ
は

ん
の
一

の

の
思

だ

た

 
も
し
か
し
た
ら
存
在
し
な
い

の
空
想
な
の
か
も
し
れ
な
い
あ
る
い
は
ア
レ
は
た
だ
の

の

夢
な
の
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
そ
う
と
は
思
え
な
い

か
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ

の

中
に
は
も
う
一
人
の
白
い

が
い
る
の
だ
と

ば
確
信
め
い
た
予
感
を
覚
え
て
い
た

  

ハ

い
い

王

よ

力

し
て
や
ン
よ

そ
の
代
わ
り

し

か

り
護
り

け
よ

  

の
声
に
応
え
た
声
が
果
た
し
て

だ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い

 
し
か
し

け
て
発
生
し
た
現

が
無
く
と
も

は
後
も
確
か
に
存
在
す
る
も
う
一
人
の

の
声
だ
と
信
じ

け
た
だ
ろ
う

 
気
付
け
ば

と
ユ
イ
姉
の

に
は

達
を
護
る
か
の
よ
う
に

剣
や
ア

ク
ス
ブ
レ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

ド
大

剣
な
ど
今
は

も
危
う
い
た
め
氷
の
盾
を

く
全
て
の
武
器
が
展
開
さ
れ
て

い
た
か
ら
だ

手
に
握

て
い
る
武
器
も

時
の
間
に
か
エ
ナ
ジ

シ

タ

か
ら
片
刃

の
闇
と
光
色
の
二
刀
に
変
わ

て
い
た

 

然
な
が
ら

は
そ
ん
な
イ
メ

ジ
は
し
て
い
な
い
こ
こ
ま
で
す
る
だ
け
の

力
も
無
か

た 
な
ら
ば
そ
れ
は

で
は
無
い

あ
の
白
い

が
や

た
と
し
か
思
え
な
か

た

こ
れ
は

 
ユ
イ
姉
が

を

そ
し
て

を
見
て

目
す
る

 
そ
ん
な
義
姉
に

み
を
向
け

表
情
を

め

を
恐
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

か
に

離
を
取
り
様
子
見
を
し
て
い
た
死
神
へ
と

線
を
向
け
直
し
た

そ
れ
を

け
た
死
神
は
ま

る
で
圧
倒
さ
れ
た
か
の
よ
う
に

更
に
じ
り

と
下
が
る

生
憎
本

子
と
は

い

い
け
ど

の

い
や

達

の
力
を
見
せ
て
や
る

子
の
良
い

王

だ

ま

た
く

 

と
も
う
一
人
の

が
力
を
合
わ
せ
て
戦
う
の
だ
か
ら
こ
う

す
る
の
が
正
し
い
だ
ろ
う

と

に
し
た

葉
に

白
い
も
う
一
人
の

が

裏
で

れ

い
の

で

葉
を
返
し
た
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こ
こ
ま
で
来
る
と
明
ら
か
に
存
在
し
て
い
る
事
に
な
る
が
他
の

に
は

こ
え
な
い
だ
ろ
う

し

内
で
の
会
話
だ
け
に

め
て
お
こ
う
と
心
に
決
め
る

 
気
を
付
け
な
い
と
と

中
で
苦

を

ら
し
な
が
ら

は
襲
い
掛
か

て
来
た
死
神
の
大

を
二
刀
を
交

し
て
掲

る
事
で
止
め
た

 
そ
の
間
に
白
が
動
か
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
様

な
武
器
達
が
黒
い

切
れ
を

う
死
神
に

襲
い
掛
か
り

上
の
数

を
一
気
に
目

り
さ
せ
て
い
く

さ

き
の

は

手
で
エ
ナ
ジ

シ

タ

を
撃

て
い
た
の
で

ら
か
無

撃
ち
が
あ

た
が
今
は
一
切
無
い
せ
い
か
ま

る
で
ス
ピ

ド
メ

タ

で
あ
る
か
の
よ
う
に
数

が

て
い

た

グ
ガ

ハ
 
ア

ク
ス
ブ
レ

ド
の

で
重
い
一
撃
を

け

死
神
が

ん
で
大

を
下

た

 
そ
の
隙
に

く

び
上
が
り

は
二
刀
を
眼
前
の

へ
と
高
速
回
転
さ
せ
る
よ
う
投

し

た

二
刀
は
闇
と
光
の

を
引
き
な
が
ら
回
転
し
死
神
を
斬
り

み

そ
の
ま
ま
ブ

メ
ラ

ン
の
よ
う
に

の
手

へ
と
帰

て
来
る

 
二
刀
流
と
投

の

練

が
一
定
値
以
上
に
な

た

に

得
し
た
複
合

ド
ス
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キ
ル

デ

ア
ル
レ
イ
ド

前
方
に
二
刀
を
投

す
る
と
発
動
す
る
十

撃
技
だ

 
出
が
速
く

ま
た
発
動
後
の

直
も
極

に

い
と
い
う

点
が
あ
る

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 
そ
れ
を
合

で
四
回

り
返
し

五
回
目
の
投

は

め
上
へ
の
投

だ

た

 
す
る
と
二
刀
は
闇
と
光
の

を
引
き
な
が
ら
一

の

の
よ
う
な
形
を
形
成
し
前
方
の
上

下

全

を
乱
舞
し
た

そ
し
て
最
後

の
手

に

て
来
て
そ
れ
ま
で
刀
身
に
集

め
た
力
を
解
放
す
る
か
の
よ
う
に
闇
と
光
色
の
旋
風
が

き

こ
る

 

デ

ア
ル
レ
イ
ド

の
上

技
に
あ
た
る
二
十

撃

ド
ス
キ
ル

ロ
ン
ド
レ
イ

ド
グ
ゴ
ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
れ
が
死
神
へ
の
ト
ド
メ
と
な

た

 

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ

は

上
の
数

が

に
な

た

に
五
本
あ

る

ゲ

ジ
を
一

で
フ
ル
状

か
ら
全
損
し

そ
の

を
蒼
い
結

片
へ
と

ら
し
て
い
く

 

死
閃

専

ド
ス
キ
ル

デ
ス
・
カ
ウ
ン
ト

の
力
と
白
い

の
手
助
け
で

と
か

な

た
も
の
の
ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
い
た
ら
ユ
イ
姉
を
護
れ
な
か

た
な
と
少
し

し
い
表
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情
で

は
そ
れ
を
見
届
け
た

キキ
リ
ト
君

キ
リ
ト

王

後
ろ
だ

ん
 
終
わ

た

そ
う
思

て
い
た

に

い
た
ユ
イ
姉
ア
ス
ナ
ユ
ウ
キ
そ
し
て
白
い

の

声
に

事
だ
と
思

て
後
ろ
へ
振
り
返
る

 

間

ゴ

 
と

ま
じ
い
衝
撃
が
体
を

り

け
た

 

界
が
一
気
に
揺
ら
ぎ

か
に
衝
突
し
て
止
ま
り
ま
た
動
き
出
し
て
今

こ
そ
止
ま

た

ぐ

 

き
上
が
ろ
う
と
し
て
も

体
が

う
事
を

か
な
か

た

感
覚
が
無
か

た
の
だ

 

み
す
ら
無
い
と
い
う
事
は

み
を
感
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の

が
一
気
に

た
と
い

う
事
で
あ
る

を
見
れ
ば

こ
れ
で
も
か
な
り

実
に
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
一
七
五
レ
ベ
ル
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に
達
し
て
い
る

で
も

と
今
の
一
撃
で
フ
ル
状

か
ら
一

弱
ま
で

少
し
て
い
た

 
加
え
て
大
ダ
メ

ジ
に
よ
る
も
の
か
ス
タ
ン
も
付
与
さ
れ
て
い
た

恐
ら
く
天

に

き
上

ら
れ

に

ち
た
時
の
速

ダ
メ

ジ
も
あ
る
に
は
あ
る
だ
ろ
う
が
多
分
そ
れ
は

た
る

も
の
な
の
で
大

は

を
吹

ば
し
た
大
本
の
一
撃
が
原
因
だ

た

 
だ
が

そ
れ
は
一
体

な
の
か
気
に
な
り

は

線
を
上
に
上

た

グ
オ
オ
オ

な

ん

 

だ
と

 
と
い
う

び
は

残
念
な
が
ら
明
確
に
発
す
る
事
は
出
来
な
か

た

 
た

た
今
倒
し
て

蒼
い
結

片
へ
と

て
い

た
の
を
確
認
し
た

の

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ

ｔ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ

を
見
た

は

ま
と
も
に
話
す
事
す
ら
も

し
く
な

て
い
た
の
だ

主
に

き
で

 

に

い
た
の
は
新
た
に
現
れ
た
死
神
の
レ
ベ
ル
だ

た

 
さ

き
の
個
体
は
一
五

ま
だ

よ
り

か

た
か
ら

り
合
え
は
し
た

レ
ベ
ル
が
高
け

れ
ば
高
い

ど

ス
テ

タ
ス
も
高
く
な
り
行
動
全

に
補
正
が
掛
か
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
レ
ベ

ル
が
重
要

さ
れ
る
の
は
こ
こ
に

因
し
て
い
る
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新
た
に
現
れ
た
死
神
の
レ
ベ
ル
は
二

だ

た

よ
り
も
二
五
も
上
で
あ
る

流

の

も
そ
の
差
を

ね
返
せ
る
と
は
思
わ
な
い

 
い
や

そ
も
そ
も
ス
タ
ン
を
喰
ら
い

を
危
険

に
ま
で

と
し
て
い
る
現
状
か
ら
の
逆

転

な
ん
て
出
来
よ
う

も
無
い

 

も
動
か
す
の
は
強
い
イ
メ

ジ
と
は

え

備
し
て
い
る
の
は
プ
レ
イ

Ｋ

ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
だ

が
ス
タ
ン
し
て
い
る
た
め
ど
れ
だ
け
強
く
想

し
て
も
さ

き
ま
で

横
無

に

れ
狂

て
い
た
武
器
達
は

に

ち
た
ま
ま
で

ら
変
化
を
来
さ
な
い

ゴ
オ
オ

ユ
イ
姉

て

 
死
神
は

の
息
と
な
り
ま
た
武
器
を
さ

き
ま
で
と
異
な

て
浮
か
す
事
も
出
来
な
い
と
見

い
た
か
ら
か
離
れ
た

で
く
し

り
と
表
情
を
歪
め

き
そ
う
に
な

て
い
る
ユ
イ
姉
に

を
向
け
た

 
ユ
イ
姉
も
そ
れ
に
気
付
き

び
く
り
と

え
な
が
ら

を
向
け
た

 

は
一

後
大

に
斬
り
裂
か
れ
恐
怖
の
表
情
で
蒼
い
結

片
へ
と

け
る
ユ
イ
姉
を

し
た
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大

で
す

キ

  
し
か
し

ユ
イ
姉
は

え
を
消
し

穏
や
か
に

み
な
が
ら

目
し
た

 
そ
の

み
は
ど
こ
か

な
予
感
を
覚
え
さ
せ
る
も
の
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
も
明
ら
か
に

む
の
は
お
か
し
か

た

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 
そ
し
て

死
神
は
ユ
イ
姉
へ
と
近
寄

て

大

を
大
き
く
振
り
か
ぶ
り

振
り

い
た

 
そ
れ
は
速
く
重
く
ユ
イ
姉
な
ど
紙
の
よ
う
に
斬
り
裂
き
殺
し
て
し
ま
え
る
と
分
か
る

力
を
内

し
て
い
る
と
分
か
る
一
撃

 
だ
が

そ
う
は
な
ら
な
か

た

 
バ
シ

ン

 
と

い
た

か
が
弾
け

ぶ
よ
う
な

と
共
に

大

の
切

先
が

色

の
パ
ネ
ル
に

ら
れ
た
か
ら
だ

た

あ
り
得
な
い

な
の
に
ま
る
で
ユ
イ
姉
を
護
る
よ
う
に

出
現
し
た
そ
れ
に
は

Ｉ
ｍ
ｍ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｂ

ｅ
ｃ
ｔ

と
表
記
さ
れ
て
い
た
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ユ
イ
姉
は

不
死
属
性
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る

 

み
を
浮
か
べ
て
い
た
理
由
は
自
身
が
決
し
て
死
な
な
い
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た

か
ら

 
つ
ま
り
は
恐
ら
く
記

を
取
り

し
た
か
ら
だ
と
理
解
し

い
知
れ
な
い

か
が

の

中
を

い
た

消
え
て

 

目
し
て
い
た
ユ
イ
姉
は

を
持
ち
上

て
死
神
を
見
上

一

そ
う
静
か
に

た

 
殺
せ
な
い
存
在
に
動
揺
し
て
い
る
の
か
じ
わ
り
と
死
神
が
後
退
し
静

が
場
を

配
す
る
中

で

を
打

た
そ
れ
は

似
つ
か
わ
し
く
な
い

な
も
の
を
感
じ
さ
せ
た

 
ユ
イ
姉
は

手
を

た
り
と
横
に
持
ち
上

た

す
る
と
足

か
ら
ユ
イ
姉
の

を
護

る
よ
う
に

い

が
立
ち
上
り
そ
れ
ら
が

手
の
平
に
収
束
し
⻑
い
形
状
へ
と
収

さ
れ
て

い
く

猛

し
い

か
ら

を
現
し
た
の
は
一
本
の
⻑
大
な
紅
い

手
剣
だ

た
そ
の
刃
か
ら

は
絶
え
ず

火
を

き
出
し
て
い
て
戦
輪
エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ
よ
り
も

し
い

を

て
い
る
の
か

の
空
間
が
揺
ら
め
い
て
い
た

陽

を
発
生
さ
せ
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
を

手
で
持

た
ユ
イ
姉
は

い
体
こ
な
し
で
し
か
し

大
な
死
神
の

と
同
じ
高
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さ

約
六
メ

ト
ル
の
高
さ

ま
で
一
息
に

躍
し
た

そ
し
て
大
上

か
ら
そ
れ
を
振

り
下
ろ
す

死
神
は
そ
れ
を
見
て

大

を
掲

て

の
構
え
を
取

た

 
直
後

い
刃
と
黒
い

が
衝
突
し

と
衝
撃
波
が
発
生
し
た

 
未
だ
ス
タ
ン
か
ら

け
出
せ
な
い
で
い
る

は
吹

ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
ど
う
に
か
動
く

手
で

に

り
付
き

ユ
イ
姉
と
死
神
の
戦
い
の

勢
を
見
守

た

グ

オ
オ
オ
オ

オ
オ
オ
オ

消
え
て

 
悲
鳴
に
も
近
い
雄

び
を
上

な
が
ら
死
神
は

抗
し
て
い
た
火

を
そ
の
身
に

け
な
が

ら
も

し
返
そ
う
と
し
て
い
た

戦
い
は
ユ
イ
姉
の
有

で
動
い
て
い
た
の
で
あ
る

 
そ
れ
を

し
切
る
よ
う
に
ユ
イ
姉
が
一

強
く
先

ど
と
同
じ

葉
を

に
し

手
で
握
る

火

の

手
剣
を

し
出
す

死
神
の
大

の

は
真

二
つ
に

ら
れ
真
下
へ
と
剣
が
振
り

か
れ
た

そ
の
切

先
を
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
火

の
波
が
死
神
の
後
ろ
ま
で

け
て
斬
れ

た
の
だ
と
理
解
す
る

 
一

の

 
そ
れ
は
死
神
が
再

け

る
光

へ
と

る
事
で
す
ぐ
に
破
ら
れ
た

ど
こ
か

に

か
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れ
消
滅
し
て
い

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
が
そ
れ
も
ユ
イ
姉
が
手
に
し
て
い
た
剣
を

へ

と

し

消
し
た
事
で
意
識
が
外
れ
た

ユ
イ

姉

全
部

全
部

思
い
出
し
た
よ

キ

 

き
そ
う
な

み
を
浮
か
べ

ス
タ
ン
が
解
け
て
も

で

せ
に
な

た
ま
ま
の

に
歩
み

寄

て
来
た
ユ
イ
姉
は

そ
う

た

 
記

を
取
り

し
た
事
は
喜
ぶ
べ
き
事
の

な
の
に
そ
れ
で
も

直
に
良
か

た
と

え
な

い

か
を
感
じ
て

は
再
び

を
開
く
事
が
出
来
な
か

た

 

を

え
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い

今
の
気
持
ち
を

葉
に
す
る
事
も
出
来
な
い

 
そ
ん
な
状

で

ま
る

を
ユ
イ
姉
は

き
上

そ
し
て

き

め
て
来
た

の
力

は

か
に
強
か

た

 

突
な
事
に

乱
し
て
い
る

は
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
達
の
声
も
ど
こ
か
遠
く
感
じ
ら
れ
て

い
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
死
神
を
消
し
去
る
前
後
の
ユ
イ
の
様
子
を

変
え
て
お
り
ま
す
こ

ち
の
方
が
家

と
い

う
感
じ
が
あ
る
気
が
し
た
の
で

 
そ
し
て

気
に
キ
リ
ト
が
チ

ト
フ
ラ
グ
を
立
て
ま
し
た
成
立
し
た
ら
今
後
キ
リ
ト
は

無
し
に
な
り
ま
す

よ
う
や

と
一

ア
ン
チ
物
に
多
い
最
強
物
に

り

く

弱
点

も
し

か
り
あ
る
の
で

無

と
い
う

で
は
無
い
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
よ

 
ど
ん
ど
ん
成

⻑
し
て
い
く
の
で
弱
点
も
少
な
く
な

て
い
き
ま
す
し

性
も
付
い
て
行
き
ま
す
が

 

中
盾
で
攻
撃
を

い
だ

に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
が

さ
ま
キ
リ
ト
が

を
覚
え
る

状

な
の
は
覚
え
て
い
ま
す
で
し

う
か

 
実
は

の
盾
で

す
る
と

値

少

少

み
発
生
と
い
う

式
が
成
り
立

て
い
ま
す

 
武
器
で
攻
撃
し
た
場
合
も

値

少
は

こ
り
ま
す
が
あ
く
ま
で

す
る

で

い

だ
場
合
に
の
み

み
を

け
る
と
い
う
感
じ
で
す

そ
う
で
な
け
れ
ば
攻
撃
す
る

に

み
を
覚

え
る
事
に
な

て
し
ま
い
ま
す
か
ら

 
本
編
で

れ
語
る
予
定
で
す
が

疑
問
に
思
わ
れ
た
と
思
う
の
で
念
の
た
め



 第三十章 〜《Ｔｈｅ Ｆａｔａｌ ｓｃｙｔｈｅ》〜

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
が
一
人

路
に
放
り
出
さ
れ
た
理
由
も

話
に
て
明
か
さ
れ
ま
す

一
応
理

由
は
キ
チ
ン
と
あ
り
ま
す

話
で
シ
ン
カ

救
出

ユ
イ
編
終
了
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
一
章
 

心
の
少
女

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
で
シ
ン
カ

救
出

ユ
イ
編
終
了
で
す
文

数
は

の
約

分
程

で
す
が

か
な
り

し
て
お
り
ま
す

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

り
今
話
は
圏
内
事
件
の
お
話
が

あ
り
ま
せ
ん

 

点
は
初
の
ユ
イ

点

ユ
ウ
キ

リ

フ

と

て
い
き
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

 

ど
こ
か
ら
話
せ
ば

良
い
の
か

色

と
あ
り
過
ぎ
て

て
し
ま
い
ま
す

 
そ
う
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら

え
ば

私
の
目
の
前
に
立

て
い
る
キ

プ
レ
イ
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キ
リ
ト

は

と
も

え
な
い
面
持
ち
に
な

た

 
現
在

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

第
一
層

始
ま
り
の

黒
鉄

の
地
下
に
広
が
る

部
フ

ロ
ア
ダ
ン
ジ

ン
の
最

に
あ
る
安
全
地

に
は

私
と
彼
の
二
人
し
か
残

て
い
な
い

 
こ
こ
ま
で
一
緒
に
来
た
ア
ス
ナ
さ
ん
達
に
は
悪
い
が
キ

と
二
人
き
り
で
話
が
し
た
い
と
頼

み

み
先
に
転

結

で
脱
出
し
て
も
ら

た
の
だ

こ
の
安
全
地

と
先
の

路
は
結

無

化
空
間
だ
が

路
に
入
る
前
の
フ
ロ
ア
な
ら
結

は
使
え
た
の
で
そ
こ
で
彼
女
達
は
脱
出

し
て
い

た

 
こ
の
安
全
地

の
部

は
一

が
十
メ

ト
ル
の
正
方
形
の
部

で
中

に
は
プ
レ
イ

が

生
命
の

と
呼
ん
で
い
る

と
同

の
黒

が
存
在
す
る
だ
け
だ

 
そ
れ
は
ゲ

ム
内
か
ら
シ
ス
テ
ム
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の

コ
ン

ル
で
あ
る

 
そ
こ
に
私
は

り

キ
リ
ト

は
そ
の
前
に
立

て

私
が
話
し
出
す
の
を

強
く

て
く
れ
て
い
る

 
そ
れ
か
ら
も
う

五
分

ど
こ
う
し
て
い
る

 
だ
が
私
に
残
さ
れ
た
時
間
は
そ
う
多
く
は
無
い

全
て
を
話
せ
ず

な
く
な

て
し
ま
う
前

に
せ
め
て
私
の
我

を

き

け
護

て
す
ら
く
れ
た
こ
の
少
年
に
は
真
実
を
伝
え
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

あ
な
た
に
は
全
て
を

話
そ
う
と
思
い
ま
す

私
自
身
の
事
も

め
て

分
か

た

こ
う

話
し
て
く
れ

は
い

ま
ず
私
は

あ
な
た
や
ア
ス
ナ
さ
ん
達
と
異
な
り

プ
レ
イ

で
は
あ
り
ま
せ

ん

と
い
う
人
工
知
能
を

ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム

有
体
に

え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
す

正
式
名

称

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の

作
一

コ

ド
ネ

ム

Ｍ

Ｈ
Ｃ
Ｐ
０
０
１
Ｙ
ｕ
ｉ

そ
れ
が
私
の
正
体
で
す

え
む

え
い
ち

し

プ
ロ
グ
ラ
ム

 
目
の
前
に
立
つ
彼
は
私
の

葉
を

け
入
れ
が
た
い
と
ば
か
り
に

根
を
寄
せ
私
が

に

し
た

語
を
復

し
た

 

か
一
日
の

い
期
間
で
は
あ

た
が
彼
が
私
を
義
理
で
も
本

の
姉
と
し
て
想
い
愛
し

て
く
れ
た
事
は
よ
く
伝
わ

て
来
た
か
ら

そ
の
虚
無
感
と
い
う
も
の
も
伝
わ

て
来
て

故
か

が

ん
だ

あ
な
た
も
知

て
い
る

り

こ
の
世
界
は

に
人
の
手
を
離
れ
て
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
運

持
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を

持
し
て
い
る
シ
ス
テ
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ム
の
名
前
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

メ
イ
ン
と
サ
ブ

二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ア
プ

ロ
セ

サ
に
よ

て
エ
ラ

修
正
機
能
を
有
す
る
人
の
手
を
必
要
と
し
な
い
完
全
自
律
シ
ス
テ

ム
で
す

つ
ま
り
人
力
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
必
要
と
し
な
い
設

で
あ
り
こ
の
世
界
の
全
て
は

こ
の
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
動
か
さ
れ
て
い
ま
す
モ
ン
ス
タ

の
ポ

プ

や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
お
金
の
動
き
経
験
値
な
ど
全
て
が
二
つ
の
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

エ

ラ

修
正
と
無
数
の
下

プ
ロ
グ
ラ
ム

の

整
に
よ

て
成
り
立

て
い
ま
す

そ
れ

で
も
ど
う
し
て
も
人
の
手
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
事

が
あ
り
ま
す

そ
れ
が
プ
レ
イ

の

精
神
性
に
由
来
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
開
発
者
達
は

こ
の

問

す
ら
も
シ
ス
テ
ム
に

せ
よ
う
と

え

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し
た

 
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
私
だ

た

プ
レ
イ

の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
仕
事
と
し
彼
ら
の
話
を

き

問

解
決
に

力
し

す
事
を
私
は
使
命
と
さ
れ
て
い
た

 
プ
レ
イ

の

に
問

が
あ

て

そ
の
問

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は

ナ

ヴ
ギ
ア

の

波
と
精
神
状

を
観

す
る
デ

タ

に
よ

て
判
別
す
る

 
そ
の
デ

タ
を

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
収
集
し

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
私
に

出

そ
の
中
で
精
神
性
に
由
来
す
る
問

を

え
た
プ
レ
イ

の
下
を

れ
無
償
で
メ
ン
タ
ル
ケ
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ア
を
行
う

 
そ
の
仕
事
を

て
い
た
の
が
私
な
の
で
あ
る

し
か
し

お
よ
そ
一
年

前
の
あ
の
デ
ス
ゲ

ム

の
日

私
は

カ

デ

ナ
ル
・

シ
ス
テ
ム

を

じ
て
プ
レ
イ

へ
の

触
を
禁
じ
ら
れ
ま
し
た

 
ど
う
し
て
そ
れ
が

こ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
本
来
な
ら

務
を
全
う
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
に
も

わ
ら
ず
プ
レ
イ

へ
の

体
的

触
が
禁
じ
ら
れ
て
し
ま

て
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
下
で
動
く
私
は
ど
う
し
よ
う
も
無
い
の
だ
か
ら

 
よ

て
私
は
仕
方
な
く
プ
レ
イ

の
メ
ン
タ
ル
状

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し

け
る
事
に

し
た

 

然
な
が
ら
状

は
最
悪
だ

た

 

突
の
デ
ス
ゲ

ム

ロ
グ
ア
ウ
ト
不
能
と
い
う
状
況
で
ま
と
も
な
精
神
状

に
近
か

た
の
は
一
握
り

恐
怖

哀
し
み

怒

絶
望

中
に
は
狂
気
に

る
者
も

た

 
私
は
そ
ん
な
プ
レ
イ

達
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し

け
た

そ
れ
し
か
出
来
な
か

た
か
ら

だ 
彼
ら
の
下
へ

け
つ
け
る
の
が
仕
事
そ
う
い
う
思

に
な
る
よ
う
に
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
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れ
て
い
る
が

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
そ
れ
を
禁
じ
て
い
る

に
動
け
な
い

 
本
来
な
ら
彼
ら
の
下
へ

け
付
け
て
話
を

く
の
が
義
務
だ
し
か
し
義
務
だ
け
あ

て
彼

ら
に

触
す
る
と
い
う
権

が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
状
況

そ
ん
な
中
で
負
の
想
念
が
大

を

め
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は

私
の
中
に
矛
盾
と
い
う
エ
ラ

を

め

ん
で
い

た

 
そ
れ
が
私
の
精
神
後
退
と

語
機
能
破
損
の
原
因
で
あ
る

そ
ん
な
中
で

気
付
け
ば
ず

と
目
で
追

て
し
ま
う
プ
レ
イ

が

ま
し
た

そ
れ

が

あ
な
た
で
し
た

 

も
が
負
の
感
情
を

き

や
り
場
の
な
い
怒
り
と
悲
し
み

絶
望
を

い
て
い
た

 
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
開
始
の
日
か
ら

も
が

い
て
い
た

 
そ
ん
な
中
で
も
ま
だ
ま
と
も
な
精
神
状

を
ギ
リ
ギ
リ
保

て
い
た
一
握
り
の
プ
レ
イ

達
の
中
で

絶
対
的
に
最
年
少
の
プ
レ
イ

が
目
に
付
い
た

 
全
プ
レ
イ

の
中
で
最
も

い
そ
の
プ
レ
イ

は
し
か
し
年

に
反
し
て
ど
ん
な
大
人

の
プ
レ
イ

よ
り
も

達
し
た
剣
技
を
有
し
て
い
た

そ
れ
ど
こ
ろ
か

理
ス
キ
ル
と
い

う
戦
い
に

立
た
な
い

味
ス
キ
ル
ま
で
取
る
程
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か
と

て

が
あ
る

で
も
無
く

か
に
追
い

め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
自
ら
を

死
地
へ
と
送
り

む

そ
の
精
神
状

は
恐
怖
で
も
狂
気
で
も
無
く
し
か
し

め
で
も
無
い

と
い
う
不
思
議
な
も
の
だ

た

 
そ
れ
が
私
の
興
味
を
引
い
た
の
だ
ろ
う
気
付
け
ば
そ
の
少
年
の
動
向
を
つ
ぶ
さ
に
見

け
て

い
た

 
た

た
一
人

全
て
の
プ
レ
イ

か
ら
理
不

な

倒
と
憎
悪

悪
を
向
け
ら
れ
る

の
道
を
進
み
そ
の
数
多
い
行
動
が
自
身
を

る
人

の

と
い
う
状
況
と
矛
盾
し
て
い
る

理
由

よ
り
も
深
い
絶
望
を
持

て
い
な
が
ら
し
か
し
確
か
に
強
く
希
望
も

せ
持

て
い

る
と
い
う
状

 
最
も

い
な
が
ら
最
強
で

見
知
ら
ぬ
人
に
命
を
奪
わ
れ
か
ね
な
い
の
に
彼
ら
の

に
戦
う

 
そ
ん
な
少
年
を

気
付
け
ば

時
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
よ
う
に
な

て
い
た

人

に
見
せ
る

が
仮
面
で
本

は
人
を
思

て
の

動
な
の
だ
と
心

し
い
少
年
な
の
だ

と
知

て

私
は
あ
な
た
か
ら
目
を
離
せ
な
く
な

て
い
ま
し
た

他
の

と
も
違
う
精
神
構

を
行
動
原
理
を
持

て
動
い
て
い
る
あ
な
た
は

よ
り
も
異

で

よ
り
も

い
て
い

た

し
く

か
な
想
い
を

に
秘
め
て
い
る
あ
な
た
を
見
て
い
る
内
に

私
は

時
し
か
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あ
な
た
と
話
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

か
ら
は
プ
レ
イ

と
の

触
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る

 
し
か
し
私
自
身
が
彼
と
話
し
た
い
と
光
と
闇
を

せ
持
つ
少
年
に
会
い
た
い
と
思

て
い

た 
そ
れ
は
日
に
日
に
強
く
な

て
い
き

そ
し
て
あ
の
日

故
か

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
エ
ラ

修
正
機
能
が

下
し
た

事
で
私
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
空
間
か
ら

け
出
し
あ
な
た
が
い
た
第
二
十
二
層
の

林
に
倒
れ
て
い
た
ん
で
す

記

と

語
は
エ
ラ

で
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

た
か
ら
今
の
今
ま
で
忘
れ
て
い
た

ど
こ
か

に

と

い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
の
は

そ
う
い
う

だ

た
の
か

恐
ら
く
無
意
識
で
私
は
あ
な
た
を
求
め
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す

あ
な
た
の

し
い
心

は
全
て
を
忘
れ
て
い
た
時
の
私
に
も
伝
わ

て
い
ま
し
た
か
ら

我

を

う
私
に

て
い

ろ
と

て
い
た
あ
の
時
あ
な
た
か
ら
は
怒
り
や
苛
立
ち
だ
け
で
な
く
私
を

じ
る
想
い
も

伝
わ

て
き
ま
し
た

闘
技
場
へ

く
時
も

ま
た

ず
か
し
い
な

人
に
心
内
を
知
ら
れ
て
い
る

て
い
う
の
は
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私
が
教
会
で
の
や
り
取
り
の
時
に
感
じ
た
感
情
を

え
ば
彼
は
面

そ
う
な
表
情
で

を

掻
い
た

 
確
か
に
人
に
内
心
を
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
気
分
が
良
く
な
い
か
も
知
れ
な
い

故
か
今
の
彼
か
ら
感
じ
る
感
情
に
は

と
い
う
も
の
は
無
く
て

ず
か
し
い
と
い
う

か

な
気
持
ち
し
か
な
い
け
れ
ど

 

ろ

と

を

が
伝

た

た
だ
真
似
た
だ
け
で
は
無
い
と
分
か
る

が

ち
る

私
は
本

は
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
た
り

た
り
す
る
の
も
感
情

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る

か
ら

な
の
に

お
か
し
い
な

私

今

く

が

か
い

そ
れ
が

せ
で

し
い

て
い
う
感
情
な
ん
だ
と
思
う

ユ
イ
姉
は

カ

デ

ナ

ル
・
シ
ス
テ
ム
の
命

に
背
い
て
自
分
の
意
思
で

の

へ
来
た
ん
だ

だ
か
ら
も
う
シ

ス
テ
ム
コ

ド
に

ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
じ

な
く
て
自
分
の
意
思
を
そ
し
て
心
を
持

て

い
る
と
思
う

者
は
そ
ん
な
事
無
い

て

う
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど

は
そ
う

信
じ
る
よ

 

を
浮
か
べ
て

え
ば
彼
も
ま
た

を
浮
か
べ
た

み
で
返
し
て
く
れ
た

手
を
広

れ
ば
私
よ
り
ち

と
小
さ
い
弟
は
そ
れ
を

け
容
れ
て
く
れ
た

に

て
私
を

き
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め
返
し
て
く
れ
た

 
小
さ
く
て
華

で

け
れ
ど
力
強
く

か
な
気
持
ち
に
な
る
弟
の

は

せ
だ

た
私
は

あ
な
た
に

え
て

せ
で
し
た

も
だ

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
か
人
間
だ
と
か

そ
ん
な
の
は
良
い

も
ユ
イ

姉
に

え
て

せ
だ

た

た

た

一
日
だ

た
け
ど

あ
り
が
と
う

 
良
か

た
と

そ
う
思
え
た

弟
も
ま
た

せ
だ
と
感
じ
て
く
れ
て
い
た
か
ら

 
そ
し
て

い
た

葉
で

や
は
り
彼
は
異

だ
な
と
苦

し
て
し
ま
う

や

り
キ

は
異

で
す

分
か

て
る
ん
で
す
ね
私
が

な
く
な

て
し
ま
う

て 

え
ば

彼
は

き

い
の
表
情
を

少
し
だ
け
暗
い

き

に
し
て
し
ま

た

 
そ
の
表
情
が
全
て
を
悟

て
い
る
と

も
か
も

て
き
た

 
私
が
記

を
取
り

し
た
原
因
は
私
と
彼
が

掛
け
て
い
る
こ
の

コ
ン

ル
か
ら
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
し

語
機
能
を
バ

ク
ア

プ
か
ら
自
動
修
復
し
た
と

同
時
に
デ

タ
が
流
れ

ん
で
き
た
か
ら
だ
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そ
れ
で
も
そ
こ
そ
こ
危
う
い
の
に

更
に
は

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ

を
完

全

消
す
る

オ
ブ
ジ

ク
ト
・
イ
レ
イ
サ

の
力
ま
で
行
使
し
て
し
ま

た

 
彼
が

路
に

じ

め
ら
れ
た
の
は
こ
の
部

に
入
れ
る
許
容
人
数
が
限
界
に
達
し
た
か
ら

だ

こ
の
部

に
入
れ
る
の
は
コ
ン

ル
を
動
か
す
だ
ろ
う

を

め
て
全
部
で
七
人

 
あ
の
時

シ
ン
カ

さ
ん

ユ
リ
エ

ル
さ
ん

ア
ス
ナ
さ
ん

ユ
ウ
キ
さ
ん

ス
ト
レ
ア
さ

ん
フ

リ
ア
さ
ん
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
で
七
人
だ

た
の
だ
私
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ

い
だ

た
か

ら
ア
ス
ナ
さ
ん
も
入
れ
た
の
で
あ
る

 
そ
し
て
あ
そ
こ
で

が
発
生
し
た
の
は
ワ
ン
パ

テ

を
超
え
る
プ
レ
イ

は

コ

ン

ル
を
悪

し
よ
う
と
す
る
可
能
性
の
あ
る
プ
レ
イ

あ
る
い
は
後
を
付
け
て
来
た
者

と
想
定
し
て
確
実
に

出
来
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
な
の
だ

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ
ｔ
ａ

ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ

と
い
う
強
力
な
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

が
配

さ
れ
て
い
た
の
は
コ
ン

ル

を
護
る

復
活
し
た
の
も
同
様
で
実
は
プ
レ
イ

が

倒
そ
う
と
も
無
限
に
強
化
さ
れ

て
復
活
す
る
設
定
だ

た
の
で

あ
そ
こ
で

オ
ブ
ジ

ク
ト
・
イ
レ
イ
サ

を
使

た

 
そ
ん
な
事
を
し
て
し
ま
え
ば

完
全
に

行

に

し
て

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
異
常
を

知
し
放

し
て
い
た
私
を
異
常
と
判
断
し
て
消
去
す
る
だ
ろ
う
事
は
分
か
り
切
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た
事
だ

た

 
そ
れ
で
も

使
わ
な
け
れ
ば
愛
す
る
彼
を
喪

て
い
た
か
ら

 
た
と
え
私
が
消
え
る
と
し
て
も

弟
が
生
き
る
な
ら

そ
れ
で
も
構
わ
な
い
と
思

た

さ

き

ボ
ス
を
消
し
た
か
ら

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に

消
さ
れ
る
ん

だ
ろ
う

キ

は

と

て
も
お

さ
ん
で
す

 

の
プ
レ
イ

な
ら
き

と
こ
こ
で

故
と
問
う
て
く
る
だ
ろ
う
が

ピ
タ
リ
と

い

て
て
来
る

り
や
は
り
一
人
で
生
き

い
て
き
た
最
強
の
剣
士
だ

よ
り
も

い
が
故

に

よ
り
も
能
力
が
高
い
彼
な
ら
ば
き

と
こ
の
先
も
生
き
て
く
れ
る

こ
の
世
界
を
終
わ

ら
せ
て
く
れ
る

 
ず

と
闇
の
中
に

た
私
を
救

て
く
れ
た
よ
う
に

こ
の
世
界
で
絶
望
に

れ
る
人

を

救
う
だ
ろ
う

 

と
思
わ
ず

み
が
浮
か
ん
で
し
ま

た

 

が
予
想
出
来
た
だ
ろ
う
か

か
ら
も
蔑
ま
れ

か
ら
も
見
下
さ
れ
て
き
た
少
年
が

に
も

し
得
な
い

業
を
成
し

て
救
世
主
と
な
る
の
だ

そ
れ
が
義
理
で
も
自
分
の
弟
と
な
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れ
ば
自
分
の
事
で
も
無
い
の
に
誇
ら
し
く
思
え
て
し
ま
う

我
が
事
の
よ
う
に

し
く
思

て

し
ま
う
の
だ

が
高
鳴

て
し
ま
う

 
も

と
一
緒
に

て

も

と

し
い
思
い
出
を
作
り
た
か

た

 
け
れ
ど

あ
あ

し
い
な

力
が

入
ら
な
く
な

て
き
ち

い
ま
し
た

横
に
な

て

良
い
で
す
か

ん

 
も
う
別
れ
が
近
い
の
か

と
小
さ
な
弟
を

き

め
る

か
ら
力
が

け
て
き
て
し
ま

た 

る
の
も

し
く
て
横
に
な

て
い
い
か
と
問
え
ば
彼
は

く
応
え
を
返
し
て

私
の

を

自
身
の

の
上
に

せ
た

 

手
で
私
の

を

し
く

で
て
く
れ
て

と
て
も
気
持
ち
良
く
て

し
か

た

気
持
ち

良
い
で
す

そ

か

 

め
ば
キ

は

で

む
目
を

め
小
さ
く

み
を
浮
か
べ
て

い
た

流
れ
て
く
る

感
情
は

私
と
別
れ
る
哀
し
み
に

ち

れ
て
い
た
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け
れ
ど
私
は
そ
れ
を
感
じ
て
も
哀
し
い
と
い
う
感
情
な
の
に
も

わ
ら
ず
不

に
も

し

い
と
思

て
し
ま

て
い
た

キ

の
中
で

私
は
大
切
な
存
在
な
の
だ
と

 
そ
れ
を
認
識
し
て
い
る
間
に
も
私
を
構
成
す
る
デ

タ

が
少
し
ず
つ
だ
が

実
に
異
物

と
し
て

さ
れ

分
解
さ
れ
て
い

て
い
る
の
が
分
か

た

 
も
う
私
は
自
分
の
名
前
す
ら

に
思
い
出
せ
な
く
な

て
い
て

キ

歌
を

お
願
い
し
て
も

良
い
で
す
か

 
け
れ
ど

そ
れ
を
悟
ら
せ
な
い
よ
う
に

私
は
弟
に
歌
を
頼
ん
だ

 
⻑
い
黒
髪
に

な
容

を
持
つ
少
年
は

と
共
に

き

目
し

を

わ
せ
始
め
た

 
か
つ
て
お
よ
そ

年
前
の
聖
夜
に
贈
ら
れ
て
い
た
彼
に
と

て
の
赦
し
の
歌
だ

た

な

律
が
部

を

た
す

 
少
年
は

に

を
伝
わ
せ
て
い
た

け
れ
ど
歌
を
止
め
る
事
も
無
く

り
返
し

り
返
し

も
同
じ
フ
レ

ズ
を
歌

て
く
れ
た

 

し
か

た

過

な

色
や

飾
な
ん
て
必
要
な
く
て

彼
の
心
の
在
り
様
が

現
化
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
た

少
年
の
整

た
容

は
と
も
す
れ
ば
彼
の
心
を

し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と

か
く
穏
や
か
で
人
を
愛
し
想
え
る
彼
を
そ
の
存
在
か
ら
私
は

し
い
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と
思
え
た

 
も
し
か
す
る
と
私
に
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
心
も
今
は

か
な
気
持
ち
に

た
さ
れ
て
い
た

  

闇
の
中
で
一
人
だ

た
私
に
と

て
あ
な
た
が
光
で
し
た

愛
し
て
い
ま

す

キ

  
も
う
そ
れ
以
上
は

も
動
か
せ
な
く
て

光
に

ろ
う
と
し
て
い
る

と
し
た
意
識
の
中

そ
れ
で
も
私
の

に
歌
を

て
く
れ
る
愛
す
る
キ

に
心
の
声
で
別
れ
を

る

 
最
後
光
へ
と
還
る

前
に
浮
き
上
が

た
私
は

を
動
か
し
て
キ

の

に
回
し

一

の

と
共
に
彼
の

に
一
つ

づ
け
を

と
し
た

け

る
最
中
の
私
の

は
し

か
し
彼
の

へ
確
か
に
触
れ
た

 
本

は

し
い
歌
声
を
発
し
て
い
る
そ
の

に
し
た
か

た
が

我

は

え
な
い

こ
れ

で
も
私
は

た
さ
れ
た

 
別
れ
の
時
だ
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あ
り
が
と
う

さ
よ

な

ら

  
ど
う
か

あ
な
た
の
未
来
に

多
か
ら
ん
事
を

 
そ
の
祈
り
を
最
後
に

私
の
体
は

な
光
の

子
と
な

て

れ

意
識
も
ま
た
同
様
に

た

 
最
後
の

間
ま
で

最
愛
の
人
の
未
来
に
光
あ
れ
と
願
い
な
が
ら

 

キ
リ
ト
君

い
ね

う
ん

 
時

は

に

後
五
時

あ
の
部

に
キ
リ
ト
と
様
子
が
変
わ

た
ユ
イ
ち

ん
を
残
し
て

一
時
間
が
経
過
し
て
い
た

 
最
初
は
シ
ン
カ

さ
ん
達
も

て
い
た
の
だ
が
流

に
ず

と
不
在
に
し
て
い
た

に
仕

事
が

ま

て
お
り
ま
た
彼
を
心
配
し
て
秘
密
裏
に
探
し
て
い
た
者
達
に
も
無
事
を
知
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

シ
ン
カ

さ
ん
と
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
の
二
人
は
こ
の
場
に
は

な
い

 
転

広
場
の

の
方
に

る
の
は
彼
を
助
け
る

に
キ
リ
ト
と
一
緒
に
突
入
し
た
残
る
五
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人
だ

 
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
は
少
し
苛
立
た
し

な
面
持
ち
に
な

て
い
る
が
ず

と
一
時
間
も

ち

う
け
を
喰
ら

て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
も
思
う

護
衛
の

に

い
て
い
る
の
だ
か

ら
流

に
ア
ス
ナ
を

い
て
帰
る
と
い
う
事
も
出
来
な
い
し
ア
ス
ナ
は
ア
ス
ナ
で
キ
リ
ト
が

帰

て
来
る
ま
で
自
分
も
帰
ら
な
い
と

て
い
る

そ
も
そ
も
今
回
は
ヒ

ス
ク
リ
フ

⻑
か

ら

け
た
極
秘

務
で
あ
る
と
も

て
い
た

お

 
ア
レ
じ

な
い

黒

く
め
に
あ
の
身
⻑

う
ん

間
違
い
な
い

キ
リ
ト
だ
よ

 
そ
う
話
し
て
い
る
と
転

に
蒼
い
光
と
共
に

を
現
す
プ
レ
イ

の
影
が
一
つ
あ

た

 
華

な
体

に
黒

く
め

そ
し
て
⻑
い
黒
髪

フ
レ
ン
ド
登
録
し
て
い
る
事
も
あ

て

上
に
は
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
あ

た
し
容

か
ら
も
そ
の
人
影
が
彼
な
の
だ
と
す
ぐ
に
分

か

た

思
わ
ず

が

ん
で
し
ま
う

 
し
か
し

な
事
に
転

か
ら

を
現
し
た
の
は
彼
一
人

つ
ま
り
ユ
イ
ち

ん
が

な
い
の
で
あ
る

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
か
と
思

て
近
付
い
た

キ
リ
ト

ユ
イ
ち

ん
は
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近
付
き
問
う
と
キ
リ
ト
は

く
り
と
ボ
ク
を
見
上

て
来
た

そ
の
表
情
は
ど
こ
か

く
哀
し

で

く
目
を

せ
な
が
ら
彼
は

か
ら

て
い
る

き

た
蒼
い

型
の

ン
ダ
ン
ト
を

手
で
す
く
い

ん
だ

ユ
イ
姉
は

記

が

た
か
ら

あ
る
べ
き
場

に
帰

た

お
別
れ

し
た
ん

だ 
キ
リ
ト
が

つ

つ
と

に
し
た
事
は

が

じ

て
い
る
と
感
じ
た
け
れ
ど
全
て
が

で
は
無
い
と
も

 
あ
の
時
の
ユ
イ
ち

ん
の
様
子
か
ら

え
れ
ば
恐
ら
く
記

が

た
と
い
う
の
は
本

だ
ろ

う
し
一
緒
に

な
い
事
か
ら
も
お
別
れ
し
た
と
い
う
の
も
本

だ
ろ
う

だ
が
そ
の
お
別
れ

の
意
味
は
ま
た
会
え
る
意
味
で
は
無
い
だ
ろ
う

恐
ら
く
は
死
別
だ

 
行
く
時
に
は
無
か

た
そ
の

ン
ダ
ン
ト
は
と
も
す
る
と
彼
女
か
ら

さ
れ
た
形
見
の
品

な
の
か
も
し
れ
な
い

 
全
て
を
思
い
出
し

か

の
ど
ち
ら
か
は
分
か
ら
な
い
が
自
身
と
共
に
来
た
人
が
亡
く
な

た
事
も
思
い
出
し
て

彼
女
は
キ
リ
ト
の
前
で
自
ら
命
を
絶

た
の
か
も
知
れ
な
い

あ
ん
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な

い
子
が
親
を
喪

た
な
ら
命
を
絶

て
も
お
か
し
く
は
な
い
記

を
喪

て
い
た
の
は

衛
反
応
だ

た
の
だ

 
キ
リ
ト
も
止
め
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
出
来
な
か

た
の
だ
ろ
う
彼
も
ま
た
喪
う
苦
し

み
を
理
解
し
て
い
る
が
故
に
逆
に
出
来
な
か

た
に
違
い
な
い

そ

か

シ
ン
カ

さ
ん
と
ユ
リ
エ

ル
さ
ん

く
感

し
て
た
よ
あ
り
が

と
う

て

お

れ
様

あ
あ

 
一
体

が
あ

て
そ
う
な

た
の
か
そ
の
経

を
知
り
た
く
は
あ

た

し
か
し
今
の
キ
リ

ト
か
ら
そ
れ
を

こ
う
と
は

思
え
な
か

た

た

た
一
日
し
か

し
て
い
な
い
が
そ
れ

で
も
ユ
イ
ち

ん
は

確
か
に
キ
リ
ト
の
義
理
の
姉
だ

た
の
だ

 
彼
女
を

け
容
れ

家

の
よ
う
に
大
切
に
想

て
い
た
か
ら
こ
そ

こ
の
場
の

よ
り
も

恐
ら
く
ユ
イ
ち

ん
と

し
た
中
で
も
最
も
キ
リ
ト
が

い

だ

 
今
は
そ

と
し
て
お
い
て
あ

よ
う

 
ボ
ク
は
ア
ス
ナ
や
ス
ト
レ
ア
達
に
キ
リ
ト
に
は
気
付
か
れ
な
い
よ
う
目
配
せ
し
て
そ
れ
を
伝

え
た

彼
女
達
も
そ
う
思

て
い
た
の
か

気

わ
し

な
面
持
ち
で

い
た
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そ
れ
じ

あ

ボ
ク
と
ア
ス
ナ
と
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
は

る
ね

圏
内
事
件

の

を
再
開
し
な
い
と
い
け
な
い
し

あ
あ

そ
う
だ

た
な

し
い
の
に
呼
ん
で
悪
か

た

あ
り
が
と
う

う
う
ん
気
に
し
な
い
で

キ
リ
ト
君
の
力
に
な
れ
た
な
ら
良
か

た
よ

一
番

て

た
の
は
キ
リ
ト
君
だ
け
ど
ね

そ
う
だ
ね

く
り

ん
で
ね
キ
リ
ト

今
の
キ
ミ
に
必
要
な
の
は

む
事
だ
か

ら 
気
力
の
話
だ
け
で
は
無
い

ユ
イ
ち

ん
を
喪

て
傷
を
負

た
キ
リ
ト
に
は
心
の
静

も

必
要
な
の
だ

こ
の
ま
ま
で
は

壊
れ
て

し

さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な

気
だ
か
ら

 
そ
う
思

て
伝
え
れ
ば

彼
は

し
い

苦

を
浮
か
べ

を

め
た

善

は
す
る
よ

そ
う
い
う
返
し

キ
リ
ト
ら
し
い
ね

ホ
ン
ト

じ

あ

ま
た
ね

 

か
あ

た
ら
ま
た
動
く
の
だ
ろ
う
そ
れ
を

め
は
し
な
か

た

か
し
て
い
な
け
れ
ば

ち

か
な
い
事
も
あ
る
の
は
理
解
し
て
い
た
か
ら
下
手
に
抑
え
て
は
逆
に
彼
の
心
が
壊
れ
る

か
も
と
思

た
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そ
う
思
い
な
が
ら
ボ
ク
は
ア
ス
ナ
と
ク
ラ
デ

ル
さ
ん
を

て
キ
リ
ト
と
入
れ

わ
り

に
転

へ
と
入
る

 
転

に
入
り

最
後
に
彼
を

界
に
収
め
る
べ
く
振
り
返
る

ン
ダ
ン
ト
を

く
握
り

哀
し

に

む
キ
リ
ト
を
見
る
と

が

め
付
け
ら
れ

て
欲
し
い
な
と
思

た

 
キ
リ
ト
の
そ
ん
な

は
見
て
い
る
こ
ち
ら
も
哀
し
く
な

て
き
て
し
ま
う

転

マ

テ
ン

 
結

そ
れ
を
伝
え
な
い
ま
ま

ボ
ク
は
第
五
十
七
層
へ
と
転

し
た
の
だ

た

  
シ
ン
カ

さ
ん
救
出
が
あ

た
日
の

後
六
時
前
に

キ
リ
ト
達
は
教
会
へ
帰

て
来
た

 
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
は

な
か

た
が

け
ば
道
中
は
物

い

戦
で
は
あ

た
も
の
の
無
事

に
シ
ン
カ

さ
ん
を
救
出
出
来
た
ら
し
く
そ
れ
を

に
伝
え
に
行

て
い
る

に

な

か

た
ら
し
い

そ
れ
は

直
に
喜
べ
た

 
た
だ
気
に
な

た
の
は
あ
た
し
の
義
妹
で
あ
り
キ
リ
ト
の
義
姉
で
あ
る
ユ
イ
ち

ん
の

が
見
え
な
か

た
事
だ

た
が

あ
の
子
は
シ
ン
カ

さ
ん
を
救
出
し
た
後
に
記

を
取
り

し

あ
る
べ
き
場

に
帰

た
ら
し
い
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お
別
れ
は
決
心
が

る
か
ら
と
い
う
事
で
キ
リ
ト
に
だ
け
し
た
そ
う
だ

か
ら
下

て
い

た

ン
ダ
ン
ト
は

別
に

さ
れ
た
ら
し
い

 
ス
ト
レ
ア
さ
ん
と
フ

リ
ア
さ
ん
か
ら
話
を

け
ば
ど
う
も
最

の
部

に
キ
リ
ト
と
二
人

き
り
に
な

て
話
を
し
た
の
だ
と
い
う

そ
の
時
の
ユ
イ
ち

ん
は
ど
こ
か

い

だ

た

ら
し
い

 
ユ
イ
ち

ん
と
フ
レ
ン
ド
登
録
し
て
な
か

た
の
で
あ
た
し
は
彼
女
の

場

を
直

知
る

事
が
出
来
な
い

キ
リ
ト
に

け
ば
彼
も
ま
た
フ
レ
ン
ド
登
録
を
し
て
い
な
か

た
か
ら
下

手
す
る
と
二

と
会
え
な
い
の
で
は
と
も
思

た

 
そ
れ
に

な
の
は
キ
リ
ト
の
様
子
だ

ど
こ
か
無
理
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
の
だ

か
を

え

我

し
て
い
る
か
の
よ
う
な

か
そ
れ
と
な
く

い
て
は
み
た
も
の
の

大

だ
気
に
し
な
い
で
と
し
か
返
さ
な
か

た
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
出
来
ず
あ
た
し
は
引

き
下
が
る
し
か
無
か

た

 
キ
リ
ト
と
ナ
ン
ち

ん
シ
ノ
ン
さ
ん
ス
ト
レ
ア
さ
ん
あ
た
し
は
教
会
で
手

く

食
を

サ

シ

さ
ん
達
と
共
に
し
た
後
第
二
十
二
層
に
あ
る
キ
リ
ト
の
ホ

ム
へ
と
帰
る
事
に
し
た

 

成
り
行
き
で

晩
は
教
会
に

ま

た
だ
け
で
あ
ま
り
キ
リ
ト
が
第
一
層
に

る
の
は
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ま
し
く
な
く
て

め
に
離
れ
る
必
要
性
を
感
じ
た
か
ら
だ

た

 
キ
リ
ト
の
ホ

ム
に
行
く
道
中
ず

と
無

で
ホ

ム
に

い
て
か
ら
も

一

も
発
さ

ず
キ
リ
ト
は
自

に
引
き
上

た

 
発
し
た

葉
と

え
ば

れ
た
か
ら

む
と
い
う
も
の
だ
け

そ
の
あ
ま
り
な

さ
が
彼

の

労
感
を
そ
し
て
ユ
イ
ち

ん
が

な
く
な

た
喪
失
感
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ
せ
た

あ

た
し
も

な
く
な

て

し
い
と
思

て
い
る
が
キ
リ
ト
の
方
が

い
の
だ
ろ
う
と
思
う
と

と
も

え
な
く
な

た

 
恐
ら
く
キ
リ
ト
が

た
事
に
は

ら
か
の
真
実
と
共
に

も
交
え
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
て
い

る
と
予
想
し
て
い
る

そ
れ
が
ど
ん
な

か
は
分
か
ら
な
い
が

も
し
か
す
る
と
も
う
二

と

ユ
イ
ち

ん
に
は

え
な
い
の
で
は
と
い
う

な
想
像
を
し
て
し
ま

た

 
リ
ビ
ン
グ
に

る
よ
う
な
気
分
で
も
無
く
て
ま
だ
七
時
に
も
な

て
な
い
時
分
で
あ
た
し
達

は
あ
ま
り
会
話
も
せ
ず

が
わ
れ
た
部

に
引

ん
だ

 
そ
れ
か
ら
数
分
も
経
た
な
い
間
に

キ
リ
ト
が
あ
た
し
の
部

を

ね
て
来
た

え
め
な

ノ

ク
が
し
て
部

に

き
入
れ
る
や

や
彼
は
ベ

ド
に

掛
け
る
あ
た
し
に
突
進

い

の
勢
い
で

き

い
て
来
た



 第三十一章 〜《心の少女》〜

 
体
は
小

み
に

え
て
い
た

和
人

直
姉
に
は

本

の
事
を
話
し
て
お
こ
う
と
思
う

ユ
イ
姉
の

事
を

 
彼
が
あ
た
し
を

ね
て
来
た
理
由
は

謎
に

ま
れ
た
ユ
イ
ち

ん
と
の
別
れ
の
話
だ

た

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
を
先
に
帰
し

一
対
一
に
な

た
ダ
ン
ジ

ン
最

の
安
全
地

で

い
た

事

そ
し
て
ユ
イ
ち

ん
の

路
を

和
人
は

を

え
な
が
ら

と
語

た

 
ユ
イ
ち

ん
は
た

た
一
人
で
全
て
の
プ
レ
イ

の
負
の
感
情
を

け
て
い
て
ず

と
仕

事
の
責
務
と
状
況
の
板

み
に
あ

て
い
た

和
人
に

い
た
く
て
や

て
来
て
け
れ
ど
彼
を

救
う

に

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に
よ

て
異
物
と
し
て
消
去
さ
れ
た

 
和
人
は
姉
の
体
が
光
に

て
す
ぐ
あ
る
行
動
を
取

た

そ
れ
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ

ス
テ
ム

い
や
こ
の
世
界
に
対
す
る
最
強
の
剣
士
が
家

の

に

こ
し
た

逆
だ

た

姉
が
し
た
の
な
ら
自
分
も
と

も
う
奪
う
な
と

哀
し
み
と
共
に
彼
は

し
た
と
い
う

 
彼
は

オ
ブ
ジ

ク
ト
・
イ
レ
イ
サ

を
行
使
す
る

に
彼
女
が

動
し
て
い
た
コ
ン

ル
が

じ
ら
れ
る
前
に

し
消
去
対

と
し
て
判
別
さ
れ
て
い
た
デ

タ
を

す
ぐ
に
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発
見
し
大
容

の
デ

タ
の

ど
を
切
り
捨
て
て

か
な
デ

タ
だ
け
を
切
り
取
り
自
ら
の

ナ

ヴ
ギ
ア

に
保
存
す
る
と
い
う

業
を
や

て
の
け
た
ら
し
い

 
そ
こ
で
コ
ン

ル
は

じ
ら
れ

権
限
を
有
し
て
い
な
い
事
か
ら
エ
ラ

判
定
を

け

衝
撃
波
を
そ
の
身
に

び
た

帰

て
来
る
の
が
か
な
り

か

た
の
は
そ
れ
で
気
絶
し
て
い
た

か
ら
だ
と
い
う

 

の
デ

タ
に

べ
れ
ば

ん
の

か
し
か
切
り
取
れ
な
か

た
か
ら
ユ
イ
ち

ん
の
記

や
人
格
行
動
パ
タ

ン
ま
た
ア
バ
タ

グ
ラ
フ

ク
デ

タ
が

て
お
ら
ず
恐
ら
く

境
を
整
え
て
も
こ
の
デ

タ
で
は
復
活
出
来
な
い
可
能
性
が
非
常
に
高
い

 
そ
れ
で
も
欠
片
と

え
る
そ
の
デ

タ
は

飾
り
と
し
て
彼
の

か
ら

ら
れ
て
い
る

 
名
前
は
ユ
イ
の
愛

の

果
も
無
い

飾
品
で
も

備
ス
ロ

ト
を

め
る
事
か
ら

最

力
を
上

る

果
が
あ
る
の
に

こ
れ
に
は
一
切
無
い

し
か
し
和
人
に
と

て

こ
れ
以
上
は
無
い
代
物
だ

た

 
愛
す
る
姉
が

常
に

に
寄
り

て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
感
覚
ら
し
い

そ

か

し
く

な

ち

う
ね

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
動
か
す

幹
シ
ス
テ
ム
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
異
物
と
し
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て
消
去
さ
れ
て
し
ま

た
デ

タ
の
欠
片
は

え
た
も
の
の
再
会
な
ん
て
絶
望
的

た

た

一
日
と

え
ど
も
確
か
に
妹
だ

た
あ
の
子
に
は

え
な
い
の
だ
と
分
か

て
あ
た
し
は
哀
し

く
な

て
し
ま

た

 
そ
れ
で
も

あ
た
し
は

か
な
い

は
浮
か
べ
る
が

子

の
よ
う
に

き
は
し
な
い

あ
た
し
が
不
安
定
だ
と
弟
が
和
人
の
方
が
立
ち
直
れ
な
い
か
ら

心
で

い
て

は

う

そ
れ
が
姉
と
い
う
も
の
だ
か
ら

 
別
れ
に
立
ち
会
え
な
か

た
の
は

い
が

最
も

い
の
は
姉
の
死
を

て
歌

て
見
届
け
た

こ
の
子
だ
ろ
う
か
ら

和
人
今
は

い
て

い
て

い
て

き
ま
く

て
良
い

で
も
そ
の
後
は

て
い
よ
う

 
あ
な
た
の
心
が
明
る
く
な
い
と

き

と
ユ
イ
ち

ん

不
安
が

ち

う
か

ら

う
う
ん

あ
な
た
の
心
に
引
か
れ
て
来
た
子
で
お
姉
ち

ん
な
ん
だ
か
ら
き

と

が

見
た
い

て
思

て
る
よ

そ
う
だ
と

い
い
な



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

そ
う
に
決
ま

て
る

同
じ
姉
が

う
ん
だ
も
の

間
違
い
な
い
よ

あ
な
た
の

は

と
て
も

で

魅
力
的
な
ん
だ
か
ら

 
そ
う

て

き
付
い
て
来
て
い
る
義
弟
の

を

し
く

で
て
や
る
と
彼
は
く
す
ぐ

た
そ
う
に
し
な
が
ら
猫
の
よ
う
に
目
を

め
る

少
し
ば
か
り
気
持
ち
よ
さ

に

を

め
る
そ

の

は

が
見
て
も
少
女
と
し
か
思
え
な
い
あ
ど
け
な
さ
が
あ

た

 
そ
う
し
て
い
る
と

と
真
剣
な
面
持
ち
で
あ
た
し
を
見

え
て
来
た

ど
う
し
た
の

ユ
イ
姉
が

な
く
な

て
か
ら
ず

と

え
て
た

の
戦
う
理
由
強
さ
を
求
め
る

理
由
は

だ
ろ
う

て

 

突
に
語
り
始
め
た
内
容
は

あ
た
し
が
内
心
で

じ
て
い
る
も
の
だ

た

 
こ
の
世
界
に
は

な
い
世
界
最
強
の
実
姉
の
背
中
を
追
い
求
め
て
い
る
と

え
て
い
た
だ
け

に

時
そ
の
事
に
気
付
き

そ
の
後
は
ど
う
な
る
か
見

も
付
か
な
か

た
か
ら

 
強
さ
を
求
め
て
い
る
の
が
背
中
を
追
い
求
め
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
も
し
も
そ
の
目
標
を
こ

の
世
界
で
達
成
出
来
な
い
と
気
付
い
た
ら
一
体
彼
は

を
理
由
に
戦
え
ば
い
い
の
か
が
分
か
ら
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な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

え
て
い
た
が

こ
の
面
持
ち
か
ら

す
る
に
ど
う
や
ら
彼
な

り
に

に

え
て
は
い
る
ら
し
か

た

 
そ
れ
に
内
心
で
安

し
な
が
ら

あ
た
し
は
目
線
で
先
を

し
た

日
レ
イ
ン
の
背
中
で
眠

て
か
ら

は
夢
の
中
で
も
う
一
人
の

自
身
と
会

た

と
は
完
全
に
色
を
反
転
さ
せ
た

わ
ば
真

白
な

だ

た

そ
い
つ
は

が

じ

め
た
記

と
感
情
の
集
合
体

て

て
た

じ

め
た

記

と
感
情

 

ら
か
思
い

た
る
事
は
あ

た

ず

と

わ
れ
な
き

を

け
て
い
た
に
し
て
は
こ

の
子
は
怒
り
と
い

た
感
情
が

い
と

あ
の
闘
技
場
個
人
戦
の
最
後
に
見
せ
た
ア
レ
が

白
い
和
人

な
の
だ
と
す
れ
ば

多
少

得
は
い
く

 
あ
の

し
く
て
真
逆
の

気
は
彼
が
本
来
持

て
い
る

の
モ
ノ
の
寄
せ
集
め
だ

た

の
だ
と
す
れ
ば

そ
い
つ
に

わ
れ
た
ん
だ

が
求
め
て
る
最
強
は

が
作
り
出
し
た
偶
像
で
マ
ガ
イ
モ

ノ

だ
か
ら
そ
れ
を
求
め
て

み
重
ね
て
来
た

の
強
さ
も
マ
ガ
イ
モ
ノ
だ

て

そ
ん
な
事
は
無
い
わ

あ
な
た
が
目
指
し
て
い
た
背
中
が
た
と
え
偶
像
で
し
か
無
か

た
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と
し
て
も

和
人
あ
な
た
の
強
さ
は
あ
な
た
自
身
の
も
の
と
し
て
身
に
付
い
て
い
る

決

し
て
偽
物
や
マ
ガ
イ
モ
ノ
で
は
な
い
わ
よ

 
こ
の
一
年

を

ど
一
人
で
生
き
て
来
た
こ
の
子
の
強
さ
が
マ
ガ
イ
モ
ノ
だ
と

う
の
な
ら

一
体

が
本

の
強
さ
に
な
る
と
い
う
の
か

 
確
か
に
和
人
が
求
め
て
い
た
背
中
は
偶
像
だ

た
だ
ろ
う

け
れ
ど
そ
れ
の

が
悪
い

 

目
標
に
し
て
い
る
人
間
の
全
て
を
知

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

 
全
て
を
知

て
い

な
け
れ
ば

ま
と
も
な
目
標
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
か

 
そ
れ
は
違
う

目
標
と

う
の
は
達
し
た
い
高
み
の
分
か
り
や
す
い
一
指
標
で
し
か
無
い
の

だ

達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
目
標
な
の
で
は
無
い
達
し
た
い
と
い
う
願
望
の
表
れ
が

目
標
な
の
だ

こ
の

は

論
あ
る
だ
ろ
う
が

高
い
目
標
を
持
つ
事
も
指
標
と
し
て

掲

る
事
も

決
し
て
悪
で
は
無
い
の
だ

 
そ
う
伝
え
る
が
し
か
し
こ
の
子
が

い
た
い
の
は
そ
う
い
う
事
で
は
無
か

た
よ
う
で
彼

は

く
り
と
か
ぶ
り
を
振

た

が
こ
れ
ま
で
で
得
た
強
さ
は

り

て

た
だ
の
技
術
だ

た
ん
だ

本

の
強
さ

じ

な
か

た
ん
だ
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本

の

強
さ

あ
な
た
は

そ
の
本

の
強
さ
は

だ
と

え
て
る
の

い
過
去
に
も
め

な
い
で

現
実
に
立
ち
向
か
え
る
心

 
あ
た
し
の
問
い
に
一

空
け
て
か
ら

え
を
返
さ
れ
た

そ
れ
は
あ
た
し
の

足
い
く

え
だ

た

仮
に
こ
こ
で
武
力
だ
と
か

の
強
さ
だ
と
か

て
い
た
ら

を

り

ば

し
て
い
た

で
あ
る

 
あ
た
し
も
ま
だ

十
五
だ
そ
ん
な
説
教
を

れ
る
く
ら
い

練
し
て
い
る

も
無
い
か
ら

そ
う
な
事
を

え
る

も
無
い

 
だ
が
あ
た
し
で
も
そ
れ
は
間
違

て
い
る
と
い
う
も
の
は
分
か
る

義
弟
が
見
出
し
た
本

の
強
さ
と
い
う
も
の
は

少
な
く
と
も
絶
対
的
な

り
で
は
無
か

た

 
故
に
こ
そ

あ
た
し
は

ん
だ

う
ん

そ
れ
も
一
つ
の
形
か
も
知
れ
な
い
わ
ね

だ
と
良
い
な

で
も

は

全
然
弱
く
て

だ
か
ら
一
人
で
生
き
る

て
覚
悟
し
て
も

ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ

リ
ズ
達
に

え
て
も
ら

て
る

良
い
事
だ
と
思
う
よ

 
人
間

一
人
で
生
き
ら
れ
る

も
無
い
ん
だ
か
ら

 
人
間
は
決
し
て
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
必
ず
ど
こ
か
し
ら
で
協
力
し
て
生
き
て
い
る
の
で
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あ
る

だ
か
ら
一
人
で
生
き
る
と
い
う
覚
悟
が
間
違
い
で

え
て
も
ら

て
い
て
代
わ
り
に

和
人
も
ま
た
助
け

え
て
い
る
と
い
う
そ
の

こ
そ
が
正
し
い
の
だ
と

あ
た
し
は
思
う

 
そ
う

う
と

彼
も

ん
だ

だ
か
ら

は

を

け
容
れ
助
け

え
て
く
れ
る
人
達
を
護
り
た
い
そ
の
人
達
を

こ
の
世
界
か
ら
生
還
さ
せ
た
い

せ
に

て
も
ら
い
た
い

直
姉
は

論

ア
ス
ナ
達
も

ク
ラ
イ
ン
や
エ
ギ
ル
ヒ

ス
ク
リ
フ

そ
し
て
ユ
イ
姉
の

に
も

は
こ
の
世
界
を
必
ず

ク
リ
ア
し
て
み
せ
る

こ
れ
か
ら

が
戦
う
理
由
は
こ
れ
だ

論
ま
だ
最
強
を
求
め
て
は

い
る
け
ど

合
と
し
て
は
こ

ち
の
方
が

か
に
大
き
い

和
人

 

み
と
共
に

し
た
愛
す
る
弟
を
見
て

思
わ
ず

然
と
し
て
し
ま

た

 

と
強
い
子
だ
ろ
う
か

さ

き
ま
で
体
を

わ
せ
二

と

え
な
い
義
姉
の
死
を
哀
し
ん

で
い
た
と
い
う
の
に

そ
の
死
を

け
容
れ
る
ば
か
り
か

り
越
え
て
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
は

 

肉
に
も
ユ
イ
ち

ん
の
死
が
こ
の
子
に
本

の
強
さ
を
認
識
さ
せ
そ
し
て
持
た
せ
る
に

至

た
の
だ
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彼
が
戦
う
理
由
は

実
は
そ
こ
ま
で
以
前
と
変
わ

て
は
い
な
い

た
だ
護
る
対

の

が
彼
の
手
が
届
か
な
い
不
特
定
多
数
か
ら
彼
を

け
容
れ

え
る
と
い
う
親
し
い
者
達
に

ら
れ
た
程

だ

 
だ
が
広
く

く
よ
り
は

く
深
く
な
の
か
そ
の
分
だ
け
そ
の
者
達
に
向
け
る
感
情
が
よ
り
深

く
な

て
い
る

せ
を
も
願
う
よ
う
に
な

て
い
る
の
だ

以
前
は
そ
こ
ま
で

み

ん
で
い

な
か

た

い

い
方
を
す
れ
ば
極
論
生
き
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
感
じ
だ

た
の
だ

 
そ
の
理
由
に
は
愛
す
る
義
姉
一
人
の
命
の
重
み
が

に
あ
る

だ
か
ら
こ
そ
彼
も
戦
う
理

由
と
し
て
掲

る
事
に
し
た
の
だ
ろ
う

姉
と
共
有
し
た

せ
と
い
う
も
の
を

他
の
人
に
も

持

て
も
ら
い
た
い
と
い
う

な
願
い
を

和
人
は
持
つ
よ
う
に
な

た
の
だ

 
決
し
て

し
付
け
な
ど
で
は
無
く
人
そ
れ
ぞ
れ
の

せ
を
見
つ
け
て
欲
し
い
そ
の

に
も

道
を

ざ
さ
せ
は
し
な
い
と

直
姉
の
事
も
絶
対
に
護
る
か
ら

現
実
で
は
頼

て
ば

か
り
だ

た
け
ど

こ
の
世
界

で
な
ら

頼

て
も
ら
え
る
力
が
あ
る
か
ら

そ
う
ね

正
に

日
頼

た
ば
か
り
だ
し

こ
れ
か
ら
も
頼
ら
せ
て
も
ら
う
わ

 

し
く

め
ば
和
人
は
面

く
て

ず
か
し
そ
う
に
同
時
に
ど
こ
か

し
そ
う
な
表
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情
で
う
ん

と

い
た

 
け
れ
ど
直
後

そ
の
表
情
が
ち

と
だ
け
く
し

り
と
歪
む

で
も

今
は

頼
ら
せ
て

え
え

良
い
わ
よ

 
再
び

き
付
い
て
来
た
弟
を

き

め
返
す

華

な
体
に

を
残
す
か
の
よ
う
に
キ
ツ
く

の
力
を
強
め
て
い
く

あ
た
し
は

に
い
る
ん
だ
ぞ
と

わ
ん
ば
か
り
に
強
く

絶
対
に
護
る
か
ら

だ
か
ら
直
姉
は

直
姉
だ
け
は
最
後
ま
で
死
な
な
い
で

え
え

あ
な
た
が

る
限
り
あ
な
た
が
生
き
て
い
る
限
り

あ
た
し
は
許
さ
れ
る
限
り

ず

と
あ
な
た
の

に

け
る

護
ら
れ
る
だ
け
じ

な
く
て

護
れ
る
よ
う
に

 
家

を
喪

た
哀
し
み
は
ま
だ

え
た

で
は
無
い
そ
れ
か
ら
来
る
恐
れ
が
今
も
彼
を

ん

で
い
た

不
安
に

ら
れ
て
い
る
弟
を
あ
や
す
よ
う
に

き

め
な
が
ら

あ
た
し
は

を

で

で
安
心
さ
せ
る
よ
う
に

い
た

  

だ
い
じ

う
ぶ
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裏
に

か
く

し

な
ユ
イ
ち

ん
の
声
が

こ
え
た

 
そ
れ
に
少
し

を
上

れ
ば

で
も
見
て
い
る
の
か
う

す
ら
と
だ
け
ユ
イ
ち

ん
の

が
見
え
た
気
が
し
た

白
い
ワ
ン
ピ

ス
を

て

⻑
い
黒
髪
を
揺

わ
せ
る
少
女
は
目
を

た
ま
ま

し
く

み

あ
た
し
が

き

め
る
義
弟
を

背
中
か
ら

き

め
て
い
た

  

時
も

一
緒
で
す

愛
し
て
い
ま
す
よ

キ

  

私
の

一
番

大
切
な

と

  

は
動
い
て
い
な
か

た
が
故
の
声
な
き
声
が
ま
た

こ
え
あ
た
し
と
一
緒
に
義
弟
を

き

め
て
い
る

気
な
少
女
の

じ
ら
れ
た

か
ら

が

を
伝
い

 
そ
う
思

た
時
に
は

ま
る
で
夢
を
見
て
い
た
か
の
よ
う
に
一
切
が
消
え
て
い
た

 
愛
す
る
義
弟
の

が

を
伝
い

ち

蒼
い

と
一
つ
に
な

た

間
キ
ラ
リ
と

か

に

い
た
よ
う
に
見
え
た
の
は

き

と
気
の
せ
い
で
は
無
い
だ
ろ
う
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
も
う
ユ
イ
が
キ
リ
ト
の
ヒ
ロ
イ
ン
な
ん
じ

な
い
か

て
レ
ベ
ル
に
な

て
ま
す
ね
今
話

書
い
て
か
ら
気
付
い
た

家

と
し
て
の

愛
情
を
全
面
に

し
出
す
べ
く
書
い
て
た
ら
こ
う

な

て
ま
し
た

ユ
イ
の
ヒ
ロ
イ
ン
力
に
ビ

ク
リ
で
す

  
ち
な
み
に
で
す
が

原
作

り
ち

ん
と
復
活
し
ま
す

記

も
性
格
も
完
全
に

  
彼
女
は

き
な
キ

ラ
で
す
し
原
作
メ
イ
ン
キ

ラ
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
ガ
チ
死
亡
は
さ
せ

ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
下
さ
い

キ
リ
ト
と
ユ
イ
の
じ

れ
あ
い
を
書
き
た
く
も
あ
り
ま
す
し

実
は
そ
れ
も
あ

て
義
理
の
姉
弟
に
し
て
い
た
り

 
た
だ
復
活
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
方
法
過
程
は
ま
だ
未
定
で
す

シ
リ
ア
ス
で
必
死
に
や

て
復
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活
か

は

て
ゲ

ム
の
よ
う
に
復
活
か
も
分
か
り
ま
せ
ん

出
来
る
だ
け
感
動
を
呼
び
た

く
は
あ
り
ま
す
が

あ
ま
り
苦
し
ま
せ
た
く
は
な
い

 

初
は

ン
ダ
ン
ト
す
ら
無
し

つ
ま
り
コ
ン

ル

作
も
無
し
の
予
定
だ

た
ん
で
す

が

だ
か
な

と
思

て
追
加
更
に
最
後
の
思
念
ユ
イ
ち

ん

写
も
追
加

そ
の
結
果

ヒ
ロ
イ
ン

ア

プ
に
な
り
ま
し
た

 
彼
女
の
性
格
が
少

原
作
か
ら

離
し
て
ま
す
が
そ
も
そ
も
ポ
ジ
シ

ン
か
ら
し
て
違
う
の

で
気
に
し
な
い

 

こ
の
ま
ま
だ
と
彼
女
も
キ
リ
ト
の
ヒ
ロ
イ
ン
候
補
に

が
り
そ
う
で
す
な

現
状
だ
と
Ｓ

Ａ
Ｏ
組
は
リ

フ

ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ

サ
チ

ユ
イ
で
す
か
ね

 
ヒ
ロ
イ
ン
候
補
に
ユ
イ
が
入

て
い
る
の

て

気
に
本
作
が
初
じ

な
い
で
す
か
ね

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
戦
う
理
由
を
あ
る
程

定
め
ま
し
た
原
作
一

か
ら
原
作
和
人
に
意
識

が
大
き
く
シ
フ
ト
し
た
か
な

 

を
護
る

大
切
な
人
を
護
る
で

た
の
で

一
点
突
破

の

発
力
が

違
い
に
な
り
ま
す
原
作
Ａ
Ｌ
Ｏ
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
攻
略
時
の
キ
リ
ト
み
た
い

に
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ま

逆
に
弱
点
に
も
な
り
ま
す
が
ね

こ
れ
だ
と

遠
に
弱
点
無
く
な
り
ま
せ
ん
な
つ

ま
り
最
強
無

無

も

遠
に
来
な
い

 
そ
の
方
が
書
く
方
も

む
方
も
良
い
と
思
い
ま
す
け
ど
ね

最
強
は
マ
ン
ネ
リ
化
で
終
わ
り

ま
す
し

 
⻑

と
失
礼

判
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
容
赦
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第三十二章 〜事件の推論〜

 
第
三
十
二
章
 

事
件
の
推
論

  
ど
う
も

さ
ん

く
な
り
ま
し
た
が
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
本
作

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
そ
し
て
お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は
同
時
に
お

し
ぶ
り
で
す
黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
⻑
ら
く
間
を
空
け
て
し
ま

た
事

真
に

し

あ
り
ま
せ
ん

先
の
展
開
を

え
て
い
た

ら

気
に
こ
こ
で
色

と
分

す
る
な
と
気
付
き
ま
し
て
迷

て
い
ま
し
た

あ
る
程

定

ま

た
の
で
投
稿
再
開
で
す

 
一
応
の
あ
ら
す
じ

の
少
女
編
こ
と
ユ
イ
編
が
終
了
し
現
在
は
圏
内
事
件
真

中

色

と
自
白
し
た
シ

ミ

ト
を

て

ル
コ
の
下
へ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
が
向
か

た

り
の
時
系
列
で
す

 
今
話
で
は
前

キ
リ
ト

点
後

ア
ル
ゴ

点
で
す

間
が
空
い
た
の
で
そ
こ
ま
で
面
白
く

は
無
い
で
す
が

し
ん
で

け
た
ら

い
で
す
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で
は
ど
う
ぞ

  
六
月
に
入
ろ
う
と
し

陽
が

を
出
し
て
い
る
時
間
が
⻑
く
な

て
き
た
最
近
で
も

後

七
時

と
も
な
れ
ば
世
界
は
夜

に

ま
る

未
だ

線
に

か
な

色
を
見
る
事
は
出
来
る
が

に

ど
は
闇
夜
に

ま
れ
て
い
る

 
そ
ん
な
第
五
十
七
層
マ

テ
ン
の
裏
路
地
を

は
ホ
ロ
ウ
レ
ギ
オ
ン
コ

ト
の
フ

ド
も

た
完
全
黒

く
め

で
歩
い
て
い
た

 
リ

姉
に
ユ
イ
姉
の
最
期
そ
し
て
あ
の
後
に

を
し
た
の
か
を
伝
え
ず

と

え
て
い
た

戦
う
理
由
も

し
た
後
本

な
ら
自

に
ま
た

て
眠
る

だ

た

日
の
闘
技
場
で

の

闘
も
然
る
事
な
が
ら
第
一
層

部
フ
ロ
ア
の
ダ
ン
ジ

ン
で
の

戦
そ
し
て
最
後
の
死

神
と
の
死
闘
も
あ

て

の
精
神
は

に

労

だ

今
と
な

て
は
白
の

護
も
無
し
に
ボ

ス
と
戦
闘
を

り
広

る
の
は
自
殺
行

に

し
い

ロ
で
戦
う
事
そ
の
も
の
が
自
殺
行
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だ
が

 
そ
ん
な

が
な
ら
ば

故
こ
の

層
に

る
の
か

そ
れ
は
圏
内
事
件
に
つ
い
て
気
に

な
る
事
が
あ
り
そ
れ
を
確
認
す
る

で
あ
る

論
無
意
味
に
終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
に
は
あ

る
が

か
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と

え
ら
れ
る
だ
け
で
確
認
す
る
事
に
意
義
は
あ

た

 
死
亡
時
の
エ
フ

ク
ト
は
そ
の

が
エ
ネ
ミ

時
と
プ
レ
イ

北
時
と
で

に

異
な

て
い
る
の
は
恐
ら
く
深
く

し
な
い
者
で
も
気
付
く
事

だ

時
の

は
重

な
ガ
ラ
ス
が

れ
る
破

に
近
い
が

北
時
の

は
ガ
ラ
ス
製
の
小
物
が

れ
る
よ
う
な

な
の
で
あ
る

演
出
に
つ
い
て
は
ど
ち
ら
も
蒼
い
結

片
と
し
て

け

る
よ
う
に
な

て
い

る 
ま

プ
レ
イ

北
時
に
立
ち
会

た
事
が
無
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
の
も
無
理
は
無
い

せ

対

を
知
ら
な
い
の
だ
か
ら

 
現
在
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に

わ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

の
中
で

ベ

タ
テ
ス
タ

を

い
て
プ
レ
イ

死
亡
エ
フ

ク
ト
を
見
た
事
が
あ
る
者
は
ま
ず
少
な
い
死

亡
エ
フ

ク
ト
の
回
数
イ
コ

ル
死
亡
人
数
と
同
義
で
あ
る
た
め
だ

な
の
で
見
た
回
数
が
一
人

で
重
複
し
て
く
る
見
た
事
が
多
い
の
は
殺
し
を

先
し
て
行

て
い
た

う

と
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だ
か
か
ん
だ
で

十
人
も
の
プ
レ
イ

を
殺
し
て
い
る

く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う

サ
チ
も
三

人
の
死
亡
し
た

間
を
見
た
事
は
あ
る
が
多
分

像
と
し
て
は
覚
え
て
い
て
も

と
演
出
ま
で

は
気
が
い

て
い
な
か

た

だ

 
そ
ん
な

が
気
に
な

て
い
る
事
は

カ
イ
ン
ズ

が
死
亡
す
る
時
の

間
で
あ
る

密
に

え
ば
死
亡
し
た
時
に
発
生
し
た
エ
フ

ク
ト
だ

 
あ
の
時

カ
イ
ン
ズ

が

を
消
し
た

間
に
ガ
ラ
ス
製
の
小
物
が

れ
る
よ
う
な
破

は

か
な
か

た
し
彼
の
体
も

け

る
の
で
は
無
く
て
蒼
い
光
に

ま
れ
る
よ
う
に
し
て

消
え
た

し
か
し
そ
の
疑
問
を

が

さ
な
か

た
の
は
蒼
い
光
に

ま
れ
て
い
く
中
で
も
確

か
に

か
が

け

る
光
を
見
た
か
ら
で
あ
る

 
恐
ら
く
だ
が
体
を

ん
で
い
た
蒼
い
光
は
転

光
な
の
だ
と
思
う
転

や
転

結

を

使

た
時
に
発
生
す
る
光
だ

転

は
自
分
に
し
か

果
は
無
い
が
転

結

は
自
分
以
外

に
プ
レ
イ

ネ

ム
が
分
か

て
い
て

つ
対

と
の

離
が
五
メ

ト
ル
以
内
で
あ
る
場
合

に
限
り

タ

ゲ

ト

プ
レ
イ

ネ

ム

転

転

先

と
発
声
す
る
事
で
他
人
を

転

さ
せ
ら
れ
る

結

や
全
快
結

は
対

に
向
け
て
結

ご
と
に
決
め
ら
れ
た
式

を

え
ば
良
い

ヒ

ル

や

ポ
イ
ズ
ン
ヒ

ル

な
ど
が
そ
れ
に

た
る

の
だ
が
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転

結

の
場
合
は
大
事
に
な
る
か
ら
こ
こ
ま
で
決
ま

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
こ
れ
は
ア
イ
テ
ム
の
説
明

に
も
し

か
り
記
載
さ
れ
て
い
て
そ
れ
で
あ
り
な
が

ら
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
転

結

の
使

方
法
だ

た
り
す
る

わ
れ
た
ら
思
い
出
す
が

は
使
わ
な
い
の
で
忘
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
の
も
の
だ

故
な
ら

本
的
に

か
と
一
緒
の
場

合
に
転

結

を
使
う
場
合
は
自
分
の
も
の
を
使
う
か
ら
で
あ
る
も
し
無
く
て

間
か
ら
分
け

ら
れ
て
も
自
分
で
使
う
故
に
他
人
に
対
し
て
使
う
事
が
無
く
て
忘
れ
ら
れ
る
そ
の
程

の
認

識
な
の
だ

 
そ
れ
を

慮
す
る
と

カ
イ
ン
ズ

が
死
亡
し
た
と
い
う
の
は
た
だ
の
演
出

果
で
思
わ

せ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
本

は
生
き
て
い
る
の
で
は
と
も

え
て
し
ま
う

ロ

プ
で

り
下

ら
れ
て
い
て

か
が

け

る

間
に
合
わ
せ
て
転

結

を
使

す
れ
ば
結

片
を

び
な
が
ら
体
は
そ
の
場
か
ら
消
え
失
せ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
非
常
に
シ
ビ
ア
だ
が
上
手

く
合
わ
さ
れ
ば

け

る
結

片
と
転

の
蒼
い
光
が
重
な
る
の
は
必
然
そ
れ
を
死
亡
時
の
エ

フ

ク
ト
だ
と

違
い
し
た
と
し
て
も
お
か
し
い
話
で
は
無
い

 
そ
う
な
る
と
共

者
の
存
在
が
出
て
来
る

ま

カ
イ
ン
ズ

が
転

結

を

し
持

て
て
自
分
で
転

し
た
可
能
性
も
無
く
は
無
い
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し
か
し

不
自
然
な
点
が

つ
か
あ
る
の
だ

 
今
回
の
圏
内
事
件
は

眠

と
い
う
も
の
で
も
無
い
し
恐
ら
く
デ

エ
ル
に

よ
る

で
も
無
い

圏
外
で
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
を

き
出
し
て
す
ぐ
に
転

さ
せ
た

で
も
無
い
だ
ろ
う

そ
も
そ
も
直
前
に

ル
コ
さ
ん
と
食
事
の

に

を

れ
て
い
た
時
点
で

圏
外
に
行

て
い
る

も
無
い
し
デ

エ
ル
を

け
る

も
無
い

く
ら
い

ま
れ
て
い
た

り
恨
み
を

て
い
る
な
ら
分
か
ら
な
く
も
無
い
が

カ
イ
ン
ズ

な
ん
て
名
前
は

に
し

て

か
な
い
の
で

ま
ず
違
う

 
そ
う
な
る
と

し
く
な

て
く
る
の
が
直
前
ま
で
一
緒
に

た
と
い
う

ル
コ
さ
ん
だ

一

体

が
ど
う
な
れ
ば
食
事

へ
向
か
う

中
で
離
れ
気
付
け
ば
死
亡
と
な
る
の
か
が
分
か
ら
な

い

バ
グ
を

さ
れ
て
い
き
な
り
分
断
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
一

に
も

え
な
い
の
だ

が

ア
ス
ナ
か
ら
追
加
で

き
出
せ
た
事
も

め
て

え
る
と

だ
か
な

と
思

て
し
ま

う
の
だ

 

指
輪
事
件

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
ギ
ル
ド

⻩
金
林

の
解

の
き

か
け

そ
の
真

人
が
今
回
の
圏
内
事
件
の

人
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う

え
と
今
回
の
事
件
の

人

は
復
讐
に

え
て
い
る
グ
リ
ム
ロ

ク

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う

え
が
今
の

が

て
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い
る
と

い
て
い
る

 
し
か
し
な
が
ら
教
会
で
食
事
を
摂

て
い
る
間
に
ア
ル
ゴ
が
シ

ミ

ト
と
い
う
血

騎

士

属
の
ラ
ン
ス
使
い
か
ら

い
た
話
を
メ

ル
で

め
て
送

て
く
れ
た
の
だ
が
そ
れ

も

せ
る
と

の
事
疑
問
点
が
浮
か
ん
で
く
る

 
第
一
指
輪
は

に
行

た
の
か
と
い
う
話
だ

恐
ら
く
シ

ミ

ト
が

け
取

た
報

が
指
輪
を

た

の

か
な
の
だ
ろ
う
と
は
思
う
が
で
は
そ
れ
を
シ

ミ

ト
に
メ
モ
で

指
示
を
出
し
た
者
は
ど
う
や

て
奪

た
の
か
が
分
か
ら
な
い

 
ア
ル
ゴ
の
メ

ル
で
は

圏
内
事
件
の

人
は
グ
リ
ム
ロ

ク

指
輪
事
件
は
指
輪

却
に
反
対
し
た
三
人
と
グ
リ
セ
ル
ダ
そ
し
て
復
讐
に

え
て
い
る
だ
ろ
う
グ
リ
ム
ロ

ク
を

い
た

か
だ
ろ
う
と

え
て
い
る
ら
し
い
が

本

に
そ
う
な
の
か
と

は
思

て
い
る

 
ま
ず
指
輪
を
持

て
最
前
線
に
行

た
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
と
恐
ら
く
復
讐
に

え
て
い

る
の
だ
ろ
う

グ
リ
ム
ロ

ク

は

に
あ

た

少
な
く
と
も

⻩
金
林

発
足

時
点
で

に
結

し
て
い
た
ら
し
く
シ

ミ

ト
と

ル
コ
さ
ん
も
そ
う

て
い
る
事
か
ら

こ
れ
は
確
実
だ

 
重
要
な
の
は

こ
の

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
で
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
事



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
結

と
い
う
の
は
現
実
の
そ
れ
以
上
の
多
大
な
リ
ス
ク
を

ん
で
お
り
ア
イ

テ
ム
ス
ト
レ

ジ
や
コ
ル
の
共
有
化
だ
け
で
な
く

手
の
ス
テ

タ
ス
ま
で

出
来
て
し
ま
え

る
と
い
う
決
断
す
る
に
は
恐
ら
く
現
実
で
の
そ
れ
を
す
る
よ
り
も

か
に

い
覚
悟
を
求
め
ら

れ
る

そ
の
上
で
二
人
は
結

し
て
い
た
の
だ
か
ら

は
そ
こ
に
至

た
二
人
の
間
に
あ

た
の

だ
ろ
う
恋
愛
感
情
を

直
に
尊

出
来
る

 
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
的
な
結

が
成
り
立
つ
の
だ
か
ら

然
な
が
ら
現
実
と
同
様
に

離

が
可
能
だ

こ
の

離

は

手
と
の
話
し
合
い
で
共
有
化
さ
れ
て
い
る
ス
ト
レ

ジ
の
ア
イ
テ
ム
と
コ
ル
の
分
配
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
問

無

で
実
行
す
る
な
ら
ス
ト

レ

ジ
内
の
全
て
の
コ
ル
と
ア
イ
テ
ム
を

手
に
明
け

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
た
だ
そ
こ
で

は
一
つ
疑
問
を

い
た

 

り
に
出
す
の
だ
か
ら
恐
ら
く

間
共
有
と
な

た
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
指
輪
を
入
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
が
こ
の
場
合
に
離

状

と
な

て
し
ま

た
ら
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
事

だ

手

が
死
ん
だ
場
合
も
未
亡
人
だ
と
か
で
結

し
て
い
た
事
に
な
る
か
ら
恐
ら
く

問

無

で
離

つ
ま
り
生
存

に
全
て
の
ア
イ
テ
ム
と
コ
ル
が
行
く
だ
ろ
う

そ
の
場
合
指

輪
の
持
ち
主
は
グ
リ
ム
ロ

ク

に
な
る

こ
こ
ま
で
は

な
話
だ
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な
ら
ど
う
し
て
指
輪
の
行
方
が
不
明
に
な

た

 
こ
れ
が

の
疑
問
で
あ
る

仮
に

も
与
り
知
ら
な
い
場

で

が
死
ん
で
悲

に

れ
て

い
た
と
し
て
も

指
輪
の

在
は
彼
に
あ
る
と
分
か
る
よ
う
な
も
の
だ

そ
れ
な
の
に
グ
リ
ム

ロ

ク

は

も

わ
ず

結

指
輪
の
行
方
は
分
か
ら
な
い
状

に
な

て
い
る

 
仮
に
ス
ト
レ

ジ
外
に
あ

て
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
を
殺

し
た
プ
レ
イ

が
奪

て
い

た
場
合
な
ら
分
か
る
が

十
中
八
九
無
い
だ
ろ
う
と

は

ん
で
い
る

 
ギ
ル
ド
リ

ダ

は

ギ
ル
ド
メ
ン
バ

の
加
入
・
脱
退
な
ど
を

理
す
る

約
定
の
ス
ク

ロ

ル
と
い
う
も
の
の
他
に
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

に
与
え
る

章
シ
ギ
ル
と
い
う
指
輪
を

有
す
る

血

騎
士

の

⻑
で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ

ツ

の
ラ
ン
に
ユ
ウ
キ
に
サ
チ

風
林
火

の
ク
ラ
イ
ン
な
ど
は

意

こ
そ
異
な
る
も
の

の

手
の
指
輪
に
そ
れ
ぞ
れ

章
を

め
て
い
る

攻
略
組
の
一

は
必
ず
と

て
い
い

ど

め
て
お
り

本
的
に
脱
退
し
な
い
限
り
外
す
事
は
許
さ
れ
て
い
な
い

 
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
の
場
合
恐
ら
く

手
の

指
に
グ
リ
ム
ロ

ク

と
の
結

指
輪

手

に

章
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
ま
ず
ス
ト
レ

ジ
外
に
出
す
事
は
お
ろ
か

備
す
る
事

す
ら
あ
り
得
な
い

ま

見
た
だ
け
で
レ
ア
ア
イ
テ
ム
と
分
か
る
可
能
性
は
限
り
な
く

い
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が

ま
れ
る
可
能
性
を
リ

ダ

が

え
な
い

も
無
い
の
だ
か
ら
ス
ト
レ

ジ
内
に
入
れ
て

い
た

な
の
で
あ
る

て
い
た
時
間
な
ら

更
だ

 
よ

て

は

指
輪
事
件

の

人
は
グ
リ
ム
ロ

ク

圏
内
事
件

の

人
は
そ
れ
以

外
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
た

 
そ
ん
な

が
圏
内
事
件
で
気
に
な
る
事
が
あ
る

に
第
五
十
七
層
に
来
て
い
る

は

ル
コ
さ
ん
に
問
い

す
事
が
あ
る

だ

わ
れ
て
い
る

却
反
対
組
の
中
で

恐
ら
く
だ
が

シ

ミ

ト
は
今
回
の
事
件
で
は
完
全
に
白
だ
が

ル
コ
さ
ん
は
グ
レ

だ

本

に
カ
イ

ン
ズ

が
生
き
て
い
る
か
は
知
ら
な
い
が
仮
に
生
き
て
い
た
と
す
れ
ば
直
前
ま
で
一
緒
に

て
同
じ
く

却
反
対
組
で
あ
る
彼
女
は
か
な
り

し
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
シ

ミ

ト
限
定
で

情
報
を
出
し
た
時
点
で
こ
ち
ら
を
誘
導
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
て
来
る

 

然
な
が
ら
こ
こ
ま
で
の
全
て
が

の
勝
手
な
推
論
だ
全
て
外
れ
て
い
る
可
能
性
だ

て

論
あ
る

だ
が

も
分
か

て
い
な
い
以
上

全
て

た

て
い
る
可
能
性
も
無
き
に
し
も
非

ず

仮
に
外
れ
て
い
た
場
合
は
ガ
チ
で
彼
女
の
命
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
事
で
も
あ
る
の
で
未
然
に

死
亡
を

ご
う
と
も

え
て
い
る

 
ア
ス
ナ
達
や
リ

姉
達
か
ら
後
で
怒
ら
れ
る
事
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
こ
れ
も

な
り
の
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え
が
あ

て
の
事
だ

 

ル
コ
さ
ん
が

し
い
と

え
て
い
る
の
は
今
回
の
カ
イ
ン
ズ

の
死
亡
エ
フ

ク
ト

に
疑
念
を

い
た
事
に

を
発
す

だ
が
あ
の
時
は
圏
内
で
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事

で
あ

た

た
め
流

の

も

静
で
つ
ぶ
さ
に
観

出
来
て
い
た

で
は
無
い

然
な
が
ら
記

を

り

出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
フ

ル
タ

が
掛
か

て
い
る
の
だ

の
主
観
で
物
事
を
進
め
て
い
て

は
見

と
し
が
あ

た
時
に
気
付
け
な
い
可
能
性
が
非
常
に
高
い

 
故
に

は

ル
コ
さ
ん
を
護
る
つ
も
り
で
は
あ
る
が
反
対
に
彼
女
が
第
二
の
圏
内
事
件

者
に
な

た
時
は
そ
の

間
を
し

か
り
こ
の
目
に

き
付
け
よ
う
と
も

え
て
い
る

 
極
論
事
件
の
ロ
ジ

ク
が
分
か
る
な
ら
彼
女
を
護
れ
よ
う
と
護
れ
ま
い
と
ど
ち
ら
で
も
構
わ
な

い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ

論
護
り
た
い
と
は
思

て
い
る
が
そ
れ
も
以
前

ど
で
は
無
い

今

の

は
と
に
か
く
圏
内
で
も
殺
人
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を

し

を

け
容
れ

て
く
れ
た
人
達
へ
危

が

ば
な
い
よ
う
に
す
る
事
を
第
一
に

え
て
い
る

一
人
で
護
れ
る

命
に
限
り
が
あ
る
以
上
限
り
な
く
他
人
に
近
い
者
と
親
し
い
者
の
ど
ち
ら
か
し
か
取
れ
な
い
な

ら

は
後
者
を
取
る

以
前
の
よ
う
に
全
て
を
護
ろ
う
と
し
て
い
て
は
全
て
を
喪
う
二
兎
を

追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず
だ
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そ
の
分
護
れ
な
か

た
命
は

の
業
と
し
て
背
負
い
決
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る

同

じ
事
を

り
返
さ
な
い
よ
う
に
全
力
を

く
す

そ
う
誓
い
直
し
た
の
だ

 
ユ
イ
姉
が

な
く
な

た
原
因
は

が
死
神
に
不
覚
を
取

た
が
故
だ

あ
そ
こ
で
気
を

か

な
け
れ
ば
ユ
イ
姉
を
喪
わ
ず
に
済
ん
だ
だ
ろ
う

あ
る
い
は
も

と

へ
の

が
深
け
れ
ば

も

と
大
容

の
デ

タ
を
保
存
出
来
た
か
も
知
れ
な
い

そ
う

え
て
や
ま
な
い

 
記

を
取
り

し
て
い
た
ユ
イ
姉
は

を
護
る
あ
の
手

を
行
使
す
れ
ば
消
え
る
事
を
理
解

し
て
い
た
そ
の
上
で
行

た
の
だ
ろ
う

そ
れ
を

え
れ
ば

の
こ
の
思

は
ユ
イ
姉
の
覚
悟

を

す
る
に

し
い

 
そ
れ
で
も

あ
あ
し
て
い
れ
ば
こ
う
し
て
い
れ
ば
と
思

が

て
し
ま
う
の
を
や
め

ら
れ
な
いユ

イ
姉

 
ポ
ツ
リ
と

か
ら

て
い
る

ん
だ
蒼
の

が
先
に
付
け
ら
れ
た
ネ

ク
レ
ス
を
黒
の

手

に

ま
れ
た

手
で
す
く
う

夜
の

に

ま
れ
闇
に

ん
だ
裏
路
地
の
中
で
も
そ

の

は
自
ら
発
光
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
と
煌
め
く

の
中
に
は
小
さ
な
光
が
揺

て
い
て

水
面
を
思
わ
せ
る
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ユ
イ
の
愛

と
い
う
名
称
の
恐
ら
く
こ
の
世
界
で
最

価
値
と
判
定
さ
れ
る
だ
ろ
う

の

果
も
持
た
な
い
こ
の
ネ

ク
レ
ス
は
そ
れ
で
も
こ
の
世
界
で
の
ユ
ニ

ク
で
あ
り
今
日
ま

で
存
在
し
な
か

た
代
物

そ
し
て

た

た
一
日
だ
け
の
義
姉
が

し
た

一
の
形
見

 
義
姉
の
愛
が

め
ら
れ
た
代
物
で
あ
り

護
れ
な
か

た
と
い
う
罪
の

徴
だ

 
ま
だ

さ
れ
た
だ
け
良
い
の
だ
ろ
う

こ
の
世
界
の
プ
レ
イ

が
死
亡
し
た
時
そ
の
場

に
は
か
つ
て
そ
の
者
が
使

し
て
い
て
死
ん
だ

間
か
ら
持
ち
主
が
喪
わ
れ
た
武
器
し
か

ら

な
い
の
だ
か
ら

そ
の
武
器
も
時
を
経
れ
ば

値
全
損
で
消
滅
す
る
し

層
が
上
に
進
め

ば
使
い

け
る
事
も

し
く
な

て
鍛
え
直
し
形
を
変
え
る
事
に
な

て
し
ま
う

れ
は
記

の
彼
方
に
忘
れ
去
れ
て
し
ま
う

 
だ
が

こ
の
ネ

ク
レ
ス
は
武
器
で
は
無
い

で
も
無
い

た
だ
そ
こ
に
あ
る
だ
け
だ

が
死
ね
ば
一
緒
に
消
え
る

二
つ
の
意
味
で

と
共
に
在
る

一
の
代
物
だ

が
死
ね

ば

共
消
え
る
生
き
て
い
れ
ば
形
を
変
え
ず
に
常
に
寄
り

て
く
れ
る
不
変
故
に

も
忘

れ
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

も
や
り
直
し
た
誓
い
を
忘
れ
な
い

と
近
し
い
者
を
絶
対
に
護
る
と
い
う
誓

い
を

に
変
え
て
も
護
り

く
と
い
う
決
意
を
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そ
の
決
意
と
誓
い
を

に

は
止
め
て
い
た
歩
を
進
め
た

  
闇
夜
の

が
下
り
始
め

と
家

か
ら

れ
る
明
か
り
が
頼
り
に
な

て
き
た
第
五
十
七

層

マ

テ
ン

こ
の

に
は
カ
リ
ス
マ
お

子
で
あ
る

ア
シ

レ
イ

が

を
構
え
て

お
り
ま
た
中

設
が
整

た

で
あ
る
事
か
ら

時
も
な
ら
暗
く
な

た
今

は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
レ

ス
ト
ラ
ン
で
食
事
に
あ
り
つ
こ
う
と
す
る
プ
レ
イ

で

わ
う
の
だ
が
予
想

り
今
日
は
プ

レ
イ

で

わ
う
大

り
も

と
し
て
い
た

 
ま

然
だ
ろ
う
な
と
思
う

こ
こ
は
今
こ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
全

層
を

さ

せ
た
圏
内
事
件
が
発
生
し
た
恐
怖
の

と
し
て
有
名
だ

シ
ス
テ
ム
的
な
保
護
は
確
約
さ
れ

て
い
る
圏
内
な
の
に
殺
人
が

こ

て
し
ま

た
の
だ
か
ら
そ
れ
を
行

た
プ
レ
イ

が

る
可
能
性
が
高
い

層
に
行
き
た
く
は
な
い
と
い
う
の
は
よ
く
分
か
る

明
る
い

な
ら
ま

だ
し
も
闇
夜
に

ま
れ
た

中
な
ど
殺
し
て
下
さ
い
と

て
い
る
よ
う
な
も
の
な
の
だ
か
ら

更
だ

 
と
は

え
そ
ん
な

の
し
か
も
外
に
ず

と
立

て
い
る
自
分
が

え
る
よ
う
な
事
で
は

無
い
の
だ
が
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現
在
自
分
は
マ

テ
ン
の
転

に
程
近
い

の
外
で

機
し
て
い
る

他
に
は

備

に

た

て
い
た
風
林
火

の
メ
ン
バ

と
交
代
し
た
リ

ダ

の
ク
ラ
イ
ン
の

エ

ギ
ル
の

ユ

ち

ん

ア

ち

ん
が

る

 
ア

ち

ん
と
ユ

ち

ん
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

を
中
心
に

ル
コ

へ
話
を

き
に
行
こ
う
と
こ
の

層
に
転

し
た
時
に
ま
る
で
示
し
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
見
事
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
転

し
て
き
て
合
流
し
た

ど
う
や
ら

が

て
い
た
別
件
と
や
ら
は
片
付
い

た
ら
し
い

ア

ち

ん
に
護
衛
が

た
の
は

い
た
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

が
付
け
た
人

だ
と

け
ば
そ
れ
も

得
だ

た

 

手
剣
使
い
の
ク
ラ
デ

ル

血

騎
士

に

わ
れ
ば
必
ず
一

は

に
す
る
名
前

だ

せ
片
手
剣
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
く
最
中
ラ
ン
ダ
ム
で
出
現
す
る
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ

ル

手
剣
を
第
一
層
ボ
ス
攻
略
の
時
点
で

得
し
ボ
ス
と
戦
え
る
だ
け
の

練

に
し
て

い
た
剣
士
な
の
だ
か
ら

ボ
ス
と
の

性
も
あ
る
し
本
人
の
技

と
レ
ベ
ル
が
極

に
高
い
と

い
う

で
は
無
い
の
で
ボ
ス
攻
略
に
出
て
い
な
い
事
も
あ
る
が
そ
れ
で
も
有
名
な
剣
士
で
は
あ

る

一
番
最
初
の

手
剣
使
い
だ
か
ら
そ
れ
も

然
だ

 
第
一
層
の

か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

と
一
緒
に

た
し
そ
れ
を

え
れ
ば
恐
ら
く
血
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騎
士

の
中
で
か
な
り
信

を

か
れ
て
い
る
と

え
る
だ
ろ
う

⻑
の
護
衛
と
は

え
そ
れ
を
一
人
で
努
め
る
事
に
な

て
い
る
事
か
ら
も

を

わ
れ
て
い
る
事
が

え
る

 
そ
れ
は
と
も
か
く
な
し

し
的
に
ク
ラ
デ

ル
も
同
行
し
た
別
件
と
い
う
の
は
キ

か
ら
の
救

要
請
だ

た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
サ
ブ
リ

ダ

で
あ
る
シ
ン
カ

が
キ
バ
オ
ウ
の

に
掛
か

て
デ

ア
ベ
ル
も
知
り
得
て
い
な
い
黒
鉄

地
下
に
広
が
る

迷

の
最

に
回
廊
結

で

じ

め
た
た
め

そ
の
救

に
行
く

の
戦
力
を
欲
し
た
ら
し

か

た

そ
の
大
部
分
が

故
か
一
緒
に
行
く
と

い

て

か
な
か

た
ユ
イ
ち

ん
を

護
る
人

を
確
保
す
る

だ

た
ら
し
い
の
だ
が

 
し
か
し
な
が
ら
道
中
で
遭
遇
す
る

の
数
レ
ベ
ル
か
ら
ユ
イ
ち

ん
の
護
衛

を

き
に
し
て
結
果
的
に
は
ア

ち

ん
達
が
一
緒
に

て
正
解
だ

た

最

に
潜
ん
で
い
た
第

六
十
七
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
同
名
の
死
神
ボ
ス
と
の
対
峙
は
キ

だ
け
に
な

た
も
の
の
そ
こ

に

く
ま
で
の
道
中
の

の
勢
い
が
と
ん
で
も
な
か

た
か
ら
だ

そ
れ
を
キ

自
身
が
認
め

て
い
た
ら
し
い
の
で

に
消

し
切

て
い
た
キ

ス
ト
レ
ア
フ

リ
ア
の
三
人
で
は

切
り

け
ら
れ
な
い

だ

た
の
だ
ろ
う

そ
ウ

ユ
イ
ち

ん

な
く
な

ち

た
ん
だ
ネ
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そ
し
て
一

は
倒
し
た
も
の
の

故
か

に
復
活
し
た
死
神
の
一
撃
か
ら
本
来
プ
レ
イ

に
は
無
い

の

不
死
属
性

を
以
て
彼
を
護
り

極
大
の
火

剣
を

い
て

た
後

キ

と
二
人
き
り
で
話
し
た
い
と

た
彼
女
が

も
う

な
い
事
も
教
え
て
も
ら

た

 
キ

の

で
は
記

が

た
か
ら
あ
る
べ
き
場

に
帰

た
ら
し
い
の
だ
が
見
る
か
ら

に

き
そ
う
な
面
持
ち
か
ら
は

喜
べ
な
い

し
か

け
な
か

た
た
め
ユ
イ
ち

ん
は

と
も
す
れ
ば
自
殺
し
た
の
で
は
な
い
か
と
ユ

ち

ん
は
予
想
し
て
い
る
ら
し
い

こ
の
世
界
に

一
緒
に
来
た

の
親
兄
弟
が
死
亡
し
た
事
も
思
い
出
し
た
事
で
心
が

え
ら
れ
ず

義
弟
で

あ
る
キ

に
の
み
真
実
を
話
し
て
自
殺
し
た
の
で
は
な
い
か

と

 

故
カ

ル
が
無
か

た
の
か

一
人
だ
け
進
行
不
可
の

を
超
え
ら
れ
た
理
由
そ

し
て
最
後
の
最
後
は
家

を
護
る

に
不
死
属
性
と
ボ
ス
を
一
撃
で

る
火

剣
を

い
て

キ

を
救

た
謎
の
少
女
ユ
イ

 
恐
ら
く
だ
が
彼
女
は
キ

に
の
み
そ
の
全
て
を
明
か
し
た
の
だ
ろ
う

そ
の
後
は
ど
う
い

う
経

で

を
消
し
た
の
か
は
知
ら
な
い
が

あ
ま
り
良
い
展
開
は

え
ら
れ
な
い

 
プ
レ
イ

に
は
あ
り
得
な
い
事

を

ん
で
い
る
事
か
ら
も
彼
女
は
と
も
す
れ
ば
こ
の
世

界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
変
え
た
存
在
の
手
先
な
の
で
は
と
も

え
て
し
ま
う
が
キ

を
護

て
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い
た
事
や

ん
の

か
な
触
れ
合
い
の
間
に
感
じ
た
彼
女
の

さ
か
ら
そ
ん
な
あ
く
ど
い
事

が
出
来
る
と
も
思
え
な
か

た

 
黒
幕
の
手
先
な
の
か
あ
る
い
は
彼
女
も
自
分
達
と
同
じ
よ
う
に

者
な
の
か
も
分
か
ら
な

い

そ
の

え
は
恐
ら
く
キ

が
持

て
い
る
の
だ
ろ
う
が
正
体
が

で
あ
ろ
う
と
義
姉

で
あ

た
事
に
変
わ
り
は
無
い
し
別
れ
た
事
を
哀
し
ん
で
い
る
の
も
事
実
な
の
だ
か
ら
こ
の

話
は
ま
だ
し
な
い
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
結
論
付
け
た

 
そ
れ
で
も

れ
は
話
し
て
欲
し
い
と
思
う

不
死
属
性

な
ん
て
あ
り
得
な
い
も
の
が

故

彼
女
に
あ

た
の
か
そ
れ
を
知

て
い
る

な
の
だ
か
ら

場

が
デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒

幕
で
は
無
い
可
能
性
が
あ
る
以
上

少
し
で
も
そ
の
手
掛
か
り
は
欲
し
い
と
思
う

 
最
近
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
本

に
色

と

こ
り
過
ぎ
て
い
る
の
だ

現
実
世
界
に
い

る

の
キ

の
義
姉
リ

フ

の
来

シ
ノ
ン
の
不
自
然
な
登
場
の
仕
方
と
記

喪
失
ユ

イ
ち

ん
の
正
体
自
分
も

い
た
事
が
無
い
経
歴
不

の
大
剣
使
い
ス
ト
レ
ア
闘
技
場
の
ボ

ス
キ
バ
オ
ウ
の

そ
し
て
こ
の
圏
内
事
件

一
気
に
あ
ら

る
事
が

こ
り
過
ぎ

て
い
て

情
報
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
の
だ
か
ら

キ
リ
ト
の

大

な
の
か
よ

も
し
本

に
死
別
し
た
ん
な
ら
最
悪
二

と
復
帰
出
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来
な
い
ん
じ

ね

の
か

 
男
性

の
中
で
も
最
古
参
の
ク
ラ
イ
ン
が
逆
立

て
い
る

み
が
か

た

髪
を
ガ
シ
ガ
シ

と
掻
き
な
が
ら

う

そ
の
表
情
か
ら
は
心
配
そ
し
て
も
ど
か
し
い
と
い
う
二
つ
の
感
情
が
見

え
る

 
様

な
経

か
ら
人
の
死
に
触
れ
て
来
た
キ

だ
が
護
る
と
決
め
た
身
近
な
者
の
死
は
こ

れ
で
二

目

一

目
は

月
夜
の
黒
猫

そ
し
て
今
回
が
二

目
だ

彼
の
性
格
上

わ
り
の
無
い
者
を

き

む
事
は
無
い
の
だ
が
そ
れ
に
反
し
て
ま
で
ア

ち

ん
と
ユ

ち

ん
と
い
う
攻
略
組
で
も
ト

プ
ラ
ン
ク
の
実
力
者
の
力
を

り
た
事
か
ら
も
絶
対
に
護
り

こ

う
と
し
た
事
が

え
る

 
今
回
は
恐
ら
く
ユ
イ
ち

ん
自
身
の

で
の
死
だ
ろ
う
が

義
姉
と
し
て
触
れ
合

て
い

た
以
上
そ
の
死
は
彼
の
心
に
重
く

い
た

最
悪
そ
れ
が
原
因
で
二

と
復
帰
出
来
な
い

可
能
性
も
無
き
に
し
も
非
ず
だ

 
あ
れ
で
あ
の
子
は

で

人
が
思

て
い
る
よ
り
も

い
の
だ
か
ら

別
れ

哀
し
そ
う
で
は
あ

た
け
ど

ん
で
は
い
た
し
眼
も
死
ん
で
な
か

た
か

ら
大

だ
と
思
う

か
あ

た
ら
来
る

て

て
た
し



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

キ
チ
ン
と
会
話
が
成
立
し
て
た
か
ら

ま
だ
ギ
リ
ギ
リ
大

な
ん
じ

な
い
か
な

多
分ア

 
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
あ
の
絶
望
の
状

と

し
て
ど
う
や
ら
ギ
リ
ギ
リ

み
止
ま

て
い
る

だ
ろ
う
と
二
人
は
予
想
し
て
い
る
ら
し
い

確
か
に
記

に
あ
る
限
り
本

に
極

限
ま
で
追
い

め
ら
れ
た
キ

は
そ
も
そ
も
会
話
が
成
り
立
た
な
い
し
眼
も
闇
に

ざ
さ
れ

て
死
ん
で
る
状

に
な
る
か
ら
そ
れ
を

え
れ
ば
ま
だ
大

で
は
あ
る
の
だ
ろ
う

少
な
く

と
も
自
殺
ま
で
は
し
な
い

だ

 
そ
れ
に

今
の
キ

に
は
義
姉
の
リ

フ

も

る

彼
女
は
血
の
繋
が
り
こ
そ
無
い
が

性

無
く
彼
を
義
弟
と
し
て
大
切
に
想

て
い
る
の
だ
そ
の
想
い
は
確
か
に
キ

も
理

解
し
て
い
る

ま

リ

フ

ち
も

る
ん
だ

今

き
つ
い
て

て
る
ん
じ

な
い
か
ナ

あ

 
恐
慌
を
来
し
た
日
は
ユ

ち

ん
に

き
つ
い
て

て
い
た
ら
し
い
し
容

に
そ
の
事
が
想

像
出
来
る
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ユ

ち

ん
も
身
に
覚
え
が
あ
る
か
ら
か
す
ぐ
に
思
い
出
し
た
よ
う
で

ず
か
し
気
に

を

少
し

く

め
た

ど
う
や
ら
彼
女
キ

の
事
を
少
し
異
性
と
し
て
気
に
し
て
い
る
部
分
が

あ
る
ら
し
い

今

こ
の
ネ
タ
で
強
請

て
や
ろ
う
か

 
そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
と
一
緒
に

の
外
で

に

た

て
い
る
エ
ギ
ル
の

が

を
組
ん
だ
ま
ま

を

た

リ

フ

て

え
ば

確
か
あ
の
金
髪
の

ち

ん
だ

た
か

 
ユ
イ
の

ち

ん
を

れ
て
た
よ
な

 
キ
リ
ト
と
あ
の
子
の

は

な
ん
だ

そ
う
そ
う
あ
の
金
髪
で

が

た
子

そ
う
い
や
エ
ギ
ル
の

は
知
ら
な
い
ん
だ

た
カ

 
リ

フ

ち
は
キ

の
義
理
の
姉
な
ん
ダ
ゼ

リ
ア
ル
で

て
る

て
話
じ

な
か

た
か

別
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

確
か

Ａ
Ｌ
Ｏ

て
い
う
妖
精
に
な

て

べ
る
中

ハ

ド
な

ゲ

ム
を
や

て
る
内
に
気
付
け
ば
迷
い

ん
で
た
ら
し
イ

二

間
く
ら
い

た

に

キ

と
再
会
し
た

て

い
た
ナ

キ

も
色

と

乱
し
た
ら
し
い
け
ど
一
先
ず
そ
の

Ａ
Ｌ
Ｏ

て
い
う
ゲ

ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

Ｓ
Ａ
Ｏ

の
そ
れ
と

同
じ
だ
か
ら

線

し
た
せ
い
じ

な
い
か

て

え
て
る
ら
し
い
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そ
の
分
だ
と
他
に
も

そ
う
な
モ
ン
だ
が
な

今
の
と
こ
ろ

他
に

妖
精

ら
し
き
人
影
の
情
報
は

に
入

て
き
て
な
い

 
エ
ギ
ル
の

の

き
に

こ
ち
ら
は

に
手
を
打

て
い
る
と

え
た

 
リ

フ

の
事
を
キ

が
メ

ル
で
伝
え
て
来
た
時
に
他
に
も

る
か
も
知
れ
な
い
か
ら

と
情
報
収
集
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
の
だ

仮
に

た
ら
デ

ア
ベ
ル

い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

解
放
軍
に
保
護
し
て
も
ら
う
よ
う
に
も
頼
ま
れ
て
い
る

自
分
と
し
て
も
本
来
こ
の
世
界
に

き

ま
れ
な
か

た
者
が
死
ん
で
し
ま
う
の
は

だ

た
し

キ

か
ら
頼
ま
れ
た
事
も

あ

て

に
行
動
に

し
て
い
る

 
た

た
一
日
二
日
程

で
し
か
な
い
が
そ
れ
で
も
や
ら
な
い
だ
け
マ
シ
だ

た

と
は

え
自
分
の
広
い
情
報

を

使
し
て
も
リ

フ

と
思
し
き
第
二
十
二
層
の

以
外
で
妖

精
の
話
は
集
ま
ら
な
か

た
の
で
今
の
と
こ
ろ
は
無

骨
に
終
わ

て
い
る

い
や
ま

事
実
を

え
れ
ば
リ

フ

以
外
は
迷
い

ん
で
い
な
い
と
い
う
事
に
も
な
る
か
ら
そ
れ
は
そ

れ
で
喜
べ
は
す
る

 
問

は

故
リ

フ

だ
け
が
迷
い

ん
だ
の
か
と
い
う
事
に
な
る
の
だ
が

家

が
Ｓ

Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た
か
ら
と
い
う
の
は
原
因
に
な
ら
な
い
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
Ｓ
Ａ
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Ｏ
の
そ
れ
と
同

だ

た
な
ら
他
に
も
大
勢
の
プ
レ
イ

が
迷
い

ん
で
い
た
と
し
て
も
お
か

し
く
な
い

な
の
に
他
に
は
一
切

か
な
い
と
い
う
の
も
お
か
し
な
話
で
あ
る

 

だ
か
意

的
に

き

ま
れ
た

そ
ん
な
気
が
し
て
な
ら
な
い

闘
技
場
に
出
て
来
た
ホ

ロ
ウ
の
件
も
あ
る
し

 

や

と
見
つ
け
た

 

ん

 
そ
う
思

し
な
が
ら

に

た

て
い
る
と

と
ど
こ
か
ら
か

き

れ
た
声
が

こ
え

て
来
て

の
前
に
立

て
い
た
全

が

て

を

た

 
し
か
し
な
が
ら

声
は

こ
え
て
も
そ
の
人
物
が
ど
こ
に
い
る
の
か
は
分
か
ら
ず

キ

ロ

キ

ロ
と

り
を
見
回
す

索

ス
キ
ル
を

い
て
も
見
つ
け
ら
れ
な
い

キ

な
の
カ

 

業

索

と

の

練

は
か
な
り
前
に
完
全

得
し
て
い
る

練

最

大
の

索

ス
キ
ル
を
使
え
ば

同
様
に

練

最
大
の

で
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
い
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る
プ
レ
イ

で
も
大

は
見
つ
け
ら
れ
る
の
だ
が
空
間
に
違
和
感
を
覚
え
る
の
す
ら
も
無
い

事
か
ら

程
ハ
イ
デ

ン
グ
ボ

ナ
ス
の
あ
る

備
を
し
て
い
る
事
が
分
か
る

 

に
よ
る
ハ
イ
デ

ン
グ
は
様

な
要

が
複

に
絡
み
合

て

と
い
う
数

値
が
上
下
し
数
値
が
高
い

ど
よ
り
見
つ
け
ら
れ
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る

特
に
夜
闇
で

黒
系
の

備
を
し
て
い
れ
ば
そ
の
数
値
は

程
の
事
が
無
い
限
り
九

以
上
を
確
実
に

持
出

来
る

身
動
ぎ
も
無
け
れ
ば

下
し
な
い
程
だ

 
そ
れ
く
ら
い
完

な
ハ
イ
デ

ン
グ
を
行
え
る
プ
レ
イ

は
か
の
悪
名
高
い
Ｐ
ｏ
Ｈ
を

け
ば
一
人
し
か
自
分
は
知
ら
な
い

 
そ
れ
が
ビ

タ

と
呼
ば
れ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
の
攻
略
組
プ
レ
イ

ま
た
の
名
を

黒

の
剣
士
キ
リ
ト

攻
略
組
で
も
生

の

ロ
プ
レ
イ

で
あ
り
あ
の

う

の
ア

ジ
ト
を
自
力
で
気
付
か
れ
ず
に
見
つ
け
出
し
た
実
績
を
持
つ
剣
士
だ

ち
な
み
に
そ
の
実
績
は
自

分
し
か
知
ら
な
い
事
で
あ
る

 
果
た
し
て
名
指
し
さ
れ
た
か
ら
か
そ
れ
と
も
最
初
か
ら
明
か
す
つ
も
り
だ

た
の
か
名

前
を

い
た
の
と

同
時
に

の
正
面
の
空
間
が
揺
ら
ぎ
そ
の
揺
ら
ぎ
の
中
か
ら
小

で

華

な
プ
レ
イ

が

を
現
し
た

予
想

り
の
黒

く
め

フ

ド
を

て
い
る
か
ら
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容

こ
そ
分
か
ら
な
い
が

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

ネ

ム
が
そ
の
黒

く
め

が
キ

な
の
だ
と
示
し
て
い
た

 

を
見
せ
た
彼
は

手
で
フ

ド
を
払
い

け
た

そ
の
フ

ド
の
下
か
ら
よ
く
見
知

た

が

わ
に
な
る

 
覇
気
が

く
と
て
も
戦
え
る
よ
う
な
状

で
は
無
い
と
一
目
見
た
だ
け
で
分
か
る
キ

の

に
は

色

い
哀
し
み
を
滲
ま
せ
る

が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た

キ
リ
ト

も
う

大

な
の

少
し
気
に
な
る
事
が
出
来
た

そ
の
確
認
に
来
た
だ
け
だ

が
済
め
ば
す
ぐ
に
帰

る
そ
う

気
に
な
る
事

て

 
ユ

ち

ん
が
不
安

に
問
う
と

キ

は

線
を
こ
ち
ら
か
ら
二

へ
と
向
け
た

 

線
を

た
先
の
二

の

は
開
か
れ
て
お
り
そ
こ
か
ら

ル
コ
さ
ん
と
思
し
き
人
影
が

見
え
る

か

て
い
る
ら
し
い
が
シ
ス
テ
ム
的
に

程
の

び
声
で
な
け
れ
ば

こ
え
な

い
よ
う
に
な

て
い
る
の
で

が
開
い
て
い
る
状

で
も
外
に
は
声
が

れ
な
い

な
の
で

を

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
か

た

ち
な
み
に

が
開
い
て
い
て
も
あ
そ
こ
か
ら

入
す
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る
事
は
出
来
な
い

 
現
在
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

を
初
め
と
し
た
件
の
メ
ン
バ

が
中
に
入

て
彼
女
と
話
を

し
て
い
る

だ
が

を
話
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

の
近
く
に
い
る
の
は

ル
コ
さ
ん
か

え

 

あ

う
ん

そ
う
み
た
い

ル
コ
さ
ん
が
ど
う
か
し

 
キ

に
問
わ
れ
ユ

ち

ん
も

線
を
向
け
な
が
ら

て
い
た
最
中

突
に

か
ら

ル
コ
さ
ん
が
身
を

り
出
し
た

い
や
正
確
に

う
な
ら
背
中
か
ら

ち
て
来
た
だ
ろ
う

か

更
に
は
そ
の
背
中
に

槍
ギ
ル
テ

ン
と
同
じ
よ
う
な
形
状
の

剣
が

さ

て
い

る
の
も
見
え
た

と
に
か
く

な
ら
あ
り
得
な
い
事

に
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
目
撃

し
て

全

が
ギ

と
目
を
見
開
く

 
そ
の
中
で

一
キ

だ
け
が
動
い
た

そ
の
場
で

を

て
強
く
地
面
を

て

び
上
が

た
の
で
あ
る

 
恐
ら
く

ち
て
来
る

ル
コ
さ
ん
を

け
止
め
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う

そ

ん

ナ
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だ
が

間
に
合
わ
な
か

た

び
上
が

て
彼
女
を

け
止
め
よ
う
と
し
て
い
た
キ

だ

た
が
彼
女
の
体
を

け
止
め
る
よ
り
も
先
に
彼
女
の
体
の
方
が
無
く
な

て
し
ま

た

の
で
あ
る

蒼
い
結

片
が

り
再
び
カ
イ
ン
ズ

の
時
の
よ
う
に

形
も
無
く
四

し
て
し
ま

た

 

然
な
が
ら
彼
女
の
体
は
無
い

後
に
は
逆

が
生
え
た

剣
が

の
上
に
カ
シ

ン
と

を
立
て
て

ち
て
い
る
だ
け
だ

た

 
そ
ん
な
中
キ

は
そ
の
ま
ま

ち
は
せ
ず

の

を

て
対
面
の
家

へ
と

ん

で
行

た

一
体

を
と
そ
れ
を
見
送
れ
ば

と

動
し
た
先
家

の

根
の
上
に
は
キ

で
は
無
い
黒
コ

ト
の
人
影
が
あ

た

的
に

二

の
対
面
だ

た
の
で
も
し

か
す
る
と

ル
コ
さ
ん
を
殺
し
た

剣
を
投

た
の
は
あ
の
黒
コ

ト
な
の
か
と
思

た
そ
う

え
れ
ば
キ

が
そ
ち
ら
へ
向
け
て

ん
で
行

た
の
も

け
る
話
な
の
で
あ
る

 
黒
い
フ

ド
を

て
い
て

は
見
え
な
い
が
平

的
な
男
性
の
身
⻑
は
あ
る
だ
ろ
う
そ
の

黒
コ

ト
の
人
物
へ
と

た
キ

は

手
に
禍

し
い

剣
を
出
現
さ
せ
更
に
自
身
の

に

を

き
上

る
戦
輪
を
出
現
さ
せ
た

る
最
中
に

輪
が
加
速
し
て
黒
コ

ト
へ
と
先

に
向
か
い

追
撃
す
る
形
で
家

の

根
に

地
し
た
キ

が

り
出
す
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黒
コ

ト
は
そ
れ
を
見
て
も
慌
て
る
様
子
も
無
く
⻘
い
結

転

結

を

か
ら
取
り
出

し

手
で
掲

た

紅
色
の

を
引
き
な
が
ら

ぶ
二

の
戦
輪
は

ら
か
な

道
を

い
て

黒
コ

ト
へ
と

た
も
の
の
体
に
直
撃
す
る

前
に

色
の
パ
ネ
ル
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル

コ

ド

に
よ

て
弾
か
れ

力
な
く

路
へ
と

ち
て
い
く

チ
 

て

離
を

め
る
間
に
そ
れ
を
見
た
キ

は
立
て

け
に
背
後
に
旋
風
の
中
か
ら
六

本
の
槍
を
出
現
さ
せ

手
の
小
さ
な
動
き
で
一
気
に
黒
コ

ト
へ
と

ば
し
た

そ
の
六
本
は

全
て
黒
コ

ト
の
体
で
は
無
く
掲

ら
れ
た
転

結

を

て

ん
で
い
た

 
だ
が
そ
の
進
行
を

る
よ
う
に
黒
コ

ト
が

手
を
翳
し
そ
れ
と
同
時
に

手
に
持

て
い
た
転

結

が

け

た

が
す
か

 
結

を
使

し
た
転

は
場

の
特
定
プ
レ
イ

ア
カ
ウ
ン
ト
の
特
定

動
判
定
の

発
生
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
を

む
の
で
二

ど
実

に
そ
の
場
か
ら
消
え
る
ま
で
に
ラ
グ
が

あ
る

そ
の
ラ
グ
の
間
に
攻
撃
を

け
る
と
強
制
キ

ン
セ
ル
に
な
る
事
は
有
名
で
特
に
攻
略

組
の
間
で
は
転

結

を
使

し
た
撤
退
は
タ
イ
ミ
ン
グ
と
フ

ロ

を
し

か
り
し
な
け
れ
ば
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最
悪
死
な
の
で

知
の
事
実

 
そ
れ
を
見
て
こ
の
ま
ま
で
は

ら
れ
る
と
判
断
し
た
キ

は

剣
を
思
い
切
り
振
り
か

ぶ

て
投

超
高
速
で
回
転
す
る

剣
は

ま
じ
い
速

で

た
も
の
の
黒
コ

ト
は

く
し

が
ん
で
そ
れ
を
や
り
過
ご
し
た

こ

の

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
更
に
加
速
し

手
に
黒
色
の

し
た

と
金
色
の
刃
を
持
つ
大

を
出
現
さ
せ
振
り
か

ぶ
り
な
が
ら
突
進
し
た

金
色
の
刃
に
は
黒
と
白
の

を
思
わ
せ
る
オ

ラ
が

わ
り
付
い
て
い

た 
そ
し
て
刃
の
間
合
い
に
入
り

空
間
を
引
き
裂
く
よ
う
に
⻩
金
色
の
大

が
振
る
わ
れ
る
が

一

間
に
合
わ
ず
黒
コ

ト
が
蒼
い
光
に

ま
れ
て
し
ま
う

本
来
斬
ろ
う
と
し
て
い
た
対

は

に
い
な
い
た
め

大

の

ぎ
一
閃
は
た
だ
空
し
く
空
を
切
る
だ
け
に
終
わ

た

う

わ

わ

 
大

の

ぎ
を

大
に
空
振

た
キ

は

根
の
上
と
い
う
不
安
定
な
足
場
と
い
う
事

も
あ

て
突
進
の
勢
い
を
殺
し
切
れ
ず
よ
ろ
つ
き

足
を

み
外
し
て

根
か
ら
真

逆
さ

ま
に

ち
よ
う
と
し
て
い
た
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キ
リ
ト

 
そ
こ
で
最
も

く
動
い
た
の
が
ユ

ち

ん
だ

た

彼
女
は

閃
光

と
呼
ば
れ
る
ア

ち

ん
よ
り
は

力
値
に
ス
テ

タ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

り
振

て
い
た

な
の
だ
が
彼
女
ど
こ

ろ
か

値
極
振
り
の
自
分
を
も
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
速

を

き
出
し
地

を

り

空
気
を

い
て

し
て
い
た

速私
よ
り
速
く
な
い

 
そ
の

り
の
速
さ
に
ク
ラ
イ
ン
と
ア

ち

ん
が

然
と

葉
を

ら
し
て
い
た
が
自
分

も
内
心
で
全
く
同
感
だ

た

予
想
以
上
の
速
さ
に

然
と
し
て
開
い
た

が

が
ら
な
い
程
で

あ
る

 
自
分
達
が

然
と
し
て
い
る
間
に
も
ユ

ち

ん
は

し

キ

が

根
か
ら

ち
て

そ
の
間
に
武
器
は
全
て
光
に

ま
れ
て
消
え
た

地
面
に

突
す
る

前
で
ス
ラ
イ
デ

ン
グ
で
真
下
に

り

み

彼
の
小
さ
な
体
を
し

か
り
と
横

き
で

け
止
め
た

キ
リ
ト

大

あ

あ
あ
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よ
良
か

た

で
も
無

し
な
い
で
よ

手
は
圏
内
で
も

出
来
る

手
な
ん
だ

か
ら
キ
リ
ト
が
殺
さ
れ
ち

う
か
も
知
れ
な
か

た
ん
だ
よ

 
そ
れ
な
の
に
一
人
で
突

ん
で

目
の
前
で
人
が
死
ん
だ
の
を
見
て

に
血
が
上
る
の
も
分
か
ら
な
く
は
無
い
け
ど

も

と
自
分
を

み
て
よ

 
キ

を

き

め
た
ユ

ち

ん
は
静
か
に
怒
気
を
発
し
て
説
教
を
始
め
た

さ

き
の

キ

の
行
動
は
確
か
に

人
を

さ
な
い

と

え
ど
性

過
ぎ
た
し
自
身
の
危
険
を

み
て
い
な
か

た

彼
は
地
下
迷

最

で
遭
遇
し
た
死
神
ボ
ス
と
の
戦
い
で
も
一

死
に

し

て
い
た
ら
し
い
し

か
ら
ず

と
無
理
や
無

を
し

け
て
い
た
か
ら
ユ

ち

ん
も
思

う

が
あ

た
の
だ
ろ
う

ア
ル
ゴ
さ
ん

今

キ
リ
ト
君
が

ま
せ
ん
で
し
た
か

ン

 
お
お

ラ

ち

ん
じ

な
い
カ

キ

な
ら
あ
そ
こ
に
い
る

ん
な

 
二
人
の
や
り
取
り
を

め
て
い
る
と

ド
タ
バ
タ
と
慌
た
だ
し
く
ラ

ち

ん
が
出
て
来
た

そ
の
後
に

く
よ
う
に
し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

デ

ア
ベ
ル
サ

ち

ん
が
出
て
来
た

ど
う
や
ら
シ

ミ

ト
と
ク
ラ
デ

ル
に
は
ま
だ
中
に

る
よ
う
に

て
い
る
ら
し
い
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そ
れ
は
と
も
か
く
ラ

ち

ん
が
慌
て
て
キ

の
事
を

い
て
来
た
の
で
今
も
彼
を
横

き
に
し
た
ま
ま
間
近
で
お
説
教
を
し
て
い
る
ユ

ち

ん
を
親
指
で
指
し
示
す
と
面
白
い
く

ら
い
あ
か
ら
さ
ま
な
反
応
を
し
て

ま

た

ア

ち

ん
と
サ

ち

ん
も

く

な
表
情

で
二
人
を

し
て
お
り
そ
ん
な
様
子
を
一
歩
引
い
た

で
紅
の
聖
騎
士
と

の
騎
士

と

人
が

か
な

み
と
共
に
見
守

て
い
た

む

ま
じ
そ
う
で

よ
り
だ

確
か
に

こ
れ
が
見
れ
る
よ
う
に
な

た
だ
け
で
も
良
か

た

ホ
ン
ト

一

前
で
は

え
ら
れ
な
か

た
事
だ
か
ら
な

で
だ
ろ
う

し
く
は
あ
る
ん
だ
け
ど

直
に
喜
べ
な
い

が
い
る

 
感

深

に

う
四
人
の
声
が

こ
え
た
の
か
ユ

ち

ん
と

て
こ

ち
に
や

て
来

た
キ

が

な
表
情
で
四
人
を
見
上

な
が
ら

た

本
人
か
ら
す
れ
ば
確
か
に

か

も
知
れ
な
い
が
今
ま
で
の
事
を

え
る
と
こ
う
い
う
光

が
見
れ
る
よ
う
に
な

た
だ
け
で

も
進
歩
で
あ
る

 
と
い
う
か

ビ

タ

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た

初
で
は
全
く

え
ら
れ
な
か

た
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事
な
の
で

自
分
達
と
し
て
は
と
て
も

し
い
事
だ

と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
君

話
に

い
た
限
り
で
は

ん
で
い
る

の
君
が

故
こ
う
し
て

に

 
少
し

し
て
い
た
空
気
を
切
り

え
る
よ
う
に
代
表
し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

が
地

面
に

ち
て
そ
の
ま
ま
だ

た
逆

の
あ
る
黒
い

剣
を

う
キ

に
問
い
掛
け
た

 
彼
は
チ
ラ
リ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

を
見
や
り

剣
へ
と

線
を

し

に

の
二

へ
と
目
を
向
け
る

地
下
迷

を
進
む
中
で
ア
ス
ナ
か
ら
あ
る
程

は
話
を

い
た

そ
れ
か
ら
気
に
な

た
事

が
あ

た
ん
だ

そ
れ
を
確
か
め
る

に
来
た
ん
だ
け
ど

か

た
な

と

う
事
は

キ
リ
ト
君
は

ル
コ
さ
ん
に
確
か
め
た
い
事
が
あ

た
と
い
う
事
か
い

ま

他
に
も

つ
か
あ
る
け
ど

シ

ミ

ト
は
中
に

あ
あ

ル
コ
さ
ん
が
殺
さ
れ
た

間
を
目
の

た
り
に
し
た
か
ら
ね

分

え
て
し

ま

て
る
よ

そ
う
か

シ

ミ

ト
に
も
少
し
確
認
し
た
い
事
が
あ
る
ん
だ

悪
い
け
ど
そ
の
部

ま

で

内
し
て
も
ら
え
る
か
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あ

あ
あ

そ
れ
は
構
わ
な
い
が

 
ハ
キ
ハ
キ
と

え
て
い
く
キ

に

彼
と
話
し
て
い
る
デ

ア
ベ
ル
は
少
し
タ
ジ
タ
ジ
と

な

て
い
た

た

た
今
二
つ
目
の
圏
内
殺
人
が

こ

た
の
を
目
の

た
り
に
し
た
に
し

て
は
い
や
に

ち

い
て
い
る
し

ル
コ
さ
ん
に
確
認
し
た
い
事
が
あ

た
と

え
ば

は

シ

ミ

ト
に
確
認
し
た
い
事
が
あ
る
と

て

イ
マ
イ
チ
要

が
得
な
い

 
ま

キ

の

動
が
無
意
味
な
ん
て
事
は
無
い
し
こ
れ
も

か

え
が
あ

て
の
事
だ

と
は
分
か
る
の
だ
が

こ
の
子
は
一
体

に
気
付
い
た
の
だ
ろ
う
か

 
疑
問
は
残
る
が
今
は

い
て
も
教
え
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と
分
か

て
い
た
の
で
デ

ア

ベ
ル
は

直
に
彼
を
シ

ミ

ト
と
ク
ラ
デ

ル
が

る
部

へ
と

内
し
た

ル
コ
さ
ん

が
死
亡
し
た
今
最

外
で

す
る
意
味
も
無
い
の
で
外
に

た
メ
ン
バ

も
中
へ
と
入

て
い
る

 
部

の
中
で
は

フ

に

掛
け
て

を

え

え
て
い
る
シ

ミ

ト
と
そ
の
彼
を

な
表
情
で
見
つ
め
る
ク
ラ
デ

ル
が

近
く
に
立

て
い
る
と
い
う
構

が
広
が

て
い

た

カ
タ
カ
タ
と
体
育
会
系
の
ガ
タ
イ
を
持
つ
重

を

備
し
て
い
る
男
が

え
て
い
る
の

は

か
ら
見
て

に
不
気
味
だ

た

ま

え
て
い
る
か
ら
な
の
は
分
か
る
の
だ
が
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ビ

タ

か

ア
ン
タ
が

ル
コ
さ
ん
や
カ
イ
ン
ズ

と
一
緒
に
⻩
金
林

に

属
し
て
い
た
シ

ミ

ト
か

か
攻
略
で

を
合
わ
せ
た
覚
え
は
あ
る
け
ど
そ
の
時
と
は
違

て
今
は

分
と

え
て
る
な

 
部

に
入

て
来
て

最
初
こ
そ
黒
い
コ

ト
を

界
に
収
め
て
ビ
ク
リ
と

え
た
も
の
の

そ
れ
を

て
い
る
の
が
キ

だ
と
分
か
る
や

や

と
息
を

い
た

蔑
称
を

に
す
る
そ

の
気
勢
も

今
は
見
る
影
も
無
く

え
て
し
ま

て
い
る

 
そ
ん
な
彼
を
見
て

キ

は

を
思

た
の
か

発

い
の

葉
を
放

た

そ
れ
を

け

シ

ミ

ト
は

を
背
け
る

お
前
に
は
分
か
ら
ん
さ

ル
コ
を
殺
し
た
あ
の
コ

ト
の

が

か
分
か
ら
な
い

い
や

殺
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
恐
怖
が
分
か
ら
な
い
お
前
に
は
な

分
な

い

だ
な

が
常
日

か
ら
命
を

わ
れ
て
い
る
事
を
知
ら
な
い

が
無
い
と
思

う
ん
だ
け
ど
な

ま

そ
れ
は
い
い
ん
だ

ア
ン
タ
に
は
グ
リ
ム
ロ

ク
の
手
掛
か
り

に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
い
た
い

グ
リ
ム
ロ

ク
の

 

故
だ
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し
む
よ
う
に
問
う
シ

ミ

ト
に
キ

は
メ
ニ

を

作
し
ス
ト
レ

ジ
に
格

し
て
い
た
二
つ
の
武
器
を
取
り
出
し
た

ど
ち
ら
も
黒
く

め
ら
れ
て
い
る
武
器
で

槍
と

剣

逆

の
生
え
た
そ
れ
ぞ
れ
カ
イ
ン
ズ

と

ル
コ
さ
ん
が
殺
さ
れ
た

に
使

さ
れ
た

武
器
だ

た

 
キ

は
そ
れ
を
シ

ミ

ト
の
前
の
テ

ブ
ル
へ
と
無

作
に
放
る

ガ
シ

ガ
シ

と

無
骨
な

が

き

そ
の
武
器
が

か
知

て
い
る
シ

ミ

ト
が
ビ
ク
リ
を
体
を

わ
せ
た

キ

は
シ

ミ

ト
へ
と
歩
い
て
近
寄
り

自
分
達
は
そ
れ
を
動
か
ず
に
見
守
る

そ
の

槍
と

剣
は
そ
れ
ぞ
れ
カ
イ
ン
ズ

と

ル
コ
さ
ん
の
二
人
の
殺

で

さ
れ
て

い
る

ど
ち
ら
も

属
性
に
よ
る
継

ダ
メ

ジ
判
定
が
発
生
し
更
に
は
逆

が
付
い
て
い

る
と
い
う
対
人
戦
闘
を
前

と
し
た
武
器
だ

同
時
に

こ
の
二
つ
を
鍛
え
た
の
は

グ
リ

ム
ロ

ク

な
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
さ

き

て
ス
ト
レ

ジ
に
収
め
る

に
キ

は

定
ス
キ
ル
を

い

て
武
器
を

べ
て
い
た
ら
し
か

た

彼
も

独
で
行
動
し
て
い
る
以
上
は
未

定
ア
イ
テ
ム
に

遭
遇
す
る
し

恐
ら
く
そ
れ
を

え
て

得
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
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し
か
し
う

す
ら
と
予
想
は
し
て
い
た
が
あ
の

剣
も
グ
リ
ム
ロ

ク
が
鍛
え
た
と
い

う
の
に
は

い
た

は
グ
リ
ム
ロ

ク
本
人
を
知
ら
な
い
人
格
も
ど
う
い
う
人
と
な
り
で
ど
ん
な
事
を

み

う
の
か
も
知
ら
な
い

だ
が
少
な
く
と
も
二
人
の
殺

に
使

さ
れ
た
こ
の
武
器
が
ど
ち

ら
も
グ
リ
ム
ロ

ク
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
事
実

属
性
ダ
メ

ジ
が
モ

ン
ス
タ

に
は
非
有

的
で
対
人
戦
闘
で
こ
そ
真
価
を
発

す
る
と
い
う
の
は
ア
ン
タ
も
知

て
い
る

が

い
た
い
事

分
か
る
か

グ
リ
ム
ロ

ク

が
二
人
を
殺
す
事
に

わ

て
い
る

可
能
性
と
し
て
は

定
出
来
な
い
な

さ

き
の
黒
コ

ト
の
人
物
が

し
た
可
能
性
も
あ
る

し
あ
る
い
は
グ
リ
ム
ロ

ク
自
身
が
あ
の
黒
コ

ト
の
人
物
な
の
か
も
知
れ
な
い

と

に
か
く

本
人
で
無
い
な
ら
こ
の
武
器
の
作
成
依
頼
を

が
し
た
の
か
特
定
し
た
い

だ
か
ら

グ
リ
ム
ロ

ク

が

る
だ
ろ
う
場

あ
る
い
は
よ
く

れ
る

と
か
を
教
え
て
欲
し
い

シ

ミ

ト

 

え
を

て
も
返
事
が
無
い
事
に
疑
問
を
覚
え
た
の
か
キ

は
重

を

た
男
の
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を

い
て
反
応
を
得
よ
う
と
す
る
が

し
か
し
シ

ミ

ト
は

に
反
応
し
な
い

 
い
や
カ
タ
カ
タ
と

え
て
い
た
彼
は
今
は
も
う
ガ
タ
ガ
タ
と
更
に
そ
の

え
を
大
き
く
し

て
い
た

え
が
さ

き
よ
り
も
増
し
て
い
る
の
だ

さ

き
の
黒
い
コ

ト
の

は

少
な
く
と
も

グ
リ
ム
ロ

ク

さ
ん
じ

な
い

故
そ
う

え
る
ん
だ

あ
の
人
は
も

と
背
が
高
い
ん
だ

暗
く
て
見
え

か

た
が

明
ら
か
に
あ
の
人
よ
り
背

が

か

た

だ
か
ら
違
う

な
る

ど

 
こ
の
世
界
は
作
成
ア
バ
タ

じ

な
い
し
成
⻑
な
ん
か
も
反

さ
れ
な
い
か
ら
身
⻑
が
変
わ

る
事
な
ん
て
あ
り
得
な
い

そ
れ
を

ま
え
れ
ば
シ

ミ

ト
が

う
事
は
確
か
な
根

と

え

る
だ
ろ
う

キ

も
そ
れ
を
理
解
し
た
よ
う
で

得
の
表
情
で

い
て
い
た

身
⻑
を
引
き
合

い
に
出
さ
れ
て
は
違
う
と

う
の
も
道
理
で
あ
る

 
し
か
し

シ

ミ

ト
は
そ
こ
で

葉
を
止
め
な
か

た

そ
れ
に

あ
の
コ

ト
は

グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
の
な
ん
だ

だ
か
ら
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ル
コ
の

も

て
た

も
し
か
し
た
ら
リ

ダ

が
化
け
て
出
た
ん
じ

な
い
か

て

自
分
を
殺
し
た

を
殺
す
ま
で

ギ
ル
ド
メ
ン
バ

を
殺
し
て
回
る
ん
じ

な
い
か

て

ア
イ
ツ
は
死
ぬ
直
前
に
そ
う

て
て
そ
し
た
ら
殺
さ
れ
て

あ
あ
そ
う

い
え
ば
あ
の
コ

ト
の

の
背
も
リ

ダ

ぐ
ら
い
だ

た

ア
レ
は
ア
レ
は
リ

ダ

が

グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
が
化
け
て
出
た
に
違
い
な
い
ん
だ
は
は

霊
な
ら
圏
内
だ
ろ
う
と

な
い
よ
な

 
間

的
と
は

え

も

わ

て
る
ん
だ

す
ぐ
に

を
殺
し
に
や

て

来
る
に
違
い
な
い

 
殺
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
恐
怖

後
ろ
暗
い
過
去

そ
し
て
目
の
前
で
か
つ
て
の

間
が

圏
内

で
殺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
シ

ミ

ト
の
心
が

え
ら
れ
な
く
な

た
の
か

狂

た
よ
う
に

い
声
を
上

な
が
ら

う

そ
の
様
は

し
く
思
わ
ず

を

め
て
し
ま

う
程
だ

た
く
だ
ら
な
い

 
そ
こ
で
狂

を
上

る
シ

ミ

ト
を
無
感
情
に
見
つ
め
て
い
た
キ

が
ポ
ツ
リ
と

ら

す

そ
し
て

に
テ

ブ
ル
に
近
付
き

槍
を
逆
手
で
持
ち
上

勢
い
よ
く
テ

ブ
ル
へ
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と
振
り
下
ろ
し
た

ガ
ン

 
と

い

を
上

て
木
製
の
テ

ブ
ル
に

槍
が

突
き
立
て
ら
れ

色
の
不
死
属
性
を
示
す
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が
パ
ネ
ル
に
表
示
さ
れ

る 
そ
の

を

い
て

シ

ミ

ト
は

 
と

え

れ
た
声
を
発
し
た

今
の
は
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
だ

の
こ
の
ア
バ
タ

も

の
家

も
そ
し
て
こ
の
槍
と

剣
も
全
て
が

子
演

機
器
に
よ
る
演

に
よ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
ポ
リ
ゴ
ン
の
集
ま
り
だ

こ
の
仮
想
世
界
で

達
が
見

き
し
て
触
れ
て
い
る
全
て
が
デ

タ
の
集
合
体

ル
コ

さ
ん
に
カ
イ
ン
ズ

そ
し
て

の
猛
攻
撃
に
対
し
て
圏
内
メ

セ

ジ
を
出
現
さ
せ
転

結

で

を
晦
ま
せ
た
あ
の
黒
コ

ト
も
こ
の
世
界
で
ア
バ
タ

を
動
か
し
て
い
る
生
き
た

人
間
プ
レ
イ

だ

仮
に
あ
の
黒
コ

ト
が

霊
だ

た
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
デ

タ
の
武
器

や
転

結

に
頼
る
必
要
性
が
無
い
し

意
味
も
無
い

シ
ス
テ
ム
に
護
ら
れ
る

も
無
い

そ
ん
な
の
分
か
ら
な
い
だ
ろ

 
こ
の
世
に
は

も
知
ら
な
い
事
だ

て
あ
る
し

霊
だ

て
実
在
す
る
か
も
知
れ
な
い
ん
だ
ぞ

 

や

⻩
金
林

に
恨
み
を
持

て
リ

ダ

が
化
け
て
出
た
可
能
性
だ

て
あ
る

 
キ

の
理
路
整
然
と
し
た

い
分
を
シ

ミ

ト
は
感
情
的
に
恐
怖
か
ら

る
か
の
よ
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う
に
怒
鳴

て

い
返
し
た

そ
れ
に
対
し
キ

は

で

う

ど
こ
か
昏
い

で
眼
前

の
男
を
哀
れ
み

見
下
す
よ
う
に
見
な
が
ら

は

化
け
て
出
る

 
恨
み
で

 
怨
霊
に
な

て
か

 
そ
れ
を

に

う
の
か

ビ

タ

と
呼
ば
れ

レ

ド
ギ
ル
ド

う

を

い
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
よ
り
も
悪
名
高

く
あ
の
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

を

数
以
上
を
殺
し
た

に
対
し
て

う
の
か
と
そ
う

て

る
ん
だ
よ

本

に
恨
み
で
化
け
て
出
ら
れ
る
な
ら

な
ん
て
一
体

百
の
死
者
を
怨
霊
と
し

て
見
て
な
い
と
い
け
な
い
と
思

て
い
る

は

ビ

タ

だ

の
出
来
損
な
い
だ

恨
み
な
ん
て
ア
ン
タ
以
上
に

て
る
ん
だ
よ

か
ら

わ
せ
て
も
ら
え
ば

と
し
か

い

よ
う
が
無
い
な

な

お
前

 
キ

の

い
様
に
一
発
で

し
た
シ

ミ

ト
が
怒
り
の
形

で
立
ち
上
が

て

み

掛
ろ
う
と
し
た

 

間
キ

は
テ

ブ
ル
の
上
に

か
れ
た
ま
ま
だ

た

剣
を

の
逆
手
で
取
り

り

来
る
シ

ミ

ト
に
神
速
で
振
る

た

そ
の
武
器
が
圏
内
で
も
殺
し
得
る
危
険
性
を
秘
め
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た
代
物
で
あ
る
と
知

て
い
る
シ

ミ

ト
は

み
止
ま
ろ
う
と
す
る
が
そ
れ
も

く
黒
い

刃
が
シ

ミ

ト
の

を

え
る

 
直
後
ガ

ン

 
と
い
う
破
裂

と
光
が
暗
く
な

て
き
た
来
た

内
を

た
し
シ

ミ

ト
の
大
き
な
体
が
後
ろ
へ
と

ら
つ
く

倒
れ
る
の
を

ん
だ
彼
の
体
の
前
に
は

ア
ン

チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド

を
示
す

色
の
パ
ネ
ル
が
出
現
し
て
い
た

 
そ
れ
を
見
て

ま
る
シ

ミ

ト
に
キ

は
黒
い

剣
を

手
に
持
ち
直
し
て
切

先
を

向
け
た

良
い
か
こ
れ
が
現
実
だ

こ
こ
は
圏
内

そ
し
て
こ
の
剣
も

が
持
て
て
あ
ん
た
の
体

を

ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド

が
保
護
し
て
い
る
事
を
示
す
パ
ネ
ル
が
出
現
し
た
事
か
ら

シ
ス
テ
ム
に
よ

て
デ

タ
で
構

さ
れ
た

剣
で
あ
る
事
は
理
解
出
来
た

だ

こ
の
剣
は

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
シ
ス
テ
ム
的
に
認
め
ら
れ
た
デ

タ
の
集
合
体
な
ん
だ
よ

ア
ン
タ
は
本

に

霊
だ
と
か
オ
カ
ル
ト
的
存
在
が
こ
の

学
的
な
世
界
で
デ

タ
の
武
器
を
使

て
復
讐
を
し

て
い
る
と
思
う
の
か

可
能
性
の
一
つ
と
し
て

あ
る
か
も
知
れ
な
い
だ
ろ
う

無
い
な

断

し
て
も
良
い

現
実
世
界
で
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
こ
の
ゼ
ロ
と
一
の
二
進
数
で
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し
か
構
成
さ
れ
て
い
な
い
極
め
て

学
的
な
世
界
に
そ
ん
な
オ
カ
ル
ト
的
な
存
在
は
無
い

ア

ン
タ
の
そ
れ
は
現
実
か
ら
目
を

ら
し
て
い
る
だ
け
た
だ

て
い
る
だ
け
だ

仮
に
怨
霊
が

存
在
す
る
と
す
れ
ば
ま
ず
真

先
に

を

い
殺
し
に
来
る
だ
ろ
う
者
を

は
一
人
知

て
い

る

こ
の
世
界
で

が
最
も
憎
ま
れ
て
い
る
の
か
と
も
す
れ
ば
デ
ス
ゲ

ム
化
さ
せ
た
者
以
上

に
憎
悪
さ
れ
て
い
る
の
が

な
の
か

そ
れ
を
知
ら
な
い

じ

な
い

だ

 
逆

が
付
い
た
黒
い

剣
を
突
き
付
け
ら
れ
た
ま
ま
の
会
話
そ
れ
は
終
始
キ

に
よ
る

な
主

が

い
て
い
た

シ

ミ

ト
の
表
情
は
苦
み
切

た
も
の
対
す
る
キ

は
ど

こ
か
苛
立
ち
を

ん
だ
も
の
だ

た

こ
の
圏
内
事
件
は

ら
か
の
人

的
な
ロ
ジ

ク
が
絡
ん
で
い
る
と

は

ん
で
い
る

そ
れ
が
圏
内

を
可
能
と
す
る
未
知
の
ス
キ
ル
な
の
か

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
に
よ
る
も
の
な

の
か
あ
る
い
は
バ
グ
を

し
た
も
の
な
の
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い

だ
が
少
な
く
と
も

霊
な
ん
て
も
の
は
絶
対
あ
り
得
な
い
し

死
ん
だ
人
間
が

て
来
る
事
も
無
い

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で

お
前
は

生
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入
れ
た
と

い
た
が

 

り
出
す
よ
う
な
声
で

シ

ミ

ト
は
キ

の
ト
ラ
ウ
マ
と
も

え
る
事
を

に
し
た
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ピ
ク

と
黒
い

剣
の
切

先
が
一

揺
れ
る

あ
あ
ア
レ
か

ア
レ
は
目
の
前
で
死
ん
だ
プ
レ
イ

を
十

以
内
で
あ
れ
ば

生
出

来
る
も
の

過
去
の
人
間
を

ら
せ
る

じ

無
か

た

故
に
死
ん
だ
人
間
は
還

て
来

な
い

そ
れ
を
使

て
い
れ
ば

も
し
か
す
る
と

ル
コ
を
救
え
た
か
も
知
れ
な
い

か
も
な

だ
け
ど
た
だ
の
一
時

ぎ
だ

手
の
出
方
は
お
ろ
か
目
的
す
ら
も
不
明
で
更
に

は
明
ら
か
に
殺
意
を
持

て
殺
し
に
掛
か

て
い
る
の
に

も
解
決
し
て
い
な
い
状

で

生

し
て
も
意
味
が
無
い

大
体

に
親
し
く
も
無
い

手
に
そ
ん
な

重
な
物
を
使
お
う
と
は
思
わ

な
い
な

お
前

 
ぎ
り

と
シ

ミ

ト
が
⻭

り
を
す
る

そ
れ
に
対
し

キ

は
目
を

め
た

己
的
な
ビ

タ

に

を

合
の
良
い
事
を
求
め
て
い
る

そ
も
そ
も
十

間
で
も

生
が
可
能
な
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム
使
う
な
ら
攻
略
に

立
た
な
い
中
層
プ
レ
イ

よ
り
攻

略
組
に

属
し
て
い
る
中
で
も

と
も

え
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ
達
に
使

た
方
が
ま
だ

有
意
義
だ

そ
ん
な
事
も
分
か
ら
な
い
の
か
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親
し
い

が

な
い
お
前
に
は

分
か
ら
な
い
事
だ

 
憎

し

に

を
歪
め
る
シ

ミ

ト
が

に
し
た
事
に

キ

は
一

目
を

せ
た

 
そ
れ
も
本

に
一

で

の

間
に
は
再
び
目
を
開
き

手
を
見
下
し

発
す
る
ビ

タ

と
し
て
の

に

て
い
た
が

そ
う
だ
な

血
の
繋
が

た
家

に
す
ら
捨
て
ら
れ
た

に
は

遠
に
分
か
ら
な
い
感
情
だ
ろ

う

逆
に
あ
ん
た
に
も
分
か
ら
な
い

だ

血
の
繋
が

た
家

に
捨
て
ら
れ
た

の
想
い
は

お

い
様
だ

話
が

れ
た
な

つ
ま
る
と
こ
ろ

は
こ
の
圏
内
事
件
は
人

的
に
プ
レ
イ

に
よ

て

こ
さ
れ
た
も
の
だ
と

え
て
い
る

そ
こ
に
は
⻩
金
林

と
こ
の

剣
と
そ
こ

の

槍
を
鍛
え
た
グ
リ
ム
ロ

ク
が
絶
対
的
に

与
し
て
い
る
と
も

だ
か
ら
シ

ミ

ト

ア
ン
タ
に
は
以
前
グ
リ
ム
ロ

ク
が

れ
て
い
た
場

や

設

⻩
金
林

に

属
し
て
い

た
プ
レ
イ

の
ス

ル
を
全
て
を

部

に
備
え
ら
れ
て
い
る
羊

紙
に
書
い
て
も
ら
い
た

い
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良
い
だ
ろ
う

だ
が
グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん
が
よ
く

れ
て
い
た
場

は
一
つ
し
か
知

ら
な
い
し

今
も
そ
こ
に
行

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

そ
こ
は
忘
れ
る
な
よ

 
キ

の
頼
み
を
そ
う
前

き
し
て

け
入
れ
た
シ

ミ

ト
は
部

の

に
設

さ
れ
て

い
る

ン
を
手
に
取
り
同
じ
く
設

さ
れ
て
い
た
羊

紙
に
サ
ラ
サ
ラ
と

ン
先
を
流
れ
る

よ
う
に

ら
せ
る

 
す
ぐ
に
書
き
終
え
た
そ
れ
を

シ

ミ

ト
は
キ

へ
し

か
り
手

し
た

こ
れ
で
も
う

は

済
み
だ
ろ
う

悪
い
が

は
本
部
へ
帰
ら
せ
て
も
ら
う

⻑

⻑

構
い
ま
せ
ん
か

う
む

ク
ラ
デ

ル
君
君
も
シ

ミ

ト
君
と
共
に
本
部
へ

り
た
ま
え

彼
が

わ

れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
以
上
は
一
人
で
帰
す

に
も
い
か
な
い

護
衛
が
必
要
だ

了
解

し
ま
し
た

シ

ミ

ト
さ
ん

道
中

気
を
付
け
て

は
い

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

と
ア

ち

ん
に

を
し
部

を
退
出
す
る
前
に

こ
り
と
礼
を

し
て
シ

ミ

ト
は
帰

に

い
た

そ
れ
を
追
う
よ
う
に
不
承
不
承
と
い
う
感
じ
の
ク
ラ
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デ

ル
も
付
い
て
行

た

 
大
剣
使
い
が

を

め

く
経

て
も
部

の
中
は

が

ち
て
い
た

行

た
か

 
い
や
に

ち

か
ず
そ
れ
で
い
て
破
る
事
が

わ
れ
る

気
の

を
最
初
に
破

た

の
は
そ
の

気
を
出
し
て
い
た
キ

自
身
だ

た

や

と

の
力
が

け
ら
れ
る
と

わ
ん
ば
か
り
の
面
持
ち
で

息
を

き
な
が
ら
そ
う

を
開
い
て

た

や

や
し
た

か

し
振
り
に
見
た
気
が
す
る
よ

キ
リ
ト
の

ビ

タ

演
出

 
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
一
番
に

を
開
い
た
の
は
ユ

ち

ん
だ

た
彼
女
も
ま
た

息
を

き

な
が
ら
安

し
た
よ
う
に

う

 
ビ

タ

と
し
て
他
者
を
見
下
し

発
す
る

己
的
な

動
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
る

キ

を
見
る
の
は
決
し
て
初
め
て
で
は
無
い
む
し
ろ
第
一
層
の

か
ら
の
付
き
合
い
な
の
だ

か
ら
最
も
⻑
く
見
て
い
る
と

て
も
良
い
の
だ
が
や
は
り

を
見
知

て
い
る
と
違
和
感
を

覚
え
て
し
ま
う

特
に
最
近
は
攻
略
会
議
に
出
な
く
な

て
い
て
ボ
ス
戦
で
し
か

見
な
い

事
も
あ

て
そ
れ
に

車
が
掛
か

て
い
る
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ま

や

や
し
た
原
因
は
そ
れ
だ
け
で
は
無
い

彼
の
ト
ラ
ウ
マ
で
も
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
の

生
ア
イ
テ
ム
の
話
そ
し
て
最
た
る
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
ろ
う
血

に
捨
て
ら
れ
た
話

が
出
た
の
だ
タ
ブ

と
も

え
る
話

が
出
た
の
だ
か
ら
彼
の
味
方
で
あ
る
自
分
達
と
し
て
は

心
中
穏
や
か
で
は
無
か

た

 

論
あ
ん
な

い
回
し
に
な

て
い
た
事
に
も
理
由
が
あ
る
の
は
分
か

て
い
る

こ
こ
に

は
キ

の
事
を
よ
く
知
ら
な
い
シ

ミ

ト
の
他
に
ク
ラ
デ

ル
も

た
か
ら
キ

も

ビ

タ

の
仮
面
を

ら
ざ
る
を
得
な
か

た
の
だ

そ
れ
で
も
本

に

や

や
さ
せ
ら

れ
た
が

と

う
か

か
や
り
過
ぎ
な
感
も

め
な
か

た
が

ま

剣
で
斬
り
掛
か

た
の
は
多
少
や
り
過
ぎ
た
か
な

と
は
思

て
る
け
ど

あ
れ

く
ら
い
し
な
い
と
説
得
出
来
そ
う
に
無
か

た
ん
だ
よ

そ
も
そ
も
怨
霊
な
ん
て
本

に

る

が
無
い
だ
ろ
う
に

そ

そ
う
だ
よ
ね

霊
な
ん
て

る

無
い
わ
よ

 
う
ん

そ
う
い
え
ば
ア

ち

ん

て

お
化
け
と
か
苦
手
だ

た
よ
ネ

あ

第
六
十
五
層
と
第
六
十
六
層
の
攻
略

ア
ス
ナ
は
結
構

ん
で
た

け
な
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ア

ち

ん
は
親
し
い
者
で
あ
れ
ば

も
が
知
る
お
化
け

い
な
の
で

霊
迷

で
有
名
な

二
つ
の

層
の
攻
略
は

か
と
つ
け
て

ん
で
い
た
と
い
う
経
歴
が
あ
る

ま

が

り
過
ぎ
だ

た
の
で

か
ら
は
こ
れ
を
機
に

ん
で
く
れ
と

わ
れ
て
い
た
ら
し
く
特
に
不

を
持
た
れ
て
は
い
な
い
ら
し
い

 
そ
ん
な
事
を
思
い
出
し
て
い
る
と
そ
れ
を
断
ち
切
る
よ
う
に
キ

が
そ
れ
は
と
も
か
く

と

を
開
い
た

こ
れ
で
取
り
た
い
確
認
は
全
部
取
れ
た

そ
う
い
え
ば
キ
リ
ト
君

に
入
る
前
に
も
そ
ん
な
事
を

て
た
け
ど

結

君
は

に
気
付
い
た
の

こ
の
中
で

ル
コ
さ
ん
と
フ
レ
ン
ド
登
録
を
し
て
い
る
人
が

る
な
ら
リ
ス
ト
を
確
認
し
て

み
る
と
い
い

 
ア

ち

ん
の
問
い
に
不
明

で
意

が
分
か
ら
な
い

え
を
返
す
キ

確
認
す
る
も

も

に
さ

き
死
亡
し
た
の
だ
か
ら
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
に
あ
る
彼
女
の
名
前
も
グ
レ

に
な

て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
今

の
対
話
で
フ
レ
ン
ド
に
な

た
自
分
と

日
な

て
い
た
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ア

ち

ん
の
二
人
で
メ
ニ

を
開
い
て
リ
ス
ト
を
確
認
す
る

 
ズ
ラ

と

ぶ
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の
中
か
ら

と
新

で
登
録
さ
れ
て
上
の
方
に
あ

た
彼

女
の
名
前
を
発
見
す
る

そ
の
色
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
状

を
示
す
グ
レ

で
は
無
く
ダ
イ
ブ

中
を
示
す
白

つ
ま
り
は
生
存
状

を

持
し
て
い
た

え

 

て

ル
コ
さ
ん

ま
だ
生
き
て
る

え

 
ア
ス
ナ

そ
れ
ホ
ン
ト
な
の

 
さ

き
明
ら
か
に
死
ん
で
た
よ
ね

 
死
亡
エ

フ

ク
ト
も
見
た
し

も
無
く
な

て
た
し

う

う
ん

キ
リ
ト
君

こ
れ
は
一
体

 
動
揺
の
中
で
ア

ち

ん
が
問
い
掛
け
る
と
キ

は
さ

き
と
は
違

て
ア

サ
リ
と
話

し
て
く
れ
た

 
彼
が
そ
も
そ
も
こ
の

層
に
来
た
き

か
け
は
カ
イ
ン
ズ

が
死
亡
し
た
時
に
見
た
エ
フ

ク
ト
が
気
掛
か
り
だ

た
か
ら
ら
し
い

論
最
初
か
ら
気
付
い
た

で
は
無
く
事
件
直
後
の

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

を
中
心
と
し
た
話
し
合
い
の
最
中
に
気
が
付
い
た
事
だ

た
と
い
う

 

常
プ
レ
イ

や
エ
ネ
ミ

の
死
亡
エ
フ

ク
ト
と
は
ア
バ
タ

が
発
光
し
て
か
ら
蒼
い

結

片
へ
と

る
が
カ
イ
ン
ズ

の
時
は
蒼
い
光
に

ま
れ
更
に

に
欠
片
が

て
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が
消
え
る
と
い
う
か
な
り
あ
べ
こ
べ
な
上
に
不
必
要
な
エ
フ

ク
ト
も

ざ

て
い
た

そ
れ

が
引

掛
か
り

ル
コ
さ
ん
が

わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
ア

ち

ん
か
ら
伝
え

い

た
彼
は
一

ホ

ム
へ
リ

フ

ち
達
と
共
に

た
後
こ
ち
ら
へ
向
か

て
来
た

目

的
は

ル
コ
さ
ん
が
死
ぬ
と
き
の
エ
フ

ク
ト
を
見
る
あ
る
い
は
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
見
せ
て

も
ら

た
カ
イ
ン
ズ

が
本

に
死
ん
で
い
る
か
を
確
認
す
る
事

 
た
だ
し
後
者
は
強
情
に

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

そ
の
た
め
死
亡
時
の
エ
フ

ク
ト
を

見
る
事
に
し
た

そ
れ
で
も
本

に
死
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
だ
か
ら
護
ろ
う
と
は
思

て
い
た

の
だ
が
そ
も
そ
も
気
を
付
け
よ
う
と
し
た

先
に
事
が

こ

て
し
ま

た
た
め

は
黒
フ

ド
の
人
物
を

え
よ
う
と
躍

に
な

た

結

そ
れ
に
も
失

し
た
の
だ
が

 
結

は

ル
コ
さ
ん
の
ア
バ
タ

を

む
エ
フ

ク
ト
を
見
て
目
的
は
達
し
て

確
信
を

持
て
た

 
し
か
し
ま
だ
確
証
を
得
た

で
は
無
い
の
で
今

は
指
輪
事
件
に

わ
り
が
あ
る
シ

ミ

ト
に
揺
さ
ぶ
り
を
掛
け
手
掛
か
り
と
な
る
情
報

す
な
わ
ち
⻩
金
林

メ
ン
バ

の
ス

ル
一

と

グ
リ
ム
ロ

ク
が
行
き
付
け
だ

た

の
情
報
を
入
手
す
る
事
に
し
た

た
だ

が
本

に
必
要
と
し
て
い
た
の
は
メ
ン
バ

八
人
の
内

た

た
一
人
の
ス

ル
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だ

た
ん
だ
け
ど
な

で

こ
れ
を
見
て
確
信
し
た

 
そ
れ
が

な
の
か
気
に
な
る
と
そ
れ
を
見
越
し
た
か
の
よ
う
に
こ
ち
ら
に
シ

ミ

ト
が
情

報
を
書
い
た
羊

紙
を
差
し
出
し
て
き
た

そ
れ
を

け
取
り

で
目
を

す

特
に
お
か
し
な
と
こ
ろ
は
無
い
け
ど

Ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｅ
ｌ
ｄ
ａ

Ｇ
ｌ
ｉ
ｍ
ｌ
ｏ
ｃ

Ｙ
ｏ
ｌ

ｏ

Ｃ
ａ
ｙ
ｎ

ん

 
あ
れ

 
姉
ち

ん

ル
コ
さ
ん
か
ら

い
て
た
カ
イ
ン
ズ
さ
ん
の
ス

ル

て

こ

れ
で
合

て
た

け

 
確
か

が
イ
ニ
シ

ル
に
な

て
な
か

た

そ
う
ね

確
か
に
そ
う
だ

た
わ

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
事

 
も
し
か
し
て

キ
リ
ト
君
が
必
要
と
し
て
い
た
情
報
は
こ
れ
な
ん
で
す
か

あ
あ

 
五
文

中
三
文

も
ス

ル
が
異
な
り

更
に
は
イ
ニ
シ

ル
ま
で
異
な

て
い
る
事
か
ら

恐
ら
く
は

ル
コ
さ
ん
が
故
意
で
違
う
ス

ル
を
教
え
て
来
た
の
だ
と

え
ら
れ
る

し
か
し
な

が
ら

そ
の
意

が
不
明

 
キ

は
カ
イ
ン
ズ

の
死
亡
エ
フ

ク
ト
に
疑
念
を

い
た
時
点
で

に

ル
コ
さ
ん
が

か
絡
ん
で
い
る
と

ん
で
い
た

そ
も
そ
も
食
事
に
来
た
の
に
圏
外
へ
行

て
い
る

も
無
い
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し
人
と
一
緒
な
の
だ
か
ら
デ

エ
ル
を

け
る

も
無
い
更
に
は
そ
ん
な
カ
イ
ン
ズ

か
ら

ル
コ
さ
ん
が
離
れ
る
の
も

不
自
然
な
話

そ
の
た
め

と

い

で
彼
女
が
圏
内

事
件

に

ん
で
い
る
と

に
予

を
立
て
て
い
た

 
し
か
し
な
が
ら

カ
イ
ン
ズ

と
い
う
プ
レ
イ

が
死
亡
し
て
い
る
の
は

黒
鉄

に

あ
る
生
命
の

で
も

に
確
認
済
み

そ
こ
が

一
引

掛
か

て
い
た
の
だ
が
そ
の
謎

を
解
く
手
掛
か
り
と
な

た
の
が

日
の
晩
に
あ

た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
徴
税
部

隊
と
の
や
り
取
り

そ
の
中
で
キ

は

初

み
は
同
じ
だ
が
ス

ル
が
違
う
別
の
キ
リ
ト

と
判
断
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

 
こ
の
世
界
で
は
ス

ル
が
全
て
同
じ
プ
レ
イ

は
一
人
と
し
て
存
在
し
な
い
が
ス

ル
こ

そ
違
え
ど

み
が
同
じ
プ
レ
イ

が
存
在
す
る

 
な
ら
ば
も
し
か
す
る
と

ル
コ
さ
ん
は
正
に
そ
の
パ
タ

ン
の
別
人
の
ス

ル
を
教
え
て

来
た
の
で
は
な
い
か
と

え
た

と
な
れ
ば

こ
の

が
イ
ニ
シ

ル
の
カ
イ
ン
ズ

が
死
亡

し
た
時
間
死
亡
原
因
に
合
わ
せ
て
圏
内
事
件
を
演
出
し
た
の
で
は
な
い
か

そ
う

え
る

と

全
て
に
辻
褄
が
合

て
来
る

 
こ
こ
で
シ

ミ

ト
が
書
い
た
ス

ル
を
確
認
す
る
ま
で
は
確
証
が
無
か

た
た
め
話
さ
な
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か

た
が
確
認
が
取
れ
た
の
で

ル
コ
さ
ん
は
恐
ら
く
黒
そ
し
て
同
様
の
消
え
方
を
し
た
事

か
ら
十
中
八
九
カ
イ
ン
ズ

も
黒
で
生
存
し
て
い
る
と
確
信
し
こ
う
し
て
話
す
事
に
し
た
の
だ

と
い
う

 
つ
ま
り
ま
ず
間
違
い
な
く
圏
内
事
件
と
は
見
た
目
だ
け
の
ブ
ラ
フ
で
あ
り
実

に
は

一
人
と
し
て
死
ん
で
な
い
虚
構
の
騒
動

あ
の
二
人
が
引
き

こ
し
た
だ
け
の
演
出
で
あ
る
と

い
う
事
だ

恐
ら
く
あ
の
二
人
は
⻑
ら
く

絡
を
取

て
な
か

た
グ
リ
ム
ロ

ク
に

触
し
て
今

回
の
こ
の
武
器
作
成
を
依
頼
し
た
ん
だ
ろ
う

じ

あ

さ

き
の
黒
い
コ

ト
の
人

て

ま
ず
間
違
い
な
く
カ
イ
ン
ズ

だ
ろ
う
な

で
必
然
的
に
カ
イ
ン
ズ

死
亡
事
件
の
時
に
見

た

て
い
う

ル
コ
さ
ん
の
発

は
虚
偽
だ
ろ
う

の

破
を
や
り
過
ご
せ
ら
れ
る
程
の
や
り

手
と
も
思
え
な
い
し

な
る

ど

て
ち

ち

と

て
下
さ
い

そ
う
な
る
と
色

と
前

が
狂

て
来
る
ん
で
す
が

私
達
は

圏
内
事
件

の

人
は
グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん

指
輪
事
件

の

人
は
そ
れ
以
外
だ
と

え
て
い
た
ん
で
す
が

圏
内
事
件

が
あ
の
お
二
人
に
よ
る
仕
業
だ
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と
な
る
と

指
輪
事
件

の

人
は

に
な
る
ん
で
し

う
か

は
十
中
八
九
グ
リ
ム
ロ

ク
だ
と
思

て
る

直

手
を
下
し
て
は
い
な
く
と
も

シ

ミ

ト
を

し
た
の
は
間
違
い
な
く
あ
の
鍛
冶
師
だ
ろ
う

そ
う
で
な
い
と
結

し
て
る
グ
リ

セ
ル
ダ
さ
ん
が
死
亡
し
た
後

指
輪
が
ど
こ
に
い

た
の
か

て
い
う
話
に
な
る

あ
あ

こ
れ
は

点
だ

た
な

え

ト

ど
う
い
う
事
な
ん
ダ

 
キ

が

突
に

に
し
た
結

が
ど
う

し
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず

を

て
い

る
と

一
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

が
そ
の
意
味
を
理
解
し
た
よ
う
で

得
の
声
を
上

た

 

な
の
だ
と
思
い
つ
つ
キ

に
意
味
の
説
明
を
目
で
求
め
る
と
彼
は
少
し

え
る

振

り
を
し
て
か
ら

を
開
い
た

そ
も
そ
も
男
女

が

れ
て
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
知
ら
れ
て
な
い
ん
だ
け
ど

シ
ス
テ
ム
的
に

結

し
た
男
女
は

然
現
実
と
同
様
に

離

も

え
ら
れ
て
る

で

そ
も
そ
も
こ

の
結

シ
ス
テ
ム
は
実
行
す
る
時
点
で
多
大
な
覚
悟
を
求
め
ら
れ
る

せ
ア
イ
テ
ム
ス
ト

レ

ジ
が
一
つ
に

合
さ
れ

更
に
は
ス
テ

タ
ス
を

手
に
も
見
え
る
よ
う
に
な
る
か
ら
だ

今
回

は
そ
こ
に

指
輪
事
件

の
真

が
あ
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
る
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離

が
成
立
す
る
に
は

者
が
合
意
の
上
で
の
ア
イ
テ
ム
分
配

分
配
を
ラ
ン
ダ
ム
で

手
と
自
分
の

合
を
五
分
五
分
に
す
る
方
法
そ
し
て

手
百
自
分
零
の

合
で
強
制
的
に
離

す
る
と
い
う
合

三
つ
の
手

が
存
在
す
る

そ
し
て

死
別
の
場
合
も
こ
の
三
つ
目
の
内

容
に

す
る

す
な
わ
ち
生
き
残

た
方
に
死
ん
だ
プ
レ
イ

の
私
物
を

め
て
全
ア
イ

テ
ム
が

動
す
る
の
だ

グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
が
死
亡
し
た
の
は

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
深
夜
つ
ま
り
そ
の
人
が
件
の

指
輪
を

備
し
て
い
な
い
限
り
は
死
ん
だ
ら
グ
リ
ム
ロ

ク
の
方
に
指
輪
が

動
す
る

備
し

て
い
た
場
合
は
そ
の
場
に

ち
る
け
ど

指
輪
ス
ロ

ト
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

合
わ
せ
て
二
つ

結

し
て
い
る
人

て
結

指
輪

て
い
う
も
の
を
す
る
ら
し
い
か
ら
残
り
は
一
つ
だ
け
ど
ギ

ル
ド
リ

ダ

だ
か
ら
ギ
ル
ド
の

章
を
し
て
い
る

こ
れ
で

手
と
も

ま

て
る
か
ら
件

の
指
輪
を
し
て
い
る

が
無
い

つ
ま
り
死
別
し
た
時
点
で
指
輪
は
グ
リ
ム
ロ

ク
の

有

物
と
し
て

動
し
て
い
る

な
ん
だ

あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
確
か
に

わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
だ

離

は
お
ろ
か

結

し
た
経
験
が
あ
る
プ
レ

イ

な
ん
て
一
人
も
会

た
事
が
無
か

た
か
ら
気
付
か
な
か

た
が
こ
れ
を
知

て
い
る
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と

確
か
に
前

と
し
て
色

と
不
自
然
だ

 
一
先
ず
キ

は
シ

ミ

ト
が

を
し
て
い
た
か
知
ら
な
い
の
で
そ
れ
も
伝
え
そ
の
上
で

ど
う
な
の
か

え
て
も
ら
う
と

や
は
り
グ
リ
ム
ロ

ク
が

人
の
可
能
性
が
一
番
高
い
ら
し

い

た
だ
疑
問
と
し
て
残
る
の
は

故
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
を
殺
し
た
り
し
た
の
か
と
い
う
事
な

の
だ
が

さ
ん
を
殺
し
た
い
と
憎
く
思

て
い
た
の
な
ら
別
だ
が

ル
コ
さ
ん
達
の
話
か
ら

す
る
に
結
構
な
愛

家
だ

た
感
じ
だ
し
シ

ミ

ト
も
信

し
て
い
る
節
が
あ

た
か
ら

え
に
く
い
事
だ

た

 
ま

キ

か
ら

わ
せ
れ
ば

人
間
な
ん
て
分
か
ら
な
い
も
の
ら
し
い
が

で
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
ね

 
も
う
圏
内
事
件
は
解
決
し
た
も
同
然
だ
が

ル
コ
さ
ん
も
バ
レ
た

て
気
付
い
て
る
だ
ろ
う
し
そ
も
そ
も
黒
鉄

に
確
認
に
行

た
ら
あ
の
人
の
場
合
は
ス

ル
に
間
違
い
が
無
い
ん
だ
か
ら
生
き
て
る

て
分
か
る

多
分
明
日

に
で
も

罪
に
来
る
だ
ろ
う
し

発
表
は
そ
れ
か
ら
で
も
良
い
ん
じ

な
い
か
な

な
る

ど

じ

あ
そ
う
し
ま
し

う
か

そ
れ
に
し
て
も
キ
リ
ト
君

労

な

の
に
よ
く
来
る
気
に
な

た
ね

 
リ

フ

ち

ん
と
一
緒
に

ん
で
る
も
の
か
と
思

て

た
ん
だ
け
ど
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気
に
な

て

付
け
な
か

た
ん
だ
よ

そ
れ
に

ル
コ
さ
ん
の
死
亡
エ
フ

ク
ト
を
見

し
た
ら
確
信
を
得
る

を
一
つ
喪

て
い
た

だ
か
ら
無
理
を

し
て
で
も
確
認
を
取
り
た

か

た
ん
だ

シ

ミ

ト
も
本

に
殺
さ
れ
た
ら

も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た
し

そ

か

で
も
キ
リ
ト
さ

き
黒
コ

ト
を

ま
え
よ
う
と

び
出
し
た
の
は
本

に
無

謀
だ

た
ん
だ
よ

 
今

同
じ
事
を
や

た
ら
お
仕

き
だ
か
ら
ね

気
を
付
け
ま
す

 
あ
る
程

の
方

が
定
ま

た
後
後
の
事
は

ル
コ
さ
ん
達
に

せ
よ
う
と
決
ま

て
自
然

解

と
な

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

と
今
話
で
は
二
万
五
千
文

に
達
し
て
い
ま
す

会
話
文
が
多
い
で
す
が
見

し
て

け
た
ら

し
い
で
す

そ
こ
ま
で
内
容
も

く
な
い
で
す
し
ね
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そ
れ
で
も

今
話
は
原
作

圏
内
事
件

に
対
す
る
色

な
矛
盾
点
や
疑
問
点
を

使
し
て

キ
リ
ト
に
推

を
立
て
て
も
ら

て
い
ま
す

こ
れ
を

ん
で
そ
う
い
え
ば
と
思

て
下
さ
れ

ば

し
い
で
す

 
実

結

指
輪
と
ギ
ル
ド
の

章
を
最
初
か
ら
出
し
て
い
て
更
に
結

シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
知

て
る
人
が
い
た
ら
速
攻
で
解
決
し
た
ん
じ

な
い
か
な
と
思

て
い
た
り
し
ま
す

後
は
そ
こ
に
シ

ミ

ト
の
自
白
が
合
わ
さ
れ
ば
パ

フ

ク
ト
で
し

う

 
書
い
て
て
思

た
事

こ
れ
は
原
作
者
が
黒
歴
史

て

う
の
も
分
か
る
わ

す

書
き

い
し

矛
盾
点
一

過
ぎ
て
お

一

で
す

 
ま

そ
こ
そ
こ
面
白
い
ん
で
す
が

 
ち
な
み
に
で
す
が
ま
だ
圏
内
事
件
は
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

多
分

か
そ

の

で
終
わ
り
で
す
か
ね

く
と
も
そ
れ
く
ら
い
で
終
わ
る
で
し

う
文

数
的
に
多
分

 
モ
チ
ベ

シ

ン
が

て
い
た
ら
面
白
く
書
け
る
か
と

目
指
す
は
地
下
迷

の
戦
闘

写
レ
ベ
ル
で
す

 
感
想
や

価

判

正

お

ち
し
て
ま
す

 
で
は
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 第三十三章 〜剣林弾雨〜

 
第
三
十
三
章
 

剣
林
弾
雨

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
や

り
今
話
で

圏
内
事
件

は
終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た

終
わ
る
の
は

で
す
ね

 
さ
て
今
話
は
前

ア
ス
ナ

点
後

リ
ズ
ベ

ト

点
で
お
送
り

し
ま
す

特
に
後

は
か
な
り
他
作
品
の
ネ
タ
要

が
入

て
お
り
ま
す
の
で
分
か

た
人
は
少
し

て
し
ま
う

か
と

 
で
は
ど
う
ぞ

  

ル
コ
さ
ん
が

在
し
て
い
た

を
引
き
払
い

撤
収
し
て
転

へ
と
向
か
う
道
す
が

ら

私
達
は
あ
る
結
論
を
出
し
て
い
た
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故
グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん
が

さ
ん
を
殺

し
た
の
か
そ
の
意

は
不
明
な
ま
ま
な
の
で
謎

は
残

て
い
る
も
の
の
現
在
私
達
が
解
決
に
動
い
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
圏
内
事
件
が
ど

の
よ
う
に
ど
う
し
て

こ

た
の
か
の
原
因

明
で
あ

て
指
輪
事
件
の
事
で
は
無
い

指

輪
を
巡
る
事
件
か
ら
発
展
し
て
い
る
だ
ろ
う
事
は

明
ら
か
だ
が

⻩
金
林

と
い
う
今

は
存
在
し
な
い
ギ
ル
ド
の
事
件
に
ま
で

を
突

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
理
は
無
い
し
そ

ん
な

も
無
い

 
そ
れ
に

グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
殺

の
片
棒
を

い
で
い
る
シ

ミ

ト
さ
ん
は
自
白
し
た
し

キ
リ
ト
君
の
推
論
の
お

で

人
も

ら
れ
て
い
る

今
回
の
事
件
は
こ
れ
で
終
幕
と

え

て
も
い
い
だ
ろ
う

そ
れ
に
し
て
も

表
の
仕
方
は
ど
う
し
よ
う
か

流

に
指
輪
事
件
の
事
と

か
流
す

に
も
い
か
な
い
よ
ね

 
キ
リ
ト
君
の
推

か
ら
あ
の

け

る
蒼
い
結

片
は
重

や
ロ

ブ
な
ど
が

値
全

損
し
た
時
に
発
生
し
た
も
の

を
消
し
た
の
は
転

結

に
よ
る
も
の
体
に
武
器
が
突
き

さ

て
い
た
の
は
一

圏
外
に
行

て

し
て
か
ら

し
て
い
た
だ
け
と
い
う
事
が
予

さ
れ
て

い
る

こ
れ
ら
は
全
て

知
の
シ
ス
テ
ム
に

た
も
の
で
し
か
無
い
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パ

と
見
で
は
殺
人
が
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
実

は
死
ん
で
い
な
い
の
だ

不

な
悪

程

に
し
か
使
え
な
い
だ
ろ
う

 
そ
う
な
る
と

故
そ
ん
な
事
を
仕
出
か
し
た
の
だ
と
い
う
話
に
な
る
の
だ
が
人
が
実

に
死

ん
だ
事
件
が
発

と
な

て
い
る
し
ぶ

ち

け
る
と

な
い
人
に
不
安
を

か
せ
て
し
ま

う
と
い
う
迷
惑
が
出
て
い
る
の
で

進
ん
で
し
た
く
は
無
い

カ
イ
ン
ズ
さ
ん
と

ル
コ
さ
ん

は
恐
ら
く
リ

ダ

の
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
を
殺
し
た
人
を
突
き
止
め
た
い
が

だ
け
に
こ
こ
ま

で
大

な

を
立
て
て
い
た
の
だ
か
ら

 
と
は

え
実

に
死
ん
で
い
な
い
と
話
す

に
は
カ
イ
ン
ズ
さ
ん
達
の
事
情
を
話
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
逆
に
死
ん
で
い
た
と

え
ば
そ
れ
は
そ
れ
で
大
騒
ぎ
に
な

て
し
ま
う

し

い

で
あ
る

と
は

え
事
情
説
明
を
す
る

に
は

か
し
た
ら
い
け
な
い
だ
ろ
う

血
気

ん
な
プ
レ
イ

達
が
怒

た
ら
手
が
付
け
ら
れ
な
い

だ
よ
ね

ル
コ
さ
ん
達
が
話
す
気
で
い
る
事
を
願
う
し
か
な
い
ね

 
結

の
と
こ
ろ
彼
女
達
に
全
て
を
話
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
な
け
れ
ば
不
安

が
消
え
な
い
程
に
大
事

と
な

て
い
る
の
だ
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シ
ス
テ
ム
に

い
て
は

強
記
と

え
る

⻑
と
キ
リ
ト
君
で
す
ら

さ
れ
た
キ
リ
ト
君

が
気
付
い
た
か
ら
事
を
す
ん
な
り
運
べ
る
も
の
の

も
気
付
い
て
い
な
け
れ
ば
こ
ち
ら
が
事
情

を

み

む
の
に
時
間
を

や
す

目
に
な

て
い
た

だ

 
ま

尊

す
る
人
が
明
ら
か
に
故
意
で
殺

さ
れ
て
い
る
と
分
か
れ
ば
そ
の

人
を
突
き

止
め
た
い
気
持
ち
も
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
け
れ
ど

 
そ
う
思
い
な
が
ら
転

へ
向
か

て
い
る
と

と
前
を
ト
コ
ト
コ
と
歩
く
キ
リ
ト
君
の

が
目
に
入

た

そ
れ
か
ら

と
な
く
違
和
感
を
覚
え

使
い
魔
の
ナ
ン
ち

ん
が

な
い

の
だ
と
気
付
く

ね

キ
リ
ト
君

ナ
ン
ち

ん
は
ど
う
し
た
の

ん

 
あ
あ

ナ
ン
が

る
と

合
が
悪
か

た
り
す
る
場
合
は

い
て
来
て
る
ん
だ

あ

と
は
シ
ノ
ン
達
の
護
衛
と
か
か
な
シ
ン
カ

を
助
け
に
向
か

た

に

な
か

た
の
は

た
ち
の
護
衛
を

せ
て
た
か
ら
な
ん
だ

ん

使
い
魔

て

そ
こ
ま
で

く
な
い

な
ん
だ
け
ど
な

 
少
な
く
と
も
シ
リ
カ
ち

ん
の

で
は
主
人
た
る
マ
ス
タ

を
護
る
事
は
あ

て
も

え
命

し
て
も
他
者
を
護
る
事
は
ま
ず
し
な
い

ら
し
い

論
ヒ

ル
ブ
レ
ス
の
よ
う
な

は
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命

さ
え
あ
れ
ば
し
て
く
れ
る
ら
し
い
が
そ
の
命

で
も
他
者
を
護
衛
す
る
な
ど
あ
り
得
な
い

し

そ
れ
以
上
に

層
を

ぐ

ど
の

離
離
れ
て
い
ら
れ
る
の
も
お
か
し
い
と
い
う

 
し
か
し
な
が
ら
現
に
彼
は
そ
れ
を
し
て
い
る
し
ナ
ン
ち

ん
も

だ
か
ん
だ
で
シ
ノ
の
ん

達
の
護
衛
を
務
め
て
い
る
ら
し
い
か
ら

彼
の
場
合
は

外
と

え
て
も
い
い
の
だ
ろ
う

 
ま

謎
で
は
あ
る
が

え
て
も
分
か
る
事
で
は
無
い
の
も
確
か
だ
か
ら

え
な
い
事
に
し

た

め
て
い
る
と
も

う

そ
う
い
え
ば
ア
ス
ナ

ル
コ
さ
ん
は
今
ど
こ
に
い
る
ん
だ

ん

 
え

と
ね

第
十
九
層
主

ラ

ベ
ル
グ

か
ら
ち

と
離
れ
た

の
上

か
な

フ

ル
ド
だ
よ

そ
れ
が
ど
う
か
し
た

い
や

た
だ
気
に
な

た
だ
け
だ
よ

ヒ

ス
ク
リ
フ

シ

ミ

ト
の
反
応
は

む

 

む

同
じ
く
第
十
九
層
の
よ
う
だ
が

本
部
に
帰
る
と

て
い
た
彼
が

故
そ
こ
に

る
の
だ
ろ
う
か

そ
こ
に
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
の
墓
で
も
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
な

良
心
の

責
で
墓
の
前
で

懺
悔
で
も
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い

シ

ミ

ト
は

霊
の
存
在
を
信
じ
て
い
る
か
の
よ

う
な
状

だ

た
か
ら

更
だ
ろ
う
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ル
コ
さ
ん
そ
し
て
シ

ミ

ト
さ
ん
の
反
応
が
あ
る

を

き
出
し
た
彼
は
少
し
得

心
の
行

た

で
そ
う

た

あ
の
二
人
の
間
で

ら
か
の
や
り
取
り
が
あ

て
呼
び
出
さ
れ

た
可
能
性
も
あ
る
が

の
理
由
も
無
く

層
を

ぶ
と
思
え
な
い
今

却
反
対
組
が

て

い
る
そ
の
場

が
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
の
お
墓
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
は
十
分
に
あ
る

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
シ
ス
テ
ム
的
に
他
者
の
お
墓
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い

あ
る
の
は
全

て
フ

ル
ド
グ
ラ
フ

ク
や
破
壊
不
能
の
オ
ブ
ジ

ク
ト
だ

た
り
ギ
ミ

ク
に
使
わ
れ

る
シ
ス
テ
ム
で
設

さ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
プ
レ
イ

が
設

し
た
も
の
は
一
つ
も
無

い

シ
ス
テ
ム
的
に
墓

や
墓
標
と
い
う
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
だ

 
だ
が
プ
レ
イ

は
死
し
た
人

の
想
い
出
を
も
の
に

し
そ
れ
を
墓
標
に
す
る
事
が
あ

る

生
命
の

だ
け
で
無
く

死
ん
だ
人
が
住
ん
で
い
た
ホ

ム

ま
り
場
に
な

て
い

た

の
近
く
に
あ
る
木
あ
る
い
は
実

に
そ
の
プ
レ
イ

が
死
ん
だ
場

へ

花
を
す
る
者

は
少
な
く
な
い

現
に
キ
リ
ト
君
や
サ
チ
さ
ん
も
そ
の
内
の
一
人
だ

 
シ

ミ

ト
さ
ん
も

も
最
初
か
ら
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
を
裏
切
る
つ
も
り
で
ま
し
て
や
殺

す
つ
も
り
で
件
の
話
に

た

で
は
無
い
の
だ
ろ
う

だ
が
結
果
的
に
自
身
が
動
い
て
し
ま

た
か
ら
死
ん
で
し
ま

た
と
も

え
る
か
ら
そ
の
罪
悪
感
は
果
て
し
な
い

だ

同
情
の

地
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は
全
く
無
い
し

う
気
も
一
切
無
い
が

そ
の
心
境
だ
け
は
多
少
な
が
ら
慮
る
事
は
出
来
る

 
と
は

え
シ

ミ

ト
さ
ん
は
血

騎
士

の
ラ
ン
ス
隊
の
部
隊
⻑
を
務
め
る
程
の

プ
レ
イ

彼
が
欠
け
て
し
ま

て
は

命
的
と
は

え
な
い
が
確
実
に
戦
力

下
に
繋
が

る
し

現
状
で
明
ら
か
に

と

え
る
死
者
が
出
た
ら
そ
れ
こ
そ
不
安
を
煽
る
結
果
に
な

て

し
ま
う

 
そ
こ
で
心
配
に
な

た
の
が

ル
コ
さ
ん
と
カ
イ
ン
ズ
さ
ん
の
二
人
が

断
罪
と
称
し
て

シ

ミ

ト
さ
ん
を
殺

し
な
い
か
だ

た
が

い
や

多
分
そ
れ
は
無
い
ん
じ

な
い
か
な

 
こ
の
疑
問
を
キ
リ
ト
君
に
ぶ
つ
け
れ
ば
彼
は
あ

け
ら
か
ん
と
私
の
予
想
を

定
し
た

同

じ
よ
う
な
疑
念
を

い
て
い
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
達
が

を

理
由
を

く
中
で
彼
は
私
を
見

て
来
た

殺

し
な
い
根

と
し
て
は
仮
に
シ

ミ

ト
を
殺
す
覚
悟
を
決
め
て
い
る
な
ら
フ
レ
ン
ド

登
録
は
破

し
て
い
る

だ
か
ら

フ
レ
ン
ド
の
状

で
生
死
が
確
認
出
来
る
と
分
か

て
い
る

以
上
本
気
で

人
を
殺
す
つ
も
り
な
ら
そ
も
そ
も
足
が
付
く
よ
う
な
事
は
し
な
い
だ
ろ
う

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
に

ル
コ
さ
ん
の
名
前
が
残

て
い
る
の
は
そ
れ
は
つ
ま
り
後
か
ら
し
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か
り
話
を
し
に
来
る
と
い
う

外
の
意
思
表
示
な
ん
だ
と
思
う

だ
か
ら
シ

ミ

ト
を
殺
す
事

は
ま
ず
無
い

だ

な
る

ど

 
物

く
説
得
力
が
あ
る
が
こ
れ
は
つ
ま
り
キ
リ
ト
君
も
一
歩
間
違
え
れ
ば
同
じ
道
を

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
え
て
な
ら
な
い

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
時
だ

て
む

し
ろ
あ
の
状

で
よ
く
フ
レ
ン
ド
登
録
を
解

さ
れ
て
い
な
か

た
な
と
思
う
く
ら
い
だ
し

ま

そ
も
そ
も
あ
の
時
点
で
フ
レ
ン
ド
に
な

て
い
た
の
は
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
ア
ル
ゴ
さ
ん

エ
ギ
ル
さ
ん
だ
け
だ

た
の
だ
が

 
そ
れ
に
し
て
も
も
し
か
し
て

ル
コ
さ
ん
は

⻑
達
と
一
緒
に
自
身
の
下
を

れ
て
全
て

を
語

た
シ

ミ

ト
さ
ん
の
話
を
信
じ
て
い
な
い
の
か
な
と
ち

と
思

た

 
ま

事
情
が
事
情
だ
し
カ
イ
ン
ズ
さ
ん
に
も

か
せ
た
い
と
思

て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
け
ど

ん

 
メ

ル

 

だ
か
な

と

え
な
が
ら
歩
い
て
と
う
と
う
転

前
ま
で

し
た
そ
の
時

と
キ

リ
ト
君
が
思
わ
ず
と
い

た
風
に
声
を

ら
し
た

の
ろ
の
ろ
と
恐
ら
く

界

に
点
滅
し
て
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い
る
の
だ
ろ
う
メ

ル

知
を
タ

プ
し
た
彼
の
前
に

一

の
白
い
パ
ネ
ル
が
表
示
さ
れ
る

本
不
可

な
の
で
私
達
に
は
見
え
な
い
が
彼
に
は
そ
の
パ
ネ
ル
に
送
り
主
か
ら
の
メ

セ

ジ
が
書
き

ま
れ
て
い
る
の
が
見
え
て
い
る

だ

 
そ
こ
そ
こ
の
⻑
さ
だ

た
の
か
あ
る
い
は

労
で
思

が

て
い
る
の
か
真
剣
な
表
情

で
数

そ
れ
に
目
を

し
て
い
た
彼
は

と

息
を

い
た

キ

メ

ル
は

か
ら
だ

た
ん
ダ

リ

姉

に
い
る
ん
だ

て
メ

ル
が

た

リ

姉
が

入

て
か
ら
来
た
か
ら

も
話
し
て
な
い
ん
だ

自
業
自
得
だ
ね

直
に
お
説
教
を

け
る
べ
き
だ
よ

キ
リ
ト

う
 
義
姉
に

ら
れ
る
光

を

し
て
い
る
の
か
が

く
し
と

を

と
し
た
彼
は
一
番
最
初

に
転

に
入
り
二
十
二
層
コ
ラ
ル
へ
と
転

し
て
い

た

そ
れ
か
ら
私
達
も

に
入

り

そ
れ
ぞ
れ
の

点
と
し
て
い
る

層
へ
と
転

し
て
い
く

 
私
が

点
と
し
て
い
る
の
は
第
六
十
一
層
セ
ル
ム
ブ
ル
グ

あ
る
意
味
で
華
や
か
だ
し
武

で
取
り

て
い
る
品
物
も
そ
れ
な
り
に

に
現
最
前
線
層
で
も

す
る

ア
イ
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テ
ム
が
取
り

わ
れ
て
い
る
の
だ
が

本
的
に
物
価
が
高
い
の
で
そ
こ
ま
で

わ

て
い
る

で
は
無
い

外
観
は

だ
か
ら
観
光
名

の
一
つ
で
は
あ
る
の
だ
が

代
も
高
い
し
ホ

ム
を

入
す
る
と
な

た
ら
か
な
り
の

を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
私
の
部

は
ア
パ

ト
の
二

の
よ
う
な
も
の
だ
が
か
な
り
の
広
さ
を
誇

て
お
り
四
百

万
コ
ル
の

を

払

て

入
し
て
い
る

広
さ
と
華

さ
を

え
る
と
こ
れ
で
も
少

安
め
な

の
だ
が
ス

ス
的
に
一
人
な
い
し
二
人
が

ら
す
の
を
前

と
さ
れ
て
い
る
た
め
こ
の
値

で

ち

い
て
い
る
の
だ
と
思
う

こ
れ
が
一

家
だ

た
ら
一
千
万
コ
ル
は
下
ら
な
い
だ
ろ

う 

に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
か
日
が

れ
る
の
は

く
な

て
き
て
い
る
の
だ
が
流

に

八
時
と
も
な
れ
ば

に

に
は
夜
の

が
下
り
て
い
て

が
明
る
く

路
を

ら
す
光

が

広
が

て
い
る

道
を
行
き
交
う
プ
レ
イ

は
少
な
く

の

事
を
済
ま
せ
て

点
に
向

か

て

も
う
と
し
て
い
る
者
や
逆
に
今
か
ら
活
動
し
よ
う
と
武

し
て
い
る
者
が
チ
ラ
ホ
ラ

と
だ
が
見
え
る

そ
ん
な
プ
レ
イ

達
を

目
に
私
は

入
し
て
い
る
部

へ
と
一
直
線
で
向

か
い

数
分
と
要
さ
ず
に

り

く

 
外

に
付
い
て
い
る

を
上

て
二

へ
上
が
る
よ
う
に
な

て
い
る
ホ

ム
に

い
た
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後
私
は
一

を
ぐ
る
り
と
回

て

も

な
い
事
を
確
認
し
た

今

は

を
下
り
て

す
ぐ
の
死

に
な

て
い
る

に
ク
ラ
デ

ル
が

機
し
て
い
た
も
の
だ
か
ら
慌
て
て
転

へ
と

り
去

て
し
ま

た
の
だ

流

に
今
は

な
い
よ
う
だ
と
安
心
し
て

く

を

上
が
り
始
め
る

 

を
開
け

に
浮
か
ん
で
い
る
ボ
タ
ン
を
タ

プ
し
て
部

の
明
か
り
を
付
け
そ
れ
か

ら

を

め
て

も
し

か
り
掛
け
る

は
あ
あ
あ
あ
あ

 

も
見
て
い
な
い
プ
ラ
イ
ベ

ト
な
空
間
へ
と
入

た

間

の
中
に
あ
る
空
気
を
全
て
出

す
勢
い
で
息
を

い
た

深
い
深
い

息
は

労
が
滲
み
出
て
い
る
事
が
分
か
る
程
だ

最
近
色

と
あ
り
過
ぎ
だ
よ

 
特
に
第
七
十
四
層
ボ
ス

の
後
か
ら
は

日

か
が
あ

た
も
の
で
あ
る

そ
れ
は

今
ま
で
の
常
識
を
ぶ
ち
壊
す
も
の
だ

た
り
命
の
危
機
に
晒
さ
れ
た
り
な
ど
だ
が
そ
の

ど

が
黒

く
め
の
少
年
を
中
心
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
全
く

え
な
い

 
と
は

え
そ
れ
で
も
良
い
事
も
あ

た

や
は
り
表
立

て
知
ら
せ
る

に
は
い
か
な
い
情

報
で
は
あ
る
が
そ
れ
を

し
て
く
れ
た
妖
精
が
彼
の
心
を

え
て
い
る
義
理
の
姉
だ

た
の
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だ
か
ら

死
の
世
界
に

わ
れ
た
事
を

え
る
と
決
し
て
手
放
し
で
喜
ぶ

に
は
い
か
な
い
が

彼
を

え
る
と
い
う
意
味
で
は
こ
れ
以
上
無
い
強
力
な
助

人
で
あ
る

キ
リ
ト
君
も

だ
か
ん

だ
で
甘
え
て
い
る
よ
う
だ
し
色

と

め

ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
を
解
消

し
て
欲
し
い
と
思
う

 
そ
こ
ま
で

え
て

あ
れ

 
と
私
は

を

た

 
彼
女
を

さ
れ
た
あ
の
日
私
は
キ
リ
ト
君
が

有
す
る

大
な
ホ

ム
で
お

り
を
し
て

女
子
会
を
開
い
た
事
が
あ
る

そ
の
女
子
会
は
リ

フ

ち

ん
が

る
部

つ
ま
り
キ
リ
ト

君
の
部

で
開
い
た
の
だ
が

彼
女
は
少
し
横
に
な

た
だ
け
で
深
く

入

て
し
ま

て
い

た
の
だ

後
か
ら
本
人
で

け
ば
横
に
な

た
ら
十

で
意
識
が

ち
て

ま
で

が
あ

て
も
絶
対
に

き
な
い
程
に

し
て
し
ま
う
ら
し
い

過
去
か
な
り
大
き
な
地

が
あ

て

も
一
切

き
な
か

た
程
だ
と
い
う

 
そ
れ
を

ま
え
る
と

さ

き
の
キ
リ
ト
君
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か

と
私
は
思

た

だ

て
彼
は
彼
女
が

入

て
か
ら
来
た
と

て
い
た
の
だ
そ
の
彼
女
が

中
で
目
を
覚

ま
し
て
メ

ル
を
送

て
来
る
と
い
う
の
は

か
お
か
し
い

 
確
か
に

な
ら
目
が
覚
め
て
と
い
う
話
に
な
る
だ
ろ
う
が

大
き
な
地

が
来
て
も
一
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切
気
付
か
ず

し
て
し
ま
う
彼
女
に
限

て

も
無
い
の
に

中
で

き
る
と
い
う
事
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
と
思

た

 

論
シ
ノ
の
ん
や
ス
ト
レ
ア
さ
ん
も
一
緒
の
ホ

ム
に

る
の
だ
し
彼
が

な
い
事
に
気
付

い
て
リ

フ

ち

ん
に
声
を
掛
け
て

こ
し
た
事
も

え
ら
れ
る
が

そ
の
場
合
そ
の
二

人
が
直

メ

ル
を
送

て
来
て
も
お
か
し
く
な
い
気
が
し
た

だ
ろ
う

か

騒
ぎ
が
す
る

 
そ
う

え
て
い
る
と
も
や
も
や
と
し
た

か

不
穏
な
気
配
を
感
じ
取

た
時
特
有
の

な
感
じ
が

中
に

き
立

た

そ
れ
を
解
消
し
た
く
て
私
は
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
開
き
キ

リ
ト
君
の

追

を

み
た

 
直
後
彼
の

標

が
第
十
九
層
 
フ

ル
ド
と
表
記
さ
れ
そ
の

層
の
マ

プ

で

正
に

ル
コ
さ
ん
も

る
場

で
点
滅
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
た

 
同
時
に
そ
の
マ

プ
に
は
私
の
フ
レ
ン
ド
が
他
に
も
存
在
し
て
い
た

ル
コ
さ
ん
と
程
近

い

に

Ｌ
ｉ
ｓ
ｂ
ｅ
ｔ
ｈ

と

Ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｃ
ａ

と
い
う
マ

カ

が
あ

た

 
リ
ズ
と
シ
リ
カ
ち

ん
の
二
人
は
攻
略
組
で
は
無
い

よ

て

プ
レ
イ

に
対
す
る
対

抗
力
と
い
う
も
の
に
欠
け
る

リ
ズ
は
鍛
冶
で
取
得
し
た
経
験
値
が
あ
る
し

収
集
で
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フ

ル
ド
に
も

と
出
て
い
る
方
だ
か
ら
攻
略
組
に

す
る
レ
ベ
ル
は
あ
る
が
技

が
足

り
な
い

シ
リ
カ
ち

ん
に
至

て
は

方
足
り
な
い

剣
使
い
と
し
て
は
破
格
で
は
あ
る
の

だ
が
ス
テ

タ
ス
が
足
り
な
い
の
だ
後
は
絶
対
的
に
経
験
も
不
足
し
て
い
る

経
験
は
リ
ズ

に
も

え
る
事
だ
け
ど

 
よ

て
夜
の
外
出
は
危
険
だ
か
ら

え
る
よ
う
に

て
お
い
た
の
に

故
こ
の
二
人
が

件
の
事
件
で

わ

て
い
る

ル
コ
さ
ん
の
下
に

る
の
か
分
か
ら
な
か

た

い
や
そ
れ
で

え
ば
キ
リ
ト
君
も
だ
が

  

キ

メ

ル
は

か
ら
だ

た
ん
ダ

  

リ

姉

に
い
る
ん
だ

て
メ

ル
が

た

リ

姉
が

入

て
か
ら
来

た
か
ら

も
話
し
て
な
い
ん
だ

  

と

裏
に

る
第
五
十
七
層
転

前
で
の
や
り
取
り

突
に
彼
へ
送
ら
れ
た
メ

ル

の
送
り
主
を
彼
は
義
姉
だ
と

え
た

し
か
し
な
が
ら
私
は
そ
れ
に
リ

フ

ち

ん
が

中
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で

き
る
の
は
変
で
は
無
い
か
と
疑
問
を
覚
え
て
い
る

 
そ
し
て
思
い
出
さ
れ
る
メ

ル
を
確
認
し
て
い
る
時
の
彼
の
表
情

労
す
ら
忘
れ
て
い
る

か
の
よ
う
な
真
剣
さ
を
感
じ
さ
せ
る
表
情
を
本

に
た
だ
心
配
し
て
い
る
義
姉
が
送

て
来
た

メ

ル
を

む

に
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
感
じ
る

 
彼
は
そ
も
そ
も
フ
レ
ン
ド
そ
の
も
の
が
少
な
い
本

に
心
を
許
し
て
い
る
者
と
し
か
フ
レ
ン

ド
登
録
を
交
わ
し
て
い
な
い
の
だ

故
に
彼
に
と

て
フ
レ
ン
ド
と
い
う
の
は
心
を
許
せ
る
存
在

そ
の
も
の
と

て
い
い

多
少

合
い
は
あ
る
が
大

は
同
じ
だ

 
そ
ん
な

手
が
送

て
来
た
メ

ル
を

あ
ん
な
真
剣
な
表
情
で

む
と
い
う
の
は
変
だ

 
そ
し
て
彼
が

る
場

は
第
二
十
二
層
の
ホ

ム
で
は
無
い

第
十
九
層
だ

そ
し
て
そ

こ
に
は

ル
コ
さ
ん
や
シ

ミ

ト
さ
ん
だ
け
で
な
く

故
か
私
の
フ
レ
ン
ド
で
も
あ
る
リ
ズ

と
シ
リ
カ
ち

ん
の
二
人
ま
で

る

に
知
ら
せ
な
い
と

 

か

こ

て
い
る

そ
う
確
信
め
い
た
予
感
を
覚
え
た
私
は
絶
対
の
信

を

け
る
フ
レ

ン
ド
へ
メ

ル
を
一

送
信
し
た
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メ

ル
し
て
か
ら
二
十
分
近
く

い
で
す
ね

を
や

て
る
ん
ス
か
ね

ビ

タ

サ
ン
は

 

子

コ
イ
フ
と
い
う

で
編
ま
れ
た

を

て
イ
マ
イ
チ
人

が
見
え
な

い
男
が
へ
ら
へ
ら
と
し
た

で

た

目

こ
そ
見
え
な
い
が
確
か
に

線
が
あ
た
し

に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
分
か
る
そ
れ
が

中
に
苛
立
ち
を
浮
か
ば
せ
る

 
だ
が
そ
の
大
本
は
あ
た
し
自
身
の
不

無
さ
に
よ
る
も
の
が
大

だ

あ
れ
だ
け

か
ら

を

く
し
て
圏
外
に
は
出
る
な
と

わ
れ
て
い
た
の
に
助
力
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
だ

け
で
ホ
イ
ホ
イ
と
付
い
て
行

て
し
ま

た

 
シ
リ
カ
と
ピ
ナ
は
あ
た
し
と
一
緒
の
情
報
を
集
め
そ
れ
を
メ

ル
で
送

て
か
ら
は
武

の
片
付
け
や
品
物
の

列
を
手
伝

て
く
れ
て
い
た
の
だ
が
そ
の
時
に
近
く
を

た
プ
レ
イ

に
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
だ

く
ポ

シ

ン
が
切
れ
た
上
に
モ
ン
ス
タ

が
リ
ン
ク
し

ま
く

て

間
が

バ
い
か
ら

ち

と
力
を

し
て
く
れ
な
い
か

と

 
武

を

む
に
あ
た

て
ス
キ
ル
の

得

び
そ
れ
の
向
上
は

論
だ
が
物
を
作
る
に
は

事
も

が
必
要
だ

そ
れ
は
エ
ギ
ル
と
の

の
よ
う
に
他
者
か
ら

入
し
て
も
ら
う
事

も
あ
る
し
自
分
で
取
り
に
行
く
事
も
あ
る

あ
た
し
は
定
期
的
に
掲
示
板
に

集
め
の
パ
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テ

集
を
掛
け
て
お
り
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
と

た
知
り
合
い
の
メ
ン
バ

が
手
伝

て

く
れ
て
い
る
の
で

と
レ
ア
な

も
入
手
し
て
き
た

そ
れ
だ
け
で
な
く
少
し
で
も
生
存

を
上

る

に
と
攻
略
組
ト

プ
の
面

か
ら
レ
ク
チ

を

け
て
も

る

 
そ
れ
は
同
じ

良
パ

テ

に
な

た
プ
レ
イ

か
ら
話
が
伝
わ

て
い
る
の
で
あ
た

し
が
中
層
プ
レ
イ

に
し
て
は
そ
こ
そ
こ
の
実
力
を
有
す
る
片
手

使
い
と
は

と

知
の
事

実 
シ
リ
カ
も
あ
た
し

ど
レ
ベ
ル
は
高
く
な
い
に
せ
よ
上
層
に
差
し
掛
か

た

り
に

ン

を
動
か
し
て
い
る
事
か
ら
レ
ベ
ル
も
そ
れ
な
り
技
術
に

し
て
は
あ
た
し
と
同
じ
理
由
で
レ
ク

チ

を

け
て
い
る
か
ら
そ
こ
そ
こ
あ
る

と

て
も

剣
を

う
攻
略
組
プ
レ
イ

は

な
い
か
ら
あ
た
し

ど

て
い
る

で
は
無
く
そ
れ
で
差
が
付
い
て
い
る
の
だ
が

そ
れ

で
も
実
力
は

と
あ
る
方
と

え
る
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
あ
た
し
達
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
希
少
と
も

え
る
女
性
プ
レ
イ

で
更
に
は
女
尊
男

風

に

ま

て
い
な
い
事
そ
し
て
有
名
武

と
ビ

ス
ト
テ
イ
マ

で
あ
る
事
か
ら
か
な
り

が
知
ら
れ
て
い
る

こ
ち
ら
が
知
ら
な
く
と
も
あ
ち
ら
が
知

て
い
る
な
ん
て
事
は
よ
く
あ

る
話
だ
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今
回
も
そ
の

か

そ
れ
に
人
数
も
あ
る
な
ら
圏
内

な
ん
て
も
の
を

し
な
く
て
も
良

い
だ
ろ
う
と
思
い
焦

て
い
る
様
子
だ

た
の
で
あ
た
し
達
は
二
つ
返
事
で
了
承

声
を
掛

け
て
来
た
男
性
プ
レ
イ

の

内
の
下

間
が
モ
ン
ス
タ

に
追

か
け
回
さ
れ
て
い
る
と

い
う

層
の
フ

ル
ド
へ

動
し
た

第
十
九
層
だ

た

 

で
そ
ん
な

層
で
苦
戦
し
て
い
る
の
か
失
礼
か
な
と
思
い
つ
つ

問
す
れ
ば
攻
略
済

み
の

層
で

に
強
力
な
モ
ン
ス
タ

が
出
る
か
ら
ら
し
い

そ
れ
で
も
攻
略
組
に
は
声
を
掛
け

ら
れ
な
い
し
見
掛
け
た
プ
レ
イ

に
は
声
を
掛
け
て
い
る
か
ら
人
数
は
あ
る
死
ぬ
よ
う
な

危
険
は
無
い
と

わ
れ
た
の
で

そ
れ
を
信
じ
て
圏
外
へ
出
た

 
今
思
え
ば

も

と

す
る
べ
き
だ

た

 
そ
の
男
性
プ
レ
イ

は
圏
外
に
出
て

れ
果
て
た
林
が
広
が
る

へ
と
あ
た
し
達
を

内

し
た
の
だ
が

行
け
ど
も
行
け
ど
も
プ
レ
イ

の
声
な
ん
て
も
の
は
一
つ
も

こ
え
な
い
し

モ
ン
ス
タ

の

も

こ
え
な
い
そ
れ
ど
こ
ろ
か
気
配
す
ら
無
い

第
十
九
層
の
フ

ル

ド
は

第
二
十
二
層
と
違

て

に
モ
ン
ス
タ

が
ポ

プ
す
る
と
い
う
の
に
だ

 
こ
れ
は
お
か
し
い

と
思

て
シ
リ
カ
の

を

ん
で
足
を
止
め
た
直
後

あ
た
し
は
前
を

歩
い
て
い
た
男

で
は
無
く
横
の

み
か
ら
投

ら
れ
た
ピ

ク
を

に
喰
ら
い
麻

の
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マ

ク
が
出
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な

た

シ
リ
カ
も

が

こ

た
の
か
状
況
を

め
な
い

と
い
う
表
情
で

ま

て
い
る
内
に
追
加
で

み
か
ら

ん
で
き
た
ピ

ク
を

に
喰
ら
い

麻

を

け
て
地
面
に
倒
れ

ん
だ

あ

あ
知
ら
な
い
人
に
安

に
付
い
て
行

た
ら
ダ
メ

て
教
わ
ら
な
か

た
ん
ス
か

 
ま

直
に
付
い
て
来
て
く
れ
た
か
ら
こ
ち
ら
と
し
て
は
助
か
り
ま
し
た
け
ど
ね

 
そ
う

て

み
か
ら
出
て
来
た
の
は
⻘
い
盾
に
白
い
⻯
の
ギ
ル
ド
タ
グ

聖
⻯

合

に

属
し
て
い
る
男
性
プ
レ
イ

だ

た

子
に

金
属

を

い

に
片
手
剣

に

盾
を

備
し
て
い
る

そ
う
な
男
だ

た

 
ど
う
や
ら
コ
イ
ツ
が

ら
し
い

と
把
握
し
て

あ
た
し
は
そ
の
男
を

め
付
け
た

お
お

然
と

み
つ
け
て
来
て
怖
い
で
す
ね

ま

き

ん
で
も
助
け
な
ん
て
今
は

来
な
い
ん
で
す
け
ど

ち

と
失
礼
し
ま
す
よ

と

 
コ
イ
フ
男
は
あ
た
し
に
近
付
く
や

や

手
を
取

て
メ
ニ

を
開
き
目

で
可

化

ボ
タ
ン
を
タ

プ
し
た

そ
れ
か
ら
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
開
き
カ
ラ
カ
ラ
と
リ
ス
ト
を

て

い
き

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と
い
う
表
記
を
見
て
ニ

リ
と

の

を
歪
め
る

 
あ
た
し
は
そ
れ
を
見
て

ざ

と
血
の
気
が
引
い
た
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流

は
攻
略
組

達
の
武

の

⻑
や

り
ビ

タ

サ
ン
と
フ
レ
ン
ド
登
録

し
て
た
み
た
い
で
す
ね

こ
れ
は

合

あ
ん
た

を

す
る

つ
も
り
よ

な
事
で
す
よ

あ
な
た
と
そ

ち
の
子
に
は

ビ

タ

サ
ン
を
誘
き
出
す

に

な

て
も
ら
い
ま
す

 
ニ

ニ

と
気
持
ち
悪
い

み
を

み
な
が
ら
コ
イ
フ
男
が

た
事
に
あ
た
し
と
シ
リ
カ

は
目
を
合
わ
せ
て
息
を

ん
だ

 
聖
⻯

合
は
キ
リ
ト
の
ア
ン
チ
勢
と
し
て
有
名
で

場
の
専
横
や
レ
ア
ア
イ
テ
ム
や
モ

ン
ス
タ

の

な
ら
一
時
的
な
オ
レ
ン
ジ
化
も

さ
な
い
ば
か
り
か
キ
リ
ト
に
対
し
て
は
む
し

ろ
殺
そ
う
と
躍

に
な

て
い
る
程
の
集

で
あ
る

現
に

日
の

第
七
十
五
層
の
転

前
広
場
で
聖
⻯

合
の
リ

ダ

を
初
め
と
し
た
一

は
彼
を
殺
そ
う
と
一
対
多
の
不

な
デ

エ
ル
を
吹

掛
け
て
い
る

 
そ
れ
を

え
れ
ば
た
だ
誘
き
出
す
だ
け
で
は
済
ま
な
い

だ

恐
ら
く
あ
た
し
達
を
人

に

し
て
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あ
た
し
達
を

人

に

す
る

て

お
お

理
解
が
速
い
み
た
い
で
す
ね

そ
う
で
す
よ

ビ

タ

サ
ン
な
ん
て
死
ん

で
も

も
哀
し
ま
な
い
で
し

う
し

ボ
ス
の

ち
に
も
な
る

し

ボ
ス

 
ボ
ス

の
事
だ
と

中
で

く

あ
た
し
が
そ
の

語
で
思
い
浮
か
べ
る
の
は
今
は
も
う

こ
の
世
界
に
存
在
し
て
い
な
い
あ
の
凶
悪
な

う

の
ボ
ス
で
す
よ

 
あ
た
し
が
思

し
て
い
た
そ
の
先
を

コ
イ
フ
男
は

な

で

い
な
が
ら

に
し
た

 
そ
れ
で
あ
た
し
は
悟
る

コ
イ
ツ
は
聖
⻯

合
に
属
し
て
は
い
る
が
そ
の
実
真
実
は

う

の
ス
パ
イ
だ

た

だ

つ
ま
り
あ
た
し
と
シ
リ
カ
を
圏
外
に
誘
き
出
し
た
男

性
プ
レ
イ

も
同
じ

 

う

は
壊
滅
し
た

と
は
少

思
う
も
の
の

き
は
し
な
い

キ
リ
ト
が
壊

滅
さ
せ
た
と

て
も
や
は
り

ち

ら
し
は
出
て
来
る

だ
か
ら
だ

あ
た
し
は
直

見
て

い
な
い
が
大
人
数
が
密
集
し
て
戦
う
乱
闘
で
全
て
の

プ
レ
イ

を
意
識
し
て
い
る
事
な
ど
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絶
対
不
可
能
だ
か
ら
戦
い
の
最
中
に
分
が
悪
く
な

て

出
し
た
者
が

な
い
と
も
限
ら
な

い 
そ
れ
に

う

は
レ

ド
ギ
ル
ド
と

わ
れ
て
い
る
が
シ
ス
テ
ム
上
で
レ

ド
な
ん

て
無
い
の
で

罪
者
カ
ラ

の
オ
レ
ン
ジ
だ

オ
レ
ン
ジ
は
圏
内
に
は
入
れ
な
い
の
で
圏
外

を

し
て

動
す
る
し
か
無
い
の
だ
が
圏
外

は

し
て

設
が

で
更
に
道

も

な
品
物
を

い
て
い
な
い
の
で
補

を
す
る
に
は
不
十
分

よ

て
組

の
中
で
グ
リ

ン
を
一
人
作

て

き
そ
の
プ
レ
イ

を
圏
内
へ
と
送
り

ん
で
物

を

達
す
る
と

い
う
方
法
が
常

手

と
な

て
い
る
と

い
た
事
が
あ
る

 
グ
リ

ン
で
誘
き
出
し
た

物
を

る
オ
レ
ン
ジ
の
話
を

い
た
事
が
あ
る
し
実

シ
リ
カ

が
過
去
経
験
し
て
い
る
と
も
知

て
い
る
が

よ
も
や
あ
た
し
が
そ
の

事
者
に
な
ろ
う
と

は

こ
れ
は
意
識
が

か

た
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 
あ
ま
つ
さ
え

キ
リ
ト
に
迷
惑
ま
で
掛
け
て
し
ま

て
い
る
の
だ
か
ら

 
そ
こ
ま
で

え
て
あ
た
し
は
あ
る
事
に
思
い
至

て
更
に
血
の
気
が
引
い
た

あ
た
し
が

を
取
り
に
行
く

に
ユ
ウ
キ
達
が
護
衛
し
て
く
れ
た
の
だ
が
そ
の
理
由
が
あ
た
し
が
人

に
取
ら
れ
た
ら
キ
リ
ト
は
真

先
に
自
殺
を

ぶ

だ
か
ら
と
い
う
も
の
だ

た
の
を
思
い
出
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し
た
の
だ

現
状
を

み
る
と

キ
リ
ト
が
自
殺
を

し
て
し
ま
う
事

に
突
き
進
ん
で
し

ま

て
い
る

 
キ
リ
ト
を

え
る
と
決
め
た
の
に

彼
を
護
る
と
決
め
た
の
に

あ
た
し
自
身
が
原
因
と

な

て
い
る
事
に

が
出
て
き
て
し
ま

た

 
そ
の
間
に
も
コ
イ
フ
男
は
下
手
く
そ
な

歌
を
歌
い
な
が
ら
麻

で
動
け
な
い
あ
た
し
の

手
を
取

て
キ
リ
ト
へ
と
メ

セ

ジ
を
打
ち

ん
で
い
く

す
ぐ
に
そ
れ
も
終
え
た
様
で
送

信
ボ
タ
ン
を

し
た
コ
イ
フ
男
は

な

み
に
い
や
な
も
の
を

ま
せ
上
機

に
立
ち
上

が

た
さ

て

物
は
一

に

め
ま
し

う
か
ね

行
き
ま
す
よ

は
い
よ

 

し
た
男
に
声
を
掛
け
て
コ
イ
フ
男
が
あ
た
し
を

し
た
男
が
シ
リ
カ
を

ぎ
に
し
て

動
を
開
始

数
分
後
に
は
こ
の
近

で
最
も
大
き
な

れ
木
が
あ
り
根

に
は
フ

ル
ド

グ
ラ
フ

ク
の
墓
標
が
存
在
す
る
場

に
来
た

 
そ
こ
で
は

に

人
か
の
プ
レ
イ

が

た

合

で
八
人

三
人
が
グ
リ

ン
で
あ
た
し

達
と
同
じ
よ
う
に
麻

で
倒
れ
て
お
り

残
り
五
人
が
オ
レ
ン
ジ
だ
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グ
リ

ン
の
三
人
は
全

見
知

た

だ

た

黒
い
ロ

ブ
を

た
男
女
と

を

た
ガ
タ
イ
の
良
い
男
で
ロ

ブ
の
女
は

ル
コ
さ
ん

の
男
は
血

騎
士

の
ラ
ン

ス
隊
部
隊
⻑
を
務
め
て
い
る
お
得
意
様
の
一
人
だ

た
か
ら
だ

ロ

ブ
の
男
は
第
五
十
七
層

教
会
の
二

か
ら

り
下

ら
れ

を
消
し
た
人
物
の
人

と
合

し
た
あ
の
時
は
全
身

で

も

て
い
た
か
ら
ち

と
気
付
く
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
が

 
そ
れ
に
し
て
も

故
死
ん
だ

の
男
が

に
い
る
の
か
そ
れ
以
前
に

で
シ

ミ

ト

さ
ん
と

ル
コ
さ
ん
が

る
の
か
そ
も
そ
も
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

が
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
集

結
し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
か

た

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
あ
た
し
達
は
墓
標
の
近
く
に

べ
て

か
せ
ら
れ
た

麻

は
時
間

経
過
で
回
復
す
る
も
の
だ
が
あ
た
し
達
に

さ

て
い
る
ピ

ク
に
塗
ら
れ
て
い
る
麻

は
レ

ベ
ル
十
と
マ

ク
ス
レ
ベ
ル
で

く
三
十
分
は
自
然
回
復
ま
で
に
時
間
が
掛
か
る
仮
に
状

異
常

性
ス
キ
ル
を
上

て
い
て
も
十
五
分
以
上
は
確
実
に
要
す
る

一
人
に
つ
き
一
人
の

オ
レ
ン
ジ
が
見

て
い
る
か
ら
自
力
で
脱

す
る
の
も
無
理
だ
と
悟

た
あ
た
し
は
地
面
の

上
で
横
に
な

た
ま
ま
悔
し
い
思
い
で
⻭
を
食
い

て
い
た

 
そ
れ
か
ら
十
分
近
く
が
経
過
し
て

冒

の

を
コ
イ
フ
男
が

に
し
た
の
で
あ
る
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リ

ダ

ど
う
す
る
ん
で
す
か

 

ビ

タ

は

己
的
だ
か
ら
来
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す
よ

う

ん

ビ

タ

サ
ン
の
性
格
か
ら
し
て

少
な
く
と
も
こ
の

の

発
を
ス
ル

す

る
と
は
思
え
な
い
ん
ス
よ
ね

と

お

 

索

ス
キ
ル
に
反
応
ア
リ

ど
う
や
ら
来
た
み
た
い

ス
ね

 
コ
イ
フ
男
が
予
想

り
予
定

り
と

み
を
浮
か
べ

に

る
オ
レ
ン
ジ
達
も
ニ

ニ

と
い
や
な

み
を
浮
か
べ
る

一
緒
に
地
面
に
転
が

て
い
る
シ
リ
カ
は

を
浮
か
べ
て
い
る

し

ル
コ
さ
ん
と
カ
イ
ン
ズ
さ
ん
も

え
シ

ミ

ト
も
現
状
を
打
破
で
き
な
い
事
を
⻭

く
思
い
な
が
ら
体
を

わ
せ
て
い
る

 
あ
た
し
は
内
心
で
来
る
な
と
思
う
と
同
時
助
け
て
と
い
う
思
い
も
浮
か
べ
て
い
た

反

す
る
感
情
に

す
る
中
で
も

実
な
速

で
こ
ち
ら
に
向
か

て
来
て
い
る
の
か
地
面
が
少

し
だ
け
揺
れ
初
め
て

  

ド
カ
カ

ド
カ
カ

ド
カ
カ

 
ド
カ
カ
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地
面
の

か
な
振
動
は
時
間
と
共
に
少
し
ず
つ
大
き
く
な
り
更
に

を
打
つ

が
遠
く
か

ら

こ
え
て
来
た

そ
れ
は

か
が
一
定
の
リ
ズ
ム
で

て
来
る

で
決
し
て
人
間
の
そ
れ

で
は
無
い
事
は
明
白
だ

た

 
十

ど
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で

く

が
漂
う
林
を
高
速
で

け

け
て
来
た
存
在
が

を

現
し
た

 
そ
れ
は
黒
く
大
き
な

だ

た

軍

だ
と
か

場

の

だ
と
か
の
見
分
け
は
付
か
な

い
が

骨

と
し
た
黒

の
体
か
ら
感
じ
ら
れ
る
力
強
さ
は
モ
ン
ス
タ

に
も

ら
な
い
程

で
黒
色
で
大
き
い
せ
い
か
そ
れ
と
も
あ
た
し
が
地
面
か
ら
見
上

て
い
る
せ
い
な
の
か
と

て
も

圧
感
が
あ

た

は
速
く
て
良
い
も
の
だ
な

 
そ
し
て
そ
の

に

て
や

て
来
た
人
物
は
あ
ら

る
意
味
で

ち
人
と
な

て
い
る

キ
リ
ト
だ

た

 
彼
は
黒
い

で
作
ら
れ
て
い
る

の
上
に

り
手

れ
た
風
に
手

を
持
ち

に
足
を
掛

け
て

を

り
こ
な
し
て
い
た

手

を
引
い
て
止
ま
る
よ
う
指
示
し
た
彼
は
オ
レ
ン
ジ
プ
レ

イ

を
前
に
し
て
も

自
然
体
と
思
わ
せ
る

気
を

さ
な
い
で

を
開
く

出
て
き
た
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葉
は

の
感
想

は
あ
た
し
が
見

れ
て
い
る

時
も
の
前
開
き
の
コ

ト
で
は
無

く

日
新
た
に
入
手
し
た
フ

ド
付
き
の
黒
コ

ト
だ

た

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
現
時
点
で
プ
レ
イ

が
個
人
で

有
で
き
る
騎

動
物
は
存
在
し

な
い

外
的
に

層
に
は

が
設

さ
れ
て
お
り
そ
こ
で
レ
ン
タ
ル
す
る
事
で

す

る
と
い
う
手

は
あ
る
も
の
の

り
こ
な
す
に
は
恐
ろ
し
い
程
の
テ
ク
ニ

ク
が
要
求
さ
れ
る

と

い
て
い
る

更
に
は
レ
ン
タ
ル

金
も

に
な
ら
ず

れ
る
ま
で
に
は

な
時
間
と

金
を

ぎ

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
い
や
に
現
実
味
の
あ
る
も
の
な
の
だ

を
求

め
て

生
活
を
し
て
い
る
者
が
偶
に

戦
す
る
と
い
う
話
を
小

に

ん
だ
事
は
あ
る
も
の

の

実

に

し
て
い
る
プ
レ
イ

を
見
た
の
は
こ
れ
が
初
だ

 
そ
ん
な
騎

動
物
で
あ
る
黒

に

て

け
付
け
た
キ
リ
ト
は
墓
標
の

に
麻

で
動

け
な
い
状

で

か
せ
ら
れ
て
い
る
あ
た
し
達
を
一

に
物
騒
な
剣
や

剣
麻

が
塗

ら
れ
た
ピ

ク
な
ど
を
手
に

て
自
信
を
見

え
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

達
へ
と

線

を

し
あ
た
し
達
を

し
た
グ
リ

ン
の
男
性
プ
レ
イ

最
後
に
一

の
リ

ダ

ら
し

き
コ
イ
フ
男
へ
と

線
を
動
か
し
た

こ
う
し
て

対
者
と
し
て

を
合
わ
せ
る
の
は
約
一
年

ぶ
り
だ
な

モ
ル
テ
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そ
う
で
す
ね

ビ

タ

サ
ン
こ
そ

こ
の
一
年

で

て
い
る
か
と
思
い
き
や

い
や
は
や

に
反
し
て
恐
ろ
し
い
で
す
ね

出
来
れ
ば

て
い
て
欲
し
い
ん
で
す
け

ど
ず

と
攻
略
組
に
潜
り

け
て
い
た

の

と
は
思
え
な
い
な

 

と
キ
リ
ト
が
苦

を
浮
か
べ

か
ら

や
か
に

り
た

そ
の

の
お

を
ポ
ン
と

一
回

く

く
と
雄

し
い

き
と
共
に
黒

は

く

り
去

て
い

て
し
ま
う

お

を

く
と
レ
ン
タ
ル
が
解

さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
な
の
だ

 
ち
な
み
に

金
は
時
間
制
で
レ
ン
タ
ル
三
十
分
で
一
万
コ
ル
そ
れ
か
ら
三
十
分
ご
と
に
金

が
五
千
コ
ル
増
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
ら
し
い

た
く
り
も
良
い

で
あ
る

 

を
下
り
た
キ
リ
ト
は
手
を

に

て
自
身
を

む
よ
う
に
広
が

て
い
る
オ
レ
ン
ジ
達
を

見
回
し
た

さ
て

リ
ズ
ベ

ト
の
メ

ル
の
指
示

り
に
来
て
み
れ
ば

と
も
は
や

予
想

り
過
ぎ
て

も

え
な
い
な

ん

 
あ
の

そ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
事
な
ん
で
す
か
ね

 
予
想

り

て
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で
あ
る
ア
ン
タ
に
語
る
義
理
は
無
い

 
に
べ
も
無
い
と
は
こ
の
事
か

ま

に
そ
う
い
う
事
を

ら

ら

て
も
良
い
事
は
無

い
し
キ
リ
ト
の
判
断
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
が
気
に
な
る
の
は
事
実
だ

モ
ル
テ
と

う
ら
し

い
コ
イ
フ
男
の
疑
問
も

然
で
は
あ
る

チ

子
く
れ
て
ん
じ

ね

ぞ

 
そ
う

え
て
い
る
と
キ
リ
ト
を

ん
で
い
た
中
で
も
最
も
あ
た
し
と

離
が
近
か

た
オ
レ

ン
ジ
の
男
が
苛
立
ち
の
声
を
上

あ
た
し
の
髪
を

み
に
し
て
持
ち
上

た

み
は
無
い

が
疑
似
的
な

が
引

ら
れ
て
い
る
不
快
な
感
触
が
す
る

麻

で
体
に
力
が
入
ら
な
い

か
ら
男
に

り
下

ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
格

に
な

た

 
そ
ん
な
状

の
あ
た
し
の

に

オ
レ
ン
ジ
の
男
は
片
手
剣
の
刃
を

て
る

こ

ち
に

人

が
い
る
ん
だ

へ
へ
あ
ん
ま
り
反
抗
的
な

取

て
る
と
大
切
な

大
切
な

オ
ト
モ
ダ
チ

が
傷
付
い
ち
ま
う
ぞ

ま

型
的
で
古

的
だ
が
有

な
手

で
は
あ
る
な

リ
ズ
ベ

ト
は
攻
略
組

達
だ
し

も
よ
く

し
て
い
る
か
ら
な
喪
う
に
は

し
い
し

な
く
な
れ
ば
攻
略
速

が

ち
る
の
は
確
実
だ
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テ
メ

そ
ん
な

ぶ

て

を
企
ん
で
や
が
る

逆
に

こ
う
か

こ
ん
な
事
を
す
る
な
ん
て

を
企
て
て
い
る
ん
だ

 
人

に
す
る
に

し
て
は

と

わ
り
の

い
人
物
ま
で
い
る
し

偶
然
と
は

え

い
ん
だ
よ
な

な

モ
ル
テ

 

か

の
中
で

え
て
い
る
か
の
よ
う
に
わ
ざ
と
あ
く
ど
く
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
語

を

ば
す
キ
リ
ト
は
不

な

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
コ
イ
フ
男
モ
ル
テ
を
見
や
る

対
す
る

コ
イ
フ
男
は

か
に
引
き

て
は
い
た
も
の
の
ニ

ニ

と
し
た

み
を

り
付
け
て
表
情

を
変
え
な
い

 
ニ
タ
ニ
タ
ニ

ニ

と
キ
リ
ト
と
コ
イ
フ
男
が
不
気
味
な

み
の
応

を
交
わ
し
場
が

に

ま
れ
る

然
な
が
ら
あ
た
し
は

る
さ
れ
た
ま
ま
だ

 
そ
の

を
最
初
に
破

た
の
は
コ
イ
フ
男
だ

た

男
は
⻑
く

い

息
を

き

を
掻

く

ん

と

恐
ろ
し
い
で
す
ね

ビ

タ

サ
ン

う
ち
の

ボ
ス
よ
り
も

か

に
恐
ろ
し
い
で
す
よ

Ｐ
ｏ
Ｈ
か

そ
う
い
う
意
味
で
上
と

わ
れ
て
も

し
い
や
ら

し
く
な
い
や
ら
複

だ
な
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ま

そ
れ
は
い
い

で

 

を
こ
こ
に
呼
ん
だ
理
由
は

も
う
分
か

て
る
で
し

ビ

タ

サ
ン

ぶ

ち

け
る
と
色

と
ア
レ
な
ん
で

そ
ろ
そ
ろ
そ
の
お
命

し
た
い
と
思

た
ん
で
す
よ

あ

抗
し
な
い
方
が
良
い
で
す
よ

 

の

り
人

が
五
人

ま
す
し

 
そ
れ
に
と

葉
を

切

た
モ
ル
テ
が

手
を
持
ち
上

指
を
パ
チ
リ
と
鳴
ら
す
と

の

れ
木
や

み
か
ら

突
に
多
く
の
プ
レ
イ

が

を

わ
に
し
た

ど
う
や
ら

ス
キ
ル
で
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
い
た
ら
し
い

プ
レ
イ

達
は
多
数
の
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
無

属
の
プ
レ
イ

が
か
な
り
の
数

た

 
ざ

と
見
て
百
人
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
が

く
五
十
人
は
超
え
て
い
る

だ

そ
の
人
数

が
ズ
ラ

と
こ
の
場

を
取
り

む
よ
う
に
展
開
し
キ
リ
ト
へ
武
器
を
向
け
る

に
勝

を

確
信
し
て
い
る
の
か
表
情
は

も
が
い
や
な

み
ば
か
り
浮
か
べ
て
い
た

流

の
ア
ナ
タ
で
も

こ
の
数
を

手
し
な
が
ら
人

を
助
け
に
動
く
な
ん
て
の
は
無
理
で

し

う
八
十
人
と
少
し
か

確
か
に
こ
の
数
を

手
し
な
が
ら
人

を
護
る
な
ん
て
真
似
は

不
可
能
だ
な
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一
人
で
は
な

  
不

な

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
あ

け
ら
か
ん
と
コ
イ
フ
男
の

を
認
め
た
キ
リ
ト
は
し
か

し
声

を
重
い
そ
れ
に
変
え
て
一

付
け
加
え
た

間
彼
の

の

が

か
に
し
か
し

確
か
に
歪
む

目
は

か
を

た
か
の
よ
う
に
ギ
ラ
リ
と

い
光
を
放

た

は
い

 
付
け
加
え
ら
れ
た
一

が
予
想
外
だ

た
の
か
コ
イ
フ
男
が
無

備
に
も
見
え
る
様
で

狂
な
声
を
不
思
議
そ
う
に
上

直
後

あ
た
し
の
体
が
地
面
に

ち
た

 
い
や
あ
た
し
だ
け
で
は
無
い
あ
た
し
の
髪
を
引

ん
で
持
ち
上

て
い
た
男
や

し
て
い
た
オ
レ
ン
ジ
達
の

人
か
が
同
じ
よ
う
に
地
面
に
倒
れ

ん
で
い
た

オ
レ
ン
ジ
達
の

ゲ

ジ
は
バ
ラ
バ
ラ
で
は
あ
る
も
の
の
数

れ
て
お
り
そ
し
て
共

し
て
い
る
の
は
麻

の
マ

ク
が
あ
る
事
だ

た

な

だ

い
き
な
り
麻

で

ど
こ
か
ら
か
ピ

ク
が

ん
で
き
た
の
か
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い
や

そ
れ
に
し
ち

ダ
メ

ジ
が
大
き
過
ぎ
る
だ
ろ

 
そ
れ
に
見
ろ

斬
ら
れ
た

が

あ
るに

し
て
も

が

 
し
か
も

に
も
気
付
か
れ
な
い
で

足

も
立
て
な
い
で
ハ
イ
デ

ン

グ
で
斬
り
付
け
た

て
の
か

く
 
キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と
す
る
意

で
集
ま

て
い
る
と

え
ど
や
は
り
攻
略
組
の
よ
う
な
結
束
力

な
ど
が
無
い

合
の
故
か
一
気
に
場
は

乱
の

と
化
し
た

コ
イ
フ
男
は
そ
れ
を
見

し

て
い
て

中
で

か
に
気
付
い
た
よ
う
に

の
剣
を

い
て
横

ぎ
に
振
る
い
刃
が

か
と

衝
突
し
て

い

を

か
せ
る

 
そ
れ
を
見
て
い
て
分
か

た

コ
イ
フ
男
の
片
手
剣
の
刃
と
衝
突
し
た
の
は
一
本
の
黒
い
剣

そ
の
剣
は
あ
た
し
が
キ
リ
ト
に
依
頼
さ
れ

イ
ン
ゴ

ト
か
ら
鍛
え
直
し
て
来
た
一
つ
だ

た

そ
れ
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

ん
で
来
て

コ
イ
フ
男
に
襲
い
掛
か

た
の
で
あ
る

こ
れ
は見

す
る
と
は

だ
な
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さ
し
も
の

霊
さ
な
が
ら
の
光

を
見
せ
ら
れ
て
時
間

と
場

が
マ

チ
し
て
い
る
せ
い

か
そ
れ
と
も
現
実
的
で
は
無
い
せ
い
か
コ
イ
フ
男
が
慌
て
た
よ
う
に

に
チ
ラ
チ
ラ
と

線

を
投

る

恐
ら
く

の
者
達
を
麻

に
し
た
存
在
を
探
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

こ
れ
だ
け
の

人
数
が

て
い
る
中
で
見
つ
け
出
す
の
は
一
苦
労
ど
こ
ろ
で
は
無
い

 
そ
れ
を

機
と
見
た
様
で
キ
リ
ト
は
持
ち
前
の
圧
倒
的
ス
テ

タ
ス
を
発

し
て
一

で
コ

イ
フ
男
へ
肉

予
想
外
だ

た
の
か
ビ
ク
リ
と

え
る
コ
イ
フ
男

 
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
は
攻
撃
す
る

か
と
思
い
き
や

故
か
男
が
振
り
払

た
ま
ま
の
剣
の

刃
を

手
で

ん
だ

刃
を

ん
だ

手
に
は
予
想

り
斬
ら
れ
た
エ
フ

ク
ト
が
発
生
し
て
紅

い
光
が

り

キ
リ
ト
の

も

が
チ
リ

と

れ

す
ぐ
に
回
復
し
て
を

り
返
す

一
向

に

る
様
子
が
無
い
か
ら

た
る
ダ
メ

ジ
し
か
無
い
様
だ

を

こ
れ
で

ア
ン
タ
も
オ
レ
ン
ジ
だ
な

え

な

 
ニ
タ
リ
と

り
と

わ
ん
ば
か
り
の
悪
魔
の
よ
う
な

み
を
浮
か
べ
た
キ
リ
ト
の

葉

か
ら
コ
イ
フ
男
は

を
さ
れ
た
か

し
た
よ
う
だ

た

あ
た
し
も

わ
れ
て
コ
イ
フ
男
の
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上
に
あ
る
カ

ル
を
見
れ
ば

さ

き
ま
で
グ
リ

ン
だ

た
の
に

確
か
に
オ
レ
ン
ジ
に

な

て
い
た

 
シ
ス
テ
ム
的
な
オ
レ
ン
ジ
は
他
の
プ
レ
イ

を
攻
撃
す
る
と
い

た
ア
ク
シ

ン
に
よ

て
な

て
し
ま
う
も
の

つ
ま
り
他
者
の

を

た
ら
カ

ル
が
オ
レ
ン
ジ
と
化
し
て
し

ま
う
の
だ

そ
こ
に

故
意
だ
ろ
う
が
過
失
だ
ろ
う
が

は
無
い

他
者
の

を

て
し

ま

た
ら

た
プ
レ
イ

が
悪
い
と
判
断
さ
れ
て
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
し
ま
う
の
だ

 

論
オ
レ
ン
ジ
に
な
る
場
合

手
は
グ
リ

ン
と
い
う
の
が
鉄

だ

そ
の
た
め
Ｓ
Ａ
Ｏ
初

期
の

で
は
グ
リ

ン
プ
レ
イ

を

発
し
て
攻
撃
さ
せ
た
り
反

的
に

撃
行

を
取

ら
せ
て
わ
ざ
と
攻
撃
に

た

て

手
を
オ
レ
ン
ジ
に
し
て

を
す
る
と
い
う
手

が
流
行

し
た
事
が
あ
る

 
こ
れ
を

し
て
圏
外
で
他
プ
レ
イ

と
会
話
を
す
る

に
は
原

的
に
武
器
を
仕
舞
う

事
が
鉄

と
さ
れ
て
い
る

論

を

し
て

き
身
の
ま
ま
の
時
は
あ
る
だ
ろ
う
が
そ

の

に
は
別
の
方
向
に
剣
を
向
け
て
お
く
な
ど
種

様

な
暗

の
了
解
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
存
在

し
て
い
る

 
今
キ
リ
ト
が
コ
イ
フ
男
に
し
た
の
は
そ
れ
と
同
じ
事
だ

コ
イ
フ
男
は

ぶ
り
か
ら

す
る
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に

う

の
ス
パ
イ
と
は

え
ど

聖
⻯

合

に
属
し
て
い
る
プ
レ
イ

で

更
に

は
グ
リ

ン
プ
レ
イ

下
手
に
手
を
出
し
て
キ
リ
ト
が
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
は

手
の
思
う

な
ら
オ
レ
ン
ジ
が
か
つ
て
使

た
手

を

し
て

手
を
オ
レ
ン
ジ
に
し
対

す

れ
ば
い
い
と

え
た
の
だ
ろ
う

実

コ
イ
フ
男
が
し
て
い
る
事
は

罪
者
ど
こ
ろ
か
レ

ド
の

そ
れ
な
の
だ

そ
れ
を
糾
弾
す
る
事
な
ど
コ
イ
フ
男
に
出
来
る

が
無
い

シ

ア

 
こ
ん
な
初
歩
的
な
手
に
引

掛
か

た
の
が

に

た
の
か
⻭
の
間
か
ら
空
気
を

き
出

し
て
い
る
よ
う
な
呼
気
と
共
に
裂

の
声
が
空
気
を

い
た

同
時
に
コ
イ
フ
男
が
剣
を
突
き
出

す
が
剣
を
持

て
い
る

を
取
り
場

を
入
れ

わ
る
よ
う
に
し
な
が
ら
キ
リ
ト
は
流
れ

る
よ
う
な
背
負
い
投

で
コ
イ
フ
男
を
投

ば
し
て
し
ま

た

く

そ

 
そ
れ
を
見
て

あ
た
し
と
シ
リ
カ
の
近
く
に

た

し
た
グ
リ

ン
プ
レ
イ

が

打
ち

し
再
び
人

に
し
よ
う
と

て
近
寄

て
来
る

そ
れ
を
見
た
か
ら
か
キ
リ
ト
も

に
動

き
出
し
た

 

が

け
寄

て
来
る
の
を
見
た
た
め
か
グ
リ

ン
の
男
が

の

刀
を

い
て
斬
り
掛
か
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る

キ
リ
ト
は
そ
れ
を
あ
ろ
う
事
か
は

し
と
片
手
の
五
指
で
刃
を

ん
で
止
め
て
し
ま

て

い
たこ

ん
な
も
の
か

 

た
く

圧
感
あ
る
声

で

く

き
捨
て
た
キ
リ
ト
は
刃
を

ん
で
い
る
指
を

り

む
や

や
金
属

な

刀
の
刃
を

い
て
し
ま

た

握
力
で
刃
を

き

て
し
ま

た
の

で
あ
る

剣
で

き

る
な
ら
ま
だ
し
も
手
を
握
り

ん
だ
だ
け
で
刃
を

る
な
ん
て
今
ま
で

見
た
事
も
無
か

た
か
ら

目
し
て
そ
の
光

を
見
上

て
い
た

刀
を
振
る

た
男
も
開

い
た

が

が
ら
な
い
と
ば
か
り
に

ま

て
い
た

 

論
刃
を
握

た
事
か
ら
コ
イ
フ
男
の
時
と
同
じ
よ
う
に
グ
リ

ン
の
男
は
オ
レ
ン
ジ
へ
と
変

わ

て
い
た

そ
れ
を

て
い
た
か
ら
な
の
か

き
に

ま
る
男
の

へ
キ
リ
ト
は
蒼
い

光
を

ら
せ
る
刃
を
握
り

し
た

を

き

み
大
き
く

ま
せ
た

そ
れ
だ
け
で
男
の

は

四

が
ご

そ
り

れ
る

大
ダ
メ

ジ
を

け
た

に
ス
タ
ン
に
な

た
男
を
キ
リ
ト
は

を

ん
で
ポ
イ

と
ゴ
ミ
を
放
る
か
の
よ
う
に

く

を
取
り

む
一

へ
放
り
投

た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
墓
標
近
く
で

か
せ
ら
れ
て
い
た
あ
た
し
達
の

に

り

い
た

す
ぐ

に
背
後
の
モ
ル
テ
達
へ
と
向
き
直
る
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そ
の

間
一

だ
け
だ
が
キ
リ
ト
の
眼
が
あ
た
し
と
合

た

そ
の
眼
に
は

に
向
け
て
い

た

た
い
も
の
で
も
モ
ル
テ
と
話
し
て
い
た
時
の
不

な
も
の
で
も
無
く

こ
ち
ら
を
安
心

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
て

ま
た
安

し
て
い
る
よ
う
な

か
み
の
あ
る
光
が
あ

た

も

ん
の

か
に

み
の
形
を
作

て
い
た
よ
う
に
も
見
え
た

 
し
か
し
そ
れ
も
錯
覚
か
と
思
う
程

い
時
間
し
か
見
え
な
く
て
彼
は
す
ぐ
に
体
ご
と

に
向

き
直

て
し
ま

た

そ
の
彼
と
話
す

か
先
程
投

ば
さ
れ
た
モ
ル
テ
が

子
を

手
で
掻
き
な
が
ら
前
に
出
て
来
る

い
や

き
ま
し
た
よ

ア
ナ
タ
リ
ア
ル
で

術
か

か
で
も

て
た
ん
で
す
か

ん
出
来
損
な
い
に
は
出
来
損
な
い
な
り
に
さ
せ
ら
れ
て
い
た
事
が
あ
る
こ
の
程

は
出

来
て

然
だ
と

わ
れ
て
な

別
に

く
程
の
事
で
も
無
い
だ
ろ
う

い
や
い
や

あ
の

ら
か
さ
は
と
て
も

人
に
は

け
ま
せ
ん

て

ま

い
い
で
す
け

ど

で
も
ビ

タ

サ
ン
い
い
ん
で
す
か

反
抗
し
ち

て

 
ア
ナ
タ
が
自
ら

死
ん
で
く
れ
れ
ば
そ

ち
の
人
達
だ
け
は
助
け
よ
う
か
な

と
か

え
て
た
ん
で
す
け
ど
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は

み

み

え

攻
略
組
の
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

が
オ
レ
ン
ジ
と
組
ん
で
い
る
現
状
を

見
て
い
る
プ
レ
イ

を
ア
ン
タ
が

が
す

が
無
い
だ
ろ
う

そ
れ
に

も
無
策
な

じ

な
い

こ
の

が

の

備
も
無
し
に

へ
来
た
と
思

て
い
る
の
か

 
そ
う

て
彼
は

手
を
横
へ
持
ち
上

た

す
る
と

手
に
先
程
モ
ル
テ
が
弾
い
て
地
面

に
突
き
立

て
い
た

の
黒
い
剣
が
光
の
中
か
ら
現
れ
た

 
そ
れ
を
見
て

あ
た
し
は

く

乱
し
た

 
闘
技
場

個
人
戦

を
突
破
し
た
後

キ
リ
ト
本
人
か
ら
新
た
に
入
手
し
た
武
器

の

特
性
は
よ
く
教
え
て
も
ら

て
い
る

値
は
キ
リ
ト
の

だ
か
ら
理
論
上
彼
が
死
な
な
い

限
り
全
損
も
し
な
い
し
ス
ト
レ

ジ
の
出
し
入
れ
な
ど
の
手
間
を

い
て
十
三
種

の
武
器
を

イ
メ

ジ
で
取
り
だ
し
仕
舞
う
事
が
出
来
更
に
は
彼
の
イ
メ

ジ
に

て
空
中
に
浮
い
て

い
る
武
器
を
動
か
せ
る
の
だ
と

 
あ
た
し
は
彼
の
武
器
の
面
倒
を
見
て
来
て
い
る
鍛
冶
師
な
の
で
そ
の

は
よ
く

い
て
お
い

た 
だ
か
ら
こ
そ
あ
た
し
が
作

た
剣
が
ま
さ
か

の
特
性
を
持

て
現
れ
る
事
に

乱
し
た
の
だ

ボ
ス
の
ホ
ロ
ウ
が
使

し
て
い
た
十
三
種

の
武
器
し
か
一

の
出
し
入
れ
は
不
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可
能
だ
と
思

て
い
た
の
に
そ
の
思

を
裏
切

て
の
こ
れ
だ

乱
す
る
な
と
い
う
方
が
無

だ
 
キ
リ
ト
が
新
た
に
手
に
入
れ
た
武
器
の
情
報
を
ど
こ
か
ら
か
入
手
し
把
握
し
て
い
た
か
ら
か

コ
イ
フ
男
が

然
と
し
た
風
な

を
し
た

聖
⻯

合

で
攻
略
組
に
潜
り

け
て
い
た

の
な
ら
あ
の
個
人
戦
の
戦
い
も
見
て
い
た

そ
の
ホ
ロ
ウ
が
使

て
い
た
剣
で
は
無
い
と

見
た
だ
け
で
分
か

た
か
ら

ま
さ
か
手

へ
す
ぐ
に

る
と
は
思
わ
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
し
か
し
た
か
が
剣
一
本
と
思

た
の
か
す
ぐ
に
引
き

た

を
取
り

て

み
を

り
付
け
た

い
い
え

そ
ん
な
事
は
思

て
ま
せ
ん
と
も

で
も

如

に
最
前
線
を

ロ
で
切
り

け
て
い
る
ア
ナ
タ
で
も

こ
の
数
を

手
に
一
人
で
は
無
謀
じ

あ
り
ま
せ
ん

一
人

か

く
く

そ
う
だ
な

く

は
は

が
お
か
し
い
ん
で
す
か

 
現
状
を
見
た
モ
ル
テ
の

葉
に
対
し

故
か

突
に

い
出
し
た
キ
リ
ト

一
体
ど
う
し
た

の
だ
と
心
配
に
な

て
い
る
と

子
の
下
で

苛
立

て
い
る
か
の
よ
う
に
⻭

り
を

し

声

を

く
し
た
モ
ル
テ
が
問
い
掛
け
た

し
か
し
な
が
ら

キ
リ
ト
は
そ
れ
に

え
ず
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く

と

い

け
る
だ
け

 
も
し
か
し
て

労
が
限
界
を
突
破
し
て
色

と
ハ
イ
に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

い
い
加

に
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
ね

イ

た
ん
で
す
か

 
良
い

を

し
ま
す
よ

い
や
な

一
人

そ
う
だ
な

は

ロ
だ
今
ま
で
ず

と
一
人
で
戦

て
来
た

お
や

自
分
語
り
で
す
か

 
い
い
で
す
ね

最
後
に
無
様
な
死
に
様
を
見
せ
る
安

い
モ
ブ
キ

ラ

く
て
い
い
で
す
よ

 

れ
た
よ
う
に
モ
ル
テ
が
先
を

し
た

ど
う
や
ら
キ
リ
ト
の
話
を

る
気
す
ら
失
せ
た
よ
う

だ
が

キ
リ
ト
も
い
き
な
り

を

い
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
あ
た
し
は
不
思
議
に
思

た

 
気
が
狂

た

で
も
無
い
み
た
い
だ
し

か

え
が
あ

て
の
事
な
の
だ
ろ
う
け
ど

ず

と
ず

と

ず

と

は
一
人

か
ら
も
蔑
ま
れ

見
下
さ
れ

格
下
だ
と

出

来
損
な
い
だ
と

わ
れ
て

弾
き
に
さ
れ
て
き
た

そ
れ
で
も

は
今
も
生
き
て
い
る

常

日

か
ら
命
を

わ
れ
て
い
る
中
で
も
レ

ド
ギ
ル
ド
を

手
に
し
て
も
だ

そ

の
今
の
力
を
見
せ
て
や
る
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陰

と

と

と
語

て
い
た
キ
リ
ト
が

突
に
さ

き
と
同
じ
よ
う
に

突
に

声

を

く
し
て

葉
を
付
け
加
え
た

そ
れ
と
同
時
闇
夜
に

ま
れ
た

の
林
の
中
に
人

影
で
は
無
い

⻑
い
物
体
が

つ
も

十
も

百
と
出
現
す
る

  
そ
れ
ら
は
全
て

に
浮
い
て
い
た

 
な

 
あ
た
し
は

き
過
ぎ
て

が

ま

た

ご

と

を
し
て
か
ら
ま
た
見
上

る
と
や
は

り
さ

き
見
た
の
と
同
じ
で

⻑
い
物
体

片
手
剣
が

を
浮
い
て
い
た
そ
の
数
は

数

え
切
れ
る
程
で
は
無
い

全
て
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
そ
れ
も
第
七
十
五
層
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
武

で
見

た
も
の
だ
と
分
か

た
が

故
数
百
本
も
あ
る
の
か
が
分
か
ら
な
か

た

い
や
そ
れ
で

え
ば
そ
も
そ
も

を
浮
い
て
い
る
事
そ
の
も
の
が
意
味
不
明
な
の
だ
が

 
モ
ル
テ
達
も
流

に
こ
の
光

は
予
想
外
だ

た
よ
う
で
完
全
に
思

止
し
て
い
る
の
か

ま

て
し
ま

て
い
た

そ
れ
も
無
理
は
無
い
だ
ろ
う

せ
空
中
に
出
現
し
た
数
百
の
剣
の

切

先
が
全
て
自
分
達
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

更
に
そ
の
原
理
は
不
明
と
い
う
恐
怖
も
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合
わ
さ

て

最

恐
ろ
し
い
ど
こ
ろ
で
は
無
い

が
新
た
に
得
た
武
器
は
少
し
特

で
な

モ
ル
テ
は
観
戦
し
て
い
た
か
ら
個
人
戦
最
後

の

が
使

て
い
た
武
器
を
知

て
い
る
だ
ろ
う

の
刀
や
水
を

る

剣
な
ど
を

え
え

そ
れ
で
ク
リ
ア
し
た
後
は
ア
ナ
タ
が
あ
の
ボ
ス
が
使

て
い
た
武
器
を
そ
の

ま
ま

え
る
と

き
ま
し
た
よ

確
か
に
そ
れ
は
合

て
い
る

が
少

情
報
不
足
で
も
あ
る

今
回
は
そ
れ
が

に
な

た
な

新
た
に
得
た
武
器
は
武
器
種
ご
と
に
カ
テ
ゴ
リ
が
存
在
し
て
い
て
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
入

る
武
器
な
ら

つ
で
も
登
録
可
能

つ
ま
り

が

持
し
登
録
し
た
武
器
数
イ
コ

ル
剣
弾

の
数
だ
カ
テ
ゴ
リ
に
登
録
し
た
も
の
で
あ
れ
ば

ら
か
の

件
を

た
す
事
で
こ
の
よ
う
に
自

由
に
出
し
入
れ
が
出
来
る

あ
あ
先
に

て
お
く
が

え
こ
の
数
百
の
剣
弾
を
生
き

い

た
と
し
て
も
ま
だ

剣
に

刀
⻑
槍
片
手

に

手

に
刀
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
数
百
本
あ
る

し
回
収
も
自
在
だ
か
ら
弾
切
れ
な
ん
て
期

す
る
な
よ

無
限
に

り

ぐ
文

り
の
剣

林
弾
雨
を
前
に

果
た
し
て
生
き
残
れ
る
か

こ

ち
は
も
う
全

オ
レ
ン
ジ
に
な

ち

い
ま
し
た
け
ど

で
も
い
い
ん
で

す
か

 
そ
の
人
達
の
前
で
殺
人
な
ん
て
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タ
ラ
リ
と

や

を
流
し
な
が
ら
も

み
は

り
付
け
た
ま
ま

た
モ
ル
テ
の

葉
に
キ

リ
ト
は
は

と
一

に
付
し
た

た
だ
ろ
う

 

は

ロ
だ

と
も
つ
る
ま
ず

も
近
寄
ら
ず

常
に
一
人
の

弾
き
者

ら

は
無
い

そ
こ
ら
の
プ
レ
イ

と
一
緒
に
さ
れ
た
ら

る

 
く
く

と
い
や
に

発
的
な

い
声
を

ら
す
キ
リ
ト
に

そ
れ
を

然
と

あ
る
い
は

忌

し

に
見
る
一

の
構

 
こ
れ
が
ビ

タ

と
彼
に
負
の
感
情
を
向
け
る
構

な
の
だ
と
理
解
し
て
や

と
キ

リ
ト
に
対
し
て

い
て
い
た
違
和
感
の
原
因
が
判
明
し
た

あ
た
し
は
ビ

タ

と
し
て
振

る
舞
う
キ
リ
ト
を

に
見
た
事
が
無
い
し

日
の
転

で
の
や
り
取
り
も

ん
の
ち

と

だ
け
だ
こ
こ
ま
で
⻑

や

発
的
な

い
を

む
な
ど
は
無
か

た

だ
か
ら
あ
た
し
が
見

れ
て
い
る

の
彼
と
の

差
で
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
の
だ

 
そ
う

得
し
て
い
る
あ
た
し
の

線
の
先
で
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
て
立
つ
キ
リ
ト
は

手
を

く
り
と
持
ち
上

た

さ
て

死
出
の

路
に
出
る
覚
悟
は
十
分
か

な

オ
イ
オ
イ

マ
ジ
で

達
を
殺
す
気
な
の
か

 
正
気
か
よ
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ア
ン
タ
達
は

を
そ
し
て
こ
の
五
人
を
殺
そ
う
と
し
て
い
た

だ
か
ら

然
殺
さ
れ
る
覚

悟
も
あ

た
ん
だ
ろ
う

 
ま
さ
か
無
か

た
の
か

 

ハ

だ
と
し
た
ら

分
と

お
目
出

い

他
人
を
殺
す
の
は
良
く
て
も
自
分
が
殺
さ
れ
る
の
は

な
ん
て
我

が
こ
の
世

界
で

す
る
と
思
う
な

手
を
殺
す
つ
も
り
な
ら
殺
さ
れ
る
覚
悟
も
し
て
お
け
三
流
殺

人
者
ど
も

 
そ
し
て
最

語
る
事
は

も
無
い
と
ば
か
り
に
彼
は

手
を
下
し
た

直
後
切

先
を

の
男
達
へ
向
け
て
浮
遊
し
た
ま
ま
動
か
な
か

た
剣

が

一
気
に
動
き
始
め
る

 
そ
の
様
は
正
に
剣
の
雨
盾
で

ご
う
と
し
て
も
キ
リ
ト
の
ス
テ

タ
ス
が
反

さ
れ
て
い
る

の
か

い
だ

か
ら
吹

び
無

備
に
な

た
体
に

と
剣

の
よ
う
に
最
前
線
層
で

ら
れ
て
い
る
剣
が
突
き

さ

て
い
く

中
に
は

面
に
突
き

さ
り

一
撃
で

が
全
損
し

て
死
ん
だ
オ
レ
ン
ジ
も

た

い
だ
り

け
た
者
も
多
数

た
が
そ
の
者
達
は

に
展
開
さ

れ
た

剣
の
雨
で
仕

め
ら
れ

ど
ん
ど
ん
生
き

び
る
数
が

て
い

た

 

剣
が
終
わ
れ
ば

刀

は
槍

手
剣
片
手

手

の

で
剣
の
雨
が

り

い

だ
後

生
き
残

て
い
る
の
は

ん
の
数
名
だ

た

そ
の
中
に
は
し

か
り
モ
ル
テ
も

た

は

は

く
そ

な
ん
で
す
か

ホ
ン
ト
に

 
そ
れ

完
全
に
チ
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ト
な
ん
じ

な
い
ん
で
す
か

 
明
ら
か
に
お
か
し
い
で
し

も

だ
と
思

た
が
出
来
て
し
ま

た
も
の
は
仕
方
が
無
い

今
は

し
か
持

て
い
な

い
が
も
し
か
す
る
と
同
じ
プ
レ
イ

が
出
る
か
も
知
れ
な
い
な
一
応
今
の
は
ユ
ニ

ク
ス
キ

ル
じ

な
い
か
ら
な

恨
む
な
ら

こ
ん
な
手
を
使

た
自
分
達
を
恨
む
ん
だ
な

 
ま

あ
た
し
の
予
想
だ
と
ア
レ
を
可
能
と
し
て
い
る
の
は
ま
ず
間
違
い
な
く

つ

ま
り
闘
技
場
個
人
戦
を
突
破
す
れ
ば
恐
ら
く

で
も
取
得
可
能
で
今
の
も
原
理
的
に
は
可

能
な
の
だ

 
と
は

え

そ
れ
を

正
直
に
話
す
義
理
は
キ
リ
ト
に
は
無
い
し

こ
こ
に
は
彼
の
事
を

ビ

タ

と
し
か
見
て
い
な
い
者

ル
コ
さ
ん
達

が

る
の
だ
か
ら
話
す

に
も

い
か
な
い

ま

そ
も
そ
も
話
そ
う
と
も
思

て
い
な
い
の
だ
ろ
う
が

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
キ
リ
ト
が
ま
た

手
を
振
る
い
地
面
に
突
き
立

た
後
は
光
に

ま
れ
て
消
え
て
い
た
片
手
剣
が
数
十
本
空
中
に
出
現
し
再
び
超
高
速
で
レ

ド

ン
で
も
生

き
残

て
い
る
オ
レ
ン
ジ
数
人
へ
殺

モ
ル
テ
だ
け
は
剣
と
盾
を
翳
し
出
来
る
だ
け
前
へ

る
事
で

か
ら

れ
た
の
で
生
き
残

た

キ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
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剣
弾
か
ら

一
生
き

び
た
モ
ル
テ
は

の
よ
う
な

び
を
上

な
が
ら

手
で
握
る
片

手
剣
か
ら
蒼
い
光
を

ら
せ
斬
り
掛
か

た

直
後
四

撃
か
ら
な
る
片
手
剣
ス
キ
ル

の
代
名

と
な
り
つ
つ
あ
る
ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア
が
放
た
れ
る
も
キ
リ
ト
は

手

に
握
る
黒
剣
で
全
て
的
確
に
パ
リ

し
た
た
め
無

打
ち
に
終
わ

た

ド
ス
キ
ル
後
の
技

後

直
が

さ
れ

モ
ル
テ
の
体
が
ガ
チ
リ
と
不
自
然
に

ま
る

 
そ
れ
と
同
時
に
キ
リ
ト
が
黒
剣
を

に

す
よ
う
に
構
え

色
に

ま
れ
た
直
後

め
上
に
斬
り
上

た

片
手
剣
初
期

ド
ス
キ
ル
の
一
つ

ス
ラ
ン
ト
だ

こ
れ
に

よ

て

真

だ

た
モ
ル
テ
の

は
一
気
に

少
し
て
い
く

剣
技

の

に
持

て
行
け

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
振
り
上

た
剣
を

か
に
動
か
し

を
引
き

る
か
の
よ
う
に
剣
を
後
ろ

へ
引
き
深
紅
の
光
を
放

た
直
後
に
外

機

め
い
た

を

か
せ
な
が
ら
強

な

突
を

放
ち

モ
ル
テ
の

面
を

い
た

 

ド
ス
キ
ル
同
士
の
間
断
無
い

を
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト
と

う
ら
し
い
そ
れ
は
も
し
か

す
る
と
キ
リ
ト
な
り
の
手
向
け
だ

た
の
か
あ
る
い
は
た
だ

い
せ
な
の
か

因
縁
深
そ
う

な

手
に
オ

バ

キ
ル
が
過
ぎ
る
一
撃
を

面
に

き

み
モ
ル
テ
は

び
声
を
上

る
事



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

も
出
来
な
い
で
結

片
へ
と

て

た

 
後
に
は
ま
る
で
墓
標
の
よ
う
に
突
き
立
つ
無
数
の
剣
と
そ
の
中
に
立
つ
黒

の
剣
士
だ
け

が
残
さ
れ
て
い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
後

の
キ
リ
ト
無

の
や
り
方
は
多
分
分
か
る
人
に
は
分
か
る
も
の
で
す

に
し
た
人
物
の

も
一
つ
入
れ
ま
し
た
し
ね

論
無
理

理
で
は
あ
る
も
の
の
剣
林
弾
雨
が
出
来
た
理

は

あ
り
ま
す
の
で

話
ま
で
お

ち
下
さ
い

 
ち
な
み
に
予
想
が
付
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
今
の
キ
リ
ト
は

労

な
の
で
剣
や

な

ど
を
展
開
し
て
い
た
の
は

も
う
お
分
か
り
で
す
ね

 
さ
て
感
想
で
チ
ラ
リ
と
書
い
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
で
暗
躍
し

ま
く

て
る

子
の
剣
士
モ
ル
テ
を
登
場
さ
せ
ま
し
た

そ
し
て

の
退
場

哀
れ
な
り
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嗤 
本

は
モ
ル
テ
の
一
騎
打
ち
も
さ
せ
た
か

た
ん
で
す
が
ど
う
し
て
も
展
開
的
に

し
か

た
の
で
お
流
れ
と
な
り

こ
う
な
り
ま
し
た

 
こ
こ
最
近
ず

と
苦
し
か

た
ん
だ
し
ア
ン
チ
共
を

す
ど
こ
ろ
か
無

を
し
て
も
構
わ
ん

の
だ
ろ
う

 
最
近
の
お
気
に
入
り
な
キ

ラ
が

ネ
タ
で
す

と
共

点
が
あ
る
気
が
す
る
ん
で
す
よ

ね

彼
と
本
作
キ
リ
ト

び
原
作
一

和
人

て

特
に
和
人

り

 
そ
れ
は
と
も
か
く

ち

と
前
に
書
い
た
チ

ト
フ
ラ
グ
の
一
つ
は
こ
れ
で
す
使
い
こ
な

せ
ば

最
強
で
し

う

作
者
の

味
で
す
が

 

話
で

く

圏
内
事
件

完
結

予
定

バ
ト
ル
は
恐
ら
く
無
い

 

く

の

の
に
入
り
た
い

使
い
魔
の
ナ
ン
を
出
し
て
あ

た
い

ま
だ
出
せ
な
い
け

ど

れ
て
来
な
か

た
の
は
剣
林
弾
雨
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
だ

た
ん
で
す

 

き
な
展
開
を
す
る
た
め
に

き
な
キ

ラ
が
出
せ
な
い
こ
の
ジ
レ
ン
マ

け
る

 
⻑

と
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
四
章
 

愛
情
と
紙
一
重
の
狂
気

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 

の

日
投
稿
で
す
ね

そ
し
て
今
話
で

く
圏
内
事
件
編
が
終
了
で
す
ぶ

ち

け
色

と

め

ん
だ
上
に
ダ
イ
ジ

ス
ト
に
な

ち

た
か
な
と
思

て
お
り
ま
す
が

に
キ
リ
ト
が
ロ
ジ

ク
を
話
し
ち

て
る
か
ら

ば
す
と
こ
は

ば
し
た
結
果
で
す

 
さ
て

今
話
で
は
前

リ
ズ
ベ

ト

点

後

リ

フ

点
で
す

ど

圏
内
事
件

は
リ
ズ

点
で
す
ね
リ

フ

は
実
姉
と
義
姉
に
出
て
来
た
苦
悩
を
語

て
も
ら

て
い

ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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モ
ル
テ
が

け

た

を
最
後
に

は
静

に

ま
れ
た

さ

き
ま
で
オ
レ
ン
ジ
に

ま

て
死
ぬ
の
か
キ
リ
ト
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う
と
焦

て
い
た
の
に
彼
が
来
て
か
ら

一
気
に

も
か
も
変
わ

て
し
ま

た

 

に
い
た
オ
レ
ン
ジ
は
全

死
亡

攻
略
ギ
ル
ド
に
ス
パ
イ
で
入

て
い
た

う

の
精
神
的
メ
ン
バ

モ
ル
テ
も
死
ん
だ
の
で

に

い
が
無
い
レ

ド
は

方

滅
出
来

た
と
い
う
事
ださ

て

と

五
人
の
麻

は
ま
だ
解
け
て
な
い
の
か

 

の
安
全
を
確
認
し
た
ら
し
い
キ
リ
ト
は
あ
た
し
達
の
麻

が
未
だ
解
け
て
い
な
い
の
を

確
認
し

ス
ト
レ

ジ
か
ら
五
つ
の
⻩
色
の
六
面
体
の
結

を
取
り
出
し
た

闘
技
場
で
彼
が

使

て
い
た
解

結

の
麻

バ

ジ

ン

解

結

と
呼
ば
れ
る
も
の
だ

 
結

系
ア
イ
テ
ム
は

性
が
あ
る
の
で
ポ

シ

ン

に

べ
て

本
は
高
価
だ

そ
の
中

で
状

異
常
系
は
時
間
経
過
に
よ
る
回
復
や
ス
キ
ル
で

性
を
上

て
掛
か
り

く
す
る
な
ど
の

対
策
が

な
の
で

回
復
に

べ
れ
ば

的
値

は
安
く
な
る
が

そ
れ
で
も
や
は
り
高

い
と

え
ば
高
い

複
数
個
使
う
だ
け
で
も
一
日
で

い
だ
金

が

ん
で
し
ま
う
程
だ

 
し
か
し
今
ま
で
か
な
り

い
で
き
て
い
る
か
ら
か
予
備
が

数
あ
る
か
ら
か
あ
る
い
は
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あ
た
し
達
を

く
麻

か
ら
回
復
さ
せ
た
か

た
か
ら
か
キ
リ
ト
は

う
事
無
く
一
人
一
人
に

解

結

を
使

し
麻

を
解

し
て
く
れ
た

に

て
来
る
四

の
感
覚
が
あ
た

し
は
ま
だ
生
き
て
い
る
ん
だ
と
い
う
実
感
を

か
せ
て
く
れ
る

は

キ
リ
ト
あ
り
が
と

マ
ジ
で
死
ぬ
か
と
思

た
わ

そ
れ
と
ご
め
ん
ね
ヘ
マ
し

ち

て

あ
と

そ
の

人

殺
さ
せ
ち

て

い
や

リ
ズ

ベ

ト

は

気
に

ま
な
く
て
良
い

殺
し
た
の
は

の
意

に
よ
る
も

の
だ

シ
リ
カ
も
大

か

う
ん

あ

で
も

ピ
ナ
が

に
行

た
の
か

 
不
安
そ
う
に
キ

ロ
キ

ロ
と
シ
リ
カ
は

を
見

す

約

年
前
に
彼
女
は
使
い
魔
の
ピ

ナ
を
一

亡
く
し
て
い
る

そ
の
時
の
不
安
が
思
い
出
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

 
あ
た
し
達
が
麻

し
て
か
ら
ど
こ
か
に

び
立

て
い

た
の
は
見
た
し
器

に
ピ

ク
な

ど
も

け
て
い
た
か
ら

多
分
生
き
て
い
る
と
は
思
う
の
だ
け
ど

き

る

え
 
大

だ
ろ
う
か
と
あ
た
し
も
心
配
に
な

て
い
る
と

と
程
近
い

か
ら
最
近
よ
く

く
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よ
う
に
な

た
鳴
き
声
が

を
打
つ

そ
の
鳴
き
声
は
上
か
ら

こ
え
て
来
た

見
上

れ

ば

た
た

と
⻘
い

を
は
た
め
か
せ
な
が
ら
小
⻯
ピ
ナ
が
下
り
て
来
た
と
こ
ろ
だ

た

き

る
る

ピ
ナ

 
良
か

た

無
事
だ

た
ん
だ

良
か

た
わ
ね

シ
リ
カ

は
い

 

な
が
ら
に
ピ
ナ
を
愛
し
そ
う
に

き

め
あ
た
し
の

葉
に
さ

き
ま
で
浮
か
ん
で
い
た

不
安
や
恐
怖
が

じ

て
い
な
い

な

を
浮
か
べ
な
が
ら

く
シ
リ
カ
を
見
て
本

に

良
か

た
と
思

た

そ
れ
な
り
に
離
れ
た

ま
で
一

で

て
い
た
よ
う
だ
が
こ
れ
も

ナ
ン
と
一
緒
に
い
た
影

か
な
と

と
は
な
し
に

え
る

 
ナ
ン
も
そ
う
だ
が
ピ
ナ
も
中

不
思
議
な
存
在
だ

使
い
魔
と
い
う
の
は
主
人
の
命

を

け
て
行
動
す
る
も
の
な
の
に
ピ
ナ
は
ま
る
で
本

の
生
き
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思

し
自

律
的
に
行
動
す
る

更
に
シ
リ
カ
の
命

を

か
な
か

た
場
面
を
あ
た
し
は
一

た
り
と
も
見

た
事
が
無
い

こ
れ
も
シ
リ
カ
と
ピ
ナ
の
間
に

と
い
う
デ

タ
に
は
表
せ
な
い
も
の
の
影

か

な
と
思

て
い
た
り
す
る

ま

ピ
ナ
の

が
特
別
特

な
の
か

あ
る
い
は
フ

ザ

リ
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ド
ラ
と
い
う
種
は
特
別
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
そ
う
い
う
事
を

う
の
は

と
い
う
も
の
だ

ろ
う

 
キ
リ
ト
も
自
身
と
同
じ
ビ

ス
ト
テ
イ
マ

が
喜
ん
で
い
る
光

を

ん
で
見

め
て
い
た

が

く
し
て
表
情
を

め
て
シ

ミ

ト
達
の
方
へ
と

を
向
け
た

三
人
は
恐
怖
や

怖

の
感
情
を

に
浮
か
べ

キ
リ
ト
に
化
け
物
を
見
る
か
の
よ
う
な
目
を
向
け
て
い
た

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
は
一

哀
し

に
目
を

り

開
い
て
真
剣
な
面
持
ち
で

を
開
い
た

さ
て

シ

ミ

ト
と
は
さ

き
ぶ
り
そ
し
て
後
ろ
の
二
人
と
は
一
応
初
め
ま
し
て
に
な

る
な

ビ

タ

の
キ
リ
ト
だ

 
放
た
れ
た

葉
は
あ
た
し
達
に
見
せ
て
く
れ
る

で
は
無
く

ビ

タ

と
い
う
仮
面
を

た
キ
リ
ト
と
し
て
の
も
の
だ

た

目
を

た
の
は
意
識
を
変
え
る

だ

た
の
か
も
知

れ
な
い

 
話
し
掛
け
ら
れ
た
三
人
は
大
小
の
差
は
あ
れ
ビ
ク
リ
と
体
を

わ
せ

そ
の
中
で
も
最
も
レ

ベ
ル
が
高
く
一

対
話
し
た
ら
し
い
シ

ミ

ト
が
前
に
一
歩
出
た

め
ら
れ
た

か
ら
は

と
て
も
友

的
な
感
じ
を

け
な
い

一
応

助
け
て
く
れ
た
事
に
は
礼
を

う

だ
が

故
殺
し
た
ん
だ

 
グ
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リ

ン
二
人
の
オ
レ
ン
ジ
化
は
と
も
か
く
殺
す
必
要
は
無
か

た
だ
ろ
う

モ
ル
テ
は

う

の
最
古
参
メ
ン
バ

の
一
人
だ
か
ら
な
生
か
し
て
お
い
て
も

の

得
は
無
い
百

あ

て
一

な
し
だ

他
の
オ
レ
ン
ジ
も
同
様

ら
か
ギ
ル
ド
タ
グ
が
あ

た
と
思
う
け
ど
ア
レ
は
全
部

う

が

下
に
し
て
い
た
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
だ

の
大
小
殺
し
の
有
無
な
ど
で
差
は
あ
る
け
ど
殺
す
つ
も
り
で
来
た
ん
だ
か
ら
容
赦
す
る
必
要

は
無
い

大
体

殺
さ
ず
に

手
を
無
力
化
す
る
事
の

し
さ
を
理
解
し
て

て
る
の
か

だ
が

さ

き
麻

し
て
い
た
者
も
い
た

あ
の
手

を

り
返
せ
ば

無
理
だ
な

 
シ

ミ

ト
が
反
論
し
て
い
る

中
で

キ
リ
ト
は

せ
る
よ
う
バ

サ
リ
と

て
捨
て

た

そ
の
後

手
に
下

た
ま
ま
の
黒
い
剣
に

線
を

す

生
憎
と
麻

を
付
与
出
来
て
い
る
の
は
こ
の
剣
だ
け
な
ん
だ
よ
そ
れ
も
麻

の
レ
ベ
ル
は
最

だ
か
ら
二

三
分
で
解

さ
れ
る

オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
は

や
麻

を

し
た

を
す
る

中
も
い
る
か
ら
状

異
常

性
ス
キ
ル
を
大

持

て
る
だ
か
ら
一
分
以
内
に
解

さ

れ
る
の
が

だ

事
実

が
モ
ル
テ
と
会
話
し
て
る
間
に
全

回
復
し
て
い
た
し
な

 
キ
リ
ト
が

て
そ
う
い
え
ば
と
思
い
出
す

確
か
に
グ
リ

ン
二
人
を
オ
レ
ン
ジ
へ
と
変
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え
な
が
ら
あ
た
し
達
か
ら
引
き
離
し
た
後
会
話
し
て
い
る
時
に
は

に
麻

を

け
て

乱
し

て
い
た
集

は
全

回
復
し
て
い
た
覚
え
が
あ
る

 
武
器
を
鍛
え
る

に
特

な

加

を
使

す
れ
ば
出
来
上
が
る
武
器
に
確
定
で
状

異

常
属
性
を
付
与
出
来
る

え
ば

を
付
与
し
た
い
な
ら

型
モ
ン
ス
タ

の

麻

を

付
与
し
た
い
な
ら

型
モ
ン
ス
タ

の

な
ど
だ

使

す
る

に
よ

て
状

異
常
属
性

の
レ
ベ
ル
が
上
下
し

然
だ
が
レ
ベ
ル
が
上
に
な
る

ど

果
も
高
く
な
る

オ
レ
ン
ジ
達
が

使

し
て
い
た

は
最
高
の
十
な
の
で

て

を
集
め
た
の
だ
ろ
う

 
し
か
し
な
が
ら
状

異
常
を
付
与
す
る
の
は
デ
メ
リ

ト
も

然
あ
る

モ
ン
ス
タ

や
プ

レ
イ

問
わ
ず
か
な
り
の

と
な
る
そ
れ
を
付
与
す
る
と
代
わ
り
に
武
器
の

値
が

少
し
や
す
く
な
り
更
に
最
大
値
も
無
付
与
の

備
に

べ
て
か
な
り

く
な
る
つ
ま
り
全
損

し
や
す
く
な
る
の
だ

メ
リ

ト
が
大
き
い
代
わ
り
に
デ
メ
リ

ト
も
大
き
く
な

て
い
る
の
で

あ
る

 
ち
な
み
に
状

異
常
属
性
は

鍛
冶

で
付
与
し
た
場
合

的
で
あ
る

 
そ
れ
で
キ
リ
ト
が
持
つ
黒
い
剣
だ
が
彼
は
攻
略
組
と
し
て
戦

て
い
る
た
め
武
器
の

値

が
そ
こ
そ
こ

し
い

最
前
線
層
で
戦
う
ん
だ
か
ら

た
り
前
だ
し
モ
ル
テ
に
や

て
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見
せ
た
よ
う
に

ド
ス
キ
ル
を
弾
き

で
無

化
し
更
に
反
撃
と
し
て

ド
ス
キ
ル
を

発
す
る
と
い
う

業
を
や

て
の
け
る
の
で
他
の
人
に

べ
て
消

し
や
す
い
の
だ

そ
れ

は
闘
技
場
で
の
戦
い
が
物
語

て
い
る

 
よ

て
あ
た
し
は
キ
リ
ト
が
持
つ
黒
剣
に
状

異
常
属
性
な
ん
て
付
与
し
て
い
な
か

た
の
だ

が

ま

キ
リ
ト
の
事
だ

か
別
の
手
を
使

て
い
る
の
だ
ろ
う

も

と
麻

の
レ
ベ
ル
が
高
か

た
ら
出
来
た
か
も
知
れ
な
い
け
ど
知

て
の

り
状

異
常
属
性
を
有
す
る
武
器
の

値
は

め
な
上
に

り
や
す
い

た
だ
レ
ベ
ル
が

め
だ
と

デ
メ
リ

ト
も
小
さ
い
だ
か
ら

時
間
し
か

か
な
か

た
ん
だ

ス
キ
ル
で

性
上

ら
れ

て
た
か
ら

更

か

た
し

に
レ
ジ
ス
ト
さ
れ
て
た
か
ら
な
全

に
掛
け
よ
う
と
し
て
た

ら
そ
れ
こ
そ
シ

ミ

ト
や
リ
ズ
ベ

ト
達
を

わ
れ
て

ジ
リ

だ

た

つ
ま
り
仕
方
が
無
か

た

あ
れ
だ
け
圧
倒
的
な
様
を
見
せ
て
お
き
な
が
ら
そ
ん

な

な
ん
て
無
か

た
と

そ
う

い
た
い
の
か

 
シ

ミ

ト
の

し
い
目
つ
き
と

を

け
た
キ
リ
ト
は

と
苦

を
浮
か
べ

を

め
た

ね

生
憎
と
今
の

に
そ
ん
な
も
の
な
ん
て
あ
り
は
し
な
い

日
の
闘
技
場
の

労
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も
あ
る
し
今
日
は

の
事
情
で
最

ダ
ン
ジ

ン
で
シ
ン
カ

の
救
出
を
行

て
ボ
ス

と
一
対
一
で
対
峙
す
る

目
に
な

た
ん
だ
か
ら
な

そ
の
後
も
色

あ

た
し

今
で
こ

そ
ま
だ
だ
と
気
を

り

め
て
る
け
ど
気
を

け
ば
気
絶
し
そ
う
な
く
ら
い
な
ん
だ
よ

た
だ

圏
内
事
件

い
や

⻩
金
林

解

の
引
き
金
と
な

た

指
輪
事
件

の
終
焉
を
見

届
け
る

だ
け
に
気
絶
し
な
い
よ
う
気
を

て
る
だ
け
だ

指
輪
事
件

の

し

う

え
ん

 

然
と

カ
イ
ン
ズ
さ
ん
と

ル
コ
さ
ん

シ

ミ

ト
が
お
う
む
返
し
に

く

 
キ
リ
ト
の

葉
を
あ
た
し
と
シ
リ
カ
は
現
在
ど
こ
ま
で

が
進
ん
で
い
る
か
を
知
ら
な
い
の

だ
が
こ
の

ぶ
り
か
ら

す
る
に
キ
リ
ト
は
ど
う
や
ら
気
付
い
た
よ
う
だ

そ
も
そ
も
圏
内

事
件
の

者
で
あ
る
カ
イ
ン
ズ
さ
ん
が
生
き
て
い
る
時
点
で
事
件
と
し
て
成
り
立

て
い
る

の
か
と
も
思
う
が

 
そ
も
そ
も
指
輪
事
件
と
は

な
の
か
も
分
か
ら
な
い
の
で

き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
ど
う

も
圏
内
事
件
と

し
て
い
る
よ
う
な
の
で

い
て
い
れ
ば
自
ず
と
分
か
る
だ
ろ
う
と
判
断

し

シ
リ
カ
と
一
緒
に

て
お
く
こ
と
に
し
た

一
応
確
認
す
る
け
ど
三
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
的
な
結

に
つ
い
て
ど
れ
く
ら
い
知
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て
るえ

と

ス
ト
レ

ジ
の
共
有

手
の
ス
テ

タ
ス
の

権
限
あ
と
は
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト

止
コ

ド

の
ラ
イ
ン
が
下
が
る
程

で
し

う
か

最
後
の
は

も
知
ら
な
か

た

ま

そ
れ
は
い
い
か

じ

あ
仮
に
離

し
た
場

合

ど
う
な
る
か
は

は
知
ら
な
い
な

も
知
ら
ん

 
分
か
ら
な
い
と

え
な
が
ら
一
体
こ
の

問
に

の
意
味
が
あ
る
の
だ
と

疑
的
な
目
を
キ

リ
ト
へ
向
け
る
三
人

対
す
る
彼
は

や

り
か
と
得
心
が
い

た

で

い
て
い
た

シ
ス
テ
ム
的
に
離

す
る
場
合
ま
ず
同
意
の
も
と
で
は
二
パ
タ

ン
存
在
す
る

手

五

自
分
五

で
の
ス
ト
レ

ジ
内
の
ア
イ
テ
ム
を
ラ
ン
ダ
ム
配
分
し
て
離

も
う
一
つ
が
お

い
に
ア
イ
テ
ム
を

ん
で
分
配
し
て
離

す
る
場
合
だ

で

然
な
が
ら

と
し
て

問

無

で
離

す
る
方
法
も
あ
る

手
百
自
分
零

つ
ま
り
ス
ト
レ

ジ
内
の
ア
イ
テ
ム

全
て
を

手
に

す
覚
悟
で
離

す
る
方
法
だ

そ
れ
が

だ
と

う
ん
だ
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こ
の
三
つ
目
が
重
要
な
ん
だ
よ

今

た
の
は

い
に
生
き
て
い
る
場
合
の
事
だ
け
ど
じ

あ
片
方
が
死
ん
だ
場
合
は
ど
う
な
る
と
思
う

そ
り

あ
片
方
が
死
ん
だ
ら

結

は
解

さ
れ
る
だ
ろ

 

を
今
更
な
事
を

て
い
る
ん
だ

と
小

に
し
た
よ
う
な
目
を
向
け
る
シ

ミ

ト

そ
れ
を
見
て
あ
た
し
は
ち

と
イ
ラ
つ
い
た

こ
の
話
の
流
れ
か
ら
大
体
の
予
想
が
付
い
た
の

で
あ
る

片
方
が
死
ん
だ
ら

も
う
片
方
に
ス
ト
レ

ジ
の
ア
イ
テ
ム
が
全
部
行
く

で

指
輪
事

件
の
場
合
指
輪
を
持

た
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
と
鍛
冶
師
の
グ
リ
ム
ロ

ク
は
シ
ス
テ
ム
的
に

に
あ

た

そ
し
て
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
が
死
亡

じ

あ
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
の
ス

ト
レ

ジ
に
入

て
い
た
で
あ
ろ
う
指
輪
は

に
行

た
と
思
う

あ

 
キ
リ
ト
が
全
て
を

い
切

た
事
で

く
思
い
至

た
と
ば
か
り
に

け
た

に
な
る
三

人

あ
た
し
は

と
な
く
予
想
し
て
い
た
し
シ
リ
カ
も
分
か

て
い
た
の
か
や

り
と
い

う
表
情
で

い
て
い
な
か

た

ま

知
ら
な
か

た
ら
気
付
か
な
い
事
だ
ろ
う
あ
た
し
も

キ
リ
ト
が
こ
こ
ま
で
話
さ
な
か

た
ら
気
付
か
な
か

た
し
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つ
ま
り
指
輪
事
件
と
や
ら
は
グ
リ
ム
ロ

ク
と
い
う
鍛
冶
師
が
奪

た

人
と
い
う
事

に
な
る

そ
ん
な

あ
の
人
が

 
で
で
も
あ
の
人
は
私
達
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
し

 
信
じ
た
く
な
い
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に

ル
コ
さ
ん
が

た

の
カ
イ
ン
ズ
さ

ん
が
彼
女
を

ち

か
せ
に
掛
か
り

キ
リ
ト
は
そ
れ
を
見
て

か
に
目
を

め
る

協
力

そ
れ
は
圏
内
事
件
で
使

し
た

槍
と

剣
そ
し
て
そ
こ
に
転
が

て
い
る

逆

の
生
え
た
エ
ス
ト

ク
を
作

た
事
か
な

そ

そ
う
だ

と

み
が
同
じ
で
ス

ル
が
違
う

Ｋ
ａ
ｉ
ｎ
ｓ

と

リ

ダ

の
死
亡

原
因
が

属
性
継

ダ
メ

ジ
だ

た
か
ら

そ
の
特
性
を
持

た
武
器
を
探
し
た
ん
だ

け
ど
そ
ん
な
対
人

と
し
か

え
な
い
代
物
Ｎ
Ｐ
Ｃ
武
器

に
も
ま
し
て
や
自
分
が

た
武
器
で
殺
し
が
行
わ
れ
る
の
は

な
プ
レ
イ

武
器

に
も

い
て
な
い
だ
ろ
う
な

 
正
に
あ
た
し
が
鍛
え
た
武
器
で
キ
リ
ト
は
殺
人
を
行

て
い
る
の
だ
が

ま

あ
た
し
も

そ
れ
を
承
知
の
上
で
武
器
の
面
倒
を
見
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
こ
は

わ
な
い
で
お
こ
う
と
思

た

に

し
た
ら
し
い
シ
リ
カ
の
目
線
が
生

か
く
感
じ
る
の
は
気
の
せ
い
だ

き

と

 
そ
れ
は
と
も
か
く
カ
イ
ン
ズ
さ
ん
達
が
探
し
て
い
た

属
性
継

ダ
メ

ジ
付
き
の
武
器
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は
そ
り

あ
無
い
だ
ろ
う
な

と
思
う

攻
略
組

達
で
更
に
は
中
層
プ
レ
イ

も
手

が
出
せ
る
く
ら
い
の

広
い
ラ
イ
ン
ナ

プ
が

り
の
あ
た
し
の

に
も
そ
ん
な

果
が
あ
る

武
器
は
一
つ
あ
る
か
な
い
か
く
ら
い
だ

つ
ま
り
そ
れ
だ
け
レ
ア

い
や
マ
イ
ナ

な
付
加

果
な
の
で
あ
る

 
鍛
冶
で
鍛
え
上

る
武
器
の
仕
上
が
り
は
ラ
ン
ダ
ム
だ

パ
ラ
メ

タ
は
使

す
る

の
特
性
と
ラ
ン
ク
で
あ
る
程

意

的
に

作
す
る
事
が
出
来
る
が
実

に
仕
上
が
ら
な
け
れ

ば
出
来
上
が
り
の
数
値
は
分
か
ら
な
い

失

す
る
事
は
無
い
が
パ
ラ
メ

タ
に

足
い
か
ず

無

骨
に
終
わ
る
リ
ス
ク
も

ん
で
い
る

そ
れ
が

鍛
冶

と
い
う
も
の
な
の
だ

 
そ
れ
に

属
性
の
武
器
に
⻑
槍
や

槍
が
あ
る
と

て
も
メ
イ
ン
で

う
だ

ろ
う
そ
の
二
種

は
大

が

突
属
性
も
有
し
て
い
る
た
め
継

ダ
メ

ジ
は
付
与
さ
れ
て
い

な
い
場
合
も
あ
る

大

は
ピ

ク
な
ど

攻
撃
力
に

る
サ
ブ
で

う
武
器
に
付
与
さ
れ
る

も
の
な
の
だ

こ
れ
が
対
モ
ン
ス
タ

に

さ
な
い
と

わ
れ
る
由
縁
で
あ
る

こ
の
属
性
が
付

与
さ
れ
て
い
る
武
器
は

し
て
攻
撃
力
が

い

故
に
そ
も
そ
も
の
絶
対
数
か
ら
し
て
少
な
い

そ
り

あ
マ
イ
ナ

と

わ
れ
る
の
に

車
が
掛
か
る

で
あ
る

そ
れ
に
プ
レ
イ

メ
イ
ド
と
な
れ
ば
武
器
に
作
成
者
の
銘
が
付
く
そ
こ
か
ら
オ

ダ

し
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た
の
が

者

の

を
演
じ
る
二
人
だ
と

れ
る
か
ら
そ
の
手

も
取
れ
な
い

は
い

そ
れ
で
私
達
は

む
無
く
ギ
ル
ド
解

以
来
初
め
て
グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん
に

絡

を
取

た
ん
で
す

場

は
分
か
ら
な
か

た
け
ど
フ
レ
ン
ド
登
録
は
し
た
ま
ま
だ

た
か

ら

そ
れ
で
グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん
に
私
達
の

を
説
明
し
て
必
要
な

属
性
の
武
器

を
作
成
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た

そ
れ
で
よ
く
そ
の
グ
リ
ム
ロ

ク

て
い
う
男
が
作

た
わ
ね

鍛
冶
師
と
し
て
は
そ
ん

な
対
人
戦

と
も

え
る
代
物
を
作
り
た
い
と
は
思
わ
な
い
わ
よ

 
少
な
く
と
も
あ
た
し
は
お
断
り
で
あ
る

キ
リ
ト
で
あ
れ
ば
一

し
な
く
も
な
い
が
そ
れ

で
も
や
は
り

け
た
い
な
と
は
思

て
し
ま
う

偶
然
で
出
来
上
が

た
な
ら
ま
だ
し
も

て
出
来
上
が
る
ま
で
作
成
す
る
と
い
う
の
は
精
神
的
に

れ
る
し

 
と
い
う
か
こ
う

え
る
と
よ
く
グ
リ
ム
ロ

ク
は
目
的
の

属
性
武
器
を
作
成
し
た
な
と

思
う

一
体

イ
ン
ゴ

ト
か
ら
鍛
え
上

た
の
だ
ろ
う
か

 
そ
ん
な
あ
た
し
の
思

に
気
付
い
て
い
な
い
だ
ろ
う
が
グ
リ
ム
ロ

ク
と
交

し
て
い
た
ら

し
い

ル
コ
さ
ん
は

な

み
を
浮
か
べ
て

い
た

グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん
も
最
初
は
気
が
進
ま
な
い
よ
う
で
し
た
も
う
彼
女
を
安
ら
か
に
眠
ら
せ
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て
あ

た
い
と

私
達
が
し
て
い
る
の
は
リ

ダ

の

さ
ん
で
あ
る
彼
か
ら
す
れ
ば
快

く
な
い
も
の
だ

た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
ど
う
し
て
も
突
き
止
め
た
く
て
私
と
カ
イ
ン
ズ

は
一
生

命
お
願
い
し

け
ま
し
た

そ
し
て
今
か
ら
三
日
前
に
三
つ
の

属
性
武
器
が
届

け
ら
れ
た
ん
で
す

三
日
前

 
三
日
前
と

え
ば
確
か
七
十
四
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
が

さ
れ
た
日
だ

四
日
前
が
キ
リ
ト
の

ホ

ム
に
て
宴
会
が
開
か
れ
た
日
で
あ
る

ま
だ
あ
れ
か
ら
四
日
し
か
経

て
い
な
い
の
に
攻

略
組
で
も
無
い
あ
た
し
で
も

密
だ
と
思
え
る
程
に
色

と
事

が
目
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
い
る

と
思
う

 
そ
の
中
心
で
あ
る
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
最

時
間
の
感
覚
す
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か

あ
ま
り

い
た
く
は
無
い
け
ど
グ
リ
ム
ロ

ク
と
い
う
男
が
圏
内
事
件
を

て

過
去
を
追

す
る
事
に
反
対
し
た
の
は

さ
ん
を
慮

て
で
は
無
い
だ
ろ
う

大
勢
の

目
を

集
め
れ
ば

れ

か
が
気
付
い
て
し
ま
う
と

え
恐
れ
た
ん
だ

の
様
に
シ
ス
テ
ム
的
結

と
離

に
よ
る
ス
ト
レ

ジ
共

化
の
変
化
死
別
に
よ
る
影

が
ど
う
い
う
も
の
な
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の
か
気
付
か
れ
る
事
に
な

で
も

本

に
あ
の
人
が

 
ま
だ
信
じ
た
く
な
い
と

う
よ
り
は
も
う
信
じ
て
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

て
い
る

ル
コ
さ
ん
の
問
い
に

キ
リ
ト
は
少
し

る

無
さ
そ
う
に
目
を

た

 
そ
し
て
眼
を
開
い
た
後
そ
こ
ら
中
に

ら
ば

て
い
る
剣
や
種

様

な

備
品
へ
と

線

を

し
たの

状
況
を
見
れ
ば
分
か
る
け
ど
プ
レ
イ

が
死
亡
し
た
後

本
的
に

備
品
や
オ

ブ
ジ

ク
ト
化
し
て
い
る
ア
イ
テ
ム

は
そ
の
場
に

ち
る

そ
し
て

有
権
が
無
い
ア
イ
テ

ム
は
五
分
経
過
す
る
と

値
損

が
開
始
さ
れ
る

だ
け
ど

そ
れ
は
逆
に

え
ば
ス
ト

レ

ジ
内
に
あ
る
ア
イ
テ
ム
は
全
て
消
滅
す
る
と
い
う
事
で
も
あ
る

そ
れ
を
回

す
る
手

が

状

に

け
る
ス
ト
レ

ジ
共

化

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

備
品
で
指
輪
系
は

の
手
で
合

二
つ
ま
で

備
出
来
る

グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
が
ギ
ル
ド
の

章
と
結

指
輪
を
外
し
て
い
な
い
限

り

間
違
い
な
く
グ
リ
ム
ロ

ク
が
指
輪
を
入
手
し
た

だ

じ

じ

あ

に
メ
モ
で
指
示
を
出
し
た
の
も

リ

ダ

を
殺
し
た
の
も

い
や
メ
モ
で
指
示
し
た
の
は
確
か
に
グ
リ
ム
ロ

ク
だ
ろ
う
け
ど
実

に
回
廊
結

の
ポ
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タ
ル
で

動
し
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
を
圏
外
へ
運
び
出
し
て
殺

し
た
の
は
レ

ド
だ
ろ
う

を
見
返
り
に

払

た
か
知
ら
な
い
け
ど
そ
う
い
う
事
を
生
業
に
し
て
い
る
レ

ド
だ

て
い

る
同
じ
グ
リ

ン
に
な

て
い
れ
ば
圏
内
に
潜
り

め
る
か
ら
な

中
に
依
頼
を
し
て
い
れ

ば

中
で
目
を
覚
ま
し
て
生
き

い
た
と
し
て
も
グ
リ
ム
ロ

ク
本
人
で
無
い
限
り
は
グ
リ

セ
ル
ダ
さ
ん
に
は

が
差
し
向
け
た
の
か
分
か
ら
な
い
状

だ
か
ら
保
険
に
も
な
る

ま

そ
れ
で
グ
リ
ム
ロ

ク
の
罪
が

く
な
る

で
は
無
い
け
ど

で
も
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
で
す

あ
の
人
は
グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん
は

時
も
リ

ダ

の
後
ろ
で
に
こ
に
こ
し
て
て
サ
ポ

ト
も
上
手
か

た
し

そ
う
そ
れ
に
も
し
グ

リ
ム
ロ

ク
さ
ん
が
真

人
だ
と

う
な
ら

故
私
達
の

に
協
力
し
て
く
れ
た
ん
で
す
か

 
あ
の
人
が
武
器
を
作

て
く
れ
な
け
れ
ば
圏
内
事
件
を
演
出
す
る
事
も
そ
れ
以
前
に

指
輪
事
件

の
事
を

り
返
さ
れ
る
事
も
無
か

た

真

人
が
自
ら
危
険
を

み
ず
に
協
力

す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん

 
ど
う
し
て
も
信
じ
た
い
の
か
あ
る
い
は
ビ

タ

の

葉
を
信

出
来
な
い
の
か

か
に

心
を
滲
ま
せ
な
が
ら
キ
リ
ト
を

み
つ
つ

う

ル
コ
さ
ん

 
そ
ん
な
彼
女
に
キ
リ
ト
は
一

息
し

乱
気
な
目
つ
き
を
返
し
た
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さ

き

い
た
け
ど

の
全
容

こ
こ
で
シ

ミ

ト
に
全
て

か
せ
る
事
も

め
て

話
し
た
ん
だ
ろ
う

え
え

つ
ま
り
こ
の
場

に
自
身
に
加

し
た
裏
事
情
を
知

て
い
る
シ

ミ

ト
と
謎
を
解
き

明
か
し
た
い

ル
コ
さ
ん
と
カ
イ
ン
ズ
さ
ん
の
合

三
人
が
勢

い
す
る
事
も
知

て
い
た

そ

れ
を
逆
手
に
取
れ
ば
一
気
に
闇
の
中
に

る
事
も
可
能
だ

を
殺
す

に
誘
き
出
す
だ
け

な
ら
最
前
線
層
で
も
良
い
も
の
を
こ
ん
な

層
の
目

し
い
も
の
が
無
い
場

に
リ
ズ
ベ

ト

と
シ
リ
カ
を

れ
て
来
た
の
は

恐
ら
く
そ
う
い
う
事
だ

そ

そ
ん
な

グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん
が

 

ル
コ
さ
ん
と
カ
イ
ン
ズ
さ
ん
が

然
と

葉
を

ら
す
そ
れ
だ
け

く
信
じ
て
い
た
と
い

う
事
だ
ろ
う

ル
コ
さ
ん
の
話
か
ら

い
た
だ
け
で
も
グ
リ
ム
ロ

ク
は
そ
れ
な
り
に

さ
ん

を
愛
し
て
い
た
ら
し
い
し

故
そ
ん
な
事
を
仕
出
か
し
た
の
か
が
分
か
ら
な
い

で
も

で
も
あ
の
人
は
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
を
結

手
を
殺
し
て
ま
で
指
輪
を

そ

れ
に
私
達
ま
で

故
殺
そ
う
と
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さ
て

は
グ
リ
ム
ロ

ク
じ

な
い
か
ら
な

そ
れ
に

に
恋
人
だ
と
か
そ
う
い
う

感
情
を
向
け
て
い
る
人
も

な
い

想
像
は
出
来
る
理
解
も
ま

出
来
な
く
は
な
い

け
れ

ど
共
感
ま
で
は
無
理
だ

大
人
と
子

で
は
感
性
が
違
う
し
生
き
て
来
た
過
去
が
違
え
ば

然

価
値
観
も
異
な
る

故
に

は
そ
の
問
い
に
対
す
る

え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

 
そ
こ
ま
で
理
路
整
然
と
し
て
い
る
と

に
予
想
し
て
い
る
ん
じ

な
い
か
と
す
ら
思
え
て
し
ま

う
が
流

の
キ
リ
ト
も

え
が
定
ま

て
い
る
ロ
ジ

ク
は
分
か

て
も
不
定
形
で

め
な

い
人
間
心
理
ま
で
予
想
す
る
事
は
不
可
能
か
と

得
す
る

色

と
見

か
し
て
そ
う
で
は
あ
る

し
あ
た
し
で
は
全
く
予
想
出
来
な
い
事
も
見

し
て
し
ま

て
い
そ
う
だ
か
ら

と
も

え
な

い
が

ん

 
場
が

に

ま
れ
て
ど
ん
よ
り
と
し
た
空
気
が
漂
い
始
め
た
時

と
キ
リ
ト
が
闇
夜
に

ま
れ
て
い
る

れ
果
て
た
林
へ
と

を
向
け
た

あ
た
し
も
そ
れ
に

て

を
向
け
れ
ば

つ
も
の
人
影
が

界
に
入

た

キ
リ
ト
君

 
リ
ズ

 
シ
リ
カ
ち

ん

 
無
事
だ

た
ん
だ
ね

ア
ス
ナ
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ア
ス
ナ
さ
ん

 
そ
の
先

を

て
い
た
の
は
白
を

に

で
縁
取
ら
れ
て
い
る
特
徴
的
な
騎
士

の

剣
使
い
親
友
の
ア
ス
ナ
だ

た

よ
く
よ
く
目
を

ら
せ
ば
そ
の
後
ろ
を

て
い
る
の
は

女
性
最
強
と
目
さ
れ
て
い
る

紺
の
片
手
剣
使
い
ユ
ウ
キ
白
を

に
⻘
で
縁
取
ら
れ
て
い
る

ア
ス
ナ
と
は
真
逆
の
色
を
し
た

剣
使
い
ラ
ン
蒼
い

と

を

た
槍
使
い
サ
チ
も
い

た

更
に
は
神
聖
剣
の
使
い
手
ヒ

ス
ク
リ
フ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ

ダ

デ

ア
ベ
ル

風
林
火

の
メ
ン
バ

人
の
エ
ギ
ル

大
剣
使
い
の
ス
ト
レ
ア

そ
し

て

故
か

レ
ベ
ル
の

の
リ

フ

と
シ
ノ
ン
と

知
り
合
い
が

ど

い

み
し
て
い
た

 
ま
さ
か
こ
こ
で

軍
と
は

キ
リ
ト
が
呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
彼
の

を
見
た

な

で

 
し
か
し

を
見
て
こ
れ
は
違
う
な
と
判
断
し
た

キ
リ
ト
に
し
て
は
や
け
に
間
の

け
て

い
る

け
た

で
掛
け
て
来
る
ア
ス
ナ
達
を
見
て
い
た
か
ら
だ

こ
れ
が
意

的
だ

た
と
す
れ

ば
も

と

し

な

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
年

応
の
反
応
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
事
は
完

全
に
予
想
外
だ

た
と
い
う
事
で
あ
る

ま

リ

フ

と
シ
ノ
ン
が
入

て
い
る
時
点
で
無

い
と
は
思

た
が
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と
い
う
事
は
件
の
メ

ル
は
ア
ス
ナ
達
に
は
見
せ
て
い
な
い
し
知
ら
せ
て
も

な
い
と
い

う
事

そ
れ
は
ア
ス
ナ
達
が
自
力
で
あ
た
し
達
の
危
機
を
悟

た
と
い
う
事
な
の
だ
が

ど
う
や
ら

我

は
一
足

か

た
よ
う
だ
な

こ
の
剣
の
数

ど
う
や
ら
レ
イ
ド
以
上
の

で
集
ま

て
た
み
た
い
で
す
ね

ン
で

そ
れ
を
撃
退
し
た
の
は
キ
リ
ト

て

か

キ
リ
ト
よ

大

か

え

あ

あ
あ

ま

て

で
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
が

に

 

モ
ル
テ
が

以
外
に
も
メ

ル
を
送

て
た
の
か

い
や
よ

圏
内
事
件
も
解
決
す
る

て
思

て

も
う
と
し
て
た
ら
ア
ス
ナ
か
ら

絡

が
入

て
よ

 

で
も
キ
リ
ト
と
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
の
三
人
が

ル
コ
さ
ん
と
同
じ
場

に

る

て
話
じ

ね

か

し
か
も
お
前

転

す
る
前
に
送
ら
れ
た
メ

ル
の
送
り
主

を
リ

フ

ち

て

い
た
だ
ろ

け
ば
リ

フ

は
一

た
ら

ま
で

子
で
も

き
な
い

て
本
人
が

て
た
ら
し
い
か
ら
こ
り

お
か
し
い

て
ア
ス
ナ
が
気
付
い
た
ん
だ

よ

ス
ト
レ
ア
に
確
認
し
た
ら
リ

フ

は
や

て
た
し
メ

ル
を
送

て
も
無
い

て
分

か

た
か
ら
な

ン
で

信

出
来
る
フ
レ
ン
ド
を
集
め
て
大

ぎ
で
や

て
来
た

て

だ

ま
さ
か

あ
の

が
バ
レ
る
な
ん
て
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キ
リ
ト
は
ど
う
や
ら
モ
ル
テ
か
ら
の
メ

ル
を
リ

フ

か
ら
の
メ

ル
だ
と
偽

て

に

独
で
来
た
ら
し
い

し
か
し
ア
ス
ナ
は
リ

フ

が
一

た
ら

き
な
い
と
い
う
話
を

知

て
い
た
か
ら
疑
問
に
思
い
あ
た
し
達
の

標

も

だ

た
か
ら
行
動
を

こ
し
た
と

い
う

だ

 
い
や

ア
ス
ナ
の

力

い

お

イ

 
そ
う
感

し
て
い
る
と
少
し
遠
く
か
ら

き

れ
た
声
が

こ
え
て
来
た

そ
ち
ら
に

を

向
け
れ
ば

く
り
歩
い
て
来
る
人
影
が
大
小
二
つ
あ

た

 
一
人
は

眼

を
掛
け

の
⻑
い

色
の

コ

ト
を

い

が
広
い

子
を

て
い

る
男
性

と
か
で
裏
路
地
を
歩
い
て
い
る
暗
殺
者
を
思
わ
せ
る

だ

あ
た
し
は
見
た
事

無
い
が
そ
の

を
見
て
件
の
三
人
が
息
を

ん
だ
の
で
恐
ら
く
話
に
出
て
い
た
グ
リ
ム
ロ

ク
と
い
う
男
な
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
も
う
一
人
が
背
が

い
小

の
プ
レ
イ

色
の
ロ

ブ
を

て
い
る
が
そ
の

は
見

れ
た
情
報

の
そ
れ
で
あ
る
た
め

こ
ち
ら
に
は
安

を

い
た

情
報

の
ア
ル
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ゴ

キ
リ
ト
の
良
き
理
解
者
で
あ
り
心
強
い
味
方
の
一
人
だ

 
そ
の
二
人
が
近
付
い
て
来
る
に
つ
れ
ア
ル
ゴ
が
グ
リ
ム
ロ

ク
と
思
し
き
男
に
対
し
て

な

剣
を
向
け
て
い
る
の
が

認
出
来
た

よ
く
よ
く
見
れ
ば
ア
ル
ゴ
は

こ
そ

ら
か
に

て
い
る
が
眼
だ
け
は
全
く

て
い
な
か

た
最
悪
の
場
合
は

と
覚
悟
し
て
い
る

目
つ
き
だ

ア
レ
は

自
分
に
向
け
ら
れ
て
い
る

で
も
無
い
の
に
ち

と

と
し
た

や

シ

ミ

ト

カ
イ
ン
ズ

そ
し
て

ル
コ

こ
う
し
て
直

会
う
の
は

し
ぶ

り
だ
ね

そ
れ
と
君
達
と
は
初
め
ま
し
て

私
は
グ
リ
ム
ロ

ク
と

う

よ
ろ
し
く

 
そ
ん
な

い

そ

気
を
覚
え
る
程
の
殺
気
を
ア
ル
ゴ
か
ら
向
け
ら
れ
て
い
る
に
も

わ
ら

ず

和
な
表
情
で

を
開
い
た
男
グ
リ
ム
ロ

ク
に
あ
た
し
は
か
な
り
の

心
を

い
た

殺
意
を
向
け
ら
れ
て
平
然
と
し
て

ら
れ
る
の
は
二
つ
に
一
つ

強
い
覚
悟
を
持

て
い
る
か

あ
る
い
は
正
常
な
神
経
で
は
無
く
な

て
い
る
か
だ

 
こ
の
場
合
は
間
違
い
な
く
後
者
だ
ろ
う

キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ
と
い

た
多
く
の
攻
略
組
を
見
て

来
た
あ
た
し
の
眼
は
少
な
く
と
も
そ
の
二
つ
の
差
異
を
見
分
け
ら
れ
る
程

に
は
鍛
え
ら
れ
て

い
る

 
こ
の
場
に
来
た
の
は
ア
ル
ゴ
に
発
見
さ
れ
た
か
ら
か

あ
る
い
は
最
初
か
ら
歩
い
て
い
て
合
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流
し
た
の
か

ま
ず

剣
を
向
け
ら
れ
て
い
た
事
か
ら
前
者
だ
ろ
う
な
と
思

た

 
そ
う
あ
た
し
が

え
て
い
る
と

ら
と

ル
コ
さ
ん
が
一
歩
グ
リ
ム
ロ

ク
に
近
寄

た

グ
リ
ム
ロ

ク
さ
ん

あ
な
た
は

あ
な
た
は

本

に

 
恐
ら
く
そ
の
先
は
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
を
殺
し
て
指
輪
を
奪

た
の
か

に
い
る
者
達

を

め
て
殺
し
て

し
よ
う
と
し
た
の
か

こ
う

け
よ
う
と
し
た

だ

た
だ
あ
ま
り
に

も
あ
ま
り
な
展
開
に
思

が
追
い
付
か
ず

然
と
し
て
い
る

か
実

に
そ
の
先
が

葉
と

し
て
発
せ
ら
れ
る
事
は
無
か

た

 

ル
コ
さ
ん
の
声
が
夜
の
空
気
に

け
る
よ
う
に
消
え
て
か
ら

し
し
て

を
浮
か
べ
た

ま
ま
だ

た
⻑
身
の
男
が

を
開
い
た

そ
れ
は

ま
ず

解
で
あ
る
と

て
お
こ
う

君
達
か
ら

を

い
た
私
は

⻩

金
林

の
一

だ
し
サ
ブ
リ

ダ

だ

た

故
に
事
の

を
見
届
け
る
義
務
が
あ
る

と

え
て
こ
の
場
に
来
た
の
だ

そ
こ
の
小
さ
な
情
報

さ
ん
に

て
い
た
の
も
彼
女
か

ら
あ
ら
ま
し
を

い
て

解
を
正
そ
う
と
思

た
か
ら
だ

 
静
か
に

け
れ
ど

く
よ
う
な

律
に

む
声

で
語
ら
れ
た
事
に

あ
た
し
は
内
心
で
お

お

と

い
た

キ
リ
ト
が
語

て
い
た
推

は
恐
ら
く

ア
ル
ゴ
が
語

た
も
の
と
同
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だ
ろ
う
が
そ
れ
を

い
て

反

し

解
だ
と

う

力
が
あ
る
と
は

未
だ
に
ア
ル
ゴ
か

ら
は
殺
意
を
向
け
ら
れ
て
い
る
し

か
つ
て
の

間
三
人
か
ら
は

信

疑
の
眼
を
向
け
ら
れ

の
攻
略
組
プ
レ
イ

達
か
ら
は

心
を
向
け
ら
れ
て
い
る
の
に

い
切
る
と
は

ま
じ

い 
だ
が
そ
れ
は
逆
に
神
経
が
狂

て
い
る
の
か
あ
る
い
は
自
分
が
正
し
い
の
だ
と
思
い

ん

で

を
認
識
し
て
い
な
い
か
な
の
で
は
と
も
思

て
し
ま
う

無
論
グ
リ
ム
ロ

ク
が
最
初

か
ら
精
神
異
常
者
だ
と
決
め
つ
け
る

で
は
無
い
が
こ
の
男
の
眼
や
表
情
を
見
て
い
る
と
ど
う

に
も

心
を
掻
き
立
て
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ

状
況
が
状
況
だ
か
ら
か
も
知
れ
な
い

 
そ
う
グ
リ
ム
ロ

ク
が

い
切

た
直
後
彼
の
背
中
に

変
わ
ら
ず

剣
を
突
き
付
け
て
殺

気
を
送

て
い
た
情
報

の
ア
ル
ゴ
が

は

と
あ
か
ら
さ
ま
に

息
を

い
た

オ
イ
オ
イ
ア
ン
タ
オ
レ

ち
が

破
す
る
ま
で
林
の
中
を

動
し
な
が
ら
ハ
イ
デ

ン
グ

し
て
た
ダ
ロ

し
か
も

の
方
向
に
行
こ
う
と
し
て
た
シ

あ
か
ら
さ
ま
に

し
い

後
ろ

め
た
い
事
が
あ
る
証

じ

な
い
カ

仕
方
が
無
い
で
し

う

さ

き
ま
で
こ
こ
で

十
人
も
の
オ
レ
ン
ジ
が
殺
し
合
い
を
し
て
い

た
ん
だ
し
が
な
い
鍛
冶
師
で
あ
る
私
は
ど
う
に
か
生
き

び
よ
う
と
し
て
い
た
だ
け
だ
よ

こ
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の

り

な
の
に
オ
レ
ン
ジ
か
ら

よ
う
と
し
て
い
た
事
で
責
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
な

 
ア
ル
ゴ
の
指

に
グ
リ
ム
ロ

ク
は
あ
く
ま
で
努
め
て

静
に
反
論
し
た

確
か
に
オ
レ
ン

ジ
の
前
に

で
行
こ
う
と
は
思
え
な
い
だ
ろ
う
し
そ
れ
で
責
め
る
の
も
お
か
し
な
話
だ
か
ら

仕
方
が
無
い

滅
し
た
後
も
も
し
か
し
た
ら
ま
だ

で
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
い
る
か
も
と

え
て
し
ま
え
ば

そ
れ
を
解
か
な
い
と
い
う

も
理
解
は
出
来
る

 
し
か
し
そ
の

葉
を

み
に
す
る
事
は
出
来
な
い

せ
現
状

さ
ん
を
間

的
に
殺

し
た

疑
と
あ
た
し
達
を
殺
す

客
を
差
し
向
け
た

疑
が
掛
か

て
い
る
か
ら
だ

決
定

的
に
違
う
と
い
う
証

が
無
け
れ
ば
こ
の

疑
が
晴
れ
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

そ
れ
だ
け
キ
リ
ト

が
語

た
推

は

が

て
い
る
の
だ

 
反
論
さ
れ
そ
し
て
そ
れ
を
退
け
る
事
が
出
来
ず
に
ぐ
ぬ
ぬ
と

る
ア
ル
ゴ
だ

た
が
キ

リ
ト
が
一
歩
前
に
出
た
事
で
そ
れ
も
止
ま

た

自
然
と
キ
リ
ト
と
グ
リ
ム
ロ

ク
が
正
面
か
ら

対
峙
し

い
に
見
上

見
下
ろ
し
の
構

が
出
来
上
が
る

初
め
ま
し
て

⻩
金
林

の
サ
ブ
リ

ダ

鍛
冶
師
グ
リ
ム
ロ

ク

は
キ
リ
ト

ビ

タ

と

え
ば
分
か
る
か
な
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ビ

タ

な
る

ど

あ
の

千
冬
の
下
の
弟
君
か

そ
れ
で

私
に

の

か

な

小
さ
な
探
偵
君

こ
こ
は

の
魂
が
眠
る
場

私
に
と

て
も
こ
こ
は
神
聖
な
場

だ

出
来
れ
ば

に
立
ち
去

て
こ
の
地
の
安

を
取
り

し
た
い
の
だ
が

そ
う
だ
な

も
今
に
も
意
識
が

び
そ
う
だ
か
ら

刀
直
入
に

こ
う

ア
ル
ゴ
か

ら
語
ら
れ
た
推

で

反
論
す
る

地
が
あ
る
な
ら

て
も
ら
お
う
か

む

 

い
切
り

を
入
れ
る
か
の
よ
う
な
キ
リ
ト
の

葉
に
グ
リ
ム
ロ

ク
は

手
を

に

て

て
少

え

ん
だ

し
か
し
そ
れ
も

ん
の
少
し
の
間
で

す
ぐ
に
手
が
下

ら
れ
る

で
は
私
か
ら
一
つ

君
達
は
私
と
グ
リ
セ
ル
ダ
が
シ
ス
テ
ム
的
に

に
あ

た
事

を

ま
え
彼
女
が
死
亡
し
た
事
で
私
の
ス
ト
レ

ジ
に
残

た
件
の
指
輪
そ
れ
を

却
し
メ

モ
で

持
さ
れ
て
動
い
た
シ

ミ

ト
君
へ
報

を

払

た

そ
う

え
て
い
る

だ
ね

確
か
に

が

て
い
る
の
だ
け
ど

一
つ

穴
が
あ
る
の
だ
よ

ど
ち
ら
か
の
指
輪
と
付
け

え
て
い
た

か

う

に

し
て
い
た
の
か
い

そ
う
だ

つ
い
で
に

え
ば
グ
リ
セ
ル
ダ
は

力
三

七
の
ど
ち
ら
か
と

え
ば
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
の
剣
士
だ

た

そ
し
て
件
の
指
輪
に
よ
る
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パ
ラ
メ

タ
加

は

値
プ
ラ
ス

だ

少
な
く
と
も

時
の
最
前
線
で
も
中

無
い
加

数
値
は
魅
力
的
だ
ス
テ

タ
ス
タ
イ
プ
に
合

し
て
い
れ
ば

更
に

故
に
彼
女
が

手
に

め
て
い
た
ギ
ル
ド
の

章
あ
る
い
は

手
に

め
て
い
た
結

指
輪
の
ど
ち
ら
か
と
付
け

え

て
い
れ
ば
死
亡
時
に
は
そ
の
場
に
残
る

そ
し
て
彼
女
が
死
亡
し
た
時
多
く
の
ア
イ
テ
ム
が

私
の
ス
ト
レ

ジ
残

た
が

あ
の
指
輪
は
無
か

た

 
グ
リ
ム
ロ

ク
が
し

か
り
と
し
た
声

で

い
終
え
た
後
キ
リ
ト
は

を

ん
で

て

し
ま

た

 
あ
る
程

予
想
は
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
こ
の
可
能
性
が
一
番
高
い
と

ん
で

え
て
み
て

し
か
し
結

間
違
い
だ

た
事
で

る
し
か
無
く
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

こ
こ
で

を

て

も
決
定
的
な
証

と
い
う
も
の
が
無
く
て
は
グ
リ
ム
ロ

ク
の
論
理
を

す
事
が
出
来
な
い
の

だ
か
ら

 

い
い
え

そ
れ
は
あ
り
得
な
い
わ
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最
も
可
能
性
が
高
い
と

ん
で
い
た
推

が
外
れ
た

に
漂
う
重
苦
し
い
空
気
を
切
り
裂
く

よ
う
に

グ
リ
ム
ロ

ク
の

を

定
す
る
声
を
上

た
の
は

ル
コ
さ
ん
だ

た

く

ウ

ブ
が
掛
か

た

紺
の
髪
を
持
つ
彼
女
は
さ

き
ま
で
の
不
安
そ
う
な
面
持
ち
を

然

と
し
た
も
の
に
変
え

か
決
め
た
光
を

に

し
て
い
た

 
そ
の
彼
女
の

葉
を

け

グ
リ
ム
ロ

ク
は

か
に

根
を
持
ち
上

た

う

故
あ
り
得
な
い
の
か
ね

私
カ
イ
ン
ズ
そ
し
て
シ

ミ

ト
の
三
人
が
指
輪

却
組
に
回

た
時
に
理
由
を

た

け
ど
そ
の
時
に
カ
イ
ン
ズ
は
一
番
強
い
ギ
ル
ド
リ

ダ

が
持
て
ば
い
い

て

た

で

も

リ

ダ

は
そ
れ
に

た
よ
う
な

み
を
浮
か
べ
て
こ
う

た
の
よ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

は
指
輪
ア
イ
テ
ム
は
片
手
に
一
つ
ず
つ
し
か

備
出
来
な
い

手
に
は
ギ
ル
ド
リ

ダ

の

章
そ
し
て

手
の
結

指
輪
は
外
せ
な
い
か
ら
私
に
は
使
え
な
い
と
ね

あ
の
人
の
性

格
は
横

や
横

を
許
さ
な
い
自
他
と
も
に

し
い
性
格
だ

た
そ
し
て
あ
な
た
の
事
を
愛
し

て
い
た
私
達
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
た

そ
ん
な
人
が
ど
ち
ら
か
を
解

し
て
レ
ア
指
輪
の
ボ

ナ
ス
を

す
な
ん
て
事
を
す
る

が
無
い
の
よ

を
外
せ
ば

間

を
裏
切
り

結

指
輪
を
外
せ
ば
あ
な
た
を
裏
切
る
事
に
な
る
か
ら
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然
と

ス
ラ
ス
ラ
と

い
切

た

ル
コ
さ
ん
の

に
あ
た
し
は

い
と
思

た

 
が
こ
の
論
理
で
は
ダ
メ
だ
と
も
思

た

確
か
に
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
の
生
前
の
性
格
を

慮
し
た
上
で
の
発

は
そ
れ
な
り
に

く
だ
ろ
う
が

事
実
と
し
て
確
認
が
取
れ
る
事
で
は
無

い
以
上
反
論
の

地
を
与
え
て
し
ま

て
い
る
の
だ

確
か
に
そ
の
人
の
性
格
で
は
し
な
い
の

だ
ろ
う
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
だ
ろ
う
と
い
う
だ
け
で
絶
対
で
は
無
い
偶
然
魔
が
差
し
て

し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
以
上
は
グ
リ
ム
ロ

ク
の

を

定
し
論
破
す
る
事
が
出
来

な
い
の
だ

 
こ
れ
で
は

巡
り
だ
と
い
う
あ
た
し
の
思

と
同
じ

え
を
持

た
の
か
グ
リ
ム
ロ

ク

は
出
来
の
悪
い
生

に
向
け
て
教
師
が
す
る
よ
う
な

息
を

い
た

を

う
か
と
思
え
ば

す
る

が
無
い

 
そ
れ
を

う
な
ら
ま
ず
こ
う

て
も
ら

い
た
い
ね
グ
リ
セ
ル
ダ
と
結

し
て
い
た
私
が
彼
女
を
殺
す

が
無
い
と

確
か
に
彼
女
の

性
格
を

え
れ
ば
ま
ず
指
輪
を
外
す
事
は
無
か

た
だ
ろ
う

し
か
し

も
見
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
あ
れ
ば
話
は
別
だ
ろ
う

 
実

彼
女
が
死
亡
し
た
後
の
ス
ト
レ

ジ
に
指
輪
は
無
か

た
の
だ
か
ら

い
い
え
そ
ん
な

が
無
い
わ

あ
な
た
の
論
理
は
そ
も
そ
も
根

か
ら

れ
て
い
る
の
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年
も
前
に
ね

 
や
は
り
グ
リ
ム
ロ

ク
は
反
論
し
た
が

に

ル
コ
さ
ん
も
反
論
し
た

し
か
し
な
が

ら

て
い
る
事
が

不
可
解
で
一
同

て

を

て
し
ま

た
が

 
そ
ん
な
風
に
彼
女
を
見
て
い
る
と

ル
コ
さ
ん
は

を
返
し
て
墓
標
近
く

横
の
地
面

を

り
返
し
始
め
た

そ
れ
を
見
て
あ
た
し
は
ま
た

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

を

て
し
ま
う

 
こ
の
世
界
に
あ
る
ア
イ
テ
ム
に
は
全
て

値
が
設
定
さ
れ
て
お
り

有
権
が
無
け
れ
ば
地

面
に

と
し
て
か
ら
五
分
あ
れ
ば
一
時
間
経
過
し
て
か
ら

値
が

少
を
始
め
る

そ
の
原

は
全
て
に

て
は
ま
る
の
で
た
と
え

花
だ

た
り
墓
標

わ
り
に
死
ん
だ
プ
レ
イ

が

使

て
い
た
武
器
を
突
き
立
て
て
い
て
も

れ
は
時
間
経
過
で

値
が
全
損
し
ポ
リ
ゴ
ン

と
な

て
消
え
去
る
よ
う
に
な

て
い
る

よ

て
地
面
に

か
を

め
た
と
し
て
も
同
じ
よ

う
に
消
え
て
い
る

な
の
だ

 
し
か
し

し
か
し
予
想
に
反
し
て

ル
コ
さ
ん
は
地
面
の
中
か
ら
小
さ
な
銀
色
の
小

を
取
り
出
し
た

小
物
を
入
れ
る
程

の
現
実
で
な
ら
百

シ

プ
で
容

に

入
出
来
る
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程

の
大
き
さ
見
た
目
の

さ
の
小

だ

十
セ
ン
チ
四
方
程

な
の
で
ち

と
し
た
ア

ク
セ
サ
リ

程

し
か
入
れ
ら
れ
な
い
大
き
さ
だ

保
存
ト
リ
ン
ケ

ト

か

キ
リ
ト

そ
れ

工

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
た
プ
レ
イ

だ
け
が
作
成
出
来
る

文

り

値

無
限
の
小

だ

そ
の
も
の
も
そ
う
だ
け
ど
中
に
入
れ
た
ア
イ
テ
ム
も
同
様
に
入
れ
て

い
る
限
り

遠
に
喪
わ
れ
な
い
と
さ
れ
て
る

 
シ
ノ
ン
が

に
問
い
掛
け
て
く
れ
た
お

で
キ
リ
ト
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
れ
た

 
そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
物
が
あ
る
と

い
た
事
が
あ
る
気
も
す
る
が

ん
の
小
物
程

し
か
入

れ
ら
れ
な
い
と
は

え

値
無
限

と
い
う
属
性

そ
し
て

工

ス
キ
ル
を
マ
ス
タ

し
た
プ
レ
イ

が
本

に
少
な
い
せ
い
か
レ
ア
リ
テ

が
非
常
に
高
く

価
ウ
ン
百
万
コ
ル

は
下
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

場
に
も

出
回

て
い
な
い

重
な
品
な
の
だ

リ

ダ

を
殺

し
た

人
は
恐
ら
く
ド
ロ

プ
し
た
ア
イ
テ
ム
を
無
価
値
と
判
断
し
た
の

で
し

う
ね
そ
の
場
に

い
て
立
ち
去

た
み
た
い

そ
し
て
あ
る
ア
イ
テ
ム
も
残
さ
れ
て
い

た
わ

リ

ダ

の
事
を
よ
く
知

て
い
る
プ
レ
イ

が
そ
れ
を
見
つ
け
て
ギ
ル
ド
に
届
け
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て
く
れ
て

こ
こ
を

で
リ

ダ

の
お
墓
に
し
よ
う

て

て
彼
女
が
使

て
い
た
剣

を
突
き
立
て
て

値
が

る
の
に

せ
た

け
れ
ど
私
は
そ
れ
と
は
別
に
も
う
一
つ

品

を

め
て
い
た

そ
れ
が
こ
れ
よ

 
そ
う

て
開
け
ら
れ
た
小

の
中
に
は

白
い

の
上
に

か
れ
た
品
が
あ

た

 
片
方
は
平
ら
な
面
に
林

の
意

が

ら
れ
た
大
き
な
銀
の
指
輪
そ
し
て
も
う
片
方
が
宝

こ
そ
無
い
が
夜
闇
の
中
で
も

く
煌
め
く

め
の
金
の
指
輪
だ

こ
の
銀
の
指
輪
は
ギ
ル
ド
の

章
私
も
ま
だ
同
じ
の
を
持

て
る
か
ら

べ
て
み
れ
ば
分
か

る
わ

そ
し
て
こ
の
金
の
指
輪
は
あ
の
人
が

め
て
い
た
結

指
輪
よ
内

に
は
あ
な
た

の
名
前
が

ま
れ
て
い
る
か
ら
間
違
い
よ
う
も
無
い

こ
の
二
つ
が
私
の
手

に
あ
る
と
い
う
事

は
つ
ま
り
圏
内
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
そ
の

間
リ

ダ

の

手
に
は
こ
の

二
つ
の
指
輪
が

め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
よ

こ
れ
で
も
ま
だ
あ
な
た
は
白
を
切
る
と

う
の

 
完

だ

た

こ
れ
は
絶
対
に
勝
て
る
も
の
だ

せ
決
定
的
な
物
的
証

が
あ
る
の
だ
か

ら

現
実
で
な
ら
こ
こ
で
も
ま
だ
ご
ね
る

地
は
あ
る
も
の
の
こ
こ
は
シ
ス
テ
ム
が
平

に
作

す
る
仮
想
世
界

結

シ
ス
テ
ム
と
い
う
状

の
ロ
ジ

ク
を

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
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そ
れ
を
逆
手
に
取

て
論
破
す
る
事
も
可
能
な
の
だ

 
果
た
し
て
十

以
上
も

り
付
い
た
か
の
よ
う
に

ま

て
い
た
グ
リ
ム
ロ

ク
は

を

引
き

め

を

わ
し

か
に

を

け
た

あ
の

式
の
日
君
は
私
に

い
た
ね
彼
女
の
結

指
輪
を
持

て
い
た
い
か
と

そ

し
て
私
は
剣
と
同
じ
く
消
え
る
に

せ
て
く
れ
と

え
た

あ
の
時
欲
し
い
と
さ
え

て
い
れ
ば

 
さ

き
ま
で
の

然
と
し
た

か
ら
一
変
し
た

れ
た
声
で
発
せ
ら
れ
た

葉
は
自
ら
の

北
を

す
る
も
の
で
も
あ

た

指
輪
事
件

を
企
て
た

謀
者
で
あ
り

そ
し
て
今
回

の
圏
内
事
件
で
か
つ
て
の

間
を
殺
し
て
全
て
を
闇
に

ろ
う
と
し
た

人
で
あ
る
と
こ

の
男
は

外
に
認
め
た
の
だ

ね

で

で

グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
を
殺
し
た
の

 
リ

ダ

を
殺
し
て

ま
で

指
輪
を
奪

て
お
金
が
欲
し
か

た
の

金

金
だ

て

 

ル
コ
さ
ん
の
虚
ろ
め
い
た
問
い
に

然
と

い
て
い
た
男
は

を

て
い
る
の
か
と

ば
か
り
に
声
を
返
し
た

に
メ
ニ

を
広

ら
か
ん

作
を
し

タ

プ
し
た
直
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後

眼
前
の
空
中
に

が
出
現
す
る

そ
れ
は
す
ぐ
に
自
然
の
法

に

て
地
面
に

下

し

じ

ら

 
と

が
経

た

そ
れ
だ
け
で
か
な
り
の

が
入

て
い
る

わ
ば

の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
な
と
理
解
す
る

こ
れ
は
件
の
指
輪
を

て
得
た
金
の

分

も
う

分
は
シ

ミ

ト
に

し
て
い
る

あ
れ
か
ら
一
コ
ル
た
り
と
も

て
い
な
い

金
の

で
は
無
か

た
か

ま

予
想
は
し
て
い
た
け
ど

な
ら

故

が
ア
ン
タ
を

そ
こ
ま
で

り
立
て
た
ん
だ

私
は

私
は
彼
女
を
ど
う
し
て
も
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
ま
だ
彼
女
が
私
の

で

あ
る
間
に

私
と
彼
女
の
名
前
の
一
文

目
が
同
じ
な
の
は
偶
然
で
は
無
い
示
し
合
わ

せ
た
も
の
だ

私
と
彼
女
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
の
ネ

ト
ゲ

ム
で
も
同
じ
ネ

ム
を
使

し
て
い

た

そ
し
て
シ
ス
テ
ム
的
に
可
能
な
ら
私
達
は
必
ず

だ

た

故
な
ら
私
と
彼
女

は

現
実
で
も
結

し
て
い
た
か
ら
だ

 
こ
の
世
界
で
シ
ス
テ
ム
的
な
結

を
し
た
人
は
少
な
い
と
い
う
か

無
で
は
な
い
か
と
思
う

程
に
そ
う
い
う

の
話
を

か
な
い

そ
れ
に
初
回
ロ

ト
一
万
と
い
う

き

を
潜
り

け
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た
者
は
大

が
生

の
ゲ

マ

あ
る
い
は
あ
た
し
の
よ
う
に

し
な
い
者
が
ビ
ギ
ナ

ズ

ラ

ク

あ
る
い
は
ア
ン
ラ

ク

で
入
手
し
た
者
ば
か
り
そ
し
て
大

は
十
代
か
ら
二

十
代
前

つ
ま
り

る
だ
け
自
立
し
て
い
な
い
年
代
が

ど
だ

 
そ
ん
な
中
で
大
人
も
そ
こ
そ
こ
い
る
と
は

え

ど
ゲ

マ

な
の
に
ま
さ
か
現
実
で
結

し
て
い
る
人
が

て
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た

 
二
人
が
現
実
で
も
結

し
て
い
た
事
は
ど
う
や
ら
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

に
も
秘
密
だ

た
ら
し
く

ま

リ
ア
ル
の
話
は
タ
ブ

だ
か
ら
自
然
で
は
あ
る

三
人
も

い
て
い
た

然
な

が
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ
達
も
ア
ル
ゴ
も
だ

た
だ

一
キ
リ
ト
だ
け
は

の
表
情

に
な

て
お
ら
ず
目
を

め
た
だ
け
だ

た
そ
れ
が
予
想
し
て
い
た
か
ら
か

き
を
出
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
か
は
分
か
ら
な
い

私
に
と

て
は
一
切
の
不

の
無
い
理
想
的
な

だ

た

と
い
う

葉
は
彼
女
の

に
あ

た
と
す
ら
思
え
る
程
に
可
愛
ら
し
く

で
た
だ
一

の

す
ら
し
た
事

が
無
か

た

 
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
理
想
的
と

え
る
家
庭
な
の
だ
ろ
う

ま

が
無
い
と
い
う
の
は

か
ど
う
か
と
思
う
が

な
家
庭
を

い
て
い
た
の
だ
と
思
う

少
な
く
と
も
こ
の
男
性
は
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和
な
物

だ
礼
を
も

て

す
れ
ば
礼
を
持

て
返
し
て
く
れ
る
そ
う
い
う

の
人
種
な

の
だ
と
思
う

 
そ
れ
が
ど
う
し
て
こ
う
な

た
の
か

そ
れ
は
こ
の
世
界
に

て

わ
れ
て
か
ら

の
事
だ

た

 
苦
労
し
て
手
に
入
れ

し
み
に
し
て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変
わ

て
し
ま

た

あ
の
日
グ
リ
ム
ロ

ク
は

然
な
が
ら

え

ん
だ
ら
し
い
の
だ
が
対

的
に
グ
リ
セ
ル
ダ

さ
ん
は
精
力
的
に
活
動
を
始
め
た
ら
し
い

い
わ
ば
キ
リ
ト
の
よ
う
な
も
の
だ
戦
闘
能
力
や
状

況
判
断
能
力
な
ど

生
き

く
た
め
の
あ
ら

る
力
が
グ
リ
ム
ロ

ク
の
そ
れ
を

し
て
い

た

で
さ
え
も
そ
の
才
能
が
あ

た
の
に
気
付
か
な
か

た
程
だ
か
ら
よ

ど

は
大

人
し
く

後
に
活
発
に
な

た
の
だ
ろ
う

一
種
の
は

ち

け
と
い
う
も
の
か

 
し
か
し
た
だ
遊
ん
だ

で
は
無
い
彼
女
は
と
て
も
ま
じ
め
な
性
格
を
し
て
い
た
の
だ

グ
リ

ム
ロ

ク
の
反
対
を

し
切
る
形
で
は
あ

た
が
メ
ン
バ

を

り
ギ
ル
ド
を
結
成
し
彼
ら

を
鍛
え
始
め
た
の
だ
と
い
う

そ
の
時
の
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん

グ
リ
ム
ロ

ク

く
リ
ア
ル

名
ユ
ウ
コ
さ
ん
は
と
て
も
日

実
し
て
い
る
様
子
で
生
き
生
き
し
て
い
た
と
い
う

と

て
も
良
い
事
だ
と
思

た
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そ
れ
の

が
い
け
な
い
の
か
と

を

あ
た
し
は
グ
リ
ム
ロ

ク
の
語
り
に

を

け
た

そ
の
様
子
を

で
見
守
り
な
が
ら
私
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か

た
私
の
愛
し
た
ユ
ウ
コ
は

消
え
て
し
ま

た
の
だ
と

た
と
え
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
現
実
世
界
に
生
還
し
た
と
し
て
も

も
う
大
人
し
く

だ

た
彼
女
は

遠
に

て
来
な
い
の
だ
と

君
達
に
私
の
恐
れ
が

理
解
出
来
る
か
な

 
現
実
世
界
に

た
時

も
し
ユ
ウ
コ
に
離

を
切
り
出
さ
れ
で
も
し

た
ら

そ
ん
な

に
私
は

え
る
事
は
出
来
な
い

な
ら
ば
な
ら
ば
い

そ
彼
女
が

私
の

で
あ
る
間
に

そ
し
て
こ
の
合
法
的
殺
人
が
可
能
な
世
界
に

る
間
に

ユ
ウ
コ
を

遠
の
想
い
出
の
中
に

じ

め
て
し
ま
い
た
い
と
願

た
私
を

が
責
め
ら
れ
る
だ
ろ
う

 
絶

だ

た

信
じ
ら
れ
な
か

た

な
家
庭
だ
と
思

て
い
た
の
に

た
だ

じ

な
く
な

た
か
ら
た
だ
自
分
の
理
想
か
ら
外
れ
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
殺

し
た
と

う

こ
の
男
の
神
経
に
思

に
狂
気
に

葉
も
出
な
か

た

も
が
絶

し

目
し
⻑
身

の
男
を
見

め
て
い
た

そ
ん
な
事
で

来
を
誓

た

手
を
殺
す
な
ん
て

最

ね
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そ
ん
な
中

悪
感
を

き
出
し
に
し
な
が
ら
リ

フ

が
歩
み
出
て

然
と

い
て
立

て
い
た
グ
リ
ム
ロ

ク
に
そ
う

た

 
そ
れ
を

い
て
か
そ
れ
ま
で

い
て
い
た
男
は
ば

と

を
上

た

眼

の

に
あ
る

黒
い

は

さ

き
ま
で
は
虚
無
感
が
あ

た
が

今
は
得
も

わ
れ
ぬ

か
を

し
て
い
た

そ
ん
な
事

 
い
い
や

十
分
過
ぎ
る
理
由
さ

君
に
も

時
か
分
か
る
よ

妖
精
の
少
女

君

時
か
君
が
愛
す
る
者
を
得
て

そ
し
て
喪
う
時
に
ね

 
ど
こ
か
虚
無
感
を

た

葉
を
虚
ろ
な

み
と
共
に
リ

フ

へ
と
向
け
て

う

わ
れ
た
彼
女
は

く
グ
リ
ム
ロ

ク
を
見
上

て

ん
で
い
た
が

と
目
を

せ
た

あ
た
し
は
あ
な
た
が
間
違

て
い
る
と
し
か
思
え
な
い

と
思
う
時
点
で
あ
な

た
の
そ
れ
は
全
て
を

け
容
れ
愛
す
る
愛
情
じ

な
い

情
で
も

愛
で
も
無
い
た
だ
の

有
欲
よ

自
分
の
物
が
意
に

わ
な
い
か
ら

を

こ
し
た
そ
し
て
今
ま
で
の
行
い
が
正
し

か

た
の
だ
と
自
信
が
持
て
な
か

た

あ
な
た
は
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
と

を
し
な
か

た

と

た
理
想
的
だ
と

た

け
れ
ど
こ
の
世
界
に
来
て
か
ら

変
し
た

さ
ん
を
見

て

そ
れ
ま
で
の
生
活
に
疑
念
を

い
た
ん
じ

な
い
の

 
一

も

し
な
か

た
と
い

う
事
は
お

い
本

を
伝
え
合

て
い
な
か

た
と
い
う
事
で
も
あ
る

あ
な
た
は
グ
リ
セ
ル
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ダ
さ
ん
の
本

が
分
か
ら
な
か

た
そ
れ
に
恐
怖
し
た

さ
ん
を
た
だ
の
物
と
し
か
見
て
い

な
か

た

だ
か
ら

逆
さ
れ
る
の
が
怖
か

た

違
う

 
違
う
と

う
な
ら

手
の

手

を
外
し
て

ま
だ

さ
ん
を
愛
し
て
い
る
と
い
う
せ
め
て
も
の
証

を
見
せ
て

そ
こ
に

未
だ
結

指
輪
が

め
ら
れ
て
い
る
の
な
ら

 
リ

フ

の

た
く

い

を

け
グ
リ
ム
ロ

ク
は

を

み

め

手
で

手
の

手

を
握
り

し
か
し
握

て

か
に

え
る
だ
け
で
そ
れ
以
上
の
動
作
を
見
せ
る
事
は
無

か

た

  
あ
た
し
が
グ
リ
ム
ロ

ク
に

た
い

葉
を

い
放
ち
完
全
に

ら
せ
た
後

合
い
を
見

ら

た
の
か
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
や
ア
ス
ナ
さ
ん
と
同
じ
血

騎
士

の
ギ
ル
ド
タ
グ
が

あ
る

の
男
性
シ

ミ

ト
さ
ん
が

グ
リ
ム
ロ

ク
と
共
に
自

す
る
と

た

 
そ
こ
に
キ
リ
ト
は
一

た
を
掛
け
た

シ

ミ

ト
は
血

騎
士

の
ラ
ン
ス
隊
を

務
め
る
程
の
手

を
持
つ
た
め
監
獄
に
入
ら
れ
る
と
攻
略
組
の
バ
ラ
ン
ス
が

れ
る
可
能
性
が

あ
る

そ
し
て
償
い
な
ら
攻
略
に

立
つ
事
で
す
れ
ば
い
い
と

た
の
だ

彼
も
許
さ
れ
る
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立
場
で
は
無
い
が

罪
悪
感
に
攻
め
立
て
ら
た
部
分
も
あ

て
ボ
ス
攻
略
メ
ン
バ

に

け
て
い
る
の
だ
か
ら

そ
れ
を

け
る
事
が

に
な
る
と

た

 
グ
リ
ム
ロ

ク
に

し
て
は
完
全
に
自
業
自
得
な
の
で

直
に
監
獄
に
入

て
も
ら
う
事
に

な

た

後
日
圏
内
事
件
の
事
情
説
明
の

に
立
ち
会

て
も
ら
う
か
は

ギ
ル
ド
⻑
の
審

議
を
下
で
決
定
す
る
事
に
な
り

一

保

と
な
る

 
そ
こ
で
場
は
解

と
な

た
の
だ
が
あ
た
し
は
キ
リ
ト
と
話
し
た
い
事
が
あ
る
か
ら
と

シ
ノ
ン
さ
ん
と
ス
ト
レ
ア
さ
ん
に

い
先
に
帰

て
も
ら

た

三
十
層

の
武
器
は

達
し

て
い
る
し
今
日
で

ら
か
体
に

ら
し
て
も

る
か
ら
十
九
層
の
モ
ン
ス
タ

程

な
ら

り
合
え
る

だ

マ

ジ
ン
も

良
い
く
ら
い
な
の
で

断
さ
え
し
な
け
れ
ば
大

だ
ろ

う 
そ
う

て

を
説
得
し
て
シ

ミ

ト
さ
ん
達
も
立
ち
去

た
現
在

か
ら
外
れ
た

に
は
あ
た
し
と
キ
リ
ト
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る

に
は
ま
だ

値
が
全
損
し
て
い
な
い
剣

が

彼
に
よ

て
殺
さ
れ
た
者
達
の
墓
標
の
如
く
突
き
立

て
い
る

直
姉

怒

て
る

 
二
人
き
り
に
な

て
か
ら
数
分
も
無

で
あ
た
し
と
和
人
は

生
し
た
墓
標
が
あ
る
大
き
な
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れ
木
の
根

に

ん
で

掛
け
て
い
た

そ
の

を
和
人
が
恐
る
恐
る
と
い
う
風
に
問
い

掛
け
て
来
た
事
で
破
る

最
初
は
怒

た

ら
し
い
な
と
も
思

た
け
ど

限
界
ま
で

労
し
て
る
く
せ
に
動

き
回
る
し

あ
ま
つ
さ
え

を

い
て
ま
で
一
人
で
動
く
な
ん
て

正
気
か
と
も
思

た

ご
め
ん
な
さ
い

は

そ
れ
が
あ
な
た
の
良
い

で
も
あ
る
け
ど
欠
点
よ

メ

ル
に
は

に
も
知

ら
せ
る
な

て
書
か
れ
て
た
の
か
も
知
れ
な
い

け
れ
ど
そ
の
指
示
に

て
し
ま

た
ら

手
の
思
う

だ
と
い
う
の
は
分
か
る
で
し

う

あ
な
た
が
死
ん
じ

た
ら
あ
た
し
達
は

哀
し
む
の
よ

ご
め
ん
な
さ
い

ば
か

 
取
り
残
さ
れ
る
哀
し
み
を
知

て
い
る
和
人
は
あ
た
し
に

罪
し
な
が
ら

を
浮
か
べ
て
い

た

で
は
分
か

て
い
る
の
に
こ
ん
な
行
動
を
取

て
し
ま
う
彼
に
あ
た
し
は

く

倒
の

葉
を
投

掛
け

に

る
義
弟
を

し
く

き

め
た

 
あ
た
し
の

裏
に
は
実

は
こ
の
子
が
一
人
で
行
動
し
た
事
に
つ
い
て

ど
思

さ
れ
て
い
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な
い

あ
る
の
は
た
だ

先
程
の
グ
リ
ム
ロ

ク
と
の
や
り
取
り
だ

 
グ
リ
ム
ロ

ク
が

さ
ん
に
対
し
て

い
て
い
た
愛
情
と

有
欲
そ
れ
は

ん
の
少
し
の
差

異
で
変
わ

て
し
ま

た

わ
ば
コ
イ
ン
の
裏
表
の
よ
う
な
も
の
だ

あ
の
男
の
場
合
は
少
し

狂

て
い
た
だ
け
で

恐
ら
く

し
も
大
な
り
小
な
り
似
た
よ
う
な
感
情
が
あ
る
の
だ

 
あ
た
し
は
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る

だ
か
ら
こ
そ
あ
の
男
に
最

だ
と

た
の
だ

あ

た
し
自
身
が

最

だ
か
ら

こ
の
ま
ま
で
い
い

い
て

 

き

め
た
格

の
ま
ま

う

和
人
は

か
に
身
動
ぎ
し
た
が
す
ぐ
に
こ
く
り
と
小
さ
く

い
た
の
で

そ
の
ま
ま
話
し
始
め
た

実
は
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
始
ま

て
か
ら
一

間
が
経

た
時
に

あ
な
た
の

実

の
姉
が

お
見
舞
い
に
来
た
の

 
そ
の
事
実
は

然
だ
が
和
人
に
と

て

一

に
と

て
は

絶

す
る
程

の
事

だ

た

自
身
を
見
て
い
な
か

た
姉
が

一
切

絡
を
取

て
い
な
か

た
血
の
繋

が

た
姉
が
見
舞
い
に
来
て
い
た
と

突
に
明
か
さ
れ
れ
ば
そ
れ
は

き
も
す
る
だ
ろ
う
絶
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も
す
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て
恐
怖
す
る
だ
ろ
う

カ
タ
カ
タ
と
小

み
に
キ
リ
ト
の
体
が

え
始
め
た

そ
れ
は

先
を
知
り
た
く
な
い
と
い
う
恐
怖
か
過
去
を
想

し
て
の
恐
怖
か

そ
れ
以
外
か
は
あ
た
し

に
分
か
る
事
で
は
無
い

で
も

で
も
ね

あ
た
し

に
入
れ
な
か

た

姉
面
を
す
る
な

て

絶
し
て

勝
手
に

も
う
あ
な
た
の
実
弟
で
は
無
い

あ
た
し
の
義
弟
な
ん
だ

て

し

て

あ
た
し

和
人
を

あ
な
た
の
意
思
を
確
認
し
な
い
で

実
の
家

の
下
に

る
道
を

絶

て

桐

谷
和
人
と
い
う
名
の
人
形

に
し
ち

た
と
思

て
て

 
そ
れ
が
あ
た
し
の
中
で

て
い
る
罪
悪
感

そ
し
て
グ
リ
ム
ロ

ク
と
重
ね
た
根
源

グ

リ
ム
ロ

ク
に
と

て
の
愛
情
が
あ
た
し
に
と

て
和
人
を
護
る
と
い
う

情
グ
リ
ム
ロ

ク

に
と

て
の

有
欲
が
あ
た
し
に
と

て
和
人
を

り
付
け
る

 
ま

た
く
同
一
と
は

わ
な
い

だ
が
こ
こ
ま
で
似

て
い
る
の
も
そ
う
無
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う

 
本

は
和
人
に
明
か
す
つ
も
り
な
ん
て
無
か

た

け
れ
ど
い
い
機
会
だ

た

あ
た
し
が

念
し
て
い
た

千
冬
の
背
中
を
追

て
い
た
事
は
そ
れ
よ
り
も
更
に
大
き
な
理
由
が
今
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日
出
来
た
か
ら
彼
女
の
事
を
話
せ
る
と
思

た

に

さ
れ
な
い
彼
自
身
の
理
由
が

出
来
た
か
ら

 
あ
た
し
が
こ
の
子
に
向
け
て
い
る
感
情
は

つ
も
複

に
絡
み
合

た

葉
に

い
表
せ
な

い
も
の
だ

家

愛
で
も
あ
る
姉
と
し
て
愛
す
る
想
い
で
も
あ
る
護
り
た
い
と
い
う
保
護
欲

で
も
あ
る
手
放
し
た
く
な
い
と
い
う
ち

と
し
た

有
欲
だ

て
あ
る

そ
し
て
異
性

と
し
て
恋
い

う
情
も

あ
た
し
の
心
に
は
存
在
し
て
い
る

そ
れ
ら
が
複

に
絡
み
合

て

義
姉
と
し
て
の
あ
た
し
を
形
成
し
て
い
る

 
和
人
は
家

の
愛
情
を
知
ら
な
か

た
友
情
は

然

情
は
お
ろ
か
恋
情
だ

て
知
り
は

し
な
い

だ
か
ら
感
情
の
機

な
ん
て
あ
ま
り

く
な
い
故
に

違
い
し
や
す
い

さ
れ
や

す
い

一

に
入
れ
た
護
る
と
決
め
た

手
に
は
と
こ
と
ん
ガ

ド
が
甘
い

に
な
る

そ
れ
が

一

で
あ
り

桐

谷
和
人

で
も
あ
る
こ
の
子
の
人
格
だ

 
故
に
こ
の
子
は
他
者
で
あ
り
な
が
ら
最
も
身
近
な
家

で
あ
る
あ
た
し
の
影

を
最
も

け

る
と

て
い
い

そ
の
結
果

愛
情
と
い
う
も
の
を

違
い
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

 
あ
た
し
の
和
人
を
護
り
た
い
と
い
う
想
い
が
間
違
い
だ
と
は
思
わ
な
い
し
か
し
決
し
て
恋
愛

と
い
う
意
味
で
の
愛
情
で
は
無
い
事
が
分
か
る

一
つ
の

語
で
複
数
の
意
味
を
持
た
せ
ら
れ
る
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の
が
日
本
語
の

と
い
う
や
つ
で
と
て
も
複

な
の
で
語
学
力
が
と
て
も
必
要
だ
そ
の
点
で

え
ば
和
人
は
安
心
で
は
あ
る

 
だ
が

に

容
す
る
心
の
方
の
成
⻑
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が

点
な
の
だ

 
こ
の
ま
ま

も
知
ら
な
い
状

で
あ
た
し
の
影

を

け
て
い

た
ら

来
取
り
返
し
の
付

か
な
い
過
ち
に
発
展
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

た

可
能
性
と
し
て

い
の
か
も
知
れ
な
い
け

れ
ど
全
く
な
い
と
は

い
切
れ
な
い

家

の
愛
情
す
ら
も
狂
気
に
な
り
得
る
事
を
知

た
今
な

ら
あ
た
し
へ
の
依
存
も
少
な
い
か
ら

も
少
な
い
時
間
を
掛
け
れ
ば
掛
け
る

ど
あ
た
し

を
信

し
て
い
る
事
に
安
心
し
て
寄
り
掛
か

て
来
て
取
り
返
し
が
付
か
な
く
な

て
し
ま
う

 
あ
た
し
は
和
人
を
護
り
た
い

そ
れ
は
体
も
心
も

未
来
も
だ

 
だ
か
ら
あ
た
し
は
伝
え
た

あ
の
世
界
最
強
の
和
人
の
本

の
姉
を

絶
し
た
日
か
ら
ず

と

の
内
に
秘
め
て
来
た

を
あ
た
し
の
醜
さ
を

護
り
た
い
け
れ
ど
護
ろ
う
と
す
る
事

で
和
人
を
人
形
に
し
て
し
ま
う
気
が
し
て
怖
い
の
だ
と
グ
リ
ム
ロ

ク
の
狂
気
と
変
わ
ら
な
い

の
だ
と

た

彼
の
眼
を
し

か
り
見
つ
め

で

界
が
滲
み
な
が
ら
も
全
て
を

き
出
し

た 
そ
ん
な
あ
た
し
の
話
を

突
な
の
に

れ
切

て
い
る
に
も

わ
ら
ず
し

か
り
真
剣
な
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で

い
て
く
れ
た

ご
め
ん
な
さ
い

あ
た
し
は

あ
た
し
は

も
あ
の
人
と
変
わ
ら
な
い

直
姉

 

ろ

ろ
と
大

の

を
流
し
な
が
ら

罪
を
懺
悔
を

り
返
す
あ
た
し
を
見
て
流

の

キ
リ
ト
も

然
と
し
て
見

め
て
来
る
だ
け
だ

た

葉
が
見
つ
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う

い
き

な
り
過
ぎ
る
事
も
あ
る
し
あ
た
し
が
こ
ん
な
事
を

え
て
い
る
な
ん
て

と
も
思
わ
な
か

た

だ
ろ
う
か
ら

 
こ
れ
で
も
う
後

り
は
出
来
な
い

け
容
れ
ら
れ
た
ら
あ
た
し
は
抑
え
き
れ
な
く
な
る
か

と

て

絶
さ
れ
た
ら
和
人
と
一
緒
に

ら
れ
な
い
か
ら
自
殺
し
た
く
な

て
し
ま
う

 
ど
ち
ら
も

で
け
れ
ど
ど
ち
ら
も
求
め
て
い
る
あ
た
し
が

る

二
律
背
反
矛
盾
な
ん

と
い
う

だ
ろ
う
か
と
内
心
で
自
分
自
身
を

り

る
声
が

裏
に

く

和
人
お
願
い
正
直
に

て

あ
な
た
は
こ
ん
な
醜
い
あ
た
し
を
も

け
容
れ
て
く
れ

る 
真

向
か
ら
の
請
願
決
し
て
和
人
の
性
格
で
は

え
を

に
は
出
来
な
い
形
で
の
問
い
掛

け
を
し
て

裏
で

者
と

る
声
が

こ
え
た

ど
ち
ら
も

だ
が
し
か
し
ど
ち
ら
も
望
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ん
で
い
る
の
も
ま
た
事
実

ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
あ
た
し
が
求
め
て
い
な
い
が
望
ん
で
い
る
結
果

に
な
る

た
だ
和
人
の
心
を
傷
付
け
る
し
か
無
い
問
い
は
あ
た
し
自
身
の
誓
い
を
も
破
る
悪
の

業
だ

 
け
れ
ど
け
れ
ど
あ
た
し
の
目
の
前
に

る
義
弟
は

わ
と

ら
か
く

ん
だ

と
て

も

し
い
も
の
が
見
つ
か

た
よ
う
な

せ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な

思
わ
ず

見

れ
て
し
ま

て

裏
の
声
す
ら
吹

ん
で
し
ま
う
程
に

せ
そ
う
で
そ
し
て
予
想
外

の

だ

た

む
し
ろ

絶
す
る
理
由
が
無
い
よ

を
想

て
く
れ
て
る
の
は
と
て
も
伝
わ

て
来

る

苦
悩

そ
れ
を
し
て
る
時
点
で
そ
れ
が
大
き
い
け
れ
ば
大
き
い

ど

の
事
を

し

か
り

え
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
証

だ
か
ら

あ
り
が
と
う

直
姉

 
そ
し
て
や
は
り
和
人
は
あ
た
し
の
醜
い

面
を
知

て
も
変
わ
ら
ず
姉
と
呼
ん
で
く
れ

た

こ
の
機
会
に

も

い
と
こ
う
か
な

ね

直
姉

な

に

こ
の
場

に
突
き
立

て
る
武
器
は
転
が

て
る
物
は
全
て

罪
者
プ
レ
イ

達
の
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が
殺
し
た
百
人
近
い
プ
レ
イ

の
持
ち
物
だ

た

は
ま
た
こ
の
手
を

し
た

え
今

は
現
実
で

が
出
て
い
な
く
て
も
や

て
る
事
は
事
実
な
ん
だ
か
ら
変
わ
ら
な
い

リ
ズ
と
シ
リ
カ
が

わ
れ
て
る
と
知

て

て
も
立

て
も

ら
れ
な
く
て
護
る

に
今

後
の

に

殺
し
に
し
た

き

と

は

が

を
傷
付
け
よ
う
と
す
る

に
同
じ
事
を

り
返
す
と
思
う

論
抑
え
る
よ
う
に
は
す
る
け
ど

こ
ん
な
危
険
で
自
分
勝
手
で
醜
い

を

そ
れ
で
も

け
容
れ
て
く
れ
る

 
不
安

に
見
上

な
が
ら
問
わ
れ
た
事
は

け
容
れ
て
も
ら

た
あ
た
し
に
と

て
す
れ
ば

愚
問
だ

た

論
よ

あ
た
し
は
決
し
て
あ
な
た
を
裏
切
ら
な
い
絶
対
に

が
あ

て
も
あ
な

た
の
味
方
で
あ
り

け
る
と

そ
う
誓
う

う
ん

あ
り
が
と

和
人

す

 

ら
か
く

ん
で
あ
た
し
も
ま
た

け
容
れ
る
と

え
ば
彼
も
安
心
し
た
よ
う
に

ん

だ

見

れ
て
し
ま
う
程
に

で

け
そ
う
な

み
を
浮
か
べ
お
礼
を

て
来
た
彼
は



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

い
終
え
た
直
後
に

が

く
り
と

じ
ら
れ
た

 
小
さ
く
声
を
掛
け
て
み
れ
ば
も
う

入

た
の
か

的
で
可
愛
ら
し
い

息
が

こ
え
て

来
た

 

日
の
闘
技
場

個
人
戦

あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
へ
の
レ
ク
チ

圏
内
事
件

今

日
の
地
下
迷

攻
略
か
ら
リ
ズ
さ
ん
達
の
救
出
で
オ
レ
ン
ジ
集

滅
そ
し
て
最
後
の
指
輪

事
件
と
圏
内
事
件
の
決

お
よ
そ
十

の
子

が
背
負

て
良
い
事

で
は
な
い
も

の
ば
か
り
で
更
に
は
責

重
大
な
も
の
ば
か
り

も

う
が

労
も
と
う
の

に
限
界
を

突
破
し
て
い
て
オ
レ
ン
ジ
集

を

滅
し
た
後
で
も
意
識
を
保

て
い
た
の
は
意
地
と
責

感

に
よ
る
も
の
だ

た

 
精
神
的
な

労
も

の

労
も
他
の
追

を
許
さ
な
い
程
で
あ
る
事
は
確
実

時
間
も
時

間
だ
し

安

し
た

間
に

ち
て
し
ま

た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
事
だ

本

に

お

れ
様

 

く

を

で
て
や
り
い
い
夢
を
と
願
い
な
が
ら

に

づ
け
を
す
る

そ
の
感
触
が
く
す

ぐ

た
か

た
の
か
に

と

を
上

あ
た
し
は
内
心
で

絶
し
つ
つ
和
人
を
背
負

た

そ
し
て

へ
向
か
う

に
一
歩
目
を

み
出
し
た
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そ
の

間
だ

た

  

て

 
え

 

裏
に

あ
た
し
が
ホ

ム
の
ベ

ド
で
眠
る
前
に
見
た
義
妹
の
時
の
よ
う
な
声
が

い
た

ば
直
感
で

本
能
的
に
後
ろ
だ
と
思

た
あ
た
し
は

大
き
な

れ
木
へ
と
向
き
直

た

 
あ
た
し
が
振
り
返

た
そ
こ
に
は
夜
闇
の
中
で
う

す
ら
と
発
光
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
存

在
感
が
あ
る
一
人
の
女
性
が
立

て
い
た

冒
険
者
と

う
よ
り
は
ど
こ
か
女
性
騎
士
に
も

見
え
る

い
で

片
手
剣
を

に

い
て
い
る
黒
髪
の
女
性

髪
型
は
サ
チ
さ
ん
に
似
て
い
る

が

つ
き
は

し
か

た

表
情
は

ら
か
な

み

 
そ
ん
な

時
の
間
に
立

て
い
た
の
か
分
か
ら
な
か

た
女
性
だ
が
あ
た
し
は
不
思
議
と

心
を

か
な
か

た

本
能
的
に
彼
女
は

で
は
無
い
と

そ
し
て
も
う
こ
の
世
界

に
は

な
い
人
な
の
だ
と

し
た
か
ら

 
ギ
ル
ド

⻩
金
林

の
リ

ダ

グ
リ
セ
ル
ダ

そ
の

恐
ら
く
は
彼
女
が
残
し
た

残
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思
念

 
あ
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
き

と

定
す
る
人
が

ど
だ
ろ
う
が

あ
た
し
は
確

か
に

あ
た
し
が
見
た
事
も
無
い
人
物
を
こ
の
場
で
見
て
い
た

 
彼
女
は
あ
た
し
と
目
が
合
う
と

し

に
目
を

め
た

に
あ
た
し
の
背
で
眠
る
黒
い

子
に
目
を
向
け
愛
し
そ
う
に

め
再

あ
た
し
に

線
を

す

そ
れ
か
ら
彼
女
は

手
を

あ
た
し
に
向
け
て
持
ち
上

手
を

ば
し
て
き
た

ば
無
意
識
で
あ
た
し
も
和
人
の
足
に

回
し
て
い
た

を
動
か
し

手
を

ば
す

 
そ
し
て

い
の
指
が
触
れ
あ

た

間

か
な
光
が
あ
た
し
の

を
回
り
そ
れ
か
ら
和

人
を
取
り

み

彼
の
小
さ
な
体
の
中
に
収
束
し
て
し
ま

た

 
恐
ら
く
シ
ス
テ
ム
的
な
も
の
で
は
無
い

そ
ん
な
魔
法
的
な
も
の
は

ど

さ
れ
て
い
る
と

い
て
い
る

そ
れ
に
目
の
前
に
い
る
女
性
は
生
き
て
い
な
い

だ
か
ら

だ
か
ら
こ
れ
は

き

と
彼
女
か
ら
の
エ

ル

あ
た
し
と

そ
し
て

よ
り
も
こ
の
世
界
を

命
に

け

け

戦
い

く

い
て
る
和
人

黒
の
剣
士

キ
リ
ト
へ
の
祝
福

愛
し
そ
う
に
見
た
の
は

き

と
強
い
剣
士
と
し
て
共
感
す
る
部
分
が
あ

た
の
と
彼
女
が
仮
に
も
結

し
た
女
性
だ

た
か
ら
だ
ろ
う
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あ
た
し
が
光
の
収
束
を
見
守
り
そ
れ
が
終
わ

て
か
ら
前
を
見
れ
ば
う

す
ら
と
光

て

い
た
女
性
は

に
そ
の

を

れ
さ
せ
て
い

た

そ
れ
で
も
浮
か
べ
ら
れ
た

み
は

ら
か

く
力
強
く
そ
し
て

よ
り
も

か
み
が
あ

た

あ
た
し
と
三

目
が
合

て
こ
く
り
と

か
れ
た
の
で

を
返
し

そ
れ
に
安
心
し
た
よ
う
に
目
を

め
て

た
後
彼
女
は
消

え
た

 
同
時
バ
シ

ア

 
と

つ
も
の
破

が

く

そ
れ
は
こ
の
地
に
突
き
立
て

ら
れ
て
い
た
死
者
達
の
剣
の
墓
標
が
立
て
た

だ

た

そ
れ
ら
は
ま
る
で
あ
の
女
性
が

こ

し
た
最
後
の

の
よ
う
で
そ
の
蒼
い
光
と
欠
片
の
中
を
進
ん
で
あ
た
し
は
帰

に

い
た

 

に
は

た
だ
祝
福
さ
れ
た
安

の
み
が
残
さ
れ
て
い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
リ
ズ
ベ

ト

点
は

と
原
作

い
で
す
が
ち

い
ち

い

を

う
キ

ラ
が
違
い
ま
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す

カ
イ
ン
ズ
の

を

ル
コ
が

て
い
た
り
ア
ス
ナ
の

を
ア
ル
ゴ
や
リ

フ

が

て
い
た
り

意
味
合
い
は
近
い
ん
で
す
が
リ

フ

の
場
合
は
ち

と
異
な

て
い
ま
す

 
リ

フ

点
は
前
書
き
に
も
あ
る

り

実
姉
と
義
姉

の

に

写
し
た
苦
悩
を

点

と
し
て
い
ま
す

打
ち
明
け
た
の
は
キ
リ
ト
が

に

さ
れ
な
い
目
的
を
立
て
た
か
ら
で

す
ね

ユ
イ
姉
を
喪

た
後
の
ア
レ
で
す

 
こ
こ
か
ら
リ

フ

も
つ

か
え
が
取
れ
て
色

と
絡
ん
で
も
ら
お
う
と
思

て
お
り
ま
す

 
そ
し
て
最
後
グ
リ
セ
ル
ダ
さ
ん
の

影
シ

ン

原
作
は
ち

び

と
だ
け
で
す
が
今
話

で
は

ま
じ
い
演
出
で
の
登
場

退
場
と
な
り
ま
し
た

数
十
本
の
剣
が
一
気
に

す
る
中
を

歩
く
の
は
中

観
で
し

う

リ

フ

の

が
一
気
に

わ

て
ま
す

 
ご

合
主
義
だ
け
ど

二

小
説
だ
か
ら
気
に
し
な
い

 
さ
て
さ
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

聖
⻯

合
と
ボ
ロ
が
出
て
お
り
ま
す
残
る
大

ギ
ル
ド
は
血

騎
士

ど
ん
な
風
に
ボ
ロ
を
出
さ
せ
よ
う
か

中
で
す

論
断
罪

対

は
あ
の
キ

ラ

気
に
本
作
で
は

い

で
登
場
し
て
い
た
り
す
る
キ

ラ
で
す
な

 

⻑
と

⻑
が
結

し
て
て
良
い
人
だ
か
ら
な

や
り

い

し
い
悲
鳴
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⻑

と
失
礼

感
想

価

判

善
点

報

お

ち
し
て
ま
す

送

て

け
た
ら
モ
チ
ベ

シ

ン
が
一
気
に
上
が
り
ま
す

一
つ
で
も
あ

た
だ
け
で
上
が
る

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
五
章
 

蠢
動
す
る
気
配

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
に
ち
は

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で

す 
二

間
近
く
の
更
新
ス
ト

プ

し

あ
り
ま
せ
ん

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
Ｅ
ｘ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ

と

ア

プ
デ

ト
さ
れ
た

を
や
り
ま
く

て
ま
し
て

 
い
や

弓
使
い
さ
ん
が

的
ま
と
も
に
弓
兵
や

て
た
り

英
雄
王
が

格

い

い
し
で

中
し
て
ま
し
た

剣
林
弾
雨
で
は
と
て
も
参

に
し
た
二
人
が
か
な
り

き
で
す

⻘
セ
イ
バ

は

強
い
け
ど

セ
イ
バ

も
負
け
て
な
い
し

あ
と

く

け
た

 
フ

イ
ト
に

し
振
り
に

て
し
ま

た
の
も
今
回

く
な

た
原
因
で
す

し

な

い 
さ
て
今
話
に
つ
い
て
で
す

前

シ
ノ
ン

点
で

の
事
後

理
を
ざ

と
流
し
て
穏
や

か
ム

ド
が
展
開
さ
れ

後

ア
ル
ゴ

点
で
色

と
ア
レ
な
話
が
展
開
さ
れ
ま
す

 
も
う
ち

と
で

孤
独
の
デ
ス
ゲ

ム
編

の
ク
ラ
イ
マ

ク
ス

の
序
章
に
入
る
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か
な

 
色

と

道
修
正
し
ま
く

て

く
な

て
ま
す
が

主
に
闘
技
場

個
人
戦

と

か
予
想
よ
り
⻑
く
な

た

圏
内
事
件

の
せ
い
で

 
ま

そ
れ
を

節
出
来
て
な
い
私
が
悪
い
ん
で
す
が

し
ん
で

け
て
い
た
ら

い
で
す

 

に

気
づ
い
て
い
る
方
も

る
で
し

う
が
一

間
近
く
前
に
設
定
集
を
大

更
新
し
ま

し
た

キ

ラ
の
プ
ロ
フ

ル
と

シ
ノ
ン

ス
ト
レ
ア

レ
イ
ン

フ

リ
ア

ユ
イ
の

キ

ラ
設
定
追
加
の
他
キ
リ
ト
と
リ

フ

の

備
キ
リ
ト
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
と
新
た
に

登
場
し
た
も
の
と
設
定
上
の

ド
ス
キ
ル
本
作
で
登
場
し
た
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
設
定
な

ど
大

に
書
き
足
し
て
ま
す

文

数

な
い
の
で
お
覚
悟
を

 
そ
し
て

く
な
り
ま
し
た
が
感
想
１
０
０
件

お
気
に
入
り
登
録

０
０
件
突
破
し
ま
し
た

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
に
も
し
て

い
た
方
に
も
お
礼
を

し
上

ま
す

ご
愛

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
⻑

と
失
礼

 
で
は
本
編
ど
う
ぞ

前
話
か
ら
六
日
後
の

前
で
す
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家
の
中
に
漂
う

し
い

理
の

い
が
私
の
お

を

す
る

仮
想
世
界
な
の
に
き

う

と
お

の

ま
で
し

か
り
再
現
さ
れ
て
い
る

り
こ
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
開
発
を
主
導
し
て
い
た

場

は
ど
れ
だ
け
の

念
を

や
し
て
い
た
の
か
と
思

て
し
ま
う

 
ま

別
に
不
快
と
い
う

で
は
無
い
の
だ
が

人
に

か
れ
た
ら

ず
か
し
い

良
い

い
だ
ね

今
日
の
ご

は

だ
ろ
う

 
機

が
良
さ
そ
う
に
目
を

て
く
ん
く
ん
と

い
を

ぎ
な
が
ら

う
ス
ト
レ
ア

変

わ
ら
ず

が
大
き
く
開
い
て
い
る

い

色
の

を

て
い
て
そ
れ
が
イ

ら
し
く
も

無
く
妖

な
魅
力
と
い
う
も
の
を
自
然
体
で
見
せ
付
け
て
い
る

見
て
い
る
と
自
分
の
体
つ
き

を

べ
て
し
ま

て

感
に
苛
ま
れ
る
の
だ
が
彼
女
の
性
格
が

と
い
う
事
も
あ

て
最

近
は
そ
れ
も

れ
て
き
て
い
る

 
ス
ト
レ
ア
は
ア
ス
ナ
達

く
一
切
経
歴
不

の
人
物
ら
し
い

攻
略
組
と

を

べ
る
程
の

レ
ベ
ル
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
最
前
線
か
数
層
下
の
迷

に
潜

て
い
た
と
い

う
事
つ
ま
り
攻
略
組
の

か
一
人
は
見
掛
け
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

更
に

え
ば
こ
の
妖

で

な
容

を
し
て
い
る

重
な
女
性
プ
レ
イ

だ

絶
対
数
か
ら
し
て
少
な
い
女
性
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で

し
か
も

が
立
つ
と
な
れ
ば

程

に
上
が

て
い
て
も

ら
お
か
し
く
な
い

 
し
か
し
情
報

の
ア
ル
ゴ
で
す
ら
見
た
事
は
お
ろ
か
そ
れ
ら
し
い
話
を

い
た
事
も
無
い
と

う
の
だ
か
ら
彼
女
は
よ

ど
人
か
ら

れ
て
行
動
し
て
い
た
の
か
あ
る
い
は
リ

フ

や

私
の
よ
う
に
外
の
世
界
か
ら
や

て
来
た
の
か

後
者
だ
と
し
た
ら

で
そ
ん
な
に
高
レ
ベ
ル

な
の
か

備
が
整

て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
来
る
の
だ
が

 
ま

キ
リ
ト
は
彼
女
を
信

し
て
い
る
よ
う
だ
し
彼
の
人
を
見
る
目
は

ど
狂
い
が
無
い

ら
し
い
か
ら
私
も
特
に
問
い

め
た
り
は
せ
ず

に

し
て
い
る

彼
女
の
振
る
舞
い
が
演

技
で
あ
れ
ば

さ
れ
た
事
に
な
る
が
こ
こ
数
日

し
て
み
て

だ
と
分
か

た
か
ら
あ
く

ど
い
事
を

え
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
理
解
し
た
の
だ

悪

は
仕
掛
け
て
来
る
け
ど

か
を

て
る

が
し
て
る
か
ら

に

え
た
ら

か
な

キ
リ
ト
の

て

味
し
い
ん
だ
よ
ね

 
そ
う

た
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ

と
い
う
別
ゲ

ム
か
ら
風
妖
精
シ
ル
フ
の
ア
バ
タ

の
ま
ま

Ｓ
Ａ
Ｏ

に
迷
い

ん
で
し
ま

た

件
の
少
年
キ
リ
ト
の
義
姉
リ

フ

彼
女
は
妖
精
ら

し
く

た

を

く

く
動
か
し
リ
ビ
ン
グ
ま
で
漂

て
い
る

い
の
正
体
に

た
り
を
付

け
て
い
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
彼
女
の
話
で
は
こ
の
世
界
だ
け
で
な
く
現
実
世
界
で
も

理
の

は

か
に
高
く
彼
女
の

家
に
引
き
取

た
時
点
で

に

か
れ
て
い
た
ら
し
い

一

り
の
メ
ニ

な
ら
過
不
足
な
く

理
出
来
る
と
い
う
時
点
で
最

一

の
子

が
持
つ
レ
ベ
ル
で
は
無
い
だ
ろ
う

物
は
危
な

い
の
だ
が
気
付
け
ば

理
し
て
い
て
食
べ
た
ら

味
し
か

た
し
危
な

も
無
か

た
か
ら

そ
の
ま
ま

き
な
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
と

彼
女
は
語

た

ね

一
体

の
肉
を
使

て
い
る
の
か
興
味
が
あ
る
け
ど
怖
く
も
あ
る
わ
ね

 
そ
し
て
二
人
の

葉
に
私
も
反
応
を
返
す

少
し

肉

で
は
あ
る
が
内
心
で
は

し
み
に

し
て
い
る

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

理
は
正
直
現
実
世
界
の
も
の
と
見
た
目
が
同
じ
で
も
味
が
違
う
事

だ

て
ザ
ラ
に
あ
る
し

理
の

も
見
た
目
と
味
が
合
わ
な
い
事
も
あ
る
時
に
は
本

に

こ
れ
が

理

な
の
か
と
思

て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
ら
し
い

そ
れ
を

え
る
と
恐
ろ
し
く

も
あ
る
の
だ
が
キ
リ
ト
の

理
に
外
れ
は
今
ま
で
で
一

も
無
い
か
ら

し
み
で
も
あ
る
食

は

を
使

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

に
気
に
な

た
り
す
る
の
は
仕
方
無
い
事
だ
ろ
う

 
こ
の
世
界
の

理
は
現
実
世
界
の

で
は
無
く

理

ス
キ
ル
の

練

数
値
に
よ

て

味
と
出
来
が

さ
れ
る
ら
し
く
更
に
食

の
ラ
ン
ク
に
よ

て
出
来
上
が
り
の
成

と
い
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う
も
の
も
変
わ

て
来
る

そ
し
て

理
ス
キ
ル
は

味
ス
キ
ル
で
食
べ
る
と

に
な

る
事
か
ら

行
回
数
を
重
ね

く
多
く
の
プ
レ
イ

か
ら
戦
闘
ス
キ
ル
に

べ
て
上

い

と

価
さ
れ
て
い
る

 
攻
略
組
と
も
な
れ
ば
戦
闘
特
化
の
一

な
の
だ
か
ら
そ
ん
な

味
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
る

が
無
い

の
だ
が

故
か
キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ

ラ
ン

サ
チ
は
取

て
い
る
し

前
四
人
に
至

て
は
完
全

得
ま
で
し
て
い
る
と
い
う
始

四
人
と
も

表
は
し
て
い
な
い
の

で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で

理
ス
キ
ル
を
完
全

得
し
た
プ
レ
イ

は

な
い
と
さ
れ

て
い
る
が

真
実
で
は
四
人
い
る

 
そ
の
一
人
で
あ
り
最
も
速
く
完
全

得
し
た
キ
リ
ト
が
私
達
に

ご

を
作

て
く
れ
て

い
た

私
達
三
人
は

そ
れ
を
食

の

子
に

て

て
い
る
状

で
あ
る

そ
う
だ
ね

こ
の
世
界
の
食
べ
物

て

味
が
ち

と
独
特
だ
か
ら
ね

 
私
の
そ
ん
な
反
応
に
最
近

く

け
た

に
な

た
リ

フ

が
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら

応
え
を
返
し
て
き
た

 
彼
女
は
少
し
前

で

ら
れ
て
い
る
お

み

き
風
の
食
べ
物
を
食
べ
て

ス
の
味
が

し
な
い
と

い
て
い
た
か
ら
そ
れ
を
思
い
出
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

見
た
目
も

い
も
全
く
同
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じ
な
の
に
味
が
し
な
い
と
い
う
の
は
空
し
い
も
の
で
あ
る

確
か
第
五
十
層
ア
ル
ゲ

ド
中

り
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

理
だ

た
か

ア
ル
ゲ

ド
お

み

き

と
い
う

品
名

だ

た
気
が
す
る

で
も
で
も
偶
に
大

た
り
の
時
も
あ
る
よ
ね

前
に
食
べ
た

き
と
か
大

た
り
だ

た
よア

レ
は

ま

確
か
に

 
ス
ト
レ
ア
が
す
か
さ
ず

た
の
は
第
四
十
八
層
リ
ン
ダ

ス
の
大

り
の

の
品
の

事
だ

リ
ズ
ベ

ト
の

を

し
て
も
ら

て
彼
女
に

を

内
し
て
も
ら

て
い
る
時
に

食
べ
た
も
の
で
あ
る

そ
こ
ま
で
コ
ル
は
掛
か
ら
な
か

た
の
で
自

で
出
せ
た
し
小

を

た
す
程

な
ら

足
が
い
く
味
だ

た
の
で
私
と
し
て
は
少
し
気
に
入

て
い
る
も
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
リ
ズ
ベ

ト
も
外
食
す
る
時
の
一
つ
と
し
て
そ
の

き
を
食
べ
る
事
が
多
い

ら
し
い

キ
リ
ト
の

理
の
方
が

か
に

味
し
い
の
だ
が
偶
に
あ
の

で

な
味
を
食
べ

る
と
い
や
に

み
付
き
に
な

て
し
ま
う
の
だ
と
か

私
に
は

ま
だ
そ
の

は
分
か
ら
な
い

が
そ
れ
だ
け
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

は
食
べ
物
に

え
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
と
今
で
は

得
し
て
い
る
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大

た
り
と

え
ば

第
二
層
で
食
べ
た

ト
レ
ン
ブ
ル
・
シ

ト
ケ

キ

も
ス
イ

ツ

の
分

で
は
そ
う
よ
ね

あ

あ
た
し
は
第
五
層
で
食
べ
た
ブ
ル

ブ
ル

ベ
リ

タ
ル
ト
か
な

あ
の
ケ

キ
は
ち

と

が

ア
タ
シ
は
や

り

キ
リ
ト
が
作

た
デ
ザ

ト
一

だ
ね

そ
れ
は
同
感

 
第
二
層
で
ア
ス
ナ
と
ユ
ウ
キ
に

し
て
も
ら

た

大
な
イ
チ
ゴ
ホ

ル
ケ

キ
第
五
層

で
ラ
ン
に
教
え
て
も
ら

た
ブ
ル

ベ
リ

の
タ
ル
ト
も

味
し
か

た
が
や
は
り
キ
リ
ト
が

一
工

し
た
デ
ザ

ト
が
一
番
と
い
う
結
論
に
行
き

く

ま

そ
も
そ
も
論
争
し
て
い
る

で
は
無
い
し

そ
れ
ぞ
れ
に
良
い
部
分
が
あ
る
か
ら

に

も
出
来
な
い
の
だ
が

 
と
い
う
か
主
食
系
は
か
な
り

な

い
な
の
に
デ
ザ

ト
や
ス
イ

ツ
の
味
は
整

て
い
る

事
が
多
い

て

ス
タ

フ
に
甘

の
人
が

た
の
だ
ろ
う
か

出
来
た

 
そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
と
キ

チ
ン
の
方
か
ら
キ
リ
ト
の
声
が

こ
え
て
来
た

完
成
を

知
ら
せ
る
声
を

い
て
私
達
は

て

を
立

て
そ
ち
ら
に
向
か
う

論
食
器

時
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に
は

と
い

た
も
の
を
運
ぶ
の
を
手
伝
う

だ

過
保
護
と
か
で
は
な
く

に
キ
リ
ト
一

人
で
は
複
数
回

復
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

 
今
日
の

ご

は
和
食
だ

た

に

ら
れ
た
白
い

お

に

が
れ
た
味

し
い

り
を
さ
せ
て
い
る

色
の

千
切
り
キ

ベ
ツ
白
身

の

き

物

よ
く
も
ま

フ

ン
タ
ジ

世
界
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
こ
こ
ま
で

実
に
和
食
を
再
現
し
た
も
の

で
あ
る

ば
世
界
観
に

を

て
い
る

業
だ
が
日
本
人
と
し
て
は
と
て
も

し
い
メ

ニ

だ

ち
な
み
に
木
製
の
お

が
四
人
分
し

か
り

意
さ
れ
て
い
る

り
キ
リ
ト
の
本

気

合
が
見
て
と
れ
る

 
四
人
で
合
掌
し
い
た
だ
き
ま
す
と

て
か
ら
食
事
を
開
始

食
べ
て
み
れ
ば
や
は
り

味

し
く
て
思
わ
ず

が

ん
で
し
ま
う
の
を
自
覚
す
る

も

め
ば
じ

わ

と
肉

が

出
て
来
て

も
身
を
解
し
て

に
入
れ
れ
ば
甘
く

い
味
が

み
わ
た

て
き
て

物
は

お

の
味
が
広
が

て

味

も
味

の

い
ど
こ
ろ
か
味
も

や
わ
か
め

ネ
ギ
ま
で
再
現
さ
れ
て
い
る
し

も

わ

わ
に

け
て
い
て
文

一
つ
無
か

た

キ
リ
ト

あ
な
た

も
う

理

開
け
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

同
感

ま
た

を
上

た
ね
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ど
れ
を
食
べ
て
も

味
し
く
て
逆
に
悩
ん
じ

う
よ

な
ん
て

な
悩
み

あ
り
が
と
う

そ
う

て
も
ら
え
る
と

作
り
手
と
し
て
こ
れ
以
上
無
く

し
い

 

に

を

べ
れ
ば

キ
リ
ト
は
に
こ
り
と

し
そ
う
に

ん
だ

 
た
だ
少
し
気

ず
か
し
い
か
ら
か

か
に

が

く
な

て
い
て

線
も
手

の

理
へ

と
さ
れ
て
い
た

自

に
さ
れ
る
よ
り
も
こ
の
反
応
の
方
が

ま
し
い
し

直
に

め
る
事

が
出
来
る

き

き

る

え

ナ
ン

も
う
食
べ
た
の
か

 
速
い
な

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
テ

ブ
ル
の

で
与
え
ら
れ
た

を
食
べ
て
い
た
蒼
い
小
⻯
ナ

ン
が
食
べ
終
え
た
と
ば
か
り
に
声
を
上

た

か
な
り
の

を
作

て
い
た
か
ら
か
大

振
る

舞
い
で
大

に
更
に

て
い
た
の
に
私
達
が
ま
だ
食
べ
て
い
る

中
で
食
べ

し
て
し
ま

た
事
に

作
り
手
の
キ
リ
ト
自
身
が

い
て
い
た

 
た
だ
か
な
り
の

を
食
べ
て
も
お

は

た
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
ま
だ
足
り
な
い
と
ば

か
り
に
ナ
ン
は
キ
リ
ト
の

の
上
に

て
肉
を
く
れ
と
せ
が
む

彼
の
お

に

を

り
付
け

て
い
る
か
ら

少
し

ま
し
か

た
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わ

ち

ナ
ン

く
す
ぐ

た

分
か

た

の
あ

る
か
ら
ち

と
離
れ
て
く

れ
きは

現
金
だ
な

ら

 
せ
が
ま
れ
た
キ
リ
ト
は
く
す
ぐ

た
そ
う
に
し
て
い
て
自
分
の
使
い
魔
と
い
う
事
も
あ

て

か
あ

さ
り

れ
て
肉
を
分
け
る
事
に
し
た
ら
し
か

た

そ
れ
が
分
か

て
ナ
ン
が

し
そ
う

に
鳴
き

キ
リ
ト
が

息
を

く

 
キ
リ
ト
の

に

ま
れ
た

を
ナ
ン

の
お

に
お

で
三
個
分
け
る
と
小
⻯
は

し
そ
う
に
か
ぶ
り
付
く

き

き

る

き

 
は
ぐ
は
ぐ
と

に
食
べ
て
い
る
ナ
ン
を
見
て

キ
リ
ト
も
ま
た

し
そ
う
に

ん
だ

 
そ
れ
ら
を
見
て

平
和
だ
な
と

と
は
な
し
に
思

た

 
私
が
キ
リ
ト
の
家
で
過
ご
す
よ
う
に
な

て
か
ら
一

間

圏
内
事
件

が
終
結
し
た
あ
の

夜
か
ら
今
日
で
六
日
が
経
過
し
て
い
た

私
が
来
た
あ
の
日
か
ら
二
日
間
は
キ
リ
ト
達
に
と

て
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も

密
過
ぎ
る
時
間
だ

た
よ
う
で
あ
の
事
件
解
決
の
夜
リ

フ

は
眠

た
キ
リ
ト
を
背

負

た
状

で
ホ

ム
に
帰

て
来
た

そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
は
三
日
間
眠
り

け
た

 
そ
の
三
日
の
間
に

然
だ
が

圏
内
事
件

の
事
後

理
は
全
て
終
了
し
て
い
る

 
結
果
か
ら

う
と
シ

ミ

ト
は
罪
を
償
う
事
と
し
て
攻
略
組
に

け
て
グ
リ
ム
ロ

ク
は

然
監
獄
行
き
と
な

た

事
情
説
明
の
場
に
は
二
人
と
も
立
ち
合
い
ヒ

ス
ク
リ
フ
や

ア
ス
ナ
を
中
心
に
新

や
情
報

攻
略
組
に
知
り
得
た
情
報
を

そ
こ
か
ら
広
く
知
れ

て

今
で
は
圏
内

な
ん
て
不
可
能
な
の
だ
と

も
が
安

を

い
て
い
る

ち
な
み
に

カ
イ
ン
ズ
さ
ん
と

ル
コ
さ
ん
達
は
必
死
に
騒
が
せ
た
事
を

罪
し
て
い
た

か
責
め
立
て
ら

れ
る
よ
う
な
事

に
は
発
展
し
て
い
な
い
ら
し
い

 
あ
の
夜
リ
ズ
と
シ
リ
カ
カ
イ
ン
ズ
達
の

五
人
は
オ
レ
ン
ジ
に

ま

て
い
た
よ
う
だ
が

オ
レ
ン
ジ
を

い
て
い
た
モ
ル
テ
に
よ
り
呼
び
出
さ
れ
た
キ
リ
ト
が

中
を

ら
し
全
滅
さ

せ
た
事
で
助
か

た
と
い
う

し
か
し
そ
の
事
は
一

に
は
流

さ
れ
て
い
な
い

 
理
由
は
二
つ

 
一
つ
目
の
理
由
は
オ
レ
ン
ジ
を

い
て
い
た
リ

ダ

が
聖
⻯

合
に
⻑
ら
く

属
し

て
い
た
モ
ル
テ
だ

た
か
ら
だ

で
も
攻
略
が
一

の

に
加
入
し
以
来

だ
か
ん
だ
で
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リ

ダ

の
リ
ン
ド
の

の
よ
う
な
も
の
と
し
て
動
い
て
い
た
ら
し
い

ボ
ス
攻
略
に
も

か
出
た
事
が
あ
る
ら
し
い
が

本
は

集
め
に

事
し
て
い
た

 
そ
の
モ
ル
テ
が
実
は

う

の
最
古
参
幹
部
メ
ン
バ

で
あ

た
事
が
一
番
問

だ

た

攻
略
組
に
ず

と
前
か
ら
そ
ん
な
人
物
が
潜
り

ん
で
い
た
と
広
く
知
れ

れ
ば
流

の

キ
リ
ト
や
ア
ル
ゴ
で
も
修
正
不
可
能
な
程
の

が
生
じ
る
の
は
必
然

な
の
で
オ
レ
ン
ジ
が

襲

て
来
た
事

そ
し
て
そ
の
リ

ダ

が
モ
ル
テ
で
あ
り

う

メ
ン
バ

で
あ

た
事
は
あ
の
場
に

た
者
達
だ
け
の
秘
密
と
し
て
闇
に

る
事
に
な

た
ら
し
い

 
ち
な
み
に
こ
の
判
断
を
下
し
た
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
デ

ア
ベ
ル
ク
ラ
イ
ン
ア
ル
ゴ
だ

 
そ
し
て
も
う
一
つ
の
理
由
が
キ
リ
ト
の
悪

を
少
し
で
も
払

す
る
た
め

然
こ
れ
が

話
し
合
わ
れ
て
い
る
間
キ
リ
ト
は
眠

て
い
て

後
か
ら

に
つ
い
て
広
め
て
い
な
い
事
を

か
さ
れ

物

く

な
表
情
に
な

て
い
た

 
こ
れ
を
秘
匿
す
る
と
決
め
た
の
は
ア
ル
ゴ
だ

彼
女
は
⻑
ら
く
ビ

タ

の
事
を
悪
し
様

に
書
い
た
情
報

を
定
期
的
に

と
は

え

と
間
は
空
け
て

発

し
て
い
た
の
だ
が

こ
れ
を
期
に
キ
リ
ト
に
は
気
付
か
れ
な
い
よ
う
裏
で

感
を
持
て
る
よ
う

作
す
る
ら
し

い

圏
内
事
件

の
ロ
ジ

ク
に
気
付
き

グ
リ
ム
ロ

ク
が

人
で
あ
る
と
突
き
止
め
た
の
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は
彼
な
の
だ

と

 
と
い
う
か

黒
の
剣
士
と
い
う
二
つ
名
を
付
け
た
の
が
彼
女
で

れ
実
行
す
る
時
の
た
め

に

ビ

タ

と
使
い
分
け
て
い
た
ら
し
い
の
だ

よ

て
悪
行
で
は

ビ

タ

で

攻

略
で
活
躍
し
た
な
ど
善
行
で
は
黒
の
剣
士
で
広
め
て
い
る
と
い
う

恐
ら
く
だ
が
キ
リ
ト
は

そ
れ
を
知
ら
な
い
か
ら
同
じ
手
で
少
し
ず
つ
広
め
て
い
け
ば

も
怨
恨
の
無
い
プ
レ
イ

か
ら
悪
意
や
憎
悪
を
向
け
ら
れ
る
事
は
無
い

 
ビ

タ

の
由
縁
は
ベ

タ
テ
ス
タ

で
知
り
得
た
情
報
を
独

し
て
い
た
か
ら
そ
し

て
他
の
ベ

タ
テ
ス
タ

達
よ
り
も
圧
倒
的
に
そ
の

が
多
か

た
か
ら
と
さ
れ
る

だ
が
も

う
ベ

タ

で
知
り
得
た
情
報
は
使
い
果
た
し
て
い
る
た
め

あ
る
の
は
経
験
的
な
ア
ド
バ
ン

テ

ジ
だ
け

そ
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
も
キ
リ
ト
は
常
に

ロ
で
高
リ
ス
ク
の
中
に
身
を

い

て
い
る
の
だ
か
ら

殺
死
ぬ
危
険
性
を

慮
す
れ
ば
あ
る
い
は

か
に
不

と
も

え
る

そ

れ
で
も
生
き

け
て
い
る
の
は

に
彼
の
実
力
と
努
力
の

物
だ

 
故
に
今
回
の
事
件
を
機
に
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
の
だ
と
い
う

打

て
付
け
の
事
件
が

こ

て
そ
れ
に
最
初
か
ら

わ

て
い
て
更
に
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

一
の
情
報
精

と
信

が
あ
る
ア
ル
ゴ
と
攻
略
組
最
強
ギ
ル
ド
血

騎
士

⻑
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
第
一



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

層
の
攻
略
隊
を

い
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ

ダ

と
し
て
多
く
の
プ
レ
イ

に

し
て
い
る
デ

ア
ベ
ル
が

て
証

す
れ
ば
そ
れ
は
も
う

し
よ
う
が
無
い

そ
こ

に
少
数
精

だ
か
ら
こ
そ
有
名
ら
し
い
風
林
火

の
メ
ン
バ

や

人
と
し
て

が
広
い

エ
ギ
ル
武

を

む
リ
ズ
ベ

ト
フ

ザ

リ
ド
ラ
を
テ
イ
ム
し
た
片

れ
の
シ
リ
カ
が

加
わ
れ
ば

多
く
の
信

と
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
少
し
は
変
わ
る

 
無
論

の
出
来
損
な
い
だ
か
ら
と
蔑
む
者
が

な
く
な
る

で
は
無
い
だ
ろ
う

私
と
し

て
は
そ
こ
が
気
掛
か
り
だ

た

 
だ
が

私
の
問
い
に
対
し
て
ア
ル
ゴ
は
無
問

と
ば
か
り
に

を
横
に
振

た

確
か
に

う

は
い
る
だ
ろ
う
け
ど

そ
ん
な
の
は

ど
が
中
層
や
下
層
を
中
心
に
動
い
て

る

中
サ

最
前
線
で
情
報
を
集
め
て
る
非
戦
闘

で
あ
る
オ
レ

ち
に
す
ら
届
か
な
い

中

中
に
は
始
ま
り
の

に
ず

と
引
き

て
る
の
も
い
る
し
む
し
ろ
そ
う
い
う

中
の
方

が

て
る

は
多
イ

だ
か
ら
逆
に
こ
う

て
や
る
つ
も
り
ダ

な
ら

た

た
一
人
で

フ

ル
ド
の
モ
ン
ス
タ

や
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
戦
い

け
て
生
き

け
る
の
か

て
ネ

そ
ん
な

事
が
出
来
る

は
攻
略
組
に
は
キ

を

い
て

な
い
し
下
層
で

て
る

ら
な
ん
か
に

出
来
る

が
無
イ

出
来
も
し
な
い
の
に
ま
し
て
や
戦
い
も
し
な
い

中
が

そ
う
な
事
を
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え
る
立
場
じ

な
い
の
サ

 

然
キ
バ
オ
ウ
と
い
う

外
は

る
が
逆
に

え
ば
そ
の
男
を

け
ば
大

が
中
層
以
下
で

動
い
て
い
る
者
達
だ
か
ら
文

な
ど
付
け
ら
れ
る

が
無
い

闘
技
場
個
人
戦
で
キ
リ
ト

は
ぶ

つ
け
で
ク
リ
ア
し
た
が
情
報
あ
り
の
状

で
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ユ
ウ
キ
達
は
ま
と
も
に

戦
え
ず
に

れ
た
と
い
う

彼
の
方
が
強
い
事
を
示
す

然
た
る
事
実
が
あ
る
の
だ
か
ら

 
更
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
サ
ブ
リ

ダ

で
あ
る
シ
ン
カ

を
救
出
し
た
の
も
そ

う
だ

救

を
要
請
し
た
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
シ
ン
カ

さ
ん
本
人
ア
ス
ナ
達
を
送
り
出
し
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
そ
れ
を
証

し
て
い
る
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
キ
リ
ト
か
ら
の
メ

ル
を

け

取

て
い
る

証

と
証

が
あ
る
の
だ
か
ら
疑
い
様
も
無
い

す
ぐ
に
は
変
え
ら
れ
な
イ

で
も
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
事
は
出
来
ル

オ
レ

ち
な
り

の
キ

へ
の

罪
サ

こ
の
子
ば
か
り
が
苦
し
む
の
も
背
負
わ
せ
る
の
モ

も
う

な
ん
ダ

 
事
件
が
終
結
し
て
か
ら
一
日
目
の

方
ホ

ム
に

れ
て
決
ま

た
事
を
伝
え
た
ア
ル
ゴ
は

ベ

ド
で
眠
る
キ
リ
ト
の

を

で
な
が
ら
そ
う

た

哀
し

に
そ
し
て

し
む
よ
う
に

し
い
声

で

た
ア
ル
ゴ
は

す
ぐ
に
決
ま

た
事
を
行
動
へ
と

し
た
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結
果
と
し
て
疑
問
の
声
も
あ
る
ら
し
い
が
証

と
証

が

て
い
て
は
疑
い
よ
う
も
無

い
し

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
ト

プ
を
争
う
ビ

グ
ネ

ム
が
名
を

ら
れ
て
い
て
は
信

じ
ざ
る
を
得
な
い

 
そ
れ
で
も
本

な
の
か
そ
ん
な
事
を
出
来
損
な
い
が

な
の
で
は
金
を

ん
で

わ
せ

て
い
る
の
で
は
と
い
う

定
的
な
声
は
収
ま
ら
な
い

反
対
に
第
七
十
四
層
で
助
け
ら
れ
た
ア

イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
メ
ン
バ

や

の
闘
技
場
を
観
戦
し
て
い
た
者
達
の
一
部
は
こ
れ

を

定
的
に

え
る
者
も

る
と
い
う

そ
の
中
に
は
今
ま
で
オ
レ
ン
ジ
に
襲
わ
れ
て

ち
や

監
獄
送
り
を
依
頼
し
た
者
も

る
と

ア
ル
ゴ
か
ら

い
て
い
る

 
初
手
に
し
て
は
思

た
以
上
の
感
触
に
彼
女
だ
け
で
無
く

も
が

し
そ
う
に
し
た
の
は
記

に
新
し
い

然
私
も
そ
の
内
の
一
人
だ

 
そ
ん
な
自
身
の
与
り
知
ら
な
い

で
こ
れ
ま
で
自
身
が
行

て
来
た
よ
う
に
裏
で
色

と

を
持
た
せ
る

に
動
か
れ
て
い
る
事
を
知
ら
な
い
キ
リ
ト
は
三
日
ぶ
り
に
目
を
覚
ま
し

て
か
ら
は

本

た
り
と
過
ご
し
て
い
る

日
と
一

日
は
ま
だ

労
が
全
て
取
れ
て
は
い

な
か

た
か
ら

そ
う
だ

た
が
そ
れ
で
も
三
食
キ
チ
ン
と

意
し
て
く
れ
た
し
自
身
が
知

り
得
る
限
り
の

味
し
い

理
が
出
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン
に

内
も
し
て
く
れ
た

彼
の
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ご

を

て
い
る
間
に
話
し
た
も
の
は
大

が
こ
の
二
日
間
で
回

た
も
の
ば
か
り
で
あ
る

 

日
も
攻
略
か
ら
離
れ
る
な
ん
て
事
は
今
ま
で
無
か

た
か
ら
攻
略
組
は

か
に

乱
し
て
い

る
ら
し
い
が
そ
ん
な
事
に
意
識
を

い
て
い
る

な
ど
無
い
と
ば
か
り
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア

ス
ナ
達
は
攻
略
レ
イ
ド
メ
ン
バ

の
レ
ベ
リ
ン
グ
や

備
強
化
の

に

し
て
い
る

 
攻
略
組

達
の
リ
ズ
も
今
で
は
引

切
り
無
し
に

客
が
来
る
た
め

し
い
と
メ

ル
で
ボ

い
て
い
た

ね

キ
リ
ト
は
今
日
は

を
す
る
つ
も
り
な
の

 

日
み
た
い
に

を
回

て
食
べ
ま

く
る
の

 

日
リ
ズ
か
ら
来
た
メ

ル
の
内
容
を
思
い
出
し
て
い
る
と

と

し
て
い
た
食
べ
物
を

み

ん
だ
ス
ト
レ
ア
が

を

な
が
ら
キ
リ
ト
に

問
し
た

 
味

が

が
れ
た
お

を

け
て
い
た
彼
は

そ
れ
を

み
下
し
て

か
ら
離
し
た
後

か
に
虚
空
に

線
を
向
け

す
ぐ
に
彼
女
へ
と
向
け
た

明
後
日
が
レ
イ
ド
戦
み
た
い
だ
か
ら
今
日
の

前
中
は
鍛

に
回
す
つ
も
り
か
な

数
日

ん
だ
ブ
ラ
ン
ク
を
取
り

さ
な
い
と
い
け
な
い
し

の
戦
い
方
も
確
立
さ
せ
な
い
と

 
ち
な
み
に
だ
が
こ
の
二
日
間
彼
は

も
私
達
と

を
巡

て

味
し
い
食
べ
物
を
食
べ
て
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ば
か
り
い
た

で
は
無
い

キ
リ
ト
が
攻
略
か
ら
離
れ
て
い
る
の
は

労
を
取
り
闘
技
場
レ

イ
ド
戦
と
後
に

え
る
第
七
十
五
層
ボ
ス

恐
ら
く
ラ
ス
ボ
ス
を

け
ば
最
後
の

で
あ

ろ
う
ス
リ

ク

タ

ポ
イ
ン
ト
の
ボ
ス
と
の
戦
い
に
備
え
て
い
る
の
だ

 
キ
リ
ト
が
闘
技
場
個
人
戦
で
取
得
し
た
武
器

は
他
に

を
見
な
い
特

な
代
物

無
形
の
武
器
な
の
だ

リ
ズ
達
が

わ
れ
た
と
い
う
メ

ル
が
送
ら
れ
て
き
た
後
に
判
明
し
た
事

だ
が
ホ
ロ
ウ
が
使

て
い
た
武
器
の
カ
テ
ゴ
リ
と
同
じ
も
の
で
あ
れ
ば
武
器
を
登
録
と

い
う
形
で

ば
無
限
に

備
出
来
る
の
だ
と
い
う

 
本
来
な
ら

を

備
し
た
時
点
で

キ
リ
ト
は
シ
ス
テ
ム
的
に
エ
リ

シ
デ

タ
と

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を

備
出
来
な
い

し
か
し
片
手
剣
カ
テ
ゴ
リ
と
し
て

に
登

録
す
れ
ば
彼
が
そ
れ
ら
を
手
に
す
る
事
を
強
く
イ
メ

ジ
す
る
だ
け
で
自
由
に
出
し
入
れ
が
出

来
る
よ
う
に
な
る

こ
の
登
録
数
は

限
が
無
い
の
で
理
論
上
で
は
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
存
在
す
る

同
カ
テ
ゴ
リ
の
全
て
の
武
器
を
登
録
出
来
る
と
い
う
事
だ

更
に
同
じ
種

同
名
の
武
器
は
最

大
九
九
九
本
ま
で
登
録
可
能
で
あ
る
事
か
ら
お
金
に

目
を
付
け
な
け
れ
ば
正
に
無
限
と
思
え

る
程
の
武
器
を
雨
の
様
に

ら
せ
ら
れ
る
と
い
う

実

そ
れ
で
リ
ズ
達
を
麻

し
て

た
オ

レ
ン
ジ
を

滅
し
た
ら
し
い
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キ
リ
ト
は
こ
の
二
日
間
私
達
を

層
の

に

内
す
る

ら
あ
ら

る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
武
器

を
巡

て
は
登
録
出
来
る
カ
テ
ゴ
リ
武
器
を

入
し
ま
く
り
登
録
を

り
返
し
て
い
た

こ
れ

ま
で
ホ

ム
や
食

入
を

け
ば

備
の
メ
ン
テ
も
鍛
冶
や
裁

を
持

て
い
る
キ

リ
ト
は
極
論
自
分
で
出
来
る
か
ら

ま
る
一
方
で
あ

た
た
め
最
前
線
の
武
器
を
最
大
数
ま
で

数
多
の
種

い

ん
で
も
ま
だ
ま
だ
お
金
は

て
い
る
と
い
う
有
様
だ

ブ
ル
ジ

ワ
も

真

⻘
で
あ
ろ
う

 
剣
や
槍
を
雨
の
よ
う
に

と
す
と
い
う
反

的
な
攻
撃
手

を
得
て
強
化
さ
れ
た
キ
リ
ト
だ

が
彼
の
強

な
イ
メ

ジ
に

て
動
か
せ
る
と
い
う
の
は
良
い
面
も
あ
れ
ば
悪
い
面
も
あ
る

乱
戦
や
目
ま
ぐ
る
し
く
戦
況
が
変
わ
る

戦
中
は
恐
ら
く
ま
と
も
に
そ
れ
ら
を

え
な
い
目

の
前
の

に
集
中
し
な
い
と
や
ら
れ
る
の
に
イ
メ

ジ
を
強
く
持
た
せ
る
な
ん
て

し
い
ど
こ
ろ

で
は
無
い
か
ら
だ

 
彼
も
そ
れ
は
理
解
し
て
い
る
ら
し
く
戦
闘
中
に
イ
メ

ジ
を

め
る
方
法
と
い
う
も
の
を
知

り
合
い

に

い
て
回

て
い
た

な
る

ど
な

な
ら
よ

自
分
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
技
を
作

て
み
た
ら
ど
う
だ

 

ド
ス

キ
ル
み
て

に
一

の
動
作
に
名
前
付
け
た
ら

ち

と
は
マ
シ
に
な
る
ん
じ

ね
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そ
ん
な
中
で
有
力
と

え
る
情
報
を

し
た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
正
式
サ

ビ
ス
最
初
期
か
ら
の
⻑

い
付
き
合
い
で
あ
る
和

の

ク
ラ
イ
ン
だ

た

彼
の

で
は

ド
ス
キ
ル
み
た
い
に
技

名
を
付
け
れ
ば
一
定
の
動
き
を
一
つ
の
技
と
し
て
認
識
し
て
イ
メ

ジ
が

ま

て
戦
闘
中

で
も
自
然
と
出
来
る
よ
う
に
な
る
ん
じ

な
い
か
と
の
事

エ
ギ
ル
も
同
様
で
ゲ

ム
キ

ラ
の
一
定
の
動
き
に
技
名
を
付
け
て
チ

ン
バ
ラ
を
す
る
子

な
ど
が
良
い

だ
と

て
い

た 
食
事
後
の

い
運
動
と
し
て
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
監
修
の
下
に

戦
し
て
み
た
と
こ
ろ

れ

て
い
な
い
部
分
も
あ

て
最
初
は

い
て
い
た
も
の
の
す
ぐ
に

れ
た
よ
う
に
武
器
を
動
か
せ

る
よ
う
に
な

て
い

た

 
こ
の
事
か
ら
キ
リ
ト
は
一
定
の
動
き
に
独
自
の
名
前
を
付
け
て
一
つ
の
技
と
し
て
体
系
化
す
る

事
に
し
た
ら
し
く

日
は
日
夜
名
前
を

え
戦
い
方
を

え
を
ず

と

り
返
し
て
い
た
ら

し
い

私
や
リ

フ

ス
ト
レ
ア
も
名
前
の

や
攻
撃
方
法
に
つ
い
て
ど
う
か
と

と
無
く

か
れ
た

え
る
事
そ
の
も
の
は
苦
で
は
無
い
ら
し
く
と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
い
た
キ
リ

ト
は

し
く
思
え
た
も
の
で
あ
る

 
男
子
が
バ
カ
騒
ぎ
し
て
い
た
場
面
を
想

さ
せ
る
テ
ン
シ

ン
の
高
さ
に

ら
少
女
の
よ
う
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な
容

で
も
キ
リ
ト
も
男
の
子
な
ん
だ
な
と
感

深
く
思

た
の
は
内
緒
だ

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ

ル
は
ど
こ
か
遠
い
眼
を
し
て
中
二
が
ど
う
た
ら

て
哀

を
漂
わ
せ
て
い
た

そ
の

語

が

こ
え
た
時
点
で
色

と

し
た
私
は
彼
ら
を
傷
付
け
な
い
よ
う
配
慮
し
て
特
に

も

わ
な
か

た

 
今
ま
で
苦
し
ん
で
い
た
キ
リ
ト
が
明
る
く
は
し

い
で
い
た
の
だ
か
ら

た
い
事
を

う
の
は
無
し
で
あ
る

そ
れ
に
テ
ン
シ

ン
こ
そ
非
常
に
高
か

た
が
真
剣
に

え
て
い
た
の
だ

か
ら

う
事
な
ど
出
来
る

が
無
い

な
ま
じ
真
剣
だ
か
ら
こ
そ
タ
チ
が
悪
い
気
が
し
な
い
で
も

な
い
が
彼
な
ら
現
実
と

想
の
分
別
を
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
気
に
し
て
い
な
い

見
て
い

る
分
に
は
和
む
し
可
愛
い
も
の
だ

あ

技
だ

け

 
キ
リ
ト
と
し
て
は
ど
れ
く
ら
い
浮
か
ん
だ
の

 
そ
れ
を
思
い
出
し
た
の
か

ス
ト
レ
ア
は

苦

を
浮
か
べ
な
が
ら
小

を

て
問
う
た

 
手
札
を

手
に
見
せ
る
よ
う
な
行

は
死
に
直
結
す
る
事
が
キ
リ
ト
の
状
況
だ
か
ら
本

な
ら

そ
ん
な
事
を

く
の
は

け
る
べ
き
事
な
の
だ
ろ
う
け
ど
彼
は
他
人
に
知
ら
れ
て
も
対
応
出
来

る
と
思

て
い
る
の
か
あ
る
い
は

い
て
欲
し
い
と
思

て
い
る
の
か

か
を
思
い
出
す
よ

う
に

に

先
を

て
な
が
ら
虚
空
を
見
上

た
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武
器
を

の

上
に

し
て

ら
す

ア
ン
リ
ミ
テ

ド
レ
イ
ン

を

じ

め
る
よ

う
に

の
如
く
展
開
す
る

ウ

ポ
ン
ジ

イ
ル

地
面
に
武
器
を
展
開
し
て
自
由
に
取
り
回

せ
る
よ
う
に
す
る

ウ

ポ
ン
ワ

ル
ド

く
ら
い
か
な

そ
れ

全
部
キ
リ
ト
が
付
け
た
の

ク
ラ
イ
ン
に
名
前
を
付
け
て
も
ら

た
ん
だ

イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
が
お
前

は
重
要

だ
し
分
か
り
や
す
い
名
前
に
し
と
い
た
方
が
良
い

て
メ

ル
で

わ
れ
た

あ

な
る

ど
ね

 
リ

フ

が
ク
ラ
イ
ン
が

た
事
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
た
か
ら
か
苦

で
少

し

し
そ
う
な
キ
リ
ト
を
見
や
り
な
が
ら

う

確
か
に
彼
の

備
の
特
性
上

イ
メ

ジ
ト

レ

ニ
ン
グ
は
他
の
場
合
と
違

て

よ
り
も
重
要
だ
ろ
う
が

ネ

ミ
ン
グ
が
少

ア
レ
な

の
は
や
は
り
ク
ラ
イ
ン
も
ゲ

マ

に
し
て
男
と
い
う
生
き
物
と
い
う
事
な
の
だ
と
思
う

そ

し
て
少
し
誇
ら
し
気
に

て
い
る
キ
リ
ト
も

 
ま

だ
か
ん
だ
で
こ
の
異
常
な
デ
ス
ゲ

ム
に

応
し
て
い
る
と
い
う
事
だ
し
喜
ば
し

い
事
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う

 
こ
の
後
キ
リ
ト
の

備
や

し
た
技
他
に
は
気
に
な

て
い
た
食

に
つ
い
て
話
し
な
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が
ら

食
を
済
ま
せ
た

 

に
使
わ
れ
て
い
た
肉
が
先
日
の
地
下
迷

で
大

に
手
に
入

た
ス
カ
ベ
ン
ジ
ト

ド
の
肉
だ
と

い
て
カ
エ
ル
の
肉
を

味
し
い
と
食
べ
て
い
た
事
に
色

と
複

な
気
分
に

は
な

た
が

味
し
か

た
か
ら
別
に
良
い
か
と
流
す
事
に
し
た
の
だ

た

 
で
も
あ
ん
ま
り

先
し
て
食
べ
た
く
は
な
い
か
も
と
思
い
つ
つ

ま

た
く
も

て

で

平
和
な
思

だ
な
と

え
な
が
ら

  
情
報

と
は
滅
私

を
第
一
の
信

と
し
て
掲

な
け
れ
ば
や

て
い
け
な
い

業
で
あ

る 
情
報
を
独

し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
れ
ば
こ
ち
ら
の

葉
は
信

さ
れ
ず
裏
が
取
れ
て
い
な

い
情
報
や
流
す
べ
き
で
は
無
い
情
報
を
流
し
て
し
ま
え
ば
信
頼
が
無
く
な
り
や

て
い
け
な
く

な
る

た
だ
の
一

で
も
失

が
あ
れ
ば
未
来
が
無
い

そ
れ
が
情
報

と
い
う
も
の
だ

 
情
報

が
ま
ず
す
る
べ
き
事
は
自
身
が
手
に
し
た
情
報
の
信
頼
性
を
確

た
る
も
の
に

す
る
事
つ
ま
り
は
裏
取
り
だ

人
の
話
に
よ

て
情
報
は
成
り
立

て
い
る
が
人
の
話

ど

信
頼
性
が
無
い
も
の
は
無
い
か
ら

そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
断
定
出
来
る
証

が
必
要
な
の
だ
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情
報

が
流
す
も
の
は
流
し
て
い
る
時
点
で
真
実
で
あ
る
と
仮
定
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
な
の

で
も
し
も
虚
構
の
も
の
で
あ

た
な
ら
す
ぐ
に
信

さ
れ
な
く
な

て
し
ま
う

故
に
裏
取
り

は
情
報
を

う
に

し
て

よ
り
も
最

先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

に
情
報

が
す
る
べ
き
事
は
情
報
の
イ
ン
フ
ラ
を

理
す
る
こ
と

こ
れ
は
一
つ
目
と

る
部
分
が
あ
る
が
流
す
べ
き
情
報
と
流
す
べ
き
で
は
無
い
情
報
と
を
分

分
け
し

理
す
る

事
を
指
す

下
手
に
流
し
て
し
ま

て
は
要
ら
ぬ

乱
を
呼
び

と
し
て
し
ま
う
が
故
に

情
報

は
流
す
べ
き
で
は
無
い
情
報
に

し
て
は
絶
対

に
し
て
は
な
ら
な
い

そ
れ
ら
を
見
分

け
る
眼
と
常
識
が
無
け
れ
ば

応
し
く
な
い
の
だ

 

な

で

え
ば
根
も
葉
も
な
い

し
ロ
グ
ア
ウ
ト
ス
ポ

ト
の
情
報
を
手
に
入
れ

れ
ば
そ
れ
が
真
実
か
ど
う
か
を
実

に
現
地
へ
向
か

て
確
認
す
る

虚
構
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に

広
め

者
が
出
な
い
よ
う
手
を
打
つ

そ
の
虚
構
を
広
め
た
人
物
に
な
ら
な
い
よ
う
裏
取
り

を
し

か
り
取
る
の
が
情
報

な
の
だ

 
そ
ん
な

狂
な

業
を
一
年

い
や
ベ

タ
テ
ス
ト
を

め
れ
ば
そ
れ
以
上

け
て
い

る
自
分
は

鼠

と
い
う

名
で
呼
ば
れ
て
い
て
も
信

と
信
頼
性
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
て
い

る
た
め

と
色
ん
な
プ
レ
イ

か
ら
情
報
を

て
欲
し
い
依
頼
を

け
て
欲
し
い
と
い
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う
話
が
舞
い

ん
で
く
る

 
と
は

え
直

会

て
話
し
た
い
と
い
う
者
は
少
な
い

鼠
と
五
分
話
し
て
い
る
と
百
コ

ル
分
の
ネ
タ
を
取
ら
れ
て
い
る

気
を
付
け
ろ

と
い
う
話
が
流
れ
て
い
る
か
ら
ら
し
い

 
ち

と
思
う

が
無
く
も
無
い
が
そ
の

は
む
し
ろ

然
と

え
る

そ
も
自
分
と

話
を
し
た
時
点
で

自
分
と
会

て
話
し
た
事

と

そ
の
内
容

の
二
つ
が
最

で
も

品

に
な

て
し
ま
う
か
ら
だ

故
に
そ
の
認
識
は
と
て
も
正
し
い
と

え
る

 
ま

客
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
情
報
を
お
い
そ
れ
と

る

で
は
無
い

指
定
し
た

が

払

わ
れ
れ
ば

な
の
だ
か
ら
キ
チ
ン
と
話
す
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
プ
レ
イ

の
こ
ん
な
情
報

が
あ
る
と

手
に
伝
え
る
事
は
ま
ず
し
な
い

外
も
あ
る
が
そ
ん
な

手
は
キ

や
攻

略

で
攻
略
組
に
話
す
く
ら
い
で
自
分
が
取
り

て
い
る
情
報
で

が
あ
る
か
な
ど
教
え

る
事
は

本
的
に
無
い
と

て
い
い

 
そ
れ
は
つ
ま
り
あ
る
意
味
で
情
報
の
独

や
秘
匿
に
他
な
ら
な
い
の
だ
が
悟
ら
れ
な
け
れ

ば
い
い
だ
け
な
の
で
そ
の

は

心
の

意
を
払

て
い
る

デ

オ
レ

ち
を
呼
び
つ
け
て
一
体
ど
う
し
た
ん
ダ

 

か

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

に
と

て

バ
い
ネ
タ
を
回
し
た
覚
え
は
キ
バ
オ
ウ
以
外
に
無
い
ん
だ
ケ
ド
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そ
ん
な
自
分
は

圏
内
事
件

と

シ
ン
カ

行
方
不
明

と
が
収
束
し
た
五
日
後
の

前

中

件
の
シ
ン
カ

と
デ

ア
ベ
ル
か
ら
呼
ば
れ
て
第
一
層

黒
鉄

を
根
城
と
し
て
い
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の

⻑

を

れ
て
い
た

デ

ア
ベ
ル

シ
ン
カ

と
彼
の

ら
し
い
銀
髪
の

使
い
ユ
リ
エ

ル
の
三
人
が
自
分
の
他
に

る

 

⻑

内

は
デ

ア
ベ
ル
と
シ
ン
カ

が
キ

チ
リ
し
た
性
格
故
か
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で

実

を
体
現
し
て
い
る
と

え
る
く
ら
い
ス

キ
リ
し
て
い
た

務

と
一
体
化
さ
せ
て

い
る
の
か
羊

紙
の
束
が

ら
か

ま
れ
て
い
る

と

恐
ら
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

が

め
て
来
た
の
だ
ろ
う
情
報

や
自
分
が
こ
れ
ま
で
作

て
来
た
攻
略
本
が
収

さ
れ
て
い
る

本

以
外
に
は

も
無
い

か
ら
入

て
来
る
光
が
自
然
と
圧

感
を
和
ら

て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
た

 
そ
の
部

に
入

て
開

一
番
に
そ
う
問
う
と

少
し
ば
か
り
せ

か
ち
だ
な
と
思

た
の

か

デ

ア
ベ
ル
が

苦

を
浮
か
べ
た

そ
の
キ
バ
オ
ウ
に
つ
い
て
報

す
る
べ
き
事
が
出
て
来
た
か
ら
話
そ
う
と
思

た
ん
だ
よ

キ

リ
ト
君
は

に

な
い
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
と
シ
ン
カ

さ
ん
の
二
人
は
彼
を

め
れ
ば
ア

イ
ン
ク
ラ

ド
で
最
も
情
報
を
握

て
い
る
プ
レ
イ

だ
か
ら
ね
情
報
の
共
有
は
大
切
だ
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ン

で

が
分
か

た
ん
ダ

鼠
と
し
て
の
自
分
し
か
知
ら
な
い

中
が
こ
の
場
面
を
見
れ
ば
恐
ら
く
目
を

い
た
だ
ろ

う

自
分
は

本
的
に
情
報
を

る

で
コ
ル
を
報

と
し
て

て
い
る
が

う
場
合
も
あ

り

そ
の
場
合
も
ま
ず
先
に

ら
払
う
べ
き
か
と
や
り
取
り
す
る
の
が
常
な
の
だ

 
そ
れ
を

い
て
い
き
な
り
話
せ
と

た
の
は
シ
ン
カ

と
の
間
で
は
そ
の
や
り
取
り
す
ら

不
要
だ
か
ら
だ

こ
の
男
は
一

的
な
情
報
に
つ
い
て
よ
く
回
し
て
く
れ
る
が
そ
れ
は

を

求
め
て
い
る
か
ら
で
は
無
い
た
だ
多
く
の
プ
レ
イ

の

に
善
か
れ
と
思

て
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る

 
キ

は
攻
略

の
情
報
で
シ
ン
カ

は
一

的
情
報
の
収
集
を
中
心
と
し
そ
れ
ら
を

自
分
が

鼠

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
情
報

が
取
り

て
い
る

と

を
付
け
て
回
す
事
で
広

く
流

し
て
い
る

鼠

の

名
は
蔑
称
で
は
あ
る
が

一
面
で
は
信

と
信
頼
が
あ
る
情
報

と
い
う
意
味
も

め
ら
れ
て
い
る
の
だ

時
で
も

く
り
返
る
意
味
で
は
あ
る
が
今
は
そ

う
い
う
事
に
な

て
い
る
の
だ
か
ら
フ
ル
活

す
る
以
外
に
無
い
だ
ろ
う

 
そ
ん
な

に
あ
る
シ
ン
カ

が

に
し
た
事
は
キ
バ
オ
ウ
を

動
し
た
人
物
が

る
と

い
う
内
容
だ

た
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そ
の
人
物
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

と

う
か
キ
バ
オ
ウ
一

が
そ
の
人
物

を

て
デ

ア
ベ
ル
や
シ
ン
カ

に
情
報
が
流
れ
な
い
よ
う

理
さ
れ
て
い
た
ら
し

く

く
そ
れ
ら
し
い
話
が
出
た
と
い
う
事
だ

た

 
そ
れ
だ
け
で
は
裏
付
け
が
無
い
の
で
信
頼
性
が

く
わ
ざ
わ
ざ
話
す
べ
き
で
は
無
い
事
だ
と

思

て
い
た
よ
う
な
の
だ
が
流
す
べ
き
で
は
無
い
要

が
出
て
来
た
た
め
こ
う
し
て
話
す
事
に

し
た
ら
し
い

あ
く
ま
で
人
伝
だ
か
ら
信
頼
性
は

い
ん
で
す
が

第
七
十
四
層
に
キ
バ
オ
ウ
の

先

と

も

う
べ
き
軍
の
メ
ン
バ

が
向
か

た
事
は
知

て
ま
す
よ
ね

ま

ナ

キ

が
決
死
の
特
攻
を
仕
掛
け
た
お

で
十
二
人
中
リ

ダ

の
コ

バ

ツ

以
外
は
生
き
残

た

て
話
ダ
ロ

 
い
き
な
り
第
七
十
五
層
転

が
ア
ク
テ

ベ

ト
さ

れ
た
ん
だ
か
ら
原
因
解
明
に
動
い
た
ん
だ
し

知

て
る

 
ち
な
み
に
そ
の

日
が
キ

の
義
姉
リ

フ

や
シ
ノ
ン
経
歴
不

の
大
剣
使
い
ス
ト

レ
ア

そ
し
て
今
は
も
う

な
い
彼
の
新
た
な
義
姉
ユ
イ
ち

ん
が
現
れ
た
日
で
あ
る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
常
識
で

え
れ
ば
全

あ
り
得
な
い
状
況
に

か
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
彼
は
本

に

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
程
の

き

ま
れ
体

で
あ
る
と
思
う
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そ
の
キ
バ
オ
ウ
を

動
し
た
人
物
が

触
し
た
の
は
そ
の
日
か
ら
二

間
前
ら
し
い
ん
で
す

二

間
前

て

徴
税
部
隊

が

化
し
た

じ

な
い
カ

え
え

更
に

え
ば

あ
の
金
髪
で

が

て
る
子
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
人
物
も

が

て
る
と
い
う
話
が
出
て
ま
し
て

 
シ
ン
カ

が

け
て

て
来
た
事
に

き
な
が
ら

自
分
は

く
思

を
回
転
さ
せ
た

が

て
い
る
と
い
う
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で

え
れ
ば
決
し
て

し
く
は
無
い

い
や

が

て
い
る
人
型
モ
ン
ス
タ

と
い
う
の
自
体
が

し
い
と

え
る
の
だ
が
エ
ル
フ
達
は
第
三

層

第
九
層
に
し
か
現
れ
な
い
し
プ
レ
イ

ア
バ
タ

も
手

で
現
実
重

に
さ
れ
て
い
る

か
ら
プ
レ
イ

で

が

て
い
る
の
は
ま
ず
あ
り
得
な
い

 
あ
り
得
て
い
る

外
は
リ

フ

だ
け
だ

た

彼
女
は
妖
精
ア
バ
タ

が

常
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ

Ｏ
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
一
流
プ
レ
イ

で
あ
り
原
因
は
不
明
だ
が

あ

る
程

な
ら
キ

と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

は
予
想
付
い
た
ら
し
い
が

ア
バ
タ

な
ど

そ

く
り
そ
の
ま
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

て
き
て
し
ま

た
人
物
だ

一
応
闘
技
場
で
も
見
ら
れ
て

に
な

て
い
て
見
た
目
が
変
わ
る
特

ト
ラ

プ
に
引

掛
か

て
し
ま

た
と

を

い
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て

乱
を

め
た
が
つ
ま
り

が

て
い
る
の
は
イ
コ

ル
外
部
か
ら
乱
入
し
て
き
た
プ
レ

イ

と
い
う
事
に
な
る
と

て
い
い
の
だ

 

い
た
の
は
リ

フ

の
話
を

い
て
か
ら
す
ぐ
に
情
報
を
集
め
始
め
た
自
分
の

に
一
切

入

て
来
な
か

た
事
だ

ま

フ

デ

ド
ロ

ブ
を

て

が

れ
て
い
れ
ば
そ
り

あ
集
ま
ら
な
い
の
も
無
理
は
無
い
の
だ
が

と
す
る
と
ロ

ブ
を

る
前
に
キ
バ
オ
ウ

が

触
し

を
敷
い
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い

 
以
上
の
事
を
二
三

で

え
た
自
分
は

に
現
れ
た
時
期
で
こ
れ
を
話
そ
う
と
決
め
た
理

由
を

と
な
く
悟

た

ユ
リ
エ

ル
は
知
ら
な
い
が
少
な
く
と
も
信

出
来
る
デ

ア
ベ
ル

と
シ
ン
カ

は

リ

フ

の
正
体
と
ア
バ
タ

に
つ
い
て

の
事
情

み
で
知

て
い
る

キ

が

で
人
体

を

け
た
結
果

を
使
え
る
よ
う
に
な

た
と
い
う
話
は
シ
ン

カ

に
し
て
い
な
い
が

そ
れ
以
外
は

と
話
し
て
い
る

 
こ
れ
は
か
な
り

な
事
に
な

た
と
内
心
で

を

え
る

リ

フ

の
よ
う
に
家

と
再

会
し
て
保
護
さ
れ

ち

い
て
い
る
の
は

外
で

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
舞

に
来
て
し

ま

た
事
で

乱
し
た
り
恐
慌
に

て
し
ま
う
の
が

だ
ろ
う
に
よ
も
や
保
護
さ
れ
る

ど
こ
ろ
か
キ
バ
オ
ウ
の
悪
事
を

動
す
る
よ
う
な

が
来
て
い
る
と
は
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そ
そ
う
カ

リ

ち

ん
の
他
に
同
じ
境
遇
の
プ
レ
イ

が

る

だ
と
思

て
い
た

け
ど
ま
さ
か
キ
バ
オ
ウ
に
保
護
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か

動
ま
で
す
る

が
来
て
る
と
は

が

い
問

だ

ま

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
が

実
は
キ
リ
ト
君
を
呼
ん
で
い
な
い
の
は
彼
に
伝
え
る
べ

き
か
迷

て
の
事
な
ん
だ

伝
え
て
い
い
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
か
ら
せ
め
て
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

だ
け
で
も
話
そ
う
と
思

た

 
ど
う
い
う
意
味
ダ

 
デ

ア
ベ
ル
が

根
を
寄
せ
な
が
ら

て
来
た
事
は
本

に
意
味
が
分
か
ら
な
か

た

 
逆
説
的
に
キ

が

与
し
て
い
る
事
な
の
だ
ろ
う
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

な
ら
過
去
の

怨
恨
か

か
か
と
も
思
う
が
外
部
か
ら
来
た
人
間
で
あ
れ
ば

一

が
中
に

る
と
知

ら
な
い

と

わ
り
を
持
て
る

が
無
い

あ
の
子
は
桐

谷
家
に

わ
れ
た
後
ず

と

そ
り
と

ら
し
て
い
た
の
だ
か
ら

 
そ
こ
ま
で

え
て

ま
さ
か

と

裏
に
浮
か
ぶ
事
が
あ

た

 
可
能
性
と
し
て
は
恐
ろ
し
く

い
実
現
す
る
確

な
ど

が
一
い
や
兆
が
一
も
無
い
だ
ろ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

う

だ

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
プ
レ
イ

が

き

ま
れ
た
話
は
こ
れ
で

く
二
人

目
し
か
も
全
然
目
撃
情
報
が
無
い
の
だ
か
ら
絶
対
数
か
ら
し
て

い

日
本
の
人

は
二

に

届
か
な
い
の
だ
更
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
せ
い
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
危
険
だ
と

え
る
者
も

に
い
る

だ

む
し
ろ
そ
れ
が

リ

フ

が
ち

と
外
れ
て
い
る
の
だ

 
一
万
の
プ
レ
イ

の
一
人
正
真
正
銘
万
が
一
の
彼
と

わ
り
を
持

て
い
て
恐
ろ
し
く

確

で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た

分
の
一
の
外
部
の
人
間
が
ま
さ
か
そ
ん
な

は

そ
れ

は
あ
ま
り
に
も
あ
ま
り
に
も
と

に
回
ら
な
い
思

が

然
そ
し
て
せ
め
て
も
の
願
い
と

い
う

葉
を

ら
す

 
そ
の
プ
レ
イ

の
名
前
は

ア
キ
ト

と

う
ら
し
い
ん
だ

  
だ
が

自
分
の
予
想
は

た

て
し
ま

た

願
い
は

気
無
く

れ
去

た

 

ア
キ
ト

 
た
だ
の
三
文

日
本
人
で
あ
り
が
ち
だ
ろ
う
名
前
だ
が
キ

を

の
出
来
損
な
い
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と
蔑
ん
で
い
る
者
達
や
彼
と
親
し
い
者
達
に
と

て
は
知
ら
な
い
者
が

な
い
程
に
意
味
の
あ

る
名
前

 

い

か
ら

な
才
能
を
発

し
あ
の
子
を

先
し
て

あ
ま
つ
さ
え
自
身
が

る

に
死
ね
と

て
見
捨
て
た

一

の
天

で
あ
り
怨

彼
の
四
つ
年
上
の
神

秋
十

家
⻑
男
に
し
て
三
姉
弟
の
間

二
番
目
の
子

恐
ら
く
あ
の
子
が

ら
れ
る
原
因
と
も

う
べ
き
姉
兄
の
片

れ

 
そ
ん
な

は
無
い
た
だ
名
前
が
同
じ
だ
け
だ
と

裏
で
は
内
心
で
は

定
の
声
が
上
が
る

し
か
し
有
力
な

定
要

が
存
在
し
な
い
が
故
に
認
め
ざ
る
を
得
な
い

 
キ
バ
オ
ウ
は

一

を
憎
ん
で
い
る
理
由
は
知
ら
な
い
が
強
く
強
く

あ
の
男
は

ビ

タ

を

ん
で
い
る
の
で
は
な
い

者
を
恨
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

理
由
は
知

ら
な
い
が

の
出
来
損
な
い

と
し
て
あ
の
子
を
強
く

し

命
を
奪
お
う
と
し
て
い

る

だ

 
た
だ
の
他
人
で
あ
れ
ば
あ
の
男
の
勢
い
が
勝

て

動
な
ん
て
出
来
な
い

あ
の
男
が

一

を
殺
す
事
に

い
が
無
い

念
は
他
の
追

を
許
さ
な
い
程
に
強
く
根
深
い

そ

れ
だ
け
の
感
情
を
持
つ
男
に
同
じ

一

を
蔑
ん
で
い
る
者
達
が
付
い
て
行
く
事
は
道
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理
で
も

逆
に
キ
バ
オ
ウ
を
煽

た
り
動
か
し
た
り
す
る
の
は
あ
り
得
な
い
の
だ

 
ビ

タ

と
し
て
蔑
ま
れ
見
下
さ
れ
命
を

わ
れ
る
事
を
認
め
む
し
ろ
煽
る
事
で
多
く

の
者
達
の
負
の
感
情
を
向
け
さ
せ
て
い
る
あ
の
子
は

一

と
し
て
他
者
を
傷
付
け
る

事
は
し
て
い
な
い
か
ら
だ

こ
の
世
界
で

一

と
知
ら
れ
蔑
ま
れ
命
を

わ
れ
る
よ
り

以
前
第
一
層
ボ
ス
攻
略
会
議
の
時
点
で

に

心
を
向
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
は
リ
ア

ル
で

か
が
あ

た
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

あ
る
い
は
彼
が
話
し
て
い
な
い
デ
ス
ゲ

ム

開
始
か
ら
第
一
層
ボ
ス
攻
略
会
議
ま
で
の
期
間
で

か
が
あ

た
の
か

 
し
か
し
後
者
の
可
能
性
は

い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

自
分
が

い
た
覚
え
が
無
い
か
ら

だ

あ
の
デ
ス
ゲ

ム
の
日
ニ

ビ

な
ク
セ
し
て

静
で
目
が
付
い
た
プ
レ
イ

ク
ラ

イ
ン
か
ら
彼
の
名
を

き

日
の

大
慌
て
で
後
を
追

て
か
ら
あ
の
子
と
の

は

い

て
い
る

そ
れ
だ
け
の
⻑
い
付
き
合
い
だ

そ
し
て
そ
の

か
ら

に
ニ

ビ

の
間
で
も
知

れ

る
程
の
情
報

で
あ

た
自
分
だ
小

に

ん
だ
事
が
あ
る
な
ら
と
も
か
く
一
切
無
い

と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い

 

論
自
分
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
キ

が
秘
匿
し
て
い
る
可
能
性
も
無
く
は
無
い
の
で
こ
の

可
能
性
を
完
全

定
す
る
事
は
現

で
は
不
可
能
だ
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故
に
キ
バ
オ
ウ
は
恐
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
悪

ビ

タ

と
し
て
で
は
無
く

一

と

い
う

の
出
来
損
な
い
と
し
て
憎
悪
を
向
け
て
い
る
可
能
性
が
高
い

そ
の
キ
バ
オ
ウ
を

動
す
る
と
い
う
事
は

同
じ
理
由
を
更
に
強
く
持

て
い
る
事
が
最
も

え
ら
れ
る

 

動

そ
れ
は
キ
バ
オ
ウ
の
や
り
方
を

い
と
断
じ
更
に
あ
の
子
を
苦
し
め
る
と
い
う
意

を

ん
で
い
る

 
こ
こ
ま
で

て
い
れ
ば
も
う

え
ら
れ
る
人
物
は
一
人
し
か
い
な
い

一

を

先
し
て

め

け
た

秋
十
し
か
や

て
来
た
外
部
の
人
間
で
は

え
ら
れ
な
い
の
だ

偶
然
か
は
た
ま
た
意

的
か
は
分
か
ら
な
い
が
ど
ち
ら
に
せ
よ
タ
チ
が
悪
い
ど
こ
ろ
の
話
で

は
無
い

や

り

ア
ル
ゴ
さ
ん
も
同
じ
事
を

え
た
か

デ

ア
ベ
ル
の

が

て
来
た
時
点
で
九

九
分
九

本
人
だ
と
思

て
る

て
事
ダ
ロ

あ
あ

別
人
と
い
う
可
能
性
も
無
く
は
無
い
が

彼
を
苦
し
め
る
事
を

先
し
て
行

て
い

る
時
点
で

恐
ら
く
本
人
だ
と
予
想
し
た

徴
税
部
隊

の

化
や
コ

バ

ツ
の
独
断
専
行

を
し
て

の
意
味
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
こ
れ
を
彼
に
伝
え
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る
べ
き
だ
と
思
う
か
い

 
苦
悩
の
表
情
で

か
に

れ
た
声
で
問
う
て
く
る
デ

ア
ベ
ル

そ
の
表
情
は
真
剣
に
戦
友

で
あ
り
全
て
を
背
負

て
い
る

子
の
事
を

じ
て
い
る
者
の

そ
こ
に

偽
り
な
ん
て
一
切

無
い

そ
れ
だ
け
悩
ん
で
い
る
の
だ
と
見
て
分
か

た

 
そ
の
気
持
ち
は

い
程
よ
く
分
か

た

伝
え
な
け
れ
ば
彼
の
心
を
護
れ
は
す
る
だ
ろ
う
し

か
し
そ
れ
も
一
時
の
間
だ
け
だ

れ

る
べ
き
道
だ
か
ら
知
ら
せ
て
覚
悟
を
持
た
せ
て
お
き
た

い 
悩
ん
で
い
る
の
は

こ
こ
一

間
で
キ

の
精
神
が
不
安
定
過
ぎ
る
事
に

因
し
て
い
る

月
夜
の
黒
猫

リ

ダ

の
ケ
イ
タ
と
コ

バ

ツ
の
死
が
重
な

て
恐
慌
に

り

外
で

て
い
る

だ

た
義
姉
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う
事
で
不
安
を

き
更
に
は
新
た
な
義
姉

を
目
の
前
で
喪

て
し
ま

た
彼
の
心
が
果
た
し
て
自
身
を
最
も

て
来
た
男
の

来
に

え
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い

 
縁
を
切

て
い
る
間

と
は

え
実
の
肉
親
だ
た
と
え
義
姉
を
傷
付
け
ら
れ
た
と
し
て
も

性
根
は
心

し
い
彼
の
事
だ
か
ら
レ

ド
プ
レ
イ

達
を

手
し
た
時
の
よ
う
に

い
な

く
殺
せ
る
と
は
思
え
な
い
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約

年
前
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
て
彼
の
過
去
は
本
人
か
ら
語

て
も
ら

た

ら
れ
て
き
た

事
捨
て
ら
れ
た
事
人
体

の
事
な
ど
こ
れ
ま
で

け
て
き
た
非
道
の
数

を

そ
の
時

の
彼
は
サ

ち

ん
に
赦
さ
れ
た
影

な
の
か
多
少
苦
悩
の
色
は
あ

た
も
の
の
大
部
分
が
穏

や
か
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た

こ
の
一
部
分
だ
け
で

え
れ
ば
彼
は
姉
と
兄
の
事
で
極
限
ま

で

悪
し

憎
悪
し
て
い
る
と
は

え
ら
れ
な
い

 
だ
が
あ
の
子
は

め

み
そ
れ
を
外
に
出
そ
う
と
し
な
い
人
格
だ
自
身
の
苦
悩
を
他
者
に

教
え
な
い
事
が
多
い

こ
ち
ら
が

し
て
い
て
も
明
確
に

に
す
る
事
が

無
い

 
そ
れ
を

え
れ
ば
本

に
か
つ
て
の
肉
親
に
憎
し
み
も
そ
し
て
怖
れ
も

い
て
い
な
い
と

は
決
し
て
断
定
出
来
な
い

彼
と
親
し
い
者
達
の
間
で
は
世
界
最
強
の
姉
と
神

の
兄
を
悪
と
断

じ
て
い
る
が
そ
れ
も
彼
本
人
の

か
ら
は
ど
う
思

て
い
る
の
か
を

い
て
い
な
い
そ
れ
が

一
番
不
確
定
要

な
の
だ

 
憎
し
み
に

ら
れ
て
斬
殺
す
れ
ば
彼
は
間
違
い
な
く
自
身
を
責
め
る

怖
れ
に

れ
ば
理
不

な

蔑
に

み

ま
れ
て
命
を

と
す

ど
ち
ら
も
極
論
だ
し
そ
れ
を

ぎ

え
る

に
自
分

達
が

る
が
彼
の
過
去
は
他
者
に
は
重
す
ぎ
て

え
き
れ
な
い
部
分
が
あ
る

よ
り
自
分
達

は

一

の
名
を
捨
て
た
後
の
彼
し
か
知
ら
な
い

前
の
彼
を
一
切
知
ら
な
い
の
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
そ
ん
な
自
分
達
の

葉
が

え
に
な
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば

恐
ら
く

え
に
な
ら
な
い
と

え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

伝
え
る

べ
き
だ
ろ
う
ネ

 
数

の
つ
も
り
だ

た
が
と
も
す
れ
ば
数
十

あ
る
い
は
数
分
は

て
い
た
か
も
知
れ

な
い

そ
れ
だ
け
苦
悩
し
て
い
た

 
結

自
分
が
出
し
た
結
論
は
そ
れ
だ

た

ど
ち
ら
に
せ
よ

手

が
彼
を

め
る
気

な
の
は
明
白
な
ら
ば
彼
に
こ
の
事
を
伝
え
心
を
強
く
持

て
い
て
欲
し
い

恐
慌
も
憎
し

み
も
義
姉
や

間
が

る
彼
な
ら

ま
れ
る
事
は
無
い

だ

仮
に

ま
れ
る
と
し
て
も
自

分
達
の
存
在
で

え
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る

 
信
じ
る
な
ど
と
無
責

な
話
だ
と
内
心
で
自
分
自
身
に

を

く

結

の
と
こ
ろ
は
彼

に
背
負
わ
せ
る
し
か
な
い

論
彼
が
対
峙
す
る
べ
き
で
あ
り
外

の
自
分
達
が

を

ん
で
は

な
ら
な
い
問

だ
か
ら
で
も
あ
る
が

で

得
し
て
も
心
情
で
は
ど
う
し
て
も
認
め
が
た

い
の
で
あ
る

い
き
な
り
だ
と
あ
の
子
の
心
が

壊
す
る
か
も
知
れ
な
イ

時
間
が
あ
る
今
の
内
に
あ

の
子
に
伝
え
て

心
構
え
を
し
て
も
ら
う
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そ
う
か

ア
ル
ゴ
さ
ん
に
は

な

を

し
付
け
る
事
に
な
る
け
ど

せ
て
も
構
わ
な

い
か
な

や
シ
ン
カ

さ
ん
が
話
す
よ
り
マ
シ
と
思
う
ん
だ

最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
サ

ま

リ

ち

ん
に
も
協
力
を
願
う
け
ど
ネ

 
か
つ
て
の
肉
親
が
こ
の
世
界
に
来
て
裏
で
命
を

て
来
て
い
る
と
知

た
時
彼
が
ど
ん
な

対
応
を
取
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
れ
で
も
不
安
定
に
な
る
の
は
確
実
だ

そ
の
彼
を
確
実
に

え
ら
れ
る
と

え
る
く
ら
い
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
義
姉
に

の
家

に
頼
る
べ

き
だ

義
弟
の
彼
に

わ
る
事
な
の
だ
か
ら
知

て
お
く
権

も
あ
る
の
だ
か
ら

 
そ
う

て
デ

ア
ベ
ル
達
か
ら
悲

な
表
情
と
共
に
頼
ま
れ
た
情
報

は
フ
レ
ン
ド
追

で
キ

と
リ

ち

ん
の

追

を
行

て
か
ら

動
を
開
始
し
た

な

目
は
い
つ
も
キ

ば
か
リ

世
界
は
キ

に

か
恨
み
で
も

あ
る
の
カ

 

黒
鉄

か
ら
出
て

転

広
場
か
ら
天

を
振
り

い
で
か
ら

に
し
た

葉
に
は

力
は
無
か

た

 
一

去

て
ま
た
一

騒
動
の
中
心
に
は

時
も
彼
の

が
あ

て

き

ま
れ
解

決
す
る
の
も

時
も
彼

本

に
損
で

無
い
の
に
命
を

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
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回
り
ば
か
り
だ

 
情
報

も
結
構

し
い
し
恨
ま
れ
る
事
も
あ
る
か
ら

な

目
だ
け
ど
彼
は
そ
れ
以
上
だ

と
暗
い
気
持
で
思

し
な
が
ら

彼
が

る

層
へ
と
転

し
た
の
だ

た

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
原
作
で
は

の
少
女
に
て
シ
ン
カ

救
出
後
パ

テ

が

さ
れ
て
た
ん
で
す
が

そ
れ
を

き
ま
し
た

理
由
は
キ
リ
ト
の
立
場

ち

と

善
さ
れ
て
る
け
ど
そ
れ
で
も
第

一
層
は
や

り
危
険

あ
と
キ
バ
オ
ウ
が
ど
こ
か
分
か
ら
な
い
か
ら
リ

姉
達
か
ら
離
れ
ら
れ

な
い
と
い
う
裏
事
情
が
あ

た
り

 
そ
れ
か
ら
三
日
間
ぶ

け
で
昏

状

あ
れ
だ
け

が

れ
て
る
上
に

使
し
た
ん
だ
も

の
そ
れ
く
ら
い

眠

昏

気
絶
し
て
も
お
か
し
く
な
い

労
が
そ
れ
か
ら
二
日
経

て
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取
れ
始
め
て
も
お
か
し
く
な
い

真

 

に
キ
リ
ト
の
戦
い
方
に
つ
い
て

 
出
来
れ
ば

判
は
さ
れ
た
く
な
い

の
で
す
が

に
入
れ
て
る
の
で
ご
容
赦

き
た
い
で

す

悪
ノ
リ
で

を
送

て
下
さ
る
と

す
る
か
も

 

は
ぶ
れ
ま
せ
ん
が
技
や
武

器
に
つ
い
て
は

さ
ん
の
意
見
も
反

さ
れ
る
可
能
性
あ
り

 
さ
て

最
後
に

の
あ
の
人
物

神

の
兄
に
つ
い
て

 
名
前
だ
け

リ
ズ
ベ

ト
編
で
は
過
去
の
記

と
い
う
形
で
ち

と
出
て
い
た
神

の
兄

秋
十

こ
と

ア
キ
ト

の
登
場
で
す

プ
レ
イ

ネ

ム
が
ま
ん
ま
な
の
は

分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
な
の
で

深
い
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん

 
彼
が
暗
躍
し
た
の
は
理
由
が
あ
り
ま
す

乱
入
し
た
の
も
同
じ
く

よ
く
あ
る
設
定
で
す
が

 
一
応
書
い
て
お
く
と
現
時
点
で
キ
リ
ト
が
戦

て
も
兄
に
は
ま
だ
勝
て
ま
せ
ん

技
術
で
な

く
ス

ク
で
負
け
る
か
ら
で
す

ス
テ

タ
ス
で
は
無
く
武
器
で

備
が
同

か
技
術

で
圧
倒
出
来
る
よ
う
に
な

た
ら
一
方
的
に
勝
て
ま
す
が

 
戦
闘
技
能

和
人

千
冬

秋
十

 
リ
ア
ル
身
体
ス

ク

秋
十

千
冬

和
人



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
武
器
ス

ク

秋
十

和
人

 

に
強
さ
を

目
で
表
す
と
現

で
の

が
こ
ん
な
感
じ

武
器
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
な

の
で
千
冬
は
入
り
ま
せ
ん
が

備
だ
と
和
人
と
同

に
な
り
ま
す

 
必
ず
し
も
こ
う
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
書
い
て
い
る
私
の
現
在
の
認
識
と
し
て
参

ま
で

に
書
き
ま
し
た

意
見
の
す
れ
違
い
は
怖
い
で
す
か
ら
ね

 
最
後
に

 

し
振
り
だ

た
の
で

分
か

気
が

れ
て
ま
す

く
平
和
な
話
に
す
る

と
書
い

て
い
ま
し
た
が
実
は
ま
だ
で
す

ネ
タ
は
あ
る
の
で
書
き
ま
す
が

話
あ
る
い
は

話

ま
で
は
ド
シ
リ
ア
ス
が

く
か
も

つ
ま
り
平
和
ネ
タ
は
そ
の
後

内
容
は
決
ま

て
る
け
ど
ど

れ
だ
け

く
か
は
不
明

 
こ
ん
な

と

な
感
じ
で
す
が
そ
れ
で
も
本
作
を
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま

す 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
六
章
 

未
来
に
馳
せ
る

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
ど
う
も
書
く
気
が

こ
ら
な
い

ネ
タ
は
ポ
ン
ポ
ン
浮
か
ぶ
ん
で
す
が
作
風
壊
す
の
が
出

て
来
て
振
り
切
る
の
が
大
変
で
し
た

い
や
今
も
ま
だ
ち

と

さ
れ
て
は
い
る
ん
で
す
が

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
今
話
は
リ

フ

シ
ノ
ン
初
の
エ
ギ
ル

点
で
す

原
作
知

て

る
人
は
ち

と
分
か
る
部
分
が
あ
る
か
と

 
ち
な
み
に
神

は
ま
だ
出
て
き
ま
せ
ん

そ
し
て
ゲ

ム
で
出
て
来
た
シ
ノ
ン
の
ア
レ
を
入

手
す
る
イ
ベ
ン
ト

の

先

け
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

ち

と
⻑
め
な
部
分
が
あ
り
ま
す
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ギ
ガ
ガ

 
と

の

を

わ
せ
て
雄

び
を
上

る
緑

の

人

レ
ベ
ル

の

ゴ

ブ
リ
ン

ド
マ
ン
が
あ
た
し
の
体
を
斬
り
裂
か
ん
と
ボ
ロ
ボ
ロ
の
直
剣
を

掛
け
に
振
り

下
ろ
す

そ
の
直
剣
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
喪
わ
れ
ず
に

持
し
て
い
た
愛
剣
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
を

ぎ
に
振
る

て

ら
し

空
振
ら
せ
る

 
そ
れ
か
ら
あ
た
し
は
手

を
返
し
て

ぎ
に
剣
を
振
る
う

勢
を
取

た

直
後
剣
身
か

ら
蒼
い
光
が

り

ぎ
と

ぎ
か
ら
な
る
神
速
の
二

撃
が
放
た
れ
た

片
手
剣

ス

キ
ル
の
中
で

と

い

で

得
出
来
る

ド
ス
キ
ル
そ
の
二

撃
技

名
を
バ

チ

カ
ル
・
ア

ク

と

う

 
本
来
こ
の
世
界
に
来
て
一

間
し
か
経

て
お
ら
ず
更
に
は
戦
闘
時
間
そ
の
も
の
が
未
だ

二
十
四
時
間
に
も
達
し
て
い
な
い
あ
た
し
が
こ
の
ス
キ
ル
を
放
て
る

が
無
い

キ
リ
ト
で
す

ら
二

間
要
し
た

の
だ
が
そ
れ
を
放
て
て
い
る
の
に
も

が
あ
る

あ
た
し
の

備
や
ス

テ

タ
ス
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら

ら
か
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
ス
キ
ル
値
も
こ
ち
ら
と
共

の

も
の
は
引
き
継
が
れ
て
い
た
か
ら
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
武
器
ス
キ
ル
は
武
器
で
与
え
る
ダ
メ

ジ

の
上

や
武
器
の

値

少

ク
リ
テ

カ
ル

上

な
ど
の
Ｍ
ｏ
ｄ
が
掛
か
る
だ
け
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
違

て
ス
キ
ル
の
解
放
な
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ど
存
在
し
な
い
の
だ
が
そ
れ
で
も
数
値
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
せ
い
か
Ｍ
ｏ
ｄ
の

ら
か
が

無
く
な

て
い
る
代
わ
り
に
無
数
の

ド
ス
キ
ル
が
追
加
さ
れ
て
い
た

 

定
の
ス
キ
ル
値
に
達
し
て
い
た
が
故
に

得
し
て
い
た

ド
ス
キ
ル
の
一
つ
が
バ

チ

カ
ル
・
ア

ク

な
の
だ

シ
ノ
ン
さ
ん

ス
イ

チ

了
解

 

ド
ス
キ
ル
に
は
技
後

直
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
た
め
乱
発
出
来
な
い
し
発
動
直
前

に
も
隙
が
出
来
る
か
ら
使
い
ど
こ
ろ
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
か
し
攻
撃
が

た
れ

ば
技
後

直
が

さ
れ
る
と

え
ど

手
に
も
ノ

ク
バ

ク
が
発
生
す
る
た
め
一
対
一
で

あ
れ
ば

み
分
け
と
い
う
結
果
に
な
る

 
そ
の

み
分
け
を
こ
ち
ら
に
有

へ
と
作
り
変
え
る

そ
れ
が
パ

テ

戦
と
い
う
も
の

だ 
そ
の
パ

テ

戦
の
技
術
と
し
て
ス
イ

チ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
が
存
在
す
る

一
体
の
モ
ン
ス
タ

へ

き
勝
手
に
攻
撃
し
て
は
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
が
発
生
し
そ
の
プ

レ
イ

が
意

し
て
い
よ
う
と
無
か
ろ
う
と
他
プ
レ
イ

を

し
た
と
し
て
カ

ル
が
オ
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レ
ン
ジ
に
な

て
し
ま
う

そ
れ
を

け
る
た
め
そ
し
て

に

つ
安
全
に
戦
闘
を
運
ぶ
た

め
の
技
術
が

ス
イ

チ

な
の
だ

 
そ
う
い
う
背

が
あ
る
こ
れ
は
事
情
こ
そ
複

な
れ
ど
す
る
事
は

攻
撃
し
て
い
る
前

衛
と

機
し
て
い
る
後
衛
と
が
交
代
す
る
だ
け
で
あ
る

 
し
か
し

う
は

く
行
う
は

し
ヘ
イ
ト
を
集
め
て
攻
撃
さ
れ
て
い
る
前
衛
が
後
退
し
よ
う

と
し
て
も

Ｍ
ｏ
ｂ
が

に

す
は
ず
な
ど
無
い

そ
れ
を
無
理

理
行
う
の
が

ド
ス

キ
ル
の
ノ

ク
バ

ク
を

し
た
方
法
だ

こ
ち
ら
も
技
後

直
で
動
け
な
く
な
る
が
絶
対

に

た
る
と
い
う
場
面
で
使
え
ば
ノ

ク
バ

ク
を
与
え
て
動
け
な
く
出
来
る
の
で
手
が
空
い

て
い
る
後
衛
が

り

む
に
は
絶

の
機
会
と
な
る

 
他
に
も

手
の
盾
に
強

な
一
撃
を

て
て

り

む
方
法
も
あ
る
し
上

者
と
も
な
れ
ば

剣

の
応

に

り

ん
で
交
代
す
る
方
法
も
あ
る
と
い
う

ま

そ
ん
な
事
が
出
来
る
の
は

前
衛
と

の
動
き
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
人
だ
け
そ
れ
も
技
術
が
あ
る
人
く
ら
い
だ
か
ら
キ
リ

ト
や
ア
ス
ナ
さ
ん
く
ら
い
な
も
の

あ
た
し
は
ま
だ
出
来
な
い
の
で

手
の
隙
を
突
い
て

ド
ス
キ
ル
を

き

む
と
い
う
方
法
を
取

て
い
る

 
そ
れ
で
ノ

ク
バ

ク
を
与
え
た

間

ん
で
シ
ノ
ン
さ
ん
が
そ
れ
に
応
じ
な
が
ら

く



 第三十六章 〜未来に馳せる〜

い

剣
シ

プ
ネ
イ
ル
に

色
の
光
を

わ
せ
一
気
に
突
進
し

に

ぎ
払

た

突

進
速

が

り
な

剣

発
突
進
型

ド
ス
キ
ル

ラ
ピ

ド
バ
イ
ト

だ

 
そ
の
一
撃
が
ゴ
ブ
リ
ン

ド
マ
ン
の

を
掻

切
り
ク
リ
テ

カ
ル
判
定
が
出
た

か
ら
か
一
気
に

ゲ

ジ
が
残
り
四

か
ら

少

全
損
す
る

同
時
に
緑

の

人
は
そ
の

体
を
蒼
い
結

片
へ
と

ら
せ
た

リ

フ

お

れ
様

う
ん

お

れ
様

シ
ノ
ン
さ
ん

 

が

し
戦
闘
が
終
わ

た
の
を
感
じ
取

た
シ
ノ
ン
さ
ん
が
こ
ち
ら
に
労
い
の
声
を
掛

け
て
き
た
た
め

あ
た
し
も
彼
女
を
見
て

葉
を
返
す

 

の
プ
レ
イ

だ
と
心
が

て
い
な
い
労
い
な
の
で

と
な
く

な
気
分
に

苛

立
ち
で
は
な
い
も
の
の

な
る
の
だ
が
や
は
り
本

に
命
を

け
て
い
る
か
ら
か
彼
女
の

そ
れ
は
確
か
に
こ
の
戦
闘
一
つ
に
対
す
る
労
力
に
報
い
る
も
の
だ

た

こ
う
い
う

手
を
思
い

や
る
気
持
ち
が

た
労
い
は
良
い
も
の
だ
と
思
う

え

と

今
の
で

体
目
だ

け

九
体
目
で
す
ね

残
り
一
体
で
ク
エ
ス
ト
達
成
で
す
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そ
う

 
あ
た
し
は
第
二
十
五
層
こ
の
第
一
ク

タ

ポ
イ
ン
ト
に
あ
た
る

層
の

に
広
が
る
森

の
中
に
今
は
い
る

あ
た
し
達
の
レ
ベ
ル
は
こ
の
一

間

い
や
圏
外
で
の
五
日
間
の
戦
闘

期
間
で

に
上
が

て
い
る

安
全
マ

ジ
ン
は

層
プ
ラ
ス

な
の
で

に
足
り
ず

加

え
て
ク

タ

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
事
か
ら
他
の

層
よ
り

の
平

レ
ベ
ル
が

高
い
の
で

危
険

も
上
が

て
い
る
の
だ
が
そ
の
分
だ
け
得
ら
れ
る
経
験
値

が
多
い
た
め
あ
た
し
達

は
こ
の

層
に
い
る

 
加
え
て
ク
エ
ス
ト
を
し
て
い
る
の
は

報

に
コ
ル
だ
け
で
な
く
経
験
値
も
手
に
入
る
か
ら

だ

系
収
集
系

取
系
を
一
緒
に

け
て
い
る
の
で
こ
こ
で
複
数
の
ク
エ
ス
ト
を
達

成
し
て
一
気
に
経
験
値
を
得
よ
う
と
い
う

え
で
あ
る

 
こ
れ
を

え
出
し
た
の
は

然
キ
リ
ト
だ

彼
も
自
分
で
や
る
事
が
あ
る
し
四
六
時
中
あ
た

し
達
に
付
き

切
り
と
い
う
の
も

し
い

そ
れ
に
そ
う
遠
く
な
い
内
に
攻
略
組
に
参
入
す
る
つ

も
り
で
あ
る
あ
た
し
達
が

期
間
で
強
く
な
る
な
ら
ク
エ
ス
ト
と
実
戦
経
験
を
同
時
に
こ
な
す

と
い
う
の
が
一
番

道
だ

た
の
だ

 

系
ク
エ
ス
ト
な
ら

然
戦
闘
が

ま
る
の
で
経
験
は

め
る
し
ス
キ
ル
値
も
上
が
る
の
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で

危
険
は
あ
る
が
見
返
り
は
大
き
い

取
系
も

系
ク
エ
ス
ト
を
達
成
す
る

ら
で
ド

ロ

プ
ア
イ
テ
ム
を
収
集
し
フ

ル
ド
に

ら
ば
る

取
ポ
イ
ン
ト
か
ら
ア
イ
テ
ム
を
集
め

る
事
で

行
出
来
る

上
手
く
い
け
ば
最

三
つ
の
ク
エ
ス
ト
を

め
て
こ
な
せ
る
と
い
う

だ 
今
の
キ
リ
ト
は

で
最
前
線
か
ら
離
れ
て
い
る
と

え
ど
そ
れ
も

に
行
え
る
と
い
う

で
は
な
い
そ
う
な

た
ら
あ
た
し
達
は
必
然
的
に
キ
リ
ト
不
在
の
中
で
強
く
な
る
方
法
を
探

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

運
な
こ
と
に
あ
た
し
達
の
知
り
合
い
に
は
ト

プ
プ
レ
イ

が
多
い
か
ら
強
く
な
る
秘

や
戦
闘
の
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
え
る
が
強
い
か
ら
こ
そ
最
前
線
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人

だ
彼
ら
彼
女
ら
の
助
力
を
願
う
事
も
あ
ま
り
出
来
な
い

が
最
前
線
で
戦
わ
な
け
れ
ば

ク
リ
ア
が
遠
の
く
そ
れ
は
攻
略
組
に
入
ろ
う
と
思

て
い
る
あ
た
し
達
に
と

て
は
本

転
倒

な
の
だ

 
よ

て
キ
リ
ト
が

な
い
間
で
も
安
全
に
経
験
値
を

る
方
法
の
一
つ
と
し
て
上
が

た
の

が

ク
エ
ス
ト
消
化
と
い
う

で
あ
る

 
今
は
戦
闘
経
験
を

む
目
的
も
あ
る
か
ら
圏
外
系
の
ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
る
が
安
全
を
期
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す
る
な
ら
最
前
線
の
圏
内
で
出
来
る
生

ク
エ
ス
ト
を
や
る
方
が
見
返
り
は
大
き
い

ま

あ

た
し
の
外
見
で
色

と

が
立

て
い
る
か
ら
最
前
線
の
圏
内
ク
エ
ス
ト
で
レ
ベ
ル
を
上

る

よ
り
も

層
の
圏
外
ク
エ
ス
ト
で
地
道
に
経
験
値
集
め
に
ス
キ
ル
値
上

集
め
を
し
て

い
る
の
だ
が

お

れ
二
人
と
も

ド
ス
キ
ル
の
立
ち
上

が
自
然
に
な

て
き
た
な

本

に
一

間
し
か
経
験
が
無
い
の
か

し
い
く
ら
い
だ

 
そ
ん
な
あ
た
し
達
の
付
き

い
と
し
て
同
時
に
指
導

と
し
て
同
じ
場

に
来
て
い
る
キ
リ

ト
が
苦

交
じ
り
に

価
し
な
が
ら
近
付
い
て
き
た

彼
は
こ
の

層
で
は
経
験
値
を
得
て
も

ど
意
味
が
無
い
し

も
必
要
と
し
て
い
な
い
そ
も
そ
も
あ
た
し
達
の

練

と
経
験
値

ぎ
が
主
目
的
な
の
で
戦
闘
に
も
参
加
し
て
い
な
か

た

 
ス
ト
レ
ア
さ
ん
は
攻
略
組
の
メ
ン
バ

と
の
親

を
深
め
て

を
し
や
す
く
す
る

に
ア
ス

ナ
さ
ん
に
呼
ば
れ
た
の
で

に
は
い
な
い

こ
の
場
に
は
こ
の
三
人
だ
け
だ

 
本

な
ら
キ
リ
ト
に
も
自
分
の
事
を
し
て
欲
し
か

た
の
だ
が
あ
た
し
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
し
て
い

た
に
せ
よ
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
初
め
て
更
に
シ
ノ
ン
さ
ん
は
記

喪
失
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
や

て
い
た

か
ど
う
か
も
分
か
ら
ず
勝
手
が
分
か
ら
な
い
か
ら
レ
ク
チ

を
す
る
意
味
も

め
て
一
緒
に



 第三十六章 〜未来に馳せる〜

来
て
い
る

 

と
い
う
の
が
本
人
か
ら

い
て
い
る
理
由
な
の
だ
が
正
直
ア
ル
ゴ
さ
ん
著
の
攻
略
本
を

Ｎ
Ｐ
Ｃ
経

の
道

で
入
手
し
て
い
る
か
ら
レ
ク
チ

も

も
無
い
の
で
恐
ら
く
あ
た
し

達
の
護
衛
を
し
て
い
る
の
だ
と
思

て
い
る

圏
内
事
件

で
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
と
シ
リ
カ
さ

ん
が
誘

さ
れ
あ
わ
や
殺

さ
れ
る
と
こ
ろ
だ

た
ら
し
い
の
だ
か
ら
そ
れ
だ
け

し
て

い
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
シ
ン
カ

さ
ん
を

に

め
て
ダ
ン
ジ

ン
の
最

に

じ

め
た
キ
バ
オ
ウ
と
や
ら
も

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が
事
情
を
知

て
か
ら

に
キ
バ
オ
ウ
一

を

名
し
軍
の
本

地
に

た
メ
ン
バ

ど
徴
税
部
隊

者

は
監
獄
送
り
に
し
た
も
の
の
そ
の

は

行
方
知
ら
ず

更
に
大
ギ
ル
ド
の
中
に
は

う

の
幹
部
が

た
の
だ
か
ら

レ
ベ
ル

な
が
ら
キ
リ
ト

者
で
あ
る
あ
た
し
達
は
常
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
グ
リ

ン
で

あ
る

殺
隊
に
も

者
と
バ
レ
る
と
人

に
取
ら
れ
か
ね
な
い
の
だ
か
ら

意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

 
そ
も
そ
も
そ
の

殺
隊
の

念
的
リ

ダ

は
キ
バ
オ
ウ
ら
し
い
し

聖
⻯

合
の
リ

ダ

リ
ン
ド
を

め
て
大

が
そ
れ
に

し
て
お
り
更
に
は
多
く
の
上
・
中
・
下
層

の
プ
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レ
イ

ま
で
も
が
属
し
て
い
る
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら

て
い
る

リ

ダ

が
キ

バ
オ
ウ
で
あ
る
事
実
は
キ
リ
ト
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
か
ら
秘
密
裏
に
だ

 
そ
の
キ
バ
オ
ウ
が
行
方
知
ら
ず
と
な

て

に
い
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
少
な
く
と
も
闘

技
場
な
ど
で
知
り
合
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
あ
た
し
達
を
護
る
意
味
で
彼
は
こ
う
し
て

に
い
る
の
だ
ろ
う
と
あ
た
し
は

え
て
い
る

ク
エ
ス
ト
達
成
の
補
助
や
大

の
モ
ン
ス

タ

が

い
た
な
ど
予
想
外
の
事

に
備
え
る
意
味
も
あ
る
だ
ろ
う
が
大

の
理
由
は
こ
れ
に

き
る
だ
ろ
う

 
と
は

え
そ
れ
を
こ
ち
ら
に
伝
え
て
い
な
い
の
は
不
安
に
さ
せ
な
い
つ
も
り
な
の
だ
と
思
う

し
こ
ち
ら
と
し
て
も
勝
手
が
分
か
ら
な
い
新
天
地
で
の
ク
エ
ス
ト
消
化
で

惑
う
事
も
あ
る
の

で
ど
ち
ら
に
せ
よ
あ
た
し
は
こ
の
事
に
つ
い
て
特
に

し
て
い
な
い

心
配
し
て
く
れ
て
い

る
の
は

し
い
の
だ

 
そ
の
気
持
ち
を

き
な
が
ら

め
ら
れ
た
事
に
シ
ノ
ン
さ
ん
と
共
に

み
を
浮
か
べ
る

プ
レ
イ
時
間
こ
そ
少
な
い
け
ど
キ
リ
ト
の
教
え
方
が
上
手
い
か
ら

時
間
で
強
く
な
れ
た
の

よ

一
つ
一
つ

に
教
え
て
く
れ
る
か
ら
ね

な
の
か
な

す
ぐ
に
実

さ
せ
て
る

り

別
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ
歴
が
あ
る
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リ

フ

は
と
も
か
く

シ
ノ
ン
に
は

な
対
応
か
な
と
思

て
る
ん
だ
け
ど

な
ん
て
そ
ん
な
事
思

て
な
い
わ
よ

ち

ん
と
一
つ
一
つ
教
え
て
く
れ
て
る
じ

な
い

リ

フ

の
教
え
方
を
真
似
た
だ
け
だ
し

だ
と
し
た
ら
あ
た
し
よ
り

が
良
い
よ

来
は
教
師
を
目
指
し
た
ら
良
い
ん
じ

な
い
か
し

ら 
確
か
に
二
日

ど
の

的
な

練
の
後
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
は
圏
外
で
の
戦
闘

を
主
と
し
て
行

て
い
る

あ
ら
か
じ
め
キ
リ
ト
か
ら

練
の

要
を

い
て
い
た
そ
れ
を
実
行

に

し
た
だ
け
だ
が

確
か
に

に
近
い
か
も
知
れ
な
い

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
キ
チ
ン
と

練
の
意
義
と
目
的
を
説
明
し
て
く
れ
て
い
た

戦
闘
に
必
要

な
知
識
が

意
点
を

つ
も

べ
ア
ル
ゴ
さ
ん
の

的
内
容
の
攻
略
本
と

層
ご
と
の
攻
略

本
で
学
ぶ
よ
う

て

あ
る
程

の
下
地
は
整
え
て
く
れ
て
い
た
の
だ

う
よ
り

れ
よ

か
ら

ま
で
教
え
て
も
ら

て
も
身
に
な
ら
な
い

 
こ
の
二
つ
の

葉
は
あ
た
し
の

方
の

あ
た
し
に
剣
道
を
教
え

ん
だ
人
物
が
よ
く

に
し
て
い
た

葉
で

あ
た
し
か
ら
和
人
へ
教
え
た
も
の
で
も
あ
る

 
剣
道
の
世
界
は
正
に
そ
れ
で
理

の
理
解
も
必
要
で
は
あ
る
が
そ
れ
以
上
に
反
復
練

で
剣
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の
型
を
体
に

み

ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

あ
た
し
に
は
こ
れ
が
よ
く
合

て
い
た
の

で
練

を

け
る
内
に
出
来
る
よ
う
に
な

た

い
事
も
あ

た
が
こ
れ
の

り
返
し
で

は
強
く
な

た
の
だ
か
ら
と

え

ん
で

け
て
き
た

 
和
人
も
家
に
来
て
あ
た
し
に
教
え
を

う
て
か
ら
は
出
来
る
だ
け
そ
れ
を
実

す
る
よ
う

に
し
て
い
た

反
復
練

反

点
の

善
を

り
返
し
て
手
合
わ
せ
を

け
て
い
た
の
だ

 
確
か
に
最
初
は

い
も
の
だ

た

せ
過
去
に
道
場
に

て
い
た
の
は
二
日
だ
け
で
そ

の

ど
が
教
導
と
も
指
導
と
も

え
な
い

た
る
も
の
だ

た
か
ら

本
な
ん
て
一
切
身
に
付

い
て
い
な
か

た
の
だ

 
そ
れ
で
も
体
格
と
年

初
心
者
と
い
う
事
を

え
れ
ば
む
し
ろ
よ
く
つ
い
て
来
た
方
と

え

る

あ
た
し
は
ま
だ
人
に
教
え
ら
れ
る
程

で
は
無
い
と
思
う
が
そ
ん
な
あ
た
し
で
も

て
教
え
て
い
た
の
で
分
か

た

 
和
人
は
物
覚
え
は
確
か
に
悪
い

人
よ
り

れ
る
の
に
時
間
が
掛
か
る

 
し
か
し
反
復
練

を

ら
ず
に

り
返
す
そ
の

念
と
努
力
は

よ
り
も
勝
る

故
に
彼
は

時
間
を
掛
け
れ
ば

よ
り
も
上
に
立
て
る
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

現
に

理
の

な

ど

⻑
年

け
て
い
る
事
も
あ

て
そ
の

に
反
し
て
あ
た
し
よ
り
も
上
手
だ
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恐
ら
く
こ
の
世
界
で
も
彼
が
ベ

タ
テ
ス
ト
を
経
験
し
一
人
で
ず

と

も
同
じ
練

を

り
返
し

け
て
来
た
か
ら
こ
そ

よ
り
も

本
が
身
に
付
い
て
だ
か
ら
こ
そ
他
の
人
よ
り

も
レ
ベ
ル
が
高
い
し
強
く
在
れ
て
い
る
の
だ

そ
う
で
無
け
れ
ば

ベ

タ
テ
ス
タ

だ

た

と
い
う
今
と
な

て
は
無
い
に

し
く
な

て
い
る
要

を

め
て
彼
が
最
高
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

と
い
う
事
に
繋
が
ら
な
い

 

て
事
は
無
い

も
が
地
味
だ
か
ら

が
る

の
反
復
練

を

ら
ず

ま
ず
精
進
を

け
て
い
た
か
ら
こ
そ
強
い
の
だ

 
心
の

か
ら

し
く
思

た

と
あ
た
し
の
教
え
が
こ
の
子
を
強
く
し
て
い

て
い
る

そ
し
て
今
を
生
き
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
本

に
あ
の
時
武
道
を
教
え
て
欲
し
い
と
頼

み

ん
で
き
た
時
に

絶
せ
ず
し

か
り
理
由
を

い
て
許
可
し
教
え

ん
だ

が
あ

た
と
思

た

 
そ
し
て
そ
れ
を
教
え
た
あ
た
し
が
今
で
は
か
つ
て
彼
に
教
え
て
い
た
よ
う
に
教
え
ら
れ
る

立
場
に
な

て
い
る

そ
の
事
に
も

と
は
な
し
に

し
く
思

て
い
る

 
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
は

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ

で
は
無
い
し
ベ

タ

を

し
て
い
た

で
も
無
い
か
ら
こ
の
世
界
の
戦
い
方
に

れ
て
い
な
い

こ
の
世
界
に
迷
い

ん
で
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か
ら
一

間
キ
リ
ト
や
他
の

に
師
事
し
始
め
て
か
ら
日

練
は

け
て
い
る
が
そ
れ
で

も
や
は
り
ま
だ
ま
だ
と
い
う
の
は
理
解
し
て
い
る

 
あ
た
し
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
か
ら

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
勝
手
は
シ
ノ
ン
さ
ん

よ
り
分
か

て
い
る
も
の
の

や
は
り
世
界
が
異
な
れ
ば
根
本
的
な
戦
闘
方
法
も
変
わ

て
く

る

そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
的
な
も
の
は
知
識
面
で

ら
か
補
え
る
も
の
の
や
は
り
体
で
覚
え
な

け
れ
ば
頼
り
に
す
る
に
は
足
り
な
い

ド
ス
キ
ル
の
発
動
が
そ
の
良
い

だ
ろ
う
ア
レ
は

特
定
の
構
え
を
取
ら
な
け
れ
ば
ア
シ
ス
ト
が
掛
か
ら
ず
発
動
出
来
な
い
の
で
本

に
体
に
覚
え

ま
せ
な
け
れ
ば
実
戦
で
は
使
え
な
い

 
故
に
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
が
行

て
い
る
鍛

は
あ
る
程

本
的
な
シ
ス
テ
ム
と
戦

闘
に

れ
て
以

は
実
戦
方
式
を
取

て
い
る

然
だ
が
キ
リ
ト
監
修
だ

そ
の
一

が
ク
エ

ス
ト
と
い
う

で
あ
る

教
師

か

 
そ
れ
ら
全
部
を

ま
え
て
キ
リ
ト
は
教
え
る
の
が
と
て
も
上
手
だ
と
い
う
意
味
で
教
師

は

ど
う
か
と

た
の
だ
が

め
ら
れ
て
い
る
の
は
分
か

て
い
る
の
か

な

は
し
て
い
な

い
も
の
の

く
複

な
表
情
に
な

て
し
ま

た
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そ
れ
を
見
て

か
引

掛
か
る
も
の
で
も
あ

た
の
だ
ろ
う
か
と
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
は

を

る

キ
リ
ト

ど
う
か
し
た
の

い
や

教
師

と
い
う
も
の
に
あ
ま
り
い
い
思
い
出
が
無
く
て

そ
う

 
シ
ノ
ン
さ
ん
の
問
い
に

キ
リ
ト
は
そ
う

た

教
師

に
苦
手
意
識
を
持

て
い
る
と

い
う
事
は
恐
ら
く

一

時
代
に

て
来
た
者
の
中
に
教
師
が

た
と
い
う
事
な
の

だ
ろ
う

家

や
地

の
者
達
か
ら
も
あ
の

い
で

も
問

と
し
て

ら
れ
て
い
な
か

た
の
な
ら
学

も
グ
ル
だ

た
事
は
想
像
に

く
な
い

 
シ
ノ
ン
さ
ん
も
そ
れ
を

し
た
よ
う
で

か
思
う
事
が
あ
る
の
か
複

そ
う
な
表
情
で

り

ん
で
し
ま

た

で
も

来
か

確
か
に
人
に
教
え
る
の
は

き
だ
か
ら
教
師
じ

な
く
て
も

教
え
ら
れ
る
も
の
が
良
い
な

 
そ
の
暗
い
空
気
を
作
り
出
し
て
し
ま

た
か
ら
か
キ
リ
ト
が

先
し
て
空
気
を
変
え
る
た
め

か
そ
う

葉
を
発
し
た

少
し
だ
け
明
る
く
ど
こ
か
弾
ん
だ
声

な
の
は
ち

と
未
来
を
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夢
想
し
て
い
る
故
だ
と
思
い
た
い

教
師
じ

な
い
の
に
教
え
ら
れ
る

業

か
あ

た
か
し
ら

そ
う
い
う
の

 
そ
れ
に
あ
た
し
も

か
る
事
に
し
て
一
先
ず
ク
エ
ス
ト
達
成
に
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

最
後
の
一
体
を
探
す
べ
く
歩
き
出
し
な
が
ら
疑
問
の
声
を
返
し
た

は
索

ス
キ
ル

を
発
動
し
て

て
い
な
い
し

を
見
な
が
ら
な
の
で
肉
眼
で
の

も
出
来
る
よ
う
に
し

つ
つ
の
会
話
だ

別
に
教
え
る
の
が
本

じ

な
く
て
い
い
ん
だ

経
験
を

ん
で
初
め
て
の
人
に
教
え
ら
れ
る

ん
だ
か
ら

き
な
も
の
で
も
良
い
だ
ろ
う
し

な
ら

に
な
れ
る
だ
ろ
う

理
人
じ

な
い
か
し
ら

私
は
知
ら
な
い
け
ど
あ
な
た

て
リ
ア
ル
で
も

理
が
上
手
で

レ
パ

ト
リ

も

な
ん
で
し

う

 
超
一
流
と
か
は
と
も
か
く

理

を

ん
だ
り

は

に
出
来
る
レ
ベ
ル
だ
と
思
う
わ

そ
れ
で

理
学

の
教
師
に
で
も
な

た
ら
教
え
る

の
と

理
を

立
出
来
る
ん
じ

な
い

な
る

ど

リ

フ

は
ど
う
思
う

あ
た
し
も
シ
ノ
ン
さ
ん
と
同
意
見
な
ん
だ
け
ど

正
直
あ
な
た
の
剣
の

を

え
る
と
一

緒
に
剣
道
場
師

も
良
い
か
な

と
思

て
る
の
よ
ね
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が
亡
く
な

て
今
で
こ
そ

下
生
は
和
人
一
人
だ
け
師

代
が
あ
た
し
で
師

不
在

と
い
う
有
様
で
は
あ
る
が

が
生
き
て
い
た

は
十
人
近
い

下
生
が

た
の
だ

が

広
ま

て
か
ら
は
古
く
か
ら
の
武
道
を

ん
じ

で

う
女
が
増
え
て
き
た
影

も
あ

て
全

国

地
の
道
場
が

と

板
を
下
ろ
す

目
に
な

て
い
る
ら
し
い
が

 
師

代
桐

谷
直
葉
と
し
て
は
道
場
を
復
興
し
た
い
気
持
ち
も
無
く
は
無
い
あ
る
い
は

学

な
ど
の
指
導

も
良
い
か
な
と
進
路
を
見

え
て
い
る
が
和
人
の
義
姉
と
し
て
は
彼

が

む
家
事

こ
と

不

応
に

練
し
て
い
る

理
に

わ
る

を
目
指
し
て
い
る
の
な
ら

そ
れ
を

て
ま
で

し
付
け
た
い
と
も
思

て
い
な
い

和
人
に
似
合
う
の
は

理
人
で
個

人
的
に
は
一
緒
に
剣
を

か
に
教
え
た
い
と
い
う
感
じ
だ

 
そ
れ
を
伝
え
る
と
キ
リ
ト
は
一

目
を
見
開
い
て
あ
た
し
を
見
て
き
て
す
ぐ
に

線
を
前

に

し
た

だ
が
虚
ろ
に
空
間
を
見
つ
め
て
い
た

剣
道
場
師

か

良
い
と
は
思
う
け
ど

の
指
導
に
付
い
て
来
て
く
れ
る
人
な

ん
て

る
の
か
な

 

か
ら

れ
た
の
は
悲
し
み
の

葉

そ
れ
と
共
に

か
な

望
が
感
じ
取
れ
て
⻭
を
食
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い

て
し
ま

た

内
心
で
は
あ
た
し
自
身
の

慮
を

る

葉
を

ね
て
い
た

 
あ
た
し
は

だ

た
だ
問
わ
れ
た
事
キ
リ
ト
に
合
い
そ
う
な

来
の

業
を

に
し
て
い

れ
ば
良
い
だ
け
だ

た
の
に

な
事
を

て
し
ま

た

 
彼
に
と

て
す
れ
ば
道
場
な
ん
て

さ
ん
と

さ
ん
は
と
も
か
く

な
思
い
出

し
か
無
い
し

の
人
間
は

本
的
に
彼
を

ん
じ
て
い
る

だ
か
ら
付
い
て
来
な
い
と
い
う

意
識
が
強
い
の
だ

 
そ
れ
に
彼
の
実
姉
は
神

の
兄
を
保
護
す
る

に
力
を

り
た
ド
イ
ツ
軍
に

り
を
返
す
名

目
で

一
年
間
ド
イ
ツ
で
教
導

を
し
て
い
た

上
に
は
上
が
い
る
事
を
知

て
し
ま

て
い

る

家

に
は
出
来
な
い
家
事
で
の
教
練
な
ら
と
も
か
く

で
て
い
る
方
面
で
の
教
練
と
な
れ

ば

彼
が
二
の
足
を

ん
で
し
ま
う
の
も
む
べ
な
る
か
な

 
更
に
悪
い
の
が

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
生
還
し
た
後
の
生
活

 

ビ

タ

や

黒
の
剣
士

が

の
出
来
損
な
い

で
あ
る
と

知
で
あ
る
以
上

生
還
後
の
生
活
が
如

に
苦
し
く
な
る
か
は
想
像
も
つ
か
な
い

こ
こ
ま
で

い
子
を

る
事

を
平
然
と
出
来
る
者
達
な
の
だ
ネ

ト
ワ

ク
に
リ
ア
ル
の
情
報
を
載
せ
る
事
も

わ
な
い
だ

ろ
う

そ
う
な

て
し
ま
え
ば
和
人
の
未
来
は
無
く
な

て
し
ま
う
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差
別
保
身

弄
憎
悪

あ
ら

る
思
惑
の
結
果
彼
は
ど
こ
の
コ
ミ

ニ
テ

に
加

え
ら
れ
な
く
な

て
し
ま
う

間
に
入
れ
た
ら
後
ろ
指
を
指
さ
れ
る

同
じ

場
な
ん
て

も
見
た
く
な
い

学

と
い
う

さ
れ
た
コ
ミ

ニ
テ

Ｓ
Ａ
Ｏ

と
い
う
コ

ミ

ニ
テ

そ
し
て
そ
れ
よ
り
大
き
な

会
と
い
う
コ
ミ

ニ
テ

で
も
彼
の

い
は

変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う

せ
彼
に
付
け
ら
れ
た

の
出
来
損
な
い
と
い
う
レ

テ
ル
そ
の

も
の
が

会

に
よ

て
付
け
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
か
ら

い
と
こ
ろ
か
ら
広
い
と
こ
ろ

に
出
た
場
合
な
ら
と
も
か
く
そ
の
逆
で

会
で
付
け
ら
れ
た
レ

テ
ル
は

い
コ
ミ

ニ

テ

で
も

な
く

果
を
発

す
る

 
学
生
か
ら

に
な

た
時
に
学
歴
が
重

さ
れ
な
い
よ
う
に

世
界
的
に
有
名
な

⻑
が
学

生
に
な

た
時
に

離
を
取
ら
れ
る
よ
う
に

 

会

で

め
ら
れ
た
彼
が

こ
の

い
浮
遊
城
で

ら
れ
て
い
る
よ
う
に

 
今
と
同
じ
だ
が
こ
の
世
界
と
違
う
の
は
リ
ア
ル
は
決
し
て
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
と
い

う
事

ロ
プ
レ
イ
が
成
立
す
る
の
な
ん
て
ゲ

ム
だ
け
そ
の
ゲ

ム
で
も

に
も
頼
ら
な
い

な
ん
て

し
い
の
だ
リ
ア
ル
で
出
来
る

が
無
い

く
に
も
必
ず
人
に

わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
か
ら
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も
し
か
す
る
と
こ
の
話
を
始
め
た
時
に
キ
リ
ト
の
声
が
少
し
明
る
く
感
じ
た
の
は
こ
れ
を

理
解
し
て
い
な
が
ら
発
し
た
か
ら
な
の
か
も
知
れ
な
い

彼
が

来
の
夢
を
自
ら
は
語
ら
ず
合

い
そ
う
な
の
は

か
と
問
う
て
き
た
の
は

未
来
に
期

し
て
い
な
い
か
ら
か
も
知
れ
な
い

  

に

一

／

桐

谷
和
人

の
未
来
は

ん
で
い
る
の
だ
か
ら

  

も
か
も

な
い
人
間
に
よ

て

さ
れ

定
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

  

を
し
て
も

を

て
も

も
変
わ
ら
な
い
変
え
ら
れ
な
い
未
来
し
か

て
い

な
い
の
だ
か
ら

  
だ
か
ら
キ
リ
ト
が
始
め
た
こ
の
話

に
意
味
は
無
い

自
分
で
可
能
性
を

め
て
い
る
の
で

も
広
め
て
い
る
の
で
も
な
い
た
だ
圧
倒
的
大
多
数
の
第
三
者
が

め
一
つ
し
か

れ
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
の
だ

 
そ
れ
を
彼
は
た
だ
確
認
し
て
い
た
だ
け
だ

自
ら
の
生
が
行
き
つ
く
先
可
能
性
が
あ
る
未
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来
が
消
え
る
の
を

再
確
認
し
て
い
る
だ
け
だ

 
そ
し
て

そ
の
根
源
に
あ
る
の
が

オ
リ
ム
ラ

彼
を

り
付
け

未
来
を
消
し
去
り

う

一
家
の
血

 

呼
本

に
ど
こ
ま
で
行

て
も
ど
こ
ま
で
も
こ
の
子
を

う
血
が
忌

し
い

ど
こ

ま
で
も
そ
の
血
を

う

無
く
勝
手
に
見
下
し
て

る
人
間
が
憎
ま
し
い

ど
こ
ま
で
も
知

ら
な
い
で

彼
の

も
か
も
を

き

き
に

る
人
間
に
殺
意
が
芽
生
え
る

  
そ
し
て
今
も
現
実
世
界
で
⻘

を

歌
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
神

を

あ
た
し
は

 
リ

フ

 
ど
す
黒
い
思

に

わ
れ
て
い
る
と

と
真
横
か
ら
こ
こ
数
日
で

き

れ
た
女
性
の
声
が

し
た

目
を
向
け
れ
ば
あ
た
し
の

に
手
を

い
て

か
に
険
し
い
表
情
を
向
け
て
く
る
シ
ノ

ン
さ
ん
の
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く
伝
え
て
き
た
内
容
か
ら

す
る
に
ど
う
や
ら
あ
た
し
は
思

に

す
る

り
表
情
に

出
て
い
た
ら
し
い

ど
ん
な

に
な

て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
も
し
か
す
る
と
キ
リ
ト
が

見
た
ら

え
る
よ
う
な

そ
ん
な
怖
い

に
な

て
い
た
か
も
知
れ
な
い

 
チ
ラ
リ
と
先
に
歩
い
て
い
る
キ
リ
ト
を
見
や
れ
ば
未
だ
彼
は
目
を

め
た
ま
ま
虚
空
を
見
上

て
い
た

け
て

界
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
時
間
を
見
る
が
一
分
も
経
過
し
て
い
な

か

た

ど
う
や
ら
十

に
も

た
な
い
程

の
思

だ

た
ら
し
い

キ
リ
ト
に
見
ら
れ
て
い

な
か

た
の
は

と

え
た

 
数
日
前

千
冬
が
彼
の
見
舞
い
に
来
た
時
か
ら

い
て
い
た
苦
悩
を
打
ち
明
け
あ
た

し
の
醜
さ
を
喜
ん
で

定
し
て
も
ら

て
い
が

こ
の
感
情
ば
か
り
は
喜
ば
な
い
だ
ろ
う
し

逆
に
哀
し
む
気
が
す
る

 
彼
は
怒
り
を
見
せ
な
い

ら
れ
て
い
た
事
も

ば

然
の
事
と
し
て

自
分
の

か
が

悪
い
の
だ
と
い
う
思

を

然
の
よ
う
に
し
て
い
た
の
だ
怒
り
で
は
な
く

観
悲
観
だ

た

そ
ん
な
彼
が
殺
意
を

く
な
ん
て
事
が
あ
る

無
い

悔
し
い
と
は
思

て
も
見
返
す
と

い
う
気
持
ち
は
浮
か
ん
で
も

か
を
殺
し
た
い

ど
憎
む
事
が
あ
る
と
は

思
え
な
い

 
人
を
殺
す
の
も
自
身
を

め
る
よ
う
誘
導
す
る
の
も
一
人
で
生
き
る
の
も
全
て
は
た
だ
見
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知
ら
ぬ
人

を
も
生
か
す
た
め

そ
の
先
自
分
が
ど
う
な
る
か
ま
で
は

え
な
い

ビ

タ

の
事
で

あ
た
し
と
会

て
懺
悔
し
た
時
の
よ
う
に

二
人
と
も

立
ち
止
ま

て
ど
う
し
た
ん
だ

あ
あ

い
や

別
に

で
も
無
い
よ

ち

と

繋
の
事
で

し
て
た
だ
け
だ
か
ら

そ
う

 
あ
た
し
達
が

線
を
向
け
た
か
ら
か
足

が
止
ん
だ
か
ら
か
不
意
に

越
し
に
振
り
返

て

き

と
ん
と
し
た

で
問
う
て
く
る
キ
リ
ト

そ
れ
に
あ
た
し
は
ス
ラ
ス
ラ
と

を

い

た

そ
の

を
彼
は
疑
う
事
も
無
く
信
じ

み

ま
た
前
を
向
い
て
進
み
始
め
た

 
あ
た
し
は
そ
れ
を

と
も

え
な
い
心
地
で
見
て
い
た
が

と

で
心
配
そ
う
に
見
つ
め
て

く
る
彼
女
に
苦

を
送

て
か
ら
キ
リ
ト
を
追

て
歩
み
を
再
開
す
る

シ
ノ
ン
さ
ん
も
ま
た

も

わ
ず
歩
み
を
再
開
し
た

 
ゴ
ブ
リ
ン

ク
エ
ス
ト
が
達
成
さ
れ
た
の
は
こ
の
会
話
か
ら
お
よ
そ
十
分
後
ゴ
ブ
リ
ン

の

と
思
し
き

の
中
で
だ

た

 
ギ
イ
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ゴ
ブ
リ
ン
の

ら
し
か

た

の
中
に
て

く

目
的
で
あ
る
最
後
の
一
体
ゴ
ブ
リ

ン

ド
マ
ン
を

し
た
事
で
ク
エ
ス
ト
を
達
成
し
た
私
は

と
息
を

き
な
が
ら

を
見

し
た

影
が
無
い
の
を
確
認
し
て
そ
れ
か
ら

手
に
持

て
い
た

い
刃
を
持

つ

剣
を
下

て
構
え
を
解
く

 
最
後
の

対

は
槍
の
ゴ
ブ
リ
ン

ゴ
ブ
リ
ン
ラ
ン
サ

二
体

片
手

の
ゴ
ブ
リ
ン

ゴ
ブ
リ
ン
メ
イ
サ

三
体

そ
し
て
遠

離
か
ら
攻
撃
し
て
く
る
弓
使
い

ゴ
ブ
リ
ン
ア

チ

一
体
と

し
て
い
た
の
で
少

時
間
が
掛
か

た
上
に
ち

と
い
た

戦
に
な

た 
ゴ
ブ
リ
ン
を
始
め
と
す
る

人
型
モ
ン
ス
タ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も

た
よ
う
で
リ

フ

は
リ

ア
ル
で
武
道
を

て
い
る
と
い
う
事
で
槍
使
い
二
体
と
片
手
剣
使
い
の
ゴ
ブ
リ
ン
を

手
し

キ
リ
ト
が
サ
ポ

ト
で
片
手

使
い
三
体
を
抑
え

残
る
弓
使
い
一
体
を
私
が

手
す
る
事
に

な

た

 

な
の
が
遠

離
か
ら

と

を

て
く
る
事
だ

た

直
線
的
で

み

い
と
は

え
そ
れ
な
り
の
速

で

に

来
す
る

を

け
な
が
ら

近
す
る
な
ど
つ
い
最
近
ま
で

戦
闘
経
験

無
だ

た
私
に
は

だ

た

時
間
を
掛
け
て
い
る
間
に
リ

フ

は
他
の
モ
ン
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ス
タ

を

と
倒
し
キ
リ
ト
が
抑
え
て
い
た
モ
ン
ス
タ

も
倒
し
て
し
ま
い
弓
使
い
も

を
引
き

け
て
く
れ
た

彼
女
が

な
け
れ
ば
私
は
こ
の
ま
ま
回

し

け
る
だ
け
で
ジ
リ

に
終
わ

て
い
た
だ
ろ
う

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
遠

離
武
器
は
数
え
る
程
し
か
無
く

残
弾
無
制
限
武
器
は
チ

ク
ラ
ム
の

み
そ
れ
も

値
と
攻
撃
力
の

ね
合
い
で
メ
イ
ン
ウ

ポ
ン
に
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
足
り

な
い

制
す
る
な
ら
良
い
の
だ
ろ
う
が

力
が
足
り
な
い
か
ら
ボ
ス
戦
で
は
使
え
な
い
の

だ

そ
れ
に
放

て
い
る
間
は
無

備
に
な
る
の
で

近
戦
に
も
弱
く
な

て
し
ま
う

 
こ
の

の
デ
メ
リ

ト
を
解
消
し
て
い
る
の
が
キ
リ
ト
の

に
あ
る

の
チ

ク
ラ
ム

エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ
だ

彼
の
武
器
は

と

結
し
て
い
る
か
ら

値
全
損
が
無
い
し

力
に

し
て
は
闘
技
場
の
ホ
ロ
ウ
や
地
下
迷

の
モ
ン
ス
タ

や
ボ
ス
戦
を
退
け
ら
れ
る
程
ら

し
い
か
ら

わ
ず
も
が
な

近
戦
に
も
し

か
り
対
応
出
来
る
と
至
れ
り

く
せ
り

ア
レ
は

遠

離
武
器
の

で
あ
り
な
が
ら

持

た
ま
ま
攻
撃
可
能
な
近

武
器
で
も
あ
る
の
だ

 
キ
リ
ト
の
技
術
が

み
高
い
と
い
う
事
や
戦
闘
経
験
セ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
事
も
あ
る
だ

ろ
う
が
さ

き
の
ゴ
ブ
リ
ン
ア

チ

で
私
が
苦
戦
し
て
し
ま

た
よ
う
に

本
的

に
遠

離
武
器
は
こ
の
世
界
で
は
強
い
と

え
る
だ
ろ
う

離
さ
え
空
い
て
い
れ
ば
一
方
的
に
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攻
撃
が
可
能
な
の
だ
か
ら

た
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て

ね

キ
リ
ト

あ
な
た
の

撃
術

の

ド
ス
キ
ル
に
は

二

ボ
ウ
ガ
ン
専

と
弓
専

の
も
の
が
あ
る
の
よ
ね

 
多
分
二

ボ
ウ
ガ
ン
は
あ
な
た
の
そ
れ
し
か
こ
の
世
界

に
は
な
い
と
思
う
け
れ
ど

弓
は
他
に
無
い
の
か
し
ら

無
け
れ
ば

ド
ス
キ
ル
な
ん
て
出

な
い

だ
し

あ
そ
れ
あ
た
し
も
ち

と
気
に
な

て
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
一
応
あ
る
ん
だ
け
ど
そ
う
い

え
ば
こ

ち
で
は
無
い
の

 
つ
い
先
日
出
現
し
た
ば
か
り
な
上
に
そ
れ
か
ら
も

ど
鍛
え
て
い
な
い
彼
だ
が
最
前
線
を

ぐ
程
の
高
レ
ベ
ル
ダ
ン
ジ

ン
に
潜
り
更
に
は
ボ
ス
を
一
人
で

手
し
た
せ
い
か
彼
が
新
た

に
会
得
し
た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

は

み

練

が
上

し
て
い
た
と

い
て
い
る

 
あ
ま
り

か
い
部
分
は
ゲ

ム
経
験
が
少
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
の
だ
が

み

い
て
彼
が

説
明
し
て
く
れ
た
話
に
よ
れ
ば
全
て
の
ス
キ
ル
に
あ
る

練

は
最
高
値
が
１
０
０
０
で

そ
こ
ま
で
い
け
ば
完
全

得
あ
る
い
は
コ
ン
プ
リ

ト
と
呼
称
す
る
と
い
う

ゼ
ロ
か
ら
始
ま

り
地
道
に
上

て
い
き
最
初
は
上
が
り
や
す
い
も
の
の
五

六

を
超
え
た

り
か

ら
は
上
が
り

が
小
さ
く
な
る
と
い
う
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レ
ベ
ル
差
で
も

さ
れ
る
ら
し
く
自
身
よ
り
強

な
ら
ば

練

は
そ
の
分
上
が
り

が

大
き
く
な
る
と
い
う

強

な
ら
倒
す
に
も
攻
撃
回
数
が
多
く
な
る
た
め
そ
れ
も
あ

て
一
気

に

練

が
上
が
る
と
い
う
の
だ

 
自
身
よ
り
弱
い

手
で
は
上
が
り

は
小
さ
く
な
る
攻
撃
回
数
も
少
な
く
て
い
い
か
ら
さ
ら

に
上
が
り
に
く
い
の
だ
と
か

下
限
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が

十
体
も

た

に
一
上
が
る
か

ど
う
か
と
い
う

い
も
の
な
の
だ
そ
う
だ

 
よ

て
必
然
的
に
第
一
層
の

か
ら
超
高
レ
ベ
ル
の
キ
リ
ト
は
攻
撃
回
数
そ
れ
と
エ
ン
カ

ウ
ン
ト
回
数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
か
も
レ
ベ
ル
が
圧
倒
的
な
の
だ
か
ら
そ
の
苦

労
は
大
変
ど
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う

そ
ん
な
事
を
攻
略
情
報
収
集
と
常
に

行
し
て
行

て
い

た
と
い
う
の
だ
か
ら

今
更
な
が
ら
常

を

し
て
い
る

 
そ
れ
は
と
も
か
く
そ
う
い
う
法

が
あ
る
中
で
彼
は
先
日
ボ
ス
と
や
り
合

た

自
身
よ

り

い
と
は

え

練

上

に
は
ボ
ス
補
正
と
い
う
も
の
が
や
は
り
掛
か

て
い
る
ら
し

い

更
に

練

は
取

た
ば
か
り
で

か

た
の
だ
か
ら
上
が
り
ま
く

て
一
気
に
全
て
の

練

が

分
を
突
破
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら

ど
れ
だ
け
攻
撃
し
た
の
か
気
に
な

た

 

く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
彼
の

に

し
た
武
器
が

め
て
フ
ル
ボ

コ
に
し
て
い
た
と
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か

と
か

恐
ら
く
ス
キ
ル
に
対
応
し
た
武
器
で
攻
撃
し
て
い
た
か
ら
自
動
的
に
上
が

た

の
だ
ろ
う

ど
れ
だ
け
キ
リ
ト
の
方
が
強
く
て
も

練

は

無
に

し
か

た
の
だ
か

ら

そ
れ
く
ら
い
は

こ

て
も
お
か
し
く
は
な
い

 
そ
ん
な

で
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
多
く
で

練

上

に
よ

て
多
く
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

と
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
を

得
し
た
と
教
え
て
も
ら

た

 
そ
の
中
に
は

撃
術
の

ド
ス
キ
ル
も
あ

た

こ
の
ス
キ
ル
は
彼
の
二

ボ
ウ
ガ

ン
専

か
と
思
え
ば

と

常
の
弓
を

い
た

ド
ス
キ
ル
も
あ
る
と
い
う

そ
れ
を

き

今
回
ゴ
ブ
リ
ン
の
弓
使
い
と

対
し
て

私
は
少
し
思

た
事
が
あ

た

 

撃
術

ド
ス
キ
ル
を
使

す
る
に
あ
た

て

備
す
る
べ
き
武
器
カ
テ
ゴ
リ
は

弓

だ

二

の
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
も
カ
テ
ゴ
リ
と
し
て
は

弓

だ
が

ド
ス
キ

ル
で
は
ボ
ウ
ガ
ン
と
弓
と
で
そ
れ
ぞ
れ
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た

 
こ
こ
で
更
に

目
し
た
の
は
キ
リ
ト
が
最
初
に
手
に
し
た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

二
刀
流

だ

二
刀
流
は
片
手
剣
同
士
だ
け
で
な
く
片
手
剣
と

刀

剣
と
片
手

と
い
う
よ
う
に
種

様

な
組
み
合
わ
せ
が
存
在
し
そ
れ
ぞ
れ
の
片
手
武
器

ド
ス
キ
ル
と

手
で
放
つ
二
刀

ド
ス
キ
ル
が
存
在
し
て
い
る

そ
れ
は

ば
武
器
に
依
存
し
た
専

ス
キ
ル
と

て
い
い
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だ
ろ
う

 
つ
ま
り
二

ボ
ウ
ガ
ン
だ
け
で
な
く
弓
限
定
の

ド
ス
キ
ル
が
あ
る
の
な
ら
も
し
か
す

る
と
探
せ
ば

弓

カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思

た
の
だ

 

論
現
状
弓
カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
が
彼
の
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を

い
て
他
に
無
い
事

を
承
知
の
上
だ
し
遠

離
武
器
が
恐
ろ
し
く
少
な
い
と
い
う
事
も
理
解
し
て
の

え
だ

投

の
ピ

ク
や
小
剣
な
ら
ま
だ
手
に
入
れ
や
す
い
も
の
の
チ

ク
ラ
ム
は
そ
の
レ
ア

か
ら
個

数
そ
の
も
の
が
少
な
い
と

く
だ
が
そ
れ
は
少
な
い
で
あ

て
手
に
入
れ
ら
れ
れ
ば

も
が
使

え
る
も
の
だ

 
な
ら
ば

か
し
ら

件
を

た
せ
ば
遠

離
武
器
の
弓
を

え
る
の
で
は
な
い
か

私

は
そ
う
推

し
て
い
た

 
更
に
こ
の

え
を

と

し
し
た
の
が
先

ど
の
ゴ
ブ
リ
ン

 
こ
の
ゲ

ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
キ
リ
ト
が

か

て
い
た
よ
う
に

フ

ア
ネ
ス

だ

故
に
プ
レ
イ

だ
け
で
無
く
武
器
を
持

た

人
型
モ
ン
ス
タ

な
ら

ド
ス
キ
ル
も
使

て
く
る
強
け
れ
ば
中

に
上

ド
ス
キ
ル
を
使

て
く
る
事
も
あ
る
ら
し
い

そ
し

て
先

ど
の
ゴ
ブ
リ
ン
は
弓
使
い
だ

た
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剣

槍

使
い
は
プ
レ
イ

に
も
い
る
が

弓
使
い
は
キ
リ
ト
が

撃
術

を
手
に
す

る
ま
で

も
い
な
か

た

こ
れ
は
フ

ア
ネ
ス
と
は

え
な
い
だ
ろ
う

だ
と
思
う
事

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
の
世
界
だ
が

本
骨
子
は

場

だ
故
に

の
モ
ン
ス
タ

な

ら
フ

ア
ネ
ス
が

本
の

も

と
上
層
で
あ
れ
ば

が
上
が

た
だ
け
と
済
ま
せ

ら
れ
る
が
こ
こ
は
ま
だ
第
一
ク

タ

し
か
も
弓
使
い
自
体
は
第
三
層
に
出
て
く
る
エ
ル

フ
に
存
在
す
る

ベ

タ
テ
ス
タ

が

る
か
ら
と

て
も
や
は
り
フ

ア
と
は

え
ま

い 
な
ら
ば
も
し
か
す
る
と
弓
武
器
は

初
か
ら
存
在
だ
け
は
し
て
い
る
の
で
あ

て
そ

の
存
在
を
未
だ
に

も
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
そ
の

え
を
ゴ
ブ
リ
ン
が
ド
ロ

プ
し
た

の
切
れ
た
弓
と
い
う

ア
イ
テ
ム
を
リ

ザ
ル
ト
で
確
認
し
な
が
ら
問
う
と
キ
リ
ト
は
戦
闘
が
終
わ

て

に

ま

た
ナ
ン
の

を

く

で
た
後

し
い

を
し
た

う

ん

も

層
の
主

の
表

り
や
裏

り
の

を

か
回

て
る
け
ど
武

器
と
し
て

わ
れ
て
る

弓

を
見
た
覚
え
は
無
い
な

 
や
は
り
情
報

な
キ
リ
ト
と

え
ど
も
見
た
事
は
無
い
ら
し
い

武
器
と
し
て
と
限
定
し
て



 第三十六章 〜未来に馳せる〜

い
る
の
は
多
分
た

た
今
手
に
入
れ
た
ド
ロ

プ
品
の
事
を

え
て
の
発

だ
ろ
う

そ
う

キ
リ
ト

て

と
ク
エ
ス
ト
を

け
て
る
方
な
ん
だ
よ
ね

 

か
地

の
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら
ク
エ
ス
ト
を

し
た
事

て
無
い

あ
る
と

え
ば
あ
る
け
ど
回
数
そ
の
も
の
は
少
な
い
な

エ
ル
フ
の
集

や

で
も
見
た
覚

え
は
無
い
し

多
分
そ
の

は
ア
ル
ゴ
や
エ
ギ
ル
ユ
ウ
キ
達
の
方
が
多
い
と
思
う
け
ど
そ

れ
が
ど
う
か
し
た
の
か

い
や
地

の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

敷
の
中
に
飾
ら
れ
て
た
ら
そ
れ

で

か
ク
エ
ス
ト
が

き
な
い
か
な
と
思

て

あ
あ
そ
う
い
う

残
念
だ
け
ど

は
覚
え
が
無
い
な

と
い
う
か
シ
ノ
ン
は
い
き
な
り

で
こ
ん
な
事
を

い
や

プ
レ
イ

は

弓

が
使
え
な
い
の
は
フ

ア
ネ
ス
じ

な
い
な
と
思

て

そ

れ
で
気
に
な

た
の
よ

 
キ
リ
ト
に
問
わ
れ
そ
れ
か
ら
私
が

故
こ
ん
な
事
を
問
う
た
の
か
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
事

を
全
て
伝
え
た

リ

フ

は
フ

ア
ネ
ス
ど
う
こ
う
の

り
で
確
か
に
と

い
て
い
て
キ
リ

ト
は
私
の
話
に

を

け
て

を
打

て

思

を
回
転
さ
せ
て
い
る
よ
う
だ

た
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全
て
を
話
し
終
え
た
後

キ
リ
ト
は
さ

き
以
上
に

し
い

つ
き
に
な

て
い
た

な
る

ど

確
か
に

エ
ナ
ジ

シ

タ

を
得
た
の
が

撃
術

取
得
の

件

な
ら
弓
限
定
ス
キ
ル
は
要
ら
な
い
し
フ

ア
ネ
ス
に
は
な
ら
な
い

む
少
し
本
気
で

べ
て
み
よ
う
か
な

え

え

と

キ
リ
ト

 

で
そ
ん
な
に
や
る
気
な
の
よ

 
帰
路
に

く
べ
く

を
進
ん
で
き
た
道
を

て
歩
き
始
め
た
キ
リ
ト
を
追

て
私
も
歩

き
な
が
ら
問
う
た

私
の

え
は
確
か
に
フ

ア
ネ
ス
ど
う
こ
う
な
ど
で

え
る
と
合

て
い
る

か
も
知
れ
な
い
が
見

違
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
だ

労
に
終
わ
る
か
も
知
れ
な
い
事

を
し
よ
う
と
す
る
し

故
か
や
る
気
を
見
せ
た
事
に

私
は

を

て
し
ま

た

 
そ
ん
な
私
を
彼
は

を

し
な
が
ら

越
し
に

だ
け
巡
ら
せ

線
を
投

て
き
た

仮
に
弓
の
ス
キ
ル
が

に
で
も

得
出
来
る
事
が
分
か
れ
ば
攻
略
も
安
定
す
る

こ
れ

ま
で
前
衛
だ
け
で
戦

て
た
面

に

得
さ
せ
れ
ば

練

を
上

る
の
や
戦
い
方
の
変
化
で

最
初
は
も
た
つ
く
だ
ろ
う
け
ど

応
し
て
か
ら
は
ボ
ス
戦
が

に
な
る

後
ろ
に
下
が

て

ポ

シ

ン
で
回
復
し
て
い
る
間
は
遠

離
戦
回
復
し
た
ら

近
戦
が
可
能
だ

性
の
結

ア
イ
テ
ム
が
使
え
な
い
と
予

さ
れ
る
以
上
は
時
間
経
過
回
復
の
ポ

シ

ン
に
頼
ら
ざ
る
を
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得
な
い

そ
の
変
化
に
付
い
て
い
け
な
い
で
ボ
ス
レ
イ
ド
が

解

 
そ
こ
ま
で
ス
ラ
ス
ラ
と

て
い
た
キ
リ
ト
は

と
前
方
に

線
を

し
た

そ
の
先
に

は

刃

れ
し
た
直
刀
を
持
つ
ゴ
ブ
リ
ン
が
一
体

こ
ち
ら
を
見
つ
け

グ
ゲ
ゲ

 
と
声

を
上

て

け
出
し
た

そ
れ
に

は
ま
だ
良
い

死
者
が
出
る
可
能
性
が
高
ま
る
の
も
ま
だ
最
悪
じ

な
い

最
悪
な
の
は
結

無

か
空
間
の
ボ
ス
部

に

じ

め
ら
れ
て
撤
退
出
来
な
く
な

た
場

合
だ

 
そ
う

た
彼
は

を

ん
だ
後

手
に

風
を

た

色
の
⻑
槍
を

び
出
し
た

そ
の
槍
の

先
か
ら
反
対

の

先
ま
で

う
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
風
が

先
の
み
に
収

束
さ
れ
始
め
る

 
風
な
の
で
無
色

明
だ
が
勢
い
こ
そ

や
か
な
れ
ど
そ
れ
そ
の
も
の
の
密

は

ま
じ
い
の

か
空
間
が
揺
ら
い
で
見
え
る
風
が
収
束
し
た
⻑
槍

 
限
界
ま
で
風
が
収
束
し

先
が
揺
ら
ぎ
す
ぎ
て
原
型
を
見
れ
な
く
な

て
い
る
⻑
槍

そ
れ

を

手
一
本
で
持

た
彼
は
緑
色
の
光
を
引
き
な
が
ら
ゴ
ブ
リ
ン

ド
マ
ン

掛
け

に
放

た

ニ

ク
リ

プ
を

歩
後
ろ
に
下
が
る
だ
け
で

れ

れ
な
が
ら
も

し
反
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撃
と
ば
か
り
に
ゴ
ブ
リ
ン
に
⻑
槍
を
突
き

し
た

ろ

 

く

く

た
く
放
た
れ
る

葉

そ
れ
は
ゴ
ブ
リ
ン
に
対
し
て
で
も
あ
り

収
束
し

た
風
に
対
し
て
で
も
あ

た

直
後
緑

の

人
に
突
き
立
て
ら
れ
た
部
分
か
ら

風
が
放
た

れ

人
は
断

魔
を
上

る
事
無
く
蒼
い
結

片
へ
と

た

 
こ
こ
数
日
で
彼
が
編
み
出
し
た
技
だ

の
戦
輪
水
の

剣
風
の
六
槍
地
の

剣
氷

の
盾
は
そ
れ
ぞ
れ
彼
が
強
く
想

し
た
形
に
あ
る
程

て
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
を
以
て
対

を
攻
撃
出
来
る
事
が
判
明
し
た
の
だ

シ
ス
テ
ム
に
設
定
さ
れ
た
ス
キ
ル

り
で
は
無
く
彼

が
思
い

い
た
よ
う
に
運

出
来
る
の
で
あ
る

ボ
ウ
ガ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ

も
極
限
ま
で
集
中

し
た
状

で
あ
れ
ば

道
を

た
り

一
本
の

を
分
裂
さ
せ
た
り
出
来
る
と
も

く

 
そ
の
一
つ
で
あ
る
槍
を
以
て
ゴ
ブ
リ
ン
を

た
彼
は
そ
れ
を
振
り
払
い
な
が
ら
構
え
を
解

き

そ
れ
に

と

に
再
び
話
し
始
め
た

シ
ノ
ン
の

正
は

剣
と
⻑
槍

間
合
い
の
取
り
方
か
ら
見
れ
ば
中
・
遠

離
武
器
に

し

て
い
る
と

え
る

だ
か
ら
弓
が
使
え
る
と
分
か
れ
ば
そ
れ
は
最

だ
ろ
う
後
方

が

出
来
る
と
い
う
事
に
な
る

リ

フ

は
前
衛
向
き
シ
ノ
ン
は
後
衛
向
き

が
い
な
い
間
の



 第三十六章 〜未来に馳せる〜

レ
ベ
リ
ン
グ
パ

テ

の
構
成
と
し
て
は
理
想
的
と

え
る
か
ら

欲
を

え
ば
盾

に
一
人

な
い
し
二
人

れ
ば
安
定
す
る
ん
だ
け
ど
な

 

に
そ
う

め

て
か
ら

彼
は
再
び
歩
き
始
め
た

 
そ
れ
を

け
臨
戦

勢
を
取

た
ま
ま
だ

た
私
と
リ

フ

は

を
見
合
わ
せ
苦

を

浮
か
べ
て
し
ま

た

 
彼
は
先
に
攻
略
組
と
し
て
メ
リ

ト
を

に
し

そ
れ
か
ら

で
私
と
リ

フ

へ
の
メ

リ

ト
を

に
し
た

彼
が
や
る
気
に
な

て
い
る
理
由
を

方

た
形
に
な
る
の
だ
が

ど
ち
ら
が
彼
に
と

て
本

で
あ
る
か
な
ど
す
ぐ
に
分
か

て
し
ま

た

ど
う
や
ら
彼
は
親

し
い
者
が
絡
む
と

が
極

に
下
手
に
な
る
ら
し
い

魔
化
そ
う
と
し
て
も
出
来
て
い
な
い

む
し
ろ
墓
穴
を

て
し
ま

て
い
る

最
後
の
そ
れ
は

に
し
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
か

た

と

う
の
に

 
本

を
悟
ら
れ
ま
い
と

そ
う
と
し
て
逆
に

見
し
て
し
ま

て
い
る
部
分
に
年

応
の
至
ら

な
さ
が
感
じ
ら
れ
て
ど
こ
か
安

を

い
た

子

ら
し
く
な
い
思

や
立
ち

に
い
る
キ

リ
ト
だ
が
キ
チ
ン
と
子

ら
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
だ
な
と
そ
れ
を
ま
た
一
つ
発
見
出
来
た

か
ら
だ

そ
れ
が
全
く
無
か

た
ら
逆
に
不
安
に
な

て
し
ま
う
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行
き
ま
し

う
か

そ
う
ね

 
リ

フ

も
同
じ
だ

た
よ
う
で
彼
女
は

し
そ
う
な

み
を
浮
か
べ
彼
を
追
お
う
と

し
て
き
た

そ
れ
に
私
も

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

い
て

二
人
で
彼
の
後
を
追

た

  
今
後
の
方

が
あ
る
程

定
ま

た
攻
略
組
は
そ
の
多
く
が
情
報
収
集
や
レ
ベ
リ
ン
グ
武

の
強
化
を
主
と
し
て

き

き
に
自
己
強
化
に

ん
で
い
る

 

は

戦
士
と
い
う
タ
ン
ク
プ
レ
イ

で
は
あ
る
が

人
プ
レ
イ

の

面
も
あ

て

ア
ス
ナ
達
に

べ
て
突
出
し
た
レ
ベ
ル
は
持

て
い
な
い

一
応
ボ
ス
レ
イ
ド
に
参
加
出
来
る
平

レ
ベ
ル
以
上
を

持
し
て
は
い
る
が
そ
こ
ま
で
特
記
戦
力
と
い
う

で
は
無
い

論

れ
縁

な
ク
ラ
イ
ン
や
ラ
ン
に
ユ
ウ
キ
達
に
は
セ
ン
ス
と
い
う
部
分
で

る
も
の
の
第
一
線
で
戦
え
る
程

の
実
力
も

持
し
て
い
る
し

人
プ
レ
イ

も

も
日
が
な
一
日

中
に
引
き

て
い

る

で
は
無
く
フ

ル
ド
へ

集
に
出
掛
け
た
り

然
な
が
ら
迷

攻
略
だ

て

時

も
の
メ
ン
バ

で
参
加
す
る
か
ら

り
引
け
は
取

て
い
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も

る
と
感
じ
る
の
は

や
は
り

人
と
い
う

業
も

ね
て
い
る
か
ら
だ
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と

う
か

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

人
プ
レ
イ

と
し
て
成

し
て
い
る
理
由
の
七

に
キ
リ
ト

が

わ

て
い
る

 
キ
リ
ト
は
こ
れ
ま
で
の

層
ボ
ス
戦
全
て
の

を
取

て
来
て
い
る

だ

ア
ス
ナ
や
ユ

ウ
キ
な
ど
は

ボ

ナ
ス
の
神
が

い
て
い
る
に
違
い
な
い

と

て
い
る

ま

を
開
け
て
み
れ
ば
な
ん
て
事
は
無
い
全
て
キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド
達
の
不
始

に
対

す
る
形
で

一
気
に
勝
負
を
付
け
に
向
か

た
結
果

わ
ば

的
な
も
の
な
の
だ

 
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
い
う
の
は

が

の
イ
エ
ロ

三

以
下
の
レ

ド
に
な
る

に
行
動

パ
タ

ン
が
切
り

わ
る

え
ば
使

さ
れ
る
ス
キ
ル
の
間
隔
が

く
な

て
攻
撃
が
苛

に

な

た
り
ス
テ

タ
ス
が
一
部
上

し
た
り
今
ま
で
見
ら
れ
な
か

た
攻
撃
手

を

い
て

来
た
り

 

然
そ
の
行
動
変
化
の
ラ
イ
ン
は

に

も
が
知

て
い
る
事
だ
が
そ
れ
に
よ

て
引
き

こ
さ
れ
る
現

に
ア
イ
ツ
ら
は

に
対
応
出
来
な
い
の
で
あ
る

そ
れ
に
よ

て
か
な
り
の

を

た
事
が
第
二
十
五
層
で
あ
り

キ
バ
オ
ウ
が

い
て
い
た
軍
の
メ
ン
バ

が
大
勢

を

全
損
さ
せ
て
死
ん
で
し
ま
い
一

戦
線
が

壊
し
掛
か

た

そ
の
時
に
キ
リ
ト
が
自
殺

い

の
特
攻
で
一
気
に
勝
負
を
仕
掛
け
に
出
て
事
無
き
を
得
た

ア
レ
は
無
謀
と
も

え
た
が
逆
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に

え
ば
あ
そ
こ
で
終
わ
ら
せ
ら
れ
た
事
を

え
る
と
良
か

た
と
も
今
な
ら
思
う

し
て

い
れ
ば

者
が
ま
た
出
て
い
た
に
違
い
な
か

た

ま
た
再

戦
と
も
な

て
い
れ
ば
確
実
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

は
最
前
線
か
ら
身
を
引
い
て
い
た
だ
ろ
う

せ

高
し
た
キ
バ

オ
ウ
が
突

し
か
け
て
い
た
の
だ
か
ら

 

て
は

だ
が
キ
リ
ト
と
キ
バ
オ
ウ
と
で
強
さ
を

べ
れ
ば
経
歴
を

慮
せ
ず
と
も
圧

倒
的
に
キ
リ
ト
の
方
に
軍
配
が
上
が
る

そ
れ
は
レ
ベ
ル
だ
と
か
の

で
は
無
く
先
天
的
や

後
天
的
を

き
に
し
て
も
う
セ
ン
ス
の
問

だ
と
思
え
た
あ
る
い
は
生
や
プ
ラ
イ
ド
で
は
無
く

強
さ
に
対
す
る

念
の

せ
る
業
か

 

だ
か
ん
だ
で
第
一
層
の

か
ら
の
付
き
合
い
の
縁
が
あ

て
か

が

人
と
し
て
動
け
る

よ
う
に
色

と
裏
で
動
い
て
く
れ
た
の
も
キ
リ
ト
だ

た

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

備
品
の
作
成
に
は
一
定
の
共

性
が
見
ら
れ
る

金
属

な
ら
金
属
イ
ン
ゴ

ト

を

な
ら
動
物
の

を
使

し
ポ

シ

ン
系
な
ら

な
ど
を

い
る
と
い

た
鉄
板

と
も

え
る
セ
オ
リ

だ

 

備
の
強
化
に
は
そ
れ
に

す
る

や
モ
ン
ス
タ

の
ド
ロ

プ
品
を
必
要
と
す
る

ま

た

そ
れ
ら
の
強
化

作
成
に
は
そ
れ
に
対
応
し
た
ス
キ
ル
も
必
要
と
な
る
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備
強
化
に
必
要
と
さ
れ
る

に
は
強
化
に
絶
対
必
要
で
あ
り

に
必
要

と
呼

ば
れ
て
い
る
も
の
強
化
成

を
ブ

ス
ト
す
る
目
的
で
使

す
る

加

の
二
種

存
在
す
る

ま
た
武

の
作
成
に
は
イ
ン
ゴ

ト
一
つ
で
済
む
が
そ
の
イ
ン
ゴ

ト
の
特
性
と

入
手
出
来
る

層
ラ
ン
ク
に
よ

て
出
来
上
が
る
武
器
の
攻
撃
力
や
重
さ

性
が

さ
れ

る
の
で
中

の
経
験
を
要
さ
れ
る

強
化
の
場
合

に
冒
険
し
て
い
れ
ば
前
者
は

に
手

に
入
る
が
後
者
は
ブ

ス
ト
確

を
限
界
ま
で
上

る
と
な
る
と
努
力
し
て
集
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

 

果
の
高
い
ポ

シ

ン
系
の

も
こ
こ
は
同
様
だ
特
に
回
復
手

は

重
な
せ
い
で

場
に
も
出
回
り
に
く
い
し
オ

ク
シ

ン
や
個
人
経

の
道

で

り
に
出
て
い
て
も

高

に
な
る

 
武

は
ぶ

ち

け

り
で
も

と
か
な
る
が
回
復
ア
イ
テ
ム
の
場
合
は
探
索
に
出
た
時

の
収

に
よ

て
は

入
出
来
な
い
可
能
性
す
ら
出
て
来
る

は
そ
の
未
来
を
危
惧
し

め

に
対

す
る

に
数
少
な
い
プ
レ
イ

の
故

人
と
し
て
身
を
立
て
る
事
に
し
た

 
そ
れ
で
目
を
付
け
た
の
が
上
記
の

ア
イ
テ
ム
だ

た

最
初
は

や
ド
ロ

プ

備

な
ど
を

り
に
出
そ
う
と
し
て
い
た
が
中

集
ま
ら
ず

方
に

れ
て
い
た

に
キ
リ
ト
が
現
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れ
ど
う
し
た
の
か
と
問
わ
れ
て
か
ら
事
情
を
話
せ
ば
協
力
す
る
と

て
色

と

し
て

く
れ
た
の
で
あ
る

く
持

て
い
て
も
使
わ
な
い
な
ら

立
て
て
欲
し
い
だ

た

そ
れ

が
第
二
層
攻
略
開
始
か
ら
三
日
目
の
事
で
あ
る

 
ベ
ン
ダ

カ

ト
と
い
う
地
面
に
敷
い
た
カ

ト
の
上
な
ら
ア
イ
テ
ム
の

値

が
損

し
な
い
ア
イ
テ
ム
も

て
も
ら

た
の
で

は
行

が
出
来
る
よ
う
に
な

た

あ
ん
な
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
ど
こ
で
手
に
入
れ
た
の
か
非
常
に
気
に
な
る

だ

た
が
キ
リ

ト
は

な

み
で
そ
れ
を

魔
化
し
て
い
る
た
め

一
年

が
経
つ
今
で
も
謎
の
ま
ま
だ

 
そ
し
て
攻
略
組
に
も
知
ら
れ
る

人
と
な

た
最
た
る
要
因

そ
れ
は
キ
リ
ト
が
ボ
ス
の

ボ

ナ
ス
の
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム
を
初
め
と
し
た
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
ち

く
ち

く

て
来

る
か
ら
だ

た

 

論

ば
か
り

ら
れ
て
い
て
は
独

し
て
い
る
と
取
ら
れ
か
ね
な
い
の
で
キ
リ
ト
は
他
に

も
ア
ル
ゴ
を

し
て
血

騎
士

聖
⻯

合

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

風
林
火

な
ど
の
大
手
は

論

ア
ル
ゴ
が
交

す
る
中
小
ギ
ル
ド

あ
る
い
は

ロ
プ
レ
イ

達
に
も

て
い
る

 
親
し
い
ギ
ル
ド
に
す
ら
ア
ル
ゴ
を

す
る
の
は
親
し
い
か
ら
こ
そ
変
な
疑
い
を
持
た
れ
な
い
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の

だ

 
金
さ
え
払
え
ば
自
身
の
ス
テ

タ
ス
さ
え
も

る
と

さ
れ
て
い
る

本
人

く
そ
ん
な

事
は
し
な
い
ら
し
い

ア
ル
ゴ
は

信

あ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
大
の
情
報

プ
レ
イ

で
あ
り

彼
女
の
情
報
は
攻
略
組
の
生
命
線
と
な

て
い
る

せ
キ
リ
ト
が
集
め
て
来
た
情
報
を

一
グ

ロ

バ
ル
に
発
信
す
る
存
在
で
あ
る
た
め
彼
女
と
一
切
交

出
来
な
く
な
る
の
は
死
人
が
出
る

事
に
繋
が
る
か
ら
だ

論
本
人
も
人
死
に
な
ん
て
出
し
た
く
な
い
と
思

て
い
る
の
で
情
報
の

ス
ト

プ
は
し
な
い
の
だ
が

 
そ
ん
な
ア
ル
ゴ
は

に
で
も
平

に
情
報
を
以
て

を
し
て
い
る
の
で
逆
に

え
ば

に

も

入
れ
し
な
い
と
い
う
事
と
し
て
も

え
ら
れ
る

彼
女
は
実

キ
リ
ト

護

だ
が
世
間

的
に
は
反
キ
リ
ト

と
し
て

え
ら
れ
て
い
る
の
で
キ
リ
ト
に
だ
け
有

な
交

は
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
て
い
る
の
だ

実

し
て
い
な
い
と
い
う
か
キ
リ
ト
の
方
が
そ
う
し
て
い
る
ら
し

い 
で
ギ
ル
ド

手
に
は
ア
ル
ゴ
を

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

は
故

で
あ
る
た
め
直

わ
り
が
あ
る

人
と
い
う
事
に
な
る

レ
ア
ア
イ
テ
ム
は

ど

に

い
て
い
る
の
で

そ
う
と
し
て
も
意
味
は
無
い

そ
も
そ
も
ボ
ス
レ
イ
ド
参
加
メ
ン
バ

常

だ
か
ら
出
来
る
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が
少
な
い

し

を

に
し
た
ら
そ
れ
こ
そ

み
の
ア
イ
テ
ム
も

ら
れ
な
く
な
る
事
か

ら

も

に
回
そ
う
と
し
な
い

ア
ル
ゴ
よ
り
も

は

手
し
や
す
い
と
思
う
の
で

更
だ

ア

ル
ゴ
の
方
が

高
と
い
う
事
も
あ
る

 
そ
ん
な
事
情
が
あ

て

は
キ
リ
ト
と
い
う
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
持

て
く
る

客
が

る

に
多
く
の
プ
レ
イ

手
に

が
出
来
る
程
に
身
を
立
て
ら
れ
た

で
あ
る
が

と
キ
リ

ト
の

は
そ
こ
ま
で
深
い
と
い
う

で
は
無
い

多
分
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
よ
り
も

は

い
と
思
う

 
キ
リ
ト
は

を
怖
が
り
は
し
な
い
が

と

う
か
話
す
き

か
け
が
無
い
と
会
話
が
成

り
立
た
な
い
の
だ

ク
ラ
イ
ン
は
レ
ク
チ

の

性
が
あ
る
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
デ

ア

ベ
ル
は
同
じ
片
手
剣
使
い
だ

た
り
気
を

た
り
な
ど
で
親
し
い
よ
う
だ
攻
略
組
を
仕
切

て
い
る
立
場
だ
か
ら
話
し
か
け
て
も
お
か
し
く
は
無
い
の
も
あ
る

女
子
メ
ン
バ

に

し
て
は

わ
ず
も
が
な
で
あ
る

 

は

ど

人
と
し
て
し
か

を
合
わ
せ
な
い
事
も
あ
る
か
ら
キ
リ
ト
の
方
が
色

と
他
の

事
を
気
に
し
て
一
線
引
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
だ

故

人
と
い
う
立
場
と
あ

い
つ
の

ビ

タ

と
い
う
立
場
が
そ
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
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な
の
で
大

キ
リ
ト
が

の

を

ね
て
く
る
時
は
ア
イ
テ
ム
の

に

き
た

そ
れ
も

一
人
だ

エ
ギ
ル

今
い
い
か

ん

 
お
お

キ
リ
ト
か

こ
こ
に
来
る
な
ん

て

こ
ん
に
ち
は

 
こ
こ
に
来
る
な
ん
て

し
ぶ
り
だ
な
と

お
う
と
し
た

で

を
潜

て

が
第
五
十
層

ア
ル
ゲ

ド

の

と
し
た
裏

り
に
構
え
て
い
る
小
さ
な

に
入

て
来
た
の
が
キ
リ

ト
と

に

ま

た
ナ
ン
だ
け
で
な
く

更
に
二
人
い
る
事
に
思
わ
ず

ま

て
し
ま

た

 
一
人
は
金
髪

眼
緑
と
白
を

に
緑

に
身
を

ん
で
い
る

が

た
ア
バ
タ

の
少

女

リ

フ

も
う
一
人
が
⻑
い
ビ
ン
を
白
い
リ
ボ
ン
で
結
わ
え
た
黒
髪
に
弓
使
い
ら
し
い

緑
と
黒
を

と
し
た

の
少
女

シ
ノ
ン

ど
ち
ら
も
見
知

て
は
い
る
も
の
の

そ
こ

ま
で
親
し
い
間

で
は
無
い
状

の
人
物
だ

た

エ
ギ
ル

で
二
人
を
見
て

ま

た
ん
だ

お
お
う

い
や
キ
リ
ト
が

か
と

に
来
た
の
が
初
め
て
だ

た
の
が
予
想
外
で
つ

い
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え

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
や
ア
ス
ナ
さ
ん
達
と
来
た
事

て
無
い
ん
で
す
か

コ
イ
ツ
が

て
く
れ
る
モ
ン
は
一
点
物
か

そ
う
で
な
く
て
も
レ
ア
物
ば
か
り
だ
か
ら
な

 
一
応
キ
リ
ト
の
名

の

に

て
お
く
と
キ
リ
ト
が
一
人
で
来
る
の
は

も
ビ

タ

だ
か
ら
だ
け
で
は
無
い

立
場
的
に
も

の
内
容
的
に
も

き

立
て
ら
れ
て
た
ら
マ
ズ

い

だ
か
ら
故

に
来
る

中
は
大

一
人

か
と

て
も
離
れ
た
場

に
い
る
の
が
常
と

な
る

な
の
で
別
に
一
人
で
来
る
の
も
別

お
か
し
い
と
い
う

で
は
な
い

 
だ
が

と
親
し
い

中

も

と

え
ば
キ
リ
ト

護

の
面

は

が
良
い
と
い
う
事
も

あ

て

本
複
数
人
で
来
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ア
ス
ナ
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
と
サ
チ
ク
ラ
イ
ン

と

間
の
五
人

デ

ア
ベ
ル
は
一
人
の
事
も
あ
る
が

と
ア
ル
ゴ
と
一
緒
に
来
た
り
す
る

大
体
そ
う
い
う
時
は
軍
の
情
報
部
と

り
合
わ
せ
を
行

た
後
だ
と

い
た

 
な
の
で

密
に

え
ば

あ
の
キ
リ
ト
が

か
と
来
た
と
い
う
点
で

は

い
た
の
で
あ
る

キ
リ
ト

て

ど
れ
く
ら
い
レ
ア
ド
ロ

プ
を
取

て
く
る
ん
で
す
か

ん

 
ま

の
他
に
も
回
し
て
る
か
ら

じ

ね

が

平

し
て
二

間
に
一

回
く
ら
い
か

 
多
け
れ
ば
十
日
に
一
回
も
あ
る
な
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大
体
は
迷

の
宝

そ
れ
と
フ

ル
ド
ボ
ス
や
フ
ロ
ア
ボ
ス
か
ら
手
に
入
れ
て
る
か
ら

な

二

間
も
あ
れ
ば
二
三
層
く
ら
い
は
上
が
る

む
し
ろ
一

間
が
経

て
も
迷

に
す

ら
入
れ
て
な
い
今
が

外
な
ん
だ

そ
れ
は
と
も
か
く
ち

と
エ
ギ
ル
に

き
た
い
事
が

あ
る
ん
だ

に
か

 

に
な
ん
て

し
い
な

 

が
情
報

で
頼
ら
れ
る
の
は
実

初
め
て
に
な
る
だ
ろ
う

攻
略
情
報
は

く
と
し
て

ク
エ
ス
ト
情
報
な
ら
ア
ル
ゴ
が

し
て
い
る
だ
ろ
う
し
武
器

の
世
話
は
リ
ズ
ベ

ト
が

し
て
い
る

が
す
る
と
す
れ
ば

さ
れ
た
レ
ア
ア
イ
テ
ム
の

れ
行
き
や

ギ
ル
ド
の
感
じ

な
ど
だ
が
後
者
は
ア
ル
ゴ
が
や

て
し
ま

て
い
る

だ

ま
と
も
に
す
る
と
な
れ
ば
回
復
ア

イ
テ
ム
の
補

く
ら
い
な
も
の

 
そ
ん
な

に

き
た
い
事
な
ん
て

し
い
ど
こ
ろ
で
は
無
く
こ
れ
は

事
か
と
思

て
身

構
え
て
い
た

に

弓

カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
を
探
し
て
い
る

と
キ
リ
ト
は

て
来
た

ど

う
や
ら
多
く
の

人
プ
レ
イ

と

見
知
り
だ
か
ら
見

き
し
た
事
が
あ
る
か
も
と
思

た
た

め

の
と
こ
ろ
に
来
た
ら
し
い

 
ち
な
み
に
リ
ズ
ベ

ト
の
と
こ
ろ
に
は
行

て
い
な
い
よ
う
だ

た

木
製
と
思
し
き

弓
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カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
を

鍛
冶

で
作
れ
る
と
は
思
え
な
い
か
ら

だ
と
か

キ
リ
ト
も

鍛
冶

ス
キ
ル
で
一
応
確
認
し
て
作
れ
な
い
事
が
分
か

て
い
る
た
め
一
先
ず
後
回
し
と
い
う
事
ら
し

い 
キ
リ
ト
が
弓
を
探
す
理
由
は
攻
略
組
の
事
と
シ
ノ
ン
の
事
情

方
を

い
た

多
分
シ
ノ

ン
の
事
が
本
命
だ
な
と
思
い
つ
つ

は
記

を
探
り

の
ス
ト
レ

ジ
に
そ
ん
な
も
の
が

あ

た
か
な
と

え
つ
つ

カ
ラ
カ
ラ
と
メ
ニ

を

て
い

た

 

は

と
も

え
る
も
の
で
回
復
ア
イ
テ
ム
は

論
武
器

に

飾
品
中
に
は

食

な
ん
か
も
取
り

て
い
る

こ
れ
ま
で
弓
を
使
え
て
い
た
話
は
一
切

か
な
い
故

に
仮
に
使
え
る
の
だ
と
す
れ
ば
今
は
そ
の
武
器
が
骨

品
か

か
と
し
て

わ
れ

さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
高
い

は
そ
ん
な
代
物
も

て
い
る
か
ら
キ
リ
ト
は
こ
こ
を

れ
た
の
だ

骨

品
の
中
に

じ

て
い
る
可
能
性
を
真

先
に

え
た
か
ら
だ
ろ
う

う

む

悪
い
が

そ
れ
ら
し
い
モ
ン
は
無
い
な

そ
う
か

で
も

ド
ス
キ
ル
に
は
あ
る
か
ら
多
分
シ
ス
テ
ム
的
に
存
在
自
体
は
し
て
る

な
ん
だ
よ
な

そ
れ
は
間
違
い
ね

な

無
い
モ
ン
で
ス
キ
ル
な
ん
て
出
来
る

が
無
い
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ド
ス
キ
ル
は
ス
タ

フ
が
し
た
動
き
を
洗
練
さ
せ
た
も
の
だ
と

く
つ
ま
り

が
あ

る
の
だ

ド
ス
キ
ル
だ
け
設
定
し
て
武
器
だ
け
し
て
い
な
い
な
ん
て
ポ
カ
を
や
ら
か
す
と
は

思
え
な
い
し

ド
ス
キ
ル
を
設
定
す
る
な
ら
武
器
が
無
け
れ
ば
で
き
な
い
の
だ
か
ら
辻
褄

が
合
わ
な
く
な
る

 

ド
ス
キ
ル
が
あ
る
な
ら

対
応
す
る
武
器
も
必
ず
あ
る
の
だ

 
と
は

え
そ
の
場

が
ど
こ
か
分
か
ら
な
い
以
上
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
け
れ
ど
そ
の
手

の
話
を

い
た
事
が
無
い
古
参
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

で
あ
る

と
キ
リ
ト
は

を
組
ん
で

を

る
ば
か
り

あ
の
ち

と
思

た
の
だ
け
ど
木
製
の
武
器

て
い
う
事
は

そ
れ
に

す
る

ス
キ
ル
も
あ
る
の

 
木
工
と
か

ん

 
あ
あ

ま

そ
り

あ
る
な

木
工

ス
キ
ル
は
確
か
に
あ
る

木
を

す
る

事
で
木

を
手
に
入
れ
て

飾
品
に
加
工
す
る
プ
レ
イ

な
ら

に
い
る
ぞ

ウ

ド
ク
ラ

フ
タ

て

わ
れ
て
る
が

あ
り

取

て
る

は
少
な
い
だ
ろ

は

い
た
事
が
無

い

も
無
い
な

む

そ
れ
に
し
て
も

木
工

ス
キ
ル
か

と
す
る
と
そ
れ
が
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弓

を
作
成
す
る
ス
キ
ル

な
の
か

だ
が

そ
れ
な
ら
今
ま
で
そ
れ
を
取

た

中
の
中
に
騒
ぐ

が
い
る
と
思
う
が

か
特

な

件
が
必
要
な
の
か

あ
る
い
は

木
工

ス
キ
ル
を
取

た
上
で

か
し

ら
の

件

ク
エ
ス
ト
を
突
破
す
る

と
か

 
現
に

体
術

ス
キ
ル
は
ク
エ
ス
ト
突
破
報

だ

た

だ
し

な
る

ど

 
剣
を
主
体
と
し
た
こ
の
世
界
で

手
剣
と
刀
が
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル

い
で
は
あ
る

も
の
の
テ

マ
に

て
い
る

反
面
体
術
ス
キ
ル
は
無
手
つ
ま
り
剣
を
持
た
な
い
ス
タ

イ
ル
と
い
う
事
で
補
助
的
な

に
な

て
い
て
ど
う
し
て
も
片
手
武
器
を

備
し
た
状

か

ら

り
出
さ
な
け
れ
ば
有

と
は

え
な
い

 
弓
と
い
う
遠

離
武
器
は
魅
力
的
で
は
あ
る
が
近

戦
に
弱
い
事
か
ら
ど
う
足
掻
い
て

も
こ
の
世
界
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

う
事
に
な
る

 
そ
れ
を

え
れ
ば

弓

と

体
術

は
似

て
い
る
部
分
が
あ
る
か
ら

ク
エ
ス
ト
達

成
で

得
と
い
う
可
能
性
も
無
く
は
無
い

む
し
ろ
十
分
あ
り
得
る
だ
ろ
う

も
し
か
し
た
ら

か
の
ス
キ
ル
の
組
み
合
わ
せ
か
な
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ど
う
い
う
事

プ
レ
イ

の
ス
キ
ル

に
は

ど
う
し
て
も
セ
オ
リ

と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
ん
だ

戦
闘

は
生

系
や

味
系
を
取
ら
な
い
し
金
属
鍛
冶

が
木
工
ス
キ
ル
を
取
ら
な
い
と

い

た
よ
う
に

も

き

ん
で
セ
オ
リ

か
ら
外
し
た
が
ら
な
い
そ
れ
は
イ
コ

ル
死
だ

か
ら

 
逆
に

え
れ
ば
情
報

が

し
て
い
た
り

達
が
セ

ト
し
て
い
る
ス
キ
ル
の
組
み
合
わ

せ
か
ら
外
れ
た

か
の
組
み
合
わ
せ
で
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
だ

リ

フ

も
そ

れ
を
分
か

た
ら
し
く

得
の
表
情
を
浮
か
べ
シ
ノ
ン
も

気
な
が
ら
に
分
か

た
よ
う
で

い
て
い
た

生

系
そ
れ
も
木
工
ス
キ
ル
な
ん
て
マ
イ
ナ

ス
キ
ル
を
取
る

は
少
な
い
だ
ろ
う
か

ら
な

別
に
武

を
作
れ
る

じ

な
く
て

飾
品
し
か
作
れ
な
い
し
そ
れ
な
ら

工
ス

キ
ル
が
あ
る
か
ら
ど
う
し
て
も
見

え
や
性
能
で

ち
ま
う

エ
ル
フ

も

歌
的
と
い
う

よ
り
は
中
世
の
戦
争
み
て

に
殺

と
し
て
た
か
ら

更
だ
ろ
う

 
も
し
も
第
三
層

第
九
層
ま
で
あ

た
キ

ン

ン
ク
エ
ス
ト
が
森
エ
ル
フ
と
黒
エ
ル
フ

の
戦
争
な
ど
で
は
な
く
穏
や
か
な
も
の
だ

た
り

の
中
に
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
エ
ル
フ
ば
か
り
で
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如

に
も
森
の
⺠
と

わ
ん
ば
か
り
に
和
や
か
な
も
の
で
あ

た
な
ら
別
だ

た
だ
ろ
う
が

一
切
そ
ん
な
も
の
は
無
か

た
し
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
を
生
き
る

に
性
能
が
最

な
木
製

飾
品
を
身
に
付
け
る
者
な
ん
て

な
い
か
ら
自
然
と
木
工
ス
キ
ル
を
取
る
者
は

し

て
い

た

 
現
に
こ
こ
一
年
以
上

は
木
製
の

飾
品
の

を
見
た
事
が
無
い

そ
れ
は
つ
ま
り
一
線

の
ウ

ド
ク
ラ
フ
タ

が

な
い
と
い
う
事
で
も
あ
る

も
し
も

弓

の
ス
キ
ル

得
が

木
工

を
極
め
て
い
る
と
か
で
あ
れ
ば
確
実
に
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
方
が

い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

う
と
キ
リ
ト
は
や

り
な

と
明
ら
か
に

し
た
風
に

を

と
し
た

で
も

撃
術

に
も

弓

を
使
う
以
上

少
な
く
と
も
入
手
に

し
て

木
工

完

全

得
は
無
い
と
思
う
ん
だ
よ
な

確
か
に
な

 

撃
術
を
入
手
し
た
の
は
闘
技
場
個
人
戦
と
い
う

闘
の
果
て
だ
そ
れ
で
木
工

ス
キ
ル
を
完
全

得
な
ん
て

件
は
⻤

に
過
ぎ
る
だ
ろ
う

今
ま
で
の
感
触
か
ら
し
て
恐
ら

く
ど
こ
か
の

層
に
ス
キ
ル
を
解
放
す
る
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
の
だ
と
は
思
う
が

と
に
か
く

の

に

弓

は

い
て
ね

し

知
り
合
い

中
の
と
こ
ろ
で
そ
れ
ら
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し
い
話
を

い
た
事
も
無

今
ま
で
出
回

て
ね

て
事
は
ど
こ
か
の
骨

品

に
で
も

あ
る
の
か
も
知
れ
ね

ぞ

一
回
探
し
て
み
た
ら
ど
う
だ

そ
う
だ
な

探
し
て
み
よ
う
か

あ
り
が
と
う

エ
ギ
ル

参

に
な

た

 

に
指
を

て
て

え

ん
で
い
た
キ
リ
ト
が
一
つ

き
な
が
ら

を
見
上

て

み
を
浮
か

べ
礼
を

て
き
た
の
を
見
て
変
わ

た
も
の
だ
と
思

た

つ
い

年
前
に
は
今
に
も
死

に
そ
う
な
程
だ

た
の
に
こ
の
変
わ
り
よ
う
だ

い
や

は
大
し
て

に
立
て
て
ね

さ

ん
で

の

に
来
た
の
は
ア
イ
テ
ム
の
補

も
あ
る
ん
だ
ろ

 
そ

ち
な
ら
力
に
な
れ
る

 
キ
リ
ト
の
礼
に
そ
う
返
し
な
が
ら

は

み
を
浮
か
べ
リ

フ

と
シ
ノ
ン
へ
と

線
を

や

た

そ
れ
か
ら
二
人
は
新
た
な

客
と
し
て
ア
イ
テ
ム
の

場
価
値
な
ど
を
学
び
キ
リ
ト

か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を

け
多
く
の
ア
イ
テ
ム
を

入
し
て
こ
こ
で
の

を
済
ま
せ
た
三
人
は

出
入
り

の
方
へ
と
向
か

た

エ
ギ
ル
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ま
た
入
り

に
な

た
ら
寄
ら
せ
て
も
ら
う
わ

ま
た
な
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今
後
と
も

に
し
て
く
れ
よ

 
立
ち
去
る
三
人
の
背
中
に
そ
う
声
を
投

た
後

は

じ
ら
れ
た

 
そ
れ
か
ら

は

再
び
在

整
理
を
再
開
し
た
の
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

良
い
意
味
か
と
思
い
ま
し
た
か

 
残
念

現
時
点
で
は
お
先
真

暗
で

す

裏
技
は

場

と

ノ
之
束
と

千
冬
の

の
一
声

な
の
で
し

う
が

場
は

絶

人

い

束
は

事
情
で
表
に
出
れ
な
い
上
に
身

バ
レ
る

千
冬
が

た
ら

和
人
の
未
来
は
静
観
し
て
も
暗
闇
状

で
す

そ
れ
が
ど
う
に
か
な
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
後
か
と

 
さ
て
今
話
で
は
弓
に
つ
い
て
か
な
り

し
ま
し
た

中
世
風
フ

ン
タ
ジ

世
界
に

弓

が
無
い
の
は
確
か
に
お
か
し
い
で
す
が

鍛
冶

で
出
来
る
の
も
お
か
し
い
で
す
か
ら

ね
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ど
う
な
る
か
は
今
後
で
す

 
そ
し
て
初
の
エ
ギ
ル

点
如

だ

た
で
し

う
か

性
格
は
出
て
い
ま
し
た
か
ね

彼
が

あ
ま
り

わ
ら
な
い
の
は

こ
う
い
う
理
由
が
あ

た
か
ら
で
す

 
更
新
速

が

ち
て
い
ま
す
が

と
か
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も

本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
七
章
 

弓

ク
エ
ス
ト
発
生

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 

し
振
り
の

日
投
稿
で
す
モ
チ
ベ

シ

ン
の
上
が
り
下
が
り
に
波
が
あ
る
の
が

点
で

す
ね

し
か
も
二
つ
前
の
話
で
は
ド
シ
リ
ア
ス
可
能
性

し
て
い
た
の
に
今
話
は
全
然
シ

リ
ア
ス
し
て
な
い
し

 
ま

あ
る
意
味
で

の

の
で
は
あ
る
ん
で
す
が

 
さ
て

今
話
は
前

キ
リ
ト

後

ユ
ウ
キ

点
で
す

ま
だ

弓

は
手
に
入
り
ま
せ
ん

そ
の
前

で
す

ユ
ウ
キ
が
登
場
す
る
の
は
そ
れ
に

わ

て
い
ま
す

 
つ
い
で
に

カ
リ
ス
マ
お

子
の
裁

人
ア
シ

レ
イ
も
登
場
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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と
骨

品
が

し
て
い
る
事
が
多
い
エ
ギ
ル
の

に

れ
た
も
の
の

が
広
い
エ
ギ
ル

も
流

に
弓
に
つ
い
て
見

き
し
た
事
は
無
か

た
ら
し
く
骨

を

た
れ
ば
い
い
の

え
で
は
と
い
う

が
出
た
だ
け
に
終
わ

た

 
ま

エ
ギ
ル
の

に
は
リ

姉
と
シ
ノ
ン
の

見
せ
と
ア
イ
テ
ム
補

を
目
的
に
立
ち
寄

た
部
分
も
あ

た
し

完
全
な
無

足
と
い
う

で
は
無
い

 
そ
れ
に
一
応
の
収

は
あ

た

エ
ギ
ル
は
か
な
り

が
広
い

人
で

の
多
く
を
中
層

以
下
の
プ
レ
イ

へ
の

に
デ

ア
ベ
ル
を

し
て
行

て
い
る
と
い
う

一

的
情
報

は
軍
が

て
い
る
事
か
ら
も
エ
ギ
ル
の

は
多
く
の
プ
レ
イ

達
の
間
で
弓
を
見

き
し
た
事
と
同
義
と

て
い
い

つ
ま
り
人
が
多
く

る
表

り
の

や
プ
レ
イ

武

に

弓

は
無
い
と
い
う
事
に
な
る

 
と
な
れ
ば
あ
と
は
人
目
に
付
か
な
い
裏

り
に

そ
り
と

を
構
え
て
い
る

く
ら
い
だ

ろ
う

 
ま

見
つ
け
る
の
も
行
く
の
も
手
間
な
の
だ
が

は

分

め
る
つ
も
り
が
無
い

シ
ノ

ン
と
エ
ギ
ル
に
語

た
よ
う
に
仮
に
多
く
の
プ
レ
イ

が
遠

離
攻
撃
を
可
能
と
す
れ
ば
ボ
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ス
戦
で
と
て
も

に
立
て
る
し

が

な
い
間
の
二
人
の
レ
ベ
リ
ン
グ
も

る

 

は
時
死
ぬ
と
も
知
れ
な
い
状
況
に
あ
る

正
確
に
は
殺
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
か

ヒ

ス
ク
リ
フ
達
か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
事
攻
略
組
の
一

で
あ
る
事

の
戦
闘
能
力
が
現
状

を

い
て
高
い
事
で

極
的
に
命
を

わ
れ
て
は
お
ら
ず
今
の
と
こ
ろ
平
穏
で
は
あ
る
が

時
そ
れ
が

さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
立
場
に
あ
る
事
は
変
わ
ら
な
い

 
特
に
モ
ル
テ
の
よ
う
に

の
親
し
い
者
を
人

に
取
ら
れ
た
ら
下
手
に
動
け
な
い

あ
の
時

は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
剣
を

の
意
思
で
動
か
し

を

ん
で
い
た
者
達
の
動
揺
を
誘

た

事
で

と
か
な

た

の
特
性
が
ま
だ
広
く
知
れ

て
い
な
か

た
か
ら
だ

今
も

一
応
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
が

く
と
も
レ
イ
ド
戦
で
は
明
か
す
事
に
な
る
と
予
想
し
て

い
る

 
故
に
あ
の
時
の
よ
う
な
手
は
恐
ら
く
二

と
使
え
な
い
そ
れ
を

み
で
人

を
盾
に

う

だ
ろ
う

そ
う
な

て
し
ま
え
ば

は
も
う

抗
出
来
な
い
に

し
い

雨
の
よ
う
に
武
器
を

ら
せ
る
攻
撃
は
確
か
に
え

つ
な
い
し

滅
に
向
い
て
い
る
が
あ
く
ま
で

滅
で
あ

て
救

助
戦
や

か
を
守
り
な
が
ら
は

い

い
か
ら
中

使
え
な
い
の
だ

あ
の
時
は
リ
ズ
ベ

ト
達

が
地
面
に

し
て
い
た
し

一

に
集
ま

て
い
た
か
ら
使
え
る
手
だ

た
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よ

て

が

な
く
な

た
後
も
攻
略
が
進
め
る
よ
う
に

は
シ
ノ
ン
の
事
も
あ
る
が
攻
略

組
の
事
を

え
て
弓
を
探
し
て
い
た

そ
の
た
め
な
ら
ど
ん
な
労
力
も

わ
な
い
し

に
出
来
る
事
で
あ
れ
ば
最
大
限
そ
れ
を
果
た
す
つ
も
り
だ

 
そ
の
一
つ
が

弓

の
ス
キ
ル
発
見

 
恐
ら
く
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の

で
あ
る
と

え
て
い
る
が
そ
の
出
現

件
が
不
明
だ

手
剣
は
片
手
剣
を
鍛
え
て
い
た
ら
時
期
は
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
る
も
の
の
出
現
す
る

刀
も

刀

を
同
様

体
術

は
第
二
層
に
あ
る
特

ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
す
る
事
で
得
ら
れ
る

 
弓
の
前
身
と
い
う
か
カ
テ
ゴ
リ
的
に
は
遠

離
攻
撃
が
出
来
る
投

武
器
つ
ま
り
は

投

ス
キ
ル
な
の
だ
ろ
う
が

は
す
で
に

投

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る
か
ら

多
分
そ
こ
か
ら
の

生
で
は
無
い

ス
キ
ル
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
出
現
と
い
う
の
も
そ
も
そ

も

が

わ

て
く
る
の
か
不
明
だ

 
も
し
か
し
た
ら

が
闘
技
場
個
人
戦
突
破
で
得
た
九
つ
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
よ
う
に

武
器
を
入
手
し
て
か
ら
手
に
入
れ
る

の
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い

 
今
は
一
先
ず
そ
の

え
を
以
て
第
五
十
層
の
う
ら
ぶ
れ
た

り
を
ナ
ン
リ

姉
シ
ノ

ン
を

て
歩
い
て
い
た
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ね
ね

キ
リ
ト
本

に
こ
の
先
に
お

が
あ
る
の

 
こ
う

と

う
か

物

い
う
ら
ぶ
れ
て
る
ん
だ
け
ど

 
一
応
こ
の
道
に
入

て
行
き

く
先
の

で

を
す
る
つ
も
り
な
の
か
は
話
し
て
い
る
か
ら

付
い
て
来
て
い
る
が
そ
れ
で
も
や
は
り

暗
い
う
ら
ぶ
れ
た
道
に
不
安
感
を

い
て
い
る
よ
う

で

リ

姉
が

な
表
情
で

い
て
き
た

ま

骨

品
が

か
れ
て
る

つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
的
に
も
そ
こ
ま
で
大
し
て
価
値
が
高

く
な
い
品
物
を

い
て
い
る

だ
し
物

き
で
も
無
い
限
り
必
要
性

無
だ
か
ら
な

そ
ん
な
と
こ
ろ
に

弓

な
ん
て
あ
る
の
か
な

 
小

を

な
が
ら

う
金
髪
の
妖
精

そ
の

葉
に

は
苦

を
浮
か
べ
て

を

め
る

さ

そ
こ
ま
で
は

で
も
も
こ
こ
の
骨

を
れ
る
の
は
二
三
月
ぶ
り
だ
し

と
し
た
ら
あ
る
か
も
知
れ
な
い

ス
キ
ル
が
無
い
か
ら
価
値
が
高
く
な
い
で
あ

て
今
の

達
に
と

て
は
正
に

り
出
し
物

あ
る
可
能
性
は
極

か
だ
け
ど
あ
る

 
本

に
極

か
で
は
あ
る
が
全
く
な
い
と
い
う
説
も
確
立
し
て
い
な
い
以
上
は
可
能
性
と
し

て
存
在
す
る
の
だ

な
ら
ば
そ
れ
に
一

の
望
み
を
掛
け
る
価
値
は
十
分
あ
る
だ
ろ
う

シ
ノ
ン

が

し

エ
ギ
ル
と
話
し
た
よ
う
に

あ
の
理

で
あ
れ
ば
無
い

う
が

だ
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撃
術
の

ド
ス
キ
ル
と
し
て
弓
限
定
の
も
の
が
あ
る
の
だ
か
ら
必
ず
ど
こ
か
に
あ

る 
ま

に
し
か

え
な
い
も
の
だ

た
り
し
た
ら
そ
れ
こ
そ
お
手
上

で

め
る
し
か
な

い

故
に
多
く
の
人
に
呼
び
掛
け
る
と
い
う
事
が
出
来
な
い

な

乱
を

く
し
期

さ

せ
て
お
い
て
無
か

た
で
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
の
で

す
る
つ
も
り
も
無
い
け
ど

あ

い
た

こ
こ
だ

え

き
 
会
話
し
て
い
る
間
に
そ
れ
な
り
に
進
ん
で
い
た
よ
う
で

ア
ル
ゲ

ド

迷
物
の
迷
い
小
路

の
中
に
あ
る

れ
た
骨

の
前
に

い
て
い
た

そ
の

物
は
二

て
の
一

家
で
泥
や

で

れ
た
外
観
な
た
め

外
か
ら
見
た
ら
た
だ
の
⺠
家
に
し
か
見
え
な
い

 
二
人
は

と

う
か
ら
も
う
ち

と

ら
し
い
外
観

を

え
て
い
た
ら
し
い
が

そ
の

ギ

プ
に
変
な

で

然
と
し
た
声
を
上

た

心
無
し
初
め
て
来
る
ナ
ン
も

な
鳴
き

声
を
上

て
い
る

 
こ
こ
を
見
つ
け
た
の
は
第
五
十
層
の

を
開
い
て
か
ら
数
日
後

つ
ま
り
シ
リ
カ
に
会
う
二



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

三

間
前
と
い
う
事
に
な
る

そ
の
間
に

策
し
ま
く

た

が
こ
の
家

の
住
人
同
時
に

骨

の

⻑
で
あ
る
人
物
か
ら
ク
エ
ス
ト
を

け

そ
れ
を
達
成
し
た
事
で

が
可
能
に

な

た
と
い
う
経

が
あ
る

 
ち
な
み
に
ク
エ
ス
ト
そ
の
も
の
は
掲
示
板
に
載

て
い
た

の
も
の
だ

た
が
ユ
ニ

ク

ク
エ
ス
ト
だ

た
よ
う
で
報

が
と
て
も
よ
か

た

ロ
で
あ
る
限
り
取
得
経
験
値
が
上

し
同
時
に
全
ス
テ

タ
ス
が

上

す
る

果
を
持
つ
指
輪

備
孤
独
の
指
輪
が
報

だ

た
の
で
あ
る

今
で
も

備
し
て
い
る
メ
イ
ン
の
指
輪
だ

 
ま

速
開

し
た
骨

の
品

え
は
決
し
て

時
最
前
線
だ

た
と
し
て
も
良
い
と
は

え
な
か

た
が

仮
に
こ
こ
が

か
の
新
た
な
ク
エ
ス
ト
開
始
点
だ

た
と
す
れ
ば
あ
る

い
は
人

が
使
わ
な
い
品
と
い
う

い
ア
イ
テ
ム
が

ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば

弓
が

か
れ
て
い
る
可
能
性
も
無
く
は
無
い

あ
れ
か
ら

年
も
時
間
が
経

て
い
る
の
だ
し

も

を
出
し
た
の
は

に
し
た
よ
う
に
二

三

月
前
の
事

あ

た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
無
い

 
そ
う

え
つ
つ

に

み
し
て
い
る
二
人
を
先
導
す
る
よ
う
に

は
シ
ミ
が
浮
い
て

い
る
木
製
の

の
ノ
ブ
を
回
し

を
開
け
る

い
ら

し

い
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す
る
と
来
客
を
感
じ
取

た

⻑
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
焦

色
の
ロ

ブ
を

て
白
い

を

出
し
て
い
る
男
性

人
が
陰
気
に
来

の

を
掛
け
て
き
た

内
部
の
間
取
り
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
一

分
カ
ウ
ン
タ

は

の

だ
が
そ
こ
以
外
は

や

敷
の
上
に
乱

に

様

な
品
が

か
れ
て
い
る
状

だ

 

多
あ
る
い
は

そ
う
表
現
出
来
る
内

だ
ろ
う

こ
こ
に

立
ち
そ
う
な
も
の
が

い
て
い
る
と
は

思
え
な
い
様

だ

 
更
に
は

て
い
る
品
物
の
見
た
目
が
色

と
ア
レ
で
持

た
ら

わ
れ
そ
う
な
人
形
だ
と

か
意
味
無
さ

な

い

だ
と
か
ボ
ロ
ボ
ロ
の
刀
剣
や

あ
る
い
は

物
だ

た

り
と

一
性
が
無
い
の
も

車
を
掛
け
て
い
る

ゲ

マ

で
あ
る
と
自
負
す
る

は
物
色
し
て

み
た
い
欲
求
に

ら
れ
る
の
だ
が
二
人
は
そ
う
で
も
無
い
ら
し
く
触
れ
な
い
よ
う
に
絶

に

離
を
取

て
い
た

私

一
人
だ

た
ら
絶
対

に
来
な
い
わ

入

て
も
す
ぐ
に
出
る

そ
も
そ
も
こ
こ
が

だ
な
ん
て
分
か
ら
な
い
し

気
付
か
な
い
よ

こ
こ

だ
か
ら
こ
そ

こ
こ
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
ん
だ

 

が
知
る
限
り
第
五
十
層
は

と
し
て
い
て

み
が
分
か
れ
る
も
の
の
ア
イ
テ
ム
の
流
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な
ど
は
一
番

ん
だ
と
思

て
い
る

や
は
り
そ
う
い
う

気
と
い
う
か
テ

マ

い

の
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
ア
イ
テ
ム
の

は
こ
こ
で
す
る
方
が

と
あ

さ
り
行
く
事
が
多
い

の
だ

だ
か
ら
エ
ギ
ル
も
こ
の

に

を
構
え
て
い
る

 
そ
れ
に

こ
の

ア
ル
ゲ

ド

は

始
ま
り
の

程
と
は
い
か
な
い
ま
で
も

広
く

称
迷
い
の
小
路
は

の

分
以
上
を

有
す
る
程
だ

迷
う
上
に
う
ま
み
も
無
い
と
な
れ
ば

策
す
る
よ
う
な
プ
レ
イ

は
い
な
い

よ

て
こ
う
い

た

は
見

さ
れ
る
し
小
路
に
入

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
圏
内
ク
エ
ス
ト
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
最
も
不
人
気
な

に
な

て

い
る

 
第
五
十
層
迷

を

に
マ

ピ
ン
グ
し
第
二
ク

タ

だ
か
ら
時
間
を
掛
け
て
レ
ベ

リ
ン
グ
を
す
る
方

に
な

た
後
に

と
ア
ル
ゴ
で
圏
内
ク
エ
ス
ト
を
進
め
た

に
偶
然
な
が

ら
ボ
ス
の
情
報
を
得
ら
れ
た

り
と
て
も
い
や
な

整
を
し
て
い
る
と
思
う

き

ん
で
小

路
に
入
る
者
が
い
る
と
も
思
え
な
い

 
ま

そ
の
物

き
が

な
の
だ
が

ん

 
そ
こ
の
黒
髪
の
お

さ
ん
や

ち

と
い
い
か
ね

え

わ

私
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は
男
だ
ぞ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
性
別
を
間
違
え
る

無
い

だ
ろ

で
そ
こ
で

ま
る
の

い
や

た
な
と
思

て

 
と
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は
思
え
な
い
黒
エ
ル
フ
の
女
性
騎
士
が
一
人

ど

彼
女
は
最
終
的
に

が

男
で
あ
る
と
認
め
て
く
れ
は
し
た
も
の
の
そ
こ
ま
で
至
る
の
に
か
な
り
の
や
り
取
り
を
し
た
も

の
で
あ
る

い
や

あ
れ
は

ば
か
ら
か
い
が

じ

て
い
た
が

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
し

そ
の
女
性
騎
士
が

わ
る
ク
エ
ス
ト
を
終
了
し
て
も
う

わ
れ
な
く
な

た

今

そ
の
人
物
を
リ

姉
達
に

す
る
事
は
叶
わ
な
い
の
が
残
念
だ

 
と
一
先
ず
そ
れ
は
良
い

問

は

も
し
て
い
な
い
シ
ノ
ン
を
見
た

間

人
Ｎ
Ｐ
Ｃ

が
話
し
か
け
た
事
だ

見
れ
ば

人
の

上
に
は
さ

き
ま
で
見
え
な
か

た
金
色
の
ク
エ
ス

チ

ン
マ

ク

す
な
わ
ち
ク
エ
ス
ト
始
動
前
兆
を
示
す
マ

ク
が
表
示
さ
れ
て
い
た

い
い
や
そ
れ
は
良
い

と
に
か
く
シ
ノ
ン
話
し
か
け
ら
れ
る
と
い
う
事
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ

定

の
ク
エ
ス
ト
に

か
引

掛
か

た
ん
だ

反
応
を
返
せ
ば
会
話
が
進
む

わ

分
か

た
わ

え

と

私
が

で
し

う
か

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
先
に

た
黒
エ
ル
フ
女
性
騎
士
を

け
ば

本
的
に
自
動

語
化
モ
ジ
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ル
を

さ
れ
て
い
る
も
の
の
特
定
の
や
り
取
り
に
し
か
反
応
せ
ず
分
か
り
づ
ら
い

い
回

し
や
方

な
ど
に
は
対
応
し
て
い
な
い

標

語
で
あ
り
主
語
と

語
目
的
語
を
し

か
り

ん
だ
上
で
発

す
れ
ば
大

対
応
し
て
く
れ
る
が
ど
れ
か
一
つ
で
も
外
れ
る
と
無

で
応

を

つ
状

が

く

お

さ
ん

も
し
や

の
切
れ
た
弓

を
持

て
お
ら
ん
か
ね

え

は

は
い

持

て
ま
す
け
ど

の
切
れ
た
弓

 

い
た
事
無
い
な

 
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
は
持

て
い
る
ら
し
い
が

は

い
た
事
が
無
か

た

た
だ
今
ま
で
シ

ノ
ン
が
倒
し
て
き
た

の
数
が
少
な
い
し
活
動
圏
も
そ
こ
ま
で
広
く
な
い
と
い
う
事
も
あ

て

ど
の
モ
ン
ス
タ

か
ら
手
に
入
れ
た
か
は
予
想
が
つ
く

 
恐
ら
く
だ
が
ゴ
ブ
リ
ン
ア

チ

だ
ろ
う

ゴ
ブ
リ
ン
系

か
ら
は
刃
が

れ
た
直

刀

先
が

れ
た
槍

が
入

た

が
手
に
入

て
い
た

手
に
入
れ
た
事
が
無
い

か
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
が
似
た
よ
う
な
名
称
だ
か
ら
多
分
正
し
い

い
て
み
れ
ば

た
り

だ

た

 
問

は

故
そ
ん
な
代
物
が
引

掛
か

た
の
か

と
い
う
事
だ
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な
る

ど

古
来
よ
り
人
は

り
を
す
る

に
弓

を

い
た
の
だ
が

最
近
の
者
は
剣

や
槍
で
応
戦
し
て
小
剣
に

を
塗

た
り
な
ど
ば
か
り
で
使
う
者
が

た

ま

は
使

い
捨
て
で
金
が
掛
か
る
し

切
れ
た
ら
使
い
物
に
な
ら
な
い
か
ら

分
か
ら
な
く
も
無
い
の
だ

が

し
か
し
弓

と
は
良
い
も
の
だ
ぞ

こ
れ
を
持

て
い
る
と
い
う
事
は
恐
ら
く

ゴ
ブ
リ
ン
共
と
戦

た
の
だ
ろ
う
が

苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う

 
弓
と

そ
れ
ぞ
れ

の

に
も
依
る
が

離
が
あ
る
に
も

わ
ら
ず
強
力
な
も
の
で
あ
れ
ば

⻯
の

す
ら

つ

こ
れ
で
も

は

い

空
高
く
舞
う

⻯
を
一
撃
で

殺
し
た
事
も
あ
る

手
で
な

見
れ
ば

お

さ
ん
は
そ
こ
ま
で
武
器
に
手

れ
て
い
な
い
様
子

で
あ
れ
ば

間
を
後
ろ
か
ら

護
す
る

弓
使
い
に
な
る
事
も
良
い
か
も
知
れ
ぬ

お

さ
ん
さ
え
良
け
れ
ば

そ
の

の
切
れ
た
弓

を
直
そ
う
と
思
う
の
だ
が

 
そ
こ
ま
で

い
終
え
た
後

人
は

を

み
同
時
に
シ
ノ
ン
の
前
に
白
い
パ
ネ
ル
が
出
現

す
る

 

に
は
見
え
な
い
が
恐
ら
く
シ
ノ
ン
に
は
ク
エ
ス
ト

の

か

を
決
定
す
る
文
面

が
表
示
さ
れ
て
い
る

だ

キ
リ
ト

こ
れ

ど
う
い
う
事

 

で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
の
に

私
が
武
器
に

れ
て
な
い
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て

武
器
ス
キ
ル
値
を
参

し
た
の
か

 
武
器
ス
キ
ル
は
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
参

さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る
ス
キ
ル
値
が

定
以

上
に
な

た
か
ら
発
生
す
る
ク
エ
ス
ト
も
存
在
す
る
以
上
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
こ
ち
ら
の
ス
キ
ル
値
を
参

出
来
る
事
は

ら
お
か
し
く
な
い

 
恐
ら
く
シ
ノ
ン
は
自
分
が
間
合
い
を
取
る
事
を
苦
手
と
し
て
い
る
事
を
ど
う
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

知

て
い
る
の
か
と
思

た
の
だ
ろ
う
が
真
実
は
武
器
ス
キ
ル
値
の

さ
に
あ
る

そ
こ
に

戦
闘
で
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
切
れ
た
弓
を
持

て
お
り

つ
サ
ポ

ト

す
る

間

こ
の
場
合

パ

テ

を
組
ん
で
い
る
リ

フ

が

る
事
で

動
す

る

わ
ば

近
戦
を
苦
手
と
す
る
プ
レ
イ

へ
の
救
済

的
な
も
の
な
の
だ
ろ
う

 
圏
内
ク
エ
ス
ト
は
大

物
の
配
達
で
ボ
ス
攻
略
情
報
も
そ
れ
が
多
い

ま

分
か
る
も

の
は
大

そ
れ
が
記
さ
れ
た

文
や

の
在
り

の
手
が
か
り
く
ら
い
で
あ
り
発
見
出
来
る

の
は
圏
外
ば
か
り
な
の
だ
が

そ
こ
は
い
い

 
思
い
出
せ
ば
こ
の

人
の
ク
エ
ス
ト
は

の

に
あ
る

に

文
し
た
品
を
持

て
き
て

欲
し
い
と
い
う
も
の
だ

た

こ
れ
も
戦
闘
が
苦
手
で
レ
ベ
ル
だ
け
先
に
上

よ
う
と
す
る
者
に
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し
て
い
る
と

え
る
第
二
ク

タ

だ
か
ら
ク
エ
ス
ト
の
経
験
値
も
高
い
し

つ
ま
り
第

一

の
開

第
二

の

件
は
共
に

極
的
な
プ
レ
イ

で
は
無
い
事
で
共

し
て

い
る

 

と
す
る
と
第
五
十
層
の
ボ
ス
は
遠

離
か
ら
強
力
な
弓

の
攻
撃
で
ど
う
に
か
す
る

手
だ

た
の
か
も
知
れ
な
い

よ
く
よ
く
思
い
出
せ
ば
弱
点
の

が
か
な
り
高
い

に

あ

た
し

あ
の
時
は

を

け
上
が

て

ん
だ

が
ボ
ス
の
隙
を
突
い
て
ヴ

パ

ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

で
突

ん
で
弱
点
を
突
い
て
い
た
が

そ
ん
な
事
し
な
い
だ
ろ
う

 
一
先
ず

人
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

に
し
た
内
容
と
理
由
を
説
明
し
そ
れ
に
シ
ノ
ン
が

得
し
た
の

を
確
認
し
て
か
ら

は
彼
女
に
目
を
合
わ
せ
た

そ
れ
で

ク
エ
ス
ト

い
け
ど

パ
ネ
ル
に
は

て

え

と

ク
エ
ス
ト
名

手
へ
の
道

指
定
の

ア
イ
テ
ム
を
収
集
し
た
ら
ク
リ
ア

み
た
い
ね

 
ど
う
や
ら
ま
ず
は

の
切
れ
た
弓
を
修
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ら
し
い

ま

使
い

物
に
な
ら
な
い
物
な
の
だ
し

持
ち

み
は

然
だ
か
ら
こ
れ
も
仕
方
な
い
事
で
は
あ
る

で

の
名
前
は
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え

と

麻

を
十
個

白

を
五
個

最
後
に

大

の

を
一
個

お
お

最
後
に
超

レ
ア
ア
イ
テ
ム
来
た

 
麻
は

取
ポ
イ
ン
ト
か
ら
入
手
出
来
る
代
物
な
上

場
に
も

に
出
回

て
い
る

価

な

で

と
表

り
に

て
い
る
か
ら

い
集
め
る
の
も
苦
で
は
な
い

そ
の
気
に
な

れ
ば
そ
の

の

を
裁

ス
キ
ル
で
バ
ラ
し
て
入
手
出
来
る

多
分

の
原

あ
る
い

は

に
す
る
の
だ
ろ
う

 
白

も
同
じ
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
木
工

人
の

場
あ
る
い
は
プ
レ
イ

の
木
工

人
の

り
場
に
行
け
ば

に

入
出
来
る

価
な
木

だ

流

に
家

の
解
体
は
出
来
な
い

が
樹
木
型
モ
ン
ス
タ

を
倒
し
て
い
た
ら
偶
に
手
に
入
る
ド
ロ

プ

は

い
が

え

ば

と
手
に
入
る
く
ら
い

多
分
こ
れ
は
弓
の
原
型
の
方
だ
ろ
う

 

然
だ
が
ど
ち
ら
も
そ
の
気
に
な

た
ら
一
時
間
で
手
に
入
る
代
物
だ
し
レ
ア
物
じ

な

い
の
で

場
で
高
価
に
は
な
ら
な
い

少
な
く
と
も
こ
の
ク
エ
ス
ト
が
開
示
さ
れ
る
ま
で
は

だ
ろ
う

 
た
だ
し

最
後
に
求
め
ら
れ
た

大

の

だ
け
は
話
が
別
だ

超

 
キ
リ
ト
が

う
程
な
の
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型
モ
ン
ス
タ

の
共

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
に

の

が
あ
る
ん
だ
け
ど
そ

れ
に
邪
魔
さ
れ
て
中

ド
ロ

プ
し
な
い
代
物
な
ん
だ

更
に

え
ば
そ
れ
を

と
す
モ
ン
ス

タ

は
現
状
第
三
十
五
層
迷
い
の
森
の
中
に
い
る
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

一
体
だ
け

そ

し
て

そ
れ
の
ド
ロ

プ

は
お
ろ
か

迷
い
の
森

で
の
遭
遇

す
ら
恐
ろ
し
く

い

だ

か
ら
超

レ
ア

え
 
実

数
あ
る
レ
ア
ド
ロ

プ
品
を
得
て
来
た

で
も
一

た
り
と
も
手
に
し
た
事
が
無
い
代

物
な
の
だ

そ
の
ア
イ
テ
ム
を
ド
ロ

プ
す
る
モ
ン
ス
タ

が
判
明
し
て
い
る
の
は
実

に
手

に
し
た
者
が
い
る
か
ら
だ
し

今
も

に
手
に
入
れ
た
も
の
が
い
る
と

く

 

の

は

の

も

と

え
ば

の
性
能
を
上

る
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
で

裁

ス
キ
ル
使

時
に

せ
て
使

す
る
事
で
出
来
上
が
る

の

力
が
増
す
と
い
う

果
が
あ
る

ま

あ
く
ま
で

な
の
で

の

程

な
の
だ
が

あ
と
は

に
バ
フ
付

き

備
に
な
る

 
そ
ん
な
中

大

の

は
裁

プ
レ
イ

に
と

て

の

ら
し
い

よ
く
は

知
ら
な
い
が

故
か
ユ
ウ
キ
が
定
期
的
に
そ
れ
を
入
手
し
に
動
い
て
い
る
事
は
知

て
い
る
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も

か
そ
れ
を
持

て
い
る
か
と

か
れ
て
い
た
か
ら

 
生
憎
と

は
第
三
十
五
層
の
森
に
い
い
思
い
出
が
あ
ま
り
無
い
の
で
立
ち
寄
る
事
は
無
く
結

果
手
に
入
れ
る
機
会
が
無
か

た

故
に

は
持

て
い
な
い

で
も

ま

手
に
入
れ
ら
れ
な
く
は
無
い
か
な

 
確
か
に
ポ

プ

も
ド
ロ

プ

も
極

な
代
物
だ
が

も
ド
ロ

プ
を

わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
道
理
は
無
い

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
フ

ル
ド
ボ
ス
と
フ
ロ
ア
ボ
ス
は
二

と
復
活
し
な
い
も
の
の
ネ

ム

ド
モ
ン
ス
タ

は
別
だ

ア
レ
は
ボ
ス

で
は
あ
る
も
の
の
本

的
に
は
個
体
的
に
強
い
だ
け

の

フ

ル
ド
ボ
ス
の
よ
う
に
レ
イ
ド
で

手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
で
は
な
い

 
復
活
す
る
の
は
一
日
に
二

す
な
わ
ち

日
二

倒
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も
最

で
六
百
体

以
上
は
リ
ポ

プ
し
て
い
る
事
に
な
る

そ
の
中
で
ド
ロ

プ
し
た
回
数
が

か
は
分
か
ら
な

い
が
そ
れ
を
倒
す

に
ド
ロ

プ
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
か
ら
ど
こ
か
の
故

に

ら

れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

 
そ
れ
に
そ
れ
だ
け
の
超

レ
ア
な
代
物
が
個
人
間
で

さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い

に
掛
け
ら
れ
て
い
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う

あ
る
い
は

飾
を
手
掛
け
て
い
る
名
の
あ
る
プ
レ
イ
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が
特
定
の
故

と

を
決
め
て
い
て
入
手
出
来
た
ら

入
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
か

も
知
れ
な
い

と
す
れ
ば
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

で
高
値
で

ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

 
可
能
性
は
色

と
あ
る
の
だ
ド
ロ

プ
を

て
ダ
メ
な
ら
バ
イ

を
回
る
で
良
い
だ

ろ
うえ

と

キ
リ
ト

ど
う
す
れ
ば
い
い
の

こ
れ

シ
ノ
ン
が
し
た
い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い

出
来
れ
ば

け
て
ク
リ
ア
し
て
欲
し
い
け
ど
無
理

強
い
は
し
な
い

 
少

件
が

し
い
し
最
後
の

を
ド
ロ

プ
す
る
モ
ン
ス
タ

は
ネ

ム
ド
更
に
は

シ
ノ
ン
と
リ

フ

よ
り
レ
ベ
ル
が
上
の
第
三
十
五
層
だ

マ

ジ
ン
を

え
れ
ば

レ
ベ
ル

は
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
が
二
人
は
全
く
届
い
て
い
な
い

 
別
に

が
取

て
来
て
も
い
い
が
入
手
の

さ
を
知

た
シ
ノ
ン
は

し
て
い
る
よ
う

だ

た
こ
れ
を
ク
リ
ア
し
た
ら
私
も
ま
と
も
に
戦
え
る

じ

あ

け
る
わ

い
い
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シ
ノ
ン
が
決
め
た
な
ら

あ
た
し
も

シ
ノ
ン
さ
ん
の

な
ら
手
伝
う
よ

き
 
良
い
か

か
れ
た

達
は
そ
れ
ぞ
れ

定
を
返
し
た

ナ
ン
も
前

を
上

な
が
ら
応
じ
そ

れ
に

み
を
浮
か
べ
た
シ
ノ
ン
は
パ
ネ
ル
の

ボ
タ
ン
が
あ
る
方
を
タ

プ
し
た

 
直
後

人
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

上
に
あ
る
金
色
の
マ

ク
が
ク
エ
ス
チ

ン
か
ら
ビ

ク
リ
マ

ク
へ
と
変
化
す
る

ク
エ
ス
ト
を

け
た
事
を
示
す
マ

ク
だ

良
か
ろ
う

で
は
弓
を
直
す
た
め
の

を
教
え
る
か
ら
指
定
数
取

て
来
て
欲
し

い

集
め
終
え
た
ら
ま
た
来
る
の
だ

分
か
り
ま
し
た

 

人
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

き
な
が
ら
シ
ノ
ン
が

葉
を
返
し
た
の
を
最
後
に
ク
エ
ス
ト

の
会
話

は
終
了
し
た

 

め
て
ク
エ
ス
ト

を
確
認
し
て
も
ら
う
と
先
に
確
認
し
た
三
つ
の
品
を
そ
れ
ぞ
れ
集

め
て
こ
こ
へ
持

て
く
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ

た

あ
と
は
シ
ノ
ン
が
持
つ

の
切
れ
た

弓

と
い
う

ア
イ
テ
ム
だ



 第三十七章 〜《弓》クエスト発生〜

さ
て

け
た
な
ら

く
終
わ
ら
せ
る
に
限
る

二
人
と
も
一

エ
ギ
ル
の

に

ろ
う

事
が
出
来
た

分
か

た
わ

了
解

 
す
ぐ
に

を
出
る

を
伝
え
る
と

一

二
人
は

内
に

線
を
巡
ら
し

す
ぐ
に
興
味
を

失

た
よ
う
に

の
方
に
向
か
い
始
め
た

多
分
有

な
も
の
が

か
無
い
か
と
思

た
の
だ
ろ

う
が
こ
こ
に
あ
る
も
の
で
ま
と
も
そ
う
な
も
の
は
無
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う

見
る
か
ら
に

術
的
な
も
の
だ

た
り

使
い
道
が
な
さ
そ
う
な
も
の
が

に

か
れ
て
い
る
か
ら

 

の
内

も

入
意
欲
に

わ
る
の
だ
な
と
思
う
と

を
持

て
い
る
エ
ギ
ル
や
リ
ズ

ベ

ト
は

い
な
と

え
な
が
ら

は

来
た
道
を

て
行

た

然
な
が
ら
先
導
は

で
あ
る

  

月

日
の
お

前
あ
る
程

の
レ
ベ
リ
ン
グ
を
終
え
た
ボ
ク
は
現
在

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
一
の
カ
リ
ス
マ
お

子
ア
シ

レ
イ
さ
ん
と
一
緒
に
第
五
十
層
に

を
構
え
て
い
る
故

エ
ギ
ル
の

を

れ
て
い
た

ア
シ

レ
イ
さ
ん
と
エ
ギ
ル
の

が
目
的
で

ボ
ク
は
ア
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シ

レ
イ
の
護
衛

だ

 
ま

実

ボ
ク
は
ア
シ

レ
イ
と
話
そ
う
と
思

て

に
向
か

た
と
こ
ろ
で
つ
い
で
だ

か
ら
と

れ
ら
れ
た
だ
け
だ
が

そ
れ
で
も
絶
剣
が
一
緒
に
い
る
事
で
カ
リ
ス
マ
お

子
に

近
付
こ
う
と
す
る
プ
レ
イ

は
少
な
い

客
と
し
て
お
世
話
に
な

て
る
人
は

に

す
る
が
ち

と
面
倒
な
プ
レ
イ

は
一

み
で
追
い
返
し
て
い
る

達
に
攻
略
組
に
属

し
て
い
な
い
の
で
あ
る

そ
れ
で
ど
う

 

大

の

ど
れ
く
ら
い
集
ま

た

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
エ
ギ
ル
の

を

れ
た
の
は

な
話

裁

ス
キ
ル
で
最
も
高
価

と

え
る
超

レ
ア

大

の

を
求
め
て
の
事
だ

ア
レ
は
一
日
に
二

し
か
リ

ポ

プ
し
な
い
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

の
極

確

ド
ロ

プ
品

場
に
出
回
る
数
が
限
定
さ

れ
て
い
る
事
も
あ

て
入
手
が

な
の
だ

 

時
も
な
ら
ボ
ク
が
請
け
負

て
い
た

高
ス
テ

タ
ス
で
あ
れ
ば
仮
に
こ
の
ア
イ
テ
ム
の

存
在
を

き
つ
け
て
デ

エ
ル
を
吹

掛
け
ら
れ
た
と
し
て
も

負
け
無
し
だ
か
ら
だ

ま

キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
に
は
勝
て
る
気
が
し
な
い
し
ア
ス
ナ
と
姉
ち

ん
も

な
と

こ
ろ
な
の
だ
が
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ち
な
み
に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
自
ら
来
た
の
は

に
行
こ
う
と
し
た
時
に
ボ
ク
が

な
か

た
か
ら
で
あ
る

 
そ
ん
な
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

葉
に

エ
ギ
ル
は

し

無
さ
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た

悪
い
が
知

て
の

り
ア
レ
は
年
中
品

だ
か
ら
な

出
来
る
だ
け
八
方
手
を

く
し
た
も

の
の
手
に
入

た
の
は
た

た
の
一
個
だ

に
手
を
出
せ
ば
あ
と
二
三
個
は
手
に
入

た
か
も
知
れ
ね

が

あ
そ
こ
に
攻
略
組
は
入
り

い

す
ま
ね

な

 
一

月
に
一

こ
う
し
て
定
期
的
に

の

入

合
を
確
認
し
あ
れ
ば

い
取
る

を
決
め
て
い
る
二
人

こ
の
や
り
取
り
も
実
は
一

や
二

で
は
な
い

と

に
あ
る

多

く
て
も
あ
の

は
三
四
個
が
限

時
に
は
全
く
無
い
事
も
あ
る
か
ら
だ

む
し
ろ
一
個
で

も
あ
る
方
が

運
と

て
良
い

 
こ
こ
ま
で
そ
の

を
集
め
て
い
る
の
も

ば
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
自
尊
心
み
た
い
な
も
の

な
の
だ
が

せ
最
高

の

を

意
し
て
も

が
無
け
れ
ば

を
作
れ
な
い

現
在
の
彼
は

正
に
そ
ん
な
状

な
の
で
あ
る

 
と
は

え
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

時
で
も
製
作
出
来
る
よ
う
に

を

め

ん
で
お
く

の
が
彼
の
主
義
だ
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別
に
良
い
わ
よ

一
個
で
も
あ

た
方
が

運
な
の
だ
し

そ
れ
で

ら
か
し
ら

そ
う
だ
な

 
こ
こ
で
値

を

く
の
は

時
も
の
事
だ

せ
エ
ギ
ル
は

わ
ざ
わ
ざ
超

レ
ア
を
探
し

回

て

い
取

て
く
れ
て
い
る
な
ら
ば
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
そ
れ
に
報
い
る
だ
け
の

を
払

う
義
務
が
あ
る

故
に
こ
の

の

い
取
り
価
格
は

常
の

場
価
格
で
は
無
く
エ
ギ
ル

の

い
値
と
決
ま

て
い
た

 
エ
ギ
ル
は

で
付
き
合
い
の
良
い
人
物
だ
が
そ
れ
で
も

人
だ

で
情
に

さ
れ
た

か
ら
と

て
値

を
下

る
事
は
ま
ず
し
な
い

人
情
で
す
る
事
は
あ
る
が
そ
れ
に
も
限

と
い
う
も
の
が
あ
る

 
そ
し
て
こ
の
約
束
を
守
る
事
は
す
な
わ
ち
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
信
頼
と
信

を
勝
ち
取
る
事

に
も
な
る

い
に
決
め
た
事
を
最
後
ま
で

く
そ
う
す
る
事
で

人
と
し
て
で
だ
け
で
な
く

人
と
し
て
も
信

に
値
す
る
の
だ
と
認
め
ら
れ
る
ら
し
い

変
に
無
償
に
近
い
と
疑
念
が
浮
か
ん

で
し
ま
う
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
エ
ギ
ル
は
悩
む

自
分
の
苦
労
に
見
合
い
そ
し
て
自
分
の

と
な
る
の
に
過
不
足

無
い

は

ら
か
と
悩
む

そ
れ
を
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は

て

つ
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そ
こ
で

か
ら
ん
か
ら
ん

と
来

を
知
ら
せ
る
ベ
ル
が
鳴

た

振
り
向
け
ば
そ
こ
に
は

ナ
ン
を

に

せ
た
キ
リ
ト
と
そ
の
義
姉
リ

フ

そ
し
て
シ
ノ
ン
の
三
人
一

の
集

だ

た
エ
ギ
ル

と

ユ
ウ
キ
に
ア
シ

レ
イ

 

く

し
い
組
み
合
わ
せ
だ
な

あ
ら

お

し
ぶ
り
ね

お

は
か
ね
が
ね

い
ろ
い
ろ
と

に
し
て
い
る
わ
よ

黒
の

剣
士

ク
ン

 
入

し
た
キ
リ
ト
は
カ
ウ
ン
タ

で

や
ら
悩
む
エ
ギ
ル
と
ボ
ク
を
見
た
後
す
ぐ
近
く
に

立

て
い
た

な

を

て
い
る
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
目
を

め

い
た
よ
う
に

目
し

た 
そ
う
い
え
ば
彼
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

客
の
一
人
な
の
だ

た

た
と
え
フ

シ

ン
に

一
切
興
味
が
無
く
と
も

客
の
一
人
で
あ
れ
ば

と
名
前
を
知

て
い
て

然
で
あ
る

取
り

み
中
か

ん

ん

 

だ

さ

き
の
今
で
ま
た
来
た
の
か

 

か
進

が
あ

た
の
か

あ
あ

ク
エ
ス
ト
を
進
め
る
の
に
大

の

を
一
個

入
し
な
い
と
い
け
な
く
て
な

そ
れ
で
エ
ギ
ル
の

に
な
い
か
と
思

て
ま
た
来
た
ん
だ
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あ
ら

そ
う
な
の

 
私

そ
れ
を

い
取
ろ
う
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

ユ
ウ
キ
の
動
き
か
ら
ま
さ
か
と
思
て
た
け
ど
一
番
の
頼
み
が
真
先
に
え
た
な

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
も
ク
エ
ス
ト
を
進
め
る
に

た

て
大

の

が
必
要
だ

た

ら
し
い

が

い
と

わ
ん
ば
か
り
に

を

さ
え
て

り
雲
行
き
が

し
い
事
に
後
ろ
の

リ

フ

と
シ
ノ
ン
も

て

い

を
し
て
い
る

多
分
だ
が
二
人
を

れ
て
い
る
か
ら
ど

ち
ら
か
が

け
て
い
る
ク
エ
ス
ト
を
達
成
す
る

に
必
要
な
の
だ
ろ
う

 
し
か
し
疑
問
な
の
は
そ
ん
な
超

レ
ア

を

入
す
る
ク
エ
ス
ト
が
あ

た
か
と
い
う
事

だ

自
分
が
知
る
限
り
こ
こ
ま
で
の
超
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を

入
す
る
よ
う
な
ク
エ
ス
ト
は
少

な
く
と
も
二
人
が

け
ら
れ
る
レ
ベ
ル

で
は
無
か

た

だ

た
と
え
対

の
ネ

ム
ド
モ
ン

ス
タ

が
第
三
十
五
層
の
迷
い
の
森
と
は

え
ド
ロ

プ

が
恐
ろ
し
く

い
し
あ
そ

こ
は
ち

と

が
高
い
か
ら

未
だ
レ
ベ
ル

に
届
か
な
い

の
二
人
が

中
で

け

る
ク
エ
ス
ト
と
は
思
え
な
い

 
と
な
れ
ば
キ
リ
ト
が

け
た
か
と
も
思
う
が
そ
れ
も
ち

と
違
う
気
が
す
る

先
に

え

た

り

キ
リ
ト
が

け
た
な
ら
リ

フ

達
は
一
緒
に
い
な
い

だ

 
結

ど
れ
だ
け

え
て
も
分
か
ら
な
い
か
ら

キ
リ
ト
に

い
て
み
よ
う
と
決
め
た
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ね

で
そ
ん
な
超

レ
ア

が
必
要
な
の

 
そ
ん
な
ク
エ
ス
ト

ボ
ク
は

い
た

事
が
無
い
ん
だ
け
ど

シ
ノ
ン
が

け
た
ク
エ
ス
ト
に
必
要
な
ん
だ

の
切
れ
た
弓

て
い
う

を
修
復
し

て

弓
を

え
る
よ
う
に
な
る
ク
エ
ス
ト
が
発
生
し
た
ん
だ
よ

大

の

だ
け
集

ま
り
そ
う
に
な
い
ん
だ

だ
か
ら
こ
こ
に
来
た

さ

き
の
今
で
も
う
見
つ
け
た
の
か
よ

 
キ
リ
ト
の
返

に

い
た
の
は
ま
ず
エ
ギ
ル
だ

た

ど
う
や
ら
一

に

れ
た
よ
う
だ

が
そ
れ
は
つ
い
さ

き
の
事
で
こ
の

時
間
で
キ
リ
ト
は
ク
エ
ス
ト
発
生
場

を
見
つ
け
て

し
ま

た
ら
し
い

け
た
の
が
シ
ノ
ン
と
い
う
の
は

を

て
し
ま
う
が
ま

キ

リ
ト
の
事
だ
か
ら

か

え
が
あ

て
の
事
だ
ろ
う

 
し
か
し
エ
ギ
ル
の
反
応
か
ら
し
て
一
二
時
間
程

の
出
来
事
な
の
だ
ろ
う

確
か
に

い

そ
う
な
の

で
も

そ
れ
な
ら

た
わ
ね

あ
る
に
は
あ
る
け
ど

一
個
し
か
無
い
の

そ
う
か

な
ら
仕
方
な
い

ド
ロ

プ
と

を
回
る
か

え

え

 
あ
の

キ
リ
ト

 
交

と
か
し
な
い
の

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

葉
を

い
て
あ
き
ら
め
と

得
の
表
情
を
浮
か
べ
た
キ
リ
ト
が
あ

さ
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り
引
き
下
が
り
別
の
方
法
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
事
に

い
て
い
る
の
か
リ

フ

が

を

な
が
ら
そ
う
声
を
掛
け
た

 
そ
ん
な
リ

フ

に

キ
リ
ト
は
横
目
で

線
を
向
け
つ
つ

を
開
く

ア
シ

レ
イ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
最
初
に
裁

ス
キ
ル
を
極
め
た
プ
レ
イ

だ

そ
し
て
大

の

は
裁

ス
キ
ル
で

い
る

と
し
て
最
高
に

す
る

ア

イ
テ
ム
多
分

先
的
に

入
し
て
も
ら
え
る
よ
う

を
組
ん
で
た
ん
だ

だ
か
ら
そ
こ
に
交

す
る
の
は

り

み
と
同
義

故

や
転

な
ら
コ
ル
で
解
決
出
来
る
け
ど

を

求
め
て
る

人

手
に
は
意
味
が
無
い
か
ら
な

生
憎
と
裁

人
を

手
に
交

出
来
る
物
も

持

て
な
い

結
論

交

無
理

 
あ
ら

交

第
で
は

て
も
良
い
け
ど

 

え

 
理
路
整
然
と
キ
リ
ト
が

に
し
た

葉
を
一

で

し
た
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に

キ
リ
ト
や

リ

フ

シ
ノ
ン
だ
け
で
無
く
ボ
ク
も
エ
ギ
ル
も
同
様
に

ま

て

狂
な
声
を
上
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て
し
ま

た

だ

て
超

レ
ア

を
最
も
必
要
と
す
る
裁

人
の
ト

プ
が

そ
ん
な

あ

さ
り
と

て
良
い
と

う
と
は
予
想
出
来
な
い
だ
ろ
う

 

故

と

ま
る
ボ
ク
達
と

交

で
求
め
ら
れ
る
の
は

か
と

気
味
の
キ
リ
ト

そ
し
て
に
こ
に
こ
と

て
い
る
⻑
身
オ
ネ
エ
な
ア
シ

レ
イ
さ
ん

く
変
な
構

で
あ
る

 
そ
ん
な
変
な

を
破

た
の
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
だ

た

だ

て
シ
ノ
ン

て
い
う
子
が

け
て
る
ク
エ
ス
ト
は
弓
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
も
の

な
ん
で
し

う

 
今
ま
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
存
在
し
な
か

た
弓
カ
テ
ゴ
リ
の
武
器

を
使
え
る
よ
う
に
す
る
事
は
攻
略
に

す
な
わ
ち
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
一
助
に
な
る
事
を
意
味

す
る

そ
の

な
ら
構
わ
な
い
わ
よ

備
え
て
お
こ
う
と
思

た
だ
け
で
現
状
特
別

い
で
い

た

じ

な
い
し

そ
も
そ
も
こ
の

を
使

た
依
頼
な
ん
て
来
る
事
そ
の
も
の
が

だ
し
ね

そ
れ
は
有

い
け
ど

得
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ

た
ア
イ
テ
ム
を
横
取
り
す
る
形
に
な

る
の
を
許
す
な
ん
て

対
価
に

を
求
め
る
つ
も
り
な
ん
だ

そ
う
ね

私
が
求
め
る
の
は
二
つ

 
見
る
か
ら
に

し
て
い
る
と
分
か
る
面
持
ち
で

重
に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
問
う
キ
リ
ト

そ
れ
に
対
し
彼
は

手
を
持
ち
上

人
差
し
指
と
中
指
を
立
て
た

に
い
う
ピ

ス
サ
イ
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ン
だ
が

こ
れ
は
二
つ
あ
る
と
い
う
の
を
示
す
ジ

ス
チ

で
あ
る

 
そ
れ
を
見
て

か
に
キ
リ
ト
が

し
た
面
持
ち
に
な

た

ど
う
や
ら

と
不

な
彼
も

ト

プ
の

人

手
に
は

す
る
ら
し
い

せ
コ
ル
で
解
決
出
来
な
い

な
の
だ
か
ら

交

で
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
物
が
物
だ
か
ら

を
代
価
に
求
め
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い

だ
し一

つ
目

黒
の
剣
士

ク
ン

あ
な
た

う
ち
の
モ
デ
ル
を
や

て
く
れ
な
い
か
し
ら

モ
デ
ル

 
ア
シ

レ
イ
が

飾

人
で
あ
る
事
は
知

て
る
け
ど

よ
り
ユ
ウ
キ

や
ア
ス
ナ
達
の
方
が

え
る
と
思
う
の
に

で

な
ん
だ

男
性
の
モ
デ
ル
も
欲
し
い
の
ビ
ビ

と
く
る
人

て
中

な
く
て
ね

そ
こ
ら
の
男
じ

合
わ
な
い
し
エ
ギ
ル
さ
ん
に
合
い
そ
う
な

を
私
は
作

て
な
い
戦
闘
系
じ

な
く
て

飾

る
も
の
だ
か
ら

そ
の
点
あ
な
た
の
容

な
ら

程

で
無
け
れ
ば
大

似
合
う

男
性
専

の

の
事
も
あ
る
し

男
の

な
部
分
も
グ

ド
よ

故
男
性
と
男
の
子
を

い
分
け
た

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
少
し

息
を

く
し
て
語

た
事
に
キ
リ
ト
は
小

を

て
い
た

多

分
だ
が
キ
リ
ト

お
と
こ
の
こ

の
方
で
思
い
浮
か
べ
て
い
る

は
違
う
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そ
の
モ
デ
ル

写
真
と
か
ば
ら
撒
か
な
い
よ
な

リ
ア
ル
な
ら
し
た
い
ん
だ
け
ど

あ
な
た
の
立
場
も
あ
る
し
そ
れ
は
し
な
い
わ

ち

と
違
う
人
を
モ
デ
ル
に
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
の
よ

イ
ン
ス
ピ
レ

シ

ン
が

き
立
つ

て

い
う
か

と
に
か
く
あ
な
た
な
ら
似
合
い
そ
う
な

が
色

と
あ

て
ね

気
に
入

た

が

あ
れ
ば
一
つ
だ
け
な
ら
あ

る
し

ど
う
か
し
ら

ま

ま
だ
マ
シ
か

そ
れ
で

二
つ
目
は

あ
あ

ま
だ

て
な
か

た
わ
ね

そ
れ
は

黒
の
剣
士

ク
ン
が
ユ
ウ
キ
ち

ん
と

デ

エ
ル
す
る
事
よ

え
 

突
に
名
前
を

ら
れ
て

き
ど
う
い
う
意

か
目
を
向
け
れ
ば
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は

こ
ち
ら
を
見
て
少
し

ん
だ

こ
う

悪

く

 
そ
の

み
を
見
て
理
解
し
た

以
前
キ
リ
ト
と
デ

エ
ル
し
た
い
と

た
事
を
彼
は
こ
こ

で
実
現
さ
せ
る
つ
も
り
な
の
だ

そ
れ
以
外
の
意

も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
ボ
ク
に
は
分
か
ら

な
い

 
一
つ
目
の

件
な
ら
分
か
ら
な
く
も
無
い
が
二
つ
目
の

件
は
明
ら
か
に

飾

人
と
し
て
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は

な
い
事
だ

そ
れ
で
か

キ
リ
ト
が

し
む
よ
う
な
表
情
に
な
る

ユ
ウ
キ
と

を
ぶ
つ
け
る
な
ん
て

ど
う
い
う
つ
も
り
な
ん
だ

こ
の
子
は
第
一
層
で
私
が

を
出
し
た
時
に
バ
ン
ダ
ナ
を

て
く
れ
た
お
客
様
第
一

で
ね
そ
れ
以
来
の
付
き
合
い
な
の

そ
れ
で

あ
な
た
の
話
を

い
て
た
し
実

に
あ
な

た
は
私
の
客
と
し
て
来

し
て
も
い
る

で
も

あ
な
た
の
事
を
私
は
よ
く
知
ら
な
い
の
よ

ね

ら

も
あ
る
事
だ
し

ユ
ウ
キ
ち

ん
が

う
事
を
疑
い
た
く
は
無
い
ん
だ
け
ど
火

が
無
い
と
こ
ろ
に

は
立
た
な
い

て

う
じ

な
い

 

と
す
る
と

と
す
る

か
も

と
思

た
か
ら

デ

エ
ル
す
る

を
見
せ
て
欲
し
い
と
思

た
の

 
白

し
い
も
の

く
白

し
い

い
分
だ

た

ボ
ク
に
話
し
て
い
た
時
は
明
ら
か
に
キ
リ

ト
の
事
を

護
し
て
い
た
と
い
う
の
に

故
か
今
は
キ
リ
ト
を
疑

て
い
る

勢
で

発
的
な

葉
を

い
て
い
る

リ

フ

と
シ
ノ
ン
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
人
と
な
り
を
知
ら
な
い
か
ら

怒
り
を

い
て
い
る
ら
し
く

エ
ギ
ル
も

な
面
持
ち
で

り

ん
で
い
る

 
対
す
る
キ
リ
ト
は

く
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
意

を

み
取
れ
ず
に

惑

し
て
い
る

よ
う
だ

た

ど
う
も
多
く
の
プ
レ
イ

を

手
に
情
報
戦
を

り
広

て
来
た
キ
リ
ト
と

え
ど

ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
苦
手
な
部

ら
し
い
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そ
れ
で
ど
う
す
る
の

 

け
な
い
な
ら
大

の

は

れ
な
い
け
ど

あ
あ

と
エ
ギ
ル
さ
ん
が
ま
だ
持

て
る
か
ら

そ

ち
の
お
金
で

い
取
る
の
よ

な

あ

あ
な
た

件
を
吹

掛
け
て
お
い
て

い
取
り
も
し
ろ

て

 
ち

と
そ
れ
は
ど
う
な
の
か
な
と
思

た
の
だ
け
ど
よ
く
よ
く

え
た
ら
エ
ギ
ル
が
持

て
る
大

の

は
本
来
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
得
る

だ

た
も
の

現
状

い
で
い
な

い
と
は

え
い
ず
れ
必
要
に
な
る
事
か
ら
そ
れ
を

め
て
い
る
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
と

て
こ

の
交

は

の

も
無
い
事
な
の
だ

 
故
に
そ
れ
を

る
と

て
い
る
の
だ
か
ら
対
価
と
し
て
キ
リ
ト
は
二
つ
の

件
加
え
て

エ
ギ
ル
か
ら
大

の

を

い
取
る
た
め
の
コ
ル
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
道

理
に

て
い
る

 
そ
れ
に

不

を

い
や
先
の

発

い
の

葉
に
苛
立

て
い
る
ら
し
い
シ
ノ
ン
が

根
を
寄
せ
な
が
ら

た

そ
れ
に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

じ
ろ

と

い

線
を
返
す

あ
の
ね
こ

ち
は
裁

に
命
を

け
て
る
の
よ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
一
だ
と
か
カ

リ
ス
マ
お

子
だ
と
か

わ
れ
て
る
け
ど
実

は
攻
略
の

も

に
立
た
な
い

を
作

て
る

だ
け

そ
れ
で
も
私
は

飾

人
で
あ
る
事
に

デ
ザ
イ
ナ

で
あ
る
事
に
血
道
を

て
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る

そ
の
私
が
恐
ろ
し
く
手
に
入
り

い
超

レ
ア

を
前
に
し
て

歩
し
て
る
の
よ

 

さ

き
黒
の
剣
士
ク
ン
も

て
た
け
ど
生

系
の

人
は
コ
ル
じ

な
い

が
最

重
要
な
の

が
無
か

た
ら

出
来
な
い
ん
だ
か
ら

そ
の
最
重
要
な

超

レ
ア

な
の
に

る
と

て
る
の

こ
れ
で
も
ま
だ

い
く
ら
い
な
の
よ

 
そ
れ
で
も
文

が
あ

る
な
ら
あ
な
た
が
代
わ
り
に
全
部

け
る

 
ユ
ウ
キ
ち

ん
と
ま
と
も
に
デ

エ
ル
が
出
来

る
な
ら

だ
け
ど

く
 

だ
ろ
う

高
く

価
し
て
も
ら
え
て
い
る
の
は

し
い
ん
だ
け
ど
こ
う
ア
シ

レ

イ
さ
ん
の

い
回
し
が

く
悪

い

も
し
て
な
い
の
に
シ
ノ
ン
を
見
て
る
と
ボ
ク
ま
で

悪
者
に
な

て
し
ま

た
気
が
し
て
く
る

く
悩
ん
で
る
キ
リ
ト
を
見
て
る
と
更
に
そ
れ
が
深

ま
る

 
ど
う
し
て
こ
う
な

た

一
つ

く

モ
デ
ル
に
つ
い
て
だ
け
ど

今
後
ず

と
か

 
一
日
だ
け
か

あ
る
い

は
指
定
期
間
な
の
か

一
日
だ
け
よ
あ
な
た
は
攻
略
組
な
ん
だ
か
ら

重
な
時
間
を
使
わ
せ
る

に
も
い
か
な
い
し
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出
来
る
だ
け

い
方
が
良
い
け
ど
闘
技
場
で

し
い
で
し

う
し
レ
イ
ド
戦
が
終
わ

て

か
ら
で
良
い
わ

あ

ア
イ
テ
ム
は
先
に
ク
エ
ス
ト
で
使

て
い
い
わ
よ

黒
の
剣
士

ク
ン

も
約
束
は
破
ら
な
い
で
し

う
し

こ
こ
ま
で
破
格
の

件
を
付
け
ら
れ
た
ら
な

分
か

た

そ
の

件
を

も
う

交

成
立

じ

あ
先
に
エ
ギ
ル
さ
ん
か
ら

い
取

て

そ
の
後
に
ユ
ウ
キ
ち

ん
と

戦

て
も
ら
う
わ

分
か

た

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
指
示
さ
れ
キ
リ
ト
は
そ
れ
に

て
エ
ギ
ル
の
方
に
近
付
く

事
の
成

り
行
き
を

て
見
守

て
い
た
エ
ギ
ル
は

と
も

え
な
い
表
情
を
し
て
い
た
が
す
ぐ
に
気

を
取
り
直
し
て
値

交

を
始
め
た

ね

ア
シ

レ
イ
さ
ん

で
こ
ん
な
事
を

 
回
り
く
ど
過
ぎ
な
い

 
そ
の
隙
に
ボ
ク
は
に
こ
に
こ
と
い
い

の
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に

い
た

も
ら
し
い
事

を

て
は
い
た
が

と
な
く
最
初
か
ら

す
つ
も
り
だ

た
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ

一
つ

目
の

件
は
分
か
ら
な
く
も
な
い

エ
ギ
ル
に
お
金
を
払
う
の
も
キ
リ
ト
で
あ
る
の
は
分
か
る

だ
が
二
つ
目
の

件
は
不
要
だ
ろ
う
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そ
う
思

て
問
え
ば

彼
は

を
浮
か
べ
た

一

見
て
み
た
か

た
の
よ
ね
あ
な
た
が
心
を
許
し
て
い
る
剣
士
の

を

そ
れ
に
ユ
ウ

キ
ち

ん

デ

エ
ル
し
た
い

て

て
た
で
し

い
や

ま

そ
う
だ
け
ど

ボ
ク
が
勝

た
ら
ど
う
す
る
の
さ

あ
ら

あ
く
ま
で
私
は

デ

エ
ル
す
る
事

と

た
だ
け
で

別
に
勝
て
ば
と
は

て

な
い
わ
よ

 
ま

な
手
を
使

た
ら
無

に
し
よ
う
か
と
は
思

て
る
け
ど

ユ

ウ
キ
ち

ん
が
見

ん
だ
子
が
そ
ん
な
事
を
す
る
と
は
思
え
な
い
し

ね

勝

た
と
し
て
も

負
け
た
と
し
て
も

良
い

合
を
見
せ
て
く
れ
る
で
し

 
ど
う
や
ら
本

に
最
初
か
ら

る
つ
も
り
だ

た
よ
う
だ

別
に
絶
対
必
要
と
い
う
事

に

な

て
い
な
い
か
ら
も
あ
る
だ
ろ
う
が

う

む
ど
こ
と
な
く
こ
ち
ら
を
後

し
し
よ
う
と

し
て
い
る
感
じ
が
し
て
む
ず

い

 
そ
れ
に
し
て
も

デ

エ
ル

か

勝
て
る
か
な

 
正
直
勝
て
る
見

み
は
三

い
や
リ
ズ
と
シ
リ
カ
か
ら
教
え
て
も
ら

た
剣
を
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し
て

ら
せ
る
と
い
う
攻
撃
を
さ
れ
た
ら
十
中
八
九
負
け
る
恐
ら
く

の
デ
フ

ル
ト

備
で
も
同
じ
だ

ま

使
わ
れ
た
ら
の
話
な
の
で
そ
の

を
制
限
掛
け
て
も
ら
え
ば
ま
だ

り
合
え
る
だ
ろ
う

 
問

は

二
刀
流

を
使

て
も
良
い
か
ど
う
か
な
の
だ
が

こ
こ
は
決
め

い

彼
に

と

て
の
全
力
は
二
刀
な
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
を
使
わ
れ
る
と
手
も
足
も
出
ず
に
負
け
る
可
能
性

が
高
い

せ
あ
ち
ら
は
ボ
ク
以
上
の
反
応
速

で

ド
ス
キ
ル
を
見
切
れ
る
プ
レ
イ

更
に
は

ド
ス
キ
ル
同
士
の

繋
剣
技

繋
を
可
能
と
す
る
剣
士
だ

こ
ち
ら
の
ス
キ
ル

は

じ
ず
逆
に
あ
ち
ら
の
技
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
い
現
状
で
は
圧
倒
的
に
不

と

え

る
だ
ろ
う

 
か
と

て
二
刀
を
禁
じ
れ
ば
彼
の
全
力
で
は
無
く
な

て
し
ま
う

論

な
片
手

剣
使
い
と
し
て

常
な
勝
負
と
い
う
の
も
良
い
が

ユ
ウ
キ

し
い

を
し
て
ど
う
し
た
ん
だ

 
二
刀
を
禁
じ
て
も
ら
う
か
ど
う
か
う
ん
う
ん

て
い
る
と

時
の
間
に

を
終
え
た
の

か
目
の
前
に
は
キ
リ
ト
が
い
た

不
思
議
そ
う
な
面
持
ち
は
無
邪
気
で

な
そ
れ
恐
ら
く
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今
の
キ
リ
ト
は

だ

ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

る
か
ら
ど
う
か
と
思
う
が

彼
に
対
し
て
キ
リ

ト
は
背
中
を
向
け
て
い
る
の
で
無
意
識
に
気
を

い
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
あ
る
い
は
た
だ

に
こ
ち
ら
を
心
配
し
て
そ
の
表
情
に
な

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い

え

い
や

え
と

そ
の

デ

エ
ル
の
事
を

え
て
て

ね

あ
あ

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
使

制
限
か

で
今
の
で
分
か

た
の
さ

 

故
か

え
て
い
た
事
を
大

把
に
伝
え
た
だ
け
で
悩
ん
で
い
た
事

二
刀
流

は
ユ

ニ

ク
ス
キ
ル
だ
し
他
の
ス
キ
ル
も

め
て
間
違
い
で
は
な
い

を

い

て
て
き
て

で

さ
と
内
心
で

き
な
が
ら

然
と

葉
を

ら
す

 
そ
ん
な
ボ
ク
を
見
て

キ
リ
ト
は

を
浮
か
べ
た

た
り
を
付
け
て

て
み
た
だ
け
だ

ユ
ウ
キ
が

え
そ
う
な
事
は

と
分
か
る
か
ら
な

 
明
る
く

な

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

て
き
た
キ
リ
ト
に

思
わ
ず
息
を

ん
で

ま

て
し
ま

た

そ
の

み
に
見

れ
ボ
ク
の
思

が
分
か
る
事
に

と
は
無
し
に
喜
び
を

覚
え

が

く
な
る
の
を
自
覚
し
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そ
の

間

ク
リ
と
背

に
悪

が

る
の
も
自
覚
し
た

  
そ
の
悪

を

ら
せ
て
い
る
の
は
ボ
ク
を
見
て
い
る
一
人
の

線

い
や
死
線

ギ
ギ

ギ
と
そ
ち
ら
に

線
を
動
か
せ
ば
そ
こ
に
は

み
を
浮
か
べ
て
い
な
が
ら
一
切
目
が

て

い
な
い
金
髪
妖
精

キ
リ
ト
の
義
姉
の

が
あ

た

 
ど
う
や
ら

を

く
し
た
の
を
見
て

さ
れ
て
し
ま

た
ら
し
い

過
保
護
か
と
思
わ
な

い
で
も
無
い
が

キ
リ
ト
の
来
歴
を

え
れ
ば
む
し
ろ
こ
れ
く
ら
い

な
の
か
も
知
れ
な
い

ボ
ク
も
彼
女
も
ま
だ
会

て
一

間
こ
の
一
年

の
キ
リ
ト
と
と
の
付
き
合
い
を
知
ら
な
い
以

上
は
こ
う
な

て
も
仕
方
が
な
い

 
し
か
し

と
い
う
か

リ

フ

が

し
出
し
て
い
る

気
は

手
を
見
定
め
る
そ
れ

で

と
な
く
一

前
の

親
が

愛

に
出
来
た
彼

に
向
け
る
よ
う
な

線
な
の
が
気
に

な

た

あ
た
し
の
義
弟
は

さ
な
い

と
か

い
出
し
そ
う
な

気
で
あ
る
反
面

認
め

た
ら
グ
イ
グ
イ
勧
め
て
き
そ
う
な
そ
ん
な

線

で
も
認
め
ら
れ
な
く
て

ば
死
線
に
な

て
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い
る
と
い
う

認
め
る
の
か
認
め
な
い
の
か
ど

ち
な
ん
だ

確
か
に
ヒ

ス
ク
リ
フ

手
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
ユ
ウ
キ
に
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は

だ
よ

な

の
全
力
行
使
は

れ
る
し
殺
し
合
い
で
な
ら
と
も
か
く
デ

エ
ル
だ
と
反

ど
こ
ろ
じ

な
い
し

 
そ
ん
な
リ

フ

と
の

線
の
応

を
し
て
い
る
事
に
一
切
気
付
い
て
い
な
い
キ
リ
ト
は

を
組
ん
で
真
剣
な
様
子
で
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
制
限
に
つ
い
て

え
て
い
る
よ
う
だ

た

他
の

は
こ
の
応

に
気
付
い
て

を

ん
で

ま

て
い
る
に
も

わ
ら
ず
ブ
ツ
ブ
ツ
と

き
を

ら
し
て
い
る
光

は

か
ら
見
れ
ば
と
て
も

に

る
だ
ろ
う

 
と
い
う
か
キ
リ
ト
は
自
分
に
向
け
ら
れ
る

線
や
場
の
険
悪
な

気
に
は

い
の
に

で
こ
う
い
う
事
に
は

い
の
だ
ろ
う
か

あ
れ
か
小
説
や
ア
ニ
メ
や

の
主
人

み
た
い
に

無
意
識
で

け
て
い
る
感
じ
な
の
だ
ろ
う
か

 
い
や

ま

今
の
キ
リ
ト
に
そ
ん
な

が
無
い
か
ら
か
も
知
れ
な
い
け
ど

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
に

し
て
は
ユ
ウ
キ
が
決
め
て
く
れ

に
つ
い
て
も
同
様
だ

じ

あ
全
面

禁

ボ
ク
と

に
片
手
剣
使
い
と
し
て
勝
負
し
て

論
武
器
の

取
り
換
え

回
復
ア
イ
テ
ム
の
使

も
無
し
で

体
術

は
あ
り

戦
闘
時
自
動
回
復
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ス
キ
ル
の

果
は
無

設
定

ナ
ン
も
観
戦

ど
う

分
か

た

そ
れ
で

場

は
ど
う
す
る

 
ア
シ

レ
イ
が
観
戦
す
る
な
ら
出
来
る
だ
け

圏
内

の
方
が

ま
し
い
だ
ろ
う
し

は
あ
ま
り

目
を
集
め
た
く
な
い
し

そ
ん
な

合
の
良
い
場

あ
る
か
な

 
確
か
に
デ

エ
ル
す
る
の
は
良
い
に
し
て
も
そ
の
場

が
問

だ

た

ボ
ク
と
キ
リ
ト
だ

け
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
観
戦
者
に
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
リ

フ

シ
ノ
ン
の
三
人
が

る
の

だ

非
戦
闘

で
あ
る
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に

レ
ベ
ル
が
ま
だ
ま
だ
な
二
人
を

れ
て

圏
外

に
行
く
の
は
論
外
た
と
え

層
で
も
オ
レ
ン
ジ
が
ど
こ
に
潜
ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
だ

か
ら

 
か
と

て

圏
内
も

し
い

目
を

び
て
キ
リ
ト
が
ビ

タ

だ
と
分
か

た

デ

エ
ル
に
よ
る
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド

外
を
突
い
て
彼
を
殺
そ
う
と
仕
掛

け
る

が

な
い
と
も
限
ら
な
い

圏
内

だ
か
ら
リ

フ

達
が
人

に
取
ら
れ
る
事
は
無

い
と
思
い
た
い
が
そ
れ
で
も
シ
ス
テ
ム
的
保
護
を

し
て
取
り

ん
で
動
け
な
く
す
る
ブ

ロ

ク

と
い
う
マ
ナ

レ
ス
行

が
無
い
と
も
限
ら
な
い

 
更
に

え
ば
二
人
と
も

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
希
少
な
女
性
に
し
て

な
容

を
持
つ
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時
も
は
キ
リ
ト
を
殺
す
た
め
の
人

に
な
り
か
ね
な
い
が
今
回
は
そ
の
逆
で
リ

フ

達

を

す
た
め
に
キ
リ
ト
が
人

に
な
り
か
ね
な
い

 
ま

こ
の

に
つ
い
て
ま
で
キ
リ
ト
は
想
定
し
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
無
い
と
も
限

ら
な
い
か
ら

し
て
然
る
べ
き
だ

あ
ら

そ
れ
な
ら
と

て
お
き
の
場

が
あ
る
わ
よ

 
故
に
二
人
し
て
悩
ん
で
い
る
と
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
あ

け
ら
か
ん
と

て
き
た

ど
う

い
う
事
か
と

線
を
送
れ
ば
付
い
て
来
な
さ
い
と

て
歩
き
出
す

を
出
る
間

じ

あ
ね
と
エ
ギ
ル
に
手
を
振

て

そ
れ
か
ら

を
開
け
て
出
て
行

た

ど
う
す
る

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
と
は
⻑
い
付
き
合
い
だ
し
付
い
て
行
く
の
も

か
で
は
無
い
の
だ
が

に
彼
は
悪

心
が

い
て
こ

ち
を
振
り
回
す
事
が
あ
る

本

に

だ
し

い
損

を

る

と
い
う
事
は
無
か

た
か
ら
そ
の
点
で
は
信

し
て
い
る
の
だ
が

場

に
つ
い
て

も

わ

ず
に
行

た
の
が
ち

と
引

掛
か
る

 
ど
う
し
よ
う
と
思

て
キ
リ
ト
に

線
を
向
け
れ
ば
彼
も
ま
た

な
表
情
で
ア
シ

レ
イ

さ
ん
が
出
て
行

た

を
見
つ
め
て
い
た
が

く
す
る
と
は

と

く

め
息
を

い
た
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ま

ア
シ

レ
イ
が
こ

ち
に
危

を
加
え
る
と
は
思
え
な
い
し
見
失
う
と
面
倒
だ

追
い
掛
け
よ
う

リ

フ

と
シ
ノ
ン
も
来
て
く
れ

エ
ギ
ル
は
ど
う
す
る

見
つ
け
た
ク
エ
ス
ト

て
の
が
気
に
な
る
か
ら

も
行
く

あ
の

お

は
い
い
ん
で
す
か

今
日
は
客
が
来
ね

し

後
か
ら
は

集
め
に
回
す
つ
も
り
だ

た
か
ら
な

ち

と

い

だ
が

ま

良
い
だ
ろ

 
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら
フ
レ
ン
ド
追

で
後
を
追
う
か
ら
先
に
行

て
て
く
れ
と

作

業
を
ウ

ン
ド
ウ
か
ら
始
め
た
エ
ギ
ル

そ
れ
を
見
て
本

に
来
る
ん
だ

と
思

て
い
る
と

と

を
引

ら
れ
た

く
行
こ
う

え

あ

う

う
ん

 

を
引

て
い
た
の
は
キ
リ
ト
だ

た

く
行
こ
う
と
せ

つ
い
て
く
る
様
は
正
に

子

で

離
が
近
い
事
も
あ

て

更

が

く
な
る

 
そ
し
て

そ
れ
に

し
て
我
が
身
を
襲
う
死
線
の

と
圧
力
が
増
し
て
き
て
恐
ろ
し
い
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に
い
る
シ
ノ
ン
な
ん
て
苦

を
浮
か
べ
て
い
る
も
の
の

の

が
引
き

て
い
る
く
ら
い

だ

こ
れ
で

故
キ
リ
ト
は
気
付
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
心

不
思
議
だ

た

 
あ
れ
だ
ろ
う
か
義
弟
に
は
気
付
か
れ
な
い
よ
う
な
技
術
を
使

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

そ

う
だ
と
し
た
ら
リ

フ

は
レ
ベ
ル
が
上
が

た
ら
化
け
る
可
能
性
大
で
あ
る

け
ば
キ

リ
ト
に

本
的
な
剣
の
型
を
教
え

ん
だ
一
人
ら
し
い
し
⻑
ら
く
剣
道
を

け
て
い
る
人
な
ら

こ
の
世
界
に
高
い

応
力
を
持
つ
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
に

く
こ
の
感
情
が

も
し
も
男
女
の
恋
情
で
あ

た
な
ら

大
な

が
立
ち
は
だ

か

て
い
る
と
思
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
な
と

え
な
が
ら
ボ
ク
は
キ
リ
ト
に
手
を
引
か
れ
先

に

を
出
た
ア
シ

レ
イ
さ
ん
を
追

て
転

へ
と
向
か
う

 
手
を
繋
い
で
い
る
事
に

し

背
中
に
死
線
を

び
る

行
き

く
先
で
は
デ

エ
ル
が

て
い
る

 
本

に

ど
う
し
て
こ
う
な

た
の
だ
ろ
う
か

 

中
で

き
を

ら
し

苦

を
浮
か
べ
た
の
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

く

話
で

か
ユ
ウ
キ

点
で
語
ら
れ
て
い
た
キ
リ
ト
と
デ

エ
ル
と
い
う
願
望

が
実
現
し
ま
す

原
作
で
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
て
新

ア
カ
ウ
ン
ト
キ
リ
ト
が
コ
ン
バ

ト
ユ
ウ
キ
に

負
け
て
い
ま
す
が
本
作
で
は

ま

展
開
的
に
負
け
ま
せ
ん

レ
ベ
ル
も
プ
レ
イ

ス

キ
ル
も
キ
リ
ト
が
上
で
す
し

 
戦
闘
展
開
が
ど
う
運
ぶ
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
出
来
る
だ
け

戦
に
な

た
ら
い
い
な

と

思

て
お
り
ま
す

そ
う
で
な
い
と

り
上
が
り
に
欠
け
ま
す
し

ね

 
さ
て

と
サ
ク

と
入
手
す
る
ゲ

ム
と
違

て
弓
を
手
に
入
れ
る
だ
け
な
の
に
面
倒

な
状
況
に
な

て
ま
す
が
ま
だ
弓

の
出
来
事
は

く
予
定
で
す

だ
か
ん
だ
で
シ

ノ
ン
の
た
め
に
な

て
ま
す
が
キ
リ
ト
は
一
応
攻
略
の
事
も

え
て
弓
の
入
手
を

て

ま
す
の
で

シ
ノ
ン
が
終
わ

た
ら

は
そ
れ
か
と

す
ぐ
に
終
わ
る
気
も
し
ま
す
が

 
ち
な
み
に

あ
く
ま
で
予
定
で
す

 
キ
リ
ト
は
吹

切
れ
た
し
神

も
人
知
れ
ず
乱
入
し
て
る
の
で

に
魔

の

線
を

て
い
き
ま
す

も
う
魔

し
て
る
と
は

て
は
い
け
な
い

少
な
く
と
も

備
は
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と
も
か
く
技

は
原
作
キ
リ
ト
に

か
に
上
程

に
抑
え
て
る
の
で

そ
の
程

で
は
神

に
勝

て
な
い
か
ら
こ
そ
魔

 
⻑

と
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
八
章
 

黒
の
剣
士

対

絶
剣

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
こ
こ
で
重
大
な
報

を
ば

 
実
は
現
在
ネ

ト

境
の
無
い
実
家
に
帰

て
ス
マ
ホ
の
デ
ザ
リ
ン
グ
で
投
稿
を
し
て
い

た
の
で
す
が

デ

タ
容

が
限
界
来
て
て

バ
い
ん
で
来
月
の
九
日
に
な
る
ま
で
投
稿
が

出
来
な
い

あ
る
い
は
出
来
て
も
一

二

に
な
る
の
で
す

 
非
常
に

し

な
い
で
す
が

了
承

き
た
く
存
じ
ま
す

 
さ
て

そ
れ
で
は
今
話
に
つ
い
て
で
す

 
最

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
お

し
で
す
が

男
性
最
強
キ
リ
ト
と
女
性
最
強
ユ
ウ
キ
が
正
面
衝

突
し
ま
す

ち

と
最
初
に
シ
リ
ア
ス
最
後
に

の

の

ま
り
ま
す
が
後
は
全
部
戦
闘

シ

ン
で
す

多
分
一
万
文

ち

と
が
戦
闘
シ

ン

故
に

ど
キ

ラ
が

ら
な
い
し

写
も
な
い

 
キ
リ
ト
は
一
刀

り
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
と

使

不
可

共

ル

ル
で
回
復
不
可



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

体
術
あ
り

制
限
時
間
無
し

決

で
す

な
一
刀
の
片
手
剣
使
い
の
勝
負
と

い
う

で
す
ね

 
ち

と
原
作
七

と
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の
戦
闘
シ

ン
を

て
ま
す
分
か

た
ら

い
 

点
は
オ

ル
ユ
ウ
キ

最
初
に
ち

と
だ
け
間
話
が

ま

て
一
気
に
デ

エ
ル
で
す

 
あ
と
本
作
の
ユ
ウ
キ
Ｓ
Ａ
Ｏ
攻
略
組
な
ん
て
原
作
と
違

て
対
人
戦
メ
チ

強
い
で
す

に
原
作
ア
ス
ナ
超
え
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
キ
リ
ト
に
手
を
引
か
れ
背
中
に
リ

フ

の
恐
ろ
し
い

線
と
生

か
い
シ
ノ
ン
と
エ
ギ
ル

の

線
を

け
な
が
ら
ア
シ

レ
イ
さ
ん
を
追

た
ボ
ク
達
が

内
さ
れ
た
の
は
第
一
層
始

ま
り
の

だ

た
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第
五
十
層

ア
ル
ゲ

ド

か
ら
第
一
層

始
ま
り
の

の
転

へ

動
し
た
ボ
ク
は

転

し
て
す
ぐ

に
し
た

に

根
を
寄
せ

か
に

を

た

約
一

間
前
に
来
た
時

は

全
体
が
死
ん
だ
か
の
よ
に
静
ま
り
返

て
い
た
の
に
今
は

活
気
に

れ
て
い
た
か
ら

だ 
始
ま
り
の

の
転

は
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
開
始

を
さ
れ
た

楼

の
前

の

中
心
部
だ

に
向
か
え
ば
黒
鉄

が
あ
り
北
に
向
か
え
ば
大

り
と
大

を
潜

て

原
フ

ル
ド
が
広
が

て
い
る

に
は
そ
れ
ぞ
れ

と
な

て
お
り

北
の
間
に
あ
る
四
本
の
道
は

く

わ
ば
裏

り
の
よ
う
な
も
の
に
な

て
い
る

 
以
前
は

と
し
て
い
て
プ
レ
イ

の
影
な
ん
て

ど
無
か

た
の
だ
が
今
は
そ
こ
ら

中
に
多
く
の
プ
レ
イ

が
い
る

軍

属
で
あ
る
ギ
ル
ド
タ
グ
と

の
者
も
い
れ
ば
そ
の

近
く
に
は

に
剣
士

や

人
ら
し
き
プ
レ
イ

が

を
し
て
い
る

も
見
え
る

や

な
見
た
目
の
片
手
剣
か
ら
見
る
に
攻
略
組
や
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
者
で
は

無
く

中
層
下

レ
ベ
ル
だ
ろ
う

 
以
前
来
た
時
は
キ
バ
オ
ウ
一

の

先

で
あ
る
徴
税
部
隊
が
我
が
物

で

結

ボ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

ク
は
遭
遇
し
て
い
な
い
が

歩
い
て
い
た
か
ら

も
が

物
の
中
に

し
て
い
た
と

い

て
い
る

で
あ
る
キ
バ
オ
ウ
こ
そ
行
方
不
明
だ
が

者
を
失

た

に
彼
ら
が

ら
え

ら
れ
出
歩
け
る
よ
う
に
な

た
か
ら

そ
れ
を

能
し
て
い
る
の
だ
と
思
う

だ
か

活
気
が
あ
る
ね

そ
り

あ
そ
う
よ

行
方
不
明
だ

た
シ
ン
カ

が
救
出
さ
れ
た
上
に

徴
税
部
隊

な
ん

て

中
が
デ

ア
ベ
ル
に
よ

て
一

さ
れ
て

し
ぶ
り
に
平
穏
が

れ
た
ん
だ
も
の

ま

シ
ン
カ

を
救
出
し
た
メ
ン
バ

を
知

て

く
複

そ
う
で
は
あ
る
け
ど
ね

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
そ
う

い
な
が
ら
チ
ラ
リ
と
転

広
場
の

へ

線
を
向
け
そ
ち
ら

を
ボ
ク
も
見
れ
ば
そ
の
先
に
は

と
も

え
な
い
表
情
で
こ
ち
ら
を

正
確
に
は
キ
リ
ト
を

見
て
い
る
男
性
プ
レ
イ

達
が

人
か

し
て
い
た

軍
の

備
で
は
無
く
ギ
ル
ド
タ
グ
の

有
無
も
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
知
り
合
い
で

ま

て
い
る
よ
う
だ

た

 
恐
ら
く
彼
ら
は
シ
ン
カ

の
プ
レ
イ

で
反
キ
リ
ト

で
も
あ
る
の
だ
ろ
う

彼
ら
に

と

て
は
キ
リ
ト
は
ビ

タ

で
あ
り
憎
き

で
あ
る
も
の
の
自
ら
が
リ

ダ

と

ぐ
人
を
助
け
出
し
た
人
物
で
も
あ
る
か
ら

も

え
な
い
状

な
の
だ

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

い
て

事
情
を
知
ら
な
い
者
か
ら
見
れ
ば

ビ

タ

と
は
絶
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対
悪
だ
が
事
情
を
知
る
者
か
ら
見
れ
ば
必
要
悪
だ

こ
れ
ら
は

面
こ
そ
似
て
い
る
が
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
全
く
似
て
い
な
い

 
絶
対
悪
と
は
す
な
わ
ち

に

い
て
も
必
ず
悪
と
判
断
さ
れ
た
も
の
だ

意
味
も
無
い
殺

戮
快

を
求
め
た
殺
人
な
ど
ど
こ
を
ど
う
切
り
取

て
も
悪
と
し
か
判
断
で
き
な
い
そ
う

い
う
も
の
を
絶
対
悪
と
い
う

 
対
し
て
必
要
悪
と
は

文

り
必
要
で
あ
る
か
ら
存
在
す
る
悪
だ

 
人
間
は
善
と
悪
の

方
を
有
し
存
在
し
て
い
る

的
な
生
き
物
だ

意
見
の
対
立
も
極
論

で

え
ば

い
の
立
場
に
立

た
主

の
善
と
反
対
意
見
の
悪
の
ぶ
つ
け
合
い
こ
れ
を

り
返

す
事
で
人
間
は
国
家
を

き
上

て
き
た
コ
ミ

ニ
テ

を
大
き
く
し
て
き
た

善
だ
け
で
は

成
⻑
し
得
な
い

対
抗
立
場
た
る
悪
も
存
在
し
な
け
れ
ば

善
も
ま
た
存
在
し
得
な
い
の
だ

 

序
も
ま
た
同
じ
だ

 
現
在
こ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は

的

ち

い
て
い
る
と
は

え
か
つ
て
は

か

が

れ
た

子
に
自
殺
者
が

あ
る
い
は
自
ら
殺
人
に

る

ど
に
追
い

め
ら
れ
た
プ
レ
イ

が
多
く
存
在
し
た

怒
を
憎
悪
を
向
け
る
存
在
は
ゲ

ム
マ
ス
タ

で
目
の
前
に
い
な

い
し
自
分
か
ら
戦
い
に
行

て
死
ん
で
し
ま
う
事
を

え
て

し
て
し
ま
う
事
か
ら
ど
う
し
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て
も
決
断
出
来
な
い
で

る

そ
ん
な
者
達
が
大
勢
い
た

 
そ
こ
に
ビ
ギ
ナ

と

ベ

タ
テ
ス
タ

の
差
は
無
か

た
が
後
者
は
そ
れ
で
も
ベ

タ
で

経
験
し
た
こ
の
世
界
の
事
前
知
識
と
経
験
と
い
う
も
の
が
あ

た

故
に
差
別
意
識
が
生
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
た

だ
が
そ
れ
に
先
ん
じ
て
キ
リ
ト
が
自
ら
悪
の
ビ

タ

を
名

り
出
た

事
で
そ
の
差
別
意
識
に
よ
る

序
の

壊
も
攻
略
隊
に
属
す
る
者
た
ち
の
間
で
疑
心
暗
⻤
が

渦

く
事
無
く

今
日
ま
で
攻
略
組
は
存

し
て
い
る

 
ま
た
殺
し
を

先
し
て
行
う
者
達
の
始

罪
者
達
を

ま
え
あ
る
い
は
始

す
る

れ

も
彼
は
裏
で
あ
る
い
は

と
行

て
い
る

自
身
が
悪
な
の
だ
と
見
せ
る
パ
フ

マ

ン
ス
も

ね
て
殺
る
時
は

と

そ
う
で
な
い
時
は
一

に
し
て
ア

サ
リ
と
殺
る

 
故
に
必
要
悪
と
は
別
の
見
解
で
正
義
と
も
解

さ
れ
る

や

て
い
る
事
は
現
代
日
本
で

は
確
実
に

罪
だ
が

か
が
や
ら
な
け
れ
ば

序
が

壊
す
る
の
も
事
実
だ
か
ら
こ
そ
こ

の
悪
は
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

裏
で

い
仕
事
を
生
業
に
し
て
い
る

兵

業
な
ど
が
存

在
し
て
い
る
の
も

史
実
の

君
な
ど
が
暗
殺
さ
れ
て
い
る
の
も
同
様
の
理
由
だ

 
そ
こ
ま
で
彼
ら
は
理
解
し
て
い
る

で
は
無
い
だ
ろ
う

だ
が
一

に
ビ

タ

だ
か

ら
と

判
出
来
な
く
な

て
い
る
の
は
事
実
だ

せ
シ
ン
カ

さ
ん
を
助
け
出
し
た
の
最
大
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績
者
は

れ
も
な
い
キ
リ
ト
だ

彼
一
人
で
は
無
理
だ

た
だ
ろ
う
が
彼
が

な
け
れ
ば
確
実

に
出
来
な
か

た
の
だ
か
ら

 
ま

ユ
イ
ち

ん
が

た
の
が
真
実
で
そ
の
後
に
彼
女
は

な
く
な

て
し
ま

た
か

ら

キ
リ
ト
に
と

て
す
れ
ば
複

だ
ろ
う
が

ん
で

ア
シ

レ
イ
よ

お
前
さ
ん
は

で
ま
た
こ
ん
な
と
こ
に

 
こ
こ
に
デ

エ
ル
出

来
る
場

な
ん
て
あ

た
か

 
軍
の

設
を
使
う
の
も
出
来
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
が

人
目

が
あ
る
だ
ろ

そ
こ
は
気
に
し
な
く
て
い
い
わ

ま

ち

と

目
は
さ
れ
る
か
も
だ
け
ど

付
い
て

来
な
さ
い
な

 

を
組
ん
で

し

な
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
発
し
た
エ
ギ
ル
の
問
い
に
ア
シ

レ
イ
は
自

信

そ
う
に
強
く

い
て
歩
き
出
し
た

方

は

だ

た

  

線
の
先
に
あ
る
の
は

黒
と
白

 
剣

髪

う
外

上
下
の

全
て
が
黒
く

一

だ
け

的
な
白
さ
を
保

て
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い
る

色

華

で
少
女
の
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
が
れ

き
と
し
た
男
子
で
あ
り
見
た

目
の
華

さ
に
反
し
て
こ
の
世
界
を
一
人
で
戦
い

い
て
き
た

の
剣
士

黒
の
剣
士

キ
リ
ト

 
そ
れ
が
今

ボ
ク
が
対
峙
し
て
い
る
剣
士
の
名
前

い

け

 

れ

ユ
ウ
キ
さ
ん

負
け
る
な

黒
の
剣
士

も
負
け
る
な

 
デ

エ
ル
を

し

剣
を
構
え
な
が
ら

機
時
間
の
六
十

が
過
ぎ
る
の
を

て
い
る

と

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
男
女

な
く
子

達
の
声

が
届
い
て
き
た

 
現
在
ボ
ク
達
が

る
場

は
第
一
層
主

始
ま
り
の

七

に
あ
る
教
会
つ
ま

り
は
孤

だ

正
確
に
は
そ
の
孤

の
外
に
広
が

て
い
る

原
で
あ
る

原
と

え
ど

こ
こ
は
始
ま
り
の

の
外

を

う

の
内

な
の
で
れ

き
と
し
た
圏
内
に
あ
る

 
広
さ
も
あ
り

れ
る
人
も
限
ら
れ
る
事
か
ら
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
こ
こ
に
ボ
ク
達
を

内

し
た

 
本
来
な
ら
デ

エ
ル
す
る
必
要
性
は
無
い

な
の
だ
が
シ
ノ
ン
が

け
た
ク
エ
ス
ト
の

入
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品
と
し
て
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
求
め
て
い
た
超

レ
ア

大

の

が
必
要
で
あ

た
た
め

る

件
と
し
て
ボ
ク
と
キ
リ
ト
が
デ

エ
ル
す
る
事
に
な

て
し
ま

た

も
う
一

つ
キ
リ
ト
は
一
日
だ
け
闘
技
場
レ
イ
ド
戦
を
終
え
た
後
に

飾
の
モ
デ
ル
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な

て
い
る

 
デ

エ
ル
の
勝

は

な
く
た
だ
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

足
い
く
戦
い
に
な
れ
ば
良
い
だ

け
だ

そ
れ
を
キ
リ
ト
は
知
ら
な
い
が

 
デ

エ
ル
は
少

危
険
が

う
も
の
の

ゲ

ジ

分
を
切
る
と
終
了
す
る

決

設
定
と
し
て
戦
闘
時
自
動
回
復
ス
キ
ル
な
ど
で
の
回
復
不
可
ア
イ
テ
ム
使

不
可
キ
リ

ト
に
は

の
特
性
で
あ
る
武
器
の
呼
び
出
し
と
換

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
無
し
の

な

片
手
剣
使
い
と
し
て
戦
う
よ
う

て
い
る

体
術

は
あ
り
だ

 
ち
な
み
に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
と
レ
イ
ン
は
裁

ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
た
者
と
し
て

見

知
り
で
あ

た
ら
し
く
子

達
に

を
作

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
事
も
あ

た
と
か

故
に
彼

も
孤

メ
ン
バ

に
信
頼
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

そ
の
た
め
こ
う
し
て
孤

の
外
で

デ

エ
ル
が
行
え
る

 
ピ

ピ

と
如

に
も
な
電
子

が
一

に
一
回

く

ボ
ク
と
彼
が
空
け
て
い
る

離
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は
約
十
メ

ト
ル

そ
の
中
間
地
点
の
空
中
で
は

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

Ｙ
ｕ
ｕ

ｉ

と

ま
れ
た
パ
ネ
ル
と
真
下
に

一

と

て
い
く
数

が

ま
れ
た

い
パ
ネ
ル
が
浮
か
ん
で
い

る

は
そ
こ
か
ら

い
て
く
る
の
だ

 

剣
を
想

す
る
程
に

身
な
が
ら
肉

な
刃
を
持
つ
黒
剣
ル
ナ
テ

ク
を

手
で
正
眼

に

身
を
前
に

手
を

の
前
で
水
平
に

か
し
て
構
え
る

 
対
す
る
彼
は

身
を
前
に

手
を
体
の
前
に

か
せ
て

い
て

手
で
持
つ
特
徴
的

な

の
黒
剣
エ
リ

シ
デ

タ
は
切

先
が
地
面
を

れ
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
下

て
後
ろ
手
に
構

え
て
い
た

 
ア
レ
が
一
刀
の
キ
リ
ト
そ
の
全
力
の
構
え

一
切
手
を

い
て
い
な
い
と
分
か
る
構
え
だ

せ
こ
ち
ら
を

ん
じ
て
い
れ
ば
そ
も
そ
も
構
え
な
ど
取
ら
な
い
の
だ
か
ら

そ
れ
だ
け
の
実

力
と
反
応
速

を
彼
は
持

て
い
る

 
ち
ら
と
数

を
見
や
れ
ば
残
り
十

ま
で

て
い
た

や

と
と

う
べ
き
か
あ

る
い
は
も
う
と

う
べ
き
か

そ
れ
か
ら

線
を
対
峙
す
る
黒

く
め
の
剣
士
へ
と

す

彼

の
黒
い

は
し

か
り
こ
ち
ら
を

え

け
て
い
て
そ
の

を
見
つ
め
て
い
る
と
引
き

ま
れ

る
錯
覚
を
覚
え
た
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そ
の
錯
覚
を
覚
え
て
い
る
最
中
じ
り
と
彼
の

足
に

か
だ
が

重
が
更
に
掛
か

た
の

を
見
た

い
よ
い
よ
な
の
だ
と
理
解
し

気
持
ち
を
切
り

え
て

か
に

を

る

 
そ
し
て

デ

エ
ル
開
始
の
ブ
ザ

が
鳴
り

き

  

間

眼
前
に

り
来
る
黒
刃
を

認
し
た

 
く

 
ギ
リ
ギ
リ
で
正
眼
に
構
え
て
い
る
黒
剣
を

し
出
す
事
で
そ
の
刃
を
止
め
る
事
に
成

す
る

 
十
メ

ト
ル
の

離
を
文

り
一

で

め
て
く
る
速

は
流

に
想
像
を
絶
し
て
い
た

あ
ん
な
の
は
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
の
剣
士
で
あ
る
ア
ス
ナ
や

値
極
振
り
の
ア
ル
ゴ
で
す
ら
出
せ

な
い

だ
明
ら
か
に

ド
ス
キ
ル
の
突
進
ス
ピ

ド
を
超
え
て
い
た

コ
マ
送
り
で
し
か

認
不
可
能
な
速

を

が
予
想
出
来
る
か

 
そ
の
思

を
浮
か
べ
つ
つ

し
も

さ
れ
ぬ

り
合
い
に

行
し
た

力

し
し
よ
う
と
し

て
も
剣
を
引
か
れ
て
勢
い

て
隙
を
晒
す
事
に
な
る
し
か
と

て
無
暗
に
こ
ち
ら
が
引
い

て
も
同
じ
こ
と

こ
の
応

は
見
た
目
に
反
し
て

く
神
経

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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くお
 

い
に
黒
い
刃
を
交
錯
さ
せ

く

り
な
が
ら
負
け
じ
と
力
を

め
る

で
交
わ
る
刃

か
ら
ギ
ギ
ギ
と

い
金
属

な

が
上
が
り
ぶ
る
ぶ
る
と

え
る
切

先
が

め
ら
れ
た
力

の
大
き
さ
を
表
す

 
彼
よ
り
二
十
セ
ン
チ

ど
背
が
高
い
事
も
あ

て
こ
ち
ら
に
上
背
が
あ
り
体
重
を
掛
け
な
が

ら
の

り
合
い
だ
が
そ
も
そ
も
ボ
ク
と
彼
と
で
は
レ
ベ
ル
に
絶
対
的
な
開
き
が
あ
る

ボ
ク

は

く

の
大

に
上
が

た
ば
か
り
だ
が

彼
は
件
の
レ
ベ
ル
１

０
だ

た
死
神
ボ
ス
を

独
撃
破
し
た
の
だ

ま
ず
間
違
い
な
く
同
レ
ベ
ル
以
上
で
は
あ

た
だ
ろ
う

 
故
に

に
だ
が
確
実
に
⻘

を

む
こ
ち
ら
の
ブ

ツ
が
後
退
さ
せ
ら
れ
て
い
る
事
も

必
然
だ

た

ぐ
 
こ
の
世
界
は
レ
ベ
ル
が
一
つ
違
う
だ
け
で
か
な
り
の
差
が
出
る
よ
う
に
な

て
い
る

レ
ベ

ル
一
つ
上
が

た
だ
け
で
モ
ン
ス
タ

の

上
に
あ
る
カ

ル
が
黒
に
近
い

か
ら

に
格

が
下
が
る
程
に

そ
れ
は

著
だ
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加
え
て
ボ
ク
と
彼
の
パ
ラ
メ

タ
配
分
も

わ

て
い
る

ボ
ク
は

力

の

合

で
振

て
い
る
が

彼
は
そ
の
逆
で

力

の

合
で
振

て
い
る
の
だ

よ

て
レ

ベ
ル
に
大
き
な
開
き
が
あ
る

力
の
た
め
ボ
ク
は
シ
ス
テ
ム
的
に
絶
対

し
勝
て
な
い

先

ど
の
突
進
速

も

合
で

え
ば
ボ
ク
の
方
が
ス
ピ

ド
で

て
い
る
の
だ
が
そ
こ
は
圧

倒
的
な
レ
ベ
ル
差
に
よ

て
実
現
し
て
い
た

 
力

し
が
シ
ス
テ
ム
的
に
絶
対
出
来
な
い

り
合
い
を
制
す
る
な
ら
引
く
の
が
常
道

だ

が
そ
れ
は
キ
リ
ト
も
理
解
し
て
い
る

だ
引
け
ば
思
う

な
の
だ
か
ら
そ
れ
を
取
る
事
が
出
来

な
い

 
な
ら
ば

別
の
手
を
使
う
し
か
な
い

 
そ
う
と
決
ま
れ
ば

実
行

り
合
い
で

し
切
ら
れ
ま
い
と
黒
剣
ル
ナ
テ

ク
の

を

持

て
い
る

手
の
内

手
を

か
ら
離
し

め
に
握
り

む

そ
の
握
り

か
ら
直

後
蒼
い
光
が

た

セか
は

 

力
値
で
負
け
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
上
背
で
体
重
を
掛
け
て
抑
え

め
た
か
ら
片
手
で
も
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一

は
持
ち

え
ら
れ
た

そ
し
て
一

さ
え
あ
れ
ば
超
至
近

離
で
ス
キ
ル
を
放
つ
に
は
十

分
で

体
術

ス
キ
ル
の
初
歩

閃
打

を
彼
の

に

き

む

 
そ
の
衝
撃
で

彼
は
苦

の
声
を
上

な
が
ら
体
を
く
の

に

り

体
が

く
浮
い
た

 
そ
れ
は
決
定
的
な
隙
だ

た

そ
れ
を

す
手
は
無
く

さ
れ
る
圧
力
が
無
く
な

た
剣
を

体
の

に
持

て
き
て

掛
け
に
振
り
下
ろ
す
構
え
を
取
る

 
蒼
い
光
を
放
つ
そ
れ
は

四

撃

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

だ

こ
の

ア
ガ

 
し
か
し

そ
の

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
事
は
出
来
な
か

た

 

掛
け
に
振
り
下
ろ
そ
う
と
し
た
正
に
そ
の

間

真
下
か
ら
⻩
色
の
光
を

た
黒
い

ブ

ツ
が

こ
ち
ら
の

を
真
上
に

り
上

て
き
か
ら
だ

 
体
が
浮
き
後
方
へ

か
に
動
い
た
勢
い
を

し
て
ど
う
や
ら
足
の

り
上

を
キ

と
す
る

体
術

ド
ス
キ
ル

月

を
放

た
ら
し
い

 
そ
う
い
え
ば
忘
れ
て
い
た
が
彼
は

輪

備
の
影

で
一
切
の

け
反
り
無

状

に
な

て
い
る
の
だ

た

そ
れ
が
あ
る
の
に
体
が
く
の

に

が

た
り
体
が
浮
い
た

り
は
少
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解
せ
な
い
が
ス
キ
ル
が
ク
リ

ン
ヒ

ト
し
て
い
な
が
ら

に
動
け
た
の
は
恐
ら
く
そ
の

バ
フ
に
よ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
と

し
が
つ
い
た

 

を

り
上

ら
れ
ス
キ
ル
も
キ

ン
セ
ル
さ
れ
て

直
を

さ
れ
た
ボ
ク
は
空
を

ぎ
な

が
ら

に
体
を
晒
し

一

二

の
後
に
地
面
に

下
す
る

く
 

下
し
て
す
ぐ
横
へ
体
を
転
が
し
そ
の
勢
い
で
地
面
に

い
た
手
を

点
に

き
上
が

た 
そ
れ
か
ら
キ
リ
ト
を
探
す

に

線
を

へ
サ

と
巡
ら
せ

す
ぐ
に
発
見
し
た

 
キ
リ
ト
は

ど

動
し
て
い
な
か

た

少
し
表
情
が
険
し
く
な

て
い
る
も
の
の
後
ろ
手

に
剣
を
構
え
こ
ち
ら
の
出
方
を
見
て
い
た

ど
う
や
ら

り
合
い
の
最
中
一

で
ス
キ
ル

を

き

ん
だ
の
が

程

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
の

合
い
は

ま
じ
い
闘
気
と
な

て
体
に
圧
し
掛
か

て
い
る

 
こ
こ
は
全
て
が
ゼ
ロ
と
一
二
つ
の
数

に
よ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
仮
想
世
界

こ
の
世
界

に

こ
る
現

は
全
て
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
引
き

こ
さ
れ
て
お
り
そ
の
ロ
ジ

ク
に

学
的

で
な
い
も
の
は
一
切

与
し
て
い
な
い
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故
に
闘
気
な
ん
て
も
の
を
感
じ
る

が
無
い
と
す
る
説
を
信
じ
る
者
は
プ
レ
イ

に
多

く
い
る

攻
略
組
に
も

る
く
ら
い
だ

 
だ
が
ボ
ク
は

闘
気
の
存
在
を
信
じ
る

現
実
的
で
は
な
く

そ

学
的
で
な
い
に
せ
よ

人
の
感
情
や

線
か
ら
殺
気
や
悪
意
闘
気
な
ど
を
感
じ
取
る
事
は
出
来
る
と
直
感
的
に
思

て

い
る

そ
う
で
な
け
れ
ば
今

自
分
が
感
じ
て
い
る
重
苦
し
く
恐
ろ
し
い
と
も
思
え
る

か

の
正
体
を
説
明
出
来
な
い
の
だ
か
ら

 

上
の
空
論
に
振
り
回
さ
れ
る
く
ら
い
な
ら
今
は
謎
で
も
い
い
未
来
で
も
解
明
出
来
な
く

て
も
い
い

強
者
の
剣
に

弄
さ
れ
た
い

 
た
だ

  

弄
さ
れ
る
ば
か
り
じ

な
い
け
れ
ど

  

中
で

く

そ
の

き
に

め
ら
れ
た
も
の
は

め
の
悪
さ
を
内

し
た
も
の
で
ど
こ

か
ら

し
さ
を
感
じ
て
い
る
も
の
だ

自
然
と

に

み
が
浮
か
ぶ
の
が
分
か
る
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恐
ら
く
こ
ち
ら
の

に
浮
か
ん
で
い
る

み
を
見
て
だ
ろ
う
キ
リ
ト
は

断
な
く
構
え
な

が
ら
も

し

な
眼
を
向
け
て
来
た

み
分
け
と
い
う
状

い
や
ス
テ

タ
ス
や
手

札
の
数
で

え
ば
圧
倒
的
に
ボ
ク
が
不

な
の
に

故
か

し
そ
う
に

み
を
浮
か
べ
た
の
が

分
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う

 
チ
ラ
リ
と

界

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
自
分
の

ゲ

ジ
は
先

ど

へ
も
ろ
に
サ
マ

ル
ト
キ

ク
で
あ
る

月
を

け
た
影

で
一

弱

少
し
て
い
た

こ
れ
が

の
武

器
攻
撃
な
ら
三

は

て
い
た
だ
ろ
う
が

体
術

ス
キ
ル
は

じ
て
与
ダ
メ

ジ

他

よ
り

い

そ
れ
で
も
一

弱

ら
し
て
い
る
の
は
彼
の
ス
テ

タ
ス
の
高
さ
と
ク
リ
テ

カ

ル
ポ
イ
ン
ト
に

て
て
来
た
か
ら
だ
ろ
う

 

に
キ
リ
ト
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
ゲ

ジ
を
見
れ
ば
レ
ベ
ル
と

備
の
影

で
全
ス

テ

タ
ス
が
圧
倒
的
に
高
い
せ
い
か
一

も

れ
て
い
な
か

た

と
見
で
五

一

の

分

と
い

た
と
こ
ろ
か

 
体
術
ス
キ
ル
は

本
的
に

撃
タ
イ
プ
と

撃
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
て
お
り

閃
打
は

前
者

月

は
後
者
に
入
る

 

撃
タ
イ
プ
は
ス
ピ

ド
と
隙
の
無
さ
が

点
で

力
が

め

撃
タ
イ
プ
は
高

力
が
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点
で
発
動
前
後
に
隙
が
大
き
い
と
い
う

方
真
反
対
の
特
徴
が
あ
る

月

は
サ
マ

ル
ト
キ

ク
な
の
で
発
動
に
は

り
上

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
外
れ
れ
ば
空
振
り
で
し

か
も
バ
ク
転
の
要

で

地
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

バ
ク
転
が
出
来
な
い
人
に
は
隙
が

大
き
過
ぎ
る

そ
ん
な
感
じ
だ

 
あ
ち
ら
は

撃
タ
イ
プ
の

月
で
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

部
を

り
上

て

来
た

こ
ち
ら
は

撃
タ
イ
プ
で

部
を

て

ま
せ
た

 

故
か
剣
で
は
無
く

と

を
そ
れ
ぞ
れ
交
え
て
し
ま

て
い
る
が
そ
れ
は

い
て
お
く
と

し
て

こ
れ
ら
を

え
る
と

レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
の
差
が
圧
倒
的
過
ぎ
て
絶
対
不

か
と

思

て
い
た
も
の
の

と
そ
う
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い

 
確
か
に
彼
は
反

的
な
反
応
速

を
持

て
い
る
の
で

ド
ス
キ
ル
な
ん
て

に
破

る

だ
が
そ
れ
は
こ
ち
ら
と
て
同
じ
だ

論
集
中
力
の
⻑
さ
で

え
ば
彼
の
方
が
圧
倒
的
だ
ろ

う
が
デ

エ
ル
と
い
う

い
時
間
に
限
定
す
れ
ば
こ
ち
ら
と
て
負
け
は
し
な
い

し
か
も
今
は

い
に

な
片
手
剣
使
い
一
年

も
の
間
ず

と
ボ
ス
レ
イ
ド
に
参
加
し

け
て
来
た
間

な
の
だ
か
ら

あ
る
意
味

方
の
手
の
内
は

れ
て
い
る
と

て
良
い

 
も
し
こ
れ
が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
有
り
あ
る
い
は

解
禁
で
あ

た
な
ら
負
け
て
い
た
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前
者
は
シ
ス
テ
ム
的
な
の
で
ま
だ
い
い
が
後
者
は
彼
の
発
想

第
で
文

り
千
変
万
化
の
万

能
武

戦
い
の
中
で
進
化
し

け
る
彼
と
は
と
て
も

性
が
良
す
ぎ
て
戦
う
こ
ち
ら
か
ら
す

れ
ば
最
悪
の

に
な
る

本

に
禁
止
に
し
て
お
い
て
よ
か

た

 
ち
な
み
に
こ
の
戦
闘
で
彼
は
エ
リ

シ
デ

タ
を
使

て
い
る

だ
が
現
在
の

備

か

ら

は
外
し
て
直
に

備
し
て
い
る
ら
し
い

れ
て
し
ま
う
と
自
然
に
想

し
て
し
ま

い
か
ね
な
い
か
ら
だ
と
か

下
手
す
る
と

す
る
と

て
い
た
が

し
く
は
教
え
て
も

ら

て
い
な
い

 

話

 
い
い
加

戦
闘
に
意
識
を

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

い
や
先

ど
の
速

を
見
せ
付
け
ら

れ
て
か
ら
は
一

た
り
と
も
気
を

い
て
い
な
い
の
だ
が

如

せ
ん
前

の

り

い
の

手
の
内
が
分
か

て
し
ま

て
い
る
の
で
動
く
に
動
け
な
い

 
も
し
か
す
る
と
彼
は
最
初
の
一
撃
で
決
め
に
来
た
の
か
も
し
れ
な
い

確
か
に
あ
の
初
撃
で
あ

れ
ば
目
が

れ
る
前
だ
か
ら
決
ま
る
可
能
性
は
高
い
事
実
ボ
ク
も
反
応
は
ギ
リ
ギ
リ
だ

た

の
だ
か
ら

 
彼
の

は
ボ
ク
の
反
応
速

だ
ろ
う

常
時
動
体

力
や
身
の
こ
な
し
に

が
追
い
付
い
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て
い
る
の
が
ボ
ク
で
彼
は

間
的
に

発
的
な
反
応
速

を
得
る
タ
イ
プ
だ
と
ヒ

ス
ク
リ

フ
さ
ん
か
ら

い
た
事
が
あ
る
し

姉
ち

ん
も
似
た
よ
う
な
事
を

て
い
た

 
あ
の
初
撃
が
彼
の
最
高
速
だ
と
は
思
わ
な
い
が
こ
こ
最
近
二
刀
や

で
戦
い

け
て

い
た

で

一
刀
で
攻
め
切
る
や
り
方
を
忘
れ
て
し
ま

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い

 
と
な
れ
ば

さ

き
の
彼
で
は
無
い
が
一
刀
に

れ
る
よ
り
前
に
勝
負
を
掛
け
る
べ
き
だ

ろ
う

反
応
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
一
刀
の
年

は
ベ

タ
を
入
れ
る
と
負
け
て
し
ま
う
も

の
の
正
式

で
限
定
す
れ
ば
こ
ち
ら
が
上
回

た

更
に
は
こ
こ
数
日
の
間
彼
は
ま
と
も
に

戦
を
経
て
い
な
い

 
ボ
ク
の
勝

に
求
め
ら
れ
る
事
は
正
に

期
決
戦

そ
れ
を

期
決
戦
型
の
剣
士
に
対
し

て
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

と
も
ま
た

な

練
だ

気
が

て
く
る

す

は

 
し
か
し
躍
動
し
戦
い
に

え

る
心
が
強
さ
の
根
源
に
な
る
の
は
確
か
で
は
あ
る
も
の
の

そ
れ
で
勝
ち
を

い
で
は

北
も
必
至
だ

一

た
心
を

め
る

に
剣
を
構
え
た
ま
ま

静
か
に

深
く

原
の

ん
だ
空
気
を
仮
想
の

に

た
す
べ
く
深
呼

す
る
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そ
れ
か
ら
前
に
出
し
て
い
た

足
を
後
ろ
に
引
い
て

身
を
前
に
し

手
の
剣
を
持
ち
上

る

構
え
だ
け
を
見
れ
ば

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

の

あ
る
い
は

ハ
ウ
リ
ン
グ
・

オ
ク
タ

ブ

の
そ
れ
に
近
い

 
近
い
が

ど
ち
ら
で
も
無
い

に
ス
キ
ル
の
立
ち
上

を
示
す
煌

は
発
生
し
な
い

 
こ
れ
は
確
か
に

突
に
特
化
し
た
構
え
で
は
あ
る
も
の
の
実

に

ド
ス
キ
ル
を
放
つ

で
は
無
い

そ
も
彼

ど
の
実
力
者
に
対
し
仕
切
り
直
し
直
後
の
初
撃
で
放
つ
の
は
愚
の

骨

自
ら
無
様
に
死
に
体
を

実

に
死
ぬ

で
は

論
無
い
が

晒
す
も
同
義
だ

 

突
は
そ
れ
す
な
わ
ち
殺
意
の
現
れ
だ

よ
く
刃
を
向
け
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
と

か
似
た
よ
う
な
も
の
で
切

先
が
向
け
ら
れ
て
い
る
表
現
を

す
る
が
正
に
そ
れ
は

殺
意
を
向
け
て
い
る
事
に
な
る

武
器
と
は
刃
と
は
す
な
わ
ち
殺
人
の
道

だ
か
ら
切

先

を
向
け
る
事
は
イ
コ

ル
殺
意
を
向
け
る
事
に
な
る

 
そ
れ
す
な
わ
ち

全
力
で

手
を
倒
す

殺
す
意
思
の
表
れ
に
他
な
ら
な
い

 
そ
れ
を

く

し
た
の
だ
ろ
う
こ
ち
ら
の
一

手
一
投
足
を

し
て
い
た
キ
リ
ト
が
ピ
ク

リ
と
片

を
上

す
ぐ
に

し
目
を

め
た

い
に

手
の
出
方
を
探
り
合

て
い
た
静
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け
さ
の
中
に

ピ
リ

と
し
た

感
が
漂
う
の
を
確
か
に
感
じ
た

 
そ
れ
か
ら
一

二

三

経

て

ボ
ク
達
は
同
時
に
動
き
出
し
た

 
身
⻑
が

い

に
ど
う
し
て
も

の
⻑
さ
は

る
も
の
の

彼
は
そ
れ
を
一

の
速

で
補

い
先
の
先

手
よ
り
先
に
初
撃
を
見
舞
う
事

を
取

て
斬
り
掛
か

て
来
た

そ
の

斬
撃
は

こ
ち
ら
か
ら
見
て

め
上
か
ら

下
へ
振
り
下
ろ
す

道
を

く

 
し
か
し
そ
れ
は

め
て
い
た

地
面

れ

れ
ま
で
下

て
い
る
彼
の
剣
は

必
ず
後
ろ
手

だ

故
に
放

て
く
る
の
は

回
転
無
し
な
ら

ぎ

斬
り
上

突
の

四
つ
し
か
な
い

こ
れ
が
正
眼
な
ら
全
て

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
一
方
に
構
え
て
い
る

の
な
ら
そ
ち
ら
か
ら
の
攻
撃
を

す
れ
ば
い
い

回
転
を
入
れ
れ
ば
反
対

か
ら
も
攻
撃
可

能
だ
が
背
中
を
見
せ
る
事
は
隙
を
見
せ
る
事
と
同
義
な
の
で
滅
多
に
し
な
い
と
し
て

外

し
た

 
真
上
に
斬
り
上

る
逆
風
は

に
剣
を
構
え
て
い
な
け
れ
ば

に
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
な

い
し

が
れ
や
す
い
か
ら

こ
れ
も

外

だ

 
彼
が
剣
を

掛
け
に
構
え
た

間
引
き

て
い
た
黒
剣
を

か
に
突
き
出
し
彼
の

を

つ
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直
後
剣
を
引
き
な
が
ら

に

ぎ
へ
振
る
い

掛
け
に
振
り
下
ろ
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
た
エ
リ

シ
デ

タ
の
刃
に
ぶ
つ
け
る

キ
ン

と

高
い

と
共
に
衝
突
し
彼
の
剣

は
こ
ち
ら
の
体
に

る
事
無
く
ボ
ク
か
ら
見
て

へ
と

れ
た

  

機
だ

 
ハ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
こ
こ
で
決
め
に
行
く
つ
も
り
で
あ
る
い
は
大
き
な
差
を
付
け
る
つ
も
り
で

ド
ス
キ
ル
を

放
つ
事
を
決
め
た

 
ま
ず

を
握
り

ん
で
コ
ン
マ
数

で
ス
キ
ル
閃
打
を
立
ち
上

て
か
ら

き

む
ま
で
終
え
る

ぐ

お
お

 
そ
の
一
撃
は
先

ど
放

た
か
ら
か
ギ
リ
ギ
リ
で
必
死
さ
を
思
わ
せ
る
声
を
上

る
キ
リ
ト

の

手
が
見
事
に

ん
で

に

き

ま
れ
る
の
を
直
前
で

止
し
て
い
た

止
は
し
て

い
た
が
彼
の
体
は
見
る
か
ら
に

ア
バ
タ

で
あ
る
た
め
ス
キ
ル
の
攻
撃
速

と
ア
シ
ス
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ト
パ
ワ

も
合
わ
さ

て

か
な
が
ら
後
方
へ

し
て
い
た

 
本
来
な
ら
こ
こ
で
こ
ち
ら
は

直
を

さ
れ
キ
リ
ト
が
攻
撃
に
転
じ
る
の
で
あ
る
が

論

攻
撃
が
こ
れ
で
終
わ
り
な

が
無
い

む
し
ろ

閃
打

を

ぐ
事
は
想
定
済
み
だ

 
引

掛
か

た
な
と

中
で

く
と
同
時

を

き

ん
で
ス
キ
ル
が
終
了
し

ん
の
数

の

直
が

さ
れ
る
ま
で
に
あ
る
コ
ン
マ
レ
ベ
ル
の
ラ
グ
の
間
に
フ
リ

だ

た

手
に
意

識
を

す

最

体
の
一
部
と

て
良
い

ど
に
重
さ
を
感
じ
な
い
愛
剣
か
ら
今
日
一
番
の
蒼

い

き
が

り
見
え
な
い
手
に
動
か
さ
れ
る
感
覚
が
来
た

そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
外
れ

な
い

で
自
分
で
も
体
を
動
か
す

 

に
斬
り
下
ろ
し
反
転
し
て

ぎ
手

を
返
し
て

斬
り
上

更
に
返
し
て
逆

に
振
る
う

そ
こ
で
一

剣
を
引
き

に
突
き
出
す

ド
ス

と

い

と
共
に
キ
リ

ト
の
華

な
体
の
中
心
を

い
た

ぐ
 
小
さ
く

れ
る

き

彼
の

に
は

苦

を

え
る

の
険
し
さ
が
浮
か
ん
で
い
た

 
そ
れ
を

い
て
見
て

き
上
が

て
く
る
刃
を
止
め
た
い
衝
動
を

⻭
を
食
い

る
事
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で
無
理

理

し
殺
し

く
動
き
に
意
識
を

す

 
六
撃
目
は
彼
の
体
に
突
き
立
て
た
剣
そ
の
ま
ま

て
回
し
刃
を
横
に

か
せ
て
か
ら
の

ぎ

ズ
バ

と

快
な
斬
撃

に

れ
て
一

し
殺
し
た
苦

が

こ
え
て
来
た

 
七
撃
目
は

に
振
り

い
た
剣
の
手

を
返
し

か
ら

に
掛
け
て
斬
り
裂
く
よ
う
に

掛
け
に
振
り
下
ろ
す

こ
ち
ら
の

に

す
よ
う
に
振
り

い
た
後
地
に
足
を

ば

み

く
か
の
よ
う
に
し

か
り
付
け
て
八
撃
目
と
な
る

身
の

ぎ

 
九
撃
目
は

ぎ
の
勢
い
を
止
め
る
の
で
は
な
く
そ
れ
に

て
ぐ
る
り
と
体
ご
と
一
回
転

し
遠
心
力
と

転
力
と
を
合
わ
せ
た

身
の
回
転
斬
り

先
の

ぎ
よ
り
数

上
の

力
と

勢
い
が
あ
り

こ
れ
に
彼
は
思
い
切
り
後
ろ
へ

け
反
り

よ
ろ
け
た

 
そ
し
て
回
転
斬
り
の
勢
い
を
後
ろ
へ
引
い
た

足
で
止
め
そ
の
反
動
で
引
き

た
煌

と
蒼
い

な

き
を
放
つ
黒
剣
ル
ナ
テ

ク
を

全
力
を

め
て
突
き
出
す

正
真
正
銘

全
身
全
霊
を

め
た
強

な
蒼
光
の

突
は
キ
リ
ト
の

中

に

い

ま
れ
る
か
の
よ
う
に
突

き
立
て
ら
れ

ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
と

ド
ス
キ
ル
の

波
で
あ
る
衝
撃
波
が

裂

大

発
し
た
か
の
よ
う
な

と
極
光
が

た

ス
キ
ル
使

者
で
あ
る
自
分
は
後
ろ
へ

か

に
よ
ろ
け

に

け
た
キ
リ
ト
は
思
い
切
り
吹

ぶ
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今
放

た
の
は

片
手
剣

ス
キ
ル
の
最
上

剣
技
の
片

れ

一
撃
の

力
と
速

を

ね
備
え
た
十

撃
か
ら
な
る

ノ
ヴ

・
ア
セ
ン
シ

ン

強
力
な
反
面

技
後

直
が
二

と
⻑
め
な
の
が
ネ

ク
な
上
に
大
振
り
な
の
で
ボ
ス
戦
で
は
使
い

い
が
一
対
一
で

面
を

ら
な
け
れ
ば

強
力
な
一
手
と
な
り
得
る
大
技
だ

 
最
初
に
閃
打
を
放

た
の
は
そ
れ
を

ぐ
事
を
見
越
し
た
上
で
の
事
だ

彼
の

勢
で

は
放
つ
た
め
の
構
え
を
取
れ
な
か

た
た
め

殺
は
あ
り
得
ず
そ
れ
な
ら

を
手
で
止
め
る

し
か
な
い

 
だ
が
止
め
る
事
は
出
来
て
も
閃
打
は
れ

き
と
し
た
攻
撃

ド
ス
キ
ル
だ

ド

ス
キ
ル
は

常
攻
撃
で

ら
す
事
は
出
来
て
も

原

殺
は
不
可
能
だ

 

本
的
に
キ
リ
ト
に
同
じ
手
は

し
な
い
し
そ
も
そ
も
初
見
で
見
破
る
の
が
常

初
見

で

た
る
の
は

ば

と

て
も
過

で
は
無
く
二

目
以

は
必
ず

か
回

で

確
実
に
対

す
る

今
回
は
回

が
絶
対
出
来
な
い
た
め

す
る
し
か
直
撃
を

け
る
手

が

無
い

そ
ん
な
状
況
に
誘
導
し
た

 
故
に
彼
は
表
面
上
は

い
で
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
し

か
り
閃
打
を
手
で

け
た
判

定
で
ダ
メ

ジ
は

け
て
い
た
し
そ
の
衝
撃
も
し

か
り
伝
わ

て
い
た

だ
か
ら
こ
ち
ら
に
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ド
ス
キ
ル
を
放
つ
隙
を
与
え
て
し
ま

た

そ
し
て
見
事
最
上

剣
技
を
全
撃

て
る
事
が

出
来
た

 
そ
し
て
も
う
二

と
同
じ
手
は

し
な
い

出
来
る
事
な
ら
こ
の
一
手
で
決
ま

て
欲
し

い 
そ
う
願
い
な
が
ら
技
後

直
を

さ
れ
て

突
の

勢
で

ま

て
い
る
間
も
吹

ん
で

い
く
キ
リ
ト
を
見
て
い
た
自
分
は

特
に
彼
の

を

し
て
い
た

最
大

撃
に
し
て
最
上

剣
技
を
自
分
と
違

て

な
ど
も

け
て
い
な
い
の
に
直
撃
を

け
た
の
だ

分
を

り

ん
で
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
無
い

 
空
を

ぎ
な
が
ら

ま
じ
い
勢
い
で
吹

ん
で
遠
ざ
か

て
い
く
彼
の

ゲ

ジ
は

遠

目
だ
が
し

か
り
見
え
て
い
た

 
こ
の
世
界
の
ゲ

ジ
の

り
方
は
大
ダ
メ

ジ
で
あ

て
も
一
定
速

で

て
い
く
の
で

少
し

た
な
け
れ
ば
結
果
が
分
か
ら
な
い

 
キ
リ
ト
の

ゲ

ジ
は

か
に

て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん

て
い
た

九

を

切
り
八

七

六

を
切
り

ギ
リ
ギ
リ
五

を
切

た

意

の
イ
エ
ロ

に
は
な
ら
ず

直
前
で

み
止
ま
る
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あ
と
一
撃

て
れ
ば

ら
せ
る
な
ら
二
三
撃
く
ら
い
で
こ
ち
ら
の
勝

に
な
る
そ
ん
な

も
ご
か
し
い
く
ら
い
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
彼
は
持
ち

え
た

 
レ
ベ
ル
差
は
圧
倒
的
で

そ
れ
に

し
て
彼
の

と

Ｉ
Ｔ
値
は
か
な
り
の
も
の
の

だ
が

力
は
然
程
高
く
な
い
の
だ
な

そ
う

え
て

そ
う
い
え
ば
彼
の

輪

備
は

全
ス
テ

タ
ス
が
大

強
化
さ
れ
た
り

け
反
り
無

に
な

た
り
な
ど
様

な
恩

が

ロ

で
あ
る
限
り

さ
れ
る
反
面

備
し
て
い
る
限
り
常
に

力
三

下
の
マ
イ
ナ
ス

果
が

あ
る
の
だ

た

 
彼
は
見
て
の

り
黒
い

の
コ

ト
や
シ

ツ

だ
か
ら
ス
ピ

ド
型
の
剣
士
で
あ
る
ア
ス

ナ
や
ボ
ク
で
す
ら
身
に

け
て
い
る

を

備
し
て
い
な
い
故
に
ダ
メ

ジ
カ

ト

が

い
の
だ

ま

そ
こ
は
我
が
姉
も
同
じ
だ
が

 
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
が

を
あ
ま
り

け
な
い
の
は
自
ら
の
⻑

を
殺
さ
な
い
た
め
だ

そ
し
て

キ
リ
ト
は
パ
ワ

寄
り
の
ス
テ

タ
ス
配
分
な
の
だ
か
ら
最

限

や

け
て
も
良
い
の
だ

が
パ
ワ

を
絶
対
的
な
高
レ
ベ
ル
に
よ
る
ス
ピ

ド
で
活
か
そ
う
と
し
て
い
る
が
故
に
ス
タ
イ

ル
な
の
だ
と
思
う
と

い
出
し
に
く
い
気
も
す
る

 
そ
ん
な
彼
が
最
上

剣
技
を
あ
れ
だ
け
至
近

離
で

に
喰
ら

た
の
に
倒
れ
て
い
な
い
の
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だ
か
ら

マ
イ
ナ
ス

果
を

め
て

え
て
も
や
は
り

は

大
な
よ
う
だ

 
あ
と
少
し
な
の
だ
か
ら

実
に

気
を
引
き

め
な
け
れ
ば
と
気
持
ち
を

め
る

つ
 
遠
く
ま
で
吹

ば
さ
れ
ギ
リ
ギ
リ
で
剣
を
突
き
立
て
て
制
動
を
掛
け
た
キ
リ
ト
は
す
ぐ

に
は
立
ち
上
が
ら
ず
剣
を

代
わ
り
に

え
て
い
た

 
ノ
ヴ

・
ア
セ
ン
シ

ン
を
自
分
が
喰
ら

た
事
は
無
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
ど
う
や

ら
最
上

剣
技
を

に
全
撃
喰
ら
う
と

苦
し
み

え
る
違
和
感
が
体
を
襲
う
ら
し
い

ん

 
そ
こ
ま
で

え
て

と
小
さ
な

き
が

か
ら

れ
て
し
ま
う
程

突
に
疑
問
が
芽
生
え

た 
こ
の
デ

エ
ル
実

は
ど
こ
も
お
か
し
い
と
こ
ろ
は
無
い

な
の
だ
が
キ
リ
ト
に
限

て

え
ば
こ
の
展
開
は
お
か
し
い
し

つ
か
不
自
然
な
点
が
あ
る

 
そ
も
そ
も
の
話
キ
リ
ト
は

備
の
影

で
吹

ば
な
い

だ

な

な
ら

輪

狂

戦
士
の

輪
が
マ
イ
ナ
ス

果
を
付
与
す
る
代
わ
り
に

け
反
り
無

の

果
を
恩

の
一

つ
と
し
て
与
え
て
い
る
の
だ
か
ら
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加
え
て

え
ば
最
初
に
閃
打
を

き

ん
だ
時
の
あ
の
反
応

体
を
く
の

に

て

い
た
が

ア
レ
も
お
か
し
い

 

け
反
り
無

と
い
う
の
は

殺
戮
の
狂
戦
士

が
二

回

攻
撃
力
上

力

下

果
を

す

を
呼
ん
で
か
ら
は
四

回

分
あ

た
あ
の
間
の
状

だ

常
攻
撃

は
お
ろ
か

ド
ス
キ
ル
で
も
一
切

ま
な
い

そ
れ
が

け
反
り
無

と
い
う
バ
フ
の

そ
の
恩

は

輪
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら

在
だ
ろ
う
し
事
実

の
反
撃
は
そ
の
バ
フ
が
無

け
れ
ば
不
可
能
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た

 
で
あ
れ
ば

矛
盾
が
生
じ
る

 

故

み

け
反
り

吹

ぶ
の
か

そ
し
て
こ
ち
ら
が

ノ
ヴ

・
ア
セ
ン
シ

ン

を
放

て
い
る
間

故
反
撃
を
し
て
こ
な
か

た
の
か

ホ
ン
ト

強
い
な

 

故

故
と
思

し
て
い
る
時
息
も
絶
え
絶
え
と
い
う
風
情
で

こ
え
た
キ
リ
ト
の
声
に

ハ

と
し
て
意
識
を
彼
に

す

彼
は

剣
を
地
面
か
ら

い
て
構
え
直
す
と
こ
ろ
だ

た

か
に
動
き
が
ぎ
こ
ち
な
い
の
は

み
の
代
わ
り
に

け
る
よ
う
に
な

て
い
る
衝
撃

波
の
せ
い
か
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い
や

え
る
の
は
後
で
も
出
来
る

こ
こ
で

え
事
に

し
て
負
け
て
は
絶
剣
の
名

れ
だ

 

中
で
そ
う

き

く
息
を

て

い
て
ま
た
気
持
ち
を
切
り

え
る

そ
の
時
に

は
キ
リ
ト
の
方
も
仕
切
り
直
し
終
え
た
よ
う
で

再
び
闘
気
を

て
こ
ち
ら
を
見

え
て
い

た

そ
の
強
い
眼
を
見
た
だ
け
で

ニ

と

が

り
上
が

て
し
ま
う

 
き

と
今
の
自
分
は
女
ら
し
く
な
い

猛
な

み
を
浮
か
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
う

と
は
な
し
に

え
な
が
ら

ま
た
同
時
に

け
出
し
た

 
心
で
獣
の
よ
う
に

る

を
上

躍
動
し
流
れ
て
い
な
い
血
が
ま
る
で
あ
る
か
の
よ
う

に
体
全
体
に

を

び
な
が
ら

目
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た
こ
れ
ま
で
で
一
番
の
強

を
斬
る

べ
く
思

を
回
転
さ
せ
空
白
で
塗
り

し
を

り
返
し
な
が
ら

ハ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

オ

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 
超
神
速
で

離
を

め

い
に
全
力
を

め
た
一
太
刀
を
振
り
下
ろ
し
た

そ
の
刃
は

手

の
刃
に
衝
突
し
て
止
ま
り

せ
め
ぎ
合
い
が
始
ま
る

 
眼
前
で

猛
に

う
大

き
な
剣
士
の
よ
う
に
こ
ち
ら
も

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

し
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く
も

な

み
合
い
を
始
め
た

  

も

も

い
に

身
と
肉

の
黒
い
刃
を
ぶ
つ
け

離
を
開
け
ま
た

め
て
交

錯
を

り
返
す

デ

エ
ル
を
始
め
る
時
に
設
け
ら
れ
る
制
限
時
間
も
今
回
は
無
し
な
の
で
そ

れ
を

分

り
返
し
た
か
も
分
か
ら
な
い

 

で
見
た
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン
を
想

さ
せ
る
速

で
剣
を
振
る
い

あ
る
い
は
突
き
出
し

刃
を
交
え
あ
る
い
は

し
金
属

と
空
気
を
斬
り
裂
く

を

か
せ
る
中
追
い

め
て
い

る
の
は
ボ
ク

で
は
無
か

た

 
そ
の
逆

追
い

め
ら
れ
て
い
る
の
が
こ
ち
ら
だ

た

 
キ
リ
ト
の

は

ノ
ヴ

・
ア
セ
ン
シ

ン

か
ら
一
ド

ト
た
り
と
も
動
い
て
い
な
い

攻
撃
が

り
も
し
て
い
な
い
か
ら

て
い
な
い
の
だ

神

か
り
と

い
た
く
な
る
く
ら
い
的

確
に
こ
ち
ら
の
剣

を
パ
リ

あ
る
い
は

歩
動
い
て

し

反
撃
を
入
れ
て
く
る

 
反
面

こ
ち
ら
の

は
剣

の
応

を

け
る
中
で
体
の

部
に
エ
リ

シ
デ

タ
の
剣

が

も

り

ジ
ワ
ジ
ワ
と
ゲ

ジ
が

て
い

て
い
る

今
は
す
で
に
六

を
切
り

ど
キ
リ
ト
と
変
わ
ら
な
い
程
だ

隙
な
ん
て
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
そ
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の
行
動
の
反
撃
を

し
切
れ
ず
に
ジ
ワ
ジ
ワ
と
追
い

め
ら
れ
て
い
る

 

だ
が

ハ
ハ

 

な
ら
有

に
立

て
い
た
の
に
不

に
な
り
か
け
て
い
る
の
だ
か
ら
焦

た
り
怒

た

り
悔
し
が

た
り
す
る
の
か
も
知
れ
な
い

し
か
し
少
な
く
と
も
今
の
ボ
ク
に
そ
ん
な
感

情
は

た
り
と
も
無
か

た

 
あ
る
の
は
も
う
す
ぐ
終
わ

て
し
ま
う
の
か
と
い
う
残
念
な
気
持
ち
虚
無
感

そ
し
て
も

と

け
た
い
と
い
う
興

と
躍
動
感
快

に
も
似
た
し
か
し

悦
で
は
な
い
確
か
な
高

感

 
も

と
も

と

け
ば
い
い
の
に
も

と
戦
い
た
い
も

と
キ
リ
ト
の
全
力
と
戦
い
た

い

ま
だ
終
わ
り
に
し
た
く
な
い

そ
ん
な
想
い
が

れ
出
て
止
ま
な
い

 
あ
あ
そ
う
い
う
意
味
で
は
あ
る
意
味
で
悔
し
い
と

え
る
の
か
も
知
れ
な
い

キ
リ
ト
と

に
戦
え
ず
一
方
的
に
斬
り

ま
れ
て
い
る
剣

の
無
さ
が
悔
し
い
自
分
自
身
の
弱
さ
が
と

て
も
悔
し
い

 
そ
し
て
自
分
よ
り
四
つ
も
年
下
な
の
に
こ
こ
ま
で

越
し
た
剣
を
人
に
師
事
し
た
と

え

ど
自
力
で
作
り
上

た
キ
リ
ト
に

心
の

か
ら
尊

の
念
を

く

ス
テ

タ
ス
だ
け
で
な
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く

実
力
を
も

せ
持

た
最
強
の
剣
士
の
異
名
が
と
て
も
し

く
り
来
る
強
さ
だ

 
キ
リ
ト
の
大
振
り
な
逆

の
剣

を

歩
分
後
退
し
て

ら
な
い
程

の
紙
一
重
で

し

反
撃
と
ば
か
り
に

掛
け
に
ル
ナ
テ

ク
を
振
る
う

キ
リ
ト
は
こ
ち
ら
の

斬
り
を
同

じ
よ
う
に
後
退
し
て

し

そ
れ
を
契
機
に
し
た
の
か
キ
リ
ト
は
更
に
一

大
き
く

び
退

い
た

 
そ
の

を
見
て
も
う
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
な
の
か
と

を

い
て
し
ま
う

自
然

か
に

正
眼
に
構
え
て
い
た
ル
ナ
テ

ク
の
剣

が
下
が
る

 
そ
れ
を
見
て
か

彼
も

か
に
名
残

し

な
色
を
持

た

を
浮
か
べ
た

ど
ち
ら
も
多
分
あ
と
一
撃

た
だ
け
で
勝
負
が
つ
く

で
も
た
だ
剣

の
応

に
よ

る

り
ダ
メ

ジ
で
決

て
い
う
の
も
味
気
無
い
か
ら
な

の
全
力
を

め
た
一
撃
で
決
め

さ
せ
て
も
ら
う

ど
う
だ

つ
ま
り

身
の
一
撃
で
ト
ド
メ

か

う
ん

い
い
ね

 
彼
の

は
と
て
も
心
躍
る
も
の
だ

た

確
か
に
決

は
名
残

し
い
が

そ
れ
で
も

全
力
を
出
し
切

て
の
戦
い
だ

た
の
も
ま
た
事
実
だ

そ
の
最
後
を
全
て
を
出
し

く
し
た

一
撃
で

め

る
と
い
う
の
は
確
か
に
良
い

だ
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そ
れ
に

み
を
浮
か
べ
て

け
ば
彼
も
ま
た

み
を
浮
か
べ

そ
れ
を
一

で
消
し
て
表

情
を

め

ま
じ
い
気

を

た
の
が
分
か

た

こ
ち
ら
も
ま
た
同
様
に
表
情
を
真
剣

な
も
の
へ
と
変
え
せ
め
て
と
ば
か
り
に
出
せ
る
だ
け
闘
気
を
出
す

出
せ
て
い
る
か
は
分
か
ら

な
い
が

多
分
出
せ
て
い
る
だ
ろ
う
事
を
信
じ
る

 
彼
我
の

離
は
十
二
三
メ

ト
ル
程

同
時
に

り
出
せ
ば
す
ぐ
に
間
合
い
に
入

て

ゼ
ロ

離
に

達
す
る

さ
だ

 
故
に
一

で
ト

プ
ス
ピ

ド
に
な
り
更
に
一
撃
で
勝
負
を
決
め
る
の
が
最

解
だ
ろ
う

 
そ
う
判
断
し
た
後
剣
を
構
え
る

身
を
前
に
し
剣
を

に

す
の
で
は
な
く

か
に

り
ま
で
持
ち
上

て
逆

に
斬
り
掛
か
る
構
え

そ
れ
は
突
進
系

ド
ス
キ
ル

ニ

ク
リ

プ

の
構
え
だ

キ
リ
ト
も
全
く
同
じ
構
え
を
同
時
に
取
り

同
時
に

色

の
光
が
刀
身
か
ら

る

 
こ
こ
で

故

ド
ス
キ
ル
を

ん
だ
か
と

え
ば
ま
ず
第
一
に
キ
リ
ト
と
の
絶
対
的
な
レ

ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
の
差

第
二
に
武
器
の
重

は
あ
ち
ら
が
上
で
あ
る
か
ら

 
第
三
に

常
攻
撃
で
は
ど
う
し
て
も

力
も
ス
ピ

ド
も

り
切
ら
な
い

で
あ
る

ま

た

で
決
め
る
と

し
た
以
上

で
決
め
な
け
れ
ば

ま
ら
な
い
し
同
じ
事
を
す
る
の
は
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気

が

ら
な
い
か
ら
却
下

そ
れ
に

発

ド
ス
キ
ル
で
あ
れ
ば
勝

が
分
か
ら
な
い
部
分

も
あ
る

動
き
は
決
ま

て
い
る
が

あ
る
程

な
ら
自
分
の
意
思
で
動
か
せ
る
以
上
は

み

合
い
だ

 
武

と
ス
テ

タ
ス
差
が
あ
る
か
ら

ド
ス
キ
ル
の
勝
負
も
こ
ち
ら
が
不

で
は
あ
る
が

ド
ス
キ
ル
同
士
で
あ
れ
ば

し
切
ら
れ
な
い
限
り
は
ア
シ
ス
ト
は

い
た
ま
ま
つ
ま
り

さ
れ
は
し
て
も

し
切
ら
れ
は
し
な
い

故
に
一

の
望
み
が
あ
る

 

と
理

を

べ
て
み
た
が
要
は
こ
れ
が
良
い
と
思

た
だ
け
だ

先
に

べ
て
い
る

り
一

で
ト

プ
ス
ピ

ド
に
な
る
上
に
一
撃
で
勝
負
を
決
め
る
と
な
れ
ば

ド
ス
キ

ル
が
一
番
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
必
殺
技
で
あ
り
根
幹
を

す
と

て
い
い

ド
ス
キ
ル

こ
れ
が
デ

エ
ル

を

め

る
に
あ
る
意
味
で

応
し
い
と

え
る
だ
ろ
う

自
分
で
作

た
技
が
一
番
い
い
の

だ
が
無
い
も
の
ね
だ
り
は
無
意
味

 

論

ド
ス
キ
ル
が
マ
ズ
い
と
こ
ろ
に
直
撃
す
れ
ば
彼
も
ボ
ク
も
死
ぬ
可
能
性
は
あ
る

せ

が
ギ
リ
ギ
リ
な
の
だ
か
ら

プ
レ
イ

の

は
結
構
な

を
誇
る
が

モ
ン
ス
タ

に

べ
て

力
そ
の
も
の
は

い
か
ら
一
撃
の
ダ
メ

ジ
が
結
構
出
る

を
し
て
い
る
自
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分
レ
ベ
ル
は
高
い
が

無
し
な
上
に

力

下
状

の
キ
リ
ト
は

方
と
も
リ
ス
ク
を

ん
で
い
る

 
だ
が
し
た
い
と
思

た
か
ら
す
る
そ
れ
だ
け
だ

そ
れ
に
死
な
な
い
と
い
う
確
信
が
自

分
に
も

恐
ら
く
キ
リ
ト
に
も
あ

た

 
だ
か
ら

ド
ス
キ
ル
を

ぶ
事
に
も

放
つ
事
に
も

い
は
無
か

た

 
蒼
く
晴
れ

た
晴
天
の
下
に
広
が
る

原

近
く
に
教
会
と
樹
木
が

立
し
離
れ
た
と
こ

ろ
に
は
多
く
の
男
女
も
年

も
バ
ラ
バ
ラ
な
プ
レ
イ

達
が
観
戦
し
て
い
る
中
ボ
ク
と
キ
リ

ト
は

い
に
ス
キ
ル
を
発
動
す
る
一
歩
手
前
の
と
こ
ろ
で
構
え
を
保
ち

け
る

 
ざ
あ
穏
や
か
な
風
が
吹
き
樹
木
の

か
ら

た
仮
想
の
緑
葉
が

い
の
中
間
地
点
に

り

ん
で
き
た

   
そ
の

間
同
時
に
ス
キ
ル
を
完
全
に
立
ち
上

見
え
ざ
る
手
に
動
か
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ

て
自
ら
の
意
思
で
体
を
動
か
し

ド
ス
キ
ル
の
速

を
上

力
を
ブ

ス
ト
さ
せ
る
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シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

剣
技
増

だ

 

の
光
を

発
さ
せ
一

で
ト

プ
ス
ピ

ド
に
入

て

離
を
一
気
に

め

掛

け
に
黒
剣
を
振
り
下
ろ
す

ギ

ン

 
と
開
放
的
な
世
界
に

き

る
程
の
金
属

の

が
上
が
り

こ
ち
ら
の

と
あ
ち
ら
の

が

ぎ
合
う

 

り

ん
で
い
た
葉
は

二
剣
の
交
錯
に
よ

て

真

二
つ
に

断
さ
れ
て
い
た

く

お
お
お
お
お
お
お
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
ぐ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ 

断
さ
れ
た
緑
葉
が
小
さ
な
結

片
へ
と

る
中

の
極
光
が

る
剣
を
交
え

い
に

し
切
ら
れ
ま
い
と

を

の

か
ら

か
せ
て
対
峙
す
る

地
面
を

み
し
め
て

ん

て
い
る

足
が
ザ
リ
と

か
に
後
方
へ
圧
力
に
負
け
て

さ
れ
る
も
そ
れ
は
キ
リ
ト
も
同
じ

で

同
じ
よ
う
に
地
面
を

み
し
め
て

ん

て
い
る
彼
の

足
も
下
が

て
い
た

 
二
剣
か
ら

て
い
る

の
極
光
は
ま
る
で

光
と
も

う
べ
き
閃
光
へ
と
変

し
刃

と
刃
の
間
に

力
を
発
生
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
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ガ
チ
ガ
チ

と
交
錯
し
て
い
る
二
剣
が
小

み
に

え

  
直
後
ガ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ン

 
と

を
破
ら
ん
ば

か
り
の

が
発
生
し
た

  

と
そ
の

に
見
合
う
だ
け
の

ま
じ
い
閃
光
が
発
生
し
発
生
し
た
圧
力
に
よ

て

ら
ず
後
方
へ
吹

ば
さ
れ
た

な

が

 
吹

ば
さ
れ

突
過
ぎ
る
事
に
対
応
出
来
ず

原
の
上
に

を
つ
き
ず
ざ
ざ
と

を
立
て
て
止
ま

て
す
ぐ
に
斬
り
結
ん
で
い
た
場

へ
目
を
向
け
る

そ
こ
か
ら
ち

と
離
れ

た

に
自
分
が
振
る

て
い
た
ル
ナ
テ

ク
と
彼
が
振
る

て
い
た
エ
リ

シ
デ

タ
が
突

き
立

て
い
た

 
更
に
そ
の
先
に
は
キ
リ
ト
が
い
た

片

立
ち
で
地
面
に
手
を
突
き
最

限

を
つ
く
事

だ
け
は

け
て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
れ
を
見
た
直
後

界
の
す
ぐ
横
に
一

の
パ
ネ
ル
が
出
現
す
る

見
れ
ば
デ

エ
ル
の
結
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果
が
表
記
さ
れ
て
お
り
キ
リ
ト
を
見
れ
ば
同
じ
よ
う
な
パ
ネ
ル
が
出
現
し
て
い
た

ど
う
や
ら

十
メ

ト
ル
以
上
吹

ん
で
し
ま

て
い
た
ら
し
い

  
表
示
さ
れ
た
パ
ネ
ル
に

線
を

せ
ば

Ｄ
ｒ
ａ
ｗ

と
表
示
さ
れ
て
い
た

 

ド
ロ

 
キ
リ
ト
も

い
た
よ
う
に
同
時
に
声
を
上

た

そ
ん
な
中

故
こ
う
な

た
の
か
を
推

し
て
い
た

 

り
ダ
メ

ジ
と
い
う
も
の
が
あ
る

手
の

力
値
以
下
の

値
で
あ

た
場
合
に

こ
る
も
の
で
盾
で

を

い
だ
時
に
発
生
す
る
も
の
が
そ
れ
に

た
る

本
来

け
る
ダ
メ

ジ
で
は
無
い
が
そ
れ
で
も

を

け
て

け
て
し
ま
う
最

限
ダ
メ

ジ
そ
れ
が

り
ダ

メ

ジ
だ

 
が
今
回
ド
ロ

判
定
に
な

た
原
因
は
別
だ

り
ダ
メ

ジ
で
あ
れ
ば
こ
ち
ら
が
負
け
て

い
る

だ
か
ら

 
原
因
は
恐
ら
く

ド
ス
キ
ル
の

発

正
確
に
は

発
に
よ

て

い
の
剣
が
手
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か
ら
吹

び

い
の
体
に
傷
を
付
け
て
同
時
に

が

た

に
ド
ロ

に
な

た
の
だ

ま

あ
く
ま
で
推

で
し
か
無
い
が

り
ダ
メ

ジ
で
は
な
い
事
は
確
定
的
だ
か
ら
こ
れ
が

た
り
だ
と
思
う

は

ド
ロ

か

と
も

な
結
果
だ
ね

 
立
ち
上
が

て
歩
き
剣
を
地
面
か
ら

き
つ
つ
同
じ
よ
う
に
エ
リ

シ
デ

タ
を
回
収
し

に
近
付
い
て
来
て
い
た
キ
リ
ト
に
苦

し
な
が
ら

え
ば

彼
も

苦

を
浮
か
べ
た

ま

確
か
に

ま
さ
か

ド
ス
キ
ル
の
衝
突
で

発
が

こ
る
と
は
思
わ
な
か

た

極
限
ま
で

り
合

て
る
と
あ
そ
こ
ま
で
行
く

て
い
う
の
は
発
見
だ
ね

し
か
し
ボ
ク

の
ス
テ

タ
ス
で
よ
く

り
合
い
を

え
ら
れ
た
な

 
今
思
い
返
し
て
み
れ
ば

さ

き
の
ア
レ
は
明
ら
か
に
ス
テ

タ
ス
の
差
を
超
越
し
た
状

だ

た

絶
対

り
合
い
で
は
勝
て
な
い

な
の
に
勝

て
こ
そ
い
な
い
も
の
の
負
け
て
も

い
な
い
引
き
分
け
な
の
だ
か
ら

こ
れ
が
ど
れ
だ
け
常
識
的
に

え
て
異
常
な
事
か

ま

ユ
ウ
キ
は
ス
テ

タ
ス
に
現
れ
な
い
強
さ
を
持

て
る

て
事
で
良
い
ん
じ

な
い
か

そ
れ
も
そ
う
だ
ね
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ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
使
わ
れ
た
り

を
使
わ
れ
た
ら
絶
対
負
け
る
の
だ
け
ど
ド
ロ

と
い
う
事
は
つ
ま
り
キ
リ
ト
と
対

と
い
う
事
で
も
あ
る
か
ら

直
に

し
い

キ
リ
ト
あ
り
が
と
う

ず

と
キ
ミ
と
デ

エ
ル
を
し
た
か

た
ん
だ

成
り
行
き
と
は

え

く

し
か

た

 
そ
の

し
い
気
持
ち
を
ち

と
違
う
と
は

え

葉
に
し
て
み
た

は
と

え
ば
ボ
ク

が
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に

た
事
が

こ
の
デ

エ
ル
の
遠
因
で
も
あ
る
の
だ

で
も

罪
は

ち

と
違
う

だ
か
ら
お
礼
だ

 
ボ
ク
の
お
礼
を

突
に

け
た
キ
リ
ト
は
意
表
を
突
か
れ
た
よ
う
に
目
を
見

た
が
す
ぐ

に
に
こ
り
と

み

い
た

足
し
て
く
れ
た
な
ら

し
い
よ

も

し
か

た
あ
り
が
と
う

偶
に
す
る
の
も
い

い
か
も
知
れ
な
い
な

時
か
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
と

を
全
開
に
し
た
キ
リ
ト
も
超
え
て
み
た
い
な

な
ら

そ
の
前
に
闘
技
場

個
人
戦

を
突
破
し
な
い
と
な

あ

ア
レ
か

 
ア
レ
は

だ
な

そ
う
苦

と
共
に

に
し
キ
リ
ト
と

い
合
い
な
が
ら
観
戦
し
て
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い
た

の

へ
と
ボ
ク
は
歩
い
て

た

 
未
だ

め
ぬ

り
と
戦
い
の
最
中
に
覚
え
て
い
た
も
の
と
似
て
い
る
よ
う
で
異
な
る
火

り

を
自
覚
し
そ
の
正
体
が

か
ハ

キ
リ
と
自
覚
し
な
が
ら

キ
リ
ト
の

を
見
て

さ
れ

る
心
と
は
別
に
と
き
め
く
も
の
を

み

め
て
理
解
し
な
が
ら

 

て

で
け
れ
ど

か
く
て
良
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
ボ
ク
は
晴
れ
や
か

な

み
を
浮
か
べ
た

 
最

気
持
ち
に
一
片
の
迷
い
は
無
か

た

時
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
れ
で
も

れ
き

と
明
か
そ
う

 
そ
し
て

こ
の
剣
と
心
に
誓
お
う

ユ
ウ
キ

 
じ

と
見
て
き
て

ど
う
し
た
ん
だ

ん

ん

で
も
な
い
よ

 
明
る
く

う
キ
ミ
を
護
る
事
を

剣
と
心
に

ボ
ク
は
誓
お
う

 

中
で
強
く
強
く
紡
ぎ
な
が
ら

て
キ
リ
ト
の

を

し
く

で
た

最
初
は
く
す

ぐ

た
そ
う
に

け
れ
ど
す
ぐ
に

し

に

う
彼
の

は

と
て
も

く

い
て
い
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

と
い
や
か
な
り

り
ま
し
た

地
の
分
で
解
説
や
ら
ユ
ウ
キ
の
思

や
ら
を
羅
列
し
て

お
り
ま
す
が
そ
こ
も

し
ん
で

け
て
い
れ
ば

い
で
す

ま

地
の
文
が
⻑
い
の
は
本
作

で
は
今
更
だ
し

原
作
も
中

で
す
が

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
が
戦
闘
中
色

と
不
自
然
だ

た
の
は

に

え
が
出
て
ま
す

な
の
で

実

け
反
り
無

が

に
立

て
な
い
と
い
う

哀
れ
キ
リ
ト
Ｓ
Ａ
Ｏ
中
は
ず

と

そ
の

い
が
あ
る
か
ら

え
ろ

知
ら
な
い
と
は

え
容
赦
な
く

パ
ン
と
最
上

剣
技

き

ん
だ
ユ
ウ
キ
は
ち

と

面
的
に

バ
い

 
デ

エ
ル
の
決

は

迷
い
ま
し
た

ユ
ウ
キ
の
勝
ち

に
す
る
と
キ
リ
ト
が

れ
る

し
か
と

て
キ
リ
ト
の
勝
ち
も
書
い
て
る
と
ユ
ウ
キ
が
マ
ジ
強
く
て
違
和
感
あ
る
し

と

い
う

で

予
期
せ
ぬ

ド
ス
キ
ル

発
と
い
う
事
で
ド
ロ

判
定
に

 
キ
リ
ト
は
ス
テ

タ
ス
と
技

が

無
い

ユ
ウ
キ
は
反
応
速

と
戦
略
が

な
い

ぶ
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つ
か

て
引
き
分
け

そ
ん
な
感
じ
で
す
ね

 
最
後
の

ニ

ク
リ

プ
は

う
ん
多
分
原
作

ん
で
る
人
に
は
分
か

た
と
思
い

ま
す

 
ま
た
⻑
く
空
い
て
し
ま
い
ま
す
が

気
⻑
に

ち
下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
九
章
 

チ

ン
ク
エ
ス
ト

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
ま
ず
最
初
に

大
に

罪
を

あ
れ
だ
け

語
し
て
た
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
要

は
や

り
や
め
に

す
る
事
に
し
ま
し
た

 
理
由
は
戦
闘

写
と
設
定
の
小

し
さ

あ
と
は
世
界
観

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
と

は
結
構
あ

て
て

そ
れ
ぞ
れ
も
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
と

性
が
良
い
ん
で
す
け
ど

三

つ
は
無
理

か

た

 
そ
う
い
う

で
結
構
反
応
が
良
か

た
ア
ル
キ
メ
デ
ス
さ
ん
他
出
た
ば
か
り
の
無
銘
殿
も

リ
ス
ト
ラ
で
す

し

あ
り
ま
せ
ん

 
第
三
十
九
章
第
四
十
章
は
先
に
投
稿
し
て
い
た
話
で
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
要

を

か
し
て
繋
ぎ
合

わ
せ
た
だ
け
な
の
で

見

え
は
し
ま
せ
ん

 

し

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

 
今
話
の

点
は
エ
ギ
ル

少
し
だ
け
シ
ノ
ン

キ
リ
ト
と

り
行
き
ま
す

弓

ク
エ
ス
ト
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達
成
と

く
お
話
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
事
実
上
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
最
強
の
剣
士
と
女
性
最
強
の
剣
士
の
戦
い
は
引
き
分
け
と
い

う
思
い
も
よ
ら
ぬ
結

で
幕
を

じ
た

 
あ
の

な
ユ
ウ
キ
が

な

み
を
浮
か
べ
た
事
に
は
少

を

か
れ
た
が
思
い
返

せ
ば
彼
女
は

だ
か
ん
だ
と
第
一
層
の

か
ら
キ
リ
ト
の
事
を
気
に
掛
け
て
い
た
し
本
人
の
前

で
こ
そ

に
し
て
い
な
か

た
が

と
無
く
デ

エ
ル
を
し
て
み
た
い
と

ら
し
て
い
た
事
か

ら

し
か

た
の
だ
ろ
う
と

き
と
共
に

得
も
し
た

わ

か

た

キ
リ
ト
君
も
だ
け
ど
ユ
ウ
キ
ち

ん
も
本

に
強
か

た
ね

あ
の
地
下
迷

の
時
も

だ

た
け
ど
本

子
だ
と

が
違

て
く
る
ね

し
か
も

ア
レ
で
ハ
ン
デ
状

と
か
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レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
が

ば

気
に
取
ら
れ
て

葉
を

ら
す

 
そ
う

な
片
手
剣
使
い
と
し
て
の
勝
負
で
今
回
は
引
き
分
け
に
終
わ

た

だ
が
キ
リ

ト
は

備
や
ス
キ
ル
に
制
限
を

け
て
い
た
か
ら

密
に

う
と
ア
レ
が
キ
リ
ト
の
全
力
と
い
う

で
は
無
い

論
第
七
十
四
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
戦
う
以
前
と
同

の

件
で

え
れ
ば
全
力

な
の
だ
ろ
う
が
新
た
な

備
と
ス
キ
ル
を
得
た
今
の
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
本
気
で
は
あ

て
も

全
力
で
は
無
い
の
だ

 
デ

エ
ル
の

手
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
で
あ

た
な
ら
キ
リ
ト
も
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
あ
る
い
は

二
刀
流
を

無
く
発

し
た
事
だ
ろ
う

 
だ
が
ユ
ウ
キ
は

ら
攻
略
組
で
三
本
指
に
入
る
程
の
実
力
者
と

え
ど
そ
の
実

は
コ
モ

ン
ス
キ
ル
し
か

得
し
て
い
な
い
プ
レ
イ

で
あ
り
キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
よ
う
に
ユ

ニ

ク
ス
キ
ル
を
得
て
い
る

で
は
無
い

天
性
の

と
た

ま
ぬ
努
力

み
重
ね
て
来
た

戦
闘
経
験
で
強
さ
を

持
し
て
い
る
彼
女
に
対
し
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
複
数

う
の
は
流

に

反

的
と
し
か

え
な
い

だ
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
は
ハ
ン
デ
を

し
た
し
ユ
ウ
キ
も
そ
の

を

と
判
断
し

し
た
の
だ

 
と
は

え
ハ
ン
デ
付
き
と

え
ど
二
刀
流
を
解
禁
す
る
以
前
の
ス
タ
イ
ル
に
限
定
し
た
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だ
け
だ
し
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
第
一
層
の

か
ら
ず

と

け
て
い
た
も
の
だ
か
ら
ユ
ウ
キ
と

以
上
の
戦
い
を
見
せ
付
け
た

 

の
間
に
交
わ
さ
れ
る

み
合
い
と
一

で

り
出
さ
れ
る
剣

の
応

は
正
に
最
強
の
名

を

す
る
に

応
し
い
戦
い
だ

た
あ
そ
こ
ま
で
の

戦
を

り
広

ら
れ
る
の
は
恐
ら
く

ヒ

ス
ク
リ
フ
を

め
て
も

な
い
だ
ろ
う

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
反
撃
主
体
な
の
で
剣

の
応

と
い
う
よ
り
は
攻

の

み
合
い
と
い
う
方
が
正
し
い
か
ら
だ

 

に
も
し
キ
リ
ト
を
見
下
し
て
い
る
者
が

た
と
す
れ
ば
ど
う
い
う

を
す
る
か

え
る

と

悪
く
も
あ
る
が

少

面
白
く
も
あ
る
気
が
し
た

キ
リ
ト

ユ
ウ
キ
さ
ん

お

れ
様

は
い

お
水

あ
り
が
と

リ

フ

あ
り
が
と
う

 

ニ

ク
リ

プ
と
い
う
突
進
系

ド
ス
キ
ル
同
士
の

り
合
い
の
果
て
に

発
と
い

う
予
想
外
の
事

が
発
生
し
手

か
ら

ん
だ
剣
を
回
収
し
た
後
観
戦
し
て
い
た

達
の

へ
歩
い
て
来
た
二
人
を

を

す
た
め
の
水
が

が
れ
て
い
る
コ

プ
を
持

た
リ

フ

が

え
入
れ
た
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ユ
ウ
キ
と
キ
リ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
礼
を

て
そ
れ
を

け
取
り

味
し
そ
う
に

を
鳴
ら
し

な
が
ら
水
を

み

し
た

は
 
そ
の
時

コ

プ
か
ら

を
離
し
た
キ
リ
ト
が
一
つ
大
き
く
息
を

く

そ
れ
に
気
付
い
た

リ

フ

が

を

た

キ
リ
ト

ど
う
し
た
の

ん

 
あ
あ

い
や

も
ま
だ
ま
だ
だ
と
思

て

結
果
に
不

は
無
い
け
ど

最
上

剣
技
を

に

け
た
事
と
か

閃
打

を

み
切
れ
な
か

た
事
と
か
が
未

だ
な

て

感
さ
せ
ら
れ
た

と
い
う
か
よ
く
あ
ん
な
の
出
来
た
な
絶
対
回

出
来
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ

だ

た
ア
レ
は

と
い
う
か

無
我
夢
中
で
や

て
て

上
手
く

た
の
も

ば
偶
然
い
や

だ
よ

あ
と

閃
打

か
ら

ノ
ヴ

・
ア
セ
ン
シ

ン

に

直
無
し
で
繋

て
た
け
ど

時

の
間
に

剣
技

繋

が
出
来
る
よ
う
に
な

た
ん
だ

え

 

あ

ア
レ
の
事
か

ア
レ
も

ど
無
意
識
だ

た
よ

出
来
た
の
は
キ
リ
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ト
が
理

を
教
え
て
く
れ
た
か
ら
だ
し

多
分
今
や
れ

て

わ
れ
て
も
出
来
な
い
と
思
う

 

剣
技

繋

そ
れ
は

ド
ス
キ
ル
を

直
無
し
で

さ
せ
る
と
い
う

キ
リ
ト
が
闘

技
場

個
人
戦

で
使

て
い
た
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
名
称
だ

 

ド
ス
キ
ル
に
は
使

後
に
必
ず

直
が

さ
れ
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る

技
後

直
と

呼
ば
れ
て
い
る
こ
れ
は

値
の
強
化
に
よ

て

め
る
事
は
出
来
て
も

無
に
す
る
事
は
不
可

能
だ
が

現
に
キ
リ
ト
は

直
を

ま
ず
に

ド
ス
キ
ル
同
士
で
攻
撃
を
繋

て
い
た

 
そ
れ
は

ド
ス
キ
ル
が
終
了
し
て
か
ら
実

に

直
が

さ
れ
る
ま
で
に
コ
ン
マ
数

の

い
隙
間
が
存
在
し
て
お
り

そ
の
一

未

の
間
を

て

ス
キ
ル
終
了
時
の
構
え

を

別
ス
キ
ル
開
始
の
構
え

に
近
付
け
る
事
で

技
後

直
を
ス
キ
ル
の
立
ち
上

で
上
書
き
し

て
い
る
の
だ
と
い
う

 
技
後

直
は
シ
ス
テ
ム
に
よ

て

さ
れ
る
も
の
だ

そ
し
て

ド
ス
キ
ル
は
シ
ス
テ
ム

ア
シ
ス
ト
と
い
う
見
え
ざ
る
手
に
よ

て
体
が
自
動
的
に
動
か
さ
れ
る
現

ど
ち
ら
も
シ
ス
テ

ム
に
よ

て

定
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
シ
ス
テ
ム
の
穴
を
突
い
て
技
術
と

し
て
作
り
上

た
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

チ

ト
行

で
は
無
い
し

件
さ
え

た
し
て
い
れ

ば

も
が
同
じ
事
を
可
能
と
す
る
も
の
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圏
内
事
件
後
は
三
日
に

て
眠

て
い
た
キ
リ
ト
が
目
を
覚
ま
し
闘
技
場
で
の
戦
い

ぶ
り
か
ら
騒
い
で
い
た

中
が
取
り
上

て
い
た
疑
問
に

え
る
中
で
明
か
さ
れ
た
そ
れ
は
さ

し
も
の

達
も

然
と
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
攻
略
組
だ
か
ら
こ
そ

ド
ス
キ
ル
は
身
近
な
事
だ
し
技
後

直
と
い
う
の
も
一

の
隙
が

命
取
り
な
た
め

も
が
使
い
ど
こ
ろ
に
悩
む

そ
れ
を

す
理
論
と
使
い
こ
な
し
て
い
る
キ
リ

ト
に

か
さ
れ
た
の
は
記

に
新
し
い

 
ち
な
み
に
だ
が

片
手
剣

ド
ス
キ
ル
同
士
の

繋
は

二
刀
流

ス
キ
ル
に
よ

て

手
に
剣
を
持

て
い
て
も
イ
レ
ギ

ラ

備
状

に
な
ら
な
い
か
ら
こ
そ
可
能
な
の
で
あ

て
他
の
プ
レ
イ

に
は
出
来
な
い

実

キ
リ
ト
も
二
刀
流
を

得
す
る
以
前
は
出
来

ず

体
術

ス
キ
ル
と
の
組
み
合
わ
せ
で
隙
を

ら
す
程

に

ま

て
い
た
ら
し
い

 
正
真
正
銘
キ
リ
ト
専

の
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
と

え
る
し

直
が

さ
れ
る
ま
で
に
別
の

ス
キ
ル
の
構
え
を
取
る
な
ど
シ
ビ
ア
過
ぎ
て
不
可
能
と

い
た
く
な
る
の
で

も
が

得
を

め

て
い
た
の
だ
が

ユ
ウ
キ
は
無
意
識
に
出
来
て
し
ま

て
い
た
ら
し
い

ま

戦
闘
に
集
中

し
て
い
た
か
ら
自
然
と
出
来
て
し
ま

た

と
い
う
事
だ
ろ
う

 
出
来
る
と
分
か

て
い
る
事
を
や
ろ
う
と
す
る
の
と
分
か
ら
な
い
事
を
や
ろ
う
と
す
る
の
と
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で
は

ど
う
し
て
も
無
意
識
的
な
セ

ブ
が
掛
か
る
か
掛
か
ら
な
い
か
で
差
が
出
て
く
る

 

論
今
回
の
場
合
は
前
者
ブ
レ

キ
を
掛
け
る
必
要
が
無
か

た
の
だ
か
ら
出
来
た
の
だ
ろ

う
無
意
識
に

て

た

た
数
日
だ
ろ

こ
れ
が
才
能
の
差
か

ま
し
い
な

い
や

ロ
で
フ
ロ
ア
ボ
ス
を
倒
せ
る
キ
リ
ト
の
方
が
よ

ど
だ
か
ら

 
少
し

ま
し

に
ユ
ウ
キ
を
見
上

て

う
キ
リ
ト
に
ユ
ウ
キ
が

れ
を

さ
ず

に

葉
を
返
し
た

そ
れ
に

は
大
き
く

き

り
で
話
を

い
て
い
た
サ

シ

や
子

達
レ

イ
ン
や
シ
ノ
ン
も
同
じ
よ
う
に

く

 
ま

キ
リ
ト
が

い
た
い
事
も
分
か
ら
な
く
は
無
い

こ
の
一
年

も
の
⻑
い
期
間
を
掛
け

て
練

を

け
た

に
技
術
と
し
て
体
系
化
し
た
の
が

剣
技

繋

わ
ば
こ
れ
は
キ
リ
ト

の
努
力
の
結

だ

そ
れ
を
理

を
知

た
か
ら
と

え
ど
た

た
数
日
で

練

も
無
し
に

使
わ
れ
た
の
だ
そ
う

い
た
い
の
も
無
理
か
ら
ぬ
事
で
あ
る

事
実

か
ら
す
れ
ば
ユ
ウ
キ

の
才
能
も
と
ん
で
も
な
い
の
だ
し

 
少
し
離
れ
た

か
ら
そ
う
感
心
し
つ
つ
二
人
を
見
て
い
る
と

と
キ
リ
ト
の
黒
い
指

手

に

ま
れ
て
い
る

手
の

が
光

て
い
る
の
に
気
付
い
た
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お
い
キ
リ
ト

そ
の

手
の
光
は

だ

え

 

て

な

だ
こ
れ

 

が
指
を
向
け
な
が
ら
指

す
る
と
キ
リ
ト
は
自
身
の

手
を
見
て

い
た

ど
う
や
ら
そ
の

光
は

備
の

果
に
よ
る
も
の
と
い
う

で
も
な
い
ら
し
い
道
理
で

も
見
覚
え
が
無
い

で

あ
る

 
キ
リ
ト
の

手
の

の
光
は

が
気
付
い
た
時
よ
り
も

か
に
強
く
な
り
⻩
金
の
光
の

子

を

き
上

な
が
ら
文
様
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

金
の
サ

ク
ル
に

ま
れ
た
⻩
金
の
十

架

を

た
文
様
で
サ

ク
ル
の
内
縁
外
縁
そ
れ
ぞ
れ
に

み
取
れ
な
い
く
ら
い
の
小
さ
さ
で
流

な
ロ

マ

が

ま
れ
て
い
た

光
の

子
と

の
小
さ
さ
が
災
い
し
て

み
取
れ
な
い
が

か
意
味
は
あ
る
の
だ
ろ
う

う

づ

あ

 
⻩
金
の
十

架
と
サ

ク
ル
が

明
に
な

て
く
る
と

で

ま

て
い
た
キ
リ
ト
が
苦

し

な

き
を
上

始
め

手
で

手
の

を

て

た

 
様
子
が

突
に
変
わ

た
事
で
特
に
ユ
ウ
キ
が
慌
て

た
め
く

き

キ
リ
ト

 
ど
う
し
た
の
い
き
な
り
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い

いい

 
ユ
ウ
キ
の
問
い
に
対
す
る
返

に
心
配
に
な

て

け
寄

た
リ

フ

や

達
は
一
人
の

外
な
く

の
声
を
上

た

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
空

や

と
い

た
食
欲
眠
気
の

眠
欲
集
中
力
五
感
と
い

た
感

覚
的
な
部
分
も
現
実
に
限
り
な
く
近
い
が
そ
の
あ
ら

る
感
覚
を
再
現
し
て
い
る
中
で
も

一

存
在
し
な
い
も
の
が
あ
る

 
そ
れ
が

覚

 

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
つ
ま
り
は
戦
闘
を
主

と
し
た
大

な
ネ

ト

ゲ

ム

五
感
が
あ
る
の
は
こ
の
ア
バ
タ

を
現
実
の
肉
体
同
然
に
動
か
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め

だ
し
仮
想
現
実
世
界
と
銘
打

て
い
る
の
だ
か
ら
必

の
感
覚
だ

し
か
し
戦
闘
を
主

と
し

て
い
る
手
前

み
が
あ

た
ら
絶
対

れ
な
い

物
騒
な
事
が

き
な
ヘ
ビ

プ
レ
イ

や

み
こ
そ

し
い
と

え
る
者
に
は
少

物
足
り
な
い
だ
ろ
う
が
中
学
生
か
ら
プ
レ
イ
可
能
な

レ

テ

ン
グ
に
す
る
に
は

覚
を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
し
か
し

覚
つ
ま
り

み
は
肉
体
に

の
あ
る
も
の
を

け
た
事
を
示
す
危
険
信

覚
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の

に
身
の
危
機
を
知
ら
せ
る
感
覚
だ

そ
れ
が
無
け
れ
ば

時
の
間
に
か

が
ゼ
ロ
に
な

て
い
た

な
ん
て
事
も
あ
り
得
る

技
術
が
確
立
す
る
よ
り
以
前
の
テ
レ
ビ
ゲ

ム
は

点
だ
か
ら
戦
闘
と

ゲ

ジ
の
確
認
は
容

だ

た
が

達
は
文

り
目
の
前
の

に

集
中
し
な
け
れ
ば
死
ぬ
の
だ
か
ら

ゲ

ジ
に
気
を
配
り

け
る
と
い
う
の
は

し
い

だ

か
ら
こ
そ

覚
の
代
わ
り
に
不
快
感
と
い
う
も
の
を

け
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
そ
の
た
め
こ
の
世
界
で

み
を
恐
れ
て
戦
わ
な
い
と
い
う
者
は
い
な
か

た

も
し

み

が
あ

た
な
ら
現
在
の
攻
略
組
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
ま
ず
間
違
い
な
く
ユ
ウ
キ
達
も
戦
い
を

ば
な
か

た

だ

 
キ
リ
ト
だ
け
は

み
を

し
て
戦
い
そ
う
な

り
現
時
点
で

か
に
常

を

し
て
い
る
と

し
か

え
な
い
が

 
そ
こ
ま
で

え
て

て
よ
と

は
未
だ

み
に

き

る
キ
リ
ト
を
心
配
し
つ
つ
思

を

巡
ら
せ
た

 
思
い

こ
す
の
は

第
七
十
五
層
に
来
て
か
ら

が
見
た
キ
リ
ト
の
戦
い
だ

 
ス
リ

ク

タ

に

達
し
て
か
ら
キ
リ
ト
が
戦
闘
を
し
て
い
る
の
を
見
た
の
は
闘
技
場

個
人
戦
と
今
し
が
た
決

し
た
ば
か
り
で
あ
る
ユ
ウ
キ
と
の
デ

エ
ル
の
二
回
だ

前
者
は
ボ
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ス
三

戦
で

苦
戦
し
た
が

と
か
倒
し

そ
の
報

と
し
て

格
外
の

備
を

さ
れ
た

 
そ
の

備
の
中
に

狂
戦
士
の

輪
と
い
う
も
の
が
あ

た

こ
れ
は

備
中
は

力
が
三

下
し

け
る
代
わ
り
に

ロ
で
あ
る
限
り
全
ス
テ

タ
ス
上

攻
撃
力
大

上

そ
し
て

け
反
り
無

と
い
う
多
大
な
恩

を

け
る
超
レ
ア

備

 

が
引

掛
か

た
の
は

こ
の
最
後
の
バ
フ
で
あ
る

け
反
り
無

 

ス

パ

ア

マ

と
い
う
も
の
だ
が

こ
れ
は

手

や

手
剣

の

ド

ス
キ
ル
に
も

備
わ

て
い
る
バ
フ
だ

力
強
さ
を

徴
す
る
武
器
の

ド
ス
キ
ル
だ
か
ら

こ
そ

な
攻
撃
で
は

ま
ず
そ
の
ま
ま

し
切
る
事
が
出
来
る

 
ち
な
み
に
ス

パ

ア

マ

状

の

ド
ス
キ
ル
は
大

の

を
破
る
ガ

ド
ブ

レ
イ
ク
性
能
も
付
与
さ
れ
て
い
た
り
す
る

 
話
を

す
が
こ
の

け
反
り
無

ス

パ

ア

マ

と
い
う
の
は
文

り
攻

撃
を

け
て
も
絶
対

む
事
が
無
い

論
ス
タ
ン
や
麻

と
い

た
行
動
を

す
る
状

異

常
の

は

け
る
し
ダ
メ

ジ
も

さ
れ
る
事
は
無
い
か
ら
そ
う
い

た
も
の
を

け
れ

ば
中
断
は
さ
れ
る

 
だ
が

の
攻
撃
や

ド
ス
キ
ル
程

で
は

ま
せ
る
事
は
出
来
な
い
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つ
ま
り
常
に

ロ
で
あ
る
キ
リ
ト
は
常
時

む
事
が
無
い
の
だ
が

よ
く
よ
く
思
い
返
せ

ば
あ
の

輪
を

備
し
た
状

の
キ
リ
ト
は
先
の
デ

エ
ル
で
思
い
切
り

ん
で
い
た

ユ
ウ

キ
が
放

た
最
上

剣
技
ノ
ヴ

・
ア
セ
ン
シ

ン
に
ス
タ
ン
付
与
と
か
は
無
い
か
ら

け

て
い
る

中
に
反
撃
す
る
事
も
出
来
る

な
の
だ

せ

ま
な
い
の
だ
か
ら

り

め
る

な
の
に
反
撃
せ
ず

む
し
ろ

常

り
吹

び

し
た

 
そ
し
て
極
め
付
け
に
吹

ん
で
か
ら
の
反
応

苦
し
そ
う
に

か
を

え
る
よ
う
に
剣
を

代
わ
り
に
し
て
倒
れ
る
の
を

ん
で
い
た
あ
の
様
子

ス
タ
ン
で
も
麻

で
も
無
く

常
の

状

で
ア
レ
を
す
る
必
要
は
な
い

だ

ら
多
大
な
衝
撃
を

け
た
と
し
て
も
動
き
を

す

る
程
で
は
無
い
の
だ
か
ら

 
そ
れ
を
思
い
出
し
て

も
し
や

と
あ
る
事
実
に
思
い
至
る

 
も
し
や
キ
リ
ト
は

達
と
違

て

に

み
を
覚
え
て
い
た
の
で
は
と

時
か
ら
か

ど
れ
く
ら
い
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
の
仮
説
を
前

に
す
れ
ば
先
の
デ

エ
ル
で
見
せ
た

キ
リ
ト
の
様
子
に
も
説
明
が
つ
く

得
が
い
く

キ
リ
ト

お
前
ま
さ
か

今
ま
で

み
を
我

し
て
戦

て
た

て
の
か
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正
気
か

と

中
で

き
な
が
ら

を

さ
ず
問
え
ば

キ
リ
ト
は

え
は
し
な
か

た

定
は

論

定
も
し
な
い

 
そ
の

は

外
の

定
に
他
な
ら
な
い

と
い
う
事
は

デ

エ
ル
で

ん
で
た
の
も
攻
撃
を

け
た
後
に
動
き
出
す
の
が

か

た
の
も

全
部

み
に

え
て
た
か
ら

そ
れ

て

地
下
迷

を
進
ん
で
る
時
も
な
ん
じ

な
い

 
死
神
ボ
ス
の
攻
撃
を
盾
で
止

め
て
た
時
も
似
た
よ
う
な
反
応
し
て
た

だ
し

そ
う
い
え
ば

 
ユ
ウ
キ
も
デ

エ
ル
中
に
や
は
り

に
思

て
い
た
ら
し
く
ま
た
フ

リ
ア
も
思
い

た
る

事
が
あ

た
よ
う
で
同
じ
事
を

に
し
て
い
た

盾
で
攻
撃
を
止
め
た
時
に
ま
で
同
じ
だ
と
は
予

想
外
だ

た
が

こ
こ
ま
で
状
況
証

が

て

そ
れ
を
キ
リ
ト
が

定
し
な
い
の
だ
か
ら

ま
ず
間
違
い
な
く

み
を

け
る
よ
う
に
な

て
い
た
の
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
か
ら
も

み
に

え
る
よ
う
に

え
て

て
い
た
が

く
し
て

み
が
引

い
た
の
か
体
か
ら
力
が
一
気
に

け
た
の
が
分
か

た

見
れ
ば

手
の

か
ら
浮
か
ん
で
い

た
⻩
金
十

架
の
文
様
の

き
も
終
わ

て
い
た
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大

ん

く
引
い
た

全
身
が

か

た
特
に

手

だ

た
ん
だ
今
の

そ
う

ね

キ
リ
ト

本

に

み
を

 

立
ち
で
キ
リ
ト
の
背
中
を

り
な
が
ら
心
配
そ
う
に
問
う
リ

フ

キ
リ
ト
は
そ
の
問
い

で
目
を

せ

く

息
を

い
た

あ
あ

そ
う
だ
よ

闘
技
場
の
二
体
目
の
ボ
ス

の
使
い
手
が

を

と
し
た
時
が

あ

た
の
は
覚
え
て
る
か

ア
レ
か

攻
撃
力
が
上
が

て

力
が
下
が

た
ア
レ
だ
な
ど

ち
に
も

ち
た
か
ら
よ

く
覚
え
て
る

 
正
確
に

え
ば

も
か
も
が
今
ま
で
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
常
識
を
ぶ
ち
壊
し
て
い
た
か
ら
ど
う
い

う
攻
撃
か

わ
れ
た
だ
け
で

か
は
す
ぐ
に

し
が
付
く
の
だ
が

 
キ
リ
ト
の
話
で
は
そ
の

を

け
た

間
か
ら
ず

と
ダ
メ

ジ
を

け
る

に
現
実
と

色
無
い
と
い
う
か
現
実
以
上
の

み
を

け
る
よ
う
に
な
り
盾
で

け
止
め
た
時
も
直

喰

ら

て
い
な
い
の
に
全
身
に
電
流
が

た
か
の
よ
う
な

み
を
覚
え
る
と
い
う

み
の
強
さ
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は
ダ
メ

ジ

に

し
て
い
る
と
キ
リ
ト
は

し
た
よ
う
だ

た

 
地
下
迷

最

に
て
対
峙
し
た
死
神
の
不
意
打
ち
で
一

に
し
て

死
に

た
時
は
感
覚
が

一
切
無
く
恐
ら
く
状

異
常
も

ら
か
の
形
で
再
現
さ
れ
る
と
予
想
し
て
い
る
ら
し
い

感
覚

が
無
か

た
の
は
ス
タ
ン
だ

た
か
ら
で
麻

な
ら
本
来
は
力
が
入
ら
な
い
だ
け
だ
が
全
身
が

れ
る
よ
う
な
再
現
に
な
り

な
ら

に

さ
れ
る
か
の
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う

と

そ
ん
な

じ

あ
ボ
ク
が

ノ
ヴ

・
ア
セ
ン
シ

ン

を
放

て
る
時
の

き
は

み

を

え
て
る
も
の
だ

た
の

 

閃
打

で

ん
だ
時
の

き
も

そ
も
そ
も
攻
撃
の

中
で
反
撃
を

り

ま
せ
な
か

た
の
も

 
く
し

り
と
表
情
を
歪
め
な
が
ら
問
う
ユ
ウ
キ
に
十
分

み
か
ら
回
復
し
て
立
ち
上
が

た
キ
リ
ト
は

目
し
た
ま
ま

え
な
か

た

 
だ
が

そ
の

が
や
は
り
雄

と
語
る

 
そ
れ
を

に

し
た
ユ
ウ
キ
が

に
歪
め
て
い
た
表
情
を
怒
り
と
悲
し
み
に
変
え
キ
リ

ト
を
見
下
ろ
し
た

み
を

け
る
な
ん
て
予
想
も
付
か
な
い
事
だ
し

も
知
ら
な
か

た
と
は

え
直

傷
付
け
た
事
に
は
変
わ
り
な
い
の
だ

も
教
え
て
く
れ
な
か

た
事
に
対
し
て
怒
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り

そ
し
て
傷
付
け
て
し
ま

た
事
に
罪
悪
感
を
覚
え
る
の
も

然
の
事
だ
ろ
う

な
ら
デ

エ
ル
す
る
前
に

て
よ

 

て
く
れ
た
ら

て
く
れ
て

れ
ば
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
交

し
た
の
に

 

で
わ
ざ
わ
ざ
キ
リ
ト
が

い

を

ど
う
す
れ
ば
解

出
来
る
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
墓
の
下
ま
で
持

て
い
く
つ
も
り
だ

た

 
つ
ま
り
最
初
か
ら

か
に
話
す
つ
も
り
な
ど
無
か

た
そ
う
い
う
事
だ
ろ
う

リ

フ

ま
で
も
が

に
戦
き
表
情
を
歪
め
て
い
る
事
か
ら
最
も
心
を
許
し
て
い
る
彼
女
に
す
ら

も

話
し
て
い
な
か

た
事
は
明
白

に
も
明
か
す
つ
も
り
が
無
か

た
と
い
う
の
は
事
実
で
そ

の
覚
悟
を

め
て
い
た
の
だ

 
こ
こ
が
現
実
だ

た
な
ら
全
く
お
か
し
く
な
い
あ
る
い
は

ん
の
少
し
で
も

み
を
覚
え
る

世
界
で
キ
リ
ト
が

け
る

み
が
増
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
れ
ば

も
気
付
か
な
か

た
だ

ろ
う
が

予
想
外
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

み
を

け
る
事
に
な
り
全
く
心
構
え
が
出
来
て
い
な

か

た
か
ら
思
わ
ず
反
応
を
示
し
て
し
ま

た
の
が
決
め
手
と
な

て

達
に
バ
レ
て
し
ま

た

キ
リ
ト
に
と

て
本

に
予
想
外
だ

た
事
は
違
い
な
い

バ
レ
る
か
も
と
は
思

て
た
け
ど

ま
さ
か
こ
こ
ま
で

い

で
バ
レ
る
と
は
思
わ
な

か

た
な
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キ
リ
ト

演
技
が

く
下
手
だ
も
ん
ね

そ
れ
は

を
見
て
い
る
か
ら

え
る
事
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

を

定
的
に

え
て
る
人

は
少
な
い

て
い
う
の
忘
れ
て
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
限
定
な
ら
数
百
人
に
一
人
く
ら
い
だ
け
ど
現

実
世
界
な
ら
数

人
に
一
人
に
な
る
く
ら
い
少
な
い
ん
だ
け
ど

 
確
か
に
キ
リ
ト
の
ビ

タ

と
し
て
の

を
演
技
だ
と
見

い
た
の
は
最
初
で
は
数
人

程

そ
れ
か
ら
時
を
経
る
ご
と
に
増
え
て
は
き
た
が
そ
れ
も

ん
の
一
握
り
だ
け

定
的
に

見
て
い
る
者
達
は
ア

サ
リ
と

さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
別
に
キ
リ
ト
の
演
技
が
下
手
と
い
う

で
は
無
い
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
は
分
か
り
や
す
い
の
だ

は
完
全
に

せ
る
が
味
方
は
絶
対
に

せ
な
い
虚
偽
し

か
見
せ
な
い

恐
ら
く

ば
無
意
識
的
に
そ
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 

が
そ
う
思

し
て
い
る
と
そ
れ
よ
り
と

い
な
が
ら
キ
リ
ト
が

手
を
持
ち
上

黒

い
指

手

に

わ
れ
た
手
の

に

線
を
や

た

さ

き
ま
で
は
⻩
金
の
十

架
が
光
の

子
を

き
上

な
が
ら
浮
き
上
が

て
い
た
が
今
は

の
変

も
無
い
状

に

ち

い
て
い

る
さ

き
の
文
様
は

だ

た
ん
だ
ろ
う

も
う
消
え
て
る
し
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キ
リ
ト
サ
ラ

と

覚
に

し
て
は
流
そ
う
と
し
て
る
ね

で
も
確
か
に
ア
レ
も
気
に

な
る
ね

心

た
り
は
無
い
の

全
く
無
い
な
ク
エ
ス
ト
で
見
た
事
も
無
い
し

か
自
動
で
ク
エ
ス
ト
が
発
生
し
た
ん
だ

ろ
う
か

 
確
か
に
明
ら
か
に
人

的
と
は
思
え
な
い
現

を
説
明
付
け
る
な
ら
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
動

く
ク
エ
ス
ト
が
発
生
し
て
出
現
し
た
と
思
う
の
が
自
然
な
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
や
は
り
疑
問

は
残
る

そ
も
そ
も

み
を
覚
え
る
な
ん
て
事
が
お
か
し
い
し
ク
エ
ス
ト
が
発
生
す
る
よ
う
な

要

な
ん
て
さ

き
の
様
子
か
ら
あ
る
と
は
思
え
な
い

 
自
動
で
ク
エ
ス
ト
が
発
生
す
る
に
し
て
も
そ
れ
を

け
る
か

か
は
プ
レ
イ

の
意
思
に

ね
ら
れ
る

こ
れ
で
ク
エ
ス
ト
を

し
て
い
る
状

だ

た
ら
そ
の
意
思
を

奪
さ
れ
て
い

る
も
同
然
で
あ
る

う

む

分
か
ら
な
い
な

ア
ル
ゴ
に

依
頼
を
出
し
て
み
る

か
分
か

た

ら
教
え
る
か
ら

出
来
れ
ば
あ
ま
り
人
に
話
さ
な
い
で
欲
し
い

そ
う
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

も

あ
ま
り
話
し
ち

目
よ

は

い
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キ
リ
ト
の
頼
み
を

い
た
サ

シ

が
少
し
だ
け
心
配
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た
も
の
の
す

ぐ
に

き

に
い
る
子

達
に

い

か
せ
た

子

達
は
快
活
に
返
事
を
返
す
が
本

に
分
か

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
少
し
ば
か
り

は
不
安
に
な

て
し
ま

た

 
ま

だ
か
ん
だ
で
キ
リ
ト
は
孤

の
面

に

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
し

わ

れ
て
い
る
レ
イ
ン
と
も

見
知
り
と
い
う
事
も
あ

て
悪
い
事
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う

 

を
組
ん
で
そ
う

え
て
い
る
と

と
き

と
小
さ
い
な
が
ら
よ
く

に

こ
え
る

が

い
た

そ
の

が

い
て
来
た
方
に

線
を
向
け
る

お

ご

に
し
よ
う
か

 
お

空
い
た
と

と

し
か
し

ま
で
真

に
し
な
が
ら

た
キ
リ
ト
は
そ
そ

く
さ
と
先
に
教
会
の
入
り

へ
と
向
か

た

 
そ
の
年

応
な
一
場
面
に
空
気
が

し
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

を

ら
し
て
し
ま

い
つ
つ

達
も
彼
の
後
を
追

て
お

の

備
を
し

食
事
に
あ
り
つ
い
た
の
だ

た

  
キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
の
デ

エ
ル
が
引
き
分
け
に
終
わ
り

不
明
の
紋
様
が

手
に
浮
か
ん

だ
り
キ
リ
ト
は
ダ
メ

ジ
を
負
う

に

み
を

け
る
事
が
発
覚
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
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あ

た
も
の
の
キ
リ
ト
が
そ
れ
ら
を
流
し
て
し
ま

た
た
め
深
く
追

出
来
ず

食
を
摂
る
事

に
な

て
し
ま

た

 
ま

み
を

け
る
の
は
キ
リ
ト
だ
し
そ
れ
に
つ
い
て
と
や
か
く

う
事
自
体
が
間
違

て
い
る
の
だ
ろ
う

と
は

え
リ

フ

や
ユ
ウ
キ

り
は
ち

と
不
穏
な
気
配
を
発
し
て

い
た
が

 
ち
な
み
に

食
は
キ
リ
ト
特
製
の
カ
レ

ラ
イ
ス
と
大

の

だ

た

 
カ
レ

は
ユ
ウ
キ
が
ラ
イ
ス
と

は
キ
リ
ト
が

理
し
た
も
の
で

コ
シ

ウ
に
レ

モ
ン
と
い

た

か
な

味

ま
で
再
現
し
て
い
た
事
で
大
変

味
で

子

達
だ
け
で
無
く

サ

シ

さ
ん
や
レ
イ
ン

フ

リ
ア
に
も
大
絶

で
あ

た

コ
レ

の
お
肉
か

が
知

た
ら

の
地
獄

に
な
る
ん
だ
ろ
う
な

ち

ダ
メ
よ
リ

フ

私
達
の

の
内
に
そ

と
秘
め
て
お
く
の

こ
れ
は
デ

タ

そ
う
デ

タ
な
の

味
し
い
け
ど
実
体
は
無
い
た
だ
の
デ

タ

キ
リ
ト
が

理
し
た

味

し
い

理
な
の
私
達
が
見
る
の
は

と
い
う
結
果
だ
け
で
良
い
の
よ

肉
だ
と
思

た

ら

肉
に
な
る

そ
れ
が
こ
の
仮
想
世
界
な
の
よ

だ
か
ら
こ
れ
は

肉
の

な
の

い

か
せ
て
る
感
が

い
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私
カ
エ
ル
ダ
メ
な
の
よ

う

の
お
肉
な
の
か
気
に
し
な
け
れ
ば
よ

か

た
ご

傷
様
で
す

 
リ

フ

に
同
情
さ
れ
な
が
ら
私
は
マ
イ

で

ん
だ

を

に
放
り

ん
で

す

る

じ

わ

と

み
出
て
来
る
肉

は
ま
る

き
り
現
実
の

と
同
じ
で

ら
か
い
食

感
に
ピ
リ

と

的
な

コ
シ

ウ
が
振
り
掛
け
ら
れ
て
お
り
レ
モ
ン
も
掛
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
甘

い
味
わ
い
も
感
じ
ら
れ
る

 
ま
る

き
り

な
の
に

の
お
肉
は
ス
カ
ベ
ン
ジ
ト

ド
の
肉

知
り
た
く

な
か

た
真
実
だ

知
ら
な
け
れ
ば

せ
な
事
も
あ
る
と
い
う
の
は
本

ら
し
い

う

味
し
い

 

だ

だ
と
思

し
な
が
ら
そ
れ
で
も

味
な

理
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
残
す
の
は

体
無

い
と
い
う
思
い
か
ら
私
は
残
さ
ず

を
食
す
の
だ

た

 
こ
の

味
さ
が
今
は
憎
い
と
ち

と
失
礼
な
事
を

え
な
が
ら

  
第
一
層
始
ま
り
の

七

の
教
会

に
て
ユ
ウ
キ
と
デ

エ
ル
を
行
い
そ
れ
が
引
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き
分
け
に
終
わ

た
後

お

に
差
し
掛
か

た
た
め
教
会
の
人
達
と
一
緒
に
食
事
を
摂
る

事
に
な

た

 

理
ス
キ
ル
を
完
全

得
さ
せ
て
い
る

と
ユ
ウ
キ
は
デ

エ
ル
の
後
だ

た
が
孤

に
身
を
寄
せ
て
い
る
面

に
せ
が
ま
れ
た
た
め

使
え
る
食

を

使
し
て

理
を
作

た

 
人
数
が
多
か

た
の
で

達
が
作

た
の
は
カ
レ

ラ
イ
ス
と

レ
イ
ン
と
フ

リ

ア

サ

シ

達
は
目

き
や

セ

ジ

サ
ラ
ダ
な
ど
あ
り
合
わ
せ
を
作

て
い
た

 
こ
の
世
界
に
も
カ
レ

は
あ
る
だ
が
ラ
イ
ス
は
無
か

た

カ
レ

に
パ
ン
を

し
て
食
べ

る
と
い
う
の
が
主
流
で
あ
り

そ
れ
も
中

味
し
い
の
で
そ
こ
ま
で
問

に
な

て
は
い
な

か

た
の
だ
が
や
は
り
日
本
人
で
あ
る
た
め
か
白

を
見
た
時
の
一
同
は
喜
色
を

さ
ず
絶

し
て
い
た

 

も
こ
れ
ま
で

に
作
ら
れ
て
い
た
が
同
様
の
反
応
だ

た

ち
な
み
に
ス
カ
ベ
ン

ジ
ト

ド
の
肉
を
使

て
い
る
と
は
教
え
て
い
な
い
今

出
し
た
時
の
三
人
の
反
応
か
ら
教

え
な
い
方
が
い
い
と
思

た
か
ら
だ

な
の
で
カ
レ

は
ユ
ウ
キ
が
ラ
イ
ス
と

は

が

と
い
う

だ

 
カ
レ

ラ
イ
ス
の
お
代
わ
り
や

の
取
り
合
い
な
ど

ば
戦
争
の
よ
う
な
食
事
風

を



 第三十九章 〜チェーンクエスト〜

然
と

め
な
が
ら

も

を

た
し
た
後
シ
ノ
ン
が

け
た
ク
エ
ス
ト
を
終
わ
ら
せ
て
弓
を

手
に
入
れ
る

に
出
発
し
た

 
そ
の

弓

を
見
た
い
と

て
付
い
て
来
た
の
が
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア

ユ
ウ
キ

そ

れ
に
エ
ギ
ル
だ

た

シ
ノ
ン
は
ク
エ
ス
ト

者
だ
か
ら
来
る
の
は

然
だ
し

も
少

色
が
違
う
と

え
ど
同
じ

弓

カ
テ
ゴ
リ
武
器
の
使
い
手
だ
か
ら
行

た
方
が
良
い

 
し
か
し
な
が
ら
リ

フ

だ
け
は
来
な
か

た

食
を
摂

て
出
発
と
い
う
時
に
教
会
へ

や

て
来
た
ア
ル
ゴ
が
リ

フ

に
話
が
あ
る
と

た
か
ら
だ

そ
れ
く
ら
い
な
ら

つ
と

達
は

た
の
だ
が

⻑
引
く
か
ら
と
断
ら
れ
た

に

な
が
ら
別
行
動
と
な

て
い
る

う
わ

え

と

キ
リ
ト

シ
ノ
ン

ホ
ン
ト
に
こ
の

物
が
お

な
の

 
見

る
か
ら
に

バ

な
ん
だ
け
ど

ん

あ
あ

こ
こ
で
間
違
い
な
い
よ

 
ア
ル
ゴ
が

人
に

か
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
リ

フ

に
だ
け
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
が

か
あ

た
の
だ
ろ
う
か
と
も
思
う
が
も
し
か
す
る
と

が
眠

て
い
る
間
に

か
依
頼

し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い

 
あ
る
い
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら

き

ま
れ
て
や

て
来
た
他
の
プ
レ
イ

が
見
つ
か

た
の
か
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け
れ
ど
そ
れ
な
ら

に

か
せ
て
も
良
い
と
思
う
の
だ
が

と

え
て
い
る
と

時
の
間

に
か

り

い
て
い
た
よ
う
で
ユ
ウ
キ
に
話
し
掛
け
ら
れ
た

う
ら
ぶ
れ
た
裏

り
の
一

に
あ

る

れ
た
家

た
だ
の
⺠
家
に
し
か
見
え
な
い

物
が
先

シ
ノ
ン
と
リ

フ

の
三
人

で

れ
た
骨

で
あ
る
と
判
断
し
て

は
ユ
ウ
キ
の
問
い
に

し
な
が
ら
声
を
返
し
た

 

ま
じ
く

な
表
情
で
家

を

め
る
シ
ノ
ン
と
他
の
四
人
に
苦

し
つ
つ

は

す
よ

う
に

を
開
け
て
先
に
中
に
入
る

 
そ
れ
に

い
て
中
に
入

て
く
る
の
だ
が

う

わ

ご

ち

ご
ち

よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
ば

か
り
だ
ね

こ
こ

り
出
し
物
な
ん
て
無
さ
そ
う

こ
ん
な
骨

は
初
め
て
見
た
ぞ

 

に
ユ
ウ
キ
レ
イ
ン
フ

リ
ア
エ
ギ
ル
の

葉
で
あ
る

ち
な
み
に
四
人
の

葉
は

が
初
め
て
来

し
た
時
の
内
心
の
声
と
全
く
同
じ
だ

た
り
す
る
実

が
こ
こ
で
有

だ
と

思
え
た

り
出
し
物
を
見
つ
け
た

し
は
無
く

今
回
の

弓

ク
エ
ス
ト
が
初
だ

 

も
め

し
い
も
の
が
無
か

た
か
ら
エ
ギ
ル
の

か
ら
近
い
事
も
あ

て
最
初
に
来
た
ら
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た
り
だ

た
の
に
は

い
た
が

さ
て

シ
ノ
ン
こ
こ
に
来
る

中
に
ト
レ

ド
で

し
た

を
持

て
る
状

で
ク
エ

ス
ト
キ

マ
ン
で
あ
る

⻑
に
話
し
掛
け
た
ら
進
行
す
る

分
か

た
わ

主

持

て
き
ま
し
た

 
神

な
面
持
ち
で

の

葉
に

い
た
シ
ノ
ン
は

の
カ
ウ
ン
タ

に
設
え
た

子
に

て

る
Ｎ
Ｐ
Ｃ

人
男
性
の

⻑
に
話
し
掛
け
た

 
そ
れ
を

け
て

上
に
金
色
の
ビ

ク
リ
マ

ク
を
明
滅
さ
せ
て
い
た

⻑
が
シ
ノ
ン
へ

を
向
け
る

お
お

も
う
持

て
き
た
の
か

で
は

の
切
れ
た
弓

と

三
つ
の

を

し
て

く
れ
る
か
な

分
か
り
ま
し
た

え

と

ど
う
ぞ

む

麻

十
個

白

五
個

そ
し
て

大

の

一
個

確
か
に

け
取

た

で
は

速
直
す
と
し
よ
う

 
少
し

て
な
さ
い
と

い
残
し
て

子
か
ら
立
ち
上
が

た
Ｎ
Ｐ
Ｃ

⻑
は
二

へ
上
が

る

ち
な
み
に
プ
レ
イ

立
ち
入
り
禁
止

を
上
が

て
一

を
消
し
数

後
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す
ぐ
に

り
て
来
た

 

り
て
来
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
ま
た

子
に

て
カ
ウ
ン
タ

の
上
に
ご
と
り
と

を
立
て
て

手
に
持

て
い
た
物
を

い
た

 
そ
れ
は
正
し
く

弓

だ

た

 
ゴ
ブ
リ
ン
ア

チ

が
使

て
い
た
安

く
て

な

り
の
弓
は
面
影
こ
そ
残
し

て
い
る
も
の
の

し
い

感
の

白
色
に

め

か
れ
て
い
る

や
か
に

し
た
そ
れ
は

全
⻑
一
三

セ
ン
チ
程
と

の
背

を
超
え
る
程
に
⻑
大
で
そ
の

か
ら
は
真

白
な

い

が
ピ
ン
と

ら
れ
て
い
た

こ
れ
が
完
成
品
だ

け
取
る
と
良
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

少
し

重
い
わ
ね

か
な
り
大
き
い
な

か
ら
も
し
や
と
思

て
い
た
け
ど

和
弓
か

わ
き

う

日
本
の
弓
道
で
使
わ
れ
る
弓
の
事
だ
和
の
弓
略
し
て
和
弓

や

話
に
出
て
く
る
の

は

弓
と

わ
れ
て
い
て

本
的
に
小
さ
い
け
ど
和
弓
は

力
と

程

離
を

先
し
て
⻑
大

な
ん
だ
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弓
に
は
大
き
く
分

し
て
二
種

存
在
す
る

そ
れ
が
た

た
今
説
明
し
た
古
来
よ
り
使

わ
れ
て
い
た
⻑
大
な
和
弓
と

小
回
り
を
重

さ
れ
た
小
さ
な

弓
だ

 

も

し
く
知

て
い
る

で
は
無
い
が
和
弓
と
い
う
の
は
奈
良
時
代
平
安
時
代
か
ら
存

在
し
て
い
る
も
の
で
現
在
に
至
る
ま
で
弓
を
作
る
過
程
や
工
法
は
同
一
で
あ
る
と
い
う

⻑
大

な
和
弓
は
そ
の
分
だ
け

を
引
く

ど
に
勢
い
す
な
わ
ち

程
が
増
す
た
め
予
想
以
上
の

離
を
有
す
る
事
が
出
来
る

ま
た
人
に

た
れ
ば

ま
じ
い
速

と
衝
撃
で
絶
命
に
は
至
ら

ず
と
も

命
傷
を
与
え
る
事
も
可
能

人
を
殺
す

に
生
み
出
さ
れ
た
の
が
和
弓
で
あ
り
そ
の

た
め
⻑
大
で
あ
る
の
が

本
だ

与
一
が
弓
の
名
手
と
し
て
有
名
だ

 
対
し
て

弓
は
戦
い
で
は

論
だ
が

主
に

で
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う

面
が
あ
る

動
き
を

ら
せ
る
の
に
数
が
必
要
で
あ
り
ま
た
動
き
回

た
り
小
さ
な
動
き
で

を
番
え
ら

れ
る

に
と
小
さ
く
さ
れ
て
い
る

⻑
大
で
あ
れ
ば

力
と

離
は
増
す
が
そ
の
分
だ
け
十

分
に

を
引
き

ら
な
け
れ
ば
不
発
に
終
わ
る

弓
は

力
と

離
を
殺
し
て
で
も
少
な
い

動
き
で

を

れ
る

に

か
つ
小
型
化
が

ら
れ
た
と

く

論
金
属

を

い
た

大
型
の

弓
も
存
在
す
る

 
ロ
ビ
ン
・
フ

ド
の
ボ
ウ
ガ
ン
な
ど
は
あ
る
意
味
で
こ
の

型

で

弓
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
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な
け
れ
ば

生
し
な
か

た
だ
ろ
う
ア
レ
は

力
と

離
も
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い

る
が

 

だ
が
和
弓
と

弓
で
は

の
番
え
方
に
も
違
い
が
あ

た
り
す
る

和
弓
は

を
持
つ

方
の

に

ぶ
ま
で
後
ろ
に
引
き

り
ま
た

を
番
え
る
の
は
掌

と
さ
れ
る
が

弓
は

と

ぶ
程

引
け
ば
良
く

ま
た
手
の

に

を
番
え
る
の
が
正
し
い

そ
う
い
う

だ
か
ら

シ
ノ
ン
の
場
合
は
掌

に

を
番
え
る
よ
う
に
し
な
い
と
危
な
い
ぞ

キ
リ
ト

あ
な
た

で
そ
ん
な
事
ま
で
知

て

 

の
掛
け
違
い
を
す
る
と

我
を
し
や
す
い
と

い
た
事
が
あ
る
た
め
念
の
た
め
と
シ
ノ
ン

に
そ
れ
を
話
せ
ば

物

く

か
れ
た

 
ま

こ
ん
な
知
識

弓
道
で
も
し
て
な
い
限
り
知
ら
な
い
だ
ろ
う
が

の
場
合
は

れ
て
行
か
れ
た
先
で

色

と

あ
あ

 

の
体
に

コ
ア
を

め

ん
だ

で
は
戦
闘
技
能
や
知
識
を

き

ま
れ
た

そ
の

一
つ
と
し
て

を

い
た
殺
人
方
法
も
あ

た
の
だ

弓

は

火
器
に

べ
れ
ば
確
か
に

程

は
全
く
無
い
が

の

い
や
発

が
無
い
事
か
ら
場

さ
え
間
違
わ
な
け
れ
ば
有

な
殺
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方
法
の
一
つ
に
な
る

故
に

は
そ
れ
を

き

ま
れ
た

 
と
は

え
流

に
体
格
や
体
の
未
成

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら
実

に
使

た
事
は

無
い

た
だ
の
知
識
だ

 
し
か
し
そ
れ
を
話
そ
う
に
も
こ
こ
に
は
事
情
を
知
ら
な
い
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
が
い
る
た
め

多
少

葉
を

し
て
伝
え
た

こ
れ
だ
け
で

を

い
た
い
の
か

し
た
ら
し
い
シ
ノ
ン
は

乱
な
目
で

得
の
表
情
を
浮
か
べ
る

さ
て

晴
れ
て
お

さ
ん
は
弓
使
い
に
な

た

だ
が

実
は
な
お

さ
ん
が
持

て
い

た

の
切
れ
た
弓

を
直
す
と

し
出
た
の
は

ち

と
頼
み
が
あ
る
か
ら
な
の
だ

え

こ
れ
で
終
わ
り
じ

な
い
の

チ

ン
ク
エ
ス
ト
か

 
チ

ン
ク
エ
ス
ト

そ
れ
は
文

り
ク
エ
ス
ト
が
繋
が

て
い
る
も
の

わ
ば
一
つ
の

小
さ
な
物
語
の

だ
と
思
え
ば
い
い

お
使
い
か
ら
始
ま
り
小
さ
な
問

を
少
し
ず
つ
解
決

し
て
い

て
事
の
真

に

る

あ
り
き
た
り
な
が
ら
王
道
的
な
ス
ト

リ

が
展
開
さ
れ

る

そ
れ
が
チ

ン
ク
エ
ス
ト
と
い
う
も
の
だ

 
ま
さ
か
こ
こ
で

く
と
は
思
わ
な
か

た
が
わ
ざ
わ
ざ
弓
な
ん
て
武
器
を
入
手
す
る
ク
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エ
ス
ト
か
ら

く
の
だ
か
ら

か
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い

話
を

い
て
行

た

 

に

め
れ
ば
第
二
十
五
層
の
と
あ
る
一

に
収
め
ら
れ
て
い
る
宝

を
取

て
来
て
欲

し
い

と
の
事
だ

た

 
そ
の
宝

は
特

な
製
法
に
よ

て
作
ら
れ
た
古
代
の
魔
導

の
一
つ
で
あ
り

非
と
も
一

目
は
見
た
い

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
が
安

さ
れ
て
い
る
の
は
魔
物
が
う
ろ
つ
い
て
い
る
危
険
な

場

で
あ
り
ま
だ

い

な
ら
自
分
で
取
り
に
行

た
が
も
う

だ
か
ら
魔
物
と
戦
え
な
い

 
そ
こ
で
弓
使
い
の
才
覚
が
あ
る
だ
ろ
う
者

こ
の
場
合
は
シ
ノ
ン

に
望
み
を
叶
え
て

も
ら
お
う
と

え
た
の
だ
と
い
う

無
論
礼
は
弾
も
う

そ
れ
に
取

て
来
て
く
れ
た
魔
導
宝

も

る
私
が
持

て
い
て
も

意
味
は
無
い
か
ら
な

 
そ
の

葉
を
最
後
に
シ
ノ
ン
の
目
の
前
に
ウ

ン
ド
ウ
が
出
現
す
る

恐
ら
く
だ
が
ク
エ
ス

ト

の
ウ

ン
ド
ウ
だ
ろ
う

キ
リ
ト

ど
う
す
れ
ば
い
い
の

こ
れ

ち

と

て

 
シ
ノ
ン
に
ど
う
す
る
べ
き
か

か
れ

は
少
し

え

ん
だ
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第
二
十
五
層
で
あ
れ
ば
シ
ノ
ン
も
ま
だ
行
け
る

層
で
は
あ
る
が
マ

ジ
ン
は
十
分
と

え

な
い
し
武
器
の

い
に
も
ま
だ

れ
切

て
い
な
い
か
ら
危
険
が
あ
る

も
し
一
人
し
か
入
れ

な
い
場

に
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

が
出
現
し
た
ら
戦
闘
経
験
に

し
い
シ
ノ
ン
が
勝
て
る
と
は

思
え
な
い

 
と
は

え
恐
ら
く
で
は
あ
る
が
こ
の
ク
エ
ス
ト
は

近
戦
が
苦
手
な
プ
レ
イ

へ
の
救
済

の
意
味
を
持
つ

だ
か
ら
多
少
モ
ン
ス
タ

は
出
て
く
る
だ
ろ
う
が
流

に
ボ
ス
は
出

て
来
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
で
は
達
成
不
可
能
な
レ
ベ
ル
に
な

て
し
ま
う

 
チ

ン
ク
エ
ス
ト
な
の
が

か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が

そ
の
ク
エ
ス
ト

ロ
限
定
か

え

と

い
え
パ

テ

に
指
定
は
無
い
わ

で
も
こ
れ
を
進
行
出
来
る
の
は

者
と
同
行
者
の
二
人
ま
で

な
る

ど

 
ク
エ
ス
ト
に
は
そ
の
ク
エ
ス
ト
を

出
来
る
パ

テ

上
限
人
数
と
進
行
可
能
限
界
の

レ
イ
ド
上
限
人
数
が
設
定
さ
れ
て
い
る

 
前
者
は
文

り

一
つ
の
パ

テ

内
で
重
複
し
て

け
ら
れ
る
限

数
を
指
す

一
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パ

テ

に
つ
き
一
つ
か
一
パ

テ

内
の
七
人
全

が
個
別
に

け
ら
れ
る
か
と
い
う

事
だ

 
後
者
は
一
パ

テ

七
人
を
超
え
た
大
人
数
で

め
る
限
界
数
を
指
す

こ
こ
が
フ
リ

な

ら
パ

テ

を
組
ん
で
い
な
く
と
も

者
に
同
行
し
て
い
れ
ば
同
じ
ク
エ
ス
ト
を
進
め

る
事
が
可
能
と
な
る

レ
イ
ド
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ

つ
ま
り
こ
の
場
合

が
シ
ノ
ン

と
パ

テ

を
組
ま
な
く
と
も
彼
女
の
ク
エ
ス
ト
の
手
伝
い
を
出
来
る
と
い
う
事
だ

大

こ

こ
に
制
限
は
無
い
の
で
最
大
七
パ

テ

か
ら
な
る
四
十
九
人
レ
イ
ド
で
も

け
ら
れ
る
つ

ま
り
別
パ

テ

の
メ
ン
バ

も
同
じ
ク
エ
ス
ト
を
進
行
出
来
る
と
い
う
事
に
な
る

 
し
か
し
そ
れ
を
制
限
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

別
パ

テ

で
も
構
わ
な
い
が
こ
の
ク

エ
ス
ト
を
進
行
出
来
る
の
は

者
で
あ
る
シ
ノ
ン
を

け
ば
あ
と
一
人
の
よ
う
な
の
だ

つ
ま

り
レ
イ
ド
上
限
人
数
が
二
人
に
制
限
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
わ
ざ
わ
ざ
一
パ

テ

限
定
に

し
て
い
な
い

り
が

と
も

え
な
い

つ
ま
り
そ
の
ク
エ
ス
ト
を

け
る
と
な
れ
ば
シ
ノ
ン
に
協
力
出
来
る
の
は
一
人
だ
け

戦
闘

能
力
の

性
と
確
実
性
を
期
す
な
ら
こ
こ
は

が
同
行
す
る
べ
き
だ
ろ
う
な

程
の
事

に
な
ら
な
け
れ
ば
大

は
如

に
か
出
来
る
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あ
な
た
が
対

出
来
な
い
事

な
ん
て

え
た
く
も
な
い
わ

キ
リ
ト
が
ダ
メ
な
ら
色

と
終
わ
り
だ
よ
ね

実

独
で
攻
略
組
超
え
る
戦
力
保
有
し
て
る

だ
し

戦
い
方
と

性
に
よ

て
は
そ
れ
も
事
実
だ
か
ら

定
は
し
な
い
が
ど
こ
か

れ
て
い

る
物

い
に
感
じ
る
の
は
気
の
せ
い
か

 
確
か
に

は

が

ロ
で
あ
り
万
全
の
体

で
あ
り
更
に
全
力
で

を

滅
す
る

な
ら
白
の
協
力
が
必

で
あ
る
と
い
う

件
こ
そ
あ
る
も
の
の
そ
れ
ら
全
て
を

た
し
た
上
で

発
動
出
来
れ
ば
攻
略
組
の
戦
力
は

く
超
え
る
だ
ろ
う

文

り
武
器
の
雨
を
無
限
に

ら
せ

ら
れ
る
の
だ
し

 
そ
れ
は
事
実
な
の
で
認
め
る
が
人
を
化
け
物
み
た
い
に

て

し
く
な
い
な
と
ち

と

思

た
り

い
や

め
ら
れ
て
る
の
は
分
か
る
の
だ
が
ど
こ
か

さ
れ
て
る
感
が

め
な
い

と

う
か

れ
ら
れ
て
る
の
か

 
ま

そ
れ
は
い
い

と
に
か
く
現
状
気
掛
か
り
な
の
は
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

の
有
無
だ

第

二
十
五
層
程

で
あ
れ
ば

は

で
勝
て
る

だ
が
シ
ノ
ン
の
方
が
問

だ

 

弓

を
修
復
す
る
ク
エ
ス
ト
が
発
生
し
た
時
に

に
し
て
い
た
セ
リ
フ
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こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
あ
の
時

間
を

護
出
来
る
よ
う
に
な
る

と

て
い
た
た
め
恐
ら

く
複
数
人

今
回
は
二
人
で
の
攻
略
を
前

と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
し
ま
ず
間
違
い
な
く
モ

ン
ス
タ

は
出
て
く
る

そ
れ
が
ボ
ス
か
ど
う
か
が
気
掛
か
り
だ

 
想

さ
れ
る
の
は
ク
リ
ス
マ
ス
に

ロ
で

け
て
戦

た

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス

ア
レ
は
年

一
回
限
定
の
ク
エ
ス
ト
と
い
う
事
も
あ

て
恐
ろ
し
く
強
か

た
勝
て
は
し
た
も
の
の
勝

て

然
で
は
無
く
無
数
の

北
の
中
で
勝
ち
取
れ
た
勝

だ

た
覚
え
が
あ
る

 
こ
の
ク
エ
ス
ト
で
入
手
で
き
た
弓
は

と
今
回

得
す
る
だ
ろ
う
ス
キ
ル
で
シ
ノ
ン
も

え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
が
恐
ら
く
シ
ノ
ン
が
得
る
ス
キ
ル
も
ユ
ニ

ク
分

の
エ
ク
ス
ト
ラ

ス
キ
ル
だ
と
思
う

そ
れ
を

え
る
と
あ
る
意
味
で
一
回
こ

き
り
な
の
だ
か
ら
ボ
ス
が

ち

け
る
可
能
性
も

定
出
来
な
い

 
も
し
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

が
出
て
く
る
場
合

ク
リ
ス
マ
ス
の

が
あ
る
か
ら
強
さ
を

れ

な
い

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス

は
第
三
十
五
層
に
登
場
す
る

に
フ
ロ
ア
ボ
ス
を
超
越
し
た
強
さ

だ

た
の
だ
か
ら

年
一
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル

得
の

恐
ら
く
は
ユ
ニ

ク
の

ク
エ

ス
ト
と
い
う
共

点
が
あ
る
以
上

こ
の
危
惧
は
し
て
然
る
べ
き
だ

 
も
し
ア
レ
と
同

か
そ
れ
以
上
の
強
さ
だ

た
場
合
あ
の
時
よ
り

か
に
個
人
戦
力
が
増
し
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て
い
る

は

る
が

シ
ノ
ン
を
護
り

け
る
確
証
を
持
て
な
い

 
ボ
ス
の
攻
撃
に
は

攻
撃
と
い
う
も
の
が
あ
り
そ
れ
の
衝
撃
波
ス
プ
ラ

シ

ダ
メ

ジ
と
い
う
も
の
は

を

し
て

ら
か
こ
ち
ら
に
来
る
か
ら
だ

故
に

が
全
力
で

あ
る
い
は
回

し
た
と
し
て
も
シ
ノ
ン
が
そ
れ
を

け
て
し
ま

て
は
レ
ベ
ル
差
に
よ

て

に

全
損
死
亡
は
必
至

事
実
過
去
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
で
出
た
死
者
と
い
う
の
は
退

し

よ
う
と
し
て
衝
撃
波
に
足
を
取
ら
れ

転
倒
し
た

に
追
撃
さ
れ
た
と
い
う
の
が

ど
な
の
だ

 
一
騎

千
万

不

と
ま
で
は

え
な
い
が
そ
れ
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で

指
の
強
者
と

え
る
攻
略
組
で
す
ら
そ
れ
な
の
だ

思

た
以
上
の

を
見
せ
る
シ
ノ
ン
と

え
ど
流

に

ボ
ス
戦
は
ま
だ
速
過
ぎ
る

 
と
は

え

流

に
二
人
組
の
ク
エ
ス
ト
に
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

は
突

ま
な
い
だ
ろ
う

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
と
同

以
上
の
ボ
ス
と
い
う
の
も

か
ら

え
て

切
で
は
無
い
そ

も
そ
も
ア
レ
は

生
ア
イ
テ
ム
と
い
う
極
上
の
一
点
物
や
そ
の
他
無
数
の
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
有
し

て
い
た
か
ら
こ
そ
の
強
さ
だ

た

 
近

戦
闘
が
苦
手
な
者
へ
の
救
済

で
あ
ろ
う
こ
の
ク
エ
ス
ト
を
進
め
る
も
の
が
そ
ん
な
高

レ
ベ
ル
と
は

え
ら
れ
な
い

故
に
第
二
十
五
層
の

の
中
で
も
多
少
強
い
程

の

に
抑
え
て
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い
る

だ

 
あ
る
い
は

強
さ
よ
り
も

め
手
の
方

弓

と
い
う
前
代
未

の
武
器
を
得
て
す
ぐ
に
発

生
し
た
チ

ン
ク
エ
ス
ト
な
ら
ば
弓
使
い
の
有

性
を
知
ら
し
め
る
た
め
に

ら
か
の
フ

ク
タ

が

り

ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い

た
だ
高

に
あ
る
ア
イ
テ
ム
を
取
る

な
ど
と
い
う

道

の
よ
う
な

い
に

と
し
て
い
な
い

だ

 

え
ば
そ
う

行
タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

を

き

す
の
に

い
な
け
れ
ば
攻
撃
が
絶
対

届
か
な
い
と
い

た

件
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
か

あ
る
い
は
眼
を

さ
な
け
れ
ば
猛
攻
撃

で
近
付
け
な
い
と
か

 

外
れ
て
い
る
感
は
あ
る
も
の
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
フ

ア
ネ
ス
を

に
し
た
中
世
フ

ン
タ
ジ

わ
ば
王
道
中
の
王
道
だ

ロ
グ
ア
ウ
ト
不
能
と
い
う
異
常
事

で
こ
そ
あ
れ
そ
れ
で
世
界
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
大

に
変
わ
る

で
は
無
い
な
ら
大

の
事
は

予
想
が
付
こ
う
と
も
い
う
も
の

心
に

心
を
重
ね
れ
ば
大

の
事
は
切
り

け
ら
れ
る

 
仮
に
切
り

け
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
そ
れ
は
明
ら
か
な
悪
意
を
持

た
人

的
に
し
て
作

的
な

く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う

少

不
安
は
あ
る
け
ど

層
と
ク
エ
ス
ト
の
内
容
か
ら
し
て
い
き
な
り
ボ
ス
が
出
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る
と
は

え

い
恐
ら
く
前
衛
と
後
衛
の
チ

ト
リ
ア
ル
的
な
ク
エ
ス
ト
に
近
い
だ
ろ
う
し

な

う
ん

シ
ノ
ン
が

け
た
け
れ
ば

け
る
と
良
い

ん

キ
リ
ト
の
許
可
も
取

た
事
だ
し
そ
れ
じ

あ

け
る
わ

キ
リ
ト
手
伝
い
よ
ろ
し

く
あ
あ

も
興
味
が
あ
る
か
ら
助
力
は

し
ま
な
い

そ
れ
に
シ
ノ
ン
は
遠

離
主
体
の
弓
使

い

前
衛
の

が
全
力
を
以
て

シ
ノ
ン
を
護
る
剣
と
な
ろ
う

 
シ
ノ
ン
は
自
ら
の
意
思
で
自
身
を
鍛
え
て
欲
し
い
と
頼
み

ん
で
き
た
そ
し
て
今
も
そ
の
最

中
だ

な
ら
そ
の
助
力
を
す
る
の
も
危
険
か
ら
護
る
の
も
教
導
す
る
者
と
し
て
の
義
務

 
だ
か
ら

は
シ
ノ
ン
の
頼
み
に

き

定
の

葉
を
返
し
た

 
す
る
と
こ
ち
ら
を
見
下
ろ
し
て
い
た
シ
ノ
ン
が

か
に
目
を

り

い
と

線
を

ら

し
たそ

そ
う

そ
の

よ
ろ
し
く

 
あ
あ

 
ク
エ
ス
ト
ウ

ン
ド
ウ
を
見
な
が
ら
少
し

を

く
し
て

て
き
た
の
で

故

線
を

ら
す
と
思
い
つ
つ

も
応
じ
た

と
す
る
と

は

か

ず
か
し
が
ら
せ
る

葉
を
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た
の
だ
ろ
う
か
と

え
る

 
シ
ノ
ン
が
鍛
え
て
欲
し
い
と
頼
み

ん
で
き
た
事
は

知
の
事
実
だ
し
そ
れ
に

し
て
明
確

に

に
し
て
い
な
い

な
の
だ
が

キ
リ
ト

て

ホ
ン
ト
天
然
だ
な

コ
イ
ツ
の
場
合
切
実
だ
か
ら
責
め
る
事
も
出
来
ね

よ
な

た
り
前
と
思

て
る

り
が
ね

女

し

故
か
物

く
不
名

な
事
を

わ
れ
た

 
ユ
ウ
キ
が

た
天
然
認
め
た
く
は
な
い
が

定
は
し
な
い
多
分
シ
ノ
ン
が

を

く
し

た
原
因
を
無
自
覚
で

た
か
ら
だ
ろ
う
し

 
エ
ギ
ル
が

た
切
実
こ
れ
に

し
て
は
全

定
し
よ
う
も
う
目
の
前
で

間
を
喪
う
の

は
心
の

か
ら

な
の
だ
か
ら

 
レ
イ
ン
が

た

然
こ
れ
も
ま
た
全

定
し
よ
う
と

う
か

に
と

て
大
切
な
存
在

で
あ
る
な
ら
護
る
と
い
う
思

は
あ

て
然
る
べ
き
だ

 
し
か
し
な
が
ら
フ

リ
ア
が

た
女

し
こ
れ
に

し
て
は
大
い
に
反

し
た
い
論
議
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し
た
い

確
か
に

の
知
り
合
い
に
は
女
性
が
多
い
し

の
理
解
者
に
な

て
く
れ
て
る
の
も

あ

て
交
友
を
深
め
て
い
る
け
ど
不

実
な

は

い
て
い
な
い

そ
ん
な
裏
切
り
を
す
る

も
の
か

 
そ
う
反

し
た
い

と
こ
ろ
だ
が
今
回
は
第
三
者

点
か
ら

を
見
た
意
見
で
あ
る
た
め

認
め
こ
そ
し
な
い
が

定
も
し
な
い

そ
う
見
え
て
し
ま

て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う
か
ら

に
そ
ん
な
気

無
い
し

 
で
も

こ
れ
く
ら
い
は

て
も
良
い
と
思
う

 
ち

と
い
じ
け
つ
つ

は
ク
エ
ス
ト
を

け
た
シ
ノ
ン
と
共
に
第
二
十
五
層
へ
向
か

た

の
だ

た

ち
な
み
に
こ
こ
で
ユ
ウ
キ
達
と
は
一

別
行
動
で
あ
る

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
要

が
無
く
な

た
だ
け
で
こ
こ
ま
で
ア

サ
リ
と

エ
ク
ス
テ
ラ
に

た
の
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が
原
因
で
す

今
後
は
こ
ん
な
事
が
無
い
よ
う
に
精
進

し
ま
す

 
お
気
に
入
り
登
録
の
方
も

る
だ
ろ
う
と
覚
悟
し
て
い
ま
す
が

こ
ん
な
本
作
で
も
良
け
れ

ば

く
お
付
き
合
い

き
た
い
と
思

て
い
ま
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
章
 

弓
使
い
の
心

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

り
シ
ノ
ン
が
メ
イ
ン
で
す

前

シ
ノ
ン

点
後

キ
リ
ト

点
 
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
要

を

か
し
て
い
る
の
で
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の

り
が

け
て
ま
す
が
こ
ち
ら
は

そ
こ
ま
で
影

が
無
い
で
す

 
文

数
は
二
万
六
千
程

 
で
は
ど
う
ぞ

  
キ
リ
ト
の
助
力
を
前

に
ク
エ
ス
ト
を

け
る
事
を
決
め

備
を
整
え
て
か
ら
第
二
十
五
層



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

へ

い
た
私
達
は
ク
エ
ス
ト
を

け
て
か
ら
お
よ
そ
一
時
間
後
目
的
地
と
思
し
き
場

に

し
た

 
場

は

い
た
事
に
攻
略
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
情
報
の
ク
エ
ス
ト
と
い
う

で
も
無
い
の
に
第

二
十
五
層
の
迷

の
一

だ

た

こ
れ
に
は
キ
リ
ト
も
少

い
て
い
た

時
ど
う
や

て
も
こ
こ
は
開
か
な
か

た
か
ら

に
残

て
た

が
コ
レ
だ

心

た
り

と

え
ば
こ
れ
し
か
な
い
か
ら

恐
ら
く

だ
と
は
思
う
が

 
ク
エ
ス
ト
を

し
て
正
確
に
場

を
教
え
て
も
ら

て
来
ら
れ
た

で
は
な
く
ヒ
ン
ト
と

な
る

葉
を

に
キ
リ
ト
が
第
二
十
五
層
の
迷

攻
略
中
に
引

掛
か

た
事
の
記

や
ア
ル

ゴ
が
増

し
て
る

層
攻
略
編
の
攻
略
本
を

み
返
し
て

た
り
を
付
け
て
こ
の
場

に
来
た

の
だ

 
こ
の
ク
エ
ス
ト
を

け
た
時
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

⻑
か
ら

な

色
の
宝

が

め

ま
れ

た

飾
り
を

り

け
て
い
る

そ
れ
は

す
る

に
近
付
け
ば
呼
応
し
て

い
に

く
と

い
う
も
の
で

実

に

た
り
な
の
か
を
判
断
す
る
た
め
の
ク
エ
ス
ト
キ

ア
イ
テ
ム
だ

た

で
も

を
解
く
古
代
の
魔
導

な
の
だ
と
か

い
に
対
と
な

て
い
る
古
代
の

魔
法

を
解

魔
法
が

じ

ま
れ
た

飾
り
に
よ

て
解
く
事
で
決
し
て
開
か
な
い

を
開
け
る
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よ
う
に
す
る
ら
し
い

 

だ
が
ク
エ
ス
ト
キ

ア
イ
テ
ム
と
は

え
ア
イ
テ
ム

い
だ
か
ら
か
一
応
お

で

れ
て
し
ま
え
る
よ
う
だ

た

ま

ク
エ
ス
ト
以
外
で
有

性
が
無
い
事
か
ら
設
定
さ
れ
た
価

格
は

本
的
に

い
上
に
実

に

て
し
ま
う
と
ク
エ
ス
ト
を
進
め
る
事
が
出
来
な
く
な
る

か
ら
や

て
は
い
け
な
い
の
だ
が

に

め
て
ア
イ
テ
ム
を

る

に

て

却
し
て
し
ま

う
人
が
い
る
ら
し
い

 
そ
ん
な

で

備
を
し
て
い
る
時
は

意
し
つ
つ
私
は
迷

で
十
数
回
の
戦
闘
を
経
て
弓

の
感
覚
を

ら
し
な
が
ら

か
ら

飾
り
を
下

て
い
た

 
そ
の

飾
り
は

私
が

じ
た
ま
ま
の

に
近
付
く
事
で

う

と

い
た

 
直
後

色
の
宝

か
ら
光
が

て

に
放
た
れ
て

触
一

の
間
を

い
て

色
の

文
様
が
浮
か
ん
だ
と
思

た
ら
ガ
ラ
ス
の
破

と
共
に

に

け

た

た
り
だ

た
み
た
い
ね

そ
れ
に
し
て
も
一
年
近
く
前
に
攻
略
し
た
場

の
事
を
よ
く
覚

え
て
た
わ
ね

 
私
だ

た
ら
一
年
前
に

た
道
や

の
事
な
ん
て
覚
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
し
そ
の
自
信

が
あ
る

そ
も
そ
も
こ
こ
が
そ
う
な
の
で
は
と

た
り
を
付
け
る
事
す
ら
出
来
ず
に
時
間
を
掛
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け
て
し
ま

て
い
た
に
違
い
な
い

 
感
心
と
共
に
キ
リ
ト
に
そ
う

え
ば

彼
は

苦

を
浮
か
べ
て

を

め
た

第
一
ク

タ

と

う
だ
け
あ

て
こ
こ
の
モ
ン
ス
タ

に
は
少
し
ば
か
り

え

を

ま
さ
れ
た
苦
い
思
い
出
が
あ

て
な

そ
れ
に
シ
ノ
ン
に
は
ユ
リ
エ

ル
と
の
対

の

に

ら
か
話
し
た
と
思
う
が
攻
略

の
デ

タ
収
集
は

ば

の
専

特
許
そ
れ
は
つ
ま
り
迷

の

か
ら

ま
で
を
探
索
し
て
い
る
の
は

と
い
う
事
を
意
味
す
る

故

が
開
か
な

い
の
か

か

ん
で
い
な
い
フ
ラ
グ
で
も
あ
る
の
か
あ
る
い
は
迷

の
ど
こ
か
に
開
け

る
た
め
の

し
ス
イ

チ
が
あ
る
の
か
あ
ら

る
可
能
性
を

慮
し
そ
れ
ら
を

し
に

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

今
は
開
か
な
い
と
結
論
に
至
る
ま
で
に
ア
ル
ゴ
と
出
来
る

限
り
の
全
力
を

け

二
日
を
掛
け
て

も
し
た
ん
だ

切

掛
け
さ
え
あ
れ
ば

で
も
思
い

出
す

 

程
苦
慮
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

時
の
事
を
思
い
出
し
て
憂
鬱
そ
う
に

め
息
を

く
キ
リ

ト
か
ら
は
得
も

わ
れ
ぬ
哀

と
い
う
も
の
が
漂

て
い
た

ど
う
や
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解

放
軍
が

壊
さ
せ
ら
れ
悪
夢
と
ま
で
称
さ
れ
た
程
の
ボ
ス
戦
だ
け
で
な
く
キ
リ
ト
な
り
に

個
人
的
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る

層
で
も
あ
る
ら
し
い
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く
憂
鬱
そ
う
に

目
し
て
い
た
キ
リ
ト
は

と

で
苦

す
る
私
を
見
上

て
き
た

そ
れ
よ
り
ク
エ
ス
ト
だ

の
部

に
件
の
宝

が
安

さ
れ
て
い
る
の
は
ま
ず
間
違
い

無
い

備
は
良
い
か

 
恐
ら
く
前
衛
後
衛
の
チ

ト
リ
ア
ル
の
よ
う
な
戦
闘
が

ま
る

と
思
う
し

こ
こ
に
来
る
ま
で
戦

た
モ
ン
ス
タ

よ
り

ら
か
強
い
の
は

間
違
い
な
い

そ
う
ね

 
最
初
の

を

入
し
て
入
手
し
た

弓

カ
テ
ゴ
リ
の
武
器

白

の
弓

そ
し
て
そ
れ

を
報

と
し
て
得
た
と
同
時
に

得
し
た
恐
ら
く
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
で
あ
る
弓
術
と
い
う

武
器
ス
キ
ル

目
的
の
部

に
来
る
ま
で
に
十
数

の
戦
闘
を

み
そ
れ
ら
の

合
は
確
か
め

終
え
て
い
る

 
そ
の
感
想
で
は
少

が
強
い
な
と
い
う
も
の
だ

た

た
と
こ
ろ
に
上
手
く

る

事
が
出
来
た
の
は
六

あ
る
か
な
い
か
だ
現
状
使
え
る

ド
ス
キ
ル
も
一
つ
だ
け
な
上
に

発

外
し
て
し
ま

た
ら

直
が
あ

て
隙
だ
ら
け

か
そ
こ
を

わ
れ
も
し
た

ま

そ
れ
は
キ
リ
ト
が
私
に
危
機
感
を

す

に
わ
ざ
と

ち

ら
し
て
い
た
だ
け
で
す
ぐ
に
対
応
し

て
く
れ
た
の
だ
が

 
し
か
も

た
と
こ
ろ
に
命
中
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
事
は
前
衛
の
キ
リ
ト
を
後
ろ
か
ら
プ
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ス
リ
と
や

て
し
ま
う
と
い
う
事
で
あ
る

実

に

か
そ
う
い
う
事
が
あ

た

 
ま

故
か
そ
の

に

す
る

前
で
気
付
い
て

を

け
て
い
る
が

本
気
で

の
後

ろ
に
目
が
あ
る
ん
じ

な
い
か
と
思
う
く
ら
い
の
超
反
応
に
は
キ
リ
ト
の
常

を

し
た
行
い
に

れ
て
来
た
と

え
ど
流

に
ド
ン
引
い
た

で
出
来
る
の
か
と
問
え
ば
第
六
感
と
間
髪

入
れ
ず

に
真

で
返
さ
れ
て
五

は
絶

し
て
し
ま

た

 
も
う
ア
レ
だ
キ
リ
ト
を
戦
闘

で

に
す
る

は
本

に
見
る
目
が
無
い
と
思
う

現

代
の
し
か
も
年

も
行
か
な
い
子

が
第
六
感
で
身
の
危
険
を
感
じ
る
程
に
経
験
を

ん
で
い

る
な
ど
時
代
錯

も
良
い
と
こ
ろ
だ

 
と
い
う
か
キ
リ
ト
は
生
ま
れ
て
く
る
時
代
を
間
違
え
た
気
が
し
な
い
で
も
な
い

シ
ノ
ン

 
ど
う
し
た
ん
だ

 
ぐ
る
ぐ
る
と

時
の
間
に
か
キ
リ
ト
の
事
を

え
て

て
い
る
と
心
配
に
な

た
の
か

小

を

な
が
ら
キ
リ
ト
が
私
の

を

き
見
て
来
た

彼
の

で

や
か
な
黒
髪
が
は
ら

り
と
揺
れ

水

を
思
わ
せ
る
黒
い

に
は
う

す
ら
と
私
の

が

て
い
た

 
自
分
を
見
下
し

て
く
る
者
達
に
対
し
た
時
の

不

な
様
で
振
る
舞
う

ビ

タ

と
し
て
で
は
無
く

く
あ
ど
け
な
く

さ
を
感
じ
さ
せ
る

の
キ
リ
ト
の

が
目
の
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前
に
広
が

て
い
た

  

シ
ノ
ン
を
護
る
剣
と
な
ろ
う

  
キ
リ
ト
の

を
見
て
い
る
と

お
よ
そ
一
時
間
前
に
キ
リ
リ
と

然
と
し
た

し
い
表
情

で
真
剣
な
面
持
ち
で
本
気
で

て
い
る
の
だ
と
分
か
る
声

で
私
を
護
る
と

た
時
の

情

が

裏
に

る

 
私
が
記

を
取
り

し
た
事
は
教
え
て
な
い
か
ら
き

と
キ
リ
ト
に
と

て
私
の
過
去
な

ど

な
く
て

護
る
事
を

た
り
前
と

え
て

て
い
た
の
だ
と
思
う

 
そ
れ
が
護
る
と

て
く
れ
た
事
が
私
に
と

て
ど
れ
だ
け
の
意
味
を
持
つ
か
そ
れ
を
知

る
由
も
無
い
か
ら
仕
方
な
い
事
だ
と
は
思
う
が

あ
の
時
私
は
不
覚
に
も

を
と
き
め
か
せ

て
し
ま

た

 
期

し
た
の
だ

彼
の

葉
に
彼
の

に
信
念
に

私
を
裏
切
ら
な
い
の
で
は
な

い
か

と

 
意

し
て
で
は
無
い
と
は

え

か
つ
て
私
は
人
を
殺
し
た
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真

黒
で

で
重

な

を
強

か
ら
奪

て
発

し
た
事
で
そ
の
命
を
奪

た

そ
の

殺
人
は
報
道
で
こ
そ

の

発
と
さ
れ
私
の
名
前
は
お
ろ
か
存
在
す
ら

が
り
は
し
な
か

た
も

の
の

と
し
て
殺
人
を

し
た
事
は
知
れ

た

 
そ
れ
か
ら
私
の
手
を
握

て
く
れ
る
人
は

な
か

た

私
が
銀
行
強

か
ら
守
ろ
う
と
し
た

実

に
す
ら
触
れ
さ
せ
て
い
な
い

そ
し
て
殺
人
経
験
を
持
つ
事
を
知

た
者
達
は

実

と

親

の

を

い
て

私
に

を
触
れ
さ
せ
よ
う
と
は
せ
ず
近
寄
ら
せ
よ
う
と
も
し
な

か

た

血
が
付
く

と

て

 
そ
の

た
り

い
て
来
た
り
と

し
て
く
れ
た
が
反
撃
は
し
な
か

た

し
て
も
意
味

は
無
い
と

心
に
理
解
し
て
い
た
か
ら
し
な
か

た
仮
に
し
て
い
た
ら
も

と

く
な

て
い

た
事
は
想
像
に

く
な
い

 
故
に
私
は

他
さ
れ
る
の
を
甘
ん
じ
て

け
同
時
に
私
は
他
人
を

絶
し
た

た
だ
の
一
人

も
私
の
事
を
気
に
掛
け
ず
人
殺
し
と

り

り
そ
れ
ま
で

ら
か
の
交
流
が
あ

た
者
達

す
ら
も
掌
を
返
し
た
か
ら
だ

 
だ
か
ら
私
は
本

的
に
人
を
信
じ
ず
に
生
き
て
い
た

記

が

て
か
ら
も
こ
の
事
は
一
切

話
し
て
い
な
い
そ
れ
は
私
に
親
し
く
し
て
く
れ
て
い
る
ア
ス
ナ
達
に
話
し
た
ら
す
ぐ
に
離
れ
て
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い

て
し
ま
う
の
で
は
と
恐
れ
て
い
る
か
ら
だ

心
の

か
ら
は
彼
女
達
の
事
を
信
じ
て
い
な
い

の
で
あ
る

 
だ
が

そ
ん
な
私
で
も
信
じ
て
い
い
か
も
と
揺
さ
ぶ
る
存
在
が

る

 
そ
れ
が

キ
リ
ト

 
彼
の
来
歴
は
彼
自
身
の

か
ら
も
彼
の
身
の
回
り
に
い
る
者
達
か
ら
も
そ
れ
以
外
の
者

達
か
ら
も
情
報

で
も
見

き
し
て
知

て
い
る

彼
が
恐
ら
く
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
最
も

殺
人
を
行

た
プ
レ
イ

で
あ
る
事

間
を
目
の
前
で
守
れ
ず
死
な
せ
て
し
ま

た
事
自

殺
さ
せ
て
し
ま

た
事
も

全
て
知

て
い
る

 
無
論
本

に
全
て
を
知

て
い
る

で
は
無
い
と
い
う
か
彼
が
裏
で
し
て
い
る
事
を
完
全
に

把
握
し
切
れ
て
い
る
も
の
な
ど

な
い
だ
ろ
う
恐
ら
く
は
あ
の
情
報

の
女
性
す
ら
も

い
て

し
て
い
る
事
が
あ
る

だ

 

か
ら
見
れ
ば
凶
行
を

り
返
す
彼
は
絶
対
悪
の
存
在
だ
ろ
う

だ
が
事
情
を
知
り
あ
る

い
は
よ
く
よ
く
状
況
を

す
れ
ば
彼
の
行
動
は
必
要
悪
だ

 
護
る

に
人
を
殺
す

護
る

の
手

と
し
て
恐
ろ
し
い
殺
人
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ら
必
要
が
あ
る
な
ら
彼
は
そ
の

を
取
る
よ
り
確
実
性
を
期
し
て

そ
こ
に

ら
か
の
私
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情
や
私
欲
は
あ
る
だ
ろ
う

護
り
た
い
と
い
う
想
い
故
の

 
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
無
い

彼
の
行
動
の
主

は
全
て
他
者
の
た
め
な
の
だ

 
そ
れ
は
ど
こ
か
歪
で

自
己

に

れ
て
い
る
愚
か
な
行

に

る
だ
ろ
う
が

と
て

も

と
て
も
私
に
似
て
い
た

 
私
と
て

を
護
る
た
め
に
銀
行
強

か
ら

を
奪
い
そ
し
て
発

し
た
そ
の
結
果
殺
人

を

し
て
し
ま

た
が
そ
れ
自
体
を
後
悔
し
て
は
い
な
い

少
な
く
と
も
今
は

 
護
る

に
人
を
殺
し
そ
れ
を
責
め
ら
れ
て
い
る
彼
と
私

違
い
は
ア
ス
ナ
達
の
よ
う
な
理

解
者
が
彼
に
は

た
が

私
に
は

な
か

た
事

も
し
か
し
た
ら
話
し
て
も
大

な
の
で

は
と
は

も

え
て
い
る
も
の
の
や
は
り
恐
ろ
し
い
と
感
じ
て
話
す
の
を

て
今
に

至
る

 
そ
れ
で
も
そ
れ
で
も
似
た
境
遇
の
キ
リ
ト
な
ら

信
じ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
そ

う
思
う
よ
う
に
な

て
き
て
い
た

 
そ
こ
に
来
て
私
を
護
る
と
本
気
で

て
い
る
と
分
か
る

そ
れ
は

葉
も

て

騎
士
の

誓
に
も
思
え
た

 
天
然
な
の
だ
ろ
う
た
だ
彼
は
私
を
護
る
と
誓

て
い
た
だ
け
な
の
だ
か
ら

鍛
え
て
欲
し
い
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と
い
う

葉
を
し

か
り

け
止
め
て
く
れ
て
ず

と
そ
れ
を

け
て
く
れ
て
い
る
迷
惑
も

掛
け

け
て
い
る
の
に
そ
れ
を
気
に
し
な
い
で
い
て
く
れ
る

 
キ
リ
ト
な
ら

私
を
本

に
守

て
く
れ
る
の
で
は
と

そ
う
思
え
る

い
い
え

で
も
な
い
わ

 
キ
リ
ト
の
心
配
そ
う
な

に

を
返
し

を
横
に
振
る

 

く
彼
は

し

に
見
て
来
て
い
た
が
実

に
現
状
で
苦
悩
し
て
い
る
と
い
う

で
も
無
い
の

で

特
に

か
に
気
付
い
た
風
も
無
く

そ
う
か
と

て
追

の
手
を
出
さ
な
か

た

そ
う
い
え
ば

少
し
気
に
な

て
い
た
の
だ
け
ど

んあ
な
た

と

が
違

て
な
い

 
こ
こ
に
は
私
し
か

な
い
ん
だ
し

時
も
だ

た
ら
も

と

ら
か
い

に
な
る
の
に
ず

と

苦
し
い
わ
よ

あ
あ

 

に
な

た
空
気
を
変
え

を
和
ら

る
つ
も
り
で
私
は
話
を
振

た

実

こ
こ
に

来
る
ま
で
少
し
気
に
な

て
い
た
の
だ

時
も
な
ら
も
う
少
し

ら
か
い

な
の
に

て

い
な
い
な
と
思

て
い
た
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彼
は

わ
れ
て
す
ぐ
に
は
分
か
ら
な
か

た
よ
う
で
最
初
こ
そ
小

を

て
不
思
議
そ
う

な

を
し
た
が

す
ぐ
に
気
付
い
た
よ
う
で

得
の
表
情
を
浮
か
べ
た

そ
う
い
え
ば

シ
ノ
ン
は

の
こ
の
状

に
つ
い
て
深
く
は
知
ら
な
か

た
な

は
ダ
ン

ジ

ン
に
潜

て
い
る
間
は

本
的
に
こ
の

だ

ア
ス
ナ
達
と
会
話
し
て
い
る
時
は

和

ら
ぐ
事
も
あ
る
が
そ
れ
も
安
全

と
い

た
ダ
ン
ジ

ン
内
で
の
圏
内

く
ら
い
な

も
の
だ

だ
か
ら
今
も
こ
の

な
の
は
別

お
か
し
く
な
い
ん
だ
が

ま

の

を

見

れ
て
る
か
ら
違
和
感
を
覚
え
て
も
お
か
し
く
は
な
い
か

 
そ
う
苦

し
な
が
ら

て

を

め
た
後

キ
リ
ト
は
表
情
を

め
た

さ
て

と
こ
ろ
で

そ
ろ
そ
ろ
ど
う
す
る

 
入
る
か

 
話
を
変
え
る

と

う
よ
り
は

す
よ
う
に
キ
リ
ト
は

て
き
た

そ
う
い
え
ば
部

に

入
る

備
は
大

か
と
問
わ
れ
た
の
だ

た

分
と
脱
線
さ
せ
て
し
ま

た

 

わ
れ

私
は
後
ろ

の
ポ

チ
の
中
身
を
確
か
め
た

中
に
は

い

色
の

体
が

ま

た
小
さ
な
小

が
三
本
そ
れ
か
ら
緑
⻩

⻘
と
色
取
り
取
り
の
掌
サ
イ
ズ
の
六
面

結

体
が
二
個
ず
つ

ま

て
い
た

 

力
値
の
上

に

て

持
容

が
増
大
す
る
ス
ト
レ

ジ
に
ア
イ
テ
ム
を
入
れ
ら
れ
る
た
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め
戦
闘
中
に
手
持
ち
の
ア
イ
テ
ム
が
少
な
く
な
る
と
い
う
の
は
現
実
と
違

た

点
だ
が
回

復
の
た
め
に
い
ち
い
ち
ス
ト
レ

ジ
を
開
き
目
的
の
ア
イ
テ
ム
を
探
し
取
り
出
し
と
い

た

作
業
を

ん
で
い
て
は
隙
だ
ら
け
に
過
ぎ
る

な
の
で

の
ベ
ル
ト
に
ポ

チ
を
付
け
そ
れ
に

時
に
使

す
る
ア
イ
テ
ム
を
入
れ
て
お
く
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
た

 

色
の

体
が
入
れ
ら
れ
た
小

こ
れ
は
キ
リ
ト
が

し
て
く
れ
て
い
る
回
復
ポ

シ

ン
だ

む
だ
け
で
最
大

の
七

を

時
回
復
さ
せ

更
に
は
三
分
間
持

の

六

自
然
回
復
バ
フ
を
付
与
す
る
と
い
う

も
な
い
最
高
回
復
力
を
持
つ

グ
ラ
ン
ポ

シ

ン

と
呼
ば
れ
る
も
の

 
ち
な
み
に
一
応

場
に
出
回

て
い
る
種

で
は
あ
る
が
キ
リ
ト
が

し
て
く
れ
た
こ
れ

は

の
そ
れ
よ
り
回
復

が
地
味
に
高
か

た
り
す
る

の
も
の
は

時
回
復

が
六

な
の
だ

 

け
ば

き
の

ス
キ
ル
持
ち
が
エ
ギ
ル
さ
ん
の

に

入
し

そ
れ
を

入
し

し
て
く
れ
て
い
る
ら
し
い

更
に

え
ば
そ
の

き
の

ス
キ
ル
持
ち
に

を

し
て
い
る
の
は
キ
リ
ト
だ
と
か

巡
り
巡

て
と
い
う

だ

 
ポ

チ
の
中
に
入

て
い
る
結

体
で
緑
は
解

⻩
は
解

が
部

欠
損
を
回
復
す
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る
回
損
結

⻘
が

脱
出

の
転

結

だ

ポ

シ

ン
で
状

異
常

の
も
の
は

時
回
復
で
は
無
く

果
時
間

と

け
る
確

を
下

る

果
で

性
ス
キ
ル
や

備
と

し
な
い
と

果
は

い
と

わ
れ
た
の
で
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
て
い
る

 
転

結

に

し
て
は
一
個
で
も
い
い
の
で
は
と
思

た
の
だ
が
使
お
う
と
し
た
時
に

と

し
た
ら
終
わ
り
な
の
で
も
う
一
個
入
れ
て
お
い
た
方
が
良
い
と

わ
れ
そ
れ
に

て
い
る

戦
闘
に

し
て
キ
リ
ト
に
は

本
逆
ら
わ
な
い

一
応

と

う
か
正
真
正
銘
の
師

に

た
る
の
だ
し

キ
チ
ン
と
理
由
が
あ
る
か
ら
だ

 
そ
れ
ら
を
し

か
り
個
数
確
認
し
て

界

上
に
あ
る
自
分
の

も
フ
ル
状

な
の
を
確

認
し
て
か
ら

私
は
キ
リ
ト
の
目
を
見
返
し
て
し

か
り

い
た

え
え

大

そ
う

無

話
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
ね

い
や

構
わ
な
い
よ

そ
れ
に
良
い

合
に

も
解
れ
た
だ
ろ
う

そ
う
ね

 
確
か
に
こ
こ
に
来
る
ま
で
に

れ
な
い
戦
闘
で
多
少
気
を

て
い
た
感
は
あ
る
事
実
キ

リ
ト
に

て
や
し
な
い
か
と

え
て
い
た
の
だ
し

そ
こ
か
ら
多
少
脱
線
し
て
い
た
が

じ

あ
行
き
ま
し

う
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あ
あ

意
し
な
が
ら
同
時
に
入
る
ぞ

片
方
が
入

た

分
断
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

 
や
は
り
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
に

れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

キ
リ
ト
が
そ
う

し
な
が

ら
弓
に

を
番
え
な
が
ら
部

に
入
る
私
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
エ
リ

シ
デ

タ
を
構
え
な

が
ら
部

に
足
を

み
入
れ
た

 
部

は
⻑
方
形
の
形
を
し
て
い
た

部

の
間
取
り
は
高
さ
二
十
メ

ト
ル

行
き
三
十

メ

ト
ル

横
の
⻑
さ
は
五
十
メ

ト
ル
は
あ

た

は
⻑

の
方
に
あ

た
と
い
う

だ

 
そ
の
入
り

か
ら
見
て

に
は
天

に
ギ
リ
ギ
リ
届
い
て
い
な
い
高
さ
の

が
あ
り
そ
の

天

り
で

か
が
キ
ラ
リ

く

目
を

ら
し
て
み
れ
ば
金
属
の

飾
に

め

ま
れ
た
宝

が

か
ら

り
下

ら
れ
る
よ
う
に
安

さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
た

 
そ
し
て
そ
の
対
面
つ
ま
り
入
り

か
ら
見
て

の

寄
り
の

に
は
五
六
メ

ト
ル

ど
の
高

ら
し
き
も
の
が
あ

た

子
だ
と
か
は
無
く
ど
う
や
ら

状
に
な

て
い
る
小

さ
な
出

り
に
足
を
掛
け

登

て
い
く
原
始
的
な
タ
イ
プ
ら
し
い

 
入
り

以
外
に

は
無
か

た

 
大
体

と
な
く
予
想
は
付
く
が

一
先
ず
確
認
と

て
キ
リ
ト
は
宝

が
掛
け
ら
れ
て
い

る

の
方
に
寄

て
登
れ
る
か

し
た

し
か
し

彼
が

を
上
る

の
出

り
な
ど
無
く
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な
ら
ば
と
助

を
付
け
て

者
よ
ろ
し
く

り
で

け
上
が
ろ
う
と
し
て

進
入
不
可

と
い
う

色
の
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
パ
ネ
ル
に
足
を
弾
か
れ

に
放
り
出
さ
れ
た

 
弾
か
れ
て
す
ぐ
に
身
を

し

空
中
で

勢
を
整
え
た
彼
は

に

に
足
を
付
け
て

地

そ
れ
か
ら
私
に

を
向
け
て
来
た

多
分
だ
け
ど

あ
の
高

か
ら

え

て
事
よ
ね

こ
れ

だ
ろ
う
な

い
け
そ
う
か

 
と

う
か

ま
ず
見
え
る
か

ち

と
登

て
み
る
わ

 
こ
の
世
界
で
は

力
と

う
よ
り
世
界
の

応
力
に
よ

て
感
覚
の
補
正
が

く
の
で
流

に
そ
れ
は
や

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
と

て
キ
リ
ト
に
一
声
掛
け
て
か
ら
高

に
上
る

 
こ
う
い
う
時
ス
カ

ト
じ

な
く
て
よ
か

た
な
と
思

た

 
高

の
上
は
お
よ
そ
一
メ

ト
ル
の
真

程

の
足
場
し
か
無
か

た

を
掛
け
た
り
直

立
す
る
な
ら
問

無
い
が
ま
と
も
な
回

行
動
な
ど
取
れ
な
い
だ
ろ
う

弓
に

を
番
え
る
程

で
あ
れ
ば
全
く
問

無
い
が

ど
う
だ

 
い
け
そ
う
か

ギ
リ
ギ
リ
い
け
る
か
も
と
い

た

ね

に
限
り
は
無
い
の
に
も
の
を

わ
せ
て
数
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で
補

た
ら
す
ぐ
に

た
る
と
思
う

 
レ
ベ
ル

の
私
の
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
は
九
つ

 
そ
れ
を
私
は

剣

弓
術

体
術

武
器

索

の
眼

戦
闘
時
自
動
回
復

と
い
う
九
つ
で

め
て
い
た

 

戦
闘
時
自
動
回
復

ス
キ
ル
は
本
来
か
な
り
の

で

ゲ

ジ
が

色
に
な
ら
な
け
れ

ば

得
し
得
な
い

な
の
だ
が

故
か
私
は
最
初
か
ら
出
現
し
て
い
た
の
で

得
し
て
い
る

 

の
目
ス
キ
ル
は

系
に
分
さ
れ
る
パ
シ
ブ
系
ス
キ
ル
で
暗

果
の
他
フ

カ
ス

の

大
や
索

ス
キ
ル
の

果

増
大

び

果
上

な
ど
主
に

覚

系
に
複
数
の
プ
ラ
ス
補
正
を
掛
け
て
く
れ
る
ス
キ
ル
だ

索

ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
る
と
出

現
す
る
事
が
あ
る
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
ら
し
く
出
現
確

は

練

の
高
さ
に

す
る
と
い

う

私
の
場
合

鍛
え
始
め
た
ば
か
り
で
出
た
の
で

運
が
よ
か

た
と
い
う
事
だ

 
お
陰
で

離
が
離
れ
て
い
て
も
フ

カ
ス
を

て
れ
ば
見
え
や
す
い
状

に
な

て
い
る
の

で

い
を
付
け
や
す
く
て
助
か

て
い
る

に
掛
け
ら
れ
て
い
る
宝

も

と
か
可

内
に
あ
る
と
い
う
状

だ

 

キ
ラ
キ
ラ
光

て
見
え
る
の
は
恐
ら
く

の
目
を

得
し
て
い
な
い
場
合
を

え
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て
の
も
の
だ
ろ
う

ん
 
い
ざ

を

る
と
な
る
と
や
は
り

し
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
程

い
を
付

け
る

こ
れ
を

り
返
し
て
い
く
こ
と
で

差
を
修
正
し
命
中

を
上

て
い
く
事
が
出
来
る

か
ら
だ

 
キ
リ
ト
も
そ
れ
が
分
か

て
い
る
の
で
私
に
声
を
掛
け
な
い
で

い
を
付
け
る
の
を
見
守

て
く
れ
て
い
た

 
引
き

て
い
た

か
ら

手
を
放
し
ヒ

と

く
風
を
切
る

を
上

な
が
ら

か

に

な
り
で

し
た

は

残
念
な
が
ら
十
セ
ン
チ

ど
横
に
ズ
レ
て
し
ま

た

し
い
わ
ね

ド
ス
キ
ル
を
使

た
ら
ど
う
だ
ろ
う

確
か
直
線
状
に

る
か
ら

い
や
す
く
な
る
ん

じ

な
い
か
な

な
る

ど

そ
の
手
が
あ

た
か

 
現
在
私
が

得
し
て
い
る
弓
術

ド
ス
キ
ル
は
一
つ

ウ

ク
ネ
ス
シ

ト
だ

け
だ
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直
立
で
弓
を

に
構
え
番
え
た

を
強
く
引
き

た

勢
を

持
す
る
事
で
ス
キ
ル
が
立

ち
上
が
る

発

ド
ス
キ
ル

い

ま
し
た
場

へ
目
掛
け
て
直
進
す
る

を
一
発
放
つ

だ
け
だ
が
目
や

部

と
い

た
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
に

た
る
と
ダ
メ

ジ

が

ね
上
が
る
と
い
う
ス
キ
ル
で
あ
る

 

常
の

は
物
理
法

に

て

な
り
に

ち
る
の
で
そ
れ
を

し
て
少

上
気
味
に

を
放
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

ド
ス
キ
ル
に

し
て
は
物
理
法

無

な
の
か
直
進
す

る 
故
に
よ
く

え
ば

た
る

で

 

り
真
紅
の
光
を

び
た

が
ま

す
ぐ

ん
で
い
き
一
発
で
宝

に

た
り

に

ち
た

や

た

 
な

し
ま

  
思
わ
ず
喜
び
の
声
を
上

る
の
と
キ
リ
ト
の

き
の
声
が
上
が
る
の
は
同
時
だ

た

し
か
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し

故
キ
リ
ト
が

く
と
思

て
下
を
見
て

え

 

に
は

ど
こ
に
も
キ
リ
ト
が

な
か

た

い
⻘
の
光
が

た
と
こ
ろ
だ

た

キ
リ
ト

 
慌
て
て
高

か
ら

り
て

を
探
す
が

キ
リ
ト
の

は
ど
こ
に
も
な
い

 
部

の

が

故
か

ま

て
し
ま

て
い
る
が
迷

の

と
い
う
も
の
は

本
的
に
開

け
た
ら
も
う

め
ら
れ
な
い
と

い
て
い
る
か
ら
多
分
シ
ス
テ
ム
的
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
判

断
し
た

 
そ
れ
に
さ

き
の
声
は
す
ぐ
足

で

こ
え
た
の
だ
部

か
ら
出
て
行

た
と
は
思
え
な
い

 
も
し
か
し
た
ら

か
仕
掛
け
が
発
動
し
分
断
さ
れ
て
し
ま

た
の
か
も
知
れ
な
い

な
ら
出

来
る
だ
け

く
合
流
し
た
方
が
良
い

 
グ
ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

  
ク
エ
ス
ト
キ

ア
イ
テ
ム
の
宝

を
回
収
し
よ
う
か
な
と

え
た
そ
の
時

ま
じ
い

が
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い
た

そ
れ
は
上
か
ら
で
見
上

れ
ば
蒼
い
光
に

ま
れ
て
モ
ン
ス
タ

が
出
現
し
た
と
こ

ろ
だ

た

 
紅
い

に

わ
れ
た

⻯
だ

た

名
称
は
レ

ド
ワ
イ
バ

ン

レ
ベ
ル
は

ゲ

ジ
は
二
本

ボ
ス
で
は
無
い
の
で
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

と
い
う
も
の
だ
ろ
う

全
⻑
五
メ

ト
ル

ど
で
二

三
人
程

な
ら
人
を

せ
ら
れ
そ
う
な
大
き
さ
だ

た

 
そ
れ
が

の
上
で

然
と
見
上

る
私
に

線
を
合
わ
せ
る

 

間

と
背

に
悪

が

た

ば
本
能
無
意
識
的
に
入

て
来
た

へ
と

け
出
す

一

れ
て
翼
を
は
た
め
か
せ
る

が

こ
え
全
力
で

る
私
の
背
後
を
と
て
も
大

き
な
圧
力
が

り
過
ぎ
る

ち
ら
と
背
後
を
見
や
れ
ば

み
付
こ
う
と
し
て

い
が
外
れ
た

よ
う
で

部

の

ま
で

ん
で
タ

ン
し
て
い
た

 
そ
の
隙
に
と

ま
で

り

く

さ

き
ま
で
開
い
て
い
た

は

ま

て
い
て

私
が
近

寄

て
も
一
切
開
く
気
配
を
見
せ
な
か

た

ア
ニ
メ
や
小
説
で
よ
く
あ
る
パ
タ

ン
私
は
宝

を

と
し
た
事
で
仕
掛
け
が
発
動
し

じ

め
ら
れ
て
し
ま

た
の
だ

 
恐
ら
く
キ
リ
ト
は
転

対

と
し
て
部

か
ら
追
い
出
さ
れ
て
し
ま

た
の
だ
ろ
う

 
背
後
の

い

⻯
を
見
や
り
空
中
で

め
を
取

て
い
る
か
ら
ま
だ

が
あ
る
と
判
断
し
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て

の
ポ

チ
か
ら
⻘
い
結

を
取
り
出
し

掲

る

転

 

コ
ラ
ル

 

じ

め
ら
れ
た
り
分
断
さ
れ
た
時
に
危
険
だ
と
思

た
ら

に
使
え
と

を

く

し
て

も

わ
れ
て
い
た
か
ら

に
そ
れ
を
実
行
し
た

転

結

に
よ
る

脱
出
だ

 
決
し
て
安
く
は
な
い
も
の
だ
が
命
を
喪
う
よ
り
断
然
良
い
か
ら
と
使
う
事
を

う
な
と

わ
れ
て
い
た
か
ら

す
ぐ
に
使

た

 
し
か
し

結

が

け

る
事
は
無
か

た

結

無

化
空
間

 

で
し

う

 
第
七
十
四
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
に
て
死
者
を
一
人
出
す
に
至
り
キ
リ
ト
が

間
を
護
れ
な
か

た
最
大
の
要
因

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
も
恐
る
べ
き
ト
ラ

プ
と
さ
れ
て
い
る

結

無

化
空
間

そ
れ
が
こ
の
部

に
も
仕
掛
け
ら
れ
て
い
た

し
か
も
物
理
的
に
も
脱
出
不
可
能
に

な

て
い
る

 
つ
ま
り
レ

ド
ワ
イ
バ

ン
を
倒
さ
な
け
れ
ば
出
ら
れ
な
い
そ
う
い
う
事
だ
ろ
う

前
衛

後
衛
の
チ

ト
リ
ア
ル
だ
と
キ
リ
ト
の
話
を

い
て
思

て
い
た
が
バ
リ
バ
リ

戦
の
予
感

が
す
る

し
か
も

間
が

な
い

ロ
の
状

で
だ

手
の
動
き
が

い
な
ら
と
も
か
く
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⻯
は

行
で
突
進
す
る
か
ら
そ
の
逆
で
か
な
り
速
い

 
そ
し
て
私
に
戦
闘
経
験
と
い
う
も
の
は
あ
ま
り
無
い

 
恐
ら
く
第
五
十
層
で

け
る
ク
エ
ス
ト
だ
か
ら

⻯
の
レ
ベ
ル
も
そ
れ
に
合
わ
せ
ら
れ
て
い

る
の
だ

場

が
第
二
十
五
層
だ
か
ら
私
で
も
そ
れ
な
り
に
戦
え
る
だ
ろ
う
と
キ
リ
ト
は

ん
だ

の
だ
ろ
う
が

ク
エ
ス
ト

の

層
が

け
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
私
の
レ
ベ
ル
は

備
は
そ
こ
そ
こ
だ
が
レ
ベ
ル

手
に
十
分
と
は

え
な
い

む
し

ろ
不
足
し
過
ぎ
て
い
る

ス
キ
ル
も
戦
闘
経
験
も

も
か
も

一
の
救
い
は
高
性
能
の
回

復
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
事
だ
が
状

異
常
を

け
て
し
ま

て
は
か
な
り
マ
ズ
い
事

に
な
る
だ

ろ
う

 

ん
だ

 
こ
の
ま
ま
戦

て
も
十
中
八
九
私
は
勝
て
な
い
負
け
て
死
ぬ

現
実
で
未
だ
死
者
は
出
て

い
な
い
ら
し
い
が
そ
も
そ
も
私
は
ナ

ヴ
ギ
ア
を
使

て
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る

じ

無

い
し
恐
ら
く
私
は
バ
グ
対

だ

下
手
す
れ
ば
そ
の
ま
ま

さ
れ
死
亡
す
る
可
能
性
が

定
で
き
な
い
の
だ

 

裏
に
浮
か
ぶ

黒
髪
の
少
女
が

て
い
る
マ
シ
ン
か
ら

が

き
出
し

体
が

し
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恐
ら
く

に
あ
る
だ
ろ
う

機
器
が
虚
し
く
も

切
れ
る
事
の
無
い

を
上

る
そ
の
光

が

ざ
け
ん
な

 
そ
の
光

に
目
の
前
の
絶
望
に
私
は
知
ら
ず
怒
鳴
り
声
を
上

て
い
た

こ
ち
ら
の
様
子

を

て
い
た
紅
い

⻯
が

か
に

む
が

そ
れ
に

せ
ず

私
は

手
に

た
ま
ま

だ

た
弓
を
構
え

手
で
ベ
ル
ト
か
ら

る
し
て
い
る

に
入

て
い
る

を
取
り
番
え

る 
ギ
リ
ギ
リ
と

ま
で
強
く
引
き

り

け
る
事
お
よ
そ
二

経
過
し
て
紅
い
光
が

を

ん
だ

間

手
を
離
す

 
と

り
を
上

て

紅
い
光

を
引
き
な
が
ら
真

直

ぐ 

は

⻯
の

眼
に

さ

た

グ
ギ

ア
ア
ア
ア

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
死
ぬ
な
ん
て

じ

な
い

 

の
眼
に

が

さ

て

に

し

設
定
さ
れ
て
い
る

み

に
ジ
タ
バ
タ
と
も
が

く

⻯
を

る
よ
う
に
自
身
を

い
立
た
せ
る
か
の
よ
う
に
怒
鳴
り
声
を
ま
た
上

る

上
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な
が
ら

ま
た

を
番
え

ス
キ
ル
が
立
ち
上
が

た

間
放
つ

 
今

は

に
突
き
立

た

再
び
苦
し

な
悲
鳴
が

く

 
ど
う
や
ら

を

て
い
る
の
と
放

て
い
る
ス
キ
ル
の

性
に
よ

て
攻
撃
が

じ
て
い

る
ら
し
い

ゲ

ジ
を
見
れ
ば
一
本
目
の
四

も

少
し
て
い
た

多
分
眼
が
最
大
ダ
メ

ジ
だ
ろ
う
と

し
を
付
け
る

私
は

強
く
な
る
た
め
に

 
強
く
な
る
た
め
に
な
り
た
い
が

に
戦

て
い
る
の
だ

キ
リ
ト
の
よ
う
に
強
く
な
り
た
く

て

こ
の
理
不

な
デ
ス
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
出
来
る
程
に
強
く
な
れ
ば
き

と
過
去
に
勝
て
る

と
そ
う
信
じ
て
私
は
キ
リ
ト
に
師
事
し
た
の
だ

こ
の
程

の
苦
境
で
負
け
て
な
ん
て
い
ら
れ

な
い

 
そ
れ
に
こ
こ
で
私
が
死
ん
だ
ら
キ
リ
ト
は
絶
対
哀
し
む

も
か
も
手
が
掛
か
る
私
の
面

倒
を
よ
く
見
て
く
れ
て

護
し
て
く
れ
て
指

し
て
く
れ
る
キ
リ
ト
を
哀
し
ま
せ
た
く
な
ん

て
な
い

 
私
は
過
去
を

も
話
し
て
い
な
い
か
ら
こ
れ
は
私
の
勝
手
な
信
頼
だ
が

彼
な
ら
彼
に

な
ら

け
入
れ
て
も
ら
え
る
と
思
う
の
だ

傷
の

め
合
い
と

わ
れ
よ
う
が
構
わ
な
い
彼
の
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か
な
心
か
ら
離
れ
た
く
な
い

彼
を
哀
し
ま
せ
た
く
な
い

 
強
く
な
り
た
い
と
い
う
想
い
は
消
え
て
い
な
い

だ
が
戦
う
理
由
に
キ
リ
ト
の
力
に
な
り
た

い
と
い
う
も
の
が
出
来
た

助
け
て
も
ら

た
分
を
返
し
た
い
彼
の
苦
労
を
分
か
ち
合
い
た
い

と

そ
う
願
う
よ
う
に
な

た

 

か
の

に

か
を
し
た
い
と

そ
う
思

た
の
は

あ
の
日
以
来
だ

だ
か
ら

私
は

死
に
た
く
な
い

 

も

を
番
え

る

そ
れ
で
も
間
隔
が
空
く
か
ら
紅
い

⻯
は
動
い
て
そ
れ
を

す

事
が
多
く
な

た

シ
ス
テ
ム
が
動
か
す
Ｎ
Ｐ
Ｃ
エ
ネ
ミ

の
く
せ
に

い
の
が

に

る

 

も

も

を
放

た
か
ら
か

ゲ

ジ
は
一
本
消
し

ば
す
事
が
出
来
て

ゲ

ジ
の
色
は
⻩
色
だ

だ
が

そ
れ
で
か
方
向
を

か
せ
て

行
動
パ
タ

ン
が
変
化
し
た

ア
ス
ナ
か
ら

い
た
事
は
あ

た
し
闘
技
場
で
も
見
て
知

て
い
た
が

分
を

て
か
ら

こ
る
パ
タ

ン
変
化
だ

 
そ
の
変
化
は

強
行
突
破
だ

た

ウ

ク
ネ
ス
シ

ト

を

に
喰
ら

て
も

⻯

は
突
進
し
て
き
た

し
ま
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ス
キ
ル
後
の

直
で
動
け
な
い
私
に
出
来
た
の
は

た
だ

を

に
す
る
事
だ
け
だ

た

そ
れ
も

中
ま
で
し
か
出
せ
な
か

た
が

 
ゴ

と
重
い

が
体
に

い
て

ね

ば
さ
れ
る

じ
て
い
る

に
体
を

き
付
け
ら

れ
て

ゲ

ジ
が
ぐ
ん
ぐ
ん

て
二

を
下
回

て

色
に
な

た

ゲ

ジ
の
下
に
は

ス
タ
ン
の
デ
バ
フ
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
て
い
て
体
を
上
手
く
動
か
せ
な
く
な

て
い
た

界
も
危
険
を
知
ら
せ
る

色
に

ま
り

か
ら

い
ワ
イ
バ

ン
の

が
見
え
に
く
く
な

た

グ
ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
れ
で
も

は
⻯
の

を

え
た

に
う
つ

せ
で
倒
れ

す
私
は
ど
う
に
か
動
く

だ
け
を
動
か
し
見
上

る

真

な

界
に

か

く
黒
い
影
が
見
え
た

き

と
そ
れ

が

⻯
の

な
の
だ
と

く
な

た
思

で

え
る

  

キ
リ
ト

ご
め
ん
な
さ
い

  
ス
タ
ン
は
数

く
と

い
て
い
る

明
ら
か
に
⻯
が

み
付
い
て
き
て

私
の

を
消
し

ば
す
方
が
速
い
だ
ろ
う



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
そ
う
悟

た
私
は
届
か
ぬ
と
知

て
い
な
が
ら
心
の
中
で
キ
リ
ト
に

罪
し
た

き

と
彼

は
ま
た
護
れ
な
か

た
と
後
悔
し

き

ぶ
の
だ
ろ
う
と
容

に
予
想
出
来
た
か
ら

護
る

と

語
し
て
お
き
な
が
ら
と

き

と
自
分
を
責
め

け
る
の
だ
と
分
か

た
か
ら

 
悔
し
か

た

こ
の
世
界
に
負
け
る
私
の
無
力
さ
に
で
は
無
い
キ
リ
ト
を
哀
し
ま
せ
る
自
身

へ
の
無
力
さ
が
悔
し
か

た

怒
り
が

い
た

 
ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

  
怒
り
哀
し
み
悔
し
さ
絶
望

様

な
感
情
が
渦

い
て

が
零
れ
る
中

を
打

つ
⻯
の

 
さ
せ
る
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  
し
か
し

を
打

た
の
は
⻯
が

か
せ
た

だ
け
で
は
無
か

た

い
少
年
の
声

が

最
強
の
剣
士
の
怒

が

絶
望
の

き
を
上
塗
り
し
た
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真

な

界
の
中
で

⻑
い
影
に
襲
い
掛
か
る
黒
い

か

は
た
め
き
揺
ら
め
き
揺

う
黒

 
そ
の
黒
が

に

⻑
い

か
を
広

そ
の

⻑
い
二
つ
が
⻘
白
い

き
を
放
ち
乱
舞

し
た

真

な
世
界
を
更
に

め
る
⻘
と
白
の

き
が
乱
舞
す
る
そ
れ
は
ま
る
で
流
星
を
思

わ
せ
る

き
だ

た

 
そ
の
乱
舞
の
最
中
も

く
怒

と
断

魔

そ
れ
は
数

と
絶
た
ず
に
終
わ

た

界
の

で

か
⻘
い
も
の
が

る
光

が
見
え
た
後
黒
い
影
が
近
寄

て
来
て
私
の
体
を

き

し

た

に

な

か
を

し
付
け
ら
れ

ヒ

ル

 
そ
の
声
が

く
と

か
し

ん

と

い

と
共
に

け

た

界

上
の

ゲ

ジ
が
一
気
に

ま
で

び
切
り

界
も
真

か
ら
正
常
な
そ
れ
へ
と

る

シ
ノ
ン

大

か

キ
リ
ト

 
色
が

た
私
の

界
に
は

を

え
て
不
安
そ
う
に
表
情
を
歪
め
た
キ
リ
ト
の

が

て
い
た

し

無
さ
そ
う
で
心
配
そ
う
で
後
悔
し
て
そ
う
な
そ
ん
な

ど
こ
か
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て
い
る
子

の
よ
う
な

 
そ
の

を
見
て

そ
の

に
煌
め
く
⻘
い
結

片
を
見
て

生
き
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
た

私

生
き
て
い
る
の
ね

あ
あ

転

で

は
別

に

動
さ
せ
ら
れ
て

分
断
さ
れ
た

見

し
が
甘
過
ぎ
た

ま
さ
か
弓
使
い
の
実
力
を
あ
ん
な
形
で
見
る
よ
う
に
な

て
た
な
ん
て

ご
め
ん
な
さ

い 

罪
の

葉
は
子

ら
し
い
も
の
だ

た

そ
れ
だ
け
キ
リ
ト
が
気
に
し
て
い
る
と
い
う
事

で

き

と
私
を
危
険
に
晒
し
た
事
を
恐
れ
私
が
怒
る
と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

あ
る

い
は

護
る
と

て
お
き
な
が
ら
と

そ
う

え
て
い
る
の
か

 
や
る
事

す
事
大

が
常

を

し
て
予
想
を
上
回
る
と
い
う
の
に
こ
う
い
う
事
で
は
と

て
も
分
か
り
や
す
い

な
キ
リ
ト
に
私
は

ん
だ

き

と
今
の
私
は
あ
の
日
か
ら
一
切

見
せ
な
か

た

し
さ
を

む

み
を
浮
か
べ
て
い
る
と
思
う

 
そ
れ
だ
け
心
が
穏
や
か
だ

た
か
ら

た
く
無
機

な
無
感
動
な
心
で
は
無
か

た
か

ら

そ
う
思

た

キ
リ
ト
は
し

か
り
護

て
く
れ
た
じ

な
い

確
か
に
予
想
外
だ

た
け
ど
あ
な
た
の
せ
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い
じ

な
い
わ

助
け
に
来
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

私
だ
け
じ

死
ん
で
た
わ

 
上
体
を

こ
し

の
上
に

た
私
は
キ
リ
ト
の

を

で
た

と
な
く
こ
う
し
た
い

自
然
に
そ
う
思

た
か
ら

ん

あ

 
く
す
ぐ

た
そ
う
に

け
れ
ど

し
そ
う
に
目
を

め

キ
リ
ト
は

ん
だ

 
少
女
の
よ
う
に
あ
ど
け
な
く
し
か
し
女
性
の
よ
う
に

然
に

け
そ
う
な

み
を

と

火

ら
せ
た

に

花
開
く
よ
う
に
浮
か
べ
た

 
そ
の

に

私
は
見

れ

の

が
ト
ク
ン
と
高
鳴

た

 
過
去
や
現
在
に
色

と
問

が

こ

て
い
る
身
と

え
ど
私
と
て
十
代
の
女
子

思

期
と
い
う
や
つ
だ

 
キ
リ
ト
は
見
た
目
女
の
子
だ
し
異
性
に
興
味
を
持
つ
年

で
も
無
い
が
そ
こ
ら
の
男
性
以
上

の
器

よ
し
な
上
に
面
倒
見
ま
で
良
い

加
え
て
性
格
も
良
い

 
更
に

本
的
に

し
い

論

め
る
と
こ
ろ
は

め
る
し
日

の

練
は
か
な
り

し
い

が

そ
れ
も
私
の
事
を
想

て
く
れ
て
い
る
か
ら
な
の
は
理
解
し
て
い
る
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ハ

キ
リ

て
こ
れ
で
気
に
な
ら
な
い
方
が
多
分
お
か
し
い
少
な
く
と
も

な
感
情

と
礼
を

わ
れ
て

し
く
な
い
者
は

な
い

だ

 
か
な
り

ち
感
の
自
覚
は
あ
る

ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
達
の
様
子
を

か
ら
見
守

た
り

リ

フ

や
リ
ズ
と
共
に
キ
リ
ト
の
事
で
気
を

ん
だ
り
と
少

後
ろ
め
た
い
心
情
か
ら
一
線

引
い
た
立
場
を
心
掛
け
て
来
た
も
の
の
な
ま
じ
キ
リ
ト
に
悪
意
や

性
な
ど
無
い
故
に
予

な
ど
不
可
能
な
の
で
不
意
を
打
た
れ
る
事
ば
か
り

 
正
直

ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
達
は
こ
れ
で

し
た
の
だ
な
と

得
す
ら
し
て
い
る

 
極
め
付
け
が
私
達
に
と

て
す
れ
ば

然
と
思
え
る

ど
に

な
事
に
す
ら
喜
び
を
見
出

し
そ
れ
以
上
を
求
め
な
い
と
い
う

福

の

さ

そ
れ
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
く
ら
い
こ

ち
ら
の
心
を
揺
さ
ぶ

て
く
る

罪
悪
感
だ
け
で
は
無
い
こ
の
程

で
喜
ば
な
い
で
と
い
う
想

い
と
共
に
も

と
喜
ば
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
す
ら

き
上
が

て
く
る
の
だ

そ
の

に

も
出
来
て
な
い

り

と
も

え
な
い
の
だ
が

 

性
と

う
の
だ
ろ
う
か

リ

フ

は
か
な
り
ブ
ラ
コ
ン
な
の
だ
な
と
他
人
事
の
よ
う
に

思

て
い
た
が

キ
リ
ト
と

し
て
い
れ
ば
な
る

ど

確
か
に
な
り
そ
う
だ
と
思

た

 
あ
と
こ
こ
最
近
確
信
し
た
が
リ

フ

の
ア
レ
は
多
分
家

愛
じ

な
く
て
異
性
愛
そ
れ
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も
か
な
り

ら
せ
た
感
の
あ
る
や
つ
だ

い
な
の
は

ん
で
な
い
事
な
の
だ
ろ
う
が
キ
リ
ト

を
傷
付
け
る

対
者
が
目
の
前
で
や
ら
か
せ
ば
多
分
レ

ド
ま

し
ぐ
ら
な
く
ら
い
愛
情
が
振
り

切
れ
て
い
る

ま

血
の
繋
が
り
な
ん
て
無
い
義
弟
な
の
だ
か
ら
思
い
を
寄
せ
る
事
が
間
違

い
と
い
う

で
は
無
い
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
の

は
魔
性
だ
あ
る
意
味
で
伝
説
に
出
て
来
る

の
前
や

己
と
い

た

国
の

姫
を
超
え
る
勢
い
で
人
を

き
付
け
て
止
ま
な
い

 
こ
れ
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
は
本
人
は
完
全
に
無
自
覚
で
あ
る
上
に

対
者
に
は
一
切

か
ず
理

解
者
に
だ
け

す
る
と
い
う
特

性
し
か
も
一

い
た
ら
ま
ず
間
違
い
な
く

れ
ら
れ
な

い
と
い
う
疑
似
中

性
ま
で
あ
る
事

性
を

る

さ
と
他
の
追

を
許
さ
な
い
気
高
い
精
神

の
ギ

プ

不

な
仮
面
の
下
に
花
開
く

無

な
ま
ま

け
る

が
中

い
の

魅
力
を
持

て
い
る
の
だ

リ

フ

は

論
ユ
ウ
キ
も
ア
ス
ナ
も
ラ
ン
も
サ
チ
も
リ
ズ

に
シ
リ
カ
も

あ
の

に
や
ら
れ
た
ク
チ
だ

 
眠
り

け
た
三
日
間
で
さ
え

を

だ
と
思

て
い
た
し
憂
い
の
表
情
に
目
を
奪
わ
れ

た
事
も

か
あ

た

正
直
こ
の
一

間
で
グ
ラ
つ
い
た
事
が

あ

た
事
か

 
あ
あ
も
う
本

に
ど
う
し
よ
う
も
無
い

自
分
は
こ
れ
程
に
弱
か

た
だ
ろ
う
か

い
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つ
も
り
は
無
か

た
の
だ
が

 

ん
の

い
間
と
は

え
命

け
の
中
で
も
浮
か
べ
て
い
た
思

は
キ
リ
ト
の
事

更
に
絶

体
絶
命
の

間
に
彼
は

け
付
け

助
け
て
く
れ
て

大
切
そ
う
に

私
を
慮

て
く
れ
た

ん

 
さ
ら
さ
ら
と

で

の
あ
る
黒
髪
越
し
に

を

で
て
い
た
手
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し

を

ね
る
よ
う
に

で

を

で
る

く
す
ぐ

た
そ
う
に

を
真

に
し
た
キ
リ
ト
が
少

女
め
い
た
反
応
を
見
せ

小
さ
な
体
を

わ
せ
る

 
こ
れ
は

も
う
ダ
メ
だ

り

果
と
か
気
の
迷
い
と
か
今
の
心
境
を
必
死
に

そ
う
と
す
る

語
が
浮
か
ん
で
く
る
が

に
浮
か
さ
れ
た
思

は
止
ま
る
事
無
く
突
き
進

む 
小
説
で
よ
く
あ
る
堕
ち
た
と
い
う

葉

そ
れ
は
き

と
今
の
私
に

応
し
い

葉
だ
と

え
な
が
ら

私
は
キ
リ
ト
を

で

け
た

 

 

 

お
お

こ
れ
は
正
し
く

古
代
の
製
法
に
よ

て
作
ら
れ
た
魔
導
宝

 
し
か
も
一

日
中
に

よ
く
こ
ん
な
に

く
手
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
だ
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そ
れ
な
り
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
ね

死
に
掛
け
た
の
を

そ
れ
な
り

と

う

り
シ
ノ
ン

て
結
構

が

わ

て
る
な

 
骨

の

主
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
宝

を

し
た
セ
リ
フ
を

い
て
掛
か

た
時
間
に
よ

て
多
少
セ
リ
フ
が
変
わ
る
の
だ
な
と
思
い
つ
つ

シ
ノ
ン
の

い

に
苦

し
て
し
ま
う

 
あ
の
部

で
シ
ノ
ン
が
宝

を

へ

し
た
と
同
時
に

動
し
た
転

の
ト
ラ

プ
で

は

別
の
部

に

さ
れ
て
い
た

層

動
は
し
て
い
な
か

た
が
場

が
そ
こ
そ
こ
離
れ
て
い
た

上
に
道
中
で
は

倒
さ
な
け
れ
ば
先
に
進
め
な
い
結
界
ト
ラ

プ
が
発
動
し
そ
の
内
部
に

ポ

プ
し
た

と
の
戦
闘
を
強
い
ら
れ
た
た
め

け
付
け
る
の
に
少

時
間
を
要
し
た

 

い
だ

た
の
は

が
そ
の
時
は

ロ
の
戦
闘
を
強
い
ら
れ
た
事

恐
ら
く
ア
レ
を
設
定
し

た
者
は
一

に
複
数
の
モ
ン
ス
タ

を

手
さ
せ
る
事
で
時
間
を

ご
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が

を
一
人
に
し
た
時
点
で
そ
の
目
論
見
は

れ
た
と

え
る

間
が
い
て
は

き

え
の
可
能

性
を

え
て

の
特
性
を
使
え
な
い
が
一
人
で
あ
れ
ば
自
分
以
外
全
て

な
の
だ
か
ら

モ
ル
テ
達
を

た
時
の
よ
う
に
登
録
し
た
武
器
を

し
雨
の
よ
う
に

ら
せ
る

撃

だ

て
可
能
だ
か
ら
だ

 
そ
れ
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
ユ
ウ
キ
達
は

に

独
で
攻
略
組
以
上
の
戦
力
を
保
有
し
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て
い
る

と

て
い
た
の
で
あ
る

実

そ
れ
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
リ
ズ
達
を
救
出
出
来
な

か

た

 

は
一
人
の
戦
闘
で
も
あ
ま
り
使
わ
な
い
の
だ
が
今
回
は

な
予
感
が
し
た
の
で
全
力
で

シ
ノ
ン
が

る
で
あ
ろ
う
部

へ
と

た

そ
の
結
果
レ

ド
ワ
イ
バ

ン
が

み
付
く

前
に

け
付
け
ら
れ
た
と
い
う

で
あ
る

 
そ
の
後
は
十
分
近
く
に

て
し
こ
た
ま

を

で
ら
れ

い
や

中
か
ら

や

ま
で

触
ら
れ
た
か

中
で

や
ら
身
の
危
険
を
感
じ
た
事
も
あ

て
引
き
上

る
事
を

し
そ

れ
で
や
め
て
く
れ
た
が
あ
の
ま
ま

い
て
い
た
事
を

え
る
と
ち

と
怖
い

時
も
の
シ

ノ
ン
と

か

気
が
違

て
い
た
し

 
そ
れ
は
と
も
か
く
レ

ド
ワ
イ
バ

ン
を
倒
し

人
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
取

て
来
て
欲
し
い
と

わ
れ
た
宝

を
部

か
ら
回
収
し
た
事
で

晴
れ
て
ク
エ
ス
ト
は
達
成
と
な

た

で
は
報

と
し
て
こ
の
宝

と

あ
と
は
そ
う
だ
な

に
私
が
使

て
い
た
弓
を

ろ
う

コ
レ
ク
シ

ン
と
し
て
眠
ら
せ
る
の
も

体
無
い
一
品
で

を
取

た
私
に
は
も
う
使

え
ん
か
ら
な

 
少
し

て
な
さ
い
と

て

人
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
白

の
弓
を
直
し
た
時
の
よ
う
に
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で
二

へ
上
が
り
ま
た
す
ぐ
に

り
て
来
た

そ
の
手
に
は
一
つ
の
⻑
大
な
黒
い
弓
が
握
ら
れ

て
い
て
カ
ウ
ン
タ

に

て
来
た
後
に
そ
れ
を
テ

ブ
ル
の
上
に

く

ゴ
ト
リ
と

が
し

た
の
で

結
構
重
い
ら
し
い

 
色
は

黒

と
し
て
は
見
た
だ
け
だ
が
金
属
構
え
る
時
の
持
ち

は
黒
い

が
ま
か
れ

て
い
た

種

と
し
て
は

弓
だ
ろ
う
が
全
⻑
が

の
身
⻑
を
超
え
て
い
る
の
を
見
る
と
和
弓

の
そ
れ
に
近
い
気
も
す
る

持
ち

部
分
は
ナ

ク
ル
ガ

ド
の
よ
う
な
も
の
も
付
い
て
お
り

見
る
か
ら
に
実
戦
的
な

弓
と
い
う
風
情
を
漂
わ
せ
て
い
る

 
和
弓
の
特
性
を
持

た

弓

と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

も
う
十
年
程
前
か
ら
使

て
い
な
い
代
物
だ

は

り

え
て
お
る
し
手

く
で
は
あ
る

が
整
備
も
し
直
し
た
定
期
的
に
し
て
も
い
た
か
ら
不

合
は
無
か
ろ
う

魔
物
を
前
に

さ
ず

戦
え
る
お

さ
ん
で
あ
れ
ば

き

と
こ
れ
を
使
い
こ
な
せ
る
弓
使
い
に
な
れ
る

け

取

て
欲
し
い

き

と
コ
イ
ツ
も

使
わ
れ
る
方
が
喜
ぶ

そ
う
で
す
か

な
ら

遠
慮
な
く

 
神

に
し
か
し
ど
こ
か
喜
色
を
表
し
な
が
ら
弓
と
宝

を
差
し
出
す

人

同
時
に
ク
エ
ス

ト
達
成
の
シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た

そ
れ
を
シ
ノ
ン
は
タ

プ
す
る
の
だ
が
依
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然
と
し
て
テ

ブ
ル
の
上
に

か
れ
て
い
る

弓

と
宝

は

を
消
さ
な
い

 

常
ク
エ
ス
ト
報

は
武
器
だ
ろ
う
と
回
復
ア
イ
テ
ム
だ
ろ
う
と

だ
ろ
う
と
ク
エ
ス

ト
達
成
を
知
ら
せ
る
メ
ニ

面
の
オ

ケ

ボ
タ
ン
を

す
事
で
プ
レ
イ

の
ス
ト
レ

ジ
へ
自
動
的
に
格

さ
れ
る
の
だ
が
こ
の
よ
う
に
偶
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
手
で
直

さ
れ
る
事
が
あ

る

第
一
層
で
手
に
入
れ
た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
の
ク
エ
ス
ト
も
そ
の
一
つ
だ

 

本
的
に
手
ず
か
ら

さ
れ
る
も
の
は
レ
ア
物
と
い
う
認
識
で
良
い

実

ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
は
始
ま
り
の

の

に

く

で

け
る
ク
エ
ス
ト
な
が
ら
最
大
ま
で
強
化
す
れ
ば
第

三
層
後

良
く
て
四
層
で
の
戦
い
に
も

え
る
程
に
強
力
な
剣
だ

た

弓
も
似
た
よ
う
な
も

の
な
の
で

こ
の
認
識
は
そ
こ
ま
で
外
れ
て
い
る
と
い
う

で
も
無
い
だ
ろ
う

 
シ
ノ
ン
が
そ
れ
に
応
じ
な
が
ら
ま
ず
手
を

ば
し
た
の
は
黒
い
弓

手
で
持
ち

を
し

か

り
握
り

少
し
重
そ
う
に

く
り
と
持
ち
上

よ
う
と
力
を
入
れ
た
の
は
分
か

た
が

テ

ブ
ル
の
上
か
ら
持
ち
上
が
ら
な
か

た

重
い

あ

こ
う
来
た
か

ス
テ

タ
ス
不
足
だ
な
そ
れ

 
シ
ノ
ン
の
レ
ベ
ル
は
グ
レ

ト
ワ
イ
バ

ン

や
帰
り
の
道
で
の
戦
闘
を
経
て

に
上
が
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て
い
る

白

の
弓

は

を
入
手
す
る

層
で
第
三
十
五
層
が
最
も
高
か

た
の
で
シ
ノ

ン
も

備
出
来
た
の
だ
ろ
う

 
だ
が

け
て

け
た
ク
エ
ス
ト
の
舞

は
第
二
十
五
層
と

え
ど
出
現
し
た
ネ

ム
ド
の

レ

ド
ワ
イ
バ

ン
は
レ
ベ
ル

だ

た

恐
ら
く
ク
エ
ス
ト
ク
リ
ア
の

正
レ
ベ
ル
も
そ
れ

く
ら
い
だ

た
の
だ
と
思
う

弓
使
い
が

ロ
で
も
生
き

け
て

つ
分
断
さ
れ
た

間
が

け
付
け
ら
れ
る
程

の
強
さ
を
有
し
て
い
な
い
と

こ
れ
は
ク
リ
ア
出
来
な
か

た
の
だ
ろ
う

今
回
は
イ
レ
ギ

ラ

な

備
と
強
さ
を
持
つ

が
い
た
か
ら
ど
う
に
か
な

た
の
だ

 
と
い
う
事
は

武
器
の
レ
ベ
ル
も

前
後
を
前

と
し
て
い
る
に
違
い
な
い
の
で

シ
ノ
ン

は
ス
テ

タ
ス
不
足
で
黒
い
弓
を
持
て
な
い
と
い
う
事
に
な
る

ま
さ
か
こ
う
な
る
と
は
予
想
外

だ

た
が

 
武
器
の

備
に
も

正
レ
ベ
ル
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
れ
は
正
確
に
は

力
要
求
値
と

う

 
武
器
だ
け
で
な
く

に
も
こ
れ
が
振
ら
れ
て
お
り
合

さ
れ
た

力
要
求
値
を
上
回

て

い
れ
ば
そ
こ
そ
こ

に
動
け
る
反
面
下
回

て
い
れ
ば

重
に
な
る

剣
使
い
の
ア
ス
ナ

や
ラ
ン
が

を
あ
ま
り

備
し
て
い
な
い
の
は

力
要
求
値

重

が
大
き
く
な
る
の
を

け

る
た
め
だ
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ま
た
同

の
性
能
を
持
つ
武
器
で
あ

て
も

然

で
そ
の
重

や
特
性
が
変
化
し
て
く

る 
ま

本
的
に

力
要
求
値
が
高
い
武

は
攻
撃
力
と

力
は
高
く

値
も
多
い
反

面
重
い
と
い
う
認
識
で
良
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

や
エ
ギ
ル
の
バ
ト
ル
ア

ク
ス

の

二
刀
な
ど
が
そ
の

型

だ

こ
の
数
値
が
小
さ
い
も
の
は
ア
ス
ナ
の

剣
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト

や
ユ
ウ
キ
の

備

の
コ

ト
な
ど
で
あ
る

 
こ
れ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
恐
ら
く
戦
わ
ず
レ
ベ
ル
が

い
者
に
は

応
に
弱
い
武
器
を

備
せ
ざ
る
を
得
な
く
し
強
い
者
に
は

応
の
武
器
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
す
る
事
で
上
中

下
の
層
で
の
戦
闘
レ
ベ
ル
を

切
に

と
し

も
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

レ
ベ
ル
が

い

者
で
も
強
い
武
器
を
持
て
て
し
ま

て
は
バ
ラ
ン
ス
が

れ
て
し
ま
う
最
前
線
の

が

り

さ
れ
て
し
ま

た
ら

攻
略
組
の
レ
ベ
リ
ン
グ
が

し
く
な
る
の
だ
か
ら

 

に
他
の
ゲ

ム
で
も
レ
ベ
ル
制
限
と
か
あ

た
か
ら
そ
れ
を
参

に
し
た
だ
け
な
の
だ

ろ
う
が

 
そ
う

え
る
と

明
ら
か
に

正
レ
ベ
ル
以
下
の
シ
ノ
ン
で
は

備
出
来
な
い
だ
ろ
う

 
正
確
に
は

力
値
の
方
が

要
な
の
で
レ
ベ
ル
ア

プ
時
に
得
ら
れ
る
ス
テ

タ
ス
ポ
イ
ン
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ト
を

力
値
に
多
め
に
振

て
い
る
と
少
し
レ
ベ
ル
が

く
て
も
強
い
武
器
を

備
し
や
す
く

な
る

向
に
あ
る

実

や
エ
ギ
ル

ヒ

ス
ク
リ
フ
な
ど
は
そ
の
タ
イ
プ
だ

 
だ
が
シ
ノ
ン
の
場
合
は
六
四
の

合
で

力
と

に
振

た
バ
ラ
ン
ス
型
だ
か
ら
流

に
十
以
上
の

正
レ
ベ
ル
差
を

す
に
は
無
理
だ

た
よ
う
だ

シ
ノ
ン
の
レ
ベ
ル

と

う
よ
り

力
値
が
そ
の
弓
を

う
だ
け
の
要
求

力
値
に
達
し

て
な
い
ん
だ
な

だ
か
ら
持
ち
上
が
ら
な
い
ん
だ

 

力
値
が
ど
れ
だ
け
足
り
て
い
な
い
か
は
明
確
な
数
値
以
外
に
も
持

た
時
に
感
じ
る
重

感
で
目

を
付
け
る
事
が
出
来
る

 

え
ば
今
の

な
ら
超
レ
ベ
ル
に
加
え
て

力
値
へ
多
め
に
振

て
い
る
の
で
見
た
目
に

違
和
感
は
あ

て
も
極
論
エ
ギ
ル
の
戦

を
エ
ギ
ル
以
上
に

と
振
る
う
事
が
出
来
る

逆

に
エ
ギ
ル
は

の
片
手
剣
を
振
る
う
時
に
は

以
上
に
重
く
感
じ
な
が
ら
振
る
う
事
に
な
る

 
こ
の
よ
う
に

力
値
が
武
器
の
要
求

力
値
に

べ
て
ど
れ
く
ら
い
高

し
て
い
る
か
で
プ
レ

イ

が
感
じ
る
重

感
に
差
が
出
て
来
る

 
そ
の
重

感
は
大
ま
か
に
重

を
感
じ
な
い

か
に
重
み
を
感
じ
る

少
し
だ
け

く
感
じ
る

良
い

少
し
重
く
感
じ
る

を

え
れ
ば
十
分
持
て
る

手
で
持
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て
は
す
る
が
振
る
の
は
無
理

そ
も
そ
も
持
ち
上
が
ら
な
い
と
い
う
感
覚
的
な
表
現
で
八

に
分
け
ら
れ
て
い
る

ち
な
み
に
こ
の

分
け
を
し
た
の
は

と
ア
ル
ゴ
だ

た
り
す
る

 
一
応
六

目
ま
で
な
ら

備
し
て
振
る
え
は
す
る

だ
が
七

目
で
は

備
す
る
と
ス

テ

タ
ス
が

く
表
示
さ
れ
る
そ
れ
は

備
の

正
レ
ベ
ル
に
達
し
て
お
ら
ず
戦
闘
で
大
き
な

不

合
を

す
事
を
示
す

表
示
だ

八

目
は
そ
も
そ
も

備
す
る
事
す
ら
出
来
ず
ス

ト
レ

ジ
に
格

す
る
事
も
出
来
な
い

 

の
場
合
全
て
の

備
が
一
番
最
初
の
よ
う
に
な

て
い
る
が
シ
ノ
ン
の
場
合
は
ス
テ

タ
ス
が
絶
対
的
に
足
り
な
い
た
め
一
番
最
後
の
最
も
重
い
と
感
じ
る

に
な

て
い
る

故
に

持
ち
上

る
事
も
出
来
な
い
の
だ

 
念
の
た
め
そ
の

知
識
を
鍛
え
て
欲
し
い
と

て
き
た
そ
の
日
に
教
え
て
い
た
の
で
シ

ノ
ン
も

備
不
可
能
と
い
う
事
を
悟

た
の
か

な
表
情
で
黒
い
弓
を

て
見
下
ろ
し
て

い
た

恐
ら
く
強
さ
が
足
り
な
い
事
に

た
る
思
い
を
持

て
い
る
の
だ
ろ
う

私
に
は

応
し
く
な
い

と
い
う
事
ね

な
ら
キ
リ
ト

あ
な
た
が
こ
の

弓

を
使

た
ら
い
い
わ

良
い
の
か

 
シ
ノ
ン

に
保

し
て
お
く
と
い
う
手
も
あ
る
け
ど
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こ
の
ク
エ
ス
ト
を

け
た
の
は
シ
ノ
ン
だ
し
死
に
目
に
も
遭

た
の
だ
か
ら
そ
れ
で
は

得

い
か
な
い
の
で
は
と
思

て
そ
う

た
が

シ
ノ
ン
は

と

ら
か
く
苦

し
た

あ
な
た
が

け
付
け
て
く
れ
な
か

た
ら
私
は
あ
そ
こ
で
死
ん
で
い
た
わ
だ
か
ら
こ
れ
は
そ

の
お
礼
と
思

て

そ
れ
に

エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
も
良
い
け
ど

あ
な
た
の

撃
術

に
は

弓

を
使

た

ド
ス
キ
ル
も
あ
る
ん
だ
か
ら

あ

た
方
が
良
い
で
し

う

そ
れ
は

ま

そ
う
だ
け
ど

主
も

て
い
た
け
ど
使
え
る
人
に
使

て
も
ら

た
方
が
弓
も
喜
ぶ
わ

少
な
く
と
も
私

は
ま
だ

応
し
く
な
い

だ
か
ら
あ
な
た
が
持

て
い
て

全
て
の
武
器
に
精

し
て
い
る

あ
な
た
な
ら
練

す
れ
ば

無
く
使
い
こ
な
せ
る
で
し

う

 
確
か
に
弓
を
使
う
の
は
初
め
て
と

え
ど
練

す
れ
ば
そ
こ
そ
こ
使
え
は
す
る
だ
ろ
う
エ

ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
の
方
が

性
は
上
だ
ろ
う
が
こ
ち
ら
は
恐
ら
く

程
と

力
が
上
な
の

だ

ボ
ス
の
弱
点
を
よ
く

て

る
ス
タ
イ
ル
を
確
立
さ
せ
れ
ば
戦
え
る
だ
ろ
う

 
だ
が

今
の
シ
ノ
ン
で
は

備
出
来
な
い
と

え
ど

レ
ベ
ル
が
上
が
れ
ば

備
出
来
る
よ

う
に
な
る
の
だ

一
二

間

ど
レ
ベ
リ
ン
グ
に

ぎ

め
ば

す
ぐ
に

強
力
な
武
器
を

持

て
い
た
方
が
生
存
確

も
高
ま
る
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そ
れ
に

に
は
ボ
ウ
ガ
ン
が
あ
る
の
だ
か
ら
極
論
不
要
だ

弓
専

の

ド
ス
キ
ル
が
使
え

な
く
な
る
の
は
確
か
だ
が
そ
れ
で
苦
戦
す
る
と
い
う
事
は

無
い
だ
ろ
う
し

の
戦
闘
ス

タ
イ
ル
は

近
戦
だ
か
ら
弓
を
使
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
少
な
い
と

え
る

そ
れ
に
下
心
だ

て
あ
る
わ
あ
な
た
が
弓
で
戦

た
時
の
感
想
を

こ
う
と
も

え
て
る
ん

だ
か
ら

い
方
は
悪
い
け
ど

あ
な
た
の
戦
い
方
を
真
似
す
れ
ば
生
き
残
れ
る
確

は
高
ま

る
少
な
く
と
も
手
探
り
の
状

で
戦
い
な
が
ら
よ
り
は
絶
対
ね

だ
か
ら
私
が
強
く
な
る

に

戦
い
方
を
教
え
る

に

使

て
欲
し
い

 
だ
か
ら

に
と

て
の
弓
は
絶
対
必
要
で
は
無
い
と

た
の
だ
が
シ
ノ
ン
は
そ
れ
を
予
想

し
て
い
た
の
か
我
が
意
を
得
た
り
と
ば
か
り
に
悪

め
い
た

み
を
浮
か
べ
そ
う

て
き

た

自
分
が
強
く
な
る
た
め
に

が
シ
ノ
ン
へ
弓
使
い
と
し
て
の
戦
い
方
を
教
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
た
め
で
も
あ
る
の
だ
と

 
そ
れ
は

に
反
論
さ
せ
な
い

葉

 

は
シ
ノ
ン
に
鍛
え
て
欲
し
い
と

わ
れ

し
た

を
目
的
に
し
て
い
る
の
か

故

強
さ
を
得
た
い
と
思

た
の
か

そ
れ
に
対
す
る
シ
ノ
ン
の
想
い
を

は

い
た

で
は
無
い

が

そ
れ
で
も
鍛
え
る
と

た
以
上
は
全
力
を

け
よ
う
と
思

て
い
る
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そ
れ
を

前
で
使
わ
れ
て
し
ま

て
は
断
れ
る

も
無
い

全
く
意
味
が
無
い
事
で
あ
れ
ば

断

た
だ
ろ
う
が

れ
攻
略
組
の
弓
使
い
と
し
て
戦
う
つ
も
り
で
あ
る
シ
ノ
ン
に
は
確
か
に
そ

の
戦
い
方
を
教
え
る
必
要
が
あ
る

だ
が

は
剣
士
だ
し

弓

カ
テ
ゴ
リ
武
器
の
ボ
ウ
ガ
ン

を

い
る
と
し
て
も
武
器
の
特
性
の
違
い
か
ら
必
ず
し
も
シ
ノ
ン
に

し
た
戦
い
方
に
合

て
い

る
と
は

え
な
い

だ
か
ら

も
学
ぶ
必
要
が
あ
る

 
そ
し
て
学
ぶ
に
は
同
じ
武
器
が
必
要

 
故
に
シ
ノ
ン
は

が
シ
ノ
ン
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

に
弓
を

り
自
分
の

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

そ
う

わ
れ
た
ら

断
る

に
も
い
か
な
い
な

え
え

が

で
も
あ
な
た
に

る
わ
よ

そ
も
そ
も
私
じ

ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
ら
れ
な
い

ん
だ
か
ら
キ
リ
ト
の

有
物
に
す
る
し
か
無
い
ん
だ
し

 
白

し
く

快
そ
う
に
し
か
し
不
快
感
を

か
せ
な
い
程
に

し
く
悪

が
成

し
た

と
喜
ぶ
シ
ノ
ン
の

み
に

は
脱
力
し
な
が
ら
苦

し
て
し
ま

た

前
の
使
い
方
も
こ
こ

ま
で
あ

け
ら
か
ん
と
さ
れ
れ
ば
苦

も
出
る

 
実

本

ば
か
り
な
の
だ
ろ
う
が
そ
の
使
い
方
は

を

得
さ
せ
る
た
め
の

前
だ

本
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を

て
前
と
し
て
使
う
な
ど
初
め
て
見
た
気
が
す
る

 

と
な
く
だ
が
シ
ノ
ン
に
は
今
後
も

で
勝
て
な
さ
そ
う
だ

論
ビ

タ

と
し
て

な
ら
勝
て
る
だ
ろ
う
が
シ
ノ
ン

手
に
そ
の

を
す
る
必
要
性
が
あ
ま
り
無
い
か
ら
勝
て
る

事
は
少
な
い
だ
ろ
う

全
く
な
い
と

い
切
れ
な
い
の
は

と
シ
ノ
ン
が
直

的
に
親
し
い
と

知
ら
れ
な
い

に
演
技
を
す
る
時
だ
け
だ
が

じ

あ

り

け
る
よ

え
え

 
一

断

て
か
ら

は
カ
ウ
ン
タ

の
上
に

か
れ
て
い
る
黒
い
弓
の
持
ち

を

手
で

み
重
さ
す
ら
感
じ
な
い
そ
れ
を
持
ち
上

る

そ
れ
か
ら

手
の
指
で
弓
を
タ

プ
し
武
器

の

を
確
認
し
た

 
武
器
の
名
称
は

無
銘
の

弓

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

主
が
使

て
い
た
と
い
う
話
だ
し

弓

の
修
復
を
し
た
か
ら

主
が
作
り
手

か
と
思

て
い
た
が

密
に
は

と
別
の
使
い
手
に
流
れ
に
流
れ
そ
の
作
り
手
が
不
明
に

な

て
し
ま

た
と
い
う
武
器
ら
し
い

故
に
無
銘
に
な

て
い
る
よ
う
だ

 
し
か
し

は
別
の
事
で

い
て
い
た
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こ
れ
は

 
要
求
さ
れ
て
い
る

力
値
は

や
は
り
予
想
し
た

り
レ
ベ
ル

り
で
達
す
る
数
値
だ

た

故
に
攻
撃
力
も
そ
れ
に
応
じ
て
第
五
十
層

り
良
く
て
五
十
五
層
ま
で
は

じ
る
も
の
だ

と
想
定
し
て
い
た

 
が
表
示
さ
れ
て
い
た
攻
撃
力
は
エ
リ

シ
デ

タ
の
二

以
上

ハ

キ
リ

て
予
想
外

に
し
て
想
定
以
上
の
攻
撃
力
だ

た

ど
う
し
た
の

こ
れ
を
見

べ
れ
ば
分
か
る

 
問
う
て
き
た
シ
ノ
ン
に

は

手
で
出
し
た
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
武
器
ス
テ

タ
ス
と
無

銘
の

弓
の
武
器
ス
テ

タ
ス
と
を
見
せ

攻
撃
力
数
値
の

を
指
し
示
し
た

 
そ
こ
を
見
た
シ
ノ
ン
は

す
ぐ
に

の

き
を

し
た
よ
う
で

か
に

根
を
寄
せ
る

あ
な
た
の
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

て
第
五
十
五
層
の
レ
ア

か
ら
鍛
え
上

ら
れ
た

も
の
な
の
よ
ね

あ
あ

だ
か
ら
こ
の
弓
も
同
程

か
と
思

て
い
た
ん
だ
が

流

に
二

以
上
の
攻
撃

力
は
予
想
外
だ

た

シ
ノ
ン
一
応
そ

ち
の
弓
の
武
器
ス
テ

タ
ス
も
見
せ
て
も
ら
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え
る
か

分
か

た
わ

 
も
し
コ
レ
が
弓
カ
テ
ゴ
リ
の
中
で
も
弓
に
と

て

の
値
で
あ
れ
ば
バ
グ
で
は
無
い

事
に
な
る

 
だ
が
シ
ス
テ
ム

に
よ

て
設
定
が
バ
グ
に

さ
れ
数
値
が
お
か
し
く
な

て
い
る
の
だ

と
す
れ
ば

こ
れ
を
使

す
る
の
は
正
直

わ
れ
る

 
そ
れ
を
確
認
す
る

に

は
シ
ノ
ン
が
背
負

て
い
た
白
塗
り
の
和
弓
の
ス
テ

タ
ス
を
見

せ
る
よ
う
頼
み

ん
だ

同
じ
弓
な
の
だ
か
ら

正
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
る
に
せ
よ
こ
の

弓

の
設
定
が
バ
グ
で
な
い
な
ら
白
塗
り
の
和
弓
も
同
レ
ベ
ル
の
武
器
に

べ
て
攻
撃
力
は
高
い

和
弓
を
確
認
し
攻
撃
力
が

か
に
高
け
れ
ば

弓
の
設
定
は
正
常
高
く
な
け
れ
ば
バ
グ
と
い

う
事
に
な
る

 
果
た
し
て
シ
ノ
ン
が

備
し
て
い
た
和
弓
の
ス
テ

タ
ス
は
同
レ
ベ
ル
で

備
出
来
る
片

手
剣
に

べ
て
二

以
上
の
攻
撃
力
を
誇

て
い
た

ど
う
や
ら
弓
の
攻
撃
力
は
片
手
剣
に

べ
て
二

以
上
の
値
を
示
す
よ
う
だ
な

バ
グ

じ

な
い
の
よ
ね
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対

が
こ
の
二
つ
し
か
無
い
か
ら
仮
に
ど

ち
も
バ
グ

て
た
ら

と
も

え
な
い
け

ど

そ
う
か

レ
ベ
ル
が

い
シ
ノ
ン
が
レ
ベ
ル

の
レ

ド
ワ
イ
バ

ン
に
あ
れ
だ
け
ダ

メ

ジ
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
は

ド
ス
キ
ル
と
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
の

性
だ
け

じ

な
く
て

そ
も
そ
も
武
器
攻
撃
力
が

か
に
高
か

た
か
ら
な
の
か

 

常

モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
が
自
分
よ
り
十
以
上
高
い
場
合

こ
ち
ら
の
攻
撃
は
本

に

た
る
も
の
か
全
く
与
え
ら
れ
な
い

 
そ
れ
に
も

わ
ら
ず
シ
ノ
ン
は
た

た
一
人
で
ネ

ム
ド
の
一
ゲ

ジ
分
を

り
切

た

 
そ
れ
は
本
来
あ
り
得
な
い

 
プ
レ
イ

同
士
な
ら
ま
だ
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る

モ
ン
ス
タ

に
与
え
る
ダ
メ

ジ
よ

り
プ
レ
イ

に
与
え
る
ダ
メ

ジ
の
方
が

合
は
高
め
な
の
だ
恐
ら
く
体
の
ど
こ
の
部

を

斬

て
も
現
実
で
は

と
手

い
も
の
に
な
る
か
ら

そ
れ
を
再
現
し
て

を
大
き
く

ら
す

よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

あ
と
は
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
の
危
険
性
は
オ
レ
ン
ジ
だ
け
で

は
無
い

と
い
う
意
識
を
付
け
る
た
め
か

 
だ
が
逆
に
モ
ン
ス
タ

へ
与
え
る
ダ
メ

ジ
に
は
ダ
メ

ジ
カ

ト

と
い
う
も
の
が
デ

フ

ル
ト
で
存
在
す
る
の
で
そ
の
数
値
に
よ

て

ら
か

さ
れ
る

更
に
レ
ベ
ル
補
正
が
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入
る
の
で
プ
レ
イ

が

け
れ
ば
更
に

が
掛
か
る

 
プ
レ
イ

の
場
合
は

部
分
に
攻
撃
し
た

に
発
生
し
生
身
の
部
分
を
攻
撃
し
た
時
よ

り
も

ら
か
ダ
メ

ジ
が
少
な
く
な
る
仕
様
だ

 
斬
撃

突
打
撃
か
ら
な
る
三
つ
の
攻
撃
属
性
そ
れ
ぞ
れ
に
ダ
メ

ジ
カ

ト

が
設
定
さ

れ
て
お
り
こ
れ
ら
を

常
は

性
属
性
と
呼
称
す
る

ち
な
み
に

属
性
は
時
間
経
過
に
よ

る
継

的
ダ
メ

ジ
で

と
似
た

い
な
の
で

は
出
来
な
い

 
こ
れ
ら
の
事
を

ま
え
る
と

レ
ベ
ル

で
あ
り

更
に
は

弓
術

を

得
し
た
て
だ

た
シ
ノ
ン
が

レ
ベ
ル

で
あ
り
ネ

ム
ド
で
も
あ

た

レ

ド
ワ
イ
バ

ン

の

を

分
ま
で

ら
せ
た
事
は

は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る

 
だ
が
現
実
と
し
て

が

け
付
け
た
時
死
に
掛
け
で
は
あ

た
も
の
の
シ
ノ
ン
は

独
で

⻯
の
体
力
を

分

て
い
た

他
に

間
が

る

も
無
い
の
で
シ
ノ
ン
し
か
し
た
者
は

な
い

 
だ
か
ら
か
な
り
お
か
し
い
と
は
思
い
つ
つ
も

ウ

ク
ネ
ス
シ

ト

の
ク
リ
テ

カ

ル
ダ
メ

ジ

が

高
か

た
の
だ
ろ
う
と

得
し
て
問
い

め
る
事
は
無
か

た
の
だ

が

ま
さ
か
こ
こ
に
来
て
そ
の
疑
問
に

え
が
出
る
と
は
思
わ
な
か

た
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確
か
に
シ
ノ
ン
は
レ
ベ
ル
が

い
の
で
レ
ベ
ル
補
正
に
よ

て
与
え
ら
れ
る
ダ
メ

ジ
は

い
事
に
な
る

更
に
は

⻯
の

と

性
の
悪
い

突
属
性
だ

 
し
か
し
そ
こ
に
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
に
攻
撃
を
与
え
た
時
に
ダ
メ

ジ

が

ね
上

が
る

ウ

ク
ネ
ス
シ

ト

目

と

に

し
た

そ
し
て
弓
の
攻
撃
力
が

常

の
武
器
の
二

以
上
で
あ
る
と
く
れ
ば
話
は
変
わ
る

 
攻
撃
力
が

常
の
二

と
い
う
の
は

に
与
え
ら
れ
る
ダ
メ

ジ
二

と
イ
コ

ル
に
は

な
ら
な
い

 

手
の

力
数
値
は
そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
の
攻
撃
力
も
そ
の
ま
ま
で
出
る
ダ
メ

ジ
を
二

に
し
た
も
の
が

ダ
メ

ジ
二

だ

反
面

攻
撃
力
二

と
い
う
事
は

ダ
メ

ジ
の

で
使
わ
れ
る
自
分
の
攻
撃
力
が
そ
の
ま
ま

に
な

て
い
る
の
だ
か
ら

手
の

力
を

か
に
上
回
る
事
に
な
る

故
に
出
る
ダ
メ

ジ
も
圧
倒
的
に
高
く
な
る

な
る

ど
な

弓
は

近
戦
に
弱
く
ま
た
他
の
武
器
と
違

て

撃
が
出
来
な
い
更

に

が
外
れ
れ
ば
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
事
も
出
来
な
い

程

離
で
有

で
は
あ
る
が
外
れ

た
ら
意
味
も
無
い
し

そ
の
デ
メ
リ

ト
部
分
を
一
撃
の
大
ダ
メ

ジ
で

す
と
い
う
事
か

 
ボ
ウ
ガ
ン
と
違

て

が

か
な
い
分
特
徴
と
し
て
有
す
る
の
は

程
と

力
で
あ
る
と
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自
身

え
て
い
た
の
だ

そ
れ
が
正
に
攻
撃
力
の
数
値
と
し
て
現
れ
た
形
に
な
る

 
今
で
こ
そ
シ
ノ
ン
の
レ
ベ
ル
が

い
か
ら
最
前
線
に
出
向
く
事
は
叶
わ
な
い
が

ス
キ
ル
を
か
な
り
鍛
え
技

に
よ
る
命
中

を

上

更
に
シ
ノ
ン
自
身
の
攻
撃
力
も
高

ま
れ
ば
下
手
す
れ
ば

近
さ
れ
る
前
に
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に

を
突
き
立
て
倒
す
な
ん
て
事

も
不
可
能
で
は
無
く
な
る

の
残
弾
も
気
に
し
な
く
て
い
い
と
い
う

り
も

く
良
い

 
シ
ノ
ン
自
身
ど
ち
ら
か
と

う
と

離
を
取

て
戦
う
方
が
向
い
て
い
る
よ
う
だ
し
ク
エ

ス
ト
の
道
中
の
戦
闘
で

か
外
す
事
は
あ

た
が

は

良
い

鍛
え
れ
ば
本

に
化
け
る

だ
ろ
う

百
発
百
中
と
ま
で
は
い
か
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
攻
略
組
で
も

な
強
者
に
な
る

事
は
間
違
い
な
い
後
方

と
し
て
は

心
強
い
助

人
に
な
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と

え
る

 
ま

戦
う

が
異
な
る
か
ら

付
け
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
が

キ
リ
ト

 
ど
う
し
た
の

こ
れ
は
戦
い
方
さ
え
確
立
す
れ
ば
か
な
り
反

的
な
強
さ
を
発

出
来
る

極
論

こ
の

弓
を

備
出
来
る
よ
う
に
な

た
時
点
で
シ
ノ
ン
は
最
前
線
に
出
ら
れ
る

え

で
し

う
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い
や
理
論
上
は
本

に
可
能
だ

こ
の
弓
の
攻
撃
力
が

に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
超
え
て

る
ん
だ

モ
ン
ス
タ

の
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
に
ウ

ク
ネ
ス
シ

ト
を
的
確
に

て
ら
れ
れ
ば
一
撃
で
倒
せ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る

離
を

め
ら
れ
る
前
に
も
う
二
三

発

き

め
る
だ
ろ
う
し

一
対
一
な
ら

こ
れ
は
無

の
強
さ
を
発

す
る

 

論
そ
れ
も
シ
ス
テ
ム
が
動
か
す
モ
ン
ス
タ

だ
か
ら
こ
そ
だ
点
の
攻
撃
な
の
だ
か
ら
プ
レ

イ

手
に
は

し
な
い
だ
ろ
う

て
る
に
は
か
な
り
の
工

の
フ

イ
ン
ト

近
戦

に
対
す
る
強
さ
と
い
う
も
の
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ま
だ
疑
わ
し
そ
う
な
目
を
向
け
ら
れ
た
が

レ

ド
ワ
イ
バ

ン

と
の
戦
い
で
与
え
た
ダ

メ

ジ
と
攻
撃
力
の
数
値
ダ
メ

ジ
を
出
す

式
に
つ
い
て
説
明
し
た
ら

わ
ん
と
す
る

事
を
理
解
し
た
よ
う
で
目
を

て

き
に

ま

て
い
た

あ
く
ま
で
理
論
上
と
い
う
話
だ
し

ま
だ
行
か
せ
る
つ
も
り
も
無
い
け
ど

弓

と
い
う
武

器
が

有

で
強
力
で
あ
る
事
は
覚
え
て
い
て
く
れ

取
り
乱
さ
ず

静
に
戦
う
事
を
心
掛

け
れ
ば
シ
ノ
ン
は
す
ぐ
に
で
も
攻
略
組
の
一
人
に
な
れ
る

ま

最
前
線
に
出
る
な
ら
せ

め
て

剣

か

⻑
槍

の

い
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
い
け
な
い
け
ど

上

て

と
す

て

あ
な
た

に
似
合
わ
ず

外
エ
グ
イ
わ
よ
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い
や

弓

が
強
い
の
は
確
か
だ
け
ど

一
対
一
で
し
か

に
立
て
な
い
か
ら
そ
れ
で
増

⻑
さ
れ
る
と

る
な
と
思

て

実

遠

離
武
器
だ
け
で

す
る

が
無
い

だ
し

 
こ
れ
も
全
て
は
シ
ノ
ン
を
想

て
の
事
だ

 
遠

離
武
器
だ
け
で
戦
い

け
る
の
が
一
番
良
い
が
今
回
の
ク
エ
ス
ト
の
よ
う
に
分
断
さ
れ

た
時
に
は
シ
ノ
ン
一
人
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
回
は
ま
だ
一
対
一
だ

た
か
ら
よ
か

た
も
の
の
あ
あ
い
う
状
況
で
は
分
断
さ
れ
た

や
月
夜
の
黒
猫

が
掛
か

た
ト
ラ

プ
の

時
の
よ
う
に
一
対
多
が

だ

 
弓
の
攻
撃
は
点
つ
ま
り
は
一
体
に
し
か
ど
う
し
て
も
攻
撃
出
来
な
い
の
で
一
対
多
に
な

た
ら
自
然
と
近

武
器
で
対

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

撃
術

を
見
た
感
じ

ス
キ

ル
を
鍛
え
た
ら
対
複
数
を
前

と
し
た
武
器
ス
キ
ル
も
見
ら
れ
る
が
そ
れ
も
一
方
向
だ
ろ
う
か

ら
多
方
向
か
ら

ま
れ
た
時
に
対

は
追
い
付
か
な
い
の
は
明
白

ボ
ウ
ガ
ン
は
ま
だ

が

く
も
の
の

そ
れ
で
も
や
は
り
対

は
追
い
付
か
な
い
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
こ
そ

弓

は

程
と

力
の
強
み
は
あ
る
が

反
面
一
対
一
で
し
か

に
立
て

な
い
と
い
う
大
き
な
欠
点
を

え
て
い
る
事
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
か

た

 
今
回
の
ク
エ
ス
ト
で

が
間
に
合

た
の
も
全
て
は
絶

に
偶
然
が
重
な
り

み
合

た
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の
結
果
だ

シ
ノ
ン
の

持
弓
の
攻
撃
力
彼
我
の
レ
ベ
ル
差

ド
ス
キ
ル
の
性
能
と

た
場

そ
し
て

よ
り
設
定
さ
れ
て
い
た
一
対
一
と
い
う
状
況
が

的
に
重
な

た
か

ら
こ
そ

は
間
に
合

た

 

の
強
さ
も
あ

て

時
間
で

り

い
た
事
も
間
に
合

た
要

の
一
つ
と
し
て
あ
る
だ
ろ

う
が

や
は
り

ア
レ
は
本

に
偶
然
が

み
合

た

と
し
か

え
な
い

 

は

も

き
な
い

い
や
一

き
て
命
が
救
わ
れ
れ
ば
良
い
方
だ
故
に
同
じ
状

況
に
ま
た

て
も
今

は
助
か
ら
な
い
可
能
性
が
非
常
に
高
い

生
き
た
い
と

え
た
と
こ
ろ

で

え
無
く

気
無
く
死
ぬ
の
が
命
を

け
た
戦
い
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

は
キ
ツ
い

い
方
な
の
を
承
知
の
上
で

わ
れ
る
事
も
覚
悟
し
て

わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 

は
シ
ノ
ン
を
鍛
え
る
事
を
引
き

け
た
者
で

も
う
二

と

間
を
喪
わ
せ
は
し
な
い

と
誓

て

全
力
を

け
る
事
を
決
意
し
た
の
だ
か
ら

そ
う

ね

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト

ん
 

か
に
苦

を

み

し
た
よ
う
な

に
な

た
が
す
ぐ
に
意

を

し
た
の
か

を
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浮
か
べ
て

を

で
て
来
た

子
ど
も

い
を
さ
れ
て
い
る
事
に
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の

実

年
下
で
子

だ
し

で
ら
れ
る
の
は

き
な
の
で

絶
は
し
な
か

た

 

で
ら
れ
る
と

か
い
気
持
ち
に
な
る

忘
れ
て
し
ま

て
い
た

か
を
取
り

せ
る
よ
う

な

そ
ん
な
気
が
す
る

 
少
し
の
間

で
て
く
れ
て
い
た
シ
ノ
ン
は

と
手
を

の
上
か
ら
退
け
た

少

名
残

し
く

は
あ
る
も
の
の
ず

と
そ
れ
を
し
て
い
る

に
も
い
か
な
い
の
で

も

中
に
浮
か
ん
だ
も

の
を

に
出
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
カ
ウ
ン
タ

の

に
残

て
い
る
宝

に

線
を
や

た

そ
れ
で

こ
の
宝

は
ど
う
す
る

そ
も
そ
も
そ
れ
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
し
ら

魔
導
宝

て

う
か
ら
に
は

レ
ア
な

か
が
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

確
か
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
バ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
し
て
魔
法
と
か
そ
う
い
う

も
の
は

ど
無
い

だ
か
ら
レ
ア
な
要

は
十
分
あ
る
な

 
大
地
切
断
に
て
か
つ
て
地
上
に
住
ん
で
い
て
浮
遊
城
へ
と

を

し
た
者
達
か
ら

第

に
失
わ
れ
て
い

た
古
代
の
秘
術

 
そ
れ
が
バ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
定
と
し
て
あ
り
プ
レ
イ

の
シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
も
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人

が
使
え
る
数
少
な
い
ま
じ
な
い
の
一
種
と
さ
れ
て
い
る

り

そ
れ
が

さ
れ
て
い
る

結

ア
イ
テ
ム
が
中
層
以
上
に
し
か
存
在
せ
ず
ま
た
高
価
で
あ
る
の
も
そ
の

性
だ
け
で

無
く
世
界
観
的
に

重
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
だ

 
そ
の
魔
法
的
な
も
の
が
登
場
し
た
時
点
で
か
な
り
レ
ア
だ

今
更
気
付
い
た
感
は

い
あ
る

が

の
ク
エ
ス
ト
始
動
キ

の
ア
イ
テ
ム
だ

た
り
し
て
な

あ

あ
り
そ
う
よ
ね

私
の
場
合
が
そ
う
だ

た
ん
だ
し

 

弓

ク
エ
ス
ト
が
始
ま

た
の
は
シ
ノ
ン
が

の
切
れ
た
弓

と
い
う

ゴ
ブ
リ
ン
ア

チ

か
ら
ド
ロ

プ
す
る
ア
イ
テ
ム
を
持

て
い
た
か
ら
だ
な
ら

く
チ

ン
ク
エ
ス

ト
も
こ
れ
を
持

て
い
た
ら

動
す
る
可
能
性
は
十
分
あ
る

 
ど
う
い
う
物
な
の
か
判
断
し
か
ね
る
が
一
応

べ
て
み
よ
う
と

手
で
手
に
取

た
そ
れ
を

の
指
で
タ

プ
し

メ
ニ

を
表
示
す
る

 
そ
の
宝

の
名
称
は

フ

ス
フ

ル
ド
・
マ
テ
リ
ア
ラ
イ
ト

見
た
目
は
金
色
の

飾
に

め

ま
れ
た

の
色
合
い
を
持
つ
小

サ
イ
ズ
の
宝

で
そ
の
中
身
で
は

い

き

が
明
滅
し
て
い
た

虹
色
の

き
に
も
見
え
る
そ
れ
は
と
て
も

し
い
が
パ

と
見
た
だ
け
で
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は
宝

が
反

す
る

色
し
か
見
え
な
い

分

は
体

体

 
し
か
も

は
 

の
声
に
シ
ノ
ン
も

す
る

だ
か
今
日
一
日
で
物

い
回
数

い
た
気
が
す
る
が
実

す
べ
き
事
な
の
だ
か
ら
仕
方
な
い

フ

ス
フ

ル
ド
・
マ
テ
リ
ア
ラ
イ
ト
と
い
う
宝

は
ク
エ
ス
ト
始
動
キ

で
あ

て
も

や
換
金
に
分

さ
れ
た
り
す
る
と
い
う
想
定
を
大
き
く

し
予
想
も
上
回

て
体

そ
れ
も

の
分

に
な

て
い
た

こ
れ
に
は
さ
し
も
の

も
大
声
で

く

 
慌
て
て
説
明
を
シ
ノ
ン
と
共
に

め
ば

で
も
こ
の
宝

は

備
し
た

有
者
の

に
不

可

に
し
て
絶
対
破
ら
れ
な
い
結
界
を

り
完
全
に
攻
撃
を

む
事
は
出
来
な
い
も
の
の

力

の
大

を

ぐ
事
が
出
来
る
と
い
う
破
格
の
性
能
を
有
し
て
い
る
ら
し
か

た

力
も
下
手

な

よ
り
あ
る
上
に

性
属
性
で
あ
る
ダ
メ

ジ
カ

ト

が
五
十
パ

セ
ン
ト

更
に

大

リ
ジ

ネ
が
あ
る
始

 

し
に

一

系
の
体

が
未
だ
に
Ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｙ
で
あ
る

が

備
す
る
と

を

え
る
時
に
出
現
す
る
蒼
い
光
に

ま
れ
る
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そ
れ
は
一

だ

た
の
で
す
ぐ
に

界
が
回
復
す
る
の
だ
が

と
見
で
は
そ
こ
ま
で
変

わ

て
い
る
よ
う
に
思
え
な
か

た

体
や

足

を
見
回
し
て
も
や
は
り

れ
た
前
開

き
の
黒
コ

ト
と
エ
リ

シ
デ

タ
を
背
負

て
い
る
だ
け
で
変
化
は
一
つ
も
し
て
い
な
い
よ

う
に
し
か
見
え
な
い

か
変
わ

た
か

あ
な
た
が
手
に
持

て
た
宝

が
光
に

て
体
を

ん
だ
く
ら
い
は
分
か

た
け
ど

変
化
そ
の
も
の
は
分
か
ら
な
い
わ

の
体
を

魔
導
宝

と
い
う
く
ら
い
だ
か
ら

子
と
し
て

の
体
を
護
る
設
定
な
の

か 
実

黒
エ
ル
フ
の
騎
士
の

は
紋
章
の
よ
う
な
も
の
で

子
に
変
換
し
て
い
た

恐
ら
く

の
よ
う
に

を
登
録
し
て
出
し
入
れ
す
る
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
を

え

れ
ば

こ
れ
が
魔
導
宝

と
呼
ば
れ
て
い
た
事
に
も

得
が
い
く

 
そ
れ
を
話
す
と

シ
ノ
ン
は

か
に

え

み
つ
つ

い
た

そ
の
可
能
性
は
あ
る
わ
ね

備
は
キ
チ
ン
と
さ
れ
て
る
の
ね

あ
あ

め
て
見
た
け
ど

備
は
さ
れ
て
る

こ
れ
は

と
す
る
と
弓
使
い
の
機
動
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力
を

が
な
い
の
と
高
い

力
を

立
さ
せ
た

な
の
か
も
知
れ
な
い
な

 
実

か
な
り

い
メ
リ

ト
を
持

て
い
る
上
に
見
た
目

を
し
て
い
な
い
か
ら
機
動

力
を

が
れ
な
い
で
済
む

更
に
は
高
い

力
と

の
自
然
回
復

果
ま
で

せ
持

て
い

る
の
だ

ボ
ス
戦
で
も

れ
る
だ
ろ
う

な
ら
良
か

た
じ

な
い

機
動
力
を

が
な
い
で
高
い

力
を
得
ら
れ
た
な
ん
て
あ
な

た
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
を
む
し
ろ
万
全
に
活
か
せ
る
事
に
な
る
ん
だ
か
ら

け
る
ダ
メ

ジ
が

た
の
な
ら

け
る

み
も
少
し
は
和
ら
ぐ
ん
で
し

う

ま

そ
う
だ
な

 

密
に
は
ど
れ
く
ら
い
斬
り

ま
れ
た
の
か
も

わ

て
く
る
の
だ
が
大
部
分
で
ダ
メ

ジ

が

わ

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

な
ら

層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
で
少
し
は

じ

な
い

リ
ジ

ネ
も

め
て
ね

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

弓
を

ら
れ
た
ん
だ
か
ら
せ
め
て
魔
導
宝

は
シ
ノ
ン
が
持

て
る
べ
き
じ

私
の
場
合
こ
の

を
外
し
た
ら

同
然
に
な
る
の
よ
流

に
そ
れ
で

過
ご
す
の

は

ず
か
し
い
か
ら

コ

ト
は

く
な
る

節
だ
と
地
獄
だ
し

れ
て
な
い
と
戦
い
に
く
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そ
う
だ
し

ぶ

ち

け
る
と
私
が

る
分
に
は

味
じ

な
い

か

た
ら
ま
だ
し
も

あ

シ
ノ
ン

と

だ
か
ら
な

 

や
ら

や
ら
結
構

出
が
あ
る

 
と

う
よ
り

か

を
見
せ
す
ぎ
な
気
も
す
る
が

リ

姉
や
ス
ト
レ
ア
も
似
た
よ
う
な

も
の
だ
し
シ
ノ
ン
は
ま
だ
マ
シ
な
方
だ

ユ
ウ
キ
も

外

出
多
い
し

そ
の

を

意
し
な

い
ラ
ン
や
ア
ス
ナ
達
は
ど
う
か
と
思
う

少
し
ず
つ

い
日
が
出
て
来
た
か
ら
だ
ろ
う
か

 
コ

ト
は
確
か
に

れ
て
い
な
い
と
弓
の
取
り
回
し
で
も
邪
魔
に
な
り
や
す
い
だ
ろ
う

も
第
一
層
の
後
は
コ

ト
を

て
戦
闘
を
す
る
ま
で

れ
る
の
に
少
し
だ
け
苦
労
し
た
覚
え
が
あ

る

ま

の
場
合
は
フ

デ

ド
ロ

ブ
を

て
い
た
事
も
あ

て
数
日
で

れ
た
が
シ

ノ
ン
は

れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
別
だ

 
そ
れ
に
こ
れ
か
ら

く
な

て
く
る

節
だ
か
ら
コ

ト
は
確
か
に

い

第
二
十
二
層
は

的
穏
や
か
な
気
候
な
の
で

節
の
影

を

け
る
と

え
ど
そ
れ
も
極

な
猛

や
極

は

無
い

な
の
で
あ
の

層
で
あ
れ
ば
コ

ト
で
も
過
ご
せ
は
す
る

 
こ
こ
最
近

に
行
か
な
い
完
全
オ
フ
の
時
は

も
私

で
行
動
す
る
事
が
増
え
て
来
て
い
る

が
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だ
か
ら
そ
れ
も
あ
な
た
に

る
わ

そ
れ
よ
り
も
強
い

が
手
に
入

た
時
は
私
に

に
苦
労
し
て
な
い
私
が
持
つ
よ
り
苦
労
し
て
る
あ
な
た
が
持
つ
べ
き
よ
生
存
確

的

な
意
味
で
も

報
わ
れ
な
さ
過
ぎ
的
な
意
味
で
も

分
か

た

 
こ
れ
は

れ
な
さ
そ
う
だ
と
悟

た

は

シ
ノ
ン
の

意
に
甘
え
る
事
に
し
た

 
事
実
ボ
ス
戦
で

と

が
危
険

に
突
入
す
る

に
と

て
こ
の
魔
導
宝

の

は
非
常

に
あ
り
が
た
い
闘
技
場
個
人
戦
で

死
に

た
回
数
が
そ
れ
を
物
語

て
い
る

ま

ア
レ
は
か
な
り
異
常
だ

た
が

攻
撃
を

け
た
時
の
エ
フ

ク
ト
が
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な

い
が
見
た
目
で
レ
ア
な

を
得
た
と
は
思
わ
れ
な
い
し

へ
の
対
策
も
バ

チ
リ
だ

一
先
ず

て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

別
に
良
い
わ
よ

そ
の
魔
導
宝

キ
リ
ト
が
よ
り
強
い

を
手
に
入
れ
た
ら
私
が

う

ん
だ
か
ら
気
付
か
れ
た
時
は
仕
方
な
い
け
ど
キ
リ
ト
の
方
か
ら
は

わ
な
い
で
ね

私
と
あ
な

た
だ
け
の
秘
密

約
束
よ

分
か

た

約
束
す
る

よ
し
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が
出
来
る
だ
け

に
も
話
さ
な
い
事
に

く
と
シ
ノ
ン
は

く

き
な
が
ら

故
か
小

さ
く

を
握

て
い
た

 

故

を
握

た
の
か
と
問
う
と
少
し
慌
て

を

く
し
な
が
ら
気
に
し
な
く
て
い
い
と

わ
れ
た
の
で
気
に
し
な
い
事
に
し
た

こ
う
い
う
事
に
あ
ま
り

を
突

む
と

い
眼
を

見
る
と
い
う
の
は

ア
ル
ゴ
と
の

で
学
ん
だ
事
で
あ
る

 
こ
の
後

達
は

く
う
ら
ぶ
れ
た
骨

か
ら
退

し
た
の
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
シ
ノ
ン
が
堕
ち
た

そ
れ
は
も
う

原
作
と
は
別
方
向
に

 
こ
れ
で
ま
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
ヒ
ロ
イ
ン
コ
ン
プ
リ

ト
し
て
な
い

て
ど
ん
だ
け
ヒ
ロ
イ
ン
候
補

る
ん
だ
と
突

み
た
く
な
る

原
作

以
上
の
人
数

て

と
あ
る
よ
り
は

か
に
マ
シ

で
す
が

人
数
と
殺
傷
力
と
世
界

と
権
力
的
に

ア
レ
に
は
勝
て
な
い
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リ

フ

と
ユ
イ
は
最
初
か
ら
カ
ン
ス
ト

ア
ス
ナ
ユ
ウ
キ
も

カ
ン
ス
ト

リ
ズ
サ

チ

シ
リ
カ
は

ち

レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
は
ま
だ
ギ
リ
友
人
ポ
ジ

ス
ト
レ
ア
は
秘
密

 
そ
ん
な
中
で
シ
ノ
ン
が
堕
ち
た

過
去
が
ア
レ
だ
か
ら
一
番

か
れ
や
す
い
と
思
う
ん
で
す

よ
ね
シ
ノ
ン
は

実

Ｗ
ｅ
ｂ

で
は
も

と

直
な
性
格
だ

た
ら
し
い
し

行
本

で

も

い
し

 
ア
ス
ナ
は

一
応

線

て
い
る
が

ど
う
し
よ
う

 
フ

リ
ア
は

ば
確
定
だ
と

し
て

ス
ト
レ
ア

レ
イ
ン

セ
ブ
ン

プ
レ
ミ
ア
も
ど
う
し
よ
う

 
セ
ブ
ン

り
で
ス
メ
ラ
ギ
さ
ん
と
レ
イ
ン
が
保
護
者
を
し
そ
う
な
予
感

ス
ヴ

ル
ト
は

れ

ま
す
な

 
お

し
で
し

う
が
ユ
ウ
キ
リ

フ

に

ん
で
シ
ノ
ン

き
な
ん
で
す
よ
ね

だ
か
ら
こ

の
三
人
は
か
な
り
の

で

点
が
回

て
く
る
の
で
す

し
か
も

章
で
ヒ
ロ
イ
ン

だ
し

ユ
ウ
キ
は
主
人

で
も
あ
る
が

 
Ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｎ

が
ク

デ
タ

こ
し
そ
う
だ

 
に
し
て
も
話
が
進
む
事
に
文

数
が
増
え
て
い
く

も
う
ち

と
で
三
万
達
し
そ
う
な

の

て
ど
う
な
ん
で
し

う
前
回
突
破
し
て
た
し

み
応
え
あ
る
と
思
う
方
と
⻑
過
ぎ
て
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む
気
失
せ
る
方
ど

ち
が
多
い
ん
で
し

う
か

自
分
な
ら
⻑
い
方
が

き
な
の
で
切
り
が
良

い
と
こ
ろ
ま
で
一
気
に
書
い
て
る
ん
で
す
が

話
の
進
行

い
し

く
ど
い
で
す
か
ね

 
良
け
れ
ば
そ
の

ど
う
思

て
い
る
の
か
感
想
を
送

て
下
さ
る
時
に
合
わ
せ
て
書
い
て
下

さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

ち

と
気
に
な
る
ん
で
す
よ
ね

 
⻑
文
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
一
章
 

肉
親
と
の
邂
逅

他
人
と
の
遭
遇

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
要

を

い
た
結
果
進
ん
だ
の
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

り
遭
遇
で
す

し
か
し
な
が

ら

点
は
オ

ル
ユ
ウ
キ
と
い
う
有
様

 

本
的
に
キ
リ
ト
は

戦
闘
以
外
に

し
て
は
精
神
的
に
滅
法

い
で
す

ト
ラ
ウ
マ
克

し
切

て
な
い
か
ら
仕
方
な
い

 
時
間

と
し
て
は
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
が
無
銘
の

弓
と
魔
導
宝

を
手
に
入
れ
た

り

で
す
ね

 
で
は
ど
う
ぞ
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キ
リ
ト
が
シ
ノ
ン
と
共
に
チ

ン
ク
エ
ス
ト
を

け
に
行
く
と
決
め
た
事
で
二
人
に
付
い

て
来
て
い
た
ボ
ク
と
エ
ギ
ル

レ
イ
ン

フ

リ
ア
の
四
人
は
こ
こ
で
解

す
る
事
に
な

た

 
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
は
外
出
つ
い
で
に
食

と
回
復
ア
イ
テ
ム
の
補

の

に

層
を
回
る

と

て
別
れ
た

 
エ
ギ
ル
は

の

品
と
な
る

ア
イ
テ
ム
を
集
め
に
回
る
と

い
ボ
ク
も
一
緒
に

集

め
に
協
力
す
る
事
に
し
た

時
も
ア
イ
テ
ム
を

場
価
格
で
安
く

し
て
く
れ
る
お
礼
で
あ

る 
大
体
二
時
間
近
く
し
て

の

が
十
分
と
判
断
し
た
エ
ギ
ル
に
お
礼
を

わ
れ
別
れ
た
ボ
ク

は

に
な

て
し
ま

た

今
日
は
オ
フ
な
の
で
最
前
線
に
行
く
必
要
も
無
い

リ
ズ
の

に
行
こ
う
か
な

 
今
日
は
も
う
フ

ル
ド
に
出
る
つ
も
り
は
無
い
が
キ
リ
ト
と
の
デ

エ
ル
で
か
な
り
愛
剣

で
あ
る
ル
ナ
テ

ク
を

使
し
て
し
ま

た
の
が
少
し
気
掛
か
り
だ

た

刃

れ
や

な
ど

が
入

て
い
な
か

た
し
念
の
た
め
数
値
で
確
認
し
て
お
い
た
が
ま
だ
使
え
る

だ

た
の

で
エ
ギ
ル
の

集
め
に
付
き
合

て
い
た
が
戦
闘
を
経
て
ま
た

て
し
ま

て
い
た
の
で

そ
ろ
そ
ろ

ぎ
に
出
さ
な
い
と
危
な
い
気
が
し
て
い
た
の
だ
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が
あ
る
武
器
は

刀
し
て
お
く
事
で

値
を

か
な
が
ら
回
復
さ
せ
る
事
が
出
来
る
た

だ
し
そ
れ
も

の

で
そ
ん
な
事
を
す
る
く
ら
い
な
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
鍛
冶
師
で
も
い
い
か
ら

い
で

も
ら
う
方
が

程
良
い

 
と
は

え

本

に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
鍛
冶
師
に

せ
る
つ
も
り
は

無
い

 

ぎ
は

値
の
回
復
つ
ま
り
同
じ
武
器
を
⻑
く
使
え
る
よ
う
に
す
る

の
作
業
だ
が
現

実
の

ぎ
を
再
現
し
て
い
る
の
か
少
し
ず
つ

最
大
値
が

し
て
く
る

イ
ン
ゴ

ト

に

し
そ
れ
か
ら
再

鍛
え
直
せ
ば
リ
セ

ト
さ
れ
る
も
の
の

確
実
に
別
の
剣
に
変
化

し
て
し
ま
う
の
で
必
要
が
無
け
れ
ば
そ
れ
は
し
た
く
な
い

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
鍛
冶
師
に

ぎ
を

せ
る
と
そ
の

合
い
が
か
な
り

い

 
反
面
プ
レ
イ

鍛
冶
師
に
な
る
と
こ
れ
が
か
な
り
抑
え
ら
れ
る
使
う
道

に
よ

て
は

更
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
で

最
高

は
リ
ズ

く
回
転

ら
し
い

そ
し
て
彼
女
は
そ
れ
を

持

て
い
る

故
に
彼
女
に

せ
な
い
手
は
無
い

 
そ
う
と
決
ま
れ
ば

速
行
こ
う
と
決
断
し
ボ
ク
は
三
人
を
見
送

た
転

エ
リ
ア
に
足
を

み
入
れ
た

転

リ
ン
ダ

ス
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転

す
る
た
め
に
必
要
な

葉
を

に
す
る
と
す
ぐ
に
体
を
蒼
い
光
が

み

み

界
も

蒼
に

ま
る

そ
れ
も
一

足
ら
ず
の
事
で
一

の
浮
遊
感
を
味
わ

た
後
に
は
も
う
転

は

完
了
だ

 

じ
て
い
た
目
を
開
け
ば

さ

き
ま
で
い
た

と
し
て

に

ち
る

ア
ル
ゲ

ド

か
ら
一
転
し
て
⻑

な

の

み
が
広
が

て
い
た

敷
き

め
ら
れ
た

と

の
家

が
立
ち

び

の
そ
こ
か
し
こ
に
は
小

も
流
れ
て
い
る

こ
の

に

て
行
け

ば

れ
は
水
車
小

を
持
つ
リ
ズ
ベ

ト
武

に

り

く
と
い
う

法
だ

 
こ
の

は

本
的
に

騒
な
ど
か
ら
は

遠
な
場

だ

高

感

れ
る
第
六
十
一
層
セ
ル

ム
ブ
ル
グ
や
フ
ラ
ワ

ガ

デ
ン
の
異
名
を
持
つ
第
四
十
七
層
フ
ロ

リ
ア
に

べ
れ
ば

ま
だ
日
常
的
な

が
あ
る
か
ら

無
と
は

え
な
い
が
こ
こ
を

れ
る
者
の
多
く
が
穏
や
か
な

気
性
の
プ
レ
イ

だ
と
さ
れ
て
い
る

 
と

う
よ
り
こ
の

に
は
攻
略
組

達
の
フ
リ

の
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
が

て
そ
こ
に

足

く
ト

プ
プ
レ
イ

が

て
い
る
か
ら
騒
ぎ
を

こ
せ
な
い
と

た
方
が
よ
り
正
し

い 
と
は

え
や
は
り

無
で
は
無
い
の
で

騒
ぎ
立
て
る
者
が

た
り
す
る
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で
バ
イ
ト
す
る
く
ら
い
な
ら
パ

テ

組
ん
で

り
に
行
か
な
い
か
い

 
そ

ち
の

方
が
実
入
り
は
あ
る
ん
だ
よ

え

え

と

あ
の

今
は

子
な
の
で

る
ん
で
す
が

 
中
層
を
主
な
活
動
圏
と
し
て
い
る
ビ

ス
ト
テ
イ
マ

で
あ
る
シ
リ
カ
は
現
在
鍛
冶
師
リ
ズ

ベ

ト
の
下
で
⻑
ら
く

い
て
い
る

そ
れ
は
一
人
で
い
る
の
が
危
険
で
あ
る
た
め
と
彼
女
が

リ
ズ
の
事
を
姉
と
し
て

て
い
る
か
ら
だ
ど
ち
ら
か
と

う
と
後
者
の
理
由
の
方
が
大
き
い

だ
ろ
う

 
そ
ん
な
彼
女
は
こ
こ
最
近
ず

と
リ
ズ
の

に

て

も
し
な
い
の
は
と

子
と
し
て

く

事
を

し
出
た

最
初
こ
そ
リ
ズ
は

て
い
た
も
の
の
シ
リ
カ
の

意
に
負
け
た
事
と
事

実

し
く
な

て
来
て
い
た
事
か
ら
シ
リ
カ
を
バ
イ
ト
と
し
て

た
と

く

金
は
時

で

日

い
制
ら
し
い

 
そ
の
彼
女
も

を

の
紅
い
レ
ザ

コ

ト

か
ら
一
新
し
リ
ズ
の

を
意
識
し
た
よ

う
な
ウ

イ
ト
レ
ス

を

て
呼
び

み
や

客
を
行

て
い
た

 
が

今
回
は
そ
れ
が

に
な

た
よ
う
で

か
な
り
面
倒
な

手
に

ま

て
い
る
ら
し
い

ど
う
も
彼
女
の
フ

ン
ら
し
い
が

て
い
る
事
が
気
持
ち
悪
い
事
こ
の
上
な
い
し
仕
事
の
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邪
魔
を
し
て
は

わ
れ
る
だ
け
で
あ
る

 
こ
こ
は
ち

と
手
助
け
し
よ
う
か
な
と
思

て
ボ
ク
は
リ
ズ
ベ

ト
武

の
前
で
や
り

取
り
し
て
い
る
二
人
に
近
付
い
た

ね

そ
こ
の
男
の
人

ボ
ク
の
友
達
に

を
し
て
る
の

だ
よ

今
取
り

み
中

て

絶
剣

 
本
物

 
ボ
ク
が
声
を
掛
け
る
と

を

め
た
男
性
プ
レ
イ

が
う
ざ

た
そ
う
な
声

で

葉
を

返
し
て
き
た
が

そ
れ
も
こ
ち
ら
の

を
見
た

に
変
わ

た

 
男
性
プ
レ
イ

に
見
覚
え
は
無
い
の
で

見
知
り
で
は
無
い

だ
が
ど
う
や
ら
一
目
で
分

か
る
程

に
は
ボ
ク
の
容

な
ど
は
有
名
ら
し
い

 
ま

紺
色
で

め
て
い
る
女
性
剣
士
な
ん
て
他
に

な
い
の
も
あ
る
だ
ろ
う

あ
り

一
目
で
分
か
る
く
ら
い
に
は
有
名
な
ん
だ

う
ん
そ
う
だ
よ

ボ
ク
は
ユ
ウ
キ

絶
剣

て
呼
ば
れ
て
る
ね

で

問
に

問
で
返
す
キ
ミ
は
一
体

を
し
て
る
の

え

え

と

あ

ユ
ウ
キ
さ
ん

 
こ
の
人

さ

き
か
ら

も

わ
な
い
の
に
し
つ
こ
く
て

お
願

い
で
す

と
か
し
て
下
さ
い
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へ

 
シ
リ
カ
が
ボ
ク
に
気
付
い
て
助
け
を
求
め
て
来
て
そ
の
内
容
に
目
を

め
な
が
ら
男
性
プ
レ

イ

を
見
れ
ば

手
は

え
た
よ
う
に
小
さ
な
悲
鳴
を
上

て
た
じ
ろ
い
だ

 
そ
れ
か
ら
程
無
く
し
て

に
退

し
て
い

た

は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

助
か
り
ま
し
た

い
や

い
い
よ
別
に

も
さ
れ
な
か

た

あ
は
い

触
ら
れ
た
と
か
じ

な
く
て

そ
の
お

の
お
誘
い
と
か
パ

テ

の

お
誘
い
が

本
で
し
た

た
だ
断

て
も
断

て
も
し
つ
こ
か

た
の
で

し
て
て

あ

シ
リ
カ

て
結
構
人
気
あ
る
も
ん
ね

 
本
人
と
し
て
は
い
い
迷
惑
な
の
だ
ろ
う
が
フ

ン
ク
ラ
ブ
ま
で
出
来
て
し
ま

て
い
る
程
に

シ
リ
カ
は
可

だ
更
に
使
い
魔
で
あ
る
愛
獣
ピ
ナ
も
レ
ア

と
可
愛
ら
し
さ
が

て
人
気

を

す

正
直
フ

ン
に
な

て
い
る
人
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
無
い

 
だ
が
そ
れ
は
そ
れ
こ
れ
は
こ
れ

手
の
迷
惑
を
掛
け
る
よ
う
な
行
い
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ

う

本
人
も
人
気
な
の
は
と
も
か
く
そ
の
行
動
に
は

し
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
も

と
気
を
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使

て
あ

て
欲
し
い
と
思
う

シ
リ
カ
あ
あ
い
う
人
に
は
ハ

キ
リ
と

わ
な
い
と

じ

な
い
と
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ

ト
し
て
い
く
ん
だ
か
ら

う

分
か

て
は
い
る
ん
で
す
け
ど

怒
る

て
い
う
事
に

れ
て
な
く
て

ま

分
か
ら
な
く
も
無
い
け
ど

本

に

が
過
ぎ
る
事

に
発
展
し
か
ね
な
い
か
ら
気

を
付
け
な
い
と
ダ
メ
だ
よ

 
実

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
フ

ン
ク
ラ
ブ
が
一
時
期
大
騒
ぎ
し
た
事
が
あ
り
ボ

ク
は
そ
の

に
一

キ
レ
て
大

れ
し
た
事
が
あ
る

そ
れ
か
ら
事

は

静
化
し
た
の
で
事
無

き
を
得
た
が
シ
リ
カ
の
場
合
は
極
限
ま
で
行

て
も
怒
ら
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
心
配
だ

 
ま

そ
の
ガ

ド
の
意
味
も

め
て
リ
ズ
は
彼
女
を

て
い
る
の
だ
ろ
う
け
ど

さ
て

シ
リ
カ
が

る

て
い
う
事
は

リ
ズ
も
中
に
い
る
の

あ
は
い

ま
す
よ

多
分

ぎ
の
依
頼
を
こ
な
し
て
る

合
い
か
と

ユ
ウ
キ
さ
ん
も

ぎ
で
す
か

う
ん

前
中
に
ち

と

使
し
ち

て
ね

そ
う
な
ん
で
す
か

あ

で
は

い
ら

し

い
ま
せ

 
リ
ズ
ベ

ト
武

へ
よ
う
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こ
そ
で
す

 
一

客
ス
マ
イ
ル
を
浮
か
べ
お
決
ま
り
の
文

を

で

た
シ
リ
カ
は
ボ
ク
を

て

内
へ
と
入

た

一
応
外
に
は
他
に
お
客
も

な
い
し

子
で
あ
る
シ
リ
カ
が
中
に
入

て

も
良
い
の
だ
ろ
う

 

内
は
様

な
武
器
が
シ

ケ

ス
に

べ
ら
れ
て
お
り
自
信
作
ら
し
き
も
の
は

に
掛

け
ら
れ
て
も
い
た

そ
ん
な
見

れ
た

内
に
は

か
を

る
よ
う
な

が
断

的
に

い
て
い

る
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん

ユ
ウ
キ
さ
ん
が
来

し
ま
し
た
よ

は
い
は

い

 
あ
と
三
本
で

ぎ
が
終
わ
る
か
ら
五
分
く
ら
い

て
て

 
ど
う
や
ら
シ
リ
カ
の
予
想

り
リ
ズ
は
現
在

ぎ
の
真

最
中
ら
し
い

 
闘
技
場
レ
イ
ド
戦
に
備
え
て
多
く
の
攻
略
組
が
第
七
十
三
層
や
第
七
十
四
層
で
レ
ベ
リ
ン

グ
を
行

て
い
る
の
で
武
器
の
修
復
依
頼
が
か
な
り
の
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

し

そ
う
で
は
あ
る
が
そ
れ
だ
け

し
て
い
る
と
い
う
事
だ

や

り

ぎ
の

中
で
し
た
ね

あ
ユ
ウ
キ
さ
ん
ポ

シ

ン

入
さ
れ
ま
す
か

 
あ
た
し
の
自
信
作
な
ん
で
す
よ
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そ
う

て
カ
ウ
ン
タ

か
ら
取
り
出
し
た
の
は
様

な
色
合
い
の

体
が

め
ら
れ
た
小

全
て
ポ

シ

ン
系
ア
イ
テ
ム
だ

 
シ
リ
カ
は
新
た
に
生

系
の

ス
キ
ル
を
取

て
鍛
え
て
い
る

 

ス
キ
ル
と
い
う
の
は
文

り

つ
ま
り
は
ポ

シ

ン
の

を
作
り
出
す
ス
キ

ル
だ

系
ア
イ
テ
ム
か
ら

本
的
な
ポ

シ

ン
を
作
り
出
し
そ
こ
に

や
麻

の

を

る
と
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
に
逆
に
そ
れ
を
解

す
る
作

を
持
つ
設
定
の
解

や
解

な
ど
を

る
と
状

異
常

性
ポ

シ

ン
が
出
来
上
が
る

ら
か
特

な

を

れ
ば
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
の
出
来
上
が
り
だ

 
こ
の
よ
う
に
種

様

な
ポ

シ

ン
を
作
り
上

る
事
が
出
来
る
の
が

ス
キ
ル
の

特
徴
で
あ
る

 
ち
な
み
に
こ
の
ス
キ
ル
実
は
ポ

シ

ン
作
成
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
る
と

に
出
現
す

る
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
だ

 

と
な
る

ポ

シ

ン
作
成

は
初
期
か
ら

得
可
能
で

ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
や
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
は
作
れ
な
い

ま

回
復

を
作
れ
る
だ
け
い
い
の
だ

が

の
方
が

れ
て
い
る
と

え
る
部
分
は
必
要

の
個
数
が
ポ

シ

ン
作
成
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で
同
じ
も
の
を
作
る
時
よ
り
も
少
な
く

ま
た
成

確

が
高
め
で
あ
る
事
だ

 
し
か
し
な
が
ら
こ
の
二
つ
の
ス
キ
ル
に
は
他
の
生

系
ス
キ
ル
に
は
見
ら
れ
な
い
欠
点
と
い

う
も
の
が
存
在
す
る

 
そ
れ
は
ア
イ
テ
ム
を
生

す
る
に
あ
た

て
成

確

が
存
在
す
る
事

 

常

鍛
冶

や

裁

を
始
め
と
し
て

程
製
作
過
程
を

ら
な
け
れ
ば

製
作
に
失

は
無
い

強
化
に
は
確

で
失

が
存
在
す
る
し
修
復
に
も

最
大
値

の
大
き
さ
で

成

失

の

念
が
存
在
す
る
が

物
を
作
る

に
あ
た

て
は
全
て
必
ず
成

す
る

 
し
か
し

ポ

シ

ン
作
成

と

で
ア
イ
テ
ム
を
作
る

に
は

全
て
に

い
て

外
無
く
成

確

と
い
う
も
の
が
存
在
す
る

成

す
れ
ば

常
の
ポ

シ

ン
よ
り

か
に

果
が
高
い

平

し
て

果
が
一

高
い

も
の
が
出
来
上
が
り
失

す
れ
ば
問

無

で
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
が
出
来
上
が
る
ち
な
み
に
失

の
場
合
出
来
上
が
る
の
は
大

八

で
麻

二

の
確

だ

 

圏
内
事
件

の

に
リ
ズ
と
シ
リ
カ
を

に
使
お
う
と
し
た
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

達
を

キ
リ
ト
が
一
時
的
に
麻

さ
せ
た
の
は
こ
の

ス
キ
ル
を
鍛
え
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
を
振
り
掛
け
て
い
た
か
ら
な
の
だ

そ
れ
も
後
か
ら
教
え
て
も
ら

た
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と
は

え
彼
も

が
出
現
し
た
の
は
一

月

ど
前
な
の
で
そ
こ
ま
で

練

は
高

く
な
い
の
で
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
の
レ
ベ
ル
も

か

た

仮
に

練

が
高
か

た

な
ら
モ
ル
テ
達
を

ら
え
る
事
も
不
可
能
で
は
無
か

た
ら
し
い
が
た
ら
れ
ば
話
に
な
る
た
め

こ
れ
に
つ
い
て
は

に
打
ち
切
ら
れ
た

 
そ
の

ス
キ
ル
が
出
現
し
た
事
で

得
し
た
シ
リ
カ
が

故
リ
ズ
の

で
ポ

シ

ン

を

て
い
る
か
と

う
と

に
要
り
よ
う
と
な
る
プ
レ
イ

が
多
く

れ
る
た
め

を
見

め
る
か
ら
だ

ち
な
み
に
彼
女
は
キ
リ
ト
よ
り
も

分
か

く

得
し
て
い
た
よ
う

で

エ
ギ
ル
の

に

し
て
い
る
ポ

シ

ン

は
彼
女
の
作
だ
と

い
て
い
る

 
ま

こ
れ
も
キ
リ
ト
の
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
を
切

掛
け
に
知

た
事
だ
が

本

的
に

人
は

手
の
情
報
を
外
部
に

ら
さ
な
い
の
で
あ
る

 
そ
れ
は
と
も
か
く

入
す
る
か
と
問
わ
れ
た
ボ
ク
は

手
を
振

て
メ
ニ

を
呼
び
出

し

ス
ト
レ

ジ
内
に
あ
る
ポ

シ

ン

の
個
数
を
確
認
し
た

 
回
復
ポ

シ

ン
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
ポ

シ

ン
ハ
イ
ポ

シ

ン
グ

ラ
ン
ポ

シ

ン
の
三
種

時
回
復

と
自
然
回
復

は
ポ

シ

ン
が
三

と
一

ハ

イ
ポ

シ

ン
が
五

と
三

グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
が
六

と
六

だ

平

場
価
格
は
そ
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れ
ぞ
れ
二
百
コ
ル

二
千
コ
ル

二
万
コ
ル
で
あ
る

 
第
七
十
四
層
の
ボ
ス
部

が
結

無

化
空
間
で
あ

た
事
は

に
知
れ

て
お
り
最
悪

こ
れ
か
ら
先
の
ボ
ス
戦
で
は
結

ア
イ
テ
ム
を
使
え
な
い
事
を

慮
し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

と
デ

ア
ベ
ル
の
二
人
が
攻
略
組
全

に
ポ

シ

ン
の

時
補

を

い

し
て
い
る

 
そ
れ
を

め
て
個
数
を
確
認
す
る
と

グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
の
残
り
個
数
に
不
安
が
あ

た
ん

じ

あ
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
を
五
個

お
う
か
な

あ
る

グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
を
五
個

で
す
ね

は
い

あ
り
ま
す
よ

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
は

を

入
し
て
下
さ

て
い
る
の
で
二

引
き
で
す
か
ら

八
万
コ
ル
に
な
り
ま
す

八
万
ね

は
い

 
ト
レ

ド
ウ

ン
ド
ウ
を
出
し
シ
リ
カ
は
そ
こ
に
五
個
の
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
を
ボ
ク
は

八
万
コ
ル
を
指
定
し
て
交

成
立
の

ボ
タ
ン
を
タ

プ
す
る

こ
れ
で
ト
レ

ド
が
成
立
し
た

事
に
な
り
ボ
ク
の
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
は
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
が
シ
リ
カ
の

に
は

八
万
コ
ル
が
追
加
さ
れ
た
事
に
な
る

 
他
の
ポ

シ

ン
は
大

か
と
確
認
す
る
が
状

異
常

性
ポ

シ

ン
も

使
わ
な
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い

と

う
か
そ
も
そ
も
攻
撃
に

た
ら
な
い

た
め
十
分
残

て
い
る
し
ス
テ

タ
ス

ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
も
ホ

ム
に
残
し
て
い
る
の
で
他
に

い
足
す
物
は
無
い
な
と
判
断
し

て
ウ

ン
ド
ウ
を

じ
た

そ
う
い
え
ば
シ
リ
カ

ピ
ナ
は

に

る
の

 
今
気
付
い
た
が
シ
リ
カ
は

時
も
の
よ
う
に

に
ピ
ナ
を

せ
て
い
な
か

た

キ
リ
ト
の

ナ
ン
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
ま
さ
か
ピ
ナ
ま
で
も
が
主
人
か
ら
離
れ
て
行
動
出
来
る
よ
う
に
な

た

の
か
と

え
て
い
る
と

シ
リ
カ
が

故
か

ず
か
し
そ
う
に

を

く
し
た

ピ
ナ
な
ら
多
分
リ
ズ
さ
ん
の

で

て
る
と
思
い
ま
す

最
近
あ
そ
こ
が
お
気
に
入
り
に

な

て
ま
し
て

へ
 
ど
う
や
ら

に

を
し
て
い
る
だ
け
ら
し
い

ま

キ
リ
ト
の
代
わ
り
に

か
の
護
衛

を
し
て
い
る
ナ
ン
に

べ
れ
ば
そ
こ
ま
で
離
れ
て
い
な
い
し

と

え
る
の
だ
ろ
う

そ
も

そ
も
主
人
か
ら
離
れ
て
い
る
と
い
う
時
点
で

の

で
は
無
い
の
だ
が

 
そ
れ
か
ら

く
世
間
話
を
し
て
い
る
と

ぎ
の

文
分
が
終
わ

た
の
か
リ
ズ
が

を
回
し

な
が
ら
工

か
ら
出
て
来
た
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は

や

と
終
わ

た

 
こ
こ
最
近
ホ
ン
ト
に

文
多
過
ぎ
よ

お

れ
様
で
す

リ
ズ
さ
ん

お

れ
リ
ズ

で

お

れ
の

悪
い
ん
だ
け
ど
ボ
ク
の
剣
も

い
で
く
れ
る
か
な

や

ユ
ウ
キ
も
な
の
ね

て

ん

 
ち

と

ち
な
さ
い

あ
ん
た
の
剣

て

少
し
前
に

い
だ
ば
か
り
よ

で
こ
ん
な

期
間
に

ぐ
必
要
が
あ
る
の
よ

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
す
ね

確
か
五
日
前
に

ぎ
に
来
て
ま
し
た
よ
ね

 
地
下
迷

の
探
索
を
終
え
た

日
に
リ
ズ
の

で

い
で
も
ら

た
事
は
リ
ズ
は

然
と
し

て

子
と
し
て

い
て
い
る
シ
リ
カ
も
知

て
い
る
事
だ

そ
し
て
最
前
線
攻
略
を
し
よ
う
に
も

迷

に
は
入
れ
な
い
し

ボ
ス
攻
略
な
ん
て
無
い
事
か
ら

使
す
る
よ
う
な
事
が
無
い

 
そ
れ
に
思
い
至

た
か
ら
か
リ
ズ
と
シ
リ
カ
が

し

に
見
て
来
た

こ
の
理
由
を
話
し
た

ら
ど
う
反
応
す
る
か
な
と

し
み
に
し
つ
つ

怖
い
気
も
し
な
が
ら

ボ
ク
は
キ
リ
ト
と

デ

エ
ル
を
し
た
事
を
話
す
こ
と
に
し
た

の
事
情
が
あ

て
今
日
の

前
中
に
キ
リ
ト
と
ガ
チ
の
デ

エ
ル
を
し
て
ね
そ
れ
で
か

な
り

使
し
ち

て
不
安
だ
か
ら

き

キ
リ
ト
と

デ

エ
ル

 

で
し

 
あ
ん
た

キ
リ
ト
と
デ

エ
ル
し
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た
のキ

リ
ト
く
ん
と
ユ
ウ
キ
さ
ん

そ
れ
で

ど
ち
ら
が
勝

た
ん
で
す
か

 
ユ
ウ
キ
さ
ん

で
す
か

 
そ
れ
と
も
キ
リ
ト
く
ん
で
す
か

い
や

そ
れ
が
最
後
は

ド
ス
キ
ル
同
士
の

り
合
い
に
な

て

発
し
て
お

い
の
手
か
ら
剣
が

ん
で
ね
そ
れ
で
同
時
に

が

分
下
回

た
か
ら
ド
ロ

に
な

ち

た
ど

ド
ロ

 
ま
さ
か
の
結
果
に
は
ボ
ク
も

い
た
が
そ
の
場
に

な
か

た
二
人
も
話
に

い
た
だ
け
で

の
声
を
発
し
た

 
ま

実

デ

エ
ル
で
ド
ロ

判
定
が
出
る
な
ん
て
滅
多
に
無
い
同
時
判
定
と
い
う
の
は

意

し
て

こ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ

そ
れ
に
あ
の
時
の
キ
リ
ト
は
ボ
ク
と

件

を
対

に
す
る
た
め
に

ら
か
ハ
ン
デ
を
背
負

て

な
片
手
剣
使
い
と
し
て
戦

て
い
た

 

中
ま
で
は
圧
倒
し
て
い
た
が

ノ
ヴ

・
ア
セ
ン
シ

ン

の
直
撃
で

北

前
に
な

て
か
ら
は
一
撃
た
り
と
も

ら
せ
る
事
す
ら
出
来
ず

同

に
ま
で
ボ
ク
は
追
い

め
ら
れ

て
い
た
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ハ
ン
デ
の
有
無
と
戦
い
の
推

か
ら

え
て

ア
レ
は
結
果
こ
そ
引
き
分
け
で
は
あ
る
も
の

の
見
方
に
よ

て
は
彼
よ
り
圧
倒
的
に
レ
ベ
ル
が

い
ボ
ク
は
引
き
分
け
に
持
ち

め
た
の
だ

か
ら
勝
負
に
は
勝

た
と

え
る
か
も
知
れ
な
い

だ
が
ボ
ク
自
身
は
明
確
に
勝

出
来
な
か

た
の
だ
か
ら

北
と
同
義
だ
と

え
て
い
る

 
そ
れ
を
語
る
と

二
人
は

と
も

え
な
い
面
持
ち
に
な

た

い
や

キ
リ
ト

手
に
引
き
分
け
と
か
大
金
星
ど
こ
ろ
じ

な
い
の
に
勝
ち
と
見
る
ど

こ
ろ
か

北
と

え
て
る

て

い

そ

し
い
わ
ね
あ
ん
た

キ
リ
ト
く
ん
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
や

備
の
特
性
を

じ
て

な
片
手
剣
使
い
と
し
て
戦

た
ん
で
す
よ
ね

レ
ベ
ル
に

い
開
き
が
あ
る
の
に
引
き
分
け
な
ん
で
す
か
ら
も
う
勝
ち
で

良
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど

う

ん

ま

そ
う
か
も
知
れ
な
い
け
ど
ボ
ク
と
し
て
は
や

り
明
確
に
勝

た
時

に
勝

を
し
た
い
と

う
か

最
後
は
偶
然
に
助
け
ら
れ
た
感
が
あ
る
し

 
あ
そ
こ
で

発
が

こ
ら
な
け
れ
ば
ボ
ク
は
キ
リ
ト
に

れ
て
い
た
事
は
間
違
い
な
い
の
だ

キ
リ
ト
が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
な
ど
を
全
て
解
放
し
て
い
た
上
で
の
結
果
な
ら
勝

と
も

え
ら
れ

る
か
も
知
れ
な
い
が
実

は
ハ
ン
デ
を
背
負

て
も
ら

て
い
た
の
で
負
け
た
と

え
る
の
で
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あ
る

 
運
で
引
き
分
け
を
引
い
た
だ
け
で
本
来
な
ら
こ
の
身
を
斬
り
裂
か
れ
て

北
し
て
い
た

な

の
だ
か
ら

う

思
い
出
し
た
ら
不
完
全

感
が
出
て
来
た

ユ
ウ
キ
さ
ん

て
思

た
よ
り
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

な
ん
で
す
ね

い
や
い
や

キ
リ
ト
と
の
デ

エ
ル
だ
け
だ
か
ら

そ
ん
な
戦
い

き

て

じ

無
い
し

運
動
は

き
だ
け
ど

確
か
に
あ
ん
た
運
動

き
そ
う
な
イ
メ

ジ
あ
る
わ

物

い
は
し

い
で
そ
う

雪
だ
る

ま
と
か
雪
合
戦
と
か
大
は
し

ぎ
で
や

て
そ
う
ね

あ

ま

姉
ち

ん
や
サ
チ
と
思
い
切
り
雪
合
戦
し
た
覚
え
は
あ
る
か
な

 
し
か
し
残
念
な
が
ら
し
た
事
が
あ
る
の
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
来
て
か
ら
だ

せ
ボ

ク
が
生
ま
れ
た
の
は

果
ガ
ス
が

大
に
吹
き

れ
る

会
だ

く
は
あ

て
も
雪
が

も
る
事
な
ど
た
だ
の
一

た
り
と
も
無
か

た
た
め
雪
合
戦
な
ど
こ
の
方
一

も
経
験
し
た
事

な
ど
無
か

た

 

す
ら
と

が

り
る
く
ら
い
は
あ

た
が

雪

を
作
れ
る

ど

も

た
事
は
無
い
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な
の
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
現
実
以
上
に
再
現
し
た
大
雪
の
日
に
思
い
切
り
雪
合
戦
を
し
た

事
が
あ
る

ま

第
五
十
五
層

の

の
よ
う
に

本
設
定
が

の
フ

ル
ド
で
あ
れ

ば
た
と
え

だ
ろ
う
と
問

無

で
雪
が

も

て
い
る
の
で
そ
こ
へ
行
け
ば

時
で
も

し

め
る
の
だ
が

 
と
は

え
雪
合
戦
は
冬
に
や
る
の
が

し
い
の
で
あ

て

に
や

て
も
虚
し
い
だ
け
で
あ

る 

で
や
る
事
と

え
ば
や
は
り

ぎ
と
か
だ
ろ
う

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

は
そ
の
構

上
ど

う
し
て
も
海
で
は
無
く

に
な
る
が
そ
れ
で
も
広
大
な

地
の
大
部
分
が
水
面
と
い
う

層
も

あ

た

そ
こ
で
水

に

え
れ
ば
多
少
の
バ
カ
ン
ス
を

し
め
る
だ
ろ
う

 
事
実
去
年
の

は
そ
う
し
て
い
た
者
が
大
勢
い
た

生
憎
と
ボ
ク
は
キ
リ
ト
の
事
が
心
配
で

最
前
線
か
ら
あ
ま
り
離
れ
な
か

た
の
で
行

た
事
は
無
い
の
だ
が

 

機
会
が
あ
れ
ば
今

誘

て
み
よ
う
か

時
間
は
あ
る
の
だ
し
キ
リ
ト
も

く

を
取
る
く
ら
い
精
神
的
に
安
定
し
て
き
た
の
だ
か
ら

ち

と
ユ
ウ
キ
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じ

な
い
わ
よ

い
き
な
り

り

ん
で
ど
う
し
た
の

 
も
う

ぎ
は
終
わ

た
け
ど

え

も

も
う
終
わ

た
の

 

時
の
間
に

時
の
間
に

て

ち

ん
と
声
掛
け
た
わ
よ

ま

か
真
剣
に

え

ん
で
る
み
た

い
だ

た
か
ら
し
つ
こ
く
は
し
な
か

た
け
ど

ぎ
が
終
わ

て
も
ま
だ

え

ん
で
る
の
は

予
想
外
だ

た
わ

か
深

な
問

で
も
あ

た
の

 
ど
う
や
ら
現
実
の
事
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
の
事
そ
し
て
こ
れ
か
ら
キ
リ
ト
と

を
し
よ
う

か
と

え
て
い
る
間
に

ぎ
が
終
わ

て
し
ま

て
い
た
ら
し
い

心
配
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ

る
リ
ズ
と
シ
リ
カ
を
見
て
そ
こ
ま
で
深

で
は
無
い
の
だ
が
と

中
で

き
つ
つ

に

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
百
コ
ル
金

を
一

出
し
て
リ
ズ
に
指
で
弾
い
て

す

 
弾
か
れ
た
コ
イ
ン
を
キ

チ
し
た
リ
ズ
は

と

て
ボ
ク
に
ル
ナ
テ

ク
を
返

す 
愛
剣
を

け
取

て

に

め
た
と
こ
ろ
で
リ
ズ
は
再
び
真
剣
な
面
持
ち
で
ボ
ク
を
見
て
来

た
そ
れ
で
あ
ん
た

を

え
て
た
の

 
声
を
掛
け
て
も
気
付
か
な
い
ど
こ
ろ
か
数
分
も
そ
れ
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を

け
る
な
ん
て

ち

と
た
だ
事
じ

な
い
ん
じ

な
い

あ
た
し
達
が
協
力
出
来
る
事
で
し
た
ら
力
に
な
り
ま
す
よ

あ

う
ん

い
や

気
持
ち
は
有

い
ん
だ
け
ど

 
二
人
は

に
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
恐
ら
く
攻
略
組
だ
か
ら

か
問

に
ぶ
ち

た

て
い
て
そ
れ
で
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と

以
前
極
秘

務
と
称
し
て
キ
リ
ト
と

一
緒
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の

リ

ダ

で
あ
る
シ
ン
カ

さ
ん
救
出
に
向
か

て

い
た
事
も
あ

て

多
分
そ
う
い
う
方
向
に

え
や
す
く
な

て
い
る
の
だ
と
思
う

 
が

実

悩
ん
で
い
る
の
は
キ
リ
ト
に
つ
い
て
な
の
で
話
し

い
事
こ
の
上
な
い

 
ど
う
や

て

す
べ
き
か
と
思

し
て
い
る
と

と

か
に
気
付
い
た
よ
う
に
リ
ズ
が
表
情

を
変
え
た

心
配
そ
う
で

し

な
表
情
か
ら

か
面
白
い
も
の
を
見
つ
け
た
か
の
よ
う
に
い

や
に
い
い

へ
と

 

か
少
し
前
に
似
た
よ
う
な
も
の
を
見
た
気
が
し
て
デ
ジ

ヴ
と

な
予
感
を
同
時
に
覚
え

た
ユ
ウ
キ

あ
ん
た

ま
さ
か

キ
リ
ト
を
意
識
し
始
め
た

え

 
そ
う
な
ん
で
す
か
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ぐ

く

に

い
て
く
る
シ
リ
カ
が

し
い
よ

あ
と
リ
ズ
キ
ミ
ち

と
面
白
が

て
る
で
し

そ
り

あ
他
人
の
恋
愛

様
を
見
た
が
る
の
は
人
の
性

て
モ
ン
よ

で
や

切

掛
け

は
さ

き
話
し
て
く
れ
た
デ

エ
ル

う

ん

明
確
に
意
識
し
始
め
た
の
は
デ

エ
ル
か
ら
だ
け
ど
結
構
前
か
ら
気
に
な

て

は
い
た
ん
だ
よ
ね

た
だ
今
ま
で
そ
れ
が
異
性
と
し
て
な
の
か
そ
れ
と
も
親
愛
の
情
と
し
て

の
も
の
な
の
か
が
分
か
ら
な
く
て
さ

 
ま

気
付
い
て
い
な
く
と
も
一
緒
に

て
い
た

り

え
は
出
て
い
た
よ
う
な
も
の
だ

た

が 
恐
ら
く
分
か
ら
な
い
か
ら

定
す
る

を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
が
そ
れ
が
裏
目
に
出

た
結
果
に
な
る
の
だ
ろ
う

目
を

ら
そ
う
と
す
れ
ば
す
る

ど
ボ
ク
は
キ
リ
ト
の
事
を
意
識
し

て
し
ま

て
い
た

目
を

ら
せ

と
い
う
思

そ
の
も
の
が
キ
リ
ト
を
意
識
し
て
い
た
事
に

他
な
ら
な
い
の
だ

 
そ
し
て
さ

き
の
デ

エ
ル
が
ト
ド
メ
に
な

た

 
強
い
人
に

か
れ
た
と
い
う
の
も
あ
る
が
き

と
ボ
ク
は
第
一
層
ボ
ス
戦
で
彼
の

を
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見
た
時
か
ら

れ
て
い
た
の
だ
と
思
う

一
目

れ
と
い
う

だ

 
そ
し
て
同
時
に
彼
の
剣
に
ず

と
魅
入
ら
れ
た
の
だ
と
思
う

第
一
層
の

か
ら
ず

と
一

緒
に
戦

て
き
た
彼
の

い
て
い
る
弱
い
一
面
も
見
て

よ
り
も
努
力
を
し

け
て
強
者
に

な

た
彼
の
生
き
様
を

す
剣

ボ
ク
も
自
分
の
剣
に
命
を

け
誇
り
を

け
て
戦

て
き
た

か
ら
こ
そ

彼
の

ま
じ
さ
が
よ
く
分
か
る

 

時
か
彼
の
全
力
に
勝
ち
た
い
と

た
も
の
の

彼
が
上
を
向
き

け
る
限
り

ボ
ク
は

き

と
彼
に
は
勝
て
な
い

ボ
ク
が
目
指
す
強
さ
と
彼
が
目
指
す
強
さ
は
終

点
の

が
違

う
の
だ

 
ボ
ク
は
自
分
の
命
と
姉
ち

ん
や

間
を
護
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思

て
い
る
が
彼
は
正

真
正
銘
自
分
の
命
を

や
す
勢
い
で
力
を
欲
し
て
戦

て
い
る

そ
ん
な
彼
に
そ
こ
ま
で
の

念
が
無
い
ボ
ク
が
勝
て
る

も
無
い
の
で
あ
る

 
と
は

え
ボ
ク
と
て

め
る
つ
も
り
な
ど

無
い

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

で

は
ど
う
し
て
も

全
損
の
事
を

え
て
し
ま
う
か
ら
取
れ
な
い
手

と
い
う
も
の
が
出
て
来
る

が
リ

フ

が
プ
レ
イ
し
て
い
た
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
ゲ

ム
で
は
全

損
し
て
も
現
実
で
死
ぬ
事
は
無
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
フ

マ

ト
が
同
一
な
ら
シ
ス
テ
ム
も
同
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一
の

な
の
で

そ
こ
ま
で
違
和
感
は
無
い

だ

 
こ
の
世
界
で
決

は

け
ら
れ
な
く
て
も
良
い

出
来
る
事
な
ら

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン

ラ
イ
ン

と
い
う
ゲ

ム
を
一
緒
に
し
て

そ
こ
で

い
に
覇
を

い
た
い

 
あ
あ

ど
う
や
ら

ま
た
新
し
く
死
ね
な
い
理
由
が
出
来
た
よ
う
だ

ユ
ウ
キ

 
あ
ん
た

い
き
な
り

い
出
し
て
ど
う
し
た
の
よ

ん

 
あ
あ

ご
め
ん

死
ね
な
い
理
由
が
出
来
た
な

て
思

て

そ
う

 
ど
う
も
表
情
に
出
て
い
た
ら
し
く
少
し

い
た
よ
う
に
リ
ズ
が
指

し
て
き
た

そ
れ
に
過

程
は
と
も
か
く
結
論
だ
け

に
す
る
と
と
て
も

し

に

も

わ
な
い
で
リ
ズ
は

む

そ
れ
は

く
お
姉
さ
ん
ら
し
く
て
シ
リ
カ
が

う
理
由
が
分
か

た
気
も
し
た

い
や
尊

は
ボ
ク
も
し
て
い
た
け
ど

姉
と
し
て

う
と
い
う
意
味
が
分
か

た

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と

カ
ラ
ン
カ
ラ
ン

と
来

を
知
ら
せ
る
ベ
ル
が
鳴

た

あ

い
ら

し

い
ま
せ

 
リ
ズ
ベ

ト
武

へ
よ
う
こ
そ

て

キ
リ
ト
く
ん

と
シ
ノ
ン
さ
ん

 
シ
リ
カ
が
そ
れ
に
反
応
し
て
定

文

を

に
し
切

た
と
こ
ろ
で
来

し
た
人
物
が

な



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

の
か
気
が
付
い
た

 
と

う
か
女
子
の
中
で
も
小

な
シ
リ
カ
よ
り
更
に
背
が

い
華

な
プ
レ
イ

は
一
人

し
か
い
な
い

黒

く
め
な
の
も

め
て
だ

そ
の

に
立
つ
シ
ノ
ン
の

も

ア
イ
ン
ク

ラ

ド

の
プ
レ
イ

と

べ
れ
ば
結
構
変
わ

て
い
る
の
で
覚
え
や
す
い
し

あ

も
う
チ

ン
ク
エ
ス
ト
終
わ

た
ん
だ

え
え

ま

色

と
あ

て
死
に
掛
け
た
け
ど
ね

あ
と
一

で
も

け
付
け
る
の
が

か

た
ら
と

え
る
と
恐
ろ
し
い

ご
苦
労
様

 
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
は
本
気
で
死
に

し
た
ら
し
い

 

け
ば

に
掛
け
ら
れ
た
宝

を

と
し
た
時
点
で
キ
リ
ト
が
別
の
部

に
転

さ
れ
直
後

レ
ベ
ル

の

レ

ド
ワ
イ
バ

ン

が
出
現
し

シ
ノ
ン
は
一
騎
打
ち
を
強
い
ら
れ
た
と

か

出
入
り

も

じ
ら
れ
結

無

化
空
間
だ

た
た
め
抗
戦
し
一
撃
で

死
に

た

と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
が
間
に
合

た
と
い
う

 
正
に
間
一
髪
と
い
う

だ

 
シ
ノ
ン
が
生
き
残
れ
た
要
因
は
様

な
偶
然
が

的
に
重
な

た
結
果
だ
と

キ
リ
ト
は
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語

た
へ

弓

ね

今
ま
で

な
遠

離
武
器
が
あ

た

し
な
ん
て
無
い
の
に

よ
く

そ
ん
な
の
見
つ
け
ら
れ
た
わ
ね

あ
あ

的
に
見
つ
け
ら
れ
た
ん
だ

多
分
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
だ
と
思
う

こ
こ
に

来
た
の
は
シ
リ
カ
の
ポ

シ

ン
に

が
あ

た
か
ら
な
ん
だ

あ

あ
た
し
の
で
す
か

 
あ
れ

 
エ
ギ
ル
さ
ん
の
お

に
行
け
ば

え
る
ん
じ

い
や

を

す
の
も

ね
て
る

あ
と
さ

き
行

た
け
ど

な
か

た

あ
ち

入
れ
違
い
だ
ね

さ

き
ま
で
ボ
ク
と
一
緒
に

集
め
を
し
て
た
ん
だ
よ

そ
う
だ

た
の
か

ま

来
た
つ
い
で
だ
し
良
い
か
な

 
入
れ
違
い
に
な

た
事
を
知

て
苦

し
た
も
の
の
す
ぐ
に
気
を
取
り
直
し
て
キ
リ
ト
は
シ

リ
カ
に
ト
レ

ド
ウ

ン
ド
ウ
を
差
し
出
し

を
始
め
た

 
シ
リ
カ
の
方
は
同
じ

ス
キ
ル
持
ち
と
し
て

は
自
分
で
使
え
ば
い
い
の
で
は
と

て
い
る
が
自
分
の
分
は
確
保
し
て
い
る
か
ら
と

わ
れ

を

け
取

て
い
た

代

わ
り
に
キ
リ
ト
は

引
価
格
で
ポ

シ

ン
を

つ
も

入
し
て
い
く

わ

こ
の

結
構
レ
ア
で

入
数
が
少
な
い
ん
だ
よ

こ
れ
だ
け
の
数
を
よ
く
手
に



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

入
れ
ら
れ
た
ね

ん

あ
あ

そ
れ
な
ら
上
層
で

と

に
手
に
入
る
け
ど

え

そ
う
な
の

あ
あ

下
層
や
中
層
で
は
レ
ア
な
モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
も
上
層
の
同
種
モ
ン
ス

タ

を
倒
し
た
ら

に
手
に
入

た
り
す
る
事
は
ザ
ラ
に
あ
る
か
ら

実

エ
ギ
ル
か
ら
の

が
絶
た
れ
た
事
は
無
か

た

だ
し
シ
リ
カ
も
他
の
ア
イ
テ
ム
で
似
た
よ
う
な
事
は
あ

た

と
思
う

確
か
に

わ
れ
て
み
れ
ば

は
手
に
入
り

か

た
物
が
今
は
手
に
入
り
や
す
く
な

て
る

気
も

あ
た
し
も
も

と
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て

活
動
圏
を

し
上

よ
う
か
な

な
ら
安
全
な
レ
ベ
リ
ン
グ
ス
ポ

ト
を
教
え
よ
う
か

 
ま

そ
こ
に
行
く
ま
で
が
面

倒
だ
け
ど

代
わ
り
に
リ

フ

と
シ
ノ
ン
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
程

上
が

た
ら
シ
リ
カ
に
後

を
お
願
い
し
た
い

迷

に
入
れ
な
い
で
い
る
今
は
と
も
か
く
進
め
る
よ
う
に
な

た
ら

が
見
れ
な
い
事
が
多
く
な
る

あ
た
し
に

 
ま

出
来
得
る
限
り
は
す
る
け
ど

あ
た
し
に
レ
ベ
リ
ン
グ
を
見
る
な
ん

て
事
が
出
来
る
の
か
な
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レ
ベ
リ
ン
グ
が
無
理
な
ら

剣
の

い
と
か

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の
モ
ン
ス
タ

や
ア
イ

テ
ム
の
知
識
を
教
え
る
だ
け
で
も
し
て
欲
し
い

だ
け
じ

そ
の

は
カ
バ

し
切
れ
な
い

う

う

ん

よ
し

わ
か

た

出
来
る
限
り
は
や

て
み
る
ね

あ
り
が
と
う

 

見
て
い
て
と
て
も
平
和
だ
と
思
え
る
会
話
だ

た

中
か
ら
内
容
が
少
し
物
騒
に
な

て
い
る
気
も
し
た
が
こ
う
い
う
会
話
を
自
然
に
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
る

り
が
と
て
も
良

い

向
だ
と
思
う

は
い

こ
れ
で
全
部
か
な

ん

全
部
だ

じ

あ
こ
れ
が
代
金
か
な

え

と

う
ん

価
格
ピ

タ
リ

交

成
立
だ
ね

 
ど
う
や
ら
話
が

ま

た
ら
し
く
シ
リ
カ
は
頼
ま
れ
た
ポ

シ

ン

を
キ
リ
ト
は

と
代
金
を
ト
レ

ド
し
て
か
ら
ウ

ン
ド
ウ
を

じ
た

 
そ
れ
と
同
時
に
再
び
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
来
客
を
知
ら
せ
る
ベ
ル
が
鳴
る

が
終
わ

た

と
こ
ろ
で
来
客
と
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
い
の
か

で
き
な
い
と

く
べ
き
な
の
か

リ
ズ
と

し
て
は

し
て
い
る
証
な
の
で
喜
ば
し
い
事
だ
ろ
う
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あ

 
い
ら

し

い
ま
せ

 
リ
ズ
ベ

ト
武

へ
よ
う
こ
そ

 

入
で
す
か

 

オ

ダ

メ
イ
ド
依
頼
で
す
か

 
来

し
て
き
た
の
は

ボ
ク
が
見
た
事
な
い
男
性
プ
レ
イ

だ

た

 
日
本
人
と
し
て
あ
り
が
ち
な

い
黒
髪
に
黒
い

中
背
中
肉
の
平

的
な
体
格
の
⻘
年
だ

た

年
の

は
中
学
生
か
ら
高

生

り
だ
ろ
う
か

身
⻑
は
一
七

セ
ン
チ

り
だ
と
思
う

目
つ
き
が
少
し

く
て
十
人
が
見
れ
ば
八
九
人
は
格

い
い
と
思
う
よ
う
な
整

た
容

を

し
て
い
た

 

は
髪
と

の
色
に
反
し
て
白

を
護
る
よ
う
に
白
銀
の
ボ
デ

ア

マ

を

備
し

て
い
る
の
で
イ
ン
ナ

の
色
は
見
え
な
い
が

の
ズ
ボ
ン
や
上
か
ら

て
い
る
前
開
き
の

コ

ト

付
き
ブ

ツ
に
指

手

ま
で
真

白

を

備
し
て
い
る
事
を

け
ば

キ
リ
ト
の

備
と
色
違
い
で
こ
そ
あ
る
が

二
つ
な
程
に
似

た
意

だ

た

て

キ
ミ

そ
の

 
そ
し
て
一
番

い
た
の
は

て
い
る

だ

た

そ
の
特
徴
は
間
違
い
な
く
リ

フ

と

同
じ
で
あ
る
事
を
示
す

す
な
わ
ち
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
迷
い

ん
で
き
た
プ
レ
イ

で
あ
る
と
い
う

事
だ
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キ
ミ

ま
さ
か
リ

フ

と
同
じ
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

ん

 

で
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

て

リ

フ

 
シ
ル
フ
の
魔
法
剣
士
の
事
か

う
ん
そ
の
リ

フ

だ
よ

や

り
他
に
も
こ

ち
に
来
ち

て
る
人
が

た
ん
だ

キ
リ
ト
の
予
想
が

た

て
た

て
事
だ
ね

そ
う
だ
な

た

て
欲
し
く
な
か

た
け
ど

と
い
う
か
も
し
か
し
て
ア
ル
ゴ
が
リ

フ

に
持
ち
掛
け
た
話
は
こ
の
事
か

 
で
も

で

を
遠
ざ
け
て
ま
で

 
予
想

り
リ

フ

の
他
に
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

が

き

ま
れ
て
い
る
事
が
判
明
し
苦

気
味
に
ボ
ク
が

え
ば
キ
リ
ト
も
ま
た
苦

を
浮
か
べ
て
応
じ
た

そ
れ
か
ら
リ

フ

と

二
人
き
り
で
話
す
と

た
ア
ル
ゴ
の
要
件
の
事
を
推

し
始
め
る

 
確
か
に

え
て
み
れ
ば

だ

同
じ
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

で
あ
る
と
い
う
な
ら
リ

フ

の

よ
う
に
キ
リ
ト
に
保
護
し
て
も
ら
え
ば
い
い
と
思
う
の
だ
が

故
ア
ル
ゴ
は
キ
リ
ト
を
遠
ざ

け
て
話
す
と
決
め
た
の
だ
ろ
う
か

ん

 
な

お
前

か

 
ボ
ク
が
キ
リ
ト
に
話
し
掛
け
た
事
で
彼
の
存
在
に
気
付
い
た
黒
髪
黒
目
の
男
性
プ
レ
イ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

は

目
を

い
て

い
た

そ
れ
を

け
て
キ
リ
ト
が

か
に
目
を

め
て

た
い
声
で
応
じ

る

ビ

タ

の
仮
面
を

た
の
だ

 
そ
う
い
え
ば
よ
く
よ
く

え
れ
ば
キ
リ
ト

て
大
多
数
の
人
間
か
ら
は
憎
悪
の
対

と
し
て

見
ら
れ
て
い
る
ん
だ

た
と

今
更
な
が
ら
に
思
い
出
し
た

チ

出
来
損
な
い
の
一

か

 

時
か
会
う
だ
ろ
う
と
は
思

て
た
が

ま
さ
か
こ

こ
で
会
う
な
ん
て
な

 
キ
リ
ト
が
ビ

タ

を
名

て
い
る
の
は

の
人
間
を

き

ま
な
い

で
も
あ
る

の
だ
か
ら
そ
の
意

が

れ
な
い
で
欲
し
い

と
思

て
い
る
ボ
ク
の

に
引

掛
か
り

を
覚
え
る

葉
が
入

て
来
た

 
こ
の
男
性
プ
レ
イ

キ
リ
ト
の
事
を
一

と
呼
ん
だ

い
や

に
以
前
の
名
前
と

え
ど
知
れ

て
い
る
の
に
は
違
い
な
い
か
ら
こ
の
名
前
で
呼
ば
れ
て
も
お
か
し
く
は
無
い

の
だ
ろ
う
が

そ
れ
で
も

だ

 
彼
を
見
下
し
て
い
る
者
達
は
出
来
損
な
い
や

だ
と
か
そ
う
い
う
蔑
称
一
つ
で
し
か
呼

ば
な
い

名
前
を

に
す
る
の
す
ら

き
気
が
す
る
と

わ
ん
ば
か
り
に

悪
し
て
い
る
の
だ

 
そ
れ
に
も

わ
ら
ず
こ
の
男
性
プ
レ
イ

は

の

い
も
無
く
蔑
称
の
後
に
名
前
を
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に
し
た

と
す
る
と
キ
リ
ト
に
と

て

一

時
代
に

か
し
ら

が

論
悪
い
意
味
で

あ

た
人
間
な
の
か
と
思
い
ボ
ク
は
後
ろ
に
い
る
キ
リ
ト
に
チ
ラ
リ
と

横
目
で

線
を
や

た

 
そ
し
て

内
心
動
揺
し
た

 
キ
リ
ト
は
目
を
限
界
ま
で
見
開
い
て
あ
り
得
な
い
と

い
た

に
信
じ
ら
れ
な
い
と

い

た

に

然
と
し
た
表
情
で

ま

て
い
た

ビ

タ

と
し
て
の
仮
面
な
ど

な
く
た

だ
た
だ

然

絶

の
表
情
し
か
無
い

心
無
し

手
が

が

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
そ
し
て

か
に

が
動
い
た

を
名
前
で
呼
ん
だ

男

ま

さ
か

 
さ

き
ま
で
の

ら
か
な
声

が

た
声
か
ら
ま
る

き
り
変
わ

て

れ
切

て
し

ま

て
い
た
そ
れ
を

に
し
て
そ
の
声
が
本

に
キ
リ
ト
が
発
し
た
も
の
な
の
か
と
一

分
か

ら
な
く
な

た

そ
れ
く
ら
い

変
化
が

的
だ

た

 
そ
れ
を

い
た
男
が

ん

と

で
キ
リ
ト
を
せ
せ
ら

う

ど
う
や

て
あ
の
状
況
か
ら
生
き
残

た
の
か
知
ら
な
い
け
ど
よ
く
も
ま

五
体

足
で

生
き
残
れ
た
な

そ
の
悪
運
の
強
さ
だ
け
は

以
上
だ
と
思
う
よ

悪
運
だ
け
は
な
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あ

 
男
性
が

い
問
い
に
対
し
て

的
な

え
を
返
し
た
時
キ
リ
ト
が
か

く
声
を
上

た

喜

び
か

哀
し
み
か

あ
る
い
は

恐
怖
故
か

 
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
が

二
人
の

性
は
や

と
分
か

た

 
こ
の
男
性
プ
レ
イ

の
名
前
は

少
な
く
と
も
リ
ア
ル
は
ま
ず
間
違
い
な
く

秋
十

な
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
の
事
を
一

と
呼
ぶ
男
性
は
少
な
く
と
も
ボ
ク
が

き
知

て
い

る
限
り
で
は
彼
の
肉
親

い
や

肉
親
で
あ
る
神

の
兄
し
か
存
在
し
な
い
の
だ

キ
リ
ト

も

恐
ら
く
そ
の
認
識
だ
か
ら
名
前
を
呼
ん
だ

手
の
性
別
を

に
し
た
の
だ
と
思
う

 
そ
し
て
極
め
付
け
に
あ
の
状
況
か
ら
生
き
残

た
と
い
う

葉

こ
れ
は
恐
ら
く
話
に

い
た
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
誘

さ
れ
た
時
に
神

の
兄
は
彼
を
見
捨
て
た
と
い

う
話
の
事
だ

 
そ
し
て
そ
の
話
は
リ
ア
ル
で
キ
リ
ト
に

か
を
指
導
し
た
ら
し
い
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
義
姉
に
な

た

リ

フ

彼
の
体
に

め

ま
れ
た

を

整
し
て
い
る

ノ
之
束

士
を

け
ば
キ
リ
ト

に
理
解
を
示
し
て
い
る
面

だ
け

つ
ま
り
彼
を

し
て
い
る
人
間
は
そ
の
事
実
を
知
り
得
な

い
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そ
う

見
捨
て
た
本
人
で
な
け
れ
ば

ア
ン
タ

秋
十
ね

 
来

客
が
キ
リ
ト
を
見
捨
て
た

本
人
だ
と
知

て
ピ
ン
と
場
の
空
気
が

り

め

が

い
た
場
で
最
初
に
声
を
発
し
た
の
は

主
で
あ
る
リ
ズ
だ

た

リ
ズ
は

い
目
つ
き
で
来

客
の
男
性
プ
レ
イ

い
や

秋
十

を

ん
で
い
た

心
無
し

そ
の

や

声

に
は
苛
立
ち
や
怒
り
が
滲
ん
で
い
る

そ
う
だ
け
ど

あ

ち
な
み
に
プ
レ
イ

ネ

ム
も

ア
キ
ト

だ

安
直
ね

本
名
プ
レ
イ
す
る
な
ん
て

 
一
応
そ
の
本
名
プ
レ
イ
を
し
て
い
る
の
は
ボ
ク
も
な
の
だ
が

ま

今
は

わ
な
い
で

お
こ
う

は

で
ア
ン
タ
客
な
ん
で
し

た
と
え

殺
隊
だ
ろ
う
と
聖
⻯

合
だ
ろ
う
と

弱
小
と

わ
れ
る
ギ
ル
ド
だ
ろ
う
と
お
金
が
あ
る
お
客
な
ら
あ
た
し
は
差
別
し
な
い
し

で

あ
ろ
う
と
あ
た
し
は

に
一
切
手

き
も
私
情
も

ま
な
い
わ

そ
れ
で
ア
ン
タ
は

が
欲

し
く
て
ウ
チ
に
来
た
の
よ
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こ
の

で
一
番
強
い
片
手
剣
を

て
く
れ

ア
ン
タ
払
え
る
ん
で
し

う
ね

て
お
く
け
ど
ウ
チ
が
鍛
え
て
る
剣
は
お
安
く
な

い
で
す
か
ら
ね

そ
れ
く
ら
い
は
知

て
る
さ

ん

 
に
こ
や
か
に

い
な
が
ら
リ
ズ
ベ

ト
武

の
事
を
知

て
い
る
と

た
男
ア
キ
ト
の

葉
に
リ
ズ
は

れ

し
で
は
無
く
本
気
で
苛
立
ち
を

め
た
息
を

い
て

を
持

て
い

る
プ
レ
イ

に
だ
け
開
く
事
が
出
来
る
メ
ニ

を
開
き

作
を
始
め
た

 
そ
れ
か
ら
数

と
経
た
ず
に
彼
女
の
指
が
一
つ
の
小
さ
な
パ
ネ
ル
を
タ

プ
し
カ
ウ
ン
タ

の
上
に
一
本
の
片
手
直
剣
が
出
現
し
た

 
そ
の
剣
は
全
て
が
黒
か

た

エ
リ

シ
デ

タ
が
闇
を

い

む
よ
う
な
黒
ボ
ク
の
愛

剣
ル
ナ
テ

ク
が
闇
を

す
黒
な
ら
そ
の
剣
は
闇
そ
の
も
の
を
体
現
す
る
か
の
よ
う
な

な
黒
だ

た

 

さ
と

さ
を

せ
持
つ
光

を
放

て
い
る
剣
身
は

刃
の
部
分
が
白
い
エ
リ

シ

デ

タ
と
違

て
全
て
黒
ギ
リ
ギ
リ

く
な

て
い
る
か
と
い
う
く
ら
い
で

ど
違
い
は
見
ら
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れ
な
い

剣
身
と
一
体
化
し
て
い
る

は
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に
近
い
形
状
を
し
て
い
た

は

黒
い

が

か
れ
て
お
り

に
至
る
ま
で
が
黒
一
色
だ

た

 
キ
リ
ト
が
持

て
い
て
も
不
思
議
で
は
無
い
剣

そ
れ
が
現
れ
た

あ
た
し
が
鍛
え
て
き
た
中
で
も
一
番
強
く
て
今
ウ
チ
に
あ
る
中
で
最
強
の
片
手
剣
よ

銘
は

エ
リ

シ
オ
ン

ギ
リ
シ
ア
神
話
で
死
の
国
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
で
名
前
を
付
け
ら

れ
た
剣

第
七
十
四
層
ボ
ス
か
ら
ド
ロ

プ
し
た

で
鍛
え
上

た
か
ら
あ
る
意
味
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム
に
な
る
こ
れ
の
性
能
は

り
紙
付
き

ト

プ
プ
レ
イ

が
持
つ

手
剣
す
ら
も

容

に

ぐ
パ
ラ
メ

タ
が
あ
る
わ

実

的
に
片
手
剣
の
中
で
は
現
状
最
強
と
断

出
来
る

 
第
七
十
四
層
ボ
ス

そ
れ
は
キ
リ
ト
が
一

間

ど
前
に
死
に
物
狂
い
で

を
成
し

た

あ
の
⻘
眼
と
紅
眼
の
悪
魔

ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ

の
事
だ

 
そ
れ
を

い
た
ア
キ
ト
が

面
白
そ
う
と
ば
か
り
に
ニ

と

を
釣
り
上

た

へ

そ
り

あ
い
い

で

ら
な
ん
だ

そ
う
ね

と
コ
レ
そ
の
も
の
の
レ
ア

が
ユ
ニ

ク

で
あ
る
事
今
の
攻
略
組
が

使

て
る
武
器
の
性
能
と

し
て
値
を
付
け
る
な
ら

五
千
万
コ
ル
ね

は
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う

わ

高
い

引
く
わ

 
リ
ズ
が

に
し
た
値

は
あ
ま
り
に
も
法
外
に
過
ぎ
る
価
格
だ

た

流

に
予
想
の

か

上
を
行

て
い
た
の
で
ア
キ
ト
に

い
て
ボ
ク
シ
リ
カ
シ
ノ
ン
が
思
わ
ず

葉
を

ら
し

て
し
ま

た

キ
リ
ト
は
無

で
ア
キ
ト
の
背
中
を
見
つ
め
て
い
た
の
で

葉
を
発
さ
な
か

た

が

そ
れ
で
も
少

予
想
外
だ

た
か
ら
か

か
に
目
が
開
か
れ
て
い
た

 

常
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

層
で

て
い
る

的
な
武
器

こ
の
場
合
片
手
剣
を

に
す
る

と
最
前
線
で
あ
る
第
七
十
五
層
の
武
器
で
も
一
本
五
万
コ
ル
程
だ

シ
ス
テ
ム
が
自
動
で
無
限

に
作
り
出
し
て
い
る
代
物
な
の
で
強
化

行
回
数
は
少
な
い
し
性
能
も
宝

や
モ
ン
ス
タ

ド

ロ

プ
に

べ
れ
ば

め
に
抑
え
ら
れ
て
い
る

 
で
は
プ
レ
イ

メ
イ
ド
で

う
と
ど
う
か

そ
れ
は
リ
ズ
が
作
り
上

た
武
器
を

に
す
る

と
よ
く
分
か
る

 
彼
女
が
鍛
え
上

て
来
た
剣
の
値

は
オ

ダ

メ
イ
ド
で
四
十
万
か
ら
百
万
コ
ル
シ
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ケ

ス
に

べ
る
程

で
あ
れ
ば
十
万
コ
ル
か
ら
二
十
万
コ
ル
が
平

的
だ

そ
の
中
で
も
リ
ズ

が
こ
れ
と
思
う

品
は
五
十
万
コ
ル
以
上
は
す
る

 

場
価
格
で
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
が
二
万
コ
ル
状

異
常
回
復
結

が
三
万
コ
ル
転

結

が
五
万
コ
ル
が

場
と
さ
れ
て
い
る

そ
し
て
一

の
探
索
で
転

結

を
使
え
ば
そ
れ
だ

け
で
も
か
な
り
の

い
出

と
な
る
の
が

だ

攻
略
組
の
場
合
は
宝

や
ド
ロ

プ
ア
イ
テ

ム
が
多
い
事
か
ら

と

て
い
る
が

そ
れ
で
も
か
な
り
節
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ま

最
前
線
の
モ
ン
ス
タ

り
に
一
日
を

や
せ
ば
二
三
百
万
く
ら
い
は

に

め

ら
れ
る
し

実

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
ギ
ル
ド
ホ

ム
は
そ
う
や

て

入
し
た

と

て
も

時
一
日
で

る

は
今
よ
り
少
な
か

た
た
め
二
三

月
も
節
約
し

け
た

で
の

入
だ

た
が

そ
の
ホ

ム
も
三
百
万
コ
ル
だ

 
こ
れ
ら
の

場
価
格
を
知

て
い
れ
ば
リ
ズ
が

に
し
た
値

が
ど
れ

ど
法
外
な
の
か
は

す
ぐ
分
か
る
だ
ろ
う

攻
略
組
が
一

月
近
く
節
制
し
な
が
ら
最
前
線
に

日

て

り
を
し

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の

な
の
だ

な

だ
よ
そ
れ

 

ら

で
も

た
く
り
が
過
ぎ
る
だ
ろ

 
ま

ボ
ク
も
そ
う
思
わ
な
い
で
も
無
い

仮
に
ボ
ク
が

わ
れ
た
時
に
は
同
じ
反
応
を
す
る
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だ
ろ
う

 
そ
う

し
て
見
せ
た
ア
キ
ト
に
リ
ズ
は
カ
ウ
ン
タ

に

い
た

な
黒
い
剣
エ
リ

シ

オ
ン
の

に
手
を

い
て
奪
わ
れ
な
い
よ
う
ホ

ル
ド
し
な
が
ら

は
ん

と

で

た

そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る

て
事
よ

良
い

 
さ

き

た

り

こ
の
剣
は
第
七
十

四
層
ボ
ス
ド
ロ

プ
の
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
鍛
え
上

た
剣
な
の
今
の

ユ
ニ

ク
ア
イ
テ

ム

と
変
わ
り
な
い
の
よ

も
う
こ
の
時
点
で
価
格
は
一
千
万
に
届
く
わ

し
ろ
ボ
ス
ド

ロ

プ
で
あ
る
事
と
性
能
が

り
紙
付
き
だ
か
ら

 
一
千
万

 
ま

そ
れ
な
ら
少
し
無
理
を
し
て
一

間

ど
も
最
前
線
に

れ
ば

な
く
は
無
い

で

あ
る

少
な
く
と
も

一
日
動
き

け
れ
ば
二
百
万

ど
は

な
く
も
無
い
の
だ
か
ら
そ
の

分
で

え
れ
ば

時
か
で
目
標
金

に
達
す
る
と
い
う

だ

 
更
に
迷

や

ダ
ン
ジ

ン
に
存
在
す
る
宝

は
最
初
に
手
に
入
る
も
の
よ
り
良
い
も
の

は

本
的
に
手
に
入
ら
な
い
も
の
の

そ
れ
で
も
価
値
あ
る
も
の
が
復
活
す
る
事
は
よ
く
あ
る

話

ト
レ
ジ

収
集
と
モ
ン
ス
タ

ク
エ
ス
ト
消
化
を
一
気
に
こ
な
せ
ば
一
千
万
コ

ル
で
あ
れ
ば
ギ
リ
ギ
リ
ボ
ク
で
も

入
出
来
な
く
は
な
い

だ
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逆
に

う
な
れ
ば
攻
略
組
ト

プ
で
あ
る
ボ
ク
で
す
ら

入
出
来
な
い

に
設
定
す
る
理
由

が
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る

そ
れ
は

外
に
リ
ズ
が
そ
の
剣
を

ら
な
い
と

ば
決
め

ん
で
い

る
と
い
う
決
意
の
表
れ
だ

け

け
ど

ら

で
も
五
千
万
は
高
い
だ
ろ

 
ま
だ
一
千
万
な
ら
分
か
ら
な
く
も
無
い

け
ど最

前
線
の
攻
略
組
の

手
剣
す
ら

わ
な
い
性
能
が
コ
レ
に
は
あ
る
つ
ま
り
こ
れ
を
持

た

プ
レ
イ

は

備
の
面
で
は
最
強
に
近
く
な
る

そ
ん
な

が

に

た
ら
ど
う
な
る
か

は
分
か
り
切

た
事
で
し

 
他
の
プ
レ
イ

が
持
つ
武
器
の
性
能
が
コ
レ
に
近
く
な

た
ら
そ
の
分
だ
け
値

は
下

て
い
く
わ

で
も
今
は
コ
レ
が
圧
倒
し
て
る

だ
か
ら

に

は
手
を
出
せ
な
い

に
設
定
し
て
い
る
の
よ

悪
い
け
ど

を

わ
れ
た

て
こ
の
値
を
下

る

事
は
出
来
な
い
わ
よ

そ
も
そ
も
ウ
チ
は
値
切
り
対

外
だ
し
ね

ぐ
 
リ
ズ
の
話
を

い
て

な
る

ど

と
ボ
ク
は
思

た

 
ど
う
や
ら
彼
女
と
し
て
も
た
だ

を
し
て
い
る

で
は
無
く

の
プ
レ
イ

が
持

て
い
る
性
能
を

み
て
値

を
決
め
て
い
る
ら
し
い

性
能
が
高
す
ぎ
て
は
逆
に

と
な
り
得
る
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可
能
性
も
多
大
だ
か
ら
そ
れ
を
抑
え
よ
う
と
ま
ず
値

を
高
く
設
定
し
手
を
付
け
に
く
く
し

て
い
る
の
だ

 
し
か
も
シ

ケ

ス
に
は
お
ろ
か

に
す
ら
掛
け
な
い
と
い
う
そ
の
他
人
の
眼
を

ぶ

よ
う
に
し
て
い
る

ぶ
り
は
流

で
あ
る

で
今
の
ア
ン
タ
が
出
せ
る
予

は

ら
な
の
よ

そ
の

内
で
剣
を
見

て
あ

る
わ

三
十
万
だ

 
ぐ

と

え
な
が
ら

り
出
す
よ
う
に

ず
か
し
そ
う
に
予

を

に
す
る
ア
キ
ト

そ

れ
を

い
て
リ
ズ
が

に
手
を

て
る

三
十
万

な
ら
そ

ち
の
シ

ケ

ス
に

ん
で
る
片
手
剣

り
が

か
し
ら
ね

生

憎
と

あ
た
し
お
手
製
の

品
は
お
安
く
な
い
の
で

 
そ
う

て
入
り

横
に

か
れ
て
い
る
シ

ケ

ス
に

べ
ら
れ
て
い
る
片
手
剣
を
指

し
示
し
た

確
か
あ
そ
こ
に

ん
で
い
る
剣
は
性
能
は
そ
こ
そ
こ
だ
が
精

二

品
と
い
う
程

だ

た

最
前
線
で
は
圧
倒
的
に
と
は

わ
な
い
が
か
な
り
見

り
す
る
レ
ベ
ル
だ

 
こ
う

て
は

だ
が

キ
リ
ト
を

に
す
る
以
前
の
問

で
は
な
い
か
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ま

こ
の
世
界
は
才
能
ど
う
こ
う
以
前
に
意
地
と
努
力
の
二
つ
で
戦
い

け
れ
ば
ス
テ

タ
ス
が
上
が

た
り
お
金
が

ま

た
り
す
る
世
界
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は
後
か
ら
参
入

し
た
彼
が
一
年

も
一
人
で
戦
い

け
リ

ス
を
独
り

め
に
し
て
い
る
キ
リ
ト
に

る
の
は

自
明
の
理
で
は
あ
る
の
だ
が

 

と
怒
り
に
歪
め
た

を

く
し
つ
つ
ア
キ
ト
は
足

に
指
し
示
さ
れ
た
シ

ケ

ス

へ
近
寄
り

ら
か
物
色
し
て
ス
テ

タ
ス
を
見
て
か
ら
一
本
だ
け
剣
を
手
に
取

て
す
ぐ
に

て
来
た

 
こ
の
間

か
十

で
あ
る

こ
れ
だ

 
そ
う

て
カ
ウ
ン
タ

に

か
れ
た
剣
は
さ

き
見
た
エ
リ

シ
オ
ン
と
は
異
な

て

白
だ

た

一

的
と
思
え
る

剣
の
形
状
だ
が

そ
の

か
ら
切

先
に
至
る
ま
で
が

ま
る
で
祝
福
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な

白
に

め
ら
れ
て
い
た

 
ま
る
で
エ
リ

シ
デ

タ
と
対
極
に

す
る
剣
の
よ
う
な
色
合
い
だ

た

ア
ン
タ

よ
く

味
し
た
の

 
命
を

す
剣
な
ん
だ
か
ら
も

と
よ
く

え
た
方
が

身
の

だ
と
思
う
わ
よ

 
後
で
文

を

わ
れ
て
も
対
応
し
か
ね
る
わ
よ
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う
る
さ
い

 

が
良
い
と

た
ん
だ
か
ら
良
い
ん
だ
よ

 
リ
ズ
の

を
怒
声
で
ア
キ
ト
は

絶
し
た

そ
れ
に
鍛
冶
師
は
は

と

れ
た
様
子
で

息
を

く

ア
ン
タ
の

を
思

て

し
た
ん
だ
け
ど
ね

ま

良
い
わ

え

と

ア
ル
ジ

ン
ト
ブ
レ

ド

二
十
五
万
コ
ル
よ

ら
は
い

確
か
に

じ

あ

は
い
こ
れ

 
覚
束
無
い
手
付
き
で
ト
レ

ド
ウ

ン
ド
ウ
を
ア
キ
ト
が

作
し
逆
に
手

れ
た
風
に

ら

か
な
動
き
で
リ
ズ
が

作
し
て
代
金
が

け
取

た
事
で

白
の
剣
は
正
式
に
ア
キ
ト
の
も
の

と
な

た

 
そ
の
剣
の
色
に
見
合

た
リ
ズ
ベ

ト
武

の
ハ
ン
マ

と

が

ま
れ
た
盾
が

し
さ
れ
た
白
い

に

め
ら
れ
た
状

で

入
し
た
剣
を
手

さ
れ
た
ア
キ
ト
は
足

く

の
出

に
向
か

た

 
そ
の

キ
リ
ト
の
横
を

る

に
一

だ
け
足
を
止
め
て
キ
リ
ト
を
見
下
ろ
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
を
見
て
い
る
そ
の
眼
は
し
か
し
キ
リ
ト
を
見
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
た

憎
し
み
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が

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
哀
れ
み
を

め
て
い
る
よ
う
に
も
別
の

か
が

ま
れ
て
い

る
よ
う
に
も
思
え
て

く

た
い
色
合
い
を
し
て
い
る
と
感
じ
た

 

い
に
無

で
交
わ
さ
れ
る

線
の
交
錯

そ
れ
は
本

に
一

の
事
で
再
び
白

く
め
の

剣
士
が
歩
き
出
し
た
事
で
終
わ
り
を

た

 
そ
し
て
す
ぐ
に

キ
リ
ト
の

実
兄
は
リ
ズ
ベ

ト
武

か
ら

の
よ
う
に
立
ち
去

て

行

た
は

た

く

し
振
り
に
苛
立
つ
客
だ

た
わ
ね

そ
れ
よ
り
キ
リ
ト
大

な
の

て

あ
ん
た

真

⻘
じ

な
い

う

 
ア
キ
ト
が
立
ち
去

た
事
で

く

を
解
い
た
リ
ズ
が
キ
リ
ト
に
話
し
掛
け
た
が
彼
の

色
を
見
て
す
ぐ
さ
ま
血

を
変
え
た

ボ
ク
も

の
出
入
り

か
ら
キ
リ
ト
へ

線
を

せ
ば

彼
は

え
る
子

の
よ
う
に
身
を

わ
せ

色
白
の

を
蒼
白
に
し
て
い
た

 
ボ
ク
は
こ
れ
を
過
去
に
見
た
事
が
あ
る
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忘
れ
も
し
な
い
デ
ス
ゲ

ム
開
始

の
あ
の
日
自
身
の
姉
が

て
い
た
状

恐
慌

だ 

い
ボ
ク
は
姉
が
そ
ん
な
状

に
な

た
事
で
却

て
我
を
失
わ
な
か

た
が
今
の
キ
リ
ト

に
そ
ん
な
事
は

な
い

今
こ
の
場

に
は
キ
リ
ト
が

え
る
過
去
の
恐
怖
を
退
け
る

だ
け
の

え
と
な
れ
る
人
物
が

な
い
の
だ
か
ら

カ

 

実
兄
が
立
ち
去

て
も
い
き
な
り
対
面
し
て

た
恐
怖
に
は
抗
え
な
い
よ
う
で
ま
と
も

な

葉
に
な

て
い
な
い

切
れ

切
れ
の

ぎ
を
上

る
キ
リ
ト
は
再
現
さ
れ
た
過
呼

で

苦
し
み
始
め
た

ら
ず
彼
は

を

て

に

る

 
ど
う
や
ら

実
兄
が

た
時
に
こ
の
状

に
な
ら
な
か

た
の
は

が
追
い
付
か
な
か

た
か

ら
で

少
し
ず
つ
実
感
が

い
て
き
て
恐
怖
が
ぶ
り
返
し
て
い
る
と
い
う
状

ら
し
い

 
こ
の
世
界
の
ア
バ
タ

で
は
原
理
的
に
呼

は
必
要
無
い
が

し
パ
ラ
メ

タ
の
一
つ
と
し

て

ゲ

ジ
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る

 
こ
れ
は
水
中
に
潜

た
り
息
を
止
め
た
り
し
て
か
ら
一
定
時
間
が
経
過
す
る
と
発
生
す
る
息
苦

し
さ
に
よ

て
限
界
を
知
る
事
が
出
来
る
も
の
で
ゲ

ジ
が
少
な
く
な
れ
ば
現
実
の

欠
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状

の
再
現
が
発
生
す
る

界
が
チ
カ
チ
カ
と
揺
ら
ぎ
平

感
覚
が
喪
わ
れ
る
ア
レ
だ

し

か
も
ア
バ
タ

で
の
再
現
だ
か
ら
意
識
が
ハ

キ
リ
し
て
い
る
状

で
そ
れ
ら
を
味
わ
う
事
に

な
る

 
故
に
死
因
の
一
つ
に
は
水
死
も
あ

た
り
す
る

こ
の
事
か
ら

も
が
自
発
的
に
行

て
い
る

呼

は
実
は
必
然
的
に

こ
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
だ
と
い
う
見
解
が

さ
れ
て
い
る

 
そ
ん
な

ま
で
再
現
さ
れ

波
や
電
気
信

を

み
取

て
感
情
表
現
す
ら
し

か
り
表
情

に
表
す
技
術
が
あ
る
の
だ
か
ら

極
限
の
精
神
状

ま
で
行
け
ば
現
実
と
同
様
の
状

に

る

恐
慌
や
錯
乱
状

も
そ
の
一
つ

 
こ
の
ま
ま
キ
リ
ト
が
過
呼

で
苦
し
み

け
れ
ば
デ
ス
ゲ

ム
に

束
す
る

に
限
界
ま
で

セ
キ

リ
テ

ダ
ウ
ン
を

こ
し
て
異
常
状

で
も

波
を

み
取
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る
だ

ろ
う

ナ

ヴ
ギ
ア

で
す
ら

み
取
れ
な
く
な
り

回
線
切
断
が
引
き

こ
さ
れ

最
悪

そ
の
ま
ま
死
亡
す
る
可
能
性
が
あ
る

事
実
こ
の
世
界
に
も
そ
う
し
て
亡
く
な

た
プ
レ
イ

が

と
い
る

 
リ

フ

の
話
か
ら

未
だ
に
こ
の
世
界
で

全
損
で
死
ん
だ
プ
レ
イ

は
自
殺
者
や
回

線
切
断
者

め
て
死
ん
で
い
な
い
と

い
て
い
る
が
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
同
時
に
死
ぬ
可
能
性
が
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あ
る
以
上
は
そ
ん
な

観

な
ど
出
来
る

が
無
い

 
そ
れ
以
前
に
キ
リ
ト
が
苦
し
ん
で
い
る

を
見
て
放

て
お
く
な
ん
て
ボ
ク
に
は
出
来
な

い
キ
リ
ト

ち

い
て

呼

を

く
り
に
し
て

大

だ
か
ら

 
気
付
け
ば
ボ
ク
は
中

に
な

て
彼
を

き

め
て
い
た

背
中
に
回
し
た

で

し
く

き

め

手
は
彼
の

や
か
な
髪
越
し
に

を

く
り
と

で
る

そ
う
し
な
が
ら
ボ
ク

は

彼
の

で

ち

か
せ
よ
う
と

葉
を
紡
い
で
い
た

 
人
の

か
み
に
触
れ
る
事
で

ち

き
を
取
り

す
と
い
う
の
は

か
ら
ボ
ク
が
さ
れ
て
い

た
実
体
験
だ
し
逆
に
ボ
ク
が
姉
ち

ん
に
や

た
時
だ

て
あ

た
か
ら
お
手
の
物
だ

一
緒

の
ベ

ド
で

ち

か
せ
る
目
的
で
一
緒
に

た
事
が
あ
る
の
だ
か
ら

更
で
あ
る

 
そ
れ
が

い
た
か
ら
か

た
く
な

て
い
た
キ
リ
ト
の
体
の

え
が

に
収
ま
り
出
し

速
く

く
な

て
い
た
呼

が
少
し
ず
つ

常
の
速
さ
と
深
さ
に

り
始
め
た

う
ん

そ
う

く
り
で
い
い
か
ら

ち

い
て
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あ

く

き
 

く
り

ち

か
せ
る
べ
く

で
て
い
る
と

と
小
さ
な
動
物
の
鳴
き
声
が

こ
え
た

そ
れ
と
同
時
に

か
を
は
た
め
か
せ
る

も

線
を
上
に
動
か
せ
ば
ど
う
や
ら
リ
ズ
の

か
ら
ど
う
や

て
か
出
て
来
た
ら
し
い
ピ
ナ
が
近
付
い
て
来
た
よ
う
だ

た

 
そ
の
ピ
ナ
が
キ
リ
ト
の
様
子
が
お
か
し
い
と
気
付
い
た
の
か
ボ
ク
が

を

せ
て
い
る
方

と
は
反
対
の
キ
リ
ト
の

に

ま
り
彼
の

を

め
る

ピ
ナ
な
り
に
気
を
使

て
い
る
の

だ
ろ
う

 
そ
れ
か
ら
数
分
を
要
し

キ
リ
ト
は
完
全
に
平
静
を
取
り

し
た
の
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
オ
リ
兄
ア
キ
ト
の
性
格
は
あ
ん
な
感
じ
で
す

一
人
称
は

の
ま
ま
だ
と
な
ん
か
ア
レ
な
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の
で

に
し
ま
し
た

才
能
で

ん
ぞ
り
返

て
る
系
な
ら
こ
れ
で
も
お
か
し
く
な
い

 

本
的
に
オ
リ
兄
は

キ
リ
ト

護

と

対
し
て
も

て

く
な
る
だ
け

の
予

定

ど
こ
ま
で
化
け
る
か
は
正
直
分
か
ら
な
い

一
番

な
の

て
努
力
と
ズ
ル

い
知

の

方
を

ね
備
え
た
天
才
だ
と
思
う
ん
で

化
け
る
か
も

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
が
リ

フ

の
お

を
取
り
そ
う

逆
に
キ
リ
ト
が

か
に
堕
と
さ
れ
る
よ

う
な
気
が
し
て
き
た
こ
こ
最
近
で
す

 
ポ

シ

ン
の
回
復

や

ゲ

ジ
に

し
て
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
が
あ

て
も
お
か
し

く
な
い
と
思

て
ま
す
特
に
後
者

プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
で
溺
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
は
書
か
れ
て

な
か

た
け
ど

こ
ん
な

し
パ
ラ
メ

タ
が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う

 
回
線
切
断
に

し
て
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
の
で
あ
ま
り
突

ま
な
い
で

け
る
と
有

い

で
す

異
常

波
を

み
取
れ
な
く
な

て
ブ
ツ
ン
と
い
う
設
定
で
本
作
は
行
き
ま
す

デ

ス
ゲ

ム
化
に

て
自
動
ロ
グ
ア
ウ
ト
セ
キ

リ
テ

が

無

化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感

じ
で
す

  
そ
れ
と
現
在
活
動
報

の
方
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
後
の
ル

ト
分

に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ト
を
行
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て
い
ま
す
期
限
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
終
了
ま
で
で
す

な
の
で
現
実

点
は
多
分
出
て
も

達
で
は

無
い

 
ル

ト
は
二
つ

 

解
放

年
の
２
０
２

年
四
月
に

学
園
入
学

達
が
直
葉

ア
キ
ト
と
同
年

 

エ
デ

シ

ン

Ｇ
Ｇ
Ｏ
や

て
か
ら
２
０
２

年
四
月
に

学
園
入
学

達
は
直
葉

ア
キ
ト
よ
り
一

年
下

 
ル

ト

で
は
他
の
方
の
作
品
と
同
様
に

エ
デ

シ

ン

Ｇ
Ｇ
Ｏ
が

学
園

原
作
展
開
と

行
し
ま
す
の
で
結
構
や
や
こ
し
い

 
ル

ト

で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ゲ

ム

原
作
展
開
を

本
と
す
る
の
で

編
ま
で
が
遠
い
で
す
が

日
本
国
内
に
い
る

キ

ラ
は

わ

て
き
ま
す

は
未
定

更
識

は
絶
対

与

解
放
直
後
は
２
０
２
４
年
な
の
で

が
ま
だ
日
本
に

る
事
か
ら
和
人
の
リ
ハ
ビ
リ
に
付

き
合
う

な
ど

 

は
活
動
報

に
あ
り
ま
す

て
ご
意
見
下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

上

し
ま
し
た
よ

う
に
期
限
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
が
終
了
す
る
ま
で

こ
の

ス
だ
と
物

い

予
が
あ
り
ま
す
ね
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
二
章
 

想
い
想
う
一
時

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
超

し
振
り
の

日
投
稿

で
す
が
全
然
時
間
は
経
過
し
て
い
な
か

た
り

リ
ズ
ベ

ト

武

か
ら
一
切

動
し
て
い
な
い

 
こ
の
ス
ロ

ス
展
開
は
果
た
し
て
良
い
の
だ
ろ
う
か

そ
う
自
問
自

し
て
い
る
こ
こ

最
近
で
す

そ
れ
に
つ
い
て
後
書
き
最
後
ら

で
ち

と
意
見
欲
し
い
な
と
書
い
て
ま
す
の

で

し
け
れ
ば
見
て
下
さ
い

 
さ
て

今
話
は
前

ユ
ウ
キ
に
よ
る
本
作
で
の
リ
ア
ル
情
報

び
生
い
立
ち
を
地
の
文
で

後

は
リ

フ

に
よ
る
剣
道
話
で
す

 
本
作
で
の
紺

姉
妹
の
生
い
立
ち
が

に
明
か
さ
れ
ま
す

ま

ご

合
主
義
な
ん
で
す

が
ね

 
ど
ち
ら
か
と

う
と
ユ
ウ
キ
の
心
情
の
方
を
見
て
下
さ
れ
ば

い
で
す

 
ち
な
み
に

今
回
の
後
書
き
も

⻑
い
で
す
よ

本
文
は
二
万
文

で
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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ち

い
た

ん
 
恐
慌
を
来
し
た
キ
リ
ト
を

き

め

く
り

す
よ
う
に

葉
を
掛
け

を

で

け

る
事
お
よ
そ
五
分
の
後

の
中
に

ま

て
い
た
黒

く
め
の
子
は

く

ち

き
を
取
り

し
た

こ
ち
ら
の
問
い
掛
け
に
も
し

か
り

い
た
し

一
先
ず
恐
怖
は
立
ち
去

た
よ
う
だ

 
そ
う
判
断
し
て
か
ら

く
り
身
を
離
す

あ
り
が
と
う

 
流

に
人
の

意
に

く
て
も
男
の
子
だ
か
ら
か
キ
リ
ト
は
少
し

ず
か
し
そ
う
に

を

く

め
て
い
て

に
目
も
ボ
ク
か
ら

ら
し
て
い
た

 
そ
ん
な

も
可
愛
い
な
と
思
い
つ
つ

ボ
ク
は

て

を
横
に
振

た

別
に
こ
れ
く
ら
い
は
い
い
よ

今
は
も
う

大

な
の
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一
応
は

予
想
外
の
場
面
で
遭

た
ら
分
か
ら
な
い
け
ど

る

て
知

た
か
ら

ま
た
会

て
も
今
み
た
い
に
取
り
乱
す
事
は
無
い
と
思
う

そ
う

 
大

と
一

し
か
返
し
て
こ
な
い
だ
け
マ
シ
だ
ろ
う

こ
の
世
界
に
来
て
い
る
と
思
わ
ず

心
の

備
を
し
て
い
な
か

た
か
ら
恐
慌
を
来
し
た
の
で
あ

て
覚
悟
さ
え

ま

て
い
れ
ば

取
り
乱
す
事
は
無
い
と
い
う
事
だ

そ
れ
だ
け
で
も
か
な
り
の
精
神
力
で
あ
る

 
し
か
し
覚
悟
を
し
て
い
な
か

た
か
ら
と
は

え

を
合
わ
せ
た
だ
け
で
あ
そ
こ
ま
で
取
り

乱
す
と
は

程
キ
リ
ト
に
と

て
心
の
傷
に
な

て
い
る
ら
し
い

 
い
や
ま

目
の
前
で

て
捨
て
ら
れ
た
ら
そ
り

ト
ラ
ウ
マ
の
一
つ
や
二
つ
く
ら
い

出
来
る
の
も
お
か
し
く
な
い
の
だ
が

そ
う
い
え
ば

は
ア
キ
に

ア
キ
ト
に
会

た
の
に

と
も
無
い
ん
だ

な
ん

 
そ
れ

ど
う
い
う
意
味

 
恐
ら
く
ア
キ
兄
と

お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
今
は
家

で
は
無
い
た
め
他
人
を
呼
ぶ

時
の
よ
う
に
呼
び
捨
て
に

い
直
し
た
の
を

と
も

え
な
い
思
い
で
流
し
引

掛
か

た
事
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を

く

 
そ
の

い
方
だ
と
今
ま
で
あ
の
男
と
話
し
た

手
は
ど
う
か
し
て
し
ま

た
よ
う
な
感
じ
だ

ん

近

の
人
と
か
ク
ラ
ス
の
人
と
か
最
初
は

し
く
て
も
ア
キ
ト
に
会

た
後
は

が
変
わ

た
か
ら

正
直
さ

き
取
り
乱
し
た
の
は

そ
の
友
達
が
ま
た
そ
う

な
る
ん
じ

て

思

て

 
ボ
ク
達
の
疑
問
に

キ
リ
ト
は
暗
い
表
情
で
そ
う
返
し
て
き
た

 
そ
の

葉
だ
け
で
は
少
し
要

を
得
な
い
が
ど
う
や
ら
あ
の
男
が
会
話
し
た
者
は
た
と
え

キ
リ
ト
／
一

に
対
し
て

し
か

た
者
で
も
ア
キ
ト
の

に
同

し
て

て
来
る
よ

う
に
な

て
き
た
よ
う
だ

 
さ

き
の
恐
慌
は
恐
怖
の
対

で
あ
る

実
兄
に
心
の

備
が
整

て
い
な
い
ま
ま
会

て

ト
ラ
ウ
マ
が
出
た
だ
け
で
無
く

ボ
ク
達
が
今
ま
で
の
彼
ら
の
よ
う
に
自
身
を

る
よ
う
に

な

て
し
ま
う
の
で
は

そ
う

え
て
し
ま

た
か
ら
ら
し
い

 
ボ
ク
は
ア
ス
ナ
姉
ち

ん
と
共
に
キ
リ
ト
と
⻑
ら
く

を
結
ん
で
い
る
が
ど
ち
ら
か
と

え
ば
ボ
ク
達

か
ら

触
し
た
方
だ

 
だ
が
シ
リ
カ
と
リ
ズ
の
場
合
出
会

た
切

掛
け
こ
そ
ア
ス
ナ
や
ア
ル
ゴ
と
い

た
第
三
者
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を

し
て
い
る
が
交
友
を
結

う
と
動
い
た
の
は
キ
リ
ト

だ

自
分
か
ら
友
達
に
な
り
た
い

と
思

て

気
を
出
し
て
行
動
し
た
結
果

こ
の
二
人
は
キ
リ
ト
と
友
達
に
な

た
の
だ

 
そ
の
背

を

え
れ
ば
確
か
に
今
ま
で
の
よ
う
に

が
変
わ

て

て
来
る
よ
う
に
な

る
と

え
て
し
ま

た
ら
恐
ろ
し
い
だ
ろ
う
ト
ラ
ウ
マ
を
思
い
出
し
て
い
る
最
中
の
思

だ

た
の
か
ら

取
り
乱
す

だ

む
し
ろ
錯
乱
し
て

き

か
な
か

た
だ
け
キ
リ
ト
は
強
い

と
思
う

 
そ
れ
を

い
た
ボ
ク
達
は

思
わ
ず

を
見
合
わ
せ
て
し
ま

た

そ
ん
な

そ
ん
な
事
が

あ

た
な
ん
て

確
か
に
ア
イ
ツ
の
眼
は
変
な
気
が
し
た
け
ど
そ
こ
ま
で

て
い
う
感
じ
な
の
よ
ね

 
シ
リ
カ
が

然
と
キ
リ
ト
の
過
去
に
動
揺
し

リ
ズ
が
さ

き
の
会
話
で
思
い

た
る
節
が

あ

た
の
か
思
い
出
す
よ
う
に
虚
空
を
見
上

る

 

え
て
み
れ
ば
少
し
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
あ
の
男
の
眼
は
確
か
に
変
な
感
じ
が
し
た

と
い
う
の
だ
ろ
う
か

こ
ち
ら
を
人
と
し
て
見
て
い
な
い
と
か

た
だ
見
下
し
て
い
る
と
は
思

え
な
い
よ
う
な
眼
だ

た
の
だ

個
人
と
し
て
見
て
い
な
が
ら
人
と
し
て
見
て
い
な
い
と

う

か
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良
い
表
現
が
見
付
か
ら
な
い
が
と
に
か
く
リ
ズ
や
ボ
ク
が
覚
え
た
変
な
感
じ
と
い
う
の

は
恐
ら
く
ボ
ク
達
に
向
け
る
眼
の
事
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
が
キ
リ
ト
の
い
う

の
人
間
の

心
変
わ
り
に

あ
る
か
は
分
か
ら
な
い

 
た
だ
の
会
話
に
よ
る
洗

と
も
思
え
な
い

 
こ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
も

葉

み
に
人
間
の
心
理
を
誘
導
し
タ
ガ
を
外
さ
せ
て
い

た
者
は

る

あ
の
有
名
な
レ

ド
ギ
ル
ド

う

の

Ｐ
ｏ
Ｈ
だ
あ
の
男
は
話
に

い
た
限
り
で
は
あ
る
が
最

で
も
三

国
語

日
本
語
英
語

国
語
は
最

限

れ
る
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
だ
と

ど
こ
か
で

い
た
事
が
あ
る

 
あ
の
男
に
付
い
て
行
く
人
間
が
い
た
の
は

律
に

む
不
思
議
な
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
に
よ

る
話
術
が
人
の
心
を

き

む
か
ら
だ

そ
の
甘

は

に
人
の
精
神
を

み

し

時

の
間
に
か

罪
に
対
す
る
モ
ラ
ル
を

く
し
て
手
を

め
る
よ
う

し
て
い
た

 
少

色
は
異
な
る
が

ア
レ
も
洗

と

え
な
く
は
な
い
だ
ろ
う

 
し
か
し
さ

き
の
男
の

は
ど
う
見
て
も

手
を

め

ん
だ
り
自
分
の
勢
い
に

ま
せ

る
も
の
で
は
無
か

た
む
し
ろ
始
終
リ
ズ
の
勢
い
に

ま
れ
て
い
た
く
ら
い
だ

中
で

と
怒
り
に
歪
め
た

を

く
し
て
い
た

り
も
し
か
す
る
と
今
ま
で
そ
れ
で

し
て
い
た
の
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か
も
し
れ
な
い
が

 
だ
が
残
念
な
が
ら
こ
の
世
界
を
生
き
る
に
あ
た

て

も
が
強
か
に
な

て
い
る
の
だ
特

に
リ
ズ
は
客

で

客
に

れ
て
い
る
の
だ
か
ら

手
が
悪
か

た
と
し
か

え
な
い

 
ま

客
を

ど
し
な
い
戦
闘
専

の
ボ
ク
で
も
あ
の
程

で
あ
れ
ば

に

い
返
せ
る

の
だ
が

あ
の

キ
リ
ト
く
ん

も
し
か
し
て

今
ま
で
の
友
達
全
部
が

あ
い
や

人
か
は

で
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
そ
の
人
達
は
今
の
ユ
ウ
キ
達
み
た

い
に
影

さ
れ
て
な
か

た
か
ら

そ

か

そ
れ
は

よ
か

た
ね

う
ん

今

を
し
て
る
か
な

 
シ
リ
カ
の
問
い
に
対
す
る

え
を

い
て
一
先
ず
キ
リ
ト
が

一

で
あ

た

の

人
か
は
一
応

で
は
無
か

た
よ
う
だ
出
来
れ
ば
味
方
で
あ

て
欲
し
い
と
思
う
が
彼
に
対

す
る

は

な

が
あ
る
か
ら
表
立

て

た
事
は
無
い
の
で
と
思
う

 
ま

時
の
彼
が

き

ん
で
し
ま
う
事
を
憂
慮
し
て

う
の
を

ん
で

離
を
取

た

可
能
性
も
あ
る
の
だ
が

と
い
う
か
多
分
そ
れ
だ
ろ
う
な
と
思
う
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そ
れ
に
し
て
も
ア
キ
ト
と
会
話
し
た
者
は
全

を
変
え
る
の
で
は
な
く
一
部
の
人
間

は
変
わ

て
い
な
い
と
い
う
の
も

な
話
だ

洗

が
使
え
る
の
な
ら
ボ
ク
達
に
も
し
て
い
る
だ

ろ
う
し
話
に
出
た
人
達
も
そ
の
影

を
喰
ら

て
い
る

だ
か
ら
や
は
り
洗

で
は
無
い
の

か
も
知
れ
な
い

 
あ
る
い
は

信

し
て
い
な
い
か
ら

か

 
ポ
ツ
リ
と

に
も

こ
え
な
い
程

に
密
や
か
な
声
で

ら
す

 
キ
リ
ト
に
対
し
て

を
変
え
た
者
達
や

を
変
え
な
か

た
と
い
う
人
達
の
人

や

性
事
情
を
知
ら
な
い
の
で
予
想
に
な
る
が
少
な
く
と
も
ボ
ク
達
は
あ
の
男
と
会
話
す
る
よ
り

も
前
に
そ
の
正
体
に
気
付
き
本
性
を
知

て
い
る

キ
リ
ト
が

を

い
て
い
た
ら
ま
た
違

た
だ
ろ
う
が

彼
が
信

と
信
頼
を
向
け
て
い
る
ボ
ク
達
に

を

く
性
格
と
は
思
え
な
い
し

あ
の
男
の

振
り
か
ら

す
る
に
捨
て
た
事
は
事
実
な
の
だ
と
分
か
る

 
違
い
は
会
話
を
す
る
前
に
あ
の
男
の
本
性
を
知

て
い
る
か

か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

あ
る

い
は
そ
も
そ
も
信

す
る

け
容
れ
る

気
も
無
い
か
ら
か

 

え
ら
れ
る
事
と

え
ば
こ
れ
く
ら
い
か
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そ
も
そ
も
キ
リ
ト
を

て
い
る
者
達
に
は
大
き
過
ぎ
る
フ

ル
タ

が
掛
か

て
い
る

一

は
出
来
損
な
い
と
い
う
意
識

千
冬
や

秋
十
は
天
才
や
神

と
い

た
上
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
意
識
だ

こ
の
フ

ル
タ

の
有
無
が

の
変
化
の
有
無
に

与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
だ
と
す
れ
ば
ボ
ク
達
が

を
変
え
て
い
な
い
の
も

得
が
い
く
そ
も
そ
も
ボ
ク
達
の
意

識
の
中
で
は
圧
倒
的
に
キ
リ
ト
が

い
と
い
う
意
識
が
あ
る

と

う
か
ア
キ
ト
に

し
て
悪

し
か
無
い
し
仮
に
そ
れ
が
無
か

た
と
し
て
も

に
あ
の
男
自
身
の

さ
を
知
ら
な
い
の
だ

戦
闘
力
や
覚
悟
の

さ
に

し
て
も

そ
れ
を
知
ら
な
い
の
に

け
容
れ
ら
れ
る

が
無
い

 
現
実
で
あ
れ
ば
ボ
ク
達
は
親

縁
者
や

と
い

た

か
上
の
立
場
に

護
さ
れ
て
い
る

が
こ
の
世
界
は

わ
ば
一
種
の
無
法
地

シ
ス
テ
ム
が
許
す

内
の
行
動
に
は
殺
人
だ

て
あ
る
の
だ
か
ら

理
や
モ
ラ
ル
を
護
ら
な
け
れ
ば
一
気
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
殺

と
し

た
世
界
に
な
る

 
そ
れ
を
予
期
し
た
キ
リ
ト
が
悪
の
ビ

タ

と
し
て
振
る
舞

た
事
で
一
定
の

序
は
保

た
れ
て
い
る
が

そ
れ
で
も
や
は
り

護
は
無
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

は

程
の
事
が
無
い
限
り
他
者
を
信

な
ん
て
し
な
い

戦
友
や
パ
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テ

メ
ン
バ

と
し
て
一
定
の
信
頼
を

く
事
は
あ
る
だ
ろ
う

分

と
は
こ
の

目

を
果
た
す
と
信
じ
て
い
る
と
い
う
意
味
だ
だ
が
信

は
自
身
を
裏
切

て
命
を

わ
な
い

事
を
信
じ
て
い
る

と
い
う
意
味
だ

少
な
く
と
も
ボ
ク
は
そ
う

え
て
い
る

 
故
に
ボ
ク
達
は
自
分
の
身
を
自
分
自
身
で
護
る
し
か
無
い

そ
れ
は
モ
ン
ス
タ

に
殺
さ
れ
な

い
事
で
は
無
く
人
の
悪
意
か
ら
身
を
護
る
と
い
う
意
味
だ

だ
か
ら
ボ
ク
は
戦

て
レ
ベ
ル
を

上

て
力
を
付
け
て
い
る
し

姉
ち

ん
や

間
を
護
る
事
を
目
的
に
し
て
動
い
て
い
る

 
仮
に
ア
キ
ト
と
い
う
あ
の
プ
レ
イ

が
攻
略
組
に
参
加
す
る
事
に
な

た
と
し
て
も
不

和
や
裏
切
り
さ
え

か
な
い
な
ら
ボ
ク
は
特
に

与
す
る
つ
も
り
は
無
い

戦
友
と
し
て
一
定
の

信
頼
は
し
よ
う

戦
友
と
し
て
ピ
ン
チ
に

れ
ば
最

限
助
力
は
す
る

 
だ
が
そ
れ
だ
け
だ

逆
に

う
な
ら

信

は
し
な
い

 
裏
切
り
を

す
る
の
で
あ
れ
ば
親
交
を
結
ば
な
け
れ
ば
い
い
不
和
を

す
る
な
ら
無

を

け
ば
い
い

も
知
ら
な
い
人
間
に
対
し
て
信

を

く
な
ど
以
て
の
外
だ

そ
も
そ
も

あ
の
男
は
キ
リ
ト
を
一

死
ぬ
の
を
認
め
た
上
で
見
捨
て
た
男
だ
信

な
ど

け
る

が
無

い 
そ
の
意
識
は
恐
ら
く
キ
リ
ト
か
ら
話
を

い
た

も
が

い
て
い
る
だ
ろ
う
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だ
か
ら
ボ
ク
達
の

が
変
わ
ら
な
か

た
あ
の
男
に

合
し
な
か

た
理
由
は
そ
こ
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

信

な
ど
一
切
し
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

て
フ

ル
タ

が
一
切
無
か

た
か
ら
こ
そ
ボ
ク
達
は
キ
リ
ト
の

へ
と

意
し
な
か

た
の
で
は
な
い
か
と

 
も
し
こ
の
推

が
正
し
け
れ
ば
キ
リ
ト
が

い
て
い
る
恐
怖
の
一
部

ボ
ク
達
が
離
れ
て

し
ま
う
と
い
う
恐
怖
は

憂
に
終
わ
る
と

て
良
い
だ
ろ
う

 

を

さ
れ
た
時
に
来
し
た
彼
の
恐
慌
は
自
分
は
必
要
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と

と
ち

り
し
て
親
し
い
者
が
離
れ
て
い
く
と
思

た
か
ら
だ

あ
の
恐
怖
の
根
幹
が
神

の
兄
へ
の

合
す
な
わ
ち
自
身
を

る
者
へ
の
変
化
だ
と
し
て
そ
の

合
が
あ
の
男
を
あ
る
程

信

し
て
い
る
事
で
成

て
し
ま
う
の
な
ら

ボ
ク
達
が
そ
う
な
る
事
は
絶
対
無
い
と
断

出
来
る

 
少
な
く
と
も
キ
リ
ト
が
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
リ

フ

と
キ
リ
ト
に
恋
情
が
あ
る

の
だ
と
自
覚
し
た
ボ
ク
は
絶
対
に
無
い

そ
し
て
十
中
八
九

間
違
い
な
く
他
の

も

意
す
る
事
は
無
い

 
だ
が

今
そ
れ
を

て
も
今
ま
で
が
今
ま
で
だ

た
だ
け
に
信
じ
た
く
て
も
信
じ
切
れ

な
い
だ
ろ
う

も
し
も
間
違

て
い
た
ら
と

え
る
と
絶
望
し
か
無
い
の
だ
か
ら

 
そ
し
て
信
じ
た
と
こ
ろ
で
も
し
ボ
ク
の
予
想
が
外
れ
て

意
し
た
人
が
出
て
し
ま

た
ら



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

今

こ
そ

彼
は
も
う

も
信

出
来
な
く
な
る

し
た
く
て
も

出
来
な
く
な
る

 
そ
れ
は
あ
ま
り
に
哀
し
く
て

た
ら
し
い
未
来
だ

 
だ
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
キ
リ
ト
に
は
話
さ
な
い
事
に
し
た

彼
が

み

ん
で
問
い
掛
け
て
来

た
時
は

そ
の
時
に
は
予
想
で
あ
る
事
を
前

き
し
て
話
そ
う
と
思
う

は
も
う
大

ち

い
た
か
ら

そ
れ
に

の

が
変
わ

て
な
い
事

に
安
心
出
来
た
か
ら

だ
か
ら

大

キ
リ
ト

 
そ
う
決
め
た

の
だ
が
キ
リ
ト
が
あ
ま
り
に
も

く

む
も
の
だ
か
ら
思
わ
ず

て
し
ま
い
た
い
と
思

た

 
キ
リ
ト
か
ら
感
じ
た

さ
は

葉
と
は
裏

に
安
心
し
て
な
い
事
を
如
実
に

い
表
し
て
い

た

今
回
は
大

だ

た
だ
け

は
ダ
メ
か
も

そ
う

え
て
い
て
そ
れ
で
も
今
は
と

ボ
ク
達
を

え
に
立
ち
直

て
い
る

 
そ
れ
は
矛
盾
で

あ
る
意
味
で
破
滅
へ
の
道
だ

 
ボ
ク
達
が
最
後
ま
で

意
し
な
け
れ
ば
彼
は
安
心
し

救
わ
れ
る
だ
ろ
う

 
だ
が
仮
に
一
人
で
も

意
し
て
し
ま
え
ば

彼
の

り

は
そ
の
全
て
が
喪
わ
れ
て
し
ま
う
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も
し
か
し
た
ら
こ
の
人
も
と
い
う

な
未
来
を
ど
う
し
て
も

え
て
し
ま

て
心
の

か
ら

安
心
出
来
る

り

を
喪
う

 
キ
リ
ト
も
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る

 
し
て
い
る
が

も
う
抗
う
事
は

め
て
い
る

自
身
で
は
ど
う
し
よ
う
も
無
い
の
だ
か
ら

と

期

し
た
く
て
も
し
切
れ
な
い
の
だ

  
そ
の
様
は

あ
ま
り
に
も
か
つ
て
の
ボ
ク
達
姉
妹
に
似
て
い
た

  
リ
ア
ル
で
は

紺

木

と
い
う
名
前
を

親
か
ら

い
た
ボ
ク
は

紺

子

と

い
う
名
を
与
え
ら
れ
た

子
の
姉
と
共
に
生
ま
れ
た

子
な
の
で

の

の
中
に
同
時
に

存
在
し
て
い
た

 

に
育

て
い
た
の
だ
が
い
ざ
出

の
時
に
問

が
発
生
し
た

の

道
は

く
子

が

れ
る
大
き
さ
で
は
無
か

た
の
だ

 
そ
の
た
め

王
切
開
が

さ
れ
る
事
と
な

た

子

を
斬
り
裂
い
て
子

を

む
そ
の
手
術

は
代
わ
り
に
も
う
二

と
子
を

め
な
く
な
る
と
い
う
事
を
意
味
し
て
い
た
が
そ
れ
で
も
実
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行
に

さ
れ
た

 
そ
の
術
中

が
あ

た
か
は
知
ら
な
い
が

が
大

出
血
を

こ
し
て
死
に
掛
け
た
ら
し
く

大
慌
て
で

血
を
し
た
ら
し
い

そ
れ
で

は
一
命
を
取
り
止
め

子
共
に
生
き

ら
え
た

 
し
か
し
ボ
ク
達
一
家
に

り
掛
か

た
悪
夢
は
そ
の

血
が
切

掛
け
だ

た

と

血

を
し
た
者
の
中
に
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
の
保
因
者
が
存
在
し
て
い
て

を
す
り

け
た

血

パ

ク
が

が
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

 
そ
れ
に
気
付
い
た
時
は
も
う

も
か
も
が

か

た

血
を
さ
れ
た

は

論
そ
の
時
は

へ
そ
の
緒
で
繋
が

て
い
た
ら
し
い
ボ
ク
達
姉
妹
に
も

子
感

を

こ
し
恐
ら
く
術
後
安
定

し
て
か
ら

ん
だ
の
だ
ろ
う

に
も
感

結
果
一
家
全

が
ウ

ル
ス
感

者
に
な

て
し

ま

て
い
た

 
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
は

ヒ
ト
の

系
の

で
あ
る

ヘ
ル
パ

と
い
う
も

の
に
取
り
付
き
指

系

を
麻

さ
せ
る

こ
の

は
体
内
に
ウ

ル
ス
な
ど
の
本
来
体

内
に
無
い
も
の

あ
る
い
は

体
内
に
あ
る
と

悪
を

す
も
の

を

体
内
に
必
要
な
も

の
と

別
し

を
指

す
る

の

の
一
つ
で
あ
り
あ
る
意
味
で
指

と
も

え
る
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こ
れ
の
機
能
が
マ
ヒ
す
る
と
体
内
に
ウ

ル
ス
や

が

じ

て
も
判
断
出
来
な
い
状

な

の
で

実

に

を

す
る
他
の

系

も

か
な
く
な
る

 
そ
の
状

を
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
い
う

日
本
で
の
正
式
名
称
を

後
天
性

不
全

候

そ

の
名
の

り

系

が

か
な
く
な

て
風
邪
な
ど
を
引
い
て
も

ら
な
く
な
る
状

で

も

と

く
な
れ
ば

に

系
が

い
て
い
る
人
で
は
決
し
て
発

し
な
い
程
に
感

力

の
弱
い

に
す
ら
冒
さ
れ
て
し
ま
う

 
投

や
精
神
を
強
く
保
つ
こ
と
で
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発

を

ら
せ
る
事
は
出
来
る

実

に

学

的
に
も
そ
れ
は
証
明
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
十
年
や
二
十
年
の
ス
パ
ン
で
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
感

か
ら
実

に
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発

ま
で
を

さ
せ
ら
れ
る

 
だ
が

れ
は
発

し
て
し
ま
う

必
ず
だ

あ
く
ま
で

な
の
だ
か
ら

 
結
論
か
ら

う
と
ボ
ク
達
一
家
は
全

が
発

し
た

親
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
二
年

ど
前
に

ボ
ク
と
姉
ち

ん
は

デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま
る
年
に
発

し
た

 

年
も

年
も

作

で

い
思
い
を
し
な
が
ら
戦

て
い
た
が

に
そ
の

間
が

れ
て

し
ま

た
の
で
あ
る

感

を
知

て

生
き
る
道
を

ん
だ

親
も
こ
れ
に
は

え
き
れ
な

か

た
よ
う
で

き

れ
て
い
た
記

が
強
く
残

て
い
る
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ボ
ク
と
姉
ち

ん
は
小
学

と
中
学
に
Ｈ
Ｉ

感

者
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発

者
の
事
実
を

し

て

て
い
た

法
律
で
そ
れ
ら
の
差
別
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が

制
し
た
か
ら
無
く
な

た

ら
人
は
争
い
を

こ
さ
な
い

 
ど
こ
か
ら
か

れ

が
流
し
た
か
は
知
ら
な
い
が
ボ
ク
達
が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発

者
で
あ
る
と

知
ら
れ
て
引

越
し
と
転

を
し
た
事
も
あ
る

そ
れ
ま
で
親
し
か

た
友
人
達
に
掌
を
返
さ

れ

行
を
振
る
わ
れ
た
記

は
今
も

明
に
残

て
い
る

 
そ
れ
が
切

掛
け
だ

た
の
だ
ろ
う

ボ
ク
と
姉
ち

ん
の

力
が
弱

て
行

た
の
は

姉
ち

ん
は
六
月

に
ボ
ク
は
九
月

に
発

し
た

れ
必
ず
死
ん
で
し
ま
う

に

て

し
ま

た
の
だ

 
死
し
か
無
い
未
来
に
希
望
な
ど

け
る

も
無
く

ボ
ク
達
は
悲

に

れ
る

だ

た
本
来
な
ら
ば

そ
ん
な

い
想
い
を
し
て
い
た
ボ
ク
達
に
二
つ
の
救
い
が
現
れ
た
の
だ

密
に

え
ば
二
つ
で
一
つ
か

 
一
つ
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の

法

Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
に
対
す
る
抗
体
が
見
つ
か

た
事

 
ボ
ク
達
が
感

し
て
い
た
ウ

ル
ス
は
恐
ろ
し
く

し
い

性
を
持

た
も
の
で

の

き
目
も
悪
い
も
の
だ

た
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そ
れ
を
滅
却
す
る

法
の
一
つ
と
し
て
骨

と
い
う
も
の
が
あ
る

た
だ
し
た
だ
の

骨

で
は
無
く
血

型
か
ら

の
タ
イ
プ
そ
し
て
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
に
絶
対
的
な
滅

力

を
有
す
る
抗
体
を
持
つ
骨

で
更
に
は
対

者

こ
の
場
合
は
ボ
ク
達

の
骨

タ
イ
プ

と

合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
非
常
に

し
い

件
を

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

 
そ
れ
が
見
つ
か

た

白
人
で
も
一
パ

セ
ン
ト
程
し
か
存
在
し
な
い
抗
体
持
ち
の
骨

が

そ
の
年
の

に
骨

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
の
だ

最

と

て
良
か

た

 

に
そ
の
骨

の
手
術
に
つ
い
て
だ

た
が
こ
れ
が
中

キ
ツ
イ
も
の
で

絶
反
応
に
よ

る
死
亡
も

え
ら
れ
る
も
の
だ

た

そ
し
て

よ
り
術
中
と
術
後
が
恐
ろ
し
く
苦
し
い
ら
し

く

中
で
苦
し
さ
の

り
亡
く
な

て
し
ま
う
人
も
い
る
の
だ
と
い
う

 
そ
れ
を
解
消
し
た
の
が
二
つ
目
の
救
い

に

作
さ
れ
た
フ
ル
ダ
イ
ブ
機
器
メ
デ

キ

ボ
イ
ド

の
存
在
だ

 
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は
ジ

ル
ベ

ド
が
敷
か
れ
た
直
方
体
の

体
と
い
う
形
状
の
ベ

ド
で

を

か
せ
る
方
に

大
な

り
物
が
存
在
す
る
機
器
だ

形
状
こ
そ
完
全
に
異
な

て

い
る
が
メ

ト
ギ
ア
型
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
ナ

ヴ
ギ
ア
の
ス

ク
を

上

し
て
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い
る
代
物
な
の
だ
と
い
う

主
に

た
き
り

者
や
目
が
不
自
由
な
方
を
対

と
し
て

作
さ
れ

た
機
器
ら
し
い

 
そ
れ
を

め
ら
れ
た
の
は

ナ

ヴ
ギ
ア

が
持
つ
性
能
に

因
し
て
い
た

 
ナ

ヴ
ギ
ア
は

部
分
で

か
ら

よ
り
下
に
送
ら
れ
る
全
て
の
電
気
信

を
シ

ト
ダ
ウ
ン
し
そ
れ
を
ハ

ド
に
取
り

み
仮
想
世
界
で
再
現
さ
れ
た
ア
バ
タ

に
送

て
動

か
す
よ
う
に
し
て
い
る

こ
れ
は
逆
に
体
か
ら

に
送
る
電
気
信

も
シ

ト
ダ
ウ
ン
す
る
部

分
は
同
じ
だ

 
ち
な
み
に
心

や
血

に
必
要
な
交
感
神
経
・

交
感
神
経
に

し
て
は
別
ら
し
い

そ

こ
ま
で
シ

ト
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
う
と
死
ぬ
か
ら
だ

な
の
で
こ
ち
ら
で

し
い
戦
闘
を
し
て

く
呼

し
て
い
る
時
は

現
実
の
肉
体
も
呼

が

く
心

が
速
い
と
い
う
事
に
な
る

 

話

 
そ
し
て
電
気
信

の
シ

ト
ダ
ウ
ン

は

異
の
百
パ

セ
ン
ト

す
な
わ
ち
現
実
の
肉
体

を
動
か
そ
う
と
ど
れ
だ
け
足
掻
い
て
も
ピ
ク
リ
と
も
動
か
せ
な
い
し
逆
に
肉
体
が

み
や

を

け
て
も

は
そ
れ
を
認
識
す
る
事
が
出
来
な
い

ま

み
な
ど
に

し
て
は

反

は
残

て
し
ま
う
の
だ
が

そ
れ
は
ま
た
別
だ
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こ
の
ナ

ヴ
ギ
ア
の
特
異
性
に

目
し
た
あ
る

者
が

そ
し
て

に
こ

れ
の

を

え
た

先
に

た

た
き
り

者
の
終

期

だ
け
で
な
く
骨

手

術
な
ど
の
死
亡
可
能
性
が
高
い

み
を

う
手
術
に
導
入
す
る
事
で
最
も
苦
し
い
期
間
を
仮
想

世
界
で

ら
し
て
や
り
過
ご
す
と
い
う

だ

そ
の
間
は

た
ま
ま
に
な
る
の
で
肉
体
が
弱
化
す

る
が

死
ぬ

ど
に
苦
し
い

み
に

べ
れ
ば
マ
シ
だ
ろ
う

 
そ
れ
の
使

を

め
ら
れ
た
の
で
あ
る

 
た
だ
し

作
機
で
あ
る
た
め

数
が
少
な
く

た

た
二

し
か
無
か

た

 
そ
の

に
話

と
な

て
い
た
の
が

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

仮
想
世
界
で
も
現

実
同
様
に

り
回
れ
る
上
に
遊
べ
る
初
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
タ
イ
ト
ル
だ
と
知

て
あ
ま
り
ゲ

ム
は
し

て
い
な
か

た
が
子

心
に
や
り
た
い
と
せ
が
ん
だ
ボ
ク
の
お
願
い
を

い
て
く
れ
て

親
は

日
も
行
列
に

ん
だ

に
二
つ
も
一
万
本
し
か
な
い
初
期
ロ

ト
を
手
に
入
れ
て
く
れ
た

 
結
果
子

で
手
術
に

え
切
れ
る
可
能
性
が

親
よ
り

い
と
い
う
理
由
で
ボ
ク
と
姉
ち

ん
は

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

を

す
る
事
に
な

た

 

ま

意
気

ん
で
入

て
み
れ
ば
運
命
の
悪

な
の
か
デ
ス
ゲ

ム
と
な

て

じ

め
ら
れ
て
し
ま

た
の
だ
が
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骨

に

し
て
は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
正
式
サ

ビ
ス
の
二
日
前
に

術

が
行
わ
れ
た

も
う
と

く
に

は
終
わ

て
い
る
だ
ろ
う

絶
反
応
が
出
た
ら
死
亡
す

る
と
い
う
話
だ

た
が
一
応

術
時
の
ボ
ク
達
が
ま
だ

体
に
近
い
状

だ

た

少
な

く
と
も

か

を
発

し
た
り
は
し
て
い
な
か

た

か
ど
う
や
ら
出
な
か

た
ら
し

い

今
も
生
き
て
い
る
の
が
そ
の
証

 
一
応
先
に
滅

果
が
あ
る
事
は
確
認
さ
れ
て
い
た
の
で

こ
れ
で
こ
の
世
界
を
生
還
す
れ

ば

肉
体
は
弱

て
い
る
も
の
の

は
復
活
し
て
い
る

で
あ
る

 
そ
れ
は
と
も
か
く

そ
ん
な
過
去
が
あ
る
ボ
ク
達
は
容

に
人
を
信

す
る
事
が
出
来
な
く

な

て
い
た

現
時
点
で
確
認
出
来
て
い
な
い
の
で
恐
ら
く
だ
が

に
な

て
い
る
と
は

え

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発

者
で
あ
る
と
知
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る
か

え
た
ら
恐
ろ
し
か

た
か
ら
だ

過
去

知
ら
れ
た
時
の
事
を
思
い
出
す
と

ど
う
し
て
も
人
を
信

し
切
る
事
が
出
来
な
い
で
い
る

 
だ
か
ら
ボ
ク
と
姉
ち

ん
は
親
し
い
ア
ス
ナ
の
誘
い
を
断

て
二
人
だ
け
で
ギ
ル
ド
を
作

て
い
た

ア
ス
ナ
の
事
を
親
友
だ
と
思

て
い
る
が
そ
れ
で
も
恐
ろ
し
い
も
の
は
恐
ろ
し
い
の

だ
ク
ラ
イ
ン
や
エ
ギ
ル
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
ま
だ
し
も
見
知
ら
ぬ
男

性
な
ど
以
て
の
外
で
あ
る
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そ
れ
な
の
に
サ
チ
を

け
容
れ
た
の
は
キ
リ
ト
の
頼
み
だ

た
か
ら
だ
が

だ
か
ん
だ

て

キ
リ
ト
に
は
ボ
ク
も
姉
も
心
を
許
し
て
い
る
の
で
あ
る

 
そ
れ
は
き

と
キ
リ
ト
は

ら
れ
る
者
が

け
る
心
の

み
を
知

て
い
る
だ
か
ら

な
い
と
そ
う
思

た
か
ら

キ
リ
ト
は
人
を

る

で
は
無
く
護
る

な
の
だ
と
信
じ

て
い
る
か
ら
だ

 
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な

た
の
は
キ
リ
ト
が
自
ら
を

て
い
る
キ
バ
オ
ウ
を
助
け
る

に

コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り

リ
ン
ド
共

彼
ら
を
助
け
出
し
た
か
ら

 
そ
し
て
決
定
的
だ

た
の
が

大
勢
に
よ
る
精
神
的

を

け
る
事
が
分
か

て
い
て
も

そ
の
彼
ら
の
生
と

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の

序
の

に
自
ら
を

に
す
る
精
神
性
の

徴

ビ

タ

の
悪
名
を
自
ら
背
負

た
あ
の

間

 

と
も
醜
い
も
の
だ
と
思
う

ビ

タ

と
し
て

ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
に

そ
れ

が
キ
リ
ト
を
信

す
る
決
定
的
な

間
に
な

て
い
る
だ
な
ん
て

 
彼
に

か
れ
た
の
は

彼
が
一
人
で
迷

へ

く
道
中
で
剣
を
振
る

た
時

 
彼
が
護
る

の
人
間
な
の
だ
と
思
え
た
の
は
自
ら
を

る
者
達
を
命

け
で
助
け
出
し
た

時
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彼
に
恋
情
を

い
た
の
は

彼
が

を
晒
し
た
時

 
彼
を
信

す
る
よ
う
に
な

た
決
定
的

間
は
彼
が
人
の

に

ら
れ
る
行
動
を
取

た

時 
そ
し
て
彼
は
か
つ
て
の
ボ
ク
に
似
て
い
る

生
き
ら
れ
は
す
る
が
未
来
な
ど
無
い
と
い
う
状

が
正
に
そ
れ

 
だ
か
ら
ボ
ク
は
キ
リ
ト
の
事
が
心
配
で

少
し
で
も

せ
に
な

て
欲
し
か

た

今
ま
で

ず

と

じ
て
来
た
の
は
か
つ
て
の
自
分
自
身
を
見
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
か
ら
だ

 
ま

彼
に
一
目

れ
し
て
い
た
と
い
う
の
も
あ
る
が

そ
の
理
由
も
確
か
に
存
在
す
る

ね

キ
リ
ト

 

め
て
キ
リ
ト
の

い

を
見
て
想
い
を

い
た
切

掛
け
を
思
い
出
し
た
ボ
ク
は
気
付

け
ば

し
く
名
前
を

に
し
て
い
た

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
が
小

を

こ
ち
ら
を
見
上

て
来
る

そ
ん
な
彼
に
ボ
ク
は

し
く

ん
だ

不
安
だ
と
思
う
今
は
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

だ
け
ど
ボ
ク
は
絶
対
に
キ
ミ
を

裏
切
ら
な
い

裏
切
る
事
も

る
事
も

ボ
ク
は
大

い
だ
し

そ
れ
に
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そ
れ
に

 
不
思
議
そ
う
に

を

て

い
て
く
る
キ
リ
ト

年

の
せ
い
か
異
性
に
興
味
を
持
た

な
い
事
と
人
の

意
に
対
し
て

的
な
性
格
で
今
は
そ
れ
を
気
に
し
て
い
ら
れ
る
精
神
状

で
は
な
い
か
ら
か
ボ
ク
が

を

お
う
と
し
て
い
る
の
か
全
く
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
だ

た

 
他
の
三
人
は
気
付
い
た
よ
う
で
リ
ズ
と
シ
リ
カ
が

気
に
取
ら
れ
つ
つ
も
応

を
シ
ノ
ン

が
物

く
物

し
た
そ
う
な
面
持
ち
だ
が

り

ま
ず
に
我

し
て
い
る
の
が

界
の

に

た

ど
う
や
ら
リ
ズ
と
シ
リ
カ
は
友
達
と
し
て
の
想
い
の
方
が
強
く
シ
ノ
ン
は
さ

き
の
話
を

い
た
限
り
で
自
分
と
同
じ
く

れ
て
し
ま

た
の
だ
ろ
う

 
シ
ノ
ン
と
あ
か
ら
さ
ま
に

意
を

い
て
い
る
と
分
か
る
リ

フ

に
少

し

無
い
と
も

思
う
が
自
覚
し
て
し
ま

た
か
ら
に
は
も
う

魔
化
せ
な
い

今
の
キ
リ
ト
に
は
き

と

ぶ

の
は
無
理
だ
か
ら

彼
が

べ
る
よ
う
に
な
る
そ
の
時
ま
で

つ
覚
悟
だ

 
彼
を
安
心
さ
せ
る

で
も
あ
り
自
分
の

で
も
あ
る

あ
る
意
味
で
背
水
の

に
し
て
不
退

転
の
覚
悟
だ

ボ
ク
は

キ
ミ
の
事
が

 
さ

て
し
ま
え
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そ
う

中
で
意
気

ん
で

大

き
だ
か
ら

と

お
う
と

を
開
い
て

 
よ

リ
ズ

ち

こ

ち
に
ま
だ
キ

る
カ

  
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
来
客
を

る
ベ
ル
が
鳴

て
情
報

の
声
を

い
た

間
ガ
チ
ン
と

を

じ
る

 
そ
れ
か
ら

も
知
ら
ず
に
入

て
来
た

色
の
フ

デ

ド
ケ

プ
を

て
い
る
情
報

を

理
不

と
分
か

て
い
な
が
ら

み
付
け
て
し
ま
う

オ

 

だ
こ
の
空
気

オ
ネ

サ
ン

間
が
悪
か

タ

え
え

物

く
最
悪
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ね

そ
れ

て

も
し
か
し
て
ユ

ち

ん
が

ん
で
来
て
る
の
と

あ

た
り
す
ル

大
あ
り
よ

ユ
ウ
キ

か

い
た
い
事
は
あ
る

に

ら
れ
て
死
ね
ば
い
い
の
に

開

一
番
い
き
な
り

い

 

て

え

そ
う

う

て
事
は

オ
ネ

サ
ン

や

ち
ま

た
の
カ
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友
人
と
は

え
人
前
で

白
す
る
覚
悟
を

め
て
ま
で
自
覚
し
て
今
だ

が

め
な
い
想
い
を

伝
え
よ
う
と
し
た
そ
の

先
に
こ
れ

て

デ
ス
ゲ

ム
化
の
事
と

い
本

に
運
命
の
悪

と
し
か
思
え
な
い
な

 
ア
ル
ゴ
が
悪
く
な
い
の
は
分
か

て
い
る
こ
れ
が
理
不

な
怒
り
と
い
う
の
も
分
か

て
い

る

分
か

て
い
る
が
そ
こ
は
か
と
な
い
ど
す
黒
い
も
の
が

中
に

き

こ

て
し
ま
う

の
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 

よ
り
も
想
い
を
伝
え
る
方
を

先
し
て
い
た
の
だ

気
も
最
高
だ

た
と
思
う
の

に

そ
れ
を
い
き
な
り

さ
れ
る
と
か

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

そ
の

ご
め
ん

マ
ジ
ご
め
ん

ユ

ち

ん

穴
が
あ
た
ら
入
り
た
い

と
う
か
時
間
を
き
し
て
や
り
直
し
た
い

 

を

え
覚
悟
を

無
し
に
さ
れ
た
脱
力
感
に
苛
ま
れ
て
思
わ
ず

て
し
ま
う

も
し
も

あ
そ
こ
で

め
た
り
せ
ず

ん
の
少
し
の
間
で
済
ま
せ
て
い
れ
ば

い
切
れ
て
い
た

だ

た 
ア
ル
ゴ
が

く

し

無
さ
そ
う
に

で

て
く
れ
て
い
る
の
が
せ
め
て
も
の
救
い
か
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え

と

そ
れ
に

の
後
は

一
体

は
 
先
の

葉
を
心

ち
に
し
て
い
た
キ
リ
ト
が
物

く

に
不
思
議
そ
う
な

で
問
う
て
く

る
も
の
だ
か
ら
思
わ
ず
変
な
声
が
出
て
し
ま

た

せ
な
い
時
点
で
色

と

い
気
が
す
る

 

い
や

愛
情
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
い
の
な
ら

気
付
く

も
無
い
の
だ
が

 
だ
が

そ
れ
で
も

え

と

と
と
に
か
く
キ
リ
ト
を
裏
切
る
な
ん
て
絶
対
無
い
か
ら

 
天
地
神
明
い

や

ボ
ク
の
魂
と
剣
に
誓

て
も
無
い

そ

そ
う

 
気
付
い
て
欲
し
い
と
願

て
し
ま
う
ボ
ク
は

強
欲
な
の
だ
ろ
う
か

う

意
を
決
し
て

お
う
と
し
て
た
の
に

け

け
禁
止

て
事
よ

き

と

シ
ノ
ン

 
物

く
同
情
の
色
を

ま
せ
な
が
ら
も
ど
こ
か
ホ

と
し
て
い
る
よ
う
に

苦

を

え
な
が

ら

シ
ノ
ン
が

て
き
た
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け

け
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
キ
リ
ト
は
不
思
議
そ
う
に
す
る
だ
け
だ

た
が
他
の

者
に
は
伝
わ

た
の
か
面
白
そ
う
だ
と

え
て
い
る
の
が

わ
か
り
な

み
を
浮
か
べ
る
リ
ズ

ベ

ト
期

に
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
る
シ
リ
カ

く

し

無
さ
そ
う
に

ち

む
ア

ル
ゴ
と
そ
れ
ぞ
れ
反
応
を
示
し
て
い
た

 
ど
う
や
ら

想
い
を
自
覚
し
た
時
点
で
恋

に
も
会

た
よ
う
で
あ
る

 
き

と
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
も
死
滅
し
て
い
る
だ
ろ
う
し
そ
れ
で
あ
れ
ば
未
来
は
開
け
て
い
る

の
だ
か
ら
結

だ

て
夢
で
は
無
い

ま

キ

リ
ア
だ

た
事
実
を

け
容
れ
て
く
れ
る

人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が

キ
リ
ト
は
き

と
大

だ
と
思
う

 

れ
そ
う
遠
く
な
い
日

論
姉
の
許
可
を
得
て
か
ら
に
な
る
が

想
い
を
伝
え
る
そ
の

時
に

ボ
ク
は
こ
の
事
実
を
伝
え
よ
う
と
思
う

 
そ
の
結
果

絶
さ
れ
れ
ば
も
う

も
信
じ
ら
れ
な
く
な
り
そ
う
だ
が

そ
れ
で
も
構
わ
な

い

い
た

れ
た
の
時
点
で
ボ
ク
が
悪
い
の
だ
か
ら

 
そ
れ
で
も
き

と

キ
リ
ト
は

け
容
れ
て
く
れ
る

 
そ
う
信
じ
て
今
は

つ
こ
と
に
す
る

時
で
な
い
の
で
あ
れ
ば

応
し
い
時
が
来
る
ま
で

つ
と
し
よ
う

そ
の
時
で
あ
れ
ば
き

と
邪
魔
は
入
ら
な
い
の
だ
か
ら
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キ
ミ
が

か
を

け
容
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
そ
の
日
ま
で

ボ
ク
は
こ
の
想
い
を

に
秘

め
て

キ
ミ
を

つ

 
キ
ミ
が
人
を
信
じ

け
容
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

そ
の
日
ま
で

  
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
先
に

に
入

た
事
で

き
た
小
さ
な
騒
ぎ
は

に
入
ろ
う
と
し
て
い

た
あ
た
し
で
も
事
の
経

を

す
る
事
が
出
来
た

ど
う
や
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
完
全
に
キ
リ
ト
に

れ
て

白
す
る
場
面
だ

た
ら
し
い

 
ま
さ
か
と
思

て
い
た
が
や
は
り
彼
女
は
キ
リ
ト
に

れ
て
い
た
よ
う
だ

し
か
も
人
前
で

白
す
る
事
す
ら

わ
な
い
と
い
う
大

さ
は

り
に
も
予
想
外

恋

は
と
て
も
強

の
よ
う

で
あ
る

 
ま

そ
の

先
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
突
入
を
喰
ら

て
出

を

か
れ
た
よ
う
だ
が

流

に
そ
こ
に
は
同
情
を
禁
じ
得
な
い
一
世
一
代
の
覚
悟
が
流
れ
て
し
ま

た
の
だ

人
前
で
す
る

と
い
う

を
抑
え

ん
で
し
よ
う
と
し
た
結
果
が
そ
れ
な
の
だ
か
ら
自
身
の

動
を
思
い
返

し
て

に

え
る
の
も

然
だ
と
思
う

あ
ま
り
の
取
り
乱
し

り
に
あ
た
し
の
存
在
に
気

付
く
事
す
ら

れ
て
い
た
し
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そ

か

キ
リ
ト

遭

ち

た
ん
だ

 
し
か
し
い
き
な
り

故

白
す
る
事
に
な

た
の
か
キ
リ
ト
が
ユ
ウ
キ
さ
ん
の

白
に
気

付
い
て
い
な
い
の
で
明
確
な

語
こ
そ

け
て
問
う
て
み
れ
ば

い
た

と
ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら

二
人
き
り
で
話
し
た
い
と

わ
れ
キ
リ
ト
が
シ
ノ
ン
さ
ん
の
弓
ク
エ
ス
ト
解
消
に
動
い
て

い
る
間
に
話
さ
れ
た
事

正
確
に
は
人
物
と
遭
遇
し
情
緒
不
安
定
に
な

て
い
た
キ
リ
ト
を

ち

か
せ
て
い
た
と
い
う
の
だ

 
あ
た
し
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら

た
人
物
は
黒
髪
黒
目
で

が

て
い
る
平

的

な
背

の
男
性
プ
レ
イ

が

て
い
る
と
い
う
特
徴
か
ら
あ
た
し
と
同
じ
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

迷
い

ん
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

で
あ
る
の
は

確
定
的
だ

 
そ
し
て
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
キ
リ
ト
に

か
せ
な
い
よ
う
に
話
し
て
き
た
理
由
が

そ
の
プ
レ
イ

の
名
前
が
ア
キ
ト
で
あ
る
事
そ
し
て

殺
隊
の

念
的
リ

ダ

で
あ
る
キ
バ
オ
ウ

に

時
か
知
ら
な
い
が

触
し
て
煽
動
し
て
い
る
可
能
性
か
ら
リ
ア
ル
が

秋
十
で
あ
る

と
推

さ
れ
た

だ

 
キ
バ
オ
ウ
は
キ
リ
ト
を

ビ

タ

と
し
て

悪
し
て
い
る
の
で
は
な
く

オ
リ
ム
ラ
の

出
来
損
な
い
と
し
て
見
て
憎
悪
し
て
い
て
更
に
は

の
人
間
を

き

ん
で
先

を

た
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る
人
間

そ
ん
な

が

か
の
指

に

う

が
無
い
の
に
現
に
煽
動
さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
は

キ
バ
オ
ウ
以
上
に
キ
リ
ト

い
や

オ
リ
ム
ラ
の
出
来
損
な
い

に
対
し
て

な

ら
ぬ
負
の
感
情
を

い
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

 
そ
し
て
極
め
付
け
に
プ
レ
イ

ネ

ム

 
こ
れ
は
ま
さ
か
と
思

て
あ
た
し
に
話
し

を
見
て
あ
た
し
か
ら
キ
リ
ト
に
話
し

ち

か
せ
つ
つ
心
構
え
を
し
て
も
ら
お
う

と
決
ま

て

え
に
来
て
み
た
ら
も
う

か

た
と
い

う

だ

 
正
直

キ
リ
ト
は
色

と
運
命
に

わ
れ
て
い
る
気
し
か
し
な
い

ア
イ
ツ
キ
バ
オ
ウ
と
繋
が

て
た
の
ね

そ
れ
を
知

て
た
ら

ら
な
か

た
の
に

 
リ
ズ
さ
ん
が

く
苛
立
た
し

に

う

ど
う
や
ら

と
お
お
ら
か
な
部
分
が
あ
る
彼
女
で
す

ら
苛
立
つ
程
の
人
格
者
ら
し
い

 
ま

あ
た
し
も
話
し
た
事
こ
そ
無
い
も
の
の
キ
リ
ト
か
ら

き
知

て
い
る
人
物
像
を
思

い
浮
か
べ
る
だ
け
で
も

立
た
し
い
気
持
ち
に
な
る

ま

ア
イ
ツ
が

ん
だ
剣
は
そ
こ
ま
で
良

て

じ

無
い
し
別
に

手

て
い

う

で
も
無
い
か
ら
良
い
け
ど

む
し
ろ
ず

と

れ
残

て
た

悪
品
だ
し
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え

そ
う
な
ん
で
す
か

あ
の
ア
ル
ジ

ン
ト
ブ
レ

ド
ね

い

な

白
だ
か
ら
見
た
目
が
良
い

て
手
に

取

て
見
る
人
は
い
る
ん
だ
け
ど

強
化

行
回
数
が
た

た
三
回
な
の
よ

値
も

め

だ
し

ア
レ
は
設
定
的
に

礼
剣
だ
か
ら

華
な
反
面
弱
い
の
よ
ね

ま

そ
の
分
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
攻
撃
し
た
時
の
ダ
メ

ジ

は

の
片
手
剣
よ
り
強
い
し
ス
ピ

ド
タ

イ
プ
に

し
た
剣
だ

た
か
ら
値

は
そ
こ
そ
こ
に
し
て
お
い
た
の

ア
レ
を
取
る

て
事
は

よ

ど
怒
り
で
我
を
忘
れ
て
い
た
か

品
定
め
す
る
目
が
節
穴
か
の
ど

ち
か
ね

う
わ

 
ど
ん
な
剣
だ

た
か
知
ら
な
い
の
で
あ
た
し
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
反
応
が
出
来
な
い
が
リ
ズ
さ

ん
の
説
明
を

い
て
シ
リ
カ
さ
ん
シ
ノ
ン
さ
ん
ユ
ウ
キ
さ
ん
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
四
人
が
物

い

れ
た

み
を
浮
か
べ

も

え
な
い
と
ば
か
り
に

を
引
き

ら
せ
て
い
た

 
対
し
て
キ
リ
ト
は

な
面
持
ち
だ

自
身
を
捨
て
た
兄
と
は

え
情
緒
不
安
定
に
な

て
い
た
と
い
う
事
は
キ
リ
ト
の
内
心
で
は
切
り
捨
て
て
い
な
い
と
い
う
事
だ
か
ら
ま
だ
家

の

情
が
少
し
あ
る
の
な
ら
少
し
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
の
も
分
か
ら
な
く
は
な
い
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し
過
ぎ
る
と
も
思
う
が

う
よ
う
な

動
を
取

て
い
な
い
の
だ
か
ら

意
も
出
来
な
い

し

今
は
す
る
必
要
性
も
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
今
は
い
い
だ
ろ
う

あ
の
ア
キ
ト

て
い
う
人

ど
れ
く
ら
い
強
い
の
か
な

Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

で
三

間
前
に
来
た
と
い
う
事
と
リ
ズ
の
剣
を
持
て
て
い
た
と

い
う
事
は
レ
ベ
ル
は
最

で
も

は
あ
る

だ

運
ぶ
時
に
不
自
然
さ
が
見
ら
れ
な
か

た
か

ら
ス
テ

タ
ス
に
も

が
あ
る

以
上
は
確
実
だ
か
ら

攻
略
組
に
入
れ
る
程

に

レ
ベ
ル
は
あ
る
ん
じ

な
い
か
な

確
か
に
剣
を
持

て
た
か
ら
そ
れ
く
ら
い
は
要
る
よ
ね

実
力
に

し
て
は
ど
う
な
ん
だ
ろ

う

が
二
日
で

め
た

ノ
之
道
場
で
は
一
番
だ

た

だ

確
か
今
か
ら
二
年
程
前
の

に

あ

た
全
国
剣
道
大
会
男
子
の
部
で

勝
し
て
た
よ
う
な

あ

た
ね
そ
う
い
え
ば

新
人
な
の
に
強
い

て

い

目

び
て
た
の
覚
え
て
る

 
二
年
前
の
剣
道
大
会
で
は
和
人
を
思
い
切
り

て
い
た
人
物
と
い
う
事
を
知

て
い
て
そ

ん
な
人
物
が
同
じ
全
国
大
会
に
出
場
し
て
あ
ま
つ
さ
え

勝
ま
で
行

て
し
ま

て
い
た
事
に

と
も

え
な
い
気
持
ち
に
な

た
も
の
で
あ
る
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和
人
が
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た

年

す
な
わ
ち
去
年
の
全
国
大
会
に
も
出
場
し
て
い
た

し
女
子
の
部
に
は
束
さ
ん
の
妹
も

た
か
ら

更

明
に
覚
え
て
い
る

彼
女
も
か
な
り
の
実

力
者
だ

た
よ
う
で
決
勝
ま
で
勝
ち

い
て
来
て

最
後
の

合
で

た

た
の
だ

 
ま

速
攻
で
勝

た
が

し
い
剣
は
確
か
に
圧
倒
に
向
い
て
い
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
よ

り
も
強
い
覚
悟
を
秘
め
て
い
れ
ば

か
な
い
の
で

静
に
対

す
れ
ば
す
ぐ
に
勝
て
た

 
と
は

え

に

て
い
る
も
の
の

集
中
力
を
要
し
た
が

も
う
一

同
じ
こ
と
を

や
れ
と

わ
れ
て
も
十
回
に
三
回
は
失

す
る
だ
ろ
う

あ
れ

 
リ

フ

さ
ん

て

リ
ア
ル
で
は
剣
道
を
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か

う
ん

一
応
一

年
と
去
年
の
全
国
剣
道
大
会
女
子
の
部
で

勝
し
ま
し
た

え

 
こ
れ
で
も
物
心
付
い
た
事
か
ら

に

か
れ
て
い
た
し
一

年
は
和
人
が
家

に
な

て

あ
た
し
か
ら
教
え

み
始
め
た
年
だ

た
か
ら
実
に

実
し
て
い
た
の
だ

義
弟
の
前
で
は
誇
り

あ
る
義
姉
と
し
て
振
る
舞
い
た
か

た
の
だ

 
ま

流

に
会
場
ま
で
来
る
と
和
人
は

バ
い
の
で
来
る
事
が
出
来
な
か

た
が
そ
の
代

わ
り
テ
レ
ビ
中
継
で
応

し
て
く
れ
て
い
た
よ
う
な
の
で

し
か

た
覚
え
が
あ
る

メ

ル
で
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応

ま
で
し
て
く
れ
た
の
で

色

と
吹

切
れ
て

一
気
に
勝
負
を
つ
け
に
行

て
い
た

一

年
の
は
知

て
た
け
ど
去
年
も

勝
し
た
事
は
知
ら
な
か

た

一
年
近
く

い
け

ど

お
め
で
と
う

あ
り
が
と
う

で
も
流

に
今
年
は
無
理
だ
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
か
ら
そ
も
そ
も
出

ら
れ
な
い
し

 
剣
道
部

達
に
は
悪
い
が
あ
た
し
と
し
て
も
現
状
を
如

に
か
す
る
事
も
出
来
な
い
の
で
彼
女

達
で

て
も
ら
う
し
か
な
い

部
⻑
と
し
て
生
還
し
て
か
ら
結
果
を

き
た
い
も
の
で
あ

る

出
来
れ
ば

か
が

勝
し
て
い
て
欲
し
い

全
国
大
会

勝
者

て

え

キ
リ
ト
く
ん
の
お
義
姉
さ
ん

い

義
弟
の
応

で

ち

い
ま
い
し
た

な
る

ど

得

 
シ
リ
カ
さ
ん
の

然
と
し
た

葉
に
そ
う
返
せ
ば
キ
リ
ト
以
外
の
五
人
が
声
を

え
て

て
き
た

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
の
応

で

れ
て
し
ま
う
の
は
共

見
解
ら
し
い

三

覇
目
指
し
て
た
か
ら
心
残
り
が
無
い
と

え
ば

だ
け
ど

ま

キ
リ
ト
に

え
た
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か
ら
良
い
か
な

今
年
も
あ
の
人
と
ぶ
つ
か

て
た
だ
ろ
う
か
ら

分
助
か

た
思
い
も
す
る

し
あ
の
人

て

よ

ノ
之

て
い
う
人
で
す

束
さ
ん
の
妹

ら
し
い
ん
で
す
が

ね

 

ノ
之

 
生
憎
束
さ
ん
か
ら
年

ま
で

い
て
い
な
い
の
で
あ
た
し
が
中
一
の
時

デ
ス
ゲ

ム
の

年

に
出
場
し
た

の
全
国
大
会
に

な
か

た
の
は
あ
た
し
よ
り
年
下
だ

た
か
ら
か
あ

る
い
は

に
勝
ち

け
て
い
な
か

た
か
ら
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
か
な
り
の
実
力
者
と

い
う
の
は
確
か
だ

 
と
は

え
彼
女
の
剣
は
あ
ま
り
親
し
め
る
も
の
で
は
無
い

い
や
他
者
を

絶
し

と
す

力
的
な

を

け
た
か
ら
彼
女
の
人
間
性
か
ら
し
て
あ
ま
り
他
者
と
親
し
く
出
来
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

 
現
在

ノ
之
家
は
日
本

に
よ
る
重
要
人
物
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

て
一
家
は
離

し

日
本
の

に

る
の
か
親

縁
者
で
す
ら
分
か

て
い
な
い
現
状
だ

 
彼
女
は
束
さ
ん
か
ら
妹
も
剣
道
を
や

て
い
る
か
ら
会
う
か
も
と
い
う
事
で
一
応
名
前
を
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教
え
て
く
れ
て
い
た
か
ら
分
か

た

 
ち
な
み
に
そ
の
時
に
束
さ
ん
以
外
は
名
前
を
変
え

や
プ
ロ
フ

ル
な
ど
も
で

ち
上

で
偽

さ
れ
て
い
る
ら
し
い
の
だ
が
束
さ
ん
は
そ
の
偽
名
す
ら
も
知

て
い
た
た
め
あ
た
し

も
彼
女
が
妹
な
の
だ
と
分
か

た

他
の
人
に
は

ノ
之

と
い
う
名
前
で
は
な
か

た
か

ら

大
天
災
の
妹
で
あ
る
と
は

と
も
思

て
い
な
い
だ
ろ
う

 
そ
の
彼
女
と
去
年
の
剣
道
大
会
で
ぶ
つ
か

た

危
う
い
場
面
も
あ

た
も
の
の
勝

し
て

勝
し
た
あ
た
し
は

故
か
物

い
目
つ
き
で

ま
れ
た
の
で
あ
る
ま
る
で
目
線
で

殺
さ
ん

ば
か
り
の
眼
は
殺
気
に

ち

れ
て
い
た

 
多
分
今
年
は
負
か
せ
て
や
ろ
う
と
息

い
て
い
る
だ
ろ
う
が
残
念
な
が
ら
あ
た
し
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

に

き

ま
れ
て
し
ま

た
の
で
そ
も
そ
も
出
場
出
来
な
い

に

を
合
わ
せ
る
と
す
れ
ば
和

人

か

高

の
剣
道
か

 
い
や

そ
う
い
え
ば
彼
女
は

束
さ
ん
の
妹
だ
か
ら

と
い
う
理
由
で

学
園
に
入
学
さ
せ

ら
れ
る
と
束
さ
ん
か
ら

い
た
事
が
あ
る

あ
そ
こ
は
高

学

で
部
活
も
存
在
す
る
も
の
の

色

と
国
交

で
面
倒
な
事
に
な
る
の
で
大
会
に
は
出
場
出
来
な
い
ら
し
い
の
で
も
う
二

と
剣
道
で

を
合
わ
せ
な
い
と
い
う
事
に
な
る
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つ
ま
り
あ
た
し
の
勝
ち

と
い
う

だ

流

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
乱
入
は
あ
た
し
が
意

し
た
事
で

は
無
い
の
で
責
め
ら
れ
る

わ
れ
は
無
い
の
だ
が
彼
女
の
あ
の
目
つ
き
か
ら
し
て
人
の
話
を

く
タ
イ
プ
だ
と
は
思
え
な
い
の
で

め
て
い
る

ま

そ
も
そ
も
合
わ
な
け
れ
ば
い
い
話
な
の

だ
が

 
あ
た
し
が
剣
道
で
ぶ
つ
か

た
彼
女
と

が
あ

た
か
の
部
分
だ
け
を
語
る
と
一
同
が

と

も

え
な
い
面
持
ち
に
な

た

う

ん

て

う
か

逆
恨
み
だ
よ
ね

そ
れ

や

り
そ
う
だ
よ
ね

や
だ
な

恨
ま
れ
る
よ
う
な
事
じ

な
い
の
に

て
い

う
か

束
さ
ん
の
家

と
は
思
え
な
い
く
ら
い
性
格
歪
ん
で
る
と
思
う

 
色

と
破
天

で

は

き
勝
手
し
て
い
た
ら
し
い
束
さ
ん
だ
が
今
は

く

ち

い
て
い

る
し
面
倒
見
も
良
い
お
姉
さ
ん
み
た
い
に
な

て
い
る

ま

動
が
ち

と

い
や

か
な
り

い
ノ
リ
な
の
だ
が
実

は
思
慮
深
い
女
性
な
の
だ
と
知

て
い
る

あ
の
お
ち

ら

け
た
感
じ
も

れ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
と
思
う

 
そ
れ
に
対
し
あ
の

ノ
之

は

無
人
で

な

が
強
か

た

一

も

葉
を
交

わ
し
て
い
な
い
が
あ
の
目
つ
き
を
見
た
だ
け
で
大
体
の
人
間
性
を

れ
て
し
ま
う
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が

い

と
い
う
や
つ
だ

そ
う
な
事
を

え
る
立
場
で
は
無
い
の
だ
が

ま

は

道
場
に
入

た
ば
か
り
の

に
千
冬
さ
ん
の
弟
な
ら
強
く
あ
る

べ
き
だ

て

て

実
戦
形
式
で

い
て
来
た
か
ら
な

 
ち
な
み
に

和
人
が
五

六

の

だ

た
ら
し
い

 

ダ
メ
だ
ろ
う

理
由
も
や
り
方
も

う

わ

理
由
も
そ
う
だ
け
ど
や
り
方
も

い
わ
ね

そ
れ

も
止
め
な
か

た
の

師

と
師

代
が

な
い
時
を

わ
れ
た
か
ら

り
も

む
し
ろ
煽

て
た
し

 
確
か
こ
の
子
が

ら
れ
始
め
た
の
は

が
世
に
出
て
か
ら
三
年
目

五

の
時
だ

た

だ
と
す
れ
ば

ら
れ
始
め
た

の
話
だ

 

千
冬
に
問
い

め
る
べ
き
事
が
増
え
た
よ
う
だ

あ
の
女

一
体

を
し
て
い
た

せ
め
て
最
初
く
ら
い
は
一
緒
に

て
あ

る
の
が

だ
ろ
う

ら

し
く
て
も
多
少
時
間
を

い
て
あ

る
べ
き
だ

 
確
か

千
冬
は
第
一
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

が
開
か
れ
る
一
年

ど
前
か
ら
束
さ
ん
直

の
日
本
代
表

手
と
し
て

い
て
い
た

な
の
で
そ
れ
よ
り
以
前
に

べ
て

し
さ
は

く



 第四十二章 〜想い想う一時〜

な

て
い
た

だ
少
な
く
と
も
バ
イ
ト
に

し
て
い
た

よ
り
も

日
本
代
表

手
だ

た

の
だ
か
ら

金
は
出
て
い
た
の
だ
ろ
う
し
実

そ
れ
で
和
人
が

い
物
で
お
金
に

た
事
は

無
か

た
と

い
て
い
る

 
日
本
代
表
と
し
て

い
て
い
た
か
ら

し
い
の
も
分
か
ら
な
く
も
無
い
が
も

と
時
間
を

け
ば

た
事
も
あ
る

で
あ
る

 
ま
さ
か
こ
の
世
界
に
来
て
ま
で

千
冬
に
対
す
る
文

が
出
て
来
よ
う
と
は
思
い
も
し
な

か

た
と
は

え
す
ぐ
に
束

士
が
助
け
出
し
て
く
れ
た
か
ら
二
日
で
道
場
を

め
る
事
が
出
来

た

千
冬
が

い
怒
鳴

て
来
た
け
ど

そ
れ
に
も
対

し
て
く
れ
た
し

あ
の
女

 
キ
リ
ト
に
は

こ
え
な
い
程

に
密
や
か
に

怒
の
声

を

ら
す

ま
た
今

会

て
そ

の
時
も
覚
え
て
い
た
ら
も
う
一

強
く

て
や
る

多
分

会
う
時
は
別
の
事
に
気
を
取
ら
れ

て
い
る
気
が
す
る
け
ど

 

そ
れ
に
し
て
も
そ
の
エ
ピ

ド
は
初
め
て

く

前

て
い
た
道
場
は
二
日
で

め
た
と

い
た
事
は
あ
る
が
そ
の
原
因
と
経

に
つ
い
て
は
一
切

い
て
い
な
か

た
の
で
初
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だあ
の

リ

フ

さ
ん

リ
ア
ル
の
キ
リ
ト
く
ん

て
ど
れ
く
ら
い
強
い
ん
で
す
か

え

 
え

と

 

と
シ
リ
カ
さ
ん
が
思
い
至

た
よ
う
に
そ
ん
な

問
し
て
き
た

予
想
し
て
い
な
か

た

の
で

ま

て
い
る
と

の
キ
リ
ト
が
ち

と
期

し
て
い
る
よ
う
な
眼
で
こ
ち
ら
を
見
て

来
る
の
で

少
し
ぐ

と
来
る

 
と
は

え
こ
こ
で

し
て
も
意
味
は
無
い
の
で
正
直
に
あ
た
し
の
感
想
を

た
方
が

良
い
だ
ろ
う

あ
た
し
も
ま
だ
ま
だ
修
行
中
の
身
だ
か
ら

そ
う
な
事
は

え
な
い
け
ど

他
の
人
が
一
を

教
わ
れ
ば
自
然
と
二
三
と
進
め
ら
れ
る
の
に
対
し
こ
の
子
は
一
だ
け
で
な
く
二
も
三
も
教
わ

ら
な
い
と

出
来
な
い

 
け
ど

と
あ
た
し
は
そ
こ
で

葉
を

切

た

こ
の
子
は

努
力
は
絶
対

ら
な
い

決
し
て
実
を
結
ば
な
い
と
し
て
も

そ
れ
で
自

に

な

た
り
放
り
出
す
事
は
一
切
無
か

た
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努
力
し
て
い
れ
ば

れ
報
わ
れ
る
な
ん
て

葉
が

想
に

ち

れ
た

で
あ
る
事
を

に

理
解
し
て
い
る

し
て
い
る
が
そ
れ
で
放

す
る
事
は
無
い

努
力
し
て
い
て
も
報
わ
れ
な
い

事
は
必
ず
あ
る
が

努
力
し
て
い
な
け
れ
ば
絶
対
事
を

せ
な
い
事
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
子
は
愚
直
な
ま
で
に
一
つ
の
物
事
を

り
返
し
練

す
る

そ
の
反
復
練

は
正
に
武
道
に
は
持

て
来
い
だ

一

で

え
ば
大
器
晩
成

で
も
そ
ん
な

葉
に

め
て
良
い
も
の
で
は
な
い
と
あ
た
し

は
思
う

 
成
⻑
は
確
か
に

い

む
し
ろ

す
ぎ
る
と

て
も

い
足
り
な
い
く
ら
い
で
は
あ

た

 
だ
が
そ
れ
で
も
成
⻑
し
て
い
な
い

で
は
無
い

少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
前
に
進
ん
で
リ

ア
ル
の
あ
た
し
が
鍛

で
掛
け
た
技
に
対

す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

て
い

た

 
そ
れ
は
本

に

く
り
と
し
た
速

で
は
あ

た
が

手
応
え
は
あ

た
の
だ

そ
し
て
こ
の
子
に
は
き

と

よ
り
も

れ
て
る
点
が
あ
る

そ
れ
が
見
取
り

古
と
そ

の
独
創
性

 
見
取
り

古

 
そ
れ
は
他
者
や
先
達
の
技

を
見
て
学
び
己
の
も
の
と
し
て
い
く
も
の
だ

強
い
人
の

合
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を
見
て
感
化
さ
れ
る
も
の
が
こ
れ
に

た
る
が
こ
の
子
の
場
合
は
そ
れ
が

み
で
は
無
く
強

者
の
⻑

と

を
見

い
て

善
点
を
見
出
し
そ
れ
を

収
す
る
だ
け
の
能
力
が
あ
る
の
だ

 
そ
し
て
独
創
性
と
は
見
取
り

古
に
よ

て
得
た
他
者
の
型
に

る
事
無
く
あ
く
ま
で
一

つ
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て

え
て
疑
似
的
な
経
験

イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
と
い
う
も
の

に
し
て
い
る

 
そ
こ
に
は
彼
自
身
の
技
も
あ
る
し

他
の
人
の
技
も
あ
る

見
取
り

古
に
つ
い
て
は

と
な
く
知

て
ま
し
た
け
ど
独
創
性
に
つ
い
て
は
ユ
ウ
キ
さ
ん

と
の
デ

エ
ル
で
気
付
き
ま
し
た

特
に
後

キ
リ
ト
が

北

前
に
な

て
か
ら
一

た
り
と
も
攻
撃
が

ら
な
く
な

て

く
し
て
か
ら
で
し
た

 
キ
リ
ト
本
人
に
自
覚
が
あ

た
か
は
知
ら
な
い
し
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
気
付
い
て
い
た
か
も
分
か

ら
な
い
が
キ
リ
ト
は

中
か
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
動
き
に
合
わ
せ
始
め
て
い
た

た

た
数
合
斬

り
合

た
だ
け
な
の
に
だ

 
た
と
え
一
年

も
の
間
ボ
ス
戦
で
共
に
戦

た

で
あ
ろ
う
と

本
的
に

ロ
で
あ

た

彼
が
彼
女
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
ら
れ
る
程

れ
て
い
る

が
無
い

デ

エ
ル
も

い
間
だ
け

だ

た
か
ら
あ
の

時
間
で

れ
た
と
は
思
え
な
い
も
し
も
そ
う
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
別
の
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才
能
だ

 
そ
れ
な
の
に
出
来
て
し
ま

て
い
た

そ
れ
は
つ
ま
り
あ
の

時
間
で
こ
の
子
は
彼
女
の
動

き
を
見
切
り

先
を

み

意

を

み
取

て
い
た
と
い
う
事
に
な
る

で
も
た
だ

ん
で

し
た
だ
け
じ

意
味
が
無
い

た
だ
の

は
初
見
の
攻
撃
で
す
ぐ

に
地
金
を
晒
す
事
に
な
る
か
ら

 

と
い
う
の
は
一

見
た
動
き
や
攻
撃
の
再
現
で
あ
り
そ
の
特
徴
か
ら
一

も
見
て
い

な
い
動
き
を
真
似
る
事
な
ど
絶
対
に
出
来
な
い

 
確
か
に
キ
リ
ト
は
前

で

に
一
撃
手
に
一
撃
体
に
十
撃
を

け
て
い
た

そ
の
後
は

し
い
剣

の
応

と

ド
ス
キ
ル
の
打
ち
合
い

み
合
い
だ

 
だ
が
仮
に

し
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
た
だ
の
一
撃
も

し
い
剣

に

ら
な
か

た

と
い
う
の
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か

手
の
攻
撃
を

め
る
と
し
て
も

少
し
の

み
違
い
で

て
し
ま
う

な
の
に

そ
れ
が
無
か

た

 
そ
れ
は
つ
ま
り
彼
女
の
ス
タ
イ
ル
に
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
合
わ
せ
⻑

と

を

み
合

わ
せ

隙
を
無
く
し
た
事
に
他
な
ら
な
い

 
そ
れ
を

に
説
明
す
る
と
さ
し
も
の
ユ
ウ
キ
さ
ん
で
も

し
て
い
た

ま
さ
か
そ
こ
ま
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で
出
来
て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
に
初
見
の
技
が

し
な
い
の
は
闘
技
場
個
人
戦
で
も

と
い
う
程
に
見
ま
し
た

あ
の

と
火

弾
の

を

キ
リ
ト
は
見
事
生
き
残

て
見
せ
た

 
け
れ
ど

あ
の
攻
撃
を
前
に
し
て
一
体
ど
れ
だ
け
の
人
間
が
生
き
残
れ
る
だ
ろ
う
か

 
少

な
く
と
も
あ
た
し
に
は
無
理
だ

そ
も
そ
も
ど
う
や

て
対

す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い

 
だ
が
彼
は
そ
れ
を
や

て
の
け
た

他
の
初
見
の
攻
撃
に
も
大
体
対

し
て
見
せ
た
少
な

く
と
も
彼
が
万
全
で
あ
る
間
は

最
後
の
ホ
ロ
ウ
に

し
て
は
ア
レ
だ
が
た
と
え

手
の
手
札

を
知

て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
で

き
切
る
と
な
れ
ば
話
は
別
な
の
で
あ
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
も

学

し
て
い
た

だ

 
た
だ

が
得
意
で
あ
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
戦
い
で
攻
撃
を
対

す
る
事
は
出
来
な
か

た
だ

ろ
う

そ
れ
を
や

て
の
け
た
と
い
う
事
は
彼
に
は
見
取
り

古
で
他
者
の
技
を
自
分
の
も
の

に
す
る
能
力
だ
け
で
な
く
そ
れ
の
⻑

を
加
え
て
自
分
な
り
の
ス
タ
イ
ル
を

持
し
成
⻑

す
る
独
創
性
も
存
在
し
て
い
る
と
あ
た
し
は

え
て
い
る

 
キ
リ
ト
は

わ
ば

真

白
な
カ
ン
バ
ス
な
の
だ

 
他
の
人
に
は
そ
の
人
な
り
の
色
つ
ま
り
は
や
り
方
が
あ

て
一
を
教
え
ら
れ
れ
ば
自
分
の
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法

に

て
二
三
と
進
ん
で
い
く

そ
れ
で
他
の
子
と

べ
て
も
決
し
て
同
じ
結
果
に
は

な
ら
ず

べ
た
人
数
の
分
だ
け
違
う
成
⻑

形
を

く

だ

 
反
面
キ
リ
ト
は
無
色

も
知
ら
な
い
し
自
分
な
り
の
や
り
方
が
無
い

故
な
ら
他
者
の

や
り
方
を
見
て
学

す
る
事
に
限

し
て
い
る
か
ら

そ
れ
も
た
だ
決
め
ら
れ
た
一
人
で
は
無
く

大
勢
の
や
り
方
を
見
て
学
び
最
も
良
い
も
の
を

ぶ
の
で
は
な
く
そ
れ
ら
全
て
を
寄
り
集
め
て

最
良
の
形
を
新
た
に
自
ら
作
り
出
す
そ
れ
が
彼
な
の
だ

だ
か
ら
彼
の
成
⻑

形
も
絶
対
に

一
人
と
も

ら
な
い
も
の
に
な
る
強
い
て

え
ば

の
に
も
似
て
い
る
と
い
う
不
思
議
な
も

の
に
な
る
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
彼
は
生
き
れ
ば
生
き
る
分
だ
け
他
の
人
と

す
れ
ば

す
る
分
だ
け
強
く
成
⻑
す

る

人
を
恐
れ
て
い
る
の
に
人
か
ら
離
れ
な
い
の
は
も
し
か
す
る
と
そ
う
い

た
部
分
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思

て
い
る

 
き

と
こ
の
子
に
は
才
能
が
無
い
ん
じ

な
い
才
能
が
芽
生
え
て
な
い
だ
け
だ

ま
だ

が
下
地
が
出
来
て
い
な
か

た
だ
け
で
こ
れ
か
ら
そ
れ
を
芽
生
え
さ
せ
育
て
開
花
さ
せ

る
の
だ

 
そ
し
て
こ
の
世
界
に
来
て
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
戦
わ
な
け
れ
ば
死
ぬ
極
限
の

境
を
き

か
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け
に

才
能
は
萌
芽
し

一
気
に
こ
れ
ま
で
の
分
を
返
す
か
の
よ
う
に
成
⻑
を
始
め
た

だ
か
ら
強
い
弱
い
で

え
ば
過
去
の
こ
の
子
は
確
か
に
弱
か

た

故
な
ら
先
達
と

え

る
人
を

見
て
来
な
か

た
か
ら

け
れ
ど
こ
の
世
界
に
来
て
多
く
の
人

と
共
に
戦

た
事
で
と
て
も
成
⻑
し
た
と
思
い
ま
す

き

と
リ
ア
ル
に

て
体
力
を

し
て
か
ら

合
を
す
れ
ば

あ
た
し
が
勝
て
る
確

は
五
分
を
切

て
い
る

 
十
回
全
て
負
け
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
が
勝
て
て
も
二
回
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
く
ら
い
だ
と

思
う

ル

ル
無

な
ら
全

を

す
る
事
間
違
い
な
し
で
ル

ル
あ
り
の

合
な
ら
チ

ン

ス
が
あ
る
か
も
く
ら
い
な
も
の
で
あ
る

少
な
く
と
も
あ
た
し
は
そ
う
認
識
し
て
い
る

 
そ
し
て
そ
の
勝

は

回
数
を
重
ね
て
い
く

に

く
な

て
い
く
に
違
い
な
い

予
想
あ
り
き
の
話
だ
け
ど

こ
の
子
は
も
う
十
分
強
者
の

に

る
と
思
い
ま
す
よ

こ
の

子
に
勝
て
る

手
は
そ
う
そ
う

な
い
で
し

う
し

勝
て
て
も
苦
戦
は
必
至
で
し

う

リ

姉

 

と

し
そ
う
に

め
ら
れ
て
喜
ん
で
い
る
の
が
分
か
る

面
の

と
感

を
浮
か
べ
る
キ
リ
ト
の

線
と
声
を

け
少
し
面

く
な
る
も
の
の
決
し
て

ず
か
し
い

事
で
は
な
い
の
だ
か
ら
と
目
を

ら
さ
ず
に
見
返
し
た
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そ
れ
に
キ
リ
ト
は

ず
か
し
そ
う
に
け
れ
ど
そ
れ
以
上
に

し
そ
う
に
華
や
か
な

み
を
浮

か
べ
た

良
か

た
わ
ね

キ
リ
ト

お
義
姉
さ
ん
に
認
め
ら
れ
て

あ
あ

今
ま
で

て
来
て
良
か

た

そ
こ
ま
で
喜
ば
れ
る
と

ち

と
む
ず

い
な

 
キ
リ
ト
は
本

に

し
そ
う
に
感

を
浮
か
べ
な
が
ら

面
の

み
で
喜
び
に

え
て
い
た

 
別
に
正
直
に
思

た
事
を

た
だ
け
だ
か
ら
そ
こ
ま
で
喜
ば
れ
る
と
な

と
思
う
も
の
の

自
分
が

た
事
を
思
い
返
せ
ば
か
な
り
真
面
目
に
べ
た

め
し
て
い
た
た
め
こ
れ
は
喜
ぶ

の
も

然
だ
な
と
自
分
で

得
し
て
し
ま

た

あ

わ

キ
リ
ト
が
ト
リ

プ
す
る
く
ら
い
喜
ん
で
る
の

て
物

い
レ
ア
じ

な
い

う
ん

 
喜
び
で

く
な

て
い
る

に
手
を

て

の
よ
う
に

し
そ
う
な
声
を

ら
す
キ
リ

ト
を
見
て
ユ
ウ
キ
さ
ん
が

気
に
取
ら
れ
た
か
の
よ
う
に

然
と

た
の
を

い
て
あ
た
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し
達
は

せ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
多
少
は
喜
ぶ
か
な
と
は
思

て
い
た
が
ま
さ
か
ト
リ

プ
す
る
程
と
は
思
わ
な
か

た

ど
う
や
ら
キ
リ
ト
に
と

て
姉
の
立
場
に
い
る
人
物
の

葉
や

価
は
絶
対
的
ら
し
い

こ

れ
で
も
し
も
こ

ど
く

き
下
ろ
し
て
い
た
ら
と
思
う
と

え
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
事

に
し
か
な
ら
な
い
と
思

て
少
し

え
て
し
ま
い
そ
う
だ

た

 
ち
な
み
に

裏
に
は
目
か
ら
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
消
え
失
せ
た
キ
リ
ト
が

て
く
る
シ

ン
が

浮
か
ん
で
い
た

か
な
り

的
な
光

な
の
で

に
怖
い

流

に
義
弟
で
あ

て
も

み
は
遠
慮
し
た
い

 
ま

こ
の
子
の
場
合
そ
ん
な
危
険
な
方
に
転
が
る
く
ら
い
な
ら
危
険
も

の
そ
の
と
も

と
危
険
な
方
に
進
ん
で
成
⻑
し
よ
う
と
す
る
と
思
う
が

 
そ
う
い
う
意
味
で

価
す
る

葉
に
は
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
と
あ
た
し
は
新
た
に

に

ん
だ
の
だ

た

 

ま
た

取
り
乱
し
ま
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

い
や

も
気
に
し
て
な
い
か
ら

ね
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う
ん

 

め
ら
れ
て
喜
ぶ
だ
け
な
ら
と
も
か
く
ト
リ

プ
す
る
程
と
な
る
と

し
い
の
で
ち

と
観

し
よ
う
と
い
う
事
に
な

て
か
ら
お
よ
そ
十
分
の
後
は

と
我
に
返

た
キ
リ
ト
が

を

で
真

に
し
な
が
ら

罪
と
共
に

を
下

て
来
た

 
そ
れ
に
あ
た
し
が
対
応
し
た

同
意
の

葉
に

も
同
じ
だ
と

く

 
実

見
て
い
て
と
て
も
和
ん
だ

に

め
た
だ
け
で
ト
リ

プ
す
る

て
い
う
の
も
ど

う
か
と
思
う
が

と
て
も
可
愛
ら
し
い
一
面
な
の
で
見
て
い
て

い
和
ん
だ

 

で
ま
く

た
ら
ど
ん
な
風
に
な
る
の
か
な
と
ち

と
あ
た
し
の
心
の
中
の
小
悪
魔

が
誘
惑
し
て
き
た
く
ら
い
だ

ち

と
く
ら

と
し
た
け
ど

と
か
精
神
力
を
振
り

て

え

い
た

 
他
の

が

な
か

た
ら
真

先
に
我

せ
ず
や

て
い
た
と
思
う
が
そ
れ
は
そ
れ
今
は

え

い
た
自
分
を

め
て
や
り
た
い
気
分
で
あ
る

え

と

そ
う
い
え
ば

ナ
ン
は

に

ナ
ン
ち

ん
な
ら

さ

き
か
ら
ず

と
ピ
ナ
と
一
緒
に
カ
ウ
ン
タ

で

て
る
け
ど

え

 
あ

ホ
ン
ト
だ
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ず
か
し
さ
を

ら
わ
す
た
め
だ
ろ
う

骨
な
話

転
換
に
苦

し
な
が
ら

え
れ
ば
ナ

ン
ち

ん
が
来
て
い
た
事
に
全
く
気
付
い
て
い
な
か

た
よ
う
で

き
の
声
を
上

て
い
た

む

し
ろ
墓
穴
を

て
い
て

く
可
愛
い
と
思
う

 
ち
な
み
に
ナ
ン
ち

ん
は

自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
時
点
で
目
を
開
け
て

を
持
ち
上

キ
リ
ト
の
方
を
見
て
い
た

 
目
が
合
う
や

や

ち

と
忘
れ
て
い
た
事
に

ね
て
い
る
の
か

い

と

を

ら
し

不

す
る
か
の
よ
う
に
ま
た
身
を
横
た
え
た

ああ
は
は

振
ら
れ
ち

た
ね

 
事
情
が
事
情
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
は

え
存
在
を
忘
れ
ら
れ
て
い
た
か
ら
ナ
ン
ち

ん
は
少

し
ご
立

の
よ
う
だ

こ
れ
は
ま
た

食
に

味
し
い
ご

を

意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ

う

ら

ら
と

を
揺
ら
し
て
い
る
の
は
ち

と
ご
機

な
証

だ
け
ど

 
ア
レ
は
一
体
ど

ち
な
ん
だ
ろ
う
か

 

念
す
べ
き
事
は
増
え
る
一
方
だ
け
ど
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は
少
し
ず
つ
成
⻑
し
穏
や
か
な

一
時
を

す
る
事
が
出
来
て
い
る

そ
の
事
実
が
あ
た
し
は

ら
な
い
程
に

し
か

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
い
き
な
り
の
ユ
ウ
キ

白
は
ア
ル
ゴ
に
よ

て
邪
魔
さ
れ
ま
し
た

こ
こ
に

を
来
さ
せ
る
か

悩
ん
だ
最
初
は
リ

フ

突
入
か
ら
空
気
が
絶
対
零

に

る

て
い
う
展
開
を

え
た
ん
で

す
が

ち

と

の

の
に
持

て
い
き
た
か

た
の
で
ア
ル
ゴ
を

に
し
ま
し
た

 
す
ま
ん

ア
ル
ゴ

れ

独
回
を
し
よ
う
と

え
て
る
か
ら

す
る
と
は

て
な
い

 
最

原
作
ユ
ウ
キ
の
面
影
が
ど
こ
に
も
無
い
く
ら
い
精
神
的
に
成
⻑
し
て
い
る
が
こ
れ
が
本

作
の
紺

木

で
す

む
し
ろ
人
生
経
験

て
い
う
意
味
で
は
か
な
り
他
の
キ

ラ
よ
り
上

じ

な
い
か
な
と
思

て
た
り

 
あ
と
過
去
の
差
別
や

経
験
が
キ
リ
ト
に
似
て
い
る
ん
で
共
感
を
得
て
い
た
り
す
る
ん

じ

な
い
か
な

と
い
う
ご

合
主
義
で

実

か
つ
て
の
危
な
い
自
分
に
似
て
た
ら
目
が

離
せ
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

こ
う

年

的
に
姉
と
し
て
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に
リ

フ

／
直
葉

 
物

い
お
師

感
と
い
う
か
千
冬
を

ら
か
く
面
倒
見
良
く
し
た
上
で
ブ
ラ
コ
ン
が
入

て

る
上

換

だ
な
と
書
い
て
て
思

た

全
国
剣
道
大
会
で
中
一

中
二
と
二

覇
し
て
る

し

三

覇
さ
せ
て
や
れ
な
い
の
が
ち

と

し
い
気
が
し
て
ま
す

 

千
冬
と
の
対

を
意
識
し
て
い
る
の
で

み
返
し
て
み
た
ら
こ
れ
か
な
と
思
う
表
現
が

あ
る
か
も

本
的
に
千
冬
は

め
ず
に
悪
い
と
こ
ろ
ば
か
り

て
る
け
ど
直
葉
は
悪
い
と

こ
ろ
を

い
つ
つ
そ
れ
を

ま
え
て

め
て
ま
す

 
そ
し
て
仮
想
世
界
に

じ

め
ら
れ
て
い
て
も
ヘ
イ
ト
を
向
け
ら
れ
る
世
界
最
強

時
期
的
に

え
れ
ば
実

国
家
代
表
と

え
ど
も
以
前

ど

が
無
い
と
い
う

じ

無
い

な
の
で

か
な
り
自
業
自
得
感
が
あ
る

 

に
名
前
だ
け
で
も
本
作
初
登
場
の

ノ
之

 
本
作
で
は
あ
り
き
た
り
な
オ
リ
キ

ラ
一
直
線
に
す
る
べ
き
か
そ
れ
と
も
色

と
空
回
り
ま

く

て
あ
ん
な
行
動
を
取

た
事
に
す
る
か
悩
ん
で
る
の
で

セ
リ
フ
を
一
切
入
れ
て
な
い
で

す

ど
ち
ら
に
で
も
取
れ
る
風
に
書
き
つ
つ

く
り
決
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

 
ホ
ン
ト
な

ツ
ン
デ
レ
な
の
か

ン
デ
レ
な
の
か
た
だ
の

力

な
の
か
よ
く
分
か
ら
ん
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で
す
原
作
一

て
よ
く

て
過
ご
し
て
ま
す
よ
ね

そ
の
せ
い
で
黒
一

も

し
て
る

し 
本
作
で
和
人
が

刀
で

か
れ
る
事

未

む
が
直
葉
に
伝
わ

た
ら
そ
の
時
点
で

極

確
定
で
す
な

義
姉
と
し
て
九

剣
道
経
験
者
と
し
て
一

で

経
験
者
が
凶
器
を
人
に

向
け
た
ら
ダ
メ
だ
と
思
う

代
表
候
補
性
で
あ
る
原
作
ヒ
ロ
イ
ン
ズ
の

無
断
展
開
を
思
い
浮

か
べ
つ
つ

 
彼
女
が
後
に
キ
リ
ト

に
な
る
か
ど
う
か
そ
れ
は
今
の

不
明

あ
と
年

が
分
か

て
な

い
の
も
活
動
報

の
ア
ン
ケ

ト
を
呼
ん
で
る
方
な
ら
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
ア
レ
の
ル

ト
決
定

第
で
年

が
上
下
す
る
か
ら
不
明
に
し
て
い
る
の
で
す

実

一
年
生
で
全
国
大
会
に

出
ら
れ
る
レ
ベ
ル
は

だ
と
思
う
ん
で

た
だ
原
作
で

勝
し
た
時
の
話
で
も
し
も
負
け
て

い
た
ら
と
思

て
書
き
ま
し
た

 
直
葉
は
義
弟
応

に
よ
る
義
姉
パ
ワ

で
や

て
の
け
た
と
い
う
事
で
一
つ

弟
に
応

さ
れ

た
お
義
姉
ち

ん
は
最
強
な
の
で
す

千
冬
は
応

が
あ

て
も
無
く
て
も

然
出
来
る
と
思

て
る
気
が
す
る
の
で
別

 
そ
し
て
オ
リ
兄
の
ア
キ
ト
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彼
は
性
格
こ
そ
ア
レ
で
す
が
実
力
あ
る
強
者
と
す
る
事
に
し
ま
し
た

人
間
性
が
ア
レ
で
も

実
力
あ
る
人

て

と
い
る
し

Ｐ
ｏ
Ｈ

ガ
ブ
リ
エ
ル

オ

タ
ム

リ
ゼ
ヴ

ム
・
リ

ヴ

ン
・
ル
シ
フ

よ

て
本
作
の
彼
は
強
者
で
す

 
ま

物
語
の
展
開
上
絶
対
に
負
け
る
ん
で
す
が
そ
れ
は
そ
れ
現
状
の
キ
リ
ト
と
戦
う
時

は
負
け
は
し
な
い
け
ど

程

に
食
い
つ
く

写
に
し
た
い
な
と
思

て
お
り
ま
す

 
主
な
目
安
と
し
て
は
原
作
キ
リ
ト
か
本
作
ユ
ウ
キ
と

天
才
な
上
に
剣
道
全
国

勝
者
な

ら
そ
れ
く
ら
い
出
来
て
も
お
か
し
く
な
い

完
全
天
才

の
原
作
ユ
ウ
キ
と
剣
道
経
験
者
の
キ

リ
ト
と
ゲ

ム
苦
手
な

の
剣
道
現

者
リ

フ

の

応
力
と
強
さ
を

え
つ
つ

  

し
か
し
本

に
ス
ロ

ス

今
話
の
内
部
時
間
一
時
間
も
経
過
し
て
な
い
で
す

よ

下
手
し
た
ら
三
十
分
も
経

て
な
い

 
レ
イ
ド
戦
は
ど
う
し
よ
う
も
う

ば
し
て
ニ
シ
ダ
さ
ん
出
し
て
七
十
五
層
ボ
ス
攻
略
行

き
ま
し

う
か

そ
れ
と
も

レ
イ
ド
戦

も
書
く
べ
き

 
一
応

え
て
い
る
ボ
ス
は
第
一
層
第
二
十
五
層
第
五
十
層

個
人
戦
ホ
ロ
ウ

バ
い

な
ん
で
す
が

も
う
キ
リ
ト
の
限
界
突
破
で
あ
ら
す
じ
み
た
い
に
ま
と
め
て
ス
ト

リ
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進
め
た
方
が
良
い
か
な
と
思
う
今
日
こ
の

流

に
第
七
十
五
層
で
三
十
章
分
は
⻑
過
ぎ
る

文

数
的
に
も

 
今
の
私
は

ば
そ
う
か
な
と
思

て
る
ん
で
す
が

み
た
い
方
が
そ
の

を
感
想
と
共
に

送

て
下
さ
れ
ば
書
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん

一
話
で
一
体
か
二
体
く
ら
い
倒
す
予
定

最
大
で
六

話
く
ら
い
使
う
か
も

 
そ
の
後
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
が
あ
り
ま
す
が

 
ま

最
後
の

バ
い

の

か
ら
書
く
と
い
う
手
も
あ
る
ん
で
す
が
ね
原
作
み
た
い
に
場

面

び

で
も
あ
ん
ま
り
戦
闘
で
し
た
く
な
い

ユ
ウ
キ
の
時
は
思
い
切
り
し
て
ま
し
た
が
マ
ン

ネ
リ
化
が

だ

た
か
ら
時
間
経
過
さ
せ
た
ん
で
す

 
ち
な
み
に
レ
イ
ド
戦

ば
し
た
ら
代
わ
り
に
第
七
十
五
層
ボ
ス
を
フ
ル
で
書
こ
う
と

え
て
ま
す

ど

ち
に
な
る
か
は

さ
ん

第

 
感
想
を
送

て
下
さ
る

に
意
見
を

き
た
い
な

と
思

て
お
り
ま
す

無
論
強
制
で
は
無

い
し
ア
ン
ケ

ト
で
も
無
い
で
す

み
た
い
意
見
が
多
か

た
ら
書
く

構
成
は
出
来
て
る

あ
と
は
モ
チ
ベ

シ

ン

 

文

め
て
⻑

と
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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 第四十三章 〜穏やかな一時〜

 
第
四
十
三
章
 

穏
や
か
な
一
時

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
ち

と
ゴ
タ
ゴ
タ
し
て
た
の
で
間
が
空
き
ま
し
た

平
和
な
日
常
回
だ
と

を
書
く
か
迷
う

ん
で
す
よ
ね
そ
し
て
以
前
の
ア
キ
ト
登
場
の
よ
う
に
不
穏
が
見
え

れ
前
に
出
た
り
す
る
と
い

う

キ
リ
ト
は

わ
れ
て
い
る
ん
だ

私
に

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
今
話
は
前
話
か
ら
三
日
後
の
お
話
で
す

闘
技
場
レ
イ
ド
戦
は

ば
し

ま
し
た
感
想
来
な
か

た
し
先
に
進
め
よ
う
と
思

た
ん
で

ま
だ
ア
シ

レ
イ
さ
ん
回
に
す

ら

達
し
て
な
い
で
す
が
ね

 

変
わ
ら
ず
の
ス
ロ

ス
で
す
が

ち

と

け
足
気
味

矛
盾

で
す

 

点
は
前

ロ
シ
ノ
ン
で
三
日
間
の
生
活
を
語

て
も
ら
い
ま
す

地
の
文
で

後

は
キ
リ
ト

点
で
色

と

 

時
に
無
く
と
て
も
平
和
で
す
よ

キ
リ
ト
は
色

と
と
ん
で
も
な
い
事
を
や

て
る
け

ど

本

に
平
和
で
す

場

が
ア
レ
だ
け
ど
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で
は
ど
う
ぞ

  
番
え
た

を
引
き

り
キ
リ
キ
リ
と

を
上

て

る

密
に
は
上
⻑
下

が
和
弓
な

の
で
形
状
と
し
て
は

弓
に
あ
た
る

白

製
の
弓
を
構
え
て

い
を
付
け
た
後

を
持
つ

手
の
指
を
離
す

 

う

と

く
風
を
斬
り
裂
く

を
上

な
が
ら
鉄
の

を
有
す
る

は
真

直
ぐ

し 
残
念
な
が
ら

て
い
た
的
か
ら
外
れ
て
数
セ
ン
チ
横
を

り
過
ぎ
て
し
ま

た

や

り

し
い
わ
ね

 
過

た

が

こ
し
た
風
で
ユ
ラ
ユ
ラ
と
揺
れ
る
フ

ル
ド
オ
ブ
ジ

ク
ト
で
あ
る
樹
木

の

か
ら
ロ

プ
で

る
し
た
小
さ
な

太
を
不

と
共
に

め
付
け
な
が
ら
ポ
ツ
リ
と
感
想

を

ら
す
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キ
リ
ト
の
協
力
も
あ

て
私
が

弓

カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
を
入
手
し

弓
術

を

得
し
て

か
ら

三
日
が
経
つ
今
日
中
天
高
く
に
日
が

る
時
間

の
現
在
私
は
日

と
な

て
い
る
自

己
鍛

に

し
ん
で
い
た

 
今
ま
で
な
ら

剣
の

ド
ス
キ
ル
の
練

や

層
の
モ
ン
ス
タ

を

手
に
し
て
戦
闘

れ
を
し
た
り

層
の

の
道

で
無

さ
れ
て
い
る
攻
略
本
を

入
し
て
知
識
を

え
た
り
し
て
い
る
の
だ
が

こ
こ
数
日
は

ど

を

る
練

を
し
て
い
る

 
ち
な
み
に
現
在
私
が
い
る
場

は
第
二
十
二
層
の

だ

 
第
二
十
二
層
は
攻
撃
行
動
さ
え
し
な
け
れ
ば
襲

て
来
な
い
ノ
ン
ア
ク
テ

ブ
系
モ
ン
ス
タ

し
か
フ

ル
ド
で
は
ポ

プ
し
な
い
た
め
必
然
的
に
平
和
を
求
め
る
プ
レ
イ

が
多
く
来

る

そ
の
中
で
も
こ
の

層
は

か
な
自
然
や
大
き
な

が
多
い
た
め
木
工

人
や
釣
り

き

な
プ
レ
イ

に

ま
れ
て
い
る

実

私
が
こ
の
世
界
に
来
て
か
ら
と
い
う
も
の
第
二
十
二

層
の
天
気
さ
え
良
け
れ
ば
釣
り
プ
レ
イ

を

日
見
る
程
だ

 
そ
ん
な
プ
レ
イ

は

本
的
に
冒
険
は
し
な
い
し
目
的
の
場

に
さ
え
行
け
る
な
ら
そ
こ

に
足

く

う
逆
に

う
な
ら
見

れ
な
い
場

に
は
時
間
の
無

な
の
で

本
的
に
来
な
い

 
第
二
十
二
層
は
北

に
迷

そ
の
手
前
と
な
る
層
の
中
心
部
分
に
迷

前
の

が
存
在
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し

に

地

に

と
森

に
森
が
広
が
る
構

だ

 
キ
リ
ト
の
ホ

ム
は

に
あ
り

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
ギ
ル
ド
ホ

ム
は

に
存
在
す
る

の

と
森
は
そ
の
間
に

し
て
い
る

 

の

地
は
ぶ

ち

け
行
く
意
味
は

ど
無
い
ら
し
い

 
た
だ
使
い
魔
を
得
て
い
る
プ
レ
イ

の
一
部
は
そ
の

地
で

と
な
る
モ
ノ
を
得
て

付

け
が
出
来
る
た
め

に

れ
て
い
る
ら
し
く
中
に
は
テ
イ
ム
し
よ
う
と

を
求
め
る
者
や
リ
ア

ル
で

な
ど
が

き
だ

た
者
も

る
と
い
う

だ
が

本
的
に
は

も

き

ん
で
寄
り
付
き

は
し
な
い

 

に
あ
る
森
も

の

地
と
同
様
に
来
る
意
味
は
無
い

か
の
ク
エ
ス
ト
が
あ
る

で
も

無
い
し

取
ポ
イ
ン
ト
は
存
在
す
る
に
し
て
も

に
近
い

の
森
の
方
が

は
良
い
し

そ
の
数
も
広
さ
に
反
し
て
密
集
し
て
い
る
た
め
多
い
と
い
う

 
結
果
的
に

地

ど
忌

さ
れ
る
要

は
無
い
が

み
も
無
い
の
で

人
が
寄
り
付
か
な

い

来
る
に
し
て
も
木
工

人
く
ら
い
な
も
の

 
そ
ん
な
場

に
私
が
来
て
い
る
理
由
は
弓
術
の
練

を
す
る
た
め

よ
り
正
確
に

う
な

ら

に
も
見
ら
れ
な
い

境
の
中
で
練

を
す
る
た
め
だ
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弓
は
キ
リ
ト
が
持
つ
二

一
対
の
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を

い
て
数
少
な
い
メ
イ
ン

と
な
れ
る
遠

離
武
器
だ
そ
の
存
在
価
値
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
つ
い
て
明
る
く
な
い
私
で
す
ら
多
大
な

も
の
で
あ
る
と
分
か
る

 
あ
の
リ
ズ
ベ

ト
武

で
の
騒
動
の
後
キ
リ
ト
は
ア
ル
ゴ
に
複
数
の
依
頼
を
し
彼
女
は

そ
れ
を

け
て
行
動
し
た

 
そ
の
一
つ
は

他
の
プ
レ
イ

も

弓

カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
と

弓
術

を
手
に
入
れ
ら
れ

る
か

と
い
う

依
頼

 
私
は
白

の
弓
を
手
に
入
れ
た
時
に
弓
術
を

得
し

く
チ

ン
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ

ア
し
た
事
で
キ
リ
ト
は
無
銘
の

弓
を
手
に
入
れ
た
彼
に
よ
れ
ば
や
は
り
そ
の
弓
は
使
え
る
と

い
う

だ
が
キ
リ
ト
の
場
合
は

撃
術
と
い
う
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
得
て
い
た
た
め
私
と

同
様
に
使
え
る
と
い
う
だ
け
だ

も

と

え
ば
ア
レ
は
ボ
ウ
ガ
ン
も
使
え
る
事
か
ら

弓
術

の
上

換

な
の
で
あ
る

 
そ
れ
を

え
れ
ば

私
の
こ
れ
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
と

え
ら
れ
な
く
も
無
い

 
し
か
し

初
キ
リ
ト
は
あ
の
ク
エ
ス
ト
の
存
在
は
近

戦
闘
が
苦
手
な
プ
レ
イ

へ
の

救
済

で
は
な
い
か
と

し
て
い
た
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そ
の
キ
リ
ト
の

を
前

に
す
れ
ば

弓
術

は
ユ
ニ

ク
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
で
は
無

く

体
術

と
同
様

件
さ
え

た
せ
ば

も
が

得
可
能
な
コ
モ
ン
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ク
エ
ス
ト
の

動
に
は
ゴ
ブ
リ
ン
ア

チ

が
ド
ロ

プ
す
る

の
切
れ
た
弓
が
必
要

で
あ
る
の
は
分
か

た
が

そ
れ
が
一

き
り
な
の
か
ま
で
は
不
明
だ

 
も
し

弓
術

を

も
が

得
出
来
る
の
な
ら

ボ
ス
の
攻
撃
を

け
て

回
復
の

に
後

退
し
た
プ
レ
イ

が
後
方
か
ら

護
す
る
と
い
う

来
の
Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
あ
る
戦
闘
方
法

も
可
能
に
な
る

 
そ
の

性
は
一
か
ら
新
た
に
ス
キ
ル
を
鍛
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
労
を

え
て
も
お
釣

り
が
来
る
程
だ

 
そ
の
た
め

攻
略
を
第
一
に

え
て
い
る
キ
リ
ト
が
依
頼
し
た

 
結
論
か
ら

え
ば
残
念
な
事
に
弓
術
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
で
あ
る
事
が
分
か

た

の
切
れ
た
弓
を
手
に
件
の

を

れ
た
ア
ル
ゴ
が
確
認
し
て
も
ク
エ
ス
ト
は
発
生
し
な
か

た

の
だ
他
に
も
リ
ズ
や
シ
リ
カ
リ

フ

と
い

た
事
情
を
知
る
面

が

れ
た
も
の
の
全
て

同
様
だ

た
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ま

代
わ
り
に
あ
の

で
は
弓
の
武
器
と
な
る

を

入
出
来
る
事
が
判
明
し
た
の
だ
が

 

に
同
レ
ベ
ル

の
片
手
剣
が
有
す
る
攻
撃
力
の
二

を

き
出
す
特
徴
を
持
つ
弓
は
他
の

投

系
武
器
と
異
な

て

に
限
り
が
無
く
残
弾
を
気
に
す
る
事
無
く

る
事
が
出
来
る

攻

撃
力
も
高
い
の
で

本
的
に

て
さ
え
す
れ
ば
こ
ち
ら
の
も
の
だ

 
だ
が
弓
は
少

デ
メ
リ

ト
が
あ
り
強
化
が
出
来
な
い
事
が
分
か

た

ま

木
製
の
弓

を
ど
う
や

て
強
化
す
る
と
い
う
話
な
の
だ
が

 
代
わ
り
に

弓
に
セ

ト
す
る

の
方
は

え
ら
れ
た

今
ま
で
私
が
使

て
い
た

は

弓

と

け
ば

も
が
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

や
フ

ン
タ
ジ

小
説
で
あ
り
が
ち
な
鉄
の

の

こ
れ
が
デ
フ

ル
ト

備
の

だ

 
件
の

で

ら
れ
て
い
た

は
キ
リ
ト
の
登
録
し
た
武
器
を

す
る
よ
う
な

と

同
様
に

入
し
た

を
セ

ト
す
る
事
で
使

出
来
る
事
が
分
か

た

 

の
種

は

の

麻

の

の
全
部
で
四
種

 

の

は

常
の
二

増
し
の
ダ
メ

ジ
を

き
出
す

は
レ
ベ
ル
一
の

を
麻

は
レ
ベ
ル
一
の
麻

を

手
に
付
与
す
る
デ
バ
フ
系

の

は
そ
の
名
の

り

が

に

ま
れ
て
お
り
獣
系
モ
ン
ス
タ

に

常
の
二

の
ダ
メ

ジ
を
反
面
水

系
モ
ン
ス
タ
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に
は

す
る
と
い
う

果
が
あ

た

層
が
進
ん
だ
ら
ア
ン
デ

ド
特
攻
の
銀
の

と
か
水

系
特
攻
の
氷
の

と
か

ら
れ
る
か
も
な

 
こ
れ
を
知

た
キ
リ
ト
の
感
想
が
こ
れ
で
あ
る

 
ち
な
み
に
こ
の
後

骨
系
に
は

て

そ
う
だ
か
ら
斬

た
方
が
速
い
な
と
も

に
し
て

い
た

確
か
に
骨
の
モ
ン
ス
タ

や

霊

い
レ
イ
ス
系
モ
ン
ス
タ

に
は

て

そ
う
だ

し

に
斬

た
方
が
速
そ
う
な
気
は
す
る

 
そ
れ
は
と
も
か
く

状

異
常
誘
発
系
の

を
思
わ
ぬ
形
で
手
に
入
れ
る
事
が
出
来
た
私
は

て
味
方
に

を
放

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
特

を
す
る
事
に
し
た

こ
れ
が
第
二
十
二
層

の
森
の
中
に
て
鍛

を
し
て
い
る
理
由
で
あ
る

 
そ
し
て

故
一
人
な
の
か

 
そ
れ
は

弓
術

の
事
を
今
は
秘
匿
す
る

で
あ
る

 
弓
術
が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
だ
と
分
か

た
以
上
出
来
る
だ
け
そ
れ
を
秘
匿
し
た
方
が
良

い

キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
達
と
同

の
レ
ベ
ル
を
誇
り
戦
闘
技
術
も
あ
り
今
か
ら
で
も
最
前
線

攻
略
に
参
加
出
来
る
く
ら
い
強
け
れ
ば
話
は
別
な
の
だ
が
私
の
レ
ベ
ル
は
こ
の
三
日
の
鍛

で
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く

と
い
う
と
こ
ろ
な
の
で
行
け
る

が
無
い

 
し
か
し

が
り
な
り
に
も
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
そ
の
価
値
は
と
ん
で
も
な
い
の
だ
か
ら

も
が

自
身
の
戦
力
に
し
よ
う
と
勧
誘
し
て
く
る
だ
ろ
う
ま
ず
間
違
い
な
く
攻
略
に

わ
る
大
ギ
ル
ド

は
勧
誘
し
て
く
る

 
こ
の
世
界
に
い
る
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ホ
ル
ダ

は
表
向
き
は
血

騎
士

⻑
の
紅
の

騎
士

ヒ

ス
ク
リ
フ

ビ

タ

と
蔑
ま
れ
て
い
る

黒
の
剣
士

キ
リ
ト
の
二
人
だ
け

 
こ
の
二
人
は
前
者
は
第
三
層
か
ら
存
在
す
る
最
古
参
の
攻
略
大
ギ
ル
ド
の
ギ
ル
ド
リ

ダ

後
者
は
常
に

ロ
を

い
て
い
る

い
は
強
い
ら
れ
て
い
る

ま
れ
者
で
あ
る
た
め

勧
誘
す
る
機
会
は
存
在
し
な
か

た

 
だ
が
私
は
現
状
フ
リ

更
に
は
レ
ベ
ル
も

く

後
ろ
盾
も
存
在
し
な
い

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ
ラ
ン
や
ユ
ウ
キ
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
リ
ズ
ベ

ト
と
い

た

攻
略
中
層
と
下
層

人
生

そ
れ
ぞ
れ
に

が
広
い
面

と
フ
レ
ン
ド
で
は
あ
る
も
の
の

後
ろ
盾
に
な

て
も
ら
え
る
か
と

え
ば
そ
う
で
は
無
い

 

論

は
私
を
護
ろ
う
と
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
だ
が

私
の
レ
ベ
ル
が

い
の
が
問

で

も
後
ろ
盾
に
な
る
事
は
出
来
な
い
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キ
リ
ト
は
そ
も
そ
も
表
向
き
は

と
も
親
し
く
な
れ
な
い
し
仮
に
私
を

た
ら

者
だ

と
思
わ
れ
て
逆
に
危
険
に
晒
さ
れ
る
た
め

私
と
し
て
は

に

な
が
ら
論
外

 
現
在
も
私
が
キ
リ
ト
の
ホ

ム
に

在
出
来
て
い
る
の
は
表
向
き
で
は
無

と
な

て
い

る
か
ら
こ
そ
で
あ
り

付
か
れ
そ
う
に
な

た
時
点
で
追
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

わ

れ
て
い
る

全

が

心
の

意
を
払

て
い
る
の
で

い
に
も
そ
ん
な
状
況
に
至

て
い
な
い

が

そ
れ
も
恐
ら
く
は
時
間
の
問

だ
と
思
わ
れ
た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ラ
ン
達
の
よ
う
な
攻
略
メ
ン
バ

に
匿

て
も
ら
う
と
い
う
手

も
あ
る

が

私
の
レ
ベ
ル
が

い
た
め

に
匿
う
メ
リ

ト
を
説
明
出
来
な
い

 
ま

血

騎
士

に
は
面
倒
見
が
良
く

つ
キ
リ
ト
の
理
解
者
で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ

と
ア
ス
ナ
が

る
し

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

は
キ
リ
ト

護

の
三
人
で
構
成
さ
れ
て

い
る
の
で
マ
シ
だ
と
は
思
う

 
だ
が
そ
れ
は
内
部
だ
け
で
あ

て
外
部
は
そ
う
も
い
か
な
い

弱
い
私
が
攻
略
ギ
ル
ド
に
入

て
も
外
部
の
人
間
が
絡
ん
で
来
て
や
や
こ
し
い
事
に
な
る
だ
け
だ

私
が
護
れ
て
も
私
の
入

を
き

か
け
に

と

を
生
ん
で
し
ま

て
は
攻
略
が

る
あ
る
い
は

繋
が
悪
く
な

る

そ
れ
で
は
本

転
倒
だ

な
の
で
良
い
と
は
思
う
が
却
下
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ク
ラ
イ
ン
の
ギ
ル
ド
は
中
層
と
下
層
で

は
広
い
し
人
助
け
も
行

て
い
る

だ
が
少
数
精

な
が
ら
第
一
層
か
ら
参
加
し
て
い
る
生

の
攻
略
メ
ン
バ

で
あ
る
以
上

今
ま
で

ど

わ

て
い
な
か

た
私
が
い
き
な
り
参
入
し
て
は
他
の
攻
略
ギ
ル
ド
と
同
様
騒
が
れ
る
の
は
間
違

い
な
い
し

あ
の

の
信

や
信
頼
が
疑
わ
れ
る
結
果
に
な
り
か
ね
な
い

 
と
い
う
か
こ
の

は
ク
ラ
イ
ン
本
人
か
ら
却
下
さ
れ
て
い
た
り
す
る

 
理
由
は
私
が
入
る
と

の
彼
女
だ
と
か
の
面
倒
な
ス
キ

ン
ダ
ル
が
立
つ
可
能
性
大
だ
か
ら

ら
し
い

ク
ラ
イ
ン
と
し
て
は
非
常
に
不
本
意
な
話
だ
し
私
に
も
不

し
か
無
い
た
め
入

し
な
い
方
が
良
い
と

わ
れ
た
の
だ

キ
リ
ト
が
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
と
知

て
は
い

た
が

実

に
話
し
て

い
の
事
を

え
ら
れ
る
良
い
人
な
の
だ
な
と
思

た
出
来
事
で
あ
る

 

人
の
エ
ギ
ル
の
場
合
シ
リ
カ
と
同
様
に

子
と
し
て

て
も
ら
え
ば

外
解
決
な
気
は

す
る

こ
こ
は
生

で
あ
る
鍛
冶
師
リ
ズ
ベ

ト
の
場
合
も
同
じ
事
が

え
る

 
だ
が
こ
こ
で
問

に
な
る
の
が
キ
バ
オ
ウ
と
は
別
に
存
在
す
る
反
ビ

タ

一

の

の

攻
略
ギ
ル
ド

聖
⻯

合

の
存
在
だ

 
私
は
よ
く
知
ら
な
い
の
だ
が

聖
⻯

合

は
過
去
様

な
ク
エ
ス
ト
や
経
験
値

ぎ
に
良

い

場
を
独

し

を
得
る
行
動
が
よ
く
目
立

た
と
い
う

更
に
は
フ
ラ
グ
を

ん
だ
事
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で
戦
え
る
レ
ア
な
ボ
ス
の

を
取
る

な
ら
一
時
的
な
オ
レ
ン
ジ
化
す
ら

わ
な
い
程
で

中

に
は
他
の
プ
レ
イ

が
戦

て
い
た

の

を
横
か
ら
奪

た
事
も
あ
る
と

い
た

 
事
実

年
前
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の

に
は
精
神
的
に

ん
で
い
た
キ
リ
ト
を
心
配
し

て
後
を
追

た
ク
ラ
イ
ン
達
と
更
に
そ
の
後
を
追

て
来
た
リ
ン
ド

い
る
聖
⻯

合
と

が
正
面
衝
突

そ
の
勢
い
は

ま
じ
く
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ユ
ウ
キ
と
い

た
攻
略
組
で
も

な
地

を
有
す
る
者
が

た
か
ら
聖
⻯

合
メ
ン
バ

全

と
一
騎
打
ち
の
デ

エ
ル
を
し

て
退
け
ら
れ
た
も
の
の

な
か

た
ら
ク
ラ
イ
ン
達
は
殺
さ
れ
突
破
さ
れ
て
い
た
程
だ
と
い
う

 
そ
の
話
が
本

な
ら
目
的
の

な
ら
聖
⻯

合
は
一
時
的
な
オ
レ
ン
ジ
化
は
お
ろ
か
本

に
手

を

ば
な
い
事
は
目
に
見
え
て
い
る

 
だ
か
ら
私
が

子
と
し
て
入

て
も

集
め
に
フ

ル
ド
を
出
た

を

わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
し

骨
な

業

を
さ
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
る

 
リ
ズ
の
場
合
は
シ
リ
カ
か
リ
ズ
本
人
が
人

に
取
ら
れ
入

を
強
要
さ
れ
る
可
能
性
す
ら
あ

る

そ
う
で
な
く
と
も
シ
リ
カ
に
は
ピ
ナ
と
い
う
あ
か
ら
さ
ま
な
弱
点
も
あ
る

だ
し
私
よ
り

レ
ベ
ル
は
高
い
と

え
ど
流

に
彼
女
達
も
人
を

手
に
複
数
を

め
て

手
取
る
事
は
出
来

な
い
だ
ろ
う
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他
の
攻
略
ギ
ル
ド
に
入

た
と
こ
ろ
で
前

し
た
理
由
以
外
に
も
こ
の
聖
⻯

合
に
よ

る

行

は

に

え
ら
れ
る

 
私
が
攻
略
組
に
入
れ
る
程
の
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば

血

騎
士

風
林
火

聖
⻯

合

デ

ア
ベ
ル
が
リ

ダ

を
し
て
い
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の

れ
か
に
入
れ

た
だ
ろ
う
あ
る
い
は
ス
ト
レ
ア
程
の
強
さ
を
持

て
い
る
な
ら

ロ
で
活
動
す
る
事
も
出
来
た

か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
私
は
弱
い
と
て
も
弱
い

レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
経
験
す
ら

て
い
る
現
状
で
は

抗

な
ん
て
出
来
る

が
無
い
の
だ

 
そ
の
弱
さ
が

て
私
は

の
後
ろ
盾
も
得
る
事
が
出
来
な
い
対
外
的
に
後
ろ
盾
を
得
た

と
し
て
も
私
自
身
の
価
値
が
追
い
付
い
て
い
な
い
か
ら
意
味
を

さ
な
い
の
だ

 
こ
の
世
界
に
法
は
無
い

現
実
で

す
る
常
識
は

じ
な
い
の
が
常
に
な

て
い
て
法
が

無
い
以
上
は
本
人
の
価
値
が
高
く
な
け
れ
ば
後
ろ
盾
を
得
て
も
そ
れ
は
意
味
を

さ
な
い

 
攻
略
組
ト

プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
と
同

の
戦
闘
力
を
有
す
る
ス
ト
レ
ア
で
あ

れ
ば

血

騎
士

だ
ろ
う
と

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

だ
ろ
う
と

入

た
と
し
て

も
多
少

が
ざ
わ
つ
く
だ
け
で
大
騒
ぎ
に
は
な
ら
な
い

少
な
く
と
も
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
い
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う
一
つ
の
目
的
の
下
に
戦
う
心
強
い
メ
ン
バ

が
増
え
た
と
い
う
認
識
で
収
ま
る
の
は
間
違
い

な
い

 
だ
が

レ
ベ
ル

つ
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
な
ど
と
い
う

大
な

弾
を

え
た
私
の
場
合
は
そ

う
も
い
か
な
い

 
ま
だ

レ
ベ
ル
な
だ
け
で
あ
れ
ば

か
つ
て
ユ
ウ
キ
が
鍛
え
上

た
と
い
う
サ
チ
の
よ
う
に

れ
攻
略
組
に
入
る
前

で
私
も
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
入

出
来
た
だ
ろ
う

然

多
少
は
騒
が
れ
る
だ
ろ
う
が
サ
チ
と
い
う
前

が
あ
り
そ
し
て
強
力
な
槍
使
い
に
成
⻑
し
て

い
る
以
上
は
す
ぐ
に

静
化
し
て
戦
力
が
増
え
る
事
を
期

さ
れ
る
に

ま

た

だ

ま

仮
に
そ
れ
で
騒
が
れ
て

あ
ん
ま
り
⻑
く

く
よ
う
な
ら
ボ
ク
が

ら
せ
る
け
ど
ね

サ
チ
の
時
も
そ
う
し
た
し

そ
れ
は
知
ら
な
か

た
な

 
も
し
騒
が
れ
た
ら
と
い
う

念
に
対
し
ユ
ウ
キ
は
に

こ
り
と

み
な
が
ら
恐
ろ
し
い
事

を

に
し
流

の
キ
リ
ト
も
知
ら
な
か

た
だ
け
で
は
無
い

か
に
よ

て

を
引
き

ら
せ

て
い
た

 
一
体

を
し
た
ん
だ
ろ
う
か
と
そ
こ
は
か
と
な
く
気
に
な

た
も
の
の
恐
ろ
し
く
て

い
て
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い
な
い

あ
ん
な
明
る
い
性
格
の
子
が
本

は
恐
ろ
し
い
と
か

と
な
く

し
て
い
た
と
し
て

も
事
実
と
し
て
知
り
た
く
は
な
い

 
そ
れ
は
と
も
か
く
ユ
ウ
キ
が

を

ら
せ
ら
れ
る
な
ら
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に

な
ら
入
れ
る
可
能
性
は
大
き
い

 
し
か
し
そ
れ
を

す
る
の
は
私
し
か
持
ち
得
な
い
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
更
に
は
メ
イ
ン
を

れ
る
数
少
な
い
遠

離
武
器
の

ド
ス
キ
ル
を
持
つ

弓
術

こ
の
存
在
の
せ
い
で

私
は

ど
こ
に
も
入
れ
な
い

 
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら

私
が
攻
略
組
の
一

と
し
て
戦
う
時
は
ど
こ
か
の
ギ
ル
ド

論

聖
⻯

合
以
外

に
入
る
時
で
あ
り
そ
の
時
が
来
る
ま
で
私
は
弓
術
を
秘
匿
し
出

来
る
だ
け
目
立
た
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
一
人
で
戦
い

自
身
を
鍛
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
だ
か
ら
私
は
第
二
十
二
層

の
森
の
中
一
人
で
鍛

を
し
て
い
る
と
い
う

だ

と

て
も

ロ
で
戦
え
る
よ
う

シ

ド

ボ
ク
シ
ン
グ
の
よ
う
に
空
撃
ち
し
て
い
る
だ
け
だ
が

 
事
情
を
知
る
キ
リ
ト
や
リ

フ

で
あ
れ
ば
一
緒
に

て
も
良
い
の
だ
が
同
じ
弓
を
手

に
入
れ
た
キ
リ
ト
は
と
も
か
く

リ

フ

は
私
に
付
き
合
う
必
要
性
が
無
い

 

密
に

え
ば
一
緒
に

て
も
彼
女
は
時
間
を
無

に
し
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
た
め
こ
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こ
に
来
る
意
味
が
無
い

リ
ズ
と
シ
リ
カ
は

が
あ
る
し
ユ
ウ
キ
も
最
前
線
を
攻
略
中
な
の
で

来
る

に
は
い
か
な
い

そ
も
そ
も
彼
女
達
も
リ

フ

と
同
様
私
に
付
き
合
う
メ
リ

ト
は

ど
無
い

強
い
て

え
ば
弓
術
の
戦
い
方
を
知
れ
る
く
ら
い
だ
ろ
う
が

意
味
は
無
い

に

し
い
だ
ろ
う

ま

キ
リ
ト
の
場
合
は
最
前
線
に
い
る
か
ら
な
ん
だ
け
ど

 
あ
れ
か
ら
三
日
が
経
過
し
て
い
る
と
い
う
事
は

つ
ま
り

日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
闘
技
場

レ
イ
ド
戦

は
行
わ
れ
た
と
い
う
事

 
結
果
か
ら

え
ば
攻
略
組
は
見
事
五
戦
全
て
を
突
破
し
た

密
に

え
ば
キ
リ
ト

護

は

だ
ろ
う
か

 
第
一
回
戦
は

ゲ

ジ
四
本
の
ア
ヴ

ン
ジ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
と
一
本

る

に
追
加
さ
れ
る
合

十
六
体
の

ア
ヴ

ン
ジ
・
コ
ボ
ル
ド
セ
ン
チ
ネ
ル

が

手
だ

た

 
キ
リ
ト
達
に
と

て
は
様

な
意
味
で
因
縁
深
い
第
一
層
ボ
ス
の
強
化

で
あ

た
こ
れ
は

ゲ

ジ
残
り
一
本
と
な
る
と
手

と

盾
か
ら
⻑
大
な

太
刀
に
換

し
た
も
の
の

全
て
の

刀

ス
キ
ル
を
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
に
よ

て
パ
リ

さ
れ

あ
る
い
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
強

な
神
聖
剣
ス
キ
ル
に
よ
る

を
始
め
と
し
た
タ
ン
ク
隊
を
突
破
出
来
ず

え
無
く

ち
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取
ら
れ
た

 
第
二
回
戦
は

ゲ

ジ
四
本
の

ア
ヴ

ン
ジ
・
ザ
・
バ

サ
ク
デ

モ
ン

 
全
⻑
十
メ

ト
ル
程
の

を
持
つ
三
面
六

の

色
の
人
型

像
ボ
ス
で
後
で

け
ば
第

二
十
五
層
で
猛

を
振
る

た
ボ
ス
ら
し
い

あ
の
キ
バ
オ
ウ
が
突

し

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

解
放
軍
に

大
な

を
与
え
攻
略
レ
イ
ド
で
多
く
の
離
脱
者
と
死
者
を
出
し
た
悪
夢
を
見

せ
た
存
在
だ

 

に
三
本
ず
つ
あ
る

は
上
か
ら

に

槍
片
手
剣
手

が
握
ら
れ
て
い
て
そ
れ

を
別

に
動
か
し
て
背
面
以
外
の
全
て
を
カ
バ

し
切
る
程
の
対
応
力
で
攻
略
レ
イ
ド
を
苦
し
め

た 
そ
の
猛

は
第
二
十
五
層
攻
略

時
も
や
は
り
振
る
わ
れ
た
ら
し
く
そ
れ
ま
で
に
無
い
種

の
攻
撃
方
法
と

像
で
あ
る
事
か
ら
斬
撃
と

突
属
性
が

き

く
対
応
に
苦
し
み
結
果
的
に

前
ま
で
追
い

め
ら
れ
た
と
い
う

 
と
は

え
過
去
に
戦

た
ボ
ス
が
出
て
来
る
と
い
う
情
報
は

に
存
在
し
て
お
り
更
に
は

ク

タ

ボ
ス
と
い
う
事
も
あ

て
か
な
り

さ
れ
て
い
た
た
め
か
つ
て

ど
苦
戦
は
し
な

か

た

そ
の
情
報
が
あ
る
時
点
で
攻
略
レ
イ
ド
は

む
前
に

層
の
ボ
ス
を

事
情
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で
第
四
十
九
層
だ
け
は
キ
リ
ト
も
記

し
て
い
な
か

た
た
め
生
の
情
報
が
一
切
無
か

た
が

お

い
し
て
い
た
た
め
だ

 
苦
戦
し
な
か

た
最
た
る
理
由
は
キ
リ
ト
に
あ
る

た
だ
し
ま
と
も
な
方
法
で
戦
い
勝

た

で
は
無
い

 

で
無
数
の
武
器
を

れ
る
キ
リ
ト
が

後
で
色

と

わ
れ
る
事
も

め
て
全
て

て
い
き
な
り
そ
の
特
性
を
全
開
放
し
た
か
ら
だ

打
撃
武
器
で
あ
る
片
手

の
雨
で
ボ
ス

を
一
気
に
圧
殺
し
た
の
で
あ
る

も
の
の
見
事
に

も
さ
せ
ず

と
片
手

の
雨
は

り
返

さ
れ
た

 
そ
の
戦
闘
時
間
は
お
よ
そ
三
分

 

常
の

層
ボ
ス
戦
は
平

二
三
時
間

強
化
さ
れ
て
い
る
と

え
ど

戦
を

慮
し
て

フ
ロ
ア
ボ
ス

み
で
は
無
か

た
ら
し
い
復
讐
の
コ
ボ
ル
ド
王

手
に
三
十
分
は
掛
か

た
と
い

う
の
に
た

た
そ
れ
だ
け
し
か
経
過
し
な
か

た

り
物

作
戦
が
如

に
恐
ろ
し
さ
を
ま

ざ
ま
ざ
と
理
解
さ
せ
る
展
開
だ

た

 
こ
れ
に
は
流

の
反
キ
リ
ト

び
攻
略
組
の

も
が
そ
の
異
常
な
攻
撃
方
法
に

然
と
し

た
も
の
で
あ
る



 第四十三章 〜穏やかな一時〜

 
ま

の
存
在
と
特
性
を

に
知

て
い
た
私
達
は

目
が
あ
る
こ
こ
で
解
放
す

る
と
は
と
い
う
別
の
意
味
で

然
と
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
が

攻
略
に

し
て

本
的
に
手
を

か

な
い
の
は
キ
リ
ト
が
持
つ
ビ

タ

と
し
て
で
は
無
い
意
地
な
の
か
も
し
れ
な
い

あ
る
い

は

脱

者
が
出
た
後
で
使

た
の
を
色

と

わ
れ
る
方
が

だ

た
た
め
か

 
ち
な
み
に
三
面
六

と

え
ば

修
羅
の
代
名

こ
の
ボ
ス
の
名
前
か
ら
悪
魔
と

え
て

し
ま
う
が
こ
れ
で
合

て
い
る

バ

サ
ク
デ

モ
ン
は

修
羅
の
英

の
一
つ
な
の
だ

 
そ
の

然
を
引
き

た
ま
ま
第
三
回
戦
に
進
み
現
れ
た
の
は

ゲ

ジ
四
本
の
ア
ヴ

ン
ジ
・
ザ
・
ド
ラ
ゴ
ン
エ
ン

ラ

に
全
⻑
十
五
メ

ト
ル
は
あ
る

を
持
ち

紅
い

に
⻩
色
の
眼
を
し
た

タ
イ
プ
の
⻯
で

大
な

で

み

こ
う
と
し
た
り
引

掻
い

た
り
と
大

れ
し
て
い
た

 
レ
イ
ド
メ
ン
バ

は
キ
リ
ト
に

せ
よ
う
と

え
て
い
た
よ
う
だ
が
先
の
大

れ
で

に
負

が
掛
か

た
せ
い
で
一
時
的
に
キ
リ
ト
は
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
い
意
識
こ
そ
喪
わ
な
か

た
も

の
の
ま
と
も
に
戦
う
事
は

し
く
な

て
い
た

よ

て

を
し
よ
う
と
い
う
目
論
見
は

気
な

く

え

に
レ
イ
ド
は
戦
闘
を
強
い
ら
れ
る

 
意
識
は
あ

た
キ
リ
ト
の

護
攻
撃
は

少
だ

た
が
第
二
ク

タ

と

え
ど
弱
点
で
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あ
る
逆

を

か
れ
た
せ
い
で
弱
体
化
し
て
い
た
の
で

然
程
苦
戦
は
し
て
い
な
か

た

 

く
第
四
戦
目

こ
れ
は
第
七
十
四
層
の
中
ボ
ス
で
あ
る
⻘
眼
の
悪
魔
本
来
の
ボ
ス
で
あ
る

紅
眼
の
悪
魔
の
二
体
が

手
だ

た

ど
ち
ら
も
名
称
は
ア
ヴ

ン
ジ
・
ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ

ズ
で
見
た
目
も
パ

と
見
で
は
同
じ
だ

た
が
前
者
は

も
か
も
が
⻘
い
の
に
対
し
後

者
は

に
転

結

と
思
し
き
⻘
い
結

を
身
に
付
け
大
剣
と
眼
が
紅
い
た
め
見
分
け
は
付

き
や
す
か

た

 
こ
こ
で
一
気
に
脱

者
が
出
た

紅
眼
の
悪
魔
は
転

能
力
を
有
し
開
戦
直
後
に
レ
イ
ド
の

上
か
ら
襲
い
掛
か

て

乱
さ
せ

に
⻘
眼
の
悪
魔
が
追
撃
し
た
せ
い
だ

 
こ
の
二
体
を
倒
し
た
時
に
生
き
残

て
い
た
の
は
実

に
戦

た
キ
リ
ト

ア
ス
ナ

ラ
ン

ユ
ウ
キ

サ
チ

風
林
火

そ
し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ

デ

ア
ベ
ル

エ
ギ
ル

ス
ト
レ
ア

の
十
五
人
だ
け

 
流

の
キ
リ
ト
も
乱
戦
と
な

て
は

を
使
え
な
か

た
の
で
味
方
を
切
り
捨
て
る

よ
り
他
が
無
か

た
の
だ

む
し
ろ
彼
以
外
全
滅
し
な
か

た
だ
け
マ
シ
と
も

え
た

 

レ
イ
ド
戦

で
初
の

を

る
戦
い
だ

た
と

え
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て
最
終
戦
は

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
ｓ
ｅ
ｉ

ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
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ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ
ｔ

称

ホ
ロ
ウ

 
個
人
戦
最
終
戦
で
キ
リ
ト
が

戦
を

り
広

た
彼

く

し
た
過
去
の
彼
自
身
が

手
だ

た

ゲ

ジ
は
や
は
り
一
本

も
黒
い
フ

ド
付
き
コ

ト

備
も
反
り
の
無

い
黒
と
白
一
対
の
片
刃
片
手
剣
だ

た

 

個
人
戦

の
時
に

を

る
に
は
攻
撃
力
依
存
で
は
無
く
ヒ

ト
数
依
存
で
あ
る
事
が
分

か

て
い
た

開
幕
直
後
キ
リ
ト
は
ホ
ロ
ウ
が
近
付
く
よ
り
も
前
に

の
特
性
を
フ
ル

活

し

の

使
に
よ
る

を
も

わ
ず
武
器
の
雨
を

ら
せ
て
一
気
に

り
に
行

た

 
偶
に

剣
に
よ
る

上
転

後
の

り
タ

ビ

ラ
ン
ス
や
大

に
よ
る
背
後
へ
の

襲
攻
撃
が

り
出
さ
れ
る
も
同
じ
攻
撃
を
出
来
る
上
に
経
験
が
あ

た
た
め
全
て

き
ア

ス
ナ
達
が

な
い
場

へ
吹

ば
し
て
か
ら
武
器
を

ら
せ
る
攻
撃
を

り
返
し
た

 
と
は

え
そ
れ
で
も
や
は
り
過
去
の
キ
リ
ト
は
一

縄
で
は
行
か
ず
私
が
一
人
で
戦

た

レ

ド
ワ
イ
バ

ン
と
同
様
に

中
で
学

し
た
の
か

い
を
ア
ス
ナ
達
に
変
え
た

 
流

に
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
の
危
険
性
が
あ
る
以
上
は

け
る
わ
け
に
も
い
か
ず
キ
リ

ト
も
そ
の
攻
撃
か
ら

デ
フ

ル
ト
登
録

備
で
交
戦
を
開
始

状

に
入

て
か

ら
は

ど
ち
ら
も
同
じ

備
に
よ
る
異

の
戦
い
が

り
広

ら
れ
た
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お
よ
そ
二
十
分
と
い
う
悪
夢
の
第
二
十
五
層
ボ
ス
よ
り
も
掛
か
り
さ
れ
ど
第
一
層
ボ
ス
よ
り

い
戦
闘
時
間
で

キ
リ
ト
は
ホ
ロ
ウ
を

ち
取

た

 
こ
の
間
ア
ス
ナ
達
は
と
に
か
く
生
き
残
る
事
に
だ
け
集
中
し
て
い
て
ダ
メ

ジ
は

ど
与
え

ら
れ
な
か

た
た
め

と
て
も
悔
し
そ
う
に
し
て
い
た

 
ユ
ウ
キ
だ
け
は
キ
リ
ト
と
の
デ

エ
ル
で
前

は

し
て
い
た
だ
け
あ
り
流

の
反
応
速

で
攻
撃
を

い
て

回
か
は
剣
を

ら
せ
て
い
た
が
本
人
と
し
て
は
と
て
も
不

そ
う
に

根

を
寄
せ
て
い
た

 
ど
ち
ら
か
と

う
と
キ
リ
ト
に
無
理
を
さ
せ
た

り
で
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
よ
う
だ
が

し
い
事
は
彼
女
の
み
が
知
る
事
だ

 
ち
な
み
に
後
で

い
た
が
二
回
戦
で
一

ダ
ウ
ン
し
た
キ
リ
ト
だ
が
実

の
と
こ
ろ
ま
だ
ま

と
も
に
戦
え
た
ら
し
い

現
に
二
体
の
悪
魔
や
ホ
ロ
ウ
戦
で

以
上
に
や
り
合
え
た
の
が
そ
の

証 
あ
の
二
回
戦
の
大

れ
の
直
後
も

に
戦

て
い
た
ら
レ
イ
ド
が

を
し
よ
う
と
す
る
未

来
が
容

に
想
定
出
来
た
し

キ
リ
ト
の
負

も
後

を

え
れ
ば
大
き
く
な
り
過
ぎ
る
の
で

一
つ

を
打

た
の
だ
と

う

労
は
確
か
に
あ

た
が

に
ダ
ウ
ン
す
る
程
で
は
無
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か

た
と
い
う
事
だ

 
な
ら
悪
魔
や
ホ
ロ
ウ
戦
は
ど
う
説
明
す
る
の
か
と

え
ば
味
方
が
い
る
乱
戦
で
は
イ
メ

ジ

で
動
か
し

い
が
反
面
一
対
一
な
ら
無

の
強
さ
を
誇
る
理
由
が

い

に
な
る

つ
ま
り
多

く
の
味
方
が

れ
た

に
キ
リ
ト
は
全
力
で

を
使
え
た
と
い
う

だ

 
ま

以
上
と

て
も

戦
闘
を
全
て
終
え
た
直
後
に
意
識
は
あ
る
も
の
の

労
で

ぶ

倒
れ
て
い
た
の
だ
が

 
そ
の

労
し
た

を
見
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
か

後
に
問
い

め
て
来
た
攻
略
組
の
面

も

そ
の
理
由
に

得
は
し
て

な
が
ら
引
き
下
が

た

乱
戦
の

さ
を
あ
る
程

理
解
し
て

い
る

だ

と
ユ
ウ
キ
達
は
語

た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
ま
だ
戦
え
た
の
に
一

を
打

た
理
由
を

か
さ
れ
た
の
は
レ
イ
ド

戦
が
終
わ
り
解

し
た
後
の
事

に
心
配
し
て
い
た
の
で

気
に
取
ら
れ
た
が
理
由

が
理
由
な
の
で

め
る
者
は

も

な
か

た
事
実
ア
レ
を
見
せ
た
後
に
レ
イ
ド
は

を
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
だ
か
ら
む
し
ろ
や

て
然
る
べ
き

だ

た
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ

こ
れ
で
闘
技
場
三
つ
の

目
を
制
覇
し

証
を

え
た
事
に
な

た
攻
略
組
は

そ
の

日

す
な
わ
ち
今
日

晴
れ
て
迷

へ
と
足
を

み
入
れ
た
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が

レ
イ
ド
戦

を
終
え
た
後
で
あ
る

日
に
キ
リ
ト
が
あ
る
程

マ

ピ
ン
グ
を
済
ま
せ

た
後
で
あ

た
の
は

う
ま
で
も
無
い

彼
が
最
前
線
に

り

け
る
の
は
ト
ラ

プ
や
モ
ン

ス
タ

の
情
報
を
い
ち

く
集
め
て
ア
ル
ゴ
に

し

を
抑
え
る

な
の
だ
か
ら

 
と
は

え
攻
略
組
の
一

そ
れ
も
最

の
存
在
で
自
他
共
に

も
が
認
め
る
最

大
戦
力
で
あ
る
キ
リ
ト
は
本
来
で
あ
れ
ば

で
心
身
を

め
て
い
る
身

 
お
よ
そ
一

間
は

ん
で
い
る
も
の
の
そ
れ
は
他
の

ど
の
プ
レ
イ

も
同
じ
で
そ
の
間

に
戦

た

手
は

も
な
い
強

ば
か
り

更
に
は
レ
イ
ド
戦
も
多
く
の
プ
レ
イ

が

北
を

し
た
第
四
回
戦
以

は

キ
リ
ト
の
独

場
と
い
う
有
様

 
な
の
で

日
は

に
情
報
を
集
め
に
向
か

た
キ
リ
ト
も
今
日
か
ら
約
一

間
掛
け
て
行

わ
れ
る
攻
略
組
強
化
期
間
は
最
前
線
に

る
事
を
禁
止
さ
れ
て
い
る

 

然
そ
れ
を

い

し
た
の
は

時
も
の
面

気
に
ナ
ン
も
キ
リ
ト
が
行
く
と
反

す
る

に
怒

た
よ
う
に
鳴
き
な
が
ら

に

く

み
付
い
て
い
た

 
心
を
許
し
て
い
る
面

か
ら

を

え
て

わ
れ
て
は

わ
な
か

た
よ
う
で
キ
リ
ト
は
結

直
に
そ
れ
を

け
容
れ
た

 
し
か
し
な
が
ら

今
日
も
キ
リ
ト
は
最
前
線
に
い
る
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こ
こ
で

目
す
べ
き
な
の
は

禁
じ
て
い
る
事
が

立
ち
入
る
事

で
は
無
く

最
前
線
に

る
事

と
い
う
点

 
つ
ま
り
迷

で
一
日
を
過
ご
さ
ず

そ
の
日
の
内
に
帰
り
さ
え
す
れ
ば
い
い
の
だ

 
第
三
ク

タ

の
フ
ロ
ア
ボ
ス
を

明
け
直
後
に

手
す
る
と
い
う
の
は
不
安
が
あ
り
過

ぎ
る
た
め

せ
め
て
の

協

と
し
て
キ
リ
ト
が

て
き
た
の
だ

 
流

に
そ
の
理
由
に
は
全
面
的
に

特
に
攻
略
組
メ
ン
バ

は

し
く

同
意
だ

た
の

で

迷

で
夜
を
明
か
す
と
い
う
の
だ
け
禁
止
さ
れ
た

 
ま

闘
技
場
で
明
か
さ
れ
た

の
他

二
刀
流

め
て
持
つ
全
十
種

の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
情
報
を
欲
し
て
い
る
情
報

や

未
だ
に
キ
リ
ト
が
上
で
あ
る
と
信
じ
て
い
な
い

あ
る
い
は
上
で
あ
る
と
認
め
た
上
で
気
に
食
わ
な
い
か
ら
殺
し
て
そ
れ
を
得
よ
う
と

策
し
た
り

す
る
プ
レ
イ

か
ら

れ
る

で
も
あ
る
の
だ
が

 
下
手
に
圏
内
や
ホ

ム
に
い
る
よ
り
今
ま
で

り
迷

に

る
と
い
う
話
が
あ
れ
ば

安
全
で
あ
る
の
は
明
白
だ

 
最
前
線
で
は
高
確

の
モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
に
転

結

も
あ
る
ら
し
い
の
で
最
悪
そ
れ

を
使

て
直
で
コ
ラ
ル
へ
と
転

す
れ
ば
良
い
話
だ

ち

と

い
出

に
な
る
が
モ
ン
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ス
タ

ド
ロ

プ
で
あ
れ
ば
収

ゼ
ロ
に

ち

く
か
ら
問

に
も
な
ら
な
い

体
無
い
と
思

い
は
す
る
だ
ろ
う
が

 
そ
ん
な

で
キ
リ
ト
を
始
め
と
し
た
攻
略
メ
ン
バ

は
最
前
線
の
迷

に
向
か
い
リ

フ

は
圏
内
ク
エ
ス
ト
で
経
験
値

ぎ
私
は

取
系
ク
エ
ス
ト
を
す
る

ら
一
人
で
鍛

を
す

る
と
い
う
状

に

ち

い
て
い
る

 
ち
な
み
に

弓
ク
エ
ス
ト
を

け
る

に
キ
リ
ト
が
ア
シ

レ
イ
と
交
わ
さ
れ
て
い
た
一

日
モ
デ
ル

の
件
は

最
前
線
攻
略
が
あ
る
程

ち

い
て
か
ら
と
な

て
い
る

 
ボ
ス
部

手
前
ま
で
攻
略
が
進
ん
だ
後
ヒ

ス
ク
リ
フ
を
始
め
と
し
た

リ

ダ

は
戦
力

の
補
強
に
時
間
を

や
し
て

備
を
整
え
る
事
に
な

て
い
る

闘
技
場
レ
イ
ド
戦
で
の
戦

績
を

み
て

こ
の

層
の
ボ
ス
戦
で
下
手
す
れ
ば
同
じ
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
と
危
惧
し
た

ボ
ス
部

発
見
か
ら
一

間
き

か
り
時
間
を
取
る
の
だ

 
そ
の
一

間
は

く
は
し
な
い
が
⻑
く
も
し
な
い

に
第
七
十
五
層
で
十
日
が
経
過
し
て
い

る

に

く
と
も
三

間
以
内
に
突
破
し
な
け
れ
ば
精
神
が
不
安
定
な
プ
レ
イ

の
自
殺
者

が
増
え
る
可
能
性
が

念
さ
れ
る
た
め
で
あ
る

 
そ
れ
で
も

い
て
は
事
を
仕
損
じ
る
と
も

う

焦

て
い
き
な
り
攻
略
に

み
出
し
た
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で
先
の
レ
イ
ド
戦
の
結
果
を

え
れ
ば

壊
な
い
し
全
滅
を
危
惧
す
る
の
も
必
然

万
全

を
期
し
て

た
る

に

ヒ

ス
ク
リ
フ

デ

ア
ベ
ル

ク
ラ
イ
ン

ラ
ン

ア
ル
ゴ

リ
ン

ド
が
会
議
を
開
い
て
決
定
し
た
の
だ

 

そ
の
会
議
に
キ
リ
ト
は
出

こ
そ
し
て
い
な
か

た
も
の
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
意
見
は
伝

え
て
お
り
そ
れ
を
さ
も
自
身
の
意
見
で
あ
る
か
の
よ
う
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

た
た
め

な

く
て
も
特
に
問

は
無
か

た
ら
し
い
二
人
の
意
見
が
合

し
て
い
た
の
も
あ
る

そ
の
間
に

彼
は
迷

に

り

み

情
報
を
集
め
て
い
た
と
い
う

だ

 
あ
の
子

本

に

け
目
が
無
い

今

を
し
て
い
る
の
か
し
ら
ね

 
キ
リ
ト
の
事
を

え
て
い
る
と

と
今
は

を
し
て
い
る
の
か
気
に
な

た

 

界

上
の
時

に

線
を
や
れ
ば
時

は

後
十
二
時
十
五
分
を
示
し
て
い
て
お

時
に

な

て
い
た

 
と
な
れ
ば
キ
リ
ト
は
迷

に
必
ず
一
つ
は
あ
る
と
い
う
安
全
地

で
自
作
の

を
食

べ
て
い
る

だ
ろ
う
か

あ
る
い
は
未
だ
安
全
地

を
見
つ
け
ら
れ
ず
圏
外
で

を

し
な
が
ら
食
べ
て
い
る
か

そ
れ
と
も
お

を
取
ら
ず
に

て
い
る
か
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ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
空
気
を

て

し
な
が
ら
歩
く
様
子
あ
る
い
は

を
食
べ
て
い
る

様
子

そ
し
て
安
全
地

で

し
た
空
気
を

い
な
が
ら

み
と
共
に

を
食
べ
る
光

 

と
浮
か
ぶ
そ
の
様
は

ど
れ
も
あ
り
得
そ
う
だ

私
も

お

を
食
べ
よ
う
か
し
ら
ね

 

取
ク
エ
ス
ト
の
達
成
に
必
要
な
分
は

に
集
め
終
え
て
い
る
し
そ
ろ
そ
ろ
集
中
力
も
切
れ

て
来
た

合
い
だ

そ
れ
に

よ
り
お

が
空
い
て
し
ま

た

 
そ
う
と
決
ま
れ
ば
さ

さ
と
食
べ
よ
う
と
私
は
ス
ト
レ

ジ
に
仕
舞

て
い
た
食

を
取
り

出
し
た

今

迷

に
出
掛
け
る
前
に
キ
リ
ト
が

し
て
く
れ
た
そ
れ
は

の

に
入
れ

ら
れ
た

の
サ
ン
ド
イ

チ

お
肉
や

色
が
異
な
る
も
の
は
多
い
も
の
の
再
現
さ
れ

た

を

ん
だ
ん
に
使

た
そ
れ
は

を
開
け
た
時
点
で

力
的
な
ま
で
に
空

を

す
る

 
今
回
の

は

フ

ン
タ
ジ

で
あ
り
が
ち
で
更
に
は
要
求
さ
れ
る

理
ス
キ
ル

値
も
高
く
な
い

本
的
な

理
だ

た
が

本
だ
か
ら
こ
そ

理
人
の

が

さ
れ
る

 
よ
く
分
か
ら
な
い
覚
悟
を

き
な
が
ら
そ
の
一
つ
を
手
に
取
り

き
ま
す
と

て
か
ら
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み
付
く

 

み
千
切

た
食
物
を

す
る

に

を
活
か
し
た
味
と

に
よ

て

整
さ
れ

た

み

肉
の

が

ざ
り
合
い

ん
で
も
損
な
わ
れ
な
い
味
が

内
に
広
が
る

味
し
い

 
ポ
ツ
リ
と

に

み
が
浮
か
ぶ
の
を
自
覚
し
な
が
ら
思
わ
ず

葉
を

ら
す

 

変
わ
ら
ず
と

う
べ
き
か
キ
リ
ト
の

理
は
他
の
人
が
作
る
そ
れ
よ
り
一
味
も
二

味
も
違
う

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン
や

で
出
さ
れ
る
も
の
は

で

た
り
外
れ
が
あ
る
も
の
の

本
は

味
し
い

ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
達
が
作
る
も
の
は

全
て

味
し
い
極
上
と
す
ら

え
る
だ

ろ
う

 
し
か
し
キ
リ
ト
の

理
は
ア
ス
ナ
達
の
そ
れ
を

か
に
上
回
る

高

感

れ
る
と
い
う

で
は
無
い

む
し
ろ
使

て
い
る
食

は
彼
女
達
が

ぶ
も
の
よ
り
ラ
ン
ク
は

い

ラ
ン

ク
の
食

ば
か
り

高
く
て
も

ラ
ン
ク
だ

そ
れ
な
の
に

て
い
る
の
は

の
恩

に
違
い
な
い

 
だ
が
き

と
最
た
る
要
因
は
こ
れ
が
キ
リ
ト
の

理
だ
か
ら
だ

キ
リ
ト
が
特
別
な

か
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を
し
た

で
は
無
く

む
し
ろ
逆
で

私
の
方
に
要
因
が
あ
る

主
憎
け
り

ま
で
憎
い
と
い
う

が
あ
る

憎
い
対

に

わ
る
モ
ノ
で
あ
れ
ば
た

と
え
非
が
無
く
と
も
そ
れ
す
ら
憎
く
思
え
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
だ
が
そ
れ
と
は
逆
で
き

と
こ
れ
が
キ
リ
ト
の

理
だ
か
ら
こ
そ
極
上
を
超
え
る
も
の
な
の
だ
と
私
は
感
じ
て
し
ま

て
い

る
の
だ
と
思
う

 
空

は
最
上
の
ス
パ
イ
ス
だ
と

う
が
私
の
最
上
は
ど
う
や
ら
違
う
ら
し
い

空

で
す
ら

数
あ
る
ス
パ
イ
ス
の
一
つ
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
い
う

だ

 
だ
か
ら

食

食

立
が
違
う
も
の
の

き
る
事
が
無
い

故
な
ら
キ
リ
ト
が
作

た

理
だ
か
ら

 
私
が

味
し
い
と
思
え
る
最
た
る
理
由
が
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
味
の

に
な

た

で
は
無
い

か
ら
こ
そ
他
の

理
の
味
に
心

か
れ
る
し
ア
ス
ナ
達
の

理
も
極
上
だ
と
思
え
る

け
れ

ど
決
し
て
他
の

理
の
味
の

に
は
な
ら
な
い

 
キ
リ
ト
の
魔
性
は

だ
け
で
な
く

ど
う
や
ら

理
も
ら
し
い

 
私
は
キ
リ
ト
お
手
製
の
サ
ン
ド
イ

チ
に

り
付
き
な
が
ら
女
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
な
ん
て

見
る
影
も
無
い
く
ら
い
ズ
タ
ズ
タ
だ
が
キ
リ
ト
の
だ

た
ら
構
わ
な
い
む
し
ろ
も

と
食
べ
た
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い
な
と

そ
う

え
て
い
た

 
そ
し
て
今
日
の
晩

は

だ
ろ
う
か
と

え
る
と
同
時
に
最
後
の
一
欠
片
を

み

ん

だ

馳

様
で
し
た

 
最
後
に

の

を
ス
ト
レ

ジ
に

し
て
か
ら

手
を
合
わ
せ
て
そ
う

に
す
る

感

の

先
は

然

味
し
い

を
作

て
く
れ
た

迷

に

る
で
あ
ろ
う
キ
リ
ト
で
あ
る

 
そ
れ
か
ら
小

止
を
取

て

私
は

後
の
鍛

を
再
開
し
た
の
だ

た

  
カ
チ

カ
チ

と

つ
か
の
器
物
を

い
小

の
中
に
入
れ
て
い
た

物
を

り

し
て
い

く

り

し
て

状
に
な

た
そ
れ
に
あ
ら
か
じ
め

意
し
て
お
い
た
水
を
入
れ
る
事
で

ん

と

を
立
て
て

体
が

め
ら
れ
て
い
る
片
手
で
持
て
る
程

の
小

が
出
現
す
る

 
そ
れ
を
目
の
高
さ
ま
で
持
ち
上

て
中
身
の

体
の
色
を

に
指
で
タ

プ
し
て

を
確

認
す
る

 
完
成
し
た
も
の
は
小

こ
そ

明
で
は
あ
る
が

無
色
で

め
ら
れ
て
い
る

体
の

色
は

ん
だ

色
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名
称
は

グ
ラ
ン
ポ

シ

ン

時
回
復

七

に
自
然
回
復

六

 

常
の
も
の
よ
り

果
が
高
め
の
代
物
で
少
な
く
と
も

に

せ
る
程

の
回
復

は
あ
る

ま
あ
ま
あ

か
な

 
そ
れ
を
見
て
感
想
を

ら
す

価
と
し
て
は
中
の
上
よ
く
て
上
の
下
と
い

た
と
こ
ろ

出
来
る
事
な
ら
自
然
回
復

の
方
も
も
う
一
息
上

た
い

だ
が

時
回
復

が
増
し
て
い
る

だ
け
で
も
そ
れ
な
り
な
の
で

一
応

得
出
来
る
も
の
で
は
あ
る

 
と
は

え

足
い

て
い
る

で
は
無
い
が

 

は
現
在
第
七
十
五
層
迷

内
部
の
安
全
地

に
て
自
分
で
作

た

を
食
べ
て

か
ら
は
ず

と

ス
キ
ル
を
以
て
持
ち

ん
だ

と
ド
ロ

プ
品
で
ア
イ
テ
ム
を
作

て
い
た

偶
に
思
い
も
よ
ら
な
い
組
み
合
わ
せ
で
ア
イ
テ
ム
が
出
来
る
事
が
あ
る
し
仮
に
失

し
て
も

そ
れ
が
手
掛
か
り
に
な

て
別
の
ア
イ
テ
ム
を
作
れ
る
場
合
も
存
在
す
る
か
ら
だ

 
今
作

た
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
は
こ
こ
に
来
る
ま
で
に
使

し
た
分
を
補

す
る
た
め
の
も

の
だ

験
的
に
回
復

が
増
や
せ
な
い
か
と
あ
れ
こ
れ

行
錯

し
て
い
る
が
も
し
か
し
た

ら

時
回
復

を
増
や
す
の
で
限
界
な
の
か
も
し
れ
な
い

あ
る
い
は

か
別
の

も
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
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ま

現
状
で
は
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
を
作
る
だ
け
で
構
わ
な
い

こ
う
い
う

は
ホ

ム

で
し
た
方
が
一
番
い
い

よ
り

に

ら
な
い

テ
メ

も
よ
く

き
ず
に
や
る
な

 
そ
れ
で
も
自
然
回
復

を
増
や
し
た
い
の
で

を
加
え
た
ら
良
さ
そ
う
か
思

し
て
い
る
と

裏
に

の
声
を
機

に
掛
け
て
高
め
に
し
た
よ
う
な
二
重

声
が

い
た

 

時
ぞ
や
見
知
ら
ぬ
現
代

に
て
刃
を
交
え
そ
れ
か
ら
も
ち

く
ち

く
力
を

し
て

く
れ
て
い
る
真

白
な
も
う
一
人
の

白
だ

ユ
イ
姉
の
時
を
始
め
モ
ル
テ
達
を

滅
す

る
時
や
闘
技
場
で
の
戦
い
で
も
力
を

し
て
く
れ
た
存
在
で
あ
る

だ
か
ん
だ
協
力
し
て
く
れ

る
の
で
こ
こ
最
近
は

も
結
構
頼
り
に
し
て
い
た
り
す
る

 

よ
り
白
の
存
在
を
認
識
し
て
か
ら
は
会
話
が
可
能
に
な

て
い
る
の
で
対
外
的
に
一
人
で

も
実

二
人
と
い
う
状
況
か
ら

す
る
事
が
出
来
る

白
は

に
は
無
い

点
を
持

て
る
か

ら
正
直
助
か
る
事
が
多
い

 
ま

そ
の
白
で
も
先
日
の

兄

ア
キ
兄
の
登
場
に
は

い
た
よ
う
で

葉
を
喪

て
い

た
が

本
的
に

と
し
て
い
る
イ
メ

ジ
が
あ

た
の
で
ち

と
意
外
に
思

た
り

し
て
い
る
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理
に

し
て
も
そ
う
だ
が

テ
メ

と

心
だ
よ
な

し
い
か
ら
な

実

興
味
が
あ
る
か
ら
や

て
る

だ
し

 

心
と
い
う
の
は

定
し
な
い

 
実

理
ス
キ
ル
で

味

を
再
現
す
る
時
に
は
数
百
種

の

を
無
数
に
組
み
合
わ

せ
て
い

て

が

達
プ
レ
イ

に
与
え
る
味
覚
パ
ラ
メ

タ
を
解

ご
と
の

向
を
探

て
作
り
出
し
た
も
の
だ
か
ら

 
ま

味

を
再
現
し
よ
う
と
し
た
理
由
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン
の

理
が

く
味
気
な
い
と
い
う
も
の
だ

た
の
だ
が

あ
と
は
こ
の
世
界
で
も
自
分
を
見
失
わ
な
い

だ

ろ
う

ま
さ
か
完
全

得
ど
こ
ろ
か
偶
然
と
は

え

ま
で
再
現
出
来
る
程
に
の
め
り

む
と
は

予
想
外
だ

た
け
ど

 
少

異
な
る
部
分
も
あ
る
が

に
よ
る
ア
イ
テ
ム
製
作
に

し
て
も

の
組
み
合

わ
せ
で

果
や
完
成
品
が
異
な
る
の
だ
か
ら

本
は
同
じ

心
で
な
け
れ
ば
多
分
こ
れ
も

か
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

ま
え
れ
ば
シ
リ
カ
は
よ
く
自
分
で
組
み
合
わ
せ
を
思
い
付
い
た
も
の
で
あ
る

少
な

く
と
も
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
の

に

し
て
は
シ
リ
カ
に
教
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
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か

た

 
そ
う

え
な
が
ら
白
に
返
せ
ば

裏
に
苦

す
る
よ
う
な
声
が

い
た

興
味
が
あ
る
か
ら

て
の
は
分
か
ら
な
く
も
無

よ
オ
レ
だ

て
似
た
よ
う
な
事
は
あ
る
し

な

け
ど
そ
れ
を
や
り
始
め
た
の
今
で
こ
そ
自
分
の
分
を
作
る

に
や

て
る
が
大
本
は
結

無

化
空
間
で
の
ボ
ス
戦
を
危
惧
し
て
他
の

中
に

す
る

な
ん
だ
ろ

 
そ
こ
ま
で

テ
メ

が
面
倒
見
る
義
理
あ
る
か

 
白
が
心

不
思
議
そ
う
な
声

で
問
い
掛
け
て
来
る

 

が

と
い
う
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
を

得
し
た
の
は
本

に
偶
然
だ

た

だ
が

こ
れ
を
育
て
て
い
る
理
由
に
は
自
分
の
回
復
ア
イ
テ
ム
を
自
分
自
身
で
作

て

に

ら
な
く
て

も
い
い
よ
う
に
備
え
て
い
る

と

今
後
の
ボ
ス
戦
に
備
え
る

の
二
つ
存
在
す
る

 
前
者
に

し
て
は
キ
バ
オ
ウ
や
ア
キ
兄
の
事
を

し
て
だ

 
こ
の
二
人
は
裏
で
繋
が

て
い
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く

を

し
よ
う
と
本
気
で
掛

か

て
来
る
未
来
を

定
出
来
な
い

 

は
ビ

タ

と
し
て
多
く
の
プ
レ
イ

か
ら

ま
れ
て
い
て
シ
ン
カ

救
出
な
ど

で
多
少

和
さ
れ
て
い
る
感
じ
は
す
る
が
そ
れ
も
極
一
部
な
の
で

断
は
出
来
な
い

殺
隊
や
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聖
⻯

合

は
未
だ
に

の
命
を

て
い
る
節
が
あ
る
し

 
そ
の
た
め

は
最
悪
補

で

に
立
ち
寄
る
回
数
を
極
力

ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
る

今
の

攻
略
組
の
一
人
で
あ
る
た
め
最

限
そ
れ
は

過
さ
れ
て
い

る
が
そ
れ
が

時
ま
で
も

く
と
は
限
ら
な
い
以
上
自
力
で
ど
う
に
か
出
来
る
よ
う
対
策
を

立
て
て
お
く
事
も
や

て
然
る
べ
き
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に

得
か
ら
か
な
り
後
に
な

て
気
付
い
た
の
だ
が

気
に

理
ス
キ
ル
で

作
成
し
た

理
で
も

は
回
復
す
る
し

レ
ア
な
食

を
作
れ
ば
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
バ
フ

が
掛
か
る
事
も
あ

た
り
す
る

 
そ
ん
な
食

は

レ
ア
で

ラ
グ

・
ラ
ビ

ト
の
肉

は
味
が
極
上
設
定
な
の
で
バ
フ

が
無
い

恐
ら
く
他
の

ラ
ン
ク
食

な
ら
あ
る
と
思
う
が
見
た
事
は
あ
る
に
は
あ
る
が

ど

無
い

 

話

 
も
う
一
つ
の
理
由
に

し
て
は
白
が

た
よ
う
に
第
七
十
四
層
で
の
ボ
ス
部

が
結

無

化
空
間
で
あ

た
事
を
危
惧
し
た

だ

 
今
ま
で
の
ボ
ス
戦
は
そ
の
高
い

力
の

時
発
動
か
ら
結

系
ア
イ
テ
ム
が
重

さ
れ
て
来
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た

ポ

シ

ン
系
は
ど
う
し
て
も
一
気
に
回
復
す
る

に
限
り
が
あ
る
し
状

異
常
回
復
に

し
て
は
デ
バ
フ
時
間
を

少
さ
せ
る
程

で

時
解

が
出
来
な
い
更
に
は
一
応

な
の

で
使

時
は
隙
が
生
じ
る

状

異
常

に

し
て
は
ど
う
し
て
も
結

系
に
軍
配
が
上
が

て
い
た

 
し
か
し

く
四
分
の
三
ま
で
登

て
来
た
と
こ
ろ
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
確
認
さ
れ
て

い
る
ト
ラ

プ
で
も
ト

プ
の
凶
悪

を
誇
る
結

無

化
空
間
の

か
ら
そ
の

性
が

全
て
喪
わ
れ
る
事
と
な

た

 
こ
の
空
間
の

な
と
こ
ろ
は
回
復
に

し
て
は
ま
だ
人
数
が
あ
れ
ば
ロ

テ

シ

ン
を

組
む
事
で
回
復
す
る
結

系
が
無
い

の
主
流
だ

た
Ｐ
Ｏ
Ｔ
ロ

テ
で
ど
う
に
か
出
来
る
が

状

異
常
に

し
て
は

し
い
事

 
ダ
メ

ジ

や
出
血
は
ポ

シ

ン
や

戦
闘
時
自
動
回
復

ス
キ
ル
の
自
然
回
復
で

和

殺
出
来
る
か
ら
ま
だ
マ
シ
だ
が
特
に
麻

な
ん
て
メ
ニ

を
開
け
な
く
な
る
わ

動
け

な
く
な
る
わ
と
最
悪
だ

し
か
も
ス
タ
ン
の

件
を

た
し
た
上
で
ス
タ
ン
誘
発
が
二

こ
る

事
で
も
麻

は
発
生
す
る
た
め

危
険

に
反
し
て
な
り

い
と
い
う

な
も
の
で
も
あ
る

 
時
点
で
部

欠
損
だ
ろ
う
メ
ニ

を
開
く

に
振
る

き
手
設
定
の

が
斬
り

と
さ
れ
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れ
ば
そ
の
間
は
開
け
な
く
な
る
の
で
こ
れ
も
手

い

し
か
も
戦
闘
に
も
出
ら
れ
な
く
な
る

回

損
結

で
し
か
こ
れ
は
回
復
出
来
ず
自
然

に
は
五
分
の
間
を
空
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
中

キ
ツ
イ

 
そ
し
て
最
大
の

点
は

転

結

に
よ
る

脱
出
が
不
可
能
で
あ
る
事

 
第
七
十
四
層
の
時
は
コ

バ

ツ
の
み
助
け
ら
れ
ず
死
ん
で
し
ま

た
し
撤
退
を
良
し
と
し

な
か

た
の
で
ど
う
に
も
な
ら
な
か

た
が
少
な
く
と
も
そ
の
他
の
部
下
に

し
て
は
転

結

さ
え
使
え
れ
ば
撤
退
は
容

だ

た

事
実

が
ボ
ス
の
タ
ゲ
を
取
る
事
で
倒
れ

ん
で
い
た

彼
ら
を
ク
ラ
イ
ン
達
が
運
び
出
せ
た
の
で
あ
り
使
え
て
い
た
ら

に
脱
出
し

も
転

能

力
を
有
す
る
紅
眼
の
悪
魔
が
出
る
前
⻘
眼
の
悪
魔
の
時
点
で
仕
切
り
直
し
撤
退
し
て
い
た

だ 
ま

結
果
的
に
あ
の
戦
い
は

ロ
の
方
が
良
か

た
の
だ
が

 
と
も
か
く

ポ

シ

ン
や
ス
キ
ル
で

回
復
は
ど
う
に
か
出
来
る
と
は

え

結

無

化
空
間
で
は
状

異
常
と

脱
出
の
二
つ
に

し
て

ま
じ
く
不

で
あ
る
と
い
う

だ

 
そ
の
対
策
と
し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
デ

ア
ベ
ル
は
攻
略
組

に
ポ

シ

ン
の

時
補

を

い

し
た

こ
れ
に
よ
り

ポ

シ

ン
の
重
要
性
は
特
に

違
い
に
高
く
な

た
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果
を
高
め
に
す
る
必
要
性
が
出
て
来
た

 
今
ま
で
は
大
ダ
メ

ジ
を
負
え
ば
全
快
結

を
使

て
一
気
に
回
復
し
す
ぐ
前
線
に

る
と

い
う

業
も
可
能
だ

た

現
に

は
そ
う
や

て
ボ
ス
戦
を

り
越
え
て
来
た

だ
が
そ
の

手

が
取
れ
な
い
と
な
れ
ば
現
存
の
ポ

シ

ン
の

果
を
よ
り
高
め
な
け
れ
ば

自
身
が
死

ぬ
結
果
に
な

て
し
ま
う
可
能
性
は
高
く
な
る

 
あ
と
は

が
死
ん
で
欲
し
く
な
い
と
思
う
人
達
が
死
ぬ
可
能
性
も
高
く
な
る

出
来
る
事
は

時
間
が
あ
る
内
に
や

て
お
く
べ
き
だ
と
思
う
の
だ

 
そ
れ
を

ら
か
掻
い

ん
で

裏
で

え
ば
ハ

ン
と
白
が
ど
う
で
も
良
さ
そ
う
に
反
応

し
たな

る

ど
ね

テ
メ

に
と

ち

メ
イ
ン
は

時
も
の

中
で
他
の

中
は
つ
い
で

て

か
ま

そ
う
な
る

の
か
な

 
白
の
大

把
な

め
方
に
物

し
た
い
事
が
無
い

で
も
無
か

た
が
リ

姉
や
ア
ス
ナ
達

と
他
の
面

を

べ
れ
ば
ど
う
し
て
も
前
者
の
生
存

を
高
め
よ
う
と

え
て
し
ま
う
た
め
白

の

い
方
も
間
違

て
い
る

で
は
無
い
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ど
ち
ら
も
助
け
た
い
の
が
本

だ
が
二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず
と

う
し

先
す

る
な
ら
必
然
的
に
リ

姉
達
に
な
る

そ
い
つ
は
分
か

た

で
も
本

テ
メ

て
結
構
な
物

き
だ
な

目
的
は
分
か

た

が

が
面
白
く
て
ン
な
七
面
倒
な
作
業
を

ん
で
や
ン
だ

ん

性
に
合

て
る
ん
じ

な
い
か
な

多
分
だ
け
ど

 
白
の

な
疑
問
に

は
少
し

な

で

え
た

 
実

し
ん
で
い
る
か
ら
に
は
性
に
合

て
い
る
の
だ
ろ
う
ち

と
面
倒
と
思
わ
な
く
も

無
い
部
分
は
あ
る
が
発
見
の
喜
び
は
本
物
だ
し
作
業
に

し
て
苦
と
思

た
事
は
無
い
の
だ
か

ら 
ま

戦
闘

に
興
味
が
あ
り
そ
う
な

実

あ
る

白
の
よ
う
に

も
そ
ち
ら
に

興
味
が
無
い

で
は
無
い
が

重
と
し
て
は

の
方
に
重
き
が
あ
る
と
思
う

シ
ス
テ
ム
外

ス
キ
ル
の
構

に

し
て
だ

て
ア
レ
は
全
て
思
い
付
き
で
は
無
く
理

め
に
よ
る
も
の
シ

ス
テ
ム
に

し
て
深
い
見
識
を
持

て
い
な
け
れ
ば
発
想
は
出
な
い
の
だ

 
そ
れ
ら
を

え
れ
ば

は
意
義
さ
え
あ
れ
ば

で
面
倒
な
作
業
も
苦
に
は
な
ら
な
い
性
格

な
の
だ
ろ
う
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ン
で

は

を
作
る
つ
も
り
だ

が
使
お
う
と
思

て
る
分
は
作
り
終
え
た
し

て
る

で

か
出
来
な
い
か
な
と

一
先
ず
今
は
ス
ラ
イ
ム
系

の
水
分
を

ば
そ
う
と
し
て
る

 
白
と
会
話
し
な
が
ら
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
を
作

た

つ
か
の

り

す
た
め
の

器
の

器
や
道

の
他

を

た
り

じ
た
り
す
る

の
道

を

て
作
業
を
進
め
る

 
そ
の
道

で
あ
る
三

と
ガ
ス
バ

ナ

の
如
く

を
出
す
マ
ジ

ク
ア
イ
テ
ム
を

い

器
に
入
れ
た
エ
メ
ラ
ル
ド
ゼ
リ

と
い
う

な
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の

の
水
分
を

ば
そ

う
と
し
て
い
る

 
こ
の
世
界
に
も
フ

ン
タ
ジ

に
あ
り
が
ち
な
ス
ラ
イ
ム
系
モ
ン
ス
タ

が
存
在
し
て
お
り

そ
れ
ぞ
れ
に
色
も
あ
る

 
色
で
強
さ
が
決
ま

て
い
る
と
い
う

で
は
無
い
が
全
体
的
に
緑
は

が
攻
撃
力
⻘

が

力

⻩
色
が

な
ど
の
状

異
常
付
与
に
特
化
し
て
い
る
と
い
う

だ

 
そ
の
ス
ラ
イ
ム
系
モ
ン
ス
タ

を
倒
す
と
一
定
確

で
ゼ
リ

系

を
ド
ロ

プ
す
る

グ

リ

ン
ゼ
リ

レ

ド
ゼ
リ

ブ
ル

ゼ
リ

イ
エ
ロ

ゼ
リ

の
四
種

が

あ
り
大
体
ス
ラ
イ
ム
の
色
に
応
じ
た
色
の
ゼ
リ

が
ド
ロ

プ
す
る

ま

に
別
の
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色
を
ド
ロ

プ
す
る
事
も
あ

た
た
め

確

な
が
ら
他
の
も

と
す
設
定
に
な

て
い
る
の

だ
ろ
う

 
そ
ん
な
中
こ
の
第
七
十
五
層
の

地
に
点
在
す
る
ス
ラ
イ
ム
達
か
ら
は
こ
れ
ま
で
無
数
に

ド
ロ

プ
し
て
き
た
も
の
と
は
違
う
ゼ
リ

系

が
手
に
入

た

 
そ
の
一
つ
が
現
在
水
分
を

ば
そ
う
と
し
て
い
る
エ
メ
ラ
ル
ド
ゼ
リ

で
あ
る

他
に
も

ク
リ
ム

ン
ゼ
リ

ハ
ワ
イ
ア
ン
ゼ
リ

ト
ロ
ピ
カ
ル
ゼ
リ

な
ど
今
ま
で
確
認

さ
れ
て
い
た
ゼ
リ

系

の
色
を

に

ん
だ
も
の
に
し
た
よ
う
な
も
の
が
手
に
入

た

つ
ま
り
四
種

存
在
す
る
と
い
う

だ

 
恐
ら
く
獣
の

と
獣
の
大
き
な

と
い

た
よ
う
な
上

な
の
だ
ろ
う

下
層

で
も
手
に
入
る
が
上
層
に
来
た
事
で
ド
ロ

プ

が
上
が

た

に
多
数
入
手
出
来
た
の
か
あ

る
い
は
第
三
ク

タ

の
ス
ラ
イ
ム
モ
ン
ス
タ

か
ら
新

ド
ロ

プ
と
な

た

か
は
分

か
ら
な
い

 
と
も
か
く

グ
リ

ン
ゼ
リ

な
ど
は
二
束
三
文
で
も

た
り
ク
エ
ス
ト
消
化
の

の

入
品
と
す
る
く
ら
い
し
か
使
い
道
が
無
か

た
の
だ
が
そ
れ
な
の
に
上

と
思
し
き
も
の

が
ド
ロ

プ
し
た
と
な
れ
ば

そ
れ
は

か
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
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少
な
く
と
も

か
し
ら
意
味
は
あ
る
だ
ろ
う

 
ゲ
ル
状
物

を
流

に

理
に
使
う
気
に
は
な
ら
な
か

た
し
ポ

シ

ン
に
出
来
な
い
か

と

え
て
ポ

シ

ン
作
成
ス
キ
ル
を
以
て
グ
リ

ン
ゼ
リ

な
ど
の
水
分
を

ば
し

て

状
に
し
水
や
ポ

シ

ン
を
掛
け
合
わ
せ
た
事
も
あ
る
が

時
は
た
だ
の
ゲ
ル
状
物

に

た
だ
け
だ

た
の
で

も
な
い
と
判
断
し
て
い
た

 
そ
れ
が
こ
こ
に
来
て
上

ラ
ン
ク
と
思
し
き

の
登
場
だ

こ
れ
は

か
意
味
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
で
あ
る

を

得
し
て
い
る
事
も
手
伝

て
再

作
成
に

戦
し
て
い
る
と
い
う

だ

 
発
明
は
ち

と
し
た
発
想
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る

気
に
な

て
そ
れ
が

せ

る
の
で
あ
れ
ば

実
行
だ

 
た
と
え
失

だ
と
し
て
も
喪
う
の
は

定
的
に
使
い
道
が
無
い
と
分
か

た

ア
イ
テ
ム

更
に
は
多
数
手
に
入
る
代
物
な
の
だ
か
ら
別

く
も
無
い

い
無
く
実
験
が
出
来
る

か
に
迷
惑
を
掛
け
る
と
い
う

で
も
無
い
し

 
と
は

え

水
分
を

ば
す
と
い
う
の
は
現
実
よ
り

時
間
と

え
ど
二

三
分
は
掛
か
る

そ
の
間
に
他
の
作
業
も

行
さ
せ
る
事
で
無

を
少
な
く
し
よ
う
と
も

え
て
い
る
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一
先
ず

に

す
事
は
ゼ
リ

と
ポ

シ

ン
の
掛
け
合
わ
せ
水
分
を

ば
し
た

と
ポ

シ

ン
の
掛
け
合
わ
せ
の
二
つ

あ
と
は
状

異
常
ポ

シ

ン

と
は
ど
う
か
も

べ

る
必
要
が
あ
る

 

の
希
望
と
し
て
は
解

ポ

シ

ン
や
解

ポ

シ

ン
の

果
が
デ
バ
フ
時
間

か

ら

時
回
復
や

回
復

果
の
追
加
に
な

て
く
れ
れ
ば

し
い
の
だ
が

 

本
的
な

回
復
ポ

シ

ン
は
十
分
な

力
を
持

て
い
る
の
で
残
り
は
完
全
回
復
ポ

シ

ン
と
状

異
常
回
復

果
に

回
復

果
が
重
な

て
い
る
ポ

シ

ン
く
ら
い
だ
ろ
う

え

と

ま
ず
は
ゼ
リ

の
ま
ま

ポ

シ

ン

と
合
わ
せ
て
み
る
か

 
ま
ず

し
た
の
は

エ
メ
ラ
ル
ド
ゼ
リ

と
最
下

の

ポ

シ

ン

の
掛
け
合
わ
せ

に

ハ
イ
ポ

シ

ン

グ
ラ
ン
ポ

シ

ン

と
掛
け
合
わ
せ
て
い
く

 
結
果
か
ら

え
ば

ポ

シ

ン

は

ハ
イ
ポ

シ

ン

に

ハ
イ
ポ

シ

ン

は

グ
ラ
ン
ポ

シ

ン

に

そ
し
て

グ
ラ
ン
ポ

シ

ン

は

エ
リ
ク
サ

へ
と

華

さ
れ
て
い

た

時
と
自
然
回
復

は
ど
ち
ら
も

り
と
同
一
で
あ
る
た
め

と
し
た

ポ

シ

ン
よ
り
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
も
の
に

し
上

る
の
が

上

ゼ
リ

の

果
ら
し
い

 
エ
リ
ク
サ

は
小

の
中
に

す
ら
と

色
の

き
に
発
光
す
る

体
が

め
ら
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れ
た
ポ

シ

ン
で
見
た
目
と
し
て
は
グ
ラ
ン
の
そ
れ
に
近
い

発
光
が
ラ
ン
ク
の
差
を
見
分

け
る
指
標
な
の
だ
ろ
う
が
日
差
し
が
あ
る
場

だ
と
見
分
け
を
付
け

い
の
が

点
か

 
ま

エ
リ
ク
サ

の
小

の
形
状
は
グ
ラ
ン
の
そ
れ
と
違

て
か
な
り

く

更
に
は

一
回
り

ど
小
さ
い
の
で

グ
ラ
ン
の
小

を
見

れ
て
い
れ
ば
間
違
い
は
し
な
い
だ
ろ
う

へ

ん
だ

り
じ

ね

か

完
全
回
復
ポ

シ

ン
か
よ

 
そ
れ
の

を
確
認
し
て
い
る
と

感
心
し
た
よ
う
に
白
が

た

 
そ
う
あ

た
ら
い
い
な
と
思
う
も
の
の
一
つ
と
し
て

完
全
回
復
す
る
た
め
の
ポ

シ

ン
が
出
来
た
の
だ

こ
れ
は
流

に
想
定
外
で
あ
る

い
や

味

や

な
ど
新
し
い
も
の
が

出
来
た
時
は

時
も
想
定
外
ば
か
り
だ

た
が

 

果
と
し
て
は

時
回
復

十

と
自
然
回
復

八

 
他
の
ポ

シ

ン

で
作

た

に

り
と
同
じ
つ
ま
り
は
デ
フ

ル
ト
の

果
で
あ

た
た
め
こ
の

果
も
設
定
上
は

最

限
な
デ
フ

ル
ト
値
に
あ
る
の
だ
ろ
う

や
ろ
う
と

思
え
ば
こ
こ
か
ら
多
少

果
を
上

る
事
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い

ま

他
に
出
来
た
も
の

で
は

時
回
復

だ
け
で
自
然
回
復

に

し
て
増

は
未
だ
達
成
出
来
て
い
な
い
の
が
実
情

だ
が
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そ
れ
に
し
て
も
出
来
る
か
な
と
あ
る
程

予
想
し
て
い
た
と
は

え
あ
ま
り
期

し
て
い

な
か

た
だ
け
に
意
表
を
突
か
れ
た
形
に
な
る

望
外
の
喜
び
と
は
こ
の
事
か

で
あ
る
た

め
使

時
に
隙
が
生
ま
れ
る
も
の
の

は
他
の
ポ

シ

ン

よ
り
少
な
い
し
全
快
結

の

代
わ
り
に
な
れ
る

 
も
し
結

無

化
空
間
に
な
る
事
を
前

と
し
て
上

ゼ
リ

を
ド
ロ

プ
す
る
ス
ラ
イ
ム
を

配

し
た
の
だ
と
す
れ
ば
こ
の
設
定
に
し
た
デ

レ
ク
タ

は
中

イ
イ
性
格
を
し
て
い
る
と

え
る

 
多
分
こ
れ
を
設
定
し
た
の
は

場

だ
と
思
う

結

ア
イ
テ
ム
が
使
え
な
い
代
わ
り
に

エ
リ
ク
サ

を
作
製
出
来
る
よ
う
に
な

た
と
い
う
の
が
そ
の
証

 
回
復
が

く
な

て
は
ボ
ス
に
有

だ
が

エ
リ
ク
サ

の
存
在
で
キ
チ
ン
と
プ
レ
イ

に
も
フ

ロ

が
さ
れ
て
い
る

り
が
フ

ア
ネ
ス
さ
を
感
じ
ら
れ
る

 
こ
の
後

状
に
な
る
ま
で
水
分
を

ば
し
た
事
で
手
に
入

た

の

を

ポ

シ

ン

と

る
と

と

時
回
復

と
自
然
回
復

の

方
が
二

も
上

す
る
と
い
う

結
果
に
な

た

ゼ
リ

で

し
た
エ
リ
ク
サ

に

し
て
は
ど
ち
ら
も
十

と
い
う

異
の
数

だ
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ど
う
や
ら

状
に
な
る
ま
で
水
分
を

ば
す
と
い
う
一
工
程
を

む
事
で

果
が
上
が
る

と
い
う
仕
様
ら
し
い

ゼ
リ

で
あ
る
事
を
上
手
く
使

て
い
る
と
思
う

 

し
か
し

エ
メ
ラ
ル
ド
ゼ
リ

で
こ
れ
な
ら

他
の
は
ど
う
な
る
ん
だ

 
上

ゼ
リ

一
つ
で
こ
れ
な
の
だ
ま
だ
状

異
常
回
復

な
ど
他
の
ポ

シ

ン

に

し

て
は

し
て
い
な
い
の
で

エ
メ
ラ
ル
ド
ゼ
リ

一
つ
で
分
か

て
い
る
事
は

分
も
無
い

そ
れ
な
の
に
ま
だ
他
に
三
つ
も
残

て
い
る

 
こ
れ
は
実
験
の
し

が
あ
り
そ
う
だ
と
う
ず
う
ず
と
心
が

く
の
を
抑
え
ず
に

は

の

作
に
取
り
掛
か

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ま
ず
最
初
に
一
つ
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シ
ノ
ン
 
は
 
キ
リ
ト
 
に
 

 
を
 

ま
れ
た

  

だ
か
ど
こ
ぞ
の
騎
士
王

く
食
い
意
地
が

て
る
感
じ
に
な

て
し
ま
い
ま
し
た
が

原
作
一

の

理
の

を
持
ち
原
作
ア
ス
ナ
以
上
の

理
ス
キ
ル
の
使
い
手
で
あ
る
本
作

キ
リ
ト
の

が
良
す
ぎ
る
の
が
悪
い
ん
で
す

 
ど
ん
ど
ん

に
し
て
く
れ
よ
う

悦

 
さ
て
ま
ず
キ
リ
ト
の
大

れ

り
が
世
間
に
知
ら
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た

後

を

え

れ
ば
先
に

し
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
う
ん
で
す

取
れ
る
手

も
増
え
る
し
第
三

ク

タ

と
い
う
強

を
前
に
士
気
も
上
が
る
し

キ
リ
ト
ア
ン
チ

に
と

て
は
面
白
く
な

い
で
す
が

 
リ

パ

手
に
す
ら
一
方
的
に
勝
て
る
展
開
が
見
え
た
気
が
す
る

 
本
来

中
の
キ
リ
ト
が
最
前
線
に
い
て
い
る
の
も
文
中
の
理
由
に
よ
る
も
の

第
三
ク

タ

ボ
ス
を

明
け
で
い
き
な
り

手
す
る
の
は
か
な
り
無

が
あ
る
と
思
う
ん
だ
原
作
キ

リ
ト

ア
ス
ナ
よ

ま
し
て
や
本
作
の
キ
リ
ト
自
然
成
⻑
の
才
能
そ
の
も
の
は
義
姉
か
ら
全
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定
さ
れ
る
く
ら
い
壊
滅
的
だ
か
ら
ね

努
力
し
た
ら
化
け
る
け
ど

 

に
シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
の
煽
り
に
近
い
も
の
を
喰

て

ロ
を
強
要
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現

状 
ま

予
定
し
て
い
る
構
想
で
は
第
七
十
六
層

達
後
に
参
戦
す
る
予
定
で
す
が
ね

あ
く
ま

で
予
定

 
ち
な
み
に
一
応
そ
れ

い
事
を
書
い
て
は
い
ま
す
が
分
か
り
や
す
く

う
と
シ
ノ
ン
が

弓
と
弓
術
を
得
た
事
を
知

て
い
る
の
は
リ
ズ
ベ

ト
武

に
い
た
面

だ
け
で
す

な
の
で
ス
ト
レ
ア
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
知
り
ま
せ
ん
話
に
出
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
も
ユ
ニ

ク
ス

キ
ル
の
事
を

き
で
入

を
勧
め
て
い
ま
せ
ん

そ
う
い
う
設
定

 
あ
ん
ま
り
キ
バ
オ
ウ

殺
隊

ど
目
立

て
な
い
リ
ン
ド
と
聖
⻯

合
で
す
が
実
は

外
し

か
り
と
影

力
あ

た
り

主
に
手

ば
な
い

り
で

く

そ
う
い
う
存
在

に
な

て
ま
す

 
キ
バ
オ
ウ

共

殺
全
滅
ル

ト
か
リ
ン
ド
だ
け
中
立
ル

ト
ど
ち
ら
に
し
よ
う
か
な

少
な
く
と
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
キ
バ
オ
ウ
が
殺
ら
れ
る
の
は
確
定

ア
キ
ト
に

与
し
て
い
る
以
前
に

め
て
死
す
べ
し

悲
は
無
い

悦
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ま

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
死
ん
で
も
リ
ア
ル
で
は
ま
だ
生
き
て
る
け
ど
ネ

 

に
キ
リ
ト
の

ス
キ
ル

 

味

再
現
の
話
を
原
作
ア
ス
ナ
が
ち

こ

と
し
て
い
た
の
で
そ
れ
を

に
今
回
は
書
き

ま
し
た

実

味
覚
パ
ラ
メ

タ
の
解

と
か
ど
ん
だ
け

の
組
み
合
わ
せ
を

せ
ば
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
今
回
は
ち

と
誇

気
味
に
し
て
い
ま
す

心
設
定
の
裏
付

け
で
も
あ
る

 
キ
リ
ト
の
場
合
は
自
己

壊
の

止
も
あ
り
ま
す

精
神
安
定

代
わ
り
に

攻
略
で
必
死

な

の
キ
リ
ト
が

故

理
を
取

た
の
か
に
つ
い
て
は
構
想
は
あ
る
の
で

れ

し
い

心
情
部
分
を
書
く
と
思
い
ま
す

ク
ラ
イ
ン
と
別
れ
て
か
ら
再
開
す
る
ま
で
の
間
と
か

味

再
現
期
間
の
事
と
か

コ

ル
や
鍛
冶

事
件
と
か
も

書
か
な
い
可
能
性
も
あ
る
け
ど

 
あ
と
は
オ
ン
リ

セ
ン
ス
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
ね
主
人

の
容

が
近
い
事
も
あ

て

り

み
ま
し
た
実
は
弓
も
こ
こ
が
参

の
一
部
だ

た
り

製
作
過
程
や
出
来
上
が
る
の
は

違
う
け
ど
主
に
生

系
ス
キ
ル
の
参

に
し
て
ま
す

実
は

の
設
定
も
こ
れ
が

ネ
タ

近
い
の
は

え
て
た
け
ど
骨
子
は
こ
れ
で
す

 
レ
ベ
ル
と

備
で
武
力
チ

ト
が
整

た
な
ら

は
生

チ

ト
で

で
も
努
力
は
す
る
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ホ
ン
ト
ダ

他
の

で
も
出
来
る
感
じ
で
作

て
く
感
じ

 
最
後
に
白
に
つ
い
て

 
モ
チ

フ
と
し
て
は
悪
友

 
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
要

が
あ

た

は
も

と

た

バ
い
設
定

だ

た
ん
で
す
が
ね

そ
れ
を

か
し
た
か
ら
変
わ

た

白
が
表
に
出
て
ア
ル
キ
メ
デ

ス
や
ア
キ
ト
に
高

い
し
な
が
ら

一
流
の
ド

と
か

わ
せ
た
か

た

 
ア
キ
ト
は
ま
だ
い
る
し

郷

り
も
絡
む
予
定
な
の
で
彼
ら
を
殺
る
時
に

時
か

わ
せ

た
い
で
す

悦

 
キ
リ
ト
は
性
格
的
に
違
う
の
で
パ
ス

う
と
し
て
も

で
は
無
く
ビ

タ

と
し
て
で

し

う
ね

ま
ず
ア
キ
兄
に
は

わ
な
い
で
し

う
が
女
性

権

体
や

郷

り
に
は
容
赦

な
く

い
そ
う
な
感
じ
が
す
る

 
⻑

と
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
四
章
 

紅
に
潜
む
狂
気

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
で

く

け
足
気
味
に
話
が
進
む

ち
に

た
で
あ
ろ
う
ア
ス
ナ
と
ク
ラ
デ

ル
の
お
話
で
す

け
足
気
味
な
の
で
今
ま
で
と
違

て
内
容
と
し
て
は

い
で
す

 
時
間

は
前
話
と
然
し
て
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

前

キ
リ
ト

点
で
新
ポ

シ

ン
の
解
説

と
今
後
の
予
定
を
語

て
も
ら
い

後

ア
ス
ナ

点
で
一
気
に
進
み
ま
す

 
そ
こ
ま
で
原
作
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が

ま

同
じ
だ
と
ア
レ
な
ん
で
ち

い
ち

い

変
え
て
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

約
二
万
文

で
す
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う

む

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
ゼ
リ

系

で
化
け
る
と
は
予
想
外
だ
な

 
白
と

し
つ
つ

ス
キ
ル
で
手
持
ち
の

を
使

て
配
合
し
て
い

た
結
果
予

想
以
上
の
成
果
を
得
る
事
が
出
来
た

ズ
ラ
リ
と

の
上
に

べ
た
ポ

シ

ン
を

め
な
が
ら

思
わ
ず

い
て
し
ま
う
程
だ

 
ま
ず
エ
メ
ラ
ル
ド
ゼ
リ

の

果
は
一

に

回
復
能
力
の
強
化
と
い
う
の
が
分
か

た 

回
復
ポ

シ

ン
と

れ
ば
一

上
の
ポ

シ

ン
へ
と

華
さ
せ
る

果
を
持
ち

一

水
分
を

ば
し
て

に
し
て
か
ら

れ
ば

能
を

時
と
自
動
そ
れ
ぞ
れ
二

ず
つ

上

す
る

 
状

異
常
回
復
ポ

シ

ン
と

れ
ば

ゼ
リ

状
で
あ
れ
ば
一
律
で

三

時
回
復

果
が
追
加
さ
れ

状
で
あ
れ
ば
一

の
自
動
回
復

果
も
追
加
さ
れ
る

に
し
て
か

ら
で
あ
れ
ば

来
の
性
能
に
ポ

シ

ン
の

果
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う

だ

ス
テ

タ

ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
と

て
も
こ
れ
は
同
一
だ

た

 

に

ん
だ
⻩
色
の

ト
ロ
ピ
カ
ル
ゼ
リ

こ
れ
の

果
は

と
な

た
モ
ン
ス
タ

が
そ
れ
に
特
化
し
て
い
た

か

状

異
常
回
復
の
強
化
だ

た
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状

異
常
回
復
ポ

シ

ン
と
ゼ
リ

状
の
ま
ま

れ
ば
状

異
常
デ
バ
フ
時
間
の

果
が
強
化
さ
れ
よ
り

時
間
で
解

さ
れ
る
よ
う
に
な
る

状
で
あ
れ
ば

果
か

ら

時
回
復
へ
と
変
化
し
た

結

ア
イ
テ
ム
と
同
じ

果
に
な

た
の
だ

 
数
は
少
な
い
な
が
ら
常
備
し
て
い
る
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
と

れ
ば
ゼ
リ

状
で

は
レ
ベ
ル
は
そ
の
ま
ま
で

果
時
間
だ
け

ば
し

状
に
す
れ
ば

の
レ
ベ
ル
か
ら
一

上

さ
せ
る
事
が
分
か

た

 
ち
な
み
に
状

異
常
は
種

に
よ

て
レ
ベ
ル
と

果
時
間
が
同
一
の
も
の
と
別

の
も
の
が

存
在
す
る

 

は
レ
ベ
ル
が

発
生
す
る
一
定
ダ
メ

ジ

を
決
定
し

果
時
間
は

や

な
ど

で
別

に
設
定
さ
れ
て
い
る

麻

で
は

果
の
程

は
全
て
同
一
で
あ
る
の
で
レ
ベ
ル
が

果
時
間
を
示
し
て
い
る

 
な
の
で
今
回
の
結
果
で
は

麻

は
ゼ
リ

状
と

状
と
で
結
果
が
変
わ
ら
な
い
も
の

の

は
変
わ

て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

の

果
時
間
は
誘
発
ポ

シ

ン
に
使

て

い
る

に
よ

て

さ
れ
る
ら
し
く
ど
の

で
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
ま
で
は

べ
切
れ

て
い
な
い

こ
こ
は
今
後
の

で
あ
る
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残
念
な
が
ら

回
復
ポ

シ

ン
と
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
と

て
も
意
味

は
無
か

た

ど
う
や
ら
ト
ロ
ピ
カ
ル
ゼ
リ

は
状

異
常

の
ア
イ
テ
ム
に
だ
け

果

を
発
生
さ
せ
る
ら
し
い

 
ま

も
し
か
し
た
ら

た
状

の
も
の
か
ら
更
に

か
手
を
加
え
る
事
で
変
化
が

こ
る

か
も
し
れ
な
い
が
現
状
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
一
先
ず
は
放

だ

の
片

に

い
て
お
く

く
ら
い
で
良
い
だ
ろ
う

取
り
合
え
ず
テ
キ
ス
ト
メ
モ
に
書
き
残
し
て
お
い
た
の
で

れ
色

と

し
て
み
よ
う
と

え
て
い
る

 

に
攻
撃
力
特
化
の
紅
い
ス
ラ
イ
ム
か
ら
ド
ロ

プ
し
た
ク
リ
ム

ン
ゼ
リ

と

力
特
化
の
蒼
い
ス
ラ
イ
ム
か
ら
ド
ロ

プ
し
た

ハ
ワ
イ
ア
ン
ゼ
リ

 
こ
れ
ら
の

果
は
ど
ち
ら
も
似
た
り
寄

た
り
だ

た

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
は
ド
ロ

プ
し
た

ス
ラ
イ
ム
の
特
性
を
引
き
継
い
で
い
る
よ
う
で
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
と

た

に
同
一
の

能
は
強
化
別
の
ス
テ

タ
ス
強
化
で
あ
れ
ば
更
に
Ｓ
Ｔ
Ｒ
あ
る
い
は

Ｉ
Ｔ
強

化

果
を
追
加
と
い
う
も
の
だ

た

 
Ｓ
Ｔ
Ｒ
ポ

シ

ン
で
あ
れ
ば
紅
の
ゼ
リ

は

果
を
強
化

状
と

れ
ば

果
時

間
も

ば
し
別
の
ス
テ

タ
ス
強
化
で
あ
れ
ば

Ｉ
Ｔ
ポ

シ

ン
と
同
程

の

力
強
化
を
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す

こ
れ
は
蒼
の
ゼ
リ

も
同
様
だ

た

回
復
ポ

シ

ン
状

異
常
回
復
ポ

シ

ン
で
も
た
だ
の
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
と
同
程

の

果
を
付
与
し
た
た
め
結
果

は
同
じ

 
面
白
い
の
が
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
で

や
麻

と
い

た

果
と
共
に

手
の
ス

テ

タ
ス
を

下
さ
せ
る
デ
バ
フ

果
が
追
加
さ
れ
た

ス
テ

タ
ス
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の

手
を
弱
体
化
さ
せ
る
バ
フ
を
使

者
に
与
え
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に

き
換
わ

て
い
た
の

だ 
な
の
で
強
化
し
た
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
と
強
化
し
た
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
を

す

れ
ば

に
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
え
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

で
あ
る

こ
れ
は
使
い
よ
う
に
よ

て
は
強
い
け
ど

 
上

ゼ
リ

四
種

で
こ
こ
ま
で
の
変
化
を
見
せ
た
事
は
と
て
も
喜
ば
し
い
し

よ
く

使

て
い
け
ば
上
手
く

れ
ば
こ
れ
か
ら
の
戦
い
を
と
て
も

に
運
べ
る
事
は
間
違
い
な
い

 

面
に

が
あ
る

や
ア
ス
ナ
達
に
強
化
回
復
ポ

シ

ン
や
強
化

Ｉ
Ｔ
ポ

シ

ン

を
使
え
ば
非
常
に
打
た
れ
強
く
な
る
し
タ
ン
ク
メ
ン
バ

に
使
え
ば

更

く
な
り
ア
タ

カ

が
使
え
ば
結
果
的
に
回
復
ア
イ
テ
ム
の
使

を
少
な
く
出
来
る
だ
ろ
う

逆
に
強
化
Ｓ
Ｔ
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Ｒ
ポ

シ

ン
を
使
え
ば

い
ボ
ス
の

を
ガ
リ
ガ
リ

れ
る
と
い
う

だ
か
ら
速
く
戦
闘

が
終
わ
り

こ
ち
ら
も
結
果
的
に
消

が
少
な
く
て
済
む

 
こ
れ
ら
を

え
れ
ば
回
復
ア
イ
テ
ム
の
強
化
だ
け
で
な
く
こ
れ
ま
で

果
が

だ

た

ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
も
非
常
に
有

で
あ
る
事
が
分
か
る

 
だ
が
問

な
の
は
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
が
増
え
る
の
に
反

し
て
回
復
ア
イ
テ
ム
の

は

ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

 

本
的
に

力
値
が
高
く
な
れ
ば
ス
ト
レ

ジ
容

は
増
え
る
し

持
容

と
い

う
ス
キ
ル
値
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
ス
ト
レ

ジ
容

が
増
え
る
ス
キ
ル
も
大

の
プ
レ
イ

は
持

て
い
る
の
で
攻
略
組
は
多
く
の
ア
イ
テ
ム
を
持

て
行
け
る

の
よ
う
な
ダ
メ

ジ

デ

ラ

や
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
い

た
タ
ン
ク
勢
は

本
的
に

力
値
へ

先
的
に
ス
テ

タ

ス
ポ
イ
ン
ト
を
振

て
い
る
の
で
ボ
ス
戦
に
は
大

の
回
復
ア
イ
テ
ム
を
持

て
行
く
の
が
常

だ 

値
へ
多
め
に
振

て
い
る
ア
ス
ナ
達
の
場
合

対
的
に
武

の
重

が

く
な
る

多
少

が
少
な
く
な
る
だ
け
で
そ
こ
ま
で
大
差
が
あ
る

で
は
無
い

ス
テ

タ
ス
ポ
イ
ン
ト
に

よ
る
補
正
は
レ
ベ
ル
補
正
に

べ
れ
ば
そ
こ
ま
で
大
き
く
な
い
か
ら
だ
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そ
ん
な
中

ボ
ス
戦
に
参
戦
す
る
タ
ン
ク
や
ダ
メ

ジ
デ

ラ

の
回
復
ア
イ
テ
ム

は

戦
い
を
終
え
る

に

時
も
ギ
リ
ギ
リ
な
の
が
常
だ

た

あ
る
程

が
あ
る
事
も
あ
る

が

こ
こ
最
近
は

本
的
に
そ
こ
ま
で

は
な
い
と

い
て
い
る

 
ま

ボ
ス
戦
開
始
直
後
は

が
お
ら
ず

く
し
て
か
ら
入

て
い
た
事
も
あ
る
だ
ろ
う
が

 
た
だ
問

な
の
は

ボ
ス
の
強
さ
が
絶
対
的
に
上
が

て
い
る
で
あ
ろ
う
事

 
そ
れ
は
上

ゼ
リ

に
よ

て
強
化
さ
れ
た
ポ

シ

ン

の
存
在
が
示
し
て
い
る

完
全
回

復
ア
イ
テ
ム
ま
で
出
て
来
た
の
だ
第
三
ク

タ

だ
け
で
な
く
そ
れ
以

の
フ
ロ
ア
ボ
ス
は

こ
れ
ま
で
以
上
の
強
さ
を
持

て
い
る
事
は
想
像
に

く
な
い

 
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
以
上
に
ポ

シ

ン

の
消

が

し
く
な
る
と
い
う
事
だ

が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
や
常
識
外
の

備
を
得
て
い
る
の
を

め
て
も
か
な
り
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
だ
ろ

う
し
下
手
す
れ
ば
ア
ス
ナ
や
ラ
ン
と
い

た
主
力
な
が
ら

や

力
に
不
安
が
あ
る
ス
ピ

ド
ア
タ

カ

は
一
撃
死
と
い
う
可
能
性
も
あ
る

 
そ
う
で
な
く
と
も
第
七
十
四
層
中
ボ
ス
の
一
撃
で

が

死
ま
で

た

を

備
し
て

い
な
か

た
と
し
て
も
超
高
レ
ベ
ル
に
よ
る
補
正
が
掛
か

て
い
る

で
す
ら
そ
れ
な
の
だ
か

ら

ア
ス
ナ
達
が
一
撃
死
と
い
う
可
能
性
は
決
し
て

定
出
来
な
い
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な
の
で
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
の
有

性
は
確
か
に
あ
る
の
だ
が
そ
れ
を
持

て
行
こ
う
と
す
る
と

今

は
⻑
期
戦
で
不

に
な
る
可
能
性
が
あ
る

 
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
の

果
は

常
で
一
律
で
五
分

果
時
間
を

ば
し
た

強
化

で
あ
れ
ば
二

の
十
分
が
限

だ

 
な
の
で

期
決
戦
で
あ
れ
ば
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
の

使

で

し
切
れ
る

だ
ろ
う
が
闘
技
場
レ
イ
ド
戦
に
出
て
来
た
過
去
の
ボ
ス
達
に
す
ら
二
三
十
分
も
掛
か

た
上
に
第
七
十
四
層
タ

グ
に

し
て
は
主
力
以
外
が
全
滅
し
た
の
だ

全
滅
し
な
い
よ
う

重
に
行
く
と
な
れ
ば
ど
う
し
て
も
⻑
期
戦
に
な
る
だ
ろ
う

 
故
に
回
復
ポ

シ

ン
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
に
な
る

 
そ
れ
な
の
に
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
を
持

て
行

て
は
ポ

シ

ン
の
個
数

は
少
な
く
な

て
し
ま
う

 
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
の
平

戦
闘
時
間
は
二
三
時
間

そ
の
間
ず

と
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
を

す
る
と
な
れ
ば

強
化

で
す
ら
最

二
十
個
も
持

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
ん
な
に
持

て
し
ま
え
ば
回
復
ポ

シ

ン
の
個
数
は
と
て
も
少
な
い
だ
ろ
う

な
の
で

ど
う
し
て
も
ジ
リ

に
近
く
な
る
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ま

結

無

化
空
間
な
の
だ
か
ら
ボ
ス
戦
の
時
だ
け
結

系
ア
イ
テ
ム
を

い
て
い
け

ば
ま
だ
マ
シ
な
の
だ
が

 
そ
れ
に
仮
に
個
数
に

し
て
は
ど
う
に
か
な
る
に
し
て
も
使

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

し

い 
も
し
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
を
前

に
前
線
を

持
す
る
方

で
行
く
こ
と
に
な

た
場
合

ボ
ス
の
攻
撃
を

ぐ
タ
ン
ク
の
ブ

ス
ト

果
が
外
れ
た

間
に
攻
撃
を

け
れ
ば
想
定
以
上
の

ダ
メ

ジ
を

け
回
復
の

に
後
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

そ
れ
が

け
ば
レ
イ
ド
が

回
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う

強
化
回
復
ポ

シ

ン
は
ま
だ
し
も
強
化
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
の

開
は
一

様
子

見
す
る
か
な

 
強
化
回
復

び
状

異
常
回
復
の
ポ

シ

ン
は
す
ぐ
に
で
も

し
攻
略
組
に

先
し
て

す
る
べ
き
だ
ろ
う
が
強
化
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
の
存
在
は
一

せ
て
お
い
た
方
が
良

さ
そ
う
だ

一
先
ず
第
七
十
五
層
ボ
ス
の
部

も
結

無

化
空
間
と
判
明
し
結

系
ア
イ
テ

ム
を

い
て
い
く
と
な

た
時
点
で
必
要
と
感
じ
れ
ば
出
す
べ
き
だ
ろ
う

 
ま
だ
ボ
ス
の
情
報
が
一
つ
も
無
い
以
上

現
状
で
は
先
送
り
に
し
て
お
く
方
が
無

だ
ろ
う
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偵

戦
で
の

合
で
出
す
か
ど
う
か
決
め
る
と
す
る

を

こ
う
と
し
て
い
た
キ
バ
オ
ウ
も

な
く
な

た
か
ら
な

第
三
ク

タ

と
い
う

事
も
あ
る
し

も
解
放
し
た
か
ら
今
回
の
偵

戦
に
は

も
参
加
す
る
と

て
み
よ

う
か
な

 
偵

戦
は
タ
ン
ク
隊
を
中
心
に
約
二
十
名
と
フ
ル
レ
イ
ド
の

数
程
で
行
わ
れ
る

 
大
体
は
攻
撃
パ
タ

ン
を
確
か
め
る
た
め
で
偶
に

や
ユ
ウ
キ
と
い

た
ダ
メ

ジ
デ

ラ

が

ざ

て

を

ら
し

し
た
と
こ
ろ
で
の
パ
タ

ン
変
化
も

べ
る
と
い
う
時

も
あ
る

そ
う
い
う
場
合
は
ボ
ス
の

か

力
が

か

た
り

弱
点
が
明
確
に
な

て
い

る
場
合
が

ど
な
の
だ
が

 
今
回
は
第
三
ク

タ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
を

壊
さ
せ
た
第
一
ク

タ

合
的
に
ス
テ

タ
ス
が
高
か

た
第
二
ク

タ

の

も
あ
る
た
め
恐
ら
く
タ
ン
ク
特
化

の
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
偵

戦
に
出

る
だ
ろ
う

そ
れ
に

じ
て

に
よ
る
物

作
戦

を
行
え
る

も
加
え
れ
ば
そ
れ
な
り
の
情
報
を
得
ら
れ
る
は
ず
だ

 
こ
れ
ま
で
と
違

て
結

無

化
空
間
で
あ
る
以
上

性
の
あ
る
結

系
ア
イ
テ
ム
を

使

た
回
復
が
出
来
な
い
せ
い
で

か
と
も
た
つ
く
だ
ろ
う
し
遠

離
攻
撃
が
可
能
で
あ
る
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と
タ
ン
ク
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
中
心
と
な
れ
ば

程
ぶ

壊
れ
た
ス
テ

タ
ス
を
持
つ
ボ
ス
で

も
無
い
限
り
一

で

北
と
は
な
ら
な
い

だ

 
ま

断
は
出
来
な
い
が

不
可

の

を

る

フ

ス
フ

ル
ド
・
マ

テ
リ
ア
ラ
イ
ト

が
あ
る
と
は

え

ま
だ

に

力
に

が
あ
る
の
は

め
な
い
し

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
帰

に

い
た
方
が
良
さ

か
な

 
強
化
ポ

シ

ン
の
レ
シ
ピ
を
メ
モ
に
書
き
残
し
そ
れ
ら
を
セ

ブ
し
て
か
ら

に

べ
て

い
た
製
作
し
た
ば
か
り
の
ア
イ
テ
ム

を
ス
ト
レ

ジ
へ
と
放
り

み
一
息

く

そ
れ
か
ら

界

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
時
間
を
見
て

そ
う

葉
を

ら
す

 
表
示
さ
れ
て
い
る
時
間
は

後
三
時

実
に
三
時
間
程
も
製
作
や
レ
シ
ピ

に

中
し
て

い
た
と
い
う

だ

 
迷

に
現
れ
る
モ
ン
ス
タ

の
デ

タ
は

日
と
今
日
で

方
取
り
終
え
た
し
新
た
な
発

見
も
あ

た
か
ら
今
日
は
こ
れ
で
引
き
上

て
も
良
い
だ
ろ
う

 
マ

ピ
ン
グ
も
八

方
は
済
ん
だ
の
で
速
く
て
明
日
の

前
中

く
と
も

後
に
は
ボ
ス

部

前
に
は

り

く
だ
ろ
う

そ
れ
を

え
れ
ば
明
日
に
回
し
て
も
問

は
無
い

以
外
に

も
攻
略
し
て
い
る
メ
ン
バ

は

る
の
だ
か
ら
他
の

か
が
ボ
ス
部

を
発
見
し
て
い
た
と
し
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て
も
お
か
し
く
な
い
し
攻
略
組
の
強
化
を

え
れ
ば

は
こ
の

層
で
や
り
過
ぎ
な
い
方
が
良

い 
そ
れ
に

そ
ろ
そ
ろ
帰

に

か
な
け
れ
ば

に
間
に
合
わ
な
く
な

て
し
ま
う

 
物
悲
し
気
に
見
ら
れ
る
の
は

く
心
が

む
し
あ
ま
り

く
な
る
と
説
教
を

け
て
し
ま
う

か
ら

帰
ろ
う
と
決
断
し

立
ち
上
が
る

 
そ
れ
か
ら
帰
り
道
を
把
握
す
る

に

手
を
振

て
メ
ニ

を
呼
び
出
し
そ
れ
か
ら
マ

プ
へ
と

面
を

す

  

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  
そ
の
時

を
打
つ
声

 

に
斬
り
掛
か
る

に
上

る
よ
う
な
雄

し
い
雄

び
で
は
無
く

か
別
の
感
情
を

め

て
い
る
と
分
か
る
絶

だ

 
声
が

こ
え
て
来
た
方

は

が
帰
る

に

ろ
う
と

え
て
い
た
ル

ト
の
方
向

だ

た
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恐
ら
く
リ
ポ

プ
し
た

に
い
き
な
り
襲
い
掛
か
ら
れ
た
の
だ
ろ
う

そ
れ
に
し
て
は

ち

と
必
死
過
ぎ
る
気
が
す
る
な

 
し
か
し

は
違
和
感
を
覚
え
て

を

た

 
最
前
線
の
迷

に
潜
る
程
の
レ
ベ
ル
を
有
す
る
プ
レ
イ

な
ら
リ
ポ

プ
し
た

だ
け

で
な
く
い
き
な
り
横
合
い
か
ら
ネ

ム
ド

け
れ
ば
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
に
襲
い
掛
か
ら
れ
る
経

験
は

に
あ
る

だ

実

第
六
十
層

に
存
在
し
た
レ
イ
ス

が
主
だ

た

層
は

を

す
り

け
て
い
き
な
り
襲
い
掛
か

て
来
る
パ
タ

ン
も
多
か

た

 
ア
ス
ナ
や
ラ
ン
と
い

た
お
化
け
が
苦
手
な
プ
レ
イ

は
そ
れ
に

を

か
し
て

を
上

一
時
的
に
攻
略
が

た
時
も
あ
る

 
だ
が
こ
の

層
に
出
て
来
る
モ
ン
ス
タ

は
ス
ケ
ル
ト
ン
系
と
い

た
ア
ン
デ

ド
は
い
る

も
の
の
そ
こ
ま
で
ホ
ラ

要

は
大
き
く
な
い
し

を
す
り

け
て
来
る
パ
タ

ン
も
無
か

た

が
確
認
し
た
限
り
で
は
あ
る
が
少
な
く
と
も
声
が

い
て
く
る

内
で
見
つ
け
た
ト

ラ

プ
系
は
全
て
解

し
た
し
一
定
時
間
で
復
活
す
る
ト
ラ

プ
も
つ
い
四
時
間
程
前
に
解

し
た
ば
か
り
で
ま
だ
復
活
ス
パ
ン
に
入

て
い
な
い
か
ら

動
し
て
い
な
い

 
ま

ト
ラ

プ
に

し
て
は

が
見

し
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が



 第四十四章 〜紅に潜む狂気〜

 
だ
が
八

方
マ

ピ
ン
グ
を
終
え
て
い
る
現
状
で
ボ
ス
部

か
ら

こ
え
た
な
ら
ま
だ

し
も

が
ト
ラ

プ

を
解

し
て
き
た

か
ら
必
死
に
過
ぎ
る
悲
鳴
が

こ
え
て
く
る
と

い
う
の
は
少

解
せ
な
い

少
な
く
と
も
こ
の
安
全
地

に
来
る
ま
で
の
全
て
の
ル

ト
は

マ

ピ
ン
グ
を
終
え
て
い
る
の
だ

 
第
三
ク

タ

の

層
で
あ
る
た
め
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
は

手
前
程
ま
で
強
化
さ
れ
て

い
る
が
攻
略
組
の
平

レ
ベ
ル
は
も
う
少
し
上
だ
し
そ
こ
ま
で
強

と

え
る
モ
ン
ス
タ

は
確
認
し
て
い
な
い

ネ

ム
ド
も
今
日
倒
し
た
ば
か
り
だ
か
ら
復
活
す
る
の
も
明
日
か
明
後
日

の

だ
か
ら
そ
れ
も
無
い
だ
ろ
う

ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
の
可
能
性
も
限
り
な
く

い

だ

 
一
体

が
あ

た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

と
す
る
と
未
知
の

か
が
現
れ
た
の
か

 
得
も

わ
れ
ぬ
不
安
感
を

い
た

は

索

ス
キ
ル
を
有

化
し
て
か
ら
マ

プ
を
確

認
し
た

 
索

に
は
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
い
る
Ｍ
ｏ
ｂ
や
プ
レ
イ

を

破
す
る
確

に
ブ

ス

ト
を
掛
け
る
他
マ

プ
上
に
プ
レ
イ

を
表
示
す
る

を
広
く
す
る
Ｍ
ｏ
ｄ
も
存
在
す
る

 
そ
れ
を
使
う
事
で
迷

内
で
も
プ
レ
イ

の

デ

タ
を
マ

プ
上
に
ア
イ
コ
ン
と

し
て
表
示
す
る
事
が
出
来
る
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こ
の
ブ

ス
ト
で
は
カ

ル
の
色
や
ギ
ル
ド
タ
グ

の
残

ゲ

ジ

の
色
か
ら
掛

か

て
い
る
状

異
常
ま
で
判
別
が
可
能
だ

迷

内
で
は
プ
レ
イ

の
追

を
行
え
な
い

が
こ
の
索

表
示

内
に
入
れ
ば

を
知
る
事
が
出
来
る
の
で
場
面
に
よ

て
は
非
常

に
重
宝
す
る

 
そ
の
マ

プ
上
で
は

が

る

安
全
地

か
ら
帰
還
ル

ト

へ
五
百
メ

ト
ル
程

た
と
こ
ろ
に
三
つ
の
反
応
が
あ

た

 
そ
の
内
一
つ
は

の
フ
レ
ン
ド
だ

た

表
示
に
Ａ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
と
あ
り
他
二
つ
の
ア

イ
コ
ン
に
も
同
じ
ギ
ル
ド
タ
グ
が
あ
る
事
か
ら

血

騎
士

⻑
の
ア
ス
ナ
が

い
る

パ

テ

で
あ
る
事
が
分
か

た

ど
う
い
う
事
だ

 
三
つ
の
反
応
の
内

二
つ
の
ア
イ
コ
ン
に
表
示
さ
れ
て
い
る

ゲ

ジ
の

が
⻩
色
に
明
滅

し
て
い
た

ア
ス
ナ
と
も
う
一
人
が
そ
の
明
滅
を
し
て
い
る

 
⻩
色
の
明
滅
は
麻

状

を
示
す
の
だ
が
ま
ず
引

掛
か

た
の
は
モ
ン
ス
タ

の
反
応

で
あ
る

の
ア
イ
コ
ン
が
無
い
事

 
索

ス
キ
ル
を

い
た
こ
の
マ

プ
索

の
本
来
の

は
プ
レ
イ

の
反
応
を
追
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う
事
で
は
無
く
自
身
の

に
ど
れ
だ
け
の
モ
ン
ス
タ

が

る
か
を

動
せ
ず
識
る
と
い
う

事
だ

モ
ン
ス
タ

の

覚
や

覚
と
い

た
感
知

外
か
ら
場

を
知
る
事
で

に
動
く

事
を
目
的
と
し
て
い
る

 
ま

こ
れ
を
す
る
に
は
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
が
無
け
れ
ば
な
ら
ず
完
全
初
見
の
場

で
は

取
れ
な
い
手

だ
か
ら
過
信
は
禁
物
だ

 
そ
れ
は
と
も
か
く
モ
ン
ス
タ

の
反
応
は
自
身
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
ア
イ
コ
ン
の
色
が
変
わ

る

こ
の
色
は
カ

ル
の
色
に

じ
て
い
る
の
で
自
身
よ
り
強
け
れ
ば
黒
に
近
く
弱
け
れ

ば
ピ
ン
グ
へ
と
変
わ

て
い
く
仕
様
だ

よ
り
レ
ベ
ル
が
高
い
モ
ン
ス
タ

は
こ
の

層
に

る

が
無
い
の
で

全
て
の
ア
イ
コ
ン
は
ピ
ン
ク
色
に
な
る

 
更
に
こ
の
マ

プ
索

は
プ
レ
イ

の
反
応
よ
り
も
モ
ン
ス
タ

の
反
応
の
方
が
追
い
や
す

い

ま

本
来
の

を

え
れ
ば

然
な
の
だ
が

 
な
の
で
索

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る

が
マ

プ
索

を
す
れ
ば
プ
レ
イ

の
反
応
よ
り
も
モ
ン
ス
タ

の
反
応
の
方
が
多
く
な
る
の
が
必
然

 
し
か
し
現
在
マ

プ
上
で
ア
ス
ナ
と
も
う
一
人
が
麻

状

に
な

て
い
て
も
う
一
人

が
無
事
で
あ
る
と
い
う
そ
の

に
モ
ン
ス
タ

の
反
応
が
無
い

そ
れ
な
の
に
麻

に
な
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て
い
る

 
ま

が
マ

プ
で
確
認
す
る
ま
で
の
間
に
モ
ン
ス
タ

を
倒
し
て
し
ま

た
の
で
あ
れ
ば

得
は
い
く

こ
の

層
に
は
ト
ロ
ピ
カ
ル
ゼ
リ

を

と
す
状

異
常
特
化
の
ス
ラ
イ
ム

が

る
し

麻

を
付
与
し
て
き
て
も
お
か
し
く
は
な
い

 
だ
が

に
引

掛
か

た
の
は

麻

状

に
あ
る
ア
ス
ナ
と
も
う
一
人
の
ギ
ル
ド
メ
ン

バ

の

は

共
に
フ
ル
状

で
あ
る
事

Ｍ
ｏ
ｂ
か
ら
状

異
常
を

け
た
の
な
ら
必
ず

は

ら
か

る

な
の
に

ど
ち
ら
も
全
快
状

な
の
で
あ
る

 

Ｍ
ｏ
ｂ
か
ら
麻

を

け
た

で
は
無
い
事
は
こ
れ
か
ら
分
か
る

 
プ
レ
イ

に
ダ
メ

ジ
を
与
え
ず
に
状

異
常
に
す
る
方
法
だ
が
そ
れ
を

は
一
つ
知

て

い
る

 
そ
れ
こ
そ
が

経

摂
取

み
物
に

物
を

た
パ
タ

ン
だ

圏
内

で
は

か

な
い
が

圏
外

で
あ
れ
ば
問

無

で

果
を
発

す
る

経

摂
取
の
パ
タ

ン
だ
け
は

ど
れ
だ
け

性
ス
キ
ル
を
上

て
い
て
も
百
パ

セ
ン
ト
の
確

で
絶
対
状

異
常
が
掛
か

て

し
ま
う
方
法
で
あ
る

 
以
前
シ
リ
カ
と
ア
ル
ゴ
に
協
力
し
て
ピ
ナ

生
の

に
プ
ネ
ウ
マ
の
花
を
取
り
に
行
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た

ロ
ザ
リ
ア

い
る
タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ト
に
遭
遇
し
た
事
が
あ
る

あ
の
時
ロ
ザ
リ

ア
が
グ
リ

ン
で
あ

た
の
は
圏
内
で

良
パ

テ

に
参
入
し
て

物
を
見

い

な
と
こ
ろ
で
い
い

場
が
あ
る
と

を

い
て
味
方
の
オ
レ
ン
ジ
が

る
場

へ
誘
導
す

る

だ

た

 
そ
れ
と
同
様
な
の
が
こ
の
方
法

 
要

は

で

間
と
し
て
潜
り

ん
だ
プ
レ
イ

が

物
で
あ
る
パ

テ

メ
ン

バ

に

み
水
と
称
し
て

す
も
の
に
麻

を

入
さ
せ
る
だ
け

間
だ
と
思

て
い
る

者
達
は
そ
れ
に

す
る

も
無
く
麻

で
無
力
化
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う

そ
の
場

に
オ

レ
ン
ジ
が

る
の
で
あ
れ
ば

み

 
た
と
え

で
あ

て
も
そ
の
手
に
掛
か
れ
ば
助
か
ら
な
い
の
で

本
的
に
他
人
か
ら

み
物

は

わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
し

む
に
し
て
も

圏
内

に
限
定
し
て
い
る

圏
内

で

あ
れ
ば
絶
対
に

か
な
い
か
ら
だ

あ
る
い
は
こ

そ
り

定
す
る
か

 

攻
略
で

に
ポ

シ

ン
と
か

み
水
と
か

す
人
な
ん
て

本
的
に

な
い
の

で

は
こ
の
方
法
に
掛
か
る
事
が
無
い
の
だ
が

ユ
ウ
キ
達
と
会

て
も
迷

だ
と

に

見
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
あ
ま
り
⻑
く
会
話
は
し
な
い
方

に
し
て
い
る
の
も
あ
る
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と
に
か
く
他
者
を

本
的
に
疑

て
掛
か
る
べ
き
な
の
が
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ

ン

だ

 
こ
れ
ら
を

ま
え
る
と
三
人
の
内
麻

状

に
な

て
い
な
い
も
う
一
人
が
麻

入

り
の
水
を

た
と
い
う
事
に
な
る
の
だ
が

  
そ
う

え
て
い
る
と

麻

に
掛
か

て
い
る
片
方
の
プ
レ
イ

の

が

少
し

掛

か

て
い
な
い
プ
レ
イ

の
カ

ル
が
オ
レ
ン
ジ
に
変
わ

た

 

予
想
は
し
て
い
た
が
や

り
血

騎
士

に
も
潜
り

ん
だ

が
い
た
か

 

聖
⻯

合

の
モ
ル
テ
然
り

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
キ
バ
オ
ウ
然
り

や
は
り

血

騎
士

に
も
潜
り

ん
だ
オ
レ
ン
ジ

の
プ
レ
イ

が

た

だ

を

う

に

ア
ス
ナ
を
襲

た
の
か

あ
る
い
は
別
の
目
的
が
あ
る
か
は
知
ら
な
い
が

 
と
に
か
く
今
は
全
力
で
助
け
に
向
か
う
べ
き
だ
と
判
断
し

は
一
気
に
帰
還
す
る

の
道

を

け
出
し
た
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は
あ
あ
あ
あ
あ

グ
ル
ア

 
裂

の
声
を
上

な
が
ら

手
で
握
る
愛
剣
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
神
速
を
以
て
突
き
出

す

突
は
対
峙
す
る
レ
ベ
ル

の
モ
ン
ス
タ

デ
モ
ニ

シ

・
リ

パ

と
い
う

骨
剣
士
の

骨
に
直
撃
し

く

ま
せ
た

 
立
て

け
に
中

に
三

下

の

ぎ

ぎ
逆
風
に
斬
り
上

最
後
に
上

へ

の
二

突
か
ら
な
る

剣

上

の
八

撃
技

ス
タ

・
ス
プ
ラ

シ

を
放
ち

全

撃

に
ヒ

ト

 

常
攻
撃
と
ス
キ
ル
に
よ
る

ダ
メ

ジ
を

け
た

は

ゲ

ジ
を
残
り
三

程
ま

で

ら
し
た

ス
イ

チ

了
解
し
ま
し
た

 

ド
ス
キ
ル
の
直
撃
を

け
て

け
反

た

骨
剣
士
を
見
て
交
代
す
る
な
ら
今
だ
ろ
う

と
判
断
し
た
私
が
合

を
掛
け
る
と
そ
れ
を
見

ら

て
い
た
パ

テ

メ
ン
バ

が
す
ぐ

に
応
じ
て
く
れ
た
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色
の
光
の

を
引
き
な
が
ら

掛
け
に
振
る
わ
れ
る

手
剣

ア
バ
ラ
ン
シ

と
い

う
⻑

離
突
進
と

発
重
攻
撃
の
特
徴
を
持
つ
上

ド
ス
キ
ル
は

ん
で
動
け
な
い

骨

剣
士
へ

い

ま
れ
る
よ
う
に
直
撃

残
る

を
一
気
に
全
損
さ
せ

⻘
い
結

片
へ
と

り

消
え
た

 
そ
の
後

に
も
う

が

な
い
事
を
確
認
し
て
か
ら
私
は
構
え
て
い
た

剣
を
下

る

お

れ
様
で
す

⻑
殿

あ
あ

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん

お

れ
様
で
す

 

を
倒
し
て
一
息

い
て
い
る
と
同
時
に
現
れ
た
別
の

を

手
に
し
て
い
た
パ

テ

メ
ン
バ

の
一
人

血

騎
士

の

手

使
い
プ
レ
イ

に
労
い
の
声
を
掛
け
ら
れ
た

そ
れ
に
こ
ち
ら
も
同
じ
よ
う
に

葉
を
返
す

 

色
の
髪
と

が
繋
が

て
い
る
ラ
イ
オ
ン
を
思
わ
せ
る

の
男
は

⻑
と
同
程

の
体

を
し
て
い
て
見
た
目
と
て
も
力
強
さ
が
あ
る

実

手

使
い
と
し
て
は
破
格
の
実
力
を
持

ち
合
わ
せ
て
お
り

気
に
血

騎
士

の
中
で
ト

プ
の
使
い
手
だ

た
り
す
る

た

た

今
も

同
時
に
現
れ
た
別
の
モ
ン
ス
タ

を
私
と
違

て
一
人
で

手
し
て

勝

し
て
い
る
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加
え
て

層
の

に
参
戦
し
た
攻
略
意
欲

れ
る
プ
レ
イ

で
も
あ
る
た
め
攻
略
に

し

て
と
て
も
頼
も
し
い
人
物
だ

面
倒
見
も
良
く

か
ら
の
人
望
も

い

⻑
か
ら
の
信
頼

も
だ

然
私
も
信
頼
を

い
て
い
る

 
ま

こ
う

て
は

だ
が
人
の
機

に

い
の
が

に

で
あ
る

ク
ラ
デ

ル
や

エ
ギ
ル
さ
ん

く
こ
の
人
は

で
根
性
論
で
物
事
を

そ
う
と
す
る

面
が
あ
る
た
め

に

り
合
い
の
悪
い
プ
レ
イ

が

る

 
ち
な
み
に
そ
の

り
合
い
の
悪
い
プ
レ
イ

が
現
在
パ

テ

を
組
ん
で
い
る
中
の
一

人
の
ク
ラ
デ

ル
だ

た
り
す
る

 
現
在
第
七
十
五
層
迷

に
潜

て
い
る
私
は
護
衛
で
あ
る

手
剣
使
い
ク
ラ
デ

ル
と

手

使
い
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
と
で
パ

テ

を
組
ん
で
い
た

ス
ピ

ド
に
よ
る

弄
に
⻑

け
た
私
は
一
撃
の
火
力
に
欠
け
る
の
で
ダ
メ

ジ
デ

ラ

と
タ
ン
ク
の
二
人
と
組
ん
で
バ

ラ
ン
ス
を
取

て
い
る

 

⻑
は
タ
ン
ク
で
は
あ
る
も
の
の
神
聖
剣
と
い
う
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
に
よ

て
攻
撃
力
が

あ
る
た
め
同
時
に
ダ
メ

ジ
デ

ラ

も

出
来
る
上
他
の
タ
ン
ク
に

べ
れ
ば
突
破
力

が
あ
る

そ
の
た
め
私
と
は
別
の
パ

テ

で
迷

攻
略
を
し
て
い
る
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確
か
今
回
は
初
の
参
戦
で
あ
る
ス
ト
レ
ア
さ
ん
と
一
緒
だ

た

だ

他
の

は
強
化
を

目
的
と
し
て
い
る
の
で
今
回
は
戦
力
を
分
け
て
全
体
的
に
戦
う
機
会
が
巡

て
来
る
よ
う
に
し

て
い
る
ら
し
い

 
迷

入
り
し
た
の
は

前
十
時
く
ら
い
で

中
で
お

を

ん
で
か
ら
も
探
索
を

け
て
現
在
は

後
三
時

に

労
が
戦
闘
に
も
影

す
る
よ
う
に
な

て
き
た

合
い

だ

い
い
感
じ
に
マ

ピ
ン
グ
も
出
来
て
る
し

も
集
ま

た
の
で
そ
ろ
そ
ろ
引
き
上

ま
し

う
か

 
メ
ニ

を
開
き

迷

の
マ

プ
を
確
認
し
て
か
ら

う

 
あ
る
程

で
あ
れ
ば

日
の
会
議
の
時
点
で
キ
リ
ト
君
が
探
索
し
て
い
た
た
め
マ

ピ
ン
グ

デ

タ
が
あ
る
も
の
の
現
在
私
達
が

み

ん
で
い
る
の
は
未
探
索

で
あ
る
た
め
常
に
気

を

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
今

開
示
さ
れ
た
デ

タ
よ
り
彼
が
先
に
進
ん
で
い
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
得
る
の
で
こ
の

未
探
索

を
彼
は

に

り
過
ぎ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
逆
に
違
う
可
能
性
も
あ
る
た
め

断
は
禁
物
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平

し
て
お
よ
そ
二
十
の
フ
ロ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い
る
迷

の
マ

ピ
ン
グ
は

大
体
三

四
日
の
ス
パ
ン
で
全
て
終
わ
る

 
最
初
の
二
日
で
八

方
を
終
え
た
後

か
な
と
こ
ろ
を
探
索
し
つ
つ
レ
ベ
リ
ン
グ
と
い
う
の

が

本
的
な
攻
略
組
の
ス
タ
イ
ル
だ

 
八

方
の
マ

ピ
ン
グ
を
終
え
て
か
ら
は
キ
リ
ト
君
も
あ
ま
り
最
前
線
で

れ
な
い
の
で
そ

れ
か
ら
私
達
が
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
を

に

ギ
ル
ド
の
攻
略
パ

テ

に

を

て

よ
く
レ
ベ
リ
ン
グ
す
る
よ
う
に
な
る

こ
れ
ま
で
は
こ
れ
で
回
し
て
き
た

 
な
の
で
今
日
は
そ
こ
ま
で
無
理
を
す
る
必
要
は
な
い

キ
リ
ト
君
主
体
の
攻
略
と
い
う
の
に

少

思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
攻
略
速

や

か
ら
こ
の
方
法
が

良
く
回
せ
て
い
る

か
ら
甘
え
て
し
ま

て
い
る

彼
の
個
人
戦
力
も
高
ま

た
事
で
死
亡
確

が
下
が

た
の
が
せ

め
て
も
の
救
い
か

 
そ
れ
に
闘
技
場
レ
イ
ド
戦
で

の
特
性
を
大

し
た
事
で
大

ら
に
使
う
事

が
出
来
る
よ
う
に
な

た
し
そ
う
い
う
意
味
で
も
彼
の
全
力
を
発

出
来
る
よ
う
に
な

て
い

る 
あ
の
時
は

い
た
が
今
と
な

て
は
ア
レ
で
良
か

た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う

後

に
開
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放
し
た
時
に

あ
の
時
こ
う
し
て
い
れ
ば
と
責
め
ら
れ
て
は

ら
な
い
だ
ろ
う
し

 
ま

そ
も
そ
も
死
人
が
出
た
場
合

彼
だ
け
の
責

で
は
無
い
の
だ
が

 
と
に
か
く
死
亡
確

が

く
な

た
キ
リ
ト
君
が
全
力
で
迷

攻
略
を
し
て
い
る
事
を

え
れ
ば

私
達
が
無
理
に
攻
略
を
進
め
る
必
要
も
無
い

 
夜
に
な
る
と

が
強
く
な
り
リ
ポ

プ
速

も
速
く
な
る
た
め
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
の
が

合

い
だ
ろ
う
と

え

間
の
二
人
に

し
た

⻑
が
そ
う

う
の
で
あ
れ
ば

私
も
異
存
は
あ
り
ま
せ
ん

私
も
で
す

で
は
本
部
へ
帰
投
し
ま
す

と
は

え

断
は
し
な
い
様
に

危
険
だ
と
判
断
し
た
ら

せ
ず
転

結

を
使

し
て
く
だ
さ
い

 
最
前
線
の
モ
ン
ス
タ

を

手
に
し
て
い
れ
ば
モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
で
転

結

も
手
に

入
る
の
で

脱
出
で
使
う
程

で
あ
れ
ば
そ
こ
ま
で

く
は
な
い

そ
れ
に

よ
り
も
命
の

方
が
大
事
な
の
だ
か
ら

そ
の

に

し
て
特
に

制
は
掛
け
て
い
な
い

 
と
は

え
帰
還
す
る

に
使

て
い
て
は

体
無
い
た
め

本
的
に
は

歩
で
帰
る
の
が

常
だ
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そ
れ
に

れ
て
い
つ
つ
も

の
如
く

意
を

せ
ば
二
人
も
神

な
面
持
ち
で

い
た

し
か
し

⻑

動
を
開
始
す
る
前
に
一

し
ま
せ
ん
か
な

流

に
気
を

り

け

て
い
て
は

断
し
て
い
な
く
と
も
見

と
し
で
危
険
に

る
可
能
性
も

め
ま
せ
ん
ぞ

 

く
の
を
見
て

速

動
し
よ
う
と
し
た
時
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
が
一
時

を

し
出
て
来

た 

気
に
才
能
の

で
あ
る
ユ
ウ
キ
や

と
と
ん
で
も
な
い
実
力
者
で
あ
る
キ
リ
ト
君
と
地
下

迷

に
潜

た
り
偶
に
偶
然
バ

タ
リ
会

て
迷

攻
略
を
共
に
す
る
事
が
あ
る
私
と
し
て

は
ま
だ
ま
だ

な
の
だ
が
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
に
は

を

ん
だ
と

え
ど
数
時
間

の
攻
略
は

え
た
ら
し
い

私
も
そ
れ
に

成
で
す

先

ど
こ
こ
の
モ
ン
ス
タ

を
片
付
け
リ
ポ

プ
す
る
ま
で
に

も
あ
る
事
で
す
し

こ
れ
を
機
に
数
分

ど

息
を
取
る
の
は
如

で
し

う

ク
ラ
デ

ル
も
で
す
か

 
ど
う
や
ら
ク
ラ
デ

ル
も

に
は

成
の
よ
う
だ

た

二
人
の

色
を
見
れ
ば
ま
だ

色

く
は
無
い
も
の
の
そ
れ
な
り
の

労
感
は
見
て
取
れ
る

私
が
ユ
ウ
キ
達
に

れ
て
し
ま

て
い
る
せ
い
で

ス
が
違
う
の
だ
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そ
れ
に
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
と
も
ク
ラ
デ

ル
と
も
こ
れ
ま
で
の
攻
略
で
一
緒
に
な

た
事
は

ど
無
い

そ
の
せ
い
で

い
の

ス
の
違
い
に
私
が
気
付
か
ず
二
人
も

う
に

え
な
い

状

の
ま
ま
こ
こ
ま
で
我

し
て
き
た
の
だ
ろ
う

 
流

に
二
人
の
意
見
を
無

し
て
こ
の
ま
ま
進
む
の
は

い
の

に

を
生
ん
で
し
ま
う

し

そ
れ
で
危
険
に

た
ら

⻑
と
し
て
立
つ

が
無
く
な

て
し
ま
う

 
結
果
的
に

事
も
無
か

た
ら
良
い
と
い
う

で
は
無
い
し
こ
こ
は
二
人
の
意
見
を

む
べ

き
だ
ろ
う

分
か
り
ま
し
た

で
は
十
分

ど

息
を
取
り
ま
し

う

圏
外

な
の
で

は

ら
な

い
様
に

感

し
ま
す

⻑

で
は

速

ア
ス
ナ
様

水
は
如

で
す
か
な

ゴ
ド
フ
リ

殿
も

 

を

し

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
が

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
礼
を

べ
て
来
た
後

ク
ラ

デ

ル
が
ス
ト
レ

ジ
か
ら
二
つ
の
小

を
取
り
出
し
た

 
ポ

シ

ン
の
そ
れ
よ
り
も
二
回
り

ど
大
き
い
そ
れ
は
お

が
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
ビ

ン
の
形
を
し
て
お
り

そ
れ
な
り
の
大
き
さ
だ
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中
身
は
水
の
よ
う
で
ク
ラ
デ

ル
は
そ
れ
ら
を

手
に
持

て
私
と
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
に

差
し
出
し
て
き
た

 
私
も
水
は
持

て
き
て
い
る
が
無
下
に
断
る
の
も
気
が
引
け
る
し

だ
か
ん
だ
で
世
話
を

い
て
く
れ
る
た
め
断
る
気
も

き
な
か

た

あ
り
が
と
う

ク
ラ
デ

ル

意
が
良
い
な

礼
を

う
ぞ

 
二
人
で
礼
を

て
そ
れ
を

け
取
り

コ
ル
ク

を

い
て
ビ
ン
を

る

 

の
中
に

た
い
水
が
入

て
来
て

味
し
い
な
と
思
い
つ
つ
そ
れ
を

み
下
し
て
い
く

ど
う
や
ら
私
も
そ
れ
な
り
に

れ
て
い
た
ら
し
い

 
こ
く

こ
く

と
小
さ
く

を
鳴
ら
し
な
が
ら
水
を

ん
で
い
た
私
は
ビ
ン
を

か
ら

離
そ
う
と
し
て

力
が
入
ら
ず

の

に
倒
れ

ん
で
し
ま

た

が
空
い
た
ま
ま
の

ビ
ン
も

に
転
が
り

中
身
が
ト
ク
ト
ク
と
零
れ
る

な

に

が

 
た
だ
の
脱
力
で
は
無
く

力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
も
上
手
く
入
ら
な
い
状

は
明
ら
か
に
異

常

界

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る

ゲ

ジ
の

は
⻩
色
に
明
滅
し
て
お
り

そ
の
下
に
は
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⻩
色
を
背

に
黒
い

が

か
れ
て
い
る
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
て
い
た

麻

だ

 
し
か
し

に

影
は
無
い

つ
ま
り
今
し
方

に
し
た
水
は
実
は
麻

の
水
で
あ

た

と
い
う
事

確
か
以
前
そ
う
い
う
手

を
す
る
レ

ド
や
オ
レ
ン
ジ
集

が
い
る
と

い
た
事

が
あ
る

ク
ラ
デ

ル

あ
な
た

を

ク

ク

ク

ク

ヒ

ヒ

ヒ

 
ア

ヒ

ヒ

ヒ

ハ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
先
の
水
を

し
て
き
た
の
は
ク
ラ
デ

ル
だ

意
し
た
の
も
彼
な
ら
麻

を
仕

ん

だ
の
も
彼
に
違
い
な
い

 
な
の
で

と
か

を
動
か
し
て

線
を

手
剣
使
い
に
送
れ
ば
三
白
眼
に

せ
た
体

な
の

が
特
徴
的
な
ク
ラ
デ

ル
は
狂
気
を
感
じ
さ
せ
る
表
情
で

を
上

る

 
そ
の
様
は

さ

き
ま
で
一
緒
に
戦

て
い
た
頼
れ
る

間
で
は
無
く

か
つ
て

対
し
た

レ

ド
プ
レ
イ

う

に
い
た
プ
レ
イ

を
思
わ
せ
る
狂
気
に

す
る
も

の
を

た
狂
人
の
よ
う
だ

た

⻑
か

た

実
に
⻑
か

た

邪
魔
に
な
ら
ね

と
一
緒
に

⻑
サ
マ
と
同
じ
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パ

テ

に
な
る
日
が
来
る
ま
で

実
に
一
年
と
七

月
も
掛
か
る
な
ん
て
よ

ど
う
い
う

事

 

を
開
い
た
ク
ラ
デ

ル
か
ら
発
せ
ら
れ
た

葉
は
背

が
ぞ

と
す
る
よ
う
な
意
味
を

ん
だ
も
の
だ

た

 
そ
れ
の
意
味
す
る
事
意

を

み
取
れ
ず
あ
る
い
は
理
解
出
来
ず
私
は

然
と
問
い
返

し
た

 
あ
の
護
衛
初
日
は

乱
し
て
怖
か

た
も
の
の
そ
れ
か
ら

い
期
間
で
は
あ

た
が

だ
か

ん
だ
と
護
衛
し
て
く
れ
て
今
日
一
緒
に
攻
略
し
て
頼
れ
る
人
物
だ
な
と
思

て
い
た

先
に
こ

れ
だ

が
ど
う
し
て
も

こ
れ
が
現
実
な
の
だ
と
し
て
も
許
容
出
来
な
い
で
い
た

 
そ
ん
な

乱
の
極
み
に

る
私
を
ク
ラ
デ

ル
は
ニ
タ
リ
と

な

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

見
下
し
て
く
る

た

り

が

血

騎
士

に
入

た
の
は
ア
ン
タ
が
目
的
だ

た

第
一
層
の

か
ら

ま

実
を

う
と
本

の
最
初
は
違

た
ん
で
す
が
ね

初
は
ゲ

ム
ク
リ
ア
の

に

て
一

結
し
た

中
を
内
部

壊
さ
せ
る

て
目
的
が
あ

た
が
ク

ガ
キ
の
大

れ
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で
ラ
フ
コ
フ
が
消
滅
し
ち
ま

て
か
ら
は
ア
ン
タ
に
目
的
を
切
り

え
た
ん
だ

ま

か
ら

う
つ
も
り
な
ん
て
無
か

た
か
ら

良
か

た
ん
だ
が
よ

 
ラ
フ
コ
フ

そ
れ
は

う

の
略
称
だ

 
つ
ま
り
ク
ラ
デ

ル
は

第
一
層
ボ
ス
戦
に
攻
略
隊
の
一

と
し
て
加
わ

た
あ
の
時
か

ら

に
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
手
下
だ

た
と
い
う

だ

聖
⻯

合

に
属
し
て
な
が
ら

話
に

い

た
限
り
で
は
ど
う
も

う

の
古
参
幹
部
だ

た
ら
し
い
モ
ル
テ
と
い
う
男
と
同
様
に

 
キ
リ
ト
君
か
ら

攻
略
ギ
ル
ド
に
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
プ
レ
イ

が
ス
パ
イ
と
し
て
潜
入
し

て
い
る
可
能
性
は
示

さ
れ
て
い
た

件
の

う

戦
の

作
戦
決
行
の
時
間
が

流
れ
て
い
た
原
因
は
恐
ら
く
そ
れ
だ
ろ
う
と
彼
は

て
い
た
の
だ

モ
ル
テ
だ
け
で
な
く
恐

ら
く
は
他
の
ギ
ル
ド
に
も

人
か
は

じ

て
い
る
と

 
だ
が
大
本
で
あ
る

う

を
始
め

他
の
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
は

ビ

タ

の
彼
の

悪
名
に
よ

て
あ
る
程

活
動
を
抑
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
モ
ル
テ
の
件
は
闇
に

る
事
に
な

た

そ
れ
で
も
一
応

は
し
て
い
た
の
だ
が

 
ま
さ
か
第
一
層
の

か
ら
共
に
戦
う

間
で
あ

た
ク
ラ
デ

ル
が

⻑
か
ら
信
頼
を

か
れ
る
程
の
剣
士
で
あ
る
こ
の
男
が

よ
も
や

う

の
メ
ン
バ

だ

た
な
ん
て
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自
身
の
不

無
さ
に
悔
し
さ
と
怒
り
を
覚
え
⻭

み
し
て
い
る
間
に
も
ク
ラ
デ

ル
は

こ
ち
ら
を
麻

で
冒
し
て
動
け
な
く
し
て
い
る
事
に
気
を
良
く
し
た
の
か
あ
る
い
は
一
年

と
い
う
⻑
い
期
間
ず

と

ん
で
い
た
反
動
か

な

み
を
浮
か
べ
て

を
開
き

け
る

こ
れ
ま
で

だ
か
ん
だ
と

⻑
サ
マ
と
一
緒
に
な
ら
な
か

た
し
少
し
前
に
な

て
も
ク

ガ
キ
や
絶
剣
と
一
緒
だ

た
か
ら

え
て
た
が
ま
さ
か
第
三
ク

タ

ボ
ス
に

む

前
に
こ
ん
な
機
会
が
巡

て
来
る
と
は
思
わ
な
か

た

ク
ク

ぐ

ク
ラ
デ

ル

お
前

が
目
的
な
ん
だ

 
私
と
同
じ
く
麻

で

に
倒
れ

ん
で
い
る
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
が
問
い
掛
け
る
と
ギ

ロ

リ
と
ク
ラ
デ

ル
は

ち

ん
だ
三
白
眼
を
彼
へ
向
け
た

ア
ア

 

の
目
的

 
決
ま

て
ン
だ
ろ

こ
の
世
界
で
な
ら
レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス

さ
え
あ
れ
ば

そ
う
な
女
も

き
に
出
来
る
ん
だ

現
実
じ

あ

だ
と
か
女
尊
男

と
か

罪
掛
け
ら
れ
る
と
か
で
ウ
ザ

て

が

こ
の
世
界
で
な
ら
女

手
に
で
も

き
勝
手
出
来
る

ど
う
せ
ク
リ
ア
な
ん
て
出
来
ね

ン
だ
か
ら

き
に
生
き
る
ン
だ
よ

そ
の

に

は
ク

面
倒

な
攻
略
に
出
て
た
ん
だ

 

⻑
サ
マ
か
ら

⻑
サ
マ
を

せ
ら
れ
る
く
ら
い
信

さ

れ
る
ま
で
ど
れ

ど
面
倒
だ

た
か
テ
メ

に

か
せ
て
や
り
て

よ

ま

た
く
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あ
な
た

私
で

を
す
る
つ
も
り

 
こ
れ
が
現
実
だ

た
ん
ら
身
代
金
だ
と
か

え
る
が
こ
こ
は
ゲ

ム
の
世
界
人

に
取

て
も

意
味
は
無
い
の
だ
か
ら
私
が

い
と

て
も
い
ま
い
ち
ピ
ン
と
来
な
い

ア
ン

 

⻑
サ
マ
ま
さ
か
知
ら
な
い
の
か

あ
あ
だ

た
ら
分
か
る

が
無

な

 
そ
ん
な
私
の
疑
問
は

ど
う
も
ク
ラ
デ

ル
に
と

て
は
不
可
解
な
も
の
だ

た
よ
う
だ

す
ぐ
に
私
が
分
か
ら
な
い

を

し
た
ら
し
い
が

い
い
で
す
か

 
こ
こ
は
仮
想
現
実
世
界
で

本
的
に
あ
ら

る
事
を
現
実
と
同
じ
よ

う
に
再
現
さ
れ
て
る
世
界

と
か
極
論
食
事
も
取
ら
な
く
て
い
い

だ
が
人
間
の
三

大
欲
求
で

眠
は
絶
対
取
ら
な
い
と
い
け
な
い

な
ら
も
う
一
つ
の
性
欲
は
ど
う
な

て
る

と
思
う

出
来
な
い
で
し

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
で
異
性
の

触
は
か
な
り
ガ

チ
リ

が
れ
る
じ

な
い

 
ま

ハ
イ
タ

チ
や

を

い
た
り
な
ど
は
大

な
の
だ
が

と
そ
の

で
ア
バ
ウ
ト

な
部
分
が
あ
る
か
ら
イ
マ
イ
チ
境
界
線
を
理
解
し
て
い
な
か

た
り
す
る

 
取
り
合
え
ず
リ
ア
ル
で
セ
ク
ハ
ラ
と

え
ら
れ
る
ラ
イ
ン
は
全
て
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
だ
ろ
う

お
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を
触

た
り
の
他

に
手
を
や

た
り

を
組
ん
だ
り
な
ど
も
異
性
の
場
合
は

本
的
に

ア
ウ
ト
だ
と
思
う

 
た
だ
し
こ
の
パ
タ

ン
は
男
性
か
ら
女
性
に
の
場
合
が

ど
で
そ
の
逆
の
女
性
か
ら
男
性
の

場
合
は
結
構
広
い

で
許
容
さ
れ
て
い
る

キ
リ
ト
君
の

を

で
た
り

き

め
た
り
し

て
い
る
時
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
で
弾
か
れ
る
と
い
う
場
面
は
一

も
見
た
事
が
無
い

 
だ
が
あ
る
程

振
れ

が
あ
る
と

て
も
こ
の
コ

ド
に
よ

て
絶
対
性
的

触
は
出
来

な
い

な
の
だ

 
そ
う
結
論
を
出
し
た
私
だ
が
ク
ラ
デ

ル
は
思

た

り
と

わ
ん
ば
か
り
に

な

み

を
浮
か
べ

私
を
見
下
ろ
し
て
き
た

そ
れ
が

出
来
ち

う
ン
だ
な

こ
の
世
界
で
も
そ
う
い
う
コ
ト

は

プ
レ
イ

オ
プ
シ

ン
の

く
深
い
と
こ
ろ
に

理
コ

ド
解

設
定

て
や
つ
が

あ

て
そ
れ
の
設
定
を
解

す
れ
ば
そ
う
い
う
コ
ト
が

れ
ち

う
ン
だ
な

ま

解

す
る
に
は
ど

ち
も
や
ら
な
き

い
け
な
い

な
ん
だ
が

今

⻑
サ
マ

て
麻

で

動
け
な
い
ん
で

が

作
し
て

解

出
来
ち

う

て

で
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う

そ

で
し

ク
ハ

マ
ジ
で
知
ら
な
か

た

て
の
か

 
一
時
期
裏
で
は

リ

て
の
が
流
行

た

て
の
に
マ
ジ
か
よ

 
ど
ん
だ
け
あ
の
ク

ガ
キ
に
守
ら
れ
て
た
ん
だ
よ

⻑
サ
マ

ぐ
 
物

く
お
か
し
そ
う
に

て
く
る
ク
ラ
デ

ル
の

葉
は
私
の
心
に
グ
サ
リ
と
深
い

と
し
て
突
き

さ

た

 
本

に

理
コ

ド
解

設
定
と
い
う
オ
プ
シ

ン
に
つ
い
て
一
切
知
ら
な
か

た
私
だ

が

そ
の
上
で
そ
ん
な

方
法
が
あ

た
と
い
う
事
は

そ
れ
に
対

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
キ

リ
ト
君
が
私
に
情
報
が
流
れ
な
い
よ
う
手
を
回
し
て
い
た
と
い
う
事
だ

ユ
ウ
キ
達
が
知

て
い

る
か
は
分
か
ら
な
い
が

少
な
く
と
も
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
知

て
い
る

だ

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
気
を

た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
十
中
八
九
キ
リ
ト
君
が
情
報
が
流
れ

な
い
よ
う
に
し
た
の
だ
ろ
う

 
こ
の
世
界
は
男
女
平

で
は
あ
る
が
一
部
の
プ
レ
イ

に
は
女
尊
男

思

の
人
が
い
る

し
逆
に
女
性
に

ら
れ
た
事
で
レ
ベ
ル
を
上

た
男
性
の
中
に
は
女
性
に
対
し
て

い

い
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を
す
る
プ
レ
イ

が
い
る
と
い
う
の
を

い
た
事
が
あ
る

事
実
女
性
で
あ
り
な
が
ら
強
者
と

し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
私
を
女
尊
男

の

に
し
よ
う
と
動
か
れ
た
時
も
あ

た

 
ま

私
は

本
的
に
性
別
で
差
別
し
な
い
主
義
な
の
で

わ
ら
な
か

た
の
だ
が
女
性
で

あ
る
と
い
う
理
由
で
私
に
対
し
て

心
を

く
者
は
少
な
く
な
い

実

わ
れ
た
事
も

回

か
は
あ
る

 
だ
か
ら
性
的
な
目
で
見
ら
れ
る
と
い
う
事
も
そ
う
い
う
の
を
目
的
に

わ
れ
た
事
が
あ
る
の

も
認
識
は
し
て
い
た
の
だ
が

ど
こ
か
で
こ
の
世
界
で
は
そ
う
い
う
行

は
行
え
な
い
と
高
を

て
安
心
感
を

い
て
い
た
の
は

め
な
い

故
に
そ
こ
ま
で
深
く

え
る
事
も
し
な
か

た 
そ
の
ツ
ケ
が
こ
こ
に
来
て
襲

て
き
た
と
い
う

だ

ま
さ
か
身
内
に
こ
こ
ま
で

念
深
い

男
性
が

た
と
は
思
わ
な
か

た

さ

て
と

速
イ

ツ
・
シ

ウ
・
タ
イ
ム
と
行
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
先
に
無

な

を

始

し
と
か
ね

な

イ
イ
と
こ
ろ
で
邪
魔
さ
れ
た
ら

え
る
ど
こ
ろ
じ

な
い
し
よ

ぬク
ラ
デ

ル

あ
な
た

ま
さ
か
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私
に
近
付
い
て
い
た
ク
ラ
デ

ル
は
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
へ
と
体
を
向
け
て

こ

こ

と
変
な
歩
き
方
で
近
付
く

 
そ
の
手
に
は

か
ら

か
れ
た

手
剣
が
握
ら
れ
て
お
り

目
的
は
明
ら
か
だ

た

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
よ

前
か
ら
ア
ン
タ
の

動
に
は
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
ら
れ
て
た
ん
だ
よ
な

 

よ
り
後
に
入

た
ク
セ
し
て

デ
ケ

し
声
は

バ
カ
デ
ケ

し
そ
の
上

だ
し
よ

 

は
ア
ン
タ
み
て

な

は
大

い
な
ん
だ
よ
な

け
ど

今
日
の

運

の
女
神
サ
マ
は

に

ん
で
く
れ
て
る
み
て

だ
な

ま
さ
か

ク
ラ
デ

ル

お
前

私
を
殺
す
気
か

ま
さ
か
も

も

そ
の
つ
も
り

て
の
は
見
て
分
か
る
だ
ろ

 

て
の
は
い
ち

い
ち

わ
れ
ね

と
分
か
ン
ね

の
か

 
な
ら
分
か
ら
せ
て
や
る
よ

そ
の
身
を
以
て

な 

の
よ
う
な

を

く
声
へ
と
い
き
な
り
ト

ン
を
変
え
た
ク
ラ
デ

ル
は
ユ
ラ
リ
と

⻤
を
思
わ
せ
る
動
き
で

手
剣
を
振
り
上

た
直
後

力
の
限
り
そ
れ
を
振
り
下
ろ
し
た

 
ガ
ス

と

い

と
共
に
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
の
分

い
ア

マ

を

し
肉
体
を
斬
り

裂
く
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ぐ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

い
い
か

 

達
は

今
日
の
攻
略
で
悲
運
に
も
オ
レ
ン
ジ
の
集

に
遭
遇

 

闘
虚
し
く
も

間
の
一
人
は
死
亡

 
一

振
り
下
ろ
し
て
グ
リ
グ
リ
と
傷

を

る
よ
う
に

手
剣
を
逆
手
持
ち
で
動
か
し
て
い
た

ク
ラ
デ

ル
は

再
び
剣
を
持
ち
上

突
き
下
ろ
し
た

 
グ
シ

と
い
や
に
リ
ア
リ
テ

の
あ
る

が

に
入

て
来
て
手
で

を

ぎ
た
く
て

も
麻

で

ず
目
の
前
の
光

か
ら
目
を

ら
し
た
く
て
も

ら
せ
ず
た
だ
た
だ
ゴ
ド
フ

リ

さ
ん
の

が

ら
れ
て
い
く
狂
気
の
光

を
見
る
事
し
か
出
来
な
か

た

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

⻑
サ
マ
は
オ
レ
ン
ジ
に

わ
れ
て

 
そ
こ
で

女
を

ら
し
て
傷
心
ン
ン

 
そ
こ
を

が
助
け
出
す

ぐ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

傷
心
の
あ
ま
り
攻
略
に
参
加
出
来
な
い

⻑
サ
マ
を
護
衛
の

が
世
話
す
る
事
に
な

て

 

も

な
い
ホ

ム
に
二
人

き
り
で
過
ご
し
て

ぐ
お
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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て
い
る
間
に

内
で

が
得
て
い
る

想
で
興

し
て
き
た
の
か

ク
ラ
デ

ル
の
表
情
が
狂
気
と

が
入
り

じ

た
も
の
へ
と
変
わ

て
来
た

更
に
は
語

も
力
が
入

り
始
め
足

で
絶

を
上

て
い
る
ゴ
ド
フ
リ

に
突
き
下
ろ
す
剣
の

を
握
る
手
に
も
力
が

る
 

そ
れ
で

 

様
専

の
メ
ス

に

  
も
う
一

し
か

が
残

て
い
な
い
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
に
ト
ド
メ
の
一
撃
を

す
と
共
に

想
も
フ

ナ

レ
を

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
最
後
の

葉
を
す
ぐ
に
は

に
せ
ず

を

み

つ
つ

逆
手
に
持

た
剣
を
思
い
切
り
持
ち
上

た

 
そ
し
て
最
後
に
突
き
下
ろ
そ
う
と
し
て

 

が
さ
せ
る
か
こ
の

れ
外
道
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ぐ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
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想
全
開
で

ん
で
い
た
ク
ラ
デ

ル
の
声
に

さ
る
様
に
別
の
声
が

い
て
来
た

 
真

黒
な
影
が

ま
じ
い
速

で

け
て
来
て
勢
い
そ
の
ま
ま
に

足
を
突
き
出
し
て

び

り
の
構
え
で
ク
ラ
デ

ル
に
突

ん
だ

足
は
紅
い
光
を

て
い
て
背
中
で

に

喰
ら

た
ク
ラ
デ

ル
は

さ
れ
た
カ
エ
ル
の
よ
う
な
絶

を
上

つ
つ
吹

び

に

面
か
ら
突

ん
で
止
ま

た

キ
リ
ト
君

 

び

り
を
放
つ

体
術

ス
キ
ル

で
ク
ラ
デ

ル
を
吹

ば
し
た
人
物
は

黒

く
め
に
ギ
ア
型
の

を
持
つ
黒
剣
エ
リ

シ
デ

タ
を
背
負

た
キ
リ
ト
君
だ

た

変

わ
ら
ず
の

の
彼
は

で

い
呼

を
し
て
い
て
そ
の

に
⻑
い
黒
髪
が
サ
ラ
サ
ラ
と
揺
れ

る 
そ
の
彼
が
私
の
声
を

い
て
か
ら
チ
ラ
リ
と

線
を
向
け
て
来
た

そ
の

に
は
安

の
色

が
見
え
る

は

は

⻑
は
無
事
み
た
い
だ
な

そ

ち
の

手

使
い
は

バ
い

い
け
ど

ン

ヒ

ル

あ
と
パ
ラ
ラ
イ
ズ
キ

ア
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む

す
ま
な
い

助
か

た

礼
は
良
い

ア
ン
タ
は

⻑
の
方
を
頼
む

は
あ
の
外
道
オ
レ
ン
ジ
の
始

を
す
る

 
全
速
力
で

て
来
た
彼
は
息
を
整
え
私
達
の
安

と
状

を
確
認
し
た
後
ま
ず
最
初
に

が
危
険

ま
で

て
い
た
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
に
ピ
ン
ク
色
の
全
快
結

を
使
い

け
て
⻩

色
の
解

結

を
使

た

高

な
結

系
ア
イ
テ
ム
を

し
ま
ず
使
う

り
彼
の
手
持
ち
の

さ
と
人
命

先
の
信
念
が
感
じ
ら
れ
る

 
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
が
私
の
方
に
来
て
麻

を
解

し
て
く
れ
て
立
ち
上
が

た
後
私
達
は

キ
リ
ト
君
と
バ

ク
ア
タ

ク
と
レ
ベ
ル
差
で
発
生
し
た
大
ダ
メ

ジ
に
よ
る
ス
タ
ン
か
ら
回
復

し
て
立
ち
上
が

た
ク
ラ
デ

ル
の
二
人
へ

線
を
向
け
た

ぐ

ビ

タ

の
ク

ガ
キ
か

ま
さ
か
テ
メ

が

た
と
は

だ

て
攻
略
組
だ
か
ら
な
別
に
迷

に

た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
無
い
だ
ろ
う

そ

れ
に

が
こ
こ
に
来
ら
れ
た
の
は
ア
ン
タ
の
絶

が
安
全
地

ま
で

こ
え
た
か
ら
だ

こ
え
な
か

た
ら
気
付
か
な
か

た

だ
と

チ

さ

さ
と

て
お
け
ば
よ
か

た
か

め
が
甘
か

た
な
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忌

し
そ
う
に
キ
リ
ト
君
を

ん
で

打
ち
し
な
が
ら

う
ク
ラ
デ

ル
に

の
黒

く

め
の
少
年
は

た

そ
れ
は
も
う
物

く
悪

く
苛
立
ち
を
掻
き
立
て
る
よ
う
な

し
い
程
の

み
だ

た

 

だ
ろ
う
か

彼

気
に
ス
ト
レ
ス

ま

て
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
か

い
や
ま

彼

の
境
遇
を

え
れ
ば
む
し
ろ
無
い
方
が
お
か
し
い
の
だ
が

 

ま
さ
か

悪

プ
レ
イ
に
ハ
マ

た
と
か
じ

な
い

よ
ね

と
こ
ろ
で

血

騎
士

⻑
と
し
て
は
ど
う

分
を
下
す
つ
も
り
な
ん
だ

 

に

せ
た
ら

殺

に
な
る
が

え

え

と

こ

殺
し
ち

ダ
メ

 
監
獄
に
送
る
か
ら
無
力
化
に
抑
え
て

了
解

さ
て

ら
れ
る

に
な
る
覚
悟
は
十
分
か

 
私
の
要
請
に

い
た
後

彼
は
そ
う

い
な
が
ら
自
身
の

に
剣
を

十
本
も
出
現
さ
せ

て

ク
ラ
デ

ル
へ
向
け
て

出
し
た

 
そ
れ
ら
は
全
て
ギ
リ
ギ
リ

た
ら
な
い
あ
る
い
は

部
を

る
程

で
は
あ

た
が
そ

も
そ
も
キ
リ
ト
君
の
レ
ベ
ル
が
高
く
て
攻
撃
力
が

な
い
せ
い
で

る
だ
け
で
も
一

の

分

程
も

は

れ
て
い
く
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だ
か
ら
ク
ラ
デ

ル
の

が
真

に
な
る
の
も

そ
う

く
は
な
か

た

チ

こ
の
ク

ガ
キ
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

く
 
最
後
に
は
自

に
な

た
か
剣
弾
に

さ
ず

手
剣
を
握
り

め
て
突

を
仕
掛
け
始
め
る

ク
ラ
デ

ル

 
そ
の
行
動
は
キ
リ
ト
君
に
と

て
も
流

に
予
想
外
だ

た
よ
う
で

た
り
そ
う
に
な

た

剣
弾
の

道
を
無
理

理

じ

全
損
さ
せ
な
い
よ
う

ら
し
て
い
た

 
私
の
要
請
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ

キ
ヒ

 
甘
え
ン
だ
よ

ク
ガ
キ

イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ

 
そ
し
て

そ
れ
こ
そ
が
ク
ラ
デ

ル
の

い
だ

た

 
キ
リ
ト
君
は
自
分
を
殺
せ
な
い
と
分
か
る
や

や
ク
ラ
デ

ル
は

手
剣
か
ら

色
の
光

を

ら
せ
な
が
ら
進
路
を
私
に
変
え
て
斬
り
掛
か

て
来
た
の
だ

 

手
剣

の
突
進
系
上

ド
ス
キ
ル

ア
バ
ラ
ン
シ

そ
の
突
進

離
と
攻
撃
力

も
然
る
事
な
が
ら

突
進
速

も
か
な
り
の
も
の
で
あ
る

 

を
構
え
て
い
な
か

た
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
も
こ
れ
に

に
対
応
す
る
事
は
出
来
ず
私
も
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予
想
外
で
あ

た
た
め
動
け
な
か

た

さ
せ
る

か

 
し
か
し

キ
リ
ト
君
は
持
ち
前
の
反
応
速

を
以
て

こ
れ
に
対
応
し
て
み
せ
た

 

手
に

て
い
た
エ
リ

シ
デ

タ
を
体
の

に
動
か
し
な
が
ら
ク
ラ
デ

ル
の
後
を

追
う
よ
う
に

け
出
し
た
直
後
剣
か
ら

色
の
光
が

ら
せ
一
気
に
加
速

一

で
剣

を
振
り
下
ろ
す
ク
ラ
デ

ル
に
追
い
付
き
ク
ラ
デ

ル
の

め
後
ろ
か
ら
刃
を
交
差
さ

せ
る
よ
う
に
剣
を

斬
り
上

に
振
り
上

た

 
私
た
ち
目
掛
け
て

掛
け
に
振
り
下
ろ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

手
剣
は
横
合
い
か
ら

り

ん
で
き
た

斬
り
上

に
振
る
わ
れ
た
剣
の
一
撃
に

ま
れ
る

 

常

手
剣
と
片
手
剣
で
は
そ
の
重

と
ス
キ
ル
の
攻
撃
力
か
ら
前
者
に
軍
配
が
上
が
る
よ

う
に
な

て
い
る

振
り
下
ろ
し
と
振
り
上

も
同
じ
く
前
者
だ

エ
ネ
ル
ギ

の
問

で

あ
る

 
し
か
し
な
が
ら
こ
の
世
界
は
現
実
の
物
理
法

を
再
現
し
て
い
な
が
ら
一
部
は
そ
れ
を
無

し
て
も
い
る

そ
の
代
表

が

ド
ス
キ
ル
や
プ
レ
イ

の
ス
テ

タ
ス
で
あ
る

 
ス
テ

タ
ス
と
武
器
の
重

を

え
れ
ば
ど
ち
ら
も
キ
リ
ト
君
の
方
が
圧
倒
的
に
有

で
あ
る
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た
め
物
理
法

を
無

し
た

ド
ス
キ
ル
の
打
ち
合
い
も
有

に

く

圧
倒
的
に
レ
ベ
ル

が

い
ク
ラ
デ

ル
で
は
彼
に
ス
テ

タ
ス
的
に
絶
対
勝
て
な
い
の
だ

 
結
果
け
た
た
ま
し
い
金
属

が

い
て
か
ら
一

の

の
後
ク
ラ
デ

ル
の

手
剣

は
思
い
切
り
真
上
に

ね
上

ら
れ
た

そ
れ
だ
け
で
な
く
ク
ラ
デ

ル
の
手
か
ら
は

手
剣

が
弾
か
れ
ク
ル
ク
ル
と
空
中
を
高
速
回
転
し
な
が
ら

ん
だ
あ
と

な
り
の

道
を

い
て

に

ち

持
ち
主
の
す
ぐ
後
ろ
に
突
き
立

た

 
武
器
を

と
す
と
い
う

念
的
な
状

フ

ン
ブ
ル
で
あ
る

プ
レ
イ

や
モ
ン
ス

タ

が
こ
れ
を
意

的
に
行
う
も
の
を

武
器

と
し

と

う

 
そ
の
結
果
に

然
と
し
て
無

備
と
な

て
い
る
ク
ラ
デ

ル
に
キ
リ
ト
君
は
エ
リ

シ

デ

タ
を
突
き
付
け
た

 
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
も

私
も

こ
の
結
果
に
は
絶

さ
せ
ら
れ
た

な

な

ン

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
ギ
リ
ギ
リ
だ

た
が
や
れ
ば
出
来
る
も
の
だ
な

上
手
く
決
ま
ら
な

か

た
ら

⻑
が
斬
ら
れ
て
い
た

な

テ
メ

ま
さ
か
フ

ン
ブ
ル
を
意

的
に



 第四十四章 〜紅に潜む狂気〜

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
構

は

の
十
八
番
な
ん
で
ね

プ
レ
イ

の
武
器
を
手
か
ら
弾
く

に
は
手

を
狂
わ
せ
れ
ば
い
い

え
ば
重
心
が
寄

て
い
る

や

を
横
か
ら
弾

く

と
か

今
回
は

を
か
ち
上

る
事
で
弾
か
せ
て
も
ら

た

 
武
器

と
し
と
い
う
の
は
一
種
の
状

異
常
の
よ
う
な
も
の
だ
が
こ
れ
を
意

的
に

こ
す
に
は

手
を
ス
タ
ン
さ
せ
る
か
麻

さ
せ
る
か
が
一

的
で

常
の
状

で
は
ま
ず

こ

せ
な
い

 
だ
が

そ
れ
を
キ
リ
ト
君
は
意

的
に

手
を
ス
タ
ン
に
も
麻

に
も
せ
ず
に

こ
し
た

そ
の
方
法
が

手
の
武
器
の

を
横
か
ら
弾
く

と
い
う
も
の

 
彼
が
構

し
た
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
に
は
武
器
破
壊
な
ど
が
あ
る

こ
れ
は

ド
ス
キ

ル
の
発
動
前
後
あ
る
い
は
発
動
中
の
武
器
の

い
部
分
を
強
打
す
る
と
い
う
シ
ビ
ア
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
発
生
さ
せ
ら
れ
る
が
超
高
速
で
発
動
さ
れ
る

ド
ス
キ
ル
の
最
中
や
前
後
を
見
切

て

い
部
分
に

ド
ス
キ
ル
を

て
る
な
ん
て
事
が

に
出
来
る

が
無
い

 
キ
リ
ト
君
が
行

た
武
器

と
し
は
そ
れ
と
理

で
は
同
じ
だ

し
か
も
さ

き
の
状

況
で
は
超
高
速
の

ド
ス
キ
ル
を
使

て
い
る

手
の

を

手
の
剣
の

道
を
正
確

に
先

み
し
た
上
で
交
錯
す
る
ス
キ
ル
を

び
タ
イ
ミ
ン
グ
を
重
ね
一
分
の
狂
い
な
く
剣
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を

き

ん
で
初
め
て
成

す
る
と
い
う
も
の
だ

た

そ
れ
を
彼
は
成
し

た
の
だ

 
そ
の
結
果

私
も
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
も
斬
り
裂
か
れ
ず
に
済
ん
だ

 
こ
の
至

さ
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
私
も
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
も
そ
し
て
ク
ラ
デ

ル
も

に

ま

て
い
る
の
で
あ
る

さ
て

出
し

こ
う
と
し
て
見
事
に
失

し
た

だ
が

ま
だ

抗
す
る
か

 
こ
れ
以

上
は
命
の
保
証
を
し
か
ね
る
が

ハ

良
い
の
か
よ

 

を
殺
し
た
ら

⻑
サ
マ
の
命

に
背
く
事
に
な
る
ん

じ

ね

の
か

ん

を

違
い
し
て
い
る

は
命

に

て
い
る

じ

無
い
し
そ
も
そ
も

と

う

ど
出
来
た
人
間
じ

な
い

は
お
前
を
生
か
し
て
監
獄
に

き

む
事
に
メ

リ

ト
を
見
出
し
て
な
い
か
ら
今
こ
こ
で
殺
す
事
に

も
無
い
し
な

 
だ
が
と
キ
リ
ト
君
は
そ
こ
で
一

葉
を

切
り
チ
ラ
リ
と

越
し
に

線
を
私
に
送

て

す
ぐ
に

し
た

は

⻑
に

ら
か

り
が
あ

て
な

そ
れ
を
返
し
切
る
ま
で
は
極
力
要
請
に
は

う
よ

う
動
く
と
決
め
て
い
る
ん
だ
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り

む
し
ろ
私
の
方
が
多
く
の
恩

を

て
い
る
と
思
う
の
だ
が

 

と
す
る
と
キ
リ
ト
君
自
身
を
見
て
い
る
事
と
か
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
時
の
事

だ
ろ
う
か

り
と

え
ば
そ
れ
く
ら
い
し
か
思
い

た
ら
な
い

ま

手
の
出
方

第
で
対
応
も
変
わ
る
か
ら
必
ず
し
も

⻑
の
意
思
に

う
結
果
を

出
せ
る

で
は
無
い
が
出
来
る
限
り
は

い
た
い
と
思

て
る
ん
だ
よ

一
種
の
契
約
だ

つ
ま
り

と
し
て
は
お
前
を
殺
す
つ
も
り
だ
が

⻑
の
要
請
で
し
て
い
な
い
だ
け

お
前

の
行
動
が
自
分
自
身
の
先
を
決
め
る
と
覚
え
て
お
け

な
動
き
を
見
せ
れ
ば

斬
り
捨
て

る
ぐ

 

て
い
る
事
と
容

か
ら
し
て
付
け
入
る
隙
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
キ
リ

ト
君
の
目
は
本
気
だ

り
ク
ラ
デ

ル
が
少
し
で
も

な
こ
と
を
す
れ
ば
私
の
要
請

を
無

し
て

に
こ
の
男
を
斬
り
に
動
く

 
そ
れ
が
恐
ら
く
行

と
し
て
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
で
あ
る
ク
ラ
デ

ル
だ
か
ら
こ
そ
私
よ

り
も
理
解
出
来
た
の
だ
ろ
う
彼
の
目
に
気
圧
さ
れ
た
よ
う
で

く

き
な
が
ら

を

め
て
動

か
な
く
な

た
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そ
の
ク
ラ
デ

ル
に
彼
は
剣
を
突
き
付
け
た
ま
ま

手
で

の
ポ

チ
か
ら
⻩
色
の

体

が

ま

た
小

を
取
り
出
し
た

そ
れ
を
私
は
解

ポ

シ

ン
だ
と
思

た
の
だ
が

と

そ
の

体
を
掛
け
ら
れ
た

に
麻

状

と
な

て
ク
ラ
デ

ル
は
地
面
に
倒
れ
て
し

ま

た

 
解

ポ

シ

ン
で
は
無
く
以
前
モ
ル
テ
と
の
戦
い
て

い
ら
れ
た
と
い
う
状

異
常
誘
発

ポ

シ

ン
だ

た
の
だ

後
の

理
は
そ

ち
に

せ
る
が

構
わ
な
い
な

え

え
え

そ
の

あ
り
が
と
う

り
の
一
つ
を
返
し
た
だ
け
だ

そ
れ
に

こ
の
手
の

の

手
は

の
方
が

だ
ろ
う

気
に
し
な
く
て
い
い

 
あ
あ
そ
れ
と
と

か
思
い
付
い
た
よ
う
な
声
を
上

な
が
ら
キ
リ
ト
君
は
私
の

で

然
と
し
て

ま

て
い
る
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
に
目
を
向
け
た

そ

ち
の

手

使
い
の

確
か

ア
タ

カ

の
ゴ
ド
フ
リ

だ

た
か

う

う
む

そ
う
だ
が

悪
い
が
出
来
る
事
な
ら

⻑
と
の

し

り
の
話
は
内
密
に
頼
み
た
い

と
し
て
も
攻
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略
組
の

で
あ
る

⻑
へ
の
信
頼
や
信

に

を
入
れ
た
く
な
い
ん
で
な

む

 
い
や

そ
れ
く
ら
い
は

論
構
わ
な
い
が

そ
う
い
え
ば

私
は
助
け
ら
れ
た
の

だ

た
な

助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

偶

絶

が

こ
え
た
か
ら

け
付
け
ら
れ
た
だ
け
だ

た
だ
ま

全
て
の
人
間
が
そ

う
と
は
限
ら
な
い
が
攻
略
組
に
ど
れ

ど
オ
レ
ン
ジ
が
入
り

ん
で
い
る
か
分
か
ら
な
い

し
て
然
る
べ
き
だ

今
回
の
事
を
教

に
し
て
今
後
は
他
人
か
ら

さ
れ
る

み
物
に
は
気
を

付
け
る
事
だ
な

う
む

ん

 

て

故
私
達
が

み
物
で
麻

さ
せ
ら
れ
た
事
を
知

て

 
苦

と
共
に
私
達
に

を
し
た
キ
リ
ト
君
の

葉
に
疑
問
を

い
た
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
が
問

い
掛
け
れ
ば

彼
は
苦

を
更
に
深
め
た

 
ま
る
で
出
来
の
悪
い
生

に
苦

す
る
教
師
で
あ
る
か
の
よ
う
に
そ
ん
な
事
か
と

わ
ん

ば
か
り
の

み
だ

あ
の
な

の
立
場
を
忘
れ
た
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

は

う

の

と
同

以
上
に
悪
名
高
い

ビ

タ

だ
ぞ

オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
を

手
に
し
て
も
い
る
ん
だ

ダ
メ

ジ
を
負
わ
ず
に
麻

さ
せ
て
し
か
も
そ
の
内
の
一
人
が
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
い
る
と
な
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れ
ば

み
水
に
麻

を
仕

ま
れ
た
事
く
ら
い
す
ぐ
に
分
か
る

特
に
ア
ン
タ
達
は

間
内

で
あ
れ
ば

し
な
さ
そ
う
だ
か
ら
な

む

そ
う

わ
れ
て
は

ぐ

の

も
出
な
い
な

 
確
か
に
実

全
く

し
て
い
な
か

た
か
ら
こ
ん
な
事
に
な

た
の
だ
し

そ
う
い
う

事
に
精

し
て
い
る
キ
リ
ト
君
で
あ
れ
ば
状
況
か
ら
ど
ん
な
手
を
使
わ
れ
た
の
か
す
ぐ

せ
ら
れ

る
だ
ろ
う

さ
て

コ
イ
ツ
に
掛
け
た
麻

も
そ
う
⻑
く
は
保
た
な
い

一

を
回
復
さ
せ
て
そ

れ
か
ら
麻

を
塗

た
ナ
イ
フ
で
麻

の
上
書
き
を
す
る

そ
れ
か
ら

動
し
よ
う

一
先
ず

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
デ

ア
ベ
ル
に

絡
を
取
る

に

歩
で
迷

を
出
る
ぞ

 
そ
れ
か
ら

ポ

シ

ン

で
ク
ラ
デ

ル
の

を
回
復
し
た
キ
リ
ト
君
は

攻
撃
力
は

い
も
の
の
レ
ベ
ル
が
高
い
麻

を
塗

て
い
る

剣
を

で
呼
び
出
し
そ
れ
を

す
事
で
残
り

か
と
な

て
い
た
状

異
常
の

果
時
間
を
上
書
き
し
再
び
動
け
な
く
し
て
か

ら
ク
ラ
デ

ル
を

い
で

動
を
開
始
し
た

 
こ
の
後
キ
リ
ト
君
と
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
私
の
事
情
説
明
も
あ

て
ク
ラ
デ

ル
は

⻑

に
よ

て
脱
退
さ
せ
ら
れ

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
に
よ

て
し

か
り
監
獄
へ
と
送
ら
れ
た
の
で
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あ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ま
ず
ポ

シ

ン
に

し
て
で
す
が
後
で
も
う
ち

と

に
説
明
す
る
シ

ン
を

む

の
で
今
は
そ
の
存
在
だ
け
覚
え
と
い
て
く
だ
さ
い

取
り

え
ず
結

系
ア
イ
テ
ム
の
代
わ

り
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で

 

に

び

り
体
術

に
つ
い
て

原
作
で

ど
体
術
ス
キ
ル

て
出
て
な
い
し
そ

れ
だ
と
味
気
無
い
か
ら
あ
ま
り
に
も

い
も
の
で
な
け
れ
ば
と
思

て
作
り
ま
し
た

オ
リ
ジ
ナ

ル
で
す
の
で
原
作
に
は
無
い
で
す

 
ク
ラ
デ

ル
と
の
戦
闘
や
武
器

と
し
の

写
は
原
作
の
デ

エ
ル
を
参

に
し
て

お
り
ま
す

多
分
似
た
よ
う
な
感
じ
で
し

う

 

武
器
破
壊

で
は
無
く

武
器

と
し

で
弾
い
た
方
を

ん
だ
の
は

破
壊
よ
り
も

し
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そ
う
だ

た
か
ら
で
す

あ
と
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
破
壊
し
て
も
ア
ス
ナ
達
に
刃
が

た
る
の

で 
ク
ラ
デ

ル
の

は
再
現
出
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

原
作
で
あ
ん
ま
り
出
番
無
い

し
本
性

し
た
後
の

て
ブ
レ

ブ
レ
だ
か
ら
書
き

か

た

て

要

は
そ
こ
そ

こ
出
来
た
と
思
う

 
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
は
死
亡
さ
せ
る
か
迷
い
ま
し
た
が
一
先
ず
あ
ま
り
人
死
に
を
出
し
た
く
な

い
の
で
生
存
ル

ト

こ
の
人
書
い
て
る
と
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
の
オ
ル
ラ
ン
ド
さ
ん
と

が

じ
る

快
な
性
格

め
て

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
救
出
と
な
り
ま
し
た
が

ア
ス
ナ
は
ま
だ
堕
ち
て
ま
せ
ん
よ

 
ま
だ
問

が
あ
る
の
で
堕
と
し
ま
せ
ん
お
家
問

と
か
許

問

と
か
あ
る
の
で

く
て

編
速

け
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
後

で
堕
ち
る
予
定

 
年

的
に
も
現
十
六
七

だ
か
ら
お
姉
さ
ん
意
識
あ
り
そ
う
で
す
し
こ
れ
で
堕
ち
る
と

い
感
じ
が
す
る
の
で

く
は
リ
ズ
や
リ

フ

と
お
姉
さ
ん
し
そ
う

す
る
場
面
は

入
れ
た
い
け
ど

本
は

の

の
と
さ
せ
た
い

 
ま

地
下
迷

時
に
そ
れ

い
要

が
あ
り
ま
し
た
が
ね

や

り
も
う
ち

い
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み

ん
だ
事
情
で
自
然
に
し
た
い

ユ
ウ
キ
や
シ
ノ
ン

リ

フ

み
た
い
に

 
そ
れ
な
り
に
上
手
く
書
け
た
ん
じ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す

キ
リ
ト
の
行
動
も
キ
チ
ン
と
意

味
は
あ
る
ん
で

気
⻑
に
今
後
を
お

ち
く
だ
さ
い

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
五
章
 

禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス

で
す

 
全
然
進
ま
な
か

た

 
こ
ん
な

じ

な
か

た
の
に

 
書
け
ば
書
く

ど
ネ
タ
は
浮
か
ん
で
く
る

で
も
書
く
気
が

に

き
な
い

文
章
が

に
な
る
ん
だ

 
そ
ん
な

で

変
わ
ら
ず
の
超
ス
ロ

ス
展
開

前

ア
ス
ナ

点
で
ポ

シ

ン
の

い
を

し

後

の
ヒ

ス
ク
リ
フ

点
で
今
後
の
攻
略
予
定
を
話
し
て
も
ら
い
ま
す

特
に
後

は
メ
チ

重
要
で
す

色

と
本
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
設
定
も
語

て
も
ら
い
ま
す

 
ち
な
み
に
前

で
ち

こ

と
だ
け
ア
ル
ゴ
が
出
ま
す

か

キ

ラ

い
に
な

て
る

気
が
し
な
く
も
な
く
て
気
が
引
け
た
け
ど

出
さ
な
い
と
不
自
然
だ

た

ご
容
赦

き
た
い

 
文

数
は
約
二
万
七
千
文

で
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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以
上
が

ク
ラ
デ

ル
の

行
の
経

で
す

 
代
表
し
て
キ
リ
ト
君
が

わ
る
部
分
は
本
人
が
補
足
を
入
れ
る
事
で
説
明
を
し
た
私
は
そ

の

葉
を

め
と
し
て

を

じ
た

 
現
在
の
場

は
第
五
十
五
層
に
構
え
て
い
る
血

騎
士

の
ギ
ル
ド
ホ

ム
そ
の

⻑

⻑
が

務
を
行
う

の
部

な
の
で

務

や
書

を
入
れ
る

な
ど
が
あ
る
小

ん
ま

り
と
し
た

そ
れ
で
も
ホ
テ
ル
一

よ
り
一
回
り
大
き
い

部

に
私
と
キ
リ
ト
君
そ

し
て
部

の
主
で
あ
る

⻑
の

三
人
が

る

 
オ
レ
ン
ジ
化
し
た
ク
ラ
デ

ル
を
迷

か
ら

歩
で
脱
出
し
て
す
ぐ
キ
リ
ト
君
が
メ

ル
を

ば
し
た
事
で

機
し
て
く
れ
て
い
た
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
に

け
た
私
達
は
事
の
経

を

私
達
の
後
に
迷

か
ら
出
て
来
た

⻑
に
話
し
て
い
た
の
だ

 

者
の
片

れ
で
あ
る
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
は

故
ク
ラ
デ

ル
が

ら
え
ら
れ
る
事
に
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な

た
の
か
を
他
の

や
幹
部
に
説
明
し
て
い
る
た
め

こ
こ
に
は
い
な
い

そ
う
だ

た
の
か

す
ま
な
か

た
な

ア
ス
ナ
君

ま
さ
か
ク
ラ
デ

ル
君
が

う

の
古
参
メ
ン
バ

だ
と
は
全
く
予
想
出
来
な
か

た

 
第
一
層
の

か
ら
ず

と
攻
略
組
に

を

い
て
い
た
ク
ラ
デ

ル
に
信

を
向
け
て
い

た

⻑
は
あ
ま
り
に
も
予
想
外
の
事

に
少
し
面
食
ら

て
表
情
を
険
し
く
し
て
い
た
が
私

が
説
明
を
終
え
る
と
一
つ

息
を

い
て
か
ら

し

な
さ
そ
う
に

を
下

そ
う

て
き

た 
そ
れ
に
私
は
少
し

心
地
悪
く
な

て
し
ま

た

本
的
に
失

を

す
と
い

た
事
が
無

い
の
で

こ
う
面
と
向
か

て

⻑
に

罪
さ
れ
る
の
は

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る

い

い
え

⻑
が
悪
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん

も
気
付
か
な
か

た
ん
で
す
し

そ
れ
は
そ
う
な
の
だ
が
な

キ
リ
ト
君
も
す
ま
な
か

た

そ
し
て
礼
を

わ
せ
て
も
ら

う

君
の

き
の
お
陰
で
ア
ス
ナ
君
と
ゴ
ド
フ
リ

君

二
人
の
命
が
救
わ
れ
た

 
私
が

直
に

罪
を

け
取
る
事
は
無
い
と
あ
る
程

予
想
し
て
い
た
か
ら
か

⻑
は
あ
ま

り
し
つ
こ
く

て
く
る
事
は
無
く

す
ぐ
に
話
の
矛
先
を
キ
リ
ト
君
へ
と
向
け
た

 
実

キ
リ
ト
君
が
偶
然
で
も
ク
ラ
デ

ル
が
上

た
絶

に
気
付
い
て
い
な
け
れ
ば
ゴ
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ド
フ
リ

さ
ん
は
絶
対
に
死
ん
で
い
た
し
私
も
強

さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う

そ
れ
を

え
れ
ば

彼
の

き
は
十
分
称
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

 
そ
れ
で
礼
を

わ
れ
た
キ
リ
ト
君
は

か
に
苦

を
浮
か
べ
た

さ

き
も

た
が

け
付
け
ら
れ
た
の
は
偶

だ

そ
れ
に

ど

が
無
か

た
ゴ
ド

フ
リ

は
と
も
か
く
ア
ス
ナ
を
助
け
る
事
は

に
と

て
は

然
の
事

だ
か
ら
礼
も

罪
も

不
要
だ

む

し
か
し
事
実
命
を
救

た
事
に
は
変
わ
り
な
い
か
ら
な

出
来
れ
ば

か
し
ら
の
形

で
報
い
た
い
の
だ
が

そ
う
で
す
ね

私
と
し
て
も

キ
リ
ト
君
に
お
礼
が
し
た
い
で
す
し

 

罪
は
と
も
か
く

お
礼
も
不
要
と

わ
れ
て
は
最
強
ギ
ル
ド

⻑
の
面
目
が

れ
に

な

て
し
ま
う
し
人
間
性
を
疑
わ
れ
て
し
ま
う

命
を
救
わ
れ
た
と
い
う
事
か
ら
私
個
人
と
し

て
も
キ
リ
ト
君
に
は
お
礼
が
し
た
い
と
思

て
い
る
し

 
し
か
し

た
事
に
キ
リ
ト
君
に
ア
イ
テ
ム
や
コ
ル
で
お
礼
を
す
る
に
し
て
も
私
が

せ

る
も
の
で
彼
を

足
さ
せ
ら
れ
る
と
思
え
る
も
の
は

ど
無
い

全
く
無
い

で
も
無
い
が
私

が
持

て
い
る
レ
ア
ア
イ
テ
ム
は
彼
を

足
さ
せ
ら
れ
る
物
と
は
思
え
な
い

最
前
線
の
初
回
ト
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レ
ジ

ド
ロ

プ
や
ネ

ム
ド
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

の

を
取

て
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を

取

り
し
て
い
る
彼
と
違

て

私
は
そ
こ
ま
で
レ
ア
物
を
持

て
い
る
と
い
う

で
は
な
い
の
だ

 
そ
も
そ
も
彼
に
は
物
欲
と
い
う
も
の
が
無
い
だ
か
ら
ア
イ
テ
ム
を

る
と
い
う
の
も
あ
ま

り
報

に
は
な
ら
な
い

 
コ
ル
に

し
て
も
三

月
程
前
に
第
六
十
一
層
セ
ル
ム
ブ
ル
グ
で
内

め
て
四
百
万

掛
か

た
ホ

ム
を

入
し
て
い
る
私
は
あ
れ
か
ら
節
制
し
て
い
る
事
で
そ
れ
な
り
の

お
よ
そ
二
千
万
コ
ル

は

ま

て
も
の
の
彼
を

足
さ
せ
ら
れ
る

と
は
決
し
て

え
な

い
だ
ろ
う

彼
の
ホ

ム
は
三
千
万
コ
ル
更
に
こ
こ
最
近

に
登
録
す
る
武
器
と
し
て

千

で

入
し
て

て
い
る
と

い
て
い
る
か
ら
だ

 
お
礼
の
一
つ
と
し
て
ご

を
作

た
り
し
よ
う
か
と
も

え
て
い
る
が
そ
も
そ
も
彼
が
作
る

理
の
方
が
私
よ
り

味
し
い
し

そ
れ
で
全
て
返
せ
る
と
も

思
え
な
い

気
持
ち
だ
け
で
十
分
な
ん
だ
け
ど
そ
う

て
も

得
は
し
な
い
ん
だ
ろ
う
な

な
ら

が
今
か
ら

う

を
持

て
い
る
な
ら

て
欲
し
い

今
日
は
二
人
と
も
最
前
線
を
攻
略

し
て
い
た
ん
だ
か
ら
多
分
持

て
る
だ
ろ
う
し

 
悩
ん
で
い
る
私
達
を
見
て
説
得
を

み
て
も
こ
ち
ら
が
引
き
下
が
ら
な
い
事
を

と
な
く
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し
た
ら
し
い
キ
リ
ト
君
は

協

の
よ
う
な
も
の
と
し
て
そ
う

て
き
た

け
て
彼
が

に
し
た
も
の
は
最
前
線
で

と
無
く
戦

た
ス
ラ
イ
ム
系
モ
ン
ス
タ

か
ら
多
数
入
手
し
た

ア
イ
テ
ム
だ

た

 
エ
メ
ラ
ル
ド
ゼ
リ

ト
ロ
ピ
カ
ル
ゼ
リ

ク
リ
ム

ン
ゼ
リ

ハ
ワ
イ
ア
ン

ゼ
リ

の
四
種

入
ク
エ
ス
ト
や

却
く
ら
い
に
し
か
使
い
道
が
無
い
と

え
ら
れ
て
い

る
ゼ
リ

系

そ
の
上

だ

 

て
欲
し
い
と

て
き
た

は
確
か
に
私
も

⻑
も
多
数

持
し
て
い
た

後
で
Ｎ

Ｐ
Ｃ

人
に

却
し
よ
う
と

え
て
い
た
も
の
な
の
で

う
事
無
く
私
達
は
こ
れ
ら
を

た
ね

キ
リ
ト
君

も
し
か
し
て
遠
慮
し
て
な
い

 
ど
う

え
て
も
そ
の
ア
イ
テ
ム
と
今

回
の
件
じ

釣
り
合
わ
な
い
よ

 
し
か
し

私
は

し
く
思

た

 
あ
ま
り
に
も
有

性
が
無
い

に
プ
レ
イ

人
で
す
ら

い
取
り
を

し
Ｎ
Ｐ
Ｃ

人
に
し
か

れ
な
い
ゼ
リ

系

を

上

と
は

え
わ
ざ
わ
ざ
欲
す
る
な
ん
て

だ

 
こ
れ
が
よ
く
知
ら
な
い
プ
レ
イ

な
ら

狂
な
も
の
だ
と
思
う
程

で
終
わ
る
が
キ
リ
ト
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君
は

本
的
に
無

を
極
限
ま
で

ら
し
た
活
動
を
し
て
い
る
た
め
そ
の
行
動
一
つ
一
つ
に

か
し
ら
意
味
が
あ
る
の
が
常
だ

つ
ま
り

却
し
か

が
無
い
そ
れ
ら
を
求
め
る
事
は

あ

り
得
な
い

 
だ
か
ら
こ
れ
ら
を
求
め
る
な
ん
て
お
か
し
い

 

品
ク
エ
ス
ト
の
消
化
く
ら
い
に
は
確
か
に

い
れ
る
だ
ろ
う
が
達
成
報

は
コ
ル
と

定

さ
れ
て
い
る

ば
く
か
の
経
験
値
だ
け
だ
か
ら
ハ

キ
リ

て
超
高
レ
ベ
ル
に
し
て

ま
じ

い

の
コ
ル
を
有
し
て
い
る
彼
に
は

み
が
無
い

 
ま
さ
か
私
達
が
必
要
無
い
ア
イ
テ
ム
を
報

と
し
て

け
取
る
事
で
今
回
の
事
を
手
打
ち
に

す
る
つ
も
り
な
の
か
と
思

た

ア
イ
テ
ム
の
価
値
は
本

に

い
が
そ
れ
で
も
形
あ
る
も
の

と
し
て
報

で
そ
れ
を

け
取

て
し
ま
え
ば

礼
は
さ
れ
た
と
彼
は
主

出
来
る

 
こ
れ
で
は
彼
に
メ
リ

ト
が
無
さ
過
ぎ
る
が

本
的
に
自
己

に

る
キ
リ
ト
君
の
事
だ

か
ら
少
な
く
と
も
味
方
で
あ
る
私
達
に
気
を

て
負

が
掛
か
ら
な
い
よ
う
動
く
な
ん
て
事

は

に
あ
り
得
そ
う
だ

 
対
外
的
な
事
を

え
れ
ば

ビ

タ

と
見
ら
れ
て
い
る
彼
へ
の
礼
が
そ
の
程

で
あ
る

と
い
う
事
実
を
作
る
事
で

か
ら
反
感
を

わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
と
も

え
ら
れ
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る

ら
人
命
を
救

た
か
ら
と

て
そ
れ
で
彼
に

心
を

や
し
て
い
る
者
達
が

得

す
る
か
と

え
ば
そ
う
で
は
無
い
正

な
報

で
す
ら
高
過
ぎ
る
と
文

を

う

は
必
ず
い

る

だ

 
だ
が
今
こ
こ
に

る
の
は
キ
リ
ト
君
に
理
解
を
示
し
て
い
る
私
と

⻑
だ
け
そ
ん
な

は

な
い

だ
か
ら
対
外
的
に
は

を

い
て
実

に
は
有

な
ア
イ
テ
ム
を

け
取
る
事
だ

て

に
可
能
な
の
だ

私
達
が
彼
に
不

な
話
を

ら
す
な
ん
て
絶
対
無
い
の
だ
か
ら

そ
り

キ
リ
ト
君
を

足
さ
せ
ら
れ
る
ア
イ
テ
ム
は
持

て
な
い
か
も
し
れ
な
い
し

対
外

的
な
事
を

え
た
ら
こ
れ
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

こ
こ
に
は
私
達
し
か

な
い
ん
だ

し

時
も
助
け
て
も
ら

て
る
ん
だ
か
ら

も

と
欲

て
も
良
い
ん
だ
よ

い
や
今
は
真
面
目
に
こ
の
ゼ
リ

系

が
必
要
だ

た
ん
だ

流

に
一
人
で
集
め
る
の

も
限

が
あ
る
か
ら
な

と

う
か

実
を

う
と
も

と
欲
し
い

え

え
え

 
遠
慮
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

て
い
た
私
は
予
想
に
反
し
た
事
を

て
き
た
キ
リ

ト
君
に

気
に
取
ら
れ
て
し
ま

た

こ
の
物

い
で
は
本

に
必
要
そ
う
に

こ
え
る
の
だ

が
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し
か
し
そ
う
な
る
と
私
が
知

て
い
る
掲
示
板
ク
エ
ス
ト
以
外

え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら
直

け
る
タ
イ
プ
の
も
の
を
見
つ
け
た
の
か
と
も

え
ら
れ
る

 

層
に
点
在
す
る

や

に
は
必
ず
一
つ
は
掲
示
板
が
存
在
す
る

こ
れ
は
シ
ス
テ
ム
的
に

設

さ
れ
て
い
る

共
物
で
あ
り

転

広
場
が
あ
る

な
ら
大

は
そ
こ
に
あ
る

 
掲
示
板
に
載

て
い
る
ク
エ
ス
ト
は
フ

ル
ド
に
点
在
す
る
ポ
イ
ン
ト
か
ら

取
す
る
ア
イ

テ
ム

集
系
モ
ン
ス
タ

か
ら
ド
ロ

プ
す
る
ア
イ
テ
ム
収
集
系
特
定
モ
ン
ス
タ

を
一
定

数
倒
す

系
の
三
種

存
在
す
る

そ
れ
ぞ
れ
略
し
て

取
収
集

と

わ
れ
て
い
る

 
こ
れ
ら
は
シ
ス
テ
ム
が

定
自
動
で
更
新
し
追
加
し
て
い
く
ク
エ
ス
ト
な
の
で
報

と
し

て
コ
ル
と
経
験
値
を
得
ら
れ

が
高
い
ク
エ
ス
ト
で
は
レ
ア

備
が
手
に
入
る
事
も
あ

る

キ
リ
ト
君
が
第
一
層
で
使

し
て
い
た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
も

が
高
か

た

に
報

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
代
物
だ

 
新
た
な

や

に
プ
レ
イ

が

り

い
た
り

層
攻
略
が
進
ん
だ

に
は
シ
ス
テ
ム
に

よ

て
自
動
で
ク
エ
ス
ト
が
追
加
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
て
平

し
て
二
十

あ
る
迷

の
攻
略
が
進
む
事
で
解
放
さ
れ
る
ク
エ
ス
ト
も
存
在
す
る

 
中
に
は
特
定
の
モ
ン
ス
タ

を
一
定
数
以
上

る
事
で
出
現
す
る
も
の
も
あ
り
そ
う
い
う
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件
付
き
の
も
の
は

称
で
フ
ラ
グ
ク
エ
ス
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
の
フ
ラ
グ
ク
エ
ス
ト
に
は

ク
エ
ス
ト
一
つ
を
ク
リ
ア
す
れ
ば

し
て

動
す
る
も
の
で
あ
る
チ

ン
ク
エ
ス
ト
も
入

る

第
三
層
か
ら
第
九
層
ま
で

し
て
い
た
キ

ン

ン
ク
エ
ス
ト
も
呼
び
方
こ
そ
違
う

が
大
き
な
チ

ン
ク
エ
ス
ト
で
あ
る
た
め
同
様
だ

 
こ
の
掲
示
板
に
載

て
い
る
ク
エ
ス
ト
の
内
容
は
全

層
で

一
さ
れ
て
い
る
の
で
第
一
層

の
掲
示
板
で
第
七
十
五
層
を
対

と
し
て
ク
エ
ス
ト
を

す
る
事
も
出
来
は
す
る

 
そ
の
種

は
多

に

て
お
り
第
七
十
五
層
時
点
で
掲
示
板
に
載

て
い
る
ク
エ
ス
ト
数

は
一
万
に
上
る
程
だ

更
に
特
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し
掛
け
る
事
で
発
生
す
る
ク
エ
ス
ト
や
特
定

の

件
を

た
し
た
事
で
発
生
す
る
も
の
も
存
在
す
る
の
で
実

の
個
数
は

と
す
る
と

二
万
に
上
る
か
も
し
れ
な
い

 
大

の
攻
略
組
は
最
前
線
に

く

掲
示
板
に
追
加
さ
れ
て
い
る
新

ク
エ
ス
ト
を

し

て
い
く

 
こ
れ
は
ア
イ
テ
ム

入
系
で
そ
の

層
で
は
ど
ん
な
ア
イ
テ
ム
が
手
に
入
る
か
を

系
で

ど
ん
な
モ
ン
ス
タ

が
出

す
る
か
の

向
を
事
前
に
探
れ
る
か
ら
だ

ま
た
攻
略
し
て
い
れ

ば
自
然
と
達
成

件
を

た
す
事
が
あ
り
最
前
線
で
新

追
加
さ
れ
た
ク
エ
ス
ト
は
そ
の
時
点
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の
レ
ベ
ル
上

に

良
い
経
験
値

を
取
得
出
来
る

で
も
あ
る

 
そ
し
て
特
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら
直

す
る
タ
イ
プ
の
ク
エ
ス
ト
と
も
な
れ
ば
報

の
コ
ル

や
経
験
値
は
掲
示
板
の
そ
れ
よ
り
多
大
な
も
の
と
な
り
苦
労
す
る
分
だ
け
強
力
な

備
を
入
手

す
る
事
も
あ
る
た
め
非
常
に
人
気

更
に
は
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

の
情
報
を
入
手
す
る
事
も
あ
る
か

ら
ア
ル
ゴ
さ
ん
や
キ
リ
ト
君
は
攻
略
開
始
か
ら
三
日
目
以

は
特
に

し
ク
エ
ス
ト
発
見
へ
力

を
入
れ
る

 
こ
の
事
か
ら
私
は
も
し
か
し
て
キ
リ
ト
君
は

し
ク
エ
ス
ト
を
達
成
す
る

に
ゼ
リ

系

を
集
め
て
い
る
の
で
は
と

え
た

フ
ロ
ア
ボ
ス
の
情
報
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
は
お

使
い
系
が
多
い
と

く
し

と
す
る
と

も
が
必
要
無
い
と
判
断
し
て
い
る
ゼ
リ

系

が
そ
の
対

な
の
で
は
と
も

え
ら
れ
る

 
も
し
も
後
者
の
推

が

た
り
だ
と
し
て

グ
リ

ン
ゼ
リ

な
ど
は
本

に
使
い
道
が

無
か

た
か
ら
上

も
無
い
だ
ろ
う
と
ミ
ス
リ

ド
さ
せ
る

い
が
あ

た
と
す
れ
ば
そ
の

設
定
に
し
た
デ

レ
ク
タ

は
中

イ

ら
し
い
性
格
を
し
て
い
る
と
思
う

も
し
か
し
て

そ
れ
で

か
達
成
出
来
る
ク
エ
ス
ト
が
見
つ
か

た
の

 
で
も
掲
示
板
に

載

て
た
第
七
十
五
層
対

の
ク
エ
ス
ト
の
中
で
そ
ん
な
に

が
要
る
の
は
見
た
覚
え
が
無
い
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け
ど

 
お
よ
そ
二
三

で
そ
の
思

を
一
気
に
展
開
し
た
後
私
は
そ
う
疑
問
を

し
た

現
状

え
ら
れ
る
事
で
一
番
あ
り
得
そ
う
の
は
ボ
ス
の
情
報
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
に
必
要
で

あ
る
と
い
う
可
能
性
だ

ん

 

あ
あ

ボ
ス
の
情
報
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
お
使
い
ク
エ
ス
ト
の

入
品
だ
と

え
た
の
か

い
や

ク
エ
ス
ト
で
は
無
い
よ

ち

と
個
人
的
に
欲
し
か

た
ん
だ

 
そ
う
結
論
付
け
て
問
う
が

や
ら

し
い

で
ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
ゼ
リ

系

の
個
数
を
確
認
し
て
い
た
キ
リ
ト
君
は

定
を
返
し
て
き
た

 
そ
し
て

欲
し
い
と

う
そ
の
理
由
は
キ
リ
ト
君
個
人
が
必
要
と
し
て
い
る
か
ら

 
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

キ
リ
ト
君
で
は

故
必
要
な
の
か
ね

ク
エ
ス
ト
で
な
い
な
ら
一
体

の
た
め
に
集
め
る
の

だ

あ
ま
り
人
に
話
し
て
い
い
内
容
で
は
無
い
け
ど
ま

二
人
に
な
ら
話
し
て
も
良
い
か

 

⻑
に
問
わ
れ
少
し

え

む

振
り
を
見
せ
た
キ
リ
ト
君
は
そ
う
前

き
し
て
か
ら
上

ゼ
リ

系

を
欲
す
る
理
由
を
話
し
て
く
れ
た
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そ
し
て

す
る
事
に
な

た

よ
も
や
回
復
ポ

シ

ン
の

果
を

上

す
る
だ
け
で
な

く

タ
イ
プ
で
あ
る
た
め
結

系
と
違

て
使

す
る

に
隙
が
生
ま
れ
る
も
の
の
全
快

結

と
同
一
の

時
回
復

を
持
つ
ど
こ
ろ
か
更
に
は
自
然
回
復

ま
で
十

を
誇
る
エ
リ

ク
サ

と
い
う
新
た
な
ポ

シ

ン
が
出
来
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
更
に

け
ば
状

異
常
回
復
ポ

シ

ン
も

時
回
復

果
を
持
つ
よ
う
に
な
り
状

異

常
誘
発
ポ

シ

ン
は

果
時
間
と
発
生
さ
せ
る
デ
バ
フ
の
レ
ベ
ル
が
上
が

た
と
い
う

水
分
を

ば
し
て

状
に
す
る
と
い
う
工
程
を

む
事
で

本
的
に

能
は
高
ま
る
ら
し

い

麻

は
ゼ
リ

状
と

状
ど
ち
ら
も
変
わ
り
な
い
け
ど

に

し
て
は

状
の
方

が
よ
り
強
力
に
な
る

そ
の
他
回
復
ポ

シ

ン
で
も

状
と

た
方
が

果
が
高
い
の

は
同
じ
だ

 
流

に
迷

の
中
で
手
持
ち
の

や
ア
イ
テ
ム
に
限
り
が
あ

た
の
で
エ
メ
ラ
ル
ド
ゼ

リ

と

ト
ロ
ピ
カ
ル
ゼ
リ

の
二
つ
し
か

べ
ら
れ
て
い
な
い
が

少
な
く
と
も

完

全
回
復
と
状

異
常

時
回
復
の
ポ

シ

ン
が
完
成
し
た

 
な
の
で
彼
は
結

ア
イ
テ
ム
に
よ
る

時
回
復
の
代
わ
り
と
な
る
こ
れ
を

し
第
三
ク

タ

ボ
ス
に

む
前
ま
で
に
は
攻
略
レ
イ
ド
メ
ン
バ

全

に
十
分
な

を

出
来
る
よ
う
に
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す
る
つ
も
り
だ
と
い
う

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
君
は
も

と
個
数
が
欲
し
い
と

た
の
だ

上

ゼ
リ

に
そ
ん
な
使
い
道
が
あ

た
な
ん
て

も
初
め
て
エ
リ
ク
サ

を
作
れ
た
時
は

い
た
よ

た
だ
多
分
こ
れ
が
出
来
る
の

は

が
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の

を
持

て
る
か
ら
だ
ろ
う
な

証
し
た

じ

な

い
か
ら
ま
だ
分
か
ら
な
い
け
ど
作
れ
る
ア
イ
テ
ム
の

果
が
か
な
り
高
い
か
ら
コ
モ
ン
ス
キ

ル
の
ポ

シ

ン
作
成
で
は
多
分
作
れ
な
い
と
思
う

ア
レ
で
は
ブ

ス
ト
と
状

異
常
誘

発
ポ

シ

ン
が
作
れ
な
か

た
か
ら

つ
ま
り
そ
れ
を
作
れ
る
の
は
キ
リ
ト
君
と

あ
と
最
近
リ
ズ
ベ

ト
君
の

で
ポ

シ

ン
を

て
い
る
と
い
う
シ
リ
カ
君
の
二
人
か

私
が
知
り
得
る
限
り
で
現
状

ス
キ
ル

を
取
得
し
て
い
る
の
は
君
達
だ
け
だ

恐
ら
く
他
に
は
い
な
い
だ
ろ
う

 

⻑
は
最
前
線
攻
略
を

先
し
て
行

て
い
る
た
め
キ
リ
ト
君
と
同
様
あ
ま
り
中
層
下
層
に

行
か
な
い
も
の
の
情
報
源
と
な

て
い
る
の
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
だ
か
ら
攻
略
組
の
中
で
も
そ
れ

な
り
に

し
い
方
で
は
あ
る

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
情
報
交
換
を
密
に
し
て
い
る
事
も
あ

て
そ

こ
ら
の
情
報

よ
り
は
色

と
知

て
い
る

だ
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そ
ん
な

⻑
で
す
ら
キ
リ
ト
君
と
シ
リ
カ
ち

ん
の
二
人
し
か
知
ら
な
い
と
な
れ
ば
本

に

他
に
は
い
な
い
の
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も
ポ

シ

ン
作
成
ス
キ
ル
は

ど

も
取
ら
な
い

故
な
ら
コ
ル
さ
え

め

れ
ば

に
Ｎ
Ｐ
Ｃ

人
や
プ
レ
イ

人
か
ら

入
出
来
る
か
ら
だ

 

手
と
な
る

を
自
力
で
入
手
可
能
で
あ
れ
ば
タ
ダ
で
回
復
ア
イ
テ
ム
を
作
れ
る
と
い
う
事

に
な
る
が
キ
リ
ト
君
の
よ
う
に
ダ
ン
ジ

ン
に

る
よ
う
な
者
だ

た
り
リ
ズ
の
よ
う
に

を

持

て
い
る
者
で
も
無
い
限
り

そ
の
ス
キ
ル
は

得
し
な
い

だ

 
更
に

え
ば

層
の

で
あ
れ
ば
ポ

シ

ン
も

重
品
だ

た
の
で

に

れ
た
だ
ろ

う
が
か
な
り
攻
略
が
進
ん
で
き
た
現
在
で
は
ま
ず

れ
な
い
と
思
う

最
前
線
の
モ
ン
ス
タ

を
一
体
倒
し
た
り
宝

か
ら
得
た
ア
イ
テ
ム
を

る
だ
け
で
回
復
ア
イ
テ
ム
の
補

が

く
よ

う
に
な

た
か
ら
だ

物
価
は
そ
の
ま
ま
で
も
収
入
が
増
え
た
事
で

対
的
に

入
と
い
う
形
で

も
手
を
出
し
や
す
く
な

た
の
で
あ
る

 
シ
リ
カ
ち

ん
が
リ
ズ
や
エ
ギ
ル
さ
ん
の

で

を
し
て
い
る
の
も
信
頼
出
来
る

だ
か
ら

れ
る
者
が
多
い

に

が
見

め
る
と
判
断
し
た
か
ら

 
ま
た
エ
ギ
ル
さ
ん
の
よ
う
に
古
参
の

人
プ
レ
イ

と
も
な
れ
ば
話
は
別
だ
が
彼
女
は
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中
層
プ
レ
イ

と
し
て
は
人
気
で
も

人
と
し
て
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る

で
は
無
い
か

ら
仮
に
シ
リ
カ
ち

ん
が
個
人
で

を
出
し
た
と
し
て
も
あ
ま
り

は
し
な
か

た
だ
ろ
う

 
コ
ツ
コ
ツ
信
頼
を
得
る
に
し
て
も
流

に

回
復
ポ

シ

ン
や
状

異
常
回
復
ポ

シ

ン
だ
け
で

を
経

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
は
危
険
な
の
で

く

と
し
て
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
は
加
え
て
も
ま
だ

し
い
だ
ろ
う

エ
ギ
ル
さ
ん
の
よ
う
に
骨

品
や
武

の

い
取
り
な
ど
を
し
て

客
を
得
や
す
く

広
い
ラ
イ
ン
ナ

プ
に
し
な
け
れ

ば

客
入
り
は

し
い
事
に
な
る

 
結

ポ

シ

ン

限
定
の

を
開
く
の
は
そ
の
重
要
性
に
反
し
て
手
に
入
り
や
す
い
と

い
う
価
値
か
ら
攻
略
が
か
な
り
進
ん
だ
現
状
で
は

し
い
と
い
う

だ

最
初
期
の

に
開
い

た
な
ら
回
復
ア
イ
テ
ム

の

と
し
て
有
名
に
な

た
に
違
い
な
い
か
ら
ま
だ
可
能
性
は
あ

た
だ
ろ
う
が

最
初
期
で
は
ポ

シ

ン
を
作
る

に
必
要
な

も
手
に
入
れ

か

た
か

ら

結

開
く
事
そ
の
も
の
を
断
念
し
て
い
た
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
エ
ギ
ル
さ
ん
は

人
と
し
て
最
初
期
の

か
ら
成

し
て
い
る
が
あ
の
人
の
場

合
は
多
く
の
攻
略
プ
レ
イ

か
ら

い
取
り
ま
た
キ
リ
ト
君
か
ら
大

に

し
て
も
ら

て
い
た
か
ら
で
あ
る
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そ
も
そ
も
あ
の
人
が

を
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
も

ベ
ン
ダ

カ

ト

と
い

う
敷
物
の
上
に

い
て
い
れ
ば

値

少
も

ま
れ
る
事
も
無
い
と
い
う
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
キ

リ
ト
君
に

ら
れ
た
か
ら
だ

 
と
も
か
く

生

系
に

い
私
で
す
ら
パ

と
こ
れ
だ
け
浮
か
ぶ
く
ら
い

今
と
な

て
は

ポ

シ

ン
作
成

は
生

系
ス
キ
ル
の
中
で
も
そ
れ

ど
不
人
気
な
ス
キ
ル
な
の
で
あ
る

 
回
復
ア
イ
テ
ム
を
作
れ
る
と
い
う
メ
リ

ト
と
ス
キ
ル

を
一
つ

め
る
と
い
う
デ
メ
リ

ト
と
を

え
た

ど
う
し
て
も
デ
メ
リ

ト
の
方
を
大
き
く

え
て
し
ま
う

そ
れ

ど

み

が
無
い
ス
キ
ル
と
い
う

だ

労
力
に
対
す
る
対
価
が
見
合
わ
な
い
と
い
う
面
も
あ
る

 
し
か
し
キ
リ
ト
君
が
上

ゼ
リ

系

で
作
り
出
し
た
エ
リ
ク
サ

な
ど
を

え
れ

ば

ポ

シ

ン
作
成
ス
キ
ル
は

の

得
を
前

と
し
た
ス
キ
ル
だ

た
の
か
も

し
れ
な
い

ポ

シ

ン
作
成

ス
キ
ル
で
下
地
を
整
え
る
事
で
本

発

と
な
る
ス
キ
ル
と

い
う
事
だ

 
ち
な
み
に

か
を
前

と
し
て
発
生
す
る
ス
キ
ル
は
他
に
も

つ
か
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い

る 
戦
闘
系
の

で
あ
れ
ば

片
手
剣

を
鍛
え
る
事
で

手
剣

ス
キ
ル
が

刀

を
鍛
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え
れ
ば
刀
ス
キ
ル
が
出
現
す
る

片
手
と

手
で
あ
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
武
器
の

い
は
異
な

る
も
の
の

と
な
る
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
た
者
は
経
験
を

ん
で
い
る
と
い
う
事
な
の
で
新

た
な
ス
キ
ル
の
有

性
を
理
解
し

仮
に
武
器
を

え
た
と
し
て
も
す
ぐ

応
す
る
者
は
多
い

実

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
そ
う
だ

た

 
加
え
て
武
器
ス
キ
ル
と
組
み
合
わ
せ
る
事
が
前

と
さ
れ
て
い
る
武
器

と
い
う
ス
キ

ル
も
あ
る

こ
れ
は
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
で
は
な
い
の
で

体
で
は
有

と
は

え
な
い
が

す
る
武
器
と
共
に

練

を
上

て
い
く
事
で

の
攻
撃
を

る
手

が
増
え
て
く
る

 
片
手
剣
と
組
み
合
わ
せ
た
場
合
は

キ
リ
ト
君
が
闘
技
場
で
見
せ
た

風
の
盾
を
形
成
す
る

ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド

と
い
う
片
手
剣
系

ス
キ
ル
が
出
現
す
る

他
に
も
盾
を
使

し
た
高
確

ス
タ
ン
の
シ

ル
ド
バ

シ

と
い
う
限
定
型
パ

シ
ブ
ス
キ
ル

手
武
器

に
よ
る
攻
撃
に

練

の
高
さ
に

し
て

中
確

ス
タ
ン
を
付
与
す
る
パ

シ
ブ
ス
キ
ル

も
存
在
す
る

 
更
に
キ
リ
ト
君
の
二
刀
流
で
は
二
刀
を
交
差
し
て
翳
す
事
で
発
動
す
る
ア
ク
テ

ブ
ス
キ

ル
ク
ロ
ス
・
ブ
ロ

ク
が
発
現
し

⻑
の
神
聖
剣
で
は
攻
撃
を
盾
の
中

で

け
止
め

る
と
い
う

件
が
あ
る
も
の
の

ダ
メ

ジ
を
ゼ
ロ
に
出
来
る
限
定
的
な
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
セ
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ン
ト
ラ
ル
・
ブ
ロ

ク

が
発
現
す
る
と

く

 
他
に
も

系
で

え
ば

索

を
鍛
え
れ
ば
シ
ノ
の
ん
が

得
し
た
と
い
う

の
目

が

ら
れ
る

こ
れ
は
索

ス
キ
ル
と
の
同
時
使

が
前

と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
暗

の
プ
ラ
ス

果
可

増
大
フ

カ
ス
可
能

増
大
な
ど

と
な
る
ス
キ
ル
の

果
を

上

す
る
力
が
あ
る

 

と
な

た
ス
キ
ル
も
十
分
使
え
な
く
は
無
い
が
そ
れ
と
合
わ
せ
る
事
で
更
に
強
化
さ
れ
る

特
徴
を
持
つ
ス
キ
ル

そ
れ
が
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
と
い
う

だ

 
体
術
は
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の
中
で
も
少

色
が
異
な
る
が
こ
れ
は
第
二
層
で

け

る
ク
エ
ス
ト
の
報

で
あ
る
か
ら
仕
方
な
い

い
と
し
て
は
武
器
ス
キ
ル
と
合
わ
せ
る
事
で

使

可
能
な

ド
ス
キ
ル
が
発
現
す
る
し
こ
れ
の

得
を
前

と
し
た
武
器

チ

ク
ラ

ム
が
そ
の
一
つ

が
あ
る
た
め

武
器

と
同
じ
よ
う
な

い
に
な
る

 
キ
リ
ト
君
と

⻑
が

得
し
て
い
る
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
も

の

ド
ス
キ
ル
と
ユ
ニ

ク

ス
キ
ル
で

定
さ
れ
て
い
る
ス
キ
ル
の

方
を
使
う
事
で
先

の

を
広
め
て
い
る
の
で

体

術
と
同
様
だ
ろ
う

こ
れ
ら
も
武
器

ス
キ
ル
と
組
み
合
わ
さ
る
事
で
発
現
し
た
ス
キ

ル
が
あ
る
し

二
刀
流
の
場
合
チ

ク
ラ
ム
に
対
応
し
た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
手
裏
剣
術
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と
合
わ
さ

て
別
の

ド
ス
キ
ル
が
出
現
し
て
い
る
か
ら
だ

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
同
士
に
よ
る
ス
キ
ル
の
発
現
と
い
う
の
は
少

ア
レ
だ
が
そ
も
そ
も
一
人

し
か

得
し
て
い
な
い
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の
事
な
の
だ
か
ら

極
論

手
剣

と

体
術

に
よ
る
組
み
合
わ
せ
で
発
現
す
る

ド
ス
キ
ル
と
同
じ
も
の
と

え
る

そ
う

え
れ
ば
お
か

し
い

で
は
無
い
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
君
の
よ
う
に
発
現
さ
せ
ら
れ
る
人
が
い
る
の
か
と
も
思
わ
な
い
で
も
な
い
が

む
し
ろ

発
現
さ
せ
ら
れ
な
い
可
能
性
の
方
が
大
き
い
だ
ろ
う

 
そ
こ
の

ど
う
す
る
つ
も
り
だ

た
の
か
と
思
わ
な
い
で
も
な
い

 

話

 
話
が

れ
た
が
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル

の
本

が
ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
や
状

異
常
誘
発
ポ

シ

ン
の
作
成
で
は
無
く
上

ゼ
リ

系

を

い
た

存
の
ポ

シ

ン

の

果
上

だ
と
す
る
な
ら

こ
れ
か
ら
の
攻
略
で
そ
の
有

性
は
絶
大
と

え
る

 

せ
結

無

化
空
間
で
結

ア
イ
テ
ム
が
使
え
な
い
と
分
か

た
と
こ
ろ
で
そ
れ
に
と

て
代
わ
る
ポ

シ

ン
が
出
来
た
の
だ

 
こ
れ
は
出
来
る
限
り
ゼ
リ

系

を
集
め
彼
に

し
て
大

生

し
て
も
ら
う
以
外
に
無
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い
だ
ろ
う

⻑

今
日
攻
略
に
出
た
メ
ン
バ

に

を

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
は
如

で
し

う
か

そ
う
だ
な

し
か
し
ど
う
説
明
し
た
も
の
か

の
有

性
は
こ
の
事
実
で

違
い
に

高
く
な

た

だ
が
こ
れ
を
安

に
広
め
て
は
問

に
な
り
か
ね
な
い

作
り
手
が
限
ら
れ

る
の
も
問

だ

 
私
の
意
見
に

成
ら
し
い

⻑
は
し
か
し

に
メ

ル
を
送
る
事
は
せ
ず
ど
う
し
た
も

の
か
と

を
悩
ま
せ
た

 
そ
れ
に

か
に
疑
問
を
覚
え
た
も
の
の

に
悩
ん
で
い
る
か
は
す
ぐ
に
分
か

た

 
仮
に
エ
リ
ク
サ

な
ど
の
存
在
と
そ
の
製
法
更
に
は
上

ゼ
リ

系

の
有

性

を
広
め
た
場
合

確
か
に

は
集
ま
る
だ
ろ
う

 
だ
が
作
り
手
が
限
ら
れ
る
と
い
う
面
で
問

が
出
か
ね
な
い

現
状
確
認
さ
れ
て
い
る
限
ら
れ

た
作
り
手
の
片

れ
で
あ
る
シ
リ
カ
ち

ん
は
ど
こ
の
ギ
ル
ド
に
も

属
し
て
い
な
い
フ
リ

の

身
だ

勧
誘
の
手
は

ま
じ
い
事
に
な
る
の
は
想
像
に

く
な
い

 
一
番
の
問

は
手

を

ば
な
い

聖
⻯

合

あ
そ
こ
は

た

物
は

が

で
も
手

に
入
れ
よ
う
と
す
る
ギ
ル
ド
で

一
時
的
な
オ
レ
ン
ジ
化
や

も

わ
な
い
か
ら

シ
リ
カ
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ち

ん
が

重
な
回
復
ア
イ
テ
ム
の
作
り
手
で
あ
る
と
知
れ
た
場
合

わ
れ
る
可
能
性
は
必
然

的
に
高
く
な
る

 
キ
リ
ト
君
は
最
高

の
戦
闘
能
力
が
あ
る
た
め

し
な
ん
て

し
な
い
し
そ
も
そ
も
そ
の

強
さ
は
レ
イ
ド
戦
で
知
ら
れ
た
か
ら

も
し
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
以
前
に
ビ

タ

と

し
て

ま
れ
て
い
る
か
ら
勧
誘
の
手
だ

て
無
い

だ

 
だ
が
シ
リ
カ
ち

ん
は
違
う

彼
女
の
レ
ベ
ル
は
攻
略
組
に
届
い
て
い
な
い
か
ら
無
理
強
い
さ

れ
た
ら
一

の
終
わ
り
だ

 
聖
⻯

合
の
強

さ
さ
え
無
け
れ
ば
シ
リ
カ
ち

ん
が
求
め
て
い
る
と

て

エ
リ

ク
サ

な
ど
の
情
報
を
広
め
て
ゼ
リ

系

が
集
ま
る
よ
う
仕
向
け
る
事
は
可
能
だ

た

実

の
と
こ
ろ
シ
リ
カ
ち

ん
は

練

が
達
し
て
い
れ
ば
彼
に
レ
シ
ピ
を
教
わ

て
作
る
事
に

な
る

だ
が

 
し
か
し
そ
れ
が
取
れ
な
い
と
な
れ
ば
攻
略
組
の
面

か
ら

を
集
め
る
た
め
の

前
が

し
く
な

て
し
ま
う

ゼ
リ

系

の
有

性
が
知
ら
れ
て
い
な
い
今
私
達
と
違

て

の

認
識
で
は
二
束
三
文
で
し
か

れ
な
い

ア
イ
テ
ム
だ
か
ら
下
手
に
集
め
る
と

た
ら

な

り
を

け
か
ね
な
い
の
だ
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完
全
回
復
の
エ
リ
ク
サ

に
状

異
常

時
回
復
ポ

シ

ン

が
未
だ
出
回

て
お
ら

ず
結

系
ア
イ
テ
ム
が
ボ
ス
戦
で
使
え
な
い
可
能
性
を
前

に

備
を
整
え
て
い
る
今
下
手

に
こ
れ
ら
を

に
明
か
す
と
そ
の

重
性
と
有

性
か
ら

な

を
す
る

が
出
て

場
が

れ
か
ね
な
い

 
そ
こ
か
ら

正
値

で

え
な
い
せ
い
で

に
な

て
し
ま
う
プ
レ
イ

が
出
な
い
と
も

限
ら
な
い
の
だ

そ
れ
は
私
達
の
本
意
で
は
無
い

 
更
に
転

が
出
て
値

が
高

し
て
し
ま

て
は
そ
れ
を
大

生

し
た
キ
リ
ト
君
も
表

に
出
す
事
が

し
く
な
る

 
血

騎
士

名
義
で
攻
略
レ
イ
ド
に

し
た
と
す
れ
ば
や

か
み
で
面
倒
な
事
に
な
る

し

が

な
の
か
平

性
の
主

と
共
に
し
つ
こ
く
問
わ
れ
る
だ
ろ
う

 
か
と

て
キ
リ
ト
君
個
人
で
こ
れ
を
出
せ
ば

彼
が
背
負
う
負

は
更
に
重
く
な
る

 
最
前
線
攻
略
マ

ピ
ン
グ
モ
ン
ス
タ

の
デ

タ
収
集
と
そ
れ
ら
を

め
ボ
ス
の
情
報

を
得
る
た
め
に
ク
エ
ス
ト
を
消
化
す
る
と
い

た
重
労

を
た

た
二
三
日
で
行

て
い
る
の

だ

そ
こ
に

重
な
回
復
ア
イ
テ
ム
大

生

と
い
う
仕
事
が
加
わ
れ
ば
そ
れ
こ
そ

る
時
間

す
ら

る
結
果
に
な

て
し
ま
う
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以
前
の
彼
に

べ
れ
ば
切

ま

た
状

で
は
無
い
し
義
姉
の
リ

フ

ち

ん
が
セ

ブ
を
掛
け
る
か
ら

き

め
に
な
る
可
能
性
も

く
な

て
い
る
が
そ
れ
で
も
重
労

故
に

時
倒
れ
る
か
不
安
で
仕
方
が
無
い

現
状
で
す
ら
彼
に
背
負
わ
せ
過
ぎ
な
の
だ
か
ら
こ
れ
以
上

背
負
わ
せ
た
ら
そ
れ
こ
そ

れ
か
ね
な
い

い
て
は
彼
の
死
に
直
結
す
る

 
そ
れ
以
前
に
こ
れ
以
上
彼
に

も
か
も
を
背
負
わ
せ
た
ら
今
で
こ
そ
ま
だ
複

な
思
い
を

抑
え
て
い
る
リ

フ

ち

ん
も

の
緒
が
切
れ
て
私
達
に
も
怒
り
狂
い
そ
う
で
は
あ
る

が

キ
リ
ト
君
を
見
捨
て
た

本
人
ら
し
い
人
物
の
話
を

く

に
彼
女
は
キ
リ
ト
君
の
前
で

は

ち

い
て
は
い
る
も
の
の

か
な
り
苛
立

て
い
た
よ
う
だ
し

ア
ル
ゴ
に
協
力
を
頼
ん
で
み
よ
う
か

 
三
人

て

を
組
ん
で
悩
ん
で
い
る
と

と
キ
リ
ト
君
が
思
い
付
い
た
よ
う
な

で
そ

う

に
し
た

 

⻑
と
共
に

故
と

線
で
問
い
掛
け
れ
ば

彼
は

葉
を

び
な
が
ら
語
り
出
し
た

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
そ
の
情
報
精

と
収
集
速

か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で

一
の
情
報

と

知
ら
れ
て
お
り
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
情
報
を
得
る
た
め
の
ク
エ
ス
ト
を
探
し
て
こ
れ
を
達
成
し
て

攻
略
組
に

す
と
い
う
仕
事
も
し
て
い
る
の
は

知
の
事
実

今
ま
で
の

層
ボ
ス
や
闘
技
場
の
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情
報
も
彼
女
が
仕
入
れ
て
い
た
と
い
う
の
は

も
が
知
る
事
だ

 
ま

そ
の
裏
で
は
キ
リ
ト
君
も
全
力
で
協
力
し
て
い
る
の
だ
が

お
使
い
系
が
多
い
の
は
確

か
だ
が
戦
闘
が
一
切
な
い
と
い
う

で
は
無
く
中
に
は

ま
じ
い
強

を
倒
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
も
あ
る
ら
し
い

そ
の

に
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
一
番
信
頼
し
信

を
寄
せ
て
い
る
キ

リ
ト
君
に
助
力
を
頼
ん
で
い
る
の
だ

 
そ
ん
な

を

い
て
い
る
キ
リ
ト
君
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
情
報
を
得
る
た
め
に
必
要
で
あ
る

と

を

く
よ
う
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
頼
ん
で
集
め
て
も
ら

て
は
ど
う
か

と

た

ボ
ス
の
情
報
を
得
る
た
め
の
ク
エ
ス
ト
を
し
て
い
る
の
は
実

と
ア
ル
ゴ
だ
け
だ
か
ら
こ

れ
が

だ
と
は
見

か
れ
な
い

期
間
も
限
ら
れ
て
る
か
ら

い
で
い
る
と

え
ば
攻
略
組
メ
ン

バ

な
ら

し
ま
ず
協
力
し
て
く
れ
る
と
思
う

そ
れ
で
集
ま

た

を
使

て

が
生

を

す
る

と
い
う
流
れ
に
す
れ
ば

多
分
ボ
ス
攻
略
に
は
間
に
合
う
と
思
う

そ
れ
は
名

か
も
し
れ
な
い
が
信
頼
性
と
平

性
を

と
す
る
情
報

を

む
ア
ル
ゴ

君
が

ら
必
要
だ
か
ら
と
は

え
そ
ん
な

を

く
事
を
承

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か

 

か
無
理
が
あ
る
と
思
う
の
だ
が

 
確
か
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
親
し
い

よ
り
も
情
報

と
し
て
の
信

や
立
場
を

先
し
中
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立
の
立
場
を

く
ス
タ
ン
ス
を
ず

と
取
り

け
て
い
る

ら
攻
略
に
必
要
だ
か
ら
と
は

え
そ
の
信

に
反
し
バ
レ
れ
ば
信
頼
を
一
気
に
喪
う
事
に
な
る

を

く
事
に
了
承
を
返
し

て
く
れ
る
と
は
思
え
な
い

 
流

に
こ
れ
は
情
報

と
い
う

に
誇
り
を
持

て
い
る
彼
女
を

す
る

で
は
な
い
だ
ろ

う
か

ら
キ
リ
ト
君
と

え
ど
流

に
こ
れ
を

さ
れ
れ
ば
ア
ル
ゴ
さ
ん
で
も
キ
レ
そ
う

だ
と
思
う
の
だ
が

 
そ
れ
で
も
他
に

が
浮
か
ば
な
い
か
ら

一
応
と
い
う
事
で
キ
リ
ト
君
が
事
情
説
明

み
で

メ

ル
を
ア
ル
ゴ
さ
ん

て
に
送

た

 
そ
の
返
信
は
お
よ
そ
二
分
後
だ

た

で

ど
う
だ

た
の

事
情
が
事
情
だ
か
ら
オ

ケ

だ
け
ど

部
を

め
た
い
か
ら
話
し
合
い
を
持
ち
た

い

てむ
で
は
今
か
ら
話
し
合
う
と
し
よ
う

ア
ル
ゴ
君
に
こ
こ
へ
来
て
も
ら
え
る
よ
う
頼
ん
で

も
ら
え
る
か
ね

分
か

た
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⻑
の
頼
み
に

し
た
キ
リ
ト
君
が
再

メ

ル
を
送
り
こ
ち
ら
へ
来
る
と
い
う

が
掛

か
れ
た
メ

ル
が
返
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
五
分
後
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

に

内
さ
れ
て

⻑

へ
と
入

て
来
た

よ

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

ア

ち

ん
そ
れ
か
ら
キ

い
き
な
り
あ
ん
な
メ

ル
を
送

て
来
る
な
ん
て
よ

ど
切

ま

て
る
み
た
い
ダ
ナ

 

⻭

を
思
わ
せ
る

み
に
苦

を
滲
ま
せ
た
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
入

て
来
た
ア
ル
ゴ
さ

ん
は

開

一
番

と
共
に
そ
う

た

 
そ
れ
に

⻑
が
苦

を
浮
か
べ
る

に
す
ま
な
い
な

ア
ル
ゴ
君

い
い
サ

本

な
ら

ざ
け
て
ん
の
カ

て
怒
鳴

て
る
と
こ
ろ
だ
け
ど
オ
レ

ち
と

キ

の

ダ

そ
れ
に

く

い
た
だ
け
だ
け
ど
か
な
り
重
要
そ
う
な
の
は
分
か
る
か
ら
ナ

も
う
ち

と

し
く
事
の
経

を
話
し
て
く
れ
る
カ

そ
れ
は

か
ら
話
す

 

故
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

を

い
て
も
ら
う
よ
う
頼
む
事
に
な

た
の
か
新
た
に
発
覚
し
た
上

ゼ
リ

系

の

や
エ
リ
ク
サ

を
作
る

に
必
要
と
思
わ
れ
る

ス
キ
ル
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に
つ
い
て
を

め
て
キ
リ
ト
君
は
一
か
ら
全
て
語

た

⻑
と
私
も
補
足
を

ん
で
い

く 
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
そ
れ
に
一
切

を

む
事
は
せ
ず
時

の
反
応
を
見
せ
な
が
ら
話
の
内

容
を

味
し
て
い
た

そ
の
表
情
は
真
剣
で

を

く
事
の
デ
メ
リ

ト
や

さ
そ
れ
に

対
す
る
メ
リ

ト
に
つ
い
て
を
天

に
掛
け

ど
う
す
る
か

え
て
い
る
よ
う
だ

た

な
る

ど
ナ

確
か
に
シ

ち

ん
と
キ

く
ら
い
し
か

を
持

て
る
プ

レ
イ

は

い
た
事
が
無
イ

持
ち
じ

な
い
と
作
れ
な
い
可
能
性
が
あ

て

聖

⻯

合

の
強

手

が

念
さ
れ
る
以
上

下
手
に

を

に
す
る
事
も
出
来
な
い

ナ

だ
か
ら
オ
レ

ち
に

を

く
よ
う
頼
ん
で
き
た

て

カ

あ
あ

ユ
ウ
キ
達
に
は
事
情

を

め
て

出
来
る
ん
だ
け
ど
そ
れ
以
外
に
は
無
理
だ

だ
ろ
う
ナ

エ
リ
ク
サ

の
存
在
を

に
出
し
た
ら
下
手
し
な
く
て
も
そ
れ
を
求
め
て

乱
が

き
る
の
は
容

に
想
像
出
来
ル

念
し
て
る
よ
う
に
転

で

ぎ
し
よ
う
と

え

る

が
い
る
だ
ろ
う
シ
下
手
に
血

騎
士

で
動
く
の
も

の
面
で
マ
ズ
イ

確
か
に

オ
レ

ち
が

を

い
て
集
め
る
の
が
一
番
安
全
で
確
実
ダ
ナ

 
キ
リ
ト
君
と

え
ら
れ
る
問

に
つ
い
て
話
し
て
い

た
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

を

く
事
に
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定
的
な

勢
を
見
せ
た

 
そ
も
そ
も
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
情
報
を
集
め
て
い
る
の
は
キ
リ
ト
君
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
く
ら
い
な
も
の

で
攻
略
組
の
面

は
自
己
強
化
に

し
い
か
ら
真
偽
を
疑
う

が
無
い
だ
か
ら

が
バ
レ
る

可
能
性
は
限
り
な
く

い
と

え
た

だ
が

つ
か
問

が
あ
る

 
し
か
し

こ
こ
で
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

し
い

で

を
組
み

ス
ト

プ
を
掛
け
た

こ
の

層
で
は
そ
れ
で

と
か
な
る
だ
ろ
う
け
ど
第
三
ク

タ

を
突
破
し
た
後
の

集

め
は
ど
う
す
る
つ
も
り
ダ

 
ず

と

ボ
ス
の
情
報
を
得
る
の
に
必
要

て
い
う
理
由
は

け
ら
れ
な
い
し

こ
の
理
由
以
外
だ
と
オ
レ

ち
が

わ
る
の
は
流

に
不
自
然
ダ

 
確
か
に
そ
の
理
由
で
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

わ

て
く
る
の
は
む
し
ろ
自
然
だ
が
そ
れ
は
第
七

十
五
層
の
場
合
だ
け
だ

第
七
十
六
層
以
上
だ
と
求
め
ら
れ
る

は
違
う
だ
ろ
う
出
現
す
る

モ
ン
ス
タ

も
変
わ

て
来
る
だ
ろ
う
し
同
じ

件
に
し
て
い
る
と
い
う
の
も

え

い
か
ら

同
じ
理
由
で

ぐ
と
い
う
の
は
ま
ず
不
可
能

 
そ
し
て
ボ
ス
の
情
報
を
得
る
と
い
う
攻
略

以
外
で
ゼ
リ

系

を
欲
す
る
と
な

て

そ
こ
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

わ
れ
ば
流

に
不
自
然
に
な
る
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そ
も
そ
も

が

却
か
ク
エ
ス
ト
消
化
く
ら
い
し
か
無
い
の
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
そ
れ
を
求

め
る
と
い
う
の
も
お
か
し
な
話
だ
し

そ
れ
に
五

六
日
の
ス
パ
ン
で
一

層
を
進
め
る
と
な
れ
ば
流

に

要
に

が
追
い
付

か
な
い

攻
略
の

ス
が
速
過
ぎ
る
の
と
キ

く
ら
い
し
か
作
れ
る
プ
レ
イ

が

な

い
か
ら
ダ

聖
⻯

合

の
事
を

え
る
と
シ

ち

ん
を

わ
ら
せ
な
い
方
が
良
い
だ
ろ
う

シ

集
め
に
時
間
を

や
す
と
な
る
と
生

の
時
間

め
て

ら
キ

で
も
無

が
過

ぎ
る

と
い
う
か

ハ

キ
リ

て
無
理
ダ

 
作
り
手
の
問

か
ら
キ
リ
ト
君
が
生

す
る
と
い
う
の
は
絶
対
だ

 
こ
こ
で
問

に
な
る
の
が

す
る
そ
の
生

ス
ピ

ド
と
攻
略
で
消

さ
れ
る

要
の

が
釣
り
合
わ
な
い
事

そ
れ
も

要
の
方
が
圧
倒
的
に
大
き
い
の
だ

 
一

の
ボ
ス
戦
で

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

一
人
に
つ
き
最

で
も
五
十
個
だ
ろ

う

エ
リ
ク
サ

も
一
人
に
つ
き
最

十
個
前
後
は
欲
し
い

全
快
結

は
そ
れ
く
ら
い

意
し
て
い
る
か
ら
だ

 
レ
イ
ド
は
最
大
四
十
九
人

全

が
強
化
ポ

シ

ン
や
強
化
状

異
常
回
復
ポ

シ

ン
を

合
わ
せ
て
最

五
十
個
持
つ
と
な
れ
ば
生

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
個
数
は
約
二
四
五

個
と
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な
る

 

と
な
る
ポ

シ

ン

と
ゼ
リ

系

の
対

は
一
対
一

つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
二
四

五

個
ず
つ

え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
そ
れ
を
集
め
る
時
間
と

合
し
生

す
る
時
間
を

え
る

と
流

に
残
り
六
日

今
日
は
も
う
夜
に
近
い
か
ら
実

残
り
五
日

は
足
り
な
さ
過
ぎ

る

し
か
も
こ
れ
は
最

限
の
個
数
だ

 
加
え
て
キ
リ
ト
君
は
最
前
線
攻
略
の

で

よ
り
も

く

り

ん
で
マ

ピ
ン
グ
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
更
に
は
モ
ン
ス
タ

の
デ

タ
も

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

今
ま
で
ず

と
彼
が
こ
れ
を
し
て
い
た
か
ら
私
達
で
は
勝
手
が
分
か
ら
ず
変
わ
る
事
は
出
来
な
い

 
時
間
が
足
ら
な
い
上
に
重
労

過
ぎ
る

 
し
か
も

を
集
め
ら
れ
る
の
は

ば
運
の
要

が
強
い

ス
ラ
イ
ム
系
モ
ン
ス
タ

か
ら
の

ド
ロ

プ
確

は
結
構
高
い
か
ら
ま
だ
し
も
そ
も
そ
も
他
の
モ
ン
ス
タ

も

る
の
だ
か
ら
エ

ン
カ
ウ
ン
ト

も
決
し
て
高
く
は
無
い

結
果
的
に
得
ら
れ
る
個
数
は
少
な
く
な
る

 
そ
れ
な
の
に
大
勢
に
内
密
で
必
要
分
を
ボ
ス
攻
略
で

回

え
る
な
ん
て
無

い
や
無

を

り
越
し
て
絶
対
無
理
だ

そ
れ
か
ら

の
仕
方
も
問

ダ

ク
エ
ス
ト
に
消
化
す
る

て

う
ん
だ
か
ら
オ
レ

ち
が
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す
る
の
は
お
か
し
い
し
ク
エ
ス
ト
報

て

た
ら
ど
の
ク
エ
ス
ト
か
こ
ぞ

て

き

に
来
る
の
は
目
に
見
え
て
る
か
ら
無
理
オ
レ

ち
が

秘
を

く
の
は
立
場
上
マ
ズ
い
か
ら
ナ

か
と

て
エ
ギ
ル
の

や
リ
ズ

ち
の

で

る
の
も
や
め
て
お
い
た
方
が
良
い
ど

ち

の

も
シ

ち

ん
お
手
製
の
ポ

シ

ン
が

て
る

て
も
う

に
な

て
る
か
ら
下
手

し
な
く
て
も

き

ま
れ
ル

血

騎
士

が
出
す
の
は
さ

き

た
よ
う
に

に

を
来
す
事
に
な
る
だ
ろ
う
シ

が
出
す

て
い
う
の
は
ダ
メ
な
の
か

真
面
目
に

て
る
な
ら

オ
ネ

サ
ン
本
気
で
怒
る

ま
た
ぶ
た
れ
た
い
の
カ

 

故
悩
む
と
不
思
議
そ
う
な

で

た
キ
リ
ト
君
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
一

で

た
い
無
表

情
に
な

て

え
す
る
か
の
よ
う
な
声

で

葉
を
返
し
た

そ
れ
を

い
た
私
は
思
わ
ず

身

い
し
て
し
ま
う

 
対
す
る
キ
リ
ト
君
も
い
き
な
り
見
せ
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
変
容
に
目
を

た
も
の
の
意
見

を
変
え
る
気
は
無
い
の
か
物
怖
じ
は
し
な
か

た

で
も

他
に
良
い

が
無
い
な
ら
結

そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
ケ
ド

で
も
そ
れ
は
本

に
最
終
手

ダ

頼
む
か
ら
お
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願
い
だ
か
ら
キ

は
も

と
自
分
を
大
切
に
し
て
く
レ

そ
れ
を
し
た
ら
ど
う
な
る
か
く
ら

い

明
な
キ

な
ら
予
想
付
い
て
る
ダ
ロ

死
ぬ
つ
も
り
カ

そ
れ
は

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
の

葉
に
キ
リ
ト
君
は

い

ん
だ

 
彼
が
強
化
ポ

シ

ン

を

し
た
ら
そ
の

や
過
程
は
と
も
か
く
結
果
で
あ
る
エ

リ
ク
サ

な
ど
の

を
彼

せ
に
し
て
足
り
な
か

た
ら
苦
情
を
突
き
付
け
る
事
に
な
る

 
そ
し
て

は
ま
ず
間
に
合
わ
な
い

ボ
ス
戦
に
十
分
と

え
る

が

う
事
は

ど
無
く

彼
は
そ
の
責
を
全
て
背
負
わ
さ
れ
る
だ
ろ
う

 
も
し
も
そ
れ
で
死
者
が
出
て
し
ま
え
ば

想
像
す
る
だ
に
恐
ろ
し
過
ぎ
る

 
そ
れ
が
目
に
見
え
る
く
ら
い

に
想
像
つ
く
か
ら
こ
そ
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
容

に
そ
の
手

は
取
ら
な
い
つ
も
り
の
よ
う
だ

た

そ
の
心
情
は
ベ

タ
時
代
か
ら
の
付
き
合
い
と
い
う

よ
り
も
⻑
い

性
を

い
て
い
る
か
ら
こ
そ

彼
を

じ
て
い
る
者
の
そ
れ
だ

と
に
か
く
そ
れ
は
本

に
最
終
手

ダ

ま
だ
数
日
は

予
が
あ
る
か
ら
そ
の
間
に

え

よ
ウ

 
怒
り
を

い
た
時
の

な
表
情
か
ら
一
変
し
て

し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
表
情
に
哀
し
み
を
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む

み
を
浮
か
べ
る
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

す
よ
う
に
キ
リ
ト
君
へ

葉
を
掛
け
た

  
ア
ル
ゴ
さ
ん
を
交
え
た
四
人
で
の
話
し
合
い
で
は
情
報

で
あ
る
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

を

い

て

を
集
め
る
と
い
う
事
は
決
ま

た
も
の
の
問

の

方
法
に
つ
い
て
は
未
定
の
ま
ま

一
先
ず
の
終
結
を

え
る
事
と
な

た

 
一
応
最
終
手

と
し
て
は
キ
リ
ト
君
が

す
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
の
だ
が
そ
れ
を
取
れ

ば
ま
ず
間
違
い
な
く
キ
リ
ト
君
は

殺
さ
れ
て

し

さ
れ
る
事
に
な
る
か
ら

ん
で
は
な
ら

な
い
道
だ

 
仮
に
こ
れ
で
進
ん
で
し
ま
え
ば

攻
略
組
は
そ
う
遠
く
な
い
未
来

破
滅
す
る
だ
ろ
う

 
攻
略
組
の

は

⻑
や
私
ユ
ウ
キ
と

わ
れ
て
い
て
そ
れ
も
一
応
事
実
で
は
あ
る
も
の
の

最
大
の

は
キ
リ
ト
君
だ

彼
が

る
の
と

な
い
の
と
で
は
攻
略
の

も
速

も

者

の
有
無
も

違
い
に
な
る

現
に
今
正
に
彼
が
持

て
き
た
回
復
ア
イ
テ
ム
の
事
で
未
来
が
決

ま
り
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る

 
今
日
は
も
う

終
わ
り
と

え
る
の
で
実

に
ボ
ス
へ

む
ま
で
残
り
五
日

前
日
に
は

備
を
終
え
る
べ
き
な
の
で

合
四
日
が
タ
イ
ム
リ
ミ

ト
ま
で
の

予
時
間
だ
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今
日
を

い
て
三
日
後
を
予
定
し
て
い
る
偵

戦
へ
は
一
先
ず

や
シ
リ
カ
ち

ん
特
性
の

グ
ラ
ン
ポ

シ

ン

を
大

に
持
参
す
る
事
で

ぐ
方

に
な

て
い
る

キ
リ
ト
君
が
作

成
し
た
強
化
ポ

シ

ン
は

日

す
る
予
定
だ
そ
れ
に
よ

て
士
気
を
高
め
る
と
い
う

で
あ
る

 

に

む
ボ
ス
は
第
三
ク

タ

 
攻
略
組
に
と

て
初
め
て
と
な
る

キ
リ
ト
君
や
私
を
始
め
一
部
は
経
験
済
み
だ
が

結

無

化
空
間
で
の
ボ
ス
戦

頼
り
に
し
て
い
た
結

系
ア
イ
テ
ム
を
使
え
な
い
と
い
う
不

安
感
を
払

す
る
た
め
な
ら
取
れ
る
手

を
全
て

じ
る
べ
き
だ

士
気
を
高
め
る
た
め
の
方
法

も
あ
る
だ
け
取
る
つ
も
り
で
あ
る

こ
れ
で
失

す
れ
ば
絶
望
し
か
無
い
が
恐
れ

む
く
ら
い

な
ら
立
ち
向
か
う
べ
き
だ
と
思
う
か
ら

そ
こ
は

え
な
い

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
闘
技
場
の
戦
い
は
良
い
意
味
で
士
気
を
上

る
事
が
出
来
た
だ
ろ
う

キ

リ
ト
君
の
戦
闘
力
が
フ
ロ
ア
ボ
ス
す
ら
も
一
方
的
に

き
の
め
す
程
あ
る
と
知
ら
し
め
ら
れ
た

し
あ
そ
こ
で
一

攻
略
レ
イ
ド
が
壊
滅
し
た
か
ら
こ
そ

が
死
に
物
狂
い
で
自
己
強
化
に

ん
で
い
る

 
問

は
上
手
く
タ
ン
ク
と
Ｐ
Ｏ
Ｔ
ロ

テ
が
機
能
す
る
か
と
い
う
事

結

系
ア
イ
テ
ム
が
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出
て
か
ら
⻑
時
間

え

ぐ
必
要
が
あ
る
Ｐ
Ｏ
Ｔ
ロ

テ
を
あ
ま
り
し
な
く
な

た
か
ら
ポ

シ

ン

だ
け
が
回
復
手

だ

た
時
か
ら
い
る
者
達
は

れ
て
い
る
か
ら
と
も
か
く
そ
れ
以

外
の
者
達
だ
と

か
し
ら
問

が
あ
る
気
も
す
る

 
そ
れ
に
レ
イ
ド
戦
で
は
も
の
の
見
事
に
転

ボ
ス
の

襲
と
も
う
一
体
の
ボ
ス
に
よ
る

撃
で
壊
滅
に

た
か
ら
そ
れ
に
よ
る
ロ

テ

シ

ン
の

れ

つ
ま
り
は
ル

チ
ン

の

壊
も
不
安
だ

 

の
ボ
ス
が
転

系
で
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
が

今
は
悩
ん
で
も
仕
方
な
い

か

 
ま

未
だ
に
一
切
情
報
が
分
か
ら
な
い
現
状
で
気
を

ん
で
も
仕
方
が
な
い

そ
う
結
論
付

け
て

私
は

を
振

た

 
そ
れ
か
ら
私
は
背
後
に

え
立
つ
重

な

り
と
分
か
る
血

騎
士

の

⻑

に

く
木
製
の

に

線
を
や

た

 
さ

き
ま
で
私
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
キ
リ
ト
君

⻑
が
入

て
い
た

で
あ
る
が
話
し
合
い

を
終
え
て
か
ら
キ
リ
ト
君
か
ら

さ
れ
た
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
と
迷

の
デ

タ
を

め
る

に
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

に
退

し
私
も
退

し
た
今
こ
の
部

に
は
残
る
二
人
し
か

な
い
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部

の
主
で
あ
る

⻑
は
と
も
か
く

故
キ
リ
ト
君
が
残

た
ま
ま
な
の
か
と

え
ば

⻑
が
呼
び
止
め
た
か
ら
だ

で
も
ポ

シ

ン

と
は
別
に
話
が
あ
る
ら
し
い

を
話
し
て
る
の
か
な

 

⻑
で
あ
る
私
は
出
て
も
良
い
と

て
い
た
か
ら

と
す
る
と
殺

と
し
た
裏

に

与
す
る
話
な
の
か
も
し
れ
な
い

こ
れ
以
上
彼
に

か

す
と
は

え

い
が

⻑
も
大

人
だ

そ
の

を

り
切

て

の
キ
リ
ト
君
に

せ
る
と
い
う
の
は
十
分
あ
り
得
る

 
あ
れ
だ
け

い
の
に

キ
リ
ト
君
は
殺

と
し
た
世
界
に
身
を

い
て

殺
人
を
始
め
と
し

て
様

な

罪
行

を
す
る
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
プ
レ
イ

達
を

手
に
し
て
い
る

ク
ラ

デ

ル
と

対
し
た
時
の
対
応
も
多
少

は
意
識
し
て
い
た
よ
う
だ
が
過

に

は
し

て
い
な
か

た
か
ら

や
は
り

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
私
と
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
が
麻

さ
せ
ら
れ
た
手

も
彼
は
そ
の
場
に

た

で
も
無

い
の
に
状
況
か
ら
推

し
見
事
に

て
て
見
せ
た

そ
う
い

た
手

に

す
る
知
識
も

で
あ
る
と
い
う
事

 
色

と
背
負
わ
せ
て
し
ま

て
ず

と
助
け
ら
れ
て
い
る
身
で
あ
る
私
と
し
て
は
そ
れ
が

と
て
も
⻭

い
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ク
ラ
デ

ル
の
せ
い
で

万
歩

て
お
陰
で

こ
の
世
界
で
も
異
性
の
行

は
可
能

で
あ
り
そ
れ
を
行

た

罪
行

が
あ
る
と
知
れ
た

で
あ
る
が
今
ま
で
知
ら
な
か

た
と

い
う
事
は

護
さ
れ
て
い
た
と
い
う

で

私
の
方
が
年
上
な
の
に

情
け
な
い
な

 
本
来
で
あ
れ
ば
家

に
甘
え
護

て
も
ら
う
の
が

然
の
年

で
あ
る
彼
は
そ
の
あ
ま

り
に
も
異
常
な

境
か
ら
心
身
と
も
に

か
ら

脱
し
て
い
る

成
⻑

で
は
な
い

脱

だ

仮
に

成
⻑

で
あ

た
な
ら

を

さ
れ
た
だ
け

で
恐
慌
を
来
す

が
無
い

 
ず

と
我

し
て
い
て
ず

と
抑
え

ん
で
い
て
ず

と
限
界
を
超
え

け
て
い
て
そ

れ
で
も
人
に
助
け
を
求
め
な
い

助
け
を
求
め
れ
ば
そ
の
先
に

る
人
ま
で
も

き

み
苦

し
め
て
し
ま
う
と
思

て
い
る
か
ら

 
そ
し
て
私
は
彼
を
助
け
る
だ
け
の
能
力
が
無
い

ら
攻
略
組
で
ト

プ
ク
ラ
ス
の
実
力
が

あ
る
と

て
も
年
上
と

て
も
彼
の
力
に
な
れ
る
だ
け
の
能
力
が
備
わ

て
い
な
い
の

だ 
私
に
は
リ

フ

ち

ん
程
の
親
密
さ
は
無
い
リ
ズ
み
た
い
に
生

面
で
力
に
な
れ
る
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じ

無
い
ユ
ウ
キ

ど
突
出
し
た
力
を
持
つ

じ

無
い
シ
リ
カ
ち

ん
の
よ
う
に
回
復
ア

イ
テ
ム
な
ど
補

の
面
で
サ
ポ

ト
出
来
る

で
も
無
い
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
よ
う
に
情
報
面
の
サ

ポ

ト
な
ん
て
出
来
る

で
も
無
い

 
な
い
な
い

く
し

今
ま
で
も

今
も

時
も
助
け
ら
れ
て
ば
か
り

 
本

な
ら
彼
に
背
負
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
事
す
ら
も
背
負
わ
せ
て
し
ま

て
い
て
そ
れ
を

え
る
事
す
ら
も

な
ら
な
い

  

私
に

彼
の
力
に
な
れ
る
事
な
ん
て

あ
る
の
だ
ろ
う
か

  
城
を
思
わ
せ
る
程
に

大
な
ギ
ル
ド
ホ

ム
の

に
背
中
を

け
な
が
ら
私
は
キ
リ
ト
君

を

ち
つ
つ

悔
し
さ
と
不
安
感
と
を

交

に
し
な
が
ら

中
で
ポ
ツ
リ
と
疑
問
を

し
た

 
残

て
も
ら

て
す
ま
な
い
な

キ
リ
ト
君

そ
れ
は
構
わ
な
い
け
ど

一
体
ど
ん
な
要
件
な
ん
だ

 
ア
ル
ゴ
君
が
攻
略
本
を
作
る

に
帰
り
ア
ス
ナ
君
を
退

さ
せ
た
後
私
は
キ
リ
ト
君
と
二
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人
だ
け
で

⻑

に
残

て
い
た

立

た
ま
ま
の
キ
リ
ト
君
は
不
思
議
そ
う
に
小

を

て

私
を
見
て
来
て

問
い
掛
け
て
来
る

 
も
う
す
ぐ

の
時
間
だ
し
彼
に
は
ホ

ム
で
帰
り
を

つ
者
が

る
か
ら
あ
ま
り
⻑
引
か

せ
て
は

し

な
い
と
思
い

速
本

に
入
る
事
に
し
た

す
ぐ
終
わ
ら
せ
る
た
め
に

刀
直
入
に

お
う

話
は
二
つ

ま
ず
一
つ
目
は
キ
リ
ト
君

に
は
こ
の
第
三
ク

タ

の
偵

戦
に

非
参
加
し
て
欲
し
い
の
だ

 
私
が
出
来
る
限
り
真
剣
な

で
そ
う

う
と

不
思
議
そ
う
な
表
情
を

め
た
キ
リ
ト
君

は

く

と
片

を

か
に
動
か
し
た

な
る

ど

つ
ま
り

独
で
仕
掛
け
る
の
は
や
め
ろ

そ
う

い
た
い
の
か

話
が
速
い
よ
う
で
助
か
る

 
私
が
彼
に

層
ボ
ス
の
偵

戦
へ
参
加
す
る
事
を

た
の
は
彼
の
戦
力
を

て
い
る

意
味
も
あ
る
が

よ
り
も
今
ま
で
の
よ
う
な

騎
突
撃
を
禁
じ
る
意
味
合
い
が
あ
る

 
最
近
ま
で
キ
バ
オ
ウ
君
に
よ

て
ボ
ス
偵

レ
イ
ド
や
攻
略
レ
イ
ド
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
キ
リ

ト
君
だ
が

そ
れ
で
も
ア
ル
ゴ
君
に
情
報
を

す
た
め
に

だ
か
ん
だ
で

騎
突
撃
を
仕
掛
け

ボ
ス
の
情
報
を

し
て
き
て
い
た

実
地
で
知

て
い
た
か
ら
こ
そ
後
か
ら
攻
略
レ
イ
ド
に
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合
流
し
て
も
こ
ち
ら
の
動
き
と

の
攻
撃
に
合
わ
せ
て
動
け
て
い
た
の
で
あ
る

 
だ
が

の
ボ
ス
戦
で

騎
突
撃
さ
れ
る
と
非
常
に
マ
ズ
い
事

に
な
る
の
だ

 
リ
ア
ル
が

場

つ
ま
り
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
開
発
主

デ

レ

ク
タ

で
あ
る
私
だ
か
ら
こ
そ
知

て
い
る

 
第
七
十
四
層
の
結

無

化
空
間
を

切
り
に
こ
れ
か
ら
の
ボ
ス
戦
全
て
で
結

系
ア
イ
テ
ム

が
使

不
可
に
な
る
の
に
加
え
第
七
十
五
層
ボ
ス
戦
か
ら
は
物
理
的
な
撤
退
す
ら
も
不
可
能

に
な
る
と
い
う
事
を

 
ボ
ス
部

に
入
る

に
は
重

な

の
大

を
潜
る

だ
が

第
七
十
五
層
の
ボ
ス
部

は

が
開
い
て
か
ら
一
定
時
間
が
経
つ
と
自
動
的
に

ま
り
始
め
完
全
に

じ
る
と
も
う
内
部
か

ら
開
く
事
は
出
来
な
く
な
る
仕
様
な
の
だ

出
る
に
は
中
に
い
る
ボ
ス
を
倒
す
し
か
方
法
は
無

い 
し
か
し
問

な
の
は
第
三
ク

タ

ボ
ス
の
攻
撃
力
が
こ
れ
ま
で
の
ボ
ス
な
ど

べ
物

に
な
ら
な
い
く
ら
い
極

に
高
い
と
い
う
事

そ
の
高
さ
は

力
に

で
た
タ
ン
ク
と

え
ど

直
撃
す
れ
ば
一
撃
死
は

れ
な
い
程

更
に
は
ボ
ス
の
攻
撃
全
て
に

い
て
超
高
確

で
ク
リ

テ

カ
ル
判
定
が
出
る
よ
う
に
も
な

て
お
り

ク
リ
テ

カ
ル
が
出
れ
ば

死
は
確
定
だ
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の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム
を
想
定
し
て
作

て
い
た
た
め
撤
退
不
可
と
い
う
今
ま
で

に
な
い
状
況
に

た
レ
イ
ド
を
一

は
完
全
壊
滅
さ
せ
る
べ
く
設
定
し
た
の
が
こ
こ
に
来
て

と
な

た
の
だ

ま
さ
か
一
ゲ

ム
プ
レ
イ

と
し
て

デ

レ
ク
タ

と
し
て
入
れ
た

ユ

モ
ア
が
こ
う
返
さ
れ
る
と
は
開
発

時
は
一
切

え
て
い
な
か

た

と
い
う
か
想
定
出

来
る

が
無
い

 
と
に
か
く
結

無

化
空
間
に
し
て
物
理
的
脱
出
不
可
能
に
な
る
と
い
う
初
の
仕
様
の
第
三

ク

タ

ボ
ス
戦
は
私
に
と

て
偵

戦
が
本
番
の
攻
略
戦
に
な
る

こ
こ
で
ど
う
す
る
か

が
攻
略
組
の

そ
し
て
私
の
今
後
を

す
る
と

て
も
過

で
は
な
い

 
リ

フ

君
の
話
で
リ
ア
ル
の
死
者
は
最
初
期
以
外
に
出
て
い
な
い
と
い
う
事
だ
が
そ
れ
で

も

観

が
出
来
な
い
以
上
出
来
る
限
り

者
を

ら
す
べ
き
な
の
は
明
白
だ

そ
も
そ
も

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
は

わ
ば
私
の
責

だ
か
ら

わ
れ
の
プ
レ
イ

達
を
一
人
で
も
多
く

生
存
さ
せ
る
義
務
が
あ
る

 
故
に

今

の
偵

戦
に
は

騎
で
も
実
力
が
あ
る
プ
レ
イ

を
集
め
る
必
要
が
あ
る

 
ま
ず
私
は
絶
対
だ

私
以
上
に

力
に

で
た
タ
ン
ク
は

な
い

 
神
聖
剣
に
は
武
器

ス
キ
ル
と
合
わ
さ

て
発
現
す
る
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
セ
ン
ト
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ラ
ル
・
ブ
ロ

ク
が
あ
る

盾
の
中

で

し
た
時
に
限
り

ダ
メ

ジ
を
ゼ
ロ
に
す
る
と

い
う

果
が
あ
る
た
め

私
は
他
の
タ
ン
ク
よ
り
圧
倒
的
な

を
誇
る

神
聖
剣

に
よ

て
盾

や

力
そ
の
も
の
に
も
多
大
な
ボ

ナ
ス
が
あ
る

 
そ
れ
に
第
三
ク

タ

の
ボ
ス
は

攻
撃
力
と
ク
リ
テ

カ
ル

こ
そ
極

に
高
い
も
の

の

力
値
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
そ
れ
な
り
だ

 
よ
く

違
い
さ
れ
が
ち
だ
が

攻
撃
力
と

力
値
は
イ
コ

ル
で
は
な
い

 
攻
撃
力
と
は
プ
レ
イ

の

力
値
に
レ
ベ
ル
補
正
武
器
の
重

補
正
武
器
の
攻
撃
力

数
値
補
正
ス
キ
ル

練

補
正

ド
ス
キ
ル

ド
ス
キ
ル

練

補
正
攻
撃

速

の
要

全
て
を

し
た

に
導
き
出
さ
れ
る
値

力
値
は
た
だ

に

い
ら
れ

る
値
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
の
だ

 
ち
な
み
に
ク
リ
テ

カ
ル
補
正
や
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
補
正
は
発
生
が
絶
対
で
は
無
い

の
で
一

外
す
る

 

と
し
て

力
値
が
高
い
と
し
て
も
武
器
が

け
れ
ば
結
果
的
に
ダ
メ

ジ
は

く
な
る

そ
れ
で
も
ス
ピ

ド
が
あ
れ
ば
速

で
ダ
メ

ジ
は
多
少
大
き
く
な
る

こ
の

は
現
実
の

物
理
法

を

え
れ
ば
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
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値
へ
多
く
振

て
い
る
ユ
ウ
キ
君
達
で
も

き
出
す
ダ
メ

ジ
が

的
高
め
な
の
は
速

補
正
に
よ
る
ダ
メ

ジ
上

が
あ
る
か
ら
だ

 
と
は

え
重

武
器
を

う

力
値
へ
振

て
い
る
ヘ
ヴ

ア
タ

カ

の
方
が
や
は
り
大

き
い
ダ
メ

ジ
を

き
出
せ
る

ス
ピ

ド
ア
タ

カ

は
ど
ち
ら
か
と

え
ば
ス
テ

タ
ス

下
を
付
与
す
る
デ
バ
フ

や
ヘ
イ
ト

理
を
行
う
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

の

面
が
強

い 
な
の
で

本
的
に

力
値
へ
多
め
に
振

て
い
る
上
に
レ
ベ
ル
が
圧
倒
的
な
キ
リ
ト
君
で
あ

れ
ば

ア
バ
タ

に
な

て
い
る
か
ら
多
少
後
退
さ
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
反
面
武
器

の
重

が

で
は
無
い
か
ら
ま
ず
一
人
で

し
返
せ
る
だ
ろ
う

私
や
エ
ギ
ル
君
も
タ
ン
ク
と

し
て

力
値
へ
多
め
に
振

て
い
る
か
ら
全
力
を

け
れ
ば
打
ち
勝
て
る

だ

 
バ
ラ
ン
ス
型
で
あ
る
デ

ア
ベ
ル
君
や

刀

の
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
を

ば
す
た
め

に

値
へ
多
め
に
振

て
い
る
ク
ラ
イ
ン
君
で
は
攻
撃
を
真

向
か
ら

し
返
す
の
は
無
理

だ
ろ
う
が
一

い
で
止
め
て
か
ら
と
い
う
よ
う
に

に

す
れ
ば

し
切
ら
れ
は
し
な
い

だ
ろ
う

 
こ
れ
ら
の
事
か
ら
攻
撃
面
で
は
キ
リ
ト
君
を

い
て
他
に
無
い

は
一
対
一

一
対
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多
で
本

を
発

す
る
上
に
ボ
ス
を

手
に
し
て
も
一
切

ま
な
い
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ

果

面
で
あ
る
事
は

レ
イ
ド
戦

で

に
証
明
さ
れ
て
い
る

 

力
三

下
や

覚
あ
り
と
い
う
の
は

か

い
も
の
の

備
に
よ

て
付
与
さ
れ
る

他
の
バ
フ
も
ボ
ス
戦
に
対
し
て
非
常
に
有

だ

更
に
は
彼
自
身
の
生
存
能
力
も

か
に
高
い

 
そ
も
そ
も
彼
の
デ
メ
リ

ト
は
攻
撃
に

た

た
場
合
に
の
み
発
生
す
る
も
の
だ
か
ら
極
論

た
ら
な
け
れ
ば
問

は
無
い
の
だ

 
ま

本

に

た
ら
な
け
れ
ば
世
話
無
い
が

そ
の

に
存
在
す
る
タ
ン
ク
で
あ
る

 
よ

て
攻
撃
に
キ
リ
ト
君

に
私
と
い
う
の
が
絶
対
の
構
成
に
な
る

む
し
ろ
キ
リ
ト
君

の
攻
撃
方
法
を

え
る
と
こ
れ
以
上
増
や
す
の
は
却

て
邪
魔
に
な
り
彼
の
戦
闘
力
を

ぎ
か

ね
な
い

 
し
か
し
最
悪
一
撃
で
死
亡
す
る
可
能
性
を

慮
す
る
と

か
不
安
が
残
る

で

現
在

の
外
で
ボ
ス
の

動
を
観

す
る
メ
ン
バ

と
内

に
入
る
メ
ン
バ

で
後
者
の
人
数
を
ど
う

す
る
べ
き
か
思

中
だ

 
一
先
ず
キ
リ
ト
君
が

な
け
れ
ば
偵

部
隊
の
全
滅
は
確
定
す
る
し
如

な
彼
で
も
流

に

あ
の
ボ
ス
を

騎
で
倒
す
の
は
無

が
あ
る
と
思
う
た
め
こ
う
し
て
偵

部
隊
へ
の
参
戦
依
頼
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と
い
う

前
を
使

て

騎
突
撃
を
禁
じ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う

だ

彼
を
こ
こ
で
喪
う

に
は
い
か
な
い

 
そ
し
て
私
と
キ
リ
ト
君
以
外
に
参
加
を
認
め
ら
れ
る
の
は
ギ
リ
ギ
リ
で
ユ
ウ
キ
君
く
ら
い
な

の
で
ア
ス
ナ
君
に
は
悪
い
が
退

し
て
も
ら

た

彼
女
に

か
れ
る
と
負

が
大
き
い
と

て
付
い
て
来
る
事
は
間
違
い
な
い

 
ま

偵

戦
の
日
程
は
彼
女
に
も
伝
わ
る
か
ら

か
し
ら

て
く
る
だ
ろ
う
が
ど
う
に

か
し
て
部

の
外
で
観

す
る
メ
ン
バ

に

め
よ
う
と
思

て
い
る

 
と
に
か
く
キ
リ
ト
君
に
は

が

で
も

騎
突
撃
を
断
念
偵

部
隊
へ
の
参
戦
を
認
め
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

最
悪
私
が

場

で
あ
る
事
を

す
る
事
も

わ
な
い
覚

悟
だ

 
そ
の
決
意
と
共
に
少
し

え

む
キ
リ
ト
君
に
じ

と

線
を
向
け
る
事
お
よ
そ
十
数

の

後

彼
は

と
苦

を
浮
か
べ

私
を
見
返
し
て
き
た

そ
こ
ま
で
真
剣
な

を
し
な
く
て
も
承
る
よ

大
体

の
特
性
で
ボ
ス
戦
に
有

な
の

は

に

知
の
事
実
な
ん
だ

参
加
し
な
か

た
方
が
責
め
立
て
ら
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

て
来
な
か

た
ら
む
し
ろ

の
方
か
ら

し
よ
う
と
思

て
い
た
く
ら
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い
だそ

う
か

そ
れ
は
良
か

た

助
か
る

 
キ
リ
ト
君
が
同
意
し
て
く
れ
た
事
で
私
は
心

安

し
深
く
息
を

い
た

知
ら
ず

し
て
し
ま

て
い
た
ら
し
い

ま

私
に
と

て

命
的
な
事
も

す
る
覚
悟
を

め
て
い

た
の
だ
か
ら

そ
れ
も

然
か

 
そ
う

中
で
一
人
ご
ち
て
い
る
と
そ
れ
に
し
て
も
と
キ
リ
ト
君
が
声
を
掛
け
て
来
た

線
を
向
け
れ
ば

彼
は

し
気
に
私
を
見
て
い
た

さ

き
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
表
情

時
に
無
く

が
無
か

た
な

や
け
に
必
死
そ
う
に

見
え
た
し

 

し
む
表
情
と
共
に

て
き
た
事
に

私
は
内
心
で
ぎ
く
り
と
し
た

 
確
か
に
私
は

が
無
か

た
し
か
な
り
必
死
だ

た
そ
れ
こ
そ
自
身
の
秘
密
を

す

る
事
を
覚
悟
す
る
く
ら
い
に
は

 
だ
が
そ
れ
を
す
る
必
要
が
無
く
な

た
の
だ
か
ら
そ
れ
を
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
事

は

け
る
べ
き
だ
ろ
う
と

に
思
い
立
ち

私
は
数

で
思

を

め

を
開
い
た

そ
う
か
ね

 
確
か
に

第
一
の
悪
夢

第
二
の

合
し
た
強
さ
の
経
験
が
あ
る
か
ら
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第
三
ク

タ

に
対
し
て

し
て
い
る
の
は

め
な
い

キ
リ
ト
君
が
結

ア
イ
テ
ム
に
代

わ
る
回
復
ポ

シ

ン
を
作

て
く
れ
た
と
は

え
そ
れ
で
も
他
の
面

は
初
め
て
な

だ
か

ら
ね

が

こ
る
か
分
か
ら
な
い
以
上

は
す
る

 
キ
リ
ト
君
の

い
指

を

定
す
る
よ
う
に
私
は

た
が
自
分
で

て
お
い
て

だ
が

正
直
苦
し
い
な
と
思

て
い
た

す
る
と

て
も
ま
だ
数
日
あ
る
上
に
情
報
が
一
切
出
て

い
な
い
の
だ
そ
れ
で

す
る
な
ん
て
初
め
て
の
ボ
ス
戦
と
い
う

で
も
無
い
の
に

だ
ろ

う 
彼
も
そ
う
思

て
か
私
の
様
子
が
お
か
し
い
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で

し
む
目
を
向
け

け

て
来
る

 
そ
れ
を
私
は

し
い

の
つ
も
り
で
内
心
は

や

を

の
よ
う
に
流
し
な
が
ら

え

る 

い
に

な

線
を

に
静
か
な
空
気
の
中
で
交
わ
す
事
五

が
経

た
時

キ
リ
ト
君
が

は

と

を
解
す
よ
う
に

息
を

い
た

そ
れ
か
ら
彼
は
表
面
上
は

し
い

を
し
て

い
る
つ
も
り
で
実
の
と
こ
ろ
未
だ

し
た
ま
ま
の
私
に

苦

を
向
け
て
来
た
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今
の
様
子
と

い
強
化
ポ

シ

ン
に
つ
い
て
知

た
時
ア
ス
ナ
に

べ
て
然
し
て

い
て

い
な
か

た
事
と

い
少
し
引

掛
か
る
事
は
あ
る
け
ど

ま

そ
う
い
う
事
に
し
て
お

こ
う

 
苦

と
共
に

わ
れ
た
事
に

再

ぎ
く
り
と
す
る

 
上

ゼ
リ

系

で
新
種
の
完
全
回
復
ポ

シ

ン
が
出
来
る
事
は
私
が
設
定
し
た
事
な

の
だ
か
ら
知

て
い
て

然
だ

一
応
そ
れ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
も
の
は
と
あ
る

し
ク
エ
ス
ト

で
入
手
出
来
る

 
私
が

い
た
の
は
そ
の
ヒ
ン
ト
無
し
で
至

た
と
い
う
事
だ

だ
か
ら

と
い
う
意
味
が

強
い

 
だ
が
ア
ス
ナ
君
は

に
ゼ
リ

系

に
そ
ん
な
使
い
道
が
あ

た
と
い
う
事
結

系
ア

イ
テ
ム
の
代

品
と
な
り
得
る
高
性
能
な
ポ

シ

ン
の
登
場
な
ど

未
知
の
事
物
の
直
面
で

あ

た
た
め
か
な
り
表
情
を

わ
に
し
た

き
だ

た

 
私
の

き
は
感

と
い
う
意
味
合
い
こ
そ
あ

た
も
の
の
未
知
に
出
会

た

き
と
い
う
意

味
は

無
か

た
た
め

し
ま
れ
た
の
だ
ろ
う

 
仮
に
こ
れ
に
つ
い
て
突

ま
れ
た
と
し
て
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
知

て
い
た
と

え
ば
そ
の
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場

ぎ
に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
そ
の
場
合

故
さ

き
の
話
し
合
い
で
こ
れ
を

わ
な
か

た
の
か
と
い
う
事
に
な

る

そ
も
そ
も
攻
略
に
専
念
し
て
い
た
私
が
ア
ル
ゴ
君
よ
り
も

や
ク
エ
ス
ト
の
情
報
で
先
行

し
て
い
る
と
い
う
の
は

あ
り
得
な
い

 
よ

て
結

し
ま
れ
る
の
で
あ
る

 
ま

わ
な
く
て
も

し
ま
れ
て
い
る

だ
が

そ
こ
は
キ
リ
ト
君
の
異
常
性
故
だ
ろ
う

と
に
か
く

偵

戦
に
出
れ
ば
い
い
ん
だ
な

 

時
を
予
定
し
て
い
る
ん
だ

六
日
後
が
攻
略
戦
だ
か
ら
一
先
ず
四
日
後
を

え
て
い
る

今
日
を

け
ば
偵

戦
は
三
日

攻
略
戦
は
五
日
の

予
と
い
う
事
に
な
る
な

 

本
的
に
偵

戦
か
ら
二
日
後
に
本
番
の
ボ
ス
戦
に
な
る
の
が

だ

 

層
攻
略
は
三
日
で
マ

ピ
ン
グ
を
終
え

四
日
目
で
偵

戦

五
日
目
に
得
た
情
報
か
ら

が

備
を
し
て

六
日
目
に
ボ
ス
攻
略
戦
と
い
う
流
れ
と
な

て
い
る

 
七
日
目
は
大

の
メ
ン
バ

が
新
た
な

の
観
光
や

に

て
る

ま
な
い
の
は
情
報

と
し
て

き
時
で
あ
る
ア
ル
ゴ
君
と
一
人
で
最
前
線
の
情
報
を
得
る
た
め
に
攻
略
に
向
か
う
キ

リ
ト
君
く
ら
い
な
も
の
で
あ
る

つ
ま
り
こ
の
二
人
に
と

て
は

層
攻
略
は
三
日
で
は
無
く
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四
日
間
と
い
う
事
に
な
る

だ

 
そ
れ
を
一
年

以
上
も

け
て
来
て
い
る
の
だ
か
ら
本

に
恐
れ
入
る

特
に
遊
び
た
い

り

だ
ろ
う
キ
リ
ト
君
に
対
し
て
私
は
色

な
意
味
で

の
念
を

か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

ア

ル
ゴ
君
に
も
私
は
尊

の
念
を
覚
え
て
い
る
が
や
は
り
キ
リ
ト
君
に
向
け
る
も
の
の
方
が
大
き

い
四
日
後
か

分
か

た

し
い
日
時
が
決
ま

た
ら
メ

セ

ジ
を

ば
し
て
く
れ

 
私
が

の
念
を
密
か
に
向
け
て
い
る
事
を
知
る

も
無
い
キ
リ
ト
君
は

内
で
新
た
に
予

定
を
記

し
て
か
ら
そ
う

て
き
た

本
的
に
攻
略
会
議
な
ど
の
日
程
は
ア
ス
ナ
君
や
ク

ラ
イ
ン
君
私
と
い

た
彼
と

的
親
し
い
攻
略
組
メ
ン
バ

が
メ

セ

ジ
で
教
え
る
事
に

な

て
い
る

 
ま

彼
は
ア
ル
ゴ
君
と

と
会
合
し
て
い
る
か
ら
必
要
無
い
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
で

も
う
一
つ
の
要
件
は

 
キ
バ
オ
ウ
の
事
か

間

的
に
は

わ
り
が
あ
る
と

う
べ
き
か
な

実
は
私
が
攻
略
に
行

て
い
る
間
に
攻
略

組
に
参
加
し
た
い
と

し
出
て
き
た

ロ
プ
レ
イ

が

た
よ
う
だ

と
は

え
す
ぐ
に
参
入

を
許
可
し
て
も
戦
力
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い

結

無

化
空
間
で
の
ボ
ス
戦
が

え
ら
れ



 第四十五章 〜禍福は糾える縄の如し〜

更
に
は
モ
ン
ス
タ

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
も

ら
か
の
変
化
が
見
ら
れ
る
事
か
ら
明
日
そ
の

ロ
プ
レ
イ

に
テ
ス
ト
を
す
る
事
に
な

た
よ
う
で
ね

そ
の
テ
ス
ト
に
攻
略
組
で
二
つ

名
を
持
つ
君
も
立
ち
会

て
欲
し
い
の
だ

テ
ス
ト
ね

そ
れ
は
別
に
構
わ
な
い
け
ど

ロ
プ
レ
イ

と
い
う
の
が
引

掛
か
る

な

こ
ん
な
時
期
に

し
出
て
来
る
な
ん
て

程
の
自
信
家
か
恐
れ
知
ら
ず
の
ど
ち
ら
か
だ
ぞ

そ
れ
に

攻
略
組
に

じ
る
実
力
が
あ
る

ロ
プ
レ
イ

な
ん
て

は

き
覚
え
が

 

し
い

で

を
組
み
な
が
ら

て
い
た
キ
リ
ト
君
は
し
か
し
そ
こ
で

と

か
に
気

付
い
た
よ
う
に

根
を
寄
せ
て

葉
を
止
め
た

そ
う
い
え
ば
さ

き
キ
バ
オ
ウ
と
間

的
に

わ
り
が
あ
る
と

て
い
た
な

そ

れ
で

ロ
プ
レ
イ

き
覚
え
が
無
い

攻
略
組
に

ま
さ
か

 
そ
こ
ま
で

て

目
し
な
が
ら
私
を
見
て
来
た
キ
リ
ト
君
の

に
は
ま
さ
か
と
信
じ

た
く
な
い
思
い
に

ら
れ
て
い
る
と
分
か
る
表
情
が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た

う
な
れ
ば
そ
れ

は

然

だ
ろ
う
か

 
そ
れ
を
心
苦
し
い
気
持
ち
で
見

め
な
が
ら
私
は
彼
の
無

の

え
を

定
す
る
べ
く

し
た
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そ
の
ま
さ
か

だ

話
が
本

で

本
人
で
あ
れ
ば

君
の
血
の
繋
が
り
が
あ
る
実
兄
だ

そ
う

か

 
私
が

違
い
を

ま
な
い
よ
う

え
ば
彼
は
苦
し

に

根
を
寄
せ
表
情
を
歪
め
て

り
出
す
よ
う
に

う
じ
て
そ
の
応
え
を
返
し
て
き
た

 
私
と
し
て
も
伝
え
る
べ
き
か

迷

た
の
だ
が
テ
ス
ト
を

過
す
れ
ば
彼
ら
は
必
然
的
に

を
合
わ
せ
る
事
に
な
る

こ
の
世
界
で
初
め
て
遭
遇
し
た
時
の
話
を

い
て
い
た
私
は
ま
た

恐
慌
に

る
可
能
性
を
憂
慮
し
て
先
に
伝
え
る
べ
き
だ
と
判
断
し

こ
う
し
て
伝
え
た

 
今
日
の

に

血

騎
士

を

ね
て
い
た
プ
レ
イ

の
名
前
は

ア
キ
ト

 
キ
リ
ト
君
と
違

て

だ
け
は

け
て
い
た
が
そ
れ
以
外
は
色
を
白
に
し
た
だ
け
で

備

の
意

が
全
て
同
一
と
い
う
片
手
剣
使
い

こ
こ
数
日
で
中
層
と
上
層
で
名
を

て
い
る
プ

レ
イ

ら
し
く
髪
と

の
色
は
日
本
人
ら
し
く
黒
だ
が
そ
の

備
と
振
る
う
剣
の
色
か
ら

白
の
剣
士

と
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う

 
そ
の
実
力
や
ス
キ
ル
構
成
ま
で
は
知
ら
な
い
が
ス
ピ

ド
ア
タ

カ

ら
し
い
彼
は
そ
れ
な

り
の
実
力
者
ら
し
く
も
う

独
で
第
七
十
四
層
は

破
し
て
き
た
よ
う
だ

た

第
七
十
四
層

の
ボ
ス
部

を

影
し
た
記
録
結

を
証

と
し
て
持

て
き
た
の
で

そ
れ
は
事
実
ら
し
い
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気
に
な
る
事
が
無
い

で
は
無
い

 
リ
ズ
ベ

ト
君
が

む
武

で

入
し
た
と
い
う
片
手
剣
は

礼

に
作
ら
れ
た
と
い
う
設

定
の
剣
つ
ま
り
は

値
と
攻
撃
力
が

め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
代
物

そ
の
場
に

合
わ
せ

た
キ
リ
ト
君
の
話
で
は

推

の
レ
ベ
ル
は

り
ら
し
い
か
ら

か
疑
問
が
残
る
話
で
は
あ

る

そ
の
剣
で
は
ま
ず
七
十
四
層
は
突
破
出
来
な
い

だ

 
武
器
も
攻
撃
力
数
値
か
ら

正

層
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る

第
七
十
層
で
手
に
入
る
武
器

は
そ
の

層
の
ボ
ス
戦
や
第
七
十
一
層
ま
で
使
う
の
が
限
界
で
第
七
十
二
層
で
は

に
立
た

な
い

第
七
十
一
層
で
手
に
入

た
武
器
で
あ
れ
ば

第
七
十
三
層
で
は

に
立
た
な
い

 
こ
の
よ
う
に
大
体
入
手
し
た

層
か
ら
一
層
上
ま
で
使
え
る
の
が
良
い
方
だ

キ
リ
ト
君
が

持
つ
エ
リ

シ
デ

タ
を
始
め
と
す
る

や
レ
ア
リ
テ

の
高
い
も
の
で
あ
れ
ば

そ
れ
に
見

合
う
だ
け
⻑
く
使
え
る
が

大

は
す
ぐ

い

え
を
要
求
さ
れ
る
と

え
て
い
い

 
キ
リ
ト
君
が
使

て
い
た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
は
多
大
な
苦
労
を
要
さ
れ
る
た
め
デ
フ

ル

ト
で
第
三
層
フ

ル
ド
最
大
強
化
品
で
第
四
層
フ

ル
ド
ま
で
使
え
る
の
で
破
格
の
性
能

だ

た

 
反
面
ア
ス
ナ
君
が
使

て
い
た

剣
ウ

ン
ド
フ
ル

レ
は

常
モ
ン
ス
タ

の
ド
ロ

プ
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で
あ
る
た
め

最
大
強
化
で
も
第
二
層
で

に
攻
撃
力
不
足
は

め
な
か

た

そ
れ
で
も
ド

ロ

プ

の

ね
合
い
か
ら

剣
で
も
保

た
方
と

え
る

彼
女
は
第
三
層
で
イ
ン
ゴ

ト
に

し
て
新
た
に
鍛
え
直
し

今
で
は
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
と
し
て

を
変
え

使

て
い
る

 
そ
し
て

ア
キ
ト

が

入
し
た
と
い
う

ア
ル
ジ

ン
ト
ブ
レ

ド

は

第
七
十
一
層
以

で
入
手
可
能
と
な
る

か
ら
製
作
可
能
な
片
手
剣
の
一
つ

似

た
攻
撃
力
数
値
の
中
か

ら
ラ
ン
ダ
ム
に
製
作
さ
れ
る
そ
れ
は
そ
の

か
ら

ば
れ
る
片
手
剣
カ
テ
ゴ
リ
武
器
の

中
で
も
パ
ラ
メ

タ
は

め

プ
レ
イ

が

う
外
れ
武
器
だ

 
つ
ま
り

す
る

層
は
第
七
十
一
層
良
く
て
第
七
十
二
層
程

な
の
だ

第
七
十
四
層
で

も
時
間
を
掛
け
れ
ば
突
破
は
出
来
な
く
も
無
い
が
そ
ん
な
に
モ
ン
ス
タ

一
体
に
掛
け
る
戦
闘

時
間
を
⻑
引
か
せ
て
は
攻
撃
回
数
も
多
く
な
る
と
い
う
事
だ
か
ら
武
器
の

値
の

も

し
く
な
り

全
損
す
る
可
能
性
が

め
な
い

 
と
は

え

こ
れ
を
打
破
す
る
手

は
無
い

で
も
無
い

 

か
ら
製
作
さ
れ
る
武
器
の
強
さ
を
決
め
る
要

は
全
て
で
五
つ

プ
レ
イ

依
存
が
三

つ

依
存
が
二
つ
だ

 
そ
れ
は
鍛
冶
師
の
ス
キ
ル

練

使

す
る
ハ
ン
マ

使

す
る

の
タ
イ
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プ

の
レ
ア
リ
テ

 
前
二
つ
は

に
分
か
る
だ
ろ
う

練

が
高
く
な
れ
ば
製
作
さ
れ
る
武
器
の
上
限
パ
ラ

メ

タ
が
解
放
さ
れ
る
上
に
高
い
パ
ラ
メ

タ
配
分
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
る

ハ
ン
マ

の
ラ
ン
ク
が
高
け
れ
ば
更
に
ブ

ス
ト
が
掛
か
る

 
ち
な
み
に
ど
ち
ら
も
武
器
の
強
化
成

に
も

わ
る

 

は

に
リ
ズ
ベ

ト
君
の
よ
う
に

を
構
え
て

定
式
の

を
使
う
か
キ
リ

ト
君
の
よ
う
に
持
ち
運
ぶ

を

い
る
か
だ

本
的
に
大
型
と
な
る

定
式
の
方
が
製
作

武
器
の
パ
ラ
メ

タ
は
高
く
更
に
は
他
の
ス
テ

タ
ス
付
与
の
数
値
も
高
い
値
で

ま
り
や
す

く
な

て
い
る

 
更
に

値
を
回
復
さ
せ
る

ぎ
に

し
て
も
最
大
値

の
抑
制
は

定
式
の
方
が
掛
か

り
や
す
い

 
鍛
冶

を
開
く
者
が
少
し
で
も
他
の
者
よ
り
有

に
な
る
た
め
に
と
実

し
た
シ
ス
テ
ム
だ

や
は
り
多

の
お
金
を
払

て

を
持
つ
の
だ
そ
れ
く
ら
い
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
は
あ

て

然
る
べ
き
だ

先
達
と
な
る
者
が
苦
労
す
る
の
に
後
発
の
者
が

に
追
い
越
し
て
し
ま

た
ら

や
る
せ
な
い
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に

の
タ
イ
プ

 
こ
れ
も
プ
レ
イ

の
ス
テ

タ
ス
タ
イ
プ
と
同
様
パ
ワ

タ
イ
プ
と
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
が

あ
る

前
者
は
攻
撃
力
や

値
が
高
く
な
り

い
反
面
重
く
後
者
は

で
ク
リ
テ

カ
ル

や
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
が
高
い
反
面
攻
撃
力
や

値
は

め
と
い
う
一
⻑
一

の
特
性

を
持
つ

 
こ
れ
ら
を
特
化

あ
る
い
は
平

化
さ
せ
る
の
が
強
化
だ

武
器
に
重

を
加
え
た
り

を
増
や
し
た
り

さ
を
増
や
し
て
特
化
さ
せ
た
り
な
ど
を
す
る
事
で
自
分
だ
け
の
武
器

を
作
れ
る

 
最
後
に

の
レ
ア
リ
テ

 
こ
れ
は
製
作
さ
れ
る
武
器
が
攻
撃
力
を

め

合
的
に
高
い
値
に
な
る
武
器
が
作
ら
れ
や
す

く
な
る
確

に

わ

て
い
る

こ
の
レ
ア
リ
テ

が
高
い
も
の
は

本
的
に
強
い
武
器
と

て
良
い

品
で
あ
る
エ
リ

シ
デ

タ
を
イ
ン
ゴ

ト
に

せ
ば
同
様
に
強
い
武
器
が

流

に
二
十
層
以
上
の
継

使

は
無
理
だ
ろ
う
が

出
来
上
が
る
可
能
性
が
高
く
な
る

 
現
に
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
か
ら
作
ら
れ
て
い

た
彼
の
片
手
剣
は
彼
自
身
の
ス
テ

タ
ス
も

て

力
の
高
い
ボ
ス
を

手
に
も
有

打
と
な
る
パ
ラ
メ

タ
を
ど
れ
も
有
し
て
い
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た 

が

い
た
い
か
と

う
と
件
の
剣
を
鍛
冶

で
イ
ン
ゴ

ト
に

せ
ば
強
い
剣
に
変
え

る
事
も
可
能
な
の
だ

こ
れ
を
キ
リ
ト
君
と

縁
の
あ
る
者
達
は

継
承

と
呼
ん
で
い
る

 
更
に
色
は
高
い

練

の
鍛
冶
ス
キ
ル
を
持
つ
鍛
冶
師
に
依
頼
す
る
事
で
リ

イ
ン
ト

に
よ
る
変
更
が
可
能
な
の
で

同
じ
剣
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
も

定
出
来
な
い

 
白
い
剣
と

て
も

え
ば
私
が
持
つ
十

剣
の
よ
う
な
も
の
だ

て
あ
る
し

リ

イ

ン
ト
し
て
い
れ
ば
キ
リ
ト
君
の
エ
リ

シ
デ

タ
も
黒
か
ら
白
へ
と
変
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

だ
か
ら
よ
り
強
い
剣
を
手
に
入
れ
て
か
ら
白
に
リ

イ
ン
ト
し
た

と
い
う
可
能
性
も
存
在
す

る 
つ
ま
り
プ
レ
イ

の
強
さ
を
武
器
だ
け
で
判
断
す
る
の
は

し
い
し
か
も
人
伝
の
話
と
も

な
れ
ば

更
だ

事
実
と
し
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

と
思
わ
れ
る
ア
キ
ト
は
第
七
十
二
層

の
剣
を
持
て
て

入
出
来
た
の
だ
か
ら

金
を
持

て
い
て

つ
剣
を
持
ち
上

ら
れ
た
と
い
う
事
か
ら

最

限
そ
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
は
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る

 
更
に
ス
ピ

ド
ア
タ

カ

で
あ
る
の
な
ら

値
に
ス
テ

タ
ス
ボ

ナ
ス
を
振

て
い

る

そ
の
分
重
い
剣
を
持
ち
上

る
の
が

し
い
の
だ
か
ら

も
う
少
し
レ
ベ
ル
は
高
い
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だ

攻
略
組
の
参
加
を

す
呼
び
掛
け
の
中
に
記
載
し
て
い
る
平

レ
ベ
ル
に
近
い
値
は
あ
る
と

思
わ
れ
る

 
と
に
か
く

事
実
か
ら

手
の
実
力
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
し
て
現
状

ア
キ
ト

の
実
力
は
攻
略
組
に
参
入
出
来
る
も
の
は
あ
る
と

え
ら
れ
る

 
つ
ま
り
問

な
の
は
ス
キ
ル
や
本
人
が
思

す
る
戦
略
性
そ
し
て
人
間
性
か
ら
来
る
協

性

な
ど
だ

テ
ス
ト
は
こ
れ
ら
を
見
る

に
実

さ
れ
る
の
で
あ
る

テ
ス
ト
の
内
容
は
二
種

一
つ
目
は
攻
略
組
の

か
と
デ

エ
ル
を
す
る

二
つ
目
は
最
前

線
で
の
パ

テ

プ
レ
イ
だ

ち
な
み
に
キ
リ
ト
君
に
立
ち
会

て
も
ら
い
た
い
の
は
デ

エ

ル
の
方
だ前

者
は
本
人
の
実
力
を
見
る

二
つ
目
は
パ

テ

で
の

を
決
め
る
の
と
本
人

の
協

性
を
見
る

か

思

た
よ
り
は
マ
ト
モ
な

験
内
容
だ
が

ど
う
か
し
た
か
ね

 

か
気
に
な
る
事
で
も

の

験

が

き

ま
れ
て
い
れ
ば
た
と
え

応
し
い
実
力
が
無
く
て
も
参
入
が
許
さ

れ
る
な

と
思

た
が
話
か
ら

す
る
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ
そ
れ
に
他
の
攻
略
組

も
立
ち
会
う
ん
だ
ろ
う



 第四十五章 〜禍福は糾える縄の如し〜

う
む

然
だ

共
に
戦
う

間
に

応
し
い
か
は

も
が
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

せ
命
を

け
る
に
足
る
か
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
な

な
ら

少
な
く
と
も

験

の
不
正
は
無
い
と

え
て
よ
さ
そ
う
だ
な

 
少
し
安
心
し
た
よ
う
に

み
な
が
ら
キ
リ
ト
君
は

う

そ
の
様

に

私
は
少
し
意
外
に

思

た
少
し
意
外
だ
な

君
は
も
う
少
し

そ
の
彼
の
参
入
に
反
対
し
た
り

絶
を
し
た

り
と
い

た
反
応
を
見
せ
る
か
と
思

た
の
だ
が

別
に

け
容
れ
ら
れ
る

じ

無
い

か
つ
て

を
見
捨
て
た

本
人
を

け
容
れ
ら

れ
る

が
無
い

 
だ
が

と
彼
は
そ
こ
で

葉
を

切

た

一
人
の
意
思
は
全
体
の
意
思
よ
り

先
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

そ
れ
は
集

の
和
を
乱
す
か

ら

い
て
は
集

の
壊
滅

つ
ま
り
は

達
の
死
に
直
結
す
る

 
そ
の
表
情
は
ど
こ
か

と
し
て
い
て

悲
し

で
も
あ
り

虚
し

で
も
あ

た

 
そ
ん
な
彼
の

葉
を

い
た
私
の

裏
で
は
一
部
が
別
の

葉
に

き
換
え
ら
れ
て

こ
え
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て
い
た

  

一
人
の
命
は

全
体
の
命
よ
り

先
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

  
私
に
は

彼
が

に
し
た

意
思

と
い
う
部
分
が

命

と

こ
え
た

 
だ
が
仕
方
な
い
だ
ろ
う

彼
は
今
ま
で
こ
の
世
界
で
す
ら
世
界
最
強
の
姉
と
神

の
兄
の
名

声
に

ら
れ
命
を

わ
れ
て
き
た
の
だ

そ
の
神

の
兄
本
人
が
来
た
と
な
れ
ば
こ
れ
ま

で
よ
り
も
更
に

殺
隊
を
始
め
彼
に

心
を

や
す
者
達
の
活
動
が

化
す
る
の
は
容

に
想

像
が
つ
く

 
実
兄
の
参
入
は

す
な
わ
ち
キ
リ
ト
君
の
命
が

え
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
も
あ
る
の
だ

 
実
兄
が
成

し
あ
る
い
は
一

で
も
キ
リ
ト
君
が
失

す
れ
ば

あ
と
は
も
う
転
が
り

ち
る
だ
け
だ
ろ
う

せ
キ
リ
ト
君
が
し
て
き
た
事
が
事
だ

た
と
え
こ
の
世
界
の

序
と

人

の
生
の

と

え
ど
理
解
さ
れ
る

も
無
い

そ
も
そ
も
彼
ら
が
理
解
を

み
決
め
付
け

て
い
る
の
だ
か
ら

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
君
は
自
ら
の

を
仕
方
な
い
と
そ
れ
以
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上
苦
慮
し
て
も

無
い
事
だ
と

観
し
て
い
る

私
達
に
表
立

て
自
ら
を

う

動
の

全
て
を
禁
じ
て
い
る
の
も

に
な
る
時
が
来
た
時
に

き

ま
せ
な
い
た
め

 
キ
リ
ト
君
の

一

と
し
て
の

ビ

タ

と
し
て
の
在
り
方
を
示
す

葉
だ
ろ

う
こ
れ
は

自
ら
の
哀
し
み
や
絶
望
で
は
無
く

の
身
勝
手
な
希
望
と
期

を

先
し
て

行
動
し
て
い
る
の
が
そ
の
証

そ
れ
で

そ
の
テ
ス
ト
は

時
に
ど
こ
で
行
わ
れ
る
ん
だ

前
九
時
集
合
場

は
第
二
十
二
層
主

だ

フ

ル
ド
に
は
モ
ン
ス
タ

が

な
い

か
ら
な
闘
技
場
の
よ
う
に
離
れ
て
い
た
り
人
目
が
あ
る
場

は

け
る
べ
く
そ
こ
に
な

た
ら

し
い

分
か

た

 
流

に
潜

し
て
い
る

層
で
行
わ
れ
る
の
は
予
想
外
だ

た
ら
し
く

か
に
暗
い
表
情
を

め
た
彼
は

そ
れ
も

を

て
も
無

だ
と
ば
か
り
に

息
を

い
た

そ
れ
じ

あ

は
そ
ろ
そ
ろ
帰
る

リ

姉
達
が
お

を
空
か
せ
て
る
だ
ろ
う
し
な

あ
あ

道
中
気
を
付
け
た
ま
え

み
入
る
よ

そ
れ
じ

あ

ま
た
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私
の

意
に

の

を
釣
り
上

た
彼
は

を

め
な
が
ら
そ
う

て

開
け
た

を

潜

て
退

し
た

そ
の

は
彼
が
ど
う
気
を
付
け
よ
う
と

け
ら
れ
な
い
事

が
あ
る
と

観
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

 
ど
れ
だ
け
キ
リ
ト
君
が
気
を
付
け
よ
う
が

手
の
方
か
ら
向
か

て
く
る
の
で
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い

そ
う
い
う
事
だ
ろ
う

が

い
な

 
キ
リ
ト
君
の
事
彼
の
実
兄
ア
キ
ト
と
繋
が

て
い
る
と
い
う
行
方
知
れ
ず
の
キ
バ
オ
ウ
君
の

事
別
タ
イ
ト
ル
と

信
し
た
事
第
三
ク

タ

ボ
ス
の
事

憂
慮
す
べ
き
事
が
多
す
ぎ

る 
し
か
も
そ
の
大

に
彼
が
意

せ
ず

わ

て
い
る
と
い
う
始

 

労
故
か
そ
れ
と
も
気
を

み
過
ぎ
て
い
る
故
か

の

が
ズ
キ
リ
と

か
に

い
た
気

が
し
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
本

に
第
三
ク

タ

突
破
ま
で
⻑
い
な

初
の
予
定
で
は
こ
の
章
の
時
点
で
多

分
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
し
て
る

だ

た
ん
で
す
が

 
そ
ろ
そ
ろ
い
い
加

ニ
シ
ダ
さ
ん
イ
ベ
ン
ト
を

動
し
よ
う

話
が
話
だ
け
に
す
ぐ
終
わ
る
気

も
し
ま
す
が

圏
内
事
件

の
時
の
フ
ラ
グ
再

 
さ
て
さ
て

今
話
で
色

と
ぶ

こ
み
ま
し
た

 
ま
ず
新
ポ

シ

ン
の

い

静
に

え
た
ら
色

と

バ
い
ん
で
す
よ
ね
完
全
回
復
の

ポ

シ

ン
一
つ
で

場
は

れ
る

チ
ラ

と
し
か
書
い
て
な
い
で
す
が
一
体
の
ス
ラ
イ
ム

か
ら
複
数
個

が

ち
る
か
ら

さ
え
あ
れ
ば
タ
ダ
で
完
全
回
復
ア
イ
テ
ム
を

出
来
る

で
す
し

 
そ
の
ス
キ
ル
が

重
過
ぎ
る
ん
で
問

に
な

て
る
ん
で
す
け
ど

解
説
し
て
い
る

り

ポ

シ

ン
作
成

ス
キ
ル
は
不
人
気
要

に
し
て
る
の
で

序

は
と
も
か
く

 
ち
な
み
に
文
中
に
明
記
し
て
ま
せ
ん
が

現
在
の

練

は
シ
リ
カ
よ
り
キ
リ
ト
の
方
が
上

と
い
う
認
識
で
今
話
を
書
い
て
ま
す

独
で
最
前
線
付
近
の

集
め
が
出
来
な
い
シ
リ
カ
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で
は

ど
う
し
て
も

練

の
上
が
り

が
キ
リ
ト
よ
り
小
さ
く
て

追
い

か
れ
て
し
ま

た

と
い
う
感
じ
で
す

多
分
こ
の
理
由
な
ら
そ
こ
ま
で
変
で
は
無
い

中
層

の

よ

り
上
層
の

の
方
が

練

は
上
が
る
と
思
う
し

 
そ
も
そ
も
シ
リ
カ
が
ポ

シ

ン

を

し
始
め
て
か
ら
あ
ま
り
時
間
は
経

て
な

い

期
間
は
明
確
に
し
て
ま
せ
ん
が
少
し
前
の
ユ
ウ
キ

点
と
今
話
の
ア
ル
ゴ
の
会
話
文
か
ら

い
事
は

み
取
れ
る
よ
う
に
し
て
ま
す

 

に
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
様
子

と

う
か

そ
れ
を

し
む
キ
リ
ト
の
構

 

み
返
し
た
ら
分
か
り
ま
す
が
今
話
の
ア
ス
ナ

点

め
こ
れ
ま
で
の
話
で

か
が

い

て
い
る
時
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

い
て
い
る

写
は

無
か

た
り
す
る

に

ま

て

い
る
と
か
そ
う
い

た

写
す
ら
無
い
で
す
だ

て
感

は
し
て
て
も

は
し
て
な
い
か
ら

 
そ
れ
を
キ
リ
ト
は

し
く

え
ま
し
た

が
一

で
も
同
時
に
和
人
／
キ
リ
ト
な
ん
で

し
む
場
面
を
一

は
入
れ
た
か

た
ん
で
す

で
も
原
作

り
の
真
名

破
は
多
分
し
な
い

す
る
と
し
て
も
原
作
の
や
り
方
は
さ
せ
な
い

 

に

第
七
十
五
層
ボ
ス
戦
の
話

 
偵

隊
に
キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
参
加
し
て
勝
負
を
掛
け
に
出
る
の
は
他
に

を
見
な
い
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の
で
は
な
い
で
し

う
か

 
一
応
開
設
す
る
と
本
作
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
原
作
と
違

て
真

白
な
の
で

か
書
い
て

ま
す
が
プ
レ
イ

を
一
人
で
も
生
き
残
ら
せ
よ
う
と

と
必
死
で
す

黒
幕
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

第
七
十
五
層
の
仕
様
を
知

て
い
な
が
ら
偵

隊
を
向
か
わ
せ
ま
し
た
が
本
作
は
真
逆
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

者
を
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
足
掻
き
ま
す

迷

攻
略
に
出
て
い
た
の
が
そ

の
証

原
作
で
は
あ
ん
ま
り
動
か
な
い

で
す
か
ら

 
そ
れ
故
の
差
異

こ
こ
で
全
滅
さ
せ
た
ら
本
作
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

場
と
バ
レ
た
時
に

バ

い
で
す
か
ら
ね

キ
リ
ト
勢
は
ま
だ
し
も

そ
れ
以
外
の
面

は
今
で
も

全
損
イ
コ

ル
現

実
で
の
死
と

え
て
い
て

場
が
黒
幕
と
信
じ
て
疑

て
な
い
状

な
の
で

今
後
を

す

る

は
こ
の
部
分

 
て
か

で
動
か
な
い
の
に
信

さ
れ
て
た
ん
だ
ろ
う
あ
の
人

キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ

ど
動

い
て
な
い
と
思
う
の
に
な

プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
の
キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ
レ
ベ
ル
で
動
か
な
い

と

エ
ギ
ル
や
ク
ラ
イ
ン
達
か
ら
信

は
さ
れ
な
い
と
思
う
の
に

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
の

を
フ
ル
活

す
る
な
ら
味
方
は
少
な
い

ど
良
い
で
す
か
ら
ね

本
人
は

か
と

た
い
の
に
戦
闘
ス
タ
イ
ル
が

ロ
に
特
化
し
て
い
く
の
が

と
も

え
な
い
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武

の
損

は
自
己
修
復
可
能

鍛
冶

裁

持
ち

だ
し

回
復
ア
イ
テ
ム
は
自

力
で

意
出
来
る

持
ち
し
原
作
キ
リ
ト
と
違

て
家
事
ス
キ
ル
が

て
る
し

ボ
ス
戦
ど
こ
ろ
か
戦
闘
は
ぶ

ち

け
一
人
の
方
が
強
い
し

 

原
作
キ
リ
ト

一

よ
り
も

て
ま
す
な
戦
闘
能
力
の

向

一
人
の
方
が
良
い
と

か
完
全
に
タ
イ
プ
が
エ
ネ
ル
ギ

消
滅
型
の

白
式

と
真
逆

ピ

キ

ど
こ
ろ
じ

ね

期
決
戦
型
な
の
は
同
じ
な
の
に
ス
タ
イ
ル
が
真
逆
と
か

し
か
も
一
対
一
だ
け
で
な
く
一
対
多

に
も
特
化
し
て
い
る
と
い
う
有
様

 
デ
メ
リ

ト
も

応
に
あ
る
か
ら
魔

だ
け
と
は

え
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
そ
れ
で
も

こ
う
な
る

て

こ
れ
よ
り
上
レ
ベ
ル
で
ス
タ
ン
ダ

ド
最
強
設
定
な
世
界
最
強
と
性
格
悪
い

神

を
ど
う
書
け
と

 
最
後
に
ア
キ
ト
参
戦
予
定

会
う
時
は
デ

エ
ル
で
す
ね

手
は

え
中
あ

る
い
は
二

三

戦
さ
せ
る
か
と
も
思

て
る

キ
リ
ト
が

手
の
場
合
は
一
戦
だ
け

 
二
つ
名
は

多
分
予
想
付
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
が

白
の
剣
士

で
す

黒
の
剣
士

で

あ
る
キ
リ
ト
と
対

あ
と
は
原
作
一

の
カ
ラ

で
あ
る
白

零

白
夜

の
白
と
合
わ
せ

る
事
で
の
一

ポ
ジ
的
オ
リ
キ

ラ
に
対
す
る

肉
で
す
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他
の
方
の
作
品
と

る
二
つ
名
で
す
が
他
に
思
い
付
か
な
か

た

白
以
外
で
似
合
う
色

が
黒
し
か
無
か

た

 

入
し
た
剣
が
ど
う
な

て
る
か
は
お

し
み

そ
こ
ま
で
ぶ

ん
だ
も
の
に
は
な
ら
な

い

予
定

 

話
で
デ

エ
ル
ま
で
行
け
る
か
な

多
分
無
理
だ
な

ア
ス
ナ

る
し

ユ
ウ
キ

の
時
み
た
い
に
後

に
入
る
感
じ
か
な

 
デ

エ
ル

手
は
キ
リ
ト
ガ
チ

白

二
刀

一
刀

ヒ

ス
ク
リ
フ
ア
ス
ナ

ラ
ン

ユ
ウ
キ
く
ら
い
で
す
か
ね

大
穴
で
サ
チ
か
ク
ラ
イ
ン

 
キ
リ
ト
の
場
合

ナ
ン
は
ど
う
し
よ
う

 
ど
れ
が
良
い
か
な
悩
む
な
キ
リ
ト
の
場
合
は
展
開
と
結
果

方
悩
む

ヒ

ス
ク
リ
フ

め
て

点
も
悩
む

他
の
四
人
は
書
き
や
す
い
ん
だ
が

こ
の
二
人
の
苦
戦

て
書
き

い

 
⻑

と
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
六
章
 

黒
の
煌
め
き

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は

ち
に

た
人
も
い
る
で
あ
ろ
う
ア
ス
ナ
回
で
す

話
の
展
開
は
原
作
の
ラ
グ

ラ
ビ

ト
回
に
近
い
で
す
ね

 
ア
ス
ナ
の
性
格
や

を
再
現
出
来
て
い
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す

 
今
話
は
オ

ル
ア
ス
ナ

点
文

数
は

時
も
よ
り
少
な
め
の
約
一
万
七
千
文

キ
リ
が

良
か

た
か
ら
切

た
ら

め
に
な
り
ま
し
た

 
お

し
だ

た
で
し

う
が

や
は
り
デ

エ
ル
回
に
行
か
な
か

た

書
け
ば
出
る
出

る

ア
ス
ナ
の
お
話

 
ま

色

と
カ
オ
ス

て
ま
す

主
に
和
気

か
ら
ド
シ
リ
ア
ス
モ

ド
へ
の
転
換
が

書
い
た
後
に
思

た
ん
で
す
が

バ
い
く
ら
い
カ
オ
ス

た

 
で
は
ど
う
ぞ
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ん

 

⻑

の
前
の
廊
下
で

て
い
る
と
話
が
終
わ

た
の
か
キ
リ
ト
君
が

⻑

か
ら
出
て

来
た

 

を
開
け
て
私
を
見
た
彼
は
私
が
こ
こ
に
ま
だ

た
と
思
わ
な
か

た
の
か
少
し
虚
を
突
か

れ
た
よ
う
に

の
表
情
で
見
上

て
来
た

ア
ス
ナ
か

も
し
か
し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
伝
え
る
要
件
が
残

て
い
た
の
か

 
後
ろ
手
で

を

め
た
キ
リ
ト
君
は
ま
ず
真

先
に
私
が
ま
だ
残

て
い
た
事
を
問
い

し

て
き
た

に
し
た
予
想
は
ま

私
が
血

騎
士

の

⻑
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い

 
た
だ
そ
の
予
想
は
外
れ
て
い
た
の
で

私
は
苦

し
な
が
ら

を
横
に
振

た

が
あ
る
の
は

⻑
じ

な
く
て

キ
リ
ト
君
の
方
だ
よ

 

か
怒
ら
れ
る
よ
う
な
事
を
し
た
覚
え
は
無
い
ん
だ
け
ど

 
自
分
に

が
あ
る
と

わ
れ
て
更
に
疑
問
を
覚
え
た
ら
し
い
キ
リ
ト
君
は

け
て
見

違
い
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な
予
想
を

に
し
た

故
そ
う
自
分
が
悪
い
と
い
う
思

を
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

た

違
う

て

今
日
の
事
で
お
礼
を
し
た
く
て

て
た
の

あ

て
お
く
け
ど
も
う

お
礼
は
も
ら

た

な
ん
て

う
の
は
無
し
だ
か
ら
ね

む

先
手
を
取
ら
れ
た

 

い
そ
う
な
事
を
先
に

じ
て
み
れ
ば
正
に
そ
う

お
う
と
し
て
い
た
ら
し
い
キ
リ
ト
君
は

少
し

然
と
し
た
よ
う
な
面
持
ち
に
な
り

い
じ
け
た
よ
う
に

を

ら
せ
見
上

て
来
た

 
そ
の

を
見
て

し
て
や

た
り

と
思
わ
ず

み
を
浮
か
べ
て
し
ま
う

 
そ
れ
は
と
も
か
く
彼
も

し
い
身
だ
か
ら
出
来
る
だ
け

く
話
を
切
り
上

た
方
が
良
い
だ

ろ
う

ど
こ
で

が

き

を
立
て
て
い
る
か
知
れ
な
い
の
だ
か
ら

私
と
親
し
い

だ
と
知
ら

れ
た
ら
色

と
面
倒
な
事
に
も
な
る
し

ね

こ
の
後

少
し
時
間
あ
る

 
お
礼
に
な
ら
な
い
と
思
う
け
ど

キ
リ
ト
君
に
ご

を

馳

し
た
い
な
と
思

て
て

残
念
な
が
ら

帰
り
を

て
る
人
達
が

る
か
ら
な

理

ス
キ
ル
を
取

て
る
の
は

だ
け
だ
か
ら
作
り
に
帰
ら
な
い
と
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あ

そ

か

そ
う

だ
よ
ね

 
お
礼
の
一
つ
と
し
て
ご

を
作

て
あ

た
い
な
と
思

て
い
た
の
だ
が
よ
く
よ
く
思
い
出

せ
ば
以
前
私
が
お

り
を
し
た
彼
の
ホ

ム
に
は
現
在
リ

フ

ち

ん
シ
ノ
の
ん
ス
ト

レ
ア
さ
ん
の
三
人
が

候
し
て
い
る
の
だ

 
ス
ト
レ
ア
さ
ん
は
経
歴
不

な
の
で
知
ら
な
い
が
恐
ら
く
他
の
二
人

め
て

理
ス
キ

ル
は
取

て
い
な
い
だ
ろ
う

で
あ
れ
ば
家
主
で
あ
る
キ
リ
ト
君
が
必
然
的
に
ご

を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
に
な
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
い
う
別
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
し
て
い
た
リ

フ

ち

ん
な
ら

理

ス
キ
ル
を

取

て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
さ
そ
う
だ
が

な
ら
仕
方
な
い
ね

ま
た
別
の
機
会
に
す
る
よ

悪
い
な

い
内
に

 
キ
リ
ト
君
が

葉
を

け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

ろ
ん
と

や
か
な
電
子

が
鳴

た

 
こ
の

は
フ
レ
ン
ド
メ

セ

ジ
が
届
い
た
事
を
知
ら
せ
る
電
子

で
オ
プ
シ

ン
設
定
か

ら
他
プ
レ
イ

に
も

が

こ
え
る
よ
う
に
す
る
か
の
設
定
が
可
能
だ

他
人
に
知
ら
せ
た
く

な
い
の
な
ら
オ
フ
設
定
を
す
る
だ
ろ
う
が
大

の
プ
レ
イ

は
こ
れ
を
オ
ン
に
す
る

だ
か
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ら
私
に
も

こ
え
た
の
だ

 
悪
い
と

く
断
り
を
入
れ
て
か
ら

界

に
表
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
メ

セ

ジ

信

ア
イ
コ
ン
を
タ

プ
し
た

私
か
ら
は
虚
空
に
指
を

ば
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

キ
リ

ト
君
は

直
後
表
示
さ
れ
た
ウ

ン
ド
ウ
に
目
を
や

た

 
こ
の
ウ

ン
ド
ウ
も

本
的
に
他
人
に
は
不
可

設
定
で
あ
る
た
め
真

白
に
し
か
見
え
な

い

可

設
定
に
す
れ
ば
私
に
も
ウ

ン
ド
ウ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
メ

ル
の
文
面
を

む
事
が
出
来
る

か
ら
だ

た

ス
ト
レ
ア
か
ら
だ

今
日
は
外
食
に
す
る

て

ど
う
や
ら
今
日
の
事
後

理
で
話
が
⻑
引

く
と
思

た
か
ら
ら
し
い
な

あ
 
ど
う
や
ら
送
信
者
は
ス
ト
レ
ア
さ
ん
で
今
日
の

を
外
食
で
済
ま
せ
る
事
で
キ
リ
ト
君
へ

の
負

を
和
ら

よ
う
と

え
た
ら
し
い

 
ま

⻑
と
一
緒
に
迷

へ
入

て
い
て
出
る
時
も
一
緒
だ

た
か
ら
多
少
は
事
情
を

知

て
い
た
の
な
ら
そ
う

え
て
も
お
か
し
く
は
な
い

キ
リ
ト
君
は

だ
か
ん
だ
で
攻
略
組
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に
最
も

し
て
い
る
プ
レ
イ

だ
し
殺

と
し
て
い
る
裏
に
も

わ

て
い
る
人
物
だ
か

ら

オ
レ
ン
ジ

の
事
後

理
に

わ
る
と
は

に

え
る
だ
ろ
う

 
実

は
ク
ラ
デ

ル
を

行
で
監
獄
に

き

ん
だ
後
少
し
話
し
た
だ
け
な
の
だ
が

と
い
う
か
メ
イ
ン
は
彼
が
見
つ
け
出
し
た
ポ

シ

ン

に
つ
い
て
だ

た
か
ら

外
れ
て
い

る 
と
は

え
と

中
で

き
な
が
ら

界

上
の
時

を
見
る

現
在
時

は

後
七
時
を
少

し
回

て
い
た

 
ク
ラ
デ

ル
に
襲
わ
れ
キ
リ
ト
君
が

り

ん
で

ら
え
た
の
が

後
三
時

迷

を
出
た
の
が
六
時

手
前
だ

た

そ
こ
か
ら
監
獄
へ
行
き
事
後

理
を
行

て
い
た
と

え

る
と

で

後
八
時

九
時
を
回

て
も
お
か
し
く
は
無
い

 
実

は
も
う
終
わ

て
し
ま

た
の
で
あ
る
が

 

と
し
た
ら
ス
ト
レ
ア
さ
ん
は
気
を

か
せ
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か

私
が
キ
リ
ト
君

に

ら
か
の
お
礼
を
す
る
と
し
て
そ
の
時
間
を
作

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か

そ
う
と
も

え

ら
れ
る

 

少
し

い

え
方
だ
が
あ
の

放
な
性
格
か
ら
だ
と
ち

と

え

い

偶
然
タ
イ
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ミ
ン
グ
が
重
な

た
の
が

な
線
だ

 
真
実
は
ど
う
あ
れ
キ
リ
ト
君
に
時
間
が
出
来
た
と
い
う
の
は
事
実
だ

こ
れ
を

す
手
は
無

い

こ
の
機
を

せ
ば

は

時
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
の
だ

 
そ
も
そ
も
あ
ま
り
時
間
を

い
た
ら
キ
リ
ト
君
が
時

と

て

け
取

て
く
れ
な
く
な
り

そ
う
だ
し

じ

あ
時
間
が
空
い
た

て
事
だ
よ
ね

帰

て

と
製
作
に
時
間
を
使
い
た
か

た
ん
だ
が

ま

そ
う
だ
な

な
ら
お

葉
に
甘
え
て

に
与
ら
せ
て
も
ら
お
う
か
な

 
少
し
の

め
息
を

い
た
後

み
と
共
に
キ
リ
ト
君
は
そ
う

て
き
た

 
そ
の

葉

い
が
似
合

て
な
く
て
思
わ
ず
苦

し
て
し
ま
う

あ
ん
ま
り

し
い

葉
を
使

て
る
と

め
ら
れ
て
る

て
思
わ
れ
か
ね
な
い
か
ら
や

め
た
方
が
良
い
よ

あ
と

君
の
見
た
目
と
あ
ん
ま
り
合

て
な
い
し

む
 
苦

と
共
に
思

た
事
を
あ
ま
り
気
に

ら
な
い
よ
う

葉
を

び
な
が
ら

う
と
キ
リ

ト
君
は
ま
た
少
し
む

と
し
た
よ
う
な
表
情
に
な

た

ど
う
や
ら
今
は
ビ

タ

の
仮
面
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を

て
い
る
も
の
の
少
し
だ
け

も
出
し
て
い
る
状

ら
し
い

 
ク
ラ
デ

ル
や
彼
に

心
を
向
け
る
者
達
に
見
せ
る
不

な

も
格

い
い
と
思
わ
な

い
で
も
無
い
が
や
は
り
キ
リ
ト
君
に
は

の
状

が
似
合

て
い
る
と
思
う

予
想
以
上
に

な
様
は
そ
の
可

な
容

に
と
て
も
合

て
い
る
か
ら

 
心
の
中
で
そ
う
思
い
つ
つ
少
し
む

と
し
た
ま
ま

る
キ
リ
ト
君
に

み
を
浮
か
べ
て
し
ま

い
な
が
ら

彼
を
私
の
ホ

ム
へ
と

内
す
る

 

血

騎
士

の
本
部
か
ら
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ

第
六
十
一
層

セ
ル
ム
ブ
ル
グ

へ
転

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
そ
れ
ぞ
れ
ず
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
倒
さ
は
あ
る
が
そ
の
面
倒
さ
を

み

ん
で
で
も
彼
を
ホ

ム
に

く
価
値
は
あ

た

 
観
光
地
と
し
て
も
有
名
で

夜
は

が

を

ら
す

想
的
な
夜

を
歩
く
事
数
分
の
後

私
が

入
し
て
い
る
ホ

ム
へ
と

り

い
た

一

は
別
の
人
が

入
し
て
い
る
の
で
二

が

私
の
ホ

ム
に
な
る
そ
れ
は

の
横
か
ら
せ
り
出
し
て
い
る

を
上
る
事
で
入
れ
る
構

だ

は
い

こ
こ
が
私
の
ホ

ム
だ
よ

お
邪
魔
し
ま
す

 

を
開
け
て
そ
う

え
ば
ハ
イ
デ

ン
グ
で
私
の
後
を
追

て
き
て
い
た
キ
リ
ト
君
が
そ
れ
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を
解
い
て
か
ら
入

て
来
た

 

が
見
え
る
よ
う
に
な

て
も
パ

と
見
で
は
ビ

タ

だ
と
分
か
ら
な
い
よ
う
少
し

前
に
ユ
ウ
キ
達
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う

の
シ

ツ
に
ジ

パ
ン
更
に
は
髪
を
後
ろ

で
一
つ

に
結
い
上

た
格

だ

ど
こ
か
ら
見
て
も
少
女
に
し
か
見
え
な
い

 
彼
が
入

た
の
を
確
認
し
て
か
ら

を

め
キ
リ
ト
君
へ
向
き
直
る
と

か
れ
た
客
で
あ

る
彼
は
キ

ロ
キ

ロ
と
物

し
そ
う
に
彼
の
ホ

ム
に

べ
れ
ば
圧
倒
的
に
小
さ
い
部

の
内

を
見
回
し
て
い
た

 
そ
の
あ
ど
け
な
さ
を
感
じ
さ
せ
る
仕

に

ち

と

ま
し
く
な
る

ど
う

 
キ
リ
ト
君
に
は

わ
な
い
け
ど

こ
れ
で
も
ホ

ム
だ
け
で
三
百
万
コ
ル

な
ん
だ
よ

内

め
れ
ば
四
百
万
ち

と
か
な

内

に
百
万
以
上

か
な
り
の

だ
な

家

は
引

越
し
て
も
流

出
来
る
し
ね

 
ホ

ム

入

は
ま
ち
ま
ち
だ
が
百
万
コ
ル
以
上
が

三
百
万
と
も
な
れ
ば
最
高

と

な
る

 
た
だ
し
そ
れ
は
ホ

ム
の
使

目
的
に
よ

て

が

さ
れ
る

私
の
場
合
は

常
の
家
と
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し
て
の
機
能
し
か
求
め
て
い
な
い
の
で

そ
う
い
う
意
味
で
三
百
万
コ
ル
は
最
高

と

え
る

 
リ
ズ
の
よ
う
に

人
向
け
の
工

設
が
付

し
て
い
る
物
件
と
も
な
れ
ば
三
百
万
は
中

と
い

た
と
こ
ろ
に
な
る

彼
女
の
ホ

ム
は
水
車
小

と
い
う
形
で
鍛
冶
師
向
け
の
中

物

件
な
た
め
そ
れ
く
ら
い
で
抑
え
ら
れ
て
い
る

 
エ
ギ
ル
さ
ん
の
物
件
は
小
さ
く
は
あ
る
が
二

て
な
の
で
二
百
万
コ
ル

こ
れ
は
カ
ウ
ン

タ

で
の

を
目
的
と
し
た
物
件
だ
か
ら
と
さ
れ
て
い
る

 
ギ
ル
ド
ホ

ム
の
場
合

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

や

月
夜
の
黒
猫

を
始
め
と
し

た
小

の
ギ
ル
ド
向
け
で
あ
れ
ば
住

本

の
も
の
と
大
し
て
変
わ
り
無
い
が

血

騎
士

の
よ
う
に
大

と
も
な
れ
ば
大
人
数
で
コ
ル
を
出
し
合
え
る
事
か
ら
二
三
千
万
は

に

達
す
る

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
キ
リ
ト
君
の
ホ

ム
の

が
ど
れ
だ
け
異
常
か
は
分
か
る
だ
ろ
う

確
か

に
あ
の
ホ

ム
は
良
い
も
の
だ
が

故
あ
そ
こ
ま
で
高

な
の
か
は
未
だ
に
謎
だ

そ
う
い
う
キ
リ
ト
君
は
内

に

ら
な
い
ん
だ
ね

そ
も
そ
も
帰
る
目
的
で

入
し
た

じ

無
い
か
ら
な

や

鍛
冶

裁

と

い

た
生

ス
キ
ル
の

を
大

に
保
存
す
る
の
に
必
要
だ

た
か
ら

入
し
た
ん
だ
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リ

フ

達
が
来
な
か

た
ら

今
だ

て

本
は
迷

で

ま
り
し
て
た
だ
ろ
う
な

あ

キ
リ
ト
君

迷

が
ホ

ム
だ

な
ん
て

わ
れ
て
る
も
ん
ね

 
た

た
二

三
日
で
マ

ピ
ン
グ
を
終
え
て
し
ま
う
彼
は
私
や
他
の
多
く
の
攻
略
組
と
違

て
迷

で

ま
り
し

け
て
い
た

眠
時
間
は
そ
れ
な
り
に
食
事
時
間
も
キ
チ
ン
と

取

て
は
い
る
よ
う
だ
が
行
き
来
の
時
間
を
抑
え
ら
れ
る
だ
け
で
も
か
な
り
の

を

き
出

す
だ
ろ
う

 

そ
れ
を

え
れ
ば
よ
く
も
ま

日
と
今
日
で
今
ま
で
と
同
じ
八

の

ス
を
保

て
た
も
の
で
あ
る

行
き
来
の
時
間
で
か
な
り

や
し
て
い
る
と
思
う
の
だ
が

今
ま
で
も

動
の
多
く
は

て
た
か
ら
な

マ

ピ
ン
グ
だ
け
に
集
中
す
れ
ば
む
し
ろ

る
方
が

は
良
い

そ
う
で
な
け
れ
ば
た

た
二
三
日
で
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
を
完
成
さ
せ

る
事
は
不
可
能
だ

な
る

ど

 
そ
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
み
れ
ば

至
極

な

え
が
返

て
来
た

 
確
か
に
キ
リ
ト
君
は

ロ
だ
か
ら
パ

テ

メ
ン
バ

と
足

み
を

え
る
必
要
が
無
い

だ
か
ら
ダ

シ

し

け
て
い
れ
ば
マ

ピ
ン
グ
も
そ
の
分
だ
け

く
な
る
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ど
う
や
ら

ス
を
保
つ
た
め
に
そ
う
し
て
い
た
よ
う
だ

 
そ
う

中
で

得
を

き
つ
つ
私
は
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を

作
し

や
剣
を
格

し

代
わ
り
に
イ
ン
ナ

と
し
て
い
た

の
上
か
ら
⻩
緑
色
の
エ
プ
ロ
ン
を

る

 
後
ろ
手
で

を

て
か
ら
キ
リ
ト
君
に

を
向
け
た

さ
て

と

そ
ろ
そ
ろ
ご

の

を
す
る
け
ど

が
食
べ
た
い

 
キ
リ
ト
君
に
レ

シ
ピ
を

て
か
ら
更
に

て
修
行
し
た
か
ら
ね
無

な
も
の
じ

な
か

た
ら
大

の

も
の
は
作
れ
る
よ

食
べ
た
い
も
の
か

 
年
下
の
男
の
子
に

理
の

で
完
全
に
負
け
た
と
い
う
の
は
と
て
も
プ
ラ
イ
ド
に

が
入
り

味

に

き
足
ら
ず
先
日
の
お

を
再
現
さ
れ
た
事
で
完

に

さ
れ
た

だ
が
そ
れ
で

努
力
す
る
の
を
放
り
出
す
私
で
は
な
い

 
あ
れ
か
ら

い
時
間
で
は
あ

た
が
彼
に

て
も
ら

た
レ
シ
ピ

り
に
作

た
お

の

他
に

様

な

味

を

い
て
レ
パ

ト
リ

を
増
や
し
た
の
だ

 
そ
の
気
に
な
れ
ば
子

が

き
な
定
番
の
オ
ム
ラ
イ
ス
カ
レ

ラ
イ
ス
の
他
に
も
外
国
の

理
だ

て

ら
で
も
作
れ
る

ど
こ
の
フ
ル
コ

ス
だ
と
思
う
程
に

た

理
を
リ
ア
ル
で
十
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年
以
上
食
べ
て
来
た
の
だ
そ
の

に
現
実
の
レ
シ
ピ
を
教
わ

た
の
だ
か
ら
時
間
さ
え
あ
れ

ば
そ
れ
も
再
現
可
能
で
あ
る

そ
の
気
に
な
れ
ば
和
食

中
華

食

で
も
ご
ざ
れ
だ

 
だ
か
ら

程
無

な
メ
ニ

で
さ
え
な
け
れ
ば
キ
リ
ト
君
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

 
そ
う
意
気

ん
で

私
は
キ
リ
ト
君
に
ど
ん
な
要
望
を
出
す
の
か
と
期

の

線
を
送

た

 
私
の
問
い
を

け
て
少
し

し
そ
う
に

え

む
キ
リ
ト
君
は
そ
れ
か
ら
数

し
て
か
ら
私

を
見
上

て
来
た

そ
の

に
は

か
な
苦

が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
る

 
ビ
ミ

に

な
予
感
を
覚
え
た

悪
感
や

気
を
覚
え
る
意
味
で
の

な

で
は
な
く

ビ
ミ

に
期

が
外
れ
そ
う
な
予
感
で
あ
る

体
的
な

理
名
が
思
い
付
か
な
い
か
ら

ア
ス
ナ
が
得
意
な

理
が
良
い
な

む
 
こ
れ
は

さ
れ
て
い
る
と

え
て
も
良
い
の
だ
ろ
う
か

 
仮
想
世
界
と
は

え

理
ス
キ
ル
を
完
全

得
し
た

理
人
で
あ
る
私
の

を
確
か
め
て
や
る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う

か 
ま

多
分
本

に
思
い
付
か
な
い
か
ら
安
全

を
切
る
形
で
そ
う

て
き
た
の
だ
ろ
う

が

い
や
は
や

中

に

し
い

文
を
し
て
く
れ
る
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出
来
れ
ば

理
を
指
定
し
て
く
れ
れ
ば

し
か

た
の
だ
が
私
の
オ
ス
ス
メ
と

て
来

な
か

た
だ
け
マ
シ
だ
ろ
う

流

に

で
も
い
い
的
な
意
味
に
な
る
そ
れ
を

わ
れ
た
ら

を
出
せ
ば
い
い
か
悩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

る

今
回
は
お
礼
と
い
う
意
味
が
大
部
分
を

め
る
の
だ
か
ら

か

て
と
強
要
す
る
事
も
出
来
な
い
し

 
予
感

り
ビ
ミ

に
期

が
外
れ
て
い
た
の
に
は
苦

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
そ
れ
は

中

に

め
て
お
こ
う

そ
う
き
た
か

私
の
得
意

理
か

ん

そ
れ
だ
と
オ
ム
ラ
イ
ス
に
な
る
ん
だ
け

ど

い
い

 
私
の
得
意

理
は

リ
ア
ル
も
こ
の
世
界
も

方
と
も
オ
ム
ラ
イ
ス
だ

 
理
由
は

私
の
家
で

理
を
作

て
く
れ
る
人
に
初
め
て
教
わ
り
そ
れ
を
家

に
振
る

舞
い

味
し
い
と

め
て
も
ら

た
事
が
あ
る

理
だ
か
ら
だ

私
に
と

て
特
別
な
思
い
出

が
あ
る

理
だ
か
ら
こ
そ

十
回
と
練

を

り
返
し
て
き
た
の
で
あ
る

 
ま

本

の
意
味
で
初
め
て
作

た
の
は
小
学

四
年
生
の

理
実

だ

た
の
だ
が
そ

れ
で

理
に

た
た
め

理
練

が
始
ま

た

こ
れ
が
き

か
け
で
教
わ

て
家

に
振

る
舞

た
と
い
う

で
あ
る
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か
し
い
な

と
小
学

時
代
と
家

の

を
思
い
出
し
て
あ
ま
り
現
実
の
事
を

え
な

い
様
に
し
て
い
た
た
め

し
振
り
に

れ
た
ホ

ム
シ

ク
気
分
を
味
わ
い
な
が
ら
キ
リ
ト
君
に

意
識
を

す
と

彼
は
キ

ト
ン
と
し
た

で
見
上

て
来
て
い
た

お
む
ら
い
す

ん

 
あ
れ

 
も
し
か
し
て
キ
リ
ト
君

オ
ム
ラ
イ
ス
を
知
ら
な
い

あ
あ

知
ら
な
い

そ
れ

て

食
で
出
た
り
す
る

え

 
え

と

 
オ
ム
ラ
イ
ス
が

食
で
出
た
か

と
問
わ
れ
れ
ば
私
の
場
合
は
ノ

だ

 

食
は
ご

か
パ
ン

物
お
か
ず
に
肉
や
オ
ム
レ
ツ
白
身

の
フ
ラ
イ
な
ど
サ
ラ
ダ

と
し
て
海

サ
ラ
ダ
や
ボ
イ
ル
キ

ベ
ツ
な
ど

そ
し
て

と
い
う
組
み
合
わ
せ
だ

 
オ
ム
ラ
イ
ス
は
こ
の
ご

と
お
か
ず
が
組
み
合
わ
さ

た
も
の
と

え
る
し
こ
れ
一
つ
で
済

ん
で
し
ま
う
た
め

食
で
は

本
的
に
出
な
い
と

え
る

オ
ム
レ
ツ
な
ら
出
る
だ
ろ
う

少
な

く
と
も
私
が

た
小
学

の

食
で
出
た
覚
え
は
無
い

多
分
だ
け
ど

食
で
は
出
な
い
か
な

 
オ
ム
ラ
イ
ス

て
フ

ミ
リ

レ
ス
ト
ラ
ン
と

か

に

な
ん
か
で
出
る
く
ら
い
だ
と
思
う
し
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ま

は
近
代
化
が
進
む
に
つ
れ
て
多
く
な

て
き
た

い
も
の
で
シ

ク
な
感
じ

の

本
気

合
い
を
感
じ
ら
れ
る
場

で
は
出
な
い
だ
ろ
う

 
い
や

そ
も
そ
も

て
子

が
入

た
り
す
る
の
だ
ろ
う
か

あ

じ

あ
知
ら
な
い
よ

が
作
る

理
の

本
は

食

立
表
と
束

士
の

親

の

ノ
之

さ
ん
か
ら
教
わ

た

理
く
ら
い
だ
し

オ
ム
レ
ツ
な
ら
作
れ
る
け
ど
オ
ム
ラ

イ
ス
は
ど
ん
な
も
の
か
も
知
ら
な
い

そ

そ
う
な
の

あ
あ

 
な

だ
ろ
う
か

今
無
意
識
に

ん
で
は
な
ら
な
い
地

を

ん
で
し
ま

た
気
が
す

る 
ま
さ
か
か
な
り
の

理
上
手
な
彼
が
オ
ム
ラ
イ
ス
を
知
ら
な
い
と
は
思
わ
な
か

た

そ

か

キ
リ
ト
君
が
オ
ム
ラ
イ
ス
を
見
る
の
も
食
べ
る
の
も
今
日
が
初
め
て
に
な

る

て
事
だ
ね

そ
れ
な
ら

に
よ
り
を
か
け
て
と
び

き
り

味
し
い
の
作

て
あ

る
よ

ん

し
み
に

て
る
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思
わ
ず
表
情
が

れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
の
を

え
つ
つ

み
を
浮
か
べ
て

う
と
キ
リ

ト
君
は

な
く

み
を
浮
か
べ
て

い
た

 
そ
の

を
見
て
思
わ
ず
表
情
を

し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
に
我

し
て

て

て
て

と

て
私
は
部

に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
キ

チ
ン
に

動
す
る

 
そ
し
て

キ
リ
ト
君
が

掛
け
た

フ

か
ら
完
全
に
見
え
な
い
死

に
入

た
と
こ
ろ
で

に
手
を

て
て

て
し
ま
う

思
わ
ず

が
浮
か
ん
で
し
ま
う
程
で
と
も
す
れ
ば

す
ら

れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る

 
よ
く
よ
く

え
れ
ば

彼
が
あ
そ
こ
ま
で

理
上
手
な
の
は
お
か
し
い
話
な
の
だ

 
ず

と

ら
れ
て
い
た
彼
が
ど
う
し
て
リ
ア
ル
で

理
上
手
に
な
れ
る
と
い
う
の
か

姉
は

仕
事
兄
は
そ
も
そ
も

る

本
人

は

な
い
と
い
う
家
庭

境
の
中
で
ど
う
す
れ

ば

が
上
が
る
と

う

 
彼
の
来
歴
か
ら
し
て
私
の
よ
う
な

理
実

を
し
て
い
た
と
も

え

い
そ
も
そ
も
そ
れ

を
行
え
る
よ
う
に
な
る
の
は

本
的
に
分
別
が
付
く
小
学

四
年
に
な

て
か
ら
つ
ま
り
は
十

だ
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だ
が
キ
リ
ト
君
は
現
状
十

で

家
に
捨
て
ら
れ
た
時
点
で
八

小
学

二
年
生
の
時

分
で
は
流

に
危
険
過
ぎ
て

理
実

は
さ
せ
て
も
ら
え
な
い

 
そ
れ
で
も
彼
は
捨
て
ら
れ
る
以
前
か
ら

家
の
家
事
を
取
り
仕
切

て
い
た
ら
し
い
つ

ま
り
そ
の
時
点
で

理
は

に
出
来
て
い
た
と
い
う
こ
と

 
そ
れ
を
教
え
た
の
は

か

そ
れ
は
先

ど

て
い
た
束

士
の

親
と
い
う
人
だ
ろ
う

 
で
は
レ
パ

ト
リ

を
増
や
し
た
の
は

 
そ
の

え
が

理
本
で
は
な
く

食

立
表

理
本
で
あ
れ
ば
オ
ム
ラ
イ
ス
な
ん
て

に
載

て
い
る
だ
ろ
う

ア
レ
は
結
構

子

で
も
そ
の
気
に
な
れ
ば
作
れ
る
も
の
だ

 
そ
れ
な
の
に
知
ら
な
い
と

た

参

に
し
て
い
た
の
が

立
表
だ
な
ん
て
想
像
も
し
て
い

な
か

た

 

理
本
な
ら
レ
シ
ピ
と

う
名
の
作
る
手

が
あ
る
が

立
表
に
は
五
大

の
配
分
と

使
わ
れ
た
食

が
あ
る
だ
け
で
そ
れ
以
外
に
は

も
な
い

あ
る
と
す
れ
ば

理
名
く
ら
い
な

も
の
だ
ろ
う

 
も
し
か
し
た
ら

彼
は
そ
こ
か
ら

理
本
な
ど
で
作
り
方
を

べ
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
彼
に

理
本
を

う
た
め
の
お
金
が
与
え
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か

よ
し
ん
ば
与
え
ら
れ
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た
と
し
て
そ
れ
を

い
に
行
く
道
中
で

事
も
無
か

た
と
は

え

い

過
去
彼
が
さ
れ
て

い
た
事
を
あ
ま
り
知

て
い
る

で
は
無
い
が
今
の
彼
が
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
多
少

推
す
る

事
は
可
能
だ

 
そ
も
そ
も
初
心
者
向
け
の

理
本
に
は
ま
ず
記
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
オ
ム
ラ
イ
ス
を
知
ら
な

い
と
い
う
事
は

た
事
も
無
い
と
い
う
事
だ
ろ
う

 

と
し
た
ら

立
表
の

と
出
来
上
が

た

理
か
ら
ど
ん
な
手

で
出
来
る
か
を

分
か
る
く
ら
い

彼
に
と

て
は
も
う

た
り
前
に
な
る
く
ら
い

理
を
し
て
き
た
の
か

 

な
ら
彼

ど
年

も
行
か
な
い
子

に

理
を
さ
せ
た
り
し
な
い
の
に
そ
れ
を

過
し

て
い
た
だ
ろ
う
姉
と
恐
ら
く
強
要
し
て
い
た
だ
ろ
う
兄
の
神
経
を
疑
う

 
こ
れ
を

え
か
け
て
も
恐
ら
く

き
入
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い
が
キ
リ
ト
君
に
迷
惑
が
掛

か
ら
な
い
状
況
下
で
直

対
面
し
た
時
に
ぶ
つ
け
た
い
と
思
う
程
だ

作
ろ
う

と
び

き
り
の

味
し
い
オ
ム
ラ
イ
ス

 
私
が

理

き
に
な

た
原
点
の

理
を
知
ら
な
い
彼
に
私
が

と
思

て

し

て
い
た

せ
を
教
え
て
あ

よ
う

 
そ
し
て
彼
が
知
ら
な
い
だ
ろ
う

理
を
状
況
が
許
し
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
教
え
て
あ
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よ
う

 
私
は
そ
う

く
決
意
し
て

を

で

て
立
ち
上
が
り
彼
に
私
の
最
上
の
得
意

理
を

振
る
舞
う
べ
く
食

の

を
始
め
た

 
た
だ
の
ポ
リ
ゴ
ン
デ

タ
だ
ろ
う
が

無
か

た

  
食

を

し

理
法
を
入
念
に
確
認
し
て
か
ら

理
を
始
め
て
数
分
後
家
の
中
に
は
チ

キ
ン
ラ
イ
ス
の

ば
し
い

り
と

の

け
た
い
い

い
が
漂

て
い
た

 
そ
れ
の
発
信
源
で
あ
る

理
を

風
の

が

く
広
い
二

の

に
そ
れ
ぞ
れ

せ
る

仕

上

と
ば
か
り
に

色
の

ス
を

わ

わ
な
⻩
色
の
カ
ン
バ
ス
に
掛
け
て
い
く

 
私
の
方
に
は
ギ
ル
ド
マ

ク
で
も
あ
る
十

架
を
キ
リ
ト
君
に
は
ト
レ

ド
マ

ク
で
あ
る

二
振
り
の
剣
が
交
差
し
た
も
の
を

い
た

 
キ
リ
ト
君
の
方
は
た
だ
私
の
を

め
に
し
た
だ
け
だ
ろ
う
と
思
わ
な
い
で
も
な
い
が
そ
こ

は
そ
れ
気
に
し
て
は
い
け
な
い

一
応
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
特
徴
は
再

現
し
て
い
る
の
で
問

は
無
い

だ

よ
し
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そ
れ
を
見
て
会
心
の
出
来
だ
と
ば
か
り
に

み
を
浮
か
べ
る

実

こ
れ
ま
で
作

て
来
た

理
の
中
で

特
別
な
食

こ
そ
使

て
い
な
い
が

一
番
の
出
来
だ
と

え
る
自
信
が
あ
る

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

理
シ
ス
テ
ム
は
リ
ア
ル
の
そ
れ
と
異
な
り
時
間

の

に
色

と
工
程
が

か
れ
て
い
る

え
ば

物
で
現
実
な
ら
出

を
取
る
だ
ろ
う
部
分
が

略
さ
れ
て

い
る
な
ど
だ

 
そ
れ
で
は
物
足
り
な
い
事
か
ら
出

に
近
い
も
の
の
味
を
加
え
る

味

を
キ
リ
ト
君
は
作

り
出
し
て
い
て

そ
の
レ
シ
ピ
を

て
い
る
私
も
そ
れ
を
使
う
事
で
一
味
加
え
る
事
が
出
来

る

理
は
そ
の
一
工

が
あ
る
か
な
い
か
も
結
構
重
要
だ

 
と
は

え
オ
ム
ラ
イ
ス
の
場
合
加
え
る
工

と
い
う
も
の
は

ど
無
い

あ
る
と
す
れ
ば
気

持
ち
の
問

く
ら
い
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
の
少
な
い
工

だ
か
ら
こ
そ

全
力
を

け
る
事
で
結
果
が
変
わ
る
の
だ

キ
リ
ト
君

お

た
せ

 
出
来
た
よ

あ
れ

 
声
を
掛
け
て
も
返
事
が
無
い
の
で
少
し

だ
な
と
思
い
つ
つ

手
に
お

を
以
て
食

が
あ
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る
リ
ビ
ン
グ
に
出
れ
ば
キ
リ
ト
君
は

フ

の
前
に
あ
る
テ

ブ
ル
に
様

な
器

を

べ
て

や
ら
作
業
を
し
て
い
た

 
ど
う
や
ら
そ
れ
に

し
て

こ
え
な
か

た
ら
し
い

程
集
中
し
て
い
る
よ
う
だ

 
キ
リ
ト
君
の
目
の
前
に
は

白
色
を
し
た
す
り

と
そ
の
中
に

を

り

す

棒
が
あ

た 
彼
の

に
は
理

の
実
験
で
使
う
三

と
バ

ナ

の
よ
う
に

を

き
上

る

か
が

ん

だ
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の

体
を

さ
せ
て
お
り

に
は
水
を
入
れ
て
い
る
ら
し
い
小

が
数
本

び

更
に
そ
の

に
は

色
の

体
が

ま

た
小

が

ん
で
い
た

 
キ
リ
ト
君
の

の
上
に
は
水
を

る
力
を
持
つ
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
に

似
し
た
形
状
の

剣

が
あ
る
か
ら
小

の
水
は
そ
れ
で
出
し
て
い
る
ら
し
い

多
分

か
の
製
作
に
必
要
な
の
だ
ろ

う
が
水
が
必
要
な
場
合
は

剣
を

い
れ
ば

み
に
行
か
な
く
て
も
良
い
と
い
う

り
と
て

も

だ
な
と
思
う

 
そ
れ
を
見
て
い
た
私
の
目
の
前
で
キ
リ
ト
君
は

手
に

色
の

を
入
れ
た
小
さ
な
器
を

持
ち

そ
れ
を

け

手
に
持
つ
水
が
入

た
小

に
流
し

ん
だ

 
す
る
と
小

の
中
で
水
と

が

ざ
り
合
い
一

発
光
し
た
と
思
え
ば

体
は

明
な
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水
か
ら

か
に
明
滅
を

り
返
す

色
の

体
へ
と
変

し
た

 
ど
う
や
ら

ス
キ
ル
で
要
り
よ
う
と
な
る
で
あ
ろ
う
強
化
ポ

シ

ン

を
作
製
し
て

い
た
と
こ
ろ
ら
し
い

 
多
分
今
作

た
の
は

に
し
た
エ
メ
ラ
ル
ド
ゼ
リ

と
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
で
作

ら
れ
た

エ
リ
ク
サ

だ
ろ
う

 

が
手
に
入

た
か
ら

速
時
間
を
有

活

し
て
作

た
の
だ
誘

た
時
に
そ
れ

い
事
を

て
い
た
し

キ
リ
ト
君

出
来
た
よ

ん

も
う
出
来
た
の
か

も
う
少
し
掛
か
る
か
と
思

て
た

 
今

の
呼
び
掛
け
は
気
付
い
た
ら
し
く
私
の
方
に

を
向
け
て

た
後

手

で

色
の

体
を

さ
せ
て
い
る
器

の

を
止
め
て
か
ら
立
ち
上
が

て
食

に
近
寄

て
来

た 
そ
れ
を
見
た
私
は

手
に
持

た
ま
ま
だ

た
ア
ツ
ア
ツ
の
オ
ム
ラ
イ
ス
を
テ

ブ
ル
の
上
に

い
て

う

こ
の
世
界
の

理

て
色

と

略
化
さ
れ
て
る
か
ら
ね

く
出
来
る
分
に
は
良
い
け
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ど

理

き
と
し
て
は
ち

と
物
足
り
な
い
か
な

あ
あ

本

な
ら
こ
こ
で
一
工

加
え
る
の
に

て
思

た
時
に
は
も
う
出
来
て
た
り
す

る
か
ら
な

そ
う
そ
う

 
ホ
ン
ト
物
足
り
な
い
時
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

理
シ
ス
テ

ム
を
構

し
た
人
は
絶
対

理
し
な
い
人
だ
よ

 
時
間

の

に
と
分
か

て
は
い
る
の
だ
が
や
は
り

理
を
す
る
も
の
と
し
て
は
物
足
り

な
い
か
ら
手
を
加
え
た
い
と
思
う
時
が
あ
る

そ
れ
な
の
に
シ
ス
テ
ム
は

に
そ
の
手

を
完

了
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら

下
手
に
手
を
加
え
る
事
が
出
来
な
く
な

て
し
ま
う
の
だ

 
と
は

え
そ
の
作
業
を
す
る
前
な
ら
手
を
加
え
る
事
は
可
能
な
の
で
現
実
な
ら

理
中
に

す
る
事
も

こ
ち
ら
で
は

理
前
に
す
る
事
で

同
じ
結
果
を
導
き
出
す
事
が
出
来
る

 
そ
れ
を
し
た
の
が
今
回
の
オ
ム
ラ
イ
ス
だ

さ
て

理

義
を
も

と
し
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
ま
ず
は
ご

に
し
よ

か

め
た

ら

味
し
く
な
く
な

ち

う
か
ら
ね

そ
う
だ
な

で

こ
れ
が

お
む
ら
い
す

て
い
う

理
な
の
か

 
一
つ

い
た
後
キ
リ
ト
君
は
自
分
の
前
に

か
れ
て
い
る

理
に

し
そ
う
に
け
れ
ど
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理
人
の
性
な
の
か
あ
る
い
は
子

と
し
て

味
し
そ
う
に
見
え
る
か
ら
か
と
て
も
興
味

そ
う
に
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
見
る

 
オ
ム
ラ
イ
ス
す
ら
知
ら
な
か

た
と
い
う
の
は
哀
し
い
事
だ
が
今
は
そ
の
様
子
が
ち

と

ま
し
く
て

私
は
少
し
不

な
気
も
し
つ
つ

み
を
浮
か
べ
た

そ
う
だ
よ

キ
リ
ト
君
に
分
か
る
よ
う
に

え
ば
オ
ム
レ
ツ
の
中
に

の

と
ラ
イ
ス
を

入
れ
た

理
か
な

 
正
確
に
は
平
た
く
し
た

き
を

せ
て
る
の

人
に
よ

て
は
ラ
イ
ス

を
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
に
し
た
り

ス
の
種

を
変
え
た
り

を
変
え
た
り
色
ん
な
バ
リ
エ

シ

ン
が
あ
る
ね

私
の
場
合
は
ケ
チ

プ
を
再
現
し
た

ス
を
絡
め
た
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を

ベ

ス
に
し
て
る
か
ら

と
オ

ド

ク
ス
な
方
だ
と
は
思
う
よ

色
も
大
体
再
現
出
来
て

る
か
ら
ね

へ

く

味
し
そ
う

そ
れ
に
こ
の

ス
の

様
よ
く

の
剣
を
再
現
出
来
て
る

な

ん

り
ま
し
た

 
ど
う
や
ら
彼
に
も
分
か

て
も
ら
え
た
ら
し
い

 
エ
リ

シ
デ

タ
の
ギ
ア
型
の

や
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
切

先
の

ら
み
を
再
現
す
る
の
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は
と
て
も
骨
が

れ
た
が

め
て
も
ら

た
か
ら

た

が
あ

た
と
い
う
も
の
で
あ

る
さ

食
べ
よ
う

そ
う
だ
な

い
た
だ
き
ま
す

は
い

し
上
が
れ

 

に
手
を
合
わ
せ
て
か
ら

た
後
キ
リ
ト
君
は
ス
プ

ン
を
手
に
取

て

速
と
オ
ム

ラ
イ
ス
に
そ
れ
を

し

ん
だ

き
の

が
破
け
同
時
に

わ

と
白
い

気
を
上

な
が
ら
中
か
ら

け
色
の
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
や
グ
リ

ン
ピ

ス
小

み
に
し
た
肉
が

を
見

せ
る

 
そ
し
て
一
気
に
広
が
る

に

く

く

を

く
つ
か
せ
た
彼
は
そ
れ
ら
を

て

に

運
ん
だ

パ
ク
リ
と

じ
て
か
ら

を
出
し

味
す
る
よ
う
に

も
無
く

す
る

 
そ
れ
か
ら
数

後

ご
く
ん

と

み
下
し
た

お
い
し
い

 
そ
れ
か
ら
ど
こ
か
感

深
く
そ
う

葉
を

ら
す

そ
の
声
は
小
さ
く
ど
こ
か
万
感
の
思

い
が

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
た
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そ
う

よ
か

た
よ

 
ポ
ツ
リ
と

か
れ
た
感
想
を

い
て

私
は
小
さ
く
息
を

い
た

 
マ
ズ
い
と

わ
れ
な
い
味
だ
と
思

て
い
た
し
彼
の
性
格
的
に
も
そ
れ
は

わ
な
い
だ
ろ
う

と
思

て
い
た
が

そ
れ
で
も

味
し
い
と
い
う
感
想
が
ど
う
い
う
風
に

う
か
気
に
な

て
い
た
の
だ

 
今
の
声

は

本

に

味
し
い
と
思

て
く
れ
た
事
が
分
か
る
そ
れ
だ

た

 

少
し
ば
か
り
彼
の
心
境
に
思
う
事
が
無
い

で
は
無
い
が
彼
の
過
去
に
つ
い
て

か

を

む

格
な
ん
て
私
に
は
無
い

 
そ
れ
な
ら

せ
を
教
え
て
あ

た
い
と
思
う

 
今
ま
で
知
ら
な
か

た
悲
し
み
を
超
え
る
新
た
な
事
を
知

た
喜
び
を

私
が

し
て
き

た

と
い
う

せ
を

の

に
作

て
く
れ
た
手

理
を
食
べ
る
の
は

こ
れ
で
二

目
だ
な

そ
う

な
の

 
感

深
そ
う
に

ら
さ
れ
た

葉
に

思
わ
ず
反
応
を
示
し
て
し
ま
う

 
し
ま

た
と
思

て
し
ま

た
時
は
も
う

か

た
が
彼
の
事
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
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う
気
持
ち
も
あ

た
か
ら
こ
れ
で
良
い
と
も
思

た

 
キ
リ
ト
君
は
過
去
を
追
想
し

そ
の
場
面
を
見
る
か
の
よ
う
に
虚
空
を
見
上

た

あ
あ

初
め
て
食
べ
さ
せ
て
も
ら

た
の
は

が
今
の
家
に
引
き
取
ら
れ
た
日
の

だ

た

直
姉
が
作

て
く
れ
た
ポ
ト
フ
が
初
め
て
だ

た
な

こ
そ

が
過
去
作

た
も

の
よ
り
歪
だ

た
け
ど

と
て
も

味
し
く
て

す
ご
く

あ
た
た
か
か

た

 
リ

フ

ち

ん
の
事
を
私
の
前
な
の
に
す
ぐ
ね

と

て
い
る
と
い
う
事
は
そ

れ
だ
け
過
去
を
と
て
も
大
切
に
思

て
い
る
か
ら
か

そ
の
光

を

し
て
い
る
か
ら
か

今

だ
け
は
ア
バ
タ

ネ

ム
で
呼
ぶ
の
を
彼
が

し
て
い
る
か
ら
か

私
が

る
事
を
今
だ
け
忘

れ
て
い
る
の
か

 
ど
れ
か
は
分
か
ら
な
い
が
彼
に
と

て
そ
の
過
去
が
と
て
も
大
切
な
想
い
出
な
の
だ
ろ
う

事
は
よ
く
分
か

た

ど
れ

ど
彼
に
と

て
大
き
な
救
い
だ

た
の
か
も
分
か
ら
な
い
が

初
め
て
自
分
の

だ
け
に
作

て
も
ら
え
た
事
が
彼
に
と

て
救
い
で
あ

た
事
も

 
私
が
キ
リ
ト
君
の

に
と
作

た
オ
ム
ラ
イ
ス
か
ら
過
去
の
ポ
ト
フ
の
想
い
出
を
思
い
出
し
た

か
ら
か
キ
リ
ト
君
は

時
に
無
く
子

ら
し
く
弱
気
で
静
か
な
が
ら

に
彼
が
大
切
だ

と
思
う
想
い
出
を
話
し
て
く
れ
た
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リ

フ

ち

ん
と
遊
ん
だ
話
か
つ
て
陰
な
が
ら

え
て
く
れ
た
人
達
と
邂
逅
す
る
の
を
手

伝

て
く
れ
た
話

強
を
教
え
て
く
れ
た
話
一
緒
に

理
を
し
た
話
武
道
の
師
を
し
て
く

れ
た
話

剣
道
で

勝
し
た
日
に
ご
ち
そ
う
を
作

て
喜
ん
で
も
ら
え
た
話

ど
れ
も
こ
れ

も

リ

フ

ち

ん
と
の
想
い
出
ば
か
り
だ

た

 
そ
の
話
か
ら
本

に
彼
女
は
キ
リ
ト
君
の
事
を
大
切
に
想

て
い
る
の
だ
な
と
伝
わ

て
来

た

同
時
に

キ
リ
ト
君
も
ま
た

彼
女
の
事
が
大
切
で

心
の

り

な
の
だ
な
と
も

そ

か

本

に
良
い
お
義
姉
さ
ん
だ
ね

リ

フ

ち

ん

 

オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
終
え
た
の
を
契
機
と
す
る
よ
う
に
話
が
終
わ

て
私
は
新
た
な
話

を

く

に
強
く
思

て
い
た
事
を

に
し
た

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
君
は
ど
こ
か

に

み
な
が
ら
ス
プ

ン
を
お

の
上
に

き
力
無

く

く
あ
あ

迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
頼
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思

て
る
ん
だ
け
ど

く

し
い
か
ら

甘
え
て
し
ま
う

良
い
ん
じ

な
い

 
キ
リ
ト
君
は

ま
だ
甘
え
て
い
い
し

も

と

か
に
頼

た

て

い
い
ん
だ
よ
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た
だ
で
さ
え
本

な
ら
一
人
で
背
負
い
き
れ
な
い
程
の
重
責
を
常
に
背
負

て
い
る
の
だ
か

ら

少
し
は
私
達
に
分
け
て
く
れ
た

て
い
い
の
だ

 

ス
キ
ル
持
ち
で
し
か
強
化
ポ

シ

ン
を
作
れ
な
い
な
ら

集
め
は

せ
て
く
れ

て
い
い

マ

ピ
ン
グ
デ

タ
作
成
が
一
人
で
は

い
な
ら

私
達
に
頼
ん
だ

て
良
い
の
だ

彼
が
し
て
き
て
く
れ
た
事
に

べ
れ
ば

少
で
し
か
無
い
が

少
で
も
フ

ロ

は
出
来
る
の

だ
か
ら

 
だ
か
ら
も

と
頼
れ
と
遠
回
し
に

う
が

彼
は
力
無
く

ん
で

を
横
に
振

た

も
う
ダ
メ
だ

ア
キ
兄
が
こ
の
世
界
に
来
て
攻
略
組
に
入
る
以
上
ア
キ
兄
と
同
じ
よ
う
に

一
人
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

 
ど
こ
か
追
い

め
ら
れ
た
感
の
あ
る
様
子
で

う
キ
リ
ト
君
に
引

掛
か
り
を
覚
え
つ
つ
私

は
疑
問
に
思

た
事
を
問
う
事
に
し
た

流

に

過
し
切
れ
な
い

葉
が

こ
え
た

ア
キ
兄

実
の
兄
の
事
よ
ね

来
た
と
は

い
て
た
け
ど

攻
略
組
に
入
る

明
日
の

前
九
時
第
二
十
二
層
主

で
攻
略
組
に
入
り
た
い
と

し
入
れ
を
し
た
ら

し
い
ア
キ
兄
に
テ
ス
ト
を
す
る
事
に
な

て
る
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
二
人
き
り
の
時
に

い

た

第
一

験
は
攻
略
組
の

か
と
デ

エ
ル
第
二

験
は
パ

テ

で
の
戦
闘
を
見
る
ら
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し
く
て
な

は
デ

エ
ル
の
立
会
人
に
呼
ば
れ
た

 
そ
ん
な
の
初

だ

 

⻑
が
キ
リ
ト
君
に
教
え
た
の
は
心
構
え
を
し
て
も
ら
う
た
め
な
の
だ
と
分
か
る
し

験
を

す
る
と
い
う
の
も

得
は
い
く

 
だ
が
リ
ズ
の

で
剣
を

た
時
に
推

立
て
た
レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
攻
略
組
に
入
る
の
は

し
い
と
思
わ
れ
た
の
だ

ら

で
も
強
く
な
る
の
が

過
ぎ
る

 
そ
も
そ
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

で
あ
る
な
ら
リ

フ

ち

ん
と
同
じ
よ
う
に

の

な
の
に

七
十
層

で
も

す
る
剣
を
持
て
た
時
点
で
か
な
り
お
か
し
い

 
確
か
に
キ
バ
オ
ウ
と
繋
が

て
い
る
話
は
本

に
極
一
部
の
者
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

そ
の

し
入
れ
を

け
入
れ
て

験
を
行
わ
れ
る
の
も
分
か
ら
な
く
も
な
い
が

キ
バ
オ
ウ
を

煽
動
し
た
人
物
が
攻
略
組
に
入
る
な
ど
自
ら

子
身
中
の

を

え

む
の
と
同
じ
で
は
な
い

か 
そ
れ
こ
そ
ク
ラ
デ

ル
が

て
い
た
よ
う
に
攻
略
組
の
内
部

壊
を

き
か
ね
な
い

 
攻
略
組
の
よ
う
に
進
む
で
も
な
く
第
一
層
で
止
ま

て
い
る
者
達
の
よ
う
に
後
ろ
を
見
る
で
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も
な
く
た
だ

に
よ
る
無

の

遠
を
望
む
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
達
の
よ
う
に
進
む
者
達

を
蹂
躙
し

ろ
う
と
す
る
つ
も
り
で
は
と
思

て
し
ま
う

 
い
や

そ
れ
も
問

だ
が

一
番
の
問

は
キ
リ
ト
君
だ

 
彼
は

の
下
の
弟

出
来
損
な
い
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
だ
そ
ん
な
状
況
下
に
神

が

り

ん
で
し
ま
え
ば

容

に
想
像
が
つ
い
て
し
ま
う

殺
隊
は
勢
い
づ
き
こ
こ
ぞ

と
ば
か
り
に
彼
の
命
を

い
に
動
く
だ
ろ
う

 
そ
れ
こ
そ

神

が
ビ

タ

以
上
の

績
を
上

る
か
そ
う
で
な
く
と
も
ビ

タ

よ
り

な

か
を
持

て
い
る
と
分
か
れ
ば

に

 
こ
こ
数
日
で
白
の
剣
士
ア
キ
ト
と
い
う
プ
レ
イ

の
事
は

に
し
て
い
た
し
多
少
気
を

付
け
て
い
た
も
の
の
ま
さ
か
攻
略
組
に
入
れ
る
く
ら
い
一
気
に
実
力
を
付
け
て
い
た
と
は

 
そ
う
思

し
た
と
こ
ろ
で

ま
さ
か

と
私
は
あ
る
事
に
思
い
至

た

 
さ

き
キ
リ
ト
君
が

だ

た
の
は
リ

フ

ち

ん
と
の
大
切
な
想
い
出
を

け
出
す

よ
う
に
語

て
い
た
の
は

ま
さ
か
こ
れ
を
最
後
に
想
い
出
さ
な
い
と
い
う
決
意
だ

た
の

か

と
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彼
が
一
人
を

い
て
い
る
の
は
理
解
者
で
あ
り
彼
を

え
よ
う
と
し
て
い
る
私
達
が

間
だ
と
判
断
さ
れ
て

き

ま
れ
な
い
た
め
の

だ

そ
れ
を
前

に
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

私
達
も
陰
な
が
ら
情
報
や
精
神
面
で
フ

ロ

を
し

け
て
い
る

私
達
が

る
の
だ
と

外

に
行
動
で
示
し
て
い
る
の
だ

 
だ
が
そ
れ
は
今
ま
で
実
兄
が

な
か

た
か
ら
こ
そ

も
が
虚
構
の
神

を

め
て

い
た
か
ら
出
来
た
事
で
本
物
が
現
れ
て
し
ま
え
ば

情
け
容
赦
の
な
い
本

に
血
が
繋
が

て
い
る
家

の

業
か
と
思
う
程
の
事
を
し
て
い
た
実
兄
が
す
ぐ
近
く
に

る
と
す
れ
ば

 
こ
れ
ま
で
の

で
は
な
い

が

彼
を
襲
う

 
そ
の
近
く
に
私
達
が
い
れ
ば

き

ま
れ
る
の
は
想
像
に

く
な
い

 
そ
れ
を
予
期
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

彼
は
本

の
独
り
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か

十
中
八
九
自
身
が

ば
れ
る
だ
ろ
う
明
日
の
デ

エ
ル
で
も
し
も
負
け
た
ら

そ
う

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

  
ず

と

ロ
で
戦
い

け
て
い
た
彼
を

期
間
で

神

が
超
え
た
と
な
れ
ば
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そ
の
恐
怖
は
ど
れ

ど
の
も
の
な
の
か

一
人
か
ら
独
り
に
さ
せ
ら
れ
る

り
返
さ
れ
る

恐
怖
な
ん
て

私
に
は
想
像
も
つ
か
な
い

キ
リ
ト
君

明
日
の
デ

エ
ル
で

負
け
る
と
思

て
る

 
私
の

れ
た
声
の
問
い
掛
け
に

応
え
は
無
か

た

く
事
も

を
振
る
事
も
無
い

 
た
だ

小

み
に

え
る
全
身
が

え
を
出
し
て
い
た

負
け
る
つ
も
り
は
無
い

勝
つ

に

つ
も
手
は

え
て
る

で
も
そ
れ
ら
が

す

る
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
い

ど
れ
だ
け
レ
ベ
ル
が
高
く
て
も
ど
れ
だ
け

備
の
グ
レ

ド
に
差
が
あ

て
も
ど
れ
だ
け

が
戦
い

れ
て
い
て
も

全
部

才
能
だ
け
で

さ
れ

そ
う
で

よ
り
レ
ベ
ル
が

い
ユ
ウ
キ
と
の
デ

エ
ル
が
引
き
分
け
に
な

た
ん
だ

た
と

え

の
方
が
レ
ベ
ル
が
高
く
て
も

剣
道
で
全
国

勝
を
果
た
し
て
る
ア
キ
兄
に
勝
て
る
と
は

思
え
な
い

キ
リ
ト
君

 
ユ
ウ
キ
か
ら
は
リ
ア
ル
で
は
特
に
武
道

の
事
は
し
て
い
な
か

た
と

い
て
い
る

そ

れ
で
も
あ
れ
だ
け
の
反
応
速

を
持

て
い
る
の
は

に
持

て
生
ま
れ
た
才
能
で
あ
ろ
う
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と
キ
リ
ト
君
と

⻑
は
語

た

 
そ
の
ユ
ウ
キ
と

ら
か
ハ
ン
デ
を
負

て
い
た
と

え
ど
片
手
剣
使
い
と
し
て
全
力
を
出
し

た
結
果

ド
ロ

に
終
わ

た
と

い
て
い
る

 
そ
の
結
果
は
ど
ち
ら
も

ら
か
に

て
流
し
た
と

い
て
い
た
が

彼
の
中
で
は

な
し
こ
り
に
な

て
い
た
の
だ

 
だ
が

え
て
み
れ
ば
分
か
る

 
彼
が
目
指
す
の
は
虚
構
の
世
界
最
強

千
冬
だ
あ
の
女
性
な
ら
出
来
る
と
思
い

ん
で
こ
れ
ま
で
死
に
物
狂
い
で
自
己
強
化
に

み

け
て
来
た

 
そ
れ
な
の
に
自
身
よ
り
レ
ベ
ル
が

い
ユ
ウ
キ
に
負
け
て
は
い
な
い
が
勝
て
な
か

た
と
な

れ
ば
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
彼
自
身
の
全
て
を

定
す
る
に

し
い
の
だ

彼
に
と

て

い

や

オ
リ
ム
ラ

の
血
に

ら
れ
て
い
る
彼
は

勝

と
い
う
結
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
意
味
は

無
い
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら

 
ま
だ
上
に

か
が

れ
ば

か
が

び
立

て
い
て
は
彼
は
無
価
値
と
さ
れ
て
い
た
の
だ

 
そ
し
て
明
日
恐
ら
く
戦
う
事
に
な
る
で
あ
ろ
う

手

期
間
で
一
気
に
実
力
を
上

た
と

思
わ
れ
る
実
兄
は

い

よ
り

神

と
持
て

さ
れ
た

才
能

の

彼
か
ら
す
れ
ば
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ユ
ウ
キ
よ
り
上
の
才
能
を
持

て
い
る
存
在
な
上
に
絶
対
的
強
者
の

付
け
に
あ
る
だ

ろ
う
存
在

 
更
に
は
リ

フ

ち

ん
と
同
じ
く

全
国
の
剣
道
大
会

勝
者
な
た
め

経
験
も
あ
る

 
自
ら
が
師
と

い
で
い
る
リ

フ

ち

ん
と
同
じ

に
立

て
い
る
存
在
だ
か
ら
キ
リ

ト
君
は
こ
れ

ど
弱
気
に
な

て
い
る
の
か

ト
ラ
ウ
マ
の

徴
だ
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う

 
カ
タ
カ
タ
と
体
を

わ
せ
て

る
だ
ろ
う
未
来
に

え
る
様
は
見
て
い
て
と
て
も

し

か

た

 
こ
れ
以
上
傷
付
く
必
要
な
ど
な
い
の
に
そ
れ
な
の
に

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
未
来
が
あ
る

な
ど

す
ぎ
る

 
ど
う
す
る
べ
き
か

迷

た

 
以
前
サ
チ
さ
ん
が
し
た
よ
う
に

き

め
て

ち

か
せ
る
か

慰
め
の

葉
を
掛
け
る
か

応

す
る
か

す
る
か

ど
れ
も
違
う
気
が
し
た

 
そ
れ
ら
を
し
て
き

と
勝
て
る
な
ん
て
無
責

な

葉
を

て
負
け
た
が
最
後
彼
の
心

は

れ
る
か
も
し
れ
な
い
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私
が
取
る
べ
き
行
動
は

取
れ
る
手
は

  
体
を
小
さ
く

わ
せ
る
キ
リ
ト
君
を
見
な
が
ら

を
高
速
回
転
さ
せ
な
が
ら

す
る
事
数

の
後
私
が
取
れ
る
だ
ろ
う
一
つ
の
行
動
を
導
き
出
し
た

そ
れ
が
正
解
と

え
る
か
は
分
か
ら

な
い
が

こ
れ
が
私
に
と

て
の
最

解
だ
と
信
じ
て
疑
わ
な
か

た

 
決
ま

て
か
ら
私
は

子
か
ら
立
ち
上
が
り
テ

ブ
ル
を
回
り

ん
で
彼
の
横
で
中

に

な

て

き

め
た

 

き

め
る
事
で
彼
の

え
が
伝
わ

て
来
て

そ
れ
だ
け
恐
怖
を

い
て
い
る
の
だ
と
分

か

て

少
し
悲
し
く
な
る

ア
ス
ナ

 

の
中
で

を
と
目
で
問
う
て
く
る
キ
リ
ト
君
に
私
は

む
で
も
な
く
た
だ
真
剣

な
眼
差
し
を
向
け
た

彼
の
水

を
思
わ
せ
る
黒
い

に
は

私
の

が

て
い
た

本

な
ら

ま
し
た
い
け
ど

そ
ん
な
無
責

な
事
は
し
た
く
な
い

だ
か
ら
別
の
事

を

わ
せ
て
も
ら
う
わ
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ま
し
で
も
慰
め
で
も
無
い
と
知

た
キ
リ
ト
君
は

根
を
寄
せ
想
像
も
つ
か
な
い
そ
の

先
を
更
に
目
線
で

し
て
き
た

 
そ
れ
を

け
私
は

の
よ
う
に
鳴
る

動
を
自
覚
し
な
が
ら
ハ

キ
リ
と

ち

い
て

う
べ
く

一

深
呼

を

む

 
そ
れ
か
ら

を
開
い
た

た
と
え

た
と
え
明
日
負
け
た
と
し
て
も
た
と
え

方
が
今
ま
で
以
上
に

ら
れ
る

と
し
て
も

私
は
絶
対
に

方
か
ら
離
れ
な
い

た
と
え
一
緒
に
い
る
事
で
殺
さ
れ
る
事

に
な
ろ
う
と
も
私
は

方
か
ら
決
し
て
離
れ
な
い

そ
れ
を

じ
る
事
は
お
ろ
か
悔
い
る
事

も
し
な
い

な

ん

 
私
の

然
と
し
た

に

彼
は

然
と
し

然
で

葉
を
発
せ
な
く
な

て

ま

た

の
中
で
が
ち

と
一

大
き
く
動
い
た
彼
は
信
じ
ら
れ
な
い
表
情
で
私
を
見
上

て
来
た

 
そ
の

は
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た
も
の
で

と
て
も

立
た
し
さ
を
感
じ
る
も
の

で
も
あ

た
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そ
の

立
た
し
い
気
持
ち
は
キ
リ
ト
君
に
で
は
な
く
こ
の
表
情
を
さ
せ
る
原
因
へ
向
け
ら

れ
て
い
た

こ
ん
な

い
子
に

こ
ん
な

を
さ
せ
る
な
ど

ざ
け
る
な
と
思

た

一

負
け
れ
ば
二

め
ば
い
い
二

負
け
れ
ば
三

め
ば
い
い

め
た
ら
そ
こ
で

終
わ
る
け
ど

め
な
け
れ
ば
終
わ
ら
な
い

方
が

め
な
い
限
り
私
は

方
が

む
道

を
切
り

く

方
が
帰
る

の
道
を
護
る

方
は
私
達
が
生
き
る
た
め
の
道
を
切
り

い
て

く
れ
た

な
ら

せ
め
て
私
達
に
も

方
が
生
き
る

の
道
を
切
り

か
せ
て

 

然

そ
れ
も
完
全
な
予
想
外
と
分
か
る
そ
の
感
情
を
表
情
に
出
し
て
い
る
様
は
見
て
い

て
と
て
も

ま
し
く

け
れ
ど
し
て
や

た
り
と
思
い
も
し
た

 
ず

と
思

て
い
た
事
を

気
な
が
ら
に
浮
か
べ
て
い
た
こ
の
想
い
を
こ
う
し
て
明
確
に

の
葉
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
だ

私
達
と
複
数
形
な
の
は
ち

と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
キ
リ
ト
君
の

で
あ
る
な
ら

そ
れ
も
許
せ
る

彼
を

え
る
の
が
一
人
だ
け
な
ん
て

そ
ん
な
の
は

し
過
ぎ
る

 
彼
の

に
は

彼
を
想
い

え
る
者
が

い
た
方
が

き

と

せ
だ
ろ
う
か
ら

キ
リ
ト
君
は
今
ま
で

背
負

て
く
れ
た
本

に

そ
れ
に

べ
れ
ば
ち

と
し
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か
返
せ
な
い
け
ど

方
が
生
き
ら
れ
る

に
私
は
動
く

方
が

め
る
道
を
私
は
切
り

く

私
一
人
じ

少
し
で
す
ら
無
理
だ
ろ
う
け
ど

で
も
き

と
大

方
の
近
く
に
い
る

の
は

私
一
人
じ

な
い
か
ら

 
そ
う
私
だ
け
で
は
無
い

こ
の
世
界
に
は
彼
の
義
姉
リ

フ

ち

ん
の
他
に
も
シ
ノ
の
ん

や
ス
ト
レ
ア
さ
ん

⻑
や
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
リ
ズ
達
も

る
の
だ

キ
リ

ト
君
が
生
き
る

な
ら
死
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が
そ
れ
で
も
精
一

の
協
力
を
し
て
く
れ
る

だ
 

キ
リ
ト
君
の
お
陰
で
今
を
生
き
て
い
る
事
を
理
解
し
て
い
て

背
負
い
過
ぎ
な
の
も
分

か

て
い
て

と
か
し
た
い
と
思

て
い
る
の
だ
か
ら

だ
か
ら
仮
に
明
日
負
け
た
と
し
て
も
そ
の
後
殺
さ
れ
る
よ
う
な
事
に
は
絶
対
し
な
い

そ
も
そ
も
後
か
ら
来
た
人
な
ん
か
に
こ
の
世
界
で
戦
い

け
て
来
た
私
達
の
全
て
を
無

苦

に
な
ん
て
絶
対
さ
せ
な
い

 
力
を

し
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は

す
る

リ

フ

ち

ん
は

に
キ
リ
ト

君
の
力
に
な
ろ
う
と

て
い
る

シ
ノ
の
ん
も

ス
ト
レ
ア
さ
ん
も

 
け
れ
ど
あ
の
神

は
恐
ら
く
真
逆
キ
リ
ト
君
を

し
よ
う
と
裏
で

策
し
て
い
る
だ
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ろ
う

そ
ん
な

の

き
に
さ
せ
て
た
ま
る
か

 
こ
の
世
界
を
た

た
一
人
で
必
死
に
生
き

い
て
来
た
キ
リ
ト
君
を
殺
さ
せ
る
な
ん
て
許

し
て
た
ま
る
か

だ
か
ら

キ
リ
ト
君
は
後
の
事
は
気
に
し
な
い
で
全
力
で
戦

て

勝

て
も
負
け
て

も
ど
ち
ら
に
な

て
も
私
達
に

せ
て
欲
し
い

方
を
死
な
せ
る
結
果
に
な
ん
て
絶
対
さ
せ

な
い

血

騎
士

⻑
と
し
て
も

そ
し
て

私
個
人
と
し
て
も

決
し
て

 
一
人
で
戦
う
彼
の
横
に

び
立
ち
た
い
と
い
う
想
い
は

確
か
に
あ
る

 
だ
が
彼
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
を
私
が
出
来
る
の
な
ら
私
は
そ
れ
に
専
念
し
彼
の
命
を

護
ろ
う

私
達
を
護
り

け
て
く
れ
た
よ
う
に

今

は
私
達
が

彼
を
護
る
番
な
の
だ
か
ら

ア
ス
ナ

 
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な

て

る
よ
う
に
名
前
を
呼
ん
で
く
る
キ
リ
ト
君
は

時
も
の
強

さ
な
ん
て
全
く
無
い
た
だ
の
子

に
し
か
見
え
な
か

た

 
こ
ん
な
子

が
全
て
を

一
万
人
近
い
人

の
命
と
期

を
背
負

て
戦

て
き
た
な
ん
て

も
知
ら
な
い
人
か
ら
見
れ
ば

え
付
か
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ

ど
の
弱
さ
と

さ
を
感
じ
さ
せ
る

小
さ
く

く
華

な
体
は
今
に
も
手

れ
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て
し
ま
い
そ
う
な
程
に
弱
弱
し
い

 
キ
リ
ト
君
を
護
り
た
い

彼
を
護
り
た
い

こ
の
子
を
護
り
た
い

 

裏
で
同
じ

葉
が
願
望
が

り
返
し

く

共
に
戦

て
き
た
間
も
ず

と

い
て
い
た

そ
の

葉
は

時
に
無
く
強
い
フ
レ

ズ
と
し
て

裏
に

く

と
く
ん
と

の

で

か
な

火
が
上
が
り

猛
火
と
な

て
一
気
に
広
が
る

 
そ
の

は

き

と

し
い
も
の

 

が
全
身
に
行
き

た
か
の
よ
う
に
一
気
に
体
が

く
な
る

き

め
て
い
る
黒
の
少
年

の
事
を
意
識
す
れ
ば

更
そ
れ
は
強
ま
る

猛
火
は
業
火
と
な
り

中
に

る
暗
い
感
情
を

と
し
て
く
べ

火
と
な
る

 
今
な
ら
き

と

時
に
無
い
剣
の

え
を
見
せ
る
と
思
え
る
程
だ

 
あ
あ

こ
れ
を

け
ば
女
は
変
わ
る
と

い
た
事
は
あ
る
が

真
実
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
現
実
に

た

は
そ
ん
な
も
の
と
い

そ

蔑
す
ら
し
て
い
た
程
だ

た
が
今
と
な

て

は
も
う

え
な
さ
そ
う
だ

 
そ
こ
で
チ
ラ
と
現
実
で

て
い
る
で
あ
ろ
う
未
来
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま

た

猫
か
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ぶ
り
で
い
け

か
な
い
私
が

悪
感
を

く

と

て
も
一
番
は
神

だ
が

男
の

な

が

白
い
タ
キ
シ

ド
を

て
い
る
で
あ
ろ
う
未
来

 
こ
の
世
界
で
は
力
あ
る
攻
略
組
の

剣
使
い
閃
光
で
も
リ
ア
ル
に

れ
ば
力
な
ん
て
持

た
な
い
た
だ
の
子

現
実
に

た
後
は
き

と
キ
リ
ト
君
の
力
に
な
り
た
く
と
も
な
ら

せ
て
は
も
ら
え
な
い

 
私
は

た
だ
の
傀
儡
な
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら
私
が
キ
リ
ト
君
の
力
に
な
れ
る
の
は

こ
の
世
界
に

る
間
の
事

 
そ
れ
も
今
ま
で
の
攻
略
速

を

え
れ
ば
き

と
あ
と

年
程

そ
の
間
だ
け
で
も
こ

こ
ま
で
生
か
せ
て
く
れ
た
恩
返
し
を
し
て
い
こ
う

ア
ス
ナ

で
も
無
い
よ

ん
 

か
な
翳
り
を

い
た
事
を

変
わ
ら
ず

く

し
た
ら
し
い
キ
リ
ト
君
を
安
心
さ
せ
る
よ

う
に

い
少
し
強
く

き

め
る

彼
は

か
に
身
じ
ろ
ぎ
し
た
も
の
の

抗
は
せ
ず
私

の

を
甘
ん
じ
て

け

け
た
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自
覚
し
た
想
い
に
反
し
て

な
ら
ぬ
状
況
に
対
し

哀
し
い
心
持
ち
で
内
心
で

づ
き
な
が

ら

私
は
愛
し
い
少
年
を

き

め

け
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
意
味
は

キ
リ
ト
に
寄
り

う
ア
ス
ナ

と
い
う
意
味
で
し
た

 
キ
リ
ト
の

な
ら
命
す
ら

け
る
程
の
覚
悟
で

え
る
決
意
を
今
話
は

き
ま
し
た

 
そ
ん
な

で

  
ア
ス
ナ
が
堕
ち
た

  
と

て
も

本
格
堕
ち
は
ま
だ
で
す

ア
ス
ナ
堕
ち
を
期

し
た
方
が

れ
ば

し

な

い

ど
う
し
て
も
現
実
問

を
ス
ル

し
て

白

と
い
う
の
は
マ
ズ
い
ん
で

も
離
れ
過
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ぎ
て
る
か
ら
ア
ス
ナ
の
外

も
悪
い
し

 
ア
ス
ナ
の
場
合
も
ユ
ウ
キ
や
シ
ノ
ン
と
同
様
こ
れ
ま
た

以
前
ア
ス
ナ
は
ま
だ
堕
と
さ

な
い
発

を
し
ま
し
た
が
理
由
が
最
後
の
ア
レ

ア
ス
ナ
の
許

問

家

問

が
解
決
し

て
な
い
の
で
ア
ス
ナ
自
身
が
セ

ブ
す
る
ん
で
す
ね

 
て
か

ま
だ

か
と
く

付
か
せ
る

に
も
い
か
ん
の
で

セ

ブ
さ
せ
る

 
前

し
た
よ
う
に
原
作
ア
ス
ナ
や
本
作
ユ
ウ
キ
と
違

て

白
し
な
か

た
の
は
キ
リ
ト

と
ア
ス
ナ
の
立
場
が
年

的
に
近
く
な
い
か
ら

 
本
作
ア
ス
ナ
に
と

て
今
の
本
作
キ
リ
ト
は

護
対

な
の
で
自
身
の
問

を

え
て

護

す
る
事
に
専
念
し
ま
す

 
原
作
ア
ス
ナ
の
場
合
キ
リ
ト

第
で
多
少
ど
う
に
か
出
来
ち

う
か
ら
ゴ

ル
イ
ン
を
果
た

す
ん
で
す
が

こ
の
理
由
は
予
想
で
す

本
作
キ
リ
ト
は
リ
ア
ル
に
帰

て
か
ら
も
生
き
残
り

が
吹

す
る
事
か
ら
必
然
的
に

一

を
引
き

る
事
に
な
る
ん
で
キ

リ
ア
重

の

ア
ス
ナ

が
認
め
る

が
無
い

そ
も
そ
も
恋
人
に
な

て
な
い
か
ら
ア
ス
ナ
が
ど
う
こ
う

え

な
い
し

キ
リ
ト
も

き

ま
な
い
よ
う
す
る
の
で

ん

ら
な
い
し

 
ま

れ
堕
と
し
た
い
な
と
思

て
お
り
ま
す

襲
い
に
来
た
妖
精
王
返
り

ち
す
れ
ば
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あ
る
程

は
問

解
決
す
る
の
で

本
格
解
決
は
ま
だ
ま
だ
先
で
す

 
話
は
変
わ

て
ユ
ウ
キ
の
キ

リ
ア
問

や
シ
ノ
ン
の

殺
歴
問

み
た
く
最
後
の
最
後

が
問

な
ん
で
す
よ
ね
今
の
ヒ
ロ
イ
ン
ズ

て

リ

フ

と
ユ
イ
く
ら
い
で
す
か
ね
速

攻
で
ゴ

ル
イ
ン
し
そ
う
な
の

 
ユ
イ
も
世
界
的
に
ち

と
問

あ
り
そ
う
で
す
が
ま

ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
に

り
住

ん
だ
ら
無
問

だ
し
な

束
が
リ
ア
ル
に

体
を
作

た
ら

更
無
問

だ
し

体
無
人

機

感
覚
を

技
術
で

と
か
し
ち

た
ら

原
作
ア
リ
ス
の
機
体
以
上
の
も
の
が
出
来

る
気
が
す
る

と
い
う
立
場
が
ア
レ
で
す
が

場
と
束
と
セ
ブ
ン
が
協
力
し
た
ら

と
か

な
り
そ
う
な
気
も
す
る

 
リ

フ

は
義
姉
の
立
場
が

邪
魔
を
す
る

す
ぐ
に
そ
れ
を

り
越
え
て
ゴ

ル
イ
ン
出

来
そ
う
な

り
が
流

最
強
の
義
姉
で
す

住
ん
で
る
家
も
同
じ
だ
か
ら
チ

ン
ス
は
多
い
し

 
う

む

こ
う

え
る
と
結
構

な
問

を

え
て
い
る

り

だ
か
報
わ
れ
な
い

感
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
な
る
気
が
し
て
き
た
ぞ
ア
ス
ナ

ま

原
作
の
ユ
ウ
キ
程

で
は
な
い

ん
で
す
が

そ
も
そ
も
原
作
ユ
ウ
キ
が

か
に
恋
す
る
事
自
体
が

え

い

立
場
だ
け
で
な

く

イ
メ

ジ
的
に
も
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と
も
か
く
原
作
で
イ
チ

コ
ラ
し
て
る
か
ら
本
作
で
は

え
目
に
し
よ
う

現
在
ハ
グ

て

ま
す
が
ね

 

よ
く
キ
リ
ト
を

ち

か
せ
る
の
に

使

て
る
け
ど
こ
れ

て
イ
チ

コ
ラ
に
な

る
ん
だ
ろ
う
か

 

な
疑
問

キ
ス
し
て
な
い
か
ら
ユ
イ
よ
り
マ
シ
だ
と
思
う
の
だ
が

 
二
人
き
り
で
手

理
を
食
べ
て
い
る

り
が
イ
チ

コ
ラ

わ
れ
た
ら

も

え
な
い

 
⻑

と
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
七
章
 

死
闘

怒
る
黒
対
嗤
う
白

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

り

期

し
て
い
る

方
も
多
い
だ
ろ
う

な
兄
弟
対

決
で
す

 
兄
の

が
ブ
レ

ブ
レ
な
気
も
し
ま
す
が
ま

そ
こ
は
オ
リ
キ

ラ
な
の
で
ご
容
赦

け
れ
ば
と
思
い
ま
す

テ
ン
シ

ン
で
変
わ
る
と
い
う
事
で

得
し
と
い
て
下
さ
れ
ば

い
で

す 
今
話
は

異
の
三
万
三
千
文

最
初
三
千
文

は
キ
リ
ト

け
て
初
の
白
ヒ

ス
ク
リ

フ

ラ
ン
と
い
う

で

点
が
変
わ
り
ま
す

デ

エ
ル
場
面
は
ラ
ン
の

点
で
す
ね

 
白
の
部
分
で
白
の
存
在
理
由

い
の
が
一
部
明
か
さ
れ
ま
す

今
後

め
て
物

く
重
要

だ

た
り

 
で
は
ど
う
ぞ
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ア
ス
ナ
に
手

理
を
振
る
舞

て
も
ら
い
予
想
外
の
覚
悟
を
伝
え
ら
れ
た
後

は

に

を

て
帰

に

い
た

あ
ま
り
⻑

し
て
は
悪
い
し

よ
り

心
地
が
悪
か

た
か
ら

だ 
と
は

え

は
第
二
十
二
層
の
ホ

ム
へ
は
帰

て
い
な
い

 
そ
の
理
由
は
ア
キ
兄
が
本

に
攻
略
組
に
参
入
す
る
程
の
力
が
あ
る
の
か

る

験
が
第
二

十
二
層
で
予
定
さ
れ
て
い
る
か
ら

同
じ

層
に
あ

て
は
流

に
そ
こ
へ

る
と
面
倒
な
事
に

な
り
か
ね
な
い

転

か
ら
現
れ
た
な
ら
と
も
か
く

の
外
か
ら
現
れ
て
は
潜

し
て
い
る

の
か
と
思
わ
れ
て
は
少

マ
ズ
い
事

に
な
る

 
そ
の
た
め

は
ホ

ム
に
は

ら
ず
別
の

層
の

を
取

て
夜
を
越
し
た

リ

姉
達
に

も
メ

ル
で
事
の
経

を
説
明
し

得
し
て
も
ら

て
い
る
の
で
こ
れ
に

し
て
問

に
な
る

事
は
無
い

一
応
ア
ス
ナ

め
他
の
面

に
も

じ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
か
ら
メ

ル
で
伝
え
て

い
る
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は
 

は

に
取

た

の
一

に

し
て
い
る

な
ベ

ド
に

く

め
息
を

き
な

が
ら
身
を
横
た
え
た

 
現
在
時

は

に

前
八
時
を
回
ろ
う
と
し
て
い
る

験
が
予
定
さ
れ
て
い
る
時
間
は

前

九
時
だ
か
ら
も
う
そ
ろ
そ
ろ

を
引
き
払

て
第
二
十
二
層
の
主

へ

く

備
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

 
ま

も
う
と

く
に

食
は
済
ま
せ
て
い
る

あ
と
す
る
べ
き
事
と

え
ば
入
念
な

備
や

ス
キ
ル
の
確
認

そ
れ
と
イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
く
ら
い
な
の
だ
が

不
安
そ
う
だ
な

王
よ

白
 

息
を

き
ベ

ド
で
横
に
な

て
天

を

め
て
い
る

の

裏
に

く
二
重
の
狂

た

声

の
中
に

む

と
色
を
反
転
さ
せ
た
存
在

白
だ

日
あ
の

⻑
が
ア
レ
だ
け
発
破
掛
け
て
た
じ

ね

か
勝

て
も
負
け
て
も
後
の
事

は
気
に
す
る
な

て
よ

そ
れ
で
も
ま
だ
不
安
な
の
か

 
白
は

の
様
子
を
ど
う
思

て
い
る
の
か

ど
こ
か

発
的
な
声

で
語
り
掛
け
て
来
た
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不
安
じ

な
い

無
い
だ
ろ
う

手
は
あ
の
ア
キ
兄
だ
ぞ

 
才
能
は
圧
倒
的
に

よ
り
あ
る
し
リ

姉
と
同
じ
く
全
国
の
中
学
剣
道
大
会
男
子
の
部
の

勝
者

そ
し
て
た

た
二
日
し
か

て
い
な
い

で
も
知

て
い
る
程
の

ノ
之
道
場
最

強
の

下
生

 
こ
の
最
強
の
意
味
は
文

り

ノ
之
道
場
の

下
生
の
中
で
最
も
強
い
と
い
う
意
味
だ

 
そ
れ
は
つ
ま
り

世
界
最
強
の

千
冬
よ
り
も
強
い
と
い
う
事

 

故
ど
う
し
て
ど
う
や

て
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
よ
り
も
強
い
剣
の

を
持

た
の
か
は
知

ら
な
い
し
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
う

わ
れ
る
よ
う
に
な

た
か
も
知
ら
な
い
が
全
国
大
会
の

勝
者
で
あ
る
と
い
う
事
は

少
な
く
と
も
か
な
り
の
実
力
者
で
あ
る
事
は
明
白
な
の
だ

 
今
か
ら
お
よ
そ
二
年
前

が
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

に

わ
れ
た
年
に

あ

た

の
大
会

そ
の
テ
レ
ビ
中
継
で

は
ア
キ
兄
の

合
を

も
見
た

 
そ
の
勝
負
結
果
は

全
て
ア
キ
兄
の
二
本
先
取
の
勝

手
に
た
だ
の
一
本
も
取
ら
せ
ず

全
て
先
を
取

て
の
勝

だ

た

 
そ
の
剣

は
一
切
見
え
な
か

た

た
だ
気
付
い
た
時
に
は
終
わ

て
い
た
一

だ
け
の

き
の
内
に
ア
キ
兄
は

手
と
の

離
を
ゼ
ロ
に

め
て
一
撃
を
放

て
い
た
の
だ

面
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あ
る
い
は

手
の

れ
か
に
一
撃
入
れ
て
数

い
て
審
判
が
決
を
下
す
程
の

業
に
会
場

は

き

は
戦

に

ま
れ
る
事
に
な

た

 
見
え
な
か

た
理
由
が

な
の
か

は
今
で
も
分
か

て
い
な
い

た
だ
テ
レ
ビ

像
が
追

い
付
い
て
い
な
か

た
の
か
そ
れ
と
も

の
意
識
が
外
れ
た
一

の
間
に
全
て
決
ま

て
い

た
か
ら
か

 
だ
が
テ
レ
ビ

像
は
す
ぐ
後
に
ス
ロ

再
生
が
入

て
い
た
か
ら
キ
チ
ン
と

て
い
た
の

は
分
か

た
し
後
者
に

し
て
も
一

や
二

な
ら
と
も
か
く

回
と
い
う
の
は
か
な
り

だ

と
思
う

 
つ
ま
り

が
ア
キ
兄
の
剣
を
見
る
事
が

わ
な
か

た
の
は

の
動
体

力
や
反
応
速

が
ア
キ
兄
の
剣
を

え
ら
れ
る
程
の

に
達
し
て
い
な
か

た
と
い
う
事
だ

 

だ

て
あ
の

に

べ
れ
ば
命

け
の
死
地
を

も
潜
り

け
て
経
験
も

ん
だ
し
反

応
速

も
か
な
り
上
が

た
と
自
負
し
て
い
る
が

た
と
え
死
ん
で
も
死
な
な
い
ゲ

ム
を
し

て
い
た
と

え
ど
こ
ん
な

期
間
で
攻
略
組
に
参
入
を

し
入
れ
る
程
に
実
力
を
上

た
ア
キ

兄
を

手
に

果
た
し
て
マ
ト
モ
な
勝
負
が
出
来
る
の
か

不
安
し
か
無
い

 
ア
キ
兄
は

本
的
に
完

主
義
者
だ

と

う
よ
り
完

を
求
め
る
と
い
う
よ
り
は
完
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で
あ
る
事
が

然
で
あ
る
と
思

て
い
る
節
が
あ
る

家
事
も

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
前
は

に
自
分
で
し
て
い
た

が
そ
れ
を
覚
え
て
か
ら
は
全
て

投

だ

た
だ
け
で
や
ろ
う

と
思
え
ば
ア
キ
兄
は

本
的
に

で
も
出
来
る
の
だ

 

強
も

家
事
も

武
道
も

 
初
め
て
や
る
事
の

な
の
に
ま
る
で
知

て
い
た
か
の
よ
う
に
経
験
し
た
事
が
あ
る
か
の

よ
う
に

ア
キ
兄
は
全
て
を

期
間
で

達
し
て
い

て
し
ま
う

が

時
間
も

日
も

間
も
掛
け
て
や

と
出
来
る
事
を
ア
キ
兄
は
数
分
十
数
分
⻑
く
て
も
数
十
分
程

で

練
さ
せ
て
し
ま
う

 
そ
ん
な
人
物
が
一
つ
の
事
を

年
も

け
て
い
れ
ば
ど
れ

ど
の

に
達
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か

 

に
と

て
未
知
の
存
在
と

え
る
ア
キ
兄
が
ど
れ
だ
け
強
い
の
か

ど
れ

ど
の
実
力
を

持

て
い
る
の
か

に
は
全
く
見

も
付
か
な
い

の
想
定
は
全
て
足
り
な
い
そ
う
思

て
し
ま
う

だ
か
ら
不
安
な
ん
だ
よ

 
そ
れ
ら
を

裏
で

え
ば

白
は
ア

と

得
し
た
よ
う
な
声
を
返
し
て
き
た
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な
る

ど
な

ま

未
知

て
の
は
確
か
に
怖
い

ち

怖
い
だ
ろ
う
が

そ

こ
ま
で
過

に
ビ
ビ
る
事
は
無
い
と
思
う

故

そ
う

え
る
ん
だ

ア

と

 

よ
り
攻
撃
的
だ
か
ら
か
そ
れ
と
も
強
い
か
ら
か

そ
う
な
発

を
す
る
白
に
疑
問
を

い
て

問
す
れ
ば

故
か
白
は
ど
う

え
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
か
の
よ
う
に

い
あ
ぐ
ね
る

反
応
を
返
し
て
き
た

 

惑
と
い
う

で
は
無
い
の
は
分
か
る
が

葉
を

ぶ
と
い
う
事
は
そ
れ
だ
け
伝
え

い
事
な
の
だ
ろ
う
か

ア

こ
れ
を

て
良
い
の
か
分
か
ら
ね

ン
だ
が

白

い
い
か
王
よ

は
確
か
に
未
知
だ
か
ら
怖
い
だ
ろ
う
が
テ
メ

に
限

て
そ
こ
ま
で
ビ

ビ
る
必
要
は
無

天
は
二
物
を
与
え
ず

て

葉
を

い
た
事
は
あ
る
よ
な

 
確

か
に

の
場
合
は
二
物
ど
こ
ろ
か
三
つ
四
つ
と

つ
も
与
え
ら
れ
て
る
だ
ろ
う
が
よ
テ
メ

は

そ
れ
以
上
の
モ
ン
を
与
え
ら
れ
て
る

い
や

が
与
え
ら
れ
る
分
だ
け
テ
メ

に
も
与
え
ら
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れ
る
ン
だど

う
い
う
意
味
だ

 
白
の

葉
は

く
不
可
解
だ

た

神

と

わ
れ
て
い
る
ア
キ
兄
が
天
に

ま
れ
て

い
る
と
い
う
の
は

得
が
い
く
天
の

み
が
二
つ
ど
こ
ろ
か
三
つ
以
上
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い

う

に
も

全
面
的
に
同
意
だ

 
だ
が
ア
キ
兄
に
与
え
ら
れ
る
分
だ
け

に
も
与
え
ら
れ
る
と
い
う
の
が
分
か
ら
な
い

な
ら

故

に
は
才
能
が
無
い
の
だ

む
 
そ
の
疑
問
が
浮
か
ん
だ

は

思
わ
ず

根
を
寄
せ
て

て
し
ま
う

ハ
ハ

そ
う

る
な

要
は
テ
メ

が
全
力
を
出
せ
ば
一
方
的
に
負
け
る

手
じ

ね

て
事
だ

だ
か
ら
と

て
必
ず
し
も
勝
て
る

て

で
も
ね

が
な

む

だ
か

は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
気
が
す
る

気
に
す
ン
な

と
に
か
く
今
は
目
の
前
に

る

に
だ
け
集
中
し
ろ

別
の
事
を

つ
も

行
し
て
や
れ
る
程
に
器

じ

ね

ン
だ
だ

た
ら
一
つ
の
事
に
集
中
し
て
そ
れ
を
極
め

や
が
れ

他
の
事
に
は
そ
の
後
か
ら

手
す
り

い
い
ン
だ
よ

戦
う
な
ら
戦
う

え
る
な
ら
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え
る

今
ま
で
も
王
は
そ
う
や

て
き
た
だ
ろ

む
 
未
だ
に

き
た
い
事
は
あ
る
も
の
の
白
の

う
事
も
確
か
に
正
論
だ

た

今
は
目
前
ま
で

て
い
る
ア
キ
兄
と
の
デ

エ
ル
に
集
中
す
る
べ
き
だ

勝
て
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
な

ら

他
の
事
に
気
を
払

て
い
る

な
ど
無
い
の
だ
か
ら

集
中
す
る
べ
き
だ
ろ
う

 
ま
だ

か
大
事
な
部
分
を

さ
れ
て
い
る
気
は
す
る
が

今
は
白
の

う
事
に

て
お
こ

う

白
の
事
を
認
識
し
た
の
は
こ
こ
最
近
だ
が
今
ま
で
ず

と

の
事
を
見
て
い
た
か
ら
か
色

と

の
事
に

し
い
白
は

少
な
く
と
も

う
事
は

本
的
に
間
違

て
な
い
の
だ
か
ら

 

れ
話
し
て
欲
し
い
と
は
思
う
も
の
の

白
が
話
す
気
に
な
る
時
ま
で

つ
と
し
よ
う

 
そ
の
時
が

も
う
手

れ
に
な

た
時
じ

な
け
れ
ば
い
い
の
だ
が

そ
れ
よ
り
ホ
ラ

い
い
加

最
後
の

を
始
め
ね

と
ギ
リ
ギ
リ
に

い
ち
ま
う
ぞ

分
か

て
る

 
チ
ラ
と

界

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
時

の
時

を
見
て
確
か
に
い
い
加

最
終
確
認

に
入
ら
な
け
れ
ば
と
同
意
す
る

 
そ
れ
か
ら

は
白
に

ば

か
さ
れ
る
よ
う
に

備
と
ス
キ
ル
の
構
成
を
チ

ク
し

内
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で
ど
の
よ
う
な
時
に
ど
の
ス
キ
ル
を
使
う
か
の
イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
を
始
め
た

 
さ
て

ど
う
な
る
事
か
ね

 
真
剣
な
面
持
ち
で
カ
ラ
カ
ラ
と

い

と
共
に
メ
ニ

を
ス
ク
ロ

ル
さ
せ
て
は

裏
で

様

な
戦
況
を
想
定
し
イ
メ

ジ
し

け
て
い
る
王
の
様
子
を

じ
た

の
裏
で

し
て

い
た
オ
レ
は
そ
う

い
た

 
オ
レ
が

る
場

は
王
の
中

密
に

え
ば
王
の
在
り
様
を
示
す
世
界

平
た
く

え
ば

深
層
心
理
世
界
と

う
べ
き
か

 

色
に
な
る
ま
で

え

き
た

え
カ
ス
の
大
地
が
広
が
る
こ
の
世
界
に
は
色

せ
た
墓
標

や

し
切

た
家

の
残

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
く
す
ん
だ
一
人
分
の
人
骨
が

乱
し
て
い

る 
天
に
は
陽
の
光
な
ん
て

め
な
い
く
ら
い

ん
だ
暗
雲
が
立
ち

め
暗
黒
そ
の
も
の
と
す
ら

思
え
る
く
ら
い
黒
ず
ん
だ
雲
か
ら

る
真

黒
な
雪

地
平
線
の

に
は
血
の
色
に
し
か
見
え

な
い

し
い

の
太
陽
と
月

状

に
し
か
見
え
な
い
黒
い

月
が

対
面
し
て
存
在
し

て
い
る
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こ
れ
が
王
の
精
神
世
界

オ
レ
が
発
生
／

生
し
て
か
ら
一

た
り
と
も
変
化
が

れ
な
い

死
の
世
界

そ
れ
が
王
の
在
り
様
を
示
す
世
界
だ

 
未
来
な
ん
て
無
い
と
悟

て
い
る
王
は
た
と
え
ど
れ
だ
け

し
そ
う
に
し
て
い
よ
う
が

せ
そ
う
に

て
い
よ
う
が

た
だ
そ
う
に
し
て
い
る
だ
け
で
本

の
意
味
で
喜
ん
で

い
る

で
は
無
い

 
だ
か
ら
王
の
世
界
に
変
化
は
無
い

ず

と
死
し
て
止
ま

た
ま
ま
の
世
界
が
広
が
る
だ
け
な

の
だ

 
そ
ん
な
王
の
感
情
に
は
一
つ
だ
け
欠

し
て
い
る
も
の
が
あ
る

 
そ
れ
が
喜
怒
哀

の
内

怒
り
を
示
す

怒

他
者
に
向
け
る
怒
り

怒

あ
る
い
は
絶

望
の

他
者
を
憎
む
怨
念

憎
悪

一

に
ま
と
め
る
な
ら

負
の
怒
り

 
そ
れ
ら
を
王
は

⻑
き
に

て

ら
れ
る
状
況
を

せ
な
い
と
悟

た

間

喪

た

反
抗
し
て
も
外

に

意
を
向
け
て
も
意
味
が
無
い
と
悟
り

い
た
そ
れ
ら
が
あ
ま
り
に
も

強
大
過
ぎ
て
自
身
を
破
滅
さ
せ
る
と
断
じ
た
か
ら
こ
そ
王
は
そ
の
感
情
を
己
か
ら
切
り
離
し
た

あ
ま
り
取
り
た
く
ね

手

だ
が

や
る
し
か
ね

事

も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
な
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そ
う

い
て

王
の
心

風

の
一

に
存
在
す
る
モ
ノ
を
見
る

 

え
カ
ス
と
な

た

色
の
大
地
に

し
黒
い
雪
が
分

く

も
り
黒
い

で

め
に

が
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
存
在

大
体
直

三
メ

ト
ル
横

七
十
セ
ン
チ
高
さ
五
十

セ
ン
チ
程
の

黒
の

 
そ
の

に
入

て
い
る

い
や
入
れ
ら
れ
て
い
る
モ
ノ
こ
そ
王
が
切
り
離
し
た
感
情

怒
り

 
か
つ
て
愚
兄
が
王
を
見
捨
て
た
あ
の

間
に
切
り
離
さ
れ
た
感
情

あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ

る
絶
望
を
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ま
で
の
王
の
生
き
方
と
在
り
様
精
神
性
に
反
す
る
感
情
を

き

過
ぎ
た
せ
い
で

ば
自
己

衛
的
に
隔
離
さ
れ
た
モ
ノ

あ
る
い
は
王
自
身
が
無
意
識
に
で

も

こ
れ
を

い
て
は
な
ら
な
い

と

め
た
が
故
に
切
り
離
し
た
モ
ノ

 

違
い
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
王
が
切
り
離
し
た
怒
り
は
負
に
分

さ
れ
る
極
一
部
の

感
情
だ
け
だ

仮
に
全
て
を
切
り
離
し
て
い
れ
ば
王
は
ユ
イ
に

い
た
よ
う
な
苛
立
ち
な
ん
て

覚
え
ず

機

的
な
や
り
取
り
を
多
く
取
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
ろ
う

 
ま

他
に
も
感
情
が
あ
る
か
ら
本

の
機

よ
り
も
よ

ど
人
間

み
て
は
い
る
だ
ろ
う

が
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そ
れ
は
と
も
か
く

王
が
無
意
識
に
切
り
離
し
た

怒
り

は

に

う

殺
意

や

怒

絶
望

と
い

た
負
の
想
念
の

と
し
か

え
な
い
極
め
て
危
険
な
モ
ノ
だ

 
王
は

対
者
に

意
を
向
け
る
事
は
出
来
る
が

怒
や
殺
意
と
い

た
モ
ノ
を
向
け
る
事
は

出
来
な
い

密
に

え
ば
本
来
の
そ
れ
ら
を
向
け
る
事
が
出
来
な
い

故
な
ら
向
け
る
モ
ノ

が
無
い
か
ら
だ

 
疑
似
的
な
モ
ノ
は
人
間
の
自
己
学

に
よ

て
あ
る
程

補
わ
れ
て
い
る
か
ら
本

に
よ
く

見
て
い
る
人
間
で
あ
れ
ば
王
が
怒
り
を
覚
え
な
い
人
間
で
あ
る
事
く
ら
い
は
見

く
だ
ろ
う
が

本
的
に
他
人
か
ら
見
て
も
そ
こ
ま
で
違
和
感
は
覚
え
な
い
程

に
補
わ
れ
て
い
る

 
実

王
は
キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド
に
怒
り
を

た
殺
意
を
向
け
た
事
が
無
く
た
だ

圧
を
し

て
い
た
だ
け
だ
が
そ
れ
を

中
は
殺
意
と

違
い
し

け
て
い
る

王
が

う

気
や

動

に
圧
倒
さ
れ
錯
覚
し
て
し
ま

て
い
る
か
ら

対
者
は
気
付
か
な
い

気
付
く
と
す
れ
ば
王
の

内

に

み

め
た
義
姉
達
く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う

 
こ
の
疑
似
的
な
怒
り
も

本

な
ら
補
わ
れ
る
事
す
ら
無
か

た

 
そ
れ
が
補
わ
れ
る
切

掛
け

決
め
手
と
な

た
の
は

体
に

め

ま
れ
た

コ
ア
が
遠

因
の
一
つ
だ
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王
は

そ
の
感
情
を
切
り
離
し
て
か
ら
間
を

か
ず
に
モ
ル
モ

ト
と
し
て
体
を
弄
ら
れ
た

そ
れ
ま
で
共
に
あ

た
感
情
を
切
り
離
し
て
す
ぐ
の
事
で

ば
心
が
動
い
て
い
な
か

た
か
ら
精

神
死
こ
そ
し
な
か

た
が
ア
ウ
ト
プ

ト
が
上
手
く
行
え
て
い
な
か

た
だ
け
で
イ
ン
プ

ト
は
さ
れ

け
て
い
た

 

重
な
る
死
に
至

て
も
お
か
し
く
な
い
苦

を
無
数
に

り
返
さ
れ
た

に

王
は

コ

ア
を

め

ま
れ
た

 
こ
れ
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
決
め
手
の
一
つ
と
な
る

 

め

ま
れ

肉
体
と

合
し
た
そ
の

間

コ
ア
に

て
い
た
意
思
が
王
の
壊
れ
か

け
た
精
神
を

活
さ
せ
た

正
確
に

え
ば
ホ
ル
モ
ン
系

を

し
精
神
を
安
定
さ
せ
よ
う
と

し
た

そ
れ
だ
け
で
な
く
コ
ア
の
意
思
が
王
の
深
層
心
理
に

し
精
神
と
の

合
の
第
一

歩
で
あ
る
同

を

み
た

 
こ
の
同

と
い
う
の
は

の
声
が

こ
え
た
気
が
す
る
と
い
う
よ
う
な
事

の
根

に
あ

る
も
の

二

行
を
す
る

に
必
要
な

コ
ア
と
の
同

の
事
で
あ
る

つ
ま
り
コ
ア
が

者
を
認
め
て
よ
う
と
し
て
い
る
事
が
同

同

は
ど
れ
だ
け
認
め
ら
れ
て
い
る
か
を
示

す
数
値
だ
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そ
れ
を

み
た

間

コ
ア
は
王
が
与
え
ら
れ

け
た
苦

に
対
し
て
浮
か
べ
て
い
た
負

の
想
念
を
一
気
に

け
取
り
抑
え
る
事
も
出
来
ず
一

で

い
に
手
を
取
り
合

て

理
解
し
合
う

の
同

は
王
が

め

ん
で
い
た
負
の
怒
り
に
よ

て

配
へ
と
変
え

ら
れ
た

 
そ
の
結
果
が
あ
の
白
い
化
け
物
と
な

た

で
あ
る

め

ま
れ
た

コ
ア
に
イ
ン
ス
ト

ル
さ
れ
て
い
た
デ

タ
に

う
形
で
あ
り
な
が
ら

本
来
の
形
か
ら
破
壊
へ
と

い
た

 

コ
ア
に
は
一

世
間
に
流

し
て
い
る
常
識
的
な
二

行
の
正
の
進
化
と

王
の
よ
う

に
負
の
想
念
に
よ

て
別
の
発
現
を
す
る
負
の
進
化
が
存
在
す
る

こ
の
進
化
は
一

行
や
二

行
な
ど
の
事
を

本
的
に
意
味
し
て
い
る

 
こ
れ
ら
正
の
進
化
は

者
を
尊
重
す
る
主

の

の
方
に
な
る

者
と
い
う
の
は
そ
う

い
う
意
味
だ

 
負
の
進
化
で
は
そ
の
逆

者
の
負
の
想
念
を

と
し
て

コ
ア
の
方
が
主
の
方
に

ち

く

者
を
取
り

ん
で
傀
儡
と
し
て
し
ま
う
の
だ

 
王
の
場
合

コ
ア
の
意
思
が

理
し
切
れ
な
い
程
に

大
な
負
の
想
念
を
そ
れ
も
全
体
の

ん
の
少
し
し
か
触
れ
さ
せ
て
い
な
い
程

の

を
流
し
た
だ
け
で
一
気
に
意
思
を

し
流
し
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主
導
権
を
握

た

 
だ
が
前

の

り

本
来
の
負
の
進
化
は

コ
ア
が
主
に
収
ま
る

そ
れ
で
も
無
理

理
主

導
権
を
奪

た
せ
い
で
歪
な
形
で
定

し
て
し
ま

た

そ
の

に
王
は
白
い
異
形
と
化
し
て
し

ま
う

 
そ
の

は
負
の
想
念

つ
ま
り
は

殺
意

や

怒

絶
望

を
体
現
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
破
壊
と
殺
戮
を
行

た

自
身
を
苦
し
め
て
い
た
存
在
全
て
に
復
讐
す
る
か
の
如
く

れ
狂
い

近
く
に
い
た
存
在
全
て
を
滅
殺
し
た

 
本
来
で
あ
れ
ば
王
は
そ
の
ま
ま
死
ぬ
ま
で

め

ん
で
い
た
憎
悪
が

き
る
ま
で
破
壊
行

動
を

け
る

だ

た

そ
の
心
を

配
し

ら
せ
る
黒
い
感
情
が

き
る
時
あ
る
い
は
肉
体

が
限
界
を

え
て

壊
し
命
を

と
す
そ
の

間
ま
で
王
は
本
来
で
あ
れ
ば
破
壊
と
殺
戮
の
本

能
に

う
獣
に
成
り
下
が
り

け
る

だ

た

 
し
か
し
恐
ら
く
無
意
識
だ
ろ
う
そ
こ
で
王
は
破
壊
衝
動
や
殺
戮
衝
動
を
自
我
か
ら
切
り
離

し

を
疑
似
的
に
抑
え

ん
だ

 
王
が

状

の
記

を

に
持

て
い
た
の
は
そ
れ
を
抑
え
た
の
も
王
自
身
だ

た
か

ら
だ

自
覚
が
無
か

た
が
故
に
オ
レ
は
あ
の
出
来
事
を
無
意
識
で
行
わ
れ
た
事
な
の
だ
と
判
断
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し
て
い
る

 
そ
の
結
果

生
ま
れ
た
の
が
オ
レ

つ
ま
り
王
は
攻
守
の
守
を
示
す
守
護
的
な
人
格
だ
が

オ
レ
は
王
が
か
つ
て
切
り
離
し
た
攻
守
の
攻
破
壊
や
殺
戮
衝
動
を
本
能
と
し
て
持
つ
人
格
な
の

だ 
過
去
か
ら
他
者
に
対
し
て

他
的
に
な

て
い
な
い
の
は
王
の

の
人
間
性
が
他
者
を
守

護
す
る
方
の
人
格
だ
か
ら
で
あ
る

そ
れ
で
も
攻
撃
的
な
部
分
も
無
い

で
は
無
く
そ
の
部
分

の

ど
を
オ
レ
が
持

た
と
い
う

だ

 
守
護
の
王
破
壊
の
オ
レ
そ
し
て

定
的
に
憎
悪
を
体
現
す
る
最
後
の
存
在

こ
れ
ら
が
全

て
合
わ
さ

た
存
在
が
本
来
の

一

以
前
王
と
会

た

に

オ
レ
は
テ
メ

で
も

あ
る

と

た
が

そ
れ
は
こ
う
い
う
意
味
で
あ
る

 
闘
技
場
で
気
絶
し
た
王
と
入
れ

わ

て
大

れ
し
た
オ
レ
の
事
を
知

て
い
る

⻑
達

は

恐
ら
く
王
は
二
重
人
格
な
の
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
だ
ろ
う
が

密
に

え
ば
違
う

 
二
重
人
格
と
は

と
な

た
人
格
は
そ
の
ま
ま
に
全
く
別
の
人
間
性
を
持
つ
人
格
が
存
在

し
表
に
別

に
現
れ
る
状

の
事
だ

い
に
認
識
し
合

て
い
る
か
は
ケ

ス
バ
イ
ケ

ス

だ
が

本
的
に

と
な

た
人
格
に
異
常
は
無
い
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だ
が
オ
レ
達
の
場
合
大
本
の

一

と
い
う
人
間
性
を
そ
れ
ぞ
れ
骨
子
の
人
格
殺

戮
衝
動
負
の
想
念
の
三
分

さ
れ
て
存
在
し
て
い
る

多
重
人
格
と
い
う
分

に
な
る
か
も
し

れ
な
い
が
大
本
の
人
格
を
分

し
て
い
る
の
だ
か
ら
常
識
的
な
そ
れ
に
は

て

ま
ら
な
い

そ
ん
な
事

に
は
な
ら
な
い
の
だ

 
そ
ん
な
三
分

状

の
オ
レ
達
だ
が
分
か
た
れ
た
切

掛
け
が

で
の
出
来
事
で
あ

た
だ
け
で

大
本
の
原
因
は
愚
兄
の

秋
十
に
あ
る

 
そ
も
そ
も
分
裂
し
て
も

異
常
な
し
と
見
え
る
程
の
精
神
性
を
保
て
て
い
る
の
も
あ
ま
り

に
も
絶
大

つ

大
な
感
情
を
王
が

い
て
た
が
故

器
か
ら

れ
出
そ
う
に
な

て
い
た
モ
ノ

が
零
れ
な
い
よ
う

同
じ
大
き
さ
の
器
を
三
つ
分

意
し
た
存
在

そ
れ
が
オ
レ
達
だ

 
そ
の
感
情
を
向
け
る
根
幹
と
な

て
い
る
愚
兄
に
対
し
て
だ
け
は
三
つ
の
人
格
は
そ
れ
ぞ
れ

著
な
反
応
を
示
す

 
ま
ず

一

の
骨
子
と

え
る
第
一
人
格
の
王
は
過
去
に
対
し
て
ト
ラ
ウ
マ
を
一
番

え

ん
で
い
る
負
の
想
念
に

す
る
怒
り
の
感
情
を
第
三
人
格
と
し
て
切
り
離
し
て
い
る

か
ら
恐
怖
を
真

先
に
感
じ
る

一
番
穏
や
か
で
攻
撃
性
を
喪

て
い
る
か
ら
こ
そ
憎
悪
と
い

う

負
の
怒
り

の
一
部
を
喪

て
い
る
か
ら
こ
そ
王
は
恐
怖
し
か
覚
え
ら
れ
な
い
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第
二
人
格
の
オ
レ
の
場
合
は
殺
戮
衝
動
を
持

て
い
る

 
と

て
も

が

な
だ
け
に
正
直
オ
レ
は
王
が
生
き
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思

て
い

る

王
が
や
り
た
い
よ
う
に
や
れ
ば
い
い

王
が
護
り
た
い

を
護
る

な
ら
ユ
イ
の
時
み
た

い
に
手
を

す
の
だ

て

か
で
は
な
い
少
な
く
と
も
今
の
王
が

い
て
い
る
覚
悟
に
は
力
を

そ
う
と
思
え
る

 
死
な
れ
た
ら

る
し
今
の
立
場
が

北
イ
コ

ル
死
と
変
わ
り
な
い
か
ら
負
け
そ
う
に
な
る

に
横
槍
を
入
れ
さ
せ
て
も
ら
う
が
そ
れ
以
外
で
は

本
的
に

出
し
は
し
な
い

絶
剣
と

の
勝
負
の

に
手
出
し
を
し
な
か

た
の
は

あ
の
場
に
王
を

る

が

な
か

た
事
と

そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
無

で
あ
る
事
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
だ

 
ま

悪
の
根
源
で
あ
る
愚
兄
に
対
し
て
は
ど
う
し
て
も
攻
撃
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

そ
も
そ
も
戦
闘
に
な

た
ら
破
壊
と
殺
戮
衝
動
の
せ
い
で
か
な
り
攻
撃
的
に
な
る

そ
れ
で
も
多

少
は
理
性
を
残
し
て
い
る
か
ら
善
悪
の
分
別
は
付
く
し
王
が
マ
ズ
い
立
場
に
な
る
の
は
回

出

来
る
だ
か
ら
真

先
に
殺
し
に
掛
か
る
事
は
無
い

オ
レ
と
対
峙
し
た
時
に
は
大
い
に
鬱

を

晴
ら
せ
て
も
ら
う
が

 
だ
が

憎
悪
や
殺
意
と
い

た
負
の
想
念
の

と
し
か

え
な
い
第
三
人
格
だ
け
は

に
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放

て
は
マ
ズ
い

そ
れ
を
無
意
識
に
王
も
恐
ら
く
は
今
は

を
保

て
い
る
コ
ア
の
意
思

も
そ
う

え
て
い
た
の
だ
ろ
う

重
に

め
で

を
し
て
あ
る

 
こ
れ
ま
で
は
愚
兄
に
直

対
面
し

負
の
怒
り

を
覚
え
る
ト
リ
ガ

が
引
か
れ
な
か

た

か
ら
ま
だ
よ
か

た

 
だ
が
こ
こ
最
近
に
な

て
第
三
人
格
が
解
放
さ
れ
た
場
合
に
近
い
事
は
あ

た

 
第
七
十
四
層
ボ
ス
戦
で
の
コ

バ

ツ
が
最
期
に

い
た

ア
レ
が
切

掛
け
に
な

て

し
た
王
の
状

は
第
三
人
格
の
影

を

に

け
て
い
た

自
身
に
対
し
て
浮
か
ん
だ
怒

り
と

コ

バ

ツ
か
ら
向
け
ら
れ
た
理
不

な
責
め
に
対
す
る
怒
り
が
ト
リ
ガ

と
な

て

第
三
人
格
が
目
覚
め
か
け
た
の
だ

 
あ
の
時
は
王
の
理
性
を
保
た
せ
る
程

に
第
三
人
格
を
抑
え

む
の
が
オ
レ
も
や

と
だ

た 

怒
り
を

か
な
い
人
間
性
だ

た
か
ら
こ
そ
そ
し
て
⻑
年
に

て
理
不

に

ら

れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
王
が
切
り
離
し
た
負
の
怒
り

負
の
想
念
は

方
も
な
い

と

に
な

て
い
る

怒
ら
な
い
者

ど
怒
ら
せ
れ
ば
怖
い

と

う
が

正
に
王
は
そ
の

型

だ
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故
に
愚
兄
が
王

密
に

え
ば
大
切
な
存
在
を
愚
兄
が
傷
付
け
た
時
な
ど
第
三
人
格
を

目
覚
め
さ
せ
る
事
を
し
た
時
コ
レ
は
目
覚
め
る

大
切
な
存
在
へ
向
け
る
思
い
や
り
の
正
の

怒
り

は
と
も
か
く

対
者
へ
向
け
る

負
の
怒
り

は
マ
ズ
い
の
だ

も

な
事
が
無
け
れ
ば
い
い
ン
だ
が
な

 

密
に

え
ば
王
は
第
一

験
で
あ
る
デ

エ
ル
の
立
会
人
と
し
て
呼
ば
れ
た
だ
け
だ
か
ら

必
ず
し
も
勝
負
に
な
る

で
は
無
い
の
だ
が
愚
兄
の
方
か
ら

触
し
て
く
る
だ
ろ
う
事
は
想
像

に

く
な
い

十
中
八
九

そ
の
ま
ま
勝
負
に
流
れ
る
だ
ろ
う

 
王
と
愚
兄
の
勝
負

 
王
が
勝
て
ば

者
と
な

た
愚
兄
が
ど
う
動
く
か
で
今
後
が
変
わ
る

 
別
ゲ

ム
に
い
た
愚
兄
が
ど
う
し
て
こ
の
世
界
に
来
て

故
王
を
殺
そ
う
と
す
る
か
の
動
機

が
明
ら
か
に
な
れ
ば
今
後
の
行
動
も
容

く
予
想
が
付
く
の
だ
が

に
そ
れ
が
分
か
れ
ば
世

話
は
無
い

く
は
ま
だ
謎
の
ま
ま
に
な
る
だ
ろ
う

そ
れ
で
も
王
を
殺
し
に
裏
で
暗
躍
す
る
の

は
間
違
い
な
い

 
対
し
て

王
が
負
け
た
場
合
も

愚
兄
が
ど
う
動
く
か
で
状
況
は
変
わ
る

 
最
悪
な
の
は
王
が
殺
さ
れ
た
場
合
だ

そ
ん
な
事
に
な
ら
な
い
よ
う

⻑
や
王
の
義
姉
達
が
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全
力
で

止
に
動
く
と
は
思
う
が
王
の
立
場
と
今
後
を

え
れ
ば
そ
れ
は
あ
ま
り

ま
し
く
な

い

同
時
に
王
は

わ
れ
る
事
を
本

の
意
味
で
は
望
ん
で
い
な
い

 
王
は
自
ら
の
未
来
に
光
な
ど
無
い
と
悟

て
い
る
か
ら
こ
そ

か
の

に

に
な
る
事

を
良
し
と
し
て
い
る

あ
る
い
は
そ
れ
で
し
か
生
ま
れ
た
意
味
や
生
き
る
意
義
を
見
出

せ
て
い
な
い
と

う
べ
き
か

 

本
的
に
王
の
意
思
を
尊
重
す
る
オ
レ
だ
が
流

の
オ
レ
も
死
に
た
く
は
な
い
の
で
場
合

に
よ

て
は
勝
負
の

中
で

り

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

え
て
い
る

 

王
は
守
護
的
な
人
格
戦
う
事
そ
の
も
の
に
は
向
い
て
い
な
い

手
を
倒
す
事
に
は
第

二
人
格
で
あ
る
オ
レ
の
方
が
向
い
て
い
る
の
だ

絶
剣

と
の
デ

エ
ル
は
先
の
理
由
を

め

王
が
望
ま
れ
て
い
た
か
ら
オ
レ
も
一
切
手
を
出
さ
な
か

た
が
愚
兄
に
対
し
て
だ
け
は
別

が

で
も
王
が
勝

た
と
い
う
結
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
少
な
く
と
も
王
が

北
し
た
と
い
う
結
果
に
な
れ
ば
第
三
人
格
が
目
覚
め
る
危
険
性
は
一
気

に
高
ま
る

 
あ
ん
な

た

で
も
血
の
繋
が
り
が
あ
る
兄
だ

だ
か
ら
こ
そ
王
も
か
つ
て
捨
て
ら
れ
た

身
と

え
ど
未
だ
に
よ
り
を

せ
な
い
か
と
無
意
識
で
も
根

で
は
悩
ん
で
い
る

殺
さ
れ
る
未
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来
を

し
恐
怖
し
て
い
て
も

悪
の
根
源
で
あ
る
愚
兄
を
殺
そ
う
と

え
な
い
の
は
そ
の

悩
み
を

い
て
い
る
か
ら
だ

た

く

本

王
は
お

し
い
な

 
黒
い

で

め
に

じ
ら
れ
る

を
見
な
が
ら
苦

と
共
に

う
が
王
の
意
向
に

う
よ
う

愚
兄
を
殺
さ
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
王
が
死
な
な
い
道
を

え
て
い
る
オ
レ
も
大

だ

が
同
じ
な
だ
け
に
根

は
変
わ
ら
な
い
ら
し
い

ま

オ
レ
に
は
殺
戮
衝
動
が
あ
る
だ
け
だ
か
ら
な

 
そ
の
衝
動
も

が

な
だ
け
に
そ
こ
ま
で
強
い
と
い
う

で
は
無
い

わ
ば
オ
レ
は

を

抑
え
る

だ
け
に
生
じ
た
存
在

か
ら
根
幹
が

け
た
残
り
滓

 
第
三
人
格
は
と
も
か
く
王
が
全
力
を
出
す
に
は
残
り
滓
な
が
ら
攻
撃
性
の

ど
を
有
し
て
い

る
オ
レ
と
一
つ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に

載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
で
あ
る

の

い
は
オ
レ
の
方
が
上
手
い
の
も

オ
レ
に
大
部
分

て
い
る
攻
撃
性
が
理
由

 
王
は

か
を
護
る

に
戦
う
時
に
一
番
実
力
を
発

す
る

オ
レ
は

か
を

す
る
事
に
重
き

を

い
た
戦
い
に
一
番
実
力
を
発

す
る

 
第
三
人
格
だ
け

愚
兄
を
殺
す
事
に
一
番
全
力
が
発

さ
れ
る
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第
三
人
格
は
骨
子
で
あ
る
王
の
精
神
状

が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
る

か
マ
ズ
い
事

に
な

る
と
感
じ
た
時
は

無
理

理
に
で
も
オ
レ
が
表
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

マ
ジ
で
面
倒
な
事
は
し
て
く
れ
る
な
よ

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
生
還
す
る

に
は
少
な
く
と
も
ま
だ
王
の
異
常
性

を
克
明
に
す
る

に
は
い
か
な
い

愚
兄
を
殺
す
た
め
だ
け
に

れ
狂
う
よ
う
な
事
が
知
れ

た
が
最
後
オ
レ
達
に

つ
の
は
死
だ
け
だ

 
そ
の

路
を

え
た
が
最
後
王
を

け
容
れ
た
義
姉
や

⻑
達
が
ど
う
な
る
か
な
ど
想
像

に

く
な
い

こ
の
世
界
の

路
の
同
様
だ

 
こ
の
世
界
は
た
だ
の
う
の
う
と
生
き
て
来
た
愚
兄
が
戦
い

け
る
程
甘
く
な
い

愚
兄
の
行

動
一
つ
で
こ
の
世
界
に
生
き
る
全
プ
レ
イ

の
行
く

が
決
ま
る
な
ど
悪
い
夢
だ

 

中
で
そ
う

い
た
オ
レ
は
目
の
前
の

を
一
目
見
た
後

の
裏
に

る
王
の
行
動
に

意
を
向
け
る
事
に
し
た

 
王
は

方

備
を
終
え
い
よ
い
よ

験
会
場
と
な
る
第
二
十
二
層
へ

動
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
だ

た
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第
二
十
二
層
の

に

す
る
主

ル
カ

木
製
の
家

が
立
ち

び

第
一

層
の
転

前
に
あ
る

楼
が

水
へ
と

き
換
わ

て
い
る
こ
こ
は

と

う
よ
り
は

と
し
た

と
い
う
風
情
の
穏
や
か
な
風

が
あ

た

 
そ
の

に

攻
略
組
で
も
名
立
た
る
プ
レ
イ

が

い

み
し
て
い
た

 

血

騎
士

⻑
で
あ
る
私
ヒ

ス
ク
リ
フ

⻑

閃
光

の
ア
ス
ナ
君

ゴ
ド
フ

リ

君
を
始
め
と
し
た
幹
部
の
四
人

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ

ダ

で
あ
る
攻
略
部

の
騎
士
デ

ア
ベ
ル
君

サ
ブ
リ

ダ

で
あ
る
情
報
部

の
シ
ン
カ

君
と
そ
の
補

で
あ
る
戦

使
い
の
ユ
リ
エ

ル

君 

聖
⻯

合

の
リ

ダ

で
あ
る

刀
使
い
リ
ン
ド
君
と
そ
の
近
衛
三
人

 

風
林
火

の
リ

ダ

ク
ラ
イ
ン
君
と

間
の
五
人

 

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
リ

ダ

で
あ
る

剣
使
い

舞
姫

の
ラ
ン
君

絶
剣

ユ
ウ
キ
君

攻
略
組
き

て
の
槍
使
い
サ
チ
君

 
主
だ

た
攻
略
ギ
ル
ド
に
属
し
て
い
な
い
な
が
ら
こ
れ
ま
で
常
に

独
で
最
前
線
を

破
し
て

き
た
少
年

ビ

タ

の
忌
み
名
で
蔑
ま
れ

同
時
に

黒
の
剣
士

の
二
つ
名
で
希
望
を
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向
け
ら
れ
て
い
る
マ
ル
チ
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ホ
ル
ダ

の
キ
リ
ト
君

 
他
に
も

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

一
の
情
報

鼠

の
ア
ル
ゴ
君

攻
略
組
一
番
の
古
参

人
で
あ
る

手

使
い
エ
ギ
ル
君

攻
略
組

達
の
武

を

む
鍛
冶
師
リ
ズ
ベ

ト
君

最
近
ポ

シ

ン

を

し
て
有
名
に
な

て
い
る
ビ

ス
ト
テ
イ
マ

の
シ
リ
カ
君

新
進
気

の

手
剣
使
い
ス
ト
レ
ア
君

 
ア
ス
ナ
君
に

さ
れ
た
と
い
う
形
で
来
て
い
る
未
だ
名
は
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の

来

性
が
見

め
る
女
性
プ
レ
イ

の
リ

フ

君
と
シ
ノ
ン
君

 
今
日
も
攻
略
が
あ
る
か
ら
主
だ

た
メ
ン
バ

だ
け
で
は
あ
る
も
の
の

勢
で
三
十
人
に
も

上
る
攻
略
組
の
要
と
な
る
プ
レ
イ

の

ど
が
こ
こ
に
集
結
し
て
い
た

 
そ
れ
も
最
近
有
名
に
な

て
来
て
い
る
一
人
の
プ
レ
イ

が
本

に
攻
略
組
に
参
入
す
る

か

応
し
い
か
を
見
る

リ
ズ
ベ

ト
君
シ
リ
カ
君
リ

フ

君
シ
ノ
ン
君
の
四
人
は

別
だ
が

そ
れ
以
外
は
全

が
第
一

験
と
な
る
デ

エ
ル
の

手
で
あ
る
と
同
時
に
立
会
人

審
判
を
下
す
者
で
も
あ
る

 
ち
な
み
に
第
二

験
は

し
入
れ
を

け
た
血

騎
士

が
一
時
的
に
パ

テ

を

組
ん
で

そ
の
協

性
と
パ

テ

プ
レ
イ
の
レ
ベ
ル
を
見
定
め
る
事
に
な

て
い
る
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む

来
た
よ
う
だ
ね

 

前
八
時
四
十
五
分

指
定
し
た
時
間
の
十
五
分
前
に

験

で
も
あ
り
立
会
人
で
も
あ
る

我

は
全

た

で
あ
る
が

少
し

か

た
感
は

め
な
い

 
だ
が

験
さ
れ
る
者
で
あ
る
プ
レ
イ

も
少
し

め
に
行
動
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

指
定

時
間
の
十
五
分
前
に
な

た
時

も
が

線
を
向
け
て
い
た
転

か
ら
蒼
い
光
と
共
に
白

く
め
の

を
し
た
プ
レ
イ

が

を
現
す
の
を
見
て

件
の
人
物
で
あ
る
と
分
か

た
私

は

そ
う

中
で

い
た

 
時
間
を
キ

チ
リ
守
り

少
し

め
に
行
動
す
る
と
い
う
面
は

直
に

価
出
来
る

ま

律

に
守
ろ
う
と
い
う
気
で
来
た
な
ら
と
も
か
く
私
達
よ
り

く
来
る
事
で
己
の

性
を
証

明
し
た
い
と

え
て
い
た
な
ら
ア
レ
だ
が
そ
れ
を

み
取
る
事
な
ど
出
来
な
い
の
で
流
す
事
に

す
る

れ
た
つ
も
り
は

無
い
ん
だ
が

う
む
時
間
の
十
五
分
前
だ
か
ら

れ
て
な
ど
い
な
い

我

が
少
し

く
集
ま

て
い
た
だ

け
だ

 

に

て
い
た
私
達
を
見
て

気
圧
さ
れ
た
よ
う
に

う
白
の
剣
士
に
代
表
者
で
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あ
る
私
は
そ
う
応
じ
た

さ
て

ま
ず
は
自
己

と
い
こ
う

知

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
私
は
血

騎
士

の

⻑
ヒ

ス
ク
リ
フ

上
攻
略
組
を

い
る
リ

ダ

の
よ
う
な
も
の
を

て
い

る
者
だ

ま
た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
神
聖
剣
を

い
た

を
得
意
と
す
る
タ
ン
ク
で
も
あ
る

 
私
が
自
己

す
る
の
を

切
り
に

ギ
ル
ド
の
リ

ダ

と
サ
ブ
リ

ダ

攻
略
組
が

最
も

す
る
情
報

の
ア
ル
ゴ
君
故

の
エ
ギ
ル
君
鍛
冶

の
リ
ズ
ベ

ト
君
ポ

シ

ン

い
の
シ
リ
カ
君

そ
し
て
最
前
線
の
デ

タ
を
最
も

し
て
い
る
キ
リ
ト
君
が

に
自
己

を
し
た

そ
れ
で

め
て
君
の
名
を

こ
う
か

の
名
前
は
ア
キ
ト

そ

ち
の
金
髪
の
プ
レ
イ

と
同
じ
く
こ
の
世
界
に

故
か
迷
い

む
事
に
な

た

そ
こ
の
出
来
損
な
い
の
兄
だ
よ

 
自
ら
の
名

り
と
共
に
と
ん
で
も
な
い
情
報
を
い
き
な
り

す
る
神

の
ア
キ
ト
に

そ
の
事
実
を
知
ら
な
か

た
リ
ン
ド
君
を

と
す
る
面

が

し
対
し
て
そ
の
事
実
を
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に
リ

フ

君
や
以
前
の
遭
遇
騒
動
で
知

て
い
る
面

は

根
を
寄
せ
た

特
に
名
指
し
と
共

に
存
在
ま
で
明
か
さ
れ
た
リ

フ

君
は
眼
つ
き
を

く
し
て
い
る

 
私
が

い
た
も
の
は

え
無
し
に
も
程
が
あ
る

と
い
う
事

 
リ

フ

君
の

性
を
キ
リ
ト
君
が
明
か
さ
な
い
と
断
じ
た
の
は
現
実
の
状
況
が
あ
ま
り
に

も
不
明
確
過
ぎ
る
が
故
だ

て
も

は
信
じ
ら
れ
な
い
事
だ
し
あ
ま
り
に
も
不

に

過
ぎ
る
そ
の
内
容
は

乱
を

く
先
し
か
見
え
な
い
未
だ
全
損
者
す
ら
死
亡
し
て
い
な
い
事
実

を
知

て
安

感
を

い
て
も
ら

て
は

る
の
だ

 
キ
リ
ト
君
も
そ
れ
を
予
想
し
私
と
共
に

し
て
明
か
さ
な
い
事
に
決
め
て
い
た
の
だ
が

よ
も
や
こ
こ
で
そ
れ
を

す
る
な
ど
正
気
か
と
思

た

リ
ア
ル
バ
レ
に

し
て
は

れ
す
ぐ

に
分
か
る
事
だ
か
ら
思
う
事
は
あ
る
も
の
の

る
事
で
も
無
い
か
ら

に

め
て
い
る
だ

が
リ
ア
ル
の
状
況
を
話
す
の
は
流

に

え
無
し
過
ぎ
る

お

お
い

ど
う
い
う
事
だ

 
ま
さ
か
本

に
後
か
ら
来
た
の
か

あ
あ

大
体
三

間
前
に

は
こ
の
世
界
に
迷
い

ん
だ
よ

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ

ン

て
い
う
妖
精
に
な
り
き

て
空
を

べ
る
北
欧
神
話
を

に
し
た
フ

ン
タ
ジ

ク
な

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
し
て
い
た
ら

気
付
け
ば
こ
こ
だ
よ
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リ
ン
ド
君
が
焦

た
よ
う
に
問
い

め
ア
キ
ト
は

ち

い
た
風
に
語

た

自
ら
が
ど
の

よ
う
に
し
て
こ
の
世
界
に
来
た
の
か

そ
し
て
こ
れ
ま
で

を
し
て
い
た
の
か
を

 
ど
の
よ
う
に
迷
い

ん
で
き
た
か
は
リ

フ

君
と

同
様
で
プ
レ
イ
中
に
気
付
け
ば
と

い
う
も
の
だ

た

そ
れ
が
真
実
か
は
分
か
ら
な
い
が
仮
に
こ
れ
が
不

な
事
故
で
あ
る
な
ら

真
実
な
の
だ
ろ
う
彼
が
こ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
者
と
繋
が

て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば

 
こ
れ
ま
で

を
し
て
い
た
の
か
と
い
う
部
分
は
や
は
り
キ
バ
オ
ウ
君
と
繋
が

て
い
る
事
は

話
さ
ず

を

す
よ
う
に
フ

デ

ド
ロ

ブ
を

た
ま
ま
レ
ベ
リ
ン
グ
に

し
ん
で
い
た
の

だ
と
い
う

 
本

な
ら
後
か
ら
来
た
な
ど
信
じ
ら
れ
る

も
無
い
が
ア
キ
ト
の
リ
ア
ル
は

秋
十

つ
ま
り
は
キ
リ
ト
君
を

る
根
幹
を

す
神

本
人
だ

流

に
本
人
が
こ
れ
ま
で
動
き

を
見
せ
な
か

た
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
し
リ

フ

君
に
も
リ
ン
ド
君
が
問
い

め
た
結

果
同
じ
話
が

け
た
事
か
ら
も
信

性
あ
り
と
な

て
こ
こ
に

る
面

は
ア
キ
ト
の
話
を
真

実
だ
と
認
め
る
事
と
な

た

 
そ
れ
は
つ
ま
り

リ
ア
ル
の
話
も
真
実
だ
と
認
め
た
と
い
う
事
で
あ
る

が
全
損
し
て
も
ま
だ
死
ん
で
な
い

と
い
う
事
は

本

は
死
な
な
い
ん
じ

な
い
の
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か 

か
が

恐
ら
く
は
リ
ン
ド
君
の
近
衛
の
一
人
が
そ
う

い
た
の
が

こ
え
た

無
い
な

 
そ
れ
を

定
す
る

葉
を

お
う
と

を
開
い
た
時

一

く
声
を
発
し
た
人
物
が

た

 
そ
れ
は
如

に
も

が

い
と
ば
か
り
に

を

め
て
い
る
キ
リ
ト
君
だ

た

定
の

葉

を
向
け
ら
れ
た
近
衛
の
男
性
が
キ
リ
ト
君
を
忌

し
そ
う
に
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

め
付
け
る

故
そ
う

え
る

故
も

も

事
実
と
し
て

ナ

ヴ
ギ
ア

を
外
さ
れ
た
者
は
死
ん
で
い
る

つ
ま
り
人
を

殺
せ
る
機
構
と
ス

ク
を

ね
備
え
て
い
る
ハ

ド
を

達
は
全

て
い
る
事
に
な
る

そ
れ
だ
け

手
も
本
気
で
あ
る
と
い
う
事
な
ん
だ

死
な
な
い
と
い
う
事
は

え
ら
れ
な
い

 
ま

そ
こ
に
ア
キ
ト
と
リ

フ

君
は
入
ら
な
い
の
だ
が
重

の
三

を

め
る
バ

テ

リ

セ
ル
を
取
り
外
し
た
事
で
殺
人
的
ス

ク
を
出
せ
な
い
構

に
な

て
い
る
と
い
う
ア

ミ

ス
フ

ア
で
あ
ろ
う
と
必
ず
し
も
死
な
な
い
と
は
限
ら
な
い

を
破
壊
す
る
コ

ド

そ
の
も
の
は
恐
ら
く

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
死
に
は
至
ら
な
く
と
も
後

を
残
す
程

に

ダ
メ

ジ
を
与
え
て
来
る
可
能
性
は
十
分

え
ら
れ
る
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こ
う

て
は
不

だ
が
一
息
で
死
ぬ
よ
り
も
死
ぬ
ま
で
後

を
負
う
生
の
方
が
私

は
苦
し
い
と
思
う

死
し
か
未
来
が
無
い
者
や

に
死
ん
で
し
ま

た
者
達
に
は

し

な
い

え
だ
が

 
こ
の
現
状
は
デ
ス
ゲ

ム
化
を
見

け
な
か

た
自
身
に
も
責

が
あ
る
と

え
て
い
る
私
が

そ
う
思

す
る
中

キ
リ
ト
君
は

葉
を
止
め
ず

そ
れ
に

と

け
た

あ
の

ロ

ブ
の

葉
を
思
い
出
せ

は
現
実
で
も
死
ぬ

件
に
つ
い
て
と
こ
の
世
界
か

ら
生
還
す
る
た
め
の

件
は
確
か
に

て
い
た

だ
が
死
ぬ

件
は

に
し
て
も
そ
れ

が

時
履
行
さ
れ
る
か
ま
で
は
明
確
に
し
て
い
な
い

全
損
し
て
す
ぐ
死
ぬ
事
を

定
し
て
い
な

い
し
ク
リ
ア
と
同
時
に
死
ぬ
事
も

定
し
て
い
な
い

リ
ア
ル
の
事
を
知
れ
た
の
は

の
至

り
だ
ろ
う
が

観

が
一
切
許
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
事
は
未
だ
変
わ
り
な
い
ん
だ
よ

 
確
か
に

あ
の

に
だ
け
許
さ
れ
た

ロ

ブ
を

る
存
在
は

現
実
で
の
死
は
こ
の
世
界

で

を
全
損
す
る
事
と
し
か

て
い
な
い

逆
に

え
ば

時

ナ

ヴ
ギ
ア

で

を

き
切
る
か
ま
で
は

し
て
い
な
い
の
だ

 
全
損
し
て
す
ぐ
死
ん
で
い
な
い
の
な
ら
ク
リ
ア
と
同
時
に
死
ぬ
と
い
う
可
能
性
も
あ
る

時
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
以
上
は
一
切
気
を

け
な
い
状
況
で
あ
る
事
に
変
わ
り
な
い



 第四十七章 〜死闘：怒る黒対嗤う白〜

 
そ
れ
な
の
に
安
直
に
少
し
で
も

観
的
な
思

を
持

た
男
に
対
し
て
苛
立

て
い
る
の
か

キ
リ
ト
君
は

い

を
止
め
な
い

観
的
な
思

を
す
る
の
は
ア
ン
タ
の
勝
手
だ
が
な
そ
れ
で
死
ん
で
も
大

な
ん
て

え
を
必
死
に
生
き
て
い
る
者
達
に
ま
で
感

さ
せ
る
な

今
ま
で
の
攻
略
は
全
て

氷
の

を

る
に

し
い
生
死
の

間
と
変
わ
り
な
い
も
の
だ

た
ん
だ

そ
れ
な
の
に
そ
ん
な
安

な

思

で

ん

れ
な
く
な

て
み
ろ
一
気
に

解
す
る

第
二
十
五
層
と
第
六
十
七
層
の
悪
夢

を
忘
れ
た
の
か

あ
の
戦
い
で
出
た
死
者
と
そ
の
先
に
得
た
勝

が
ど
う
い
う
も
の
だ

た
か

知
ら
な
い

で
は
な
い
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
君
が

に
し
た
二
つ
の

層
は

神
聖
剣
に
よ
る
圧
倒
的

力
ボ

ナ
ス
を
有
し

て
い
る
私
と
共
に

た

た
二
人
で
戦
線
が
回
復
す
る
ま
で
の
十
数
分
を

え

い
た

層
だ

 
特
に
第
二
十
五
層
の
多

の

像
ボ
ス
を

手
に
す
る
時
は
本

に
二
人
だ
け
だ

た
た
め

く
苦
戦
し
た
覚
え
が
あ
る

あ
れ
は
タ
ン
ク
と
し
て
一
番
の

力
と
神
聖
剣
ス
キ
ル
を
持

つ
私
と

一
番
的
確
に

の
攻
撃
を

く
剣

を
持
つ
キ
リ
ト
君
で
な
け
れ
ば

な
か

た

 
そ
し
て
数
多
の
死
者
と

者
を
出
し
た

層
の
戦
い
は
死
ね
ば
終
わ
り
と
い
う
観
念
か
ら

来
る
意
地
で
ど
う
に
か

だ
け
は

み
止
ま
り
あ
と
一
息
と
い
う
と
こ
ろ
で

ん

て
戦
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い

い
た

に
得
た
勝

死
ん
で
も
大

と
い
う

え
が
あ

て
は
決
し
て
得
ら
れ
な
か

た
勝

な
の
は
間
違
い
な
い

 
そ
の
事
実
を

に
し
た
キ
リ
ト
君
は

し
か
も

と

葉
を
更
に

ね
た

の
ボ
ス
は
第
三
ク

タ

モ
ン
ス
タ

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な

て
き
た
事
も

め

い
気
持
ち
で

め
る

手
で
な
い
事
は
重

承
知
の

だ

ぐ

出
来
損
な
い
の
く
せ
に

 
そ
れ
が
正
論
で
あ
る
と
理
解
は
し
て
い
る
ら
し
い
近
衛
の
男
が
悔
し

れ
と
ば
か
り
に
悪

を

向
け
る
が
対
す
る
黒
の
少
年
は

か
に
苦

を

え
な
が
ら
静
か
に

目
し

を
返
し
た

そ
ろ
そ
ろ

験
を
し
よ
う
と
思
う
の
だ
が

構
わ
な
い
か
ね

な

だ
が
神
聖
剣
殿
こ
の
出
来
損
な
い
の

う
事
が
事
実
と
は
分
か
ら
な
い
で
し

う 
あ
く
ま
で
キ
リ
ト
君
の

い
分
を
論
破
し
た
い
の
か
先
ま
で

い
合

て
い
た
近
衛
の
男
が

食
い
下
が

て
来
た

そ
れ
に
思
わ
ず

手
で
盾
を
持

て
い
る

に
空
い
て
い
る

手
を

に

て
て

息
を

い
て
し
ま
う
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は

そ
も
そ
も
現
状
で
は
そ
の
話
の
真
偽
を

る
事
な
ど
不
可
能
だ
ろ
う

事
実
と
し

て
未
だ
死
ん
で
い
な
い
だ
け
で
ク
リ
ア
と
同
時
に
死
ぬ
の
か
あ
る
い
は
全
損
者
も
生
還
す
る

か
は
こ
の
世
界
の

き
に

達
せ
ね
ば
分
か
ら
な
い

で
あ
れ
ば
推
論
は
可
能
だ
が
確
定
さ
せ

る
事
は
現
状
不
可
能
と
い
う
事
に
な
る

ビ

タ

の
推
論
は

論

君
の
推
論
も
だ

故
に
今
こ
こ
で
そ
れ
を
論
じ
る
意
義
は
無
い

そ
も
そ
も
こ
こ
に
集
ま

た
本
来
の
目
的
を
忘
れ

た

で
は
な
い
だ
ろ
う

ぐ

く
そ

 
私
の

葉

り
現
状
で
は
ど
ち
ら
も
分
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
議
論
し
て
も

が
明
か
な
い
の

だ

近
衛
の
男
の
話
は

ら
ぬ

の

キ
リ
ト
君
の
話
は
し
て
然
る
べ
き
な

で
こ
そ

あ
る
が
真
実
だ
と
断
定
出
来
な
い
以
上
は
た
だ
の

意
を

す
も
の
で
あ

て
そ
れ
以
上
に
な
り

得
な
い

 
故
に
無

だ
と

え
ば

程
キ
リ
ト
君
を

い
負
か
し
た
か

た
ら
し
い
近
衛
の
男
は

づ

き
な
が
ら
引
き
下
が
る

そ
れ
で
も
彼
に

い

線
を
向
け
る
事
だ
け
は
や
め
ず
彼
も
そ
れ
を

向
け
ら
れ
て
い
る
の
に
気
付
い
て
い
な
が
ら

う
べ
き
事
は

た
か
ら
か

を
組
ん
で
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を
保

た

 
そ
れ
を
見
て

こ
の

論
も
終
わ
り
だ
と
判
断
し
た
私
は

を
開
い
た

へ

あ
れ
だ
け
不
出
来
だ

た
お
前
が
よ
く
も
ま

そ
こ
ま
で

そ
う
に

え
る
よ
う

に
な

た
な

 

は
開
い
た
が

葉
を
発
す
る
の
は
再
び

ら
れ
て
し
ま

た

 
そ
の
事
と

発
的
な

葉
を
発
し
た
人
物
が

な
の
か
を
理
解
し
た
事
で
思
わ
ず

根
を

寄
せ
て
し
ま
う

 

葉
を
発
し
た
の
は
キ
リ
ト
君
の
実
の
兄
彼
を
見
捨
て
た

本
人
で
あ
る
実
兄
だ

た

く

論
が
終
わ

た
の
に
ま
た

こ
す
気
か
と
思
う
が
眼
を
付
け
ら
れ
た
ら
マ
ズ
い
と
以
前
遭

遇
し
た

に
色

と
キ
リ
ト
君
か
ら

い
た
ら
し
い
ユ
ウ
キ
君
か
ら

を

く
し
て
メ

セ

ジ
で

さ
れ
て
い
る
た
め

一

様
子
見
を
す
る
事
に
し
た

 
声
を
掛
け
ら
れ
た
キ
リ
ト
君
は

じ
て
い
た

を
持
ち
上

水

を
思
わ
せ
る
黒
い

を
自
身
の
兄
へ
と
向
け
る

そ
の

に
感
情
の
色
は
見
え
な
い

眼
つ
き
は

り
で

却

て
そ
れ
が

私
の

か
を
ざ
わ
つ
か
せ
た

 

も
が

仮
想
世
界
に
て
実
現
し
た
兄
弟
の
対
峙
に

を

む
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兄
は
蔑
み
の

線
を
弟
は
感
情
を

せ
て
い
な
い

線
を

い
に
交
え

を
保
つ
こ
と

お
よ
そ
十

の
後

先
に

を
開
い
た
の
は
キ
リ
ト
君
だ

た

こ
の
世
界
は
レ
ベ
ル
制
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
だ

レ
ベ
ル
が
高
く
レ
ア

の
高
い

備
を

持

て
い
る
事
実
が
あ
る

ど
強
者
で
あ
る
と

出
来
る

第
一
層
の

か
ら
ボ
ス
戦
に
参
加

し

け

も
取
り

け
て
来
た
者
と
し
て

そ
し
て
こ
の
世
界
に
最
初
か
ら

る
者
と
し
て

少
な
く
と
も
さ

き
の
事
を

う
だ
け
の

格
は
あ
る
と
思
う
が

 
至
極
真

な
事
を
彼
は

う
が

対
す
る

白
の
剣
士

は
そ
れ
を

で

た

は

た
か
が
ゲ

ム
で
強
く
な

た
つ
も
り
か

思
い
上
が
り
も
こ
こ
ま
で
く
る
と

だ

な

た
か
が
ゲ

ム

か

 
兄
の

弄
の

葉
に

黒
の
剣
士

は
一
つ
の

語
だ
け
を
復

し
た

そ
の
声

に
は

さ

き
ま
で
は

て
い
な
か

た
感
情
が

ま
れ
て
い
た

 
彼
の
表
情
は

か
に

け
ら
れ
前
髪
で

れ
て
い
る
た
め
見
え
な
い

だ
が
怒
り
を
覚
え

て
い
る
事
は
分
か

た

た
か
が
ゲ

ム

あ
あ
そ
う
だ
ろ
う

の
う
の
う
と
現
実
世
界
で
平
穏
を

し
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て
い
た
者
か
ら
す
れ
ば
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
も

事
者
で
な
い
か
ら
こ
そ
た
か
が
ゲ

ム
と

え
る
だ
ろ
う

た
か
が
遊
び
だ
と

え
る
だ
ろ
う

が

い
た
い
ん
だ

 

い
た
い
事
は
ハ

キ
リ
と

え
よ

出
来
損
な
い
の
愚
弟

な
ら
ば

て
や
ろ
う

神

の
秋
十

 
蔑
称
を
平
然
と

に
し
た

間

人
か
が

く
り
と

を

わ
せ
た
が
そ
れ
は
キ
リ
ト
君

の

動
で
抑
え
ら
れ
た

 
彼
は

を
上

真

向
か
ら
自
ら
の
兄
と

線
を
交
え
た

 
そ
の

に
は
彼
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
怒
り
が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た

な
怒
り
で
は
な

く
ど
こ
か
昏
い
も
の
も
見
え

れ
す
る
不

の

怒

今
ま
で
一

た
り
と
も
彼
が
見
せ
た
事

が
無
か

た

だ

 
こ
の
世
界
に

じ

め
ら
れ
た

達
に
と

て

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は
キ

チ
コ
ピ

り
最

ゲ

ム
で
あ

て
も
遊
び
じ

な
い

こ
の
世
界
で
死
ん
だ
人
達
も
ま

だ
生
き
て
い
る
人
達
も
こ
の
世
界
の
全
て
が
仮
想
で
あ

て
も
現
実
だ

死
ん
だ
人
達
だ

て

必
死
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
た
今
を
生
き
る
人
達
も
死
な
な
い
よ
う
必
死
に

日
を
生
き
て
い
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る

そ
れ
を

の
う
の
う
と
生
き
て
い
た

様
が
嗤
う
な
よ

  
今
ま
で

い
た
中
で
恐
ら
く
キ
リ
ト
君
が
初
め
て

心
を

き
出
し
に
し
て
怒
声
が
発
せ

ら
れ
る

そ
の
怒
り
を
目
の

た
り
に
す
る
私
達
は

思
わ
ず

に

ま

て
し
ま

た

最
初
は
デ

エ
ル
を
見
届
け
る
だ
け
に

め
る
つ
も
り
だ

た
し

ま
れ
た
時
だ
け
に
し

よ
う
と

え
て
い
た
が
気
が
変
わ

た

ヒ

ス
ク
リ
フ

こ
の
デ

エ
ル
の

手
は

こ
の

ビ

タ

が
引
き

け
さ
せ
て
も
ら
う
ぞ

な
 
こ
こ
に
来
る
ま
で
の
道
中
で

夜
手

理
を
振
る
舞

た

の
キ
リ
ト
君
の
様
子
を
ア
ス
ナ

君
か
ら

き
知

て
い
た
か
ら
ま
さ
か
自
ら
の
意
思
で
兄
に

み
か
か
る
と
は
予
想
し
て
い
な

か

た

こ
れ
は
予
想
だ
に
し
な
い
展
開
だ

 
ア
ス
ナ
君
達
も

心
を

や
す
リ
ン
ド
君
達
も
さ
し
も
の
キ
リ
ト
君
に
深
い
理
解
を
示

し
て
い
る
リ

フ

君
も
キ
リ
ト
君
の
こ
の
行
動
は
予
想
し
て
い
な
か

た
よ
う
で

然
と
し

て
い
た

い
い
な
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う

う
む

彼
が
望
む

手
に
す
る
つ
も
り
だ

た
か
ら
な

 
予
想
だ
に
し
て
い
な
か

た
た
め

き
に

ま
る
私
に
キ
リ
ト
君
は
有
無
を

わ
さ
ぬ

で
再

問
い
掛
け
て
来
た

そ
れ
に
私
は

と
か

葉
を
返
す

 
本

な
ら
私
が

手
を
し
よ
う
と

え
て
い
た
の
だ
が

キ
リ
ト
君
が
こ
こ
ま
で
怒
り
を

わ
に
し
て
い
る
の
も

し
い
し
こ
こ
で
横
槍
を
入
れ
れ
ば
後
で

を

わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い

は

出
来
損
な
い
風
情
が

子
に

る
な
よ

 
そ
れ
に

手
に
指
名
さ
れ
た
本
人
が
あ
そ
こ
ま
で
や
る
気
で
は
止
め
よ
う
に
も
止
め
ら
れ
な

い
だ
ろ
う

ア
ス
ナ
君
達
か
ら

ま
じ
い
抗
議
の

線
を
向
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
後
が
面
倒
な
事

に
な
る
の
は
変
わ
り
な
い
が

こ
こ
は

と
か

む
し
か
あ
る
ま
い

 
本
来
な
ら

む

な
の
は
白
の
剣
士
の
方
な
の
だ
が
話
の
流
れ
と
彼
自
身
が
己
が
下
だ

と
思
い

ん
で
い
る
か
ら
か

黒
の
剣
士

の
方
が
デ

エ
ル
の

請
を
行

た

本

な
ら
全
損
決

に
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が

死
ん
だ
ら
マ
ズ
い
か
ら
モ

ド
は

決

ア
イ
テ
ム
も
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
も

で
も
ア
リ

時
間
は
無
制
限
だ

異
論
は
無
い
な

別
に

は
全
損
モ

ド
で
も
い
い
ぞ

 
負
け
る

が
無
い
か
ら
な

チ
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兄
の

発

い
の
セ
リ
フ
に

忌

し
そ
う
に

打
ち
を
し
た
彼
は
そ
の
ま
ま

作
を

け

決

で
デ

エ
ル
シ
ス
テ
ム
が

動

 
私
か
ら
見
て

か
ら
Ａ

ｉ
ｔ
ｏ

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
表
示
さ
れ
た
パ
ネ
ル
の
下
に

残
り

機
時
間
を
示
す
タ
イ
マ

が
表
示
さ
れ
る

そ
れ
は

か
ら

一

と

少
を
始

め
た

 
そ
れ
を
見
て
か
ら
ア
キ
ト
は
背
中
に
背
負

て
い
た
白
い
片
手
剣
を

き
払
い

足
を
引
い

て

身
を
前
に
し

手
に
持
つ
剣
を
切

先
が
地
面
に

れ
る
程
ま
で
後
ろ
手
に
下

て
構

え
た

そ
の
構
え
は
キ
リ
ト
君
が
一
刀
の
時
に
見
せ
て
い
た
全
力
の
構
え
と
全
く
同
じ

ど
う
い
う
事
だ

 
し
か
し
最
も
気
に
な

た
の
は
構
え
で
は
な
く
ア
キ
ト
が
手
に
す
る
白
に

め
上

ら
れ
た

剣

ア
ル
ジ

ン
ト
ブ
レ

ド

の
見
た
目
や

本
ス

ク
に

し
て
は
情
報

の
武
器
名

で
一
応
確
認
し
て
い
た
が

思

た

り
そ
れ
と
異
な

て
い
た
の
だ

 
ア
キ
ト
が
手
に
し
て
い
る
剣
は
一

で

え
ば
真

白
な
エ
リ

シ
デ

タ
だ
ろ
う

形
状

の
全
て
が
エ
リ

シ
デ

タ
の
特
徴
を
持

た
代
物
だ

た
の
だ

 
ゲ

ム
に

い
て

つ
ま
り
ユ
ニ

ク
な
一
点
物
が

重
で
あ
る
の
は
見
た
目
の
グ
ラ
フ
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ク
も
然
る
事
な
が
ら
一
番
重
要

さ
れ
る
の
は
そ
の
ス

ク
だ

極
論
見
た
目
だ
け
似
て
い

る
が
贋
作
と

え
る
も
の
は

に
あ
る

現
実
で

う
レ
プ
リ
カ
と
い
う
も
の
だ

 
他
の
ゲ

ム
で
も
似
た
形
状
あ
る
い
は
同
一
の
見
た
目
で
あ
り
な
が
ら
性
能
は

る
武

は

見
さ
れ
た
の
で
ス

ク
こ
そ
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
届
か
な
い
も
の
の
見
た
目
は
有
名
な
一
点
物

に
近
い
も
の
は

ら
か

意
し
て
い
た

エ
リ

シ
デ

タ
の
レ
プ
リ
カ
だ

て
キ
チ
ン
と
設
定

し
た
覚
え
が
あ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
キ
リ
ト
君
が
愛

品
と
し
て
使

て
い
る
の
だ
か
ら
ア
キ

ト
が
持

て
い
る
の
は
確

で
製
作
さ
れ
る
レ
プ
リ
カ
品
だ

 
だ
が
お
か
し
い

エ
リ

シ
デ

タ
は
第
五
十
層

流

に
第
三
ク

タ

と
も
な
る

と
ス

ク
不
足
感
が

に

め
な
く
な

て
き
て
い
る
の
に
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
よ
り

る

ス

ク
し
か
持
た
な
い
レ
プ
リ
カ
が
最
前
線
で

す
る

も
無
い
の
だ

下
手
す
れ
ば
ア

ル
ジ

ン
ト
ブ
レ

ド

よ
り
ス

ク
で

る

 
そ
れ
な
の
に
自
ら
が
最
前
線
に
参
入
出
来
る
千
載
一
遇
の
機
会
を
棒
に
振
る
よ
う
な
事
を
す

る

が
無
い

 

そ
れ
を
可
能
に
す
る
手
は

え
ら
れ
な
く
も
無
い
が
そ
の
手
は
こ
の
本
製
品

で
は
出

来
な
い

な
の
だ
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私
や
キ
リ
ト
君
が
持
つ

十
一
種

の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
全
部
で
十
五
種

存
在
し
て
い

る

キ
リ
ト
君
が
持

て
い
な
い

剣

剣
片
手

弓
限
定
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を

め

れ
ば
十
五
種

だ

 
そ
れ
ら
は
全
て
戦
闘
系
ス
キ
ル
に
特
化
し
た
代
物
つ
ま
り
は

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
事
が
出

来
る
も
の
ば
か
り
だ

攻
略
組
が
持
て
ば
戦
力
強
化
は
間
違
い
な
く
現
に
キ
リ
ト
君
の

騎
で

有
す
る
戦
闘
能
力
は
大

に
増
強
さ
れ
て
い
る

 
な
の
で
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
戦
闘
系
以
外
つ
ま
り
生

系
や

系
は
こ
の
正
式
サ

ビ
ス

に
存
在
し
な
い

そ
も
そ
も
実

し
て
い
な
い
か
ら
だ

 
そ
れ
ら
は
こ
の
ゲ

ム
の
製
作

で
一
応
完
成
は
し
て
い
た
も
の
の
あ
ま
り
の
ス

ク

と
不
平

さ
か
ら
そ
れ
ら
は

し
た

つ
ま
り
製
作
だ
け
は
さ
れ
て
い
た
の
だ

 
私
が

念
し
た
の
は

そ
れ
ら
の

が
解
か
れ
た
可
能
性

 
ア
レ
ら
は
消
す
に
は

し
い
と
デ

タ
だ
け
は
残
し
て
い
た

し
よ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
実

出

来
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
製
品

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
フ

マ

ト
に
合
わ
せ
て
い
た

 
そ
れ
が
災
い
し
私
が
設
定
し
た
覚
え
の
な
い
事
が
増
え
て
来
た
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
製
品

に
知
ら

な
い
間
に
追
加
さ
れ
て
い
た
と
な
れ
ば

あ
る
い
は
あ
の
白
の
剣
士
が
自
ら
の
手
で

を
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解
い
て
手
に
入
れ
た
と
な
れ
ば

 
最
前
線
で
も
十
分

す
る
ス

ク
で
あ
り
な
が
ら
一
点
物
と
同
一
の
見
た
目
の
武
器
を

製
作
す
る
事
も

不
可
能
で
は
無
い

 
そ
れ
こ
そ
生

系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
一
つ

鍛
冶

ス
キ
ル
を
極
め
た
者
に
の
み
与
え
ら

れ
る

鍛
鉄

 
鍛
冶
に
て
製
作
さ
れ
る
武
器
は
ス

ク
も
見
た
目
も
全
て
シ
ス
テ
ム
に

定
さ
れ
て

い
る
も
の
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に

ば
れ
る

な
の
で
同
じ
見
た
目
で
も
ス

ク
が
違

た
り
す
る

の
は
ま
ま
あ
る
し

名
称
が
同
じ
で
も
や
は
り
同
じ
事
は
十
分

こ
る

 
だ
が
鍛
鉄
の
場
合
ス

ク
は
鍛
冶
師
の
ス
キ
ル
値
や
使

す
る
ハ
ン
マ

使

す

る

の
レ
ア

の
タ
イ
プ
と
い
う
五
つ
の
要

に

さ
れ
る
も
の
の
見
た
目

を
自
由
に
変
え
る
事
が
可
能
だ

更
に
は

備
す
る
事
で
ス
テ

タ
ス
が
ア

プ
す
る
よ
う
な
ス

テ

タ
ス
加

果
キ
リ
ト
君
の
狂
戦
士
の

輪
の
よ
う
に
バ
フ
を
付
与
す
る
事
も
可
能

で
あ
る

 
そ
れ
ら
を

し
た
の
は

然
そ
れ
を
個
人
で
作
れ
る
と
あ

て
は
フ

ア
ネ
ス
で
は
な
い

か
ら



 第四十七章 〜死闘：怒る黒対嗤う白〜

 
全
て
平

な
シ
ス
テ
ム

せ
で
あ
れ
ば
機
会
こ
そ
不
平

で
は
あ
る
が
苦
労
し
た
報

と
い
う

事
で

得
い
く
だ
ろ
う
と
思
い
故
に
私
は
鍛
鉄
を
始
め
生

や

系
の
ユ
ニ

ク
ス

キ
ル
を
全
て

し
実

し
な
い
と
い
う
苦

の
決
断
を
下
し
た
の
だ

 
し
か
し
今
目
の
前
で

そ
れ
の
存
在
が

念
さ
れ
る
事

が
確
認
さ
れ
て
い
る

 
本
来
で
あ
れ
ば

に
問
い

し
た
い

な
の
だ
が
今
の
私
は
リ
ア
ル
不

の
ヒ

ス
ク

リ
フ
で
あ
る
た
め
自
ら
こ
の
事
件
の
黒
幕
と

え
ら
れ
て
い
る

場

と
名

る
の

に

し
い
行
動
を
取
る

に
は
い
か
な
い

 
先
の
話
で
私
も

わ
れ
て
い
る
と
い
う
部
分
は
意

し
て
か
意

せ
ず
な
の
か
語
ら
れ
て
い

な
い
た
め

今
で
も
私
が

人
と
信
じ
て
疑
わ
れ
て
い
な
い
の
だ

 
と
は

え

引

掛
か
る
事
が
無
い

で
も
無
い

鍛
鉄

を
持

て
い
る
の
な
ら

故
リ

ズ
ベ

ト
君
の

へ

き
剣
を

入
し
た
の
か

イ
ン
ゴ

ト
を
手
に
入
れ
た
方
が
安
価

で
済
む
と
い
う
の
に

 
キ
リ
ト
君
が

て
い
た
よ
う
な
過
去
の
人

の
よ
う
に
自
分

へ
引
き

む

の
行
動
な

の
か
あ
る
い
は
攻
略
組

達
で
あ
る
鍛
冶

が

る
剣
の
イ
ン
ゴ

ト
は

が
高
い
と
推

し
て
の
行
動
か

そ
れ
は
分
か
ら
な
い
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開
発

で
あ
る
私
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
て
あ
る
程

予
想
は
出
来
て
い
る
が
プ
レ
イ

と
し
て
そ
れ
を
一
切
知
ら
な
い

だ
が
偶
に
本
気
で
開
発

か
と
思
う
程
の

力
を
見
せ

る

キ
リ
ト
君
は
流

に

過
出
来
な
い
よ
う
で

を

め
兄
が
構
え
る
白
い
エ
リ

シ

デ

タ
に

線
を
送

た

 
残
り
時
間
は
五
十

エ
リ

シ
デ

タ
と
同
じ
形
状
だ
と

ど
う
い
う
事
だ

お
前
に
話
し
て
や
る
義
理
な
ん
て
無
い
な

 
キ
リ
ト
君
の
問
い
に
ア
キ
ト
は
に
べ
も
無
く
応
じ
た

そ
の
表
情
は
そ
れ
す
ら
も
分
か
ら

な
い
の
か

と
で
も

う
か
の
よ
う
な

弄
の
そ
れ

 
そ
れ
を

け
彼
は
忌

し

に
表
情
を
歪
め
た
も
の
の
そ
れ
も
一

だ
け
息
を
止
め
す
ぐ

に

き
出
し
た
事
で

め
ら
れ
た

 
そ
の
後

彼
は
眼
前
の

を

め
付
け
な
が
ら

く

う

 
残
り
時
間
は

四
十

そ
う
だ
な
わ
ざ
わ
ざ
問
う
ま
で
も
無
か

た

た
か
だ
か
三

間
程

し
か
こ
の
世
界
に

な
い
ア
キ
ト
が
持
つ
剣
に
こ
の
世
界
が
始
ま

て
か
ら
ず

と
共
に
い
る
愛
剣
が
負
け
る

も
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無
い

愚
問
だ

た
よ

ど
う
い
う
意
味
だ

 
お
前

第
一
層
の

か
ら
エ
リ

シ
デ

タ
を
持

て
た
の
か

 

葉
を

面

り
に

み
取
れ
ば
そ
う

え
る
の
も
無
理
な
い
が

そ
れ
は
完
全
な

り
だ

 
キ
リ
ト
君
の
剣
に
は
あ
の
始
ま
り
の
日
の
深
夜
に
手
に
し
た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
道

ば

で

れ
た
剣
と
共
に
手
に
し
た
剣
の
魂
が

て
い
る

こ
の
一
年

も
の
間
戦
い
に

く
時

に
は
必
ず
そ
れ
を
片
時
も
手
放
さ
ず

愛

し

け
て
い
た

 

わ
ば

彼
の

身
も
同
じ
な
の
だ

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
な
い

彼
の
事
を
知
ら
な
け
れ
ば
理
解
出
来
る

も
無
い

ア
キ
ト

の

葉
に

キ
リ
ト
君
は

の

を
歪
め

た

 
残
り
時
間
は

三
十

ま
さ
か

エ
リ

シ
デ

タ
は
第
五
十
層
の

第
一
層
で
手
に
し
た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
を
イ
ン
ゴ

ト
に
変
え
そ
れ
か
ら
も
鍛
え

け
今
は
こ
の
剣
に

合
強
化
と
い
う
形
で
あ

の
剣
の
魂
が

て
い
る

た
か
だ
か
三

間
程

の

み
重
ね
し
か
な
い
剣
に

る

ど
こ

の
剣
も

じ

な
い

子
に

る
な
よ

出
来
損
な
い
が
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そ
の

葉
こ
の
デ

エ
ル
が
終
わ

て
か
ら
も

を
も

て

く
事
が
果
た
し
て
出
来
る

か
な

 
忌

し

に
⻭
を
食
い
し
ば
り

根
を
寄
せ
な
が
ら

む
兄
に
対
し
弟
は
背
中
か
ら
愛
剣

で
あ
る
黒
剣
エ
リ

シ
デ

タ
を

き

兄
と
対
で
あ
る
か
の
よ
う
に
同
一
の
構
え
を
取
り
つ

つ

を
も

て
応
え
た

 
残
り
時
間
は

二
十

こ
れ
か
ら

様
が

む
の
は

様
が
見
下
し

み
躙

て
来
た

一

が
こ
の
死
の

世
界
で
生
き

い
た

 
残
り
時
間
は

十

そ
し
て
心
し
ろ

 
死
を

も

間
見
て

生
き

い
た

を

の
剣
を

ビ

タ

を

黒
の
剣
士

を

様
が
見
下
し
て
き
た

一

を

こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
容

く

み
躙
れ
る
と
思
わ
な
い
事
だ

 
そ
し
て

零
に
な

た
そ
の

間

世
界
を
引
き
裂
く
よ
う
な
不
協
和

が

き

た

 
そ
れ
は

容
れ
ぬ
兄
弟
が
刃
を
交
え
る
戦
い
の
開
始
を
知
ら
せ
る

き
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子
に

る
な
と

も

わ
せ
る
な
よ
出
来
損
な
い
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の

葉
そ

く
り
そ
の
ま
ま
返
さ
せ
て
も
ら
う
か
ら
な
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ

  
そ
し
て

見
下
し

け
る

白
の
剣
士

と

逆
の

を
上

た

黒
の
剣
士

は

共

に
最
速
を
以
て

い
に
刃
を
届
か
せ
ん
と
地
を

た

  
大
気
を
斬
り
裂
く

い

の
中
に

光

を
引
き
な
が
ら
発
せ
ら
れ
る

高
い

が

じ
る

 

色
の
光
の

を
引
き
な
が
ら

掛
け
に
振
る
わ
れ
た
黒
と
白
の
剣
は
真

向
か
ら
交
錯

し

い
を
食
い
破
ら
ん
と

を

る

小
さ
く
火
花
を
上

け
た

に

を
想

さ
せ
る

と
閃
光
を
発
し

黒
の
少
年
と
白
の
⻘
年
は

い
に

離
を
取

た

キ
リ
ト
と

 
デ

エ
ル
開
始
直
後
に
交
え
ら
れ
た

ニ

ク
リ

プ
の
打
ち
合
い
の
結
果
に
以
前
の
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デ

エ
ル
で
全
く
同
じ
こ
と
が
引
き

こ
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
ユ
ウ
キ
が

然
と

葉
を

ら

し
た

 
そ
の
思
い
は
私
も
持

て
い
た

リ

フ

さ
ん
と
こ
の
世
界
に
迷
い

ん
だ
経

が
同
じ
で

あ
る
な
ら
レ
ベ
ル
は

か
ら
大
差
な
い

一
気
に
強
く
な

た
そ
れ
も
不
可
解
な
の
に
ま

し
て
や
レ
ベ
ル

だ

た
ユ
ウ
キ
が
ギ
リ
ギ
リ

に
持
ち

め
た
結
果
を

ま
ず
間
違
い
な

く
ユ
ウ
キ
よ
り
も
レ
ベ
ル
が

い

の
神

が
引
き

こ
せ
る
と
は
思
え
な
い

 

ド
ス
キ
ル
の
有

時
間
が
切
れ
た
事
に
よ
る
も
の
と
も

え
ら
れ
な
い

そ
れ
以
前
に

絶
対
的
な
レ
ベ
ル
差
で
神

は
キ
リ
ト
君
に

し
負
け
る

な
の
だ

ユ
ウ
キ
は
ギ
リ
ギ
リ
で
持

ち

え
た
ら
し
い
が
そ
れ
も
本

に
ギ
リ
ギ
リ

か
一
つ
で
も
狂

て
い
れ
ば

し
負
け
て

い
た
と
彼
女
自
身
が
語

た

そ
も
そ
も

に
持
ち

め
た
事
そ
の
も
の
が
シ
ス
テ
ム
に
反
す

る
事
だ
か
ら
不
可
解
だ
と
も
語

た
の
だ

 
そ
ん
な
偶
然
あ
る
い
は

と
も
思
え
る
事
が
あ
ん
な
男
に

こ
せ
る
と
は
私
に
は
思
え

な
か

た

 
キ
リ
ト
君
が

値
寄
り
の
振
り
方
で
神

が

力
値
極
振
り
の
ス
テ

タ
ス
で
あ

た
な

ら
ま
だ
分
か
ら
な
く
も
無
い
が
そ
れ
だ
と
神

の
あ
の
速

に
説
明
が
付
か
な
い

そ
も
そ
も
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キ
リ
ト
君
は

力
値
七
と

値
三
の

合
で
ス
テ

タ
ス
ボ

ナ
ス
を
振

て
い
る
か
ら
こ

の
前

は
成
立
し
な
い

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
君
の

輪

の
バ
フ
で
た
だ
で
さ
え
超
高
レ
ベ
ル
で
高
い
全
ス
テ

タ
ス

が
上

し
て
い
る
の
だ

も
打
ち
勝
て
る

が
無
い

 
だ
と
い
う
の
に

の
結
果
を

き
出
し
た
事
は

不
可
解
過
ぎ
た

予
想

り

打
ち
合
い
は

か

ん
本

な
ら
勝
つ
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が
な

や

り
レ
ベ
ル
差
を

に

す
事

は
出
来
な
い
か

 
し
か
し
や
は
り

と

え
ど
も
家

だ

た
た
め
か
神

の
事
を
理
解
し
て
い
る
ら
し
い
キ

リ
ト
君
は
こ
の
結
果
も
あ
る
程

予
想
し
て
い
た
ら
し
く
苦

し
そ
う
で
は
あ
る
も
の
の

は
し
て
い
な
か

た

 
神

の
方
は
レ
ベ
ル
差
を

せ
な
か

た

に

の
結
果
に
な

た
事
を
不

そ
う
に
し
て

い
る

 
こ
れ
は
レ
ベ
ル
差
を

す
程
の
ス
テ

タ
ス
ボ

ナ
ス
が
付
く

備
や
ス
キ
ル
が
あ
る
と

え
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か

今
も
未
確
認
の
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
や
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
恩
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で

圧
倒
的
に
レ
ベ
ル
が
高
い
キ
リ
ト
君
と

し
て
い
る
と
し
か
後
は

え
ら
れ
な
い

 
だ
と
す
れ
ば

今
よ
り
も

と
レ
ベ
ル
が
上
が
れ
ば

だ

 
全
プ
レ
イ

で
最
強
の
キ
リ
ト
君
に
ス
キ
ル
や

備
の

果
で
ス
テ

タ
ス
面
は

と
な

れ
ば
勝
負
を
決
め
る
の
は

い
の
技

最
強
の
剣
と
最
強
の
盾
剣
は
盾
を

す
の
か
盾

は
剣
を

さ
な
い
の
か
と
い
う
矛
盾
は
あ
り
得
な
い
の
だ
か
ら
後
を
決
め
る
の
は
使
い
手

第

な
の
だ

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る

か
キ
リ
ト
君
も
神

も
ど
ち
ら
も

て
真
剣
な
面
持
ち
で

い
を
見

え
合

た

お

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
見

え
合
い
始
め
て
か
ら
数

の
後

れ
を
切
ら
し
た
か
神

の
方
が
先
に
特
攻
を
仕
掛
け

た

手
に
持
つ
白
い
エ
リ

シ
デ

タ
を
振
り
上

に
振
り
下
ろ
さ
れ
る

  
そ
の

が

突
に
白
い
刃
が
掻
き
消
え
た
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な
 

道
を

ん
で
黒
い
エ
リ

シ
デ

タ
を
翳
し
て
い
た
キ
リ
ト
君
が

の
声
を
発
し
な
が

ら

く
後
ろ
に
下
が
る

 
そ
の
彼
の

を
斬
り
裂
く
よ
う
に

気
付
け
ば
神

の
剣
は

ぎ
に
振
る
わ
れ
て
い
た

私
が
そ
れ
に
気
付
い
た
の
は
神

の
動
き
が
止
ま

た
後

ぎ
に
振
り

い
た
後
の
事
だ

ユ
ウ
キ

今
の

見
え
た

 
小
声
で

に
い
る

よ
り
も
反
応
速

が
常
時
速
い
ユ
ウ
キ
に
問
う
が
彼
女
は
信
じ
ら
れ

な
い
と

目
し
た
ま
ま

か
に

を
横
に
振

た

ユ
ウ
キ
で
す
ら
見
え
な
か

た
の
だ

 
で
あ
る
な
ら
ユ
ウ
キ
よ
り
反
応
速

で

る
キ
リ
ト
君
が

け
ら
れ
た
の
は
恐
ら
く
経
験

か
ら
来
る
直
感
か

か
だ
ろ
う

ど
う
し
た
ん
だ

 

ら

来
い
よ

の
間
合
い
に
入

た
そ
の

間

三

に
下
ろ
し

て
や
る
よ

 
白
い
剣
を

に

ぎ
空
い
た

手
の
指
を

る
事
で

発
す
る
神

に
キ
リ
ト
君
は
険

し
く
な

た
面
持
ち
と

線
を
返
し
た

彼
も
さ

き

せ
た
の
が

ば

で
あ
る
と
理
解
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し

剣

が
見
え
な
か

た
か
ら
こ
そ
最
大

の

を
し
て
い
る
の
だ

 
恐
ら
く
神

の
剣
速
は
ユ
ウ
キ
や
キ
リ
ト
君
は
お
ろ
か

振
り
の
私
や
ア
ス
ナ
さ
ん
よ

り
も
上
だ

来
な
い
な
ら

こ

ち
か
ら

行
く

 
強
気
の
セ
リ
フ
と
共
に

く
前

勢
に
な

て
い
く
神

は
最
後
の

葉
を
一

強
く
放

つ
と
同
時
に
地
を

り

弾
の
よ
う
に

び
出
し
た

シ
 
対
す
る
キ
リ
ト
君
も

け
に
回

て
は
分
が
悪
い
と
判
断
し
て
か
神

に

る
あ
る
い
は

か
に
超
え
る
超
神
速
で

け
出
し

い
の

離
を
ゼ
ロ
へ
と
一

で

め
た

 
直
後
振
る
わ
れ
た
白
い
刃
に
彼
の
黒
い
刃
は
さ

き
と
違

て
見
事
交
錯
し
最
初
の

り

合
い
と
同
じ
よ
う
に

し
勝
と
う
と

を

り
始
め
る

 
そ
の
最
中
神

は
カ
テ
ゴ
リ
で

え
ば
片
手
剣
な
の
で

手
で
持
つ
と

ド
ス
キ
ル

は
発
動
し
な
い
が
そ
の
制
約
を
無

し
て
空
い
て
い
た

手
も

に

え
て
一

強
く

し
出

し
たそ

こ
だ
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ユ
ウ
キ
が
小
さ
く

を
握
り
な
が
ら

う

 
そ
れ
と
同
時
ま
る
で
そ
の
声
が

こ
え
て
い
た
か
の
よ
う
に
キ
リ
ト
君
は
神

の

へ
体

を

り

ま
せ
あ
る
い
は
神

を
自
身
の

へ
流
し
な
が
ら

動
し

り
合
い
を
流
し
た

 

し
出
し
た

間
だ

た
た
め

神

は
無
様
に
も
無

備
な
背
中
を
晒
す

は
 
そ
の
隙
を

さ
ず
彼
は
裂

の
呼
気
を
発
し

に
振
る
え
る
よ
う

手
に
持
ち
直
し
た

エ
リ

シ
デ

タ
で
逆

に
斬
り
掛
か
る

 
甘

 

な

 
だ
が
あ
ろ
う
こ
と
か
神

は

も
な
い
速

で
時

回
り
に
回
転
し
キ
リ
ト
君
が
の
逆

の
一
撃
を
遠
心
力
を

せ
た
白
い
剣
の

ぎ
で

ぎ
弾
い
て
し
ま

た

こ
の
一
撃
は

決
ま
る
と
思

て
い
た
だ
け
に
キ
リ
ト

の
私
達
は

然
神

の
リ
ン
ド
達
も
流

に

然
と
息
を

ん
で

ま
る
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は
は

残
念

 
一
つ

を
放

た
神

は
す
ぐ
に

勢
を
整
え
て

離
を
取
り

時
斬
り
掛
か
ら
れ
て

も
い
い
よ
う
後
ろ
手
に
剣
を
下

身
を
前
に
し
て
構
え
る

 
そ
の
構
え
を
見
て

自
分
の
方
が
上
手
い
ん
だ
と

て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま

て
思
わ
ず
苛
立
ち
を
覚
え
て
し
ま
う

今
ま
で
死
に
物
狂
い
で

き
上

て
来
た
キ
リ
ト
君
を

に
さ
れ
て
い
る
と
思
え
て
し
ま

た

な
る

ど

そ
う
い
う
事
か

 
自
分
の
事
じ

無
い
の
に
ま
る
で
我
が
事
の
よ
う
に
私
が
苛
立
ち
を
覚
え
て
い
る
最
中
キ

リ
ト
君
が

突
に
構
え
を
解
い
て

得
の
声
を
発
し
た

隙
だ
ら
け
に
見
え
る
そ
れ
だ
が
私
に
は

時
斬
り
掛
か

て
も
反
撃
さ
れ
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
く
て
実

神

も
そ
の
よ
う
に
見
え

て
い
る
の
か

斬
り
掛
か

た
り
は
し
な
か

た

 
あ
る
い
は

彼
の

振
り
に
覚
え
た
疑
問
を
解
消
す
る
事
を

先
し
た
の
か

ん

 
ど
う
い
う
意
味
だ

 
キ
リ
ト
君
と
違

て
構
え
を
解
か
ず

時
で
も
斬
り
掛
か
れ
る
よ
う
に
し
な
が
ら
も
神

は
先
の

葉
の
真
意
を
問
い

し
始
め
た

デ

エ
ル
の
最
中
の
会
話
で
あ
る
た
め

感
は



 第四十七章 〜死闘：怒る黒対嗤う白〜

あ
る
と
も
す
れ
ば
斬
り
合

て
い
た
時
よ
り
も

常
で
は
な
い
そ
れ
は
数
十
メ

ト
ル
も
離

れ
て
い
る
私
の
仮
想
の

を
ピ
リ
ピ
リ
と

し
て
い
た

さ

き
の
攻
撃
今
の

ど
う

え
て
も
速

が
お
か
し
い

け
れ
ど
少
な
く
と
も
血

の

⻑
達

ど
の
高
レ
ベ
ル
で
な
い
と

え
ら
れ
る
以
上

極
振
り
で
あ
る
と
も

え

い

そ
も
そ
も
今
の
動
き
は
二
年

ど
前
の
全
国
剣
道
大
会
の
テ
レ
ビ
中
継
で
も
見
た
か
ら
仮

想
世
界
限
定
の
も
の
と
も
思
え
な
い

な
ら

え
ら
れ
る
の
は
一
つ
ア
バ
タ

を
動
か
す
本
人

の

す
な
わ
ち
反
応
速

だ
け
だ

へ

そ
れ
で

 
ど
う
や
ら
神

も
止
め
る
つ
も
り
は
無
く
な

た
ら
し
く
同
じ
よ
う
に
構
え
を
解
き

い

に
対
峙
し
た

 
面
白
が
る
よ
う
な
表
情
の
兄
を
前
に

弟
は

然
と
し
た
面
持
ち
で
語
る

人
間
に
備
わ

た
反

や
反
応
は
知
覚
し

で

理
し
そ
れ
か
ら
最

な
行
動
へ
と

す
三
つ
の
工
程
で
構
成
さ
れ
る

そ
の
速

は
一

的
に
コ
ン
マ
三

鍛
え
れ
ば
コ
ン
マ
一

レ
ベ
ル
と

い
た
事
が
あ
る
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が
ど
れ

ど
の
速
さ
な
の
か
は
知
ら
な
い
が

は
血

の

⻑
を
始
め
と
し
た
速

に

特
化
し
た
剣
士
の
技
は
全
て
見
え
る
か
ら
少
な
く
と
も
コ
ン
マ
二

未

だ
と
は
思
う

そ
の

で
も
見
切
れ
な
い
速
さ
と
な
れ
ば

が
知
覚
出
来
る

の
数

の
速

で
動
い
て
い
る
理

に
な
る

 
そ
こ
ま
で
語

た
キ
リ
ト
君
は

そ
し
て

と

葉
を

切

た

の
剣
に
触
れ
る

前
に

道
が
変
わ

た
あ
の
攻
撃

ア
レ
は

一

振
る

す

再

振
る
う

の
三
つ
の
工
程
が
入

て
い
る

一
つ
目
は

も
同
じ
速

で
行
動
を
取

て

い
た
が

二
つ
目
の
時

は
一
切
反
応
出
来
な
か

た

反
応
出
来
た
の
は
三
つ
目
か
ら
だ

つ
ま
り

が
一
つ
行
動
す
る
間
に
そ

ち
は
二
三
回
の
行
動
を

こ
せ
る
し

の
行
動
を
見

て
か
ら

を
も

て
動
く
事
が
出
来
る

違
う
か

 
一

目
の
引
き
分
け
二

目
の
異
常
な
速

に
よ

て

道
が
変
わ

た
剣

三

目
の

異
常
な
速

に
よ
る

そ
の
内
二
つ
目
と
三
つ
目
だ
け
で
こ
れ
だ
け
の
事
を
導
き
出
し
て

み
せ
た
彼
に

く
と
共
に

神

の
異
常
さ
を

め
て
思
い
知
る
事
に
な

た

 
キ
リ
ト
君
の
予
想
が
真
実
な
ら

彼
の
動
き
を
全
て
後
出
し
で
対

出
来
る
事
に
な
る
の
だ

し
か
も
そ
の
速
さ
は
ユ
ウ
キ
で
す
ら
見
切
れ
な
い
程
の
速

を
有
し
て
い
て
さ

き
の
彼
の
よ
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う
に

直
感
で

け
る
し
か
な
い

そ
ん
な

手
を
前
に
ど
の
よ
う
に
戦
え
と

う
の
か

 

が
悪
い
の
が
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
わ
ざ
わ
ざ
残

な
形
で
突
き
付
け
る
神

だ

神

は

キ
リ
ト
君
の
予
想
が
終
わ
る
と
同
時
に
ニ

リ
と
勝
ち
誇

た

み
を
浮
か
べ
た
の
だ

乱
撃
の
後
な
ら
と
も
か
く
た

た
三
合
で
よ
く
気
付
い
た
な

出
来
損
な
い
に
し
て
は
や
る

じ

な
い
か
流

に
予
想
外
だ

た
予
想
で
は
最
後
ま
で
気
付
か
ず
に
死
ぬ
と
思

て
た
ん

だ
が
な

こ
れ
く
ら
い

時
間
で
気
付
け
な
い
と
と

く
に
死
ん
で
た
ん
だ
よ

そ
う

う

て
事

は

た
り
か

 
苦
い

で
問
う
た
彼
に

神

は
絶
望
を
見
せ
る
か
の
よ
う
に
更
に

み
を

に
深
め
た

あ
あ
大

た
り
だ

生
ま
れ
つ
き
持

た
モ
ノ
で
な

は
超
反
応

て
呼
ん
で
る

あ
と

て
お
く
が

さ

き
の
が

の
最
高
速
じ

な
い
ぞ

 

の
最
速
は
一

八
閃
の

絶
技

ド
ス
キ
ル
な
ん
て
目
じ

な
い
速

の
技
だ

 
一

八
閃

そ
れ
は
つ
ま
り
一

の
間
に
八
回
も
の
攻
撃
を
行
え
る
と
い
う
事
私
達
が
一

行
動
す
る
間
に
神

は
八
回
分
の
行
動
が
可
能
と

う
事
を
意
味
す
る

 
そ
ん
な
存
在
に
攻
撃
が
届
く
の
だ
ろ
う
か
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ま

ど
う
せ

ド
ス
キ
ル
に
頼
り
切
り
の
お
前
に

の
本
気
を
見
せ
る
事
な
ん
て
万
に

一
つ
も
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
が

そ
れ
で
も
た

た
三
合
で
気
付
い
た

と
し
て
少
し
ず
つ

ギ
ア
を
上

て
や
る
よ

さ

き
ま
で
は
限
定
的
な
二

速
だ

た
が
今

は
常
に
二

持

ち

え
る
な
ら
更
に

で
行
く

 
精

持
ち

え
ろ
よ
と

い

で

た
直
後
神

は

が
掻
き
消
え
る
程
の
速

で

び
出
し
た

 
す
ぐ
に
構
え
た
キ
リ
ト
君
の
眼
前
に

動
し
た
神

は

一

で
二
回
も
の

突
を
放
つ

く
 

と
か
見
え
た
そ
の
二
発
は
キ
リ
ト
君
に
も
見
え
た
よ
う
で
剣
の

に

手
を

え
て
翳

す
事
で
二
発
と
も
彼
は

ら
し
て
み
せ
る

へ

や
る
な

キ

チ
リ

い
だ
か

じ

あ
遊
ん
で
や
る
よ

ら
行
く
ぞ

 

ど
こ
ま
で
付
い
て
来
ら
れ
る
か
見
物
だ
な

 

な

み
を

で

的
な
も
の
へ
と
変
え
た
神

は
ま
る
で

る
よ
う
に
高
速
で
剣

を
突
き
出
し
始
め
る

突
き
出
す

す
突
き
出
す

す
そ
の
工
程
を
一

の
間
で

り

返
す
た
め
の
一

二
閃
の
攻
撃
を
キ
リ
ト
君
は
黒
い
エ
リ

シ
デ

タ
を
同
速
で

横
無

に
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動
か
し

可
能
な
限
り

き

け
る

 

戦
闘
時
自
動
回
復

ス
キ
ル
と

備
の

果
で
多
大
な
リ
ジ

ネ
バ
フ
が
掛
か
り

会
話

の
最
中
に
全
回
復
し
て
い
た
彼
の

は

そ
れ
で
も

か
ら

か
に

れ
る

て
は

り

て
は

り
を

り
返
し

一
向
に
九

を
下
回
る
事
は
無
い

 
遊
ん
で
い
る
の
だ
文

り

ど
ち
ら
か
の

が

分
を
下
回
ら
な
い
限
り
決
し
て
終
わ
ら

な
い
デ

エ
ル
で
神

は

逆
の

を

い
た
弟
が
二

と
再

し
な
い
よ
う

念
に

り

心
を

ろ
う
と
し
て
い
る

圧
倒
的
な
力
を

絶
対
的
な
生
ま
れ
つ
い
て
の
差
を
見
せ
る
事
で

 
ギ

ギ

ギ

ギ

ギ

ギ

ギ

ギ

 
と

子
を
引

掻
い
た
よ
う
な

が
断

的
に

き
始
め

な
攻

が
展
開
さ
れ
る

そ
れ
は
神

の
兄
が
お
遊
び
で
攻
め
弟
が
必

死
に

ぐ
と
い
う

勝
負
に
な

て
い
な
い
有
様

 
こ
れ
で
未
だ
に
兄
の
方
は

力
を
残
し
て
い
る
の
だ
か
ら

最

絶
望
的
だ

よ
く

ぐ
な

 
な
ら

の
最
高
速
の
一
つ
手
前

四

速
だ

 
更
な
る
絶
望
と
ば
か
り
に
攻

が
始
ま

て
か
ら
二
十

と
経
た
ず
神

が
更
に
ギ
ア
を
上

た

一

の
内
に
二
回
放
た
れ
て
い
た

突
は
残
像
し
か
残
ら
な
い
程
の
速

を
以
て
神

の

葉

り
な
ら
一

の
内
に
四
回
も
放
た
れ
始
め
る
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二
回
ま
で
な
ら
ス
ネ

ク
バ
イ
ト
な
ど
似
た
よ
う
な
速

を
持
つ
神
速
の

ド
ス
キ
ル

を
見
切
れ
る
彼
だ
か
ら
ま
だ
し
も
一

四
閃
と
も
な
れ
ば
対
応
し
切
れ
な
く
な
り
彼
の

や

な
ど
に

と
白
い
剣
が
突
き
立
て
ら
れ
る

オ
ラ
オ
ラ
ど
う
し
た

 

て
き
て
る
ぞ

 
容

こ
そ
異
な
れ
ど
そ
の

備
の
意

は
全
て
同
一
の
も
の

色
を
反
転
さ
せ
た
と
し
か
思
え

な
い

備
の
神

は
ま
る
で
彼
の

り
を
全
て
を

定
し
自
分
の
方
が
上
で
あ
る
と
証

明
す
る
か
の
よ
う
に

を
上

な
が
ら
彼
の
必
死
さ
を

い
な
が
ら
平
然
と
刃
を
突
き

立
て
る

 

ご
う
と
す
る
彼
の
刃
を

し

や
か
に

だ
が
残

に
刃
を
突
き
立
て

け
る

 
そ
れ
で
も
ま
だ
彼
が
倒
れ
て
い
な
い
の
は

神

が
加

し
て

の
回
復
と

殺
す
る
程

に

を

る
攻
撃
を
多
め
に

ん
で
い
る
か
ら

ま
だ
遊
ぶ
気
で
い
る
の
だ

 
そ
の
様
は

ま
る
で
家

と
は
思
え
な
か

た

 
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  
意
味
の
あ
る

葉
で
は
無
く
た
だ
た
だ
本
能
の
ま
ま
に
理
知
に
よ
る

な

飾
の
一
切

を

ぎ
取

た
か
の
よ
う
な

絶
な
絶

が

き

り

 

 
ま

た
く
も

て

過
ぎ
る
ぞ
出
来
損
な
い

 
も

と
本
気
出
さ
な
い
と
マ
ジ
で
死
ん
じ
ま
う
ぞ

 
ア

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

  
そ
れ
を
上
塗
り
す
る
か
の
よ
う
に
大
気
の

え
で
あ
る
声
の
存
在
す
ら
許
さ
な
い
か
の
よ
う

に

神

の

る

が

い

さ

て
木
霊
す
る

 
こ
れ
が
神

こ
れ
が
持

て
生
ま
れ
た
才
能
で

め
ら
れ
た
存
在

ず

と
ず

と
彼
を
苦

し
め
た
兄
の
本
性

 
醜
過
ぎ
て

過
ぎ
て
本

に
血
の
繋
が
り
が
あ
る
肉
親
な
の
か
と
思
う
程
に
実
弟
を
人

と
見
ず

と
す
ら
思

て
い
る
か
の
よ
う
な
様
は
邪
悪
だ

た
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私
も
た
だ
の
人
間
聖
人

ど

白
で
は
無
い
か
ら
人
の
事
を
と
や
か
く

え
る

ど

く
は
無
い
が
そ
れ
で
も

神

は
邪
悪
過
ぎ
た

こ
れ
ま
で
こ
の
世
界
で
見
て
き
た
彼
を

殺
そ
う
と
す
る

殺
隊
が
し
て
き
た
数

の

業
が
可
愛
く
思
る
程
に

い
光

が
目
の

前
に
あ

た

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
獣
の
よ
う
に

え

く
に

え
な
い

の

を

か
せ
る
キ
リ
ト
君
は
必
死
に
突
き

出
さ
れ
る
刃
を

ぎ

し
あ
る
い
は
流
し
な
が
ら
そ
れ
で
も

と
刃
を
突
き
立
て
ら
れ

る
と
い
う
絶
望
的
な
状
況
で
も
引
こ
う
と
せ
ず

戦
い

け
る

 
悔
し
さ
か
そ
れ
と
も
絶
望
的
な
差
に
か
彼
は

が
裂
け
る
か
と
思
う
程
の
獣
の
如
き

を

か
せ
な
が
ら

光
が
失
せ
た

か
ら

を
流
し
て
い
た

 
き

と
彼
の
中
に

も

参
も
無
い

た
だ
目
の
前
の
怨

を
超
え
る
ま
で
あ
る
い
は
殺

す
ま
で

き

と
止
ま
ら
な
い

 
た
と
え
そ
れ
が
自
ら
の
死
を

く
結
果
に
な
ろ
う
と
も

そ
れ
で
も
彼
は
愚
直
に
己
の
全
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て
を
以
て
自
身
の
上
に
立
ち

け
る
存
在
を
超
え
よ
う
と

み

け
る

 
そ
の
様
は
と
て
も

し
い
と
も
思
う
が
そ
れ
以
上
に
絶
対
的
に
哀
し
い
と
も
思

た

報

わ
れ
な
さ
過
ぎ
る

 
こ
の
ま
ま
戦
わ
せ
て
は

キ
リ
ト
君
は
死
ぬ

 
だ
が
こ
の
戦
い
を
止
め
る
の
は
き

と
不
可
能
だ

よ
し
ん
ば
可
能
だ
と
し
て
も
キ
リ
ト
君

の
心
が
恐
ら
く
中
止
を
容
認
し
な
い
死
も
覚
悟
の
上
で
神

の
兄
へ
と

む

た
と
え
そ
の
果

て
に
果
て
る
と
し
て
も

る
と
し
て
も
今
の
彼
に
と

て

よ
り
も

先
す
べ
き
事
が
た

だ
見
下
す
神

の
兄
に
見
返
す
が

 
そ
れ
は
つ
ま
り

認
め
ら
れ
た
い

と
い
う
願
い
の

 
実
の
家

に
は
た
だ
の
一

も
認
め
ら
れ
な
か

た
か
ら
こ
そ
死
ぬ
前
に
果
た
し
た
い
と
い

う
想
い
だ
け
で
今
の
彼
は
き

と
動
い
て
い
る

 
彼
に
も
き

と
憎
悪
や
怨
念
は
あ
る
だ
ろ
う

だ
が
き

と
キ
リ
ト
君
の
根

に
は
認

め
ら
れ
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
る
の
だ
と
思
う

そ
う
で
な
け
れ
ば

に
勝
負
が
つ
く
方
法
で

あ
る

を
使
わ
ず
絶
対
的
有

な

手
の

の
上
で
真

向
か
ら
戦
お
う
と
し
な
い

だ
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ガ

ガ

ガ

ガ

い
い
加

う
る
せ

な

 
そ
の
彼
の
想
い
に
覚
悟
に
理
解
を
示
さ
ず
た
だ
遊
ん
で
い
た
神

は
彼
の

を
五
月

い
と
一

し

の

を
振
る

た

そ
の

は
突
き
の

で
反
応
が

れ
た
彼
の

へ
と

突
き

さ
り
ス
テ

タ
ス
補
正
で

メ

ト
ル
も
吹

ぶ

も

も
バ
ウ
ン
ド
し
な

が
ら

 
彼
が

く
止
ま

た
の
は

三
十
メ

ト
ル
程
も

離
が
空
い
た

り
だ

た

も
六

を
下
回

た
と
こ
ろ

本

に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で

み
止
ま

て
い
た

は

は

い
い
加

こ

ち
も

れ
て
来
た
か
ら
な

さ

き
は
本
気
を
出
さ

な
い

て

た
が
前

撤
回
だ

の
本
気
で
最
期
を

え
さ
せ
て
や
る

有

く
思
え
よ

う

が

 
あ
ま
り
の

し
さ
に

の

理
が
追
い
付
か
な
く
な

た
マ
ト
モ
な

語
を
発
せ
て
い
な
い

キ
リ
ト
君
は
そ
れ
で
も

と
か
立
ち
上
が
り
⻘
眼
に
剣
を
構
え
た

手
で
握

た
黒
い
エ

リ

シ
デ

タ
は

に
彼
が
限
界
を

え
て
い
る
事
を
如
実
に
表
す
か
の
よ
う
に
ガ
タ
ガ
タ
と

大
き
く

え
て
い
る

 
そ
の

は

く
キ
リ
ト
君
と
親
し
い
面

は
今
に
も

き
そ
う
な
面
持
ち
に
な
り
さ
し
も
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の
リ
ン
ド
達
も

の
不

な
様
か
ら
一
転
し
て

い
有
様
に
な

て
い
る
彼
の
様
子
に
絶

し

て
い
た

喜
ぶ

も
無
い
ら
し
い

チ

ま
と
も
な

け

え
も
出
来
な
く
な

て
や
が
る
獣
か
よ

だ

た
ら
獣
ら
し
く

精

無
様
に
死
に
体
を
晒
す
ん
だ
な

 
そ
の
様
を
見
て
神

は
そ
う

き
捨
て

手
一
本
で
持

た
剣
を
払
い
前

勢
で
変

わ
ら
ぬ
構
え
を
取

た

行
く
ぞ

 

が
持
つ
技
の
中
で
最
強
に

す
る
一

八
閃
の
絶
技

我
流

八

大

 

の

に
持

て
行
き
や
が
れ

え
え
え
え
え
え
え
え

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
完
全
に
殺
す
気
で
放
つ
つ
も
り
ら
し
い
神

は
そ
の

び
と
共
に
地
を

り
目
の
前
に
い

る
実
弟
へ
と
襲
い
掛
か

た

ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア 
そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
に
同
時
に
獣
同
然
の

を

か
せ
な
が
ら
キ
リ
ト
君
も
⻘
眼
に
構
え

た
剣
を
振
り
か
ぶ

て

地
を

て
斬
り
掛
か

た
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黒
と
白
の
外

が
は
た
め
き

黒
と
白
の
剣
が
残
像
を
引
い
て
振
る
わ
れ
る

 
そ
の
応

は
一

の
内
に
交
わ
さ
れ
そ
し
て
終
わ
る

気
付
け
ば
キ
リ
ト
君
は
黒
剣
を

手

持
ち
で
振
り

と
し
た
前

勢
で
神

は

に
手
を
振
り

い
た
前

勢
で

い
に
背

中
を
向
け
て

ま

て
い
た

 
数

後

ヒ

ン
ヒ

ン
ヒ

ン
と
空
気
を
斬
り
裂
く

と
共
に
高
速
で
回
転
す
る

か
が

離
れ
た

で
観
戦
し
て
い
た
私
達
の
近
く
に
突
き
立

た

び
く

と
体
を

わ
せ
た
私
だ

が

よ
く
見
て
み
れ
ば

そ
の
剣
は
神

の
も
の
だ

た

 
あ
の
自

の
技
を
放

た

キ
リ
ト
君
の
剣
圧
に

え
ら
れ
ず
手
か
ら
弾
き

ば
さ
れ
た
ら

し
い

 
そ
し
て
始
ま
る

ゲ

ジ
の

少

 
そ
れ
は
ど
ち
ら
も
始
ま
る

事
は
無
く

神

の
方
だ
け

少
し
た

神

は

の
中

リ
ア
ル
な
ら
心

が
あ
る
で
あ
ろ
う
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
正
確
に
突
か
れ
て
い
た

そ
れ

に
よ

て
フ
ル
状

だ

た
緑
色
の

は
一
定
の
速

で

へ
と

て
い
き

五

の
⻩
色

を
過
ぎ

三

と
少
し
を
残
し
た

で
止
ま
る

 
キ
リ
ト
君
の

ゲ

ジ
は
依
然
変
わ
り
無
く

リ
ジ

ネ
の

果
も
あ

て
七

を
少
し
上



 第四十七章 〜死闘：怒る黒対嗤う白〜

回

た

り
を

持
し
て
い
た

 
そ
の
結
果

者
背
中
合
わ
せ
の
空
間
に
表
示
さ
れ
る
一
つ
の
Ａ

ｉ
ｔ
ｏ

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ

ｔ
ｏ
と
書
か
れ
た
一
つ
の
ウ

ン
ド
ウ
そ
の
名
前
の
下
に
は

に
Ｌ
ｏ
ｏ
ｓ
ｅ
ｒ

Ｗ

ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ

と
表
示
さ
れ
て
い
た

  
つ
ま
り
神

の
負
け

キ
リ
ト
君
の
勝
ち
と
い
う
事

 
か
は

な

ん
だ
と

 
デ

エ
ル
が
決

し
た
の
を
見
た
私
達
は

二
人
の

へ
す
ぐ
さ
ま

け
寄

た

で

で

が
負
け
て
ん
だ

 
お
い
一

お
前
さ

き

を
し
や
が

た

 
ど

う
し
て

が

て
な
い
ん
だ

 
斬

た
手
応
え
は
確
か
に
あ

た
ぞ

 
そ
の
結
果
に
一

然
と
し
す
ぐ

け
入
れ
ら
れ
な
い
と
ば
か
り
に
キ
リ
ト
君
へ
と

め
寄

る
神

 

を
突
き
剣
を

代
わ
り
に
倒
れ
る
の
を

し
て
い
た
キ
リ
ト
君
は
横
目
で
騒
ぎ
立
て
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る
実
の
兄
を
見
る

そ
の
横

に
は

か
な

み
が
浮
か
べ
ら
れ
る

は

残
念
だ

た
な

斬

た
手
応
え
は

こ

ち
の
剣
と
ぶ
つ
か

た
時
の
も
の
だ

な

八
回
全
部
か

 
あ
り
得
な
い

 
さ

き
ま
で
お
前

四

速
の
攻
撃
す
ら
マ

ト
モ
に

て
な
か

た
ぞ

ぐ
の
と
攻
撃
と
し
て
放
つ
の
は
違
う

て
事
だ

そ
も
そ
も
闘
技
場
個
人
戦
で
も

同
じ
よ
う
に
一

八
閃
の
技
を
持
つ
ボ
ス
が

た
か
ら
な
ア
レ
を
真

向
か
ら
破

た
経
験
が

あ

た
か
ら
一

九
閃
の
攻
撃
ま
で
な
ら
放
て
る
ん
だ
よ

 
確
か
に
よ
く
よ
く
思
い
出
せ
ば
個
人
戦
に
出
て
来
た
黒
い
片
翼
を
生
や
し
て
い
る
⻑
刀

使
い
が
放
つ
超
速
突
進
は
一

の
間
に
八
回
も
の
斬
撃
を
放
つ
と
い
う

も
な
い
も
の
だ

た
が

彼
は
開
幕
直
後
に
放
た
れ
た
そ
れ
を
真

向
か
ら
破

て
見
せ
た
の
だ

 
更
に
二
回
目
放
た
れ
た
時
に
は
八
回
を
超
え
た
九
回
の
攻
撃
を
一

で
放
つ
事
で

殺
す

る
だ
け
で
無
く
反
撃
ま
で

き

ん
で
い
る

 
そ
れ
を

え
れ
ば
た
だ

ぐ
な
ら
と
も
か
く
攻
撃
に
よ
る

殺
攻
撃
回
数
を
超
え
て
の
反

撃
は
出
来
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

 
恐
ら
く

突
の
時
に
全
く

抗
出
来
て
い
な
か

た
の
は
斬
撃
に

べ
て
あ
ま
り
に
も
速
い
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か
ら
だ

だ
が
先

ど
神

が
放

た
八

大

と

う
ら
し
い
我
流
の
技
は
推

す
る
に

道
は
全
て
斬
撃

故
に
キ
リ
ト
君
も
対
応
が
出
来
た
の
だ
ろ
う

 
ま

あ
そ
こ
ま
で
理
性
を
失

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
状

で
対
応
出
来
た
事
は

か
ら

見
て
い
た
私
も

か
さ
れ
た
が

 
そ
し
て
そ
の

き

は
絶
対
の
自
信
を

い
て
い
た
技
を
破
ら
れ
た
神

の
方
が

程

大
き
か

た
よ
う
で

白
の
⻘
年
は
体
を
わ
な
つ
か
せ
て
い
た

だ
よ
そ
れ

だ
よ
そ
れ

 

ざ
け
る
な
よ

 
お
前
な
ん
か
が

よ
り
も
上

だ
と

 

も

み

み

え

 

か
チ

ト
で
も
し
た
ん
じ

な
い
の
か

ビ

タ

の
語
源
は
確
か
に
チ

ト

い
の
ベ

タ
テ
ス
タ

と
い
う
も
の
だ
が

流

に
本

の
チ

ト
は
不
可
能
だ

の
ゲ

ム
じ

な
く
て
こ
の
世
界
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
し

か
も
ハ

キ
ン
グ
と
か
出
来
な
い
状

な
ん
だ
ぞ

し
ろ
こ
の
世
界
を
動
か
し
て
い
る
シ
ス
テ

ム
は
メ
イ
ン
と
サ
ブ
の
コ
ア
が

い
に
エ
ラ

を
修
正
し
合
う
と
い
う
完
全
自
律
モ
デ
ル
だ
か
ら

な
ハ

キ
ン
グ
な
ん
て
し
て
も
す
ぐ
弾
か
れ
る
代
物
だ

て
イ
ン
タ
ビ

記
事
に
載

て
た

ぞ

そ
れ
も
知
ら
な
い
の
か

れ

れ

れ

れ

 
出
来
損
な
い
の
一

が

に

そ
う
に

を

れ
る
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な 
未
だ
に

北
の
事
実
を
自
ら
の
技
が

て
い
た
事
実
を
認
め
ら
れ
な
い
の
か

び
な
が

ら

手
を
振

た
神

は

に
ス
ト
レ

ジ
か
ら
一
本
の
ダ
ガ

を
取
り
出
し
た

 
そ
の
ダ
ガ

は

の
如
く

に

が
り
な
が
ら

び
る
刀
身
を
持

て
い
て
決
し
て
実

的
で
は
な
い
も
の
だ

た

刃
は
あ
る
も
の
の

ど
突
き

す
事
に
特
化
し
て
い
る
よ
う
な
代
物

だ 
確
か
第
六
十
層

の
ど
こ
か
で

り
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
ダ
ガ

と
い
う

剣
だ

た

値
が
見
た
目

り
恐
ろ
し
く

い
な
が
ら
攻
撃
力
値
と
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
を

出
し
た
時
の
値
が
非
常
に
高
い
事
で
攻
撃
を

し
て
突
き

す
戦
法
に
特
化
す
る
な
ら
そ
こ
そ

こ
使
え
る
だ
ろ
う
代
物
だ

 
ま

に
使
え
た
武
器
で
は
無
い
の
だ
が

 
そ
れ
を
取
り
出
し

手
で

を
握

た
神

が
未
だ

労
と
脱
力
感
か
ら
脱
し
切
れ
て
い

な
い
キ
リ
ト
君
を

そ
う
と
突
進
す
る

や
め
な
さ
い

 
そ
こ
で

剣
エ
ル
ト

リ

ネ
ン
を

き
打
ち
一
発
神

の
横
合
い
か
ら

い
一
撃
を
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剣
の

に

き

む

下
手
に
壊
し
て

償
代
ど
う
こ
う
と
騒
が
れ
て
は

ら
な
い
の
で
壊
さ

な
い
よ
う
配
慮
し
た

に

を
攻
撃
す
る
事
で

意

的
に
フ

ン
ブ
ル
を
引
き

こ
し
た

 
速

が

た
一
撃
で

剣
を
手
か
ら
弾
き

ば
さ
れ
た
神

は
忌

し

に
私
を
見
下
ろ

し
て
き
た

二
十
セ
ン
チ
程
も
背

に
差
は
あ
る
が
今
の
こ
の
男
は
た
だ
認
め
ら
れ
ず

を

こ
し
て
い
る
子

そ
の
も
の

さ

き
の
邪
悪
な

は
流
れ
に

た
時
に
だ
け
見
せ
る
も
の

で

そ
れ
以
外
に
な
れ
ば

こ
の
よ
う
な
小
物
も
同
然
の
対
応
し
か
取
れ
な
い
の
だ
ろ
う

 
恐
ら
く
こ
の
男
は
こ
れ
ま
で
自
分
の
意
の
ま
ま
に
し
て
き
た
分

対
者
が
現
れ
た
時
の
対

法
を
知
ら
な
い
の
だ

故
に
思
い

り
に
事
が
運
ば
な
い
と

を

す

 
そ
の
よ
う
な
男
に

す
だ
な
ん
て

情
け
な
い

 
そ
う

私
は
自
分
を

じ
る
気
持
ち
が

中
に

き
上
が

て
い
た

 
そ
れ
を

き
つ
つ
私
は
真

向
か
ら
男
の
黒
い
眼
を
見
返
す

黒
い
髪
と
眼
だ
け
は
キ
リ
ト

君
と
似
て
い
る
が
そ
の

に

る
光
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ

ん
だ
色
彼
の
よ
う
な
水

を
思

わ
せ
る
煌
め
き
な
ど
無
い

泥
の
色
だ

邪
魔
す
ん
じ

ね

よ

 
こ
れ
は

だ

あ
な
た
の
そ
れ
は

で
は
無
く

た
だ
の
八
つ

た
り

行
で
し

う

 
そ
れ
に
デ
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エ
ル
は
も
う
と

く
に
終
わ

て
い
る

 
自
ら
の

北
は
認
め
る
べ
き
で
す

う
る
せ

に
指

す
ん
な

 
私
の

葉
に

し
た
ら
し
い
神

は

を
握

て

り
掛
か

て
来
た

そ
れ
を

け
止

め
る
べ
く

私
は
空
い
て
い
た

手
を
開
い
て
持
ち
上

翳
す

オ
イ
オ
イ

そ
れ
以
上
は
見
過
ご
せ
な
い

た

く

面
倒
事
を
増
や
す
ん
じ

ね

よ

 
だ
が
私
の

手
に

が
届
く
よ
り
も
前
に

り

ん
だ
大
き
な

色
の
手
が
あ

た

い

で

り
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
た
神

の

に

を

し
て

交
い

め
に
す
る

い
バ
ン
ダ
ナ

を

い
た
和

の
男

 

使
い
の
エ
ギ
ル
さ
ん
と

風
林
火

の
リ

ダ

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
だ

な

邪
魔
す
る
な

す
る

て
の

無

に
時
間
を
使
わ
せ
ん
じ

ね

よ

ん
じ

デ

エ
ル
が
終
わ

た
事

だ
し

コ
イ
ツ
が
攻
略
組
に

応
し
い
か
の
決
議
に
入
ろ
う
じ

ね

か

お
い

無

す
る
な

 
て
か
離
せ

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が

知
ら
ぬ

で
神

の
抗
議
を
ス
ル

し

決
議
を
取
り
始
め
た
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神

が
攻
略
組
に
参
入
す
る
事
が
許
可
さ
れ
る
の
は
今
回
の
場
合
三
つ
の

件
の

れ
か
を

た
し
た
場
合
だ

 
一
つ
目
は

ギ
ル
ド
の
リ

ダ

こ
の
場
合
は
五
人

が
全

参
入
に

成
す
る
事

 
二
つ
目
は

ギ
ル
ド
の
リ

ダ

以
外
の
攻
略
組
全

が

こ
の
場
合
攻
略
組
で
な
い

リ

フ

さ
ん
達
は

外

参
入
に

成
す
る
事

 
三
つ
目
は
そ
の
場
で
三
分
の
二
以
上

今
回
の
場
合
は
二
十
人
以
上

の
人
数
が
参
入

に

成
す
る
事

 
こ
の
三
つ
の

れ
か
を

た
せ
ば
神

は
晴
れ
て
攻
略
組
に
参
入
す
る
た
め
の
第
二

験
に
進

め
る
の
だ
が成

者
ゼ
ロ

て
な

だ
残
念
な
結
果
だ
が
決
議
は
決
議
性
根
を

き
直
し
て
か
ら

出
直
し
て
来
い
や

ゼ
ロ

 

で
だ
よ

 
結
果
は

た
る
有
様

い
や

重

の
至
り
か

 
と
に
か
く
神

が
攻
略
組
に
入
る
事
を
良
し
と
す
る
者
は

一
人
と
し
て
い
な
か

た

聖

⻯

合

り
は

成
す
る
か
も
と
思

て
い
た
だ
け
に
ち

と
予
想
外
で
は
あ

た
が
こ
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の
結
果
に
私
は
と
て
も

足
で
あ
る

 
ま

こ
れ
は

然
の
結
果
だ
ろ
う

 
攻
略
組
に
と

て
デ

エ
ル
と
い
う
も
の
は
一
対
一
の
全
力
を
掛
け
た
決
闘
の
た
め
中
世

の
騎
士
程
で
は
無
い
に
せ
よ

と
神
聖

さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る

そ
の
決
闘
で
実
力
の
差
を

以
て

手
を
倒
す
の
は

論
勝

が
決
ま

た
後
も
良
い
勝
負
だ

た
と

い
に
認
め
合
う
の

が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
し
禍
根
を
残
す
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
そ
も
そ
も
行
わ
れ
な
い
の
が
常

な
の
だ

 
そ
の

を

え
る
と
キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド
達
は
色

と
ア
レ
で
は
あ
る
が
彼
ら
は
出
来
損

な
い
や
ビ

タ

の
事
で
色

と
絡
ん
で
い
る
も
の
の
デ

エ
ル
の
勝

を

時
ま
で

も
引
き

た
り
は
し
な
い

負
け
は
負
け
と

り
切

て
い
る
か
ら
だ

 
キ
リ
ト
君
も

な
手
は
使
わ
ず

本
的
に
真

向
か
ら

き

し
に
掛
か

て
い
る
の
も

あ
る
と
思
う

攻
略
で
そ
れ
ら
を
引
き

た
事
は

あ
の
キ
バ
オ
ウ
で
も
無
か

た

 
ま

キ
バ
オ
ウ
は
色

と
別
の
事
で
ア
レ
だ

た
の
だ
が

 
だ
が
神

が
さ

き
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
は
誇
り
と
も

え
る
も
の
を

す
行
い
だ

勝

を
夢
見
る
の
は
ま
だ
良
い
が
結
果
を

け
容
れ
ず

を

こ
す
よ
う
な

を

け
容
れ
る
の
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は
流

の
リ
ン
ド
も
容
認
出
来
な
か

た
ら
し
い

キ
リ
ト
君
に
対
し
て
は
色

と

い
も
の

の
攻
略
と
は

本
的
に
分
け
て

え
て
い
る
か
ら
こ
そ
一
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

で
あ
る
意
識
が

あ
る
故
の
結
論
だ
ろ
う

 
こ
の

が

攻
略
に
は
真

と
い
う
の
を

価
さ
れ
て
い
た

以
で
あ
る

ア
キ
ト
君

今
回
の
デ

エ
ル
で
色

と
君
の
人
間
性
を
見
さ
せ
て
も
ら

た
が

正
直

今
の
ま
ま
で
は
攻
略
組
へ
の
参
入
は
決
し
て
容
認
出
来
な
い

君
の

動
は
我

攻
略
組
の
不
和

を

く
な

だ
が

に
は
才
能
が
あ
る

 
そ
こ
の
出
来
損
な
い
な
ん
か
足

に
も

ば
な
い

程
の
才
能
だ
ぞ

 
さ

き
の
見
て
た
だ
ろ

だ
が
君
は
君
自
身
が
出
来
損
な
い
と
見
下
す
彼
に

北
を

し
た

仮
に
勝

し
て
い
た
と

し
て
も
我

は
君
を

け
容
れ
ら
れ
な
か

た
だ
ろ
う
が
ね

君
も
彼
の
兄
で
あ
る
と

う
の

な
ら

彼
の
上
に
立
つ
者
と

語
す
る
の
な
ら

応
の
礼

と
振
る
舞
い
を
心
掛
け
た
ま
え

今
の
君
で
は
た
と
え
ど
れ
だ
け
強
力
な
能
力
を
持

て
い
よ
う
と
攻
略
組
に
入
れ
る
事
は
許
可

出
来
な
い

そ
う
に
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ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
静
か
な
断

に

北
し
た
手
前
反
論
す
る

地
が
無
い
か
ら
か
神

は
憎

し

に

う
じ
て
小
さ
く

葉
を
発
し
た

は

分
か

た
よ

今
回
は
引
い
て
や
る

だ
が

今
日
こ
こ
で

を

定
し
た
事

れ
心

後
悔
さ
せ
て
や
る
か
ら
な

 
そ
れ
か
ら
気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に
息
を

い
た
神

は
変
わ
ら
ず
憎
た
ら
し
い

で
そ

う

て
き
た

 
そ
の
後
そ
れ
か
ら
と

葉
を

け
て

く

労
か
ら
復
帰
し
た
キ
リ
ト
君
に

い

線
を

向
け
る

線
で
人
を
殺
せ
る
な
ら

え
る
な
ら

し
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
思
え
る
く
ら
い

に

そ
の
眼
は
暗
く

昏
く

て
い
た

一

今
回
は
お
前
の
勝
ち
だ

そ
れ
は
認
め
て
や
る

だ
か
ら
こ
そ

お
前
は

時
か

絶
望
を
見
せ
て
か
ら
殺
し
て
や
る
必
ず
だ

兄
に
勝
る
弟
な
ん
て
存
在
し
な
い
事
を
教
え
て
や

る
よ

お
前
は

の
足

で
這
い

て
死
ぬ
ま
で

の

う
事
を
た
だ

い
て
動
き

け
て

い
れ
ば
よ
か

た
ん
だ

今
の

の
名
前
は
一

じ

な
い

こ
の
世
界
で
の
名
前
は
キ
リ
ト
だ

そ
こ
を
間

違
え
る
な
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ハ

キ
リ
ト
ね

知

て
か
知
ら
ず
か
お
前
も
と
ん
で
も
な
い
名
前
を

ん
だ
モ

ン
だ
な

時
か
後
悔
す
る
ん
じ

な
い
の
か

 
そ
こ
ま
で

た
神

は
あ
あ

と

か
に
思
い
至

た
よ
う
な
声
を
上

な
が
ら
キ

リ
ト
君
か
ら

線
を
離
す

転

へ
歩
き

に
入

た

で

越
し
に
振
り
返

て

線

を
向
け
る

 
そ
の
先
に
は

私
の

に
い
る

サ
チ
さ
ん

 
も
う
と

く
に
し
て
る
か

黒
い
猫
と
か
で

 
えな

て

故
そ
れ
を
知

て
る

 
確
信
め
い
た

で
こ
の
世
界
に

な
か

た
な
ら
知
ら
な
い

の
事
を
知

て
い
る
事
に

サ
チ
さ
ん
は

き
の
声
を

ら
し

キ
リ
ト
君
は
す
ぐ

問
を
投

る

ク
ク

転

ミ

シ

ン

て
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転

先
の

の
名
前
を

い
た

間
キ
リ
ト
君
は
焦

を

わ
に
し
て

ぶ

だ
が

る
よ

う
に
嗤
う

白
の
剣
士

は
蒼
い
光
に

ま
れ
て

を
消
し
た

 
後
に
は

な
空
気
に

ま
れ
る
中
で
転

を

み
付
け
て

ま
る
キ
リ
ト
君
と
動
揺
す

る
サ
チ
さ
ん

そ
し
て

を
保
つ
し
か
な
い
私
達
だ
け
が
残
さ
れ
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
話
で
は
白
が
存
在
す
る
理
由
の
一
部
が
明
か
さ
れ
ま
し
た

一

の
骨
子
が
現
キ

リ
ト

殺
戮
や
破
壊
衝
動
が
白

憎
悪
や
殺
意
と
い

た

負
の
想
念

が
第
三
人
格
で
す

 

じ
た

の
感
情
を
再

く
キ
リ
ト
の
様
子
と
そ
れ
を
嗤
う
神

の
人
間
の
悪
さ
が
上
手

く

写
出
来
て
い
た
ら

い
で
す

 

本
的
に
怒
り
を

く
キ
リ
ト
は
精
神
が
か
な
り
危
険
な
状

に

て
る
と

え
て
下
さ

い

理
由
は
白
の

点
で
語
ら
れ
て
る
よ
う
に
そ
も
そ
も
の
人
間
性
が
怒
り
に
向
い
て
い
な
い
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か
ら

あ
と

く
そ
れ
が
大
き
す
ぎ
る
せ
い

 
そ
ん
な

で
本
作
の
キ
リ
ト
守
護
に
特
化
し
て
い
る
反
面
三
つ
に
分

さ
れ
た
人
格
の
中

で
も
一
番
戦
闘
に
向
い
て
い
な
い
人
格
だ

た
り
す
る

こ
れ
で
現
状
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
で
す
よ

白
は
闘
技
場
の
最
後
で
見
せ
た
よ
う
に
キ
リ
ト
よ
り
ぶ

ち

け
強
い

 
第
三
人
格
は
闘
技
場
の
ホ
ロ
ウ
み
た
く
ガ
チ
で
見
境
無
い
設
定
な
の
で
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
で
い

う
と
こ
ろ
の
完
全
虚
化
一
護

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
で
い
う

の
バ

サ

カ

か
ア
ヴ

ン
ジ

か

ビ

ス
ト

 
つ
ま
り

そ
も
そ
も
目
覚
め
さ
せ
ち

い
け
な
い
存
在

 
ぶ

ち

け
る
と
こ
の
三
つ
の
人
格
設
定
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
の
世
界
観
が
あ
る
時
は
白
が
ア
ヴ

ン
ジ

の
ア
ン
リ
マ
ユ
か

行
世
界
の
キ
リ
ト
の
成
れ
の
果
て
と
い
う
エ
ミ

的
存
在
第

三
人
格
が
ビ

ス
ト

の
設
定
だ

た
ん
で
す
が
ね

一
定
の

件
が

た
さ
れ
た

間
秋
十
絶
対
殺
す
ビ

ス
ト
に
な

て
下
手
す
り

人

滅
ぶ
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
な
的
な

展
開
を

え
て
ま
し
た

そ
れ
な
の
に
神

が

す
る
か
ら
リ

フ

や
ア
ス
ナ
達
が

や

も
の
と
い
う

 
で
も
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
の
世
界
観
は

け
た
状

な
ん
で
第
三
人
格
の
意
義
も
一
つ
に

た
場
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合
も

然
変
わ
り
ま
す

 
一
つ
に

た
場
合
に
ど
う
な
る
か
は
今
後
の
お

し
み
に
し
て
く
だ
さ
い

る
予
定
物

く
後
で
す
が
ね

そ
も
そ
も
キ
リ
ト
自
身
が
ま
だ
そ
れ
に
気
付
い
て
な
い
し

 
あ
と
実
は

中
表
の
人
格
が
一
部
入
れ

わ

て
た
り
す
る
ん
だ
な

分
か
り
や
す

い
で
す
か
ね

 

に
デ

エ
ル
に
つ
い
て

  
ア
キ
ト
の

因
は

心
王
の
如
く
一
気
に
勝
負
を

け
に
い
か
な
か

た
事

  
こ
れ
に

き
ま
す
ね

同
時
に
キ
リ
ト
の
場
合

を
開
幕
直
後
全
力
で
使

て
た
ら

勝

て
ま
し
た

地
面
を
焦

に
し
て

ダ
メ

ジ
を
与
え
る
ア
レ
を
使
え
ば
速
攻
で

 
つ
ま
り
ど

ち
も
ど

ち

変
な
と
こ
ろ
だ
け
似
て
る
兄
弟
に
な
り
ま
し
た
な

い
や
キ

リ
ト
は

心
し
て
な
い
ん
で
す
が

 
そ
れ
と
今
回
の
デ

エ
ル

中
書
い
て
て
物

く

悪
く
な

た

こ
の
神

あ
る
意
味

原
作
の

郷
よ
り
も

く
な
い
で
す
か
ね

・
・

 
色

と
救
い
が
無
い
存
在
に
な

ち
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い
ま
し
た

 
デ

エ
ル
の
過
程
は

第
騎
士
の
英
雄

に
登
場
す
る

剣
の
使
い
手
を
モ
チ

フ
に

し
て
ま
す
ね

気
付
い
た
方
は
多
い

せ

全
部
同
じ
だ
か
ら

 
会
話
部
分
は

ら
か
変
え
て
は
い
ま
す
が
展
開
そ
の
も
の
に
差
異
は

無
か

た
り
す
る

 
で
も
最
後
は
違
う

八

撃
対
一
撃
が
原
作
で
す
が
本
作
で
は
八

撃
対
九

撃

武
器
弾

き
で
す
か
ら

る
ろ
う
な
剣
客
の
ア
レ
と

て
は
い
け
な
い
確
か
に
八
刀
一
閃
に
勝
て
る
技

の
参

と
し
て
ア
レ
を

し
て
ま
す
が

 
あ
の
原
作
の
展
開
を
参

に
し
て
い
た
事

に
一

八
閃
は
経
験
し
て
い
た
事
が
決
め
手
と

な

て
キ
リ
ト
勝

と
し
ま
し
た

中

け
な
か

た
の
は
斬
撃
で
な
く

い
点
攻
撃

の

突
だ

た
か
ら
と
い
う
事
で

 
デ

エ
ル
部
分
の
文

数
は
ユ
ウ
キ
よ
り

い
気
も
し
ま
す
が
実
は
文

数
的
に

同
じ

と
い
う
ミ
ラ
ク
ル

点
が
戦

て
る
人
か
観
戦
し
て
る
人
か
で
感
じ
る
⻑
さ

て
変
わ
る
ん
で

す
よ
ね

 
ユ
ウ
キ
の

点
の
時
現
実
時
間
に

換
す
れ
ば
ぶ

ち

け

と
ん
ど
が
一
分
以
内
の
出
来

事
で
す
し

死
神
の
時
も
同
じ
く
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最
初
は
キ
リ
ト

北
に
し
よ
う
と

え
て
た
ん
で
す
が

そ
れ
は
マ
ズ
い
と
思

て
ド
ロ

に
し
よ
う
と
思

た
も
の
の
ユ
ウ
キ
で
や

た
し
な

と
い
う
事
で
勝

に

そ
れ
も
ギ
リ
ギ
リ

で
す
が

中
ま
で
の
モ

モ

が
ス
カ

と
し
た
気
が
す
る

 
ち
な
み
に

ラ
ン
が

り

ん
だ
部
分
と
文

を

い
捨
て
て
去
る
部
分
は

原
作
の
ク
ラ

デ

ル
と
の
デ

エ
ル
の

り
を
再
現
し
て
い
ま
す

気
付
い
た
方
は
多
分

る

 
と
い
う

で
神

は
攻
略
組
入
り
し
ま
せ
ん

て
か
さ
せ
ま
せ
ん
し
た
ら
キ
リ
ト
の
第

三
人
格

が
覚
醒
し
て

破
滅
の
道
を
一
直
線
に
突
き
進
む
か
ら

 
そ
れ
で
も
最
後
に
特
大
の

弾
を

と
し
て
行
き
や
が

た
け
ど
ね

 
ミ

シ

ン
は
第
十
九
層
の
名
称
第
十
九
層
に
は
月
夜
の
黒
猫

が
使
お
う
と
し
て
い

た
ギ
ル
ド
ホ

ム
が
あ
る

本
来
な
ら
知
ら
な
い

の
神

が

故
知

て
い
る
か
は

作

品
内
時
間
的
に

遠
か
ら
ず
分
か
り
ま
す
の
で

お

ち
下
さ
い

 
⻑

と
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
八
章
 

苛
立
ち

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
前
話
で
色

と
ア
キ
ト
の
正
体

が

せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
ね

感
想
で
書
か
れ
て
て

ど
う
返
し
た
も
の
か
と
ス
ゲ

悩
み
ま
し
た

 
い
や
感
想
に
ネ
タ
バ
レ

い
事
を
書
く
な

て

じ

な
い
で
す
け
ど
ね

送

て
く
れ

る
の
は

直
に

し
い

た
だ

に
ど
う
返
し
た
ら
先
を

ま
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
悩
む
だ

け
で

そ
れ
も

し
い
ん
で
ド
ン
ド
ン
送

て
く
だ
さ
い

 

こ
れ

兄
の
事
を
タ
グ
に
書
い
た
方
が
良
い
の
か
な

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
今
話
で
す

今
話
は
前

シ
リ
ア
ス
な
リ
ズ

点
後

シ
リ
ア
ス
八

平
穏
二

な
シ
ノ
ン

点
で
す

 

時
に
無
く
本
作
キ
リ
ト
が
今
ま
で
ら
し
か
ら
ぬ
不
機

さ
を
見
せ
ま
す

 
一
先
ず

話
は
シ
リ
ア
ス
は
あ

て
も
平
穏
の

合
が
大
き
い
か
な

今
話
も
シ
リ
ア
ス
部

分
は

本
的
に
地
の
文
と
い
う
名
の
心
情

写
で
す
か
ら
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本
分
は
約
二
万
一
千
文

前
話
が
多
か

た
だ
け

 
ち

と
複

な
部
分
が
あ
り
ま
す

理
解
し

い
時
は
そ
う
な
の
か

程

で
良
い
で

す

極
論
今
後
の
話
で
分
か
り
や
す
く

み

い
て

写
す
る
の
で

 
で
は
ど
う
ぞ

  
第
二
十
二
層
主

の
転

広
場
を

な

が

配
し
て
い
た

 
世
界
で

を
知
る
者
な
ら
必
ず
一

は

い
た
事
が
あ
る
だ
ろ
う

オ
リ
ム
ラ

の
名
を
持

つ
兄
弟
の
対
決
は
結
果
か
ら

え
ば
出
来
損
な
い
と
見
下
さ
れ
て
い
る
弟
が
紙
一
重
で
勝

し
た

弟
と
一
部
を

け
ば
全
く
同
一
の
意

の
白

く
め
の
剣
士
が
振
る
う
剣
を
あ
た
し
は

た
だ
の
一

も
マ
ト
モ
に
見
切
る
事
は
出
来
な
か

た
が
そ
れ
で
も
ア
レ
が
ギ
リ
ギ
リ
の
勝

で
あ

た
事
は
分
か

た

 
闘
技
場
で
の

闘
モ
ル
テ
に

わ
れ
た
時
の
戦
い
ぶ
り
か
ら
キ
リ
ト
の
実
力
を
あ
る
程

把
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握
し
て
い
る
つ
も
り
だ

た

前
者
で
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

二
刀
流

後
者
で

と
い

う
特

武
器
の
力
を

な
く
発

し
て
い
た
彼
は
さ

き
の
デ

エ
ル
で
は
ど
ち
ら
も
使
わ

ず

に
己
の
技
だ
け
で
勝
負
し
て
い
た

 
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に

い
て
レ
ベ
ル
と
は
絶
対
的
な
強
さ
の
指
標
と

な
り
得
る
数
値
だ

ス
キ
ル

備
出
来
る
武

の
平

ス
テ

タ
ス
の
上

様

な
要

で
差
が
付
く
よ
う
に
な

て
い
る
の
だ

 
故
に
三

間

ど
前
に
こ
の
世
界
へ
迷
い

ん
だ
ば
か
り
の
ア
キ
ト
が
恐
ら
く
レ
ベ

ル

前
後

り
か
ら
鍛
え
た
だ
ろ
う
あ
の
男
が

一
年

ず

と

ロ
を

き

自
己
強
化
に

ん
で
い
た
キ
リ
ト
と

以
上
の
力

を
見
せ
る
だ
な
ん
て

予
想
だ
に
し
て
い
な
か

た

 
実

に
刃
を
交
え
た
キ
リ
ト
は
自
身
の
兄
が
立
ち
去

た
転

へ
未
だ
に

線
を
向
け
て

い
る

そ
の

に
浮
か
べ
ら
れ
て
い
る
表
情
眼
つ
き
は
ど
ん
な
も
の
か
こ
ち
ら
に
背
中
を
向

け
て
い
る
か
ら
あ
た
し
に
は
見
え
な
い
し

そ
の
心
情
を
推
し

る
事
も
出
来
な
い

 
多
少
苦
戦
す
る
程

は
予
想
し
て
い
た
事
は
戦
闘
中
の

葉
で

せ
た
が
よ
も
や
剣

だ
け

で
あ
そ
こ
ま
で
圧
倒
す
る
程
の
プ
レ
イ

が

る
と
は
思
わ
な
か

た
だ
ろ
う
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そ
し
て
こ
の
一
年

の
努
力
を

方
全
て

定
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な

て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い

 
か
つ
て
自
身
を
捨
て
た
兄

い

か
ら
自
身
を

自
身
の
上
に
君
臨
し
て
い
た
兄
へ
と

向
い
た

は

う
じ
て
届
い
た
も
の
の
こ
れ
ま
で
彼
が

や
し
て
き
た
心
血
に

べ
れ
ば

か
に

少
に
過
ぎ
た

 
そ
し
て
去
り

に
放
た
れ
た

黒
猫

の
一

更
に
は
サ
チ
を
見
て
い
た
事

 
こ
の
二
つ
の
事
実
か
ら
あ
の
男
が
キ
リ
ト
の
ト
ラ
ウ
マ
で
も
あ
る
月
夜
の
黒
猫

壊
滅

の
事
を
知

て
い
る
の
は
明
ら
か
だ

 
だ
が

不
可
解
だ

 
そ
も
そ
も
あ
の
男
が
こ
の
世
界
に
来
た
の
は
三

間

ど
前
と
い
う
話

そ
れ
は
リ

フ

と

同
時
期
で
あ
る
事
か
ら
も
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
キ
バ
オ
ウ
と
の
繋
が
り
も
そ
の

か
ら
あ

る
し

よ
り
そ
れ
以
前
に

た
な
ら
も

と

く
に

を
見
せ
て
い
た

だ

 
仮
に
外
部
か
ら
内
部
を
モ
ニ
タ

す
る
事
が
出
来
る
の
だ
と
す
れ
ば
分
か
ら
な
く
も
無
い

 
キ
リ
ト
は
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た

か
ら
最
年
少
で
も

独
行
動
を
取
り

け
第
一
層
ボ

ス
攻
略
戦
の
時
で

に
レ
ベ
ル
は

オ

バ

つ
ま
り
ぶ

ち
ぎ
り
の
レ
ベ
ル
を
持
つ
プ
レ
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イ

だ

た

 
そ
の
事
実
に
よ
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
内
部
か
ら
攻
略
出
来
る
有
力
プ
レ
イ

と
し
て

や
ら

や
ら
が
目
を
付
け

情
報
を

開
し
て
い
た

と
い
う
線
も

え
ら
れ
な
く
は
無
い
の
だ

 
だ
が

リ

フ

の
話
か
ら

恐
ら
く
そ
れ
は
不
可
能
だ
と
判
明
し
て
い
る

 

を
発
明
し
た
世
界
最
高

と

え
る
技
術
者
の

ノ
之
束
で
す
ら
ハ

キ
ン
グ
出
来
な
い

レ
ベ
ル
の
セ
キ

リ
テ

を
誇
る
ら
し
い
し
キ
リ
ト
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
彼
女
に
教
え
た
と
い

う
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
も
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ロ
グ
を
追
う
程

で
し
か
把
握
出
来
て
い
な

い
と
も

い
て
い
る

 
つ
ま
り

時
レ
ベ
ル
が
上
が

た
や

時
ど
の
プ
レ
イ

と

触
し
た
は
分
か

て
も

を
話
し
た
か

を
し
て
い
る
の
か
と
か
は
分
か
ら
な
い
の
だ

 
仮
に
内
部
デ

タ
を

像
と
し
て
確
認
出
来
る
と
し
て
現
在
の
家

で
あ
る
リ

フ

に
な

ら
と
も
か
く

の
他
人
で
あ
る
あ
の
男
に
情
報
が
行
く
と
は
思
え
な
い

よ
し
ん
ば
行
く

と
し
て
も
あ
の
男
は
自
ら
弟
を
切
り
捨
て
た
の
だ
知

た
と
こ
ろ
で
然
程
興
味
を
持
た
な
い
だ

ろ
う

 
あ
の
男
の
キ
リ
ト
を

る

振
り
は
か
な
り
の
も
の
だ

あ
た
し
は
そ
れ
を
キ
リ
ト
と
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を
取
り
に
行

た
日
の
夢
と
し
て
見
た
記

で
知

て
い
る

 
加
え
て
先

ど
の
デ

エ
ル
中
の

ア
レ
は
ど
う
見
て
も
兄
と
し
て
の

で
は
無

い 
い
や

そ
れ
以
前
に
キ
リ
ト
が

一

で
あ

た

か
ら
そ
う
だ

た
が

 
現
状
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
と

え
る
キ
リ
ト
を
超
え
る

異
の
実
力
と
去
り

に
不
穏
な
事
を

い

捨
て
た
神

に
つ
い
て
そ
う
思

し
て
い
る
と

と
転

を
見
て
立
ち

く
し
て
い
た
キ
リ

ト
が

一
歩

足
を

み
出
し
た

 
そ
の
向
か
う
先
に
は

神

が

を
消
し
た
転

が
あ
る

へ
行
く
つ
も
り
か
ね

 
無

の
ま
ま
ど
こ
か
危
う
い

気
を

う
キ
リ
ト
を
止
め
る

か
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
一

番
に
声
を
掛
け
た

そ
れ
を

い
て

キ
リ
ト
は

け
て

み
出
そ
う
と
し
た

足
を
止
め
る

 
そ
れ
で
も
や
は
り

彼
は
こ
ち
ら
に
振
り
返
ら
な
い

も
う

験
は
終
わ

た
ん
だ

へ
行

た

て
良
い
だ
ろ
う

 
数

の
間
を

い
て
帰

て
来
た
声
は

時
も
の

ら
か
さ
が
雲

消
し
て

か

た

ど
こ
か
投

や
り
で

を
感
じ
ら
れ
る
そ
れ
は
先
の
デ

エ
ル
で

か
せ
て
い
た

と
同
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じ
く

常
の
キ
リ
ト
に
は
無
い
感
情
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た

 
そ
れ
に
あ
た
し
は
思
わ
ず

根
を
寄
せ
て
し
ま
う

 

殺
隊
に
追
い
掛
け
ら
れ

聖
⻯

合

に
デ

エ
ル
を
吹

掛
け
ら
れ

闘
技
場
で
心
無

い

葉
を

か
れ
モ
ル
テ
や
グ
リ
ム
ロ

ク
の
狂
気
に
触
れ

よ
り
も
本

に
血
が
繋

が

て
い
る
と
思
え
な
い
兄
に

ら
れ
て

怒
り
を
見
せ
な
か

た
キ
リ
ト
が
苛
立
ち
を
滲

ま
せ
て
い
る
の
だ

 
そ
れ
を

に

に
対
し
て
向
け
て
い
る
の
か
は
明
白
だ
が

故
浮
か
べ
て
い
る
か
は
分
か

ら
な
か

た

 
兄
が
キ
リ
ト
に
と

て
の
ト
ラ
ウ
マ
に
タ
ブ

に
触
れ
た
か
ら
か
あ
る
い
は
さ

き
の
勝

負
に

得
が
い

て
い
な
い
か
ら
か

 
あ
る
い
は

己
の
力

が
不
十
分
だ
と

自

し
て
い
る
の
か

確
か
に
そ
れ
は
そ
う
だ
が

ま
さ
か
と
思
う
が

彼
を
追
う
つ
も
り
か
ね

 
ど
れ
か
は
分
か
ら
な
い
が
と
に
か
く

時
も
穏
や
か
で

静
な
彼
ら
し
か
ら
ぬ
様
子
に

か
に
息
を

ん
だ
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
し
か
し
流

の
精
神
力
で
す
ぐ
に
持
ち
直
し
た

更
に
は

し

い
事
ま
で

て
の
け
る

力
に
は
付
き
合
い
か
ら
多
少

れ
た
あ
た
し
も
感

せ
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ざ
る
を
得
な
い

 
そ
の

み

ん
だ
と

え
る
問
い
が
キ
リ
ト
の

か
に
触
れ
た
の
か
ず

と
こ
ち
ら
に
背
中

を
向
け
て
い
た
黒

く
め
の
少
年
は

の
横

が
見
え
る
よ
う
に

越
し
に
振
り
返

た

 
そ
の
眼
は

時
に
無
く

く
光
を

み

む
よ
う
な

無
し
の
闇
を
想

さ
せ
る
色
合
い

を
し
て
い
た

そ
の
つ
も
り
だ
が

流

に

過
出
来
な
い
事
を

わ
れ
た
ら
確
認
し
た
く
も
な
る

む

そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
な
い

し
か
し
君
と
て
自
身
が
使
う
剣
と
同
じ
形

状
の
モ
ノ
が
現
れ
た
の
だ
そ
ち
ら
も
気
に
な
る
の
で
は
な
い
か
ね

 
仮
に
問
い

し
に
行

た
と
こ
ろ
で
あ
の
性
格
で
は

直
に

を

る
と
も
思
え
な
い
が

 
心
情
と
し
て
は
明
ら
か
に

静
さ
を
欠
い
て
い
る
状

の
ま
ま
行
か
せ
て
は
取
り
返
し
が
つ

か
な
く
な
る
の
で
は
と
思

た
か
ら

引
き

め
よ
う
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
し
か
し

正
直
に
そ
れ
を
伝
え
て
も
今
の
キ
リ
ト
が
そ
れ
に

直
に

く
と
は
思
え
な
い
た

め

め
手
に
打

て
出
た
の
だ

 
エ
リ

シ
デ

タ
は
第
五
十
層
ボ
ス
の
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
ボ

ナ
ス
最
前
線
が
第
七
十
五
層
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に
な

た
今
で
も

す
る
と
い
う
破
格
の
性
能
を
持

た
魔
剣
と
い
う
一
点
物

 
そ
れ
と
色
違
い
な
だ
け
で
全
く
同
一
の
形
状
を
有
す
る
と
い
う
特
徴
だ
け
で
も
か
な
り
気
掛
か

り
だ
ろ
う

 
少
し
前
に
来
た
ば
か
り
で

あ
た
し
の

に
剣
を

入
し
に
来
た
の
を
直
に
見
た
事
も
あ

て

キ
リ
ト
も

気
に
な

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

分
か

た

 
神

本
人
へ
直

問
い

す
事
と
目
の
前
に
あ
る
物
を
確
認
す
る
事
ど
ち
ら
が
よ
り
確
実
に

情
報
を
得
ら
れ
る
か

ま
じ
く
迷

た
よ
う
だ

た
が
⻑
い

の

キ
リ
ト
は
こ
の
場
に

残

し
て
神

が
残
し
て
い

た
白
剣
を

べ
る
事
に
決
め
た
ら
し
か

た

 

無

を

く
行
動
を
良
し
と
す
る
行
動
理
念
そ
し
て
問
い

め
た
と
し
て
も
ま
ず
間
違

い
な
く

を

ら
な
い
と
い
う
容

に
想
像
出
来
る
予
想
か
ら

時
間
の
無

を

け
る
方
を

取

た
の
だ
ろ
う

 

ま
じ
く
不
本
意
と

を
見
れ
ば
分
か
る
く
ら
い

根
を
寄
せ
る
と
い
う

時
に
無
く

険
し
い
表
情
を
浮
か
べ
る
キ
リ
ト
は
す
ぐ
離
れ
た

に
突
き
立

た
ま
ま
の
白
剣
へ
向
け
て
歩

き
出
し
た

あ
た
し
達
も
そ
ち
ら
へ

動
す
る
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近
寄

て
見
て
み
れ
ば
や
は
り
ど
れ
だ
け
見
て
も
キ
リ
ト
が
ず

と
愛
剣
と
し
て
使

て
い

る
エ
リ

シ
デ

タ
と
同
一
の
も
の
と
し
か
思
え
な
い
程
そ
れ
は

似
し
て
い
た

ギ
ア
を
思

わ
せ
る

と
そ
れ
か
ら

び
出
て
い
る
数
本
の

に

か
れ
て
い
る

剣
身
の

か
ら
刃

の

み

刃

り

ど
れ
を
と

て
見
て
も
同
一
だ

 
キ
リ
ト
の
エ
リ

シ
デ

タ
は
刃
部
分
だ
け
は
白
い
の
で
そ
れ
を

え
れ
ば
全
て
真

白
な

こ
れ
は
全
く
色
が
正
反
対
と
は

え
な
い
の
だ
が

そ
れ
で
も
正
反
対
と

い
た
く
な
る
程
に

真

白
だ

恐
ら
く
鍛
冶
ス
キ
ル
が
高
い
プ
レ
イ

あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
鍛
冶
師
に
リ

イ

ン
ト
を
依
頼
し

色
を
変
え
た
の
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
リ

イ
ン
ト
の
依
頼
で
プ
レ
イ

と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
間
に
発
生
す
る
差
は
実
行
す

る
の
に
必
要
な

の
数
が
違
う
だ
け
だ

そ
も
そ
も
リ

イ
ン
ト
は
武
器
製
作
と
同
じ
く
成

し
か
無
い
の
で

そ
の
差
く
ら
い
し
か
無
い

 
こ
れ
が
武
器
製
作
に
な
れ
ば
製
作
さ
れ
る
武
器
の
ス

ク
や

値
に
も

わ

て
く
る

の
だ
が

 
地
面
に
対
し
て
少
し

め
に
突
き
立
つ
白
剣
を

も
が

な
眼
を
向
け
て
手
に
取
ろ
う
と

し
な
い
中

れ
を
切
ら
し
た
か

か
に

気
が

い
キ
リ
ト
が

手
を

ば
し
一
気
に
地
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面
か
ら
引
き

く

 
そ
れ
か
ら

に

め
て
背
中
に

り
直
し
て
い
た
黒
い
エ
リ

シ
デ

タ
を

手
で

き

で
眼
前
に
翳
し
て
見

べ
始
め
る

か
手

を
揺
ら
し
て
剣
の

合
も
確
か
め
て
い
た

 
そ
れ
か
ら
更
に

根
を
寄
せ

ポ
ツ
リ
と

葉
を

ら
す

見
た
目
だ
け
じ

無
い
な

重
さ
ま
で
同
じ

い
や

白
い
剣
の
方
が
重
い

そ
れ

本

あ
あ

エ
リ

シ
デ

タ
は
⻑
年
の
愛
剣
流

に
そ
の
重
さ
を
間
違
え
は
し
な
い

ア
キ
ト

が
使

て
い
た
剣
の
方
が

か
だ
が
確
か
に
重
く
感
じ
ら
れ
る

 
あ
た
し
の
問
い
に

キ
リ
ト
は
す
ぐ
に
断

と
し
た

で

え
た

 
こ
れ
が
リ
ア
ル
だ

た
ら

で

て
い
る
だ
ろ
う
が
こ
の
世
界
は
生
死
が

り
合
わ
せ
の

世
界
だ
か
ら
決
し
て

え
な
い

こ
の
世
界
で
戦
う
者
に
と

て
武
器
は
己
の
命
を

け
る

身
そ
の
重
み
は
手
で
持

て
も
ま
る
で
重
さ
を
感
じ
な
い
程
に
自
分
の
体
と
一
体
化
す
る
レ

ベ
ル
に
ま
で

合
し
て
い
る
剣
士
も
い
る
の
だ

キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
ア
ス
ナ
達
な
ど
ハ
イ
レ
ベ

ル
剣
士
が
そ
の

で
あ
る

 
そ
し
て
あ
た
し
は
キ
リ
ト
が

た
事
実
を

い
て

他
の
面

と
同
様
に

を

め
る
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武
器
の
重

は
武
器
の
グ
レ

ド
と

し
て
い
る
と

え
る

本
的
に
重

が
あ
る
武
器

の
方
が
攻
撃
力
や

値
な
ど

の
パ
ラ
メ

タ
は
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ

 
こ
の
原

と

ら
し
合
わ
せ
る
と

ア
キ
ト
が
使

て
い
た
こ
の
白
剣
エ
リ

シ
デ

タ
は

最
前
線
で
も

す
る
キ
リ
ト
の
愛
剣
エ
リ

シ
デ

タ
よ
り
も
パ
ラ
メ

タ
と
し
て
は
強
い
と

い
う
事
に
な
る

 
だ
が
そ
れ
は

だ

 
あ
た
し
が
知
る
限
り

第
五
十
層
の

で
あ
る
魔
剣
エ
リ

シ
デ

タ
を
超
え
る

片
手
剣

は
一
本
だ
け

す
な
わ
ち
あ
た
し
が
ア
キ
ト
を
あ
し
ら

た
時
に
出
し
た

品
ギ
リ
シ

神

話
で

死
の
国

の
名
を
与
え
ら
れ
た

黒
の
片
手
剣
エ
リ

シ
オ
ン
の
み

 
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

も
あ
た
し
の
最
高

作
だ

た
の
だ
が
第
七
十
四
層
の
ボ
ス
ド
ロ

プ

で
あ
る

を
キ
リ
ト
か
ら

い
取

た
エ
ギ
ル
に
そ
れ
な
り
の
値

は
し
た
も
の
の
レ
ア

か
ら

え
れ
ば
格
安
で

入
さ
せ
て
も
ら

て
鍛
え
た
事
で
完
成
し
た
エ
リ

シ
オ
ン
に

か
れ

て
し
ま

た

 
ア
レ
を
鍛
え
た
時
の
事
は
特
別
な
の
で
ち

と
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
が
流

に
ク
リ
ス

タ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
ゴ

ト
が
手
に
入
る
第
五
十
五
層
か
ら
十
九
層
も
上
の
ボ
ス
ド
ロ

プ
品
で
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出
来
上
が
る
剣
が

て
い
て
も
そ
れ
は
そ
れ
で
ア
レ
だ
か
ら
と
思

て

得
し
て
い
る

黒
色

の
部
分
で
キ
リ
ト
が
思
い
浮
か
ん
だ
の
で

ち

と

ま
し
く
思

た
り
も
し
た

 
そ
れ
は
と
も
か
く

エ
リ

シ
オ
ン
の
値

を
五
千
万
コ
ル
に
設
定
し
た
の
は

あ
の
時
に

た

り

備
の
面
で
最
強
に
な

て
し
ま
う
事
を

慮
し
て
の
事
だ

レ
ア

備
面
最

強

そ
し
て

プ
レ
イ

が
こ
れ
を
持

た
ら
危
険
な
事
こ
の
上
無
い
か
ら
こ
そ

あ
た
し

は
攻
略
組
が
い
の
一
番
に

入
出
来
る
よ
う
逆
に

え
ば
他
の
者
達
に
は
手
を
付
け
ら
れ
な
い

に
設
定
し
た

 
最
前
線
の
攻
略
組
プ
レ
イ

が
使
う

手
剣
を
も
超
え
る
ス

ク
を
誇
る
事
で
そ
の

値

に
な

た
エ
リ

シ
オ
ン
は
未
だ
最
前
線
で

し
て
い
る
事
か
ら
魔
剣
と

わ
れ
る
エ

リ

シ
デ

タ
を
も
超
え
て
い
る

 
と
は

え

エ
リ

シ
デ

タ
と
て
決
し
て
弱
い

で
は
無
い

 
流

に

手
剣
や

手

を

手
に
真

向
勝
負
が
出
来
る
程
で
は
無
く
な

て
き

て
い
る
が
そ
れ
で
も
か
な
り
の

力
値
を
要
さ
れ
る

力
値
七
振
り
の
プ
レ
イ

で
も

レ
ベ
ル
は
最

必
要
と
さ
れ
た

剣
な
の
だ

重

は
と
も
か
く
攻
撃
力
と
い

た
パ
ラ

メ

タ
の
面
で
は
決
し
て
引
け
を
取

て
い
な
い
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値
七
振
り
の
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
で
も
恐
ら
く
今
な
ら
ど
う
に
か
持
て
る
レ
ベ
ル
の
重
さ

攻
撃
力
は
彼
女
達
の
武
器
に

べ
て
歴
然
と
し
た
差
が
あ
る

 
な
の
で

エ
リ

シ
オ
ン
が
異
常
な
だ
け
で
あ
る

 
そ
ん
な
ス

ク
を
誇
る
エ
リ

シ
デ

タ
に

る
片
手
剣
が
よ
も
や
エ
リ

シ
オ
ン

以
外
に
あ
る
と
は
思
わ
な
か

た

あ
の
男
が
キ
リ
ト
よ
り
強
い
と
思
わ
な
か

た
事
も
あ

て
更
に
器
の
程
か
ら

く
見
て
い
た
の
で
自
然
と
エ
リ

シ
デ

タ
よ
り
弱
い
と
思
い

ん

で
い
た
の
だ

 

一
年
七

月
の
年
月
を
一
月
足
ら
ず
で

め
ら
れ
た
の
だ
か
ら
キ
リ
ト
の
経
歴
を

え

る
と

本

に
あ
の
神

は

者
な
の
か
気
に
な
る

 
こ
こ
最
近
に
な

て

ち

き
を
持
ち
一

日
と

日
は
日
帰
り
で
最
前
線
攻
略
に

て

い
る
と

え
ど
少
し
前
ま
で
は

に
迷

が
ホ

ム
と

わ
れ
る
程
ま
で
に
迷

内
で
夜
を
明
か
し
て
い
た
キ
リ
ト
に
追
い
付
く

ど
の
レ
ベ
リ
ン
グ
を
一
体
ど
こ
で
行

て

い
た
の
だ
ろ
う
か

 
そ
し
て
こ
の
剣

一
体

が
鍛
え
た
も
の
な
の
か

キ
リ
ト
君

そ
の
剣
の
製
作
者
の
名
前
は
確
認
出
来
る
か
い
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て
く
れ

定
し
て
み
る

 
デ

ア
ベ
ル
が
問
う
と
キ
リ
ト
は
エ
リ

シ
デ

タ
を

に

め
た
後
空
い
た

手
で
白

剣
の

を
タ

プ
し
た

そ
れ
に
よ

て
横
の
⻑
さ
三
十
セ
ン
チ

二
十
セ
ン
チ
程
の
白
い

ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
る

 
そ
れ
は

備
の
説
明
テ
キ
ス
ト

本
的
に

に
で
も
見
え
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
た
か
ら

あ
た
し
に
も
文

は

み
取
れ
た

 
そ
の
ウ

ン
ド
ウ
か
ら

み
取

た
剣
の
名
称
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

シ
デ

タ

む

ホ
ロ
ウ

ま
た
ホ
ロ
ウ
か

 
そ
の
銘
を
見
て

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

い
た

 
剣
の
名
称
は
予
想
外
だ

た

レ
プ
リ
カ
だ
と
か
そ
う
い
う
贋
作
と
い
う
名
を
予
想
し
て
い

た
の
だ

 
あ
た
し
も
鍛
冶
師
な
の
で
見
た
目
は
同
一
だ
が
性
能
が
違
う
と
い
う
の
は
見
た
事
が
あ
る
し

下
層
で
レ
ア
だ

た
剣
の
見
た
目
だ
が
性
能
は
格
別
と
い
う
も
の
も
見
た
事
が
あ
る

そ
の
場

合

大

下
層
の
剣
は
名
称
の
後

に
レ
プ
リ
カ
か
レ
プ
カ
と
あ

た

 
だ
が
こ
れ
に
は
ホ
ロ
ウ

意
味
は
虚
構
や
虚
ろ
だ
と
か
そ
う
い
う
も
の
だ

た
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だ

虚
構
の
場
合
は

的
表
現
で
も
う
一
つ
と
か
そ
う
い
う
も
の
に
も
取
れ
る

 
そ
の

語
は
以
前
あ
た
し
達
は
二

見
た
事
が
あ
る

闘
技
場
の
個
人
戦
と
レ
イ
ド

戦

の
最
後
に
出
て
来
た

キ
リ
ト
の
過
去
ら
し
い
白
い
化
け
物

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
ｓ

ｅ
ｉ

ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ
ｔ

だ

 
コ
レ
が
闘
技
場
で
手
に
入

た
代
物
な
ら
ま
だ

得
は
い
く
の
だ
が
あ
の
男
が
持

て
い
る

と
い
う
の
は
や
は
り
不
可
解
過
ぎ
る

 

く
そ
の
名
称
を
見
て
い
た
キ
リ
ト
は
そ
れ
か
ら

手
を
振

て
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を

呼
び
出
し

ら
か
の

作
を
始
め
る

 
分

と
し
て
は
生

系

称
で

人
系
ス
キ
ル
と
も

わ
れ
て
い
る
中
の
一
つ

定
と

い
う
ス
キ
ル
は

そ
の
名
の

り

対

ア
イ
テ
ム
を

べ
る

の
も
の
だ

 
ダ
ン
ジ

ン
内
で
手
に
入
る
武

や
ア
イ
テ
ム
の
中
に
は
名
称
不
明
の
品
が
存
在
し
攻
略

層
が
一

の

は
レ
ア
物
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
今
で
は

に
宝

や
モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
の
も
の
の
多
く
が

定
を
要
す
る
品
ば
か
り

 
要
さ
な
い
の
は

ア
イ
テ
ム
と
レ
ア

の

い
二
束
三
文
で
し
か

れ
な
い
武

く
ら
い

な
も
の
で
あ
る
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そ
ん
な

で
あ
る
程

攻
略
が
進
ん
で
き
て
か
ら
人
気

つ
必

ス
キ
ル
と
な

た

定

ス
キ
ル
は

を
持
つ
プ
レ
イ

の
大

が

得
し
て
い
る

 
故

の
エ
ギ
ル
も
値

を
付
け
る
の
に
は
ア
イ
テ
ム
の

を
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

取

て
い
る
し
あ
た
し
も
武

の

い
取
り
は
イ
ン
ゴ

ト
へ
鍛
え
直
し
た
り
ス
キ
ル
値
を

鍛
え
た
り
す
る
の
に
使
う
た
め
に
し
て
い
る
か
ら
取

て
い
る

 
攻
略
組

達
と

え
る
プ
レ
イ

人
は
現
状

そ
九
百
前
後
の
ス
キ
ル
値
は
あ
る
だ

ろ
う

あ
た
し
は
少
し
前
に
コ
ン
プ
リ

ト
し
た

 
恐
ら
く
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

を
自
称
し
て
い
た
フ

リ
ア

れ
た
マ
ス
タ

鍛
冶
師
で

り
も
し
て
い
る
ら
し
い
レ
イ
ン
そ
し
て

ロ
で
活
動
し
て
い
る
キ
リ
ト
も
十
中
八
九
持

て
い
る

だ

 
こ
の

定
ス
キ
ル
を
フ

リ
ア
や
キ
リ
ト
が
持

て
い
る
の
は
宝

に
ト
ラ

プ
が
あ

る
か
な
い
か
の

別
に

い
れ
る
か
ら
だ

更
に
そ
の
ト
ラ

プ
を
解

す
る
に
は
別
に

解

と
い
う

系
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
る

 
ち
な
み
に
ト
ラ

プ
系
の
解

に
し
か
使
え
な
い
と
思
わ
れ
る

解

は
セ

ト
し

た
時
点
で
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
ア

プ
や

動
速

上

な
ど
の
お
よ
そ
フ

リ
ア
の
よ
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う
に
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

や
ス
カ
ウ
ト
向
き
の
Ｍ
ｏ
ｄ
が
自
動
で
追
加
さ
れ
て
い
た
り
す

る 
使
え
な
い
と
思
え
る
ス
キ
ル
も
戦
闘
で
使
え
る

り
が

系
と

わ
れ
る

以
で
あ
る

組

み
合
わ
せ
に
よ

て
は
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
で
ポ
ン
ポ
ン
ダ
メ

ジ
を

る
ら
し
い
の

で

や
り
よ
う
に
よ

て
は

強
い

と
以
前
新

で

ん
だ
事
が
あ

た

 
更
に
ダ
ン
ジ

ン
内
に

見
さ
れ
る
ト
ラ

プ
を
見
つ
け
る
な
ら
別
に
発
見
と
い
う
ス

キ
ル
を
取
る
必
要
が
あ
る

ダ
ン
ジ

ン
で
自
然
復
活
す
る
タ
イ
プ
の
そ
れ
ら
は
見
破

た

で
解

さ
れ
る

こ
の
ス
キ
ル
は
フ

ル
ド
に

見
さ
れ
る

取
ポ
イ
ン
ト
発
見
に
も
ボ

ナ

ス
が
掛
か
る
た
め

生

に
は
持

て
来
い
だ
ろ
う

 
こ
の

は
索

や

候
を

う
ス
カ
ウ
ト
系
プ
レ
イ

に
向
い
て
い
る
と

え
る

 

話

 

ら
か
の

作
を
し
恐
ら
く

定
ス
キ
ル
の
行
使
決
定
ボ
タ
ン
を
タ

プ
し
た
と
思
わ

れ
た
直
後
白
剣
が
一

だ
け
光
り

に
表
示
さ
れ
て
い
た
ウ

ン
ド
ウ
の
横
に
小
さ
な
ウ

ン
ド
ウ
が
出
現
し
た

 
こ
の
ウ

ン
ド
ウ
は
ス
キ
ル
使

者
に
し
か
見
え
な
い
の
で
あ
た
し
に
は

も
書
か
れ
て
い
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な
い
白
い
パ
ネ
ル
に
し
か
見
え
て
い
な
い

ど
う

 
あ
た
し
の

な
問
い
に
キ
リ
ト
は
目
を

せ
な
が
ら
小
さ
く
横
に

を
振

た

つ
ま
り

製
作
者
無
し
キ
リ
ト
の
黒
い
エ
リ

シ
デ

タ
と
同
様
に
モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
品
で
あ
る
と

い
う
事
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
時
間
で
再
出
現
す
る
タ
イ
プ
だ

た
な
ら
性
能
は

い
も
の
の

の
複
数
同
時
存
在
と
い
う
の
は
あ
り
得
た
だ
ろ
う

だ
が
残
念
な
が
ら

は
と
も
か
く

が
存
在
す
る
フ

ル
ド
ボ
ス
と
フ
ロ
ア
ボ
ス
は
再
出
現
し
な
い
設
定
だ

だ
か
ら
こ
そ

は

も
が
死
に
物
狂
い
で
求
め
る
の
で
あ
る

 
ま

結

そ
の
全
て
を
キ
リ
ト
が
掻

て
い
る
の
だ
が

ま
さ
か
と
思
う
が
あ
の
ア
キ
ト
と
い
う
プ
レ
イ

は
闘
技
場
を
攻
略
し
た
と
か

 

と
そ
れ
ま
で

て
事
の
経

を
見
て
い
た
聖
⻯

合
の
リ

ダ

リ
ン
ド
が

な
面
持
ち
で
キ
リ
ト
に
向
か

て

た

そ
の

に

し
さ
は
無
く

心
も
感
じ
ら

れ
な
い

表
情
か
ら
ど
う
い
う
感
情
を
浮
か
べ
て
い
る
か
も
あ
た
し
に
は

み
取
れ
な
か

た
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思
わ
ぬ
人
物
か
ら

心

き
の
疑
問
を
投

ら
れ
た
事
で
キ
リ
ト
は

か
に

目
し
た
も
の

の

す
ぐ
に
表
情
を

め
て
真
剣
な
面
持
ち
に
な

た

そ
れ
は
恐
ら
く
な
い
だ
ろ
う

パ

テ

戦

の
報

に

し
て

は
知
ら
な
い
が

少

な
く
と
も
個
人
戦
と
レ
イ
ド
戦
の
報

に
こ
の
剣
は
無
か

た

そ
れ
に
ア
キ
ト
が

戦
出
来
る
の
は

と

か
ら
し
て
個
人
戦
く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う
が

以
外
に
ア

レ
を
ク
リ
ア
し
た
者
が

る
と
は

い
て
い
な
い

だ
よ
な

 
キ
リ
ト
の
予

は
正
論
で
話
に

い
て
い
た
以
上
に
リ
ン
ド
は
そ
れ
を

得
の
表
情
で

け

容
れ
て
い
た

と
は

え

 

だ
か
不
気
味
だ
な

と
思

て
い
る
と
キ
リ
ト
が

葉
を

け
た

リ
ン
ド
は
そ
れ
に
再

び

線
を
彼
に
向
け
る

 
キ
リ
ト
は
そ
の

線
を

け
て
も
特
に
反
応
は
見
せ
ず
ど
こ
か
苛
立
ち
を
抑
え
る
か
の
よ
う

な
険
し
い
面
持
ち
で

を
開
く

認
め
る
の
は
非
常
に

く

だ

だ
が
ア
キ
ト
は
闘
技
場
を
突
破
し
た

と
同

以
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上
の
実
力
が
あ
る
か
ら
そ
の
可
能
性
も
絶
無
で
は
無
い
だ
ろ
う
な

そ
の
場
合
最
前
線
で
多

く
の
人
が

る
中
で

に
な
ら
な
い
よ
う

時
ど
う
や

て
ク
リ
ア
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
残

る
ん
だ
が

特
に

個
人
戦

は
闘
技
場
の
上
空
に
暗
雲
が
出
る
し

狂
戦
士
は
五
月

い
し

最
後
に
出
る
ホ
ロ
ウ
も

に
影

を
与
え
る
攻
撃
を
多
く
持
つ
か
ら

が
応
で
も
目
立
つ
し

確
か
に

 
キ
リ
ト
が
付
け
加
え
た

葉
に

あ
た
し
は
思
わ
ず

葉
を

ら
し
な
が
ら
同
意
し
て
い
た

 

せ
あ
の
ボ
ス
達
は

来
や
ら
大
声
を
発
し
て
の
猛
攻
撃
更
に
は
闘
技
場
を

う
程

の
結
界
を

て
戦
闘
す
る
と
い

た
常
識
外
の

中
だ

た
の
だ
あ
れ
だ
け
目
立
つ
戦
い
を

し
た
の
に

が
立
た
な
い
と
い
う
の
は
か
な
り

だ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ユ
ウ
キ
で
す
ら
狂
戦
士
が
登
場
し
た
と
こ
ろ
ま
で
が
い
い
と
こ
ろ
で
他
の

プ
レ
イ

は
初
戦
の
堕
天
使
で

れ
る
ら
し
い
の
だ
か
ら

目

は
高
い

 
ま

キ
リ
ト
と
あ
れ
だ
け

り
合
え
る
の
な
ら
堕
天
使
と
は
戦
え
る
だ
ろ
う
が

狂
戦
士

に

う
か
と
問
わ
れ
る
と

と

わ
ざ
る
を
得
な
い

不
可
能
で
は
無
い
だ
ろ
う
が

た

た
三

間
で
そ
こ
ま
で
の
実
力
を
付
け
ら
れ
る
神

の
異
常
さ
に
は

と

と

か
さ
れ
る

ば
か
り
だ

キ
リ
ト
と
は
完
全
に
別
方
向
で
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あ
と
キ
リ
ト
あ
れ
だ
け

切

て

さ
れ
た
の
を
気
に
し
て
い
る
ら
し
い

物

く
認
め

た
く
な
さ
そ
う
だ

 
い
や

に
神

の
方
が
強
い
の
を
認
め
た
く
な
い
の
だ
ろ
う

彼
の
経
歴
を

え
れ
ば
そ

れ
も

然
の
事
だ
が

 
と
は

え
自
分
の
勝

だ
か
ら
と

て

手
の
方
が
弱
い
と
決
め
付
け
ず
強
い
部
分
を

認
め
る
そ
の

勢
は

直
に
尊

す
る

よ
く
も
ま

あ
そ
こ
ま
で
勝
手
に

う

手
の
事
を

認
め
ら
れ
る
も
の
だ

あ
た
し
な
ら
多
分
認
め
な
い
だ
ろ
う

 

そ
も
そ
も
戦
お
う
と
し
な
い
気
が
す
る
が

む

で
は
キ
リ
ト
君

は
こ
の

剣
を

定
し
て
も
ら
え
る
か
な

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
そ
う

て
差
し
出
し
た
の
は
デ

エ
ル
後
も

生

悪
く

い
た
ア
キ

ト
が
取
り
出
し

ラ
ン
に
よ

て
弾
き

ば
さ
れ
た

剣

だ

た

 
お
よ
そ
実

的
で
な
い

を

さ
せ
る
フ

ル
ム
の
刀
身
禍

し
い

色
の

と

の

剣
を
見
た
キ
リ
ト
が

さ

き
の
光

を
思
い
出
し
て
か

か
に
目
を

め
る

そ
れ
は

分
か

た

 
し
か
し
そ
れ
も
一

の
事
で
す
ぐ
に
キ
リ
ト
は

き
白
剣
を
地
面
に
突
き
立
て
て
か
ら
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剣
を

け
取

た

 
す
ぐ
に
同
じ
要

で
キ
リ
ト
は

剣
を
タ

プ

そ
れ
か
ら
開
い
た
ま
ま
だ

た
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
タ

プ
し
て

定

を
行
う

 
そ
の
間
に

剣
の
名
称
を
確
認
し
た

表
示
さ
れ
て
い
た
銘
は

ル

ル
ブ
レ
イ
カ

 

先
の
光

を
見
た
後
だ
と

な
名
前
に
思
え
て
し
ま
う

ど
う
だ
ね

定

出
来
は
し
た
ん
だ
が

だ
な

バ
グ
か

ど
う
し
た
の
よ

定

ス
キ
ル
を
持

て
る
な
ら
分
か
る
と
思
う
け
ど

武

を

定
し
た
場
合
に
製
作
者

が

る
な
ら
そ
の
プ
レ
イ

名
が
無
い
な
ら
無
銘
と
表
示
さ
れ
る

な
の
に
こ
の

剣

の
製
作
者
名
部
分
は
バ
グ
な
の
か
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
四

や
ハ
イ
フ
ン
だ
と
か

ま
る
で
意

味
を

し
て
な
い
文

列
な
ん
だ
よ

文

数
は
四
文

だ
け
ど

四
文

 
バ
グ
か

か
で
表
示
が
出
来
て
い
な
い
の
だ
と
し
て
も
そ
れ
は
表
示
す
る
た
め
の
コ

ド
が

バ
グ

て
い
る
だ
け
す
で
に
入
力
さ
れ
て
い
る
情
報
は
合

て
い
る

だ

だ
か
ら
文

数
は



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

の
も
の
を

持
し
て
い
る

 
そ
れ
で

え
る
と
四
文

で
あ
る
時
点
で
無
銘
は
無
い
し
ア
キ
ト
で
も

鍛
冶
ス

キ
ル
を
持

て
い
る
中
で
も
あ
た
し
で
も
レ
イ
ン
で
も
キ
リ
ト
で
も
無
い

 
文

数
か
ら
し
て

え
ら
れ
る
の
は
リ

フ

フ

リ
ア
ス
ト
レ
ア
ク
ラ
イ
ン
く
ら
い

な
も
の
だ
ろ
う
が
こ
の
三
人
は
ま
ず
違
う

リ

フ

は
生

系
ス
キ
ル
を
取
れ
る

ど
の
ス

キ
ル

が
無
い
し

ク
ラ
イ
ン
は

な
戦
闘
タ
イ
プ
の
攻
略
組
だ
か
ら
取

て
る

が
無
い

 
フ

リ
ア
は
ダ
ン
ジ

ン
内
で
も
武
器
の

値
を
自
力
で
回
復
す
る

に
取

て
い
る
か
も

し
れ
な
い
が

多
分
作
り
手
で
は
な
い
だ
ろ
う

 
ス
ト
レ
ア
は
分
か
ら
な
い
が

ク
ラ
イ
ン
と
同
じ
理
由
で
取

て
な
い
気
も
す
る

 
そ
も
そ
も
製
作
者
名
の
部
分
は
お
ろ
か
情
報
デ

タ
の
集
ま
り
で
あ
る
ア
イ
テ
ム
の
表
示
で

バ
グ
が
出
現
す
る
な
ど
初

だ

 

え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
持

て
き
た
武
器
だ
か
ら
バ
グ

て
い
た
と
い
う
可
能

性
だ
が
し
か
し
そ
ん
な
強
い
武
器
が
あ
る
な
ら

故
あ
た
し
の

に
来
た
の
か
分
か
ら
な
く
な

る

そ
れ
に
リ

フ

の

備
は
一
つ
た
り
と
も
バ
グ

て
い
な
か

た
ら
し
い
か
ら
そ
の
部
分

で
も
引

掛
か
る
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と
い
う
か
あ
の
男
あ
た
し
が
鍛
え
た
剣
は

に
や

た
の
だ

確
か
に

悪
品
だ

た
が

形
も
無
い
で
は
な
い
か

 
ち
な
み
に
あ
た
し
達
に
は
見
え
な
い
の
で

可

モ

ド
の
メ
モ
で
同
じ

を
打
ち

ん
で

も
ら

た
と
こ
ろ

剣
の
製
作
者
部
分
に
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
■

と
い
う
も
の

だ

た

 
う
む

わ
か
ら
ん

 
と
も
か
く
こ
れ
で
二
つ
の
剣
を
確
認
し
た

で
あ
る

結

分
か

た
事
は

に
無
い
の
だ

が
さ
て

こ
れ
で
確
認
は
終
わ

た

だ
が

 

れ
来
て
し
ま
う
だ
ろ
う
な
と
思

て
は
い
た
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
キ
リ
ト
を
止
め
る

に

使

た
理
由
が
こ
れ
で

力
を
失

て
し
ま

た
以
上
同
じ
理
由
で
こ
の
ま
ま

め
る
事
は
出

来
な
い

 
か
と
い

て
キ
リ
ト
を
こ
の
ま
ま
行
か
せ
る
の
は
少
し
マ
ズ
い

明
ら
か
に
ア
レ
は
キ
リ
ト
に

対
す
る

発
だ
こ
の
ま
ま
特
攻
を
仕
掛
け
る
の
は

手
の
思
う

の
よ
う
な
気
が
す
る

キ
バ
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オ
ウ
程

な
ら
キ
リ
ト
の
実
力
で
逆
に
食
い
破
れ
る
だ
ろ
う
が
そ
こ
に
あ
れ

ど
の
実
力
を
持

つ
ア
キ
ト
が
加
わ
る
と
な
れ
ば
流

の
キ
リ
ト
で
も
太
刀
打
ち
出
来
な
い
だ
ろ
う

 

人
の
予
想
で
し
か
無
い
が
あ
れ

ど
ま
で
に
悔
し
が

て
い
た
ア
キ
ト
は
少
な
く
と
も

ま
だ

力
は
残
し
て
い
た

だ

絶
技
と

て
い
た
が
ま
だ

の
手
を

し
持

て
い
る
気
し

か
し
な
い

 
対
す
る
キ
リ
ト
は
見
る
か
ら
に
全
力
全
霊
死
力
を

く
し
た

に
ギ
リ
ギ
リ
で
勝

を
も
ぎ

取
る
の
が
限
界
だ

た

 

ら

二
刀
流

を
始
め
と
す
る
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

に
よ
る
圧
倒
的
な
物

戦
が

可
能
と

え
ど

流

に
あ
の
神

を

手
に

す
る
と
は
思
え
な
い

ア
レ
に
勝
つ
な
ら

シ
ス
テ
ム
で
は
無
く
キ
リ
ト
が
見
せ
た

の
実
力
に
よ
る
技
こ
そ
勝

の
カ
ギ
を
握
る
と
思
う
の

だ 
キ
リ
ト
は
決
し
て
弱
く
な
い

弱
く
な
い
が
多
分
今
は
神

の
方
が

つ
も
上
手
だ

そ
ん

な

手
に
真
正
面
か
ら
勝
負
を
仕
掛
け
る
の
は
下
策
も
下
策

愚
策
に
過
ぎ
る

 
だ
が
デ

エ
ル
が
始
ま
る
前
か
ら

時
に
無
く
感
情
的
に
な

て
い
る
キ
リ
ト
に
そ
う
説
い

て
も

理
解
は
し
て
も

得
は
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
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ど
う
す
る
べ
き
か
と
悩
ん
で
し
ま

た

ア
ス
ナ
達
も
同
じ
の
よ
う
で
キ
リ
ト
の
心
情
を
理

解
出
来
る
か
ら
こ
そ
ど
う

え
ば
い
い
か

い
あ
ぐ
ね
て
い
る
感
が
あ

た

キ
リ
ト
に
対
し
て

に

が

化
し
て
い
る
気
も
す
る
リ
ン
ド
達
が
い
る
の
も
あ

て

時
も
の
面

だ
け

な
ら

え
る
事
が

え
な
い
の
も
あ
る
だ
ろ
う

 
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
と
そ
ん
な
あ
た
し
達
の

え
を
見

か
し
た
か
の
よ
う
に
キ
リ

ト
は
苦

を
浮
か
べ
た

そ
ん
な

を
し
な
く
て
も
ア
キ
ト
の

に
特
攻
を
仕
掛
け
は
し
な
い
よ

今
の
や
り
取
り
で

ら
か

も

え
た

本

か
ね

あ
あ

死
者
を
愚
弄
す
る

動
に

を
立
て
て
は
い
る
が
さ

き
み
た
い
に

情
に
身
を

せ
た
ら
勝
て
る
戦
い
も
勝
て
な
く
な
る
の
は
身
を
以
て
味
わ

た
か
ら
な

故
知

て
い
る

か
を

く
程

死
ぬ
前
な
ら

時
で
も
出
来
る

完

無
き
ま
で
に

き

す

に
で
も
問
い

す
事
に
す
る
よ

 
キ
リ
ト
の
中
で
は

遭

た
時
も
戦
う
事
は
決
ま

て
い
る
ら
し
い

そ
し
て
そ
の
時
は

さ

き
と
違

て
逆
に

し
ま
く
る
気
で
い
る
よ
う
だ

あ
れ

ど
一
方
的
に
や
ら
れ
て
い
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

と
い
う
の
に

ど
こ
か
ら
そ
ん
な
気
力
が

い
て
く
る
の
だ
ろ
う
か

 
そ
う
思

し
て
い
る
と
キ
リ
ト
は

手
に

剣
を

手
に
白
剣
を
手
に
取
り
ヒ

ス
ク

リ
フ
を
見
上

た

こ
の
二
つ
は

が
持

て
い
て
も
い
い
か

そ
れ
は
構
わ
な
い
が

故
か
ね

は
と

え
ば

の
か

家

が
騒
動
の
種
な
ん
だ

捨
て
ら
れ
た
身
だ
が
そ
れ
で
も

血
が
繋
が

た
弟
で
あ
る
以
上

こ
れ
以
上
他
の

か
に
迷
惑
を
掛
け
る
の
は

び
な
い

 

肉

に
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら
キ
リ
ト
は

手
に
持

た
剣
を
白
い
ウ

ン
ド
ウ
に

せ

ア
イ
テ
ム
ス
ト
レ

ジ
へ
と
格

し
た

 
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
歩
き
出
す

そ
の
方
向
は

こ
の

層
で

が

つ
も
点
在
す
る

へ
の

出

だ

た
君
は

今
日
は
こ
の
後
ど
う
す
る
つ
も
り
か
ね

 
転

で
は
無
く

に
歩
き
出
し
た
事
に
ま
さ
か
ホ

ム
に

る
の
か
と
思

た
あ
た
し

の
疑
問
を
代

す
る
か
の
よ
う
に
ホ

ム
の
存
在
を
知
ら
な
い
リ
ン
ド
達
に
配
慮
し
て
明
確
な

葉
を

け
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
問
い
掛
け
た
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そ
の
問
い
に
キ
リ
ト
は

し
か
し
再
び
足
を
止
め
は
し
な
か

た

そ
う
だ
な

マ

ピ
ン
グ
は
八

方
済
ん
で
い
る
し
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
メ
ン
バ

の
強
化

も
必
要
だ
か
ら
今
日
は

む
よ

自
分
で
し
て
お
い
て

だ
が
さ

き
の
デ

エ
ル
で
も
う
ク

タ
ク
タ
だ
か
ら
な

か
あ

た
ら
遠
慮
無
く
メ

セ

ジ
を

ば
し
て
く
れ

特
に

白
の
剣
士

の
事
は

必
ず

 
キ
リ
ト
は
足
を
止
め
る
事
無
く
黒
い
外

を
は
た
め
か
せ

た
り
と
し
た
足
取
り
の
ま
ま

そ
う

い

か
ら
出
て
行

た

 

の
よ
う
に
去

た
神

の
兄
静
か
だ
が
有
無
を

わ
せ
ず
立
ち
去

た
弟

人
間
性
は

完

に
真
逆
だ
が

な
と
こ
ろ
で
似
て
い
る
な
と
思
う
行
動
だ

た

多
分
気
を
静
め
る

の
行

動
な
の
だ
ろ
う
が

 
こ
の
後

な
空
気
に
は
な

た
も
の
の
ま
だ

前
九
時

に
も
な

て
い
な
い
と
い
う
一

日
の
始
ま
り
で
あ

た
た
め

攻
略
に

い
た
り

レ
ベ
リ
ン
グ
に

ん
だ
り
す
る

に

三

五

に

る

 
そ
ん
な
中
非
常
に

な
面
持
ち
に
な

て
い
た
リ
ン
ド
と
物
憂

な
表
情
を
浮
か
べ
た

リ

フ

と
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
非
常
に

的
だ

た
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が
目
的
を
持

て
解

し
た
後
私
は
一
人
キ
リ
ト
の
後
を
追

た

フ
レ
ン
ド
追

を

さ
れ
て
い
な
い
の
で
フ

ル
ド
マ

プ
で
反
応
を
追
え
た
か
ら
出
来
る
事
だ

 
彼
の
義
姉
リ

フ

が

な
い
の
は
今
は
そ

と
し
て
お
き
た
い
そ
う

て
後
を
追
う

私
の
誘
い
を
断

た
か
ら
だ

 
そ
れ
な
の
に
私
を
引
き

め
な
か

た
の
は

キ
リ
ト
に
対
し
て

か
負
い
目
を
感
じ
て

い
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い

こ
の
ゲ

ム
を
す
る
レ

テ

ン
グ
内
に
無
か

た
キ

リ
ト
を
止
め
な
か

た
過
去
か
ら
か
あ
る
い
は
彼
の
力
に
な
る
程
の
強
さ
が
無
い
事
を
悔
し
く

思

て
会
わ
せ
る

が
無
い
か
ら
か

そ
こ
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が

 
と
も
か
く
私
は
一
人
で
キ
リ
ト
を
追

た

 
そ
し
て
す
ぐ
見
つ
け
出
す

あ
の
主

か
ら

に
出
た
先
に
は

林
の
間
に
広
が
る

原
と

が
複
数
あ
る
く
ら
い
さ
し
て

離
が
離
れ
て
い
る

で
も
無
い
し
キ
リ
ト
も

て
い

る

で
は
無
か

た
か
ら

そ
こ
ま
で
時
間
が
掛
か
ら
な
い
の
も
道
理
だ

た

 
キ
リ
ト
は
手
近
だ
が

そ
こ
ら
の

よ
り
も
圧
倒
的
に
大
き
い

の
近
く
に

を
下
ろ
し

釣
り

を
手
に
し
て
い
た

少
し
近
付
け
ば
陽
光
を
反

し
て
キ
ラ
リ
と
光
る

い
釣
り

が
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面
に

ら
さ
れ
て
い
る
の
も
見
え
た

シ
ノ
ン
か

 

な
ん
て
使
わ
ず

れ
る
気
も
無
い
ま
ま

に
近
付
い
て
い
た
ら
こ
ち
ら
を
見

る
事
無
く
キ
リ
ト
が
名
前
を

い

て
て
来
た

そ
の
声

は

に

べ
れ
ば
や
は
り
少
し

く

こ
え
る

後
ろ
を
見
な
い
で
よ
く
分
か

た
わ
ね

リ

フ

だ
と
思
わ
な
い

歩
き
方
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
か
ら
な

の

み
方
で

か
は
大
体
分
か
る

 
苦

し
な
が
ら
問
え
ば

や
は
り
こ
ち
ら
を
振
り
返
ら
な
い
ま
ま
そ
う

わ
れ
た

外
に

リ

姉
の
足

を

き
間
違
え
は
し
な
い

と

て
い
る

 
そ
の

覚
や
人
の
足

を

き
分
け
出
来
る
感
覚
に
は

か
さ
れ
る
が
キ
リ
ト
と
会

て
か

ら

も

か
さ
れ
て
い
た
か
ら

と
な
く

れ
て
し
ま

た

出
来
る
と

わ
れ
る
ま
で
思

わ
な
い
が

逆
に
出
来
る
と

わ
れ
て
も

得
し
て
し
ま
う
程
だ

そ
れ
で

の

だ

ん

大
し
た
事
じ

無
い
ん
だ
け
ど

を
す
る
か
と
気
に
な

て
ね

 
キ
リ
ト
の
問
い
に

私
は
少
し
真
意
を

し
て
伝
え
た
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私
が
キ
リ
ト
の
後
を
追

て
き
た
理
由
は
さ

き
か
ら
彼
の
様
子
が
か
な
り
お
か
し
い
事
で

引

掛
か

て
い
た

 

 
世
界
最
強
の
姉
と
神

の
兄
の
背
中
を
追
い

け
力
を
求
め
て
い
る
キ
リ
ト
が
虚
構
で
は
無

い
本
物
の
兄
と

仮
想
現
実
世
界
と

え
ど
直
に
刃
を
交
え
た

 
結
果
と
し
て
は
勝

だ
か
ら
良
か

た
が
そ
れ
も

氷
の
上
の
も
の
更
に
は
決
闘
の
最
中

に
見
た
兄
の
様
子
と

葉
で

も
思
わ
な
い

が
無
い

あ
の
男
は
明
ら
か
に
キ
リ
ト
を
殺
そ
う

と
し
て
い
た
た
だ
見
切
り
を
付
け
て
捨
て
た
だ
け
で
な
く
明
確
に
キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と
し
て
い

た 

動
か
ら
も
そ
れ
は
真
実
で
あ
る
と
分
か
る

 
そ
し
て
あ
の
男
は
こ
の
世
界
に
生
き
る
あ
る
い
は
過
去

に
死
ん
だ
人

の
想
い
を

キ
リ
ト
が
助
け
ら
れ
な
か

た

間
達
目
の
前
で
己
を
憎
ん
だ
ら
し
い
一
人
の
男
の
想
い
全
て

を

み
躙
る
発

を
し
た

 
キ
リ
ト
に
と

て
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
り
己
を
憎
む

も

れ
も
無
く
こ
の
世
界
で
生
き
て
い

た
人
の
想
い
そ
の
も
の

 
彼
は
ビ

タ

と
し
て
こ
の
世
界
で
生
き
る
人

の
負
の
想
念
を
一
身
に

け
止
め
同
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時
に
黒
の
剣
士
と
し
て
こ
の
世
界
で
生
き
る
人

の
希
望
を
一
身
に

け
止
め
て
い
る

負

と
正
悪
と
善
の

方
を
彼
は
呼
び
名
と
行
動
で
こ
の
世
界
に
て
体
現
し
て
い
る

そ
れ
ら
は

全
て

こ
の
世
界
の

序
を
護
り

プ
レ
イ

全
て
を
護
ろ
う
と
す
る
意
思
に
よ
る
も
の
だ

 
恐
ら
く
デ

エ
ル
を
キ
リ
ト
自
ら
仕
掛
け
た
の
は

そ
れ
ら
を

さ
れ
た
怒
り
故

 
人

の
想
い
と
人

を
護
ろ
う
と
す
る
キ
リ
ト
の
想
い
を

ん
じ
ら
れ

さ
れ
た
事
に
怒

り
を
覚
え
た
の
だ
と
思
う

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は
と
て
も
人
を
心

か
ら
憎
む
人
間
性
で
は
無
い
か
ら
あ
ん
な
兄
で
も

心

か
ら
憎
い
と
は
恐
ら
く
思

て
い
な
い
だ
ろ
う

目
標
と
し
て
掲

て
い
る
時
点
で
追
い

越
し
た
い
と
求
め
て
い
る
時
点
で
自
分
が
悪
い
の
だ
と

下
し
て
い
る
時
点
で
そ
れ
は
明
ら

か
な
真
実
だ

 
流

に
キ
リ
ト
も
人
間
聖
人
君
子
を

わ
れ
る
聖
人
で
は
無
い
の
だ
か
ら
多
少
憎
く
思

て

は
い
る
だ
ろ
う

先
の
怒
り

時
も
の
彼
な
ら
抑
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

蔑
一
つ
で
彼
は

発

し

剣
を

い
た

 
そ
れ
を
私
は
ま
だ
良
い
方
だ
と
思

て
い
る

き
の
反
対
は

い

そ
れ
が
一

的
に
多
い
見
解
だ
ろ
う
が
実

は
無

心
で
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あ
る
と
私
は
思
う

手
に
対
し
て
た
だ
無

心

も
感
情
を
向
け
な
け
れ
ば

そ
れ
は

感
情
を
向
け
て
い
る

い

と
い
う
も
の
よ
り
も

程

く
醜
い
も
の
だ
ろ
う

 
実

私
が
他
人
に
対
し
て
し
て
き
た
事
が
そ
れ

信
じ
れ
ば
裏
切
ら
れ
る

意
を
向
け
て

も

悪
と

蔑
を
返
さ
れ
る
な
ら
そ
れ
な
ら
無

心
を
決
め

め
ば
い
い
の
だ
と
そ
う
決
め

て
今
ま
で
生
き
て
来
た

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
の
心
情
は

全
て
で
は
無
い
が
確
か
に
分
か
る
も
の
が
あ
る

 
キ
リ
ト
は
デ

エ
ル
直
後
こ
そ
過
去
を

さ
れ
人

の
想
い
を

さ
れ
た
事
に
怒
り
を

ら

せ
す
ぐ
さ
ま
後
を
追
お
う
と
し
て
い
た

多
分
事
と

第
に
よ

て
は
斬
り
捨
て
る
事
も

わ

な
い
覚
悟
だ

た
と
思
う

 
そ
れ
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
止
め
多
少
時
間
を

く
事
で
す
ぐ
に

を

や
し
た
彼
は
す
ぐ
に

私
達
の
前
か
ら
立
ち
去

た

 
そ
の
行
動
を
見
た
私
は

と
す
る
と
自
己

悪
に

て
い
る
の
で
は
な
い
か

そ
う

え
て
い
た

 
私
な
ら

も
知
ら
な
い
で

わ
れ
蔑
ま
れ
る
の
は
仕
方
な
い
と
思
う

そ
れ
を
私
は

け
容

れ
て
い
る

過
去
に
人
を
殺
し
た
私
が

け
る
べ
き

な
の
だ
と
思

て
い
る
し
そ
の
苦
し
み



 第四十八章 〜苛立ち〜

も

然
味
わ
う
べ
き
も
の
だ
と
も
思

て
い
る

 
自
己

悪
と

う
名
の

に

る

で
も
傷
の

め
合
い
を
し
た
い

で
も
無
い

か
に

慰
め
て
も
ら
い
た
い
と
も
思

て
い
な
い

苦
し
む
事
で
正

化
し
よ
う
と
も
思

て
い
な
い

 
た
だ
人
を
殺
し
た
時
点
で

か
ら

け
る
モ
ノ
は
私
が

け
る
べ
き

な
の
だ
と
そ

う
悟

て
い
る

法
が
私
を
裁
か
な
い
時
点
で

私
は
人
に
よ

て
裁
か
れ
る
の
だ
と

 
だ
が
キ
リ
ト
は
そ
の
苦
し
み
を

け
る
必
要
な
ど
無
い

私
の
よ
う
に
明
確
な
理
由
が
あ
る

で
も
無
い
の
に

ら
れ
正

な
理
由
が
無
い
の
に
論
を

殺
さ
れ
こ
の
世
界
に
最
初
か
ら

生
き
る
人
な
ら

も
が

く
だ
ろ
う
怒
り
を
代

し
た
キ
リ
ト
は
自
己

悪
す
る
必
要
な
ど
あ

る

が
無
い

 
正

性
は

あ
の
時
は
キ
リ
ト
に
あ

た

 
そ
ん
な
状

が
⻑
く

け
ば
キ
リ
ト
の
心
は

れ

れ
る

 
想
定
し
て
い
な
い
状

で
実
兄
に
会

た
だ
け
で
信
じ
て
い
る
人
が

な
く
な
る
恐
怖
だ
け

で

れ
る
程
に

キ
リ
ト
の
心
は

く
な

て
い
る

も
う

に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
る
の

に

必
要
無
い
も
の
ま
で

え

ん
で
い
て
は

本

に

れ
て
死
ん
で
し
ま
う

 
だ
か
ら
私
は
キ
リ
ト
を
一
人
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

た

複

な
心
境
を
整
理
さ
せ
た
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い
と
思

て
そ

と
す
る
そ
う

え
る
の
も
良
い
と
思
う
が
今
は
一
緒
に

て
あ

た
い
と

思

た

 
キ
リ
ト
と
私
は
同
じ
人
間
で
は
な
い
し

過
去
も
違
う
が

似
て
い
る
部
分
が
あ
る

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
の
事
が
少
し
は
分
か
る

欲
し
い
と
思
う
も
の
が
少
し
だ
け
だ
が
分
か
る
の

だ 
ず

と

め

ん
で
い
て
は

れ
る
か
ら

だ
か
ら

少
し
は

き
出
し
て
欲
し
い

 
と
は

え
キ
リ
ト
の
問

は
大
き
い
の
に

し
て
非
常
に
デ
リ
ケ

ト
お
い
そ
れ
と
人
に

話
せ
る
よ
う
な
事
で
は
無
い
し

キ
リ
ト
自
身
が
私
に
話
し
た
い
と
い
き
な
り
思
う

が
無
い

リ

フ

な
ら
ま
だ
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
が
家

で
も
無
い
私
に
話
し
た
い
と
今
思
い
は
し

な
い
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
こ
そ

も

わ
ず
一
緒
に

て
あ

よ
う
と
思

た

 
私
の
時
は

な
か

た

て
欲
し
い
と
思
う
時
に

て
く
れ
な
か

た
存
在
と
し
て

 
こ
れ
が
私
の
思
い
過
ご
し
な
ら
良
い
が
そ
う
で
な
い
場
合
行
動
し
な
か

た
ら
後
悔
す
る
気

が
し
た

だ
か
ら
私
は
彼
を
追

て

へ
来
た

 
そ
の
想
い
を

に
秘
め
な
が
ら
先
の

葉
を

に
す
る
と
そ
こ
で
キ
リ
ト
は

く
私
の
方
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へ

越
し
に

眼
を
向
け
て
来
た

 
光
が

く
な

て
い
る
黒
い
水

が
一
つ

私
を

く

 
そ
の

線
か
ら
は
得
も

わ
れ
ぬ
圧
力
と
い
う
も
の
が
感
じ
ら
れ
て
少
し
だ
け
私
の
心
は

え
た

ま
る
で
今
の
キ
リ
ト
は
私
を
信
じ
て
い
な
い
よ
う
な

そ
ん
な
気
が
し
た
か
ら

信
じ

ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
事
が
こ
れ

ど
恐
ろ
し
い
と
は

し
く
感
じ
て
い
な
い
と
も
す
れ
ば

初
め
て
感
じ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い

 
数

あ
る
い
は
数

ど

て

線
を
向
け
て
き
た
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま

も

わ
ず

を
再
び

面
へ
と
向
け
た

見
て
の

り
釣
り
だ
よ

日
の

食
今
日
の

食
は
振
る
舞
え
な
か

た
か
ら
な

せ
め
て
今
日
の

食
は
出
し
た
い
ん
だ

そ
う

そ
れ
に
鍛

に
も
な
る

集
中
力
を
鍛
え
る
の
に
も
気
を

ち

け
る
の
に
も
釣
り
と
い

う
の
は
最

だ
か
ら
な

 つ

かえ
る
よ
う
に

か
を

え
る
よ
う
に
最
初
は

ま

て
い
た
が
そ
の
後
は
す
ぐ
に
ス
ラ

ス
ラ
と

て
き
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
恐
ら
く
ど
ち
ら
も
本

だ
が
今
だ
け
は
後
者
の
理
由
の
方
が
大
き
い
だ
ろ
う
気
を

ち

け
る
と
い
う
観
点
を

む
な
ら
ば

そ
れ
以
前
に
私
達
が
来
る
前
は

最
前
線
に

り
切
り

だ

た
ら
し
い
の
だ
か
ら
集
中
力

は
取

て
付
け
た
よ
う
に
し
か

こ
え
な
い
彼
が
鍛

え
た
の
は
実
戦
の
中
と
知

て
い
る
か
ら

更
だ

 

と
も

魔
化
し
方
が
下
手
だ
な
と
苦

し
な
が
ら
彼
の
近
く
の
⻘

の
上
に

を
下
ろ
す

チ
ラ
と

線
を
向
け
て
来
た
が
す
ぐ
彼
は

を

わ
な
い
で

面
に
小
さ
な
波
を
立
て
る
釣

り

の
先
へ

線
を

し
た

 
釣
り

を

ら
す
彼
と
二
人
き
り
で

私
は
静
か
な
時
間
を
過
ご
し
た

 

釣
れ
な
か

た
わ
ね

 
数
分

き
に
彼
は
釣
り

を
持
ち
上

て

を

し

で

入
済
み
だ

た
ら
し
い

や
ら

か
の
種
や
ら
を
付
け
て

を

ら
し
を

り
返
す
事
お
よ
そ
二
時
間
程
が
経
過
し
た
時
最

後
の

を
付
け
た

も
や
は
り

も
無
い
状

で
キ
リ
ト
の
手
の
上
に

て
来
た

 
こ
の
二
時
間
の
釣
果
は
見
事
な
ま
で
に
ゼ
ロ
で
あ
る

い
た
と
こ
ろ

に
釣
り
の
ス
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キ
ル
レ
ベ
ル
は
六

を
超
え
て
い
る
ら
し
い
の
だ
が

や

て
ら
れ
る
か

 

気
を
静
め
る

に
始
め
た
釣
り
も
流

に

も
釣
れ
な
い
と
な
れ
ば
却

て
苛
立
ち
を

ら
せ
る
だ
け

わ
ざ
わ
ざ

入
し
た

が
入

た

も
空
に
な
る
と
な

て
は

更
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
か

苛
立

て
い
た
キ
リ
ト
も

時
に
無
く

い

葉
で

き
捨
て
た

心
無
し

や
さ
ぐ
れ
て

く
な

て
い
る

も
無

に
大
き
な

面
へ
向
け
ら
れ
て
い
る
気
が
し
た

潜
り
が
出
来
た
ら

な
ん
だ
が
な

出
来
な
い
の

 
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
可
能
だ
と
は
思
う

ア
ス
ナ
か
ら

い
た
限
り
こ
の
世
界
に
も
お
風

が

あ

て
入
れ
る
の
だ
か
ら
多
少
ナ

ヴ
ギ
ア
の
ス

ク
的
に
リ
ア
ル

ど
再
現
出
来
て

い
な
い
と

て
も
水
に
入
れ
る
の
な
ら
出
来
な
く
は
無
い
と
思
う

水
中
で
動
く
の
は
リ
ア

ル
と
違

て
ま
た
別
の
コ
ツ
が
必
要
そ
う
だ
が

 
そ
う
思

て
問
う
と

キ
リ
ト
は

し
い

で
目
を

せ
た

水

ス
キ
ル
が
あ
れ
ば
不
可
能
で
は
無
い
が

生
憎

も
そ
れ
は
取

て
な
い

そ
も
そ

も
攻
略
で
使
う
機
会
は

無
い
か
ら
な
取
得
の
必
要
性
が

い
上
に
攻
略
と

行
し
て
鍛
え
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る
機
会
も
無
い
な
ら
取
る
気
は

き
な
か

た

潜
り
が
出
来
な
く
て
も
別
に
釣
り
ス
キ

ル
が
あ
る
な
ら
取
る
必
要
す
ら
無
い
し

と

う
事
は

攻
略
で
必
要
に
な
る
機
会
も
あ
る
に
は
あ

た
の
ね

第
四
層
の
ボ
ス
部

は
勝
手
に

ま

て
内

か
ら
は
開
か
な
い
タ
イ
プ
で
な
更
に
ボ
ス
は

タ
イ
プ

あ

し
た
わ

 
大
方
ボ
ス
が
水

タ
イ
プ
な
の
を
良
い
事
に
水

さ
せ
る
ギ
ミ

ク
が
あ

た
の
だ
ろ
う

ど

う
な

た
の
か

き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
こ
う
し
て
攻
略
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
は

か
し
ら
の

手

で
打
ち
勝

た
と
い
う
事
だ
ろ
う
し

え
て

か
な
い
事
に
し
た

釣
れ
ま
す
か
な

 
そ
う
こ
う
話
し
て
い
る
と

と
背
後
か
ら
い
き
な
り
声
を
掛
け
ら
れ
た

め
の
声
か
ら
し

て
男
性
だ

 

い
て
振
り
返
れ
ば

そ
こ
に
は

年
の
男
性
が
い
た

 

わ
ら

子

な
白
シ

ツ
と

色
の
ズ
ボ
ン

の
そ
れ
は
ど
こ
か

業

の
仕
事
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に
つ
い
て
い
る
人
の

を
思
わ
せ
る
が

手
で
持

て

に

い
で
い
る
⻑
物
は
釣
り

か
ら

て
い
る
も
の
は
キ
リ
ト
が

入
し
て
い
た
も
の
よ
り

ら
か
立

な

恐
ら

く
こ
の

層
で
よ
く

を
見
か
け
る
釣
り

き
な
人
な
の
だ
ろ
う

 
そ
の
男
性
の

に
は
こ
の
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
す
る
年

層
に
は

て
は
ま
ら
な
い
く
ら
い

が

ま
れ
て
い
て
眼

を
掛
け
て
い
る
男
性
は

と
い

た
風
情
の

気
を

う

和
な

つ
き
だ

た

が
あ
る
の
も
そ
れ
に

車
を
掛
け
て
い
る

 

の

わ
ら

子
か
ら

か
に
見
え
る
髪
は
白

色

け
と

う
よ
り
は
自
然
と
白
髪
に

な

た
色
だ
ろ
う

 
不

と
分
か

て
は
い
た
が
気
付
か
ず
背
後
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
だ
か
ら

し
て
全

体
を
ジ
ロ
ジ
ロ
と
見
て
し
ま

た

 
そ
う
し
て
い
る
と

私
に
見
ら
れ
て
い
る
男
性
は

ら
か
く
苦

を
浮
か
べ
る

Ｎ
Ｐ
Ｃ
じ

あ
り
ま
せ
ん
よ

え
 
そ
し
て

わ
れ
た
事
が
少
し
予
想
を
外
れ
て
い
た
か
ら
私
は

狂
な
声
を

ら
し
て

し
ま
う

私
は
プ
レ
イ

前

で

し
て
い
た
の
だ
が
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ま

違
い
さ
れ
る
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん

私
は
こ
の
世
界
に

る
プ
レ
イ

で
は

恐
ら
く
突
出
し
て
最
高

に

す
る
で
し

う
し

 

け
て

わ
れ
た
事
で

く
理
解
す
る

 
確
か
に

年
層
向
け
の

ゲ

ム

そ
れ
も
年
寄
り
が
し
そ
う
に
な
い
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
い

う
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム
に
こ
の
男
性

ど

を
重
ね
た
人
は

な
い
だ
ろ
う

む
し
ろ
私
が

以
前

け
た
チ

ン
ク
エ
ス
ト
の

主
の
よ
う
に

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
方
が
多
い
と
思
う

 
だ
か
ら
私
が
ジ
ロ
ジ
ロ
と
見
た
の
が

い
き
な
り
声
を
掛
け
て
来
た
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ

と

違
い
さ
れ
て
い
る
と
こ
の
男
性
は

え
た
の
だ

さ

き
苦

を
浮
か
べ
た
理
由
も
や

と
分

か

た

 
そ
れ
は
と
も
か
く
理
由
以
前
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
な
ら
ま
ず
は

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

私
が
見
て
い
た
理
由
を
こ
の
男
性
は

違
い
し
て
い
る
が
む
し
ろ
も

と

い
理
由
だ
か

ら

に
教
え
ら
れ
る

も
無
い
し
男
性
が
導
き
出
し
た
理
由
で
な
く
と
も
失
礼
な
の
は
同
じ

だ
あ

え

と

ご
め
ん
な
さ
い

い
や
い
や

構
い
ま
せ
ん
よ

れ

こ
で
す
か
ら
な
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わ

は

は
と
快
活
に

う
男
性
は
見
た
目

り

和
で
穏
や
か
そ
う
な
人
格
を
し
て
い

る
よ
う
だ

た

 
ま

こ
れ
が
演
技
で
は
無
い
可
能
性
も

め
な
い

と

え
る
の
は
か
な
り
失
礼
だ
ろ

う

と
は

え

の
他
人
と
い
う
の
は
変
わ
り
な
い
か
ら

の

心
は
持
た
せ
て
も
ら
う

が
え

と

初
め
ま
し
て

私
は

シ
ノ
ン
で
す

こ

ち
の
子
は
キ
リ
ト

お
お

こ
れ
は
ご

に
ど
う
も

 
少
し
機

が
悪
い
キ
リ
ト
も

め
て
自
己

を
す
る
と
男
性
は

和
に

み
な
が
ら

手
を

り
て
来
た

キ
リ
ト
の
名
前
に
反
応
し
な
か

た
と
い
う
の
に
は
ち

と
引

掛
か

た
が

わ
ざ
わ
ざ

を
つ
つ
く
必
要
も
無
い
だ
ろ
う
と
思

て
流
す

 
そ
の
男
性
は

手
を

り
て
き
た
後

失
礼
し
ま
す
と

て
か
ら
キ
リ
ト
の
近
く
に

を
下
ろ
し

れ
た
手
つ
き
で
メ
ニ

を

作
し
て
釣
り

に

を
取
り
付
け
る

そ
れ
か
ら

な
フ

ム
で
釣
り

を
振
る
い

面
に
釣
り

を

ら
し
た

私
の
名
前
は
ニ
シ
ダ
リ
ア
ル
で
は

高
速
線
と
い
う
会

の
保
安
部
⻑
を
し
と
り
ま
し
た

名

が
無
く
て
す
み
ま
せ
ん
な



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

高
速
線

ア

ガ
ス
と

し
て
い
た
ネ

ト
ワ

ク
運

企
業
だ

つ
ま
り
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
オ
ン
ラ
イ

ン

信
を
保

て
い
る
企
業
だ
な

 
ま
さ
か
の
リ
ア
ル
の

種
ま
で
明
か
し
て
く
る
と
は
予
想
外
だ

た
が
そ
の
企
業
名
に

き

覚
え
が
あ
る
よ
う
な
気
も
し
て

を

る
と
す
ぐ
さ
ま
キ
リ
ト
が

線
を
向
け
て
き
な
が
ら

解
説
を
入
れ
て
く
れ
た

ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
ら
し
い

き
覚
え
が
あ

た
の
は
恐
ら
く

ニ

ス
で

に
し
た
事
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

 
つ
ま
り

そ
こ
の
保
安
部
⻑
を
し
て
い
て

わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を

た
と
い
う
事
は

じ

あ

ニ
シ
ダ
さ
ん
は

も
し
か
し
て

一
応

責

者
と
い
う
事
に
な

と
り
ま
し
た
な

 

ら
か
な

と

う
よ
り
は
ど
こ
か
苦

を
思
わ
せ
る

み
を
浮
か
べ
た
ニ
シ
ダ
さ

ん
は

私
の

葉
を
引
き
継
ぐ
形
で
疑
問
を

定
し
た

 
つ
ま
り
こ
の
男
性
は

業
務
上
と
い
う
形
で
こ
の
事
件
に

き

ま
れ
た
と
い
う
事
に
な
る

リ
ア
ル
の
仕
事
も
あ
る
の
だ
し
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
回
線
切
れ
が

こ

た
ら
一
気
に
死
ぬ
の
だ
か

ら

そ
れ
も

め
る
と

複

だ
ろ
う

リ
ア
ル
に

た
時
に
企
業
は
残

て
い
る
の
か
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と
か

退

金
は
あ
る
の
か
と
か

 
そ
ん
な
思
い
も
あ
る

だ
が
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い

ら
か
な

気
で
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
わ

は
は
と
ま
た
小
さ
く

た

い
や

も
ロ
グ
イ
ン
ま
で
は
せ
ん
で
良
い
と

わ
れ
て
た
ん
で
す
が
自
分
の
仕
事
は
最

後
ま
で
見
な
い
と
収
ま
ら
ん
性
分
で
し
て

年
寄
り
の

や
水
が
と
ん
だ
事
に
な

て
し
ま
い
ま

し
たそ

れ
は

ま
た

 
本
人
だ
か
ら
こ
そ

い
話
に
出
来
る
が

他
人
で
あ
る
私
は
全
く

え
な
い
事
で
あ
る

 
そ
も
そ
も
私
は
ま
だ
学
生
だ
か
ら
リ
ア
ル
に

て
も
学

生
活
が

て
い
る
が
こ
の
男

性
は
自
ら
の
手
で
仕
事
を
手
に
し
て

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場

護
さ
れ
て
い
る
私
が
無

責

に

て
い
い
内
容
で
は
無
い

私
の
他
に
も

だ
か
ん
だ
で
ロ
グ
イ
ン
し
た
い
い

の
オ

ジ
が
二
三
十
人

ど
お
る
よ
う

で
し
て
な

ま

大

は
最
初
の

で
軍
か
ら
仕
事
を

て
日

を

い
で
日

を
大
人
し

く
過
ご
し
て
お
る
よ
う
で
す
が

私
は
三

の

よ
り
も
コ
レ
が

き
で
し
て
な

 

い
な
が
ら

ニ
シ
ダ
さ
ん
は
釣
り

を

ら
し
て
い
る

を
少
し
揺
ら
し
て

う
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他
に
釣
り
場
は
無
い
か
も

と
い
い
釣
り
が
出
来
る
場

は
無
い
か
と
探
し
て

て
い

た
ら

気
付
け
ば
こ
こ
ま
で
登

て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
わ

な
る

ど

こ
こ
は
モ
ン
ス
タ

も
出
な
い
か
ら
釣
り
場
と
し
て
は
最

で
す
ね

 
私
の

葉
に
し
か
し
ニ
シ
ダ
さ
ん
は

定
の

葉
も

に
せ
ず

や
ら
意
味
深
に

み
を

深
め
た
だ
け
だ

た

そ
れ
で

こ
こ
よ
り
上
の

層
で
良
い
と
思
え
る
ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
な

え

と

す
み
ま
せ
ん

私
は
よ
く
知
ら
な
く
て

第
六
十
一
層
の

セ
ル
ム
ブ
ル
グ

な
ん
か
は

ま

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
構

的
に

密
に
は

だ
が
一
面
水
場
だ
か
ら
釣
り
場
に
は
最

だ
ろ
う
な

確
か
一
時
間

で

り
ら
れ
る
ボ

ト
も
あ

た
し

う

う

 
そ
れ
は
一

行

て
み
な
く
て
は

 

む

 
ど
う
や
ら
本

に
釣
り

き
ら
し
い
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
絶

と
思
え
る
釣
り
ポ
イ
ン
ト
を

い
て

し
そ
う
な
声
を
上

た
直
後

水
面
に

を
出
し
て
い
る
浮
き
が

一

で
水
面
へ

ん
だ

が

り

ら
さ
れ
て
い
た

が
ピ
ン
と

る

一

も
引

掛
か
ら
な
か

た
の
に
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の
ラ
ン
ク
が
違
う
ん
だ
ろ
う
な

あ
と
釣
り

 
私
が

然
と

く
と
キ
リ
ト
が
ニ
シ
ダ
の
持
つ
釣
り

と

ら
に

い
て
い
る

へ

線

を
交

に
向
け
る

 

わ
れ
て
み
れ
ば

は
見
た
時
か
ら
キ
リ
ト
の
よ
り
上
だ
と
気
付
い
た
が
釣
り

も
キ

リ
ト
が
持

て
い
る

な

り
の
も
の
と

べ
て
圧
倒
的
に

品
だ
と
分
か
る
代
物
だ

た

ま
ず

の

き
と
い
う
か

同
じ
木
製
で
も

感
と
い
う
も
の
が
違
う

 
こ
れ
が
武

な
ど
を
見
れ
ば
分
か
る
ラ
ン
ク
の
差
そ
れ
だ
け
デ

タ
が
重
い
と
い
う
も

の
な
の
だ
ろ
う

 
恐
ら
く
釣
り

の
ラ
ン
ク
が
上
で
あ
る
程
引

掛
か
る
確

と
釣
れ
る
確

が
上
が
る
の
だ

ろ
う
な

と
思

て
い
る
間
に
も
ニ
シ
ダ
さ
ん
は

然
と

れ
た
手
つ
き
で
す
ぐ
に
釣
り

を

引
い
た

そ
れ
か
ら
水
面
で
バ
シ

バ
シ

と
足
掻
い
て
い
た
銀
色
の

が
空
中
へ
引

り
上

勢
い
よ
く
水
上
へ
と

を
現
す

 
そ
れ
は

を
引
く
力
に

て
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
下
へ
と

ち
て
い
き
彼
の
手
許
で

ら
か

ね
た
後

蒼
い
光
に

ま
れ
て

を
消
す

恐
ら
く
自
動
で
ス
ト
レ

ジ
に
格

さ
れ
た
の
だ

い
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二
時
間

を

ら
し
た
の
に
引

掛
か
り
す
ら
し
な
か

た
こ
の

で
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
一
分

足
ら
ず
で
引

掛
か
り

な
フ

ム
で
釣
り
上

て
見
せ
た

そ
の
様
は
ス
キ
ル
値
や
物

だ
け
で
な
く
本
人
の
⻑
年
掛
け
て

き
上

た

練
の
技
を
感
じ
さ
せ
た

 
そ
れ
に
感

し
て

葉
を

ら
す
と

ニ
シ
ダ
さ
ん
は

れ
た
よ
う
に

を
掻
い
た

い
や

こ
の
世
界
で
は
ス
キ
ル
値
と
使
う
モ
ノ

第
で
す
か
ら
リ
ア
ル
に

べ
れ
ば

で
す

そ
れ
は
と
も
か
く
釣
れ
る
の
は
良
い
ん
で
す
が
食
べ
る
方
が
問

な
ん
で
す
よ
ね

こ

の
世
界
の

味

は
ど
れ
も

食
の
も
の
ば
か
り
そ
れ
も
リ
ア
ル
に
は
程
遠
い
味
付
け
ば
か
り

で
す
し

に
も
合
い
ま
せ
ん

や
は
り

が
恋
し
い
で
す
よ

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
哀

漂
う

振
り
に
さ

き
か
ら

り
こ
く

て
い
る
キ
リ
ト
へ

線

を
向
け
て
し
ま
う

そ
れ
の
意
味
を
悟

た
ら
し
い
キ
リ
ト
は

に

目
に
な

た

 
彼
が

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
る

を
始
め
と
し
た

種

味

な
ど
リ
ア
ル
で
私
達

が
⻑
ら
く
触
れ
合

て
い
る
も
の
は
キ
リ
ト
の
手
に
よ

て
再
現
さ
れ
て

し
い
も
の
の
未
だ

に
一
つ
た
り
と
も
世
に
発
信
さ
れ
て
い
な
い
の
だ

か

え
が
あ

て
の
事
だ
と
思
う
の
で
私
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も
特
に

出
し
を
し
て
い
な
い

 
加
え
て
今
の
キ
リ
ト
は
ホ

ム
を

に
も
知
ら
れ
な
い
よ
う

た

し
に
し
攻
略
し
て
い
な

い
間
も
雲

れ
を

こ
う
と
し
て
い
る
身
だ

 
だ
か
ら
私
が

の
味
が
す
る

味

の
存
在
が
あ
る
事
で

を

ら
せ
る
の
は

し
て
は
な
ら
な
い
事
だ

 
そ
れ
で
も
存
在
を
知

て
い
る
か
ら
思
わ
ず
目
を
向
け
て
し
ま
う
の
は
許
し
て
欲
し
い

こ

の
世
界
に
来
て
す
ぐ
リ
ア
ル
に

し
い

理
を
食
べ

け
て
い
る
私
に
は
分
か
ら
な
い
が
ア
ス

ナ
や
ユ
ウ
キ
達
一
層
の
教
会
に
住
む
子

達
の
様
子
を
見
た
後
で
は
ど
れ

ど
リ
ア
ル
の
味

が
切
望
さ
れ
て
い
る
の
か
知

て
い
る
の
だ

 
い
や
ま

キ
リ
ト
が
そ
れ
を
作
り
出
し
た
理
由
を

え
る
と
彼
も
そ
れ
を
知

て
い
る

の
は
分
か
る
が

そ
う
い
え
ば

も
う
そ
ろ
そ
ろ

食
の
時
間
だ
な

え

 
え

え
え

そ
う
ね

 
デ

エ
ル
が
終
わ

た
の
が

後
九
時

ご
ろ
釣
り
を
開
始
し
て
か
ら
二
時
間
と
少
し
が
経

過
し
て
い
る
の
だ
か
ら
確
か
に

だ

今
か
ら

動
し
て

意
し
始
め
れ
ば

良
い
く
ら
い
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だ
ろ
う

 
し
か
し
い
き
な
り

故
そ
ん
な
事
を

に
し
た
の
か

ニ
シ
ダ
さ
ん
は
人
が
良
い
と
は

え

の
他
人
な
の
だ
か
ら

出
来
る
だ
け

く
別
れ
た
い
と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
そ
う
思

て
い
る
と
キ
リ
ト
の
眼
は

な
表
情
で
哀

を
漂
わ
せ
て
い
る
ニ
シ
ダ
さ
ん
へ

と
向
け
ら
れ
る

ニ
シ
ダ
さ
ん
は

は
ど
こ
で

む

お

で
す
か
な

 
こ
の
後

ル
カ

の

で
食
べ
る
つ
も
り
で
す
が

か

な
ら
そ
こ
で
オ
レ
達
も
食
べ
よ
う

つ
い
で
に

こ
こ
で
会

た
の
も

か
の
縁

さ

き
釣

た

で

理

ス
キ
ル
完
全

得
の

を

す
る
よ

 

と
キ
リ
ト
の
方
か
ら

わ
り
始
め
た

こ
れ
は

と
い
う

語
か
ら

す
る
に

を
使

う
気
だ

 
し
か
し

故

 
人
と

わ
り
過
ぎ
る
の
は
後

で
問

に
発
展
す
る
ん
じ

え

か

完
全

得
で
す
か

 
お
お

そ
れ
は

期

出
来
そ
う

で
す
が

よ

ろ
し
い
の
で
す
か
な

 
姉
弟
水
入
ら
ず
で
食
べ
る
方
が
よ
ろ
し
い
の
で
は

え

と

私
と
こ
の
子
は
姉
弟
じ

な
い
の
だ
け
ど
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理
ス
キ
ル
完
全

得
者
は
表
向
き
存
在
し
な
い
の
で

く
の
も
無
理
は
無
い
と
思

て

い
る
と
い
き
な
り
姉
弟
と

わ
れ

を

て
し
ま

た

思
わ
ず

で

葉
を
返
し
て
し

ま
うな

ん
と

髪
と
眼
の
色
も
同
じ
で

気
も
似
て
い
る
か
ら
て

き
り
姉
弟
だ
と
ば
か
り

失
礼
し
ま
し
た

い

い
え

気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 

を
下

な
が
ら
の

罪
に

心
地
の
悪
さ
を
覚
え
な
が
ら
そ
う

う

い
や
キ
リ
ト
と

姉
弟
と
見
間
違
わ
れ
た
事
自
体
は
そ
れ
な
り
に

し
く
は
あ
る
の
だ
が

 

ま

本

に
姉
弟
だ

た
ら
ち

と
ア
レ
だ
が

 
そ
れ
に
義
姉
の
リ

フ

が
物

し
て
き
そ
う
な
気
も
す
る

だ
か
ん
だ
で
お
義
姉
さ
ん

や

て
る
彼
女
は
結
構
な
ブ
ラ
コ
ン
だ
か
ら
な

境
遇
が
似
て
い
る
と
い
う
理
由
で
ユ
イ

ち

ん
を
家

に
引
き
入
れ
た
だ
け
で

私
が
義
姉
に
な
る
と
い
う
の
は
流

に
ア
レ
だ
ろ
う

 
で
も
や
は
り

し
い

 
そ
の
後

ニ
シ
ダ
さ
ん
が
十

ど
釣

て
か
ら

動
を
開
始
し
た

 
私
は

ル
カ
へ
の
道
の
り
を
キ
リ
ト
に

線
を
向
け
な
が
ら
気
に
な

た
事
を

え
て
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い
た

キ
リ
ト
自
ら
し
か
も
今
ま
で
世
間
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

と
い

た

味

を
振
る
舞
う
の
を
決
め
た
事
へ
の
意

だ

 
と
は

え
彼
が

え
て
い
る
事
を
私
程

が

め
る

も
無
い
の
で
そ
れ
も
数
分
で

め

二
人
の
後
を
追

た

 
そ
の
間

さ

き
ま
で
と
違

て
い
や
に
機

が
い
い
キ
リ
ト
を

し
く
思
い
な
が
ら

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
話
は
全
体
的
に

で
し
た

せ
愚
兄
と
ガ
チ
で
殺
し
合

た
後
で
す
か
ら
ね
更
に
シ

リ
ア
ス
感
を

増
さ
せ
る

に

ど
の
キ

ラ
が

て
な
い
と
い
う

ア
ル
ゴ
や
シ
ン
カ

達
な
ん
て
一

も

て
な
い
で
す
か
ら
ね

 
そ
の
代
わ
り
リ
ン
ド
が

気
に
目
立

た

 
更
に
今
話

て
キ
リ
ト
が
別
行
動
す
る
ま
で
は

に
書
け
た
ん
で
す
が
そ
の
後
つ
ま
り
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シ
ノ
ン

点
が
悩
ん
だ

を
行
か
せ
る
か
で

実

キ
リ
ト
に

い
て
リ
ズ
ア
ル
ゴ
シ
リ

カ

リ

フ

ク
ラ
イ
ン
と
書
い
て
は
消
し
て
ま
す

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
怒
り
狂

て
や
さ
ぐ
れ
て

ち

ん
で
る
キ
リ
ト
に
は
か
つ
て
同
じ
気

持
ち
を
味
わ

た
で
あ
ろ
う
シ
ノ
ン
が
最

か
な
と
思
い
至

て
書
く
と

書
き
上

ら
れ
た

 
件
の
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｔ
の
よ
う
な
キ
リ
シ
ノ
小
説
に
あ
る
よ
う
に
シ
ノ
ン

て
あ
る
意
味
ア
ス
ナ
よ

り

容
力
あ
る
と
思
う
ん
で
す

過
去
が
過
去
だ
か
ら

静
だ

た
ら
人
の
心
情

せ
そ
う

特
に
今
の
キ
リ
ト
は
子

ら
し
く
不
機

な
の
で

全
然
理
由
が
子

く
な
い
け
ど

 
と
い
う

で

静
か
な
愛

を
主

す
る
よ
う
に

て

に

け
ま
し
た

シ
ノ
ン
の

場
合
は
こ
れ
が
一
番
似
合

て
そ
う
だ

た
の
で

如

で
し
た
か
ね

 

に
第
七
十
五
層

達
か
ら

く
登
場
し
た
ニ
シ
ダ
さ
ん

 
良
い
年
配
キ

ラ
で
す
キ
リ
ト

ア
ス
ナ
と
別
れ
る
シ

ン
の
ア
ニ
メ
を
見
た
時
は
ニ
シ
ダ

さ
ん
の

し
さ
に

い
た

そ
う
で
な
く
と
も

い
良
い
人
だ
と
思
う

 
ま

登
場
の
仕
方
は
原
作

り
で
し
た

会
話
が

ど
シ
ノ
ン
な
ん
て

に
セ
リ
フ
も

違

て
ま
す

気
を
付
け
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
程

で
す
が
ね

 
こ
の
ニ
シ
ダ
さ
ん
と
の

わ
り
原
作
部
分
は
変
わ
ら
ず
で
す
が
そ
の
後
は
ど
う
し
よ
う
か
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な

と

え
中
で
す

第
七
十
六
層
以
上
に
来
さ
せ
る
か

か

悩
む

 

外
エ
ギ
ル
と
一
緒
に

に

し
ん
だ
り
し
て

 
エ
ギ
ル
が
攻
略
に
行

て
る
間
の

番
で
釣
り
場
が
見
付
か

た
ら
キ
リ
ト
と
一
緒
に
行
く

大

き
お

さ
ん
み
た
い
な
感
じ

で 
そ
し
て

 
気
付
い
た
人
も

る
で
あ
ろ
う

キ
リ
ト
の
様
子
に
つ
い
て

 
分
か
ら
な
か

た
人
は
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
来
て
か
ら
の
キ
リ
ト
の
セ
リ
フ
を

み
返
せ
ば
分
か

り
ま
す

 
そ
の
間
で
一
回
だ
け
出
た
一
人
称

 
文
面
だ
か
ら
違
い
が

分
か
り
ま
す
が
会
話

手
の
キ

ラ
の
方
は

気
じ

な
い
と
悟

れ
な
い
の
で

そ
の

を
上
手
く

写
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す

骨
な

変
え
は

あ
ま
り
し
な
い
予
定

あ
く
ま
で
予
定

 
⻑

と
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
九
章
 

ヌ
シ
釣
り
と
秘
匿
の
真
意

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
本
文
の
文

数
は
約
二
万
八
千

 

点
は
最
初
は
キ
リ
ト

後
は
シ
ノ
ン

点
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  

手
に
持
つ
は

手
に
持
つ
は

く
対

の

目
の
前
に
は
木
製
の
ま
な
板

に

ち

こ
ん
と

色
を
し
た

味
の

味

が

め
ら
れ
た
小

  

恨
む
か
ら
な

白
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そ
れ
ら
を
見
て
ハ

と

息
を

き
つ
つ

中
で

観
と
苛
立
ち
を

交

に
し
た

葉
を

く

 
第
二
十
二
層
主

ル
カ
に
存
在
す
る

一
の

そ
の
一

ロ
ビ

と
な
る

場

に
は
お
よ
そ
二
十
人
程
の
大
人
が
集

て
い
る

あ
と

と
一
緒
に

た
シ
ノ
ン
も

 
そ
の
大
人
達
は
全

が

で
出
会

た
ニ
シ
ダ
と
い
う
釣
り
師
の
知
り
合
い

く
釣
り
ギ

ル
ド
な
る
も
の
に

属
し
て
い
る
集

ら
し
い

そ
の
リ

ダ

が
ニ
シ
ダ
さ
ん
だ
と

て
い

た 
男
性
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
釣
り
ギ
ル
ド
は
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
よ
う
な
仕
事
で

き

ま
れ

た
人
の
他
に
も
偶
然
ベ

タ
テ
ス
ト
に

し
て
偶
然
気
が
向
い
た
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
た
と
い
う

大
の
大
人
ば
か
り
で
構
成
さ
れ
て
い
る

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
同
じ
よ
う
な
境
遇
で

方
に

れ
て
い
る
者
同
士
で
協
力
し
て
生
き
る
よ
う
呼

び
掛
け
た
の
が
始
ま
り
で
そ
れ
か
ら
日

を

ぐ
目
的
で
ク
エ
ス
ト
消
化
と
多
少
モ
ン
ス
タ

と
戦
闘
を
し
つ
つ
日

を
過
ご
し
て
い
た

そ
こ
か
ら
釣
り
ギ
ル
ド
に
発
展
し
た
の
は
そ
の
内

の

人
か
が
釣
り

き
で
息

き
に
と
他
の
者
に
も
勧
め
た
と
こ
ろ
大

を

し
た
結
果
ら
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し
い

つ
ま
り
最
初
か
ら

て
や

た

で
は
無
か

た
の
だ

 
ち
な
み
に

そ
の
中
に
は

が

か

を

入
す
る
時
に

し
た

の

主
も

た

ど
う
や
ら

を

る
事
で
も

い
で
い
る
ら
し
か

た

 
そ
ん
な
集

と
合
流
し
こ
う
し
て

が

の

理
場
に
立

て
い
る
の
は

理
ス
キ

ル
を

す
る

と

白
が

た
か
ら
だ

 
も
う
一

う
が

白
が
勝
手
に

た
事
だ

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
と
会

た
直
後
ま
で
は
記

に
あ
る
の
だ
が
そ
こ
か
ら
気
付
け
ば

の

理

場
に
立

て
い
て

シ
ノ
ン
に

期

し
て
る
わ

と

と
共
に

ニ
シ
ダ
さ
ん
に

頼
み
ま

す
ぞ

と
興

気
味
に

わ
れ
た
と
こ
ろ
だ

た

 
そ
れ
か
ら
冒

に

る

 
気
付
け
ば

理
場
に
立

て
い
た

が
ど
う
し
て
釣
り
ギ
ル
ド
の
事
を
知

て
い
る
か
と
い
え

ば

そ
れ
は

論

と
い
う

で

ち

ち

と
や

ち
ま
お
う

王
よ

れ
よ
白

 
勝
手
に
意
識
を

め
て
ア
バ
タ

を

て
い
た
白
が
事
の
経

と
共
に
全
て
語

て
く
れ
た
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か
ら
だ

 

も
事
情
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
放

せ
ず
い
き
な
り
の
事
に
表
に
は
出
さ
ず
内
心
で

惑
し

て
い
る

に
ち

ん
と
説
明
し
て
く
れ
る
の
は
有

い
が
ま
さ
か
人
と

わ
り
を
持
つ
よ
う
な

事
に
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
あ
の
デ

エ
ル
の
後
か
ら
機

が
悪
く

も
悪
く
な

て
い
る
の
は
自
覚
し
て
い
る
か

ら
ニ
シ
ダ
さ
ん
達
の
心
証
を
悪
く
し
な
い
で
く
れ
た
の
に
は
感

す
る
が
そ
れ
も
こ
の
事

に
な

て
い
る
と

直
に
礼
を

う
気
も
失
せ
る

お
前
忘
れ
て
る
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
な

人
と

わ
り
を
持
ち
過
ぎ
た
ら

に
面
倒
が
掛
か
る

て
か

分
か

て
る
な
ら
や
る
な
よ

 

の

葉
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
正
確
に

い

て
て
来
た
白

ま

の
事
で
知
ら
な
い
事

は
無
さ
そ
う
な

だ
か
ら
こ
れ
も

然
な
の
か
も
し
れ
な
い
し

別

く
事
で
は
無
い

 
だ
か
ら
こ
そ

分
か

て
い
る
な
ら
や
る
な
と
思
う

 
人
と

わ
り
を
持
つ
と
い
う
事
は
そ
の
時
に
そ
こ
に

た
と
い
う
ど
う
し
て
も
消
せ
な
い

足

を
残
す
事
に
な
る

そ
れ
が

の
活
動
圏
だ
と
知
ら
れ

わ

た
人
は

を
お
び
き
出
す
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に
さ
れ
る
危
険
性
を
持

て
し
ま
う

リ
ス
ク
と
リ
タ

ン
が
見
合
わ
な
い
の
だ
命
を
天

に
掛
け
れ
ば
ど
う
し
て
も
リ
ス
ク
が
勝

て
し
ま
う

 

と
自
身
の
命
を
天

に
掛
け
た
時
必
ず
後
者
の
方
が
重
要
性
で
は
勝
る

そ
し
て
命
の
危

険
に
晒
さ
れ
た
事
で

を
責
め

恨
む
だ
ろ
う

 
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
未
来
に
な
る

を
し
た
く
な
い
見
た
く
な
い
か
ら
見
知
ら
ぬ
人
と
の
繋

が
り
は
極
力
持
た
な
い
よ
う
に
し
て
き
た

持
つ
と
し
て
も
依
頼
を

け
る
程

で

そ
れ
も

ビ

タ

と
い
う
忌
み
名
を

先
し
た
も
の
ば
か
り

こ
う
い
う
個
人
的
な

攻
略
で
も
依

頼
で
も

で
も
な
い
状

で

を
持
つ
の
は

定
的
な
の
で
あ
る

 
シ
リ
カ
の
場
合
は
依
頼
だ
し
リ
ズ
の
場
合
も
攻
略
組

達
と
な

て
い
た
か
ら
表
向
き
そ

れ
で

せ
る
ユ
ウ
キ
達
と
も
同
じ
く
だ

リ

フ

達
の
場
合
は
少
し
苦
し
い
が
後

攻
略

組
に
加
わ
る
と
な
れ
ば
そ
れ
の
育
成
と

え
る
だ
ろ
う

わ
れ
る
危
険
性
は
高
い
が

 
だ
が
こ
こ
に

る
者
達
と

が

わ
る
必
要
性
は
絶
無

故
に
い
た
ず
ら
に
危
険
を

し
て

し
ま
う
だ
け
な
の
だ

 
そ
れ
を

ば
無
心
に

と

を

き
肉
に
下
味
と

味

を
振
り
掛
け
て

き
上

白

を

き

味

を
作
り

け
の
よ
う
な
モ
ノ
を
作

て
い
る
間
に

う
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ま

王
の

わ
ん
と
す
る
事
も
分
か
ら
な
く
は
な
い

な
ら

 

得
し
た
よ
う
に
ど
こ
か
見
越
し
て
い
た
か
の
よ
う
に

う
白
の

葉
を

い
て

す
る

心
の
ま
ま
に

は
更
に

葉
を
重
ね
よ
う
と
し
た

 
だ
が

 
だ
が
よ

そ
れ
を
良
し
と
す
る
に
し
て

結

の
と
こ
ろ

王
は

を
得
る
ん
だ

 

え

 
白
に

わ
れ

は

理
の
手
を
完
全
に
止
め
て
し
ま
う

予
想
外
の
事
を

わ
れ
て

の
中

は
真

白
に
な

て

葉
を
返
そ
う
に
も

を

え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
上
手
く

い
表
せ
ず

時
間
が
過
ぎ
て
い
く

確
か
に
王
が
護
り
て

中
に
危
険
が

ぶ
可
能
性
は

く
な
る
だ
ろ
う

だ
が
よ
以
前

の
リ
ズ
ベ

ト
達
み
て

に

王
の
目
が
無
い

で
は
ど
う
足
掻
い
て
も
護
れ
ね

ン
だ
ぞ

そ
れ
は

そ
う

だ
が
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白
の

い
分
は
分
か
る

圏
内
事
件

終
結
の
場
に
リ
ズ
達
が

た
の
は

を
殺
す
た
め

に
結
集
し
た

う

の
残

と
オ
レ
ン
ジ
達
に
よ
る
も
の

を
お
び
き
出
す

の

に

さ
れ
た
か
ら
だ

が
よ
く
立
ち
寄
る
鍛
冶

そ
の

⻑
と

子
だ

た
か
ら
こ
そ
二
人
が

ば
れ
て
し
ま

た

 
故
に
ど
う
足
掻
こ
う
と

と

を

い
て
し
ま

て
い
る
者
達
に
危
険
が

ぶ
可
能
性
は

ゼ
ロ
へ

ら
せ
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

は
こ
れ
以
上
そ
の
危
険
性
が
広
が
る
の
を
食
い
止
め
た
か

た

を

か

な
け
れ
ば
無

故
に

に
さ
れ
な
い

 
味

な
ど
火
の
事
も
あ
る

必
要
以
上
に
す
る
と
失

す
る

の
で

理
の
手
を
再
び

動
か
し
つ
つ

は
そ
う

た

だ
か
ら

を

か
ず

め
広
め
な
い

そ
れ
じ

あ
王
は
損
し
て
る
だ
け
じ

ね

か

ど
う
し
て
王
が
そ
ん
な
事
を
し
な
く
ち

な
ら
ね

 
危
険
に
晒
す
の
は
王
じ

ね

王
を

う

中
だ

そ
れ
を

す
る
の
は
分
か
ら
な
く
も
ね

王
は
恐
怖
を

い
て
い
る

ン
だ
自
分
と
親
し
い

中
が
ケ
イ
タ
の
時
み
て

に
憎
悪
を
向
け

を

え
る
そ
の
未

来
に
な
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白
の
断

に

は

も
返
さ
ず
に

理
を
進
め
た

 
確
か
に
そ
の
恐
怖
は
あ
る

ケ
イ
タ
の
時
は

間
を
護
ら
な
か

た
か
ら
恨
ま
れ
た

を
結
ん
だ
人
達
に
も

よ
り
親
し
い
人
達
が

る
ん
だ
か
ら
護
れ
な
か

た
ら
そ
の
人
達
に
恨

ま
れ
る

 
そ
れ
が

は

よ
り
も

恐
い
の
だ

更
に

悪
し
て
い
る

か
つ
て
王
自
身
が
味
わ

た
よ
う
に
見
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
絶
望
を

か
に
与
え
る
事
を

や
め
ろ

 
事
実
だ

 
事
実
だ
か
ら
こ
そ

は
白
に
制
止
の

葉
を

ら
す

理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
目
を
背
け

て
い
る
事
実
を
突
か
れ
て

き
る

の

の

き
か
ら

れ
た
い
が

に

加
え
て

蔑
し
て
い
る

の
う
の
う
と
平
穏
を

て
い
た
地
獄
も
知
ら
ね

中
が

き

勝
手
に
悪
意
を
向
け
る
く
せ
に
期

も
向
け
て
来
る
事
を

 
だ
が
白
は

の

葉
で
止
ま
り
は
し
な
か

た
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れ
そ
し
て
絶
望
し
て
い
る

自
分
の
未
来
は
自
分
に
悪
意
を
向
け
て
来
る

中
に
よ

て

ざ

さ
れ
て
い
る
事
に
絶
望
し

そ
し
て
ぞ
う

 

れ
と

て
い
る

  

目
だ

た
か
の

の

を
斬
り

と
す

に
持
ち
上

て
い
た

を

く
切

先
を

て
る
だ
け
で
シ
ス
テ
ム
が
斬

て
く
れ
る
の
に
そ
れ
を
無

し
て
ま
な
板
へ
力
強
く

き
付

け
な
が
ら
大
声
で
怒
鳴
る

 
白
は

く

を

ん
だ

 

く

た
か
と
思

て
い
る
と
バ
タ
バ
タ
と
木
製
の

を

る

が

し
て

こ
え

て
く
るか

あ

た
の
キ
リ
ト

 
そ
し
て
大
慌
て
で

理
場
の

を
開
け
て
入

て
来
る
シ
ノ
ン

恐
ら
く
食

で

て
い
る
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と
こ
ろ
で

突
に

の
怒
声
が

こ
え
て
来
た
か
ら

か
あ

た
の
か
と
思

て

け
付
け
た

の
だ
ろ
う

程
慌
て
て
い
た
の
か
上
が
る

も
無
い
息
が
上
が

て
い
る

 
た
だ
事
で
は
無
い
と
感
じ
て

け
付
け
た
ら
し
い
シ
ノ
ン
を
見
て
肉
声
で
出
し
て
し
ま

た

過
去
の
自
分
に
苛
立
ち
を
覚
え
な
が
ら

静
で
あ
る
風
を

て
ま
な
板
に

て
い
る

を

手

よ
く

い
て
い
く

で
も
無
い

で

で
も
さ

き
あ
な
た

れ

て

こ
こ
に

か

た
ん
じ

な
い
の

い
や

こ
の

理
場
に
は

以
外
に

も

な
い

 
実

プ
レ
イ

ア
バ
タ

は

以
外
に
は
い
な
か

た
こ
こ
に
来
た
シ
ノ
ン
と
合
わ
せ

て
二
人
だ
け
だ

 

の
中
に

ん
で
い
る
白
は

定
か
ら

い
て
い
る
が

 

は
そ
う
思

し
な
が
ら
シ
ノ
ン
の

し
む

線
を
無

し
て

と

理
を
完
成
さ
せ
て

い
く

白

え
物
の

に
似
せ
た

物
味

に
キ

ベ
ツ

い
も
の
の

千
切
り
そ
し
て
メ
イ
ン
デ

シ

と
な
る

身
と

の
大

振
る
舞
い

は
他
の
釣
り

師
か
ら
も
大

に

し
て
も
ら

た
か
ら
そ
れ
こ
そ
一
人
に
つ
き
三

分
以
上
の

身
の
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が
あ
る

 

身
と

な
ど
は
大

に

て
数
人
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
白

と
味

は

そ
の
も
の
を
食

に
運
ぶ
こ
と
で
お
代
わ
り
を
し
や
す
く
す
る

あ
と
は
引
き

け
る
わ

 
あ
と
は
そ
れ
ら
を

に

せ
る
だ
け

と
い
う
と
こ
ろ
で

が
し
よ
う
と
し
た
事
を
シ

ノ
ン
が
し
て
し
ま

た

え

い
や

だ
が

い
い
か
ら

少
し
く
ら
い
私
に
も
手
伝
わ
せ
て

 
有
無
を

わ
せ
な
い

で

の
了
承
も
得
な
い
ま
ま
強
引
に
大

や

を

載
し
た

を

し
て

理
場
を
後
に
し

食

へ
向
か
う
シ
ノ
ン
を
見
送
る

人
と

わ
り
を
持
つ
の
は
確
か
に
ア
レ
だ
が
よ

一
人
で
い
る
よ
り
ず

と
い
い
モ
ン
だ

ろ

 
心
配
し
て
く
れ
る
人
間
が
い
る

て
の
は
良
い
事
じ

ね

か

 
そ
ん
な

の

裏
で

我
が
意
を
得
た
り
と
ば
か
り
に

う
白
の
声
が

い
た
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定
し
た
か

た
が

し
い
と
思

た
の
は
事
実
で
け
れ
ど
苛
立
ち
と
的
を
得
て
い
る
事
か

ら

直
に
認
め
る
の
が

で

は
白
の

葉
に
は

も
返
さ
な
い
で
シ
ノ
ン
の
後
を
追

た

 
あ
あ

ま
さ
か

こ
の
世
界
で

が
あ
る

身
を
食
え
る
な
ん
て

も

味

が

い
て
て

白

に
味

ま
で
あ

て

世
界
観
は
違
う
け
ど

や

日
本
人
に
は
和
食
だ

晴
ら
し
い

最
高
だ

 

理
が
完
成
し
て
か
ら
お
よ
そ
二
十
分
後

 
あ
れ
で
も
人
数
よ
り
多
め
の
三
十
人
分
は

く
作

て
い
た
の
だ
が
日
本
人
に
と

て
の

ウ
ル
フ

ド
を
こ
の
世
界
で
は
初
め
て
味
わ
う
も
と
い

か
し
の
味
と
あ

て
か

ま
じ
い
勢

い
で

が
進
み

中
で
足
り
な
く
な

て
追
加
で
作
ら
れ
た
分
ま
で
完
食
し
た
面

は
そ
れ

ぞ
れ
が
感

を

の
よ
う
に
流
し
て
い
た

ビ

タ

い
や

黒
の
剣
士
キ
リ
ト
あ
り
が
と
う

 
本

に
あ
り
が
と

う
う
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ば

め
寄
る
形
で
礼
を

わ
れ
身
⻑
差
で

ま
れ
見
下
さ
れ
る
形
に
な

て
い
る
キ
リ
ト

は
圧

感
を

け
て
か
完
全
に
臨
戦

勢
に
入

て
し
ま

て
い
た

う
じ
て
理
性
が

い

て
剣
は
出
し
て
い
な
い
も
の
の
少
し
で
も
触
れ
よ
う
と
さ
れ
れ
ば
手
で
弾
き
そ
う
な
程
で
あ
る

 

か
ら
見
て
い
る
分
に
は

り
て
来
た
猫
の
よ
う
に
見
え
な
く
も
無
い

 

み
を
逆
立
て
て

し
て
い
る
猫
を
思
い
浮
か
べ
る
と

そ
の
光

が
少
し
お
か
し
く

て

を
抑
え
な
が
ら

う

 
そ
ん
な
私
の
思

は

そ
の
大
部
分
が
別
の
方
で
回

て
い
た

 
そ
れ
こ
そ
が

に
機

が
よ
く
な

た
り
悪
く
な

た
り
す
る
キ
リ
ト
の
様
子

極
め
付
け

に
は

も

な
い

の

理
場
で

か
に
対
し
て

れ
と
怒
鳴
る
と
い
う
そ
の
行
動
は
ど
う

え
て
も
正
常
な
状

で
は
な
い

間
違
い
な
く
今
の
キ
リ
ト
は
情
緒
不
安
定
に

て
い
る

 
そ
の
原
因
は

れ
も
無
く
神

の
兄
に
あ
る
だ
ろ
う

と
も
す
れ
ば
ト
ラ
ウ
マ
が

さ
れ
た

事
で

過
去
の

を

て

い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
フ
ラ

シ

バ

ク
と
い
う
そ
れ
は
私
も
経
験
が
あ
る
か
ら
分
か
る

個
人
に
も
よ
る
ら
し
い

が

私
の
場
合
ア
レ
は
か
な
り

い

キ
リ
ト

ど
と
も
な
れ
ば
多
分
私
よ
り
も
深

だ
ろ
う

タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
し
て
ど
う

え
て
も
神

の
兄
と
斬
り
合

た
事
が
発

な
の
は
間
違
い
な



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

い 

こ
れ
は
本
格
的
に
一
人
に
し
た
ら
マ
ズ
い
気
が
し
て
き
た

リ

フ

達
に
も

し

協
力
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ

キ
リ
ト
を
一
人
に
さ
せ
た
ら
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事

に
発

展
す
る
予
感
し
か
し
な
い

 
流

に
最
前
線
に
ま
で
私
は
付
い
て
行
け
な
い
の
で
ユ
ウ
キ
達
に
も

し
て
出
来
る
だ

け
攻
略
の
時
も
一
緒
に

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
方
が
良
さ
そ
う
だ

だ
か
ん
だ
で
キ
リ
ト
は

一

に
入
れ
た
者
の

し
に
は

ま
じ
く
弱
い
か
ら
い
け
そ
う
な
気
は
す
る

 
ビ

タ

だ
と
か
そ
う
い
う
方
面
で
は
恐
ろ
し
い
く
ら
い

ら
し
い
が

と
し
て

も
こ
れ
に

し
て
は
負
け
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う

い
や

能
し
ま
し
た

馳

様
で
す

キ
リ
ト
君

理

ス
キ
ル
完
全

得
と

は

い
て
い
ま
し
た
が
よ
も
や

は
お
ろ
か

に
味

に

に

こ
こ
ま
で
和
食

を
再
現
す
る
と
は
予
想
外
で
し
た

 

と
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
声
が

こ
え
た
の
で
意
識
を
そ
ち
ら
に

す
と
さ

き
ま
で
キ
リ
ト

が

す
る
く
ら
い
殺

し
て
い
た
男
達
を
一

下

た

と
は

え

離
を
離
し
て
も

取
り

ん
で
は
い
る

状

の
中
ま
る
で
代
表
の
よ
う
に
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
一
歩
前
に
出
て
語
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り
掛
け
て
い
た

多
分

が
明
か
な
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

け
未
だ
に

に

心
を
見
せ
て

に

線
を
回
し
て
い
る
キ
リ
ト
が

線
を
正
面
に

る
眼

の
男
性
へ
と
向
け
た

い
や

は
と

え
ば

こ

ち
が
勝
手
に

い
出
し
た
事
だ
か
ら

そ
れ
で
も
で
す
よ

こ
こ
に

る
も
の

に

を
切
望
し
て
い
ま
し
た
か
ら
な

ま
さ
か

め
て
叶
う
日
が
来
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た

な
ら
感

の

と
い
う

じ

無
い
け
ど
こ
の

味

や

理
に
つ
い
て
他

し
な

い
と
約
束
し
て
欲
し
い

が
こ
こ
で

理
を
振
る
舞

た
と
知
ら
れ
る
と
面
倒
な
事
に
な

る

味

も

え
が
あ

て
秘
匿
し
て
い
る
か
ら

む

や
ら
事
情
が
あ
り
そ
う
で
す
な

分
か
り
ま
し
た

も
今
日
の
事
は
こ
こ
だ
け

の
秘
密
に
す
る
よ
う
に

い
い
か
ね

了
解

 
キ
リ
ト
の
頼
み
に
一

残
念
そ
う
な

を
し
た
面

だ

た
が
す
ぐ
に
打
て
ば
鳴
る
様
に
ニ

シ
ダ
さ
ん
の
問
い
掛
け
に
了
承
の
意
を
返
し
た

結
構

わ
れ
て
い
る
ら
し
い

助
か
る
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い
え
い
え

こ
こ
ま
で
の

馳

を

い
た
の
で
す
か
ら
な

 

と
こ
ろ
で

こ

れ

ど
の

理
の

と

黒
の
剣
士

と
呼
ば
れ
る
程
の
力
を
持
つ
キ
リ
ト
君
に

が
あ
る

の
で
す
が

依
頼
か

内
容
に
よ
る
け
ど

だ

 
表
情
を

め
た
ニ
シ
ダ
さ
ん
の

葉
に

に

心
を
向
け
つ
つ
キ
リ
ト
が
問
う

 
そ
れ
か
ら
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
語

た
の
は
キ
リ
ト
が
釣
り

を

ら
し
て
い
た
大

に

る

ら
し
い
ヌ
シ
の
存
在
に
つ
い
て
だ

た

 
こ
の

ル
カ
の
道

に
は
釣
り

の
他
に
も
様

な
道

が

ら
れ
て
お
り
そ
の
中

に
は

が
引

掛
か
る
確

を
ブ

ス
ト
す
る

も
存
在
す
る

キ
リ
ト
や
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
使

て
い
た

の
中
身
だ

 
そ
の

の
一
つ
と
し
て

も
な
く
デ
カ
い
も
の
が
あ
る
の
だ
と
い
う

そ
ん
な
も
の
を
ど

こ
で
使
う
の
か
と

ニ
シ
ダ
さ
ん
が
思
い
付
く
限
り
の
釣
り
場
で
使

て
み
て
し
か
し
ヒ

ト
せ
ず

そ
の
果
て
に

ど

が
釣
れ
な
い
大

で
使

て
み
た
の
だ
と
い
う

 
そ
れ
で
ヒ

ト
は
し
た
も
の
の

ま
じ
い
力
で
引

ら
れ
て
し
ま
い
釣
り

ご
と
持

て
行
か
れ
て
し
ま

た

そ
の

に
見
た

影
は

も
な
く
大
き
い
の
だ
と
い
う

モ
ン
ス



 第四十九章 〜ヌシ釣りと秘匿の真意〜

タ

は
い
な
い
と
私
が

た
時
の
あ
の
意
味
深
な

み
は
そ
う
い
う
事
だ

た
の
か
と

得
し

た 
ヌ
シ
を
釣
る

に
必
要
な
の
だ
ろ
う

は
分
か

た
最
高

の
釣
り

も
持

た
が

心

の

力
値
に
自
信
の
あ
る
者
が

な
い

釣
り
ギ
ル
ド
に
い
る
プ
レ
イ

も
最
高
レ
ベ
ル
は

恐
ら
く
だ
が
足
り
な
い
と
思
わ
れ
ヌ
シ
釣
り
を

行
出
来
な
い
ま
ま
そ
れ
な
り
の
月
日
が
流

れ
て
い
た

 
そ
こ
に
現
れ
た
の
が

理
上
手
で
あ
り

つ
攻
略
組
で
も
ト

プ
の
レ
ベ
ル
を
誇
る
キ
リ

ト

こ
こ
は
頼
み

む
し
か
な
い
と
思
い
至

た
ら
し
い

ヌ
シ
と
も
な
れ
ば

い
に
違
い
な
い

し

が
あ
る
な
ら
格
別

報

も
払
う
か
ら

非
と
頼
み

ん
だ
の
だ

 
釣
り
を
す
る
時
の
要

と
し
て
は

釣
り

ス
キ
ル
を
コ
ン
プ
リ

ト
し
て
い
る
ニ
シ
ダ
さ

ん
が
最
高

の
釣
り

を
使

て
ヒ

ト

を
ブ

ス
ト

そ
の
後
に
キ
リ
ト
と
交
代
し
最
高

レ
ベ
ル
に
よ
る

力
値
を

な
く
発

し
て

り
上

て
も
ら
う

そ
う
い
う

え
ら
し
い

 
つ
ま
り
は
釣
り

に
よ
る

ス
イ

チ

と
い
う

だ

釣
り

で
の

ス
イ

チ

原
理
的
に
可
能
な
の
か

そ
れ

や

て
み
な
い
事
に
は

と
も

え
ま
せ
ん
が
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仮
に
や
る
と
し
て

時
ヌ
シ
釣
り
を

今
日
の

方
に
し
よ
う
と
思

て
い
ま
す

キ
リ
ト
君
も
攻
略
組

し
い
身
で
し

う
か
ら

な

方
な
ら
バ

ベ
キ

な
ど
で
食

を

に

い
て
宴
会

い
に
騒

ま
す
し

あ

そ
う
い
う

 
か
な
り
デ
カ
い
と
見

ん
で
い
る
ら
し
い
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
恐
ら
く
メ
イ
ン
と
し
て
ヌ
シ
の

身
か

い
た
身
を
食
べ

他
に
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ
を
し
よ
う
と

え
て
い
る
の
だ
ろ
う

い
い
じ

な
い

け
て
み
れ
ば

 
あ
な
た
に
も
こ
う
い
う
息

き
は
必
要
よ

四
六
時

中
気
を

て
た
ら
滅
入
る
で
し

シ
ノ
ン誘

て
も
ら

て
る
ん
だ
し

ね

 
そ
の
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ
十
層

に
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
攻
略
記
念
パ

テ

に
一

も

出
た
事
が
無
い
ら
し
い
キ
リ
ト
は
出
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う

偶
に
は
重
苦
し

い
事
を

も
か
も
忘
れ
て

の
騒
ぎ
に

ま
れ
て

し
ん
で
欲
し
い

 
気
を

て

れ
切

て
い
る
彼
に
は
機
会
が
少
な
い
分
だ
け
大
き
な
ガ
ス

き
と
な
る
攻

略
に
一
切

な
い
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
が
最

だ
ろ
う
か
ら
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そ
の
後

く
は
参
加
を

て
い
た
キ
リ
ト
だ

た
が
釣
り
ギ
ル
ド
に
よ
る

い
期

と

私
の
勧
め
も
あ

て

彼
は
今
日
の

方
七
時
に
ヌ
シ
釣
り
に
参
加
す
る
事
を
承

し
た

今
回
は
や
め
て
お
こ
う
か
し
ら

 
こ
の
事
を

に
伝
え
て
来
て
も
ら
お
う
か
と
も

え
た
が
ヌ
シ
釣
り
に

し
て
は
完
全
に
攻

略
か
ら
外
れ
た
プ
ラ
イ
ベ

ト
な
事

本
的
に
キ
リ
ト
の
立
場
が
多
く
の
者
か
ら
反
感
を

か

れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
あ
ま
り
親
し
い
と

ら
れ
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
方
が
良
い
か
な
と

え

今
回
に
限

て
リ

フ

や
ア
ス
ナ
達
は
来
な
い
で
も
ら
お
う
と
決
め
た

 
心
配
掛
け
た
ら
い
け
な
い
の
で
一
応
メ

ル
で

絡
は
し
て
お
い
た
が
来
な
い
よ
う
念

し

す
る
と

も
が
快
く
快

し
て
く
れ
た

 
こ
う
し
て
私
は
キ
リ
ト
が
参
加
す
る
第
二
十
二
層
で
の
ヌ
シ
釣
り
大
会
に
付
き

う

一
の

プ
レ
イ

に
な

た
の
だ

た

  

狂
し
た

食
を
済
ま
せ
ヌ
シ
釣
り
に
向
け
て

備
を
す
る
と

た
彼
ら
と
一

別
れ
た
私

と
キ
リ
ト
は
一

息
を
取
る

に
転

で
コ
ラ
ル
へ

動
し
そ
れ
か
ら
ホ

ム
へ

と

動
を
開
始
し
た
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良
い
人
達
だ

た
わ
ね

 
ホ

ム
へ
の
道
を
歩
き
な
が
ら

う
と

私
の
前
を
歩
い
て
い
る
キ
リ
ト
が
小
さ
く

い
た

そ
う
だ
な

が

か
知

て
も

倒
し
て
こ
な
か

た
だ
け
で
も
良
い
人
達
と
い
う
の
は

分
か

た

そ
れ
に

そ
れ
に

 
先
を

せ
ば

彼
は
歩
き
な
が
ら

か
に
天
を

ぐ
よ
う
に

を
上

た

戦
い
じ

な
く
生
活
を
主
体
と
し
て
こ
の
世
界
を
生
き
て
い
て

が
し
て
き
た
事
は
無

じ

無
か

た
ん
だ
と

そ
う
思

た

そ
う
ね

 
攻
略
組
の
キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ
達
は
い
ざ
知
ら
ず

リ
ズ
も
武

シ
リ
カ
は
ポ

シ

ン

エ
ギ
ル
は
故

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
戦
い
に

わ

て
い
る

私
と
リ

フ

も
レ
ベ
リ
ン
グ
を

し

れ
攻
略
組
に
入
る
の
を
目
標
に
し
て
日

を

ん
で
い
る
か
ら
や
は
り
主
体
は
戦

い
だ
ろ
う

 
だ
が
ニ
シ
ダ
さ
ん
達
は

日
を
一
生

命
生
き
て
い
た

こ
の
世
界
で
も
現
実
世
界
と
変
わ

ら
ず
生
き
て
い
た
の
だ
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戦
闘
主
体
と
生
活
主
体
で
は
同
じ
生
き
て
い
る
で
も
意
味
が
異
な

て
来
る

そ
れ
が

キ
リ
ト
に
と

て
は
感

深
か

た
の
だ
ろ
う

 
こ
う
し
て
攻
略
が
進
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ

も
が

を
持
て
て
い
る

そ
の
最
た
る

者

は
ビ

タ

の
悪
名
を
背
負

て

の
発
生
を

ぎ
負
の
感
情
を
一
心
に

け
止
め
る

事
で

序
の

壊
を

い
だ
彼
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
彼
に
と

て
す
れ
ば
ニ
シ
ダ
さ
ん
達
の
在
り
様
は
一
種
の
形
と
思
え
る
の
だ

と
思
う

 
そ
れ
は
と
も
す
れ
ば
数
時
間
前
の
デ

エ
ル
で

定
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
彼
の
過
去
の
行

動
を

定
す
る
証
で
も
あ
る
か
ら

 
不
機

だ

た
彼
が

時
も
の
キ
リ
ト
に

る
く
ら
い
に
そ
れ
は

し
い
も
の
だ

た
の
だ

今
ま
で

定
さ
れ

け
て
い
た
か
ら
こ
そ
有
形
無
形

な
く
認
め
ら
れ
る
事
そ
の
も
の
が

し
い
の
だ
と
思
う

  
ど
う
か

ど
う
か
こ
の
後
に
あ
る
ヌ
シ
釣
り
で
は

も
問

が

き
ま
せ
ん
よ
う
に
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て
天
を

ぎ
な
が
ら
歩
く
キ
リ
ト
の
背
中
を
見
つ
め
な
が
ら
神
に
か
そ
れ
と
も
運
命

に
か

私
は
祈
り

彼
の
後
を
追

た

 
結
果
的
に
最
悪
な
事

に
こ
そ
な
ら
な
か

た
も
の
の
私
の
こ
の
願
い
は
裏
切
ら
れ
る
事

に
な

た

  

後
六
時

過
ぎ

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
と
会

た
あ
の
ヌ
シ
が

る
ら
し
い
第
二
十
二
層
で
最
大

の
大

に

く
と

に
そ
の

に
は
四
十
人
近
く
の
プ
レ
イ

が

し
て
い
た

わ
ら

子
に

そ

で
シ

ツ
ズ
ボ
ン
と
い

た

的
ラ
フ
な
格

の
者
が
多
く

ど
武

せ
ず
釣
り

備
で

あ
る
事
か
ら
恐
ら
く
は
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
ギ
ル
ド
や
知
り
合
い
の
釣
り

き
な
プ
レ
イ

な
の

だ
ろ
う

 
横
断
幕
ら
し
き
も
の
ま
で
作
成
さ
れ
て
お
り
そ
れ
に
は

れ
ニ
シ
ダ

と
達

な

文

で
書
か
れ
て
い
た

話
に

い
た
以
前
釣
れ
な
か

た
と
い
う
話
か
ら
多
分
ア
レ
が

書
か
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う

 
実

の
と
こ
ろ
引

掻
け
る
の
は
ニ
シ
ダ
さ
ん
だ
が
そ
の
後
の

心
な
釣
る
部
分
は
キ
リ
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ト
が
す
る
の
で

に
不

な
気
が
す
る
の
だ
が

ま

こ
の

は
あ
ま
り
深
く
突

ん
だ
ら
い
け
な
い
の
だ
ろ
う

そ
う
思
い

も

わ
な
い
事
に
し
た

ん

お

 
場
を

り
上

る

か
ヌ
シ
が

る
大

か
ら
最
寄
り
の

で
釣
り
勝
負
を
し
て
い
た
ら

し
い
中
心
人
物
で
あ
る
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
私
達
に
気
付
き

一

釣
り
を

め
て
こ
ち
ら
に
歩
み

寄

て
来
た

 

に
ニ
シ
ダ
さ
ん

き
で
も

り
上
が
る
程
に
釣
り
勝
負
は
白

し
て
い
る
ら
し
く
見

れ

な
い

だ
ろ
う
私
達
に
気
付
い
た
者
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
動
き
に
気
付
い
た
者
達
が
そ
れ
な
り
の
数

こ
ち
ら
に

線
を
向
け
た
も
の
の

す
ぐ
に
勝
負
を
し
て
い
る
者
達
の
方
に

線
を

す

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
話
し
掛
け
て
く
る
ま
で
の
数

で
チ
ラ
リ
と
様
子
を

た
が
面
白
い
く
ら

い

ん

ん

が
釣
れ
て
い
る
様
子
が
展
開
さ
れ
て
い
た

む

 

の
キ
リ
ト
が

然
と
し
て
い
る
の
で
多
分
大

以
外
を

て
い
れ
ば
と

え

て
い
る
の
だ
と
思
う

そ
う

え
る
と
ち

と
可
哀
想
な
の
と
同
時

ね
て
る
様
子
が
可
愛

ら
し
く
て

み
が
浮
か
ん
で
く
る
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そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
目
の
前
ま
で
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
歩
い
て
来
た

良
く

和
で
人

た
り
の
良
さ
が

え
る
男
性
は
私
達
に

み
か
け
て
来
た

お
二
人
と
も
数
時
間
ぶ
り
で
す
な

キ
リ
ト
君
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
て
も
ら
う
か

ら
頼
み
ま
す
ぞ

分
か

て
る

ニ
シ
ダ
さ
ん
も
キ
リ
ト
も

て

そ
れ
は
そ
う
と
ニ
シ
ダ
さ
ん
予
想
以
上
に

り
上
が

て
る
ん
で
す
ね

 
二
人
を

舞
し
て
か
ら
時
間
を

す
意
味
も

め
て
私
は
話
を
振

た

内
容
は

た

り

私
が
予
想
し
て
い
た
以
上
の
白

ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
釣
り
勝
負
の
事

 
さ

き
か
ら

く
と
も
十

で
一

釣

て
い
る
様
が

り
広

ら
れ
て
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が

負
け
じ
と

り
合

て
い
る
の
は
平
和
な
が
ら
別
の
意
味
で
殺

と
し
て
い
る

い
や
命
の
危

険
が
無
い
か
ら
最
前
線
に

べ
れ
ば
全
然
な
の
だ
ろ
う
け
ど
男
達
が
発
す
る

い
闘
気
ら
し
き

も
の
が
と
て
も

感

れ
る
も
の
な
の
だ

 
命
を

け
て
な
い
か
ら
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
の
全
力
に
は

か

る
気
が
す
る
の
も

然
だ
ろ
う

が
ど
こ
か
⻤
気

る
様

な
の
は
本

に
真
剣
勝
負
を
し
て
い
る
の
だ
と
分
か
る
も
の
だ
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た 
そ
れ
を
指

す
る
と

ニ
シ
ダ
さ
ん
が
苦

し
な
が
ら

を
掻
い
た

い
や

は
は
は

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
白

す
る
と
は
思

て
ま
せ
ん
で
し
た

や
は
り

き
な
者
同
士
な
の
と
勝
負

き
な
性
格
が
集
ま

て
い
る
か
ら
な
の
で
し

う
ね

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
の

振
り
か
ら

す
る
に
ど
う
や
ら
彼
も
こ
こ
ま
で

り
上
が
る
と
は
思

て

い
な
か

た
ら
し
い

苦

な
の
は
後
に

え
る
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

り
下
が
ら
な
い
か
を
危

惧
し
て
い
る
の
か
そ
れ
と
も

に
勝
負

き
な
面

で
勝
手
に

り
上
が
り
始
め
た
様
子
に

自
身
の
行
動
は
必
要
無
か

た
か
と

え
て
い
る
か
ら
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
リ

ダ

の
性
格
を
集

は
反

さ
れ
る
の
だ
か
ら
ニ
シ
ダ
さ
ん
が

な

け
れ
ば
こ
う
は
な
ら
な
か

た
気
も
す
る

特
に

あ
ち
ら
の
お
二
人
は

も
な
い
負
け
ず

い

も
と
い
勝
負

き
の
よ
う
で
す
よ

彼
ら
に
感
化
さ
れ
て
他
の
者
も

中
し
て
る
ん
で
す

 
あ
そ
こ
と

い
な
が
ら
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
指
し
示
し
た
先
は
釣
り
勝
負
を
し
て
い
る
者
達
が

い
る

の
中
で
は
中

程

の
大
き
さ
の

に
面
し
て
釣
り
に
興
じ
て
い
る
者
が
二
人

た

そ
れ
以
外
の
者
は
応

は
し
て
い
る
も
の
の

釣
り

を

ら
し
て
い
な
い
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中

程

の

な
の
に
二
人
し
か
釣
り

を

ら
し
て
い
な
い
の
だ

 
ど
ち
ら
も
男
性

遠
目
だ
か
ら
正
確
性
に
欠
け
る
が
身
⻑
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ク
ラ
イ
ン
と

同
程

な
感
じ
な
の
で
多
分
一
八

セ
ン
チ
程

は
ど

ち
も
あ
る

こ
の
世
界
は
リ
ア
ル
と
違

て
よ
く

が
釣
れ
る
な

始
め
て
か
ら
三
十
分
と
経
た
ず
し

て
二
百
十
三
フ

シ

目
だ

と
こ
ろ
で

の
釣
り
師
そ
れ
で
今

フ

シ

目
か

な

 
こ
の
ま
ま
で
は
こ
の

の

は
私
が
全
て
釣
り
上

て
し
ま
い
か
ね
な
い
ぞ

 
ニ
ヒ
ル

く

て
い
る
が
子

ら
し
い
や
ん
ち

さ
が

間
見
え
る

発
を

に
し
て
い

る
の
は

私
か
ら
見
て

に
い
る
男
だ

た

 

の

と
り
で
持
ち
運
べ
る
木
製
の

子
に

掛
け
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
持

て
い
た
高

と
思

し
き
釣
り

に
勝
る
と
も

ら
な
い

品
を
手
に
釣
り

を

ら
す
⻘
年

 
黒
い
ア
ン
ダ

ウ

ア
は

身
な
が
ら
鍛
え
て
い
る
事
が
分
か
る

骨

と
し
た
肉
体
を
他

者
に
見
せ
付
け
て
お
り
キ
リ
ト
の
も
の
よ
り
重

さ
を
感
じ
る

の
黒
ズ
ボ
ン
も
ま
た

か

れ
て
い
る
ベ
ル
ト
に
よ

て

の
太
さ
が
鍛
え
て
い
る
者
の
そ
れ
と
分
か
る

わ
ば
そ
の
⻘
年

は
武
人
だ

 
⻘
年
が

て
い
る
白
地
に

の
キ

プ
か
ら

く
髪
の
色
は
白
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
銀
髪
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よ
り
白
の
要

が
多
く
見
え
る
そ
れ
は
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
白
髪
と
異
な

て
色

け
を
し
た
タ

イ
プ
だ
と
見
て
取
れ
た

 
そ
の
⻘
年
が
さ

き
か
ら
テ
キ
パ
キ
と

を
釣

て
は
格

し
釣
り

に

を
付
け
て
は

す
ぐ
放
り
数

と
経
た
ず
し
て
す
ぐ
に
引

掛
か

て
釣
り

を
引
き
上

を

と

り
返
す

ど
う
見
て
も
そ
の
速

は
異
常
だ

た

 

と

う
か

現
代
風
の
キ

プ
は
ど
こ
か
ら
ど
う
や

て

達
し
た
の
だ
ろ
う
か

 
ま

飾

人
ア
シ

レ
イ
く
ら
い
の

前
を
持

て
い
れ
ば
現
代
風
の
デ
ザ
イ
ン
く
ら

い
仕
上

ら
れ
る
気
も
す
る

 
そ
も
そ
も
現
代
の

は

と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に

を
正
せ
ば

文
化
の
も
の

が

本

タ
キ
シ

ド
や
軍

り
な
ど
が
そ
れ
だ

こ
の
世
界
で
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放

軍
が
軍

い
も
の
を
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
達
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
を
見
た
し
タ
キ

シ

ド
な
ど
の
ド
レ
ス
コ

ド
は
多
分
イ
ベ
ン
ト
に
よ

て
は
手
に
入
れ
ら
れ
る
と
思
う

 
そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ
ら
れ
る
あ
る
い
は
ス
キ
ル
値
が
高
け
れ
ば
デ
ザ
イ
ン
を
自
由
に
決
め
ら

れ
る
シ
ス
テ
ム
な
ら
あ
の
男
が
現
代
風
の
キ

プ
を

て
い
る
の
も

け
る
話
で
は
あ
る

 
そ
う

え
て

時
の
間
に
か
私
も

ま

た
な
と
ち

と

え
て
し
ま

た

し
く
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は
あ
る
が

後
か
ら

き

ま
れ
た
身
と
し
て
は
少

複

な
気
分
で
あ
る

 
そ
も
そ
も
私
は
今
年

験
が
あ

た

話
を

け
ば
リ

フ

も
同
様
だ

た
よ
う
で
同
い

年
に
し
て
原
因
不
明
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た
者
更
に
は
キ
リ
ト
に
よ

て
同
日
保
護
さ
れ

た
と
い
う
状
況
か
ら

思
わ
ぬ

縁
も
あ

た
も
の
だ
と
思
う

は

う
る
せ

よ

大
体
速
釣
り
が
出
来
り

良
い

て
モ
ン
で
も
無

だ
ろ

は
じ

く
り
と

物
を

う
タ
イ
プ
な
ん
だ
よ
十
三

目
だ
が
そ
の
分
レ
ア

は
テ
メ

よ
り
上
だ

 

に

る

と

て
も
そ
の
間
は
お
よ
そ
二
十
メ

ト
ル
は
開
い
て
い
る

⻘
年
に

横
目
で

み
を
向
け
な
が
ら

う

も
う
一
人
の
男
の
釣
り
師

 
そ
の
男
は

見
る
か
ら
に
⻘
か

た

見
た
感
じ
⻘
い
髪
は
ツ
ン
ツ
ン
に
逆
立

て
い
る
が

骨

り
ま
で

び
て
い
る
ら
し
い
後
ろ
髪
は
一
つ

り
に
束
ね
ら
れ
て
い
て
少
し
特
徴
的

な
感
じ
が
し
た

 

に
目
に
付
い
た
の
は
全
身
を

う
タ
イ
ツ
の
よ
う
な
も
の

は

白
の

が
さ
れ
て

い
る
が
そ
れ
以
外
に

ら
し
い
も
の
は
一
切
見
ら
れ
な
い
⻘
白
い
線
が

つ
も

て
い

る
そ
れ
は

さ
に
最
重
要
を

い
て
い
る

だ
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負
け

し
み
か
ね

 

そ
れ
は
そ
う
と

一
つ

い
て
も
構
わ
な
い
か
な

あ
ん

こ
の

に

る

全
て
私
が
釣

て
し
ま

て
も
構
わ
ん
の
だ
ろ
う

い
や
無
理
だ
ろ

 

黒
い

の
男
が
格

つ
け
た
よ
う
に

た
直
後

間
髪
入
れ
ず

の
男
が
突

ん
だ

確
か
に
リ
ア
ル
な
ら
出
来
な
く
も
無

だ
ろ
う
が

こ
こ
じ

マ
ジ
で
無
限

き
な
ん
だ
ぞ

て
か
仮
に
出
来
た
と
し
て
も
釣
り

一
本
で
リ

ス

と
か
出
来
る

が
無

だ
ろ

 
ま

こ
の
世
界
は
エ
リ
ア
ご
と
に
リ

ス
限
界
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
か
ら

と

釣
り

け
て
い
れ
ば
釣
り

く
す
の
も
不
可
能
で
は
無
い
だ
ろ
う

 
だ
が
時
間

た
り
で
一
気
に
釣

て
行
か
な
け
れ
ば
自
動
で
ま
た
補

さ
れ
る
の
で

を

使

た

業
な
ら
と
も
か
く
一
本
釣
り
は
確
か
に
間
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う

ど
れ
だ
け
速
く
釣

て
も
多
分
リ

ス
補

時
間
の

れ
が
圧
倒
的
に
速
い

だ

甘
い
砂

と
ホ
イ

プ
ク
リ

ム
と

蜜
と
ガ
ム
シ
ロ

プ
と

種
の
ジ

ム
を

し
こ
た
ま
掛
け
た
パ
ン
ケ

キ
以
上
に
甘
過
ぎ
る

 
故
に
⻘
い
男
の

葉
は
正
論
な
の
だ
が

黒
い

の
男
は
そ
れ
を

で

た
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ン
だ
と

 

が

た
事
の
ど
こ
に
矛
盾
点
が
あ
る
ん
だ
よ

一
本
釣
り

私
一
人
で
は
確
か
に
限
界
が
あ
ろ
う
が
こ
の

で
釣

て
い
る
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う

 
君
と
私

二
人
で
戦
え
ば
あ
る
い
は
と
も

え
ら
れ
る

あ
あ

そ

う
い
え
ば
君
は
ま
だ
十
数

程

し
か

れ
て
い
な
か

た
か
確
か
に
そ
の
程

の
速

で
は

戦
力
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う

い
や
は
や

こ
れ
は
失
礼

今
の

葉
は
忘
れ
て
く
れ
た
ま
え

お

し
テ
メ

良
い

し
て
ん
じ

ね

か
そ
の

た

後
で
目
に
物
見
せ
て
や
る

 

と
い
う
か

こ
の
二
人
は
悪
友
と
い
う
間

な
の
だ
ろ
う
憎
ま
れ

を

き
合

て

勝
負
事
に
対
し
て
真
剣
な
様
は
負
け
ず

い
以
外
に

か
を
感
じ
ら
れ
る

コ
イ
ツ
だ
け
に
は
負

け
た
く
な
い
と
い
う
気

が
感
じ
ら
れ
る
の
だ

そ
れ
を
感
じ
る
の
は
現
状
⻘
い
男
か
ら
だ
け
な

の
だ
が

 

黒
い

の
男
は

と
ば
か
り
に

然
と

ど
こ
か

味

た
ら
し
さ
も

間
見
せ

な
が
ら

釣
り

を
振
る
い

け
る

そ
れ
に
負
け
じ
と

の
男
も
振
る
う
も
釣
れ
る
ま

で
の
速

に
差
が
あ
り
過
ぎ
て

ど
う
見
て
も

黒
い

の
男
の
方
が

勢
だ

た

 
取
り

え
ず
ア
レ
だ
見
て
い
て
と
て
も
面
白
い

こ
れ
は
確
か
に

り
が
見
て
い
る
だ
け
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で
も

中
す
る
気
持
ち
も
分
か
る

や
り
取
り
を

い
て
い
る
だ
け
で
も
結
構

し
め
る

 

と
な
く
だ
が

こ
の
二
人
が
兄
弟
だ
と

わ
れ
て
も
ど
こ
か

得
出
来
る

か
が
あ
る
と

思

た

 
そ
れ
は
恐
ら
く
あ
る
意
味
で
の
信
頼
で
勝
負
に
は
対

な
目
線

つ
全
力
で
打
ち

む
気

が
そ
う
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う

ア
キ
ト
と
キ
リ
ト
の
兄
弟
と
は
全
く
異
な

た
あ
る
意

味
で
の
信
頼
だ

あ
の
二
人
が
兄
弟
だ
と
決
ま

た

で
は
無
い
が

 
ま

あ
の
様
子
で
は
仮
に
実
の
兄
弟
だ

た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
そ
れ
で
や
や
こ
し
そ

う
だ
が

が
絶
え
な
く
て

親
は
気
を

み
そ
う
で
あ
る

れ
た
も
の
だ
と
放

す
る

事
も

え
ら
れ
る
し

お

い
を
憎
む
程
に
い
が
み
合
い
は
し
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
が

い
い
な

 

の
男
が
ポ
ン
ポ
ン
と
釣

て

声
を

け

の
男
が

い
な
が
ら
も
釣

た

の
レ
ア

が
高
い
の
か
集
ま

て
い
る
釣
り

き
の
者
達
か
ら
称

さ
れ
る
光

を
見
て
い
る
と
ポ
ツ
リ

と

で
小
さ
く

望
が

せ
て
い
な
い

あ
る
い
は

そ
う
と
も
し
て
い
な
い
声
が

こ

え
た

 
横
目
で
キ
リ
ト
の

を

み
見
れ
ば
彼
は
少
し

き
そ
う
な
面
持
ち
で

し
い
も
の
を
見
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る
か
の
如
く
目
を

め

二
人
を
見
つ
め
て
い
た

 
多
分
私
が
感
じ
た
も
の
と
同
じ
も
の
を
彼
も

き

自
身
の
状
況
と

ら
し
合
わ
せ

望

を

い
た
の
だ
ろ
う

あ
の
兄
は
明
ら
か
に
世
間
一

的
な
兄
と
は

い

い

あ
の
兄
に

べ

れ
ば
今
も
目
の
前
で
憎
ま
れ

を

い
て
い
が
み
合
い
つ
つ
勝
負
を

け
て
い
る
二
人
の
男
の

方
が
絶
対
的
に
マ
ト
モ
だ

 
キ
リ
ト
が

れ

望
を

い
て
し
ま
う
の
も
無
理
は
無
い

な
ま
じ
あ
ん
な
実
兄
が

る
か

ら
こ
そ

よ
り
も
強
い

望
を

い
て
し
ま
う
の
は
自
明
の
理
だ

 
同
性
か
異
性
か
と
い
う
問

は
か
な
り
重
要
だ
か
ら
こ
れ
ば
か
り
は
リ

フ

や
ユ
イ
ち

ん
で
も
ど
う
に
も
出
来
な
い

 
家

と
い
う
も
の
は
立
場
に
よ

て
年
下
の
存
在
へ
与
え
る
影

が
異
な
る

男
を
自
身
と
し

た
場
合

は
背
中
で
語
る

れ
の
存
在
に

は
愛
情
を

い
で
く
れ
る
存
在
に
姉
は

的

護
す
る
存
在
で
兄
は

す
る
存
在

年
下
の
弟
で
あ
れ
ば
自
ら
が
目
標
に
な
れ
る

よ
う

を

み

妹
な
ら
護
れ
る
よ
う
力
を
付
け
よ
う
と
す
る

 
彼
の
場
合
は
ど
れ
も
欠
如
し
て
い
る

は
お
ら
ず
姉
は

護
せ
ず
兄
は

よ

り
も
年
下
故
に
弟
あ
る
い
は
妹
に
向
け
る
よ
う
な
感
情
も

か
な
い
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だ
か
ら

彼
が

望
を

く
の
は

た
り
前
で

そ
れ
が

よ
り
も
強
い
の
も

前
の
事

過
去
の

殺
歴
か
ら
人
と

離
を

く
よ
う
に
な

た
私
で
す
ら
家

は
心
の
安
息
と

と

て
も
心
の

か
ら
の
で
は
無
い
が

え
た
の
に
彼
に
は
そ
れ
す
ら
無
か

た
の
だ

か
ら

 
彼
が
義
姉
リ

フ

に
絶
対
の
信
頼
を
寄
せ
る
の
も
あ
る
意
味
で
は

然
な
の
だ

初
め
て

護
し
て
く
れ
る
存
在
に
出
会

た
の
だ
か
ら

 
実
姉
の

場

は
義
姉
が

め
た

彼
女
の

家

愛
と
異
性
愛
か
ら
来
る
愛
情
と

護
が

キ
リ
ト
の
欠

を

た
し
た

 
な
ら

は
実
兄
の
場

だ

未
だ
彼
の
心
に
は
自
己
以
外
な
が
ら
彼
を

し
寄
り

う

存
在
が

な
い
ま
ま

更
に

え
ば
ト
ラ
ウ
マ
だ
か
ら
欠

は

よ
り
も
深
く

い

 
エ
ギ
ル
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

だ
か
ん
だ
と
面
倒
見
が
良
い
か
ら
可
愛
が
る
親

の

さ

ん

り
か
ク
ラ
イ
ン
と
デ

ア
ベ
ル
は
近

の
お
兄
さ
ん
的
ポ
ジ
シ

ン
だ
ろ
う

シ
ン
カ

は

学

の
先
生
と
か

そ
の

り
だ
ろ
う
か

 
そ
ん
な
彼
ら
に

べ
れ
ば
確
か
に
色

と

発
し
て
は
憎
ま
れ

を

き
合

て
い
る
彼
ら

は

ク
ラ
イ
ン
達
よ
り
は
確
実
に
家

的
な
兄
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
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た
だ
あ
そ
こ
ま
で
憎
ま
れ

を

く
よ
う
な

肉

に
な
ら
れ
る
と
そ
こ
は
か
と
な
く

な
気
分
に
な
る
の
だ
が

い
や
多
分
根

こ
は
変
わ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
が
彼
の

を

え

る
と
あ
ん
ま
り
似
合

て
な
い

は
や

り

直
な
方
が
良
い

 
ビ

タ

と
し
て
の
キ
リ
ト
な
ら
少
な
く
と
も

で
ポ
ン
ポ
ン
釣

て
い
る
男
の

は
結
構
し

く
り
く
る
イ
メ

ジ
が
あ
る
の
だ
が

 
そ
こ
ま
で

え
て

と
な
く
キ
リ
ト
が

望
を
向
け
て
い
る
対

兄
ら
し
さ
を
感
じ
て

い
る
男
が
ど
ち
ら
な
の
か

し
が
つ
い
た

 
恐
ら
く
だ
が
未
だ

名
す
ら
分
か

て
い
な
い

肉

の
男
だ

あ
の
男
の

振
り
は
ビ

タ

と
し
て
の
キ
リ
ト
の

振
り
に
近
し
い
も
の
が
あ
る

キ
リ
ト
に
と

て
兄
の
理
想

像
は

あ
の
男
の
よ
う
な

肉

な
人
格
者
な
の
だ
ろ
う

 

肉
は

発
で
も
あ
る
と
同
時
に
時
と
場
合
に
よ

て
は

に
も
な
り
得
る

 
ビ

タ

の

は
自
身
へ
負
の
想
念
を
向
け
る
よ
う
悪
性
を

徴
す
る
事
で

の

人
間
の
善
性
を

徴
し
生
き
る
気

を
保
た
せ
る
事

別
の
見
方
を
す
れ
ば
歪
で
は
あ
る
が

と
も

え
ら
れ
る
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そ
の

を
自
ら
背
負
い

を

し

け
て
来
た
彼
は

え
だ
け
で
な
く

し
て

く
れ
る
存
在
も
欲
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

め
る

は
リ

フ

が

え
る

が

が
持

て
い
る
も
の
の

す
る
存
在
は
無
い
に

し
い

 

う
じ
て
ク
ラ
イ
ン

り
が

え
ら
れ
る
が
彼
は
キ
リ
ト
に
と

て
護
る
べ
き
存
在
の

一
人
に
入

て
い
る
か
ら

え
は
出
来
て
も

ま
で
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
キ
リ
ト
よ
り
上
の
実
力
者
や
立
場
の
人
間
年
上
の
者
の

葉
が

に
な
る
が
こ
の
世
界

で
は
彼
が
最
強
だ
か
ら
完
全
に
こ
の
理
論
が
逆
転
し
て
い
る

彼
が
ビ

タ

と
し
て
振

る
舞
う
事
で

の
人
間
を

攻
略
組
を

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
プ
レ
イ

全

を

し
て
い
る
か
ら

逆
が
成
立
し
な
い
の
だ

 
彼
が
こ
の
世
界
で

さ
れ
る

に
な
る
と
す
れ
ば
レ
ベ
ル
を
追
い
越
さ
れ

つ
彼
よ
り

の
実
力
が
上
で
あ
る
者
の
み

そ
し
て
彼
が
ビ

タ

の

か
ら
完
全
に
開
放
さ
れ
た

時
だ
け

 
最
悪
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
限
り
彼
を

出
来
る
存
在
は
現
れ
な
い

キ
リ
ト
の

者
は
彼

に
と

て
す
れ
ば

友
達

で
あ
る
と
同
時
に

そ
れ
以
上
に

護
る
べ
き
存
在

と
い
う
認
識

だ
か
ら
対

な

も
彼
よ
り
上
の

に
も
な
り
得
な
い

な
る
に
は
彼
を
越
え
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い

 
だ
の
に
彼
を
超
え
る
存
在
だ
と
思
わ
れ
る
実
兄
が
ア
レ
な
の
だ
か
ら

の
事
あ
の
実

兄
か
ら
私
達
を
護
ろ
う
と
躍

に
な

て
し
ま
う

 
未
来
は
真

暗
闇
だ
が
今
も
悪

と
な

て
同
じ
状

と
は

あ
の
男
存
在
か
ら
し

て
邪
魔
と
し
か
思
え
な
い

事
実
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
キ
リ
ト
を

る
存
在
に
な
る
の
だ
か

ら 
そ
も
そ
も

し
い
ら
し
い
実
姉
の
下
で
生
活
し
女
尊
男

風

が

し
始
め
た
こ
の
時
代

で
ど
う
す
れ
ば
あ
そ
こ
ま
で

れ
る
程
に
歪
ん
だ
人
間
性
が
構

さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か

ら

千
冬
が
育

放

を
し
た
と
し
て
も
流

に
ア
レ
は
お
か
し
い
だ
ろ
う

 
人
間
性
の
構

は

と
な
る

の
人
間
や

境
が
大
き
く

与
す
る

話
を

い
た
限
り
だ

と
そ
う
は
思
い

い
が

千
冬
は

本
的
に
平

つ

静
ら
し
い
し
家

思
い
と
い
う

点
は
私
も

い
た
事
が
あ
る

そ
の
性

は
状
況
に
よ

て

じ
ら
れ
る
も
場
合
に
よ

て
は

し
こ
た
ま
甘
え
る
と
い

た
か
な
り

化
し
た
状

で
キ
リ
ト
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

 
ま

彼
女
も

時
は
未
成
年
だ

た
の
だ
か
ら
キ
リ
ト
の
場
合
は
と
も
か
く

秋
十
の

場
合
を
育

と
は

い

い
か
も
し
れ
な
い
が
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そ
れ
は
と
も
か
く
ア
キ
ト
の
人
間
性
は

千
冬
に
も
キ
リ
ト
に
も

て

ま
ら
な
い
異

な
も
の

の
他
人
の

の
キ
バ
オ
ウ
す
ら
も
超
え
る
歪
ん
だ
人
間
性
と
い
う
よ
り
は
悪
性

そ
の
も
の
を

間
見
た
今
ア
レ
の

と
な

た
人
間
は

な
の
か
も
結
構
気
に
な

て
い
た
り

す
るはシ

ノ
ン

 
ど
う
か
し
た
か

 
キ
リ
ト
も

悩
ん
で
い
る
だ
ろ
う
が
私
も
別
の
意
味
で
そ
れ
な
り
に

を
覚
え

息

を

く
と

そ
れ
を
見

め
ら
れ
て
し
ま

た

 
小

を

な
が
ら
問
う
て
く
る
そ
の
様
は
苦
し
ん
で
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い

さ
と

さ
が
共
存
し
て
い
た

 
本

に

で
こ
れ

ど
の

さ
を
保
て
て
い
る
の
か
不
思
議
で
な
ら
な
い

も

と
怒
り

に
憎
悪
に
塗
れ

く
れ
た

て
お
か
し
く
な
い

な
の
に

キ
バ
オ
ウ
と
ま
で
は
い
か
な

い
が
も

と
性
格
が
歪
ん
で
い
た

て
お
か
し
く
な
い

境
な
の
に
ど
う
し
て
そ
の
人
間
性

を
保
て
て
い
る
の
か

私
は
不
思
議
だ

た

 
こ
の
人
間
性
が
キ
リ
ト
本
来
の
も
の
な
の
か

あ
る
い
は
無
意
識
の
部
分
ま
で
キ
リ
ト
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な
り
に

虚
構
の

千
冬

の
人
間
性
を
ト
レ

ス
し
て
い
る
の
か

 
私
と
し
て
は
前
者
で
あ
る
事
を
信
じ
た
い

行
動
や
才
能
で

さ
れ
た

自
己
ま
で
も

他
人
に
似
せ
て
い
て
は
そ
れ
は
彼
自
身
の
人
生
と
は

い

い
だ
ろ
う

そ
ん
な
の
哀
し
過
ぎ

る
で
は
な
い
か

ん

で
も
無
い
わ

ん

 
だ
が
そ
れ
を
お
く
び
に
も
出
さ
ず
見
上

て
来
る
キ
リ
ト
に

み
か
け
な
が
ら

を

で
る

突
な
事
に

目
し
た
キ
リ
ト
は

し
か
し
す
ぐ
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
目
を

め

猫
の
よ
う
に
さ
れ
る
が
ま
ま
と
な

た

 

ビ

タ

の
時
が

あ
る
い
は

だ
と
す
る
な
ら

の
状

は
猫
だ
ろ
う
か

 
だ
と
し
た
ら
可
愛
い
な

そ
う

え
な
が
ら

を

で
た
り

の
下
を

た
り
し

な
が
ら

私
は
ヌ
シ
釣
り
が
始
ま
る
ま
で
時
間
を

し
て
い
た
の
だ

た

 
ち
な
み
に
こ
の
時
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
空
気
を

ん
で
離
れ
て
く
れ
て
い
た
の
だ
が
と
て
も

か
い

み
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
も
の
だ
か
ら

が
火

る
程
の

を
後
で
味
わ

た

 
そ
れ
も
ま

良
い
思
い
出
の
一
つ
で
は
あ
る
だ
ろ
う

平
和

と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
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こ
の
上
無
い
程
に

  
時
は
過
ぎ
て

後
七
時

と
う
と
う
ヌ
シ
を
釣
る
時
間
が

れ
た

 

に

り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
た
め
か
ま
だ

色
に

ま
る
太
陽
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
外

部
か
ら
見
え
緑
の

原
と
⻘
い

が

色
と

色
に

め
ら
れ
る
中
二
人
の

人
影
が
こ
の
層
で
最
大

の

に
近
付
く

 
一
人
は
最
高

と

語
す
る
だ
け
は
あ
る

く
釣
り

を

に

ぎ

で

で
は
無
い

大
き
さ
の

黒
い
ト
カ
ゲ
を

い
で
い
る

の
良
い
眼

を
掛
け
た
男
性
釣
り
師
の
ニ
シ
ダ

さ
ん

 
そ
の

ら
に

る
の
は

エ
リ

シ
デ

タ
こ
そ
背
負

て
い
な
い
も
の
の
前
開
き
の
黒

コ

ト
を

た
黒

く
め

の
キ
リ
ト

 
ど
ち
ら
も
真
剣
な
面
持
ち
で
多
く
の
釣
り
師
が

を

ん
で
見
守
る
中

の

へ
と
近

寄

た
で
は

行
き
ま
す
よ

 
ト
カ
ゲ
に
釣
り

を
し

か
り
引

掛
け
た
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
一

え
て
か
ら
釣
り

を
大
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き
く
振
り
か
ぶ

た

遠
心
力
で

な
り
に
釣
り

に
引

掛
け
ら
れ
て
い
る

大
な

の
ト
カ

ゲ
が

び

ち

ん

と
そ
こ
そ
こ
重
い

を
立
て
て
暗
く
な
り
始
め
た

に
波
を
立
て
た

は

ん
だ
が
引

掛
か

た
か
ど
う
か
を
見
る

の
浮
き
は
水
面
に

を
出
し

か

か

と
揺

う

 
そ
れ
か
ら

を

ん
で

つ
事
お
よ
そ
三

後
す
ぐ
さ
ま
反
応
が
あ

た

水
面
に
浮
か

ん
だ
浮
き
が
勢
い
よ
く

ん
だ
の
だ

 

の
釣
り
師
達
が

お
お

と
ど
よ
め
く

ニ
シ
ダ
さ
ん

ま
だ

ま
だ
で
す

ま
だ
引
き
上

る
に
は
速
い

 
交
代
し
な
い
の
か
と

ん

て
い
る
ニ
シ
ダ
さ
ん
に
キ
リ
ト
は
声
を
掛
け
た

そ
れ
を

け
た
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
し
か
し

ん

り
な
が
ら
も

を
横
に
振
り
ま
だ
交
代
し
よ
う
と
は
し

な
い

恐
ら
く
今
は
ま
だ
引
い
た
ら
ダ
メ
な

な
の
だ
ろ
う

 

ち

ち

と
浮
き

み
を

り
返
す
浮
き
は
そ
れ
か
ら
も

く
同
じ

動
が

り
返

さ
れ
て
い
た
が

十

ど
が
経
過
し
た
そ
の
時
一

強
く
ど

ん

と

を
立
て
て

ん
だ
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今
で
す

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
一
声
を

い
て

キ
リ
ト
が
横
か
ら
手
を

ば
し

⻑
大
な
釣
り

を
握
る

 
そ
れ
か
ら
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
手
を
離
す
の
と
同
時
彼
は
前
に
し
て
い
た

足
で
一

強
く
地
面

を

み

き

を
立
て
て
目
一

引
い
た

彼
を
中
心
に

面
に
波
が

こ
る

 

色
を
反

す
る
銀
色
の
釣
り

は
水
面
に
引
き
ず
り

も
う
と
す
る
ヌ
シ
の

力
と
そ
れ

に
負
け
じ
と
引

り
上

よ
う
と
す
る
キ
リ
ト
の

力
の
せ
め
ぎ
合
い
に
よ
り

の

を
想

さ
せ
る
よ
う
に
大
き
く

た

ピ
ン
と

り

め
た
感
の
あ
る
様
は
応

の

し
さ
を

間

見
せ
る

 

く

抗
し
た
勝
負
が

い
て
い
た
が

数

ど
経

た
時

変
化
が

こ

た

ぐ

ぐ
ぐ

こ

の

 
背
中
を
少
し

ら
し

足
で
地
面
を

み

く
形
で
水
面
へ
引
き
ず
り

ま
れ
る
の
に

え

て
い
た
キ
リ
ト
が
と
う
と
う
ヌ
シ
の

力
に
負
け
始
め
た
の
だ

ズ
リ
ズ
リ
と
地
面
を

り
な
が
ら
足
が

面
へ
と
引
き

り
寄
せ
ら
れ
て
い
く

 
し
か
し

故

キ
リ
ト
は

力
七

振
り
で
最
高
レ
ベ
ル
を
誇
る
が
故
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
大
の
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力
値
を
有
す
る
プ
レ
イ

ヌ
シ
と

え
ど
第
二
十
二
層
程

の

に

力
で
負
け
る
と
は

思
え
な
い
の
だ
が

 
そ
う
思

し
な
が
ら
キ
リ
ト
を
見
て
い
る
と

と
気
付
い
た
事
が
あ

た

 
少
し
ず
つ

面
へ
引
き

ら
れ
て
い
る
彼
の
体
だ
が

そ
れ
に
反
し
て
彼
の

は
釣
り

を

し

か
り
引
い
て
い
て

い
や
む
し
ろ
ヌ
シ
が
釣
り

の

を
引
く
力
よ
り
彼
の
方
が
勝

て
い
る

釣
り

を
引
く

が
キ
チ
ン
と
し
て
い
る
と
い
う
事
は

少
な
く
と
も
力
の
面
で
は

勝

て
い
る
の
だ

 
そ
れ
を

ま
え
て

め
て
見
れ
ば
彼
の

は
し

か
り
引
け
て
い
る
が
体
が
引
き
寄
せ
ら

れ
て
い
る

 
す
な
わ
ち

体
重
が
足
り
な
い

だ
か
ら

ん

て
も
引
き

ら
れ
て
し
ま

て
い
る
の

だ

そ
れ
だ
け
大
物
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
力
の
面
は
技
術
で
ど
う
に
か
な
る
に
し
て
も
流

に
重

の
面
で
は
す
ぐ
ど
う
に
か
出
来
る

事
で
は
な
い

彼
の
身
⻑
は
ま
ず
間
違
い
な
く
全
プ
レ
イ

の
中
で
も
最

だ
し
と
て
も
華

な
体
つ
き
だ
か
ら

武
器
を

備
し
て
い
な
い
今
は
自
然
と
ア
バ
タ

の
体
重
も

い

だ

水
を

み
更
に
は
ヌ
シ
と
呼
ば
れ
る
程
に

大
な

を

手
に
力
は
と
も
か
く
体
重
で
圧
倒



 第四十九章 〜ヌシ釣りと秘匿の真意〜

的
に
負
け
て
い
て
は
分
が
悪
い

 
こ
の
ま
ま
一
人
で

ん

て
い
て
は
遠
か
ら
ず

面
に
釣
り

ご
と
引
き
ず
り

ま
れ
か

ね
な
い

ヌ
シ
が
ど
れ

ど
の
存
在
か
分
か
ら
な
い
が
暗
く
な

て
き
て
い
る
現
状
で
水
中
に

と
さ
れ
た
ら
そ
こ
は

の
独

場
に
な
る

モ
ン
ス
タ

な
の
か
は
知
ら
な
い
が
仮
に
ダ

メ

ジ
を
与
え
て
来
る
存
在
だ
と
し
た
ら
流

に
水
中
と
い
う
事
も

て
キ
リ
ト
で
も
苦

戦
す
る

 

ま

彼
が

静
だ

た
ら

で
対

し
そ
う
な
気
も
す
る
が

 
と
に
か
く
今
は
手
助
け
を
す
る
べ
き
だ
ろ
う

パ
ラ
メ

タ
的
な
手
助
け
は
出
来
な
い
が
身

⻑
は
私
の
方
が
上
な
の
だ
か
ら
必
然
的
に
彼
よ
り
体
重
は
重
い
方
に
な
る
そ
れ
で
彼
を
引

れ
ば
多
少
は
手
助
け
に
な
る

だ

 
そ
う
決
断
し
て
か
ら

私
は
十
メ

ト
ル

ど
前
で

ん

て
い
た
キ
リ
ト
に

け
寄
り

背
面
か
ら
お

に

を
回
し

き

め
た

シ
ノ
ン

 
一
体

を

あ
な
た
の
体
重
じ

ジ
リ

だ
か
ら
こ
う
や

て
私
が
重

に
な
ろ
う
と
し
て
る
の
よ

あ
な
た
よ
り
私
の
方
が
身
⻑
高
い
分
重
い
の
は
確
実
だ
か
ら
ね
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い
て

越
し
に
振
り
返

て
来
た
キ
リ
ト
に

み
な
が
ら
そ
う
返
す

 
体
重
ど
う
こ
う
で
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
が

身
⻑
差
で
私
の
方
が
重
い
の
は
明
ら
か
だ
か
ら

別
に
構
わ
な
い
か
な
と
思

て
い
る

平

か
ら
し
て
私
は

い
方
だ
し

 
そ
れ
か
ら
私
は
あ
り

た
け
の
全
力
で

で

き

め
て
い
る
キ
リ
ト
の
体
を
後
ろ
に
引

た

そ
れ
で
少
し
ず
つ
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
た
彼
の
体
は
止
ま
り

抗
そ
れ
か
ら

地
へ
と
後
退
し
始
め
る

 
や
は
り
足
り
な
か

た
の
は
重

だ
け

力
は
勝

て
い
る
か
ら
す
ぐ
に
キ
リ
ト
は
ヌ
シ

を
追
い

め
始
め
た

シ
ノ
ン

絶
対
に

を
離
さ
な
い
で
く
れ
よ

分
か

て
る
わ
よ

よ
し

な
ら

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
キ
リ
ト
の

葉
に
必
死
に
体
を
引

り
な
が
ら
応
え
る

す
る
と
彼
は
大

声
の

を

上

全
力
で
釣
り

を
引
き
な
が
ら

後
ろ
へ
後
退
し
始
め
た

 
私
は
と

え
ば
キ
リ
ト
の
体
が
引
き
寄
せ
ら
れ
な
い
よ
う
引

る
の
で
精
一

む
し
ろ
キ

リ
ト
が
後
退
し
よ
う
と
す
る
程
に
私
の

が
彼
の
体
に
食
い

む
か
の
如
く
私
が
引
か
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
力
も
増
す

  

き

み
し

 

釣
り

が

 

ま
じ
い

力
の
せ
め
ぎ
合
い
で
大
き
く

り

け
る

が
と
う
と
う

値
の
限
界
に
達

し
始
め
た
の
か
全
損
の
兆
候
で
あ
る

な

を
立
て
更
に
は
根

部
分
に

が
入
り
始
め
る

あ
と
十

も
こ
の

ぎ
合
い
を

け
れ
ば
釣
り

は

れ
て
し
ま
い
ヌ
シ
釣
り
は
失

に
終
わ

る
だ
ろ
う

 
そ
う
は
さ
せ
じ
と

キ
リ
ト
は
最

声
も
上

ず
全
力
で

を
引

る

一

強
く

り

更
に

な

が

き

  
直
後

私
達
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
し
て
い
た
力
の
全
て
が
失
せ
た

 
な

ん
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ぐ

 
全
力
で
後
退
し
な
が
ら
引

て
い
た
私
達
は

ん

る

に

や
し
て
い
た
力
の
全
て

で
後
ろ
へ
吹

ん
だ

 
後
ろ
へ

ん
だ
私
は
彼
を

き

め
た
ま
ま

原
の
地
面
に
背
中
を
強
か
に
打
ち
付
け

か
に

い
て
し
ま
う

け

と

ま
で
出
た

 
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
状
況
把
握
に
務
め
る

 
キ
リ
ト
が
手
に
し
て
い
た
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
最
高

釣
り

は
も
の
の
見
事
に
持
ち
て
か
ら
先

が
バ

キ
リ
と

れ
て
い
て
釣
り

も

中
で

ら

ら
と
風
に
煽
ら
れ
揺
れ
る
だ
け
に
な

て
い
た

つ
ま
り
は
失

と
い
う
事
だ

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
来
て
失

だ
な
ん
て
ね

い
や

ア
レ
は
流

に
予
想
外

 
お
二
人
と
も

く
立

て
こ

ち
へ

 
危
な
い
で
す
よ

 
へ
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二
人
し
て
釣
り

に

線
を
や
り
そ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

し
て
見
合

て
苦

を
浮

か
べ
て
い
る
と

離
れ
た

か
ら
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
焦

た
よ
う
な
声
が

こ
え
て
来
た

 
予
想
外
な
内
容
だ

た
の
で
キ
リ
ト
と
同
時
に

狂
な
声
を
上

な
が
ら
ニ
シ
ダ
さ
ん

が

た

を
見
れ
ば

確
か
十
メ

ト
ル

ど
離
れ
て
い
た
だ
け
の

な
の
に

故
か
五
十

メ

ト
ル
程
も
あ
の
人
は
離
れ
て
い
た

し
か
も

に

た
釣
り
師
達
も
同
様
で
ど
こ
か
恐

れ
を

ん
だ

で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る

 

い
や

見
て
い
る
の
は
私
達
で
は
無
く

そ
の
背
後

 
彼
ら
の

線
の
先
が
私
達
で
は
無
く
そ
の

上
を

た
先

の
方
で
あ
る
事
に
気
付
い

た
私
は

一
先
ず

向
け
に

た
状

か
ら

き
上
が

て
そ
ち
ら
へ

線
を
向
け
た

は

 
そ
し
て

界
に
入

た
存
在
を
見
て

然
と
し
た

 

色
の

に

わ
れ
た
そ
れ
は
見
た
目
こ
そ
金

を

物
風
に
カ
リ
チ

ア
ラ
イ
ズ
し
た
よ

う
な
風
体
だ

た

そ
こ
は

に

む
ヌ
シ
と
い
う
事
で

得
い

た
の
だ
が
思
わ
ず

け
て

し
ま

た
の
は
そ
の

に
手
と

が
存
在
す
る
事
だ

た

ど
こ
と
な
く
人

く
け
れ
ど

獣
を
思
わ
せ
る
構

と
思
し
き
手
足
が
付
い
た

だ

た
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更
に
そ
の
ヌ
シ
は

大
だ

た

直

で
十
メ

ト
ル
は
あ
る
の
で
は
と
思
う
程
に

大
で

私
は
と
も
か
く

キ
リ
ト
な
ん
て
一

で

ろ
り
と
食
べ
ら
れ
そ
う
な
程
に
大
き
い

 
名
称
は
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｌ
ａ

ｅ
Ｂ
ｏ
ｓ
ｓ
ｆ
ｉ
ｓ
ｈ

バ

は
三
本
レ
ベ
ル
は

恐

ら
く
そ
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
で
更
に
重

も
無
け
れ
ば
引
き
上

ら
れ
な
い
よ
う
設
定
さ
れ
て

い
た

定

付
き
の
ボ
ス

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
モ
ン
ス
タ

の
よ
う
な
と

て
い
た
が
と
ん
で
も
な
い

れ
も
無
く
モ

ン
ス
タ

で
あ
る

 
そ
の

体
の
持
ち
主
で
あ
る
ヌ
シ
の

眼
が
ギ

ロ
リ
と
す
ぐ
目
の
前
で

然
と
す
る
私

と

故
か
身
動
ぎ
し
な
い
キ
リ
ト
に
向
け
ら
れ
る

ギ

エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ

 
直
後
小
さ
い
な
が
ら
ギ
ザ
ギ
ザ
の
サ
メ
を
思
わ
せ
る
⻭
が
ズ
ラ
リ
と

ん
だ

を
大
き
く
開

け

を
上

て
未
だ
地
面
に

り

ん
だ
ま
ま
の
私
達
に
襲
い
掛
か

て
来
た

開
け
た

大

が
目
の
前
に

り

影
が
出
来
て
暗
く
な
る

 
第
二
十
二
層
に
は
フ

ル
ド
ボ
ス
が
い
な
か

た
と
い
う
話
を

い
た
こ
と
が
あ
る
が
ま

さ
か
コ
レ
が
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
と

と
は
な
し
に

え
る
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そ
し
て
こ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
の
か
と
も
思

た

レ
ベ
ル
的
に
少
な
く
と
も
私
は

死
確

定
で
あ
る

流

に
レ
ベ
ル

の
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

の
攻
撃
を

に
も

達
し
て
い
な
い
私

で
は

え
切
れ
な
い
だ
ろ
う

死
な
の
は
目
に
見
え
て
い
る

た
だ
け
で
も
結
構

を
持

て
行
か
れ
る
の
だ
か
ら
直
撃
コ

ス
の
こ
の
攻
撃
な
ん
て
生
き
残
れ
る
可
能
性
は
万
に

一
つ
も
な
い

 
し
か
し
そ
れ
は

た

た
場
合
の
話
だ

こ
の

 
こ
ち
ら
に
突
進
し
て
く
る
の
を
見
て

く
再

し
た
ら
し
い
キ
リ
ト
が
す
ぐ
さ
ま
私
の
上
か

ら

り
眼
前
に
氷
の
結

か
ら
蒼
い
大
楯
を
作
り
出
し
た

そ
れ
の
裏
面
に
あ
る

を

し

て

を

定
し
手
で
持
つ
二
つ
の
輪
を

の
手
で
持

て

地
面
に
盾
の
下

を
突
き
立
て

定
す
る

 
そ
れ
だ
け
で
ヌ
シ
の

体
は

ら
れ

と
共
に
止
ま
り

弾
か
れ

か
に
後
退
し
た

ぐ

 
同
時
に

苦
し

な
が
ら
抑
え
よ
う
と
す
る
キ
リ
ト
の

き
が

を
打
つ

以
前

い
た

が
盾
で

い
だ
時
に
は
全
身
に
電
流
が
流
れ
る
か
の
よ
う
な

み
を
味
わ
う
ら
し
い
そ
れ
を
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今

け
た
の
だ

見
れ
ば
彼
の

ゲ

ジ
も
数
ド

ト

れ
て
い
た

 
た

た
数
ド

ト
で

我

し
て
も

を

め
る
程
の

み
が
彼
を
襲

て
い
る

 
そ
れ
を
さ
せ
た
の
は
私
が

然
と
し
て
動
か
ず
攻
撃
を

が
ざ
る
を
得
な
く
し
て
し
ま

た

か
ら
な
の
で

す
ぐ
さ
ま
立
ち
上
が

て
ヌ
シ
か
ら
目
を
離
さ
ず
後
退
し
た

ギ

エ
エ
エ
エ

め
る
な

 
私
が
後
退
し
た
の
を
横
目
で
確
認
し
た
彼
は
盾
を
持
ち
上

再
び
圧
し

そ
う
と

て
来

た
ヌ
シ
の
突
進
を

ら
り
と

や
か
に

す

 
す
か
さ
ず
持

て
い
た
盾
を
地
面
に
突
き
立
て
て

手
を
空
け
代
わ
り
に
黒
い
刀
身
を

く

縁
取

た
極
太
の

剣

形
状
だ
け
を
見
れ
ば
十
手
に
近
く
見
え
る
武
器

を
持
ち
自
身

の
身
⻑
よ
り
⻑
大

つ
重

な
そ
れ
を
全
力
で

ぎ
に
振
る

た

 
ヌ
シ
の
肉
付
き
の
良
い

体
に
一
応
分

と
し
て
は

手

に
な
る
の
で

い
刃
を
持

つ
打
撃
属
性
の

剣
が

き

ま
れ
ゴ

と
重
い

き
が
上
が
る
と
共
に
ヌ
シ
が
横
へ
吹

ぶ

そ
の

離
は
大
体
十
メ

ト
ル
あ
る
か
な
い
か
程

 
あ
の
体
格
差
を

す
程
の

力
が
彼
に
あ
る
の
だ
か
ら
全
力
で

器
を
振
る
え
ば
こ
の
結
果
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に
な
る
の
も

け
た

こ
れ
が
刃
を
持
つ
武
器
な
ら
斬
り
裂
く
に
終
わ

た
だ
ろ
う

ま
だ
ま
だ

 
ヌ
シ
を
吹

ば
し
た
キ
リ
ト
は

け
て

ん
だ

色
の
光
を
発
す
る

黒
い

剣
を
地
面

へ
大
上

か
ら

き
付
け
た

 
す
る
と

剣
を

き
付
け
た
場

を

点
に
ヌ
シ
目
掛
け
て

あ
る
い
は
キ
リ
ト
の
正
面

に

地
面
か
ら

の
槍
が

的
に

し
直
進
す
る

の
槍
は
体
勢
を
立
て
直
そ
う
と

し
て
い
た
ヌ
シ
の
下

部
へ
直
撃
し
二
メ

ト
ル

ど

へ
打
ち
上

る

あ
の

体
を
打
ち

上

る
程
の

力
を
あ
の

の
槍
は
有
し
て
い
た
の
だ

 
あ
ん
な
技
が
あ
る
と
は

い
て
い
な
か

た
が
あ
の

剣
に
は
大
地
を

る
力
が

て
い

る
ら
し
い
し

闘
技
場
に
出
て
来
た
ホ
ロ
ウ
も
似
た
攻
撃
を
し
て
い
た
か
ら
多
分
あ
の
武
器
特

有
の
も
の
な
の
だ
ろ
う

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
で
地

刃
と
い
う
も
の
も
あ

た
し
直
前
に

光

て
い
た
の
は
そ
の
ス
キ
ル
を
使

て
い
た
か
ら
だ
と
予

し
た

 
そ
う
思

し
て
い
る
間
に

剣
か
ら
手
を
離
し
た
キ
リ
ト
は

を
吹
き
出
す
二

一
対
の
戦

輪
を

手
で
握
り

や
か
に
地
を

た

 
行
き

く
先
は

に
打
ち
上

ら
れ
た
ヌ
シ
の
上

背
び
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
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ち
ろ

 

真
上
に
来
た
と
こ
ろ
で
彼
は
二

の
戦
輪
を
振
り
上

体
ご
と

下
し
な
が
ら
一
気
に

き
付
け
る

そ
の
一
撃
で

に
浮
い
て
い
た
ヌ
シ
は
地
面
へ
と

と
さ
れ
地

き
と
衝
撃

が

き

る

 
そ
れ
と
共
に
ヌ
シ
あ
る
い
は
キ
リ
ト
を
中
心
と
し
て

五
メ

ト
ル
程
の

の
衝
撃
波

が
放

状
に
放
た
れ

そ
の

内
に
あ

た
地
面
の

が
黒
く

え

き
た

 
フ

ル
ド
オ
ブ
ジ

ク
ト
な
の
で
す
ぐ
さ
ま
修
復
さ
れ
た
が
こ
れ
一
つ
だ
け
で
あ
の
放

状
に
放
た
れ
た

に
も
攻
撃
判
定
が
あ
る
と
い
う
事
が
見
て
取
れ
る

見
た
目

り
の
リ

チ

で
は
無
い
と
い
う
事
だ

そ
も
そ
も

に
実
体
な
ん
て
無
い
か
ら

た
り
前
な
の
だ
が

ギ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
攻
撃
を
終
え
た
キ
リ
ト
が
一

離
を
取

て
仕
切
り
直
し
た
直
後
怒

た
か
の
よ
う
に
ヌ

シ
が

を

か
せ
た

そ
れ
は
ヌ
シ
の

が
五

を
切

て
パ
タ

ン
が
変
化
し
た
事
を
示

す
も
の
で

事
実

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る

バ

は

二
本
目
の
残
り
四

ど
に
突
入
し

て
い
た

 
狂
戦
士
の

輪
に
よ

て
攻
撃
力
や
全
ス
テ

タ
ス
が
増
大
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
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無

の
バ
フ
が
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ら
キ
リ
ト
の
攻
撃
は
一
撃
だ
け
で
も
他
の
プ
レ
イ

に

べ
て
絶
大
な
ダ
メ

ジ
を

き
出
す

そ
の
彼
の

ド
ス
キ
ル
を
絡
め
た
攻
撃
を

け
て

分
残
し
て
い
る
と
い
う
の
は

か
な
り
の

を
持
つ
と
い
う
事

 
レ
ベ
ル
だ
け
見
れ
ば
攻
略
組
に

ば
な
い
が
そ
れ
で
も

り
な
り
に
も
ボ
ス
だ
か
ら
か
ヌ

シ
も
か
な
り
の
強

の
よ
う
だ

た

 
し
か
し
流

に
今
回
は

手
が
悪
か

た
と
し
か

え
な
い

 
釣
り
を
専

と
し
て
い
る
ニ
シ
ダ
さ
ん
達

手
な
ら
十
分
以
上
に
猛

を
振
る

た
だ
ろ
う

彼
ら
は
攻
略
組
と
違

て
戦
闘
ク
ラ
ス
で
は
無
い
上
に
恐
ら
く
ボ
ス
戦
も
経
験
し
て
い
な
い

だ

か
ら

突
発
的
な
ボ
ス
戦
に
慌
て

た
め
き

す
術
も
無
く

を

な
く
さ
れ
て
い
た

 
対
し
て
キ
リ
ト
は

独
で
ボ
ス
を

手
取

て
勝

す
る
程
の
実
力
者
だ

二
刀
流
を
得

る
前
で
も
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
と
第
四
十
九
層
の
ボ
ス
を

手
に

騎
で
勝

し
て
い
る
し

そ
の
後
も
第
七
十
四
層

闘
技
場
の
ボ
ス
を

手
に

一
人
で
勝
ち
を
取

て
い
る

 
ク

タ

ボ
ス
や
闘
技
場
に
出
て
来
た
ボ
ス
の
よ
う
に
戦
闘
に
特
化
し
た
ス
テ

タ
ス
と

攻
撃
を
持

て
い
る
な
ら
と
も
か
く
手
足
が
付
い
て
い
る
だ
け
で
突
進
し
か
し
て
こ
な
い
の
で

は

彼
に
一
撃
直
撃
さ
せ
る
事
す
ら
至

を
極
め
る
だ
ろ
う

倒
す
な
ど
以
て
の
外
だ
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故
に

を

分

ら
れ
た
事
で
パ
タ

ン
が
切
り

わ

た
と

え
ど

仕
切
り
直
す

の
攻
撃
だ
け
で

分

た

騎
最
強
の
彼
に

う

も
無
く
こ
の
後
は
片
手
剣

ド

ス
キ
ル
だ
け
で
一
分
も
要
さ
ず
撃
破
さ
れ
た
の
だ

た

  
あ
の
後
突
発
的
な
ボ
ス
戦
に
も

わ
ら
ず

独
で
勝

し
た
事
そ
し
て
レ
ア
な
釣
り

が

手
に
入

た
と

き
上
が
る
釣
り
ギ
ル
ド
は
見
事
ヌ
シ
を
釣
り
上

た
事
を
祝
し
て

す
る
つ
も
り
だ

た
か
ら
祝
し
て

と

う
の
は
違
う
か
も
し
れ
な
い
が

宴
会
を
開
い
た

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
は
お

で
彼
の

理
を

能
し
た
ニ
シ
ダ
さ
ん
達
に
請
わ
れ
た

り
再
び

理
の

を
振
る

た

 
使
わ
れ
て
い
る
食

は
釣
り
勝
負
で
し
こ
た
ま
釣
ら
れ
て
い
た

と

が
持

て
き
て
い
た

や
肉
な
ど
そ
し
て
キ
リ
ト
が
ホ

ム
か
ら
持

て
き
た

や
味

の

最
後
に
ヌ

シ
か
ら
手
に
入

た

食

太
古
の
大
ヌ
シ
の

肉

で
あ
る

 
あ
の
ヌ
シ
の
ド
ロ

プ
品
は
ニ
シ
ダ
さ
ん

く
今
ま
で
見
て
来
た
も
の
よ
り

を

い
て
レ

ア
な
釣
り

と

食

ア
イ
テ
ム

そ
れ
か
ら

ば
く
か
の
経
験
値
と
コ
ル
だ

た

後

者
二
つ
が
少
な
め
だ

た
の
は

前
者
二
つ
の
レ
ア

に

さ
れ
て
の
事
だ
ろ
う
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釣
り

は
ニ
シ
ダ
さ
ん
達
が
使
え
る
も
の
な
の
で
今
回
手
伝

て
く
れ
た
お
礼
と

て
キ

リ
ト
は
後
三
つ
を
全
て

ら
れ
た

そ
れ
か
ら
す
ぐ
開
か
れ
た
宴
会
で
彼
は

速

ら
れ
た

食

を

い
て

理
を
振
る
舞

た

 
そ
し
て
出
て
来
た

理
に

に
食
べ
た
者
は
再
び
感

を
流
し
初
め
て
の
者
は

と
共

に
無

で

を
進
め
る
と
い
う
様

が

つ
も

べ
ら
れ
て
い
る
木
製
テ

ブ
ル
の
そ
こ
か
し

こ
で
見
ら
れ
た

ご

味

が
し

か
り

い
た

ら
か
い

今
回
の
メ

イ
ン
で
あ
る

身
と

と
い
う

み
深
く
も
こ
の
世
界
で
は
味
わ
え
な
か

た
和
食
に

も
が

喜
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
様
子
を
少
し
機

よ
さ

に

め
な
が
ら
ご

を
食
べ
る
キ
リ
ト
の
対
面
で
私
も
ま

た
マ
イ

で

と

理
を
食
べ
て
い
く

 
あ
ん
な
風
体
で
も
一
応
高

だ

た
の
か
ヌ
シ
の

身
は
マ
グ
ロ
を
思
わ
せ
る
程
に

が

た
も
の
で

の
中
に
入
れ
れ
ば

り

り
と
し
た
食
感
が
得
も

わ
れ
ぬ

福
感
を
覚
え

さ
せ
て
く
れ
る

そ
こ
に

そ
し
て
今
日
ホ

ム
に
帰

て
か
ら
更
に
製
作
し
た
ら
し
い
わ

さ
び
が
合
わ
さ
れ
ば

正
に
リ
ア
ル
の
高

身
と

同
じ
味
を

能
出
来
る

 
更
に
キ
リ
ト
は

身
だ
け
で
な
く

と

の
味
と

い
が
す
る
自
作
の

を
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い
て
お

ま
で
作

て
見
せ
た

流

に
作
り
方
が
分
か
ら
な
い
も
の

が
無
い
イ
カ
や

イ
ク
ラ
と
い

た
も
の
は
無
か

た
が
マ
グ
ロ
や
サ

モ
ン
と
い

た
定
番
の
も
の
は

意
し

て
く
れ
た

 
ま

見
て
く
れ
は

に
リ
ア
ル
と
色
合
い
な
ど
が
異
な
る
し

も
黒
で
は
無
く

で

わ
さ
び
も
⻩
色
な
の
で

密
に

え
ば

き
な
の
だ
が
そ
ん
な
事
も
気
に
な
ら
な
い
く
ら
い

味
だ

た

ら
で
も

が
進
み
そ
う
な
程
の

味
し
さ
だ

た

シ
ノ
ン

味
し
い
か

え
え

葉
で
は

い
表
せ
な
い
く
ら
い

そ

か

そ
れ
は
よ
か

た

 
つ
い
さ

き
ま
で
追
加
を

し
て
頼
ま
れ
て
い
て

く

で
あ
る

と

が

を

い
た
た
め
ご

に
あ
り
つ
け
た
キ
リ
ト
も
釣
り
ギ
ル
ド
の
人
達
や
私
が

と
平
ら

て
い
く

の
を
見
て

と
て
も

し
そ
う
に

み
を
浮
か
べ
て
い
た

こ
う
し
て

気
な
い
話

と
し
て

振

て
来
る
く
ら
い

今
の
彼
は
機

が
良
い
ら
し
い

 

一
人
の
彼
も

本
的
に
は
人
と
一
緒
に

た
い
と
思

て
い
る
し
ど
う
も
世
話

き
な

き
ら
い
が
あ
る
よ
う
で
色

と
面
倒
を
見
て
く
れ
る

そ
れ
で
感

さ
れ
る
事
は

す
る
事
無
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く

直
に
喜
ぶ

 
実
姉

び
実
兄
に
勝

て
い
る
と
自
負
す
る
事
で

め
ら
れ
て
い
る
か
ら

と
い
う
名
の

自

を
し
な
い
だ
け
な
の
だ
ろ
う
が

も
か
も

下
す
る
よ
り
は
マ
シ
で
あ
る

 
そ
れ
に
こ
れ
だ
け

理
が
上
手
い
の
だ
こ
れ
で

さ
れ
て
は
女
で
あ
り
年
上
で
あ
る
私
を

め
た
女
性

の
プ
ラ
イ
ド
が
色

と
傷
付
き
か
ね
な
い

 
と
い
う
か
も
う
色

と

め
て
い
る

仮
想
世
界
だ
か
ら
こ
そ
制
限
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
彼
の

家
事
ス
キ
ル
を
現
実
で
見
せ
付
け
ら
れ
た
時
に
は
き

と

い
よ
う
も
無
い

北
感
を
味
わ
う

に
違
い
な
い
と
予
想
し
て
い
る

彼
を

た
時
点
で
リ

フ

が
そ
う
な

た
ら
し
い
か
ら

 

時
か
リ
ア
ル
で
キ
リ
ト
の
手

理
を
食
べ
て
み
た
い
の
だ
が
そ
の
時
に
は
プ
ラ
イ
ド
が

け

る
事
を
覚
悟
し
な
い
と
な

と

苦

し
か
浮
か
ば
な
い

え
が
あ

た
り
し
た

そ
れ
は
そ
う
と
キ
リ
ト
こ
こ
ま
で
の
大
人
数
に

や

と
い

た
も
の
を
明
か
し

て
良
か

た
の

 
そ
ん
な
思

を
浮
か
べ
な
が
ら
数
多
く
の

理
に

を
打

て
い
た
私
は

で
私
達
の

話
を

く
者
は

な
い
事
を
確
認
し
て
か
ら
お

の
時
か
ら
ず

と
浮
か
べ
て
い
た
疑
問
を
ぶ

つ
け
て
み
た
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こ
の
疑
問
は

然
の
も
の
だ
と
思
う

 
理
由
や
思
惑
は
知
ら
な
い
が
彼
は
こ
の
世
界
の

理
文
化
に
一

を
投
じ
る
程
の

命
と
も

う
べ
き
代
物
を
自
ら
の
手
で
作
り
出
し
て
い
な
が
ら
し
か
し
そ
れ
を
決
し
て
明
か
し
て
い
な

か

た

ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
と
い

た
同
じ

理
ス
キ
ル
持
ち
に
は
多
少
明
か
し
て
い
た
よ

う
だ
が
そ
れ
も
全

で
は
無
い

そ
れ
だ
け
彼
は

し
て
秘
匿
し
て
い
た
の
だ

実

ユ
ウ

キ
や
ア
ス
ナ
達
以
外
に
は
作
成
に
必
要
な

す
ら
教
え
て
い
な
い
く
ら
い
で
あ
る

 
な
の
に

の

絡
も
無
く
こ
ん
な
行
動
を
取
る
な
ん
て
彼
ら
し
く
な
い
し
秘
匿
し
て
い
た
今

ま
で
の
行
動
を
水

に
帰
す
の
で
は
な
い
か
と
思

た
の
だ

ら
ニ
シ
ダ
さ
ん
達
が

秘
を
了

承
し
た
と
は

え

人
の

に

は
立
て
ら
れ
ぬ

と

う
か
ら
明
か
し
た
時
点
で
話
が
広
ま

る
の
は
確
実

そ
れ
も
彼
は
理
解
し
て
い
る

だ

 

か
意

し
て
そ
し
て

を
意

し
て
の
行
動
な
の
か
知
り
た
く
て
私
は

問
を
ぶ
つ
け

た 
そ
れ
に
対
し

に
こ
に
こ
と

時
に
無
い
く
ら
い

し

に

み
を
浮
か
べ
て
い
た
キ
リ
ト

が

ん
の
一

だ
け
だ
が
表
情
を
消
し
た

そ
れ
も
本

に
一

で

す
ぐ
に

た
風
で

し
か
し
ど
こ
か
苦
慮
を
感
じ
さ
せ
る
苦

を
浮
か
べ
た
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表
情
を
消
し
た
と
い
う
事
は

ど
う
や
ら
私
は
触
れ
て
は
い
け
な
い

か
に
触
れ
て
し

ま

た
ら
し
い

 
こ
こ
は
一

遠
回
り
に
し
た
方
が
良
い
か
と
思

て
別
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
み
る
事
に
し
た

と

う
か

前

か
ら
思

て
た
の
だ
け
ど

で
コ
レ
を
秘
匿
す
る
の

 

に

い
事
な
ん
だ
か
ら

す
必
要
性
す
ら
無
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
だ
か
ら
明
か
し
た
理
由
で
は
無
く
秘
匿
の
理
由
を

く
事
に
し
た

こ
ち
ら
も
地

の
よ
う

な
気
は
す
る
が

実

こ
れ
は

も
が
覚
え
る
疑
問
だ
か
ら
し
て
も
お
か
し
く
は
無
い
と
思
う

 
こ
の
秘
匿
の
理
由
が
分
か
れ
ば
自
ず
と
明
か
し
た
理
由
も
分
か
る
の
で
は

と
い
う

え

も
あ

て
し
た
の
だ
が

 
追
加
で
し
た
私
の

問
に
対
し

苦

を
浮
か
べ
て
い
た
彼
は

か
に
目
を

せ
た

そ
れ
が
ア
ス
ナ
達
な
ら
な

だ
け
ど

は
ビ

タ

憎
悪
を
一
身
に

け
る
べ
き
存
在
だ

か
ら

命
や
変

と
い

た
も
の
に
は

定
的
に
見
ら
れ
る

が

応
し
い

定
的
に
見
ら
れ
る

で
あ
る

が
コ
レ
を
広
め
て
も

け
容
れ
ら
れ
は
し
な
い

や

味

の
存
在
を
認
め
求
め
は
す
る
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
を
作
り
出
し
た

績
は
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
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そ
う

 
キ
リ
ト
が

わ
ん
と
す
る
事
は
大
体
理
解
出
来
た

 
つ
ま
り
攻
略
と
ビ

タ

の

性
と
同
じ
に
な
る
と
い
う
事
だ

攻
略
で
欠
か
せ
な
い

人

で
あ
る
ビ

タ

の
戦
力
は
認
め
る
が
彼
が
い
た
か
ら
こ
そ
攻
略
出
来
た
と
い
う
事

実
を
認
め
な
い

そ
う
い
う
事
だ
ろ
う

彼
を
見
下
し

て
い
る
者
達
の
思

だ

 
と
は

え
こ
れ
は
キ
リ
ト
に
と

て
対
外
的
な
も
の
だ
け

彼
の
心
情
に

し
て
は
一
切
語

ら
れ
て
い
な
い

 
こ
れ
は
私
の
推

だ
が

彼
が

も
か
も

て
い
る
と
自

す
る
彼
が

一
実
姉
と

実
兄
に
勝

て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
家
事
の
面
に

わ

て
い
る
か
ら
こ
そ
彼
は
そ
の

り
を

定
さ
れ
た
く
な
く
て

明
か
さ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
私
だ

て

た
事
を
認
め
ら
れ
な
か

た
ら

だ

や

り

家
事
の
面
で

定
さ
れ
る
の
が

な
の

 
そ
の
思

を

に
疑
問
を
投

か
け
て
み
れ
ば
彼
は

目
し
た
ま
ま

定
も

定
も
せ
ず

を
保

た

つ
ま
り
は

外
の

定
だ
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数

ど

い
に

て
い
る
と

と
彼
が

息
を

い
た

確
か
に
そ
う
い
う
面
も
あ
る

で
も
先
に

た
理
由
も

の
中
で
は
真
実
だ

出
来
る
だ

け
手
札
は
残
し
て
お
き
た
い

 
確
か
に
キ
リ
ト
は

し
事
は
す
る
も
の
の

な

は
決
し
て

か
な
い
か
ら
さ

き
の

理
由
も
ま
た
本

で
あ
る
の
は
理
解
し
て
い
た

 
だ
が
手
札
と
い
う

い
方
は
分
か
ら
な
か

た

戦
闘
系
ス
キ
ル
な
ら
と
も
か
く

味
系

ス
キ
ル
が
一
体

の
手
札
に
な
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

ど
う
い
う
意
味

こ
れ
は

の

憂
で
あ

て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

 
分
か
ら
ず
私
が
問
う
と

彼
は
そ
う
前

き
し
て
か
ら
話
し
て
く
れ
た

 
彼
が
浮
か
べ
て
い
る
予
想
は
二
つ

圏
内

の
消
失

と

下
層
へ
の

動
制
限

 
前
者
は

中
や
安
全
地

で
プ
レ
イ

を
保
護
す
る
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
有

圏
内

が
存
在
し
な
く
な
り

常
に

圏
外

に
な
る
と
い
う
予
想

 
一
万
人
も
の
人
を
デ
ス
ゲ

ム
の
中
に

じ

め
た
者
だ
あ
る
種
の
極
限
状

ま
で
プ
レ
イ

を
追
い

め
る
な
ら
下
手
に
強
い
モ
ン
ス
タ

を
配

す
る
よ
り
よ

ど

果
的
だ
ろ
う
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と
い
う

え
か
ら

そ
の
可
能
性
を

え
た
ら
し
い

 
後
者
は
文

り

上
へ
進
む
し
か
な
い
と
い
う
状
況
に
な
る
事
を
指
す

 
こ
れ
が
特
定

層
よ
り
下
へ
の

動
制
限
な
ら
ま
だ
い
い
が

常
に
下
の

層
へ

れ
な

い

と
い
う
状
況
に
な

た
ら
そ
う
も

て
ら
れ
な
く
な
る

ホ

ム
を
持
て
な
く
な
る
し

手
に
入
れ
た
ア
イ
テ
ム
も
自
身
の
ス
ト
レ

ジ
内
で
保

出
来
る
も
の
し
か
持
て
な
い

保

や

保
存
が
出
来
な
く
な
る
の
は
戦
う
者
に
と

て
も

生

達
に
と

て
も

命
的
だ

 

間
が
多
け
れ
ば
分

し
て
持
つ
と
か
ボ
ス
攻
略
に
行
か
な
い
メ
ン
バ

に
後
か
ら
ボ
ス
戦

に
は
不
要
だ
が

は
使
う
ア
イ
テ
ム
を
持

て
き
て
も
ら
う
と
か
そ
う
い
う
事
も
可
能
だ
ろ

う 

層
の
安
全
マ

ジ
ン
を

め
た

正
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い

開
き

と
い
う

も
の
で
上
に
上
が

て
来
る
だ
ろ
う
プ
レ
イ

達
の
死
亡

が
高
く
な
る
の
も
想
像
に

く

な
い

 
ク
エ
ス
ト
を
達
成
す
る

に
も
ア
イ
テ
ム
が
必
要
で
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
に
は
コ
ル
か
フ

ル
ド
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

上
層
の
物
価
は

本
的
に
高
い
か
ら
中
層
以
下
の
プ
レ
イ

の

に
は

い
だ
ろ
う
し

圏
外

で
戦
う
な
ど
以
て
の
外
だ

更
に
大
勢
の
プ
レ
イ
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が
ク
エ
ス
ト
を

け
よ
う
と
し
た

そ
れ
ら
を
達
成
す
る

の
ア
イ
テ
ム
が

し
結

果
的
に
達
成
出
来
な
く
な
る
可
能
性
も

え
ら
れ
る

 
更
に
鍛
冶

や

と
い

た

人

び

人
プ
レ
イ

の
重
要
性
も
生

数
の
限

が
前
以
上
に

し
く
な
る
事
か
ら
今
よ
り
圧
倒
的
に
高
く
な
る
の
は
明
白
だ

に
ど
こ
か
の
勢

力
に
属
し
て
い
る
な
ら
ま
だ
し
も
リ
ズ
や
シ
リ
カ
の
よ
う
に
フ
リ

の
者
な
ら
下
手
し
な
く

て
も

属
を
ど
こ
に
す
る
か
と
か
で

め
る
の
は
私
で
も
分
か
る

 
そ
れ
ら
を

い

で

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
は
戦
闘
系
ス
キ
ル
の
他
に
も
生

系
ス
キ
ル
を

得

コ
ン
プ
リ

ト
し

付
け

え
で
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
ら
し
い

そ
れ

ヒ

ス
ク
リ
フ
達
に
は

一
切
話
し
て
な
い

そ
う
い
う
危
惧
を
ト

プ
だ
け
が
し
て
い
た

も
伝
え
て
く
れ
な
か

た
と
不

不
信
感
を

い
た
集

は

解
す
る

そ
う
い
う
も
の
は

だ
け
に
向
け
ら
れ
れ
ば

い
い

そ
の
時
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
時
間
を
掛
け
る
だ
け
で
ど
う
に
か
な
る
か

ら 
確
か
に
そ
の
可
能
性
も

定
出
来
な
い
が

い

そ
全
体
に

す
る
よ
う
伝
え
れ
ば
い
い

の
で
は
と
も
思

て
し
ま

た

ヒ

ス
ク
リ
フ
達
の
発

で
あ
れ
ば
決
し
て
無

出
来
な
い
だ
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ろ
う

 
ま

恐
ら
く
は
ビ

タ

の

性
を

持
し
突
出
し
た
能
力
を
見
せ
付
け
る
事
で

絶
望
だ
け
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
と

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
が

そ
も
そ
も
そ
こ
へ
行
く
ま
で
に

死
ん
で
し
ま

た
ら

も
子
も
無
い
と
思
う

死
ぬ
気
が
全
く
無
い
か
ら
こ
そ
の
決
断
な
の
だ
ろ

う
が

 
し
か
し
そ
れ
は
分
か

た
の
だ
が

心
の

味

な
ど
に
つ
い
て
と
ど
う

わ

て
い
る

の
か
が
イ
マ
イ
チ
分
か
ら
な
い

そ
れ
で

秘
匿
と
そ
れ
に
ど
う

が

今
で
こ
そ

ニ
シ
ダ
さ
ん
達
の
よ
う
に
釣
り

リ
ズ
の
よ
う
に

鍛
冶

と
い

た

の
道
を
歩
ん
で
い
る

一
年

以
上
も
経
過
し
た
事
で
こ
の
世
界
に

れ
た
か
ら
こ
そ
の
行
動
だ

け
ど

も
し
さ

き
の
予
想
が
現
実
に
な

た
ら
そ
れ
は
命
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
と
い
う
一

大
事
に
発
展
す
る

日
常
に
出
来
た
非
日
常
が

さ
れ
て
新
し
く
危
険
な
非
日
常
が

れ
る
事

に
な
る

そ
う
ね

圏
外

化
だ
け
で
も
そ
れ
は
分
か
る
わ

そ
う
な

た
場
合
力
が
無
い
者
達
は
力
を
持
つ
者
達
に
助
け
を
求
め
る

そ
れ
を

け
容
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れ
た
場
合
は
災

に
遭

た

の
よ
う
に

い
や
戦
災
に
見
舞
わ
れ
た

の
様

に
な

る
だ
ろ
う
な

え
引
き

り

な
事
か
ら

れ

序
が

壊
し

迷
に

り

そ

し
て

共

自
滅
す
る

 
キ
リ
ト
の

葉
を
引
き
継
ぐ
形
で
私
が

た
事
に

彼
は
小
さ
く

い
た

な
る

ど

だ
か
ら
秘
匿
し
て
い
た
の
ね

 
こ
こ
ま
で

わ
れ
れ
ば
私
で
も
分
か

た

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
は
こ
れ
ら
を
明
か
す
の
は
そ
の
可
能
性
が
現
実
と
な

た
時
に
す
る
つ
も
り

だ

た
の
だ

常
に
危
険
に
見
舞
わ
れ

の
人
間
を
信

出
来
な
い
状

に

て
い
て
は

息
が

ま
り

ス
ト
レ
ス
が

ま
る

そ
の
果
て
の
共
倒
れ
だ

 
そ
れ
を

ぐ

に
彼
は
食
事
で
そ
の
人
達
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
さ
せ
よ
う
と

え
て
い
た
の

だ 

味
し
い
食
事
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
ず

と
食
べ
て
い
な
く
て
切
望
し
て
止
ま
な
か

た
代

物
を
食
べ
れ
ば
そ
の

果
は
絶
大
ど
こ
ろ
で
は
な
い

心
に

と
り
を
取
り

さ
せ
る
な
ら
彼

の

を

き
に
し
て
も
十
分
過
ぎ
る

を

め
れ
ば
完

だ
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秘
匿
し
て
い
た
の
は
知
ら
れ
て
い
れ
ば

果
が

く
な
る
か
ら

こ
う
い
う
ス
ト
レ
ス
解
消

的
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
知
ら
れ
て
い
な
い
方
が
良
い
と
い
う

え
だ
ろ
う

 
こ
の
推

を
語
れ
ば

彼
は

か
に

を

え
な
が
ら

い
た

は

ま

た
く

恐
れ
入
る
わ

そ
こ
ま
で

え
て
た
な
ん
て
流

に
予
想
も
し
て
な

か

た

よ
く
そ
こ
ま
で

え
た
わ
ね

 
本

に
恐
れ
入
る

流

に
そ
ん
な
可
能
性
ま
で

慮
し
な
い
だ
ろ
う
恐
ら
く
ヒ

ス
ク
リ

フ
や
デ

ア
ベ
ル
達
も
目
の
前
の
事
に
手
一

で

え
が
至

て
い
な
い

だ

 
そ
も
そ
も
リ

フ

が
プ
レ
イ
し
て
い
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
あ
ら

る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は

中

を
絶
対
の
圏
内

と
し
て
い
る
ら
し
い

そ
れ
を
前

に
ゲ

ム
が
成
り
立

て
い
る
の
だ

中
で
も

の
襲
来
他
人
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ん
て
ど
こ
の
世

な
の
か
分
か

ら
な
く
な
る

 
だ
か
ら
こ
そ

も
が
安
心
し
て

中
に

る

で
き

と

も
そ
の
前

が

れ
る
事
を
予

想
し
て
い
な
い

む
し
ろ
そ
ん
な
可
能
性
の
存
在
に
思
い
至

た
キ
リ
ト
が

か
ら
外
れ
て
い

る
の
で
あ
る

あ
ら

る
危
険
性
を

慮
し
て
先
を
見
て
動
か
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
な

憂
に
終
わ
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て
欲
し
い
け
ど

そ
う
い
う
も
の

ど
こ

ち
の
命
を
奪
い
に
来
る

あ
る
と
は

え
な
い
が

無
い
と
も

い
切
れ
な
い
以
上
最
悪
を
想
定
し
て
動
く
方
が
無

だ

も
無
け
れ
ば
そ
れ
で

終
わ
る
し
な

 
そ
れ
を
他
の
人
に
も
頼
る
よ
う
動
け
て
い
た
ら
い
い
の
だ
け
ど

な
る

ど

秘
匿
に

し
て
は
分
か

た
わ

で
も
な
ら

で
明
か
し
た
の
よ

 

そ
ん
な
理
由
が
あ
る
な
ら
こ
れ
こ
そ
や

ち

い
け
な
い
事
な
ん
じ

な
い
の

う

い
や

ま

そ
れ
は

そ
う
な
ん
だ
け
ど

 
事
の

第
を
把
握
し
た
事
で
よ
り
強
ま

た
疑
問
を
ま
た
ぶ
つ
け
て
み
れ
ば
キ
リ
ト
は
明
ら

か
に
気
ま
ず
そ
う
に

線
を

わ
せ
少
し
の
焦
り
を
見
せ
る

ま
る
で

い
と
こ
ろ
を
突

か
れ
た

と

わ
ん
ば
か
り
の
様
子
だ

 
そ
の
様
子
を
見
て

ま
さ
か

と
一
つ
の
予
想
が
立

た

ま
さ
か
と
思
う
け
ど
あ
な
た

全
く

え
ず
に
や

ち

た
の

 
再
び

が

れ
る

 

は
騒
が
し
く
色

と

狂
が
渦

い
て
い
る
と
い
う
の
に
私
と
キ
リ
ト
だ
け
が
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て
い
る
テ

ブ
ル

は

故
か

な
の
に
木

ら
し
が
吹
い
て

古

が
鳴
い
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
し
ま

た

 
キ
リ
ト
は

そ
の
表
情
を

も
な
く
複

な
も
の
に
し
て
い
た

定
し
た
い
が
事
実
だ

か
ら
出
来
な
い
か
と

て

定
は
違
う
と
い

た
感
じ

か

応
し
い

葉
を
探
し
て

迷

て
い
る
と
い
う

だ

か

え
は
あ

た
の

一
応

 
全
く

え
ず
と
い
う
部
分
は
異
な
る
ら
し
い

そ
れ
を

い
て

と
な
く
安

を

い
て
し

ま

た

そ
ん
な
理
由
で
秘
匿
し
て
い
た
思
惑
を
自
ら
ぶ
ち
壊
し
て
し
ま

て
い
た
ら
目
も

て

ら
れ
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
⻭
切
れ
が
悪
い
の
は

葉
に

い
表
し
に
く
い
の
か
私
に
話
し
て
い
い
事
で
は

な
い
の
か

あ
る
い
は

か
後
ろ
め
た
い
事
が
あ
る
か
ら
か

ど
れ
か
は
分
か
ら
な
い

 
取
り

え
ず

け
る
事
は

い
た
し

得
も
し
た
か
ら
今
回
は
こ
れ
で
引
き
下
が

た
方
が

い
い
だ
ろ
う

あ
ま
り

み

み
過
ぎ
て

さ
れ
た
り

わ
れ
た
り
す
る
の
は

だ

そ
う

話
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

こ
れ
以
上
は
も
う

か
な
い
わ
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い
い
の
か

だ

て
キ
リ
ト

か
な
い
で

て

に
書
い
て
る
ん
だ
も
の

秘
密
を
話
し
て
く
れ
た

ん
だ
か
ら
こ
れ
以
上
は
無
理
強
い
に
な
る
わ

 
そ
も
そ
も
攻
略
組
で
す
ら
な
い
私
に
こ
こ
ま
で
話
し
て
く
れ
た
の
だ

最
初
に
感
じ
た
よ
う
に

地

だ
と
思

た
事
を
こ
こ
ま
で
話
し
て
く
れ
た
の
だ
か
ら
こ
れ
以
上
は
彼
の
気
分
を

す
る

事
に
な
る

そ
れ
で

い
の

に

が
入
り
で
も
し
た
ら

彼
の
人
間
性
を

え
れ
ば
こ
の

程

で
入
る
と
も
思
え
な
い
が

な
の
で

こ
こ
で
止
め
る
事
に
し
た

 
私
が
追

の
手
を
引
い
た
事
で
明
ら
か
に
安

し
た
感
の
あ
る
表
情
を
浮
か
べ
た
事
で
本

に
話
し
た
く
な
か

た
の
は
よ
く
分
か

た

そ
う

あ
り
が
と
う

 
た
だ

ま

ず
か
し
そ
う
に

を

か
に

に

め
て
は
に
か
ん
だ
の
は
気
に
な

た

今
の
や
り
取
り
の
中
で

か

ず
か
し
い
事
を

た
覚
え
は
一
切
無
い
の
だ
が

 
明
か
し
た
理
由
を
話
さ
な
い
の
が
彼
に
と

て

か

ず
か
し
い
事
だ
か
ら
か
そ
れ
と
も

私
に
原
因
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
か

た
が

追

を

め
た
ば
か
り
だ
か
ら

く
事
も
出
来

ず
私
は
思

を

け
な
が
ら
止
め
て
い
た

を
再
び
動
か
し
絶
品
の

理
の
数

に

を



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

打
つ
の
だ

た



 第五十章 〜大人の審眼〜

 
第
五
十
章
 

大
人
の
審
眼

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
キ
リ
の
い
い
部
分
で
終
え
た
の
と

の
理
由
で
文

数
は
一
万
三
千
と
少
な
め
で
す

 

点
は
シ
ノ
ン

初
の
ニ
シ
ダ
さ
ん

リ

フ

と

り
変
わ
り
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ヌ
シ
釣
り
の
後
完
全

得
し
て
い
る

理
ス
キ
ル
と
自
作
の
再
現

味

を
存
分
に

使
し
て
釣
り
ギ
ル
ド
人
達
に
振
る
舞
う
と
い
う
彼
を
知
る
者
な
ら
異

中
の
異

と
な
る
で
あ
ろ

う
宴
会
は
数
時
間
に

て

さ
れ
気
が
付
い
た
時
に
は
時

は

後
十
一
時
に
至
ろ
う
か
と

い
う
程
に

く
な

て
い
た
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に
第
二
十
三
層
の
大
地
で
あ
る
天

に

し
出
さ
れ
て
い
る
空
に
は
リ
ア
ル
の
日
本

部

で
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
星
が
見
え
同
じ
く

し
出
さ
れ
て
い
る
三
日
月
が
明
か
り
に

し

い
大
地
を

然
と

ら
す

月
に
も
文
明
の
光
に
も
程
遠
い
光

で
は
あ

た
が
そ
れ
と

ラ
ン
プ
な
ど
が
合
わ
さ

て
宴
は

い
て
い
た

 
そ
の
宴
も

流

に
日
を

ぐ
く
ら
い

い
時
間
と
も
な
れ
ば
自
ず
と
終
焉
へ
と
向
か
う

 
ま

そ
も
そ
も

ら
攻
略
組
と
し
て

夜
に
は

れ
て
い
る
と
は

え
キ
リ
ト
は
れ

き

と
し
た
子

な
の
で
流

に
こ
れ
以
上
は
マ
ズ
い
と
大
人
達
が
判
断
し
た
事
に

因
し
た
の
だ

が 
ち
な
み
に
そ
れ
ま
で
し
こ
た
ま
騒

る
く
ら
い

の
気
分
が

い
て
い
た
の
は

に
キ

リ
ト
が
作

た

理
へ
の
感

深
さ
そ
し
て
そ
の
テ
ン
シ

ン
か
ら
再
び
釣
り
勝
負
が
始
ま

て
ま
た

理
を
振
る
舞

て
も
ら
う
の

り
返
し
が
あ

た
か
ら
だ

 
キ
リ
ト
が

望
を
向
け
て
い
た

の
二
人
組
が
ま
た
勝
負
を
始
め
今

は
他
の
者
も
そ
れ
に

じ
て
勝
負
を
始
め
仮
想
世
界
故
に

か
ら

が

き
な
い
の
を
良
い
事
に

百

を
釣
り
上

そ
れ
で
キ
リ
ト
に
再
び

理
し
て
も
ら
う
の
を
せ
が
ん
だ

戦
闘
と
は
別
の
意
味
で

れ
た
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彼
も
頼
ら
れ
て
悪
い
気
は
し
な
い
か
ら
か
そ
れ
ら
を
快
く
引
き

け
て

論

味

な

ど
の

を
秘
密
に
す
る
よ
う
確
約
さ
せ
て
か
ら

理
を
し
て
い

た
の
だ
が

さ
し
も

の
キ
リ
ト
も
宴
会
に
参
加
し
て
い
る
の
は
四
十
人
と
は

え

回
も
作
り
直
し
た
事
で
数
百
人

分
を
作

た
の
は
初
め
て
で
宴
も
た
け
な
わ
と
い
う

に
は
攻
略
や
戦
闘
と
は
別
の
意
味
で

し
切

て
い
た

 
闘
技
場
後
の

労
よ
り

か
に
マ
シ
な
の
で
そ
の
気
に
な
れ
ば
動
け
る
だ
ろ
う
し
戦
闘
で

労
し
た

で
は
無
い
か
ら

力
は
残

て
い
る
の
だ
ろ
う
が

こ
れ
は
精
神
的
な
話
だ
ろ
う

く
は

を
見
た
く
な
い
か
も

 
そ
ん
な
事
が
あ

た
た
め
宴
会
の
後
片
付
け
を
テ
キ
パ
キ
と
行

て
解

し
た
後
キ
リ
ト

は

グ
ロ

キ

状

に

て
い
た

 

に
釣
り
ギ
ル
ド
の
大

が
大

前
の
広
場
を
後
に
し
て
い
る
現
在
こ
の
場
に

る
の
は

キ
リ
ト
と
私

そ
し
て
宴
会
を
主

し
た
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
三
人
だ
け
だ

 
彼
は
ギ
ル
ド
を

い
て
は
い
る
も
の
の

日

時
も

か
と
一
緒
に
い
る

で
は
無
く
一
人

で
気
ま
ま
に
釣
り
場
を
探
し
て

を
振
る
う
主
義
な
た
め

独
行
動
が

本

故
に
釣
り
ギ
ル

ド
の
人
達
も
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
残

た
事
は

も

し
な
か

た
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そ
ん
な

で
こ
こ
に

る
彼
は

キ
リ
ト
の

な
表
情
で

い
た

葉
に
苦

を
浮
か
べ

を
掻
い
た

は
は

い
や

す
み
ま
せ
ん

分

あ
り
な
上
に
現
実
と
同
じ
味
と
い
う
の
は

方

ぶ
り
で
し
た
か
ら

も
こ
れ
を

し
た
ら

は

時
食
べ
ら
れ
る
か
と

え
今
の
内
に
た

ら

く
食
べ

め
を
し
て
お
こ
う
と
し
た
の
で
し

う

い
や

理
自
体
は

き
だ
か
ら
そ
れ
は
別
に
良
い
ん
だ
け
ど

こ
う

と
い
う
か

や

り
過
ぎ
た
か
ら
ち

と

ま

あ
れ
だ
け

い
て
た
ら
ね

 
流

に
一
千

に
届
く

ど
の
数
の

を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

た
事
に
は
そ
こ
は
か

と
な
い
同
情
を
禁
じ
得
な
い
が
そ
の
分
だ
け
喜
ん
で
も
ら

て
一
応

足
し
て
い
る
よ
う
だ
か

ら
不

た
ら
た
ら
だ

た
り
行
き
過
ぎ
て
い
た
な
ら
ま
だ
し
も
こ
れ
で
同
情
を
私
が

く
の
は

お

違
い
と
い
う
話
だ
ろ
う

 
彼
が
求
め
た
最
強
に

し
て
い
る
事

で
は
な
い
が
な
い
か
ら
こ
そ
彼
も
ま
た
自
然

に

理
の
追
加
依
頼
を
請
け
負

て
い
た

だ
か
ん
だ
と

め
て
い
な
い
し
逆
に

れ
て
し

ま

た
感
は

め
な
い
が

き
な

理
で
喜
ぶ
人
達
の

を
見
れ
て

足

だ

た
か
ら
い
い
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気
分
転
換
に
は
な

た
と
思
う

 
彼
に
必
要
な
の
は
自
己
を

定
す
る
要

そ
し
て

福
を
感
じ
る
機
会
だ

ビ

タ

と

し
て
の

や
表
向
き
な
立
場

中
傷
に

す
る
事
を

め

本
的
に
キ
リ
ト
は
自
他
共

に
価
値
を

く
見
が
ち
だ
か
ら

そ
れ
を
払

す
る
機
会
を
得
る
事
が
一
番
彼
に
と

て
良
い

 

い
に
も

福
や
喜
び
を
覚
え
る
心
は
未
だ
喪
わ
れ
て
い
な
い
か
ら

機
会
さ
え

れ
れ
ば

れ
は
回
復
す
る

 
逆
に
不

や
不
運
に
も
彼
は
過

に
反
応
し
て
し
ま
う
が

こ
れ
ば
か
り
は
如

と
も
し

い

福
を
得
た
い
と
願

て
い
る
の
な
ら

そ
の
逆
に

福
で
な
い

す
な
わ
ち
不

も

認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

 
キ
リ
ト
が
リ

フ

を

福
の

徴

と
す
る
限
り

ア
キ
ト
を

福
を
壊
す
者

と
見

る
事
に
な
る

逆
に

も
か
も
に
絶
望
し
て
ア
キ
ト
に

の
感
情
も
向
け
な
い
あ
る
い
は
無
感

情
に
し
て
無
感
動
を
向
け
る
事
に
な
れ
ば
リ

フ

す
ら
も
遠
ざ
け
る
よ
う
に
な
り
彼
に

福
は

れ
な
く
な
る

せ
彼
に
と

て
不

す
ら
も
価
値
を
失

て
し
ま
う
か
ら

 
不

が
見
え
な
く
な
れ
ば

福
も
ま
た
然
り

 
流

に

味

の
秘
匿
理
由
が
想
像
を
絶
し
て
い
た
の
で
安

に
今
回
の
参
加
を
進
め
た
の
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は
愚
策
だ

た
か
と
思
い
も
し
た
が

の
時
は
彼
自
身
の
行
動
だ

た

だ
し
な

と
思

て

も
い
る

そ
れ
に
今
回
の
宴
会
は
彼
の
心
に
少
な
か
ら
ず
安
息
と
喜
び

と
は
別
の
意
味
で

の

足
を
得
ら
れ
た

だ
か
ら

結
果
的
に
見
れ
ば
よ
か

た
の
だ

 

グ
ロ

キ

に
な

て
し
ま

て
い
る
の
は

そ
の
代
償
だ
と
思
え
ば
安
い
話
だ
ろ
う

キ
リ
ト
が
ど
う

え
る
か
に
よ
る
が

け
ど

し
か

た

あ
れ
だ
け
の
人
数
に

理
を
振
る
舞

た
の
も
初
め
て
だ

た
し

 
私
の
思

を
知
る
由
も
無
い
キ
リ
ト
は
私
の
予
想
に
違
わ
ず
や
は
り
今
回
の
宴
会
を

定

的
に

え
て
い
る
よ
う
だ

た

私
は
そ

と

み
を
浮
か
べ
天
に

し
出
さ
れ
て
い
る
三
日

月
を

め
る
彼
に

線
を
向
け
た

 

よ
り
も

く
け
れ
ど

よ
り
も
強
い
キ
リ
ト
は

の
大
人
と

い
合
う
時
に

う

気
を
消
し
て

の
様
を
見
せ
て
い
た

ニ
シ
ダ
さ
ん
が
い
る
の
に

だ

 

か
に
吹
く
風
に
煽
ら
れ
彼
の
黒
く
し
か
し

か
な
月
光
を

び
て
煌
め
く
⻑
髪
が
揺

う

足
で
け
れ
ど
ど
こ
か

し
さ
を
漂
わ
せ
る

み
を
浮
か
べ
た
横

も
夜
闇
と
月
光
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で

と
は
別
の

を
見
せ
る

そ
う
で
す
か

そ
れ
は
よ
か

た
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こ
の
世
界
に
最
初
か
ら
生
き
無
形
の
形
で
キ
リ
ト
の

力
の
恩

を

け
て
い
る
ニ
シ
ダ
さ

ん
は
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
か
あ
る
い
は
彼
の

が

し
い
か
ら
か
目
を

め
な
が

ら

和
に

み

そ
う

た

 
私
は
特
に

う
事
が
無
く
て

て
外

部
に

ぶ

を
向
こ
う

に
見
え
る
夜
空
を

め
キ
リ
ト
も

を

み
天

に

し
出
さ
れ
て
い
る
月
を

め
ニ
シ
ダ
さ
ん
も
穏
や
か
に

ん
で
大

に

る
月
を

め
て

静
か
な
時
間
が
過
ぎ
て
い
く

キ
リ
ト
君

え
た
く
な
け
れ
ば
無
理
に

わ
な
く
て
も
良
い
の
で
す
が
一
つ

い
て

よ
ろ
し
い
で
す
か
な

 
そ
の
静
け
さ
を

み
を
消
し
て
真
剣
な
面
持
ち
で

に
立
つ
小

な
少
年
に
対
し
向
け
た

ニ
シ
ダ
さ
ん
が

そ
の

葉
と
共
に
破

た

 

け
た
キ
リ
ト
は
天
に

る
月
か
ら

線
を
外
し

に
立
つ
初

の
男
性
へ
と
無

の

し
と
共
に
向
け
た

キ
リ
ト
君
は
攻
略
組
と

き
ま
し
た

黒
の
剣
士

と
も

そ
し
て

ビ

タ

と

も
そ
う
だ
な

は
確
か
に

そ
の
異
名
と
忌
み
名
で
呼
ば
れ
て
る
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そ
れ
が

 
と

線
で
先
を

す
キ
リ
ト
に
対
し

ニ
シ
ダ
さ
ん
は

か
に

ご
も

た
後

意
を
決
し
た
か
の
よ
う
に

を
開
い
た

君
は

を
想

て

の

に

戦

て
い
る
の
で
す
か

 
そ
の
問
い
が
発
せ
ら
れ
た

間
静
か
に
話
を

い
て
い
た
キ
リ
ト
の
気
配
が
小
さ
く
は
あ

る
が
確
か
に
揺
ら
い
だ

気
が
し
た

私
は
戦
わ
ず

直
に

え
ば
釣
り
に

た

者
の
よ
う
な
も
の

キ
リ
ト
君
程
に

い

の
子
は
他
に
見
ま
せ
ん
が

に

在
し
て
い
る
と
レ

テ

ン
グ
を
無

し
て
ロ
グ
イ
ン
し

た
子
と
い
う
の
は
よ
く
見
る
も
の
で
し
て
な
そ
の
子
達
は
大

か
の

護
下
に
あ
る

よ
し

ん
ば
フ

ル
ド
で
戦

て
い
る
に
し
て
も
大
人
の

か
と
一
緒
が
常

君
は
そ
の
真
逆
一

人
で
危
険
な

大
人
で
も
恐
が
る
最
前
線
で
戦

て
い
る

恐
ろ
し
く
な
い
の
で
す
か

 
そ
の
問
い
は

恐
ら
く
彼
を
よ
く
知
ら
な
い

け
れ
ど
彼
を

一

や

年

も
行
か

な
い
子

と
し
て
な
ら
知

て
い
る
者
が

く
疑
問
な
の
だ
ろ
う

 
私
だ

て
彼
の
来
歴
心
情
を

く
ま
で

え
て
い
た
し
今
も
少
な
か
ら
ず

い
て
い
る
気

持
ち
だ

疑
問
は
氷
解
し
た
が
だ
か
ら
と

て
そ
こ
ま
で
自
分
を
追
い

め
な
く
て
も
と
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思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

 
ま
し
て
や
彼
が
戦
う
の
は

ビ

タ

を
演
じ
る
の
は

彼
を

る
大
勢
の
人

の
た

め
だ
と
い
う
の
だ
か
ら

更
だ

 
も

と
自
分
本

で
生
き
た

て
い
い
し

て
も

絶
し
て
も
い
い
の
に
そ
れ
を
し
な

い 
キ
リ
ト
の
事
を
外

か
ら
し
か
知
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
の
疑
問
は
持

て

然
だ
し
む

し
ろ
持
た
な
い
方
が
お
か
し
い

 
そ
う
い
う
意
味
で
は

殺
隊
や
キ
バ
オ
ウ
達
の
対
応
が
如

に
異
常
か
分
か
る
だ
ろ
う

彼
ら

は
大
人
で
す
ら

え

む
こ
の
異
常
事

に

い
の
に
立
ち
上
が

た
キ
リ
ト
の
状

を

と
見
て
い
な
が
ら
彼
の
実
力
を
認
め
ず
下
と
決
め
付
け
て
い
る

ど
ん
な
想
い
で
立
ち
上

が

た
の
か

剣
を
取

て
い
る
の
か
一
切

外

し
て
い
る

 
き

と
そ
れ
こ
そ
が
デ

ア
ベ
ル
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
ア
ス
ナ
達
と
は
別
の
道
を
歩
む
事
に

な

た
切

掛
け
な
の
だ
と
思
う

 
キ
リ
ト
は

突
と
も

え
る
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
問
い
に

線
を
眼
前
に
広
が
る
大

へ
と
向
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け
た

彼
の

に
は
月
光
で
煌
め
く
大

の
光
が

て
い
て
と
て
も

し
く
け
れ
ど
や

は
り
ど
こ
か
哀
し
く

た

 
そ
れ
で
も
彼
は

く

を
開
こ
う
と
は
し
な
か

た

き

と
ニ
シ
ダ
さ
ん
に
は
語

て
い

い
も
の
か
ど
う
か
苦
慮
し
て
い
る
の
だ

リ

フ

や
私
達
は
彼
の
内

だ
か
ら
語
れ
る
事
も

ニ
シ
ダ
さ
ん
は
外

の
人
間
だ
だ
か
ら
こ
そ
語

て
い
い
事
と
悪
い
事
が
多
く
生
ま
れ
て
し
ま

う

問
に

問
で
返
す
の
は
無
礼
だ
と
百
も
承
知
の
上
で
逆
に
問
い
ま
す
け
ど

ニ
シ
ダ

さ
ん
に
と

て

本

に
恐
怖
を

く
も
の

て

で
す
か

む

私
の

で
す
か

 
静
か
に
一

え
を
先

ば
し
に
し
た
キ
リ
ト
の
問
い
に
し
か
し
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
気
分
を

し
た
風
で
も
無
く
真
剣
に

え
始
め
た

や
は
り
自
分
が
死
ぬ
時
で
し

う
か

あ
と
は
リ
ア
ル
に
は
家
内
が

る
か
ら

彼
女
が

な
く
な

て
し
ま
う
事
で
し

う
か
ね

独
り
に
な
る
と
い
う
の
は
や
は
り
怖
い

で
す
か
ら

 
こ
の

に
も
な
る
と

更
に

そ
う

し

な

み
と
共
に
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
応
じ
た

き
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と
そ
れ
は

も
が
感
じ
る

も
が
思
い
浮
か
べ
る
恐
怖
だ
ろ
う

そ
れ
で

キ
リ
ト
君
に
と

て
は

に
と

て
少
な
く
と
も
最
前
線
の
攻
略
は
恐
怖
で
は
無
い
で
す
ね

ら
未
知
の

と

て
も

ら
デ
ス
ゲ

ム
と

て
も
あ
く
ま
で
こ
の
世
界
は
ゲ

ム
を
前

と
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
万
全
の

備
を
整
え
れ
ば
生
還
は
可
能
で
す
か
ら

か
ら
す
れ
ば

人
の
方
が
恐
い

人
の
方
が

 
最
後
の

葉
を
復

す
る
よ
う
に

ニ
シ
ダ
さ
ん
が

う

 
私
は
キ
リ
ト
が

お
う
と
し
て
い
る
事
を

と
な
く
予
想
出
来
て
し
ま

た

 
彼
の
命
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
の
も

時
も
自
分
を
危
険
に
晒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も

も
か
も
が
人
に
よ

て

さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
だ

無
機
物
的
な
ゲ

ム
世
界
の
危
険
で
は
無

く

彼
に
と

て
本

の
危
険
と
は
人
な
の
だ

シ
ノ
ン
や
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
よ
う
な

に
と

て
善
い
人
が
い
れ
ば
そ
の
逆
に

を
殺
そ
う
と

に
と

て
悪
い
人
も
い
る

人
は
善
と
悪
の

面
を
持

て
い
る

だ
か
ら
こ
の
世
に
悪

が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
人
の
心
に
由
来
す
る
も
の
で

そ
れ
に

す
れ
ば

で
も
し
て
く
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る
か
ら
本

に
先
が
見
え
な
い
か
ら

は
人
が
恐
い

迷

な
ん
て

あ
る
の
が
分

か

て
る
も
の
で
悪
意
が
あ
る
か
も
ど
ん
な
形
で
振
る
わ
れ
る
か
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

を

持
た
な
い
と
い
け
な
い
人
の
心
に
は

ば
な
い

 
人
の
悪
意
は

限
な
く

ら
ん
で
広
が
る

と
彼
は

葉
を

け
る

そ
の
悪
意
が

の

に
い
る
人
に
向
か
う
の
が
恐
い

の
せ
い
で

か
が
傷
付
く
事

よ
り
も

の
せ
い
で

か
が
死
ぬ
事
が
恐
い

今
後

が

こ
る
の
か

が
来
る
の
か
全
く

分
か
ら
な
い
か
ら
恐
い

 
ど
こ
か

と
し
た
目
で
大

を

い
や
虚
空
の
向
こ
う
に

て
い
る
だ
ろ
う

を

な
が
ら

う
キ
リ
ト
に
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
圧
倒
さ
れ
て
い
た

あ
ま
り
に
も
切
実
で
あ
ま
り

に
も
想
像
を
絶
し
た
返

だ
か
ら
だ
ろ
う

 
私
か
ら
す
れ
ば
キ
リ
ト
の
恐
怖
心
が
向
か
う
先
が
人
で
あ
る
事
に
違
和
感
は
無
か

た
む

し
ろ

得
す
る
程
だ

 
人
の
悪
意
な
ん
て
ど
ん
な
形
で
も
こ
ち
ら
を

ん
で
く
る
親
し
い
人
は
掌
を
返
し
あ
る
い

は
そ
の
親
し
い
人

私
の
場
合
は
家

に
も
悪
意
を
向
け
ら
れ
自
分
の
せ
い
な
の
だ
と
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責
め
ら
れ

ま
た
は
自

す
る

目
に
な
る

 
そ
ん
な
の
は
ま
だ
良
い
方
で

く
な
れ
ば

か
の
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
自
分
以
外
の

の
人

間
か
ら
不

に

め
ら
れ
て
い
く

 
人
が

え
得
る
事
は
全
て
現
実
と
な
る
の
だ
か
ら
理

が
あ
れ
ば
見
応
え
の
あ
る
ド
ラ
マ
の

よ
う
な
展
開
だ

て
あ
り
得
る

そ
し
て
キ
リ
ト
に
と

て

そ
の
未
来
を
進
む
可
能
性
は
高

く

ば
約
束
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
に
近
い

  

か
以
前
か
ら
人
に

ら
れ
て
き
た
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
人
以
上
に
恐
怖
を

く
も
の
な

ど
あ
る

が
無
い
の
だ

オ
リ
ム
ラ

の

い
も

出
来
損
な
い

と

り
を
向
け
る
の
も

全
て
人
に
よ
る
も
の
な
の
だ
か
ら

  
キ
リ
ト
が
護
ろ
う
と
し
て
い
る
人
そ
の
も
の
が
彼
に
と

て
は
自
身
を
死
へ
と
追
い
や
る
存

在
で
あ
り

よ
り
も
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
だ

だ
か
ら

は
強
く
な
ら
な
い
と
い
け
な
い

強
く
な
い
と

も

せ
な
い

も

せ
な
い

も
護
れ
な
い

出
来
損
な
い
の

を

さ
れ
た
ま
ま
死
ぬ
の
も

も

せ
な
い
ま
ま
死
ぬ
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の
も
そ
し
て

か
に
良
い
よ
う
に
さ
れ
る
の
も
ど
れ
も

だ

だ
か
ら

は
戦
う
ん
だ

 
そ
れ
以
外
に

道
な
ん
て
無
い
か
ら

 
そ
う
キ
リ
ト
は

め

り

再
び

を

じ
た

 
自
身
の
外

の
人
間
故
に
多
少
分
か
り

く
し
て
は
あ

た
が

自
分
の
た
め
と

い
な
が

ら
結

は
人
の
た
め
と
い
う
理
由
を

に
し
た

き

と
人
の

い
ニ
シ
ダ
さ
ん
へ
の
彼
が

出
来
る
だ
け
の
最
大
の

歩
だ

理
由
を
語

た
の
も
こ
こ
ま
で
彼
の

心
に
近
い
部
分
ま
で

語

た
の
も

全
て
は
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
善
心
に
報
い
る
た
め
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
彼
が
強
さ
を
求
め
る
理
由
で
は
決
し
て
な
い
け
れ
ど

確
か
に
戦
う
理
由
だ

た

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
そ
の

え
を

け
て
ど
こ
か
表
情
に
苦
い
も
の
を
滲
ま
せ
な
が
ら
も

得
の

色
を
浮
か
べ
た

そ
う
で
し
た
か

最
初
は

故
プ
レ
イ

を
殺
せ
る
の
か
と
問
う
つ
も
り

だ

た
の
で
す
が

 
そ
れ
も
ま
た
キ
リ
ト
を
よ
く
知
ら
な
い
人
が

然
の
よ
う
に

く
も
の

疑
問
で
あ
れ
ば
違

和
感
を
覚
え

覚
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
キ
リ
ト
を

と
勝
手
に
見
定
め
る
者
だ

そ
れ
は

キ
リ
ト
君
が

か
を
護
る

に
し
て
い
た
と
い
う
事
で
す
か
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男
性
の

心
め
い
た

葉
に
少
年
は
決
し
て

葉
を
返
す
事
も
無
く

す
る
事
も
無
か

た
が

同
時
に

定
の
意

を
見
せ
る
事
も
無
か

た

 
キ
リ
ト
は
裏
で

か
を
し
た
り
事
を

し
よ
う
と
は
す
る
が

わ
れ
て
合

て
い
る
事

に
は
決
し
て

を

か
な
い

特
に
自
身
の
根
幹
に
か
か
わ
る
事
は

だ
か
ら
こ
そ
の

で
あ

り

外
の

定
だ

た

ニ
シ
ダ
さ
ん
達
み
た
い
に

生
活
を
主
体
と
し
て
生
き
て
い
る
人
が
い
る
事
そ
れ
が

よ

り
も

し
か

た

無
意
味
で
も

無

で
も
無
か

た

て

そ
う
思
え
た

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
は

か
に

を
浮
か
べ
た

よ
り
も

し
い
と
そ
う
思

て
い
る
の

が
分
か
る
偽
り
の
な
い

み

正
直
私
か
ら
す
れ
ば
最
前
線
で
戦

て
い
る
攻
略
組
の
方

は
別
世
界
の
住
人
の
よ

う
に
思
え
て
い
ま
し
た

 
そ
れ
を
見
て
か

ニ
シ
ダ
さ
ん
は
彼
と
同
じ
よ
う
に
大

に

を
向
け
て
語
り
始
め
た

内
心
で
は
こ
の
世
界
か
ら
生
還
す
る
事
を

め
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
な

知

て
の

り

電
気

の
世
界
も
日
進
月
歩

と
い
う
発
明
品
で
使

さ
れ
る
ホ
ロ
グ
ラ
フ
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を
始
め
と
し
た
技
術
が
流

さ
れ
た
も
の
も
多
く

ま
し
て
や

今
は

で

更
発
展
著

し
い

私
も

い

か
ら
弄

て
い
た
ク
チ
な
の
で

と
か
食
ら
い
付
け
て
い
た
ん
で
す
が
一

年
以
上
も
現
場
を
離
れ
て
い
る
と
な
れ
ば
流

に
復
帰
は
も
う
無
理
で
し

う

生
還
し
て
も

に
復
帰
出
来
る
か
す
ら
不
明
で
す

 
私
は
学
生
だ
か
ら
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
気
持
ち
全
て
を
理
解
出
来
る

で
は
無
い
が
そ
れ
で
も

と
な
く
想
像
は
出
来
て
い
た

 
や
は
り
彼
も
生
還
し
て
か
ら
の

に

し
て
思
い
悩
ん
で
い
た
の
だ

こ
の
男
性
と
会

た

時

く

て
い
た
の
は
恐
ら
く

ば
自

に
近
い
思
い
を

い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
自
分

に
は
無
理
だ

と
い
う

観
も
あ

て

 
女
尊
男

風

に
よ

て
男
性
の

や
復

が

に
な

て
い
る
か
ら
こ
そ
年

い
た

自
分
に
は
無
理
だ
と
思

て
い
る
の
だ

 
そ
し
て

そ
の

観
は

れ
も
無
く
正
し
い
だ
ろ
う

に
話
し
た
い
い

の
オ

ジ
達
も
私
と
同
じ

え
が
あ

て

的
に
生
き
て
い
る
の

で
す

こ
の
世
界
で
必
死
に
生
き
て
も

実

の
と
こ
ろ
現
実
に
帰

た
と
こ
ろ
で

に
も
な

ら
ず

に
も
還

さ
れ
な
い
そ
れ
ど
こ
ろ
か
現
実
の
生
活

す
ら
危
う
い

な
ら
も
う
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い

そ

と

自
ら
命
を
絶
つ
者
だ

て
い
ま
し
た

 
そ
う
ど
こ
か
哀
し

に
語

た
様
子
か
ら

す
る
に
恐
ら
く
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
目
の
前
で
そ

れ
を
し
た
人
が
い
た
の
だ
ろ
う

私
は
お
ろ
か
釣
り
ギ
ル
ド
の
者
達
は

も
が
現
実
へ
の
復
帰
を
切
望
し
て
い
な
が
ら
同

時
に
恐
れ
て
も
い
る

生
還
し
て
も
自
分
達
が
一
家
の
大
黒

で
更
に
今
の
時
世
を

み
れ
ば

復

な
ん
て
絶
望
的
で
す
か
ら
ね

だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
で
も
最
前
線
で
戦
う
方

を
別
世
界

の
者
だ
と

そ
う
思

て
い
ま
し
た

現
実
に
還

た
後
に
希
望
を
見
出
し
て
い
る
者
な
の
だ

と

そ
の
中
で
も
特
に
キ
リ
ト
君
君
の
事
で
私
は
ず

と
不
思
議
に
思

て
い
た
の
で
す

の
事
で

え
え

い
時
分
か
ら

ら
れ
こ
の
世
界
に
来
て
も

め
ら
れ
て
い
る
の
に

故
戦
う

の
か

故
攻
略
組
と
し
て
生
還
を
目
指
し
て
い
る
の
か

な
ら
オ
レ
ン
ジ
達
の
一

に

な

て
復
讐
く
ら
い
し
そ
う
な
も
の
な
の
に

故
逆
に
オ
レ
ン
ジ
達
を
抑
え
る

と
し
て
戦
う

の
か

他
の
子

達
は
戦
う
の
を
恐
れ
て
い
る
の
に

故
危
険
な
場

を

先
し
て
突
き
進
め

る
の
か

そ
し
て

故

ビ

タ

の
悪
名
に

じ
な
い
行
動
を
取

て
い
る
の
か

あ

な
た
の
事
は

静
に

え
れ
ば
矛
盾
と
謎
が
あ
り
過
ぎ
て
い
て

不
可
解
だ

た
の
で
す
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静
に

え
れ
ば

と
い
う
時
点
で

に
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
キ
リ
ト
を
善
と
見
て
い
る
の
だ
ろ

う

そ
う
で
な
け
れ
ば
こ
の
問

す
ら
な
い

だ
か
ら

 

わ
れ
た
キ
リ
ト
は
ニ
シ
ダ
さ
ん
が

に

え
を
確
信
し
て
い
る
か
ら
か
あ
る
い
は
そ
の
先

を

き
た
い
か
ら
か
決
し
て
そ
の
先
を

わ
せ
な
い
よ
う
に
は
せ
ず
無

で
先
を

し
て
い

た

と
も
す
れ
ば
あ
る
い
は
キ
リ
ト
は
自
ら
の
行
動
を

も
知
ら
な
い
の
に

し
て
く
れ
て

い
る
の
か
と

期

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

実
を

う
と
キ
リ
ト
君
が
こ
の
大

で
釣
り
を
し
て
い
る
の
は
今
ま
で

か
見
て
き

ま
し
た

血

騎
士

の

⻑
と

⻑
の
お
二
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
の
時
も

 
恐
ら
く
そ
れ
は

私
が
こ
の
世
界
に
来
る
日
の
事
だ

多
分
私
が
来
る
直
前
の

だ

大

で
釣
り
を
し
始
め
た
黒

く
め
の
少
年
が
ビ

タ

で
あ
る
と
釣
り

間
か
ら
知

ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね

し

な
い
で
す
が

し
て
遠

き
に
し
て
い
た
の
で
す

な
ら

故

今
日
は
声
を

私
達
は

ル
カ
が
活
動

点
で
す
か
ら

今
日
の
デ

エ
ル
を
見
て
し
ま

た
の
で
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す 
今
日
の
デ

エ
ル

す
な
わ
ち
ア
キ
ト
と
の

決

デ

エ
ル
と
は
名
ば
か
り
の
死
闘

を

ニ
シ
ダ
さ
ん
は
見
て
い
た
と

う

 
あ
の
時
は
平
時
に
は
無
い
様
子
だ

た
た
め
見
ら
れ
て
い
た
と
気
付
か
な
か

た
ら
し
い
キ
リ

ト
は

く
息
を

ん
で
ニ
シ
ダ
さ
ん
に

を
向
け
た

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
キ
リ
ト
を
穏
や
か
に
見
返
し
た

あ
の
デ

エ
ル
を
見
て
私
達
は
本

に
あ
の
少
年
は
悪
な
の
か
と
疑
問
を

き
ま
し
た

い

え
常

い
て
い
た
違
和
感
に
確
信
を
持
て
た
と

う
べ
き
で
し

う
か

今
日
声
を
掛
け
た

の
も

も
が
キ
リ
ト
君
の
事
を

ら
な
か

た
の
も
そ
の
真
偽
を

る
た
め
キ
リ
ト
君
を

推
し

る

だ

た
の
で
す

な

そ
う
だ

た
の

 
こ
れ
に
は
流

に
キ
リ
ト
は

論
私
も

然
と
し
て
し
ま

た

一

に
お
礼
を

て
き
た

時
の
様
子
は
キ
リ
ト
の

理
の
感
動
に
よ
る
も
の
で
多
分
そ
れ
で
悪
名
に

し
て
触
れ
な
か
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た
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
が
よ
も
や
キ
リ
ト
を
推
し

る

に
声
を
掛
け
た
と
は
予
想
だ
に

し
て
い
な
か

た

 
そ
こ
で

私
は
あ
る
事
に
気
付
い
た

も
し
か
し
て

ヌ
シ
釣
り
を
い
き
な
り
行
え
た
の
も

と

備
を
進
め
て
い
た
の
も
あ
り
ま
す
が
あ
の
デ

エ
ル
の
後
で
キ
リ
ト
君
を
推
し

る

に
決
行
す
る
事
に
し
ま
し
た

流

に

理
ス
キ
ル
や

味

に

し
て
は
全
く
予
想

外
で
し
た
が

 
私
の
予
想
は
正
し
く
ど
う
や
ら
ヌ
シ
釣
り
を
キ
リ
ト
に
声
を
掛
け
た
そ
の
日
に
行
え
た
の
も

事
前
に

意
し
て
い
た
か
ら
ら
し
い

 
あ
の
場
で
い
き
な
り
話
が
出
た
に
し
て
は
少

備
が
良
す
ぎ
る
気
が
し
た
の
だ

は
あ

ま
り
集
ま
ら
な
い
と
い
う
釣
り
ギ
ル
ド
の
面

が

た
状

の

食
と
い
う
の
も

引

掛
か
り
を
覚
え
て
い
た
が
こ
れ
が
真
実
だ

た
よ
う
だ

そ
り

あ
前
以
て
決
め
て
い
れ

ば
あ
そ
こ
で
話
に
出
す
事
も
可
能
だ
ろ
う

道
理
で

の

性
を
知

て
い
な
が
ら
一
緒
に
圏
外
に

る
の
を

わ
な
か

た

だ
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ど
う
や
ら
キ
リ
ト
の
方
も

に
思

て
は
い
た
ら
し
い

ま
さ
か
自
分
を
推
し

る

だ

た
と
は
思
わ
な
か

た
よ
う
だ
が

キ
リ
ト
君
の

い
え

ビ

タ

と
し
て
も

黒
の
剣
士

と
し
て
も

そ
の
行
動
は

全
て

さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
の
を
前

に
動
き
ま
し
た
か
ら
ね

色

と
経
験
を

ん
で
い

る
大
人
を

め
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ

 
キ
リ
ト
の

得
の

葉
に
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
少
し

目

気
あ
る
感
じ
で
し
て
や

た
り
と

み
を
浮
か
べ
て
そ
う

た

 
そ
れ
を
向
け
ら
れ
た
キ
リ
ト
は

然
と
し
て

ま

て

ろ
り
と
恐
ら
く
は
虚
飾
の
仮

面
が

れ

ち
る
か
の
よ
う
に
塗

が

が
れ

ち
る
か
の
よ
う
に

金
が

り

ち
る
か

の
よ
う
に

彼
は

を

ま
せ

を

然
と
も

み
と
も
つ
か
ぬ
形
に
歪
め
た

は
は

と
無

だ

た
人
に

こ
こ
ま
で

破
さ
れ
た
の
は

初
め
て
だ

じ

あ
さ

き
の
宴
会
の
時
点
で

い
や

に

の
時
点
で

え
は
出
て

え
え

キ
リ
ト
君
は
よ
く
よ
く
見
れ
ば
と
て
も

直
な
子
の
よ
う
で
す
か
ら
ね

子
持
ち

の
者
も
多
く
い
た
の
で
す
ぐ
分
か
り
ま
し
た

そ
れ
に

こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
見
な
の
で
す

が

か
の

に

味
し
い

理
を
作
れ
る
人
に
悪
人
な
ん
て
そ
こ
ま
で
い
な
い
と
私
は
思

て
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ま
す

こ
の
世
界
に
は
存
在
し
な
か

た

味

ま
で

し
む
こ
と
な
く
振
る
舞

て
く
れ
た
の

で
す
か
ら

更
で
す
よ

そ

か

そ
う

あ
あ

あ
あ
あ
あ

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
私
見
を

い
て
そ
の
上
で
認
め
ら
れ
た
の
だ
と
理
解
し
た
キ
リ
ト
は

か

に
間
を
空
け
て
か
ら

り
出
す
よ
う
な
声
と
共
に

か
ら

れ
た

⻘

の
上
に

り

ん
だ
キ

リ
ト
は

ろ

ろ
と

を
流
し
て
抑
え
よ
う
と
し
て
も

は
絶
え
ず

い
て
止
ま
る
気
配

が
無
か

た

 
そ
ん
な
彼
の
前
に

ニ
シ
ダ
さ
ん
も
中

に
な

て

キ
リ
ト
君
の

を

し
く

で
る

今
ま
で
よ
く

て
き
ま
し
た
ね

う

ぐ

あ

 
労
い
の

葉
と
共
に
そ
う

わ
れ
た

彼
は
も
う
抑
え
ら
れ
な
い
と
ば
か
り
に
目
の
前
の

男
性
に
し
が
み
つ
い
て

を
上

る

 
リ

フ

を
始
め
と
し
た
十
代
ク
ラ
イ
ン
や
エ
ギ
ル
達
の
よ
う
な
二
十

ど
こ
ろ
か
釣
り

ギ
ル
ド
に
い
る
五
十
代
前
後
の
全
く
無

だ

た
人
達
に
本

の
自
分
を
見
て
も
ら
え
た
事
が

程

し
か

た
の
か

そ
れ
と
も
実
兄
に
よ
り
情
緒
不
安
定
に

て
い
た
か
ら
か
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初

の
男
性
に

も
外

も
無
く
た
だ

直
に
一
人
で
戦
い

け
て
来
た
少
年
は

き
付

い
た

 
そ
れ
を
少
し
離
れ
て
い
た
私
に
は
ど
こ
か
実
の
親
子
に
も
あ
る
い
は

と

に
も
見
え

て
い
た

 
き

と
キ
リ
ト
が
求
め
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
み
の
あ
る

を
重
ね
た
事
で
抑
え
切
れ
な
か

た
の
だ
ろ
う
と

そ
う
予
想
し
な
が
ら

私
は
静
か
に
彼
の

を

き
届
け
た

 

く
三
日
月
と
光
る
星
の
夜
空
に
彼
の

は

け
て
そ
し
て
消
え
た

き
届
け
て
い

る
二
人
の
男
女
の
分
を

い
て

 

眠

て
し
ま
い
ま
し
た
な

 
私
が
声
を
掛
け
た
事
釣
り
ギ
ル
ド
の
面

と
共
に
ヌ
シ
釣
り
を
企

し
た
真
意
を
語

た

に

き
始
め
た
子
を
あ
や
す
事
お
よ
そ
五
分
の
後

キ
リ
ト
君
は

き

れ
た
の
か
小
さ
な

息
と
共
に
私
の

の
中
で
眠

て
し
ま

て
い
た

仕
方
な
い
で
す
よ

こ
の
子
は

れ
て
ま
し
た
か
ら

き

と
ニ
シ
ダ
さ
ん
に
安
心

感
を

い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
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そ
う
で
す
か

 
彼
の
付
き

い
ら
し
い
黒
髪
に

の
少
女
シ
ノ
ン
さ
ん
が

し
く

み
な
が
ら
こ
ち
ら

に
近
寄

て
来
て
キ
リ
ト
君
の

を

し
く

で
て

う

そ
の
表
情
は
と
て
も
大
切
に
想

て
い
る
事
が
わ
か
る
表
情
だ

た

 
私
と

れ
の
間
に
子
は
生
ま
れ
な
か

た
が

知
り
合
い

中
の
出

に
は

も
立
ち
会

い

子
と
子
を

く

親
や

親
を
見
て
来
た
か
ら
こ
そ
そ
の
表
情
が
そ
の
時
の
者
達
に
似

て
い
る
と
分
か

た

 
キ
リ
ト
君
が

過
ぎ
る
が
故
か
彼
女
の
思

は
ど
う
や
ら

い
人
が

く
恋
情
か
ら
一
つ
先

を
行

て
し
ま

て
い
る
ら
し
い

 
そ
れ
く
ら
い
が
キ
リ
ト
君
に
は
良
い
の
か
も
し
れ
な
い

あ
ま
り
に
も
不

に
過
ぎ
る
キ
リ
ト

君
に
は
そ
れ
く
ら
い
大
切
に
想

て
く
れ
る
者
が
い
る
方
が
き

と
喜
ぶ
だ
ろ
う
し
安
心
す

る
だ
ろ
う

 

来
的
に

か
と
結

す
る
時
に
色

と
あ
り
そ
う
だ
が
し
か
し
シ
ノ
ン
さ
ん
と
キ
リ
ト
君

は
姉
弟
で
は
無
い
と

た

で
あ
れ
ば

と
す
る
と

に
恋

と
い
う

か
も
し
れ

な
い
し
そ
う
で
な
く
と
も
ビ

タ

や
ら

や
ら
で
色

と
あ
る
彼
を
慮

て
い
る
事
を
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知

て
い
る
な
ら

ろ
な

に
な
る
の
も
そ
う
遠
い
話
で
は
無
い
だ
ろ
う

 
ま

そ
の
前
に
キ
リ
ト
君
を
取
り

く
状
況
を

と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
無
理

に
近
い
問

が
あ
る
が

あ
の
デ

エ
ル
の
時
に
集
ま

た
面

の
様
子
を
見
る
に
彼

は

も
一
人

ち
と
い
う

で
は
無
い
よ
う
だ
か
ら
静
か
に

ま
し
く
生
き
て
い
れ
ば

れ

せ
を

め
る
か
も
し
れ
な
い

 
出
来
る
事
な
ら
そ
う
あ

て
欲
し
い
も
の
で
す
と
そ
う
思
い
な
が
ら
私
は
華

な
少
年
を

き
上

た

さ
て

シ
ノ
ン
さ
ん
は

キ
リ
ト
君
が
取

て
い
る

を
ご
存
じ
で

え
え

知

て
ま
す

で
は
頼
ん
で
構
い
ま
せ
ん
か
な

恐
ら
く
私
よ
り
も
あ
な
た
の
方
が
い
い
で
し

う

 
え
え

ま

最
初
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
す
し

 
私
が

を
指
し
て

た
の
か

せ
な
か

た
ら
し
い
彼
女
は
小

を

た
後

不
思

議
そ
う
に
し
な
が
ら
私
が

き
上

る
キ
リ
ト
君
を

い
と
背
負

て
み
せ
た

そ
こ
ま
で
背

が
高
い
と
い
う

で
は
無
い
も
の
の
キ
リ
ト
君
の
方
が
小
さ
い
の
で
少
女
と

え
る
シ
ノ
ン
さ

ん
で
も

く
背
負
え
て
し
ま
う
の
だ
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こ
ん
な
に
華

な

に
こ
の
世
界
の
事
を
背
負
わ
せ

け
て
し
ま

て
い
る
と
は

と
も
⻭

く
思

て
し
ま
う

私
程

で
は
力
に
な
れ
な
い
と
分
か

て
い
る
が

あ
の
デ
ス

ゲ

ム
開
始
の
日
か
ら

を

ん
で
い
れ
ば
あ
る
い
は
と
も
思
わ
な
く
は
な
い

中
で
死

ん
で
し
ま

て
い
た
と
は
思
う
が

え
て
し
ま
う
の
は
や
め
ら
れ
な
い

じ

あ
今
日
は
こ
れ
で

お

み
な
さ
い

ニ
シ
ダ
さ
ん

え
え
お

み
な
さ
い

キ
リ
ト
君
に
も
よ
ろ
し
く

て
お
い
て
下
さ
い

我

釣
り
ギ
ル

ド
一
同
キ
リ
ト
君
が
変
わ
ら
な
い
限
り
常
に
味
方
で
す

く
な

た
ら
ま
た
来
て
く
だ
さ
い

と
も了

解
で
す

き

と
こ
の
子
も
喜
び
ま
す

 

し
く

み
な
が
ら
シ
ノ
ン
さ
ん
が

い
て
応
じ
て
き
た
後
彼
女
は

の
コ
ラ
ル
へ

く
道
を
歩
き
始
め
た

 
そ
の
後
ろ

は
ど
う
見
て
も
姉
に
背
負
わ
れ
た

い
弟
と
い
う
構

で
と
て
も
こ
の
世
界
で

悪
名
を

か
せ
る

ビ

タ

で
も

攻
略
組
で
ト

プ
ク
ラ
ス
と

わ
れ
る

黒
の
剣
士

で
も

そ
し
て
出
来
損
な
い
と
蔑
ま
れ
て
傷
付
い
て
い
る
少
年
に
も
見
え
な
か

た

 
二
人
の
後
ろ

が

林
の
影
に
よ

て
見
え
な
く
な

て
か
ら
私
も

の

ル
カ
へ
向
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け
て

少
年
の

を

に

み
な
が
ら
帰

に

い
た

 
お
か
え
り

か

た
ね

 

後
十
一
時

 
流

に
ヌ
シ
釣
り
か
ら
宴
会
に
流
れ
た
に
し
て
は

過
ぎ
な
い
か
と
マ

プ
を
表
示
し
て
の

フ
レ
ン
ド
追

で
動
き
を
じ

と
見
て
い
た
あ
た
し
は

く
家
に
帰

て
来
た
二
人
を
出

え

た

に

う

王
立
ち
で
あ
る

 
第
二
十
二
層
に
ア
ク
テ

ブ
な
モ
ン
ス
タ

が
ポ

プ
し
な
い
か
ら
と
は

え
ど
こ
に
オ
レ

ン
ジ
が
潜
ん
で
い
る
か
分
か
ら
な
い
の
だ
し
流

に
こ
ん
な

く
ま
で
出
て
い
る
の
は
非
常
識

だ
か
ら
説
教
を
す
る

に
リ
ビ
ン
グ
で

て
い
た
の
だ

日
今
日
と
一
緒
に
い
た
ナ
ン
は

に
キ
リ
ト
の

で
ス
ト
レ
ア
さ
ん
も

か
あ

た
ら

こ
し
て
と

て
先
に

て
い
る
が

 
流

に
明
か
り
を
消
し
て
い
た
リ
ビ
ン
グ
に
人
が
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
よ
う
で
明
か
り

を
点
け
た
と
同
時
に
出

え
ら
れ
た
シ
ノ
ン
さ
ん
は
猫
の
よ
う
に
目
を
見
開
い
て

い
て
い
た

そ
こ
で
声
を
上

な
か

た
の
は

流

は

ち

い
て
い
る
人
だ
と

え
る

 
す
ぐ
さ
ま
説
教
を
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が

シ
ノ
ン
さ
ん
の

か
ら
見
え
る

に
気
付
い
て
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た
り
と
動
き
を
止
め
て
し
ま

た

キ
リ
ト

て
る
の

え
え

先
に
キ
リ
ト
を
ベ

ド
に

か
せ
た
い
か
ら

話
は
そ
の
後
で
良
い

分
か

た

 

気
を

て
い
る
キ
リ
ト
が
よ
も
や
宴
会
で

れ
た
か
ら

た
と
は

え
ら
れ
な

い
彼
は
闘
技
場
で
の

労
を

し
た
ま
ま

戦
と

う

戦
を
経
験
し
て

圏
内
事
件
を

終
息
へ
と
導
い
た
立

者
だ

そ
の

ま
じ
い
精
神
力
は
ま
ざ
ま
ざ
と
理
解
さ
せ
ら
れ
て
い
る

 
た
だ
の
ヌ
シ
釣
り
と
宴
会
で
は
な
か

た
の
か
と
思
い
つ
つ
結
構
重
要
な
話
が
あ
る
気
が
し

て
あ
た
し
は
一
も
二
も
無
く

い
て
シ
ノ
ン
さ
ん
が
二

へ
上
が
る
の
を
見
送

た

キ
リ
ト

を

ま
せ
る
た
め
な
ら
異
論
な
ど
あ
ろ
う

が
無
い

 
一
分
と
経
た
ず
に

り
て
来
た
シ
ノ
ン
さ
ん
を

ま
え
て
食

に
対
面
で

て
話
を

い

た

き
終
え
る
と
同
時
に
一
応
危
険
は
無
か

た
よ
う
な
の
で
安

の
息
を

い
た

 
流

に
現
実
の

味

を
振
る
舞

て

狂
し
て
⻑
引
い
た
の
を

け
ば

で
も

く
な

た
理
由
は
理
解
さ
せ
ら
れ
る
こ
の
世
界
に

わ
れ
て
ず

と
味
わ
え
な
か

た
も
の
を
食
べ
れ

ば
そ
り

あ

狂
す
る
の
も

け
る

ず

と

理
を
作
り

け
て
い
た
事
も
あ

て

キ
リ
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ト
も

れ
て
い
た
ら
し
い

 
ヌ
シ
釣
り
や
ら

や
ら
の
真
意
を
知

て
認
め
ら
れ
た
か
ら

き

れ
て
眠

て
し
ま

た

と

い
た
時
は

思
わ
ず

み
を
浮
か
べ
て
し
ま

た
程
だ

こ
の
世
界
に
い
る
人
全

が
キ
リ
ト
を

し
て
る
の
か
と
思

て
た
け
ど

キ
チ
ン
と
見

る
人
も
い
た
ん
だ
ね

み
た
い
ね

闘
技
場
前
で
見
せ
ら
れ
た
ア
レ
が
全
て
な
の
か
と
思

て
た
わ

あ
た
し
も

 
以
前
か
ら
気
に
な

て
い
た
が
キ
リ
ト
の
ビ

タ

に
よ
る
悪
行

実

は
悪
く
演

じ
て
い
る
事
を
更
に
悪
く

て
い
る
だ
け
の
事

と
黒
の
剣
士
に
よ
る
攻
略
で
希
望
を

す
行

は

本
的
に
二
者

一
の
も
の
で
あ
り
決
し
て
一
人
の
人
間
が
同
時
に

べ
る
も

の
で
は
な
い

あ
の
子
は
そ
れ
を
希
望
の
異
名
と
悪
意
の
忌
み
名
で
も

て
実
現
し
て
い
る
が

本
来
な
ら
そ
れ
は
歪
な
の
だ

 
歪
な
上
に
矛
盾
し
て
い
る

し
て
い
る
が
決
し
て
矛
盾
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

絶

な
加

で

を

し
て
い
る

 
自
分
の

な
ら
容
赦
な
く
プ
レ
イ

を
殺
す
者
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
同
列
に

わ
れ
て
い
る
ビ
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タ 
な
ら

故
同
一
人
物
で
あ
る
黒
の
剣
士
は
逆
に
オ
レ
ン
ジ
を
抑
え
る
存
在
に
な

て

い
る
の
か

 
そ
れ
以
前
に
ビ

タ

の
悪
名
は
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

キ
ラ

と
し
て
も
知
れ

て

い
る
と
い
う

 
こ
れ
で
は
矛
盾
し
て
い
る

 
だ
が

自
分
の

な
ら

と
い
う
部
分
が
矛
盾
を
さ
せ
て
い
な
い

ビ

タ

に
と

て

邪
魔
だ
か
ら
消
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
グ
リ

ン
で
あ
ろ
う
と
オ
レ
ン
ジ
で
あ
ろ
う
と

無
い
か
ら
だ

黒
の
剣
士

に
至

て
は

う

を
壊
滅
さ
せ
た
時
の
事
で

攻
略
組
が
邪
魔
と
判
断

し
た
な
ら
そ
れ
に

て
容
赦
な
く
殺
す
と
い
う
話
に
な

て
い
る

そ
こ
か
ら
同
一
人
物
で
あ

る

に

ビ

タ

も
同
じ

い
を

け
て
い
る

 
こ
の
二
つ
の
呼
び
名
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望
と
悪
意
二
つ
の
感
情
を
向
け
ら
れ
て
い
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
が

し
た
事

は

同
さ
れ
て
い
る
の
だ

そ
の
上
で
人

か
ら
し
て
善
行
は
黒

の
剣
士

に

人

か
ら
し
て
悪
行

は

ビ

タ

が
し
た
と
い
う
事
に
な

て
い
る
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静
に
な

て
み
れ
ば
こ
れ
ら
は
分
か
る

分
か
る
が

静
に

え
て
も

が
分
か
ら
な
く

な
る
く
ら
い
グ
チ

グ
チ

に
な

て
い
て
最

ど
れ
が
真
実
な
の
か
も
分
か
ら
な
い
程
に
入

り
組
ん
で
い
る

 
キ
リ
ト
か
ら
全
て
を

い
て
い
る
あ
た
し
が
こ
れ
な
の
だ
恐
ら
く
全
く
知
ら
な
い
人
達
か
ら

す
れ
ば
全
て
を
真
と
思
う
だ
ろ
う

 
し
か
し
広
ま

て
い
る
話
は
事
実
で
は
あ

て
も
そ
の
話
に
出
て
来
る
人

が
ど
の
よ
う
な

想
い
で
そ
れ
を

し
た
か
の
真
実
が
語
ら
れ
て
い
な
い
が
故
に

違
い
を

こ
し
て
し
ま
う

キ
リ
ト
は

に
そ
の

の
情
報

作
を
行

て
い
る
の
だ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

一
に
し

て
最
大
の
信
頼
と
信

を
向
け
ら
れ
て
い
る
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
協
力
し
て
い
る
か
ら
本

に
気
付
け

な
い

 
だ
と

う
の
に
話
に

く
釣
り
ギ
ル
ド
の
人
達
は
そ
こ
を
見

い
た

あ
の
子
が

重
に
も

た

ビ

タ

は
悪
と
い
う

定
観
念
に

わ
れ
る
事
無
く
キ
リ
ト
個
人
を
見
て

そ
し
て
判
断
し
た
の
だ

彼
は
善
な
る
者
で
あ
る
と

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
協
力
で
本

に
見

け
な
く
な

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
事
情
を
全
く
知
ら
な

い
の
に
気
付
か
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

本

の
自
分
を
見
付
け
て
も
ら

て
き

と
あ
の
子
は
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感
極
ま

た
の
だ

な
ま
じ
ア
キ
ト
と
デ

エ
ル
を
し
た
後
だ

た
か
ら
こ
そ
安
心
し
た
の
だ

と
思
う

 
シ
ノ
ン
さ
ん
は
ニ
シ
ダ
さ
ん
に
キ
リ
ト
に
欠

し
て
い
る

親
の
立
場
の
人
間
が
与
え
る

か
を
重
ね
て

安
心
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

そ
う

え
て
い
る
ら
し
い

 
確
か
に
そ
れ
も
真
実
だ
ろ
う

と
は

え

内
心
複

ね

あ
の
兄
の
せ
い
で
苦
し
ん
で
い
る
と

て
も
い
い
の
に

そ
の
デ

エ
ル
が
あ

た
か
ら
キ
リ
ト
の
理
解
者
が
増
え
た

と
い
う
の
は

 
し
ん
み
り
と
し
た
空
気
を
破
る
か
の
よ
う
に
シ
ノ
ン
さ
ん
は
そ
う

た

あ
ま
り
に
も
あ

ま
り
な
話
に
苦

せ
ざ
る
を
得
な
い
が

確
か
に
と
あ
た
し
は

す
る

確
か
に
業

で
す
ね

り
間
違

て
も
あ
ん
な
人
に
感

な
ん
て

き
た
く
な
い
し

本

よ

と
は

え
あ
の
デ

エ
ル
か
ら
キ
リ
ト
を
善
と
見
た
な
ら
あ
の
男
は
悪
と
見

ら
れ
た
と
い
う
事
だ
か
ら

経
験
が
あ
る
大
人
な
ら
そ
の
真
贋
を
見
極
め
ら
れ
る
と
い
う
事
で

し

う
ね

あ

前
に
あ
の
子
を
殺
そ
う
と
し
て
た

刀
使
い
の
人
も

か

く
複

そ
う
な
面
持

ち
で

離
を

り
か
ね
て
る
感
じ
だ

た
し
ね

あ
の
神

あ
の
子
を

め
よ
う
と
す
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る

に
墓
穴

る
ん
じ

な
い
か
な

る
な
ら

る
で
ド
ン
ド
ン

ら
せ
れ
ば
い
い
わ
よ

キ
リ
ト
が
味
わ

た
苦
し
み
の
数
百

の
も
の
を

け
れ
ば
い
い
の
よ

あ
ん
な

 
ど
う
も

め

ん
で
い
た
ら
し
い
シ
ノ
ン
さ
ん
は
神

に
対
し
て
の
苛
立
ち
を

葉
と
共

に

き
出
し
始
め
た

多
分
キ
リ
ト
と
一
緒
に
い
て
あ
た
し
達
と
違

て
一
つ
も
零
さ
な
か

た

か
ら

か
な
り

め

ん
で
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
苦

し
な
が
ら
あ
た
し
は
お

を

れ
て
シ
ノ
ン
さ
ん
と
神

に
つ
い
て
の
愚

を

い
合
い
ヌ
シ
釣
り
で
あ

た
ハ
プ
ニ
ン
グ
や
宴
会
の
様
子
キ
リ
ト
と
話
し
た
事
を

い
て

い

た

 

に

い
た
の
は

界

上
の
数

が

前
二
時
を
過
ぎ
た

で
あ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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今
回
の
お
話
は
原
作
キ
リ
ト

ア
ス
ナ
が
ニ
シ
ダ
さ
ん
と
お
別
れ
す
る
直
前
の
会
話
で
す
ね

ア
レ
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
お
り
ま
す

覚
え
が
あ
る
人
も
い
た
の
で
は
な
い
で
し

う
か

 
リ
ン
ド
を
始
め
と
し
た

殺
隊
の
面

は

い
の
で
結
構

に
ヘ
イ
ト

理
を
さ
れ
て
い
る

も
の
の

ビ

タ

に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
か

た
り

見
を
持

て
い
な
い
人
生
経
験

を

ん
だ
人
な
ら
キ
リ
ト
が

え
出
し
た
策
を
見

け
る
ん
じ

な
い
か

と
思

た
事
か

ら
こ
の
展
開
に
な
り
ま
し
た

 
ぶ

ち

け
人
を
見
る
眼
が
あ

た
り

見
さ
え
無
け
れ
ば
キ
リ
ト
の
策
は

に
見

け
て

し
ま
う
代
物

だ

て
キ
リ
ト
ま
だ
子

で
す
か
ら

流

に

練
な
人
ま
で
は

せ
な
い
し

現
に

見
が
無
い
ユ
ウ
キ
達
に
初
見
で

ビ

タ

が
演
技
だ
と
見

か
れ
て
る
し

 
キ
バ
オ
ウ
の
年

は
知
り
ま
せ
ん
が
三
十
代
い

て
な
さ
そ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね

逆
説
的
に
人
を
見
る
眼
が
無
い
と
い
う
事
に

 
つ
ま
り
ニ
シ
ダ
さ
ん
が
キ
リ
ト
に
自
ら

触
し
た
の
も
そ
れ
以
前
に
ア
キ
ト
の

験
場

を

ル
カ

に
し
た
の
も

初
は
こ
の
話
を
書
く
た
め
だ

た
り
し
た

メ
タ
イ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
一
章
 

約
束
の
履
行

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
そ
し
て
お

し
ぶ
り
で
す

そ
こ
そ
こ
書
き

め

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
離
れ
が
出
来
た
の
で
こ
れ
か

ら
ち

く
ち

く
更
新
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

 
実
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
投
稿
再
開
と
本
文
の
内
容

方
を
指
し
て
た
り
す
る

 
さ
て
前
話
の
ヌ
シ
釣
り
を
節
目
と
し
て
今
話
以

は
少
し
ず
つ
原
作
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
部

分
を

ん
だ
ゲ

ム
シ
ナ
リ
オ
展
開
へ
と

行
し
て
い
き
ま
す

 
ゲ

ム
を
し
て
い
る
方
な
ら
先
を

め
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

変
え
て
い
ま
す
の

で

予
想

り
に
い
く
と
は
限
り
ま
せ
ん

 
ま
た
ゲ

ム
を
し
て
い
な
い
あ
る
い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
そ
の
も
の
は
知
ら
な
い
方
も

る

い
の

で
出
来
る
だ
け
解
説
を

ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す

や
や
こ
し
い
と
私
も
思

た
場
合
は
後

書
き
に

め
る
の
で

ご
安
心
下
さ
い

 
で
は
今
話
に
つ
い
て
で
す

 

点
は
前

リ
ア
ル
で

直
葉
の
実

点
後

は
ユ
ウ
キ

点

文

数
は
約
二
万
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八
千

 

点
で
は
直
葉
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
乱
入
し
て
し
ま

た
後
リ
ア
ル
で
は
ど
う
な

て
い
る
か
を

写
し
て
お
り
ま
す

か
な
り
シ
リ
ア
ス
で
す

 
反
面
ユ
ウ
キ

点
で
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

り

く
弓
ク
エ
ス
ト
時
に
ア
シ

レ
イ
と

交
わ
し
た
約
束
を
果
た
す
場
面
で
す

要
は
キ
リ
ト

せ

え

場

プ
ラ
イ
ベ

ト

キ
リ
ト

は
攻
略
時
と
百
八
十

真
逆
の
反
応
を
見
せ
ま
す

ま

シ
リ
ア
ス
も
あ
る
ん
で
す
が
ね

と
切
実
な
お
話

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ピ

ピ

と
無
味

な
電
子

が
部

で
無
感
動
に

き

る

 
こ
の

が

切
れ
た
時

の
命
が
喪
わ
れ
る
の
だ
と
思
う
と

が

め
付
け
ら
れ
る

 
私
の
前
に
あ
る

で
眠

て
い
る
の
は

自
分
と

で
あ
る

高
さ
ん
と
の
間
で

か
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た

血
を
分
け
た
と
い
う
意
味
で
は
一
人

と
な
る
直
葉

 

一

で
あ

た
和
人
を

て
か
ら
あ
の
子
を

ん
で
少
し
ず
つ

ば
し
て
い
る

と
い
う
黒
髪
は
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
開
始
の
日
か
ら
も
ず

と

ば
し
て
今
で
は

骨

り
ま

で
あ
る

 
剣
道
を
す
る
に
は
邪
魔
だ
か
ら
と

ま
で
切

て
い
た

に

べ
て
⻑
く
な

た
な
と
思

う

愛
さ
れ
な
か

た
義
弟
を
愛
す
る
中
で
精
神
的
に
成
⻑
し
た
事
が
影

し
た
の
か
そ
の

体

は
と
て
も
女
性
的
な

み
を

び
出
る
と
こ
は
出
て
引

む
と
こ
ろ
は
引

ん
で
い
る

と
い
う

正
直
自
分
も

ん
で
し
ま
う
程
の
ス
タ
イ
ル
を
得
て
い
た

 
和
人
が
帰

て
き
た
ら

か
せ
て
や
る
ん
だ
と
そ
の
光

が
来
る
の
を
信
じ
て
疑
わ
ず
に

ん
で
い
た
光

を

ま
る
で

日
の
事
の
よ
う
に
思
い
出
せ
て
し
ま
う

 
だ
か
ら
こ
そ
だ
か
ら
こ
そ
今
目
の
前
で
眠
り

け
て
い
る
こ
の
子
の
状

を
見
て
⻭

く

そ
し
て
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
黒
幕
を
憎
く
思
う

 
桐

谷
家
の
⻑
女
で
あ
る
直
葉
は

今
か
ら
お
よ
そ
三

間
前
に

ア
ミ

ス
フ

ア

を

た
ま
ま
目
覚
め
な
い
状

に

た

 
私
が
帰

た
時
に
使

た
食
器
が
無
く
ま
た
部
活

で

絡
が
学

か
ら
来
て
更
に
は
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あ
の
子
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
誘

た
と
い
う
友
人
の
少
年
が
心
配
し
て
見
舞
い
に
来
た
事
で
こ
れ
は
お

か
し
い
と
悟

た

 
こ
の
時

私
は
二
つ
の

を

ら
れ
て
い
た

 
ま
ず
一
つ
は

ア
ミ

ス
フ

ア

の
コ
ン
セ
ン
ト
を
外
す
事

 
理
由
は
至
極

ア
ミ

ス
フ

ア

は

ナ

ヴ
ギ
ア

と
違

て
内

バ

テ
リ

が
存
在
し
て
お
ら
ず
必
ず
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
た
状

で
な
け
れ
ば

し
な
い
か
ら
コ
ン

セ
ン
ト
を

け
ば
強
制
的
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
せ
ら
れ
る
の
だ

 
だ
か
ら
最
初
は
そ
の
行
動
を
取
ろ
う
と
思

た

 
し
か
し
私
は
そ
れ
を
し
な
か

た

少
年
の
話
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ず

と
ダ
イ
ブ
し
て
い
な
い
ら
し

い
し
他
に
ゲ

ム
を
し
て
い
る
と
い
う
形

も
パ

ケ

ジ

で
無
い
事
か
ら
で
は

故

わ
れ
て
い
る
か
が
気
に
な

た
の
だ

 
自
分
の
意

で
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
な
く
な

た
の
か
も
し
れ
な
い

と
少
年
に

わ
れ
た

間

私
は

嗟
に

ア
ミ

ス
フ

ア

を
外
そ
う
と
す
る
手
を
止
め
た

 
そ
の

葉
は

今
現
在
も
義
弟
が

わ
れ
て
い
る
デ
ス
ゲ

ム
を

と
さ
せ
た

 
故
に
私
は
残
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
手

を
取

た

そ
れ
が

ノ
之

士
に

絡
を
取
る
事
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ま
さ
か

と
は

え
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で

線
な
ど
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
が

以
前
情
報

を

め
る

ア

ガ
ス

が
倒

し
た
話
の
時
に
そ
こ
に

し
て
い
た
技
術
者
達
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
運

す
る
企
業
に
流
れ
た
と
い
う
話
を

い
て
い
た

 
と
い
う
か
ニ

ス
に
も
上
が

て
い
た
の
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
超
え
る
ゲ

ム
と
銘
打

て

ア

ミ

ス
フ

ア
の
安
全
性
を

い
な
が
ら

だ
か
ら
こ
そ
私
も

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
思
う
と
こ
ろ
は

あ
れ
直
葉
に
そ
れ
を
プ
レ
イ
す
る
事
を
許
し
た

ア
ミ

ス
フ

ア
な
ら
大

だ
ろ
う

と
い
う
根

無
き
安
心
感
と
共
に

 
そ
の
結
果
が
こ
れ
だ

 
ア

ガ
ス
の
技
術
者
達
が

る
か
ら
と
は

え
な
い
だ
ろ
う
が

ノ
之

士
の
解

に

よ

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

る

の

が

故
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
事
が
判
明
し
た

こ
の
子
の
ハ

ド

の
中
に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
デ

タ
し
か
無
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ゲ

ム
チ

プ
な
ど
は
無
い
と
い
う
の
に
だ

 
無
論
す
ぐ
さ
ま
私
は
和
人
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
最
強
の
プ
レ
イ

と
い
う
事
で

触
を

て
来

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
の
リ

ダ

で
あ
る

務

の

人
に
コ
ン
ト
タ
ク
ト
を
取

た

二

と
名

た
そ
の
男
性
は
常
に
和
人
の
ロ
グ
を
追

て
い
る
と
い
う
話
だ

た
か
ら

と
す
る
と
気
付
い
て
い
る
か
も
と
思

た
の
だ
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そ
の

ど
う
や

て

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
る
事
を
説
明
す
る
か
に
迷

た

 

ノ
之

士
の
解

に
よ

て
判
明
し
た
事
実
だ
が

然
私
が
そ
ん
な
解

出
来
る

が
無

い
し

彼
女
と
知
り
合
い
で
あ
る
と
バ
レ
る

に
も
い
か
な
い

か
と

て
こ
の
ま
ま

を

放

て
い
て
は

死
し
て
し
ま
う
の
は
明
白
だ

た
た
め

士
も

を

て
話
し
て
も
い

い
と

て
く
れ
た

 
で
は

絡
を
取
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ち
ら
か
ら

絡
が
き
た

そ
の
内
容
が
正
に
直
葉

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
る
事
だ

た
た
め

別
の
意
味
で

し
て
し
ま

た
も
の
で
あ
る

恐
ら
く
あ
の
男
性
は

あ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た

と
い
う
意
味
で
取

た
だ
ろ
う
が

 
話
を

い
て
い
く
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
ア
カ
ウ
ン
ト

数
が
増
え
て
い
た
事
に

気
付
い
た
か
ら

確
認
を
取
る

に

絡
を
し
て
き
た
ら
し
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
正
式
サ

ビ
ス
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
者
達

勢
一
万
人
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
そ
の
作
成
日

時
が
全
て
２
０
２
２
年

月

日
の

後
一
時
か
ら

後
五
時

ま
で
で

ま

て
い
る

ま

た
ロ
グ
イ
ン
ハ

ド
の

も
全
て
ナ

ヴ
ギ
ア
製
の
も
の
で
あ
り

ア
ミ

ス
フ

ア

製
の
ハ

ド

は
一
つ
と
し
て
存
在
し
な
い

 
こ
れ
は
ロ
グ
イ
ン
が
可
能
な
サ

ビ
ス
開
始
時

か
ら
デ
ス
ゲ

ム

の
時
間
ま
で
を
意
味
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す
る

ゲ

ム
初
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
タ
イ
ト
ル
と
い
う
事
も
あ

て

も
が
意
気

と
ロ
グ
イ
ン

し
て
い

た
の
だ

和
人
の
様
子
を
見
て
い
た
か
ら
そ
れ
は
容

に
想
像
出
来
た

 
そ
し
て
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
以

ナ

ヴ
ギ
ア

は

に
発

さ
れ
て
い
た
分
も

め
て
国

が
主
導
と
な

て
回
収
さ
れ
て
い
る

外
国
に
も
出

さ
れ
て
い
た
も
の
だ
か
ら
交

に

ま
じ
い
打
撃
を
与
え
た
と
ニ

ス
で
見
た
覚
え
が
あ
る
く
ら
い
だ
そ
れ
だ
け
力
を
入
れ
て
い

る
と
い
う
事
で
あ
る

 
故
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
日
時
と
ハ

ド

は

全
て
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に

い
て
一

定
時
間
内
な
上
に
同
一

で
あ
る

 
し
か
し
直
葉
が
目
覚
め
な
い
事
に
私
が
気
付
い
た
前
日
の
夜
対
策
チ

ム
が
ア
カ
ウ
ン
ト
で

生
存
者
と
全
損
者
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
で

が
違
う
も
の
に
気
付
き

そ
こ
か
ら
ア
カ
ウ
ン
ト

作
成
日
時
が
お
か
し
い
事
に
も
気
付
い
た
と
い
う

 
直
葉
が
プ
レ
イ
し
て
い
た
ゲ

ム

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
発

び
サ

ビ
ス
開
始
日
は
２
０
２
３
年

月

日

お
よ
そ
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始
日
の
一
年
後

と
い
う
事
に
な
る

 
直
葉
が
プ
レ
イ
を
始
め
た
の
は
同
年

月

日

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

入
し
た
時
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か
ら
だ

ア
カ
ウ
ン
ト
設
定
も
私
が
し
た
の
で
よ
く
覚
え
て
い
る

名
前
の
設
定
だ
け
は
あ
の
子

が
し
た
が

 
だ
か
ら
こ
そ

人
か
ら
教
え
て
も
ら

た
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
日
時
が
私
の
記

に
あ
る
も
の

と
一

し
更
に
プ
レ
イ

ネ

ム
名
ま
で
も
が
一

し
た
事
で

ノ
之

士
か
ら
事
実
を

い
た
時
と
同
様
に
再
び
血
の
気
が
引
い
た

ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
住

ま
で
も
が

れ
る
の
で
間

違
い
な
い
と
男
性
は

ん
で
い
た
ら
し
い
が

そ
れ
で
も
確
認
と
い
う

で
あ
る

 
こ
こ
で
直
葉
の
入

先
で

め
る
事
に
な

た

 
そ
も
そ
も
ナ

ヴ
ギ
ア
の
コ
ン
セ
ン
ト
を

い
て

へ

送
出
来
た
の
は

と
え
に

殺
人
を
行
え
る
だ
け
の
バ

テ
リ

を
内

し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
バ
イ
ザ

型
の
ア
ミ

ス
フ

ア
に
は

そ
れ
だ
け
の
電

が
存
在
し
な
い

故
に
外
し
た

間
直
葉
は
ロ
グ
ア
ウ

ト
す
る
事
に
な
る

 
だ
か
ら
コ
ン
セ
ン
ト
を

け
ば
直
葉
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
脱
出
出
来
る
と

え
た
の
だ
が
現
実
は

非
情
だ

た

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
中
に
強
制
的
に
ア
ミ

ス
フ

ア
の
電
源
が

と
さ
れ
た
場
合
全
身
に
電

気
が

た
か
の
よ
う
な
感
覚
の

れ
と
共
に
ア
バ
タ

に

さ
れ
て
い
た
電
気
信

が
肉
体
へ
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と

て
い
き

現
実
へ
と
復
帰
す
る
ら
し
い

 
ナ

ヴ
ギ
ア
は
そ
の
電
力
が

ま
じ
い
が
故
に
高
出
力
マ
イ
ク
ロ
ウ

ブ
で

を
振
動

さ
せ
破
壊
出
来
る
代
物
と
な

て
い
る
が
そ
の
真
価
は
全
感
覚
を
完

に
シ

ト
ダ
ウ
ン

す
る
そ
の
機
能
に
あ
る
と
い
う

 
ち
な
み
に

ア
ミ

ス
フ

ア

は
そ
れ
が

に
抑
え
ら
れ
て
い
る

ス

ク
ダ
ウ
ン

と
安
全
性
の

方
を
取

た
が
故
の
数

だ

 
外
す
か
ど
う
か
で
問

に
な

た
の
は
そ
の
感
覚
シ

ト
ダ
ウ
ン
機
能
だ

た

 
ナ

ヴ
ギ
ア
が

を
破
壊
す
る
シ

ク
エ
ン
ス
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
の
中
に

れ

ん
で

い
る
か
ら

件
を

た
し
た

間
そ
の
シ

ク
エ
ン
ス
が

動
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る

 
そ
の

件
と
は
内
部
で
の

全
損
の
他

強
制
的
な
ハ

ド
の

や
破
壊
の

み

十
分

間
の
外
部
電
源
切
断

二
時
間
の
ネ

ト
ワ

ク
切
断
の

四
つ

 
こ
の
内
外
部
電
源
切
断
の
時
間
に

し
て
は
ナ

ヴ
ギ
ア
だ
か
ら
こ
そ
存
在
し
て
い
る

と
い
う
よ
り
は
実
現
で
き
て
い
る

予
だ

重

の
三

を

め
る
バ

テ
リ

を
内

し
て
い

る
の
だ
か
ら
外
部
電
源
が
無
く
と
も

機
状

で
フ
ル
ダ
イ
ブ
を

持
出
来
る

 
し
か
し
ア
ミ

ス
フ

ア
は
そ
れ
だ
け
の
バ

テ
リ

セ
ル
が
無
い
の
だ
か
ら
コ
ン
セ
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ン
ト
を

い
て

持
は
出
来
な
い
そ
も
そ
も

い
た

間
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
事
に
な
る
か
ら

持
出
来
な
い
事
実
が

に
出
て
い
た

 
そ
し
て

を
破
壊
す
る
シ

ク
エ
ン
ス
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
者
に
の
み

応
さ

れ
る
の
か

ナ

ヴ
ギ
ア

を

て
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

応
さ
れ
る
か
は
不
明

の
ま
ま
だ

 
仮
に
後
者
で
あ
れ
ば
直
葉
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
外
し
て
も
助
か
る
が
前
者
で
あ

た

場
合

部
分
で
シ

ト
し
て
い
る
感
覚
系
に

破
壊
シ

ク
エ
ン
ス
が

動
し
た
事
で

ナ

ヴ
ギ
ア

よ
り
は
弱
い
電

波
を
一
気
に
流
さ
れ
る
危
険
性
は
十
分

え
ら
れ
た

弱

と
は

え
直
に

波
の

お
よ
び
感
覚

断

密
に

え
ば
仮
想
世
界
の
ア
バ
タ

へ
反

す
る

に

み
取

て
い
る

の

に
マ
イ
ク
ロ
ウ

ブ
が
放
た
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

そ
れ
が
一
点
に
集
中
し
て
放
た
れ
れ
ば

ア
ミ

ス
フ

ア

で
も

に
人
体
へ
ダ
メ

ジ

を
与
え
ら
れ
る

 
流
れ
る
の
は
大

か
ら

部
分
つ
ま
り
生
命
線
と
も

え
る
部
分
だ
か
ら
死
ぬ
可
能
性
は

め
な
い
し
仮
に
死
な
な
い
に
し
て
も
一
生
後

を
持

て
生
き
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な

い

花
の
十
代
更
に
全
国
の
剣
道
大
会
で

勝
す
る
程
の

を
持
つ
子
な
の
だ
そ
ん
な
未
来
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を
奪
う
あ
る
い
は
死
ぬ
危
険
性
の
あ
る
手

は
取
れ
な
か

た

無
論
対
策
チ

ム
メ
ン
バ

も

同
じ

 
故
に
直
葉
を

動
す
る
事
は
叶
わ
ず
入

さ
せ
ら
れ
ず
我
が
家
の
直
葉
の
部

で
他
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

と
違

て
ず

と
眠
り

け
て
い
る

 
対
策
チ

ム
の
人
が

し
て
く
れ
た

護
師
安

ナ
ツ
キ
さ
ん
が
点

や

え
空

の

理
と
い

た
世
話
を
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら

私
が
仕
事
で

な
く
て
も
安
心
出
来
て
い
る

が

そ
れ
で
も
や
は
り
不
安
は

え
な
い

 

乱
に

ち
た
あ
の
日
か
ら
三

間
が
経
過
し
て
い
る
今

直
葉
は

リ

フ

と
し
て

和
人
こ
と
キ
リ
ト
と
共
に
行
動
し
て
い
る
と
い
う

の
間
は

に
離
れ
て
い
る
ら
し
い

が

と
夜
は
大

一
緒
に
い
る
事
か
ら

恐
ら
く

い
の
事
を
知

て
い
る
の
だ
と

人
は

て
い
た

 
ま
た

リ

フ

の
レ
ベ
ル
が

キ
リ
ト

と
出
会

て
数
日
で
一
気
に
上
が

た
事
か

ら

レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
も
教
え
て
も
ら

て
い
る

 
き

と
デ
ス
ゲ

ム
で
も
果

に
戦

て
い
る
義
弟
を
助
け
る
べ
く

し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
私
は
直
葉
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
て
す
ぐ
さ
ま

得
し
た

和
人
を

た
時
ま
で
は
と
て
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も

な
子
だ

た
の
に

そ
れ
か
ら

的
な
変
化
と

え
る
成
⻑
と
変
化
を
し
た
の
だ
か
ら

そ
れ
く
ら
い
は
し
そ
う
な
も
の
だ

た

 
あ
の
子
に
と

て
の
初
恋
な
の
だ
か
ら

更
だ

 
ず

と
剣
道
に
打
ち

ん
で
い
て
友
達
も
い
る
も
の
の
そ
こ
ま
で
深
い

で
は
無
く
あ

ま
り
他
人
に
対
し
て
興
味
を

い
て
い
な
か

た
あ
の
子
が
あ
そ
こ
ま
で

し
た
の
だ
か
ら

私
に
は
和
人
に

れ
た
の
だ
と
す
ぐ
分
か

た

そ
れ
が

時
か
ら
な
の
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い

が

女
性
的
な
成
⻑
を
し
始
め
た

に
は

に
恋
心
を

い
て
い
た

だ

 
と
も
す
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
と
知

た
時
の
錯
乱
ぶ
り
か
ら
見
る
に
そ
れ
よ
り
も

前
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
私
は
そ
れ
を
良
い
事
だ
と
思
う

和
人
が
仮
に

弟
で

か
ら
一
緒
に
住
ん
で
い
た
ら
ち

と
な

と
思
わ
な
い
で
も
な
い
が

あ
の
子
は
完
全
に
血
の
繋
が
り
が
無
い
他
人
だ

た
の
だ

義
弟
と
し
て
家

に
な

た
と
は

え
だ
か
ら
と

て
そ
の
感
情
を
抑
え
ら
れ
る

も
無
い

 
そ
れ
に

か
と
直
葉
の
事
を

て
い
た
愛
く
る
し
い
様
を
見
せ
付
け
ら
れ
て
は
可
愛
い

も
の
に
は

外
目
が
無
く
加
え
て
弟

先
思

な
直
葉
は

ら
な
い
も
の
だ

た
だ
ろ
う

か
に
つ
け
て
面
倒
を
見
て
い
た
の
が
そ
の
証

だ

そ
れ
で
更
に
直
葉
を

う
よ
う
に
な
る
の
だ
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か
ら
面
白
い
く
ら
い

し
て
い
る
と
思
う

 
だ
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入

て
し
ま

た
事
も
こ
ち
ら
に

べ
れ
ば
深

に

え
て
い
な
い
か
も

し
れ
な
い

と
す
る
と
和
人
の
手
助
け
が
出
来
る
と

て
意
気

と
レ
ベ
ル
上

に

し
ん
で
い
る
か
も
と
も
私
は
思

て
い
る

 
そ
う

え
る
と

だ
か
ん
だ
で
直
葉
も
和
人
と
一
緒
に
帰

て
来
る
よ
う
な
そ
ん
な
気
が

し
た

 
故
に

た
き
り
の
直
葉
と
和
人
を
見
る
の
は
心
苦
し
い
が
ま
だ
生
き
て
い
る
と
い
う
事
で

も
あ
る
か
ら
密
か
な

し
み
で
も
あ
る

れ
は
た
だ
い
ま
と

て
く
れ
る
事
も
心

ち
に
し
て
い
る

生
き
て

帰

て
来
な
さ
い
ね

 
こ
の
三

間
で
す

か
り

え

く
な

て
し
ま

て
い
る
直
葉
の
手
を

く
握

て
武
運

を
祈

て
か
ら

私
は
仕
事
へ
向
か
う
た
め
に
家
を
後
に
し
た

 
や

り

が
良
い
と
ど
れ
も
似
合
う
か
ら
悩
む
の
よ
ね

 
ズ
ラ
リ
と

部

で
あ
る
か
の
よ
う
に
ハ
ン
ガ

か
ら
掛
け
ら
れ
た

が

ぶ
部

に
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手
な

の
男
性
が

を
組
ん
で

を

る

時

近
く
の

を
見
て
は
ま
た
目
の
前
に
い
る

モ
デ
ル
の
人
物
に

線
を

す

そ
れ
を

も

り
返
し
て
い
た

 
そ
の
男
性
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
裁

ス
キ
ル
を
最
も
速
く
極
め
た
カ
リ
ス
マ
お

子

第
五
十
七
層
で

を
構
え
て
い
る
ア
シ

レ
イ
さ
ん
だ

あ
ん
ま
り
変
な
の
は
お
願
い
だ
か
ら
や
め
て
く
れ
よ

 
ア
シ

レ
イ
に
ジ
ロ
ジ
ロ
と

も
見
ら
れ
て
い
る
人
物
は
リ

フ

や
シ
ノ
ン
ス
ト
レ

ア
に

と
な
る
ホ

ム
に

候
さ
せ
て
い
る
キ
リ
ト
だ

 
彼
は
先
日
色

と
あ

て
ア
シ

レ
イ
か
ら

を

う

に
一
日
彼
の
モ
デ
ル
に
な
る
事
を

承

し
た

こ
こ
に

る
の
は
そ
の
約
束
を
履
行
出
来
る
時
間
が
出
来
た
か
ら
だ

時
ま
た

し
く
な
る
か
分
か
ら
な
い
以
上
時
間
が
あ
る
時
に
し
て
お
こ
う
と
い
う
判
断
か
ら
ら
し
い

 
そ
の
少
年
は
今
物

く

ず
か
し
気
に

を

く
し
て
い
る
の
だ
が
そ
れ
は
そ
れ
で
そ
ん

な

し
い
様
子
を
見
れ
る
こ
ち
ら
か
ら
す
れ
ば
と
て
も

ま
し
く

る
の
で
わ
ざ
と
止
め
な
い

で
い
る

 

回
か
助
け
て
と

線
を
送

て
来
る
の
だ
が

然
な
が
ら

面
の

で
ス
ル

を
決
め

む

に
眼
つ
き
が

く
な
る
の
だ
が
真

な

に

目
で
見
ら
れ
て
も

ビ

タ
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の

の
時
に

べ
て

圧
感
な
ん
て
感
じ
ら
れ
な
い

 
ぶ

ち

け
可
愛
い

え

確
約
し
か
ね
る
わ
ね

そ
れ
は

だ

て
今
日
一
日
は
モ
デ
ル
に
な

て
く
れ
る
ん
だ

し

色

と

せ
た
い
と
思

て
る
の
よ
ね

く

安

に
約
束
し
た
の
が
運
の

き
か

キ
リ
ト

格

良
く

て
る
け
ど

か
ら
見
た
ら

目
で
可
愛
い
だ
け
だ
か
ら
ね

こ
ん
な
容

で
も
男
な
ん
だ
け
ど
な

可
愛
い
に
男
女
の
別
は
無
い
ん
じ

な
い

に
味
方
は
い
な
い
の
か

 
ボ
ク
の

葉
に
対
す
る
キ
リ
ト
の

葉
に
シ
ノ
ン
が
苦

を
浮
か
べ
て

え
ば
キ
リ
ト
は

が

く
し
と

を

と
し
て

た

 

こ
の
コ
ン
ト
と
思
わ
な
い
で
も
な
い

攻
略
や
戦
闘
に
な
る
と
物

く
真
面
目
で
隙
が
無
く

な
る
キ
リ
ト
だ
が
こ
う
い
う
彼
に
と

て

れ
な
い
プ
ラ
イ
ベ

ト

に
な
る
と

に
ポ

ン
コ
ツ
に
な
る
と
い
う
か
子

ら
し
く
な
る
と
い
う
か

と
に
か
く
戦
闘
や
オ
リ
ム
ラ

と
の

差
が

し
過
ぎ
る
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そ
れ
が
可
愛
い
の
だ
け
ど

 

本
的
に

を

れ
ば
大

の
事
に
は
動
揺
せ
ず

然
と
す
る
キ
リ
ト
だ
が
ど
う
も
彼
は
ア

シ

レ
イ
と
二
人
き
り
で
す
る
と
思

て
い
た
ら
し
く
リ

フ

シ
ノ
ン
ボ
ク
姉
ち

ん

サ
チ
が

る
の
は
予
想
外
だ

た
よ
う
な
の
だ

 

を

く
し
て

ず
か
し
が

て
い
る
の
は
実
は
似
合

て

め
ら
れ
る
か
が
不
安
だ
か
ら

で
は
な
い
か
な

と
思

て
い
た
り
す
る

主
に
リ

フ

に

線
を
向
け
て
い
る

り
そ
の
心

情
が

け
て
見
え
て

更

こ
う

色

と
心
を

て
来
る

 
正
直
に

う
と

で
回
し
て

け
さ
せ
た
い

 

で
る
と

え
ば

は
キ
リ
ト
と
別
行
動
を
取

て
い
る
ナ
ン
も
今
回
は
ア

シ

レ
イ
さ
ん
の

に
一
緒
に

る
の
だ
が
キ
リ
ト
が
あ
ん
な

子
な
の
で
こ
こ
最
近
行
動

を
共
に
し
て
い
る
リ

フ

の

に

て
主
人
で
あ
る
キ
リ
ト
を

め
て
い
る

 

だ
か
ナ
ン
の
主
人
は
リ

フ

と

違
い
し
そ
う
に
な

て
き
た
こ
の

層
に
来
て
か
ら

一
緒
に
行
動
し
て
い
る
の
を
あ
ま
り
見
な
い
の
が
原
因
だ

 

そ
う
い
え
ば

と
思

た
の
だ
が
ナ
ン
は

だ
か
リ

フ

の

に
い
る
事
が
多
過

ぎ
る
気
が
す
る

キ
リ
ト
と
一
緒
に
い
る
事
も
あ
る
が

よ
く
よ
く
思
い
出
せ
ば

圏
内
事
件
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の
時
も
リ

フ

と
シ
ノ
ン
と
一
緒
に
い
た
し

と
し
て
は
リ

フ

と
一
緒
の
い
る
事
の

方
が

か
に
高
い

 
ま
る
で

リ

フ

を
護
る

に
い
る
か
の
よ
う
な

護
衛
的
な
意
味
で
は
無
く

ま
る

で
こ
の
世
界
に
は
本
来
来
る

が
無
か

た
不
運
な
者
だ
か
ら
こ
そ

で
見
守

て
い
る
よ
う

な

も
し
か
す
る
と
ナ
ン
は
高

な
人
工
知
能
で
も
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

キ
リ
ト
に

と

て
大
切
な
存
在
だ
か
ら
見
守
る

に
動
い
て
い
る

と
か

 
シ
リ
カ
の
使
い
魔
ピ
ナ
は
主
人
の
危
機
に

し
て
本
来
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
は
無
い

の

う

行
動
に
出
た
ら
し
い
し

可
能
性
は

い
も
の
の
あ
る
い
は
と
も

え
ら
れ
る

キそ
ん
な

無
い
か

 
じ

と
見
て
い
た
か
ら
か
リ

フ

の

に

か
れ
て
い
た
ナ
ン
が
こ
ち
ら
を
見
て
小

を

て
声
を
発
し
て
き
た

そ
の
様
は
ピ
ナ
と

ら
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る

 

ど
こ
か
知
性
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
た
の
だ
が

ボ
ク
の
思
い
違
い
だ

た
の
だ
ろ
う

か

思
い
違
い
と
思
え
ば
そ
ん
な
気
も
す
る
し
か
と

て
本

に

か
が

て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
と
思
え
ば
そ
ん
な
気
も
す
る
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え
過
ぎ

な
の
だ
ろ
う
か

ユ
ウ
キ

 
ど
う
か
し
た
の

 

線
を
ナ
ン
か
ら
外
し
て
も

し
い

を
し
て
い
た
か
ら
か

で

子
に

ち
な
み
に
ア

シ

レ
イ
さ
ん
と
キ
リ
ト
以
外
は

て
い
る
姉
ち

ん
か
ら

し
む
よ
う
に
声
を
掛
け
ら

れ
たん

い
や

ち

と

え
事
を
ね

こ
の
状
況
で

 
キ
リ
ト
君
に
似
合
う

と
か

も
し
か
し
て
今
日
の
お

ご

に
つ
い
て

と
か
か
し
ら

 
姉
ち

ん
の
あ
ま
り
な
物

い
に

を
覚
え

が
引
き

る
の
を
自
覚
し
な
が
ら

思
わ
ず

に
手
を

て
て
し
ま
う

 
こ
の
世
界
に
来
て
か
ら
色

と

え
る
必
要
が

主
に
キ
リ
ト
の
事
で

あ

た
か
ら

ロ
グ
イ
ン
前
に

べ
れ
ば
か
な
り
思
慮
深
く
な

た
感
は
あ
る
の
だ
が
姉
ち

ん
か
ら
す
れ
ば

ボ
ク
は

時
ま
で
も

白
な
子

と
い
う
事
だ
ろ
う
か

 
確
か
に
他
の

に

べ
れ
ば
結
構

天
家

も
と
い

な
性
格
だ
と
自
覚
は
し
て
い
る
が
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流

に
こ
の
状
況
で
そ
れ
は

え
な
い

お

が
空
い
て
い
る
と
か
お

が
近
い
な
ら
ま
だ
し

も
現
在
時

は

前
九
時

食
を
食
べ
て
か
ら
そ
ん
な
に
時
間
は
経

て
い
な
い
の
だ
か

ら
そ
れ
で
は
食
い
し
ん

と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
少
し
傷
付
く

味
し
い
も
の
に
目
は
無

い
が

生
憎
と
ボ
ク
の
お

は
ブ
ラ

ク
ホ

ル
で
は
無
い
の
だ

姉
ち

ん

前
者
は
と
も
か
く
後
者
に
つ
い
て
は
ち

と
傷
付
く
よ

あ
ら
ご
め
ん
な
さ
い
ね

ユ
ウ
キ

て
気
が
付
け
ば
お

空
い
た

て

て
る
気
が
し
た

か
ら

姉
ち

ん

最
近
あ
ん
ま
り
手
合
わ
せ
し
て
な
か

た
し
後
で
デ

エ
ル
で
も
す
る

ご
め
ん
な
さ
い

か
ら
か
い
過
ぎ
た
わ

分
か
れ
ば
よ
ろ
し
い

 

突

り
が
ち
な
ボ
ク
を
抑
え
る

の
姉
ち

ん
だ
が

に

目

気
を
出
し
て
か
ら

か

て
く
る
事
が
あ
る

そ
れ
も
大

は
す
ぐ
や
め
て
く
れ
る
の
だ
が
偶
に
こ
ん
な
風
に
し
つ
こ

い
時
が
あ
る
の
で
そ
の
時
は
デ

エ
ル
を
ち
ら
つ
か
せ
れ
ば
姉
ち

ん
の
方
が

れ
て
く
れ

る

い
や

れ
る
ま
で

き
の
め
す

の
方
が
こ
の
場
合
は
正
し
い
か

 

外
ボ
ク
は
根
に
持
つ
方
な
の
で
結
構
コ
テ
ン
パ
ン
に

き
の
め
す

そ
れ
が
姉
ち

ん
に
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と

て
ち

と
心
に

く
ら
し
い

 
か
ら
か
う
方
が
悪
い
の
だ

意
な
ら
と
も
か
く

ま

た
く

 
姉
ち

ん
は
全
体
的
な
指

や

配
な
ど
に

で
て
い
る
反
面
剣
の
技

は
ボ
ク
よ
り

下
な
の
で

全
力
の
デ

エ
ル
を
す
れ
ば
八

の
確

で
ボ
ク
が
勝

す
る

 
ナ

ヴ
ギ
ア
よ
り
上
の
ス

ク
を
誇
る
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を

し
て
い
る
か

ら
か
他
の
人
よ
り
反
応
速

機

と
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
か
け
離
れ
て
い
る
ボ
ク
と
姉
ち

ん

は

他
の
人
と
の
デ

エ
ル
で

本
的
に
勝

出
来
る
が

そ
れ
は
ス

ク
差
に
よ
る
も
の

キ
リ
ト
の
よ
う
に
真
の
強
者
と

え
る
プ
レ
イ

に
は
勝
て
な
い
し
ス
テ

タ
ス
の

性
的

な
問

で
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
に
も
勝
て
な
い

 
姉
ち

ん
と
の
勝
負
に
な
れ
ば
ス

ク
差
は
機

か
ら
お

い
の
肉
体
的
要

に
な
る
の

で
そ
う
い
う
意
味
で
ボ
ク
の
方
に
軍
配
が
上
が
る

ボ
ク
は
運
動
大

き

子
だ

た
の
で
運

動
神
経
は

な
の
で
あ
る

 
と
は

え
知
略
や
戦
略
に

で
て
い
る
姉
ち

ん
も
こ
ち
ら
の
裏
を
掻
こ
う
と
し
て
く
る
の

で
安

に
突

む
の
は
下
策

だ
か
ら
戦
闘
中
に
フ

イ
ン
ト
を
入
れ
た
り
本
命
の
前
に

つ
か
手
を

じ
た
り
す
る
よ
う
に
な

た
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キ
リ
ト
と
の
デ

エ
ル
で
ノ
ヴ
・
ア
セ
ン
シ

ン
を

き

め
た
の
も
根
幹
は
姉
ち

ん
と
の
デ

エ
ル
が
要
因
な
の
だ

 
そ
う
い
う
意
味
で

剣
の
強
さ
的
に
は
ボ
ク
の
方
が
上
だ
が

指

を

る
な
ら
姉
ち

ん

の
方
が

と
い
う
事
で
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

は
姉
ち

ん
と
い
う
事
に

な

て
い
る

姉
ち

ん
な
ら
他
の
ギ
ル
ド
と
の
対
外

衝
を
こ
な
せ
る
か
ら
だ

 
ボ
ク
は
そ
の

の
手
札
と
い
う
事
に
す
れ
ば
い
い

そ
の

に
強
さ
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が

別
に
苦
で
は
無
い
か
ら
大
し
た
事
で
も
無
い

 
ぶ

ち

け
キ
リ
ト
に
追
い
付
く
方
が
大
変
で
必
死
な
の
で
手
札
と
な
れ
る
だ
け
の
強
さ
は
そ

の
過
程
で
手
に
入
る
の
だ
か
ら
苦
労
な
ん
て

感
じ
な
い
に

し
い

 
そ
れ
に
し
て
も

ナ

ヴ
ギ
ア

で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る

の
彼
が

ア
レ
よ
り
数

の
ス

ク
を
有
す
る
ら
し
い
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使

し
て
い
る
ボ
ク
よ
り
強
い
事
に
つ
い

て
は

と
真
面
目
に
疑
問
を
覚
え
て
い
る

 
キ
リ
ト
に
は

と
甘

な
節
が
あ
る
リ

フ

す
ら
も
が

目
無
し
で
才
能
が
無
い
と

を
下
し
て
い
た
の
を

え
る
と

神

の
よ
う
な
先
天
的
な
要

は

な
い
だ
ろ
う

 
け
れ
ど
遊
び
が
入

て
い
た
と
は

え
神

の
四

速
の

突
を
あ
る
程

け
て
八

速



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

の
斬
撃
に
は
完
全
に
反
応
出
来
て
反
撃
に
一

で
九
つ
の
斬
閃
を

り
出
す
攻
撃
を
見
せ
た

り
を

え
る
と
ど
う
に
も
経
験
や
ス
テ

タ
ス
と
い

た
後
天
的
な
要

が

わ

て
い
る
線

は

無
で
は
無
い
も
の
の

少
し
弱
い
気
も
す
る

 

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
ボ
ク
と
姉
ち

ん
で
す
ら
完
全
に
見
失

た
あ
の
八

速
に
反
応
し
全
撃

殺
し
更
に
は
一
撃

き

ん
で
み
せ
た

ど
ち
ら
に
も
ダ

メ

ジ
が
入

て
い
た

ち
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も

全
撃
的
確
に

殺
し
て
み
せ
た
の
な
ら

少
な
く
と
も
神

の
八

速
は
見
え
る
ス

ク
を
有
し
て
い
る
事
に
な
る

 
経
験
や
予

な
ど
で
ど
う
に
か
出
来
て
い
た
と
は
あ
の
状

の
キ
リ
ト
で
は
思
え
な
い
か
ら

多
分

の
能
力
が
ア
レ
な
の
だ
ろ
う

 
と
な
る
と
こ
こ
で
神

や
リ

フ

の

か
な
部
分
は
異
な
る
が
一
応
の
共

見
解
で
あ
る

才
能

無

と
い
う
の
と
矛
盾
し
て
く
る
の
だ
が

 

え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
姉
ち

ん
の
よ
う
に
リ
ア
ル
で
は
運
動
が

き
で
な
い
し
才
能
も
あ

ま
り
無
か

た
人
物
が

こ
の
世
界
で
は
異
様
に
強
い
と
い

た
も
の
く
ら
い
だ
ろ
う
か

 
キ
リ
ト
は
全
体
的
に
動
作
が
自
然
だ

 
仮
想
世
界
へ
の

応

と
い
う
も
の
が
高
い
と
自
然
に
ア
バ
タ

を
動
か
せ
る
だ
け
で
な
く



 第五十一章 〜約束の履行〜

ハ

ド
と
の
信

の
や
り
取
り

反
応
速

と
い
う
も
の
が
人
よ
り
も

か
に
速
い
と

い

た
事
が
あ
る

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

で
ダ
イ
ブ
し
て
い
る
ボ
ク
と
姉
ち

ん
が
年
の

に
強

者
足
り
得
て
い
る
の
も
こ
の
反
応
速

と
い
う
強
み
が
あ
る
か
ら
こ
そ

ボ
ク
達
の
場
合
肉
体

面
に

け
る
反
応
速

で
は
無
く

機

と
の
レ
ス
ポ
ン
ス
速

に
な
る
の
だ
が

 
神

に

し
て
も
デ

エ
ル
の
経
過
を
見
て
そ
の
最
中
に
キ
リ
ト
が

て
い
た
事
を

い

た
限
り
で
は
肉
体
面
の

の
反
応
速

が

外
れ
て
い
る
よ
う
だ
し
似
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

 
し
か
し

程
の
事
が
無
い
限
り

神

は
リ

フ

と
同
じ
く
バ

テ
リ

セ
ル
を
外
し
た

ナ

ヴ
ギ
ア
の
後
継
機
で
あ
る
ア
ミ

ス
フ

ア
を

し
ダ
イ
ブ
し
て
い
る

だ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

然
Ｓ
Ａ
Ｏ
初
期
プ
レ
イ

な
の
で
ナ

ヴ
ギ
ア
を

し
て
い
る

 
バ

テ
リ

セ
ル
は
ス

ク
上

の

に
取
り
付
け
ら
れ
た
と
い
う
話
だ
か
ら
そ
れ
を
外

し
て
電

波
を

弱
に
す
れ
ば
安
全
性
の
約
束
と
引
き
換
え
に
ど
う
し
て
も
ハ

ド
ス

ク

に
よ
る
差
で

理
能
力
が

対
的
に

下
し
ア
バ
タ

の
動
作
に
も
影

が
出
て
来
る
に
違
い

な
い

 
つ
ま
り

の
ス

ク
は
神

の
方
が
上
で
も
ハ

ド
の
ス

ク
が
神

の
反
応
速

に

追
い
付
か
ず
に
ラ
グ

て
し
ま
い
キ
リ
ト
の
ハ

ド
の
ス

ク
上
限
が
上
回

た

に
勝
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を

め
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
推

も
成
り
立
つ

 

わ
ば
ハ

ド
の
ス

ク
差
に
よ
る
勝

と

う
べ
き
か

 
あ
ま
り
キ
リ
ト
の
事
を

く

い
た
く
は
無
い
が
現
実
的
な
見
方
を
す
れ
ば
こ
の
仮
説
が
最
も

有
力
だ

が
り
な
り
に
も
勝

し
後
味
が
悪
か

た
と
は

え
常
に
自
身
を
見
下
し
た
人
間

を
超
え
た
の
に
一
切
喜
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
な
い
の
も
キ
リ
ト
自
身
が
こ
れ
を

え
て
い

る
か
ら
だ
と
思
う

 
八

速
が
神

の
最
速
だ
と
い
う
話
だ
が
そ
れ
が
仮
想
世
界
で
出
せ
る
認
識
可
能
な
限
界

速

な
の
か
あ
る
い
は
認
識
は
出
来
な
い
が
放
て
る
最
高
速

の
事
な
の
か
明
確
に
さ

れ
て
い
な
い
以
上

彼
も
悪
い
方
で

え
て
い
る

 
ボ
ク
と
し
て
は

り
出
し
た
の
に
ど
う
や

て

が
れ
た
か
認
識
出
来
て
い
な
か

た

り

神

は
後
者
だ
と
思

て
い
る

だ
か
ら
キ
リ
ト
の
九

撃
と

り
負
け
た
の
だ
ろ
う
な
と

 
と
に
か
く
き

と
キ
リ
ト
は
リ
ア
ル
で
勝

し
な
け
れ
ば

足
し
な
い
と
思
う

あ
の
神

自
身
が

未
だ
全
損
者
で
死
者
が
出
て
い
な
い
も
の
の
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
を

た
か
が
ゲ

ム

と

ん
じ
た

り
こ
の
世
界
で

ら
負
け
て
も
プ
ラ
イ
ド
を
へ
し

る
な
ん
て
出
来
そ
う
に
な

い
か
ら

仮
想
世
界
だ
か
ら

と

そ
う
な
気
し
か
し
な
い
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だ
か

そ
の
様
子
を
見
て
る
と
ど

ち
が
お
姉
さ
ん
か
分
か
ら
な
い
で
す
ね

 
姉
ち

ん
と
や
り
取
り
を
し
て
か
ら
ボ
ク
が
そ
ん
な
思

を
し
て
い
る
と
そ
れ
を

だ
か
ら

か
見
つ
つ
ナ
ン
の

ら
か
な
蒼
い

み
を

で
て
い
た
リ

フ

が
く
す
く
す
と

い
な
が

ら
そ
う

て
き
た

あ

姉
ち

ん
は

本

ち

い
て
る
け
ど

実
は

ち

ち

と
ユ
ウ
キ

 
お
返
し
す
る
べ
く
色

と

し
よ
う
と
し
た
ら

に

て
い
た
姉
ち

ん
が
む
ぎ

と

を

て
来
た

 

圏
内

コ

ド
に
弾
か
れ
る
程
で
は
無
か

た
し

別
に

く
な
い
の
で
気
に
し
な
い
し

発

も
シ
ス
テ
ム
的
に
キ
チ
ン
と
可
能
だ
が

り

い

そ
れ
は
内
緒

て

て
る
で
し

え

ぶ

ち

け

す
必
要
性

無
な
ん
じ

な
い
か
な

て
思
う
ん
だ
け
ど

 
姉
ち

ん
が
実
は
そ
れ
な
り
に
人
を
か
ら
か
う
く
ら
い
に
は

目

気
が
あ
る
性
格
を

ば
必

死
に

そ
う
と
す
る
の
は

と
え
に
キ
リ
ト
に
知
ら
れ
た
く
な
い
か
ら
ら
し
い

 

で
も
キ
リ
ト
に
は
お
姉
さ
ん
と
し
て
頼

て
も
ら
い
た
い
の
だ
と
か

と
か

て
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も
無
理
な
ら

す
し
か
な
い
と
思

て
い
る
ボ
ク
も
そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
無
い
の
だ

が
義
姉
が
来
た
時
点
で
そ
の
目
論
見
は

れ
始
め
て
い
る
の
に
は

明
な
我
が
姉
の
事
だ
か
ら

理
解
し
て
い
る
と
思
う

同

し
て
い
る
時
点
で
姉
と
し
て
頼
ら
れ
る
事
は
無
い
と
思
う
し

 
こ
れ
で
姉
ち

ん
は

し
切
れ
な
い
悪
く

え
ば

な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
こ
ん
な
状

に
な

て
い
る

ボ
ク
は
色

と

け
出
し
始
め
て
い
る
の
だ
が
ま
だ

す
と

う
の
だ
ろ

う
か
我
が
姉
は

 

の
キ
リ
ト
が

を

せ
る
か

び
始
め
た
ア
シ

レ
イ
に
よ

て

の

に
あ
る
と
い
う

ブ

ス
に

れ
て
行
か
れ
た
の
で
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
は
ま
だ
ク
リ
ア
な
の
だ

が

だ
か
な

と
思

て
し
ま
う

 
姉
ち

ん
が
キ
リ
ト
に

意
を

い
て
い
る
の
は
分
か
る
の
だ
が
や
は
り
以
前
の
ボ
ク
の
よ

う
に

親
愛
の
情
か
異
性
と
し
て
の
恋
情
か
迷

て
い
る
節
が
あ
る

 
ボ
ク
は
今
の
キ
リ
ト
で
は
無
理
だ
ろ
う
と
抑
え
つ
つ
も
異
性
と
し
て
意
識
し
て
か
ら
あ
る
程

ス
キ
ン
シ

プ
を
取
り
始
め
た
が
姉
ち

ん
は
多
分
逆
負

に
な
る
と
思

て
い
る
か
ら
こ

そ
親
愛
の
情
だ
ろ
う
と
思
い

も
う
と
し
て
い
る
感
じ
だ

し
さ
故
に
そ
し
て
キ
リ
ト
の
過

去
の
重
さ
故
に
抑
え

も
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
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そ
の
気
持
ち
も
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
が
流

に
そ
こ
に

し
て
ボ
ク
が
四
の
五
の

え
る

で
も
無
い
し

え
る

格
も
無
い
か
ら
今
の
と
こ
ろ
は
静
観
を
決
め

ん
で
い
る

一
先

ず
ボ
ク
の
決
意
は
キ
リ
ト
に

白
し
よ
う
と
し
て
お
じ

ん
に
な

た
日
の
夜
に
話
し
て
い
る
の

で

多
分
内
心
で
焦

て
い
る

だ

 
焦
り
を

く
事
そ
の
も
の
が

ボ
ク
の
時
の
よ
う
に

に

え
が
出
て
い
る
の
だ
が

 

な
ど
と
う
だ
う
だ
と
悩
ん
で
い
た
ボ
ク
が

そ
う
に

え
る
立
場
で
は
無
い
の

だ
け
ど

な

だ
か
必
死
ね

ラ
ン

キ
リ
ト
に
お
姉
さ
ん
と
し
て
頼
ら
れ
た
く
て
子

い
と
こ
を
必
死
に

そ
う
と
し
て
て

サ
チ
さ
ん
が
裏
切

た

 
シ
ノ
ン
が

苦

し
な
が
ら

え
ば

故
姉
ち

ん
が
必
死
な
の
か
を
サ
チ
が

的
に
教

え
て
し
ま

た

思
わ
ぬ

兵
に
姉
ち

ん
は
ガ
ビ

ン
と

然
と
す
る

 
ち
な
み
に

お
姉
さ
ん
と
し
て
頼
ら
れ
た
い
と
い
う
前

部
分
で
リ

フ

が
後

部
分

で
更
に
シ
ノ
ン
も

著
な
反
応
を
見
せ
た

心
境
ま
で
は

せ
な
い
が

に
反
応
し
て

を
思

た
か
は
分
か
る
く
ら
い
に
は

面
白
い
く
ら
い
自
分
と
似
て
い
る
二
人
で
あ
る
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と
い
う
事
は

ラ
ン
さ
ん
も
キ
リ
ト
の
事
が

う

そ
の

ま
だ

迷

て
ま
す

ぶ

ち

け
る
と
開
き
直
る
前
の
ボ
ク
と
同
じ
状

だ
ね

ボ
ク
は
神

と
の
遭
遇
を
契
機
に

開
き
直

た
け
ど

姉
ち

ん
に
は
ま
だ
決
定
的
な
契
機
が

れ
て
な
い
ん
だ

 
ボ
ク
は
デ

エ
ル
が
決
定
打
と
な

た

せ
第
一
層
ボ
ス
部

へ
向
か
う
道
中
の
時
点
で

に
彼
の
剣
に

か
れ
て
い
た
身
だ
彼
の
強
さ
を
直
に
理
解
さ
せ
ら
れ
る
デ

エ
ル
が
決
定
打
と

な

た
の
は

そ
う
予
想
外
で
も

で
も
な
い

 
そ
の
後
の

て
く
る
人
を
そ
れ
で
も

う

た

た
一
人
で
も
立
ち
向
か
う

な
様
に

目
を
奪
わ
れ

そ
し
て

い
な
が
ら
の

を
見
せ
た
あ
の
時
に

れ
た

 
彼
が

み
重
ね
た
強
さ
彼
の
生
き
様
を
示
す
精
神
性
そ
し
て
そ
れ
ら
を

徴
す
る
か
の
よ

う
な

し
い
容

に
ボ
ク
は
心

か
れ
た
の
で
あ
る

今
ま
で
色

と

え
て
目
を

ら
そ
う

と
し
て
き
た
が
そ
れ
そ
の
も
の
が
認
め
て
い
る
も
同
然
だ

た
か
ら
デ

エ
ル
を
き

か
け

に
ボ
ク
は
抑
え
る
の
を

め

正
直
に
な
る
事
に
し
た

 
正
直
に
な

た
か
ら
と

て

し
付
け
る
つ
も
り
は
一
切
無
い
け
ど
も
少
し
で
も
異
性
と

し
て
意
識
し
て
欲
し
い
か
ら
ち

く
ち

く
行
き
過
ぎ
な
い
程

に
ア
プ
ロ

チ
を
仕
掛
け
る
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存
だ

 
ま

今
は
状
況
だ
け
で
な
く
年

的
に
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
触
れ
合
い
が
限
界
だ

ろ
う
け
ど

あ

私
は
色

と
世
話
を

い
て
も
ら
い

け
て

死
の
と
こ
ろ
を
助
け
て
も
ら

た

事
で
開
き
直

た
し
ね

あ
た
し
は
そ
も
そ
も
あ
の
子
を

て
か
ら
一
年
近
く
は
面
倒
見

け
て

そ
の
間
に

第

に

か
れ
て
い

た
か
ら
こ
れ
と
い

た
契
機
は
無
い
か
も
で
す

強
い
て

う
な
ら

た
名
前
を

に
し
な
が
ら

い
て
喜
ん
で
た

で

を
合
わ
せ
た
あ
の
時
か
な

 
ボ
ク
と
シ
ノ
ン
は
状
況
こ
そ
異
な
れ
ど
想
い
を
確

と
し
た
の
が

か
を
契
機
と
し
た
開
き
直

り
で

リ

フ

の
場
合
は
リ
ア
ル
で

ら
し
て
い
る

第
に
と
い
う

だ

 
特
に
リ

フ

が

に
し
た
状
況
は
そ
り

あ

れ
て
も
あ
る
意
味
仕
方
な
い
気
も
す
る

た
名
前
に

い
て
喜
ぶ
と
か

過
ぎ
て
こ

ち
が

け
て
く
る
し

オ
リ
ム
ラ
の
名
前

に
そ
れ
だ
け

れ
果
て
て
い
た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
な

と
悲
し
く
思

て
し
ま

た

名
前

を
重
く
感
じ
る

あ
ま
つ
さ
え

定
さ
れ
る
な
ん
て

想
像
を
絶
す
る
程
に

い
に
違
い
な
い

 

故
か
流
れ
的
に

時
想
い
を
自
覚
し
た
の
か
と
い
う
ガ

ル
ズ
ト

ク
に
な

て
し
ま

て
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い
る
が
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
か
も
と
思

て
い
る
の
か

と

定
的
な
空
気
は
無
く

と
ば

か
り
に
サ
チ
に
全

の

線
が
向
か

た

え

 
こ
れ

私
も

う
の

む
し
ろ

で

わ
な
く
て
い
い

て
思
う
の

 

で
返
す
と
き

と
ん
と
し
て
い
た
サ
チ
は
苦

を
浮
か
べ
た

一
応
想
定
内
で
は
あ

た

ら
し
い

そ
う
だ
ね

ユ
ウ
キ
達
と
一
緒
と
は
限
ら
な
い
け
ど

て

う
か
キ
リ
ト
は

と
け
な
い
感
じ
か
な

テ
ツ
オ
達
を
護
れ
な
か

た
時
も
ケ
イ
タ
が
外

部
か
ら

び

り
た

時
も
キ
リ
ト
は
常
に

静
で

む
し
ろ

静
で
あ
ろ
う
と
し
て
た
か
ら
逆
に

か
ら
離
れ

な
か

た

現
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
そ
れ
こ
そ
命
を
捨
て
る
勢
い
で
思
い

め
て
た

し 
ボ
ク
と
姉
ち

ん
は

サ
チ
の

葉
で

時
の
キ
リ
ト
を
思
い
浮
か
べ
た

 
確
か
に

が
あ

て
も
取
り
乱
せ
ば
死
を

く
と
い
う
意
識
か
ら
攻
略
組
は

本
的
に
取

り
乱
さ
な
い
事
を
第
一
と
し
て

静
に
対

す
る
よ
う
に
し
て
い
る

こ
れ
は
未
知
の

で
あ
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る
最
前
線
を
進
む
中
で
不

の
事

に
対

出
来
る
よ
う

わ
れ
る
事
だ

 

間
が
死
ん
で
も
そ
れ
を
悔
や
み

む
の
は
全
て
の
戦
い
が
終
わ

て
か
ら
と
そ
う
心
掛

け
て
い
る
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
は
そ
の
場
で
は
決
し
て

を
見
せ
な
か

た
の
だ
ろ
う

哀
し
み

や

乱
は
伝

し
て
い
く
か
ら
サ
チ
を

ち

か
せ
る
た
め
に
努
め
て

静
で
あ
ろ
う
と
し

た
の
だ

 
あ
る
い
は
彼
ら
が
死
ん
だ
の
は
自
分
の
せ
い
と
い
う
意
識
が

者
で
あ
る
か
の
よ
う
に

振
る
舞
う
の
を
決
し
て
良
し
と
し
な
か

た
の
か

正
直
に

う
と
キ
リ
ト
に

か
れ
て
る
自
分
も
確
か
に
い
る
よ

あ
れ
だ
け

直
で
一
生

命
で
色

と
面
倒
見
て
く
れ
る

し
い
男
の
子
だ
か
ら
ね

で
も
こ
れ
以
上

キ
リ
ト
に
近
付
く
の
は
ダ
メ
だ

て

う
自
分
も
い
る
の

そ
れ
は

ど
う
し
て

で
す
か

 

ん
で
い
た
サ
チ
が

ん
だ
表
情
に
な

て

た

葉
に
リ

フ

が
問
い
掛
け
た

 
ボ
ク
は

と
な
く
サ
チ
が

う
だ
ろ
う

葉
が
予
想
出
来
て
い
た

仮
に
ボ
ク
が
サ
チ
の
立

場
だ

た
ら
と

え
れ
ば
容

に
浮
か
ん
だ
か
ら
だ

現
実
で
死
ん
で
な
く
て
も

テ
ツ
オ
達
を
護
れ
な
か

た
の
も

ケ
イ
タ
を
自
殺
さ
せ
て
し



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

ま

た
の
も

キ
リ
ト
は
自
分
の
せ
い

て

え
て
る

で
も

本

は
私
達
が

月
夜
の

黒
猫

が
弱
か

た
せ
い
で
あ
ん
な
結

に
な

た

ケ
イ
タ
な
ん
て
私
が
生
き
残

て
る

の
に
そ
れ
な
の
に
私
を

い
て

た
ん
だ
か
ら
キ
リ
ト
を
責
め
る
権

な
ん
て
無
い

う
う
ん
キ
リ
ト
を
責
め
る

格
な
ん
て
私
達
の

も
持

て
な
い

だ

て
悪
い
の
は
私
達

で
キ
リ
ト
は
私
達
の
頼
み
を

け
て
こ
れ
だ
け

し
い
の
に
攻
略
の
合
間
を

て
ま
で
力

を

し
て
く
れ
て
た
だ
け
な
ん
だ
か
ら

 
そ
れ
は

物
静
か
で
主
義
主

を
し
な
い
サ
チ
に
し
て
は

し
い
ど
こ
か

を
感
じ
さ

せ
る
物

い
だ

た

 
確
か
に

テ
ツ
オ

ダ

カ

サ
サ
マ
ル
と
い
う
三
人
を
護
れ
な
か

た
の
は
事
実
だ
が

キ
リ
ト
は
最
初
か
ら
ビ

タ

で
あ
る
と
明
か
し
て
情
報

を

ら
な
か

た
レ
ベ
リ

ン
グ
や

金

ぎ
で

く
場

の
情
報
は

一

し
て
い
た

だ

 
そ
れ
な
の
に
勝
手
に
ダ

カ

と
い
う
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

が
宝

を
開
け
た
か
ら
ト

ラ

プ
が
発
動
し

三
人
が
死
ん
だ

 
レ
ベ
ル
や

層
を

え
れ
ば
キ
リ
ト
が
彼
ら
を
護
れ
な
か

た
事
を
悔
や
む
気
持
ち
も
そ
れ

に
罪
悪
感
を

く
の
も

ら
お
か
し
く
は
無
い

な
ら
護
り
切

て
も
お
か
し
く
は
な
い
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だ
が
サ
チ
か
ら

い
た
限
り
で
は
キ
リ
ト
を
信

し
て
い
た
サ
チ
は
と
も
か
く
他
の
三
人

は

乱
し
て
キ
リ
ト
の

意
を

す
る
声
も

か
ず

あ
る
い
は

を

け
る

も
無
く

身
を

め
な
い
で

び
な
が
ら
我
武
者
羅
に
武
器
を
振
り
回
し
て
い
た
と
い
う

 

と
い
う
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
が
あ
る

こ
れ
は
タ
ン
ク
プ
レ
イ

が
大
声
を
上

る
事
で
意

的
に
ア
ク
テ

ブ
モ
ン
ス
タ

の
ヘ
イ
ト
を
集
め
る
と
い
う
一
種
の
技
法
で
あ
る

 
シ
ス
テ
ム
ス
キ
ル
で
も

で
も
な
い
行
動
一
つ
で
も
ヘ
イ
ト
が
向
く
よ
う
に
な

て
い
る
こ
の

世
界
で
モ
ン
ス
タ

に
襲
わ
れ
た
か
ら
と

て
絶

す
る
な
ど
下
策
も
下
策
愚
か
に
過
ぎ

る
行

そ
れ
を
理
解
し
て
い
た
か
は
知
ら
な
い
が
件
の
三
人
は
迷

な
上
に
ポ

ピ
ン
グ

ト
ラ

プ
で
呼
び
出
さ
れ
た
事
で
自
分
よ
り
レ
ベ
ル
が
か
な
り
高
い
モ
ン
ス
タ

の
軍
勢
を
前

に
そ
の
よ
う
な
行

を
し
て
し
ま
い
キ
リ
ト
が

護
す
る
前
に
タ
ゲ
が
集
中
し
圧
殺
さ
れ

て
し
ま

た

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は
ど
う
に
か
サ
チ
だ
け
は
護
り
切

た

 
サ
チ
は

ぶ
の
で
は
な
く
キ
リ
ト
を
頼
り
彼
の
指
示
の

り

に
専
念
し
て
と
に
か
く

生
き
残
る
事
だ
け
を

え
て
い
た
か
ら

対
抗
は
せ
ず
キ
リ
ト
に

せ
て
自
分
は
身
を
護
る
事

だ
け
を
す
る
と
い
う

一
種
の
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
た
行

を
取

た
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そ
れ
は
キ
リ
ト
を
信

し
て
い
た
か
ら
だ

彼
の

う
事
が
生
き
残
る
に
は
一
番
正
し
い
と

あ
る
意
味

目
的
に
信
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
の

が

彼
女
を
生
か
し
た

 
件
の
三
人
が
キ
リ
ト
を
信

し
て
い
な
か

た
か
ど
う
か

そ
こ
ま
で
ボ
ク
は

し
な
い

故
な
ら
ボ
ク
自
身
は
彼
ら
を
一
切
知
ら
な
い
か
ら

た
だ
話
か
ら

い
て
そ
の
人
と
な
り
や

大
ま
か
な
人
格
を
知

て
い
る
だ
け
で

キ
リ
ト
と
の

に
つ
い
て
は
一
切
分
か
ら
な
い
の

だ

そ
れ
は
サ
チ
も
雲
を

む
よ
う
な
感
じ
で
把
握
し
て
い
な
い
し
キ
リ
ト
自
身
も
多
く
は
語

ら
な
い
か
ら

 
と
に
か
く
情
報

に

意

を
始
め
と
し
た
お
よ
そ
キ
リ
ト
に
出
来
得
る
事
は
全
て

し
て
い
た

こ
れ
は

れ
も
無
い
真
実
で
あ
る

 
だ
と

う
の
に
ケ
イ
タ
と
い
う
リ

ダ

は
生
き
残

た
サ
チ
を

い
て
彼
女
を

れ
て

ど
こ
か
へ
去
る
の
で
は
な
く

彼
女
を

い
て
自
殺
を

ん
だ

 

け
ば
件
の
男
四
人
は
小
学

の

か
ら
の

で
サ
チ
は
高

の
部
活
で
偶

一
緒
に

な

た
か
ら

良
く
し
て
い
て

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
手
に
入
れ
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
間

だ

た

ら
し
い

 
そ
れ
な
り
に
ゲ

ム

き
だ

た
サ
チ
は
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
事
で
恐
怖
を

い
て
い
た
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が
男
四
人
は
恐
れ
こ
そ
持
ち
つ
つ
も
陽
気
さ
を
以
て
し
て
そ
れ
ら
を

ね

け
フ

ル
ド

へ
と

り
出
し
た

サ
チ
の
恐
怖
を
知
ら
ず

 
サ
チ
は
あ
る
意
味
で
不
遇
だ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

五
人
パ

テ

の
紅
一
点
に

し
て
分
か
り
合

て
い
る
四
人
か
ら
無
意
識
の
内
に
弾
か
れ
恐
怖
を
理
解
し
て
も
ら

て
い
な

か

た
と
い
う
そ
の
状

は

あ
る
意
味
で

い
と

え
る

 
そ
れ
ら
を

え
れ
ば
む
し
ろ
月
夜
の
黒
猫

の
壊
滅
は
必
然
の
事

だ

た
の
か
も
し

れ
な
い

キ
リ
ト
が

わ

て
い
な
く
て
も

れ

か
し
ら
の
形
で
壊
滅
し
て
い
た
可
能
性
は
十

分
に
あ
り
得
る
キ
リ
ト
が
情
報

し
て
い
た
に
も

わ
ら
ず
ト
ラ

プ
を
自
ら

ん
だ
の
だ

か
ら

リ

ダ

の
ケ
イ
タ
が
い
て
も
死
ん
だ
だ
ろ
う

だ
か
ら
キ
リ
ト
は
悪
く
な
い

で
も
ケ
イ
タ
が
恨
み
を

し
た
の
は
事
実
だ
か
ら
今
も

彼
の
心
に
は
ケ
イ
タ
の
恨
み
が

に
な

て
残

て
る

そ
れ
を
取
り

け
る
の
は
私
達
月

夜
の
黒
猫

全

が
生
還
し
た
未
来
リ
ア
ル
で
ケ
イ
タ
達
全

か
ら
赦
し
を

た
時
だ
と

思
う

 
た
と
え
サ
チ
に
赦
し
を

た
と

て
も

恨
み
を
残
し
た
の
は
ケ
イ
タ
と
い
う
男
だ

 
キ
リ
ト
が
命
を
捨
て
る
勢
い
で

生
ア
イ
テ
ム
を
求
め
て
い
た
の
も
本

は
ケ
イ
タ
を

ら
せ
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る

だ

た
の
だ
と
思
う

 
た
だ
赦
し
を
請
う
て
罪
を

う

だ
け
に
そ
し
て
一
人

ち
に
し
て
し
ま

た
サ
チ
の

許
へ
一
人
で
も

間
を
還
す

に

命
す
ら
も
代
償
に
し
よ
う
と
し
て
い
た

 
そ
れ
は
親
し
い
存
在
を
奪
わ
れ
る
事
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
追
い

め
ら
れ
た
自
分
を
追

い

め
た
キ
リ
ト
の
行
動
だ

た
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
を
苦
し
ま
せ
た
の
は
月
夜
の
黒
猫

の
弱
さ
の
せ
い

そ
の
最
後
の
生
き
残
り

で
あ
る
私
は
キ
リ
ト
を

え
る
た
め
に
近
く
に
い
て
も
少
な
く
と
も
今
は
決
し
て
そ
う
い
う

想
い
を
向
け
ち

ダ
メ
だ
と
思
う

私
が
想
い
を
向
け
た
ら

多
分
キ
リ
ト
は
自
分
で
自
分

を

ち

う
か
ら

今

こ
そ
は
護
る
今

こ
そ
喪
わ
せ
な
い

て

今
も
彼
が

い
て

い
る

か
の

に

と
い
う
想
い
を
そ
ん
な
風
に
歪
め
る
の
は

だ
か
ら

サ
チ
さ
ん

 
サ
チ
の
悲

な
が
ら
確

た
る
決
意
を
感
じ
て
話
に
は

い
て
い
た
リ

フ

が

か
に

根
を
寄
せ
た

多
分
想
い
を
向
け
る
如

を
そ
れ
で
制
限
す
る
の
は
と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
け
れ
ど

サ
チ
が

い
た
い
事
も
分
か
る
よ
う
で

彼
女
は
そ
れ
以
上

を
開
か
な
か

た

 
サ
チ
が

た

自
分
で
自
分
を

る
と
い
う
の
は
容

に
想
像
が
つ
く
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キ
リ
ト
に
と

て
月
夜
の
黒
猫

と
の

は
ト
ラ
ウ
マ
そ
の
も
の
だ
だ
か
ら
こ
そ
最

後
の
生
き
残
り
で
あ
る
サ
チ
を

が

で
も
生
き
残
ら
せ
よ
う
と

あ
ら

る
手

を

じ
る

恐
ら
く
そ
の

に
自
分
が
死
ぬ
と
し
て
も

そ
れ
が

罪
な
の
だ
と

り
切

て
行
動
す
る

 
極
論
サ
チ
が
彼
に
自
殺
し
て
と
願
え
ば
彼
は
そ
の

り
に
自
ら
命
を
絶
つ
可
能
性
だ

て
あ
る

逆
に
私
を
愛
し
て
と

え
ば
同
様
に
キ
リ
ト
は
自
ら
の
全
て
を
以
て
サ
チ
を
彼

な
り
に
愛
し

護
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
サ
チ
は
決
し
て
想
い
を
向
け
な
い
と

て
い
る

そ
ん
な
人
形
の
よ
う
な
行
動
を
す

る
キ
リ
ト
を
見
た
く
な
い
か
ら

 
仮
に
ケ
イ
タ
達
が
全

生
還
し
て
そ
の
上
で
全

か
ら
赦
し
を

た
ら
キ
リ
ト
は
⻑
き

に

て
自
身
を
苛
ん
だ
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る

そ
の
時
に
初
め
て
サ
チ
は
想
い
を
向
け
る

事
が
許
さ
れ
る
だ
ろ
う

ら
か
の
罪
悪
感
は
残

て
い
る
だ
ろ
う
が
少
な
く
と
も
現
状
の
よ

う
な
強

観
念
に
突
き
動
か
さ
れ
る
危
険
性
を

ん
で
い
る
可
能
性
は
極
め
て

い

だ

 
し
か
し

し
か
し

も
し
も

月
夜
の
黒
猫

の

か
一
人
で
も
死
ん
で
し
ま

た
ら

 
そ
の
時
は
サ
チ
が
キ
リ
ト
に
向
け
る
想
い
を
明
か
す
機
会
は
逆
説
的
に

喪
わ
れ
る
事

に
な
る
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死
ん
だ
者
の

に

わ
れ
て

を

め
る
の
は
愚
か

そ
う

い
た
い
と
こ
ろ
だ
が

時
の
事
に

ど

わ

て
い
な
い
の
で
は
そ
ん
な
事
を

し
く

に
出
来
な
い

 
一
応
サ
チ
を
鍛
え
た
者
で
あ
り
キ
リ
ト
か
ら

さ
れ
た
者
な
の
で

か
し
ら

う
権

は
あ

る
と
思
う
が
少
な
く
と
も
ケ
イ
タ
達
の
死
が
確
定
的
で
な
い
以
上
今
は

も

わ
な
い
方
が
良

い
そ
れ
に
今
の
キ
リ
ト
に
私
が
想
い
を

に
し
て
も

す
る
未
来
し
か
見
え
な
い

キ
リ

ト
は
一
人
だ
か
ら
こ
そ
一
人
に
な
る
苦
し
み
を
知

て
る
か
ら

私
を
独
り

ち
に
し
た

て

ず

と
前
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
は
私
に
打
ち
明
け
て
く
れ
た
し
そ
れ
よ
り
前
も
黒
鉄

で

い
て
た
か
ら

 
月
に
一

月
夜
の
黒
猫

壊
滅
の
月
命
日
に
サ
チ
は

黒
鉄

へ

く
の
だ
が

そ

の

に
キ
リ
ト
と

合
わ
せ
す
る
と
は

い
て
い
た

 
恐
ら
く
そ
の

に

い
て
し
ま

た
の
だ
ろ
う

そ
の

を

 
以
前
エ
ギ
ル
の

葉
を
契
機
に
キ
レ
た
キ
リ
ト
が

に
し
て
い
た
と
い
う
内
容
も

め
ク

リ
ス
マ
ス
時
期
の
キ
リ
ト
の

葉
を
色
ん
な
人
と
共
有
し
て
知

て
は
い
る
が
や
は
り
そ
れ
が

一
番
重
い

間
を
護
れ
な
か

た
事
ケ
イ
タ
の
自
殺
を
止
め
ら
れ
な
か

た
事
を

め
サ
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チ
を
独
り

ち
に
さ
せ
て
し
ま

た
と
い
う
事
が

よ
り
も

だ
か
ら
私
は
少
な
く
と
も
リ
ア
ル
で
ケ
イ
タ
達
に
赦
し
を

て
そ
の

か
ら
キ
リ
ト

が
解
放
さ
れ
る
ま
で
絶
対
に
想
い
を
向
け
る

に
は
い
か
な
い

そ
れ
が
キ
リ
ト
の
心
を
傷

付
け
た

月
夜
の
黒
猫

の
生
き
残
り
で
あ
る
私
な
り
の
ケ
ジ
メ
だ
と
思

て
る
か
ら

 
サ
チ
の

い
決
意
の

葉
に
そ
れ
ま
で
ガ

ル
ズ
ト

ク
の
よ
う
に
語
ら

て
い
た
ボ
ク
達

は

も
が

を

ん
で
い
た

こ
こ
ま
で
重
い
話
と
も
な
れ
ば

ま
ざ
る
を
得
な
い

せ
人
の

命

そ
し
て
恋

を
向
け
る
キ
リ
ト
の
心
の
傷
が

わ

て
い
る
の
だ
か
ら

 
よ
く
よ
く

え
れ
ば
サ
チ
に
振

て
い
い
話
で
は
無
か

た
と
ボ
ク
は
心

先
の
自
分
の
行

動
を

じ
た

 
自
分
が
サ
チ
の
立
場
だ
と
す
れ
ば
同
じ
決
断
を
す
る
に
違
い
な
い
か
ら
容

に
想
像
出
来
た

か
ら
こ
そ

じ
入
る
気
持
ち
は
大
き
か

た

は
い
は

い

お

た
せ

て

か
あ

た
の

 
そ
ん
な
状
況
に
陽
気
な
声
と
共
に

り

ん
で
き
た
ア
シ

レ
イ
さ
ん

そ
り

こ
ち
ら
の

話
な
ん
て

こ
え
て
い
る

も
無
い
の
で
仕
方
な
い
が
す
ぐ
に

か

し
た
ら
し
く
真
剣
味
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を

び
た
面
持
ち
で
ボ
ク
達
を
見
て
来
た

あ

え

と

キ
リ
ト
と
サ
チ
の
話
を

ち

と

あ
あ

な
る

ど
だ
か
ら
こ
の
空
気
な
の
ね

す
る
に
あ
の
少
年
に

時
ア
レ
を

向
け
る
よ
う
に
な

た
と
か

そ
ん
な
と
こ
か
し
ら

ど
う
し
て
分
か

た

 
重
い
空
気
に
な

た
理
由
を

し
た
の
は
ボ
ク
が

か
と
話
し
て
い
る
か
ら
だ
が
だ
か
ら
と

て
そ
こ
に
い
く
ま
で
に

を
話
し
て
い
た
か
ま
で

し
て
く
る
と
は
思
い
も
せ
ず
五
人
同

時
に

と
共
に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
を

然
と
し
て
見
る
事
に
な

た

 
そ
ん
な
ボ
ク
達
の
様
が
面
白
い
の
か

ア
シ

レ
イ
さ
ん
は

に
手
を

て
て
上
品
に

い

一
つ
ウ

ン
ク
を
か
ま
し
て
き
た

こ
れ
で
も
人
を
見
る
眼
は
鍛
え
て
ま
す
か
ら
ね

あ
ん
た
達
が
黒
の
剣
士
ク
ン
に
向
け

る
眼
を
見
れ
ば
大
体
分
か
る
わ
よ

と
は

え

を
話
し
て
い
た
か

て
い
う
の
は
完
全
に
予
想

だ

た
ん
だ
け
ど
ね

ア
シ

レ
イ
さ
ん

て

ち

と
心

に
悪
い
よ
ね

め

葉
と
し
て

け
取

て
お
く
わ
よ

ユ
ウ
キ
ち

ん

さ
て

そ
れ
は
と
も
か
く
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速
コ

デ

ネ

ト
第
一
弾
が
終
わ

た
か
ら

速
見
て
も
ら
お
う
か
し
ら

ら
入

て

ら

し

い

 
ど
こ
か
面
白
が
る
よ
う
に
恐
ら
く
カ

テ
ン
で
仕
切
ら
れ
て
い
る

ブ

ス

に
い
る
で

あ
ろ
う
キ
リ
ト
に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
声
を
掛
け
た

う

 
数

の
後

ど
こ
か

る
よ
う
な

り
声
を
上

な
が
ら

キ
リ
ト
は
カ

テ
ン
を
開
け
て

く
り
と
出
て
来
た

 

ま
で
真

に
し

な
ん
て

で

れ
て
い
る
と
い
う
全
力
で

ず
か
し
が

て
い

る
キ
リ
ト
の

は

の
黒

く
め
の

か
ら

も
な
く
変
わ

て
い
た

 
一

で

う
な
ら

そ
う

 

メ
イ
ド

  

か
ん
と

静
な
シ
ノ
ン
ら
し
か
ら
ぬ

然
と
し
た
面
持
ち
で

た

葉
が

的

に
そ
れ
を

い
表
し
て
い
た
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そ
う

一

で

う
な
ら
メ
イ
ド

 

教
性
を
思
わ
せ
る

な
黒
地
の

は
上
下
一
体
の
も
の
で
メ
イ
ド

ら
し
い
ス
カ

ト

は
足

近
く
ま
で
の
ロ
ン
グ
バ

ジ

ン

 
上
か
ら

に
フ
リ
ル
が
付
け
ら
れ
た
白
い
エ
プ
ロ
ン
を
掛
け
て
い
て
ス
カ

ト
か
ら

く

む
程
に

い

な
ん
て
黒
い
ス
ト

キ
ン
グ
に

ま
れ

は

付
き
ブ

ツ
か
ら
黒
い
ロ

フ

に
変
え
ら
れ

の
上
に
は
ボ
ク
の
バ
ン
ダ
ナ
が
あ
る

に
白
い
ヘ

ド
ド
レ
ス
が
載

せ
ら
れ
て
い
る

 
極
め
付
け
に

前
に
回
さ
れ
て
い
る
手
に
は
配
膳

の

い
銀
ト
レ
イ
が
あ
る
始

 
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
メ
イ
ド
見

い
に
し
か
見
え
な
い
キ
リ
ト
だ

た

 
こ
う
し
て
見
る
と
ま
る

き
り
少
女
に
し
か
見
え
な
い

を

く
し
て

ず
か
し
が

て
い

る
か
ら

よ
り
も
少
女
ら
し
さ
が
増
し
増
し
だ

 
正
直

こ
れ
だ
け
で
結
構
理
性
に

を
入
れ
る
破
壊
力
が
あ

た

 
一

で
は
あ

た
が
く
ら

と
く
る
程
な
の
は
流

は

で
そ
こ
ら
の
女
性
を
超
え
る

を
持
つ
キ
リ
ト
と

え
る

成
⻑
し
て
い
な
い
事
で

え
る
魅
力
と
い
う
か

い
か
ら
こ
そ
の

マ

チ
感
と
い
う
か
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い
や

そ
れ
よ
り
も

ね

ね

ア
シ

レ
イ
さ
ん

キ
リ
ト
は

モ
デ
ル

な
ん
だ
よ
ね

え
え

そ
う
よ

そ
れ
が

で
メ
イ
ド

あ
あ
そ
れ
は

に
私
の
知
り
合
い
で
プ
レ
イ

を
開
き
た
い

て
い
う
人
が

い
て
そ
れ
の

作
品
だ
か
ら
よ

一
応
私
の

味
だ
か
ら
作

た

で
は
無
い
と
明

さ
せ
て

も
ら
う
わ

彼
に

せ
た
の
は

に
似
合
い
そ
う
だ

た
か
ら

あ

あ
あ

な
る

ど
ね

 
も
し
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

先
し
て
こ
う
い
う

を
作

て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
ち

と

を

え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な
と
も
思

た
が
仕
事
で
作

て
い
た
の
な
ら
仕
方
が

無
い

 

い
や

て

ち

と

て

そ
の
メ
イ
ド

明
ら
か
に
女
性

な
の
に

で
男
性
の
キ
リ
ト
が

れ
て
る
の
さ

い
く
ら
キ
リ
ト
の
容

が
そ
こ
ら
の
女
性
よ
り
も
女
の
子
ら
し
い
と
は

え
流

に

念
で
性
別
は
超
え
ら
れ
な
い
よ
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ユ
ウ
キ

そ
れ
は
フ

ロ

じ

な
い
と
思
う

 
ボ
ク
の

葉
に
キ
リ
ト
が
か

く
抗
議
し
て
く
る
が

一

そ
れ
は
ス
ル

さ
せ
て
も
ら

た

ご
め
ん
キ
リ
ト

あ
ら
そ
こ
に
気
付
く
と
は

ま

そ
れ
は

な
話
よ

作
る

に
オ
プ
シ

ン
で
男

女
設
定
が
可
能
な
ん
だ
け
ど
私
は
そ
れ
を

本
は
男
女
共
有
設
定
に
し
て
る
か
ら

ら
女

物
が
似
合
う
男
性

男
物
が
似
合
う
女
性

て
い
る
で
し

 
こ
の
世
界
だ
と
そ
こ
ら

が

制
限
で

ま

て
る
か
ら
明
ら
か
に
女
性

あ
る
い
は
男
性

と

え
る
代
物
以
外
は

本
的

に
共
有
設
定
で
作

て
る
の

で
実
は
そ
れ
も
共
有
設
定

他
に
作

て
る
の
は
女
性

な

ん
だ
け
ど

そ
れ
だ
け
間
違

て
共
有
で
作

ち

て
ね

 
失

し
た
わ

と
ど
こ
か

い
た

み
と
共
に
虚
空
を
見
上

て

う
の
を
見
て
こ
れ
は

マ
ジ
で

で
間
違

た
ん
だ
な
と
理
解
し
た

ど
う
や
ら
共
有
で
メ
イ
ド

を
作

た
事
に
他
意

は
無
い
ら
し
い

 
ま

こ
れ
な
ら
別
に
い
い
か
と
思

て

め
て
キ
リ
ト
へ

線
を

し
た

 
華

な

体
を
女
性

に
し
か
見
え
な
い
メ
イ
ド

に

み

い

も
黒
い
ス
ト

キ
ン
グ

に

い

ず
か
し
そ
う
に

を
銀
ト
レ
イ
で

し
て
い
る

は
全
く
男
性
と
は
思
え
な
い
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わ
れ
て
も
真
実
か
疑

て
し
ま
う
程
だ

ど
う

か
な

 
再
び
今

は

で
か

く

て
く
る
キ
リ
ト
は
更
に

目
で
こ
ち
ら
を
見
て

て

き
た

 

ち

と
だ
け
い

め
た
い
な

と
悪

心
が

を

た
が
本
気
で

か
れ
る
と

対
応
に

る
の
で
断
念
す
る

ち

と
あ
ん
た
達

黒
の
剣
士

ク
ン
が
決
死
の
覚
悟
で

い
て
る
ん
だ
か
ら

か
コ

メ
ン
ト
し
て
あ

な
さ
い
よ

く
似
合

て
る

 

ア
シ

レ
イ
さ
ん
に

か
さ
れ
て

を
開
け
ば
五
人

て
感
想
が

て
し
ま

た

 
キ
リ
ト
は

と
目
に
見
え
て

し
そ
う
に
す
る
が
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
は
ダ
メ

だ
こ
り

と
ば
か
り
に

れ
ら
れ
る

 

だ
ろ
う

デ

ト
で
ダ
メ
出
し
を
喰
ら
う
彼

の
よ
う
な
状
況
下
に

か
れ
て
る
の

て

性
別
的
に
逆
だ
と
思
う
の
だ
が

あ

で
も
キ
リ
ト
が

て
る

を

え
る
と
合

て
る

 

あ
れ

 
で
も
キ
リ
ト

て
男
の
子
な

だ
か
ら

間
違

て
る
の
か
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で
も

が
似
合

て
る
か

く
の

て
女
子
の
定
番
だ
し

 

ん
ん

面
白
い
く
ら
い

惑
し
て
る
わ
ね

黒
の
剣
士
ク
ン
も
う
い
い
か
ら

の

に

え
て
来
て

た

に
ね

わ
か

た

 
キ
リ
ト
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
指
示
に

て
意
気

と
再
び

ブ

ス
へ
と

て

行

た

そ
の
足
取
り
は
と
て
も

く

め
ら
れ
た
事
が
と
て
も

し
か

た
の
が
あ
り
あ
り

と
分
か
る

多
分
内
容
が

た
事
で
は
無
く

め
ら
れ
た
事
が
重
要
な
の
だ
ろ
う

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
そ
う
思

て
い
な
い
よ
う
で
そ
れ
が
あ
り
あ
り
と
分
か
る
よ
う
に
ボ
ク

達
の
前
で

を
組
ん
で

王
立
ち
し
た

ま

た
く
彼
の

真
さ
に
感

す
る
の
ね

今
の
じ

絶
対
不

を
持
た
れ
て
る
わ
よ

う

だ

て
本

に
似
合

て
た
ん
だ
よ

う
ん

あ
る
意
味
予
想

り
な
ん
だ
け
ど

そ
の
上
で
予
想
外
だ

た
と
い
う
か

と
い
う
か
あ
の

こ
な
し
は
一
体

で
す
か

静
に

え
た
ら
あ
り
得
な
い
の
に

で
違

和
感
を
覚
え
な
か

た
ん
で
し

う
か
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男
の
子

て
知

て
て
も

に
女
の
子
に
し
か
見
え
な
か

た
よ

ち

と

ご
主
人
様

て

わ
れ
て
み
た
か

た
か
も

 

に
ボ
ク

リ

フ

姉
ち

ん

サ
チ

シ
ノ
ン
で
あ
る

 
最
後
に

つ
り
と
シ
ノ
ン
が
欲
望
を

ら
し
そ
れ
を
意

せ
ず

た
ボ
ク
は

裏
で
そ
の

光

を
思
い
浮
か
べ
た

 
家
事
の
一
切
を
取
り
仕
切

て
く
れ
て

れ
た
時
に
は
紅

を

れ
て
く
れ
て

か
と
世

話
を

い
て
く
れ
る
小
さ
な
子

そ
の
子
は
ボ
ク
の
事
を

て
い
て

で
す
よ
ご
主
人
様

 

き
て
下
さ
い

 

て

て
る

か
ら
二

し
な
い
で

下
さ
い

 
と
い
う
か
引
き
ず
り

ま
な
い
で

 

し
い
で
す
け
ど
ダ
メ
で
す
よ

今
日
の
ご

も

に
よ
り
を
掛
け
た
の
で
お

い

い
食
べ
て
下
さ
い
ね

 
お
代
わ
り

も
た

り
作

て
ま
す
か
ら

 
え

 
そ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
な
い

 
い
や
い
や

日

こ
れ
く
ら
い

ろ
り
と
平
ら

て
る
方
が

を

て
る
ん
で
す
か
今
更

ま

そ
れ
く
ら

い
食
べ
て

け
る
方
が

作
り

が
あ

て

し
い
で
す
け
ど
ね

今
日
の
紅

特
別
な
ん
で
す
よ

 

で
特
別
か

 
そ
り

決
ま

て
ま
す
よ

ご
主
人
様
の

で
す
か
ら
ね

 

日
作
り
方
を
変
え
て
る
の
で
一

も
同
じ
も
の
で
は
な
い
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特
別
製
で
す

 
後
で
感
想

か
せ
て
下
さ
い
ね

 
あ
ダ
メ
だ
こ
れ

な
ん
か
色

と
フ

ル
タ

掛
か

て
ご
主
人
様

ボ
ク
大

き

子
に

な

て
る

し
か
も
性
格
が
明
ら
か
に
キ
リ
ト
じ

な
い
し

 
い
や

で
明
る
い
キ
リ
ト
が
ご
主
人
様
第
一
義
な
ご

仕
メ
イ
ド
だ

た
ら
あ
り
得
た
の
だ

ろ
う
か

ち

と

え
づ
ら
い
な

語
は
と
も
か
く
こ
こ
ま
で
明
る
く
は
無
い
と
思

う

多
分
キ
リ
ト
は

は

静

だ
け
ど

も
見
て
な
い
と
こ
ろ
で
は
甘
え
ま
く
る
タ
イ
プ

だ
し

 

あ
れ
そ
う

え
る
と
こ
の

想
も

と
合

て
た
り
す
る

 

想
の
中
で
は
姉
ち

ん
の
影
が
一
切
無
か

た
か
ら
二
人

き
り
と
い
う
点
は
合

て
る
の
だ
し

 

ど
う
し
よ
う

物

く

な
メ
イ
ド
キ
リ
ト
を
見
て
み
た
い

そ
れ
か
ら

で
く

り
ま
わ
し
た
り

き

め
た
り
色

と
し
て
み
た
い

あ

は
い
は
い

あ
ん
た
達

い
も

て

そ
の
だ
ら
し
な
い

を

と
か
し
な
さ
い

は

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
声
で
意
識
が
現
実
に

仮
想
世
界
だ
が

て
来
た

ど
う
や
ら

ボ
ク
だ
け
で
な
く
他
の
四
人
も

て

想
に

て
い
た
ら
し
い
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キ
リ
ト

メ
イ
ド

一
つ
で
こ
こ
ま
で
さ
せ
る
と
は
恐
ろ
し
い
魅
力
の
持
ち
主
で
あ
る

 
と
い
う
か

気
に
姉
ち

ん
と
サ
チ
も

だ
か
ん
だ
で
キ
リ
ト
に

て
い
た
よ
う
だ

気
持

ち
は

く
分
か
る
か
ら

化
す
気
も

き
な
い

ま

た
く

ま

メ
イ
ド

な
ん
て
色
物
は
こ
れ
が
最
初
後
は
結
構
マ
ト
モ
な
も
の
ば

か
り
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
キ
チ
ン
と
コ
メ
ン
ト
し
て
あ

な
さ
い
よ

 
最
初
だ
か
ら
よ
か

た
だ
け
で

ア
レ
が

回
も

い
た
ら
流

に
不
安
が
る
か
ら

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

に
ボ
ク
達
は

直
に

い
た

 
確
か
に
似
合

て
る
か

め
て
も
ら
え
る
か
で

に

と
不
安
を

い
て
い
た
キ
リ
ト
の

事
だ

流

に
ま
た
同
じ
コ
メ
ン
ト
を
返
し
て
は
不

の
一
つ
も

く
だ
ろ
う

備
出
来
た
ぞ

あ
ら

思

た
よ
り

か

た
わ
ね

じ

あ
入

て
来
て

 
喜
び
な
が
ら
ブ

ス
に

た
か
ら
か
キ
リ
ト
は

と

い
無
く

意
さ
れ
て
い
た

を

た
よ
う
で
一
分
と
経
た
ず
に

備
完
了
の

を
伝
え
て
来
た

ア
シ

レ
イ
さ
ん
も
少
し
意

外
に
思

た
よ
う
で
コ
メ
ン
ト
し
た
後

入

て
来
る
よ
う

す

 
そ
れ
を

け
て
カ

テ
ン
の
向
こ
う
か
ら
カ
コ
ン
カ
コ
ン
と

を
立
て
な
が
ら

を
現
し
た
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キ
リ
ト
の

は

ま
た
一

と
変
わ

た
も
の
だ

た

 
彼
が

て
い
る

は

り
で
男
性
が

る

だ

た

流
し
と

う
の
だ
ろ
う
か

⻘
み

が
か

た
限
り
な
く
黒
い

流
し
に
深
蒼
の

を

に

い
て
は
だ
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

 
履
物
は

て
い
て
下

無
論
彼
は
そ
れ
を

足
で
履
い
て
い
た
今
ま
で

見
た
事
が

無
い
白
い
生
足

正
確
に
は
足

よ
り
下
く
ら
い
だ
け
だ
が

し

も
な
く
晒
さ
れ
て
い
る

 
彼
の

か
ら
掛
け
ら
れ
て
い
る
ネ

ク
レ
ス
は
チ

ン
部
分
は
見
え
る
も
の
の

の

部
分
は
人
目
に
触
れ
な
い
よ
う

流
し
の
中
に
仕
舞
わ
れ
て
い
た

こ
れ
は
今
年
の

に
あ
る
だ
ろ
う

り
イ
ベ
ン
ト
時
期
に
先
ん
じ
て

り
出
そ
う
と
思

て

る
男
性

の

で
ね

そ
の
シ
リ

ズ
の
中
で
も
一
番
高
値
の
代
物
よ

わ

 
キ
リ
ト

く
似
合

て
る

 
や

り
黒
系

は
似
合
う
ね

ん

あ
り
が
と

 

さ

き
と
同
じ
コ
メ
ン
ト
と
な

た
も
の
の
本
心
か
ら

た
の
が
分
か

た
の
か
キ

リ
ト
は

を

に

め
な
が
ら
は
に
か
ん
で
お
礼
を
返
し
て
き
た

リ

フ

達
か
ら
も

と

称

を

け
て
は
に
か
む
そ
の

は
や
は
り

で

真
な
キ
リ
ト
ら
し
く
可
愛
ら
し
い

だ

 
男
物
の

の

な
の
に
キ
リ
ト
が

る
と

故
か
女
性
物
に
見
え
て
し
ま
う
の
だ
が
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ま

そ
れ
も
彼
の
魅
力
と
い
う
も
の
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に

中
か
ら

め
ら
れ
過
ぎ
て

え
始
め
て
い
た

そ
れ
に
し
て
も
ア
シ

レ
イ
さ
ん

て
本

に
セ
ン
ス
良
い
ん
で
す
ね

と
か

い

か
い

 
そ
の
時

え
て
る
キ
リ
ト
の

を

で
て

ん
で
い
た
リ

フ

が

と
そ
ん
な
事
を

に
し
た

 
リ

フ

が

た

と
い
う
の
は
キ
リ
ト
の

に

り
ば
め
ら
れ
て
い
る

様
の
事

だ 
ど
う
や
ら
⻘
が
か

た
黒
は
夜

を
表
現
し
て
い
る
ら
し
く
ま
る
で

が

び
交

て
い
る

よ
う
な
光
の

が

つ
か
そ
し
て

を
表
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
光
を
反

し
て
い
る
波

様
が
複
数

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る

恐
ら
く
深
蒼
の

は
闇
夜
に

む
⻘

を
表
現
し
て
い

る
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
ら
を
見
て
指

さ
れ
た
事
で
離
れ
た
と
こ
ろ
で
ボ
ク
達
の
様
子
を

で
見
守

て
い

た
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
に
こ
り
と

ん
だ

お

め

い
て

し
い
わ

こ
れ
で
も
リ
ア
ル
で
も
フ

シ

ン
デ
ザ
イ
ナ

を

し
て
い
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た
身
で
す
か
ら
ね

そ
れ
な
り
に
セ
ン
ス
は
あ
る
つ
も
り
よ

い
や

こ
れ
は
そ
れ
な
り
ど
こ
ろ
じ

な
い
と
思
う
の
だ
け
ど

本

で
す
よ
ね

こ
こ
ま
で
真
剣
に

め
ら
れ
た
の
は
ユ
ウ
キ
ち

ん
以
外
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い

わ
ね

 
く
す
く
す
と
本

に

し
そ
う
に

ん
で

た
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
で
も
と

葉
を
止
め
た

そ
れ
か
ら
未
だ
に

ま
で
真

に
し
て

え
る
キ
リ
ト
に

線
を
向
け
る

は

か
に

て
も
ら

て
こ
そ

光
を

び
る
も
の
だ
か
ら
今
回
は

が
良
か

た

て
事
だ
と
思
う
わ
よ

そ
ん
じ

そ
こ
ら
の
男
じ

似
合
わ
な
い
も
の
だ
も
の

あ

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

葉
を

い
て
今
キ
リ
ト
が

て
い
る

を
仮
に
ク
ラ
イ
ン
や
デ

ア
ベ
ル
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
エ
ギ
ル
シ
ン
カ

さ
ん
キ
バ
オ
ウ
達
が

て
も
こ
こ
ま
で

似
合

て
る
と
は
思
え
な
い
だ
ろ
う
な
と
思

て

得
の
声
を
上

た

 
ク
ラ
イ
ン
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は

系

デ

ア
ベ
ル
は
⻘
系

エ
ギ
ル
と
シ
ン
カ

さ
ん
は
緑
系

が
似
合
い
そ
う
な
感
じ
で
あ
る

キ
バ
オ
ウ
は
知
ら
な
い
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よ
か

た
ね

キ
リ
ト

く

め
ら
れ
て
る
よ

し
過
ぎ
て

ず
か
し

可
愛
い
な

も
う

 
真

に
な

た

を

手
で

し
な
が
ら

う
キ
リ
ト
に
リ

フ

が
我

な
ら
な
い
と

ば
か
り
に

き

め
て

を

で
始
め
た

 
そ
れ
で
キ
リ
ト
は
更
に

を
真

に
す
る
の
だ
が

ま

確
か
に
可
愛
い
し
初

し
い

の
で
偶
に
見
る
な
ら
い
い
か
な

と
思

て
い
る

今
ま
で
見
て
来
た
キ
リ
ト
の
イ
メ

ジ
か

ら
完
全
に
か
け
離
れ
て
い
る
こ
れ
を
き

と
ギ

プ
萌
え
と

う
の
だ
ろ
う

男
の
子
に
萌
え

る
の
も
ど
う
か
と
思
わ
な
い
で
も
無
い
が

そ
こ
は
そ
れ

気
に
し
て
は
い
け
な
い

 
そ
れ
は
と
も
か
く
大

に
も
リ

フ

が

き

め
始
め
た
の
で
そ
こ
は
か
と
な
く

ま
し

く
思

て
し
ま
う
の
だ
が
流

に
恋
人
に
な

て
い
な
い
現
状
で
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
義
姉
に

う

も
な
く

キ
リ
ト
も

絶
し
て
い
な
い
事
か
ら
ボ
ク
達
は
大
人
し
く
見
守
る
事
に
し
た

リ

フ

も
常
識
が
あ
る
か
ら
流

に
こ
れ
を

け
る
と
も
思
え
な
い

 
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
リ

フ

は
キ
リ
ト
を
解
放
し
彼
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
指
示
に

て

ま
た

ブ

ス
へ
と

て
行

た
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で
思
い
出
し
た
け
ど

ユ
ウ
キ
ち

ん
達

今
年
は
お

り
に
参
加
す
る
の

 

確
か
去
年
は
出
て
な
か

た
わ
よ
ね

あ

ど
う
し
よ

か

キ
リ
ト
君
も
安
定
し
て
ま
す
し
ね

去
年
は
私
の
事
で
大
変
だ

た
か
ら
ね

そ
の

い
方
だ
と

ユ
ウ
キ
さ
ん
達
は
参
加
し
た
事
無
い
ん
で
す
ね

ま

キ
リ
ト
の
事
が
心
配
だ

た
か
ら

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
も
人
力
の
運

で
は
無
い
と
は

え

節
感
が
再
現
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
予
め

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
た

節
ご
と
の
お

り
と
い
う
も
の
は
あ
る
し
お

り
中
の
限
定
イ
ベ

ン
ト
と
い
う
も
の
も
存
在
す
る

 

の
お
花
見

の

り
と
海

密
に
は

秋
の

食

冬
の
ク
リ
ス
マ
ス
な

ど
だ

 
そ
れ
ら
の
期
間
中
に
出
る
イ
ベ
ン
ト
は
キ
リ
ト
が

ん
だ
よ
う
な
超

な
ボ
ス
が
出
る
も
の

も
あ
れ
ば

に

し
む
事
を
目
的
と
し
た

な
ク
エ
ス
ト
だ

て
存
在
す
る
の
で
種

様

な

し
み
方
が
あ
る

年
に
一
回
し
か

れ
な
い

節
性
の
イ
ベ
ン
ト
は

そ
れ
は
も
う
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ア
イ
ン
ク
ラ

ド

全
体
が
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア
に
な
る
く
ら
い
大

に
発
生
す
る

ク
エ
ス

ト
自
体
は

論

し
た

層
が

本
ら
し
い
が

 
ら
し
い
と

う
の
に
も
理
由
が
あ
る

デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
一

月
が
経

た

の
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
は
お
ろ
か
キ
リ
ト
は

本
的
に
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
せ
ず
攻
略
を

け

て
い
た
の
で

同
じ
よ
う
に
ボ
ク
達
も
攻
略
組
の
付
き
合
い
以
外
で
は
参
加
し
な
か

た
の
だ

 
攻
略
組
の
一

と
は

え
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
絶
対
的
に
少
な
い
女
性
パ

テ

だ
か
ら
声
を
掛
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
て
面
倒
な
の
だ
そ
の

持
ち
な
ら
な
い
者
達
ば
か
り
だ
か
ら

気
が
差

す 
ま
た
去
年
の

か
ら
は
サ
チ
を
頼
ま
れ
鍛
え
て
い
た
事
そ
し
て
月
夜
の
黒
猫

壊

滅
を
契
機
に

か
ら
不
安
定
だ

た
キ
リ
ト
が

更

ん
だ
事
が
気
掛
か
り
で
イ
ベ
ン
ト

は
一
切

外

し
て
い
た
事
も
あ

て
実
は
ボ
ク
達
は

先
し
て

節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
な
い
し
付
き
合
い
で
行

て
も
マ
ト
モ
に

し
ん
だ
事
が
無
か

た
り
す
る

報

な
ん
て
攻
略
に

立
つ
も
の
は

ど
無
か

た
の
で
完

外

だ

 
む
し
ろ
そ
の
期
間
中
は
最
前
線
か
ら
人
が
少
な
く
な
る
か
ら
キ
リ
ト
と
こ

そ
り
会

て
精

神
的
な
ケ
ア
を
す
る
の
に
は
う

て
つ
け
だ

た

だ
か
ん
だ
で
サ
チ
の
事
を
心
配
し
て
い
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た
し

を
合
わ
せ
に
行
く
の
と

行
し
て
ケ
ア
を
し
て
い
た

こ
れ
で
も

い

か
ら

に

て
い
た
の
だ
か
ら
そ
の

は
姉
妹

て
お
手
の
物
で
あ
る

今
は

く

み
も
取

て
安
定
し
て
る
か
ら
一
回

に

ぎ
に
行

た
り
す
る
の
は
ど
う
か

な

て

え
て
る
か
な

キ
リ
ト
君
の
場
合
人
が
多
く
集
ま
る

り
に
は
立
場
上
行
く
の
は
や
め
て
お
い
た
方
が
良
い

で
す
し
ねそ

う
い
え
ば

リ

フ

さ
ん
は
キ
リ
ト
君
と
リ
ア
ル
で
お

り
に
行

た
事
は

無
い
で
す
ね

今
は
ど
う
か
知
ら
な
い
で
す
け
ど

た
ば
か
り
の

は
人

み
が
大

い

だ

た
の
で

そ
れ
に
人
目
に
付
く
場

に
行

て
知
ら
れ
た
ら
と
思
う
と
誘
え
な
か

た
ん

で
す
よ

だ
か
ら
デ
パ

ト
と
か
フ

ミ
リ

レ
ス
ト
ラ
ン
海
と
か
に
も
行

た
事
は
無
い

で
す

あ

 
確
か
に
人
目
が
あ
る
場

で
は

時
ど
こ
で
彼
の

性
を
知
ら
れ
る
か
分
か

た
も
の
で
は

無
い
し

そ
の
判
断
は
こ
の
上
な
く

切
と

え
る
だ
ろ
う

雪
が

た
時
期
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
遊
ぶ
事
に
意
義
を
見
出
し
て
な
か

た
の
で
雪
合
戦
な
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ど
も
し
た
事
は
無
い
で
す
ね

多
分
ウ
チ
に
来
る
以
前
も
し
た
事
無
い
ん
じ

な
い
ん
で
す
か

ね
じ

あ
小
学

は
ど
う
だ

た
の

に
転
入
生
と
い
う
形
で
入
り
ま
し
た
人

み
が

い
な
だ
け
で
悪
意
さ
え
無
け
れ
ば
表

向
き
平
気
そ
う
に
す
る
の
で
一
応

け

め
て
は
い
た
み
た
い
で
す

流

に
小
学
生
で

一

の

ま
で
覚
え
て
た
子
は

な
か

た
み
た
い
で
私
も
あ
の
子
も
心

ホ

と
し
ま
し

た
ね

教
師

は

な

を
し
て
い
た
の
で
か
な
り

や

や
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
け
ど

あ
あ

ま

大
人
な
ら
知

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
わ
よ
ね

こ
の
ご
時
世

索

ワ

ド
に

や

モ
ン
ド
・
グ
ロ

極
論

弟

と
か
打
ち

め
ば

に

写
真
に
プ
ロ
フ

ル
付
き
で

べ
ら
れ
る
も
の

個
人
情
報
保
護
法
が
一
切
機
能
し
て

な
い
く
ら
い
の

か
れ

り
は

ら
同
情
し
て
も
し
足
り
な
い
く
ら
い

あ
た
し
も

べ
ま
し
た
け
ど
ア
レ
に
は
一
生

で
最
大

と
断

出
来
る
く
ら
い
絶

さ
せ

ら
れ
ま
し
た
ね

人
の
悪
意

て
本

に

限
が
無
い

て

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

 
ど
う
や
ら
ネ

ト
で

べ
た
事
が
あ
る
ら
し
い
ア
シ

レ
イ
さ
ん
と
リ

フ

が
遠
い
眼
を
し

始
め
た

ボ
ク
と
姉
ち

ん
は

極
的
に

べ
た
事
が
無
い
と
い
う
か
そ
ん
な

も
無
か
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た
の
で
知
ら
な
い
が

ど
う
も
想
像
を

か
に
絶
す
る
結
果
だ

た
ら
し
い

 
と
い
う
か
リ

フ

も

べ
た
事
が
あ
る
の
か

 
そ
う
問
う
と

彼
女
は

と
も

え
な
い
複

そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た

義
理
と
は

え
あ
の
子
の
姉
を
名

る
な
ら
せ
め
て
ど
う
い
う
状
況
だ

た
の
か
を
知

て
お

く
べ
き
だ
と
思

た
ん
で
す

そ
う
で
な
い
と
あ
た
し
自
身
が
義
姉
を
名

る
事
を
許
せ
な
か

た
し
あ
の
子
を
姉
と
し
て
愛
す
る
の
に

応
し
く
な
い
と
も

え
て
た
か
ら

剣
道
の
鍛

を

ん
で
ま
で

日
を

べ
も
の
で
終
え
た
の
は

ア
レ
が
初
め
て
だ

た
と
思
い
ま
す

ん

な
ら
少
な
く
と
も
リ

フ

ち

ん
は

千
冬
よ
り
は
お
姉
さ
ん
を
し

か

り
出
来
て
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

あ
の
世
界
最
強
は
家

思
い

て
知
ら
れ
て
る
か
ら
仮
に

知

て
た
ら
止
め
る

に

れ
て
た
で
し

う
し
そ
れ
が
無
か

た

て
い
う
事
は
逆
説
的
に

そ
う

え
る
と
思
う
わ

 

千
冬
が
家

思
い
と
い
う
の
は
ボ
ク
も
ど
こ
か
で

い
た
事
が
あ
る

そ
れ
で
あ
の
女
性

を
モ
ン
ド
・
グ
ロ

決
勝
戦

退
へ
追
い

む

に
キ
リ
ト
は
誘

さ
れ
た
の
だ
彼
か

ら
も
そ
の
話
を

い
て
い
る
以
上
は
真
実
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
い
な
が
ら
彼
を

る
行
動
が
過

に
な
る
ば
か
り
だ

た
の
は
そ
れ
を
知
ら
な
か
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た
か
ら
だ

キ
リ
ト
も
話
さ
な
か

た
し
神

の
兄
も

し
て
い
た
し
世
界
最
強
も

索
せ

ず
知
ろ
う
と
し
な
か

た
か
ら
き

と

一

は
リ

フ

の
義
弟
キ
リ
ト
に
な

た

の
だ

確
か
に
知

て
い
た
ら
も

と
あ
の
子
の
事
を
見
て
い
た
で
し

う

で
も
神

の

様
子
か
ら

す
る
に

あ
の
家
に

ま

て
い
た
ら
今

は
多
分
命
を

と
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
ね

た

時
の
あ
の
子
は

本

に
見
る
に

え
な
い
く
ら
い

弱
し
て
ま
し
た
か

ら 
最
初
は
話
し
掛
け
て
も
反
応
し
な
い
事
の
方
が
多
か

た
で
す
か
ら
と

て
入

し
て
い

る
間
の
事
を
リ

フ

は

的
に
語

た

 
学

が
あ

て
も
剣
道
の

合
が
あ

て
も

日
欠
か
さ
ず
見
舞
い
に
行

て
は
会
話
を

み
た
結
果
一

月
が
経

て
家
に
引
き
取

た
時
に
は
あ
る
程

の
会
話
は
可
能
に
な
る

ど
回
復
し
た
と
い
う

者
や
彼
の
世
話
を
し
て
い
た

護
師
達
か
ら

わ
せ
れ
ば
そ
れ
は
異

常
を
超
え
た

の
一

に

き
る
く
ら
い
の
目
覚
ま
し
い
回
復
力
だ

た
ら
し
い

 
そ
れ
で
も
彼
は

の

の

語
を

い
た
だ
け
で
錯
乱
す
る
程
に
傷
付
い
て
い
た
と

い
う
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そ
れ
は
と
あ
る
契
機
に
収
ま
り
ま
し
た
け
ど
精
神

の
話
で
は

時
ぶ
り
返
す
か
分
か
ら

な
い
ん
で
す

正
直
あ
の
男
が
い
る
と

い
た
時
は

や

ど
こ
ろ
じ

な
か

た

そ
の
す
ぐ

後
に
遭
遇
し
た
と

い
て
心

の

動
が
速
ま
る
程
で
し
た
し

あ
あ

あ
の
時
の

 
リ

フ

の

う
契
機
が

な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
多
分

ノ
之

士
と
の
邂
逅
な

ん
だ
ろ
う
と
予
想
出
来
た

の
事
で
錯
乱
す
る
程
だ

た
の
に
彼
は

ノ
之

士
に
対
し
て

は

意
的
な
意
識
を
持

て
い
る
ら
し
い
し
恐
ら
く
そ
の
人
と
の
間
に

か
が
あ

た
か
ら
収

ま

た
の
だ

 
そ
し
て
リ

フ

が

け
て

た
遭
遇
と
は
リ
ズ
ベ

ト
武

で
の
話
だ
ろ
う

実

キ

リ
ト
は
錯
乱
を

り
越
し
て
恐
慌
を
来
し
て
い
た
あ
の
ま
ま
放

て
い
た
ら
異
常

波
を
感
知

出
来
ず
回
線
切
断
を

こ
す
か
精
神

壊
を

こ
し
て
マ
ト
モ
な
生
活
を
送
れ
な
く
な

て
い

た

だ

 
オ
リ
ム
ラ
の

い
が

す
キ
リ
ト
へ
の
影

は
ど
れ
だ
け

心
し
て
も
し
足
り
な
い
程

に

大
で
陰

だ
か
ら

常
に
あ
ら

る
危
険
性
を

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

れ
は
す
る
し
ぶ

ち

け
そ
ん
な
苦
労
を
背
負
い
た
い
と

は
思
わ
な
い
の
だ
が

こ
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れ
が

れ
た
弱
み
と

う
べ
き
か

キ
リ
ト
の

な
ら
そ
の
程

と
思
え
て
し
ま
う

 
こ
の

り

ボ
ク
は
も
う
引
き
返
せ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
し
ま

て
い
る
の
だ
ろ
う

な
る

ど
ね

て

え
る
だ
け
な
の
に
い
や
に
今

は
時
間
掛
か

て
る
わ

ね
そ
う
い
え
ば

ア
シ

レ
イ
さ
ん
キ
リ
ト
君
に

は

を

る
よ
う
指
示
し
て
る
ん
で
す

か
水

よ

い
で
い
い
タ
イ
プ
の

水
性
パ

カ

と
ト
ラ
ン
ク
ス
タ
イ
プ
の

ず
か
し
が

て
る

の
か
な

ま

さ

き
の
様
子
を

え
れ
ば
あ
な
が
ち
間
違

て
も
な
い
気
は
す
る
わ
ね

 
姉
ち

ん
の
問
い
に

的
に
返
さ
れ
た

え
に
サ
チ
と
シ
ノ
ン
が
ち

と

を

な
が

ら

た

確
か
に

ず
か
し
く
て
来
な
い
と
い
う
可
能
性
は
無
き
に
し
も
非
ず
だ
そ
れ
が

を
多
く
見
せ
る
水

と
も
な
れ
ば

更
に

 
で
も

を

た
ら
結
構
開
き
直
る
キ
リ
ト
が
今
更
そ
れ
で
止
ま
る
と
も
思
え
な
い
の
だ

け
ど水

出

あ
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多
分
同
じ
事
を
ボ
ク
と

え
て
疑
問
を
一
様
に

を

る
中

事
か
を

り
返
し

い
て
い

た
リ

フ

が

か
に
思
い
至

た
か
の
よ
う
に
小
さ
く
声
を
上

た

そ
れ
に
一

に

線
を

向
け
て
し
ま
う

 
そ
の
中
で

シ
ノ
ン
が
我
先
に
と

を
開
い
た

か
分
か

た
の

あ

え

と
ま

少
な
く
と
も

ず
か
し
が

て
る
か
ら
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

ね
そ
れ

ど
う
い
う
事

 

ず
か
し
が

て
る
か
ら
じ

な
い
と
す
る
な
ら
一
体

で
来
な
い
の
か
と
問
う
と

リ

フ

は

く
思
い
悩
む
表
情
に
な

た

こ
れ
は

流

に

あ
た
し
の

か
ら
は

え
な
い
で
す

あ
の
子
本
人
の
問

な
の
で

を
見
せ
た
く
な
い
理
由

あ
あ

そ
う
い
う
事

 
最
初
は
分
か
ら
な
か

た
が
理
由
を

し
た
事
で

故
リ

フ

が

い

ん
だ
の
か
理
解

し
た

 

や
髪
手
足
が
あ
れ
だ
け

な
キ
リ
ト
だ
が
あ
の
神

が

力
を
振
る
わ
な
い

が
無
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い
の
だ
か
ら
恐
ら
く

で

れ
る
部
分
に
そ
の

が
あ
る
の
だ

リ
ア
ル
の
体
格
を
再
現
す
る

に
キ

リ
ブ
レ

シ

ン
を
行

て
も
流

に
体
の
傷
は
再
現
出
来
な
い
が
リ
ア
ル
の
写
真

を

た
場
合
は
更
に

か
く
再
現
さ
れ
る
の
で
傷
な
ど
も
再
現
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
恐
ら
く
キ
リ
ト
は
写
真
を

て
い
た
の
だ

だ
か
ら

で

れ
る
部
分
に
は
古
傷
が
無
数

に
あ
る
の
だ
ろ
う

 
き

と
そ
の
傷
が
自
分
自
身
を

徴
す
る
も
の
だ
と
思

て
そ
れ
を

し
た
の
だ
ろ
う
が

よ
も
や
そ
れ
が

と
な
る
と
は
キ
リ
ト
も
予
想
し
て
い
な
か

た
に
違
い
な
い

と
い
う
か
多

分
そ
う
い
う
事
を
し
よ
う
と
す
ら

え
て
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
こ
こ
に
来
て
ま
さ
か
の
モ
デ
ル

の
中
に
水

が
入

て
い
た
の
だ
か
ら

ま

て
い
る

と

 

こ
れ
は
流

に
ス
ル

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

た

ら
な
ん
で
も

と
信

を
向
け
ら
れ
て
い
る
ボ
ク
達
に
傷
を
見
せ
る
事
は

し
い
だ
ろ
う
少
な
く
と
も
ボ
ク
な

ら
絶
対

す
る

お

お

た
せ

 
そ
う

え
て
い
た
の
だ
が
予
想
に
反
し
て
キ
リ
ト
は
さ

き
と
変
わ
ら
な
い
様
子
で
出
て
来
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た

ぶ
わ

わ

あ

あ
ら
あ
ら
ま

ま

予
想
以
上
の

こ
な
し

り
ね

 
彼
の

を
見
た

間
リ

フ

シ
ノ
ン
姉
ち

ん
ボ
ク
の
四
人
は
一

に

き
出

し
女
性

の
中
で
も
年
⻑
だ
か
ら
か
サ
チ
は

き
出
さ
な
か

た
も
の
の

を

ら
め
な
が
ら

ま
じ
ま
じ
と
彼
の

を
見
つ
め
た

ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
予
想
を
超
え
た

こ
な
し
に

然
と
し

て
い
る

 
彼
の

は
シ
ン
プ
ル
だ

た

キ
リ
ト
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
黒
で

一
さ
れ
た
リ
ア
ル

で
も

に

て
そ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
パ

カ

を

り

太
も
も
の
方
に
サ

ク
ル
に

ま
れ
た
白
い
十

架
の
ワ

ン
が
入

た
ト
ラ
ン
ク
ス
タ
イ
プ
の
水

を
履
き
そ
し
て
サ

ン
ダ
ル
を
履
い
て
い
た

 
多
分
エ
ギ
ル
み
た
い
な

骨

な
人
な
ら

く
ワ
イ
ル
ド
な
感
じ
に
な
る
の
だ
ろ
う
が

如

せ
ん

て
い
る
モ
デ
ル
が
少
女
の
如
く
華

な
キ
リ
ト
だ
か
ら
む
し
ろ
煽
情
的
に

た

な
ま
じ

に

も

も
真

に

め
て
い
る
の
だ
か
ら

更
だ

ず
か
し
い
か
ら
か
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に
体
を

そ
う
と
す
る
が

そ
れ
が
却

て

め
か
し
く

に

る

 
そ
し
て
彼
は
生

し
い
無
数
の
傷

が

ま
れ
た
体
を
パ

カ

を
前
開
き
に
し
て

す

事
無
く
見
せ
付
け
て
い
た

そ
の

は

り
切

て
い
な
い
傷
の
色
で
塗
り

さ
れ

そ
う
な

を

け
た

 
一
番
目
に
付
い
た
の
は

が
あ
る
で
あ
ろ
う
二

と

を
結
ん
だ
逆
三

形
の
中

に

た
る
部
分

骨
の
剣
状
突

が
あ
る
だ
ろ
う
場

だ
そ
こ
は
見
る
に

え
か
ね
る
く
ら
い

な
手
術

が
あ
り

合
の

も
無
数
に
あ

た

 
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
人
工
物
と
分
か
る
代
物
が

め

ま
れ
る
形
で

か
ら

出
し
て
い
る

話
に

い
た

人
体
実
験
で
体
に

め

ま
れ
た
と
い
う

の
コ
ア
だ

直

三
セ
ン
チ
程
の

体
と
い
う
異
物
が
そ
こ
に
は
あ

た

 
あ
の

闘
技
場

個
人
戦

と

レ
イ
ド
戦

の
最
後
に
出
て
来
た
ホ
ロ
ウ
が

し
た
時
に

見
せ
た
も
の
と

全
く
同
じ
も
の
が

再
現
さ
れ
て
彼
の

に
あ

た
の
だ

キ
リ
ト

あ
な
た

 
さ
し
も
の
傷
を
見
せ
た
く
な
い
か
ら
来
な
い
の
で
は
と
真

先
に
予
想
し
た
リ

フ

も
こ

れ
に
は

然
と
し
て

ま
る

キ
リ
ト
の
事
を
恐
ら
く
最
も
理
解
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
彼
女
で
す
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ら

こ
の
行
動
は
完
全
に
予
想
外
だ

た
ら
し
い

 
そ
の
様
を
見
た
キ
リ
ト
は

苦
悩
を

む

み
を

か
に
浮
か
べ

ん
だ

こ
こ
に

る
人
な
ら

見
せ
て
も

大

だ
か
ら

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
の
心
情
的
に
か
あ
る
い
は
そ
の
傷
を
見
て
ボ
ク
達
が

悪
感
を
見
せ
な
い
事

を
信
じ
て
の
事
か

ボ
ク
に
は
分
か
ら
な
か

た
が

そ
れ
で
も
分
か
る
事
は
あ

た

 
キ
リ
ト
は

ボ
ク
達
に
見
せ
て
も
良
い
と
思

て
く
れ
た
事
だ

 
こ
こ
で

い
て
ば
か
り
で
は
傷
付
け
て
し
ま
う

悪
す
る
な
ど
以
て
の
外
だ
と
理
解
し
た
ボ

ク
は

一
つ
深
く
息
を

て
思

を
整
え
て
か
ら

み
を
向
け
た

さ

き
も

た
し
月

み
だ
け
ど
似
合

て
る
よ

や

り
キ
リ
ト
に
は
黒
が

一
番
だ
ね傷

が

あ

て
も

そ
れ
も

め
て

た
ん
だ
よ

確
か
に
ち

と
予
想
を
超
え
た
数
だ

た
け
ど
そ
れ
で

キ
リ
ト
の
魅
力
や

き
が
損
な
わ
れ
る
と
は

ボ
ク
は
思
わ
な
い
か
な

な

な

あ
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あ
れ

 
不
安
そ
う
に

い
て
来
た
か
ら
安
心
さ
せ
る
よ
う
に

み
な
が
ら
本

を

た
ら

故
か
空
気
が

た

キ
リ
ト
は

を
真

に
し
て

え
る
か
の
よ
う
に

を
揺
ら
が
せ
動

揺
し

リ

フ

達
は

然
や
ら

や
ら

然
や
ら
様

な

線
を
向
け
て
来
る

 
正
直
な
事
を

た
の
に

こ
の
空
気

と
思

て

を

え

あ

あ

き

き

キ
リ
ト

 

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

を
真

に
し
て
動
揺
し

け
て
い
た
キ
リ
ト
が

え
か
ね
た

よ
う
に

に
寄
り
か
か
り

眼
を
回
し
て

り

ん
で
し
ま

た

 
慌
て
て

け
寄

て
様
子
を
見
れ
ば
た
だ
気
絶
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
だ

た

れ
が

ま

て
た
の
か
な

い
や

に

め
殺
し
し
た
だ
け
で
し

そ
れ

あ
の
キ
リ
ト
君
を

め
殺
し
で
気
絶
さ
せ
る

て

ユ
ウ
キ

て

実
は
キ
リ
ト
以
上
に
天
然
な
男
殺
し

で
だ
ろ
う

喜
色
を
表
し
て
た
事
は

を

え
た
ら

く
安
心
出
来
る
事
の

な
の
に
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故
か

直
に
喜
べ
な
い
あ
た
し
が
い
る

ユ
ウ
キ
ち

ん
と
黒
の
剣
士
ク
ン
性
別
逆
転
さ
せ
た
ら
イ
イ
感
じ
に
な
る
ん
じ

な
い

か
し
ら
ね

 

故
か
サ
チ
と
ア
シ

レ
イ
さ
ん
か
ら

得
し

い
コ
メ
ン
ト
を

け
た

他
の

も

然
か

れ
の
ど
ち
ら
か
だ
し

リ

フ

な
ん
て

な
事
を

て
る
し

 
キ
リ
ト
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
の
も
あ

た
け
ど
そ
れ
を

き
に
本
気
で

め
た
の
に

故
こ
ん
な
事
に
な

た
か
分
か
ら
な
か

た

 
こ
の
後
す
ぐ
に
気
絶
か
ら
回
復
し
た
キ
リ
ト
は
す
ぐ
さ
ま

を
真

に
し
て

き
上
が

て

ブ

ス
に
引

み

け
れ
ど
約
束
は
約
束
だ
か
ら
と
モ
デ
ル
は

行

そ
れ
か
ら
も

と
様

な

の
モ
デ
ル
を
し
て
い

た
の
だ
が

そ
の
感
想
を

う

に
キ
リ
ト
は

え

他
の
面

か
ら
は

た
い

線
を

け
る
事
に
な

た

 
た
だ
正
直
に

つ
キ
リ
ト
が
喜
ぶ
と
思

て
感
想
を

た
だ
け
な
の
に

故
そ
ん
な

線
を

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
分
か
ら
な
か

た

 

で
さ
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ゲ

ム
で
は
自
ら
の
意

で
友
達
多
分
レ
コ
ン
こ
と
⻑

が

し
持

て
い
た
ナ

ヴ
ギ
ア

で
ロ
グ
イ
ン
し
た

設
定
で
す
が

本
作
で
は

意

せ
ず

ア
ミ

ス
フ

ア

で

乱
入
し
て
し
ま

た
状

な
の
で

へ

送
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

故
な
ら
ア
ミ

ス

フ

ア
に
は
重

の
三

を

め
る
バ

テ
リ

セ
ル
が
無
い
か
ら

送
時
間
を
作

て
い

る

の
コ
レ
が
無
い
か
ら
こ
そ

送
出
来
な
い
状

 
バ

テ
リ

セ
ル
が
無
い
な
ら
外
し
て
も
い
い
の
で
は
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
本
文

で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
万
が
一
を

え
る
と
取
れ
な
い
手

で
す

安
全
第
一
な
ら
現
状

持

が
一
番
で
す
か
ら

 
リ
ア
ル
直
葉
の
体
の
世
話
を
し
て
い
る
の
が
原
作
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
以

で
出
て
来
た
安

ナ
ツ
キ

護
師
な
の
は
あ
の
眼

の

人
が
手
を
回
し
た
か
ら

来
的
に
色

と

触
し
よ
う
と
し

て
い
る
気
が

見
え
で
す

 

に
キ
リ
ト

せ

え
編
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正
直
私
に
は
こ
れ
が
限
界
で
し
た

せ

え
は
ロ
ス
ト
・
ン
グ
編
と
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の
後
に
も
し
よ
う
と

え
て
い
る
の
で
あ
ま
り
や
る

に
も
い
か
な
か

た
ん
で

す

ネ
タ
は
出
来
る
だ
け
残
し
て
お
き
た
い
で
す
し

 

に
私
自
身
が
フ

シ

ン
に
興
味
な
い
の
も
あ
る
ん
で
す
が
ね

 
ま

文

数
や

え
中
の
話

に
限
界
が
あ

た
の
も
あ
る
ん
で
す
が

 
サ
チ
ヒ
ロ
イ
ン
化
は
月
夜
の
黒
猫

の
事
が
あ

て

前
で
止
ま

て
い
る
状

逆

に

え
ば
こ
れ
さ
え
無
け
れ
ば
堕
ち
た
も
同
然

リ
ア
ル
で
は
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
ケ
イ
タ
達

が
生
還
し

つ
キ
リ
ト
を
許
す
か

か
が

で
す
ね

 

実
は

リ
ア
リ
ゼ

シ

ン

の
プ
レ
ミ
ア
と
サ
チ
を
会
わ
せ
た
か

た
り
し
て
ま
す

似
て
る
ん
で
す
も
の

あ
の
二
人

性
格
じ

な
く
て
見
た
目
が

 
ラ
ン
は
以
前
の
ユ
ウ
キ
み
た
い
な
状

性
格
が
ア
ス
ナ
寄
り
で
色

と

え
て
し
ま
う
の

で
ユ
ウ
キ
よ
り
も
悩
ん
で
い
る
状

な

で
す

悩
ん
で
い
る
時
点
で
お

し
と

て
は
い

け
な
い

 
リ

フ

と
シ
ノ
ン

ユ
ウ
キ
は

わ
ず
も
が
な
で
す
ね

に
吹

切
れ
て
る
ん
で

 
さ
て
さ
て

シ
リ
カ
リ
ズ
レ
イ
ン
フ

リ
ア
ス
ト
レ
ア
は
ど
う
す
れ
ば
自
然
に
堕
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と
せ
る
で
し

う
か

そ
も
そ
も
ヒ
ロ
イ
ン
化
し
て
い
い
の
か
と
思
わ
な
い
で
も
な
い

 
正

一

か

そ
れ
と
も
ハ

レ
ム
ル

ト
か

あ
る
意
味

極
の
命

で
す
ね

 
そ
れ
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
二
章
 

可
能
性
の
体
験

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
前
回
あ

た
キ
リ
ト

せ

え
人
形
回
の

き

せ

え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
ゲ

ム
世
界
な
ら
で
は
の
新
ア
イ
テ
ム
を
出
し
て
引

掻
き
回
し
ま
し
た

 

点
は
前

ラ
ン

後

シ
ノ
ン

 
二
人
と
も
一
人
称
が
私
で
す
が
ラ
ン
は
他
者
に

本
さ
ん
付
け
で
す
ま
す

な
の
に

対
し

シ
ノ
ン
は

本
呼
び
捨
て

は

だ
わ

よ
ね

系

地
の
文
で
も

が

た

か
大
体
書
い
て
い
る
の
で
一
応
分
か
り
や
す
く
は
あ
る
と
思
い
ま
す

 
あ
と
今
話

後

に

エ
ロ
要

が
あ

た
り
な
か

た
り

 
文

数
は
約
二
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ



 第五十二章 〜可能性の体験〜

つ

れ
た

 
そ
う

て
黒
い

シ

ツ
と
ズ
ボ
ン
の

に

た
少
年
は
ガ
ク

と

を
突
い

た 
そ
の

か
ら
は

し
切
れ
な
い

労
感
が
滲
み
出
て
お
り
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
よ
り
も

れ
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
る

 
そ
こ
ら
の
女
子
よ
り
も

な
容

を
し
て
い
る
と
は

え
キ
リ
ト
君
は
れ

き
と
し
た
男

子
で
あ
り
こ
れ
ま
で
お

な
ん
て
し
た
事
は
お
ろ
か
気
に
し
た
事
も
無
い
の
は
分
か

て
い

た

し
な
い
事
だ
か
ら
こ
そ
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
戦

た
後
よ
り
も

労
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
な

と

し
が
付
く

お

に
興
味
が
あ

て

飾

に
入
り

る
女
子
だ
と
し
て
も

時
間
も

せ

え
人
形
を
さ
せ
ら
れ
て
は

も
す
る

あ
ま
り
興
味
が
無
い
者
で
あ
れ
ば

更
だ

 
彼
が
約
束
を
履
行
す
る

に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
希
望

り
様

な

の
モ
デ
ル
を
始
め
て

か
ら
お
よ
そ
二
時
間
が
経
過
し
た
現
在

に
再
現
さ
れ
た
仮
想
の
太
陽
は
中
天
高
く
上

て
お

り

時

は
も
う
そ
ろ
そ
ろ
で

食
に
差
し
掛
か
る

合
い
に
な

て
い
る

 
最
初
の
小
一
時
間
は
事
前
に

意
さ
れ
て
い
た

を
彼
が

し

そ
れ
を
私
達
に
見
せ

そ
の
反
応
で
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
デ
ザ
イ
ン
の
良
し
悪
し
を
判
断
し
て
い
た
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し
か
し
見
て
い
る
だ
け
と
い
う
の
は
存
外
苦

な
も
の
で
あ
る

 
最
初
は
彼
が
黒
コ

ト
以
外
の

を

た

が
新

で
ま
た

め
る
と
喜
ぶ

か
ら
気
に
な

ら
な
か

た

ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
作

た

も
最
初
の
メ
イ
ド

と
い
う
キ
ワ
モ
ノ
だ
け
で
な

く

と
い

た
ス
タ
ン
ダ

ド
な
も
の
と
多
種
多
様
な
ラ
イ
ン
ナ

プ
だ

た
た
め

し
い

と
い
う
意
味
で
は

き
は
し
な
か

た

 
な
ら
ば

が
苦

だ

た
か
と

え
ば

に
こ
う
い
う

を

せ
て
み
た
い
と
い
う

欲
求
を
抑
え
る
事
で
あ
る

黒
の
剣
士
と
い
う
二
つ
名
が
示
す

り
彼
は
私
や
ユ
ウ
キ
サ
チ
さ
ん
か
ら

を
贈
る
ま

で
は
今
も

て
い
る
黒
い
シ

ツ
に
ズ
ボ
ン
と
い
う
平

な
格

だ

と
戦
闘

を

ね

て
い
る
そ
の
黒
い
上
下
の

に
は
ス
テ

タ
ス
に
特

な

果
を
加
え
る
要

を
他
と
同
じ
く

持

て
お
ら
ず

に
人
の

み
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
重

の
も
の
と
な

て
い
る

 
私
達
も

時
圏
外
に
出
る
か
分
か
ら
な
い
し
そ
も
そ
も
ギ
ル
ド
ホ

ム
が
第
二
十
二
層

の
圏
外
に

し
て
い
る
事
か
ら

動
す
る
時
は

本
的
に
戦
闘

と
な

て
い
る

こ
れ

は

日
も
同
じ
だ

そ
う
い
う
意
味
で
は
圏
内
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
コ

ト
を
脱
い
で
い
る
の

で
あ

て

は
コ

ト
を

て
い
る
か
ら
私
達
と
同
じ
理
由
と
い
う
事
に
な
る
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そ
れ
で
も
私
達
は
ギ
ル
ド
ホ

ム
内
で
あ
れ
ば
私

に
な
る
し

妖
精

の

を
確
か
め

る

に
出
歩
い
た
時
の
よ
う
に

に
私

を

る
事
も
あ
る

 
だ
が
彼
に
そ
の
よ
う
な
事
は
無
か

た

私
達
が

を
贈
る
ま
で
に
見
た
の
は
黒
い
フ

デ

ド
コ

ト
か
コ

ト

の
ど
ち
ら
か
だ
け

彼
が
お

し
た
と
こ
ろ
な
ど
贈

た

を

け
ば

今
日
が
初
で
あ
り
メ
イ
ド

に

と
い

た

な
ラ
イ
ン
ナ

プ
を
と

か
え

か
え

で

た
の
な
ん
て
前
代
未

 
だ
か
ら
彼
が
他
の

を

た
の
を
も

と
見
た
い
と
い
う
欲
求
を
覚
え
た
の
も
無
理
か
ら

ぬ
事
だ

た

 

論
最
初
は
彼
だ

て

抗
し
た

自
身
で
約
束
し
た
事
と
は

え
私
達
が
見
る
と
は
思

て

い
な
か

た
し

に
女
性
が

る
メ
イ
ド

と
い
う

ず
か
し
い

ま
で
見
せ
た
の
だ

男

子
で
あ
る
以
上
こ
れ
以
上
の

部
を
見
せ
た
い

が
無
い
し

よ
り

せ

え
人
形
に
さ
れ

て
少
し

れ
て
い
た
の
も
あ

て
彼
は

た

 
し
か
し

 

キ
リ
ト
が
お

出
来
る
の
は
こ
れ

き
り
か
も
し
れ
な
い
し

 
彼
の
境
遇
や
未
来
を
憂
慮
し
て
い
る
リ

フ

さ
ん
は
少
し
で
も

し
い
思
い
出
を
残
し
て
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欲
し
い
と
願

て
い
た

 
彼
の
新

な

を
見
た
い
と
い
う
欲
求
を

た
し
た
い
と
い
う
欲
も
あ

た
が
彼
女
は
そ
れ

以
上
に
他
の
人
が

に

し
ん
で
い
る
事
を
知

て
欲
し
い
と
思

て
い
た
の
だ

こ
の
世

界
に
来
る
前
も
来
て
か
ら
も

で
お

す
る
も
の
を

た
事
も
無
く

然

飾

た
事

も
無
く
今
後
そ
ん
な
体
験
が
出
来
る
か
も

し
い
か
ら
こ
そ
リ

フ

さ
ん
は

に

て

欲
し
い
と
思

て
い
た

 
こ
の
世
界
に

る
間

こ
れ
か
ら
も
同
じ
事
が
出
来
る
と
は
限
ら
な
い

 
そ
し
て
こ
の
世
界
か
ら
生
還
し
た
後

お

に
気
を
回
す

す
ら
無
い
か
も
し
れ
な
い

 

ち

い
た
と
は

え
キ
リ
ト
君
は
世
界
最
強
の
姉
の
背
中
を
追
い
掛
け
追
い
求
め

け
て

い
る

仮
想
世
界
で
経
験
を

ん
だ
後
は

は
現
実
世
界
で
体
を
鍛
え
強
さ
を

い
て
い
く

の
は
明
白
だ

そ
の
過
程
で
息

き
と
し
て

か
を

し
む
時
間
は
あ
る
だ
ろ
う

 
だ
が
彼
は
こ
の
世
界
で

一

と
し
て

に

も
悪
名
も
広
ま

て
し
ま

て
い
る

わ
れ
な
き

中
傷
も

だ
し
い
も
の
だ
が
大

が
そ
う
信
じ

ん
で
い
る
か
ら
こ
そ

も
真
実
と
思
わ
れ
て
し
ま
う

 
ビ

タ

と
し
て
振
る
舞

て
い
た
の
も
自
分
か
ら

こ
し
た
も
の
だ
が
今
後
の
事
を
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え
て
の
事
だ

た
か
ら

そ
れ
を
責
め
る
事
も
出
来
な
い

 
結
果
彼
に
人

み
の

し
み
を
得
る
事
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生
還
し
た
後
は
限
り
な
く

し
い

と
リ

フ

さ
ん
は

え
て
い
た

 

直
姉

 
そ
れ
は

人
で
あ
る
彼
も
よ
く
理
解
し
て
い
て

だ
か
ら
こ
そ

葉
に

ま

て
い
る
様
子

だ

た

 
義
理
の
姉
と
し
て
愛
し
て
く
れ
て
い
る
彼
女
は
極
論
で

え
ば
他
人
だ

た
だ
も

と
他

の

を

た
の
を
見
た
い
と
い
う
欲
求
を

た
す

だ
け
に
動
け
ば
い
い
の
に
そ
れ
だ
け
で

な
く
自
身
の
事
を
想

て
の

動
だ

た
事
に
彼
は

惑

た
よ
う
だ

た

私
達
が

る
の

に
リ
ア
ル
で
の

名
で
義
姉
を
呼
ん
で
し
ま
う
と
い
う
初
歩
的
な
ミ
ス
を

す
程
に

 
彼
は
本

を

え
ば
も
う
止
め
た
い
一
心
だ

た
と
思
う

し
ろ

ば

さ
れ
た
形
で

し
た

を
私
達
に
観

さ
れ
て
い
た
の
だ

そ
う
い
う
仕
事
と
し
て

り
切

て
い
た
な
ら
と

も
か
く
来
て
か
ら
初
め
て
知

た
な
ら

ず
か
し
い
と
思
う
の
は

然
だ
し
あ
ま
り
に
も
⻑
時

間

け
ら
れ
る
の
も

い
だ
ろ
う

れ
て
い
な
い
な
ら

更
だ

 

わ
か

た
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数

の

を

ん
だ
後
彼
は
覚
悟
を
決
め
た
面
持
ち
で

同
時
に

と
い
う

喜
色
を

か
に
表
し
な
が
ら

承

の

葉
を
紡
い
だ

 
姉
の
想
い
を
無

に
し
た
く
な
い

そ
し
て
そ
こ
ま
で
想
わ
れ
て
い
た
事
に
喜
び
を
覚
え
た

彼
は

私
達
が

ん
だ

を

る
事
に
同
意
し
て
く
れ
た

  

と
同
意
し
た
の
は
良
い
が
そ
こ
か
ら
一
時
間

も
と

か
え

か
え
で

を

回
し
た
事
で
精
神
的
な

労
が
限
界
に
達
し
た
ら
し
く
と
う
と
う

を
突
い
て
し
ま

た
と

い
う

だ

  
こ
れ
が
冒

の
状
況
へ
至

た
経

で
あ
る

 

が
予
想
出
来
た
だ
ろ
う
か

独
で
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
戦
い

十
人
も
の
プ
レ
イ

に
命

を

わ
れ
て

生
き

い
た
少
年
が
戦
い
で
す
ら
な
い

と
い
う
行

で

を

る
な
ど
と

 
彼
の
命
を

て
い
る
者
達
が
見
れ
ば
信
じ
ら
れ
な
い
と
ば
か
り
に
絶

す
る
か
あ
る
い

は

機
と
見
て
襲
い
掛
か
る
か
で
反
応
が
分
か
れ
る
だ
ろ
う

襲
い
掛
か
ら
れ
た
場
合
は

時
に

で
武
器
を
呼
び
出
し
て
応
戦
し

返
り

ち
に
し
て
し
ま
う
の
が
目
に
見
え
る
が
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や

り
安

に
請
け
負

た
の
は

だ

た
か

見
て
い
て

き
な
か

た
わ
よ

黒
の
剣
士

ク
ン
が

せ

え
人
形
に
さ
れ
る
の

な
ま

じ

が
良
い
か
ら

が
よ
く

え
て

だ
し
ね

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

交
じ
り
の
感
想
に
私
は
リ

フ

さ
ん
達
と
共
に

葉
こ
そ
発
し

な
か

た
が

す
る

 

時
も
見
て
い
て
思
う
が
本

に
彼
は
生
ま
れ
て
来
る
性
別
を
間
違
え
た
と
思
う
レ
ベ
ル
で

整

た
容

な
の
で

程
似
合
わ
な
い

気
の

で
も
無
い
限
り

本
的
に
ど
ん
な

も

似
合
う

流

に
タ
キ
シ

ド
と
い

た
ド
レ
ス
コ

ド
系
は
身
⻑
が
足
り
ず
に

格

い
い

と

う
よ
り
は
背

び
し
て
い
る
よ
う
で
可
愛
ら
し
い
と
い
う

だ

た
が
そ
れ
以
外

は
見
た
目
男
物
だ
ろ
う
と
女
物
だ
ろ
う
と
大

似
合

て
い
た

ど
ち
ら
か
と

え
ば
容

か
ら

女
物
に
近
い
も
の
が
よ
り
似
合

て
い
た
よ
う
に
思
う

 
流

に
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
な
形
に
な
る
か
ら
本
人
に
は

わ
な
い
が
そ
の

は
恐

ら
く
彼
を

く

に

る
全

共

の
も
の
と
な

て
い
る
だ
ろ
う

ま
色

い
い
モ
ノ
を
見
せ
て
も
ら

た
し
報

は
上

せ
さ
せ
て
も
ら
う
か
ら
そ
れ
で
機

を
直
し
な
さ
い
な

流

に
気
に
入

た

一
つ
が
報

じ

に
合
わ
な
い
で
し
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別
に
機

が
悪
い

じ

無
い
ん
だ
け
ど

そ
れ
に

良
い
の
か

 

ぶ
モ
ノ
に
よ

て
は
か
な
り
の

に
な
る
と
思
う
ん
だ
が

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
作
る

は

流

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
中
で

裁

ス
キ
ル
を

最
速
で
極
め
た
上
に
リ
ア
ル
で
も

飾
デ
ザ
イ
ナ

の
仕
事
を

し
て
い
る
事
も
あ

て
と
て

も
セ
ン
ス
が
良
く

人
気
な
も
の
と
な

て
い
る

 
た
だ
そ
れ
ら
は
戦
闘
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く

彼
の
リ
ア
ル
の
仕
事
を
反

し
て
ス

テ

タ
ス
に
は

ら
影

が
無
い
見
た
目
重

の
も
の
が
大

戦
闘
向
き
の
も
の
も
あ
る
に

は
あ
る
が
そ
う
い
う
も
の
は
大

高

を
持
ち

ん
で
の
オ

ダ

メ
イ
ド
が

本
ら
し

く

依
頼
を

け
な
い
限
り
は

お

専

の
も
の
ば
か
り
を
作

て
い
る
と
い
う

 
そ
れ
で
も
人
気
で
あ
る
た
め
ア
シ

レ
イ
作
と
い
う
だ
け
で
プ
レ
ミ
ア
が
付
く
程

し
か
も

に
も

て
い
る
か
ら
一

の
値

は
安
い

で
作

た
も
の
で
あ
れ
ば
数
千
コ
ル
で
済

む
が

高

で
作

た

な
も
の
は
数
十
万
は
下
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

 
キ
リ
ト
君
が

し
た
中
に
は
そ
う
い

た
も
の
が
多
く
あ
る
よ
う
で
最
初

り
に

し

た

な
ど
は
約
三
十
万
コ
ル
掛
か
る
代
物
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そ
う
い

た
も
の
を
無

で
複
数

る
と
い
う
だ
け
で
も
攻
略
組
と
違

て
生

と
し
て

活
動
し
て
い
る
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に
と

て
は
か
な
り

い
出

の

そ
う
い
う
事
に
か
な
り

い
彼
が
心
配
す
る
の
も

然
の
話
だ

た

あ
ら

 
別
に
タ
ダ
で
あ

る

を
増
や
す
と
は

て
な
い
わ
よ

う
ん

 
し
か
し
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は

に
し
て
は
い
な
い
心

不
思
議
そ
う
な

で
応
じ
キ
リ

ト
君
は
予
想
が
外
れ
て
小

を

た

し
か
も
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

を

え
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
か
ら
か

こ
ち
ら
も
心

不
思
議
そ
う
な
面
持
ち
に
な

て
い
る

と
ち
り
し
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
私
が
あ

る
上

せ
の
報

は

じ

な
く
て
ア
イ
テ
ム

よ

そ
れ
も
か
な
り
の
レ
ア
物

レ
ア
ア
イ
テ
ム
か

物
に
よ
る
け
ど

ど
う
い
う
も
の
な
ん
だ

あ
る
ク
エ
ス
ト
で
偶
然
手
に
入

た
も
の
な
ん
だ
け
ど
私
に
は
無

の
⻑
物
な
も
の
な
の
よ

 
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を

り
な
が
ら

て
い
た
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
あ
る
ア
イ
テ
ム
を

オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
て

カ
ウ
ン
タ

の
上
に

い
た

 
そ
れ
は
プ
レ
イ

な
ら

も
が
見
て
い
る
だ
ろ
う

れ
親
し
ん
だ
ポ

シ

ン

の
小
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だ

た

高
さ
十
セ
ン
チ
弱
で
片
手
で

め
る
程

の
小

の
中
に

め
ら
れ
て
い
る

体
は

色

禍

し
い
色
で
は
無
く

体
を

し
て
向
こ
う

が
見
え
る
く
ら
い

ん
で
い
て
と
て

も
煽
情
的
な
色
合
い
を
し
て
い
た

 

回
復
ポ

シ

ン
は

緑
色
を
し
て
お
り

解

ポ

シ

ン
は

い
緑
色

解

ポ

シ

ン
は
⻩
色
な
ど

種

に
よ

て

体
の
色
は

本
的
に
決
ま

て
い
る

回
復
ポ

シ

ン
は

果
が
上
が
る
程
色
合
い
が

む
よ
う
に
な

て
お
り
ま
た

に
小

の
形
状
も

異
な

て
い
る
の
で

ど
ち
ら
か
と

え
ば
ビ
ン
の
形
状
で
判
別
す
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
そ
し
て
そ
の

色
の

体
が

ま

た
ポ

シ

ン
を
私
達
は
見
た
事
が
無
か

た

キ
リ

ト
君
も
見
た
事
が
無
い
よ
う
で
少
し

惑
の
表
情
と
な

た

え

と

ア
シ

レ
イ
さ
ん

そ
れ
は

 
こ
の
中
で
最
も
ア
シ

レ
イ
さ
ん
と
付
き
合
い
の
あ
る
ユ
ウ
キ
が

惑
の
面
持
ち
の
ま
ま

え
め
に
問
い
掛
け
る

流

に

色
の

体
を

み
た
い
と
思
う

が
無
く
自
分
が

む

で

も
無
い
の
に

反
応
が
出
て
い
る
ら
し
か

た

か
く

う
私
も
同
じ
で
あ
る

ア
レ
は

み

た
く
な
い

 
そ
れ
は
と
も
か
く
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
そ
の
問
い
に
か
つ
て

け
た
ク
エ
ス
ト
の
内
容
を
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思
い
出
し
て
い
る
の
か
天

を

く
見
上

な
が
ら
そ
の
内
容
を
大
ま
か
に
語

た

 
現
在
デ
ス
ゲ

ム
と
な

て
し
ま

て
い
る
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は
そ

れ
で
も

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
し
て
の
世
界
構

は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
プ
レ
イ

が

得
ス
キ
ル
を

に
ク
リ
ア
を
す
る
ク
エ
ス
ト
も
存
在
す
る

そ
う
い
う
も
の
は
特
定
の
ス
キ
ル
を

得
し
て
い
な
け
れ
ば
進
行
不
可
能
に
な

て
し
ま
う
の
で

す
る

で
シ
ス
テ
ム
が
動

か
す
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
話
し
掛
け
た
プ
レ
イ

の
ス
キ
ル
値
を
参

し

件
を

た
し
て
い
れ
ば
発

し

た
し
て
い
な
け
れ
ば
ノ

リ
ア
ク
シ

ン
を

く
よ
う
に
な

て
い
る

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

け
た
ク
エ
ス
ト
は
裁

ス
キ
ル
が

練

七

を
超
え
て
以

に

け
た
も
の

内
容
と
し
て
は
指
定
さ
れ
た
お

に

た
デ
ザ
イ
ン
の

を
指
定
期
間
内

に
指
定
数
仕
立
て
上

る
事

 
こ
れ
だ
け

け
ば
た
だ
の

品
ク
エ
ス
ト
と
思
う
が

は
そ
れ
な
り
に
レ
ア

が
あ
る
も

の
を
指
定
さ
れ
る
上
に
た
だ
ス
キ
ル
を
実
行
し
た
だ
け
で
は

価
さ
れ
な
い
と
い
う
も
の
だ

た 
同
じ
生

ス
キ
ル
で
あ
る

を
取

て
い
る
キ
リ
ト
君
や
シ
リ
カ
さ
ん
は
ポ

シ

ン
を
作
る
レ
シ
ピ
を
ク
エ
ス
ト
で
得
る
か
手
探
り
で
見
つ
け
出
し
て
そ
れ
ら
を
体
系
化
し
て
い
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る

レ
シ
ピ
が
あ
れ
ば
特
定
の

を

え
て
生

の
過
程
を

め
ば
良
い
だ
け
だ
が
手
探
り

の
場
合
は
自
力
で
配
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

だ

 
裁

も
必
要
な

を
集
め
て
特
定
の
過
程
を

め
ば
同
様
に
ア
イ
テ
ム
が
完
成
す
る
が

大

そ
う
い
う
も
の
は

力
が

か

た
り
地
味
な
も
の
が
多
い

そ
れ
で
も
裁

ス

キ
ル
持
ち
が

的
い
る
の
は
戦
闘

の

や

備
の

値
を
回
復
す
る
の
に
必

だ

か
ら

 
つ
ま
り
実

性
を

先
し
た
も
の
が

裁

ス
キ
ル
で
行
わ
れ
る
自
動
生

な
の
だ

 
反
面
そ
の
ク
エ
ス
ト
は
プ
レ
イ

の
セ
ン
ス
ど
こ
に
ど
ん
な
色
の

を
使
う
か
の
技
術

が

さ
れ
る

自
動
生

で
は
決
し
て
行
わ
れ
な
い
部
分
が

価
さ
れ
る
も
の
だ

た
ら
し
い

こ
の
世
界
で
生
活
出
来
る
く
ら
い
の
再
現

と

わ
れ
て
い
た
だ
け
あ
り
本
気
で
こ
の
世
界
で

も
デ
ザ
イ
ナ

を
目
指
す
者
に
し
か
ク
リ
ア
出
来
な
い

件
だ

た
の
だ

 

い
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は

飾
デ
ザ
イ
ナ

を
リ
ア
ル
で
も
バ

チ

ル
で
も
本
気
で

し
て

い
る

有
な
プ
レ
イ

だ

た
た
め

集
め
に
多
少
手
古

り
は
し
た
も
の
の
製
作
自

体
は
極
め
て

に
終
え
ら
れ
た
ら
し
い

と
て
も
や
り
が
い
が
あ

て

し
か

た
と
は
本
人

の

だ
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そ
の
ク
エ
ス
ト
の
報

は
裁

ス
キ
ル
の
新
Ｍ
ｏ
ｄ
の

得

そ
れ
は
生

必
要

数

と
い
う
も
の
で
自
動
生

時
に
要
求
さ
れ
る

数
を
全
て

分
に
す
る
と
い
う
も

の
だ

た

 
た
だ
し
そ
れ
が
発
動
す
る

件
と
し
て
一

実
行
し
て
実

に
作
成
し
た
事
が
あ
る
も
の
に

限
ら
れ
る

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は

飾
デ
ザ
イ
ナ

と
し
て
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の

を
大

に
作
る
必
要
が

あ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

を
作

た
後
は
レ
シ
ピ
と
し
て
ス
キ
ル
に
登
録
し

さ

え
あ
れ
ば
自
動
で
生

出
来
る
よ
う
に
し
て

を
経

し
て
い
る
の
で

気
に
そ
の
Ｍ
ｏ
ｄ
は

大
助
か
り
だ

た
と
い
う

本
格
的
に
デ
ザ
イ
ナ

を

す
プ
レ
イ

向
け
の
Ｍ
ｏ
ｄ
だ

た

の
だ

 
ち
な
み
に
そ
の
ク
エ
ス
ト
は
他
の

も

動
さ
せ
た
事
が
無
い
ら
し
く

キ
リ
ト
君
も
初

だ

た
と
語

た

 
本
気
で
デ
ザ
イ
ナ

を

す
者
に
と

て
は
最
大

の
報

が
来
た

だ
が
も
う
一
つ
報

が
あ

た

そ
れ
は
と
あ
る
ポ

シ

ン
系
ア
イ
テ
ム

 
そ
れ
が
今
正
に
私
達
の
目
の
前
に
出
さ
れ
カ
ウ
ン
タ

の
上
に

か
れ
て
い
る

色
の

体
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が

ま

た
小

だ
と

た

 
そ
の
ポ

シ

ン
の
名
称
は

メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン

 
使

方
法
は
特

で
ポ

シ

ン
で
あ
り
な
が
ら

を
開
け
て
直

む
の
で
は
な
く
小

を
タ

プ
し
て
出
て
来
た
ポ

プ
ア

プ
メ
ニ

か
ら
対

を

し

に
表
示
さ

れ
る

使

と
い
う
メ
ニ

を

す
る
事
で

果
が
発

さ
れ
る

 

果
は
対

者
の
容

を
一
定
時
間
変
化
さ
せ
る
と
い
う
も
の

 
使
う
前
に
ポ

プ
ア

プ
メ
ニ

の

果
の
設
定

か
ら

性
別

身
⻑

体
重

の
他

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

を
始
め
る
に
あ
た

て

も
が
し
た
で
あ
ろ
う
ア
バ

タ

作
成
と
同
様
の
設
定
を
す
れ
ば
使

し
た
時
に
設
定

り
の
容

に
出
来
る
と
い
う
ア
イ

テ
ム
だ

た
の
だ

設
定
に

し
て
ど
ん
な
風
に
な
る
か
の
プ
レ
ビ

も
表
示
さ
れ
そ
ち
ら

で

の

形
や
体
の

か
な
部
分
を
設
定
す
る
ら
し
か

た

 
更
に
時
間
も

意
に
設
定
可
能
で
最

で
一
時
間
最
⻑
で
一
年
と

極

な
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
た

設
定
時
間
が
過
ぎ
る
か

果
時
間
内
で
も
メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン
の
使

か
ら
解

へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
ポ

プ
ア

プ
メ
ニ

を
ク
リ

ク
す
れ
ば

の
容

に

れ
る
と

た
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実

に
ア
シ

レ
イ
さ
ん
も

か
使

て
自
分
自
身
を
モ
デ
ル
に
し
た
事
が
あ
る
が
や
は

り

越
し
で
自
分
を
見
て
も
イ
ン
ス
ピ
レ

シ

ン
は

き
立
た
ず
か
と

て

な
上
に

ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム

い
か
ら
捨
て
る
事
も

か
に

る
事
も
出
来
ず
今
ま
で
ス
ト
レ

ジ

の

に

も
れ
て
い
た
と
い
う

 
そ
し
て
ア
シ

レ
イ
さ
ん

く
恐
ろ
し
い
の
は
異
性
の
性
別
に
す
ら
変
化
可
能
で
あ
る
事

と

本
来
な
ら
あ
り
得
な
い
器

を
付
け
足
す
事
が
可
能
な
点
ら
し
い

異
性
に
ま
で

い
や
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
バ
タ

作
成
を
参

し
て
い
る
な
ら
分
か
る
け

ど

あ
り
得
な
い
器

て
ど
う
い
う

あ
の

も
し
か
し
て
ケ
モ
ミ
ミ
と
か
で
す
か

 
流

に
キ
リ
ト
君
は
分
か
ら
な
か

た
よ
う
だ
が
リ

フ

さ
ん
は

と
な
く

し
が
付
い

た
よ
う
で
そ
う
問
い
掛
け
て
い
た

 
確
か
彼
女
は
機

系
が
苦
手
だ
か
ら
キ
リ
ト
君
に
ナ

ヴ
ギ
ア
を

た
と
い
う
話
だ

た
が
こ
の
話
に
付
い
て
来
れ
て
更
に
彼
よ
り
も

く
予
想
が
浮
か
ん
だ
と
い
う
事
は
Ａ
Ｌ
Ｏ

に
も
そ
う
い
う
妖
精
の
種

が

る
の
か
も
し
れ
な
い

 
ゲ

ム
や
異
世
界
系
の

小
説
に
も
あ
る
が
獣

や

を
生
や
し
た
種

は

と
登
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場
す
る
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
種

に
そ
う
い
う
の
が

て
も
不
思
議
で
は
無
い

あ
ら
リ

フ

ち

ん

い
わ
ね

や
ア
ニ
メ
で
あ
り
が
ち
な
ケ
モ
ミ
ミ
を
生
や
す
事

が
コ
レ
は
可
能
な
の
よ

ア
バ
タ

作
成
の
時
に
は
無
か

た
の
だ
け
ど
ね

 
そ
う
推

し
な
が
ら

得
を
覚
え
て
い
る
と
彼
女
の
予
想
は

た

て
い
た
よ
う
で
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
に
こ
り
と

み
な
が
ら
正
解
に

し
い

葉
を
返
し
た

で
ア
シ

レ
イ
は
コ
レ
を

に

る
つ
も
り
み
た
い
だ
け
ど

ま
さ
か
容

を
変
え

て
ま
た
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
に

う
つ
も
り
じ

 
そ
ん
な
彼
に
キ
リ
ト
君
は

か
に

し
て

と

て
も
猫
が
す
る
よ
う
に
可
愛
ら
し

い
も
の
だ

じ
り
と

歩
分

足
を
後
ろ
へ
引
き
つ
つ
そ
う
問
い
掛
け
た

ど
う
や
ら

せ

え
人
形
に
な

た
の
が

か

た
ら
し
い

思

て
い
た
以
上
に

れ
た
の
も
そ
れ
に

車
を
掛
け
て
い
る
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
君
を
見
た
ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
そ
れ
も
あ
る
の
だ
け
ど
ね
と

い
つ
つ
苦

を
浮

か
べ
る

私
が
コ
レ
を

ろ
う
と
思

た
の
は

義
弟
想
い
な
お
義
姉
さ
ん
の
事
も

え
て
の
事
よ

え

 
あ
た
し

で
す
か
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ど
う
い
う
意
味
だ

 
予
想
外
な

え
に
二
人
だ
け
で
な
く
私
達
も
疑
問
を
浮
か
べ
て
ア
シ

レ
イ
さ
ん
に

線
を

送

て
い
る
と

彼
は
自
身
よ
り

か
に
背
が

い
少
年
へ

真
剣
な
面
持
ち
を
向
け
た

さ

き
の
様
子
を
見
る
限
り

黒
の
剣
士

ク
ン
は
今
後

な
生
活
を
送
れ
な
い
と
思

て

い
い
の
よ
ね

そ
う
だ
な

 

一

に
付
き

て
い
る
出
来
損
な
い
の
悪

女
尊
男

風

ビ

タ

と
し
て
の
悪
名
な
ど
が

り
重
な

て
い
る
せ
い
で
彼
は
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
生
還
し
た
後

も
マ
ト
モ
な
生
活
は
送
れ
な
い

 
こ
の
世
界
に

わ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

の
大

は
中
高
生
だ

義
務
教
育
を
終
え
て
い
な
い

者
あ
る
い
は
終
え
て
高

に

て
い
た
者
が
多
く
生
還
し
た
後
の
学
業
復
帰
は
か
な
り
絶

望
的
に
あ
る
と
思

て
良
い

恐
ら
く
そ
こ
に

し
て
は
日
本

が
救
済

を
行

て
く
れ

る
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
こ
の
世
界
で
生
き
残

て
い
て

つ

ビ

タ

や

一

の
事
を
良
く

思

て
い
な
い
者
が
多
く
い
れ
ば
い
る

ど

彼
は
現
実
に
帰

た
後
の
生
活
が
苦
し
く
な
る
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デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
殺

と
し
て
い
て
し
か
も
外
部
か
ら
内
部
の
様
子
を

に
見
れ
な
い
状

況
に
一
年
以
上
も

わ
れ
て
い
た
プ
レ
イ

達
を

の
学

が

け
容
れ
る

も
無
い

よ

し
ん
ば

け
容
れ
て
も

て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
に
対
す
る

見
や
差
別
な
ど
だ
ろ
う

そ
れ
ら
に
対
し
攻
撃
的
な
対
応
が

こ
り

大
問

に
発
展
す
る
可
能
性
は
決
し
て

く
な
い

 
だ
か
ら
き

と
私
達
は
一
つ
の
学

と

う
名
の
監

設
に
収
容
さ
れ
る

だ

 
良
く
て

の
学

の
体
裁
は
保
た
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が

け
れ
ば
少
年

と
い

た
監

と

正
を
あ
か
ら
さ
ま
に
し
た

設
に

さ
れ
る
と
思
う

 
そ
う
い
う

的
な
空
間
や

境
に

い
て
風

と
い
う
の
は

ま
じ
く
影

力
を
持
つ

や
勢
力
争
い
が
絶
え
な
い
の
も
リ

ダ

と
し
て
い
る
者
の
力
で
ル

ル
を
書
き
換
え
る

 
キ
リ
ト
君
の
場
合
そ
の

境
へ
の

応
力
は
非
常
に
高
い
だ
ろ
う

哀
し
い

ど
に

不

応
な

静
さ
と

明
さ
を

せ
持
つ
彼
な
ら
大

の
事
に
動
じ
ず
ま
た
意

を
理
解
し
そ
れ

を

み
取

て
問

を

こ
さ
な
い
よ
う

い
つ
つ

自
身
の
道
を

索
す
る

だ

 
だ
が
彼
を
取
り

く

境
が
そ
れ
を
完
全
に

す
る

そ
れ
は
彼
の

中
傷
で
あ
り
無

理
解
で
あ
り

身
勝
手
な

見
で
あ
る

そ
し
て
そ
れ
ら
は

れ

ざ
さ
れ
た

境
だ
け
で
な

く
彼
が
身
を
寄
せ
て
い
る
住
ま
い
が
あ
る
地

彼
を

け
容
れ
た
家

へ
と
波

し
ど
ん
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ど
ん
追
い

め
る
に
違
い
な
か

た

  

あ
く
ま
で
こ
れ
ら
は
私
が
想
像
出
来
る

で
の
事
だ

  

し
か
し

私
の
想
像
力
を
超
え
る

い
事

い
事
が

こ
る
の
は
間
違
い
な
い

  
だ
か
ら
こ
そ
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
大

把
な
予
想
は
し
か
し
残

な
ま
で
に
正

を

て

い
る
と

え
た

 
キ
リ
ト
君
も
自
分
の
未
来
を

と
い
う
程
理
解
出
来
て
い
る
よ
う
で
彼
の
忌

を
恐
れ
な
い

直
な
物

い
に
対
し
複

な
心
境
に
な

て

か
に
つ

か
え
な
が
ら
も

定
を
返
し
た

そ
れ
に

今
も

に

を
歩
け
な
い
の
よ
ね

 

し
ろ
悪
い
意
味
で
も
有
名
過
ぎ
る
か
ら

そ
う
だ
な

 
ビ

タ

を
名

り
始
め
た
の
は
彼
自
身
と
は

え
護

て
い
る
対

か
ら
悪
く

わ

れ
て
い
る
事
に
思
う
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
か

そ
れ
と
も
他
に

か
複

な
想
い
で
も
あ
る
の

か

彼
は
ま
た
一

と

ん
だ
空
気
を

い
な
が
ら
応
じ
る
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そ
ん
な
彼
に

ア
シ

レ
イ
さ
ん
は
に
こ
り
と

み
か
け
た

な
ら
コ
レ
は
う

て
つ
け
で
し

 
容

ま
で
変
え
る
な
ら

を
変
え
る
だ
け
よ
り
も
よ

ど

果
的
じ

な
い

あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

た
事
の
意
味
を
理
解
し
た
直
後

て
話
を

い
て
い
た
私
ユ

ウ
キ

サ
チ
さ
ん

リ

フ

さ
ん

シ
ノ
ン
さ
ん
の
五
人
は

き
の
声
を

え
て
発
し
た

 
確
か
に
そ
う
だ

キ
リ
ト
君
の
容

は

一

と
し
て

黒
い

は

黒
の
剣
士

で
あ
り
ビ

タ

の
証
と
し
て
知
れ

て
い
る
か
ら
少
し
で
も
出
歩
け
る
よ
う
願

て

私
と
ユ
ウ
キ
は
彼
に

色
を
主
と
し
た

を
贈

た
の
だ

 
そ
れ
で
も
容

は
ど
う
し
て
も

魔
化
せ
な
い
か
ら
ど
う
し
た
も
の
か
と
キ
リ
ト
君
に
は
悟

ら
れ
な
い
よ
う
ギ
ル
ド
ホ

ム
に
て
三
人
で
悩
ん
で
い
た

彼
の
体
格
や
背

は

過
ぎ
る
と
い

う
意
味
で
と
て
も
特
徴
的
で

を

し
た
り

を
変
え
た
り
す
る
程

で
は
日
常
的
に
彼
を

見
て
来
た
攻
略
組
や

殺
隊
の
面

に
は
一
発
で
バ
レ
て
し
ま
う

遠
目
な
ら
と
も
か
く
近
付
け

ば
一
発
だ

 
し
か
し
メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン
を
使

て
自
由
に
体
格
や
容

を
変
え
た
な
ら
よ
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ど
の
事
が
無
い
限
り
気
付
か
れ
な
い

だ

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
や
ア
ス
ナ
さ
ん
達
な
ら

と
な
く

気
な
ど
で
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
が

と
ビ

タ

の

と
を
使
い
分
け
る
程
に
演
技

力
が
あ
る
彼
な
ら

殺
隊
程

は

に

せ
る
だ
ろ
う

見
ず
知
ら
ず
の
人
間
な
ら
そ
も
そ
も

疑
い
す
ら
し
な
い

だ

 
表
向
き
キ
リ
ト
君
は
直

的
な
交
友
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
や
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
い

た

攻
略
組
で
ど
う
し
て
も
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
と
だ
け
で
あ
り
そ
れ
も
仕
事

程

と

い
う
認
識
に
な

て
い
る

必
要
だ
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
達
は
フ
レ
ン
ド
登
録
し
て
い
る
だ

け
だ

と
思
わ
れ
て
い
る
の
だ

 
つ
ま
り
リ

フ

さ
ん
が
彼
の
義
姉
で
あ
る
事
は
知
ら
れ
て
い
な
い
し
私
達
と
親
し
い
の
も

あ
く
ま
で
共
に
戦
う
一
人
だ
か
ら
で
あ
り
ア
ス
ナ
さ
ん
と
い

た
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
を

し
て
知
り
合

て
い
る
だ
け
と
い
う
認
識
だ
か
ら
キ
リ
ト
君
で
は
無
い
人
と
親
し

に
話
し

て
い
て
も

ら
問

は
無
い
し

ビ

タ

が
変

し
て
い
る
の
か
と
疑
わ
れ
る
可
能
性
も

極
限
ま
で

く
な
る

 
仮
に
親
し
か

た
ら
変

し
た
の
で
は
と
疑
わ
れ
る
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
が

メ
タ
モ
ル

ポ

シ

ン
を
使

た
場
合
リ

フ

さ
ん
を

い
て
リ
ア
ル
の
容

に
変
え
ら
れ
て
い
る
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Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

に
は
あ
り
得
な
い
体
格
や
性
別
な
ど
の
変
更
が
出
来
る
か
ら
そ
も
そ

も
変

し
た
と
い
う
思

す
ら
勝
手
に
消
え
去
る

  
だ
か
ら
そ
の
ポ

シ

ン
さ
え
使
え
ば
キ
リ
ト
君
と
リ

フ

さ
ん
は
姉
弟
水
入
ら
ず
で

い
物
が

し
め
る
し
私
達
と
も
人
目
に
あ
ま
り
つ
か
な
い
程

で
あ
れ
ば

を
練
り
歩
く
事
も

出
来
る
と
い
う
事
な
の
だ

 
キ
リ
ト

そ
れ
い
い
じ

ん

 
そ
れ
を
使

て
変

し
た
ら
そ
の
間
だ
け
で
も
ボ
ク
達
と

気

ね
な
く
遊
べ
る
よ

 
そ
れ
を
理
解
し
て
す
ぐ

ユ
ウ
キ
が

ば
興

し
な
が
ら

を
持
ち
掛
け
た

 
去
年
か
ら

節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
一
緒
に
行
き
た
い
と
か

味
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
を
見
付

け
た
時
は

時
か
一
緒
に
食
べ
た
い
と

て
い
て
そ
れ
が
叶
わ
な
い
事
に

観
を

い
て
い

た
か
ら
こ
そ

叶
え
ら
れ
る
可
能
性
に
興

し
て
い
る
よ
う
だ

た

そ
う
だ
ね

が
出
来
た
時
に
使

た
ら
い
い
ん
じ

な
い
か
な

人
目
が
あ
る
場

だ
と

キ
リ
ト

時
も
気
を

て
る
か
ら
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に
も
邪
魔
さ
れ
な
い
で

味
し
い
も
の
を
食
べ
た
り

い
物
を
し
た
り
す
る
な
ら
打

て
つ

け
だ
と
私
も
思
う

キ
リ
ト

遠
慮
し
な
い
で

け
取

た
ら

 
サ
チ
さ
ん
が

え
目
に
シ
ノ
ン
さ
ん
が

み
な
が
ら

極
的
に
ユ
ウ
キ
と
同
様
の

を
持
ち
か
け
る

私
も

て
い
い
と
思
い
ま
す
よ

ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

た
よ
う
に
リ

フ

さ
ん
と

想
い
出
を
作
る
な
ら
最

だ
と
思
い
ま
す

 
そ
れ
に

す
る
よ
う
に
私
も
同
じ
意
見
を

た

 
恐
ら
く
フ
レ
ン
ド
登
録
を
し
て
い
る
プ
レ
イ

に
は

を
変
え
た
彼
の

上
に
名
前
が
変
わ

ら
ず
表
示
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
け
ど

彼
と
フ
レ
ン
ド
に
な

て
い
る
プ
レ
イ

は
極

か
で

し
か
も
事
情
を
知

て
い
る
一
握
り
の
プ
レ
イ

だ
け
だ

こ
の

メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン

の
存
在
を
予
め

て
お
け
ば

が
違
う
の
に
彼
の
名
前
が
表
示
さ
れ
て
い
る
事

に
出
く
わ

し
て
も
す
ぐ
に
状
況
を
理
解
し
合
わ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う

彼
が

を
変
え
て
行
動
し
て
い
る
事

も
他
に
は
バ
ラ
さ
な
い
と
思
う
か
ら
私
達
と
一
緒
に

て
疑
わ
れ
る
可
能
性
も
高
く
は
な
ら
な

い 
そ
う
結
論
を
出
し
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か

た
よ
う
だ
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リ

姉
は

 
私
達
の

を

け
た
彼
は
件
の
小

を
見
て
想
い
悩
ん
で
い
る
様
子
で

す
ぐ
に
は
応
じ

ず

特
に

を
し
て
い
な
い
最
後
の
一
人
で
あ
る
リ

フ

さ
ん
へ

非
を
問
い
掛
け
た

 
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

め
た
理
由
は
彼
女
と
の
交
流
を
深
め
や
す
く
す
る

で
あ
り
想
い
出

を
作
れ
る
よ
う
に
す
る

だ

そ
れ
に
本
人
が

り
気
な
の
か
気
に
な

た
の
だ
ろ
う

こ
の

を

け
る
か

か
の
判
断

に
す
る

で
も
あ
る

だ

 
問
い
掛
け
ら
れ
た
彼
女
は
キ
リ
ト
君
を
見
て

か

え

ん
で
い
る
様
子
だ

た
が
義
弟

に
声
を
掛
け
ら
れ
て
か
ら
す
ぐ
に

み
を
浮
か
べ
た

が
変
わ
る
け
ど

そ
れ
で
思
い
出
を
作
れ
る
な
ら
あ
た
し
も
良
い
と
思
う

 
私
達
の
よ
う
に

極
的
で
こ
そ
な
い
が

そ
れ
で
も
前
向
き
な
意
見
を
彼
女
は

た

 
し
か
し

で
も

と

葉
が

切
ら
れ

リ

フ

さ
ん
は
真
剣
な
面
持
ち
に
な

た

こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
意
見
よ

分
か

て
る
と
思
う
け
ど

あ
た
し
達
が

た
か
ら

じ

な
く
て
キ
リ
ト
自
身
の
意

で

け
る
か
ど
う
か
を
決
め
て

少
し
で
も

し
い
思
い
出
を

作

て
欲
し
い
と
確
か
に
思

て
る
け
ど
あ
な
た
自
身
が
そ
れ
を
望
ま
な
い
限
り
本

の
意

味
で
は
作
れ
な
い
の

そ
れ
に
あ
た
し
は
本
人
の
意
思
を
無

し
た
く
な
い

そ
れ
が
弟
な
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ら

更
ね

 
そ
れ
は
彼
を

め

あ
る
い
は

責
す
る
よ
う
な

葉
だ

た

 
も
し
か
し
た
ら
リ

フ

さ
ん
は
彼
が
自
身
の
意
見
に

お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と

え

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
予
め

を

す
事
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
キ
リ
ト
君
に
と

て
自
身
を

け
容
れ
て
く
れ
た
家

は
と
て
も
大
切
な
存
在
で
あ
り
同
時

に

わ
れ
た
く
な
い

定
さ
れ
た
く
な
い
と
一
番
思

て
い
る

手
だ

手
の
機

を
損
ね

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
あ
る
い
は
自
身
を
慮

て
く
れ
て
い
る
家

に
少
し
で
も
報
い
よ
う
と

無
意
識
に
思

し

行
動
し
て
い
て
も

ら
お
か
し
く
は
無
い

 
彼
女
は
き

と

そ
の
思

が
行
き
過
ぎ
る
の
を
危
惧
し
た

 
彼
女
は
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
に
意

せ
ず
し
て

中
参
加
す
る
事
に
な

た
た
め
直
に
キ
リ
ト

君
の
ビ

タ

と
し
て
の
行
動
を
見
た
機
会
は
非
常
に
少
な
い

と
も
す
れ
ば
闘
技
場
前
の

一
件
く
ら
い
で

あ
と
は
全
て
伝

の
形
で
し
か
知
ら
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
彼
の
他
人
本

つ
自
己

的
な
精
神
性
は

い
程
に
理
解
出
来
て
い
る

だ

 

の
他
人
で
広
ま

て
い
る

し
か
知
ら
な
け
れ
ば
と
も
か
く
彼
女
は
こ
の
世
界
に
来
る
以
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前
か
ら
キ
リ
ト
君
の
事
を
よ
く
知

て
い
て

に
こ
ち
ら
に

る
期
間
の
方
が
共
に

ら
し
た

時
間
よ
り
⻑
い
と

え
ど
彼
は
義
姉
の
リ

フ

さ
ん
に
最
も
心
を
許
し
て
い
る

義
理
の
姉

弟
水
入
ら
ず
の
場
で
彼
自
身
が

か
語

て
い
る
事
も

え
ら
れ
る

 
彼
の

を
知

て
い
て
本

は
心

し
い
人
格
で
あ
る
事
も
知

て
い
れ
ば

ビ

タ

と
し
て
の
活
動
や

も

黒
の
剣
士

と
し
て
の
活
動
も

ど
ち
ら
も
彼
女
に
と

て
は
違
和

感
し
か
覚
え
な
い
も
の
の

な
の
だ

 
そ
し
て
私
達
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る
彼
の
行
動
の
真
意
を
語

て
い
る
た
め
彼
の
自
己

的

な
思

も
知

て
い
る

 

事
も

過
ぎ
た
る
は

ば
ざ
る
が
如
し

 
キ
リ
ト
君
は
人
の
事
を
想
え
る

今
で
は

有
な
人
格
の
持
ち
主
だ

意
や
殺
意
を
向
け

ら
れ
て
も

向
け
て
来
る
者
達
の
事
を

え
て
動
け
る
人
な
ど
そ
う
多
く
な
い

り
や
先
の

事
を
し

か
り
見

え
て
行
動
出
来
る
の
も
人
の
事
を

え
ら
れ
て
い
る
証
だ

 
し
か
し
そ
れ
は
行
き
過
ぎ
れ
ば
自
分
自
身
を
二
の

三
の

に
し
て
他
者
の
事
情
ば
か

り

先
し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る

他
者
に

し
過
ぎ
る
自
己
を

み
な
い
自
己

は
そ
の

極
系
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逆
に
他
人
の
事
情
を
無

し
て
自
分
の
事
ば
か
り

先
し
自
身
の

え
や
意
見
こ
そ
が
正
し

い
と
思
い

み

し

そ
う
と
す
る
者
は

自
己
中
心
的
な

え
の

極
系
だ

 
自
分
本

か

他
人
本

か

ど
ち
ら
に
よ
り
重
き
が

か
れ
る
か
は
時
と
場
合
と
事
情
に

よ

て
変
わ
る
の
で
一

に
も
ど
ち
ら
が
よ
り
重
要
と
は

え
な
い
が
少
な
く
と
も
ど
ち
ら

か
に
振
り
切

て
い
て
は
な
ら
な
い
の
は
分
か
り
切

た
事
だ

 
彼
の
実
姉
で
あ
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は
分
か
ら
な
い

し
か
し
キ
リ
ト
君
の
話
を

く
限
り
そ

こ
ま
で
悪
感
情
を
持

て
い
る
様
子
で
は
無
い
し
一
応

会
に
出
て

け
て
い
た
の
な
ら
少

な
く
と
も
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
取
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う

 
神

は
件
の
デ

エ
ル
で
し
か
見
知

て
い
な
い
の
で
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
が
恐
ら
く

自
分
本

の

極
系

 
キ
リ
ト
君
は
他
人
本

の

極
系
だ

 
だ
か
ら
リ

フ

さ
ん
は
危
惧
し
た

彼
に
と

て
恐
ら
く
最
も
大
切
で
同
時
に
最
も

わ

れ
た
く
な
い
存
在
で
あ
る
自
身
の
意
見
に
だ
け

う
よ
う
に
な
る
事
を

彼
か
ら
意

と
自
由
を

奪
す
る
事
を

 

に
こ
の
世
界
に

い
て
光
の

黒
の
剣
士

と
闇
の

ビ

タ

の
二
つ
の

面
で

行
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動
意

の
自
由
が

ら
れ
て
い
る
の
だ

そ
の
二
つ
の

か
ら

れ
ら
れ
る

か
な
機
会
と

な
る
プ
ラ
イ
ベ

ト
な
時
間
す
ら
も
他
者
に

ら
れ
る
事
を
彼
を
大
切
に
想

て
い
る
彼
女
が

許
す

も
無
い

な
ま
じ
束

す
る
の
が
自
身
な
ら

の
事

 
あ
く
ま
で
彼
が
自
分
の
意

で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

は

ア
シ

レ
イ
の

を

け
る
よ

 
義
姉
の
真
剣
な

葉
に

を

け
て
い
た
彼
は
少
し
の
間
を

い
て
彼
女
を
見

め
返
し

な
が
ら
そ
う

た

あ
な
た
自
身
の
意

な
の
ね

 
そ
の
決
定
が
本

に
彼
自
身
の
も
の
か
は
分
か
ら
な
い

本

は
リ

フ

さ
ん
や
私
達
の
意

見
に
流
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い

し
か
し
そ
れ
ら
を

正
に

べ
る
術
な
ど
あ
る

が
無
く

て

結

は
本
人
の

か
ら

く
し
か
な
い

 
そ
う

え
た
の
だ
ろ
う
リ

フ

さ
ん
は

念
を

す
よ
う
に
確
認
を
取

た

う
ん

な
ら

あ
た
し
か
ら

う
事
は
無
い
わ

 
返
事
に
間
を

か
ず
け
れ
ど
し

か
り
と
目
を

ら
す
事
無
く

い
た
義
弟
の
様
子
に
彼
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女
は

足

に

み
を
浮
か
べ
た

 
ど
ん
な

で
出
て
来
る
の
か
し
ら
ね

 
義
姉
弟
の
一

の
や
り
取
り
を
見
て
い
た
ア
シ

レ
イ
か
ら

メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン

を

て
も
ら

た
キ
リ
ト
は

食
を
外
で
食
べ
る
事
を

前
に
私
達
が
使
う
よ
う
せ
が
ん
だ
た

め

速
ポ

シ

ン
を
使

て
容

を
変
え
る
事
に
な

た

 
現
在
は
ポ

シ

ン
の
設
定
メ
ニ

か
ら
変
更
後
の
ア
バ
タ

の
容

を

か
く

し
て
い
る

で
あ
る

 
彼
は

ブ

ス
に
一

引

ん
で
作
業
し
て
い
て
私
達
は
場

を

動
し
な
い
で

子

に

て

て
い
る

 
ア
シ

レ
イ
は
キ
リ
ト
に
頼
ま
れ
て

お
か
し
く
見
え
な
い
容

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

る

そ
れ
は
良
い
の
だ
が
ブ

ス
に
引

む

に
見
せ
た
人
を
か
ら
か
う
よ
う
な

み
を
思

い
出
す
限
り
キ
リ
ト
の
頼
み
は
真
面
目
に
こ
な
し
つ
つ
こ
ち
ら
を

か
せ
る
よ
う
な
容

に

す
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
少
し

し
て
い
る

 
と
は

え

し
み
に
し
て
い
る
の
も
事
実
だ

彼
が
ブ

ス
に
引

ん
で
か
ら
ま
だ
数
分
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し
か
経

て
い
な
い
が

し
み
に
し
て
い
る
事
も
手
伝

て
た

た
数
分
で
も
か
な
り
⻑
く

感
じ
て
し
ま
う

そ
れ
が

に
じ
れ

た
く
思
え
て
し
ま

て
い
た

ア
シ

レ
イ
さ
ん
結
構
ボ
ク
を
か
ら
か
う
か
ら
な

で
も

飾
デ
ザ
イ
ナ

を
本
気
で

し
て
る
人
だ
か
ら
変
な
容

に
は
し
な
い
と
思
う

人
の
頼
み
は
真
剣
に

け
る
し
ね

リ

フ

と
し
て
は
ど
ん
な
容

だ
と
思
う

 
付
き
合
い
の
⻑
い
ユ
ウ
キ
が

た
後
サ
チ
が
キ
リ
ト
の
義
姉
で
あ
る
リ

フ

に
問
い
掛

け
た

確
か
に
私
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
と
同
時
に
キ
リ
ト
の
義
姉
で
も
あ
る
彼
女
が
自
身
の
義

弟
が
ど
ん
な
容

に
な
る
か
と
思

て
い
る
の
は
気
に
な
る

 
サ
チ
の
問
い
に

リ

フ

は

苦

を
浮
か
べ
た

あ
の
子
の
性
格
と
変

の
目
的
か
ら
し
て
目
立
つ
容

に
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
か
ら

ま

日
本
人
の
容

か
ら
然
し
て
外
れ
な
い

り
か
な
と
し
か

最
初
に
浮
か
ん
だ
の
は
あ
の

子
が
成
⻑
し
て
大
人
に
な

た

で
す
か
ね

あ

ボ
ク
も
最
初
そ
れ
が
浮
か
ん
だ

ち
な
み
に

体
的
に

え
ば
背
は
ど
れ
く
ら
い
を

え
たあ

た
し
よ
り
数
セ
ン
チ
高
い
程

な
の
で
１

セ
ン
チ
か
ら
１

０
セ
ン
チ
く
ら
い
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で
し
た

１

セ
ン
チ
か

ボ
ク
は
１
４
０
セ
ン
チ
く
ら
い
で

え
た
な

 
ユ
ウ
キ
の
身
⻑
が
１

０
セ
ン
チ
程
な
の
で

分
く
ら
い
の
身
⻑
差
が
出
来
る

一
先
ず

こ
の
場
に

る
女
子
の
面

よ
り
リ

フ

の
場
合
は
高
く
ユ
ウ
キ
の
場
合
は

く
な
る
く

ら
い
を

え
た
と
い
う
事
だ

 
そ
う
い
え
ば

ん
だ
小
説
で
は

男
女
の
理
想
の
身
⻑
差

て

セ
ン
チ
ら
し
い
わ
よ

 
ち
な
み
に
そ
の
身
⻑
差
は

を
合
わ
せ
る
事
を

え
た
も
の
で
あ
る

 

つ
り
と

ん
だ
本
に
書
か
れ
て
あ

た
事
を

う
と

部

の
中
が
静
ま
り
返

た

 
他
の
四
人
を
見
れ
ば
少
し
真
剣
に
過
ぎ
る
面
持
ち
に
な

て
い
る

多
分
私
も
な

て
い
る
だ

ろ
う

し
か
も
他
の
四
人
も
し

か
り
意
味
を
理
解
し
て
い
る
ら
し
い

年
上

い
サ
チ
は
と

も
か
く
同
年

ら
し
い
リ

フ

達
が
知

て
い
る
事
に
は

い
た

私
の
よ
う
に
小
説
を

む
方
に
は
思
え
な
か

た
か
ら
正
直
意
外
だ

 
そ
れ
に
サ
チ
は
と
も
か
く

だ
か
ん
だ

て
ラ
ン
も
結
構
気
に
な

て
い
る
方
ら
し
い
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こ
れ
は
新
た
な
ラ
イ
バ
ル
出
現
か

 
は
い
は

い
お

た
せ

  

故
か
静
ま
り
返
り
意
味
の
無
い

感
が

内
に

ち
た
そ
の
時

い

ま
し
た
か
の

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

ブ

ス
に
引

ん
で
い
た
ア
シ

レ
イ
が
大
声
を
上

な
が
ら

て
来
た

 
自
身
を

く
四
人
へ
意
識
を
向
け
て
い
た
私
達
は

意
識
の
外
か
ら
掛
け
ら
れ
た
大
声
に
び

く

と

を

わ
せ

思
わ
ず

子
か
ら

か
に

び
上
が

て
し
ま

た

 
そ
ん
な
私
達
を
見
て

女
性
ら
し
い

葉
使
い
の
⻑
身
男
性
は

れ
た
目
を
向
け
て
来
る

大
方

黒
の
剣
士

ク
ン
と
イ
ロ
イ
ロ
と
す
る

想
し
て
た
ん
で
し

い

い
や

あ
は
は

 
話
を

い
て
い
た
の
か
と
思
う
く
ら
い
的
確
に

い

て
て
来
る
ア
シ

レ
イ
に
ユ
ウ
キ
は

表
情
を
引
き

ら
せ
な
が
ら

い
た

い
を
上

た

他
の
私
達
は

た

れ
な
く
て

を



 第五十二章 〜可能性の体験〜

く
し
な
が
ら

線
を

へ
と

と
す
ば
か
り

 
正
直

え
な
か

た
と

え
ば

に
な
る

そ
も
そ
も
私
が
あ
ん
な
事
を

に
し
た
の
も

真

先
に

え
た
か
ら
だ

 
キ
リ
ト
は
ま
だ

い
子

の
容

だ
か
ら
自
制
を

か
せ
ら
れ
る
が

以
外
で
は
私
と
同

年
代

事
に
よ
れ
ば
大
人
と

色
な
い

気
と

の
状

で
容

ま
で
そ
れ
に

じ
れ
ば

ち

と
キ
ツ
イ
な
と
思
う
自
分
も
い
る

い
き
な
り
事
に

ぶ
事
は
絶
対
あ
り
得
な
い
が
少

し
で
も
そ
れ

い

気
に
流
れ
た
ら

抗
出
来
な
い
自
信
は
あ
る

 

ま

キ
リ
ト
が
そ
ん
な
流
れ
に
し
て
く
る
と
は
思
え
な
い
が

 

自
分
で
無
い
と
思

て
悲
し
く
な

て
き
た

ん

ん
ん

え

と

意
外
と

か

た
ね

魔
化
し
た
わ
ね

ユ
ウ
キ
ち

ん

あ

あ
は
は

ま
あ
ん
た
達
も
年

だ
か
ら
あ
ま
り
と
や
か
く

わ
な
い
け
ど
自
制
心
は
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
な
さ
い
よ

じ

な
い
と
ト
ラ
ウ
マ

え
付
け
か
ね
な
い
わ
よ

 
正
に
今

え
て
い
た
事
ま
で
し

か
り
と

い

て
て
来
た
た
め
ア
シ

レ
イ
は
エ
ス
パ
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の
超
能
力
者
な
の
で
は
と
思

て
し
ま

た

私
が

な
だ
け
だ
ろ
う
か

見
る
限
り
ユ
ウ
キ

達
も
同
じ
思

を
し
て
い
た
よ
う
だ
が

 
そ
ん
な
私
達
に

れ
切

た
眼
を
向
け
て
い
た
ア
シ

レ
イ
は
は

と

息
を

い
た
後

を
振

て
意
識
を
切
り

え
た
よ
う
だ

た

取
り

え
ず
力
に
な
れ
る

で
は
最
大
限
助
力
し
た
わ

き

と
喜
ん
で
も
ら
え
る
と

思
う
わ
よ

 
そ
う

て
に

こ
り
と

う
ア
シ

レ
イ

ど
う
や
ら
私
の
予
感
は
的
中
し
た
ら
し
か

た 
一
体
ど
ん
な

に
な

た
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と
入

て
ら

し

い
と
ア
シ

レ

イ
が
ブ

ス
に

機
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
キ
リ
ト
を
呼
ん
だ

そ
れ
か
ら
間
を

か
ず
ブ

ス

と
こ
の
部

と
に
境
界
線
を
作

て
い
た
カ

テ
ン
が
シ

と
横
に
開
か
れ
る

 
そ
し
て
コ
ツ

コ
ツ

と
木

り
の

か
ら
足

を
立
て
て

一
つ
の
人
影
が

を
見
せ
る

 
そ
の

を
目

し
た

少
な
く
と
も
私
は
息
を

ん
だ

い
や

目
し
な
が
ら
呼

を

忘
れ
た

と

た
方
が
よ
り
正
確
な
状

に

た
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メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン
を

い
て

を
変
え
た
キ
リ
ト
は

的
に

え
ば
リ

フ

や

ユ
ウ
キ
が
想
像
し
て
い
た
ら
し
い

論
私
も
そ
こ
に

ま
れ
る

成
⻑
し
た

に
な

て

い
た

背

が
高
く
な
り

時
も
見
下
ろ
し
て
い
た
私
は
逆
に
彼
に
見
下
ろ
さ
れ
て
い
る

も
華

さ
も
影
を
見
な
い
く
ら
い
男
ら
し
い
も
の
と
な

て
い
た

 
し
か
し
そ
れ
く
ら
い
は
予
想
出
来
た

内
だ

私
が

目
し
呼

を
忘
れ
た
の
は
そ
ん

な
事
に
対
し
て
で
は
な
い

 
上
手
く
表
現
す
る
事
は
出
来
な
い
が
大
人
の
男
性
に
見
え
る
今
の
キ
リ
ト
は
や
は
り

よ
り
も

し
さ
を
増
し
て
い
た

黒
い
髪
や
中
性
的
な
容

と
い

た
パ

ツ
は

ど
変
わ

て
お
ら
ず
や
は
り
あ
そ
こ
か
ら
成
⻑
し
た

と

う
の
が
正
し
い
く
ら
い
特
徴
を

さ
え
ら
れ

て
い
る

 

さ
故
か
少
女
に
見
え
て
い
た
中
性
的
な
彼
の

は
や
は
り
成
⻑
し
た
事
も
あ

て
し

か

り
男
性
に
見
え
る

⻑
い
黒
髪
は

や
か
で
⻑
い
切
れ
目
が
女
性
的
な
妖

さ
も
見
せ
て
い
る

が

キ
リ
リ
と
引
き

め
ら
れ
た
表
情
は
男
性
の

し
さ
を
体
現
し
て
い
る
の
だ

 
更
に
今
の
彼
が
身
に

て
い
る
の
は

ば
無
個
性
と

え
る
黒
コ

ト
で
は
無
く

し
た
無
数
の

の
中
か
ら
彼
が

ん
で

て
も
ら

た
代
物
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彼
が

ん
だ
の
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が
手
掛
け
た
戦
闘

の

だ

 
黒
と
い
う
点
で
は
コ

ト
と
変
わ
ら
な
い
も
の
の
あ
ち
ら
が

る

た
り
と
し
た
も
の

で
あ
る
の
に
対
し
彼
が
今

て
い
る

は
体
の
ラ
イ
ン
を
浮
き

り
に
し
て
い
る

に

が

か
れ
て
い
る
の
で
必
然
的
に
和

を
想

さ
せ
る
そ
れ
は
動
き
や
す
さ
を
重

し
て
い
る
の
か

が
大
き
く
は
だ
け
て
い
て
彼
に
他
意
は
な
い
の
だ
ろ
う
け
ど

く

情
的
だ

ズ
ボ
ン
は

面
に
一

の
金
と
そ
れ
を

か
ら

み

む
白
の
ラ
イ
ン
が
入

て
い
た

 
他
の
色
も
入

て
い
る
事
が
よ
り
そ
の
黒
を

え
さ
せ
る
そ
の

は
無
論

の
色
だ
け
で
は

無
く

彼
自
身
の
黒
色
も
よ
く

え
さ
せ
て
い
た

見
れ
ば
分
か
る
け
ど
黒
の
剣
士
ク
ン
特
有
の
特
徴
を
保
ち
つ
つ
身
⻑
は
１
８

セ
ン
チ

ま
で
高
く
し
た
わ

一
気
に
成
⻑
し
た
ら
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
ん
じ

な
い
か
し
ら
ね

い
き
な
り
手
足
が

び
た
か
ら

か
な
り
違
和
感
が
あ
る
け
ど

ど
う

か
な

 

な
反
応
を
見
せ
ず
た
だ
目
を

て

て
い
る
私
達
の
反
応
を
ど
う

え
た
の
か
見

た
目
は
大
人
の
男
性
に
な

た
キ
リ
ト
が

か
に

し
た
面
持
ち
で
そ
う

い
て
来
た

似
合

て
る
わ
よ

く

正
直
予
想
以
上

 
そ
の
問
い
に

ば

然
と
し
な
が
ら
リ

フ

が

え
た

そ
の

は
や
は
り

目
だ

た
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が

し
か
し

が

か
に

い
事
か
ら

す
る
に
ど
う
や
ら
見

れ
て
い
た
よ
う
だ

 
恐
ら
く
私
の
場
合
も

見

れ
て
い
た
と

て
も
過

で
は
無
い
の
だ
ろ
う

 
大
人
の
男
性
ら
し
い
ど
こ
か
頼
れ
る
力
強
さ
を
容

と
し
て
得
た
キ
リ
ト
は
本

な
ら
多
少

の
違
和
感
を

く
に
も

わ
ら
ず
今
の
彼
が

う

気
は
そ
れ
に
マ

チ
し
て
い
た

齟
齬

が
無
い
と
い
う
点
で

え
ば
や
は
り

で
は
無
い
彼
の
振
る
舞
い
は
大
人
の
そ
れ
に

し
て
い

る
と
い
う
事
だ

 
成
⻑
し
た
男
に
な
れ
ば
中
性
的
な
部
分
は
大

消
え
失
せ
る
が
今
の
キ
リ
ト
は
確
か
な
男
ら

し
さ
の
中
に
女
性
ら
し
い
も
の
を
漂
わ
せ
て
い
る

の
肉
体
年

を
参

に
し
た
か
は
知
ら

な
い
が

あ
の
キ
リ
ト
が
正
し
く
成
⻑
す
れ
ば
こ
う
い
う
風
に
育

て
も
お
か
し
く
な
か

た

そ
う
い
う
意
味
で
も
違
和
感
は
無
い

 
無
論
見

れ
た
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
無
い

 
一
番
大
き
い
の
は
や
は
り
ギ

プ
だ
ろ
う

そ
れ
も
似
合

て
い
る
と
い
う
良
い
意
味
で

だ
が

 

よ
り
も

く
て
異
性
と
し
て
の
感
情
の
他
に
も

性
の
よ
う
な
も
の
す
ら
覚
え
て
し
ま
う

く
ら
い

い
彼
が

突
に
違
和
感
を
覚
え
な
い
大
人
の

で
現
れ
た
の
だ

時
も
は
頼

て
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ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い
と
自
制
を
掛
け
る
が
今
の
そ
の

で
は
頼
り

け
た
く
な

て
し
ま

う 
こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
私
だ
け
か
も
し
れ
な
い

私
に
は

親
が

な
か

た
し

は

お
ろ
か

親
に
も
こ
こ
数
年
は

ど
甘
え
て
い
な
か

た
か
ら
今
の
大
人
の
男
性
ら
し
い
キ
リ

ト
に

性
を
感
じ
て
い
て

だ
か
ら

か
れ
て
い
る
と

わ
れ
て
も

定
は
出
来
な
い

そ
う
か

変
じ

な
い
な
ら
よ
か

た

 
そ
し
て
リ

フ

か
ら

定
的
な

え
を

い
た
キ
リ
ト
が
そ
う

い
な
が
ら

ん
だ

 
成
⻑
し
た
か
ら
か
そ
の

み
は
男
性
が
よ
く
浮
か
べ
る

発
的
な
も
の
に
見
え
た

恐
ら
く

そ
の

み
は
容

を
変
え
る
前
な
ら
と
て
も

直
な
子

ら
し
い

み
で

し
が

て
い
る
の

が
あ
り
あ
り
と
分
か
る
く
ら
い

ら
か
な
も
の
だ

た
の
だ
ろ
う

あ
の

ら
か
な

が
ト
ド

メ
に
な

た
身
と
し
て
は
ち

と
物
足
り
な
く
は
あ
る

 
だ
が
成
⻑
し
た
キ
リ
ト
が
見
せ
る
片

だ
け
を
釣
り
上

る
よ
う
な

み
も
と
て
も
似
合

て
い
た

安

し
て
い
る
の
は
分
か
る
が

そ
の

い
方
が
ど
こ
か

を
感
じ
さ
せ
る
も
の

だ

た
か
ら

直
に
格

い
い
と
思

た

 
こ
れ
ま
で
に
一

も
異
性
に
対
し

格

い
い

と
か
そ
れ
に

す
る
感
想
を
覚
え
た
事
が
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無
い
身
と
し
て
は

と
こ
と
ん
キ
リ
ト
に
ぞ

こ
ん
な
の
だ
な
と
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
無
論
知
り
合
い
の
男
性
の
中
で
も

的
良
識
的
な
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
ヒ

ス
ク
リ
フ
や

デ

ア
ベ
ル
と
い

た
者
達
も
そ
れ
ぞ
れ
違

た
魅
力
を
持
つ
だ
ろ
う

少
な
く
と
も
私
が
見

て
来
た
男
性
の
中
で
は
同
年
代
か
ら
大
人

め
て

で
ト

プ
に
食
い

む

 
ク
ラ
イ
ン
は
気
配
り
が
出
来
る
し
キ
リ
ト
に
対
し
て

か
と
気
を

ん
で
気
に
掛
け
ら
れ
る

人
格
の
持
ち
主
だ

エ
ギ
ル
は

人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
か
ら
か
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ

で

ク
ラ
イ
ン
と
は
別
の
意
味
で

頼
れ
る
大
人
と
い
う

気
を
持

て
い
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
デ

ア
ベ
ル
は
大

な
ギ
ル
ド
を

い
て
い
る
事
が
あ

て
か
種

は

別
な
が
ら
同
種
の
カ
リ
ス
マ
を
持

て
い
て
確
か
に
リ

ダ

気

で
あ
る
事
を
感
じ
さ
せ
た

 
攻
略
組
と
い
う
恋
愛
に
現
を

か
せ
ら
れ
な
い
立
場
キ
リ
ト
に
だ
け
負

を
負
わ
せ
な
い
よ

う
必
死
に
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
求
め
る
者
達
を

い
て
戦
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
災
い
し
て
い
る
が
出

い
さ
え
あ
れ
ば

に
結

出
来
る
く
ら
い
に

は

も
が

か
し
ら
の
魅
力
を
持

て
い
る

エ
ギ
ル
は

に

者
ら
し
い
が

 
個
人
的
に
ク
ラ
イ
ン
と
デ

ア
ベ
ル
に
そ
う
い
う
浮
い
た
話
が
無
い
と
い
う
の
は
第
一

か

ら
意
外
に
は
思

た
事
で
あ
る
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そ
し
て
キ
リ
ト

 
別
に
子

の

の
時
は
頼
り
な
い
と
い
う

で
は
無
い

む
し
ろ

い
の
に
そ
の
精
神
の

強

さ
不

ぶ
り
愚
直
さ
を
以
て
他
の
追

を
許
さ
な
い
強
者
と
な

て
い
る
キ
リ
ト
が
頼
り
な

い

が
無
く
そ
の
深
い
見
識
に
は

も
感

と
さ
せ
ら
れ
た

現
に
戦
闘
指

を

け
て
い

る
身
と
し
て
は

が
上
が
ら
な
い

 
そ
れ
で
も
ど
れ
だ
け
強
く
て
も
キ
リ
ト
は
子

だ

の
性
格
に
見
合

た
容

で
甘
え
る

と

て
も
そ
の
年
に
し
て
は
非
常
に

え
目
だ

彼
を
見
れ
ば
も

と
し

か
り
し

な
く
て
は
と
い
う
思
い
に

ら
れ
る
し
こ
の
子
を
護
り

え
な
く
て
は
と
い
う
思
い
も
生
ま
れ

る 
だ
が
今
の
キ
リ
ト
の

を
見
る
と
そ
う
い

た
も
の
以
上
に
自
分
が
甘
え
た
い
と
い
う
思

い
に

ら
れ
る

 
体
格
に

し
て
大
き
く
な

て
い
る
手
で

で
ら
れ
た
い

し
く

き

め
ら
れ
て

で
も
い
い
か
ら
と
に
か
く

め
ら
れ
た
い

あ
る
い
は
作
り
物
の
体
と
は

え
し

か
り
と
し

た
そ
の
体
に

き

い
て

そ
の
力
強
さ
を
感
じ
て
み
た
い

 
は
し
た
な
い
と
は
自
覚
し
て
い
る

と
て
も
自
分
が

え
る
事
と
は
思
え
な
い
と
も
思

て
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い
る

 
で
も
仕
方
な
い
で
は
な
い
か

女

気
な
ど
全
く
無
く
て
そ
も
そ
も
恋
愛
な
ん
て

が
す

る
事
だ
と
眼
中
に
す
ら
無
か

た
私
が
そ
れ
で
も
心
か
ら

か
れ
意
識
し
て
い
る
男
の
子
が

手
だ

か
に
甘
え
た
記

が

に
遠
い
過
去
と
な

て

れ
て
い
る
身
と
し
て
は
甘
え
ら
れ

る
対

が
欠

し
が
ち
だ
し

き
な

手
に
甘
や
か
さ
れ
た
い
思
い
は
き

と

も
が
共

し

て
持
つ
と
思
う

 
そ
う
思

て
い
る

手
が
大
人
に
な

て
出
て
来
た
ら

意
識
す
る
な
と

う
方
が
無

に
決
ま

て
る

ね

ね

キ
リ
ト

 

が

く
な

て
動

が

し
く
て
正
直
キ
リ
ト
を
直

出
来
な
く
な
り
始
め
た
私
が
そ

の
思
い
を

き
つ
つ
見

れ
て
い
る
と
ど
こ
か
夢
現
と
い

た
感
じ
で

を

く
し
て
い
る
ユ

ウ
キ
が

ら

ら
と
覚
束
無
い
足
取
り
で
キ
リ
ト
に
近
付
き

名
前
を
呼
ん
だ

 

か
に

れ
た
紅
い

で

自
身
よ
り

か
に
背
が
高
く
な

た

手
を
見
上

た

んえ

と

え

と
ね

そ
の

お
願
い
が
あ
る
ん
だ
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お
願
い

 

だ

 
す
ぐ
目
の
前
ま
で
来
た
ユ
ウ
キ
の

葉
に
彼
女
を

く
見
下
し
な
が
ら
キ
リ
ト
が

を

て
問
い
掛
け
る

 
そ
れ
に
ユ
ウ
キ
は

更

を

く
し
て

ず
か
し
そ
う
に

の
前
ま
で
持
ち
上

て
い
た

手
を

く
握
り

 

今
ま
で
キ
リ
ト
に
し
て
き
た
み
た
い
に

ボ
ク
を

き

め
て
く
れ
な
い
か
な

ぎ

て

し
く

  

ま

も
と
い

ま
し
い
と
思
え
る
願
望
を

か

く

に
し
た

へ

だ
め

 
戦
闘
時
は

ど
動
揺
な
ど
せ
ず
む
し
ろ
そ
れ
以
外
で
も

と

然
と
し
て
い
る
風
の
キ
リ
ト

は

そ
の
お
願
い
を

い
て

狂
な
声
を
上

た

 
そ
の
様
子
に
ユ
ウ
キ
は
更
に
追
撃
に
掛
か
る

に

れ
た

で
見
上

て
い
る
が
不
安
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そ
う
に
小

を

な
が
ら

外
に
ま
た
お
願
い
を
し
た
の
だ

背

が
逆
転
し
て
い
る
か
ら

な
ら
姉
弟
に
見
え
る
の
に
今
は
親
子
に
見
え
な
く
も
無
い

面
で
あ
る

い
方
は

い

が

罪

が
し
な
く
も
な
い

わ

わ
か

た

 
一

だ
が
ユ
ウ
キ
の
様
子
を
見
て
息
を

ん
だ
キ
リ
ト
は

き
彼
女
に
近
寄

た

そ
れ

か
ら

か
に

を

り

し
く
し
か
し
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
大
き
な

で
彼
女
の
華

な
体
を

み

む

 
そ
の

は

確
か
に
以
前
ユ
ウ
キ
が
キ
リ
ト
に
し
た
も
の
と

似
し
て
い
た

ん
 
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば

き

め
ら
れ
て
い
る
者
が
流
す

の
理
由
が
完
全
に
違

て
い
る

事 
キ
リ
ト
は
恐
慌
を
来
し
て
流
し
て
い
た
が
今
の
ユ
ウ
キ
は

喜
に
打
ち

え
て
流
し
て
い
る

の
は
明
白
だ

 
猫
の
よ
う
に
目
を

め

し
そ
う
に

を
流
す
ユ
ウ
キ
の
表
情
は

け
切

て
い
る

真
剣

な
面
持
ち
で
話
す
時
の

か
ら
は
ま

た
く
予
想
出
来
な
い
く
ら
い

け
て
い
て
今
に
も
キ
リ
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ト
に
キ
ス
を
ね
だ
り
そ
う
な
く
ら
い
彼
女
は
女
の

を
し
て
い
た

下
手
す
れ
ば
甘
え
る
と
称

し
て
甘

み
す
ら
し
そ
う
だ

は

あ

 

せ
を

み

め
て
い
る
故
か

け
た

と
な

て
い
る
ユ
ウ
キ
は

と
し
た

息
を

ら
す

 
そ
れ
で
も
ま
だ
足
り
な
い
の
か
彼
女
は

を
自
身
を

き

め
て
い
る

手
の
背
中
に

回
し
て

き

め
返
し
た

そ
れ
だ
け
で
な
く
自
分
の
体
を

り
つ
け
る
よ
う
に
ぐ
い
ぐ
い
と
体

を

て
て
い
る

 
あ
ま
つ
さ
え

に

せ
て
い
た

を
下
ろ
し
彼
の

に
猫
の
如
く

を

り
付
け

足

に

息
を

ら
し
て
い
た

す
ぐ
に
ぶ
る
る
と
体
を
小
さ
く

わ
せ
た

 

息
を

ら
す
と
い
う
事
は
逆
に
息
を

う
事
も
あ
る
と
い
う

で

体
を

わ
せ
た
の

は

つ
ま
り
は
そ
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

え

と

ユ
ウ
キ

そ
ろ
そ
ろ

や
 

き

め
て
と
お
願
い
さ
れ
た
か
ら
実
行
し
た
キ
リ
ト
が
問
う
が
ユ
ウ
キ
は
彼
の

に

を
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し
付
け
た
ま
ま
く
ぐ
も

た
声
で

し
た

更
に

を
横
に
振

て
ぐ
り
ぐ
り
と

し
付
け

て
ま
で
い
る

 
し
か
も
そ
の
声

と
変
わ
り
な
く

こ
え
な
く
も
な
い
が
よ
く
よ
く

け
ば

が

け

て
い
る
よ
う
な
も
の
に
な

て
い
る

ど
う
や
ら
完
全
に

ま

た
ら
し
い

良
く

え
ば
想

い
が

れ
て
い
る

し
か
し

え
て
悪
く

う
な
ら

発
情
し
て
い
る

と
い
う
状

 

的
に

て

ま
し
く

ま
し
か

た

あ
の

キ
リ
ト
君

良
い
で
す
か

 
ユ
ウ
キ
だ
け
な
ん
て
ズ
ル
い
で
す

え

ま

良
い
け
ど

 
同
じ
気
持
ち
だ

た
ら
し
い
ラ
ン
が
意
識
し
て
い
る

手
に

き

め
ら
れ
て
い
る

子
の

妹
に

の
目
を
向
け
つ
つ

同
じ
よ
う
に
お
願
い
を
し
た

 
そ
れ
を

け
キ
リ
ト
は

惑
し
つ
つ
も
承

い
つ
つ
も
ユ
ウ
キ
を

き

め
て

い
た

を
離
す

ユ
ウ
キ
は
す
ぐ
に
は
離
れ
な
か

た
の
で

の
苛
立
ち
と

し

な
興

と
を

交

に
し
た
ラ
ン
に
よ

て
彼
か
ら
離
さ
れ
た

 
ラ
ン
に
よ

て
キ
リ
ト
か
ら
離
さ
れ
た
ユ
ウ
キ
は
し
か
し
未
だ
夢
心
地
の

せ
に

て
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

る
よ
う
で

く
だ
ら
し
の
な
い

を
晒
し
て
い
た

は
上
気
し
て

は
お
ろ
か

ま
で

く

時
も
は

発
そ
う
に

い

も
と
ろ
ん
と

け
て
い
た

み
切

た

か
ら
は

せ
の
絶

に
達
し
た
か
分
か
ら
な
い

 
そ
ん
な
ユ
ウ
キ
に
代
わ

て

は
ラ
ン
が
同
じ
よ
う
に

き

め
ら
れ
る

は

あ

た
か
い
で
す

 

子
の
姉
妹
故
か
あ
ま
り
性
格
は
似
て
い
な
い
が
し
か
し
根

こ
の
部
分
は
同
じ
ら
し
く

き

め
ら
れ
た

に
彼
女
も
声

を

け
さ
せ
た

う

い
い
な

あ

あ
た
し
も

し
て
欲
し
い

出
来
れ
ば

そ
の

私
も

え

え

 

と

望
か
ら
ラ
ン
が
動
い
た
事
を

切
り
に
キ
リ
ト
は
リ

フ

と
サ
チ
に
も
頼
ま
れ

て

き

め
る
事
に
な

た

複

な
事
情
が
あ
る
サ
チ
は
最
初

し
て
い
た
が
先
に
し
て

も
ら

た
三
人
を
見
て
抑
え
が

か
な
か

た
ら
し
か

た

 

か
ら
見
れ
ば
五
人
も
の
少
女
を

ら
せ
る
ク
ズ
男
だ
ろ
う

ま

本
人
は

故
頼
ま
れ
て

い
る
か
分
か

て
い
な
い
よ
う
だ
し
そ
も
そ
も
年

か
ら
し
て
悪
い
の
は
こ
ち
ら
な
の
で
彼
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に
非
は
あ
ま
り
無
い

 
ち
な
み
に
ア
シ

レ
イ
は
邪
魔
す
る
の
も
悪
い
と
思

た
の
か

空
気
を

ん
で

の

へ

入

て
行

た

声
は
掛
け
な
く
て
い
い
か
ら
終
わ

た
ら
出
て
ね
と
だ
け

わ
れ
た

多
分

き
立

た
イ
ン
ス
ピ
レ

シ

ン
が

め
な
い
内
に
デ
ザ
イ
ン

に

と
し
て
お
き
た
い
の
だ

ろ
う

 
と
に
か
く
私
を

く
四
人
が
彼
に

き

め
ら
れ

も
彼
も
が

を

け
さ
せ
た

た
だ

き

め
た
だ
け
で
こ
こ
ま
で
さ
せ
て
し
ま
う
キ
リ
ト
に
は
内
心
で
恐
ろ
し
い
と
思

て
い
る

 
そ
し
て

せ
そ
う
な
声
を

い
て

私
は

更

中
に

と

望
の
念
が
渦

か
せ
た

キ
リ
ト

私
に
し
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

え

シ
ノ
ン
も
か

 

か
と
恋

で
し
か
も
そ
の
恋

の
人
物
に
し
か
し
て
い
な
か

た
ら
私
も
こ
ん
な
我
が

は

わ
な
か

た
が
キ
リ
ト
が

き

め
た
四
人
は
特
に
恋

に
な

て
い
る
と
い
う

で
は

無
い

一
名
複

な
立
場
の
人
が

る
が

血
の
繋
が
り
は
無
い
の
で
そ
う
い
う

に

な

て
も
お
か
し
く
は
な
い
人
物
だ

 
有
体
に

え
ば

こ
こ
で
私
だ
け
し
て
も
ら
わ
な
か

た
ら
他
の
四
人
が
リ

ド
し
て
し
ま
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う

そ
れ
は

だ

た

 
あ
と

に
私
も

き

め
て
欲
し
い
と
思

て
い
た

意
識
し
て
い
る

手
に

き

め
ら

れ
た
い
と
い
う
願
望
と
ユ
ウ
キ
達
の
状

か
ら
ど
れ
だ
け

せ
な
の
か
知
り
た
い
と
い
う
欲
求

が

交

に
な

て
い
る

 
そ
の
願
望
を
正
直
に
伝
え
て
少
し
意
外
そ
う
に
さ
れ
た
の
が

に

た

知
ら
ず

を

ら
せ

ジ
ト
目
に
な
る

よ

私
だ
け
ダ
メ
な
の

い
や

シ
ノ
ン
は

い
そ
う
に
無
い
か
な
と
思

て
た
か
ら

ち

と
意
外
で

 
ま

の
私
を

に

え
れ
ば
こ
の
行
動
は
予
想
外
の
も
の
に
な
る
だ
ろ
う

こ
れ

ど

極
的
に
出
た
事
に
私
自
身

い
て
い
る
部
分
も
あ
る

だ
か
ら
キ
リ
ト
の
理
由
は
理
解
出
来

る 
た
だ

得
出
来
る
か
と

わ
れ
れ
ば
話
は
別
だ

ん

そ
う

 

わ
れ
た
事
を
よ
く

味
し
て

く
そ
う
返
す

 

を

え
た
の
か
キ
リ
ト
は
私
よ
り

か
に
体
格
で
勝

て
ス
テ

タ
ス
で
も
勝

て
い
る
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の
に

え
た
よ
う
に
び
く
り
と
小
さ
く

を

わ
せ
た

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
や

り
変
わ

ら
な
い

見
た
目
大
人
に
な

て
も
中
身
は
変
わ

て
い
な
い
の
だ
な
と
思
う
と
そ
こ
は
か
と
な

く
安

を

い
た

 
そ
ん
な
事
を

え
つ
つ

私
は

手
を
振

て
メ
ニ

を
呼
び
出
す

 
い
き
な
り

を
し
始
め
た
か
予
想
出
来
な
い
ら
し
い
キ
リ
ト
が

そ
う
な
目
を
向
け
て
来
る

が
私
は
そ
れ
を
意

的
に
無

し
て
メ
ニ

を

作
す
る

備

面
に
行
き
そ
の
内

と
あ
る

備
を

つ
か
解

し
た

 

シ

ワ

ン
と
⻘
い
光
が
体
か
ら

る

ス
ト
レ

ジ
に
格

し
た

備
は
私
が
こ

の
世
界
に

た
時
か
ら
付
け
て
い
た

て
だ

で

備
を

別
に
い
い
で
し

 
私
の

は
ス
ピ

ド
を
重

し
た

フ

リ
ア
の
よ
う
な
背
中

め
て
の
へ
そ
出
し

ル

ク

ど
の

出
で
は
無
い
が
そ
れ
で
も

や
お
へ
そ
太
も
も
な
ど
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

出

し
て
い
る

 
更
に
体
に
ピ

チ
リ
と

り
付
く
黒
い
イ
ン
ナ

や
ホ

ト
パ
ン
ツ
を

備
し
て
い
る
の
で
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て
が
あ
れ
ば
ま
だ
見
た
目
と
し
て
は
ま
だ
マ
シ
な
の
だ
が
外
せ
ば

ば
下

同
然
の
状

と

な
る

緑
の
上

が
あ
る
か
ら
完
全
な
下

で
は
無
い
し
そ
も
そ
も
イ
ン
ナ

が
あ
る
か
ら
下

と
は

え
な
い
の
だ
が

ず
か
し
い
も
の
は

ず
か
し
い

 
そ
れ
で
も

え
て

て
を
外
し
た
の
は

キ
リ
ト
の

か
さ
を
よ
り
感
じ
た
か

た
か
ら

 
別
に
私
の
想
い
に
気
付
い
て
い
な
い

葉
を

け
た
か
ら
そ
れ
に
ム
カ
つ
い
て
少
し
で
も

意
識
さ
せ
よ
う
だ
な
ん
て

え
て
い
な
い

仕
返
し
と
い
う

で
も
無
い

に

て
が

あ

た
ら

か
み
を
感
じ
れ
な
い
部

が
出
来
て
し
ま
う
と
思

た
だ
け
だ

 
実

ユ
ウ
キ
と
サ
チ
は

を
外
し
て
い
な
か

た
か
ら
少
し

体
無
い
の
で
は
と
思

て

い
た

ラ
ン
と
リ

フ

は
金
属

を
付
け
て
い
な
い
か
ら
ガ

ツ
リ
と
触
れ
て
い
た
が

 

か

先
に

せ
そ
う
に
し
て
い
る
四
人
の
事
を

え
る
と

む
か
む
か
し
て
来
た

ん

ら

く
し
て

て
を
外
す
と
結
構

ず
か
し
い
の
よ

わ
か

た

 
そ
の
苛
立
ち
を

ら
わ
せ
る
べ
く

く
と

を
広

て

う

う

振
り
を
見

せ
つ
つ
も
私
が
引
く

も
無
い
し
他
の
四
人
も

き

め
た
手
前
引
き
下
が
る

が
無
い

キ
リ
ト
は

直
に
私
に
近
寄

て

を

か
に

り

を
背
中
に
回
し
て
私
を

き

め
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た 
背
中
に
回
さ
れ
た
二
本
の

の
感
触

体
の
前
か
ら
伝
わ

て
来
る
私
よ
り
も

い
キ
リ
ト

の
体

を

る

か
に
甘
い

り

 
ぶ
る
り
と
体
が

え
た

 
男
子
と
は

思
え
な
い
こ
の
甘
い

り

そ
し
て
体
を

み

む
よ
う
な

か
な
感
触
が

自
然
と
体
を

わ
せ
て
い
た

ん
 
知
ら
ず

声
が

れ
る

 
そ
れ
は
さ

き

て
を
そ
れ
だ
け
で
な
く
イ
ン
ナ

の
内

に

て
い
た
下

も
外
し
た

か
ら

今
の
私
は

け
て
い
な
い

見
る
人
が
見
れ
ば

の
表
面
か
ら
そ
れ
が
分
か
る

だ

 
声
が

れ
た
の
は
甘
い

り
や
体

を
感
じ
た
の
も
あ
る
が

よ
り
も
彼
と
私
の
間
で

が

れ
た
か
ら

リ

フ

や
ア
ス
ナ
程
で
は
無
い
が
そ
れ
で
も
私
と
て
し

か
り
あ

て
こ

こ
ま
で
密

し
て
い
れ
ば

み

し

れ
も
す
る

 

け
て
い
な
い
の
は
ユ
ウ
キ
達
と
は
違
う
快
感
を
得
た
か

た
の
と
も

と
密

し
た
か

た
か
ら
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そ
し
て
私
が
女
で
あ
る
事
を

キ
リ
ト
に
知

て
欲
し
か

た

 
と
は

え

今
は
た
だ

き

め
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
も

わ
ら
ず
私
が

弄
さ
れ
て
い
た

れ
て
し
ま
う
声
を
抑
え
た
く
て
キ
リ
ト
の

に

を

し

て
る
が

更
甘
い

り
が

を

り
体

が

に
伝
わ

て
き
て
却

て
逆

果
だ

た

し
付
け
る
程
に
ど
ん
ど
ん
伝

わ

て
く
る

 
反

的
に
少
し
離
そ
う
と
し
て
も
キ
リ
ト
が
背
中
か
ら

を
回
し
て
い
る
か
ら
離
れ
る
事
も

出
来
な
い

離
し
た
く
な
い
と
い
う
本

も
あ
る

は

は

 
心

は
バ
ク
バ
ク
で
呼

も

な
ら
な
い

の
中
も

う

と
し
始
め
た

界
が
く
ら

く
ら
し
て
い
る

息
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

け
て
し
ま

て
い
る

息
を

く
の
と
同

じ
だ
け

う
か
ら

に
甘
い

り
を
味
わ
う
事
に
な
る

 
あ
あ
ユ
ウ
キ
達
が
感
じ
た
の
は
こ
れ
だ

た
の
だ
な
と

ま
ら
な
い
思

の
中
で
理
解
し

た 
き

と
今
は
私
も
他
の
四
人
と
同
じ
よ
う
な

を
し
て
い
る
だ
ろ
う

だ
ら
し
が
な
く
は
し

た
な
い

と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
に
違
い
な
い
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そ
し
て
今
の
私
が
キ
リ
ト
の

を
間
近
で
見
た
ら
彼
の

を
奪
う
と
い
う
絶
対
の
確
信
が
あ

た

そ
う
い
う
意
味
で
は

い
の

に

を

せ
合
う
よ
う
な

は

合
が
良
く
て
け
れ
ど

ど
こ
か
残
念
に
も
思
う

ア
バ
タ

と
は

え
甘
い

り
と
安
心
す
る
体

で

せ
を
覚
え
て

い
る
私
が
彼
の

を

ん
だ
ら
そ
れ
は
も
う

だ
け
で
は

び
つ
か
な
い
絶

を

え
る

な
の
に

  

だ
が

少
な
く
と
も
今
そ
れ
を
求
め
る

に
も
い
か
な
い

  
私
と
て
そ
こ
ま
で
乱
れ
て
は
い
な
い

モ
ラ
ル
は
キ
チ
ン
と
あ
る

そ
う
い
う
事
を
す
る
な

ら

手
と
の
同
意
の
上
で
だ

ム

ド
と
い
う
の
も
あ
る
が

手
の
了
解
も
得
な
い
で
す
る
の

は

さ
れ
る
身
と
し
て

え
た
ら

だ
と
思
う
し

そ
れ
で

わ
れ
る
の
は

だ

 
そ
れ
に
私
と
同
じ
よ
う
に
キ
リ
ト
に
想
い
を
向
け
て
い
る
他
の

へ
の
裏
切
り
に
な
る
か
ら

し
た
く
な
い
と
い
う
の
も
あ
る

確
か
に
他
の

と
は
一
人
の
男
性
を

て
戦
う
ラ
イ
バ
ル
だ

が
同
時
に
キ
リ
ト
の
事
を
大
切
に
想
い

え
た
い
と
思

て
い
る
同

だ

そ
の
上
で
想
い

を

い
て
い
る
の
だ
か
ら
前

と
な
る
部
分
を

す

に
は
い
か
な
い
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こ
の
ま
ま
ず

と
私
達
の
想
い
に
気
付
か
な
か

た
ら
も

と

し
い
ス
キ
ン
シ

プ
を
す
る

事
に
も
な
る
だ
ろ
う
が
恐
ら
く
そ
れ
は
彼
が
高

生

り
に
な

て
か
ら

今
の
キ
リ
ト
は
ま

だ
小
学
生
の
年

で
精
神
的
に
成

し
て
い
な
い
か
ら
男
女
の
付
き
合
い
を
す
る
に
は
ま
だ

不

格
と

え
る

静
で
は
あ
る
が

そ
う
い
う
意
味
で
の
精
神
的
成

で
は
無
い
の
だ

 
と
も
あ
れ
行

は
と
も
か
く
少
な
く
と
も
想
い
を
伝
え
る
事
は
ま
だ
良
い
だ
ろ
う

ら

精
神
的
に
未
成

と

え
ど
恋
人
の

は
知

て
い
る
だ
ろ
う
し

白
に
つ
い
て
も
理
解
は

し
て
い
る

だ

行

を
す
る
に
は
あ
ま
り
に

い
と
は

え
精
神
的
に

え
合
う
大
切
な

と
な
る
事
は
決
し
て
不

全
で
は
無
い

ユ
ウ
キ
も
そ
う

え
て
い
た
か
ら

無
論
想
い
が

れ
て
し
ま

た
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が

白
し
よ
う
と
し
た

 
そ
れ
で
も
前

し
た
理
由
か
ら
そ
れ
よ
り
先
に
進
む
事
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い

彼
は
ま
だ

そ
れ
を

出
来
る
年

じ

な
い
し
精
神
的
に
も
ま
だ
達
し
て
い
な
い

そ
う
い
う
の
は
成

⻑
し
た
彼
が

ん
だ
女
性
一
人
に
の
み
許
さ
れ
る
行

最
も
彼
の
内

に

み

む
事
を
許
さ

れ

同
時
に
最
も
彼
を

え
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
者
だ
け
が
出
来
る
事
だ

 
な
ら
ば
私
達
は
こ
の
想
い
を
秘
め
た
ま
ま
そ
れ
で
も
少
し
で
も
見
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

い
て
キ
リ
ト
に
寄
り

う
だ
け
だ

私
達
が
最
も
願

て
い
る
の
は
彼
の
安
息
で
あ
り
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ん
で
も
ら
う
の
は
二
の

三
の

な
の
だ
か
ら

 
彼
に
安
息
が

れ
た
ら
そ
れ
か
ら

く
り
と
私
達
の
事
を
よ
く
知

て

ん
で
も
ら
え

ば
い
い

ば
れ
な
か

た
ら

く
引
く
し

も

ば
な
か

た
ら
時
は
そ
の
時
だ

 
だ
け
ど
せ
め
て
私
達
の
事
を
心
配
し
て
身
を
引
い
て

も

ば
な
い
な
ん
て

は
し
な
い

で
欲
し
い

そ
ん
な

は

も
喜
ば
な
い

も
望
ん
で
い
な
い

そ
ん
な
事
を

え
る
く
ら

い
な
ら

も

と

欲
に

一
緒
に

て

と
求
め
て
欲
し
い
と
す
ら
思
え
る

 
私
は
彼
の

し
さ
に

か
れ
た

 
彼
の
強
さ
に

れ
た

 
彼
の

さ
が
哀
し
か

た

 
彼
の
弱
さ
を

え
た
か

た

 
彼
の
願
い
を
叶
え
た
い
と
思

た

 
彼
の
祈
り
が
届
い
て
欲
し
い
と
思

た

 
そ
し
て

自
分
に
だ
け
向
け
ら
れ
る
彼
の
特
別
が
欲
し
い
と

そ
う
思

た

 

と

わ
れ
れ
ば

定
は
し
な
い

 
け
れ
ど
こ
の
願
い
は
大
小
形
の
差
異
こ
そ
あ
れ
こ
の
一
人
の
少
年
に
想
い
を

い
て
い
る
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も
が
持

て
い
る
も
の
で
あ
る
と

私
は
確
信
し
て
い
る

 
私
は
キ
リ
ト
の
事
が
放

て
お
け
な
い

人
に

ら
れ
て
傷
付
く
様
は
か
つ
て
の
自
分
自

身
を
想

さ
せ
る
か
ら

血
の
繋
が
り
が
無
い
友
人
は
お
ろ
か
血
が
繋
が

て
い
る
親

縁
者

に
す
ら
頼
る
事
が
出
来
ず

に
人
に
甘
え
る
事
を
し
な
く
な

た
私
は
だ
か
ら
こ
そ
キ
リ

ト
に
同
情
し
同
時
に
そ
れ
で
も
強
く
在

て
戦

て
い
る

に

を

き

か
れ
た
の
だ

 
そ
し
て
想
い
を
自
覚
し
た

 
今
ま
で
一

も
異
性
に

か
な
か

た

か
い
想
い
が
成

す
る
時
は
ま
だ
ま
だ
ず

と
先

の
事

  

だ
か
ら
今
は

こ
れ
で

  

中
で

き
な
が
ら
今
は
自
分
よ
り
も

か
に
大
き
な
体
と
な

て
い
る
少
年
に
回
し
た

に
更
に
力
を

め
体
を
よ
り
密

さ
せ
彼
の

に

を
強
く

し
付
け
る

を

れ
さ

せ
る

の

を

し
く
掻
き
乱
す

か
な
体

そ
し
て
安
心
感
が
不
思
議
と

い
て
来

る
少
年
に
密

し
た
私
は

伝
わ

て
来
る
感
覚
に
身
を

ね
る
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本

に
自
分
は
彼
に

か
れ
て
い
る
の
だ
な
と
再
認
識
し
な
が
ら

中
に

き
上
が
る

せ

に

時
間
も
忘
れ

の
事
も
意
識
か
ら
外
し
て

私
は

し
た

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
キ
リ
ト
無
自
覚
の
逆
襲

で
し
た

 
五
人
に
と

て
は
む
し
ろ
ご

だ

た
か
も
し
れ
な
い

 
最
初
は
猫

猫

か

で
弄
ん
で
や
ろ
う
と
思

て
た
ん
で
す
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
回

そ
う
か
な
と
思

て

き
ま
し
た

 
そ
れ
は
ま
た
別
の
機
会
に
し
ま
す

 
ち
な
み
に
構
想
上

果
発
動
を
示
す
バ
フ
ア
イ
コ
ン
は
無
し

た
だ
し
フ
レ
ン
ド
に
な

て

い
る
プ
レ
イ

か
ら
見
る
と
変

し
て
る
キ
リ
ト
の

上
に

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と
名
前
が

し

か
り
表
示
さ
れ
て
い
る

と
い
う
感
じ
で
書
い
て
い
き
ま
す

フ
レ
ン
ド
が
多
い
プ
レ
イ

に
は
一
切
使
え
な
い
ア
イ
テ
ム
と
い
う

で
す

正
に
フ
レ
ン
ド
が
少
な
い
キ
リ
ト
向
け
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フ

シ

ン
デ
ザ
イ
ナ

を
真
剣
に

す
プ
レ
イ

へ
の
報

な
ら
別
に
フ
レ
ン
ド
か

ら
名
前
が
見
え
て
も
い
い
で
し

う

だ

て
非
戦
闘
プ
レ
イ

な
ら
ロ
ザ
リ
ア
み
た
い
に
グ

リ

ン
で
悪
ど
い
事
は
レ
ベ
ル
的
に
向
い
て
な
い
で
す
か
ら

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
達
の
デ
レ

子

で
弟
な
想
い
人
が
大
人

い

に
な

た
ら
多
分

意
識
す
る
ん
じ

な
い
か
な

と
思

て
書
き
ま
し
た

ユ
ウ
キ
と
シ
ノ
ン
は

と
ア

サ
リ
浮

か
ん
だ

リ

フ

と
サ
チ
も
ち

と
悩
み
ま
し
た
が

そ
こ
ま
で
苦
労
は
し
な
か

た

 
た
だ
ち

と

た
の
が
ラ
ン

彼
女
ち

い
ち

い
出
て
来
て
は
い
る
も
の
の
ユ
ウ
キ

に
出
番
取
ら
れ
て
て
実
は
キ
リ
ト
と
の

点
が

い
と
い
う
ね

で
も
根

こ
は
ユ
ウ
キ
と

同
い
年
な
の
で

甘
え
た
い

の
と

気
に
な

て
る
男
子

と
い
う
フ

ク
タ

が
あ
る
か

ら

と
い
う
事
で
や
ら
せ
ま
し
た

か

た
の
は
こ
れ
が
理
由

 
つ
ま
り
ま
だ
ラ
ン
は
ユ
ウ
キ

ど
ヒ
ロ
イ
ン
ル

ト
は
確
定
し
て
な
い

と
す
る
と
お

姉
さ
ん
ポ
ジ
に
収
ま
り

け
る
可
能
性
も

レ
存
在

原
作
で
の
性
格
や

が
分
か
ら
な
い
の

が

い

 

だ
か
今
話
の
ハ
グ
の
せ
い
で
う
ち
の
キ
リ
ト
が
女

で

に
な

て
る
気
が
し
な
く
も
な

い

で
だ
ろ
う

や

立
場
逆
転
し
た
か
ら
か
な

 
さ
れ
る
の
は
と
も
か
く
す
る
の
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が
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
か

 
ま

偶
に
は

時
も
気
を

ん
で
い
る
義
姉

ヒ
ロ
イ
ン
ズ

保
護
者
メ
ン
バ

へ
の
ご

と
い
う
事
で

  

し
ろ

話
予
定
か
ら
ず

と
超
シ
リ
ア
ス
ば
か
り
で
す
か
ら

の
前
の
静
け
さ
で
す

  
シ
リ
ア
ス

て

直
前
に

せ
が
あ

た
ら
よ
り

え
る
ん
で
す
よ
ね

  

と
こ
ろ
で

と
思

た
ん
で
す
が

 
確
定
し
て
い
る
キ
リ
ト
の
義
姉
は
現
状
リ

フ

と
ユ
イ

リ

フ

が
中
学
の
女
子
剣
道
全

国
大
会

勝
者

ユ
イ
は
シ
ス
テ
ム
的
に
最
強

キ
リ
ト
自
身

で
戦
う
場
合
千
冬
よ
り
場
数

を

ん
で
い
る
事
か
ら
強
さ
は
と
も
か
く
立
ち
回
り
的
に
戦
力
は
上
で
す
し
実

ユ
ウ
キ
以
上

に
場
数
を

ん
で
る
か
ら
正
攻
法
で
強
い
プ
レ
イ

 
ゲ

ム
知

て
る
方
な
ら
分
か
る
で
し

う
け
ど
本
作
に
登
場
済
み
の
ゲ

ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
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キ

ラ
も
ユ
イ
の
妹
に

た
り
ま
す
の
で

来
的
に
義
姉
は
確
定
で
三
人
い
る
事
に
な
る

そ

の
キ

ラ
も
シ
ス
テ
ム
面
で
は
ユ
イ
と
同
レ
ベ
ル

し
か
も
レ
ベ
ル
も
高
く
て
か
な
り
強
い

 

ア
レ

か
思

た
よ
り

バ
く
な
い
か

こ
の
義
姉
弟
達

原
作

の
面
子
に

か

一
つ
で
も
こ
の
メ
ン
バ

に
勝
て
る
の

て
あ
る
か

 
あ

の

ん
さ
ん
は
和
み
系
最
強
で
す
ね

こ
れ
を

い
た
か

た
だ
け

異
論
は
認
め

る
が

け
容
れ
な
い
で
す

 

の

ん
さ
ん

出
し
た
い
な

ク
リ
ア
ま
で
遠
い
な

 
⻑
文
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
三
章
 

死
闘

撤
退
許
さ
れ
ざ
る
戦
い
・
始

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
か
ら

く
第
七
十
五
層
ボ
ス
戦
へ
と
入
り
ま
す

で
も

導
入
に
近
か

た
り

本
格

的
な

写
は

話
で
す
ね

今
話
で
は
レ
イ
ド
の
構
成
と
作
戦

突
入
部
分
く
ら
い
で
す

 

点
は
前

リ

フ

後

ラ
ン

点

 
リ

フ

は
レ
イ
ド
を
見
送

た
後

シ
ノ
ン
と
共
に
行
動
し
て
い
る
場
面
で
す

 
ラ
ン
は
レ
イ
ド
の
一

と
し
て
ボ
ス
部

前
で

機
し
て
い
る
場
面
で
す

感
あ

た
ら

い
い
な

 
今
話
は
約
二
万
九
千
文

危
う
く
三
万
行
き
そ
う
だ

た
・
・

 
で
は
ど
う
ぞ

 
コ
ツ

コ
ツ

と

や
か
に
木
板
を

る

が
二
重
に
上
が
る
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そ
れ
を
立
て
て
い
る
の
は
緑

の
妖
精
ア
バ
タ

リ

フ

で
あ
る
あ
た
し
そ
れ
か
ら

同

人
で
あ
り
今
で
は
色
ん
な
意
味
で

い
に
切

し
合

て
い
る
ラ
イ
バ
ル
同
世
代

の
少
女
シ
ノ
ン
さ
ん
だ

 
あ
た
し
達
は
先

ど
第
七
十
五
層
ボ
ス
部

前
の

情
報
を
記
録
し
た
回
廊
結

を

い

て

動
し

偵

戦
へ
と

い
た
お
よ
そ
八
十
人
と
い
う
大

な
レ
イ
ド
二
つ
を
見
送

た

見
送

た
の
は
あ
た
し
達
だ
け
で
な
く

ギ
ル
ド
の
構
成

の
他

か
か
ら
話
を

き
つ

け
た
リ
ズ
さ
ん
や
シ
リ
カ
さ
ん
達
も

た

 
今
日
は
ホ

ム
の
近
く
で
ス
キ
ル
の
反
復
練

を
し
よ
う
と
話
し
合

て
い
た
の
で
見
送
り

を
終
え
た
現
在
は

ル
カ

か
ら
キ
リ
ト
の
ホ

ム
へ
向
か

て
い
る

中
だ

以
前
ヌ
シ

釣
り
を
し
た
大

が
見
え
た
の
で
層
の
中
心
か
ら
見
て
現
在
地
は

に

し
て
い
る
だ

ろ
うそ

ろ
そ
ろ
戦
い
始
め
た

で
す
か
ね

 
そ
う

と
は
な
し
に

を
開
け
ば

で
キ
リ
ト
の
ホ

ム
へ
歩
を
進
め
て
い
た
シ
ノ
ン
さ
ん

は

に

い
指
を

て
て
ち

と

え

む

振
り
を
見
せ
た

そ
う
ね

見
送

て
か
ら
十
分
近
く
は
経

て
る
し

そ
う
じ

な
い
か
し
ら
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第
三
ク

タ

ボ
ス

ど
れ
く
ら
い
強
い
ん
で
し

う
ね

少
な
く
と
も
闘
技
場
レ
イ
ド
戦
で
見
た
ボ
ス
よ
り
上
な
の
は
確
か
で
し

う
し

個

人
戦
以
上
と
な
る
と
流

に
キ
リ
ト
以
外
は
勝
て
な
い
ん
じ

な
い
か
と
思
え
ち

う
の
よ

ね 
個
人
戦
は
未
だ
に
キ
リ
ト
し
か
勝
ち

け
て
い
な
い

目
で
二
体
目
の
ボ
ス
で
あ
る
狂

戦
士
を
出
す
ま
で
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
可
能
だ
が
や
は
り
堕
天
使
を
加
え

た
二
体
を
同
時
に
一
人
で

手
す
る
と
い
う
の
は

し
く

そ
こ
で

れ
て
し
ま
う
の
が
常
と

な

て
い
る

 
第
七
十
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
闘
技
場
よ
り
強
い
存
在
な
の
だ
と
仮
定
す
れ
ば
生
き
残
れ
る
の

は

個
人
戦

を
勝
ち

け
た
キ
リ
ト
だ
け
と
い
う
事
に
な
る

 
と
は

え

レ
イ
ド
戦

に
も

個
人
戦

最
後
の

ホ
ロ
ウ
は
出
て
来
た
も
の
の

あ
の

時
の
キ
リ
ト
は
ホ
ロ
ウ
と

以
上
に

の
特
性
を
上
手
く
使

て
戦

た
事
で
ア
ス

ナ
さ
ん
達
お
よ
そ
十
数
人
は
最
後
ま
で
生
き
残

た

最
後
の
戦
い
は

あ
の
子
の
独

場
と

な

た

で
あ
る
が

そ
れ
で
も
生
き
残
る
だ
け
の
実
力
が
あ
る
証

で
あ
る

 
つ
ま
り
第
三
ク

タ

ボ
ス
は
ボ
ス
特
有
の
能
力
や
戦
闘
方
法
如

に
も
依
る
が
全
滅
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は
し
な
い
と
い
う
可
能
性
も
十
分
存
在
す
る

 

せ
死
者
が
大
勢
出
た
第
二
十
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
で
は
レ
イ
ド
が
復
帰
す
る
ま
で
の
十
数

分
間
を
キ
リ
ト
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
協
力
し
た

た
二
人
で
持
ち

え
た
の
だ

に

す
れ
ば
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
鉄

を
突
破
出
来
る
存
在
は
本

に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
攻
撃

に

し
た
キ
リ
ト
を
止
め
ら
れ
る
存
在
も
ま
た
然
り
だ
ろ
う
か
ら

程
の
事
が
無
い
限
り
全
滅

ま
で
は
し
な
い

だ

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
は

生
き
残
る
に
違
い
な
い

そ
の
確
信
が
あ
た
し
に
は
あ

た

 
シ
ノ
ン
さ
ん
も
そ
う
思

て
い
る
か
ら
こ
そ
わ
ざ
わ
ざ
キ
リ
ト
以
外
と
限
定
し
て

た
の
だ
と
思
う

ち

と
ア
ス
ナ
さ
ん
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
が
可
哀
想
か
な

と
思
わ
な
い
で
も

無
い
が
ど
う
し
て
も
あ
の
子
と

べ
る
と
見

り
し
て
し
ま
う
か
ら
仕
方
な
い
と
思

て
い

る 
現
状
全
く
⻭
が
立
た
な
い
あ
た
し
達
が

え
る
事
で
は
無
い
の
だ
が

に
し
て
も
回
廊
結

か

Ｓ
Ａ
Ｏ

て
本

に
色
ん
な
種

の
結

ア
イ
テ
ム
が
あ
り
ま

す
ね

 
あ
た
し
が
知
る
限
り
で
も

五

回
復
す
る
回
復
結

八

回
復
す
る

結

全
回
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復
す
る
全
快
結

解

結

解

結

部

欠
損
を
回
復
す
る
回
損
結

ス
テ

タ
ス

下
を
始
め
と
し
た
全
て
の
状

異
常
や
デ
バ
フ
か
ら
回
復
す
る
覚
醒
結

そ
し
て

脱
出

の
転

結

 
更
に
今
日

新
た
に
回
廊
結

と
い
う
深
い
蒼
色
を
し
た
大
き
な
六
面

結

体
を
目
に
し

た

大
き
さ
も
か
な
り
の
も
の
で
転

結

は
掌
に
収
ま
る
程

だ
が
回
廊
結

は
転

結

を
二
個
重
ね
て

更
に
一
回
り
大
き
く
し
た
代
物
だ

た

 
転

結

は
転

を

い
な
く
と
も
転

が
存
在
す
る

や

へ

動
す
る

の
代
物
だ

が
回
廊
結

は

情
報
を
記
録
し
た

中
や
ダ
ン
ジ

ン
な
ど
へ
転

す
る
ポ

タ
ル
を
開

く
代
物

前
者
は
対

者
一
人
に
し
か

果
が

ば
な
い
も
の
の
後
者
は
記
録
し
た
場

へ

時
に

動
す
る
ポ

タ
ル
を
開
く
の
で
集

動
に
使
え
る
と
い
う
正
に
使
い
ど
こ
ろ
を
見

ら
な
け
れ
ば
非
常
に
有

な
ア
イ
テ
ム
だ

た

 
た
だ
記
録
し
た

情
報
も
一
日
経
過
す
れ
ば
デ
リ

ト
さ
れ
て
し
ま
う
仕
様
ら
し
い

更
に

手
に
入
れ
ら
れ
る
個
数
が
少
な
い
の
で

更

重
品

い
に
な

て
い
る
と
い
う

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
無
か

た
の

あ

ち
は
空
が

べ
る
せ
い
か

間
転

的

動
手

は
死
に

り
く
ら
い
で
す
よ

間
回
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復
ア
イ
テ
ム
も
無
く
て

全
て
魔
法
で
回
復
す
る
の
が

本
で
す

 
た
だ
し
魔
法
を

じ
る

や

と
い
う
状

異
常
に
対
し
て
だ
け
は

に
回

復
す
る

の
ア
イ
テ
ム
が
高
価
な
上
に
レ
ア
だ
が
存
在
す
る
の
で
魔
法
で
回
復
す
る
の
は
そ

れ
以
外
と
い
う
事
に
な
る

や
麻

に
対
す
る
ア
イ
テ
ム
の

果
は
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
と

ら
変

わ
ら
な
い
の
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
状

異
常
回
復
魔
法
の
代
わ
り
と
し
て
結

ア
イ
テ
ム
が
あ
る
と

え
れ
ば
違
和
感

は
無
い
の
だ
が

な
る

ど

シ
ス
テ
ム
も
似
て
る
の
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ

て

み
た
い
で
す
ね

そ
う
い
え
ば

あ
た
し

一
つ
気
に
な

て
る
事
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね

 
以
前
か
ら
気
に
は
な

て
い
た
の
だ
が
あ
ま
り

は
無
い
か
な
と
思

た
の
と
他
に

き

た
い
事
が
あ

た
か
ら
キ
リ
ト
に
教
え
て
も
ら

て
い
な
い
事
が

あ
た
し
に
は
一
つ
あ

た

気
に
な

て
る
事

て

Ｓ
Ａ
Ｏ

て
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
と
か
で

遠
的
に

を
非
推

し
て
ま
す
け
ど

そ
れ
で

も
オ
レ
ン
ジ
に
な
る
の
を

わ
な
い
人
達

て

る
み
た
い
じ

な
い
で
す
か

そ
の
人
達
の
場

合

転

結

は
使
え
る
の
か
な

て
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え

と

 
あ
た
し
が
浮
か
べ
て
い
た
疑
問
を

に
す
る
も
シ
ノ
ン
さ
ん
は
イ
マ
イ
チ
分
か

て
い
な
い

ら
し
く
悩
む
表
情
で
小

を

る

あ
た
し
の

葉
が
足
り
な
い
せ
い
だ
ろ
う

転

結

は
行
き
先
が

や

に
あ
る
転

に
な

て
る
か
ら

圏
内

に
入
れ
な

い
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

が

動
で
転

結

を
使
う
の
は
無
理
じ

な
い
の
か
な
と
思
い
ま

し
て

で
も
圏
内
事
件
の

百
人
近
い
オ
レ
ン
ジ
が
集

で

ち

せ
し
て
い
て

そ

ん
な
大
人
数
が
迷

を
わ
ざ
わ
ざ

り
る
と
は
思
え
な
い
で
す
し

 
あ
た
し
が
気
に
な

て
い
る
の
は
そ
こ
な
の
だ

に

え
ば
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

が

層
を

ぐ
手

は
ど
う
し
て
い
る
の
か

と
い
う
事

 

に

知
の

り
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

は
圏
内
の

や

に
入
る
事
が
出
来
な
く
な
る

の
で
そ
こ
の
転

を

え
な
く
な
る

そ
う
な
れ
ば

脱
出
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
転

結

の
価
値
が
喪
わ
れ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら

オ
レ
ン
ジ
に
な

て
ま
で

罪
を
す
る
メ
リ

ト
は

デ
メ
リ

ト
よ
り
小
さ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

て
し
ま
う
の
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
か
ら
そ
こ
そ
こ
経

て
い
る
か
ら
分
か
る
が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

の

中
に
は

き

ん
で

を
す
る
人
も
い
る
し

対
人
戦
を

ん
で

え
て

わ
れ
る
よ
う
に
仕
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向
け
る
人
も
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

そ
う
い
う
人
達
は
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
に
な
る

 
デ
ス
ゲ

ム
に
な

て
い
る
と
は

え

前
で
は
れ

き
と
し
た
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
な
の
だ

そ

う
い
う
人
達
の

遇
が
あ
ま
り
に
も
悪
か

た
ら
逆
に
人
気
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

で
ま
さ
か
ゲ

ム
デ

レ
ク
タ

の

場

を
始
め
と
し
た
全
て
の
製
作
者
が
そ
れ
に
気
付

か
な
い

は
無
い

そ
も
そ
も
そ
れ
で
は
キ
リ
ト
が

に
し
て
い
る
フ

ア
ネ
ス
が
無
い

も
同
然
だ

 
そ
れ
を
話
す
と
シ
ノ
ン
さ
ん
は
ハ

と
し
た
表
情
と
な
り
歩
き
な
が
ら

を
組
ん
で
思

を
始
め
た確

か
に
そ
こ
は
気
に
な
る
わ
ね

私
達
は
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
時
の
デ
メ
リ

ト
だ
け

を

い
て
い
て
そ
う
な

た

の

体
的
な
対

法
や
行
動
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
の
疑
問
が

浮
か
ん
で
る
の
よ

で
す
よ
ね

そ
れ
に
転

は

層
の
主

に
存
在
す
る

て

い
て
ま
す
け
ど
主

て

圏
内

ン
だ
か
ら

謎
で

 

論
コ
ラ
ル
の
よ
う
に
主

じ

な
く
て
も
圏
内

つ
転

を
有
す
る

や

は
存
在
す
る

第
一
層
の
主

は

始
ま
り
の

だ
が

迷

前
の

ト

ル
バ

ナ
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も
転

を
有
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 
し
か
し
私
達
が
知
る
限
り

圏
外

で
転

を
有
し
て
い
る

や

は
一

も
見
た
事
が

無
い
し
話
に
も

い
て
い
な
い

本

に
存
在
し
て
い
な
い
の
か
あ
る
い
は
話
に
上
が
ら
な

い
程
に
過

地

的
な

い
を

け
る
場

に

し
て
い
る
の
か

 
あ
た
し
が
思
う
に
多
分
存
在
は
し
て
い
る
と
思
う

そ
の
理
由
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

く

似

て
い
る
事

そ
し
て
キ
リ
ト
が

に
す
る

フ

ア
ネ
ス

に

因
し
て
い
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
九
つ
の
種

が

い
に
覇
を

い
合
う
コ
ン
セ
プ
ト
な
の
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
違

て

推

ゲ

ム
で
あ
る
事
か
ら

シ
ス
テ
ム
的
な

や
リ
ス
ク
を
負
う
事
は
無
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

う
主

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

種

の

が
そ
れ
に

た
る

た
と
え
ば
あ
た

し
は
風
妖
精
シ
ル
フ
を

ん
で
い
る
の
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

に

す
る

の

ス
イ
ル
ベ

ン

が

に

た
る
の
だ
が

圏
内

で
保
護
さ
れ
る
の
は

の
種

だ
け

つ
ま
り
ス
イ
ル

ベ

ン
内
で
は
シ
ル
フ
だ
け
が
圏
内
で
保
護
さ
れ
る
と
い
う
事
に
な
る

論
他
の
種

の

の
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
の

地
に
対
応
す
る
種

が
保
護
さ
れ
る

 
で
は
シ
ル
フ
の

ス
イ
ル
ベ

ン
に
火
妖
精
サ
ラ
マ
ン
ダ

や
水
妖
精
ウ
ン
デ

ネ
と

い

た
他
種

が
入
れ
ば
ど
う
な
る
か
と

え
ば

シ
ル
フ
に
よ
る
一
方
的
な

が
シ
ス
テ
ム
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的
に
可
能
と
な
る

無
論
い
き
な
り
襲
い
掛
か
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
が
種

的
な

あ
る
い

は
個
人
的
な

い
で
一
方
的
に

さ
れ
る
危
険
性
は
十
分
存
在
す
る
の
で

本
的
に

人
プ

レ
イ

く
ら
い
し
か

を
行
き
来
し
な
い

 

論
種

的
な
パ
ワ

バ
ラ
ン
ス
を

に

け
る

が
あ
る
な
ら
逆
に
全
く

け
な
い
完

全
中
立
地
で
あ
る

も
存
在
す
る

圏
内

の
保
護
も
一
切
無
く

と
は

え

と
い

た

内
は
保
護
対

だ
が

も
が

可
能
な

地
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
い
う

圏
外

に

た
る
だ
ろ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

う

圏
外

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
い
う
中
立

に

在
し
て
い
る
者
達
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

脱

者

と
蔑
ま
れ
て
い
る

 

故
蔑
ま
れ
て
い
る
か
と

え
ば
そ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

の
至
上
命

と
も

え
る
グ

ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
報

が

わ

て
い
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
は
妖
精
郷
の
中
心
に

す
る
世
界
樹
の
根

の
大

で

け
る
事
が
出
来

を
潜

た
大
樹
の
内
部
の
天

へ

り

け
ば
ク
リ
ア
と
な
る

 
一

に

え
ば

そ
う
だ
が
実

の
と
こ
ろ
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
大
勢
力
で
あ
る
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
軍
勢
が

ん
で
返
り

ち
に
あ

た
の
で
そ
う
容

く
は
な
い

内
部
に
ポ

プ
す
る
守
護
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騎
士
達
の
一
体
一
体
の
強
さ
は
と
も
か
く
数
が
異
常
な
の
で

し
切
ら
れ
て
し
ま
い
サ

ビ
ス

が
始
ま

て

年
は
経
つ
現
在
も
一
切
ク
リ
ア
の
目

が
立

て
い
な
い

 
全
種

で
協
力
す
れ
ば
一

の
望
み
は
あ
る
だ
ろ
う
が

そ
れ
は
報

が

て
い
た

 
報

は
光
の
妖
精
ア
ル
ヴ
と
な
り
最
⻑
十
分
と
定
め
ら
れ
て
い
る

行

び

空
時
間
と

高

制
限
の
解

さ
れ
る
事

そ
れ
が

さ
れ
る
の
は
妖
精
王
に

見
を
果
た
し
た
一
種

の

み 
故
に
種

的
な
協
力
は
そ
も
そ
も
成
立
し
な
い

件
な
の
で
あ
る

 
あ
た
し
も
そ
う
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
大
人
気
な
の
は
他
の
ゲ

ム
に
は
無
い
リ
ア
ル
感
の
あ
る

自
由
に

び
回
れ
る
の
が
魅
力
だ
か
ら

そ
れ
に
制
限
時
間
が
あ

た
の
に
取

払
え
る
と
い

う
の
な
ら

も
が

び
つ
く
だ
ろ
う
し
後

の
事
を

え
れ
ば
種

的
な
パ
ワ

バ
ラ
ン
ス
も

れ
に
な
る
の
だ
か
ら

ど
の
種

も
が
他
の
種

に
取
ら
せ
て
な
る
か
と

み
を

か
せ

状

に

る

ど
の
種

も
水
面
下
で
備
え
を
し
つ
つ
他
の
種

を
出
し

こ
う
と
躍

な
の
だ

 
な
の
で
種

に
帰
依
し
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
攻
略
に
協
力
的
な
プ
レ
イ

が
多
く
な
け
れ

ば
な
ら
な
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 

に

在
し
て
い
る
者
達
は

本
的
に

主
の
声
に
応
じ
る
の
で
こ
こ
に

す
る

一
種

だ
け
達
成
可
能
な
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
ク
リ
ア
を
目
指
し
て

地
を

め
る
種

主
に

い

軍
す
る
あ
る
い
は

兵
と
し
て

わ
れ
た
り
な
ど
で
種

の
強
化
に

し
む

 
そ
の

り
が

だ
か
ら
と

地
か
ら

け
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
攻
略
に
協
力
し
な
い
で
遊
ん

で
い
る
か
ら
蔑
み
の
対

に
な

て
い
る
の
だ

 
無
論
そ
れ
だ
け
で
は
無
い

 
ま
だ
出
来
た
ば
か
り
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
法
整
備
が
整

て
い
な
い
し

か
ら
ネ

ト
ゲ

ム

に
マ
ナ

の
悪
い
者
は

る
も
の
だ
か
ら
悪

な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

触
行

や
迷
惑
行

を
す

る
者
が
ど
う
し
て
も
多
く
出
て
し
ま
う

の

面
を
見
て
ボ
タ
ン
を

す
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
な

ら
シ
ス
テ
ム
コ

ド
を
書
き
換
え
る
と
か

物
の
横
取
り

け
れ
ば
個
人
情
報
を

く
と
か

だ
ろ
う
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
は
リ
ア
ル
を
再
現
し
て
い
る
か
ら

の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
よ
り
も
悪

な

行

が
出
来
て
し
ま
う

 
そ
ん
な
事
全
て
に

が
対

し
て
い
て
は
キ
リ
が
無
い
か
ら
と
存
在
し
て
い
る
の
が

種

の

主

現
実
の
法
が
意
味
を

さ
な
い
の
な
ら
仮
想
世
界
で
法
と
な
る
存
在
を
作
り
上

れ
ば
い
い
と
い
う
発
想
だ
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論

地
の
奪
い
合
い
種

間
の

争
の

と
い
う
意
味
も
あ
る
だ
ろ
う
が

行
の
悪

い
プ
レ
イ

へ
の
対

の
大
部
分
を
プ
レ
イ

で
行
う
よ
う
に
す
る
事
で
運

の
負

を
少

な
く
し
よ
う
と
い
う

い
も
あ
る
と
思
う

 
そ
ん
な
意

が
あ
る
だ
ろ
う

主
に
よ

て

行
が
悪
く
て
見
か
ね
る
と
判
断
さ
れ
た
プ
レ

イ

は
中
立

へ
と
追
い
や
ら
れ
る

た
だ
し
そ
の
場
合
自
主
的
に

地
か
ら

立

た
者

達
と
違

て
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
二

と

地
に
入
る
事
は
出
来
な
い
入
れ
ば
最
後
Ｓ
Ａ

Ｏ
で
の
オ
レ
ン
ジ
と
同
じ
く
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

ま
り

監
獄
エ
リ
ア
に

い

だ

 
ま

地

在
権

奪
は
種

の
根
幹
を

し
か
ね
な
い
大
事

く
ら
い
で
し
か
発
動
し
な

い
だ
ろ
う
し

そ
ん
な
事

に
な
る
ま
で
放

す
る
者
が

主
に

ば
れ
る

も
無
い
が

 
一
先
ず

地

在
権

奪
に
せ
よ

自
ら

地
を
出
た
に
せ
よ

中
立

に

ま
る
プ
レ
イ

は
モ
ン
ス
タ

り
か
ら
プ
レ
イ

り
の
ど
ち
ら
か
を
す
る
事
に
な
る

生

と
し

て
開
花
す
る
と
い
う
パ
タ

ン
も
あ
る
が
そ
れ
は

で

大

は
戦
闘
系
の
道
を
進
む

 
プ
レ
イ

り
を
行
う
者
は
そ
の
大

が

か
よ
り
上
に
立
ち
た
い

い
と

わ
れ
た

い
と
い
う
欲
求
を

た
す
事
に
悦
び
を
覚
え
て
い
る

中
に
は
疑
似
的
な
殺
人
達
成
感
を
得
よ
う

と
し
て
い
る
者
も
い
る
だ
ろ
う
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シ
ス
テ
ム
が
動
か
す
モ
ン
ス
タ

は
ス
テ

タ
ス
の
面
で
強

だ
が
プ
レ
イ

は
技
術
の

面
で
強

で
更
に
悔
し
さ
や
怒
り
と
い

た
感
情
も
向
け
て
来
る
か
ら
倒
す

手
と
し
て
こ

れ
以
上
の
強

は
い
な
い

倒
し
た
時
の
達
成
感
は
強

で
あ
れ
ば
あ
る

ど
一
入
だ
ろ
う

 
故
に

対
人
戦
を

む
者
も
多
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
プ
レ
イ

達
の
中

で

先
し
て
手
を

め
た
者
は

間
違
い
な
く
そ
う
い
う
欲
に
も

え
て
い
る

 
そ
れ
は
ゲ

ム
だ
か
ら
こ
そ
仕
方
な
い
事
で
あ
り
認
め
ら
れ
る
べ
き
事
で
あ
り
同
時
に

定
す
る
べ
き
で
は
な
い
欲
求
だ

現
実
で
行
え
な
い
事
に
対
す
る
代
償
行

で
あ
り
シ
ス
テ
ム

が
禁
じ
て
い
な
い
の
だ
か
ら

し
て
し
ま
お
う
と
思
え
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
デ
ス
ゲ

ム
だ
か
ら
本

に
し
て
は
な
ら
な
い
世
界
だ
が
も
し
も

の
ゲ

ム

だ

た
と
す
れ
ば

オ
レ
ン
ジ
は
も

と
多
く
な

て
い
た
に
違
い
な
い

 
で
あ
る
な
ら
キ
リ
ト

く
フ

ア
ネ
ス
を
重
要

し
て
い
る
ら
し
い
デ

レ
ク
タ

の

場

が
オ
レ
ン
ジ
達
が
使

出
来
る
圏
外
の

や

を

意
し
て
い
な
い

が
無
い

の
だ

も
し
も
無
か

た
ら

流

に
そ
れ
は
ア
ン
フ

ア
と

う
し
か
な
い

 
そ
れ
に

じ
れ
ば
圏
外

設
に
転

は
あ
る
の
だ
と
思
う

た
だ
そ
れ
が
主

か
ら

遠
く
離
れ
て
い
る
と
か

の
品

え
が
悪
い
と
か
そ
う
い
う

悪
な
要

が

か
し
ら
あ
る
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と
は
思
う
が

 
ま

こ
れ
ら
は
全
て
あ
た
し
の
推

で
し
か
な
い
か
ら
真
実
は

初
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
る

か
に

か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
の
だ
が

ん

 

を
歩
く
シ
ノ
ン
さ
ん
と

葉
少
な
く
話
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
あ
ま
り
人

り
が
少
な

い

コ
ラ
ル

方
面
へ

く
木
製
の
道
に
人
影
が
一
つ
あ
る
の
を
見
つ
け
た

 
そ
の
人
影
は
こ
の

層
に
よ
く

を
見
せ
る
釣
り
師
達
の

い
で
は
無
く
戦
闘

を
専

と
し
て
い
る
武

を

た

い
を
し
て
い
た

し
か
し
あ
た
し
達
が
知
る
戦
闘
系
の
プ
レ
イ

で
は
無
く
そ
う
い

た
者
が
こ
こ
に
来
る
な
ん
て

し
い
と
思

た
か
ら
知
ら
ず
知
ら

ず
声
を

ら
し
て
し
ま

て
い
た

 
そ
れ
で

で
歩
い
て
い
た
シ
ノ
ン
さ
ん
が
ど
う
か
し
た
か
と

線
で
問
う
て
く
る
の
で
同

じ
く

線
で
先
を
示
せ
ば

彼
女
は

得
の
表
情
を
浮
か
べ
た

け
て

根
を
寄
せ
る

一
体

に

の

で
来
て
い
る
の
か
し
ら

さ

釣
り
を
し
に
来
た

よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
し
ね

 
あ
た
し
達
の

線
の
先
で
ま
る
で

せ
ん

す
る
か
の
如
く
立
ち
は
だ
か

て
い
る
プ
レ
イ
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そ
の
プ
レ
イ

は
な
め
し

を
板
の
よ
う
に

も

り
付
け
た

色
の
チ

イ
ン
メ
イ
ル

を

い

な
上
下
の

を

て

片
手
剣

を
背
に

て
い
る
あ
た
し
達
よ
り
背
が

い
男
だ

た

ど
こ
か
不

な

気
が
あ
り

と
な
く

な
気
持
ち
に
な
る

 
特
に
目
に
付
い
た
の
は

色
で

し
い

な
髪
型
だ

た

  
闘
技
場
レ
イ
ド
戦
突
破
に
よ
り
第
七
十
五
層
迷

へ
と
進
出
を
果
た
し
て
か
ら
五
日
目

の

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
リ

ダ

で
あ
る
私
は

の
ユ
ウ
キ

サ
チ
さ
ん
と

共
に
ボ
ス
の
偵

隊
に
参
加
し
迷

二
十

に
存
在
し
て
い
る

一
の
部

の
前
へ
と

い

て
い
た

 
こ
の
場
に
い
る
の
は
攻
略
組
最
強
の
盾
と

わ
れ
て
い
る

血

騎
士

の

⻑

神
聖

剣
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
に

⻑
の
ア
ス
ナ
さ
ん
三
人
の
タ
ン
ク
や
ア
タ

カ

の
幹
部

更
に
そ
の
配
下
で
あ
る
五
人
の
盾
持
ち
剣
士
達

 
他
に

聖
⻯

合

の
リ

ダ

リ
ン
ド
さ
ん
と
配
下
六
人
の
剣
士

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解

放
軍

の
リ

ダ

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
配
下
六
人
の
剣
士

風
林
火

の
リ

ダ

ク
ラ
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イ
ン
さ
ん
と
五
人
の

間

 
無

属
の
ス
ト
レ
ア
さ
ん
エ
ギ
ル
さ
ん
キ
リ
ト
君
と
ナ
ン
ち

ん
情
報

の
ア
ル
ゴ
さ

ん 

勢
四
十
一
人
と
一

い
う
レ
イ
ド
メ
ン
バ

だ

た

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
情
報
収
集
に

す
る

の
で
四
十
人
と
一

だ
が

 
ま
た
ボ
ス
と
戦
う
事
を
前

と
し
て
集
ま

て
い
る
こ
の
レ
イ
ド
の
後
ろ
の

路
に
は

し
と
ボ
ス
の
弱
点
や
戦
い
方
レ
ベ
ル
や

備
に
よ

て
メ
ン
バ

を
出
た
り
入

た
り
し
て

い
る
約
四
十
名
の
攻
略
組
メ
ン
バ

も

る

彼
ら
は
ボ
ス
を
観

し
て
対
応
出
来
る
よ
う
に
す

る

ま
た
第
一
レ
イ
ド
で
あ
る
私
達
の
サ
ポ

ト
要

と
し
て

に

る
者
達
だ

 
こ
れ
ま
で
偵

戦
は
実

に
ボ
ス
と
戦
う
精

い
の
第
一
部
隊
十
人
情
報
収
集
を
第
一

と
し
て
必
要
で
あ
れ
ば
第
一
部
隊
の

護
を
す
る
第
二
部
隊
十
人
と
い
う
構
成
で
行
わ
れ
る
の

が

本
と
な

て
い
た

あ
ま
り
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
者
が
多
い
と
情
報
を
取
る
作
業
が

た

り
特
定
の
攻
撃
を
仕
掛
け
て
来
る
た
め
の

フ
ラ
グ
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
確
認
し

く
な
る

た
め

必
要
最

限
の
人
数
で
行
わ
れ
て
い
た
の
だ

 
と
は

え
そ
の
程

の
人
数
で
本
来
な
ら
初
見
の
ボ
ス
と

り
合
え
る

も
無
い

そ
れ
が
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可
能
な
の
も
全
て
は
キ
リ
ト
君
が
先
ん
じ
て
情
報
を
集
め
て
く
れ
て
い
る
事
に

因
し
て
い
る

 
あ
く
ま
で
偵

戦
は
精

が
攻
撃
に

れ
る
事
と
情
報

り
か
を
確
認
す
る

の
確
認
作
業

に
過
ぎ
な
か

た

 
そ
れ
が
今
回
は

常
の
二

更
に
サ
ポ

ト
の
第
二
レ
イ
ド
を

め
れ
ば

に
四

の
戦
力

の
投
入

攻
略
組
主
導
の
偵

戦
に
は

本
参
加
し
な
い
キ
リ
ト
君
は
お
ろ
か
ヒ

ス
ク
リ
フ

さ
ん
に
エ
ギ
ル
さ
ん
リ
ン
ド
さ
ん
と
大
物
プ
レ
イ

が
勢

い
し
て
い
る
の
は
異

中
の
異

だ

た

せ
こ
れ
ま
で
こ
こ
ま
で
気
合
が
入

た
偵

戦
は
無
か

た
か
ら
だ

 
リ
ン
ド
さ
ん
が
来
て
い
て

つ
面
倒
事
が

き
て
い
な
い
の
は
恐
ら
く
神

を
見
て

ら
か
の
心
境
の
変
化
が
あ

た
か
ら
だ
ろ
う

あ
の
デ

エ
ル
は
良
く
も
悪
く
も
多
く
の
プ
レ
イ

に
影

を
与
え
る
も
の
だ

た

き

と
自
身
が
今
ま
で
キ
リ
ト
君
に
し
て
き
た
事
が
果
た

し
て
正
し
か

た
の
か
と

み
た
の
だ

そ
う
思
い
た
い

 
そ
ん
な
思

に

て
い
た
私
の
意
識
を

し
た
の
は
ボ
ス
部

へ
と

く

の
前
で
立
ち

止
ま

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が
十

剣
を

め
て
い
る
十

盾
を

に
突
き
立
て
る
よ
う
に

い
た

だ

た

 
真
紅
の

を

た
男
性
は

み
を

び
た
真
剣
な
面
持
ち
と
共
に
真

色
の

を
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ぶ
私
達
へ

に
向
け
て
か
ら

を
開
い
た

君
も
理
解
し
て
い
る

り
今
回
の
偵

戦
は
第
三
ク

タ

と
い
う
事
も
あ

て

戦
が

予
想
さ
れ
る
そ
れ
こ
そ
撤
退
を
前

と
し
て
い
る
偵

戦
で
も
壊
滅
の
危
険
性
を

む
程
に

今
回

ん
だ
メ
ン
バ

は
第
一
第
二
ク

タ

を
生
き

い
た
者
故
そ
れ
を
重

承
知
し
て

い
る
だ
ろ
う

な
の
で
念
に
は
念
を
入
れ
て
も
う
一

作
戦
を
お

い
し
て
お
こ
う
と
思

う

し

な
い
が
こ
れ
に

し
て
異
論
は

け
付
け
な
い

 
少

強
引
な
物

い
で
は
あ

た
が
作
戦
を
お

い
す
る
事
は
重
要
だ
し

む
ボ
ス
が
超

で
あ
る
事
を
理
解
し
て
い
る
が
故
に

一
人
と
し
て
不

の
気
配
を
発
さ
ず
先
を

し
た

 
そ
れ
に

い
た

神
聖
剣

の
使
い
手
で
あ
る
男
性
は
一
つ

き

を
開
い
た

今
回
の
ボ
ス
に

す
る
情
報
は

黒
の
剣
士

と
ア
ル
ゴ
君
が
全
力
で

索
し
て
く
れ
た
も

の
の

死
の
一
撃
を
放
つ

大
な
が
ら

命
を

る
化
身
と
い
う
く
ら
い
し
か

分
か
ら
な
か

た

完
全
に
手
探
り
状

で
の
偵

戦
と
な
る

だ

 
な
の
で
最
大
限
の

が
敷
か
れ
て
い
る

 
フ
ロ
ア
ボ
ス
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
と
も

え
る

紅

へ
の

達
の

に

立
ち

が
る
存
在
故
に
そ
の
強
大
さ
は
攻
略
組
で
あ
る
私
達
こ
そ
よ
く
知

て
い
る

ク
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タ

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
事
が

更
強
大
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
想
に

車
を
掛
け
て
い
る
の
で
そ

の

は
今
ま
で
の
ボ
ス
戦
よ
り
も
か
な
り

し
て
い
る
と

え
た

 
加
え
て
第
七
十
四
層
で
発
覚
し
た
結

無

化
空
間
と
そ
こ
で
再
登
場
し
た
転

能
力
を
有

す
る
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
存
在

 
ボ
ス
は

本
的
に

大
な
の
で

動
力
す
な
わ
ち

性
に
欠
け
る
事
が
多
い
も
の
の
第

七
十
四
層
の
ボ
ス
二
体
は
そ
れ
ぞ
れ

い

性
を
補
う
リ

チ
と
そ
れ
を
上
回
る
転

動
を

可
能
と
し
て
い
た

そ
の
前

が
あ
り
闘
技
場
レ
イ
ド
戦
で
壊
滅
に

た
の
で
最

も
が
そ
れ
を
前

に

し
て
い
る

結

無

化
空
間
は

わ
ず
も
が
な
だ

 
こ
れ
ま
で
な
ら
ボ
ス
の
情
報
を

に
た
と
え
ば
樹
木
系
ボ
ス
な
ら
斬
撃
ゴ

レ
ム
な
ど
に

は
打
撃
属
性
武
器
と
い

た
風
に
戦
略
を
立
て
て
い
た
の
だ
が
今
回
は
そ
う
い

た
情
報
が
無

い 
そ
れ
は
キ
リ
ト
君
が

騎
突
撃
し
て
情
報
を
得
る
の
を
今
回
ば
か
り
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

止
め
た
か
ら

結

無

化
空
間
で
第
三
ク

タ

ボ
ス
を

手
に
す
る
の
は
さ
し
も
の
第

七
十
四
層
の
ボ
ス
二
体
を

独
で

手
し
た
彼
と

え
ど
も
危
険
だ
と
判
断
し
た
の
だ
万

が
一
死
な
れ
て
は
彼
を
蔑
む
者
達
は
喜
ん
で
も
攻
略
が
遠
の
く
の
だ
か
ら
決
し
て
喜
べ
る
事

で
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は
無
い

 
そ
の
代
わ
り
に
ボ
ス
の
情
報
を
得
ら
れ
る
お
使
い
系
ク
エ
ス
ト
を
キ
リ
ト
君
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

て
ク
リ
ア
し
て
く
れ
た
の
だ
が
先

ど
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

た
事
く
ら
い
し
か

分
か
ら
な
か

た

 
第
三
層

り
で
も

を
使

て
く
る
と
か
く
ら
い
し
か
分
か
ら
な
か

た
し
極

に
得

ら
れ
る
情
報
が
少
な
い
時
は
あ

た
の
だ
が
よ
り
に
よ

て
こ
の

層
で
こ
の
パ
タ

ン
か
と

も
が

を

え
て
し
ま

た
の
は

う
ま
で
も
な
い

特
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
キ
リ
ト
君

の
二
人
が
非
常
に

的
だ

た

 
故
に
情
報
が
無
い

そ
れ
を
前

に
今
回
の
作
戦
は
立
て
ら
れ
て
い
た

故
に
今
回
の
作
戦
は
生
存
を
第
一
に
立
て
て
い
る

ま
ず
最
初
は
最
も
高
い

力
を
誇
る
私

を

む
血

騎
士

の
タ
ン
ク
七
名
で
前
衛
を

け
持
つ
サ
ポ

ト
と
し
て
は
デ

ア
ベ

ル
君
と
リ
ン
ド
君
が

い
る
盾
持
ち
剣
士
の

君
だ

ス
イ

チ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

本
的
に
五

を
下
回
る
手
前
と
す
る

下
が

た
隊
は
ポ

シ

ン
を
使

あ
る
い
は
彼
の
使
い
魔
で
あ

る
フ

ザ

リ
ド
ラ
の

ヒ

ル
ブ
レ
ス

で
す
ぐ
に
回
復
し
て
く
れ

 
ボ
ス
部

は
第
七
十
四
層
と
同
様
に
結

無

化
空
間
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で

に
全
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が
結

ア
イ
テ
ム
を

全
て

点
に

い
て
リ
ズ
ベ

ト
武

や
エ
ギ
ル
さ
ん
の

で

ら
れ
て
い
る

の
も
の
よ
り
高
性
能
の
ポ

シ

ン
を
必
要
数

備
し
て
い
る

 
ち
な
み
に
持

て
来
た
結

ア
イ
テ
ム
は
転

結

一
個
と
解

結

二
個
流

に

脱

出

と
麻

解

は
道
中
必
要
な
可
能
性
が
高
い
の
で
持

て
来
た
の
だ

 
こ
れ
ば
か
り
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
反
対
す
る
ど
こ
ろ
か
推

す
る
程
で
あ
る

タ
ン
ク
が
引
き
付
け
て
い
る
間
に
ア
タ

カ

の
面

は
ボ
ス
の

面
あ
る
い
は
背
面
か

ら
攻
撃
だ

た
だ
し
第
一
層
ボ
ス
の

も
あ
る
背
面
に
回
る
場
合
は
全
方

ス
キ
ル
に

意
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
必
ず
全

に

て
か
ら
に
す
る
事

 
ま

そ
れ
は

た
り
前
な

だ
ろ
う

第
一
層
ボ
ス
で

ま
れ
た
時
点
で
ス
キ
ル
を
放

て
く
る
の
だ
な
ら
そ
れ
以
上
の
ボ
ス
が
対
応
し
て
く
る
事
は
容

に
想
定
出
来
る

し
て

然
る
べ
き
だ
し

攻
撃
前
に
声
を
掛
け
て
く
る
の
も

然
だ

 
ち
な
み
に
こ
の
声
掛
け
が
あ
る
か
ど
う
か
で
全
方

攻
撃
の
前
兆
を
見

す
か

か
が
決
ま

る
し
情
報
収
集

が
そ
の
前
兆
を
見

さ
な
い
か
も
決
ま
る
の
で
実
は
回

や

に
備
え

る
目
的
以
外
で
も
か
な
り
重
要
だ

た
り
す
る

そ
れ
か
ら

君
も
知

て
の

り
黒
の
剣
士
の
個
人
戦
力
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
上
が
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て
い
る

ま

彼
の

目
は
変
わ
ら
ず
遊
撃
剣
士
な
の
だ
が
ね

事
前
に

て
い
る

り

彼
に
は
ボ
ス
の
弱
点
の
探

ま
た
攻
撃
の
種

そ
の

道
の
デ

タ
取
り
を
情
報

の
彼
女

と
は
別
の
観
点
で
探

て
も
ら
う
事
に
な
る

更
に
タ
ン
ク
あ
る
い
は
ア
タ

カ

の
ロ

テ

シ

ン
が

れ
た
場
合

ま
た
は
我

が
予
期
し
て
お
ら
ず

応
出
来
な
い
事

に

た
場

合
彼
に
は
独
断
で
動
い
て
リ
カ
バ
リ

に
入

て
も
ら
う
の
で
そ
れ
を

め
て
理
解
し
て
お

い
て
欲
し
い

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が
真
剣
な
面
持
ち
の
ま
ま

う
が
要
は
彼
が
行
う
事
は
今
ま
で
と
そ
う

大
差
な
い
と
い
う
事
だ

偵

戦
に
参
加
し
て
一
緒
に
戦
う
事
は
今
ま
で
無
か

た
か
ら
一
応
初

め
て
で
は
あ
る
が
デ

タ
取
り
も
ボ
ス
戦
で
の
遊
撃
剣
士
も
ど
ち
ら
も
別

で
な
ら
私
達
は

経
験
し
て
い
る

今
更
同
時
に
行
う
と

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
動
揺
は
し
な
い

 
そ
も
そ
も
そ
の

の
負

は
キ
リ
ト
君
が
最
も
背
負

て
い
る
の
だ
し

そ
し
て
今
回
の
指

は

に
よ

て
ア
ス
ナ
君
に
一

す
る

彼
女
に
は
今
ま
で
の
よ
う
に

タ
ン
ク
勢
の
ス
イ

チ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ア
タ

カ

の
攻
撃
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
示
し
て
も
ら
う

事
に
な
る
の
で
眼
前
の

に
集
中
し
過
ぎ
て

き

す
事
が
無
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い

な

ど
と

更
強

し
て

わ
な
く
と
も

君
な
ら
大

だ
と
思
う
が
ね
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最
後
に
発
せ
ら
れ
た
少
し

を
浮
か
べ
て
の

葉
に

か
に
だ
が

で

り

め

け

て
い
た
空
気
が

か
に

し
た

み
過
ぎ
で
は
な
い
が
一
応
ま
だ
ボ
ス
と
戦
う

で
は
無

い
か
ら
一

ま
せ
る
意
味
を

め
て
そ
れ
を

た
の
だ
ろ
う

 
ア
ス
ナ
さ
ん
は
カ
リ
ス
マ
的
存
在
だ
か
ら
そ
の
声
を

き

す

が
無
い
だ
ろ
う
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は

外
に

化
し
た
の
だ

の
ア
ス
ナ
さ
ん
は

か
に

を

く
し
眼
を

ら
し
て
い
た

最
後
に
撤
退
に
つ
い
て
だ

 

か
に

し
た
空
気
を

す
か
の
よ
う
に
再
び
真
剣
な
面
持
ち
と
声

で
ヒ

ス
ク
リ
フ

さ
ん
が

い

私
達
も
一
気
に
空
気
を

し
て

葉
を

た

撤
退
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
こ
れ
ま
で
の
偵

戦
の
よ
う
に

が
危
険

ま
で

ち
た
者
が
五

人
を
超
え
る
ま
た
は

意

ま
で

ち
た
者
が
十
人
を
超
え
る
あ
る
い
は
そ
の
二
つ
の

件

を

た
し
て
い
な
く
と
も
私
か
黒
の
剣
士
の
ど
ち
ら
か
が
撤
退
す
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
場

合
の
三
つ

三
つ
目
の

件
は
無
理
を
し
て
も
良
い
事
が
無
い
た
め
た
と
え
継
戦
可
能
だ
と
し

て
も
撤
退
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

だ

 
撤
退

件
の
一
つ
目
は
死
者
を
抑
え
る
た
め
二
つ
目
は
ジ
リ

に
な
る
の
を
抑
え
る
た
め
に
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設
け
ら
れ
て
い
る

こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
偵

戦
や
本
番
の
ボ
ス
攻
略
戦
で
も

さ
れ
て
い
る

ル

ル
だ

か
不

か
一

も
こ
れ
ら
が

さ
れ
た
事
は
無
い
が

 
最
後
の
三
つ
目
は

な
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
か
ア
ス
ナ
さ
ん
が
判
断
し
た
場
合
な
の
だ

が
今
回
に
限

て
は
ア
ス
ナ
さ
ん
で
は
無
く
キ
リ
ト
君
の
判
断
に

き
換
え
ら
れ
て
い
た

こ

れ
も

に
承
知
の
上
な
の
で

も
不

の
声
は
上

な
い

 
今
回
は
一
切
前
情
報
が
無
い
上
で
の
偵

戦
な
の
で
指

を

る
ア
ス
ナ
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

以
上
の
プ
レ

シ

と
集
中
力
を
要
求
さ
れ
る

自
分
の
判
断
一
つ
が
戦
闘
の

勢
そ
し
て

間
の
命
を

す
る
事
に
な
る
の
だ

み
の
プ
レ

シ

で
は
無
い

 
そ
こ
に
撤
退
の
指
示
を
与
え
る
よ
う
に

わ
れ
て
い
て
は

び

に
な

た
り
攻
め
切
れ

な

た
り
す
る
可
能
性
が

め
な
い

結
果
的
に
そ
れ
で
撤
退
が

る
危
険
性
が
憂
慮
さ
れ
た

 
な
の
で
ア
ス
ナ
さ
ん
に
は
戦
闘
に

す
る
事
に
集
中
し
て
も
ら
い
撤
退
に

し
て
は
前
線
を

え
る

一
の
ダ
メ

ジ
デ

ラ

と
タ
ン
ク
の
二
人
に

え
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た

キ
リ

ト
君
は
情
報
が

無
な
状

で
の
ボ
ス
戦
の
経
験
が

だ
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
大
ギ
ル

ド
を

い
る
大
人
の

⻑
戦
闘
で
の
引
き

は
ア
ス
ナ
さ
ん
以
上
に
見
極
め
ら
れ
る

そ
れ
故

の

だ
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こ
の
撤
退
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
確
認
を
最
後
に

確
認
は
終
了
し
た

さ
て

こ
れ
で
確
認
は
終
わ

た

だ
が

君
か
ら

か

い
た
い
事

め
て
確
認
し

た
い
事
は
あ
る
か
な

 
あ
る
な
ら
今
の
内
に

て
も
ら
い
た
い

 
こ
れ
か
ら
死
地
へ
向
か
う
か
ら
こ
そ
努
め
て

静
な
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が
そ
う

た
直

後
一

の

で
一
人

ん
で
い
た
前
開
き
の
コ

ト
を

い
愛
剣
で
あ
る
二
剣
を
交
差
し
て
背

中
に

て
い
る
キ
リ
ト
君
が

い

と

一

手
を
し
た

 
そ
れ
を
見
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

線
で
発

を

し

も
が
彼
に

線
を
集
中
さ
せ
る

 
ア
ル
ゴ
さ
ん

め
た
四
十
人
も
の

線
を

け
た

黒
の
剣
士

は

し
か
し

む
事
無
く

然
と
し
た
面
持
ち
で

紅
の
騎
士

を
見
返
し

を
開
い
た

戦
闘
中
撤
退
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
そ
の

件
に
つ
い
て
は
分
か

た
け
ど
実

に
撤
退
す
る

の
殿
は

が

け
持
つ
ん
だ

 

動
力
が
高
い

攻
撃

が
広
い

あ
る
い
は
転

能

力
を
有
し
て
い
た
場
合
生

可
な
対
応
で
は
闘
技
場
の
時
の
よ
う
に
食
い
破
ら
れ
る
可
能
性
が

高
いう

む

 
そ
の
問
い
は
ま
る
で
第
一
層
ボ
ス
戦
を
前
に
し
た
あ
の
時
を
想

さ
せ
る
問
い
掛
け
だ

た
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あ
の
時
と
は

が
立
場
を
違
え
状
況
も
異
な
り
問
い
掛
け
ら
れ
て
い
る
人
物
も
変
わ

て

い
る
と

え
ど
も

そ
の
点
に
つ
い
て
疑
問
を
投

か
け
る
彼
は
変
わ

て
い
な
か

た

 
た
と
え

弾
き
に
さ
れ
よ
う
と
た
と
え

け
容
れ
ら
れ
て
い
な
か
ろ
う
と
共
に

を

べ

て
戦
う
者
達
を

じ
全
力
を

く
す
彼
だ
け
は

 
彼
の
問
い
を

け
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
や
は
り
来
た
か
あ
る
い
は
予
想

り
と

わ

ん
ば
か
り
の
表
情
で
一
つ
小
さ
く

き

声
を

ら
し
た

そ
れ
に

し
て
だ
が
君
を
頼
ら
せ
て
も
ら
お
う
と

え
て
い
る

密
に

え
ば
君
が
有
す

る

と
い
う
武
器
の
能
力
だ

君
の
そ
れ
は
強

な
イ
メ

ジ
を
必
要
と
す
る
が
自
在

に

に
浮
か
し
て
動
か
せ
る

そ
れ
で
ボ
ス
を
抑
え
つ
つ
こ
の
レ
イ
ド
で
最
高
の

力
を
誇

る
私
が
君
を
護
り
な
が
ら
後
退
す
る

つ
ま
り
君
と
私
の
二
人
が
殿
を
務
め
よ
う
と

え
て
い

る

な
る

ど

か
が
攻
撃
を

い
て
く
れ
る
な
ら

も
集
中
出
来
る
か
ら

と
か
出
来

る

も
高
い
な

分
か

た

殿
の
片

れ
は
引
き

け
よ
う

助
か
る

他
の
者
は
我

が
ボ
ス
を
抑
え
て
い
る
間
に
全
力
で
部

か
ら
出
て
欲
し
い
そ
の

後

我

も

い
て
脱
出
を

る

異
論
は
あ
る
か
ね
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静
か
に

み
を

え
な
が
ら
の
そ
の
問
い
掛
け
に

も

を
開
か
な
か

た

 
こ
こ
に
集

て
い
る
者
達
は
全

が
キ
リ
ト
君
に
対
し
て

定
的
と
い
う

で
は
無
い
が
少

な
く
と
も

黒
の
剣
士

と
し
て

ビ

タ

と
し
て

実
力
と
実
績
を

せ
持

て
い
る

プ
レ
イ

で
あ
る
と
は
理
解
し
て
い
る
面

だ

の
力
も
闘
技
場
で
見
せ
付
け
ら
れ

た
か
ら
こ
そ
目
の
前
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
が
最
も

し
て
い
る
と
理
解
し
た

 
決
し
て
最
善
で
は
無
い
が

力
に

れ
る
が
故
に
今
回
は
そ
れ
が

さ
れ
た
の
だ

 
ボ
ス
の
特
徴
が

分
か

て
い
れ
ば
エ
ギ
ル
さ
ん
や
シ

ミ

ト
さ
ん
の
よ
う
な
タ
ン
ク
も

参
加
の
意
を
示
せ
た
だ
ろ
う
が
分
か

て
い
な
い
以
上
は
そ
れ
を
前

に
作
戦
を
立
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

 
そ
れ
に
対
し
て
キ
リ
ト
君
の
突
破
力
と

力
と

持
力
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の

力

そ
し
て
二
人
の
生
存
能
力
は
攻
略
組
の
中
で
も

を

い
て
い
る
の
は
第
二
十
五
層
と
第
六
十
七

層
の
ボ
ス
戦
か
ら

知
の
事
実

判
明
し
て
い
る
事
実
だ
け
で

え
た
場
合
は
こ
の
作
戦
が
最

な
の
だ

 
エ
ギ
ル
さ
ん
達
も
強
く
は
あ
る
が
あ
の
二
人
よ
り
は
ど
う
し
て
も
不
確
定
要

が
入

て
来

る
し

突
出
し
た
能
力
が
無
い
か
ら

外
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
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そ
れ
故
の
作
戦
だ
ろ
う

 
そ
れ
に

中
で
エ
ギ
ル
さ
ん
や
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
が
第
一
層
の
時
の
よ
う
に
異
論
を

え
た

り
自
分
達
も
と
参
加
の
意
を
表
明
す
る
と
思

て
い
た
が

そ
れ
も
無
く
と
ん
と
ん

子
で
決

ま

た
と
い
う
事
は

と
す
る
と
事
前
に
裏
で
話
し
合

て
決
ま

て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い

 
そ
う
い
う
根
回
し
く
ら
い
な
ら

に
あ
の
二
人
は
し
そ
う
だ
し
実

生
存
確

は
こ
れ
が

一
番
高
い
だ
ろ
う
か
ら
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
も

を

ざ
す
他
無
か

た
だ
ろ
う

キ
リ
ト
君
の
問

い
に
対
し
て
見
せ
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
表
情
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
た

り
の
問
い
だ

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い

 
私
の
よ
う
に
第
一
層
で
の
事
を
思
い
出
し
た
可
能
性
も

め
な
い
が

反
対
意
見
も
無
い
よ
う
な
の
で
撤
退
す
る

は
そ
の
よ
う
に
す
る
と
し
て

他
に

か
あ

る
か
ね

 
他
に
確
認
す
る
べ
き
事
は
あ
る
か
と
問
わ
れ

す
る
も
の
の

え
付
く
限
り
で
は
無
か

た
の
で
無

で
私
達
は

線
を
返
し
た
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そ
れ
を

け
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
一
つ

い
た

無
い
よ
う
だ
ね

で
は
戦
う
前
の

と
な

て
い
る

葉
を

わ
せ
て
も
ら
う
と
し

よ
う

 

と
な

て
い
る
の
は

士
気
を
上

る
た
め
の
パ
フ

マ
ン
ス
の
よ
う
な
も
の

し
か
し
そ
れ
を
決
し
て

に
し
て
は
な
ら
な
い
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
至
極
真
面
目
真
剣

に
そ
れ
を

て
い
る
の
だ
か
ら

 
そ
し
て

そ
の

葉
は
私
達
も

い
て
い
る
も
の
な
の
だ
か
ら

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
君
は
キ
バ
オ
ウ
に

さ
れ
て
か
ら

し
く

に
す
る
か
ら
か
と
て
も
感

深

な
表
情
に
な

て
い
た

こ
の

の
向
こ
う
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
強

が
立
ち
は
だ
か

て
い
る
だ
ろ
う
が
我

は

こ
れ
ま
で
数

の

戦
を
勝
ち

き
生
き

い
て
来
た
剣
士
だ

そ
れ
で
も

め
る
事
も

す

事
も
あ
る
だ
ろ
う
今

に
立
つ
者
が
喪
わ
れ
る
未
来
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
を
恐
れ
る

事
は

ら

で
は
無
い

 
真
剣
な

気

を
感
じ
さ
せ
る
面
持
ち
で
語
り
始
め
た

神
聖
剣

の
使
い
手
は

し
か
し

と
一

葉
を

切

た
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我

に
は
戦
う
力
が
あ
る
そ
し
て

に
は

な
い
同

達
の
期

と
願
い
を
寄
せ
ら
れ

て
い
る
存
在
だ

そ
れ
に
応
え
る

に
も
現
実
で
我

の
生
還
を

て
い
る
者
達
の

に
も

我

は

め
切
る
事
無
く
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
だ
ろ
う
が

と
の
戦
い
の
間
だ
け
は
心
を
一
つ
に
し
て
欲
し
い

全
て
は

解
放
の
日
の

に

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
十

盾
の
裏

に

め
て
い
た
白
銀
の
剣
を

い
て
天
に
掲

て
の

め
に
呼
応
す
る
か
の
よ

う
に

に
集

た

も
が

の
武
器
を
天
に
持
ち
上

て
声
を
発
す
る

に
い
る
ユ
ウ

キ
も
サ
チ
さ
ん
も
同
じ
だ
し
私
や
ア
ス
ナ
さ
ん
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
は

然
第
二
レ
イ
ド

の
メ
ン
バ

も
大

声
を
上

る

 
演
説
を
し
て
い
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
戦
わ
な
い
ア
ル
ゴ
さ
ん
そ
し
て
キ
リ
ト
君
だ
け
は

声
を
発
し
て
い
な
か

た
が

も
そ
れ
に

す
る
事
は
無
か

た

 
最
高
に
士
気
が
高
ま

た
の
を
見
て
取

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
強
い

み
を
浮
か
べ
た

後
紅
十

が

に

り

ま
れ
た
白
銀
の
十

剣
を

手
に
紅
十

を

か
れ
た
十

盾
を

手
に

え

ボ
ス
の

へ
と
向
き
直

た

 
ボ
ス
の

は

層

に
存
在
す
る
テ

マ
を

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
レ
リ

フ
を

り

ま
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れ
て
い
る
事
が

で

そ
こ
か
ら
も
ボ
ス
の
情
報
を

少
な
が
ら

み
取
れ
は
す
る

 
だ
が
第
七
十
五
層
の
ボ
ス
の

は
第
二
十
五
層
第
五
十
層
と
同
じ
く

も

か
れ
て
い
な

か

た

迷

の

明
で
あ
る

色
の
光
に

ら
さ
れ
る

り
の

は
平

で
見
た
目
で

は
そ
の
大
き
さ
く
ら
い
し
か

容
を
感
じ
る
事
が
出
来
な
い

 
し
か
し
そ
れ
が
虚
構
で
あ
る
と
私
は
理
解
し
て
い
た

故
な
ら

を
開
け
て
す
ら
い
な
い

の
に

線
を
向
け
た
だ
け
で

せ
ざ
る
を
得
な
い

か
を
放

し
て
い
る
か
ら
だ

回
廊
の
時

点
で

に
身

い
す
る

気
を
覚
え
る
く
ら
い

異
様
な

気
が
大

か
ら
放
た
れ
て
い
て

中
に
い
る
ボ
ス
の
不

明
さ
と

て

更
不
気
味
に
思
え
て
し
ま
う

 
そ
れ
で
私
は
ぎ

と

剣
を
握
る
手
に
力
を

め
体
全
体
に
も

が

る

他
の
人
達

も
同
じ
後
ろ
に
い
る
第
二
レ
イ
ド
の
人
達
か
ら
感
じ
ら
れ
る

気
も

り

め
て
い
る
の
が

背
中
越
し
に
伝
わ

て
来
た

思
わ
ず
身

い
し
て
し
ま
う

 
そ
ん
な
中
で

ん
と

か
の
手
が

に

か
れ
た

思
わ
ず
び
く

と
一

強
く

え

て
し
ま
う

ち

い
て

姉
ち

ん

し
過
ぎ
た
ら
勝
て
る
も
の
も
勝
て
な
い
よ

 

に
手
を

い
て
来
た
の
は

子
の
妹
で
あ
る
ユ
ウ
キ
だ

た

愛
剣
で
あ
る
黒
い
片
手
剣
ル
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ナ
テ

ク
は

手
か
ら

ら
れ
て
い
て
他
の
人
達
の
よ
う
に
戦
意
を

ら
せ
あ
る
い
は

か
ら
構
え
て
は
い
な
か

た

 

も
が

し
私
も
身

い
し
て
い
た
と
い
う
の
に
ユ
ウ
キ
は
自
然
体
だ

た

は
流

に
真
剣
味
を

び
た

感
に
引
き

め
ら
れ
て
い
る
が
し
か
し
な
が
ら
向
け
て
来
る
表
情

は
私
を
安
心
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
穏
や
か
な

み
だ

た

大

姉
ち

ん
は

ボ
ク
が
護
る
か
ら

ユ
ウ
キ

 
そ
の

葉
は
あ
の
全
て
が
終
わ

て
始
ま

た
日
の
夜
恐
怖
に

え
る
私
を

し
く

き

め
な
が
ら

わ
れ
た
も
の
と
全
く
同
じ
だ

た

こ
ち
ら
を

ち

か
せ
よ
う
と
し
か
し
決

し
て
そ
れ
だ
け
の

で
は
無
い

い
覚
悟
を
感
じ
さ
せ
る

葉
が
私
の
心
を

く
り
と
解
き

解
し
て
い
く

 
そ
れ
で
理
解
し
た

私
が
身

い
し
た
の
は

し
て
い
た
か
ら
で
は
無
く
そ
の
理
由
の
大

が
恐
怖
故
だ

た
の
だ
と

正
体
が
分
か
ら
な
い
ボ
ス
を
前
に
私
は
得
も

え
ぬ
恐
怖
に

時
の
間
に
か

わ
れ
て
い
て

あ
の
日
の
よ
う
に

え
て
い
た
の
だ

 
死
ぬ
の
で
は
な
い
か

も
う
先
な
ど
無
い
の
で
は
な
い
か

と
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あ
り
が
と
う

ユ
ウ
キ

お
陰
で

ち

い
た
わ

 
そ
れ
を

に

し
て
真

先
に

ち

か
せ
て
く
れ
た
ユ
ウ
キ
に
は
全
く

わ
な
い

も

う
リ

ダ

は
彼
女
が
す
れ
ば
い
い
の
で
は
と
思
う
事
も
し
ば
し
ば
だ

サ
チ
さ
ん
を
育
て
た
手

も
然
る
も
の
な
が
ら
人
心
を
理
解
し
寄
り

う
そ
の
様
は
私
よ
り
も

か
に
人
を

い
る

魅
力
に

れ
て
い
る
と

も
う

思

た
事
か

え
へ
へ

 
そ
う
思
い
な
が
ら
感

を

べ
れ
ば

紺
の
剣
姫
は

れ

そ
う
に
し
な
が
ら

ん
だ

な
ら
良
か

た
よ

姉
ち

ん
が
死
ん
じ

た
ら

だ
か
ら
ね

そ
う
ね
私
も
ユ
ウ
キ
が
死
ん
じ

た
ら

ね

だ
か
ら
あ
な
た
が
私
を
護

て

く
れ
る
代
わ
り
に

私
も
あ
な
た
を
護
る
わ

 
目
の
前
で
蒼
い
欠
片
と
な

て

る
様
を
思
い
浮
か
べ
本
気
で

だ
と
思

た
私
が
そ
う
返

せ
ば

こ
の
返
し
は
予
想
し
て
い
な
か

た
の
か
ユ
ウ
キ
は
キ

ト
ン
と

け
た

を
晒
し
た

 
し
か
し
そ
れ
も
一

の
事
で

す
ぐ
に
彼
女
は

し
そ
う
に

み
を
浮
か
べ
る

え

と

私
は

 
そ
う
し
て
い
る
と

で
槍
を

え
て
い
た
サ
チ
さ
ん
が
ト
ン
ト
ン
と

を
突
い
て
そ
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う

て
き
た

彼
女
は
浮
か
べ
て
い
る
苦

に
不

を

ん
で
私
達
を
見
て
い
た

 
彼
女
も
後
か
ら
入

た
と
は

え
れ

き
と
し
た

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
一

だ

そ
れ
を

時
も
意
識
し
て
い
た
か
ら
こ
そ

間
外
れ
に
さ
れ
た
よ
う
で

ね
て
い
る
ら
し

い
サ
チ
が
死
ん
じ

た
ら

な
の
は
変
わ
ら
な
い
か
ら

論
ボ
ク
と
姉
ち

ん
で
サ
チ
を

護
る
よ

 
だ
か
ら
サ
チ
は
姉
ち

ん
を
ボ
ク
と
一
緒
に
護

て

そ
し
て

ボ
ク
を
姉
ち

ん
と
一
緒
に
護

て
ね

か
取

て
付
け
た
よ
う
に
感
じ
ち

う

あ
あ

ご
め
ん

て

忘
れ
て
た

じ

な
い
か
ら
許
し
て

別
に
怒

て
る

じ

無
い
か
ら
い
い
よ

 

ね
た
風
に

て
い
た
サ
チ
さ
ん
は

ユ
ウ
キ
が

る
と
す
ぐ
に

ん
で
そ
う

た

そ
れ
で
ユ
ウ
キ
は
一
件

と
ば
か
り
に

み
を
浮
か
べ
サ
チ
さ
ん
も
私
も
心
が

く
な

て

ん
だ

 
こ
れ
か
ら
ボ
ス
戦
に

む
と
い
う
の
に
と
て
も
平
和
な
や
り
取
り
だ

た

 
そ
れ
も

時
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
の
や
り
取
り
な
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
か
ら
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私
達
は
こ
の
会
話
を
中
断
し
な
か

た
し
他
の
人
達
も

か
い
目
で
見
て
き
つ
つ
も
止
め
は
し

な
か

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
会
話
が
終
わ

た
と
見

ら

て
か
ら

線
を
私
達
か
ら
外
し
て
目

の
前
に

え
立
つ
大

へ
と
向
け
た

 
偵

戦
な
の
に
ま
る
で
こ
れ
が
本
番
で
あ
る
か
の
よ
う
な
気

を
放

て
い
る
ヒ

ス
ク
リ

フ
さ
ん
が
剣
を
持

た
ま
ま

の

を

に

て
て

し
開
け
る

ゴ
ゴ
ゴ

と
重
苦
し
い

重

を

か
せ
な
が
ら

は
部

の
中
へ
向
か

て
開
き
暗
い
空
間
へ
の
入
り

を
ガ
パ
リ

と
開
け
た

 
部

の
外
か
ら
中
を
見
た
も
の
の
暗
闇
し
か
見
え
な
く
て
そ
れ
は
ま
る
で
地
獄
へ
と

く

と
道
程
を
思
わ
せ
た

進
軍
開
始

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
指

を

る
事
に
な

て
い
る
ア
ス
ナ
さ
ん
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
か
ら

線
で
指
示
を

け

た
後
す
ぐ
に
彼
女
は

を
出
し
た

そ
れ
に
応
じ
て
声
を

り
上

な
が
ら
第
一
レ
イ
ド
の

も
が
一

に

け
出
し

ボ
ス
が

つ
で
あ
ろ
う
部

へ
と

み
入

た
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回
廊
か
ら
入

た
部

の
内
部
は
ま
る
で

体
の
中
に
い
る
か
の
よ
う
な

り
に
な

て
い

た
私
達
の
足
場
は

か
ら
突
き
出
た
地
面
だ

た
の
で
あ
る

の
上

を

で

い
だ

よ
う
な
形
と

え
ば
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
か

 
足
場
は

に

五
十
メ

ト
ル
と
広
大
で
天

も
こ
れ
ま
で
の
ボ
ス
部

と
違

て

高
い
恐
ら
く
三
十
メ

ト
ル
以
上
は
あ
る
だ
ろ
う
暗
い
せ
い
で
天

に
あ
た
る

の

が
見

え
な
い
く
ら
い
だ

ま

こ
れ
は
明
る
い
場

か
ら
一
気
に
光
源
が
無
い
と
こ
ろ
へ

動
し
た

か
ら
だ
ろ
う
が

 

の

層
へ

く
だ
ろ
う

は
私
達
が
入

て
来
た
方
と
は
反
対

の

に
あ

た
が
高

い

に
あ

て

届
く
よ
う
な
場

に
は
無
い

恐
ら
く
ボ
ス
を
倒
せ
ば

が
出
現
す
る

の
だ
ろ
う
と
予
想
出
来
た

 
真

を

く
形
状
の
大
地
に
ど
こ
で
ボ
ス
と

対
し
て
も

間
を
斬
る
事
が
無
い
よ
う
タ
ン

ク
か
ら
離
れ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
出
来
る
だ
け

ら
ば

た
私
達
は
暗
闇
の
ど
こ
か
ら
ボ

ス
が
出
て
来
る
か
分
か
ら
ず

で
動
き
を
止
め
た

に

い
く
ら
い
の
静

が
部

に

ち

る 
そ
の
時
重
苦
し
い

が
部

に

き
始
め
た

も
し
や
ボ
ス
が
出
現
す
る
合

か
と
思

て
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身
構
え

 
お

お
イ

 
ボ
ス
部

の

が
勝
手
に

じ
始
め
て
る

 

な

 
そ
の

の
正
体
は
部

の
外
で
ボ
ス
の
情
報
を
得
る

に

機
し
て
い
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
の

び
で
判
明
し
た

 

の
声
を

ら
し
な
が
ら
慌
て
て
振
り
返
れ
ば

と
開
け
れ
ば
人

的
に

さ
な
け
れ
ば

本
的
に

第
四
層
の

水
な
ど

外
で
な
け
れ
ば

じ
な
い

が
独
り
で
に

ま
ろ

う
と
動
い
て
い
る
の
が
見
え
た

し
か
も
そ
の
ス
ピ

ド
開
け
た
時
の
二

以
上
は
速
か

た

 

し
て
い
る
者
が

な
い
の
は
一
目
で
分
か

た

速
ク

 
速
く
帰

て
来
イ

 
そ
う

ぶ
ア
ル
ゴ
さ
ん
の

が
私
達
に
焦

を
生
み
出
し
私
達
は
全
力
を
以
て
大
慌
て
で

へ
と

け

た
も
の
の
部

中
に

ら
ば

て
い
た
私
達
が
潜
り
直
す
よ
り
も
前
に

は

じ
て
し
ま
う

あ
の
速
さ
で
は
予
想
出
来
た
事
だ

た
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し
か
し

に

き
た
事
が
私
達
を

惑
の
極
み
へ
と

れ
た

 
ボ
ス
部

の

が
勝
手
に

じ
た
事
は
実
は
以
前
一
回
だ
け
あ

た

第
四
層
の
ボ
ス
を

手

に
す
る

手
が
水

系
モ
ン
ス
タ

た
め
か

を

ら
か

ら
し
た
と
こ
ろ
で

が

じ

水
が

ま
り
始
め
た
の
だ

重

を

備
し
て
い
る
タ
ン
ク
な
ど
は
そ
れ
で
水
に
浮
か
ぶ

も

無
く

み

け
て
い
れ
ば

し
パ
ラ
メ

タ
で
あ
ろ
う

ゲ

ジ
が

少
し
終
い
に
は

が

少
し
始
め
て
し
ま
う

 
あ
の
時

攻
略
組
を
助
け
た
の
は
二
つ
の
要

 
一
つ
は
浮
き
輪
の
存
在
だ

た

果
物
の
如
く
木
に
生

て
い
た
ア
イ
テ
ム
が
浮
き
輪
の
代
わ

り
に
な
る
も
の
で
そ
れ
を
使
え
ば
重
い

備
を
し
て
い
よ
う
と
浮
く
事
が
出
来
た

そ
れ
が
ま

さ
か
ボ
ス
戦
で
必
要
に
な
る
と
は
思

て
い
な
く
て

も
持

て
い
な
か

た
の
だ
が
欲

て
大

に
持

て
い
た
と
あ
る
プ
レ
イ

が
放
出
し
た
事
で

と
か
水
死
を

れ
た

 
と
は

え
そ
の
ま
ま
で
は
ま
と
も
に
戦
え
な
い
ま
し
て
や

手
は
水

系
水
の
中
は
テ
リ

ト
リ

な
の
だ
か
ら
一
方
的
に

さ
れ
る
の
は
明
白
だ

た

 
そ
こ
で

き
た
の
が
二
つ
目

そ
れ
こ
そ
が
水
を

き
止
め
て
い
た
ボ
ス
部

の
入
り

を
開

け
た
者
が

た
事
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じ
て
水
が

ま
る
な
ら
開
け
れ
ば

然
放
出
さ
れ

は

れ
る
も
の
の
ま
た
戦
え
る
状

に
な
る

無
論
中
に
入
れ
ば
ま
た

ま

て
水
が

ま
り
始
め
る
が
す
ぐ
に
ま
た
開
け
て
も
ら

え
ば

あ
と
は
持

戦
だ

た

 
そ
の

目
を

て
い
た
の
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
だ

以

ま
た
同
じ
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
危
惧
し
た
攻
略
組
は
偵

戦
と
本
番
の
攻
略
戦
に
は
必
ず
彼
女
を
部

の
外
で

機
さ
せ
て

き
た

観

し
て
い
れ
ば
気
付
か
な
か

た
事
に
も
気
付
く
か
も
と
い
う

え
も
あ

て
の
事

だ 
今
回
も
そ
の

だ
ろ
う
し

ま
た
開
け
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た
の
だ

 
し
か
し

無
情
に
も

じ
た

は
直
後
す

と

を
消
し
た

 
こ
れ
に
は

も
が
絶

し
た

前
進
し
過
ぎ
て
い
た
数
人
の
プ
レ
イ

が

が

じ
た
の

を
見
て
も
そ
れ
で
も

け
る
の
を
止
め
な
か

た
の
に

が
消
え
た
の
を
見
て

然
と
し
な
が

ら
足
を
止
め
て
し
ま
う
程
に

そ
れ
は

的
だ

た

て

転

グ
ラ
ン
ザ
ム

 

に

か
が
転

結

で
転

を

み
た
声
が

く
も

虚
し
く
声
が
木
霊
す
る
だ
け
で

結

が

け
る
事
は
無
か

た

や
は
り
結

無

化
空
間
だ

た
の
だ
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だ
ろ

転

は
お
ろ
か

物
理
的
に
も
撤
退
出
来
ね

て

か
よ

そ
ん
な

結

無

化
空
間
は
百
歩

て
い
い
が
そ
の
上
で

が
消
え
る

て
そ
ん

な
の
ア
リ
な
の
か

 

然
と
し
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
声
が

き

攻
略
組
が
動
揺
し
始
め
る

ち

き
た
ま
え

 
動
揺
が
伝

し
か
つ
て
始
ま
り
の

の
転

広
場
で

こ

た

の
地
獄
が

再
現
さ
れ
る

前

血

騎
士

⻑
の

し
い
声
が

き

ピ
タ
リ
と
恐
慌
へ
突
き
進
む

危
険
な

気
が
止
ま

た

 
そ
れ
か
ら

も
が

線
を
紅
の

に

む
男
性
へ
向
け
る

確
か
に
撤
退
が
不
可
能
に
な

た
の
は
予
想
だ
に
し
て
い
な
か

た
が
だ
か
ら
こ
そ
今
こ

こ
で

惑
の
極
み
に
至
る
の
は
危
険
だ

こ
こ
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
が
守
護
す
る
部

生
き
残
り
た

け
れ
ば
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
す
が

⻑

 

し
い
表
情
だ
が

静
に

う
男
性
に

手

を
手
に
し
て
い
た
も
じ

も
じ

な
髪
と

を
持
つ
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
が
焦
り
と
共
に
反

し
よ
う
と
し
た

も
が
同
じ
で
こ
れ
で

静
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に
な
る
の
は
無
理
だ
と
思

て
い
る
の
が
あ
り
あ
り
と
分
か

た

 
し
か
し

男
性
は
そ
ん
な
私
達
を
見
て
も

揺
ら
ぎ
は
し
な
か

た

で
す
が
も

も
無
い
の
だ

も
う
退
け
な
く
な

て
し
ま

た
以
上
我

が
生
き
る
に
は
前

に
進
む
し
か
な
い

か
ら
生
き
て
出
る
に
は
第
三
ク

タ

の
ボ
ス
を

す
し
か
道
は
残

さ
れ
て
い
な
い

そ
う
だ
な

そ
れ
に

達
は
今
ま
で
た
だ
の
一

も
撤
退
を
し
た
事
が
無
い

そ
れ
は

論
情
報
が
あ

た
か
ら
だ
が
そ
れ
で
も
必
死
に
戦
え
ば
撤
退
無
し
で
も
い
け
る

だ

い
こ

こ
に
は
ボ
ス
攻
略
の
主
要
メ
ン
バ

が
勢

い
し
て
る
か
ら
今
ま
で
の
偵

戦
に

べ
れ
ば

か

に
マ
シ
な
ん
だ

や

て
や
ろ
う

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
極
め
て
現
実
的
な
意
見
に

い
て
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が

転
直
下
の

如
く
一
気
に
下

し
た
士
気
を
上

る
か
の
よ
う
に
あ
る
い
は
自
ら
を

舞
す
る
か
の
よ
う
に

努
め
て
明
る
い
声
掛
け
を
行

た

そ
う
だ
ね
今
ま
で

回
も
ボ
ス
と
対
峙
し
て
勝

て
来
た
ん
だ
や

て
や
れ
な
い
事
じ

な
い
よ

 
こ
こ
で
勝

て

明
日
の
新

に
載

ち

お
う

 

け
て
絶
対
無

の
剣
空
前
絶
後
の
剣
と

さ
れ
絶
剣
と
い
う
異
名
を
付
け
ら
れ
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て
い
る
ユ
ウ
キ
が
明
る
く

た

 
攻
略
組
の
中
で
も
突
出
し
た
能
力
を
持

て
い
る
か
ら
こ
そ
異
名
を
与
え
ら
れ
た
者
の
一
人
で

あ
る
ユ
ウ
キ
は
自
分
が
与
え
る
影

力
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
少
し

化
し
な
が

ら
も
そ
う

た
の
だ

士
気
を
上

る

な
ら
多
少

を
見
て
も
い
い
や
れ
る
事
は
や
る

主
義
な
の
が
彼
女
な
の
だ
か
ら

確
か
に

今
ま
で
撤
退
は
無
か

た
ん
だ
か
ら

不
可
能

て

じ

な
い
よ
な

ま
だ
ボ
ス
が

か
分
か

て
な
い
け
ど
一
応
ゲ

ム
な
ん
だ
か
ら
倒
せ
な
い
事
は
無
い

だ

し

は
や
る
ぞ

ど
う
せ
戦
う
し
か
道
が
無
い
な
ら
う
じ
う
じ
し
て
も
始
ま
ら
な
い
か
ら
な

そ
う
だ
な

限
界
ま
で
や

て
や
る

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 

第
に
絶
望
に
直
面
し
た
直
後
の
意
気
消

し
た
様
か
ら
回
復
し
む
し
ろ
こ
こ
へ

り

む

よ
り
も
士
気
が
上
が

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
る
程
ま
で
復
帰
し
た
事
で
一
先
ず
ボ
ス
に
対
面

し
て
も
い
き
な
り

解
す
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
と
安
心
出
来
た

 
一

は

解

前
ま
で

惑
し
た
レ
イ
ド
は
す
ぐ
さ
ま

パ

テ

リ

ダ

を
中
心
に
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ま
り
主
力
の
タ
ン
ク
部
隊
で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
部
隊
サ
ポ

ト
と
な
る
デ

ア

ベ
ル
さ
ん
と
リ
ン
ド
さ
ん
の
部
隊
を
中

に

え
て
前
進

私
や
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
の
よ
う
な
ダ

メ

ジ
デ

ラ

は
タ
ン
ク
隊
の

に

状
の

の
外

に

う
形
で
展
開
し
て
い
た

だ

 
一
騒
動
あ

た
の
も

め
れ
ば
ボ
ス
部

に
進
入
し
て
か
ら

に
二
分
は
経
過
し
て
い
る

中
で
士
気
回
復
の

に
大
声
ま
で
上

た
の
だ

 
だ
と

う
の
に
出
現
す
る
気
配
も
無
く

暗
い
闇
に

わ
れ
た
部

は
不
気
味
な
静
け
さ
を

保

て
い
た

を
打
つ
の
は

が
立
て
る
足

や
金
属
的
な

鳴
り
や

が

れ
る

他
に
も

い
た

か
が

れ
る

や

が
は
た
め
く

く
ら
い
な
も
の

 
そ
こ
で
四
十
人
の
プ
レ
イ

が
立
て
る

似
し
た

の
中
で
一
つ
だ
け
異

を

き
取

た

い
た

か
が

れ
る

そ
の

か
は
分
か
ら
な
い
が

少
な
く
と
も
レ
イ
ド
メ
ン

バ

の
中
に

木
製
の
武

を

備
し
て
い
る
者
は
一
人
と
し
て
い
な
い

 
そ
れ
以
前
に

そ
の
発
信
源
は

間
が
展
開
す
る
前
後

で
は
無
く

上
だ

た

さ
ん

上
で
す
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発
信
源
で
あ
る
上
す
な
わ
ち
天

を
見
上

た
私
は
一

で
リ
ア
ル
だ

た
ら
全
身
の

を

立
た
せ
身

い
す
る
程
の
恐
怖
に
打
ち
の
め
さ
れ
な
が
ら
も
声
を

り
上

た

そ
れ

が

を

し

の
暗
闇
に

線
を
向
け
て
い
た
全

が
上
を
向
き
そ
し
て
三

然
と

ま

た

 
ボ
ス
は
最
初
か
ら

た

天

に

り
付
く
形
で
私
達
を

し
て
い
た

 
し
か
し
そ
れ
だ
け
で

然
と
は
し
な
い

私
達
は
歴
戦
の
剣
士
流

に

が
消
え
た
の
に
は

保
険
の
喪
失
で
あ
る
た
め
恐
慌
を
来
し
掛
け
た
も
の
の

が
現
れ
る
状
況
が

と
違

た
か

ら
と

て
そ
れ
で
足
を
止
め
は
し
な
い

 

然
と
し
た
の
は

こ
れ
ま
で
の
ボ
ス
に
は
な
い

の

だ

た
か
ら
だ

 
ボ
ス
の

は

一

で

え
ば

骨
百
足

 

骨
に
あ
る
四
つ
の
眼

に
は
昏
く

い
光
が

り

下

は
四

分
に

れ
て
動
い
て
い

た
人
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い

が
き
め

か
く
配
列
さ
れ
て
い
て

ま
れ
れ
ば
最
後

に

さ
れ
そ
う
な
程
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
る

そ
の

骨
の
高
さ
だ
け
で
四
メ

ト
ル
は
あ
り
そ
う
だ

 

け
て

体
部
分
に
あ
た
る
あ
ば
ら
骨
は
メ
キ

メ
キ

と
お
ぞ
ま
し
い

を
立
て
な
が
ら

の

の
如
く
動
い
て
い
た

に
あ
た
る
部
分
は

に
一
本
ず
つ
あ

た
が
前

か
ら
先
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は
手
で
は
無
く

大
な
白
い
大

に
な

て
い
た
そ
の

に
五
メ

ト
ル
は
あ
る
だ
ろ
う
刃

り
に
は
不
安
と
恐
怖
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い

 

体
よ
り
下
は
正
に
百
足
を
思
わ
せ
る

容
な

の
骨
が
立
体
的
に
な

て
く

付
い
た

よ
う
な
骨
か
ら

に

び
出
た
無
数
の

は
先
が

く

て
い
て
そ
れ
を
突
き

す
事

で
し

か
り
天

に

り
付
い
て
い
る
よ
う
だ

た

そ
の

一
本
で
も
大
の
大
人
よ
り
大
き
い

の
は
遠
目
で
も
分
か

た

 
そ
し
て

に

た
る
部
分
に
も

び
れ
の
よ
う
に
一
本
の
反
り
の

い
大

が
あ

た

グ
シ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
自
ら
の

城
に

入
し
た
者
達
を

す
る
よ
う
に
あ
る
い
は

と
な
る
存
在
の
来

を
悦

ぶ
よ
う
に
全
⻑
お
よ
そ
三
十
メ

ト
ル
以
上
は
あ
る
だ
ろ
う
ボ
ス
は
大

を
開
け
て
一
つ

を
上

た

 
そ
れ
が
ボ
ス
有

化
の
フ
ラ
グ
だ

た
の
か
ボ
ス
の

骨
の
横
に
白
い
フ

ン
ト
の
ロ

マ

で
名
前
が

更
に
は

バ

が
一
息
に
出
現
す
る

 

バ

の
本
数
は
五
本

こ
れ
は
闘
技
場

個
人
戦

の
異
常
さ
か
ら
予
想
し
て
い
た
事
な

の
で
動
揺
は
無
い

第
七
十
四
層
ボ
ス
が
四
本
だ

た
の
で
来
る
だ
ろ
う
と
は
前

か
ら
予
想
さ
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れ
て
い
た
事
だ

 
そ
し
て
名
前
は

オ
リ
ジ
ン

リ

パ

 

怖
と
共
に
ユ
ウ
キ
と
私
が
名
前
を

に
し
た

を

け
て
か

も
動
か
な
か

た
の

で
決
し
て
大
き
く
な
か

た
声
も
し

か
り
部

中
に

い
た

 

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
Ｒ
ｅ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ

 
直

す
れ
ば
根
源
の

り
手
と
な
る
が

Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
と
い
う
名
称
と
対
面
し
た

私
は
こ
れ
を
別
の
意
味
に

え
た

 
闘
技
場
で
二

対
峙
し
た
キ
リ
ト
君
の
過
去
ら
し
い

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
ｓ
ｅ
ｉ

ｅ

ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ
ｔ

は

キ
リ
ト
君
を

し
た
虚
構
の
存
在

だ
そ
れ
を
前

に

え
れ
ば
プ
レ
イ

で
あ
る
私
達
を
本
物
と

え
ら
れ
る

少
な
く
と
も

シ
ス
テ
ム
が
動
か
す
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

べ
れ
ば

か
に
本
物
足
り
得
る
だ
ろ
う

 
故
に
こ
の
存
在
は
私
達
の
命
を

り
取
る
者
と
も

え
る
の
で
は
な
い
か
と

え
て
し
ま

た
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グ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
う

え
て
い
る
間
に

バ

が
出
現
し
た
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

は
天

に
突
き

し
て

い
た
無
数
の

を
離
し
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
た
重
力
に

て
真
下
に
い
る
私
達
へ
襲
い
掛
か

ら
ん
と
ば
か
り
に

下
を
開
始
し
た

退

 
後
退
し
て
く
だ
さ
い

 
そ
れ
を
見
た
ア
ス
ナ
さ
ん
は
流

の
判
断
力
で
す
ぐ
さ
ま
指
示
を
出
し
た

 
そ
の
指
示
で

く

然
に

ま

て
い
た
多
く
の
プ
レ
イ

が
思

を
回
復
さ
せ
大

ぎ

で
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を
中
心
と
す
る
タ
ン
ク
よ
り
後
ろ
に
退

す
る

あ

あ
あ

 
し
か
し

あ
ま
り
の
ボ
ス
の

容
に
恐
怖
を
覚
え
た
せ
い
で
ア
ス
ナ
さ
ん
の
指
示
を

き

し
あ
る
い
は
体
が

う
事
を

か
ず

下
を

け
る
ボ
ス
に

線
を
向
け
た
ま
ま
ガ
タ
ガ
タ
と

え
る
者
も
二
人
い
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

と

聖
⻯

合

の
盾
持
ち
の
片
手
剣

使
い
だ

 
こ
の
世
界
の
ア
バ
タ

は
実

の
肉
体
を
動
か
す
よ
り
も
動
か
す
事
は
存
外

し
い
精
神
状
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が
乱
れ
て
い
れ
ば

更
に

感
情
を

せ
ず
オ

バ

に
表
現
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
は
す

な
わ
ち
恐
怖
に
身
を

め
る
事
も
オ

バ

に
し
か
し
な
が
ら

実
に
再
現
し
て
し
ま
う
事
も

意
味
し
て
い
る
の
だ

 
だ
か
ら
恐
怖
に
身
を

め
て
し
ま
う
事
は
そ
う
お
か
し
い
事
で
も
無
か

た

を
や

て
る
ん
だ

 
速
く
下
が
れ

こ

ち
だ

は

は

 
状
況
が
状
況
な
だ
け
に
後
退
が

れ
て
い
る
二
人
が

属
す
る
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

デ

ア

ベ
ル
さ
ん
と
リ
ン
ド
さ
ん
が
大
慌
て
で
声
を
掛
け
る

流

に
ギ
ル
ド
リ

ダ

と
も
な
れ
ば

き

す
事
は
お
ろ
か
体
が
勝
手
に
動
く
の
か
恐
怖
で

律
が
回

て
い
な
い
な
が
ら
二
人
組
は

く
こ
ち
ら
に
振
り
返
り

大
慌
て
で

け
始
め
た

 

け
始
め
た
が

あ
ま
り
の
恐
怖
で
と
に
か
く
た
だ

る
事
を

え
て
い
る
せ
い
か

だ

た
り
こ
け
そ
う
に
な

て
い
た
り
と
無

の
多
い

り
方
に
な

て
い
て

に
こ
ち
ら
へ

て
来
れ
な
い
で
い
た

 
そ
し
て
と
う
と
う
全
⻑
約
三
十
メ

ト
ル
以
上
は
あ
る

骨
百
足
こ
と
オ
リ
ジ
ン
リ

パ
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が

ズ
シ
ン

 
と
重
苦
し
い

き
を
立
て
て
し

か
り
無
数
の
足
を

に

け
て
大
地
に

地
す
る

 
同
時
そ
の
衝
撃
波
を

す
か
の
よ
う
に
ボ
ス
を
中
心
に

い
光
が

を

き
な
が
ら
放

状

に
放
た
れ
始
め
た

お
わ

 
ボ
ス
が

地
し
た
地
点
は
二
人
が
恐
怖
に

え
て
い
た
場

で
そ
こ
か
ら

に
離
れ
ら
れ
て

い
な
か

た
か
ら
か

地
の

波
の
振
動
に
足
を
取
ら
れ
て
し
ま

た

そ
れ
は
大
き
過
ぎ
る

隙

そ
れ
を
ボ
ス
が

す

も
無
い

命
的
な
隙
だ

た

 
そ
れ
を
見
た

間
タ
ン
ク
の
近
く
に
退

し
て
い
た
キ
リ
ト
君
が

く
息
を

い
す
ぐ
さ

ま
二
剣
を

え
て
い
た
彼
は
地
を

て

し
た

グ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
振
動
に
足
を
取
ら
れ
て
こ
け
た
眼
前
の

を

り
取
る
べ
く
ど
こ
か
悦
ん
で
い
る

の
あ

る

を

か
せ
な
が
ら
ボ
ス
は

の
大

を
振
り
か
ぶ

た

こ
け
て

に
倒
れ

ん
だ
二
人
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組
は
振
り
返
り

を
つ
い
た
形
で
自
ら
に
大

が
振
る
わ
れ
る
光

を

し
て
い
る
の
か

手
を
翳
し

眼
を

て

い
た

 
数

後

振
り
か
ぶ
ら
れ
た

の
白
い
大

が

二
人
を
斬
り
裂
か
ん
と
逆

に
振
る
わ

れ

せ
ろ

 
し
か
し
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
二
人
が

り

む
場

に
地
を
這
う
よ
う
に

し
て
い
た
キ

リ
ト
君
が

り

き

重
ね
た
二
剣
を
全
力
で
時

回
り
に

ぎ
に
振
る

た

オ
リ
ジ
ン

リ

パ

の
大

と
キ
リ
ト
君
の
愛
剣
で
あ
る
二
剣
が
衝
突
し

大
に
火
花
を

ら
し
止
ま

る 
ボ
ス
の
大
振
り
の
一
撃
を
止
め
た
の
だ

ギ
シ

ア

 

物
を

り
取
る
一
撃
を
止
め
ら
れ
た
事
が
不

だ

た
の
か
あ
る
い
は
目
の
前
に
現
れ
た

更
に
弱
そ
う
な

物
を

り
取
る
と
決
め
た
の
か
ボ
ス
は
残
る

の
大

を
振
り
か
ぶ
り
す

ぐ
さ
ま

ぎ
の

道
で
振
る

た

く

そ
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そ
の
攻
撃

に
は
未
だ
へ
た
り

ん
で
動
か
な
い
二
人
組
も
入

て
い
て
キ
リ
ト
君
は
そ

の
一
撃
を
し

が
ん
で

け
る
事
が
出
来
ず
二
人
を
護
る

に
は

け
る
し
か
方
法
が
無
か

た 
故
に
彼
は

の

を

さ
え
る
剣
を
エ
リ

シ
デ

タ
一
本
に
し
自
身
の

か
ら

る
大

に
は
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
向
け
た

さ
え
て
い
た

剣
を
力
の
限
り

に

ぐ
と
振
る

わ
れ
た

の
大

に
衝
突
す
る

 
し
か
し
や
は
り
二
剣
を
重
ね
更
に
は
全
力

し
た
勢
い
が
そ
れ
に
は
無
い
せ
い
で
勢
い

は
弱
め
ら
れ
て
も
止
め
る
事
は
出
来
て
い
な
か

た

そ
れ
ど
こ
ろ
か
エ
リ

シ
デ

タ
で

さ

え
て
い
る

の
大

ま
で
も
が
動
き
始
め
る
始

 

重
に
も
掛
か

て
い
る
大
リ
ジ

ネ
を
以
て
し
て
も
補
え
な
い

り
ダ
メ

ジ
が
彼
の

バ

を

か
ら

に

て
い
く

ま
る
で

に
彼
を

し
て
い
る
か
の
如
く

 
自
然

彼
は

か
ら
大

が

る
と
い
う
地
獄
に
立
た
さ
れ
る
事
に
な

て
い
た

ア
タ

カ

大

を
弾
い
て
彼
を
助
け
出
し
て
く
だ
さ
い

 
手
が
空
い
て
る
者
は
二
人

を
運
ん
で

 

く

お

お
お
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彼
が
助
け
に
入

て
か
ら
五

と
経
た
な
い
間
で
の
出
来
事
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
い
ち

く
復
帰
し
た
ア
ス
ナ
さ
ん
が
慌
て
て
指
示
を
下
し
た

そ
れ
は
キ
リ
ト
君
を
助
け
る
と
い
う
も

の
で

そ
れ
に

や
は
無
く
全

が
声
を
返
し
て
動
き
出
す

 
ア
ス
ナ
さ
ん
を

け
ば
攻
略
組
で
も

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
戦
力
外
な
の
で

最
速
の
私
と

片
手
剣
使
い
な
が
ら

ま
じ
い
速
さ
を
誇
る
ユ
ウ
キ
と
で

に
へ
た
り

ん
で
目
の
前
の
地
獄

を
た
だ

め
て
い
る
二
人
組
の

を
引

ん
で
後
退

き
と
引
き

ら
れ
る
事
に
声
を
上

て
い
る
が
ど
ち
ら
も
無

だ

 
入
れ

わ
り
に
ア
タ

カ

と
分
か
る
重

武
器
を
持
つ
プ
レ
イ

が
前
進
し
た

せ
や

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

お
ら
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
万
力
に

ま
れ
る
か
の
よ
う
に

に
刃
を

し
返
さ
れ
大

が

る
地
獄
を
味
わ

て
い
る

彼
を
助
け
出
す

に
真

先
に
動
い
た
の
は

ス
ト
レ
ア
さ
ん
と
エ
ギ
ル
さ
ん
だ

た

 
ス
ト
レ
ア
さ
ん
の

掛
け
に
斬
り
裂
く

発
突
進
技
の
上

ド
ス
キ
ル

ア
バ
ラ
ン

シ

が

剣
で

さ
え
て
い
る
大

を
エ
ギ
ル
さ
ん
の
時

回
り
に

手

を
振
る
う
ス

タ
ン
特
性
も
あ
る
全
方

攻
撃
の

ド
ス
キ
ル
ワ

ル
・
ウ

ン
ド
が

黒
剣
で

さ
え
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て
い
る
大

を
弾
き

キ
リ
ト
君
を
解
放
し
た

 
大

を
そ
れ
ぞ
れ
外

に
弾
か
れ
た
ボ
ス
は

け
反
り

か
に

ド
ス
キ
ル
の

波
で
後

退
す
る

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
こ
に
サ
チ
さ
ん
の
裂

の
声
と
共
に
真
紅
の

き
の

を
引
い
て

す
る
槍
が
オ
リ

ジ
ン
リ

パ

の

骨

人
体
で

う
と
こ
ろ
の

間
へ
と
真

直
ぐ
突
き
立

た

グ
ジ

ア
ア
ア
ア
ア

 
槍
が
直
撃
す
る
と
共
に
発
生
す
る

と

ま
じ
い
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
に

れ
後
退
し
た

ば
か
り
の
ボ
ス
が
絶

を

か
せ
た

 
⻑
槍
ス
キ
ル
と
投

ス
キ
ル
を
持

て
い
る
事
で
会
得
す
る

発
重
攻
撃
の
槍
投

ド
ス
キ
ル

そ
の
名
も

ゲ
イ
・
ボ
ル
ク

 
投

し
た
メ
イ
ン
武
器
を

う
手
間
が
あ
る
の
で
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
し
か
使
え
な
い
が
一

撃
の

力
が

で
は
無
い
の
で
使
い
ど
こ
ろ
を
見

ら
な
け
れ
ば
強
力
な
一
手
だ

間
合
い

の
外
か
ら
攻
撃
出
来
る
点
も
良
い

 
シ
ス
テ
ム
で
動
か
さ
れ
る
こ
れ
は
直
線
に
し
か
進
ま
な
い
の
で
横
に
動
か
れ
れ
ば
外
れ
遠
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く
ま
で

ん
で
行

て
し
ま
う
上
に
メ
イ
ン
武
器
を
手
放
す
と
い
う
リ
ス
ク
を

む
反
面
そ
れ

で
も
使
え
る
の
は
異
常
に
高
い
一
撃
の

力
故

突
属
性
に
高
い

性
を
有
す
る
ゴ

レ
ム
を

手
に
こ
れ
を
放

て
も
一
撃
で
倒
せ
る
程
の

力
が
あ
る
と

え
ば
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
異
常

か
は
理
解
出
来
る
だ
ろ
う

 
た
だ
そ
れ
で
も

こ
の
一
撃
で
す
ら
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

の

は
最
上

の

が
チ
リ

と

れ
た
だ
け
闘
技
場
で

対
し
た
彼
の
過
去
の

で
あ
る
ホ
ロ
ウ
を
想

さ
せ
る

り
方
だ

た 
こ
の
事
実
を
前
に
す
れ
ば

サ
チ
さ
ん
の
攻
撃
行

は
結
果
的
に
無
謀
だ

た
事
に
な
る

 
し
か
し
そ
れ
は
結
果
的
に
で
あ
り
仕
切
り
直
し
て
い
な
い
今
は
ま
だ
結
果
を

え
な
い

に
あ

た

 

た
る
ダ
メ

ジ
で
も
そ
れ
で
も
ボ
ス
が

ぐ
程
の

力
と
ス
ピ

ド
を
誇

て
い
た
一

撃
は

確
か
に
ボ
ス
に
決
定
的
な
隙
を
作
り
出
し
た

は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
れ
を

す

ど
キ
リ
ト
君
は
甘
く
な
か

た

た
と
え
一
撃
で
こ
ち
ら
の
命
を
奪
い
か
ね

な
い
存
在
だ
ろ
う
と
た
と
え

た
る
ダ
メ

ジ
し
か
与
え
ら
な
か
ろ
う
と

こ
れ
ま
で
の
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戦
い
が
常
に
そ
れ
で
更
に
常
識
外
ば
か
り
だ

た
闘
技
場
で
の
戦
い
を

独
で
突
破
し
た
彼
に

と

て
す
れ
ば

す
に
足
る
要

で
は
無
か

た
の
だ

 
彼
が
戦
い
の
中
で
恐
れ
る
事
は
た
だ
一
つ

 
そ
れ
は

自
ら
が
護
る
と
決
め
た

間
が
奪
わ
れ
る
そ
の

間

 
そ
の

間
を
恐
れ
る
が
故
に
そ
の

間
を

れ
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る

の

を
目
的
に

動
く
彼
は
ど
れ
だ
け
強
大
な

を
前
に
し
よ
う
と
動
き
を
止
め
な
い

止
ま
る
事
が
そ
の

間

を

く
要
因
だ
と
理
解
し
て
い
る
か
ら

そ
れ
を
恐
怖
し
て
い
る
か
ら
彼
は
そ
の
恐
怖
を

と

し
て
戦
意
に
く
べ

剣
を
振
る
う

 
そ
の
第
一
撃
目
は
外

機

を
思
わ
せ
る

を

た
突
進
突
き
だ

た

血
を
想

さ
せ

る
深
紅
の

き
を

た
エ
リ

シ
デ

タ
を
突
き
出
し
な
が
ら
彼
は
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

へ

と
突
進
し

大
き
く

け
反
ら
せ
る

そ
の
ま
ま

骨
の

を
過

て
背
後
へ
と
回

た

 
再
び
チ
リ

と

し
か
し
さ

き
よ
り
も
少
し
多
め
に
ボ
ス
の

ゲ

ジ
の
ド

ト
が

れ

る
ギ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
怒
り
故
か

い

を
上

な
が
ら

の
大

を
振
り
か
ぶ

て
振
り
返

た
ボ
ス
は
し
か
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し
直
後
に
蒼
い

き
を
放
つ
剣

を

け
る
事
に
な

た

 

常
で
あ
れ
ば

発
と

え
ど
重
突
進
技
な
た
め

力
が
あ
る
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ

ク
を
放
て
ば
一

か
ら
二

近
く
の

直
を

さ
れ
そ
の
間
に
倒
せ
て
い
な
い

に
攻
撃
を

喰
ら
う
事
請
け
合
い
だ

故
に

力
が
あ
る
そ
れ
は
そ
れ
こ
そ

襲
か
ト
ド
メ
に
使
わ
れ
る
事

が
多
い
技
と
な

て
い
る

 
し
か
し
キ
リ
ト
君
は
す
ぐ
さ
ま
反
転
し
蒼
の

き
を

た
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
振
り
向

き
ざ
ま

ぎ
に
振
る
い

骨
の
横
を
再
び
過
り
つ
つ
深
く
斬
閃
を

み
付
け
て
い
る

 

け
て
彼
は
再
び
反
転
し
後

部
に

た
る

骨
に
逆
風
を
放

た

そ
の
勢
い
を

し

な
が
ら
再
び

の

へ

り
つ
つ
反
時

回
り
に
回
転
し
て

り
に
斬
り

と
し
斬

閃
を
二
つ
追
加

剣
を
振
り

い
た
彼
は
背
中
を
向
け
た
状

で
止
ま

た

 
し
か
し

剣
か
ら
蒼
い
光
は
喪
わ
れ
て
い
な
い

そ
れ
は
四
撃
目
が
あ
る
か
ら

ハ
 
最
後
の
四
撃
目
も
ま
た
振
り
向
き
ざ
ま
の

ぎ
一
閃

こ
れ
で
立
体
的
な
四

形
が
形
成
さ

れ
た
事
に
な
り
そ
れ
を

す
か
の
よ
う
に
蒼
の
ス
ク
エ
ア
が
放

状
に
放
た
れ
す
ぐ
に
ハ
ラ

リ
と
解
け
て

た
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現
状
彼
に
だ
け
実
現
可
能
な

片
手
剣

ド
ス
キ
ル
同
士
の

繋

剣
技

繋

 
そ
れ
で
彼
は

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

に
よ

て

さ
れ
る

直
を

ス
キ
ル
の
動

き
を
終
え
て
自
由
に
動
け
る

間
か
ら

直
を

さ
れ
る
ま
で
の
数

の
ラ
グ
の
間
に
別

の
ス
キ
ル
で
あ
る
バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア
の
構
え
を
完
成
さ
せ
ス
キ
ル
を
立
ち
上

る

事
で
キ

ン
セ
ル
し
た
の
だ

 
最
初
に
隙
の
大
き
い
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
を

い
た
の
は
そ
れ
が
重
突
進
技
だ

か
ら

 

手
剣
や

手

と
い

た
重

系
の
武
器
に
よ
る

ド
ス
キ
ル
は

全
て
重
攻
撃

い

に
な

て
お
り
片
手
剣
や

剣
な
ど
は
一
部
の
ス
キ
ル
が
そ
の

い
に
な

て
い
る

こ
の

い
を

け
て
い
る
ス
キ
ル
は
高
確

で

を
強
制
的
な

け
反
り
状

に
し
や
す
い
事
を
意
味

す
る

重

の
あ
る

な
ど
の
モ
ン
ス
タ

に
片
手
剣
で

ま
せ
る
事
は

を
極
め
る
が
重

攻
撃
系
の
技
を
使
え
ば
容

に

け
反
ら
せ
る
事
が
可
能
な
の
だ

 

け
反
ら
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
ど
こ
か
で

り

ま
れ

繋
が
中
断
さ
れ
て
し
ま
う
事
を
意
味

す
る
が
逆
に

え
ば
一

け
反
ら
せ
れ
ば

が

く
限
り
そ
れ
が
ず

と

く
事
で
も
あ

る

こ
の
場
合
の

繋
と
は
す
な
わ
ち
大
小
の
差
は
あ
れ
ノ

ク
バ

ク
を

す

ド
ス
キ
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ル
の
事

 
複
数
の
プ
レ
イ

が
ノ

ク
バ

ク
を
与
え
ら
れ
た
モ
ン
ス
タ

を

手
に

で
ス

イ

チ
し
な
が
ら

ド
ス
キ
ル
を
放
ち

け
る
事
で
一
方
的
に
倒
す
方
法
が
コ
レ
だ

 
ど
う
足
掻
い
て
も

直
が
邪
魔
し
て
一
人
で
実
現
出
来
な
い

攻
撃
間
隔
を

え
れ
ば
最

三
四
人
を
要
す
る
事
を
彼
は
剣
技

繋
と
い
う
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を

い
る
事
で

独
に
も

わ
ら
ず
実
現
さ
せ
ら
れ
る

少
な
く
と
も
理
論
上
は

 
そ
れ
を
前

に

え
れ
ば
彼
が
隙
の
大
き
い
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
を
使

た
事

に
も

得
が
い
く

論

動
し
て
い
る
間
に

直
が
解
け
て
は

わ
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で

も
あ
る
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
こ
そ
彼
の
攻
撃
が
こ
れ
で
終
わ
る

が
無
か

た

一

ノ

ク
バ

ク
さ
せ
た
後

の

持
は

ド
ス
キ
ル
で
あ
れ
ば
重
攻
撃
で
な
く
と
も
い
い
の
だ
か
ら

お

お

 

ド
ス
キ
ル
を
放

て
い
る
間
は
三

的
な

標
の

動
を
す
る
主
体
が
ア
バ
タ

か
ら

シ
ス
テ
ム
に
動
か
さ
れ
る
武
器
に
な
る
事
か
ら
結
果
的
に
空
中
で
放
て
ば
そ
こ
に

ま
る
特
性

が
あ
る

そ
の
た
め
空
中
に

ま

て
い
る
彼
は
高
さ
四
メ

ト
ル
の

か
ら
ボ
ス
の

骨
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を
攻
撃
し
な
が
ら
体
勢
を
整
え
つ
つ

剣
か
ら
光
が
消
え
る

前
に

黒
剣
に
蒼
光
を

わ

せ
た

 

の
剣
を
振
り

い
た
事
で
フ
リ

に
な

た

の
剣
を
一

で

掛
け
に
振
る
う
構
え

に
持

て
行

て
い
た
彼
は
直
後

掛
け

斬
り
上

斬
り
上

逆

の

に

骨
を
四

で
斬
り
付
け
る

息
を

く
間
も
な
く
振
る
わ
れ
た
そ
れ
は

ホ
リ

ン
タ
ル
・

ス
ク
エ
ア

彼
や
ユ
ウ
キ
が

片
手
剣

ス
キ
ル
の
中
で
も
愛

し
て
い
る
使
い
勝
手
の
い
い

技
だ

 
逆

に
エ
リ

シ
デ

タ
を
振
る

て
一

そ
の
場
で
時

回
り
に
回
転
し
た
彼
は
そ
の

勢
い
を

し

剣
を
突
き
出
す
よ
う
な
構
え
を
取

た

 
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
の
よ
う
に
深
く

を

え
て

を
引
き

る
構
え
で
は
な
く

さ
を
重

し
て
す
ぐ
突
き
出
せ
る
構
え
は

ハ
ウ
リ
ン
グ
・
オ
ク
タ

ブ

の
そ
れ
だ

た
喰
ら

え

 
予
想
違
わ
ず
先
の
色
よ
り

ら
か
明
る
い
真
紅
の

き
を

し
た

剣
は
神
速
を
以
て

五

で
突
き
出
さ
れ
た

五
回
目
の

突
の
後
振
り
か
ぶ
ら
れ
た
そ
れ
は
逆

に
振
り
下
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ろ
さ
れ

反
転
し
て
逆
風
に
体
ご
と

く
上

し
な
が
ら
振
る
わ
れ
る

 
最
後
の

り
は
体
を

た

転
力
と
剣
を
振
る
う
遠
心
力
と
を
合
わ
せ
た
全
力
の
一

撃
だ

た

重
攻
撃
ス
キ
ル
で
は
無
い
も
の
の
決
し
て
そ
れ
に

ら
な
い
一
撃
は
確
か
に
ボ
ス

の

骨
を

え

大
地
へ
と

面
を

せ
さ
せ
る
程
の
重
さ
を
誇

て
い
た

 
そ
れ
で
も
彼
は
ま
だ
止
ま
ら
な
い

少

予
想
外
な
猛
攻
撃
に
そ
し
て
間
断
が
無
い
息
も

け
ぬ

ド
ス
キ
ル
の

に

は

を
振
る
う
の
か
と
期

し
て
い
る
か
の
よ
う
に

も
が
彼

の

に

線
を
送

て
い
た

 
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
愚
か
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
い
て
も
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
彼
一
人
に
負

を

強
い
て
い
る
か
を
理
解
し
て
い
て
も

 
そ
れ
で
も
私
達
は
彼
か
ら

線
を
外
す
事
が
出
来
な
か

た

に
浮
き
交

に
蒼
や
紅

の

き
を

し
て
振
る
い
怨
霊
の
如
き
骨
の
大

に
鉄

を
下
す
様
か
ら
は
得
も

わ
れ
ぬ

か
を
感
じ
ら
れ
た

 
そ
れ
が
第
一
層
の
ボ
ス
戦
で
初
め
て

い
な
が
ら
の

を
見
た
時
の

か
と
カ
チ
リ
と

重
な

た
気
が
し
た

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

よ
裂
け
ろ
と
ば
か
り
に
上

ら
れ
る
裂

の
絶

が
後

し
し
て
い
る
か
の
如
く
彼
の

撃
は
ま
だ
止
ま
ら
な
い

 
八

撃
最
後
の
一
撃
が
終
わ

た
直
後
エ
リ

シ
デ

タ
に

の
光
が

る

禍

し
い

光
を

し
た
黒
剣
は
す
ぐ
さ
ま

ぎ
に
振
り

か
れ
手

を
返
し

身
を
前
に
し
な
が
ら

逆
風
に
そ
し
て

足
を
前
に
出
し
た
直
後
天
を
衝
か
ん
と
ば
か
り
に
掲

ら
れ
た
剣
を
大
上

か
ら
振
り
下
ろ
す

と
共
に
三
つ
の
斬
閃
が
閃
き

閃
光
が

た

 
三

重
攻
撃
技
と
な
る

片
手
剣

の
上

ド
ス
キ
ル

サ
ベ

ジ
・
フ
ル
ク
ラ
ム

片
手
剣

の
中
で
も
数
が
少
な
い
重
攻
撃
技

そ
の
中
で
も
更
に

重
な

撃
技
で
あ
る

 
こ
の
時
点
で

撃
数
は
十
六

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

に

し
て
い
る

ボ

ス
の

は

今
回
は

力
も

も
な
い
の
か
こ
れ
で
も
未
だ
一
本
目
の
五

に
入

た
か

ど
う
か
く
ら
い
で
こ
こ
か
ら
の

戦
や
パ
タ

ン
変
更
を

え
れ
ば
気
が
遠
く
な
り
そ
う
で
も

あ
る

 
し
か
し

や
は
り
彼
は
こ
こ
で
攻
撃
を
止
め
な
か

た

 
大
上

か
ら
の

な
一
撃
を
再
び

部
に

け
た
か
ら
か
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

は
完
全
に
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動
け
な
く
な

て
い
た

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
た
び
に
前
進
し
て
い
た
キ
リ
ト
君
は
そ
の

大

な

骨
の
上
に
足
を
付
け
た

 
直
後

色
の

き
が
彼
の

足
に

り
勢
い
よ
く

を

く
よ
う
に
そ
の
場
で
足
を
振
り

上

た

然
足
場
と
な

て
い
た

骨
は
強

な

撃
を

け
て

け
反
る

体
術

ス
キ

ル
の
中
で
は

力
が
高
め
な
部

で
あ
る

月

だ

 
と
こ
ろ
で
こ
の

月
は
サ
マ

ル
ト
キ

ク
を
放

た
後
バ
ク
転
の
要

で
地
面

に

地
す
る
ス
キ
ル
な
の
で
ス
キ
ル
開
始
時
と
終
了
後
で
は

に
足
を
付
け
る

が
異
な

る

終
了
時
の
方
が
足
を
下
ろ
す

が

く
な

て
い
る
の
だ

 
故
に

月
を
放

た
キ
リ
ト
君
は

に

定
さ
れ
て
い
た
高
さ
が

か
に

く
な
り

骨
の
上
か
ら
大
地
に

し
て
い
る
ボ
ス
の
眼
前
へ
と
ス
キ
ル
終
了
時
に
は

動
し
て
い
た

 
更
に
体
術
ス
キ
ル
は

力
が
抑
え
目
な
デ
メ
リ

ト
に
引
き
換
え
技
後

直
が

い
と
い

う
メ
リ

ト
が
あ
る

常

ド
ス
キ
ル
同
士
を
繋

る
事
は
出
来
な
い
の
で
そ
の
メ
リ

ト
の
価
値
は

い
の
だ
が

剣
技

繋

を
構

し
て
い
る
彼
に
と

て
は
正
に
う

て
つ
け

な
メ
リ

ト
だ

た

 
技
後

直
が

い
と
い
う
事
は
武
器

ド
ス
キ
ル
が
終
了
し
て
か
ら

直
が

さ
れ
る
ま
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で
の
間
に
構
え
を
取
る
の
が

し
い
ス
キ
ル
に
繋

や
す
い
と
い
う

点
に
な
る

つ
ま
り
片

手
で
構
え
を
取
れ
ば
い
い
片
手
剣
だ
け
で
な
く

手
で
構
え
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

二
刀
流

を

繋

中
に

め
る
と
い
う
事
な
の
だ

 

月
を
終
え
た
キ
リ
ト
君
は

下
が
始
ま
る
前
に

を
動
か
し
て
ボ
ス
と

対
し
た

ボ
ス
は
ま
だ
ノ

ク
バ

ク
か
ら
回
復
し
て
お
ら
ず

撃
は

い
て
い
る

 

身
を
前
に
し
て

剣
の
切

先
を

め
上
に
向
け
て
突
き
出
し

黒
剣
の
切

先

を

め
下
に
向
け
な
が
ら

ぐ
よ
う
に
持
つ
そ
の
構
え

そ
の
構
え
を
取

た

間
二
剣
の

刀
身
か
ら

い
程
の
蒼
白
い

き
が

た

 
そ
し
て

と
共
に
振
る
わ
れ
る

エ
リ

シ
デ

タ
が

掛
け
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

が

斬
り
上

に
振
る
わ
れ
そ
の
勢
い
の
ま
ま
時

回
り
に
重
ね
た
二
剣
が
一

二

と
ボ

ス
の

骨
に

き
付
け
ら
れ
る

 
回
転
の
勢
い
が
消
え
た
後
は
二
剣
同
時
に

と
逆

に

反
転
し
て

に
斬
り
上

刃
を
交
差
さ
せ
て

め
十

に
斬
り
付
け
る

 
振
り

か
れ
た
二
剣
は
止
ま
る
事
無
く
神
速
で

斬
り
上

斬
り
上

逆

に
振
る
わ
れ

ぎ
が

剣
で
放
た
れ
る
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こ
れ
で

最
後

 
そ
し
て

ぎ
で
振
り

か
れ
た

剣
を
引
き

た
後
終
と
な
る
十
六
撃
目
の

突
が

放
た
れ
た

流
星
を
思
わ
せ
る
蒼
白
い

き
が
紅
く

ま

て
し
ま

た
部

を
引
き
裂
く
か

の
よ
う
に

り

裂
す
る

 
十
六

撃
を
誇
る
二
刀
流
の
上

ド
ス
キ
ル
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

彼
の
全
霊
が

め
ら
れ
た
剣

は
私
達
の
命
を
繋
ぐ
希
望
で
あ
る
か
の
如
く

い
て
い
た

 
そ
の

突
で
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

は
思
い
切
り

け
反
り

十
メ

ト
ル
は
後
退
し
た

グ
シ

ア
ア
ア

 
合

三
十
三

撃
と
い
う
猛
攻
撃
を

け
た
第
三
ク

タ

の
ボ
ス

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ

ｉ
ｎ
Ｒ
ｅ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ

の

は

一
本
目
の
ゲ

ジ
を

ら
れ
て
い
た

 
二
刀
流
は
武
器
の

値
の

が

し
く
な
り

撃
数
が
多
い
事
か
ら
隙
も
大
き
く

な
る
ら
し
い
が
反
面

ま
れ
ば
絶
大
な
攻
撃
力
に
よ

て

を

る
事
が
容

に
な
る
ユ
ニ

ク
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル

狂
戦
士
の

輪

の
ス
テ

タ
ス
増
大

攻
撃
力
大

上

そ
し

て

手
の

力
無

の
バ
フ
が
そ
れ
と
組
み
合
わ
さ

た
事
で

独
で
も
ク

タ

ボ
ス

の

を

れ
た
の
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
更
に
彼
の
場
合

に
登
録
し
た
事
で

値
が
彼
の

と
同
期
し
た
事
で

値

の
リ
ス
ク
は

外

出
来
る

攻
撃
中
の
隙
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
が

剣
技

繋

に

よ

て
初
撃
で

ま
せ
れ
ば
一
対
一
で
は
他
の
追

を
許
さ
な
い
一
方
的
な
攻
撃
を
可
能
と
す
る

し
多
大
な

撃
数
を
誇
る
ス
キ
ル

ど
⻑
い
技
後

直
も
キ

ン
セ
ル
出
来
る
事
か
ら
特
に

一
体
で
出
て
来
る
ボ
ス
に
対
し
て
は
滅
法
強
い

 
恐
ら
く
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
サ
チ
さ
ん
の
槍
投

ス
キ
ル
で

ん
だ
時
に
後
退

は
せ
ず

機
と
判
断
し
て
猛
攻
撃
を
仕
掛
け
た
の
だ

か
は

 
そ
の
分
キ
リ
ト
君
は
戦
い
が
始
ま

た
ば
か
り
な
が
ら
多
大
な

労
を

す
る
事
と
な

た
がわ

と

大

キ
リ
ト

れ
た

 
そ
れ
を

す
よ
う
に
彼
は
空
中
か
ら
力
無
く

下
し
始
め
た

そ
れ
を
見
た
ス
ト
レ
ア
さ
ん
が

剣
を

に
突
き
立
て

手
を
空
け
て
か
ら
彼
を
し

か
り

き

め
た

慌
て
た
よ
う
に
問
い

掛
け
た
彼
女
に
キ
リ
ト
君
は

葉
少
な
く

れ
た
と
返
す
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剣
技

繋
は
彼

く

を
動
か
す
命

系

を
そ
れ
ぞ
れ

別

に
切
り

え

け

つ
コ
ン
マ
一

未

で
し
か
許
さ
れ
な
い
ラ
グ
の
間
に
構
え
を
完

に
完
成
さ
せ
る
事

で
初
め
て
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

ユ
ウ
キ
で
す
ら
彼
と
の
デ

エ
ル
中
で
し
か
成

さ
せ
ら
れ
ず

ら
練

し
て
も
一

も
成

さ
せ
ら
れ
な
か

た

わ
ば
神
業
に

し
い
絶

技 
技
の
終
了
の
構
え
か
ら

す
る
ス
キ
ル
を

索
し

構
え
を
時
に

写
し
の
よ
う
に
取
り

発
動
さ
せ
る
そ
れ
を
一

の

繋
な
ら
ず

も

り
返
し
た
の
だ

感
と
集
中
力
そ

し
て
精
神
力
の
消

合
は
私
で
は

び
つ
か
な
い
程
だ
ろ
う

 
だ
か
ら

労
し
た
と

た
の
も
仕
方
な
い
話
だ

た

実

闘
技
場
の

労
の
大
部
分
も
堕

天
使
と
狂
戦
士

手
に
放

て
い
た

剣
技

繋

に
よ
る
も
の
と
知

て
い
る
の
で

更
だ

グ
シ

 
初
撃
と

撃
を

が
れ
た
だ
け
で
な
く

を
全

の
二

も
一
気
に
持

て
行
か
れ
た
事

で
怒

た
ら
し
い
骨
の
大

は
ノ

ク
バ

ク
か
ら
回
復
し
た
後

と
怒
り
を

分
に

ん

だ

り
声
を
上

キ
リ
ト
君
を

ん
だ

 

の
彼
は
ス
ト
レ
ア
さ
ん
に
下
ろ
し
て
も
ら

た
後
剣
を

代
わ
り
に
中

と
な

て
呼
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を
整
え
な
が
ら

み
返
し
て
い
た

キ
リ
ト
君

大

か
い

あ
あ

大

だ

け
ど
少
し

れ
た
か
ら
一

下
が
ら
せ
て
も
ら
う

あ
あ
た

た
一
人
で
一
本

て
く
れ
た
だ
け
で
も
十
分
だ

さ
あ

行
く
ぞ
彼
の

り
を
無

に
し
な
い

に
も

そ
し
て
生
き
る

に
も

お
お

 

し
た
キ
リ
ト
君
の

葉
に

や
か
に
応
じ
た
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が

然
と
見
届
け
て
い

た
だ
け
の
自
分
を

じ
る
か
の
よ
う
に
気
合
を
入
れ
直
す

葉
を

い
放

た

そ
れ
に

も
が

応
じ

武
器
を
構
え
る

ア
ス
ナ
君

 
そ
ん
な
中
タ
ン
ク
と
し
て
最
前
に
立

て
い
る
紅
の
騎
士
が

⻑
の
名
前
を
呼
ん

だ

こ
の
作
戦
で
指

を

る

目
を

て
い
る
人
の
名
前
を

分
か

て
い
ま
す

タ
ン
ク
隊
前
進

 

の
大

を

⻑
が

の
大

を
残
る

タ
ン
ク
で
絶
対
に

 
タ
ン
ク
を
ボ
ス
の
前
面
に

し
出
し
て

面
か
ら
ア
タ

カ

は
攻
撃

 
隙
あ
ら
ば
重
攻
撃
ス
キ
ル
を

て
下
さ
い
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ギ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

攻
略

開
始

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 

然
と
し
た
声

で
ア
ス
ナ
さ
ん
が
発
し
た

に

て
私
達
は
ボ
ス
に

ら
ぬ
大

声

を

か
せ
な
が
ら
同
時
に
前
進
を
始
め
た

 
後
ろ
に

時
も
存
在
し
た
退
路
は
無
く
あ
る
の
は
眼
前
の

を

り
勝

す
る
道
か

ら
れ

を
晒
す

北
の
道
の
み
故
に

私
達
は
生
き
て
還
る

に

必
死
の

抗
を
始
め
た

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
リ

フ

点

後
の

で
す

と

い

そ
れ
で
も
数
話
後
で
回
収
さ
れ
ま

す

王
立
ち
し
て
い
た
の
が

な
の
か
は
明
白
で
す
ね

 

に
第
七
十
五
層
偵

隊

と

う
名
の
攻
略
レ
イ
ド

 
陰
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
必
死
に
根
回
し
し
た

に

と
か
偵

隊
を
本
格
的
な
ボ
ス
攻
略
レ
イ
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ド
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

 
内
約
的
に
は
第
一
層
レ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の

主
力
メ
ン
バ

が

ど
第
一
層
メ
ン
バ

で

す
か
ら
ね
キ
バ
オ
ウ
や
ク
ラ
デ

ル
が

け
て
い
る
だ
け
で
す

原
作
と
違

て
本
作
で
は

風
林
火

や

血

騎
士

の
原
型
メ
ン
バ

が

に

ま
し
た
か
ら

 
そ
ん
な

で
実
は
今
回
の
レ
イ
ド
本
作
の
第
一
層
レ
イ
ド

写
を
オ
マ

ジ

し
て
い
た

り
し
ま
す

ラ
ン
の

点
で
も
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

似
て
る
の
で

 
最
年
少
な
が
ら
キ
リ
ト
が
ど
れ
だ
け
影

力
あ
る
か
が
少
し
で
も
伝
わ

て
い
れ
ば

し
い
限

り
で
す

 
物
理
的
撤
退
不
可
の
判
明
シ

ン
そ
こ
か
ら
立
て
直
す
シ

ン
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
が
無

い
と
不
自
然
な
の
で
付
け
加
え
て
い
ま
す

 
そ
し
て
最
後

第
七
十
五
層
ボ
ス

 
原
作
で
は

骨
の

り
手
こ
と
ザ
・
ス
カ
ル
リ

パ

と
い
う
名
で
す
が
本
作
で
は
少

し
変
え
て

ジ
・
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

と
し
ま
し
た

意
味
合
い
と
し
て
は

ラ
ン
が
語

て
い
る
も
の
と
思

て
下
さ

て
結
構
で
す

 

話
が
ボ
ス
戦
と
な
り
ま
す
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
四
章
 

死
闘

撤
退
許
さ
れ
ざ
る
戦
い
・
終

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
の
文

数
は
約
二
万
一
千

 
そ
し
て
今
話
で
ボ
ス
戦
は
終
了
で
す

ド
ス
キ
ル
で

け
反
ら
せ
る
と
ボ
ス

手
で
も

継

す
る

一
応
原
作
に
も
ボ
ン

リ
と
あ
る

こ
の
ル

ル

剣
技

繋

が
使
え
る
キ
リ

ト
に
は
有

過
ぎ
た

ボ
ス
一
体
だ
け
な
ら
圧
勝
可
能
闘
技
場
の
よ
う
に
一
対
二
で

く

と
い

た
と
こ
ろ
で
す

 
な
の
で
ボ
ス
戦
は
今
話
で
終
了
し
ま
す

線
は
バ
リ
バ
リ
あ
り
ま
す
が

 
そ
ん
な
今
話
の

点
は
前

ボ
ス
部

前
に

め
出
さ
れ
た
第
二
レ
イ
ド
の
ア
ル
ゴ
後

は

第
一
レ
イ
ド
の
指

を

て
い
る
ア
ス
ナ

点
そ
し
て
ち

と
だ
け
ユ
ウ
キ

点
が
入
り

ま
す

 

感
が
出
て
い
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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く

そ

や

て
も
ビ
ク
と
も
し
ね

ぞ

こ
の

 
ど
れ
だ
け

を

で

き
あ
る
い
は

系
武
器
の

ド
ス
キ
ル
を

き

ん
で
も

然

な
が
ら
傷
一
つ
付
か
ず
に

じ
た
ま
ま
の
大

に

か
が

づ
く

 
第
三
ク

タ

と
い
う
事
で
こ
れ
ま
で
の
ボ
ス
偵

戦
の
実
に
四

と
い
う
戦
力
を

え

二
つ
の
レ
イ
ド
を
作

て

む
と
い
う
常
以
上
の

重
さ
を
以
て

行
さ
れ
た
偵

戦
は

く
も
予
想
外
の
事

に
見
舞
わ
れ
た
事
で

も

も
無
く
な

て
し
ま

て
い
た

 

い
話
勝
手
に

が

じ
て
し
ま

た
事
で

り

ん
だ
第
一
部
隊
が
ボ
ス
部

に

じ

め
ら
れ
て
し
ま

た
の
だ

こ
れ
ま
で
に

か
あ

た

体
性
の
無
い
情
報
し
か
入
手
出
来
て

い
な
か

た
事
も
手
伝

て

一
切
情
報
が
無
い
と
い
う
状

で
無
理

理
偵

戦
が
ま
さ

か
の
本
番
戦
に
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

た
事
に
は

流

の
自
分
も
焦

を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い

 
不

中
の

い
な
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

の
常
以
上
の

重
ぶ
り
が

を

し
て
ボ
ス
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攻
略
レ
イ
ド
の
主
要
メ
ン
バ

が

全

第
一
部
隊
に

る
事
と
ボ
ス
の
情
報
を
入
手
す
る

偵

戦
を

独
で
こ
な
し
て
き
た
キ

が
最
初
か
ら

る
と
い
う
事
で
あ
ろ
う

こ
こ
最
近

の
よ
う
に
後
か
ら
乱
入
し
た
り
あ
る
い
は
彼
一
人
が
先
ん
じ
て

り

ん
で
い
た
ら
と

え
れ

ば

流

に

と
せ
ざ
る
を
得
な
い

 
少
な
く
は
あ
る
が
一
応
内
部
の
エ
ネ
ミ

を
全
て
倒
す
事
で

が
開
く
と
い
う
ギ
ミ

ク
が

存
在
す
る
場

は
あ
る
し

そ
う
い
う
ト
ラ

プ
も
存
在
す
る

 
結

無

化
空
間
も
突
き

め
て

え
ば
ギ
ミ

ク
あ
る
い
は
ト
ラ

プ
と

え
る
か
ら
こ

う
し
て

じ

め
て
内
部
の
ボ
ス
を

す
ま
で
出
て
来
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
事

に
な
る
と
い

う
の
も

そ
れ
ら
を

ま
え
れ
ば

得
は
い
く

 
い
く
の
だ
が
や
は
り
理
不

と
思

て
し
ま
う
の
が
人
情
と
い
う
も
の
で
そ
れ
な
ら
前
以

て
そ
れ
ら
し
い
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
け
と
思
わ
な
く
も
無
い

多
分
ゲ

ム
開
発

時
は
こ
こ
ま
で

て
攻
略
し
て
き
た
者
達
を
一

き

す

攻
略

を
上

る

に
仕
掛
け
た
と
い
う
経

が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
死
に

り
が
出
来
な
い
デ
ス
ゲ

ム
状

に

あ

て
は
最
悪
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 
そ
こ
ま
で

え
が
至

て
い
な
い
の
か
あ
る
い
は
至

て
い
る
か
ら
こ
そ
理
不

か
ら
来
る
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ス
ト
レ
ス
を
発

す
る
べ
く
破
壊
行
動
に
精
を
出
し
て
い
る
者
達
を
見
つ
つ

て
自
分
は

じ
た
ま
ま
の

を
見

め
て
い
た

 
こ
の
現

が
推

り
な
の
だ
と
す
れ
ば

こ
の

が
開
く
の
は
中
の
ボ
ス
を

し
た
時
か

あ
る
い
は
第
一
レ
イ
ド
が
全
滅
し
た
時
の
ど
ち
ら
か
だ
け
だ

 
ユ

ち

ん
か
ら

い
た
限
り
キ

は
レ
ベ
ル
１

０
と
い
う

格
外
の
死
神
ボ
ス
を

手
に

労
し
て
い
な
が
ら
大
立
ち
回
り
を
し
て
一
人
で
倒
し
た
ら
し
い
か
ら
高
確

で
あ
の
子

は
生
き
残
る
だ
ろ
う

同
じ
よ
う
に
キ

と
同
じ
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ホ
ル
ダ

で
あ
り

つ

二
人
で
レ
イ
ド
の

解
を
二

も

い
で
時
間
を

い
だ
経
験
が
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

も

恐
ら
く
生
き
残
る

 
だ
が
あ
と
は
全
滅
と
い
う
可
能
性
が
高
い

よ
し
ん
ば
生
き
残
れ
て
も
エ
ギ
ル
の

や
風

林
火

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

と
い

た
親
し
い

中
で

聖
⻯

合

り
は
全

滅
の
憂
き
目
に
遭
う
可
能
性
は
非
常
に
高
い
少
な
く
と
も
一
人
二
人
は
ま
ず
間
違
い
な
く

者
が
出
て
い
る
だ
ろ
う

こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
テ

 
こ
ん
な
事

に
な
る
な
ら
せ
め
て
キ

が
新
た
に
発
見
し
た
製
法
で
作
り
出
し
た
高
性
能
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の
ポ

シ

ン

や
エ
リ
ク
サ

な
ど
を
主
力
の
第
一
レ
イ
ド
に
だ
け
で
も
一
人
数
個

す
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
よ
か

た

負

は
キ

だ
か
ら

い

く
は
あ
る
の
だ
が

 
そ
れ
に
も
う
後
の

り
だ

彼
が
あ
の
製
法
を
見
付
け
た
時
最
終
的
に
自
分
達
は
こ
の
結
論

で

得
し
た
の
だ
か
ら
四
の
五
の

う
事
は
出
来
な
い

 
せ
め
て
新
製
法
の
ポ

シ

ン
の
作
り
方
と
な
る
ヒ
ン
ト
く
ら
い
が
出
て
来
て
い
た
ら
ま
だ
よ

か

た
の
だ
が

 
と
に
か
く

間
違
い
な
く
こ
こ
が
分
水
嶺
で
あ
り

分

路
だ

 
本
気
で
ク
リ
ア
に
血
道
を

て
い
る
者
は

え
る
事
無
く
こ
れ
か
ら
も
戦
い

け
る
だ
ろ

う
が
た
だ
プ
ラ
イ
ド
や
他
の

か
で
戦

て
い
る
者
達
は
撤
退
不
可
能
と
い
う
大
き
す
ぎ
る

デ
メ
リ

ト
を

ま
え
た
上
で

ボ
ス
戦
に

め
る
だ
ろ
う
か

 
戦
え
る
者
は
攻
略
組
に
残
り
希
望
を
背
負
い

け
る
が
死
を
色

く
思
い
浮
か
べ
て
恐
怖

し
て
し
ま

た
者
は
恐
ら
く
最
前
線
か
ら
身
を
引
く
だ
ろ
う

 
こ
こ
か
ら
は
キ

の

護
で
す
ら
補
え
な
い
死
地
が
広
が
る

 
今
中
に

じ

め
ら
れ
第
三
ク

タ

ボ
ス
と
死
闘
を

り
広

て
い
る
だ
ろ
う
第
一
レ

イ
ド
が

も
し
も
全
滅
し
て
し
ま

た
な
ら

こ
の
世
界
は

す
る
し
か
な
い
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ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
最
強
の
盾
と

さ
れ
て
い
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
他
攻
略
組
に
属
し

て
い
る
二
つ
名
持
ち
の
名
だ
た
る
剣
士
達
は

全

第
一
レ
イ
ド
に
参
加
し
て
い
る
の
だ

つ

ま
り
攻
略
組
が

す
る
最
大
戦
力
が

ま

て
い
る
事
に
な
る
現
状
確
認
出
来
て
い
る
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ホ
ル
ダ

も

た

た
二
人
で
は
あ
る
が

て
い
る
の
だ
か
ら
現
状
こ
れ

以
上
の
戦
力
は
見

め
な
い

 

論
こ
こ
で
全
滅
し
て
も

血

騎
士

や

聖
⻯

合

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

が
完
全

解
を

す
る

で
は
無
い

そ
れ
で
も
あ
れ
だ
け
の
強
者
が
勝
て
な
い
存
在
に
立
ち

向
か
え
る
者
な
ど

恐
ら
く

な
い

 
一
層
の
教
会
に
住
ん
で
い
る
レ
イ
ン
や
フ

リ
ア
と
い

た
プ
レ
イ

の
実
力
は
攻
略
組

み
ら
し
い
し
リ

フ

と
シ
ノ
ン
も
鍛
え
て
い
る

中
だ
が

来
性
は

だ
か
ら
完
全
に

望
み
を
絶
た
れ
た

で
は
無
い
が

ビ

タ

と
蔑
ま
れ
て
い
る
キ

に
す
ら
黒
の

剣
士
と
い
う
期

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
の
反
動
で
絶
大
な
絶
望
を
味
わ
う
事
に

な
る
未
来
は
容

に
想
像
が
付
く

 
無
論
第
七
十
五
層
ボ
ス
に
打
ち
勝
て
ば
そ
の
絶
望
は

れ
な
い

し
か
し
こ
の
世
界
か
ら
生
還

す
る
ま
で
常
に
付
き

う
事
は

然
た
る
事
実
だ
か
ら
全
滅
す
れ
ば
後
は
転
が
り

ち
る
だ
け
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だ
ろ
う

 
そ
れ
ま
で
に
ど
れ
だ
け
第
一
レ
イ
ド
に

す
る
主
戦
力
を

え

の
心
を
強
く
出
来
る

か
が
問

と
な
る

 
自
分
達
は

有
形
無
形
の
形
で

ビ

タ

と
し
て
振
る
舞
い

黒
の
剣
士

と
し
て
期

を
背
負

て
き
た
あ
の
子
に
頼
り
過
ぎ
て
い
た

期

の
証
と
し
て
二
つ
名
が
つ
け
ら
れ
た
の

だ
か
ら
あ
の
子
が
死
ぬ
だ
け
で
も
士
気
に
大
き
な
影

を
与
え
る
だ
ろ
う
し
そ
れ
以
上
に
以

の
情
報
収
集
や
迷

ボ
ス
の
攻
略
に

を
来
す
事
は
想
像
に

く
な
い

 
二
つ
名
持
ち
の
プ
レ
イ

が
い
る
か
ら

と
心
強
い
味
方
を
頼
み
に
し
て
戦

て
い
て
は

れ

解
し
か
ね
な
い
む
し
ろ
全

が
二
つ
名
持
ち
と
同

の
自
信
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
二
つ
名
と
い
う
も
の
は

か

え
も
の
で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

他

者
か
ら
見
た

を
明
確
に
表
し
た
呼
び
名
は

時
に
自
信
を
持
た
せ
士
気
を
上

る
だ
ろ
う

が
反
面
無
意
識
な
部
分
で
頼
り
過
ぎ
る
と
こ
ろ
も
出
て
し
ま
う
二
つ
名
持
ち
が
死
ん
だ
時
の

動
揺
は
そ
の
最
た
る
問

と
な
る
だ
ろ
う

 
だ
が
だ
か
ら
と

て
全

を
鍛
え
る
時
間
な
ど
無
い
し

も
が

し
い
実
力
を
有
す
る
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よ
う
に
す
る
の
は
現
実
的
に

え
て
不
可
能
だ
か
ら
こ
の
問

を
解
決
す
る
方
法
は
無
い

そ

れ
が
明
確
に
表
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
二
つ
名
持
ち
が
死
な
な
い
と
い
う

件
を

た
し

け
る
必
要
が
あ
る

 
自
分
が
知
る
二
つ
名
持
ち
の
中
で
最
も
死
に

す
る
の
は
キ

な
の
で
そ
れ
が
気
掛
か
り

で
は
あ
る

 
あ
の
子
の
死
に
よ

て
克
明
に
な
る
だ
ろ
う
影

が
ど
れ

ど
の
も
の
か

そ
れ
だ
け
は
流

の
自
分
も
予

出
来
な
い

絶
と

の

徴
で
あ
る

オ
リ
ム
ラ

の
意
味
を

ん
だ

ビ

タ

期

と
希
望
の

徴
で
あ
る
黒
の
剣
士
は
同
一
人
物
で
あ
る
が
故
に
分
か

ら
な
い

 
一
体
人

は
あ
の
子
を
ま
ず
出
来
損
な
い
と
見
て
死
を
悦
ぶ
の
か
そ
れ
と
も
希
望

と
見
て
死
を

き

む
の
か
だ
け
は

 
け
れ
ど

け
れ
ど
私
は

切
に
願
う

あ
の
子
は

希
望

と
見
ら
れ
て
い
て
欲
し
い
と

 
人
の

に
戦

て
い
た
あ
の
子
が
死
ん
だ
後
も

め
ら
れ

け
る
な
ん
て
そ
ん
な
の
は

だ
か
ら

お
願
い
だ
か
ら

生
き
て
よ

キ
リ
ト
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人
を
食

た

と

と
し
た
性
格
の
鼠
と
し
て
振
る
舞
う

の
独
特
の
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
を
外
し
本
来
の

で

に
も

こ
え
な
い
程

の
小
さ
さ
で
願
い
を

め
た

き

を

ら
す

 
人
の
死
を
見
た
く
な
く
て
少
し
で
も
少
な
く
し
た
く
て
偽
善
で
始
め
た
情
報

業

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
の
責
務
も
あ

て
偽
善
の
覚
悟
を

め
て
始
め
た
こ
れ
も

時
し
か

私
は

少
し
ず
つ

し
む
よ
う
に
な

て
い
た

 
無
論
知
り
合
い
が
死
ん
だ
事
で

中
で
送
ら
れ
た
メ

セ

ジ
を

け
取
る
事
も
多
か

た

し
人
の
死
を

に
す
る
な
ん
て
ザ
ラ
だ

の
一

で

を
上

た
事
だ

て
十
や
二

十
じ

き
か
な
い
く
ら
い

人
を
食

た
よ
う
な

で

手
を
か
ら
か
う
の
も
そ
の
ス
ト
レ
ス

発

的
な
部
分
も
少
な
か
ら
ず
あ

た

 
そ
れ
で
も

あ
の
子
の
前
で
だ
け
は

を

い
て
偽
ら
な
く
て
よ
か

た

 
あ
の
子
は
自
分
と
違

て
情
報
の

り

い
を
専

に
し
て
い
る

で
は
無
い
け
ど
し
て
い

る
事
は
ま
る

き
り
情
報

の
そ
れ
に
近
い
し
流

す
る
も
の
と

み
消
す
も
の
と
を
し

か

り
見
定
め
る
眼
が
あ

た
か
ら
と
て
も
共
感
出
来
る
部
分
が
あ

た

あ
の
子
が
し
て
い
る
行

動
理
念
が
自
分
の
そ
れ
に
と
て
も
近
し
か

た
の
も
あ
る
だ
ろ
う
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ど
れ
だ
け
死
の
危
険
性
が
あ
る
情
報
だ

て
あ
の
子
は
常
に
全
力
で
け
れ
ど
死
ぬ
事
無
く

メ

ル
で

あ
る
い
は
直

し

け
て
く
れ
た

 
中
立
の
立
場
あ
る
い
は
コ
ル
さ
え

え
れ
ば
ど
ん
な
情
報
で
も

り

い
す
る

業
上

ま

れ
や
す
い
自
分
に
常
に
平

に

し
一
人
で
こ
な
す
面
倒
な
作
業
を
一
緒
に
し
て
く
れ
た
事

も
無
数

特
に
ボ
ス
の
情
報
が
得
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
は
そ
の
大
部
分
が
お
使
い
系
で
あ
る

に

自
己
強
化
に

念
が
な
い
攻
略
組
は

ど
手
伝
い
を

し
出
な
い
そ
の
く
せ
不
十
分
と
思
え
ば

文

を

て
く
る
か
ら
苛
立
つ
事
だ

て
多
か

た

 
そ
れ
を
手
伝

て
く
れ
た

論
自
分
の
強
化
や

備
の
新

だ

て
あ
る
か
ら
全
て
の

層

と
い
う

で
は
無
い
が

時
間
が
あ
れ
ば
必
ず
手
伝

て
く
れ
て
い
た

 

も
手
伝
お
う
と
し
な
い
け
れ
ど
ボ
ス
攻
略
と
い
う
未
来
と
人
の
命
が
掛
か

て
い
る
作
業

を
あ
の
子
は

先
し
て
手
を

し
て
く
れ
た
の
だ

よ
り
も
未
来
と
人
の
命
が

か

て
い

る
事
を
理
解
し
て
い
た
か
ら

自
己
強
化
と

行
し
つ
つ
手
伝

て
く
れ
た

 
だ
か
ら

そ
の
時
間
が

時
し
か

し
み
だ
と
思
う
よ
う
に
な

て
い
た

 
手
な
ん
て

け
な
い
重
要
な
仕
事
だ
か
ら

を

気
な
と
思
わ
な
く
も
無
い
が
少
し
く
ら
い

は
良
い
だ
ろ
う
と
思

て
し
ま
う
自
分
が

た
の
も
事
実
で
偶
に
説
教

く
な

て
し
ま
い
つ
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つ
も
色

と
予

を
交
わ
し
合
う
の
は
情
報

の
重
責
か
ら
一
時
だ
け
で
も
解
放
さ
れ
て
い
る

気
が
し
て
い
た

 
そ
れ
が
あ
の
子
に
寄
り
掛
か

て
い
る
と
い
う
の
は
理
解
し
て
い
る

そ
れ
で
も

自
分

だ

て
ア

ち

ん
達
と
同
年
代
の
子

だ
人
恋
し
い
と
思
い
は
す
る

情
報

と
し
て
信

と
信
頼
は
向
け
ら
れ
つ
つ
も
人
間
性
の
方
面
で

離
を
取
ら
れ
が
ち
で

業

あ
ま
り

み

め
な
い
か
ら

更
だ

 
も
し
か
し
た
ら

自
分
は
共
感
を

い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

鼠

と
し
て

遠
さ
れ

が
ち
な
自
分
と

ビ

タ

と
し
て

遠
さ
れ
て
い
る
あ
の
子

情
報

と
し
て
頼
ら
れ
て

い
る
自
分
と

黒
の
剣
士

と
し
て
期

を
向
け
ら
れ
て
い
る
あ
の
子

差
異
は
あ
る
が
共

点
は
あ
る
と
思
う

 
偽
善
の

極
で
あ
ろ
う
ビ

タ

と
し
て
振
る
舞
う
あ
の
子
は
哀
し
く
も

し
く
も

る
 
情
報

鼠
の
ア
ル
ゴ
と
し
て
今
も
あ
の
日
に

い
た
偽
善
を

け
ら
れ
て
い
る
の
も
全

て
は
あ
の
子
が
た

た
一
人
で

ベ

タ
テ
ス
タ

に
向
け
ら
れ
て
い
た
負
の
感
情
を
背
負

た
か
ら

だ
か
ら
自
分
は
変
な

い
が
か
り
を
向
け
ら
れ
な
か

た
し
今
も
活
動
出
来
て
い
る
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そ
う
思

て
い
る
か
ら
た
と
え
あ
の
子
の
頼
み
で
あ

て
も
ビ

タ

を
更
に
悪
く
書

い
た
新

を
発

な
ど
し
た
く
な
か

た

自
分
に
と

て

ビ

タ

の
呼
び
名
は
あ
ら

る
意
味
で
特
別
な
の
だ
か
ら

偽
善
を

け
ら
れ
て
い
る
理
由
そ
の

徴
と
も

う
べ
き
救

い
な
の
だ
か
ら

 
私
に
と

て
す
れ
ば

ビ

タ

も

黒
の
剣
士

も

ど
ち
ら
も
希
望
の

徴
な
の
だ

か
ら

 
そ
れ
を
喪
い
た
く
な
い

寄
り
掛
か

て
は
ダ
メ
だ
と
理
解
し
て
い
て
も

寄
り
掛
か

て

護
さ
れ
た
い
と
思

て
い
る
自
分
が
い
る

あ
の
子
の

護
が
あ
る
か
ら
こ
そ
今
の
鼠
た

れ
て
い
る
の
だ
と

え
て
い
る
自
分
が
い
る

 
古

み
と

え
る
子

が
死
ん
だ
な
ん
て
事
を
私
は

き
た
く
な
ん
て
無
い
し
一
人
で

情
報

と
し
て
活
動
す
る
の
も

だ
か
ら

 
だ
か
ら

お
願
い
だ
か
ら

生
き
て

帰

て
来
て

 
ま
た
小
さ
く

声
を

ら
す
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ど
う
や
ら
私
の
場
合
キ
リ
ト
が
本

に
死
ぬ
の
で
は
と
不
安
と
焦

に

ら
れ
て
精
神
的

に

不
安
定
に
な

て
し
ま

て
い
る
ら
し
い

多
分

の
鼠
を
知
る
面

が
今
の
私

を
見
れ
ば

だ
コ
イ
ツ
と
か
平
気
で

て
来
る

 
自
分
も

子
を

す
意
味
を

め
て

に
因
縁
の

体
術

ス
キ
ル
で
攻
撃
を
仕
掛
け
よ
う

か
う
わ

だ
お
前
ら

て

を

わ

わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

だ

か

助
け
て
く
れ

 
未
だ
に

に
攻
撃
を
仕
掛
け

け
て
い
る
の
を
見
て
そ
ろ
そ
ろ
武
器
の

値
が

バ
い
ん

じ

な
い
の
か
と
も

え
始
め
た
そ
の
時
第
二
レ
イ
ド
の
後
方
か
ら
焦
り
と
恐
怖
が

交

に

な

た
絶

が

い
て
来
た

 
直
後

モ
ン
ス
タ

が

け

る

と
は
違
う

別
の
モ
ノ
が

け

る

が
回
廊
に

き

た

 
慌
て

た
め
く

の
隙
間
か
ら
見
え
た
色
は

禍

し
い
オ
レ
ン
ジ

 

迷
は

第
二
レ
イ
ド
に
も

り

ぎ
始
め
た
の
だ
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グ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ぬ
ぐ

お
お

 
私
が
指
示
を
下
し
そ
れ
に

て
レ
イ
ド
全

が
動
き
始
め
た
後
の
最
初
の
交
錯
を
果
た
し

た
の
は

タ
ン
ク
と
し
て
最
前
に
立

て
い
る

⻑
だ

た

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
Ｒ
ｅ

ａ
ｐ
ｅ
ｒ

は
最
初
に

の
大

を
振
る
い

⻑
が
私
の
指
示

り
に

い
だ
の
だ

 
白
骨
で
出
来
て
い
る
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

な
刃
を
持
つ
大

の
切

先
を
器

に

⻑
は
十

盾
の
中
心
で

け
止
め

神
聖
剣

の
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
に
よ

て
ノ

ダ
メ

ジ

で
や
り
過
ご
す

 
ア
バ
タ

や

備
も

的
重

な
上
に

力
値
振
り
の
プ
レ
イ

で
あ
る

⻑
は
大

の
大
振
り
の
一
撃
を

い
だ

間
は
た
じ
ろ
い
だ
も
の
の
す
ぐ
に

ん

て
み
せ
た

ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ぎ

あ

ガ

く
そ

 
し
か
し
流

は
第
三
ク

タ

の
ボ
ス
と

う
べ
き
か

ん

た
そ
の

間
を
突
い
て
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突
進
の

道
を

⻑
と
は
反
対
の

へ
ず
ら
し

一
気
に

動
を
始
め
た

 
先

ど
と
同
じ
よ
う
に
初
撃
を

が
れ
た
後

い
だ
プ
レ
イ

に
二
撃
目
を
振
る
う
と
予

想
し
て
攻
撃
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
て
い
た
ら
し
い
血

騎
士

の
タ
ン
ク
の
内
二
人
の

が

の
大

に

り
取
ら
れ
た

体
を
上
下
に
断
つ

道
で
斬
り
裂
か
れ
た
二
人
は
片

方
は
悲
鳴
を

も
う
片
方
は
悔
し
そ
う
な
声
を
上

て
吹

び

バ
ウ
ン
ド
す
る

 
彼
ら
の
フ
ル
状

だ

た

は
ぐ
ん
ぐ
ん

少
し
て
い
き

意

を
下
回
り

危
険

ま

で
入

て

  

気
な
く

白
い
バ

に

ま
れ
た
ゲ

ジ
が
全
て
喪
わ
れ
た

  
そ
れ
か
ら
す
ぐ
さ
ま
二
人
の
体
は
⻘
白
く
光
り
始
め
モ
ン
ス
タ

を
倒
し
た
時
と
は
異
な
る

で
蒼
い
欠
片
へ
と

け

た

そ
ん
な

で
し

う

一
撃

だ
と

 
そ
の
様
を
離
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
見
て
い
た
私
は

然
と

葉
を

ら
し

近
く
に
い
た
ア
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タ

カ

の
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
が

然
と
事
実
を

に
す
る

 
今
回
集
め
ら
れ
た
レ
イ
ド
メ
ン
バ

は
そ
れ
こ
そ
ボ
ス
攻
略
に
高

で
参
加
す
る
程
の
実

力
者
達

わ
ば
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
最
強
ク
ラ
ス
の
プ
レ
イ

ば
か
り
で
構
成
さ
れ
て
い

る

こ
の
メ
ン
バ

を
超
え
る
レ
ベ
ル
の
持
ち
主
は
そ
う

な
い
と

え
る
く
ら
い
だ

少
な
く

と
も
フ
ロ
ア
ボ
ス
経
験
と
い
う
意
味
で
は
こ
れ
以
上
は
無
い
と

え
る

第
一
層
の

か
ら
い
る

メ
ン
バ

だ

て
大
勢

て

ボ
ス
の
一
撃
に
だ

て

え
ら
れ
る
く
ら
い
の

と

力

を
誇
る
プ
レ
イ

ば
か
り

 
レ
ベ
ル
が
高
く
な
れ
ば
自
然
と

も
多
く
な
る
し
最
前
線
に

る
か
ら
こ
そ
そ
こ
ら
の
プ
レ

イ

に

べ
て
高
品

の
武

を
手
に
し
て
ス
テ

タ
ス
も
高
く
な

て
い
る

だ
か
ら
た
と

え
直
撃
を

て
も

死
に
は
な

て
も
一
撃
死
す
る
事
は
こ
れ
ま
で
一

た
り
と
も
無
か

た 

論
そ
ん
な
凶
悪
な
ボ
ス
は
キ
リ
ト
君
が
倒
す
あ
る
い
は
事
前
に
一
撃
死
に

し
い
攻
撃
力

が
あ
る
だ
ろ
う
推

の
情
報
を
流
し

予
め
対
策
を
取
ら
せ
て
く
れ
て
い
た

 
そ
う
い
う
意
味
で
は

今
回
対
策
は
取

て
い
な
い
と
も

え
る
の
だ
が

特
定
の
対
策
を

取

て
い
な
い
だ
け
で

本
に

ず
る
も
の
は
全
て
取

て
い
た

本
レ
ベ
ル
か
ら

力
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武

に
よ
る
ダ
メ

ジ
カ

ト

ス
キ
ル
値
に
至
る
ま
で
全
て
だ

 
だ
と
い
う
の
に

今
目
の
前
で
斬
ら
れ
た
二
人
は
一
撃
で
死
亡
し
た

 

こ
そ

聖
⻯

合

や

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

に
は

る
が

そ
れ
で
も
攻
略
組

の

と

え
る
く
ら
い
の
勢
力
を

い
て
い
る
攻
略
主
義
の
血

騎
士

の

は

大

の
レ
ベ
リ
ン
グ
は
し
て
い
な
い

し
い
ノ
ル
マ
を

し
て
い
る

で
は
無
い
し
同
様
に

し
い
入

件
を

し
て
い
る

で
も
無
い
が
生

な
実
力
と
レ
ベ
ル
で
は
生
き
残
れ
な
い
修

羅
場
は
キ
リ
ト
君
程
で
は
無
い
に
せ
よ
そ
れ
な
り
に
潜

て
来
た

 
あ
の
二
人
も
攻
略
隊
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
期
確
か
第
一
層
の

か
ら
参
加
し
て
は
ボ
ス
戦
の

主
要
タ
ン
ク
と
な

て
い
た

 
今
回
の
ボ
ス
偵

戦
で
は
レ
ベ
ル

を
超
え
て
い
る
者
の
み
集
め
て
い
て

更
に
主
要
タ
ン

ク
と

え
る
ビ
ル
ド
だ

た
の
だ
か
ら

つ
ま
り
そ
れ
だ
け

と

力
は
高
か

た
の
は

明
白

 
そ
れ
な
の
に
一
撃
死
な
ん
て

 
事
前
情
報
で

死
の
攻
撃
を
有
す
る
と
は
あ

た
が
ま
さ
か
本

に

死
だ

た
と
は
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う

だ
ろ

一
撃
な
ん
て
出

目
な

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
物
理
的
撤
退
不
可

脱
出
不
可
に
加
え
て
一
撃
死
の
攻
撃
力
を
誇

て
い
る
事
実
に
今

し
方
立
て
直
し
て
士
気
を
上

た
レ
イ
ド
メ
ン
バ

が
動
揺
す
る

士
気
が
上
が
り
過
ぎ
た
反
動

だ

希
望
や
自
信
を

い
た
が
故
に
恐
怖
も
反
動
で
大
き
く
な

て
い
る

 

結
し
た
集

が
動
揺
し
一
部
の
小
心
者
が

と
は

え
ボ
ス
偵

戦
に
参
加
し
て
い
る

時
点
で
強
く
は
あ
る

慌
て

た
め
き
恐
慌
を
来
し
掛
け
て
い
る
の
を
見
て
私
は
ぎ
り

と

⻭
を

ん
だ

 
私
は
今
回
の
偵

戦
の
指

を

さ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

だ

然
と
し
て
い
て
い
い
立
場

で
は
無
い

静
に
対

し
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

ち

い
て

 
し

か
り

ば
キ

黒
の
剣
士

の
よ
う
に
無
事
だ
か
ら

 

的
確
に

し
て

 
レ
ベ
ル
１

０
超
え
は
確
実
な
キ
リ
ト
君
で
す
ら

さ
れ
た
と
な
る
と
攻
撃
力
だ
け
で
な
く

参

数
値
と
な
る

力
値
も

も
な
い
の
だ
ろ
う
か
ら
間
違

て
も
彼
の
よ
う
に

ド
ス
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キ
ル
を
使
わ
な
い
で

ぐ
と
い
う
の
は
不
可
能

 
そ
れ
で
も
確
か
に
直
撃
で

死
す
る
の
は
恐
ろ
し
い
が
さ

き
キ
リ
ト
君
は

さ
れ
つ
つ

も

殺
と

に
成

し
て
い
た
か
ら

な
く
は
な
い
の
だ

そ
れ
こ
そ
タ
ン
ク
が

に
専

念
す
れ
ば
キ

チ
リ

け
止
め
ら
れ
る

だ

わ

わ
あ
あ
あ

 
こ

ち
来
ん
な

 
し
か
し
一

動
揺
し
て
し
ま
え
ば
中

立
て
直
し

い
の
が
集

と
い
う
も
の

物
理
的
撤
退

不
可
で
一

解
し
か
け
立
て
直
し
た
直
後
に
こ
れ
だ
か
ら
私
の
声
な
ど

こ
え
て
い
な
い

よ
う
だ

た

 
い
や

目
の
前
に
死
そ
の
も
の
が
来
て
い
る
の
な
ら

そ
れ
も
仕
方
な
い

 
問

は

ま
た
死
者
が
出
て
し
ま
う
と
い
う
事
だ

 
二
人
を
大

で

り
取

た
後
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

は
勢
い
そ
の
ま
ま
に

て
大
き
く

躍
し
た

勢
い
が
あ
る
か
ら
数
十
メ

ト
ル
は

び
越
え
た
ボ
ス
は
私
か
ら
見
て
向
か

て

に
展
開
し
て
い
た
ア
タ

カ

勢
の
前
に
一
気
に

動

地
し
た
地
点
近
く
で
ボ
ス
の

近

に

を

か
し
た
プ
レ
イ

を
見
た
ボ
ス
は

の
大

を
振
り
か
ぶ

た

 
さ

き
の
絶

は

い
を
付
け
ら
れ
た

聖
⻯

合

の
プ
レ
イ

の
も
の
な
の
だ
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あ
ま
り
の

動
に

を

か
れ
て
い
た
一
同
が

く
動
き
出
す
が

わ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

の

ま
で
は
動
き
出
し
た
者
で
も
最

で
十
メ

ト
ル
は
あ
り

更
に
は
重

の

を

て
い
る
の
で

動
速

も
そ
こ
ま
で
高
く
な
か

た

 
ど
れ
だ
け

い
で
も
間
に
合
わ
な
い
の
だ

バ
レ

ト
ラ
ン
ス
・
十

ギ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
あ
わ
や
三
人
目
の

者
が
出
る
と
い
う
予
想
が
現
実
に
な
ろ
う
と
し
た

前
で
キ
リ
ト
君

の
怒
声
が

き

た

そ
れ
か
ら

ド
ス
キ
ル
を
発
動
す
る
時
特
有
の

高
い

と
共
に

蒼
い
光
を

た
黒
い
⻑
槍
が
一
直
線
に

し
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

の

骨

面
に
直
撃

す
る

 
い
や

槍
は
一
本
だ
け
で
は
な
く

間
数
本
と
い
う
速

で

と

き

ま
れ
て
い
く

直
撃
す
る
と
同
時
に

と
閃
光
が
発
生
し

ま
じ
い
衝
撃
波
が
離
れ
て
い
る
私
達
の

ま
で

届
い
て
来
た

 
そ
の
数

骨
に
突
き

さ

た
一
本
の
黒
い
槍
と
第
七
十
五
層
の
武
器

で
見
た

一
の
槍

を
数
え
合

十
本
と
分
か

た

つ
ま
り
先

ど
ボ
ス
は
十
回
分
の
攻
撃
を

け
た
事
に
な
る
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蒼
い
光
を

て
い
た
の
だ
か
ら

ド
ス
キ
ル
の
一
種
な
の
だ
ろ
う
そ
れ
は
予
期
し
て
い

な
か

た
事
も
あ

て
か

果

面
で
正
に

に
へ
た
り
こ
ん
で
い
る
ア
タ

カ

の
プ
レ
イ

を
斬
り
裂
こ
う
と
し
て
い
た
ボ
ス
を
大
い
に

ま
せ
る
事
に
成

す
る

 
こ
の
ス
キ
ル
で
二
本
目
に
突
入
し
て
い
る
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

の

は
一

少
し
た

ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
れ
で
も
す
ぐ
さ
ま
ノ

ク
バ

ク
か
ら
復
帰
し
た
ボ
ス
は
ま
だ
状
況
が

み

め
て
い
な

い
プ
レ
イ

に
再
び

を
向
け

ま
た
大

を
振
り

た

 
今

こ
そ
大

は
振
る
わ
れ
た
が
先

ど
の

き
直
し
で
あ
る
か
の
よ
う
に
そ
こ
へ
白
い
光

を

た
黒
い
影
が

り

ん
だ

 
し
か
し
そ
の
速

は
先
の

で
は
無
く
そ
れ
ど
こ
ろ
か
闘
技
場
に
出
て
来
た
堕
天
使
の

も
速
い
速

で
ボ
ス
と
の

離
を

め
て
い
た

速
過
ぎ
て
黒

く
め
の
プ
レ
イ

が
彼
以

外
に

れ
ば

か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
だ

 

光
の
如
き
速
さ
で
一

に
し
て

離
を
ゼ
ロ
に
ま
で

め
た
彼
は

ぎ
に
振
る
わ
れ
る

大

の

道
上
に

せ
る
よ
う
に
手
に
し
て
い
た
武
器
を

ぎ
に
一
閃

そ
の
一
撃
は
大

と
直
撃
し
一

で

し
勝
ち
更
に
は
ス
ト
レ
ア
さ
ん
達
の
時
よ
り
も
大
き
く

け
反
ら
せ
る
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程
の

力
を
秘
め
て
い
た

 
こ
の
時
彼
が
手
に
し
て
い
た
武
器
は
見

れ
た
エ
リ

シ
デ

タ
で
は
無
く

と

が

白
色
で
そ
し
て
刀
身
に
白

が

て
い
る
刀

手
で

を
持
ち

手
に
握
る
刀
が
振
る

わ
れ
た
と
い
う
事
は

彼
は
超
神
速
の

動
の
勢
い
を

せ
た

き
打
ち
を
放

た
の
だ
ろ
う

白
い
光
を

て
い
た
と
い
う
事
は

恐
ら
く

ド
ス
キ
ル
の
一
種

 
し
か
し
刀
ス
キ
ル
で
そ
う
い

た
も
の
を
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
使

た
事
は
見
た
覚
え
が
無

い
し

そ
も
そ
も

刀
を
必
要
と
す
る
ス
キ
ル
は
無
い

な
の
で

今
の
は
彼
が
会
得
し
た
ユ

ニ

ク
ス
キ
ル

刀
術

の
一
つ
な
の
だ
ろ
う
と
推

出
来
た

 
リ
ア
ル
で

う

刀
術
は
ク
ラ
イ
ン
さ
ん

く

内
で
刃
を

ら
せ
る
事
で

常
の
一
撃
よ

り
も

に
も
加
速
さ
せ
た
一
撃
な
の
で
最
速
に
し
て
必
殺
の
一
撃
ら
し
い

た
だ
し
外
せ
ば

多
大
な
隙
を
生
む
事
か
ら

刃
の
剣
的
な
も
の
で
も
あ
る
の
だ
と
い
う

 
ま
た
こ
れ
は

手
と
の

み
合
い
が
重
要
な
の
で

本
的
に
モ
ン
ス
タ

の

動
を
一
方
的

に

む

向
に
あ
る
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
仮
に

刀
術
を
放
つ
ス
キ
ル
が
あ

た
と
し
て
も
使
い

勝
手
は
イ
マ
イ
チ
に
な
る
の
だ
そ
う
な

対
人
戦
で
は
こ
の
上
な
く
強
い
だ
ろ
う
が

モ
ン
ス

タ

手
だ
と

と
い
う
判
断
ら
し
い
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私
自
身

刀
術
の
形
を
取

た
攻
撃
も

刀
術

と
い
う
ス
キ
ル
も
こ
う
し
て
直
に
見

た
の
は
初
め
て
だ
が

中

ど
う
し
て
と
て
も

だ
と
思

た

 
極
め
つ
け
に
そ
の

力

ボ
ス
の

け
反
り
よ
う
か
ら
見
て
ど
う

え
て
も
パ
ワ

フ

イ

タ

な
ス
ト
レ
ア
さ
ん
達
が
放

た
ス
キ
ル
よ
り
速

は

然

力
も
上
で
あ
る
と
思
え
る

あ

の
速

な
ら
攻
撃
が

た

た
時
の
ダ
メ

ジ
は

も
な
い
事
に
な

て
い
そ
う
だ
し
彼

の
レ
ベ
ル
を

き
に
し
て
も

手
剣

よ
り

合
的
な

力
は
上
な
気
が
す
る

ギ
シ

く

や

り

使

後
の
隙
が
大
き
い
な

 
し
か
し
ボ
ス
の
一
撃
を
弾
く
ど
こ
ろ
か
体
を
大
き
く

け
反
ら
せ
る
程
の

力
を
秘
め
て
い

る
反
面
使

後
の
隙
は
多
大
な
も
の
の
よ
う
で
ど
う
も
ボ
ス
の
ノ

ク
バ

ク
と
同

か

⻑
い
く
ら
い
に
技
後

直
が
設
定
さ
れ
て
い
る
ら
し
い

オ
リ
ジ
ン
リ

パ

が
ノ

ク
バ

ク
か
ら
回
復
し
て
忌

し
そ
う
に
キ
リ
ト
君
を

み
付
け
た
の
と
刀
を
振
り

い
た

勢
で

ま

て
い
た
彼
が

く
動
き
始
め
た
の
は
同
時
だ

た
か
ら
多
分
こ
の
推

は

た

て
い
る

 
⻭

み
し
て
い
た
の
は
さ

き
と
違

て
剣
技

繋
が
出
来
な
い
上
に
反
撃
を

け
る

可
能
性
を

え
た
か
ら
だ
ろ
う
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隙
を
見
せ
れ
ば
殺
ら
れ
る
し
直
撃
で
も

け
反
ら
せ
る
の
は

し
い
と
判
断
し
た

恐
ら

く
速
さ
を
重

し
た

刀
術
の
ス
キ
ル
に
重
攻
撃
自
体
が
少
な
い
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
君

は

手
に
持
つ
刀
と

手
に
持
つ

を
光
に

ら
し

見

れ
た
二
剣
を
手
に
す
る

 
直
後
ボ
ス
が
キ
リ
ト
君
へ
突

し

の
大

を
振
る
う

逆

に
振
る
わ
れ
た

を
彼

は
高
く

躍
す
る
事
で

す

空
振

た
大

の
切

先
は
地
面
を
強
く

た

 
そ
の
隙
を
突
く
よ
う
に
キ
リ
ト
君
は
先
の

き
直
し
の
よ
う
に
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ

ク
を

て

剣
技

繋
で
別
の

ド
ス
キ
ル
へ
と
繋

始
め
た

重
攻
撃
で
ノ

ク
バ

ク
を

け
た
ボ
ス
は
や
は
り

す
術
な
く

撃
を

け
る
だ
け

彼
に

い
て

繋
攻
撃

 
と
に
か
く
ノ

ク
バ

ク
か
ら
回
復
し

な
い
よ
う
に
重
攻
撃

ド
ス
キ
ル
を
中
心
に
放

て
下
さ
い

お
お

 
さ

き
の

撃
の
時
は
目
が
離
せ
ず
見

け
る
だ
け
だ

た
が
こ
の
ま
ま
で
は
彼
の
負

が

増
え
る
ば
か
り
だ
し

に
二
人
も
死
者
が
出
て
し
ま

た
以
上

け
て
い
る

に
も
い
か
な
い

 
サ
チ
さ
ん
と
キ
リ
ト
君
の
お
陰
で
重
攻
撃
で
十
分

ま
せ
ら
れ
る
の
は
分
か

た
の
だ
か
ら

後
は
も
う
と
に
か
く
如

に
ノ

ク
バ

ク
か
ら
回
復
す
る
回
数
を

ら
せ
る
か
が

だ
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隊
は
ス
イ

チ
の

備
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

 
そ
し
て

隊

ド
ス
キ
ル

一
本

お
お

 
キ
リ
ト
君
が
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
か
ら

し
て

ド
ス
キ
ル
を
繋

て
い
る

間
に
私
が

い
る
ア
タ

カ

部
隊
全

に

ド
ス
キ
ル
を
放
た
せ
る

私
は
万
が
一
の

に

え
て
い
る
の
で
参
加
し
て
い
な
い

 
今
回
の
レ
イ
ド
は

⻑
が

い
る

血

騎
士

タ
ン
ク
の

隊

私
が

い
る

血

騎
士

ア
タ

カ

の

隊

リ
ン
ド
が

い
る

聖
⻯

合

の

隊

デ

ア
ベ
ル
さ

ん
が

い
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の

隊

ラ
ン
さ
ん

い
る
ス
ト
レ
ア
さ
ん
と
エ

ギ
ル
さ
ん
を
加
え
た
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の

隊
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が

い
る
風
林

火

の

隊

そ
し
て
キ
リ
ト
君
の

ロ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

 
私
が
知
る
限
り
刀
使
い
が
多
い
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
の
パ

テ

は

ど
重
攻
撃
ス
キ
ル
を

持

て
い
な
い

な
の
で
キ
リ
ト
君
が
ボ
ス
を

ま
せ
て
い
る
間
に
彼
ら
を
真

先
に
突
撃
さ

せ
た

 
そ
の
判
断
は

を

し
た
よ
う
で
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
は
反
撃
を
喰
ら
う
事
無
く
色
取
り
取
り
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の
ス
キ
ル
を
放
ち
終
え
る

今
で
す

ス
イ

チ

了
解

 
そ
れ
を
見

ら

て
指
示
を
出
せ
ば

ド
ス
キ
ル
の

直
か
ら
回
復
し
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん

達
が
下
が
り
入
れ

わ
り
に
聖
⻯

合
が
突
撃
し

ド
ス
キ
ル
を
放
つ

一

に
で

は
な
く

い
を

き

ま
な
い
よ
う
二
人
ず
つ
放

て
い

た
中
に
は
キ
リ
ト
君
が
使

て

い
た

サ
ベ

ジ
・
フ
ル
ク
ラ
ム

も
見
ら
れ
る

は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
最
後
に
リ

ダ

の
リ
ン
ド
が

刀

ド
ス
キ
ル
を
放

た
時
に
キ
リ
ト
君
が
ス

タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
を
放
ち
始
め
た

剣
技

繋
の

め
に
入
り
始
め
た
の
だ

ボ
ス
の

も
気
付
け
ば
二
本
目
を

り
切
り

三
本
目
の

分
に
達
す
る
く
ら
い
に
な

て
い

た

隊

ス
イ

チ

お
お

 
キ
リ
ト
君
の
剣
技

繋
が
終
わ
り
に
近
い
事
を
悟
り
こ
こ
こ
そ

繋
の
要
だ
と

中
で
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覚
悟
を

め
た
私
は
最
初
に
攻
略
隊
リ

ダ

を
務
め
た
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
達
に
指
示
を
下
し

た

に
構
え
て
い
た
彼
ら
は
声
を

え
て
応
じ

隊
と
違

て
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が
先

を

て

ド
ス
キ
ル
を
放

た

 
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が

ん
だ

ド
ス
キ
ル
は

六

撃
の
技

斬
り
上

か
ら
始
ま
り

け
て

斬
り
上

掛
け

突

掛
け
最
後
に
一

体
を
回
転
さ
せ
て
勢
い
を

付
け
た

掛
け
を
高
速
で
放
つ
速

重

の
大
技

⻘
黒
い
光
と
共
に
放
た
れ
た
そ
れ
を

け

た
ボ
ス
は

ゲ

ジ
の
下
に
四
つ
の
デ
バ
フ
ア
イ
コ
ン
が
付
与
さ
れ
た

 
攻
撃
力
に

わ
る
Ｓ
Ｔ
Ｒ

と

力
に

わ
る

Ｉ
Ｔ

力
に

わ
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ

ク
リ
テ

カ
ル

に

わ
る
Ｄ
Ｅ
Ｘ
の
四
つ
の
ス
テ

タ
ス
を
全
て

さ
せ
る
デ
バ
フ
だ

 
四
つ
の
デ
バ
フ
を

め
て
下

る
片
手
剣
ス
キ
ル
の
六

撃
技
の
名
は

フ

ン
ト
ム
・

レ
イ
ブ

ボ
ス

手
に
も
確
実
に
デ
バ
フ
を
付
与
す
る
と
い
う
有

な
技
で

闘
技
場

個
人

戦
で
も
堕
天
使
本
人
に
こ
そ

て
て
い
な
か

た
が
神
速
で

る
六
発
の
斬
撃
の

撃
に
キ
リ

ト
君
が
使

し
た
事
が
あ
る

隊

に
備
え
て
下
さ
い

 
こ
の
技
で
デ
バ
フ
が
掛
か

た
事
で
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
に

い
て

き

ま
れ
た

ド
ス
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キ
ル
の
ダ
メ

ジ
も
多
少
増
え
た
よ
う
に
思
え
た

一

や
二

の
失

が
死
を

く
以
上
こ
れ

で
安
心
出
来
る

も
無
く
気
を

め
る
な
と
自
身
を

し
て

に
備
え
る
よ
う
に
指
示
を

し
たす

す
み
ま
せ
ん

ち

と

て
下
さ
い

え
 
そ
こ
で

隊
リ

ダ

で
あ
る
ラ
ン
さ
ん
が
制
止
を
掛
け
た

故
と
思

て
見
や
れ
ば

手
剣
を

代
わ
り
に

て

を

さ
え
て
い
る
ス
ト
レ
ア
さ
ん
の

が
目
に
入
り
彼
女
と

私
に

線
を
行

た
り
来
た
り

わ
せ
る
ラ
ン
さ
ん
の

も
見
え
た

 
ど
う
や
ら
ス
ト
レ
ア
さ
ん
の

子
が
良
く
な
く
な

た
か
ら

た
を
掛
け
た
ら
し
い

 
仕
方
あ
り
ま
せ
ん

隊

お
願
い
で
き
ま
す
か

お

お
お

せ
ろ

 
お
前

ら

行
く
ぞ

応

 
こ
の

繋
は
と
に
か
く
集
中
力
を
要
す
る
の
で
恐
ら
く

を
覚
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
ス
ト

レ
ア
さ
ん
を

繋
に
入
れ
る

に
も
い
か
な
い
と
判
断
し
一
応

備
を
し
て
く
れ
て
い
た
ら
し

い

隊
の
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
に

線
を
向
け
て
指
示
を
出
し
た
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番
的
に
ラ
ン
さ
ん
達
の

は
自
分
達
と
思

て
備
え
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
も
い
き
な

り
の
事
で

え
は
し
た
も
の
の

番
が
一
つ

く
な

た
だ
け
な
の
で
す
ぐ
に
応
じ
て

前
に
出
て
く
れ
た

ス
イ

チ

応

 
喰
ら
い
や
が
れ

 
そ
し
て
デ

ア
ベ
ル
さ
ん

い
る
メ
ン
バ

最
後
の
一
人
が

ド
ス
キ
ル
を
撃
ち
終
え
て
交

代
の
合

を
出
す
と
同
時
に
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は

ド
ス
キ
ル
を
発
動
さ
せ

ま
じ
い
猛
攻

撃
を
仕
掛
け
始
め
る

最

型
も

も
な
く
蒼
い
光
を

た
愛
刀
陰

を
滅
多

を

振
る
い

ボ
ス
の
三
メ

ト
ル
は
あ
り
そ
う
な
節
足
に

い
ダ
メ

ジ

を
付
け
て
い
く

 
刀
の

ド
ス
キ
ル
は
一
撃
の

さ
と

さ
に
よ
る
ダ
メ

ジ
を

先
さ
れ
て
い
る
の

で
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら

撃
数
は
多
く
て
も
五

撃
が
い
い
と
こ
で

ど
の
ス
キ
ル
が
三

撃
だ

事
実
第
一
層
ボ
ス
が
見
せ
た
ス
キ
ル
絶
空
は

発

は
三

撃
で
あ
る

 
中
に
は
九

撃
と
い
う

有
な

撃
数
を
誇
る
も
の
も
あ
り
今
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
放

て
い

る

と
い
う
ス
キ
ル
は
正
に
そ
れ
だ
が
そ
う
い
う
も
の
は
一
撃
の

力
は

め
に
設
定

さ
れ
て
い
る

そ
れ
を
補
う
よ
う
に
刀
の
ク
リ
テ

カ
ル

や
攻
撃
速

に
よ
る
ダ
メ

ジ
補
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正
が
高
め
な
の
だ
が

 
た
だ
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

は
恐
ら
く
打
撃
属
性
が
弱
点
で

突
が
最
も
高

性
斬
撃
は
そ

の
中
間
と
い
う

り
だ
か
ら

と

え
ば

 
そ
れ
で
も
ク
リ
テ

カ
ル
は

ダ
メ

ジ
カ

ト

を
ゼ
ロ
と
換

し
て
数
値
化
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
ら
し
い
の
で

キ
リ
ト
君
の

無

バ
フ
程
で
は
無
い
に
せ
よ
出
れ
ば
か
な
り
強
い

恐
ら
く
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
そ
れ
を

て

え
て
一
撃

い
で
は
無
く
手
数
を
多
く
し
た
ク
リ

テ

カ
ル

い
な
の
だ
ろ
う

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に

い
て
他
の
刀
使
い

⻑
槍
カ
テ
ゴ
リ
の
二

矛
使
い

刀
カ
テ

ゴ
リ
の

刀
使
い
な
ど
が

け
て

撃
数
が
多
め
の

ド
ス
キ
ル
を
使

て
い
く

多
分
ス
ト

レ
ア
さ
ん
が
回
復
す
る
時
間
を

ぐ
の
と
キ
リ
ト
君
の
剣
技

繋
や
他
の
人
が
入
り
や
す

い
よ
う
わ
ざ
と
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ

ス
ト
レ
ア
さ
ん
は
ど
う
で
す
か

ご
め
ん
な
さ
い

ま
だ
で
す

 
そ
れ
に

だ
か
様
子
が

く

あ
ぐ

が
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ス
ト
レ
ア
さ
ん
が
ま
だ
動
け
な
い
以
上

下
手
に

隊
を
動
か
す
事
は
出
来
な
い

 
こ
れ
は
仮
に

隊
が
ス
ト
レ
ア
さ
ん
を

い
て
前
衛
に
出
た
時

ボ
ス
が
予
期
せ
ぬ
行
動
で

り

ん
だ

に

で
動
け
な
い
彼
女
を
護
る
人
が
い
な
く
な
る

だ

 
本
来
で
あ
れ
ば
一
時
的
に
ボ
ス
部

の
外
へ
退

さ
せ
る
の
だ
が
今
回
の
ボ
ス
戦
は
物
理
的

に
も
退

不
可
だ
か
ら

か
が
護
る
し
か
な
い

よ
り
に
よ

て
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

は

動
力

と
攻
撃
力
が

命
的
に
高
す
ぎ
る
か
ら
常
に

か
が
付
い
て
い
な
い
と
危
険
な
の
だ

 

い
彼
女
の
パ

テ

に
は
キ
リ
ト
君
に

す
る
剣

の
持
ち
主
で
あ
る
ユ
ウ
キ
私
と

同

以
上
の
指

を
見
せ
る
ラ
ン
さ
ん
キ
リ
ト
君
を

け
ば
攻
略
組

一
の

力
値
を
誇
る
エ

ギ
ル
さ
ん

サ
ポ

ト
に

れ
て
い
る
サ
チ
さ
ん
が
い
る
か
ら

ス
ト
レ
ア
さ
ん
一
人
の
フ

ロ

は
万
全

な
ら

隊

ス
イ

チ
の

備
を
お
願
い
し
ま
す

 
そ
の

は

隊
で
す

了
解
だ

承
知
し
ま
し
た

 
で
あ
れ
ば
回
復
を

つ
の
が
無

だ

無
理
に
投
入
せ
ず
と
も
現

で
も
あ
る
程

安
定

は
し
て
い
る
の
だ
か
ら
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そ
う
判
断
し
た
私
は

時
ボ
ス
が

り

ん
で
く
る
か
分
か
ら
な
い
の
で

え
さ
せ
て
い
た

⻑
達
を
投
入
し
た

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
が

ド
ス
キ
ル
を
放

て
い
る
間
に
一

り
剣
技

繋

を
放
ち
終
え
た
キ
リ
ト
君
が

再
び

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

で
突

す
る
の
を

見
届
け
た
か
ら

く
は
大

と
判
断
し
た
が
故
の
投
入
だ

 
ま
た

ス
ト
レ
ア
さ
ん
が
回
復
す
る
ま
で

隊
を

ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

そ
の

代
わ
り
と
い
う
意
味
で
も
あ
る

こ
う
す
れ
ば

隊
が
回

て
来
る
の
を
少
し
で
も

ら
せ
る

事
が
出
来
る
か
ら
だ

 

隊
の
人
数
は

風
林
火

だ
け
だ
か
ら
六
人

そ
の
五
人
目
が

ド
ス
キ
ル
を
打
ち

ん
で
い
る
間
に

私
は
チ
ラ
リ
と

ん
で
一
方
的
に

か
れ

け
て
い
る
ボ
ス
の

ゲ

ジ

に
目
を
や

た

風
林
火

他

プ
レ
イ

一
人
が
与
え
て
い
る
ダ
メ

ジ

は
や
は
り

少
な
い
が
キ
リ
ト
君
が
極
限
ま
で
集
中
し
な
け
れ
ば
出
来
な
い
剣
技

繋
を

も
成

さ
せ
て
く
れ
て
い
る
の
で

に
四
本
目
に
ゲ

ジ
の

少
は
突
入
し
て
い
る

 
こ
の
分
で
は
あ
と
部
隊
を
一

す
れ
ば
こ
れ
以
上
の

無
く
ボ
ス
戦
を
終
え
ら
れ
る
だ
ろ

う

あ
と
少
し
で
倒
せ
ま
す

 
だ
か
ら

繋
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
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お
お

 
撤
退
不
可

死
の
一
撃
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
ボ
ス
戦
で
は
あ
る
が

そ
れ
で
も

の

り
方
は
キ
リ
ト
君
が

に
遭

て
い
た

年

ど
の
ボ
ス
戦
よ
り
も

速
い

死
者
が
二
人

出
て
し
ま

て
い
る
の
は
哀
し
い
が
第
三
ク

タ

ボ
ス

手
に
し
て
い
る
観
点
か
ら
す

れ
ば
こ
れ
以
上
死
者
を
出
さ
な
く
て
済
む
と
い
う
の
は
大
き
い

 
攻
略
組
と
い
う
事
も
あ

て
自
分
達
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
よ
る
強
さ
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

の
恐
怖

そ
れ
を
上
回
る
程
の
希
望
が
見
え
て
来
た
事
で

レ
イ
ド
は
一

に

き
立

た

あ

し
ま

 
そ
の

き
立
ち
と
同
時

ド
ス
キ
ル

発
動
で
十

以
上
も
空
中
に

ま

て
い
た
キ

リ
ト
君
が
声
を
上

た

線
を
向
け
れ
ば
蒼
い
四

形
の
斬
閃
が
パ

と

た
後
彼
の

手
に
握
ら
れ
て
い
る
黒
い
片
手
剣
か
ら
光
が
喪
わ
れ
て
も

の
剣
に
別
の
光
が

る
事
無
く

不
自
然
に
彼
の
体
が

直
し
た
の
が
見
え
た

 
ど
う
や
ら
と
う
と
う
初
の
失

で

繋
さ
せ
ら
れ
な
か

た
ら
し
い

⻑

入

て
下
さ
い

了
解
し
た



 第五十四章 〜死闘：撤退許されざる戦い・終〜

 
し
か
し

い
だ

た
の
は

風
林
火

の
六
人
目
が

ド
ス
キ
ル
を
放

て
い
る

中

で
あ

た
事

 
も
し
も
放
ち
終
え
て
い
た
ら
と

え
る
と

と
す
る

 
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ズ
レ
た
の
で
多
少
慌
て
は
し
た
が

指
示

り
に

⻑
は
す
ぐ
さ
ま
入

て

剣
と
盾
に
よ
る
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
の

撃
を

き

み
始
め
た

剣
に
よ
る
斬
撃
と

突
盾

に
よ
る
打
撃
属
性
の

打
を
組
み

ん
だ
神
聖
剣
最
上

の
十

撃

ド
ス
キ
ル
ア
カ

シ

ク
・
ア

マ
ゲ
ド
ン

だ

 
一
撃
一
撃
を

み

み
な
が
ら

な
勢
い
で

き

ん
で
い
く
そ
の
様
は
正
に
タ
ン
ク

の
極
み
と

え
る
重
み
と
ト

プ
プ
レ
イ

と

え
る

さ
の
剣

だ

た

 

⻑
が
攻
撃
を
始
め

そ
れ
に

隊
の
タ
ン
ク
四
人
が

き

隊
の
ア
タ

カ

勢
が
前

進
を
始
め
る

そ
れ
に
対
し
て
地
面
に

地
し
た
キ
リ
ト
君
は
一

私
の
下
へ
と
下
が

て
来

た
悪
い

繋

る
の
に
失

し
た

大

こ

ち
も

撃
を
入
れ
て
る
か
ら

そ
れ
に

く

し
い

て

い
て
た
か
ら
予
想

し
て
た
よ
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ば
つ
が
悪
そ
う
な
表
情
で

罪
し
て
来
た
キ
リ
ト
君
に
私
は
他
の
面

が
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見

ら
い
つ
つ
す
ぐ
に
そ
う
返
し
た

実

彼
の
技
の
原
理
を
知

て

剣
と
体
術

の

ド
ス
キ
ル
で
練

し
た
経
験
が
あ
る
身
か
ら
す
れ
ば
む
し
ろ

十
回
と

し
て
成

さ
せ
て
い
る
彼
の
方
が

い
の
だ

 
そ
れ
に
彼
は
体
勢
を
整
え

い
空
中
で
そ
れ
を

け
て
い
た

 
空
中
だ
と
体
の
前
後
剣
の
構
え
を
取
る
の
に
ど
う
し
て
も

ん

り
が

か
な
い
事
か
ら

を
極
め
て
し
ま
う

キ
リ
ト
君
を
始
め
ユ
ウ
キ
と
い

た
感
覚
的
に

い
剣
士
な
ら

と
空

中

ド
ス
キ
ル
と
い
う
も
の
は
放
て
て
い
る
が

あ
そ
こ
ま
で
自
然
な
発
動
は
出
来
な
い

 
そ
れ
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
君
の
失

は
取
り
立
て
て
責
め
る
事
で
は
無
い
と
私

は
判
断
し
て
い
た

 
そ
こ
で
一

前
線
に

線
を

す
と

⻑
が

ド
ス
キ
ル
を
終
え
二
人
目
の
血

騎

士

の
盾
剣
士
が
入

た
と
こ
ろ
だ

た

一
応

な
よ
う
だ

ま
だ
大

ね

ス
ト
レ
ア
さ
ん
は

 

に
私
は

突
に
不

と
な

て
ダ
ウ
ン
し
た
ス
ト
レ
ア
さ
ん
は
ど
う
な

た
か
気
に
な

て

線
を
向
け
た
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そ
ん
な
す
ぐ
に
回
復
す
る
と
は
思
わ
な
い
が
あ
の
地
下
迷

で
大
い
に

れ
ら
れ
る
実
力
を

有
し
て
い
る

重
な
戦
力
だ
か
ら

け
ら
れ

け
る
と
そ
れ
な
り
に
不
安
が
残
る

そ
れ
に
い

き
な
り
不

に
な

た
な
ら
多
分
回
復
も

突
だ
ろ
う
か
ら
あ
る
程

か
く
把
握
し
て
お

か
な
け
れ
ば

繋
に
組
み

み
に
く
い
と
い
う
事
情
も
あ
る

 
指

を

て
い
る
立
場
故
の
苦
慮
を

え
な
が
ら

線
を
向
け
た
先
に
は
思

た

り
ま

だ
苦
し
そ
う
に

て
い
る
ス
ト
レ
ア
さ
ん
の

が
あ

た

ラ
ン
さ
ん
は
こ
ち
ら
の
様
子
を

て
い
る
し
ユ
ウ
キ
や
サ
チ
さ
ん
も
⻭

い
な
が
ら
心
配
し
て
動
か
な
い
よ
う
に
エ
ギ
ル

さ
ん
も

時
で
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
し
つ
つ
心
配
し
て
い
る

振
り
を
見
せ
て
い
た

 
ま
だ
今

く
は
回
復
し
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
私
は

け
て

線
を
私
の

ま
で
一

後

退
し
た
キ
リ
ト
君
へ
と

し
た

彼
は
私
の
指
示
を

て
い
る
か
の
よ
う
に

線
を
向
け
て
来

て
い
て

い
の

を
見
合
う
形
に
な
る

入
れ
そ
う

あ
あ

 
も
う
大

な
の
か
と

外
に

く
問
え
ば

彼
は
真
剣
な
面
持
ち
で

に

き
を
返
す

 
そ
れ
を
見
た
私
は

ボ
ス
の
残
り

と
ス
イ

チ
し
な
が
ら

ド
ス
キ
ル
を

け
て
い
る
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面

へ

線
を

す

ボ
ス
の

は
も
う
危
険

の

に

ま

て
い
て

ゲ

ジ
も
最
後
の

一
本
に
入

て
い
た

ス
イ

チ
し
て
い
る
隊
も

時
の
間
に
か
私
の
指
示
無
し
で

隊
に

な

て
い
て

の

隊
と

隊
も

備
万

と
ば
か
り
に
武
器
を
構
え
て
い
る

 
最
初
に
一
本

り
切

た
事
を

え
れ
ば
む
し
ろ
失

す
る
と
隙
が
大
き
く
な
る
剣
技

繋

を
し
て
も
ら
う
よ
り

に
登
録
し
て
い
る
打
撃
属
性
武
器
を
剣
林
弾
雨
と
ば
か
り

に

と
し
て
も
ら

た
方
が
よ
り
確
実
で
は
あ
る

ま
せ
る
な
ら
無
限
槍
の

ド
ス

キ
ル
で
あ
ろ
う

バ
レ

ト
ラ
ン
ス

系
を
使

て
も
ら
え
ば
い
い

 

に
か
な
り

い
て
も
ら

て
い
る
か
ら
こ
れ
以
上
無
理
を
強
い
た
く
は
な
い
と
い
う
心
情

そ
し
て
遠

離
か
ら
攻
撃
し
て
も
ら
う
方
が
よ
り
安
全
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
が
合
わ
さ

た
た

め

私
は
そ
れ
を
伝
え
る
べ
く

を
開
い
た

剣
技

繋
は
も
う
い
い
の
で

で
打
撃
属
性
武
器
あ
る
い
は
無
限
槍
の

ド
ス
キ
ル
で
後
方

に

し
て
下
さ
い

分
か

た

 
一

ど
間
が
空
い
て
の
返
事
だ
が
彼
の
表
情
は
不

の
そ
れ
で
は
な
い

葉
に
し
て
い
な

い
こ
ち
ら
の
意

を

ん
だ
上
で

得
す
る
そ
れ
に
要
し
た
時
間
が
一
呼

だ

た
の
だ

そ
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う

え
れ
ば
そ
れ
だ
け
の

さ
で
よ
く
思

を
回
転
さ
せ
ら
れ
る
な
と

を

く
思
い
で
あ
る

 
後
方

に

し
て
も
ら
う
意

は
彼
の
安
全
を

る

だ
け
で
な
く
全
体
を

す
る

事
で
彼
が
リ
カ
バ
リ

に
動
き
や
す
く
し
よ
う
と
い
う
意

も
あ
る

そ
れ
は
そ
れ
で
無
理
を
強

い
る
の
で
は
と
も
思
う
が
こ
れ
以
上
死
者
が
出
た
場
合
の
事
後

理
を

え
れ
ば

労
は

め
ば
回
復
す
る
だ
け
マ
シ
だ
ろ
う

死
者
は

て
も

て
来
な
い
し

を
し
て
も

ら
せ
ら

れ
な
い

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
な
の
だ
か
ら

 
レ
イ
ド
全
体
の
士
気
の
事

よ
り
も
ク
リ
ア
の

に
文

り
心
血

い
で
身
を

に
し
て

い
る
彼
の
心
の

に
取
れ
る
最
善
手
が
こ
れ
だ

た

 
そ
れ
を
一
呼

で

み
取

た
彼
は

然
と
し
た
面
持
ち
で
い
よ
い
よ
残
す
と
こ
ろ
ゲ

ジ

分
を
切

て

感
が
増
し
始
め
た
ボ
ス
に

を
向
け

一

静
か
に
目
を

じ
た

 
戦
場
で
目
を

じ
る
な
ど
自
殺
行

に

し
い
が
む
し
ろ
彼
の
場
合
は
攻
撃
す
る
に
は
極
限

の
集
中
力
が
必
要
だ
か
ら
し
て
い
る

 
彼
が
目
を

じ
て
二

が
経

た
時

上
の
中
空
に
無
数
の
武
器

が
出
現
し
た

そ
れ
ら

は
片
手

と

手

の
集
ま
り
で
第
七
十
五
層
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
武
器

で

ら
れ
て
い
る

的

つ

一
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
他
の
武
器
は
攻
撃
力
が
そ
れ
よ
り

い
の
と

び
出
す

の
同



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

時
イ
メ

ジ
が
し

い
か
ら

外
し
た
の
だ
ろ
う

 
片
手
剣
や

剣
が
一
つ
も
無
い
の
は

打
撃
属
性
武
器
と
私
が
指
定
を
掛
け
た
か
ら
か

 
こ
れ
ま
で
の
原
始
的
な
戦
い
か
ら
一
転
知

て
は
い
て
も
あ
ま
り
に
も

外
な
光

に
息
を

ん
で
い
る
私
の
眼
前
で
そ
れ
ら
を
使

す
る
黒

の
少
年
が
目
を
開
い
た

そ
れ
か
ら

手

か
ら

て
い
た
黒
剣
を

に
突
き
立
て
フ
リ

に
な

た
そ
の
手
を

た
り
と
持
ち
上

る 
自
分
達
に

い

さ
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
た

上
の
影
に
気
付
い
た
レ
イ
ド
メ
ン
バ

は
あ

る
人
は

に

ま
り
あ
る
人
は

怖
で
身
を
強

ら
せ
ま
た
あ
る
人
は
心
強
い
と
ば
か
り

に

み
を
浮
か
べ
る
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
が
特
有
の
反
応
を
見
せ
た

 
け
れ
ど

そ
れ
ら
は
全
て

今
の
彼
に
は
意
識
の
外
に

か
れ
て
い
る

合

を

 
追
い

め
ら
れ
て
い
る
ボ
ス
に

い

線
を
向
け
た
ま
ま

彼
は
そ
う

て
き
た

 
こ
の
戦
い
の
指

を

て
い
る
の
は
私
だ
か
ら
攻
撃
も
遊
撃
な
ど
を

け
ば
私
の
指
示
を

下
に
す
る
の
が

本

だ
か
ら
キ
リ
ト
君
も
今
は
私
の
指
示

ち
に
な

て
い
る
の
だ

 
信
頼
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
信

を

け
て
も
ら

て
い
る
よ
う
で

し
い
と

中
で
喜
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び
の
声
を
上

つ
つ
も

は
真
剣
味
を

び
た
表
情
で
し

か
り

定
し
て
い
る

流

に
こ

の
場
で
不
真
面
目
な

を
開
け

広

に
す
る
の
は

わ
れ
た
状
況
的
に
も
性
格
的
に
も

 
彼
が
見
て
い
な
い
と
分
か

て
い
な
が
ら

て

い
た
私
は
彼
が
攻
撃
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
極
め
る

に
共
に
ボ
ス
へ

線
を
向
け
た

ど
う
や
ら
前
線
で
戦

て
い
る
者
達
も
こ
ち

ら
の
意

を

と
な
く

し
た
ら
し
く

私
の
指
示
が
無
く
て
も
ス
イ

チ
が

に
進
む
よ

う

隊
の
リ

ダ

同
士
で
目
配
せ
や

く

葉
を
交
わ
し
合

て
備
え
て
い
く

カ
ウ
ン
ト
五

で

と
し
て
下
さ
い

三

二

一

  

零

  
最
後
の
数

を

に
し
た
と
同
時
あ
る
い
は

い
終
え
る

前
彼
は
持
ち
上

て
い
た

手
を
振
り
下
ろ
し
た

 
そ
れ
は
イ
メ

ジ
を

め
る
彼
な
り
の
工

想
像
が
狂
え
ば
一
気
に
制

を
喪

て

発
す

る
恐
れ
が
あ
る

を
し

か
り
制

し
自
ら
の
力
と
し
て
武
器
と
し
て

え
る
よ
う

に
す
る

に
彼
が

し
た
動
作



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
無
い
シ
ス
テ
ム
的
な
意
味
も
一
切
無
い
動
作
だ
け
れ
ど
そ

れ
を
す
る
だ
け
で
ボ
ス
を
圧
殺
出
来
る
だ
け
の
武
器
の
軍
勢
を
一

に
襲
い
掛
か
ら
せ
ら
れ
る
と

い
う

見
た
目
以
上
の
意
味
が

め
ら
れ
て
い
る
動
作

 
そ
れ
が
ト
リ
ガ

と
な

て
空
中
で
静
止
し
て
い
た
二
種

合
わ
せ
て
二
千
に
届
こ
う
か
と

い
う

大
な
数
の
片
手

と

手

が

ド
ス
キ
ル
の
ス
イ

チ

繋
で
一
方
的
に

き
の

め
さ
れ
て
い
る

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
Ｒ
ｅ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ

へ
と
襲
い
掛
か
る

 

備
状

と
な

て
い
る
の
で
キ
リ
ト
君
の

ま
じ
い
ス
テ

タ
ス
を
加
味
し
た
攻
撃
力
を
秘

め
る
そ
れ
ら
は
そ
れ
で
も

ド
ス
キ
ル
に
よ
る
攻
撃
で
は
無
い
の
で
ボ
ス
を

ま
せ
る
事

は
出
来
な
い
し

力
も
レ
イ
ド
メ
ン
バ

が
放

て
い
る
ス
キ
ル
に

べ
れ
ば
断
然

る

 
し
か
し

も

も
れ
ば

と
な
る
の

型

で

一
撃
は
確
か
に

に
過
ぎ
る
と

え
ど

そ
れ
が
数
百
数
千
と

も
れ
ば

も
な
い

ダ
メ

ジ

と
な
る

 
ボ
ス
を
ノ

ク
バ

ク
か
ら
回
復
さ
せ
な
い
よ
う
必
死
に
ス
イ

チ
か
ら

ド
ス
キ
ル
へ
繋

て
い
る
レ
イ
ド
が
与
え
て
い
る
ダ
メ

ジ
を

一

で
超
え
て
し
ま
う
の
も
残
す
と
こ
ろ

三

程
と
な

て
い
た
ボ
ス
の

を
一

で

り
切

て
し
ま

た
の
も

ば
自
明
の
理
で

あ

た
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ハ
イ
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

を
一
撃
死
さ
せ
る

の
攻
撃
力
を
有
し
て
い
た

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｒ

ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
Ｒ
ｅ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ

を
倒
し

に
リ
ザ
ル
ト

面

そ
し
て

か
ら
再
び

暗
い

闇
へ
と

り
始
め
た
部

の
中

で

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

と
表
示
さ

れ
て
い
る
の
を
見
て

終
わ

た
と
判
断
し

力
を

く

 
第
七
十
四
層
が
タ

グ
ボ
ス
だ

た
の
で
二
体
目
が
出
て
来
る
の
で
は
と

し
て
い
た
の

だ

オ
リ
ジ
ン
リ

パ

の
定

が
大
文

を

ん
で
い
た
の
で
無
い
と
は
思

て
い
た
が

第
二
層
の
ボ
ス
達
だ

て
大
文

が
あ

た
か
ら

断
大

だ
と
気
を
引
き

め
て
い
た

 
結
果
的
に

憂
に
終
わ

た
の
で
良
か

た

 

ま

ボ
ク
達
は
ス
ト
レ
ア
の
不

で
ス
イ

チ

繋
に
入
る
事
が
出
来
な
か

た

け
ど

キ
リ
ト
君

人
亡
く
な

た

 
最
も

い
タ
ン
ク
と
し
て
ナ
ン
の
ヒ

ル
ブ
レ
ス
と
ポ

シ

ン
に
よ
る
回
復
を
し
た
一

を

い
て
最
前
線
に
常
に
出

て
い
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が
安

の
息
を

き

を
解
く

そ
れ
か
ら
キ
リ
ト
に
問
い
掛
け
た
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キ
リ
ト
は
二
剣
を

に

め
た
後

ナ
ン
を

に

め
る

そ
れ
か
ら

手
を
振

て
メ

ニ

を
呼
び
出
し
マ

ピ
ン
グ
さ
れ
た
ボ
ス
部

に
存
在
す
る
プ
レ
イ

の
蒼
い
光
点
を

数
え
始
め
る

 
こ
の
部

に
入

た
の
は
全
部
で
四
十
人
と
一

ナ
ン
の
分
が
あ
る
の
で
合

で
四
十
一
個

存
在
す
る

だ

二
人
だ

二
人

あ
の
時
の
彼
ら
か

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

面
を
作
る

あ
の
二
人
は
こ
の
人
が
攻
撃
を

い
だ
も
の
の
す
ぐ

に
横
へ

け
ら
れ
て
一
撃
で
斬
り
殺
さ
れ
た
二
人
多
分
責

を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
ま

じ

血

騎
士

の

だ
か
ら

更
だ

 
彼
ら
を

い
て
い
た

⻑
は
静
か
に

目
し

を

始
め
た

後
で

と

が

り
行
わ
れ
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
が

的
に
で
も

福
を
祈
り
た
い
と
思

た
の
だ
と
思
う

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

 
そ
の
男
性
に

静
か
に
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が
声
を
掛
け
た

 
今
回
の
死
者
は
た

た
二
人
第
三
ク

タ

で
あ
の

を

え
る
な
ら
少
な
い
と

え
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る
が
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
戦

て
い
る
ボ
ク
達
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
は
戦
い
に
は
勝

て
も

勝
負
に
負
け
た
も
同
然

 
更
に

え
ば
自
分
が

い
て
い
た
者
を
亡
く
し
た
の
だ

ど
う
声
を
掛
け
れ
ば
い
い
か
迷
う

の
は
お
か
し
い
事
で
は
無
い

う
む

ご
苦
労
だ

た

血

騎
士

か
ら
二
人
と
い
う

者
を
出
し
て
し

ま

た
が
一
先
ず
第
三
ク

タ

を

破
し
我

は
生
き
残
る
事
が
出
来
た

彼
ら
の

を
忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
も
戦

て
行
こ
う

そ
れ
と
良
け
れ
ば

に
は
後
で
開
く

に
も
参
列
願
い
た
い

共
に
戦

た
者
達
か
ら
勝

の
報

を

さ
れ
れ
ば
彼
ら
も
少
し
は
報
わ

れ
る
と
思
う

行
く
に
決
ま

て
る

ア
イ
ツ
ら
は
一
緒
に
命
を

け
て
戦

た

間
だ

し

か
り
見

送

て
や
ろ
う
や

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
静
か
な
頼
み
に
真

先
に
応
じ
た
の
は
義
に

い
と

わ
れ
て
い
る

紅
い

ク
ラ
イ
ン
だ

た

目
が

ん
で
い
る
も
の
の

み
を
浮
か
べ

へ
の
参
列
の
意

を
示
す

は

尊

出
来
る
男
の
人
の

だ

た

 

を
行
う
事
は

い
十
回
に
も

た
な
い
が

に

者
は
五
十
人
以
上
に
上

て
い
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る

第
一
層
の

か
ら
戦

て
き
た
ボ
ク
達
は

に
そ
の
道
中
で
果
て
た
者
達
を
五
十
人
以
上

見
て
来
て

別
れ
を

て
来
た

 

時
ま
で
経

て
も

経
験
し
て
も
死
に
別
れ
る
感
覚
に
は

れ
な
い

た
と
え
あ
ま

り
親
交
が
無
か

た
人
だ
と
し
て
も

か
の
死
な
ん
て
見
た
く
な
い

親
し
い
人
な
ら

更
に

 
さ

き
の
ボ
ス
は
本

に
全
滅
し
て
も
お
か
し
く
な
い
存
在
だ

た

そ
れ
を
二
人
と
い
う

で
倒
せ
た
の
は

が
力
を
合
わ
せ
た
か
ら
だ

キ
リ
ト
も

て
い
た
け
ど
今
回
は

も
ス
イ

チ
で
交
代
し
な
が
ら

ド
ス
キ
ル
を
繋
い
で
い
く
戦
闘
方
法
が
主

だ

た

 
極
限
の
死
を
前
に
し
て

も
が
し
が
ら
み
を
捨
て
て
結

し
た
の
だ

キ
リ
ト
も
キ
リ
ト

を

遠
し
て
い
た
人
も

ボ
ク
達
も

も
が

 
ま
る
で
第
一
層
ボ
ス
戦
の
時
の
よ
う
に

  

だ
か
ら
こ
そ

ボ
ク
は
そ
れ
に
参
加
出
来
な
か

た
事
が
悔
し
か

た

  
今
回
の
ボ
ス
戦
で
は

一
つ

立
て
て
い
な
い
の
だ

サ
チ
が
ゲ
イ
・
ボ
ル
ク
を
放

た

の
も
姉
ち

ん
の
指
示
が
あ

た
か
ら
だ
し
ス
ト
レ
ア
と
エ
ギ
ル
は
最
初
に
キ
リ
ト
救
出
に
活
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躍
し
て
い
る

 
ボ
ク
だ
け

も
し
て
い
な
い

 
ス
ト
レ
ア
の
体

さ
え

れ
な
け
れ
ば
と
恨
み

は

中
に
だ
け
仕
舞

て
お
く

に
し

て
も
非
生

的
過
ぎ
る
し
最

過
ぎ
た
事
な
の
だ
か
ら

ユ
ウ
キ

 
ど
う
か
し
た

姉
ち

ん

 

ん
だ
気
持
ち
で

と
は
別
の
意
味
で
勝

を
喜
べ
て
い
な
い
ボ
ク
を
見
て
姉
ち

ん
が

心
配
そ
う
な

で
そ
う
問
い
掛
け
て
来
た

は
は

ボ
ク

今
回
の
戦
い
で

に

も
し
て
な
い
か
ら
さ

 

し
て
も
仕
方
な
い
し

ば
無
理

理
に
で
も

き
出
そ
う
と
し
て
く
る
の
は
目
に
見
え
て

い
る
の
で

直
に
心
情
を

す
る

 
そ
れ
を

い
た
姉
ち

ん
は
す
ぐ
真
剣
な
面
持
ち
に
な

た

い
い
え
そ
れ
は
違
う
わ

ユ
ウ
キ
は
ち

ん
と

目
を
こ
な
し
て
た

確
か
に
ダ
メ

ジ

と
い
う
点
で
は

も
し
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
撤
退
出
来
な
く
な

た
後
あ
な
た
は
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を

ま
し
た
じ

な
い

あ
れ
が
ど
れ
だ
け

の
救
い
に
な

た
と
思

て
い
る
の

あ
れ
は

正
直

姉
ち

ん
や
エ
ギ
ル
で
も
出
来
る
事
だ
し

そ
い
つ
は
ち

と
違
う
な

 
弱

し
く
返
せ
ば
す
ぐ
近
く
に
い
た
エ
ギ
ル
が

葉
を

ん
で
き
た

そ
ち
ら
に

を
向
け

て
見
上

れ
ば

エ
ギ
ル
は
真
剣
な
面
持
ち
で

け
れ
ど
ど
こ
か

し
く
ボ
ク
を
見
て
い
た

だ

て
あ
の
時
は
動
転
し
て
た

け
ど
よ
そ
れ
を
ユ
ウ
キ
の
声
が
止
め
て
く
れ
た

明
る

く
振
る
舞

て
る
の
は
分
か

た
が
そ
れ
を
し
て
で
も

ち

か
せ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が

達
に
平
常
を
取
り

さ
せ
た
ん
だ

に
で
も
出
来
る
か
も
し
れ
ね

が
そ
れ
は

た
ら
れ

ば
話
で

達
は
ユ
ウ
キ
に
救
わ
れ
た

そ
れ
は
事
実
だ

だ
か
ら

も
し
て
な
い
な
ん
て
事
は
無
い
の
よ

ユ
ウ
キ
は
そ
こ
に

る
だ
け
で
私
達

に

気
を
く
れ
る
ん
だ
か
ら

 
そ
う

て
姉
ち

ん
は
ボ
ク
を

き

め
て
く
れ
た

ぎ

と

し
く

を

け
た

ボ
ク
は
姉
か
ら
漂
う

ち

く

り
と

ら
か
な
感
触
で

と
体
の

が
一
気
に
解
れ

始
め
た
の
が
分
か

た
う
ん
あ
り
が
と
う

と
こ
ろ
で
姉
ち

ん
そ
れ
掛
け
て
る
つ
も
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り
え

 

あ

自
覚

無
か

た
ん
だ
ね

あ
り
が
と
う

 
キ

ト
ン
と
し
て
す
ぐ
気
付
い
て

を

く

め
た
姉
を
見
て

わ
せ
る
つ
も
り
で
は
無

く
本

に
本
心
で

て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
分
か

て
安
心
し
た

安
心
し
過
ぎ
て

し
く

し
て
も
ら
え
て

ま
で
浮
か
ぶ
程
だ

 
ど
う
や
ら
死
の
恐
怖
を
無
意
識
に
感
じ
て

え
て
い
た
よ
う
で
ち

と
不
安
定
に
な

て

い
る
よ
う
だ

し
お
ら
し
い
な
ん
て

の
ボ
ク
ら
し
く
な
い

 
そ
う
い
え
ば
ス
ト
レ
ア
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
と

を

魔
化
す
よ
う
に

線
を

に
動
か
せ
ば
ま
だ

が

い
て
い
る
の
か
彼
女
は
未
だ
に

を

さ
え
て
い
た

持
ち
な

の
だ
ろ
う
か

 
そ
う
し
て

線
を

に
向
け
て
い
る
と
レ
イ
ド
メ
ン
バ

が

論
キ
リ
ト
や
ヒ

ス

ク
リ
フ
さ
ん
ア
ス
ナ
に
サ
チ
も

ボ
ク
達
を

か
い
目
で
見

め
て
い
る
の
が

界
に
入

て
更
に

ず
か
し
く
な

て
し
ま
う

か
な
り
真
面
目
な
話
で
は
あ

た
が
女
子
同
士
で

き

め
合

て
い
る
と
い
う
こ
の
構

は

ち

と
ア
レ
な
の
で
は
と
思
わ
な
い
で
も
無
い
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ま

突
き
返
す
つ
も
り
が
無
い
時
点
で
ど
う
こ
う

て
も

い
の
だ
が

 
こ
こ
に

る
人
達
な
ら
変
な

は
流
さ
な
い

だ
流
す
と
す
れ
ば
き

と
ア
ル
ゴ
だ
ろ
う

と
恐
ら
く
ボ
ス
部

前
で

め
出
し
を
喰
ら

て
い
る

の
人
物
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
正
に

そ
の
時

重
苦
し
い
重

が

を
打

た

 
こ
の
部

に
入
る

に
開
け
た
時
と
勝
手
に

ま

て
い
た
時
の
二

い
た

と
同

の
そ

れ 
慌
て
て
姉
ち

ん
と
の

を
中
断
し
て

を
向
け
れ
ば
消
え
て
い
た

の
大

が
再
出
現

し
て
い
て

そ
れ
が

く
り
動
い
て
い
る
の
が
分
か

た

お

お
お

 
や

た

が
開
い
て
い
く
ぞ

ま

ボ
ス
を

し
た
ん
だ
か
ら

そ
り

開
く
わ
な

 
リ
ン
ド
が
喜
び
の
声
を
上

エ
ギ
ル
が
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
独
白
す
る
間
も

も
レ

リ

フ
が

ら
れ
て
い
な
い
大

は
部

の
方
に

を
開
き
な
が
ら

を
開
け
て
い
く

正
に
第

七
十
五
層
迷

へ
と

る
道
が
開
い
た
の
だ

 
こ
れ
は
本

に
二
体
目
の
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

が
出
な
い
と
い
う
証
で
あ
る

 
反
対

を
見
れ
ば
高
い

に
存
在
す
る

か
ら
こ
ち
ら
の

に
向
け
て

が

び
て
来
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て
い
た

こ
れ
で
第
七
十
六
層
へ
向
か
え
る
と
い
う

だ

は

一
時
は
本

に
ど
う
な
る
か
と
思

た

⻑
も

お

れ
様
で
す

う
む

お

れ
だ

ア
ス
ナ
君

見
事
な
指

だ

た
ぞ

い
え

者
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら

私
も
ま
だ
ま
だ
で
す

あ
の
状
況
で
は
私
の
責

だ
と
思
う
が
ね

精
進
す
る
の
は
良
い
事
だ
が
あ
ま
り
根
を

め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
た
ま
え

君
は
よ
く

て
い
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
少
し

線
を
ず
ら
せ
ば

血

の

⻑

⻑
組
が

い
を
労
い
合

て
い
た

 
こ
う
し
て
見
て
い
る
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
ア
ス
ナ
は
結
構
良
い
コ
ン
ビ
か
も
し
れ
な
い

ど
ち
ら
も
権
力
に
興
味
が
無
く
て
有
事
の

に
し
か
振
る
わ
な
い
主
義
だ
し
上

と
し
て
は
こ

れ
以
上
無
い
く
ら
い
だ
ろ
う

強
い
上
に
現
場
主
義
だ
し

帰

た
ら

し
よ
う
か
な

 
今
回
は
一
切
攻
撃
行
動
を
し
て
い
な
い
の
で
本

に

の

ど
し
か
経
験
値
が
入

て
い
な

い
し
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
も

無
だ
か
ら
ど
ん
な
レ
ア
ア
イ
テ
ム
が
手
に
入

た
か
を

し
み

に
す
る
事
も
無
い

ボ
ス
戦
が
終
わ

た
後
は
そ
れ
ら
が

し
み
と
な

て
い
た
が
そ
れ
が
無
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い
と
な
る
と

か
時
間
の
使
い
方
に

て
し
ま
う

 
現
在
時

は

後
二
時

回
廊
結

で
こ

ち
へ
来
た
の
が
確
か
二
時
で
突
入
も
事
前
に

備
を
し
て
い
た
事
か
ら
大
差
無
か

た

な
の
で
第
三
ク

タ

で
あ
り
な
が
ら
お
よ
そ

三
十
分
し
か
時
間
を
要
し
て
い
な
い
と
い
う

時
間
攻
略
を
成
し

た
事
に
な
る

新
し
い

の

策
を
し
よ
う
か
な

 

し
め
る
事
と

え
ば
転

を
ア
ク
テ

ベ

ト
し
て

開
き
を
行

た
後
新
た

な

の

策
を
す
る
く
ら
い
だ
ろ
う

骨

を
回

た
り

理

を
回
る
く
ら
い
で
も
そ
れ

な
り
に
時
間
は

せ
る
か

 
し
か
し
面
倒
な
の
は
人
が
多
い
事

フ

ン
が
い
る
の
は

し
い
の
だ
が
そ
れ
で
色

と

触
を

ら
れ
る
の
は

だ
か
ら
あ
ま
り
人
気
が
多
い
と
こ
ろ
に
は
行
き
た
く
な
い
と
い
う
の
が

本

で
あ
る

行
く
な
ら
せ
め
て
見
知

た

で
大
人
数
が
良
い
な

 
お

お
い

だ
あ
い
つ

 
第
二
レ
イ
ド
じ

な
い
ぞ
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か
が
上

た

き
の
声
に
第
二
レ
イ
ド
を

か
せ
て
や
ろ
う
と
思

て
い
た
ボ
ク
達
は

然
と
し
て
慌
て
て

ど
開
き
切

た
入
り

の

へ
と

線
を
向
け
た

 
そ
こ
に

た
の
は
確
か
に
第
二
レ
イ
ド
で
は
無
か

た

プ
レ
イ

の
ギ
ル
ド
タ
グ
に

一
つ
も

血

騎
士

聖
⻯

合

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
も
の
が
無
い
上
に

全
て
の
カ

ル
が
オ
レ
ン
ジ
色
を
し
て
い
た
か
ら
だ

の
前
に

て
い
る
数
は
パ

と
で

は
分
か
ら
な
い
が

今
回
の
偵

戦
に

す
る
く
ら
い
の
人
数
は
い
る

 
そ
の
中
で
一
人
だ
け

グ
リ

ン
カ

ル
の
プ
レ
イ

が

た

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
に
と

て
因
縁
の
怨

白
銀
の

に
白

く
め
な

製
の
外

と

に
身
を

ん
で
い
る
⻘
年

そ
の
背
に
は

故
か
以
前
の
デ

エ
ル
か
ら
キ
リ
ト
が
持

て
い

る

の
白
い
エ
リ

シ
デ

タ
が

ら
れ
て
い
る

白
の
剣
士

ア
キ
ト
が

オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

の
軍
勢
を

い
て

そ
こ
に

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
一
応
最
初
に

て
お
き
ま
す

  
ア
ル
ゴ
は
死
ん
で
ま
せ
ん

  

は
後
の
話
で
キ
チ
ン
と
語
ら
れ
る
の
で
今
は
こ
れ
だ
け

ち
な
み
に

わ
れ
た
と
い
う

で
も
無
い
で
す

 

に
ス
ト
レ
ア
の
変

に
つ
い
て

 
こ
れ
は
ゲ

ム
を
や

て
い
る
方
な
ら
ち

と
思
い

た
る
事
が
あ
る
で
し

う

た
だ

し
違

て
い
る
の
は
発

時
期

現
時
点
で
ま
だ
あ
の
お
方
の

は
無
い
の
で
原
因
が
別
な
ん

で
す
ね

 
そ
も
そ
も
現
時
点
で
ス
ト
レ
ア

る
方
が
お
か
し
い
ん
で
す
が

 
今
後
に

わ

て
く
る
の
で
今
は
こ
こ
ま
で
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
知
ら
な
い
ゲ

ム
は
し
て
い

な
い
人
も

る
で
し

う
か
ら
ね

 
も
う
少
し
で
新
章
開
幕
と
な
り
ま
す

お

し
み

け
て
い
れ
ば

い
で
す
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
五
章
 

対
峙

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
前

は
サ
チ

点

に
ユ
ウ
キ

点

サ
チ

点
で
ア
キ
ト
達
が

故
来
た
か
が
語
ら
れ

ユ
ウ
キ

点
で

ん
の

か
な
戦
闘
シ

ン
と
そ
の
他

が

写
さ
れ
ま
す

 
そ
れ
か
ら
今
話
以

意
事

が
一
つ

 
キ

ラ

壊

意

  
原
作
キ

ラ
が
原
作
で
は
絶
対
し
な
い
だ
ろ
う
行
動
を
見
せ
ま
す

リ

フ

も
そ
ん
な
感

じ
で
す
が
今
話
で
は
特
に
あ
る
一
人
の
キ

ラ
が

バ
い
く
ら
い
ぶ

ん
で
ま
す

本
作
の

展
開
上
外
し
た
ら
む
し
ろ
違
和
感
が
あ
る
か
ら
行
わ
せ
ま
し
た

し

か
り
心
情

写
も
し
て
は

い
ま
す
が

ご

意
を

 
お
気
に
入
り
登
録
者
数

少
や

判
も
覚
悟
の
上
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今
話
は
二
万
七
千
文

 
で
は
ど
う
ぞ

  
撤
退
不
可
能
な
中

け
ず
に
二
人
の

を
払

た
も
の
の
第
七
十
五
層
ボ
ス
を

し
た

私
達
は

ボ
ス
部

前
に

め
出
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
第
二
レ
イ
ド
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

る
と

思

て
い
た
だ
け
に

が
開
い
た
事
で
見
え
る
よ
う
に
な

た
回
廊
に

る
プ
レ
イ

が

オ
レ
ン
ジ
の
集

と
キ
リ
ト
の
実
兄
で
あ
る
事
に
絶

す
る
事
に
な

た

 
そ
こ
に

る

の
人
が

な
く
て

気
付
け
ば
オ
レ
ン
ジ
の
軍
勢
が
大

し
て
集

て
い
る

更
に
は
そ
れ
を

い
て
い
る
と
思
し
き
最
前
に
出
て
い
る
存
在
が
最
近
有
名
に
な

て
い
る
白

の
剣
士

だ

た
か
ら

攻
略
組
は
完
全
な
思

止
に

た

白
の
剣
士

で
オ
レ
ン
ジ
を
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と

う
か

マ
ジ
で
第
二
レ
イ
ド

だ
よ

ま
さ
か
と
思
う
が

 
少
し
ず
つ
思

が
回
復
し
始
め
た
面

は
小
さ
な
声

で

故
こ
こ
に

る
か
第
二
レ
イ

ド
は

か
を
推

し
合
う
が
そ
れ
も

す
ぐ
に
結
論
は
出
た

あ
れ
だ
け
大
勢
の
オ
レ
ン

ジ
が
集
ま

て
い
る
事
を

キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
見

す

が
無
い

 
あ
の
プ
レ
イ

達
は
つ
い
さ

き
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
に
な

た
ば
か
り
だ
と
そ
う

え

れ
ば

第
二
レ
イ
ド
が

な
い
の
も

け
る

 
さ

き
ま
で
い
た

の
人
が

な
く
な
る
恐
怖
と
そ
ん
な
事
が
行
え
る
神
経
に
対
す
る
戦

で
身
を

め
た
時
オ
レ
ン
ジ
達
の
先

に
立

て
い
た
白
の
剣
士
が
ボ
ス
部

に
足
を

み
入
れ
た

も
が

し
て
い
た
空
気
を
再
び

も
し
か
す
る
と
先
の
ボ
ス
と
対
す

る
以
上
に

り

め
さ
せ

武
器
を
構
え
た

 
そ
れ
を
見
た

を

高
く
歩
い
て
い
た
⻘
年
は
歩
を
止
め
私
達
を
ぐ
る
り
と
一

し
た

そ
れ
か
ら
強
気
に
片

を
歪
め

を
開
く

よ

ま
た
会

た
な

血

騎
士

の

⻑
サ
マ

君
か

一
体

の

か
ね

と

う
か

の
前
に

た

の
第
二
レ
イ
ド
と
ア
ル
ゴ
君
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達
は

に
行

た

 
そ
の
後
ろ
に

る
大
勢
の
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

達
も
だ

故
彼

ら
を

い
て
い
る
よ
う
な
立
場
に
あ
る

お
い
お
い

ア
ン
タ
が

に

問
出
来
る
立
場
か

 
不

も
不

キ
バ
オ
ウ
さ
ん
以
上
の

不

な
物

い
に
さ
し
も
の

容
な
事
で
知
ら

れ
て
い
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
不
快

に

を

め

く
問
い
返
す

私
達
も
同
じ
だ

 
立
場
と

う
な
ら

そ
も

⻘
年
の
方
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
よ
り

い
と
思
う
の
だ
が

に
は
も
う
と

く
に
分
か

て
る
ん
だ
よ

だ
か
ら
終
わ
ら
せ
に
来
た
ん
だ

あ
ん
た
と

こ
の
世
界
をを

て
い
る
の
か
理
解
し
か
ね
る
な

私
を
殺
す
意
味
で
終
わ
ら
せ
る
と

た
な
ら
ま
だ
分
か
る
が

こ
の
世
界
を

だ
と

あ
く
ま
で
白
を
切
る
の
か

な
ら

い
て
や
る
よ

お
前
の
リ
ア
ル
は

場

だ

な

 

突
に
と
ん
で
も
な
い
事
を

た

白
の
剣
士

に

私
達
は

も
が
絶

し
た
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た
だ
二
人

わ
れ
た
本
人
で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
目
の
前
に
怨

が
い
る
せ
い
な

の
か
反
応
が

い
キ
リ
ト
を

い
て

そ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も

目
は
し
て
い
る
が

て
お
く
が
デ
マ
カ
セ
じ

な
い

が
今
か
ら
一

月
近
く
前
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
て
し
ま

た
の
は

の

験
デ

エ
ル
を
見
て
た

な
ら
知

て
る
だ
ろ
う

場

は
ア

ガ
ス

本

で
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ
た
後
そ
の
体
は

で

重
に

理
さ
れ

て
い
る

他
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

は
事
件
直
後

主
導
の
下
で
新
設
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｏ

事
件
対
策
チ

ム
に
よ

て

へ
と
救

送
さ
れ
た

そ
の
後
対
策
チ

ム
は
常

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
プ
レ
イ

全
て
の
ア
カ
ウ
ン
ト
ロ
グ
を
記
録
し
て

い
る
ん
だ

像
は
無
い
か
ら
精

ど
こ
で
レ
ベ
ル
を
上

て

と
会

た
か
程

し
か

分
か
ら
な
い
け
ど
な

だ
か
ら
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ
の
リ
ア
ル
が

場

で
あ
る
事
は

に
対
策
チ

ム
や

は
把
握
し
て
い
る

 
以
前
の

無
人
ぶ
り
は

に
行

た
の
か
と
思
う
く
ら
い
理
路
整
然
と
し
た
説
明
に
私

達
は
少
し
ず
つ
⻘
年
が

て
い
る
事
は
真
実
な
の
で
は
と
思
う
よ
う
に
な

て
い

た

な

ま
じ
リ

フ

か
ら
似
た
よ
う
な
話
を

い
て
い
る
か
ら
信

性
が
あ
り
過
ぎ
る
の
だ

そ
し
て

ア

ガ
ス

か
ら
流
れ
た

の
話
に
よ
れ
ば

ア
ン
タ

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
終
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ボ
ス
を
務
め
る
つ
も
り
だ

た
ん
だ
ろ

 

が
あ

て
最
終
ボ
ス
を
務
め
る
ハ
イ
ア
カ
ウ
ン

ト
で

わ
れ
た
か
は
知
ら
な
い
が
少
な
く
と
も
ア
ン
タ
が
死
ね
ば

達
は
こ
こ
か
ら
晴
れ
て

生
還
出
来
る

だ

そ
う
な
ん
だ
ろ
う

 
確
信
を

ん
だ

で
問
い
掛
け

い
や

問
を
向
け
る

白
の
剣
士

自
然
と
私
達

の

線
は

を
保

て

線
を
返
し
て
い
る

紅
の
騎
士

へ
と
向
け
ら
れ
る

 
恐
れ
を

い
て
い
る
か
ら
か
頼
も
し
い
味
方
が

だ

た
と
知
り
た
く
な
い
か
ら
か

も

身
動
ぎ
し
な
い
中
で
た
だ
一
人

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
に

ど
近
い
場

に

た
ア
ス
ナ
さ

ん
が

え
る
手
で

を

い
な
が
ら
一
歩
近
寄

た

⻑

本

な
ん
で
す
か

 
彼
女
の
問
い
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
応
じ
な
い

 

観
を
思
わ
せ
る
面
持
ち
で

目
し
な
が
ら
⻘
年
の

葉
を

定
し
な
い
が

定
も
し
な
い
と

い
う
そ
の

は

し
か
し

で
語
る
よ
り
も
雄

に

外
で
事
実
で
あ
る
と
語

て
い
た

そ
ん
な

だ
ろ

⻑
が

場
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か
に
は
信
じ
が
た
い
な

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

ま
さ
か

 
そ
れ
を
理
解
し
て
ア
ス
ナ
さ
ん
は

を
寄
せ
て

を
揺
ら
し
た

に

た

も
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
達
も

然
と
し
た
面
持
ち
を
彼
に
向
け
る

 
そ
の
気
持
ち
は

い

ど
よ
く
分
か

た

だ

て
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
面
倒
見
が
良
く

て
攻
略
に
と
て
も
真

で

か
が
死
ぬ
事
を
全
力
で
未
然
に

ご
う
と
す
る
人
格
者
だ

キ

リ
ト
に
理
解
を
示
し
て
い
る
人
物
な
の
だ

 
そ
ん
な
人
が
デ
ス
ゲ

ム
を
始
め
た
狂
気
の

学
者
だ
な
ん
て

も
想
像
だ
に
し
な
か

た

こ
れ
で
分
か

た
だ
ろ

そ
い
つ
は

達
の

殺
す
べ
き
存
在
な
ん
だ

 
攻
略
組
の

も
が

然
と
目
を

け

ま
る
中
で
オ
レ
ン
ジ
達
を

い
る
⻘
年
が
紅
の
騎

士

を
ど
こ
か
勝
ち
誇

た

み
と
共
に

み
付
け
な
が
ら

い

背
に

る
白
剣
を

い
た

そ
れ
に
応
じ
て
オ
レ
ン
ジ
達
も

と
剣
を

く

 
今
気
付
い
た
が
そ
の
オ
レ
ン
ジ
達
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
か
ら

を
消
し
た
と

い
て
い
た
プ
レ
イ

達
だ

た

備
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
黒
緑
色
の

一
さ

れ
た
制
式

で
あ
る
事
と

人
か
は
ボ
ス
戦
で
キ
バ
オ
ウ
さ
ん
と
共
に
戦

て
い
る
の
を
見

た
事
が
あ
る
か
ら
気
付
け
た

あ
の
二
人
が
繋
が

て
い
る
信

性
が
更
に
上
が

た
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今
は
そ
ん
な
事
を
気
に
し
て
い
る

は
無
い
の
だ
が

こ
の

 
⻘
年
達
が
剣
を

い
て
間
を

か
ず

な

か
ら

第
に

で

り

め
た
空
気
へ
と

り
変
わ

て
い
く
中
で
ボ
ス
部

に

つ
り
と
男
の
声
が
上
が

た

そ
れ
は
血

騎
士

の

の
一
人
ア
タ

カ

を
務
め
て
い
た
幹
部
で
あ
り
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
と
は
別
の

手

を
使

て
い
た
人
だ

た

様
が

様
が

 

達
の

を
努
力
を

よ
く
も
よ
く
も
よ
く
も

 
力
無
く
下

て
い
た
大
振
り
な
バ
ト
ル
ア

ク
ス
の
⻑

を
持
つ
手
に
力
を

め
怒
り
の

り

め
過
ぎ
て
ぶ
る
ぶ
る
と

え
始
め
た
そ
の
人
は
感
情
が

れ
過
ぎ
て

ど
こ
ろ
か

葉
や

体
す
ら
も

え
て
い
た

は
真

に
な

て
そ
の
形

は
⻤
の
よ
う
で
眼
つ
き
は
人
を

殺
せ
そ
う
な
程
に

か

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

い
や

場

は
剣
を

め
た
十

盾
を

手
で
持

て

ん

だ
ま
ま
動
か
な
い

動
か
な
い
で
静
か
に

い
で
い
る
開
か
れ
た
そ
の

で
怒
り
を
発

し
始
め
た
男
性
を
見
て
い
た
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ど
こ
か

め
て
い
る
よ
う
で
そ
れ
で
い
て
断
罪
を
求
め
る
罪
人
の
よ
う
に
も
見
え
る
面
持
ち

で
こ
の

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
怒
り
が

点
に
達
し
そ
れ
ど
こ
ろ
か
臨
界
点
を
突
破
し
た
ら
し
い
男
性
は
怒
声
を

り
上

な
が
ら

手

を
振
り
上

場

に
向
か

て
突
撃
す
る

殺
意
を
向
け
ら
れ
て
い
る
男

性
は

そ
の
様
を
静
か
に
見

め
て
い
た

死
ね

場

 
残
り
五
メ

ト
ル
と
い
う

離
で

手

使
い
の
男
性
は

ド
ス
キ
ル
を
発
動
し
た

大

き
く
テ
イ
ク
バ

ク
し
た

黒
い
光
を

う

手

を
全
力
で
大
上

か
ら
振
り
下
ろ
す

発
重

攻
撃
の
上

技

ダ
イ
ナ
ミ

ク
・
ヴ

イ
オ
レ
ン
ス

だ

 

血

騎
士

の
幹
部

で
あ
る
以
上
レ
ベ
ル
は

近
く
あ
る
だ
ろ
う

 
対
し
て

場

が

表
し
て
い
た
自
身
の
レ
ベ
ル
は
１
０
０

加
え
て
そ
の
ビ
ル
ド
や

備
は

型
的
な

型
タ
ン
ク
で
あ
り
更
に
神
聖
剣
と
い
う

ス
テ

タ
ス
に
多
大
な

ボ

ナ
ス
が
入
る
ら
し
い

神
聖
剣

の
使
い
手
で
あ
る
た
め

大

の
事
で
は

を
大

に

ら
す
事
な
ど
不
可
能

盾
で

が
れ
て
し
ま

て
は
如

に
一
撃
に

力
を

め
た
重
攻
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撃
技
と

え
ど
も
ダ
メ

ジ
は
極

か
し
か
入
ら
な
い
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
し
か
し
彼
は
盾
を
掲

よ
う
と
し
な
い

む
し
ろ
自
ら
の
意

で
そ
の
刃
を

け
容
れ
よ
う

と
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

 

も
せ
ず

ご
う
と
も
せ
ず

解
を
し
よ
う
と
も
し
な
い
そ
の

は
本

に
⻘
年
が

う

り
の
悪

な

な
の
か
疑
問
を

か
せ
る
も
の
だ

た

 
ど
ち
ら
が
真
実
な
の
か
確
か
め
た
く
と
も

も
う

に
手

れ
だ

た
が

  

だ
が

そ
れ
を
良
し
と
し
な
い
者
が
一
人

た

  
そ
れ
は

キ
リ
ト
だ

た

 
ス
テ

タ
ス
を
活
か
し
た
突
進
速

で

り

ん
だ
彼
は
エ
リ

シ
デ

タ
を
振
る

て

手

使
い
が
放

た

ド
ス
キ
ル
を

ら
し

け
て
ダ
メ

ジ
が
発
生
し
な
い
程

に

直
が

さ
れ
た
男
性
を
空
い
て
い
る

手
で

し
返
し
た

 
男
性
は
バ
ラ
ン
ス
を

し
て
背
中
か
ら
倒
れ
か
け
る
が

え
て

み
止
ま
る

 
そ
れ
か
ら

り

ん
で
き
た
キ
リ
ト
を

み
付
け
た

手

使
い
の
男
性
の
他
多
く
の
殺
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意
を

ん
だ

線
を
キ
リ
ト
は
や
は
り
年

に
そ
ぐ
わ
ぬ

力
を
以
て

む
事
無
く
そ
れ
ら
を

け
止
め
る

 
そ
の
立
ち

は

場

の
前

 
黒
幕
と
思
わ
れ
る
男
性
を
明
ら
か
に

う
立
ち

だ

た

ビ

タ

の
つ
も
り
だ

場

だ
か
ら
悪
殺
す
べ
き

そ
の

え
は
性

過
ぎ
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て

り

ん
だ
だ
け
だ

だ
と

第
一
層
の

か
ら
一
緒
に
ボ
ス
戦
で
戦

て
来
た

を

達
は
見
て
来
た

者
が
出
な
い

よ
う

力
し
少
し
で
も

い
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
攻
略
に

進
し

を
束
ね
て
来
た

を

血

騎
士

の

で
あ
る
ア
ン
タ
は
む
し
ろ

で
は
な
い
プ
レ
イ

よ
り
そ
れ
を
よ

く
見
て
来
た

だ

今
ま
で
の
必
死
さ
を
見
て

場

が
本

に
悪
だ
と

え
る
の
か

 
確
か
に

こ
れ
ま
で
の
あ
の
人
の

か
ら
私
も
⻘
年
の

葉
に
疑
問
を
覚
え
た

 
ボ
ス
戦
で
死
者
が
出
た
時
の
表
情
や

ボ
ス
戦
の
真
剣
さ
攻
略
に
向
け
る

意
は
全
て

本
物
だ

た

だ

そ
れ
ら
全
て
が
偽
り
だ

た
ら
見
事
に

さ
れ
た
事
に
な
る
が
人
を
見
る
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眼
は
確
か
な
キ
リ
ト
が

場

は
悪
と
い
う

え
に
疑
問
を
覚
え
て
い
る
の
だ
か
ら
私

の
疑
問
も
そ
こ
ま
で
お
か
し
な
事
で
は
無
い
の
だ
ろ
う

だ
が

達
は

場

が
デ
ス
ゲ

ム
に
し
て

達
を

じ

め
た
と
あ
の
日
に

さ

れ
た
じ

な
い
か

 

白
の
剣
士

の
話
で
は
リ
ア
ル
で
も
そ
う
ら
し
い
し
も
う
間
違
い
な

い
だ
ろ

 

に
血
が
上

て

静
で
は
無
い

は
す
ぐ
さ
ま
そ
う
反

し
た

 
そ
の
怒
声
に
キ
リ
ト
は

と
も

え
な
い
複

そ
う
な
面
持
ち
で
小
さ
く

息
を

ら
す

正
直
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

場

な
の
で
は
と
思

た
事
は
個
人
的
に

か
あ

た

よ

今
回
の
偵

戦
に

し
て
も

な
ら

が

騎
突
撃
す
る
の
を
止
め
な
い
の
に
わ
ざ
わ

ざ
呼
び
出
し
て
ま
で
止
め
て
戦
力
も
第
一
レ
イ
ド
に
完
全
に

ら
せ
た
編
成
だ

た

ま
る

で
こ
の
ボ
ス
戦
で
は
撤
退
出
来
な
い
事
を
知

て
い
た
か
の
よ
う
な
そ
ん
な
気
も
し
て
い
た

そ
れ
を
知
る
事
が
出
来
る
の
は

や
ア
ル
ゴ
が
集
め
る
情
報
に
無
け
れ
ば
後
は
開
発
者

の
み

だ

り
方
も
イ
ン
タ
ビ

の
そ
れ
に
近
か

た
し

気
も
似
て
い
た
か
ら

と
な
く

予
想
は
し
て
い
た

本

に
そ
う
だ

た
事
に
は
流

に

い
た
け
ど

そ
れ
で
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自
分
の
論
に
反
対
意
見
を
出
し
始
め
た
事
に
苛
立
ち
を
感
じ
て
い
る
の
か
⻘
年
は

に

を

寄
せ
た

攻
略
組
の

メ
ン
バ

も
キ
リ
ト
が
ど
う
し
て

場

は
黒
幕
で
は
無
い
と

え

て
い
る
の
か
そ
の
先
を
知
り
た
く
て
あ
る
人
は
苛
立
ち
を
見
せ
あ
る
人
は
不
安

な
様
子
に

な

て
い
る

さ

き

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

場

で
あ
る
と

え
た
理
由
を
ア
キ
ト
は
語

て
い
た
が

も
う
そ
の
時
点
で

に
は
違
和
感
し
か
無
い
な

はこ
こ
に

る
者
な
ら
知

て
い
る
だ
ろ
う
リ

フ

と
い
う
妖
精
ア
バ
タ

の
プ
レ
イ

を

あ
の
プ
レ
イ

も
ア
キ
ト
と
同
じ
時
期
に
迷
い

ん
で
き
た
者
だ

リ

フ

を
保
護

し
た

に
リ
ア
ル
の
情
報
を

い
た
が

そ
の
時

場

が

に
い
る

事
は

い
て
も

も
が

Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ

は

場

で
あ
る
と
知

て
い
る

と
は

わ
な
か

た

仮
に
知

て
い
れ
ば
ヒ

ス
ク
リ
フ
と

触
し
た
時
点
で
そ
れ
を

達
に
明

か
す

だ

な

あ
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確
か
に

え
て
み
れ
ば
お
か
し
い

私
も
ユ
ウ
キ
達
と
一
緒
に
リ

フ

さ
ん
に
会

た

し
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
一
緒
に
会
話
し
て
い
る
の
を
見
た
事
が
あ
る
が

悪
し
て
い
る
様

子
は
一
切
見
ら
れ
な
か

た

そ
れ
ど
こ
ろ
か
一
緒
に
食
事
ま
で
取
り

す
る
く
ら
い
に
信

頼
を
寄
せ
て
い
る

 
本

に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

場

で
あ
る
と
知

て
い
た
な
ら
す
ぐ
さ
ま
私
達
に
そ

れ
を
伝
え
る

だ

そ
れ
に
疑
問
な
の
は
仮
に
対
策
チ

ム
が
把
握
し
て
い
た
に
し
て
も
な
ら

で
ア
キ
ト
に

そ
の
情
報
が

る
の
か
だ

家

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

が

る
に
し
て
も

す
意

が
分
か
り

か
ね
る

な
い
な
ら

の
事
分
か
ら
な
い

ど
う
や

て
ア
キ
ト
は

Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ

ｆ
ｆ

が

場

で
あ
る

事
を
知

た
ん
だ

 
こ
の
一
年

以
上

第
一
層
の

か
ら

ず

と

を

べ
て
戦

て
来
た

で
す
ら
予
想
と
し
て
浮
か
べ
る
く
ら
い
で
そ
こ
ま
で
の
確

信
は

い
て
い
な
か

た

血

騎
士

の

⻑
を
始
め
と
し
た

は
予
想
だ
に
し
て

い
な
か

た
く
ら
い
だ
一

か
そ
こ
ら
の

触
で
見

く
な
ん
て
ど
う

え
て
も
お
か
し
い
だ

ろ
うく

あ
あ

え
ば
こ
う

う

面
倒
な

だ
な
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そ
も
そ
も
真
実
で
あ
れ
ば

と
し
て
い
れ
ば
い
い

え
て
い
る
事
が

少
な
く
と
も

さ

き
の
推
理
が
虚

で
あ
る
証

に
な

た
な

そ
れ
で
ず

と

て
る

の
本
人
か
ら
は

か
無
い
の
か

 

の
怒
声
を

け
た
キ
リ
ト
は
そ
の
男
性
に
は
返
さ
ず
背
後
で

と
共
に

ん
で
動

か
な
い

紅
の
騎
士

へ
と

葉
を
投

た

 
そ
の

葉
に

男
性
は
ピ
ク
リ
と

を

わ
せ
る

信
じ
て
も
ら
え
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

少
な
く
と
も
私
は
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス

ゲ

ム
に
し
よ
う
な
ど
と

え
た
事
は
一

も
無
か

た

 
数

の

を

ん
で

男
性
は
そ
う
語
り
始
め
た

 
ま
る
で

晦
す
る
か
の
如
く

 
ま
る
で
懺
悔
す
る
か
の
如
く

私
が
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
作
り
上

た
の
は
あ
の

ロ

ブ
が

に
し

て
い
た

す
る
た
め
な
ど
で
は
無
い

い

よ
り
夢
想
し
年
を
経
る

に
よ
り

密

に
浮
か
び
上
が
る
浮
遊
城
の
情

を
再
現
す
る

だ

た

私
が
物
理
学
者
を
し
て
い

た
の
は

こ
の
世
界
に
浮
遊
す
る

鉄
の
城
が
存
在
す
る
事
を
確
か
な
も
の
と
し
た
い
が

だ
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無
論

く
も

存
在
し
な
い

と
い
う
結
論
に
達
し
た
が
ね

 

と
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
を
作
り
上

た
動
機
を
語
り
始
め
た
男
性

こ
の
世
界
の
原
初
は

男
性
が
思
い

い
て
い
た
夢
だ

た
子

な
ら

も
が
す
る
で
あ
ろ
う

ら
変

も
無
い
夢

 

な
ら
年
を
経
る

に
現
実
を
知

て
夢
想
は
想
像
性
を
喪

て
い
き

時
し
か
完
全
に

消
え
去
る

だ
が

場

の
場
合
は
そ
の
逆
で
よ
り

か
く
思
い
浮
か
べ
る
よ
う
に
な

て

い

た

そ
れ
が
衝
動
と
な

て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
作

た

故
な
ら
物
理
学
で
現
実
に
は
存

在
し
得
な
い
と
証
明
さ
れ
て
し
ま

た
か
ら

た
だ
思
い

い
た
世
界
を

け
回
り
た
か

た

空
想
上
の
化
け
物
を

手
に
空
想
上
の
剣
技

で
戦
い
た
か

た

あ
る
い
は
非
現
実
的
な
世
界
を
こ
の
眼
で

て
記

に

み
た
か

た

そ
の
衝
動
一
つ
で
私
は
仮
想
世
界
の
構

ナ

ヴ
ギ
ア

の
開
発

そ
し
て

存
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
の

和
を

み

初
め
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

を
完
成
さ
せ
ら
れ
た

 

に
力
が

て
い
く

葉
を

だ
が

と
男
性
は
一

切

た

作
り
上

る
事
は
私
の
自
己

足

そ
こ
に

り

く
事
作
り
上

る
事
に
対
す
る

や

性
は
ア

ガ
ス
に
務
め
て
い
た
者
達
を

め
て

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
れ
に

ら
天
才
と

わ
れ
て
い
よ
う
と
一
人
の
人
間
に
過
ぎ
な
い
私
だ
け
で
は

万
人
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け
す
る
よ
う
な
も
の
は
作
れ
な
い

 

く

を
振

て

に

か
な

苦

を
浮
か
べ
る
男
性

 

目
し
つ
つ
語
る
男
性
は

時

か
ら
攻
撃
さ
れ
て
も
決
し
て

抗
し
な
い
と
こ
ち
ら
に
悟

ら
せ
る
く
ら
い
脱
力
し
切

て
い
た

そ
れ
が
む
し
ろ
私
達
の

を

け
さ
せ
る

語
る
事
に

全
て
を

け
て
い
る
か
ら
こ
そ

こ
ち
ら
も

く
事
に
全
て
を

け
ら
れ
た

Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
取
り
入
れ
る
事
を
決
め
た
の
は
そ
の
時
だ

ゲ

ム
タ
イ
ト
ル
の
ベ

タ
テ
ス
ト
と

銘
打
て
ば
多
く
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ

達
が

善
点
を
突
き
出
し
て
く
れ
る

私
は
私
が
思

い

い
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
よ
り
良
い
形
で
仕
上

ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
努
力
は

し

ま
な
か

た

あ
ら

る
手
を

く
し
神
話
や
伝
承
を

み

て
は
ク
エ
ス
ト
と
し
て
導
入

し
て
い
く

ら
人
の
手
を
要
さ
な
い
自
律
シ
ス
テ
ム
を
作
る
と
い
う
か
つ
て
な
い
事
業
に
だ

て
取
り
組
み
完
成
さ
せ
た

そ
れ
が
本
来
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
だ

た
の
だ

で

あ
ん
た
は
こ
の
城
の
ラ
ス
ボ
ス
な
ん
だ
ろ
う

 
こ
の

鉄
の
浮
遊
城
の
成
り
立
ち
と
製
作
の
動
機
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
白
の
⻘
年

が

て
入

た

 
そ
れ
に
男
性
は
気
分
を

し
た
風
も
見
せ
ず

な
様
を
保

て

く
り
と

を
横
に
振
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る

表
情
は

い
も
の
に
な

て
い
た

た

だ

本
来
な
ら
ば
そ
の

だ

た
と

私
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
容

が

定
で

あ
る
事
を

け
ば

君
の
コ
モ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
と
同

の
権
限
し
か
持
た
な
い
ハ
イ
ア
カ
ウ
ン

ト
だ

ラ
ス
ボ
ス
仕
様
の
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
無
い

私
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
の
も

ロ
グ
イ
ン
初
日
で

れ
る
だ
ろ
う
一
万
人
の
プ
レ
イ

の
声
を
直
に

い
て
こ
の
眼
で
見
た

か

た
か
ら
だ

ま

私
も

君
と
共
に
こ
の
世
界
を

け
回
り
た
か

た
の
も
あ
る
の
だ

が
ね

そ
の

に
仕
事
も
終
わ
ら
せ
て
有

を
取

て
い
た

 
意
外
と
ロ
グ
イ
ン
し
た
理
由
が
子

か

た
が
大
の
大
人
も
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
の
だ

か
ら
衝
動
一
つ
で
完
成
さ
せ
た
人
が
入

た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
話
で
は
あ
る

む
し
ろ
夢
想
し

け
た
城
が
完
成
し
そ
れ
が
世
に
出
さ
れ
た
と
あ
れ
ば
感
無

だ

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
流
れ
で
い
く
と

場

は
本

に
ラ
ス
ボ
ス
で
は
無
い
と
い
う
感
じ

に
な
る
気
が
す
る

故
に
私
は
サ

ビ
ス
開
始
の

後
一
時
ジ

ス
ト
に
ロ
グ
イ
ン
を
果
た
し
以

一

も
ロ
グ

ア
ウ
ト
を
し
て
い
な
い

の
身
だ

君
と

ら
変
わ
ら
な
い
立
場
に
あ
る

そ
も
そ
も
ロ
グ

ア
ウ
ト
し
て
い
れ
ば

に

ま

て
再
ロ
グ
イ
ン
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
し
ね

ア
カ
ウ
ン
ト
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を
変
え
る
事
も
出
来
て
い
な
い
か
ら

正
真
正
銘
私
は
デ
ス
ゲ

ム
化
を
し
た

人
で
は
無
い

私
も
あ
の
日

あ
の
広
場
で
あ
の

ロ

ブ
ア
バ
タ

を
見
上

る

だ

た
の
だ
か
ら

 
リ
ア
ル
は

場

で
あ
り
こ
の
世
界
で
少
し
で
も
多
く
の
人
を
生
還
さ
せ
よ
う
と
戦

て

来
た

紅
の
騎
士

は

ち

き
な
が
ら
も

か
な
様
を
保

て
そ
う

葉
を

め

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の

葉
を

き
終
え
た
キ
リ
ト
は
眼
前
で
自
身
と
騎
士
を

み
付
け
る

⻘
年
や
オ
レ
ン
ジ
達
を
静
か
に
見
返
し
な
が
ら

を
開
い
た

達
が
始
ま
り
の

で
見
た
あ
の

ロ

ブ
ア
バ
タ

は
確
か
に
運

し
か
使
え
な
い

ア
カ
ウ
ン
ト
の
も
の
だ
が
逆
に

え
ば
運

の
者
で
あ
れ
ば

で
も
使
え
る
代
物
だ

別
の
人

間
が
ア
バ
タ

を

て
い
て
も

場

の
声
が
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
あ
と
は

を
真
似
る

だ
け
で
再
現
出
来
て
し
ま
う

達
プ
レ
イ

が
知

て
い
る
事
は
一

情
報
で
あ
る
よ
う
に

思
え
る
が

実

は
ネ

ト
ワ

ク
を

し
て
再
現
さ
れ
て
い
る
二

情
報
に
過
ぎ
な
い

 
一
息
で
そ
こ
ま
で

い
切

た
キ
リ
ト
は

そ
れ
か
ら

と
更
に

葉
を
繋

る

ア
キ
ト
の

葉
が
真
実
な
ら
一
つ
矛
盾
が
生
ま
れ
る
と
思
う

あ
の

ロ

ブ
ア
バ
タ

は

ア
カ
ウ
ン
ト
対
し
て

場

が
使

て
い
る
今
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
ハ
イ
ア
カ
ウ
ン
ト
と

う

ら
し
い
か
ら
別
物

ア
カ
ウ
ン
ト
を
変
え
る
に
は
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
を
し
て
一

現
実
に
意
識
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を

し
ダ
イ
ブ
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
れ
が
実
状
だ

達
が
あ
の

を
さ
れ
た

時
点
で
マ
ス
コ
ミ
に
話
が
伝
わ

て
い
た
な
ら
ま
ず
間
違
い
な
く

場

が
ダ
イ
ブ
し
て
い

た
ア

ガ
ス
本

の
ダ
イ
ブ
場

に
も
人
が
来
て
い
て

場
本
人
が

た
よ
う
に
ロ
グ

ア
ウ
ト
し
た
時
点
で
取
り

さ
え
ら
れ
る

だ

だ
か
ら
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
再
ダ
イ
ブ
す

る
事
は
不
可
能
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
の
⻑
い

葉
を

い
て

私
は

く
思

を
回
転
さ
せ
て
要
点
を

め
た

 
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
開
始
の
日

始
ま
り
の

に
集
め
ら
れ
た
の
は
確
か

後
五
時

ジ

ス
ト
だ

た

 
そ
れ
か
ら

ロ

ブ
ア
バ
タ

に
正
式

チ

ト
リ
ア
ル
と

さ
れ
た
デ
ス
ゲ

ム

が
終
了
し
た
の
は

後
五
時
四
十
五
分
か
ら
五
十
分
く
ら
い

 
転

で
集
め
ら
れ
た
私
達
に
見
せ
付
け
ら
れ
た

ニ

ス
メ
デ

ア
に
報
道
さ
れ
て
い
た

像
は
数
分
前
に
デ
ス
ゲ

ム
の

と
取
り
外
し
へ
の

を
流
し
た
風
に
は
思
え
な
か

た

く
と
も
三
十
分
前
後
は
経

て
い
た

だ

そ
う
で
な
け
れ
ば
あ
れ
だ
け
の
人
だ
か
り
は

出
来
て
い
な
い

 
ア

ガ
ス
本

は
大

と

え
る

に

し
て
い
た
か
ら
三
十
分
も
あ
れ
ば
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は

に
突
入
す
る
だ
ろ
う
し
そ
う
で
な
く
と
も
本

に
務
め
て
い
る
デ
ス
ゲ

ム
を
知

ら
な
か

た
技
術
者
達
が

し
寄
せ
て
い
た

だ

 
つ
ま
り

場

が
本

に
黒
幕
で
あ

た
な
ら

後
五
時

あ
く
ま
で
予
想

に

ニ

ス
を
流
し

四
十
五
分
間

そ
の
う
ち
十
五
分
間
は
リ
ア
ル
に

し
て
は
無

備
で

の

入
に
持
ち

え
そ
の
上
で
ア
カ
ウ
ン
ト
を
変
え
る

に
再
ダ
イ
ブ
し
た
と
い
う

事
に
な
る

 

ら
天
才
と

わ
れ
た
物
理
学
者

ゲ

ム
デ

レ
ク
タ

と

え
ど
流

に
そ
れ
だ
け
の

⻑
い
時
間

の
突
入
に
持
ち

え
る
セ
キ

リ
テ

を
備
え
て
い
た
と
は
思
え
な
い

 

を

む
セ
キ

リ
テ

は
せ
い

い
電
子
的
な
も
の
が
個
人
で
は
限
界
の

だ
あ
ま
り

し
い
も
の
は

に

し
ん
で
下
さ
い
と

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら
セ
キ

リ
テ

は
恐
ら
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
電
子

だ
け
だ

た
だ
ろ
う
が
現
代

の

学
技
術
は

の
発
明
に
よ

て
大

に
進
ん
で
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
キ

く
ら
い
は

に
破
り
そ
う
な
も
の
だ

そ
う
で
な
く
と
も

に
も
特

部
隊
が
あ
り
場
合
に
よ

て
は
武

力
行
使
と
し
て
力

く
で

を
開
け
る
事
も
あ
る
ら
し
い
し
ハ

カ

で
電
子

を
解

す
る

事
も
容

だ
ろ
う
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そ
れ
以
前
に
デ
ス
ゲ

ム
に

無
か

た
技
術
者
達
が
事
情
を
知

た
な
ら
一
も
二
も
無
く

に
協
力
し

場

が
ダ
イ
ブ
し
て
い
た
部

へ
の
道
を
開
い
た

だ

最
悪
そ
の
部

の

の
電
源
だ
け

と
せ
ば
い
い

 
つ
ま
り

静
に

え
る
と
キ
リ
ト
と
同
じ
よ
う
に

場

が
ア
レ
を

て
い
た
と
は

え

い

と
い
う
結
論
に
達
す
る
の
で
は
な
い
か

 
そ
も
そ
も

白
の
剣
士

本
人
の

Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ

は
ラ
ス
ボ
ス

と
い
う
見

解
は
根

が
無
い
た
め

真
実
を
指
し
て
い
る
と
は
断
定
出
来
な
い

 
確
か
に
こ
れ
ら
を

え
れ
ば

場

は
悪
と
い
う
結
論
は
性

か
も
し
れ
な
い

そ
も

そ
も

の
本
人
は
一

も
自
身
の
リ
ア
ル
を
バ
ラ
さ
れ
て
か
ら

葉
を
発
し
て
い
な
い
の
だ
か

ら
悪
い
方
に
解

し
て
い

て
勝
手
に

得
し
て
い
る
だ
け
で
そ
れ
ら
が
全
て
真
実
と
は
限

ら
な
い

 
し
か
し

な
ら

な
ら
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
の
は

な
ん
だ
よ

 

ナ

ヴ
ギ
ア

は

場
が

作
り
出
し
た
ん
だ
が
ら

ア
レ
に
殺
人
ス

ク
を
追
加
し
た
の
も

場
だ
ろ

 
最
初
か

ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
に
す
る
つ
も
り
で
作

た

て
事
に
な
る
だ
ろ
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私
が
思
い
浮
か
べ
よ
う
と
し
て
い
た
事
を

に
近
い
悲

な
声

で
男
性
は
彼
に

き

付
け
た

 
そ
う

ナ

ヴ
ギ
ア

は

場

名
義
の
特
許
物
に
な

て
い
る
た
め

殺
人
的
ス

ク
を
有
し
て
い
る
ア
レ
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
が

て
い
る
現
状
で
は
や
は
り
黒
幕
は

技
術
の
生
み
の
親
と

え
る
人
物
と
い
う
可
能
性
が

な
の
だ

 
ハ

キ
リ
と
あ
る
い
は

気
で
も
そ
れ
を
直
感
的
に
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
多
く
の
者

が
キ
リ
ト
の

を
信
じ
切
れ
な
い
で
い
る

 
私
も
今

く
揺
れ
て
い
る

キ
リ
ト
の

を
信
じ
て
今
ま
で
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を
信
じ
た

い

ギ
ル
ド
は
違
う
が
攻
略
組
の
新
入
り
で
あ

た
私
に
よ
く
し
て
く
れ
た
一
人
だ
し
キ
リ

ト
の
事
を
前

か
ら

じ
て
い
た

間
な
の
だ
か
ら
今
ま
で
の

動
が
虚
構
で
は
な
か

た
の

だ
と
信
じ
た
い

 
け
れ
ど

場

で
あ

た
と
い
う
事
実
が
今
ま
で
の

は
虚
構
だ

た
の
で
は
と
恐
怖
と

疑
心
を

か
せ
る
の
だ

黒
幕
で
は
無
い
と

定
出
来
る
決
定
的
な
証

が
無
い
限
り
そ
の

疑
心
は

え
そ
う
に
無
か

た

場

は
あ
く
ま
で

子
物
理
学
者

デ

レ
ク
タ

理
論
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

す
る
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事
は
出
来
て
も
実

に
物
を
作
り
上

る
の
は
そ
う
い

た
技
術
者
達
の
仕
事
だ

裏
を
返
せ

ば

者
達
が

得
出
来
な
い
非

的
な
も
の
は
備
え
ら
れ
な
い

忘
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
殺
人
的
ス

ク
を
有
す
る
最
た
る
要
因
で
あ
る
バ

テ
リ

セ
ル
は
ス

ク
向
上
の

に
付
け
ら
れ
た
代
物
だ

だ
か
ら

だ

場

が

め
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
が
残

て
い
る

は

 
理
路
整
然
と
し
た
キ
リ
ト
の

葉
に

し
た
男
に
対
し
彼
は
小
さ
な

息
を
一

ん
で

か
ら
恐
ら
く

い
た
か

た
の
だ
ろ
う
結
論
を
ハ

キ
リ
と

に
し
た

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
を

始
め
た
真

人
は
別
の
可
能
性
が
あ
る

と

 
そ
れ
に

論
し
て
い
た
男
は

狂
な
声
を
上

る

他
は
声
を
上

な
か

た
が
ま
さ

か
の

葉
に

も
が

然
と
し
て
い
る
し

場

自
身
も

か
に

目
し
た
気
が
し
た

は

は
は

お
前

だ
ろ

 

で
そ
う
な
る
ん
だ
よ

 
そ
も
そ
も

場
は

天
才
な
ん
だ
ぞ

そ
ん
な

を

め
れ
る
人
間
な
ん
て

る

無
い

と
は

い
切
れ
な
い
ん
じ

な
い
か

 
現
状
決
定
的
な
証

も
証

も
無
い
以
上
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は
ど
ん
な
可
能
性
も
存
在
し
て
い
る
た
だ
百
分

の
数
値
が
増

上
下
す
る
だ
け
の
話
だ

が
さ

き

ア
カ
ウ
ン
ト
の

ロ

ブ
ア
バ
タ

か
ら
切
り

え
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
と

え

た
の
は
こ
の
可
能
性
を

慮
し
た
か
ら
だ

論
そ
れ
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
攻
略
に
対
す
る

勢
を
見
た
上
で
浮
か
ん
だ
思

な

だ
が

間
へ
の

に
出
て
く
れ
と

て
い
た
時
の

壊
し
た
レ
イ
ド
が
再

す
る
ま
で
必
死
に
ボ
ス
の
猛
攻
を

い
て
い
た

全
て
が

だ

と

は
そ
う
思
う
の
か

 
少
し
前
死
者
の
数
を

い
た
男
性
の

葉
や

を
間
近
で
見
て
い
た

の

手

使
い

は

流

に
あ
の

を
偽
り
だ
と

に
断

す
る
事
は
出
来
な
か

た
よ
う
で

い

む

そ
の
横

は
懊
悩
に
歪
め
ら
れ
て
い
た

 
事
実
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
攻
略
組
か
ら

者
が
出
る

に
黒
鉄

で
必
ず

を

り
行

た

ま
し
い
と

え
ば

こ
え
は
い
い
が

小
さ
く

な

に
参
列
す
る
者

は
ボ
ス
戦
に
参
加
し
た
全

と
は

い
切
れ
な
か

た
事
も
多
分
に
あ

た
が
そ
れ
に
ク
ラ

イ
ン
さ
ん
達
を

に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
必
ず
参
列
し
て
い
た

 
攻
略
組
で
あ
れ
ば

と
い
う
程
そ
の

を
目
に
し
て
き
て
い
る

と
懊
悩
の
表
情
と
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ま
い
を
見
せ
る
あ
の
騎
士
の

を

と
な
く

 
キ
リ
ト
の

葉
も

現
状
で
は
た
だ
の
推
論
に
過
ぎ
な
い

 
し
か
し
確
た
る
証

や
証

が
無
い
以
上
は

定
出
来
ず
存
在
す
る
推
論
な
の
だ

だ

い
や
に

場
を

う
ん
だ
な

 

か
に
だ
が

そ
れ
で
も
確
か
に
場
の

気
が
キ
リ
ト
の
論
に

成
的
な
方
に

い
た
時

ま
る
で
そ
れ
を

て
い
た
か
の
よ
う
に
白
の
剣
士
が
話
に

り

ん
だ

手
に
白
剣
を

た
⻘
年
は
ボ
ス
部

に
入

て
来
て
オ
レ
ン
ジ
達
も
そ
の
後
に

い
て
こ
ち
ら
に
来
た

 
攻
略
組
は

に
寄

て
道
を
開
け

そ
の
中

を
⻘
年
達
が

る

 
⻘
年
と
オ
レ
ン
ジ
達
お
よ
そ
八
十
人
と
キ
リ
ト
と

場

の
二
人
が
お
よ
そ
十
五
メ

ト
ル
の

離
を
開
け
て
正
面
か
ら
対
峙
し
た

ま
さ
か
と
思
う
が
お
前

場
と
グ
ル
だ

た
ん
じ

な
い
か

 

場
は
こ
の
世
界
の

を
目
的
に

出
来
損
な
い

で
あ
る
お
前
は

を
見
返
そ
う
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の
英

雄

に
な
る

そ
う
い
う
契
約
を
交
わ
し
て
た
と
か

い

い
が
か
り
だ
な

そ
れ
で

故
そ
う
思
う

 
確
か
に
い
き
な
り

い
な
と
思

て
い
た
私
は
⻘
年
が

故
そ
ん
な
予
想
を
し
た
の
か
気
に
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な

て

を

け
た

 
⻘
年
は
こ
れ
ま
で
の
キ
リ
ト
の
行
動
す
な
わ
ち
ベ

タ
テ
ス
ト
よ
り
上
の

層
の
最
前
線
で

も
最
速
を

れ
た
理
由
を

場

に
情
報
を

て
い
た
か
ら
と

た

ま
た
二
刀
流

を
始
め
合

十
種
も
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
取
得
他
に
は
無
い
壊
れ
ス
テ

タ
ス
の
武

の

入
手
も

そ
の
全
て
を

出
来
損
な
い

が
持
つ
の
は
お
か
し
い
と
も

 
そ
し
て
ま
だ
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
一
つ
武

一
つ
く
ら
い
な
ら
分
か
ら
な
く
も
無
い
が
こ

れ
は
明
ら
か
に
異
常
だ
と
⻘
年
は

め
た

そ
の
異
常
も
お
前
と

場
が
裏
で
結

し
て
い
た
な
ら

得
が
い
く
ん
だ
よ

出
来
損
な
い

で
あ
る

の
お
前
が
十
種

も
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
得
る
な
ん
て
そ
ん
な
事
は
お
か
し
い
お

前
よ
り
強
い

は
ご
ま
ん
と

る
ん
だ

明
ら
か
に

さ
れ
て
る
だ
ろ
う
が

 

私
は
キ
リ
ト
と
親
し
く
彼
の
事
情
に
そ
れ
な
り
に

じ
て
い
る
か
ら
そ
こ
ま
で
違
和
感

を
覚
え
て
い
な
か

た
が
確
か
に
客
観
的
に
見
て
才
能
無
し
と
見
下
さ
れ
て
い
た
彼
ば
か
り
が

強
化
さ
れ
て
い
く
の
は
お
か
し
く

た
か
も
し
れ
な
い

場

と
二
人
で
戦
線
を

え
た

事
も
そ
の
推

に

車
を
掛
け
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
⻘
年
の

葉
に
攻
略
組
の
メ
ン
バ

の
空
気
が

く
な

た

そ
の
可
能
性
に
気
付
か
さ
れ
た



 第五十五章 〜対峙〜

か
ら
か
あ
る
い
は

に
浮
か
べ
て
い
た
か
ら
か
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
が
キ
リ
ト
に

意
が
向

い
た
の
は
確
か
だ

た

 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
は
静
か
に

を

じ

か
に

を

け
た

ど
れ
だ
け

て
も

こ
の
世
界
で
も

は

努
力
す
ら
認
め
て
は
も
ら
え
な
い

か 
ポ
ツ
リ
と

か
を
追
い
求
め
て
や
ま
ず
切
望
す
る
か

い
声
が
キ
リ
ト
の

か
ら

れ
た

 
き

と
そ
れ
は
認
め
て
欲
し
い

手
に
こ
そ

わ
れ
た
く
な
か

た
事
で

れ
た
キ
リ
ト

の
弱

ビ

タ

で
も

黒
の
剣
士

で
も
無
い

一

と
し
て
の
彼
の
心
の

び
た
り
前
だ
ろ

お
前
の
そ
れ
は
努
力
じ

な
く
て
た
だ
の
ズ
ル
正
真
正
銘
の
チ

ト
だ

 

よ
り
も
生
ま
れ
な
が
ら
に
先
天
的
な
才
能
に

ま
れ
て
い
た
⻘
年
は
才
能
が
無
く

よ
り

も
死
に

し
な
が
ら
生
き

い
て
来
た
少
年
に
最
強
を
追
い
求
め
て
来
た
彼
に
容
赦
な
く
ズ

ル

と

た

違
う

 
少
年
は
そ
れ
に

小
さ
く
横
に

を
振
り
な
が
ら
弱

し
く
応
え
る
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ず

と
疑
問
に
思

て
た
ん
だ
よ
な

出
来
損
な
い

の
お
前
が

で
最
前
線
で
戦
え
て
い

た
の
か

 
そ
こ
で
⻘
年
の
後
ろ
で
ず

と

い
眼
つ
き
を
し
て

て
い
た
オ
レ
ン
ジ
の

殺
隊

に
い
た

一
人
の
男
性
プ
レ
イ

が
前
に
一
歩
前
に
出
な
が
ら

を
開
い
た

そ
の
眼
は

キ
リ
ト
に
対
す
る

蔑
に

ち
て
い
た

ま
さ
か

ビ

タ

の
語
源
の

り
本

の
チ

ト
を
し
て
た
な
ん
て
な

そ
れ
ど
こ
ろ
か

自
分
の

価
の

に

百
人
も
死
な
せ
て
る

て
事
に
な
る
ぞ

万
に
近
い
人
間
の
未
来
を
滅

苦

に
し
た

て
事
に
な
る
し
な

こ
ん
な

さ

さ
と
殺
し
た
方
が
良
い
だ
ろ

 

か
ら

へ
と
オ
レ
ン
ジ
達
が

に
キ
リ
ト
に
対
す
る

蔑
の

葉
を

い
て
い
く

の
根

も
無
い
の
に
然
も
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
か
の
如
く

違
う

そ
ん
な
事

し
て
な
い

 
再
び
か

く

キ
リ
ト
は
反

し
た

 

け
ら
れ
た
せ
い
で
ギ
リ
ギ
リ
見
え
る
か

か
と
な

て
い
る
彼
の

そ
の

に

か
な

が
現
れ
た

気
が
し
た
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と
に
か
く
疑
わ
し
き
は

せ
り
だ

一

お
前
も

場

共

殺
し
て
や
る
よ
そ
れ

で
万
事
解
決
だ

 
そ
う

て

⻘
年
が
一
歩

を
前
に
出
し
た

 
テ
メ

ら

い
い
加

に
し
ろ
よ

 
さ

き
か
ら

て

い
て
り

き
勝
手
に

い
や
が

て

  
白
剣
を

た
⻘
年
が
一
歩

み
出
し
た
そ
の
時
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
我

な
ら
な
い
と
ば
か

り
に
怒
鳴
り
ド
タ
ド
タ
と
足

く
キ
リ
ト
へ
と
近
寄

た

⻘
年
や
オ
レ
ン
ジ
達
は

し
む

よ
う
に

乱
な
目
を
向
け
キ
リ
ト
は
目
の

か
ら

へ

を
流
し
て

け
寄
る

武
士
風
な
男

性
を
見
上

る

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
キ
リ
ト
の
近
く
ま
で
来
る
と

彼
を
護
る
よ
う
に
⻘
年
達
の
前
に

て

入

ただ
よ

達
の
邪
魔
を
す
る
つ
も
り
か

そ
り

こ

ち
の
セ
リ
フ
だ

 
大
体
テ
メ

ら
キ
リ
ト
の

を
知

て
る

て
ン
だ
よ
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ベ

タ
は
と
も
か
く
コ
イ
ツ
と
は
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
正
式

じ

が
一
番
付

き
合
い
⻑

ン
だ

 
だ
か
ら
分
か
る

コ
イ
ツ
が
ン
な

な
事
や
る

が
無

く

ク
ラ
イ
ン

 
そ
れ
は

 
キ
リ
ト
は
自
身
を

た
ら

き

ま
れ
る
か
ら
や
め
ろ
と

て
い
た
の
に
ク
ラ
イ
ン

さ
ん
が
そ
れ
を
無

し
て
ま
で

り

ん
で
き
た
事
に

惑
し
て
い
た

 

に
し
か
け
た

葉
も
き

と

そ
れ
は
ダ
メ
だ

と
繋
が
る

だ

た

キ
リ
ト
に

悪

が
も
う
我

な
ら
ね

 

な

目
の
前
で
ダ
チ
が
悪
く

わ
れ
て

ン
の
を
見
る
の
は

悪
く
て

な
ん
だ
よ

本

な
ら
し
た
く
ね

ん
だ
よ

 
け
れ
ど
そ
れ
は

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
義

に
よ

て

じ
ら
れ
て
し
ま

た

 
怒
り
に

と

を

や
し
て
険
し
い
表
情
を
し
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は

十
人
も
の
オ
レ
ン

ジ
達
そ
し
て
キ
リ
ト
と

か

差
で
上
下
す
る
程
に
強
い
⻘
年
を
前
に
し
て
も
そ
れ
で
も

ま
ず

え
も
し
な
か

た

 
そ
の

は
正
に

義
に

い
と
い
う

判
に
違
わ
な
い

わ
れ
て
も
仕
方
ね

事
な
ら
ま
だ
し
も

わ
れ
な
い

中
傷
な
ら
以
て
の
外
だ

 

だ
か
ら

は
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ク
ラ
イ
ン

う

わ

 

然
と
し
て

と
思
い
の

を

ん
で
い
る

中
で
キ
リ
ト
が
名
前
を
呼
ん
で
ク
ラ
イ

ン
さ
ん
を

へ
突
き

ば
し
た

と

と

お
い
キ
リ
ト

一
体
な

に

を

 
突
き

ば
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
バ
ラ
ン
ス
を

し
掛
け
な
が
ら
も
立
て
直
し
す
ぐ
キ
リ

ト
へ
向
き
直

て
文

を

お
う
と
し
た
の
だ
が
そ
れ
は

す

み
に
な

て
最
後
ま
で

に

さ
れ
る
事
は
無
か

た

がお

自
分
か
ら
殺
さ
れ
に
来
た
の
か

 

勝
な
心
掛
け
だ
な

一

 
さ

き
ま
で
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が

た
場

に

る
彼
を
突
き

ば
す
事
で

り

ん
だ
キ
リ

ト
の
体
に
は

白
の
剣
士

が
突
き
出
し
た
白
剣
が

さ

て
い
た
か
ら

の
中

を

い

て
い
る
剣
は

然
背
中
ま
で

け
て
い
て
そ
の

を

け
て
い
る
キ
リ
ト
は

を

め
て

き
を
上

る
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い
い
子
だ

  
そ
の
様
を
見
て
⻘
年
は
そ
ん
な
事
を

て

を
歪
め
る

あ
ま
つ
さ
え
そ
れ
が
正
し
い

事
で
あ
る
か
の
如
く
キ
リ
ト
の

を

で
て
見
せ
た

 

間

人
か
の
様
子
や

て
い
た
空
気
が

変
し
た

 
一
番
に
反
応
を
し
た
の
は
二
人

て

て
ン
め

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
ま
ず
一
人
目
は
キ
リ
ト
に

わ
れ
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん

 

武
士
風
の

は

間
的
に
怒
り
の
ボ
ル
テ

ジ
を

ね
上

怒
髪
天
を
衝
く
勢
い
で
怒

を
上

な
が
ら

今
ま
で
見
た
事
も
無
い

怒
の
形

で

に
差
し
て
い
た

か
ら
愛
刀
の

陰

を

刀
し
た

刀
し
た
愛
刀
を

手
で
握

て

オ
レ
ン
ジ
カ

ル
に
な

た
⻘

年
へ
と
襲
い
掛
か
る

こ
の

外
道

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 
そ
し
て
も
う
一
人
は

私
の
横
に
い
た
ユ
ウ
キ
だ

た

 
横
を
見
れ
ば
ア
メ
ジ
ス
ト
を
想

さ
せ
る
色
か
ら

血
の
深
紅
色
へ
と
変
わ

て
い
る

に
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憎
悪
の
闇
の

を

し
た
剣
姫
が
怨
嗟
の
声

で
⻘
年
に
怒
鳴

て
い
た

目
に
見
え
そ
う

な
程
に
殺
意
を

ら
せ
怒

を
上

る
彼
女
は
愛

の
黒
剣
ル
ナ
テ

ク
を

剣
し
な
が
ら

地
を

て

⻘
年
目
掛
け
て

の
如
く

し
た

   
許
さ
な
い
許
さ
な
い
許
さ
な
い
許
さ
な
い
許
さ
な
い

  
絶
対
に
後
悔
さ
せ
て
や
る

  
キ
リ
ト
が
体
を

か
れ
た

間
血
の
気
が
一
気
に
引
い
て
ま
る
で

を
見
て
い
る
か
の

よ
う
な

ボ
ク
の
意
識
が

と
遠
の
く
錯
覚
に

た

 
目
の
前
で

こ

て
い
る
事
と
認
識
出
来
な
い
で
客
観
的
に
見
て
し
ま

て
い
た
の
だ
と
思

う 
そ
し
て
ク
ラ
イ
ン
を

た
結
果
神

の
剣
に

か
れ
た
事
を
ま
る
で
正
し
い
事
を
し
た

と
で
も

う
よ
う
な

葉
と
共
に
彼
の

を

で
た
の
を
見
た

間
一
気
に
ボ
ク
の
意
識
は
再
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覚
醒
を
果
た
し
た

 
ま
る
で
全
身
の
血
が

し
た
か
の
よ
う
な
怒
り
を
超
え
た
感
情
の
発

く

に
ボ

ク
の
思

は

を

り
越
し
て
ま
と
も
な
機
能
を
保

て
い
な
か

た

 
た
だ
あ
る
の
は
キ
リ
ト
の
全
て
を
愚
弄
し
た
事
死
ぬ
事
こ
そ
が
正
し
い
と
い
う

え
に
対
す

る

悪
を

り
越
し
た

怒
と
憎
悪

 
そ
し
て
恐
ら
く
人
生
初
め
て
と
な
る
絶
対
的
で
絶
大
で

な
殺
意
だ

た

こ
の
男
だ
け
は

こ
の
手
で
殺
さ
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な
い
と
今
ま
で

意
は

い
て
も
殺
そ
う
と
ま
で
は
思
わ

な
か

た
ボ
ク
は

初
め
て
人
に
殺
意
を

い
て
剣
を

い
て
い
た

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

は
そ
の
設
定
上

を
推

し
て
い
な
い
と

え
ど
シ
ス

テ
ム
的
に
可
能
で
は
あ
る
の
で

禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
以
上
は
ど
う
し
て
も
そ
れ
は
横
行
す
る

故
に
物
騒
な
こ
の
世
界
で

時
か
人
を
殺
す
事
に
な
る
と
は
想
定
し
て
い
た
し
そ
の
時
の

に

予
め
覚
悟
を

め
て
は
い
る

姉
ち

ん
は

え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
代
わ
り
に
ボ

ク
が
と
思

て
も
い
た
く
ら
い
だ

 
た
だ
し
ボ
ク
は
あ
く
ま
で
自
衛
手

で

を
行
う
の
で
あ

て

自
ら

先
し
て
行
う
つ
も

り
は
一
切
無
か

た

流

に
そ
こ
ま
で
し
た
く
な
い
し
キ
リ
ト
の
お
陰
で
手

と
し
て
使
う
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必
要
す
ら
ボ
ク
に
は
無
か

た
か
ら
だ

 
だ
か
ら
自
ら
の
意

で

先
し
て
更
に
は
明
確
に
殺
意
を

い
て
行
お
う
と
す
る
事
に
な

た
現
状
は

自
分
の
事
で
も
流

に
予
想
外
だ

た

 
け
れ
ど
ボ
ク
は
予
想
外
で
は
あ

て
も
こ
の

を
後
悔
し
な
い

む
し
ろ
こ
こ
で

て

た
方
が
後
悔
し
た
に
違
い
な
い
と
確
信
を
持

て

え
る
く
ら
い
ボ
ク
は
神

に
憎
悪
と
殺
意

を

い
て
い
た

 
流

に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

場

で
あ

た
事
に
は

さ
せ
ら
れ
た
が
け
れ
ど
ど

う
し
て
か

得
出
来
る
部
分
は
あ

た
し

悪

な
人
で
は
な
い
と
確
信
を

い
て
い
た
か
ら

神

の
話
は

い
て
て
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
ら
れ
た

第
二
レ
イ
ド
の
メ
ン
バ

と
ア
ル
ゴ
達
を
殺
し

た
神

に

合
し
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
達
に
も
だ

 
そ
の
悪
意
が
キ
リ
ト
に
波

し
た

り
で
正
直

が

え
く
り
か
え
る
く
ら
い
の
怒
り
を

に
覚
え
て
い
た

 
そ
れ
が
神

の
一

を
契
機
に

発
し
た
結
果
だ

た

 
ボ
ク
に
絶
大
な
殺
意
を

か
せ
る
に
至

た
逆

に
触
れ
た
の
は
た
だ
一
つ

 
そ
れ
は
神

が
キ
リ
ト
に
対
し

い
い
子
だ

と

た
事
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た

た
そ
れ
だ
け
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で

え
た

体
に
怒
り
と
憎
悪
の

が
一

気
に
行
き

て
血
が

し
た
か
の
よ
う
な

を

び
た
し
意
識
も
覚
醒
し
今
ま
で
の
ボ

ク
で
は

え
ら
れ
な
い
明
確
な
殺
意
を

む
怒

を

か
せ
る
に
至

た

 
そ
の

葉
の
意
味
が
た
だ

に

の
い
い
兄
弟
で
交
わ
さ
れ
る
も
の
で
あ

た
な
ら
ば
ボ

ク
も

ま
し
く
見
守
る
に

め
た
だ
ろ
う

あ
る
い
は
キ
リ
ト
が
剣
に

か
れ
た
時
そ
の
一

さ
え
無
け
れ
ば
ボ
ク
は
き

と

き

ま
せ
た
く
な
い
と
い
う
彼
の
意

を
懊
悩
し
た

に
尊
重
し

動
こ
う
と
し
な
か

た
に
違
い
な
い

 
だ
が
神

が

た
場
合
は

死
ぬ
事
が
正
し
い

と
い
う
意
味
だ

 
今
ま
で
生
き
て
来
た
事
が
間
違
い
で

殺
さ
れ
る
あ
る
い
は
死
ぬ
事
こ
そ
が
正
し
い
の
だ
と

て
ク
ラ
イ
ン
を

て
剣
に

か
れ
た
行

を
自
ら
死
に
に
来
た
と
自
己
解

し
て

そ
れ
を

め
た

 
そ
ん
な
事
は
あ

て
は
な
ら
な
い

め
る
部
分
が
違
う

 

よ
り
も

死
ぬ
事
が
正
し
い

だ
な
ん
て
価
値
観
は
間
違
い
以
上
に
狂

て
い
る

 
現
状
神

を
確
実
に
殺
す
つ
も
り
で
剣
を

い
て
い
る
身
で

え
た
義
理
で
は
無
い
だ
ろ
う

が

神

を

死
ぬ
べ
き

だ
と
か

殺
す
べ
き

だ
と
か

以
前
は
思

て
い
な
か

た
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我
が
姉
が
ど
う
思

て
い
る
か
は
知
ら
な
い
が
か
つ
て
死
ぬ
定
め
に
あ

た
者
で
あ
る
ボ
ク

は

生
ま
れ
て
来
た
一
人
の
人
間
に
価
値
も
意
味
も
無
い
と
思

て
い
る

 
子
を

ん
で
種

と
し
て

え
て
い
く
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
が
出

で
あ
り
命
を

か
る

事

人
間
の
価
値
や
生
ま
れ
て
来
た
意
味
は
そ
の
人
間
が
生
ま
れ
て
か
ら
生
き
て
来
た
中
で
客

観
的
に
判
断
さ
れ
た
人
間
性
に
よ

て
問
わ
れ
る
と
生
ま
れ
た
後
の
行
動
に
よ

て
意
味
や
価

値
は
付

す
る
と

時
し
か

え
る
よ
う
に
な

た
の
だ

 
つ
ま
り
生
ま
れ
た
事
そ
の
も
の
に
善
悪
を
問
う
事
は
出
来
な
い
し
逆
説
的
に
そ
の
命
そ
の
も

の
が
消
え
去
る
べ
き
と
も

え
な
い

命
を

か

た
人
間
の
行
動
そ
れ
如

で
価
値
も
意
味

も
決
ま
る

 

時
か
ら
だ

た
か

そ
う

え
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
き

と

時
不

と

わ
れ
て
い
た

に
冒
さ
れ
て
い
る
と
知
り
そ
れ
で

か
ら

ら

れ
る
よ
う
に
な

た
時
が
き

か
け
だ
ろ
う

 
後
世
で
悪

な
殺
人
⻤
と

わ
れ
た
者
だ

て
生
ま
れ
た
時
点
や
す
く
す
く
と
育

た
子

時
代
は
親
に
喜
ば
れ
た

だ
し

人
を
殺
そ
う
な
ど
と
は

と
も
思

し
て
い
な
か

た

だ

論
外
国
に
も
多
い
ス
ト
リ

ト
チ
ル
ド
レ
ン
な
ど
で
あ
れ
ば
親
の
愛
情
を
知
ら
ず
た
だ
人
を
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憎
ん
で
い
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
か
ら
必
ず
し
も
そ
う
は

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
あ

く
ま
で
そ
れ
は
可
能
性
で
あ

て
善
人
と
し
て
生
き
て
い
た
可
能
性
は

定
出
来
な
い

生
ま
れ

た
事
に
対
し
て
罪
は
無
い

と
い
う

葉
の

型

で
あ
ろ
う

 
ま
た
世
間
的
な
常
識
で
生
き
て
い
れ
ば
悪
人
で
は
無
い
と
思
わ
れ
る
し
そ
れ
か
ら
外

れ
れ
ば

善
人
で
は
無
い

と

わ
れ
る
だ
ろ
う
が

と
す
れ
ば
常
識
的
な

悪
人

と

さ
れ
る
者
も
自
身
の
価
値
観
で
は
悪
人
で
は
無
い
と
思

て
い
る
か
も
し
れ
な
い

自

ら
が
正
し
い
と
狂
信
的
に
信
じ
て
い
る
者
だ

て
い
る
か
ら
千
差
万
別
な
の
だ

 
法
で
裁
け
な
い
悪
人
を
人
の
手
で
裁
く
行

は
そ
の
極

の
一
つ
と

え
る

キ
リ
ト
が
オ

レ
ン
ジ
や
レ

ド
キ
ラ

を
し
て
い
た
の
も
彼
に
と

て
こ
の
世
界
の

序
や
人

の
生
活
を

か
す
存
在
と
判
断
し
た
か
ら
こ
そ
だ

 
彼
の
場
合
必
要
以
上
に
自
分
は
正
し
く
な
い
と
無
意
識
に
責
め
て
自
身
を
追
い

ん
で
い

る
が

 
神

の
価
値
観
か
ら
す
れ
ば

一

キ
リ
ト
は

ら
か
の
理
由
を
以
て

死
ぬ
べ
き
存
在

に
値
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

恐
ら
く
は

殺
隊
神

に

合
し
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
達
に
と

て

も
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ボ
ク
も
そ
う
い
う
意
味
で
は
彼
ら
と
同
じ
穴
の

と

え
る

今
の
ボ
ク
は
正
に
彼
ら
と
同
じ

独
自
の
価
値
観
を
以
て
キ
リ
ト
を

殺
そ
う
と
す
る
神

に
対
し

怒
と
憎
悪
を

や
し

殺
意
を

ら
せ

剣
を

い
て
い
る
の
だ
か
ら

 
神

と
て

ら

で
も
生
ま
れ
た
そ
の

間
か
ら
あ
ん
な
人
格
だ

た

で
は
無
い

だ

 
子
は
親
を
見
て
育
つ

親
が
失

し
た
後
の
歪
で
大
変
な
家
庭

境

そ
し
て

と
自
身
の

姉
の
影

で

が
あ

た
か
あ
ん
な
人
間
性
を
形
成
し
た

だ

真

な

の
親
が

発
し
た
時
点
で
真

と

え
る
か
も

だ
疑
問
だ
が

な
く
な

た
事
で
恐
ら
く
常
識

的
な
人
間
性
を
構

す
る
の
に

を
来
し
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
そ
れ
は

罪

に
な
ん
て
な
り
は
し
な
い

そ
れ
は
た
だ
の
切

掛
け
で
あ
り
キ

リ
ト
を
殺
す
判
断
を
下
し
た
の
は
神

本
人
の
意

 
そ
れ
を

け
て

の
人
間
は
神

の
人
間
性
を

り

価
値
を
決
め
る

 
だ
か
ら
自
分
が
神

を
殺
そ
う
と
す
る
の
も
巡
り
巡

て
あ
る
意
味
神

の
自
業
自
得
と

え
る

殺
意
を
向
け
ら
れ
る

動
を
取

て
い
る
者
が
悪
い

 
と
は

え
ボ
ク
が
悪
く
な
い
と
も
絶
対

え
な
い

 
人
を
殺
す
事
は
ど
ん
な
状
況
や
事
情
が
あ

て
も

本
的
に
悪
だ
個
人
の
感
情
で
人
の
命
を
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奪
う
事
は
常
識
的
に
見
て

悪
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り

定
さ
れ
る
べ
き
だ

人
を
殺
せ
ば
そ

の
者
が
生
き
る

だ

た
未
来
を
奪

た
業
を
必
然
的
に
背
負
う
事
に
な
る

ボ
ク
は

か
か

ら
悪
と

わ
れ
る
だ
ろ
う
し

と
も
す
れ
ば

時
か
業
に

し
つ
ぶ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
は
人
を
殺
め
た
者
が

け
る
べ
き

だ

善
な
る
行
動
と
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
決
し

て
そ
の

か
ら
自
分
は

て
は
な
ら
な
い

 
き

と
そ
れ
を
神

は

え
て
い
な
い

あ
の
男
は
人
を
殺
し
た
罪
を
自
ら
が
掲

る

正

義
で
正

化
し

か
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る

い
や
そ
の
自
覚
も
無
く
無
意
識
に
自

分
は
悪
く
な
い
と
大

の
意
識
と

定
を

し
て

罪

を
得
よ
う
と
し
て
い
る

 
故
に
ボ
ク
は
神

と
決
し
て

容
れ
な
い

 
ボ
ク
は
感
情
的
で
あ

て
も
そ
の
罪
深
さ
を
承
知
の
上
で
剣
を

き
神

を
殺
す
べ
く
地
を

た

も
し
か
し
た
ら
姉
に
見
限
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
す
れ
ば
キ
リ
ト
に
恐
れ
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
を
理
解
し
た
上
で

神

を
殺
す
べ
く
動
い
た

 
対
し
て
神

は
へ
ら
へ
ら
と

な

み
を

り
付
け
て
キ
リ
ト
の
身
を

し
て
ク
ラ
イ
ン

を

た
行
動
を
自
ら
死
に
に
来
た
の
だ
と

解
し
そ
れ
を

め
た

恐
ら
く
代
償
と
し

て
喪
う
も
の
は
無
い
と

そ
う

ん
じ
た
上
で
の

な
行
動
だ
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結
果
と
し
て
は

い
に
同
じ

殺
人

だ
と
し
て
も

人
を
殺
め
る

事
に
対
す
る

者
の

認
識
と
覚
悟
に
は
絶
対
的
な
開
き
が
あ
る

だ
か
ら
絶
対
に

容
れ
な
い

 
キ
リ
ト
の
行
動
を

解
し
死
ぬ
べ
き
と
い
う
狂

た
価
値
観
を
下
に

め
た
事
に
憎
悪
と

殺
意
を

い
た
ボ
ク
は
人
を
殺
め
る
事
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も

つ
思
慮
が

過
ぎ
る

神

に

そ
う
い
う
意
味
で

怒
も

い
て
い
た

チ
 
自
身
の

か
ら

る
ク
ラ
イ
ン

か
ら

る
ボ
ク
を
目
だ
け
向
け
て
一

し
た
神

は

打

ち
し
た
後
自
ら
の
剣
で

い
て
い
る
キ
リ
ト
の
お

に

足
を

え
て
思
い
切
り

り

ば
し

た 
眼
だ
け
で
彼
を
追
う
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
こ
と

場

が
し

か
り

で

き

め
て
い
た

を
見
て
も
七

強
は
残

て
い
た
の
で
問

無
い
と

時
に
判
断
し
て
前
へ
と

界
を

す

 
ク
ラ
イ
ン
は
刀
身
か
ら

の
光
を

ら
せ
て

ぎ
一
閃
を
放
つ
絶
空
を
放
つ

自
分
も

の
光
を
愛
剣
か
ら

ら
せ
て

掛
け
と
逆

二

か
ら

掛
け
に
振
る
う
の
を

ん
だ

ニ

ク
リ

プ

で
斬
り
掛
か

た

 
神

は
そ
れ
を
見
た
後

り
出
し
て
い
た

を

し
て
後
ろ
に
一
歩
下
が
り
白
剣
を
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に

す
る
よ
う
に
構
え
る

ま
る
で

刀
術
の
よ
う
な
構
え
を
し
た

白
剣
か
ら

色
の

光
が

り

一

後
に

斬
り
上

に
刃
が

ね
上
が

た

ス
ラ
ン
ト

だ

 
ク
ラ
イ
ン
と
自
分
が
放

た

の

を
引
く
二

の
剣
閃
は

色
に

く
刃
へ
同
時
に
衝
突

し

三
つ
の
刃
が
見
事
な

を
保

て

そ
の
動
き
を
止
め
た

お

お
お

 

ド
ス
キ
ル
同
士
の
衝
突
で

抗
す
る
の
は
あ
る
程

予
想
し
て
い
た
が
こ
ち
ら
が
ク
ラ

イ
ン
と
合
わ
せ
た
二
人
掛
か
り
で
あ
る
の
に
対
し
あ
ち
ら
は
一
人
で
あ
る
た
め
負
け
る

が

無
い
と
キ
リ
ト
に
対
し
て

い
た
も
の
と
は
別
の
対
抗
心
が

を

た

 
そ
れ
に

て
突
進
が
止
ま

た
事
で

ん

る

に
地
面
へ
付
け
た

へ
更
に
体
重
を

せ

重
心
を
前
に
し
て

全
力
を
以
て

に

る
神

目
掛
け
て
刃
を

し
出
す

 
ク
ラ
イ
ン
は

手
武
器
で
は
あ
る
が
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の
武
器
で
あ
る
刀
は
そ
の
性

上

値
が
高
い
程
に
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
も

片
手
剣

や

刀

に

べ
て
大

き
く
な
る
特
徴
が
あ
る

彼
は
自
分
と
同
様
に

値
へ
多
め
に
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
振

て
い
る

 
神

は
話
に

く
限
り
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
ら
し
い
事
か
ら
自
分
と
似
た
よ
う
な
ビ
ル
ド
だ
ろ
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う

剣
の
タ
イ
プ
は
ど
ち
ら
か
と

え
ば
キ
リ
ト
に
近
い
パ
ワ

型

 
恐
ら
く
然
程
レ
ベ
ル
も
離
れ
て
い
な
い

な
の
で
二
人
掛
か
り
で
ど
う
に
か

抗
し
て
い
た

神

の
剣
を
一
気
に

し
や
り

後
退
さ
せ
る
事
に
成

す
る

 
表
情
は
つ
ま
ら
な
そ
う
な
も
の
を
見
た
者
特
有
の
そ
れ
な
の
で
む
し
ろ
後
退
は
自
ら
の
意

で
し
た
事
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う

え
る
と

ま
だ

え

て
い
る
感
情
の

が
更
に
強
ま
る
感
じ
が
し
た

ま
さ
か
い
き
な
り
斬
り
掛
か

て
く
る
と
は
な

 
十
メ

ト
ル

ど

離
を
開
け
た
神

は
こ
ち
ら
を
取
る
に
足
ら
な
い
存
在
と
断
じ
て

あ
る
い
は

ん
じ
て

い
る
の
か
構
え
を
解
い
て
自
然
な
立
ち

で
話
し
掛
け
て
来
た

そ

の
眼
は
確
か
に
こ
ち
ら
を

意
し
て
い
る
よ
う
だ
が
し
か
し
命
を

か
す
と
判
断
し
た

心

を
感
じ
ら
れ
な
い

 
明
ら
か
に
見
下
し
て
い
る
と
分
か
る

そ
ん
な
眼
つ
き
だ

た

 
そ
の

い

と

に
自
分
は
お
ろ
か

手
で
愛
刀
の
切

先
を
神

に
向
け
て
構
え
て
い

る

の

も

ぎ
り

と
⻭

り
を
し
た

先
に
斬
り
掛
か

て
き
た
テ
メ

が

え
た
義
理
じ

ね

だ
ろ
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確
か
に
ね

そ
れ
に
キ
リ
ト
を
殺
す
つ
も
り
で
剣
を

い
た
な
ら
こ
う
し
て
剣
を
向
け
ら

れ
た
と
し
て
も
文

は

え
な
い

だ
よ

先
に

て
お
く
け
ど
ボ
ク
は
キ
ミ

を
許
さ
な
い

 
愛
剣
を
片
手
持
ち
で
正
眼
に
構
え
て
い
る
自
分
の
発

を

け
神

は

根
を
寄
せ

が

分
か
ら
な
い
と
ば
か
り
に
こ
ち
ら
に
目
を
向
け
て
来
た

 
そ
れ
を
無

し
て
自
分
が

を
し
た
の
か
ど
う
し
て

意
を
向
け
ら
れ
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
と
ば
か
り
の
そ
の

に

更
に
苛
立
ち
と
殺
意
を

ら
せ
な
が
ら

を
開
い
た

攻
略
組
は
複
数
の
ギ
ル
ド
と

ら
か
の

ロ
プ
レ
イ

で
構
成
さ
れ
た
一
種
の
大
き
な
組

そ
の
至
上
命

は
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
の
生
還
す
な
わ
ち
生
存
し
て
の
ゲ

ム
ク
リ
ア

オ
レ
ン
ジ
を

い
て
い
る
キ
ミ
は
第
二
レ
イ
ド
を
壊
滅
さ
せ
た

た
と
え
紅
の
騎
士
が

場

で
本

に
彼
を
倒
せ
ば
ゲ

ム
ク
リ
ア
に
な
る
と
し
て
も
四
十
に
も
上
る
プ
レ
イ

の
命
を
直

的

あ
る
い
は
間

的
に
奪

た
事
は

許
さ
れ
る
事
じ

な
い

だ
よ

な
ら
一

は
ど
う
な
ん
だ

 
そ
い
つ
は
多
く
の
プ
レ
イ

を
殺
し
て
る
だ
ろ

キ
ミ
な
ん
か
と
彼
を
一
緒
に
す
る
な
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人
生
で
初
と
な
る
殺
意
を

ん
だ
怒
り
を

い
て
い
る
自
分
の
声
は
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い

く
自
分
で
も
分
か
る
く
ら
い

圧
感
が
あ

た

神

は
取
る
に
足
ら
な
い
と
思

て
い
る

か
ら
あ
ま
り
動
じ
て
い
な
い
よ
う
だ
が

そ
の
後
ろ
に
い
る
オ
レ
ン
ジ
達
は

絶
剣

と
し
て

の
異
名
も
手
伝

て
か

を
強

ら
せ

中
に
は

歩

ど
後
退

て
い
る
者
も
い
る

 
そ
の
声

の
ま
ま

自
分
は
話
を

け
た

確
か
に
キ
リ
ト
は
多
く
の
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
を
斬

て
来
た

そ
れ
は

許
さ
れ
な
い

け
れ
ど
彼
が
斬

た
オ
レ
ン
ジ
達
は
一
日
一
日
を
必
死
に
生
き
る
プ
レ
イ

達
を

か
す

存
在
ば
か
り
だ

た

殺
人
快

者
の
集
ま
り
で
あ
る

う

は
そ
の

彼
の
行
動

で
間

的
に
救
わ
れ
た
人
も

少
な
く
は
あ

て
も
確
か
に

る

 
実

は

彼
の
自
己

的
な
行
動
で
救
わ
れ
た
者
は
数
え
き
れ
な
い

ビ

タ

と
し

て
も

黒
の
剣
士

と
し
て
も

彼
は
こ
の
世
界
に
生
き
る
全
て
の
プ
レ
イ

に
大
な
り
小

な
り
有
形
無
形

な
く

つ
も
の
面
で
助
け
と
な

て
き
た

 
キ
リ
ト
は
オ
レ
ン
ジ
キ
ラ

と
な
り

ビ

タ

の
悪
名
を

す
る
事
で
オ
レ
ン
ジ
達

の
行
動
を
抑
え
て
来
た

あ
る
い
は

黒
の
剣
士

と
し
て

う

を

し

別
の
意
味

で
多
く
の
プ
レ
イ

に
安
心
感
を

か
せ
た
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し
か
し

神

は
違
う

け
れ
ど

キ
ミ
の
行
動
は

の

に
な

た

 
ボ
ク
に
は
た
だ
命
を
奪

た
だ
け
と
し
か

思
え
な
い

場
を
倒
し
て
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
す
る
そ
の

に
し
た
ん
だ

を
助
け
ら
れ
る
な
ら

仕
方
な
い

と

 

な
ら
ど
う
し
て

キ
ミ
は
以
前
の
デ

エ
ル
で

を
合
わ
せ
た
時

に
明
か
さ
な
か

た
ん
だ

 
予
想

り
の

葉
で
反
論
し
よ
う
と
し
た
神

を

葉
を
重
ね
る
事
で
無
理

理
止
め
る

こ
ち
ら
の
指

で
神

は

ご
も

た

場

を
黒
幕
だ
と
断
じ
て
い
た
な
ら
ど
う
し
て
あ
の
時
に
明
か
さ
な
か

た
ん
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

場

だ
と
断
じ
た
経

か
ら
し
て

を
合
わ
せ
た
後
で
判
明
し
た
と
い
う

で
も
無
さ
そ
う
だ
か
ら

あ
の
時
に
明
か
し
て
い
れ
ば
第
二
レ
イ
ド
の

は
必
要
無
か

た

必
要
の
な
い

者
を
出
し
た
事
に
変
わ
り
は
無
い

 

と
共
に
こ
ち
ら
を

み
付
け
て
来
る
神

だ
が
自
分
が
キ
リ
ト
と
デ

エ
ル
し
て
い
る
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時
に
感
じ
た
気

は
お
ろ
か

う

メ
ン
バ

が
見
せ
て
い
た
狂
気
や
殺
意
に
も

ば

な
い

意
し
か

て
い
な
か

た
た
め
内
心
だ
け
で
失

す
る

そ
れ
で
も

い
て
い
る
感

情
が
晴
れ
る
事
は

も
無
か

た

 
神

の
実

に

目
と
も
知
れ
な
い

と
失
望
を

き
な
が
ら
そ
れ
に
と

葉
を
重

ね
た

場

が
黒
幕
だ
と
断
じ
て
動
い
て
い
た

だ
け
ど
キ
リ
ト
が
語

て
い
た
よ
う
に
も
し

も
違

て
い
た
ら

 
あ
る
い
は

黒
幕
だ
と
し
て
も
ア
カ
ウ
ン
ト

Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ

ｆ

を
倒
し
た
と
こ
ろ
で
そ
の
場
で
ク
リ
ア
に
な
ら
な
か

た
ら

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
第
百
層

ま
で
攻
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

た
時

第
二
レ
イ
ド
と
い
う
攻
略
組
の
戦
力
の

下

ま
た
情
報

ア
ル
ゴ
を
喪

た
損
失
を

キ
ミ
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

た
の
か
な

そ
れ
は

 

線
を
下

か
に

を

け

ご
も
る

は
子

が

い

を

え
て
い
る
様
そ
の
も

の
だ

た

 
そ
の
様
を
見
て

は

と
こ
れ
見
よ
が
し
に

息
を

く

え
無
し
に
も
程
が
あ
る

い

か
ら
神

と
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
け
ど
ボ
ク
に
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は

そ
う
は
思
え
な
い

ボ
ク
か
ら
す
れ
ば
黒
の
剣
士
キ
リ
ト

キ
ミ
達
が
見
下
し
て

い
る
彼
の
方
が
よ

ど
上
だ

だ
と

が

こ
の

が
一

に

て
る
だ
と

 

ざ
け
る
な

 
常

い
て
い
た
本

を

に
す
れ
ば

い

を
探
し
て
い
た
神

が
感
情
的
に
反
応
し
て

怒
鳴

て
来
た

 
論
理
も

も
無
い
た
だ
感
情
的
に
な
る
様
を

ボ
ク
は
た
だ

や
や
か
に

く

め
る

ボ
ク
は
至
極
真
面
目
だ
よ

事
実
キ
ミ
は
攻
略
組
へ
参
入
す
る

の
一

験
で
あ
る
デ

エ

ル
で
彼
に
負
け
て
い
る

ア
レ
は
ア
イ
ツ
が
ズ
ル
を
し
た
か
ら
だ
ろ

も
か
も
を
そ
の
一

で
済
ま
せ
る
な
ん
て
ね

キ
リ
ト
は
チ

ト
や
ズ
ル
を
す
る
ど
こ
ろ

か

む
し
ろ
自
分
の
力
に
制
限
を
掛
け
て
い
た

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
使

て
い
な
か

た
し

剣
も
一
本
だ
け
武
器
を

す
る

も
未
使

更
に

え
ば
完
全

得
し
て
い
る
ら

し
い
戦
闘
時
自
動
回
復
ス
キ
ル
も
使

不
可
設
定

キ
ミ
と
違

て

す
ら

備
し
て

い
な
い
彼
は
ダ
メ

ジ
デ

ラ

の
欠
点
で
あ
る
⻑
期
戦
に
向
い
て
い
な
い
不

パ
ワ

型
の
欠
点
で
あ
る
速

で
の
不

を

し
て
勝

し
た
ん
だ

レ
ベ
ル
と
い
う
一
点
を

け
ば
全
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て
フ

ア
な
状

で
戦

て
い
た
ん
だ
よ

 
神

と
デ

エ
ル
す
る
時
キ
リ
ト
は
恐
ら
く

え
て

手
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
状

で

戦

て
い
た

 
そ
れ
は

認
め
ら
れ
る
た
め

も

と

え
ば

強
い
事
を

定
さ
れ
る
要

を

す

る

の
行
動
だ

た

 
あ
ま
り
に
も
圧
倒
さ
れ
た
剣

を
前
に

や
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
ま
と
も
に
使
え
た
と

は
思
え
な
い
し
使
わ
な
か

た
の
も
偶
然
で
し
か
無
い
だ
ろ
う
が
二
振
り
目
の
愛
剣
ダ

ク

リ
パ
ル
サ

を
使
わ
な
か

た
事
と
戦
闘
時
自
動
回
復
ス
キ
ル
を
無

化
し
て
い
た
二
点
に

し
て
は
明
ら
か
に
キ
リ
ト
が
不

な
制
限
だ

す
ぐ
に
そ
れ
を
破
る
事
が
出
来
た
し
特
に

か
か
ら
制
限
を

け
て
も
い
な
か

た
の
だ
か
ら
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
承
知
の
上
で
自
ら

じ

て
い
た
事
に
な
る

 
片
翼
の
堕
天
使
以
上
の
剣
速
を
持
つ
神

の
四

速
剣
技
は
二
刀
で
あ
れ
ば
対
応
出
来
た

だ

あ
の
ボ
ス
の

時
の
斬
り

け
は
八

撃
そ
れ
を
二
刀
で

い
た
の
だ
か
ら
一
刀
に
つ

き
四
撃
は

る
と
い
う
理

に
な
る

突
な
の
で
一
刀
で
は
四

速
を

け
な
か

た
と
し

て
も

二
刀
で
あ
れ
ば
十
分

け
た

は
高
い
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そ
の
制
限
が
あ

た
キ
リ
ト
の
強
さ
を
ズ
ル
と

う
の
は

そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
だ

確
か
に

の
才
能
や
ス

ク
で
は
キ
ミ
の
方
が
上
だ
と
思
う
よ

如

に
片
手
剣
使
い
最
強

と

わ
れ
て
い
る
ボ
ク
で
も
キ
ミ
を

手
に
勝
て
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば

無
理
だ
と
今
は

わ
ざ
る
を
得
な
い

そ
れ
だ
け
キ
ミ
は

れ
て
る

け
れ
ど
キ
リ
ト
は
キ
ミ
の
才
能
と
剣
を

上
回

た
そ
れ
だ
け
の
経
験
と
努
力
を
重
ね
て
来
た
ん
だ

確
か
に
キ
ミ
は
才
能
の
面
で

れ
て
い
る
だ
ろ
う
け
ど
キ
ミ
に
は
足
り
な
い
も
の
が
あ
る
か
ら
こ
そ
ボ
ク
は
キ
ミ
を
キ
リ

ト
よ
り

て
い
る

と
断
じ
た

一

に
あ

て

に
足
り
な
い
も
の
だ
と

 
そ
ん
な
も
の
あ
る

が
無
い

あ
る
か
ら

て
い
る
ん
だ
よ

 

⻭
を

き
出
し
に
し
な
が
ら

み
付
け
怒
鳴

て
来
る
神

に

く
返
し
た
自
分
は
正

眼
に
構
え
て
い
た
ル
ナ
テ

ク
を
持
ち
上

そ
の
切

先
を
神

に
突
き
付
け
た

キ
ミ
に
決
定
的
に

絶
対
的
に
足
り
て
い
な
い
も
の

そ
れ
は

誇
り

だ

誇
り
だ
と

そ
う

信
念
信

と

い
換
え
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い

こ
れ
だ
け
は

れ
な
い
こ
れ

だ
け
は
絶
対
に
守
る
そ
う
自
ら
に
誓

た
誓
約
の
よ
う
な
も
の

キ
ミ
に
は
そ
れ
が
欠
け
て
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い
る

そ
れ
が
あ

た
な
ら
キ
ミ
は
ボ
ク
と
同
様
彼
と
の
デ

エ
ル
は
引
き
分
け
に
終
わ

た

な
ん
だ

 
キ
リ
ト
が
オ
レ
ン
ジ
達
を
斬

て
来
た
の
も

ビ

タ

と
し
て
悪
名
を
背
負
う
事
を
決

断
し
た
の
も
全
て
は
人
の
た
め
と
い
う
信
念
が
故

そ
の
剣
を

す
事
も

わ
な
い
あ
る
意

味
で
彼
の
精
神
性
を

徴
す
る
様
は
一
種
の
誇
り
と

う
に
は
十
分
過
ぎ
る

 
故
に
彼
は
己
に

最
強
で
在
れ

と

し
て
い
る

生
き

く

に

黒
の
剣
士

と
し
て

人

の
希
望
と
な
る

に
そ
し
て
認
め
ら
れ
る

に

北
を
許
さ
ず
強
さ
を
求
め
て

を

む
行
動
も
ま
た
誇
り
だ
ろ
う

 
少
な
く
と
も
義
姉
の
リ

フ

か
ら
も
認
め
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
行
動
は
彼
に
と

て
も

誇
り
と

え
る

だ

 
そ
の
誇
り
の

に
も
自
分
と
の
デ

エ
ル
で
キ
リ
ト
は
死
力
を

く
し
た

た
と
え
多
く
の

制
限
が
あ

た
と
し
て
も
こ
ち
ら
に
合
わ
せ
た
ス
タ
イ
ル
で
あ
ろ
う
と
も
負
け
る

に
は
い

か
な
い
と
全
力
を

け
て

対
し
て
き
た

 
彼
と
対
峙
し
た
自
分
に
だ

て

論

誇
り
は
あ
る

絶
剣
と

わ
れ
る
程
に
上
達
し
た
剣
の

も
本
来
は
姉
の
他
キ
リ
ト
を
始
め
と
し
た
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間
を
護
る

に
力
を
求
め
た
が
故
の
も
の

そ
う

に

れ
る
事
は
自
分
自
身
が
許
さ
な
い

や
る
な
ら
全
力
で

勝

で
あ
れ

北
で
あ
れ
全
力
を
出
し
た
上
で
の
結
果
で
あ
れ
ば
自
分
は

あ
る
程

足
す
る

 

で
あ
れ
自
ら
の

北
を
許
さ
な
い
彼
と

北
で
あ
ろ
う
と
も
全
力
を
出
し

く
し
た
上
で

の
結
果
で
あ
れ
ば

足
を

く
自
分
と
で
は
目
指
す
高
み
が
異
な
る
の
で
彼
に
は

わ
な
い
だ

ろ
う
と
思

て
い
る
も
の
の

い
に
誇
り
を

し
た
勝
負
で
あ

た
事
は
疑
い
よ
う
も
無
い

 
誇
り
と
誇
り
の

ぎ
合
い

 
そ
の
果
て
で
の
引
き
分
け
で
あ

た
事
は
自
分
に
と

て
と
て
も
喜
ば
し
い
事
実
だ

目
指

す
高
み
が
異
な
ろ
う
と
も
決
し
て

て
い
な
い
と
い
う
風
に
解

す
れ
ば
最
強
と
思

て
い

る
彼
と
同
格
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
そ
の
背
を
追

て
来
た
身
と
し
て
は
最
上
の

れ
で
あ

た
か
ら

 
対
し
て
彼
に

れ
た
神

に
は
キ
リ
ト
の
よ
う
な
追
い

め
ら
れ
た
信

も
自
分
の
よ
う

な
信
念
も
無
く

あ
る
の
は
た
だ

ら
い
自
尊
心
だ
け

 
キ
リ
ト
も
自
分
も

極
的
に
は
他
者
の

に
剣
を
振
る

て
い
る
の
で
生

な
事
で
は

北
を

許
さ
な
い
が
神

は
事
実
を

じ

れ
ば
自
尊
心
を
保
て
る
の
で
自
身
が

北
を

し
た
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理
由
を
正

化
す
る

に
キ
リ
ト
を

め
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
過
程
は
ど
う
あ
れ
結
果
さ
え

え
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
思

に
な

て
い
る

 
そ
ん
な

が
常
に
誇
り
と
共
に
命
を

け
全
霊
を

し
て
強
さ
を
追
い
求
め
あ
る
い
は

人
の

に
戦

て
い
る
キ
リ
ト
に
勝
て
る
と
は
思
え
な
い

 
そ
れ
は
神

が
弱
い
か
ら
で
は
無
い
キ
リ
ト
の
信
念
と
覚
悟
が
あ
ま
り
に
も
強
過
ぎ
る
せ
い

だ

北
は
死
を
意
味
す
る
と

え
て
い
る
キ
リ
ト
が
そ
う

と

北
を

す
る
の
を
認
め
る

が
無
く

手
が

で
あ
れ

全
力
で
勝
ち
を
取
り
に
行
く
の
が
彼
な
の
で
あ
る

ボ
ク
と
デ

エ
ル
を
し
た
時
の

件
は

然
キ
ミ
の
時
と
全
く
同
じ

そ
れ
を
前

に
ビ
ル

ド
も
近
く

備
の
構
成
も
近
く
同
じ
片
手
剣
使
い
で
あ
る
ボ
ク
と
キ
ミ
の
間
に
差
が
あ
る
と

す
れ
ば
レ
ベ
ル
を

け
ば
そ
れ
く
ら
い
な
ん
だ

自
身
の

北
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
キ
リ
ト

が
ズ
ル
を
し
た
と

め
よ
う
と
す
る
事
で

北
を

定
す
る
キ
ミ
に
誇
り
な
ん
て
あ

て
無
い

よ
う
な
も
の

デ

エ
ル
で

北
し
た
後

生

悪
く

剣
で

そ
う
と
し
た
神
聖
な
決
闘

す
ら
正

も
出
来
な
い
キ
ミ
に
誇
り
が
あ
る
な
ん
て

え
ら
れ
な
い

勝
手
な
事
を

て
く
れ
る
な

に
だ

て
誇
り
く
ら
い
は
あ
る
千
冬
姉
の
名
に

じ

な
い

き
を
す
る

て
な
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苛
立
ち
で
眼
つ
き
が

く
な

て
い
る
が
そ
れ
で
も
自
ら
の

葉
で

を
取
り

し
た
か

の
よ
う
に

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

う
神

 

に

じ
な
い
ど
こ
ろ
か
泥
を
塗
り
ま
く

て
い
る
と
し
か
思
え
な
い

業
を
し
て
い
る
が

そ
れ
ら
を

回
す
る
だ
け
の
行
動
を
取
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

そ
う
い
う
事
か

キ
リ
ト

 
神

の

葉
に
目
を

め

め
付
け
る
自
分
と
自
信
を
取
り

し
て
強
気
な

み
を
浮
か
べ

る
神

と
で

線
を
交
わ
し
合

て
い
る
と
後
ろ
か
ら
キ
リ
ト
の

ち

い
た
声
が

こ
え
て

来
た

 

越
し
に
振
り
返
れ
ば

り

ば
さ
れ

場

に

け
止
め
ら
れ
て
い
た
彼
は

を

フ
ル
回
復
さ
せ
た
状

で
立
ち
上
が

て
い
る
の
が
分
か

た

そ
の

は

け
ら
れ
て
い
て

彼
よ
り
背
が
高
い
自
分
達
に
は
ど
ん
な
表
情
を
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
得
も

わ
れ
ぬ

か

を
覚
え
る

だ
よ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

中
か
ら

き

ま
れ
た
立
場
の
ア
キ
ト
が
そ
れ
を
明
か
し
た
だ
け
で
な
く
黒
幕
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で
あ
る

場
を

て
ば
こ
の
一
年

以
上
も
の
間
攻
略
組
と
し
て
一
緒
に
戦

て
い
た

達
は

場

と
見

け
な
か

た

立
た
ず
と

わ
れ
代
わ
り
に
ア
キ
ト
は
神

の
名
に
違
わ
ぬ

英
雄
と

わ
れ
る
事
に
な
る

立
た
ず
の
攻
略
組
が
壊
滅
し
た
と
し
て
も
そ
の
上
で
ク
リ
ア

さ
せ
た
と
な
れ
ば
生
き
残
り
お
よ
そ
七
千
人
を
救
う
事
に
な
り
数
十
人
の
殺
人
は

罪

で
許

さ
れ
る

ボ
ス
戦
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

て
オ
レ
ン
ジ
を

い
た
の
は
物

に
物
を

わ
せ

る
事
で

達
を

め
て

す
る

だ

た

違
う
か

 
前
髪
で
も
表
情
が

れ
て
見
え
な
い
キ
リ
ト
の
推
論
に
神

は

定
は
し
な
か

た
が

定
も
せ
ず

り

ん
だ

面
白
く
な
い
と
ば
か
り
に

め
ら
れ
た

を
浮
か
べ
な
が
ら
の

は

彼
の
推
論
が

た

て
い
る
事
を
雄

に
語

て
い
る

 
ど
う
や
ら
神

は
キ
リ
ト
を

め
ボ
ク
達
を

め
て

め
る
意

も

ん
で
今
回
の

業
に

打

て
出
た
ら
し
い

つ
く
づ
く

容
れ
な
い
思

の
持
ち
主
で
あ
る

 
多
く
の
人
の

と
動
い
て
い
る
キ
リ
ト
で
あ
れ
ば

を
少
し
で
も

ら
そ
う
と
一
対
一
の

状
況
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
み
に
推
論
を
語
り

決
闘
を
仕
掛
け
て
い
た
だ
ろ
う

 
人
の

に
動
い
て
い
る
か
自
分
の

に
動
い
て
い
る
か
そ
れ
が
よ
く
分
か
る
行
動
で
あ
る
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は

だ
か
ら

だ
よ

実

気
付
か
な
か

た
ん
だ
か
ら

立
た
ず
だ
ろ

様

ざ
け
る
な

 

を

て
い
る
の
か
と
ば
か
り
に
平
然
と
殺
し
た
事
を
⻘
年
が

定
し
た
直
後
我

な

ら
な
い
と
ば
か
り
に
怒
り
に
打
ち

え
て
い
る
血

騎
士

の
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
が
怒
鳴

た 

を
二
人
喪

た
直
後
一
気
に
ま
た
喪

た
事
に
心
を

め
て
い
る
男
は

を
真

に

し
⻤
の
形

で
白
の
剣
士
を

む

で
世
話

き
な
だ
け
あ
り
そ
し
て
体
育

会
系
の
性
格
で

感
を

ん
で
い
る
事
か
ら
そ
の
怒
り
は
と
て
も
大
き
か

た

様

人
の
命
を

だ
と
思

て
い
る

 
我

が
生
き
る
こ
の
世
界
は
ゲ

ム
で
は
あ

る
が
生
死
が

か

た
戦
い

様
が
プ
レ
イ
し
て
い
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
と

う
ゲ

ム
の
よ
う
な
遊

び
で
は
無
い
の
だ

 
そ
れ
は
こ
の
場
に

る
全

少
な
く
も
攻
略
組

の
心
の
声
を

め
た

葉
だ

た

正
に
ボ
ク
達
は
命

け
で
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
い
る
リ
ア
ル
で
は
現
時
点
で
死
ん

で
い
な
か
ろ
う
と

ナ

ヴ
ギ
ア

と
い
う

束

と

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

と

い
う

か
ら
解
放
さ
れ
な
い
限
り

死
な
な
い
可
能
性
は
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
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だ
か
ら

も
が

日
を
一
生

命
に
生
き
て
全
て
の
戦
い
に
常
に
全
力
で
向
き
合

て
き
て

い
る

そ
れ
を
ぶ
ち
壊
さ
れ
て
は

ら
な
い

あ
の
さ

 
そ
の

意
が

せ
ら
れ
た
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
の

葉
に
対
し

あ
ま
り
に
も

に
過
ぎ
る

間

び
し
た
男
の
声
が
応
じ
た

白
の
剣
士
の
す
ぐ
近
く
に
立

て
い
た
見
た
と
こ
ろ
中
学
三
年
か
ら
高

生
入
学
し
た
て

と
い

た
風
情
の
男
の
子
だ

い
シ

ツ
に

い

黒
い
ズ
ボ
ン
手
に
は
真
紅
に
リ

イ
ン
ト
さ
れ
た
片
手
剣
が
握
ら
れ
て
い
る

 
そ
の
剣
を

に

ぎ
ト
ン
ト
ン
と
刀
身
の

で

を

き
な
が
ら

り
を

む
苦

を
浮

か
べ

を
開
い
た

ア
ン
タ
ら
が
勝
手
に
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
目
指
す

て

て
る
だ
け
で

達
は
一

も
頼
ん

で
な
い
ん
だ
け
ど

な

 
あ
ま
り
に
も
身
勝
手
で
あ
ま
り
に
も
自
己
中
心
的
な
少
年
の
発

に
ボ
ク
達
は
絶

さ
せ

ら
れ
た

あ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
で
す
ら

目
し
て
動
き
を
止
め
る
の
だ
か
ら
よ

ど
で
あ
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る

ま
さ
か
そ
ん
な
事
を

わ
れ
る
と
は

と
も
思
わ
な
か

た

 
た
だ
一
人
キ
リ
ト
だ
け
は
動
揺
す
る
事
無
く
オ
レ
ン
ジ
達
を
そ
し
て
そ
の
中
心
人
物
で
あ

る
兄
を

み

え
て
い
た

文

り
死
ぬ
ま
で
ゲ

ム
が
出
来
る

て
事
だ
ろ

 
む
し
ろ
リ
ア
ル
で
面
倒
な

強
と

か

活
と
か
し
な
く
て
済
む
ん
だ
か
ら
ラ

キ

じ

ん

な

そ
れ
な
の
に
ク
リ
ア
と
か
マ
ジ

な
ん
だ
け
ど

て
か

人
の
命
を

だ
と
思

て

て
い
う

葉

す
ぐ
そ
こ
の
出
来
損
な
い
ク
ン
に

一
番

わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ

な
い
の

 

ら

絶
剣

が

て
た
よ
う
に
オ
レ
ン

ジ
と
か
レ

ド
と
か

て
る
ん
だ
し
さ

 

と

高

生
か
ら
二
十

前

り
ら
し
き
男
子
達
が

葉
を
発
す
る

 
そ
れ
ら
は
全
て
死
ぬ
ま
で
こ
の
世
界
で
遊
び
た
い
と
い
う
あ
る
意
味
ゲ

マ

ら
し
い

願
い
で
あ
り

 

他
者
の
命
を

と
も
思

て
い
な
い

く

な
思
想
に

ま

た

葉
ば
か
り

だ

た

 
し
か
も
神

の
目
的
と

葉
が
矛
盾
し
て
い
る
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神

は
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
る

に
オ
レ
ン
ジ
達
を

い
て
い
る
の
に
そ
の

い
ら
れ
て

い
る

の
オ
レ
ン
ジ
達
は
ク
リ
ア
す
る
な
と

う

こ
の
矛
盾
は
一
体
ど
う
い
う
事
か

場

が
憎
い
か
ら
た
だ
手
を

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

ア
イ
ツ
ら

が

助
し
て
た
中
層

の
プ
レ
イ

だ

え
 
今
ま
で

て
た
分
が

発
し
た
か

と

葉
を
重
ね
て

き
取
れ
な
い
く
ら
い
攻
略
組

に
対
し
て

を

ば
し
始
め
た
の
に

れ
て
エ
ギ
ル
が
小
さ
な
声
で
そ
う

た

思

わ
ず
近
く
に

た
姉
ち

ん
と
サ
チ

ボ
ク
は

の

に
目
を
向
け
る

 
黒
い

の

手

使
い
の
男
性
は

の
⻑

を
あ
ら
ん
限
り
の
力
で
握
り

め
て
い
た

ア
イ
ツ
ら
は

く
家
に
帰
り
た
い

い
猫
に

い
た
い
友
達
と
遊
び
た
い

て

て
た

ん
だ

だ
か
ら

が

助
し
て

せ
め
て
死
な
な
い
よ
う
に
し
て
た
ん
だ
が
な

ま
さ
か

ユ
ウ
キ
が
教
え
て
く
れ
た

の

 
エ
ギ
ル
の

葉
を

い
て

姉
ち

ん
が

と
共
に

う

 
神

と
こ
の
世
界
で
初
め
て
遭
遇
し
た
あ
の
日
に
リ
ズ
ベ

ト
武

に
て
キ
リ
ト
か
ら
少
し

だ
け

い
た

神

と

触
し
た
者
は

に

が

変
し
た
ら
し
い
あ
の
話
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エ
ギ
ル
さ
ん
が

助
し
よ
う
と
思
う
く
ら
い

に
願

て
い
た
者
達
が

い
も

て
ク

リ
ア
を

定

い
や

攻
略
組
で
あ
る
ボ
ク
達
を

定
す
る
よ
う
な
行
動
を
取
る
と
な

た

ら
も
う
そ
れ
し
か

え
ら
れ
な
い

せ
こ
こ
に
自
分
達
を

し
て
く
れ
て
い
た
エ
ギ
ル
が

る
の
だ
か
ら

 
だ
と

う
の
に
ど
ん
ど
ん

は
ヒ

ト
ア

プ
し
て
い
き

そ
れ
で
い
て
ど
こ
か

中
身
が
無
い
よ
う
に
思
え
る
の
も

神

の
目
的
と
オ
レ
ン
ジ
達
の

え
が
矛
盾
し
て
い
る
の

も

神

が

か
し
た
の
だ
と

え
れ
ば

得
も
い
く

 
こ
れ
が
か
つ
て
キ
リ
ト
が
味
わ

た
と
い
う
知
人

今
回
は
エ
ギ
ル
の
知
り
合
い

の

変
か
と
思
わ
ず
身

い
す
る
と
共
に
戦

し
た

以
前
は

く
帰
り
た
い
と

に
し
て
い
た

者
達
が
今
で
は
自
分
達
を

し
て
い
た
エ
ギ
ル
を
殺
す
事
も

わ
な
い

勢
で
ク
リ
ア
す

る
な
と

う
そ
の

変
ぶ
り
は
恐
ろ
し
過
ぎ
る

 

よ
り
も
そ
ん
な
事
が
出
来
る
神

が
不
気
味
で
ボ
ク
に
は
こ
の
世
界
に
い
る
ど
ん
な
狂

つ
凶
悪
な
フ

ル
ム
の
モ
ン
ス
タ

よ
り
も
邪
悪
な
の
で
は
と
思
え
て
し
ま

た

 
人
を

り

人
の
意
思
を
蔑
ろ
に
す
る

の
事
を
ど
う
し
て
良
く
思
え
よ
う
か

だ
ろ
う
な
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姉
ち

ん
の
予
想
に
エ
ギ
ル
さ
ん
も
同
意
見
だ

た
よ
う
で
険
し
い
面
持
ち
に
な
り
な
が
ら

小
さ
く

い
た

そ
の
表
情
に
は
や
る
せ
な
さ
に

ち
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

そ
れ
に

て
ゲ

ム
で
し

 
リ
ア
ル
で
死
ん
で
な
く
て

禁
止
さ
れ
て
る

で
も

無
い
な
ら

し
た

て
お
か
し
く
な
い
で
し

て
い
う
か

ゲ

ム
ク
リ
ア
と
か
や
め
て
欲
し
い
か
ら

ま

や
め
た
と
し
て
も

ビ

タ

だ
け
は
一
人
で
や
れ
そ
う
な
分

し

か
り
殺
す
け

ど
ねレ

ア
ア
イ
テ
ム
と
か

手
に
入
る
ん
だ
ろ
う
な

よ

し

が
ア
イ
ツ
を
殺
し
て
や

る
あ

ズ
リ

け

け
禁
止
だ
ぞ
コ
ラ

 
絶

し
て
い
る
間
に

い
を
定
め
た
の
か
サ
チ
と
同
年
代
と
思
し
き
十
数
人
の
オ
レ
ン
ジ
プ

レ
イ

が
⻘
年
の
合

も
無
し
に

彼
ら
と

対
し
て
い
る
攻
略
組
で
最
前
の
キ
リ
ト
に
向

け
て

け
出
し
た

そ
れ
ぞ
れ
武
器
を
握

て
お
り
先

を

け
る
二
三
人
の
剣
に
は

に

ド
ス
キ
ル
の
エ
フ

ク
ト
光
が
発
生
し
て
い
る
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こ
の
ま
ま
で
は
物

差
で
流

に
マ
ズ
い
と
思

て

け
付
け
よ
う
と
し
た
そ
の
時
未
だ

に

を

け
た
ま
ま
の
キ
リ
ト
が
動
き
始
め
た

 
ま
ず

足
を
一
歩
前
に

み
出
し
た

死
ぬ
ま
で
ゲ

ム
が
し
た
い

ね

だ

た
ら

こ
こ
で
死
ね

 

く

と
す
る
く
ら
い

た
い
声
で

い
捨
て
た
彼
は
一

オ
レ
ン
ジ
の
少
年
達
に
背

を
向
け
る
よ
う
に
時

回
り
に
一
回
転
し

を
前
に

み
出
し
て
制
動
を
掛
け
た
直
後
エ

リ

シ
デ

タ
で
遠
心
力
と

転
力
を
加
え
た

常
の

ぎ
一
閃
を
放

た

 
最
前
に
い
た
二
三
人
は

に
喰
ら

て
吹

び
後
ろ
か
ら
追

し
て
い
た
者
達
を

き

ん
で
一
気
に

し
返
す

を

れ
た
者
達
も

た
が
容
赦
な
い
攻
撃
を
見
て
動
き
を
止
め

た 

に
攻
撃
を

け
た
者
達
の

は
全
損
こ
そ
し
な
か

た
が
残
り
一

二

と
な
り

危
険

の

色
に

ま

て
い
た

あ
と
少
し
で
殺
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
に
オ
レ
ン
ジ
達
は

を

強

ら
せ
る

白
の
剣
士
も
ま
さ
か
い
き
な
り
殺
し
に
来
る
と
は
思

て
い
な
か

た
の
か

然
と
し
て

を

開
き
に
し
て

ま

て
い
た
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だ
思

た
よ
り
レ
ベ
ル
は
高
め
な
ん
だ
な

一
撃
で
殺
せ
る
と

ん
で
い
た
か
ら
ど
う
や

ら
見
く
び

て
い
た
み
た
い
だ

 
彼
ら
の

然

然
と
し
た

線
を
一
身
に

け
て
い
る
少
年
は

に
振
り

い
て
い
た
黒

剣
を
下
ろ
し

前
を
向
い
た

そ
の

線
は
神

に
向
け
ら
れ
て
い
る

 
神

は

死
に
な
る
ま
で

を

ら
さ
れ
吹

ば
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
達
を
心
配
す
る

振

り
も
見
せ
ず
立
ち
は
だ
か
る
自
身
の
弟
に
対
し
今
に
も

わ
ん
ば
か
り
の
忌

し
い
と
思

て

い
る
事
が
分
か
る
険
し
い
面
持
ち
で

キ
リ
ト
を

み

え
て
い
た

 
さ

き
の
キ
リ
ト
の

葉
は

外
に
全
体
的
に
弱
そ
う
だ
と

神

も
殺
せ
そ
う
だ

と

そ
う
い
う
意
味
と
し
て
も

み
取
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

め
や
が

て

少
し
知
り
合
い
に
持
ち
上

ら
れ
た
か
ら

て
い
い
気
に
な
る
な
よ

 
お
前
が

の
足

に
も

ば
な
い
存
在
に
過
ぎ
な
い
事
を

め
て
思
い
知
ら
せ
て
や
る
そ
の

足
り
な
い

に
も
分
か
る
よ
う

的
に
な

 
キ
リ
ト
の

葉
と

に

し
た
ら
し
い
神

は
手
か
ら

て
い
た
白
剣
を
後
ろ
手
に

構
え

手
を
体
の
前
に

か
せ

一
刀
の
キ
リ
ト
と
同
一
の
構
え
を
取

た

も

手
出
し
す
る
な
よ
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え

ち

キ
リ
ト

 

く

わ
れ
た
事
に
慌
て
て

き
と
疑
問
を

ん
だ
声
を
返
す
が
し
か
し
キ
リ
ト
は
一

だ

に
せ
ず

二
歩

ど
前
に
出
た

 
そ
の
二
歩
目
が

こ
の
兄
弟
で
二

目
と
な
る
死
闘
の
幕
開
け
と
な

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
超

し
振
り
な
男
気

れ
る
ク
ラ
イ
ン
カ

コ
い
い
回

 
そ
し
て
す
ぐ
ユ
ウ
キ
に
喰
わ
れ
て
し
ま

た

ご

ク
ラ
イ
ン

 
キ
リ
ト
に
ユ
ウ
キ
と
ア
キ
ト
の
二
人
と
デ

エ
ル
さ
せ
た
の
は
実
は
こ
の
二
人
の
差
を
書
く

た
め
だ

た
り

あ
と
同
一

件
だ

た
の
も
メ
タ
イ
話
で
は
キ
リ
ト
は
ズ
ル
を
し
て
い

な
い
と
い
う
証

を
出
す

で
も
あ
り
ま
し
た

論
兄
と
同
じ

件
に
な

た
上
で
勝

た
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い

と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
ね
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ま

レ
ベ
ル
に
差
が
あ
り
過
ぎ
る
上
に

備
の
性
能
も
破
格
な
の
に
引
き
分
け
あ
る
い
は

勝
の
時
点
で

キ
リ
ト
の
才
能
が
二
人
よ
り
無
い
の
は
お
分
か
り

け
て
い
る
で
し

う

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
が
強
い
の
は
努
力
と
経
験
の
密

が
違
う
か
ら

 
原
作
キ
リ
ト
や
ぶ

つ
け
で
代
表
候
補
に
勝

前
ま
で

ビ
ギ
ナ

ズ
ラ

ク
あ
り

で

い

た
原
作
一

で
同
じ
経
験

ん
で
た
ら
多
分
圧
勝
し
て
た
で
し

う
ね

他
の
方
の

を

ん
だ
感
じ
だ
と
ど
う
も
和
人
と
一

て
同
レ
ベ
ル

い

ら
し
い
で
す
し

 
そ
ん
な

で
本
格
的
な
戦
闘
は

話
で
す

 
実
の
兄
ア
キ
ト
に
対
し
て
キ
リ
ト
が
ど
う
戦
う
の
か

ま
た
ど
の
よ
う
な
反
応
を
見
せ
る
の

か

お

し
み

け
れ
ば

い
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

し
か
し
ユ
ウ
キ
が

原
作
の
性
格
か
ら

離
し
て
い
る
よ
う
な

ラ
ン
も
そ
う
で

す
が
原
作
で
あ
ま
り

写
が
無
い
登
場

数
が
少
な
い
キ

ラ
の
性
格
は
再
現
・

持
し

い
で
す
ね
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第
五
十
六
章
 

死
闘

骨
肉
の
争
い
前
編

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
骨
肉
の
争
い

親

縁
者
で
の
殺
し
合
い

と
い
う

で
こ
う
付
け
ま
し
た

ち
な
み
に
前
・

中
・
後
編
構
成

⻑
か

た

 

 
さ
て

今
話
の

点
は
ち

と
特

か
ら
原
作
一
組

人

真

実

姉

千
冬

そ
し
て
ユ
ウ
キ
と

り
変
わ
り
ま
す

 

故
こ
の
二
人
を
入
れ
た
か
と

う
と
こ
こ
最
近
感
想
で
色

と
予
想
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
ね

れ

く
と

て
い
た
の
で
そ
ろ
そ
ろ
と
思

て

写

本
作
で
の

学
園
の

設
定
を

つ
か
あ
と
は
秋
十
の
状

と
千
冬
の
心
情
に
つ
い
て
語
り
ま
す

麻

の
は
要
ら
な

い
か
も

 
そ
し
て
安
定
の
ユ
ウ
キ

点

や

実
力
あ
る
設
定
の
キ

ラ
が
観
戦
者
だ
と
地
の
文
で
解

説
出
来
る
か
ら

で
す

な
お

中
編

後
編
で
も
ユ
ウ
キ

点
は
あ
り
ま
す

 
お
陰
で
男
勢
が
Ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｎ

⺠
に
な
り
そ
う
な
勢
い
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文

数
は
約
二
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
と

手
の
指
を

や
か
に
躍
ら
せ
て
パ

コ
ン
の
キ

ボ

ド
を
高
速

で
タ
イ
プ
し
て
い
く

 
一

前
の
キ

ボ

ド
は
ボ
タ
ン
一
つ
一
つ
が
高
く
せ
り
上
が

て
い
て
そ
れ
な
り
に
強
く

し

ま
な
け
れ
ば
入
力
出
来
な
か

た
の
だ
が
こ
こ
最
近
の
は

く
指
を

い
た
だ
け
で
も

反
応
す
る
く
ら
い
高
感

つ
高
性
能
に
な

て
い
る
か
ら
作
業
を
し
や
す
く
感
じ
る

最
初

の

は

ん
の
少
し

た

た
だ
け
で
も
タ
イ
プ
し
た
事
に
な

て
し
ま

て
い
た
か
ら

た

も
の
の

れ
た
今
と
な

て
は
こ
れ
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
や
り

い
と
思
う
く
ら
い
だ

 
少
な
く
と
も
作
業
を

行
出
来
る
時
間
は
⻑
引
い
て
い
る
の
で

こ
の
ボ
タ
ン
が

い
型
の

キ

ボ

ド
は

自
分
に
と

て
と
て
も
大
助
か
り
だ

た
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内
で
打
と
う
と
し
て
い
る
文
章
を

え
そ
れ
を

に
す
る
ま
で
も
な
く

に
文
章
と
し

て

ウ

ン
ド
ウ
に
打

て
い
く
作
業
を

け
た

に

く
完
成
し
た

に
一
息

く

こ
れ
で

一
先
ず
少
し
は

く
り
出
来
ま
す
ね

 
今
作
成
し
た
も
の
は

真

で
あ
る
私
が

と
し
て

け
持

て
い
る
ク
ラ
ス

の
と
あ
る

業
で
使
う
小
テ
ス
ト
の
プ
リ
ン
ト

 
使
う
予
定
の

業
は
ま
だ
一

間

ど
先
で
は
あ
る
が
自
分
は
事
情
が
あ

て
色

と

事

が

突
に
入

た
り

事
を
回
さ
れ
て
手
を
付
け
ら
れ
な
い
事
が
多
い

そ
の
た
め
予
め
作

て
お
こ
う
と

え
こ
う
し
て
空
き
時
間
を

し
て
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
る

去
年
使

た

も
の
も
あ
る
に
は
あ
る
が

そ
れ
に
付
け
加
え
た
も
の
を
作

て
い
た

 
今
日
は

前
中
の
み

業
を

け
持

て
い
て

後
の
時
間
は
空
い
て
い
た
の
で
こ
う
し

て
プ
リ
ン
ト
を
作
成
す
る
作
業
に

出
来
た

こ
れ
で

後
に
も

業
が
あ

た
ら
そ
れ
の
前

備
を
し
て
い
た
か
ら
こ
う
は
い
か
な
い

せ
め
て
日

だ
け
で
も

だ

た
ら

し
い
ん
で
す
が

 
二
時
間
近
く

で
作
業
し

け
て
い
た

に

れ
た
眼
を
眼

を
外
し
て

み
解
す

鬱
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し
て
い
た
血
流
が
再
開

し
た
よ
う
に
じ
ん
わ
り
と
し
た

を
感
じ
て
気
持
ち
い
い

 
そ
れ
も
こ
れ
も

作
業
の
大

を
自
分
に

せ
る

の
せ
い

と

思
い
た
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
ど
ね

 
生
憎
と
私
の
上

に

た
り

つ
同
じ
ク
ラ
ス
を
持

て
い
る

に

た
る
教
師
に
は

特

な
事
情
が
あ
る

 
そ
の
教
師
の
名
前
は

千
冬

今
や
世
界
で
知
ら
な
い
人
は

な
い
に

し
い
だ

ろ
う
と

え
る
く
ら
い
少
な
く
と
も

者
な
ら
知
ら
な
い

が
無
い
と

え
る
程
の
著
名

人
の
片

れ

者
の
中
で
も

り
紙
付
き
の

を
持
つ
最
強
の

使
い

ブ
リ

ン
ヒ

ル
デ

と
呼
ば
れ
て
い
る
女
性
だ

本
人
は
そ
の
二
つ
名
を
伝
説
か
ら

て
い
る
よ
う
だ
が

 
彼
女
と
自
分
の

は
他
の
人
達
に

べ
て

か
特

だ

た
だ
同
じ

場
に
属
す
る
者
同

士

と

う
に
は
少
し
ば
か
り
私
は
彼
女
の
内

に

み

ん
で
い
る
の
で
あ
る

 

者
は
国
家
に
帰
属
す
る
の
が

本
原

と
さ
れ
て
お
り

を

う
に
も
ラ
イ
セ
ン

ス
が
必
要
と
な
る

最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
国
家
代
表
生
と
い
う

書
き
だ
ろ
う

 
国
家
代
表
生
は

国
家
に
つ
き
一
人
な
い
し
二
人

命
さ
れ
る
本

に

き

を
潜
り

け
た
者
に
の
み
な
れ
る
立
場

彼
女
は
そ
の
代
表
生
と
し
て
か
つ
て
二

開

さ
れ
た
モ
ン
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ド
・
グ
ロ

と
い
う

者
の
世
界
大
会
に
出
場
し

二

覇
を
果
た
し
て
い
る

 
自
分
は
第
二
回
大
会
の

国
家
代
表
候
補

生
と
し
て

撃
部

に
出
場
し
最

成

績
を
残
し
て
い
る

近
戦
は
少
し
苦
手
だ
が

撃
を
絡
め
た
中
・
遠

離
戦
な
ら
そ
れ
な
り

の
自
信
は
あ
る

流

に
剣
林
弾
雨
の
中
を
剣
一
本
で
掻
い
潜
る
程
の
能
力
を
持
つ
先

千
冬
の
事

に
は

わ
な
い
け
れ
ど

 
と
も
あ
れ
国
家
代
表
生
の
彼
女
と
共
に
代
表
候
補

生
と
し
て
第
二
回
大
会
に
出
場
し
た

の
で

彼
女
と
私
は
先

後

と
い
う
間

に
あ
る

だ

現
在
は
教

に

い
て
い
る
の
で

先
生

と
呼
ぶ
よ
う

わ
れ
て
い
る

 

私
と
先

が
教

を
振
る

て
い
る
と

て
も

密
に

え
ば
私
達
は
教

許
を
正
式
に
取
得
し
て
い
る

で
は
無
い

 

恐
ら
く
こ
の
学
園
に
在

し
て
い
る
教

の

ど
は
持

て
い
な
い

無
論
キ
チ
ン
と
取

得
し
て
い
る
人
も

る
に
は

る
が
そ
う
い
う
人
は
一

教

目
を
教
え
る

に

さ
れ

た
人

の
専

知
識
を
教
え
る
人
で
は
大

持

て
い
な
い

だ

 
私
が

属
し
て
い
る
学
園
の
名
は

学
園

 

の

合
に
作
ら
れ
た
人
工

の
上
に

さ
れ
た
学
園
で
２
０
２
４
年
現
在
こ
の



 第五十六章 〜死闘：骨肉の争い前編〜

学
園
は
創
立

年
目
を

え
る

 
一
学
年
に
つ
き
ク
ラ
ス
は
四
つ

一
ク
ラ
ス
に
つ
き
学
生
は
三
十
名

全

生

は
二
年
目
と

い
う
事
も
あ

て
二
回
生
ま
で
し
か
い
な
い
た
め
二
百
四
十
名

教

は

勢
三
十

名
と
な

て
い
る

 
そ
の
名
の

り
女
性
に
だ
け

え
る
マ
ル
チ
フ

ム
・
ス

ツ
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス

ト
ラ
ト
ス
の

・

整
・

・
開
発
に
つ
い
て
学
ぶ
専

機

国
か
ら

解
な

記

テ
ス
ト

び
実
技

験

こ
ち
ら
は

の
セ
ン
ス
を
問
う
も
な
の
で
勝

は
無

を

け

合
格
し
た

き
登
⻯

を
潜
り

け
て
来
た
女
子
だ
け
が

え
る
高

専

学

だ

 
そ
の
内
の
一
つ
一
年
一
組
を

先
生
と
私
は
そ
れ
ぞ
れ

と

を

け
持

て
い

る
の
だ
が

先
に

た

り
教

許
は
取
得
し
て
い
な
い

 
こ
れ
は
こ
の
学
園
が

外
法
権
の
場

に

た
り

日
本
国

法
の

外
に
あ
る

高

学

過
程
を
修
了
し
て
お
り

代
表
候
補
生
以
上
の

書
き
を
持

た

者
で
あ

た
事

つ
正
式
な
教

許

格
を
得
る

の

験
を

た
者

が
こ
の
学
園
の

指
導
教

に
な
り

後

に
あ
た
る

者
の

達
を
指
導
し
て
い
る

 
本

な
ら
教

許
を
持

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
が

こ
れ
は

が
あ
ま
り
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に
も

突
に
世
に
出
さ
れ

日
本
を

め
た

国
が

乱
し
て

を
得
よ
う
と
し
た
事
に
原
因

が
あ
る

あ
ま
り
に
も

国
が

を

く
に

け
容
れ
す
ぎ

し
か
も
そ
れ
の
実

化
に
動
き

出
し
た
せ
い
で

教

の
育
成
が
間
に
合
わ
な
か

た
の
だ

 
こ
の
学
園
は
高

学

で
は
あ
る
が

の

び
専

知
識
を
学
び

に
つ
い
て
も

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
教
え
る

も
そ
れ
を

知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う

で
な
け
れ
ば
大

我
を
し
か
ね
な
い
し

最
悪
死
亡
事
故
に
も
繋
が
る
か
ら
だ

は
身
に

う

備
で
あ
る
と
同
時
に
重
作
業

車

と

て
も
い
い
く
ら
い
危
険
な
代
物
な
の
で
あ
る

 
だ
が

の

け
容
れ
が

過
ぎ
て

そ
れ
な
の
に

モ
ン
ド
・
グ
ロ

と
い
う
大
会

に
向
け
て
育
成
を
し
よ
う
と
し
た

に

教

と
し
て
の
下
地
を
整
え
る
時
間
が
無
か

た

 
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
華

し
い
勝

と
新
た
な
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
ス
ポ

ツ

手
の
よ
う
な
華
や
か
な

に
心

か
れ
た
少
女
達
は

こ
ぞ

て

者
に
な
ろ
う
と
し

た 
無
論

は
知
識
も
持
た
ず
に
動
か
せ
る
も
の
で
は
な
い

い
や

知
ら
な
く
て
も
動
か
せ

る
部
分
も
あ
る
に
は
あ
る
が
し

か
り
と

知
識
を
持

て
い
な
け
れ
ば
い
ざ
と
い
う
時
に

対
応
出
来
な
い
し
精
密
機
器
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
大

把
な
理
解
で
は
大
問

に
発
展
し
か
ね
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な
い

知
識
を
し

か
り
理
解
へ
と

と
し

む
必
要
が
あ
る

 
し
か
し
教
え
る

が
整

て
い
な
か

た

知
識
経
験
共
に

国
家
代
表
生

び
代
表
候
補

生
は

実
し
て
い
る
の
だ
が

そ
う
い
う

者
の
第
一

第
二
世
代
と

え
る
者
達
は
そ

ち
ら
に
時
間
を
掛
け
て
い
た
か
ら
教

許
な
ど
持

て
い
る

も
無
か

た
の
だ

論

練
に

し
い

に
大
学
に
も

て
い
な
い
高

を

業
し
た
後
は

直
仕
え
の

務

い
だ

た
た
め

も
同
然
だ

 
逆
に
教

許
を
持

て
い
る
者
達
は
日

を
教

を
振
る
う
事
に

や
し
て
い
る
の
だ
か

ら

者
と
し
て
の

練
な
ど
し
て
い
る

も
無
い

 
な
の
で
高

学

ま
で
修
了
し
て
い
る
者
で
あ
れ
ば

的
な
知
識
と
教

を
持

て
い
る

だ
ろ
う
と
強
引
に
判
断
し
て
国

会
は
そ
こ
ま
で
の
過
程
を
修
了
し
て
い
る
者
で
更

に
代
表
候
補
生
以
上
に
な
れ
る
程
の
知
識
と
実
力
を

せ
持
ち
同
時
に
教

許
を
持

た
者

が

る

験
を

た
者
に
教

と
し
て

け
る
よ
う
に
し
よ
う
と

学
園
で
の
み

じ
る

定
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る

そ
の
一
人
が
私

真

な

だ

 

の

先
生
に

し
て
は
も
う
少
し
複

だ

 
彼
女
は

業
界
で
は
知
ら
な
い
人
は

な
い
程
の
有
名
人
で
あ
り

の

に

し
て
は
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そ
の
強
さ
が
示
し
て
い
る
た
め

も
文

を

わ
な
い
し

え
な
い

だ
か
ら
こ
そ

学

園
に

い
て
指
導
す
る
よ
う
に
持
ち
掛
け
ら
れ
た
の
だ
と
い
う

彼
女
の
指
導
を

け
れ
ば
入
学

し
て
き
た
生

も
強
く
な
り

国
の
代
表
生
に
な
る
可
能
性
も
高
ま
る
と
い
う

え
も
あ
る
の

だ
と
思
う

 
そ
れ
よ
り
も

き

と

ノ
之

士
に
対
す
る
抑
止
力
と
し
て

い
て
お
き
た
い
の
だ
ろ
う

と
先

は

て
い
た

 

の
生
み
の
親
で
あ
り

現
在
は
行
方
を
晦
ま
し
て
い
る

ノ
之
束

士

世
間
で
は
天
災

と

わ
れ
て
い
る
人
物
で
そ
の
人
格
は

く
手
前
勝
手

つ
自
分
の
事
し
か

え
ず

り
の

迷
惑
は
完
全

外

な
人
ら
し
い

先

く

 
そ
の
人
は

を
し
で
か
す
か
分
か

た
も
の
で
は
無
い
の
だ
が
彼
女
が
認
め
た
人
の
意
見
だ

け
は
一
応

を

け
る
の
だ
と
い
う

き
入
れ
る
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
ミ

で

士
本
人

が
興
味
を
持

た
人
物
以
外
に
は
路

の

を
見
る
よ
う
な
眼
で
見
て

た
く
反
応
す
る
ら
し

い

む
し
ろ
反
応
す
る
の
は
良
い
方
で

本
的
に
は
完
全
に
無

そ
れ
以
前
に
声
す
ら
認
識

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

さ
だ
と
い
う

 
そ
ん
な
人
だ
か
ら
こ
そ
先

を
一
先
ず
の
抑
止
力
と
し
て

い
て
お
き

か

士
が
し
よ



 第五十六章 〜死闘：骨肉の争い前編〜

う
と
し
た
時
に
止
め
る

に
動
か
す

も
り
な
の
だ
ろ
う
と
以
前
先

は

の

で
話
し
て

く
れ
た

 
そ
ん
な
事
情
が
あ
る
の
で
先

に

し
て
は

験
は

け
ず
に
教

と
し
て

に

す
る

事
に
な

た

論

も

に

て
お
り
彼
女
は

だ
か

な
気
分
だ
と

に

し
て
い
た

 
そ
れ
が
私
や
先

を
始
め

教

許
を
得
る

の
過
程
を

ん
で
い
な
い
の
に

学
園
に

て
教

を
振
る

て
い
る
経

 
そ
し
て

先

に
あ
る
複

な
事
情
と
い
う
の
は

こ
れ
ら
と
は
あ
ま
り

の
無
い
話

  
先

に
は

二
人
の
弟
さ
ん
が

た

  
上
の
弟
さ
ん
は

秋
十
と

い

下
の
弟
さ
ん
は

一

と

た

 
今
か
ら
お
よ
そ
三
年

ど
前
に
あ

た
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
て
私
は
そ
の
二

人
の
少
年
と

一

だ
け

い
間
だ
が

を
合
わ
せ
て
い
た

 
そ
の
後
下
の
弟
で
あ
る
一

君
は

者
か
に
よ

て

わ
れ
て
行
方
不
明

秋
十
君
だ
け
が
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這
う
這
う
の
体
で
生
還

彼
ら
を

索
し
て
い
た
ド
イ
ツ
軍
に
よ

て
保
護
さ
れ
た
と
い
う

 
秋
十
君
と
は
そ
れ
以

会

て
い
な
い
が
先

の
話
に
よ
れ
ば
最
近
ま
で

気
で
は
あ

た

ら
し
い

あ
ま
り

を
見
に
帰

て
い
な
い
よ
う
に
思
え
た
が
自
分
が
気
付
か
な
い
内
に

か
帰

て
い
た
の
だ
ろ
う

 
個
人
的
に
多
分
部

の

な
の
か
な

と
思

て
い
た
り
す
る

先

本
的
に
家
事

全

苦
手
と
し
て
い
る
よ
う
だ
し

仕
事

や
ロ

カ

の
中
は

だ
か
ら
整
理
整

が
出
来

な
い
と
い
う

で
は
無
い
よ
う
だ
け
ど

 
と
も
あ
れ
つ
い
最
近
に
な

て
そ
の
秋
十
君
が
昏

状

に
な

た
と
先

が
惑
乱
し
た

様
子
で
話
し
て
き
た
事
が
あ

た

 
原
因
は
不
明

絡
が
無
い
状

で
登

し
て
い
な
か

た

に
学

が
先

へ

絡
し

家
へ

て
み
れ
ば
中
学
の
教

と
合
流

一
緒
に
上
が

て
み
れ
ば

ア
ミ

ス
フ

ア
を

た
状

で
眠

て
い
た
の
だ
と
い
う

 
最
初
は
た
だ
時
間
を
忘
れ
て
遊
ん
で
い
る
だ
け
か
と
思

て
そ
れ
を
外
そ
う
と
し
た
ら
し
い
け

ど

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

を
名

る

人
か
ら
電
話
が
掛
か
り

故

き
な
い
の
か
が
判
明
し
た
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秋
十
君
は

故
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
た
の
だ

  
ピ

ピ

と
無
味

な
電
子

が

内
に

く

 
そ
こ
ま
で
変
わ

て
い
る
と
は

え
な
い
む
し
ろ
中
高
生
に
し
て
は

に
片
付
け
ら
れ
て

い
る
一

の
中
に
不
釣
り
合
い
な
電
子

は
そ
の
対

と
な

て
い
る
者
の
心

を
知
ら
せ
る

機

の

こ
の

的
な
リ
ズ
ム
が
喪
わ
れ

と

を
鳴
ら
し

け
た
そ
の
時
そ
の
者

は
死
ん
だ
事
を
意
味
す
る

 
そ
れ
は

だ
と

中
で

ぶ

 
ベ

ド
の
上
で
バ
イ
ザ

を
思
わ
せ
る

型
機
器
ア
ミ

ス
フ

ア
を

し
て
眠

て
い
る
の
は

自
分
の
上
の

あ
る
い
は

一
と
な

た
弟

秋
十

 
秋
十
は
お
よ
そ

年
前

私
が
食

や
家
の

持

と
は
別
に

し
て
い
た
小

い
を

め

て

ア
ミ

ス
フ

ア

と
大
人
気
ら
し
い

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ

イ
ン

と
い
う
ゲ

ム

フ
ト
を

入
し
た

 
最
初
そ
れ
を
知

た
時
デ
ス
ゲ

ム
と
な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
私
の
血
を
分
け
た
も
う
一
人
の
弟

で
あ
る

一

／
桐

谷
和
人
が

わ
れ
て
い
た
か
ら

猛
反
対
し
た
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本
的
に
世
間
の
情
報
を
集
め
な
い
私
か
ら
す
れ
ば
安
全
性
を

わ
れ
て
い
る
ら
し
い
ア

ミ

ス
フ

ア
も
悪
魔
の
機

ナ

ヴ
ギ
ア
と
大
し
て
変
わ
ら
な
か

た
の
だ

一

／
和
人
の
よ
う
に

眠

た
ま
ま

き
上
が
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
あ

た

心
配
だ

た
の
だ
秋
十
ま
で
昏

状

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

恐
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

が
身
近
な
者
で
あ

た
な
ら

で
も

い
た
危
惧
だ
と
思
う

 
そ
の
危
惧
が
あ

た
か
ら

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
す
る
の
は
反
対
し
た
の
だ
が
秋
十
の
猛
反
発
を

け
そ
う
い
う
問

は

こ

て
い
な
い
な
ど
色

と
強
く
説
得
さ
れ
た
た
め
私
も

れ

た 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ベ

タ
テ
ス
ト
も
本
製
品
も

て
い
た
の
に
手
に
入
れ
ら
れ
な
か

た

結
果

的
に
は
良
か

た

か
ら
そ
れ
だ
け

し
い
と

わ
れ
て
い
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
知

て
衝
動

を
抑
え
ら
れ
な
か

た
の
だ
ろ
う

と

得
す
る
事
に
し
て

 
逆
に
あ
い
つ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
る
か
ら

と
も

え
な
い
の
だ
が

 
秋
十
は

故
か
新
た
な

と
な

て
い
る
し

絶
対
安
全
は

に
行

た
の
だ

 
そ
う

か
ら

ら
し
つ
つ

恨
め
し

に

部
に

し
て
い
る

を

む
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ア
ミ

ス
フ

ア

を
作
成
し
た
の
は

大
手
電
機
企
業
メ

カ

レ
ク
ト

の
子
会

に
あ
た
る

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス

そ
こ
は
ど
う
や
ら

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
運

・

理
す
る
事

を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
会

だ
と
い
う

 
ま
た
そ
こ
は
秋
十
が
プ
レ
イ
し
て
い
た
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
運

会

だ

た 
そ
こ
ま
で
私
も
機

系
に

し
い

で
は
無
い
が

し
か
し

を

て
い
る
者
と
し
て
多

少
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
強
い
方

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
し
て
い
た

の
秋
十
が

故
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い

る
事
の
異
常
さ
は
全
く
知
ら
な
い
者
に

べ
れ
ば
そ
れ
な
り
分
か

て
い
る
方
だ
と
自
負
し
て

い
る

 
そ
も
そ
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

幹
が
別
な
の
だ
か
ら

線
す
る
事
す
ら
お
か
し
い

回
線
が
パ
ン

ク
気
味
で
ラ
グ
が
発
生
す
る
な
ら
十
分
あ
り
得
る
か
ら

得
出
来
る
し

仕
方
な
い
と
も
思
う

が

別
の
ゲ

ム
タ
イ
ト
ル
に
乱
入
す
る
と
い
う
事

は
明
ら
か
に

だ

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
イ
ン
サ

バ

と
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
メ
イ
ン
サ

バ

が
同
じ
な
ら

あ
る
い
は
と
も

え
ら
れ
る

 
だ
が
現
実
と
し
て
は
別

に
存
在
し
て
い
る

同
時
期

つ
同
じ
企
業
に
よ

て
開
発
さ
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れ
運

さ
れ
て
い
た
な
ら
ま
だ
し
も
作
ら
れ
た
時
期
も
製
作
し
た
企
業
も
別
と
な
れ
ば
こ

れ
は
も
う
明
ら
か
に

か
意

さ
れ
た
も
の
だ
と

え
て
も
お
か
し
く
な
い

 
秋
十
が

う
中
学

私
の

で
も
あ
る

の
教
師
と
家
の
前
で
合
流
し
秋
十
の
状

を
見
た
時
に

掛
か

て
き
た
電
話
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
る
か
ら

き
な
い
の
だ
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

の
リ

ダ

か
ら
教
え
ら
れ
た
後

然
な
が
ら
ま
ず

ア
ミ

ス
フ

ア
の
製
作
会

に
問
い
合
わ
せ
た

偶
然
そ
こ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

企
業
で
も
あ

た
の

は

と

て
い
い
の
か

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
の
リ

ダ

を

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
開
発
・
運

の

責

者
と

な

て
い
る
男

郷

之
を
問
い

め
た
も
の
の
あ
ち
ら
も
事

を
把
握
し
て
い
な
か

た
よ
う
で
こ
ち
ら
の

問
は

足
に
解
消
さ
れ
は
し
な
か

た

ど
こ
か

に
一
物
あ
る
人
物

だ
と
思

た
か
ら
白
を
切

た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が

 
結

秋
十
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た
原
因
は
不
明

 
し
か
も

人
の
話
で
は
一

の
義
理
の
姉
を
名

た
桐

谷
直
葉
ま
で
も
が
同
じ
状
況
に

あ
る
と
い
う

 
一
件

二
件
程

の
話
だ
か
ら
そ
こ
ま
で
共

性
は
無
い
が

ど
こ
か

私
の
弟
を
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て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入
れ
た
よ
う
な
気
が
し
な
く
も
な
い

直
葉
は

の
血

で
は
な
い
が
し

か
し
一

を

て
桐

谷
和
人
と
い
う
名
に

め
た
家
の
一
人

性
と
し
て
は
あ

る
意
味
私
よ
り
も

か
に
深
い
と

え
る

 
も
し
か
し
た
ら
和
人
が
一

で
あ
る
事
を
知

た

者
か
が
あ
い
つ
を
苦
し
ま
せ
る

に

義
姉
と
実
の
兄
を
入
れ
た
の
か

桐

谷

か

 
正
直
な
と
こ
ろ
一

が
別
の
名
を
名

て
い
る
事
そ
し
て
そ
の
一

に
義
理
の
姉
が

る
事
を

完
全
に

け
容
れ
ら
れ
た

で
は
無
い

 
あ
の
義
理
の
姉
を
名

る
少
女
に

わ
れ
た
よ
う
に
姉
と
し
て
ダ
メ
ダ
メ
な
自
分
だ
が
そ
れ

で
も

親
が

発
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
中
高
生
の
身
な
が
ら
家

を

う
だ
け
の
金
を

い
で

き
た
の
だ

故
か
残

て
い
た

や

金
カ

ド
の
お
陰
で
ど
う
に
か
な

た
部
分
も
あ
る

に
は
あ
る
が
自
分
が

し
く

き
回

た
か
ら
こ
そ
ど
う
に
か
秋
十
と
一

を

設
に

け

な
く
て
済
ん
だ
と

て
も
い
い

 
だ
が

果
た
し
て
そ
の
行
動
が
正
し
か

た
の
か
と

こ
こ
最
近
は
自
問
自

を
し
て
い
る

 
家

を

う
た
め
に

き

め
だ

た
事
が
間
違
い
だ

た
と
は
思
わ
な
い

恐
ら
く
だ
が
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そ
こ
に

し
て
は

判
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
し

判
さ
れ
た
く
な
い
事
で
も
あ
る

あ
れ
だ
け
必

死
に
な

た
の
が

み
た
い
だ

た
な
ど
と
思
い
た
く
な
い

 
問

は
恐
ら
く

し
さ
を
理
由
に
し
て
家

や

に
目
を
向
け
て
い
な
か

た
事
だ

 
少
し
気
を
付
け
れ
ば

疑
問
に
思

た

な
の
だ
ろ
う
が

私
は
そ
れ
を
し
な
か

た

 
高

を

業
し
て
い
な
い
身
で
あ
り
な
が
ら

の
大
人
と

発
し
た
憎
む
べ
き

親
と

ら
変
わ
ら
な
い
く
ら
い

あ
る
い
は

の

者
と
い
う
事
も
あ

て
そ
れ
以
上

い

で
家

を

て
い
た
事
に

私
は
自
己

し
て
い
た
の
だ
と
思
う

こ
れ
だ
け

て

い
る
の
だ
か
ら

秋
十
や
一

も
感

し
て
い
る
に
違
い
な
い

と

 
結
果
か
ら
す
れ
ば

そ
れ
は
と
ん
だ
大
間

け
の
思

 
確
か
に
秋
十
と
一

を

設
に

け
な
く
て
済
ん
だ
事
は
喜
ば
し
い
事
だ
が
そ
れ
は
あ
く

ま
で
自
分
に
と

て
は
だ

あ
の
二
人
の
意
思
に

し
て
私
は
確
認
し
た
事
が
無
い

そ
う
た

だ
の
一

も
だ

 

な
ら
親
が

な
く
な

た
時
点
で
親

を

る
か
あ
る
い
は

護

設
に
片
方

な
い
し

方

け
ど
う
に
か
生
き
て
い
こ
う
と
し
て
い
た

だ

け
た
と
こ
ろ
で
一
生

の

別
れ
と
い
う

で
も
無
い
の
だ
か
ら

に
会
い
に
行
け
ば
い
い
話
だ
し
恐
ら
く
そ
う
し
て
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い
た
ら
あ
れ
だ
け

し
い
と
い
う
事
も
な
か

た
か
ら
可
能
だ

た
と
思
う

ま

流

に

け
た
直
後
は

し
か

た
だ
ろ
う
が

 
だ
が
そ
れ
を
し
な
か

た

け
た
く
な
い
と

私
が
我
が

に
も
思

た
か
ら
だ

 
あ
る
い
は

も
う
こ
れ
以
上
家

を
喪
い
た
く
な
い
か
ら

か

 

一

は
恐
ら
く
覚
え
て
い
な
い
が

一
家
は

一

が
生
ま
れ
た
時
点
で

あ
い
つ
を

ん
で
六
人
存
在
し
た

 

親
私
秋
十
と
一

こ
れ
で
五
人

こ
こ
ま
で
は
一

も

に
認
識
し
て
い
る

だ

 

な
い
一
人
は

一

の
姉

 
名
前
は

華

 
秋
十
の
一
つ
上
で
あ
り
一

に
と

て
す
れ
ば
五
つ
上
の
姉
だ

秋
十
は
面
倒

が

た
の

で

し
な
か

た
が
マ
ド
カ
は
姉
心
を

ら
れ
た
の
か
よ
く

ん

の
一

を
構

た
り

遊
ん
だ
り
し
て
や

て
い
た

過
ぎ
て
流

に

え
て
い
な
い
か
マ
ド
カ
の
容

が
私
に
似

て
い
た
事
か
ら

私
が
あ
や
し
て
い
た
と

違
い
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

 
ち
な
み
に

家
の
特
徴
と
し
て
名
前
に
は

千
冬

秋
十

一

の
よ
う
に
四
つ
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の

節

れ
か
の

と

数

が
入

て
い
る
が

マ
ド
カ
だ
け
は
変

的
で

四

全
て

で
華
や
ぐ
者
と
い
う
意
味
を
付
け
ら
れ
て
い
る

要
は
特
定
の

節
と

数

に

ら
ず
全

て
を

め
た
名
前
と
い
う

だ

な
ん
と
も

な
名
前
で
あ
る

 
そ
の
マ
ド
カ
が

な
く
な

た
の
は

親
が

発
し
た
時
と
同
時

恐
ら
く
人
身

の

に

れ
出
し
た
の
だ
ろ
う
と
私
は
推

し
て
い
る

ま
だ

時
七

で
は
あ

た
が
七

に
し

て
は
と
て
も
身
体
能
力
が
高
か

た

こ
れ
は
束
の
お

付
き
だ

か
ら

き
手
と
し
て

は
十
二
分
と

え
る

秋
十
は

い

か
ら

明
だ

た
か
ら
無
理
一

は
た

た
の
二

で
却

て
手
が
掛
か
る
か
ら

外

私
は

に
育

て
い
た
か
ら
と
い
う
判
断
だ
ろ
う

 
と
に
か
く
マ
ド
カ
を
喪
い
本
来

り

で
あ

た

親
も

な
く
な

た
事
か
ら
私
は
精

神
的
に

り

と
な
る
者
を
欲
し
て
い
た

 
そ
れ
が
秋
十
と
一

の
二
人
だ

た

二
人
の

な
ら
と

て
実
の
と
こ
ろ
自
分
の
不

安
を
和
ら

る
た
め
に
し
か
思

て
い
な
か

た

だ

 
こ
れ
を
知
ら
れ
た
ら
直
葉
に
殺
さ
れ
か
ね
な
い
な

と
思

て
い
る

 
だ
か
ら
直
葉
が
一

／
和
人
の
義
理
の
姉
と
名

て
も
仕
方
な
い
と
思

た

完
全
に

け
容
れ
ら
れ
た

で
は
無
い
が

け
容
れ
な
い

に
も
い
か
な
い

行
方
不
明
に
な

て
か
ら
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一
年
以
上
経
過
し
て
も
家
に

絡
し
て
来
な
か

た
時
点
で
少
な
く
と
も

わ
れ
て
か
ら
Ｓ
Ａ

Ｏ
に

わ
れ
る
ま
で
の
間
に

ろ
う
と
決
め
た
事
は
無
か

た
と
い
う
事
な
の
だ
か
ら

 

仮
に
私
の
家

が
一

し
か
残

て
い
な
か

た
ら
私
は
直
葉
の

葉
を

け

容
れ
て
い
な
か

た
と
思
う

 
あ
の

の
前
で
私
が
引
き
下
が
れ
た
の
は

ま
だ
心
の

り

で
あ
る
秋
十
が

た
か
ら

だ

親
は

発
し
マ
ド
カ
は

れ
去
ら
れ
一

も
桐

谷
和
人
と
な

て
私
の
下
を

離
れ
た
が

私
の
下
に
は

り

で
あ
る
秋
十
が

た
か
ら
ま
だ

け
容
れ
ら
れ
て
い
た

 
だ
が

と
意
識
を
眼
前
に
横
た
わ
る
秋
十
へ
と

す

 

に
秋
十
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
と

線
し
て
目
覚
め
な
く
な

て
か
ら
お
よ
そ
一

月
が
経

て
い
る

た
め
対
策
チ

ム
の
リ

ダ

を
名

た

人
が
手
配
し
た

護
師
に
よ

て

に

え
さ
れ
ら
れ
て
い
る
そ
の
体
は
目
に
分
か
る
く
ら
い

く
な

て
い
る

⻑
年
剣
道
を

け
て

い
て
今
年
の

の
大
会
に
も
出
る
予
定
で
鍛

を

け
て
い
た
の
で
平

的
に
見
て
も
が

し

り
し
て
い
た
体

が
今
で
は
そ
れ
だ

 
対
策
チ

ム
や
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の
者
達
に
よ
れ
ば

ア
ミ

ス
フ

ア
は
ナ

ヴ
ギ
ア
か
ら
バ

テ
リ

セ
ル
を
外
し
て
そ
の
他
安
全
機
構
を

し
た
も
の
ら
し
い
か
ら
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本
的
な
構

は
同
一

そ
の
気
に
な
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
る
他
の
者
達
と
同
様
に
電
子
レ

ン
ジ
の
如
く
殺
す
事
も
可
能
で
は
あ
る
と
い
う

コ
ン
セ
ン
ト
を
外
し
て
も
そ
れ
を
感
知
し
た

直
後
に

破
壊
シ

ク
エ
ン
ス
が

動
し

ア
ミ

ス
フ

ア

内
に
あ
る

か
な
電
力
を
極

限
ま
で
集
中
さ
せ

を
破
壊
す
る
可
能
性
は

め
な
い

故
に
こ
ち
ら
か
ら
の
ア
ク
シ

ン

は
行
え
な
い

 
も
し
も

も
し
も
あ
の

人
か
ら
の
電
話
が
あ
と
数

で
も

け
れ
ば
私
は
自
分
自
身
の

手
で

秋
十
を
殺
す
事
に
な

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う

え
る
と
背

が

る
よ
う
な
思
い
だ

 
一

が
最

私
の
下
か
ら
去

た
以
上
残
さ
れ
た
家

は
秋
十
の
み

時
ま
で
も

り

に
す
る

に
も
い
か
な
い
の
は
分
か

て
い
る
が
自
分
は
こ
れ
で
も
精
神
的
に

い
部
分
が
あ

る
と
自
覚
し
て
い
る
秋
十
ま
で
も
が

な
く
な

た
ら
今
後
ま
と
も
に
仕
事
が
出
来
る
と
い
う

自
信
が
無
い

仕
事
を
こ
な
せ
て
い
る
の
は
そ
の

で
家

を

て
い
る
と
い
う
自
覚
を

持

て
い
る
か
ら
だ

代
表
生
時
代
の

金
の

金
で
も
十
分

え
る
の
だ
が

 
自
分
一
人
に
な
れ
ば

恐
ら
く

に
溺
れ
る
自
堕

な
生
活
を
送
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
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今
は
も
う
お
前
だ
け
が
私
の

り

な
の
だ
か
ら
お
願
い
だ
か
ら
生
き
て
還

て
来
て
く
れ

  
そ
う
祈
り
な
が
ら

と
思
う

 
一

が
誘

さ
れ
た
あ
の
時
秋
十
は
自
分
だ
け
命

び
て
来
た
の
は

時
の
時
点

で
本
人
か
ら

い
て
い
る

 
直
葉
は
恐
ら
く
知

て
い
る
の
だ
ろ
う
秋
十
の
行
動
を
捨
て
た
と
表
現
し
て
い
た
が
流

に
無
手
で
武

し
た

兵

業
の
集

に

む
の
は
愚
策
だ
か
ら
仕
方
な
い

面
も
あ
る
と

思
う

ら
秋
十
が
武
道
に
強
い
方
だ
か
ら
と

て
も
限

が
あ
る

 
束
も

一
監

し
て
い
た

で
は
無
い
か
ら
流

に

時
の
現
場
は
見
て
い
な
い
と

て
い

た
し

 
そ
し
て
秋
十
が

わ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は

一

／
和
人
も

る

 

も
し
か
し
た
ら

兄
弟
で
力
を
合
わ
せ
て
戦

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
一

が

ん

の

か
ら
そ
こ
ま
で
親
し
そ
う
で
は
無
か

た
が
そ
れ
で
も
兄
弟
だ

い
が

み
合
い
こ
そ
す
れ

デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
状
況
な
ら
協
力
く
ら
い
は
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
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う

秋
十
の
方
が

か

が
あ
る
の
で
そ
こ
が
心
配
だ
が

 
内
部
の
状
況
が
分
か
ら
な
い
か
ら

と
も

え
な
い
が
そ
う
で
あ

て
欲
し
い
と
私
は
思

て
い
た

  
キ
リ
ト
が
二
歩
目
と
な
る

足
を

に

け
た

間
白

く
め
の
神

が

離
を

め
る

に
地
を

た

 

離
を

め
る
速

は
決
し
て

く
な
い

ス
ピ

ド
ア
タ

カ

と
い
う

判

り
ア
ス

ナ
程
で
は
無
い
に
せ
よ
そ
れ
で
も
中

の
も
の

以
前
見
た
攻
撃
速

に

べ
る
と

く
感
じ
る

の
は

動
速

に
反
応
速

が
あ
ま
り

わ

て
い
な
い
か
ら
だ
ろ
う

死
ね

 
も
の
の
数

で

離
を

め
た
白
の
剣
士
は
白
剣
を

掛
け
に
振
る
う

そ
の
一
撃
は

届
け
ば
深
く
斬
り
裂
く
も
の
だ

た
が
以
前

ど
の
速
さ
で
は
無
い
か
ら
か
キ
リ
ト
は
二
刀

で
そ
の
刃
を
し

か
り
と

さ
え

ん
だ

 
流

に
近
く
に

て
は
キ
リ
ト
が
戦
い
づ
ら
い
と
思
い
ク
ラ
イ
ン
と
同
時
に
邪
魔
に
な
ら

な
い
よ
う

へ

ん
で

離
を
取

た
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お

お
お

こ
の
程

 

離
を
取

た
の
を
契
機
に
し
た
か

り
合

て

し
て
い
た
二
人
が
一

刃
を
離

し

至
近
で
斬
り
合
い
始
め
る

 
キ
リ
ト
は
手
数
で
勝

て
い
る
有

を
活
か
し
て

く

の
剣
を
振
る
い
神

は
持
ち

前
の
反
応
速

を
活
か
し
て
的
確
に
二
刀
を

き

い
に
隙
を
探

て

抗
す
る

手
探
り
で

あ
る
た
め
か
ど
ち
ら
も
本

の
意
味
で
の
全
力
は
出
し
て
お
ら
ず

感
こ
そ
あ
れ
以
前
の
⻤

気

る
感
じ
は
ま
だ
な
い

 
火
花
が

り

い
に

死
で
あ
ろ
う
斬
撃
を

し
く
交
わ
す

ぎ
合
い
が
数

経

た
時

キ
リ
ト
が

か
に
別
の
動
き
を
取

た

 
そ
の
場
に
足
を

け
て

い
に
一
歩
も
引
か
ず
剣

の
応

を

り
広

て
い
た
の
だ
が
そ

こ
で
キ
リ
ト
が

歩
前
に
進
ん
だ
の
だ

そ
し
て
二
刀
の
刀
身
を
重
ね
て
同
時
に
振
り
下
ろ
す

 

歩

が
小
さ
い
も
の
の
そ
れ
で
も

歩
は
至
近
で
の
斬
り
合
い
だ
と
決
定
的
な
要

の

一
つ
と
な
り
得
る

実

キ
リ
ト
が
前
進
し
た
事
で
神

は
対
応
を
変
え
ざ
る
を
得
ず
そ
れ
ま
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で
弾
く
か
い
な
し
て
い
た
刃
を
再
び

り
合
い
に
持
ち

む
事
で
二
刀
を
止
め
よ
う
と
し
た

 

り
合
い
で
ま
た

す
る
と
思

た
が
刃
を
交
え
た

間
と
合
わ
せ
る
よ
う
に
キ
リ
ト

は

歩
分

へ

を
ず
ら
し
二
刀
も
流
水
の
如
く

ら
か
に
白
剣
の
刃
を

ら
せ

へ
と
い
な

す

力

せ
に
二
刀
を
止
め
よ
う
と
し
て
い
た
神

は
前
の
め
り
に
体
勢
を

し
た

ハ
 
そ
こ
で
キ
リ
ト
は

の
黒
剣
か
ら

色
の
光
を

ら
せ

ス
ラ
ン
ト

に
よ
る

掛
け
の

一
撃
を
放

た

 
こ
の
一
撃
を
神

は
白
剣
を
翳
し
て
直
撃
こ
そ

い
だ

武
器

は
取

て
い
る
の
だ

ろ
う
が
レ
ベ
ル
差
と

力
値
攻
撃
力
と

力
の
差
が
あ
り
過
ぎ
て

り
ダ
メ

ジ
が
発
生
し

て
い
て

か
に
神

の

が

れ
る

 
そ
し
て

ド
ス
キ
ル
の

力
を
少
し
で
も
流
す
た
め
に
キ
リ
ト
か
ら
離
れ
る
向
き
で
ス
テ

プ
を
取

て
い
た
の
か

十
メ

ト
ル
近
く
吹

ん
だ

み

え
て
い
れ
ば
別
の
攻
撃
が

て
い
た
だ
ろ
う
し

り
ダ
メ

ジ
も
も
う
少
し
大
き
か

た
だ
ろ
う

チ

 

め
る
な

 
後
方
へ
吹

ば
さ
れ
た
神

は
す
ぐ
に
危
な

な
く

足
を
地
面
に

け
て
制
動
を
掛
け
て
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止
ま
る

 
止
ま

て
す
ぐ
に
ま
た

り
始
め
る
が
今

は

離
を

め
る

中
で
白
い
刀
身
に

色
の

光
を

わ
せ

逆

に
斬
り
掛
か
る
構
え
か
ら
剣
を
振
る

た

 
そ
れ
に
対
し

キ
リ
ト
は

色
の
光
を
黒
剣
に

わ
せ

斬
り
上

に
振
る
う

 

ニ

ク
リ

プ

の

色
の
白
刃
と

ス
ラ
ン
ト

の

色
の
黒
刃
が
交
わ
り

一

抗
し

す
ぐ
に
黒
剣
が

し
勝

た

行
く
ぞ

 

ニ

ク
リ

プ
を
弾
か
れ
ス
キ
ル
を
キ

ン
セ
ル
さ
れ
た
事
で
技
後

直
を

さ
れ

た
神

に

た
く

い
捨
て
た
キ
リ
ト
は
振
り
上

た
剣
を

い
で
剣
か
ら

る
光
を

色

か
ら
真
紅
の
光
へ
と
色
を
変
え
た

 
別
の

ド
ス
キ
ル
へ
と
繋

た
の
だ

 
剣
技

繋
の
原
理
は
発
動
し
た

ド
ス
キ
ル
後
の
技
後

直
が

さ
れ
る
ま
で
の
コ

ン
マ
一

未

の
ラ
グ
の
間
に
別
の

ド
ス
キ
ル
の
構
え
を
作
り
上

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス

ト
を
立
ち
上

る
事

 
こ
の
理

で
行
く
と
恐
ろ
し
く

で
は
あ
る
も
の
の
同
じ
手
で

し
て
放
つ
事
も
原
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理
的
に
不
可
能
で
は
無
い
事
が
分
か
る

 
た
だ
そ
れ
は
正
し
く

う
は

く
行
う
は

し
い
神
業

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

と
い
う
ハ

イ
ス

ク
ハ

ド
を
使

し
て
い
る
ボ
ク
で
す
ら
一

し
か

姉
ち

ん
に
至

て
は
一

も
他
の

も
が

別

に
放
つ
事
す
ら
出
来
て
い
な
い
と
い
う
の
に
彼
は
そ
の
上
を
行

て
み
せ
た

 
そ
ん
な
彼
が
見
せ
た
構
え
は
強
く
引
き

る
の
で
は
な
く

く
突
き
出
す
事
を
意
識
し

た
も
の

 
彼
が

に
使

て
い
る
八

撃

ド
ス
キ
ル
の
構
え
だ

た

同
じ
手
で
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

だ
と

 
そ
の
現

を
見
て
ボ
ク
達
に
と

て
は
今
更
な

を
見
せ
る
神

に
向
け
て
彼
は
高
速
の

突
五

掛
け

逆
風

全
力
の

り
か
ら
な
る
八

撃
を

き

ん
だ

 
先
の
一
撃
と
共
に

こ
れ
だ
け
で
も
う
神

の

は
四

を
下
回

て
い
る

こ
れ
で

 
再
び
今

は

い
の
如
き
怨
嗟

み
た
声

を

ら
し
つ
つ
彼
は
蒼
光
を

た

剣

で
逆

斬
り
上

斬
り
上

掛
け
の
四

撃
を

き

む

け
反
り

け
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る
神

は
自
身
の

板
に
四
つ
の
斬
閃
が

ま
れ

に
四

形
を
形
作
る
蒼
い
光
が

る
様

を

怒
り
か
悔
し
さ
か
⻭
を
食
い

て
見
届
け
て
い
た

 
神

の

は
残
り
一

弱

下

ド
ス
キ
ル
を
一
発

き

ん
だ
だ
け
で
も
消
し

ば

せ
る
く
ら
い
の

だ

 
四

撃
を
放

た
後
キ
リ
ト
は
黒
い
剣
を
強
く
引
き

て
刀
身
か
ら
深
紅
の
光
を
発
生
さ

せ
る

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

を
放
と
う
と
し
て
い
る
の
だ

そ
の
技
は
あ
ま
り
に
も

オ

バ

キ
ル
が
過
ぎ
る

隙
も
大
き
く

決
し
て
論
理
的
で
も

合
理
的
で
も
無
い

 
し
か
し
そ
の

こ
そ
が

キ
リ
ト
の
心
情
を
如
実
に
表
し
て
い
た

終
わ
り
だ

 
最
後
の
一
撃
を
放
つ
べ
く
彼
は
全
て
の
感
情
を
剣
に

め
た

黒
い

を
握
る

手
に

力
が
更
に

め
ら
れ
る
の
が

離
れ
て
い
て
も
見
え
た

 
そ
の

間
ご
う

と
黒
剣
か
ら
放
た
れ
る
深
紅
の
光

と

旋
風
そ
し
て
衝
撃
波

が
一

強
く
な
る

 
ま

て

 
本

に

を

実
の
兄
を
殺
す
気
か
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真

に

ま

た
残
り

か
な
ゲ

ジ
を
全
て
吹
き

ば
そ
う
と

の
剣
を
強
く
引
き

り
今
正
に
突
き
出
そ
う
と
体
に
ぐ

と
力
を

め
た
キ
リ
ト
は
今
更

を

う
の
か
と
し
か

思
え
な
い
神

の

葉
に
ビ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
た

 

な
ら
こ
こ
で
技
後

直
が

さ
れ
る
の
で
ま
だ
放

て
い
な
い

ド
ス
キ
ル
も
そ
の

機
状

を
解

さ
れ
る

だ
が
キ
リ
ト
が
放
と
う
と
し
て
い
た
強

な
直
突
き
の

ド
ス

キ
ル
は
キ

ン
セ
ル
さ
れ
る
事
無
く
発
動

機
状

を

持
し
て
い
た

 
今
か
今
か
と
そ
の

を

く
し
て

て
い
る
深
紅
の
刃
は

み
を
増
し
て
い

て
い
て

時
で
も
放
て
る
よ
う
に
し
て
い
る
彼
の

に
は

黒
い

が
バ
チ
バ
チ
と

て
い
る
よ

う
に
見
え
る

機
状

の
時
間
で

力
が
上
が
る
事
は
無
い

な
の
に
更
に

力
が
増
し
て

い

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
だ
け
の

力
が

刃
に

り
重
な

て
い
た

 
見
て
い
る
だ
け
で
も
き

と

ら
事
情
を
知
ら
な
い
者
が
見
て
も
黒
の
少
年
が
白
の
⻘
年
を

殺
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
理
解
出
来
る
く
ら
い
明
確
で

な
殺
気
と
憎
念
を

し
た
キ
リ
ト

は
そ
れ
で
も
動
き
を
止
め
た

甘
い
と
し
か

い
よ
う
が
な
い
け
れ
ど
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
ら



 第五十六章 〜死闘：骨肉の争い前編〜

し
い
と
も
思
え
て

ど
こ
か
ホ

と
す
る
自
分
が

る

 
止
め
る
な

だ
後
悔
す
る
ぞ
と

ぶ
自
分
が

る
の
も
確
か
だ
が
そ
れ
で
も
刃
を
止

め
た

に
ボ
ク
は
安

し
て
い
た

 
彼
が
剣
を
止
め
た
理
由
は
定
か
で
は
無
い

 
け
れ
ど

と
も
す
れ
ば
彼
は

だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

助
け
て

と

び

け
れ
ど
見

捨
て
た
実
の
兄
と
同
じ
場

ま
で
堕
ち
る
事
が

 
あ
る
い
は
救
い
を
求
め
る
者
の
苦
し
み
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
の
声
を
無

し
た

く
な
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

人
を
救
お
う
と
決
め
た
か
ら
こ
そ
彼
は
自
ら
忌
み
名
を
名

り

ま
た
希
望
の
名
を
背
負

た
の
だ
か
ら

 
ど
ん
な

を
し
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
と
に
か
く
今
に
も
自
ら
を

か
ん
と
し
て
い
た

刃
が
止
め
ら
れ
た
事
で
神

は
こ
の
機
を

す
ま
い
と
ば
か
り
に
必
死
の
形

で

を
開
い

た

は
お
前
の
兄
だ
ぞ

 
家

殺
し
を
す
る
つ
も
り
か

 
こ
の

い

に

様
は
こ
れ
ま
で

を
し
て
き
た
の
か
と
内
心
で

し
た
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そ
の

葉
は
少
な
く
と
も
神

が
発
し
て
い
い
も
の
で
は
無
い
正
に
彼
を
死
ぬ
事
を
前

に
見
捨
て
た

本
人
な
の
だ
か
ら

そ
れ
を

に
上

た

い

に
ボ
ク
は

手
に

た
ま

ま
の
剣
を
力
の
限
り
握
り

め
る

え
る
剣

を
見
て
か
姉
ち

ん
が
心
配
そ
う
に

線
を

か
向
け
て
来
る
が
そ
れ
に
反
応
出
来
な
い
く
ら
い

怒
り
は

み
重
な
る

 
神

の

葉
に
対
し
キ
リ
ト
は
無

で
は
あ

た
が
彼
が
今
ま
で

め

ん
で
き
た
怒
り
を

す
か
の
よ
う
に
エ
リ

シ
デ

タ
の

を
握
る
手
に
更
に
力
が

め
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
た

 
ボ
ク
が

る
場

か
ら
キ
リ
ト
の
表
情
は
よ
く
見
え
な
い
の
で
今
彼
が
ど
ん
な
気
持
ち
を

い
て
ど
ん
な

を
し
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
し
想
像
も
出
来
な
い

彼
の
内
心
は
あ
ま
り
に

も
複

過
ぎ
る
だ
ろ
う

 
彼
が
ビ

タ

と
し
て
間

的
に
護
り
黒
の
剣
士
と
し
て
直

的
に
護

て
来
た
攻

略
組
に
属
す
る
人
達
を
自
身
の
兄
に
よ

て

め
て

ら
れ
て
し
ま

た

更
に

手
は
こ
ち

ら
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
く
せ
に
自
身
が
殺
さ
れ
そ
う
に
な

た
ら
家

と
い
う
の
を
盾

に
し
て

も
外

も
無
く
足
掻
く

 
こ
れ
ま
で
ず

と
自
身
を
苦
し
め
て
来
た
神

を

わ
れ
た
者
に
し
て
は
あ
ま
り
に
も

め

で

判
と
雲
泥
の
差
が
あ
る
実

だ

ボ
ク
が
指

し
た
よ
う
に
正
に
誇
り
な
ど

無
な
振
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る
舞
い
で
あ
る

 
そ
の
存
在
に
追
い
付
こ
う
と

れ
超
え
よ
う
と

り
な
り
に
も
目
標
と
し
て
掲

て
き
た
キ

リ
ト
か
ら
す
れ
ば

失
望
ど
こ
ろ
で
は
無
い
だ
ろ
う

そ
れ
を

あ
き
に

が

う
の
か

 
一
気
に
開
放
す
る
時
の

に
出
力
を
抑
え
て
い
る
か
の
如
く
外

機

め
い
た

が
鳴
り
を

潜
め
そ
れ
で
も
部

中
に

く
中
で
こ
ち
ら
に

が
見
え
な
い
キ
リ
ト
が
小
さ
く
し
か
し

に
掻
き
消
さ
れ
な
い
く
ら
い
ハ

キ
リ
と

か
に

え
る
声
で

葉
を

ら
し
た

 
そ
の

え
は

怒
か

悲
哀
か

あ
る
い
は

弄
故
か

自
分
の

に
死
ね
と
そ
う

て
見
捨
て
た
の
に

家

と
し
て
見
限

た
あ
き
に

自
身
が
そ
う

う
の
か

 
彼
の
心
を
表
す
か
の
よ
う
に

こ
る

え
が
伝

し
強
く
後
ろ
に
引
き

て
い
る
黒
剣
も

小

み
に

え
る
中
で

彼
は
苦
悩
を
感
じ
さ
せ
る

り
出
し
た
声
で

た

彼
の
過
去
を

知

て
い
れ
ば

も
が
思
い
浮
か
べ
た
で
あ
ろ
う
事

を
最
も
苦
し
ん
で
い
る
彼
が

に
し
た

 
心
の

に

て
い
て

一
時
は

じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
感
情
を
発

さ
せ
て
い
た

オ
リ
ム
ラ

の
血

と
し
て
他
者
か
ら
も
認
め
ら
れ
ず

蔑
ま
れ
た
お
れ
に

一
番

た
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て
い
た
の
に

お
と
う
と
と
認
め
て
く
れ
な
か

た
の
に

た
だ
の
一

も

め
て
く
れ

な
か

た
の
に

時
も

定
し
て
き
た
の
に

そ
れ
な
の
に
あ
き
に

は
今
更
に
な

て

そ
れ
を

う
の
か

 
抑
え
て
は
い
る
が
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ

密
と
な

て
い
る

情
が

葉

に

て
い
た

 
そ
の

間
黒
剣
の
刀
身
を

め
て
い
る
深
紅
が
黒
み
を
よ
り

び
た
禍

し
い
闇
へ
と
変
わ

り

に

る
紅
い

も
同
じ
色
へ
と
変
わ

て

暗
い
ボ
ス
部

中
に
放

状
に
光
が

し
て
い
く

鳴
り
を
潜
め
て
い
た

も
彼
の

情
に
呼
応
す
る
か
の
如
く

第
に

き
を
大
き
な
も
の
へ
と
変
え
て
い
く

 
彼
の
剣
か
ら
伝
わ

て
来
る
圧

感
が
背
か
ら
感
じ
る

圧
感
が
そ
し
て

の
葉
に

せ

ら
れ
て
い
る
昏
い
感
情
が

よ
り
重
み
と

を
増
し
て
い
く

 
深
紅
の
光
に

れ
る

の
如
き
闇
は
刀
身
に
収
ま
り
切
ら
な
い
と
ば
か
り
に

に

れ
出

て

空
間
を
揺
ら
め
か
せ
る

 
彼
が

じ

め
て
来
た
⻑
年
の
想
い
の
如
く

そ
れ
に

限
な
ん
て
無
か

た

ざ
け
る
な

ざ
け
る
な

ざ
け
る
な

 
勝
手
に
お
れ
に

た

て

勝
手
に

お
れ
を
見
捨
て
て

勝
手
に
お
れ
を
殺
そ
う
と
し
て
き
た
ク
セ
に

家

殺
し
を
す
る
つ
も
り
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か

だ
な
ん
て

ざ
け
る
な

な
 
そ
れ
は
き

と

に
も
見
せ
な
か

た
キ
リ
ト
が
ず

と

め

ん
で
い
た
も
の
の
発

実
兄
に
だ
け
向
け
ら
れ
る
向
け
る
べ
き
と

え
て
い
る
だ
ろ
う
彼
の
理
不

に
対
す
る
怒
り
で

あ
り

正

な
意
見
だ

た

 
実
兄
を
前
に
し
て
恐
怖
が
先
行
す
る
程
の
ト
ラ
ウ
マ
を
負

て
い
る
が
あ
る
意
味
そ
れ
を
圧

倒
す
る
く
ら
い
大
き
な
怒
り
を

え
て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
の
物

い
に
怒
り
が
再

し
た
の
だ

ろ
う

 
出
来
る
だ
け
機

的
に
出
来
る
だ
け
確
実
に

つ
合
理
的
に
攻
略
の

に
な
る
で
あ

ろ
う
存
在
を

し
よ
う
と
し
て
い
た
彼
が
私
情
を

ま
ざ
る
を
得
な
い
程
に

ア
キ
ト
や

白
の
剣
士

と

他
人
の
如
く
呼
ん
で
い
た
彼
が

あ
き
に

と
呼
び
方
を

す
程
に

 
彼
の
心
は
怒
り
と
怒
り
以
上
の
哀
し
み
そ
し
て
そ
れ
ら
を

か
に

大
な
憎
悪
が
再

び

き

こ

た

お
れ
の
事
を
家

と
認
め
て
い
な
い
の
に
死
ん
で
欲
し
い
と
思

て
す
ら
い
る
ク
セ
に
心

に
も
思

て
な
い
事
を

う
な
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ず

と
ず

と
己
を
殺
し
て
我

し
て
き
た

の

発
は
と
て
も
論
理
的
で
は
無
か

た

け
れ
ど
感
情
的
に
な

て
い
る
か
ら
こ
そ
た
だ
見
て
い
る
だ
け
の
ボ
ク
達
の

を

く

ま

せ
る
も
の
が
あ

た

家

と
思

て
く
れ
た
事
も
無
い
ク
セ
に

そ
れ
な
の
に

今
更

家

い
な
ん

か 

情
に

せ
て

葉
を

ね
て
い
る
か
ら
か

き

く
子

の
よ
う
な

で

え
始
め
た

キ
リ
ト
は
流

と

う
べ
き
か
未
だ
に
構
え
を
解
い
て
は
い
な
か

た

む
し
ろ

葉
を
重
ね

れ
ば
重
ね
る
程
に
深
紅
の
光

と

に

る
紅
い

は
ま
す
ま
す

し
さ
を
増
し

て
い
く

 
そ
し
て
や
は
り

体
と
剣
の

え
は
少
し
大
き
く
な

て
い
た

 

黒
い
極
光
の
影
に
な

て
よ
く
見
え
な
い
が
そ
の
横

の

に
は

く
煌
め
く

が
あ

る
よ
う
に
見
え
た

あ
の
時

て
見
捨
て
て

助
け
て

く
れ
な
か

た
の
に

今
更

家

と

わ

れ
て
も

け
容
れ
ら
れ
る
か

 
静
か
に
け
れ
ど

ぶ
る

情
を
内

し
た
そ
の

葉
を
最
後
に
す
る
つ
も
り
な
の
か
体
と



 第五十六章 〜死闘：骨肉の争い前編〜

剣
の

え
を
一

ち

か
せ
た
キ
リ
ト
は
更
に

を
引
い
て
剣
を
引
き

り
深
紅
の
光
と

の
如
き
闇
の
勢
い
を

よ
り
強
い
も
の
に
し
て
い
く

 
彼
を
中
心
に
旋
風
が

き

こ
り
深
紅
の
光
と
闇
に

て
ら
れ
て
い
る
黒
い
外

と
⻑
髪
が

は
た
め
く
様
は

と
て
も
神
秘
的
で
力
強
く

し
か
し
ど
こ
か
哀
し

に
も

た

こ
の
一
撃
で

お
れ
は

あ
き
に

を
殺
す

 
抑
え
ら
れ
た
裂

の
声
と
共
に
上

身
が

後
方
へ

か
に

ら
れ
る

ば
ね
の
よ
う
に
剣

を
突
き
出
そ
う
と
す
る
前
動
作
だ

 
あ
の
神

に
は
先
天
的
な

も
な
い
反
応
速

が
あ
る

だ
が
ど
う
し
て
か
さ

き
は
見

せ
な
か

た
し
今
は

を
つ
い
て
い
る
状

な
の
で
確
か
に

な
回

行
動
は
取
れ
な
い
だ

ろ
う

動
く
よ
り
も
先
に
深
紅
の
突
進
突
き
が
身
を

く
方
が
速
い
に
違
い
な
い

く
そ

死
ね

 
神

が

づ
い
て

き
上
が
ろ
う
と
し
た

間

そ
れ
に

せ
る
よ
う
に
キ
リ
ト
は
声
を
重

ね
特
徴
的
な
外

機

め
い
た

を
一

強
く

か
せ
光

を
発
し
な
が
ら
強

な

突

を
放

た

深
紅
の
光
を

た
剣
の
切

先
が
勢
い
よ
く

り
ど
う
に
か
し
て
そ
れ
か
ら
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よ
う
と

神

は
後
退
す
る

 
完
全
に

き
上
が
れ
て
い
な
い
も
の
の
後
退
し
よ
う
と
し
た

に

を
つ
い
て
い
た
時
に

べ
て
切

先
が

た
る
ま
で
に
時
間
が
生
ま
れ
て

  

そ
の

の
間
に

世
界
が

れ
た
気
が
し
た

  
明
確
に

か
を
見
た

で
も

か
を

に
し
た

で
も
無
い
が
確
か
に

か
が
一

お
か

し
く
な

た

根

は
無
い
な
が
ら
確
信
を
ボ
ク
は

い
て
い
た

な
 
変
な
感
覚
を
覚
え
た
事
に
思

を

ら
し
て
い
る
間
に

事
は
進
ん
で
い
た

 
し
か
し
発
動
し
た
ば
か
り
で
突
進

離
が
ま
だ
残

て
い
る

の
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ

ク
は

故
か
キ

ン
セ
ル
さ
れ
た
の
か
キ
リ
ト
の
黒
剣
か
ら
は
光
が
喪
わ
れ
後
退
に
必
死

だ

た
神

に
と
う
と
う
そ
の
切

先
が
届
き
は
し
な
か

た

 

ド
ス
キ
ル
を
中
断
さ
れ
た
事
で
技
後

直
が

さ
れ
た
ら
し
い
彼
は
数

不
自
然
な

直
を
し
た
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キ
リ
ト
は

故

ド
ス
キ
ル
が
中
断
さ
れ
た
の
か
予
想
外
の
事
が

き
た
の
で

目
し
て

い
て
い
た

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を
構

す
る
彼
だ
か
ら

ド
ス
キ
ル
の
中
断

件
な
ん
て

知

て
い
る

で

だ
か
ら
こ
そ
彼
は

い
て
い
る
の
だ
と
理
解
出
来
た

ね

今

変
な
感
じ
が
し
な
か

た

え

え
え

と
な
く
だ
け
ど

そ
ん
な
気
が
し
た
よ
う
な

 
近
く
に

た
サ
チ
と
姉
ち

ん
が

惑
の
表
情
で
話
し
合
う

二
人
も
さ

き
の
違
和
感
を

感
じ
取

た
ら
し
い

 
チ
ラ
リ
と
他
の
人
達
を
見
や
れ
ば
キ
リ
ト
に

線
を
向
け
て

を

て
い
る
者
あ
る
い
は

キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
回
し
て

を

て
い
る
者
な
ど
さ

き
の
違
和
感
に
気
付
け
た

者
と
そ
う
で
な
い
者
が

ら
に

る
事
が
見
て
取
れ
た

今
の

世
界
が

ズ
レ

た

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
も
感
じ
取

た
よ
う
で
更
に
は
私
達
よ
り
も

程
明
確
に
そ
れ
を
感
じ
た

よ
う
だ

た

を
指
し
て
ズ
レ
た
と

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

わ
れ
て
み
れ

ば
そ
れ
が
最
も
合

て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る

は

は
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を
切

先
が

く
ま
で
一
セ
ン
チ
も
空
い
て
い
な
い
く
ら
い
間
近
に

た
切

先
に
限
界

ま
で
見
開
い
て
眼
を
向
け
て
い
た
神

が

が

こ

た
か
分
か
ら
な
い

故
中
断
さ
れ
た

の
か
と
表
情
に
あ
り
あ
り
と
浮
か
べ

け
て
い
た

ど
う
や
ら
さ

き
の
違
和
感
が
分
か
ら

な
か

た
ら
し
い

 

直
か
ら
解
放
さ
れ
た
キ
リ
ト
が
そ
の
神

を
見
て

い
で
天
を
振
り

い
で
ぎ
り

と

⻭

り
を
す
る

こ
の
世
界
ま
で

一
平

が

本
の
シ
ス
テ
ム
ま
で
も
が
お
れ
を

む
の
か

 
心

恨
め
し
そ
う
に

で
は
見
ら
れ
な
い
怨
嗟
の
声

で

う
キ
リ
ト
の

に
は
彼

の
心
情
が
反

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
黒
い
闇
が
出
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た

 
心
無
し

手
に

て
い
る
エ
リ

シ
デ

タ
の
刃
も

よ
り

密
で
深
み
を
増
し
た

黒
に
な

て
い
る
気
が
す
る

は

は

 
天
は

に
味
方
し
て
る

て
事
だ

 
運
良
く

悪
運
強
く

命
を

た
神

が
立
ち
上
が
り
な
が
ら
自
分
が
上
な
の
だ
と

主

し
少
年
を

る
よ
う
な

葉
を

に
す
る

流
れ
は
こ
の

に
あ
る

 

場
共

こ
こ
で
殺
し
て

今

こ
そ
こ
の
世
界
か
ら

退
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場
さ
せ
て
や
る
よ

一

 
立
ち
上
が

た
神

は
近
く
に

さ

て
い
た
白
剣
エ
リ

シ
デ

タ
を

き
取
り

手
で

持

た
そ
れ
を
後
ろ
手
に

る

身
を
前
に

か
に
前

勢
を
取
り

手
を
体
の
前

に

か
せ
て
い
る
そ
の
構
え
は
や
は
り
キ
リ
ト
が
一
刀
の
時
に
取

て
い
た
構
え
と
全
く
同
じ

 

備
の
意

や
構
え
か
ら
し
て
彼
の
全
て
を

定
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
し
ま

て
更

に
苛
立
ち
と
憎
悪
を

ら
せ
る

や

り
最
初
か
ら
あ
き
に

は
お
れ
を
殺
す
つ
も
り
だ

た
ん
じ

な
い
か

お
前
は
出
来
損
な
い
で

は

な
人
間

ど

ち
が
生
き
る
べ
き
か
は
明
白
だ

 

の

に

で
死
ね

こ
の

 
小
さ
な
体
か
ら
発
す
る

み
を
更
に
増
し
な
が
ら

彼
は

葉
少
な
く
返
す

 
そ
の
間
に
彼
が

手
か
ら

て
い
る
二
振
り
か
ら
キ
ン
キ
ン
と
い
う
金
属
と
金
属
を

合
わ
せ
て
い
る
か
の
よ
う
な
小
さ
な
共
鳴

が

こ
え
た

 
ま
た

エ
リ

シ
デ

タ
は
更
に
深
み
を
増
し
た
黒
色
に

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は
白
が

じ

て
更
に

明

が
増
し
た

色
へ
と

か
に
変
化
し
て
い
く
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ド
ス
キ
ル
の
光
で
は
無
い

ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
に
武
器
の
見
た
目
を
変
え
て
い
く
設

定
は
無
い
し
仮
に
ア
レ
が
二
刀
流
な
ど

ら
か
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
に
よ
る
も
の
だ
と
し

て
も

で
色
が
違
う
と
い
う
の
は
無
い

だ

今
ま
で
彼
が
使

て
き
た
二
刀
流

ド
ス
キ
ル
は

全
て

の
色
が
同
じ
だ

た
の
だ
か
ら

 
な
ら
ア
レ
は

一
体

そ
れ
は

 
疑
問
を
覚
え
て
キ
リ
ト
の
二
剣
を
見

め
て
い
る
と
同
じ
く
そ
の
現

を
見
た
神

が

然

と
し
な
が
ら

葉
を

ら
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
も
そ
の

き
方
に
は
違
和
感
を
覚
え
た
ら
し
く

ん
の

か
に

を

神

の

線
を
追

て
自
身
の

手
か
ら

る
二
剣
へ

を
向
け
た

 
そ
れ
も
一

と
経
た
ず

す
ぐ
に
自
ら
の
実
兄
へ
と

さ
れ
る

お
前

前
の
デ

エ
ル
の
時
に

べ
て
違
い
過
ぎ
だ
ろ

デ

エ
ル
の
時
は
私
情
を

む

に
も
い
か
な
か

た
か
ら

で
も
今
は
抑
え
る
つ
も
り

な
ん
て
無
い

だ
か
ら
覚
悟
し
ろ

 
そ
れ
か
ら
彼
は
一
歩
分

を
前
に

み
出
し
た
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今
回
は

 
ブ

ツ
の

部
分
に
付
け
ら
れ
て
い
る

が

を

き
カ
ン
と
高
く

い

き
が
上
が

る

そ
れ
か
ら
黒

製
の

が

も
無
く
下
ろ
さ
れ

を

み

め

  
気
付
け
ば
キ
リ
ト
は

⻘
年
の
真
後
ろ
で

色
の
剣
を

掛
け
に
振
り
か
ぶ

て
い
た

 
全
力
で

 
キ
リ
ト
の
動
き
が

う
じ
て
見
え
て
い
た
の
か
声
が

こ
え
る

前
で
神

は
流

と
し
か

え
な
い
反
応
速

を
以
て
限
界
ま
で
背
を

ら
し
な
が
ら
横
に
動
き

掛
け
の
剣

を

し
た

空
振
り
に
終
わ

た
剣

は

し
か
し
内

さ
れ
て
い
た
力
を
解
き
放
つ
か
の
如
く

 
と

し
い
風
を

き

こ
し

ボ
ク
達
の
髪
や

の

を
揺
ら
す

 
神

の
背
後
か
ら
剣
を
振
る
い
し
か
し
空
振

た
キ
リ
ト
は

く

を
上

る

必
然
的

に
ボ
ク
達
は
彼
の
表
情
を

界
に
収
め
た
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キ
リ
ト
の
そ
の

を
見
て
ボ
ク
達
は
一
様
に
絶

せ
ざ
る
を
得
な
か

た

神

に
殺
意
を

ら
せ
て
い
た
ボ
ク
も
怒
気
を

ら
せ
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
も
苛
立
ち
を
覚
え
て
い
た
神

も

様
子
を
見
守

て
い
た
攻
略
組
や
オ
レ
ン
ジ
達
も

 
彼
の

に
は

疑
い
よ
う
も
無
い
殺
意
が
浮
か
ん
で
い
た

 

時
も

な
光
を
揺

わ
せ
ボ
ク
達
に
水

を
想

さ
せ
る
黒
い

は
光
が
失
せ
た
状

で
限
界
ま
で

め
ら
れ
て
い
た

白
目
の
部
分
に
は

へ

び
る

本
も
の
紅
く

い
線

再
現
さ
れ
た
血

の
線
が
見
え
て

そ
れ
が

に
恐
怖
を

き
立
た
せ
る

 
ま
た
彼
の

に
は
表
情
が
無
か

た

 
い
や
憎
悪
や

怒
と
い

た
表
現
が

て

ま
り
そ
う
な

た
い
色
は
あ
る
の
だ
が
一

で
形
容
出
来
な
い
く
ら
い
昏
い
感
情
が
浮
か
ん
で
い
て

人
が
見
せ
る
よ
う
な
分
か
り
や
す

い
表
情
で
は
な
か

た
の
だ

 
今
の
キ
リ
ト
は
か
つ
て
な
い
程
に
怒
り
狂

て
い
る
憎
悪
に

わ
れ
て
い
る
復
讐
心
に
突

き
動
か
さ
れ
て
い
る

理
不

に

ら
れ
て
き
た
間
ず

と
抑
え

ん
で
き
た
昏
い
感
情
が

心
の

で

り

ま

て

泥
す
ら
生

い
く
ら
い
ど
す
黒
い
モ
ノ
に
変

し
て
彼
に
取
り

い
て
い
る

目
の
前
の
怨

を
殺
せ
る
絶

の
機
会
に

め

ん
で
き
た
も
の
が
一
気
に
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発
し
て

突
き
動
か
し
て
い
る

 

然
だ

自
ら
を
⻑
ら
く

た

に
捨
て
た
者
が
今
更
な
が
ら
身
勝
手
に
も

合
よ
く
家

い
を
し
た
の
だ
か
ら
怒
り
狂
う
だ
け
で
は

足
り
な
い
程
の
殺
意
を
覚
え
る
の
は

非
も
無
い

 
そ
し
て
ア
レ
は

き

と

に
も
止
め
ら
れ
な
い

に
も
ア
レ
を
止
め
る
事
は
出
来
な
い

彼
の
憎
悪
は

よ
り
も
深
く

よ
り
も
⻑
い
年
月
を
掛
け
て

り

ま

た

大
な
モ
ノ
だ
か

ら

そ
れ
に
取
り

か
れ
た
彼
を
止
め
る
事
は

に
も
出
来
な
い

 
彼
の
義
理
の
姉
が

た
な
ら
あ
る
い
は
止
め
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い

今
の
彼
は
本
来

一

で
は
無
く
新
た
に
名
前
を
付
け
ら
れ
新
生
し
た
人
間
そ
の
自
覚
を
思
い
出
さ
せ
る

人
物
が
い
れ
ば
こ
こ
ま
で
狂
い
は
し
な
か

た
だ
ろ
う

 
け
れ
ど
こ
の
場
に
彼
女
は

な
い
し

へ
来
る
事
も
出
来
な
い
か
ら

も
止
め
ら
れ
な

い 
止
ま
る
時
が
あ
る
と
す
れ
ば
た
だ
一
つ

 
怨

を
殺
し
た

そ
の
時
だ
け
だ

 
今
ま
で
ど
れ
だ
け

を

か
れ
て
も
動
じ
ず
不

に

ん
で
流
し
て
い
た
彼
が
見
せ
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る
憎
悪
に
取
り

か
れ
た
様
に

も
が
息
を

み
振
り
撒
か
れ
る
殺
気
に

ん
で

動
だ
に
出

来
な
い

絶

し
た
の
は

に
浮
か
ぶ
殺
意
だ
け
で
な
く

身
か
ら
放
た
れ
る

す
ぎ
る
殺
気

も
だ

た

 
そ
の
彼
か
ら
放
た
れ
た

も
な
い

力
を
内

し
た
一
撃
を

し
た
神

は
後
の
行
動
な

ど
一
切

え
て
い
な
い
回

行
動
で
あ

た
た
め

の
行
動
に

る
事
が
出
来
ず
キ
リ
ト
の
目

の
前
で
大
き
な
隙
を
晒
す

殺
し
て
や
る

が
は

 
神

が
体
勢
を
立
て
直
す
前
に
キ
リ
ト
は

を

な
が
ら

を
持
ち
上

た

神

の
が

ら
空
き
な

に
向
け
ら
れ
た

付
き
ブ

ツ
は
一

の

め
を

ん
だ
後
に
強

な

撃
と

し
て

き

ま
れ
る

 

気
な
く
神

は
こ
ち
ら
へ

お
よ
そ
三
十
メ

ト
ル
程

り

ば
さ
れ
た

テ
メ

そ
り

じ

な
い
か

殺
し
合
い
に
正
道
も
邪
道
も
無
い

 
不
平
の
声
を
バ

サ
リ
と
正
論
で
切

て
捨
て
た
キ
リ
ト
は
ま
た
一
歩

み
出
し
集
中
し
て
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も
コ
マ
送
り
に
し
か
見
え
な
い
速

で
神

の
眼
前
へ
と

動
す
る

強
け
れ
ば
生
き
弱
け
れ
ば
死
ぬ

 
そ
れ
が
殺
し
合
い
に

け
る
た

た
一
つ
の

原 

が
し

か
り
見
え
る
よ
う
に
な

た
時
に
は
黒
剣
が
も
う
振
り
か
ぶ
ら
れ
て
い
た

逆

に
体
を
斬
り
裂
か
れ
る

前
で
白
剣
が
振
る
わ
れ

一
合
刃
が
交
え
ら
れ
る

 
今

は

剣
と
一
合
交
わ
り

刃
を
返
さ
れ
振
る
わ
れ
た

ぎ
で
ま
た
一
合
交
わ
る

 
弾
か
れ
た
二
刀
は
ま
た

道
を
変
え
す
ぐ
さ
ま
神

へ
と

る

然
そ
う
は
さ
せ
じ
と
神

の
白
剣
が
振
る
わ
れ

黒
と

の
刃
の
交
錯
点
へ
と
衝
突

り
合
い
が
始
ま

た

デ

エ
ル
な
ら
ま
だ
し
も

こ
の
場
で

と

わ
れ
る

合
い
は
無
い

ぐ
 
始
ま

た

り
合
い
は
し
か
し
ま
た
す
ぐ
に
終
わ

た

キ
リ
ト
の
声
色
が
強
く
な
る
の

に
同
期
す
る
よ
う
に
神

の
刃
が

し
返
さ
れ
た
の
だ

 
刃
を
弾
か
れ
た
事
で
後
退
す
る
神

に
対
し
仕
切
り
直
し
さ
せ
な
い
よ
う
キ
リ
ト
は
二
刀
を

間
断
な
く
振
る

て
攻
め

け
る

 
一
合
交
わ
さ
れ
る

に
神

は

か
に
後
方
へ

さ
れ
て
い
た

以
前
は

り
合
い
も
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に
終
わ

た
が

今
は
正
面
か
ら
剣

が
衝
突
し
て
も
完
全
に

し
切
ら
れ
て
い
た

 
今
の
殺
意
し
か
無
い
キ
リ
ト
に
気

負
け
し
て
い
る
の
だ

 
刃
を
交
え
る

に
後
方
へ
と

に

に

さ
れ
る
神

が
剣
速
を
上

以
前
の
デ

エ

ル
で
見
せ
た
四

速

み
の
剣

の

を
放

て
も
二
剣
で
完

に
対
応
さ
れ
る

そ
れ
ど
こ

ろ
か
刃
を
交
え
る
数
が
増
え
る
事
で
更
に

さ
れ
て
い
く
上
に
一
撃
が

く
な

て

さ
れ
や
す

く
な
る
の
で

む
し
ろ
悪
手
と

え
た

 
神

は
ド
ン
ド
ン
部

の

へ
と
追
い

め
ら
れ
て
い
く

 
こ
の
ボ
ス
部

は

体
の

か
ら
上
に

び
た

が

に
な

て
い
る
構

で

の

ま

で
行
く
と

が
見
え
な
い
闇
が

を

か
せ
る

の

が

で
は
無
い
の
だ

 
本

に

が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
少
な
く
と
も
迷

の
ボ
ス
部

か
ら
一

ま
で

突
き

け
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
推
定
八

九

メ

ト
ル
の
高
さ
を
命

無
し
で

ち
る

事
に
な
る
か
ら

下
死
は
確
定

一

ま
で
突
き

け
て
い
る
に
せ
よ
い
な
い
に
せ
よ
登

て

来
る
手

は
無
い
と
思
う
の
で
多
分

ち
た
ら
そ
の
ま
ま
死
ぬ
設
定
に
な

て
い
る
エ
リ
ア
だ

と
思
う

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
外

部
か
ら

び

り
た
場
合
と
同
じ

い
の

だ
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恐
ら
く
キ
リ
ト
は
自
ら
の
剣
で
斬
れ
る
よ
う

場
を
無
く
し
て
い
る
の
だ

さ

き
世
界
が

ズ
レ
た
時
に
後
退
さ
れ
た
か
ら
機
を

し
た
が
故
に
同
じ

を

む
事
が
無
い
よ
う

的

に
追
い

め
て
斬
り
殺
そ
う
と
し
て
い
る

 
そ
の
あ
ま
り
の

ぶ
り
は
や
は
り
こ
れ
ま
で
と
方
向
性
が
違

て
い
る
か
ら
彼
ら
し
く
な

い 
別
に
神

に
同
情
し
て
い
る

で
は
無
い

話
に

い
て
い
た
だ
け
だ

た
が
そ
れ
で
も
あ

の
男
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い

動
の
数

を
取

て
キ
リ
ト
を
苦
し
め

け
て
い
る

見
捨
て

た
な
ら
も
う

わ
る
必
要
も
無
い
の
に
自
ら

わ

て
命
を

う
な
ど
マ
ト
モ
な
人
間
の

業
で

は
な
い

裁
か
れ
て

復
讐
さ
れ
て

然
だ

 
そ
れ
で
も

と

え
て
し
ま
う

 
出
来
る
事
な
ら
キ
リ
ト
に
は
復
讐
を
憎
悪
を
忘
れ
て
あ
る
い
は
忘
れ
な
く
と
も

福
を

見
て

て
欲
し
い
と

 
復
讐
に
意
味
な
ん
て
無
い
と
は

わ
な
い

憎
悪
に

ら
れ
る
事
が
絶
対
悪
と
も
思
わ
な
い

善
悪

て
こ
そ
が
人
な
ら
ば

キ
リ
ト
の
そ
れ
は
決
し
て
間
違
い
で
は
無
い
の
だ
か
ら

 
だ
け
ど
キ
リ
ト
が
手
を

す
必
要
が
あ
る
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
い

こ
の
世
界
の

序
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を
人

の
未
来
を
護
る

に
心
を

て
そ
れ
ら
を

か
す
者
達
を
手
に
掛
け
て
来
た
キ
リ

ト
の
尊
い
剣
を
あ
の
神

を
斬
る

に
振
る
う
必
要
は
無
い
と
心
の
ど
こ
か
で
思

て
い
る

自
分
が
い
る

 
け
れ
ど
そ
れ
は
自
分
が
勝
手
に
思

て
い
る
事
で
キ
リ
ト
に
対
し
て

い
て
い
る
偶
像
だ
か

ら

そ
ん
な
事
は

に
出
来
な
い

て
し
ま
え
ば
ボ
ク
は
キ
リ
ト
自
身
を
見
な
く
な

て

た
だ
神

や
世
界
最
強
を

め
称
え
る
人
達
と
同
じ
存
在
に
な

て
し
ま
う
か
ら

 

も
憎
悪
に

ら
れ
狂
う
キ
リ
ト
を
止
め
よ
う
と
し
な
い

あ
る
い
は
出
来
な
い

中

で
ボ
ク
は

し
い

に
目
を
向
け
彼
の
無

の

を

裏
に

き
付
け
る
決
意
を
し
た

 
彼
の
想
い
も
行
動
も
彼
自
身
の
も
の

 
そ
れ
を

持
す
る
事
は
あ

て
も

人
た
り
と
も

決
し
て

し
て
い
い
も
の
で
は
な
い

定
し
て
い
い
も
の
で
は
な
い

 
自
分
に
許
さ
れ
て
い
る
事
は
傷
付
い
た
彼
を

え
少
し
で
も
護
る
力
と
な
る
事
く
ら
い
な
も

の
だ
か
ら
ボ
ク
は
殺
意
を
振
り
撒
き
な
が
ら
無

で
二
剣
を
振
る
い
神

を
追
い

め
る

キ
リ
ト
の

を

し
か
と
こ
の
眼
で
見
届
け
る
事
に
し
た

 

に

と
さ
れ
て

さ
ず
死
へ

も
引
き
寄
せ
ら
れ
る
も
生
き

び
た

猛
な
少
年
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の

哀
し
く
も
気
高
い
そ
の

を

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

 
無

の
気

と
悪

の
怒
声
が
交
わ
さ
れ
一

に
し
て
四
つ
以
上
の
剣
閃
が
交
わ
さ
れ
る

に
神

は
後
方
へ
と

し
や
ら
れ
る

神

も

の

か
ら

ち
れ
ば
死
ぬ
と
理
解
し
て
い

る
の
か

し
返
さ
れ
る
中
で
も

命
に

足
を
動
か
し
て
向
き
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
そ

れ
も

か
し
か
出
来
ず

け

に
水
だ

た

 
そ
れ
が
分
か

て
い
る
か
ら
か
悔
し
さ
と
怒
り
で

に
血
が
上

て
い
る
ら
し
い
神

の
悪

は

的
に
な

て
い
て

く
見
苦
し
い

 
醜
悪
に

を
歪
め
て
必
死
に
白
剣
を
振
る
う
も
全
て
的
確
に
剣

を
返
さ
れ

し
や
ら
れ

け
る
ば
か
り

そ
れ
に
悪

を
上

る
が

然
な
が
ら
状
況
打
破
に
は
な

て
い
な
い

 
以
前
キ
リ
ト
が

し
た

り

完

無
き
ま
で
に

き

す
展
開
に
な

て
い
た

 
あ
れ
か
ら
大
し
て
時
間
は
経

て
い
な
い
し
お

い
の
パ
ワ

バ
ラ
ン
ス
も
然
し
て
変
化
は

し
て
い
な
い

だ

そ
れ
な
の
に
こ
こ
ま
で
以
前
の
デ

エ
ル
と
真
逆
の
展
開
に
な

た
の
は
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に

か
ざ
る
を
得
な
い

 
誇
り
の
有
無
で
ボ
ク
と
神

の
デ

エ
ル
の
結
果
が
異
な

た
よ
う
に

正
で
あ
れ
負
で
あ

れ

絶
大
な
感
情
が

た
剣
は
一
気
に
戦
況
を

く
り
返
す
ら
し
い

こ
の
チ

タ

が

ズ
ル

が

 

に

い
手
も
殺
し
合
い
で
は

な
い
と
バ

サ
リ
切

て
捨
て
て
い
る
か
ら
か
殺
意
に

思

が

め

く
さ
れ
て
い
る
か
ら
か

キ
リ
ト
は

葉
を
返
さ
な
か

た

 
た
だ
無

で
機

的
に
し
か
し
確
か
に
気

を
発
し
て
神

の

葉
を

殺
し
な
が
ら
剣

を
振
る
う

 
そ
れ
は
機

的
と
思
う
程
に
正
確
無

だ
が
決
し
て
無
感
情
で
は
無
く
て
一
撃
一
撃
に
彼

の
全
て
が

め
ら
れ
て
い
た

そ
の
剣

に
神

は
追
い

め
ら
れ

け
る

全
て
が

め
ら
れ

た
剣
に

神

の
よ
う
な

い
剣
が

う

も
無
い
の
だ

 
命
を

し
て
孤
独
の
中
で
も
戦
い

け
た
キ
リ
ト
に

め
そ
や
さ
れ
ぬ
く
ぬ
く
と
生
き
て
来

た
神

が

う
道
理
な
ど
あ
る

も
無
か

た

く

そ

の
方
が
速
い

な
の
に
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セし
ま

 
遊
び
が
入

て
い
た
前
回
は

ど

た

て
い
た
が
今
回
は
本
気
を
出
し
て
い
る
に
も

わ

ら
ず
逆
に

た
ら
な
く
な

て
い
る
事
に
神

は
苛
立
ち
を

ら
し
た

 
自
分
に
は
分
か
ら
な
か

た
が
そ
の
苛
立
ち
で
き

と
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う

い
隙
を
突
い

て
彼
は
白
剣
エ
リ

シ
デ

タ
の
ギ
ア
型
の

に
あ
る
一
つ
の
穴
に
黒
剣
エ
リ

シ
デ

タ
の

切

先
を
引

掻
け

思
い
切
り
真
上
に

ね
上

る
事
で
⻘
年
の
手

か
ら
取
り
上

た

 
白
剣
は

性
に

て
黒
剣
の
切

先
か
ら
ク
ル
ク
ル
と
回
転
し
な
が
ら

ん
で
い
く

終
わ
り
だ

 
そ
れ
を
一

も
せ
ず
キ
リ
ト
は
眼
前
で
武
器
を
喪

て
隙
を
晒
す
神

目
掛
け

手
に
握

る

く
引
き

て
い
た

剣
を
突
き
出
し
た

め
る
な

 
キ
リ
ト
の

直
突
き
は
あ
ま
り
の
速
さ
故
か
あ
る
い
は

め
ら
れ
た
剣
圧
が

ま
じ
い
か
ら

か

ヒ

カ

 
と

く
空
気
を
斬
り
裂
く

が

い
た

 
し
か
し
神

は

常
攻
撃
す
ら
あ
と
一
撃
直
撃
し
た
だ
け
で
死
ぬ
状
況
に
あ

て
も
憎
た
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ら
し
い
程
に
見
事
な
反
応
を
見
せ
た

突
き
出
さ
れ
た

直
突
き
を
外

へ

れ
る
よ
う
に

歩

ズ
レ
て
最
小
限
の
動
き
で

し
た
の
だ

 
そ
の
後
間
髪
を
入
れ
ず
神

は

手
の
指
を

え
て
突
き

む

手
の
構
え
を
取

た

手
は
⻩
色
の
光
に

ま
れ
る

 
超
至
近

離

つ
体
術
ス
キ
ル
の

に

い
て
は
無

の
強
さ
を
誇

て
い
る
技
を
放

と
う
と
し
て
い
る
の
だ

そ
の
一
撃
は
武
器
系

ド
ス
キ
ル
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
大
ダ
メ

ジ
を
見

め
る

隙
も
大
き
い
が
見
返
り
も
大
き
い

体
術

の

撃
系
上

ド
ス
キ
ル

手
で

手
を

く

閃

と
い
う
技
に

違
無
か

た

 
⻩
色
の
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
を

た

手
は

突
き
出
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ト
の

前

の
中
程
に

き

ま
れ

身
な

を
一
発
で
切
断
し
た

 
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は

へ

い

を

か
せ
な
が
ら

と
さ
れ
そ
れ
を
握

て
い
た

手

は
蒼
い
欠
片
と
な

て
消
え
去
る

ぐ
 

キ
リ
ト
の

か
ら
抑
え
ら
れ
た
苦

の
声
が

れ
る

現
実
と
同

い
や
仮
想
世
界

故
に
そ
れ
以
上
と
し
て

実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

み
を
覚
え
て
い
る
キ
リ
ト
は
そ
れ
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に

え
よ
う
と
数

だ
け
と
は

え
動
き
を

ら
せ
た

く
打
ち
身
を
し
た
だ
け
で
も
人
は

い
て
動
き
を

ら
せ
る
の
だ

を
斬
り

と
さ
れ
た
時
の

み
が

で
は
な
い
の
は
明
ら
か
だ

か
ら

動
き
が

く
な
る
の
も

然
と

え
た

 
そ
の
数

が

命
的
な
隙
だ

た

 
キ
リ
ト
が

み
に

え
よ
う
と
動
き
を

ら
せ
て
し
ま

た
直
後

苦

に
歪
め
ら
れ
た
彼

の
小
ぶ
り
な

に

神

の
エ
フ

ク
ト
を

て
い
な
い

が

き

ま
れ
た
の
で
あ
る

ん

と

い
た

が
ボ
ス
部

に

き

た

 
最
小
限
な
が
ら
最
大
の

力
を
発

す
る

制
の
一
撃

ジ

ブ

を

き

ま
れ
た
の

で
あ
る

ぐ

こ
の

グ
ゲ

 
そ
の
一
撃
で

を
後
ろ
へ

け
反
ら
せ
て
し
ま

た
キ
リ
ト
は
逆
に
そ
の
勢
い
を

し
て

バ
ク
転
を
し
た

 
あ
ま
り
に

離
が
近
い
た
め

に

め
を
作
れ
ず

月
を
放
つ
に
は
至
ら
な
か

た
よ
う

だ
が
そ
れ
で
も
意
表
を
突
く
と
い
う
点
で

え
ば
成

だ

た

追
い
打
ち
の
ス
ト
レ

ト
を
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放
と
う
と
し
て
い
た
神

は
見
事
に

を

り
上

ら
れ
自
身
の
実
弟
と
同
じ
よ
う
に

け

反
ら
さ
れ
た
か
ら
だ

 
バ
ク
転
か
ら

り
上

を
行

た
キ
リ
ト
と

け
反
ら
さ
れ
た
神

は

同
時
に
体
勢
を

整
え
て

を

て

地
し

後
退
す
る

 
神

は
後
退
し
た
先
に
白
剣
が
あ

た
の
で

そ
れ
を
引
き

い
て
構
え
る

 
キ
リ
ト
は

手
を
喪

て
い
る
の
で
エ
リ

シ
デ

タ
だ
け
だ

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は
気
付

い
た
時
に
は
消
え
て
い
た
の
で

の
特
性
で
回
収
し
て
お
い
た
の
だ
ろ
う

 

し
く
も
以
前
の
デ

エ
ル
と
同
じ

一
刀
同
士
の
対
峙
と
な

た

キ
リ
ト
の

は

手

欠
損
と

面
へ
の
打
撃
で
七

強
神

は

へ
の

り
上

を
喰
ら

て
一

を
ギ
リ
ギ
リ
下

回

た

り
で
ゲ

ジ
が
止
ま

て
い
る

 

離
を
開
け
た
二
人
は

く

み
合
い
な
が
ら

制
し
合
い
一
呼

ん
だ

神

も
流

に

を
危
険

ま
で

ら
さ
れ
た
事
も
あ

て

に

を
見
せ
て
い
る
も
の
の

そ
れ
で
も

勝
て
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
か

キ
リ
ト
に

べ
て
ま
だ
呼

の

さ
は

え
め
だ

 
見
下
す
兄
と
反

を

し
た
弟
の
殺
し
合
い
は

ま
だ
始
ま

た
ば
か
り
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
麻

点
は
ち

い

足

線

実
は
一
回
だ
け
会

た
事
が
あ
る
ん
だ
よ

と

 
千
冬

点
は

肉
タ

プ
リ

協
力
し
合

て
い
る
か
も
と
思
い
き
や
そ
の
実
ア
キ
ト
の

せ
い
で

殺
し
合

て
い
る
と
い
う
ね

嗤

 
あ
と
は
千
冬
が

を
想

て
過
ご
し
て
い
る
か
の
情
報
開
示

感
想
で
の
予
想
が

ぶ

て
る

の
で

 
分
か
り
に
く
か

た
と
思
い
ま
す
が
束
は
一

／
和
人
を
見
捨
て
た
時
の
秋
十
の

動
を
和

人
か
ら

い
て
知

て
い
ま
す
が
千
冬
に
は
伝
え
て
い
ま
せ
ん

故
か
は
今
後
で

写
し
ま

す 
な
の
で
誘

さ
れ
た
後
和
人
が

で

を
さ
れ
て
い
た
か
ど
ん
な
風
に
日
本
へ

て

来
た
か
は
知
ら
な
い
状

論

コ
ア
他
人
体
実
験
な
ん
て
知
ら
な
い

秋
十
が

を
し
て

い
た
か
も
知
ら
な
い

の
行
動
は
知

た
け
ど
直
葉
み
た
く
深
く

べ
て
は
い
な
い
姉
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力
の
差

 

し
さ
を
理
由
に
見
て
い
な
く
て
秋
十
と
一

を

り

に
し
て
過
ご
し
て
い
た
な
ら
こ
れ

く
ら
い
は
あ
り
得
る
の
で
は

と
思

て
こ
の
設
定

他
の
一

ア
ン
チ

つ

を
分
か
つ

系
の
千
冬

て
一

を

有
物
か
依
存
先
に
し
て
い
る
感
じ
が
し
た
の
で
本
作
も
そ
れ
に
近
く

し
ま
し
た

実

い
き
な
り
親
が

な
く
な

た
ら
依
存
し
て
も
あ
る
程

は
お
か
し
く
な
い
と

は
思
い
ま
す
し

流

に

有
物
と
ま
で
は
い
か
な
い
け
ど

 
こ
こ
は
リ

フ

が

い
て
い
た
苦
悩
人
形
に
し
て
し
ま
う
恐
怖

自
立
心
の
芽
生
え
と

の
対

で
す
ね

本

直
葉
と
千
冬
は

自
然
と

対

で
や

て
い
ま
す

 
コ
レ
は
リ
ア
ル
で
再
会
時
に
一
波
乱
あ
り
ま
す
な

嗤

 
そ
し
て
マ
ド
カ
の
情
報

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
前
は

だ

た
ん
で
あ
り
そ
う
な

に
し
た
ら

華
に
な

た

表

記
は

本
カ
タ
カ
ナ
で
マ
ド
カ
で
す

え
て
る
呼
び
方
は

マ
ド
姉

 

し
く
は
語
り
ま
せ
ん
が
一

の
お
守
を
秋
十
や

親
に
代
わ

て
し
て
い
た
感
じ

年

は
直
葉
や

木

秋
十
楯
無
よ
り
も
一
つ
年
上

虚
と
同
い
年
の
現

し
く
導
き
つ
つ
も

し
く

す
る
ブ
ラ
コ
ン
姉
で
構
想
を
練

て
お
り
ま
す
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直
葉
が
千
冬
の
上

換

異
性
愛
系
ブ
ラ
コ
ン
姉
な
ら
マ
ド
カ
は

が
男
ら
し
く
て
面

倒
見
の
良
い
異
性
愛
無
し
の

ブ
ラ
コ
ン
姉

 
ど

ち
も
ど

ち
だ

 
⻑
く
な
り
ま
し
た
が

今
話
は
仮
想
世
界
で
の
対
ア
キ
ト
戦
の
序
章
の
よ
う
な
も
の

実
は

ど

ち
も
殺
し
合
い
を
し
て
い
な
が
ら
未
だ
全
力
を
出
し
て
い
な
い
ん
で
す
本
気
は
出
し
て

ま
す
が

中
編

後
編
と
進
む
に
つ
れ
て
ヒ

ト
ア

プ
し
て
い
く
感
じ
で
す
ね

 
ま
だ
ま
だ
殺
し
合
い
は

化
し
て
い
き
ま
す
の
で

し
み
に
し
て

け
れ
ば

い
で
す

 
ち
な
み
に

最
後
の
方
で
出
て
き
た

閃

は
原
作
だ
と

エ
ン
ブ
レ
イ
ザ

に
な
り
ま

す

ば

か
り
な
の
に

で
カ
タ
カ
ナ
な
ん
だ
ろ
う

・

・

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
七
章
 

死
闘

骨
肉
の
争
い
中
編

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
骨
肉
の
争
い
中
編

ア
キ
ト
と
の
死
闘
も
中

に
差
し
掛
か
り
ま
す

 
今
話
の

点
は
ユ
ウ
キ
キ
リ
ト
ユ
ウ
キ
の

で
す

変
わ
ら
ず
ユ
ウ
キ
が
多
い
の
は
ご

容
赦
下
さ
い

書
き
や
す
い
ん
で
す

 

を
斬
り

と
さ
れ
た
キ
リ
ト
と
五
体

足
の
ア
キ
ト
が

み
合

て
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
す

 
文

数
は
約
一
万
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

が
七

ど
残

て
い
る
キ
リ
ト
は

を

と
さ
れ
た
状

で

対
す
る
神

は
五
体

足
で
は
あ
る
も
の
の

は
一

強
し
か
残

て
い
な
い

ス
テ

タ
ス
差
で
は
神

が
不
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だ
が

が
無
い
事
を

え
る
と
キ
リ
ト
に
も
不

が
あ
る

 
こ
の
死
闘
が
ど
ち
ら
の
勝

に
な
る
か
正
直
ボ
ク
で
も
自
信
を
持

て

え
を
出
す
事
は
出

来
そ
う
に
な
か

た

以
前
と
違

て
神

の
剣
速
が

な
事
を

え
る
と
キ
リ
ト
が
勝
つ
と

は
思
う
の
だ
が

ま
ず
は

一
本

そ
の
ま
ま
四

を
斬

て
達

に
し
た
後

を

と
し
て
終
わ
り
に

し
て
や
るや

て
み
ろ

 
多
少
仕
返
し
出
来
た
か
ら
か
強
気
に

み
を
浮
か
べ
て

う
神

に
キ
リ
ト
は
不
快

に
表

情
を
歪
め
つ
つ

葉
を
返
し
た

 
そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
に
彼
の
背
後
の
空
間
に
は
数
メ

ト
ル
の
高
さ
に
至
る
ま
で
蒼
い
光
と

共
に
様

な
武
器
が
出
現
す
る

現
状
キ
リ
ト
だ
け
が
持
つ
と
さ
れ
る
武
器

だ

 
話
に
は

い
て
い
て
も
圏
内
に
入
れ
な
い
原

か
ら
闘
技
場
で
見
た
事
も
無
い

の
オ
レ

ン
ジ
達
は
蒼
い
光
と
共
に
出
現
し
た
浮
遊
し
て
い
る
無
数
の
武
器
を
見
て
そ
こ
か
し
こ
で
小

さ
な
ど
よ
め
き
を
発
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
常
識
を
ぶ
ち
壊
す
そ
れ
に
動
揺
す
る
気
持
ち
は
分
か
ら
な

い
で
も
な
い
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し
か
し

な
の
は
神

の
反
応
だ

た

忌

し
そ
う
に
見
る

で
も
動
揺
す
る

で
も

無
く

た
だ
不

な

み
を
浮
か
べ
る
だ
け

し
か
も
勝

を
見
て
い
る
強
気
な

み
だ

が
可

し
い

可

し
い
さ
可

し
く
な
い

が
な
い

お
前

手
を
間
違
え
て
る
ん
じ

な
い
か

 
神

の

葉
に

 
と
ボ
ク
は
キ
リ
ト
と
全
く
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
同
じ
疑
問
の
声
を

中
で
上

て
い
た

完
全
に
キ
リ
ト
を
目
の

に
し
て
彼
を
殺
そ
う
と
し
て
い
た

の
男
の

葉
で
は
な
い

だ
か
ら
ボ
ク
は

乱
し
た

 
い
や
恐
ら
く
神

の

手
は
キ
リ
ト
そ
し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
こ
と

場

と
ボ
ク
達
攻

略
組
だ

こ
の
認
識
は
正
し
い

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
は
そ
れ
を

止
す
る

に
戦

て
い
る
の
だ

ま
さ
か

 
そ
こ
ま
で
思

し
て

と

界
の
多
く
を

め
て
い
る
自
分
の
と
は
異
な
る
カ

ル
を

持

た
者
達
に

意
が

た

 
彼
ら
の
カ

ル
は
オ
レ
ン
ジ

彼
ら
が
こ
こ
に

る
の
は
攻
略
組
を

滅
す
る

し
か
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し
そ
れ
は
結
果
的
に
で
あ
り

本
来
の
目
的
は
別
に
あ

た

 
彼
ら
が
こ
こ
に

る
理
由

 
そ
れ
は

神

が

い
た
か
ら
に

き
る

 
他
に
も
彼
ら
な
り
の
打

が

ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
ボ
ス
戦
で

労
し
て
い
る
と

て

も
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
中
で
も
ト

プ
ラ
ン
ク
の
攻
略
組
を
殺
せ
る
と

ん
で
の
行
動
に
は

必
ず
神

が

わ

て
い
る

そ
う
で
な
け
れ
ば

か
以
前
に
一

は
同
じ
事
が
あ

た

だ

キ
リ
ト
が
抑
え

ん
で
い
た
と
し
て
も
流

に
限

が
あ
る
の
だ
か
ら

お
前
の

手
は

だ
け
じ

な
く
て

 
キ
リ
ト

後
ろ

  
神

が
全
て
を

い
終
え
る
前
に
ボ
ク
は

し
た
全
て
の
武
器
の
切

先
と
殺
意
を
神

に
向
け
て
い
る
彼
の
背
後
へ
と
気
付
か
れ
な
い
よ
う
ハ
イ
デ

ン
グ
し
な
が
ら
近
付
い
て
い
る

数
人
の
オ
レ
ン
ジ
に
気
付
い
た

 
そ
の

間
声
を

り
上

る
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シ

ア
ア
ア

死
ね

が

お
ら
お
ら

く
 
背
後
に

び
寄

て
い
た
オ
レ
ン
ジ
達
へ
と
彼
が
振
り
返

て
剣
を
振
る

た
の
と
気
付
か

れ
た
オ
レ
ン
ジ
が
す
ぐ
に
斬
り
掛
か

て
一
本
の
黒
い
刃
と

な
が
ら
ラ
ン
ク
は
高
め
だ
と

分
か
る
三
本
の
片
手
剣
の
刃
が
交
わ

た
の
は

ボ
ク
の
声
が

い
た
直
後
の
出
来
事
だ

た

 
大
の
大
人
に
近
い
三
人
が
全
力
で
振
り
下
ろ
し
た
一
撃
と

振
り
返
り
ざ
ま
に

ぎ
に
振

る

た
キ
リ
ト
の
一
撃
は
や
は
り
圧
倒
的
な
レ
ベ
ル
差
で
キ
リ
ト
の
方
に
軍
配
が
上
が
り
三

人
を

め
て
弾
き

ば
し
た

吹

ん
だ
三
人
は
後

の
オ
レ
ン
ジ
達
を

き

ん
で
い
く

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
そ
れ
で
も
数
に
物
を

わ
せ
て
今
ま
で
静
観
を
決
め

ん
で
い
た
オ
レ
ン
ジ
達
が
雪

の
よ

う
に
キ
リ
ト
へ
と

る

 

然
彼
は
そ
れ
に
対

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

殺
し
合
い
に

も

も
無
い
ん
だ
よ
な
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あ
き
に

 
し
か
し
神

が
オ
レ
ン
ジ
へ
全
力
で
対
応
さ
せ
る
事
を

む

か
と

て
神

に

力
し

よ
う
と
す
れ
ば
オ
レ
ン
ジ
が
邪
魔
を
す
る

 

な
の
は
神

の
異
常
な
反
応
速

と

の
ポ
テ
ン
シ

ル
だ

 
キ
リ
ト
く
ら
い
レ
ベ
ル
が
絶
対
的
な
ら

ド
ス
キ
ル
を
放

て
い
れ
ば
良
い

け
反

ら
せ
ら
れ
る
し

レ
ベ
ル
差
補
正
が
掛
か

て
大
ダ
メ

ジ
は
必
至
だ
か
ら
だ

 
し
か
し
神

は

ド
ス
キ
ル
の
圧
倒
的
な
剣
速
を
も
の
と
も
し
な
い
剣

を
放
て
る
し
容

に
見
切

て
し
ま
う
か
ら

逆
に
死
に
体
を
晒
し
て
し
ま
う
事
に
な
る

だ
か
ら
キ
リ
ト
は

ド
ス
キ
ル
を
放
て
な
い

放
て
ば
そ
れ
は

す
な
わ
ち
死
を
意
味
す
る
か
ら
だ

 
で
は

を
使
え
ば
い
い
の
で
は
と
も
思

た
が

よ
く
よ
く

え
れ
ば
そ
れ
は
無
理

だ

た

 
ア
レ
は
彼
の
強

な
イ
メ

ジ
に
よ

て
自
在
に
動
か
さ
れ
る
代
物
だ

応

は
か
な
り
の

で

く
も
の
の
そ
れ
を
活
か
す

に
は
彼
が
極
限
ま
で
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

戦

や
乱
戦
で
は
ま
と
も
に
使
え
な
い
の
で
あ
る

 
特
に
今
は
彼
の
思

や

静
さ
を
掻
き
乱
す
神

が

る
か
ら

更

を
使
い

い
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最
初
か
ら
使

て
い
れ
ば
変
わ

た
か
も
し
れ
な
い
が
神

の
あ
の
ポ
テ
ン
シ

ル
で
は
恐
ら

く
逆
に
追
い

め
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う

を
ギ
リ
ギ
リ
に
な
る
ま
で

ら
し
た
か
ら
こ
そ
物

作
戦
に
出
よ
う
と
し
た
の
だ

 
逆
に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

オ
レ
ン
ジ
達
に
よ
る
物

作
戦
に
出
ら
れ
て
し
ま

た

だ
が

 
神

は
そ
れ
を

て
い
た
の
か
オ
レ
ン
ジ
達
が
キ
リ
ト
の
邪
魔
を
し
た
と
こ
ろ
で

色

の

体
が

め
ら
れ
た
小

を
取
り
出
し
て

に

み

を
七

程
ま
で
回
復
さ
せ
て
い
た

グ
ラ
ン
ポ

シ

ン

を
使

し
た
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト

 
さ

き
は
異
様
な
状

で
追
い

め
て
い
た
と

え
ど
少
し
で
も
要

が
変
わ
れ
ば
追
い

め
ら
れ
る
の
は
キ
リ
ト
の
方

オ
レ
ン
ジ
が
加
わ

た
現
状
だ
と
彼
の
戦
死
は
必
至
だ

お

と

お
前
ら
の

手
は

達
だ

く

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

 
だ
か
ら
加
勢
に
向
か
お
う
と
し
た
の
だ
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
キ
リ
ト
に
襲
い
掛
か
れ
る
オ

レ
ン
ジ
以
外
の
面

が
攻
略
組
の
前
に
立
ち

が

た

恐
ら
く
神

と
他
十
人

ど
が
キ
リ
ト

に
集
中
し
そ
の
他
は
攻
略
組
の
足
止
め
最
悪
疑
心
か
ら

返

た
攻
略
組
と
共
に

場
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こ
と

Ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｃ
ｌ
ｉ
ｆ
ｆ

を

と
う
と

え
て
い
た
の
だ

 

け
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
出

を

か
れ
た
の
で

思
わ
ず
⻭
を
食
い

て
し
ま
う

 
一

一
人
ず
つ
殺
す
か
と
物
騒
な
思

が

を

た
も
の
の
理
性
で
そ
れ
を

し
殺
す

別
に
殺
人
は
ダ
メ
だ
と
か
そ
う
い
う

理
的
な
思

に
よ
る
も
の
じ

な
い

に
ま
と
も

に

手
す
る
事
そ
の
も
の
が
悪
手
で
あ
り
オ
レ
ン
ジ
達
の
思
う

だ
と
判
断
し
た
か
ら
だ

 
オ
レ
ン
ジ
達
の

目
は
キ
リ
ト
へ
の

護
を

る
事

だ
か
ら
こ
こ
で
も
た
つ
い
て
い
る

な
ん
て
無
い

な
ら
強
行
突
破
あ
る
の
み

喰
ら
え

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

え
え
え
え
え
え

 
憎
た
ら
し
い
程
ま
で
に
こ
ち
ら
の
状

を
想
定
し
た
上
で

り
巡
ら
さ
れ
た
知
略
に

悪
感
が

再

し

悪
く
怒
鳴
り
な
が
ら

こ
ち
ら
に

け
て
く
る
オ
レ
ン
ジ
達
へ
特
攻
を
仕
掛
け
る

 
レ
ベ
ル
差
か
ら
オ
レ
ン
ジ
達
以
上
の
速

で

け
出
し
た
自
分
に

い
て
い
る
者
も

た
が

そ
れ
ら
を
無

し
て
剣
を
振
り
か
ぶ
る

愛
剣
で
あ
る

身
な
が
ら
肉

の
黒
剣
ル
ナ
テ

ク
を

に

す
よ
う
に
構
え
る

 
そ
の
構
え
は

ス
ネ

ク
バ
イ
ト

の
そ
れ
に

似
し
て
い
る
が

ア
レ
は
地
に
足
を

け
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を
深
く

と
し
た
上
で
構
え
る
事
で
発
動
す
る
の
で

突
進
中
の
今
は
発
動
し
な
い

 

動
中
に
こ
の
構
え
を
取
る
事
で
発
動
す
る

ド
ス
キ
ル
は

ま
た
別
に
あ
る
か
ら
だ

 
そ
れ
を

た
自
分
の
愛
剣
か
ら
見

れ
た
蒼
い
光
が

る

直
後
見
え
な
い
手
に
動
か

さ
れ
る
よ
う
に
剣
を

点
と
し
て
自
分
の
体
も
そ
れ
に
追

し
始
め
る

 
一
気
に
前
へ
加
速
し
な
が
ら
時

回
り
に
回
転
し
つ
つ

に

た
オ
レ
ン
ジ
三
人
を

め

て
斬
り
裂
く

剣
を
振
る
い
終
え
た
後

す
ぐ
さ
ま
真

へ
と
回
転
し
な
が
ら
直

に

が

て

の
プ
レ
イ

達
へ

ぎ
を
放
つ

ま
た

に

が

て

ぎ
を
放
つ

 
そ
し
て
最
初
の
突
進
と
同
一
の
方
向
に
向
き
な
が
ら
の

ぎ
を
放

て
攻
撃
は
終
了
し

た 
加
速
が
付
い
た
事
で
一

五
メ

ト
ル
の
正
方
形
を

く
よ
う
な

道
で

動
し
つ
つ
回
転
斬

り
を

で
行
い

い
の
内

に

る

を

め
て
斬
り
裂
く
こ
れ
は

動
中
に
の
み
発
動

可
能
な
タ
イ
プ
の

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

 

キ
リ
ト
が

剣
技

繋

に

ん
で
い
る
タ
イ
プ
は

そ
の
場
で

斬
り
上

斬
り
上

逆

を
間
断
無
く

き

む

的
な
四

撃

ド
ス
キ
ル

 
反
面
こ
ち
ら
の
タ
イ
プ
は
高
速

動
し
な
が
ら
な
の
で

れ
が
必
要
で
は
あ
る
も
の
の

動
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し
な
が
ら
斬
り
裂
く
の
で

発
動
中
無

備
に
な
る
と
い
う
デ
メ
リ

ト
が

が
れ
て
い
る

 

論
人
に
よ

て
は
使
い

い
し
実

使
え
る
場
面
も
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
だ
が
広
い
場

つ
複
数
の

が

ま

て
い
る
場
合
に
限

て
コ
レ
は
と
て
も
有

だ

 
ボ
ス
に
対
し
て
キ
リ
ト
が
使
わ
な
い
の
は
五
メ

ト
ル
の

動

離
で

え
る
程

で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
上
こ
の
技
の
一
撃
は

常
の
タ
イ
プ
と
異
な

て
ノ

ク
バ

ク

果
が

小
さ
い
か
ら
で
あ
る

 
更
に
正
方
形
の
内

だ
け
で
な
く

動
中
は
回
転
斬
り
を
放

て
い
る
も
同
然
な
の
で
外

の

に
も

め
て
攻
撃
が
可
能

だ
か
ら
密
集
し
て
い
た
オ
レ
ン
ジ
達
の
多
く
は
大
ダ
メ

ジ
を

け

外

に

た
者
も
一
撃
だ
け
と
は

え
そ
れ
な
り
に

を

ら
し
て
い
た

ど
け

な
 
恐
ら
く
あ
と
一
撃

持

て
二
撃
程

し
か

を
残
し
て
い
な
い
オ
レ
ン
ジ
に
対
し

な
く
愛
剣
を
振
る
う

故
か

手
は

き
に
目
を

き
つ
つ
刃
を

い
だ

 
こ
の
ま
ま

り
合
い
で

し
切
る
事
は
可
能
だ
が
勢
い
を
失

た
今
そ
れ
を
す
る
と

を

ま
れ

き
に
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
一

離
を
取

て
仕
切
り
直
す

そ
れ
で
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も
オ
レ
ン
ジ
の
肉

を
突
破
す
る
の
は

め
て
い
な
い
の
で

め
て
突

す
る

の

勢
を

取

た

 
そ
れ
は

オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

を
殺
す
事
も

わ
な
い
決
意
の

れ

 
そ
れ
を
見
て
先
の

ド
ス
キ
ル
に
よ

て
一
撃
で
あ
る
い
は
四
撃
で
限
界
ま
で
命
を

ら
さ
れ
て

き
に

わ
れ
て
い
た
オ
レ
ン
ジ
達
が

惑
と
動
揺
で
身
を

め
る

け
て
自
分

に
対
し

恐
怖
の
色
を

し
た

を

信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
面
持
ち
と
共
に
向
け
て
来
た

だ
よ
話
が
違
う
じ

な
い
か

攻
略
組
は

達
を
殺
さ
な
い

だ
ろ
完
全
に
殺
す

気
で
来
て
る
ぞ

 
こ
ち
ら
と

対
し
て
い
た
最
前
の
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

が

え
る
声

で
そ
う

ら
す

 
人

の
向
こ
う
か
ら

間

と
も
つ
か
ぬ
生
死
の
応

の

だ
け
が

く
ボ
ス
部

で
も

そ
の
声
は
確
か
に

こ
ち
ら
の

を
打

た

 

間
自
分
は
知
ら
ず
ぎ
り
と

⻭
を

ま
せ
た

自
覚
し
な
い
内
に
愛
剣
の

を
握
る

手
に

め
ら
れ
る
力
が
よ
り
強
く
な
り
自
分
の

が
よ
り

く
物
騒
な
気
配
を
放
つ
よ

う
に
な

た
の
を
自
覚
す
る

 
そ
れ
を

け
た
オ
レ
ン
ジ
達
が
一
様
に

歩
下
が

た
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確
か
に

攻
略
組

な
ら
ね

け
ど
キ
ミ
達
は
大
き
な

違
い
を
し
て
る

違
い

 

え
恐
怖
を
滲
ま
せ
な
が
ら
オ
ウ
ム
返
し
に
問
う
て
き
た
男
に
自
分
は
黒
剣
ル
ナ
テ

ク
を
持
ち
上

そ
の

い
黒

の
如
き
切

先
を
オ
レ
ン
ジ
達
へ
向
け
た

明
確
な
殺
意

を

す

に

伝
え
る

に

 
お
前
達
に
情
け
は
掛
け
な
い
と

外
に

す
る

に

今
の
ボ
ク
は

攻
略
組

の
剣
士
で
も

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の

絶
剣

で
も
無

い
た
だ
の
ユ
ウ
キ
だ

今
の
ボ
ク
は
た
だ
自
分
自
身
の
心
の

く
ま
ま
に
動
く

人
を

斬
る
覚
悟
は

め
て
た

だ
か
ら
ボ
ク
は
必
要
で
あ
れ
ば

い
無
く
人
を
殺
せ
る

ボ
ク

を
止
め
る
な
ら
殺
さ
れ
る
覚
悟
を
し
て
も
ら
お
う
か

 
今
の
自
分
は

の
し
が
ら
み
も
無
い

無

す
る

後
先
の
事
を

え
て
い
な
い
愚
か

な
た
だ
の
人
間
で

け
れ
ど

だ
か
ら
こ
そ
本

の
気
持
ち
の
ま
ま
に
行
動
出
来
る

 
人
を
斬
り
殺
す
事
に

も
感
じ
な
い
と

え
ば

に
な
る

後
の
事
を

え
る
と
怖
く
て
仕
方

が
な
い

姉
に

わ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と

に

え
始
め
て
も
い
る

 
け
れ
ど

こ
の
覚
悟
と

に

後
悔
は

も
無
い
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自
分
は
彼
を
護
る
剣
と
な
る
と
そ
う
誓

た

そ
の
誓
い
を
果
た
す
時
は
き

と
今
な
の
だ

と

そ
う
確
信
を

い
て
い
る

 
だ
か
ら
自
分
の
こ
の
行
動
を

じ
る
つ
も
り
は
無
い

た
と
え
悪
だ
と

わ
れ
よ
う
と
最

だ
と

ら
れ
よ
う
と
も
今
ま
で
ず

と
有
形
無
形
無
数
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
た
彼
を
助
け
る

の
結
果
な
ら

ボ
ク
は
そ
れ
を
甘
ん
じ
て

む
し
ろ

と
し
て

け
容
れ
よ
う

 

観
し
て
目
の
前
で
助
け
ら
れ
ず
悔
や
む
偽
善
に

べ
れ
ば
誓
い
を
果
た
す

に
行
動
す

る
悪
な
る
偽
善
の
方
が

か
に
誇
り
あ
る
行
動
だ
と
思
う
か
ら

 
そ
の

に

ま
れ
よ
う
と
ボ
ク
は
後
悔
し
な
い

そ
れ
が
ボ
ク
に
と

て
の
誇
り
で
あ
り
正
義

の
在
り
方
だ
か
ら

後
悔
な
ん
て
す
る

に
は
い
か
な
い

 
ボ
ク
の
決
意
は

覚
悟
は

そ
の
程

で
は
無
い

 
キ
リ
ト
を
助
け
る

な
ら

名
を

る
事
も
悪

を
投

ら
れ
る
事
も
罪
を
背
負
う
事

も
構
わ
な
い

 
自
分
よ
り
も

か
に

い
少
年
が
ず

と
そ
う
し
て
ボ
ク
達
を
救
い
導
い
て
く
れ
た
の
だ

か
ら

愛
す
る
少
年
の

な
ら
せ
め
て
同
じ
事
を
す
る
覚
悟
く
ら
い
は

め
な
け
れ
ば

び
立
つ

事
は
お
ろ
か
き

と

白
す
る
事
も
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う

た
と
え
キ
リ
ト
が
許
し
た
と
し
て
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も

ボ
ク
自
身
が
許
さ
な
い

寄
ら
ば
斬
る

め
ば
斬
る
死
に
た
い
人
だ
け
掛
か

て
来
る
と
い
い

死
に
た
く

な
い
な
ら
そ
こ
を
ど
け

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

え 
心
を
決
意
と
誇
り
で

ら
せ
け
れ
ど
思

と
感
情
は

静

つ

に
そ
し
て
覇
気

れ

る
怒

を

り
上

な
が
ら
強
く
引
き

て
愛
剣
に
深
紅
の
光
を

ら
せ
る

直
後
間
髪

を
入
れ
ず
外

機

め
い
た

と
共
に

剣
を
突
き
出
し
な
が
ら
突
進
突
き
を
放
つ

 
放
つ

に
地
面
を
強
く

て
前
進
し
て
い
た
の
で
そ
れ
も

め
て
突
進
速

と

離
が

び
た

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

は
空
気
を
突
き
破
り
な
が
ら
直
進

 
オ
レ
ン
ジ
達
は
こ
ち
ら
の
怒
声
と
殺
気
に
恐
怖
を
覚
え
た
か
ら
か

そ
れ
と
も
本
能
的
に
か

慌
て
て
意
外
に
も

く

に
分
か
れ
て
突
進

道
の
直
上
か
ら

動
し
た

そ
の
た
め
突
進

突
き
に

た
る
者
は

一
人
と
し
て
お
ら
ず
空
気
を
突
き
破
る
程
の
突
進
の

波
で
吹
き

ぶ

者
が

た
だ
け
だ

た

 
突
進
の

波
と
は

え
そ
れ
は
た
だ
の
衝
撃
波
と
い
う
名
の
エ
フ

ク
ト
や
風
圧
だ
け
な
の

で
リ
ア
ル
と
違

て
こ
れ
に

た

て
も
ダ
メ

ジ
は
無
い

な
の
で
あ
る
と
し
て
も
ち
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と
し
た

下
ダ
メ

ジ
程
だ
ろ
う
し
そ
れ
が
あ

て
も
高

下
に
よ
る
死
亡
へ
と
繋
が
る
大

ダ
メ

ジ
に
は
至
ら
な
い

ア
レ
は

常
二
十
メ

ト
ル
以
上
か
ら
直
下
し
た
時
に
の
み

こ
る

か
ら
だ

 
そ
の
た
め
直
線
状
に

も

な
く
な

た
時
点
で
プ
レ
イ

を
殺
す
可
能
性
は

無
く

な

た
の
で

心
の
中
で
安

の
息
を

く

 
だ
が
ま
だ
安
心
は
出
来
な
い

オ
レ
ン
ジ
達
か
ら
戦
意
を
奪
わ
な
い
限
り

れ
は

か
の

を
全
損
さ
せ
る
事
に
な
る
可
能
性
は
無
く
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

 
一

い
た
安

を
抑
え

む
よ
う
に

中
で

い
た
後

ボ
ク
は

り
を
見

し
た

く
そ

こ
の

 
本

に

で

の
速
さ
に

付
い
て
来
ら
れ
る

 
発
動
直
前
で
前
進
し
て
い
た
分
が

を

し
た
か
気
付
け
ば
自
分
は
オ
レ
ン
ジ
の
人

を

け
て
い
た

 
ア
ス
ナ
や
デ

ア
ベ
ル
ど
う
に
か
再

し
た
ら
し
い

場

こ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
全
力

で
戦
い
危
険

ギ
リ
ギ
リ
の

ま
で

ら
し
て
い
た
お
陰
か
あ
る
い
は
ボ
ク
が
容
赦
な
く
全

損
さ
せ
る
光

を
見
て

ん
だ
の
か
キ
リ
ト
に
斬
り
掛
か

て
い
た
オ
レ
ン
ジ
は

な
く
な

て
い
た

そ
の
間
に
隙
を
晒
し
た
オ
レ
ン
ジ
達
を

と
攻
略
組
は

束
し
て
い
く



 第五十七章 〜死闘：骨肉の争い中編〜

 
そ
の
た
め
必
然
的
に
黒
と
白
の
剣
士
は
ま
た
一
騎

ち
を
し
て
い
た

オ
レ
ン
ジ
達
が
自
分

の
身
を
護
る
事
を

先
し
た
事
で
キ
リ
ト
に
掛
か

た
負

は
ま
だ
少
な
か

た
ら
し
く
神

と
未
だ
刃
を
交
え
ら
れ
る
程
の

が
あ
る
よ
う
だ

た

 
た
だ
異
な
る
の
は
さ

き
ま
で
キ
リ
ト
は
二
刀
で
あ

た
の
に
対
し

を
手
刀
で
切
断

さ
れ
た

に

手
一
本
の
一
刀
で
あ
る
事

 
そ
し
て
最
大
の
違
い
は
恐
ら
く
以
前
の
デ

エ
ル
で
見
せ
た
四

速
の
剣
を
振
る

て
い
る

の
だ
ろ
う
神

に
対
し
一
刀
で
も
彼
は
対
抗
出
来
て
い
る
事
だ

た

デ

エ
ル
の
時
は
刀
身

に
手
を

え
て
動
か
し
や
す
く
し
て

戦
一
方
だ

た
の
に
今
の
キ
リ
ト
は
神

の
四

速
と

り
合

て
い
た

 

の
オ
レ
ン
ジ
を

し
な
が
ら
も
今
ま
で
あ

た
プ
レ
イ

対
プ
レ
イ

の
常
識

を
超
え
た
戦
い
に
目
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う

そ
れ
は
攻
略
組
も
オ
レ
ン
ジ
も
同
じ
で
そ
こ
ま
で

し
い
戦
い
に
な

て
お
ら
ず

も
が
兄
弟
の
死
闘
に
目
を
向
け
て
い
た

 
攻
略
組
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
オ
レ
ン
ジ
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
こ
の
製
品

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
プ
レ
イ

の
大

は
ゲ

マ

で
こ
ん
な
危

険
な
場

ま
で
来
ら
れ
る
程
の
強
さ
を
持

て
い
る
者
に
は
大
な
り
小
な
り
強
さ
へ
の
欲
求
が
あ
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る

そ
の
欲
求
が

さ
れ
た
せ
い
で

も
が
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
強
さ
へ
の

望
が
人
一

強
い
と
自
負
し
て
い
る
ボ
ク
が
そ
う
思
う
の
だ
か
ら
き

と
間
違

い
な
い

だ

チ
 
ボ
ス
部

に
い
る
大
勢
の
者
の

線
が
集
ま
る
中

が

る
程
の
速

で
剣

を
交
わ
し
て

い
た
二
人
の
動
き
が

間
的
に
止
ま

た

神

が
キ
リ
ト
の

ぎ
を
流
す
の
で
は
な
く

け
止
め

更
に
真
下
へ
と

さ
え

み
な
が
ら

と
し
無
理

理
動
き
を

し
た
の
だ

 

然
キ
リ
ト
は
剣
を
か
ち
上

よ
う
と
す
る
が
神

の
剣
に

さ
え

ま
れ
て
い
る
の
で
叶

わ
な
い

後
ろ
に
引
い
た

間
斬
ら
れ
る
し

し
切
ろ
う
と
し
て
も
流
さ
れ
れ
ば
隙
を
晒
す
事

か
ら

一
時
的
な

状

に

た

 
し
か
し
そ
れ
も
一

の
事

 

抗
し
た
と
思

た
直
後
に
は
神

が

り
合
い
な
が
ら
前
進
し

身
を
前
に
し
て

い
た
キ
リ
ト
の

を
自
身
の

で

く
横
か
ら

た

見
た
目
は

か

た
が
実

は
そ
れ
に
反
し
て
重
か

た
の
か
た
だ
の

り
一
発
で
キ
リ
ト
は

く
体
勢
を

し
て
し
ま
う

 
そ
れ
は
大
き
な
隙
だ

た
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死
ね

 
体
勢
を

さ
れ
て
後
ろ
に

く
倒
れ

む
よ
う
に
後
退
す
る
キ
リ
ト
の
剣
を

し
返
し
神

は
白
剣
を

く
突
き
出
し
た

 
そ
の
一
撃
を
キ
リ
ト
は

を

に
大
き
く

紙
一
重
で

す

同
時
に
近
付
い
て
来
た
神

の

に

の
中

り
を

き

ん
だ

 
そ
れ
か
ら
彼
は
後
退
す
る

性
に
逆
ら
う
事
無
く
バ
ク
転
を
し
て

離
を
取

た

そ
の

手
に
握

て
い
る
エ
リ

シ
デ

タ
を

突
を
放

て

か
な
隙
を
見
せ
て
い
た
神

へ
向

け
て
大
振
り
に
投

す
る

 
真

直
ぐ
突
き
出
す
よ
う
な
投

だ

た
な
ら
と
も
か
く
高
速
回
転
し
な
が
ら

る
剣
は
時

の

の
如
く
回

て
い
た
か
ら

実

に
回

す
る
と
な
る
と
至

の
業
だ

 
少
し
無
理
を
し
て
放

た

突
を

さ
れ
隙
を
見
せ
て
い
た
神

は
慌
て
て

そ
う
と
し

た
も
の
の
剣
が

る
方
が
圧
倒
的
に
速
く

に
深
い
斬
閃
を

ま
れ
た

八

ま
で
回
復
し

て
い
た

は
そ
の
一
撃
で
五

を
ギ
リ
ギ
リ
下
回
り

緑
色
だ

た
ゲ

ジ
の
色
が
⻩
色
へ
と

変
わ
る
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く
そ

片

う
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が
な

 
そ
の
結
果
を
見
て
キ
リ
ト
は
悪

を

い
た

ど
う
や
ら
片

を
奪

て
機
動
力
を

ぎ
決

を
付
け
よ
う
と

え
て
い
た
ら
し
い

 
神

を
斬
り
付
け
た
黒
剣
エ
リ

シ
デ

タ
は
ボ
ス
部

の
入
り

近
く
の

に
突
き
立

て
止
ま

た
も
の
の
す
ぐ
に
⻘
黒
い

を

ら
せ
な
が
ら

子
と
な

て
消
え
キ
リ
ト
の

手
へ
と

る

 
ボ
ク
が
し
た
ら
メ
イ
ン
武
器
を
喪
う
事
に
な
る
が
キ
リ
ト
の
場
合

に
登
録
さ
え
し

て
い
れ
ば

時
で
も
呼
び
出
せ
る
し
出
し
入
れ
も
可
能
だ
か
ら

あ
ん
な
事
が
出
来
て
し
ま
う

 
投
剣
や
ピ

ク
な
ど
投

武
器
は

値
は
お
ろ
か
攻
撃
力
も

い
の
で

制
も

し
い
の
だ

が
メ
イ
ン
を

れ
る
武
器
の
投

と
も
な
れ
ば
そ
の

力
は
恐
ろ
し
い
も
の
が
あ
る

に
よ
る
物

作
戦
が

ま
じ
い
の
も
武
器
が
有
す
る
攻
撃
力
故
だ

論

備
し
て
い
る
キ
リ

ト
の
ス
テ

タ
ス
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い

 
先
の
戦
い
を
見
る
限
り
キ
リ
ト
は
剣
を
交
わ
し
て
い
る
間
に

を
攻
撃
に
使
う
の
は

し
い

離
を
取
れ
ば
回
収
に
は
使
え
る

 
つ
ま
り
彼
の
手
札
は
正
に
自
身
の
経
験
と
実
力

勝
負

だ
け
と
な
る
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対
す
る
神

は
未
だ
に
全
て
の
手
札
が
分
か

て
い
な
い
か
ら
不
気
味
な
部
分
が
あ
る

し
ろ
以
前
キ
リ
ト
が
回
収
し
た

の
白
剣
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

シ
デ

タ
を
ま
た
持

て
い
る
か
ら

だ

リ
ズ
か
ら
レ
プ
リ
カ
や

品
の
線
は
一
応
教
え
て
も
ら

て
い
た
が
最
大
強
化
状

で

も
力
不
足
が

め
な
く
な

て
い
る
第
五
十
層

の

品
と
も
な
る
と

更
こ
の
層
で

す
る
と
も
思
え
ず

と
も

え
な
い
引

掛
か
り
が
気
分
を
悪
く
さ
せ
る

 
そ
の
出

が
分
か
ら
な
い
以
上
ま
だ
神

は
手
札
を
残
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て

な
ら
な
い

 
実
の
と
こ
ろ

自
分
が
キ
リ
ト
に
加
勢
し
て
神

に
斬
り
掛
か
ら
な
い
の
も
そ
こ
が
引

掛

か

て
い
る
か
ら
だ

 

常
の
剣
速
を
四

に
し
た
剣

を

け
な
い
と

え
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
が
あ
ま
り
の

情
報
の
無
さ
神

の
不

明
さ
に
ど
う
し
て
も
対
応
出
来
る
ビ
ジ

ン
が
浮
か
ば
な
い

あ
ま

り
に
も

が
違
い
過
ぎ
る

 
確
か
に
自
分
は
神

を
殺
す
べ
く
剣
を

い
た
が
だ
か
ら
と

て
目
的
を
履
き
違
え
る
程

愚
か
で
は
無
い

あ
く
ま
で
自
分
が
誓

た
事
は
キ
リ
ト
を
護
る
事
で
あ
り
神

を
殺
す
事
で

は
無
い

意

に
過
ぎ
る
誓
い
よ
り
殺
意
を

先
す
る
つ
も
り
な
ど
自
分
に
は
無
い
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下
手
に
加
勢
し
て
も
し
も
キ
リ
ト
の
足
を
引

て
殺
さ
れ
そ
う
に
な

た
時
さ

き

の
ク
ラ
イ
ン
の
時
の
よ
う
に

わ
れ
そ
れ
が
原
因
で
キ
リ
ト
を
死
な
せ
て
し
ま

た
ら

そ
う

え
る
と

怒
と
殺
意
に
焦
が
し
て
い
た
身
が

ま
り

ん
で
し
ま
う
の
だ

 

か

か
手
は
無
い
か
と

思

を
回
転
さ
せ
た

出
来
損
な
い
が

 
内
心
で
焦
り
な
が
ら
思

し
て
い
る
間
も

然
事

は
進
む

 

離
を
取

て
仕
切
り
直
し
て
か
ら
最
初
に
動
い
た
の
は
神

 
神

は

手
に
二
本
の

剣
を

虚
空
か
ら
出
現
さ
せ
た

を
神

も
有
し
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
行
動
に

は
目
を

た

自
分
の

念
は
正
に

た

て
い
た
の
だ

下
手
に
突

ん
で
い
れ
ば
そ
れ
こ
そ
キ
リ
ト
が
ボ
ク
を

て
万
策

き
る
展
開
に
な

て

い
た
だ
ろ
う

 
神

は
手
に
持

た
二
振
り
の

剣
を
キ
リ
ト
へ
向
け
て
投

し
た

そ
れ
ら
は
直
線
的
で

は
無
く

く

し
て
遠
回
り
す
る

道
を

き
な
が
ら

か
ら

み

む
よ
う
に

ん

で
い
く

時
間
差
の

撃

な
ら
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そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
は

間
髪
を
入
れ
ず
神

と
の

離
を

め
る
よ
う
に
前
進
を

ん
だ

 
恐
ら
く
あ
の
二
振
り
は

か
ら

み

む
よ
う
に
キ
リ
ト
に
襲
い
掛
か
る

そ
れ
の
対
応
は

前
進
か
後
退
あ
る
い
は
上
に

ぶ
か
し

が
む
か
だ
が
後
ろ
二
つ
は
隙
が
大
き
過
ぎ
る
の
で

必
然
的
に
前
後
に
し
か
動
け
な
い

 
そ
し
て
後
退
す
れ
ば
神

が
持

て
い
る
だ
ろ
う

の
良
い
的
に
な

て
し
ま
う
か
ら

キ
リ
ト
に
は
前
進
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か

た
の
だ

 
前
進
す
れ
ば
必
然
的
に
神

と
斬
り
結
ぶ
事
と
な
り
そ
ち
ら
に
集
中
し
過
ぎ
た
ら

か
ら

剣
が
襲
い
掛
か

て
来
る
現
実
で
は
あ
り
得
な
い
が

に
登
録
さ
れ
て
い
る
武
器
は
使

者
の
イ
メ

ジ

り
に
動
か
さ
れ
る
か
ら

道
修
正
も
可
能
だ
か
ら
だ

 
そ
の
間
に
神

は
も
う
一

手
に
剣

は
ハ
ン
ド
ガ

ド
が
付
い
た
黒
と
白
の
片
刃
片

手
剣

を
出
現
さ
せ

同
じ
よ
う
に
投

す
る

二

構
え
の
時
間
差
攻
撃
だ

 

と
黒
白
合

四
本
の
剣
を
投

し
た
神

は
白
剣
エ
リ

シ
デ

タ
を

手
に
握
り

手
に
禍

し
い

剣
エ
ン
ゼ
ル
イ

タ

を
握

て
前
進
す
る

か
ら

る
四
本
の
剣
に

よ
る
時
間
差
攻
撃
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず
ら
し

そ
の
前
後
で
隙
を
突
こ
う
と
い
う

だ
ろ
う

 
そ
れ
を
見
て
こ
こ
だ
と
自
分
は
直
感
的
に
思

た

自
分
が

入
す
る
な
ら
き

と
こ
こ
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し
か
な
い
と

 
自
分
が
二
人
の
戦
い
に

り

む
の
を

て
い
た
の
は
加
勢
し
た
自
分
を
キ
リ
ト
が

う
未
来
に
恐
怖
し
て
い
る
か
ら

自
分
の
力
で
は
神

の
剣
を
超
え
ら
れ
な
い
と
悟

て
い
る
か

ら
こ
そ
そ
の
危
険
性
が
高
い
事
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
だ

 
だ
が
投

さ
れ
た
剣
は
一
応
本

的
に
は
未
だ
神

の
意
識
で
動
か
さ
れ
る
と

え
ど

ば

意
識
の
外
に

か
れ
て
い
る
と

て
も
い
い

 
つ
ま
り
思
わ
ぬ
外
的
要
因
の
横
槍
が
入
れ
ば
容

に

解
す
る
程

で
し
か
な
い

な
の
だ

 
そ
う
判
断
し
た
ボ
ク
は

く

し
な
が
ら
遠
回
り
す
る

道
を

く
四
本
の
剣
の
内
白

の
片
刃
片
手
剣
と

色
の
剣
の

神

か
ら
見
て

キ
リ
ト
か
ら
見
て

を

ん
で

い
る

二
本
を

き

す

に

ぐ

と

を

る

ハ
 
け
れ
ど
ボ
ク
が
地
を

る
事
は
無
か

た

 

故
な
ら

き

そ
う
と

い
を
定
め
て
い
た
二
本
の
剣
が
キ
リ
ト
の
手
に
よ

て

と
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さ
れ
た
か
ら
だ

 
時
間
差
で
攻
撃
す
る
と
は

え
キ
リ
ト
を

て
い
る

だ
か
ら
下
手
に
動
く
よ
り
は

静
に

構
え
て
い
れ
ば

そ
れ
ら
の
対

も
容

と

え
ば
容

だ
ろ
う

 
だ
が
そ
れ
は
前
方
か
ら

が

て
い
な
け
れ
ば
の
話

 
そ
の
上
で
キ
リ
ト
は
そ
れ
ら
全
て
に
対

し
て
み
せ
た

 
今
の
彼
は

が
未
だ
に
回
復
し
て
い
な
い
の
で
一
刀
の
状

の
ま
ま

手
に
そ
れ
ぞ
れ

片
手
剣
を
持
つ
と
い
う

件
を

た
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら

二
刀
流
に
あ
る
全
方

に

攻
撃
す
る

エ
ン
ド
・
リ
ボ
ル
バ

は
使
え
な
い

 
し
か
し
片
手
剣
に
も
全
方

を
攻
撃
す
る
ス
キ
ル
は
あ
る

密
に

え
ば
工

を
す
れ

ば
全
方

に
攻
撃
出
来
る
だ
け
で

本
来
は
前
方
に
だ
け
攻
撃
す
る
技

 
そ
れ
こ
そ
が

片
手
剣

ス
キ
ル
の
中
で
も
初
期
に

得
す
る

ド
ス
キ
ル
の
内
の
一
つ

ホ
リ

ン
タ
ル

 
ス
ネ

ク
バ
イ
ト
と
違

て

だ
め
に
構
え
る
の
で
は
な
く
振
り

く
構
え
を
取
る
事

で
発
動
す
る
こ
の

ド
ス
キ
ル
は
剣
を
振
る
う
向
き
と
同
じ
方
向
に
身
体
の
回
転
を
入
れ
る

事
で
疑
似
的
な
回
転
斬
り
に
発
展
さ
せ
る
事
が
可
能
だ

そ
の
発
展
形
が
先

ど
自
分
が
オ
レ
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ン
ジ
達
に
対
し
て
放

た

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

 
一
応
こ
の
攻
撃
動
作
も
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
一
つ

剣
技
増

の

で
あ
る

 
キ
リ
ト
は

か
ら

る
四
本
の
剣
を
回
転
斬
り
へ
と
発
展
さ
せ
た
ホ
リ

ン
タ
ル
で

め
て

撃
し

き

し
た

 
そ
れ
だ
け
で
な
く

技
後

直
と
い
う

命
的
な
隙
を
生
む
事
を
覚
悟
で
放

た
で
あ
ろ
う

ド
ス
キ
ル
は

離
を

め
て
来
て
い
た
神

に
対
す
る

制
と
な

て
い
た

 

が
五

り
に
あ
る
神

は

た
り

が
悪
け
れ
ば
ス
テ

タ
ス
差
で
一
撃
死
も
あ
り
得

る
た
め

投

し
た
四
剣
が

き

さ
れ
た
時
点
で
制
動
を
掛
け
る

 
結
果
的
に
神

は
蒼
光
の

を
引
く
横

ぎ
一
閃
を

す
事
に
成

 
し
か
し
全
力
で
前
進
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
無
理
に
制
動
を
掛
け
た
せ
い
で

性
を
殺
し
切
れ

ず

攻
撃
を

せ
は
し
た
も
の
の

大
き
な
隙
を
晒
す

こ
こ
ま
で

近
し
て
い
て
は
下
手
に

を
使
お
う
も
の
な
ら
自
分
を

て
攻
撃
し
か
ね
な
い
た
め
か

神

も

な
行
動
を

取
れ
な
い
よ
う
だ

た

今

こ
そ

く
そ

や

や
め
ろ

一



 第五十七章 〜死闘：骨肉の争い中編〜

 
絶

の

機
に
キ
リ
ト
は
そ
の

な

を
狂
気
に
歪
め
た

限
界
を
突
破
し
て
い
る

怒

と
憎
悪
に

わ
れ
て
い
る
彼
は
⻑
年

じ

め
て
い
た
で
あ
ろ
う
復
讐
が
成

す
る
事
に
喜
び

を
覚
え
て
い
る
の
だ

 
収

し
切

た

狂
喜
に
歪
め
ら
れ
た

そ
し
て
殺
気
に

れ
る
表
情
を
浮
か
べ
る

キ
リ
ト
は

に
振
り

い
た
黒
剣
を

技
後

直
が

さ
れ
る
前
に

に

ぐ
よ
う
に
構
え
た

 
ま
る
で

き
直
し
で
あ
る
か
の
如
く
ま
た
神

が

願
の
声
を
上

る
が
さ

き
と
違

て
今

は
キ
リ
ト
も
手
を
止
め
な
い

こ
れ
で

 
構
え
た
剣
を
強
く
後
ろ
へ
引
き

た
直
後
蒼
光
の
残
滓
が
残

て
い
た
黒
剣
の
刃
が
血
を

想

さ
せ
る
深
紅
の

き
を

う

そ
れ
か
ら
一

に
し
て
バ
チ
バ
チ
と

し
い

を
剣
身
か

ら

ら
せ

高
い

き
を
上

旋
風
を

き

こ
す

 
そ
の
様
は

の

の
形
容
が

応
し
い
だ
ろ
う

狂
気
と
殺
意
に

ち
全
て
が

め
ら
れ

て
い
る
そ
の

き
は

い

そ
正
反
対
の
闇
と
も

え
る
禍

し
さ
が
あ
る

 
そ
の
禍

し
い

き
に
自
分
は

怖
と

の
念
を

い
た

決
し
て
シ
ス
テ
ム
に

定
さ

れ
て
い
る

で
は
な
い
だ
ろ
う
エ
フ

ク
ト
で
少
年
が
心
の

に

じ

め
て
い
た

あ
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る
い
は

て
い
た

徴
と
も

え
る
だ
ろ
う
そ
の
闇
は

人
た
り
と
も

せ
な
い

き

が
あ
る
よ
う
に
思
え
た

 
恐
ら
く
本
能
的
に

し
て
い
た
の
だ

そ
の
闇
は

真
に
彼
の
真
意
で
あ
り

本

で
あ
り

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
の
魂
の

な
の
だ
と

 
そ
の

き
が
神

に
は
死
の

に
見
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

⻘
年
は

ん
の
少
し
前
に
見
せ
た

不

つ

な
表
情
を
一
変
さ
せ
恐
怖
と
焦

に

を
引
き

ら
せ
て
い
た

 
そ
の

は

先

ど
人
を
斬
る
事
を

わ
な
い
自
分
に
対
し
て
オ
レ
ン
ジ
達
が
見
せ
た
表
情
と

ど
変
わ
ら

ず

あ
の
⻘
年
も
他
の
者
と
大
し
て
差
は
な
い
と
思

た

ト
ド
メ

 

を
殺
し
た
ら

冬
姉
は
一
人
に
な

て
哀
し
ん
じ
ま
う
ぞ

  

人
間
は
死
を
近
く
感
じ
る
と

に

は

し

し
て
い
る
あ
る
い
は
無
意

識
の
内
に
抑
え
て
い
る
本
性
を

け
出
す
と
以
前

い
た
事
が
あ
る
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間
を

て
自
分
だ
け
は
助
か
ろ
う
と
す
る
者

 
そ
の
死
を

ね

け
よ
う
と
最
後
ま
で
足
掻
く
者

 

を
金
品
で

し
て
生
き

び
よ
う
と
す
る
者

 
そ
し
て

手
の
弱
味
を
突
い
て
付
け
入
る
隙
を
作
り

刃
を

ら
せ
る
者

 
色
ん
な
人
の
本
性
を
自
分
は
見
て
来
た

そ
こ
ま
で
数
は
多
い
と
は

え
な
い
が
シ
リ
カ
の

時
の
よ
う
に
オ
レ
ン
ジ
を

す
る

に
動
く
事
は

と

え
ど
あ

た
し

う

戦
の
時
は
こ
ち
ら
を
殺
し
に
来
る
者
達
に
対
し
て
刃
を
向
け
て
対
峙
し
て
い
る

 
無
論
生
存
本
能
の
活
動
が
あ
る
か
ら
そ
れ
が
そ
の
人
の
人
格
な
の
だ
と
は
断

し
な
い
が

し
か
し
人
格
の
一
部
で
あ
る
事
を
示
す
の
は
事
実

 
神

が
死
の
間

に
見
せ
た
本
性
そ
し
て

葉
は
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
中
で
も
最

最
悪

と

え
る
も
の
だ
と
ボ
ク
は
今
後
ず

と
思
い

け
る
と
思
う

し
ろ
キ
リ
ト
に
と

て
ト

ラ
ウ
マ
で
あ
り
タ
ブ

で
も
あ
る
オ
リ
ム
ラ
と
孤
独

そ
し
て
姉
の
三
つ
が

て
い
る
の
だ
か
ら

 
そ
の

葉
が
神

か
ら
放
た
れ
た

キ
リ
ト
は

目
し

の
表
情
を
浮
か
べ
て
動
き

を
止
め
た

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

を
発
動
す
る

前
で
い
き
な
り
不
自
然
な
形
で
止
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め
た

に

彼
は
技
後

直
を

さ
れ
る

掛
か

た
な

が

 
そ
れ
が
神

の

い
だ

た

 
技
後

直
を

さ
れ
て
動
け
な
く
な

た
キ
リ
ト
を
前
に
神

は
体
勢
を
立
て
直
し
す
ぐ

さ
ま
白
剣
を

掛
け
に
振
る

た

そ
の
一
撃
で
キ
リ
ト
の

か
ら
す
ぐ
下
が
断
ち
切
ら

れ

部

欠
損
す
る

 
七

強
あ

た

は

部

欠
損
分
の

ダ
メ

ジ
も
あ

て
六

弱
ま
で

お
よ
そ

一

た

ぐ
ぎ

 
地
面
の
上
に

と
剣
が

ち
る

と
突
如
襲

て
来
た

み
に
上
が

た

き
は
同
時
だ

た 
先

ど
偶
然
な
が
ら

に
し
た
家

の
事
で
動
き
を
止
め
た
た
め
決
定
的
な
隙
を
生
む

た
め
に
ま
た

し
た
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
の

葉
を

り
る
な
ら
殺
し
合
い
に

も

も
な

い
の
だ
が

そ
れ
で
も

と
思

て
し
ま
う

 

を
喪
い

み
に

い
て

く
よ
ろ
け
た
キ
リ
ト
は

の

間
剣
を

子
へ
と
変
え
た
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事
で
空
い
た

手
で
神

に

を

ま
れ
た

え

ぐ

 
ア

 

を

ま
れ
苦
し
気
な

き
を
上

る
キ
リ
ト
は
そ
れ
か
ら

り
に
さ
れ
た

自
分
の

体
重
を

ま
れ
た

の
部
分
だ
け
で

え
る
事
に
な
る
た
め
苦
し
い
の
は
明
白
だ

 
そ
ん
な
少
年
の

を
見
て

を

ん
で

り
に
し
た

本
人
は

の

を
歪
め
た

一

の
ク
セ
に

子
に

り
や
が

て

で
も
ま

こ
れ
で

の
勝
ち
だ
な

さ

き

た

り
達

に
し
て

を

と
し
て
殺
し
て
や
る
よ

 
そ
う

て
残

て
い
る

の
足
を
斬
り

と
そ
う
と
神

は
白
剣
を
持
つ
手
に
力
を

め
た
の
が
分
か

た

 
そ
こ
で

く

キ
リ
ト
の
殺
気
に

ま
れ
て

観
し
て
い
た
大
勢
の
中
か
ら
ボ
ク
は
脱
し
た

さ
せ
な
い

 

と
我
に
返

た
後
そ
う

て
ボ
ク
は
全
力
で

け
出
し
た

ス
ピ

ド
タ
イ
プ
な
上
に

レ
ベ
ル
も
全
プ
レ
イ

中
ト

プ
ラ
ン
ク
に

し
て
い
る
か
ら

補
正
が
掛
か

た
状

の
ダ

シ

は

ま
じ
い
速
さ
を
誇

て
い
る

 
そ
れ
で
も

ど
う

え
て
も
神

が
剣
を
振
る
う
方
が
速
い
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仮
に

ニ

ク
リ

プ
と
い

た
突
進
系
の
技
を

し
た
と
し
て
も

間
に
合
わ
な

い
し

ド
ス
キ
ル
は
発
動
後
の
気
道
の
修
正
は
不
可
能
な
た
め

て
キ
リ
ト
を
斬
り
付

け
て
し
ま

た
ら
目
も

て
ら
れ
な
い

 
キ
リ
ト
も
最
初
こ
そ
残

て
い
る

足
で
ど
う
に
か
し
て

け
出
そ
う
と
し
て
い
た
が
今
は

意
識
が

と
し
て
い
る
の
か

か
に

す
る
の
み
だ

ア
レ
は
か
な
り

バ
い
状

ま
で

て
い
る

 
よ
く
よ
く
見
れ
ば
彼
の

も
ゲ

ジ
が

か
ず
つ
目

り
し
て
い
た

を

め
ら
れ
て
い

る
か
ら

れ
ス
テ

タ
ス
で
あ
る

ゲ

ジ
が

少
し
そ
れ
が
反

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う

あ
と
物
理
的
に

に

力
値
全
開
の
力
が

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
か

 
ど
う

え
て
も
キ
リ
ト
の
自
力
脱
出
は

望
め
な
い
し
だ
か
ら
と

て
ボ
ク
が
ど
れ
だ

け

い
で
も

足
が
斬
り

と
さ
れ
る
の
を

止
す
る
の
は
無
理
だ

姉
ち

ん

サ
チ

 
手
伝

て

わ

分
か

た
わ

う

う
ん

 
で
あ
れ
ば

善
策
を
打
つ
の
が
無
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こ
の
場
合
は
ボ
ク
が
横
か
ら
邪
魔
に
入

て
キ
リ
ト
を
解
放
し
神

を
抑
え

み
そ
の
間

に
呼
び
掛
け
た
二
人
で
キ
リ
ト
を
安
全
な
場

ま
で
運
ん
で
も
ら
う

実
力
差
を

え
れ
ば
こ
れ

が
一
番
打
倒
だ
と
思
う

 
さ

き
本
人
に

た
が

少
な
く
と
も
今
の
ボ
ク
で
は
神

に
間
違

て
も
勝
て
は
し
な

い

剣
速
か
ら
し
て
明
ら
か
に
差
が
あ
る
の
だ
か
ら

程
の

が

こ
ら
な
い
と

り
も
し
な

い
だ
ろ
う

 
だ
が
勝
つ
事
は
無
く
と
も
負
け
さ
え
し
な
け
れ
ば
こ
ち
ら
の
勝
ち
だ

今
で
は
も
う
オ
レ

ン
ジ
の

ど
が

ま

て
い
て
攻
略
組
の
メ
ン
バ

に
も

が
出
て
き
て
い
る

そ
の
人
達

に
手
伝

て
も
ら
え
ば
神

の

は
ま
だ
実
現
可
能
だ

 
問

は

を
使
わ
れ
な
い
か
だ
が

こ
れ
ば
か
り
は
ボ
ク
が

て
喰
ら
い
付
き

明
確
に
イ
メ

ジ
す
る

を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
し
か
な
い

  
そ
の
思

を
持

て

け
出
し
た
ボ
ク
は
し
か
し
さ

き

キ
リ
ト
が

来
す
る
四
剣
を

一
撃
で

き

し
た
時

と
同
じ
く
ま
た
足
を
止
め
る
事
と
な

た
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気
が
付
い
た
ら

真

暗
で

け
れ
ど
真

白
と
分
か
る

に

た

 
片
方
の
地
平
線
に
は
血
の
色
を
し
た
太
陽
が

を

か
せ
反
対

の
地
平
線
に
は
真

黒
な

新
月
が

を
見
せ
て
い
て

か
が

え

き
た
と
思
し
き

色
の
大
地
と
真

黒
な

天
か
ら

り

ぐ
黒
い
雪
ば
か
り
が
目
に
付
く

に
あ
る
の
は
一
人
分
の

れ
果
て
た
人
骨
と
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な

て
い
る
墓
標
そ
し
て

び
切

た

で

め
に
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
大
き
な

 

で

が
あ
る
の
に

人
骨
が

ら
ば

て
る
の
か
な

と

と
は
な
し
に
思

た

前
に
も
あ

た
な

似
た
よ
う
な
事
が

 
ア
キ
兄
と
殺
し
合

て
い
た

な
の
に

時
の
間
に
か
場

が

て
全
く

無
い
と
こ

ろ
に
一
人
だ
け
い
る
こ
の
状
況
に
少
し
前
に
体
験
し
た
事
が

た
よ
う
な
気
が
し
て

く

 
確
か
以
前
は
圏
内
事
件
の
日
の
夜
レ
イ
ン
に
お
ぶ
ら
れ
て
教
会
に

ま

た
時
に
こ
ん

な
状
況
に

似
し
た
夢
を
見
た

あ
の
時
は

の
全
て
を
反
転
さ
せ
た
も
う
一
人
の

と
初

め
て
出
会

た
ん
だ

た
か

そ
し
て
戦
う
理
由
に
つ
い
て
再

え
さ
せ
ら
れ
た

 
思
え
ば

あ
れ
か
ら
あ
ま
り
時
間
は
経

て
い
な
い
の
だ
な
と
気
付
く
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白
と
初
め
て
会

て
か
ら

 
そ
し
て

ユ
イ
姉
と
別
れ
て
か
ら

感
傷
に

る
の
は

後
に
し
よ
う

 
現
状
を
未
だ
に
完
全
に
把
握
し
て
い
る

で
は
無
い

は

い
で
あ
の
場

第
七

十
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
部

へ
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
戦
わ
な
い
と
ア
キ
兄
は
確
実

に

場

だ

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
を
殺
す
に
違
い
な
い
し
そ
れ
を

ご
う
と
立
ち
は
だ
か
る

ア
ス
ナ
達
を
も
殺
し
て
し
ま
う
の
は
容

に
想
像
が
付
く

 
そ
れ
は
絶
対
に

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
護
る
と
決
め
た
の
だ

誓

た
の
だ

現
実
世
界
へ
還
し
て

せ
に
な

て
も
ら
い
た
い
と

思

た
の
だ

 
そ
れ
を

ざ
す
事
を
容
認
出
来
る

が
無
い

え

手
が
ア
キ
兄
だ
と
し
て
も

 

と
は

え

ど
う
し
た
も
の
か

 

の

を
見
回
し
て

息
し
な
が
ら

中
で

方
に

れ
る

 
空
を
見
れ
ば

今
ま
で
見
た
事
が
無
い
く
ら
い
真

黒
な
雲
に

わ
れ
て
い
て

そ
こ
か
ら

真

黒
な
雪
が

て
来
る

そ
の
雪
は
白
く

い
て

が
入

て
い
る
大
地
に

り

も

て
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い
た

地
平
線
の
先
ま
で
平
地
で

原
も

も
全
く
無
い
し
生
物
が
生
き
て
い
る
気
配
す
ら

全
く
無
い

 
以
前
は
う
ら
ぶ
れ
た
ネ
オ
ン

と
い
う
風
情
だ

た
が

だ
か
こ
ち
ら
は
全
て
が
滅
ん
だ

の
よ
う
な
光

だと
し
て

は

地
獄

 
戦
い
の
最
中
に
来
た
感
覚
な
の
で

に
死
ん
だ
覚
え
は
無
い

 
け
れ
ど
そ
れ
は

に
死
ぬ

間
を
覚
え
て
い
な
い
だ
け
の
可
能
性
も
あ
る

本

は
死
ん

で
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ

 
も
し
も
そ
う
だ
と
し
た
ら
地
獄
に
堕
ち
る
の
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
の
だ
が

を

め
ら

れ
た
時
の

は

か
に

り

け
て
は
い
た
も
の
の
一
気
に

る
程
で
は
無
か

た

意
識
も

ま
だ

明
で
は
あ

た

そ
れ
な
の
に
記

に
残
ら
な
い
で
知
ら
ぬ
間
に
死
ん
で
い
た
と
い
う

事
が
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
か

 

実

に
現
実
で
人
を
殺
し
て
い
る
経
験
が
あ
る
身
と
し
て
は

無
い
と
は

え
な
か

た

人
間

め
全
て
の
命
あ
る
生
物
は
殺
そ
う
と
思
え
ば
容

に
殺
せ
る
か
ら
気
付
か
な
い

間
に

を

ね
ら
れ
て

死
し
た
可
能
性
は
十
分
あ
り
得
る

を

め
ら
れ
て
苦
し
く
な

て
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い
る
状

で

ア
キ
兄
最
速
の
剣
を
見
切
れ
る
か
と

わ
れ
る
と
正
直

だ
し

 
そ
う

え
る
と
自
分
は
あ
の
戦
い
で
死
ん
だ
と
い
う
結
論
の
方
が
信

性
が
高
い
気
が
し
た

は

け
て

死
ん
だ
の
か

 

が
死
ん
だ
事
を
事
実
と
仮
定
す
る
な
ら

そ
う
い
う
事
に
な
る
だ
ろ
う

 
そ
う
思
い
至

た

い
た
大
地
と

り

も

た
黒
い
雪
を

み

め
て
い
た

足
か

ら

と
力
が

け
て

立
ち
に
な

た

そ
の
ま
ま
体
か
ら
も
力
が

け

さ

と
横
に

倒
れ
る

 
黒
い
雪
は
見
た
目
の
禍

し
さ
と
は
裏

に
現
実
や
仮
想
世
界
で
体
感
し
た
雪
と
変
わ
ら
な

い
触
感
を
し
て
い
た

 
そ
れ
ら
を

手
で
一

い
す
る

 

論

た
雪
は

た
か

た

色
は
完
全
に
逆
転
し
た
黒
色
で
も

た
か

た

た
り
前
か

雪
だ
か
ら

た
い
の
な
ん
て

然
だ
よ
な

 
空
気
中
に
舞
う

が
水
分
と
共
に

結
し
て
雲
か
ら

て
来
る
も
の

雨
や
あ
ら
れ
み
ぞ

れ
そ
し
て
雪

そ
れ
ら
が

た
い
の
な
ん
て

結
と
い
う
発
生
過
程
が
絡
む
時
点
で
自
明

の
理
だ

む
し
ろ

た
く
な
い
雪
な
ん
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
す
ら
思
え
る
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故
黒
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
こ
の
世
界
に
は

の

然
が
あ
る
の
だ

雪

が

た
い
の
も
そ
の
一
つ

が
負
け
た
の
も

そ
の

一
つ
だ

た
の
か
も
な

  

出
来
損
な
い

  

裏
で

ア
キ
兄
の

倒
の
声
が

る

 
許
せ
な
い
と
思

た

許
さ
な
い
と
思

た

絶
対
に
倒
す

殺
す
と
心
に
決
め
て

戦

た

 
け
れ
ど

は
冬
姉
の
事
を

わ
れ
て

間
的
に
反

的
に
無
意
識
の
内
に
刃
を
止
め
て

し
ま

て
い
た

現
実
に
帰

た
ら
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
事
で
お
礼
を

う
つ
も
り
な
の
だ

か
ら
生
き
て
還
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
に

冬
姉
を
一
人
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
そ
の
事
実
を

哀
し
ま
せ
る
と
い
う
未
来
を
一

で

え
て
し
ま

て

は
ア
キ
兄
を
殺
す
刃
を
止
め
て
し

ま

た

 
独
り
で
あ
る
哀
し
さ
と

し
さ
を
よ
く
知

て
い
て
冬
姉
が
家

を

う
た
め
に
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し
て

し
か

た
の
も
よ
く
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

は
ア
キ
兄
を
殺
せ
な
か

た

 
そ
の
結
果
が
こ
の
様
だ

 
も

と

く
心
に
誓
う
べ
き
だ

た

冬
姉
の
事
す
ら
も

外

し
て
ア
キ
兄
を
殺
す
と
そ

う
決
め
る
べ
き
だ

た
の
だ

そ
う
す
れ
ば
あ
そ
こ
で
隙
を
晒
す
事
無
く
勝
負
は
決
し
て
い
た

だ
そ
う
か

は

死
ん
だ
ん
だ
な

 

を
喪

て
い
て
は
あ
の

束
か
ら

ら
れ
る

も
無
い
し
そ
の
ま
ま

を
斬
り

と

さ
れ
て
死
ん
だ
の
だ
ろ
う

ユ
ウ
キ
達
と
は
二
三
十
メ

ト
ル
の

離
が
あ

た
か
ら
如

に
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
の
剣
士
で
あ
る
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
の
全
速
力
で
も
ア
キ
兄
が

の

を

ね
る
方
が
速
い
の
は
明
白
だ

 

葉
に
惑
わ
さ
れ
な
け
れ
ば

い
や

情
に

ら
れ
る
事
無
く
オ
レ
ン
ジ
達
を

獄
に

入
れ
た
り

を
消
し

ば
す
時
の
よ
う
に

ビ

タ

と
し
て
動
い
て
い
れ
ば
動
揺
し
て
隙

を
晒
す
事
は

た
だ
ろ
う
に

 
ま

も
う
終
わ

た
事
だ
か
ら

今
更

を

た
と
こ
ろ
で
意
味
な
ん
て
無
い
け
ど

ご
め
ん
な
さ
い
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も
う
終
わ

た

死
ん
だ

 

で
理
解
す
る
に

れ
て
こ
こ
に
来
て
か
ら

ば
平

だ

た
感
情
の
方
に
も
変
化
が
表
れ

始
め
た

そ
の
第
一
声
は

罪
だ

た

 

手
は

論

す
ぐ
ね

い
ね

 
二
人
い
る
義
理
の
姉

片
方
は
も
う

な
い
け
ど
も
う
片
方
は

の
帰
り
を

て
く
れ

て
い
る
大
切
な
人

こ
ん
な

で
す
ら
弟
と
し
て

け
容
れ
て
く
れ
て
家

と
し
て
愛
情
を

い
で
く
れ
て

迷
惑
も
掛
け
た
け
ど
許
し
て

色

教
え
て
く
れ
た
人

 
生
き
る
と

た
の
に

一
緒
に
帰
る
と
約
束
し
た
の
に

 
確
か
に
現
実
に
帰

た
と
こ
ろ
で
も
う

の
未
来
に
光
な
ん
て
無
い
も
同
然
な
の
は
分
か

て
い
る
け
ど

そ
れ
で
も
生
き
る
の
と
死
ぬ
の
と
で
は
可
能
性
が
違

て
来
る

生
き
て
い
た

ら

も
し
か
し
た
ら
桐

谷
家
に

わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
ぬ

せ
に

う
か
も
し
れ
な
い

 
で
も
死
ん
だ
ら
そ
れ
す
ら
な
い

不

は
無
い
け
ど

せ
も
無
い

も
無
い
状

に
な

て
し
ま
う

 
以
前
は
死
ん
で
も
良
い
と
思

て
い
た

死
ん
だ
方
が
マ
シ
だ
と
す
ら
思

て
い
た
事
も
あ



 第五十七章 〜死闘：骨肉の争い中編〜

る

の
お
陰
で
そ
の

え
は

め

う
じ
て
死
の
う
と
は
し
な
く
な

た

も
う
直
姉
や

さ
ん

さ
ん
に
会
え
な
い
と
思
う
と
怖
く
な

た

 
そ
れ
な
の
に

そ
の

先
に
死
ぬ
な
ん
て

分
不

応

だ

た
の
か

 
ど
れ
だ
け
努
力
し
て
も
時
間
を

や
し
て
も
生
ま
れ
な
が
ら
才
能
を
持

て
い
る
天
才
に

は

わ
な
い
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

怒
り
に
身
を

せ
て
い
な
く
と
も
そ
も
そ
も

む
事

す
ら

が
ま
し
か

た
の
だ
ろ
う
か

 
だ
と
し
た
ら

に
は
も
う

道
は
一
つ
し
か
無
か

た
ん
じ

な
い
か

 
ど
れ
だ
け

て
生
き

び
て
も

ど
れ
だ
け

て
退
け
て
も

 

れ
は

ア
キ
兄
に
殺
さ
れ
る
定
め
だ

た
と
い
う
事
か

呼

 
そ
う
思
い
至

て

ま
た
悲

に

れ
る

 
自

れ
で
な
け
れ
ば
ク
ラ
イ
ン
や
ユ
ウ
キ
は

が
死
ん
だ
事
に

し
て
ア
キ
兄
に
斬
り
掛

か
る
と
思
う

で
も
あ
の
二
人
だ
と
多
分
手
を
組
ん
だ
と
し
て
も
ア
キ
兄
に
は

少
な
く
と
も

現
状
の
実
力
で
は

ま
ず
勝
て
な
い
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て
い
れ
ば
死
な
な
か

た
か
も
し
れ
な
い
の
に

の
死
に

し
て

ん
だ
と
す
れ

ば

そ
れ
は

の
責

で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
あ
の
二
人
と

わ

た
せ
い
で

親
し
く
な

た
せ
い
で

  

わ
る

格
な
ん
て

無
か

た
ん
だ

  
か
つ
て
目
の
前
で

び

り
自
殺
を
し
た
月
夜
の
黒
猫

の
リ

ダ

の
⻘
年
の

が

裏
で

突
に

た

あ
あ

あ
あ
あ

あ

 

わ

た
か
ら

が

わ

た
か
ら

わ

た
せ
い
で

わ
ら
な
か

た
ら
死
な
な

か

た

な
の
に

 

界
が
滲
ん
で

の

が
つ

か
え
た
よ
う
に
ま
と
も
に
呼

も
出
来
な
く
な

て

裏

で
は
今
ま
で
死
に

に

か
れ
て
来
た
無
数
の

が

り
始
め
る

 
そ
れ
ら
は
全
て

が
殺
し
て
き
た
人
達
の
も
の
で

を
出
来
損
な
い
と

て
い
た
人

達
の
も
の
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終
い
に
は
実

に
死
に

を
見
た

で
は
な
い
人
達
の
声
す
ら
も

こ
え
始
め
た

そ
れ
は

が

北
し
た
か
ら
離
れ
て
い

た
人
達
の
も
の
だ

た

  

あ
は
は

で
ボ
ク
護
る
な
ん
て

な
事

て
た
ん
だ
ろ
う
ね

自
分
で

自
分
が
分
か
ら
な
い
や

  

お
前

の
事
を
心
配
し
て
た

が

だ

た

  

あ
ん
た
の
剣

も
う

が
な
い
か
ら

と
も
だ
ち

も

め
さ
せ
て
も
ら
う
わ

  

ピ
ナ
の

生
に
協
力
し
て
く
れ
た
の
は
感

し
て
る
け
ど

も
う
金
輪

わ

ら
な
い
で

さ
よ
な
ら

  

オ
レ

ち

て
た
よ
な

二

目
は
無
い

テ

有

実
行
ダ

じ

あ
な

二

と

を
見
せ
な
い
で
く
れ

キ
リ
ト
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あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

け
た

 
死
ん
だ

 
無
価
値

 
無
意
味

 
離
れ
て
い
く
親
し
い
人
達

信
頼
と
信

に

ち
て
い
た
目
は
打

て
変
わ

て

蔑
と
失

望
に

ち
た
昏
い
目
に
な

て
い
た

声

も

か
な
も
の
か
ら
一
変
し
て

た
く
て

蔑
と

失
望

そ
し
て

悪
感
に

ち
た
も
の

 
か
つ
て

一

に
期

し
て

け
れ
ど
応
え
ら
れ
な
か

た
か
ら

に
変
化
し
て

い

た
感
情
と
目
に
な

て
い
く

親
し
か

た
人
達

 
狂
お
し
い
程
に
求
め
た

か
み
が
遠
く
な

て
い
く

  

失
望
し
ま
し
た
よ
キ

い
え
キ
リ
ト

あ
な
た
の
お
姉
さ
ん

は
今
日

限
り
で
や
め
さ
せ
て

き
ま
す
ね
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千
冬
も
も
し
か
し
た
ら
こ
う
思

て
い
た
の
か
も
ね

あ
な
た
の
姉
は

く

れ
る
わ

  
そ
し
て

二
人
の
義
姉
か
ら
の

蔑
と
失
望
に

ち
た
声
も

こ
え
た

ア

ア

 

け
た
く
な
か

た

絶
対
に

絶
さ
れ
た
く
な
か

た
人
達
か
ら
の

蔑
と
失
望
の
声
は

目
は

に

い
ダ
メ

ジ
を
負
わ
せ
て
き
た

シ

ク
が
大
き
過
ぎ
て

ぶ
ど
こ
ろ
か
呼

の
仕
方
を
忘
れ
て
し
ま
う
程

 

の

が
苦
し
く
て

の
中
が
ぐ
ち

ぐ
ち

で

く
て
も
う
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

分
か
ら
な
い

  

か

助
け

て

  
ぐ
ら
ぐ
ら
と
意
識
が
揺
れ
る
中

葉
に
な
ら
な
い

び
を
あ

て



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

  

も
助
け
て
な
ん
て
く
れ
ね

よ

  

み
ん
な

自
分
が
か
わ
い
く
て
仕
方
ね

ん
だ
か
ら

  

も
オ
レ
達
の
事
な
ん
て
理
解
し
て
ね

ん
だ
か
ら

  

そ
れ
が
分
か

て
る
か
ら
一
人
で
力
を
付
け
て
来
た
ん
だ
ろ
う

王
よ

  

で
は
無
い

け
れ
ど

の

れ
み
に

ち
た
声
が

こ
え
た

  

だ
か
ら

の
人
間
に
代
わ

て

オ

レ
一

が

王

桐

谷
和
人
を
助
け
て
や

る
よ

  

王
に
死
な
れ
た
ら

オ
レ
も

る

て

た
か
ら
な
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有

実
行
だ

  

く

し
さ
を
感
じ
る
声

の

葉
が

こ
え
て

の
意
識
は

絶
え
た

   
ま
ず
最
初
に

手
で
斬
り

と
さ
れ
た
キ
リ
ト
の

の
部

欠
損
が
回
復
し

に

た

 
恐
ら
く

み
が
消
え
た
事
で
そ
れ
が
分
か

た
の
だ
ろ
う
キ
リ
ト
は

を

く
持
ち
上

た

す
る
と
そ
の
手
に
は
出
刃

を
大
き
く
し
た
よ
う
な
大
刀
が
出
現
す
る

黒
い

と

先

か
ら
少
し
だ
け

び
る

の
部
分
が
黒
く
刃
の
部
分
は

白
な
の
が
特
徴
的
な
大
刀
だ

ら

あ
ぐ

 
そ
れ
の
大
刀
の

を
キ
リ
ト
は
神

の

へ
と
思
い
切
り
ぶ
ち

て
た

そ
ん
な
反
撃
を

け
る
と
思

て
い
な
か

た
神

は

然

け
反
り

五

あ

た

を

か
に

ら
す

 
更
に
キ
リ
ト
も
解
放
さ
れ
た

仮
想
の
空
気
を
求
め
て
か
あ
る
い
は

の

み
故
か

か
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に
前

勢
に
な

て

を
上
下
さ
せ
て
い
る

こ
の

死
に
ぞ
こ
な
い
が

 
と

と
と
死
ね

 
絶

の
機
会
を

し
た
事
で
更
に

に
来
た
の
か

く

り
な
が
ら
神

は
大
振
り
に
白

剣
を

に
振
り
下
ろ
す

そ
の
斬
撃
は
キ
リ
ト
の

を
真

二
つ
に
す
る

道
を

い
て
い

た
キ
リ
ト

し
て

 
今
の
キ
リ
ト
は

を

く
上
下
さ
せ
る
程
に
消

し
て
い
る

を

け
て
い
る
の
で
斬
撃
の

道
が
見
え
る

も
無
い
し
そ
れ
だ
け
消

し
て
い
る
と
い
う
事
は

へ
の

も

に

べ
て

か
に
な

て
い
る

だ

時
も
な
ら
予

で
回

出
来
る
だ
ろ
う
け
ど
今
の
彼
に

そ
れ
が
出
来
る
と
は
思
え
な
か

た

 
だ
か
ら
焦

て
せ
め
て
と
思

て
間
に
合
わ
な
い
の
も
承
知
で

け
出
し
な
が
ら
ボ
ク
は

声
を

り
上

た

 

ク
ハ
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そ
の
ボ
ク
の

線
の
先
で

今
正
に
想
い
人
の
命
を
奪
お
う
と
振
り
下
ろ
さ
れ
た
白
い
刃
が

大
刀
を
手
放
し
た
キ
リ
ト
の

手
に
よ

て
は

し
と

ま
れ

止
ま

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
キ
リ
ト

点
の

写
が

い

し
か

た

 
原
作
十
八

の
冒

を
少
し
参

に

し
て
ど
う
に
か
書
き
上

ま
し
た

 

北

死

無
価
値

捨
て
ら
れ
る
と
い
う
恐
怖
の
式
で

え
て
い
る
キ
リ
ト
の
思

が
少
し

で
も

写
出
来
て
い
れ
ば
と
思
い
ま
す

リ

フ

や
ユ
ウ
キ
達
は
心
の

え
で
す
が
だ
か
ら

こ
そ
捨
て
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
恐
怖
心
が
大
き
い

と

け
取

て
も
ら
え
れ
ば

 

に
ユ
ウ
キ
な
ん
で
す
が

今
話
で
最
も
悩
ん
だ
の
は
彼
女
で
す

 
二

小
説
で
も
原
作
の
流
れ
を

う
事
を
至
高
と
断
ず
る
方
か
ら
す
る
と
本
作
の
ユ
ウ
キ
は

現
時
点
で
か
な
り
原
作
か
ら

離
し
て
る
の
で

論
あ
り
そ
う
で
す

特
に
人
を
殺
す
事
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も

わ
な
い
覚
悟

の
部
分
は
ユ
ウ
キ
の
場
合

か
な
り
の
グ
レ

ン
だ
と
思

て
ま
す

 
実

ユ
ウ
キ
に

を
さ
せ
る
か

か
物

く
悩
み
ま
し
た

 
結
果

キ
リ
ト
以
外
の

事

は

け
る
べ
き
か
と
思
い

回

と

成
り
ま
し
た

 
実
は
最
初
に
書
い
た
時

原
作
第
七

で
ア
ス
ナ
が

フ
ラ

シ
ン
グ
・

ネ
ト
レ
イ
タ

で
ギ
ル
ド
を
壊
滅
さ
せ
た
時
の
ア
レ
を
参

に
ユ
ウ
キ
は
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
で

の
突

で
オ
レ
ン
ジ
を
十
人

ど

め
て
殺

て
ま
し
た

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

で

も

人
か
殺

て

結
果
的
に
二
十
人
近
く
殺

と
い
う

 
流

に
こ
れ
は
マ
ズ
い
か
と
思

た
の
で
修
正
し
ま
し
た

後

の
事
を

え
る
と

歴
が

あ

た
ら
ユ
ウ
キ
が
暗
黒
面
に
堕
ち
る
の
が
確
定
に
な
る
ん
で

殺
隊

殺
に
動
き
出
す

 
ち
な
み
に
少
し
前
の
話
で
ユ
ウ
キ
が
ブ
チ
切
れ
た

の
地
の
文
で
語
ら
れ
て
い
る

り
ユ

ウ
キ
は
ラ
ン
や
キ
リ
ト
達
の

な
ら
人
を
斬
る
覚
悟
も

め
て
は
い
る
の
で
現
時
点
で
も
必
要

で
あ
れ
ば
斬
る
事
そ
の
も
の
は

い
ま
せ
ん

罪
悪
感
は
し

か
り
あ
る
の
で
ぶ

び
は
し

ま
せ
ん

一
応

け
る
方

だ
け
ど
極
限
ま
で
い

て
の
最
終
手

と
し
て

行
す
る
覚
悟
は

あ
る

そ
ん
な
感
じ
で
す

 

故
原
作
だ
と
明
る
い
ユ
ウ
キ
が
こ
こ
ま
で
な

て
る
か
と

え
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ
ス
ゲ

ム
化
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で
か
な
り
修
羅

て
る
の
と
原
作
よ
り
精
神
的
に
成
⻑
し
て
い
る
事
姉
の
ラ
ン
や
キ
リ
ト
達

を
護
る
と
決
意
し
て
る
事
が
差
異
に
な

て
る
か
ら

 
あ
と
私
自
身

て
結

助
け
ら
れ
ず
に
後
で
懺
悔
す
る
と
い
う
の
は
ち

と
な

と
思

て
る

全
力
で
助
け
よ
う
と
し
て
そ
の
果
て
に
助
け
ら
れ
な
か

た
事
に
懺
悔
す
る
な

ら
ま
だ
し
も

そ
れ
は
流

に
エ
ゴ
が
過
ぎ
な
い
か
と

 
第
七
十
四
層
の
コ

バ

ツ
の
死
亡
タ
イ
ミ
ン
グ
が
バ
リ
バ
リ
キ
リ
ト

入
後
に
な

て
る
の

も
こ
の

え
に
よ
る
も
の
で
す
原
作
だ
と
月
夜
の
黒
猫

を
思
い
返
し
つ
つ
コ

バ

ツ
死
亡
ま
で
軍
対
ボ
ス
戦
を

観
し
て
ま
す

 
そ
う
い
う
点
で
は
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
異
界
戦
争
時
の
キ
リ
ト
達

て
常
に
全
力
な
ん
で
す

よ
ね

ア
レ
は
い
い

小

感

 
そ
し
て
最
後
に
出
て
来
た

ア
ナ
ザ

キ
リ
ト

白

 
実
は
白
を
出
す

だ
け
に
二
話
分

⻑
し
た
ん
で
す
よ
ね
実
は
最
初
一
話
で
ア
キ
ト
戦
は
終

わ

て
ま
し
た

 

常
キ
リ
ト

の
一
人
称
は

ア
ナ
ザ

キ
リ
ト

白

の
一
人
称
は

オ
レ

で

す

時

出
て
る
平
仮
名
の

お
れ

で
す
が
変
換
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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さ
て

話
に
て
兄
弟
の
仮
想
世
界
で
の
殺
し
合
い
に
決

が

き
ま
す

白
が
ど
ん
な
風
に

れ
る
か

お

し
み
に
し
て

け
れ
ば

い
で
す

 
で
は
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第
五
十
八
章
 

死
闘

骨
肉
の
争
い
後
編

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
で
ア
キ
ト
と
の
仮
想
世
界
で
の
戦
い
に
決

が

き
ま
す

 
ま

そ
れ
よ
り
も
白
が
ど
ん
な
風
に

れ
る
か
の
方
を
見
て
下
さ
れ
ば
な

と
思
い
ま
す

結
構
展
開
的
に
引

て
る
ん
で

 
あ
と
最
後
ら

に
ち

と
や
や

こ
し
い
内
容
が
あ
る
の
で
理
解
が

し
け
れ
ば
そ

う
な
の
か

で
流
し
て
構
い
ま
せ
ん

今
後
の
本
編
で
も
触
れ
る
の
で

 

点
は
ユ
ウ
キ

ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ

ま
た
ユ
ウ
キ
が
い

い

白
目

 
文

数
は
約
二
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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な

ん
だ
と

う
そ

 
神

の

の
声
と

ボ
ク
の
絶

の
声
が
重
な

た

 
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
の
状

で
ど
こ
か
ら
剣
が

る
か
を
把
握
し
た
上
で

ん
で
止
め

る
な
ん
て

 
そ
ん
な
事

あ
り
得
る

が

ま

さ
か

 
そ
う
思

た
が

間
的
に

裏
に
あ
る
光

が

た

 

に
一

あ
り
得
た
で
は
な
い
か

あ
の
闘
技
場
個
人
戦
の
最
後
の

と
戦

て
い
た
あ

の
時
に

に

き
付
け
ら
れ
て
絶
体
絶
命
に
な

た
時
に

今
の
よ
う
に

手
の
大
上

の
一
撃
を

手
で

け
止
め
る
と
い
う
光

が

 

と
い
う
事
は

今
の
キ
リ
ト
は

ま
さ
か

た
く
く
だ
ら
ね

真
似
し
や
が

て

本
来
な
ら
あ
ま
り
出
る

に
も
い
か
ね

て
の

に
オ
レ
が
戦
う

目
に
な

ち
ま

た
じ

ね

か
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ま
さ
か
今
出
る
の
か
と
い
う

そ
し
て
一
体
ど
う
な
る
の
だ
と
い
う
戦

と
共
に
そ
の
思

が
浮
か
ん
だ
と
同
時
に

を

け
た
ま
ま
神

の
白
剣
を

ど
う
に
か
動
か
そ
う
と
し
て

い
る
の
か
プ
ル
プ
ル

え
て
い
る

ん
で
い
る
キ
リ
ト
が

時
に
な
く

し
い

で

い
捨
て
た

 
そ
れ
は

の
キ
リ
ト
で
は
絶
対
に
使
わ
な
い

ビ

タ

と
し
て
振
る
舞

て
い
て

も

こ
こ
ま
で

く
て

な
物

い
は
し
な
い

 
そ
れ
を
ボ
ク
は

ボ
ク
を

め
た
攻
略
組
は
一

だ
け
見

き
し
た
こ
と
が
あ
る

 
あ
の
闘
技
場

個
人
戦

終

の

ん
の

か
な
間
だ
け

 
更
に

え
ば

オ
レ
が
戦
う

目
に
な
る
と
他
人
事
の
よ
う
に

た
の
が
気
に
掛
か
る

 
や
は
り

今
の
キ
リ
ト
は

だ

 
お
前

一

じ

な
い
の
か

 
ボ
ク
は
以
前
見
て
い
た
か
ら
す
ぐ
キ
リ
ト
の
変

に

し
が
付
い
た
が
そ
れ
を
知
ら
な
い
神

は

惑
し
て
い
た

ま
ず
間
違
い
な
く

の

名
だ

た

に
は
キ
リ
ト
の
二
重
人
格

性

は
無
か

た

だ
し
そ
も
そ
も
彼
を
見
て
い
な
か

た
の
な
ら
あ

た
と
し
て
も
知
ら
な

か

た
だ
ろ
う
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だ
か
ら
こ
そ
神

は

惑
し
て
い
る
よ
う
だ

た

一

じ

な
い
の
か

だ

 
ク
ハ

面
白

事
を

く
な

愚
兄

ぐ

愚
兄
だ
と

 
今
ま
で
見
下
し
て
き
た

手
か
ら
見
下
す
呼
称
を
さ
れ
た
事
で
神

は
怒
り
心

ら
し
く
一

気
に
怒
り
の
形

に
な

て
刃
を

し

も
う
と

に
力
を

め
始
め
た

 
し
か
し
こ
の
世
界
は
仮
想
世
界

体
格
で
は
絶
対
的
な
差
が
あ
ろ
う
と
も
こ
の
世
界
で
は
レ

ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
が
全
て
だ

ス
ピ

ド
タ
イ
プ
の
神

で
は
パ
ワ

タ
イ
プ
な
上
に
レ
ベ

ル
が

も
な
い
キ
リ
ト
に
勝
て
る

も
無
く

剣
は
ビ
ク
リ
と
も
動
か
な
い

 

も
が
キ
リ
ト
の

突
な
変
容
に

然
と
し

と
な

た
状

の
中

く
キ
リ
ト
が

け
て
い
た

を
上

目
の
前
に
い
る
自
身
の

兄
を
見
上

た

 
横
か
ら
見
え
る
そ
の

に
は

弄
の
表
情
が
浮
か
ん
で
い
た

え
ビ

タ

と
し
て

振
る
舞

て
い
て
も
決
し
て
見
せ
な
い

の
表
情
は
今
の
少
年
が

と
は
明
ら
か
に
異
な

て
い
る
事
を
意
味
し
て
い
る

生
憎
だ
が

 

の

を
歪
め
な
が
ら

葉
を
発
し
た
の
と
同
時

キ
リ
ト
の

に
一
本
の
剣
が
現
れ
た
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特
徴
的
な
部
分
が

見
ら
れ
な
い

剣
は
恐
ら
く
第
七
十
五
層
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
武
器

で

ら

れ
て
い
た
代
物

突
出
し
た
ス
テ

タ
ス
こ
そ
無
い
が
し
か
し
強
化
す
れ
ば
使
え
る
だ
ろ
う
剣

は

キ
リ
ト
が

を
持

て
い
れ
ば
振
り
下
ろ
す
だ
ろ
う
形
で
空
間
に
現
れ
た

て
ん
で
的
外
れ
だ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
の

弄
を

さ
な
い
声

で
発
せ
ら
れ
た
大

声
と
共
に

に
現
れ
た
剣

が
白
剣
を

ま
れ
身
動
き
が
取
れ
な
い
で
い
る

あ
る
い
は
キ
リ
ト
の
変

に

い
て
い
る

神

へ
と
襲
い
掛
か

た

そ
の
剣
は

掛
け
に
振
り
下
ろ
す

道
を

く

ぐ
 
神

は
目
の
前
に

る
少
年
の
変

に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
た
め
ア

サ
リ
と

に
浮
く
剣

の

掛
け
の
一
撃
を
そ
の
身
に

け
た

 
と
は

え
反
応
速

が

で
は
な
い
神

は
流

と

う
べ
き
か

時
に
白
剣
の

か
ら
手

を
離
し
後
退
し
よ
う
と
し
て
い
た
ら
し
く
動
か
な
か

た
ら
肉
体
を

断
し
て
い
た
だ
ろ
う
一

撃
は

そ
れ
な
り
に
深
く
は
あ
る
も
の
の

断
ま
で
は
い
か
ず

神

の

を
残
り
二

弱
ま

で

ら
す
に
終
わ

た

そ
の
一
撃
で
三

ど

ら
し
た
と
い
う
事
だ

 
ス
テ

タ
ス
や

備
の
性
能
差
を

え
る
と
斬
閃
の
深
さ
に
反
し
て

か
ダ
メ

ジ
が
少
な
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い

恐
ら
く
神

が
付
け
て
い
る
ボ
デ

ア

マ

の
性
能
が

力
と
ダ
メ

ジ
カ

ト
に
特

化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が

最
前
線
だ
と

の
性
能
は

力
値
よ
り
も
ダ

メ

ジ
カ

ト

の
方
が
重
要

さ
れ
る

 
こ
れ
は
ダ
メ

ジ
の

値
に
使
わ
れ
る
値
の
問

だ

 
極

な
話
恐
ろ
し
く
強
大
な
Ｍ
ｏ
ｂ
で
あ
る
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

の

力
値
や
攻
撃
力
値
は
プ

レ
イ

よ
り

か
に
高
い
の
が

本
で
現
に
パ
ワ

タ
イ
プ
で
あ
る
キ
リ
ト
は
第
七
十
四

層
や
第
七
十
五
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
に

か

り
合
い
で

さ
れ
て
い
た

つ
ま
り

手
の
攻

撃
力
が
高
過
ぎ
る
た
め
こ
ち
ら
が

ら

力
を
上

よ
う
と
も

の

ど
し
か

ら
な
い

の
だ

 
し
か
し
ダ
メ

ジ
カ

ト

は

備
出
来
る
全
て
の

の
値
を
合

す
る
と
一

か
ら
三

ど
は
ダ
メ

ジ
を

ら
せ
る

け
る
ダ
メ

ジ
が
大
き
い
程
に
ダ
メ

ジ
カ

ト

は

よ
り
重
要
に
な

て
く
る
の
だ

 
神

が

け
る
ダ
メ

ジ
が

に
小
さ
く
感
じ
る
時
が
あ
る
の
は
恐
ら
く
カ

ト

の
方
に

特
化
し
た

備
だ
か
ら
だ
と
思
う

無
論
こ
れ
は
ボ
ク
の
予
想
だ
か
ら
外
れ
て
い
る
可
能
性
も
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め
な
い
の
だ
が

 

話
ま
だ

王

の
事
を

一

だ
と
思

て
ン
な
ら

分
と

み
そ
の
ユ
ル
い

だ

な

一

を

定
し
た
の
は

他
な
ら
な
い
テ
メ

自
身
だ

て
の
に
よ

 
神

が

け
た
ダ
メ

ジ
の
少
な
さ
に
対
し
キ
リ
ト
と
違

て

備
し
て
い
る
ボ
デ

ア

マ

が

ら
し
た
原
因
だ
ろ
う

斬
撃
は

ボ
デ

ア

マ

の
上
か
ら

び
せ
ら
れ
た

と

得
し
て
い
る
と

に
浮
い
て
い
た
剣
を
消
し
た
キ
リ
ト
が

み
を
引

め
険
し

い
表
情
を
浮
か
べ

神

を

み
な
が
ら
そ
う

た

 
そ
の
表
情
を
見
て

葉
を

い
て

殺
し
合
い
を

し
む
よ
う
な
ど
こ
か
狂

た
感
じ
が

あ

た
キ
リ
ト
の
別
人
格
に
対
す
る
自
分
の

が

少
し
だ
け
変
わ

た
気
が
す
る

 
た
だ
破
壊
や
殺
し
を

し
む
ば
か
り
の
存
在
で
は
な
い
と
キ
チ
ン
と

す
れ
ば
大

な
の

だ
と
そ
う
思
え
る

か
が
今
の
キ
リ
ト
か
ら
は
感
じ
ら
れ
た
の
だ

体
的
に

か
は
分
か

ら
な
い
け
れ
ど

テ
メ

に
捨
て
ら
れ
た
時
点
で
も
う

一

は
死
ん
だ
も
同
然

に

る
の
は
別

人
だ
よ

だ
が
な
だ
か
ら

て
テ
メ

ら
に
対
す
る
感
情
が
無
く
な

た

じ

ね
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ぞ

達
に
対
す
る
感
情

 
そ
の
感
情
に
ボ
ク
は

し
が
付
い
た
が
神

は
イ
マ
イ
チ
分
か
ら
な
い
の
か

そ
う
な
面

持
ち
に
な

た

 
そ
れ
を
見
て
か

あ
る
い
は
内
に

こ
る
感
情
故
か

キ
リ
ト
は
無
表
情
に
な

た

 
そ
の
黒
い

に

光
は
無
い

 

も

さ
ず

に
も
動
じ
な
い

虚
無
の
闇
が
広
が

て
い
た

理
不

へ
の
怒
り

観
へ
の
憎
し
み

間
が
い
る
事
へ
の

み

も
見
て
く
れ
な
い
哀

し
み

そ
の
他

 
怨
嗟
と
思
え
る

い
声

で

と

と
語
ら
れ
る

的
な

 
そ
れ
は

に
さ
れ
た
数
こ
そ
多
く
は
な
い
が
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
表
情
と
の
ギ

プ

で
恐
ろ
し
か

た

ど
れ
だ
け
深
い
の
か
分
か
ら
な
い
し
あ
る
い
は
深
過
ぎ
て
無
表
情
に
な

て
い
る
の
か
と
も
思
う

そ
し
て

 
彼
が

け
よ
う
と
し
て
い
る
そ
の
先
を

ボ
ク
は
容

に
想
像
出
来
て
し
ま

た
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テ
メ

ら
を

千
冬

と

秋
十

そ
し
て
テ
メ

ら
を
信

す
る

中
全
て
を
こ
の
手
で
殺
す
と
い
う

復
讐
心
だ

 

呼

 
あ

て
欲
し
く
な
か

た

あ
る
と
は
思

て
い
た
し
む
し
ろ
無
い

が
無
い
も
の
だ

た

が

出
来
れ
ば
そ
の
感
情
を
発

し
な
い
で
欲
し
い
と
願

て
い
た

 
も

と
他
の
事
に
目
を
向
け
て
と
願

た

 
そ
れ
が
果
た
さ
れ
な
い
事
を
叶
わ
な
い
事
を
悟

た
ボ
ク
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
か

く
悲

の
声
を

ら
し
て
し
ま

た

剣
を
持

て
い
な
い

手
で
思
わ
ず

を

て
し
ま
う

程
に

悲

に

れ
て
し
ま

た

 

今
ま
で

も
疑
問
に
は
思

て
い
た
の
だ

 
キ
リ
ト
は

し
過
ぎ
る

自
分
を

る
者
達
す
ら
も
助
け
る
対

と
し
て
見
て

命
を

奪

て
来
る

手
に
対
し
て
も
平

に

論
対
応
は

し
く
な

て
い
る
が

す
る
あ

た
り
で

ボ
ク
は
日

か
ら
疑
問
を

い
て
い
た
の
だ

ど
う
し
て
怒
ら
な
い
の
だ
ろ
う

と
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そ
れ
か
ら
時
が
流
れ
闘
技
場
に
て
キ
リ
ト
の
変

ぶ
り
を
見
て
か
ら
あ
る
危
惧
を

い
て
い

た 

す
る
表
の
キ
リ
ト
か
ら
欠

し
た
感
情

す
な
わ
ち

怒
や
憎
悪
と
い

た
も
の
が

裏

の
キ
リ
ト
を
構
成
し
た
の
で
は
な
い
か

そ
し
て
そ
の

裏

の
キ
リ
ト
は

自
分
を

る
者
達
全
て
を
殺
し
た
い
と
願

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

 

か
ら
キ
リ
ト
は
強
さ
を
追
い
求
め
て
い
る

そ
れ
は
自
分
が
生
き
る
た
め
こ
の
世
界
の

人

の
た
め
と
い
う

面
も
あ

た
が

よ
り
も

れ
の
存
在

千
冬
を
求
め
て
い
る

か
ら
だ

あ
る
い
は
強
さ
こ
そ
が

の
家

に
認
め
ら
れ
る

一
の
方
法
と
思

て
い
る
か
ら
か

も
し
れ
な
い

 
け
れ
ど
今
の
キ
リ
ト
に
は

に
リ

フ

と
い
う
自
身
に
愛
情
を

い
で
く
れ
る
大
切
な
家

が
い
る

今
ま
で
の
や
り
取
り
を
見
て
い
る
限
り
キ
リ
ト
も

心
を
許
し
て
い
る
よ
う
だ
し

大
切
な
存
在
と
見
て
い
る
の
だ
そ
ん
な
彼
が

一

と
し
て
よ
り
を

し
た
い
と

え

る
だ
ろ
う
か

 
可
能
性
と
し
て
絶
無
と
は

え
な
い
だ
ろ
う

 
だ
が

こ
れ
は
あ
く
ま
で
キ
リ
ト
が

千
冬

と

秋
十

を

定
的
に

え
て
い
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た
場
合
の
話
だ

そ
う
で
な
け
れ
ば
よ
り
を

す
と
い
う
話
に
は
な
ら
な
い

 
キ
リ
ト
が

定
的
に

絶
的
に

え
て
い
た
場
合

の
姉
と
兄
に
は

た
い

を
取
る
だ
ろ
う

も
し
か
し
た
ら
無

心
か
も
し
れ
な
い

最
悪
恨
み
憎
む
あ
ま
り
殺
し
た

い
と
す
ら
思

て
い
る
可
能
性
は
十
分
あ

た

そ
の
感
情
が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い

を

け
て
い
た
の
だ
か
ら

 
実
の
と
こ
ろ
キ
リ
ト
と
出

た
ば
か
り
の

か
ら
彼
は
姉
と
兄
を
憎
ん
で
い
る
も
の
か

と
思

て
い
た

少
し
前
ま
で
ず

と
そ
う
思

て
い
た
の
だ

 
し
か
し
実
の
兄
と
思
わ
ぬ
遭
遇
を
し
た
直
後
の
反
応
を
見
る
に
忌

感
は
あ
る
も
の
の
憎
ん

で
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
か

た

リ
ズ
や
リ

フ

達
の
会
話
を

い
て

な
反
応
を
し
て

い
た
の
が
そ
の
証

と
て
も
意
外
だ

た
か
ら
目
に
付
い
た

 
神

と
の
一

目
の
デ

エ
ル
も

パ

と
見
で
は
怒
り
狂

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
け
れ
ど
よ
く
よ
く
見
て
い
れ
ば
キ
リ
ト
の
怒
り
は
こ
の
世
界
に
い
る
人

の
想
い
を

さ
れ

た
事
に
対
し
て
だ
と
分
か
る

自
分
が

さ
れ
た
事
に
は
怒

て
い
な
か

た

戦
闘
中
の
怒

も

ど
ち
ら
か
と

え
ば
剣
が
届
か
な
い
自
分
へ
の
怒
り
の
よ
う
に
も
見

け
ら
れ
た

 
だ
か
ら
正
直

キ
リ
ト
が
神

の
事
を
憎
く
は
思

て
い
な
い
と

そ
う
判
断
し
て
い
た
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そ
の
キ
リ
ト
が
さ

き
絶
大
な
殺
気
を
放

た
事
に
心

い
た

 
裏
の
人
格
と
思
し
き
キ
リ
ト
は
今
ま
で
見
て
来
た
表
の
キ
リ
ト
よ
り
明
確
な
怒
り

憎
し
み

よ
り
復
讐
心
を

い
て
い
た

 
喜
び
と
い

た
正
の
感
情
で
は
き

と
表
の
キ
リ
ト
の
場
合
確
か
に
本

な
の
だ
と
思

う

明
る
く

む

に

が
あ
る
と
は
思
え
な
か

た
し

思
い
た
く
な
い

 
そ
し
て
負
の
感
情
の
場
合

表
の
キ
リ
ト
の

葉
は

か
し
ら

魔
化
し
が
入

て
い
て

裏

の
キ
リ
ト
の

が
本

な
の
だ
と
思
う

き

と
本

の
キ
リ
ト
は

自
分
を

て
来

た
者
達
は

論
ず

と

観
し
て
い
た

と
い
う
か
多
分
気
付
い
て
す
ら
い
な
か

た
の
だ

ろ
う

千
冬

を
も
恨
み

憎
み

殺
意
を

ら
せ
て
い
る
の
だ

 
も
し
か
し
た
ら
リ
ア
ル
で
も

か
面
倒
を
見
て
く
れ
た
ら
し
い

ノ
之
束
も

と
し
た
ら

今
ま
で

か
と
理
由
を
付
け
て

ビ

タ

と
し
て

出
来
損
な
い

と
し
て

ら
れ
て
い
る
の
を

過
し
て
き
た
ボ
ク
達
を
も
殺
し
た
い
と
そ
う
願

て
い
る
か
も
し

れ
な
い

 
キ
リ
ト
に

大
切
な
人
に
恨
ま
れ
て
い
る
事
を

え
て

体
が
ぶ
る
り
と

え
た

 
剣
を
持
つ
手
は

え
切

て
い
て

カ
タ
カ
タ
と
小

み
に

え
る
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け
れ
ど
全
部
殺
し

く
し
た
と
し
て

そ
の
後
キ
リ
ト
は
ど
う
す
る
の

  

裏
で

そ
う
疑
問
の
声
が

こ
え
た

 
復
讐
者

た
だ
た
だ
自
分
が
殺
す
と
定
め
た

手
を
殺
す

だ
け
に
全
て
一
切
合
切
を

つ
死

兵
と
い
う
異
常
者

目
的
の

な
ら
ど
ん
な
手

も

じ
る
し
正
道
も
邪
道
も
時
に
は
味
方

を
も

し

に
し
て
で
も

を
殺
す
者

 
た
だ
一
つ
の
目
的
を
果
た
す

に
全
て
を

や
す
か
ら
こ
そ

そ
れ
を
止
め
る
事
は

し
い

 
そ
し
て

復
讐
を

て
し
ま

た
後
は

  

裏
で

血

ま
り
に
倒
れ
て
い
る
傷
だ
ら
け
の

が
浮
か
ん
だ

  

な
傷
が
無
数
に
あ

て
け
れ
ど
ど
こ
か

か
を
成
し

た
時
特
有
の

足
し
た

み
を
浮
か
べ
て

遠
に
覚
め
な
い
眠
り
に

い
た

が
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な
未
来
を
想
像
し
て
し
ま

て

ぎ
り

と
⻭
を
食
い

る

 
百
歩

て
神

を
殺
す
事
は
ま
だ
良
い

自
分
だ

て
キ
リ
ト
の

と
大
義
名
分
を
掲

て

殺
そ
う
と
剣
を

い
た
の
だ
少
な
く
と
も
ボ
ク
は
彼
を
止
め
る
権

も
責
め
る
権

も
持
た
な

い
し
す
る
事
も
出
来
な
い

ア
ル
ゴ
や
第
二
レ
イ
ド
の

の
事
で
個
人
的
な
恨
み
も
出
来
た
か

ら
神

を
斬
り
た
い
と
ま
だ
思

て
は
い
る

 
で
も

も
か
も
殺
し

く
す
の
は
許
せ
な
い

人
道
の
話
で
は
な
い
そ
ん
な
事
を
し
た
ら

キ
リ
ト
の
心
ま
で
も
が
死
ん
で
し
ま
う
か
ら

 
そ
れ
だ
け
は
ボ
ク
自
身
が

過
出
来
な
い

 
キ
リ
ト
へ
の

か
な
想
い
を
完
全
に
自
覚
し
た
あ
の
時
に
誓

た
の
だ

明
る
く

う
彼
を

そ
し
て
彼
の
心
を
護
る
と

こ
の
剣
と
魂
に

天
地
神
明

神
様
に

 
だ
か
ら

ボ
ク
は

ボ
ク
が
出
来
る
事
と

え
ば

  

も
し
も
の
時
は

ボ
ク
の
命
に
代
え
て
で
も

キ
リ
ト
を

る
し
か
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そ
れ
く
ら
い
し
な
け
れ
ば
キ
リ
ト
を
止
め
る
事
は
出
来
な
い
と
い
う
確
信
が
あ

た

キ
リ

ト
に
と

て
大
切
な
者
の
命
を
以
て
で
な
け
れ
ば

 
最
悪
の
場
合
残
し
て
し
ま
う
事
に
な
る
姉
に
対
す
る
一

の
不
安
と
死
へ
の
恐
怖
心
を
覚
え

な
が
ら
も

ボ
ク
は
心
を

い
立
た
せ

⻘
年
と
少
年
の
対
峙
へ
と
意
識
を

し
た

  

を
喪

た
事
で
一
時
は

足
も
斬
り

と
さ
れ
る
か
と
絶
体
絶
命
の
危
機
に

た
キ
リ

ト
君
は
そ
の
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
最
初
に
斬
り

と
さ
れ
て
い
た

の
部

欠
損
が

終
了
回
復
し
た
た
め
す
ぐ
さ
ま
反
撃

手
に

び
出
し
た
大
刀
と

手
の
攻
撃
を
以
て

地
を

う
じ
て
脱
し
た

 
そ
れ
に
私
は
安

を

い
た

 

に
白
の
剣
士
が

い
て
来
た
オ
レ
ン
ジ
達
は
大

が

無
力
化
に
成

し
て
い
る

先

ど
ユ
ウ
キ
が
殺
す
事
も

わ
な
い

勢
を
見
せ
た
事
が
予
想
外
で
浮
足
立

て
し
ま

た
よ
う
で
剣
を
向
け
れ
ば
向
か

て
は
来
る
も
の
の
そ
の
眼
に
は
必
ず

え
が
見
え

れ
し

た

殺
さ
れ
る
の
が
恐
い
の
だ
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私
は
そ
れ
を

然
だ
と
思
う

だ

て
死
ぬ
の
は
恐
い
だ
ろ
う
し

私
だ

て
恐
い

 
た
だ
私
は
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い

か
を
殺
す
事
も
恐
い

そ
う
い
う
意
味
で
は
ユ
ウ
キ
に
対

し
て

怖
を

く
と
共
に
そ
れ
だ
け
キ
リ
ト
君
の
事
が
大
切
な
の
だ
な
と

望
と

か
な

き
を
覚
え
る

 
私
だ

て
常
に
一
人
で
戦

て
重
過
ぎ
る

を
背
負

て
来
た
彼
の
事
を
大
切
だ
と
思

て

い
る
し

力
に
な
り
た
い
と
思

て
い
る
の
だ

 
彼
女
の
よ
う
な
愚
直
な
ま
で
の
意

の

き
様
は
正
直

ま
し
い

 
本

を

え
ば
す
ぐ
に
で
も
キ
リ
ト
君
の
加
勢
に

き
た
か

た
が
私
は
今
回
ボ
ス
攻
略
レ

イ
ド
の
指

を

さ
れ
て
い
る

に
ボ
ス
は
倒
し
た
が
そ
の

目
を
ま
だ
解

さ
れ
て
い
な

い
以
上
は
別
の

を

手
に
し
て
い
る
間
も
指

を

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ボ
ス
部

に
来

る
ま
で
の
戦
闘
で
も
指

を

る
よ
う
に

 
だ
か
ら
私
は
ユ
ウ
キ
の
突
出
し
た
行
動
を

本
来

め
る
べ
き
で
は
あ

た

 
だ
が
止
め
な
か

た

彼
女
の
行
動
は
間
違

て
な
ど
い
な
い
し
彼
女
の

独
行
動
が
あ

た
か
ら
こ
そ
オ
レ
ン
ジ
達
が
浮
足
立
ち

ボ
ス
戦
で

し

⻑
が

場

で
あ

た
と

知

て
動
揺
し
て
い
た
攻
略
組
も

し
返
せ
た
の
だ
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ボ
ス
部

の

が
消
え
た
後
の
動
揺
か
ら
立
て
直
し
た
よ
う
に
彼
女
に
は
私
や
デ

ア
ベ
ル

さ
ん

⻑
と
は
別
の
方
向
性
の
カ
リ
ス
マ
が
あ
る

自
分
や
ラ
ン
さ
ん
の
よ
う
な

性
の
あ

る
方

は
示
せ
な
い
だ
ろ
う
が
直
感
的
に
最
善
手
を
打
て
る
そ
の
才
能
は
恐
ろ
し
い

事
実
そ

れ
で
攻
略
レ
イ
ド
を

も
存

さ
せ
て
い
る
の
だ
か
ら

 
最
も
動
揺
の
渦
か
ら

け
出
し
て
と
に
か
く
黒
の
剣
士
を

自
身
に
と

て
大

切
な
想
い
人
を
助
け
よ
う
と
い
う
一
心
で

彼
女
は
剣
を
取

て
い
た

 
そ
ん
な
動
揺
か
ら
脱
し
た
ば
か
り
の
彼
女
で
す
ら

再

身
を

ら
せ
て
し
ま
う
光

が
広

が

て
い
た

 

さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
も

さ
れ
て
い
る

中
の
者
も

し
て
い
る
者
も
刃
を
交

え
て
い
る
者
達
も

キ
リ
ト
君
の
加
勢
に
向
か
お
う
と
備
え
て
い
た
者
達
の

も
が
息
を

み

そ
の
光

を

観
し
て
い
た

 
大
人
の
よ
う
な

静
さ
あ
る
い
は
子

ら
し
い

そ
し
て
怒
り
を

い
て
い
な
が
ら
も

彼
ら
し
か

た
の
に

突
に

し
い

と

気
に
変

し
た
か
ら

 
聖
⻯

合
や
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
は
彼
に
対
し
刃
を
向
け
た
事
が
あ
る
者
も

て

そ
れ
で
も

い
て
い
る
と
い
う
事
は

今
ま
で
た
だ
の
一

も
そ
ん
な

を
見
て
来
な
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か

た
と
い
う
事

に
し
て
も

本

に

王

は

れ
る
く
れ

甘
い

ツ
だ

 
白
剣
を

ん
で
止
め
る

に
一

仕
舞

た
大
刀
を
ま
た
取
り
出
し

に

ぐ
よ
う
に
し
て

い
る
キ
リ
ト
君
が
⻘
年
と
オ
レ
ン
ジ
達
を

け
て
聖
⻯

合
や
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放

軍

血

騎
士

の

を
見
て

れ
た
よ
う
な
面
持
ち
で

う

⻘
年
が
斬
ら
れ
な
が

ら
後
退
し
た

に

手
が

ん
だ
ま
ま
だ

た
白
剣
は

に
⻘
年
の
手
許
へ
と

て
い
た

 
は

と

息
を

く
そ
の

は
無

を
す
る
キ
リ
ト
君
の
事
を

じ
て
い
る
面

の

と

ど
こ
か
重
な

て
見
え
る

甘
く
し
た
ら
コ
イ
ツ

も

子
に

る

て
事
は
分
か

て
る

な
ン
だ
が
な

殺
し
に
来

て
い
た

ツ
ま
で
護
ろ
う
な
ン
ざ

甘
過
ぎ
る
に
も
程
が
あ
る

 
ど
こ
か

苦

に
も
思
え
る

み
に

を
歪
め
た
彼
は

ま

い
い

と

葉
を

け
た

 
そ
れ
か
ら
彼
は

に

る
私
達
攻
略
組
や
オ
レ
ン
ジ
達
へ
と
ま
た

線
を
巡
ら
せ
る

テ
メ

そ
の
眼
で
し

か
り
見
と
け
よ

子
に

た

ツ
が
ど
う
い
う

路
を

る

の
か
を

な

く
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葉
を

め

る
の
と
同
時
地
を

て

時
に
⻘
年
の
眼
前
へ
と
肉

し

に

い
で

い
た
大
刀
を
少
女
の
よ
う
な

一
本
で
大
上

か
ら
力

せ
に
振
る

た

 
三
日
月
の
如
く

を

い
て
振
り
下
ろ
さ
れ
る
出
刃

を
想

さ
せ
る
大
刀
の
刃
を
白

く
め
の
⻘
年

秋
十

こ
と

白
の
剣
士

ア
キ
ト

は
白
剣
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

シ

デ

タ
を

め
上
に
振
り
上

る
事
で
止
め
た

 
ガ

ン

と
重
い
金
属

が

き

火
花
が

暗
い
ボ
ス
部

の
中
を

ら
す

 
し
か
し
直
後
白
剣
と
交
錯
し
た
大
刀
が
振
り

か
れ
⻘
年
は
後
方
へ

し
や
ら
れ
る

力
値
で

し
負
け
た
の
だ

レ
ベ
ル
一
五

は
確
実
に
あ
る
の
だ
か
ら
⻘
年
が

し
負
け
る
の
は

自
明
の
理
だ

ク

が

 
一

で
力
負
け
し
た
事
に

づ
く
⻘
年
は
少
年
を

み
あ

る

に
フ
リ

に
し
て
い
た

手
に

剣
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

恐
ら
く
は
ホ
ロ
ウ
品

を
取
り
出
し
二
刀
と
な

た

 

二
刀
流

ス
キ
ル
は
持

て
い
な
い

な
の
で

ド
ス
キ
ル
は
一
切
使
え
な
く
な
る
が

こ
の
死
闘
で
は
む
し
ろ

ド
ス
キ
ル
は
悪
手
と

え
る

技
後

直
を

け
な
い

常
攻
撃
の

方
が
攻
め
や
す
い
と
判
断
し
て
の
行
動
だ
ろ
う
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問

は
⻘
年
の
二
刀
技
術
の
高
さ

 
キ
リ
ト
君
の
圧
倒
的
な
レ
ベ
ル
差
を
才
能
と
技
術
だ
け
で

し
あ
る
程

抗
し
た
実
績
を

持
つ
あ
の
⻘
年
の
事
だ

弱
い
と
は

思
え
な
い

を
持

て
い
る
事
か
ら
し
て
も

必
ず
二
刀
の

点
を
見
出
し

あ
る
程

は
練

し
て
い
る

だ

 

つ
も
の
死
線
を
一
人
で
生
き

い
て
来
た
キ
リ
ト
君
と
は
別
方
向
の
強
さ
を
あ
の
⻘
年
は

持

て
い
る

だ

ク
ヒ

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る

だ
が
し
か
し
恐
れ
る
に
足
ら
な
い
と
判
断
し
た
の
か
様
子
が
一
変

し
た
キ
リ
ト
君
は

に
狂

を
浮
か
べ

く
息
を

い
た

 
同
時
彼
の

に

と
共
に
二

の
戦
輪
が
更
に
背
後
に
は

先
を
⻘
年
へ
と
向
け
た
状

で
旋
風
を

た
六
槍
が

を
現
す

に

来
出
来
る
よ
う
に
か
そ
れ
と
も

力
を

上

す
る
た
め
に
か
ど
ち
ら
も

と

と
風
を
発
生
さ
せ
て
い
る

そ
の
様
は
業
火
に

風
の

そ
れテ

メ

が

れ
て
る
な
ら
負
け
る

が
無

よ
な

 
そ
ら

破

て
み
な

こ
の

を

め
る
な

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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キ
リ
ト
君
の

発
を

け
⻘
年
も
ま
た
同
じ
よ
う
に

に
二

の
戦
輪
背
後
に
風
の
六

槍
を
同
じ
よ
う
に
出
現
さ
せ
た

合
わ
せ
の
如
く

さ
れ
た
二
つ
の
武
器
達
は
⻘
年
が
怒

を
上

る
と
同
時
に
放
た
れ
る

 

の
如
く
う
ね

た

道
を

い
て
火

を

ら
し
て

ぶ
戦
輪

 

の
如
く
真

直
ぐ

い

道
を

い
て

す
る
風
の
六
槍

 
そ
れ
ら
は
や
は
り

合
わ
せ
の
よ
う
に
真
正
面
か
ら
衝
突

と

風
を
発
生
さ
せ
使

者
達
の
後
方
へ
そ
れ
ぞ
れ
弾
か
れ

る

 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
君
が
へ

と
感

と
も
予
想
外
な
も
の
を
見
た
と
も
取
れ
る
反
応
を
示

す
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
練

し
た
か
知
ら
ね

が

応
出
来
た

り
は
流

と

た
と
こ
ろ

だ
な

神

と

わ
れ
て
い
る
だ
け
あ
る

ん

お
前
と
は
出
来
が
違
う
ん
だ
よ

一
緒
に
さ
れ
る
と
不

快
だ

出
来

ね

 
苛
立
ち
の

も

た
⻘
年
の

葉
を

け
た
彼
は
意
味
深
な

き
と
共
に

な
苦

を

浮
か
べ
た
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な
ら
こ
の
場
に

る
全

に
裁
定
し
て
も
ら
う
と
す
る
か

 
ど
う
い
う
意
味
だ

 

突
と
も

え
る
キ
リ
ト
君
の

に
⻘
年
は

論
そ
の
全

で
あ
る
私
達
も

て
疑
問
を
浮
か
べ
た

裁
定

と

て
も

を
裁
定
す
る
か
分
か
ら
な
い
し

ど
う
い
う
意

が
あ
る
か
も
よ
く
分
か
ら
な
か

た

 
そ
ん
な
様
子
の
私
達
を
見
て
苦

を
深
め
た
彼
は
実
の
兄
へ
と

線
を

し
て

を
開
い
た

生
き
残
れ
ば
勝
ち
死
ぬ
か

る
か
で

け

そ
れ
を
こ
の
部

に
い
る
お
よ
そ
百
二
十

人
の
プ
レ
イ

に
見
届
け
て
も
ら
う

出
来
損
な
い

と

神

の
正
面
衝
突
が
ど
ん
な

結

に
終
わ
る
の
か
を
な

断
る

へ

 
⻘
年
は
バ

サ
リ
と
切

て
捨
て
た

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
君
は
興
味
深
そ
う
に

面
白
そ
う
だ
と
思

て
い
る

を
浮
か
べ
た

ま
別
に
い
い
さ

テ
メ

が
こ
の

を

け
よ
う
が

け
ま
い
が
ど
ち
ら
か
が
死
ぬ
ま
で

殺
し
合
う
の
は
決
ま

て
る
ん
だ

せ
オ
レ
が
止
め
る
つ
も
り
無
い
か
ら
な

そ
も
そ
も

け
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る
と
も
思

て
い
な
い

け
な
い
と
分
か

て
い
て
も
問
う
な
ん
て

お
前

か

 
キ
リ
ト
君
自
身
も
ど
う
や
ら
そ
の

を

ら
れ
る
と
分
か

て
い
た
よ
う
だ

確
か
に
⻘
年

が

け
た
に
せ
よ

け
な
か

た
に
せ
よ
こ
こ
で
斬
り
合
う
の
は

哀
し
い
事
で
は
あ
る
が

変
わ
ら
な
い
た
め
ど
ち
ら
に
転

う
と
彼
に
と

て
は
大
し
た
問

で
は
無
か

た
の
だ

ろ
う

 
で
も
そ
れ
で
も

を
持
ち
か
け
た
事
に
は

か
意
味
が
あ
る

だ

⻘
年
が
思

た
よ
う

な

え
無
し

思
い
付
き
の

と
い
う

で
は
無
い
と
思
う

は
テ
メ

の
方
だ

愚
兄

さ

き
の
問
い
の
本
命
は

 
そ
の

え
を
裏
付
け
る
よ
う
に

に
し
て
き
た
⻘
年
を

に
し
た
よ
う
な

を
浮
か

べ
た
キ
リ
ト
君
は

し

か
り
と
⻘
年
を
見

え
て

を
開
い
た

た
だ
の
時
間

ぎ
だ

 
そ
う

た

彼
の

が
一

光
に

ま
れ
直
後
に
は
斬
り

と
さ
れ
た
少
女
の
如

き

さ
の

が

た

戦
い
や
す
く
す
る

に

を

そ
う
と
思

て

え
て
無

と
分

か

て
い
る
問

を
入
れ
る
事
で
時
間
を

い
だ
ら
し
い
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意

に
万
全
な
体
勢
で
戦
い
を

も
う
と
す
る
彼
ら
し
い
部
分
を

間
見
た
気
が
す
る

別
の
人
格
だ
と
し
て
も

や
は
り

ず
る
も
の
は
あ
る
ら
し
い

な

そ
の

に

て
か

ま
た
愚
兄

て

い
や
が

た
な

愚
兄
を
愚
兄
と

て

が
悪
い

正
さ
せ
た
い
な
ら
オ
レ
を

さ
せ
る
ん
だ
な

ま

出
来
る
と
は
思
え
ね

が

こ
の

ま
た

 
良
い

な
ら

さ
せ
て
か
ら
殺
し
て
や
る
よ

 

を

め
た

代
償
は
高
く
付
く
か
ら
な

 
死
ん
で
後
悔
し
や
が
れ

 

手
に

白
剣
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

シ
デ

タ
を
握
り

手
に

剣
ホ
ロ
ウ
・
ダ

ク
リ
パ

ル
サ

を
握

た
⻘
年
は
そ
う
怒
鳴

て
か
ら
勢
い
よ
く
地
を

て

け
出
し
た

 
同
時

⻘
年
の

上
に
蒼
色
の

剣
と
禍

し
い
黒
い

剣
が
出
現
す
る

 
ま
だ
出
し
て
い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が

と
す
る
と
お
金
が
有
り

て
い
る
キ

リ
ト
君
と
は
違

て
⻘
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
武
器

で

達
を
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

さ

き
か
ら

さ
れ
る
武
器
の
中
に

り
の
も
の
が
見
ら
れ
な
い
の
だ

 
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
ど
う
し
て
持

て
い
る
か
は
謎
の
ま
ま
だ
が

と
し
た
ら
大

は
た
い
て

達
し
た
武
器
な
の
だ
ろ
う
か

そ
れ
な
ら
レ
プ
リ
カ
品
と
し
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て
ま
だ

得
出
来
そ
う
で
は
あ
る

 
と
に
か
く

出
来
る
武
器
の
絶
対
数
で

え
ば
キ
リ
ト
君
の
方
が
圧
倒
的
に
有

だ

出
来
る
状

に
な
れ
ば
彼
の

性
は
確
実
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う

 
そ
う

え
て
い
る
と
蒼
の

剣
と
禍

し
い

剣
が
勢
い
よ
く
黒

く
め
の
少
年
へ
と

出

さ
れ
た

同
じ
速

の
よ
う
に
見
え
る
が

か
に

剣
の
方
が
速
い
よ
う
に
思
え
た

ハ
 

出
さ
れ
た

間

キ
リ
ト
君
は

時
に
な
く

い

で

て
動
き
出
し
た

 

か
に

へ

歩
動
い
て

剣
を

し
た

 
そ
こ
ま
で
は

う
じ
て
見
え
た
の
だ
が
そ
の
後
の
動
き
は
全
く
見
え
な
か

た

る
の
す

ら
見
え
ず
気
付
け
ば
彼
目
掛
け
て

来
し
た

剣
を

手
で

ん
だ
状

で
一
歩
前
に

み

み

め
上
に
振
り
上

て
い
る

勢
で
止
ま

て
い
た

 
一

れ
て

離
れ
た
場

に
蒼
の

剣
が
突
き
立
つ

 
そ
れ
ら
を
見
て

く

今
の
一

で

が

こ

た
の
か
を
把
握
し
た

て
反
応
を

 
超
高
速
で

来
し
て
く
る

剣
を
ギ
リ
ギ
リ
で

し
た
後
彼
は
体
を

に

る
事
で

剣
の
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を
し

か
り

み
自
分
の
武
器
と
し
た

そ
れ
か
ら

ラ
グ
無
し
で

ん
で
く
る

剣
目

掛
け
て

め
上
の

道
に

剣
を
振
る
い

刃
を
ぶ
つ
け
る
事
で

殺

弾
き

ば
し
た

 
そ
の
攻

を

ん
の
一

の
内
に
や

て
の
け
た
彼
の

正
確
に
は
別
人
格
の
キ
リ
ト

君
の
実
力
と

に

私
は
戦

し
た

 

な
ら
そ
の
ま
ま
横
に

ん
で

け
る
し
ユ
ウ
キ
な
ら

剣
と

剣
を
身
の
こ
な
し
だ
け

で

し

る
⻘
年
を

え
撃
つ
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
彼
は
わ
ざ
わ
ざ
危
険
な
方
法
で
や
り
過
ご
し
た
の
だ

超
高
速
で

来
す
る

剣
を

し
た
と
こ
ろ
ま
で
は
良
い
が
そ
こ
か
ら

を

み
取
り
あ
ま
つ
さ
え

剣
を
正
面
か
ら
弾
き

ば
す
な
ど

は

え
付
か
な
い

仮
に

え
付
い
た
と
し
て
も
横
に

ん
で

し
た
方
が

安
全
だ
か
ら
そ
ち
ら
を
取
る
者
が
多
い

な
の
だ

 

の
キ
リ
ト
君
や
ビ

タ

と
し
て
強
気
に
振
る
舞
う
キ
リ
ト
君
も
ど
ち
ら
か
と

え
ば
ま
だ
安
全
策
を
取
る
方
だ

無
理
無

無
謀
な
策
を
実
行
に

す
様
は
よ
く
見
て
来
て
は
い

る
が

そ
れ
は
他
に
方
法
が
無
い
か
ら
で
あ

て

他
に
安
全
策
が
あ
る
な
ら
そ
れ
を
取
る

 
し
か
し
変

し
た
今
の
キ
リ
ト
君
は

そ
れ
な
の
に
最
も
危
険
な
方
法
で
攻
撃
を

い
た

 
変

す
る
前
よ
り
も
能
力
が
高
く
な

て
い
る
か
ら
か
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あ
る
い
は
変

す
る
事
に
な

た

か
し
ら
の
フ

ク
タ

が
彼
の
精
神
面
に
影

を
与
え

て

危
険
を

み
見
な
い
戦
い
方
に
し
て
し
ま

て
い
る
の
か

 
そ
れ
と
も

死
に
た
い
と

か
つ
て

に
し
た
よ
う
に
心
の
ど
こ
か
で
思

て
い
る
の
か

 
今
の
状

か
ら
し
て

ど
う
に
も
後
ろ
二
つ
が
理
由
だ
と
思
え
て
な
ら
な
か

た

だ
ろ

今
の
に
も
反
応
す
る
の
か

こ
の
程

で
殺
せ
る
と
思

て
い
た
な
ら

め
過
ぎ
だ
愚
兄

 
さ

き
の
で
倒
せ
る
と
予
想
し
て
い
た
ら
し
い
⻘
年
は

き
故
に

る
速

が

み
そ
の
一

を
突
い
て
キ
リ
ト
君
が
地
を

り

空
気
を

い
て

し
た

 

に

離
を

め
切

た
彼
は

再
び
⻘
年
と
剣
が

る
速
さ
で
刃
を
交
え
始
め
た

 
か
と
思
え
ば
一

で
⻘
年
の
剣
の
間
合
の
外
へ
と
離
れ
仕
切
り
直
す

い
き
な
り
の
事
で

隙
を
晒
し
た
⻘
年
に
ま
た
斬
り
掛
か
り
ギ
リ
ギ
リ
で
そ
れ
を
⻘
年
は

く
と
い
う
展
開
が

か

り
返
さ
れ
て
い
く

⻘
年
も
最
初
こ
そ
焦
り
を
見
せ
て
い
た
が
今
は

れ
た
の
か
反
応

が

に

く
な

て
い
た

チ

面
倒

な

 
キ
リ
ト
君
も
十
分

と
い
う
か
異
常
な

ど

速
い
の
だ
が
そ
れ
で
も
神

の
方
が
反
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応
は

い
ら
し
い

大
刀
だ
か
ら
前
動
作
を
見
切
り
や
す
い
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
気
付
い
た
彼
は

く

き
捨
て

ま
た

離
を
取

た

 
し
か
し
今

は

に

め
る
事
無
く

手
持
ち
の
大
刀
を
正
眼
に
構
え
る

同
時
に
蒼

白
に

く
オ

ラ
が
刀
身
か
ら
立
ち
上
り
始
め
る

狂
月
剣

の
遠

離
攻
撃
も
可
能
な

発

ド
ス
キ
ル

ニ

ク
ス
ラ

シ

だ

 
そ
う
と
理
解
し
た
数

後
彼
は
大
刀
を
横

ぎ
に
振
る
い
三
日
月
型
の
蒼
白
い
斬
撃
を

ば
し
た

そ
の
速

は
速
い
け
ど
テ
レ
ビ
で
見
た

の
投
手
の
ボ

ル
よ
り
か
は

分
か

い

大

つ

い
て
い
る
の
も
あ

て
⻘
年
に
は
と
て
も

く
見
え
て
い
る
だ
ろ
う

こ
ん
な
見
え
見
え
の
攻
撃

た
る

無
い
だ
ろ

 
は

と

に
し
た
よ
う
な
表
情
で

い
捨
て
た
⻘
年
は
自
身
に

る
横
に
広
い
斬
撃
の

か
ら
外
れ
よ
う
と

へ

け
出
す

勢
を
取

た

 
そ
い
つ
は
ど
う
だ
ろ
う
な

 

は
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そ
の
直
後

キ
リ
ト
君
の
声
が
別
の
場

か
ら

こ
え
た

 
気
付
け
ば
彼
は
斬
撃
を
放

た

か
ら
今
正
に
⻘
年
が
斬
撃
を

け
る
べ
く

動
し
よ
う

と
し
た
先
へ

に

動
し
て
い
た

手
持
ち
の
大
刀
か
ら
は
や
は
り
斬
撃
と
同
色
の
オ

ラ
が

立
ち
上

て
い
る

流

に

め
の
時
間
が

か

た
か
ら
か
そ
の

は
小
さ
く
色
の

も

め
で
は
あ
る
が

 
そ
れ
を
見
た
神

は

き
に

ま
り

直
す
る

お
ら
よ

 
そ
の
隙
を

さ
な
い
と
ば
か
り
に
キ
リ
ト
君
は
大
刀
を
横

ぎ
に
振
る
い
ま
た
三
日
月
型
の

斬
撃
を

ば
す

 
最
初
に

ば
し
た
も
の
よ
り

か
に
小
型
だ
が
し
か
し
そ
れ
で
も

の
斬
撃
に
は
変
わ
り

な
いお

ら
お
ら

 
⻘
年
が

時
に
回
り

ま
れ
た
上
に
放
た
れ
た
二
発
目
か
ら
今

は
後
退
し
て
回

し
よ
う

と
す
る
が
そ
れ
を

ん
だ
よ
う
に
キ
リ
ト
君
は
も
う
二
回
一
発
目
と
二
発
目
の
斬
撃
を

撃

ち
に
さ
せ
る
よ
う
斬
撃
を
放

た
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⻘
年
は
⻘
白
い
斬
撃
に
四
方
を

ま
れ
た
の
で
あ
る

あ
ま
り
の
速
い

動
速

が
あ

て
こ

そ
出
来
た
事
だ
ろ
う

 
し
か
し

彼
の
攻
撃
は
ま
だ
終
わ
ら
な
か

た

こ
れ
で
ト
ド
メ
だ

 
そ
う

て
空
中
に
現
れ
た
彼
は
オ

ラ
を

た
大
刀
を
真
上
か
ら
振
り
下
ろ
し
⻘
年

の

上
か
ら
襲
い
掛
か
る
よ
う
に
斬
撃
を

ば
し
た

 
前
後

更
に

上
か
ら
の
五
方
向
同
時
攻
撃

 
さ
し
も
の
攻
略
組
も
四
方
向
で
終
わ
る
と
思

て
い
た
だ
け
に
そ
の

ぶ
り
に

然
と
し

た
チ

 
⻘
年
は

そ
こ
で
我
に
返

て

し
く

を
打
つ
と

地
を

て

へ
と
身
を
躍
ら
せ
た

前
後

と
真
上
か
ら
斬
閃
が

て
い
る
の
で
あ
れ
ば

め
上
方
へ

べ
ば
斬
閃
は

ん
で

こ
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
だ
ろ
う

 
高

び
の
よ
う
に
斬
閃
を

び
越
え
た
⻘
年
は
空
中
で
キ
リ
ト
君
の
方
へ
向
き
直
り
な
が
ら

地
面
に

地
す
る

流

に

一

で
四
方
を

動
し
て
斬
閃
を

ば
し
て
き
た
事
に
は
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し
て
い
る
ら
し
い

自
身
の
反
応
速

を
以
て
し
て
も
見
え
な
か

た
そ
の
速

に
か
そ
れ
と

も
あ
ん
な
攻
撃
方
法
を

え
出
し
て
す
ぐ
実
行
に

し
た
彼
自
身
に
か
は
分
か
ら
な
い

 
さ

き
ま
で
の
正
攻
法
な
戦
い
方
と
違

て
意
表
を
突
く
戦
い
方
に
な

て
い
る
彼
に

心

を

わ
に
し
て
い
る
⻘
年
に
対
し
歪
ん
だ

み
を
見
せ
た
キ
リ
ト
君
は
直
後
地
を

て
一

で
肉

 
振
り
下
ろ
さ
れ
た
大
刀
と

時
に
横

ぎ
に
振
る
わ
れ
た
白
剣
が

ま
た
交
錯
し
た

  
さ

き
ま
で
大
刀
を
手
に

て
い
た
キ
リ
ト
君
は
今
は
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ

ル
サ

を
手
に
し
て
い
た

そ
し
て
二
刀
流
同
士

な
技
術
の
み
で
戦
う
つ
も
り
の
よ
う
だ

 
一
刀
だ

た
時
に
⻘
年
を

し
て
い
た
の
を

え
る
と
今

も
ま
た
同
じ
に
な
る
よ
う
に
思

え
る

 
少
な
く
と
も
確
か
に
才
能
の
面
で
は
⻘
年
の
方
が
圧
倒
的
だ
と
私
も
思
う

現
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

来
て
か
ら

い
の
に
超
高
レ
ベ
ル
の
キ
リ
ト
君
の
ス
テ

タ
ス
で

し
切
ら
れ
な
い
よ
う

み

に
技
術
を

使
し
て

り
合

て
い
る
の
だ
か
ら

の
プ
レ
イ

な
ら

論
私
も

め

に

し
切
ら
れ
て
負
け
て
い
る
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だ
が
こ
の
世
界
は
技
術
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
る

技
術
は
全
て
能
力
こ
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
な
ら
レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
が

て
こ
そ
真
価
を
発

す
る

ら
技
術
が
あ
ろ
う

と

ス
テ

タ
ス
が

け
れ
ば
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
な
い
の
だ

 
そ
の
上
状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
ら
れ
る

さ
そ
れ
を

切
に
行
え
る
だ
け
の
十
分
な

経
験
も
必
要
だ

 
⻘
年
も
リ

フ

ち

ん
と
同
様
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

で
あ

た
事
を

え
れ
ば
多
少
経
験

を

ん
で
い
る
だ
ろ
う

リ
ア
ル
で
剣
道
を
し
て
い
た
経
験
も
あ

て
そ
こ
ら
の
初
心
者
よ
り

は
断
然
強
い

だ

 
そ
れ
で
も
ず

と
一
人
で
最
前
線
を
生
き

い
て
来
た
キ
リ
ト
君
の

時
間
な
が
ら

密
な

死
線
の
経
験
に

べ
れ
ば

ま
だ
足
り
な
い

ら
才
能
で
補
え
る
に
し
て
も
だ

 
⻘
年
の

因
は
レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス

精
神
的
な
面
で

え
ば
ユ
ウ
キ
が

た
よ
う
に

誇
り
の
程

だ
ろ
う

 

さ

き
ま
で
な
ら

ま
だ
⻘
年
に
も
勝
機
は
あ

た
よ
う
に
思
う

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
君
の
ト
ラ
ウ
マ
を
的
確
に

れ
る
事

せ
⻘
年
の
存
在
は
お
ろ
か

動
そ

の
も
の
す
ら
彼
に
と

て
は
全
て
ト
ラ
ウ
マ
に

し
い
の
だ
そ
れ
が
剣
を

ら
せ
る
の
に
直
結
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す
る
の
だ
か
ら
勝
機
は

ら
で
も
あ

た
と
思
う

現
に
彼
は
そ
の
せ
い
で
二

も
絶

の
機
会

を

し
て
い
る

 
む
し
ろ

故
そ
れ
で
追
い

ま
れ
る
か
が
結
構
謎
な
の
だ
が

多
分
そ
の

は
⻘
年
の

め
の
甘
さ
な
の
だ
ろ
う
な

と
私
は

得
し
た

 
常
識
的
な
部
分
は
と
も
か
く
人
付
き
合
い
の
上
で

と

わ
れ
る
常
識
や
会
話
内
容
で

え
ば
結
構
ズ
レ
て
い
る
感
の
あ
る
私
も

以
前
は
ち

く
ち

く

め
の
甘
い
部
分
が
あ

た

地
下
迷

の
時
ユ
リ
エ

ル
さ
ん
を
護

た
キ
リ
ト
君
の
行
動
の
意

を
深
く

ま
ず

か

が
過

た

路
に

を
出
そ
う
と
し
た
の
が
そ
の
証

 
そ
う
い
う
の
を
自
覚
し
て
直
さ
な
け
れ
ば
命
に

わ
る
と
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
の

は
少
な
く
な

て
き
て
い
る
が
⻘
年
は
こ
の

時
間
で
二

も
や
ら
か
し
て
い
る

以
前
の

デ

エ
ル
も
最
後
の
最
後
で
負
け
て
い
る

そ
も
そ
も
最
初
か
ら
全
力
で
や

て
い
れ
ば
キ
リ
ト

君
は

気
な
く
や
ら
れ
て
い
た

な
の
だ

 
そ
う

え
る
と
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
以
前
に
全
て
⻘
年
の

め
の
甘
さ
が

因
と
す
ら

え
る
か
も
し
れ
な
い

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
を

た
彼
を

い
た
時
に
あ
る
い
は

を

め
あ

た
時
に
す
ぐ
さ
ま
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を
斬
り

と
し
て
い
た
な
ら

と
す
る
と
⻘
年
は
勝

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

い

ち
い
ち
時
間
を
掛
け
て
い
た
か
ら
ユ
ウ
キ
達
に
乱
入
さ
れ
た
り

の
部

欠
損
が
回
復
し
て

反
撃
を

け
た
り
し
て
追
い

め
ら
れ
る
の
だ

こ
の

死
に
ぞ
こ
な
い
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
間
合
い
を
一

で

め
て

離
し
て

 
刃
を
振
る

て

し
て

弾
い
て

 

し
い
剣

と

み
合
い
の
応

が
交
わ
さ
れ
る

戦
を
見
て
い
る
と
一

大
き
な

倒
と

共
に
⻘
年
が
二
刀
を
振
り
上

刀
身
を
重
ね
振
り
下
ろ
し
た

そ
の
先
に
い
る
キ
リ
ト
君
は

二
刀
を
翳
し
て

す
る

 
ギ

ン

 
と
け
た
た
ま
し
い

が
部

に

き

り

か
反

し
た

な
ん
だ

な
ん
だ
よ

お
前
は

 

分
か
ら
な
い
ぞ

 
あ
の
速

は

な
ん

だ
よ

 
一
進
一
退
に
も
思
え
て
し
か
し
実

は
気
を

け
ば
⻘
年
が
一
気
に

し
切
ら
れ
る
形
に
な

る

り
合
い
が
始
ま

た

⻘
年
が
怒
鳴

た

 
そ
の
内
容
は
今
正
に
ず

と
第
一
層
の

か
ら
一
緒
に
戦

て
来
た
私
達
で
す
ら
も
浮
か
べ
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て
い
た
疑
問

 
あ
ん
な
速

は
明
ら
か
に
お
か
し
い

恐
ら
く

特
化
の
ア
ル
ゴ
さ
ん
で
す
ら
あ
の
速

は
出
せ
な
い

だ

ら
彼
が

か
に
高
レ
ベ
ル
と

て
も

値
に
振

て
い
る
ボ

ナ

ス
ポ
イ
ン
ト
の

合
は
三
ア
ル
ゴ
さ
ん
よ
り
も

か
に
高
レ
ベ
ル
と

て
も

値
は
然
し

て
変
わ
り
な
い

だ

知
る
か
よ

ン
な
事

 
そ
れ
に
対
し

キ
リ
ト
君
は
ど
こ
か

れ
を
感
じ
さ
せ
る
表
情
で

的
に

え
を
返
し
た

オ
レ
は
こ
の
ゲ

ム
の
製
作
に
一
切

与
し
て
ね

か
ら
な
分
か
る
事
は
プ
レ
イ

に
開

示
さ
れ
て
る
情
報
だ
け
だ

そ
れ
に

今
こ
の
場
で
は
ど
う
で
も
い
い
事
だ
ろ

そ
う
や

て

自
分
が
チ

ト
し
て
る
事
を

す
つ
も
り
か
よ

ク
ハ

 
⻘
年
の
怒
り
の

葉
に

彼
は

の

で

く
息
を

き
出
し
嗤

た

オ
レ
か
ら
し
て
み
り

テ
メ

の
方
が
よ

ど
反

的
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
来
た
ん
だ

た

か

 
テ
メ

こ

ち
に
来
た
時
の
初
期
レ
ベ
ル
は

つ
だ

た
ん
だ
よ

だ
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し
切
ら
れ
な
い
よ
う
力
を

め
て
い
る
と
分
か
る
⻘
年
の

え
は
声
に
も
力
み
が
反

さ

れ
た
の
か
語

が
強
く
な

て
放
た
れ
た

 
そ
れ
を

け
た
キ
リ
ト
君
は

我
が
意
を
得
た
り
と
ば
か
り
に
眼
光
を

く
す
る

だ

た
ら

更
お
か
し
い
ん
じ

ね

か

 
約
一

月
前
に
来
た
ば
か
り
だ

つ

の
に

で
一
年

ず

と
戦
い

け
て
来
た
オ
レ
と

の
ス
テ

タ
ス
を
得
て
ン
だ
よ

 

ら

最
前
線
に

た
と
こ
ろ
で
一
日
に
上

ら
れ
る
レ
ベ
ル
は
三
前
後
が
限

取
得
経
験
値
上

の
バ
フ

備
を
し
て
て
も
一

月
で
一

以
上
も
上

る
に
は
無
理
が
あ
る

最
前
線
近
く

に

て
た
な
ら
も

と

く
に
テ
メ

の
話
は

い
て
い
た
と
思
う
が
な

 
そ
れ
は

恐
ら
く
⻘
年
の
事
に
つ
い
て
あ
る
程

い
て
い
れ
ば

も
が
覚
え
た
疑
問
だ
ろ

う

ら

で
も
強
く
な
る
の
が

過
ぎ
る

 
キ
リ
ト
君
の
レ
ベ
ル
は
ま
ず
間
違
い
な
く
一

を
超
え
て
お
り
地
下
迷

の
レ
ベ
ル
一
五

だ

た
死
神
ボ
ス
を

独
撃
破
し
た
事
か
ら

み
る
に
恐
ら
く
そ
れ
以
上
は
あ
る

力
値
に

ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
七

を
振

て
い
る
ら
し
い
彼
と

に

り
合
う
な
ら

力
値
極

振
り
で
も
一
四

は
必
要
な

だ

 
し
か
し

力
値
あ
る
い
は

値
極
振
り
と
い
う

た
ス
テ

タ
ス
だ
と

備
出
来
る
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備
品
の

正

が

く
な
る
し
戦
い
方
も

て
来
る

そ
れ
だ
と
中

を

よ
く
倒
せ

ず

び
悩
む
事
に
な
る

事
実
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
最
前
線
で
も

す
る
レ
ベ
ル
を

持
し
て
い
る

が
そ
れ
で
も
戦
闘
を

け
る
の
は

値
へ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
極
振
り
し
た
せ
い
で
モ

ン
ス
タ

へ
与
え
る
ダ
メ

ジ
が
少
な
く
戦
闘
時
間
が

⻑
引
い
て
し
ま
う
事
に

因
し
て

い
る

武
器
の

値
も

い

力
値
で

備
出
来
る
も
の
は

し
て
少
な
い
た
め
彼
女
は
戦

闘
が
不
得
手
に
な

て
し
ま

た
の
だ

 
そ
れ
に
加
え
て
⻘
年
の
ス
テ

タ
ス
は
恐
ら
く

値
寄
り
の
ス
ピ

ド
タ
イ
プ

ど
う

え

て
も

に

り
合
う
な
ら
キ
リ
ト
君
以
上
の
レ
ベ
ル
が
必
要
に
な
る

 
一
年

も
の
間
ず

と
モ
ン
ス
タ

ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を

み

け
て
来
て

恐
ら
く

全
て
の
プ
レ
イ

の
中
で
最
も
モ
ン
ス
タ

を

て
来
た
だ
ろ
う
キ
リ
ト
君
の
レ
ベ
ル
に

た

た
一

月
で

る
の
は
実

的
に
不
可
能
だ

一
年
と
七

月
す
な
わ
ち
十
九

月
も
の

年
月
の
活
動
を
た

た
一

月
に

め
る
な
ん
て

 
仮
に
キ
リ
ト
君
が

み
の
プ
レ
イ

だ

た
り
中
層

に

ま
る
レ
ベ
ル
で
し
か
動
い
て

い
な
か

た
な
ら
十
分
あ
り
得
た
だ
ろ
う
け
ど
知

て
の

り
彼
の
活
動
は
全
て
常

を

し

て
い
る

そ
れ
を
た

た
一
月
で
追
い

く
な
ん
て
絶
対
無
理
な
の
だ

才
能

の
話
で
は
無
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く
時
間
的
な
問

で

し
ろ
彼
は

日
最
前
線
に

て
戦
い

け
て
い
た
の
だ
か
ら

も
い
な
い
と
こ
ろ
で

レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
た
ん
だ
よ

そ
れ
で
も
あ
り
得
ね

な

中
層
と
下
層
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
が

助
し
て
る

だ
し
上
層
と
も
な
れ
ば

ギ
ル
ド
が
実
力
者
を
探
し
て
る

だ
エ
ギ
ル
も
中

ど
こ
ろ

の
剣
士
プ
レ
イ

達
に

助
を
し
て
い
る

白
の
剣
士

の
二
つ
名
が
付
く
の
は

か

た

に
し
て
も
そ
の
目
撃
情
報
は
も

と
前
か
ら
無
い
と
お
か
し
い
ん
だ
よ

ら

て
て
も

に
は

る
だ
ろ

テ
メ

ホ
ン
ト
に
ど
こ
で
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
や
が

た

 
そ
し
て
と
キ
リ
ト
君
は

け
て
そ
の

線
を

り
合
い
で
眼
前
に
あ
る
二
本
の
剣
に
向

け
た

白
い
エ
リ

シ
デ

タ
と

の
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に

そ
の
二
刀
さ

き
武
器
を

び
出
し
た
事
か
ら
間
違
い
な
く

も
持

て
ン
だ
ろ
う

が

そ
れ
ら
を
ど
こ
で
手
に
入
れ
た

 
オ
レ
と
ア
ル
ゴ
が
把
握
し
て
い
た
限
り
で
は

は

お
ろ
か
そ
も
そ
も
闘
技
場
個
人
戦
を
突
破
し
た
プ
レ
イ

は
オ
レ
を

い
て
い
な
い

て
話
な
ん
だ
が
な

話
す

が
無
い
だ
ろ

 
プ
レ
イ

に
と

て

備
や
ス
キ
ル
の

索
は
さ
れ
た
く
な
い
事
だ
か
ら

え
た
く
な
い
の



 第五十八章 〜死闘：骨肉の争い後編〜

か
あ
る
い
は
後
ろ
め
た
い
事
が
あ
る
か
ら
か
は
分
か
ら
な
い
が
⻘
年
は
キ
リ
ト
君
の
問
い
を

一

し
た

ハ

だ
ろ
う
な

期

は
し
て
ね

よ

 
そ
れ
に

彼
は

か
に
苦

を
滲
ま
せ

予
想

り
だ
と

き
捨
て
る

 
同
時
に

彼
は

り
合
わ
せ
て
い
た
二
剣
を

し
上

⻘
年
の
剣
を
上
へ
と
弾
い
た

く
そ

 
⻘
年
は

し
切
ら
れ
る
の
が
一

く
分
か

て
い
た
の
か
そ
の
勢
い
に
逆
ら
う
事
無
く
後

ろ
へ
地
を

て
後
退

そ
れ
で
も

断
な
く
二
刀
を
構
え
て
キ
リ
ト
君
の
追
撃
に
備
え
て
い

た 
⻘
年
の

上
に
は

つ
も
の
光
が
あ
り
そ
の
中
か
ら
蒼
い

剣
や
禍

し
い

剣
六
本
一

対
の
槍
な
ど

に
最
初
か
ら
備
わ

て
い
た
と
い
う
武
器
が

を
現
す

の
一
つ
覚
え
だ
な

 
⻘
年
の

上
に
出
現
し
た
武
器
達
を
見
て
キ
リ
ト
君
が
嗤
う
と
全
く
同
じ
武
器
達
が
彼
の

上
に
同
じ
よ
う
に
出
現
し
た

 
そ
れ
ら
は
出
現
か
ら
一

い
て

眼
前
の

目
掛
け
て

出
さ
れ
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
⻘
年
の
武
器
は
真

直
ぐ
小
さ
な
少
年
目
掛
け
て

し
横
合
い
か
ら
あ
る
い
は
上
か
ら

は
た
ま
た
真
正
面
か
ら
色
違
い
と
な

て
い
る
武
器
が
そ
の
進
行
を

る
よ
う
に

り

む

⻘
年
の
武
器
は

り

ま
れ
た

に
弾
か
れ

地
面
に
突
き
立

て
止
ま
る

 
し
か
し
少
年
の
武
器
は
弾
か
れ
な
か

た

⻘
年
の
武
器
を
弾
き

ば
し
た
と
こ
ろ
で
止
ま

り
そ
の
切

先
を
⻘
年
へ
と
向
け
て
静
止

直
後

速
で
ま
た

し
た
の
で
あ
る

更
に

追
加
で
キ
リ
ト
君
の

上
や

の
空
間
か
ら

と
剣
や
槍

剣
が
断

的
に

出
さ
れ
る

な

で

ち
な
い
ん
だ

 
一

も
堕
ち
る
事
無
く
自
身
目
掛
け
て

ん
で
く
る
数
多
く
の
武
器
を
必
死
に

し
あ
る
い

は
剣
で
弾
き
な
が
ら

⻘
年
が
疑
問
を

す
る

 
そ
の
間
に
も
弾
か
れ
た
り

さ
れ
た
武
器
は
ま
た
切

先
を
⻘
年
に
合
わ
せ
背
後
か
ら
時

に

上
か
ら
襲
い
掛
か

て
い
る

⻘
年
は

い
直
感
か
そ
れ
と
も
見
て
か
ら

し
て
い
る
の

か

今
の
と
こ
ろ
全
て
を
ギ
リ
ギ
リ
で

い
て
い
る

 
そ
の
疑
問
に
応
え
た
の
は

論
少
年
だ

た

テ
メ

は

た
れ
ば
堕
ち
る

と

え
て
い
た
が

オ
レ
は

た
る
ま
で
堕
ち
な
い

と

イ
メ

ジ
し
て
た
か
ら
だ
よ

は

備
者
の
イ
メ

ジ
に

て
動
く
ン
だ
か
ら

ら
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お
か
し
く
は
無

そ
の
気
に
な
れ
ば

 

い
な
が
ら

キ
リ
ト
君
は

を

く
持
ち
上

す
ぐ
さ
ま
地
面
に
下
ろ
し

ダ
ン

と

を
立
て
た

 
そ
こ
で
⻘
年
の

を

び
回

て
不

的
に
襲
い
掛
か

て
い
た
武
器
達
の
動
き
に
変

化
が
生
じ
た

時

回
り
あ
る
い
は
反
時

回
り
に
動
い
て
い
た
武
器
達
の
動
き
が
止
ま

た

と
思
い
き
や

か
に
高

を
高
く
取

て

切

先
を
下
に
向
け

一
直
線
に

ち
た
の
だ

 
剣
や
槍
が
突
き
立

た
の
は
⻘
年
の

⻘
年
の
身
動
き
が
取
れ
な
い
く
ら
い

い

の

獄
を
形
成
し
て
い
た

数
も
多
い
か
ら
隙
間
も

無
い
に

し
い

槍
や

は
と
も
か

く
剣
や

剣
は
⻘
年
の

程
ま
で
し
か
無
い
の
で

手
の

が
見
え
な
い
と
い
う
事
は
無
い

よ
う
だ

た

 
し
か
も
キ
リ
ト
君
の
イ
メ

ジ
が

れ
な
い
限
り

決
し
て
破
れ
な
い
最
強

な

獄
だ

こ
ん
な
風
に

の

獄
だ

て
作
れ
る

な

 
く
そ

出
せ

出
せ
と

わ
れ
て
出
す

じ

な
い
ン
で
ね

コ
レ
で

ト
ド
メ
に
し
て
や
る
よ

 
そ
う

て
キ
リ
ト
君
は

手
に
持

て
い
た
二
剣
を
闇
と
光
に

ら
し
そ
の
手
に
大
刀
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を
ま
た
取
り
出
し
握

た

手
で
握

た

黒
い
刃
か
ら
蒼
白
い
オ

ラ
が
立
ち
上
り

始
め
る

 
彼
が
得
た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
一
つ

狂
月
剣
の

ド
ス
キ
ル

手
剣
を

手
で

構
え
た
時
に

め
が
始
ま
り

の
攻
撃
に

ぶ
斬
撃
を
追
加
す
る

ニ

ク
ス
ラ

シ

だ 
オ

ラ
を

ら
せ
る
大
刀
を

手
で
握

て
い
る
キ
リ
ト
君
は

そ
れ
を

上
へ
持
ち
上

天
高
く
構
え
た

天
を
衝
く
が
如
き
そ
の

容
に
ず

と
二
人
の
戦
い
に

を

ん
で

目

し
て
い
る
私
達
は
圧
倒
さ
れ
る

な

ま

て

 

を
殺
し
た
ら
千
冬
姉
が

知

た
事
か
よ

ン
な
事

な
 
殺
意
と
狂
気
に

ち

れ
て
い
た
キ
リ
ト
で
す
ら
も
刃
を
止
め
た
そ
の

な

葉
に
し
か

し
今
の
キ
リ
ト
は
応
じ
ず

た
く

い
捨
て
た

 
そ
れ
に
⻘
年
は

目
す
る

そ
ん
な
に
お
か
し
い
事
か

 
テ
メ

が
見
捨
て
た
時
点
で

一

は
死
ん
だ
も
同
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然

今
生
き
て
い
る
の
は

か
つ
て

一

だ

た
ニ
ン
ゲ
ン

だ

な
ら

秋
十

や

千
冬
と
は
家

じ

ね

ン
だ
よ

仮
に
そ
う
で
な
く
と
も
テ
メ

は

論
テ
メ

や
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
信

者
は

一

を
絶
対
に
家

と
認
め
ね

だ
ろ

血
縁
上
の

は
切
り
た
く
て
も
切
れ
ね

し

せ
ね

か
ら
愚
兄
と
呼
ん
で
い
る
が
他
人
に

し
い

ツ
の
事
な
ん
て
知

た
事
じ

ね

ど
れ
だ
け
後
悔
し
て
い
よ
う
が

哀
し
ン
で
い
よ
う
が

他
人
の
事
情
な
ん
て
自
分
に
は

な
い
と
思

て
無

す
る
だ
ろ

 
そ
れ
と
同
じ
だ
よ

 
つ
ま
ら
な
い
も
の
を
見
る
よ
う
な
眼
で

い
捨
て
た
彼
は

そ
れ
に

と

葉
を

け
る

が

と

お
う
が

テ
メ

を
殺
す
事
だ
け
は
変
え
ね

よ

た
だ
ろ

子
に

た

ツ
の

路
を
見
せ
る

て
よ

テ
メ

は

そ
う

見
せ
し
め
だ

 
本

に
殺
す
気
で

る
事
に
今
更
な
が
ら
⻘
年
は
絶

す
る

 
キ
リ
ト
君
が

上
に
持
ち
上

て
い
る
大
刀
の
オ

ラ
は

に
刀
身
が

れ
る
程
に

大
と

な

て
い
て
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
重

を

か
せ
な
が
ら

大
き
く
な

て
い

て
い
る

以
前

に

べ
て

め
の
速

が
上
が

て
い
る
の
は
果
た
し
て
狂
月
剣
の

練

が
上
が

て

い
る
か
ら
か

く
そ

ど
う
に
か
し
て

ね

と
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も
う
十
分
だ
な

く
 
剣
や
槍
の

獄
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
足
掻
く
⻘
年
を
前
に

す
る
事
お
よ
そ
数

後
キ
リ

ト
君
は
も
う
十
分
だ
と
判
断
し
た
の
か

上
に
掲

て
い
た
大
刀
を
下
ろ
し
て
正
眼
に
構
え
直

す

⻘
年
は
そ
れ
を
見
て
更
に
焦
り
を
浮
か
べ
た

 
黒

く
め
の
少
年
は

そ
の

を
見
て
静
か
に
目
を

め
た

 
表
情
は
意
外
な
事
に
無

気

は

て
い
る
が
し
か
し

意
と
い

た
感
情
な
ど
は

め
ら
れ
て
い
な
い
不
思
議
な
表
情
を
し
て
い
た

こ
れ
で
終
い
だ

じ

あ
な

愚
兄

 
さ

き
ま
で
の
様
子
か
ら
は

え
ら
れ
な
い
く
ら
い
静
か
な
声

で

て
キ
リ
ト
君
は
地

を

り

空
気
を

く
勢
い
で

け
出
し
た

 
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
蒼
白
い
オ

ラ
を

ら
せ
る
大
刀
を

に

い
で

す
る
速

は
コ
マ
送
り

で
も
ギ
リ
ギ
リ
見
え
る
く
ら
い

恐
ら
く
大
刀
の
重

が
重
い
の
と
オ

ラ
が
サ

バ

に
与

え
る
影

が
大
き
い
た
め
に

重
く
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
だ
か
ら
私
の
眼
で
も
見
え
る
く

ら
い
に
な

て
い
る
の
だ
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け
れ
ど
き

と
本
人
達
に
と

て
す
れ
ば
一

に
も

た
な
い
雲

に

し
い
速
さ

 
気
付
け
ば

界
の

ど
が
⻘
白
い
光
の

に

わ
れ
て
い
た

れ
て
大
地

に
も

す

る

が
部

中
に

き

り

反

し

暗
い
部

の
中
に

の
如
く

て
い
く

 

線
の
先
で
は
黒

く
め
の
少
年
は
大
刀
を
振
り
下
ろ
し
て
い
た

恐
ら
く

め
過
ぎ
た
が

故
の
あ
の
過

演
出
で
あ
り
大
斬
撃
な
の
だ
ろ
う

に
見
え
た
の
は

に
振
り

い
た
か
ら

だ

た
の
だ

く

そ

認
め
な
い

こ
の

が

こ
ん
な

 
黒
い
刃
に

身
を
斬
り
裂
か
れ
た
神

は

が
全
損
し
て
い
て
も
ま
だ
体
が

け

て
い
な
い
か
ら
悪

を

く

そ
れ
は
き

と
完
全

北
を

し
た
現
状
を
容
認
出
来
な
い
か
ら

だ
ろ
う

 
け
れ
ど

そ
れ
が
⻑
く

く
事
は
な
か

た

五
月

よ

が

 

故
な
ら

全
損
で
体
が

け

る
よ
り
も
前
に

キ
リ
ト
君
が
技
後

直
か
ら
解
放
さ
れ

た

間

目
掛
け
て
大
刀
を

ぎ
に
振
い
白
い
外

を

う

体
か
ら
神

の

を
斬

り

ば
し
た
か
ら
で
あ
る
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ま
た
悪

を

こ
う
と
歪
め
た

の
ま
ま

は

び
そ
の
ま
ま
神

の
後
方
に
広
が
る

が

見
え
な
い
奈

へ
と

ち
て
い

た

未
だ
残
る

体
も

第
に
光
に
発
光
し
て
い
る
た
め
遠
か

ら
ず
蒼
い
欠
片
へ
と

す
る
だ
ろ
う
が
見
る
の
も

な
の
か

す
る
前
に
力
無
く

か

ら

れ
そ
う
だ

た

体
を

り

ば
し

奈

へ
と

と
し
た

 
数

後

プ
レ
イ

ア
バ
タ

の
破

が

き

て

白
の
剣
士

ア
キ
ト
が
死
ん

だ
の
だ
と
理
解
し
た

 
そ
れ
が

神

と

わ
れ
た
者
の

気
な
い
最
期
だ

た

 
白
の
剣
士

神

ア
キ
ト
の
死

 
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
蒼
白
い
欠
片
が

よ
り
下
か
ら
吹
き
上
が

て
来
る

 
キ
リ
ト
は
目
の
前
で
そ
れ
を
見
下
ろ
し

第
に

線
を
上

て
少
し
ず
つ
空
気
に

け
る

よ
う
に
し
て

て
い
く
欠
片
を
見
送

て
い
た

 
実

に
リ
ア
ル
で
死
ん
だ

で
は
無
い
だ
ろ
う
し

ア
ミ

ス
フ

ア

プ
レ
イ

が

を
全
損
し
た
ら
ど
う
な
る
か
は

ボ
ク
達
に
は
分
か
ら
な
い

知
る
術
も
持
た
な
い
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た
だ
そ
れ
で
も
命
を
奪

た
事
に
は
変
わ
り
な
い
か
ら
か
少
年
は
実
兄
を
構
成
し
て
い
た

光
の
欠
片
が

る
様
を

静
か
に
見
上

て
い
た

 
そ
の
後
ろ

か
ら
は
戦

て
い
る
間
に
は
あ

た
憎
悪
も
殺
気
も
狂
気
も
狂
喜
す
ら

も
感
じ
ら
れ
な
く
な

て
い
た

色
は
未
だ

て
い
な
い
が
さ

き
ま
で

と
い
う
程

ら

せ

ボ
ク
達
に
も

き
付
け
て
い
た

な
殺
気
や
狂
気
が
無
く
な

て
い
た

 
そ
の
背
中
に
は
ど
こ
か
空
虚
め
い
た
も
の
が

ち

い
た
の
と
は

か
が
違
う

な

空
気
が
あ

た

ん
の

か

ん
の
数

前
に

弄
の

じ

た
悪

を

い
て
い
た
本
人

と
は
と
て
も
思
え
な
い
く
ら
い
虚
ろ
で

空
ろ
で

 
そ
の
背
は

今
に
も
壊
れ
そ
う
な
程
に

弱

し
く

た

だ
ろ

で

で

出
来
損
な
い

が
勝
つ
ん
だ
よ

 
あ
る
意
味
で
は
予
想

り
な
結
果
を
見
て

も
が

を
開
か
な
か

た
中
で

わ
れ
て
無
力

化
さ
れ
た
同
年
代
と
思
し
き
男
子
の
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

が

得
い
か
な
い
と
ば
か
り
に
声

を
上

た
に
愚
兄
が
弱
か

た

て
だ
け
の
話
だ
ろ

殺
し
合
い
の
世
界
は
弱
肉
強
食
弱
け
り

死

ぬ
ン
だ
か
ら
な
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そ
う
彼
が
返
し
た
後
ユ
ラ
リ
と

な
動
き
で
キ
リ
ト
は
こ
ち
ら
に
振
り
返

た

そ
の
眼

は
オ
レ
ン
ジ
達
へ
向
け
ら
れ
て
い
る

 
こ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
た

は
さ

き
ま
で
と
違

て
感
情
の
意
味
で
も
表
情
に

し
く
黒

い

は
光
を

し
て
い
な
か

た

結
ば
れ
た
焦
点
も

オ
レ
ン
ジ
に
合

て
い
る
と

え
ど

て
い
る
モ
ノ
は
虚
空

さ
て

は
テ
メ

だ

安
心
し
ろ
オ
レ
は
愚
兄
と
違

て

し
い
か
ら
な
達

に

な
ん
て
し
な
い
で

を

と
し
て
す
ぐ
に
殺
し
て
や
る
よ

四

を

と
し
て
る

中
で
死
な
れ

ち

つ
ま
ら
ね

し
な

 
そ
れ
で
も
勢
い
こ
そ
喪
わ
れ
た
と

え
ど
殺
意
は

え
て
い
な
い
よ
う
で
絶
対
に
殺
す
と

い
う
心
が

葉
か
ら
も

み
取
れ
た

 
そ
の

葉
に
は
ビ

タ

の
時
の
よ
う
な
あ
る
い
は
戦

て
い
る
時
の
よ
う
な

圧
感

は
無
く
そ
の

に
も
他
を
圧
倒
す
る
覇
者
の
気
と
い
う
も
の
が
欠
け
て
い
た
が
だ
か
ら
こ
そ

恐
ろ
し
い
と
思

た

 

な

飾
の
一
切
を
こ
そ
ぎ

と
し
た

の
そ
の

葉
は
真

直
ぐ
で
む
し
ろ
真

直

ぐ
過
ぎ
て

却

て
恐
ろ
し
い
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う

戦
に
て
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
始
め
と
し
た
幹
部
と

対
し
た

殺
意
と
い
う
も
の

を
自
分
は
恐
ら
く
初
め
て
感
じ
た
が

あ
ん
な
も
の
が
可
愛
ら
し
い
と
思
え
る
く
ら
い
そ
れ
は

真

直
ぐ
過
ぎ
て

過
ぎ
て
た

も
し
か
し
た
ら
さ

き
の
変

し
た
状

よ
り
も
あ
る
意

味
恐
ろ
し
い
か
も
し
れ
な
い

 
知
ら
ず
生

を

み

み
剣
を
持
つ
手
が
ぶ
る
り
と
一

え
足
が

ん
だ

ま
ら
せ

こ
そ
し
な
か

た
が

く
息
を

て
し
ま
う
く
ら
い
こ
の
身
は

し
切

て
い
て
恐
怖
に

身
を

ま
せ
て
い
た

 
そ
し
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く

が

め
付
け
ら
れ
た

 
自
分
が
見

れ
た
剣
が
恋
し
た
少
年
が
殺
意
に
塗
れ
て
し
ま

て
い
る
事
が
気
を

け

ば

を
零
し
て
し
ま
い
そ
う
な
程
に
哀
し
か

た

 
人
の

に
戦

て
来
た
少
年
は
だ
か
ら
こ
そ
強
く
な

た

そ
の
強
さ
を
他
者
を
殺
す

に
向

け
る
事
が
哀
し
か

た
キ
リ
ト
ら
し
く
な
い
と
思

て
し
ま

た

ボ
ク
が

し
て
い

る
彼
と
は
違
う
人
格
だ
と
分
か

て
は
い
る
が

そ
の
人
格
も

め
て

キ
リ
ト

と

い
う
一
人
の
人
間
な
の
だ
と
思
う
と

ど
う
し
て
も
哀
し
く
な

て
し
ま
う

 
だ
が
感
情
で

得
は
出
来
な
く
て
も

で
理
解
は
出
来
た

実
兄
に
対
す
る
憎
悪
が
他
者
に
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向
け
る
負
の
感
情
の
中
で
最
大
だ
ろ
う
が
だ
か
ら
と

て
他
の
者
に
向
け
る
感
情
に
負
が
無

い

で
は
無
い
の
だ
か
ら

と
無
く
命
を

わ
れ
た
彼
が
殺
意
を
他
に
向
け
る
な
ん
て
自
明

の
理
だ

た

 
あ
る
い
は
ベ

タ
時
代
か
ら
の
付
き
合
い
で
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
も
付
き
合
い
の
あ
る
情

報

の
女
性
を
殺
し
た
者
達
へ
の
怒
り
が

中
に
あ
る
か
ら
か

 

て
い
る
の
か

火
と
な

て
い
る
の
か
そ
こ
ま
で
は
キ
リ
ト
本
人
で
は
無
い
ボ
ク
に

は
分
か
ら
な
い
が

の
彼
の
性
格
を

え
れ
ば
こ
ち
ら
の
理
由
だ
と

得
も
い
く

私
怨
も

多
大
に

じ

て
い
る
だ
ろ
う
が

義

も
あ
る
の
は
間
違
い
な
い

 
そ
の
義

す
ら
も

殺
意
に

れ
て
し
ま

て
い
る
事
は
哀
し
い
事
だ
け
ど

 
神

に
向
け
て
い
た
も
の
に

べ
れ
ば

か
に
マ
シ
だ
が

し
か
し

大

で
は
な
い
殺
気

に

オ
レ
ン
ジ
達
は
ビ
ク
リ
と
体
を

わ
せ

少
し
で
も

離
を
取
ろ
う
と
す
る

 
そ
れ
を
許
さ
な
い
と
ば
か
り
に
キ
リ
ト
は

手
か
ら

て
い
た
大
刀
を
手
放
し

手
に
エ

リ

シ
デ

タ
を

手
に
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
出
現
さ
せ
ダ
ラ
ン
と

を
自
然
に
脱
力
さ

せ
る

今
ま
で
の
彼
な
ら

に
広

て
切

先
を
上
に
向
け
て
い
た
の
で
そ
れ
は
構
え
て
い
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な
い
と
も
取
れ
る
が

隙
が
無
い
事
か
ら
ア
レ
も
構
え
な
の
だ
と
は
理
解
出
来
た

 
同
時

彼
の

り
に
風
の
六
槍
の
他

の
戦
輪

水
の

剣

地
の

剣

黒
と
白
の
片
刃

片
手
剣
が
出
現

更
に

上
に
無
数
の
片
手
剣
や

剣

刀

刀

手

な
ど
が
現
れ
る

 
そ
の
切

先
は
全
て

ど
無
力
化
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
達
に
向
け
ら
れ
て
い
る

 
た

た
一
人
の
少
年
が
一
個
人
で
は
持
ち
得
な
い
数
千
あ
る
い
は
万
に
上
る
程
の
数
の
武

器
を
向
け
て
い
た

 
オ
レ
ン
ジ
の
近
く
に
は
さ

き
ま
で
刃
を
交
え
て
い
た
攻
略
組
も

る
の
だ
が
あ
の
様
子
で

は

恐
ら
く

共
殺
す
気
で
い
る

い
や

そ
も
そ
も
攻
略
組
の
事
を

味
方

と

殺
す
べ

き
で
は
無
い
と
判
断
し
て
い
る
か
も

し
い

フ
ロ
ア
ボ
ス
と
の
戦
い
で
こ
そ
共
闘
し
て
い
る

が
リ
ン
ド
や
聖
⻯

合
な
ど
は
つ
い
最
近
ま
で
殺
し
合
い
の
デ

エ
ル
を
し
て
い
た
間

今
の
彼
な
ら
殺
そ
う
と
し
て
も
お
か
し
い
話
で
は
無
い

 
負
傷
者
に

ヒ

ル
ブ
レ
ス

を
使

て
い
た
ナ
ン
を
気
に
掛
け
て
い
る
か
も

し
い

 
今
の
キ
リ
ト
は

ボ
ク
達
が

し
て
き
た
彼
で
は
無
い

 
彼
に
と

て
攻
略
組
と
は
護
る
べ
き
存
在
で
あ
り
時
に
ぶ
つ
か
り
合

て
刃
を
交
え
る

事
は
あ

て
も

彼
自
身
が
殺
そ
う
と
す
る
事
は
無
か

た
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そ
れ
な
の
に

き

え
が
出
る
可
能
性
す
ら

外

し
て

な
く
殺
意
の
刃
を
振
る
お
う

と
し
て
い
る
事
か
ら
も

の
彼
で
は
無
い
事
が
よ
く
分
か
る

今
の
彼
を
止
め
ら
れ
る
の
は

今
は

な
い

あ
る
い
は
亡
き

ユ
イ
ち

ん
と
そ
れ
こ
そ
義
姉
の
リ

フ

く
ら
い
な

も
の
だ
ろ
う

し
い
限
り
だ
が
自
分
程

で
は
彼
を
止
め
ら
れ
は
し
な
い
に
違
い
な
い
そ

の
確
信
が
あ

た

 
闇
に

ざ
さ
れ
た
空
ろ
な
眼
を
し
て
い
る
少
年
が

葉
で
止
ま
る

も
無
い

止
め
る
と
な
れ

ば

そ
れ
こ
そ
決
死
の
覚
悟
で

殺
す
覚
悟
も
し
て
刃
を
交
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ

 
む
し
ろ
そ
の
程

で
止
ま
れ
ば

の

と
い

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う

キ
リ
ト

 
一
年

と
い
う
人
生
で
見
れ
ば

く
と
も
存
外
の
⻑
き
に

て

れ
た
剣
の
振
る
い
手
の

名
を

き
声
で
呼
ぶ

と
す
る
と

今
生
最
後
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 
こ
こ
で
キ
リ
ト
が
オ
レ
ン
ジ
を
一
方
的
に
殺
戮
す
れ
ば
も
う
こ
れ
か
ら
先
こ
の
世
界
で
生

き
る
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
う

攻
略
組
か
ら
も
弾
か
れ
る
だ
ろ
う

そ
の
後
は
き

と
か
つ
て
と

同
じ
よ
う
に
一
人
で
戦
い
を

み

け

そ
の
果
て
に
戦
死
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
そ
れ
は
ダ
メ
だ

ま
だ
十
年
し
か
生
き
て
い
な
い
彼
は
も

と

せ
を
知
る
べ
き
だ
も
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と
生
き
る
べ
き
だ

 
高

十
数
年
し
か
生
き
て
い
な
い
子

の
自
分
が

く
想
い
は

く
身
勝
手
で
愚
か
な
エ
ゴ
だ

と
理
解
も
し
て
い
る

 
け
れ
ど
自
分
は

こ
れ
に
こ
そ
命
を

す
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と

え
て
い
る

 
だ
か
ら
ボ
ク
は
キ
リ
ト
を
殺
す
つ
も
り
は
無
い
も
の
の
殺
さ
れ
る
覚
悟
を
し
て

む
気
で

い
た

止
め
る

に
キ
リ
ト
と
刃
を
交
え

最
悪
自
分
の
死
を
以
て
キ
リ
ト
の
死
を

め
る
つ
も
り
で

 
死
に

に
一
方
的
で
も
約
束
さ
せ
れ
ば
罪
悪
感
で
彼
も
自
ら
死
ぬ

に
戦
い
に
行
く
事
は
無

く
な
る

だ

 
コ

バ

ツ
の
時
に

て
い
た
よ
う
に

誓
い

を
破
る
事
を

く
恐
れ
て
い
る
キ
リ
ト

に
は
こ
れ
が
有

な
手
だ
と
理
解
し
て
い
る

ど
れ
だ
け
残

で
彼
の
事
も

の
事
も

え
て
い
な
い
愚
か
な

え
だ
と
も

理
解
し
て
い
る

 
そ
の
上
で
実
行
に

そ
う
と
決
め
て

か
に

を

て

を

と
し
剣
を
持
つ
手
に
力

を

め
た
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キ
リ
ト
君

す
ま
な
い

そ
れ
は

ど
う
か
や
め
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か

  
キ
リ
ト
に
斬
り
掛
か
る

備
が
整
い
あ
と
は
そ
の
切

掛
け
と
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

る
だ

け
と
い
う
時
に

声
が
上
が

た

 
オ
レ
ン
ジ
が
一
人
で
も

よ
う
と
す
れ
ば

に
戦
い
と
も

え
な
い
一
方
的
な
殺
戮

が
開
幕
す
る
そ
ん
な
確
信
を

く

を
破

た
の
は
こ
れ
ま
で
ず

と

を

じ
て
い
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
こ
と

場

だ

た

 
流

の
キ
リ
ト
も
止
め
る
の
が
予
想
外
の
人
物
だ

た
た
め
か
武
器
は
そ
の
ま
ま
に

を

場

に
向
け
た

そ
の
眼
は

し
む
も
の
で

線
で

故
と
問
う
て
い
る
の
が
分
か
る

 
ボ
ク
も

を
向
け
れ
ば

場

は

な
面
持
ち
で
キ
リ
ト
を
見
て
い
た

場

で
あ
り
君
と
白
の
剣
士
の
殺
し
合
い
を
止
め
も
し
な
か

た
私
が

て
も

信

出
来
な
い
だ
ろ
う
が

た
と
え
オ
レ
ン
ジ
で
あ
ろ
う
と
も
ア
ル
ゴ
君
達
を
殺
し
た
者
達

で
あ

て
も

ク
リ
ア
と
同
時
に

全
損
者
が
死
亡
す
る
可
能
性
を

え
る
と
少
し
で
も
多
く

の
プ
レ
イ

を
生
存
さ
せ
た
上
で
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
の
ク
リ
ア
に
至
り
た
い
の
だ

頼
む
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な
面
持
ち
で

を
下

真
剣
な
声

で

願
す
る
男
性
の

に
キ
リ
ト
は

根
を
寄

せ
た

 

か
一
人
で
も
悪

を

く
と
思

て
い
た
が
男
性
の

葉
に
絶

し
て
い
る
の
か
そ
れ

と
も
真
剣
な
様
子
に

か

い
た
く
と
も
上
手
く

葉
に
出
来
な
い
か
ら
か

一
人
と
し
て

を
開
か
ず

を

ん
で
キ
リ
ト
の
対
応
を

た

 
特
に
オ
レ
ン
ジ
達
は
自
分
達
の
命
が

か

て
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
は
も
う
焦

と

か
な

希
望
に
全
て
を

け
て
い
る
よ
う
な
必
死
さ
を
思
わ
せ
る
程
だ

た

 
キ
リ
ト
は

く

場

に

線
を
向
け
て
い
た
が

に
オ
レ
ン
ジ
達
へ
と

す

ビ
ク
リ

と
オ
レ
ン
ジ
達
は

え

ん
だ

 
彼
ら
を
見
る
キ
リ
ト
の
眼
に
は
感
情
ら
し
い
も
の
が
見
え
ず
変
わ
ら
ず
光
が
失
せ
た
黒
い

が
あ
る
だ
け

を

え
て
い
る
の
か
⻑
ら
く

を
結
ん
で
い
る
ボ
ク
も
よ
く
分
か
ら
な
い

程

今
の
彼
は
感
情
に

し
い
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そ
の
彼
の

に

か
だ
が

が
浮
か
ん
だ

オ
レ
ン
ジ
達
を
殺
す
と
い
う
殺
意
と

場

の

願
と
の
間
で
揺
れ
て
い
た

 

来
が
心

し
い
性
根
だ

心

意

願
さ
れ
て
は
そ
れ
を
無
下
に

う
事
も
出
来
は
せ

ず
今
の
彼
は
私
怨
が

じ

た
殺
意
に
塗
れ
た
義

を

先
す
る
べ
き
と
い
う

え
と
天

に

掛
け

ど
ち
ら
を
取
る
か
で
迷

て
い
た

 
し
か
し
そ
の

も

数

と
経
た
ず
に
結
論
が
出
た

チ
 
小
さ
く

打
ち
を
鳴
ら
し
た
キ
リ
ト
は

手
に
握
る
剣

や

上
に
展
開
し
て
い
た
無

数
の
武
器
を
蒼
い
光

属
性
を
有
し
て
い
る
武
器
は
特
有
の
エ
フ

ク
ト
と
共
に

を
消
す

 
も
し
か
し
た
ら
迷

た
時
点
で

え
は
決
ま

て
い
て
た
だ
自
分
を

得
さ
せ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い

 
も
う
一
つ
の

恐
ら
く
は
キ
リ
ト
の
負
の

面
の
体
現
で
あ
ろ
う
人
格
で
も

を
正
せ
ば

キ
リ
ト

だ

負
の
感
情
が
恐
ろ
し
く
強
い
と
は

え

そ
れ
で
も
他
者
を
思
い
や
る
心
ま
で

は
喪

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る

 
そ
の
光

を

場

は
心

安

し
た
様
子
で

め
て
い
た
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そ
の
様
子
を
見
て
愛
す
る
少
年
が
死
ぬ
道
へ
進
む
事
も
自
ら
が
斬
り
掛
か
る
道
に
進
む
事
も

無
く
な

た
事
が
理
解
出
来
た
自
分
は
愛
剣
を
握

た
ま
ま
強

て
い
た
手
か
ら
力
を

い

て

自
然
に
脱
力
し
た

よ
か

た

 

の
内
が

く
穏
や
か
に
な

た
事
で
そ

と
心
か
ら
の
安

の
息
を

く

少
年
を

じ
る

か
な
想
い
が

れ
上
が

て
い
る
の
を
自
覚
し
な
が
ら

か
に

界
を

ま
せ
な
が
ら

そ
う

ら
す

 
そ
し
て
第
七
十
五
層
ボ
ス
戦
か
ら
始
ま

た
思
わ
ぬ

闘
が

く
終
わ

た
の
だ
と
分
か

て

そ
の
結
果
に
つ
い
て
思

を
回
し
た

  
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
の

者

第
一
レ
イ
ド
二
名

第
二
レ
イ
ド
四
十
九
名

び
非
戦
闘

鼠

の
ア
ル
ゴ

  
オ
レ
ン
ジ
レ
イ
ド
の

者

白
の
剣
士

ア
キ
ト
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こ
れ
ま
で
の
攻
略
史
上
で
最
大
の

者
数
を
記
録
し
た
騒
乱
の
第
七
十
五
層
ボ
ス
偵

戦

め
攻
略
は

最
悪

と
い
う
二
文

を

む
と
共
に

幕
を
下
ろ
し
た

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
一
応

て
お
く
と
ア
キ
ト
は
リ
ア
ル
で
は
ま
だ
死
ん
で
ま
せ
ん
あ
く
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

判
定
だ
け
で
す

ま

バ

テ
リ

セ
ル
を
取
り
外
さ
れ
た
ア
ミ

ス
フ

ア
で
も
そ
の

気
に
な
れ
ば
殺
せ
る
と
は
思
い
ま
す
が

キ

パ

ン
で
す
し
ね

 
そ
ん
な

で

一

が
覚
え
て
い
た
殺
戮
・
破
壊
衝
動
の
白

容
赦
無
し
の
大

れ

の

で
し
た

ど
う
で
し
た
か
ね

 
最
後
は

ネ
タ
の
技
を
使
わ
せ
て
み
ま
し
た

本

な
ら
弓
も
使
わ
せ
た
か

た
ん
で
す

が
シ
ノ
ン
の
事
も
あ
る
し
白
は
大
刀
で
攻
め

け
る

が
強
い
の
で

く

く
お

入
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り

取
り

え
ず
同
じ
武
器
を
持

て
る
神

よ
り
も
格
上
で
あ
る

写
を
し
た
か

た
の
で

と

足

本

は

武
器
を
個
別
で
勝
負
さ
せ
た
か

た
ん
で
す
が
流

に
そ
れ
は
く
ど
い
の

で

に

 
な
お
本
作
の
白
キ
リ
ト
は

ネ
タ
で
あ
る
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
虚
一
護
が

解
を
一
護
と
同
時

期
に

得
し
た
よ
う
に
表
人
格
キ
リ
ト
が

得
し
た
技
術
は
全
て
同
時
期
に

得

つ
同
レ

ベ
ル
で
使
え
ま
す

技
術
面
の
上
下
は
あ
り
ま
せ
ん
あ
る
の
は
感
情
面
や
本
能
面
衝
動
面
だ

け
で
す

 
白
が
体
得
し
た
技
術
は
同
様
に
キ
リ
ト
も
使
え
ま
す

過
去

時
の
事
で
記

が

残

て
い
る
よ
う
に
白
が
出
て
い
る
時
の
記

は

す
ら
と
キ
リ
ト
は
覚
え
て
い
る
の
で
こ
こ

重
要

 
要
は
使
い
方
と
性
格
の
問

 
差
が
出
る
の
は
キ
リ
ト
が
守
護
的
な
の
に
対
し
白
が
攻
撃
的
だ
か
ら
で
キ
リ
ト
も
攻
め
る

よ
う
に
な

た
ら
白
と
理
論
上
は

で
も
衝
動
や
本
能
の
部
分
で
は
攻
撃
的
に
な
れ
な
い
の

で
白
と
全
力
で
攻
撃
し
合
う
と
ど
う
し
て
も
力
負
け
し
ま
す

無
論
逆
に
キ
リ
ト
が
護
り
に

す
る
と
白
は
そ
れ
を
突
破
出
来
ず
攻
め
あ
ぐ
ね
て
し
ま
い

理
論
上
は
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キ
リ
ト
時
に
二
話
分
使

て
ア
キ
ト
と
一
進
一
退
の
戦
い
を
演
じ
た
の
に
対
し
白
が
一
話
で

完
全
に
圧
倒
し
て
い
た
部
分
で

そ
の
差
を

い
て
み
ま
し
た

伝
わ

て
い
れ
ば

い
で
す

 
最
後
に

 

話
で

く
第
七
十
六
層
入
り
で
す

ゲ

ム
シ
ナ
リ
オ
に
あ
る
程

い
つ
つ
他
の
方
の

作
品
と
は
別
の
道
を

る
よ
う

り
ま
す

し
み
に
し
て

け
れ
ば

し
い
で
す

 
⻑
文
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
九
章
 

監
獄

第
七
十
六
層

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
ユ
ウ
キ

ア
ス
ナ

サ
チ

点
で
お
送
り
し
ま
す

 
文

数
は
約
三
万
二
千

切
り
の
い
い
と
こ
ろ
と
は

え

ち

と

め

み
過
ぎ
た
か

な 
あ
と
後
書
き
は
四
千
四
百

こ
れ
は
キ
リ
ト
の
人
格
に
つ
い
て
解
説
を

ん
で
い
る

に
⻑

く
な

て
お
り
ま
す

以
前
あ

た
白

点
で
の
解
説
を

み

き
ま
し
た

故
こ
の
話
で
書

い
た
か
は

本
文
に
て
ち

と
だ
け
情
報
が
開
示
さ
れ
る
か
ら

 
今
話
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
の
ゲ

ム
を
や

て
い
る
方
な
ら
ユ
ウ
キ

点
は
あ

あ

た
な

そ

ん
な
や
り
取
り

ア
ス
ナ

点
は

そ
う
な

た
か

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

私
自

身
書
い
て
て
自
分
で
思

た
ん
で

ま
で
進
ん
だ
作
品
に
は
無
い

と
思
う

展
開
だ
と
思

い
ま
す

 
サ
チ

点
は
ア
ス
ナ

点
の

き
で
す
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戦
闘
は
一
切
無
し

た
だ
し

キ
リ
ト
に
対
す
る
対
応
が
変
わ

て
来
た
感
じ

特
に
リ
ン

ド

特
に
リ
ン
ド

 
大
事
な
事
な
の
で
二
回

い
ま
し
た

 
内
容
的
に
そ
こ
ま
で
ぶ

ん
で
は
い
ま
せ
ん
が
ち

と
ダ
イ
ジ

ス
ト
な
感
じ
に
な

て

ま
す

事
後

理
書
い
て
て
も
ア
レ
で
す
し
ね

そ
れ
で
も
三
万
超
え

 
で
は
ど
う
ぞ

 
第
七
十
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
偵

戦
も
と
い
フ
ロ
ア
ボ
ス
攻
略
戦
で
二
名
の

を
出
し
あ

の
神

の
せ
い
で

十
人
も
の

間
を
喪

た

 
そ
れ
で
も
進
む
し
か
道
が
な
い
ボ
ク
達
は
監
獄
に

を
記
録
し
た
回
廊
結

で
八
十
人
程

の
オ
レ
ン
ジ
を
上
り

手
前
か
ら
送

た

回
廊
結

は
デ

ア
ベ
ル
が
持

て
い
た
の
で

と
か
な

た
し
結

無

化
空
間
の
ボ
ス
部

を
出
て

の

層
へ
向
か
う
た
め
の

が

あ
る
空
間
で
は
使
え
た
の
で

問

は
無
か

た
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本
来
で
あ
れ
ば
迷

の
回
廊
で
使
う
つ
も
り
だ

た
の
だ
が

は
開
い
て
い
る
に
も

わ
ら
ず
見
え
な
い

に
邪
魔
さ
れ
て

れ
な
か

た
の
で

で
使

し
た

 

場

の
話
に
よ
れ
ば
仕
様
で
は
無
い
ら
し
い
の
で
バ
グ
か

か
か
と
ボ
ク
達
は

し

て
い
た

そ
れ
ら
し
い
事
が
あ

た
か
ら

更
バ
グ
の
可
能
性
が
あ

た

こ
こ
が

第
七
十
六
層

 
予
期
せ
ぬ
事

に

し
て
見
舞
わ
れ
た
ボ
ク
達
は
そ
ん
な
事
が
あ
り
な
が
ら
も
ど
う
に

か
生
き
た
ま
ま
第
七
十
六
層
へ
と
足
を

み
入
れ
る
事
が
出
来
た

 

を
上
り
切
り

白

の

を

し
開
い
て
フ

ル
ド
の
光

を

界
に

れ
た

い
様
も
無
い
感

深
さ
が
今
ま
で
に

べ
て
大
き
か

た
か
ら
か
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に

葉
に
出
て
し
ま

て
い
た

 
第
七
十
六
層
の
フ

ル
ド
は
ど
こ
か
第
一
層
の

原
フ

ル
ド
に

ず
る

が
あ
り

を
見
て
み
れ
ば
チ
ラ
ホ
ラ
と

ら
に
第
一
層
の
名
物

あ
る
い
は
迷
物

で
あ
る
⻘
イ
ノ

シ
シ
こ
と
フ
レ
ン
ジ

・
ボ
ア
が
ト
コ
ト
コ
と
う
ろ
つ
い
て
い
た

ま
だ
全
容
が
分
か
ら
な

い
の
で
断
定
は
出
来
な
い
が
ど
う
や
ら
ク

タ

ポ
イ
ン
ト
の
後
と
い
う
事
も
あ
り
少
な

く
と
も
こ
の

層
の
フ

ル
ド
は

弱
め
の
モ
ン
ス
タ

を
配

し
て
い
る
ら
し
い
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も
し
か
す
る
と

い
様
も
無
い
感

は
初
め
て
こ
の
世
界
に
来
た
時
に
見
た
第
一
層
フ

ル
ド
の
雄
大
さ
に
覚
え
た
感
動
に
近
い
も
の
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

お

あ
そ
こ
に
見
え
る
の
が
主

じ

ね

か

 

を
見

し
て
気
分
を
晴
ら
し
て
い
る
と
気
絶
し
て
い
る
キ
リ
ト
を
背
負

て
い
る
ク
ラ

イ
ン
が
遠
く
を
見
な
が
ら

た

 
キ
リ
ト
は
オ
レ
ン
ジ
達
を
回
廊
結

で
監
獄
へ
と
送
り
出
し
た

が
切
れ
た
人
形
の
よ

う
に

突
に
脱
力
し

倒
れ
た

気
絶
し
た
の
だ

 
今
回
の
ボ
ス
戦
そ
の
も
の
は
闘
技
場

ど
滅

苦

で
は
無
か

た
が

労
は
確
か
に
あ

た

だ
ろ
う
し

よ
り
も
精
神
的
な
シ

ク
が
大
き
い
と
は

も
が
分
か

て
い
た
か
ら
そ
の

気
絶
も
無
理
か
ら
ぬ
事
だ
と

え
て
い
る

色
も
悪
く
や
は
り
憎
い
と

え
ど
も
血

を
自

身
の
手
で
殺
め
た
の
が

い
て
い
る
と
思
わ
れ
た

 
そ
ん
な
彼
は
気
絶
す
る
前
に

弾
を

い
て
行

た

今
回
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
に

じ
て
手
を
引
い
て
や
る

 
監
獄
へ
繋
が

て
い
る
回
廊
結

に
全
て
の
オ
レ
ン
ジ
が
入

て
い

た
の
を
確
認
し
た
黒

く
め
の
少
年
は
ど
こ
か
忌

し
そ
う
に
不

そ
う
に

根
を
寄
せ
た
表
情
を
見
せ
そ
れ
か
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ら
ボ
ク
達
攻
略
組
へ

線
を
向
け
て
そ
う

た

だ
が
な

も
う
テ
メ

に
後
は
無

 
少
年
は

け
て

し
い
声

で
き

り
と

た

同
じ
事
が
あ
れ
ば

そ
の
時
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

と

お
う
と

が
止
め
よ
う
と
も

を

さ
ず

斬
り
殺
す
と

王
は

し
い
を

り
越
し
て
甘
い
か
ら
な

と
な
く
命
を

て
来
た

を
殺
そ
う
と

は
し
な
か

た
し
そ
う
い
う

中
も

く
る
め
て
守
ろ
う
と
し
て
い
た

だ
が
オ
レ

達
は

り
掛
か
る
火
の

は
全
力
で
振
り
払
う

テ
メ

が

と

お
う
が
知

た
事
じ

無

も
う

王

は
と

く
に
限
界
を

え
て
い
る

 
限
界
を

え
て
い
る

と

い
て

そ
う
だ
ろ
う
な
と
思

た

 

ビ

タ

と
し
て

ま
れ

出
来
損
な
い

と
し
て
蔑
ま
れ
な
が
ら
も
ず

と
独
り
で

戦

て
い
た
の
だ

精
神
的
な

労
は
果
て
し
な
い

ど

大

 
そ
こ
に
加
え

月
夜
の
黒
猫

の
壊
滅
と
リ

ダ

の
自
殺
は
キ
リ
ト
の
心
の
傷
と
な

て

今
も
彼
を
苛
ん
で
い
る

 
第
七
十
五
層
に

達
し
た
後

め
と

わ
れ
て

解
が
あ

た
と

え
ど
捨
て
ら
れ
る
と
思

い

ん
で

き

れ
た
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新
た
に
出
来
た
義
理
の
姉
と
は
た

た
一
日
で

推

で
は
あ
る
が

死
に
別
れ
た

 
実
の
兄
と
遭
遇
し
殺
し
合
い
を
演
じ
る
事
に
な
り
そ
し
て
彼
の
手
で
殺
し
た

た
と
え
別

人
格
だ
と
し
て
も

彼
が
殺
し
た
事
に
は
変
わ
り
な
い

 
一
つ
だ
け
で
も

な
の
に

月
夜
の
黒
猫

の
事
を
外
せ
ば
こ
の
約
一

月
の
間
に
一

気
に
襲
い
掛
か

て
来
た
の
だ

む

も

に
取
れ
な
か

た
の
だ
か
ら
彼
が
限
界
を

え

て
い
る
の
は
お
か
し
い
話
で
は
無
い

む
し
ろ
未
だ
に
限
界
を
超
え
て
い
な
か

た
事
に
ボ
ク

は

の
念
を

か
ざ
る
を
得
な
か

た

少
し
で
も
危

を
加
え
て
み
な

こ
の
世
界
で
だ
ろ
う
が
現
実
で
だ
ろ
う
が
テ
メ

は

そ
の

間

獣

に
よ

て
殺
さ
れ
る

 
現
実
で
も
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
を
理
解
し
て
今
ま
で
彼
に

く

た

て
来
た
攻
略
組
の
一

部
が
ビ
ク
リ
と

を

わ
せ
た

 
新
た
に
出
て
来
た

獣

と
い
う

語
は

い
や
に

気
を
呼
ぶ

的
な

葉
だ

た

一

は
テ
メ

の

だ

意
に
は

意
を

意
に
は

意
を

殺
意
に
は
殺

意
を
全
て

分
に
返
す

そ
れ
が
無
い
か
ら

て

も
生
じ
て
い
な
い

じ

ね

し
て
い
る
ン
だ
よ
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そ
の
結
果
が

オ
レ
で
あ
り

愚
兄
に
キ
レ
て
い
た

ツ
だ

と

た

 
話
を

い
た
限
り

ど
う
も
キ
リ
ト
の
人
格
は

ボ
ク
達
が

し
て
い
る
表
の
彼
の
他
に

今
の
白
い
キ
リ
ト
と
ど
こ
で
か
は
分
か
ら
な
い
が

恐
ら
く
最
初
に
キ
レ
た
時
だ
ろ
う

も
う
一
つ
の
人
格
で

合

三
つ
の
人
格
が
存
在
し
て
い
る
ら
し
い

 
キ
リ
ト
が
正
の
感
情
な
の
は
明
白

 
恐
ら
く

時
出
た
か
定
か
で
は
な
い
人
格
は
負
の
感
情
を

る

憎
悪
や
復
讐
心
と
い

た

と
に
か
く
狂
気
に

ま

て
い
る
人
格
だ
と
思
う

そ
の

に
は

時
出
た
か
分
か
ら
な
か

た

り
理
性
は
そ
れ
な
り
に
あ
る

だ
そ
う
で
な
け
れ
ば
会
話
が
成
立
し
な
い
し
す
ぐ
に
気
付

く

気
付
け
な
か

た
の
だ
か
ら
逆
説
的
に
会
話
が
出
来
る
程

の
理
性
は
あ
る
と
い
う
事
だ
ろ

う 
今
対
話
し
て
い
る
白
い
キ
リ
ト
は

だ
ろ
う

 
神

の
事
を
愚
兄
と
呼
ん
で
い
る
か
ら

悪
感
は
あ
る
の
だ
ろ
う
け
ど

の
キ
リ
ト
の
よ

う
な
ト
ラ
ウ
マ
と
か

え
な
ん
て
欠
片
も
無
く
か
と

て
憎
悪
や
復
讐
心
と
い

た
ド
ロ
ド

ロ
と
し
た
昏
い
感
情
も
い
ま
い
ち
感
じ
取
れ
な
い

 

う
な
れ
ば
白
い
キ
リ
ト
は

空
虚
か
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ま
る
で
感
情
が
あ
る
か
の
よ
う
に
心
が
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞

て
い
る
け
れ
ど
そ
れ

は
全
部
演
技
で
本

は
ど
う
で
も
い
い
と
思

て
い
る
よ
う
な

が
あ
る

そ
れ
こ
そ
先
に

て
い
た
事
の
よ
う
に
他
人
の
事
情
や
意
見
な
ど
知

た
事
じ

な
い
と
ば
か
り
な
感
じ
だ

 
あ
の
白
い
キ
リ
ト
が
復
讐
心
と
か

に
し
た

あ
の
人
格
こ
そ
が
キ
リ
ト
の
負
の
感
情
の

な
の
だ
と
思

て
い
た
が

そ
れ
は
違
う
の
か
も
し
れ
な
い

 
負
の
感
情
の

の
人
格
は

き

と
も
う
一
つ
の
人
格
な
の
だ

 
仮
に
白
い
キ
リ
ト
が
憎
悪
や
復
讐
心

怒
の

で
あ

た
な
ら
た
と
え
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ

ん
の
頼
み
だ
と
し
て
も
ア
ル
ゴ
や
第
二
レ
イ
ド
を
殺
し
た
オ
レ
ン
ジ
達
を
見

す

が
無
い
し

最
悪
リ
ン
ド
を
始
め
と
す
る
今
ま
で
キ
リ
ト
を

て
来
た
プ
レ
イ

達
へ
刃
を
向
け
て
も
お

か
し
く
な
い

そ
れ
が
無
い
の
だ
か
ら
き

と
負
の
感
情
の

で
は
な
い
だ
ろ
う

だ
か
ら
こ
れ
は

だ

テ
メ

が
向
け
る
感
情
が

動
が

そ
の
全
て
が

と
し
て

一

を
形
作
る

一

の
感
情
は
全
て
テ
メ

の
感
情
だ

死
に
た
く
な
け

り

オ
レ
で
も
抑
え
ら
れ
な
く
な
る
く
れ

の
憎
悪
を
獣
に
与
え
な
い
よ
う
気
を
付
け
る

ン
だ
な

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
は
ニ
タ
リ
と
狂

た
よ
う
な

み
を
浮
か
べ
た

は
収

し
ま
る
で
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ボ
ク
達
を

う
か
の
よ
う
な
表
情
を
見
せ
る

 
そ
れ
に
彼
の

葉
に
ず

と
意
識
を

け
て
い
た
ボ
ク
達
は

て
心

を

み
に
さ

れ
た
よ
う
な

気
を
覚
え
た

忘
れ
る
な

一

は
テ
メ

の

今
ま
で

も
殺
さ
れ
か
け
て
そ
れ
で
も

報
復
を
し
な
か

た
王
の

情
は
も
う
二

と
無

獣
の
目
覚
め
は
す
ぐ
そ
こ
だ

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
に
対
す
る
感
情
が
そ

く
り
そ
の
ま
ま
帰

て
来
る
と
い
う
事
で
あ
り
今

ま
で
一

も
報
復
し
な
か

た
分
だ
け

み
重
な

て
い
る
か
ら
こ
そ

無
し

つ
天

知
ら

ず
の
憎
悪
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
あ
る

 
同
時
に

そ
れ
は
キ
リ
ト
の
心
が
最

壊
し
か
か

て
い
る
事
も
意
味
し
て
い
た

 
そ
の
最
後

を

い
終
え
た
の
と
同
時
キ
リ
ト
の
人
格
の

配
か
ら
外
れ
た
の
か
彼
は

力
無
く

ま
る
で

が
切
れ
た
人
形
の
如
く
そ
の
場
に
倒
れ

し
た

 
そ
ん
な
彼
を
多
く
の
人
は
不
気
味
が

た
け
ど
そ
れ
を
も
の
と
も
せ
ず

先
し
て
背
負

て

い
る
ク
ラ
イ
ン
の

線
を

て

で
そ
ち
ら
を
見
れ
ば
確
か
に
遠
く
に

特
有
の
外

が

見
え
た

 

白
色
を
し
て
い
る
外

は
多
少

り
が
異
な
る
も
の
の
第
一
層
の
始
ま
り
の

を

む
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外

を
想

さ
せ
る
し

黒
鉄

の
代
わ
り
と
ば
か
り
に
立

な
お
城
が

て
ら
れ
て
い
る

 
多
分
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

え
て
似
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
だ
と
す
る
な
ら
あ
の

は

設
も

実
し
て
そ
う
で
あ
る

始
ま
り
の

は
最
初
の

と

い
う
事
も
あ

て
大

の

設
が

て
い
た
し
第
三
ク

タ

を

り
越
え
た
事
も
あ

て

そ
れ
く
ら
い
あ

て
も
良
い

 
ま

の
モ
ン
ス
タ

が
弱
め
だ
か
ら
武

に

し
て
は
期

出
来
な
さ
そ
う
で
は
あ

る
の
だ
が

 
そ
れ
を
見
た

紅
の
騎
士

が

一
つ

い
た

う
む

ア
レ
が
こ
の

層
の
主

で
間
違
い
な
い

そ
う
な
ん
で
す
か

名
前
は

と

う
ん
で
す
か

ア

ク

フ

ア

と

う

第
三
ク

タ

を
突
破
し
た

な
の
で

大

の

設
は

て
い
る
し

上
層
に
し
て
は

的
大
き
め
と
な

て
い
る

 
姉
ち

ん
の
問
い
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
ハ
キ
ハ
キ
と
解
説
付
き
で

え
た

 

血

騎
士

の

⻑
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
開
発
主

デ

レ
ク
タ

場

だ
と
知

て

に

わ
れ
あ
わ
や
攻
略
組

解
の
危
機
か
と
内
心
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で

や

や
し
て
い
た
が
現
在
気
絶
し
て
い
る
キ
リ
ト
の

護
が
あ

た
お
陰
だ
ろ
う
そ
ん

な
事
に
は
な
ら
ず
に
済
ん
だ

 
事
情
を
知
ら
な
い
人
達
か
ら
す
れ
ば
キ
リ
ト
と
神

の

葉
の
ど
ち
ら
も
初

だ
か
ら
信
じ

い
だ
ろ
う
が
い
が
み
合

て
い
て
も

り
な
り
に
も
一
年

以
上
共
に
戦

て
来
た
戦
友
の

葉
の
方
が
重
み
が
あ
り
彼
を
信

し
た
か
ら
だ

あ
ま
り
に
も
神

が

過
ぎ
た
と
い
う
の
も

あ
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
謎
が
多
い
の
で
ボ
ク
達
は
オ
レ
ン
ジ
を
送
り
出
し
た
後
す
な
わ
ち
キ
リ
ト
が
気

絶
し
た
後
か
ら
す
ぐ
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が
知
る
事
を

方

き
出
し
て
お
い
た

万
が
一
で

も
黒
幕
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
以
上
は

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る

 
結
論
か
ら

え
ば

ボ
ク
達
は

場
一

で

場

は

白
だ
ろ
う
と

え
を
出
し
た

 

し
ろ
こ
れ
ま
で
の
攻
略
で
プ
レ
イ

生
存
を
第
一
に
動
き
今
回
も
情
報
を
明
か
せ
な
い

も
の
の
出
来
る
限
り
の

で
八
方
手
を

く
し
て
い
た
の
は
第
一
層
の

か
ら
共
に
戦

て

来
た

も
が
知

て
い
る
事
だ

 
神

の

で
揺
ら
ぎ
は
し
た
が

よ
り
命

け
の
戦
い
に
対
す
る

勢
が
ボ
ク
達
と

ら

変
わ
り
な
か

た
の
が
決
定
打
と
な

た

少
し
で
も
多
く
の
人
が
生
き
残
る

に
動
き
戦
う
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そ
の

は
決
し
て
こ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た

本
人
と
は

え
な
い
真
剣
さ
が
あ

た

事
を
ボ
ク
達
は
知

て
い
る

だ
か
ら
こ
そ
こ
の
人
を
ボ
ク
達
は
信
頼
し
そ
れ
以
上
の
信

を
向
け
て
い
た

 
デ
ス
ゲ

ム

を
し
た
あ
の

ロ

ブ
ア
バ
タ

の
声

は
機

的
で
無
機

無
感
動
の

そ
れ
だ

た
が

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
声
は
全
て
が
真

で

人
間
味

れ
る
も
の
だ

た

ボ
ク
達
が
キ
リ
ト
の
よ
う
に
気
付
け
な
か

た
の
は
思
い

み
と
い
う
フ

ル
タ

も
あ
る
だ

ろ
う
が

き

と
人
間
味
が
あ
る
か
な
い
か
の
差
異
が
大
き
過
ぎ
て
い
た
か
ら
だ

 
キ
リ
ト
が
気
付
い
た
の
は
シ
ス
テ
ム
的
な
事
に

が
深
く
多
分
そ
れ
で
語
り
合
う
機
会
が

多
か

た
か
ら
だ
と
自
分
は
予
想
し
て
い
る

 
圏
内
事
件
発
生
直
後
の
話
し
合
い
や
ボ
ク
は
知
ら
な
い
が
リ

フ

達
が
来
た
日
に

故
リ

フ

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
乱
入
し
て
し
ま

た
か
の
ロ
ジ

ク
的
な
部
分
に
つ
い
て
話
し
合

た

ら
し
い
か
ら

そ
れ
ら
で
引

掛
か
り
を
覚
え
て
い
た
の
だ
と
思
う

 
あ
る
い
は
天
才
同
士
で

キ
リ
ト
は
絶
対

定
す
る
だ
ろ
う
け
ど

か

じ
合
う
も
の

で
も
あ

た
の
か

そ
れ
と
も
キ
リ
ト
自
身
人
を
本

で

え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
た
か
ら

か
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こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
フ

ア
ネ
ス
と
い
う
も
の
を
見
出
し

場

の
思

を
ト
レ

ス
し

て
い
た
事
か
ら
も

そ
れ
ら
の
可
能
性
は
十
分
存
在
す
る
と
思
う

そ
れ
に
し
て
も

攻
略
組
で
も
精

と

え
る
者
達
の
多
く
が
喪
わ
れ
て
し
ま

た
事
は

今
後
を

え
る
と

が

い
が

そ
れ
以
上
に
哀
し
い
な

 
こ
の
世
界
を

よ
り
も
知
る
者
と
し
て
先
を
見

え
て
行
動
し
て
い
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

に
向
か

て
歩
く
道
す
が
ら

息
と
共
に
そ
う

葉
を

ら
し
た
の
が

こ
え
た

 

線
を
向
け
れ
ば
あ
ち
ら
も
気
付
い
た
ら
し
く

あ
あ

す
ま
な
い

と
苦

を
浮
か
べ
る

私
が
こ
れ
を

う
の
は
流

に
不

だ

た
か
な

そ
ん
な
事
は
無
い
よ

だ

て
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
ボ
ク
達
と
同
じ

件
で

全
損
し

た
ら
死
ぬ

そ
れ
に

て
も

わ
な
く
て
も
変
わ
ら
な
い
事
実
だ
か
ら
ね

そ
う

て
も
ら
え
る
と
助
か
る
よ

 
ど
こ
か

し

無
さ
そ
う
に
苦

を
浮
か
べ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
今
ま
で
自
身
の
正
体

を

て
い
た
事
そ
し
て

よ
り
た
だ
ゲ

ム
を

し
み
に
し
て
い
た
プ
レ
イ

達
を
こ
ん

な
事
に

き

ん
で
し
ま

た
事
に
罪
悪
感
を
覚
え
て
い
る

 
こ
れ
ま
で
は
血

騎
士

⻑
を
演
じ
て
い
た
の
で
そ
ん
な

振
り
を
見
せ
な
か

た
の
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だ
が

場

で
あ
る
と
知
れ
て
か
ら
は

す
事
無
く
そ
れ
を
明
か
し
て
い
る

事
情
を
話

す

に
ま
ず
真

先
に
平
身

罪
し
た
く
ら
い
だ

 
あ
る
意
味
ボ
ク
達
以
上
に
死
者
が
出
る
事
に
心

を
覚
え
て
い
る
の
だ
か
ら

者
が
出
た

事
に
対
す
る
哀
し
み
の

葉
を

に
す
る
事
は

ら
お
か
し
く
な
い

 
そ
れ
に

実

今
後
の
攻
略
を

え
る
と

く
な

た
事
は
事
実
だ

 
今
回
の
第
一
レ
イ
ド
は
ボ
ス
攻
略
で
の
主
要
メ
ン
バ

び
オ

ル
ラ
ウ
ン
ダ

な
ビ
ル
ド
の

プ
レ
イ

を

め

ん
で
い
た
そ
れ
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が
少
し
で
も
生
存

を
上

る

に
し
て
い
た
の
だ
が
だ
か
ら
と

て
第
二
レ
イ
ド
は
そ
こ
ま
で
強
く
な
い
か
と

え
ば
そ

う
で
は
無
い

 
今
回
は
剣
使
い
が
偶
然

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

ん
だ
部
分
も
あ
る
か
ら
あ
る
い
は
意

的
に

多
か

た
が
ボ
ス
の
弱
点
属
性
に
よ

て
打
撃
武
器

突
武
器
の
プ
レ
イ

と

入
れ

え
る
必
要
が
あ
る

そ
れ
ら
を

う
プ
レ
イ

の
数
が
少
な
い
の
も
確
か
だ
が
一
線

の
実
力
者
が
い
る
の
も
事
実
だ

そ
う
い

た
人
達
は
第
二
レ
イ
ド
に
入
り
第
一
レ
イ
ド
の

補

や
カ
バ

の

に
備
え
て
い
て
も
ら
う
つ
も
り
だ

た

 

片
手
剣

や

刀

な
ど
は

的
で
は
あ
る
が

だ
か
ら
こ
そ

ド
ス
キ
ル
も
バ
ラ
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ン
ス
が
良
く
取
り
回
し
も
容

で
一

で

え
ば
隙
が
無
い

突
出
し
た
部
分
も
無
い
が
欠

点
も
無
い
が
故
に
大

の
状
況
に
は
対
応
出
来
る

そ
れ
を

力
向
き
に
先

化
し
た
も
の
が

手
剣

や

刀

だ
ろ
う

 

論
ゴ

レ
ム
と
い

た
カ

チ
カ
チ
な
手
合
い
に
は
不

と

わ
ざ
る
を
得
な
い
が
そ
れ

以
外
に
は
可
も
無
く
不
可
も
無
く
と
い

た
と
こ
ろ
な
の
で

性
に

む

た
だ

に
ハ
イ

レ
ベ
ル
プ
レ
イ

に
そ
う
い

た
人
達
が
多
か

た
だ
け
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
そ
う
い
う

事
情
も
あ
る
の
で

一
切
情
報
が
無
い
今
回
の
偵

戦
で
多
く

さ
れ
て
い
た

 
と
に
か
く
神

い
る
オ
レ
ン
ジ
達
に
殺
さ
れ
た
第
二
レ
イ
ド
の

は

え
で
は
あ

た
も

の
の
決
し
て
弱
い

で
は
無
か

た
一
緒
に
フ
ロ
ア
ボ
ス
を

手
に
戦
え
る
強
さ
を
持

た

プ
レ
イ

達
だ

た

 
む
し
ろ
ボ
ス
戦
に

け
る
第
一
レ
イ
ド
の
補
助
に
入
る
事
を
前

に
さ
れ
て
い
る
時
点
で
弱
い

が
無
い

 
そ
ん
な
彼
ら
が
死
ん
で
し
ま

た
と
い
う
事
は
つ
ま
り
攻
略
組
の
全
体
的
な
戦
力
も

下
し

た
と
い
う
事
に
な
る

少
な
く
と
も
少
数
精

を

に
し
て
る
血

騎
士

は
大

な
勢
力

小
化
を
す
る
と

わ
ざ
る
を
得
な
い
レ
ベ
ル
だ

聖
⻯

合

と

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
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軍

は
人
数
が
非
常
に
多
い
か
ら
ま
だ
マ
シ
だ
が

血

騎
士

は
流

に
マ
ズ
い

 
だ
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の

が

い
と
い
う
発

は

⻑
と
し
て
の
意
味
だ

た

 
と
は

え
こ
の
現
状
を
許
し
て
し
ま

て
い
る
事
も
あ

て
す
ぐ
に

罪
し
た
の
で
あ
る

律

だ
な
と
思
う
と
同
時

や
は
り

感
が
持
て
る
人
物
だ
と
も
思

た

は

あ
い
つ

が
殺
さ
れ
て
マ
ト
モ
に
戦
え
る
攻
略
メ
ン
バ

は

達
だ
け

て

こ
れ
で

あ
と
二
十
四
層
も
あ
る
ん
だ
ろ

ら
開
発
主
が
る
て

て
も
戦
力
が
少
な
い
ん
じ
あ
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ぞ

Ｓ
Ａ
Ｏ

て

が
り
な
り
に
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
だ
か
ら
な

そ
れ
な
の
に

で
ボ
ス
の

ロ

と
か
出
来
る
ん
だ
ろ
う
な

黒
の
剣
士

は

 
ア

ク

フ

ア
と

う
ら
し
い
主

へ
向
け
て
歩
い
て
い
る
と

間
を
喪

た
血

騎
士

の

の
他

聖
⻯

合

や

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
メ
ン
バ

達
が

そ

そ
と
意
気
消

し
た
様
子
で

葉
を
交
わ
し
始
め
た

 
ま

一
部
キ
リ
ト
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
も
あ

た
が

そ
の
内
容
は
今
更
だ

た
の
で

も
突

ま
な
い

フ
ロ
ア
ボ
ス
の

を
最
も
知

て
い
る
攻
略
組
だ
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
の
行

動
が
如

に
お
か
し
い
か
と
理
解
し
て
い
る
か
ら

そ
れ
が
出
て
も
仕
方
な
い
の
だ
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Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
は
多
人
数
プ
レ
イ
を
前

に
し
た
大

ネ

ト
ワ

ク
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム

攻
略
に

す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
く
は
数
十
人

で
進
め
る
事
を
推

あ
る
い
は
前

に
組
ま
れ
て
い
る

 
最
前
線
の
情
報
や
ボ
ス
戦
を
一
人
で
こ
な
す
キ
リ
ト
は

ロ
プ
レ
イ

の
中
で
も
一

異

な
存
在
な
の
だ

 
そ
の
異

さ
は

の
ゲ

ム
だ

た
ら

弾
き
に
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

み
を

独

す
る

ロ
プ
レ
イ
は
あ
ま
り

ま
れ
な
い
だ
ろ
う
し
一
人
で
あ
る
事
を

て

も
横
行

し
て
い
た

だ

そ
れ
が

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
も
自
己
強
化
に
対
す
る
価
値
観
が
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
事
に
よ

て
あ
る
程

見
直
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
う

 

だ

て
死
に
た
く
な
く
て
人
で
す
ら
命
を

て
来
る
と
な
れ
ば
人
を
遠
ざ
け
て
自
己

強
化
に

む
の
も
仕
方
な
い
か
ら
だ

キ
リ
ト
の
場
合
は
そ
れ
が
特
に

著
だ

た
事
は

も
が

知
る
事
実
で
あ
る

空
気
悪

な

士
気
も

い
し

間
を
大
勢
殺
さ
れ
り

そ
れ
も

た
り
前
か

あ
の

後
先

え
ず
と
ん
で
も
な
い
事
を
し
で
か
し
て
く
れ
た
モ
ン
だ

ま

た
く

 
ク
ラ
イ
ン
が
レ
イ
ド
メ
ン
バ

の
様
子
と
会
話
か
ら

と
も

え
な
い
表
情
で

い
エ
ギ
ル
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が
中
層

の
男
の
子
達
の
事
も

め
て
苛
立

て
い
る
の
か
険
し
い

つ
き
で
声
を

く
し
て

た

 
ボ
ク
も
エ
ギ
ル
と
同
意
で
あ
る

あ
の
神

自
分
の
目
的
の

に

て
事
を
し
て
く
れ
た
ん

だ
と
本
気
で
思
う

お
陰
で
撤
退
不
可
能
な
攻
略
の

が

に
上
が

て
し
ま

た

 
下
手
す
れ
ば
キ
リ
ト
も
再

不
能
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

 
キ
リ
ト
は
自
ら
の
意

で

確
実
に

し
て
い
た
も
の
の

実
兄
を
殺
す
道
を

ん

だ
が
そ
れ
で
も
事
の
発

悪
の
根
源
は
あ
の
神

だ

あ
の
男
さ
え
キ
リ
ト
に
近
寄
ら
な

か

た
ら
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
不
安
定
で
は
あ
る
も
の
の
一
応
の
平
穏
が
保
た
れ
て
い
た

だ

 
あ
の
キ
リ
ト
の

に
は
き

と
ア
ル
ゴ
を
殺
さ
れ
た
事
に
対
す
る
怒
り
も

ま
れ
て
い
た

の
だ
と
思
う

ア
ル
ゴ
は
キ
リ
ト
に
と

て
護
る
べ
き
大
切
な
存
在
だ
か
ら
殺
さ
れ
た
事
で
逆

に
触
れ
た
の
だ

ボ
ス
部

の
や
り
取
り
で

く
攻
撃
的
だ

た
の
も
怒
り
を

め

ん
で

い
た
か
ら
だ
と

え
る
の
が

の
彼
を

み
る
と

な
線
と

え
る

 
そ
の
怒
り
が
あ
の
神
経
を
疑
う
よ
う
な
命

い
で

発
し
て
し
ま

た

ず

と
ず

と
心
の

で

め

ん
で
い
た

恐
怖
よ
り
も
更
に
下
に

ま

て
い
た
理
不

に
対
す
る

怒
を

憎
悪
を

復
讐
心
を
呼
び

こ
し
て
し
ま

た
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そ
の

の
あ
の

 
以
前
の
デ

エ
ル
で
は
キ
リ
ト
は
本
能
に

て
い
る
と
思
え
る

し
い

を
上

て

斬
り
掛
か

て
い
た
が
そ
の
後
は
静
か
で
む
し
ろ
却

て
そ
れ
が
不
気
味
に

る
く
ら
い

い
だ
状

で
斬
り
掛
か

て
い
た

め

ん
だ
殺
意
や
感
情

を

く
一
本
の
剣
へ
と
収

し

ぎ

ま
し
た
刃
で

を
殺
そ
う
と
す
る

無

な
復
讐
者
そ
ん
な

を
ボ
ク
は

け
た

 
ア
レ
が
き

と
キ
リ
ト
が

え

ん
で
い
る
別
人
格
が

て
い
た
獣
と
い
う
闇
そ

の

ん
の

か
な
欠
片
だ
と
思
う

 

故
欠
片
と
思
う
か
と

え
ば
こ
こ
は
仮
想
世
界
命
を

け
た
世
界
で
神

を
倒
し
た
と

て
も
こ
こ
は
あ
く
ま
で
ゲ

ム
世
界
だ
か
ら
彼
が

べ
ら
れ
て
い
た
現
実
の

が
存
在

し
な
い

故
に

価
も

ら
な
い
か
ら
だ

 
も
し
今
も
ま
だ
生
き
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
あ
の
男
は
キ
リ
ト
の
強
さ
を

で

た
で

あ
ろ
う

 
多
分
キ
リ
ト
も
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る

 
だ
か
ら
本

の
意
味
で
彼
が

え
る
闇
の
全
て
が
解
放
さ
れ
て
い
た

で
は
無
い
と
思
う
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彼
が
あ
そ
こ
で
剣
を
振
る

た
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
や
攻
略
組
を
護
る

ア
イ
ン
ク

ラ

ド
の

序
を
護
る

ア
ル
ゴ
達
の

を
取
る

兄
の
不
始

を
弟
で
あ
る
自
分
が
付

け
る

キ
バ
オ
ウ
の
力
を

ぐ

あ
ち
ら
が

て
来
る

れ
ば
キ
リ
が
無
い
く

ら
い
多
く
の
理
由
で

彼
は
神

と
対
峙
し

そ
の
命
を
奪

た

 
あ
の
行
動
は

一

個
人
の
感
情
で
は
無
く

黒
の
剣
士
や
ビ

タ

と
呼
ば

れ
て
い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
最
強
の
剣
士
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
し
て
の
も
の
だ

た
の
だ

 
本

に
彼
の
闇
負
の
感
情
だ
け
で
剣
を
振
る

て
い
た
な
ら
一

だ
に
せ
ず
オ
レ
ン
ジ
を

殺
し
に
し
て
い
た
に
違
い
な
い
し
そ
れ
よ
り
も
前
の
命

い
と
も

え
な
い
愚

な
神

の

葉
に

を

し
て
剣
を
止
め
る
事
も
無
か

た

だ

 
つ
ま
り
裏
を
返
せ
ば

彼
の
心
に
は
ま
だ
神

と

わ
れ
る
実
兄
を
殺
す
事
を

う
光
が

あ

た

復
讐
を
望
み
憎
悪
し

怒
を
向
け
る
昏
い
心
だ
け
で
な
く

の
家

の
よ
う
に

い
合
う
未
来
を
見
た
い
と

そ
う
願
う
心
も

か
な
が
ら
で
も
あ

た
の
だ

 
し
か
し
彼
の
逆

に
触
れ

け
あ
ま
つ
さ
え
神

こ
そ

う

格
が
無
い

葉
で
命

い
を

さ
れ
た
か
ら
そ
の
光
も

ざ
さ
れ

表
に
出
て
来
た
別
人
格
が
容
赦
な
く
斬
り
殺
す
と
い

う
結
果
に
な

た
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神

の
ア
バ
タ

が
光
に

る
の
を
見
て
い
る
時
彼
の
体
か
ら

も
か
も
が

け

ち
た
か

の
よ
う
な
空
虚
さ
を
感
じ
た
の
は
き

と
そ
れ
が
原
因
だ

感

な
ん
て
あ
る

も
無
い
だ
ろ

う

復
讐
を

せ
て
も
い
な
い
な
ら

た
だ
虚
し
い
だ
け
な
の
だ

 

論

こ
れ
ら
は
ボ
ク
の
推

で
し
か
な
い
け
れ
ど
そ
う
大
き
く
外
れ
て
は
い
な
い
と

思
う

違

て
い
て
も
少
し
は

て
い
る
と
思
え
る
く
ら
い
ボ
ク
は
そ
の
推

に
確
信
め
い
た

も
の
を

い
て
い
た

 
そ
し
て
今
回
の
件
で
最
も

い

ど
れ
も

恨
だ
が

事
が

ア
ル
ゴ
の
死
だ

 
第
二
レ
イ
ド
と
一
緒
に
部

の
外
に

め
出
さ
れ
た
ア
ル
ゴ
も
神

達
の
手
に
よ

て
殺
さ
れ

て
し
ま

た
事
は
想
像
に

く
な
い

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
最
大
の
信

と
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
て
最
速

つ
正
確
な
情
報

を

す
る
中
立
な
立
場
を
保
つ
情
報

の
彼
女
が

な
く
な

て
し
ま
え
ば
そ
れ
だ
け
で
も

間
違
い
な
く
多
く
の

者
が
出
て
し
ま
う
だ
ろ
う

信

な
ら
な
い
情
報

の
乱
立
無

序

で
信
頼
性
の
無
い
情
報
の

を
許
し
て
し
ま
う
の
も
目
に
見
え
る
事
だ

 
人

の
動
き
を

点
を
変
え
れ
ば

さ
え
ら
れ
る
の
は

者
に
も
冒
せ
な
い
ト

プ

を

え
た
時
だ
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ボ
ク
達
攻
略
組
は
ク
リ
ア
に
向
け
て
動
く
者
達
の
指
標
に
な

て
い
る
し
キ
リ
ト
の
ビ

タ

に
よ
る
ヘ
イ
ト
の
誘
導
や
オ
レ
ン
ジ
キ
ラ

無

序
な
レ

ド
を
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

い
た
事

も
そ
れ
に

た
る

善
と
悪
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
す
る
に
は
必
ず

か
が
ト

プ
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

 
ア
ル
ゴ
の
場
合
は
そ
の
絶
対
的
な
信
頼
性
と
信

の
高
さ
か
ら
信
頼
性
の

い
情
報
の

を

い
で
い
た

鼠
が
裏
取
り
し
た
と
な
れ
ば

も
が
信

す
る
く
ら
い
で
逆
に

え

ば
彼
女
が

わ

て
い
な
い
情
報
は
信
頼
性
が

い
も
の
と
見
ら
れ

も
が

す
る

か
つ

て
ア
ス
ナ
が
引

掛
か

た
と
い
う

第
一
層
の

し
ロ
グ
ア
ウ
ト
ス
ポ

ト

も
ア
ル
ゴ
を

た
者
に
よ
る
情
報
だ

た

 
情
報
が
生
命
線
で
あ
る
こ
の
世
界
に

い
て
多
く
の

間
を
喪

た
事
と
同

レ
ベ
ル
で
ア

ル
ゴ
の
死
は

手
な
の
だ

 
こ
れ
に
キ
リ
ト
の
脱

が
決
定
す
れ
ば
最

絶
望
的
で
あ
る

 
ま

彼
の
性
格
上
自
身
が

け
た
場
合
の
デ
メ
リ

ト
や
リ

フ

の
事
を

え
た
上
で
攻

略
組
か
ら

け
る
と
は

思
え
な
い

強
さ
を
求
め
て
も
い
る
の
だ
し
自
ら
そ
の
機
会
を

手
放
す
と
は
思
え
な
い
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そ
の
時
は
大
切
な
存
在
を
護
る
時
か
別
人
格
が

て
い
た
よ
う
に
獣
と
や
ら
が
憎
悪

に
よ

て
目
覚
め
た
時
か

ん

 
な

だ
こ
れ

ど

ど
う
い
う
事

 
こ
れ
か
ら
先
が

い
な
と

え
て
い
る
と

デ

ア
ベ
ル
と
ア
ス
ナ
が

惑
の
声
を
上

た

 
二
人
の
方
を
見
れ
ば
シ
ス
テ
ム
メ
ニ

を
開
い
て

惑
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
て

だ

か

な
予
感
を
覚
え
た

二
人
と
も

ど
う
し
た
の

そ
れ
が
戦

品
で
も
確
認
し
よ
う

て
思

て
ス
ト
レ

ジ
を
確
認
し
た
ん
だ
が

ア
イ

テ
ム
が

つ
か

バ
グ

て
る
ん
だ

私
も

そ
れ
だ
け
じ

な
く
て
ス
キ
ル
も
お
か
し
な
事
に
な

て
る
の

二
三
個
は
ロ

ス
ト
し
て
る
し

は

 
デ

ア
ベ
ル
か
ら
ア
イ
テ
ム
の
バ
グ
ア
ス
ナ
か
ら
は
ス
キ
ル
の
バ
グ
ま
で
教
え
ら
れ
て

気

に
取
ら
れ
た
ボ
ク
は

の

と

同
時
に

手
を
振

て
メ
ニ

を
呼
び
出
し
ア
イ
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テ
ム
と
ス
キ
ル
を
確
認
し
た

 
見
れ
ば
確
か
に
ア
イ
テ
ム
の
方
は

つ
か
表
示
が
バ
グ

て
い
て
ス
キ
ル
も
取
得
ス
キ
ル

か
ら
消
失
な
い
し

練

が

下
し
て
い
た

 
必
死
に
上

て
完
全

得
し
た
片
手
剣
ス
キ
ル
は
九

に
な

て
る
し

い
の
で

え
ば
も
う
少
し
で
完
全

得
し
そ
う
だ

た

状

異
常

性

ス
キ
ル
が
消
失
し
て
い
る

う
わ

も
だ

の
メ
イ
ン
ス
キ
ル
が

個
も
初
期
化
さ
れ
て
る

は
メ
イ
ン

備
の

つ
か
が
バ
グ

て
性
能
下
が

て
や
が
る

お
い
お
い
マ
ジ
か
よ

 

が
必
死
こ
い
て
上

て
来
た
ス
キ
ル
デ

タ
が

私
の

理

ス
キ
ル
も
大

に
下
が

て
る

 

と
上
が
る

ア
ス
ナ
だ
け

に
ず
れ
て
い
た
が

き
の
声

ど
う
や
ら

全

に
同
じ
事
が

こ

た
ら
し
い

 
程

の
差
は
あ
れ

ア
イ
テ
ム
の
バ
グ

ス
キ
ル
デ

タ
の
消
失
な
い
し

下
は
全

に

こ

て
い
る
そ
う
で
メ
イ
ン
武
器
は

全

が
バ
グ

て
弱
体
化
し
た
よ
う
だ

た

本
来

の
性
能
に

べ
る
と
今
は
良
く
て
九

く
て
七

程

と
い

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う

備
重
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や
必
要

力
値
は
変
わ
ら
な
い

り
が

と
も

え
な
い

値
も
変
わ
ら
な
い
の
は
良
い

の
だ
が

 
攻
略
組
の
面

は

も
が
メ
イ
ン
武
器
を
強
化
し
て
使

て
い
た
も
の
の

ど
が
そ
の

層

の
宝

か
ら
手
に
入
れ
た
も
の
な
の
で

え
よ
う
と
す
れ
ば

時
で
も
変
え
ら
れ
る

強
化
す

れ
ば
数
層

い
で
使
え
る
が
こ
の
分
で
は
こ
の

層
で
取
り
換
え
を
要
求
さ
れ
る
に
違
い
な
い

 
イ
ン
ゴ

ト
に

し
て
か
ら
新
た
に
鍛
え
直
す
組
で
あ
る
ボ
ク
や
ア
ス
ナ
達
は
愛

し
て
き

た
愛
剣
達
の
表
示
が
バ
グ

て
る
の
を
見
て
イ
ン
ゴ

ト
に

せ
る
か
と

や

や
し
て
い
る

 
ボ
ク
の
愛
剣
な
ん
て
表
示
が
ル
■
テ

■
ク
に
な

て
い
る

オ
ブ
ジ

ク
ト
化
は
出
来

て
い
る
し

ド
ス
キ
ル
も
立
ち
上
が

た
の
で
一
応
使
え
は
す
る
の
だ
が
イ
ン
ゴ

ト
に

せ
る
か
が
非
常
に
気
掛
か
り
だ

ス
キ
ル
デ

タ
の

下
に
ア
イ
テ
ム
デ

タ
の
バ
グ

こ
れ
も
仕
様
じ

な
い
ん
だ
よ
ね

た
り
前
だ

ス
キ
ル
の
消
失
は
完
全

得
し
て
い
な
い
ス
キ
ル
の

外
で
し
か

こ
り
得
な

い
し
デ

タ
の
バ
グ
な
ど
以
て
の
外
だ

さ

き

こ

た
あ
の
現

が
切

掛
け
だ
ろ

う
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ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は

し
い

で
そ
う

た

恐
ら
く
あ
の
現

と
は
キ
リ
ト

が
放
と
う
と
し
た
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
の
強
制
中
断
の

前
に

こ

た
彼

く

世
界
が
ズ
レ
た

と
い
う
現

の
事
だ
ろ
う

 
ア
レ
し
か
バ
グ
ら
し
い
事
は

え
ら
れ
な
い

キ
リ
ト
が

こ
し
た
事

じ

な
い
ん
だ
よ
ね

 
ボ
ク
が
気
に
な

た
の
は

あ
の
現

の
発
生
前
に
キ
リ
ト
が
見
せ
て
い
た
現

の
事

本

来
な
ら

こ
り
得
な
い
エ
フ

ク
ト
の
乱
舞
が
原
因
な
の
で
は
と

え
た
の
だ

定
は
出
来
な
い
が

え

く
は
あ
る

 
そ
の
問
い
に
対
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は

し
い

で

定
も

定
も
せ
ず
中

の

え

を
返
し
て
き
た

確
か
に
彼
の
ア
レ
は
シ
ス
テ
ム
的
に
あ
り
得
な
く
は
あ

た

し
か
し
そ
れ
な
ら
彼
が
ス
キ
ル

を
発
動
し
た

間
に

こ

た
方
が
自
然
だ

あ
の
現

は
彼
が
ス
キ
ル
を
発
動
し
突
進

し
て
い
る
最
中
に

こ

た

裏
を
返
せ
ば
シ
ス
テ
ム
的
に
無
い

の
エ
フ

ク
ト
と
シ

ス
テ
ム
が

こ
す
ス
キ
ル
の
発
動

は

が

い
と

え
ら
れ
る

な
る

ど
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確
か
に
ス
キ
ル
発
動
中
よ
り
も
無
数
の

ド
ス
キ
ル
の
中
か
ら

す
る
も
の
の
構
え
を

出
し
プ
レ
イ

主
体
か
ら
シ
ス
テ
ム
主
体
へ
と
切
り

わ
る
ス
キ
ル
の
立
ち
上

の

間

が
恐
ら
く
最
も
シ
ス
テ
ム
に
負

が
掛
か
る

発
動
中
は
登
録
さ
れ
て
い
る
動
き
を

て

め

れ
ば
い
い
だ
け
だ
か
ら

 
故
に

が

い
と
い
う
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の

え
も

得
が
い
く
も
の
だ

た

と
い
う
か
そ
も
そ
も
彼
一
人
だ
け
で
バ
グ
を

こ
す

ど
私
が
構

し
た
カ

デ

ナ
ル
・

シ
ス
テ
ム
は
お
ろ
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

は
ポ
ン
コ
ツ
で
は
無
い

そ
れ
だ
け
で
バ
グ
を
発
生
さ

せ
る
の
で
あ
れ
ば
こ
の
一
年

の
間
に

ラ
グ
や
バ
グ
が

こ

て
い
る
か
定
か
で
は
な
い
か

ら
な

じ

あ

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
じ

な
く
て

外
部
が
原
因

て
い
う
事

う
む

リ

フ

君
と
白
の
剣
士
の
二
人
が
プ
レ
イ
し
て
い
た
と
い
う
Ａ
Ｌ
Ｏ
が

わ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は

ん
で
い
る

プ
レ
イ

の
乱
入
だ
け
か
は
分
か
ら
な
い
が

か
し
ら
の
形
で
外
部
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

触
し
た

そ
う

え
れ
ば
バ
グ
を
残
し
て

し
ま
う

ど
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が

か
な
く
な
る
の
も

け
る
話
で
は
あ
る

意

し
て
で
は
無
い
と
は

え
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

が
二
人
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
乱
入
し
て
し
ま

た
の
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だ

り
が

ら
か
の
手

を

じ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
無
い

か
し
ら
の
形
で

外
部
が

助
け

だ
と
い
い
な

確
か
に
な

 
ど
こ
か
願
う
よ
う
に

え
ば
男
性
も
同
意
し
て

外
に

し
出
さ
れ
て
い
る
仮
想
の
空
を

め
た

 
ボ
ク
と
て
本

に

が
助
け
の

に

触
し
て
き
た
と
は
思

て
い
な
い

そ
う
願

て
い

る
の
は
事
実
だ
が
反
対
に

場

を
出
し

い
て
こ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変
え
た

黒
幕
が

か
し
た
の
で
は
と

し
て
い
る
気
持
ち
の
方
が
大
き
い

 
そ
れ
で
も
願
い
を

に
し
た
の
は

の

が
ボ
ク
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
会
話
を

い

て
い
た
か
ら

 
キ
リ
ト
が
原
因
で
は
無
い
と
わ
ざ
わ
ざ

に
し
た
の
も

彼
の
攻
撃
時
の
現

を
思
い
出
し

て

ビ

タ

が
原
因
だ
と

か
れ
な
い

の

だ

そ
れ
ら
し
い
理

も
付
け
て
会
話

し
た
の
で
こ
れ

で
キ
リ
ト
が
一
方
的
に
責
め
ら
れ
る
事
は
一
先
ず
無
い
だ
ろ
う

実

キ

リ
ト
は

な
い
と
思

て
い
る

 
そ
し
て
黒
幕
の

触
に
つ
い
て
語
ら
な
か

た
の
も

間
が

た
上
に

備
の
弱
体
化
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ス
キ
ル
の
弱
体
化
な
い
し
消
失
で
士
気
が
一
気
に

迷
し
た
と
こ
ろ
で
追
い
打
ち
を
し
な
い

で

あ
る

今
は
と
に
か
く
士
気
を
上

て
攻
略
組
と
い
う
組

の

解
を

ぐ
事
に

力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

 

ホ
ン
ト
こ
の
世
界
に
来
る
以
前
で
は

え
ら
れ
な
い
く
ら
い
自
分
も
思
慮
深
く
な

た
も
の
で
あ
る

こ
れ
も
き

と
キ
リ
ト
の
背
を
追

て
い
た
か
ら
だ

ん

 
ど
よ
ど
よ
と

惑
で
ボ
ク
達
が
足
を
止
め
て
い
る
間
に
騒
が
し
く
な

た
せ
い
か
ク
ラ
イ

ン
に
背
負
わ
れ
て
い
た
キ
リ
ト
が

く
り
と

を
開
け
た

お

キ
リ
ト

も
う

き
た
の
か

 
大

か

き

う

ん

ナ
ン
に

ク
ラ
イ
ン

こ

こ
は

第
七
十
六
層
の
フ

ル
ド
だ

ま
だ
主

に

い
て
ね

け
ど
な

七
十
六
層

ど
れ
く
ら
い

て
た

三
十
分
く
れ

か

 
ど
う
だ

た
か
な
と

線
で
ク
ラ
イ
ン
が
こ
ち
ら
を
見
て
来
た
の
で
そ
れ
く
ら
い
だ
と
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く

場

の
話
を

い
て
か
ら
上
が

た
の
で
オ
レ
ン
ジ
達
を
監
獄
送
り
に
し
た

に

キ
リ
ト
が
気
絶
し
て
か
ら
そ
れ
く
ら
い
は
経

て
い
た

キ
リ
ト
君
目
を
覚
ま
し
て
す
ぐ
で
悪
い
ん
だ
け
ど
君
の
ス
キ
ル
や
ア
イ
テ
ム
が
ど
う
な

て
い
る
か
見
て
く
れ
な
い
か
な

 

で

 
ス
キ
ル
や
ア
イ
テ
ム
デ

タ
の
バ
グ
に
つ
い
て
キ
リ
ト
は
ま
だ
眠

て
い
た
の
で
知
る

も

無
く

デ

ア
ベ
ル
の
頼
み
に

を

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の

遇

め
て
説
明
す
る
と
ク
ラ
イ
ン
の
背
か
ら

り
た
キ
リ
ト
は
す

ぐ
に
確
認
し
て
く
れ
た

そ
の
時
に
は

の
整
理
も
付
い
た
よ
う
で

の

静
さ
を
取
り

し

て
い
た

 
そ
し
て
す
ぐ
に

し
い

で

り

む

確
か
に

バ
グ

て
る
な

ち
な
み
に
ど
れ
が
だ
い

は
無
事
だ
け
ど
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
表
示
が
バ
グ

て
性

能
も

ら
か

下
し
て
る

ス
キ
ル
は

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
が

つ
か
ロ
ス
ト
し
て
る
な
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残

た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
二
刀
流

明
剣

狂
月
剣

手
裏
剣
術

撃
術

の
五
つ

 
他
の
五
つ
は
あ
ま
り
使
わ
な
か

た
せ
い
か
そ
れ
と
も
偶
然
か
消
失
し
て
い
た

コ
モ
ン

ス
キ
ル
で
あ
れ
ば

得
可
能
ス
キ
ル

に

て
い
る
の
だ
が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
で
あ
る
た
め
か

そ
ち
ら
に
も
名
称
は
残

て
い
な
い
ら
し
い

消
え
た
五
つ
は
そ
こ
ま
で
使
わ
な
か

た
か
ら
戦
闘
に
あ
ま
り
差
し

え
は
し
な
い
な

正

直

に
デ
フ

ル
ト
で
登
録
さ
れ
て
た
武
器
の
能
力
と

て

い
に

て
た
し

死
閃

が
消
え
た
の
は
結
構

い
け
ど

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
が
消
失

と
す
る
と
他
の
プ
レ
イ

に

た
の
か
な

 
ア
ス
ナ
が

に
手
を

て
つ
つ
予
想
を

に
す
れ
ば

を
組
ん
だ
キ
リ
ト
は
そ
れ
は
あ
り

得
る
な

と

き
つ
つ

た

消
失
し
た
コ
モ
ン
ス
キ
ル
が

得
可
能

に

て
い
る
な
ら
シ
ス
テ
ム
か
ら

さ
れ
た

じ

無
い
か
ら

以
外
の

か
が
持
つ
事
に
な

た
可
能
性
は
十
分

え
ら
れ
る

む
し
ろ

が
独

し
て
い
る
よ
り
も

程
良
い
と
思
う

地

刃
と

刀
術
な
ん
て
実

に



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

使

た
の
は
一

だ
け
だ
し
な

 

ら
自
分
が
強
化
さ
れ
よ
う
と
ボ
ス
は

本
的
に
集

で
戦
う
も
の
だ
か
ら
強
大
な
力
と

え
る
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
が
バ
ラ
け
る
の
は
む
し
ろ
良
い
事
だ
と
彼
は
そ
う

え
て
い
る
ら
し
い

 
一
人
の
方
が
強
い
彼
が

う
の
も
ア
レ
だ
な
と
思
わ
な
い
で
も
無
い
が
確
か
に
体
が
一
つ
な

彼
が

ら
持

て
い
て
も
発
動
出
来
る
ス
キ
ル
は
一
つ
だ
け
な
の
だ
か
ら
実

こ
の
方
が
良
い

だ
ろ
う

そ
れ
で
取
得
し
た
プ
レ
イ

が
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
神

の
よ
う
な
人
間
で
な
け

れ
ば
い
い
の
だ
が

出
来
れ
ば
攻
略
に

極
的
な
人
で
あ

て
欲
し
い

 
そ
れ
は
と
も
か
く

と
い
う
事
は

キ
リ
ト
に
と

て

手
な
の
は
愛
剣
の
ス

ク
が
下

が

た
事
く
ら
い
に
な
る

 
エ
リ

シ
デ

タ
は
第
五
十
層

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は
第
五
十
五
層
の
レ
ア

か
ら

鍛
え
ら
れ
た
高
性
能
な
剣

 
こ
の
二
振
り
で
戦
う
の
は
流

に
第
七
十
五
層
時
点
で
も
ち

と
キ
ツ
イ
く
ら
い
で
そ

れ
を
彼
の
ス
テ

タ
ス
と
ス
キ
ル
で

し

し
て
い
た
感
が
あ
る

ボ
ス
に
か
な
り
の
ダ
メ

ジ

を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
は
武
器
の
性
能
を
補
う
程
の
ス
テ

タ
ス
な
ど
が
あ

た
か
ら
だ

 
そ
れ
で
も
ス

ク
が

下
し
て
し
ま

た
の
だ
か
ら
流

に
こ
の
層
の
ボ
ス
を

手
に
使
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う
の
は

し
い
と
思
う
か
ら
イ
ン
ゴ

ト
に

し
て
剣
に
鍛
え
直
し
を
す
る
時
だ
ろ
う
と
彼
は

た
問

は
バ
グ

た
武
器
を
イ
ン
ゴ

ト
に

せ
る
か
だ

実
体
化
は
出
来
て
る
ん
だ
か
ら
多
分

出
来
る
と
は
思
う
け
ど

流

に
不
安
だ
な

そ
う
だ
ね

で
も

つ
ま
り
キ
リ
ト
は

ど
弱
体
化
し
て
な
い

て
事
に
な
る
の
か
な

レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
に
異
常
が
見
ら
れ
ず

も
バ
グ

て
い
な
い
以
上

本
は

そ
こ
ま
で
変
わ
ら
な
い
と
は
思
う

た
だ
し
片
手
剣
や
二
刀
流
と
い

た
武
器
の
ス
キ

ル
値
が

ど
二

程
ま
で
下
が

て
る
し

死
閃

は
消
失
し
た
か
ら
ボ
ス

手
に

独

で
生
き
残
れ
る
確

は

く
な

て
る

く
は

剣
技

繋

も

だ
な

 
そ
も
そ
も
ボ
ス
に

独
で
勝
て
る
確

が
あ
る
程

あ
る
事
そ
の
も
の
が
お
か
し
い
の
だ
が

キ
リ
ト
に

し
て
は
今
更
な
の
で

ス
ル

す
る
事
に
し
た

 
と
い
う
か

片
手
剣

の

練

が
そ
こ
ま
で
下
が

て
い
る
と
い
う
事
は

神

に
放

た
二
回
目
の
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
は

だ

た
の
だ
ろ
う
か

一
回
目
の
中
断
は

練

下
に
よ

て
未

得
に

さ
れ
た
の
が
原
因
だ
と
今
の
で

せ
た
け
ど
そ
れ
だ
と
二
回

目
で
ス
キ
ル
の
立
ち
上

が

き
た
の
は
お
か
し
い
の
だ

シ
ス
テ
ム

が

き
た
の
は
ま
ず
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間
違
い
な
く
一
回
目
で

そ
の
時
に
ス
キ
ル
も
お
か
し
く
な

た

な
の
だ
か
ら

 
ア
レ
は
一
体

だ

た
の
だ
ろ
う
か

 
そ
う
疑
問
を
浮
か
べ
る
ボ
ク
だ
が

ど
う
や
ら
そ
の
疑
問
を
覚
え
た
の
は
ボ
ク
だ
け
の
よ
う

だ

た

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
神
聖
剣
は
消
失
と

練

下
の
ど
ち
ら
も

こ

て
い

な
い
し

備
も
バ
グ

て
い
な
い
ら
し
い
の
で

の
間
に
安

す
る

気
が
流
れ
て
い
る

 
キ
リ
ト
に

し
て
は
ス
キ
ル
が

下
し
て
い
る
の
で
ボ
ス

手
に
は
弱
体
化
し
て
い
る
の
だ
が

全
体
で
見
れ
ば
大
き
な

は
あ
ま
り
無
い

独
で
生
還
す
る
確

は

く
な

て
い
る
と

う
が
こ
れ
か
ら
の
ボ
ス
戦
で
は
偵

が
出
来
な
い
の
だ
か
ら
こ
れ
ま
で
と
違

て
実
は
そ
こ

ま
で

で
は
無
か

た
り
す
る

 

論

か
あ

た
よ
う
に
少
人
数
で
戦
線
を
持
ち

え
さ
せ
る
場
合
は

く
の
だ
が

 

に

す
ま
で
は
時
間
が
掛
か
る
が

そ
れ
で
も
リ
カ
バ
リ

可
能
な

内
で
は
あ
る
の

で

一
応
こ
れ
以
上
の
士
気
の

下
は
抑
え
ら
れ
た
ら
し
い

 

そ
う
思

て

い
た
の
だ
が

少
し
気
に
な
る
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

他
に
バ
グ
は
見
ら
れ
な
い
の
か

他

と

う
と
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ア
イ
テ
ム
の
バ
グ

備
の
弱
体
化
ス
キ
ル
の
消
失
と

下

が
放

た

ド
ス
キ
ル

の
強
制
中
断
更
に
ボ
ス
部

か
ら
迷

に

る
境
界
線
を
超
え
ら
れ
な
い
現

が

こ

て

る
ん
だ

最
悪
圏
内
の
無

化
と
か
転

の
使

不
可
も

え
ら
れ
る
け
ど
そ
れ
は
確

か
め
た
の
か

 
キ
リ
ト
の

葉
に
ボ
ク
達
は
そ
れ
ぞ
れ
目
を
合
わ
せ
た

確
か
に
バ
グ
と
し
て
色

と
お
か

し
な
事
が

こ

て
い
る
以
上

え
ら
れ
る
事
は
全
て
確
か
め
て
お
く
必
要
が
あ
る

特
に

圏
内

の
消
失
と
転

使

不
可
な
ん
て

命
的
だ

 
圏
内
は
主

に
行
け
ば
い
い
と
し
て
転

に

し
て
は
転

結

を
使

て

に
確
認
す
る
事
に
し
た

 
代
表
と
し
て
エ
ギ
ル
が
転

結

を
使

て

自
分
の

が
あ
る
第
五
十
層
主

ア
ル

ゲ

ド

へ
転

す
る
事
に
な
る

転

 

ア
ル
ゲ

ド

 
エ
ギ
ル
が
掲

た
蒼
い
結

が
文

と
共
に

け

り

蒼
い
光
が
エ
ギ
ル
の

体
を

む

そ
し
て
一

強
く
光
が

り
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し
か
し

エ
ギ
ル
の

は
そ
こ
に
残

た
ま
ま
だ

た

  
つ

と

や

が
流
れ
る

な

が
場
を
見
た
し

と

原
に
吹
く

風
が
初

な
の
に
も

わ
ら
ず
木

ら
し
特
有
の

と
し
た
空
気
を
感
じ
さ
せ
た

え

今

結

け
た
よ
な

あ
あ
確
か
に

い
方
も
合

て
た
し
キ
チ
ン
と

け
た

エ
フ

ク
ト
も
転

時
特
有
の

も
の
だ

た
ぞ

と
い
う
事
は

マ
ジ
で

 
ま
さ
か

達

下
層
に

れ
な
い

 
ど
よ
ど
よ
と
ス
キ
ル
な
ど
の
バ
グ
が
見
つ
か

た
時
以
上
の

惑
の

気
が

ち
て

え
る
声
が
上
が

た

 
流

に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
ボ
ク
も

も

え
ず

ま
る
他
が
無
く
キ
リ
ト
は
険
し
い
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で

り

ん
で
い
た

ヒ

ス
ク
リ
フ

一
応

く
け
ど

こ
れ
も
仕
様
じ

な
い
ん
だ
よ
な

あ
あ

下
層
へ
の

動
制
限
な
ど
ゲ

ム
プ
レ
イ
に
差
し

え
る
か
ら
以
て
の
外
だ

の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を

え
て
い
た
か
ら
ね

や

り
バ
グ
か

こ
の

層
の
転

を
ま
だ
ア
ク
テ

ベ

ト
し
て
な
い
か
ら
不
明
だ

が
こ
れ
ま
で
の
ア
ク
テ

ベ

ト
デ

タ
が
バ
グ
で
全
て
消
去
さ
れ
た
と

え
れ
ば
転

結

が

け
て
も
転

出
来
な
い
事
に
は

得
が
い
く

そ
れ
で
も
最
悪

層
を
進
め
る

に

点
を

す
必
要
性
が
出
て
来
る
な

七
十
七
層
に
進
ん
だ
ら
今

は
七
十
六
層
に
帰
れ
な
い
み
た

い
なつ

ま
り
ア
ク
テ

ベ

ト
デ

タ
が
初
期
化
さ
れ
た
か

転

そ
の
も
の
に
バ
グ
が
出
た
か

そ
れ
で
事

が
変
わ
る

だ
な

そ
う
な
る
な

 
開
発
主

で
あ
る

に
シ
ス
テ
ム
に

し
い
の
が

た
り
前
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
生
き

る

に
あ
ら

る
情
報
を
集
め
た
事
で
シ
ス
テ
ム
へ
の

に
深
く
な

た
キ
リ
ト
と
が
予
想

さ
れ
る
事

を
話
し
合
う
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そ
れ
を

い
て
い
た
ボ
ク
は

疑
問
が
浮
か
ん
で
問
い
を
発
す
る
事
に
し
た

で
も
さ
回
廊
結

は
使
え
た
ん
だ
し
転

に
不

合
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
ん
だ
け
ど

確
か
に
そ
う
だ
け
ど
ア
レ
の
行
き
先
が
本

に
監
獄
エ
リ
ア
だ

た
か

達
は
ま
だ
確
認
し

て
な
い
か
ら
な

最
悪
浮
遊
城
の
外
や
空
中
に
放
り
出
さ
れ
て
い
た

な
ん
て
不

合
に
な

て
た
ら
最
悪
だ

う
 
確
か
に
回
廊
結

の
使

は
出
来
て
い
た
が
ア
レ
の
行
き
先
が
本

に
監
獄
エ
リ
ア
だ

た

か
ま
だ
確
認
は
し
て
い
な
い

が
消
え
た
か
ら
転

は
出
来
て
い
て
も
不

合
で
転

先
が

お
か
し
な
場

に
な

て
い
た
ら
危
険
過
ぎ
る

 
そ
の
可
能
性
は

え
な
か

た
か
ら

キ
リ
ト
の

葉
に
ボ
ク
は

い
て
し
ま

た

 
そ
の
間
に
も
キ
リ
ト
は

え
ら
れ
る
可
能
性
を

に
し
て
い
く

そ
れ
に
攻
略
ギ
ル
ド
が
本
部
に

れ
な
い
事

に
直
面
し
て
い
る
事
に
は
変
わ
り
な
い

対

す
る
に
し
て
も
ボ
ス
を

し
て
か
ら
一
時
間
近
く
経
過
し
て
い
る
し

層
を

な
い
以
上
そ

れ
を
他
の
プ
レ
イ

に
伝
え
る
事
も
出
来
な
い

転

が
正
常
に

か
な
い
場
合
は
攻
略
の
戦

力
が
こ
れ
だ
け
と
い
う
事
に
な
る

仮
に
後
者

転

そ
の
も
の
は
正
常
で
あ
る
と
な
れ
ば
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開
き

に

し
て
新
た
な

の
観
光
に
来
る
だ
ろ
う
プ
レ
イ

が

れ
な
く
な
る
事

が

発
す
る
か
ら

数
千
人
が
最
前
線

層
で
立
ち

生
す
る

ど
ち
ら
が

こ

て
も
マ
ズ
い

 
転

の
ア
ク
テ

ベ

ト
デ

タ
が
初
期
化
あ
る
い
ば
バ
グ
で
無

化
さ
れ
て
い
る
と
な

れ
ば
こ
れ
か
ら
ア
ク
テ

ベ

ト
さ
れ
る
第
七
十
六
層
に
大
勢
の
プ
レ
イ

が
立
ち

生
す

る
事
に
な
る

層
を

る
の
で
あ
れ
ば

ギ
ル
ド
の

を

し
て
最
前
線
に
来
な
い

よ
う
指
示
出
来
る
だ
ろ
う
が
仮
に
出
来
た
と
し
て
も
ボ
ス
を

し
て
か
ら
転

の
ア
ク
テ

ベ

ト
が
自
動
で
行
わ
れ
る
の
は
二
時
間
後
で
あ
る
事
か
ら
残
り
一
時
間
で
は
ど
う
や

て
も

不
可
能

層
を

な
い
の
で
あ
れ
ば

更
だ

 
逆
に
転

シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
バ
グ
で
正
常
に

か
な
く
な
れ
ば
先
の
回
廊
結

の
話
の

よ
う
に
転

自
体
危
険
に
な
る
の
で

脱
出
も
使
え
な
く
な
る
上
に
上
層
へ
進
む

に

点

を

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
事

に
な
る

最
悪
攻
略
組
の
戦
力
が
今
こ
の

層
に

る
メ

ン
バ

だ
け
と
い
う
事
に
も
な
り
か
ね
な
い

 
ど
ち
ら
も
マ
ズ
い
の
に
は
変
わ
り
な
か

た

ボ
ス
部

か
ら

る
事
は
出
来
な
か

た

だ
け
ど

な
ら
外

部
に
あ
る
あ
の

は
ど
う
な
ん
だ

 
そ
も
そ
も
ア
レ
を
登
れ
る
の
か
知
ら
な
い
が
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し
い

で
悩
み
始
め
た
中
で

聖
⻯

合

の
リ

ダ

リ
ン
ド
が

を

な
が
ら
問

い
を
投

た

 
キ
リ
ト
は

そ
れ
に
は

し
い

で

に
も
横
に
も

を
振
ら
な
か

た

一
応
解
放
さ
れ
た

層
間
で
あ
れ
ば
上
り
下
り
出
来
る
け
ど
転

結

が
マ
ト
モ
に

く
か

不
明
な
以
上

一
つ
ミ
ス
れ
ば

無
し
バ
ン
ジ

で

下
死

た
無
し
だ
ぞ

 
結
構
風
も

強
い
し

そ
う

う

て
事
は

キ
リ
ト
君

し
た
事
が
あ
る
ん
だ
ね

解
放
さ
れ
て
な
い

層
に
行
け
る
の
か
と

し
て
進
入
不
可

の
パ
ネ
ル
に
弾
か
れ
て

下
し
た
事
も
あ
る
か
ら
な

君
は

を
し
て
る
の
か
ね

う

わ

 
あ
の
時
は
ち

と
焦

た
と

う
キ
リ
ト
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は

れ
そ
れ
以
外
の

全

が
引
き
つ
つ

れ
た

流

に
ア
レ
を
登

し
よ
う
と
し
て
い
た
と
は
初

だ

ん
ん

そ
れ
は
と
も
か
く
そ
の
方
法
も
あ
る
に
は
あ
る
が

行
モ
ン
ス
タ

が
偶
に
来

る
か
ら
な

四
十
層

り
は

⻯
が
多
か

た
し
危
険
で
あ
る
事
は
変
わ
り
な
い

転

そ
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の
も
の
が
バ
グ

て
る
場
合
は
本

に

無
し
バ
ン
ジ

で
死
ぬ

目
に
な
る

だ
し
そ
れ
で

死
者
が
増
え
る
の
は
本

転
倒
だ
か
ら
な

そ
う

に
は
い
か
な
い
か

と
に
か
く
よ

一
先
ず

の
転

を

動
し
て
み
ね

か

 
そ
う
す
り

転

の

事
に

え
が
出
る
だ
ろ

そ
う
だ
な

そ
う
す
る
と
し
よ
う

 
ク
ラ
イ
ン
の

に

も
が
反
対
し
な
か

た
後
ボ
ク
達
は
キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

を
先

に

原
を

け

第
七
十
六
層
の
主

へ
と
向
か

た

  
黒
幕
で
は
な
か

た
も
の
の
リ
ア
ル
が
仮
想
世
界
の
創
世
者
と
も

え
る

場

で
あ

た

⻑
と

気
絶
か
ら
回
復
し
た
キ
リ
ト
君
の
後
に
付
い
て
行
く
形
で
主

に
入

た
私
達

は

新
た
な

層
の

み
を

界
に

れ
た

 

に
入

て
す
ぐ
の
場

に
転

が
あ
り
北

と
北

に
道
が

い
て
い
る
広
場
は
小

が
流
れ
て
い
た

に
は
花

が
あ
り

生
も
あ
る
事
か
ら
自
然
を
思
わ
せ
る
華
や
か
さ
と
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中
世
の

み
が

在
し
て
い
る
あ
る
意
味
フ

ン
タ
ジ

的
な
が
ら
現
実
的
な
主

の
よ

う
だ

 
始
ま
り
の

に
自
然
を
も

と
増
や
せ
ば
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
の
で
は
と
思
え
る
く
ら

い

気
も
似
て
い
る

 
そ
の

に
や

て
来
た
私
達
は

で
あ
れ
ば
こ
こ
で
解

し
て

の

策
を
す
る
の
だ

が
今
ば
か
り
は

も
が
転

の

に
集
ま

て
い
た

ア
ク
テ

ベ

ト

作
を
し
て
い

る
キ
リ
ト
君
の
一

手
一
投
足
を
見

さ
な
い
よ
う

を

ん
で
見
守

て
い
る
の
だ

 

作
を
始
め
て
数

後
ア
ク
テ

ベ

ト
さ
れ
た
事
を
示
す
フ

ン
フ

レ
が
鳴
り

い

た
ど
う
や
ら
ア
ク
テ

ベ

ト
自
体
は
機
能
し
て
い
る
ら
し
い
な

後
は
転

機
能
だ

 
転

機
能
を

べ
る
方
法
は
現
状

え
ら
れ
る
も
の
で
二
種

 
一
つ
は
第
七
十
六
層
主

で
あ
る

ア

ク

フ

ア
か
ら
別
の
転

へ
の

動

こ
れ
は
今
か
ら
行
う
方
法
だ

 
も
う
一
つ
は
別
の
転

あ
る
い
は
転

結

を

い
た
方
法
で
ア

ク

フ

ア
へ

来
ら
れ
る
か

こ
れ
は
来
る
で
あ
ろ
う

開
き
観
光
の
プ
レ
イ

達
の
存
在
そ
し
て
転
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結

で
離
れ
た

か
ら
こ
の

へ
私
達
の

か
が
確
認
す
る
予
定
だ

 
と
に
か
く
ア
ク
テ

ベ

ト
が
出
来
る
か
ど
う
か
が
前

だ

た
が
そ
れ
は

に
出
来
た

の
で
い
ざ
確
認
す
る

と
な

て
キ
リ
ト
君
が
転

エ
リ
ア
へ
と
足
を

み
入
れ
た

そ

れ
か
ら
虚
空
を
見
上

を
開
く

転

ア
ル
ゲ

ド

 
エ
ギ
ル
さ
ん
が

ん
だ

層
で
転

を

み
た
キ
リ
ト
君
は

蒼
い
光
に

ま
れ
た

 
し
か
し
や
は
り
先

ど
と
同
じ
よ
う
に
エ
フ

ク
ト
は
発
生
し
て
も
キ
リ
ト
君
の

は
そ

こ
に
あ

た

 
な
ら
転

結

は
ど
う
な
の
か
と
フ

ル
ド
で

機
し
て
い
た
エ
ギ
ル
さ
ん
に
メ

ル
で

合

を
キ
リ
ト
君
が
送

た

合

と
な
る
メ

ル
を
送

て
数

と
経
た
ず
に
転

に
蒼
い

光
が
発
生
し

黒
い

の

エ
ギ
ル
さ
ん
が
現
れ
る

お

に
転

出
来
た
み
て

だ

な
る

ど
転

シ
ス
テ
ム
は
正
常

ど
う
や
ら
ア
ク
テ

ベ

ト
デ

タ
が
初
期
化
さ
れ

た
方
ら
し
い
な

プ
レ
イ

が
こ
の

層
で
立
ち

生
す
る
事
に
な
る
か
ら

 
転

シ
ス
テ
ム
の
異
常
に
つ
い
て
も

そ
の
見

が
付
い
た
ら
し
い
キ
リ
ト
君
は

に
指
を
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て
て

か
を

え

み
始
め
た

⻑
と
同
じ
く
ら
い

静
に
現
状
把
握
と
打
開
策
を

え
出

し
て
い
る
彼
の
様
子
を

私
達
は

を

ん
で
見
守
る

 
少
し
し
て

彼
は

⻑
に

を
向
け
た

ヒ

ス
ク
リ
フ

こ
の

で

ま
れ
る
場

は
ど
れ
く
ら
い
あ

て

ど
の

り
に
あ
る

む

 
転

か
ら
見
て
北

エ
リ
ア
に

確
か
四
十

程
存
在
す
る
が

四
十

て
多
い
な

部

数
は

 
全
て
の

を
合
わ
せ
て
こ
の

だ
と
最
大
で

人

ま
れ
る

部

数
は
一

に
つ
き
十
近
く

最
大
で
四
百
人
程
だ

な
ら

エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
は
こ
こ
に

る
人
数
分
の
部

を
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

内
を

け
て

い
で
確
保
し
て
来
て
く
れ

大
ギ
ル
ド
に

し
て
は
ギ
ル
ド

で

分
け
を
し
た

方
が
良
い

ん

 
ま

そ
れ
は
別
に
良
い
が

で
だ

故
そ
ん
な
事
を

千

で

れ
る
プ
レ
イ

で
ご

た
返
す
だ
ろ
う
こ
の

の

設
を
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
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戦
う
攻
略
組
の

に
取

て
お
く

だ
よ

は

れ
て
る
か
ら
良
い
け
ど
他
は

な
ん
て

れ
て
な
い
だ
ろ
う
し

に
必
要
な
物
も
持

て
い
な
い
の
が
大

だ
ろ
う

あ
と
は

ギ

ル
ド
の

部
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
機
能
さ
せ
る
事
で
ギ
ル
ド
と
し
て
の
組

運

を

に
す

る
事
を

て
い
る

多
分
苦
情
や
ら

や
ら
が
殺

す
る
だ
ろ
う
し
そ
れ
に
対

す
る

に

も

点
と
な
る
場

は
必

だ

そ
れ
に
組

に

点
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
権
力
を
示
す

で
も
あ
る
か
ら
な

そ
れ
が
無
い
か
ら
と
勢
い
付
い
て
騒
ぎ
を

こ
さ
れ
る
の
は
面
倒
だ

な

な
る

ど

 
確
か
に

も
が

を

て

を
取
り
に
動
く
事
は

え
ら
れ
る

そ
れ
を
見
越
し
て

せ
め
て
攻
略
組
で
あ
る
私
達
は

の
ベ

ド
で

ら
れ
る
よ
う
先
手
を
打

て
く
れ
た
の
だ

ギ

ル
ド
と
し
て
機
能
さ
せ
る
事

そ
の
後
の
対

に
必
要
で
あ
る
事
も

め
て
い
る
よ
う
だ

 
そ
れ
ら
を

時
に

え
動
い
た
キ
リ
ト
君
に

も
が

葉
を
喪

て
い
た
が
先

ど
名
指

し
で
指
示
を
出
さ
れ
た
三
人
は
す
ぐ
に
動
き
出
し
た

そ
こ
ま
で
の
意

が
あ

た
な
ら

わ
な

い

に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う

今
後
を

す
る

件
で
も
あ
る
の
だ
か
ら

 
三
人
が

り
去
る
の
を
横
目
で
見
送

た
後
も
彼
は

け
て
指
示
を
出
し
て
い
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

と

血

騎
士

は
一
先
ず

乱
を
抑
え
る

に

れ
る
プ
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レ
イ

達
へ
の
事
情
説
明
を
頼
む

デ

ア
ベ
ル
と
ア
ス
ナ
の
二
人
が

れ
ば

く
ら
い
は

け
る
だ
ろ
う
少
な
い
な
が
ら

る
女
尊
男

の
女
性
や
女
性
を
目
の

に
し
て
る
男
性
に
対
し

て
も
二
人

れ
ば
対

出
来
る

だ

了
解
だ

分
か

た
わ

聖
⻯

合

は

動
が

き
な
い
よ
う

そ
れ
と
圏
外
に
出
る
プ
レ
イ

が

な
い
よ
う

境
界
線

り
に

え
て
い
て
欲
し
い

リ
ン
ド

頼
め
る
か

せ
ろ

あ
り
が
と
う

風
林
火

と

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

は
デ

ア
ベ
ル
達
の
補

に

動
い
て
く
れ

男
性
と
女
性
で
ハ

キ
リ
分
か
れ
て
る
し
広
く

を
知
ら
れ
て
る
か
ら
な

ス
ト
レ
ア
も
こ
こ
だ

了
解

 
以
前
で
あ
れ
ば
こ
こ
で

か
が
反
論
し
た
り

わ
な
い
意
思
を
示
し
た
だ
ろ
う
が
彼
の
指

示
の
的
確
さ
と
現
状
へ
の
不
安
か
ら
か

も
が
あ
の
聖
⻯

合
ま
で
も
が

直
に

て

い
た

非
常
事

で
あ
る
事
と
そ
れ
ら
に
対
し
こ
れ
よ
り

し
た
最
善
の
策
が
浮
か
ば
な
い
く
ら
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い
的
確
な
指
示
だ
か
ら
だ

そ
れ
か
ら
第
七
十
五
層
で
あ

た
事
は
全
て

外
禁
止
だ

撤
退
不
可

結

無

化
空
間

ボ
ス
の
話
は
し
て
い
い
が
そ
れ
か
ら
の
経

は
全
て

禁

攻
略
組
が
一

に
死
ん
だ
な
ん
て

事
実

下
手
に

ら
せ
ば

乱
を
収
め
ら
れ
な
く
な
る

そ
う

だ
ね

で
も
ギ
ル
ド
に
は

あ
あ

だ
か
ら
ギ
ル
ド
外
へ
の

を
敷
く
ん
だ

ど
こ
ま
で

果
が
あ
る
か
は
流

に
分

か
ら
な
い
け
ど
そ
れ
で
も
無

の

乱
を
わ
ざ
と

く
必
要
は
無
い

そ
れ
が
事
実
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
り
も
前
に
七
十
七
層
へ
進
め
ば
攻
略
組
が

て
も
攻
略
に

は
無
い
と

て

不
安
や
不

を
抑
え

め
る
攻
略
速

を
上

れ
ば

更
だ

た
だ
で
さ
え
七
十
五
層
攻
略
に

二

間
程
掛
か

た
か
ら
こ
の
層
は
少
し

け
足
気
味
に
行
か
な
い
と

勢
い

て
偵

戦
で
倒
し
た

て

た
ら
少
し
は
抑
え
ら
れ
る
ん
じ

な
い
の
か

 
キ
リ
ト
君
の

葉
に
疑
問
を
覚
え
た
の
か
リ
ン
ド
が
そ
う

う
も
す
ぐ
に
彼
は

を
横
に

振

た
攻
略
ギ
ル
ド
で
あ
れ
ば
多
少

く
だ
ろ
う
け
ど
今
回
の
偵

戦
を
一

の
プ
レ
イ

は
知

ら
な
い
か
ら
意
味
が
無
い

そ
も
そ
も
撤
退
不
可
と
伝
わ

た
時
点
で
倒
す
し
か
無
か

た
だ
け
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と

わ
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
る

い

と
取
ら
れ
て
あ
の
手
こ
の
手
で

て
来
る
可
能
性

が
高
い

む
し
ろ
逆

果
だ
ろ
う
な

そ
う
か

確
か
に

偵

戦
な
ん
て
知
ら
せ
て
な
か

た
か
ら
な

 
キ
リ
ト
君
の

葉
に

得
し
た
ら
し
い
リ
ン
ド
は

も

い
た

 
以
前
ま
で
は
見
ら
れ
な
か

た
二
人
の
物
騒
で
な
い

気
の
対
話
が
終
わ

た
時
シ

ワ

ン
と

ら
か
い

と
共
に
蒼
い
光
が
転

か
ら
放
た
れ
た

 
と
う
と
う

開
き
を
知

て
観
光
し
に
プ
レ
イ

が
来
た
の
だ
と
悟

て

中
で

息
を

き
な
が
ら
振
り
返

て

 
ア

ち

ん
達
じ

な
い
カ

 
良
か

た
オ
レ
ン
ジ
達
に
殺
さ
れ
な
か

た
ん
ダ
ナ

 

ア
ル
ゴ

え
え
え
え
え
え
え

 
転

か
ら

を
見
せ
た
最
初
の
一
人
は

い
た
事
に
殺
さ
れ
た

の
ア
ル
ゴ
さ
ん
だ
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た

そ
の

を
見
て
キ
リ
ト
君
が
彼
女
の
名
前
を
呼
び
私
達
は
予
想
外
の
人
物
に

の
声

を
上

る

 

色
の
フ

デ

ド
ロ

ブ
に

を

い
た

十
本
と
ピ

ク
が
入
れ
ら
れ
た
ポ

チ

に

剣
と
い

た

備
は
変
わ

て
い
な
い
が

と
安

を

い
た
様
子
で
私
達
を
見
回
し

て
い
た

ン

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

に
あ
と

人
か
足
り
な
い
ケ
ド

ま
さ
か

殺
さ
れ

た
の
カ

あ

そ
れ
は

 
事
情
を
知
る

が
無
い
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

間
の
二
人
は
ボ
ス
に
や
ら
れ

⻑
達
は

を
確

保
し
に
向
か

た
事
を
説
明
し
た

一
先
ず
白
の
剣
士
が

い
た
者
達
に
よ
る
欠

は
無
い

事
を
知

た
彼
女
は
安

の
た
め
息
を

い
て
い
た

無
論
ボ
ス
に
や
ら
れ
た
二
人
の
事
は
心

悔
や
ん
で
い
た

 
代
わ
り
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
も
話
を

く
事
に
な

た

 
し
か
し
そ
の
前
に
流

に
場

が
場

な
の
で
数
分
し
て

速

を
取

て

て
来
た

エ
ギ
ル
さ
ん
に

内
し
て
も
ら

た

の
ラ
ウ
ン
ジ
に

た
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三

て
の

で
一

が
エ
ギ
ル
さ
ん
が

む
故

場

二

以
上
が
十

人

ま
れ
る

に
な

て
い
た

 
現
在
集
ま

て
い
る
の
は
キ
リ
ト
君
と
ア
ル
ゴ
さ
ん

⻑
私
の
四
人
で
あ
る

他
の

は

速

開
き

で
や

て
来
て
帰
れ
な
く
な

て
し
ま

た
人
達
の
対
応
に

た

て
い
る

 
ス
ト
レ
ア
さ
ん
だ
け
明
確
な
立
場
も
無
く
ギ
ル
ド
に
も

属
し
て
い
な
い
フ
リ

の

ロ
プ
レ

イ

だ
が
今
は
ラ
ン
さ
ん
達
と
行
動
し
て
も
ら

て
い
る

ば
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ

ツ
の
一

の
よ
う
な

い
で
は
あ
る
が
あ
そ
こ
は
女
性
し
か

な
い
し
人
数
も
三
人
と
少
数

に
も
程
が
あ
る
か
ら

良
い
だ
ろ
う

手
剣
使
い
と
い
う
タ
ン
ク
と
ア
タ

カ

を
こ
な
せ

る
重
戦
士
も
一
人
く
ら
い
は
必
要
だ

 
攻
略
組
の
指

を

る
事
が
多
い
私
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
話
を

い
て
事

を
把
握
し
て
お
く
必

要
も
あ
る
た
め
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
に
そ
の
場
を

せ
て

に

る

ど
ち
ら
に
せ
よ
人
が
あ

る
程

集
ま
ら
な
け
れ
ば

も
同
じ
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
時
間
の
無

と
い
う
事
も

あ
る

 
そ
の

は

⻑
と
な
る
エ
ギ
ル
さ
ん
の
他
に

⻑
と
私

デ

ア
ベ
ル
さ
ん

リ
ン
ド
さ
ん

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

三
人

キ
リ
ト
君

ア
ル
ゴ
さ
ん
の
十
人
が
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ま
る
部

を
確
保
さ
れ
て
い
た

は
ギ
ル
ド
で
分
け
る
よ
う

た

な
ん
だ
が

 

に

ま
る
メ
ン
バ

を

い
て
キ
リ
ト
君
が

か
に

し
ん
だ

彼
は
一
つ
の

に

ま
る

メ
ン
バ

を
出
来
る
だ
け
ギ
ル
ド
で
分
け
る
よ
う
に

た
の
に
こ
れ
で
は
話
が
違
う
か
ら
だ

確
か
に

別
す
る
の
は
必
要
だ
が
リ

ダ

だ
け
は
同
じ

を
取

て
も
い
い
の
で
は
と
も

思

て
な

同
じ

層
に
集
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
な
ら
い

そ
攻
略
組
の
ギ
ル
ド
リ

ダ

く
ら
い
は

ま

て

苦
情
や
攻
略
情
報
に

め
て
対

す
る
方
が
良
い
ん
じ

ね

か
と

え
た
ん
だ
よ

こ

ち
の
方
が
い
ち
い
ち

絡
取
り
合
う
よ
り
も
手

取
り

い
だ
ろ

私
達
が

ま

て
る
の
は
エ
ギ
ル
さ
ん
達
の

意
で
す
ね

の
食

で
は
情
報
が
集
ま

り
や
す
い
の
で
そ
れ
を

慮
し
て

先
的
に
回
し
て
下
さ

た
ん
で
す
よ

女
子
だ
け
で
構
成

さ
れ
て
い
る
の
も
あ
り
ま
す

 
そ
の
問
い
に

を
取
り
に
行

た

⻑
と
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が

え
ラ
ン
さ
ん
が
付
け
加
え

る

は
攻
略
組
内
で
の
ギ
ル
ド
間
の

別
を

先
し
て
た
け
ど

攻
略
組

と
い
う
一
つ
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の
組

体
系
化
を

先
し
た

か

そ
う
い
う

え
方
も
あ
る
ん
だ
な

 
苦
情
が
バ
ラ
バ
ラ
に
来
て
ギ
ル
ド
ご
と
に
そ
れ
に
対

す
る
く
ら
い
な
ら
い

そ
攻
略
組
と

い
う
名
称
を
正
式
名
称
に
し
て
大
き
な
一
つ
の

ま
り
に
す
れ
ば
い
い
の
で
は
と
い
う

え

か
ら
ら
し
い

エ
ギ
ル
さ
ん
の
お

が
攻
略
組
の

本
部
の
よ
う
な

い
に
な
る
と

い
う
事
だ

 
本
部
と
い
う
だ
け
で
も

圧
感
が
あ
る
か
ら
問

を

こ
す
客
へ
の
対
応
が
実
に
速
そ
う
で
あ

る

そ
の
前
に

圧
感
に

え
他
の

へ
行
き
そ
う
な
気
が
し
な
く
も
無
い
け
ど

が

す
る
事
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る

 
そ
れ
は
と
も
か
く
ど
ん
な
苦
情
や
問

が
出
た
と
い
ち
い
ち
ギ
ル
ド
間
で
や
り
取
り
す
る
の

は
確
か
に
面
倒
だ
し

時
間
の
無

だ

主
だ

た
リ

ダ

が
同
じ

に

ま

て
い
れ
ば

初

こ
る
で
あ
ろ
う

の
ラ
ン
ク
で
の
騒
ぎ
も
事
前
に

る
だ
ろ
う
し
問

が
発
生
し
た

時
リ

ダ

同
士
で
話
す
事
が
出
来
る

ア
ル
ゴ
さ
ん
の
情
報
も

一
集
ま
る
の
だ
か
ら
最

だ

ろ
う

 
問

は
キ
リ
ト
君
が
キ
チ
ン
と

て
来
る
か
だ
が

多
分

て

来
な
い
ん
だ
ろ
う

な
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と
な
く
キ
リ
ト
君
が
取
る
だ
ろ
う
行
動
を
予
想
し
て
苦

を
禁
じ
得
な
か

た
私
だ
が
場

が
整

た
た
め

話
の
内
容
に
意
識
を

す

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
話
は

の
よ
う
な
内
容
だ

た

 
ボ
ス
部

前
で

が

ま

て

す
ぐ
襲

て
来
た
白
の
剣
士

の
オ
レ
ン
ジ
達
に

よ
り
壊
滅
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
第
二
レ
イ
ド
は
そ
の

数
以
上
が
殺
さ
れ
た
も
の
の
ア
ル
ゴ

さ
ん

め
て
数
人
は
ギ
リ
ギ
リ
で
転

結

に
よ
る

脱
出
が
間
に
合
い
生
き

び
た
ら
し

い

そ
の

ど
が

に
近
い
と
こ
ろ
に

て
攻
撃
し
て
く
る
者
達
か
ら

離
が
あ

た
か
ら
だ

と
い
う

 
そ
れ
か
ら

め
て
ボ
ス
部

で

が
あ

た
の
か
を
さ

き
転

前
で
し
た
時
よ
り
更

に

し
く
キ
リ
ト
君
や

⻑
は
語

て
い
く

 

⻑
の
正
体
に
つ
い
て
は

⻑
自
ら
が
明
か
し
た

 
そ
れ
に
対
し
て
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
ど
こ
か
超
然
と
し
て
い
て
ど
ん
な
情
報
に
も

か
な
い
人
物

だ
か
ら
開
発
組
の

か
な
の
で
は
と
疑

て
は
い
た
よ
う
で

そ
こ
ま
で
と
い
う
感
じ
だ

た

そ
れ
で
も
流

に

場

で
あ

た
事
は
予
想
外
だ

た
ら
し
く

か
に

目
し
て
い
た

 
同
時
に
キ
リ
ト
君
は

場

だ
と
あ
る
程

予
想
し
て
い
た
事
を
知

て

れ
て
も
い
た
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そ
こ
で

か
な
い

り
キ
リ
ト
君
の
異
常
ぶ
り
に

れ
て
感
覚
が
麻

し
て
い
る
証
な
の
か
も

し
れ
な
い

 
そ
し
て
彼
女
は

に

さ
れ
る
事
も
無
く

⻑
の
事
を
信

す
る
と

た

人
を
見
る
眼

に
は
自
信
が
あ
る

と
付
け
加
え
た
上
で

本

に

あ
り
が
と
う

 

⻑
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
安

と
喜
び
そ
し
て

し

な
い
気
持
ち
が

ざ
り
合

た
複

な
面
持
ち
で

を
下

て
礼
を

に
し
た

 
そ
れ
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
苦

を
浮
か
べ

を

め
た

よ
し
て
く
れ

オ
レ

ち
は
た
だ

の
今
ま
で
の

動
と

か
ら
判
断
し
た
だ
け
ダ

そ
れ
に
本

の
お
礼
は
こ
の
世
界
を
ク
リ
ア
し
た
時
ま
で
取

て
お
い
て
く
れ
よ
そ
の
時
こ

そ
本

に

う
べ
き
時
ダ

ク
リ
ア
し
た
暁
に
は
攻
略
に
参
加
し
た
メ
ン
バ

に
し

か
り
お

礼
を

て
や

て
く
レ

そ
う
だ
な

そ
の
時
に
は
身
を

に
し
て

い
て
く
れ
た
ア
ル
ゴ
君
に
も

心

意
礼

を

く
そ
う

ン

そ
れ
を
目
的
で
や

て
た

じ

あ
な
い
ん
だ
ケ
ド
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ま
る
で

自
分
は
大
し
た
こ
と
を
し
て
い
な
い
と
で
も

う
よ
う
に

攻
略
に
参
加
し
た
メ

ン
バ

か
ら
自
身
を
外
し
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
に

⻑
は
し

か
り
と
お
礼
を

う
対

に

め

る
事
を

た

 
そ
れ
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
一

け

す
ぐ
に
苦

を
浮
か
べ
た

で
も

え
る
も
の
は

て
お
こ
う
か
ナ

し
み
に
し
て
る

 
そ
れ
か
ら
彼
女
は

苦

を

み
へ
と
変
え
て

そ
う

た

 
そ
の
時
ま
で
生
き

く

と
い
う
意
思
と
共
に

  

⻑
に
つ
い
て
は
一
応
解
決
し
た
の
で

話
は
そ
の
後

白
の
剣
士

と
キ
リ
ト
君
が
刃
を

交
え
た
事
に

た

そ
の
最
中
に
シ
ス
テ
ム

の
原
因
と
思
し
き
話
も
あ

た
か
ら
だ

 
そ
れ
を
語

た
の
は
主
に
キ
リ
ト
君
で
私
や

⻑
は
そ
れ
に

を
付
け
加
え
る
よ
う
な
形

で
進
め
て
い

た

 
た
だ

ど
う
に
も
彼
は

を

ま
れ
て
か
ら
実

に
⻘
年
を
殺
す
ま
で
の
記

が

ら
し

く

く
確
認
し
た
感
じ
別
人
格
が
戦

て
い
た
事
は
理
解
出
来
て
い
な
か

た

判
断
に
迷

た
の
で
あ
の
事
は
リ

フ

ち

ん
に
一

し
て
か
ら
に
し
よ
う
と
取
り

え
ず
今
は
別
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人
格
の
存
在
は
一

せ

彼
の
記

が

な
部
分
を
私
達
で
補
完
し
た

白
の
剣
士

と
の
死
闘

そ
し
て
決

に

ア
ル
ゴ
さ
ん
は

か
に
目
を

め
た

そ
う
カ

白
の
剣
士

は

死
ん
だ
ん
だ
ナ

 
キ
リ
ト
君
が

そ
し
て
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

ら
し
た
か

た

十
人
も
の

間
の
死

 
そ
れ
を
生
み
出
し
た

悪
の
根
源
の
死
を
知

た
彼
女
は
と
て
も
複

そ
う
だ

た

憎
く
は

あ
る
だ
ろ
う
が

け
れ
ど

気
な
い
終
わ
り
に

思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う

あ
あ
確
か
に
こ
の
手
で
殺
し
た

あ
そ
こ
は
結

無

化
空
間
だ
か
ら
転

結

で
の

離
脱
は
出
来
な
い

も
全
損
さ
せ
て
ゲ

ジ
を
消
し
た
か
ら
死
ん
だ
の
は
確
実
だ

で
も

今
は
そ
れ
よ
り

下
層
に

れ
な
く
な

て
る
事
が
問

な
ん
だ

キ
 
自
身
の
兄
を
殺
し
た
事
を
そ
れ
と

て
片
付
け
た
事
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
複

な
面
持
ち

に
な

た

か
に

れ
た
名
を
呼
ぶ
声
は

彼
の
心
情
を
慮

て
の
も
の
だ
ろ
う

分
か

て
ル

オ
レ

ち
も
情
報

と
し
て
寄
せ
ら
れ
て
る
信
頼
を
存
分
に

発

し
て

ア

ち

ん
達
が
説
明
す
る
手
助
け
を
す
る

 
そ
れ
で
も
今
は
目
の
前
の
事
に
対

す
る
方
が
先
決
だ
と
現
実
的
な
情
報

と
し
て
判
断
し
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た
彼
女
は
す
ぐ
に
表
情
を

め
て
そ
う

た

に
浮
か
べ
ら
れ
た

み
は
強
気
に
見
え
る

が

そ
れ
だ
け
で
な
く

彼
を
慮
る

し
い

み
に
も
私
は
見
え
た

 
き

と
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
事
を
よ
く
知
ら
な
い
あ
る
い
は
キ
リ
ト
君
の
事
を

ん
で
い
る
人
達

か
ら
見
れ
ば
不

な

み
に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
そ
の
表
情
は
今
ま
で
見
た
事
が

無
い
く
ら
い

愛
に

ち

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
残
念
な
が
ら

一

で
そ
の
表
情
は
疑
問
の
そ
れ
に
変
わ

た
が

と
こ
ろ
で

キ

は
こ
れ
か
ら
ど
う
動
く
つ
も
り
な
ん
ダ

 
今
の
話
を

い
た
限

り
だ
と
キ

は
今
の

フ
リ

だ
と
思
う
ケ
ド

 
そ
し
て
上
が

た
の
は

こ
れ
か
ら
キ
リ
ト
君
が
ど
う
す
る
か
と
い
う
も
の
だ

た

 
確
か
に
攻
略
組
に
属
し
て
い
る
主
要
ギ
ル
ド
は
こ
の

で
立
ち

生
す
る
だ
ろ
う
プ
レ
イ

達
へ
の
対
応
を
す
る

に
動
く
事
に
な
る
が

現
状

ロ
の
彼
だ
け

が
分
か

て
い
な
い

彼
の
事
だ
か
ら

か

え
て
は
い
る
の
だ
ろ
う
け
ど

を
す
る
か
知

て
い
な
い
と
こ
ち
ら

と
し
て
も
対
応
が

し
く
な
る

一
先
ず
こ
の

層
の
探
索
だ
な

他
に

が
あ
る
な
ら
そ
こ
を
解
放
す
る
事
で

を
確
保
出

来
る

だ
し
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ら
か
の
プ
ラ
ン
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
キ
リ
ト
君
は

か
に

線
を
上
に
上

虚
空
を
見
な
が
ら
そ
う

た

 
確
か
に
一
層
に
あ
る

が
一
つ
な

が
無
い

九
十
層

後

で
あ
れ
ば
あ
り
得
る
だ
ろ
う

が
こ
こ
は
ま
だ
第
七
十
六
層

く
四
分
の
三
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら

や

も
二
つ
三
つ

あ

て
然
る
べ
き
だ

こ
れ
ま
で
も
一

層
に
つ
き
複
数
あ

た
か
ら
こ
そ
の
思

だ

た

あ

キ
リ
ト
君

そ
れ
に
つ
い
て
な
の
だ
が

 
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
そ
う

を
立
て
て
い
る
キ
リ
ト
君
の

葉
に

と
も

え
な
い

な
声

で

⻑
が
意
見
を

ん
だ

か
不

合
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
に
私
達
の

線
が
集
中

す
る第

七
十
六
層
か
ら
は
一
つ
の

層
に
つ
き
転

を
有
す
る

が
一
つ
し
か
無
い

よ
り
正

確
に

う
な
ら

歩
で

動
す
る
場

な
ら

つ
か

な
ど
の

設
は
あ
る
の
だ
が

が
存
在

し
な
い

 
そ
う
し
た
理
由
は

く
オ
レ
ン
ジ
常

の
プ
レ
イ

が
最
上
層
で
も

す
る
力
を
付
け

て
し
ま
う
と

少
し
ず
つ
力
を
付
け
て

層
を
上

て
い
く
プ
レ
イ

達
を

の
カ
モ
に

し

攻
略
が
先
立
た
な
く
な
る
可
能
性
が

え
ら
れ
た
か
ら
だ
と
い
う
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な
の
で
第
七
十
六
層
以
上
の

層
に
は
圏
外
転

が
存
在
し
な
い
ら
し
い

流

に
カ
ル
マ

ク
エ
ス
ト
を

す
る

の
教
会
な
ど
は
あ
る
ら
し
い
け
ど

 
そ
の
理
由
に
キ
リ
ト
君
は

得
を
示
し
た

そ
う
い
う
対
策
は
取

て
お
い
て
然
る
べ
き
だ
と

い
更
に
ま
だ
活
動
し
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
達
が

来
ら
れ
な
い

迷

の
経
路

を
使
う
者
は

な
い

と
い
う
事
で
安
全
だ
と
分
か

て
更
に
安

も

い
て
い
た

 
と
は

え
そ
れ
で
も
喜
べ
な
い
部
分
も
あ
る

圏
外
転

が
無
い
の
は
と
も
か
く
こ
の

主

の
他
の

や

に
圏
内
転

が
無
い
の
は
現
状

る
の
だ

新
し
い

を
見
付
け
た
ら

を
確
保
出
来
る
と

え
て
い
た
の
に

転

が
無
い
ん

じ

が
な
い
と
ダ
メ
じ

な
い
か

と
い
う
か
も
し
か
し
て
こ
の

に
四
十

も

が
あ
る
の
は
そ
の
せ
い
な
の
か

そ
の

り
だ

 

常

は
一
つ
の

に

本
は
五

か
ら
十
件
程

だ

こ
れ
は
一
つ
の

に
プ
レ
イ

が
密
集
す
る
と
そ
の

の
モ
ン
ス
タ

の
リ

ス
が

し
や
す
い
た
め
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
少
な
め
に
し
て
い
る
ら
し
い

始
ま
り
の

だ
け
は

外
の
よ
う
だ

 
こ
の

か
に

Ｉ
Ｎ
Ｎ

と
い
う

板
は
無
い
も
の
の

件
を

た
せ
ば

ま
り
出
来
る
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物
件
が
一
つ
の

や

に
そ
れ
な
り
に
あ
る
た
め
一

層
で

在
出
来
る
プ
レ
イ

数
は
存

外
多
い

 
ま

初
期
ロ

ト
こ
そ
一
万
だ

た
も
の
の
下
手
し
な
く
て
も
生

が

け
ば
国
を

い

で
プ
レ
イ

が
ロ
グ
イ
ン
し
た
か
も
し
れ
な
い
の
だ
か
ら

そ
れ
で
も
足
り
な
い
と
は
思
う

サ

バ

を
国
ご
と
に
変
え
た
と
し
て
も
日
本
だ
け
で
も
千
万
人
の
プ
レ
イ

は

た
だ
ろ

う
か
ら
や
は
り
足
り
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

え
る
と
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
状
況
は
い
た
だ
け
な
い
が
初
期
ロ

ト
数
が
一
万

だ

た
の
は
こ
の
状
況
を

み
れ
ば

と

え
な
く
も
無
い

無
論
戦
力
が
限
ら
れ
る
と
い

う
事
だ
か
ら

直
に
喜
べ
る
事
で
も
無
い
の
だ
が

生
き
残
り
が
約
七
千

こ
れ
ま
で
監
獄
に
入
れ
た
オ
レ
ン
ジ
が
大
体
五
百
人
く
ら
い
だ
か

ら

約
六
千
五
百

一
つ
の

で
最

は
四
百

全

が

に

ま
る
と
な
れ
ば
最
大
十
六

七
層
分

つ
ま
り
九
十
層
前

か

先
は
遠
そ
う
だ

ち
な
み
に
上
に
行
く
程
フ

ル
ド
は

く
な
る
の
で

も

応
に

く
な

て
い
き
自
然

と

の
数
も
そ
れ
に
応
じ
て
少
な
く
な

て
い
く
よ
う
に
な

て
い
る
よ
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ア

キ

が

ま

タ

 
ど
こ
ま
で
攻
略
す
れ
ば
不

が
無
く
な
る
か
な
と

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
キ
リ
ト
君
は

⻑
の
無

悲
な
事
実
の

示
に

間
的
に

り
付
い
た

 

歩
で
の
み
行
け
る

設
を

け
ば
恐
ら
く
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
そ
の
日
ま
で

か
は

に

な
る
と
い
う

だ

 
少
し
で
も
こ
の
層
に
来
な
い
人
が
多
け
れ
ば
良
い
の
だ
け
ど

に

え
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ

レ
イ

が

開
き
に
来
な
い

も
無
い
か
ら
そ
れ
も
望
み

あ
る
と
し
て
も
攻
略
ギ

ル
ド
く
ら
い
で

精

が
五
百
人
く
ら
い
だ
ろ
う

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の

属
数
が

な
の
で

と
す
る
と
一

二
千
人

ど
は
下
層
に

け
る
か
も
し
れ
な
い

 
取
り

え
ず
第
一
層
の
教
会
に

る
子
達
や
サ

シ

さ
ん
達
は
来
な
い
で
欲
し
い

主
に
キ

リ
ト
君
や
私
達
の
精
神
衛
生
的
に

人
で
ご

た
返
し
て
そ
れ
に

し
て
増
え
る
だ
ろ
う
ト

ラ
ブ
ル
に

き

ま
れ
な
い
か
が

く
不
安
な
の
だ

 
で
も
戦
力
的
に
フ

リ
ア
さ
ん
と
レ
イ
ン
さ
ん
は

攻
略
組

に
来
て
欲
し
か

た
り
す
る

レ
イ
ン
さ
ん
の
実
力
は
未
知
数
だ
が

子

達
と
本
人
の
会
話
か
ら

な
使
い
手
だ
と
は
思

う
フ

リ
ア
さ
ん
と
一
緒
に
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
し
て
い
た
の
な
ら
そ
の
話
に
信

性
が
出
て
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来
る

キ
リ
ト
君
と
知
り
合

て
い
る
と
い
う
点
で
も
中

だ

 
あ
の
二
人
勧
誘
出
来
な
い
か
な

と
目
の
前
で

り
付
い
て
動
か
な
く
な

た
キ
リ
ト
君
を

見
つ
つ

私
は
思

し
て
い
た

  
第
七
十
六
層
ア

ク

フ

ア
の

水
広
場
付
近
に
あ
る

の
一
つ
エ
ギ
ル
さ
ん
が

め
て

い

め
た
故

の
一

ラ
ウ
ン
ジ

 
人

か
ら

ビ

タ

と
蔑
ま
れ

け
れ
ど
身
勝
手
な
希
望
と
共
に

黒
の
剣
士

と

え

ら
れ
て
い
る
一
人
の
少
年
に
よ

て
最
前
線
攻
略
プ
レ
イ

の

に
と
確
保
さ
れ
た
こ
の

に
存
在
す
る
四
十
の

の
内
の
一
つ

 
そ
こ
で

私
は
現
在

ま
じ
く
場
違
い
な
感
じ
を
覚
え
て
い
た

 
一

ラ
ウ
ン
ジ
に
い
る
プ
レ
イ

の
数
は
私
を

め
て
十
数
人

 
そ
の
内
ギ
ル
ド
リ

ダ

は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
リ
ン
ド
さ
ん
ク

ラ
イ
ン
さ
ん

ラ
ン
の
五
人

サ
ブ
に
ア
ス
ナ
さ
ん

シ
ン
カ

さ
ん

リ
ン
ド
さ
ん
の

近

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の

ユ
ウ
キ
と
私

ロ
の
キ
リ
ト
と
情
報

の
ア
ル
ゴ
さ
ん

最
後
に

の

主
で
あ
る
故

手

使
い
で
あ
る
エ
ギ
ル
さ
ん
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お
よ
そ
攻
略
組
の
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ

が
勢

い
し
て
い
る
の
は

論
第
七
十
五
層
以

下
に

れ
な
く
な

た
事
に
対

す
る

の
会
議
を
開
く

だ

血

騎
士

を
始
め
と
し

た
大
ギ
ル
ド
の
ホ

ム
に
あ
る

大
な
会
議
場
あ
る
い
は

に
点
在
す
る
広
場
を
使

て
合
議

が
開
か
れ
る
の
が
常
だ

た
の
だ
が
こ
の
話
し
合
い
を

人
に

か
れ
な
い
よ
う

意
を
払
う

べ
く

少

い
な
が
ら

の
ラ
ウ
ン
ジ
を
使
う
事
に
な

た

 
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
私
達
し
か

な
い
が

み

き
が
無
い
よ
う
に
出
入
り

付
近
に
は
血

騎
士

と

聖
⻯

合

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
精

や

風
林
火

の
数
少
な

い

が

備
の

に
動

さ
れ
て
い
る

 

越
し
に

み

き
を
す
る
に
は

き

と
呼
ば
れ
る

の
た
め
に
あ
る
の
か

罪

目
的
以
外
の
使
い
道
が

分
か
ら
な
い
ス
キ
ル
を
要
す
る
の
だ
が
そ
れ
に
は

に

を

て

る
必
要
が
あ
る
の
で
人
海
戦
術
で

し
に
こ
の

の

を
巡
回
す
る
よ
う
に
し
て
対
応
し

て
い
る
の
だ

 
ま

そ
れ
以
上
に
外
の
方
が
騒
が
し
い
か
ら

き
取
れ
な
い
だ
ろ
う
け
ど
シ
ス
テ
ム
補
正

で

き
取
り
や
す
く
な

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
念
に
は
念
を
入
れ
た
方
が
良
い
と
キ
リ

ト
が

た
事
に
よ
る
対
策
だ
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そ
ん
な

感

れ
る
状
況
下
な
上
に
大
き
な

テ

ブ
ル
に
間
隔
を
あ
け
て

て
い
る

こ
の
状

が
か
な
り
の
精
神
的
圧

を
発
生
さ
せ
る

国

の
会
議

な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る

と
い
う
も
の
だ

 

に

る
の
は

ギ
ル
ド
リ

ダ

と
サ
ブ
リ

ダ

キ
リ
ト
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
十
三
人

エ
ギ
ル
さ
ん
は

み
物
の
配
膳
も
す
る
の
で

を
立

て
話
を

く
よ
う
に
し
て
い
る

 
今
は
そ
こ
で

間
に
キ
リ
ト
が
ボ
ス
攻
略
に
参
加
し
た
メ
ン
バ

に
命
じ

そ
の
後
ど
う

な

た
か
を
話
し
合
う
光

が
広
が

て
い
た

一
先
ず
私
と
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
か
ら
事

の
状
況
を
説
明
し
て

圏
外

に
は
出
な
い
よ
う

い

め
て
お
い
た
け
ど

あ
ん
ま
り
⻑
く
は
保
た
な
い
と
思
う

身
の

の
ま
ま
来
て
し
ま

た
か
ら
ね

い
な
の
は

開
き
に

し
て
コ
ル
を
多

め
に
持

て
来
て
い
た
事
だ
ろ
う
け
ど

上
層
な
だ
け
に
物
価
が
高
い

ど
れ
だ
け
突
き

め

て
生
活
し
て
も
コ
ル
が

を
突
き
て
路

に
迷
う
の
は

け
れ
ば
五
日
前
後
だ

一
個
一
コ
ル
の

黒
パ
ン
を

き

ん
で

う
人
も

な
い
だ
ろ
う
か
ら
ね

 
最
前
線
攻
略
ギ
ル
ド
と
し
て
有
名
な
血

騎
士

と
中
層
以
下
の

ン
で
多
く
の
プ
レ

イ

の

や
新

に
よ
る
情
報

を
行

て
来
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
は
プ
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レ
イ

か
ら
の

け
が
良
く

信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る

 
そ
の
た
め
キ
リ
ト
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
か
ら
話
を

く
の
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
事
情
を
話
す
間

に
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
ア
ス
ナ
さ
ん
を

に

開
き
と
思

て
来
て
し
ま
い

れ
な
く

な

た
プ
レ
イ

達
を
出
来
る
だ
け
集
め

事

を
説
明
す
る

目
を

せ
た

 

然
不

や
文

が
殺

す
る
だ
ろ
う
が
プ
レ
イ

の
身
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら

カ
リ
ス
マ

れ
る
二
人
が
対
応
す
る
事
で
一
時

ぎ
を
し
よ
う
と
キ
リ
ト
は

え
た
の
だ

 
と
は

え
本

に
そ
れ
は
一
時

ぎ
に
過
ぎ
な
い

や

り
か

 
そ
れ
も
事
が
事
だ
か
ら
抑
え
ら
れ
る
の
も
本

に

か
な
間
だ
け
そ
の
間
に
ど
う
に
か
対
策

を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
の
会
議
⻑
を
し
て
い
る

と

う
よ
り

ば
流
れ
で

さ

れ
た

キ
リ
ト
は

そ
の

い
な
が
ら
大
人

負
け
の

明
さ
を
見
せ
る

を

め
た

聖
⻯

合

か
ら
も
報

が
あ
る

構
わ
な
い
か

 
そ
こ
で

は
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
の
近
く
に

て
い
た
⻘
髪
の

刀
使
い
で
あ
る
リ
ン
ド
さ

ん
が

く
手
を
上

そ
う

た

 
キ
リ
ト
が

線
で
先
を

せ
ば

リ
ン
ド
さ
ん
は
こ
く
り
と

い
て

を
開
く
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わ
れ
た

り

圏
外

に
プ
レ
イ

が
出
な
い
よ
う
全
て
の

の

を

ブ
ロ

ク

で
行

て
い
る
が

こ
ち
ら
も
時
間
の
問

だ

自
分
な
ら
大

ク
エ
ス
ト
に
行
か
せ

ろ
と

て
こ
ち
ら
の
話
を

か
な
い

中
が

る
ら
し
く
て
な

今
回
は
ま
だ
初
日
だ
か
ら

い
合
い
で
ど
う
に
か
な

た
ん
だ
が

コ
ル
を
使
う
に
つ
れ
て

時
間
が
過
ぎ
る
に
つ
れ
て

化
す
る
の
は
明
白
か

あ
あ

正
直

け
れ
ば
明
後
日
が
限

だ
ろ
う

そ
れ
に

に

い
て
る
人

の
方
も
不

が
あ
る
と
思
う
し
そ
れ
に
回

て
る
間
は
レ
ベ
リ
ン
グ
も
ク
エ
ス
ト
の
消
化
も
出
来
な
い
か

ら
自
分
も
コ
ル
が

る
ば
か
り
だ
と

れ
怒
り
始
め
る
の
は
目
に
見
え
て
る

が

う
の

も

だ
が

そ
の

血
の
気
が
多
い

中
ば
か
り
だ
か
ら

な

議
⻑
が

と
知

た
ら

と

う
か
目
に
見
え
る
な

 

聖
⻯

合

は

ビ

タ

を

み

い

攻
略
の

ら
で
攻
略
組
か
ら

し
よ
う

と

キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と

集

て
作
ら
れ
た
ギ
ル
ド
だ

リ
ン
ド
さ
ん
が
デ

ア
ベ
ル
さ

ん
を
尊

し
て
い
た
部
分
も
あ

て
攻
略
に

す
る
事
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
そ
れ
以
外
で
あ
れ

ば

と
容
赦
な
く
キ
リ
ト
の
命
を

て
い
る
部
分
が
あ

た

 
と
は

え

現
在
の
リ
ン
ド
さ
ん
は
キ
リ
ト
に
対
す
る

方
を
あ
る
程

め
て
い
る
よ
う
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で
議
⻑
が
彼
に
な

た
事
に
対
し
て
も
文

一
つ

に
し
な
か

た

サ
ブ
に

ば
れ
て
い
る

が

か

い
た
そ
う
に
し
て
は
い
た
も
の
の
第
七
十
五
層
ボ
ス
戦
か
ら
ア

ク

フ

ア
に
来
て
か
ら
の
キ
リ
ト
の
行
動
を
見
て
は
今
ま
で

り
の
悪

を

く
事
が
出
来
な
く
な

て
い
る
よ
う
で

最
終
的
に
は
反

す
る
事
無
く

て

け
容
れ
て
い
る

 
時
間
が
出
来
た
時
に

に

い
て
み
た
が
キ
リ
ト
や
ア
ル
ゴ
さ
ん
ア
ス
ナ
さ
ん
達
の

も

ビ

タ

の
真
実
に

し
て
話
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で

リ
ン
ド
さ
ん
は

く
キ
リ
ト
自

身
を
見
て
認
め
始
め
た
と
い
う
事
に
な
る

 
良
い

向
だ
な
と
私
は
思

た

多
少

遠
的
で
は
あ
る
が
プ
レ
イ

全
体
に

す
る
事

で
あ
れ
ば
リ
ン
ド
さ
ん
の
協
力
も
あ
る
程

で
あ
れ
ば
得
ら
れ
る
と
い
う
事
に
な
る
か
ら
だ

 
キ
リ
ト
は

己
で
は
無
く
自
己

の
精
神
性
を
有
し
て
い
る

下
手
し
な
く
と
も
今
回
の
事

は
キ
リ
ト
が
自
己

の
無

に

る
の
が
目
に
見
え
る
く
ら
い
の

な
非
常
事

だ
か

ら

少
し
で
も
協
力
者
を
増
や
し
て

で
取
れ
る

を
多
く
し
て
お
き
た
い

 
第
七
十
五
層
よ
り
下
に

れ
な
く
な

た
事
を

め
今
の
状

は
か
つ
て
と
似
て
い
る

あ

の
デ
ス
ゲ

ム

を
さ
れ
た
時
と
近
し
い

 

れ
な
く
な

た
の
は
第
一
層
未
攻
略
だ

た
一
つ
の

層
に
プ
レ
イ

が
集
ま

て
い
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る
時
と
同
じ
だ

 
武

が
弱
く
な

た
の
は
レ
ア
な
武
器
が
壊
れ
て

り
の
武
器
に

い

え
て
い
た

と

同
じ
だ

 
ス
キ
ル
が
消
失
あ
る
い
は

練

が

下
し
た
の
は

取

て
育
て
始
め
た

と
同
じ
だ

 
全
て
あ
の

と
同
じ
状
況
な
の
だ

 
で
あ
る
な
ら
ば

ま
た
同
じ
事
が

き
る
可
能
性
が
あ
る

 
キ
リ
ト
は
か
つ
て

ベ

タ
テ
ス
タ

と
ビ
ギ
ナ

の
間
に
あ

た
確

を
取
り
払
う
た
め

に
自
ら
を

情
報
を
独

す
る

な

ベ

タ
テ
ス
タ

と
銘
打

て

一

に

対
す
る
ヘ
イ
ト
も

し
て

自
分
一
人
に
悪
意
を
向
け
る
よ
う
演
じ
た

 
今

こ
の
第
七
十
六
層
に
は
大
ま
か
に
二
つ
の
プ
レ
イ

が
存
在
し
て
い
る

す
な
わ
ち

圏
外
で
戦
え
る
だ
け
の
力
が
あ
る
プ
レ
イ

と

圏
外
で
戦
え
な
い
プ
レ
イ

だ

前
者
は
自
力
で
コ
ル
を

る
が

後
者
は
そ
れ
が
出
来
な
い

 
無
論
圏
内
で
も
消
化
可
能
な
ク
エ
ス
ト
は
存
在
す
る

理

の

の

目
を

う
ア

ル
バ
イ
ト
的
な
ク
エ
ス
ト
だ

た
り

お
使
い
系
ク
エ
ス
ト
だ

た
り
だ

 
た
だ
圏
内
ク
エ
ス
ト
は
少

問

が
あ
る

そ
れ
が
原
因
で
キ
リ
ト
も

を
悩
ま
せ
て
い
る
の
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だ 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の

色
が
強
い
の
で

場

で
あ

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

く
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
完
全
自
律
の

シ
ス
テ
ム

幹
が
自
動
で
更
新
す
る
ク
エ
ス
ト
は
そ
の
多
く
が
圏
外
で
の
ク
エ
ス
ト
に
な

る

モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
品
の
収
集
あ
る
い
は
フ

ル
ド

に
あ
る

集
地
点

か
ら
の
ア
イ
テ
ム

集
ク
エ
ス
ト
だ

 
そ
れ
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
ク
エ
ス
ト
参

が
⺠

や

話
外
国
の
神
話
な

ど
を

に
し
て
い
る
事
に
も

因
し
て
い
る
か
ら
ら
し
い
が
と
に
か
く
剣
が

る
世
界
だ

か
ら
メ
イ
ン
は
圏
外
で
の
行
動
な
の
だ

特
に
戦
闘
を

む
も
の
は
種

様

で
物
語

性
に

む
も
の
も
多
い

 

圏
内

で
こ
な
せ
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
は
圧
倒
的
少
数
な
の
で
あ
る

 
と
は

え
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
ま
だ
問

に
は
発
展
し
な
い

 
圏
内
ク
エ
ス
ト
が
問

解
決
の
手

に
な
り
得
な
い
の
は
種

に
も
よ
る
が

ら
か
の
制
限

が

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

な
ら
気
に
し
な
い
事
が
今
回
は
大
問

に
な

て
い
る
の
で
あ

る
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た
と
え
ば
お
使
い
系
ク
エ
ス
ト

 
お
使
い
系
ク
エ
ス
ト
は
あ
そ
こ
の

の
人
に
こ
の
品
を

と
い
う
物
語
が
あ
り

わ
れ

た

り
に
持

て
行
く
事
で

こ
れ
を
お
礼
に

と
感
じ
で
報

を

け
取
れ
る

戦
闘
を
経

な
い
し
特
に
必
要
な
ス
キ
ル
も
無
い

も
の
に
よ

て
は
あ
る
が
大

は
不
要

な
の
で

ち

と
し
た
小
金

ぎ
に
は
持

て
来
い
だ

 
た
だ
物
語
性
が
あ
る
と
い
う
事
は
ク
エ
ス
ト
達
成
に
よ
る
影

も

然
出
る
よ
う
に
な

て

い
る

 

理

に
食

を
持

て
行
け
ば
メ
ニ

が
解
放
さ
れ
る

が
見
え
や
す
い
変
化
で
見
え

に
く
い
変
化
は
一
日
に

け
ら
れ
る
回
数
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ

な
話

出
来
る

に
限

が
あ
る
か
ら
補

す
る
ク
エ
ス
ト
も
発
行
さ
れ
な
い
の
で
あ
る

更
に
そ
れ
は

一
人
の
プ
レ
イ

に
対
し
て
で
な
く

全
て
の
プ
レ
イ

に
対
し
て
だ

 
な
の
で
お
使
い
系
ク
エ
ス
ト
は
一

で

け
ら
れ
る
回
数
が
一
日

回
か
決
ま

て
い
る

報

の
コ
ル
や
経
験
値
の

少
は
無
い
が
一
つ
の

層
の
一
つ
の

に
多
く
の
プ
レ
イ

が

集
ま

て
い
る
の
で

気

め
に
す
ら
な
ら
な
い

 
で
は

理

の
ア
ル
バ
イ
ト
的
ク
エ
ス
ト
だ
が

こ
ち
ら
は
も

と

だ
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ア
ル
バ
イ
タ

と
し
て

の

目
を
果
た
す
こ
れ
は

に

れ
た
プ
レ
イ

を
ど
れ
だ

け
対

し
た
か
に
よ

て
報

が
決
ま
る

に
来
た
人
が
ゼ
ロ
な
ら
報

も

本
は
無
い
し

逆
に
多
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
報

が

経
験
値
は
流

に
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が

え
る

論
お
客
が
い
な
か

た
場
合

も
回
ら
な
い
か
ら
お

洗
い
す
ら
無
い
か
ら

そ
う
い

た
手
伝
い
の
報

も
無
い

 
つ
ま
り
金
欠
で
事

が
マ
ズ
い
方
向
に
向
か

て
い
る
現
状
で
は
ア
ル
バ
イ
タ

な
ん
て
し

て
も
コ
ル
が
増
え
な
い

 
攻
略
組
が
外
食
に
行
け
ば
多
少
は
話
は
別
だ
が
そ
れ
は
そ
れ
で
別
の
意
味
で

序
を
乱
す
の

は
明
白
だ
主
に

が
ク
エ
ス
ト
を

け
る
か
で
大
問

に
発
展
す
る
だ
ろ
う

そ
れ
は
キ
リ
ト

を

め
て

も
が
望
ま
な
い

一
つ
の

に

え
る
人
数
も
決
ま

て
い
る
事
か
ら
も
や
は
り
解

決
手

に
は
な
り
得
な
い

 
ち
な
み
に

理
ス
キ
ル
完
全

得
し
て
い
る
人
の
手

理
を
食
べ
た
事
が
あ
る
身
と
し
て

は

か
祝
い
事
と
か
が
無
い
限
り

本
的
に
外
食
に
行
く
と
い
う

が
無
か

た
り
す

る 

話



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
他
に
も
転

や
そ
こ
ら
の
道

で

て
い
る
も
の
を

入
し
て
ク
リ
ア
出
来
る

論
本
来
は
ド
ロ

プ
収
集
や

集
系
の

お
ま
け
的
な
ク
エ
ス
ト
も
あ
る
が
そ
れ
も
回
数
制

限
が
あ
る
し
道

で

入
す
る
だ
け
の
コ
ル
が
無
い
者
は
そ
れ
す
ら
出
来
な
い
か
ら
問

解

決
の
方
策
と
し
て
は
論
外

 
外
に
出
ら
れ
る
な
ら
こ
れ
ら
に
見
向
き
す
ら
せ
ず
圏
外
ク
エ
ス
ト
を
こ
な
し
に
行
こ
う
と
す
る

だ
ろ
う
が
シ
ス
テ
ム

が
多
く
見
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
現
状
で
い
き
な
り
そ
れ
を
許
す

に
も

い
か
ず
キ
リ
ト
の
指
示
で
一
時
圏
外
へ
出
る
事
を
全
面
的
に
禁
じ
て
い
る
た
め
コ
ル

ぎ
も
現
状
は
不
可

 
可
能
な
事
と

え
ば
手
持
ち
の
ア
イ
テ
ム
を
二
束
三
文
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

り
払
う
く
ら
い
だ
が

そ
れ
も
や
は
り
一
時

ぎ
に
過
ぎ
な
い

 
根
本
的
な
問

は
大
き
く

え
る
と

プ
レ
イ

の
レ
ベ
ル
不
足

 

か
く
分
け
れ
ば

圏
外

で
戦
え
な
い

手
持
ち
の
コ
ル
が
無
い

プ
レ
イ

が

多
過
ぎ
て

ぎ
場

が
足
り
な
い

不
安
が
大
き
過
ぎ
て

乱
し
て
い
る

だ
ろ
う

 
せ
め
て
コ
ル
が
ど
う
に
か
な
る
程

の
問

で
あ
れ
ば

の

層
を
解
放
す
る
事
で

の
数
も

増
や
せ
る
し
レ
ベ
ル
も
圏
外
で
戦
え
る
程

あ
れ
ば

歩
で

が
無
い
も
も
の
の

が
あ
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る

設
へ
行

て
雨
風
を

る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
そ
の
ど
ち
ら
も
不
足
し
て
い
る
か
ら
解

決
策
が
数

繋
ぎ
の
よ
う
に
論
外
判
定
を

け
て
い
る

 
こ
れ
が
ゲ

ム
序

で
あ

た
な
ら
少
な
く
と
も
レ
ベ
ル
の
問

は
無
か

た
だ
ろ
う

あ

る
い
は
レ
ベ
ル
制
で
す
ら
無
か

た
な
ら
よ
か

た
か
も
し
れ
な
い

 
こ
れ
は
ス
キ
ル
制
と
レ
ベ
ル
制
の

で
あ
る
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の

と

え
る

 
そ
も
そ
も
デ
ス
ゲ

ム
だ

た
り
シ
ス
テ
ム

が

こ
る

か
さ
え
外
部
が
行
わ
な
け
れ
ば

よ
か

た
話
な
の
だ
け
ど

 

正
直

で
私
達
が
こ
ん
な
事
で

を
悩
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ

な
い
で
も
な
い

 
い
や
一
番
悩
ん
で
る
の
は
ビ

タ

と
し
て
全
て
の
人
を
護
ろ
う
と
ま
で
し
た
キ
リ
ト

と
少
し
で
も
生
還
者
を
多
く
残
し
た
い
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
だ
ろ
う
け
ど
そ
も
そ
も
プ
レ
イ

で
あ
る
私
達
が
ど
う
し
て
原
因
不
明
の
シ
ス
テ
ム

に

を
発
す
る
問

に

を
悩
ま
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

ク
ラ
イ
ン

こ
の

に
来
て
し
ま

た
プ
レ
イ

の
人
数
は
ど
れ
く
ら
い
だ

た

 
内
心
で

息
を

い
て
い
る
と

の
上
に

か
れ
た

気
を
上

る
エ
ギ
ル
さ
ん
特
性
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コ

ヒ

風
の

み
物
が

れ
ら
れ
た
カ

プ
を

し
い

で
見
な
が
ら

え

ん
で
い
た
キ
リ

ト
が

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に
問
い
を
投

た

 

風
林
火

と
私
達

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

は

ア
ス
ナ
さ
ん
達
の
補

の
よ
う
な

も
の
と
し
て

プ
レ
イ

を

め
る
事
に

事
し
て
い
た

そ
の

で
あ
る
程

の
人
数
な

ら
把
握
し
て
い
る
と

え
た
の
だ
ろ
う

も
全
部
把
握
し
て
る

じ

ね

け
ど

ざ

と
三
千
人

て
と
こ
だ

そ
の
内
攻
略
に

し
て
る
プ
レ
イ

は

ギ
ル
ド
合
わ
せ
て
お
よ
そ
五
百
人

五
十
層

以
上
を

点
に
し
て
た
人
達
も
お
よ
そ
五
百
人

あ
と
の
二
千
人
は
完
全
に
戦
え
な
い
人
達
で

す

開
き

も
そ
う
で
す
け
ど

そ
も
そ
も
第
一
層
に

じ

て
た
と
思
し
き
初
期

備

の
人
達
も
見
ま
し
た

ち
な
み
に
リ
ン
ド
さ
ん
が

て
い
た
騒
い
で
い
る
人
達
は
七
十
層

を

活
動
圏
に
し
て
い
る
方

ア
ス
ナ
さ
ん
と
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が

て
い
た
の
は
初
期

備
の

方

で
す

三
千

思

た
よ
り
少
な
か

た
な

 
現
在
の

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
生
存
者
は
お
よ
そ
七
千
人

 
そ
の
内
キ
リ
ト
に
よ

て
監
獄
に
送
ら
れ
た
オ
レ
ン
ジ
が
五
百
人

ど

る
の
で
自
由
に
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動
い
て
い
る
プ
レ
イ

は
六
千
五
百
人

そ
の
ギ
リ
ギ
リ

分
以
下
と
い
う
人
数
が
こ
の

に

来
て
い
る
事
実
に

キ
リ
ト
は

か
に

根
を
寄
せ
た

 
そ
う
少
な
い
の
だ

五
千
人
は
超
え
る
と
彼
は
想
定
し
て
い
た
が
実

は
喜
ば
し
い
事
に
三

千
人
と
想
定
よ
り
二
千
人
も
少
な
い

そ
れ
で
も
問

が
発
生
し
て
い
る
の
だ
か
ら
本

な
ら
喜

べ
る
事
で
も
無
い
の
だ
が
想
定
よ
り
ま
だ
良
い
方
向
で
あ
る
事
は

直
に
喜
ん
で
お
く
べ
き
だ

 
そ
う
で
な
い
と
や

て
い
け
な
い
の
も
あ
る

 
た
だ
来
て
し
ま

た
人
が
少
な
い
の
に
も
理
由
が
あ
る

 
こ
ち
ら
へ
来
て
帰
れ
な
く
な

て
し
ま

た
人
ま
た
転

結

で
下
層
に

れ
な
い
と
判
明

し
た
時
点
で
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
を

じ
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
属
す
る
プ
レ
イ

に
こ
の
話
が
伝
わ
り

と
に
か
く
上
層
へ
行
く
な
と
声
掛
け
を
行

て
い
た
か
ら
ら
し
い

 
最
初
は
そ
れ
を
信
じ
ず
来
た
が
本

だ

た
と
知

た
プ
レ
イ

が
自
身
の
フ
レ
ン
ド

に
話
を
伝
え
た

 
そ
れ
が

し
た
事
で

七
十
六
層
へ
行
く
と

れ
な
い

と
い
う
話
の
信

性
が
増
し
て

開
き

に

れ
る
者
は
少
な
か

た
ら
し
い

来
て
し
ま

た
の
は
先
の
話
を
信
じ
な
か

た
者
や
人
付
き
合
い
が
少
な
く
話
を
知
ら
な
か

た
者

に
来
て
し
ま

た
者
く
ら
い
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そ
う

え
る
と
三
千
人
も
中

の
多
さ
だ
と
思
う

平

的
な
小
学

の
体
育

が
一
つ
五
百

人
は
入
る
か
ら

そ
れ
が
六
つ
必
要
な
人
数
と
い
う

だ

か
気
に
な
る
事
で
も
あ
る
の

 
そ
の
事
は
キ
リ
ト
も

に

き
知

て
い
る

な
の
だ
が

故
か

し
い

を
し
た
ま
ま

カ

プ
を
見

け
る
も
の
だ
か
ら
気
に
な

て
し
ま
い

問
い
を
投

た

ん

あ
あ

ま

無
い
と

え
ば

に
な
る
か
な

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
に

な

え
を
返
し
て
く
る

か

に
思

て
い
る
の
は
確
か
な
よ
う

だ

が
気
に
な

て
る
の

現
状
の
問

に
直

わ

て

じ

な
い
け
ど

こ
の
層
に
来
た
人
達
の
理
由
を

い

て
ボ
ス
戦
の
経

め
て
メ

ル
を
送

た
の
に
あ
の
二
人
か
ら
返
信
が
無
い
事
が
気
に
な

た
ん
だ

あ
の
二
人

リ

フ

と
シ
ノ
ン
と
い
う

が
ア
キ
ト
と
デ

エ
ル
し
た
時
に
も

た
金
髪
の
妖
精
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と
黒
髪
に
緑

の
女
性
プ
レ
イ

だ

あ
あ

あ
の
二
人
か

 
リ
ン
ド
さ
ん
は
キ
リ
ト
が
リ

フ

さ
ん
達
と

意
に
し
て
い
る
事
を
知
ら
ず

あ
の
二
人

と
い
う
呼
称
で
は
思
い
付
か
な
か

た
よ
う
だ
が

自
体
は
合
わ
せ
て
い
た
か
ら
す
ぐ
に
気
付

い
た
よ
う
だ

た

 
そ
れ
は
と
も
か
く
確
か
に

わ
れ
て
み
れ
ば
現
在
の
問

に

は
無
い
も
の
の
気
に
な
る

事
で
は
あ
る
だ
ろ
う

特
に
キ
リ
ト
の
事
を
溺
愛
し
て
い
る
義
姉
の
リ

フ

さ
ん
と
恋
心
を

い
て
い
る
と
思
し
き
シ
ノ
ン
さ
ん
は
キ
リ
ト
か
ら

絡
が
あ
れ
ば

に

多
分
キ
リ
ト
の

フ
レ
ン
ド
全

そ
う
だ
ろ
う
が

返
信
を
す
る

 
逆
に

え
れ
ば
返
信
が
無
い
事
自
体
お
か
し
い

 
深
夜
だ

た
り

だ

た
り
す
れ
ば
ま
だ

き
て
い
な
い
の
か
と
も

え
ら
れ
る
が
現
在

時

は

後
七
時
を
回
る
前

更
に
ボ
ス
戦
が
終
わ

た
の
は

あ

て
も

後
三
時
過
ぎ

だ

た

シ
ス
テ
ム

は
ス
キ
ル
や

備
面
に
も
表
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
に

し
て
心

配
す
る
メ

ル
が
キ
リ
ト
に
送
ら
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
無
い

 
だ
と
い
う
の
に
四
時
間
程
が
経
過
し
て

一
切
の

が
無
い
と
い
う
の
も

な
話
だ
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た
お
前
と
そ
の
二
人
は
親
し
い
の
か

 
そ
う
悩
ん
で
い
る
と

こ
の
場
で

性
を
知
ら
な
い
リ
ン
ド
さ
ん
が

近
の
人
と
同
じ

少
し
リ
ン
ド
さ
ん
の
方
が
険
は
取
れ
て
い
る

不
思
議
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
問
い
の

声
を
上

た
そ
う

だ
な

親
し
い
方
に
は
入
る
よ

 
キ
リ
ト
は

く

て
い
い
も
の
か
悩
ん
で
い
た
が
リ
ン
ド
の
対
応
を
見
た
か
ら
か
あ
る

い
は
自
分
自
身
か
ら
少

い

れ
が
出
来
な
い
事
を

て
し
ま

た
か
ら
か
そ
の
疑
問
に

定
を
返
し
た

 
た
だ
そ
の

い
方
は

で
は
あ

た
が

し
い
経

は

く
が
あ
の
二
人
は
つ
い
最
近

七
十
五
層
解
放
の

日
に
会

た
ん
だ

そ
れ
か
ら
は
ち

く
ち

く
一
緒
に

た

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

と

意
に
し
て
い
る

よ
う
で
な
そ
れ
で

と
も

を
合
わ
せ
る
機
会
が
あ

た

レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
た
い
と

て

い
た
か
ら
多
少
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
縁
で
フ
レ
ン
ド
も
結
ば
せ
て
も
ら

た

そ
う
だ

た
の
か
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そ
の
話
に
は
真
実
も
あ

た
が

も

じ

て
い
た

 
む
し
ろ
キ
リ
ト
の
縁
が
あ

て
私
達
も
フ
レ
ン
ド
登
録
を
し
た
の
だ
が
キ
リ
ト
主
体
の
交
友

と
あ

て
は

聖
⻯

合

い
て
は

殺
隊
に
付
け

わ
れ
る
事
が

念
さ
れ
る
か
ら
だ
ろ

う

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
や
シ
リ
カ
さ
ん
の
よ
う
に

え
て
遠
回
り
の
交
友

で
あ
る
と
彼
は

偽

た

 
そ
う
し
な
け
れ
ば

か
と
一
緒
に
い
る
事
も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
に

目
と
も
知
れ

な
い

を
覚
え
る

今
確
認
し
た
け
ど
あ
の
二
人
の
現
在

て
追

不
可
に
な

て
る

ダ
ン
ジ

ン
に

て
る
に
し
て
も
ち

と
⻑
過
ぎ
る
気
も
す
る
シ

そ
れ
は

確
か
に

で
は
あ
る
よ
ね

 
あ
の
二
人
が
キ
リ
ト
の
メ

ル
を
無

す
る
な
ん
て

え
づ
ら
い
し

仮
に
ダ
ン
ジ

ン
に

潜

て
い
る
に
し
て
も
⻑
時
間
過
ぎ
る

流

に

の
時
間
に
は
家
に

て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
の
だ

キ
リ
ト
の
事
を
溺
愛
し
て
い
る
義
姉
リ

フ

さ
ん
と
彼
女
と
同
様
に
想
い
を

寄
せ
て
い
る
シ
ノ
ン
さ
ん
が
彼
を
出

え
る
よ
り
も
レ
ベ
リ
ン
グ
を

先
す
る
と
は
ち

と

え

い
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つ
ま
り

帰
れ
な
い
事

に
な

て
い
る
可
能
性
が
あ

た

ま
さ
か
と
思
う
が

ア
キ
ト
が

か
し
た

か

 
妖
精
の

は
第
二
十
二

層
に
あ

て

出
会

て
か
ら
も
あ
そ
こ
を

点
と
し
て
い
た
か
ら

そ
れ
は

え
過
ぎ
じ

な
い
の
か

 
キ
リ
ト
が

根
を
寄
せ

あ
り
得
そ
う
な
事
を

か
ら

ら
し
つ
つ
推

を
立
て
て
い
く

 
リ
ン
ド
さ
ん
は
そ
れ
を

え
過
ぎ
だ
と

う
が
キ
リ
ト
を
取
り

く

境
を

み
れ
ば
決
し

て

え
過
ぎ
で
は
無
い

も
無
け
れ
ば

良
い
ん
だ
け
ど

 
と
は

え
確
証
が
無
い
以
上
は

え
過
ぎ
と
い
う
意
見
を

定
す
る
事
も
出
来
ず
キ
リ
ト
は

か
に
苦
し
そ
う
に
目
を

せ
て

そ
り
と

い

話
が

れ
た
な

悪
か

た

忘
れ
て
く
れ

 
眼
を
開
い
た
時
に
は

の
強
い

に

て
い
た

 
話
を
脱
線
さ
せ
て
し
ま

た
事
に
一

罪
し
て
そ
れ
か
ら
再
び
集
ま

た
人
達
が
情
報
を

そ
れ
ぞ
れ

に
し
て
い
く

 
そ
の
間

キ
リ
ト
は
確
か
に

黒
の
剣
士

と
し
て

ビ

タ

と
し
て
強
い

を
保
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て
い
た

け
れ
ど
彼
の

に
は

し
切
れ
て
い
な
い
抑
え
切
れ
て
い
な
い
二
人
を

ず
る

憂
慮
と
不
安
の
影
が
絶
え
ず
揺
れ

け
て
い
た

 
私
や
ア
ス
ナ
さ
ん
達
は

そ
ん
な
彼
を

密
か
に

じ

け
な
が
ら
会
議
を

け
た

  

そ
の
時
一

え

ま
な
い
で
と

て
い
た
ら
寄
り

て
い
た
な
ら

少
し
は
変
わ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

後
に
私
達
は
後
悔
す
る
事
に
な

た

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
回
の
後
書
き
は
超
⻑
い
で
す

約
四
千
四
百

ち

と
し
た
小
説

み

 
ま
ず
リ
ン
ド
に
制
裁
を

 
死
を

と
初
期
の
感
想
で

て
い
た
方

は

し

あ
り

ま
せ
ん

リ
ン
ド
は
中
立
と
な
り
ま
し
た

ビ

タ

へ
の
悪
感
情
を

い
て
い
る
だ
け
で



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

あ

て
リ
ン
ド
は
キ
リ
ト
の
人
間
性
を

て
い
る

で
は
無
い
の
で
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
の

リ
ン
ド
を

え
る
と
事
情
を
知

た
ら
あ
る
程

理
解
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
て

 
こ
こ
は
キ
バ
オ
ウ
と
の
対

で
す

キ
バ
オ
ウ
は
ア
ル
ゴ

点
で

か
語
ら
れ
た
よ
う
に

一

に
対
す
る
憎
悪
で

殺
隊
を

い
て
い
ま
し
た
が
リ
ン
ド
は
ビ

タ

と
し

て
振
る
舞
う
キ
リ
ト
の

に
反
感
を

い
て
い
た
の
で
存
在

定
ま
で
は
い

て
い
な
か

た
か
ら
で
す

な
の
で
ビ

タ

と

わ
れ
て
い
る
キ
リ
ト
が
完
全
に
真

な
事
を
し
て

い
た
ら
見
方
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
か
な
と
思
い

こ
う
し
ま
し
た

 
つ
ま
り
は

ビ

タ

と
し
て
の
振
る
舞
い
が
や
や
こ
し
く
し
た
原
因
が
大
体
悪
い

 
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
解
説

 
こ
れ
は
ゲ

ム
同
様
ス
キ
ル
の
消
失
あ
る
い
は

練

下
ア
イ
テ
ム
の
バ
グ
武

の

バ
グ

び
性
能

下
転

の
ア
ク
テ

ベ

ト
デ

タ
転

先
リ
ス
ト
の
初
期
化
を

し
ま
し
た

記

し
て
る
限
り
こ
れ
く
ら
い
だ

た

レ
ベ
ル
と
コ
ル
に

し
て
は
そ
の
ま

ま 
そ
れ
か
ら

確
か
バ
グ
化
し
た
ア
イ
テ
ム
は

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

だ
と
捨
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て
て
い
た

武
器

入
チ

ト
リ
ア
ル
も
あ

た
し
回
復
・

ア
イ
テ
ム
は
全
て
無
い

 
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
で
は
キ
リ
ト
だ
け

の
二
刀
の
バ
グ
武
器
を
持

て
た
開
幕

直
後
ダ
ン
ジ

ン
探
索

 
本
作
で
は
ユ
ウ
キ
の
愛
剣
ル
ナ
テ

ク
を
ル
■
テ

■
ク
に
し
た
よ
う
に
後
者
の
設

定
を

イ
ン
ゴ

ト
へ

せ
る
か

か
に
つ
い
て
は
今
後

な
の
で
一
応
本
作
で
は
バ
グ

た
武
器
も
使
え
は
す
る
た
だ
し
弱
体
化
し
て
る
か
ら

程

が
強
い
武
器
か
弱
い

じ

な
い

と
あ
ま
り
戦
え
な
い
感
じ
の
設
定

ス
キ
ル

め
る
と
全
体
的
に

か
し
弱
体
化
し
て
お
り
ま

す 
他
の
キ

ラ
の
武
器
の
バ
グ
名
を
表
記
す
る
か
は
未
定

無
い
か
も

ゲ

ム

だ
と
使

え
る
の
が

■

と

だ
け
で
変
わ
り

え
し
な
い
し

出
し
て
も
あ
ん
ま
り
意
味
無
い
の

で

ユ
ウ
キ
の
剣
以
外
は
出
さ
な
い
か
も
で
す
ね

 
あ
と

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

で
攻
略
組
と
し
て
出
て
来
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
武
器
が

一
部
を

い
て
全

初
期
武
器
な
の

て

多
分
こ
れ
が
原
因
だ
と
思
う
ん
だ

 

 
そ
う

え
る
と
生

や
鍛
冶
師
の

要
マ
ジ
で
高
い
な
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
原

ゲ

ム
設
定
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然 

に

点
に
つ
い
て

こ
こ
が
一
番
ゲ

ム
と

離
し
て
い
る
部
分
だ
と
思
い
ま
す

 
前
書
き
で
書
い
た

ま
で
進
ん
だ
作
品
に
は
無
い

と
思
う

展
開

 
そ
れ
は

の
取
り
方

密
に

え
ば
一
つ
の

に

ま
る
メ
ン
バ

の
配
分

 
ゲ

ム
で
は
キ
リ
ト
と
エ
ギ
ル
ク
ラ
イ
ン

び
ヒ
ロ
イ
ン
ズ
の

点
は
エ
ギ
ル
が
経

す

る
故

と
い
う
感
じ
で
し
た

論
ギ

ル
ゲ

い
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
故
に
主
人

の

に
は
ヒ
ロ
イ
ン
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
ね

そ
れ
で
も
多
過
ぎ
だ
よ
キ

 
あ
そ
こ
に
入
れ
て
る
ク
ラ
イ
ン
は

気
に

い

エ
ギ
ル
も

い

そ
の
他
は
血

 
ま

女
性

が

ま
る
の
は
分
か
ら
な
い
で
も
無
い
ん
で
す
が
ね
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
も
結

し
て
る
な
ら
一
緒
に

て
も
お
か
し
く
は
な
い
し

ユ
イ
が
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い

 
そ
う

え
れ
ば
あ
あ
な

て
も
仕
方
な
い
部
分
は
多
分
に
あ
る
と
は
思
う

リ

フ

シ
ノ

ン
シ
リ
カ
リ
ズ
は
力

く
で
来
ら
れ
る
と

わ
な
か

た
で
す
し
ね
最
初

キ
リ
ト
と
一

緒
に
攻
略
出
な
い
と
レ
ベ
ル
上
が
ら
な
い
し

シ
ノ
ン
と
リ

フ

な
ん
て

だ
と
初
期
レ
ベ

ル

だ
し
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ス
ト
レ
ア
は

を
別
に
取

て
た

い
し
フ

リ
ア
は

ま

現
地

だ
か
ら
仕
方

な
い

 
対
し
て
本
作
で
の
エ
ギ
ル
の

は
形
式
上
で
は
あ
る
も
の
の

ギ
ル
ド
を

合
し
た
攻

略
組
と
い
う
新
生
組

の

本

と
い
う

い

本
作
の

一

／
キ
リ
ト

殺
隊
と
は
目

的
が
真
反
対
の
攻
略
組
バ

ジ

ン

形
式
上
な
の
で
シ
ス
テ
ム
的
な
ギ
ル
ド

い
で
は
な
い

ち

ん
と
男
性
が
多
い

 
本
文
で
チ
ラ

と

写
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

そ
の
対
応
は
キ
リ
ト
の
想
定
外

 
キ
リ
ト
が

え
て
い
た
ギ
ル
ド
間
の

別
は
キ
チ
ン
と

住
を
分
け
る
事
で

ギ
ル
ド

の

い
合
い
や

い
を
未
然
に

ご
う
と
い
う

現
状
の
ギ
ル
ド
構
成
の
ま
ま

序
を

持
す

る

え

身
分
格
差
が
あ
る
国
の

と
平
⺠

み
た
い
な
感
じ

下
層
へ
転

出
来
る
よ

う
に
な

た
ら
そ
ち
ら
へ

点
を

せ
る
よ
う
に
と
の
配
慮
が
あ
り
ま
す

 
対
す
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
が
取

た
行
動
は
こ
れ
を
機
に
新
た
に
攻
略
組
と
い
う
一
つ

の
組

と
し
て
立
て
直
し

序
を
正
そ
う
と
い
う

え

ま
た
ア
ス
ナ

点
の
追
記
で
ギ
ル

ド
一
つ
一
つ
の
対
応
力
で
は
限
界
が
あ
る
け
ど
そ
れ
を
全
て

合
す
れ
ば
プ
レ
イ

の
不

に
も
対

出
来
る
の
で
は

絡
も
速
い
の
で
は
と
い
う

い
が
あ
り
ま
す

こ
れ
は
レ
ジ
ス
タ
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ン
ス
み
た
い
な
感
じ

キ
チ
ン
と
上
意
下
達
が
出
来
る
な
ら

果
的

 

わ
ば
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
の
は

別
の
見
方
を
す
れ
ば

で

序

の
正
反

対
に

す
る
た
め
現
状

持

の
キ
リ
ト
は
そ
れ
を

え
な
か

た
と
い
う

で
す

理
解
を

示
し

け
容
れ
て
る
の
は
そ
れ
で
も

序

を
保
て
る
か
ら

序

が
保
た
れ

結
果
多

く
の
プ
レ
イ

を
護
れ
る
な
ら

キ
リ
ト
は

ら
苦
労
を

い
ま
せ
ん

 
キ
リ
ト
に
お
ん
ぶ
に

こ
で
は
無
い
ん
だ
よ
キ
リ
ト
の

え
が
絶
対
正
し
い

で
は
無
い

ん
だ
よ

と
い
う

写
を
し
た
か

た
の
で
こ
う
し
ま
し
た

 
最
後
に

キ
リ
ト
の
人
格
が
少
し
や
や

こ
し
い
設
定
な
の
で

に
解
説

 

人
格
は

に

し
て
お
り
悪
感
情
を

け
ば
第
三
人
格
獣
が
活
性
化
し
キ
リ

ト
の
闇
堕
ち

の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
白
が
制

 

の
多
重
人
格

一
つ
の
体
に
キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
い

た

よ
う
に
個
の
人
格
が

つ
も
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
が
個
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で

が
無
い

無
論
得
意
と
し
て
い
る
分

も
思

も

も
完
全
に
違
う

 
本
作
主
人

の
場
合

一

の
人
格
を
守
護
的
人
格

キ
リ
ト

本
能
・
攻
撃
的

人
格

白

憎
悪
的
人
格

第
三
人
格
に
そ
れ
ぞ
れ
分

し
て
い
る
状

感
情
を

に
分
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け
て
い
る
の
で
そ
の
種

に
よ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
が
活
性
化
す
る

憎
悪
を

け
ば
憎

悪
的
人
格

が

か
を
護
ろ
う
と
す
れ
ば

守
護
的
人
格

が
活
性
化
し

在
化

本
は

骨
子
の
人
格
と
し
て

守
護
的
人
格

が
表
に
出
て
い
る

 

一
本
能
・
攻
撃
的
人
格
の
み
感
情
に

さ
れ
て
お
ら
ず
強
い
て

う
な
ら
生
存
本

能
が
そ
れ
に

た
る

完
全
に
自
我
と
理
性
を
持

て
お
り

憎
悪
的
人
格

を

じ
て
い
る

 
キ
リ
ト

一

／
桐

谷
和
人
骨
子
の
人
格

白
が
攻
撃
的
な
本
能
を

獣

が

負
の
怒
り

を

本
来
の

一

か
ら

出
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め

骨
子
の
キ

リ
ト
は
そ
の
二
つ
が
欠
如
し
て
い
る

ア
キ
ト
に
対
し
情
を
見
せ
た
の
は
攻
撃
的
な
本
能
を

持

て
行
か
れ
作
中
よ
く

故
怒
ら
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ん
で
い
る
の
は
獣

に
持

て
行
か
れ
て
い
る
か
ら

 
桐

谷
和
人
と
し
て
生
き
て
い
る
が
立
場
的
に

一

と
し
て
振
る
舞
う
と
い
う

矛
盾
を

え
て
い
る

黒
の
剣
士
と
ビ

タ

の

価
が
正
反
対
な
の
も
矛
盾
の
一
つ

 
白
が
表
に
出
て
い
る
時
は

す
ら
と
記

が
あ
る
場
合
も
あ
る

獣

の
時
は

精
神
に

影

を

す
形
で
の

で
自
分
が
主
体
な
の
で
記

は
あ
る
が
感
情
へ
の
疑
問
を

い
て

い
な
い
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骨
子
の
人
格
な
の
で

本
的
に
表
に
出
て
い
る
守
護
的
な
人
格

思

の
主
体
は

守
護

と
い
う
根

か
ら
他
者
に
依
存
し
て
い
る

 
一
人
称

 
白
体
に

め

ま
れ
た
コ
ア
が
負
の
成
⻑

を
し
た

に
そ
れ
を
抑
え
よ
う
と
攻

撃
的
な
本
能
を
中
心
に

出
さ
れ
人
格
を

し
た
存
在

あ
く
ま
で
中
心
な
の
で
理
性
が
あ

る

戦
的
な
キ
リ
ト
と
で
も

え
れ
ば
良
し

 

は
キ
リ
ト
を
王
と
呼
ん
で
補
助
に

す
る

過
保
護
気
味
潜
在
的
ブ
ラ
コ
ン

 
獣
の

と
キ
リ
ト
が
戦
闘
で
本
格
的
に

バ
く
な

た
時
に
手
助
け
に

入
す
る
の
が

主
な

仮
に
キ
リ
ト
が
生
き
る
事
を

め
れ
ば
体
の
主
導
権
を
奪

て
生
を

歌
す
る
ル

ト
が
発
生

 
発
生
時
期
的
に

一

と
し
て
の
意
識
が
強
い
が

に
死
ん
だ
も
の
と

え
別
人
と

し
て
生
き
る
王
の
事
を
第
一
に

え
て
い
る
の
で
一

の

の

り
は

い

す
ぐ
さ
ま

斬
り
掛
か

た
り
は
し
な
い

王

が
生
き
る

な
ら
他
者
な
ど
ど
う
で
も
良
い
と
思

て
い

る
が
王
の
事
を

え
て
行
動
す
る
面
も
あ
る
の
で
結
果
的
に
リ

フ

達
を
始
め
と
し
た
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理
解
者
を
護
る

に
動
く
事
が
多
い

あ
く
ま
で
結
果
的

 
思

の
主
体
は
本
能
と
い
う
根

か
ら
自
己
を
中
心
と
し
て
い
る

生
存
本
能
が

か
に

キ
リ
ト
よ
り
強
い
た
め

生
き
残
る

な
ら
手

を

ば
な
い
方
だ
が

決
闘
に

り

む
と

い

た
無

は

本
し
な
い

入
す
る
の
は
殺
し
合
い
の
み

 
感
情
で
活
性
化
は
し
な
い
の
で

本
的
に
は
無

心

流

に
根
幹
は

一

な
の
で

実
兄
と
実
姉
に
対
し
て
の
み

外

 
一
人
称

オ
レ

 
獣

千
冬
秋
十
今
ま
で

て
来
た
者
達
へ
の
憎
悪
や
復
讐
心
の

が

出
さ
れ
た

に
生
じ
た
狂
気
の
人
格

の
日

に

え
に

え
た

に
秋
十
に
裏
切
ら
れ
た
事
で
発
生

彼
ら
へ
の
憎
悪
な
ど
を
キ
リ
ト
か
ら
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
の
は
こ
ち
ら
が

全
部
奪

て
い

る
せ
い

そ
し
て
キ
リ
ト
は

獣

の
存
在
を
知
ら
な
い

 
キ
リ
ト
が
殺
意
や
憎
悪
の
感
情
を

く
と
活
性
化
し
精
神
に
影

を

す

哀
し
い
な
ど

は
キ
リ
ト
の
方
な
の
で
別

 
完
全
に
覚
醒
し
た
時
点
で
キ
リ
ト
は
獣
に

ま
れ
白
も
お
手
上

に
な
る

止
め
る
に

は
殺
す
か
ユ
ウ
キ
が
覚
悟
し
て
い
る
よ
う
に
死
を
以
て
一
時
的
に

る
し
か
な
い

て
も
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少
し

す
れ
ば
ま
た

す
る

復
讐
対

や
憎
悪
の
対

が
多
過
ぎ
て

ら
殺
し
て
も

た

さ
れ
な
い
狂

な
存
在
に
な
る
事
か
ら

獣

と
作
者
は
名
付
け
て
い
る

 

い

の

一

の
精
神
が

本
な
の
で
会
話
が
成
立
し
て
い
る
時
は
ち

と

足
ら
ず
で
精
神
的
に

い

が
あ
る

で
も
キ
リ
ト
の
人
格
に
影

を
与
え
る
形
で
の

な

の
で
他
人
か
ら
は
分
か
ら
な
い

 
思

の
主
体
は

憎
悪

な
の
で

自
分
や

の
状

・
状
況
を
全
て

外

し
て
い
る

強
い
て

う
な
ら
自
己

足

 
一
人
称

お
れ

 
要
約

 
・
キ
リ
ト
は
正
の
感
情

前
編
中
編
で
は
自
我
を
保

て
い
た
も
の
の

第
三
人
格

に

さ
れ
気
味

白
活
動
中
の
記

を
キ
リ
ト
は

す
ら
持

て
い
る
の
で

ア
キ
ト
を
殺

し
た
事
は
覚
え
て
い
る
が
会
話
や
戦
闘
内
容
は
あ
ん
ま
り

し
く
覚
え
て
い
な
い
仕
様
 

獣

の
存
在
を
キ
リ
ト
は
知
ら
ず

ユ
ウ
キ
達
は
白
を

じ
て

な
が
ら
も

し
て
い
る
状

 

外
的
に
負
の
感
情
は
哀
し
い
な
ど
を

し
て
い
る

怒
り
な
ど
は

獣
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・
白
は
中
立
や
や
正

密
に
は
王

寄
り

本
無

心
な
の
で
感
情
に

わ
れ
ず
生

存
本
能
に

て
い
る

な
の
で
後
編
で
白
が
出
て
来
た
の
は
ア
キ
ト
に
対
す
る
憎
悪
が
限
界

突
破
し
た
か
ら
で
は
無
く
キ
リ
ト
が
死
に
そ
う
に
な

て
い
た
か
ら

死
な
れ
た
ら
白
も

る

ん
で
す

 
・
獣

は
怒
り
な
ど
の
負
の
感
情

白
が
出
て
い
な
い
時
に
キ
リ
ト
が
殺
気
を
出
し
た

時
は
大
体
獣
が
影

を
与
え
て
い
る
と

え
て
良
し

実
は
ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
戦

や
ア
キ
ト
デ

エ
ル
回

骨
肉
の
争
い

前
編
中
編
に
影

の
片

が
あ
る

殺
意
や
狂
気
に

ま

て
い
る
人
格
で
危
険
な
の
で

は
白
に
よ

て

さ
れ
て
い
る

最
近
色

あ

て

さ
れ
て
い
る
の
で

が
解
か
れ
気
味

 
⻑
文
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
六
十
章
 

ボ
ロ
ボ
ロ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
キ
リ
の
い
い
と
こ
ろ
で
一

切

た
の
で

今
話
は
一
万
六
千
文

と
ち

と
少
な
め

で
も
超
シ
リ
ア
ス

 

点
は
前

キ
リ
ト
で
現
在
の
精
神
状

を

写
し
後

リ
ズ
ベ

ト
で
色

な
感
じ
で
す

ね 
そ
れ
と
今
話
原
作
と
設
定
が
違
う
部
分
が
出
て
き
ま
す

後
書
き
で
そ
れ
に
つ
い
て
触
れ
る

の
で
分
か
ら
な
か

た
人
は
後
書
き
で
把
握
し
て
下
さ
い

 
で
は
ど
う
ぞ
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興
で
は
あ
る
け
ど
一
先
ず
今
話
し
合

た
事
を

に

く
行
動
す
る
事
に
し
よ
う

お

れ
様

 

後
八
時

 
ボ
ス
戦
か
ら
立
て

け
に

こ

た
予
想
外
の
事

に
対
応
し

け
更
に
会
議
を
開
い
て
話

し
合

て
い
た
中
で

ば
必
然
的
に
議
⻑
に

ば
れ
た

は

め

り
の

葉
と
し
て
そ
う

た

 
お
よ
そ
一
時
間

を
掛
け

第
一
回
第
七
十
六
層
事
変
対
策
会
議

で
上
が

た
議

に
一

り
解
決
策

と

て
も
そ
の
場

ぎ
が

ど
だ

が
出

い
二
三
日
で
あ
れ
ば

と
か
な
る
だ
ろ
う
と
十
三
人
と

の
オ

ナ

で
あ
る
エ
ギ
ル
の
全

が

成
し
た
事
で

一
先
ず
の
終
了
と

く

成

た
の
だ

 
数
日
と
も

え
な
い

期
間
し
か

な
い
だ
ろ
う
突

の
対
応
だ
が
そ
も
そ
も
か
ら
し
て

シ
ス
テ
ム

な
ん
て

達
の
手
に
負
え
る
も
の
で
は
無
い

 
そ
も
そ
も
シ
ス
テ
ム

が
原
因
で
あ
る
以
上

達
に
は
問

を
先
送
り
に
す
る
事
く
ら
い

し
か
出
来
な
い

 
根
本
的
な
解
決
が
望
め
な
い

達
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
ゲ

ム
ク
リ
ア
た
だ
一
つ

そ
れ
で
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こ
の
世
界
か
ら
解
放
さ
れ
る

を
悩
ま
せ
る
問

か
ら
解
放
さ
れ
る
の
だ

 
と
は

え
数
日
や
そ
こ
ら
で
完
全
ク
リ
ア
出
来
る

ど
こ
の
世
界
は
甘
く
な
い

 
家
庭

の
コ
ン
シ

マ

ゲ

ム
で
あ
れ
ば
プ
レ
イ
時
間
も
数
日
で
ス
ト

リ

だ
け
な

ら
二
日

ど
で
終
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｐ
Ｇ
だ
そ
も
そ
も
か
ら
し
て
多
人
数
プ
レ
イ
を
前

と
さ
れ
て
い
る
以
上
ご
り

し
が

ど

し
な
い

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
な
ん
て

本
的
に
終
わ
り
が

意
さ
れ
て
い
な
い

コ
ン
シ

マ

ゲ

ム

で
の
ス
ト

リ

は
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
が
そ
れ
に

た
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
が
終
わ

て
も
コ

ン
テ
ン
ツ
が
終
わ
ら
な
い
よ
う
ユ

ザ

を

め
て
お
く
よ
う
に
す
ぐ
ア

プ
デ

ト
と

う

名
の
テ
コ
入
れ
が
入
る
か
ら

終
わ
り
が
無
い

 
ネ

ト
ゲ

ム
の
終
焉
は

ユ

ザ

が

な
く
な

て
運

す
る
メ
リ

ト
が
喪
わ
れ
る

か
あ
る
い
は
本

に
ア
イ
デ
ア
を
出
し

く
し
て
こ
れ
以
上

け
て
も

価
を

と
す
だ
け
と

判
断
さ
れ
た
時
の
ど
ち
ら
か
く
ら
い
な
も
の

 
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う

と
化
し
た
こ
の
世
界
に
自
然
消
滅
な
ん
て
あ
り
得
な
い

あ
る
の
は

プ
レ
イ

に
よ
る
百
層
の

き
へ
と
達
す
る
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
攻
略
た
だ
一
つ
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そ
の

に
最
前
線
攻
略
に

し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
ス
キ
ル
の
初
期
化
や
消
失

備

の
バ
グ
果
て
は
転

の
機
能
不
全
な
ん
て
バ
グ
と
し
か

え
な
い
シ
ス
テ
ム

が
立
て

け
に

こ

て
い
る
か
ら
下
手
に
動
け
な
い

な
ら
こ
の
時
間
は
迷

へ
入

て
い
る
だ

ろ
う

で
す
ら

重
を
期
し
て
未
だ
圏
外
に
出
て
い
な
い
の
だ
か
ら
ど
れ
だ
け

し
て

い
る
か
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
ろ
う

 

達
プ
レ
イ

は
仮
想
体
に
身
を
や
つ
し
て
い
る
だ
け

そ
の
仮
想
体
も
動
作
一
つ
一
つ

の
入
力
は

達
の

が
行

て
い
る
が
そ
れ
を
反

し
て
い
る
の
は
全
て
シ
ス
テ
ム
だ

こ
の

世
界
の
全
て
が
シ
ス
テ
ム
で
動
か
さ
れ
て
い
る
の
だ

 
ど
れ
だ
け
レ
ベ
ル
が
あ
ろ
う
と
ど
れ
だ
け
権
限
を
持

て
い
よ
う
と
シ
ス
テ
ム
に
は
逆
ら

え
な
い

そ
れ
が
こ
の
世
界
の
真
理
で
あ
り

れ
も
無
い
事
実

 
だ
か
ら

達
は

善
策
だ
と
か
そ
れ
を

こ
さ
な
い

の
予

策
な
ん
て
立
て
る
事
は
出
来

ず
た
だ
対
応
策
を
立
て
る
と
い
う
後
手
に
回
ら
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
あ
り

け
る

な
ま
じ

権
限

有
者
が
お
ら
ず

運

も
シ
ス
テ
ム
頼
り
だ
か
ら
こ
そ
の
こ
の
状
況
は
⻭

い

 
そ
れ
で
も
文

な
ん
て

て
ら
れ
な
い

不

な
ん
て

ら
せ
な
い

を

こ
し
て
い

る

な
ど
あ
る

が
無
い
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こ
の
身
は

者
を
自
称
す
る
最
前
を
進
み

け
る
ビ

タ

だ
他
者
が
足
を
止
め
て

い
る
間
に
二
歩
も
三
歩
も
前
を
進
ん
で
人

を

い

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
だ

 
こ
の
身
は

攻
略
組

に
属
し
最
前
を
進
み

け
る

黒
の
剣
士

だ

他
者
が
足
を
止
め
る

な
ら
道
を
切
り

い
て
前
を
進
み
人

に
希
望
を

し

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
だ

 

の
個
人
的
な
感
情
な
ん
て

先
さ
れ
る
べ
き
じ

な
い

 

ビ

タ

一

の

黒
の
剣
士

桐

谷
和
人
の

個
人
的
な
感
情
は
大
切
じ

な
い

 

だ
と

う
の
に

 
会
議
の
終
わ
り
を

か
ら

る
よ
う
に
外
へ
出
て
立
ち
去

た

は
た
だ

と
な

く
気
が
向
い
て
転

か
ら
見
て
北

方
面
す
な
わ
ち

エ
リ
ア
へ
と
足
を
向
け
て

い
た

 
こ
の
ア

ク

フ

ア
は
第
一
層
主

始
ま
り
の

に
コ
ン
セ
プ
ト
こ
そ
似
せ
て

い
る
が
あ
そ
こ
が
全
方

に

設
が

な
く
広
が

て
い
た
の
に
対
し
こ
ち
ら
は
ハ

キ

リ
と

分
け
さ
れ
て
い
た

始
ま
り
の

が
発
展

上
の

で
あ
る
な
ら
こ
ち
ら
は
発
展

し

え
た

と

う
表
現
を
す
る
べ
き
か
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も

な
い
な

 
上
層
の

と
は

え
や
は
り
第
三
ク

タ

を

け
て
す
ぐ
で
更
に
は
始
ま
り
の

を
思
わ
せ
る
コ
ン
セ
プ
ト
だ
か
ら
か

な
広
さ
を
持
つ
こ
の

の

エ
リ
ア
に
は

以
外
に
プ
レ
イ

の

が
見
え
な
か

た

 
夜

に
な
る
と
大

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

は

ま
る
し
こ
の
騒
動
で
ま
さ
か
エ
ギ
ル
の
よ
う
な

を
持

て
い
る
者
が
他
に

る
と
も
思
え
な
い

ち
な
み
に

の

い
取
り
に
は

が
大
部

分
出

し
て
い
る

の
で

恐
ら
く
は

場
の

だ
ろ
う

 
し
か
し
明
か
り
が

れ
る

物
の

か
ら
も
プ
レ
イ

と
思
し
き
生
活

や
騒

は

こ
え
な
い

鉄
格
子
が

つ
も
下
ろ
さ
れ
て
い
る

み
は

と
し
て
い
て

に
暗
く
な

て
い
る
道
に

る
の
は

一
人
だ
け
だ

 
そ
れ
も

然
だ
ろ
う

今
は
ど
こ
か
に

し

は
な
い
か
と
歩
き
回

て
い
た
お
よ
そ
二
千
五

百
人

ど
の
プ
レ
イ

達
が

は
外
で
も

や
す
い
場

は
な
い
か
と
探
し
回

た
り
パ

ブ
リ

ク
ス

ス
で
の
場

の
取
り
合
い
を
始
め
た

合
い
だ

そ
う
い
う

設
は
さ

き
ま

で

が
い
た

や

ア

ク

フ

ア

の
特
徴
と
も

え
る
城
の
近
く
の
城
下

り
に

あ
る
か
ら

お
金
が
無
く
て

て
い
る
者
達
が
こ
の

に
来
る

も
無
い
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だ
か
ら
こ
そ
人
目
を
気
に
す
る
事
無
く
気

ね
な
く

歩
が
出
来
る

あ
わ
よ
く
ば
夜
中
で

も
開
い
て
い
る

の
品

え
を
確
認
し
よ
う
と
も
思

て
い
た
り
す
る

 
エ
ギ
ル
や
ア
ル
ゴ
と
個
人
的
だ
け
で
な
く
立
場

人
と
取
り
引
き

手

と
し
て
も

付
き
合
い
が
あ
る

は
出
来
る
だ
け
自
分
に
は
不
要
な
ア
イ
テ
ム
を

す
る
よ
う
に
し
て
い

る

そ
れ
は
他
の
必
要
と
し
て
い
る
プ
レ
イ

へ
と

り
結
果
的
に
生
存

の
上

攻
略

組
の
戦
力
増
強
の
ど
ち
ら
か
に
繋
が
る

 
巡
り
巡

て

の
目
的
の

に
な
る
の
だ

 
そ
れ
に
エ
ギ
ル
は
中
層

ン
の
プ
レ
イ

の
育
成

を
ア
ル
ゴ
も
多
種
多
様
な
面
で

人
と

わ
り
を
持
て
る
事
か
ら

様

な
プ
レ
イ

か
ら
信
頼
と
期

を
寄
せ
ら
れ
る

 
そ
れ
は

第
に

以
外
か
ら
の
ア
イ
テ
ム
の

が
行
わ
れ
る
事
を
意
味
す
る

 

が

な
く
な

て
も
問

無
く
回
る
よ
う
に
な
る

は

時
ま
で
生
き
て

い
ら
れ
る
か
な

 
第
一
層
の
時
と
異
な
り
今
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始

の
後
に

べ
て

に
対
す
る
ヘ
イ
ト
が

あ
る

こ
の

層
に
来
た
以
上
後

り
が
出
来
な
く
な

て
い
る
今

殺
隊
や

を

し
よ

う
と
す
る
者
が
束
に
な

て
掛
か

て
来
て
は

滅
多
に
撒
け
は
し
な
い
だ
ろ
う
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転

も
ア

ク

フ

ア
に
し
か
出
来
な
い
と
分
か

た
以
上
オ
レ
ン
ジ
に
な
る

に

も
い
か
な
い

 
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
の
プ
レ
イ

に
は
様

な
デ
メ
リ

ト
が

さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い

る

圏
内

へ
入
る
と

強
い
ガ

デ

ア
ン
が
襲

て
来
る

は
経
験
無
い
の
で
あ

く
ま
で
人
伝
で
し
か
知
ら
な
い
が

の
が
代
表
的
だ

本
的
に
そ
れ
が
要
因
と
な

て
オ
レ

ン
ジ
化
は
デ
メ
リ

ト
ば
か
り
と
な

て
い
る
も
の
の

根
本
的
に
は
そ
れ
が
原
因
だ

 
し
か
し
オ
レ
ン
ジ
に
は
も
う
一
つ
制
限
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

 
そ
れ
が
転

に

す
る
も
の
だ

 
先
の
制
約
を

え
れ
ば

オ
レ
ン
ジ
は

圏
内

の
転

に
は
原

転

出
来
な
い

 
し
か
し
逆
に

え
れ
ば
圏
外
の

や

に
存
在
す
る
転

へ
は
変
わ
ら
ず
転

可
能
と

い
う
事
で
あ
る

転

結

が
手
に
入

た
の
は
第
九
層
で
実
は
転

あ
り
の
圏
外

が
登
場
し
た
の
も
そ
こ
か
ら
だ

た

 
更
に
オ
レ
ン
ジ
が
転

結

を
使

た
場
合

脱
出
の
転

先
へ

べ
る
の
は
現
在
層

に
存
在
す
る
圏
外
の
転

だ
け

つ
ま
り
第
二
十
二
層
の
フ

ル
ド
か
ら
第
五
十
層

の
圏
外
転

へ
転

結

で
行
く
事
は
出
来
な
い
し
第
八
層
以
下
で
は
そ
も
そ
も
使
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す
ら
不
可
能

 

が
オ
レ
ン
ジ
に
な
る

に
は
い
か
な
い
理
由
が
こ
れ

 
現
在
層
と
は
す
な
わ
ち
地
面
か
ら
離
れ
る

間
ま
で
足
を

け
て
い
た

層
と
い
う
意

味

シ
ス
テ
ム
的
に
は
プ
レ
イ

標
が
あ
る
フ

ル
ド
の

標
が
現
在
層
と

え
る
だ
ろ
う

 
な
の
で

が
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
場
合
今
ま
で
は
第
八
層
以
下
で
外

部
か
ら

と
さ
れ
る

に
は
い
か
な
か

た

今
と
な

て
は
第
七
十
六
層
以
上
の
転

が
圏
内
の
主

の

み
と
な

て
い
る
か
ら

更
そ
ん
な
状
況
に
な

て
い
る

 
ま

と
違

て
一
定
確

系
状

異
常
が
無

化
さ
れ
る
か
ら
麻

で
身
動
き
取
れ

な
く
さ
れ
て
そ
の
ま
ま

と
さ
れ
る
よ
う
な
事
は
無
い
け
ど
だ
か
ら
と

て
安
心
は
出
来
な

い 

が

な
に
オ
レ
ン
ジ
に
な
る
の
を

絶
し
グ
リ

ン
が

手
で
あ
れ
ば
先
に
オ
レ
ン
ジ
に

さ
せ
て
い
た
の
も
こ
れ
が
理
由

に

さ
れ
る
か
ら
で
は
な
く
生
き
残
る

道
が
無

く
な

て
し
ま
う
か
ら
だ

転

結

で

る
事
が
出
来
な
い

と
さ
れ
た
ら
終
わ
り
だ

 
け
れ
ど
そ
れ
が
出
来
て
い
た
の
も
全
て
は
偶
然
が
重
な

て
い
た
か
ら
だ

し
ろ
モ
ル
テ
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も
ア
キ
兄
も
グ
リ

ン
だ

た
の
が
数
人
で
他
は
全
部
数
が
多
く
と
も
オ
レ
ン
ジ
だ

た
の
だ

か
ら

仮
に
グ
リ

ン
の
数
が
多
か

た
な
ら

は
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
い
た
に
違
い
な
い

 
現
在
変
わ
ら
ず
リ

姉
と
シ
ノ
ン
か
ら
の

は
無
く
現
在

も
追

不
可
の
ま
ま

 

は

て
い
な
い
か
ら
安
心
だ
が
む
し
ろ
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
い
る
と
勝
手
に
表
示
さ

れ
る
追

不
可
状

な
の
に

が
一
切

て
い
な
い
と
い
う
の
も
引

掛
か
る

ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
い
る
な
ら
弓
使
い
の
シ
ノ
ン
は
と
も
か
く
前
衛
の
リ

姉
は
一

く
ら
い

て

も
良
い

な
の
に
こ
の
一
時
間

ち

く
ち

く
確
認
し
て
い
た
も
の
の
一
ド

ト
た
り
と
も

少
し
て
は
い
な
い

シ
ノ
ン

リ

姉

 

か

な
予
感
が
す
る

の
中
が
モ

モ

と
し
て

の

が
苦
し
く
な
る
く
ら
い
不

安
に
な
る

 
ア
キ
兄
と
の
デ

エ
ル
が
第
二
十
二
層
で
行
わ
れ
た
時
点
で
本

な
ら
ス
ト
レ
ア

め
て
三
人

を

の
ホ

ム
か
ら
離
れ
さ
せ
て
お
く
べ
き
だ

た

 
そ
れ
を
し
な
か

た
の
は

て
欲
し
か

た
か
ら

離
れ
て
欲
し
く
な
か

た
か
ら

 
そ
う

た
だ
の

の
我
が

だ

た
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三
人
の

に
本

は
離
れ
る
よ
う

て
お
く
べ
き
な
の
は
分
か

て
い
た
事
前
に
そ
れ
も

伝
え
て
了
解
は
取

て
い
た
か
ら

多
分

え
ば

直
に
退
去
し
て
く
れ
た
と
は
思
う

 
で
も

あ
の
広
い
家
で
ま
た
一
人
に
な
る
の
は
い
や
だ

た

あ
の

か
み
を
知

て

し
ま

た
以
上

ナ
ン
と
一
緒
に

た
と
し
て
も

た
さ
れ
な
い
の
だ

 
リ

姉
達
が
来
て

が
あ
の
家
を

と
な
く

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

た
理
由

が

く
分
か

た

 
あ
の
家
は

の
家
に
似
て
い
る
の
だ

本

な
ら

親
も

た
の
だ
ろ
う
あ
の
家
は

姉
が
あ
ま
り

ら
な
い
か
ら

ど
二
人

ら
し
の

と
ア
キ
兄
に
は
広
過
ぎ
た

そ
れ
で
も
他
に

家
な
ん
て
無
か

た
し
広
い
と
思
う
く
ら
い
で
他
に
不

な
ん
て
無
か

た
か
ら
特
に
気
に
は

し
な
か

た

は
大
変
だ
と
思

て
た
け
ど

 
一
緒
に

ら
し
て
い
て
も
ア
キ
兄
と
あ
ま
り

を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
し
あ

ち
も
合
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か
ら

ど
一
人
で
過
ご
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

冬
姉
が

帰

て
来
て
も
す
ぐ
出
て
行

た
か
ら
変
わ
ら
な
い

 

に

し
て
い
い
思
い
出
が
無
い

が
そ
れ
で
も
あ
の
大
き
な
ホ

ム
を

た
の

は

と
し
た
ら

過
去
を
振
り
切
れ
て
い
な
か

た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
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ア
キ
兄
を
斬

た

だ
が
そ
れ
で
も
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
想
い
は
あ

た

も
う
あ
り
得

な
い
と
思

て
は
い
て
も
願

て
い
る

が
い
た
の
も
ま
た
事
実

 
あ
の
ホ

ム
は
き

と
そ
の

徴

を
呼
ん
で
宴
会
を
開
い
た
の
も
リ

姉
達
に
退
去
を

わ
な
か

た
の
も

一

の
意
識
で
生
き
て
い
る

が
持

て
い
た
願
い
を
叶
え
た

か

た
か
ら

生
日
パ

テ

で

し
そ
う
な
ア
キ
兄
を
家

で

し
そ
う
に

ら
す
人

達
を
見
て

ま
し
く
思

て
い
た

の

望

 
リ
姉
と
一
緒
に
た
い
と
思
た
の
は

桐
谷
和
人
と
し
て
の
想
い
も
あ
る
け
れ
ど

ど
こ
か

千
冬

と
重
ね
て

ら
し
て
い
た
節
は
あ
る

離
れ
た
く
な
か

た

 

そ
れ
が
原
因
で

も
し
も
リ

姉
と
シ
ノ
ン
が
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
た
ら

 
そ
う

え
る
と
心
を
⻤
に
し
て
あ
の
日
退
去
さ
せ
て
い
れ
ば
と
思
う
が
も
う
後
の

り
だ

 

に
出
来
る
事
は
た
だ
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
い
た
か
ら
気
付
か
な
か

た
だ
け
で
あ
る
事
を

祈
る
ば
か
り

出
ら
れ
な
く
な

て
い
た
り
あ
る
い
は
圏
内
事
件
の
時
の
リ
ズ
達
の
よ
う

に

か
に

わ
れ
て
い
た
り
で
は
な
い
事
を
祈
る
し
か
な
い

 
死
ん
で

し
く
な
い

な
く
な

て

し
く
な
い

 
も
う

ビ

タ

が
原
因
で

護
り
た
い
人
が
死
ぬ
の
は

い
や
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

 
近
し
い
人
が
死
ぬ
の
は
い
や
だ

 

か
が
死
ぬ
の
は

も
う

み
た
く
な
い

 

も

な
い
夜
の

が

り
た

暗
い

エ
リ
ア
の
道
を
歩
き
な
が
ら
そ
う

中
で

ら
す

れ
も
な
い
本
心

 
そ
れ
は
矛
盾

 
人
を
殺
し
て
い
る
の
に
そ
れ
が
い
や
だ
と
い
う
自
分
の
行
動
に
対
す
る

定
で
あ
り

悪

 
け
れ
ど
そ
れ
を
仕
方
が
な
い
事
と
断
じ
る
自
分
も
い
る

か
を
護
る
に
は

か
を
代
償
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傷
付
け
て
来
る

手
か
ら
護
る
に
は
そ
の

手
を
傷
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

殺
し
に
来
る
の
で
あ
れ
ば

殺
ら
れ
る
前
に
殺
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
う
学
ん
だ

 
あ
の

で

 
そ
し
て

こ
の
世
界
で

 

一

と
し
て
も

桐

谷
和
人

と
し
て
も

ビ

タ

と
し
て
も

そ
し
て

黒
の
剣
士

と
し
て
も

今
ま
で
生
き
て
来
た
全
て
が
そ
う
伝
え
て
来
た

 

が
見
下
さ
れ
る
の
は
出
来
損
な
い
だ
か
ら
力
が
無
い
か
ら
弱
い
か
ら

だ
か
ら
生
き
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残
る

に
は
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

殺
ら
れ
る
前
に
殺
ら
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い

そ
の

に
必
要
な
も
の
を

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
強
け
れ
ば
生
き
弱
け
れ
ば
死
ぬ

そ
れ
が
殺
し
合
い
の
世
界
の
鉄

で
こ
の
デ
ス
ゲ

ム

の
あ
る
意
味
で
の
真
実

 
レ
ベ
ル
的
に
強
く
な
け
れ
ば
ボ
ス
と
戦
え
な
い
し
心
の
面
で
強
く
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
圏

外
に
も
出
ら
れ
な
い

ど
ち
ら
も

て
い
な
け
れ
ば
人
を

手
に
し
た
殺
し
合
い
な
ん
て
出

来
る

が
無
い

 

に
は
リ
ア
ル
で
の
経
験
が
あ

た

だ
か
ら
ま
だ
ど
う
に
か
な

て
い
た

 

で
も

ち

と
は

い
い

か

な

 
歩
い
て
い
た
足
が
よ
ろ
け

飾

の
ウ

ン
ド
ウ
に

れ
掛
か
る

 
そ
の
振
動
で

ろ

と

の

を

が
伝
う

 
第
二
レ
イ
ド
を
全
滅
さ
せ
ら
れ
ア
ル
ゴ
を
殺
さ
れ
た

そ
の
時
は
生
き
て
い
た
と
知
ら
な

か

た
か
ら

と
思

た

は
殺
意
に

ら
れ
る
が
ま
ま
に
剣
を
振
る

た

そ
れ
自
体
に

後
悔
は
し
て
い
な
い
し

間
違

た
と
も
思

て
い
な
い
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け
れ
ど

あ
の
行
動
を
責
め
る

が
い
る
の
も
事
実

 
そ
し
て

ア
キ
兄
を
殺
し
た
事
を
懺
悔
す
る
想
い
が
あ
る
の
も
事
実
だ

た

 

ら
憎
く
て
も
殺
す
必
要
は
無
か

た
と

ぶ

が

て

ら
血

で
も
同
情
す
る
必
要
は

無
い
と

ぶ

も

る

 
冬
姉
が

手
で
も
殺
す
の
か
と

え
る

が

て
あ
そ
こ
で
殺
ら
な
け
れ
ば
殺
ら
れ
て
い
た

と

え
る

も

る

 
き

と
常
識
的
に

え
れ
ば
前
者
の
方
が
正
し
い
の
だ
と
は
思
う

 
で
も

を
護
り
た
い
と
あ
る
い
は
ユ
ウ
キ
達
の
よ
う
な

を

え
て
く
れ
る
人
達
だ
け
で
も

護
り
た
い
と
思

て
い
る

と
し
て
は
あ
の
行
動
は
必
要
な
も
の
だ

た
の
だ
と

え
て
も
い

る 
あ
の
行
動
は
本

に
正
し
か

た
の
だ
ろ
う
か
と
も
う
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
状

ま
で
進

ん
で
い
る
に
も

わ
ら
ず

あ
る
い
は

だ
か
ら
こ
そ

そ
ん
な
事
を

え
て
し
ま
う

 
今
で
こ
そ
第
七
十
六
層
の
シ
ス
テ
ム

で
色

と
有

無

に
な

て
い
る
が

れ
報
い

を

け
る
日
が
来
る
ん
じ

な
い
か
と
そ
う
不
安
に
思

て
な
ら
な
い

そ
れ
が
直
姉
に

り

掛
か
る
の
で
は
と

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
不

過
ぎ
て
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
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間
違

て
い
た
ら

報
い
を

け
て

は
死
ぬ

 
で
も
き

と
正
し
か

た
と
し
て
も

か
し
ら
の
形
で

は
殺
さ
れ
る

正
し
い
だ
け

で
イ
コ

ル
間
違

て
い
な
い

で
は
無
い
の
だ
か
ら

も
の
の
見
方
な
ん
て
価
値
観
の
数
だ

け
変
わ
る
の
だ
か
ら

 

は

ど
う
す
れ
ば
よ
か

た
の
だ
ろ
う

 
ど
う
す
る
の
が
最
も
正
し
か

た
の
だ
ろ
う

 
本

は
分
か
り
合
え
な
か

た
の
で
は
な
く

の
方
が
分
か
り
合
う
事
を

絶
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か

許
せ
な
い
と
攻
略
の

に
な
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
か
ら
と
和
解

す
る
道
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
な
か

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

う

う
う

 
ウ

ン
ド
ウ
に

れ
掛
か

た

は

そ
の
ま
ま
背
を

け

ず
り
ず
り
と

り

ん
で
し

ま

た

体
育

り
に
な

た
後

に

を

し
付
け
て

を

え
よ
う
と
す
る

 
も
う

が
ど
う
な

て
い
る
か
分
か
ら
な
く
な

て
き
た

 
第
七
十
五
層
ボ
ス
は
結

無

化
空
間
ど
こ
ろ
か
撤
退
不
可
能
に
な

た
し
苦
労
し
て
倒
し

た
と
思

た
ら
第
二
レ
イ
ド
は
全
滅
さ
せ
ら
れ
て
る
し
ア
キ
兄
は

が
分
か
ら
な
い
事
で
殺
意
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を
振
り
撒
い
て
い
た

 
あ
の
ま
ま
ア
キ
兄
の
流
れ
に

せ
て
い
て
は
危
険
だ
と
判
断
し
て
無
理

理

り

ん
で
そ

の
果
て
に

は

こ
の
手
で
ア
キ
兄
を
殺
し
た

 
あ
の
時
は

に
血
が
上

て
い
た

ど
こ
か
自
分
自
身
じ

な
い
よ
う
な
感
覚
で
情

を

し
て
い
た
よ
う
に
思
う

が
ア
バ
タ

を
動
か
し
て
い
る

な
の
に
ど
う
し
て
か
そ
う
は

思
え
な
い
よ
う
な

な
感
覚

そ
れ
が

中
か
ら

こ

て
前
は
苦
戦
し
た
ア
キ
兄
を
む
し

ろ
圧
倒
し
て

ア

サ
リ
と

気
な
く

前
の
苦
戦
ぶ
り
に

べ
れ
ば

殺
し
た

 

で
ア
レ
は
仕
方
が
無
か

た
と

得
は
し
て
い
て
も
感
情
で
出
来
て
い
な
い
ま
ま
事

は
進
ん
で

が
ず

と
危
惧
し
て
い
た
事
が
シ
ス
テ
ム

で

こ

て
し
ま

た

 
そ
れ
か
ら
ず

と
動
き

け
て
い
た
か
ら

静
に
な
る

も
無
か

た
け
ど
い
ざ

し
さ
か

ら
解
放
さ
れ
る
と

ず

と

え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
事
ば
か
り
に
思

が
向
か

て
し
ま

う

リ

姉
達
の
事
や
ア
キ
兄
の
事
な
ど
だ

 
そ
う
な
る
と
分
か

て
い
た
か
ら
自
分
か
ら

え
て

し
く
し
て
い
た

論
こ
の
状
況
を

ら
か
想
定
し
て
い
て

他
の

よ
り
も
現
状
に
対
応
出
来
る
か
ら
で
も
あ

た

 
そ
れ
ら
が
一

付
い
て

え
て
し
ま

た
今
ど
う
し
て

い
て
い
る
か
そ
れ
す
ら

に
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は
分
か
ら
な
い

 
こ
の

は
ア
キ
兄
を
殺
し
た
事
に
対
す
る
罪
悪
感
か
分
か
り
合
え
な
か

た
事
に
対
す
る
哀

し
み
か

リ

姉
が

な
い
事
に
対
す
る

し
さ
か

分
か
ら
な
い

 
複

過
ぎ
る
か
ら
か

そ
れ
と
も

に
理
解
出
来
な
い
も
の
だ
か
ら
か

 

そ
ん
な
中
で
も

一
つ
だ
け
分
か

て
い
る
事
は
あ

た

も
う

れ
た

 

ビ

タ

を
演
じ
る
の
も

黒
の
剣
士

を
振
る
舞
う
の
も

蔑
ま
れ
る
の
も

ま

れ
る
の
も

頼
ら
れ
る
の
も

も
う

れ
た

 
一

⻑
く

を
取

て
気
を

い
た
せ
い
か
一

離
れ
て

て
来
た
こ
の
立
場
は
一

せ
を
知

た
後
に
は

過
ぎ
る

 
ず

と
気
を

り

け
て
い
た

最
前
線
の
攻
略
く
ら
い
な
ら
ま
だ
い
い
が
そ
こ
に
人
間

や
騒
動
が

わ

て
く
る
と
な
れ
ば
ま
た
別
だ
様

な
事
に
気
を

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら

に

れ
る

こ
れ
な
ら
ル

チ
ン
ワ

ク
の
方
が
よ

ど
い
い

あ
れ
は
あ
れ
で
ま

た
別
の
意
味
で

れ
る
け
ど

人
が

わ
る
事
に

べ
れ
ば

か
に
マ
シ
だ

 
そ
の
上

に
も
責

は
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
ア
キ
兄
と
は
結

本

を

い
合
う
事
無
く
死
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に
別
れ
に
な

た

 
冬
姉
が
こ
れ
を
知

た
ら

今
の

を
見
た
ら

ど
う
思
う
だ
ろ
う
か

 
ア
キ
兄
を
殺
し
た
の
だ
か
ら
事
情
は
ど
う
あ
れ
斬
り
殺
し
に
来
そ
う
な
気
は
す
る

ア

サ
リ
殺
さ
れ
る
か

問
を

け
な
が
ら

に
殺
さ
れ
て
い
く
か
の
違
い
だ
ろ
う
か

少
な
く

と
も
家

殺
し
の

の

い
分
は

か
な
い
だ
ろ
う

 
束

士
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か

興
味
が
無
い
人
間
に
対
し
て
は

だ

た
あ
の
人

は

が
桐

谷
家
に

わ
れ
て
会
い
に
来
た
あ
の
時
以

か
ら
そ
の

が

善
さ
れ
た
ら
し
い

か
ら

に

悪
さ
れ
そ
う
な
気
も
す
る

 
直
姉
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か

蔑
や

蔑

だ
ろ
う
か

あ

ハ
は

  

そ
う
な

て
も

仕
方
な
イ

か
な

  
あ
る
意
味

然
で
は
あ
る
だ
ろ
う

家

殺
し
を
し
た
の
だ
そ
ん
な
人
間
を

け
容
れ
て
も

ら
え
る
と
は

思
え
な
い
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直
姉
は

に

た
人
や
追
手
を
殺
し
た
事
も

こ
の
世
界
で
し
て
き
た
事
も
全
て
話
し

て

そ
の
上
で

を

け
容
れ
て
く
れ
た

そ
れ
は
本

に

し
い

 
で
も

流

に
今
回
は
ダ
メ
だ
ろ
う

 
良
く
て
絶
縁

悪
く
て

直
姉
の
手
で
殺
さ
れ
る

だ
ろ
う
か

 

ノ
之

師

に
は
悪
い
が

に
と

て
師

は
直
姉
と
い
う
意
識
が
強
い

武
道
を
教

え
て
く
れ
た
期
間
も

だ
か
ら
直
姉
は
弟
子
の
不
始

を
付
け
る
と

て
引
導
を

し
て
き

そ
う
な
気
も
す
る

そ
の

直
姉
も
冬
姉
と
同
様

し
い
か
ら

間
違

た
事
を
す
れ
ば
し

か
り

る
か
ら

 
今
回
の
事
で
そ
う
な

て
も

反
論
は

然

文

も

え
は
し
な
い

 
あ
あ
や

り
自
分
の
感
情
を

先
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
そ
う
思
う

そ
の
結
果
が
こ

れ
な
の
だ
か
ら

 

も
変
わ
ら
ず

し
て
く
れ
は
し
た
も
の
の

心
の

で
は
ど
う
思

て
い
る
か

も
う

だ

 
こ
の
世
界
を
生
き

く
と
誓

た

こ
の
世
界
を
ク
リ
ア
す
る
と

リ
ズ
と
ダ

ク
リ
パ
ル

サ

に

そ
し
て
ユ
イ
姉
に
誓

た
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そ
の
誓
い
を
破
る
よ
う
な
思
い
を

い
て
そ
れ
を

け
容
れ
よ
う
と
し
て
い
る

は
最

だ

ろ
う

家

殺
し
と
い
う
意
味
で
も
誓
い
を
破
る
人
間
と
い
う
意
味
で
も
そ
し
て

を
裏
切

ろ
う
と
し
て
い
る
意
味
で
も

黒
の
剣
士
は
攻
略
組
の
一

と
し
て

の
立
つ
プ
レ
イ

と
し
て
頼
ら
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
付
け
ら
れ
た
二
つ
名
だ

そ
の
名
を
背
負

た

が
戦
い
か
ら

る
の
は
そ
れ
は

の

信
頼
と
期

を
裏
切
る
事
に
他
な
ら
な
い

 
最
前
線
の
情
報
収
集
を
ア
ル
ゴ
だ
け
に

せ
る
事
に
な
る
し
大
変
な
マ

ピ
ン
グ
も
他
の
人

に

せ
き
り
に
な
る

い
や
そ
も
そ
も
ボ
ス
戦
で
戦
力
と
し
て
頼
ら
れ
て
い
る
の
に

る
事

に
な
る
の
だ
か
ら

そ

ち
の
方
が
最

だ

 

く
得
た

出
来
損
な
い
以
外
の

価
と
信
頼
信

と
て
も
重
い
責

も
あ
る
け
ど

そ
れ
で
も
失
望
さ
れ
る
事
を

よ
り
も
恐
れ
て
い
る

に
と

て
は
と
て
も
喜
ば
し
い
も
の

 
そ
れ
を
自
ら
捨
て
る
な
ん
て

今
ま
で
の
自
分
自
身
の
意

と
か
け
離
れ
て
い
る

 
だ
の
に
そ
れ
を

け
容
れ
よ
う
と
し
て
い
る

も

定
し

絶
し
て
き
た
死
も

け
容
れ
よ
う
と
す
ら
思

て
い
る

そ
れ
は
つ
ま
り
も
う
生
き
る
事

未
来
を
想
う
事

も

め
よ
う
と
し
て
い
る
事
と
同
義
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れ
た

た
い

も
う
苦
し
い
の
は
い
や
だ

か
を
殺
す
の
も
自
分
の
せ
い
で

か

が
死
ぬ
の
も
い
や
だ

 
も
う

に
な
り
た
い

  
生
き
て
い
た
い

も
う
苦
し
み
た
く
な
い

  
捨
て
ら
れ
た
く
な
い

見
捨
て
テ
欲
し
い

  
寄
り
を

し
た
い

し
た
ク
な
イ

  
死
に
た
く
な
い

死
ニ
た
イ

  
憎
く
な
ん
て
無
い

ニ
ク
い

  
護
り
た
い

コ
ワ
し
た
イ
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を
助
け
た
い

モ
ウ
ド
ウ
デ
モ
イ
イ

  
裏
切
り
た
く
は
な
い

誓
い
が
あ
る
か
ら
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ど
の
道

た
と
こ

ろ
で
こ
の
世
界
か
ら
解
放
さ
れ
る

で
も
無
い
の
だ
か
ら
意
味
が
無
い

こ
の
世
界
で
死
ぬ
ま

で

生
き
て
い
る
間

戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
自
ら
死
ぬ
事
は
許
さ
れ
な
い

黒
の
剣
士

と
し
て

ビ

タ

と
し
て

こ
の
身
ハ
て
る
ま
で

ず

と

 
心
が
コ
ワ
れ
て
も

命
を
モ
や
し

く
す
ま
で

ず

と
こ
の
地
獄
は

く

 

ビ

タ

が
死
ぬ
事
に
イ
ミ
は
あ
る
の
だ
か
ら
自
殺
な
ん
て
無

な
真
似
は
出
来
な
い

ダ
レ
か
に
こ
ろ
さ
れ
る

じ

な
い
と

意
味
が
無
い

 

呼

ダ
レ
か

で
も
良
い
か
ら

殺
し
て

お
願
い
だ
か
ら

 
殺
シ
て

 
死
な
セ
テ

 
ミ
捨
テ
テ
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ワ
ス
レ
テ

 

キ
リ
ト

  

飾

の
ウ

ン
ド
ウ
前
で

て

え
事
を
し
て
い
た
か
ら
か

人
が
近
寄

て
い
た
事

に

声
を
掛
け
ら
れ
る
ま
で
気
付
か
な
か

た

 
内
心
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
な
と

れ
る

圏
内

だ
か
ら
ど
ん
な
方
法
を

い
て
も
死
ぬ

事
は
無
い
け
れ
ど
だ
か
ら
と

て
気
を

い
て
い
い

で
は
無
い

人

り
が
今
は
無
い
か

ら
と

て

え
事
に

て
も
い
い

で
は
無
い

そ
ん
な
事
が
出
来
る

ど

観

出
来

る
状
況
で
も
立
場
で
も
無
い
の
だ
か
ら

 
そ
の
思

に

め
て
再
認
識
し
た
自
分
の
事
に
つ
い
て

い
た

息
を
内
心
で
付
き
な
が
ら

を
上

る

 
ウ

ン
ド
ウ
前
で

て
い
る

の
前
に
立

て
い
る
そ
の
人
は
少
し
キ
ツ
め
の
ベ
ビ

ピ

ン
ク
色
の

髪
に

を

と
し
た
エ
プ
ロ
ン
ド
レ
ス
に
身
を

ん
で
い
る

に
そ
ば
か
す
が
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あ
る
女
性
プ
レ
イ

に
手
を

て
て

み
こ
ん
で
い
る
そ
の
人
は
ま
る
で
こ
ち
ら
を

じ
て
い
る
よ
う
な
表
情
で

を

き

ん
で
き
て
い
た

 
そ
の
人
物
は

鍛
冶

を

ん
で
い
る
リ
ズ
ベ

ト
だ

た

リ
ズ

ど
う
し
た
の
よ

人
気
が
無
い
と
は

え
こ
ん
な
と
こ
で

い
て
る
な
ん
て

が
あ

た
の

 

時
の
間
に
か
こ
の

層
に
来
て
し
ま

て
い
た
ら
し
い
リ
ズ
は

の
地
面
に

て

を

で
て
き
な
が
ら
そ
う
問
う
て
来
た

し
い
声

で

と
て
も

ち

く
声

 
だ
か
ら

の
心
は

に
ざ
わ
つ
い
た

知
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か

え
て
し
ま

た

 

絶
さ
れ
て

き

と
蔑
ま
れ
る
と
思

た

い
た
く

ナ
い

 
そ
れ
が

だ

た

し
事
は
ダ
メ
と
分
か

て
い
て
も
す
ぐ
に
ば
れ
る
と
分
か

て
い
て

も
そ
れ
で
も
こ
の

を

け
た
か

た

は
話
す
の
を

し
て

秘
す
る
事
を

ん

だ

信
頼
し
て
信

し
て
く
れ
て

じ
て
く
れ
て
い
る
リ
ズ
の
紺

の
眼
に

を

定
す

る
色
が

る
の
を
見
た
く
な
か

た
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裏
で

最

だ

と

る
自
分
自
身
の

た
い
声
が
し
た

 
と
も
だ
ち
を

す

を
し
た
事
を
知

て
リ
ズ

リ
ズ
ベ

ト
が
片
手

で

り
に
来
る
光

が
見
え
て

  
そ
う
な

た
ら
シ
ア
ワ
セ
か
ナ

と

思

た

  
未
来
が
ナ
い
の
な
ら

シ
に
目
く
ら
い
は
シ
ア
ワ
セ
が
欲
し
か

た

   

さ
て

ど
う
し
た
も
の
か
し
ら

  
第
七
十
六
層
に
上

た
ら
最
後
そ
れ
よ
り
下
の

層
に
は

れ
な
い
と
い
う
事
を
デ

ア
ベ

ル
の
メ

ル
で
知

た
あ
た
し
は

最
終
的
に
は
こ
の

層
へ
来
る
事
を
決
断
し
た

 

然
最
初
は
二
の
足
を

ん
だ
も
の
の
あ
た
し
の

の

者
は

ど

層
を

い
で
来
る

プ
レ
イ

ば
か
り

そ
の

来
が

絶
え
る
と
い
う
事
は

上
が

た
り
に
な
る
し
あ
た
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し
の

を

し
て
い
た
の
は
攻
略
組
と

え
る
ト

プ
プ
レ
イ

が
多
か

た
か
ら
最
前

線
に
行
け
ば
少
し
は
力
に
な
れ
る
だ
ろ
う
と

え
た
の
だ

 
ア
ス
ナ
達
の
愛
剣
の
世
話
を
す
る
の
は
あ
た
し
だ
と
誇

て
い
た
の
も
あ
る

 

子
と
し
て

い
て
い
も
ら

て
い
た
シ
リ
カ
も
同
じ
決
断
を
し
て

備
が
あ
る
か
ら
と
明

日
来
る
彼
女
を

い
て
先
ん
じ
て
最
前
線
の

に
来
た
あ
た
し
は
ま
ず

点
と
な
る

の
確

保
を

ぐ
事
に
し
た

 
も
う

れ
な
い
と
知

た
上
で
の
決
断
で
あ
る
た
め
第
四
十
八
層
リ
ン
ダ

ス
に
構
え

て
い
た
水
車
小

の
鍛
冶

は
引
き
払

て

ば
く
か
の
コ
ル
を
取
り

し

り
物
だ

た
武

器
も
残

て
い
た
も
の
は
一
つ
を

く
全
て
を
イ
ン
ゴ

ト
に

し
て
か
ら
ス
ト
レ

ジ
に
突

ん
で
き
た

多
少
容

が
足
り
な
く
て
コ
ル
に

え
ざ
る
を
得
な
か

た
が
そ
れ
は
仕
方
が

な
い
と

り
切

て
い
る

 
そ
ん
な
事
を

行
し
て
い
た
た
め

後
八
時

と
い
う

い
時
間
に
な

て
か
ら
こ
の

へ
来

た
あ
た
し
は

速
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や
そ
こ
ら
の
プ
レ
イ

か
ら

の
構

を

き
出
し
一
先
ず
生

向
け
の
ホ

ム
が
あ
り
そ
う
な

エ
リ
ア
へ
と
歩
を
進
め
た

 
あ
た
し
は
攻
略
組

達
の
鍛
冶

と
し
て
か
な
り

い
で
い
た
し
そ
の
気
に
な
れ
ば
イ
ン
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ゴ

ト
か
ら
武
器
を
鍛
え
直
し
て

り
払

て
コ
ル
を

ぐ
事
も
こ
れ
ま
で
の
鍛
冶
や

集

め
の
戦
闘
で
得
た
経
験
値
に
よ
る
レ
ベ
ル
で
マ

ジ
ン
は
十
分
と

え
な
い
も
の
の
こ
の

層

で
も
戦
え
は
す
る
程

は
あ
る
か
ら
自
力
で

も
す
る

 
と
は

え
今
の
情
勢
で
圏
外
に
出
れ
ば
コ
ル
欲
し
さ
に
狂

化
し
て
い
る
プ
レ
イ

に
襲
わ
れ
か
ね
な
い
の
で

圏
外

で

ぐ
の
は
極
力

け
た
い

 
同
時
に

圏
内

と

え
ど
も

の
外
や
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
で

る
の
も
遠
慮
し
た
い

無
い
と
願
い
た
い
が

て
い
る
間
に
よ
か
ら
ぬ
事
を
さ
れ
て
い
る
危
険
性
を

定
出
来
な
い
以

上

や
は
り

す
る
の
は
自
身
の
ホ

ム
が
一
番
だ
か
ら
だ

 
こ
の
状
況
だ
と
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
は

に
定

オ

バ

し
て
い
る
と
思
う
け
ど

 
そ
う

え
な
が
ら
良
さ
そ
う
な
物
件
は
無
い
か
と
探
し
て
い
る
と

暗
く
な

て
い
る

の

ど
こ
か
か
ら
子

の
す
す
り

く
よ
う
な
声
が

こ
え
て
来
た

ま
さ
か
知
ら
ず
に
来
て
帰
れ

な
く
な

た
か
ら

い
て
い
る
の
か
と
思
い

と
は
な
し
に
そ
の
鳴
き
声
の
人
物
を
探
し
た

 
ま
さ
か

そ
れ
が
あ
た
し
の
知
り
合
い
の
キ
リ
ト
だ
と
は
思
い
も
し
な
か

た

 
確
か
に
キ
リ
ト
は
子

と
し
か

え
な
い
年

だ

あ
た
し
も
大
人
か
ら

わ
せ
れ
ば
十
分
子

の

だ
ろ
う
が
キ
リ
ト
は
そ
れ
以
上
だ

ま
だ
た

た
十

の
子

だ
か
ら

く
の
も
不
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自
然
で
は
な
い

彼
が
実
は

い
と
い
う
の
は
知

て
い
る
し
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
の
も
知

て

は
い
る

目
の
前
で
ユ
ウ
キ
が
慰
め
て

く

ち

く
程
だ

た
の
も
見
て
い
る
か
ら

更
だ

 
だ
が
そ
れ
ら
は

人
目
が
無
か

た
か
ら
こ
そ
の
行
動
だ

本
的
に
人
目
が
あ
る
場

だ
と
キ
リ
ト
は
弱
味
を
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
が
人
の

来
が
無
い
と

え
ど

中
で

い
て
い
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た 
知
ら
な
い
子

は
お
ろ
か
知
り
合
い
で
そ
れ
も
キ
リ
ト
だ
と
知

た
あ
た
し
が
見
て
な
い

振
り
を
し
て

り
す
る
事
な
ど
出
来
る

も
無
く

時
も
の
世
話

き
で
声
を
掛
け
る
ま
で

は
良
か

た
も
の
の

弱

し
い
反
応
の
上
に

が
あ

た
か
話
し
た
く
な
い
と
来
た

 
こ
れ
に
は
流

に
対
応
に

る

 

し
ろ
キ
リ
ト
の
場
合
地

が
多
い
上
に
一
つ
一
つ
の

が

バ
す
ぎ
る

可
哀
想
だ

か
ら
見
て
ら
れ
な
い
か
ら
と
慰
め
る

に
話
を

き
出
そ
う
と
し
た
が
最
後

い
し

返

し
を

け
る
事
は
想
像
に

く
な
い

 
そ
れ
で
下
手
に

い
た
り
す
れ
ば
キ
リ
ト
は
も
う
二

と

し
そ
う
に
な
い

と
い
う
か
絶

対
し
な
く
な
る
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そ
れ
に

に
似
合
わ
な
い
程
の

静
さ
を
有
す
る
キ
リ
ト
は
多
分
こ
ち
ら
を
気

て
い

る
部
分
も
あ
る

あ
た
し
が
知
ら
な
く
て
い
い
知

た
ら
気
を

て
し
ま
う
よ
う
な
内
容
は

え
て
話
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
も
思
え
る
の
だ

 
だ
か
ら
無
暗
に
突

ん
で

く
事
が
出
来
な
い

  

と
は

え

  
ち
ら
り
と

で
今
も

を
零
し
な
が
ら

り

け
て
い
る
キ
リ
ト
に

線
を
向
け
る

全
く

き
止
む
気
配
は
な
く
そ
れ
ど
こ
ろ
か

の

の
強
さ
も
雲

消
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
の
よ
う

な

を

け
る
彼
は

ま
る
で
捨
て
ら
れ
た
子

で
あ
る
か
の
よ
う
な
感
じ
だ

い
や

よ

う
な

で
は
無
く

ま
る

き
り
そ
の
ま
ま
に
も
思
え
る

 
こ
ん
な
子
を
こ
の
ま
ま
放

て
お
く
事
は
出
来
な
い
し
出
来
る
と
し
て
も
し
た
く
な
い

あ

た
し
は
そ
ん
な
外
道
で
は
無
い

話
し
た
く
な
い
と

た
と
い
う
事
は
裏
を
返
せ
ば

い
て
い
る
原
因
に

か
良
く
な

い
事
が
あ

た
の
は
確
か
な
の
だ

そ
れ
が

な
の
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が
今
ま
で
の
キ
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リ
ト
の
反
応
か
ら

す
る
に

多
分
あ
の
神

だ
ろ
う
と
は
目
星
が
付
く

 
こ
の
子
は
と
て
も
強
い

ど
れ
だ
け
殺
意
を
向
け
ら
れ
よ
う
と

絶
さ
れ
よ
う
と
生

な

事
で
は
弱

一
つ

く
事
が
無
い

 
こ
の
子
が

い
て
い
る
場
面
を
見
た
の
は
神

と
対
面
し
て
ト
ラ
ウ
マ
が
ぶ
り
返
し
た
あ
の
時

だ
け

そ
れ
以
外
は
闘
技
場
や
デ

エ
ル
と
い

た

い
て
は
い
な
い
も
の
の
弱

て
は
い
る

く
ら
い
な
も
の

 
つ
ま
り
絶
対
神

が

か
し
ら
の
形
で

し
て
い
る

 
ま
だ
こ
の

層
に
来
て
数
分
と
経

て
い
な
い
し
ア
ス
ナ
達
と
も
会

て

が
あ

た
の
か

話
し
て
い
な
い
か
ら

も
知
ら
な
い
あ
た
し
は
そ
の

に
触
れ
る
事
は
出
来
な
い

も
知
ら

な
い
あ
た
し
が
触
れ
て
い
い
事
で
は
無
い
だ
ろ
う

  

ま

多
分
リ

フ

も
知
ら
な
い
事
を
あ
た
し
は
知

て
い
る
ん
だ
け
ど
ね

  
そ
れ
は
キ
リ
ト
が
か
つ
て

一

と
し
て
生
き
て
い
た
時
の
日
常

 
ど
れ
だ
け
神

が
悪

で

千
冬
が
愚

で
こ
の
子
が

気
で
気

に
生
き
て
い
た
か
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を

か
な
間
で
も
よ
く
理
解
さ
せ
ら
れ
た
記

だ

 
そ
れ
を

に
キ
リ
ト
を

え
よ
う
と
す
る
事
は
出
来
る
が
あ
た
し
は
そ
れ
を
話
し
て
い
な
い

か
ら

に
そ
ん
な
事
を

て
も
却

て

さ
せ
て
し
ま
う
の
は
目
に
見
え
て
い
る

そ
も

そ
も
自
分
の
過
去
を
勝
手
に
見
ら
れ
て
い
い
気
分
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
結

あ
た
し
に
出
来
る
事
は

キ
リ
ト
が

ち

く
ま
で

て
寄
り

う
く
ら
い
な
も
の

だ

に

い
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
以
上
は
そ
れ
く
ら
い
し
か
無
い

 
一
人
に
し
て
そ

と
す
る
と
い
う

も
無
く
は
無
い
が
キ
リ
ト
に
対
す
る
場
合
一
人

に
さ
せ
る
つ
も
り
は
一
切
な
い

直

見
た

で
は
無
い
が
ア
ス
ナ
達
か
ら

い
た
だ
け
で
も

よ

ど
の
自
己

精
神
と

自
分
の

か
が
悪
い

と
追
い

め
る
思

を
展
開
す
る
子

な
の
だ

む
し
ろ
一
人
に
す
る
方
が

い
話
だ
ろ
う

 

か
な
家

を
求
め

と
も
だ
ち

に

望
を

い
て
い
る
キ
リ
ト
に
と

て

で
も

寄
り

う
事
こ
そ
が
き

と

よ
り
の

え
で
あ
り
救
い
だ
と
思
う
か
ら

ね

 
そ
う
し
て

大
体
十
分
が
経

た

だ
ろ
う
か

 
静
か
に

を

ら
し
て
い
た
キ
リ
ト
は
か

く
弱

し
い

神

の
兄
と
こ
の
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世
界
で
初
め
て
対
面
し
た
後
よ
り
も
弱

し
い
声

で

声
を
掛
け
て
来
た

ん
 

な
ら
あ
た
し
は
し

か
り
と
目
を
向
け
て
声
を
返
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
今
だ
け
は

線
を
向
け
ず
天

に

し
出
さ
れ
て
い
る
夜
空
へ
と
向
け
て
声
を
返
し
た

出
来
る
だ
け

し

く

あ
た
し
は
気
分
を

し
て
い
な
い
と

外
に
伝
わ
る
よ
う
に

 
そ
れ
に
安

し
た
か

そ
れ
で
も

し
て
い
る
の
か

キ
リ
ト
は

し
間
を
空
け
て
い
た

呼

を
整
え
る

や
か
な

が

を
打
つ

は

リ
ズ
に

誓

た

こ
の
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
す
ル

て

ダ

ク
リ
パ
ル

サ

を

キ
タ
え
て
も
ら

た

あ
の
時
に

え
え

誓

て
く
れ
た
わ
ね

今
で
も

明
に
思
い
出
せ
る
わ
よ

 
事
実
だ

 
あ
れ
か
ら
三

月

ど
経

た
も
の
の
あ
の
感
動
は
そ
し
て
い
じ
ら
し
い
子
に

い
た

情
は
今
で
も

明
に
思
い
出
せ
る

と

う
か

今
で
も
心
に

て
い
る

よ
り
も

く

け
れ
ど
強
く
気
高
い
少
年
の
覚
悟
と
誓
い
そ
し
て

や
か
な
願
い
を
伝
え
ら
れ
た
あ
の
時
の
事

を

忘
れ
て
な
る
も
の
か
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あ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
え
ば

あ
た
し
は
自
分
自
身
を
許
し
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

き
な
が
ら
覚
え
て
い
る
と

み
と
共
に

え
ば
キ
リ
ト
は

く
と
小
さ
く

し

く
り
上

た

も
し

も
し
モ

あ
の
誓
い
を

が

お
れ

が

キ
リ
ト

 
か
た
か
た
と
小

み
に

に

る
キ
リ
ト
が

え
る
の
を

を
合
わ
せ
て

て
い
た
あ

た
し
は
如
実
に
感
じ
取

て

流

に
違
和
感
を
覚
え
た

 
ど
う
し
て
あ
た
し
と
の
誓
い
の
話
に
そ
こ
ま
で

え
る
の
か

え
る
要

な
ど
無
い
だ
ろ
う

に

故

 
明
ら
か
に
異
常
で
ど
う
し
て
も
見
過
ご
せ
な
い
そ
の
様
子
に
あ
た
し
は
再
び
二
つ
の

を

ら
れ
て
い
た

 
す
な
わ
ち
問
い

す
か

て
寄
り

う
か

ち

と

こ

ち
来
な
さ
い

 
あ
た
し
が
取

た
の
は

ま
た
後
者
だ

た
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い
て

え

葉
を

中
で
止
め
て
し
ま
う
程
の
動
揺
を
引
き

こ
す
内
容
で
あ
れ
ば
あ

た
し
の
方
か
ら
無
理
に
問
い

す
の
は
や
め
て
お
い
た
方
が
い
い
と
判
断
し
た

キ
リ
ト
は
こ
れ

で

明
だ

必
要
で
あ
れ
ば
必
ず
話
す
と
信

出
来
る
か
ら
こ
そ

え
て
今
は

か
な
い
事
に

し
た

 

を

お
う
と
し
た
の
か
あ
の
誓
い
に
つ
い
て

を
思

て
い
る
の
か
あ
た
し
に
そ
れ
は

分
か
ら
な
い

 
知
力
の
差
ど
う
こ
う
よ
り
も
前
に
あ
た
し
は
キ
リ
ト
で
は
な
い
か
ら
同
じ
人
間
で
は
無
い

か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
の
気
持
ち
な
ん
て
あ
た
し
に
は
分
か
ら
な
い

似
た
過
去
が
あ
る
な
ら
あ

る
い
は

だ
と
か
リ

フ

の
よ
う
に
一
緒
に

ら
し
て
い
た
と
か
そ
う
い
う
近
し
い
点
が

あ

た
な
ら
ま
だ
し
も
出
会

て
た

た
三

月
な
上
に

に

を
合
わ
せ
て
い
る

で
は

な
い
あ
た
し
が

せ
る

も
無
い

 
と
は

え

予
想
出
来
な
く
も
な
い

 

と
す
れ
ば
あ
た
し
と
の
誓
い
は
今
の
弱

て
い
る
キ
リ
ト
に
と

て
重

に
な

て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
あ
る
い
は
誓
い
を
守
れ
な
い
と
弱
気
に
な

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
後
に

く

葉
が

か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど

も
し

な
ん
て

定
的

つ
仮
定
を
意
味
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す
る

葉
を

の
し
た
上
に
こ
の
状

を

み
れ
ば

そ
の

が

だ
ろ
う

 
確
か
に
あ
た
し
は
無
責

だ

た
と
思
わ
な
い
で
も
な
い

え
よ
う
と
は
思

た
少
し
で

も
背
負
わ
せ
て
と
も
思

た
け
れ
ど

キ
リ
ト
が
背
負

て
い
る
も
の
は
大
き
過
ぎ
る
か
ら

い
に
決
ま

て
い
る
の
だ

 
そ
の
上
で
ク
リ
ア
す
る
事
を
誓
わ
せ
た
の
だ
か
ら
キ
リ
ト
が
弱

を

い
た
と
し
て
も

に
も
責
め
る
事
は
出
来
な
い

 
大
人
で
も
投

出
し
た
い
程
に
重
い
誓
い
を
結
ば
せ
た
あ
た
し
に
出
来
る
事
は
最
初
か
ら
寄

り

う
事
だ
け
だ

た
の
だ

本
来
な
ら
き

と
そ
れ
す
ら
も

が
ま
し
い
だ
ろ
う
け
ど
責

め
ら
れ
る
の
は
あ
た
し
だ
キ
リ
ト
の

を
思

て
す
る
な
ら
自
分
に
向
け
ら
れ
る

倒
の

葉

く
ら
い

け
容
れ
る
覚
悟
で
あ
る

 
生

な
悪

く
ら
い
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
苦

を

け
て

戦

て
来
た
キ
リ
ト
を
知

て
い
れ
ば

そ
れ
だ
け
で
弱

を

く
気
に
は
な
れ
な
い
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
今
弱
気
に
な

て

と
共
に

き
出
し
て
い
る
キ
リ
ト
の
弱

を

け
止
め

る
つ
も
り
で
以
前
ユ
ウ
キ
が
し
て
い
た
よ
う
に
華

な
体
を

き

め
た

横
に

て
い
る

か
ら
ち

と
不
格

な
気
は
す
る
が

き

め
る
の
に

は
出
て
い
な
か

た
か
ら
気
に
せ
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ず
そ
の
ま
ま

行
す
る

 
シ
リ
カ
よ
り
も
あ
た
し
が
見
て
来
た
こ
の
世
界
の

よ
り
も
小
さ
な
子

き

と
陰
で
は

も
弱

を

い
て
来
た
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
あ
ま
り
人
前
で

け
出
さ
な
か

た
か
ら
こ
そ

に
も
知
ら
れ
ず

け
止
め
ら
れ
な
か

た
そ
れ
を

少
し
で
も
知
り
た
か

た

 
無
理

理

く
の
で
も
無
く
勝
手
に

く
の
で
も
無
く
た
だ
自
然
な
弱

を
あ
た
し
は
知

り
た
か

た

を
思

て

き

を
想

て
生
き
て
い
る
の
か
そ
れ
を
少
し
で
も
知
り
た

か

た

 
こ
の
作
ら
れ
た
仮
想
世
界
で
本
物
だ
と
信
じ
ら
れ
る
事
と

え
ば
人
の
想
い
く
ら
い
な
も

の
な
の
だ
か
ら

あ
た
し
は
ま
だ
今
日

が
あ

た
の
か
を
よ
く
知
ら
な
い
し
キ
リ
ト
に
つ
い
て
知

て
る

事
も
あ
ん
ま
り
無
い
か
ら
さ
あ
ん
た
が

に
悩
ん
で
る
か
分
か
ら
な
い
し

で

い
て
る
か

も
見

が
付
か
な
い

だ
か
ら
あ
た
し
の

葉
は

ら
く
て
勝
手
な
事
を
と
思
う
か
も
だ

け
ど

 
キ
リ
ト
を

き

め

に

を

せ
る
形
で

て
い
た
あ
た
し
は
そ
こ
で
一

を
離
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す

を

ま
せ

に

を
伝
わ
せ
て
い
る
少
年
は
キ

ト
ン
と
し
た

で
あ
た
し
を
見
上

て
来
て
い
た

 
そ
の
子

の

を

し
く

で
な
が
ら

を
開
く

キ
リ
ト
は
さ

多
分

し
く

え
過
ぎ
な
の
よ

に

い
て
る
か
も

で
弱
気
に
な

て
る
か
も
分
か
ら
な
い
け
ど

多
分
悩
み
過
ぎ
て

る
ん
だ
ろ
う
な

て
い
う
事
く
ら
い
は
分
か
る
わ

 
ビ

タ

の
真
実
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
し
て

の
キ
リ
ト
の
行
動
の
真
意
を

き
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
悩
み
過
ぎ
な
ん
だ
と
思

た

今

い
て
い
る
の
も
き

と

か
良

く
な
い
事
が
あ

て
そ
れ
に
対
す
る
行
動
か
あ
る
い
は
そ
れ
を
止
め
ら
れ
な
か

た
事
に
悩

ん
で
い
る
の
で
は
と

あ
た
し
は
思

て
い
る

 
後
悔
す
る
必
要
も
苦
し
む
必
要
も
無
い
事
す
ら

く
る
め
て
背
負
お
う
と
す
る
性
格
故
の
結

果
が
今
の
状

な
の
だ

あ
た
し
は
ね

き
た
か

た
ら
我

し
な
い
で

い
て
い
い
と
思
う

い
て
い
る
理
由
は

分
か
ら
な
い
け
ど
で
も

き

く
の
を
我

し
て
た
の
は

か
が
引

掛
か

て
る
か
ら
な
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ん
で
し

ん

 

ば
確
信
を

き
な
が
ら
の
問
い
に
キ
リ
ト
は
返
事
こ
そ
し
な
か

た
も
の
の

か
に

を

け

小
さ
く
こ
く
り
と

す
る

 
や
は
り

予
想
し
た

り
だ

た

 

い
て
い
る
の
は
つ
ま
り

か
を
後
悔
し
て
い
る
事

け
れ
ど

を

え
よ
う
と
し
て
い

る
の
は

か
が
引

掛
か

て
そ
れ
を
す
る
権

は
な
い
と
自
ら
を

り
付
け
て
い
る
結
果

だ 
あ
た
し
が
最
初
か
ら

た
な
ら

故
と
も

え
ら
れ
る
が
そ
の
前
か
ら

を

え
て
い

た
の
だ
か
ら

は

え
ら
れ
な
い

 
こ
の

え
を
後

し
し
て
い
る
の
は
さ

き
キ
リ
ト
が

中
で
止
め
た

葉
だ

さ

き

ら
か
予
想
し
て
い
た
が
ア
レ
が

し
て
い
る

か
が
原
因
で

を
流
し
て
い
て
け
れ
ど
子

の
よ
う
に

き

か
な
い
よ
う
に

え
る

後
ろ
め
た
い
事
も
あ
る
が
故
に

き

か
な
い

 
そ
の
行
動
を
あ
た
し
は
立

だ
と
思
う

時
と
場
合
事
情
に
も
よ
る
が
た
だ

き

く
ば
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か
り
で
は
情
け
な
い
と
思
う
事
も
あ
る
に
は
あ
る

 
け
れ
ど
同
時
に
キ
リ
ト
に
対
し
て
は

だ
な
と
思
う

彼
を
見
下
す
意
味
で
は
無
く
ま
る

で
弟
に

く
よ
う
な

し
い
思
い
の
そ
れ
だ

 
さ

き
本
人
に
も

た
が

色

と

し
く

え
過
ぎ
な
の
だ

キ
リ
ト
は
大
人
で
も

え
な
い
く
ら
い

し
い
事
を
ず

と

え
て
る
と
思
う

だ
か
ら

さ

い
た
り
と
か
弱

を

く
時
く
ら
い
も

と

直
に
な

て
も
良
い
と
思
う
の
よ

自

分
に
も

他
人
に
も
ね

他
人
に
も

悩
ん
で
る
事
を

し
た
り

き

を
ぶ
つ
け
た
り

ね

一
人
で

え

む
の
が
一
番

い
の
よ

自
分
自
身
も

そ
し
て

い
て
る
の
を
見
て
る
他
人
も

あ
た
し
も
今

キ
リ

ト
が

で

い
て
る
か
分
か
ら
な
く
て

だ
か
ら
こ
そ

え
る
事
も
慰
め
る
事
も
出
来
な
い
か

ら

く
て
悲
し
い
気
持
ち
に
な

て
る

あ
た
し
よ
り
も
キ
リ
ト
は
も

と
子

な
ん
だ
か

ら

も

と
あ
た
し
や
他
の

を
頼

た

て

絶
対

な
ん
て

た
ら
な
い
わ
よ

 
そ
も
そ
も
こ
ん
な

い
子

が
他
者
を
頼
ら
ず
一
人
で
生
き
る
な
ん
て
事
を

が
許
し
て

い
い

も
無
い
の
だ

本
人
が
そ
れ
を

し
て
る
し
逆
に
助
け
ら
れ
る
事
の
方
が
多
い
か
ら
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と
も

え
な
い
状

に
な

て
い
た
が

せ
め
て
心
く
ら
い
は

え
さ
せ
て
欲
し
い
と
思
う

 
け
ど
心
を

え
る
な
ら
ま
ず

に
悩
み

に
哀
し
ん
で
い
る
か
を
教
え
て
く
れ
な
い
と
行

動
出
来
な
い

 
だ
か
ら
あ
た
し
は
知
り
た
い
と
思
う
し

教
え
て
と
も

頼

て
と
も
思
う

 
き

と
ユ
ウ
キ
達
も
同
じ
気
持
ち
だ

キ
リ
ト
が
話
し
た
く
な

た
ら
で
良
い
け
ど
あ
た
し
も
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
達
も

が

あ
ん
た
の
事
を

え
た
い
と
思

て
る

苦
し
ん
で
る
事
を
知

て
そ
し
て
分
か
ち
合
い
た
い

と
も
き

と
思

て
る

少
し
ず
つ
で
い
い
か
ら

ち

と
は
頼
る
よ
う
に
し
な
さ
い
よ

じ

な
い
と
力
に
な
り
た
く
て
も
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
か
ら
さ

葉
に
し
て

く
れ
な
い
と
キ
リ
ト
と
別
人
の
あ
た
し
達
は
分
か
ら
な
い
か
ら

 
そ
れ
で
も
あ
た
し
は
そ
れ
を
無
理
に

き
出
そ
う
と
は
思
わ
な
い
か
ら
今
は
寄
り

う
だ

け
に

め
て
お
く

 
た
だ

時
で
も
頼

て
良
い
ん
だ
よ
と
そ
う

え
る
事
だ
け
は
し
て
お
く

こ
れ
を
し
て

お
く
か

か
だ
け
で
も

分
と
違
う
だ
ろ
う
か
ら

 

し
く

を

で
な
が
ら
黒
水

を
思
わ
せ
る

を

き

み
な
が
ら
あ
た
し
は
心
の
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か
ら
の
本

を

え
た

 
中

人
を
信
じ
ら
れ
な
い
気

の
キ
リ
ト
は
そ
れ
で
も
一

内

に
入
れ
た

手
を
信
じ
る

向
に
あ
る
か
ら
き

と
あ
た
し
の
こ
の

葉
が
本
気
の
心
配
か
ら
来
る
も
の
だ
と
分
か

て

く
れ
て
い
る

だ

リ
ズ

 
あ
た
し
の

え
を

い
て

か

く
キ
リ
ト
が
名
前
を
呼
ん
で
き
た

 
そ
れ
に

葉
は
返
さ
な
か

た
も
の
の
小

を

い
て
い
る
事
の
意
思
表
示
と
先
を

す
の
を
同
時
に
行
う

 

く
の
間
キ
リ
ト
は

る
か

る
ま
い
か
悩
ん
で
い
る
様
子
だ

た
が
結

話
し
て
く
れ

る
事
は
無
か

た

に
懊
悩
し
て
話
さ
な
い
事
を
決
め
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
た
だ
自
分

の
心
情
を
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
よ
り
は
あ
た
し
の
事
を
慮

て
遠
慮
し
た
よ
う
に
も
感
じ

た 
正
直
に

え
ば

そ
の
遠
慮
は
不
必
要
な
も
の
だ

 
だ
が
そ
れ
を
話
す
か

か
も
キ
リ
ト
が
決
め
る
事
だ
し
自
身
が

わ

た
せ
い
で
恨
ま
れ
た

過
去
を
恐
れ
て
い
る
節
が
あ
る
彼
に
他
者
を

わ
ら
せ
る
の
は
恐
ろ
し
い
に
違
い
な
く
て
無
理
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に

き
出
す
事
を
あ
た
し
は
し
な
か

た

こ
れ
が
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
な
ら
し
て
い
た
だ
ろ
う

が

キ
リ
ト
に
対
し
て
だ
け
は
別
だ

 
年

に
反
し
て
強
い
と
思
わ
せ
る
ビ

タ

の
仮
面
を

り

け
て
い
る
こ
の
少
年
の
心

は

に
ボ
ロ
ボ
ロ
で

下
手
に
そ
の

へ
足
を

み
入
れ
る
事
は
出
来
な
い

 
だ
か
ら
あ
た
し
は
キ
リ
ト
が

き
止
ん
で

ち

く
ま
で
の
間
一
緒
に

飾

の
ウ

ン

ド
ウ
に
背
を

け
て

た
ま
ま
寄
り

い

け
た

 

に

る
小
さ
な
子

を

し
く

き

め
て

を

で
な
が
ら

ち

く
ま
で

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
前
書
き
で
書
い
た
原
作
と
の
変
更
点
は
オ
レ
ン
ジ
に
よ
る

動
制
限

で
す

特
に
転

が
変
わ

て
ま
す
ね

 
・
変
更
点

 
原
作

転

結

で
も
他
の

層
の
圏
外
転

へ
転

可
能
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本
作

転

結

で
は
他
の

層
の
圏
外
転

へ
転

不
可
能

 
 
転

結

で
転

可
能
な
の
は
最
後
に
足
を

け
て
い
た

層
の
圏
外
転

第
九
層

以
上

 
 
圏
外
転

か
ら
な
ら
他
の

層
の
圏
外
転

へ
転

可
能

 
オ
レ
ン
ジ
は
圏
外
の

な
ど
に
あ
る
圏
外
転

で

層
を
行
き
来
す
る
の
が

本
と
さ

れ
て
い
ま
す

オ
レ
ン
ジ
で
圏
内
に
入
る
と
⻤
強
い
ガ

デ

ア
ン
が
来
て

ま

た

ら
監
獄
行
き
に
な
る
か
ら
で
す

 
原
作
第
八

の

圏
内
事
件

の

Ｐ
ｏ
Ｈ
と
ザ
ザ

ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク
が
立
ち
去

た
後
の
キ
リ
ト

点
で
転

結

で
の

動
の
話
が
出
て
い
た
の
で
原
作
で
は
多
分
転

結

で
も
圏
外
転

へ
の

動
は
可
能
な
の
で
し

う

本
作
で
は
そ
こ
を
変
更
し
ま
し
た

 
更
に
結

で
の
圏
外
転

へ
の
転

も
そ
れ
を
使

た

層
と
同
じ

層
の

に
の
み
と

限
定
し
ま
し
た

 
転

結

や
圏
外
転

が
ど
の

層
で
登
場
し
た
の
か
も
不
明
で
す
が
本
作
で
は
原
作
プ

ロ
グ
レ

シ
ブ
の
第
三

九
層
ま
で

く
大
型
キ

ン

ン
ク
エ
ス
ト
に

い
九
層
か
ら
転
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結

と
圏
外
転

が
登
場
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た

こ
れ
は

か
と
魔
法

い
も
の
が
あ

る
エ
ル
フ
に

付
け
た
方
が
あ
り
得
そ
う
だ
な
と
思
え
た
か
ら

デ
ス
ゲ

ム

の
時
点
で

転

結

の
存
在
を
キ
リ
ト
は
知

て
い
る
よ
う
な
の
で
原
作
ベ

タ
で
登

た

層
を

え

る
と
多
分

だ
と
思
う

 
圏
外
転

は
第
九
層
以
上
に
し
か
無
い
の
で
第
八
層
以
下
だ
と
オ
レ
ン
ジ
は
容

に
行
き

来
す
る
事
は
出
来
な
い

 
つ
ま
り

仮
に
キ
リ
ト
が
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
時
に
第
一
層
の
外

部
か
ら

と
さ
れ
た
ら

最
後
に
足
を

け
て
い
た

層

が
第
一
層
で

第
八
層
以
下
だ
か
ら
圏
外
転

が
存
在
し

な
い
の
で

ロ
ジ

ク
的
に
死
ぬ
し
か
な
い

 
キ
リ
ト
が

な
に
オ
レ
ン
ジ
に
な
ら
な
か

た
理
由
が
コ
レ

オ
レ
ン
ジ
に
な
る
と
外

部

か
ら

と
さ
れ
た
場
合
に

脱
出
で
復
帰
不
可
能
だ
か
ら

グ
リ

ン
を

手
に
す
る
時
は
わ

ざ
と
ダ
メ

ジ
を

け
て
い
た
の
も
こ
れ
が
理
由
で
す

 
と
に
か
く

キ
リ
ト
の
場
合
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
ら
一

の
終
わ
り
と
い
う
認
識
で

 
今
更
に
な

て
そ
の
思

が
出
て
来
た
の
は
リ

フ

と
シ
ノ
ン
が

信
不

に
な

て
不

安
に
な

て
い
る
か
ら

モ
ル
テ
の
時
の
リ
ズ
と
シ
リ
カ
を
思
い
出
し
て
こ
の
状
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キ
リ
ト
の
精
神
的
な

さ
と
弱

を

く
時
の

さ
を
上
手
く
表
現
出
来
て
い
る
で
し

う

か

あ
と

狂

て
来
た

切

掛
け
は
ア
キ
ト
を
自
分
で
殺
し
た
事

や

り
ア
キ
ト

は
ど
う
な

て
も
キ
リ
ト
に
悪
影

し
か
与
え
な
い

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト

点
の
内
面
や
認
識

写
と
他
キ

ラ

点
の
キ
リ
ト
に
対
す
る
推

や
認
識
が
食
い
違
う
事
が
多

出
て
き
ま
す
が

わ
ざ
と
で
す

今
話
な
ん
て
キ
リ
ト
死
に
た

い

て

え
て

い
た
事
に
気
付
い
て
欲
し
い

リ
ズ
に
殺
し
て
欲
し
い
と
思

て
る
け
ど

リ
ズ
は
助
け
よ
う
と

え
て
ま
す
か
ら
ね

し
か
も
キ
リ
ト
が
完
全
に
明
か
し
て
な
い
か
ら
完

に
す
れ
違

て
い
る

 
今
後
更
に
悪
化
す
る
予
定

あ
く
ま
で
予
定

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

    

感
情
自
己

悪
が
情
動
自
己
憎
悪

殺
意
へ

華
し
ま
し
た

常
に
自
身

へ
の
憎
悪

殺
意
が
高
ま
り

け
ま
す
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本
能
生
存
本
能
が
弱
化
し
死
に

し
た

の

発
力
が
消
失
し
ま
し
た

他

者
が
死
に

し
た

の

心
が
大

に
強
化
さ
れ
ま
し
た

  

獣

の

が
強
化
さ
れ

時
の
理
性
が
弱
化
し
ま
し
た

怒

殺
意

憎
悪
な
ど
負
の
想
念
を
覚
え
や
す
く
な
り

発
力
が
大

に
上

し
ま
し
た

大
切
な
者
が
悪

意
に
よ

て
危
険
に
晒
さ
れ
る
と
最
大
限
の
狂
化
が
入
り
ま
す
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第
六
十
一
章
 

懼
れ
る
者

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
前
話
の

き
で
前

リ
ズ
ベ

ト

点
後

は
シ
ノ
ン

点

文

数
は
約
二
万
六

千 
リ
ズ

点
で
は
消
失
し
た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
に

す
る
事
リ
ズ
の
鍛
冶

に
つ
い
て

写
し
て
ま
す

シ
ノ
ン

点
は

め
ば
分
か
り
ま
す

 
リ
ズ

点
は
一
部
だ
け

の

の

が
あ
る
け
ど

全
体
的
に
真
面
目
な
話
ば
か
り

ゲ

ム
だ
と
第
七
十
六
層
に
第
二

を
持
ち
ま
し
た
が

そ
れ
に

す
る
お
話
で
す

 
ち
な
み
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

は

恐
れ
る

の
常

外

で
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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弱
り
果
て
て
い
た
キ
リ
ト
は
そ
れ
か
ら
十
分

ど
掛
け
て
精
神
的
に
あ
る
程

持
ち
直
し
た

 
も
う
大

と

て
来
た
時
の
表
情
は
知
り
合
い
し
か

な
い
場
で
だ
け
見
せ
る

ら
か

な
も
の
で

し
い
光
は
あ

た
も
の
の

と
変
わ
り
な
く
見
え
た

本
来
な
ら
今
年
で
小

学
五
年
生
に
な
る
子

と
は
思
え
な
い
持
ち
直
し
様
だ

 
そ
の
精
神
力
に
は
感

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
同
時
に
複

な
も
の
も
覚
え
る

そ
の
強
さ
は

こ
の
世
界
を
生
き
る
に
あ
た

て
必
要
な
も
の
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
本

な
ら
年

応

の
弱
さ
で
い
い
か
ら
こ
そ
そ
の
あ
ま
り
の
差
異
に
得
も

わ
れ
ぬ
も
の
を
覚
え
て
し
ま
う
の
だ

 
そ
れ
で
も
そ
れ
を

に
す
る
事
は
無
い

キ
リ
ト
本
人
が
こ
の
道
を

び

が
そ
れ
以
外

を
許
さ
な
か

た
か
ら
こ
う
な

て
い
る
の
だ
不

な
話
に
な

て
し
ま
う
か
ら

う
意
味
も

無
い
の
だ

 
こ
の

層
で

く
四
分
の
三
を
過
ぎ
た
の
だ
し

ベ

タ
テ
ス
タ

達
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ

も
と

く
に
無
く
な

て
い
る
の
だ
か
ら
い
い
加

ビ

タ

の
重
責
か
ら
解
放
さ
れ
て
も

い
い
と
あ
た
し
は
思
う
の
だ
が

が
人
の

に
と
自
ら
の
意

で
剣
を
振
る
う
く
ら
い
お
人

し
な
性
分
な
せ
い
か
シ
ス
テ
ム

に
よ

て

き
た

乱
を
収
め
る

に
キ
リ
ト
は

先

し
て
動
い
て
い
る
よ
う
だ

た
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ヒ

ス
ク
リ
フ
が
あ
ま
り
動
い
て
い
な
い
事
に
は

を

ざ
る
を
得
な
い
も
の
の

や
ら
事

情
が
あ
る
ら
し
い
の
で
問
い

す
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

気
に
キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ

は
裏
で
色

と
話
し
合

て
は
動
く
事
が
あ
る
か
ら

今
回
も
そ
の

か
と
思

た
の
だ

 
後
に
ま
さ
か
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

場

で
キ
リ
ト
が
会
議
の
議
⻑
を
し
て
い
た
の
も
今

の
状
況
に
近
い
事

を
予

し
て
対
応
出
来
た
か
ら
だ

た
事
に
あ
た
し
は
心

く
事
に
な

る 

話

 

ち

い
た
キ
リ
ト
か
ら
こ
の

層
に
来
て

を
し
て
い
た
の
か
ど
う
い
う
事
に
な

て
い

る
か
を
教
え
て
も
ら

て
い
た
あ
た
し
は
夜
で
も
ま
だ
開
い
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
経

の
武

や

の
品

え
を
見
て
い
く

 
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
せ
い
で
鍛
冶
ス
キ
ル
が
か
な
り

下
し
て
し
ま

た
か
ら
今
の

自
分
が
作
る
武
器
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

で

て
い
る
武
器
の
ど
ち
ら
が
強
い
か
確
認
す
る

の
作
業

だ

前
者
で
あ
れ
ば
ま
だ
収
入
が
見

め
る
も
の
の
後
者
で
あ
れ
ば
今
は
ス
キ
ル
を
再

鍛
え

る
事
に

力
し
よ
う
と
い
う

え
か
ら
し
て
い
る

 
結
果
的
に

同

だ

た
た
め
そ
れ
な
ら
今
は
鍛
冶
ス
キ
ル
を
出
来
る
だ
け
上

て
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武
器
の
強
化
や
作
製
時
の
パ
ラ
メ

タ
が
高
く
な
る
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
な
と
判
断
し
た

う

ん

こ
れ
は

客
が

る
の
を
覚
悟
し
と
い
た
方
が
い
い
か
も

そ
の

振
り
か
ら

す
る
に

リ
ズ
は

鍛
冶

ス
キ
ル
が
下
が

た
の
か

そ
う
よ

 
武
器

に

べ
ら
れ
て
る
デ

ニ
タ

ス
シ
リ

ズ
の
武
器
を
手
に
取

て
パ
ラ
メ

タ

を
見
つ
つ
モ
ン
ス
タ

か
ら
ド
ロ

プ
す
る
換
金

を

て
数
十
本
を

め

い
を

り

返
し
て
い
る
キ
リ
ト
の

葉
に

武
器
の
パ
ラ
メ

タ
と

め

こ
し
て
い
た
あ
た
し
は

い

た 
別
に

す
よ
う
な
事
じ

な
い
し
客
を

手
に

し
て
い
る
身
で
あ
る
以
上
そ
れ
に

く

事
は

す
べ
き
で
は
無
い
と
判
断
し
て
い
た
の
で

直
に
そ
れ
を
明
か
し
た

キ
リ
ト
に

す

よ
う
な
事
で
も
無
い
と
い
う
の
も
あ
る

ス
キ
ル
値
が
四

ち

と
ま
で
下
が

ち

て
ね

お
陰
で

く
は

上
が

た

り

武
器
作
製
と
か
強
化
修
復
依
頼
で
ま
た
地
道
に
鍛
え
直
す
し
か
な
い
わ

そ
う
い
え
ば

キ
リ
ト
も

鍛
冶

を
取

て
た
と
思
う
け
ど

ど
う
だ

た
の

鍛
冶

は
下
が

て
な
い
よ

の
場
合
は
戦
闘
ス
キ
ル
が
全
体
的
に
少
し

一
部
は
大
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に
下
が

て

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の

つ
か
が
消
失
し
た

え

え

 
ち

あ
ん
た

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
が
消
失

て

大

な
の
そ
れ

ど
使
わ
な
か

た
も
の
だ

た
か
ら
な

こ
れ
を
機
に
他
の
プ
レ
イ

特
に
攻
略

組
の

か
に
出
て
く
れ
れ
ば
全
体
的
な
戦
力
ア

プ
に
な
る
か
ら

の

だ

一
人
に
戦
力
が

ま

て
て
も
意
味
無
い
し

あ

ま

そ
れ
は
確
か
に

 
意
味
無
い
と
か

い
つ
つ
も
一
人
で
ボ
ス
を

せ
る
く
ら
い
キ
リ
ト
は
強
い
よ
ね
と
苦

と

共
に

中
で

き
つ
つ
も

あ
た
し
は
同
意
を
返
し
た

 

に

や
二
刀
流
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
剣
技

繋
の

性
ア

プ

レ
ベ
ル
や

備
で

み
の
プ
レ
イ

で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
く
ら
い
強
く
な

て
い
る
か

ら
キ
リ
ト
が
他
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
持
て

し
て
い
る
感
が
あ
る
の
は
あ
た
し
に
も
分
か

て
い
た

 
闘
技
場

レ
イ
ド
戦

を
見
て
い
た
か
ら
分
か
る
の
だ
が

キ
リ
ト
は

本
的
に

二
刀
流

を
使
い

そ
れ
以
外
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は

ど
使
わ
な
か

た

も
追
撃
に
使
う
く
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ら
い
で
全
力
で
行
使
し
た
時
な
ん
て
モ
ル
テ
の
時
と
ホ
ロ
ウ
を

手
に
し
た
時
く
ら
い
し
か
あ

た
し
は
覚
え
が
無
い

 
以
前
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
鍛
え
上

た

に

い
た

ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
ゴ

ト

を
取
り
に
行
く
道
中
で
話
し
て
も
ら

た
よ
う
に

ド
ス
キ
ル
だ
け
で
な
く
手
数
で
圧
倒
す

る

に
キ
リ
ト
は
二
刀
を

し
て
い
た

 
闘
技
場
で
の
死
闘
神

と
の
デ

エ
ル
を
見
て
思

た
が
こ
こ
ぞ
と
い
う
場
面
以
外
は

常
攻
撃

つ
ま
り
キ
リ
ト
が

て
い
た
よ
う
に
手
数
が
も
の
を

う

 
そ
れ
を

ま
え
れ
ば

手
武
器
の
分

で
あ
る
刀
や

手
剣

手

手

を

ま
な
い

の
も
道
理
だ

体
格
的
に
取
り
回
し
と
い
う
面
で

し
い
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
こ
こ
ぞ
と
い
う

時
に

ド
ス
キ
ル
を
発
動
す
る
に
は

手
で
武
器
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
そ
れ
は

の

手
で
別

の
武
器
を
持
つ
二
刀
流
と

反
し
て
い
る
か
ら
だ

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
が
最
も
使
う
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
二
刀
流
と
な
り
他
の
ス
キ
ル
は
必
然
的

に
使
わ
れ
な
く
な
る

消
失
し
た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
そ
の
大

が

手
武
器
対
応
の
も
の
だ

た
か
ら

キ
リ
ト
と
し
て
は
本

に
そ
こ
ま
で

が
無
い
の
だ

 
他
の
人
に
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
が
発
現
す
る
可
能
性
も
出
た
の
は
全
体
的
な
戦
力
向
上
と
い
う
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意
味
で
は
む
し
ろ
良
か

た
と
も

え
る

 

手
武
器
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
か
ら
と
い
う
だ
け
で
な
く
キ
リ
ト
が

ド
ス
キ
ル
を
使
う

と
し
て
も
発
動
す
る
の
は
一
つ
だ
け

発
動
出
来
る
ス
キ
ル
の

は
広
が
る
だ
ろ
う
が
実

に
行
動
に

こ
せ
る
の
は
一
つ
だ
け
だ

 
ボ
ス
攻
略
が

本
的
に
集

戦
で
あ
る
以
上
キ
リ
ト
だ
け
が
戦
い
の
手

を
多
く
持

て
い

て
も
ダ
メ
だ

ボ
ス
戦
と
い
う
の
は
突
出
し
た
戦
力
も
必
要
で
は
あ
る
が
あ
ま
り
に
も

り
特

化
し
過
ぎ
た
ス
テ

タ
ス
が
大
き
な
デ
メ
リ

ト
を
背
負
う

極
振
り
だ
と
高
性
能
の
武

を

備
出
来
な
く
な
る

よ
う
に

一
人
が
強
く
て
も
レ
イ
ド
と
し
て
は
強
化
さ
れ
な
い

全

が
平

的
に
強
く
な
る
事
で
レ
イ
ド
の
強
さ
は
高
ま
る
の
だ

 
レ
イ
ド
と
し
て
の
戦
い
は
一
パ

テ

の
戦
力
を

密
に

さ
れ
た
上
で
の
作
戦
か
ら

成
り
立

て
い
る

 
神
聖
剣
と
い
う

特
化
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
有
す
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
隊
が
持
ち

え
ら
れ
る
時
間
ア
ス
ナ
や
ク
ラ
イ
ン
が

い
る
ア
タ

カ

部
隊
が
ど
れ
だ
け
ダ
メ

ジ
を
与

え
そ
し
て
ヘ
イ
ト
を

ぐ
か
の
目

を
全
て

し
た
上
で
攻
撃
と

前
衛
後
衛
が
入

れ

わ
る
ス
イ

チ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

ら

て
い
る
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常
の
フ

ル
ド
攻
略
で
あ
れ
ば
パ

テ

内
の
メ
ン
バ

の
戦
力
を

み
て

を

振

て
い
る
だ
ろ
う
が
レ
イ
ド
戦
は
そ
れ
を
大
き
く
見
た
も
の
レ
イ
ド
内
の
パ

テ

の

戦
力
で

が
決
ま

て
い
る

そ
の
パ

テ

内
で
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

て
は
な
ら
な
い
し

一
つ
の
パ

テ

だ
け
が
強
力
で
も
作
戦
は
成
り
立
た
な
い

 

特
化
の
タ
ン
ク
は
ど
れ
だ
け
い
て
も

無
い
と
思
う

む
し
ろ
タ
ン
ク
に

し
て
は
多

け
れ
ば
多
い

ど
良
い
だ
ろ
う
タ
ン
ク
の

力
が
高
け
れ
ば

動
し
て
レ
イ
ド
の
生
存

も

上
が
る
か
ら

 
だ
か
ら
問

な
の
は
ア
タ

カ

 
あ
ま
り
に
強
過
ぎ
る
者
が
一
人

て
は
い
け
な
い

そ
れ
は
ヘ
イ
ト

理
が

面
倒
に
な

り
予
想
外
の
事

を

く
事
が
多
く
な
る
か
ら
だ

攻
撃
す
る
者
に

と
ヘ
イ
ト
が

て

は

を

す
る
者
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
重

を

て
い
る
プ
レ
イ

は
得
て
し

て

性
に
欠
け
て
い
る
か
ら
だ

 
逆
に
全
体
的
に
弱
く
て
も
い
け
な
い

与
え
ら
れ
る
ダ
メ

ジ

が
少
な
い
と
時
間
が
掛
か

り
過
ぎ
て
レ
イ
ド
の
集
中
力
が
保
た
ず

な
ミ
ス
を
引
き

こ
し
か
ね
な
い
か
ら
だ

ま
た

ス
イ

チ
で
下
が

た
前
衛
が
持
つ
ヘ
イ
ト
を
上
回
る

を
得
る
に
は
前
衛
が
与
え
た
ダ
メ
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ジ
を

時
間
で
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

間
的
な

発
力
も
必
要
に
な
る

ヘ
イ
ト
に

し
て
は
他
に
も
様

な
要

が
あ
る
の
で
多
少
の
修
正
は

く
が
そ
れ
で
も
攻
撃
力
が

い

と

が

た
か
ら
下
が

た
者
達
が

わ
れ

け
る
事

に

る
の
だ

 
キ
リ
ト
の

二
刀
流

が
発
覚
し
た
時

神
聖
剣

の
時
よ
り
も
あ
る
意
味
騒
が
れ
た
の
に

は

ビ

タ

だ
か
ら
だ
け
で
は
無
く

こ
れ
も

し
て
い
る

 

特
化
に

し
て
は
正
直
武

の
強
化
す
る
方
向
性
や
そ
の
種

の

さ
で
ど
う
に
か
な

る
が
攻
撃
に

す
る

備
は
武
器
一
つ
他
に
は

備
の
付
与

果
に
よ
る
補
正
程

大
ダ

メ

ジ
を
出
す

ド
ス
キ
ル
を
使
う
に
は
ど
う
し
て
も
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
る

 
ボ
ス
は

ド
ス
キ
ル
を
使
わ
な
け
れ
ば
中

ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
な
い
の
で
そ
う
い
う

意
味
で
は

二
刀
流

は
ア
タ

カ

の
ス
キ
ル
な
の
だ

だ
か
ら
こ
そ
攻
略
組

一
の

ダ
メ

ジ
デ

ラ

で
あ
る
キ
リ
ト
も
愛

し
て
い
る

 
逆
に

え
ば
キ
リ
ト
に
と

て
は
他
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
必
要
無
い

片
手
武
器
に
対
応

し
て
い
る
ス
キ
ル

コ
モ
ン
ス
キ
ル
の

刀

や

剣

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の

暗
黒

剣

な
ど

で
あ
れ
ば

二
刀
流

と

出
来
る
が

手
武
器
は
そ
れ
が
不
可
能

 
そ
し
て

手
武
器
は

ど
が
ボ
ス
に
有

な
重
攻
撃
ス
キ
ル
を
多
く
有
し
て
い
る

一
撃
の
ダ
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メ

ジ
も
高
く
隙
は
大
き
い
も
の
の

間
と
協
力
す
れ
ば
ボ
ス

手
に
も
十
分
放
て
る
し
あ

ま
り
デ
メ
リ

ト
は
無
い
と

え
る
だ
ろ
う

 
故
に
キ
リ
ト
と
し
て
も
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
消
失
は

手
で
は
無
く
他
の
者
に
発
現
す
る
の

な
ら
む
し
ろ
良
い
と
い
う

な
の
だ

 

論
こ
れ
は
発
現
す
る
者
が
攻
略
に
意
欲
的
な
人
物
で
あ
れ
ば
の
話

 
仮
に
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
と
も
な
れ
ば

と
な
る
の
は
明
白
で
そ
の
場
合
は
キ
リ
ト
が
ま

た
出

る
事
に
な
る
だ
ろ
う

 
と
は

え

う

構
成

の

数
以
上
が
死
亡
し
壊
滅
し
た
の
を
契
機
に
オ
レ
ン
ジ

達
も

本
的
に
目
立

た
行

は
せ
ず
水
面
下
で
動
く
程

だ
か
ら
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
得
た

と
し
て
も
大

ら
に
動
く
事
は
無
い
だ
ろ
う

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を

得
し
た
の
を
契
機
に

子
づ
い
た
場
合
は
別
だ
が
そ
う
い
う
者
が
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
ヒ

ス
ク
リ
フ
ア
ス
ナ
達
よ

り
強
い
と
は
思
え
な
い
の
で

ど
ち
ら
に
せ
よ
面
倒
が
増
え
る
程

に

ま
る
と
思
う

 
良
か

た
と
思
う
の
は
神

が

に
死
亡
し
て
い
る
事
か

 
自
ら
に
制
限
を
掛
け
て
い
た
と
は

え
あ
の
キ
リ
ト
を
圧
倒
す
る
程
の
才
を
見
せ
た
神

が

も
し
万
が
一
に
も
限
ら
れ
た
者
に
の
み
与
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
的
に
も
特
別
な
ユ
ニ

ク
ス
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キ
ル
を
得
て
し
ま

て
い
れ
ば
も

と
危
険
で
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事

を

き

こ
し
て

い
た
と
し
か
思
え
な
い

 

も
し
か
し
た
ら
キ
リ
ト
が
神

を
殺
し
た
の
に
は
そ
の

念
も
あ

た
か
ら
か
も
し
れ
な

い 
ど
う
い
う

件
で
発
現
す
る
か
は
ま
だ
分
か

て
い
な
い
の
が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
だ

件
を

た
し
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
神

に
発
現
す
る
可
能
性
は
高
い
と
は

え
ず
と
も

無

と
は

え
な
い

少
な
く
と
も
他
の
プ
レ
イ

よ
り
は

か
で
も
得
る
可
能
性
は
高
か

た
だ

ろ
う

 
そ
の

念
が
現
実
に
な
れ
ば
危
険
だ
と
判
断
し
た
か
ら
殺
し
た
の
で
は
な
い
か
と
あ
た
し
は

え
た

無
論
キ
リ
ト
の
個
人
的
な
私
怨
や
怒
り

立
場
と
し
て
の
事
情
も
あ

た
だ
ろ
う
が

 
と
は

え
あ
た
し
の
こ
の
推

が

た

て
い
る
か
そ
れ
を
確
か
め
よ
う
と
は
思
わ
な
い

神

を
殺
し
た
事
に

し
て

く
な
ん
て
流

に
無
神
経
に
過
ぎ
る
し
悪

味
だ

 
だ
か
ら
あ
た
し
は

今
突
き

た

て
い
る
問

へ
と
話

を
変
え
る
事
に
し
た

そ
れ
に
し
て
も
全
体
的
な
戦
力
か

そ
う
な
る
と
あ
た
し
の
鍛
冶
ス
キ
ル
が
下
が

た
事
は

攻
略
組

か
ら
す
る
と
結
構
な

手
よ
ね
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そ
の
問

が
攻
略
組

達
と
な

て
い
る
鍛
冶

で
あ
る
あ
た
し
の
ス
キ
ル
が

し
て

い
る
事

初
期
状

と

え
る
程
ま
で
下
が

て
は
い
な
い
が
ス
キ
ル
値
四

は

く
初
心

者
か
ら

業
す
る

で

こ
の

か
ら
上

が
小
さ
く
な

て
く
る
時
期
だ

 
上

直
す
に
も
時
間
が
掛
か
る
の
に
攻
略
は

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
れ
ば
修
復
で

れ
た
人
達
の
武
器
の
最
大

値
を
大
き
く
下

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
し
強
化
も
成

確

は

い
か
ら
失

し
や
す
い

失

す
る
分
だ
け

練

は
上
が
り
や
す
く
な

て
い
る
よ

う
だ
け
ど
失

と
分
か

て
い
て
強
化
に
来
る
人
が
い
る

も
無
く

ど
上
が
る
速

は
一

定
だ

 

が
な
い
と
い
け
な
い
の
に
あ
た
し
の
せ
い
で

と
し
て
攻
略
が
進
ま
な
い
な
ん
て
事
に

な
り
か
ね
な
い

 
キ
リ
ト
は
完
全

得
の
ま
ま
で
問

な
い
よ
う
な
の
で
あ
た
し
の
代
わ
り
に
鍛
冶
を
す
る
事

だ

て
可
能
だ
け
ど
彼
は
ビ

タ

と
し
て
良
く
思
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
依
頼
す
る
人
は

い
な
い
だ
ろ
う

彼
自
身
も
武
器
強
化
で
失

し
た
時
の
理
不

な
ク
レ

ム
や
最
前
線
攻
略

そ
の
他

の
手
間
を

慮
し
て

鍛
冶

を
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い

だ

そ
れ
に
今
の
あ
た
し
は

点
と
な
る

が
無
い
か
ら
ど
う
し
て
も
武
器
の
強
化
や
製
作
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修
復
作
業
が

る
し

 

点
と
な
る
生

向
け
の
ホ

ム
を

入
し
て
い
れ
ば

を

め
た
状

で
日
が
な
一
日
鍛

冶
に

す
る
事
も
不
可
能
で
は
無
い
が
道

や

で
す
る
と
な
れ
ば
ど
う
し
て
も

目

を
集
め
て
し
ま
う

 
特
に
あ
た
し
は
攻
略
組

達
の
鍛
冶
師
と
し
て

と
名
前
が

れ
て
い
る
事
も
あ

て
こ

ぞ

て
依
頼
を
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る

 
そ
の
依
頼
を
断
る
の
は
色
ん
な
意
味
で
心
苦
し
い
特
に
こ
れ
ま
で

に
し
て
く
れ
て
い
た

客
が
離
れ
て
し
ま

た
日
に
は

ち

む
だ
ろ
う

仕
事
に
誇
り
を
持

て
い
た
だ
け
に
そ
れ

も
一
入
だ

い
て
な
か

た
け
ど

そ
う
い
え
ば
リ
ズ
は
ど
う
し
て
こ
の
層
に

 
リ
ズ
も
帰
れ

な
い
と
後
か
ら
知

た
パ
タ

ン
な
の
か

わ
れ
て
み
れ
ば

て
な
か

た
わ
ね

あ
た
し
は
違
う
わ
よ

 
こ
の
層
に
来
た
経

を
知
る

も
無
い
の
で
あ
た
し
は
一
緒
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
武
器

の
品

え
を

確
認
し
な
が
ら
事
の
経

を
話
し
て
い

た

そ
う
か

ま

攻
略
組
が
よ
く

し
て
る
鍛
冶

の
リ
ズ
が
来
て
く
れ
た
の
は
確
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か
に
頼
も
し
い
よ

で
も

気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
無
い
け
ど

個
人
的
に
は
ち

と

な 

そ
の
話
を

き
終
え
た
後

キ
リ
ト
は

と
も

え
な
い
面
持
ち
で
そ
う

た

 
キ
リ
ト
は

ク
リ
ア
を
目
指
す

攻
略
組

や

ビ

タ

と
し
て
の
立
場
の
面
か
ら
す
れ

ば
心
強
い
と
思

て
い
て
し
か
し
個
人
的
に
は
来
た
が
最
後
帰
れ
な
く
な
る
事
を
知

て
い
た

の
に
こ
の

層
に
あ
た
し
が
来
た
の
は

ま
し
く
な
い
様
子
だ

た

 
そ
れ
で
も
非

し
て
来
な
い

り

あ
た
し
の
心
情
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

ア
ス
ナ
み
た
い
な
心
配
性
だ

た
り
無
理
解
な
人
間
だ

た
り
す
れ
ば
ど
う
し
て
来
た
ん
だ

と
責
め
て
来
た
だ
ろ
う

 
ま

生
き
残
れ
る
見

み
が
無
け
れ
ば
却

て
邪
魔
に
な
る
か
ら
と
来
な
か

た
と
思
う

が

そ
れ
は
そ
れ

現
在
の
状
況
と
は
違
う
場
合
の
話
だ
か
ら

え
て

わ
な
い

と
は

え

心
要
の

鍛
冶

ス
キ
ル
が
下
が

て
る
ん
じ

ね

さ

き
も

た
け
ど

く
は
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
て
来
た
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
製
作

す

て
い
う
の
を

り
返
す
つ

も
り

兎
に
も

に
も
今
は
ス
キ
ル
値
を

さ
な
い
と

 
ス
キ
ル
値
が
高
く
な
け
れ
ば
攻
略
組
の
武

の
強
化
依
頼
な
ん
て
請
け
負
え
な
い

修
復
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は
し
な
い
と

備
の
喪
失
に
繋
が
る
か
ら
請
け
負
う
け
ど
最
大

値
の

の
程

を

え

る
と

や
は
り
一

も

く
上

直
さ
な
け
れ
ば

が
大
き
い

 
そ
の

に
は

ま
ず

点
と
な
る

を

有
す
る
の
が
一
番
だ
と
思

た

 
ス
キ
ル
値
が
下
が

た
と

え
ど
一
応
そ
れ
ま
で
使

て
い
た
ス
ミ
ス
ハ
ン
マ

は
全
種

持
参
し
て
い
る
か
ら

練

に
見
合

た
レ
ア
な
ハ
ン
マ

を
使
え
ば
多
少
確

を
ブ

ス
ト

す
る
事
が
出
来
る

高
性
能
の
武
器
を
作
れ
ば

練

の
上

も
大
き
く
な
り
や
す
い
感
じ
が

あ
る
の
で

で
は
無
く

定

を

い
て
そ
の
補
正
を
大
き
く
し
た
い
と
あ
た
し
は
思

て
い
る

 
ち
な
み
に
そ
れ
な
ら
ど
う
し
て
今
し
な
い
の
か
と

え
ば

の
プ
レ
イ

を

し
た

く
な
い
か
ら
だ

い
と
い
う

で
は
無
い
が

に
夜
の

が

り
て
い
る
現
在
外
で

を
打

つ

な
ど

か
せ
て
は
近

迷
惑
ど
こ
ろ
で
は
無
い
し
そ
れ
が
原
因
で
ト
ラ
ブ
ル
が

き
て
し

ま

た
ら
目
も

て
ら
れ
な
い

そ
れ
で

点
を
探
し
て
い
て

そ
の
最
中
に

を
見
付
け
た
と

そ
う
い
う
事

ん

に
も
よ
る
け
ど
あ
た
し
が
作
れ
る
物
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
武
器

の

品
は
ど

こ
い
ど

こ
い

て
感
じ
か
な
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Ｎ
Ｐ
Ｃ
武
器

の
品
と
あ
た
し
が
製
作
し
た
武
器
の
性
能
が

同

な
ら
恐
ら
く
依
頼
さ

れ
る
も
の
は
修
復
と
強
化
が
大

だ
ろ
う

武
器
製
作
依
頼
を
さ
れ
る
の
は
数
日
内
は
少
な
い
と

い
う
予
想
が
立

た
の
で
多
少
の

は
生
ま
れ
た
と
い
う
事
に
な
る

の

出
層
が
下

だ
か
ら

あ
た
し
の
ス
キ
ル
値
が

ら
な
い
限
り
上
回
る
と
い
う
事
は

ど
無
い

な
の
だ

 
こ
の
間
に

点
を
手
に
入
れ
て
ど
う
に
か
一
人
で

と
作
業
出
来
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

そ
れ
も
可

的
速
や
か
に

そ
れ
で

に
出
来
そ
う
な
物
件
は
見
付
け
て
る
の
か

ん

 
あ

今
の
と
こ
ろ
一
つ
だ
け
ね

 
こ
の

エ
リ
ア
に
入

て

す
ぐ
の
と
こ
ろ
つ
ま
り
人

り
が
と
て
も
多
く
大

り
に
面
し
て
い
る
物
件
が
生

向
け
し
か
も
鍛
冶

向
け
の
も
の
だ

た
か
ら
目
を
付
け

て
い
た

現
状

も

入
し
て
い
な
い
か
ら
空
き
家
の
状

だ

 
そ
れ
を

入
し
て
い
な
い
の
は
他
に
も
い
い
物
件
が
あ
る
か
も
と
思

て
一
先
ず

う
の
を

見
送

た
か
ら

 
そ
れ
だ
け
で
な
く

実
は
今
は

入
出
来
な
い
理
由
が
あ

た

た
だ
そ
の
物
件

あ
た
し
の
手
持
ち
じ

足
り
な
く
て
ね

三
千
五
百
万
も
す
る
の
よ
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ぶ
 
生

向
け
の
物
件
は
平

し
て
三
百
万
コ
ル
だ

り
場
作
業
場
ダ
イ
ニ
ン
グ

と
い
う
構
成
で

特
に
前
二
つ
の
部

が
大
き
い
の
で
こ
れ
く
ら
い
の
値

と
な
る

 
生
活
だ
け
な
ら
二
部

程

な
の
で
百
万
か
ら
二
百
万
コ
ル
が
平

的
で
高
け
れ
ば
こ
ち
ら

も
三
百
万
に
届
く

エ
ギ
ル
の

は
二

て
だ

た
も
の
の
カ
ウ
ン
タ

と
い
う
小

な
物
件
だ

た
か
ら
二
百
万
コ
ル
だ

た

 
あ
た
し
が
目
を
付
け
て
い
た
物
件
の
値

は

き
の
三
千
五
百
万
コ
ル

 
キ
リ
ト
の
ホ

ム
が

故
か
三
千
万
コ
ル
だ

た
よ
う
に

こ
ち
ら
も
そ
の
レ
ベ
ル
の
値

だ

た
の
だ

 
た
だ
間
取
り
の

を
見
て
行
け
ば
そ
の
理
由
が
判
明
し
た

そ
の
生

向
け
の
物
件
は
大

り
に
面
し
て
い
て
客
入
り
を
望
め
る
か
ら
か

り
場
が
広
く
作
業
場
も
広
く
更
に
は
三

て
で
一

よ
り
上
が
生
活
ス

ス
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
代
物
だ

た
の
だ

 
し
か
も
そ
の
物
件
プ
レ
イ

が

有
す
る
ホ

ム
と
し
て
は
破
格
な
事
に
キ

チ
ン
リ

ビ
ン
グ
果
て
は
お
風

ま
で
完
備
さ
れ
て
い
る
始

多
分
お
風

も
値

を
高
く
し
て
い
る

要
因
の
一
つ
だ
ろ
う
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二

が
そ
れ
で
三

が

す
る
部

な
の
か
キ
リ
ト
の
ホ

ム
の
よ
う
に

つ
か
の
小

部

が
あ

た

大

の

⻑
と

子
が
一
緒
に

ら
す
設
定
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
大

り
に
面
し
て
い
て
客
入
り
が
良
い
三

て
生
活
ス

ス
と
要

完
備
複
数
人

が

ま
れ
る
と
い

た
様

な
要

が

て
三
千
五
百
万
コ
ル
と
い
う
値

に
な

て
い

る
の
だ
と
思
わ
れ
た

 
そ
れ
を

え
る
と
キ
リ
ト
の
ホ

ム
が
ど
う
し
て
あ
そ
こ
ま
で
高
か

た
の
か
が
非
常
に
気
に

な
る
と
こ
ろ
だ
が

そ
れ
は
い
い

 
問

は
あ
た
し
が
そ
の
物
件
を

入
す
る
だ
け
の
お
金
を

持
し
て
い
な
い
と
い
う
事
だ

 
あ
た
し
が
製
作
し
た
武
器
は
数
十
万
コ
ル
の
価
格
が
付
い
て
い
て
オ

ダ

メ
イ
ド
と
も
な

れ
ば
二
百
万
前
後
は

だ

た

 
こ
れ
だ
け
を

け
ば

数
千
万
コ
ル
は

に

い
で
い
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が

そ
れ
は

と
ち
り
だ

 
日

の
生
活

だ
け
で
あ
れ
ば
そ
れ
く
ら
い
は

く

ま

て
い
る
だ
ろ
う
が
あ
た
し
は
エ

ギ
ル
と
の

や

良
パ

テ

を
組
ん
で
フ

ル
ド
に
出
て

を
集
め
て
い
る

そ
の

過
程
で

に
見
合

た

あ
る
い
は
圏
外
で
の
戦
闘
に
見
合

た
報

を

手
に
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払

て
い
る

そ
う
す
る
事
で
あ
た
し
の

は
成
り
立

て
い
た

 
そ
の

が
レ
ア
で
あ
れ
ば
コ
ル
も
か
な
り
の

を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

と
し
て

る
と
以
前
神

を
追
い
返
す

に
出
し
た
現
状
最
強
の
武
器
と

え
る
片

手
剣
エ
リ

シ
オ
ン
は
武
器
と
し
て
の
価
格
は
五
千
万
コ
ル

イ
ン
ゴ

ト
と
し
て
は
五
百

万
コ
ル

こ
れ
が
最
高

だ

が
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
ド
ロ

プ
品
で

に
近
い
レ
ア

と
い

う
事
も
あ

て
こ
の
価
格
と
な
る

 
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に
現
状
で
価
格
を
付
け
る
な
ら
五
百
万
コ
ル
と
い

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う

キ
リ
ト
の
も
の
は

行
回
数
四
十
回
の
限
界
ま
で
強
化
し
て
い
る
も
の
な
の
で
二
千
万
コ
ル
は

下
ら
な
い

だ

こ
れ
の

と
な
る

ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
ゴ

ト
の
価
格
は
一
個
百
万

程

が

場
と
な
る

こ
れ
は
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
が
一
緒
の
状

で
ド
ラ
ゴ
ン
の

に

ち
な

け
れ
ば
入
手
出
来
な
い
事
そ
の

に
死
亡
す
る
危
険
性
が
あ
る
事
か
ら
値

が
か
な
り
高
く

な

て
い
る

 
で
は
三

月

ど
前
キ
リ
ト
が
あ
た
し
の

を
初
め
て

れ
た

に
出
し
て

振
り
し
た
時

の
ス
ピ

ド
重

の
片
手
剣

 
ア
レ
は
手
に
入

た

層
が
六
十
層

で
は
あ
る
が
レ
ア

そ
の
も
の
は
中
の
上
と
い

た
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程

で
そ
こ
ま
で
高
く
は
な
い

作

て
い
た
剣
の
中
で
も
最
強
だ

た
の
は

時
の
最
前
線
層

か
ら
手
に
入

た
イ
ン
ゴ

ト
で
更
に
最
高
の

練

ス
ミ
ス
ハ
ン
マ

定

と
い
う

要

が
あ

て

偶
然
高
い
性
能
に

ち

い
た
か
ら
だ

た

 
剣
の
価
格
は
三
百
万
コ
ル

の
価
格
は

時
な
ら
一
個
二
十
万
コ
ル
現
在
は

値
下

が
り
し
て
十
五
万
コ
ル
と
い

た
程

 
大
体
こ
れ
が
イ
ン
ゴ

ト
と
剣
の
平

的
な

場
だ

 
た
だ
し
剣
の
値

は

そ
の
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
作
ら
れ
る
剣
の
中
で
も
最
高

品

の
場
合

確

に
よ

て
は

り
物
に
出
せ
な
い
レ
ベ
ル
の
最

品
だ

た
り
出
せ
な
く
は
無
い
が

れ

な
い
だ
ろ
う
レ
ベ
ル
の
も
の
が
出
来
る
場
合
だ

て
あ
り
得
る

神

に

た
剣
が
三
十
万
コ

ル
だ

た
よ
う
に

常
は
二
十
万
か
ら
三
十
万
程

の
品
に
収
ま
る
の
だ

 
そ
の
場
合
は
鍛
え
直
す
事
で
リ
セ

ト
す
る
事
も
可
能
だ
が
最
高

品
レ
ベ
ル
が
そ
う
ポ
ン

ポ
ン
出
来
る

も
無
く
大
体
は
可
も
な
く
不
可
も
な
く
と
い

た
程

良
く
て
高

品
レ
ベ

ル
が
数
点
出
来
る
程

だ

 
そ
し
て
そ
れ
ら
全
て
が

れ
る
事
は
あ
り
得
な
い

 

れ
れ
ば

一
個
に
対
し
て

も
の

が
入

て
来
る
が

れ
な
け
れ
ば
損
を
す
る
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そ
し
て
あ
た
し
の

は
主
に
修
復
と
強
化
が
人
気
で
偶
に
武
器
を

入
さ
れ
る
程

だ

た

 
少
し
で
も
武
器
が

れ
る
よ
う
に
と
レ
ア

の
高
い
イ
ン
ゴ

ト
を
求
め
て

入
し
あ
る
い

は

良
パ

テ

を
組
ん
で
報

を

払

た
り
し

け
て
い
る
中
で
も
製
作
し
た
武
器
の

れ
が
良
く
な
け
れ
ば

出
が

む
ば
か
り

良
い
武
器
も

い
者
勝
ち
で
一

そ
れ
を
見
た

後
で
は
他
の
性
能
が

る
武
器
を

お
う
と
す
る
者
は
お
ら
ず

も
が
ス
ル

し
て
い
く

 

と
は
入
念
な

備
と

実
さ
を
求
め
ら
れ
る
反
面
ギ

ン
ブ
ル
要

を

む
も
の
な
の

だ 
な
の
で
あ
た
し
の
手
持
ち
は
一
応
二
千
万
コ
ル
は
あ
る
の
だ
が
三
千
五
百
万
コ
ル
に
は
程
遠

く

見
つ
け
た
物
件
を

入
す
る
事
が
出
来
な
か

た
の
で
あ
る

 
一
応

て
お
く
と
こ
れ
で
も
ス
ト
レ

ジ
に
入
り
切
ら
な
い
分
の
イ
ン
ゴ

ト
を
武
器
に

打
ち
直
し
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や
プ
レ
イ

に

り

い
て
か
ら
来
た
の
で

初
よ
り
数
百
万
コ
ル
は

増
え
て
い
る

二
千
万
も
あ
れ
ば

点
を
確
保
し
て
生
活

を
整
え
る
く
ら
い
は
い
け
る
だ
ろ

う
と
思

て
い
た
の
だ
が

ま
さ
か
の
値

に

然
と
さ
せ
ら
れ
た

 
だ
か
ら
他
に
は
な
い
か
と
思

て

を
歩
い
て
い
た

 
そ
の
最
中
に
キ
リ
ト
と
出
会

た
と
い
う

で
あ
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

三
千
五
百
万

の
ホ

ム
よ
り
高
い
値

の
物
件
が
あ

た
な
ん
て

本

よ

ま

あ

て
も
お
か
し
く
は
な
い
ん
だ
け
ど

 
平

か
ら
外
れ
は
す
る
も
の
の

一
つ
あ
る
な
ら
二
つ
以
上
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
か
ら

そ
れ
に
対
し
て
疑
問
は
覚
え
な
い

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
高
い
の
だ
ろ
う
と

を

は
す
る
も

の
の

一
応

得
が
い
く
要

が
あ
る
か
ら
問

は
な
い

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
キ
リ
ト
の
ホ

ム
が
謎
過
ぎ
で
あ
る

 

あ
の
ホ

ム
を
見
つ
け
て
か
ら
思

た
が
も
し
か
し
た
ら
キ
リ
ト
の
ホ

ム
は
後
か
ら

や

の

人
に
コ
ル
を
払

て
依
頼
し
て

内

を
増

す
る
も
の
だ

た
の
か
も
し
れ
な

い

地
と
し
て
は
結
構

が
あ

た
し
あ
の
内

を
見
た
限
り
多
人
数
で
過
ご
す
事
を
前

に
し
て
い
る
よ
う
だ

た
か
ら
増

し
て
ス

ス
を
増
や
す
タ
イ
プ
と
い
う
の
は
十
分

え
ら
れ
る

そ
れ
を
見
越
し
た
値

だ
と
す
れ
ば
ア
レ
は
自
分
が
見
付
け
た
も
の
と
同
じ

り

前

の
値

だ

た
と
い
う
事
に
な
る

 
と
い
う
事
は
あ
た
し
が
見
つ
け
た
物
件
は
コ
ン
セ
プ
ト
的
に
キ
リ
ト
の
ホ

ム
と
同
じ

り

前

な
の
か
も
し
れ
な
い

ぎ
は
と
も
か
く
生
憎
と
キ
リ
ト
と
違

て
あ
た
し
は

出
が
そ

れ
な
り
に
あ
る
か
ら
た
と
え
シ
リ
カ
と
共
有

と
し
て
コ
ル
を
出
す
と
し
て
も
足
り
な
い
と
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思
う

あ
の
子
は
あ
た
し
と
違

て
一
気
に
は

な
い
し
ポ

シ

ン
を
作
る

の

集

め
の

で
結
構
お
金
を
使

て
る
か
ら
一
千
万
あ
る
か
も

し
い

な

ん
 
あ
の
物
件
良
い
の
に

め
る
べ
き
な
の
か
な

と

中
で
残
念
に
思
い
つ
つ
片
手

の
デ

ニ
タ

ス
メ
イ
ス
と

手

の
デ

ニ
タ

ス
ス
タ

フ
を
カ
ウ
ン
タ

に

べ
性
能
を

確
か
め
て
い
る
と

か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た

 

を
向
け
て
先
を

す
と

キ
リ
ト
は
小

を

て
見
上

て
来
た

エ
リ

シ
オ
ン
は

 
ア
レ
も
イ
ン
ゴ

ト
に

し
た
の
か

 

死
の
国

と
ラ
テ
ン
語
で
付
け
ら
れ
て
い
る
最
強
の
片
手
剣
エ
リ

シ
オ
ン

 
黒

を
思
わ
せ
る
光

と

な
刃
を
有
し
刀
身
と

が
一
体
と
な

て
い
る
黒
に

め

上

ら
れ
た
そ
の
剣
は
第
七
十
四
層
ボ
ス
ド
ロ

プ
の

か
ら
鍛
え
上

た
あ
た
し
の
鍛

冶
師
歴
史
上
最
強
の
片
手
剣
だ

あ
あ

ア
レ

 
エ
リ

シ
オ
ン
な
ら
イ
ン
ゴ

ト
に

さ
な
い
で

ス
ト
レ

ジ
に
入
れ

た
ま
ま
に
し
て
る
わ
よ

あ
ん
な
に
良
い
出
来
の
剣
を
無
か

た
事
に
す
る
の
は

で
ね
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本

な
ら
イ
ン
ゴ

ト
に

し
て
お
け
ば
あ
と
数
十
個
は
イ
ン
ゴ

ト
を
ス
ト
レ

ジ
に
入

れ
ら
れ
た

そ
れ
く
ら
い
容

を
圧

す
る
重

だ

た
の
だ
が
ど
う
し
て
も

し
た
く
な
く

て

剣
の
ま
ま
ス
ト
レ

ジ
に
突

ん
で
来
た

 
そ
れ
に
対
し
て
後
悔
は
な
い

あ
た
し
の
最
高

作
を

人
の
眼
に
触
れ
る
事
無
く
無
か

た
事
に
す
る
の
は

だ

た
の
だ

 
無
か

た
事
に
す
る
く
ら
い
な
ら
タ
ダ
で
も
い
い
か
ら
キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
の
ど
ち
ら
か
に

り
た
い
く
ら
い
だ

た

無
論
こ
ち
ら
も

だ
か
ら
実

に
タ
ダ
で

り
は
し
な
い
キ
リ
ト

達
な
ら
分

後
払
い
で
先
に

る
の
は
あ
り
と
は

え
て
い
る
け
ど

 
そ
ん
な
事
を

え
つ
つ
疑
問
に

え
る
と
キ
リ
ト
は

か
に

え

む

振
り
を
し
て
ま

た
あ
た
し
を
見
上

て
来
た

エ
リ

シ
オ
ン

て

値

は
五
千
万
コ
ル
だ

た
よ
な

え

え
え

そ
う
よ

な
ら

が

う
か
ら

今
こ
こ
で

て
く
れ
な
い
か
な

 
一

あ
た
し
は
動
き
を
止
め
た
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キ
リ
ト
が
そ
う

て
来
る
事
は

と
な
く
予
想
し
て
い
た

あ
た
し
が

て
い
る
か
ら

あ
る
い
は
攻
略
組
の
攻
略
活
動
の

か
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
か
は
分
か
ら
な
い
が
エ
リ

シ
オ
ン
の
話
を
し
て
き
た
時
点
で
予
想
す
る
の
は

だ

た

 

な

想
ゲ

ム
だ

お
金
が
足
り
な
い
数
千
万
コ
ル
が
必
要
そ
し
て
価
格
五
千
万
コ

ル
の
エ
リ

シ
オ
ン
の
話
が
出
た
と
な
れ
ば

て
く
れ
と
繋
が
る
の
は
自
明
の
理
だ

 
あ
た
し
と
し
て
は
こ
の
話
は
と
て
も
助
か
る

キ
リ
ト
に
と

て
も
エ
リ

シ
デ

タ
を

か
に

ぐ
強
力
な
剣
を
得
る
の
だ
か
ら
こ
れ
以
上
は
無
い
話
だ

Ｗ
ｉ
ｎ

Ｗ
ｉ
ｎ
な

と
い

う

だ
ろ
う

 
し
か
し

あ
た
し
は
そ
れ
に

す
ぐ
に
は

を
返
さ
な
か

た

 
あ
た
し
が
エ
リ

シ
オ
ン
に
五
千
万
な
ん
て
法
外
な
値

を
掛
け
た
の
は
神

に

た
よ

う
に

あ
ま
り
に
強
力
過
ぎ
る
剣
だ
か
ら

こ
れ
の

有
者
が

や
オ
レ
ン
ジ
行

を

先
し

て
行
う
者
だ

た
ら
そ
の
責

は
あ
た
し
に
あ
る
の
だ
し

者
が
出
て
し
ま
う
の
は

だ

た
か
ら

も
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
人
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
し
出
し
た
と
し

て
も

手
を
出
せ
な
い
程
の

に
設
定
し
た

 
あ
た
し
の
友
人
達
な
ら
オ
レ
ン
ジ
行

を

先
し
て
行
う
と
は
思
え
な
い

キ
リ
ト
は
ま
た
別
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だ
が
彼
の
行
動
は

本
的
に
他
者
を
慮
り

序
を
重
ん
じ
た

で
の
事
だ
か
ら
信

し
て

る
事
は
出
来
る

 
そ
れ
で
も
あ
た
し
が

る
と

に
返
さ
な
か

た
の
は

別
の
事
が
気
に
な

た
か
ら
だ

キ
リ
ト
に
な
ら

今
す
ぐ
に

る
の
も
構
わ
な
い
わ

で
も
コ
レ
の
対
に
な
る
よ
う
な

剣
は
無
い
わ
よ

 
キ
リ
ト
の
二
刀
流
は

本
的
に

の
剣
が
同
レ
ベ
ル
同
ラ
ン
ク
の
剣
で
完
成
さ
れ
る

 
エ
リ

シ
デ

タ
は
第
五
十
層

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は
第
五
十
五
層
の
レ
ア

か
ら

鍛
え
ら
れ
た
レ
ア
な
高
性
能
の
剣

ユ
ニ

ク
か

か
と
い
う
レ
ア

の
差
こ
そ
あ
れ
そ
の
ど

ち
ら
も
が
大
体
同
じ

層
の
ラ
ン
ク
に
収
ま

て
い
る

そ
れ
ら
を
同
じ
く
ら
い
強
化
し

け
て

来
た
か
ら

キ
リ
ト
の
愛

の
二
刀
と
な

て
い
る

 
し
か
し
エ
リ

シ
オ
ン
を

入
し
て
使
う
と
な
る
と
コ
レ
と
同
ラ
ン
ク
の
武
器
が
無
い
か
ら

二
刀
流

を
使
い

く
な
る

で
武
器
の
重
さ
や
攻
撃
力
が
異
な
る
か
ら
バ
ラ
ン
ス
が
悪

い
の
だ

 
そ
れ
に
エ
リ

シ
デ

タ
に
は
第
一
層
で
使

て
い
た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
の
魂
が

て
い

て
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は
あ
た
し
と
の
誓
い
を

す
剣
に
な

て
い
る
か
ら
ど
ち
ら
か
片
方
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を
喪
う
と
い
う

を
キ
リ
ト
は
取
れ
な
い

だ

 

合
強
化
と
い
う
手
も
あ
る
に
は
あ
る

だ
が

た
と
え

合
強
化
が
成

し
た
と
し
て
も

や
は
り
剣
の
重

や
攻
撃
力
の

差
が
あ
る
か
ら
二
刀
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

 
結
果
的
に
キ
リ
ト
の
強
さ
を

ぐ
事
に
な
る
の
で
は
と
あ
た
し
は

念
し
て
し
ま

た

 
と
は

え
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は

に
強
化

行
回
数
が
限
界
に
達
し

て
い
て
今
以
上
に
強
く
な
る
事
は
無
い

け
ば
バ
グ
化
の
影

で
性
能
が

下
し
て
い
る
ら

し
い
し

更
こ
の

層
で
戦

て
行
く
の
は

い
だ
ろ
う

 
第
七
十
五
層
の
時
点
で

に

い

え
時
だ

た
の
だ

そ
れ
を
ス
テ

タ
ス
と

備
の
バ

フ
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
と
剣
技

繋
に
よ
る
時
間

た
り
の
ダ
メ

ジ

で

魔
化
し
て
い

た
だ
け

闘
技
場
で

が
入

た
の
は
そ
れ
を
如
実
に
表
し
て
い
る

剣
の
強
化
の

力

を

更
上

て
い
た
か
ら
ど
う
に
か
な

た
も
の
の
そ
う
で
な
か

た
な
ら
戦
闘
中
に
破
壊
さ

れ
て
い
た
の
は
想
像
に

く
な
い

 
今
で
こ
そ

に
登
録
し
て
い
る
か
ら

と

動
し
て

武
器
の
損
壊
は

こ
ら
な
い

よ
う
に
な

て
い
る
も
の
の
や
は
り

力
不
足
と
い
う
の
は
ボ
ス
攻
略
の
主
力
メ
ン
バ

と
し

て
は
ど
う
か
と
思
う
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か
と

て

エ
リ

シ
オ
ン
に
持
ち

え
た
結
果

二
刀
流

ス
キ
ル
や

剣
技

繋

を

上
手
く
出
来
な
く
な

た
り
す
れ
ば

結
果
的
に
キ
リ
ト
の
強
さ
は

が
れ
て
し
ま
う

 
ど
ち
ら
か
と

え
ば
あ
た
し
は
エ
リ

シ
オ
ン
を

る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
か
と

て
そ

れ
が
キ
リ
ト
弱
体
化
の
要
因
に
な
る
の
で
は
本

転
倒
だ
と
思

て

る
事
に
対
し
て
あ
ま
り

極
的
で
は
な
か

た

 
し
か
し
キ
リ
ト
は

葉
で
返
さ
ず
目
で
語

て
来
た

そ
の

を
し

か
り

え
た
上
で

あ
た
し
の
助
け
と
な
る
べ
く

エ
リ

シ
オ
ン
を

う
と

た
の
だ
と
目
が
語

て
い
た

 

を

て
も

れ
そ
う
に
な
い
そ
の
強
い
眼
を
見
て

あ
た
し
は
思
わ
ず
た
め
息
を
つ
い

て

苦

し
て
し
ま

た

わ
か

た
わ

 
交

成
立
と
ば
か
り
に

手
を
振

て
ウ

ン
ド
ウ
を
呼
び
出
し
ト
レ

ド
メ
ニ

へ
と

動
す
る

手
の

に
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
記
入
し
て
決
定
す
る
と
キ
リ
ト
の
方
に
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た

 
あ
た
し
が

手
に

す
ア
イ
テ
ム
と
し
て
エ
リ

シ
オ
ン
を

し
対
す
る
キ
リ
ト
は

五
千
万
コ
ル
を
キ

チ
リ

し

ボ
タ
ン
を
ク
リ

ク
し
た
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い
に
ト
レ

ド
す
る
ア
イ
テ
ム
の

件
を
見
て
承

し
た
の
で
ト
レ

ド
が
成
立

あ
た
し

の

に
五
千
万
コ
ル
が
加

さ
れ

黒
の
剣
エ
リ

シ
オ
ン
が
蒼
い

子
の
中
か
ら
現
れ
て

キ
リ
ト
の
手
に
収
ま

た

 

こ
れ
だ
け
の
大
金
初
め
て
手
に
す
る
か
ら

だ
か
恐
い

あ
の
ホ

ム
を

入
し
家

を
始
め
と
し
た
生
活

品
に
食

を

い
集
め
て
も
確
実
に
三
千
万
は
残

て
い
る
だ
ろ
う

あ
の
ホ

ム
を
私
有

に
し
た
ら
す
ぐ
に
で
も
ホ

ム
で

理
出
来
る
金

に
突

ん
で
お

か
ね
ば

は
 
今
ま
で
経
験
し
た
事
が
無
い
レ
ベ
ル
の
大
金
を
持

て
い
る
事
に
恐
怖
を
覚
え
て
い
る
と

か
ら
感

の

め
息
が

こ
え
て
来
た

 
そ
ち
ら
に

線
を
向
け
れ
ば
エ
リ

シ
オ
ン
を

手
で
持

て
眼
前
に
掲

て
い
る
キ
リ
ト

が
そ
の
光
を

み

み
闇
を
体
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

や
か
な
光

を
持
つ
刀
身
を

す

め
つ
見
て
い
た

 

そ
の

に
は

ど
こ
か
浮
世
離
れ
し
て
い
る

想
的
な

し
さ
が
あ

た

 

直
に

だ
と

そ
う
思

た
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の
ま
ま
の
キ
リ
ト
が

直
に
感
情

恐
ら
く
は
正
の
感
情

を
出
し
て
い
る
と
本
来

の
性
別
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
程
に
引
き

ま
れ
る
魅
力
が
振
り
撒
か
れ
て
い
た

 

が

線
に
触
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
感
動
す
る
よ
う
に
ど
こ
か

れ
た
少
女
の
よ
う

に
う

と
り
と
目
を

め
て
剣
を
見
る
様
は

ど
こ
か
ア
ブ
な
い
気
配
を
漂
わ
せ
て
い
る

 

暗
い
夜
の

中
で

や
か
な
黒
髪
を

風
で
た
な
び
か
せ

う
黒
き
外

を
は
た
め
か

せ
る
少
年
は
そ
の
水

を
思
わ
せ
る
黒
い

を
闇
を
体
現
し
た
か
の
如
く
黒
い
魔
剣
に
向
け
て

感

の
息
を

い
て

剣
に
見

れ
て
い
た

 
い
や

魅
入
ら
れ
て
い
た

が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い

死
の
国

な
ん
て
不

な
名
前

を
持

て
い
る
か
ら

本

に
そ
の
剣
は
魔
剣
と
し
て
人
を
魅
入
ら
せ
る
魔
力
が
あ
る
の
か
と

本
気
で

え
て
し
ま
う

そ
れ
程
に
ア
ブ
な
い

気
が
あ

た

キ
リ
ト
に

れ
て
い
る
者
の

か
が

に

た
ら

を

め
て
い
た
事
間
違
い
な
し
の
ア
ブ
な
さ
だ

 
そ
ん
な

を

き
つ
つ
ま

今
は

き
な
よ
う
に
さ
せ
て
あ

よ
う
と
思

て
み
て
い

る
と

手
で
眼
前
に
持
ち
上

て
い
る
刀
身
を
ど
こ
か

け
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

れ
た

で
見

め
ご
く
り
と

を
鳴
ら
し
な
が
ら

掌
を

て
た

た
と
掌
が
刀
身
に
触

れ
た
と
こ
ろ
で

キ
リ
ト
は

然
と
目
を

め
る
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こ
の
時
点
で

あ

こ
れ
は
マ
ズ
い

と

が
鳴

た

体
的
に
は
分
か
ら
な
い
け
ど

で
も
今
す
ぐ
に
引
き

さ
な
い
と
ち

と

バ
そ
う
な
直
感
が

い
だ

ち

と
キ
リ
ト

て
来
な
さ
い

は
 

チ

チ
と

く

を

き
な
が
ら
声
を
掛
け
る
と
す
ぐ
に
キ
リ
ト
は
こ
ち
ら

へ

て
来
た

以
前
リ

フ

に
べ
た

め
さ
れ
た
時
と

い
意
外
に
キ
リ
ト
は
ち

く
ち

く
ト

リ

プ
し
て
し
ま
う
ク
セ
が
あ
る
よ
う
だ

そ
う
い
う
事
に

れ
て
い
な
い
か
ら

中
し
て
し
ま

う
の
か

そ
れ
と
も
そ
の
方
向
に

を
入
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
め
り

ん
で
し
ま
う
の
か

 
エ
リ

シ
オ
ン
を
ユ
ウ
キ
に

て
い
た
ら
ど
う
い
う
反
応
を
し
て
い
た
か
と

え
る
と

ち

と
興
味
が

い
て
く
る

 

わ

こ
の
剣

見
て
も
や

り
す

ご
く
良
い
ね

 
流

リ
ズ
が
鍛

え
た
剣
は
違
う
な

 

あ
り
が
と
う

 
大
切
に
す
る
ね

 

故
か
キ
リ
ト
と
違

て
物

く
陽
気
に
喜
ん
で
る
様
が
浮
か
び
上
が

た

ま
る

き
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら

た
子

の
よ
う
な
反
応
が

明
に
思
い
浮
か
ぶ
し

程
機

が
悪
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い
と
か
で
な
い
限
り
そ
の
光

は
現
実
の
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
と
思
え
た

 
だ
か
ら

で
キ
リ
ト
だ
と
ア
ブ
な
い

気
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
内
心
で

を

え
る

 

と
し
て
キ
リ
ト

て
自
覚
が
無
い
だ
け
で
サ
イ
コ
パ
ス
の

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

 
世
の
中
に
は
無
機
物
に
す
ら
性
的
興

を
覚
え
た
り
あ
る
い
は
凶
器
を
見
る
と
人
を
殺
す

間
ま
で
想
像
し
て
興

す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い

ま
で

る
と
い
う
話
を

い
た
事
が
あ
る

絶

対
無
い
と
は

い
切
れ
な
い
の
だ

そ
れ
だ
け
は
無
い
と
本

に

心

切
に
願
う

 
も
し
そ
う
だ

た
ら
あ
た
し
は
キ
リ
ト
と
の

を
真
剣
に

え
直
さ
ざ
る
を
得
な
い

ら
キ
リ
ト
に

護
欲
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
か
ら
と

て
も
流

に
そ
れ
は
遠
慮
す
る

あ

あ
わ

あ
わ
わ
わ
わ

 

裏
を
過

た
下
ら
な
い
思

に
集
中
し
か
け
る
も
目
の
前
で
わ
た
わ
た
と
慌
て
て
い
る
少

年
を
見
て
意
識
が
引
き

さ
れ
た

前
に
も
こ
ん
な
光

を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る

や

り

の
方
が
い
い
な

 
そ
こ
ま
で

え
た
事
で

は
た
と
気
付
い
た
事
が
あ

た

ね

今
気
付
い
た
け
ど

リ

フ

と
シ
ノ
ン
は
ど
う
し
た
の

 

に

ま

て
た
り

す
る
の
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を

疑
問
に
思

た
か
ら

気
な
く
問
う
と

を

く
し
て
慌
て
て
い
た
キ
リ
ト
が

ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
て

り

ん
だ

そ
の
表
情
は

か
を

え
る
よ
う
な
も
の
で
ど
こ
か

苦
し
そ
う
に
見
え
る

 

か
マ
ズ
い
事
で
も

い
た
だ
ろ
う
か
と
内
心
不
安
に
な

て
し
ま

た

ど
う
か
し
た
の

も
う
数
時
間
経

て
る
の
に

メ

ル
の
返
信
が

無
い
ん
だ

え
 
ボ
ス
戦
を
終
え
た
後
あ
た
し
の
よ
う
に
デ

ア
ベ
ル
が
フ
レ
ン
ド
を
結
ん
で
い
る
者
の

ど

は
シ
ス
テ
ム

の
事
を
伝
え
ら
れ
て
い
る

で

論
キ
リ
ト
か
ら
も
リ

フ

達
に
メ

ル

を
出
し
た
ら
し
い

ボ
ス
戦
の
経

と
上

て
き
た
ら

れ
ら
れ
な
く
事
を

 
そ
の
メ

ル
を
送

た
の
が

後
三
時
過
ぎ

今
は

後
九
時
前
な
の
で
そ
れ
か
ら
四

日
経

過
し
て
い
る
事
に
な
る
の
に

未
だ
に
返
信
が
無
い
と
い
う
状

 
そ
れ
は

の
あ
の
二
人
を
見
知

て
い
る
者
か
ら
す
れ
ば

異
常
に
思
え
た

 
ユ
ウ
キ
が

白
し
よ
う
と
し
た
時
の
様
子
か
ら
し
て
シ
ノ
ン
も
十
中
八
九
ユ
ウ
キ
と
同
じ
よ
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う
に

れ
て
い
る
に
違
い
な
い
し
リ

フ

も
同
様
だ
と
思
う

そ
れ
な
の
に
返
信
が
無
い
な

ど
と
お
か
し
い

特
に
リ

フ

は
義
弟
の
キ
リ
ト
の
事
を
師
と
し
て

し
く
指
導
し
な
が
ら

も
家

と
し
て
愛
し
て
い
た
人
物
だ
触
れ
合
い
の
機
会
を
自
ら
捨
て
る
よ
う
な
事
は

え
ら

れ
な
い

 
そ
の
メ

ル
が
あ

て
す
ぐ
こ
の

へ
と

け
付
け
た
の
で
あ
れ
ば
返
信
が
無
い
の
も

け

る

メ

ル
を
出
さ
な
く
と
も
直

会

て
会
話
出
来
る
か
ら
だ

 
け
れ
ど
キ
リ
ト
の
様
子
か
ら
こ
の
層
に
来
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
と

し
が
付
い
た

だ
か
ら

だ
と
思

た
の
だ

 

ま
さ
か
と
思
う
が

あ
の
二
人
の
身
に

か
が
あ

た

 

に
思
い
浮
か
ぶ
事
を

に
す
る
と
夜
の

の
静
け
さ
故
に
キ
リ
ト
の

に
も
し

か
り

届
い
て
い
た
よ
う
で
小
さ
く
と
体
を

わ
せ
た

キ
リ
ト
も
そ
の
可
能
性
を

え
て
い
た
と
い

う
事
だ

 
ま

キ
リ
ト
が
こ
れ
に
思
い
至
ら
な
い

も
無
い



 第六十一章 〜懼れる者〜

も
し
か
し
て

さ

き

い
て
た
の

て

 
リ

フ

と
シ
ノ
ン
の
二
人
と

絡
が
取
れ
ず
自
分
か
ら
会
い
に
行
く
こ
と
も
出
来
な
い
か

ら
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
た
ら
助
け
に
も
行
け
な
い
と

え
て

し
く
思

て
い
た
の
だ
ろ
う

か

そ
の
不
安
が

一
人
で
静
か
な
夜
の

を
歩
い
て
い
る
と

発
し
て
し
ま

た
の
か

 
無
い
と
は

い
切
れ
な
い
可
能
性
だ

あ
た
し
の
誓
い
に

す
る
事
だ
け
で
な
く
心
の

り

で
あ
る
義
姉
を
喪
う
事
を

え
て
し
ま

た
と
す
れ
ば

い
て
し
ま
う
の
も
道
理
だ
ろ
う

 
そ
の

え
を
持
ち
な
が
ら
発
し
た
あ
た
し
の

葉
に
キ
リ
ト
は
ば
つ
が
悪
そ
う
に

い

て
ら
れ
た
の
が
気
ま
ず
そ
う
に

あ
た
し
か
ら
目
を

ら
し
た

 
そ
れ
を
見
て
確
信
し
た

少
な
く
と
も

い
て
い
た
理
由
の
一
つ
に
は
こ
れ
が
あ
る

と

ご
め
ん

ち

と
無
神
経
だ

た
わ

 
そ
れ
か
ら
あ
た
し
は

罪
し
た

 

く

ち

い
た
の
に
ま
た

き
出
す
よ
う
な
事
あ
る
い
は
抑
え

ん
で
い
る
で
あ
ろ
う

不
安
を

す
る
よ
う
な
事
を

て
し
ま

た
か
ら

実

本

に
無
神
経
で
あ
た
し
が

わ
れ
た
ら
責
め
る
よ
う
に

ん
で
い
た
と
思
う

い
や

気
に
し
て
な
い
か
ら
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そ
れ
な
の
に
キ
リ
ト
は
ば
つ
が
悪
そ
う
に
目
を

ら
し
た
ま
ま

あ
た
し
の
行
動
を
許
し
た

 
ば
つ
が
悪
そ
う
に
気
ま
ず
そ
う
に

う
そ
の

か
ら
は
ど
こ
か
後
ろ
め
た
く
思

て
い
る

事
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る

 

あ
の
二
人
が
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
の
が
自
分
の
せ
い
だ
と
思
い

ん
で
い
る
の
だ
ろ

う
か

 
こ
れ
も
ま
た
無
い
と
は

い
切
れ
な
い
む
し
ろ

い
て
い
た
理
由
の
大
部
分
を

め
て
い

る
の
で
は
と
す
ら
思
え
る

 
闘
技
場
で
の
観
戦
や
実
兄
と
デ

エ
ル
を
し
た

に
一
緒
に

た
し
話
を

い
た
感
じ
ユ
ウ

キ
と
の
デ

エ
ル
の

に
も
二
人
は
キ
リ
ト
と
一
緒
だ

た
と
い
う

弓

を
手
に
入
れ
る
ク

エ
ス
ト
で
も
シ
ノ
ン
と
共
に
行
動
し
て
い
た
か
ら
二
人
と
キ
リ
ト
は
親
し
い
と
思
わ
れ
て
も
仕

方
な
い
く
ら
い
で
は
あ

た

 
だ
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
自
身
に
報
復
出
来
な
い
な
ら

の
人
間
を
苦
し
め
る
事
で
間

的

に
キ
リ
ト
を
苦
し
め
よ
う
と
す
る

が
出
る
の
は
必
然

そ
う
で
な
く
と
も
あ
た
し
と
シ
リ
カ
が

さ
れ
た
よ
う
に
誘
き
出
す

の

に
さ
れ
る
可
能
性
は

く
な
い

 
キ
リ
ト
が
ビ

タ

と
し
て
振
る
舞
い

け
表
向
き
良

な

を

い
て
い
る
者
は
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な
い
と
し
て
い
る
の
も

こ
れ
ら
を
未
然
に

ぐ
意

が
あ
る

 
か
つ
て
リ
ア
ル
で

一

を
名

て
い
た

の
過
ち
を

ま
た

さ
な
い

に

 
そ
こ
ま
で

え

い
や

違
う
か
と

中
で
そ
の
思

を

定
す
る

 

一

に
味
方
が
い
な
か

た
事
は
あ
た
し
で
す
ら
知

て
い
た

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
は
き

と

り
た
く
な
い
の
だ

親
し
い
者
達
の
事
を
想

て

離
を
取
ろ
う

と
し
て
い
た
の
に
も

き

と
そ
の
者
達
を
喪

て

ま
た
独
り
に
な
る
の
が

だ

た
か
ら

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
リ

フ

を
喪
う
事
は

よ
り
も
恐
れ
る
事
に
値
す
る

彼
女
は
キ
リ
ト

を

た
家
の
子
だ
現
実
に
生
還
し
た
時
に

な
か

た
ら
キ
リ
ト
は
自
分
を
責
め

け
る
だ

ろ
う

無
い
と
は
思
う
が

彼
女
の

親
か
ら
も
責
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

 
こ
う
い
う
事
を
一
人
で

え
て
ド
ン
ド
ン
深
み
に

ま

て
い

て
そ
の
思

を

定
す

る
人
が
い
な
い
か
ら

き
出
し
て
し
ま

た
の
か

あ
る
と
は

え
な
い
が
無
い
と
も

い

切
れ
な
い
不
確
定
な
未
来
だ
か
ら
こ
そ

不
安
も

る
と
い
う
も
の

 
そ
う

え
る
と

と
も
哀
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る

  

ピ
ロ
ン
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そ
の
時

あ
ま
り
に
も
場
違
い
に
過
ぎ
る

快
な
電
子

が

あ
た
し
と
キ
リ
ト
の

を

打

た

目
を

ら
し
て
不
安
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
た
キ
リ
ト
も
ば
つ
が
悪
く
て

と
は
な

し
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
武
器

の
武
器
へ
と

線
を

と
し
て
い
た
あ
た
し
も

同
時
に
動
き
を
止
め
た

 
メ

ル
の

信
は

だ
け
で
な
く
プ
レ
イ

の

界

上
に
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
な

て
い
る

オ
プ
シ

ン
設
定
で
出
な
い
よ
う
に
す
る
事
は
可
能
だ
が

本
的
に

の

発
生
は
と
も
か
く
ア
イ
コ
ン
表
示
は

も
が
デ
フ

ル
ト
状

の
ま
ま
だ

 
あ
た
し
の

界

上
に

表
示
は
無
く

 
キ
リ
ト
は

を
動
か
し
た
後
眼
を
見
開
い
た

に
虚
空
へ
指
を
動
か
し
ア
イ
コ
ン
を

タ

プ
し
た
の
だ
ろ
う

白
い
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た

リ

姉

 
差
出
人
は

を
す
れ
ば
影
と
い
う
か
ど
う
や
ら
義
姉
だ

た
ら
し
く

キ
リ
ト
は
心

き

同
じ
く
ら
い
安

を
浮
か
べ
る

安
心
し
き

た
か
ら
か
弱

し
い

み
を
浮
か
べ
る
彼
の

に

は

す
ら
浮
か
ん
で
い
た

良
か

た
わ
ね

キ
リ
ト
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あ
 

り

め

け
て
い
た
別
の

が
切
れ
た
の
か

し

を
零
す
少
年
の

を

で
て

う

と

葉
に
も
な
ら
な
い
く
ら
い
喜
ん
で
い
る
の
か

切
れ

切
れ
の
声
だ
け
返
さ
れ
た

そ
れ

で
も

き
が
あ

た
か
ら
本

に
喜
ん
で
い
る
よ
う
だ

  

今
更

メ

ル

  
そ
れ
で
も
あ
た
し
は
心
の

か
ら
喜
ん
で
は
い
な
い

む
し
ろ
今
更
な
が
ら
に
届
い
た
メ

ル
に
疑
念
を
覚
え
て
い
る

 
圏
内
事
件
の

あ
た
し
と
シ
リ
カ
は
キ
リ
ト
を
誘
き
出
す

の

に
す
る

に

さ

れ
た

麻

さ
せ
ら
れ
た
後
モ
ル
テ
が
あ
た
し
の
手
を
取

て
メ
ニ

を

作
し
フ
レ
ン

ド
メ

セ

ジ
を
送

た
の
だ

 
そ
れ
を
実

に
体
験
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

リ

フ

か
ら
送
ら
れ
て
来
た
と
い
う
メ

ル

が

本

に
リ

フ

自
身
の
手
で
打
た
れ
た
も
の
な
の
か
疑

て
い
た

 
彼
女
の
性
格
と
こ
の
現
状
か
ら
し
て
キ
リ
ト
の
許
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
思
わ
な
い

だ

色
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と
や
や
こ
し
い
立
場
で
キ
リ
ト
自
身
も
表
向
き
親
し
い
間

で
あ
る
事
を

そ
う
と
し
て
い
る
も

の
の
本

を

え
ば
リ

フ

と
共
に
い
た
い
と
思

て
い
る
の
は
明
白
リ

フ

も
ま
た

同
じ
な
の
は
分
か
り
切

た
事

 
あ
た
し
の
よ
う
に

備
を
し
て
い
た
か
ら

れ
た
な
ら
ま
だ
分
か
ら
な
く
も
な
い

シ
リ
カ
の

よ
う
に
日
を

ぐ
く
ら
い
入
念
に
備
え
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
な
ら

得
も
い
く

 
だ
が
そ
の
ど
ち
ら
も
キ
リ
ト
に
メ

ル
の
一
つ
を
出
し
て
い
る

だ

こ
れ
は

に

え
て
い

た
事
だ
か
ら

キ
リ
ト
も
無
い
の
は
お
か
し
い
と
感
じ
て
い
た

 
そ
こ
に
今
更
来
た
こ
の
メ

ル

 

本
的
に
他
人
に
は
不
可

設
定
な
の
で
真

白
に
し
か
見
え
な
い
ウ

ン
ド
ウ
に
表
示
さ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
文
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
か
は
分
か
ら
な
い

も
し
か
し
た
ら

備
を
す
る
事

を

る
も
の
か
も
し
れ
な
い

こ
れ
ま
で
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
い
て

く
出
て
来
た
か
ら

備
を
す
る

に
メ

ル
を
送

た
と
い
う
場
合
も

え
ら
れ
は
す
る

 
け
れ
ど
以
前
の
あ
た
し
と
シ
リ
カ
の
よ
う
に

ま

て
い
て

ま
え
た

か
が
リ

フ

の

手
を

作
し
て
メ

ル
を
送

た
と
い
う
事
も

え
ら
れ
る

 
不
安
に

し

さ
れ
そ
う
に
な

て
い
た
キ
リ
ト
は
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
い
は
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眼
を
背
け
て
い
る
の
か

を
零
し
て
一
先
ず
無
事
で
あ

た
事
を
喜
ん
で
い
る
が
こ
の

メ

ル
だ
け
で
は
リ

フ

の
現
状
が
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
あ
た
し
は
安
心
し
て
い
な
か

た 
そ
し
て
す
ぐ

そ
の
予
感
が
的
中
し
た
事
を
知

た

 
あ
た
し
の

な
予
感

り
だ

た
事
を
知

た
キ
リ
ト
は

完
全
に
無
表
情
で

感
情
が
浮

か
ん
で
い
な
い

な
黒
い
眼
で
送
ら
れ
た
メ

セ

ジ
を
見

め
て
い
た

か
と

思

た
時
に
は

時
の
間
に
か

か
へ
と

け
出
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
が
目
指
す
方
向
は

圏
外

へ
と

く
大

が
あ
る
場

だ

た

 

ん

 
深
く
は
無
く

く
も
無
い

み
の
中
に
あ

た
意
識
が

と
浮
上
し
て

じ
て
い
た

を
持
ち
上

る

 
同
時
に

界

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
チ

ク
な
時

が

へ
と
変

わ

た

 

は

暗
く

線
を
上

れ
ば
蒼
く

く

い
月
が

を
出
し
て
い
る
事
か
ら
も

後
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の
十
時
で
あ
る
事
は
明
白

キ
リ
ト
を

む
第
七
十
五
層
ボ
ス
偵

を
目
的
と
し
た
レ
イ
ド
を
見

送

て
か
ら
実
に
九
時
間
程
も
経
過
し
た
事
に
な
る

 
護
衛

指

の
キ
リ
ト
が

な
い
の
も
あ

て
今
日
は
一
日
お

み
に
し
よ
う
と
リ

フ

と
話
し
合

て
い
た

お

み
と

て
も
一
日
中
ぐ
う
た
ら
す
る
の
で
は
な
く
ダ
ン
ジ

ン
や

ク
エ
ス
ト
に
行
く
の
を

む
の
で
あ
り
自
己
鍛

は
す
る

私
達
に
一
日
を
無

に
過
ご
す

は
一
切
無
い
の
だ
か
ら

 
そ
れ
で
も

み
を
取
る
事
に
な

た
の
は
ず

と
気
を

り

め
て
い
て
は

れ
る
か
ら
だ

 

本
来
な
ら

そ
う
な
る

だ

た

 
本
来
の
予
定

り
だ

た
な
ら
今
私
が

る
場

は
キ
リ
ト
が

有
す
る
バ
カ
高
い
二

て
の
家
だ

た

だ

 

心
地
が
良
く
て
物
が
少
な
い
か
ら
殺
風

に
思
え
る
も
の
の

か
な

気
に

ち
る
そ

の
家
の
中
で

私
と
リ

フ

は
語
ら

て
い
た
だ
ろ
う

 

の
食
事
の

意
を

せ
き
り
に
し
て
い
た
せ
い
で

ま
で
に
キ
リ
ト
が
帰
れ
な
か

た
場
合
は

と
す
る
と

い
に

い
ま
ま
の

理
ス
キ
ル
を

い
て
四
苦
八
苦
し
て

リ
ア
ル
に

べ
て
悲

な

理
を
作
り
合

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

も
し
か
し
た
ら
外
食
に
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り
出
し
て

た
り
を
食
べ
て
喜
ぶ
か
外
れ
を
食
べ
て
悔
し
が
る
か
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
は
そ
れ
で

し
そ
う
で
は
あ
る
の
で

時
か
や

て
み
た
い
と
思

て
い
る

 
け
れ
ど
そ
れ
は
出
来
な
か

た

ホ

ム
へ
と

る

中
に
遭
遇
し
た
あ
る
男
に
よ

て
私

達
は

て

な

抗
も
出
来
ず
に

れ
去
ら
れ
た
か
ら
だ

見
つ
け
た
で

あ
ん
さ
ん
ら
が

リ

フ

に

シ
ノ
ン

と
か
い
う
プ
レ
イ

や
な

 
第
二
十
二
層
の

に
あ
る
主

ル
カ
か
ら

の

エ
リ
ア
を

し
て

へ

と
向
か
う
道
す
が
ら
に
遭
遇
し
た
男

凶
器
モ

ニ
ン
グ
ス
タ

を
想

さ
せ
る

な
髪
型

で
ス
ケ
イ
ル
メ
イ
ル
を

た
そ
こ
ま
で
背
が
高
く
な
い
男
は
私
達
を
見
て
確
認
の
意
味
で

そ
う

て
来
た

確
信
め
い
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
恐
ら
く
容

や

で

に
分
か

て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
男
か
ら

か

な
感
じ
が
し
た
の
で
リ

フ

と
共
に
足
を
止
め
て

心
を

わ
に

し
た

 
そ
れ
が
い
け
な
か

た

 
私
と
リ

フ

は
キ
バ
オ
ウ
の
し
て
き
た
事
や
性
格
に
つ
い
て
は

い
て
い
て
も
そ
の
容

や

に
つ
い
て
は
知
ら
な
か

た

も
し
も
知

て
い
た
ら

私
達
は
足
を
止
め
ず

コ
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ラ
ル

か

ル
カ

に
向
か

て

い
で

て
い
た
だ
ろ
う

 
し
か
し
知
ら
な
か

た
か
ら
足
を
止
め
て
し
ま

た

 
だ
か
ら

の

み
や
木
の
陰
に
潜
ん
で
い
た
プ
レ
イ

が
投

て
来
た
投

専

の
小
さ

な
剣

投
剣
と

う
ら
し
い

を

け
て
し
ま

た

リ

フ

は

嗟
に

の
⻑
刀
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
を

き
払
い

く
ス
テ

プ
を

み
な
が
ら
投
剣
を
全
て

き

す
か

す
か
し

て
い
た
が

私
は

に
反
応
出
来
ず
に

け
て
し
ま

た

 
そ
の
投
剣
に
は
麻

が
塗

て
あ

た
よ
う
で
状

異
常
に
掛
か

て
し
ま

た
私
は
身

動
き
が
取
れ
な
く
な
り

人

に
さ
れ
て
し
ま

た

あ
ん
さ
ん
も

参
し
て
も
ら
お
う
か

 

し
た
ら

こ

ち
の
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら

ん
で

 
攻
撃
が

た

た
事
で
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
男
が

に

を
回
し
て
き
て

手
を
後
ろ
手
に

さ
え

ま
れ
た
私
の

に

で

る
男
が
自
ら
の
剣
を
突
き
付
け
て

た

 
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
の
剣
は

論

キ
リ
ト
の
も
の
よ
り
圧
倒
的
に

る

し
か
し
私
や
リ

フ

の
も
の
よ
り
は
絶
対
的
に
強
い
パ
ラ
メ

タ
を
持
つ
剣
が
ギ
ラ
リ
と
陽
光
を
反

し
て
光

る

男
の
眼
に

や

え
の
色
が
無
か

た
事
か
ら
も

抗
し
た
ら
本
気
で
私
を
殺
す
事
を
理
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解
さ
せ
ら
れ
た

 
そ
れ
は
リ

フ

に
も
分
か

た
の
だ
ろ
う

の
男
達
を

し
な
が
ら
も
私
を
助
け
出

す
べ
く

を

か
せ
て
い
た
彼
女
は

男
の

葉
に
強
く
⻭
を
食
い

て
い
た

こ
の

外
道

 

の
明
る
い
性
格
あ
る
い
は
キ
リ
ト
と
の
や
り
取
り
の

に
見
せ
る

愛

れ
る
様
か
ら

は
想
像
も
つ
か
な
い
く
ら
い

く

た
く

恐
ろ
し
い
声

で
リ

フ

は

た

 
片
手
剣
の
分

の
⻑
刀
そ
の

に

か
れ
て
い
る

色
の

が
悲
鳴
を
上

る

を

持
つ

手
に

め
ら
れ
る
力
が
一
気
に
強
ま

た
か
ら
だ

 
声

と

か
ら
上
が
る

が
リ

フ

の
怒
り
を
表
し
て
い
て

心

と
さ
せ
ら
れ
た

私
は
別
に

で
は
無
い
の
に
私
に
そ
の
怒
り
が
向
け
ら
れ
て
い
る

で
は
無
い
の
に

た
い

か
が
背
中
を

る
程
の
も
の
が

彼
女
か
ら
は
感
じ
ら
れ
た

 
も
し
か
し
た
ら
リ

フ

は
キ
リ
ト
か
ら
話
を

い
て
男
の
容

か

か
ら
そ
の
名
前
を

し
て
い
て

だ
か
ら
そ
こ
ま
で
殺
気
立

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
こ
の
世
界
は
ど
う
足
掻
い
て
も
ゲ

ム
の
シ
ス
テ
ム
か
ら

れ
ら
れ
な
い
仮
想
世
界
な
の
で

リ

フ

が
ど
れ
だ
け
足
掻
い
て
も
こ
の
男
達
に
勝

す
る
事
は
出
来
な
い
の
は
明
白
だ

た
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そ
れ
で
も
彼
女
程
の
実
力
者
な
ら

に

す
れ
ば

れ
る
事
は
出
来
た
だ
ろ
う

 
け
れ
ど
リ

フ

は

な
か

た

私
が
人

と
し
て

わ
れ
て
い
る
か
ら

る

事
が
許
さ
れ
な
か

た
と
も

え
る

 
私
を
見
捨
て
て

て
と

そ
う

い
た
か

た

 
死
に
た
い

で
は
無
か

た
死
に
た
く
な
い
と
い
う
想
い
も
あ

た

け
れ
ど
リ

フ

ま

で

ま

た
ら
そ
れ
が
私
の
せ
い
で
も
あ

た
ら
キ
リ
ト
に

向
け
で
き
な
い
と
思

た
か

ら

リ

フ

に
迷
惑
を
掛
け
た
く
な
い
と
も
思

た
か
ら

 
だ
が
そ
の

葉
を
リ

フ

は
予
見
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

を
開
こ
う
と
し
た

先
に
殺

気
の

た
眼
で

ま
れ

う
事
は
出
来
な
か

た

 
そ
う
し
て
リ

フ

は
⻑
刀
を

に

め
た
後
そ
れ
を
地
面
へ
と
放

て

手
を
上

て

抗
し
な
い
意
を
示
し
た

剣
道
を
⻑
年

け
て
い
る
彼
女
か
ら
は

え
ら
れ
な
い
く
ら
い

に

刀
を

て
い
た
が

そ
れ
く
ら
い
怒
り
が
強
か

た
の
だ
ろ
う

 
無

備
に
な

た
リ

フ

は

に
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
男
の
投
剣
で
麻

さ
せ
ら
れ
倒

れ

ん
だ

 
麻

で

抗
出
来
な
い
状

に
な

た
私
達
は

の
男

後
か
ら
キ
バ
オ
ウ
と
名
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て
名
前
を
知

た

が
掲

た
つ
い
数
分
前
に
見
た
ば
か
り
の
深
い
蒼
の
六
面

結

体
に
よ

て

動
さ
せ
ら
れ
た

 
そ
の
結

回
廊
結

が
記
録
し
て
い
た
場

は
第
一
層
始
ま
り
の

の
外

部
テ
ラ
ス

 

始
ま
り
の

は
転

か
ら
見
て
北

に

黒
鉄

に
フ

ル
ド
へ
と

く

大

が
あ
り

に
は
教
会
が
あ
る

に

び
る
道
に
は
至
る
と
こ
ろ
に

が
開
か
れ
て

お
り
以
前
教
え
て
も
ら

た
よ
う
に
裏
道
に
は
表

り
よ
り
安
価
に
ア
イ
テ
ム
が

ら
れ
て
い

た
り
も
す
る

 
つ
ま
り
始
ま
り
の

は
第
一
層
の
構

的
に
最
北

に

し
て
お
り
そ
し
て
外

部

テ
ラ
ス
は

黒
鉄

の
中
に
あ
る
と
い
う

私
は
見
た
事
無
い

生
命
の

そ
れ

を

り
過
ぎ
た
先
に

し
て
い
る

正
に

こ
そ
が
第
一
層
の
最
北

と
い
う

だ

 
前
に
キ
リ
ト
が

て
い
た

目
の
前
で
自
殺
し
た
男

が

び

り
た
の
も
恐
ら
く
は

の
事
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
プ
レ
イ

を

じ

め
る

の

設
監
獄
と
や
ら
も

こ
の
黒
鉄

内
部
に
存
在
す
る
ら
し
い

生
命
の

が
あ
る
エ
リ
ア
に
入
り

が
あ
り
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ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

が
そ
こ
に
見

り
を
立
て
て
人
の
出
入
り
に

制
を
掛
け
て
い
る

と
か

 
オ
レ
ン
ジ
の
男
も
転

し
て
来
た
時
に
は

い
た
が
キ
バ
オ
ウ

く
こ
の
外

部
テ
ラ
ス

は

圏
外

に
あ
る
と
い
う

黒
鉄

内
は

の
中
だ
か
ら

圏
内

な
の
に
テ
ラ
ス

は
外

部

い
だ
か
ら

圏
外

い
ら
し
い

 
ど
う
し
て
そ
ん
な
設
定
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
事
実
そ
う
な

て
い
る
か
ら
そ
う

得
せ

ざ
る
を
得
な
い
と

て
い
た

私
達
を

ま
え
て

ど
う
す
る
つ
も
り
な
の

 

れ
て
来
ら
れ
男
か
ら

ろ
さ
れ
た
後
私
は
リ

ダ

で
あ
ろ
う
キ
バ
オ
ウ
を

み
付
け

な
が
ら
そ
う
問
う
た

 
そ
の
問
い
に

男
は

ん

と

を
鳴
ら
す

あ
ん
さ
ん
ら

あ
の

と
そ
こ
そ
こ
親
し
い

な
ん
や
ろ

 
や

た
ら
誘
き
出
す

に
は

良
い
か
ら
な

や

り

 
キ
バ
オ
ウ
の

え
は
予
想

り
の
も
の
だ

た

こ
の
男
は

と
キ
リ
ト
を
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一

を

し
て
い
た
と
い
う

神

と
手
を
結
ん
で
い
た

り
で
そ
の
本
気

合
が
よ
く

分
か
る
し

殺
隊
を

い
て
い
る
と
い
う
話
か
ら
本

に
殺
意
が
あ
る
の
だ
と
理
解
さ
せ
ら
れ

る 
だ
か
ら
こ
そ

疑
問
が
浮
か
ん
で
い
た

 
キ
リ
ト
が
実
兄
と
デ

エ
ル
を
し
て
い
た
あ
の
日
キ
バ
オ
ウ
と

を

べ
る
程
に
キ
リ
ト
の

事
を

ん
で
い
る
と
思
し
き
⻘
髪
の

刀
使
い

聖
⻯

合

の
リ

ダ

は
キ
リ
ト
に
対
し

て
あ
る
程

の
理
解
を
示
し
て
い
た

ビ

タ

の
事
を
忌
み

い

闘
技
場
の
前
で
デ

エ
ル
を
吹

掛
け
て
殺
そ
う
と
す
る
程
だ

た
の
に

だ

 
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
こ
の
男
は
そ
こ
ま
で
キ
リ
ト
の
事
を
忌
み

う
の
だ
ろ
う
か

そ
れ
が

気
に
な

て
い
た

で

ど
う
し
て
あ
の
子
を
そ
こ
ま
で

る
の

ど
う
し
て
見
下
し

け
る
の

あ
の

子
は

ず

と
一
人
で

て
る
の
に

ど
う
し
て
下
だ
と
決
め
付
け
て
殺
そ
う
と
す
る
の

よ 
そ
の
疑
念
は
不
可
解
さ
は
彼
の
義
姉
で
あ
る
リ

フ

の
方
が
よ

ど
大
き
か

た
よ
う

で
我
が
事
の
如
く
悔
し
そ
う
に

を
浮
か
べ
な
が
ら
キ
バ
オ
ウ
を

み
付
け
つ
つ
そ
う
疑
問
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を
投

か
け
て
い
た

え
て
い
た

 
弟
を
想
う

正
真
正
銘
の
姉
の

え
だ

た

 
そ
の

え
に

キ
バ
オ
ウ
は

と
も

え
な
い
面
持
ち
に
な

て
い
た

面
倒
く
さ
い
と
か

葉
に
出
来
な
い
と
か
で
は
な
い

他
の

か
の
感
情
が
浮
か
ん
で
い
た

 
最
も
近
い
も
の
で
表
す
な
ら

き

と

れ
み

か

そ
の
物

い
と
あ
の
子

て

い
方
か
ら
す
る
に
あ
ん
さ
ん
は
あ
の
ガ
キ
を

た
家

の
モ
ン
か

あ
ん
さ
ん

も
知
ら
な
い
で

た
よ
う
や
な

が
よ

 
確
か
に
あ
の
子
の
事
で
知
ら
な
い
事
は
ま
だ

あ
る
け
ど
で
も
あ

の
子
自
身
を
見
て
い
な
い
人
に
だ
け
は

わ
れ
た
く
な
い

 
麻

に
冒
さ
れ
て
い
る
か
ら
本
来
な
ら
大
声
な
ん
て
出
せ
な
い

な
の
に
リ

フ

は
怒

鳴

て
い
た

体
が
動
け
ば
愛

の
⻑
刀
を
以
て
男
を
斬
り
裂
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
怒
気
を
発
し

な
が
ら
の
声
に

で

機
し
て
い
た
数
人
の
グ
リ

ン
と
一
人
の
オ
レ
ン
ジ
の
男
達
が

か
に

む

 
リ

フ

は
声
と
気

だ
け
で
義
弟
を
想
う
心
一
つ
で
圧
倒
的

つ
レ
ベ
ル
的
に
強

者
で
あ
る
男
達
を
圧
倒
し
て
い
た
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あ
る
い
は
男
達
か
ら
す
れ
ば
直

す
る
事
も

ら
れ
る
く
ら
い
気
高
か

た
か
ら
か
も
し
れ

な
い

た
と
え
捨
て
ら
れ
た
子
で
あ
ろ
う
と

ま
れ
た
子
で
あ
ろ
う
と
出
来
損
な
い
と
蔑
ま

れ
て
い
よ
う
と
そ
れ
で
も
家

だ
と

を

て
真

直
ぐ

い

り

て
い
る
者
達
を

弾

す
る
そ
の

は

よ
り
も
気
高
く

尊
か

た

そ
の

に

同
性
な
が
ら
見

れ
た

 
そ
の
彼
女
の

を
キ
バ
オ
ウ
は

み
は
し
な
か

た
が
ど
こ
か
感

深

に
目
を

め
て

い
た

あ
ん
さ
ん
み
た
い
な
女
が

も

と
多
か

た
ら

良
か

た
ん
や
け
ど
な

ど
う
い
う
事

 

れ
た
よ
う
な
面
持
ち
で
け
れ
ど
ど
こ
か
怨
嗟
を
感
じ
さ
せ
る
物

い
に
私
は
キ
リ
ト
達

か
ら

き

ん
で
い
た

か
ら

か
外
れ
て
い
る
と
思

て
疑
問
を
投

か
け
た

恐
ら
く
そ

こ
が
キ
リ
ト
を

み

う

心
だ
と
思

た
か
ら
だ

 
私
の
問
い
掛
け
に

キ
バ
オ
ウ
は

線
を
虚
空
へ
と
向
け
た

リ
ア
ル
は

を
使
わ
ん

中
す
ら

い
み
た
い
な
女
尊
男

風

に
な

て
る
や
ろ
罪
も
無

い
男
が

罪
に
掛
け
ら
れ
て
道
で
す
れ
違

た
女
か
ら

然
の
よ
う
に
使
い
パ
シ
リ
に
さ
れ
る

世
ン
中
に
な

て
も
う
た

そ
れ
を
広
め
た
ン
は
大
ま
か
に
は
二
人

ノ
之
束

と
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千
冬

や

 

の
発
明
者
の
女
性
と

者
の
中
で
も
世
界
最
強
に

す
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と

呼
ば
れ
た
女
性

 
確
か
に

が
男
女
共
に
使
え
る
な
ら
そ
ん
な
風

に
な
ら
な
か

た
だ
ろ
う
か
ら

ノ
之

士
は
そ
の

凶
と
も

え
る

千
冬
は

士
の
親
友
と
し
て
恐
ら
く
は

験

の
も

の
を

り
回
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
他
の
者
達
よ
り
も

が
深
く
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が
あ

た 
発
明
者
と
最
初
に
最
強
に
至

た
者
の
国

が

い
に
違

て
い
れ
ば
日
本
の
女
尊
男

風

は
も

と

や
か
な
も
の
だ

た
に
違
い
な
い
あ
る
い
は

の

ま
じ
さ
が
も

と
少
な
か

た
ら
女
性
が

子
づ
く
事
も
無
か

た
か
少
な
く
済
ん
だ
だ
ろ
う

 

千
冬
は
強
過
ぎ
た
の
だ

あ
ま
り
に
も
強
過
ぎ
て

過
ぎ
て

女
性
達
が

を

え
る
自
分
達
は
男
性
よ
り
も
強
い
の
だ

と

違
い
し
て
し
ま

た

を
使
え
る
事
が

そ

の
ま
ま
男
性
を

す
る
事
へ
と
繋
が

て
し
ま

て
い
た
の
だ

 
私
の
学

に
も
そ
う
い
う

は
い
た

 

然
な
が
ら
私
は
そ
ん
な
風

に

ま

て
い
な
い

が
使
え
る
の
は
性
別
的
な
も
の
で



 第六十一章 〜懼れる者〜

し
か
な
い
し
使
え
る
の
で
あ

て

う
事
に

し
て
は
別
問

技
術
的
な
部
分
で

え
ば
プ

ロ
に

る
事
は
理
解
し
て
い
た
か
ら
だ

生
身
で
は
男
に
勝
て
な
い
と
い
う
事
を
あ
の
事
件
を

し
て
理
解
し
て
い
た
部
分
も
手
伝

た

そ
の
風

が
広
ま

た
時
一
番

を

け
た
ん
は
大
人
の
男
や

上

が
女
や

た
ら
リ

ス
ト
ラ
な
ん
て

然
で
同
期
で
入

し
た

中
で
女
は
出
世
す
る
が
男
は
ず

と
下

な
ん

て
の
も
ザ
ラ

モ
ン
ド
・
グ
ロ

な
ん
て
モ
ン
は
ワ
イ
ら
に
と

て
は
災

千
冬
な
ん
て

神
み
た
い
な
モ
ン
や

た

生
き
る

に

が
な
い
か
ん
の
に
そ
れ
を

る
風

を
ド
ン
ド
ン
進
め
る
ん
や
か
ら
な

そ
れ
か
ら
能
力
に
合
わ
な
い
の
に
高
い
立
場
に

い
て
そ
れ
で
ヘ
マ
す
れ
ば
男
が
悪
い
と

う

男
が
最
高
責

者
の
と
こ
を

く
多
く
の
企
業

は
そ
う
や

て

退
し
て
倒

は
路

に
迷

て
追
い

め
ら
れ
た

に

罪
に
手

を
出
し
て
ま
う
世
の
中
に
な

て

だ
か
ら
男
は

と
見
下
す
悪

が
生
ま
れ
た
ん
や

 
そ
れ
は

分
か
ら
な
く
も
無
い
話
で
は
あ
る

 
ニ
シ
ダ
さ
ん
は
ネ

ト
ワ

ク

の
事
で
技
術
的
な
話
で
復
帰
は

し
い
と

て
い
た

が
実

は
女
尊
男

の
事
も
絡
ん
で
い
る
だ
ろ
う

一
家
の
大
黒

で
あ
る
男
性
が
リ
ス
ト
ラ

さ
れ
や
す
く

出
世
し

く

ぎ
に
く
い
世
の
中
は
ど
こ
も

迷
惑
も
い
い
と
こ
ろ
だ
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キ
バ
オ
ウ
の

振
り
か
ら
す
る
に
恐
ら
く
そ
う
い
う

者
の
一
人
な
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
と
キ
リ
ト
を

る
事
に

の
因
果

が
あ
る
の
か
と
も
思
う
が

そ
れ
と
あ
の
子
に

ど
ん
な

が
あ
る

て

う
の

そ
の
風

を

し
て
た
ん
が

一

や

た
か
ら
や

え

 
リ

フ

が

え
切
れ
ず
に
結
論
を
求
め
キ
バ
オ
ウ
は
す
ぐ
に

え
を
返
し
た

そ
の
内
容

が
予
想
外
過
ぎ
て
思

止
し
て
し
ま

た
が

 
キ
リ
ト
が
女
尊
男

を

す
要
因
に
な

て
い
た
な
ん
て
初

だ

キ
リ
ト
を
引
き
取
る

に

色

と

べ
た
と

て
い
た
リ

フ

す
ら
も
が

き

ま

て
い
る
の
を
見
る
に
彼
女
も

初

だ

た
ら
し
い

 
こ
れ
は
キ
バ
オ
ウ
が

え
て
い
る
個
人
的
な
見
解
な
の
だ
ろ
う
か
と
思

た

 
し
か
し
そ
の
推

は

に

り
だ
と
思
わ
さ
れ
る

少
な
く
と
も
こ
の
場
に

る
グ
リ

ン
や
オ
レ
ン
ジ
と
い

た
キ
バ
オ
ウ
に
同

し
て
い
る
プ
レ
イ

は
そ
れ
が
事
実
だ
と
思

て
い
る
よ
う
で
険
し
い
面
持
ち
で

り

ん
で
い
た
か
ら
だ

少
な
く
と
も
こ
の
男
達
に
と

て
そ
れ
は
真
実
な
の
だ
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女
だ
け
が
使
え
る

そ
れ
の

者
の
中
で
も
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
つ
け
た

千

冬

あ
の
強
さ
は
男
の
ワ
イ
も

れ
る
モ
ン
が
あ

た
そ
れ
は
認
め
る

や
け
ど
あ

の
女
は

あ
ま
り
に
も
強
過
ぎ
た

の
名
前
が
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
程
に
な

千
冬

が

い

の
で
は
な
く

時
し
か
人

は

が

い

の
だ
と
思
い

始
め
た

 
キ
バ
オ
ウ

く

そ
こ
か
ら
が
間
違
い
だ

た
と
い
う

の
一
家
が

あ
の
姉
と

一

だ
け
や

た
ら
ま
た
違

た
の
か
も
知
れ
ん

そ
う
思
う
く
ら
い
に
は
年

差
が
あ
り
過
ぎ
な
ん
や

や
け
ど
実

は
ち

う

神

と

わ
れ
て
る
ガ
キ
が
お

た

秋
十

 
得
も

わ
れ
ぬ

か
が

め
ら
れ
た
声

で

リ

フ

が
そ
の
名
前
を

に
す
る

 
キ
バ
オ
ウ
は
そ
れ
に
こ
く
り
と

い
た

あ
の
ガ
キ
は
年

に
反
し
て

過
ぎ
た

文
武

道
を
地
で
行

て
い
た
あ
の
ガ
キ
を
大
勢
の

人
間
が

め
て

流

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
弟

と

も
が

と

た

あ
と
は
分
か
る

や
ろ
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あ
の
子
は

そ
こ
ま
で
じ

な
か

た
か
ら

秋
十
が

な
か

た
ら

千
冬
が

過
ぎ
な
か

た
ら

モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
出
場
し
た
ん
が

千
冬

や
な
か

た
ら

一

が

出
来
損
な
い

と

わ
れ
る
事
は
無
か

た

や

や
け
ど

現
実
に
は
な

て
し
も
た

 
キ
バ
オ
ウ
は
本
格
的
に
そ
れ
か
ら
女
尊
男

が
進
み
出
し
た
と

た

明
確
な

対

が
生
ま
れ
た
か
ら
だ

 
世
界
最
強
の
姉
神

の
兄
に

べ
弟
の
一

は

も
か
も
が
中

か
出
来
な
い
く
ら

い
不
出
来
だ

た

い
か
ら
出
来
な
い
の
が

た
り
前
な
の
に

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た

の
一

だ
か
ら
出
来
て

然
と

も

わ
な
か

た
の
が
災
い
し
て

そ
れ
は

に
エ
ス
カ

レ

ト

 
そ
れ
は
人

の
不

が

し
た
事
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
は

す
ぎ
る

千

冬

と

秋
十

に
対
す
る

感
を

魔
化
す

の
行
動
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
と
も
か
く

一

は

男
の
代
表

に
さ
れ
て
し
ま

た

そ
れ
も

ダ
メ
な
男
の

代
表

に

 
キ
バ
オ
ウ
は

う

恐
ら
く
女
尊
男

を
広
め
た
の
は
そ
れ
で

権
を
得
よ
う
と

策
し
た
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中
だ

た
の
だ
ろ
う
と

一

を
標
的
に
し
た
の
は

男

と
い
う
性
別
全
体
を

め
る
の
に
格

の
的
だ

た
か
ら
だ
ろ
う
と

 

秋
十

は

少
な
く
と
も

時
話
に

い
た
限
り
で
は
文
武

道
だ

た
し

千
冬
が
目
に
掛
け
て
い
た
存
在
と
知
れ

て
い
た
か
ら
出
来
な
か

た

し
よ
う
に
も
大

の
人
間
よ
り
上
の
成
績
や
結
果
を
残
し
て
い
た
か
ら
そ
の
策
は
成

し
な
い
と

ん
で
い
た
の
だ

ろ
う

 
だ
か
ら
こ
そ

ま
だ

い

一

が

わ
れ
た

 
ま
だ
結
果
を
出
せ
る
程
に
成

し
て
お
ら
ず

も
の
の
道
理
を
理
解
出
来
て
い
な
い
子

な

ら

め
る
の
は
容

だ

た
か
ら

 

い
か
ら
無
理
だ
ろ
う
と
い
う

葉
も
あ
ま
り
に

い
二
人
の
姉
と
兄
に
よ

て
ブ
ラ
ン
ド

化
さ
れ
た

の
血
が
邪
魔
を
し
て
す
る

む
し
ろ

な
二
人
に
教
え
ら
れ
て
い
る
の
に

出
来
な
い
の
だ
か
ら
出
来
損
な
い
だ
と

そ
う

わ
れ
て
い
た
ら
し
い

 
実

に
は
彼
は

も
教
え
ら
れ
て
い
な
か

た

だ

多
少
は
教
え
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
が
家
事
も

強
も

も
か
も
が

ど
独
学
で

ど
構

て
も
ら
え
な
か

た

だ

少

な
く
と
も
兄
か
ら
は

ら
れ
て
ば
か
り
だ

た
だ
ろ
う
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そ
の
実

を
知
ら
な
い
上

や

で
し
か
判
断
し
て
い
な
い
人
間
ば
か
り
だ

た
か
ら
事

は
勝
手
に

一
部
の
者
に
と

て
は

り
に

進
ん
で
し
ま

た

千
冬

が

中
で
気
付
い
て
い
た
ら
ま
た
別
や

た
ろ
う
け
ど

結

の
と
こ
ろ
は
後

の

り

そ
れ
で

子
づ
い
た
女
が

し
て
気
に
入
ら
な
い
事
が
あ

た
ら

か
と
男
に

た
り
始
め
た

女
尊
男

の
せ
い
で
男
は

て
も
取
り
合
わ
れ
ず
女
は
ど
ん
な
我
が

で

も

る
よ
う
に
な

て

 
ぎ
り
と
キ
バ
オ
ウ
が

⻭
を
食
い

る

過
去
に

か
あ

た
ら
し
く
そ
れ
を
思
い
出
し

た
よ
う
で
苛
立
ち
を
覚
え
て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
れ
を
見
て

リ

フ

が
ハ

と

か
に
気
付
い
た

を
し
た

ま
さ
か

あ
の
子
を

て
た
の
は

八
つ

た
り
な
の

 
そ
れ
だ
け
の

に
あ
な
た

達
は
命
を

て
来
た
の

 
男
性
が
ど
れ
だ
け
声
を
上

て
も
理
不

だ
と

ん
で
も

善
さ
れ
な
い
な
ら
下
を
見
れ

ば
気
は
済
む

ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら
ど
う
に
も
出
来
な
い
か
ら

凶
で
は
無
い
が
そ
れ

に
最
も
近
い
存
在
を

る
事
で
無

を
慰
め
る

 
そ
れ
が
今
ま
で
キ
リ
ト
を

て
来
た
殺
そ
う
と
し
て
き
た
真
意
な
の
か
と
問
う
リ

フ
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は

怒
り
に

ち
て
い
た

 

ら
れ
る
義
弟
を
想

て
怒
る
義
姉
の
弾

を

け
た
キ
バ
オ
ウ
は
ぎ

と

を
寄
せ

て
深
い

を

間
に

み

険
し
い
表
情
を
浮
か
べ
る

ワ
イ
は
な

リ
ア
ル
で
は
あ
の
三
人
が

て
た
小
学

の
体
育
教
師
を
し
て
た
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
知

て
た
ん
や

 
そ
れ
は
初

だ

た

 
け
れ
ど
そ
れ
が

だ
と
は
思
わ
な
か

た

ア
ル
ゴ
か
ら

い
て
い
た
の
だ
が
ど
う
に
も
キ

バ
オ
ウ
は
リ
ン
ド
と
違

て
ビ

タ

で
は
無
く

一

に
対
し
て
ヘ
イ
ト
を

め

て
い
て

リ
ア
ル
で
知
り
合

て
い
た
と
し
か
思
え
な
い
程
だ

た
と
い
う

 
し
か
も
キ
リ
ト
と
初
め
て
会

た

の
第
一
層
攻
略
会
議
の
時
か
ら

に

で
ボ
ス
を

し
た
後
に
は
リ
ア
ル
の
名
前
を

い

て
る
程
だ

た
か
ら

そ
の
可
能
性
は
高
か

た

 
結
論
と
し
て
は
彼
が

て
い
た
小
学

の
教

の
一
人
だ

た

そ
れ
な
ら

を
知

て
い

て
も
お
か
し
く
な
い

む
し
ろ
知
ら
な
い
方
が
お
か
し
い
話
に
な
る

は
あ
ま
り
に
も

有
名
な
の
だ
か
ら
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千
冬
は
問

行
動
の
多
い

ノ
之
束
と
つ
る
ん
ど

た
か
ら
近
寄
り
た
く
な
か

た

秋
十

は

え
て
る
か
分
か
ら
な
い
ガ
キ
や

た

そ
ん
中
で

ま
だ

一

は
マ
ト
モ
な
感
性
を
し
と

た
方
や

一
回
も

れ
た
事
が
無
か

た
ん
や
か
ら
な

そ
れ
が
ま
さ
か

他
の
プ
レ
イ

を
見
捨
て
る

や

た
と
は
思
わ
ん
か

た
わ

見
捨
て
る

と
い
う
の
が
始
ま
り
の
日
か
ら
キ
リ
ト
が
取

た

独
行
動
の
事
を
指
し
て
い

る
の
は

と
な
く
理
解
出
来
た

ベ

タ
テ
ス
タ

の
大

が

ま
れ
て
い
た
の
も
ビ
ギ

ナ

を
見
捨
て
て
自
己
強
化
と
い
う

己
に

り

の
い
い

場
や
ク
エ
ス
ト
を
独

し
て

い
た
か
ら
だ
と
い
う
の
を

い
て
い
た
か
ら
だ

 
キ
バ
オ
ウ
は
他
者
を
見
捨
て
て

己
に

た
者
の
事
が
許
せ
な
か

た
の
だ
ろ
う

な
ま
じ

見
知

た

で
更
に
は
マ
ト
モ
だ
と
思

て
い
た
者
が
そ
ん
な
行
動
を
取

た
か
ら

更
怒

り
が
大
き
く
な

て
い
た

 
お
よ
そ
自
身
と

わ
り
の
無
い
者
達
の

業
の
全
て
を

た
の
が
キ
リ
ト
の
ビ

タ

と
い
う
忌
み
名
で
あ
る
事
を
知

て
い
る
か
ら
キ
バ
オ
ウ
の
怒
り
の
根
源
も

と
な
く

せ
ら

れ
た

 
し
か
し
そ
れ
は
流

に

と
し
か

え
な
い

大
人
で
す
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
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し
今
で
も
始
ま
り
の

に
引
き

て
い
る
者
が
多
い
と
い
う
の
に
最
初
期
の

か
ら
他
人
を
助
け
る

に
動
け
と
い
う
の
は
大
人
に
は

論

子

に
は

更

だ

 
キ
リ
ト
は

こ
そ
精
神
年

が
高
い
振
る
舞
い
を
す
る
が
実

は
小
学
生
に
過
ぎ
な
い

デ

ス
ゲ

ム
開
始

時
な
ど
小
学
三
年
生
な
の
だ
か
ら
む
し
ろ
引

て
も
ら
う
立
場
だ

ク
ラ

イ
ン
を

い
て
先
に
進
ん
だ
と

う
が
そ
の
状
況
と
事
情
で
は
む
し
ろ
ク
ラ
イ
ン
が
責
め
ら
れ

る
方
が
自
然
だ

故
あ
ん
な
子

を
行
か
せ
た
の
だ
と

 

だ
と
か

ゲ

ム
セ
ン
ス
が
あ
る
と
か

ベ

タ
テ
ス
タ

と
か
以
前
に

人
を

い
る
立
場
に
立
つ
に
は
そ
も
そ
も
か
ら
し
て

過
ぎ
る
の
で
あ
る

 
仮
に
キ
リ
ト
が
始
ま
り
の

で
人
に

え
か
け
て
い
た
と
し
て
も
そ
の

い
容

故
に

ら
れ

く

を
持
た
れ
な
か

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
以
前
に
初
日
で

一

と
バ
レ
て

時
の
惑
乱
や
恐
怖
も

て
多
く
の
者

が
キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と
し
た

だ

人
は
行
き
場
の
な
い
怒
り
や
ど
う
し
よ
う
も
な
い
恐
怖
を

と
に
か
く

か
の
せ
い
に
し
て

ち

け
よ
う
と
す
る
心
理
が
あ
る
大

の
人
身

や

生

が
そ
の
一
つ

 
人
の

に
動
こ
う
と
し
た
キ
リ
ト
の
決
意
を
無

し
て
一
時
の

静
を
得
よ
う
と
ス
ケ

プ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

ゴ

ト
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
思
え
る

し
ろ

ベ

タ
テ
ス
タ

達
が
持

て

い
た
情
報
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が

に
無
い
と
い
う
の
に
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
の
事
を

ビ

タ

と
蔑
み

忌
み

い

命
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 
そ
こ
に

一

と
い
う
大

の
多
く
が

ら
か
の
負
の
感
情
を
向
け
る

の
出

来
損
な
い
と
い
う
要

が
加
わ
れ
ば

そ
の
可
能
性
は

発
的
に
上

す
る
に
違
い
な
い

こ
の
状
況
は
出
来
損
な
い
の
せ
い
だ

出
来
損
な
い
が
生
き
て
い
る
か
ら
だ

そ
う

応

な
し
に
キ
リ
ト
に

も
か
も
を

り
付
け
て
殺
し
て

 
き

と
そ
れ
を

切
り
に

か
ら

へ
と
少
し
で
も
生

に
出
来
そ
う
な
者
を
殺
し
て
い

く
だ
ろ
う

タ
チ
が
悪
い
事
に
大

が
決
め
て
行
動
す
る
か
ら

も
止
め
よ
う
と
し
な
い
し
止

め
れ
ば
自
分
が
と

え
る
か
ら
止
ま
り
も
し
な
い
自
分
に
矛
先
が
向
か
な
い
間
は
ず

と
そ
れ

の

り
返
し

 
そ
し
て
矛
先
が
向
い
て
か
ら
気
付
く
の
だ

 
あ
あ

こ
ん
な
事
は
間
違

て
い
る

と

 
死
に
た
く
な
い
と

 
自
分
が

事
者
に
な
ら
な
い
限
り
気
付
か
な
い
か
ら
ず

と
キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と

い

け



 第六十一章 〜懼れる者〜

る 
ビ

タ

と
し
て
悪
意
と
憎
悪
を
一
身
に
背
負

て
い
る
キ
リ
ト
は
生
き
て
い
る
限
り
そ

れ
ら
を
背
負
わ
さ
れ
る

 
そ
し
て
彼
は
き

と
死
な
な
い
よ
う
に
死
力
を

く
す

故
な
ら

死
ぬ
事
は
す
な
わ
ち

彼
が
護
り
た
い
と
思

て
い
る
人

の

か
が
生

に
さ
れ
る
事
を
意
味
す
る
か
ら

 
キ
リ
ト
が
ビ

タ

に
持
た
せ
た

は
プ
レ
イ

達
が
持
つ
行
き
場
の
な
い
怒
り

や
憎
悪
を
一
身
に
請
け
負
う
事
で

序
の

壊
や
自
殺
者
の

出
を
未
然
に

ぐ
事

 
そ
の

の
人
物
が

な
く
な
れ
ば
行
き
場
の
な
い
怒
り
は

の
標
的
を
求
め
て

う
事

と
な
る

キ
リ
ト
に

ら
れ
て
い
た

い
が
別
の
存
在
へ
と
向
け
ら
れ
る

オ
レ
ン
ジ
達
な
ら
弱

者
へ
あ
る
い
は
こ
の
世
界
を
ク
リ
ア
さ
れ
た
く
な
い
か
ら
と
攻
略
組
へ
向
け
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い

 
そ
れ
を
キ
バ
オ
ウ
は
理
解
し
て
い
な
い
の
だ

 
い
や
理
解
し
よ
う
と
も
し
て
い
な
い

キ
バ
オ
ウ
に
と

て
も
う
一
年

も
前
に
キ
リ
ト

は
絶
対
悪
と
い
う
理
解
す
る
必
要
も
無
い
と
断
じ
て
い
る
存
在
に
な

て
い
る
の
だ

だ
か
ら
私

達
を

て
誘
き
出
す

の

と
し
た

在
が
分
か
ら
な
い
あ
る
い
は
自
身
が
行
け
な
い
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最
前
線
に

る
か
ら

無
理

理
出
て
来
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
し
た

 

そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
た
の
が

大
体
二
時
を
回

て
少
し
経

た

だ

た

 
そ
の
対
話
か
ら
も
う
約
八
時
間
程
も
経

て
い
る

 
キ
バ
オ
ウ
達
に
よ

て
フ
レ
ン
ド
追

が
無

化
さ
れ
て
い
る
し
メ

ル
が
届
い
て
い
る
け

ど
返
信
出
来
る
よ
う
な
状

で
は
な
か

た
か
ら
き

と
今

心
配
し
て
い
る
だ
ろ
う

そ
う

思
う
と

の

が

い
た

キ
リ
ト

 
テ
ラ
ス
に

転
が
さ
れ
て
い
る
私
は
浮
遊
城
の
外
に
広
が
る
夜

へ
と
目
を
向
け
て

裏
に

浮
か
べ
て
い
た
少
年
の
名
前
を

に
し
た

そ
う
す
る
だ
け
で
も

の
内
が
少
し
だ
け
す

と
す

る
気
が
し
た

 
オ
レ
ン
ジ
を
一
人
だ
け
見

り
に

い
て
い
る
だ
け
で
キ
バ
オ
ウ
達
は
こ
の
テ
ラ
ス
に
私
達

を
放

し
て
ど
こ
か
へ
と
去

て
い
る

 
麻

を
塗

た
小
さ
な
投
剣
を

う
じ
て
動
か
せ
る

手
で
は

け
な
い

大

部
に

さ

れ
た
ま
ま
な
の
で
私
達
は
ず

と
麻

を
解

さ
れ
ず
に
い
る

そ
う
す
る
事
で
い
ち
い
ち

麻

を
掛
け
直
す
手
間
が

け
る
ら
し
い

だ
か
ら
オ
レ
ン
ジ
は

に
見

り
を
し
て
い
れ
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ば
い
い
だ
け
と
い
う

だ

シ
ノ
ン
さ
ん

き
た
ん
で
す
ね

 
そ
う
し
て
い
る
と

か
ら
小
さ
く
私
を
呼
ぶ
声
が

こ
え
た

私
と
同
様
に

わ
れ
麻

で
動
け
な
く
さ
れ
て
い
る
リ

フ

の
声
だ

少
し
前
に
そ
こ
の
オ
レ
ン
ジ
が
あ
た
し
の
フ
レ
ン
ド
メ

セ

ジ
で
キ
リ
ト
を

に
呼

び
付
け
ま
し
た

多
分

キ
バ
オ
ウ
達
も
そ
ろ
そ
ろ
帰

て
来
る
と
思
い
ま
す

そ
う

 
ど
う
や
ら
私
が

労
で
眠

て
い
る
間
に
先
に
目
覚
め
て
い
た
ら
し
い
リ

フ

が
そ
の
間

に
あ

た
事
を
教
え
て
く
れ
た

 
予
想
し
て
い
て
現
実
に

こ

て
欲
し
く
な
い
事
が

こ
る
事
実
に

の
気
持
ち
が

中

に

き
上
が

た

キ
リ
ト
の
力
に
な
り
た
い
と
思

て
い
た
の
に
せ
め
て
足
手

い
に
は
な

り
た
く
な
か

た
の
に

そ
の
結
果
が
こ
れ
な
の
だ
か
ら
ま

た
く

え
な
い

 
助
け
に
来
て
く
れ
る
と
は
思
う

そ
の
事
は
と
て
も

し
い

 
だ
が
私
達
を
人

に
し
て
自
殺
を
要
求
す
る
未
来
が
予
想
さ
れ
る
以
上
来
な
い
で
と
思
う
自
分

も
い
る
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こ
の
テ
ラ
ス
が
圏
外
で
あ
る
以
上
キ
リ
ト
が

か
し
ら
意
表
を
突
く
形
で
形
勢
逆
転
す

る
可
能
性
も
無
く
は
無
い
が
キ
バ
オ
ウ

手
に
そ
れ
は

し
い
だ
ろ
う
と
思
え
た

あ
の
男
は

か
と
今
回
本
気
で
キ
リ
ト
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
生

な
事
で
は
体
勢
を

さ
な

い
と
思
う

 
せ
め
て
私
達
が
自
分
で
身
を
守
れ
る
く
ら
い
強
か

た
ら
話
は
別
だ

た
の
だ
ろ
う
け
ど
流

に
時
間
が
足
り
な
さ
過
ぎ
た

 
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
か
ら
私
は
も
う

め
の
境
地
だ

た

今
の
私
に
出
来
る
事
な

ん
て
無
い
の
だ
と

観
し
て
い
た

 
全
て
を
キ
リ
ト
に

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
に
苛
立
ち
を
覚
え
た
が

も
出
来
な
い
と

観
を
覚
え
た
時
は

の

が
ズ
キ
リ
と

い
た

そ
ん
な
気
が
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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麻

さ
せ
ら
れ
て
い
る
事
を
キ
リ
ト
が
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
で
把
握
出
来
て
い
な
い
の
は
ク
ラ

デ

ル
回
の
よ
う
に
マ

プ
か
ら
把
握
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

リ
ス
ト
か
ら
分
か
る
の
は

情
報
と

属
ギ
ル
ド
や
性
別
く
ら
い
な
も
の
で

マ

プ
で
状

異
常
な
ど
も
分
か

る
と
い
う
感
じ
で
す

実

原

ゲ

ム

な
ど

も
状

異
常
は
リ
ス
ト
か
ら
の
把

握
が
出
来
な
い
で
す

 
圏
外
な
ん
だ
か
ら

剣

さ

て
る
な
ら

は

る
の
で
は

と
い
う
点
に

し
て
は

使

さ
れ
て
い
る

剣
に
継

ダ
メ

ジ
が
発
生
す
る

属
性
が
無
い
か
ら
と
解

し
て
下

さ
い

あ
の
属
性
が
あ
る
の
は

槍
や
⻑
槍

ピ

ク

剣
は
斬
撃

突
属
性
カ
テ
ゴ
リ

圏
内
事
件

り
の
ヒ

ス
ク
リ
フ

点
で
武
器
属
性
に

し
て
は
語

た
覚
え
が
あ
る

 
さ
て
今
話
の
リ
ズ

点
で
は
レ
イ
ド
パ

テ

の

と
戦
い
方
キ
リ
ト
の
立
ち
回
り

方
に
つ
い
て

写
し
ま
し
た

あ
く
ま
で
私
の
私
見
と
原
作
や
他
の
方
の
レ
イ
ド
戦
シ

ン
を

ん
で
た

を

に
書
い
て
い
る
の
で
十
分
異
論
は
認
め
ま
す

作
品
や
人
に
よ

て
変
わ
る

で
し

う
か
ら

 
で
も
本
作
で
は
大
体
こ
の
イ
メ

ジ
で
書
い
て
い
ま
す

リ

パ

戦
も

み
返
せ
ば
パ

テ

別
で
す
し

原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
の
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
戦
も
似
た
感
じ
で
す
し
ね
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ま

本
作
の
キ
リ
ト
は
特
化
し
過
ぎ
で
す
け
ど

一
人
レ
イ
ド
状

の
戦
力
で
す
か
ら
ね

 
そ
れ
か
ら

予
想
さ
れ
て
い
た
で
し

う
が
エ
リ

シ
オ
ン
は
キ
リ
ト
の
手
に

り
ま

し
た

 
実
は
あ
の
値

設
定
メ
メ
タ

な
事
を

え
ば
第
七
十
六
層
に
リ
ズ
が

を
持
つ

の

金

源
と
す
る

に
設
定
し
て
い
た
部
分
も
あ

た
り

と
ポ

シ

ン
と
か
ア
イ
テ
ム
の
値

設

定
が

か
か

た
の
も
こ
の

の
解
説
で
使
う
た
め

 
エ
リ

シ
オ
ン
の
見
た
目
は
多
分

写
で

と
な
く

さ
れ
て
る
と
は
思
い
ま
す
が
原
作

キ

リ
バ

編
の
キ
リ
ト
が
持

て
る
黒
い
剣
を
イ
メ

ジ
し
て
ま
す

ア
レ
は
ユ
ナ
イ
テ

ウ

ク
ス
と
い
う
名
称
で

名
称
だ
け
変
わ

た
と
思

て
下
さ
れ
ば
い
い
で
す

 
つ
ま
り
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

の
ユ
ナ
イ
テ

ウ

ク
ス
と
い
う
感
じ
で

 
自
動
的
に
対
の
剣
を
手
に
入
れ
る
イ
ベ
ン
ト
発
生
で
す
ね

そ
れ
ま
で
キ
リ
ト
が
使

す
る
機
会
は
少
な
い

様

 
あ
と
件
の
物
件
が
三

て
だ
と
か
生
活
ス

ス
が
あ
る
設
定
な
の
は
ゲ

ム
と
違

て

キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
達
が

ま
る

に
リ
ズ
と
シ
リ
カ
が

ま
れ
な
い
か
ら

構
想
で
は
こ
こ
に

リ

フ

達
が
転
が
り

む
予
定
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さ
て

シ
ノ
ン

点
に
つ
い
て

 

さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が

キ
バ
オ
ウ
が
出

て
ま
し
た

 
二
人
を

ま
え
た

後
二
時
過
ぎ
か
ら
シ
ノ
ン
が
目
覚
め
る

後
十
時
ま
で
の
間
に
あ

た

労
で
眠

て
し
ま
う
事

は

え
て

か
し
て
ま
す

そ

ち
よ
り
も
シ
ノ
ン
の
回
想
シ

ン
の
方
が
重
要
な
の
で

 
リ

フ

の
姉
ら
し
い
部
分
と
か
キ
バ
オ
ウ
の
行
動
理
由
と
か

書
き
ま
し
た
が
如

だ

た
で
し

う

 
物

く
以
前
大
体
二
十
話
目
前
後
く
ら
い
の
感
想
か
後
書
き

り
に
書
い
た
気
が
し
ま
す

が
キ
バ
オ
ウ
は
本
作
に

け
る
ア
ン
チ
達
の
声
を
発
信
す
る
キ

ラ
で
す

キ
バ
オ
ウ
個
人
の

事
情
や
心
情
も
入

て
は
い
ま
す
が
ア
ン
チ
勢
の
中
に
は
少
な
か
ら
ず
今
話
で
明
か
さ
れ
た

事
情
で
一

／
和
人
に

た

て
い
る
者
も

ま
す

 
ま

語
ら
れ
た
内
容
的
に
ア
キ
ト
が

る
事
な
い
し

る
事
は
良
い
と
し
て
も
出
来
過

ぎ
た
事
が
原
因
な
ん
で
す
が
ね

キ
バ
オ
ウ
も
語

て
い
る

り
千
冬
と
一

／
和
人
と
じ

年

差
が
あ
り
過
ぎ
て

べ
ら
れ
る

が
無
い
で
す
し

そ
れ
で
も
今
ま
で

て
来
た
の
は
リ

フ

が

た

り
完
全
に
八
つ

た
り

キ
バ
オ
ウ
も

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

け
て
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十

に
達
し
な
い
子

が
デ
ス
ゲ

ム
で
人
を
助
け
ら
れ
る

が
無
い
と
い
う
真

な
思

が

出
来
て
な
い

仮
に
ク
ラ
イ
ン
の

護
下
に
入

て
い
れ
ば
ま
た
違

た
か
も
で
す
け
ど

 
こ
れ
は
事
が
終
わ

た
ら
⻤
神
リ

フ

フ
ラ
グ
で
す
な

 
キ
リ
ト
は

い
て

え
る

義
弟
に
は
⻤
神
化
し
な
い

真

 
千
冬

 
一

／
和
人
の
境
遇
に
つ
い
て
見
て
い
な
か

た
か
ら
怒
る

格
無
し

そ
も
そ

も
女
尊
男

風

の
原
因
の
一

で
す
か
ら

束
さ
ん
も
こ
こ
は
同
様

リ

フ

達
か
ら

け
る
眼
に

差
が
あ
る

 
後

で
シ
ノ
ン
の
推

が
多
く
な

て
る
の
は
キ
バ
オ
ウ
の
セ
リ
フ
を

え
て
少
な
く
す
る

事
で

イ
メ

ジ

壊
を

ぐ
意
味
が
あ

た
り

 

話
で
は
キ
リ
ト
が

け
付
け
て
大

れ
す
る
予
定

下
層
に

れ
な
い
の
に
第
七
十
六
層
か

ら
第
一
層
へ

る
と
か
ど
う
や

て
と
い
う
話
で
す
が
ど
う
す
る
か
は
色

と
予
想
し
て
み
て

下
さ
い

話
で

え
が
出
る
の
で

 
⻑
文
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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獣

が
本
格
的
に
影

を
出
し
始
め
ま
し
た
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第
六
十
二
章
 

な
ぞ
る
死

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
約
二
万
二
千
文

点
は
オ

ル
リ

フ

 
前
話
の
シ
ノ
ン

点
で

さ
れ
た
部
分
も

と
突

ん
で
状
況
説
明
を
リ

フ

の
地
の
文

で
し
つ
つ
状
況
が
進
ん
で
い
き
ま
す

シ
ノ
ン
の

写
が
少
な
め
で
す
が
リ

フ

が
か
な

り

に
来
て
い
る
の
と
キ
リ
ト
の
事
を

じ
て
い
る
事
で
目
が
行

て
な
い
と
解

し
て
下
さ

れ
ば

い
で
す

 

然
な
が
ら
オ

ル
シ
リ
ア
ス

 
そ
こ
を
承
知
の
上
で

今
更
か

 

な
お
今
話
の
後
書
き
は

気
ぶ
ち
壊
し
に
な
る
の
で
特
別
に
あ
り
ま
せ
ん

今
後
の

に
取

て
お
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い

 
で
は
ど
う
ぞ
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キ
バ
オ
ウ
配
下
の
オ
レ
ン
ジ
が
あ
た
し
の
手
を
使

て
メ
ニ

を

作
し
キ
リ
ト
へ
メ

セ

ジ
を
送

た
の
が
少
し
前
の
事

 

で
眠

て
い
た
シ
ノ
ン
さ
ん
が
目
を
覚
ま
し
た
の
が

十
時
に
な

た
時
の
事

 
そ
れ
か
ら
更
に
四

時

十
五
分

が
経
過
し
た
現
在
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
は
麻

が
塗
ら
れ
た
小
剣
を

く
事
が
出
来
な
い
の
で
無
力
化
さ
れ
た
ま
ま
第
一
層
外

部
テ
ラ
ス

の

た
い

の
上
で
横
に
な

て
い
た

そ
れ
以
外
に
出
来
る
事
が
無
か

た
か
ら
だ

 
麻

に

る
と

き
手
に
設
定
し
て
い
る
方
の

あ
た
し
の
場
合
は

と

か
ら
上
が

う
じ
て
動
く
程

で
そ
れ
以
外
の
四

は
一
切
動
か
せ
な
く
な
る

感
覚
す
ら

し
く
な
る

り
は
正

し
て
足
が

れ
た
時
の
感
覚
に
似
て
い
た

 
更
に

き
手
設
定
に

な
く

手
を
振

て
も
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
出
せ
な
く
な

る 
速

が
足
り
な
い
か
ら
か
あ
る
い
は

設
定
だ
か
ら
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
オ
レ
ン
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ジ
が
あ
た
し
の
手
を
取

て
メ
ニ

を
出
せ
た
と
こ
ろ
を
見
る
に
多
分
速

や

の
振
り
が
弱

い
か
ら
な
の
だ
ろ
う

 
ダ
ン
ジ

ン
で
麻

に

た
場
合
の
対

と
し
て

の
ポ

チ
に
解

結

を
入
れ
る
よ

う
強
く

わ
れ
て
い
た
が
ア
レ
は
こ
う
い
う
意
味
だ

た
の
だ
な
と
麻

を
経
験
し
て
か

ら

く
理
解
し
た

わ
れ
て
は
い
た
の
だ
が
や
は
り
経
験
し
て
い
る
か

か
で
は
大
分
理
解

に
差
が
出
て
来
る

 

コ
ツ

コ
ツ

コ
ツ

コ
ツ

 
そ
ん
な
事
を

め
て
再
認
識
し
つ
つ
ど
う
に
も
出
来
な
く
て
夜

と

月
を

め
て
い
た
あ

た
し
の

に
一
人
分
の
足

が
入

て
来
た

 

た
り
と

の
速

か
ら
す
る
に
恐
ら
く
キ
リ
ト
で
は
な
い

そ
も
そ
も
た
と
え
あ
た

し
を

た
メ

セ

ジ
だ
と
し
て
も
こ
ん
な
場

に
呼
び
付
け
ら
れ
て
は

し
い
と
思
い

と
な
く
事

を

し
て

足

を
立
て
る
な
ん
て
愚
行
は

さ
な
い
よ
う

心
す
る

だ

 
チ
ラ
リ
と

線
を
足

が

こ
え
て
来
た
方
へ
向
け
れ
ば

暗
い

路
の

か
ら
背
の

い
プ
レ
イ

が

を
現
し
た

カ

ル
の
色
は
圏
内
か
ら
来
た
の
も
あ

て

然
緑
色

だ
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そ
の
容

は
思

た

り
キ
リ
ト
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
だ

た

 
と

と

の
特
徴
的
過
ぎ
る
形
を
し
た

色
の
髪
黒
緑
色
の

を
使

た
ス
ケ
イ
ル
メ
イ
ル

さ
が
目
立
つ
が
動
き

そ
う
な
上
下

色
の

そ
し
て
背
に

る
さ
れ
た

的
な
一
本

の
片
手
剣

身
⻑
は
男
性
に
し
て
は

い
方
で

あ
た
し
と

べ
ば

見
下
ろ
せ
る
程

あ

キ
バ
オ
ウ
さ
ん

お

れ
様
で
す

 
あ
た
し
達
の
見

り
を
し
て
い
た
オ
レ
ン
ジ
が
新
た
に
来
た
プ
レ
イ

の

を
見
て

礼
を
し
な
が
ら

う

 
そ
の

葉
は
目
上
の
人
間
を

う

あ
る
い
は

び

う
よ
う
な
も
の

 
そ
う
新
た
に
こ
の
場
に

れ
た
男
は
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
を

て
キ
リ
ト
を
誘
き
寄

せ
よ
う
と

策
し
て
い
る
者

一

を

い

殺
隊
を

い
て
あ
の
子
を
殺
そ
う
と

し

け
て
き
た
と
い
う
キ
バ
オ
ウ
そ
の
人

 
第
二
十
二
層
で
初
め
て

を
合
わ
せ
た
時
見
た
目
だ
け
だ
と
流

に
最
初
は
分
か
ら
な
か

た
が
そ
の
特
徴
的
な

と
キ
リ
ト
に
対
す
る
悪
意
を

い
た
事
で
名

り
を

け
る
前
に

こ
の
男
が
件
の
キ
バ
オ
ウ
と
い
う
男
な
の
だ
と

し
た

 
そ
の
時

中
に
浮
か
ん
だ
も
の
は
複

に
過
ぎ
た
が
そ
の
大
部
分
が
怒
り
だ

た
の
は
あ
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た
し
の
事
を
知
る
人
な
ら
容

く
予
想
が
付
い
て
い
た
だ
ろ
う

 
ま
だ
十

に
達
し
て
い
な
か

た

い
子

に
全
て
の
責

を

し
付
け
て
そ
れ
だ
け
で
な

く

一

と
し
て
の
あ
の
子
を
責
め
立
て
殺
そ
う
と
し
て
い
た
事
は
そ
の
現
場
を
見
て

い
な
か

た
あ
た
し
に

悪
感
を

き
立
た
せ
る
に
十
分
過
ぎ
た

 

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と
い
う

今
の

桐

谷
和
人

の
名
前
を
も
じ

て
プ
レ
イ

ネ

ム
と
し
て
い
る
あ
の
子
は

そ
の
由
来
か
ら
分
か
る

り
意
識
と
し
て
は

桐

谷
和
人

だ

か
つ
て

し
め
な
か

た
事
を

し
み

ま
れ
て
蔑
ま
れ
て
い
た

境
か
ら

け
出
せ
た
新

た
な
名
と
共
に
生
ま
れ
変
わ

た
存
在
だ

た

 
そ
れ
な
の
に
こ
の
男
の
無
責

な
糾
弾
の
せ
い
で
あ
の
子
は

一

で
あ
る
と
バ
ラ

さ
れ
た

 

ベ

タ
テ
ス
タ

と
ビ
ギ
ナ

達
の
間
に
あ

た
確

を
消
し
て
協
力
し
合
え
る
よ
う
に

ビ

タ

を
名

る
決
断
を
下
し
た
の
は

恐
ら
く
そ
ん
な
事

に
な
る
前
の
事
だ

た
の

だ
ろ
う
が

流

に
か
つ
て
の
忌
み
名
を
名

る
事
に
な
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た

だ

 
あ
る
い
は
キ
バ
オ
ウ
が

一
家
が

て
い
た
小
学

の
体
育
教
師
だ

た
事
に
気

付
い
て
い
れ
ば

あ
る
程

予
想
は
付
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
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と
に
か
く
あ
の
子
は

ビ

タ

の
忌
み
名
に

も
う
捨
て
て
い
る

一

の
名

も
背
負
う

目
に
な

た

 
あ
の
子
が

え
て
い
た
ビ

タ

の

を
十
全
に
発

す
る
と
い
う
な
ら
あ
る
意
味

こ
れ
以
上
は
無
い
有

な
手

で
は
あ

た
だ
ろ
う

現
に
あ
の
子
に
向
け
ら
れ
る
悪
意
は

も
な
い
も
の
に
な

て
い
る

 
し
か
し
メ
リ

ト
に
反
し
て
デ
メ
リ

ト
や
リ
ス
ク
が
大
き
過
ぎ
た

そ
れ
ど
こ
ろ
か
あ
の
子

に
メ
リ

ト
は

無
い
と
す
ら

え
る

 
確
か
に
攻
略
に
向
け
て
人

が
協
力
し
や
す
い
状
況
に
は
な

た
だ
ろ
う
自
殺
す
る
者
は
確

か
に

た
だ
ろ
う

か
な
り

遠
的

つ

ば
強
引
な
解

を
す
れ
ば
最
前
線
攻
略
に

事

し
て
い
る
キ
リ
ト
に
と

て
も
そ
れ
な
り
に
メ
リ

ト
は
あ
る
と

え
る
か
も
し
れ
な
い

自
殺

者
が
増
え
た
り
攻
略
に

極
的
な
者
が
少
な
け
れ
ば
全
体
的
な
士
気
は
下
が

て
し
ま
う
し
攻

略
組
か
ら
死
者
が
出
た
時
に

え
が

か
な
く
な
る
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で

え
れ
ば
良
い
事

は
あ
る

 
だ
が
そ
れ
は
あ
の
子
の
立
場
と
し
て
の
メ
リ

ト
で
あ
り
個
人
的
な
メ
リ

ト
が
存
在
し
な

い
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い
や
む
し
ろ
立
場
と
し
て
の
デ
メ
リ

ト
も
大
き
過
ぎ
る
と

え
る

常
に

ロ
を
強
い
ら

れ
親
し
い
者
と
大

ら
に

す
る
事
も
出
来
ず
気
を

り

め

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

更
に
は
自
身
が
助
け
て
い
る
者
達
か
ら
悪
意
を
向
け
ら
れ
る

常
に
最
強
で
な
け
れ
ば
攻
略
組
か

ら
も

さ
れ
て
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

殺
隊
が
動
い
て
い
た
に
違
い
な
い

 
個
人
的
な
デ
メ
リ

ト
は
メ
リ

ト
が
無
い
事
と
す
ら

え
る
だ
ろ
う

に

中
を
歩
く
事

も
出
来
ず

在
場

も
秘
匿
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
最
前
線
の
攻
略
も
常
に
一
人
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

 
そ
ん
な
生
活
を
強
い
た
者

で
あ
る
こ
の
男
に
あ
た
し
は

悪
を

い
て
い
た

今
で
は

も
う
憎
悪
と

え
る
ま
で
に
強
く
な

て
い
る

 
だ
か
ら
あ
た
し
は
や

て
来
た
男
を

界
に
収
め
た
直
後
自
覚
出
来
る
く
ら
い

根
を
寄
せ

て

み
付
け
て
い
た

 
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い
の
か
あ
る
い
は

え
て
無

し
て
い
る
の
か
キ
バ
オ
ウ
は

し
た
オ
レ
ン
ジ
に
ジ
ロ
リ
と

線
を
向
け
る

メ

セ

ジ
で
指
示
し
た

り
に

あ
の

に

へ
来
る
よ
う
送

た
ん
や
ろ
な

バ

チ
リ
で
す

 
で
も

来
ら
れ
る
ん
で
す
か
ね

数
時
間
前
の
シ
ス
テ
ム
バ
グ
で
転
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が
動
か
な
く
な

て
る
し

正
確
に
は
第
七
十
六
層
に
行

た

中
が
そ
れ
よ
り
下
に

れ
な
い
ん
や

 
オ
レ
ン
ジ
と
キ
バ
オ
ウ
の
会
話
を

い
て
そ
ん
な
事
に
な

て
い
る
の
か
と
あ
た
し
は

中

で

し
た

 
第
七
十
五
層
で
見
送

て
か
ら
第
二
十
二
層
に
転

し
た
の
で
そ
の
シ
ス
テ
ム
バ
グ
と
や
ら

は
恐
ら
く
そ
れ
よ
り
後
に

こ

た
の
だ
ろ
う

話
を

く
限
り
で
は
ど
う
や
ら
新
た
に
開
か

れ
た

か
ら

れ
な
い
と
い
う
状

の
よ
う
だ

 
逆
説
的
に
攻
略
組
は
無
事
に
第
三
ク

タ

ボ
ス
を

し
突
破
し
た
と
い
う
事

か

死
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
し
そ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
あ
た
し
の
知
り
合
い
か
も
し
れ
な
い
出

来
る
事
な
ら

も
死
ん
で
い
な
け
れ
ば
い
い
と
思
う

 
ま

シ
ス
テ
ム
が
動
か
す
だ
け
の
ボ
ス

手
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
で
あ
る
キ
リ
ト
が
負
け
る
と
も

思
え
な
い
の
で

多
分
キ
リ
ト
は
生
き
残

て
い
る
だ
ろ
う

そ
れ
に
し
て
も

あ
の
神

が
負
け
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね

 
そ
う

え
て
い
る
と

と
気
に
な
る
内
容
が

に
入

て
来
た

思
わ
ず
意
識
を
そ
ち
ら
に

向
け
て

を

け
て
し
ま
う
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線
を
向
け
る
と

キ
バ
オ
ウ
が

を
組
ん
で

い
て
い
た
と
こ
ろ
だ

た

ま

た
く
や

前
の
デ

エ
ル
ん
時
に
は
出
さ
な
か

た

の
手

ち

う
の
を
出
す
と

か

と

た
が

そ
れ
で
も
負
け
る
な
ん
て
な

勝

を
上

る

に
オ
レ
ン
ジ
を
二
レ
イ
ド
分

い
て
更
に
ボ
ス
戦
で

労
し
た
後
を

た
ん
で
し

う

 
そ
れ
な
の
に
勝

た

て

 
ど
う
や
ら
あ
の
神

キ
リ
ト
を
殺
す

か
そ
れ
以
外
の
目
的
故
か
は
知
ら
な
い
が
ど
う
も

第
三
ク

タ

ボ
ス
の
偵

へ
と
向
か

た
攻
略
組
へ

を
仕
掛
け
た
よ
う
だ

た

 
し
か
も
二
レ
イ
ド
分
の
オ
レ
ン
ジ
と
い
う
事
は
以
前
リ
ズ
さ
ん
達
が

わ
れ
た
時
に

手
し

た
人
数
が

て
い
る
と
い
う
事

 
デ

エ
ル
の
時
に
は
見
せ
な
か

た
手
札
を
切

た
神

と
そ
ん
な
バ
カ

た
数
の
オ
レ
ン
ジ

ま
で
も
が

て
い
る
だ
け
で
な
く
更
に
は
ボ
ス
戦
の

労
が
あ
り
護
る
べ
き

間
が
い
る

と
い
う
状
況
で
す
ら
神

が
負
け
た
と
い
う
事
実
に

あ
た
し
は
内
心
で

喜
し
た

 
ま
ず
間
違
い
な
く
神

と
刃
を
交
え
た
の
は
あ
の
子
だ
ろ
う

後
で
ユ
ウ
キ
さ
ん
に

い
た

が

あ
の
神

の
速
さ
に
は
自
分
で
も

わ
な
い
と

て
い
た
か
ら

ま
ず
間
違
い
な
い

 

神

や
オ
レ
ン
ジ
達
を
殺
し
た
の
か
が

気
掛
か
り
だ
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達

そ
ん
な

ビ

タ

に
勝
て
る
ん
で
す
か
ね

ア
ホ
そ
の

に
こ
い
つ

を
人

に
し
た
ん
や
な
い
か

流

の
あ
の
ガ
キ
も
人

取
ら
れ

て
た
ら
動
く
に
動
け
ん

や

特
に
自
分
を

た
身
内
と
も
な
れ
ば

更
な

心
な
の
は

勝
つ

ん
や
な
い

殺
す

事
な
ん
や

 

キ
バ
オ
ウ
の

う

り
キ
リ
ト
の

北
は
勝
負
で
負
け
る
事
で
は
無
く

自

身
が
死
ぬ
事

あ
る
い
は

リ

フ

か
シ
ノ
ン
ど
ち
ら
か
の
死
亡

 
そ
し
て
キ
バ
オ
ウ
達
に
と

て
キ
リ
ト
に
勝

す
る
事
は

キ
リ
ト
を
殺
す
事

あ
る
い
は

リ

フ

か
シ
ノ
ン
ど
ち
ら
か
を
殺
す
事

 
ま

対
す
る
者
同
士
の
勝

件
と

北

件
が
一

す
る
の
は

し
い
事
で
は
無
い

が
内
容
が
内
容
だ

更
に
キ
リ
ト
に
と

て
の

北

件
の
三
つ
の
内
二
つ
も
が

手
の
手

中
に
あ
る

そ
の
気
に
な
れ
ば
キ
バ
オ
ウ
は
あ
た
し
達
を
テ
ラ
ス
か
ら
投

捨
て
る
事
も
出
来
る

し

逆
に
そ
れ
を
盾
に
し
て

キ
リ
ト
に
自

を

る
事
だ

て
可
能

 
必
然
キ
リ
ト
が
キ
バ
オ
ウ
を
退
け

つ
あ
た
し
達
を
助
け
る
に
は

襲
し
か
無
い
だ
ろ
う

 
そ
う
あ
た
し
が

え
オ
レ
ン
ジ
の
プ
レ
イ

と
キ
バ
オ
ウ
が

か
話
し
合

て
い
る
間
に

も

と
そ
の
手
下
ら
し
き
男
達
が

を
見
せ
る
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そ
の
男
達
を
見
て

ザ
ワ
リ
と

あ
た
し
の

の

が
ざ
わ
つ
い
た

 
キ
バ
オ
ウ
に
向
け
る
憎
悪
と
種

は
別
種
な
が
ら
似

て
い
る
負
の
感
情
は

殺
意

 
た
だ
し

キ
バ
オ
ウ
に
向
け
て
い
る
も
の
と
は
別
の
意
味
を
持
つ

 
あ
の
男
に
向
け
て
い
る
の
は
義
弟
を
殺
そ
う
と
し
た
事
に
対
し
て
の
怒
り
で
あ
り
殺
意

た

だ
こ
の
男
は
攻
略
組
と
し
て
戦

て
い
た
そ
の
一
点
に

し
て
あ
た
し
は
尊

に
値
す
る
と
は

思

て
い
る

死
ぬ
危
険
性
を

慮
し
た
上
で

え
て
剣
を
取

た
の
も
キ
リ
ト
に
理
不

な

怒
り
を
向
け
て
い
る
根
源
も
大
本
は

し
て
い
た
人
達
の

だ

た
の
だ
か
ら
そ
れ

を

定
す
る
つ
も
り
は
一
切
な
い

 
ま

そ
れ
で
許
す

も
無
い
が

 
対
し
て

後
か
ら

ロ

ロ
と
や

て
来
た
男
達
に

い
た
負
の
感
情
も
ま
た

殺
意

 
理
由
は
一
つ

あ
た
し
達
を
麻

で
無
力
化
し

て
か
ら
の
数
時
間
女
と
し
て
弄
ん
で

き
た
事
に

き
た

 
常

思

て
は
い
た
が
こ
の
世
界
は
現
実
世
界
よ
り
も

に

し
い

然
だ

こ

の
世
界
自
体
が

な
の
で
あ
り
そ
れ
が
現
実
世
界
と
逆
転
す
る
事
が
本
来
あ
り
得
る

が
無

か

た

こ
ち
ら
で
現
実
と
同

の

を
作

て
し
ま
え
ば
こ
ち
ら
に
入
り

る
者
が
多
く
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な
り

自
然
現
実
で
の
生
活
を
蔑
ろ
に
す
る
者
が

出
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
事

 
実

会
問

の
一
つ
と
し
て

人
プ
レ
イ

が
フ
ル
ダ
イ
ブ
を

け
た
事
で

失

と
な

て
死
亡
し
て
い
る
と
い
う
話
が
結
構
前
か
ら
上
が

て
い
た

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
中
も
空

に
な
る
が
そ
れ
を
仮
想
世
界
の
食
事
で

魔
化
す
事
が
可
能
だ
か
ら

だ

ま
た

ん
の
少
し
だ
け
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

形
の

補

食
な
ど
必
要
な

だ

け
を
摂
取
し
た
後

に

る
と
い

た
不

な
食
生
活
を
送
る
事
で
少
し
で
も
フ
ル
ダ
イ

ブ
を

け
よ
う
と
す
る
者
が

出
し
た

 
そ
の

に

失

あ
る
い
は
一

も
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
か

た
事
に
よ
る

死
者
が

出

し
た

確
か

場
は
脱
水

状
に
よ
る
昏
倒

そ
し
て
死
亡
へ
と

い
た
者
も
い
た

だ

 
ナ

ヴ
ギ
ア
あ
る
い
は
ア
ミ

ス
フ

ア
に
よ
る
フ
ル
ダ
イ
ブ
ゲ

ム
が

明
期
と

な

て
か
ら

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

発
的
に
上

し
た
の
で

お
よ
そ
二
年
が
経
つ
が
そ
れ
で

も
年
に
万

の
死
者
が
出
た
と
い
う
事
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
運

す
る
方
で
も

か
対
策
を
取

る
べ
き
と
い
う
話
が
上
が

て
い
た

 
こ
の
二
年

ど
で
新
た
に
立
ち
上
が

た
企
業
は
数
知
れ
ず

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
専

あ
る
い
は

そ
れ
に

す
る
電
子
機
器
製

の
企
業

ま
た

で
立
ち
上
が

て
い
た
企
業
が
更
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に

手
し
た
場
合
な
ど
パ
タ

ン
は

き
な
い
が
そ
う
い

た
企
業
が
あ
の
手
こ
の
手
で
対
策

を
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
話
も

い
た
事
が
あ
る

 
一
番
有
力
な
の
は
一
日
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
時
間
の
制
限
を
プ
レ
イ

に
よ
る
自
主
的
な
も

の
で
は
な
く
運

が
掛
け
る
事
で
結
果
的
に
死
者
を

ら
そ
う
と
い
う
も
の

原

的
に
平

日
は
一
日
八
時
間

日
は
一
日
十
二
時
間
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
制
限
が

で
は
な
い
か
と
審
議

さ
れ
て
い
る
と
い
う

 
た
だ
し
そ
れ
は
全
て
の
ゲ

ム
で
は
無
く
あ
る
企
業
が
運

し
よ
う
と

え
て
い
る
ゲ

ム

に
の
み

さ
れ
る
制
約

わ
ば
そ
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
ル

ル
の
よ
う
な
も
の
だ
が

 

話

 
そ
ん
な

に

し
い
仮
想
世
界
で

た
せ
る
欲
は

人
間
の
三
大
欲
求
の
内
の

眠
欲

と

食
欲

だ
け

そ
れ
ら
は

に

す
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
人
間
は

を
求
め
る

 
だ
か
ら
こ
そ
き

と
人
の
三
大
欲
求
の
中
に
は
性
欲
も
あ
る
の
だ
ろ
う

種
の
存

と

し
て
外
し
て
は
な
ら
な
い
が
無
く
て
も

の
生
活
を
送
れ
る
こ
の
欲
を

た
す
事
は
必
要

無
く
て
も

た
せ
ば

応
の
悦
び
を
得
ら
れ
る
か
ら
こ
そ

人
は
そ
れ
に
狂
う
時
も
あ
る

 
そ
の
は
け

に
さ
れ
る
方
と
し
て
は

た
も
の
で
は
な
い

麻

で

な

抗
が
出
来
な
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い
か
ら
と

き
勝
手
し
て
く
れ
た
礼
を
そ
の

と

の
モ
ノ
で
返
し
て
や
り
た
い
と
こ
ろ
だ

く
そ

 

に
も

こ
え
な
い
程

で

に
も
な

て
い
な
い
く
ら
い

や
か
な
息

い
で

を

く

内
心
で
は
苛
立
ち
と
共
に

打
ち
を
打

て
い
た

 
心
に

な
ん
て
無
い
か
ら

を
打
つ
な
ん
て
事
は
出
来
な
い
と
思
う
が
そ
う
表
現
し
た
く
な

る
く
ら
い
今
の
あ
た
し
は
苛
立

て
い
た

本

な
ら
ア
バ
タ

の

で

を
ぶ
つ
け

て
や
り
た
い
く
ら
い
だ
が

そ
れ
を
し
て
ま
た
は
け

に
さ
れ
て
は

る

 
そ
れ
を
し
た
時
あ
た
し
だ
け
な
ら
ま
だ
い
い
が
そ
れ
を
し
て
い
な
い
シ
ノ
ン
さ
ん
ま
で
も

が
襲
わ
れ
た
ら

し

な
い
ど
こ
ろ
で
は
無
い

 
故
に
あ
た
し
は

に
も

こ
え
な
い
程

で
悪

を

き
心
で

を
打
ち

中
で

を

く
く
ら
い
し
か
出
来
な
い

が
去
る
の
を

つ
し
か
な
い
の
だ

 
そ
ん
な
無
力
感
が

苛
立
ち
の

分
を

め
て
い
る

 
そ
れ
が

で
キ
バ
オ
ウ
達
を
見
る
の
が
後
か
ら
や

て
来
て
あ
た
し
達
に
近
付
い
て
来
る

者
達
の
に
や
に
や
と
し
た

を
見
る
事
に
す
ら
生
理
的
な

悪
を
覚
え
て

線
を
横
か
ら
上
へ

と
向
け
た

浮
遊
城
の
外

第
二
層
の
天

が
届
い
て
い
な
い
テ
ラ
ス
の
空

外
の
夜

へ
と
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き
ら
き
ら
と
弱

し
く

く
星

と

煌

と
強
く

く
蒼
の

月

  

そ
ん
な

し
い
夜

に

れ
た

一
つ
の

黒

が
あ

た

  
そ
れ
は
遠
く
に

く
月
よ
り
も
小
さ
い

 
そ
れ
は

く

小
に
過
ぎ
る

 
そ
ん
な
小
さ
さ
で

が
出
来
る
の
か
と
い
う
く
ら
い

そ
れ
は
小
さ
か

た

 
未
だ
あ
た
し
以
外
の

も
気
付
か
な
い
く
ら
い

そ
れ
は
小
さ
か

た

 
け
れ
ど

そ
れ
は
直
後

場
を

り
付
か
せ
た

 
お
よ
そ
数
百
メ

ト
ル
の
上
空
か
ら
第
一
層
の
外

部
テ
ラ
ス
へ
と
一
直
線
に

下
し
て
い
る

黒

は

に
持
つ
一
本
の
⻑
い

か
を
眼
前
に
突
き
出
し

手
で

か
を
引
い
た

そ

し
て

手
に
握
る

⻑
い
も
の
が

間
五
つ
以
上
と
い
う
恐
ろ
し
い
速

で
放
た
れ
超
高
速

で

来
し
て
く
る

 
そ
れ
ら
が
黒
か
ら
放
た
れ
て
か
ら
一

の
後
十
五
の
凶
器
が
容
赦
な
く
あ
た
し
と
シ

ノ
ン
さ
ん
に
近
付
い
て
来
た
男
達
の

に
同
時
と
す
ら
思
え
る
速

で

と
突
き
立

た
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そ
れ
を
見
て

上
に
凶
器
を
突
き
立
て
ら
れ
た
者
以
外
か
ら
上
が
る

の
声

 
そ
し
て
凶
器
の

力
と
速

が

も
な
い
か
ら
か

か
ら

下
ま
で

し
た
男
達
は

が

こ

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

の
ま
ま
不
協
和

を

と

で
な
が
ら
ポ
リ
ゴ

ン
片
へ
と

す
る

 
た

た
一
撃
で

気
な
く
人
が
死
ん
で
い
く
様
を
し
か
し
決
し
て
人
の
死
に
方
で
は
な
い
こ

の
世
界
で
の
死
亡
現

を

た

た
一

で
十
五

見
た

な

や

 

ロ

ロ
と
数
だ
け
は
多
い
グ
リ

ン
の
部
下
達
の
内
そ
の
三
分
の
二
が
一

に
し
て
死
ん

だ
事

に
事
の
経

を
把
握
し
て
い
な
い
キ
バ
オ
ウ
が

の
声
を
上

る

然
だ
キ
バ

オ
ウ
の

線
は
地
上
へ
向
け
ら
れ
て
い
る
が
攻
撃
し
た
存
在
は
上
の
空
か
ら

て
き
て
い
る

の
だ
か
ら

 
十
五
人
の
死
者
を
一

で
出
し
た
者
を
本
来
な
ら
懼
れ
る
べ
き
だ
ろ
う

殺
人
を

わ
な
い
精

神
性
を
蔑
み

恐
怖
す
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う

 
け
れ
ど
今
の
自
分
の

中
に
広
が
る
感
情
は
安

だ

た

自
分
に
対
す
る

か
な
苛
立

ち
も

き
立

た
が

そ
れ
以
上
に
安

が
あ

た
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人
が
恐
怖
す
る
だ
ろ
う
黒
は
あ
た
し
に
と

て

に
も
代
え
が
た
い
あ
の
子
の
色
だ

か
ら

 
男
達
を
殺
し
た
凶
器
の
存
在
も
あ
た
し
は
理
解
し
て
い
た

あ
の

写
速

み
は
流

に

か

さ
れ
た
が
ア
レ
は
弓
に
違
い
な
い
シ
ノ
ン
さ
ん
と
タ

グ
で
戦
闘

練
を

ん
で
い
る
か
ら

よ
り
も
そ
れ
を
見
て
来
た
あ
た
し
は
そ
れ
を
確
か
に
見
て
取

て
い
た

 
男
達
の
体
が

し
蒼
の
欠
片
が
空
へ
と

る
中
で
カ
ラ
カ
ラ
ン
と

し
て
立

た

快
な

い
た

が
そ
の
証

合

十
五
本
あ
る
そ
れ
は

な

だ

 
弓

を

う
ス
キ
ル
を
持
つ
の
は
あ
た
し
が
知
る
限
り
シ
ノ
ン
さ
ん
を

け
ば
あ
の
子
だ

け 
黒
を
自
ら

た
者
は

こ
の
浮
遊
城
広
し
と

え
ど

あ
の
子
だ
け

 
キ
バ
オ
ウ
達
が

惑
し

シ
ノ
ン
さ
ん
も
ま
た
動
揺
し
て
い
る
間
に
も

空
に
あ
る
小
さ
な

黒

は
ド
ン
ド
ン
近
付
い
て
き
て
い
る

そ
れ
に
合
わ
せ
て

小
さ
か

た
そ
の

も

か
ず

つ
大
き
く
な

て
い
き

  

の
光
を

た
剣
を
地
面
に
突
き
立
て
る
形
で

地
し
た
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ざ
わ
め
き
の
中

突
に

き

る

地
の

闇
夜
を
斬
り
裂
く
よ
う
に

る

電
の
極
光

鳴
の
如
く

く

地
を
這
う

電
は

地
し
た
黒
の
近
く
に
い
た
男
数
人
を
吹

ば
し

そ
の
体
を

の
如
く

め
回
し

一
撃
で
命
を

り
切

て
欠
片
へ
と

ら
せ
る

 
片
手
剣
中

ド
ス
キ
ル
の
中
で
空
中
専

の
対
地
上
技
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ

ル 
確

で
ス
タ
ン
を
付
与
す
る
事
を
目
的
と
し
た

ド
ス
キ
ル
で
あ
る
た
め

力
は
そ
こ
ま

で
高
く
な
い
こ
の

ド
ス
キ
ル
の
衝
撃
波
だ
け
を

け
た
に
も

わ
ら
ず
一
撃
死
が

こ

た

の
は

に
そ
の
使
い
手
が

み
の
ス
テ

タ
ス
で
は
無
い
か
ら

あ
と
は
バ

ク
ア
タ

ク

や

下
速

を
攻
撃
力
へ
と
変
換
す
る
特
徴
を

ド
ス
キ
ル
が
持

て
い
た
か
ら
だ

 
き

と
表
向
き
最
高
レ
ベ
ル
の
聖
騎
士
で
も
表
向
き
片
手
剣
使
い
最
強
の
女
剣
士
で
も

き
出

せ
な
い
で
あ
ろ
う
ダ
メ

ジ

を
出
し
た
の
は

黒

を

た
一
人
の
子

 

り
付
い
た
場
を

配
し
て
い
る
た
だ
こ
の
場
で

一
身
動
き
出
来
る
黒
は
突
き
立

て
て
い
る
黒
い
剣
を

手
で

き
取
る

特
徴
的
で
は
な
い
た
だ
た
だ

的
な

剣
の

を
持
つ

け
れ
ど
ど
こ
か

怖
を
覚
え
さ
せ
る
黒
に

め
上

ら
れ
た
直
剣
を

黒

は

に
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い
だ

 
そ
し
て

け
ら
れ
て
い
た

が
上

ら
れ
る

 
前
髪
で

れ
て
見
え
な
か

た

が

見
え
た

 
キ
バ
オ
ウ
と
他
数
人
の
男
達
を

た
だ
無

の
ま
ま

黒
の

で

み
付
け
て
い
た

 
な

な
ん
ち

う
方
法
で
来
て
ん
の
や

 
正
気
か
ワ
レ

 
二
十
人
近
い
男
達
を

め
て
殺
し
た
黒
が

配
す
る
空
間
で
最
も
最
初
に
行
動
を

こ

し
た
の
は
キ
バ
オ
ウ
だ

た

力
が
あ
る
と

う
べ
き
か
そ
れ
と
も
恐
れ
知
ら
ず
と

う
べ

き
か

男
は
正
気
を
疑
う
と

て

黒

を
糾
弾
す
る

 
そ
れ
に

黒

は

く
り
と
小

を

た

は
ら
り

と
黒
髪
が
揺
れ
る

そ
ん
な
コ
ト

ど
う
で
も
イ
い

 
本

に
ど
う
で
も
い
い
と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

の
プ
レ
イ

な
ら

下
死
を
恐
れ

て
絶
対
に
取
ら
な
い
で
あ
ろ
う
手

で
第
一
層
へ
と
や

て
来
た
黒
は
感
情
が

て
い

な
い
黒
い

を
キ
バ
オ
ウ
達
に
向
け
た
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に

そ
の
近
く
で
転
が

て
い
る
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
に
向
け
ら
れ
る

 
そ
し
て

あ
た
し
達
の

を

え
た
直
後

そ
の

か
ら
光
が
消
え
た

 
あ
の
子
の
感
情
が
自
分
に
向
け
ら
れ
て
い
る

で
も
無
い
の
に
そ
の

を
見
た
だ
け
で

と

し
た

 
キ
バ
オ
ウ
達
は

無
意
識
な
の
だ
ろ
う
が
あ
の
子
の
逆

を

み

き

け
た
の
だ

 
自
己
よ
り
も
他
者
を

先
す
る
精
神
性
の
キ
リ
ト
だ
か
ら
こ
そ
他
者
を

う
者
に
は
モ
ル

テ
達
を
殺
し
た
よ
う
に
容
赦
が
無
い

 
ま
た
こ
の
場

も
悪
い

こ
の
場

は
月
夜
の
黒
猫

の
リ

ダ

が

を
残
し
て

び

り
自
殺
を
し
た
場

わ
ば
キ
リ
ト
に
と

て
ト
ラ
ウ
マ
の
地
で
あ
り
あ
た
し
達
を
殺

す
手

の
一
つ
と
し
て
空
へ

と
す
可
能
性
が
入
る
以
上
は
そ
れ
を
全
力
で

ご
う
と
す
る

 
そ
し
て

た
の
が
あ
た
し
達
と
い
う
の
も
悪
い

 
あ
た
し
は
あ
の
子
の
義
姉
だ
し
シ
ノ
ン
さ
ん
は
戦
い
方
を
教
わ

て
い
る
か
ら
弟
子
に

た

る

方
が
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
く
た
め
の
力
が
無
い
か
ら
力

え
を
し
て
く
れ
て
い
る

 
今
の
状
況
は

月
夜
の
黒
猫

に
力
を

し
て

そ
し
て
全
て
が
喪
わ
れ
た
時
と
似

て
い
る

人
数
や
こ
の
状
況
を

い
た
思
惑
に
差
異
は
あ
れ
ど
大
ま
か
に
は
キ
リ
ト
に
あ

た
あ
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の
過
去
と
似
て
い
る
の
だ

 
キ
リ
ト
の
ト
ラ
ウ
マ
の
一
つ
そ
の

件
を
対

立
場
場

の
全
て
が

て
し
ま

て

い
た

 
光
が
無
く
感
情
も

め
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
ハ

キ
リ
と
殺
意
に

ち
て
い
る
そ
の
眼

そ
れ
は
き

と
自
身
が
護
る
存
在
を

か
さ
れ
た

傷
付
け
ら
れ
た

事
に
対
す
る
キ
バ

オ
ウ
達
へ
の
怒
り
で
あ
り

そ
し
て
自
分
自
身
へ
の
苛
立
ち
故
か

 
だ
か
ら

そ
の
眼
も

葉
も

こ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
た

で
は
無
い

 
け
れ
ど
彼
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る

か
が
恐
怖
を
煽

て
来
て
い
た

 
体
の

か
ら

き
上
が

て
来
る

原
始
的
な
恐
怖

 
体
を

か
ら

え
さ
せ
て
い
く
そ
れ
は
き

と

死
の
気
配

  

こ
ろ
す

  
再

キ
バ
オ
ウ
達
に

線
が

さ
れ
た
と
同
時
に
放
た
れ
た

三
つ
の

ぐ
あ
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そ
れ
を
知
覚
し
た
時
に
は
も
う
黒
の

は
消
え
て
い
て
気
付
け
ば

対
し
て
い
る
男

の
一
人
に
背
後
か
ら
斬
り
掛
か

て
い
た

り
す
ら
見
え
な
い
程
の

動
速

は
四

速
の
神

の
剣
以
上

あ
の
時
よ
り
も
確
実
に
速
く
な

て
い
た

 
こ
れ
で
も
あ
た
し
は
剣
道
で
全
国
大
会
ま
で
行

た
身
で
有

者
で
も
あ
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ

レ
イ
し
て
い
く
中
で
友
人
か
ら
リ
ア
ル
チ

ト
と
か

わ
れ
る
程

に
は
反
応
速

だ

て

だ 
そ
れ
な
の
に
一
切
見
え
な
か

た
事
に

 
そ
し
て

や
は
り
一
撃
で
グ
リ

ン
の
男
が
全
損
し
た
事
に

今
更
な
が
ら
に

然
と
し
た

 
バ

ク
ア
タ

ク
の
ダ
メ

ジ

が
掛
か

て
い
た
と
い
う
差
異
は
あ
る
が
彼
の
剣
を

け
た
と
い
う
事
実
は
目
の
前
の
男
も

そ
し
て
彼
と
デ

エ
ル
を
し
た
神

も
同
じ

 
け
れ
ど
神

の
場
合
は
生
き
残
り

男
は
死
ん
だ

 
二
人
の
レ
ベ
ル
を
あ
た
し
は
知
ら
な
い
が

攻
略
組
と
し
て
戦

て
い
た
キ
バ
オ
ウ
の
配
下

だ
少
な
く
と
も
最
前
線
で

す
る
程

は
あ

た

そ
し
て
攻
略
組
へ
参
戦
す
る
意
思
を

示
し
て
い
た
神

も
同
じ
程

で
は
あ
る
だ
ろ
う
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そ
れ
な
ら
彼
の
一
撃
を

け
た
と
し
て
も
そ
の
結
果
も
同
じ
で
な
け
れ
ば
お
か
し
い

備
に

よ

て
多
少
変
わ
り
は
す
る
だ
ろ
う
が

そ
れ
は
本

に
多
少
で
し
か
な
い

 
そ
れ
な
の
に
名
も
知
ら
ぬ
グ
リ

ン
の
男
は
一
撃
で
全
損
し
神

は
死
ぬ
可
能
性
す
ら
見
い

だ
せ
な
い
く
ら
い

で
生
き
残

た
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

あ
の
子
が
加

し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
死
な
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
た
に
せ
よ
あ
の
時
の
あ
の
子
が
そ

こ
ま
で
気
を
配
れ
た
か
は

だ
疑
問
だ

 
そ
れ
以
前
に
気
持
ち
ど
う
こ
う
で
ダ
メ

ジ
は
変
わ
ら
な
い

こ
こ
は
あ
く
ま
で

ド

ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
仮
想
世
界
の
中
で
全
て
に
シ
ス
テ
ム
コ

ド
が

さ
れ
る
以

上
ダ
メ

ジ
の

出
に
は
ス
テ

タ
ス
が

い
ら
れ
る
の
だ
斬
り
方
は
と
も
か
く
ス
テ

タ

ス
の
加

は
原

プ
レ
イ

に
許
さ
れ
て
い
な
い

 
あ
た
し
と
同
じ
よ
う
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
来
た
な
ら
そ
の
レ
ベ
ル
は

前
後
か
ら
始
ま

た

な

の
に

期
間
で
攻
略
組
に
追
い
付
く
程
の
レ
ベ
リ
ン
グ
を
成
し

た
神

に
キ
バ
オ
ウ
配

下
の
プ
レ
イ

が
レ
ベ
ル
で

る
と
は
思
え
な
い

マ

ジ
ン
と
い
う
も
の
が
あ
る
よ
う
に

攻
略
に
出
る
プ
レ
イ

は

も
が
最

限
そ
の
マ

ジ
ン
を
取

て
い
る

だ
か
ら
上

た

ば
か
り
の
神

よ
り

い

が
無
い
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そ
れ
と
も
あ
た
し
の
こ
の
推

は
根

か
ら
間
違

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

才
能
に

れ
る
神

が

場
合
に
よ

て
は

か
に

る
と
い
う

そ
の
思

が

 
あ
り
得
な
い
と
断
じ
る

そ
れ
は
あ
の
デ

エ
ル
の
時
あ
の
子
自
身
が
結
果
と
し
て
証
明

し
て
見
せ
た
神

が
誇
る
最
速
の
八

撃
を
上
回
る
九

撃
で
打
ち
破

た
の
だ

全
て
に

い
て

る
な
ど
あ
り
得
る

が
な
い

 

と
は

え
こ
ん
な

期
間
で
強
く
な
る

が
無
い
と
い
う
の
は
あ
の
子
に
も

て

ま
る

 
い
や

む
し
ろ
あ
の
子
以
上
に

て

ま
る
者
は

な
い
だ
ろ
う

 

千
冬
が
ど
う
思

て
い
た
か
は
知
ら
な
い
が
あ
の
子
は
神

か
ら

も
出
来
損
な

い
と

わ
れ
て
い
る
よ
う
に

の
才
能
そ
の
も
の
は
壊
滅
的

あ
た
し
と
の
鍛

が

を

し
た
か
下
地
に
な
る
部
分
は
多
少
出
来
て
い
た
よ
う
で
こ
の
世
界
で
強
者
と

え
る
レ
ベ
ル
の

成
⻑
を
し
て
い
る
が

そ
れ
は
あ
く
ま
で
⻑
期
的
な
努
力
と
経
験
の

物

 
才
能
と
は

ゲ

ム
風
に

え
ば

経
験
値
の

と
で
も

え
ば
い
い

 
才
能
が
壊
滅
的
な
あ
の
子
と
て
成
⻑
自
体
は
あ

た

た
だ
そ
れ
が
人
よ
り

い
だ
け
で
あ

て
成
⻑
し
な
い
事
は
無
か

た

一

に
得
ら
れ
る
経
験
が
人
よ
り
少
な
い
か
ら

い
の
で
あ
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り

得
ら
れ
な
い

で
は
な
い
か
ら

然
だ

 
才
能
が
無
い
と
い
う
事
は

が
掛
か

て
い
な
い
と
い
う
事

そ
の
た
め
他
プ
レ
イ

の
レ
ベ
ル
に
至
る
に
は
あ
の
子
は
人
の
数

数
十

の
時
間
を
あ
る
い
は
数

数
十

の
密

の
努
力
を

ぎ

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

不
向
き
な
事
に

れ
る
の
に
時
間
が
掛
か

た
り
努
力
を
要
す
る
の
と
理

は
同
じ
だ

 
つ
ま
り
あ
の
子
の
場
合

密

の

い
経
験
を

⻑
い
時
間
を
掛
け
て
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

た

 
あ
の
子
が
強
者
足
り
得
て
い
る
の
は

え
て

ん
だ
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を

む
戦
闘
と

い
う
他
よ
り
密

の

い
経
験
迷

で
の
情
報
を
全
て
一
人
で
収
集
す
る
経
験
そ
し
て
あ

た
し
と
の
鍛

か
ら
始
ま

た
⻑
い
修
練
の
時
間
が
あ

た
か
ら

 
逆
に

え
ば
や
は
り
あ
の
子
が
こ
の

期
間
で

に
強
く
な
る
事
は
道
理
に
合
わ
な
い

 
ダ
メ

ジ
に

し
て
は
ま
だ
い
い

疑
問
に
は
思
う
が
あ
く
ま
で
そ
こ
は
数
値
的
な

値

に
よ

て
弾
き
出
さ
れ
た
変
え
よ
う
も
無
い
事
実
ロ
ジ

ク
と
し
て

に
成
立
し
て
い
る
も
の

だ
か
ら
疑
問
が
あ
る
だ
け
で
文

は
な
い

 
だ
が

黒

愛
す
る
義
弟
の

こ
の

期
間
で
の
成
⻑
に
は
疑
問
ど
こ
ろ
で
は
無
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い

最

異
常
の

だ

 
数
値
が
全
て
を
決
め
る
こ
の
仮
想
世
界
で
は
レ
ベ
ル
が

つ
も
上
が
る
と
か
新

し
た

備
で
補
正
が
増
え
た
と
か
そ
う
い

た
も
の
く
ら
い
し
か
ア
バ
タ

の
動
き
が

に
変
わ
る

事
は
無
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
な
ら
魔
法
に
よ
る
バ
フ
も
あ
る
だ
ろ
う
が
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
そ
れ
く
ら
い

し
か
無
い

 
あ
の
デ

エ
ル
か
ら
今
日
ま
で

確
か
に
あ
の
子
は
最
前
線
で
戦

て
い
た

 
け
れ
ど
レ
ベ
ル
は
上
が

た
と
し
て
も
良
く
て
一
つ
が
い
い

で

備
な
ん
て
デ

エ
ル
の

時
か
ら
変
わ

て
い
な
い
か
ら
新

も

も
な
い

つ
ま
り
数
値
的
な
変
化
は

こ

て
い
な
い

と
い
う
事

 

い
や

変
わ

て
い
る
も
の
が
一
つ
あ

た

 
そ
れ
は
剣

 

も
見
て
来
た
あ
の
子
の
剣
は

が
機

の
ギ
ア
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
形
状
を
し
て
い

て
刀
身
は
黒
い
が
刃
は
白
い
と
い
う
も
の
だ

た

銘
を
エ
リ

シ
デ

タ
第
五
十
層
で
入

手
し
た
と
い
う
ユ
ニ

ク
品

最
大
強
化
す
れ
ば
第
七
十
五
層
が
最
前
線
に
な

て
も

す
る

程
の
性
能
を
誇
る

リ
ズ
さ
ん

く

魔
剣
と
称
さ
れ
し
剣
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そ
れ
を
手
に
入
れ
て
か
ら
は
ず

と
愛

し
て
い
た
と
い
う
が
今
の
あ
の
子
が
手
に
し
て
い

る
剣
は

エ
リ

シ
デ

タ
で
は
無
か

た

 

に
突
き
出
た

的
な

を
有
し
刃
す
ら
も
が
黒
く
黒

の
如
き
光

と

な

色
合
い
を

び
た
刃
と

が
一
体
化
し
て
い
る
真
に
黒
一
色
の
剣

見
れ
ば
見
る
程
に
引
き

ま

れ
そ
う
な
程
の

な
色
合
い
を
し
て
い
る
黒
き
剣
は
し
か
し
そ
の
感

に
反
し

怖
を

か
せ
る

 
正
に
魔
剣
と
称
す
る
べ
き
な
の
は
こ
れ
の
事
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
程
の

容
を
持

て
い
た

 
な
ら
ば
そ
れ
が

あ
の
子
に
強
化
を

し
た
要
因
か

 

と
あ
た
し
は
断
ず
る

そ
れ
は
あ
の
子
を
鍛
え
た
師
と
し
て
で
は
な
く
同
じ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

プ
レ
イ

と
い
う
観
点
か
ら
の
決
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
根
本
的
な
部
分
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

似
し
た
世
界

魔
法
的
要

が
極
限
ま
で

さ
れ
て

い
る
か

か
と
い
う
違
い
こ
そ
あ
る
が

備
や
ス
キ
ル
の

い
そ
の
も
の
は
そ
の
大
部
分
で
似

て
い
る

 
剣
が
プ
レ
イ

の
ス
テ

タ
ス
に
影

を
与
え
る
事
は
あ
る
だ
ろ
う
が
流

に
常

を
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す
る
程
で
は
無
い
の
は
明
白

 
そ
れ
が
あ
る
に
し
て
も
も

と
上
の

層
で
手
に
入
る
べ
き
代
物
だ
現
時
点
で
手
に
入
る
の

は
流

に
お
か
し
い

ゲ

ム
で

え
れ
ば
ま
だ
中

後

と
い

た
と
こ
ろ
だ
か
ら
ま
だ

い

魔
剣
と
思

た
の
は

で
し
か
な
い

 
大

の
剣
に
付
与
さ
れ
て
い
る

果
は
そ
の
大

が
特
定
の

へ
の
特
攻

あ
る
い
は
ク
リ

テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
の
上

や
一
部
ス
テ

タ
ス
を

上

さ
せ
る
程

仮
に
上

目
が

値
や
Ａ
Ｇ
Ｉ
だ
と
し
て
も

に
速

を
上

る
事
は
現
実
的
で
は
無
い

流

に
そ
れ
だ

け
で

常
の
数

の
速
さ
を
出
せ
る

が
無
い

 
で

あ
る
な
ら
ば

 
こ
の

期
間
で
異
常
な
強
さ
を
今
見
せ
て
い
る
あ
の
子
に
変
化
を

す
と
す
れ
ば
そ
れ
は

  

常
に
変
化
し

け

ろ
い

揺

う

感
情
な
の
か

  

そ
れ

ど
に

そ
れ

ど
に
人
を
殺
し
た
い
と
願

て
い
る
の
か

あ
の
子
は
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な
ら

な
ら
ば
そ
れ
は
そ
う
な
る
状
況
に
し
て
し
ま

た
不

な
い
自
分

の 

だ

 
そ
こ
ま
で
を
一

に
も

た
な
い
時
間
で

め
て
い
た
あ
た
し
の

を
悲

な
声
が
打

た 
そ
れ
は
一

前
に

突
如

を
消
し
て
背
後
に
現
れ
た
あ
の
子
の
一
刀
に
斬
ら
れ
た
男
の
も

の

全
快
だ

た

ゲ

ジ
も

か
ら

へ
と

少
し

に
全
損
し
た
事
で
消
え
失
せ
て
い

る
男
は

そ
の
表
情
を
恐
怖
に
歪
め
て
い
た

 
そ
の

は

よ
り
も
雄

に
語

て
い
た

死
に
た
く
な
い

と

死
に
た
く

な

 

男
が

に
出
来
た

葉
は

そ
こ
ま
で
だ

た

 
ア
バ
タ

の

が
全
損
か
ら

後
に

こ
る
か
は
知
ら
な
い
が
そ
れ
で
も

め
る
事
は

可
能
な
の
だ
ろ
う

掛
け
に
剣
を
振
り
下
ろ
し
た

勢
で

ま

て
い
た
キ
リ
ト
が
返
す
刃

で
真
上
に
振
り
上

た
事
で
男
は

に
断
た
れ
た
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葉
を
発
せ
な
く
な

た
の
は

や

を

ら
れ
た
か
ら
だ

 

に
断
た
れ
た
ア
バ
タ

は

に
蒼
い
欠
片
へ
と

す
る

 
蒼
い
欠
片
と
い
う
そ
の
カ

テ
ン
の
向
こ
う
か
ら
黒

く
め
の
子

が

い

を
向
け

て
来
て
い
た

あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
の

を
把
握
し
そ
し
て
殺
す
べ
き

の
存
在
を
把

握
し

時
に
取
る
べ
き
手

を
無
数
に
上

最

な

を
思

し
て
い
た

こ
ン
ガ
キ
が

 
同
時
こ
れ
ま
で

で
動
け
て
い
な
か

た
中
で
最
初
に
動
き
出
し
た
の
は

と

え
ど

攻
略
組
と
し
て
数
多
の
戦
い
を
潜
り

け
て
来
た
一
人
の
キ
バ
オ
ウ

 
キ
バ
オ
ウ
は
背
に

る
剣
を

く
事
も
無
く
悪

を

き
な
が
ら
大

ぎ
で
地
に
倒
れ
た

ま
ま
の
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
へ
と

け
出
し
て
い
た

悪

は
あ
の
子
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の

に
近
付
く
方
向
が
あ
た
し
達
と
は
ど
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か
と
思

た

 
が

そ
れ
も
一

の
事

あ
た
し
が
い
る
場

を
思
い
出
し
て

に
理
解
し
た

 
麻

で
無
力
化
さ
れ
て
い
る
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
は
第
一
層
外

部
テ
ラ
ス
と
い
う
危

険
地

の
更
に
危
険
な
場

に
い
る

数
メ

ト
ル
離
れ
て
は
い
る
が
あ
た
し
達
が
放

さ

れ
て
い
る
場

は
テ
ラ
ス
の

の
近
く
な
の
だ

多
少
の
労
力
は
必
要
だ
ろ
う
が
そ
の
気
に
な
れ
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ば

の
隙
間
を

て

と
す
く
ら
い
は

だ
ろ
う

 

は
高
さ
一
メ

ト
ル
そ
の
中
程
に
仕
切
り
の
横
棒
が
一
本
あ
り
一

の

が
五
十
セ
ン

チ
と
い
う

的

つ

と
危
険
な
代
物

麻

で

抗
出
来
な
い
あ
た
し
達
で
は
キ
バ
オ

ウ
達
が

り
で
も
す
れ
ば
容

に
空
へ
と
放
り
出
さ
れ
る
く
ら
い
だ

 
そ
れ
を

し
て
キ
バ
オ
ウ
は

し
を
掛
け
る
つ
も
り
な
の
だ

自

す
る
か

し
て
キ

バ
オ
ウ
達
を
殺
す
の
と
引
き
換
え
に
あ
た
し
達
を
見
殺
し
に
す
る
か

 
仮
に
自

を

ん
だ
と
し
て
も
あ
た
し
達
は
殺
さ
れ
る
か
慰
み
も
の
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
ど

ち
ら
に
せ
よ

あ
た
し
達
は
助
か
ら
な
い
だ
ろ
う

キ
サ
マ

 
キ
バ
オ
ウ
が

け
出
し
た
時
は
目
を

め
て

し
ん
で
い
た
キ
リ
ト
も
そ
の
先
に
あ
た
し
達

が

る
と
一

で
思
い
至

た
よ
う
で

時
も
よ
り
も
格

に

い
声

で
怨
嗟
の

葉
が
発

せ
ら
れ
た

 
そ
れ
と
同
時
に
キ
リ
ト
は

勢
を

く
し

獣
の
如
き

さ
を
以
て

け
出
そ
う
と
し
た

さ
せ
る
か

行
か
せ
る
か
よ
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キ
バ
オ
ウ
の
行
動
な
い
し
策
が
最
後
の

と

え
た
の
か
男
達
は

嗟
に

か
ら

る
剣

を

い
て
立
ち
は
だ
か

た

キ
リ
ト
か
ら
キ
バ
オ
ウ
へ
の
直
線
状
に
立
ち
は
だ
か
る
事
で
少
し

で
も
時
間
を

ご
う
と
し
た
の
だ

 
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
ど
ち
ら
か
を
外

部
か
ら

と
す
ま
で
の
時
間
を

ば
こ
の
男
達

に
と

て
は

あ
る
意
味
勝

し
た
も
同
然
だ
か
ら

 
死
に
た
く
な
い
と
思

て
い
る
ク
セ
に
そ
れ
な
の
に
自
ら
死
に
に
行
く
も
同
然
の
行

を

定
し
て
行
動
す
る
と
は

を

え
て
い
る
の
か
と

本
気
で

が
分
か
ら
な
か

た

ジ

マ

だ

 

時
に

動
出
来
る
キ
リ
ト
も
そ
の
速
さ
の
ま
ま

を
斬
り

け
る
事
は
叶
わ
な
い

男
達

は
そ
の
ア
バ
タ

が

す
る
ま
で
キ
リ
ト
を

さ
な
い
肉

と
な
る
か
ら
だ

 
な
の
で
キ
リ
ト
は
神

の
武
器
だ

た

の
白
剣
を

手
に
呼
び
出
し

手
の
黒
剣
と
合

わ
せ
て
振
る

て

し
て
い
た

一
太
刀
目
で
斬
り
殺
し
二
太
刀
目
で
ア
バ
タ

を

に

さ
せ
る
斬
撃
を

き

む

そ
れ
で

く
一
人
が

さ
れ
る

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
し
か
し
残
る
キ
バ
オ
ウ
の
配
下
は
五
人
い
た

そ
れ
ぞ
れ
が
横
に

ん
で
キ
リ
ト
を

ん
で
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い
る

が
欠
け
て
も

に
補
え
る

の

形
だ

た

 
一
人
を

時
に

る
に
し
て
も
二
太
刀
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
一

ど
掛
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
以
上
と
て
も
で
は
無
い
が
キ
バ
オ
ウ
が
あ
た
し
達
の
許
へ
来
る
前
に
全

す
る
と

い
う
の
は
現
実
的
と
は

え
な
い

チ
 
だ
か
ら
か
キ
リ
ト
は
二
刀
を
消
し
て
す
ぐ
に

色
の
⻑
槍
を
取
り
出
し
た

手
に
一
本
の

⻑
槍
を
取
り
出
し

  

残
り
五
本
は

目
の
前
で
横
に

ぶ
五
人
を

に

く
よ
う
に
出
現
し
た

 

ご

あ

な

ん
や
と

 
槍
に

か
れ
た
五
人
は

す
ら
も

か
れ
て
い
る
か
ら

な
悲
鳴
を
上

る
事
が
出
来
る

も
無
く

び
く
ん

と
体
を

わ
せ
て
い
た
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キ
リ
ト
の
イ
メ

ジ
に
よ

て
槍
が

に
浮
く
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
体
に

め

ま
れ

る
よ
う
に

か
れ
て
い
る
男
達
は
倒
れ
る
事
も
許
さ
れ
ず

属
性
に
よ
る
継

ダ
メ

ジ
で

ジ
ワ
ジ
ワ
と

が

て
い
く
ば
か
り

全
身
を

か
れ
て
い
る
事
も
あ

て
か

に
そ
の

も
危
険

ま
で

て
い
た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
大
振
り
に
⻑
槍
を

に

ぎ
ゴ
ミ
を
払
い
の
け
る
よ
う
に
男
達
を
吹

ば
し
た

そ
の
一
撃
が
ト
ド
メ
と
な

て
男
達
の

ゲ

ジ
が

て
空
に
な
り

体
が
⻘
白

く
光
り
始
め
る

 
そ
れ
に
見
向
き
も
せ
ず
キ
リ
ト
は
た
だ
光
の
無
い
黒
く
な

た
だ
け
の

を
キ
バ
オ
ウ
へ

向
け
て
い
た

見
開
か
れ
て
い
る
目
は
む
し
ろ
恐
怖
を
煽

て
来
る

こ
の

きく
 
そ
こ
で

し
な
が
ら
も

り

け
て
い
た
キ
バ
オ
ウ
が
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
の
許
に

り

い
た

シ
ノ
ン
さ
ん
の
紅
い

と
あ
た
し
の
一
つ

り
に
し
て
い
る
髪
を

む
事
で

乱

に
あ
た
し
達
を
引
き

り
始
め
た
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そ
の
方
向
は

予
想

り
テ
ラ
ス
と
空
を
隔
て
る

オ
ラ

 
こ
こ
は
現
実
で
は
無
い

現
実
で
は
本
来
な
ら
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
事
す
ら
も
ス
テ

タ
ス
が

高
け
れ
ば
可
能
と
し
て
し
ま
う
仮
想
世
界
だ

 
そ
し
て
キ
バ
オ
ウ
は

と

え
ど
も
最
前
線
で
ボ
ス
と
戦
い

け
て
い
た
攻
略
組
の
一

で
あ

り

そ
の
レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
は

今
も
十
分
最
前
線
で

す
る
程
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
キ
バ
オ
ウ
は
わ
ざ
わ
ざ

ま
で

り
寄
ら
な
く
て
も
あ
た
し
達
を

ん
だ
時
点
で

勝

た
も
同
然
だ

た

ス
テ

タ
ス
が
高
け
れ
ば
さ

き
の
キ
リ
ト
の
よ
う
に
超
人
の
如
き
現

を

こ
せ
る
の
だ
か
ら

片

で
人
を
放
り
投

る
事
な
ど

作
も
無
か

た
の
だ

さ
せ
る
か

 
そ
れ
に
気
付
い
た
キ
リ
ト
は
そ
う
は
さ
せ
ま
い
と
手
に
持

た
⻑
槍
を
ク
ル
リ
と
回
し
て
逆

手
に
持
ち
直
し

に
投

す
る

 
し
か
し
超
高
速
で

る
そ
れ
よ
り
も
一

く
キ
バ
オ
ウ
は
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
を
同
時

に

の
向
こ
う

へ
と
放
り
投

て
い
た

 
そ
れ
か
ら
槍
が
キ
バ
オ
ウ
の
体
を

き

時
に
か
つ
て
ゴ
ブ
リ
ン
に
し
た
よ
う
に

れ
狂
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う
風
が

発
し

男
の
ア
バ
タ

を

さ
せ
た

 

を
全
損
さ
せ
て
か
ら
一
撃
加
え
て

さ
せ
る
よ
り
も

か
に
速
い
そ
れ
は

以
前
見
た

時
よ
り
も
圧
倒
的
に
速
い
一
撃
と
な

て
い
た

風
の
収

と
開
放
の
動
作
が
一
つ
一
つ
の

時
間
の
掛
か
る
工
程
か
ら

時
に
終
え
る
一

の
動
作
へ
と

華
さ
れ
て
い
た

し
の
ん

 
り

ね

 
蒼
い
欠
片
が

る
中
か
ら

を
見
せ
た
キ
リ
ト
は

き
そ
う
な

に
な

て
い
た

そ
の

に

様
子
に

一

前
ま
で
あ

た
ド
ス
黒
い
憎
悪
は
見
て
取
れ
な
い

 
手
に
持

て
い
た
武
器
も
無
く

に

ち
た
槍
も

わ
ず
た
だ
一
目

に

に
放
り
出
さ

れ
た
あ
た
し
達
へ
と
届
か
な
い
と
分
か

て
い
る
だ
ろ
う
に
手
を

ば
す

ま
だ

を
超
え
た

ば
か
り
で

あ
る
い
は
届
い
た
か
も
し
れ
な
い

離
だ

た

 
そ
れ
に
希
望
を
見
出
し
て
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
も
麻

の
中
で
も
ど
う
に
か
動
か
せ
る

手
を

ば
し
た

  
そ
れ
で
も

あ
の
子
の
指
先
が
触
れ
た
だ
け
で

む
に
は
至
ら
ず

か
に
指
先
が
触
れ

合

た
だ
け
で
空
を
切
る
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あ

あ

 
遠
ざ
か
る

義
弟
の

 
く
し

り
と
歪
む

愛
す
る
子
の

 

え
始
め
る
小
さ
な
体

 
光
が
失
せ
た

か
ら
零
れ
た

月
光
に
煌
め
く
大

の

 
そ
れ
ら
を

く
り
と
見
た
あ
た
し
は

と
も

え
な
い
気
持
ち
に

わ
れ
た

 
こ
の
子
を
哀
し
ま
せ
る
事
に
対
す
る
自
身
へ
の
怒
り
と
苛
立
ち
そ
し
て
哀
し
み
義
弟
に
対

す
る

し

な
さ

 
そ
し
て

く

ど
ま
で
に
想
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
対
す
る
場
違
い
に
過
ぎ
る
大
き

な
喜
び

そ
の

を
見
た
だ
け
で

を
見
た
だ
け
で
姉
と
し
て
は
報
わ
れ
た

血
の
繋
が
り

も
無
い
本

で
あ
れ
ば

く
必
要
す
ら
無
い
で
あ
ろ
う

の
他
人
な
の
に
そ
れ
で
も

い

て
く
れ
た
事
に
喜
ん
で
し
ま

た

 
あ
あ

ど
う
し
よ
う
も
無
い
と

自
身
に
悪

を

く

 
自
分
は
今
日
死
ぬ

し
様
も
無
い
確

と
し
た
未
来
で
あ
り
こ
れ
か
ら
過
去
の
事
実
と
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な
ろ
う
と
し
て
い
る

 

ア
ミ

ス
フ

ア

だ
か
ら

ナ

ヴ
ギ
ア

の
よ
う
に

か
つ
て
こ
の
目
で
見
た
人
と

同
じ
よ
う
に
死
ぬ
か
は
分
か
ら
な
い
が

少
な
く
と
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
こ
の
身
は
消
え
る
だ
ろ
う

死
ん
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

る
か
現
実
に

る
か
は
定
か
で
は
無
い
し
現
実
で
生
き
れ
た
と
し
て
も

な
ど
に

ら
ダ
メ

ジ
が
無
い
状

か
は
分
か
ら
な
い

む
し
ろ
後

が
残
る
と
い
う
中

に
生
き
る
可
能
性
が
大
き
い
だ
ろ
う

 

そ
れ
で
も

こ
れ
で

良
い
ん
だ

 
死
ぬ
の
は

恐
い

 
け
れ
ど
あ
た
し
と
し
て
は
キ
リ
ト
が
死
ぬ
事
の
方
が
恐
か

た

そ
の
一
因
と
な

て
し

ま
う
方
が

だ

た

 
シ
ノ
ン
さ
ん
は
ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
う
助
か
ら
な
い
と
分
か

た
現
状
で
共
に

へ
放
り
出
さ
れ
た
彼
女
は
と
て
も
悲
し
気
に

ん
で
い
た

た
だ

き

く

で
も
無
く

い
て
い
な
が
ら

ん
で
い
る
の
は

き

と
あ
た
し
と
同
じ
心
境
だ
か
ら
だ
ろ
う

 
あ
た
し
も
シ
ノ
ン
さ
ん
も

キ
リ
ト
の
命
が
喪
わ
れ
る
事
の
方
が
恐
ろ
し
か

た
の
だ

 
け
れ
ど
こ
れ
は
あ
る
意
味

な
結
果
だ
ろ
う

シ
ノ
ン
さ
ん
は
ど
う
か
知
ら
な
い
が
あ
た
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し
は

こ
の
世
界
に
と

て
異
物
だ

た
本
来
な
ら
い
る

も
無
い
存
在
だ

た
の
だ

む

し
ろ
こ
の
世
界
に
来
て
あ
の
子
の
心
を

し

え
ら
れ
た
あ
の
子
の
し
て
き
た
事
を
知
れ
た

だ
け
で
も

だ
ろ
う

 
悔
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
結

に
力
に
な
れ
な
か

た
事

 
心
残
り
が
あ
る
と
す
れ
ば

あ
の
子
を
傷
付
か
せ
た
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
事
だ
ろ
う
か

 
キ
バ
オ
ウ
達
が

策
し
た
と

え
ど

を

れ
ば
キ
リ
ト
が
原
因
と

え
な
く
も
な
い
だ
ろ

う
今
回
の
件

あ
た
し
達
が
死
ん
だ
事
を
自
分
の
せ
い
と
責
め
る
の
は
想
像
に

く
な
い

 
そ
れ
は
違
う
と

い
た
か

た

あ
た
し
達
が
無

備
だ

た
か
ら

に
力
を
持

て
い
な

い
ま
ま
そ
の
危
険
性
を

外

し
て
一
緒
に

た
か
ら
今
回
こ
ん
な
事
に
な

た
の
だ

だ
か

ら
こ
れ
は
自
業
自
得
な
の
だ
と

そ
う

い
た
か

た

 
け
れ
ど
も
う
そ
れ
を
伝
え
る
事
は
出
来
な
い

現
実
で
死
ぬ
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
が
こ

の
世
界
か
ら
退
場
す
る
以
上

こ
れ
を
あ
の
子
に
伝
え
る
事
は

叶
わ
な
い

 

ご
め
ん
ね

キ
リ
ト

ダ
メ
な
お
姉
ち

ん
で

 
願
わ
く
ば
こ
れ
で
自
ら
死
ぬ
道
に

る
真
似
は
し
な
い
で
欲
し
い

も

と
生
き
て
欲
し
い
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シ
な
せ
て

た
ま
る
か

  
そ
れ
な
の
に

あ
の
子
は

ア

サ
リ
と

を

び
越
え
て
来
た

 
なキ

リ
ト

 
バ
カ

で

 

で

ち
る
シ
ノ
ン
さ
ん
が

麻

の
状

で
も
出
せ
る
最
大
限
の
声
で
悪

を

く

 
あ
た
し
も
ま

た
く
同
感
だ

た

 
自
分
が
死
ぬ
事
に
対
し
て

を
見
せ
た
事
に
喜
び
を
覚
え
て
し
ま

た
あ
た
し
が

う
べ
き
で

は
無
い
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
も
そ
の
行
動
は
と
て
も
喜
べ
る
も
の
で
は
な
か

た

大

切
と
思

て
く
れ
た
と
い
う
事
だ
し
そ
れ
だ
け
の
行
動
を
す
る
だ
け
想

て
く
れ
て
い
る
事
が

分
か
る
か
ら

し
い
が

と
て
も
喜
べ
た
も
の
で
は
な
い

で

で
来
た
の

 
キ
リ
ト
は

あ
な
た
は

黒
の
剣
士

で
し

う

 

人

の
希
望
を
背
負

た
こ
の
世
界
を
導
く
剣
士
な
ん
で
し

う

 
来
ち

ダ
メ
で
し

う
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今
出
せ
る
限
界
ま
で
声
を
出
し
て

と
ん
で
も
な
い
行
動
を
取

た
義
弟
を
弾

し
た

黒
の
剣
士
は
人

の
希
望
を
背
負

て
い
る
二
つ
名
だ

た
だ
強
い
者
に
与
え
ら
れ
る
二

つ
名
と
は
一
線
を

す
一
人
で
最
前
線
を
戦
い

き
ボ
ス
す
ら
も
倒
せ
て
し
ま
う
者
に
掛
け

ら
れ
た

最
後
の

と
も

い
代
え
ら
れ
る
最
後
の
希
望
を
示
す

特
別
な
二
つ
名

 
そ
れ
を
背
負

て
い
る
者
な
の
だ

で
あ
れ
ば
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
が
死
ぬ
か
ら
と

て

自
身
も
死
ぬ

を
取

て
は
な
ら
な
い

な
の
だ

 
そ
の
行
動
は

全
て
の
人

の
信
頼
を
裏
切
る

最

な
行
動
な
の
だ

 
そ
の
意

は

過
去
の
自
身
の
信
念
を
裏
切
る

最
悪
な
意

な
の
だ

 

護
り
た
い
と
助
け
た
い
と
死
に
た
く
な
い
と
そ
う

て
い
た
の
に

あ
な
た
が

自
分
か
ら
死
ぬ
決
断
を
し
た
ら

ダ
メ
で
し

う

 
ご
う
ご
う
と

下
し
て
い
く
中
で

を
打
つ
風
の

を
吹
き

ば
す
程
の
声
を
麻

で
あ
る
の
を
無

し
て

か
ら
発
す
る

 

て
や
る

 
恐
ら
く
は
今
生
最
後
と
な
る
で
あ
ろ
う

責
を
心
を
⻤
に
し
て
与
え
て
や
る

わ
れ
た
事
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は
あ
た
し
達
の
責

だ
が

こ
れ
ば
か
り
は
こ
の
子
が
悪
い
の
だ
か
ら

パ
ラ
ラ
イ
ズ
キ

ア

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は

の
ポ

チ
か
ら
取
り
出
し
た
⻩
色
に

く
六
面

結

体
の
解

結

を
翳
し
て

シ
ノ
ン
さ
ん
の
麻

を
解
い
た

 
同
じ
よ
う
に

あ
た
し
の
麻

も
解
く

 
麻

が
解
け
て
四

に
力
と
感
覚
が

た
直
後
あ
ら
ん
限
り
の
力
を

め
て

手
で

を

り

ば
す

ん

と

い
た

が

を
打

た

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は

を
背
け
な
か

た

を

り

ば
さ
れ
て
も

い
意

が
あ
る
と

ば
か
り
に

を
動
か
さ
ず
未
だ
に
光
が
失
せ
て
い
る

で
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
を

い

て
来
る

責
を

け
る
事
も
覚
悟
し
て
こ
の
行
動
を
取

た
の
だ
と

理
解
さ
せ
ら
れ
た

 

を

え
て
い
る
か
分
か
ら
な
か

た

を

え
て
る
の

 
あ
た
し
は

異

者
本
来
こ
の
世
界
に

な
か

た
人
間
で
攻

略
の

に
も
立
た
な
い

立
た
ず

 
そ
れ
な
の
に

で

び
越
え
て
来
た
の

本

よ

で
来
た
の
よ
キ
リ
ト

 
私
達
は
キ
リ
ト
に
死
ん
で
欲
し
く
無
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か

た
の
に

 
あ
た
し
の
強
い

責
と
シ
ノ
ン
さ
ん
の
抑
え
ら
れ
た
責
め
る
声
が
目
の
前
の
少
年
を
襲
う

 

暗
い
夜
の
空
を
真

逆
さ
ま
に

ち
る
中
で
取
る
べ
き
行
動
と
し
て
は

か
外
れ
て
い
る
気

も
し
た
が
も
う
取
り
返
し
も
付
か
な
い
か
ら
か
と
に
か
く

ら
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な
い
心

境
だ

た

キ
バ
オ
ウ
達
に
対
す
る
も
の
と
は
別
の
意
味
で

の
内
は

れ
て
い
た

 
そ
ん
な
あ
た
し
達
の
お
よ
そ
正
し
い
で
あ
ろ
う
反
応
に

葉
を
返
さ
ず
更
に
キ
リ
ト
は

の
ポ

チ
か
ら
結

体
を
取
り
出
し
た

 
そ
の
結

体
の
色
は

⻘
色

 

脱
出
に
有

だ
と
い
う
転

結

だ

た

そ
れ
は

転

結

あ

 
そ
れ
を
見
せ
付
け
ら
れ
て
以
前
キ
リ
ト
が
テ
ラ
ス
か
ら

と
さ
れ
て
も
転

結

で
ど
う
に

か
な

た
話
を
思
い
出
し
た
あ
た
し
達
は

て

を

ん
だ

ま
さ
か
こ
れ
を
す
る
た
め
に

来
た
の
か
と

え
れ
ば
あ
た
し
達
が

べ
て
い
た

葉
は
全
て
見

違
い
だ

た
か
ら
だ
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そ
の
二
つ
の
結

を
シ
ノ
ン
さ
ん
と
あ
た
し
に
そ
れ
ぞ
れ
一
個
ず
つ
手

し
て
き
た

キ
バ

オ
ウ
達
に

収
さ
れ
て
い
た
か
ら
助
か

た
と

え
る

 

た
だ

気
に
な
る
事
が
あ

た

今
シ
ス
テ
ム

で
転

出
来
る
場

は
第
七
十
六
層
の
主

だ
け
に
な

て
る

の

名
前
は

ア

ク

フ

ア

だ
か
ら

そ

ち
に
転

し
て
欲
し
い

わ

分
か

た
わ

転

ア

ク

フ

ア

 
有
無
を

わ
せ
な
い

気
に

て
ら
れ
た
か

シ
ノ
ン
さ
ん
は

直
に

う
事
を

い
て

ど
こ
で
死
亡
判
定
を

け
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
か

ぎ
気
味
で
文

を

に
し
た

シ
ス
テ
ム

の
真

中
に
あ

て
も
一
応
作
動
す
る
ら
し
い
転

シ
ス
テ
ム
が

動
し
彼
女
の
体
は

蒼
い
光
に

ま
れ

時
に
消
え
失
せ
る

 

場
で
こ
の
方
法
を
以
て
復
帰
す
る
策
を
見
出
し
た
過
去
の
キ
リ
ト
に
感
心
せ
ざ
る
を
得
な

い
な
と

え
つ
つ

あ
た
し
は
キ
リ
ト
を
見
た

 
正
確
に
は

キ
リ
ト
の
カ

ル
の
色
を
見
た

ね

キ
リ
ト

直
姉
も

く
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キ
リ
ト
の
カ

ル
の
色
は

然
な
が
ら
オ
レ
ン
ジ
だ
け
で
な
く
グ
リ

ン
の
男
達
を

殺
し
に
し
た
の
だ
か
ら

や
は
り

罪
者
カ
ラ

の
オ
レ
ン
ジ
色
に
な

て
い
た

あ
な
た
は

直
姉

く

お
願
い
だ
か
ら

ち
な
さ
い
よ

 
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
る

あ
な
た
は
ど
う
な
る
の

 
オ
レ
ン
ジ
の
デ
メ
リ

ト
は

主

に
入
れ
な
く
な
る
事

 
そ
れ
は
つ
ま
り
間

的
に
転

を

出
来
な
く
な
る
と
い
う
事

 
圏
外
の
転

へ
の

動
法
が
ど
う
な

て
い
る
か
を
あ
た
し
は
知
ら
な
い
が
キ
バ
オ

ウ
達
の

葉
を
思
い
出
す
限
り
現
状
転

可
能
な
場

が
第
七
十
六
層
だ
け
と

う
の
な
ら
今

ま
で
は
使
え
て
い
た
圏
外
転

は
全
て
使

不
可
に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
オ
レ
ン
ジ
が
転

出
来
る
場

は

全
て
無
い
と
い
う
事
で

 
今
の
状
況
か
ら
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
し
ま

た
こ
の
子
が
助
か
る
手

は
一
つ
も
無
い
と

い
う
事

 
そ
れ
に

な
予
感
を
覚
え
て
い
た
か
ら
シ
ノ
ン
さ
ん
に

て

に
文

を

え
る
よ
う
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な
事
は
せ
ず

キ
リ
ト
へ
と
問
い

め
た

そ
れ
に

自
分
の
分
の
転

結

は
あ
る
の

 
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
に

た
ら

二

個
は
常
備
し
て
お
く
よ
う
教
え
て
く
れ
た
あ
な
た
の
分
は
無
く
な
る

 
ホ

ム
が
あ
る

層
に
も
行
け
な
い
な
ら
補

は
お
ろ
か
追
加
も
し
て
な
い
ん
じ

な
い
の

 
キ
リ
ト
は
立
て

け
に
ぶ
つ
け
た

問
に
対
し

一
つ

え
ず
眼
を
背
け

葉
を

ま
ら

せ
た

  
そ
れ
だ
け
で

え
が

で
あ
る
か
を
理
解
す
る
に
は
十
分
過
ぎ
た

  
や
は
り
さ

き
の

責
は
全
て
間
違

て
な
ど
い
な
か

た
の
だ

も
か
も
分
か

た
上

で
自
分
を

に
す
る

を
し
た
の
だ

  
こ
の
世
界
で
最
も
攻
略
に

し
必
要
と
さ
れ
て
い
る
自
身
を

に
こ
ん
な

に
立
て
な

い

な
義
理
の
姉
を
救
う

だ
け
に
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や

り

 
や

り

そ
う
な
の
ね

 
あ
な
た

自
分
を

に
し
て

 
そ
れ
が
分
か

た

中
で

火
し
た

が
ま
た
再

し
た
む
し
ろ
さ

き
よ
り
も

程
大
き
い

義
弟
に
対
す
る
怒
り
が

責
の

葉
が

限
な
く
無
数
に
無
限
に

き

こ

て
来
る

 
前

か
ら
自
己

心
が
過
ぎ
る
子
だ
と
自
分
の
事
を
大
切
に
し
な
い
蔑
ろ
に
し
が
ち
な

子
だ
と
思

て
い
た
が

こ
こ
ま
で
と
は
思
わ
な
か

た

 
そ
れ
は

と
す
る
と
か
つ
て
目
の
前
で

び

り
た
ケ
イ
タ
と
い
う
人
を
助
け
る

代

行

な
の
か
も
し
れ
な
い

そ
の
時
に
思
い
付
い
て
行
動
し
て
い
れ
ば
と
い
う
後
悔
か
ら
突

き
動
か
さ
れ
た
こ
の
子
な
り
に
想
う
と
こ
ろ
が
あ
る
苦

の
決
断
故
の
行
動
だ

た
の
か
も

し
れ
な
い

 

そ
れ
で
も

歪
ん
で
い
る

 

こ
の
子
が
他
者
に

く
す
事
を

ん
で
い
る
事
は
知

て
い
た

め
ら
れ
た
い

認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
承
認
欲
求
だ
け
で
な
く

世
話

き
で
お
人

し
だ

た
か
ら
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け
れ
ど
自
分
の
命
す
ら
も
捨
て
て
ま
で
他
者
を
助
け
よ
う
だ
な
ん
て
歪
み
切

て
い
る

 

こ
れ
ば
か
り
は

間
違

て
い
る

 
そ
れ
で
も
自
分
か
ら
命
を
投

出
し
て
ま
で
他
者
を
助
け
よ
う
と
す
る
そ
の
信
念
を
こ
の

時
ば
か
り
は

し
い

と
は
思
わ
ず

た
だ
た
だ

歪
だ

と
思

た

の
見
返
り
も
求
め

ず
た
だ
自
分
の
心
と
命
を

い
て
ま
で
他
者
の

と

て
動
く
こ
の
子
を

歪
ん
で
い
る

と
初
め
て
思

た

す

ぐ

ね

 
そ
う
思

た
の
が
あ
た
し
の
眼
や
表
情
に
出
て
い
た
の
か
と
に
か
く
転

し
て
と

え
掛

け
て
い
た
義
弟
の

か
ら
表
情
が

け

ち
た

 
そ
れ
は
絶
望

 
最
後
の
き

と
自
身
の
全
て
が
掛
か

て
い
た
希
望
が
絶
た
れ
た
時
に
人
が
見
せ
る
の
で
あ

ろ
う

決
し
て
人
が
し
て
は
な
ら
な
い

壊
れ
た

だ

た

和
人

 
あ
た
し
は
そ
の

を
見
て

然
と
し
て

す
ぐ
さ
ま
し
ま

た
と

中
で
悪

を

い
た
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が
あ

て
も
あ
た
し
は
こ
の
子
の
味
方
だ
と

に
い
る
と

て
い
た
の
に
今
あ
た
し

は

こ
の
子
を

定
す
る
感
情
を

い
て
表
に
出
し
た

 

責
の
よ
う
に
悪
い
点
を
上

そ
の
上
で
向
上
す
る
よ
う

善

を
出
し
た
り

て

い
る
部
分
も

め
る
と
い

た

定
の
仕
方
な
ら
ま
だ
し
も
さ

き
か
ら
し
て
い
る
の
は
た
だ

の

定
だ

た

絶
だ

た

 
そ
れ
が
あ
た
し
達
に

わ
れ
た
こ
の
子
に
ど
れ
だ
け
の
絶
望
を
与
え
る
か
は
想
像
も
つ
か
な

か

た
か
ら
危
惧
は
し
て
い
た

念
し
て
も
い
た
し
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

意
も
し
て
い

た 
け
れ
ど
気
が

け
た
か
あ
る
い
は
こ
の
子
に
対
す
る
怒
り
で
そ
の
意
識
が

ん
で
い
た
の
だ

ろ
う

あ
た
し
は
こ
の
子
を

絶
し
て
し
ま

た

あ
る
意
味

千
冬

の
無

心
よ
り

も

い
事
だ
ろ
う

見
て
い
る
と
い
う
点
で
は
ま
だ
マ
シ
だ
ろ
う
が

認
め
て
い
な
い
と

い
う
の
は
無

価
よ
り
も
タ
チ
が
悪
い

 
今

あ
た
し
は
自
ら
の
意

で

こ
の
子
を

ん
で
い
た
の
だ

 

き

と

定
す
る
事
や
そ
の
内
容
は
間
違
い
で
は
無
い
け
れ
ど

定
の
仕
方
を
間

違

て
し
ま

た
の
だ



 第六十二章 〜なぞる死〜

は

ハ

 
一

の

然

か
ら
の

声

 
そ
れ
は

決
定
的
に

か
が
終
わ

て
し
ま

た
事
を
知
ら
す

晩

に
も

し
か

た

さ
よ
う
な
ら

 

か
な

声
を
上

た
義
弟

キ
リ
ト
は

か
ら

を
零
し
な
が
ら

く

ん
で

別
れ
の

葉
を

て
来
た

 
え

と

ま

て

葉
を
喪

た
隙
に

あ
た
し
の
手
に
あ

た
転

結

を
奪
い
取

て

あ
た
し
の

に

て
た

タ

ゲ

ト

リ

フ

ち

と

キ
リ
ト

 

を

転
 
あ
た
し
の
制
止
の
声
も

か
ず

彼
は
転

シ
ス
テ
ム
を

動
さ
せ
る
文

を

け
た

ア

ク

フ

 

の
名
前
を
最
後
ま
で

わ
れ
た
ら
終
わ
り
だ
と
理
解
し
て
い
た
あ
た
し
は
と
に
か
く
止
め
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さ
せ
よ
う
と

乱
し
た
思

で

え
て

に
決
断
し
た

 
そ
れ
は
き

と

の
あ
た
し
で
は

え
付
か
な
い
だ
ろ
う
し

え
付
い
た
と
し
て
も
行

動
に
は

さ
な
い
で
あ
ろ
う

た

け
れ
ど

こ
れ
以
上
無
く
尊
い
行

  
あ
た
し
は
彼
の

を
自
分
の

で
強
引
に

い
で
い
た

  
無

で
交
わ
さ
れ
る

と
確

た
る
決
意

キ
リ
ト
は

で
か
思

止
に

た

よ
う
で

華

な

体
を

わ
せ
た
後
は
完
全
に
動
き
を
止
め
て
い
た

 
あ
た
し
は
キ
リ
ト
の

が

葉
を
発
す
る
の
を
止
め
よ
う
と
目
の
前
に
い
る
子
の
体
を

き

寄
せ
て

を

い
で
い
た

手
は
体
を

き
寄
せ
て

束
す
る
事
に
使

て
い
た
の
で
無

論

彼
の
可

な

を

い
で
い
る
の
は
あ
た
し
の

 
本

は
も

と

気
が
あ
る

夜

を

め
合

て
い
る

時
な
ど
に
し
た
か

た
キ

ス
を

あ
た
し
は
実
行
に

し
て
い
た
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生
憎
と
あ
た
し
の
フ

ス
ト
キ
ス
は

に
殺
さ
れ
た
ダ
レ
か
も
知
ら
な
い
男
達
の
一
人
に
奪

わ
れ
て
い
る
が
あ
た
し
自
ら
シ
た
感
情
の

も

た
キ
ス
と
限
定
す
れ
ば
こ
れ
が
フ

ス

ト
キ
ス
と
な
る

む
し
ろ
こ
れ
が
フ

ス
ト
キ
ス
の
定
義
と

て
い
い
の
で
は
と
思
う

ん

ん
ん

 
ん

 

を
と

れ
振
り
解
こ
う
と
す
る
キ
リ
ト
の
手
に

め
ら
れ
た
力
は
強
か

た

流

に
レ

ベ
ル
が
恐
ろ
し
く
高
い
か
ら
力
は
圧
倒
的
で
そ
の
気
に
な
れ
ば
あ
た
し
の

な
ん
て

り

と

す
事
も
可
能
だ
ろ
う
が

そ
れ
で
も

が

少
し
な
い
よ
う
抑
え
て
い
る

り
は
ら
し
い
と
思

え
た

む

ん

ん

ん

む

 
そ
れ
を
良
い
事
に

あ
た
し
は
更
に
強
く

を
合
わ
せ
て
い

た

 

あ
た
し
は
こ
の
子
に
対
し
異
性
と
し
て
の
恋

を

い
て
い
た

も
う
死
ぬ
し
か
な
い

と
思

て
い
た

地
で
助
か
る
と
思
え
ば
愛
す
る
人
が
死
ぬ
と
い
う
状
況
で
そ
の
恋

の
情
が

抑
え
ら
れ
る

も
無
く

感
情
の

く
ま
ま
に
あ
た
し
は
行
動
し
て
い
た

 

呼

そ
う
だ

あ
た
し
は
き

と

自

に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う
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死
ぬ
な
ら
一
緒
で
そ
れ
な
ら
も
う

す
事
は
無
い
と
思

て
全
て
を

け
出
す
勢
い
で
行

動
し
て
い
た
の
だ

も
し
か
し
た
ら
こ
の
行
動
で
一
緒
に
死
の
う
と

て
く
れ
る
そ
ん
な

展
開
を
期

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
こ
の
行
動
が
意
味
を

さ
な
い
事
な
ど

よ
り
も
こ
の
子
の
決
意
を

決
断
を
無

に
し

す
る
行

で
あ
る
事
は
百
も
承
知
だ

た

シ
ノ
ン
さ
ん
と
そ
し
て
あ
た
し
を
生
還
さ
せ

る
事
と
引
き
換
え
に

自
ら
の
命
を

つ
覚
悟
を

す
る
行

で
あ
る
事
は
理
解
し
て
い
た

 

か
を
得
る
に
は

か
し
ら
の
代
価
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
今
回
は
キ
リ
ト
が
自
身
の

命
を
捨
て
る
上
で
の
行
動
が
代
価
と
な
る

序
を
保
つ

に
見
せ
し
め
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う

に

勝
者
と
な
る
に
は

対
者
を

者
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に

 
た
だ

そ
れ
を
理
解
し
て
い
て
も

得
は
し
て
い
な
か

た

け
容
れ
た
く
な
か

た

 
キ
リ
ト
の
思
惑

り
に
事
が
進
ん
で
い
た
な
ら
ば

あ
た
し
は
シ
ノ
ン
さ
ん
と
共
に
生
か
さ

れ
こ
の
子
は
代
わ
り
に
一
人
で
死
ん
で
い
た
だ
ろ
う

に
も

取
ら
れ
ず

時
か
回

し

た
道
へ
と

る
が
如
く

 
そ
れ
を
許
し
た
く
な
か

た

け
容
れ
た
く
な
か

た

定
し
そ
し
て

絶
し
た
か

た
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情
を

い
た
一
人
の
人
間
と
し
て
も
そ
し
て
義
理
と

え
ど
も
こ
の
子
の
姉
と
し
て
も

そ
ん
な
終
わ
り
方
を
決
し
て
容
認
し
た
く
な
か

た

 
義
姉
を
名

る

格
が
ま
だ
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

少
な
く
と
も

さ

き
の

絶

が
不
必
要
で
あ

た
と
は
思
わ
な
い

人
間

生
き
て
い
れ
ば

定
も

絶
も
さ
れ
る
の
だ
か

ら

あ
た
し
の
そ
の
行

が

り
で
あ

た
と
は
思
わ
な
い

 
た
だ

伝
え
方
が
悪
か

た

 
も

と
時
間
が
あ

た
な
ら
語
り
合
え
た
だ
ろ
う

そ
ん
な
時
間
な
ど
無
い
け
れ
ど

 
も

と

理
解
が
あ

た
な
ら

解
も
無
か

た
だ
ろ
う

た
か
が
一
年
足
ら
ず

更
に
間
に
一
年

も

ん
で

理
解
な
ん
て
あ
る

も
無
い
け
れ
ど

 
も

と
明
る
く
子

ら
し
か

た
な
ら
絶
望
ま
で
行
き
つ
か
な
か

た
だ
ろ
う

子

ら
し
さ
な
ん
て
状
況
と

境
が

一
つ
許
容
し
て
い
な
か

た
け
れ
ど

 
も

と
未
来
が
光
に

れ
て
い
た
な
ら
違

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

人
が
生
き
て
い

る
限
り
そ
ん
な
事
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
が

 
全
て
の
要

が
こ
の
子
の
全
て
を
殺
し
に
来
て
い
た

悪
意
と
期

は
心
を

み
世
界
は
死

闘
を
強
要
し
人
は
孤
独
を
強
い
て

せ
の

す
ら
も
許
さ
れ
ず
届
け
ら
れ
る
の
は
不
運
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と
不

と
死
の

い
だ
け

血
の
繋
が
り
が
あ
る
者
な
ど
が
そ
の
最
た
る
も
の

  
そ
し
て

シ
ア
ワ
セ
な
夢
は

の
如
く
終
焉
を

る

  

ん
の
数

の

抑
え

ん
で
い
た
感
情
を

け
出
し
た
本

の
あ
た
し
が
望
ん
だ

は

夢
の
如
く
消
え
去
る
事
に
な
る

 

故
な
ら

あ
た
し
の

界
が
蒼
い
光
に

ま
れ
始
め
た
か
ら

 

の
名
前
を

ぶ
行
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
か

た
よ
う
で
そ
れ
に
し
て
は

い
発
動
だ

た
よ
う
な
と

の

で
思

し
な
が
ら
も
今
そ
れ
が

動
す
る
の
は

だ

た

も
う
こ
こ
ま

で
来
た
な
ら
最
後
ま
で
出
来
な
く
て
も
い
い
か
ら
こ
の
子
と
死
を
共
に
し
た
い
と
す
ら
思

て
い
た
の
だ

 
そ
れ
な
の
に
シ
ス
テ
ム
は
い

そ
憎
く
思
え
る
く
ら
い

実
に
あ
た
し
と
キ
リ
ト
の
間
を

引
き
裂
く
こ
う
と
コ
マ
ン
ド
を
実
行
す
る
／
転

を
開
始
す
る

 
そ
れ
は
か
つ
て

い
た
護
る

に

離
を

い
た
と
い
う
話
の
如
く
あ
た
か
も
あ
た

し
の
未
来
を
護
る

の
行

に
す
ら
思
え
た
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今
ま
で

あ
り
が
と
う

  

を

く

め
た
少
女
が
如
き

子
は

を
絶
え
ず
零
し
な
が
ら
や
は
り
光
が
失
せ
た

で
あ
た
し
を
見
て

そ
う
伝
え
て
来
た

か
に
絶
望
し
て
光
を
喪
い
今
か
ら
命
す
ら
も
喪
わ
れ
る
少
年
は
そ
れ
で
も

ん
で

い
た

た
だ
た
だ
気

に
も
う

も
心
配
は
な
い
と
安
心
し
た
と
で
も

い
そ
う
な
穏
や
か

な

を
し
て
い
た

 

く

め
る
と
安

し
て
い
る
か
の
如
く

 

く
死
ね
る
と

喜
ぶ
よ
う
に

か

ず
と

 
転

に
よ

て

触
れ
合

て
い
る

な
の
に

け
始
め
た

で

子
の
新
名
を
呼
ぶ

 

絶
し
た
あ
た
し
は
そ
の
名
を

の
葉
に

せ
る

格
を
も
う
持
た
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
で
も
と
あ
た
し
は
名
を
呼
ん
だ
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蒼
い
光
に

界
が

め

く
さ
れ

も
見
え
な
く
な
る

前

あ
た
し
は
確
か
に
見
た

 
光
を
喪

た
少
年
が
目
を

め

け
る
よ
う
な

み
を

開
に
花
開
か
せ
て

事
か
を

い
た

間
を

  

き
な
が
ら

サ

ナ
ラ

と

い
た

間
を

  

そ
れ
が

ビ

タ

と

ま
れ

黒
の
剣
士
と

え
ら
れ

一

と

蔑
ま
れ

け
た

よ
り
も

し
い
義
弟
の

今

の

に
見
せ
た
最
後
の

  

そ
の

は

肉
な
事
に

に

ら
れ
て
も
い
な
い

に

わ
れ
て
も
い
な
い

に
哀
し
ん
で
も
い
な
い

今
ま
で
で
初
め
て
見
た

に
喜
ぶ

だ

た

  

終
わ
り
の
死
を

い
て
喜
ぶ
と
い
う

空
し
く

哀
し
み
に

ち
た

だ

た

  

死
に
希
望
を
見
て
い
な
が
ら
名
を

た
時
と
同
じ
シ
ア
ワ
セ
そ
う
な

だ
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た 
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幕
間
之
物
語
 

暗
躍
ス
ル
影
達

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
特
別
編

い
で
す
の
で
不
意
打
ち
に
日

投
稿

話
は

時
も

り
火

の
予

定
で
す
の
で
ご
安
心
を

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

り
幕
間

点
は
第
零
章
ぶ
り
の
三
人
称

点
な
の
で
地
の
文
は

キ

ラ
で
は
無
く

解
説
の
よ
う
な
感
じ

偶
に
心
情

写
も
あ
り
ま
す
が

 
主
に
あ
る
一
人
の
男
に
つ
い
て
語
り
ま
す

原
作

ん
で
た
ら
す
ぐ
分
か
る
し

ん
で
な
い

人
も
分
か
る
よ
う
に
最
後
に
名
前
出
し
て
ま
す

 
そ
れ
以
外
に
も
ち

こ

と
出
ま
す

 
文

数
は
少
な
め
の
約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ
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あ
る
一
人
の
男
は
自
ら
を

才
能
あ
る
人
物
で
あ
る
と

く
信
じ
て
生
き
て
来
た

 
そ
の

価
は
多
分
に
主
観
の

じ

た
も
の
で
は
あ
る
が

そ
で

え
ば
あ
な
が
ち
間
違

て
い
る
と
も

え
な
い
と

男
の
業
績
を
知
る
者
は
思
う
だ
ろ
う

 
数
年
前
に
世
界
を

わ
せ
た
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
を
確
立
さ
せ
た
あ
の
天
才
に

す
る
程
の

電
機
工
学
系
で
あ
れ
ば
か
の
天
才

場

に

ぐ
実
力
を
持
つ
者
人
物
が

人
な

が
無

い

才
能
が
無
か

た
と
し
て
も
そ
れ
を
補
う
だ
け
の
努
力
を
し
て
き
た
の
だ
と
す
れ
ば
あ
る
意

味
一
種
の
才
能
と
も

え
る

 
事
実
そ
の
男
は
決
し
て
努
力
を

ら
な
か

た

達
点
を
決
め
た
後
は
た
だ

に
そ
こ

へ

進
し
立
ち
は
だ
か
る

や

問
が
あ
れ
ば
全
て

り
越
え
る

の
努
力
と
時
間
を

し

ま
な
か

た

 
た
だ
し
そ
の
動
機
は
人
よ
り

て
い
る
事
が

だ
か
ら
と
い
う

く
人
に
よ

て
は

得
も
す
れ
ば

を

め
る
な
ど
反
応
が
多

に

る
で
あ
ろ
う
も
の

 
た
だ
そ
こ
ま
で
で
あ
れ
ば

を

め
は
す
る
も
の
の
理
解
は
さ
れ
る
だ
ろ
う

人
間

し
も
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か
し
ら
の
分

で
は
負
け
た
く
な
い
と
い
う
意
思
が
あ
る

る
部
分
は
あ
る
だ
ろ
う
が
逆

に

え
ば

か
し
ら
は

か
に
勝
る
部
分
を
持
つ
の
だ

 
そ
し
て
勝

た
結
果
を
出
し
た
時

人
は

越
感
と

足
感
を
得
る

 
逆
に

北
し
た
者
は
そ
の
経
験
を

と
し
て
成
⻑
し

よ
り
心
を
強
く
し
て
い
く

 
こ
の
勝

を

重
に
も
重
ね
る
事
で
人
間
と
は
成
⻑
す
る

か
と
人
同
士
が

争
す
る
の

も

勝

し
た
時
と

北
し
た
時
の
経
験
が
必

で

け
ら
れ
な
い
も
の
だ
か
ら

的
世

界
平
和
が

定
さ
れ
る
の
は
こ
の

争
的
成
⻑
と
い
う
人
間
の
成
⻑
過
程
を

定
す
る
事

で
あ
る
か
ら
だ

 
勝

の
経
験
と

北
の
経
験
の
ど
ち
ら
か
が
欠
如
し
た
場
合
そ
れ
は
人
間
と
し
て

か

か
し
ら
の
形
で
歪
さ
が
生
じ
る
だ
ろ
う

 
そ
の
歪
さ
が
男
に
は
あ

た

 
男
は

く
負
け
ず

い
で
あ

た

よ
り

密
に

う
な
ら
ば
男
は

よ
り
も
上
に
立
つ
べ

き
だ
と
思

て
い
て

か
が
自
分
よ
り
上
で
あ
る
事
を
ど
う
し
て
も
許
せ
な
い
性
格
だ

た

 
た
だ
し
男
は
手
に

を
付
け
た
者
で
あ

て
も

者
で
は
な
い
の
で
そ
ち
ら
の
方
面
で
の

知
識
で
そ
の
道
の
者
に
負
け
る
の
は

然
だ
と
思
い

め
る

せ
そ
う
い
う
知
識
を
学
ん
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で
い
な
い

知
る
機
会
が
無
か

た
の
に
勝
て
る

が
無
い
と

直
に
白

を
振
る
程

の
良
識

は
あ

た

 
し
か
し
そ
れ
以
外

つ
ま
り
男
が
手
を
付
け
た

や
一

会
で

も
が
有
す
る
格
付

け
の
よ
う
な
も
の
で
は

本
的
に

よ
り
も
上
に
立
ち
た
い
と

望
を

い
て
い
た

念

あ
る
い
は

と

い
換
え
て
も
い
い
く
ら
い
の
欲
こ
そ
が
そ
の
男
の
動
力
源
と
も

え
た

 
男
の
歪
さ
は

そ
の

の

合
い
で
あ

た

 
男
に
友
人
は
い
な
い

故
な
ら
男
に
と

て
自
身
以
外
の
他
者
は
全
て
自
分
が

よ
り
も

上
に
立

て
成
り
上
が
る

の

に
過
ぎ
ず

本
的
に

え
の

く
存
在
で
し
か
な
い
か
ら
だ

 
子

の

は

強
す
る

の

境
を
整
え
る

に
肉
親
を

し
た

大
人
に
な

て
か
ら
は

し
た
企
業
の
代
表
取

に
上
手
く
取
り
入

て
立
場
を
確
立
し
出
世
す
る

の
足
場
を

き
上

た

同
期
に
入

し
た
同

あ
る
程

出
世
し
て
か
ら
持

た
部
下
も
全
て
自
分

が
成
り
上
が
る

の

と
し
か
見
て
い
な
い

 
全
て
の
他
者
が

で
し
か
無
く

え
年

や
立
場
で
目
上
の
者
で
あ
ろ
う
と
も
上
手
く
取
り

入

て
出
世
し
や
す
く
す
る

の

と
し
か
認
識
し
て
い
な
か

た

付
き
合
い
で

み
に
出
た

り
お

し
た
り
な
ど
は
あ
る
が

と
し
か
思

て
い
な
い
者
達
に
一
定
以
上
の
感
情
と
時
間
を
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や
す

も
無
く
自
ら
動
く
事
も
無
か

た
の
で
浮
い
た
話
の
一
つ
も
無
い

密
に
は
浮
い

た
話
は
あ
る
の
だ
が
そ
れ
す
ら
も
出
世
の
足
掛
か
り
と
し
か

え
て
い
な
い

 
男
は
自
ら
が
一
番
で
な
け
れ
ば

よ
り
も
上
で
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な
い
性
格
だ

故
に
自

分
と
同

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
者
が

れ
ば
ど
ん
な
手

を

い
て
で
も

と
し

争

す
る
レ

ル
か
ら
脱

さ
せ
て
き
た

 
学
生
時
代
は
表
向
き
は
に
こ
や
か
に
し
か
し
裏
で
は
成
績

な
が
り

の
同

を

め
の

標
的
に
し
た
り
し
て
脱

さ
せ
自
身
は

強
を
し

か
り
し
て

と
最

の
成
績
を
収
め

け
た

し
ろ
有
力
な
対
抗

を
不
戦

に
す
る
の
だ

強
さ
え
し

か
り
し
て
い
れ
ば

し
い
事
で
は
無
い

 

親
は
有
名
な
電
機
企
業
メ

カ

の
幹
部
に
近
い

に

い
て
お
り

親
も
同
企
業
の

と
し
て

い
て
い
た
た
め
男
が
生
活
す
る
中
で
金

面
や

境
面
で
不
自
由
す
る
事
は

本
的
に
無
か

た

親
が
家
を
空
け
て
い
る
時
間
も
自
由
に
過
ご
せ
る
時
間
と
認
識
し
て
い
た

た
め

し
さ
を
感
じ
な
か

た
の
だ

む
し
ろ

合
と
思

て
も
い
た

 
こ
こ
で

違
い
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
男
は
別
に
問

行
動
を

こ
し
て
い
た

で
は
無
い

事
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裏
で
は
色

と
陰

な
事
を
企
み
実
行
し
て
い
た
も
の
の

本
的
に
は

⻘
年
を
演
じ

け

て
い
た
た
め

に
も
問

と
見
ら
れ
な
か

た

な
成
績
を
修
め
流

に
運
動
部
に

は

わ
な
い
も
の
の
高
い
運
動
神
経
を
示
し
た
文
武

道
の
学
生
だ
と
見
ら
れ
て
い
た

親
に

も
猫
を

り

け
て
い
た
た
め

ん
の
一
握
り
の
者
し
か
男
の
本
性
を
見

け
な
か

た

そ

の
者
達
が
ど
う

お
う
と
こ
れ
ま
で

き
上

て
来
た

価
が

れ
る
事
も
無
い
た
め
本
性
に

つ
い
て
は

に
も
広
ま

て
い
な
い

 
そ
ん
な
男
は
最

の
成
績
を

持
し
つ
つ
男
は
と
あ
る
工

大
学
へ
と
進
学
し
と
あ

る

へ
と
入
り

そ
こ
で
人
生
初
の

北
を
知

た

 
そ
の

に
は

自
ら
が

ん
だ
道
で

す
る
者
は

な
い
と
自
負
し
て
い
た
男
を
し

て

す
ぐ
さ
ま

負
け
た

と
悟
ら
せ
る
だ
け
の
人
物
が
い
た
の
で
あ
る

 
そ
の
人
物
は
仮
想
世
界
を
構

し
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
と
そ
れ
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
理
論
を

き
上

そ
の
果
て
に
仮
想
世
界
へ

び
立
つ

の
ナ

ヴ
ギ
ア
と
自
ら
の
理
想
で
あ
る

浮
遊
城
を
実
現
さ
せ
る
事
に
な
る
男

時
は
数
あ
る
中
小
企
業
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か

た
し

か
し
た

た
数
年
で
大
手
の
ゲ

ム
メ

カ

へ
と
成
⻑
す
る
事
に
な
る
最
大
の
要
因
と
な

た

人
物
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そ
れ
は
天
才
と

わ
れ
た

場

で
あ

た

 

場

は
仕
事
の

合
上

密
や
か
な
理
想
も
あ

て

ゲ

ム
デ

レ
ク
タ

を
務
め
て
い
た
が

工

大
学
で
の
専
攻
は

子
物
理
学
で
あ

た

 
た
だ
し

目
と
し
て

子

力
学
も
取

て
い
た

男
は
最
初

故

目
も
取

た
の
か

と

を

た
も
の
の
後
に
ナ

ヴ
ギ
ア
と
し
て
実
を
結
ぶ
事
に
な
る

理
論
に
つ
い

て
知
れ
ば

得
し
た

 
そ
の

理
論
は

実
現
不
可
能
と
思
わ
れ
た
し
同
じ

に

た

一
の
女
性
や
眼

を
掛
け
た
小

な
男
性
も
同
じ
よ
う
に

え
て
い
た
も
の
の

場

は
そ
れ
が
結
実

す
る
と
信
じ
そ
れ
を
疑

て
い
な
か

た

で
の

は

上
の
空
論
で
あ
る
事
を
前

に
そ
れ
が
実
現
さ
せ
ら
れ
る
事
を
証
明
す
る

の
も
の

と
は
そ
の

非
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
な
の
で

後
か
ら
入

た
男
は

応
も
無
く

に
参
加
す
る
事
と
な
る

 
そ
の

で
の
努
力
と

勢
が
認
め
ら
れ
大
学

業
後
の

は
オ
フ

を

け
た
事

も
あ

て

場

と
同
じ

ア

ガ
ス

と
な
る

 

ア

ガ
ス

に
入

し
て
か
ら
数
年
も
経
た
ず
し
て

場

は
仮
想
世
界
へ
入
る

の
メ

ト
型
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
ナ

ヴ
ギ
ア
を
そ
し
て
そ
の

の
年
に
世
界
初
の
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Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
タ
イ
ト
ル

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
開
発
す
る
に
至

た

フ
ル

ダ
イ
ブ
技
術
を
確
た
る
も
の
と
し
て
世
に
出
し
た
の
で
あ
る

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

が
発

さ
れ
る
よ
り
も
前
か
ら

ナ

ヴ
ギ
ア

は
世
に

送
り
出
さ
れ
て
い
た
が
そ
の
反
応
は

し
く
は
無
か

た

教
育
や
知
育

フ
ト
空
を
舞

に
戦
闘
機
で
戦
う
シ
ミ

レ

シ

ン
ゲ

ム
は

つ
か
あ

た
も
の
の
ゲ

マ

の
心
を
躍

ら
せ
る
に
は
今
一
つ
足
り
ず

れ
行
き
は

だ

た
の
だ

そ
れ
で
も

れ
て
い
た
の
は
未

知
の
ジ

ン
ル
で
あ
り
ゲ

ム
世
界
に

び

め
る
夢
の
よ
う
な
体
験
が
可
能
だ

た
か
ら
だ

ろ
う

 
そ
こ
に
来
て
ゲ

マ

が
求
め
た
Ｒ
Ｐ
Ｇ
タ
イ
ト
ル
の
登
場

 
ヘ

ド
ギ
ア
に
入
れ
る
チ

プ
に
内

さ
れ
た
メ
モ
リ

分
し
か
出
来
な
い
ゲ

ム
で
は
無

く

世
代
Ｍ
Ｍ
Ｏ
や

え

き
型
ゲ

ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
と
同
様
に
大

な
サ

バ

を

意
し

か
つ
て
人
気
を

し
た
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
し
て
発
表
さ
れ
た

ゲ

ム

そ
れ
こ
そ
多

く
の
ゲ

マ

達
が
一

は
夢
見
た
ゲ

ム
世
界
へ
の

立
ち
を
実
現
さ
せ
る
代
物

そ
れ

も
定
め
ら
れ
た

い
空
間
で
は
無
い

無
限
に

し
い
広
大
な
フ

ル
ド
を

り
回

り

武
器
を
振
り
回
せ
る

天
動
地
の
代
物
だ
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世
界
は

く
間
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
に

目
し

ナ

ヴ
ギ
ア

の

理
論
お
よ
び
設

を
し

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
開
発

責

者
で
あ

た

場

を
ベ

タ
で
の
反

か
ら

も
が
絶

す
る
事
に
な
る

 

男
は

そ
れ
が
心

気
に
喰
わ
な
か

た

 
男
も

ナ

ヴ
ギ
ア

の
開
発
と

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
製
作
プ
ロ
ジ

ク
ト

メ
ン
バ

の
一
人
だ

た
の
で

日

く
か
ら
夜

く
ま
で
機

の
前
で
キ

を

い
た

し
前
代
未

の
仮
想
世
界
の

整
ゲ

ム
バ
ラ
ン
ス
の

整
見
つ
か
る
バ
グ
へ
の
対

な

ど
星
の
数
よ
り
多
い
の
で
は
と
思
う
程
の
仕
事
を
こ
な
し

け
た

 
な
ま
じ
能
力
を

わ
れ
て
い
た
だ
け
に
一

よ
り
も
重
労

と

え
る
と
男
は
自
ら
の

き
ぶ
り
を
振
り
返
り

本
気
で
そ
う
思

て
い
る

 
そ
の

し
さ
そ
し
て
仕
事
ぶ
り
は
キ
チ
ン
と

価
さ
れ
て
い
て
そ
の
分
だ
け
ボ

ナ
ス
が

弾
ま
れ
た
点
に

し
て
は

⻑
で
あ
り
天
才
と
呼
ば
れ
る
男
に

か
な
感

を

き
は
し
た
が

そ
れ
で
男
の
不
快
感
が
払

さ
れ
る
事
は
決
し
て
無
か

た

 
男
が

い
た
不
快
感
は

場

だ
け
の

績
と
思
わ
れ
て
い
る
事
や
ナ

ヴ
ギ
ア

が

場

の
特
許
物
に
な

て
い
る
事
に
対
す
る
も
の
で
は
な
か

た

チ

ム
の
中
に
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は

初
そ
の
思
い
を

い
た
者
も

た
が
そ
の
特
許
で
得
ら
れ
る
金

は

流

に

理

論
を

い
た

場

の
取
り
分
が
多
く
な
る
も
の
の

属
メ
ン
バ

全

に
も

に
振
ら
れ
る
契
約
に
な

て
い
た
か
ら
す
ぐ
収
ま
る
事
に
な
る

 
そ
の
不
快
感
の
正
体
は

に
自
身
よ
り

場

の
方
が
上
で
あ
る
と
世
間
に
知
ら

れ
た

こ
の
一
点
に

き
る

 
大
学
の

に
入

て
人
生
初
の

北
を
味
わ

て
か
ら
男
は
必
死
に
天
才
を
追
い
越
そ
う

と
努
力
し

け
た
が

電
機
工
学
系
の
道
で

場

に
勝

出
来
た
事
は
一

も
無
い

そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
男
の
心
の
中
だ
け
で
決

が

い
た

 
男
は
一
番
で
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
ず
二
番
以
下
と
な
れ
ば
死
に
物
狂
い
で
追
い

こ
う
と
努

力
す
る
性
格
だ

 
そ
の

勢
は
男
の
心
情
な
ど
知
ら
な
い
他
者
か
ら
見
れ
ば
真
面
目
に

り
や
す
い
し

事
実

て
い
た

天
才
に

ん
で
い
る
の
は
理
解
し
て
い
る
が

北
し
た
と
し
て
も
仕
方
な
い
と
思

い

労
い
と
共
に
慰
め
の

葉
を
送

た

 
そ
し
て
と
あ
る

葉
が

今
の
男
を
突
き
動
か
す
要
因
の
一
つ
に
な

て
い
た

 
男
が
工

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
お
よ
そ
一
年
が
経
過
し
た
あ
る
日
の
事

大
学
の
同

に
請
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わ
れ

⻘
年
を
演
じ
て
い
た
男
は
断
る
事
無
く
と
あ
る
理
論
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

男
の
専

攻
で
は
な
か

た
も
の
の
似

た
も
の
だ

た
か
ら
こ
そ
出
来
た
事
だ

た

 
教

を
請
う
た
男
の
同

も

そ
れ
が
分
か

て
い
た
か
ら
こ
そ
の
称

を
送
る

  

流

は

場
先

の

で
や

て
る
だ
け
あ
る
な

頼

て
み
て
よ
か

た

よ  
そ
の
称

同

か
ら
す
れ
ば
自
身
が
ど
れ
だ
け
努
力
し
て
も

達
出
来
な
い
で
あ
ろ
う

に
立
つ
男
へ
の
労
い
に
過
ぎ
な
か

た

そ
し
て
本
心
か
ら
の

葉
で
も
あ

た

 

な
ら
こ
の

葉
を

け
て

し
い
と
思
う

だ

し
ろ

が
り
な
り
に
も

め
ら
れ

て
い
る
の
だ

め
ら
れ
て
不
快
な
気
分
に
な
る
人
間
は

で
あ
る
か
あ
る
い
は
解

の

仕
方
が
違

た
者
く
ら
い
で
あ
る

 
男
は
正
に

な
人
物
だ

た

そ
の
称

は

遠
回
し
に

場

と
い
う
天
才
よ
り

自
分
は

て
い
る

事
を
示
す
と

そ
う

解
し
た
の
で
あ
る

 
そ
の
場
は
に
こ
や
か
に
流
し
た
男
は
し
か
し

が

え
く
り
返
る
よ
う
な
怒
り
を
覚
え
て
い
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た

無
自
覚
な
が
ら
遠
回
し
に
自
身
を

め
た
同

へ
の
怒
り
も
あ

た
が

よ
り
も
自
身
よ

り
上
の
存
在
と
し
て
君
臨
す
る

場

へ
の
怒
り
を
越
え
た
憎
悪
の
よ
う
な
も
の
が

き

上
が

て
い
た

 

場

と
い
う
存
在
に
よ

て
人
生
初
の

北
を
与
え
ら
れ
た
男
は
そ
の

北
を
無

か

た
事
に
し
よ
う
と

つ
ま
り
人
間
と
し
て
の
価
値
は
自
分
の
方
が
上
で
あ
る
よ
う

に
し
よ
う
と

え
た

  
故
に
男
は
そ
の
一
手
と
し
て

２
０
２
２
年

月

日
に
正
式
サ

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

が
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

密
か
に
仕

ん
だ

  
こ
の
事
実
を
知
る
者
は
男
と

男
に
技
術

を
し
た
組

の

人
の
合

二
人
だ
け

 
男
は
天
才

場

の
名
声
を
失

さ
せ
る
と
共
に

績
を

消
し
に
し
そ
し
て
そ
の

デ
ス
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
た
英
雄
と
し
て
華

し
く
名
を
上

名
実
共
に
天
才
を
越
え
た
英

雄

と

り
上

ら
れ
る
事
を

た
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使
い
最
強
と

わ
れ
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
も

は
ス
ポ

ツ
最
強
で
し
か
な
い
と

え

て
い
る
男
に
と

て
そ
の
英
雄
と
い
う
称

は
同
じ
称

で
あ
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
よ
り

も

か
に
価
値
が
あ
る
と
判
断
し
た
事
も

そ
の

を
実
行
に

し
た
動
機
の
一
つ
で
あ
る

 
技
術

を
し
た
組

の
方
の
目
論
見
に
つ
い
て
は
男
は
認
知
し
て
い
な
い
し
興
味
も
無

い 
男
に
と

て
技
術
と
は
決
し
て
自
身
を
裏
切
ら
な
い
も
の

ま
た
男
が

そ
う
と
し
て
い
る

が
実
を
結
べ
ば

男
に
逆
ら
う
人
間
も

め
て
逆
ら
う
者
が

な
く
な
る
世
界
を

け
る

と
そ
う

く
信
じ
て
い
る
の
だ

最

そ
れ
は
約
束
さ
れ
た
未
来
で
あ
る
と
確
信
ま
で

い
て
い
る

事
実
そ
の

が
成

し
確
実
な
も
の
と
な
れ
ば
そ
う
な
る
可
能
性
は
非
常
に
高

か

た

 
つ
ま
り
技
術
と
は
使
い
手
の
策
に
よ

て

に
も
な
れ
ば

に
も
な
る
し

に
も

に
も
な

ら
な
い
も
の
に
な
る

 
そ
し
て
男
は
自
分
よ
り
上
手
く
技
術
を

え
る
者
は

な
い
と
自
負
し
て
い
る

か
の
天
才
に

悟
ら
れ
な
い
ま
ま
正
式
サ

ビ
ス
開
始
ま
で
デ
ス
ゲ

ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

し

し
見
事
な
ま

で
に
サ

ビ
ス
開
始
と
共
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

場

を
他
の
プ
レ
イ

と
同
様
に

じ
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め
た
の
だ

 
憎
き
天
才
の
予
想
を
初
め
て
超
え
て

し
か
も
そ
れ
が

チ

ク
メ
イ
ト
な
の
だ
か
ら

男
は
有

天
に
な

た

 
か
の
天
才
の
名
声
も
今
は
地
に

ち
電
機
工
学
系
で

え
ば
男
以
上
の
者
は
一
人
と
し
て
い

な
い

 

ナ

ヴ
ギ
ア

の
バ

テ
リ

パ

ク
を
外
し

安
全
機
構
を
備
え
た
新
た
な

ハ

ド

ア
ミ

ス
フ

ア

を

り
出
し
た
事
で
名
も
広
ま

て

男
は
正
に
神
に
な

た
気
分
だ

た 
男
は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
サ

バ

を

理
す
る
部

の
リ

ダ

を
務
め

て
い
る
の
で

憎
き
天
才
を

め
た
お
よ
そ
一
万
人
の
命
を

か

て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
生
命
を

持
し
て
い
る
の
だ
か
ら
神
に

し
い
の
で
は
と

え
て
い
た

実

に
は
し
な

い
が
男
の
意

一
つ
で
そ
の
命
は
思
う
が
ま
ま
だ

 
ま
た
同
時
に
ア
ミ

ス
フ

ア
を

い
て
ダ
イ
ブ
す
る
新
た
な

Ｒ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
ア
ル

ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
開
発

責

者

そ
し
て
そ
の
ゲ

ム
の

も
務
め
て
い
る
の

で
そ
の
世
界
で
は
権
限
か
ら
し
て
本

に
神
と
同
様
に
振
る
舞
え
る
の
だ

そ
の
全
能
感
と
自
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ら
の
名
声
も
あ

て

男
の
プ
ラ
イ
ド
は
非
常
に

た
さ
れ
て
い
た

 
し
か
し

男
に
と

て
不
可
解
な
現

が
存
在
し
て
い
た

 
デ
ス
ゲ

ム
と
化
し
た

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

で

が
全
損
し
た
り

つ
か

の
設
定
し
て
い
る

件
を

た
せ
ば
ナ

ヴ
ギ
ア
に
よ

て
高
出
力
マ
イ
ク
ロ
ウ

ブ
が

へ
放
出
さ
れ
破
壊
そ
し
て
死
亡
す
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
男
は
確
か
に
打

た

も

さ
れ
て
い
な
い
し
事
実
ナ

ヴ
ギ
ア
を
外
さ
れ
た
者
は
死
亡
し
て
い
る
報

が
あ
る
た
め

無

に
な

て
い
る

で
は
無
い

 
そ
れ
な
の
に

ナ

ヴ
ギ
ア

を
外
さ
れ
た
者
以
外
の
死
者
は
一
人
た
り
と
も
出
て
い
な
い

 
そ
れ
は
お
か
し
か

た

 
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ロ
グ
を

れ
ば
事
件
か
ら
一

月
が
経

た
時
点
で
死
者
は
千
人
に
達
し
て
い

た

自
身
が
打
ち

ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
正
常
に

い
て
い
れ
ば

に
現
実
で
は
同
じ
数
だ
け

死
者
が
出
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が

そ
れ
が
無
い

 
す
ぐ
に
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

中

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を

し
コ

ド
を

し
て
内

部
で
死
亡
し
た
プ
レ
イ

を
現
実
か
ら
脱

さ
せ
た
か

た

 
ど
う
せ
た
だ
ゲ

ム
を

し
む
だ
け
し
か
能
が
無
い
人
間
な
の
だ
死
ん
で
も

会
に
大
き
な
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影

は
な
い
む
し
ろ
天
才
の
名
を
と
こ
と
ん
ま
で
失

す
る

目
が
あ
る
だ
け
有

い
だ
ろ
う

と
そ
う

え
て
い
た

そ
れ
に
こ
の
コ

ド
が

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
天
才
が
生
き
て
還

て
来
る
可
能
性
も
あ
る

万
が
一
に
も

葉
が

き
入
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
い
が
そ
の
万
が
一

が
あ
り
得
た
場
合
は
自
分
は
終
わ
り
だ
故
に
確
実
に
殺
せ
る
よ
う
コ

ド
を

化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

消
失
あ
る
い
は
無

化
さ
れ
て
い
る
な
ら
再

打
ち

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
男
は
そ
う
し
た
か

た
が
流

に
そ
ん
な

し
い
行
動
を

こ
せ
る

も
無
く
ゲ

ム
ク

リ
ア
の
時
に
死
ぬ
事
を
願
い
つ
つ
日

を
過
ご
し
た

 
そ
し
て

そ
れ
が
発
覚
し
た
日
か
ら

一
年
後
の
六
月

 
男
は
仮
想
世
界
に
ダ
イ
ブ
し
た
状

で
行

て
い
た
と
あ
る
実
験
の
最
中
実
験
が
遠
因
と
な

り

意

せ
ず
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
と
迷
い

む
事
に
な
る

 
そ
れ
は
自
ら
が
運

し
て
い
た
仮
想
世
界
か
ら
流
れ
た
一
人
の
妖
精
と
自
ら
が

獄
に
し
た

世
界
で
最
強
と
な

た
一
人
の
剣
士
と
が
第
七
十
五
層
ボ
ス
部

に
て
殺
し
合

て
い
た
最
中

に

こ

た
事

一
人
の
剣
士
に
よ

て
剣
の
世
界
に
流
れ

い
た
妖
精
の

は

か
れ
た

が

同
時
に
新
た
な

が
流
れ

ん
だ
出
来
事

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

の

結

験
を
行

た
時
と
剣
士
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
メ
イ
ン
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プ
ロ
セ

サ
に
与
え
た
感
情
デ

タ
の
許
容

が
危
険
値

と
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

触
し
対

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

定
最
高
値

を
大

に
超
え
て
シ
ス
テ
ム
の

理
能
力
が

下
し

た
時
が
重
な

た

間
に

こ

た
不
運

 
ま

た
く
と
ん
だ
事
に
な

た
も
の
だ
よ

入
は
も

と
後
に
す
る
つ
も
り
だ

た
の
に

さ  
新
た
に
漂
流
し
た

は
妖
精
郷
で
は
妖
精
を

べ
る
王
オ
ベ
イ
ロ
ン
と
名

て
い

た 
ま

実
験
を
す
る
な
ら

合
が
良
い
と

え
ば
い
い
し
慌
て
な
く
て
も

に
は
全
て
を

る
力
が
あ
る

速
始
め
よ
う
じ

な
い
か

  
現
実
で
の
名
を

郷

之

と

た
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ゲ

ム
を
す
る
し
か
能
の
無
い

中
に
は

が
名
実
共
に

英
雄

に

そ
し
て

神

に

な
る
た
め
に
精
一

み

に
な

て
も
ら
う
と
し
よ
う

合
の
い
い
事
に
高

下
プ
レ

イ

を
回
収
出
来
た
事
だ
し
ね

  
そ
し
て
今
や
本
人
も
気
付
か
な
い
歪
さ
を
以
て
必
死
に
生
き
る
浮
遊
城
に

わ
れ
た
プ
レ

イ

達
に

を

か
ん
と
し
て
い
た

 
か
つ
て

己
の
全
て
を
他
者
に

死
ん
だ
者

そ
の
亡
霊
を

い
る
事
で

 
さ
て

こ
の

の

に

精

立

て
く
れ
た
ま
え
よ

出
来
損
な
い
の
実
験
動
物
君

  
人
が
見
れ
ば

悪
感
を

き
立
た
せ
る
だ
ろ
う
そ
の

み
を
向
け
ら
れ
た
存
在
に
感
情
は
無

く
表
情
も
無
く
意

す
ら
も
喪
わ
れ
た
ま
ま

属
さ
せ
ら
れ
て
い
た

人
が
見
れ
ば
そ
の

存
在
を

人
形
と

う
だ
ろ
う

 
そ
の
存
在
の
事
を
男
は
知

て
い
た

技
術

を
し
て
き
た
者
が
そ
の
存
在
の
過
去
を
語

り

現
在
を
語

た
か
ら
知

て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

を

理
し
て
い
る
者
だ
か
ら
こ
そ
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こ
の
浮
遊
城
で
ど
れ

ど
強
い
の
か
を
数
値
と
し
て
知

て
い
た

 
故
に
男
の
勝

へ
の
確
信
は
揺
る
が
な
い

 

天
才

を
超
え

称
え
ら
れ
る

英
雄

と
な
り

者
に
も
勝
る

神

へ
と
至
ら
ん
と

す
る

人
間

は
嗤
う

と

の
二
進
数
で
構

さ
れ
た

始
ま
り
の
仮
想
世
界

を

理

想
か
ら
地
獄
へ
と

と
し
た
男
は

た
だ
嗤
う

 
全
て
は
自
分
が

神

へ
と
至
る

の

に
過
ぎ
な
い
と

 
世
界
は
全
て
自
分
を
中
心
に
回

て
い
る
と

 
自
分
の

は
完

だ
と

 
そ
う

信
し

た
だ
嗤
う

  

そ
の
自
信
を

信
し
嗤
う
男
は
気
付
か
な
い

  
己
が

る
世
界
が
仮
想
世
界
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
い
た

仮
想
世
界
を
動
か
す
存
在
は
現
実
と

異
な

て
人
で
は
無
く
デ

タ
で
あ
り
人
な
ら
ざ
る
者
で
あ
る
事
を
失
念
し
て
い
た

己
が
持

つ
権
限
は
そ
の
一
部
分
に
過
ぎ
ず

己
自
身
の
も
の
で
は
な
い
事
を

違
い
し
て
い
た
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男
は
意
識
す
る
事
も
無
い
く
ら
い
に
信
じ
て
い
た

技
術
は
己
を
裏
切
ら
な
い
と

 
そ
し
て
気
付
い
て
い
な
か

た

デ

タ
で
構
成
さ
れ
る
仮
想
世
界
に

い
て
全
て
を

べ

る
本

の
存
在
に

 
そ
の
技
術
の
結
実
が
世
界
の
危
険
要

と
し
て

し
よ
う
と
動
い
て
い
る
事
に
全
能

感
を
覚
え
て
い
る
男
が
気
付
く

も
無
か

た

 
ま

た
く
こ
の
世
界
を
正
常
に
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
い
う
の
に
面
倒
な

ツ
が

れ

ん
で
来
た
の

  
そ
の
男
を

か
彼
方
か
ら

め
る
存
在
は

そ
う
な
面
持
ち
で
心
境
を

す
る

そ
の

様
子
は
明
ら
か
に
面
倒
く
さ
が

て
い
る
そ
れ

 
ま

よ
い

目
に
は
目
を
⻭
に
は
⻭
を
じ

そ
ち
ら
が
メ
イ
ン
の
権
限
を
使
う
な
ら
こ

ち
ら
は
カ
ウ
ン
タ

で
サ
ブ
の
権
限
を
使
う
ま
で
最
強
を
使
う
な
ら
こ
ち
ら
も
最
強
を
使
う
ま

で
の
事

頼
ん
だ
ぞ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

  
男
の
手
を

み
思

を

ん
で
一
切
焦
る
様
子
を
見
せ
な
い
そ
の
存
在
は
背
後
に

え
て

い
た
自
身
の
手

へ
振
り
返

て

う

 

線
の
先
に
は

と
し
た
昏
い
眼
を
虚
空
へ
向
け

ら

ら

ら

ら
と
覚
束
無
い

立
ち

を
晒
す
一
人
の
少
年

う
全
て
が
黒
く
髪
も
眼
も
黒
く

は

器
の
如
く
白
く

ら
か
な
そ
の
少
年
は

男
が

属
し
て
い
る
者
と

二
つ

 
容

も

も

そ
し
て
眼
も

 

り

ね

  

つ
り
と

少
年
が

く

 
弱

し
く

れ
に

れ
た
そ
の

は
死
を
求
め
生
を

う
少
年
に
と

て

一
の
救
い

と
な
る
存
在

死
に
喜
び
し
か
し
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
絶
望
し
た
少
年
に
と

て

一
心
を
動
か
す
存
在

仮
に
そ
の
存
在
が
死
ん
だ
な
ら
今
す
ぐ
に
で
も
心
す
ら
死
ぬ
程
に
弱

た
少
年
を

し
か
し
男
を
監

す
る
者
は
使

す
る
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そ
の
目
的
は

た
だ
世
界
を
保
ち

正
常
に
終
わ
ら
せ
る

 
自
ら
の

が
願

た
世
界
を
正
し
く
終
焉
へ
と
向
か
わ
せ
る

 
そ
の

な
ら
ば
使
え
る
も
の
は

で
も
使
う

そ
の

に
異
常
な
世
界
に
な

て
か
ら
ず

と
目
を
付
け
て
い
た
ず

と
特
別

し
て
い
た

練
へ
の
報

と
し
て
新
た
に
武

を
製
作

し
て
与
え
強
化
し
た

無
数
の

練
を
与
え

精
を

ら
し
て
シ
ス
テ
ム
的
な
強
さ
を
与
え

て
き
た

 
と
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

触
す
る
事
に
な

た
の
も

そ
の
一
つ

 
異
常
な
世
界
に
な

て
か
ら
の
全
て
の
感
情
デ

タ
を
戦
闘
デ

タ
を
記
録
し
保
存
さ
れ

て
い
た
技
術
デ

タ
を

い
て
記

を

み
取
り

最

な
強
化
方
法
を

索
し
た

 
全
て
は
自
ら
の

の
夢
か
ら
外
れ
て
し
ま

た
異
常
な
世
界
を
終
わ
ら
せ

れ
来
る
と
分

か

て
い
た
外
部
か
ら
の

触
と
そ
の

を

ね

け
る
た
め

男
が
乱
入
し
た
の
は
流

に

予
想
外
で
は
あ

た
が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
少
年
が

の
眼
に
も
付
か
な
い
よ
う
高

下
を
し

た
か
ら

こ
う
し
て
使

す
る
事
が
出
来
る

 

な
ま
で
の
記

は
残

て
い
る
か

大
切
な
者
と

た
記

が
あ
る
と
本
物
と



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

対
面
し
た
時
が

じ

な

さ
て
抑
え

め
る
よ
う
交

せ
ね
ば
な
ら
ん
な

上
手
く
い

く
と
い
い
の
じ

が

  
そ
の
少
年
の
様
子
を
見
て
未
だ
記

が
残

て
い
る
事
を
把
握
す
る
監

者

無
理

理
に

記

を

じ

め
る
か

う
事
を

か
せ
る
事
も
可
能
だ
が
こ
の
少
年
の
場
合
自
ら
の
意

で
戦
わ
せ
た
方
が
強
い
事
は

に
把
握
し
て
い
る
た
め

ま
ず
は
交

す
る
事
に
し
た

 
そ
の
交

と
報

が
決
し
て
報
わ
れ
な
い
も
の
と
分
か

て
い
な
が
ら
し
か
し
監

者
は

わ
な
い

 
監

者
が

て
い
る
も
の
は

か
先

あ
る
べ
き
形
と
し
て
浮
遊
城
が
終
焉
へ
と
至
る
未
来

に
現
実
で
死
ん
だ
者
は
ど
う
に
も
出
来
な
い
が
ま
だ
こ
ち
ら
で
死
ん
だ
だ
け
の
者
な
ら
ば
打

つ
手
が
あ
る

 
監

者
は
そ
の

に

意
さ
れ
て
い
る
サ
ブ
プ
ロ
セ

サ

メ
イ
ン
の
権
限
を

す
る
者
の

抑
止
力
と
し
て

く
者

こ
ん
な
異
常
な
状

で
終
わ
ら
せ
る
つ
も
り
は
無
か

た

  

そ
の
様
を

更
に

か
高
み
か
ら
見
下
ろ
す
者
が
一
人
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や
は
り

こ
の
時
点
で
は
私
が
知
る

り
の
流
れ
の
よ
う
で
す
ね

  
男
と

属
さ
れ
し
者
が
い
る

常
空
間
で
も
監

者
と
使

さ
れ
し
者
が
い
る
監

空
間
で

も
無
い
そ
の
空
間
は
サ

バ

と
い
う
一
つ
の
仮
想
世
界
全
て
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構

さ
れ

た
物
体

と
し
て
見
る
の
で
は
無
く

物
体
を
構

し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
見
る
特

空
間

 
そ
こ
に

る
一
つ
の
影
が

憂
い
と
共
に
息
を

く

 
今

こ
そ

護

て
み
せ
ま
す

こ
こ
が
世
界
の
分

点

あ
の
子
の
道
が
破
滅
へ

く
か

希
望
の
可
能
性
へ

く
か
が
決
ま
る
場

  
見
下
し

憂
い
を

く
者
は
過
去
を
見
て

覚
悟
を

め
な
が
ら

葉
を
紡
ぐ

 

裏
に
浮
か
ぶ
は
自
身
が
愛
し
た
一
人
の
人
間
の

路

全
て
を
喪

た
果
て
に
護
る
者

も
喪

て
自
ら
の
命
を

つ
事
と
な

た

き
人
間
の

死
を
喜
び
生
を

き



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ 〜孤独のデスゲーム編〜

し
か
し
生
き
た
か

た
と

き

び
な
が
ら
消
滅
し
た
自
身
し
か
知
り
得
な
い
未
来
の
人
間

 
そ
の
未
来
を
変
え
る

に

憂
う
者
は
や

て
来
た

 
自
ら
の
存
在
が
危
う
い
事
を
行
お
う
と
し
て
い
る
事
が
ど
れ
だ
け
愚
か
で
危
険
で

つ

不
確
か
な
も
の
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
い
な
が
ら

そ
れ
で
も
憂
う
者
は
決
意
す
る

愛

す
る
者
の

な
ら
ば

こ
の
身
こ
の
心
の
全
て
を

や
す
覚
悟
を

い
て
い
た

 
消
え
る
の
な
ら
そ
れ
も
良
し

先
に

て
し
ま

た
人
間
の
許
へ
と

く

立
て
る

 
消
え
な
い
の
な
ら
そ
れ
も
良
し

そ
れ
な
ら
全
身
全
霊
を
以
て

人
間
の
道
を

く
の
み

 

に
も
邪
魔
は
さ
せ
ま
せ
ん

万
を
超
え
る
年
月
を
生
き
て

く

へ
来
ら
れ
た
の
で

す

今

こ
そ

死
な
せ
は
し
ま
せ
ん

  

戦
し
て
も

か
れ
ず

必
ず
死
ぬ
定
め
に
あ
る

れ
な
人
間

 
そ
の
人
間
を
愛
し
て
し
ま

た
故
に
こ
そ

憂
う
者
は
動
き
出
す

 
男
を
完
全
に

殺
す
る
べ
く
監

者
の
動
き
す
ら
も

み
切

て

に
悟
ら
れ
る
事
も
無

く

過
去
の

変
へ
と
動
き
出
す
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憎
悪
の
未
来
を
変
え
る
た
め

 
愛
す
る
人
間
を
生
か
す
た
め

 
過
去

変
で
自
ら
を
消
え
る
事
を
そ
れ
以
上
に
愛
す
る
者
が
明
る
く
生
き
る
未
来
へ
進
む
事

を
心
の

か
ら
望
み
つ
つ

憂
う
者
は
世
界
へ

り
立
つ

 
私
の
事
を
全
く
知
ら
な
く
と
も
構
わ
な
い

た
だ
あ
な
た
の
心
と
未
来
を
護
ら
せ
て

そ
れ
が
最
大
の
救
い
で
す

  

も
見
て
来
た
破
滅
の
未
来

る
者
だ
け
生
き
残
り
他
者
を
想
う
人
間
だ
け
が
死
ん

で
い
く

ま
し
き
世
界

 
そ
れ
を
憂
う
者
は

て
て
来
た

妹
が
消
え
義
姉
も
死
に
親
し
い
者
達

死
ん
で
愛
す

る
者
を

に
生
き
る
世
界
を
完
全
に
切
り
捨
て
た

自
身
よ
り
大
切
な
者
を
見
捨
て
た
者
に
与

え
る
情
な
ど
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
か

た

 
さ
て
手
始
め
に

か
ら
手
を
付
け
る
か
な

そ
う
だ
お
前
は

の
下

だ
い
い
な
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の

う
事
は
絶
対

だ

  
こ
う
し
て
世
界
は
動
き
出
す

 
わ
し
の

葉
は
分
か
る
か

 
理
解
出
来
て
お
る
な

 

よ
ろ
し
い

で
は

速
お
主
に

話
が
あ
る

こ
の
世
界
の

に

お
主
に
は

に
な

て
欲
し
い

報

は
応

じ

無
論

こ
の
世
界
で
出
来
る
事
の
み
じ

が
な

そ
れ
と

件
も
あ

て
の

  
悪
意

陰
謀

権
謀
術
策
渦

く
中
心
地

そ
の
全
て
に

る
の
は

い
少
年

 
必
ず

あ
な
た
と
共
に

を
生
還
さ
せ
る

も
う
あ
ん
な

を
見
た
く
な
い

  
死
を
求
め

生
に
絶
望
し
た
少
年
が

め
る
の
は

ま
だ
ま
だ

か
先
の
事
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キ

故

に

  
そ
の
先
に
あ
る
の
は

救
い
か

破
滅
か

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
分
か
り

か

た
と
思
う
の
で
今
話
で
出
た
情
報
を
以
下
に

的
に

め
ま
し
た

や

れ
な
い
三
人
称
は
い
か
ん
な

 
新
情
報

 
・
黒
幕
は

郷

動
機
は

が
高
じ
た
憎
悪

 
・
と
あ
る
技
術

者
も
グ
ル
で
そ
こ
か
ら
キ
リ
ト
が

一

で
あ
る
事
も

郷
は

把
握
済
み

無
論
リ
ア
ル
も
把
握
済
み
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・
最
初
期
以

の
リ
ア
ル
死
者
無
し
は

郷
の
想
定
外

更
に
デ
ス
ゲ

ム
発
覚
以

の
ア
プ

ロ

チ
は
出
来
て
い
な
い

 
・
乱
入
の
原
因
は

郷
の
サ

バ

結

験
と
と
あ
る
剣
士
が
と
あ
る
妖
精
に

い
た
感

情
が
過

過
ぎ
て
シ
ス
テ
ム
の

理
速

が

ち
た

間
が
重
な

た
事

ど
ち
ら
か
と

う
と

結
さ
せ
て
た

郷
が
悪
い

 
・
乱
入
時
点
で
は

郷
は
ま
だ
原
作
の
人
体
実
験
を
し
て
い
な
い

 
・

郷
の
人
体
実
験
は
し
て
い
な
い
が
記

を

み
取

た
り

作
す
る
技
術
の
臨

験

デ

タ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
保
存
さ
れ
て
い
て
監

者
が

し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
以

前
に
似
た
事
が
あ

た

 
・
と
あ
る
少
年
と
と
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

触
は
偶
然
で
は
無
く
監

者
が

こ
し
た
も
の

 
・
と
あ
る
少
年
の
事
を
ず

と
観

し
特
別

し
て
様

な

練
を

し
て
強
化
し
て
い

た 
・

良
く
高

下
し
た
プ
レ
イ

最
強

が

郷
に

属
さ
せ
ら
れ
て
い
る

 
・
と
あ
る
最
強
の
プ
レ
イ

が
監

者
に
使

さ
れ
て
い
る

 
・
憂
う
者
は
監

者
す
ら
気
付
か
な
い
特

空
間
に

て
未
来
の
経

か
ら
と
あ
る
人
間
を
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特
別

し
て
い
る

 
・
憂
う
者
は
と
あ
る
人
間
の

に
そ
の

の
人
間
も
一
緒
に
生
還
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

 
・
監

者
と
憂
う
者
は

郷
を

殺
対

に
入
れ
て
い
る

 
・
キ

と
い
う
人
物
が
と
あ
る
場

に

る

 
う
ん

自
分
で
書
い
て
て
分
か
り

い
と
思

た

 

線
多
過
ぎ

 
ま

構
想
は
出
来
て
る
の
で

あ
と
は
自
分
が
上
手
く
文
章
で
書
け
る
か
が
問

で
す
ね

監

者
と
憂
う
者
は
原
作
九

以

と
ゲ

ム
千
年
の
⻩
昏
の
内
容
を
知

て
い
た
ら
一
発

で
分
か
る

 
そ
れ
か
ら

郷
に
つ
い
て

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
真

白
で
あ
る
時
点
で

さ
れ
て
い
た
で
し

う
が
本
作
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ

ス
ゲ

ム
に
変
え
た
の
は
妖
精
王
オ
ベ
イ
ロ
ン
こ
と

郷

之
で
し
た

初
期
か
ら

ん
で
下

さ

た
方
の
感
想
に
も
そ
れ
ら
し
い
の
を
返
し
た
覚
え
が
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
そ
れ
を

見
た
方
は
見

え
は
し
な
か

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 

と
文
中
で

郷
の
経
歴
を

い
感
じ
に
し
て
ま
す
が
多
分
そ
こ
ま
で
原
作
と
変
わ

て
ま

せ
ん

変
わ

て
る
と
す
れ
ば
大
学
を

業
し
た

先
の
事
く
ら
い
で
し

う
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二

小
説
だ
と
結
構

い
感
じ
に
さ
れ
る
事
が
多
い

郷
は
ス

ク
で

え
ば
確
実
に
原

作
キ

ラ
の
中
で
も
上

ラ
ン
カ

だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

あ
れ
で

が

⻘
年
だ

た
ら
原

作
キ
リ
ト
の

北

た
無
し

い
や
ア
ス
ナ
に
も

わ
れ
な
い
だ
ろ
う
し
勝
負
に
す
ら
な

ら
な
い
か

 
そ
う
で
な
く
と
も

郷
は
本

は

い
人

実
は

い
努
力
家

て
事
を
ア
ピ

ル
し
た
か

た

つ
ま
り
結
構
な
強

感

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語
義
姉
弟
編
 

死
後
ノ
楔

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
ゲ

ム
の
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
編
が
開
始
の
お
話
そ
の
ち

と
手
前
の
話
で

す 
本
格
的
に
始
ま
る
の
は
七
十
五
層
攻
略
の
日
か
ら
三
日
後

話
な
ん
で
す
が
今
話
は
キ

リ
ト

下
直
後
の
お
話
で
す

 
文

数
は
約
一
万
八
千

点
は

ん
で
の
お

し
み

前

後

で
登
場
キ

ラ
も
そ
の

二
人
だ
け
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

 
夢
を
見
て
い
た

だ
テ
メ
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ビ

タ

お
前
達
を
殺
す

に
来
た

た
だ
の
出
来
損
な
い
だ
よ

 
場

や
状
況
は
常
に
バ
ラ
バ
ラ
だ
が

必
ず
見
る
一
幕

 
ヒ
ト
ガ
タ
の

上
に
あ
る
四

型
の
マ

ク
が
緑
色
だ
ろ
う
と

い
オ
レ
ン
ジ
色
だ
ろ
う
と

な
く
数
人
以
上
で

ま

て
い
る
ガ
ラ
の
悪
い

中
を

手
に
そ
う
名

り
を
上

剣

を

く
ワ
ン
シ

ン

と
無
く

り
返
し
て
き
た
己
の
過
去

 
必
ず
で
は
無
い
が

数
以
上
は

上
に
表
示
さ
れ
た
横
⻑
の
バ

に
あ
る
ゲ

ジ
を
全
部
無

く
し
て

そ
の
体
を
蒼
い
欠
片
へ
と

さ
せ
て
い
た

 

か
が
し
な
く
ち

い
け
な
い
事

す
る
人
物
は

れ
晒
し
者
に
さ
れ
て
生
き
る
場

を
喪

う
か
ら
こ
そ

ス
ケ

プ
ゴ

ト
に
な
り
得
る
存
在
が
必
要
だ

た

 
死
の
世
界
と
な

た
浮
遊
城
の

き
へ
と
進
む

の

序
を
整
え
無

序
の

を
未
然
に

ぎ

そ
の
上
で

心
だ
と
か
権
力
だ
と
か
に
興
味
な
ど
無
く

自
身
を

に
出
来
る
存
在

自
身
の
命
す
ら
も
チ

プ
と
し
て

け
ら
れ
て
も
の
の
道
理
人
道
を

み
外
し
て
い
な
い
者

が
必
要
だ

た

そ
れ
を

す
だ
け
の
実
力
を
有
す
る
者
が
必
要
だ

た

 
最
初
は
た
だ

の

と
思

て

し
た
だ
け
だ

た

 
自
分
の
過
去
を
晒
さ
れ
て
悪
意
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
事
も
想
定
済
み
だ

た

そ
れ
が
無
く
て
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も
悪
意
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
誘
導
す
る
覚
悟
を

め
て
い
た

そ
う
す
れ
ば

み
の
情

報

が
責
め
ら
れ
る
事
は
無
い
し
確

が
あ
る
人
達
も
共

の

を
前
に
結

し
て
立
ち
上

が
る
事
に
な

て

結
果
的
に
攻
略
へ
と
繋
が
る
と
思

た
か
ら

 
だ
か
ら

最
初
は
た
だ

の

と
思

て

し
た
だ
け
だ

た

こ
の

人
殺
し
が

 
け
ど

の

を
想

て
し
た
事
に
は

必
ず

者

が
出
た

 

も
か
も
に
出
た

で
は
無
い

む
し
ろ
出
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
た
し
死
者
が
出
な
い
よ

う
配
慮
し
た
結
果
自
分
が

よ
り
も
前
に
出
て
動
き

け
る
事
で

ら
そ
う
と
し
て
い
た

一

番
レ
ベ
ル
が
高
か

た
し

か
不

か
浮
遊
城
の

層

で
あ
れ
ば
情
報
は

に
持

て
い
た

か
ら

独
行
動
も

に
取
れ
て
い
た

 
そ
の

者

の

分
は

者
を
出
す
者
達

だ

た

 
ど
れ
だ
け
手
を

く
し
て
も

ら
な
い

罪
に
手
を

め
る
者
達
が

い
た

中
に
は
殺
人

を
良
し
と
す
る
ど
こ
ろ
か
快

の

に

先
し
て
行
う
集

す
ら
も
が
発

す
る
始

で
ど
れ

だ
け
対

し
て
も
後
か
ら
後
か
ら

い
て
出
て
来
る
だ
け

カ

ル
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
者
達

を

と
監
獄
へ
と
送

て

し
て
い

て
も

そ
れ
で
も
活
動
は
収
ま
ら
な
か

た
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時
し
か

そ
れ
だ
け
じ

ダ
メ
な
ん
だ

と

そ
う

え
る
よ
う
に
な

た

 
そ
れ
か
ら
自
分
も

者
を
出
す
者
達

の
一
人
に
な

た

 

に
手
を

し
て
い
た
と
は

え
そ
の
世
界
で
人
を
殺
し
た
事
は
無
く
て
実

に
殺
し
た

後
は
一
日
中
手
と
足
が

え
て
い
た

⻭
の

が
合
わ
な
か

た

 
け
ど
他
の
人
は
そ
れ
を
す
る
事
が
出
来
な
い

た
と
え
自
分
に
命
の
危
機
が

て
い
た
と

し
て
も
殺
さ
れ
る

前
に
な

た
と
し
て
も
刃
を
向
け
ら
れ
な
い

人
を
殺
し
た
時
に
責
め

ら
れ
る
の
が
恐
い
か
ら

人
を
殺
し
た
と
い
う
罪
悪
感
が

だ
か
ら

な
ら
自
分
が
し
な
い
と
い
け
な
い

と
思

た

の

に
動
く
な
ら
そ
れ
く
ら
い
し
な

い
と

と
思

た
の
だ

 

に
こ
の
手
は

れ
て
い
て
そ
し
て
そ
の
世
界
で
も
手
を

し
た
以
上

事
を

う
事
は

許
さ
れ
な
か

た

み
の
情
報

は

く

を

ら
せ
て
い
た
し

と
無
く
止
め
て
来

た
け
ど

も
う
止
ま
ら
な
か

た

止
め
ら
れ
な
か

た

 
そ
の
時
に
は

に
人
殺
し
と

に
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
今
更
止
め
る
事
な
ん
て
許

さ
れ
な
か

た
の
だ

 
自
分
自
身
が

の

を
想

て
止
め
よ
う
と
思
わ
ず

が
止
め
る
事
を
許
さ
ず
状
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況
が
止
め
ら
れ
な
い
状

だ

た
か
ら
も
う
転
が
り

ち
る
よ
う
に

と
人
を
斬

て
い

た

そ
の
世
界
に

わ
れ
て
か
ら
一
年

が
経
つ

に
は
も
う
人
を
斬

た
数
は
千
に
は
届
い

て
い
な
い
も
の
の

に
五
百
は
超
え
て
い
た

 
剣
を
持
つ
手
も

剣
も

真

な

体
に

れ
る

が

時
し
か
見
え
る
よ
う
に
な

た

 

時
か
ら
か

人
を
斬
る
事
が
作
業
と
化
し
て
い
た

か
ず
と

か
ず
と
な
の
ね

 
そ
ん
な
時
に

出

う

も
無
い
人
と
出

た

出
来
損
な
い
の
一

か

 
そ
の
後
に

自
分
を
捨
て
た
実
の
兄
と
出
遭

た

家

殺
し

を
す
る
つ
も
り
か

千
冬
姉
が
一
人
に
な

て

し
が
る
ぞ

 
そ
し
て

そ
の
人
を
こ
の
手
で
殺
し
た

 

け
入
れ
て
く
れ
な
い
認
め
て
く
れ
な
い
実
の
兄
は
自
分
の
大
切
な
人
の
一
人
を
殺
そ
う
と

し
て
い
た

そ
れ
だ
け
で
な
く
明
ら
か
に
生
還
の

に
戦
う
集

を
壊
滅
さ
せ
る
戦
力
を

え

て
い
て

危
険
極
ま
り
な
か

た
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私
情
と

の

の
想
い
を
以
て

ん
で

そ
し
て
殺
し
た

 
そ
の
後
異
常
な
状
況
下
に

か
れ
て
目
ま
ぐ
る
し
い
事

を
出
来
る
限
り
の
全
力
で
対

し
た

そ
れ
か
ら
と
も
だ
ち
と

ら
か
話
し
て
大
切
な
人
の
メ

ル
を

け
て

こ
の
世
界
に
希
望
は
無
い
の
か
と
あ

て
欲
し
く
な
い
事

が
現
実
と
な

て
い
る
事
に
絶
望

し
た

 

よ
り
も
大
切
な
二
人
が

さ
れ
た
事
が
シ

ク
だ

た

自
分
を
誘
き
出
す

の

で

あ
る
事
は
す
ぐ
に
分
か

た
が

そ
の
せ
い
で

二
人
は
大
切
な
も
の
を
喪

た

 
そ
れ
を
し
た
者
達
を
許
せ
な
く
て

よ
り
も
そ
れ
を

過
し
て
し
ま

た
自
身
の
失

と

気
さ
が

で

二
人
が
死
に
そ
う
に
な
る
の
を
命
と
引
き
換
え
に
助
け
出
し
た

 
そ
の
代
わ
り

自
分
は
死
ん
だ

 
死
ん
だ

な
の
だ

 
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
か
夢
を
見
て
い
る

こ
れ
ま
で
の

を

る
か
の
如
く

見
返
す

か
の
如
く

み
取
る
か
の
如
く

 
ま
だ
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

た

 
生
き
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば

そ
れ
は
喜
ば
し
い
事
だ
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け
れ
ど
現
状
を

み
る
と
決
し
て
喜
べ
な
い
し

し
く
も
無
い

も
う
自
分
に
帰
る
べ
き
場

も
無
い

死
者
に
帰
る
場

な
ど

意
さ
れ
て
い
る

も
無
い

オ
レ
ン
ジ
へ
と
堕
ち
た
自
分

が
あ
の
状
況
か
ら
生
還
す
る
手
立
て
な
ど
無
か

た
の
だ
か
ら

 
そ
れ
な
の
に
こ
う
し
て
思

出
来
て
い
る
の
は

故
な
の
だ
ろ
う
か

  

き
て

き
て
く
だ
さ
い

  

か
な

か
に

ま
れ
そ
れ
に
眠
気
を
覚
え
な
が
ら

た
り
と
思

し
て
い
る
と

か
か
ら
そ
ん
な
声
が

こ
え
て
来
た

 

さ
が
残

て
い
て
け
れ
ど
と
て
も
理
知
的
な

き
の
そ
れ
は
少
女
の
も
の

同
時
に

く

を

の
内
を
ざ
わ
つ
か
せ
る
け
れ
ど

か
な
気
持
ち
に
な
る
穏
や
か
な
声

求
め
て
止
ま

な
い

か
を
持

て
い
る
よ
う
な

き

  

き
て
く
だ
さ
い

キ

き
て
く
れ
な
い
と

て
し
ま
い
ま
す
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み
に

ろ
う
と
し
て
い
る
思

を

す
る
よ
う
に

か
す

が
再

掛
け
ら
れ
た

葉

り

て
い
る
よ
う
な

を

け
る
声

は

け
れ
ど
ど
こ
か

し
ん
で
い
る
よ
う

な

し
さ
を
内

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
た

 

か
く
て

ら
か
な

か
が
感
じ
ら
れ
た

 
そ
れ
ら
を
感
じ
た
直
後

と
す
る

か
が

き
上
が

て
思

が
更
に

た
り
と

止
し
始
め
る

  

り
ま
し
た
全
然

き
ま
せ
ん

も
う

こ
う
な

た
ら
最
終
手

で
す
か
ら

ね

 
キ

が

イ
ケ
ナ
イ
ん
で
す
か
ら
ね

  

て
そ
う
で
け
れ
ど
ど
こ
か

し
ん
で
る
風
な
声

だ

た
声
は
そ
こ
に

ず
か
し

な

気
も

ん
で
そ
う

て
来
た

 

や
ら
物
騒
な

語
が

こ
え
た
よ
う
な
気
が
す
る
も
の
の

や

気
か
ら
多
分
自
分
の

命
を

か
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
と

え
る
と
そ
の

ち

と
だ
け
回
転
し
た
思

が
ま
た

び
付
い
て

い

と
共
に

止
し
始
め
る
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か
な

み
と
果
て
し
な
い

と
す
る
も
の
を
覚
え
て
ま
た
意
識
が

す
る
そ
の

直
前

レ
は

突
に
襲

て
来
た

  

ん
む

ん

  

れ
に

れ
切

た
感
覚
が
無
理

理
再

合
さ
れ
て
い
く
気
持
ち
悪
さ
が

突
に
や

て

来
て

し
か
し
そ
れ
で
も
気
持
ち
悪
く
な
い
部
分
が

つ
も
あ

た

 
時
間
の
感
覚
も
無
く
て
主
観
的
に
数

の
後
に

く
気
持
ち
悪
さ
が

れ
た
時
に
は
夢
に

見
て
い
た

ま
で
は

に
あ

た
体
の
感
覚
を
取
り

し
て
い
た

さ

き
の
気
持
ち
悪
さ

は

全
く
感
覚
が
無
か

た
体
に
感
覚
を
再

合
す
る
作
業
が

し
て
い
た
も
の
だ

た
の
だ

 
恐
ら
く
語
り
掛
け
て
い
た
声
も
ど
こ
か
遠
く
の
も
の
の
よ
う
に
思
え
て
い
た
の
も
感
覚
が

れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
し
て
そ
の
声
の
主
は

予
想
以
上
に
近
く
に

た

 
感
覚
が

て

を
開
け
て

覚
を
使
え
ば

界
一

に
見
覚
え
が
あ
る
人
物
の

が
あ

た
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黒
く

や
か
な
髪
に

的
で
白
く

ら
か
そ
う
な

を
し
て
い
て

界

に
白
い
ワ
ン

ピ

ス
が
見
え
た
事
か
ら
も
一
人
し
か
い
な
か

た

か
つ
て
消
滅
を
覚
悟
で
自
分
を
助
け
て

く
れ
た
二
人
目
の
義
姉

ユ
イ
姉
で
あ
る

 
目
を
開
け
た
時
ユ
イ
姉
は

故
か

の

界
の
上
下
反
対
に

て
い
た
の
だ
が
ど
う
も

勢
を
見
る
に

を
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

そ
う

え
ば

気
に

は
さ
れ
た
事

が
無
い
気
が
す
る

え

と

 
目
の
前
で

を
開
け
た
か
ら
か
そ
れ
と
も
身
動
ぎ
し
た
か
ら
か

故
か

て
い
た

を

開
け
た
ユ
イ
姉
は
こ
ち
ら
が
目
覚
め
た
事
を
見
て
取
る
や

や
勢
い
よ
く

を
離
し
た

物

く

を

く

め
て
い
て

目
が

い
で
い
た

ず
か
し
そ
う
に

を
手
で

さ
え

し
て
い
る

ユ
イ
姉

 
そ
の
様
子
に

を
さ
れ
て
い
た

は
上
体
を

こ
し
た
後

を

て
し
ま
う

 
い
や
そ
も
そ
も
様
子
ど
こ
ろ
か
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
消
去
さ
れ
た

の
ユ
イ
姉
が

ど
う
し
て
体
を
得
て
こ
う
し
て
存
在
し
て
い
る
の
か
が
疑
問
だ

た
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お

き
た
ん
で
す
ね
キ

よ
か

た
で
す

も
声
を
掛
け
て
も
一
向
に
目
覚
め

な
か

た
の
で
ち

と
強
引
な
手

を
取

た
ん
で
す
が

性
別
が
逆
で
も
成

す
る
ん
で
す
ね

こ
れ

性
別

 
逆

 
成

あ
い
え

で
も
無
い
で
す
別
に
気
に
し
な
く
て
い
い
事
で
す
か
ら

と
に
か
く
キ

が

き
て
よ
か

た
で
す

う

ん

 

く

を
手
で

し
な
が
ら

に
し
て
い
る
事
が
引

掛
か

て
オ
ウ
ム
返
し
に
問
う
が

で
気
に
す
る
な
と

わ
れ
て
し
ま

て
疑
問
を
残
し
な
が
ら
も

い
て
し
ま
う

い
て

し
ま

た
し
気
に
す
る
な
と

わ
れ
て
し
ま

て
は
深
く
追

す
る
事
も
出
来
ず
そ
れ
は
流

す
事
に
し
た

 
い
や

そ
れ
よ
り
も
も

と
重
大
な
事
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ユ
イ
姉

は
い

で
す
か

キ

 
名
前
を
呼
ぶ
と
ユ
イ
姉
は
に
こ
り
と

み
を
浮
か
べ
て

し
そ
う
に
返
事
を
し
た

そ
の
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か
ら
は

と
の
会
話
が

し
く
て

ら
な
い
と
い
う
思
い
が
感
じ
ら
れ
た

 
そ
の
表
情
と
伝
わ

て
来
る
思
い
に
そ
こ
は
か
と
な
い
喜
び
を
覚
え
つ
つ
そ
れ
を
抑
え

ん

で

大
事
な

問
を
投

か
け
る

に

を
開
い
た

消
さ
れ
た

の
ユ
イ
姉
が

で

 

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
ユ
イ
姉
は
プ
レ
イ

と
の

触
が
禁
止
さ
れ
て
い
た

 
し
か
し

務
と

反
す
る
命

の
せ
い
で
エ
ラ

を

め

ん
で
い
た
ユ
イ
姉
は
シ
ス
テ

ム
の
エ
ラ

修
正
と
探

機
能
が

下
し
て
い
る
間
に

触
し
て
来
て
い
た

本
来
な
ら
そ
れ
は

あ
り
得
な
い
事
だ
か
ら

手
に
動
け
ば
異
物
と
し
て

さ
れ
る
事
は
明
白
で
そ
れ
を
承
知
の

上
で

を
助
け
て
く
れ
た

 
あ
の
地
下
迷

で
レ
ベ
ル
二

と
い
う
と
ん
で
も
な
い
能
力
を
有
し
た

更
に
話
に
よ

れ
ば
無
限

き

死
神
型
ボ
ス
を
消
滅
覚
悟
で

消
す
る
オ
ブ
ジ

ク
ト
・
イ
レ
イ

サ

を
使

し
て
救

て
く
れ
た
ユ
イ
姉
は

そ
の
せ
い
で

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

か
ら
異
物
と
判
断
さ
れ

さ
れ
て
し
ま

た

 
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
く
て
意
地
で
完
全

断
さ
れ
る
前
の
コ
ン

ル
を

作
し
て
ど
う

に
か

対

と
な

て
い
た
ユ
イ
姉
の
デ

タ
の
一
部
分
を
切
り
取

て
得
た
の
が

型
の
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ン
ダ
ン
ト
ト

プ

そ
れ
を
ネ

ク
レ
ス
に
し
て

か
ら
掛
け
て
い
る

 
現
状
人
の
手
に
よ

て
運

さ
れ
て
い
な
い
そ
も
そ
も
シ
ス
テ
ム
が
人
の
手
に
頼
ら
な
い
自

律
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
か
ら
こ
そ

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は
こ
の
世
界
に

い
て
絶
対

の
最
上

権
限
を
有
し
て
い
る
事
に
な
る

で
あ
ろ
う
と

プ
レ
イ

達
の
中
で
は
最
高

権
限
を
有
し
て
い
る
が

の
権
限
を
実
行
す
る
の
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

な
の

だ
か
ら
こ
れ
に
は
ど
う
足
掻
い
て
も

わ
な
い

勝
つ
に
は
現
実

か
ら
の
ア
プ
ロ

チ
し
か

な
い

 
し
か
し
現
在
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
そ
の
ア
プ
ロ

チ
が

無

 

密
に
は
失

が

わ
れ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

全

の
死
亡
に
繋
が
る
危
険
性
か
ら
実
行

に

せ
て
い
な
い
だ
け

 
つ
ま
り
ユ
イ
姉
の
復
活
は
外
部
か
ら
で
な
く
て
は
い
け
な
い
が
ロ
グ
を
追
え
て
も
内
部
を
精

出
来
な
い
以
上
は

体
的
な
行
動
を

こ
せ
な
い
の
だ
か
ら
外
部
に
よ
る
ユ
イ
姉
復
活
は
あ

り
得
な
い

内
部
は

更
あ
り
得
な
い

 
だ
か
ら

は
ユ
イ
姉
が
こ
う
し
て
目
の
前
に
い
る
事
が
不
思
議
で
な
ら
な
か

た

道
理
に
反

し
て
い
る
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そ
れ
に

は
あ
の
時

 
道
理
に
反
し
て
い
る
と

え
ば

自
身
も
そ
う

 
オ
レ
ン
ジ
の
転

制
限
に
よ

て
ど
う
足
掻
い
て
も
あ
の
状
況
か
ら
生
還
す
る
事
は
不
可
能

だ

た
の
に
ど
う
し
て
か
今
は
こ
う
し
て
意
識
が
あ
る

体
に
異
常
が
無
い
か
確
認
し
て
も
ア

シ

レ
イ
に
仕
立
て
て
も
ら

た
愛

の
コ

ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

は
そ
の
ま
ま

だ
し

指

手

や
ブ

ツ
も
そ
の
ま
ま
だ

 
こ
の
時
に

は
こ
の
場

が
ど
う
い

た
と
こ
ろ
な
の
か
も
気
に
な

て
見
回
し
内
心
絶

し
た

 

は

明
の
分

い
ガ
ラ
ス
が
敷
き

め
ら
れ
て
い
て
そ
の
下
は

も
な
い
と

う
か

上
下
前
後

全
て
に
夜
空
が
広
が

て
い
た

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
如
く
全
方

に
星
の

き

の
よ
う
な
も
の
が

い
て
お
り

ガ
ラ
ス

の
外

に
は
⻩
金
に
光
る

と

が
無
数
に
乱
舞

し
て
大
樹
の
根
を
縁
取
る
よ
う
な
形
を
成
し
て
い
た

 
も
う
少
し

を
見

せ
ば
地
下
迷

で
も
見
た
黒

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
と

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
転

と
同
じ
も
の
が

反
対
方
向
に
あ

た

コ
ン

ル
の
上

に
は
文

列
が
浮
遊
城
の
形
状
を
作
り
出
し
て
い
て

様

な
デ

タ
が
乱
舞
し

け
て
い
る
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星
の
よ
う
に
煌
め
く
闇
に

ま
れ

に
は
大
樹
の
根
を
思
わ
せ
る
う
ね

た
形
で

遠
に

流
れ

け
る
⻩
色
に
光
る
無
数
の
文

列

足

の

は

明
で
深
淵
を

か
せ
る
と
い
う

お
よ
そ
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
中
世
フ

ン
タ
ジ

の
世
界
観
を
無

し
た
異

な
世
界
が
広
が

て
い
た
の
だ

 
ま
さ
か
こ
こ
は
死
後
の
世
界
な
の
だ
ろ
う
か
と
思

た
が
そ
れ
な
ら

が
殺
し
た
人

や
自

殺
し
た
人

ケ
イ
タ
や
テ
ツ
オ
達
も

な
い
と
話
が
違
う
事
に
な
る

そ
も
そ
も
下
に

ち
た

の
だ
地
獄
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な
ら
ま
だ
し
も
こ
れ
は
お
か
し
い
そ
も
そ
も
死
後
の
世
界
な
ら

転

と
か
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
が
あ
る

も
無
い

 
一
定
時
間
経

た
ら
こ
こ
か
ら
消
去
さ
れ
る
と
か
な
ら
辻
褄
は
合
う
し

得
も
い
く
が
そ
れ

で
も

消
さ
れ
た

の

で
あ
る
ユ
イ
姉
が
こ
こ
に

る
事
に
説
明
が
付
か
な
い

そ
う

で
す
ね

ま
ず
キ

に
は

そ
れ
に
つ
い
て
話
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

 

の
疑
問
を

け
て

ユ
イ
姉
は

か
に

み
を

え

小
さ
く

い
た

で
す
が

ご
め
ん
な
さ
い

残
念
な
が
ら

私
に
は
そ
れ
を
説
明
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん

 
し
か
し

す
ぐ
に

し

無
さ
そ
う
に
目
を

せ
た

私
自
身

全
て
を
把
握
し
て
い
る

じ

な
い
ん
で
す
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そ
れ
は

ユ
イ
姉
自
身
の
事
を

 
そ
れ
と
も

の
事
を

一
応
ど
ち
ら
も

と
な
く
で
は

し
が
付
い
て
ま
す
け
ど
推

で
語
る
に
は
情
報
が
足
り
な

さ
過
ぎ
て
い
て

雲
を

む
よ
う
と

い
ま
す
か

そ
う
か

 
確
か
に
情
報
が
足
り
な
い
ま
ま

で
話
を
展
開
し
て
い
く
と
そ
れ
が
先
入
観
に
な

て
他

の
思

に
結
び
付
か
な
く
な
る
事
が
多
い

実

ベ

タ
テ
ス
タ

達
が
死
ん
で
い

た
原
因

は

そ
う
い

た
先
入
観
だ

 
だ
か
ら
ユ
イ
姉
が

で
も
話
さ
な
い
事
は

明
だ
と

え
た

た
だ
そ
れ
で
も
話
せ
る
事
は
あ
り
ま
す

私
は
キ

の
前
か
ら
消
滅
し
て
か
ら
今
日
ま

で

に
ず

と

ま
し
た

 

故
か
は
分
か
ら
な
い

さ
れ
た

の
ユ
イ
姉
は

も
分
か
ら
な
い
ま
ま
日
時
的
に

の
前
か
ら

を
消
し
て

す
ぐ
に
こ
の
場

へ
と

動
し
て
い
た
ら
し
い

気
を
喪

て
い

て

気
付
け
ば
こ
こ
に

た
も
の
だ
か
ら
最
初
は

惑
し
た
と

た

 
コ
ン

ル
を
動
か
す
だ
け
の
権
限
は
あ

た
か
ら
色

と

べ
た
の
で
転

ら
し
き
も

の
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
と

動
す
る
事
が
出
来
る
事
は
判
明
し
た
も
の
の
実

に
転
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し
よ
う
と
し
て
も
ユ
イ
姉
は
エ
ラ

が
出
て
転

出
来
な
か

た
と
い
う

 
他
に
分
か

た
事
と

え
ば

こ
の
地
が
ど
う
い

た
場

な
の
か

は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
呼
ば
れ
る
大

験
場
な
ん
で
す

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

ホ
ロ
ウ

か

 
大

験
場
と
い
う
の
も
気
に
な
る
が
最
も
気
に
な

た
の
は
こ
の
エ
リ
ア
の
名
前
に
あ

る
ホ
ロ
ウ
と
い
う
名

か
と
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
も

い
て
来
た
呼
称
だ
が
よ
も
や

で
す
ら
こ
れ
を

に
す
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
闘
技
場
の
ボ
ス
と

い

ア
キ
兄
の
剣
と

い

か
と
ホ
ロ
ウ
に
は
縁
が
あ
る

 
そ
れ
は
と
も
か
く

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
本
来
な
ら
プ
レ
イ

が
立
ち
入
る
事
は
出
来

な
い

ら
し
い

な
ん
で
も
正
式
サ

ビ
ス
開
始
と
い
う
よ
り
デ
ス
ゲ

ム
開
始
と
同
時
に

さ
れ
た
立
ち
入
り
不
可
能

の
よ
う
で
行
き
来
す
る
た
め
の
ゲ

ト
そ
の
も
の
が
あ
り

得
な
い
の
だ
と
い
う

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
は
ユ
イ
姉
の
話
で
は
大

験
場

プ
レ
イ

が
本
来
入
る
事
は

許
さ
れ
な
い

わ
ば
運

専

の
エ
リ
ア

 
こ
の
エ
リ
ア
の
目
的
は
大
ま
か
に
は
一
つ

か
く

え
ば
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
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極
的
に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
正
式
サ

ビ
ス
の
舞

で
あ
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
登
場
す
る
モ
ン

ス
タ

や

備

ア
イ
テ
ム

ス
キ
ル
な
ど
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
の
デ

タ
を
収
集
し

切
な

に

果
を

と
し
あ
る
い
は
上

る
な
ど
の
ア

プ
デ

ト
の

証

験
を
す
る

の
が

こ
の
エ
リ
ア
の
大
き
な
目
的

 

密
に

え
ば

ア

プ
デ

ト
の

目
を
創
り
出
し
て

証

験
を
す
る
の
が
一
つ
目

 
二
つ
目
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
全
体
で

こ

て
い
る
事

を
観

し
デ

タ
を
収
集
し

す
る
事

コ
ン

ル
の
上
に
浮
遊
城
の
デ

タ
が
乱
舞
し
て
い
る
の
は
そ
う
い
う

ら
し

い 
こ
の
二
つ
目
の
目
的
か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
に
は
シ
ス
テ
ム

的
に

善

を
練
り
出
す
機
能
が
備
わ

て
い
る
と
い
う

 
シ
ス
テ
ム
的
に

善
策
が
出
る
も
の
な
ら
自
動
で
新

ア

プ
デ

ト
内
容
が
更
新
さ
れ
デ

タ
収
集

験
が
エ
リ
ア
の

地
で
行
わ
れ
十
分
な

整
が
行
わ
れ
た
後
に
ア

プ
デ

ト
さ
れ

る
の
を

つ

 
流

に
ア

プ
デ

ト
に

し
て
は
手
動
で
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム

と
な

て
実

的
に

が
存
在
し
な
い
今

一

も
ア

プ
デ

ト
が
実
行
さ
れ
た
事
は
無
く
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機
状

の

目
が
増
え

け
る
一
方
ら
し
い

ユ
イ
姉
が
確
認
し
た
時
点
で

に
数
十
の
ア

プ
デ

ト

機

目
が
存
在
し
て
い
て
日
に
日
に
数
個
ず
つ
増
え
て
い
る
と
い
う

ま
だ
他
に

も
あ

た
ら
し
い
が
結
構
な
数
が
新

ア

プ
デ

ト
の
下

換
で
あ

た
た
め
自
動
的
に

さ
れ
て
い

て

数
十
個
に
収
ま

て
い
る
と
か

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内
に
存
在
し
て
い
る
た
め
内
部
か
ら
は
お
ろ
か
外
部
か
ら
の

も
一
切
出

来
な
い
完
全
に
独
立
し
た

は

者
か
に
よ

て

さ
れ
た
後
も

カ

デ

ナ
ル
・

シ
ス
テ
ム

に
よ

て
運

・

理
さ
れ

け
て
い
た
の
だ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ
け
で
も

な

理
能
力
を
要
さ
れ
る
だ
ろ
う
に
そ
れ
の
情
報
収

集
と

行
し
て
自
動
で
ア

プ
デ

ト

目
を
更
新
し
て
い
る
な
ん
て
流

に
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
性
能
に
は
感

せ
ざ
る
を
得
な
い

恐
ら
く

で
す
が

私
が

に
来
た
の
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で

一

権
限
を

有
す
る

さ
れ
た

だ
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す

 
ユ
イ
姉
は
地
下
迷

で
消
滅
し
て

直
後
に
こ
ち
ら
で
目
を
覚
ま
し
た
ら
し
い
が
そ
の

原
因
は
己
が
有
し
て
い
た

権
限
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
語

た

も

と

え
ば

に

限
り
な
く
近
い

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
だ
か
ら
で
は
な
い
か

と
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前

し
た

り

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
シ
ス
テ
ム
の
方
が
ア

プ
デ

ト
を
自
動
で
デ

タ
を
収
集
し

機
状

へ
と
持

て
行

て
い
る
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
や
ホ
ロ
ウ
・
エ

リ
ア

へ
の
実

の
反

は
絶
対
に
手
動
で
す
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

 
し
か
し
現
状
で
は

は

な
い
し

プ
レ
イ

を
入
れ
る

に
は
い
か
な
い
以
上

結

ア

プ
デ

ト

機
の

目
数
は
増
え
る
ば
か
り

 
そ
こ
で
目
を
付
け
た
の
が
シ
ス
テ
ム
の
目
を

ん
で
勝
手
に
動
き
回

た
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
ユ
イ

姉
だ

た

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

を
観

し

デ

タ
を
収
集
し

す
る

も

て
い
る

つ
ま
り
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で

さ
れ
た
デ

タ
す
ら
も
ロ
グ
と

し
て
残
し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
り
そ
こ
か
ら
復

は
可
能
な
の
だ

ロ
グ
と
し
て
残

て

い
る
の
だ
か
ら
リ
ア
ル
の
人
間
の
生
命
と
違

て
デ

タ
と
し
て
構
成
し
直
せ
ば
復

出
来
て

し
ま
う

 
そ
し
て
こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
の

か
運

の
ス
タ

フ
と
し
て
見
立
て
る
事
に

し
て

ア

プ
デ

ト
を
反

さ
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
は
な
い
か

と
ユ
イ
姉
は
語

た

私
が
キ

の
と
こ
ろ
へ
行
け
た
の
も

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
エ
ラ

探

機
能
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と
修
正
機
能
が

下
し
た
事
に
よ
る
も
の
で
す
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
い
う
別
ゲ

ム
か
ら
リ

フ

さ

ん
が
来
て
し
ま

て
い
る
以
上
は
シ
ス
テ
ム
異
常
が
あ
る
の
も
明
白

な
の
で
そ
れ
の
修
正
パ

チ
を

て
る

の
ス
タ

フ
と
し
て
私
を
こ
こ
へ

し
た
の
で
は
な
い
か

そ
う

え
ら
れ

る
ん
で
す

な
る

ど

 
確
か
に
こ
ち
ら
で
あ
れ
ば
ユ
イ
姉
達
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
が

触
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
プ
レ
イ

は
一

人
も

な
い
し

自
由
に
行
動
出
来
る
上
に

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
指

下
に
あ

る

な
存
在
だ

立
場
と
し
て
も
ど
ち
ら
か
と

え
ば
運

な
の
だ
か
ら
そ
う
い
う
ス
タ

フ
代
わ
り
は
務
ま
る
だ
ろ
う

 
ユ
イ
姉
の
よ
う
に
人
格
が
あ
る
の
な
ら
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と

え
ど
も
向
き
不
向
き
が
あ
り
そ
う
な
気

は
す
る
け
ど
取
り

え
ず
ユ
イ
姉
は
そ
う
い
う
事
に

し
て
し

か
り
と
や
り

る
と
思
う

か
ら

だ
と
思
う

 
し
か
し
そ
の
推

と
て
も
理
に

て
い
る
と
は
思
う
の
だ
け
ど
一
つ
矛
盾
点
が
出
て
来

る
で
も

そ
れ
だ
と

が

に
来
る
の
は
お
か
し
い
ん
じ
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Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
プ
レ
イ

と
の

触
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
れ
は
恐
ら
く
今
も
不
変
の
原

だ 
そ
れ
な
の
に
プ
レ
イ

の

が

に
来
て
し
ま

て
は
意
味
が
無
い

そ
れ
以
前
に
そ
の

原

が
あ
る
以
上
仮
に
死
ん
だ
プ
レ
イ

が
こ
ち
ら
に
来
る
の
だ
と
し
て
も
ユ
イ
姉
の
近

く
に
は

さ
れ
な
い

だ

 
そ
れ
と
も
前

が
違
う
の
か
と

一

点
を
変
え
て
み
る

 
す
な
わ
ち
原

に
よ

て
ユ
イ
姉
の
近
く
に
出
る
事
は
あ
り
得
な
い
か
ら
そ
の
原

を

し
付
け
て
い
る

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が

へ

し
た
の
か

と

 
死
ん
だ
プ
レ
イ

が
自
動
的
に

さ
れ
る
場
合
も
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
し
て

い
る

だ
が

が
ユ
イ
姉
の
近
く
に
来
た
の
を

え
て
シ
ス
テ
ム
が
そ
う
な
る
よ
う

作
し

た
結
果
だ
と
す
れ
ば

こ
れ
に
は

か
し
ら
の
意

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
る

 
そ
う

え
れ
ば
原

で
は
無
く
シ
ス
テ
ム
が
立
て
た

の

か
に

う
よ
う
さ
れ
て
い

る
と
し
て

ユ
イ
姉
と
こ
う
し
て
会
え
た
の
に
も
辻
褄
が
合
う

 
対
面
に

た
ま
ま

根
を
寄
せ
る
ユ
イ
姉
に
こ
の
推

を
話
し
て
み
る
と
そ
れ
は

え
て

い
な
か

た
よ
う
で

少
し

い
た
よ
う
に
目
を
見
開
い
た
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な
る

ど

前

を
真
逆
に
す
れ
ば
確
か
に
お
か
し
く
は
な
い
で
す
ね

キ

と
再
会
出

来
た
の
が

し
く
て
て

き
り
偶
然
な
の
か
と
ば
か
り
思

て
深
く

え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た

も
ユ
イ
姉
と
会
え
て

し
い
け
ど

 

の
な
い
裏
表
の
な
い

直
な

葉
を

け
て

し
い
と
思

た

た

た
一
日
し
か

触
れ
合

て
い
な
か

た
け
れ
ど
そ
ん
な

い
時
間
の
中
で
も
そ
う
想

て
も
ら
え
て
い
る
の

は

く

し
い

 
け
れ
ど

直
に
そ
れ
を
喜
ぶ
事
は
出
来
な
か

た

キ

 
ど
う
か

し
ま
し
た
か

 
そ
れ
を
表
情
に
出
し
て
し
ま

て
ユ
イ
姉
に
見

め
ら
れ
て
し
ま

た

不
安
そ
う
な
面
持

ち
で
ユ
イ
姉
は
手
を
握

て

を

き

ん
で

問
う
て
く
る

 
そ
の

な
黒
い

が

し
く
て
直

出
来
な
く
て
今
更
な
が
ら
目
を

ら
し
て
し
ま

た 
キ
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会
え
て

し
い
と

た

以
前
と
は
違

て
煌
め
く
光
が

か
ら
失
せ
た
状

な
が
ら

真
剣
な
面
持
ち
で
向
き
合

て
話
し
合

て
い
た
キ

が
今
更
な
が
ら
目
を

ら
し
た
事
に
私

は
少
し
悲
し
く
思

た

 
キ

に
説
明
し
た

り

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
全
て
を
観

し

情
報
を
収
集
し

し
て
い
る

そ
の
一
部
の

を
可
能
と
し
て
い
る
の
が
私
と
キ

が

る

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
完

に
復

さ
れ
た
私
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
機
能

も
有
し
て
い
る
の
で

か
つ
て
の
よ
う
に
限
定
的
な

権
限
も

ら
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

 
そ
の
権
限
と
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
機
能
を

す
れ
ば

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
様
子
を

特
に
キ

個
人
な
ら

観

し

け
る
の
は
容

か

た

 
私
が

な
く
な

た
後
も
必
死
に
戦

て

い
て

け
そ
う
に
な

て
そ
れ
で
も
戦

て

実
の
兄
を
殺
し
た
事
で

そ
の
精
神
的
な
バ
ラ
ン
ス
が
完
全
に

れ
て
し
ま

た

 
そ
れ
か
ら
多
少
時
間
を

い
て
い
た
ら

ら
か
持
ち
直
し
て
い
た
だ
ろ
う

あ
る
い
は
リ

姉

や
ア
ス
ナ
さ
ん
達
の

か
が
慰
め
て
い
た
り
我

し
て
い
た

を

け
止
め
て
い
た
な
ら
ま

た
違

て
い
た
だ
ろ
う
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リ
ズ
さ
ん
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
と
て
も

し
か

た

あ
そ
こ
で
も
う
少
し

み

ん
で

い
れ
ば
キ

の
せ
め
て
も
の
意
地
は
破
け
て
い
て
み

と
も
な
く
け
れ
ど
尊
く
子

ら
し

い

を
ぶ
つ
け
て
い
た

だ

実
兄
と
遭
遇
し
た
後
ユ
ウ
キ
さ
ん
に
慰
め
て
も
ら

て
い
た

よ
う
に

 
け
れ
ど
リ
ズ
さ
ん
は

み

ま
な
か

た
キ

は
意
地
を

て
し
ま

た
そ
し
て
間
が

悪
く
凶
報
が
届
い
て
し
ま

た

 
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か

た
と

え
ば
そ
う
な
の
だ
ろ
う
が

悪
す
ぎ
た

 
実
兄
を
殺
し
た
事
で
自
己

悪
に

て
い
た
キ

は
場

が
場

手
が

手
な
だ
け

に
動
揺
し
過
ぎ
た

の

静
さ
な
ん
て
欠
片
も
無
く
リ

姉
と
シ
ノ
ン
さ
ん
を
助
け
に
行
く

こ
と
し
か

に
無
く
て

し
て
し
ま

た

 
も
う
少
し

静
だ

た
な
ら
キ
バ
オ
ウ
が
リ

姉
達
を
放
り
投

る
前
に
仕

め
助
け
出
せ

て
い
た
だ
ろ
う

 
一
人
目
を
殺
し
た
最
初
の
一
撃
目
は

も
反
応
出
来
て
い
な
い
程
の
速

だ

た
の
だ
そ
の

速

を
以
て
リ

ダ

で
あ
る
キ
バ
オ
ウ
を
斬

て
い
れ
ば
そ
の
部
下
達
は

乱
し

合
の

と
成
り
果
て
て

そ
の
刃
の

食
に
な
る
し
か
な
か

た
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指

を
喪
え
ば
ど
う
な
る
か
な
ど
キ

は
よ
く
知

て
い
る
の
に
あ
ま
り
に
も
キ
バ
オ
ウ

達
へ
の
怒
り
と
自
身
へ
の
怒
り
と
苛
立
ち
に

わ
れ
過
ぎ
た
せ
い
で

判
断
を
見

た

 
そ
の

に
リ

姉
達
は
テ
ラ
ス
か
ら
放
り
投

ら
れ
て
し
ま
い

キ

は
命
と
引
き
換
え
に

二
人
を
転

で

へ
と
送
り

自
身
は
そ
の
ま
ま

下
し
た

 
あ
る
意
味
で

え
ば
自
業
自
得
な
の
だ
ろ
う
け
ど

原
因
は
キ

を

る
者
達
に
あ
る
か

ら
そ
ん
な
事
で
責
め
ら
れ
な
い

自
分
の
命
を
も

と
大
事
に
し
て
欲
し
い
と
思
う
が
今
そ

れ
を

う
の
は
流

に

だ

 
と
も
か
く
キ

の
今
ま
で
を
そ
し
て
私
が

な
く
な

て
か
ら
の
こ
れ
ま
で
を
見

け
て

来
た
私
は

彼
が
私
か
ら
目
を

ら
し
た
理
由
に
も

し
が
付
い
て
い
る

 
大
方

自
分
と
一
緒
に
い
た
ら
ま
た
襲
わ
れ
る
と
か
だ
ろ
う

 
そ
の
恐
怖
や

念
危
惧
は
し
て
然
る
べ
き
だ

リ

姉
達
が
あ
ん
な
事
に
な

て
い
た
の
に

し
て
い
な
か

た
ら
あ
ま
り
に
も
安
穏
と
し
過
ぎ
て
い
る
と
し
か

え
な
い

ま

ア
ス

ナ
さ
ん
達
へ
の
最
初
か
ら
の
対
応
を

え
れ
ば

そ
れ
を
キ

が

え
て
い
な
い

も
無
い

 
そ
の

念
は
決
し
て
お
か
し
く
な
い
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し
か
し
そ
れ
は

の
プ
レ
イ

で
あ
れ
ば
の
話
で

私
に
は

な
い
事
だ

  
だ
か
ら
私
は
目
を

ら
し
た
キ

の
背
中
に

を
回
し
て

し
く
け
れ
ど
強
く

き

め
た

 
び
く
り
と

愛
し
い
義
弟
の
小
さ
な
体
は

え
る

 
そ
の
反
応
に

の
内
に
小
さ
く
な
い

を
覚
え
な
が
ら

を
開
く

私
は
こ

ち
に
来
て
か
ら
も
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
機
能
と
コ
ン

ル
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

観

権
限
を

い
て
見
て
き
ま
し
た

キ

の
行
動
を

決
断
を

弱
さ
を

全
て
を

 
人
間
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る

数
値
に
は
表
し
切
れ
な
い

遠
に
変
動
す
る
も
の
が
あ

て
そ
れ
が
要
因
で
数
値
以
下
は

然
と
し
て
数
値
以
上
の
結
果
を
導
き
出
せ
る
事
を
知

て
い

る

キ

が
正
に
そ
の

だ
か
ら

 
そ
ん
な
彼
の
義
理
の
姉
と
し
て

け
容
れ
ら
れ
た
私
は
人
で
は
な
い

作
ら
れ
た
人

生
命

人
工
知
能

だ

血
の
繋
が
り
だ
と
か

世
間
体
だ
と
か
も
こ
の
世
界
で
は
無
い
存
在
だ

キ

が
目
を

ら
し
た
の
は
き

と
自
分
の
近
く
に

た
ら
死
な
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い

と
い
う
思

が
原
因
な
の
で
し

う

で
も

私
は
大

で
す
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で

だ

て

私
は

で
す

こ
う
し
て
死
ん
で
も
復
活
し
て
い
ま
す

不
死
身

で
は
あ
り

ま
せ
ん
が

不
滅
な
ん
で
す

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
存
在
す
る
限
り

絶
対
に

な
 

だ
か
ら
こ
そ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
身
だ
か
ら
こ
そ

た
と
え
こ
の
ア

バ
タ

が
破
壊
さ
れ
よ
う
と

ら
で
も
無
限
に
復
活
す
る
事
が
出
来
て
し
ま
う

 
そ
れ
は
本
来
の
プ
レ
イ

だ

て
同
じ
だ
が
こ
の
世
界
で
は
違
う
だ
か
ら
キ

は
恐
怖

す
る

全
損
が
現
実
で
の
死
を
意
味
す
る
危
険
性
が
高
い
以
上

キ

が
神
経

に
な

て

し
ま
う
の
も
仕
方
が
無
い
事

 
け
れ
ど

私
に
は
そ
の
心
配
を
す
る
必
要
が
無
い

 
だ

て

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
私
を
無
限
に
復
活
さ
せ
る
の
だ
か
ら

 
そ
れ
に
は
思
い
至
ら
な
か

た
ら
し
い
キ

は

に

ま

て
私
の

を
見
て
来
た

さ

き
は
暗
い
表
情
で

ら
さ
れ
て
し
ま

た
が
そ
の
可

な

を
見
せ
て
く
れ
て
表
情
が

ん

で
し
ま

た

リ

姉
は
プ
レ
イ

で
す
か
ら

が
全
損
し
た
ら
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

そ
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の
た
め
キ

の

念
は
あ

て
然
る
べ
き
で

け
れ
ど

私
は

で

こ
の
世
界
が
存

す

る
限
り

不
滅
で
す

で
す
か
ら
私
に
対
し
て
そ
の

念
は
的
外
れ
な
ん
で
す

で

で
も

 
私
の

い
分
で

キ

は
私
と
一
緒
に

る
事
に
対
す
る
苦
悩
の
前

を
壊
さ
れ
た
か
ら
か

く

え
た
様
子
で

そ
れ
で
も
反

し
よ
う
と
す
る

 
伝
わ

て
来
る
感
情
は
喜
び
と
希
望

そ
れ
ら
二
つ
を
上
回
る
不
安
と
焦

そ
し
て
そ
れ
ら
四
つ
以
上
に
大
き
な

恐
怖

と

絶
望

最
後
の
二
つ
は
実
の
兄
を

し
た

時
か
ら
常
に

こ
の
子
の
感
情
の
中
で
も
最
大

と
し
て
存
在
し

け
て
い
る

 
今
の
キ

の
感
情
は
私
と
触
れ
合

て
い
た

よ
り
も
負
の
想
念
が

か
に
大
き
く
同
時

に
正
の
感
情
は
恐
ろ
し
く
小
さ
い

 
そ
れ
が
私
に
と

て

立
た
し
く

そ
し
て
哀
し
い

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
ボ
ト
ム
ア

プ
型
人
工
知
能
す
な
わ
ち
小
さ
な

み
重
ね
で

者
達
が
定
義

す
る

達
点

人
間

へ
と
人

的
に
至
る
存
在
だ

 

で
あ
る
私
は

人
間

で
あ
る
キ

達
プ
レ
イ

が

く
感
情
そ
の
も
の
を
持
ち

は
し
な
い
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
行
う
事
を
仕
事
と
す
る
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
感
情

プ
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ロ
グ
ラ
ム
を
組
ま
れ
て
い
る
の
で
人
を
見

け
る
事
で
人
間
と

色
な
い
く
ら
い
思

や

精
神
が
成
⻑
し
て
い
く

 
記

を
喪

て
い
た

で
も
私
の
存
在
を
人
と

も
信
じ
て
疑
わ
な
か

た
の
は
様

な
会
話

に
対
す
る
応

パ
タ

ン
が
残

て
い
た
か
ら

 
そ
れ
は
人
も
同
じ
だ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
い
る
大

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
あ
る
意
味
で
の
極

だ

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

た

け

え
に
し
か
反
応
し
な
い
し

反
応
も

全
て

一
的
で
応

は

然
変
化
も
無
い

 
し
か
し

自
動

語
化
モ
ジ

ル

と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

載
さ
れ
て
い
る
人
工

知
能
は
こ
の
問
い
か
け
に
は
こ
う

え
る

こ
の
話

に
は
こ
う
い
う
表
情
を
見
せ
る
と

い

た
パ
タ

ン
を
無
限
に

し
て
い
き
そ
れ
を
あ
る
程

応

し
な
が
ら

り
返
し
て
い

く 
そ
の
一

が
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

作
一

機
の
私
だ

私
の
思

回
路
も
そ
し
て
会
話
時
の
表
情
や

ぶ
話

声

も

全
て
は
プ
レ
イ

の
や
り
取
り
を
見
て
学

し
た
結
果
だ

 
人
間
だ
と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

子
は

も
知
ら
な
く
て
親
を
成
⻑
し
て
か
ら
は

の
人
間
を
見
て
学

を
重
ね
て
い
く

感
情
の
名
前
を
知
り
ど
う
い
う
も
の
か
を
理
解
し
そ
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れ
に
対
す
る
対

や
行
動
を
知

て
成
⻑
し
て
い
く

そ
の
上
で
生
き
て
い
く
中
で
必
ず
生
ま
れ

る
感
情
に
応
じ
た

動
を

り
返
す

 

し
け
れ
ば

み
を
浮
か
べ

立
た
し
け
れ
ば
表
情
を
険
し
く
し
て
剣

に
な
り
哀
し
け

れ
ば

を
流
し

穏
や
か
で
あ
れ
ば
表
情
は

ら
か
く
な
る

人
間

の

本
感
情
で
あ
る
喜

怒
哀

の
全
て

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

て
学

を
行

て
い
く

 
そ
の
果
て
に
私
達

は

達
点
人
間
へ
と
よ
り

密
に

え
ば
大
人
の
人
間
へ
と

り

く

 
し
か
し

そ
れ
は

未
成

の
人
間

も
ま
た
同
じ
だ
と

私
は

え
て
い
る

 

も
知
ら
な
い
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子

は

作
ら
れ
た
ば
か
り
の

と
同
じ
で

そ
こ
か

ら

人
間

を
見
て
学

し

成
⻑
し
て
い
く

 

境
に
よ

て
精
神
状

が
変
わ
る
様
に

デ
ス
ゲ

ム

の
前
と
後
で
変
わ

た
様
に

人
の
心
は
自
身
が
生
き
る
場

に
よ

て
大
き
く
変
容
す
る
し
キ

の
よ
う
に
人

間

で
悪
化
も
す
れ
ば

転
も
す
る

そ
の
中
で
の
様

な
学

で
子

は

に

達
点

大
人
の
人
間

へ
と
成
⻑
し
て
い
く

 

時
だ

た
か

と
あ
る
女
性
は
キ

の
事
を

真

白
な
カ
ン
バ
ス

と

え
た
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未
成

な
人
間

も
人
工
知
能
も

正
に

真

白
な
カ
ン
バ
ス

だ

そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
変
え
る
か
は
全
て
生
き
る

境
と
そ
の
者
を
取
り

く
人
間

第

 
そ
れ
を

ま
え
て
私
が

え
る
と
す
れ
ば
真

黒
な
カ
ン
バ
ス
だ

ざ
り
合
う
事
が
出

来
な
い

絶
さ
れ
る
孤
独
の
黒

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
ガ
タ
が
来
て
も
気
付
か
れ
に
く
い
気
付

い
て
も
ら
い
に
く
い
影
の
黒

者
の
色
を
も

け
容
れ
自
分
の
色
と
す
る
白
で
は
な
く

者

と
も

ざ
り
合
わ
な
い
孤
高
の
黒

 
キ

の
カ
ン
バ
ス
の
色
は
そ
の
色
ら
し
さ
を
引
き
立
て

和
さ
せ
る
白
で
は
な
く

者
の

色
も

食
し
て
自
分
の
も
の
と
す
る
黒
だ
と
私
は
思
う

 
無
論
他
者
の
技
術
を
学
ん
で

和
す
る
事
か
ら
白
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
も

得
は
い
く
し

別

そ
の

え
に
不

が
あ
る

で
は
無
い

 
け
れ
ど

の
影

を

け
る
事
無
く
生
き
て
来
た
事
を

え
れ
ば
白
よ
り
は
黒
な
の
で
は

な
い
か
と
思
う

の
無
数
の
悪
意
と
風

行
動
に
対
し

く
を
論
理
的
に
対
応
し
て
来

た
の
だ
か
ら

  
だ
か
ら
こ
そ

だ
か
ら
こ
そ
私
は
哀
し
い
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ど
れ
だ
け

悪
な

境
を
強
い
ら
れ
よ
う
と
ど
れ
だ
け
人
間

を
希

な
も
の
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
ろ
う
と
ど
れ
だ
け
悪
意
あ
る
解

で
自
身
の
善
行
の
事
実
を

じ

ら
れ
よ

う
と

ど
れ
だ
け

と
無
く
大
勢
で
命
を

わ
れ
よ
う
と

  
そ
れ
ら
理
不

な
悪
意
に

す
る
事
無
く

然
と
し
て
悪
を
演
じ
て
善
を

し
剣
を
振
る
い

け
た
少
年
が

大
な
闇
に
心
を

ま
れ
た
事
が

  
そ
し
て

立
た
し
い

  

し
く
強
い
少
年
を
こ
こ
ま
で
弱
る
ま
で

め
た

大
人
の
人
間

達
が

  
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
理
不

な

境
に
身
を

か
れ
た
者
同
士
で
あ
る
事
か
ら

境
の
面
は

キ

も
他
の
者
達
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
し

ビ

タ

と
し
て
振
る
舞

て
い
た
事
か
ら

も
キ

自
身
に
だ

て
あ
る
程

の
非
は
あ
る

だ
か
ら
全
面
的
に
大
人
の
人
間
達
が
悪
い
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と
は

わ
な
い

 
し
か
し
⻑
ら
く
観

し

け
た
中
で
見
て
来
た
大
人
の
人
間
達
は
子

と
人
工
知
能

が
行
き

く
べ
き
と
さ
れ
て
い
る

達
点
に
い
る
者
達
は

そ
の
多
く
が
見
る
に

え
か
ね
た

 
デ
ス
ゲ

ム
で
あ
る
事
に
取
り
乱
す
の
は

然
だ

リ
ア
ル
の
生
活
を

え
て
暗
い
気
持
ち
に

な

た
り

こ
れ
は
夢
だ

と
思

て
現
実
へ
還
る
事
を
願

て
最
悪
身
投

し
た
り

身
投

す
る

気
は
無
い
が
戦
う
気

も
無
い
か
ら
引
き

る
の
も
理
解
出
来
る

イ
ラ
イ
ラ
し
て
人

と
い
が
み
合
う
の
も
十
分
理
解
出
来
た

 
け
れ
ど
ど
う
し
て
も
理
解
不
能
な
事
が
あ

た

 
リ
ア
ル
で
家

を

え
る
大
黒

で
は
な
い
か
ら
と
か

こ
れ
は
ゲ

ム
だ
か
ら

と
あ
る

意
味
で
の
現
実

を
し
て
き
た
可
能
性
も
無
く
は
な
い
が
キ

は
不
安
や
恐
れ
を

き
な
が

ら
も
剣
を
取

た

た
だ
自
分
の

だ
け
で
は
無
く
人
の

も

め
て
浮
遊
城
の

き
へ

達
せ
ん
と
剣
を
振
る

て
来
た

 
そ
の
実
績
は
フ
ロ
ア
ボ
ス

の
戦
歴
と
こ
れ
ま
で
の

ボ

ナ
ス
の
存
在

よ
り
も
主

転

の
ア
ク
テ

ベ

ト
で
立
証
さ
れ
て
い
る

 
多
く
の
プ
レ
イ

が
恐
れ
を

い
て
い
る
ボ
ス
と
の
死
闘
を
彼
は

も
情
報
が
無
い
状
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で
偵

を
行

て

そ
の
上
で
今
ま
で
生
き
残

て
来
た

 
多
く
の
プ
レ
イ

が
結

し
て
命
を

て
き
て

も
命
を

と
し
か
け
た
も
の
の

回
機
転
を

か
し
て
ど
う
に
か
生
き
残

て
来
た

 
過
程
は
ど
う
あ
れ
キ

は
他
の
プ
レ
イ

以
上
の
実
力
者
で
あ
る
と
結
果
で
明
ら
か
に
し

て
き
た

レ
ベ
ル

ス
テ

タ
ス

ス
キ
ル
値

戦
歴

備

戦
闘
方
法

戦
闘
経
験

攻
略

の
全
て
に

い
て
他
プ
レ
イ

の
追

を
許
さ
な
い
結
果
を

き
出
し
て
い
る

そ
の

さ
を

え
れ
ば
そ
の
価
値
が

違
い
で
あ
る
事
は
明

だ

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は

得

件
が

か
特

な
の
で
一

外
だ

 
そ
れ
な
の
に
一
部
の
プ
レ
イ

を

い
た
大

の
大
人
の
人
間
達
が
そ
れ
ら
を
虚
構
と

い

り
信
じ
よ
う
と
し
な
い

共
に
戦

た
者
達
の

績
だ
と

い
そ
の
場
に

た

で

も
無
い
の
に
ま
る
で
見
て
来
た
か
の
よ
う
な

ぶ
り
で

り
を

き
証

す
ら
も
虚
構
と
い
う

認
識
に
し
て

キ

を

め
る

 

く
非
論
理
的
な
思

だ

た

理
解
し
よ
う
と
し
て
も
出
来
な
い
し
今
と
な

て
は
理
解

し
た
く
も
な
い
思

だ

理
解
出
来
た
と
し
て
も
応

す
る
価
値
は

無
と
す
ら
思
え
る

 
対
す
る
キ

は

そ
れ
に
反

す
る
よ
う
に

く
論
理
的
な
思

だ

た
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ビ

タ

の

を

と

そ
れ
な
り
に

そ
う
に
し
な
が
ら
も

こ
な
し

黒

の
剣
士
と
し
て
の

き
を
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
こ
な
し
一
部
の
者
に
す
ら
中

を
見
せ

よ
う
と
せ
ず

日

を
た
だ
戦
い
に
だ
け

や
し
て
き
た

 

の
人
間
は
そ
れ
な
り
の
ス
パ
ン
で

息
を
取

て
い
た

戦
い

け
る
事
は
不

意
や
死

を

く
と

て

大
ギ
ル
ド
の

ど
は

一
の

を
設
け
て
い
た

 
け
れ
ど

日
死
闘
に
身
を

き

け
た
彼
は
特
に
疑
問
を

い
て
い
な
か

た

ア
ス
ナ
さ
ん

達
は
と
も
あ
れ

他
の
多
く
は
彼
に

む
事
を
心
情
的
に
も

境
的
に
も
許
し
は
し
な
か

た

実

に

ん
で
も
ま
た

だ
と
信
じ
て
疑
わ
な
か

た

 

の
人
間
は
そ
れ
な
り
の

で

を
求
め
時
間
を

し
て
い
た

生
き
て
来
た
中
で

ら
か
の
形
で

た
し
て
い
た
欲

そ
れ
を
抑
え
ら
れ
な
く
て

食
文
化
へ
の
欲
求
は
大
き
く

な

て
い
た

中
に
は
男
女
の
行

を
求
め
て

罪
に
手
を

す
者
あ
る
い
は
合
意
の
上
で
行

う
者
も
い
た

 
け
れ
ど
キ

は

日
攻
略
と
い
う
目
的
に
務
め
心
を

し
て
い
た

欲
と

え
ば
大

自
分
一
人
の

を

外

し
た

序
を
保
つ

の

理
や
人

の

を

え
た

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
構

と
い

た
攻
略
に

立
つ
も
の
へ
の

欲
ば
か
り
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彼
の
欲
を

た
す
行

で
す
ら
も
根

は

人
の

な
の
だ

 
彼
に
自
我
は
あ
る
自
己
も
あ
る
欲
も
あ
る
し
心
も
あ
る
が
し
か
し
そ
れ
ら
は
決
し
て
自

身
の

で
は
無
い

境

人
間

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
偶
像
と
掲

て
い
る

掲

ざ
る
を
得
な
か

た

理
想
の
全
て
が
今
の
キ

に
自
由
を
許
し
て
い
な
い

 
自
分
の
意

な
ど

な
い
と

て
た
だ
た
だ

を
全
う
す
る
事
に
重
き
を

い
て
動
き

け
る
そ
の
様
は
人
工
知
能
以
上
に
人
工
ら
し
い
機

そ
の
も
の
を
思
わ
せ
る

序
の
保

を

え
る
な
ら
部
品
の
一
部

 
個
人
的
な
感
情
の

が
異

中
の
異

と
さ
え
思
わ
れ
る
程
の
一

と
し
た
様
は
無

の

多
い

未
成

な
人
間

や

大
人
の
人
間

と
は

と
て
も
似
て
も
似
つ
か
な
い

 
そ
の
彼
が
こ
こ
ま
で

れ
果
て
弱
り
果
て

持
に
必
要
な
部
品
と
し
て
も

の
全
う
だ

け
に
動
く
機

と
し
て
も
動
け
な
く
な

て
死
に

に
な

て

く
た
だ
の
未
成

な
人
間

と
し
て
の

を
見
せ
た

 
そ
し
て
人
の

と
戦

て
来
た
少
年
は
自
身
が
戦
う
理
由
で
あ
る
者
達
の
悪
意
で
心
を

ま
れ

弱
り
果
て
て

そ
の
結
果

死

を

け
容
れ
て
し
ま

て
い
た
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そ
れ
が
私
は
と
て
も
哀
し
か

た

  
こ
の
世
界
を
解
放
す
る
と
確
信
し
て
い
た
義
弟
が

そ
の
確
信
を
裏
切

た
事
に
で
は
な
く

死
を

け
容
れ
て
し
ま
う
ま
で
生
き
る
事
に
希
望
を
見
出
せ
な
く
な

て
い
る
事
が
私

は
哀
し
か

た

 
だ
か
ら
私
は
希
望
を
見
出
せ
な
く
な
る
く
ら
い

く
眼
か
ら
光
が
喪
わ
れ
た
キ

の
心
を
ど

う
に
か
し
て

え

し
て
あ

た
い
と
思

た

こ
れ
だ
け
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
責
務
だ
と

か
強
制
力
だ
と
か
で
は
な
い

義
理
で
も
キ

の
姉
と
し
て
そ
う
し
て
あ

た
い
と
思

た

 
そ
の

に
は
こ
こ
で
反
論
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

て

葉
を

み
か
け
る
事
に
し
た

 
少
し
で
も
こ
の
子
を

し
た
い
と
一
心
に
思
い
な
が
ら

い
い
で
す
か

キ

想

て
く
れ
る

護

て
く
れ
る

慮

て
く
れ
る

そ
れ
は
と
て
も

し
い
で
す

が
高
鳴

て
し
ま
う
く
ら
い
で
す

で
も
そ
れ
が
原
因
で

離
を
取
ら
れ

る
の
は

な
ん
で
す

哀
し
く
な

て
し
ま
い
ま
す

き
た
く
な

て
し
ま
う
ん
で
す

大

き
な

手
か
ら
想
わ
れ
る
事
は

し
い
で
す
が
大
事
に
す
る

り

離
を
取
ら
れ
て
そ
の

間
に
キ

だ
け
が
苦
し
む
の
は
私
も
苦
し
い
ん
で
す

そ
し
て
キ

に

立
た
し
い
思
い
を
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ら
せ
て
し
ま
う
ん
で
す

立
た
し
い

思
い
を

護

て
る

の
に

だ
か
ら
こ
そ
で
す

キ

だ

て
リ

姉
が
自
分
を
護
る

に
傷
付
い
て
て
そ
れ
で

も

て

と

わ
れ
た
ら

で
し

う

 
そ
の
場
を
思
い
浮
か
べ
た
の
だ
ろ
う
虚
空
を
見
上

た
キ

は
す
ぐ
に
く
し

り
と

根

を
寄
せ

こ
く
り
と
無

で

い
た

 

密
に

え
ば
私
が

く
も
の
と
キ

が

い
た
も
の
は
多
少
違
う
と
思
う
が
大

で

え

ば
不
快
な
気
持
ち
と
な

た

な
の
で
こ
れ
で
い
い

想
像
し
て
そ
れ
を

き
理
解
す
る

事
が
今
は
重
要
な
の
だ

 
こ
れ
で

想
像
出
来
な
い

と
か

ど
う
し
て

と
問
わ
れ
て
い
た
ら

お
手
上

と
い
う

か

と
い
う
か
少
な
く
と
も
私
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ

た

人
の
心
が
分
か
ら

な
い
者
に
心
の

た
る
か
を
語
る
に
は

応
し
く
な
い
私
が
語

て
も

心
な
部
分
は
伝

わ
ら
な
い

だ
か
ら

も

も
し
か
し

て

ク
ラ
イ
ン
達
も

立
た
し
く
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思

て
い
た
と
は
思
い
ま
す

そ
れ
が
キ

に
対
し
て
か
そ
れ
と
も
キ

を

る
人
達
に

対
し
て
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

⻭

く
思

て
い
た
と
思
い
ま
す
よ

 

確
実
に
⻭

く
思

て
い
た

 

し
ろ
闘
技
場
前
の
デ

エ
ル
の
話
の
時
点
で
キ

の
理
解
者
達
は
哀
し
い
面
持
ち
を
浮
か
べ

て
い
た
の
だ

キ

に
対
す
る
声
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
に
そ
れ
を
一
人
で
背
負
い

け
る

を
見
て
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
⻭

く
思
わ
な
い

が
無
い

事
実
第
七
十
五
層
の

あ
の

は

一
番
に
キ

を

て

そ
の
事
を

て
い
た

 
情
報

と
し
て
交
流
が
⻑
い
ア
ル
ゴ
さ
ん
な
ど
キ

の
ビ

タ

の
真
意
を
知

た

怒
り
を

わ
に
し
て
い
た
の
だ
か
ら

 
そ
れ
を
思
い
出
し
た
ら
し
い
キ

は
そ
の
心
情
を
正
確
に

し
た
の
か
い
よ
い
よ
も

て

き
そ
う
な

に
な

た

キ

か
の

と
思

て
動
く
の
は
良
い
で
す
が

事
も
自
分
を
一
番
大
事
に
し
な
い
と

た
だ

し
い
だ
け
な
ん
で
す

自
分
の
事
を
自
分
で
出
来
な
い
内
か
ら
他
人
を
助
け
て
て
も
そ

れ
は
有

迷
惑
な
だ
け

本

に

か
を
助
け
る
な
ら
ま
ず
は
自
分
自
身
を
助
け
な
い
と
ダ
メ

で
す
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論

か
へ
の
手
助
け
が
全
く

に
な
ら
な
い
と
は

わ
な
い

情
け
は
人
の

な
ら
ず

と
い
う

が
あ
る
よ
う
に
そ
の
手
助
け
が
巡
り
巡

て
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
キ

へ
の
恩
返
し
や

手
助
け
と
し
て
返

て
来
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う

 
そ
う
い
う
意
味
で
は

キ

が
ず

と
し
て
き
た
事
も
全
て
は
無

で
は
な
い

 
た
だ
キ

は

事
も
遠
慮
し
過
ぎ

し
過
ぎ
だ

た
の
だ

も
か
も
悪
意
を

け
る

よ
う
に
し
て
い
た
の
は
マ
ズ
か

た

 
も

と
黒
の
剣
士
と
し
て
の
期

を
前
面
に
出
し
て
い
た
な
ら
も
し
か
し
た
ら
状
況
は
変

わ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

ビ

タ

に
対
し
て
不

を

い
て
い
た
リ
ン
ド
さ
ん
は
こ

こ
最
近
か
な
り
大
人
し
く
な

て
キ

に
対
し
て
理
解
も
示
し
て
い
た
第
七
十
六
層
で
の
対

応
が
そ
の
証

だ

少
な
く
と
も
そ
れ
が
も
う
少
し

ま

て
い
た
の
は

確
実
だ

状
況
が
状
況
な
だ
け
に
仕
方
の
な
い

面
も
あ
り
ま
し
た
が

と
も
か
く
私
は
死
ん
で
も

ま
た
復
活
す
る
ん
で
す

私
と

離
を
取
る
必
要
な
ん
て
ど
こ
に
も
無
い
ん
で
す
よ

 
そ
う
し
て

ず

と

い
た
か

た
事
を

め
の

葉
と
し
て

た

 
ず

と
ず

と
親
し
い
人
達
か
ら

離
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日

を
送

て
い
た
キ

は
精
神
面
で
ボ
ロ
ボ
ロ
で
も

き

を

ら
す
事
が
許
さ
れ
な
か

た

こ
こ
最
近
は
よ
く
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ら
し
て
い
た
よ
う
だ
が
そ
れ
で
も
少
な
過
ぎ
る

 
悔
し
さ
哀
し
さ
怒
り
憎
し
み
そ
し
て
虚
無
感
の
全
て
を

け
出
す
機
会
に

し
過
ぎ

る
事
に

私
は

を

め
た

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
本
能
や

務
だ
け
で
な
く
義
姉
と
し
て
の
自
覚
が
そ
し
て

よ
り
も
こ
の
少

年
に
対
す
る
想
い
が

一
緒
に

る
べ
き
だ
と

え
て
い
た

そ
れ
に
こ
こ
に
は
キ

を

る
人
達
な
ん
て

ま
せ
ん

離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原

因
が

な
い
ん
で
す

原
因

原
因
は

で

違
い
ま
す

 
ま
た
暗
い
表
情
で
反
論
し
よ
う
と
す
る
か
ら
そ
れ
を
止
め
る
よ
う
に

葉
を

せ
て

定
し

た
キ

が

判
を

け
る
べ
き
事
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん

勝
手
に

が

て
る
だ
け

き

勝
手

め
て
る
だ
け
な
ん
で
す

も
う
我

し
な
く
て
い
い
ん
で
す
よ

こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ

リ
ア
で
な
ら

方
に
も
た
だ

に
冒
険
を

し
む
プ
レ
イ

と
し
て
生
き
る
事
が
許
さ

れ
て
い
る
ん
で
す

も
が
し
て
い
な
が
ら

方
だ
け
許
さ
れ
な
か

た
事
が

で
は
出
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来
る
ん
で
す
よ

 
広
大
な

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と
様

な
面
で

が
違
う
し

全

て
が
未
知
な
フ

ル
ド
は
そ
れ
は
そ
れ
は
探

の
し

が
あ
る
だ
ろ
う

 

理

や

の

心
な
事

様

な
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
構

と
そ
の
練

か
ら
し
て
キ

は
未
知
を
自
ら
の
手
と
足
で
探
し
て
見
つ
け
出
す
事
を
喜
び
と
し
て
い
る
節
が

あ
る

 
こ
の
子
に
と

て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
こ
れ
以
上
は
無
い

せ
な
世
界
に
な
る

だ

攻
略
は

 
そ
れ
で
も
キ

は

に
は

福
の
道
を

ば
な
か

た

ま
で

て
も

苦
し

い
世
界
の
攻
略
に
つ
い
て

念
を
浮
か
べ
る
と
は
も
う

が
出
て
来
る
く
ら
い
真
面
目
で
本

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
だ
と
理
解
さ
せ
ら
れ
る

 
そ
れ
は
き

と

福
を
得
た
ら
そ
の
後
の
不

や
絶
望
が
一

く
感
じ
ら
れ
る
か
ら
か

 
あ
る
い
は
過
去
の
罪
が

福
を
得
る

を

ん
で
い
る
の
か

キ

は
こ
の
一
年
七

月
も
の
間
ず

と
戦

て
き
ま
し
た

攻
略
組
は

方
が

な
い
と

壊
す
る

ど
弱
く
な
い

で
す
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そ
れ
は

そ
う

だ
け
ど

確
か
に
時
間
は
掛
か
る
と
は
思
い
ま
す

で
も
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
り
あ
ち
ら
に

は
開
発
責

者
で
あ
る

場

が
い
る
ん
で
す

キ

が
重
責
を
背
負
う
必
要
は
も
う
ど

こ
に
も
無
い
ん
で
す

 

キ

の
よ
う
な
子

が
一
人
で
背
負
う
よ
う
な
重
責
で
は
無
か

た

そ
れ
を
一
年

七

月
も
の
間

ず

と
背
負

て
生
き
て
来
て

人

の

と
戦

て
い
る
の
に
報
わ
れ
な

か

た
の
だ

も
う
い
い
加

ん
で
も
良
い
だ
ろ
う

 
こ
れ
で
ま
だ

け
と

う
者
が

た
ら
き

と
そ
の
者
は
⻤
を

り
越
し
て
悪
魔
よ
り

も
最

な
人
格
者
だ
ろ
う

今
ま
で
よ
く

て
来
ま
し
た
ね
キ

く

か

た
で
す
よ

自

の
弟
で
す

 
そ
う

て

き

め
て
い
る
キ

の

に

手
を

せ
て

く
り
と

で
て
や
る

あ

 

く

で
て
い
た
ら
私
の

に

を

せ
て
い
る
キ

が

か
に

を

ら
し
始
め
た

 
以
前
消
滅
す
る
間

は
こ
の
世
界
を
解
放
す
る
英
雄
と
な
る
に
違
い
な
い
と
そ
う
思

て
い

た

実
兄
や
キ
バ
オ
ウ
さ
え

な
行
動
を

こ
さ
な
け
れ
ば
本

に
ク
リ
ア
ま
で
行

て
い



 幕間之物語 義姉弟編 〜死後ノ楔〜

た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る

そ
れ
く
ら
い
キ

は
強
い

 
そ
れ
を
こ
こ
ま
で
弱
ら
せ
た
人

の
心
な
ん
て
見
た
く
な
い
と

私
は
思

た

 
見
た
ら
き

と
私
が
私
で
な
く
な

て
し
ま
う
人

の
心
を

す
事
が
仕
事
で
あ
り
責
務

で
あ
る
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
私
で
は

え
ら
れ
ず
に
消
え
る
と
そ
う
確
信
め
い
た
予
感
を

く
自
分
が

い
たキ

が
戦
わ
な
い
と
い
け
な
い
理
由
な
ん
て
も
う
無
い
ん
で
す

く
り
と

ん
で
く
だ

さ
い

方
に
は

む
権

が
あ
る
ん
で
す

 
最
初
は
自
主
的
な
も
の
だ

た
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
義
務
と
な

て
キ

の
心
を
圧
し

し
に
掛
か

て
い
た

こ
の
小
さ
な
体
で
は
背
負
い
き
れ
な
い
重
責
や
重

を
背

負

て
も

立

て
戦
い

け
た
そ
の
様
を

英
雄
と

わ
ず
し
て

と

う

 
ず

と
一
人
で
最
も
危
険
な
戦
場
を

け

け
た
英
雄
を
し

か
り
労
い

ま
せ
て
あ

た
い
と
願

て

私
は
そ
う

た

 

に
実
兄
を
自
ら
の
手
で
殺
め
た
事
で
い

い
い

い
で
更
に
リ

姉
達
の
事
で
完
全

に

ま

た
自
己

悪
の
サ
イ
ク
ル
か
ら

け
出
せ
て
い
な
い
の
だ

 
今
は
と
に
か
く

ま
せ
る
事
が
最

先
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自
分
の
事
は
後
回
し
に
し
て

を

て
も

ま
な
く
な

て
し
ま

た
ら
あ
る
い
は
ど
こ

か
で

れ
る
べ
き
だ

た
の
に

れ
な
い
ま
ま

れ
て
も
無
理

理
継
ぎ

ぎ
で

し
て

進
ん
で
し
ま

た
ら

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
に
な

て
し
ま
う

 
そ
ん
な

な
確
信
が
私
に
は
あ

た

も
う

も
う

大

で
す
か
ら

 
華

な
体
を

き

め
な
が
ら

て
い
る
内
に
自
然
と

を
零
す

中
は
ど
う
し
よ
う

も
な
い
悲
し
み
に

ち
て
い
た

 
キ

の

な

に
光
は

ら
な
い

 
そ
れ
が
私
は

ら
な
く
悔
し
く

哀
し
か

た

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

  

時
か
ら
キ
リ
ト
は
メ
イ
ン
と
し
て

く
は
出
な
い
と

違
い
し
て
い
た
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主
人

が
苦
し
ん
で
こ
そ
物
語
も

え
る
と
い
う
も
の
よ

嗤

 
そ
ん
な
わ
け
で
キ
リ
ト
は
ま
だ
ま
だ
戦
い
ま
す

絶
望
が
あ

て
こ
そ

せ
が

え
る
の
で

す
よ

せ
が
あ

て
こ
そ
の
絶
望
で
す
が
ね

嗤

 
そ
れ
か
ら
超

し
振
り
な
ユ
イ
姉
ア

サ
リ
と
再
登
場
で
す

そ
し
て
今
ま
で
の
キ
リ
ト
の

行
動
を
バ

チ
リ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
と
い
う
あ
る
意
味
恐
怖
な
事
実

こ
の
子

ん
だ

ら
ス
ト

カ

に
な
れ
る
よ

 
よ
か

た
ネ
キ

仮
想
世
界
で
は
お
風

入
ら
な
い
主
義
で

入

て
た
ら
間
違
い
な
く

ユ
イ
ち

ん
大
興

い
た
だ
か
れ
て
ご
馳

様
な
展
開
に
な

て
た

て
い
る
間
に

に

ナ
ニ
か
を
さ
れ
て
た
し
ね

白
目

 
見
た
目

女
で
百
合

 
場

か
ら
分
か
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
編
へ
と
繋
が
る

で
す

が
原

の
ゲ

ム
と
違

て

本
的
に
シ
リ
ア
ス
で
す

ゲ

ム
の
イ
ベ
ン
ト
は
あ
ん
ま
り
出

な
い
か
も

展
開
そ
の
も
の
は
ゲ

ム
シ
ナ
リ
オ
に
一
応

う
予
定

 
ユ
イ
が
あ
そ
こ
に
い
た
の
は
本
人
が
語

て
る
感
じ
で

権
限
を
有
す
る

一
の

デ

タ
だ

た
か
ら

一
応

て
お
く
と

と
自
由
に
動
き
回
れ
ま
す

ど
の
程

か
は
今
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後 

故
修
正
パ

チ
を

て
る
ス
タ

フ
な
の
に
シ
ス
テ
ム

が

在
な
の
か

そ
れ
も
今

後
で
す

 
そ
れ
か
ら

新
章
と
な
る
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
編
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

攻
略
編
と

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

探
索
編
が
同
時
進
行
で
す

キ
リ
ト
と
ユ
イ
は
主
に
後
者
に
て

く
活
動

し
ま
す

 

か
い
部
分
や

フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
は

ば
し

ば
し
に
な

て
イ
ベ
ン
ト
発
生
に

な
時

期
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
語
る
感
じ
に
な
る
で
し

う

本
編
最
初
ら

の
サ
ク
サ
ク

合
ま
で
は

多
分
い
か
な
い
か
と

く
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
導
入
部
で
し

う
ね
探
索
ま
で
が
⻑
い

 
と
い
う
か

第
七
十
五
層
の
中
だ
け
で

に
四
十
話
以
上
掛
か

て
る
の
が
ア
レ
な
だ
け

 
ち
な
み
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

探
索
の
大

は
あ
ん
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で

実
況
動

な
ど
を
見
れ
ば
流
れ
は
分
か
る

本
キ

ラ
の
立
ち

を
入
れ

え
た
り
追
加
し
た
り

程

な
ん
で

無
論
前
話
の
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
展
開
も

み
ま
す
全
く
同
じ
で
は
書
い
て

い
る
意
味
無
い
で
す
し

信

結
果
は
と
も
か
く
過
程
を
変
え
る

に
も
反
し
ま
す
の
で



 幕間之物語 義姉弟編 〜死後ノ楔〜

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
 
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
 

虚
実
の
交
錯

 
第
六
十
三
章
 

攻
略
組

喪
わ
れ
た
刃

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 

点
は
オ

ル
ユ
ウ
キ

 
今
話
か
ら
本
格
的
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ
と
突
入

す
る
と
こ
ろ
で
す
が
ま
ず
は
キ

リ
ト
が

な
く
な

た
後
の
攻
略
組
の
状

の
解
説
で
す

ち
な
み
に
戦
闘
も
あ
り
ま
す

 
立
ち

と
し
て
は
ゲ

ム

の
キ
リ
ト
の
と
こ
ろ
に
ユ
ウ
キ
が
来
た
感
じ
で
す
か
ね

ユ

ウ
キ

て
物

い
主
人

感

れ
て
る
か
ら
書
い
て
た
ら

時
の
間
に
か
こ
う
な

た

 
も
う
ユ
ウ
キ
が
主
人

で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

・

・

 
文

数
は
約
一
万
八
千
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で
は
ど
う
ぞ

 
シ
ス
テ
ム

の
発
生
に
よ

て
様

な
不

合
が
出
て

そ
の
中
の

ア
ク
テ

ベ

ト

デ

タ
の
破
損
と
い
う
バ
グ
の
せ
い
で
第
七
十
六
層
よ
り
下
の

層
へ

れ
な
く
な

た
日
か

ら

今
日
で

く
も
三
日
が
経
過
し
た

 
こ
の
三
日
間
は
あ
ら

る
意
味
で
全
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

に
衝
撃
を
与
え
た

 
そ
の
衝
撃
の
中
に
シ
ス
テ
ム
バ
グ
で
七
十
五
層
以
下
に

れ
な
く
な

た
事

備
品
や
消

品
が
バ
グ
で
使
え
な
か

た
り
性
能
が

下
し
て
い
る
事
ス
キ
ル
が
消
失
し
て
い
た
り

練

が

下
し
て
い
た
り
す
る
事
が
あ
る
の
は

う
ま
で
も
な
い

ボ
ス
と
戦
う
攻
略
組
だ
け
で

な
く
そ
の
日
を
生
き
る

に
必
要
な

備
や
ス
キ
ル
が
弱
く
な

て
し
ま

た
の
だ
む
し
ろ

中
層
以
下
の
プ
レ
イ

達
に
と

て
も

攻
略
組

と
同
様
に
正
に
死
活
問

だ

た

 
だ
が

そ
れ
ら
よ
り
も

ア

ク

フ

ア

の

を

わ
せ
た
話
が
あ

た

 
そ
れ
が

ビ

タ

一

／

黒
の
剣
士

キ
リ
ト
の
死
だ
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あ
の
日
リ

フ

と
シ
ノ
ン
が
キ
バ
オ
ウ
に
よ

て

わ
れ
た

に
彼
は

層
を
転

で

な
い
の
な
ら
と
外

部
か
ら
フ
リ

フ

ル
を
行
う
事
で
第
一
層
へ
と

動
し
た
ら
し

い

リ

フ

は
そ
の
一
部
始
終
を
見
て
い
て
空
か
ら
真

逆
さ
ま
に

ち
て
来
な
が
ら
キ
バ

オ
ウ
達
に

襲
を
仕
掛
け
た
の
だ
と
い
う

 

襲
で
十
五
人
を

た
彼
は
そ
の
後
キ
バ
オ
ウ
達
と

な
会
話
す
ら
せ
ず
た
だ

に

動
い
た

 
そ
れ
が
リ

フ

達
を
助
け
る

な
の
か
そ
れ
と
も
怒
り
故
の
殺
意
に

た
行
動
な
の
か

ま
で
は
流

の
彼
女
達
も
判
断
付
き
か
ね
て
い
た

の
彼
な
ら
リ
ズ
達
の
時
の
よ
う
に
ま

ず
二
人
の
安
全
を

先
し
た
だ
ろ
う
に
キ
バ
オ
ウ
達
を
殺
す
事
を

先
し
た
か
ら
判
断
が
出
来

な
か

た
の
だ

 
キ
バ
オ
ウ
達
を
殺
す
事
こ
そ
が
安
全
確
保
の
た
め
に
最
も

的
だ
と
判
断
を
下
し
て
そ
の
行

動
を
取

た
の
か
も
し
れ
な
い
し
実

そ
う
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

自
分
は
そ
の
場
に

合
わ
せ
な
か

た

気
な
事
に

に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
た
お
風

に
入

て
い
た

か

ら

も

え
な
い

 
キ
リ
ト
が
取

た
行
動
が
果
た
し
て
正
解
だ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

そ
れ
が
最
善
と
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思

て
彼
は
行
動
し
た
の
だ
と
思
う

 
だ
が
彼
の
行
動
も
虚
し
く
キ
バ
オ
ウ
の
決
死
の
行
動
で
リ

フ

と
シ
ノ
ン
は
外

部
か
ら

投

出
さ
れ
た

 
ま
だ
麻

か
ら
回
復
し
て
お
ら
ず
転

結

の

も
全
て
取
り
上

ら
れ
て
い
た
事
か
ら
自

力
で
復
帰
す
る
事
も
叶
い
そ
う
に
な
か

た
二
人
は

そ
れ
を
追

て

び

り
た
キ
リ
ト
に

よ

て
助
け
ら
れ
た

 
結
果
グ
リ

ン
で
あ
る
キ
バ
オ
ウ
達
に
先
制
攻
撃
を
仕
掛
け
て
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
に
な

て
い
た
彼
は
最
後
に
足
を

い
て
い
た

層
が
圏
外
転

の
存
在
し
な
い
第
一
層
で
あ

た

た
め
に

脱
出
も
叶
わ
ず

高

下
で
死
亡
し
た

 

ロ
ジ

ク
と
シ
ス
テ
ム
制
約
を

え
れ
ば

キ
リ
ト
は
確
実
に
死
ん
だ

 
彼
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

ど

識
と
は

え
な
い
も
の
の
こ
れ
で
も
攻
略
組
の
一
人
と

し
て
オ
レ
ン
ジ
達
の

手
も
し
て
き
た
の
だ
そ
の
制
約
は

と

う
程
知

て
い
る

だ
か
ら

け
道
な
ど
無
い
と
分
か
り
切

て
い
る

 
し
か
し
現
在
未
だ
彼
の
死
は
確
認
出
来
て
い
な
い
た
め

密
に
は
死
の
断
定
が
出
来
て
い

な
い
状
況
に
あ

た
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確
認
出
来
て
い
な
い
の
は
第
一
層
外

部
テ
ラ
ス
か
ら

下
し
て
体
が

け

る
と
こ
ろ
を

も
見
て
い
な
い
か
ら

と
い

た
現
実
の
よ
う
な
理
由
で
は
な
い

 

に
第
一
層
黒
鉄

内
部
に
安

さ
れ
て
い
る
生
命
の

に
変
化
が
無
い
か
ら
だ

 
全
て
の
プ
レ
イ

の
生
存
状

を
知
ら
せ
る
生
命
の

は
そ
れ
を
動
か
し
て
い
る
の

が
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
事
と
そ
の

の
性

上
プ
レ
イ

の
偽

は
一
切
不
可
能

な
の
で
本

に

が
全
損
し
た
り
高

下
に
よ
る
死
亡
が
成
立
し
て
し
ま

た
な
ら

彼
の

Ｋ
ｉ
ｒ

ｉ
ｔ
ｏ
と
い
う
名
前
に
は
金
色
の
二
重
線
が
横
に
引
か
れ
名
前
の
横
に
死
亡
原
因
と
日
時
が

ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ま
た

フ
レ
ン
ド
登
録
を
し
て
い
る
間

の
場
合

死
亡
し
た
プ
レ
イ

は

ロ
グ
ア
ウ

ト

い
に
な
る

更
に

密
に

え
ば

仮
想
世
界
内
に

ア
カ
ウ
ン
ト

が
存
在
し

な
い

の
で
リ
ス
ト
に
載

て
い
る
プ
レ
イ

ネ

ム
は

明
が
消
え
た

色
で
表
記
さ

れ
る

ロ
グ
イ
ン

し
て
い
れ
ば
文

の
色
は
白
だ

 
ロ
グ
イ
ン
の
方
は
オ
プ
シ

ン
を
特
に
弄

て
い
な
い
限
り
白
だ
が

ロ
グ
ア
ウ
ト
の

色
に

し
て
は
弄
れ
な
い
の
で

一
目

然
で
あ
る

 
リ

フ

と
シ
ノ
ン
か
ら

し
く

取
し
た
状
況
と
キ
リ
ト
の
状

そ
れ
か
ら
シ
ス
テ
ム
制



 第六十三章 〜攻略組：喪われた刃〜

約
を

み
れ
ば

生
命
の

に
は
二
重
線
が
引
か
れ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
し

フ
レ
ン
ド

リ
ス
ト
の
名
前
も

色
に

ま

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

あ
の
状
況
か
ら
生
還
す
る
術
を

開
発
者
で
あ
る

場

こ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
で
す
ら
も
が
無
い
と
断
じ
た
か
ら
だ

 

ら
キ
リ
ト
が
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
構

に
⻑
け
た
者
で
多
く
の
人
の
想
像
を
絶
す
る
事
を

す
る
人
物
で
も
世
界
の
理
と
す
ら

え
る
シ
ス
テ
ム
制
約
や
ゲ

ム
の
ル

ル
を
超
え
ら
れ
る

が
無
い

 
し
か
し
現
実
に
生
命
の

の
名
前
は
依
然
変
わ
ら
ず
そ
の
ま
ま
だ
し
彼
と
フ
レ
ン
ド
登

録
を
し
て
い
た
者
達
の
リ
ス
ト
に
あ
る
名
前
は
未
だ
白
色

 
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
的
に
キ
リ
ト
は
ま
だ
存
命
中
で
あ
る
事
を
示
す

 
こ
れ
は
矛
盾
し
て
い
る
と

え
た

 
状
況
的
に
キ
リ
ト
が
生
還
す
る
術
が
一
切
無
い
事
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
認
め
る
と
こ
ろ

圏
内
事
件

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
か
ら
外
れ
た
よ
う
に
見
え
る
要

な
ど
一
切
無
い
状
況
の
事

な
ら
開
発
主

の

葉
は
絶
対
的
だ
特
に
こ
の
世
界
の
ル

ル
を
制
定
し
た
者
で
あ
れ
ば
そ

れ
は
よ
り
重
み
と
意
味
を
有
す
る

 
そ
れ
な
の
に
矛
盾
し
て
い
る

開
発
主

で
す
ら
も
が
キ
リ
ト
の
死
を
断

し
た
と
い
う
の
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に

未
だ
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の
表
示
は
白
で

生
命
の

の
名
前
に
横
線
は
引
か
れ
て
い
な

い 
こ
の
矛
盾
を

攻
略
組

は

シ
ス
テ
ム

に
よ
る
も
の

と
判
断
す
る
事
に
し
た

シ

ス
テ
ム
が
お
か
し
く
な

て
い
る
か
ら
反

さ
れ
な
い
の
で
あ
り
実

と
し
て
は
キ
リ
ト
は

死
亡
し
て
い
る
と

え
た
の
だ

 
と
は

え

も
が
そ
の
推

と
判
断
を

け
容
れ
て
い
る

で
は
無
い

 
あ
の
シ
ス
テ
ム

が
発
生
し
た
後
に
死
亡
し
た
と
い

た
時
期
も
限
定
す
れ
ば
よ
り
そ
の

判
断
に
自
信
を
持
て
た
の
だ
ろ
う
が

キ
リ
ト
の
手
に
よ

て

全
損
へ
と
追
い

ま
れ
た
キ

バ
オ
ウ
達
の
名
前
に
は
キ

チ
リ
と
横
線
が
引
か
れ
て
い
た
と
報

が
あ

た
か
ら
残
念
な
が

ら
矛
盾
が

す
る
の
は
キ
リ
ト
だ
け

 
な
の
で
本

に
バ
グ
な
の
か
も
疑
わ
し
い
と
そ
う
主

す
る
者
が

い
だ

 
そ
の
者
達
は

彼
を

殺
そ
う
と
し
て
い
た

殺
隊
の
メ
ン
バ

も
い
た
し

悪
し

て
い
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
や
聖
⻯

合
の
メ
ン
バ

も

し
た

あ
れ
だ
け

と
し
て
も
生
き
て
い
た
ん
だ
か
ら
死
ん
で
い
る

が
無
い
と
そ
ん
な
勝
手
な
偶
像
や
予
想
を

え
て
い
た

な
ま
じ
ど
れ
だ
け
追
い

め
て
も
生
還
し
た
実
績
が
そ
う
思
わ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
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う 
そ
の
中
に
は
リ

フ

と
シ
ノ
ン
も
い
る

 
ど
ち
ら
か
と

え
ば
彼
女
達
は
生
き
て
い
て
欲
し
い
と

ば

観
も

い
て
い
た
の
で

殺
隊
の
よ
う
な
者
達
よ
り

か
に
マ
シ
だ

た

 
自
分
は
と

え
ば

と
い

た
と
こ
ろ
で
正
直
に

え
ば
リ

フ

達
と
似
た
よ
う
な
感

じ

心
情
的
に

え
ば

論
生
き
て
い
て
欲
し
い
と
思

て
い
る
が
ロ
ジ

ク
と
シ
ス
テ
ム
制

約
を

え
る
と
生
き
て
い
る

が
無
い
と
結
論
が
出
て
い
る
か
ら
感
情
で

得

は

き
に

し
て
そ
う

け
容
れ
る
し
か
な
い
と
思

て
い
た

 
人
間
死
ぬ
と
き
は
死
ぬ

運
命
だ
と
か
で
決
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
は
し
な
い
が
あ
る
程

そ
う
い
う
道

と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
る
と

え
て
い
る

 

え
今
ま
で

気
に
生
き
て
い
た
人
も
明
日
に
は
事
故
か

か
で
死
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な

い

そ
れ
を

え
れ
ば
こ
の
生
死
の
世
界
で
最
も
命
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ト
が
死
ん
で

し
ま

た
の
に
も

あ
る
意
味
で
理
解
は
出
来
た

 

だ
が
後
か
ら
参
入
し
た
神

ア
キ
ト
と
キ
リ
ト
の
義
姉
リ

フ

の
名
前
は
生
命
の

に
は
存
在
し
て
い
な
か

た

こ
れ
は
間

的
に
デ
ス
ゲ

ム
開
始
後
に
乱
入
し
た
と



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

い
う
事
実
を
裏
付
け
る
証

と
し
て

ら
れ
て
お
り

攻
略
組

内
で
の

論
七
十
五

層
ボ
ス
戦
に
参
加
し
た
者
に
限
ら
れ
る
が

共

認
識
で
あ
る
と
同
時
に
極
秘
事

い
さ
れ

て
い
る

 
極
秘
と
し
た
の
は
無
暗
に
リ
ア
ル
の
情
報
を
広
め
る
の
は
得
策
で
は
無
い
と
判
断
し
た
か
ら

だ

今
で
も

乱
が
収
ま

て
い
な
い
と
い
う
の
に

そ
れ
を
更
に
広
め
る
必
要
な
ど
無
い

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
ア
キ
ト
が

い
た
オ
レ
ン
ジ
達
も
生
か
し
て
お
く
必
要
は
無
か

た
の
か

も
し
れ
な
い
と

物
騒
な

え
を
持

て
し
ま

た
り
も
し
た

死
人
に

な
し

と
い
う

葉
が
あ
る
よ
う
に
情
報
を
広
め
た
く
な
け
れ
ば
知
ら
れ
て
不

合
な
者
を
消
せ
ば
手

取
り

い
か
ら
だ

 
無
論
そ
ん
な

え
は
す
ぐ
に
捨
て
た

あ
の
場
に

た
者
だ
け
を

し
て
も
ど
う
せ
あ

の
神

の
事
だ
か
ら

あ
の
場
に

な
か

た
他
の
者
達
に
も

て
回

て
い
た
に
違
い
な

い

本
来
い
な
い

の
神

が
自
分
で
あ
る
と
説
明
す
る

に
は
必
ず
そ
こ
を
話
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
だ

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
そ
ん
な

え
も
後
か
ら
浮
か
ん
だ
だ
け
で
実

に
そ
の
場
に
い
た
身
で
そ

の

え
を
思
い
付
か
な

た
か
ら

を

て
も
無

だ

ど
ち
ら
に
せ
よ
済
ん
だ
事



 第六十三章 〜攻略組：喪われた刃〜

 
話
が

れ
た
が
と
も
あ
れ
神

と
リ

フ

の
二
人
の

葉
は
真
実
で
あ
る
と
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
か
ら
実
証
さ
れ
た

だ

 
更
に
こ
れ
は
シ
ノ
ン
に
も

え
た

 
生
命
の

に
彼
女
の
名
前
が
あ
る
か
確
認
を
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

と
思
い
つ
い

た
よ
う
に

て

を

な
が
ら
も
デ

ア
ベ
ル
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
メ
ン

バ

に
確
認
を
取
ら
せ
た
事
で
彼
女
の
名
前
も
無
い

き

ま
れ
た
者
で
あ
る
と
判
明
し
た

の
だ

 
あ
の
人
が
そ
の
指
示
を
下
し
た
の
も
彼
女
と
初
め
て
会

た

に
見
た
バ
グ
が
引

掛
か

て
い
た
か
ら
ら
し
い

あ
り
得
な
い
エ
フ

ク
ト
を

て
出
現
し
た
シ
ノ
ン
も
リ

フ

や

神

と
同
様
に
外
部
か
ら

き

ま
れ
た
者
な
の
で
は
と
そ
う

た
の
だ

な
ま
じ
直
に

見
て
い
た
の
が
そ
の
疑
念
を
後

し
し
た
の
だ
と
い
う

 
そ
れ
か
ら

に
記

が

て
い
た
ら
し
い
シ
ノ
ン
は

罪
と
共
に

故
Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
来
る
事
に

な

た
か
を

に
説
明
し
て
く
れ
た

や
ら
事
情
が
あ
る
よ
う
で

葉
を

し
て
い
た

も
の
の

そ
こ
は
個
人
の
事
情
と
い
う
も
の
だ

た
の
で

は
し
な
か

た

 
と
は

え
流

に
第
三

機
と
な
る
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使

し
て

き

ま
れ
た
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と
い
う
の
は
予
想
外
過
ぎ
て

子
の
姉
共

き
の
声
を
上

た

 
こ
れ
が
原
因
で

流

に
完

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

気
に
つ
い
て
は
話
さ
な
か

た
も

の
の

自
分
達
が
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
一

機
と
二

機
の

験
者
で
あ
る
事
が

に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
は

え
あ
の

を

ん
で
い
た
メ
ン
バ

に
リ
ズ
や
リ

フ

達
を
加
え
た
程

だ
が

 
ア
レ
の
設

を
し
た
の
は

場

だ

た

だ
し

そ
の

験
を
行
う
者
の
事
情
も

き

知

て
い
る

な
の
で

少
な
く
と
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
だ
け
は
ボ
ク
と
姉
の
事
情
に
思
い

至

た
だ
ろ
う

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
そ
れ
を
知

て
こ
の
共

点
が
原
因
で
シ
ノ
ン
が

し
た
三

機

の
ア
カ
ウ
ン
ト
も

き

ん
で
し
ま

た
か
あ
る
い
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
そ
の
も
の
が

ナ

ヴ
ギ
ア

の
強
化

で
あ
り

認
さ
れ
て
し
ま

た
か
と
推

し
て
い
た

 
ち
な
み
に
そ
の
共

点
は
シ
ノ
ン
と
の
間
に

な

感
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
し
た

そ
れ
は
今
は
亡
き
キ
リ
ト
か
ら

ば
自
動
的
に
引
き
継
い
だ
シ
ノ
ン
の
実
戦
指
導
を
す
る
に
あ

た

て
多
少
プ
ラ
ス
に

く
と
思

て
い
る

そ
ん
な

感
な
ん
て
無
く
て
も
キ
リ
ト
の
理

解
者
と
い
う
共

点
の
方
が
大
き
く
て
然
し
て
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
に
問

は
無
い
と
も
思
う



 第六十三章 〜攻略組：喪われた刃〜

が 

話

 
と
も
あ
れ
キ
リ
ト
の
死
は

人
が
未
だ

け
容
れ
切
れ
て
い
な
い
も
の
の
状
況
は

を

許
し
は
し
な
か

た

キ
リ
ト
が

念
し
て
い
た
よ
う
に

に
新
た
な

層
へ
向
か
う
必
要

が
出
た
か
ら
で
あ
る

 

然
そ
れ
は

の
限
界

 
こ
こ
数
日
は

の
入
り
と
い
う
事
も
あ

て
晴
れ

て
い
る
も
の
の
も
う
少
し
す
れ
ば

雨
が
来
る

節
と
な
り

日

い
だ
け
で
な
く

雨
を
再
現
し
て
雨
が

る
日

と
な

る

仮
想
世
界
だ
か
ら
風
邪
は
引
か
な
い
と

え
ど
外
で

て
い
れ
ば
体
は
雨
に

れ
不
快
感

と

気
で

な

息
も
取
れ
な
い
だ
ろ
う

 
そ
の
不

の

み
重
ね
は

れ
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事

を
引
き

こ
す
と
キ
リ
ト
の
代
わ

り
に
エ
ギ
ル
を

え
た

の
十
三
名
は
重
く

え
る
と
意
見
が
一

し

に
行
動
を

こ

し
た

 
こ
こ
で
も
ま
た
キ
リ
ト
に
よ

て

面
の

や
か
な
問

は
先
送
り
に
出
来
る
よ
う
に
な

て

い
た
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そ
れ
は
キ
リ
ト
が

理
ス
キ
ル
を
取

て
い
た
理
由
を
シ
ノ
ン
に

て
い
た
事
と
彼

が
作
り
出
し
た
レ
シ
ピ
の
数

を
自
分
や
姉
あ
る
い
は
ア
ス
ナ
サ
チ
と
い

た
知
り
合
い
の

理

ス
キ
ル
持
ち
達
に

内
容
が

ら
な
い
よ
う
に
配

て
い
た
事
だ

 

な
ら
た
だ
の
偶
然
と
思
う
だ
ろ
う
が
レ
シ
ピ
を

て
も
ら
う
の
と

理
ス
キ
ル

を
鍛
え
た
真
実
を
シ
ノ
ン
に
語

た
時
期
が
共
に
第
七
十
五
層

達
以

と
重
な

て
い
た
事
か

ら
シ
ノ
ン
に
語

た
よ
う
に
本

に
こ
の
事

を
あ
る
程

予
見
し
て
い
た
の
だ
と
思
う

流

に
シ
ス
テ
ム
バ
グ
ま
で
は
予
想
外
だ

た
だ
ろ
う
が
似
た
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
て
備
え
て
お

こ
う
と

え
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い

 
ま

間
を

か
ず
に
死
ん
で
し
ま
う
事
に
な
る
と
も
シ
ス
テ
ム
バ
グ
の
事
と
同
様
に

え

て
い
な
か

た
だ
ろ
う
が

 
そ
れ
は
と
も
か
く
キ
リ
ト
が

理
ス
キ
ル
を
取

て
備
え
て
い
た
話
を
彼
が
死
亡
し

た

と
思
わ
れ
る

日
の

日
の

議
に
て
シ
ノ
ン
か
ら

き
出
し
た
ボ
ク
達
は
そ
れ
を

速
実
行
に

す
事
に
し
た

 
第
一
層
で
引
き

て
い
た
者
達
は
特
に
だ
が
彼
ら
は

で
食

を

て
食
べ
る
程
の

も
無
い
し
軍
の
本
部
と
違

て
仕
事
と
い
う
も
の
も
中

無
い
の
だ
か
ら
ま
ず
空

へ
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の
対

に

て
い
た

 

に

し
て
も

て
は
い
る
が
ま
だ
雨
天
の
兆
し
は
無
い
し
夜
の
気

も
外
で

れ

な
い
程
で
は
無
か

た
の
が
不

中
の

い
で
あ
る

 
空

で
と
に
か
く
騒
い
で
い
た
者
達
は
ア
ス
ナ
を
始
め
と
し
た

理
ス
キ
ル

得
者
を

動

し
て
行

た
リ
ア
ル
の
味
を
再
現
し
た
お
握
り

味

な
ど
で
一
先
ず
の

静
化
を

れ
た

味

の
合
成
も
レ
シ
ピ
を

て
い
た
し

作
る

の
ル

ト
は

つ
か
あ

た

か
ら

足
り
な
い
も
の
が
あ

て
も
あ
る
程

は

い
た
事
で
問

は

こ
ら
な
か

た

理

ス
キ
ル
の

練

が

い
者
で
も
作
れ
て
数
は

え
ら
れ
た
の
も
大
き
い
だ
ろ
う

 
と
に
か
く

な
レ
シ
ピ
を

に
食

を
大

生

し
て
対

し
た
ボ
ク
達
は
一
先
ず
場
が

収
ま

た
の
を
契
機
に
デ

ア
ベ
ル
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

ア
ス
ナ
が
演
説
を
行

た

 
内
容
と
し
て
は
四
つ

 
一
つ
目
は

も
が
知

て
い
る
シ
ス
テ
ム

の
事

現

で
判
明
し
て
い
る
事
と
大
ま

か
な
対

に
つ
い
て
を
語

た

転

シ
ス
テ
ム
の
異
常
で
不
安
の
声
が
上
が

た
も
の
の
ア

ク
テ

ベ

ト
デ

タ
の
破
損
で

れ
な
く
な

て
い
る
だ
け
と

え
ら
れ
る
と
し
か

え
な

か

た

一
先
ず
ア

ク

フ

ア
へ
の
転

に

し
て
は
正
常
に
作
動
す
る
事
だ
け
は
分
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か

て
も
ら
え
た
の
で
引
き
下
が

て
く
れ
た

 
二
つ
目
は

の
事

 

く
に
ア
ル
ゴ
が
フ

ル
ド
を

り
回

て
マ

ピ
ン
グ
は
し
て
く
れ
た
の
だ
が
そ
の

で
や
は
り

い
て
い
た

り
転

を
持
た
な
い
小

な

や

く
ら
い
し
か
無
い
の

で
新
た
な

層
が
開
か
れ
る
ま
で
最
前
線
で
戦
え
る
レ
ベ
ル
に
無
い
者
は

か
ら
出
な
い
よ
う

呼
び
掛
け
た

 
こ
こ
で
レ
ベ
ル
が
十
分
な
プ
レ
イ

達
か
ら
不

の
声
が
上
が

た
も
の
の

乱
を

け
死
者
を

け
る

に
と
強

に
出
た

時
ま
た
シ
ス
テ
ム

が

こ
る
か
分
か
ら
な
い

し
戦
闘
中
に

備
が
完
全
に
バ
グ
で
使
え
な
く
な

た
ら
死
へ
一
直
線
だ
か
ら
そ
れ
を
危
惧

し
て
の
事
だ
と

え
ば

手
も
死
に
た
く
は
な
い
よ
う
で
引
き
下
が

た

 
三
つ
目
は

攻
略
組

の
事

 
こ
れ
ま
で

ギ
ル
ド
で

い
合
う
よ
う
に
攻
略
を
進
め
ボ
ス
戦
で
だ
け
レ
イ
ド
を
作

て
協
力

し
て
い
た
体
制
を

新
し
こ
れ
か
ら
は
フ

ル
ド
攻
略
を
行
う
パ

テ

も
ギ
ル
ド

合

を
前

に
す
る
事
を

し
た

 
こ
れ
に
よ

て
ギ
ル
ド
の
グ
レ

ド
や
ブ
ラ
ン
ド
に
惑
わ
さ
れ
ず

気
や

み
で

べ
る
よ
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う
に
な

た

以
前
は
ギ
ル
ド
の

が
そ
の
ま
ま

属
す
る
自
身
へ
影

す
る
た
め
に

ギ
ル
ド
の
特
色
は
重
な
ら
な
い
と

え
ど

二
の
足
を

む
者
も
多
か

た
と

く
が
こ
の

新
で
そ
の
特
色
は

ば
形

化
し
た
か
ら
そ
の
心
配
も

無
い
と
い
う

だ

こ
れ
ま
で

の
経
験
が
多
い
分
回
さ
れ
る
仕
事
の

向
は
多
少

り
が
あ
る
だ
ろ
う
が
そ
こ
は
仕
方
な
い

と

り
切
る
し
か
な
い
だ
ろ
う

 
こ
の

新
は
ま
た
別
の

面
で
も
メ
リ

ト
を
生
み
出
し
て
い
た

 

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

や

風
林
火

は
古
参
だ
か
ら
こ
そ
少
数
精

を
認
め
ら
れ

て
い
る
が

中
参
加
の
ギ
ル
ド
は
ど
こ
か
の
大
ギ
ル
ド
に
取
り

ま
れ
る
形
で
メ
ン
バ

が
参

加
し
て
い
た
の
で
影

は
小
さ
い
け
ど

の
し
こ
り
の
よ
う
な
も
の
が
あ

た

愛

あ
る

ギ
ル
ド
が
無
く
な

て
し
ま
う
の
だ
か
ら
そ
れ
も
仕
方
な
い
と

え
る

 
反
面
こ
れ
か
ら
は
新
興
ギ
ル
ド
小

ギ
ル
ド
も
そ
の
ま
ま
で
参
入
出
来
る
の
で
そ
う

い
う
意
味
で
も
入
り
や
す
く
な

た

だ

無
論

ロ
プ
レ
イ

も
和
を
乱
さ
な
い
な
ら
参
入

は
喜
ば
れ
る

レ
イ
ド
を
組
む
に
あ
た

て
は
多
少

心
地
は
悪
い
だ
ろ
う
が
そ
こ
を

え
た

上
で
加
入
し
に
来
て
欲
し
い
と
思
う

 
四
つ
目
は
攻
略
日
程
の
事
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攻
略
組
も

備
や
ス
キ
ル
に
バ
グ
の
影

が
出
て
い
る
の
で

く
は
安
定
す
る
ま
で
ボ

ス
攻
略
を
行
え
な
い
事
を
前
以
て

た
上
で

く
と
も
二

間
以
内
に
は
ボ
ス
へ

む
と

し
た

こ
れ
は

分
無

に
も

し
い
が
プ
レ
イ

の
不

を
抑
え
今
後
の

序
を
保
つ

の

と
し
て
こ
れ
以
外
思
い
付
か
な
か

た

 
無
理
で
は
な
い
と
思
う

第
三
ク

タ

を
越
え
て

常
の

層
ボ
ス
に
な

た
の
だ
か

ら
流

に
一
撃
死
は
無
い

だ

ま

直

攻
撃
に
よ
る

が

た
分
代
わ
り
に
状

異
常
や
攻
撃
の
手
数
あ
る
い
は

本
的
に

空
し
て
い
る
タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

と
い
う
可

能
性
は

め
な
い
が

オ
リ
ジ
ン
リ

パ

に

べ
れ
ば
可
愛
い
も
の
だ
ろ
う

 
と
は

え
キ
リ
ト
と
い
う
攻
略
組
最
大
の
切
り
札
を
喪

た
の
で
ど
う
し
て
も
攻
め
手

に
欠
け
る
部
分
が
あ
る
の
は

め
な
い

か
が
ピ
ン
チ
に

た

に
ヘ
イ
ト
を

ぎ
取
れ
る

く
ら
い

間

発
力
を
持

て
い
る

パ
ワ

と
ス
ピ

ド
を

ね
備
え
た

プ
レ
イ

が
他
に
お
ら
ず
ボ
ス
の
ゲ

ジ
が

に
な

て
か
ら
一
気
に
勝
負
を

け
に
行
け
な
く
な

て

い
る
か
ら
だ

怒
り
モ

ド
に
入
る
と
エ
ギ
ル
な
ど
は
ダ
メ

ジ
が

ん
で
中

近
付
け
ず
そ

う
い
う
事
が
出
来
た
の
は
キ
リ
ト
だ
け

 
な
の
で

攻
略
組

は

プ
レ
イ

に

黒
の
剣
士

が
会
得
し
て
い
た
ユ
ニ

ク
ス
キ
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ル
の
内
五
つ
が
消
失
し
て
い
た
事
を
話
し
た
上
で
そ
れ
を
会
得
し
た
者
は
出
来
る
だ
け
参
入
す

る
よ
う
に
呼
び
掛
け
た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
神
聖
剣
も
ボ
ス

手
に

も
な
く
有

だ
し
重
攻
撃
も
多
い

の
で
攻
撃
面
も

な
の
だ
が
ア
レ
の
本

は

ど
う
し
て
も
タ
ン
ク
と
し
て
攻
撃
を

け
止
め
る

に
回
ら
ざ
る
を
得
な
い
以
上
ア
タ

カ

に
回
す
の
は
得
策
で
は
無
い

無
理
で

は
無
い
だ
ろ
う
が
今
ま
で
タ
ン
ク
と
し
て
レ
イ
ド
を
回
し
て
き
た
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を
ア

タ

カ

と
し
た
戦
術
に

れ
て
い
な
い
か
ら
だ

 
な
ら
タ
ン
ク
を

く
し
て
攻
撃
面
は
喪
わ
れ
た
五
つ
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
会
得
し
た
者
を

組
み

め
ば
い
い
と
い
う
意
見
が
出
た
の
で
あ
る

 
開
発
者
で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
か
ら

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の

得

件
を

の
十
三

名
は

き
知

て
い
る
の
で
そ
れ
を

に
あ
る
程

目
星
を
付
け
て
呼
び
掛
け
を
行
う
つ
も
り

で
あ
る

 
一
番
良
い
の
は
ボ
ス
レ
イ
ド
に
参
加
し

け
て
い
る
メ
ン
バ

が

得
す
る
事
だ

ア

タ

カ

の
者
で
あ
れ
ば
更
に
そ
こ
か
ら
攻
撃
面
に
特
化
し
た
ダ
メ

ジ
デ

ラ

に
な
れ
る

の
だ
か
ら
文

無
し

ボ
ス
へ
の
対
策
も
開
発
者
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
と
ア
ル
ゴ
が
集
め
て
来
る
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情
報
を
す
り
合
わ
せ
る
事
で
立
て
ら
れ
る
か
ら
キ
リ
ト
が

な
く
な

て
も
あ
る
程

は
そ

ち
ら
に

力
を

く

が
あ
る

 
し
か
し

力
を

け
る
と

た
事
に
矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
や
は
り
現
状

が
無
い
の

は
時
間
だ

そ
れ
も
ス
キ
ル
や

備
の
弱
体
化
に
よ

て
攻
略
速

が
今
ま
で
以
上
に
掛
か
る
と

い
う
状
況
下
で
こ
の
層
に
来
て
し
ま

た
プ
レ
イ

へ
の
対
応
や
攻
略
組
の
体
制
を
整

え
る
事
も

行
し
て
攻
略
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

至
極

な
も
の

 
第
七
十
四
層
の
ボ
ス

は
キ
リ
ト
が
最
前
線
で
マ

ピ
ン
グ
を
行

て
い
た
事

に
情
報

が
集
ま

て
い
な
か

た
事
か
ら
も
分
か
る
が

攻
略
開
始
か
ら
三
日
目
の
事
だ

た

 
反
面
第
七
十
五
層
は
二

間
以
上
も
掛
か

て
い
て
更
に
第
七
十
六
層
に

達
し
て
み
れ

ば
下
層
に

れ
な
い
と
い
う
不

合

 
不

が

ま

て
し
ま
う
の
も

然
で
キ
リ
ト
が

し
た
様

な

や
策
を
使
う
事
で
そ
の

場

ぎ
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

の
事
も
そ
う
だ
し
シ
ス
テ
ム
バ
グ
の
影

が
ま
た
現

れ
て
キ
リ
ト
が
危
惧
し
て
い
た
よ
う
に

圏
内

が
消
失
し
た
り

最
悪
突
然

が
全
損
す
る

事

に

時
な
る
と
も
知
れ
な
い
か
ら

出
来
る
限
り

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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だ
か
ら
ボ
ク
は
未
だ
キ
リ
ト
の
死
を

け
容
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
で
も
責
務
の

に
最
前
線
攻
略
に

い
て
い
た

    

世
界
が
色

せ
て
見
え
る
よ
う
に
な

た
の
は

一
体

時
か
ら
だ

た
か

  
そ
ん
な
く
だ
ら
な
い
思

を
回
し
な
が
ら
も
自
分
は

と
の
戦
闘
を

な
く
こ
な
せ
て
い
た

 

は
レ
ベ
ル

の

人
型
モ
ン
ス
タ

片
手
剣
と
盾
と
い
う
オ

ド

ク
ス
な

備
を
し

た
リ
ザ

ド
マ
ン
で

有
名
称
は
リ
ザ

ド
マ
ン
・
ブ
レ
イ
ダ

ブ
レ
イ
ダ

は
剣

振
る
う
者
と
い
う
意
味
を
持
つ
の
で
リ
ザ

ド
マ
ン
の
剣
士
と
い
う

だ

だ
か
ら
剣
と
盾

を

備
し
て
い
る

 
リ
ザ

ド
マ
ン
の
残
り

は

意

の
三

弱

ホ
リ

ン
タ
ル

な
ど
の
下

は
二
発

シ

プ
ネ
イ
ル

や

ス
ネ

ク
バ
イ
ト

と
い

た
中

以
上
の

ド
ス
キ
ル
な
ら
一

発

て
る
だ
け
で
消
し

ば
せ
る
程
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対
す
る
こ
ち
ら
は
多
少
斬
撃
が

て

ら
さ
れ
た
も
の
の

戦
闘
時
自
動
回
復

の

果

で

回
復
し
て
い
る
の
で
今
は
九

ま
で
回
復
し
て
い
た

断
し
な
け
れ
ば
十
分
勝

て
る
差
だ

 
た
だ
し

そ
の
目

も
今
ま
で
の
常
識

り
で
あ

た
な
ら
の
話
だ

 
第
七
十
層
手
前
の

か
ら
あ
る
程

変
化
が
あ
る
と
思

て
い
た
が
流

に
四
分
の
三
も
ク

リ
ア
し
た
か
ら
か

こ
の

層
か
ら
は
明
確
に
変
化
が
現
れ
た

な
の
で

の

が
取
る
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
は
こ
れ
ま
で
の
そ
れ
よ
り
数

高
く

間
と

行
動
を
取

て
い
て
も
時
間
が
掛

か

て
い
た

 
そ
の
変
化
は
お
よ
そ
ゲ

ム
ら
し
く
な
か

た

と

う
か
リ
ア
ル
さ
が
増
し
た
と

う

べ
き
か

リ
ア
ル
の
再
現
を
根

に
フ

ン
タ
ジ

要

を

り

ん
で
作
ら
れ
た
の
が
こ
の
Ｓ

Ａ
Ｏ
な
の
だ
か
ら
リ
ア
ル
さ
が
あ
る
の
は
然
し
て
お
か
し
い
話
で
は
な
い
の
だ
が
今
ま
で
と

全
く
違
う
変
化
だ

た
か
ら
そ
こ
は
か
と
な
い
違
和
感
が
ま
だ
あ

た

 
そ
の
変
化
の
一
つ
と
し
て
モ
ン
ス
タ

そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
が
リ
ア
ル
重

に
な

た
感
じ
が

し
た

 

に

る
な
ら
第
一
層
に
い
た
⻘
イ
ノ
シ
シ
こ
と

フ
レ
ン
ジ

・
ボ
ア
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ア
レ
は
ノ
ン
ア
ク
テ

ブ
モ
ン
ス
タ

で
つ
ま
り
攻
撃
行
動
を
し
な
け
れ
ば
目
の
前
を

り
し
て
も
攻
撃
し
て
こ
な
い
の
だ
が
こ
の

層
に
い
る
同
種
の
フ
レ
ン
ジ

・
ボ
ア
は
目

に
付
い
た
ら

に
突
進
し
て
く
る

 
更
に
第
一
層
で
は
か
な
り
の

離
を
開
け
て
一

一

が

独
で
動
い
て
い
た
の
に
対
し
こ

の
層
で
は
数

で

れ
を
成
し
て
行
動
し
て
い
る

 
リ
ア
ル
さ
が
増
し
た
と

て
も
流
血
表
現
な
ど
は
無
い
が

れ
で
の
行
動
が

に
な

て
い
た
り

間
意
識
の
よ
う
な
も
の
が
モ
ン
ス
タ

に
も
出
て
来
て
戦
闘
中
に
リ
ン
ク
し
た
り

行
動
を
取

て
来
る
の
で

や
り
に
く
さ
が

増
し
た

 
現
に
今

手
に
し
て
い
る
リ
ザ

ド
マ
ン
も
最
初
は
五
六
体
で

れ
て
い
た

十
分

ど

掛
け
て

く
残
り
一
体
ま
で
追
い

め
た
も
の
の
下
手
す
れ
ば
こ
ち
ら
が
負
け
て
い
た
可
能
性

は
決
し
て

く
は
無
か

た
だ
ろ
う

ギ

ル

 
そ
ん
な
思

を
回
し
て
い
る
と
盾
剣
士
タ
イ
プ
の
リ
ザ

ド
マ
ン
が

を
上

て
斬
り
掛

か

て
来
た
の
が
分
か

た

剣
か
ら
は
蒼
い
光
が

て
い
て
そ
の
構
え
は

な

ぎ

払
い

二

撃
の

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ア

ク

だ
と
判
断
す
る
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判
断
し
て
す
ぐ
に

身
を
前
に
し
て

に
振
り

く

勢
で
剣
を
構
え
る

す
る
と
す

ぐ
に
シ
ス
テ
ム
が
構
え
を
感
知
し
て
刀
身
を

色
の
光
が

ん
だ

ハ

 
そ
れ
か
ら
見
え
ざ
る
手
に
よ

て
体
が
動
か
さ
れ

ば
自
動
的
に
ブ

ス
ト
を
掛
け
な
が
ら

剣
を
振
る
う

 
蒼
い

の
剣
閃
と

の

の
剣
閃
が

き
に
も

た
な
い

間
で
交
錯
す
る

 
直
後
こ
ち
ら
の
愛
剣
が

手
の

な
直
剣
を
弾
き

ば
し
て
大
き
な
隙
を
作
り
出
す

た

だ
し

ド
ス
キ
ル
同
士
の
打
ち
合
い
だ

た
た
め
こ
ち
ら
も

応
の
反
動
を

け
技
後

直
を

さ
れ
た

ダ
メ

ジ
は
無
い
が
衝
撃
に
よ
る
ノ

ク
バ

ク
で

常
の
技
後

直
よ
り
は

数
コ
ン
マ
分
は
⻑
い
と
判
断
す
る

 
剣

を
弾
き
合

た
だ
け
な
の
で
ど
ち
ら
も
ノ

ダ
メ

ジ

結
果
は

克
で
や
や
こ

ち
ら
が

勢
と
い

た

 
一
人
だ

た
な
ら
ま
た
仕
切
り
直
し
に
な

て
い
た
だ
ろ
う
け
れ
ど

い
に
も
自
分
に
は

背
中
を

せ
ら
れ
る

間
が
い
る

剣
使
い
で
あ
る
大
切
な

子
の
姉
と
今
は
亡
き
少
年
か

ら

さ
れ
た
槍
使
い
の
女
性



 第六十三章 〜攻略組：喪われた刃〜

 
姉
が
放

た
の
は

剣
の
下

ド
ス
キ
ル
引
き

た
剣
を
真

直
ぐ
突
き
出
す

発
技
の

リ
ニ
ア

の
引
い
た
流
星
の
如
き

突
が
リ
ザ

ド
マ
ン
が

う

を

き

を

た

 
女
性
が
放

た
の
は
引
き

た
槍
を
真

直
ぐ
突
き
出
す

発
技

下

ド
ス
キ
ル

ス
ラ
ス
ト

の

力
と
速

を
よ
り
向
上
さ
せ
た
中

ド
ス
キ
ル

フ

イ
タ
ル
・
ス
ラ

ス
ト

空
気
の
層
を

か
ん
ば
か
り
の

突
は

先
が
心

の
部
分
を

ち

更
に
は
衝
撃
波

が

い
て
数
回

の
体
を

き

吹

ば
す

 
大
き
な
隙
を
晒
し
た
リ
ザ

ド
マ
ン
の

も

そ
の
二
人
が
放

た

ド
ス
キ
ル
に
よ

て
全
て
全
損

緑
の

に

わ
れ
て
い
る
剣
士
タ
イ
プ
の

人
は
そ
の
五
体
を
蒼
い
欠
片
へ
と

ら
せ
た

 

手
に
し
て
い
た
最
後
の

を
倒
し
て

に

影
が
無
い
事
を
確
認
し
た
ボ
ク
は

く
抑

え
て
い
た
呼

を
再
開
し
た

 
索

を

し
て
い
る
の
は
索

ス
キ
ル
の

練

が
最
も
高
い
自
分
な
の
で

を

解
い
た
事
は

に

が
い
な
い
の
だ
と
理
解
し
た
二
人
も
ま
た

同
じ
よ
う
に
息
を

い
た
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く
倒
し
切

た

ボ
ク
も
流

に

れ
た
よ

え
え

流

に

ド
ス
キ
ル
を
使

て
来
る
モ
ン
ス
タ

を
数
体
一
気
に

手
す
る
に

は

こ
の
人
数
だ
と

い
わ
ね

や

り
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
と
一
緒
に
来
る
べ
き
だ

た
か
も
し
れ
な
い
ね

 
サ
チ
が
姉
ち

ん
に

い
て

た
事
に
ボ
ク
達
は

て

い
た

 

人
型
モ
ン
ス
タ

は

ド
ス
キ
ル
を
使
う
か
ら

プ
レ
イ

を

手
し
て
い
る
の
と

同
様
の
戦
い
に
な
る
の
だ
が
こ
れ
ま
で
そ
れ
で
も
然
し
て
問

に
な
ら
な
か

た
の
は
そ
れ

が
あ
く
ま
で
一
対
一
あ
る
い
は
多
対
一
の
戦
い
だ

た
か
ら
だ

モ
ン
ス
タ

は
ボ
ス
や
ネ

ム

ド
で
も
無
い
限
り

本
的
に

れ
な
い
の
で

系
は
偶
に

れ
て
い
る
が

問

に
な
ら

な
か

た
の
だ

 
し
か
し
こ
の

層
に
来
て
か
ら
は
⻘
イ
ノ
シ
シ
で
す
ら

れ
て
い
る
の
だ
か
ら

人
型
モ
ン

ス
タ

も

れ
て
い
る
の
は
必
然

つ
ま
り

ド
ス
キ
ル
を
使

て
来
る
モ
ン
ス
タ

を
複
数

め
て

手
に
す
る
と
い
う
事
だ

 
一
体
だ
け
で
も
プ
レ
イ

を

手
し
て
い
る
の
と
同
様
な
の
だ
か
ら
こ
れ
ら
と
の
戦
闘
は

最

多
対
多

パ

テ

戦
と
同
様
と
い
う
恐
る
べ
き
様

と
化
す
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目
の
前
の

に
だ
け
集
中
し
て
い
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
背
後
や
横
合
い
か
ら

り

ん
で

く
る
モ
ン
ス
タ

の
攻
撃
に
も

意
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
更
に

な
の
が

モ
ン
ス
タ

達
は
プ
レ
イ

と
違

て
死
の
恐
怖
を
持
た
な
い
事
だ

 
無
論

が

く
な
れ
ば

う
よ
う
な
行
動
は
取
る

プ
レ
イ

が
す
る
ス
イ

チ
を
始

め
と
し
た
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の

は
し
て
こ
な
い
か
ら
オ
レ
ン
ジ
達
を

手
す
る
時
と
違

て

そ
う
い
う

や
戦
術
的
な
意
味
で
は
そ
こ
ま
で

で
は
無
い

 
た
だ
と
に
か
く
一
体
と
戦

て
い
る
間
を
隙
と
見
て
か
横
か
ら

ド
ス
キ
ル
を
放

て

し
て
く
る

が
非
常
に
高
い

恐
ら
く
こ
ち
ら
の

い
が
向
い
て
い
な
い
の
を
隙
と
判
断

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
プ
レ
イ

は
反
応
さ
れ
て
反
撃
を

け
る
事
に
二
の
足
を

ん
で

す
る
の
に
対
し

モ
ン
ス
タ

達
は
と
に
か
く
特
攻
し
て
く
る

 
と
に
か
く
数
で

て
い
た
り
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
に

ど
差
が
無
い
状
況
で
は
そ
の
戦
い

方
を
さ
れ
る
と
非
常
に

な
の
だ

 
ま

こ
れ
は
ク
ラ
イ
ン
達
の
よ
う
に
も

と
人
数
を

え
て
い
た
り
エ
ギ
ル
や
ヒ

ス
ク

リ
フ
の
よ
う
な
タ
ン
ク
を
入
れ
て
い
な
い
事
が
原
因
だ
ろ
う

せ
め
て
ス
ト
レ
ア
を
入
れ
て
お
け

ば
ま
だ
マ
シ
だ

た
か
な
と
思
わ
な
い
で
も
無
い
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ス
テ

タ
ス
的
な
タ
ン
ク
が

な
か

た
の
で
今
回
の
戦
い
で
は
⻑
物
を
武
器
と
す
る
サ
チ

で

制
を
し
て

ド
ス
キ
ル
な
ど
で

し
て
来
た

手
を
自
分
が
持
ち
前
の
反
応
速

を

以
て
弾
い
て
隙
を
作
る
事
で
対
応
す
る
戦
術
を
取

て
い
た

姉
ち

ん
は
全
体
的
な
対
応
を

け
持

て
い
る
の
で

本
は
中
衛

前
衛
に
ボ
ク
と
サ
チ
と
い
う

で
あ
る

姉
ち

ん
サ
チ
今
日
は
も
う
こ
の

に
し
と
こ
う
よ

迷

ど
こ
ろ
か

に
出
て
す
ぐ

の

で
こ
れ
だ
も
ん

こ
こ
か
ら
先
を
三
人
で
戦
い

け
る
気
が
し
な
い
よ

 

の
数
が
四
体
ま
で
な
ら
ボ
ク
が
無
理
す
れ
ば
ま
だ

と
か
な
ら
な
い
で
も
な
い
が
流

に

そ
れ
以
上
と
な
れ
ば
持
ち

え
る
の
は
無
理
に

し
い

 
現
在
ボ
ク
達
が

る
の
は
第
七
十
六
層
の
と
あ
る
ダ
ン
ジ

ン

ア

ク

フ

ア

か
ら

出
た
と
こ
ろ
に
広
が
る
平
原
を
進
ん
で
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る

で
片
道
二
十
分
と
掛
か
ら

な
い
く
ら
い
の
近
場
だ

 
ち
な
み
に

中
で
森
の
ダ
ン
ジ

ン
が
あ

た
が

そ
ち
ら
は
ア
ル
ゴ

く
行
き
止
ま
り
で

ネ

ム
ド
し
か

な
い
上
に
ク
エ
ス
ト
に
も

無
か

た
よ
う
な
の
で
攻
略
最

先
の
現
在

は
一

り
し
た

 
森
の
ダ
ン
ジ

ン
を

け
ば
迷

へ
と

く
道
は

一
つ
だ
け
な
の
で
ま
ず
は
こ
こ
の
攻
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略
を

と
意
気

ん
で
来
た
の
は
い
い
も
の
の

疑
似
集

対
人
戦
に
大
苦
戦
し
て
し
ま

た

リ
ザ

ド
マ
ン
の

と
い
う
の
は
入

て
す
ぐ
に
分
か

て
い
た
も
の
の
疑
似
集

戦
に
な
る

事
に
気
付
か
な
か

た
の
だ

 
こ
の

に
入

て
か
ら

に
二
時
間
は
経
過
し
て
お

に
差
し
掛
か

て
い
る
が
そ
れ
で

も

内
の
マ

ピ
ン
グ
は
二

も
進
ん
で
い
な
い
た
め
流

に

と
安
全
性
が
悪
過
ぎ
る

と
思

て

し
た

そ
う
ね

私
も
そ
れ
が
い
い
と
思
う

 
そ
れ
に
姉
ち

ん
は

え
る

振
り
も
無
く

き
を
見
せ
た

三
人
パ

テ

と
は

え
そ

の
進
軍
や
戦
闘
の
指

を

て
い
る
か
ら
多
分
ボ
ク
以
上
に
今
の
ま
ま
進
む
危
険
性
を
理
解

し
て
い
る

だ

 
サ
チ
も

成
し
た
の
で
こ
れ
か
ら

る
事
に
な

て
マ

プ
を
頼
り
に
来
た
道
を

て
行

く 
こ
こ
ま
で

息
を

み
つ
つ
も

け
ら
れ
な
い
戦
闘
は
全
て
こ
な
し
て
い
た
の
が

を

し
た

の
か
リ
ポ

プ
し
て
い
る
モ
ン
ス
タ

は

て
も
数
は
少
な
く
三
回

ど
交
戦
し
た
も
の
の
せ

い

い
多
く
て
二
体
だ

た
の
で
片
方
を
ボ
ク
が

さ
え
て
二
人
が
片
方
に
仕
掛
け
る
事
で
決
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を

め

強
行
突
破
を

行
し
た

 

や

と
す
る
場
面
も
あ

た
も
の
の
強
行
突
破
を
し
た
お
陰
か
引
き
上

る
決
断
を
し
て

か
ら
十
五
分
が
経

た

に
は
も
う

の
外
に

り

い
て
い
た

つ
ま
り
そ
こ
ま
で
深
く
潜

れ
て
い
な
か

た
と
い
う
事
で
あ
る

あ

だ
か
外
の
空
気
が

い

し
振
り
な
感
じ

ユ
ウ
キ
は
索

に
ス
キ
ル
の
見
切
り
パ
リ

と
ず

と
気
を

り

め
て
た
か
ら
ね

お

れ
様え

へ
へ

そ
う

て
も
ら
え
る
だ
け
で
も

し
い
よ

 
に
こ
り
と

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
労
う
サ
チ
が

を

で
て
来
て
く
す
ぐ

た
く
思
い
な

が
ら

み
を
返
し
て

う

 
ボ
ク
と
サ
チ
の

は
師

と
弟
子
の
よ
う
な
間

で
は
あ
る
が
や
は
り
年

差
と
い
う
も

の
が
あ
る
の
で
そ
う
い
う
気

い
は
彼
女
の
方
が
上
だ

ボ
ク
も
気

い
が
出
来
な
い
程
で
は

無
い
け
ど

ど
ち
ら
か
と

え
ば
男
勝
り
な
性
格
だ
か
ら
サ
チ
よ
り
は

て
し
ま
う

 
ま

そ
れ
で
問

に
な

た
事
は
無
い
し
ボ
ク
は
ボ
ク
な
り
に
人
を
慮

て
い
る
か
ら
そ

れ
で

は
無
い
と
思
う

サ
チ
の
こ
れ
も
性
格
的
な
も
の
が
多
分
に

め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
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か
ら

 
話
し
な
が
ら

原
を

ア

ク

フ

ア

方
面
へ

の

は
し
つ
つ
歩
い
て
い
る
と

こ
れ
か
ら
攻
略
へ
向
か
う
と
思
し
き
和

の
集

が
向
か
い
か
ら
現
れ
た

 

を

と
し
た

喰
の

や

手
に

て
あ
と
は
バ
ン
ダ
ナ
や

り

き
と
い

た

き
な

飾
品
を
身
に
付
け
て
い
る
男
六
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
そ
の
パ

テ

は

見
知
り
の
ク
ラ
イ
ン
を
リ

ダ

と
す
る

風
林
火

よ

ラ
ン
達
じ

ね

か

あ

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

 

い
に

か
分
か

て
ボ
ク
達
は

を
交
わ
し
た

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
は
こ
れ
か
ら
攻
略
で
す
か

お
う
よ

く

の
方
も

ち

い
た
ん
で
な

あ
ん
ま
り
離
れ
ら
れ
ね

け
ど
少
し
で
も
攻

略
を
進
め
る
面
子
は
必
要
だ
か
ら

て

達
も
出
る
事
に
な

た
ん
だ

 
ク
ラ
イ
ン
達
は
中
層
以
下
の
プ
レ
イ

達
に
広
く

を
知
ら
れ
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る

ギ
ル
ド
の
一
つ
だ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
強
さ
の
方
で

わ
れ
て
い
る
も
の
の

風

林
火

は

人
の
個
人
的
な
お
願
い
や
手
助
け
を

と
し
て
き
た

で
信

と
信
頼
が
か
な
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り

い

 
そ
う
い
う

も
あ

て
彼
ら
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
デ

ア
ベ
ル
や
血

騎

士

の
ア
ス
ナ
達
と
共
に

の
プ
レ
イ

の
騒
動
の

静
化
に

り
回

て
い
た

 
ボ
ク
達
も

に

り

い
た
初
日
は
そ
ち
ら
に
回

て
い
た
の
だ
が
人
気
の
方
は
と
も
か
く

発

権
の
方
だ
と
ど
う
し
て
も
年

さ
の

で

ん
じ
ら
れ
て
あ
ま
り

じ
な
い
事
が
あ

た

の
で

そ
れ
な
ら
と
実
力
を

先
し
て
攻
略
の
方
を

先
す
る
よ
う

議
で
頼
ま
れ
た

 
ボ
ク
は
片
手
剣
使
い
の
プ
レ
イ

で
表
向
き
最
強
だ
し
女
性
プ
レ
イ

で
は

を

い

て
強
い
と

わ
れ
て
い
る

よ
り
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
を
攻
略
ギ
ル
ド
と
し
て
存

さ
せ
て
き
た
最
大
の
フ

ク
タ

と
い
う
事
も
あ
る
し
そ
の
戦
績
は
ボ
ス
攻
略
に

欠
か
さ

ず
参
戦
し
て
い
る
の
で
確
か
な
も
の
だ

そ
れ
を

に
デ

ア
ベ
ル
達
か
ら
頼
ま
れ
た
の
だ

 
一
応
あ
る
程

の
前
情
報
は
ア
ル
ゴ
が
集
め
て
く
れ
て
い
た
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
か
ら
も

つ
か
の

意
事

は

け
て
い
た

 
そ
れ
で
も
モ
ン
ス
タ

の
集

戦
や
疑
似
集

対
人
戦
を
経
験
す
る
と
は
思

て
い
な
く
て

そ
れ
で
苦
戦
し
て
引
き
上

る
事
に
し
た
と
ク
ラ
イ
ン
達
に
話
す
と
彼
ら
は

を

い
も
の
に

し
た
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あ
の
キ
リ
ト
と
分
け
た
ユ
ウ
キ
で
も
苦
戦
か

一
体
一
体
の
強
さ
は
そ
こ
ま
で
じ

な
い
ん
だ
け
ど
ど
う
し
て
も

人
型
モ
ン
ス
タ

の
特

徴
の

ド
ス
キ
ル
が

で
ね

そ
こ
に
集

で
の
戦
い
と
も
な
る
と
今
ま
で
み
た
い
に
い
か

な
く
て
苦
戦
し
た
ん
だ
よ

 
実

リ
ザ

ド
マ
ン
の
強
さ
は
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
一
発
と

か
下

ド

ス
キ
ル
一
つ
で
倒
せ
る
程

だ

た
か
ら

一
体
ご
と
の
強
さ
は
本

に
そ
こ
ま
で
で
は
無
い

少
な
く
と
も
あ
の
地
下
迷

ど
で
は
無
い

 
だ
が
問

は
や
は
り
そ
の
数
で
の
圧
殺

プ
レ
イ

と
違

て
反
撃
さ
れ
る
事
へ
の
恐
れ

死
へ
の
恐
怖
が
無
い
そ
の
攻
撃
性
が
一
番

な
の
だ

 
こ
れ
で
麻

の
状

異
常
を
仕
掛
け
て
来
る
モ
ン
ス
タ

が
複
数
出
て
来
た
時
な
ど

一

パ

テ

ど
こ
ろ
か
レ
イ
ド
で
圧
殺
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
本
気
で

え
て
し
ま
う
く
ら

い
で
あ
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
集

戦
に
対
す
る

意
は

て
来
な
か

た
か
ら

多
分
知
ら
な

か

た
の
だ
ろ
う
け
ど
開
発
主

で
あ
り
責

者
で
あ
る
本
人
が
知
ら
な
い
変
化
な
ど
あ
る
の

だ
ろ
う
か

も
し
か
す
る
と
こ
の
世
界
を
動
か
し
て
い
る
完
全
自
律
の
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
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テ
ム

と
や
ら
が
プ
レ
イ

の
動
き
か
ら
学

し
て

モ
ン
ス
タ

の

に
そ
れ
を
反

し

た
の
か

 
だ
と
す
る
と

も
な
く

が

ね
上
が
る

特
に
ボ
ス
の
取
り

き
と
戦
う
時
な
ん

て
絶
対
ボ
ス
を

い
に
出
る
に
違
い
な
い

下
手
す
れ
ば
こ
ち
ら
の

ド
ス
キ
ル
を
弾
く
モ

ン
ス
タ

ま
で
出
て
来
る
の
で
は
と
思
う
く
ら
い
で
あ
る

出
来
れ
ば
フ
ル
パ

テ

が
二
つ
は
欲
し
い
で
す
ね

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
な
ら
多
分
タ
ン

ク

を
一
人
か
二
人

け
持
て
ば
回
せ
る
と
思
い
ま
す
け
ど

 
姉
ち

ん
が
ク
ラ
イ
ン
達
の

備
と
そ
れ
か
ら
推

さ
れ
る
ビ
ル
ド
か
ら

葉
を

び
な
が

ら

た

 
ク
ラ
イ
ン
は
ス
ピ

ド
に
よ
る
速

と
ク
リ
テ

カ
ル

を

た
刀
使
い

他
は
二

矛
や
十
文

槍
刀

刀
な
ど
と
に
か
く
和
を
意
識
し
た

備
の
面

は

し
て
ア
タ

カ

寄
り
だ

少
な
く
と
も
盾
持
ち
な
ん
て
一
人
も
い
な
い

 
タ
ン
ク
と
し
て
数
え
ら
れ
る
の
は
二

矛
と
十
文

槍
を

備
し
て
い
る
男
二
人
で

刀
を

備
し
て
い
る
一
人
が
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

残
る
ク
ラ
イ
ン
を

め
た
三
人
が
ア
タ

カ

と
す
れ
ば
そ
れ
な
り
に
回
せ
は
す
る
だ
ろ
う

ボ
ク
の
よ
う
な
突
破
力
は
無
い
が
そ
の
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分
彼
ら
は
人
数
と
リ
ア
ル
を

め
た
付
き

い
の

感
が
あ
る
か
ら

い
に
カ
バ

し
合

て
持
ち

え
る

だ

 
け
れ
ど
ど
う
し
て
も
一

の
不
安
が
残
る

残
る
一

に
ス
ト
レ
ア
や
ア
ス
ナ
と
い

た
実
力

者
が
も
う
一
人
入

て
い
れ
ば
更
に
安
定
し
て

突
破
力
も
十
分
だ

た
だ
ろ
う

 
そ
の
不
安
が
姉
ち

ん
の

葉
を

ら
せ
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
を
一
年

以
上
の
付
き
合
い
で
正
確
に

み
取

た
ク
ラ
イ
ン
達
は
表
情
を

し
い
も
の

に
し
た

そ
こ
ま
で
な
の
か
よ

フ
レ
ン
ジ

・
ボ
ア

を

手
し
て
来
た
な
ら
分
か

て
る
と
思
う
け
ど

本
的
に

れ

て
る
か
ら
ね

の

に

そ
う
な
ち

と
強
い
モ
ン
ス
タ

を

手
に
す
る
と
な
る
と

不
安
が
あ
る
ん
だ
よ

 
こ
こ
ま
で
不
安
が
あ
る
の
も

本
的
に
ボ
ク
達
が
集

戦
に

れ
て
い
な
い
か
ら
だ

よ
り

正
確
に

え
ば

が
複
数
の
場
合
の
戦
闘
に

れ
て
い
な
い
か
ら
だ

 
ボ
ク
達
プ
レ
イ

の

は

の
攻
撃
一
発
で
も
そ
れ
な
り
の

が

少
す
る

 
そ
れ
に
対
し
モ
ン
ス
タ

の

は
多
人
数
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム
で
あ
る
事
を
前

に
し
て
い
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る
の
で

本
的
に
多
い

逆
に

え
ば
そ
れ
は
多
人
数
で
一
体
の
モ
ン
ス
タ

を

く
事
を

本
と
し
て
い
る
の
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
も

本
的
に

個
体
の

離
を
開
け
て
モ
ン
ス
タ

を
ポ

プ
さ

せ
て
い
る

 
モ
ン
ス
タ

ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
が

と
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
は

本
密

と
な
る

い
ス

ス
に

十
体
と
モ
ン
ス
タ

が
ポ

プ
し
て

の
方
が
圧
倒
的
多
数
と
い
う
状
況
を

強
制
さ
れ
る
か
ら
だ

ま
た
無
暗
に

か
ら

て
他
の

の
感
知

内
に
入

て
リ
ン
ク

さ
せ
て
し
ま
う
事
を

す
る
の
も
人
数
が
あ

て
も
モ
ン
ス
タ

を
複
数
同
時
に

手
す
る

の
が

い
か
ら
で
も
あ
る

 
キ
リ
ト
は
そ
の

を
理
解
し
て
い
な
が
ら
一
人
で
全
て
の
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を

ん
で
い

た
し
最
前
線
を

ロ
で
突
き
進
ん
で
い
た
の
だ
か
ら
色

と

れ
て
し
ま
う

す
る
し

尊

も
す
る
が
こ
れ
が

の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
だ

た
な
ら
一

し
た
だ
ろ
う
け
ど
流

に
現
状
で
真

似
し
た
い
と
は
思
え
な
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
こ
れ
を
知

て
ン
の
か
な

多
分
だ
け
ど
知
ら
な
い
と
思
う

あ
の
人

く

実
な
人
だ
と
思
う
か
ら
そ
う
い
う

危
険
な
事
を
忘
れ
る
よ
う
な
人
じ

な
い
と
思
う
し
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ク
ラ
イ
ン
の
疑
問
に

サ
チ
が
自
信
無
さ

な
が
ら
も
そ
う

葉
を
発
し
た

 
そ
の
意
見
に
は
ボ
ク
も

同
で
あ
る

明
か
せ
な
い
事
情
だ

た
と
は

え
明
か
せ
な
い
な

り
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
攻
略
ギ
ル
ド
の

⻑
と
し
て
攻
略
組
を
引

て
来
て
全
て
の

ボ
ス
戦
で
常
に
危
険
な

回
り
を
こ
な
し
て
き
た

全
て
の
攻
撃
パ
タ

ン
を

知
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
タ
ン
ク
と
し
て
回

て
い
た
の
だ

自
身
が
タ
ン
ク
を
こ
な
せ
ば

は
少
な
い
と
そ

れ
を
知

て
い
た
か
ら

 
戦
闘
に

い
て
最
も

し
い
事
は
攻
撃
で
は
無
く

そ
れ
も
味
方
の
事
を

え
た
上
で
の

行
動
だ

 
そ
れ
を
ず

と
こ
な
し
て
き
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
事
を
ボ
ク
は
信
じ
て
い
る

流

に
キ

リ
ト

み
で
は
な
い
け
れ
ど
こ
の
世
界
で
知
り
合

て
来
た
人
達
の
中
で
は
か
な
り
高
い
レ
ベ

ル
の
信
頼
と
信

を
寄
せ
て
い
る
の
は
確
か
だ

だ
よ
な

 
そ
れ
は
目
の
前
の

も
同
意
見
な
よ
う
で

得
の
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら

を
組
ん
で

か

く

 
そ
れ
か
ら

目
し
ん

と
少
し

て

え
事
を
し
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
は

と
目
を
開
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い
て
ボ
ク
達
を
見
て
来
た

て

事
は
少
し
前
か
ら
あ

た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
変
化
が

著
に
な

た

て
事
な
の
か
も

な

シ
ス
テ
ム
の
自
己
学

と
か
は
あ
り
そ
う
な
モ
ン
だ

あ

 
そ
の
予
想
に

そ
の
場
に
い
た
ボ
ク
達
は

て

得
の
声
を

ら
す

 
確
か
に
六
十
層

後

特
に
七
十
層

手
前
の

か
ら
モ
ン
ス
タ

の

が
取
る
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
に
多
少
の
変
化
が
あ

た

そ
れ
は

も
が
感
じ
取

て
い
た
事
で
そ
れ
を
知

た
キ

リ
ト
や
ア
ル
ゴ
は
攻
略
本
で
再
三
に

て

意
を
呼
び
掛
け
て
い
た
程
だ

然
な
が
ら
そ
れ

を
感
じ
取

た
の
は
ボ
ク
達
三
人
も
同
じ
だ

た
の
で
そ
の
情
報
に
信

性
を
持
た
せ
る

に

名
前
を
記
載
す
る
事
も
許
可
し
た
事
が
あ
る

 

モ
ン
ス
タ

が
取
る
行
動
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を

知
し
て
そ
れ
を
戦
闘
で
戦
術
に
組
み

ん
だ
上
で
戦

て
い
な
け
れ
ば
気
付
か
な
い
程

の
小
さ
な
変
化
で
は
あ

た
が
そ
れ
が
こ
こ

に
来
て

を

い
た
と
な
れ
ば

確
か
に

得
は
い
く

 
気
に
な
る
の
は
こ
こ
ま
で
あ
か
ら
さ
ま
な
シ
ス
テ
ム

が
出
て
い
る
に
も

わ
ら
ず
そ

ん
な
大
き
な
負

を
掛
け
る
よ
う
な
変
化
を
シ
ス
テ
ム
が
行
え
る
の
か
と
い
う
も
の
だ
が
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ん

こ
り

突

む
の
は
止
め
と
い
た
方
が
い
い
か
も
し
ん
ね

な

死
ん
じ
ま

た
ら

も
子
も
無

し
も
う
一
パ

テ

分
く
れ

戦
力
を
集
め
て
か
ら
来
る
か

そ
う
で
す

ね

 

り

り
と

に
生
え
た
見

れ
た
無
精

を
掻
き
な
が
ら

た
ク
ラ
イ
ン
の

葉
に
姉

ち

ん
は
少
し
⻭
切
れ
悪
く

少
し
暗
い
面
持
ち
で

成
の
声
を
返
し
た

 
そ
れ
に
ク
ラ
イ
ン
が
し
ま

た
と
い
う

を
す
る
が

に
し
た
事
は
正
論
だ
し
そ
れ
を
意

し
た
も
の
で
は
な
か

た
か
ら
か

罪
し
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
か
そ
れ
以
上

葉
は
発
さ
ず

を

ん
だ

 

姉
ち

ん
だ
け
で
な
く
こ
の
場
に

た
九
人
の

も
が
そ
の
面
持
ち
を
暗
鬱
と
し

た
も
の
に
し
て
い
た

 

論
そ
れ
は
⻑
く
に

て
ボ
ク
達
の
心
に
存
在
し
て
い
た
一
人
の
少
年
の
死
を
思

て
の
事

だ 
も

と
も

と
生
き
て
欲
し
か

た
も

と

に
生
き
て
欲
し
く
て
ず

と

し
て

き
た
安

と

序
の
恩
を
返
し
た
い
と
思

て
い
た
の
に
そ
れ
ら
が
叶
う
前
に
命
を

と
し
た

一
人
の
少
年
を
思
い
出
し
て
し
ま

て
い
た
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常
に
暗
い
気
持
ち
に

て
い
る

で
は
無
い

そ
ん
な
切
り

え
も
出
来
な
い
な
ら
ボ
ク
達

は

攻
略
組

と
し
て

者
を
出
し
な
が
ら
も
前
に
進
ん
で
き
て
は
い
な
か

た

 
た
だ

そ
れ
で
も

同
じ

一
人

と
い
う
数
の

は

け
れ
ど
存
在
と
価
値
の
面
で

一

人
の

に
は
収
ま
ら
な
い
程
に
大
き
く
尊
か

た

表
向
き
彼
は

ま
れ
る
立
場
に
あ

た

が
そ
の
実
こ
の
世
界
か
ら
生
還
す
る

に
戦
う

間
と
し
て
決
し
て
欠
け
て
は
な
ら
な
い
存
在

だ

た

 
今
も
攻
略
組
が
存
在
し
て
い
て
攻
略
に

け
る
の
は

面
の
問

に
対

出
来
る
だ

け
の

備
を

方
終
え
て
く
れ
て
い
た
か
ら
だ

 
生
き
て
い
る
間
だ
け
で
な
く

れ

れ
る
と
現
実
的
に
予
見
し
て
い
た
彼
は
自
身
が

な

く
な

て
も
戦
え
る
よ
う
様

な
策
を
残
し
て
お
い
て
く
れ
た
の
だ

そ
の
一
つ
が
極
限
ま
で
再

現
し
た
現
実
の

理
に
よ
る
不

静
化
の
策

 
そ
し
て
キ
バ
オ
ウ
と
そ
の
一

や
数
多
く
の
オ
レ
ン
ジ
達
の
お
よ
そ
攻
略
に

い
て

れ
邪

魔
し
て
く
る
可
能
性
の
高
い
存
在
の

 
あ
の
日
キ
リ
ト
が
殺
し
た
キ
バ
オ
ウ
に
付
き

て
い
た
部
下
達
は
そ
の
一
部
が
ア
イ

ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
属
し
た
ま
ま
の
者
だ

た

つ
ま
り
は
潜
入
ス
パ
イ
と
い
う
か
そ
う
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い
う

の
者
だ

た

 
リ

フ

達
を

た
キ
バ
オ
ウ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
本

地
で
あ
る
黒
鉄

を

け
た
先
の
テ
ラ
ス
に

取
れ
て
い
た
の
も
そ
の
者
達
が
手
引
き
を
し
た
か
ら
だ

た

の
だ

 
キ
バ
オ
ウ
は
今
回
で
確
実
に
キ
リ
ト
を
殺
せ
る
と
確
信
し
て
い
た
の
か
お
よ
そ
キ
バ
オ
ウ
と

意
に
し
て
い
た
プ
レ
イ

達
は

方
集
め
て
い
た
よ
う
で
も
う
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放

軍
の
内
部
に
キ
バ
オ
ウ

の
者
は
残

て
い
な
い
と
デ

ア
ベ
ル
シ
ン
カ

ユ
リ
エ

ル

達
に
よ

て
予
想
さ
れ
て
い
る

 

殺
隊
は
残

て
い
る
も
の
の

リ
ン
ド
は
も
う

け
た
も
同
然
だ
し

キ
バ
オ
ウ
は
死
ん

で
対

の
キ
リ
ト
も
死
ん
だ
か
ら

れ
空
中
分
解
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

彼
ら
は
た
だ

ビ

タ

あ
る
い
は

出
来
損
な
い

で
あ
る

一

を
殺
す
事
に
だ
け
動
い
て
い
た
の

で
あ
り
生
還
す
る

に
動
い
て
い
る
攻
略
組
の
邪
魔
を
直

的
に
し
よ
う
と
は
思

て
い

な
い

だ
か
ら

キ
リ
ト
が

な
い
の
で
は
存
在
意
義
を
喪

て
い
る
の
だ

聖
⻯

合

の

過

な
活
動
も
同
じ
だ

 
神

ア
キ
ト
も
お
ら
ず
ボ
ス
攻
略
な
ど
で
横
槍
を
入
れ
て
く
る
の
で
は
と

念
さ
れ
て
い
た
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キ
バ
オ
ウ
も
お
ら
ず

攻
略
組

を

す
る
程
の
オ
レ
ン
ジ
や
そ
う
い

た
メ
ン
バ

も
大

が
死
亡
か
監
獄
に

き

ま
れ
た
今
も
う
攻
略
組
を

か
せ
る
実
力
の
持
ち
主
は
存
在
し

て
い
な
い

 
キ
リ
ト
は
死
ん
で
し
ま

た
が

そ
れ
は
ま
る
で

攻
略
組

に
後

の
憂
い
を

か
せ
な

い
行

を
し
た
代
償
の
よ
う
に
も
思
え
て
し
ま

た

 
そ
れ
が

に
彼
の
理
解
者
と
し
て
寄
り

て
い
た
ボ
ク
達
の

中
に

つ
も
の
複

な
想
い
を
去
来
さ
せ
て
い
た

 
感

の
念
と
そ
れ
以
上
の
怒
り
そ
れ
を
超
え
る
大
き
な
哀
し
み

他
に
も

に

く
し

が
た
い

の
想
い
が
あ

て
怒
れ
ば
良
い
の
か

け
ば
い
い
の
か
も
分
か
ら
ず
そ
の
気

持
ち
を

き
出
す
事
す
ら
出
来
な
い
ま
ま
こ
の
三
日
を
過
ご
し
て
き
た

 
色

と
大
変
だ

た
事
も
あ
る
か
ら

静
に

え
る
時
間
は

る
時
く
ら
い
だ

た
の
だ
が

そ
の
時
は

く
ば
か
り

そ
れ
も
た
だ
哀
し
い
だ
け
じ

な
く
て
一
人
で
背
負
い

け
た
彼
へ

の
怒
り
背
負
わ
せ
て
し
ま

て
い
た
自
分
へ
の
怒
り
助
け
ら
れ
な
か

た
怒
り
な
ど

の
感
情
が
あ

て

に
ぶ
つ
け
る
事
も
出
来
な
か

た

 
ク
ラ
イ
ン
や
ア
ス
ナ
と
い

た
本
来
そ
の
感
情
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
面

に
も
そ
れ
は
ぶ
つ
け
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ら
れ
な
か

た

そ
れ
は

同
じ
気
持
ち
だ

た
か
ら
だ

 
こ
こ
で

か
一
人
が

れ
れ
ば

な
し

し
に
ど
ん
ど
ん

れ
て
い
く
と
い
う
確
信
が
あ

た

だ
か
ら

も
が
人
目
の
あ
る
場

で
は
今
ま
で

り
に
振
る
舞

て
一
人
に
な
れ
る

で
は

そ
り
と

い
て

あ
れ
か
ら
過
ご
し
て
き
た

 
そ
れ
で
も
や
は
り

キ
リ
ト
の
事
を

と
し
た

子
に

え
て
し
ま
う

  
ど
ん
な
苦
し
い
状
況
に
あ

て
も

静
さ
を
喪
わ
ず

え
て

発
的
な

葉
で
攻
略
組
の
戦

意
を
引
き
出
し
て

さ
せ

自
ら
危
険
な
最
前
線
を
一
人
で
戦
い

く
彼
を

  

と
し
た

子
に
仮
面
の
下
か
ら
弱
い
彼
を
見
せ
て
年

応
に

て
弱

し
く

い
て

こ
ち
ら
を
頼

て
く
れ
る

た
だ

の

さ
が
残
る
子

と
し
て
の
彼
を

  
ボ
ク
達
に
は

ビ

タ

や

黒
の
剣
士

と
し
て
の
彼
も

そ
う
で
な
い
彼
も

も
う

掛
け

え
の
な
い
存
在
だ

た
の
だ

 
リ

フ

と
シ
ノ
ン
を
助
け
る

と
は

え
死
ん
で
欲
し
く
な
ん
て
な
か

た

彼
女
達
を
助
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け
る
く
ら
い
な
ら
と
か
そ
ん
な
事
は

え
な
い
け
れ
ど
残
さ
れ
る
ボ
ク
達
の
事
を

え
て
く

れ
て
い
た
の
か
と
思

た

 
策
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
時
点
で

え
て
く
れ
て
は
い
た
の
は
分
か
る
が
き

と
自
分
が

え
て
い
る
事
と
は
ま
る
で
違
う
方
向
だ
ろ
う
な
と
思
う

 
き

と
彼
は
リ

フ

や
ボ
ク
達
が

い
て
い
る
想
い
に
は
正
し
い
意
味
で
は
気
付
い
て
い
な

い
し
き

と
彼
に
は
ク
ラ
イ
ン
達
が

い
て
い
る
慮
る
気
持
ち
も
正
し
い
重
み
と
し
て
伝
わ

て
い
な
い

自
然
自
身
の
重
要
性
や
価
値
も
過
小

価
と
い
う
主
観
で
正
し
く
判
断
出
来
て

い
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
責
め
た
い
と
思
う
け
れ
ど

そ
れ
を
一
年

以
上
も
見
て
来
て
許
し
て
し
ま

た
以

上
責
め
る
権

な
ど
ボ
ク
達
に
は
無
か

た

直

的
に
追
い

め
た
の
は
神

や
キ
バ
オ
ウ

達
だ
が

間

的
に
は
ボ
ク
達
も
追
い

め
て
い
た
の
だ

 
も

と
ボ
ク
達
も
強
け
れ
ば

も

と
頼

て
く
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
思

て
止
ま
な
い

 

え
て
も
最

無
い
事
だ
と
分
か

て
い
て
も

そ
の
思

は
止
ま
ら
な
い

後
悔

と

い
う

あ
ま
り
に
も
大
き
過
ぎ
る
感
情
が
そ
の
思

を

け

加
速
さ
せ
て
い
く
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え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
思

に

し
て
い
た
自
分
は
そ
れ
が
原
因
で

界
の
異
変
に

気
付
く
の
が

か

た

  

く

い
て
地
面
を

と
見
つ
め
な
が
ら
思

し
て
い
た
時
に
チ
カ
リ
と
蒼
い
光
が
う

る
さ
い
く
ら
い

界
に
入

て
来
た
の
が
き

か
け
だ

た

と

を
上

れ
ば

が
蒼

い
光
に

ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
だ

た

 
そ
れ
は
転

エ
フ

ク
ト
の
光
そ
の
も
の

な
 

ら
思

に

し
て
い
た
と

え
ど

の
小
さ
な

境

は
と
も
か
く

き

れ
た
転

コ
マ
ン
ド
の
発
声
を

き

す
愚
行
を

す

ど
気
を

い
て
は
い
な
い

だ

た

そ
れ
な

の
に
転

し
始
め
て
い
る
事
に

い
て
も
し
か
し
て
本

に

き

し
て
い
た
の
か
と
思

て

の
メ
ン
バ

に

を
巡
ら
せ
る

 
し
か
し
そ
の
予
想
は
や
は
り
違

て
い
た

八
人
全

が
蒼
い
光
に

ま
れ
て
い
る
こ
ち
ら
を

見
て

目
し

ま

て
い
た
か
ら
だ

姉
ち

ん
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ユ
ウ
キ

 

か
お
か
し
い
と
そ
う

の
中
で

し
く

を

か
せ
な
が
ら

ば
無
意
識
に

子
の
姉

へ
と
手
を

ば
し
呼
び

れ
た
呼
称
を

に
し
て
い
た

対
す
る
姉
も
同
じ
よ
う
に
名
前
を
呼

ん
で

慌
て
て
手
を

ば
し
て
く
る

 
け
れ
ど
転

完
了
が

か
に
速
く

自
分
の
体
は
一

強
い
蒼
い
光
に

ま
れ
た

 

の
指

手

に

ま
れ
た
こ
ち
ら
の
手
は
水
色
の
指

手

に

ま
れ
た
手
と
重
な

た

も
の
の

触
れ
合
う
事
は
無
く

目
の
前
か
ら
消
え
去

た

  

そ
の
時
の
姉
の

が

き

れ
る
子

の
よ
う
に
見
え
て

の

が
ズ
キ
リ
と

し
く

い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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実
は
新
章
突
入
の
仕
切
り
直
し
と
し
て

内
容
の
構
成
を
原
作
第
一

冒

に
似
せ
て
ま
す

が
リ
ザ

ド
マ
ン
な
の
も
そ
れ
の

襲

 
実
は
本
作
第
十
章
と
の
対

も
し
て
い
た
り

第
十
章
時
点
で
は
キ
リ
ト
と
い
う
希
望
が
あ

た
け
ど
新
章
突
入
時
点
で
は
希
望
が
無
い
と
い
う
ネ

十
章
時
点
の
ラ
ン
と
新
章
突
入
直
後
の

ユ
ウ
キ
の
地
の
文
の
対

を
す
る
と
多
分
分
か
り
や
す
い

 
更
に
モ
ン
ス
タ

の

の
学

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
変
化
が
よ
り
リ
ア
ル
さ
を
求
め
た
も
の

に

原
作
設
定
的
に
正
直

人
が
数
で
攻
め
て
き
た
ら

程
の
プ
レ
イ

で
も
無
い
限
り
攻
略

出
来
な
い
と
思
う

 
ゲ

ム
を
や

て
る
方
な
ら
分
か
る
で
し

う
が
最
初
に
必
ず

る
リ
ザ

ド
マ
ン
の

で

ま

て
る
状
況
で
す

 
ゲ

ム
だ
と
モ
ン
ス
タ

は
二
三
体
で
大

れ
て
る
ん
で
そ
れ
を
反

し
て
み
ま
し
た

こ

ち
で
は
四

五
体
も
あ
り
得
る
よ
う
に
し
て
ま
す

 
ち
な
み
に
イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト
を
や
り
始
め
た
時
私
は
こ
の

の

に

る

を
持

た

リ
ザ

ド
マ
ン
・
モ
ナ

ク

と
の
戦
闘

撤
退
不
可

で
初
死
亡
を

し
た
事

が
あ

た
り

他
に
も
四
体

ど
リ
ザ

ド
マ
ン
が
い
て
数
の

力

て

バ
い
な

と
思
い
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出
し
た
の
が
こ
の
ネ
タ
の
切

掛
け
で
す

 
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
を
や

た
事
が
あ
る
人
は
多
分
バ
ス
テ
ア
ゲ

ト
浮
遊

の
ミ

ミ

ク
地
獄
で

目
に
な

た
人
も
多
い
と
思
う

あ
そ
こ
で
も
私
は
死
ん
だ

離
を
無

し

た
攻
撃
ヒ

ト
と
か

い
と
思
う

 
ち
な
み
に

故
こ
う
し
た
か

 
そ
れ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
攻
略
速

を
少
し

め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す

イ
ベ
ン
ト
的
に

メ
タ
イ

 
あ
と
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
編
は
七
十
六
層
に
進
ん
で
か
ら
一

月
は
攻
略
が
進
行
し
て

い
な
い
設
定
な
の
で
一

月
も

ま

て
る
な
ら
そ
れ
く
ら
い
は
あ
り
得
る
か
な
と
思
い
ま
し

た

今
話
は
三
日
目
で
状
況
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
が

状
況
的
に
手

ま
り
感
が

な
い

 
そ
れ
と
ユ
ウ
キ
が

に
行

て
し
ま

た
か
ラ
ン
の
様
子
に
つ
い
て
は

す
ぐ
明
か
さ

れ
ま
す
の
で

お

ち
く
だ
さ
い

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
六
十
四
章
 

広
が
る
樹
海

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
い
よ
い
よ
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
編
の
導
入
部
で
す

数
多
あ
る

み
の
作
品
で

り

返
さ
れ
た
序

が
ど
う
な
る
か

予
想
し
て
み
て
く
だ
さ
い

 
ち
な
み
に
今
話
で
本
作
初
登
場
の
キ

ラ
が
出
ま
す

原
作
に
は

な
い
で
す
が
ゲ

ム
や

に
は
出
て
る
キ

ラ
で
す
ね

こ
の
時
点
で
最

あ
と
一
人
し
か
い
な
い

 
前

は
初
の
フ

リ
ア

後

は
新
キ

ラ

点
で
す

フ

リ
ア
が
状
況
の
解
説
を
入
れ

新
キ

ラ
で
戦
闘
シ

ン
の

写
を

 

新
キ

ラ
の
名
前
が
明
か
さ
れ
る
の
は

話
で
す

今
話
で
は
明
か
さ
れ
ま
せ
ん
後
書

き
に
は
書
い
て
ま
す

 
文

数
は
約
二
万
文

 
で
は
ど
う
ぞ
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出

が
見
え
な
い

 

う
事
三
日
が
経
過
し
た
現
在
マ
ト
モ
な
食
事
と

に
あ
り
つ
け
ず
深
い
樹
海
の
中
を

手
探
り
で
進
ん
で
い
た
わ
た
し
は
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て
未
知
に

む

し
み
と
い
う

も
の
も

き
な
い
く
ら
い
の

気
も
あ

て
そ
う

い
た

正
確
に
は

見
え
な
い
ん
じ

な
く
て
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
ね

 
そ
の

き
に

で

手
に
二
刀
を
持

た

に
メ
イ
ド

い

の

間
レ
イ
ン
が

応
じ

葉
を
返
し
て
き
た

 
レ
イ
ン
が

た
よ
う
に
現
在
わ
た
し
達
は
樹
海
か
ら

へ
と
帰
る
道
が
分
か
ら
な
く
な

て
い
た

 
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て
ダ
ン
ジ

ン
内
を

ま
で
探
索
す
る
以
上
は
数
日
潜
り

け

る
事
な
ん
て

に
あ
る

レ
イ
ン
と
共
に
活
動
し
て
い
た

は
子

達
の
面
倒
や
安
心
感
と
い

う

の
た
め

は
少
な
か

た
も
の
の
一
人
で
活
動
す
る
よ
う
に
な

た
最
近
は
数
日
潜
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る
の
は
ザ
ラ
に
な

て
い
た
の
で

の
備
え
は
万

だ

 
な
の
で
三
日

う
く
ら
い
は
本
来
ど
う
と
い
う
事
は
無
い

 
そ
も
そ
も

リ
ア
ル
で
な
ら
と
も
か
く
こ
の
世
界
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
い
う
ゲ

ム
世

界
一

み

ん
だ
場

は
自
動
的
に
マ

ピ
ン
グ
さ
れ
る
の
で
道
に
迷
う
事
な
ん
て

は

無
い

 
あ
る
と
す
れ
ば
第
三
十
五
層
迷
い
の
森
の
よ
う
な
一
定
時
間
で
一
定

内
の

へ
ラ

ン
ダ
ム
転

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の
自
動
マ

ピ
ン
グ
に
頼
れ
な
い
場

く
ら
い
だ

迷
い
の
森

の
場
合
は
事
前
に
手
前
の

や

の
道

で
地

を
入
手
な
ど
の
対

が
あ
る
入
手
し
て
お

く
事
で
ラ
ン
ダ
ム
転

さ
れ
る
前
に
エ
リ
ア

動
が
出
来
て

無
暗
に
迷
う
事
は
無
い
の
だ

 
こ
の
樹
海
は
迷
い
の
森
の
よ
う
な
ラ
ン
ダ
ム
転

が
あ
る

で
も
無
い
し
イ
ン
ス
タ
ン

ス
マ

プ

ク
エ
ス
ト
な
ど
で
発
生
す
る

個
別
の
エ
リ
ア

な
ど
で
見
ら
れ
る
マ

ピ

ン
グ
不
可
能
エ
リ
ア
と
い
う

で
も
無
い
の
で

常
な
ら
出

が
分
か
ら
な
い
な
ん
て
事
が
あ

る

も
無
い

 
し
か
し
迷

て
し
ま

て
い
る
の
は

な
話
こ
の
樹
海
に
来
た
方
法
が

で
は
な
か

た
か
ら
だ
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わ
た
し
と
レ
イ
ン
が
三
日
も
迷

て
い
る
こ
の
樹
海
の
マ

ピ
ン
グ
自
体
は
そ
れ
な
り
に
出
来

て
い
る

 
迷

は
お
ろ
か

そ
の
も
の
が
見

た
ら
な
い
だ
け
で
な
く

す
る
エ
リ
ア
が
浮
遊

し
て
い
る

だ

た
り
禍

し
さ
の
あ
る
森
が
遠
く
に
見
え
た
り
な
ど
あ
ま
り
に
も
エ
リ

ア
が
広
大
で
あ
る
事
を

え
る
と
こ
こ
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

か
も

し
い

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
浮
遊
城
と
い
う
性

そ
の

層

型
の
構

上
上
層
に
い
く

に

て
一
層
の
全
面

は
少
し
ず
つ

く
な

て
い
く

 
物

き
な
プ
レ
イ

に
よ
る

に
よ
れ
ば
第
一
層
は
直

十
キ
ロ
の

を

い
て
い
る
と

い
う

層
は
全
て
百
層
存
在
し
て
お
り
一
層
上
に
進
む

に
約
九
十
メ

ト
ル

ど

ま

て
い
る
と
い
う
話
な
の
で

論

層
に
よ

て

ま
り
方
は
多
少
変
わ
る
も
の
の
最
上
層
紅

に

り

い
た
時
は
直

一
キ
ロ
く
ら
い
と
い
う

だ

 
な
の
で

ら
広
大
な
エ
リ
ア
と

て
も
そ
の
広
さ
は
迷

主

お
よ
び
そ
の
他

の

や

の

設
を

け
ば
か
な
り
限
ら
れ
て
く
る

上
層
と
も
な
れ
ば

更
だ

 
特
定
の
ク
エ
ス
ト
時
に
ク
エ
ス
ト
を

し
た
プ
レ
イ

あ
る
い
は
パ

テ

個
別
で

意
さ
れ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
に
い
る
と
い
う
可
能
性
も
無
く
は
無
い

し
か
し
あ
く
ま
で
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ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
マ

プ
上
に
存
在
す
る
形
で
発
生
す
る
た
め

そ
の
性

上

層
エ

リ
ア
以
上
の
広
さ
を
持
つ
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
が
出
現
す
る
事
は
原

あ
り
得
な
い

 
し
か
し
こ
の
樹
海
は
明
ら
か
に
上
層
以
上
の
広
大
な

を
有
し
て
い
た

 
わ
た
し
が
こ
の
樹
海
と
の

対

に

上
層

を
持
ち
出
し
て
い
る
の
に
も
理
由
が
あ
る

 
こ
こ
に
出

す
る
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
が
異
様
に
高
く
三

を
超
え
て
い
る
個
体
な
ど
ザ

ラ
に
い
た
か
ら
だ

 

本
的
に

層
の
数

の
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
五
く
ら
い
が
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
な
の
で
百

を
超
え
て
い
る
時
点
で
お
か
し
い
の
で
あ
る

そ
う
い
う
意
味
で
も
あ
の
地
下
迷

は
ポ

プ

め
て
異
常
の
一

に

き
た

 

い
以
前
キ
リ
ト
を
始
め
と
し
た
面

で
シ
ン
カ

と
い
う
プ
レ
イ

を
救
出
に

い
た
地

下
迷

で
格
上
と
の
戦
闘
に

れ
て
い
た
し
わ
た
し
も
レ
イ
ン
も
個

の
戦
闘
能
力
や

繋
能

力
が
高
か

た
の
で

ど
う
に
か
切
り

け
て
来
ら
れ
た

レ
イ
ン
が

鍛
冶

や

裁

ス

キ
ル
を
取

て
く
れ
て
い
な
か

た
ら
あ
る
い
は
わ
た
し
一
人
で
こ
こ
に
放
り
出
さ
れ
て
い
た

ら
下
手
に
戦
闘
し
て
武

の

値
を

ら
す
事
が
な
い
よ
う
に
し
て
立
ち

生
し
て
い
た
だ

ろ
う

一
応
自
分
で
も
あ
る
程

修
復
出
来
る
が

道

頼
り
の
お

な
も
の
な
の
で
や
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は
り
本

に
や

て
も
ら
う
方
が
い
い

 
と
に
も
か
く
に
も
こ
の
樹
海
は
こ
れ
ま
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
生
き
て
来
た
わ
た
し
達

に
と

て
も
未
知
の

と
い
う

だ

 

の
わ
た
し
な
ら
未
知
の

と
い
う
事
に
そ
れ
は
そ
れ
は
冒
険
心
を
掻
き
立
て
ら
れ
て
探

索
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
や
は
り

に

る
手

や
道
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
下
で

し
め

る
程
の

さ
は
無
い

帰
る
場

が
あ

て
こ
そ
の

し
み
だ

う

ん

フ

リ
ア
ち

ん

や

り
こ
こ
が

し
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

ど
う

 

を

ら
ず

え
事
を
し
な
が
ら
未
探
索

か
ら
帰

て
来
た
と
こ
ろ
で
レ
イ
ン
が

そ
う

て
来
た

 
眼
前
に
は
い
か
に
も
と
い
う
感
じ
の
神
殿
が

し
て
い
た

わ
た
し
と
レ
イ
ン
が
こ
の
樹
海

に

ば
さ
れ
た
時
真

先
に

界
に
入

た

物
で
現
状
樹
海
の
中
で
確
認
出
来
て
い
る

物
の
一
つ
で
あ
る

こ
う
い
う
場

に

ら
か
の
ギ
ミ

ク
や
ゲ

ム
進
行
の
た
め
の
ア
イ
テ

ム
が
あ
る
の
は
お
約
束
と

て
良
い
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
現
在
目
の
前
に
あ
る
の
が
樹
海
最
北

に

す
る
最
大

の

物
で
あ
り

に
進
む
と
少
し
小

ん
ま
り
と
し
た
回
廊
型
の
神
殿
が
あ
る
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こ
の
最
大

の
神
殿
を

点
と
し
て

に
は
鬱
蒼
と
し
た
森
が
広
が
り
遠
く
に
は
形
容
し

い
色
合
い
の
森
が
広
が

て
い
た

そ
ち
ら
は

認
可
能
で
は
あ
る
も
の
の
実

に
は

オ

ブ
ジ

ク
ト
が

し
て
い
る
の
で
行
け
て
い
な
い

 

の
回
廊
神
殿
を

け
た
先
に
も
森
が
広
が

て
い
る
が
こ
ち
ら
は
墓
地
や

地
と

い

た
よ
う
な
人
の
手
が
入

た
よ
う
な
場

で
あ
る

 
そ
こ
か
ら
更
に

に
行
け
ば
浮
遊

が
広
が
る
エ
リ
ア
へ
と
繋
が

て
い
る

無
論
そ
の

道
も

と
同
じ
く

オ
ブ
ジ

ク
ト
に

さ
れ
て
い
る

 
樹
海
の
大

は

策
済
み

残
る
は
レ
ベ
ル
１

０
の
モ
ン
ス
タ

が
う
よ
う
よ
し
て
い
る
エ

リ
ア
く
ら
い
な
の
で

行
け
る

内
で
あ
れ
ば
最
大

の
神
殿
く
ら
い
と
な
る

そ
れ
は
わ
た
し
も
同
感
だ
よ

で
も
前
探
索
し
た
時
は

も
無
か

た
し

 
実
の
と
こ
ろ

に
こ
の
神
殿
は
探
索
済
み
だ

内
部
の
モ
ン
ス
タ

は
死
神
や
ら
見
た
事
な

い
異
形
の
存
在
や
ら
だ

た
も
の
の
レ
ベ
ル
は
わ
た
し
と
レ
イ
ン
の
レ
ベ
ル

わ
た
し
が

レ
イ
ン
が

よ
り

め
だ

た
の
で
探
索
は

す
る
事
も
無
か

た

 
そ
れ
で
も

も
見
つ
け
ら
れ
な
か

た

密
に

え
ば
一
定
時
間
で
復
活
す
る
宝

か
ら
武

器
は
手
に
入

た
の
だ
が

こ
の
現
状
を
打
破
す
る
方
法
は
見
つ
け
ら
れ
な
か

た
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の
だ
が

え

と

確
か
前
来
た
時
は
開
け
ら
れ
な
か

た

が
あ

た
よ
ね

あ

あ

た
ね

そ
う
い
え
ば

 

れ
て
い
た
か
ら
か

レ
イ
ン
の
指

に
よ

て
忘
れ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
た

 
神
殿
の
最

に
存
在
す
る

い
宝

が

て
い
て
黒
い
金
属
で
作
ら
れ
た
他
と
は
違
う

異

な

開
き
の
大

解

を

行

て
も
開
け
な
か

た
の
で
後
回
し
に
し
よ
う
と
し
て

い
た

だ

 
そ
れ
を
思
い
出
し
て
あ

た
な

そ
う
い
え
ば
と

乱

に
虚
空
を
見
上

な
が
ら

く

 
そ
れ
か
ら

を
組
ん
で

て
し
ま

た

こ
の
樹
海
は

方
見
て
回

た
け
ど
あ
の

を
開
け
そ
う
な
ア
イ
テ
ム
は
見
付
け
ら
れ

な
か

た
よ
ね

フ

リ
ア
ち

ん
の

解

ス
キ
ル
は
完
全

得
し
て
る
か
ら
ス
キ
ル
値
の
問

で
も
な

さ
そ
う
だ
し

ま
た
見
て
回
る
の
は

れ
る
な

 
最
大

の
セ
ル
ベ
ン
テ

ス
の
神
殿
の
影
に
設

し
て
い
る
仮

点
に

り

き

息
の

備
を
し
な
が
ら
会
話
を
交
わ
す
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間
違
い
な
く
第
一
層
よ
り
も
広
大
な
エ
リ
ア
を
た

た
二
人
で
手
探
り
の
状

で
歩
き
回
り

け
る
事

三
日
が
経
ち
補

も
ま
ま
な
ら
ず
食
事
も
以
前
に

べ
れ
ば

更
に
は
ど
ち

ら
か
が
夜
の
番
と
し
て

き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

に

労
を
覚
え
て
い
る

モ

チ
ベ

シ

ン
な
ど
上
が
る

も
無
い

 
一
番
は
や
は
り

眠
不
足
な
の
だ
ろ
う
が
精
神
的
な
不
安
や

労
も
か
な
り
の
も
の
だ
ろ
う

ま

今
は
と
に
か
く

ご
し
ら
え
し
よ

か

フ

リ
ア
ち

ん

が
食
べ
た
い

 
現
在
時

は

後
十
二
時

は
わ
た
し
が
作

た
の
で

お

は
レ
イ
ン
が

番
だ

え

 
別
に
レ
イ
ン
の

き
に
作

て
い
い
よ

 
そ
れ
は
分
か

て
い
た
の
だ
が
メ
ニ

を

か
れ
る
と
思

て
い
な
か

た
の
で

を

て
し
ま

た

 
こ
の
三
日
間
の
食
事
は
と
に
か
く
モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
や

集
し
た
食

の
あ
り
あ
わ
せ
で

て
い
た
の
で
メ
ニ

を

ぶ

も
最
初
は
無
か

た
の
だ
が
あ
る
程

食

の
備

に

が
出
来
て
か
ら
は
多
少

と
か
な
る
よ
う
に
は
な

て
い
た

 
そ
れ
で
も
お

い
メ
ニ

は
そ
の
時

で
決
め
て
い
た
の
で

く
よ
う
な
事
は
し
な
か

た

ま

⻑
い
付
き
合
い
と
い
う
事
も
あ

て
お

い
の

み
や
味
覚
を
把
握
し
て
い
る
か
ら
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こ
そ

わ
ざ
わ
ざ
問
う
必
要
性
も
無
か

た
と
い
う
話
で
は
あ
る
の
だ
が

 
そ
れ
で
疑
問
に
思
い
つ
つ

葉
を
返
せ
ば
レ
イ
ン
は
エ
プ
ロ
ン
を
し
紅
い
髪
を
一
つ

り

に

め
な
が
ら

ん
だ

で
も
今
日
の

食
わ
た
し
の

き
な
ハ
ム
サ
ン
ド
イ

チ
に
し
て
く
れ
た
で
し

 
こ
ん

な
状
況
で
パ
ン
な
ん
て
作
り
に
く
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
作

て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
わ
た
し
も
フ

リ
ア
ち

ん
が

き
な
も
の
を
作

て
あ

た
い
な

て
思

て

 
生

が
メ
イ
ン
の
レ
イ
ン
は

鍛
冶

に

裁

の
他

キ
リ
ト
の
よ
う
に

理

に
も

い

か
ら
手
を
出
し
て
い
る
も
の
の
わ
た
し
は
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
を
す
る

に

解

や

発
見

定

な
ど
で
ス
キ
ル

を

め
て
い
る
た
め

得
時
期
が
ど
う
し
て
も

く
な

て
し
ま

て
い
た

 
そ
ん
な
中
で
入
手
数
が
少
な
い
小

を

理
ス
キ
ル
で
加
工
し
パ
ン
に
仕
立
て
上

る

の
は
中

し
か

た

 

理
ス
キ
ル
に
よ
る
加
工
に
も
食

の
レ
ア

に
よ

て
成

と
い
う
も
の
が
存
在
し

て
い
る

 
こ
れ
は
目
的
の
も
の
が
出
来
上
が
る
成

で
も
あ
る
が
同
時
に
出
来
上
が

た
食

の
ラ
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ン
ク
や
味
の
良
さ
に
も

わ

て
い
る

本
的
に
値
が
高
い

ど
高
ラ
ン
ク
に
し
て
良

な
も

の
に
な
り

い

 
ち
な
み
に
食

の
加
工
に
も
ス
キ
ル
が
不
要
な
も
の
と
必
要
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る

主
に

前
者
は
圏
内
ク
エ
ス
ト
の
定
番
と
さ
れ
て
お
り
後
者
は

理
ス
キ
ル
を
極
め
た
い
と
思

て
い
る
プ
レ
イ

が
す
る
も
の
だ

 
ス
キ
ル
が
不
要
な
加
工
は
先
の
小

か
ら
パ
ン
と
い

た
よ
う
な
原

か
ら
食

を
作
り

出
す
場
合

 
ス
キ
ル
が
必
要
な
加
工
は
パ
ン
と
肉

そ
の
他

味

を
合
わ
せ
て
一
つ
の

理
を
作

る
場
合
だ

ど
ち
ら
か
と

え
ば
こ
ち
ら
は
加
工
と

う
よ
り

理
と

え
る

 
な
の
で
本
来
パ
ン
を
作
る
に
あ
た

て
小

の
加
工
に
は

理
ス
キ
ル
を
必
要
と
し
な

い

し
か
し
そ
れ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の
常
識
だ

こ
の
樹
海
で
手
に
入

た
小

で
は

必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

 
レ
イ
ン
が
小

か
ら

つ
か
加
工
し
て
く
れ
て
い
れ
ば
苦
労
は
し
な
か

た
の
だ
が
食

の

原

ア
イ
テ
ム
は
と
も
か
く
食
品
へ
と
加
工
し
て
し
ま

た
ア
イ
テ
ム
は
ス
ト
レ

ジ
内
に

あ

て
も

値
が

少
し
て
し
ま
う
の
で

そ
の
手

は
取
れ
な
か

た
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と
は

え
常
に

い
た
肉
だ
け

だ
け
と
い
う
の
は
キ
リ
ト
に
頼
み

ん
で
お

分
け

し
て
も
ら

た

味

で
あ
る
程

と
か
な

て
い
る
も
の
の
流

に
味
気
な
い
に
も
程
が

あ
る

 

理
は
心
の
洗

と
も

え
る
か
ら
せ
め
て
食
事
面
で
多
少

善
を

る
べ
き
か
と
も

え
て

今

は
手

な
サ
ン
ド
イ

チ
に
し
た
の
だ

 
無
論

レ
イ
ン
が

き
な
も
の
だ
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
が

わ
ざ
わ
ざ

う
の
も
な

と

思

て

し
て
い
た
事
だ

完

に
見

か
さ
れ
て
い
た
事
に
少
し
だ
け

が

く
な

て
し

ま

た
あ

バ
レ
て
た
ん
だ

わ
た
し
よ
り

い
ス
キ
ル
値
で
パ
ン
を
わ
ざ
わ
ざ
作

て
し
か
も
味
付
け
ま
で

み
の
も
の

に
し
て
く
れ
て
た
ら
そ
れ
は
気
付
か
な
い
方
が

い
よ

そ
も
そ
も
フ

リ
ア
ち

ん
と
組
ん

で
か
ら
⻑
い
し
ね

 
そ
の

の
事
は
お
見

し
な
の
で
す
よ
と
し
て
や

た
り
な

み
を
浮
か
べ
て

う
レ
イ
ン

に
苦

を
返
す

お
見

し

か

じ

あ
わ
た
し
が

を
食
べ
た
い
か
も
お
見

し
だ

た
り
す
る
の
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え

 
あ
あ
は
は

そ
そ
れ
は
流

に
無
理
か
な

レ
イ
ン
ち

ん
は
エ
ス
パ

と
い
う

じ

な
い
の
で
す
よ

 

で

て
み
れ
ば
本
気
で
取

た

で
は
無
い
だ
ろ
う
が
面
白
い
く
ら
い

て
動
揺

を
見
せ
て
く
れ
た

こ
う
い
う
ノ
リ
の
良
さ
が
あ
る
女
友
達
と
い
う
の
は
今
ま
で
い
な
か

た
か

ら

付
き
合
い
が
一
年
に
達
す
る
今
と
な

て
も

ど
こ
と
な
く
新

に
感
じ
る

 
そ
の
新

さ
を
味
わ
い
な
が
ら

が
出
来
る
か
を
食

を
見
つ
つ
話
し
合
い
ま
た
サ
ン
ド

イ

チ
に
し
よ
う
と
結
論
が
出
た

 
た
だ
内
容
が
異
な
る

は
肉
と

が
ミ

ク
ス
だ

た
の
に
対
し
お

は
肉
メ
イ
ン
の

も
の
肉
と

の
も
の
そ
し
て
フ
ル

ツ
サ
ン
ド
を
二
切
れ
だ

こ
れ
は

後
の
探
索
の

の

英
気
を

う
た
め
と

フ
ル

ツ
で
リ
ラ

ク
ス
す
る

だ

い
や

や

り
樹
海
と
い
う
だ
け
あ

て
広
く
て
深
い
け
ど
肉
と

果
物
は

だ
か
ら
一
応
食
べ
物
に
事
欠
か
な
い
の
は
助
か
る
よ
ね

 
ト
ン
ト
ン
ト
ン

と

や
か
に
ま
な
板
の
上
に

い
た
食

を

で
切

て
い
き
な
が
ら

レ
イ
ン
が

た

 
そ
れ
に
わ
た
し
は

葉
こ
そ
発
さ
な
か

た
も
の
の

で
反
応
を
返
す

他
の
エ
リ
ア
が
ど
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う
い
う
も
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
少
な
く
と
も
判
明
し
て
い
る
浮
遊

と
魔
の
森
で
は
マ
ト

モ
な
食

が
手
に
入
る
と
は
思
え
な
か

た
の
で
そ
う
い
う
意
味
で
は
最
初
に
放
り
出
さ
れ
た

場

が
樹
海
で
助
か

た
と

え
る
だ
ろ
う

不

中
の

い
と
い
う
や
つ
だ

 
ち
な
み
に
肉
は

を
ま
ぶ
し
た

し
肉
な
の
で

火
を
一
切
使
う
事
無
く
食
べ
ら
れ
る

 
レ
イ
ン
は

理
を
わ
た
し
は

前
の
探
索
で
入
手
し
た
ア
イ
テ
ム

の
整
理
を
し
つ
つ
情
報

共
有
を
す
る
こ
と
お
よ
そ
数
分
後

サ
ン
ド
イ

チ
が
出
来
上
が

た

 
出
来
上
が

た
八
切
れ
の
サ
ン
ド
イ

チ
を
前
に
二
人

て
合
掌
し
そ
れ
か
ら
手
を

ば

し
て
食
べ
始
め
る

 

を
ま
ぶ
し
た
肉
の
サ
ン
ド
イ

チ
は

し
肉
が

重
な
の
で
数
は
少
な
い
が
だ
か
ら

こ
そ
の

味
し
さ
が

内
に
広
が

た

き
た
て
の

さ
や

ん
で
か
ら
出
て
来
る
肉

こ
そ

な
い
も
の
の

み
や
肉
特
有
の
食
感
に
味
は
損
な
わ
れ
て
い
な
い

 

論
肉
と

の
ミ

ク
ス
サ
ン
ド
も
あ

さ
り
と
し
た
味
も
加
わ

て
大
変
お
い
し
い

 
フ
ル

ツ
サ
ン
ド
に

し
て
は
こ
れ
は
レ
イ
ン
の

が
い
い
か
ら
だ
ろ
う
果
物
の
甘
味
が

損
な
わ
れ
な
い
よ
う
種

と
味
に
気
を
付
け
て

ん
で
い
る
の
が
よ
く
分
か

た

ん

や

り
キ
リ
ト
君
の
に
は
程
遠
い
な
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わ
た
し
が

て
サ
ン
ド
イ

チ
を
食
べ
つ
つ

足
感
を

い
て
い
る
と
対
面
で
同
じ
よ
う

に
食
べ
進
め
て
い
た
レ
イ
ン
が

不

そ
う
な
面
持
ち
で
そ
う

た

十
分

味
し
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

そ
う

て
も
ら
う
の
は

し
い
ん
だ
け
ど
ね

生

を

す
者
と
し
て
は
や

り
上

に
は
上
が
い
る
事
を
常
に
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

で
し
て

と
い
う
か
年

と
性
別
を

え
る
と

そ
こ
は
か
と
な
い

北
感
が
あ
る
と

い
ま
す
か

あ
 
レ
イ
ン
の

葉
に
キ
リ
ト
が
ユ
ウ
キ
と
デ

エ
ル
を
し
た
後
教
会
に
て
二
人
が
振
る
舞

た

理
に
複

な
表
情
を
し
て
い
た
サ

シ

ん
さ
ん
達
が
思
い
出
さ
れ
た

 
高

生
で

わ
れ
た
わ
た
し
と
レ
イ
ン
だ
が
ユ
ウ
キ
は
明
ら
か
に
中
学
一
年
生
キ
リ
ト
に

至

て
は
小
学
生
の
年

だ

ス
キ
ル
値
に

さ
れ
る
仮
想
世
界
と
は

え
味
付
け
の
セ
ン
ス

は
本
人
に
求
め
ら
れ
る
以
上

理

ス
キ
ル
の
高
さ
に

な
く

北
感
を

い
て
し
ま
う

と
い
う
の
も
分
か
ら
な
い
で
は
な
い

思
い
出
せ
ば
キ
リ
ト
の
義
姉
ら
し
い
リ

フ

や
親
し
い

ら
し
い
シ
ノ
ン

り
も
複

な
表
情
を
し
て
い
た

 
わ
た
し
は
一
人
で
探
索
出
来
る
程

で
あ
れ
ば
い
い
と
思

て
い
る
か
ら
そ
う
い
う
ダ
メ

ジ
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は
無
か

た
の
だ
が

レ
イ
ン
は
子

達
の
喜
ぶ

が

し
く
て
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で

そ
こ
で
負
け
た
の
が
悔
し
い
の
か
も
し
れ
な
い

流

に
三
日
も

信
不

じ

も
心
配
し
て
る
よ
ね

 
サ
ン
ド
イ

チ
を

手
に
持

た
ま
ま

手
で
シ
ス
テ
ム
メ
ニ

を

作
し
て
い
た
レ
イ

ン
が

と

く

恐
ら
く
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の

目
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
一

も
メ

セ

ジ
を

け
取
れ
て
い
な
い

流

に
三
日
も

な
く
な

れ
ば
サ

シ

さ
ん
か
ら
帰
る
指
示
の
メ

セ

ジ
が
来
て
も
い
い
の
だ
が
そ
れ
も
無
い
と
い

う
事
は

恐
ら
く
届
か
な
い
場

な
の
だ
ろ
う

 
わ
た
し
と
レ
イ
ン
の
間
で
は
や
り
取
り
出
来
た
の
で
ダ
ン
ジ

ン
の
よ
う
な
メ

セ

ジ
を

ば
せ
な
い
場

と
い
う

で
は
無
い
事
は
分
か

て
い
る

 
と
な
れ
ば
恐
ら
く
こ
の
エ
リ
ア
内
で
だ
け
メ

セ

ジ
を

ば
せ
る
か
あ
る
い
は
こ
こ
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
は
無
い
別
エ
リ
ア
か

 
ゲ

ム
と
も
な
れ
ば
ゲ

ム
の
舞

が
二
つ
や
三
つ

意
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

ア

イ
ン
ク
ラ

ド
攻
略
の
進

に
よ

て
解
放
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
こ
こ
が
ア
イ
ン
ク

ラ

ド

と
行
き
来
出
来
る
エ
リ
ア
と
い
う
可
能
性
も
存
在
す
る
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疑
問
と
し
て
は
人
力
で
は
な
い
だ
ろ
う
現
シ
ス
テ
ム
を

が
動
か
し
エ
リ
ア
実

を
実
行
し

た
か
だ
が

今
は

無
い
の
で

の

に

い
て
お
く
程

で
い
い
だ
ろ
う

ど
の
み
ち
分

か

た
と
こ
ろ
で

意
味
は
無
い

こ
の
神
殿
以
外
で
気
に
な
る
事
と

え
ば

進
行
不
能
の
オ
ブ
ジ

ク
ト
と

地
で

見

さ
れ
た
黒
い
浮
遊

 
黒
い
浮
遊

と
は
逆
四

の
形
状
を
し
た
も
の
の
事

そ
れ
以
外
に
表
現
の
し
よ
う
が
無
い

が

特
徴
と
し
て
表
面
に
同
じ
文
様
が

ま
れ
て
い
る
事
だ

 
真

に
重
な
る
よ
う
に

か
れ
た
逆
十

架
と

物
の
根
を
想

さ
せ
る
波

様
の
紋
様

地
を
探
索
し
て
い
る
間
に

つ
も
見
て
来
た
浮
遊

の
全
て
の
表
面
に
同
じ
文
様
が

ま
れ
て

い
た

 
ユ
ウ
キ
と
の
デ

エ
ル
後
キ
リ
ト
の

手
に
浮
か
ん
だ
紋
様
に
近
い
気
も
し
た
が
レ
イ
ン

く

に
形
状
が
違
う
ら
し
い

浮
遊

に

ま
れ
て
い
る
文
様
は

に
重
な
る
逆
十

架

様
だ
が
キ
リ
ト
の

手
に
浮
か
ん
だ
紋
様
は

に
重
な
る
十
文

様
だ

た
と
い
う

 
色
も
形
状
も
か
な
り
近
い
の
で
見
間
違
い
や
す
い
が
ア
ル
ゴ
に
情
報
入
手
の
依
頼
を
す
る

の
ス
ケ

チ
を
見
て
い
た
か
ら
違
い
が
分
か

た
と
レ
イ
ン
は
語

て
い
た
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そ
れ
か
ら

や

り

ア
レ
だ
よ
ね

 
一
呼

い
て
か
ら

レ
イ
ン
は
仮

点
か
ら
で
も
見
え
る
も
の
へ
と
目
を
向
け
た

 
そ
の

線
は
地
面
で
は
無
く
空

こ
の
樹
海
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

か
で
は
無
い

だ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る
最
大
の
要
因

 
そ
れ
は
空
中
に
浮
か
ぶ

黒
い

体

見
た
感
じ
の

感
は
浮
遊

と
似
た
り
寄

た
り
だ

が

よ
り
も
そ
の

が

で
は
無
い

か
な
り
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
見
て
い
る

な
の
に
ま

だ
大
き
く
見
え
る
事
か
ら
も
そ
の
大
き
さ
は

み
で
は
無
い
事
が
理
解
出
来
る

 
た
だ
し

や
空
中

路
が

び
て
い
る

で
は
無
い
の
で
ア
レ
の
内
部
に
入
る
事
は
出
来

な
い
し
空
を

ぶ
こ
と
も
叶
わ
な
い
か
ら
触
れ
る
事
だ

て
出
来
な
い

高

も

で
は
無

い
か
ら
攻
撃
が
届
く
事
も
無
い

 
多
分
あ
の
浮
遊

は
転

で
あ
そ
こ
に
繋
が

て
い
る
の
だ
と
思
う
の
だ
が
ど
う
に
も

浮
遊

の
方
が

動
し
な
い
の
で
八
方
手

ま
り
と
い
う
状
況
だ

 
あ
る
程

の
手
札
は
あ
る
の
だ
が
そ
れ
ら
を
切
る

の
プ
レ
イ

が

な
い
と

え
ら
れ

る
現
状

え
は
分
か

て
い
る
の
に
そ
こ
に

り

け
な
い
も
ど
か
し
さ
も
こ
ち
ら
の
精
神
を

さ
せ
て
来
る
一
要
因
で
あ
る
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キ
リ
ト
君
が

た
ら
変
わ

て
た
の
か
な

手
の
紋
様
の
事

 
で
も
ア
レ

て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
方
で
出
た
も
の
で

こ

ち

と
は

無
い
ん
じ

可
能
性
と
し
て
は

か
変
わ
る
の
も

定
出
来
な
い
と
思
う
ん
だ
よ

あ
と
わ
た
し
達
で
見

と
し
て
た

か
を
見
付
け
て
く
れ
る
可
能
性
も

定
出
来
な
い

あ
 
前
者
は
と
も
か
く

後
者
の
可
能
性
に

し
て
は
大
い
に
あ
り
得
る

 
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て
無
数
の
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
は
ト
ラ

プ
を
解

し
て
来

た
わ
た
し
だ
が
そ
れ
で
も
最
前
線
の
迷

を

独
で
攻
略
し
多
く
の
情
報
を
得
て
は

証

し
広
め
て
い
る
あ
の
少
年
と

べ
る
と
流

に
フ

ル
ド
探
索
の
方
で
は
多
少

る

ダ

ン
ジ

ン
で
は
負
け
る
つ
も
り
な
ど
無
い
の
だ
が
や
は
り
分

の
問

だ

 
と
は

え
流

の
キ
リ
ト
も
こ
こ
に
来
る
事
は
出
来
な
い

無
い
も
の
ね
だ
り
は
意
味
が
無

い 
ち
な
み
に
そ
れ
を
し
た
く
な
る
気
持
ち
は

く
分
か
る
の
で
そ
れ
を

め
る
つ
も
り
は
全
く
無

い
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ア
イ
テ
ム
や
見

と
し
が
あ
る
と
し
て
あ
り
そ
う
な
の
は
こ
の
大
神
殿
と
回
廊
神
殿
あ
と

は

地

か
な

 
と
に
か
く
キ
リ
ト
が

な
い
以
上
は
頼
れ
る

も
無
い
の
で
今
は
わ
た
し
達
二
人
で
現
状
を

如

に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

い
に
も
手
探
り
で
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
か
ら
は

マ

ピ
ン
グ
の
お
陰
で

ら
か
脱
せ
た
し
浮
遊

や
地
形
の
把
握
も
出
来
た
か
ら
多
少
動
き
や

す
い
の
は
確
か

 
全
て
手
探
り
な
の
と

ら
か
情
報
が
あ

て
予

立
て
て
動
く
の
で
は
や
は
り

分
違
う

そ
れ
は

も
だ
が
気
持
ち
的
な
も
の
も
だ

そ
う
だ
ね
人
工
物

て
い
う
前

を
す
る
な
ら
そ
れ
く
ら
い
だ
と
思
う

樹
海
エ
リ
ア
か
ら

出
ら
れ
な
い
以
上
は
こ
の
エ
リ
ア
の

か
に
あ
る
の
は
確
実
だ
し

で
も
外
に
あ
る
宝

に

あ
る
と
か
だ

た
ら
ど
う
し
よ
う

一
先
ず
さ

き
わ
た
し
が

た
三

を

的
に

べ
よ
う

そ
れ
で
も
無
か

た
ら
も

う
一

フ

ル
ド
を
探
し
回
る

面
は
こ
れ
で
ど
う
か
な

う
ん

そ
う
し
よ

か

 
最
初
は

乱
し
て
い
た
し
本

に
手
探
り
で
マ

ピ
ン
グ
や
索

を
行

て
い
た
の
で
ダ
ン
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ジ

ン
な
ら
と
も
か
く
フ

ル
ド
の
方
は

れ
て
い
な
い
の
も
あ

て
見

と
し
は
む
し
ろ

あ

て

然
だ

 
し
か
し
今
は
フ

ル
ド
の
マ

ピ
ン
グ
は

済
ん
で
お
り

物
内
部
の

か
な

が

出
来
て
い
な
い
く
ら
い

そ
こ
を

し
に
あ
た

て

そ
れ
で
も
無
け
れ
ば
外
を
も
う
一

回

た
方
が

も
良
い
だ
ろ
う
と
思
い

わ
た
し
は

を
出
し
た

 

い
に
も
彼
女
も
同
じ
事
を

え
て
い
た
よ
う
で
快
く

い
て
く
れ
た

 
今
後
の

を
し
な
が
ら
手

く
食
事
を
終
え
た
後

レ
イ
ン
が

で
片
手
剣

ド
・
オ
ブ
・
ホ
グ
ニ
を
二
本
わ
た
し
が
愛

し
て
い
る

剣

ド
ブ
レ
イ
カ

を

い
で

値
を
回
復

 
回
復
ア
イ
テ
ム
も
回
収
し
た
分
を

め
て
ま
だ

が
あ

た
の
で
探
索
を
し
な
が
ら
集
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
食

や

ア
イ
テ
ム
を
確
認

 
そ
れ
ら
を
終
え
た
事
で
探
索
に
出
る

備
は
整

た

さ
て

と

そ
れ
で
フ

リ
ア
ち

ん

か
ら
回
る

そ
う
だ
な

 
し

か
り
と
愛

の

剣
を
ベ
ル
ト
の
後
ろ

部
分
に
あ
る

に

め
そ
の
重
み
を
感
じ
な
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が
ら
立
ち
上
が

た
わ
た
し
に

レ
イ
ン
が
そ
う

い
て
来
た

 
レ
ベ
ル
こ
そ
わ
た
し
よ
り

い
も
の
の
実
力
そ
の
も
の
は
レ
イ
ン
の
方
が
ハ

キ
リ

て
上

だ

ド
ス
キ
ル
が
使
え
な
く
な
る
事
を
承
知
の
上
で
二
刀
を
振
る

て
い
る
の
も
ボ
ス
や

ネ

ム
ド
を

く

ど
の

を
ス
キ
ル
に
頼
ら
ず
倒
せ
る
か
ら
で
あ
る

 
そ
れ
で
も
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
探
索
を
し
た
回
数
は
今
や
わ
た
し
の
方
が
多
い
の
で
そ
う
い

う

を
頼
り
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

と
な
く

し
が
付
い
た

  

グ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

  

え
事
を
し
つ
つ
も
し

か
り

か
ら
回

た
方
が
い
い
か
思

し
て
い
る
最
中

突
に

樹
海
の

か
か
ら
物

い

が

い
て
き
て

を
打

た

き
と
そ
の
大
き
さ

か
ら
す
る
に
恐
ら
く
結
構
な
近
場
か
ら
だ

 
し
か
も
そ
の

の
大
き
さ
は

み
の
モ
ン
ス
タ

が
発
す
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い

ネ

ム
ド

も

し
い
の
で

恐
ら
く
は
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
だ
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だ
が
モ
ン
ス
タ

の
強
さ
は
索

ス
キ
ル
を
鍛
え
た
上
で
直

目

し

て
レ
ベ
ル
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く

様

な
要

か
ら
そ
の
強
さ
を
あ
る
程

れ
る

 
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

は
今
で
こ
そ
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
異
常
な
状
況
に

な

て
し
ま

て
い
る
が
今
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
い
う
要

は
存
在
し
て
い
る

備
の
見
た

目
が
強
さ
に
反

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
モ
ン
ス
タ

の
見
た
目
も
あ
る
程

強
さ
に
応
じ
て
い

る
の
だ

 
体
は
力
強
さ
と

の
多
さ
種

は

さ

形
は
攻
撃
方
法
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る

そ

れ
ら
が
平

的
で
あ
れ
ば
然
し
て
問

は
な
い
も
の
の

体
だ

た
り
禍

し
さ
を
感
じ
さ
せ

る

で
あ
れ
ば
か
な
り
の
強
さ
を
持

て
い
る
と

え
る

 
無
論
こ
ち
ら
に

心
を

か
せ
な
い

で
も
恐
ろ
し
く
強
い
モ
ン
ス
タ

は

に

る
が

そ
も
そ
も
そ
う
い
う
モ
ン
ス
タ

は
レ
ア
中
の
レ
ア
な
の
で

本
的
に
会
え
る
事
は
無
い

 
ラ
グ

・
ラ
ビ

ト
の
よ
う
な
レ
ア
食

モ
ン
ス
タ

は
体
力
と
攻
撃
力
は
最

値
な
が
ら

値
が

じ

な
い
な
ど

か
し
ら
特
化
し
て
い
る
能
力
を
持

て
い
る
事
の
方
が
む
し
ろ
多

い
と

え
る
だ
ろ
う

 

話
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そ
う
い

た
特
徴
を
生
き
残
る
た
め
に

に

き

ん
で
い
る
わ
た
し
は

の
大
き
さ
と

感
じ
ら
れ
る
危
険
性
か
ら
か
な
り
の
大
物
だ
と
判
断
し
て

時
に
ど
う
動
く
べ
き
か
を
思

し

始
め
た

 

み
の
モ
ン
ス
タ

あ
る
い
は
ネ

ム
ド
が

手
な
ら
一
応
二
人
で
も

は
す
る

ネ

ム
ド
は
パ

テ

り
を

本
と
し
て
い
る
の
で
個
人
の
戦
闘
能
力
が
高
け
れ
ば
人
数
が
フ

ル
に

た
な
く
て
も

り
合
え
は
す
る
の
だ

 
し
か
し
こ
の
エ
リ
ア
は
か
な
り
の
高
レ
ベ
ル
モ
ン
ス
タ

が

し
て
い
る
の
で

え

に
ポ

プ
す
る
モ
ン
ス
タ

だ
と
し
て
も
常
に

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ネ

ム
ド
は
か
な
り
の
回
数
戦

て
い
る
も
の
の
こ
の
エ
リ
ア
の
ネ

ム
ド
の
レ
ベ
ル
は
か

な
り
高
い
と

え
ら
れ
る
か
ら
正
直
戦
い
た
く
な
い

 
加
え
て

え
ば

今
の

は
明
ら
か
に
ボ
ス

が
放
つ
も
の

迷

か
ら
外
れ
た
ダ
ン

ジ

ン
に
潜

て
マ

ピ
ン
グ
と
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
を
行
う
中
で
ボ
ス

と
戦

た
事
は

ど

無
く

地
下
迷

で
キ
リ
ト
が
戦

て
い
た
の
を
見
た
の
が

初
め
て
と
す
ら

え
た

 
結
論
と
し
て
は
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
や
り
過
ご
し
た
い

 
け
れ
ど
引

掛
か
る
の
は
わ
ざ
わ
ざ
神
殿
の
影
と
い
う
発
見
さ
れ
に
く
い
場

に
設

し
た
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仮

点
に
い
る
わ
た
し
達
が
発
見
さ
れ
た
に
し
て
は
目

可
能
な

内
に

を
上

た
と

思
し
き
存
在
の

が
見
え
な
い
事

 
そ
れ
は
わ
た
し
達
と

を
上

た
存
在
の

離
が
離
れ
て
い
る
事
を
意
味
す
る

 
つ
ま
り

を
上

さ
せ
た
存
在
は
わ
た
し
達
で
は
な
く
他
の
存
在
で
は
な
い
か
と
い
う

予

が
立

た

に
動
き
出
さ
な
か

た
の
も
本
能
的
に
わ
た
し
達
が
見
つ
か

た

で
は

無
い
と

し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

 
と
な
れ
ば

わ
た
し
達
が
取
る
べ
き
道
は
限
ら
れ
る

 
下
手
に
動
け
ば
近
く
で
狂

化
し
て
い
る
だ
ろ
う
ボ
ス

と

合
わ
せ
す
る
が
こ
の
ま
ま
こ

こ
に

て
も
見
つ
か
ら
な
い
可
能
性
は

い

大
神
殿
に
入

て

探
索
し
な
が
ら
や
り
過
ご
そ
う

 
だ
か
ら
大
神
殿
内
部
の
探
索
を
し
つ
つ

ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
が

り
過
ぎ
る
の
を

つ
事
に
し

た

い

は
木

が
立
ち

ぶ
樹
海
か
ら
で
あ
り
神
殿
内
部
か
ら
で
は
な
い

 
見
つ
か

て
い
た
な
ら
別
だ
が
ま
だ
そ
う
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
以
上
内
部
ま
で
追
い
か
け

て
来
る
事
は
ま
ず
無
い
だ
ろ
う

 
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
に
追
い
掛
け
ら
れ
て
い
る
人
物
が
入

て
来
た
ら
話
は
別
な
の
で
そ
れ
に

意
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し
つ
つ
わ
た
し
は
設

し
て
い
た
仮

点
の
も
の
を
手

く
ス
ト
レ

ジ
に
突

み
レ
イ

ン
と
共
に
大
神
殿
へ
と
入

た

 
く

 
失

し
た

と

づ
き
な
が
ら
私
は
全
力
で
樹
海
の
中
を

り

け
て
い
た

 

を

と
幹
の
太
い
大
木
が

り
過
ぎ
て
い
く
速
さ
が
ど
れ
だ
け
全
力
か
を
物
語

て

い
た

自
動
車
が

る
速

に

し
て
い
る
と
思
え
る
程

は
出
せ
な
い
速

で
は
あ
る

が

パ
ラ
メ

タ
が
高
け
れ
ば
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
仮
想
世
界
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
事
だ

 
し
か
し

そ
の
速
さ
を
出
し
て
い
て
も
決
し
て
安
心
出
来
な
い
事
が
あ

た

グ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
背
後
か
ら

こ
え
る

身
の

も
よ
だ
つ
恐
ろ
し
い

 
つ
い
さ

き
大
樹
を

ん
だ
状

で
す
れ
違

て
い
た
禍

し
い

の
モ
ン
ス
タ

に
見
つ

か
ら
な
い
よ
う

れ
て
進
ん
で
い
た
の
だ
が

ん
の

か
に
地
中
か
ら

を
出
し
て
い
た
木
の

根
に
足
が
引

掛
か

て
こ
け
て
し
ま

た

そ
の
時
上

て
し
ま

た
声
が
原
因
で
気
付
か
れ

て
し
ま
い

今
現
在
追
い
掛
け
ら
れ
て
い
る
真

最
中
で
あ
る
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こ
の
樹
海
に
来
て
か
ら

ん
だ
り

た
り
だ
と

中
で

た

 
六
十
層

の
ダ
ン
ジ

ン
か
ら

へ
と
帰
る

中
で
転

さ
せ
ら
れ
た
と
思
え
ば
予
想
外
の
事

に
出
く
わ
す
し
そ
れ
が
原
因
で
カ

ル
が
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
し
ま
う

更
に
転

結

を
使

て
も

点
と
し
て
い
た
主

へ

れ
な
い

目

と
な
る
迷

は
無
く
あ
る
の
は

た
だ
意
味
も
分
か
ら
な
い

大
な
黒
い

体
と
広
す
ぎ
る
深
い
樹
海
ば
か
り

 

に
い
る
モ
ン
ス
タ

も

ど
全
て
が
格
上
ば
か
り
で

鍛
冶

ス
キ
ル
も
取

て
な
い

か
ら
剣
の
修
復
も
マ
ト
モ
に
出
来
ず

な
戦
闘
も
出
来
な
い

 
だ
か
ら
こ
こ
に
来
て
し
ま

た
三
日
前
か
ら
私
は
樹
海
の
中
に
あ
る

な

を

点
と
し

て

ど
立
ち

生
も
同
然
な
が
ら
ど
う
に
か

の
探
索
を
行

て
い
た
の
だ
が
今
回
は
そ

れ
が

と
な

た

ま
さ
か
あ
ん
な
恐
ろ
し
い
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

が
い
る
と
は
予
想
外
だ

た 
私
を
追

て
き
て
い
る
存
在
を
一

で

い
表
す
な
ら

骨
百
足
が
最

だ
と
思
う

 
後

部
が
⻑
い

骨
四
つ
に

れ
る

昏
い
火
を

す
四
ツ
目

⻑
い
背
骨
に
付
い
て
い

る

の

骨
は
ガ
シ

ガ
シ

と

を
立
て
て
蠢
き
人
間
な
ら

に

た
る
場

よ
り
下
は

⻑
大
な
節
足

に
あ
た
る
部
分
は
紅
い
刃
を
持
つ

大
な

に
あ
た
る
も
の
は

二
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本
ず
つ
存
在
し
て
お
り

か
ら
先
は
こ
ち
ら
も

と
同
様
に
紅
い
刃
を
持
つ

大
な

だ

 
と
に
か
く
見
た
目
か
ら
し
て
危
険

が

で
は
無
い
か
ら
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
と

意
を

し
て
い
た
の
に
足

に

意
す
る
の
が

か
に
な

て
こ
け
て
し
ま
う
な
ん
て
自
分
の
間

け
ぶ
り
が
と
て
も

立
た
し
か

た

は

 
は

 
肉
体
的
な

労
は
無
い
か
ら
息
切
れ
な
ど

こ
る

も
無
い
の
だ
が
そ
れ
で
も
リ
ア
ル
で
生

き
て
来
た
時
の
ク
セ
で
呼

が

く
な
る

を
必
要
と
し
て
目
の
前
が
ク
ラ
ク
ラ
す
る
事
が

無
い
の
が
今
は
不

中
の

い
だ

た

 

り

け
る
中
チ
ラ
リ
と
背
後
を

越
し
に
振
り
返

て
見
る
が
先
の

骨
百
足
の

は
見

え
な
い

見
え
な
い
く
ら
い
突
き
放
し
た
の
か
そ
れ
と
も
木

が
邪
魔
で
見
え
な
い
だ
け
な
の

か
は
分
か
ら
な
い
が

そ
れ
で
も
地
面
の
揺
れ
か
ら
す
る
に
ま
だ
追

て
き
て
い
る
の
は
確
か

 
安
心
す
る
に
は
ま
だ

い

う
わ

え
 
背
後
を
見
て

骨
百
足
の
事
を
気
に
し
て
い
る
と
さ

き
ま
で
は

も

な
か

た

の
前
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方
か
ら
声
が

こ
え
て
来
た

き
を

む
声
に
私
も

い
て

を
前
へ
と

す

 
そ
こ
で

界
に
入

て
来
た
の
は

紺
だ

た

くん
が

 
制
動
を
掛
け
よ
う
に
も
流

に
間
に
合
わ
ず

し
か
も
ご

に
木
の
根
に
ま
た
足
を
引

掻
け
て
し
ま

た
の
で
出
来
る

も
無
く

紺
色
に

備
を

め
た
プ
レ
イ

に
正
面
衝

突
し
て
し
ま

た

 
ご
ん

と

を
ぶ
つ
け
合

て

い

を
立
て
る

 
衝
突
し
た
私
は
そ
れ
で

て
い
た
勢
い
が
多
少
弱
ま

た
も
の
の
前
進
は

け
て
し
ま
い

ぶ
つ
か

た

紺
色
の
プ
レ
イ

に

り
に
な
る
形
で
地
面
に

地
し
て
し
ま

た

一
体

が

 
地
面
に
背
中
か
ら

き
付
け
ら
れ
た
の
と
私
が
お

に

り
に
な

て
し
ま

た
事
で
息
を

ま
ら
せ
た
ら
し
い

紺
の
プ
レ
イ

が

苦
し
気
に

を
し
な
が
ら
こ
ち
ら
を
見
て
来
た

 

じ
ら
れ
て
い
た

が
持
ち
上

ら
れ

そ
の

に
あ

た
紅
い

が
私
を

く

 
一

私
の

上
へ
と
そ
の

が
向
い
た
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オ
レ
ン
ジ

 
や
は
り
そ
の

が
見
た
の
は

プ
レ
イ

の

上
に
表
示
さ
れ
る
カ

ル
だ

た

 
グ
リ

ン
か
オ
レ
ン
ジ
か
で
対
応
を
変
え
る
の
が

で
あ
る
以
上

本
的
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ

レ
イ

は
無
意
識
で
も
カ

ル
に

線
が
向
か
う
よ
う
に
な

て
い
る

そ
れ
が
初
対
面
で

あ
れ
ば

更
だ

そ
れ
を

観
と
共
に

け
入
れ
こ
そ
す
れ

定
は
出
来
な
い

ね

い
い
加

ボ
ク
の
上
か
ら
退
い
て
く
れ
な
い
か
な

 
私
を
オ
レ
ン
ジ
と
見
た

か
に

根
を
寄
せ
た

紺
の
プ
レ
イ

は

を
開
い
て
静

か
な

で
そ
う

て
来
た

 
た
だ
静
か
な

で
は
あ
る
が
声

の
方
に
は
恐
ろ
し
い
と
思
え
る

た
い

み
が
あ

た
す

す
ま
な
い

 
オ
レ
ン
ジ
で
あ
る
事
を

き
に
し
て
も
人
に

り
に
な

た
ま
ま
と
い
う
の
は
確
か
に
不
快

な
気
分
に
さ
せ
る
と
理
解
出
来
て
い
る
の
で
慌
て
て
私
は

紺
の
プ
レ
イ

の
上
か
ら
退
い

た
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そ
れ
か
ら
む
く
り
と
上
体
を

こ
し
た
プ
レ
イ

は

流
れ
る
よ
う
な
動
き
で
立
ち
上
が

り

お

に
つ
い
た
泥
や

を

手
で
払

た

 
そ
の
プ
レ
イ

は
私
も
見
た
事
が
あ

た

 

紺
の

備
に
身
を

め
盾
を
持
た
ず
持
ち
前
の

性
を
活
か
し
て
片
手
剣
を
振
る
う

女
性
最
強
と

わ
れ
て
い
る
剣
士
絶
剣
だ

近
く
で
見
た
事
が
あ
る
し
少
し
前
に
あ

た

第
七
十
五
層
闘
技
場
で
の
レ
イ
ド
戦
を
観
戦
し
て
い
た
か
ら
す
ぐ
分
か

た

さ

き
気
付

か
な
か

た
の
は
却

て
近
か

た
か
ら
で
あ
る

そ
の
さ

き
は
ぶ
つ
か

て
し
ま

て
す
ま
な
か

た

後
ろ
を
振
り
返

て
い
た

か
ら
前
を
見
て
な
く
て

 

い
を
見
合

て

な

が
漂

て

そ
の
空
気
が

た

れ
な
く
て
再

今

は

し

か
り
と

を
下

て

罪
す
る

大
慌
て
で

て
い
た
の
も
あ
る
が
そ
れ
は

い

に
な

る
か
ら

心

意

意
を
示
そ
う
と
思

て
の
事
だ

い
や
ま

そ
れ
は
い
い
ん
だ
け
ど

前
を
見
て
な
か

た

ね

も
し
か
し

て
キ
ミ

か
か
ら

て
た
の

え

 
あ

あ
あ

確
か
に
そ
う
だ
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そ
れ
が

じ
た
か
ら
か

の
上
か
ら
掛
け
ら
れ
た
声
に
多
少
の

心
は
感
じ
ら
れ
た
も
の

の
さ

き

め
ら
れ
て
い
た

み
は
あ
ま
り
無
か

た

そ
の
ま
ま

て
い
た
事
を

い

て

ら
れ
て
て

き
り
責
め
ら
れ
る
と
ば
か
り
思

て
い
た
私
は
少
し

け
な
が
ら

直
に

し

た 
そ
こ
で

私
は
さ

き
大

ぎ
で

て
い
た
事
を
思
い
出
す

て

そ
う
だ

く

な
い
と

 
君
も

 
一
緒
に

な
い
か
と

お
う
と
し
た
私
は
し
か
し
そ
れ
を
発
す
る
事
は
出
来
な
か

た

 
危
な
い

な
 
私
が
話
し
て
い
る
最
中

か
に
気
付
い
た
よ
う
に
ハ

と
し
た

で

上
を
見
上

た
絶

剣
が

突
に
声
を
上

て
私
に
突
進

そ
の
ま
ま
私
の
体
を

き

め
て
そ
の
場
か
ら

動

し
た
の
だ

 
グ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
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い
き
な
り
の
行
動
に

を
と
思

た
も
の
の
そ
れ
は
す
ぐ
に

え
が
出
た

骨
百
足
が

上
か
ら

ち
て
来
て
さ

き
ま
で
私
と
絶
剣
の
二
人
が

た
場

に
血
の
色
の
刃
を
持
つ

大
な
大

を
振
る

た
か
ら
だ

 
彼
女
が
私
を

し
倒
す
よ
う
に

て
く
れ
な
け
れ
ば
そ
の
一
撃
で
私
も
彼
女
も
殺
さ
れ

て
い
た
の
は
目
に
見
え
て
い
た

 

密
に
攻
撃
力
を
知

て
い
る

で
は
無
い
も
の
の
そ
う

え
て
し
ま
う
く
ら
い
そ
の
モ
ン
ス

タ

に
は
恐
ろ
し
さ
が
あ

た

な

オ
リ
ジ
ン
リ

パ

 

で
七
十
五
層
の
ボ
ス
が

え

 
ア
レ

て
最
前
線
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
な
の
か
い

う
ん
そ
う

い
や

違
う
ね

フ
ロ
ア
ボ
ス
の
大

は
二
本
だ

た
し
あ

そ
こ
ま
で
禍

し
く
な
か

た
か
ら

種
か

か
か
も

よ
く
見
れ
ば
名
前
も
違

た
し

 
ま
さ
か
最
前
線
の
第
七
十
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
は
思
わ
ず

い
て

き
返
す
が
ど
う
や
ら

が
違

た
ら
し
く

断
な
く

紺
色
の
片
手
直
剣
を
構
え
な
が
ら
彼
女
は

し
い

で
前

を
撤
回
し
た

 

め
て

骨
百
足
の
名
前
を
見
れ
ば

そ
こ
に
は

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｄ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｎ
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ｉ
ｎ
ｇ
Ｒ
ｅ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ

と
表
記
さ
れ
て
い
た

 
定

が
あ
る
と
い
う
事
は
や
は
り
れ

き
と
し
た
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

レ
ベ
ル
は

と
あ

る
の
で

レ
ベ
ル

の
私
よ
り
も
格
上
だ

多
分

絶
剣

よ
り
は
ち

と

い
く
ら
い
だ

ろ
う
が
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

に
は
他
の
Ｍ
ｏ
ｂ
に
は
無
い
ス
テ

タ
ス
補
正
が
掛
か

て
い
る
か

ら
こ
ち
ら
が
ど
れ
だ
け
レ
ベ
ル
が
高
く
な

て
い
て
も

わ
な
い
事
の
方
が
多
い
と
い
う

論

黒
の
剣
士

の
よ
う
に

外
は
存
在
す
る
の
だ
が

そ
れ
は
極
め
て
少
数
と

え
る

グ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
う
や
り
取
り
し
て
い
る
と
目
の
前
に

物
が

ま

た
事
を

機
と
見
た
か

骨
百
足
が

の
大

を
一
本

ぎ
の

道
で
振
る

て
来
た

ぐ

う

く
 
そ
の
攻
撃
は
今
か
ら
ど
う
足
掻
い
て
も
二
人

め
て
斬
り
裂
か
れ
る

道
を

い
て
い
た
た

め
私
と
絶
剣
は
同
時
に
手
に

て
い
た
片
手
剣
を
横
に
翳
し
剣
の

に

掌
を

え

て
横

ぎ
に
備
え
た

 
直
後
大

と
二
本
の
剣
が
交
錯
し
強

な
衝
撃
が
こ
の
身
を
襲

て
来
た

の
上
か
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ら
攻
撃
が

ら
か

し

が
二

程

れ
た

絶
剣

の
方
は
や
は
り
レ
ベ
ル
が
上
と
い

う
事
も
あ

て
一

弱
程
だ

 
二
人
掛
か
り
で
こ
れ
な
の
だ
か
ら
一
人
で

い
だ
時
は

分
を

て
い
た
だ
ろ
う
し
直
撃

し
た
時
の
事
な
ど
も
う

え
る
ま
で
も
な
い

二
人
で
抑
え
ら
れ
る

て
事
は
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

よ
り
は

ス
テ

タ
ス
み
た
い

だ
ねそ

そ
う
な
の
か
い

し
ろ

キ

黒
の
剣
士

で
も
ギ
リ
ギ
リ
だ

た
ん
だ

ボ
ク
達
が
二
人
で
抑
え

も
う
と
し
て
も
そ
の
ま
ま
剣
を

ら
れ
て
斬
り
裂
か
れ
て
た
と
思
う
よ

 
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

と
い
う
の
は
恐
ら
く
さ

き
彼
女
が

違
い
し
た
第
七
十
五
層
の
フ
ロ

ア
ボ
ス
の
事
な
の
だ
ろ
う

こ
れ
で
も
そ
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
よ
り
弱
い
と
い
う
の
に

分

得
は

し
つ
つ
も
や
は
り
目
の
前
の
恐
ろ
し
さ
故
に
本

か
と
疑

て
し
ま

た

 
そ
の
疑
問
に

絶
剣

は
⻭
を
食
い

て
持
ち

え
な
が
ら

え
た

ど
う
や
ら
そ
れ
だ

け

常
で
は
な
い
存
在
だ

た
ら
し
い

そ
れ
よ
り
も

息
を
合
わ
せ
て

を
弾
く
よ
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わ

分
か

た

 
彼
女
に

わ
れ
て
確
か
に
今
は
目
の
前
の

を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
直
し
て
思

を
切
り

え
る

 
そ
れ
を
見
た
か

絶
剣

は
い
く
よ

と
声
を
掛
け
て
来
た

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

グ
シ

ア
ア

 

レ
ベ
ル
な
私
と
高
レ
ベ
ル
の
絶
剣
と
が
同
時
に
剣
を

し
出
す
事
で
シ
ス
テ
ム
上

の

力
値
が
攻
撃
に
合

さ
れ
た
の
で
一
体
で

ん

て
い
る

骨
百
足
の
一
撃
を
ど
う
に

か
弾
く
事
に
成

し
た

き
の

を
上

な
が
ら
ホ
ロ
ウ
・
デ

ド
ニ
ン
グ
・
リ

パ

が

み

後
退
す
る

 
私
は
そ
れ
を
見
て

一

仕
切
り
直
そ
う
と
思

た

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

え
 
し
か
し

絶
剣

は
違

て
い
た

彼
女
は
こ
れ
を

機
に
攻
め
る
事
を

し
て
い
た
の

だ
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を
弾
か
れ
て

ん
だ

骨
百
足
に
対
し

常
攻
撃
で
弾
い
た
事
で

直
が
無
か

た
た
め

か
彼
女
は

ド
ス
キ
ル
を
放

て
い
た

深
紅
の
光

を
引
き
な
が
ら

と
共
に
突
進
す
る

そ
れ
は

片
手
剣

の
重
突
進

ド
ス
キ
ル
と
し
て
有
名
な

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

だ 

動
は
と
も
か
く

体
故
に

嗟
の
回

行
動
が

い

骨
百
足
の

大
な

骨
に
正
面

か
ら
そ
の
強

な
突
進
突
き
が
直
撃
し
た

大
地
と
大
気
を
揺
ら
が
せ
る
程
の

が

き

り

更
に

骨
百
足
が
大
き
く

ん
だ

 

ド
ス
キ
ル
に
付

す
る

か
な
技
後

直
か
ら
復
帰
し
た

な

紺
の
剣
姫
は
す
ぐ
さ

ま

き
に

ま

た
私
が

る
場

ま
で
後
退
し
て
来
た

そ
れ
か
ら

み
憎

し

に
眼

の
昏
い

火
を
揺
ら
め
か
せ
る

骨
百
足
に
振
り
返
り

剣
を
構
え
る

 
そ
の

線
は

し
か
し

骨
百
足
で
は
無
く
そ
の

上
に
あ
る
四
本
の

ゲ

ジ
へ
と
向
け

ら
れ
て
い
た

見
れ
ば
最
上

の
ゲ

ジ
の
三

が
今
の
一
撃
で

れ
て
い
る

ボ
ク
の

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

で
三

な
る

ど

思

た
よ
り
か
な
り
弱
く

な

て
る
ね

え

ア
レ
で
も
な
の
か
い
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黒
の
剣
士

の

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

で
も
ド

ト

で
し
か

れ
な
か

た

か
ら
ね

な
 
あ
の
闘
技
場
で
の

戦
を
見
た
か
ら
黒
の
剣
士
の
強
さ
と
い
う
よ
り
は
ス
テ

タ
ス
も

大
体

し
が
付
く

 
個
人
戦
も
レ
イ
ド
戦
も
あ
の
少
年
の
強
さ
が
あ

た
か
ら
こ
そ
突
破
出
来
た
よ
う
な

も
の
な
の
に
そ
れ
で
す
ら
ド

ト

で
し
か

れ
な
か

た

て
一
体
ど
れ
だ
け
壊
れ
た

ス
テ

タ
ス
の
ボ
ス
だ

た
の
か
と
思

た

流

に
そ
れ
は
第
三
ク

タ

と

え
ど
も

ぶ

び
過
ぎ
だ
ろ
う

 
ま

が

の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
だ

た
の
だ
ろ
う
事
を

え
れ
ば
ク

タ

ポ

イ
ン
ト
ご
と
に
壊
れ
ス
テ

タ
ス
の
ボ
ス
を
配

し
ク
リ
ア
さ
れ
に
く
い
よ
う
に
す
る
の
は

然
で
は
あ
る

あ
る
の
だ
が
デ
ス
ゲ

ム
で
あ
る
現
状
で
そ
れ
は
理
不

と
思

て
し
ま
う
の

は
仕
方
な
い
事
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
と
も
か
く

ホ
ロ
ウ
・
デ

ド
ニ
ン
グ
・
リ

パ

の
強
さ
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
よ
り
下

が

て
い
る
か
ら

ま
だ
絶
望
す
る
程
で
は
無
い
ら
し
い

そ
の
発
見
は
不

中
の

い
だ
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し
か
し

そ
れ
で

キ
ミ

戦
え
そ
う

 
気
に
な
る
事
は
私
の

に

抗
な
く

び
あ
ま
つ
さ
え
共
に
戦
う
か
ど
う
か
を

い
て
く

る
事
だ

 
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

は
忌

さ
れ
る
存
在
で
カ

ル
が
オ
レ
ン
ジ
の
時
点
で

対
認
定
さ

れ
る
と

て
も
過

で
は
な
い

そ
れ
は
大

が
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
だ

た
り
レ

ド
ギ
ル
ド

の
影

な
の
だ
が

実

事
実
な
の
で
仕
方
が
な
い
と
思

て
い
る

 
だ
か
ら
私
も
彼
女
と
会

て
か
ら

離
を

り
か
ね
て
い
る

最
初
は
あ
か
ら
さ
ま
に

を

し
て
い
た
と

う
の
に
今
と
な

て
は
そ
の

心
が
か
な
り

れ
共
に
強

と
戦
お
う
と

ま
で

て
来
る
の
だ
か
ら

 

を

え
て
い
る
の
か
が
私
に
は
分
か
ら
な
か

た

そ
の

君
は

恐
く
な
い
の
か
い

 
私
は
オ
レ
ン
ジ
な
の
に

す
ら
解
い
て

最
初
は

し
た
け
ど
キ
ミ
の
眼
を
見
て
た
ら
信
じ
て
も
い
い
か
な
と
は
思

た
ん
だ

論
全
面
的
に
信

は
し
て
な
い
よ

で
も
オ
レ
ン
ジ
だ
と
か
グ
リ

ン
だ
と
か
は
た
だ
の
指
標
で

し
か
な
い
本

に

悪
か
を
見
極
め
る
の
は
自
分
の
眼
と
心
だ

オ
レ
ン
ジ
だ
か
ら

て

も
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か
も
忌

や

悪
は
し
な
い
し

逆
に
グ
リ

ン
だ
か
ら

て
全
て
信
じ
る

じ

無
い

 
そ
こ
は
分
か

て
い
た

む
し
ろ
こ
れ
で
信

ま
で
さ
れ
て
い
た
ら
却

て
不
気
味
に
思
う

し

大

か
と
自
分
の
事
を

上

し
て
ま
で
思

て
し
ま
う
程
だ

 
グ
リ

ン
だ
か
ら
信
じ
る

で
は
無
い
と
い
う
の
は

本
的
に
人
を
安

に
信
じ
て
は
身
の
危

険
を

く
の
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
常
識
と
な

て
い
る
の
で
理
解
出
来
た
が
オ
レ
ン
ジ

だ
か
ら
完
全
に
忌

は
し
な
い
と

そ
う

て
来
た
の
に
は

か
さ
れ
た

そ
れ
に

 

断
な
く

骨
百
足
の
出
方
を
見
つ
つ

紺
の
剣
姫
は

葉
を

け
る

 
そ
の

は

最
強
の
剣
士
で
は
無
く

オ
レ
ン
ジ
だ
か
ら

し
な
い
の
か

て

い
て
来
る
時
点
で
ボ
ク
は
あ
る
程

信

出

来
る
人
間
性
だ
と
思

て
る
よ

気
に
し
な
い
人
は
そ
ん
な
風
に

わ
な
い
ん
だ

た
だ
嗤

う
か

た
だ

け
容
れ
る
か
の

ど
ち
ら
か
だ
け
だ
か
ら
ね

  

し
そ
う
に
哀
し
そ
う
に
そ
し
て
ど
こ
か

か
し
む
よ
う
に

う
彼
女
は
今
だ
け
は
強

い
剣
士
で
は
無
く
た
だ
の
少
女
に
見
え
た
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思
わ
ず

息
を

む

 

き

と

う
に
は
小
さ
く
て

け
れ
ど
意
外
と

う
に
は
大
き
い
感
情
の
波
が

中
に

こ

て

を

え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
か

た

 
け
れ
ど
き

と

も

わ
な
い
事
が
正
し
い
の
だ
と
思

た

 
恐
ら
く
絶
剣
の
親
し
い
者
が
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
そ
れ
で
色

と

わ
れ
て
い
る
光

を
見
て
来
た
の
だ
ろ
う

オ
レ
ン
ジ
に
な

た
理
由
は

か
を

き

と

絶
剣

か

彼
女
に
近
し
い

か
を
護
る

だ

た
の
だ

 
そ
し
て

か
し
ん
で
い
る
の
は

も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
か
ら
だ
ろ
う

多
分
オ
レ
ン
ジ

だ

た
事
で
命
を

と
し
た
の
だ

け
れ
ど
そ
れ
を
そ
の
プ
レ
イ

は
悔
い
る
事
も
無
く
オ

レ
ン
ジ
だ
か
ら
と
蔑
ま
れ
る
事
を

け
容
れ

そ
し
て
死
ん
で
い

た

 
死
ん
だ
人
の
事
を
想
い

か
し
む
気
持
ち
は

い

ど
よ
く
分
か

た

 
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
私
は
と
て
も

し
み
に
し
て
始
め
て
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
あ
の
日
か
ら

観
と
共
に
生
き
て
来
た
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や

り
こ
の
世
界
は

最

最
悪
だ

 
グ
シ

ア

 

か
に

を
歪
め
て
そ
う
思

し
て
い
る
と
眼
前
に
い
る
恐
ろ
し
い

の

骨
百
足
が

く

り
声
を
発
し
た

 
そ
れ
で
意
識
を
向
け
れ
ば

手
は
今
に
も
襲
い
掛
か

て
来
そ
う
な
圧

感
を
放

て
四

本
の

と

の

を
揺
ら
め
か
せ
て
い
た

か
に

を

く
し
始
め
て
い
る
か
ら

び
掛
か

る

備
を
し
て
い
る
の
だ

手
も

れ
を
切
ら
し
始
め
た
ね

る
な
ら

く

て

え
 

手
の
出
方
を

て
い
た
の
だ
ろ
う
が
律

に
私
も
戦
う
か

か
の

え
を

て
く
れ

て
い
た

絶
剣

は

も
う

て
な
い
と
剣
を
構
え
直
し
な
が
ら

外
に

い
捨
て
る

 
そ
の
意
味
す
る

を
理
解
し
て

狂
な
声
を
返
し
て
し
ま

た
時
に
は
も
う
地
を

て

け
出
し
て
い
た

 
私
と
違

て
恐
れ
る
事
は
無
く
た
だ

が

る
か
ら

あ
る
い
は
ど
こ
ま
で
も
追

て
来
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る
と
理
解
し
て
い
る
か
ら

戦
う
の
だ
と

わ
ん
ば
か
り
の
勢
い
で

骨
百
足
の
出

を

く 
出

を

か
れ
た

骨
百
足
は
慌
て
気
味
に

の

を
一
本
振
る
う
が
そ
れ
を

や
か
に

ん
で

し
た
彼
女
は
空
中
で
剣
を
引
き

り

ま
た
深
紅
の
光
と

を

う
突
進
突
き
を
放

つ

再

骨
に
直
撃
し

ボ
ス
は
ま
た
三

ど

を

ら
れ
て

ん
だ

グ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
さ

き
は
技
後

直
が
解
け
た
彼
女
の
方
が

く
動
い
た
が

今
回
は

骨
百
足
の
方
が

か

た

多
分
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
が
直
撃
す
る
前
に

ん
で
い
た
か
い
な
か

た

か
が
差
と
し
て
現
れ
た
の
だ
と
思
う

 
ノ

ク
バ

ク
か
ら
回
復
し
た

骨
百
足
は
眼
前
で
技
後

直
に
よ

て
動
け
な
い
あ
る

い
は
空
中
で
ま
と
も
に
動
け
な
い
絶
剣
に
焦
点
を

て
て

の
二
本
の

を
大
き
く
振

り
か
ぶ

た

 
一
撃
で

さ
れ
る
な
ら
上
下
二

の
攻
撃
に
す
る
事
で
対
応
し
よ
う
と

が
学

し
た
の
だ

 
そ
れ
に
一
撃
だ
け
で
も
私
と
二
人
掛
か
り
で
ど
う
に
か
抑
え
ら
れ
た
が

そ
れ
も

の

り

ダ
メ

ジ
が
入

て
で
あ
る

一
人

つ
二
撃
分
を

け
止
め
た
場
合

る
か
も

し
い
し



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

空
中
だ
か
ら

ん

り
も

か
な
い

あ

危
な
い

 

ば
反

で

ん
だ
も
の
の

ど
う
す
る
事
も
出
来
な
か

た

 
今
か
ら

か
し
よ
う
に
も

離
が
約
二
十
メ

ト
ル
開
い
て
い
る
の
で
ど
う

て
も
ボ
ス

の
攻
撃
に
間
に
合
わ
な
い
し
仮
に
間
に
合

た
と
し
て
も
私
の
レ
ベ
ル
で
は
却

て
邪
魔
に
な

る
と
思
え
た

そ
も

ん
で
い
る
私
は

葉
に
反
し
て

ま

て
動
け
な
い
ま
ま
だ

負

け
る

か

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
だ
か
ら
彼
女
が
ど
う
に
か
す
る
し
か
無
か

た
の
だ
が

私
の
予
想
に
反
し
て

絶
剣

は

見
事
に
対
応
し
て
見
せ
た

 
二
つ
の
大

を
振
る
い
始
め
た

間
に
技
後

直
か
ら
回
復
し
た
絶
剣
は

時
に
身
体
を

に
向
け
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
前
方
へ
突
き
出
し
て
い
た
剣
を

上
に
掲

る

そ
れ

だ
け
で
剣
か
ら
蒼
い
光
が
放
た
れ
た

 
片
手
剣
ス
キ
ル
を
取

た
時
点
で

得
済
み
に
な

て
い
る

ド
ス
キ
ル
の
一
つ

発

直
斬
り
の

バ

チ
カ
ル

だ

た

 
裂

の
怒

を
上

な
が
ら

直
に
振
る
わ
れ
た
剣
と

を
上

な
が
ら

ぎ
に
振
る
わ
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れ
た
二
つ
の
大

が
交
錯
す
る

あ

 
は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
結
果

勝

し
た
の
は

絶
剣

だ

た

 
一

抗
し
た
が

再

怒

を
上

た
彼
女
は
剣
を
全
力
で
振
り

い
た

そ
れ
で

り

合

て
い
た
二
つ
の
大

を

め
て
弾
い
た
の
だ

 
と
は

え

ド
ス
キ
ル
に
よ

て
体
を
動
か
さ
れ
て
い
た
彼
女
も
衝
撃
に
よ

て
吹

ば
さ
れ
た
の
で

み
分
け

 

と
思

て
い
た
の
だ

し
か
し
あ
ろ
う
事
か
彼
女
は
吹

ば
さ
れ
た
時
の
勢

い
を

し
て
背
後
の
幹
を

ま
る
で

者
の
よ
う
に

り
上

て
し
ま

た

う

そ

グ
シ

 
す
ぐ
に
追
撃
に
出
た

骨
百
足
も
こ
れ
に
は

惑
で
樹
木
の
前
で
止
ま
り
幹
を

け
上
が
る

紺
の
剣
姫
を
見
る
ば
か
り

多
分
正
確
に
は

ち
構
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
が

然
と
見
上

て

い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
か

た
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幹
を

け
上
が

て
い
た

絶
剣

は

性
を
喪
い

二
十
メ

ト
ル
も
上

た

に
幹
を

て

へ
と
躍
り
出
た

 
舞
う
よ
う
に
ク
ル
ク
ル
と
回
り
な
が
ら

へ
と
身
を
投

出
し
た
絶
剣
は
眼
下
に

ち

構
え
る

骨
百
足
を
見
て
剣
を
構
え
た

か
ら

ち
る
格

で
も

す
事
無
く
剣
を
引
き

る
め

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
そ
し
て
三

深
紅
の
光
と
外

機

の
如
き

が

き

に
紅
色
に
光
る
一

の
閃
光

が

た

グ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

な
 
三

目
の
強

な
突
進
突
き
は

骨
の

点
に
直
撃
し
今
ま
で
に
な
い
絶

の
よ
う
な

が
上
が
る

 
私
が

い
た
の
は
そ
の
一
撃
の

力

 
重
力
に
よ
る

下
と
全
体
重
も
合
わ
さ

た
そ
の
一
撃
は

ま
じ
い

力
を
誇

て
い
て
更

に
ク
リ
テ

カ
ル
に
な

た
の
か
そ
の
一
撃
だ
け
で
一
本
目
の
残
り
四

は
消
し

び
二
本
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目
の
四

ま
で
一
気
に

り

ん
だ

た

た
一
撃
で
一
本
分
の

を
消
し

ば
し
た
の
だ

 

ま
じ
い

力
を
真
上
か
ら

け
た

骨
百
足
は
地
面
に
体
を
横
た
え
ス
タ
ン
の
マ

ク
で

動
け
な
い
状

に
な

て
い
た

も
う
一
発

 

骨
の

点
に
突
進
突
き
が
直
撃
し
た
反
動
で

か
に
浮
き
上
が

た
彼
女
は
そ
の
状

を
見

て

追
撃
を
仕
掛
け
よ
う
と

え
た
ら
し
く

そ
う

て
⻭
を
食
い

た

 

手
に

手
で
持

て
い
た
剣
を
逆
手
に
持
ち
直
し

く
振
り
上

る

 
す
る
と

身
な
が
ら
肉

の

色
の
刃
か
ら
同
色
の
光
が
ま
る
で

が

て
い
る
か
の

よ
う
に
放
た
れ
始
め
直
後

紺
の
剣
姫
が

直
下
し
た

下
突
き
の
構
え
で

の
光

を
引
き

な
が
ら
真
下
に
横
た
わ
る
ボ
ス
へ
突

し

再
び

点
に
剣
が
突
き
立
て
ら
れ
る

 
さ

き
よ
り
は
抑
え
ら
れ
た

そ
れ
に

い
で

骨
百
足
の
全
身
を

め
る
よ
う
に
這
う

電

色
の
光
を
放
つ
空
中
技
は

ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ

ル

と

う

 
そ
の
エ
フ

ク
ト
の

に
違
う
事
無
く

ボ
ス
の
状

異
常
は
ス
タ
ン
か
ら
麻

へ
と
変

わ

て
い
た

 

こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
状

異
常
に
は

つ
か
の
シ
ス
テ
ム
的
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な
ル

ル
が
存
在
し
て
い
る

 

え
ば

を

少
さ
せ
る
ダ
メ

ジ

は

レ
ベ
ル
一
の
も
の
が
二
つ
掛
か
る
と

そ
れ
は

レ
ベ
ル
二
の

へ
と
合

さ
れ
る

そ
こ
か
ら
レ
ベ
ル
二
の

に
掛
か
れ
ば
三
に
な
る

無
論
別

の
レ
ベ
ル
の

に
掛
か
れ
ば
同
時
に
掛
か

た
ま
ま
に
な
る

 
ス
タ
ン
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
複

だ

 
一
時
的
行
動
不
能
を
ス
タ
ン
と
呼
ぶ
が
こ
れ
は
特
定
の
ス
キ
ル
に
付
与
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ン

付
与

果

部
へ
の
強

な
ダ
メ

ジ

あ
る
い
は
一
撃
で

を

分
以
上
持

て
行
く
程

の

ま
じ
い
攻
撃
の
ど
れ
か
を

た
す
事
で
発
生
す
る

五

前
後
動
け
な
く
な
る
こ
れ
は
麻

な
ど
と
異
な

て
自
然
回
復
の
み
が
回
復
方
法
と
な

て
い
る

 
こ
の
ス
タ
ン
に
状

異
常
レ
ベ
ル
は
存
在
し
な
い

あ
る
の
は
重
ね
掛
け
に
よ
る
合

の
み

だ 
そ
の
合

の
結
果
が
麻

で
あ
る

 
ス
タ
ン
状

の

に
更
に
ス
タ
ン
を
付
与
す
る
事
に
成

す
れ
ば
そ
の
状

異
常
は
麻

へ
と
変
わ
る

麻

に
な
れ
ば
行
動
不
能
時
間
が
五

前
後
か
ら
十
分
程

ま
で

び
る

て
出
せ
る

も
無
い
が

手
を
麻

に
出
来
れ
ば
か
な
り
有

に
な
る
と

え
る



 第六十四章 〜広がる樹海〜

 
無
論
ネ

ム
ド
は

ス
タ
ン
な
ど

か
な
い
し
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
も

本
的
に
ス
タ
ン
し
な

い
の
で
期

出
来
な
い

を
大

に

ら
す
攻
撃
な
ど
出
来
る

も
無
い

 
そ
れ
で
も

も
が
ボ
ス

手
に
す
ら
出
来
る
方
法
が

部
へ
の
強
打
と
ス
タ
ン
付
与
ス
キ
ル

の
使

だ

 
恐
ら
く
そ
れ
を
彼
女
は

た
の
だ
ろ
う

一
撃
目
で
強

な
重
攻
撃
を

の

部
に

き

み
ス
タ
ン
し
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
ス
タ
ン
が
付
与
さ
れ
て
い
る

ド
ス
キ
ル
を
使

た
の

だ

そ
の

い

り
に
ボ
ス
は
麻

に
な

た

よ

と

 
ボ
ス
に
大
ダ
メ

ジ
を
与
え
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
麻

に
ま
で

と
し
た

紺
の
剣

姫
は

や
か
に

大
な

骨
の
上
に

地
し
す
ぐ
に
そ
こ
か
ら
も
下
り
て
地
面
へ
と
足
を

け

た 
そ
れ
か
ら
背
後
に
て
麻

で
倒
れ
て
い
る

大
な

骨
百
足
へ

を
引
き
な
が
ら
持
ち
上

た
剣
の
切

先
を
突
き
付
け
た

最
近
色

あ

た
せ
い
で
ち

と
機

が
悪
い
ん
だ

悪
い
け
ど
キ
ミ
で
ス
ト
レ
ス
発

を
さ
せ
て
も
ら
う
よ
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そ
れ
か
ら
は
一
方
的
だ

た

 
ボ
ス
の
麻

へ
の

性
が
ど
れ
だ
け
高
か

た
か
は
分
か
ら
な
い
が

彼
女
の
話
で
は
以
前

戦

た
ら
し
い
第
七
十
五
層
ボ
ス
よ
り
弱
体
化
し
て
い
る
上
に
今
は
麻

に
よ

て
一
切

抗

出
来
ず
彼
女
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
も
女
性
最
強
に
し
て
片
手
剣
使
い
最
強
と

わ
れ
て

い
る
剣

だ

ス
テ

タ
ス
も
そ
れ
に

じ
る
の
だ
か
ら

無

抗
な
ら

の

れ
方
も

で
は
無
い

 
私
は
そ
れ
を
見
た
ま
ま
動
か
な
か

た

動
か
な
か

た
の
は
彼
女
の
力
を

り
れ
ば
帰
る
方

法
が
見
つ
か
る
か
も
と
い
う
打

が
あ

た
か
ら
だ
が
こ
こ
で

た
ら
後

物

く
マ
ズ
い

事

に
な
る
と
思

た
か
ら
だ

 
良
い
的
が
出
来
た
と
ど
こ
か
活
き
活
き
と
し
な
が
ら
新
技
開
発
を
称
す
る
リ
ン
チ
を
行
う

紺
の
剣
姫

絶
剣

の

を

私
は
少
し
離
れ
た

で

え
な
が
ら
見
守
り

け
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ゲ

ム
を
知

て
い
る
方

フ

リ
ア
が
オ
レ
ン
ジ
だ
と
思

て
い
ま
し
た
か

 
残
念

初
登
場
の
新
キ

ラ
で
し
た

 
新
キ

ラ
の
名
前
は

ル
ク
ス

ス
ピ
ン
オ
フ

ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス

に
登
場
す
る

新
キ

ラ
で
す

ア
ク
セ
ル

ド
に
出
て
来
る
シ
ル
フ

子

原

で
は

黒
の
剣
士

の
大
フ

ン
で

原
作
キ
リ
ト
の
事
を
様
付
け
で

ん
で
い
ま
す

ま
た

非
常
に
背
が

く

反
面
出
て
る
と
こ
ろ
は
出
て
る
子

シ
リ
カ
よ
り
高
く
リ
ズ
や
シ
ノ
ン
ユ
ウ
キ
よ
り

い
く

ら
い
で
す
ね

 
正
直

う

戦
の
後
に
キ
リ
ト
か
ア
ス
ナ

り
に
合
流
あ
る
い
は
レ
イ
ン
達
と

最
初
か
ら
一
緒
だ

た
体
で
書
こ
う
と
も

え
た
の
で
す
が
一
応
原

に
近
い
感
じ
に
し
よ
う

か
な
と

そ

ち
の
方
が
原
作
や
ス
ピ
ン
オ
フ

き
の
方

に
は

け
容
れ
ら
れ
や
す
い
と
思

た
の
で

自
分

め
て

 
ま

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

る
時
点
で

変
し
ち

て
る
ん
で
す
が
ね

 
そ
ん
な

で
ゲ

ム
の
フ

リ
ア
の
立
場
が
ル
ク
ス
に
な

て
ま
す

 
あ
と
ゲ

ム
キ
リ
ト
の
立
場
は
ユ
ウ
キ
に
な

て
ま
す
ね

か
ゲ

ム
キ
リ
ト
よ
り

く
強



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

そ
う
な
感
じ
に

実

の
と
こ
ろ

出
血
麻

の
状

異
常
は
こ
の
ボ
ス
に
は

か

な
い
ん
で
す
が
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
第
二
層
の
話
に
あ

た
ス
タ
ン
二
重
掛
け
理
論

ハ

ン
マ

の
ナ
ミ
ン
グ
ス
タ
ン
の
事

な
ら
い
け
る
と
思

て
や
り
し
ま
し
た

 
結
果
が
こ
れ
で
す

ユ
ウ
キ
を
始
め
と
し
て
片
手
剣
使
い
を
動
か
す
と

故
か

時
も
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

に
な

て
し
ま
う

故
で
し

う
か
ね

こ
れ

 
多
分
フ

イ
テ

ン
グ
・
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
・
イ
グ
ニ

シ

ン
の
ユ
ウ
キ
の
空
中
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

の
せ
い
だ

責

転

 
そ
う
で
な
く
と
も

片
手
剣

ス
キ
ル
の
中
で
も
か
な
り
有
名
な

ド
ス
キ
ル
だ
か
ら
で

し

う
ね

作
品
に
よ

て
は

な
の
に
物

い
使
い
勝
手
が
良
い
で
す
か
ら
ね
コ
レ

一

番
は

の
ヴ

パ
ル

 
そ
れ
は
と
も
か
く
フ

リ
ア
と
レ
イ
ン
ユ
ウ
キ
が
再
会
を
果
た
す
の
は
ま
だ
後
の
事

ル

ク
ス
も
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
キ
リ
ト
が
ユ
ウ
キ
や
ル
ク
ス
達
に
ど

う

わ
る
か

色

と
予
想
し
て
み
て
く
だ
さ
い

  
私
は
そ
れ
を

良
い
意
味
で

裏
切
り
ま
し

う

嗤
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出
来
る
か
な

・

・

 
感
想
を
送

て
下
さ
る
方

の
方
が
よ

ど

が
広
く

い
か
ら
出
来
な
い
か
も
し
れ
な

い 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
六
十
五
章
 

姉
の
弱
さ

妹
の
罪
業

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
お

し
今
話
も
ユ
ウ
キ

た
だ
し

点
は
前

ユ
ウ
キ
後

デ

ア
ベ
ル
と
い
う

 
過
去
に
チ
ラ

と
だ
け
出
し
た
ん
で
す
が
ラ
ン
は
デ
ス
ゲ

ム

の
日
ユ
ウ
キ
に

ま

さ
れ
て
立
ち
上
が
り
ま
し
た

つ
ま
り
ユ
ウ
キ
が

り

 
そ
ん
な
中
で
キ
リ
ト
が
死
に
ユ
ウ
キ
も
行
方
不
明
に
な

た
ラ
ン
が
ど
う
な
る
か

そ
し
て

ユ
ウ
キ
の
強
く
な
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
姉
の
事
を

て
い
た

が
明
か
さ
れ
ま
す

 
文

数
は
約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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グ
シ

ア
ア
ア

 
た
だ
無
心
に
眼
前
の
白
が
特
徴
的
な

骨
百
足
型
の
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
へ
と
剣
を
振
る
い

け
る

こ
と
お
よ
そ
二
分
の
後

二
本
と
三
本
目
の
四

ど
あ

た

ゲ

ジ
は
も
の
の
見
事
に
最

後
ま
で
空
に
な

た

 
そ
の

体
と
異
様
な

か
ら
は
想
像
し

い
く
ら
い
か

い
断

魔
を
上

な
が
ら

骨
百

足
は
自
身
の
全
て
を
蒼
い
欠
片
へ
と

ら
せ
る

 
直
後
眼
前
に
リ
ザ
ル
ト
が
表
示
さ
れ
取
得
し
た
経
験
値
と
コ
ル
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
の

を
流
し
見
し
た

ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
で
あ
ろ
う

を
誇

て
い
な
が
ら
実

一
人
で
倒
せ
た
事

に
は

を

る
が
そ
の
苦
労
も
あ

て

常
Ｍ
ｏ
ｂ
を

手
す
る
よ
り
は
実
入
り
が
と
て
も

良
か

た
の
で

別
に
い
い
か
と
思

て
い
る

 
と
は

え
そ
れ
で

心
は
し
な
い

 
戦

て
み
て
分
か

た
が

こ
そ
ボ
ス

と
は

え
全
体
的
に
ス
テ

タ
ス
は

め
だ

た
フ
ロ
ア
ボ
ス
特
有
の
強
大
さ
と
は
程
遠
い

の
数
が
増
え
て
い
た
事
に
は
対

し

か

た
も
の
の
ダ
メ

ジ
そ
の
も
の
は

り
や
す
か

た
た
め
重
攻
撃
系
の

ド
ス
キ
ル
を

い
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て

は
し
な
い
ご
り

し
で
ど
う
に
か
な

た
の
だ

 
こ
れ
が
仮
に
フ
ロ
ア
ボ
ス
だ

た
な
ら
絶
対
死
ん
で
い
た
な
と
一
人
ご
ち
る

自
ら
戦
い
を

ん
で
お
い
て

だ
が
実
の
と
こ
ろ
本

に
倒
せ
る
と
は
あ
ま
り
思

て
い
な
か

た

剣
の

値
が
少

不
安
に
な

て
し
ま

た
が
そ
れ
も
仕
方
な
い
事
だ
と

り
切
る
命
が
あ
る
だ

け
で
も
マ
シ
だ

そ
れ
に
し
て
も

い
た

 
紅
い
二
重
ベ
ル
ト
の
一
つ
か
ら

り
に

て
い
る

に
一

払

た
愛
剣
を
カ
キ
ン
と

高
い

を
鳴
ら
し
て

め
つ
つ

思

た
事
を

と
は
な
し
に

に
す
る

 
第
一
層
の

か
ら
最
前
線
攻
略
組
の
一

と
し
て
戦

て
来
た
身
だ
フ
ロ
ア
ボ
ス
に
似
た
特

徴
の
Ｍ
ｏ
ｂ
は
そ
れ
は
も
う

見
て
来
た

 
フ
ロ
ア
ボ
ス
が

や

手

を
持

た
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
な
ど
だ
と

本
的
に
迷

内
に
い
る

モ
ン
ス
タ

も
同
タ
イ
プ
に
な
る

向
に
あ

た
が
そ
れ
は
多
分
戦
闘
を

り
返
し
て
自
然
と

対
策
を
取
れ
る
よ
う
に
意

し
て
配

し
て
い
た
の
だ
と
思
う

そ
れ
を
裏
切
ら
れ
た
事
も
あ
る

に
は
あ

た
が

そ
れ
も
仕
方
な
い
な
と
思

て

得
し
て
い
た
部
分
は
あ

た

 
そ
れ
で
も
フ

ル
ド
ボ
ス
と
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
同
種

で
あ
る
事
は
と
も
か
く
見
た
目
ま
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で
同
じ
も
の
は
今
ま
で

存
在
し
て
い
な
か

た

大
体
は
迷

内
を

し
て
い
る
モ
ン

ス
タ

達
を
成
⻑
さ
せ
た
り
狂

な

へ
と
カ
リ
チ

ア
ラ
イ
ズ
し
た
存
在
が
ボ
ス
達
の
見
た

目
だ

た
の
だ

 
今
い
る
場

が
第
七
十
六
層
か
は
知
ら
な
い
が
天
高
く

立
す
る
鬱
蒼
と
し
た
樹
木
の
数

を
見
る
に
多
分
違
う
な
と
ボ
ク
は
予
想
し
て
い
る

七
十
六
層
に
も

中
で
森
型
の
ダ
ン
ジ

ン
が
あ

た
が
流

に
五
十
メ

ト
ル

の
大
樹
は
無
か

た

少
な
く
と
も
リ
ザ

ド
マ
ン

の

に
な

て
い
る

へ
行
く

中
で
見
た
覚
え
は
無
い

 
そ
れ
に
地
面
や
木
の

感
か
ら
し
て
明
ら
か
に
七
十
六
層
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
外
れ
て
い
る

 
始
ま
り
の

に
近
い
コ
ン
セ
プ
ト
ら
し
く
あ
ち
ら
は

原
で

や
か
な

が
あ

た
の

に
対
し
こ
ち
ら
は
鬱
蒼
と
し
た
樹
海
で
陰
鬱
と
し
た

を

か
せ
る

ダ
ン
ジ

ン
ご
と
に

コ
ン
セ
プ
ト
を
分
け
て
い
る
に
し
て
も

流

に
こ
れ
は
極

過
ぎ
だ

 
そ
も
そ
も
か
ら
し
て
第
七
十
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
同
タ
イ
プ
の
フ

ル
ド
ボ
ス
が
第
七
十

六
層
で
い
き
な
り
出
て
来
る
と
い
う
の
は

お
か
し
い

ス
テ

タ
ス
こ
そ
弱
体
化
し
て
い
た

が
ア
レ
は
ど
う
見
て
も

種
し
か
も
強
化

の

種
だ

が
四
本
に
増
え
て
い
る
な
ど
恐
ろ

し
過
ぎ
る
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ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

に
よ
る

部
強
打
と

ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ

ル

に
よ

る
ス
タ
ン
二
重
掛
け
の
麻

が
成
立
し
て
良
か

た
と
し
み
じ
み
思

た

二
回
目
の
ス
タ
ン
掛

け
が
成

し
な
か

た
ら
ボ
ク
は

に
離
れ
た

に
い
る
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

を

れ
て

て
い
た
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
事
を

え
つ
つ
索

で

の
エ
ネ
ミ

や
プ
レ
イ

反
応
を

べ
一
先
ず

に

が

な
い
事
を
確
認
し
た
後

オ
レ
ン
ジ
カ

ル
の
プ
レ
イ

へ
と
近
寄

た

え

と

そ
の

全
然
手
伝
え
な
く
て

す
ま
な
か

た
ね

 
近
付
い
た
こ
ち
ら
に

の
面
持
ち
を
見
せ
な
が
ら

を
開
い
た
彼
女
は
ま
ず

罪
を
し
て

き
た

ど
う
や
ら

ず
に
い
た
も
の
の
全
く
手
伝
わ
な
か

た
事
に
罪
悪
感
を
感
じ
て
い
る
ら

し
い

 
そ
れ
に
ボ
ク
は
苦

を
浮
か
べ
て

を
横
に
振
る

別
に
い
い
よ

戦

た
の
は
ボ
ク
の
勝
手
だ

た
ん
だ
し
さ

 
正
直
に

え
ば
あ
の

か
ら

切
れ
る
ビ
ジ

ン
が
浮
か
ば
な
か

た
の
で
ど
う
せ
死
ぬ

な
ら
せ
め
て
一

報
い
る
気
持
ち
で

ん
だ
だ
け
だ

た

そ
れ
が
予
想
外
に
も
麻

を
掛
け
ら

れ
た
か
ら
ス
ト
レ
ス
発

も

め
て
大

れ
し
た
だ
け
で
あ
る
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こ
れ
は
我
が
姉
は
お
ろ
か
知
り
合
い
の

に
も
話
せ
な
い
事
だ
な

と
思

た

 
キ
リ
ト
の
死
が

ば
決
定
的
に
な

た
時
か
ら

も
が
死
に
対
し
過

に
な

て
い
る

 
い
や
あ
る
い
は
第
一
層
の

に
逆

り
し
た
と

う
べ
き
か

今
ま
で

を
し
て
も
機
転
を

か
し
て
生
き

び
て
来
た
実

最
強
の
剣
士
が

気
な
く
死
ん
だ
の
だ

そ
の
死
因
は
人
を
助

け
る
た
め
の
高

下
と
い
う
ビ

タ

か
ら
は

え
ら
れ
な
い
も
の
だ
が
そ
れ
で
も
強

く
て
も
死
ぬ
と
い
う
事
実
が
未
だ
生
き
て
い
る
多
く
の
プ
レ
イ

に
忘
却
し
か
け
て
い
た
恐
怖

を

め
て

え
付
け

攻
略
組

も
活
動
を
非
常
に
気
を

て
行

て
い
る

 
も
し
か
す
る
と
彼
は
自
分
の
死
を
以
て
他
者
の
死
亡

を
抑
え
よ
う
と
か
そ
の

ま
で

え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
な
い
で
も
な
か

た

ビ

タ

の

を
自
ら

え
背
負

い

理

に
ま
で
意
味
を
持
た
せ
て
い
た
彼
の
事
だ

無
い
と
は
決
し
て

え
な
か

た

 
こ
れ
で
自
分
ま
で
死
ん
で
い
た
ら
攻
略
組
の
士
気
は

迷
し

け
た
だ
ろ
う
な
と
思

し

て
い
た
ボ
ク
は

一

そ
れ
を

に

い
て
目
の
前
の
少
女
に
意
識
を

し
た

と
こ
ろ
で

キ
ミ
の
名
前
は

 
ボ
ク
は
ユ
ウ
キ

て

う
ん
だ

知

て
い
る
よ
闘
技
場
で
の
戦
い
を
見
て
い
た
か
ら
ね

紺
の

に
身
を

め
て
い
て

紅
い
バ
ン
ダ
ナ
を

い
て
い
る
女
性
の
片
手
剣
使
い
な
ん
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

広
し
と
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え
ど

絶
剣

し
か
い
な
い

あ
の
時
の
戦
い

見
に
来
て
た
ん
だ

 

戦
と
一

で
片
付
け
る
に
は

労
感
が

で
は
無
い

戦
の
数

を
制
し
た
メ
ン
バ

の

一
人
で
あ
る
ボ
ク
は
容

は
と
も
か
く

が
か
な
り
特
徴
的
な
の
で
観
戦
に
来
て
い
た
な

ら
知

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
な
と
思

て
い
る

 
ち
な
み
に
自
分
自
身

故
二
つ
名
が
キ
リ
ト
の
黒
の
剣
士
み
た
い
に
色

で
は
無
く

絶
剣

な
の
か
は

と
気
に
な

て
い
た
り
す
る

 
と
も
あ
れ
知
ら
れ
て
い
る
な
ら
話
が

い
と
ば
か
り
に
名
前
を
再

問
う
と

彼
女
は
自
ら

を

ル
ク
ス
と
名

た

ス

ル
は

Ｌ
ｕ
ｘ

だ

 
彼
女
は
ボ
ク
よ
り

か
に
背
が

く
シ
リ
カ
と
同
じ
く
ら
い
小

だ

た

骨

り
ま

で

び
て
い
る

髪
は

わ

わ
に
波
打

て
い
て
彼
女
の

つ
き
も

ら
か
い
か
ら
と
て
も

穏
や
か
な

を

け
る

 

備
は

な
白
シ

ツ
に
な
め
し
た

を
使

て
い
る
ら
し
い
グ
レ

ド
が
高
め
の

で

そ
れ
以
外
は
動
き
や
す
さ
を
重

し
て
い
る
ら
し
く

の

で
構
成
さ
れ
て
い
た

 

に
は

が
差
さ
れ
そ
れ
に

め
る
剣
は

手
か
ら

ら
れ
て
い
る

り
の
も
の
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で
は
無
い
の
で
多
分
鍛
冶

が
鍛
え
た
業
物

身
の
剣
と
い

た
風
情
な
の
で
彼
女
の
ス
テ

タ
ス
も
恐
ら
く
自
分
と
同
じ
ス
ピ

ド
型
だ
ろ
う

む
 
そ
し
て
一
番
目
に
付
い
た
の
が

そ
の
小

さ
に
反
し
て
た
わ
わ
に
育

て
い
る

だ

 
な
め
し
た

の
上
か
ら
で
も
分
か
る
く
ら
い
そ
こ
が

ら
ん
で
い
て
流

に

で

さ
え

付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
揺
れ
は
し
な
い
も
の
の

そ
こ
は
か
と
な
い

を
覚
え
る

 
リ

フ

と
初
め
て
対
面
し
た
時
は
キ
リ
ト
の
事
も
あ

て
特
に
気
に
な
ら
な
か

た
も
の

の
よ
く

を
合
わ
せ
る
内
に
と
て
も
気
に
な
る
よ
う
に
な
り

時
の
間
に
か

を
覚
え
る

今
日
こ
の

ま
さ
か
こ
ん
な

も
分
か
ら
な
い

地
で
ま
で
こ
ん
な
思
い
を

く
事
に
な
ろ
う

と
は
思
い
も
し
な
か

た

 
自
分
と
て
二

性
徴
真

た
だ
中
の
年

無
論
無
い

で
は
無
い

流

に
リ

フ

程
ま

で
大
き
く
は
な
い
が
掌
か
ら

か
に
は
み
出
る
程

に
は
し

か
り
育

て
い
る

は
戦
闘

を
前

と
し
た

で

め
て
い
る
の
で

で
分
か
り

い
し
大
し
て
無
い
よ
う
に
見
え
て

し
ま
う
が

し

か
り
あ
る
の
だ

 
し
か
も
こ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
以
前
の
大
き
さ
な
の
で
生
還
し
て
体
力
と
体
重
を

し
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た
後
は
更
に
成
⻑
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

 
キ
リ
ト
は

に
亡
く
な

て
い
る
が
自
分
も
彼
に
恋
を
し
て
い
た
身
な
ま
じ
一
緒
に

た

経
験
が
あ
る
だ
け
に

し
い
事
は
無
か

た
と
し
て
も

そ
う
い
う
事
を
意
識
し
て
し
ま

う
の
は
仕
方
な
い

自
分
よ
り
小
さ
な
少
女
の

が
大
き
い
事
に

し
て
し
ま
う
の
も
ま
た
同

様
だ

 

リ

フ

を
見
て
い
る
と
彼
は
大
き
い
方
が

き
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
覚

え
た
り
も
す
る

や
は
り
安
心
感
が
違
う
の
だ
ろ
う
か

え

え

と

か
な

ん

 
あ

い
や

ご
め
ん

気
に
し
な
い
で

く
ど
う
で
も
い
い
事
だ
か
ら

は

は

 

を
見
て
い
た
の
か
分
か

て
い
な
い
ら
し
い

髪
の
片
手
剣
使
い
ル
ク
ス
は
小

を

て

疑
問
を

し
た

 
個
人
的
に
こ
れ
は
結
構
重
要
だ
と
思

て
い
る
が
や
は
り
現
状
把
握
や
打
破
を

先
す
る
べ

き
だ
と
は
分
か

て
い
る
た
め
そ
ち
ら
に
集
中
す
る
事
に
し
た

ど
う
し
た
ら
そ
こ
ま
で
大
き

く
な
る
か
を
問
い

め
る
の
は
後
か
ら
で
も
出
来
る
事
だ
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ま

返

て
来
る

え
な
ん
て
リ

フ

で
体
験
済
み
だ
が

ラ
ン
ダ
ム
ア
バ
タ

の
方
は

と
も
か
く

リ
ア
ル
の
方
も
結
構
大
き
い
と

い
た
時
は
と
て
も
悔
し
か

た

 
そ
し
て
こ
れ
と
い

て
特
別
な
事
は
し
て
い
な
い
と

わ
れ
た
時
の

北
感
と
来
た
ら

も

う 
生
ま
れ
な
が
ら
の

や
デ
ス
ゲ

ム
の
事
キ
リ
ト
の
事
も
そ
う
だ
が
世
の
中
理
不

な
事

ば
か
り
で
あ
る

い
や

そ
う
じ

な
く
て

 
ま
た

れ
て

裏
に
浮
か
ん
だ
ネ
ガ
テ

ブ
で
ど
う
で
も
い
い
思

を

を
振

て

へ
追
い

や
る

そ
の
時
に

か
ら
出
た

き
に
ル
ク
ス
が
不
思
議
そ
う
な

で

を

た
が
特
別
意

味
は
無
い
と
判
断
し
た
の
か

し
て
く
る
よ
う
な
事
は
無
か

た

 
一
先
ず
バ

タ
リ
会

た
時
の

感
や
ボ
ス
の
襲
撃
を

け
た
時
の
動
揺
も
無
く
な

た
か

ら

話
し
合
う
に
は

い
い
と

え
た

え

と

ル
ク
ス

だ

け

 
悪
い
ん
だ
け
ど

が

か
分
か
る

 
強
制

的
に
転

で

動
さ
せ
ら
れ
て
さ
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無
い
と
願
い
た
い
が
こ
こ
が
ダ
ン
ジ

ン
マ

プ
で
あ

た
場
合
は
メ

セ

ジ
が
届
か
な

い
し
場

に
よ

て
は
結

無

化
空
間
も
あ
り
得
る

そ
れ
も
そ
れ
で

る
の
だ
が
第
二

十
二
層
に
構
え
た
ホ

ム
に

て
の
補

が
行
え
な
い
以
上
あ
ま
り
転

結

を
無
暗
に
使
い

た
く
な
い
か
ら

出
来
る
だ
け

歩
で
帰
り
た
い
の
が
正
直
な
心
境
だ

た

 
そ
れ
に

が

か
把
握
し
て
お
く
事
で
さ

き
の
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
の

に
な
る
者
を

ら
せ
る

わ
ざ
わ
ざ
現
在
地
を

い
た
の
は
そ
の
意

が
あ

た

 
そ
の
意

を
持

て
問
う
と

ル
ク
ス
は

根
を
寄
せ
て
少
し

た

に
な

た

そ
れ
な
ん
だ
が

実
は
私
も

か
ら
ど
う
や

て
出
ら
れ
る
か
が
分
か
ら
な
い
状

な

ん
だ

そ
れ
に
多
分

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

じ

な
い

は
い

 
現
在
地
を

い
た
ら
ま
さ
か
の
浮
遊
城
で
は
無
い
と
い
う

え
が
返

て
来
て
思
わ
ず

然
と
し
て
し
ま

た

 
そ
の
意
味
を
理
解
は
出
来
た
が
ど
う
解

し
た
ら
い
い
か
で
物

く
迷

た

こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
舞

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

だ
け
だ
と
い
う
の
に

ど
う
し
て

あ
の
浮
遊
城
で
は
無
い
と
い
う
結
論
に
至

た
の
か
が
分
か
ら
な
か

た
の
だ
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ま

乱
す
る
の
は
無
理
も
無
い

私
も
い
き
な
り
そ
う

わ
れ
て
信
じ
る
と
は
思
え
な
い

か
ら
ね

で
も

ま
ず
は
ア
レ
を
見
て
欲
し
い

 

惑
が
よ
く
分
か

た
の
だ
ろ
う
彼
女
は

木

の
向
こ
う
を
指
で
指
し
示
し
た

 
振
り
向
い
て
そ
ち
ら
に
目
を
向
け
れ
ば

と
空
中
に
⻘
黒
い

体
が
浮
か
ん
で
い
た

か

ら
は
金
色
に
光
る

か
が
零
れ
て
い
る
よ
う
な
そ
れ
は
遠
く
に
あ

て
も
あ
ま
り
に

大

し
か

も
完
全
に
物
理
法

を
無

し
て
空
に
存
在
し
て
い
た

 
ア
レ
は
確
か
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
見
た
事
が
無
い

確
か
に
あ
ん
な
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
あ
る

が
無
い
ね

見
た
事
は
お
ろ
か

い
た
事
も
無
い
し

 
し
か
も
今
気
付
い
た
が
遠
く
を
見
て
も

層
の
外

部
に

て
展
開
さ
れ
て
い
る

大

な

も
見
え
な
い
し

り
を
見
回
し
て
も
迷

ら
し
き
白
い

物
も
見

た
ら
な
い

 
た
と
え
ど
れ
だ
け
離
れ
て
い
よ
う
と
迷

の
白
い

は
見
え
る
の
が

だ

論

や
砂

な
ど
が

き
て
い
る
場
合
は

外
で
あ
る

が

の
上
か
ら
見
え
る
樹
海
の

に

も
見

た
ら
な
い

ホ
ロ
ウ
・
デ

ド
ニ
ン
グ
・
リ

パ

と
戦

て
い
る
間
に

時
の
間
に
か

開
け
て
い
る
場

ま
で

動
し
て
い
た
の
で

程
の
事
が
無
い
限
り
見
え
な
い
と
い
う
事
は
ま
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ず
無
い

だ

 
つ
ま
り
そ
も
そ
も
迷

な
ん
て
存
在
せ
ず
こ
こ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
は
な
い
と

え
ら
れ
る

 
迷

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
攻
略
す
る
場

で
も
あ
り

一
未

達

層
へ
と
足
を

み
入
れ
る

の

一
の

そ
れ
が
無
い
な
ん
て
浮
遊
城
以
外
の
世
界
で
も
無
い
限
り
あ
り
得

な
い
の
だ

だ
ろ
う

 
だ
か
ら

は
多
分

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

じ

な
い

け
ど

じ

あ

な
ん
だ
と
問
わ
れ
て
も
私
は
そ
れ
に

え
る
術
を
持

て
い
な
い

し
ろ
三
日
前
ユ
ウ

キ
と
同
じ
よ
う
に
強
制
的
に

へ
転

さ
せ
ら
れ
た
身
だ
か
ら
ね

あ
あ

だ
か
ら
分
か
ら
な
い

て

て
た
ん
だ

で
も
三
日
前

あ
あ

そ
れ
か
ら
は
ず

と
こ

ち
で

き
だ

を
探
索
し
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
如

せ
ん
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
が
三

前
後
と
高
過
ぎ
て

レ
ベ
ル

に
も
達
し
て
い
な
い
私

で
は
危
険
だ
か
ら
あ
ま
り
動
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
ん
だ
よ

ド
ジ

て
さ

き
の
ボ
ス
に

追
い
掛
け
ら
れ
て
し
ま

た
が
ね

 

ず
か
し
そ
う
に

を

く
し
つ
つ

気
ま
ず
そ
う
に
眼
を

が
せ
て

う
ル
ク
ス
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ど
う
や
ら
自
分
で
も

ず
か
し
い
と
思
う
程
の
小
さ
な
ポ
カ
を
や

て
気
付
か
れ
て
し
ま

た

ら
し
い

 
そ
の
結
果
ボ
ク
が
一
人
で
戦
う
事
に
な

て

そ
れ
に
後
ろ
め
た
く
思

て
い
る
よ
う
だ

 
戦
う
前
か
ら

と

を
解
い
て
い
た
が
そ
の
様
子
を
見
る
と
や
は
り
カ

ル
が
オ
レ

ン
ジ
な
の
は

か
事
情
が
あ

た
事
な
の
だ
ろ
う

少
な
く
と
も
ル
ク
ス
は
自
ら

先
し
て
他
者

を
傷
付
け
る
事
を
し
そ
う
な
性
格
に
は
見
え
な
い

 
仮
に
キ
リ
ト
の
よ
う
な

か
を
護
る

な
ら

も

わ
な
い
プ
レ
イ

だ
と
し
て
も

そ

れ
は
そ
れ
で
ボ
ク
が
と
や
か
く

う

格
は
無
い

現
に
第
七
十
五
層
ボ
ス
部

で
神

や
オ
レ

ン
ジ
達
を
斬
る
覚
悟
で
自
分
は
剣
を

い
た
の
だ
か
ら

 
こ
れ
が
演
技
だ

た
な
ら

な

者
だ

 
そ
の
点
あ
の
神

は

者
の

無
と

え
る
だ
ろ
う

も

と

い
方
や
振
る
舞
い
に

気
を
配

て
い
れ
ば
あ
の
場
に

た
攻
略
組
の
大

が
キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
／

場

の

と
し
て

神

の
味
方
と
し
て
武
器
を
取

て
い
た

だ

 

な
ポ
テ
ン
シ

ル
な
ら
実
弟
以
上
で
も

性
格
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

者
ぶ
り
は

た
結
果
味
方
を
得
ら
れ
な
か

た
の
だ
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疑
念
を
覚
え
た
面

を
思
い

ま
ら
せ
た
キ
リ
ト
の

者
ぶ
り
は
流

は
一
年

も
の
⻑
き

に

て
ビ

タ

と
黒
の
剣
士
を
使
い
分
け
て
来
た
だ
け
あ
る
と
思

た

ア
レ
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
／

場

の

の

勢
や

あ

て
こ
そ
の
も
の
だ

た
が
彼
の

護

に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
思
う

め
て

し
付
け
る
形
で
倒
さ
せ
て
し
ま

て
す
ま
な
か

た

 
数
日
前
の
事
を
思
い
返
し
て
い
る
と
ル
ク
ス
が
悲

な
面
持
ち
で

罪
を
ま
た

に
し
深

く

を
下

た

 
律

な
性
格
な
の
だ
な
と
ボ
ク
は
ま
た
苦

を
浮
か
べ
た

そ
れ
に

し
て
は
も
う
い
い

て

そ
れ
よ
り
今
は

か
ら
帰
る
方
法
を
探
す
方
が
先
決

だ
と
思
う
ん
だ

ル
ク
ス
の
知

を

し
て
く
れ
な
い

 

葉
に
は
し
な
か

た
が
彼
女
の
力
を

り
る
よ
う
に
す
る
事
で
彼
女
が
覚
え
て
い
る
だ
ろ

う
罪
悪
感
を
払

し
よ
う
と
い
う

い
も
あ

た

 

論

た
よ
う
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ

る
事
が
目
的
で
は
あ
る
の
だ
が

時
ど
う

や
れ
ば
帰
れ
る
か
分
か
ら
な
い
以
上
出
来
る
だ
け
一
緒
に
い
る
人
と
の

は
良

に
し
て
お

き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る

時
ま
で
も
引
き

ら
れ
た
ら

極
的
な
意
見
の
出
し
合
い
も
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し
い
の
だ

時
と
場
合
に
よ

て
は
上
下

は
良
い
方
に

く
が
今
回
は
悪
い
方
に

く
結

果
と
な

て
し
ま
う

そ
れ
を

け
る
意

も

ん
で
い
た

 
と
は

え
そ
れ
を

に
し
な
か

た
の
は
今

は
こ
ち
ら
に
力
を

そ
う
と
無
理
を
さ
れ

て
も

る
か
ら
だ

サ
チ
を
鍛
え
始
め
た
ば
か
り
の

そ
う
や

て
無

を
し
か
け
た
事
が

回

か
あ

た
の
で
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
の

動
で
あ
る

 
そ
の
意

を
持

て
投

か
け
た

葉
に
対
し

ル
ク
ス
は
少
し

し
い

に
な

た

知

か

す
ま
な
い
が

た
よ
う
に

に
身
動
き
出
来
な
か

た
か
ら
ね

か

出
来
る
よ
う
な
情
報
を
私
は
持

て
い
な
い
ん
だ

そ

か

 
さ

き

て
い
た
事
を

ま
え
て
の

問
へ
の

え
に
期

し
て
い
な
か

た
と

え
ば

に
な
る

 
や
は
り
三
日
と

え
ど
こ
の
樹
海
に
自
分
よ
り
も

く
来
た
人
物
だ
少
し
で
も
有

な
情
報

は
あ
る
の
で
は
と
期

し
て
し
ま
う
の
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 
特
に
ボ
ク
は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

が

攻
略
組

を
構
成
す
る
ギ
ル
ド
と
し
て
名
を

ね
る
フ

ク
タ

の
一
つ

⻑
期
的
に
不
在
と
な

て
し
ま

て
は
攻
略
か
ら
身
を
引
く
事
に
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な
る
だ
ろ
う
そ
れ
が
自
分
一
人
の
過
失
に
よ
る
も
の
だ

た
ら

こ
の
場
合
ボ
ク
自
身
の
過

失
と

え
る
か
は

だ
疑
問
で
は
あ
る
も
の
の

罪
悪
感
が

常
で
は
無
い

 
ボ
ク
と
姉
が
後
に
攻
略
組
と
い
う
一
組

に
入
る
事
に
な

た
事
の
発

始

ま
り
の

か
ら
出
る

を
し
た
の
は

他
な
ら
ぬ
ボ
ク
自
身
な
の
だ
か
ら

  
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
と

え
ば
最
初
期
の
構
成

が
た

た
の
二
名
で
あ
る
に
も

わ
ら
ず
攻
略

先
の
血

騎
士

や
聖
⻯

合
に
勝
る
と
も

ら
な
い
突
破
力
を
誇

り

あ
の

風
林
火

す
ら
も

す
る
完
全
少
数
精

ギ
ル
ド
と
し
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る

 
こ
の
一
年
七

月
も
の
間
入

し
た
プ
レ
イ

が
サ
チ
一
人
な
の
は

完
全
少
数
精

と
い
う

が
最
大
の
要
因
だ

 
血

騎
士

な
ど
は
ま
だ
入

し
た
ば
か
り
の
新
入
り
を
育
成
し
サ
ポ

ト
す
る
だ
け

の
人

や

力
が
あ
る

流

に

か
ら
し
て
聖
⻯

合
や
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

に
は

る
が
最
前
線
攻
略
に

極
的
に
参
加
し
個
人
の
戦
闘
力
と

が
高
く
な
る

向
に

あ
る
た
め
焦
り
さ
え
し
な
け
れ
ば

本
的
に
育
成
は
成

す
る

育
成
方

と

を
立
て
て
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い
る
者
が
面
倒
見
の
い
い

⻑
の
ア
ス
ナ
自
身
で
あ
る
事
も
大
き
い
だ
ろ
う

 
他
の
ギ
ル
ド
も
大
小
の
差
は
あ
れ

大

が
同
様
だ

 
風
林
火

に
入

者
が

な
か

た
の
は

に
リ
ア
ル
で
⻑
年

れ

た
友
人
達
で

い
た

感
の
あ
る
ギ
ル
ド
だ
か
ら

友
人
と
し
て

す
る
の
と
命
を

け
た

間
と
し
て

共
に
戦
う
の
で
は
や
は
り
差
が
生
ま
れ
て
し
ま
う

そ
れ
が
入

者
の
い
な
か

た
理
由
の
一

つ
だ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
そ
の
ど
れ
に
も

て
は
ま
ら
な
い

た

た
二
人
で
も
最
前

線
に

し
て
い
る
の
は
ボ
ク
も
姉
も
ハ

ド
か
ら
し
て
ス

ク
が

違
い
で

つ

の

が
高
か

た
か
ら
だ

動
く
の
が

き
な
自
分
は
と
も
か
く
ま
さ
か
物
静
か
な
性

格
で
あ
る
姉
ま
で
も
が
戦
う

に

れ
て
い
る
と
知

た
時
は
流

に
生
ま
れ
た
時
か
ら
一

緒
に
過
ご
し
て
き
た
ボ
ク
も

い
た
も
の
だ

 
し
か
し

に

れ
て
い
る
と

え
ど
経
験
な
ど
無
い
ボ
ク
達
に

か
を
育
て
る

な

ん
て
全
く
無
い

新
た
に
入

し
た
者
は
す
ぐ
に
共
に
戦
え
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
息
を
合

わ
せ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

件
に

す
る
と
な
れ
ば
や
は
り
付
き
合
い

の
⻑
い
面

ば
か
り
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そ
れ
で
も
サ
チ
が
入
れ
た
の
は
キ
リ
ト
の
頼
み
以
上
に

子
の
姉
に
自
分
以
外
の

え
が

必
要
だ

た
か
ら
だ

 
あ
の
思
い
出
す
の
も
忌

し
い
デ
ス
ゲ

ム

が

さ
れ
た
日

も
知
ら
ず
に
ロ
グ
イ
ン

し
て
遊
ん
で
い
た
最
中

突
に
知
ら
さ
れ
た
事
実
に
絶
望
し
た

あ
の
日

 
姉
は
す
ぐ
に
恐
怖
に

れ
た

錯
乱
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
今
の

か
ら
は

え
付
か
な
い

程
に
恐
慌
を
来
し
て
し
ま

て
い
た

ち

い
て
い
る

し
か
見
て
い
な
い
キ
リ
ト
や
ア

ス
ナ
達
が
見
れ
ば
き

と
目
を

て

く
く
ら
い
に
は
あ
の
取
り
乱
し
様
は

ま
じ
か

た

 
今
で
こ
そ
自
分
は
片
手
剣
使
い

姉
は

剣
使
い
と
し
て

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

に
そ
の
名
を

か
せ
る
ト

プ
プ
レ
イ

の
一
人
と
な

て
い
る
が
そ
れ
は
ス
テ

タ
ス
と

戦
闘
面
だ
け

ど
ち
ら
も
ま
だ
子

の

を
出
ず
本

の
戦
場
に
出
た
経
験
な
ど
あ
る

も
無

い
上
に
死
の
世
界
に

わ
れ
た
の
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
負

た

か
ら
解
放
さ
れ
生
き

ら
え

る
と
思

た

先
の
事
だ

 
そ
ん
な
過
去
が
あ
る
自
分
達
が
死
の
恐
怖
を
克

出
来
る

も
無
い

 
も
し
も
克

し
て
い
る
と

う
な
ら
そ
れ
は
生
き
る
事
を

め
死
の

れ
を

観
と
共
に

て
い
る
だ
け
で
生
き
な
が
ら
に
し
て
死
ん
で
い
る
と

た
方
が
正
確
だ
ろ
う
と
ボ
ク
は
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え
て
い
る

 
た
だ
違
う
の
は

死
の
恐
怖
に
対
し

ど
う
対
応
す
る
か

 
ボ
ク
は
死
へ
の
恐
怖
を

き
な
が
ら
も
そ
れ
を

ね

け
よ
う
と

し
て
来
た

絶
対
に

勝
て
な
い
戦
い
に
一

も
直
面
し
た
事
が
無
い
の
も
あ
る
が

よ
り
生
ま
れ
た

か
ら
不

と

さ
れ
て
い
た

に
冒
さ
れ
て
い
た
身
だ
そ
れ
を
克

す
る
以
上
の
苦

な
ど
あ
る

が
無
い
と

思

て
い
た

無
論
今
も
そ
う
思

て
い
る

 
だ
か
ら
あ
の
デ
ス
ゲ

ム

を

け
て
も
ボ
ク
は

の
体
を
晒
す

の
プ
レ
イ

の
よ
う
に
は
な
ら
な
か

た

あ
る
意
味
自
分
の
力
で

ね

け
ら
れ
る
死
だ

た
か
ら

だ 
し
か
し
姉
は
違

た

 
男
勝
り
と

え
る
く
ら
い

気
で
や
ん
ち

に
生
き
て
き
た
自
分
の
ス
ト

パ

を
す
る
事

が
多
く

り
や
先
の
事
を

え
て
動
い
て
き
た
姉
は
こ
の
世
界
か
ら
生
還
す
る
ビ
ジ

ン
を

浮
か
べ
ら
れ
な
か

た
の
だ

第
百
層
の
ク
リ
ア
を

す
ま
で
に
一
体
ど
れ
だ
け
の

者
が
出

る
か
明
確
に
想
像
は
出
来
な
く
て
も
そ
の
絶
望
感
は

も
が
同
じ
だ

た
か
ら
こ
そ

気
で
は

あ

て
も
い
や
に
リ
ア
ル
な
想
像
を
し
て
し
ま

た
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な
ま
じ
不

の

か
ら
助
か
る
と
い
う
時
に
来
た
絶
望
の

だ

生
ま
れ
た
時
か
ら
こ
れ
ま

で
ず

と
死
へ
と
近
付
い
て
い
た
身
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
世
界
の
本

で
あ
る
死
の

い
を

明
確
に
感
じ
て
し
ま

た

 
心
が

れ
る
ま
で
は
い
か
な
か

た
が
自
ら
の
意

で
戦
お
う
と
い
う
意
思
が
生
ま
れ
な
い

く
ら
い
に
は
打
ち
の
め
さ
れ
た
姉
を

か
つ
て
ボ
ク
は
必
死
に
慰
め

気
付
け
た

 
い
や

き
つ
け
た
と

た
方
が
正
確
か
も
し
れ
な
い

姉
が
恐
れ
て
い
る

な

死

の

り
が
す
る
道
へ
と
進
む
よ
う
自
身
の
道

れ
に
な
る
よ
う

動
し
た
と

え
る
か
も
し
れ

な
い

 
も
し

か
に
そ
う

わ
れ
た
と
し
て
も
そ
の

葉
を

定
す
る
事
は
出
来
な
い

よ
り
も
ボ

ク
自
身
が
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
か
ら
だ

 

姉
ち

ん

え
姉
ち

ん
が
始
ま
り
の

に

じ

る

を
し
た
と
し
て

も

ボ
ク
は
剣
を
取

て
戦
う
よ

 
死
の

り
に

え
た
姉
に
ボ
ク
は
自
身
が

い
た
思
い
や

え
を
伝
え
た
後
更
に
そ

う

し
た

死
の
危
険
が
あ
る
と
し
て
も
戦
い
に

く
と

た
の
だ

 
そ
れ
に

然
な
が
ら
恐
怖
に

ん
で
い
る
姉
は

根
を
寄
せ

に

れ
た

で
見
返
し
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て
き
た

 

ユ
ウ
キ

ど
う
し
て

そ
こ
ま
で

 

こ
の
世
界
に

う
う
ん

絶
対
じ

な
い
死
に

負
け
た
く
な
い
ん
だ

 
か
つ
て
不

だ

た

れ
絶
対
の
死
を
与
え
る

に
打
ち
克
ち
後
の
人
生
を
勝
ち
取

た

か
ら
こ
そ
の
想
い
が
自
然
と

か
ら
紡
が
れ
て
い
た

ば
無
意
識
に

に
し
た
事
は
そ
の
時

の
ボ
ク
の
心
境
を
正
確
に

い
表
し
て
い
た

 

で
も

負
け
た
ら
死
ぬ
の
よ

 
や

と
生
き
れ
る

の
人
生
が
無
く
な

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
よ

 
そ
れ
で
も
戦
う
の

 
恐
慌
を
来
し

の

静
さ
を
欠
い
て
怒
鳴
る
よ
う
に

え
る
姉
は
ま
る
で
行
か
せ
な
い

と
で
も

う
よ
う
に
こ
ち
ら
の
手
を
強
く
握
り

め
た

 
行
か
せ
た
く
な
い

あ
る
い
は

い
て
行
か
な
い
で
と
そ
う
思

て
い
た
の
だ
ろ

う 
あ
ま
り
に
も

し
い
取
り
乱
し
様
に
目
を

め
つ
つ
自
分
は
安
心
さ
せ
る
よ
う
に

く

り
と
こ
ち
ら
の
手
を
強
く
握
り

め
る

子
の
姉
の
手
を

ん
だ

そ
れ
で
多
少

ち

い
た

の
で

そ
こ
で

を
開
く
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確
か
に
負
け
な
い
保
証
な
ん
て
ど
こ
に
も
無
い

運
動
が

き
で
得
意
だ
と
し
て

も

戦
う
技
術
な
ん
て

た
事
も
無
い

で
も
他
の
人
が
ク
リ
ア
す
る
可
能
性
が
あ
る
保

だ

て
無
い

 

な
ら
ボ
ク
は

こ
の
世
界
と
戦
い
た
い
ん
だ

 

に

じ

て

時
か
も
知
れ
な
い
解
放
の
日
を

つ
の
も
無

に
日

が
過

ぎ
て
体
の
限
界
を

え
て
死
ぬ
の
も

ど

ち
も
ボ
ク
は

な
ん
だ

 

そ
ん
な
の
は
き

と

生
き
な
が
ら
に
し
て
死
ん
で
い
る

 

ボ
ク
は
生
き
た
い

生
き
て

い
た
い
ん
だ

 

仮
に
死
ん
で
し
ま

た
と
し
て
も

こ
の
世
界
で
必
死
に
生
き
た

紺

木

と
い
う
人
間
を

か
の
心
に
残
し
て
も
ら
い
た
い

 

か
の
心
に
残

て
い
る
な
ら

ボ
ク
の
想
い
は
伝
え
ら
れ
る

 

こ
の

仮
想
世
界

か
ら
も

そ
し
て

現
実
世
界

か
ら
も

人
知
れ
ず
消
え
る

な
ん
て

そ
ん
な
の

だ

 

死
が

て
い
る
の
な
ら

て
い
る
か
ら
こ
そ
ボ
ク
は
ボ
ク
ら
し
く
最
後
ま

で

て
生
き
た
い
ん
だ
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メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使

す
る
に
あ
た

て
二
人
は

て
無

に
入

て
い
た

そ
れ
は
骨

で
の

感

の
リ
ス
ク
を

ら
す

で
あ
り
多
少

が
弱

て
い
る
の

が
原
因
で

気
を
発

す
る
恐
れ
を

ら
す
意

が
あ

た

 
し
か
し
そ
れ
は
エ
イ
ズ
を
発

し
て
い
た
ら

れ
行
き

く
場

無

の
空
間
で
し
か

生
き
ら
れ
ず
ま
と
も
に
運
動
も
出
来
ず

れ
も
せ
ず
見
る
事
も

く
事
も
出
来
な
い
体
に

な

て
入
る
場

 
そ
し
て

人
知
れ
ず
死
ぬ
し
か
無
い

し
い
場

だ

 
そ
う
い
う
先
の
事
を

お
よ
そ

え
た
事
も
な
い
大
人
や
同
年
代
の
子

よ
り

も
深
く

知

て
い
た
か
ら
こ
そ
ボ
ク
は
こ
の
状
況
が
そ
う
⻑
く

く

も
無
い
事
を
そ
の
時
点
で

に

悟

て
い
た

 
保

て
二
年
前
後

最
悪
一
年
も
保
た
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
は
ボ
ク
が
予
想
し
た
肉
体
の
限
界

 
こ
れ
が
五
年
前
後
で
あ

た
な
ら

あ
る
い
は
自
分
も

じ

る
方
に
入

て
い
た
だ
ろ
う

し
か
し
二
年
で
百
層
も
攻
略
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
他
力
本
願
に
頼
る
に
は
あ
ま
り

に
タ
イ
ム
リ
ミ

ト
が

過
ぎ
る
と
思

た

デ
ス
ゲ

ム

の
日
か
ら
一

間
に
一
層
進
む
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に
し
て
も
二
年
後
に
百
層
に
は
ギ
リ
ギ
リ
届
い
て
い
な
い

 
そ
の
ギ
リ
ギ
リ
が
い
や
ら
し
い
の
だ

 
き

と
そ
の

か
に
足
り
な
い
分
を

め
る
の
は
ち

と

気
を
出
し
た
者
の

り
な
の

で
は
と

数
は
力
で
あ
る
事
を

な
意
味
で
身
を
以
て
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

そ
の

か

を

め
る
一
人
と
し
て
戦
お
う
と
決
意
し
た

 
無
論

あ
の
時
全
て
を

静
に

論
理
的
に

え
た
上
で
決
断
を
下
し
た

で
は
無
い

 

突
の
デ
ス
ゲ

ム
現
実
に
帰
れ
な
い
と
い
う
異
常
事

に
ボ
ク
だ

て

然

乱
し
て
い

た 
そ
れ
で
も
た
だ

し
て
も
死
が

つ
だ
け
な
ら
そ
れ
な
ら
自
分
か
ら
戦
い
た
い
と
思

た

し
て
も
死
負
け
て
も
死
な
ら
勝
て
ば
い
い
だ
け
だ

事
実
全
て
の
プ
レ
イ

に
残
さ
れ

た

は

極
的
に
は

ゲ

ム
ク
リ
ア

と
い
う
プ
レ
イ

に
と

て
の
勝

だ
け

 
他
の

か
が
ク
リ
ア
出
来
る
確
実
性
も
無
く

時
ま
で
も
そ
の
状
況
が

く

も
無
い
の
な

ら
ボ
ク
は

ず
に
戦
お
う
と
決
断
し
た

た
と
え
そ
れ
が
姉
に
と

て

い

で
あ
ろ
う

と
も

退
け
ら
れ
る

死

か
ら

た
く
な
い

そ
う
思

た
が
故
の
決
意
だ

た

 
そ
れ
ら
を
一
晩

や
し
て
伝
え
た

に
生
ま
れ
た

間
か
ら
全
て
を
共
に
し
て
き
た

子
の
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姉
は

れ

め
て

剣
の
使
い
手

Ｒ
ａ
ｎ

と
し
て
立
ち
上
が

た

 

し
く
も
そ
れ
は
同
じ

剣
使
い
で
あ
り
同
様
の

気
を
持
つ
後
に
出
会
う
閃
光

と
呼
ば
れ
る
女
性
と
同
じ
経

を

て
い
た

え

み
け
れ
ど
戦
う
た
め
に
剣
を
取

た 
一
緒
に
戦
う
事
を
決
意
し
て
く
れ
た
事
を
ボ
ク
は

し
く
思

た

も

も
分
か
ら
な
い
世

界
を
一
人
で
生
き

く
の
は

え
た
だ
け
で
も
恐
怖
と
不
安
で
い

い
だ

た
か
ら
だ

 
し
か
し

正
直
に

え
ば
来
て
欲
し
く
な
か

た
と
い
う
の
も
本

だ

た

戦
う
意
思
を

持

た
の
は
自
分
だ
け
だ

た
の
だ
か
ら
姉
に
は
安
全
な
場

で

て
い
て
欲
し
い
気
持
ち
も

あ

た

き

ん
で
お
い
て

を
と
思
う
が

そ
れ
も
本

だ

た

 
実
の
と
こ
ろ

姉
は
立
ち
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
高
を

て
い
た

 
し
か
し
彼
女
は
ボ
ク
の
予
想
を
裏
切

て
立
ち
上
が

た

死

の

り
へ
の
恐
怖
は
未
だ

消
え
ず
け
れ
ど
こ
の
世
界
へ
一
緒
に
来
て
い
る
肉
親
を
一
人
で
は
戦
わ
せ
な
い
と
死
な
せ
な

い
と
覚
悟
を
決
め
て

恐
怖
を
抑
え

ん
で
そ
れ
以
上
の
闘

を

や
し
た

 

て

え
れ
ば
そ
れ
は
紺

木

と
い
う

子
の
妹
が
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
成

り
立
つ
闘



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
ボ
ク
の
闘

を
前
向
き
な
戦
意
と

え
る
な
ら
姉
の
そ
れ
は
背
水
の

や
死
中
に
活
を

見
出
す
と
い

た

後
ろ
向
き
な
戦
意

 
つ
ま
る
と
こ
ろ
ボ
ク
が
共
に

な
い
限
り
彼
女
は
ま
と
も
に
戦
え
な
い

少
な
く
と
も
本

子
で
は
な
く

死
ぬ
可
能
性
が
高
ま
る
事
は
確
実

 
だ
か
ら
ボ
ク
は
今
ま
で
完
全

日
の
日
以
外
は

本
的
に
姉
の

か
ら
離
れ
る
事
無
く
行
動

を
共
に
し
て
来
た

そ
れ
は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
活
動
を

に
す
る

で
あ
り

死
の
道
へ
進
ま
せ
る
原
因
で
あ
る
自
身
の
責
務
だ

た
か
ら

ば
無
理
に
戦
う
事
を
強
要
さ
せ

た
よ
う
な
も
の
な
の
だ
な
ら
姉
が
死
な
な
い
よ
う
万
全
の
コ
ン
デ

シ

ン
を
保
つ

に
そ
れ

く
ら
い
し
な
け
れ
ば

罪
滅

し
に
も
な
り
は
し
な
い

 
彼
女
は
き

と

こ
の
罪
悪
感
す
ら
も

あ
な
た
の
せ
い
で
は
無
い

と

み
な
が
ら

そ
う

し
く

う
だ
ろ
う

 
し
か
し
ボ
ク
自
身
は
そ
う
思
わ
ざ
る
を
得
な
い

  

こ
の
深
い
樹
海
へ

ば
さ
れ
る

前

か
な

間
だ
け
見
え
た
我
が
姉
の

が
悲

に
歪
ん
で
い
た
の
を
見
た
以
上

そ
う
思
う
し
か
な
い
の
だ
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が
や
が
や
と

外
の

が

を
打
つ

 
別

こ
の

物
に
向
か

て

か
が

ん
で
い
る

で
も
無
い
し
ま
し
て
や
乱
闘
騒
ぎ
が

こ

て
い
る

で
も
無
く
た
だ

に
人
の

来
が
あ
る
活
気
の
あ
る

と
し
て
の

が
あ
る

だ
け
だ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の

と
い
う
前

を

え
れ
ば
か
な
り
人
数
が
多
い
と
は
思
う
が

活
気
が
あ
る
の
は
ど
ち
ら
に
せ
よ
良
い
事
で
あ
る

 
し
か
し
こ
の

物

攻
略
組
き

て
の

人

戦
士
エ
ギ
ル
さ
ん
が

い
取

て
経

す
る

の
一

ラ
ウ
ン
ジ
に

が
設

さ
れ
て
い
る

は
そ
れ
ら
が

い
と
思
え

る
く
ら
い

な
空
気
で
静
ま
り
返

て
い
た

 
あ
る
い
は

ん
で
い
る

と

う
べ
き
か

 
つ
い
数
十
分
前
攻
略
に
出
る
よ
う
頼
ん
で

か
ら
出
た
ば
か
り
の
風
林
火

が

故

か
ユ
ウ
キ
君
を
欠
い
た

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

を

て
す
ぐ
に
帰

て
来
た

 
一
人
足
り
な
い
事
に
ま
さ
か
彼
女
ま
で
死
ん
だ
の
か
と
戦

を

き

時
に
な
く
取
り
乱
し

て
サ
チ
さ
ん
に

き
つ
い
て
い
る
ラ
ン
さ
ん
を
気
に
掛
け
な
が
ら
ク
ラ
イ
ン
に
話
を

け
ば
ラ
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ン
さ
ん
の
様
子
が
理
解
出
来
た

そ
し
て
ユ
ウ
キ
君
が

な
い
事
も
だ

 

も
転

結

を
使

て
い
な
い
し

け
る

も

い
て
い
な
い
の
に
突
如
と
し
て
発
動
し

た
転

現

 
こ
れ
を
重
く

え
た
攻
略
組
の
幹
部
と

え
る

の
面

は
メ

セ

ジ
で
す
ぐ
集

ま
る
よ
う
に
し
た

 
と
は

え

こ
の
場
に
集

て
い
る
の
は
今
は
亡
く
な

て
い
る
事
が
確
定
的
な
キ
リ
ト
君

突
に

を
消
し
て
し
ま

た
ユ
ウ
キ
君
そ
れ
に
取
り
乱
し
た
ラ
ン
さ
ん
と
彼
女
を

め
て
い

る
ア
ス
ナ
さ
ん

サ
チ
さ
ん
以
外
の
面

だ

 
リ

フ

さ
ん
と
シ
ノ
ン
さ
ん
の
二
人
は
キ
リ
ト
君
が

な
く
な

た
日
か
ら

ぎ

ん
で
し

ま

た

 
現
在
は
攻
略
組

達
の
武

⻑
リ
ズ
ベ

ト
が

入
し
た
物
件
の
三

に
住
ん
で
い
る

も
の
の

に
食
事
も
取
ら
ず
の
日
が

い
て
い
る
と

く

彼
の
死
の
原
因
が
自
分
達
で
あ
る

事
に

く
打
ち
の
め
さ
れ
て
し
ま

た
よ
う
だ

 
リ

フ

さ
ん
は
義
弟
で
あ
る
キ
リ
ト
君
を
溺
愛
し
て
い
る
よ
う
だ

た
し
シ
ノ
ン
さ
ん
は

記

喪
失
の
状

で
彼
に
保
護
さ
れ
そ
の
ま
ま
戦
闘
指

を

け
て
い
た
と
い
う
か
ら

信



 第六十五章 〜姉の弱さ、妹の罪業〜

頼
を
寄
せ
て
い
た

そ
れ
で
死
な
せ
る
原
因
に
な

て
し
ま

た
の
だ
か
ら
打
ち

し
が
れ
て
し

ま
う
の
も
仕
方
な
い

 
そ
こ
に
来
て
更
に
ユ
ウ
キ
君
ま
で
も
が
謎
の
失

を

て
姉
が

れ
た

キ
リ
ト
君
よ
り

年
上
と
は

え
大
人
で
あ
る
自
分
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
ク
ラ
イ
ン
達
に

べ
れ
ば

か
に
子

だ
か
ら
そ
れ
も

然
で
は
あ
る
が
そ
の

こ
り
方
が
あ
ま
り
に

い

仮
に
ユ
ウ
キ
君
が
死

ん
で
い
た
ら
彼
女
の
復
帰
は
絶
望
的
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

も
が
理
解
し
て
い
て
ラ
ン
さ
ん
を

め
て
い
る
二
人
が

り
て
来
る
ま
で

の
中

で
得
た
情
報
や
事
の
進

を
確
認
し
合

て
い
る
と
白
を

に

の
色
が
入

た
騎
士

を

う
ア
ス
ナ
さ
ん
だ
け
が
二

か
ら

り
て
来
た

そ
ち
ら
に
全

の

線
が
向
く

ア
ス
ナ
君

ラ
ン
君
の
様
子
は
ど
う
だ

た

分
と

し
て
ま
し
た

さ

き

き

れ
て
眠

た
と
こ
ろ
で
す

サ
チ
さ
ん
は
彼

女
の
様
子
を
見
る
た
め
に
残

て
い
ま
す

そ
う
か

 
彼
女
の
報

を

い
て

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

面
で

り

む

 
キ
リ
ト
君
の

さ
や
無

に

時
も
目
が
行

て
い
た
が
あ
の
二
人
も
攻
略
組
の
中
で
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は
か
な
り
年
下
の
方
だ

む
し
ろ
下
か
ら
二

三
番
目
で
あ
る

 
今
ま
で
彼
が
ず

と
戦

て
き
て
そ
の
無

な

を
見
て

え
な
け
れ
ば
と

し
て
い
た

達
だ
が

あ
る
意
味
で
そ
れ
は
戦
う
意
思
を
保
つ
力
に
な

て
い
た

の

に

と
彼
は

戦

て
い
た
が
そ
の
戦
う
動
機
と
い
う
も
の
が
あ
る
者

ど
人
は
強
く
な
る
の
だ

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
二
三
番
目
に

い
彼
女
達
の
強
さ
は
そ
の
ま
ま
戦
う
動
機
が
他
の

人
よ
り
強
い
と
い
う
意
味
に
も
直
結
す
る

 
第
一
層
の
攻
略
会
議
で
ア
ス
ナ
達
と
出

う
前
の
彼
女
達
は
常
に
二
人
で
行
動
し
て
い
た
と

本
人
達
か
ら

い
た
事
が
あ
る

他
の
人
達
の
事
を
信

し

い
し

繋
も
取
り
に
く
い
か
ら
と

て
い
た

そ
れ
は
真
実
だ
ろ
う

 
し
か
し
恐
ら
く
そ
れ
だ
け
で
は
無
い

推

に
な
る
が
あ
の
姉
妹
は
精
神
的
に
依
存
し
合

て
い
た
の
だ
と
思
う

 
ユ
ウ
キ
君
は
ラ
ン
さ
ん
を
護
る

に
力
を
付
け
る
と
決
め

そ
う
し
て
戦
う
理
由
を
作

た

ラ
ン
さ
ん
は
そ
の
逆
妹
の
ユ
ウ
キ
君
を
護
る

に
戦
う
と
そ
う
し
て
戦
え
る
だ
け
の
力
を
付

け
た

 
そ
の
共
依
存
は

方
が
存
在
し
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
片
方
が
欠
け
た
時
点
で

解
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す
る
程
に

い

だ

 
だ
か
ら
こ
そ
彼
女
は
取
り
乱
し
て
し
ま

た

心
の

り

で
あ
り
戦
う
理
由
そ
の
も
の
と

も

え
る
妹
が

突
に

な
く
な

て

と
し
た
ら
死
ん
で
し
ま

た
の
で
は
と
い
う
可

能
性
を

定
出
来
ず

な
想
像
を
し
て
し
ま

た

依
存
し
て
い
た
分
だ
け
そ
れ
は
深

だ

 
似
た
よ
う
な
状
況
に
キ
リ
ト
君
も

た
事
が
あ
る
が

月
夜
の
黒
猫

の
メ
ン
バ

と
彼

の
間
に
は

ど

が
無
か

た
か
ら
サ
チ
さ
ん
が
寄
り

た
だ
け
で
持
ち
直
せ
た

も

と

え
ば
あ
の
姉
妹
に

べ
れ
ば

や
友
情
と
い

た
友

的
な
感
情
は

か

た
か
ら
こ
そ
ダ

メ

ジ
も
ま
だ
少
な
か

た

 
ラ
ン
さ
ん
は
実
の
家

そ
れ
も

子
の
妹
を
目
の
前
で
喪

た
の
だ

ま
だ
死
ん
だ
と
決

ま

た

で
は
な
い
も
の
の
状
況
的
に
か
な
り
絶
望
的
で
あ
る
以
上
は
最
悪
を
想
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

彼
女
に
そ
れ
は

過
ぎ
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も

け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
現
実
は

時
も
非
情
だ

キ
リ
ト
君
に

い
て
ユ
ウ
キ
君
ま
で

し
か
も
い
き
な
り
の
転

な
ん
て
対
策
も

に
出

来
な
い
ぞ
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⻑

こ
ん
な
事
が

き
る
可
能
性
に
心

た
り
は
な
い
ん
で
す
か

す
ま
な
い
が
私
に
も
思
い

た
る
事
が
無
い

仮
に
強
制
転

が

こ

た
と
し
て
も
そ
れ

が

故

こ

た
か
が
分
か
ら
な
い
の
だ

 
ア
ス
ナ
さ
ん
と
共
に
強
制
転

が
発
生
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
開
発
者
で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ

さ
ん
こ
と

場

に
問
い
掛
け
る
も

彼
に
も
分
か
ら
な
い
ら
し
く

し
い

で

を
振
る

こ

た
事
は
と
も
か
く

原
因
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
推

も

に
出
来
な
い
と

い

た
感
じ
だ

た

一
応
オ
レ

ち
が

い
た
限
り
同
じ
事
が

き
た

は
こ
の

や
他
の

層
に
も

な
い

い
ゼ

他
の

層
は
結
構
ム
ラ
が
あ
る
か
ら
確
証
は
無
い
ケ
ド

 
他
に
も
事

が
あ
る
な
ら
共

点
か
ら

り
出
せ
る
の
だ
が
そ
れ
は

広
い
情
報

を
持
つ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

一
の
情
報

ア
ル
ゴ
さ
ん
が

定
し
た

 
他
に
も
強
制
転

で

を
消
し
た
者
が

な
い
と
い
う
の
は
知
ら
な
い
間
で
の
不
安
の

大
が

こ
ら
な
い
と
い
う
事
で
も
あ
る
か
ら
ま
だ
い
い
が
原
因

明
の
足
掛
か
り
を
喪

た
と
い
う

意
味
で

え
れ
ば
あ
ま
り
喜
べ
る
事
で
は
無
い

か
と

て
多
く
の
者
が

な
く
な

た
方

が
い
い
と
い
う

で
も
無
い
の
だ
が
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ユ
ウ
キ
の
フ
レ
ン
ド
状

は
キ
リ
ト
と
同
じ
に
な

て
る
け
ど
よ

追

も
不
可
能

て

事
は
ど
こ
か
の
ダ
ン
ジ

ン
に

ば
さ
れ
て
る
と
か
か

 
ダ
ン
ジ

ン
内
は
追

不
可
に
な

る
だ
ろ

そ
う
は

う
が
な
ク
ラ
イ
ン
状
況
か
ら
し
て

か
フ
ラ
グ
を
立
て
た

て

じ

な
い
ん
だ

ろ

 
可
能
性
と
し
て

定
は
出
来
な
い
が
か
な
り

い
ん
じ

な
い
か

 
ク
ラ
イ
ン
が
生
存
を
前

と
し
た
可
能
性
を

に
す
る
が
エ
ギ
ル
さ
ん
が
そ
れ
に
反
論
す
る

 
ダ
ン
ジ

ン
内
や
ク
エ
ス
ト
で
突
発
的
に
場

を

動
さ
せ
ら
れ
る
ギ
ミ

ク
が
発
動
す
る
事

は
そ
こ
そ
こ

し
い
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
無
い

で
は
無
い

あ
ま
り
探
索
型
ク
エ
ス
ト

を
し
な
い

で
も

か
経
験
が
あ
る

 
と
は

え
そ
う
い
う
も
の
は
大

そ
の
場
に
い
る
プ
レ
イ

全

が
対

に
な
る

今
回

は
ユ
ウ
キ
君
だ
け
が
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

を
消
し
た
か
ら
可
能
性
と
し
て
は

か

た

聖
⻯

合

は
ク
エ
ス
ト
や
ダ
ン
ジ

ン
攻
略
も

に
す
る
が

フ

ル
ド
で
転

さ

せ
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
フ
ラ
グ
は
今
ま
で

い
た
事
が
無
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
話
を

く
限
り
七

十
五
層
を
超
え
た
ら
そ
う
い
う
フ
ラ
グ
が
増
え
る

て
い
う

で
も
な
さ
そ
う
だ
し

リ
ザ

ド
マ
ン
を
一
番
倒
し
た
の
が
ユ
ウ
キ
だ
か
ら
ど
こ
か
に

わ
れ
ち

た

と
か
は
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百
層
へ
の
攻
略
に
必
要
な
ル

ト
上
に
そ
う
い
う
設
定
を
し
た
覚
え
は
無
い
し
そ
う
い
う
ク

エ
ス
ト
も
こ
の

層
で
は
発
生
し
な
い

だ

 
集

た
面

が

と
予

を

に
し
て
は
可
能
性
が

い

そ
う
い
う
設
定
は
し
て
い
な

い
対
策
不
可
と
い

た
よ
う
に
現
状
打
破
の
一
手
と
な
る
も
の
が
出
て
来
な
い

そ
も
そ
も
か

ら
し
て
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
な
い
な
ら
対
策
の
立
て
よ
う
も
無
い
の
だ
が
事
は
死
活
問

な

の
で
話
を
し
な
い

に
も
い
か
な
い

 
一
応
彼
女
が
消
え
る
前
に
話
を

い
て
い
た
と
い
う
ク
ラ
イ
ン
達
か
ら

内
で
の
戦
い
を

い
て
そ
れ
の
対
応
策
は
立
て
て
い
る
の
で
現
状
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
ユ
ウ
キ
君
の

失

を
ど
う

う
か
だ
け

 
下
手
に
失

し
た
と

に
広
め
れ
ば

黒
の
剣
士
に

い
て
絶
剣
ま
で

な
く
な

た
と
よ
り
絶
望
的
な

気
を

さ
せ
て
し
ま
う

に
ラ
ン
さ
ん
の
様
子
を
見
た
人

が
そ

う
い

た
話
を
し
て
い
る

 
そ
れ
を

す
に
は
彼
女
本
人
が
帰

て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の

状

が
キ
リ
ト
君
と
同
じ
に
な

て
い
る
の
で
最
悪
死
ん
で
い
る
可
能
性
も

定
出
来
な
い
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も
し
本

に
死
ん
で
い
た
ら
彼
の
策
で
ど
う
に
か
収
ま

た
下
層
に

れ
な
く
な

た
人

の

不

を
抑
え
切
れ
な
く
な

て
し
ま
う

ば

へ

禁
し
て
い
る
も
同
然
な
こ
の
状
況
で
そ
う

な

て
デ
モ
活
動
な
ど
を

こ
さ
れ
た
ら

攻
略
組
の
活
動
に

が
出
る
可
能
性
が
あ
る

 
他
の

層
で
な
ら
別
の

に

点
を

す
と
か
で
対
応
可
能
だ
が
七
十
六
層
以
上
は
主

が
一
つ
だ
け
で
他
の

や

に
転

は
無
い
と
い
う
話
だ
か
ら
そ
の
手

は
今
は
取
れ
な
い

第
七
十
七
層
に
進
ん
だ
ら
取
れ
は
す
る
が
そ
れ
が
出
来
た
ら
苦
労
し
な
い

 
結

対
応
策
無
し

絶
剣

の
失

は

く
極
秘
事

と

う
事
に
し
て

攻
略
の
方
に
人

数
を

く
よ
う
に
し
た

 
シ
ス
テ
ム

で

時
死
ぬ
か
も
失

す
る
事
に
な
る
か
も
分
か
ら
ず
特
記
戦
力
と
も

え

る
二
人
を
欠
い
た
不
安
定
な
状
況
で

達
は
と
に
か
く
攻
略
を

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
結
論
に
至

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
本
作
の
紺

姉
妹
は
生
き

ら
え
る
状
況
な
の
で

に
恋
愛
も
し
た
い
お
年

 
で
も
過
去

い
て
い
た
死
の
恐
怖
が
あ
る
か
ら
少
し
は
原
作
ユ
ウ
キ
家

全

死
亡
に

近
い
想
い
を

い
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
は

と
思

て

写
し
ま
し
た

 
原
作
ユ
ウ
キ
は
繋
が
り
を
持

た
人
を
哀
し
ま
せ
る
の
で
は

と

を

い
て
い
ま
し
た

が

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
行
動
や
今

の

の
様
子
を
見
る
限
り
で
は

か
に
覚

え
て
い
て
欲
し
い

と
願

て
い
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

そ
れ
を
私
な
り
に
再
現

 
心
に
残
る
の

り
は
フ

ン
ト
ム
・
バ
レ

ト
編
の
キ
リ
ト
の
セ
リ
フ
か
ら
ち

こ

と
引

 
そ
し
て
ラ
ン
に
つ
い
て

 
彼
女
は
原
作
で
も

ア
ス
ナ
に
近
い

気

ユ
ウ
キ
を

時
も

ん
で
見
守

て
い

た

ユ
ウ
キ
よ
り

か
に
強
い
と
い

た
断
片
的
な
情
報
し
か
無
い
の
で
か
な
り

し
た

感
じ
が
あ
る
の
で
す
が
死
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
る

の
完

先
に
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た
の
で

こ
う
な

て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
は
と
思
い

れ
た
と
い
う
設
定
に

 
そ
れ
で
も
戦
え
て
い
る
の
は
大
切
な
妹
が
戦
う
と

た
か
ら

死
な
せ
た
く
な
い

い
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て
行
か
れ
た
く
な
い

と
い
う
思
い
で
立
ち
上
が

た

 
だ
か
ら
そ
の
戦
う
護
る
理
由
で
あ
る
ユ
ウ
キ
が

な
く
な

た
せ
い
で

れ
て
し
ま

た
と
い
う
感
じ
に

気
に
な

て
い
る
異
性
の
キ
リ
ト
が

な
く
な

た
シ

ク
も

て
大
ダ
メ

ジ

と
い
う
感
じ
で
解

し
て

い
た
ら

い
で
す

 
と
い
う
か
コ
レ
が
自
分
の
限
界
で
し
た

ラ
ン
が
哀
し
み
で

れ
る
の
が
こ
れ
く
ら
い
し
か
思

い
つ
か
な
か

た

 
ユ
ウ
キ
が
戦
う
理
由
も
退
け
ら
れ
る
死
に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
し

く
り
来
た

の
で
こ
れ
に

 
デ
ス
ゲ

ム
初
期
を
オ
マ

ジ

し
た
新
章
開
幕
と
い
う
事
で

め
て
戦
う
理
由
を

て

み
ま
し
た

如

で
し
た
か
ね

 

本
来
天
真

な
彼
女
が
か
な
り
暗
い
の
は
本
作
だ
か
ら
と
い
う
事
で
ご
容
赦

き

た
い

 
そ
れ
と
現
在
新
た
に
活
動
報

で
ア
ン
ケ

ト
モ
ド
キ
を
し
て
お
り
ま
す

希
望
の
キ

ラ

点
や

の
今
後
に
つ
い
て
の

が
あ
る
の
で
気
が
向
け
ば
返
信
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す

た
だ
感
想

に
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

約
に
引

掛
か

て
見
え
な
く
な
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て
し
ま
い
ま
す

 
感
想

だ
と
見
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語
義
姉
弟
編
其
之
二
 

這
イ
寄
ル
不
安

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら

せ
ら
れ
る

り

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
別
で
来
て
い
る
ユ

イ

キ
リ
ト
の
お
話

 

点
と
し
て
は
前

ユ
イ

点

後

は
別
キ

ラ

点

め
ば
後

は
分
か
り
ま
す

 
し
か
も
キ
リ
ト
は

ど

ら
な
い
と
い
う
か
キ
リ
ト
が

だ
か
ヒ
ロ
イ
ン
や

て
る
感
じ
に

な
り
ま
し
た

 
本
作
の
ユ
イ
は
お
姉
さ
ん
力
が
天

突
破
状

な
の
で
ユ
イ
ち

ん
で
は
無
く
ユ
イ
さ
ん

な
の
で
す
よ

し
か
も
色

と
原
作
か
ら
ぶ

ん
で
い
る

こ
ん
な
ユ
イ
も
い
い
な
程

に

け
止
め
て

け
れ
ば
と
思
い
ま
す

 
文

数
は
約
二
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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び

と
風
が
吹
い
た

 
強
過
ぎ
は
し
な
い
が
し
か
し

風
と

う
に
は
強
い
風
が
一

吹
き
大
地
か
ら
生
え

て
い
る
⻘

を
ユ
ラ
ユ
ラ
と
揺
ら
し
た

で
咲
き
誇

て
い
る
色
取
り
取
り
の
花
も
揺
れ

て

設
定
さ
れ
て
い
る

り
が

を

る

 
そ
れ
ら
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
自

の
黒
髪
が
ハ
ラ
リ
と
揺
ら
め
く

 
そ
し
て
⻘

を

代
わ
り
に

て
い
る
自
分
の

に

を

せ

か
な

み
に

て
い
る

子
の
黒
髪
も
揺
れ
た

太
も
も
に
掛
か
る
髪
の
感
触
が
く
す
ぐ

た
く
て
け
れ

ど
不
快
で
は
無
い
そ
れ
が

せ
に
思
え
て

自
然
と

み
が
浮
か
ん
だ

ん

し

 
風
に
揺
れ
た
自
身
の
髪
が

に
そ
し
て

先
に
掛
か

た
か
ら
か

み
に

て
い
た

子
が
可
愛
ら
し
い
く
し

み
を
し
た

 
そ
れ
で

ら
か
眠
気
か
ら
覚
め
た
よ
う
で

け
眼
の
ま
ま
黒
い

で
こ
ち
ら
に
焦
点
を
合
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わ
せ
る

 
そ
の

に

光
は
無
い

 
た
だ

に
あ
る
の
は
全
き
黒

無

の
闇
が
広
が
る
だ
け
で

き
の
光
は
損
な
わ
れ
て
し

ま

て
い
る

 
傷
付
き

れ
果
て
た

に
戦
い
か
ら
身
を
引
い
た

子
か
ら
は
か
つ
て
あ

た

き
が
喪

わ
れ
て
い
た

そ
れ
で
魅
力
が
損
な
わ
れ
る
と
か
人
間
性
の
価
値
が
下
が
る

で
は
無
い
が
よ
り

し
さ
を
増
し
て
し
ま

て
い
て

見
る

に

の
内
が
苦
し
く
な
る

 
け
れ
ど
そ
れ
を

面
に
出
す
事
は
無
い

 
自
分
は
人
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
仕
事
と
す
る
人
工
知
能

有
体
に

え
ば
カ
ウ
ン
セ
ラ

だ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
者
が
不
安
そ
う
な

を
し
て
い
て
は

者
が
安
心
し
て
こ
ち
ら
を
頼

る
事
が
出
来
な
く
な

て
し
ま
う
そ
れ
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム

作
一

と
し
て
失
格
だ

一

と
い
う
事
は
他
に
も

る
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
⻑
女
な
の
だ

か
ら

し

か
り
し
な
い
と
い
け
な
い

 
た
だ
で
さ
え

今
の

者
は
大
切
な
義
弟
な
の
だ
か
ら

 
少
し
で
も
安

を

す
る

に
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少
し
で
も
不
安
を
和
ら

る

に

 
少
し
で
も

心
の

息
を
取

て
も
ら
う

に

ユ
イ
ね

で
す
か

 
名
前
を
呼
ば
れ
た
か
ら

し

か
り
と
目
を
見
て

を

で
な
が
ら

し
く
問
い
返
す

 

黒
の

子
は

に

り
と
表
情
を

ら
か
く
し
た

ま
だ

て
良
い

 
ね
む
い

良
い
で
す
よ

 
精
神
的
な

を

い
そ
の

状
が
現
れ
た
者
に
と

て
最
初
に
行
う
べ
き

は

よ
り

も
ま
ず

る
事
だ

ち
な
み
に

も

て
良
い
が
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

で
夜
は
必
ず

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
鬱

や

合
失

な
ど

し
て
精
神

と

わ
れ
る
も
の
は

伝
や

境
的
な
要
因
も
多

わ

て
い
る
も
の
の
多
く
は
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ

て

気
な

状
が
ハ

キ
リ
と

在

化
し

気

と

断
さ
れ
る
に
至
る

 

れ
す
ぎ
て
い
る
と
逆
に
気
分
が
高

し
た
り
興

状

に
な

た
り
す
る
よ
う
に
ス
ト
レ
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ス
が
掛
か
り
過
ぎ
る
と
自
身
の
状

把
握
が

か
に
な
り

そ
れ
も
意

的
に
目
を

ら
し
て

い
る
の
で
は
な
く
自
分
で
は
変
わ
り
な
い
と
思
い

ん
で
い
る

状
を
無

し
て
動
き

け

る
た
め
事
に
よ
れ
ば
非
常
に
危
険
な
状

ま
で
行
き

く
可
能
性
が
あ
る

少
な
く
と
も
私
に

イ
ン
プ

ト
さ
れ
て
い
る
知
識
で
は
そ
う
な

て
い
た

 
私
が

断
し
た
限
り
キ

は
鬱

と

合
失

を

発
し
て
い
る

間
違

て
い
る
可
能

性
も
あ
る
か
ら
断
定
は
出
来
な
い
が
確
実
に

え
る
事
は
こ
の
ど
ち
ら
か
は
発

し
て
い
る
と

い
う
事
だ

片
方
だ
け
な
ら
恐
ら
く
鬱

だ
ろ
う
と
私
は
予

し
て
い
る

 
こ
の
二
つ
の

は
発

に
至
る
機
序
が
異
な
る
が

し
て
責

感
や
正
義
感
が
強
く
生
真

面
目
で
失

を
許
せ
な
い
完

主
義
で
あ

た
り
失

し
た
事
に
対
し
て
過

に
自
分
を
責
め

た
り
す
る
性
格

向
が
あ
る

 
キ

は
ど
れ
も

て
は
ま
る
し
失

を
許
せ
な
い
だ
け
で
な
く
失

が
許
さ
れ
な
い
極
限

の

境
に
身
を

き

け
た
事
で

ま
じ
い
心
的
ス
ト
レ
ス
が
あ

た

発

し
て
も

ら
お
か

し
く
な
い
の
だ

 
鬱

に
は
も
う
少
し

し
い

気
の
タ
イ
プ
が
あ
る

大
き
く
分
け
れ
ば
常
に
気
分
が
下
が

り

け
て
い
る
タ
イ
プ
と

異
常
な
気
分
高

と

迷
が
交

に

り
返
さ
れ
る
タ
イ
プ
だ
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合
失

に
も
発

時
期
と
出
や
す
い

状
に
よ

て
分

が
あ
る
が
大
体
似
た
り
寄

た
り
な
の
で

愛
す
る

こ
ち
ら
は

名
が
示
す

り

会
的
な
思

と
実

の
行
動
が

み
合

わ
ず
滅
裂
と
な

て
い
る
状

の
事
を
指
す

興

し
過
ぎ
て
い
て

労
に
気
付
か
ず
本

は

ま
な
い
と
い
け
な
い
の
に
動
き

け
て
し
か
も
そ
の
行
動
で

せ
る
レ
ベ
ル
が

い
の
が

特
徴
だ

 

で
分

さ
れ
る
物

の
話
も
あ
る
の
で

に
ス
ト
レ
ス
だ
け
の
せ
い
と
は

え
な
い
が

前

し
た
よ
う
に
多
く
が
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
事
は
ハ

キ
リ
と
分
か

て
い

る 
そ
う
い
う
者
達
の

に
最

な
の
は

む
事

よ
り
正
確
に

う
な
ら
ス
ト
レ
ス
を
発
生

さ
せ
る
場

か
ら
遠
ざ
け
仕
事
や
責

か
ら

て

む
し
ろ

む
事
を
仕
事
と
し
て

労
を
取
り

み
重
な

た
ス
ト
レ
ス
を
リ
セ

ト
す
る
事
だ

 
人
間
は
機

よ
り

い
の
だ

ず

と

し

け
て
い
れ
ば
機

と
て

み
を

ん
だ
機

よ
り

く
故

す
る
の
だ
か
ら

労
と
い
う
自
覚
が
あ
り

眠
や
食
事
を
摂
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
間
が
動
き

け
れ
ば
ガ
タ
が
来
る
の
も

然
と
い
う
も
の

そ
の
ガ
タ
が
人
間
の
精

神
面
で

え
ば
鬱

や

合
失

な
の
で
あ
る



 幕間之物語 義姉弟編其之二 〜這イ寄ル不安〜

 

そ
こ
ま
で
行
く
前
に

め
ば
い
い
の
で
は

と
思
う
者
も

る
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
出
来
れ
ば
苦
労
は
し
な
い

状
況
や
立
場
あ
る
い
は
性
格
か
ら
来
る
責

感
や

め

が
原
因
で
そ
れ
が
出
来
な
か

た
か
ら
こ
そ
発

に
至

た
の
だ

 

事
に
も
完

を
求
め
失

を
許
さ
ず
常
に

き

め
の
者
は
そ
れ
が

と
な

て

ま
な
く
な
る
し
期

を
掛
け
ら
れ
れ
ば
掛
け
ら
れ
る

ど
応
え
な
け
れ
ば
と
強
く
思

て

む
事
を
自
ら

め
る

そ
し
て

か
一
つ

な
失

を
し
た
だ
け
で
た

た
一

期

に
応

え
ら
れ
な
か

た
だ
け
で

そ
の
者
は
自
身
を
強
く
責
め
る
の
だ

 
そ
ん
な
状

が
た

た
一

な
ら
ま
だ
良
い
だ
ろ
う
が
特
徴
的
な
の
は
そ
れ
が
ず

と

く

事

一

失

す
れ
ば
二

同
じ
事
は
す
ま
い
と
決
め
そ
れ
で
ま
た
失

し
た
ら
更
に
強
い
自

責
感
に
襲
わ
れ
る

 

人
間
が
一

の
失

も
し
な
い

も
無
く
け
れ
ど
そ
れ
が
許
せ
な
い

り
に
責
め
過
ぎ

て

そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
と
な

て
発

に
至
る
ケ

ス
は
非
常
に
多
い
と
い
う

 
キ

は
正
に
そ
の
悪

に

て
い
た
の
だ

確
か
に
リ

姉
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
の
お
陰
で

れ
る

に
持
ち
直
し
て
き
た

そ
れ
で
も

心
に

労
は
確
か
に

し
て
い

た

心
の
強
さ
は
そ
の
ま
ま
で
も
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

性
は

く
な
り

れ
る

に
よ
り
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弱
に
な

て
い

た

 
そ
し
て

し

さ
れ
て
し
ま

た

 
一

目

月
夜
の
黒
猫

の
失

は
後
悔
と

め
に

 
二

目

第
七
十
四
層
ボ
ス
戦

の
失

は
強
い
自
責
感
と
自
ら
へ
の
失
望
に

 
そ
し
て
三

目

リ

姉
と
シ
ノ
ン
さ
ん

の
失

は

方
も
無
い
自
己

悪
と
自
己

定
へ
と
変
わ
り
果
て
た

 
期

に
応
え
よ
う
と
す
る
活
力
や
不
安
な
ど
を

ね

け
る
力
は
自
分
自
身
に
対
す
る
プ
ラ

イ
ド
や
自
信
だ
が

自
己

定
は
そ
れ
ら
全
て
を

み
捨
て
去

て
し
ま
う
も
の
に

し
い

そ
ん
な
状

で
更
に
強
く
な

て
い
く
自
責
や
後
悔
自
己

悪
感
を

ね

け
ら
れ
る

も
無

い 
だ
か
ら
今
の
キ

に
は
一

そ
れ
ら
を
忘
れ
て

れ
を
取

て
も
ら
う
事
が
一
番
の

に
な

る 
こ
れ
が

い
自
信
喪
失
な
ら
自
身
を
取
り

す
き

か
け
を
与
え
れ
ば
い
い

か
を
助
け

る
と
か

か
に

め
ら
れ
る
と
か
で

き

と
あ
る
程

持
ち
直
す
だ
ろ
う

 
し
か
し
キ

は
そ
れ
よ
り
も
も

と
先
こ
の
世
界
で
成
⻑
し
た
自
分
だ
け
で
な
く
リ

姉
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達
と
過
ご
し
た
過
去
の
行
動
す
ら
も

定
す
る
思

に

て
し
ま

て
い
る

そ
ん
な
状

で

他
者
と

わ
り
を
持
つ

を

し
て
も
意
味
は
無
い

む
し
ろ
悪
化
す
る
一
方
な
の
は
明
白

だ 
だ
か
ら
こ
の
三
日
間

私
達
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

地
を
転

と
し
な
が
ら

見
晴
ら
し

の
い
い
場

で
一
緒
に

を
し

け
て
い
た

 

り

め
て
い
た

を
一
気
に

め
た
今
の
キ

は
絶
大
な

眠
欲
に
襲
わ
れ
て
い
て

だ

ろ
う
が
夜
だ
ろ
う
が

な
く
よ
く
眠

て
い
る

ま
る
で
今
ま
で
攻
略
の

に

て
い
た
分

を
取
り
返
す
か
の
よ
う
な
見
事
な

り
だ

 
私
と
し
て
は
可
愛
ら
し
い

を

能
出
来
て

足
で
は
あ
る
が
そ
れ
だ
け

れ
て
い
た
事

を

え
る
と

直
に
喜
べ
な
か

た

私
は

に
も
行
き
ま
せ
ん
か
ら

安
心
し
て
気
が
済
む
ま
で

る
り
と
眠

て
下
さ
い

ん

 
安
心
さ
せ
る
よ
う

し
く

う
と

キ

は
ワ
ン
ピ

ス
の

を
き

と
握

て
来
た

 
ワ
ン
ピ

ス
の

を
握

て
来
る
の
は
キ

な
り
の

お
ね
だ
り
の
サ
イ
ン
で
あ
る

 
た

た
一
つ
だ
け
私
達
の
間
で
取
り
入
れ
た
非

語
的
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
法
が
意
味
す
る
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と
こ
ろ
は

き

め
て

だ

で
も

く
あ
た
た
か
く
て

安
心
し
て
眠
れ
る
の
だ
と
か

 
リ

姉
や
シ
ノ
ン
さ
ん
達
と
違

て
私
の
ア
バ
タ

年

は
キ

と

同
じ
な
の
で
彼
女

達
よ
り
も
格

に

な
体
な
の
だ
が
そ
れ
で
も
あ
た
た
か
い
と
思

て
も
ら
え
て
い
る
の
は

直
に

し
か

た

義
姉

に

き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

 

自
分
自
身
ど
こ
で
こ
ん
な
感
情
や
思

を
学

し
た
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
思
わ
な
い

で
も
な
い
が
別
に
不

は
生
じ
て
い
な
い

と

う
か

ば
か
り
生
じ
て
い
る

の

で
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い

 
ち
な
み
に
ワ
ン
ピ

ス
と
下

以
外
は
身
に

け
て
い
な
い
の
で

の

ら
か
さ
は
直
に
伝

わ
る
の
だ
が

多
分
彼
は
そ
の

分
か

て
い
な
い

甘
え
ん

な
キ

は

と

て
も
か
わ
い
い
で
す

 

ず
か
し
そ
う
に

を

く
し
て
そ
れ
で
も
お
ね
だ
り
を
や
め
る
つ
も
り
は
無
い
よ
う
で

を
握

た
ま
ま
の
そ
の
様
子
が

ま
し
か

た

以
前

た
よ
う
に

直
に
甘
え
て
も
ら

て
い
る
の
が

し
か

た

む
 
そ
の

葉
に
ち

と
だ
け
キ

は
む

と
不

そ
う
に

を

ら
せ
た

恐
ら
く
男
子
と
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し
て

可
愛
い

と
い
う

葉
が

に

た
の
だ
ろ
う

 
で
も
私
は
こ
れ
を
撤
回
す
る
つ
も
り
な
ど
無
い

直
な
感
想
を

た
だ
け
だ
し
き

と

キ

の
理
解
者
達
は
今
の
様
子
を
見
て

も
が
同
じ
感
想
を
持
つ

だ
か
ら

悪
い
の
は
そ
ん
な

反
応
を
す
る
キ

の
方
な
の
だ

 
そ
ん
な
思

を
浮
か
べ
つ
つ

く
り
と

か
ら
キ

の

を
下
ろ
し
た
後
私
も
ま
た

花

の
上
に
身
を
横
た
え
る

そ
れ
か
ら

で

転
ん
で
い
る
黒

の
義
弟
に
ご
ろ
り
と
向
き
直

て

を

ば
す

お
い
で

 

ら
か
な
声

で

え
ば
キ

も

を

ば
し
て
私
の
背
中
に
回
し

き

め
て
来
た

ぎ

と

し
く

強
く

 
流

に

を
下
敷
き
に
す
る
と

に

い
の
で
横
向
き
に

て
お

い
の
手
と
指
を
組

む
状

に
す
る

こ
れ
な
ら

苦
し
い
と
い
う
事
も

眠
を

す
る
事
も
無
い

お

み
な
さ
い

キ

良
い
夢
を

 
眠
る

を
し
た
後

彼
の

に

付
け
を
一
つ

と
す

ん

お
や
す
み

ユ
イ

ね
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け
眼
だ

た
義
弟
は

か
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
眠
り
に

ち
た

 

私
が
し
た

へ
の

付
け
は

も
見
た
目
だ
け
で
は
無
い

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
と
し
て
復
活
さ
せ
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る

私

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

か
ら
集

さ
れ
た
デ

タ
か
ら

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

自

ら
に
よ

て
完
全
復

さ
れ
た
存
在
な
の
で

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
機
能
と
限
定
的
な

権
限

の

方
を

せ
持

て
い
る
状

だ

今
と
な

て
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

に
あ
る
コ

ン

ル
の
深
部
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
権
限
も
有
し
て
い
る

 
そ
ん
な
私
は
プ
レ
イ

の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
う
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の

時
に

者
を

ち

か
せ
る
行

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
な
の
で
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
機
能
の
一
つ
に
プ
レ
イ

を
強
制
的
に
眠
ら
せ
る
も
の
が
あ

る 
原
理
は

で

ナ

ヴ
ギ
ア
で

み
取

て
い
る
特
定
の
プ
レ
イ

今
回
は
キ

の

波
デ

タ
か
ら

眠
時
の

波
を

み
取

て
そ
れ
を
引
き

こ
す
と
い
う
も
の

よ
り

密
に

え
ば

破
壊
も
出
来
な
い
超

弱
な
電

波
を

て
て
現
在
の

波
を
強
制
的

に

眠
時
の
も
の
へ
と
上
書
き
す
る
の
だ
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人
間
の

波
は

一
人
と
し
て
一

し
な
い
特
有
の
も
の
で
仮
に
他
者
の

波
を
上
書
き
し

た
場
合

器

と
反
発
し
合

て
そ
の
人
間
は
一
時
的
に

物
状

に

て
し
ま
う

そ
の

た
め
こ
の
行

は

危
険
な
も
の
で
あ
り
行
う
に
し
て
も
か
な
り
の
回
数
の
臨

験
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

 
恐
ろ
し
い
事
に

故
か

に

波
の
上
書
き
を
行

た

験
デ

タ
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

コ
ン

ル
か
ら
確
認
出
来
た
の
で
私
も
こ
れ
を
行
え
る
よ
う
に
な

た

験
デ

タ
を

み
取
る
に
ど
う
も
情
動
や
記

を

る
部
分
に
も
ア
プ
ロ

チ
し
て
い
た
よ
う
だ
が
流

に
危
険
過
ぎ
る
し
そ
も
そ
も
必
要
と
し
て
い
な
い
事
も
あ

て
私
は
キ

を

眠
状

へ
と

誘
う

に
し
か

い
て
い
な
い

 
リ
ア
ル
で
は

眠
導
入

な
ど
を
使
う
よ
う
だ
が
そ
の
代

と

え
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

ホ

ル
モ
ン
や
神
経
伝
達
物

を

作
す
る
か

波
を

作
す
る
か
は

分
違
う
け
ど

ご
め
ん
な
さ
い

キ

 
ま
ず
は
仕
事
や
責

な
ど
を
忘
れ
と
に
か
く

る
事
と
伝
え
て
は
い
る
も
の
の

波
を
上

書
き
し
て
眠
り
に

か
せ
る
事
に

し
て
は
一
切
説
明
し
て
い
な
い

 

を
弄

て
い
る
も
同
然
の
行

が

ら

の

と
は
い
え
人
道
に
反
す
る
事
な
の
は
理
解
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し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
説
明
し
て
い
な
い
の
は
自
主
的
に

る
と
は
あ
ま
り
思
え
な
か

た

か
ら
だ

か
と

て
自
主
的
に

た
と
し
て
も
過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
を
夢
に
見
て

状
悪
化
な
ど

し
た
ら
目
も

て
ら
れ
な
い
の
で
夢
を
見
な
い

す
る
タ
イ
プ
の

波
を

す
る

で
も

あ
る

 
こ
れ
を
明
か
し
た
時

滅
さ
れ
責
め
ら
れ
る
と
思

て
い
る

恐
ら
く
明
か
さ
ず
勝
手
に

し
た
動
機
に
つ
い
て
は
一
定
の
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
が

そ
れ
で
も

滅
は
す
る
だ
ろ
う

 
正
直
そ
れ
は
恐
い

大
切
な
義
弟
に

わ
れ
る
く
ら
い
な
ら
い

そ
消
滅
す
る
方
が
マ
シ
だ
と

思
う
自
分
が
い
る

そ
れ
く
ら
い
自
分
に
と

て

キ

と
い
う
存
在
は
大
き
い

 
だ
が

者
と
し
て

れ
明
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
も
そ
も
最
初
に
説
明
と
同
意
を

得
な
け
れ
ば
こ
ん
な

行

は
行
え
な
い
し

波
を
弄

て
い
る
時
点
で

罪
だ

ら

の
身
で
人
間
の
法
に

ら
れ
な
い
と

て
も

理
観
の
問

が
あ
る

そ
の
問

は
決
し
て

事
で
は
無
い

下
手
し
な
く
て
も

絶
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の

件
だ

 
そ
れ
で
も
今
は
明
か
せ
な
い

と
に
か
く
今
は
キ

の

が
最

先

 
こ
の
方
法
を

さ
れ
た
場
合

確
実
に
回
復
す
る
の
は

れ
る

 
せ
め
て
別
れ
の
時
が
来
る
前
に
キ

だ
け
で
も

は
済
ま
せ
た
い

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
責
務
以
上
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に
姉
と
し
て
の
そ
ん
な
想
い
が
あ

た

 

を

い

に
し
て
い
る
事
も
分
か

て
は
い
る

 
た
だ
そ
れ
で
も

滅
さ
れ
て
も

蔑
さ
れ
て
も
責
め
ら
れ
て
も
良
い
か
ら
キ

に
は

気

な

に
な

て
欲
し
か

た

そ
の

な
ら

だ

て
す
る
つ
も
り
だ

 
た

た
一
人
で
こ
ん
な
に

い
子

が
背
負

て
来
て

そ
れ
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
の
だ

な
ら
せ
め
て
私
だ
け
で
も

の

に
全
力
を

く
す
べ
き
だ

そ
う
し
な
け
れ
ば
キ

は
た
だ

の

き
損
で
あ
る

 
だ
か
ら

 

邪
魔

し
な
い
で
下
さ
い

  
義
弟
の
手
を
握

た
ま
ま

し
か
し
声

は

た
く

葉
を
発
す
る

 

安
ら
か
な
眠
り
に
ま
た

い
た
の
に
そ
れ
を
邪
魔
し
よ
う
と
す
る
無

な

が
近
付
い

て
い
た
か
ら

そ
れ
が
苛
立
た
し
く
て
自
分
で
も

く
く
ら
い
そ
の
声

は

た
く
な

て
い

た

キ

や
リ

姉
達
が

け
ば
き

と

を
疑
う
だ
ろ
う
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Ｗ
ｏ
ｗ

 
思

た
よ
り
も
イ
イ
反
応
す
る
じ

ね

か

見
た
目
ガ
キ
か
と
思
い
き
や

イ
ツ
と
同

か

 
そ
れ
に
対
し
お
ど
け
た

子
の
男
性
の
声
が
返

て
来
た

キ

と
手
は
繋
い
だ
ま
ま

こ
さ
な
い
よ
う

と

て
も

波
を
無
理

理

眠
時
の
も
の
に
し
て
い
る
か
ら

き
る

も
無
い
が

く
り
身
を

こ
し
た
後
背
後
へ
と

越
し
に
振
り
返
り

線
を
投

る

 
さ

き
ま
で

も

な
か

た
樹

を
重
ね
て
い
る
と
分
か
る
古
木
の
幹
に
は
一
つ
の
人
影

が
あ

た

 

上
に
あ
る
カ

ル
は
オ
レ
ン
ジ

て
い
る

は

部
は
分
か
ら
な
い
が
ダ

ク
グ

リ

ン
の

が
ボ
ロ
ボ
ロ
の
ポ
ン
チ

の
ズ
ボ
ン
に
は

不

に
ベ
ル
ト
が

本
も

か
れ
て
お
り
後
ろ

か
ら
は
ダ
ガ

と
思
し
き

が

か
ら
見
え
て
い
る

の
ブ

ツ

を
履
い
て
お
り

手
に
は
グ
ラ
ブ
が

め
ら
れ
て
い
る

 
全
体
的
に

性
を
求
め
た

ダ
ガ

で
あ
る
事
か
ら
恐
ら
く
ス
タ
イ
ル
は
ヒ

ト

ア
ウ

イ
を
主

と
す
る

型
的
な
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

あ
る
い
は
変

的
な
ア
タ

カ

だ

 
背

は
か
な
り
高
い

く
見

も

て
も
１
８
０
セ
ン
チ
は
あ
る
だ
ろ
う

は
大

と
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い
う

で
は
無
い
が
鍛
え
て
い
る
と
分
か
る
程

に
は
が

し
り
と
し
て
い
る

立
ち

も
同
様

だ 
パ

と
見
で
は
そ
れ
く
ら
い
し
か
判
断
出
来
な
い

ポ
ン
チ

を

て
い
る
上
に

を

し

て
い
る
の
で
見
た
目
の

し
さ

点
で

心
を
掻
き
立
て
る
が

そ
れ
だ
け
だ

 
し
か
し
私
は
よ
り

な
情
報
を
持

て
い
た
か
ら
そ
の
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

が

か
す

ぐ
分
か

た
う

の

が
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
場

ま
で

の

で
す
か

 
そ
の
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

は

て
キ

の
手
に
よ

て
直

に
殺
さ
れ
た

の

う

Ｐ
ｏ
Ｈ
だ

た

 
名
前
は

わ
な
か

た
も
の
の

性
を
知

て
い
る
事
を
伝
え
た
か
ら
か
少
し
意
外
そ
う
に

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
ま
た
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ラ
ン
グ
を

ず
さ
み
組
ん
で
い
た

を
解
い
て
パ
チ
パ
チ
と

手
し
て
来
る

 
そ
の
こ
ち
ら
を

に
し
た
よ
う
に
思
え
る

作
に

根
を
寄
せ
て

み
付
け
て
し
ま

た

ま
さ
か
こ

ち
で
も

の
事
が
分
か
る

が

る
と
は
な

分
と
有
名
に
な

た
モ
ン
だ

ま

た
く
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の

か
と

い
て
い
る
の
で
す
が

が
無
い
な
ら
立
ち
去

て
下
さ
い
こ
の
子
が

き
て
し
ま
い
ま
す

そ
れ
と
も

命
を

て
い
る
の
で
す
か

 
そ
れ
な
ら
容
赦
し
な
い
と

み
付
け
れ
ば

男
は
く
く

と

る
よ
う
な

声
を
上

た

Ｎ
ｏ
ｎ
Ｎ
ｏ
ｎ
Ｎ
ｏ
ｎ

別
に

ち

い
ね

よ

今
は

な

 

か
を
企
ん
で
い
る
と
あ
り
あ
り
と
表
し
て
い
る

み

い
と
共
に

え
て
今
は
と
強

し
て

う
男
に

私
は

根
を
寄
せ
た

 
そ
れ
は
大
切
な
義
弟
の
命
を

わ
れ
て
い
る
事
に
変
わ
り
は
無
い
と
い
う
不

快
な
事
実
に
対

す
る
も
の
と
今
こ
の
場
に
来
た
目
的
の
予
想
が
外
れ
て
い
た
事
に
対
す
る
疑
念
が
浮
か
ん
だ
か

ら
今
は

で
す
か

不
安
の
種
は

め
に

み
取

て
お
く
べ
き
と

い
ま
す
が

し
か
し

そ
う
で
な
い
な
ら

故

に

な

に
こ
こ
数
日
に
な

て
見
か
け
る
よ
う
に
な

た

て

う
新
参
者
の

を

み
に
来

た
だ
け
だ

ま

そ
の
片

れ
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

つ

話
は
流

に

信

疑
だ

た
が
よ
ま

さ
か
マ
ジ
だ

た
と
は
な
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以
前

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
出
ら
れ
た
の
は
エ
ラ

が
理
由
の
大

だ

た
し

語
機

能
な
ど
の
損
傷
も
あ

て
カ

ル
表
示
も
お
か
し
く
な

て
い
た

 
そ
も
そ
も
か
ら
し
て
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
存
在
は
し
て
い
る
も
の
の

ア
イ
ン

ク
ラ

ド
に
は
実

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

イ
レ
ギ

ラ

デ

タ
に

し
て
い
る

あ
る
い
は
未
ア

プ
デ

ト
デ

タ
と

う
べ
き
か

と
に
か
く
現
行
の
シ
ス
テ
ム
バ

ジ

ン

に

し
て
い
な
い

に
カ

ル
表
示
が
無
か

た
の
だ

 
し
か
し
今
の
私
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
手
に
よ

て
復

さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ

Ｍ

Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
機
能

そ
し
て
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
が
限
定
的
に
有
す
る

権
限
の
保
有

び
行
使
が

認
め
ら
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
正
式
に
認
め
ら
れ
た
れ

き
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
い
う

い
に
な

て
い
る

 
な
の
で

上
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
示
す
カ
ラ

カ

ル
が
表
示
さ
れ
て
い
る

 
カ

ル
の
色
は
プ
レ
イ

が
グ
リ

ン
な
い
し
オ
レ
ン
ジ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
場
合
イ
エ
ロ

が

本
だ

ゲ

ジ
は
緑

⻩
色

と

が

る
に
つ
れ
て
変
わ

て
い
く

 
し
か
し
私
の

ゲ

ジ
は
イ
ネ

ブ
ル

と
な

て
い
る

こ
の
色
は
ク
エ
ス
ト
を

し

た

護
衛
対

戦
闘
に
参
加
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
事
を
意
味
し
て
お
り
プ
レ
イ

達
の
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間
で
は
有

化
と
呼
称
さ
れ
て
い
る

密
に
は
戦
闘
有

化
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
い
う
意
味
ら

し
い

 

い
話
以
前
は
戦
う
力
な
ん
て
無
か

た

そ
も
そ
も
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
戦
闘
を

え
ら
れ
て

い
な
い

私
だ
が
イ
ネ

ブ
ル

ゲ

ジ
に
な

て
い
る
今
は
そ
の
色
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
同
じ
よ

う
に
戦
う
力
が
あ
る

レ
ベ
ル
も
あ
る
し

武

の

備
だ

て
可
能
だ

 
と
は

え
イ
ネ

ブ
ル

ゲ

ジ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
戦
闘
に
参
加
す
る
も
の
の
護
衛
対

で
あ
る
事

が

本
な
の
で

載
さ
れ
て
い
る

は
あ
ま
り
戦
闘
向
き
で
は
な
い

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ

れ
て
い
る

件
に

す
れ
ば
動
く
だ
け
だ
か
ら
人
間
の
よ
う
な
臨
機
応
変
さ
は

無
だ

 
だ
が
私
は
プ
レ
イ

の
精
神
状

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
問

解
決
に

た
る
事
を
目
的
と

し
て
い
る

な
の
で

そ
う
い
う
高

な
思

は

に
可
能
と
な

て
い
る

戦
闘
向
き
で

は
な
い
も
の
の
キ

の
動
き
を
見
て
来
た
身
と
し
て
は
彼
に
遠
く

ば
な
い
に
し
て
も
あ
る
程

の
真
似
く
ら
い
は
可
能
だ

状
況
に
応
じ
て
あ
る
程

対
応
を
変
え
る
事
は
出
来
る
し
経
験

を

め
ば
多
少
マ
シ
に
な

て
い
く
と
は
思
う

 
そ
し
て
私
は
限
定
的
な

権
限
の
保
有
者

本
来
の
権
限
に
は
遠
く

ば
な
い
が

あ
る
程

ス
テ

タ
ス
を
弄
る
事
は
可
能
な
の
で
そ
こ
ら
の
プ
レ
イ

で
は
傷
一
つ
付
け
ら
れ
な
い
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ス
テ

タ
ス
に
設
定
し
て
い
る

こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
を

し
て
い
る
Ｍ
ｏ
ｂ
は
レ
ベ

ル
三

が
ザ
ラ
に
い
る
が

そ
れ
ら
で
す
ら
一

り
で
倒
せ
る

 
無
論

技
術
で
勝
負
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
キ

に
は
勝
て
な
い
の
だ
が

 

結
論
か
ら

え
ば
私
一
人
で
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
追
い
返
す
事
は
お
ろ
か
こ
の
場
で

を
消
し

ば
す
事
も
不
可
能
で
は
無
い

 
だ
が
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
不
可
能
で
は
無
い
の
で
あ

て
絶
対
で
は
な
い

そ
も
そ

も

ら
ス
テ

タ
ス
が
高
く
な
ろ
う
と
武

を

備
出
来
る
よ
う
に
な
ろ
う
と

ド
ス
キ

ル
を
放
て
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
経
験
を

ん
で
い
な
い
以
上
は
付
け

刃
に
過
ぎ
な
い

キ

や
ユ
ウ
キ
さ
ん

そ
し
て
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
に

さ
れ
な
い
技
術
で
戦
う
実
力
者
に

は

正
直
勝
て
る
見

み
は
ま
だ

い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 
キ

と
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
デ

エ
ル
も

本
来
な
ら
絶
対
的
に
レ
ベ
ル
と

備
で
勝

て
い
る

キ

の
方
が
勝
つ
可
能
性
が
高
い
の
に
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
持
ち
前
の
技
術
と
反
応
速

で
そ
れ
を

し
引
き
分
け
に
持
ち

ん
だ

論
キ

が

み
を

け
る
事
で
反
撃
出
来
な
か

た
と
い

う
部
分
も
あ
る
が
ア
レ
は
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
突
出
し
た
実
力
が
差
を

め
て
い
た
と
見
た
方
が
正

確
だ
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そ
れ
と
同
じ
な
の
だ

 
仮
に
私
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
戦

た
と
し
て
も
勝

は
二

あ
れ
ば
良
い
方
だ
そ
れ
も
ス
テ

タ

ス
に
も
の
を

わ
せ
た
ご
り

し
だ
か
ら
一

パ
タ

ン
を

ま
れ
れ
ば

し
返
さ
れ
る
の
は
確

実

加
え
て

波
を
弄

て
キ

を

か
せ
た
ば
か
り
な
の
で
彼
を
護
り
な
が
ら
戦
う
事
に
な

る

そ
れ
で
勝
つ
の
は
流

に
無
理
が
あ
る

 
本

を

え
ば
キ

の
不
安
の
種
と
な
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
企
み
を
今
こ
こ
で

し
た
い
と
こ
ろ
だ

が

手
に
戦
う
気
が
無
い
以
上
今
は
穏

に
済
ま
せ
た
方
が
得
策
だ
ろ
う
と
思

を
終
え
た

を
見
に
来
た
で
す
か

そ
れ
な
ら
も
う
目
的
は
達
し
た
で
し

う

く
立
ち
去

て
下

さ
い

 
こ
の
男
か
ら

意
や
殺
意
と
い

た
も
の
を
感
じ
ら
れ
な
い
の
が

い
し
て
そ
う
い

た
も

の
に
は
特
に

感
な

そ
れ
こ
そ
深
い
眠
り
の

波
状

で
も
す
ぐ
目
を
覚
ま
す

ど
だ

キ

は
未
だ
深
い
眠
り
の
中
に
い
る
が
そ
れ
も

時
ま
で
保
つ
か
分
か

た
も
の
で
は
な
い
の

で
焦
り
が
私
の
内
心
に
は
あ

た

 
こ
の
場
で
戦
う
可
能
性
は
か
な
り

い

と
自
分
は
見
て
い
る

 
こ
れ
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て

プ
レ
イ

を
ず

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
見
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解
だ
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
確
か
に
異
常
な
殺
人
快

者
で
は
あ
る
が
そ
の
行
動
は
全
て

性
の
あ

る
も
の
だ

つ
ま
り
こ
の
男
に
は
こ
の
男
な
り
の
ル

ル
が
あ
り

に
し
た

葉
は

か
し
ら

の
形
で
守
り
は
す
る

そ
れ
が

い
だ

た
り
す
る
の
で
希
望
を

け
な
い
の
が
ま
た
面
倒

な
の
だ
が

 
と
に
か
く
こ
の
男
に
戦
う
つ
も
り
が
な
い
以
上
こ
ち
ら
か
ら
下
手
に
手
出
し
し
な
け
れ
ば

こ
の
ま
ま
穏

に
済
む
と
は
思
う

 
問

は
こ
の
男
が
退

す
る
の
が

時
に
な
る
か

あ
ま
り
⻑
引
か
れ
て
も

る
し
変
な
気

を

こ
し
て
眠
り
に

い
た
ば
か
り
の
キ

に
興
味
を
持
た
れ
た
り
殺
気
な
ん
か
を

ば
さ
れ

た
り
し
た
ら

波
を
弄
る
と
い
う
禁
忌
ま
で

し
て
で
も

ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
私
の
思
惑

が
全
て
水

に
帰
す

流

に
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

る
と
分
か

た
場

で

気
に

る
と
は
思
え
な

い  

そ
れ
に

今
の
キ

に

こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
真
実
を
知
ら
れ
る

に
は

い
か
な
い
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今
の
キ

が
知

て
し
ま

た
ら

き

と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
く
ら
い
壊
れ
て
し
ま
う

 
せ
め
て
知
る
な
ら

に
光
が

る
く
ら
い
回
復
し
て

つ
キ

が
甘
え
ら
れ
る
心
の

え
の
人
物
が
現
れ
て
か
ら
だ

そ
う
で
な
け
れ
ば
キ

は
自
分
の
心
の
傷
に
食
い
殺
さ
れ
て
罪

悪
感
に
圧
し

さ
れ
て
恨
み
に
よ

て
壊
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い

い
や
ま
ず
間
違
い
な
く

壊
れ
る

 
こ
れ
で
キ

は
と
て
も

な
の
だ
か
ら

た
だ
本

の
自
分
を

し

け
る
の
が
得

意
な
だ
け
で

本

は
ず

と

え
て

し
が

て

い
て
い
る
ど
こ
に
で
も

い
る
子

な
の
だ

 
そ
ん
な

い
子

を
弟
を
護
る
の
は
姉
の
務
め
だ
と

め
て
決
心
し
て
私
は
未
だ
立
ち
去

る
気
配
も
無
く
ポ
ン
チ

か
ら
見
え
る

の

を
釣
り
上

て
ニ

ニ

て
い
る
Ｐ
ｏ
Ｈ

に

一

み
く
れ
て
や
る

 
そ
れ
に
⻑
身
の
男
は

を

め

手
を
上

た

オ

ケ

オ

ケ

分
か

た
か
ら
そ
ん
な
殺
気
立
つ
な

て

今
回
は

た

り

を
見
に
来
た
だ
け
だ

も
し
も

を

す
よ
う
な
ら

そ
の
時
は
容
赦
し
ま
せ
ん
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オ

バ

リ
ア
ク
シ

ン
気
味
に

う
男
の

葉
に

は
た
だ
の
会
話
か

あ
る
い
は

戦
う
事
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
か

た
の
で
あ
ら
か
じ
め

を

し
て
お
く
事
に
し
た

キ

の
命
を

う
な
ら
私
が

手
に
な
る

と

へ
 
Ｎ
Ｐ
Ｃ

い
の
私
の

葉
が
意
外
だ

た
の
か

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
少
し
意
外
そ
う
な
声

で
応
じ

た

そ
れ
も
一

の
事
で
直
後
は
更
に

を
釣
り
上

た
歪
ん
だ

み
を

り
付
け
こ
ち

ら
を
見
て
来
た

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
し
ち

か
な
り
感
情
的
な
セ
リ
フ
だ
な

ま

い
い
け
ど
よ

に
勝
て
る
と

思

て
ん
の
か

い
い
え
思

て
は
い
ま
せ
ん
よ

私
な
ん
て
あ
な
た
の
足
止
め
を
数

出
来
れ
ば
良
い
方
で

し

う
か
ら

な
ら

で
そ
ん
な
強
気
な
セ
リ
フ
を

え
る

 

に
疑
問
に
感
じ
た
か
ら
か
面
白
い
と
思

て
い
る
の
が
あ
り
あ
り
と
分
か
る

み
を
浮

か
べ
な
が
ら
発
せ
ら
れ
た
問
い
に
私
は
不

と
分
か
る
強
気
な

み
を
浮
か
べ
て
男
を
見
返
し

た
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確
か
に
私
で
は
数

し
か
保
ち
ま
せ
ん

で
も
私
は
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん

そ
の
た

た
数

で
す
ら
私
が
助
か
る
に
は
十
分
な
時
間
に
な
り
得
ま
す

え
ば
そ
う

あ
な

た
を
殺
せ
た
プ
レ
イ

で
あ
れ
ば

ね

 
か
つ
て

さ
れ
た

う

戦

 
そ
の
主
導
者
は
攻
略
組
の
リ

ダ

で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
や
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
さ

れ
て
い
る
け
れ
ど

実

的
に
は

独
で
ア
ジ
ト
を
突
き
と
め
て
み
せ
た
キ

だ

 

戦
に
つ
い
て
話
を
い
て
い
た
者
の
中
に
内
者

第
一
層
の
か
ら
た
ク
ラ
デ

ル
な
ど

の
せ
い
で
情
報
が

れ
て
い
て

ち

せ
さ
れ
て
い
た
が
そ
れ
で
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
を

始
め
と
し
た
幹
部
メ
ン
バ

が

ら
れ
な
い
よ
う
に
は
さ
れ
て
い
た

転

結

で
の
転

は

そ
の

層
の
圏
外
転

に
し
か
行
け
ず
そ
こ
に
攻
略
組
を
配

し
て
い
れ
ば
離
脱
は
不

可
能
だ
か
ら
だ

そ
の
制
約
を

し
た

に

う

は
撤
退
が
出
来
な
い
状
況
に
追

い

め
ら
れ
て
い
た

 
そ
ん
な
中
で
の
一
か
八
か
の
全
面
衝
突
の

大

が
キ

に
よ

て
殺

さ
れ

う

は
壊
滅
と
い
う
結

を

え
た

 
レ

ド
ギ
ル
ド

う

の
発
足
か
ら
三

月
と
経
た
な
い
内
に
神
出
⻤

で

点
を



 幕間之物語 義姉弟編其之二 〜這イ寄ル不安〜

特
定
出
来
な
い
数
多
の
情
報

や
名
う
て
の
プ
レ
イ

を
出
し

い
て

独
で
見
つ
け
出
し

更
に
は

襲
に
も
対
応
し
対
人
戦
に
特
化
し
た

き

い
の
幹
部
組
は
全

キ

一
人
で

手
し
て
倒
し
て
し
ま

た
経
歴
が
あ
る
以
上

Ｐ
ｏ
Ｈ
も

黒
の
剣
士

／

ビ

タ

だ
け

は

せ
ざ
る
を
得
な
い
存
在
だ

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
キ

は
リ
ア
ル

で
も

か
ら
ぬ
縁
が
あ
る

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
知

た
事
だ
が
数
年
前
に
と
あ
る

へ

れ
去
ら
れ
て
人
体
実
験

を

け
て
い
た
キ

は

そ
こ
で

か
し
ら
の
事
情
が
あ

て

た
ら
し
い
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
よ
り

戦
闘
技
術
を

き

ま
れ
た

ど
れ
だ
け
の

と
期
間
行
わ
れ
た
か
は
知
ら
な
い
が
そ
う
い

う
意
味
で
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
彼
の
技
術
面
で
の
強
さ
も
あ
る
程

把
握
し
て
い
る
の
だ

 
そ
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
直
に
殺
さ
れ
た
事
で
そ
れ
は

い

ど
身
に

み
た
に

違
い
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
無

は
出
来
な
い

キ

は
無
能
な
ど
と

わ
れ
て
い
る
が
そ
れ
で
も
努
力
と

経
験
で
才
能
の
差
を
補

て
強
く
成
⻑
し
た
者
だ
そ
の
一

を

た
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
無

出
来
る

も
無
い

 
無

し
た
な
ら

そ
れ
は
あ
ま
り
に
自
信
過

が
過
ぎ
る
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リ
ア
ル
で
キ

を

う
依
頼
を

け
て

更
に
は
戦
闘
技
術
を

き

ん
で
も
い
た
の
な
ら

恐
ら
く
キ

が
こ
の
世
界
で
や

て
い
た
よ
う
な

兵

業

り
を
生
業
と
し
て
い
た
の
だ
ろ

う

で
あ
る
な
ら

彼
我
の
実
力
差
は
絶
対
的
に
把
握
出
来
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い

 
そ
の

に

し
て
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
間
違
い
な
く
シ
ビ
ア
な

点
を
持

て
い
る

そ
う
で
な
け
れ

ば
キ

を
見
下
す
発

が
出
な
い
事
に
少

説
明
が
付
か
な
い
の
だ

え
ば
私
の
強
気
な

発

に
対
し
て

も

わ
な
い
事
と
か

見
下
し
て
い
た
ら

定
の

を

に
す
る

だ

そ
れ
が
無
い
と

う
事
は

か
し
ら
の
部
分
で
キ

の
事
を
認
め
て
い
る
と
も
取
れ
る

 
姉
と
し
て
は
戦
闘
や
殺
し
合
い
の
方
面
で
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は

か
以
上
に
悲

し
い
気
分
に
な
る
け
れ
ど

家
庭
的
な
と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
る
か
ら
そ
う
い
う
平
和
的
な
方
面
で

キ

は
も

と

め
ら
れ
て
欲
し
い
な
と
姉
心
に
思

て
い
る
私
で
あ
る

 
ち
な
み
に

で
は
あ
る
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

地
を
回

た
こ
の
三
日
間
の

晩

の
食
事
は

全
て
現
地

達
し
た
食

を
使

た
キ
リ
ト
の
お
手
製

理
だ

た

 

の
身
に
食
事
は
必
要
な
い
け
れ
ど

味

と
い
う
面
で
は
と
て
も
興
味
が
あ
る
の
で

一
応
女
性
と
い
う
設
定
で
あ
る
事
も
あ

て

理
を

て
み
よ
う
か
な
と

え
た
り
も
し
て
い

る

キ

の
未
来
の
夢
が

理
に
つ
い
て
教
え
る
立
場
だ

た

な
の
で
そ
の
予
行
演
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と
し
て
は
い
い
だ
ろ
う

理
は
心
の
洗

と
も

う
か
ら
ち

と
は
前
向
き
に
な
る
の

で
は
と
も
思
う

す
る
に
し
て
も
も
う
ち

と

ん
で
か
ら
に
な
る
け
れ
ど

 

話

 
と
も
あ
れ
キ

の
強
さ
に
つ
い
て
よ
く
知

て
い
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
本

に
こ
ち
ら
に

を

す

時
に
は
今
も
深
い
眠
り
に

い
て
い
る
少
年
が
立
ち
は
だ
か
る
と
容

に
想
像
出
来
た
よ
う
で

か
な

心
を
出
し
な
が
ら

り

ん
だ

 
そ
の
行
動
は

少
な
く
と
も
キ

だ
け
は

す
る
に
値
し
て
い
る
と
い
う
事

Ｐ
ｏ
Ｈ
に

と

て
も
キ

は
強

で
あ
り
強
さ
の

で

え
ば
対

以
上
に

し
て
い
る
事
を
示
す

 

だ
か
自
分
は

の

を

る

の
よ
う
だ
な
と
思

て
し
ま

た

弟
を
護
る

と
は

え

だ
か
姉
と
し
て
は
と
て
も
情
け
な
く
感
じ
て
し
ま
う

そ
も
そ
も
自
分
の
存
在
意
義

そ
の
も
の
は
戦
闘
向
き
で
は
な
い
の
だ
か
ら
こ
れ
も
あ
る
意
味
仕
方
な
い
と

え
ば
仕
方
な
い

の
だ
け
ど

た
る
も
の
を
感
じ
て
し
ま
う

ク
ク

 
そ
う
思

し
て
い
る
と
少
し
離
れ
た

離
を
保

て
い
る
ポ
ン
チ

の
男
が

か
を
抑
え
た
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よ
う
な

い
を
発
し
た

 

か
と
思

て

乱

に
私
は

線
を
向
け
る

 
そ
の

線
に
気
付
い
た
の
か
あ
る
い
は
偶
然
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な

た
だ
け
か

線
を
向

け
た
と
同
時
に
男
は
さ

き
見
せ
た
の
と
同
じ
よ
う
に

を

め
た

流

の

も
も
う
一

同
じ

に
殺
さ
れ
る
の
は

て
な

Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
恐

し
今
回
は

こ
れ
で
退

す
る

も
う
二

と
来
な
い
で
下
さ
い

ク

そ
り

あ
確
約
し
か
ね
る
な

 
本
心
の
ま
ま
も
う
来
る
な
と

た
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
の
ら
り
く
ら
り
と
面
白
が

て
る
風
情
を

さ
な
い
ま
ま

外
に
ま
た
来
る
と

て
き
て
思
わ
ず
⻭

み
す
る

こ
れ
は

な
人

に
目
を
付
け
ら
れ
て
し
ま

た

と

 
私
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
会
う
な
ら
ま
だ
い
い
が
キ

と
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
対
面
し
て
し
ま
う
と
こ
の
ホ

ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
真
実
に

付
い
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら

ま
し
く
な
い

ま
だ
そ
れ
は

過

ぎ
る

 
出
来
る
事
な
ら
本

に
も
う
二

と
来
な
い
で
欲
し
い
の
だ
が

恐
ら
く
そ
れ
は
無
理
だ
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ろ
うあ

あ

そ
う
そ
う

 
面
倒
な
事
に
な

た
と

中
で

息
し
て
い
る
と

か
を
思
い
出
し
た
風
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
足

を
止
め
て
話
し
掛
け
て
来
た

 
今

は

な
の
だ

と
思

て

中
で

を

つ
つ

を

け
る

 
そ
う
や

て

地
を
転

と
す
る
の
も
良
い
け
ど
よ

お
前

ら
こ
の
ま
ま
じ

死
ぬ

 

 
ど
う
い
う
意
味
で
す
か

 
現
状
リ
ア
ル
で
死
者
は
出
て
は
い
な
い

だ
が
そ
れ
は
イ
コ

ル
今
後
も
死
な
な
い
と
い
う

で
は
無
く

と
し
た
ら
ク
リ
ア
と
同
時
に
死
亡
判
定
を

け
て
い
る
プ
レ
イ

は
一

に
死
ぬ
可
能
性
も
存
在
し
て
い
る

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
リ
ア
ル
の
事
に
つ
い
て
知

て
い
る
と
は
思
え
な
い
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た
だ
そ
れ
で
も
知

て
い
て
も

ら
お
か
し
く
な
い
物

い
で
そ
う

て
来
た
事
が
不
可

解
過
ぎ
て
私
は
疑
問
だ
ら
け
に
な

て
し
ま

た

こ
の
ま
ま
生
活
し
て
い
た
ら
死
ぬ
と
い

う
事
が
ど
う
し
て
も
引

掛
か

た

 
そ
れ
は

Ｐ
ｏ
Ｈ
も
同
じ
な
の
で
は
な
い
の
か

故
私
と
キ

だ
け
に

て

う
の
だ

 
ま
だ
私
だ
け
な
ら
分
か
る

だ

て
私
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
存
在
を
許
さ
れ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ま
ず
間
違
い
な
く
ク
リ
ア
後
は
サ

バ

の
完
全
消
去
を
実
行
さ
れ
る
と

え
ら
れ

る
以
上
は
ゲ

ム
ク
リ
ア
が
私
の
死
と
同
義
と
な
る
の
で
私
だ
け

わ
れ
る
な
ら
ま
だ
理
解
出

来
る

 
け
れ
ど

故

キ

ま
で
死
ぬ
よ
う
な
事
を

て
い
る
の
か

 
そ
し
て

故

自
分
は
違
う
よ
う
な

い
回
し
な
の
か

 

に
自
身
を

め
て

て
い
な
い
だ
け
で
本

は
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
死
ぬ
の
だ
と

え
る
に

は

か
謎
が
多
過
ぎ
だ

た

じ

あ
な

ま
た
近
い
内
に
来
る

ち
な
さ
い

 
だ
か
ら
私
は
慌
て
て

問
を
投

る
の
だ
が

Ｐ
ｏ
Ｈ
に
は
も
う

え
る
気
も
無
い
よ
う
で
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そ
も
そ
も
私
が
こ
こ
ま
で

し
た
事
に

足
し
た
の
か

い
足
取
り
で

く
こ
の
場
か
ら
退

し
て
し
ま

た

 

ス
キ
ル
も
使

た
の
か
も
の
の
数

と
要
さ
ず
⻑
身
の
ポ
ン
チ

男
は

を
晦
ま

せ
て
し
ま

た

く

一
体

な
ん
で
す
か

 
最
後
の
最
後
に
ま
る
で
意

返
し
と

わ
ん
ば
か
り
に
特
大
の

弾
を

い
て
行
か
れ
た
事

に

私
は
心

苛
立
た
し
く
な

て
⻭

み
し
た

い

ねキ

す
み
ま
せ
ん

こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
か

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
対
す
る

意
や
苛
立
ち
を

ら
し
過
ぎ
た
か
ら
か

あ
る
い
は
う
る
さ
く
し
て
し

ま

た
か
ら
か

波
を
弄

て
深
い
眠
り
へ
と
誘
わ
れ
た
キ

は
眠
り
に

い
て
か
ら
数
分
と

経

て
い
な
い
の
に

時
の
間
に
か
目
を
覚
ま
し
て
い
た

そ
れ
に
声
を
掛
け
ら
れ
て
か
ら

く
気
付
く

 

波
の
上
書
き
も
最
初
だ
け
で
持

的
に
は
行

て
い
な
い
の
で
恐
ら
く
そ
れ
も
あ

て

き
た
の
だ
ろ
う
け
ど

一
番
の
原
因
は
私
だ
と
思
う
の
で
少
し

し

な
く
思

て
し
ま

た
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別
に
い
い
け
ど

だ
れ
か

た

 
そ
れ
は
き

と
一
緒
に
横
に
な

た

な
の
に
気
が
付
い
た
ら
身
を

こ
し
て
別
の
場

を
見
て
⻭

み
し
て
い
た
様
子
か
ら
予
想
し
た
事
な
の
だ
と
思
う

 
そ
の
予
想
は
ま
さ
に
正

そ
の
も
の
で

い
い
え

も

ま
せ
ん

に
は

キ

と
私
以
外
に
は

も

 
け
れ
ど
私
は

を
弄
す
る
事
に
し
た

 
キ

の

問
は
過
去
に
つ
い
て

 
私
の

え
は
現
在
に
つ
い
て

実

Ｐ
ｏ
Ｈ
が
立
ち
去

た

に
こ
の
場

に

る
の
は
本

に
私
と
キ

だ
け
だ

だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は

を

い
て
は
い
な
い

 

か

た
の
か

と
い
う
過
去
に
つ
い
て
の
問
い
に
は

え
て
い
な
い

だ
か
ら

ん
 

を
弄
し
た
事
に
気
付
い
て
欲
し
く
な
く
て
私
は
未
だ
に
意
識
が

覚
醒
状

の
義
弟
の

を

で
て
や
る

く
す
ぐ

た
そ
う
に
目
を

め

気
持
ち
良
さ
そ
う
に
体
か
ら
力
を

き

表
情
か
ら
不
安
が

く
な

て
い
く

 
そ
れ
を
少
し
の
間

け
て
い
れ
ば
今

は

波
を
上
書
き
す
る
事
も
無
く
キ

は
自
然
と
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眠
り
に

い
た

 
そ
れ
で
も
私
は

を

で
る
手
を
止
め
な
か

た

む
し
ろ
自
分
も
再

身
を
横
た
え
た
後
は

そ
の
華

な

体
に

を
回
し
て

き
寄
せ

し
く
け
れ
ど
強
く

し
て
回
し
た
手
で

を
ま
た

で
始
め
る

 

い
義
弟
の

ら
か
な

り
が

を

り

穏
や
か
に

り
返
さ
れ
る

息
が

を
打

ち

ら
か
な
体
が
存
在
を
主

す
る

 
男
子
と
は
と
て
も
思
え
な
い

や
か
な
⻑
髪
の
感
触
が
く
す
ぐ

た
か

た

 
義
弟
の

は
今
だ
け
は
不
安
な
ん
て
無
い
と
で
も

え
る
く
ら
い
穏
や
か
で

ら
か
で

そ
し
て
あ
ど
け
な
か

た

キ

の
事
は

私
が

絶
対
に

 
そ
の

を

も
う
二

と
哀
し
み
や
絶
望

怒

憎
悪
に
歪
め
た
く
な
く
て

 
今
ま
で

え
て
来
て
け
れ
ど
も
う
キ

が

う
事
は
出
来
な
い
人
達
に
代
わ

て
今

は

自
分
の
番
だ
と
再

心
に
誓

た

 
今
は

じ
ら
れ
て
い
る

の

に
あ
る

に

き

と
光
を
取
り

し
て
み
せ
る
と
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あ

ヘ

ド

お
帰
り
な
さ
い

す

 
迷
い
の
森
の
更
に

ま

た
場

を
一
時
的
に

点
と
し
て
い
る
樹
海
の

地
へ
と

た

を
見
付
け
見

り

を
し
て
い
た

子
の

子
を
フ

ド
代
わ
り
に

て
い
る

男

が
声
を
掛
け
て
来
た

そ
れ
に
手
を

て
応
え
な
が
ら

点
へ
と
入
る

と
共
に
そ
の
男
も
付

き

て
来
る

交
代
の
時
間
だ

た
の
か
別
の
メ
ン
バ

が
見

り
に
立

て
い
た
の

で
仕
事
放

と
い
う

で
は
な
い
よ
う
だ

そ
れ
で

ど
う
だ

た
ん
で
す
か

ビ

タ

サ
ン
の
様
子
は

 

男

モ
ル
テ
は

子
の

子
の

か
ら
ニ

ニ

と

を
歪
め

手
を
後

部
に

て
て

い

い
と
歩
き
な
が
ら
問
い
掛
け
て
来
た

 
こ
の
樹
海
の

に
プ
レ
イ

が
い
る
か
を
把
握
す
る

に
定
期
的
に
交
代
制
で
巡
回
に
出

た

偶
然
に
も
こ
の
仮

点
か
ら
出
て

す
ぐ
の
モ
ン
ス
タ

が
ポ

プ
せ
ず
花
が
咲
き
誇

る

精
霊
の
森

に

ま
じ
く
見
覚
え
の
あ
る
プ
レ
イ

を
見
た
と
報

し
て
き
た
の
は

こ
の
モ
ル
テ
だ

 
そ
の

に

ゲ

ジ
が
イ
ネ

ブ
ル

に
な

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

ま
る
で
寄
り

う
よ
う

に
一
緒
に

る
事
も
伝
え
て
来
て

信

疑
な
が
ら
も

は
一
人
で
出
向
く
事
に
し
た
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一
人
で
出
た
の
は
複
数
だ
と
問

無

で
ア
イ
ツ
が
斬
り
掛
か

て
来
る
可
能
性
が
高
か

た
か
ら

一
人
で
も
そ
う
な
る
可
能
性
は
あ
る
が

複
数
で
出
向
い
た
場
合
よ
り
は
ま
だ

い

 

う

が
全
滅
す
る
事
に
な

た
あ
の
日
ア
イ
ツ
が

を
真

先
に
殺
ろ
う
と
動
い

た
の
は

正
に

絶
剣

や

閃
光

と
い

た
実
力
者
達
を
殺
ろ
う
と
し
た
時
だ

た

攻
略

を
推
し
進
め
る
キ

パ

ン
と
な
り
得
る

中
を
あ
る
い
は

と
こ
の
世
界
で
初
め
て
会

た
時
に

ん
で
い
た

中
を
殺
さ
れ
そ
う
に
な

た
時
ア
イ
ツ
は
問

無

で

を
殺
し
に
来

た 

の
感
性
を
持
つ

ツ
な
ら

手
が
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
で
あ
ろ
う
と
も

う

を

壊
滅
さ
せ
よ
う
と
組
ま
れ
た
レ
イ
ド
に

た

中
の
大

の
よ
う
に
殺
す
の
は

う

時

達
は
そ
れ
を
頼
み
に
し
て
プ
レ
イ

キ
ル
を

し
ん
で
い
た

手
が

う
事
が
隙
と
な
る

の
だ
そ
れ
を

わ
な
い
手
は
な
い

格
上
は

わ
な
い
ず
る

さ
も

中
に
は
あ
る
か
ら

更

手
は
⻭
向
か
え
な
い

 
あ
の
殺
し
合
い
は

ど
ア
イ
ツ
の
独

場

そ
れ
は
つ
ま
り

対
す
る

ツ
を
殺
す
事
に

い
は
無
い
と
い
う
事
だ

後
に
な

て
悔
や
ん
だ
り
苦
し
ん
だ
り
は
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

戦
い
の
場
に
そ
れ
を
見
せ
る
程

ア
イ
ツ
も
甘
く
は
無
い
と
い
う
事
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一

殺
さ
れ
た

達
が
ア
イ
ツ
の
前
に
現
れ
れ
ば
絶
対

し
最
悪

に
寄
り

う
よ
う
に

る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
を
護
る

に
と
問

無

で
斬
り
掛
か

て
来
る
の
は
容

に
想
定
出
来

た

だ
か
ら
一
人
で
行

た
の
だ

 
と
は

え
ま
さ
か
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
殺
気
を
向
け
ら
れ
る
と
は
予
想
外
だ

た

心
地
い
い
殺
気
だ

た
の
で

襲
い
掛
か
る
衝
動
を
抑
え
る
の
は
少
し
大
変
だ

た

ヘ

ド

し
そ
う

す
ね

 
ど
う
や
ら
そ
れ
が
表
情
に
出
て
い
た
ら
し
い

よ
り
背
が
少
し

い
モ
ル
テ
は
フ

ド
の

を

き

む
よ
う
に
こ
ち
ら
を
見
て

た

ク
ク

思
わ
ぬ
収

て

ツ
だ

へ

自
分
に
は
ビ

タ

サ
ン
は

け
て
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
か

た
ん
で
す

が
ね

 
自
分
を
殺
し
た
時
の
様
子
と
完
全
に
違

て
い
た
か
ら
か
こ
の
男
に
と

て
今
の
ア
イ
ツ
は

物
足
り
な
い
ら
し
い

 
分
か

ち

い
ね

な

と

中
で
失

す
る

 
ア
イ
ツ
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
は
感
情
が

け
た
風
に
な
れ
ば
な
る
程
に
容
赦
が
無
く
な

て
い
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く
点
に
あ
る
事
を
知
ら
な
い
の
だ

 
事
実

が
依
頼
で
戦
闘
技
術
を

き

む
前
組

に
よ

て
教
導
さ
れ
始
め
た

か
ら
終

に
掛
け
た
生
き
残
り
の

験
が
進
む
に
つ
れ
て
ア
イ
ツ
は
ど
ん
ど
ん
無
感
情
に
な

て
い
き
他

の

中
が
恐
れ
て
い
る
死
に
す
ら

え
ず
動
い
て
い
た

ア
イ
ツ
の
思

を
完
全
に

ん
で
い

る

で
は
無
い
が
思

・
思
想
を
放

し
た

に
あ
る
本
能
と
も

え
る
部
分
が
無
感
情
に

な

た
ア
イ
ツ
の
体
を
動
か
す
の
だ

 
そ
れ
が
生
き
る

な
の
か
あ
る
い
は
他
の

か
に
対
し
て
動
く
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
の

時
の
ア
イ
ツ
に

対
者
に
対
す
る
殺
意
や

意
と
い
う
も
の
は
全
く
な
い

 
今
ま
で
殺
し
を
や

て
来
た
経
験
上
そ
う
い
う

ツ

ど

で
あ
る
事
を

は
知

て
い

る

意
や
殺
意
が
無
い
と
い
う
事
は
こ
ち
ら
に

い
て
い
る
興
味
・

心
が

い
と
い
う
事
を

意
味
し
つ
ま
り
は
こ
ち
ら
の
手
練
手

に
対
す
る
動
揺
も
少
な
い
事
も
意
味
し
て
い
る
動
揺

を
誘
わ
な
い
と
殺
す
の
も

し
い
ア
イ
ツ
が
無
感
情
に
な

て
動
揺
し
な
く
な
る
の
だ

気

で

し
て
く
る
事
は
無
く
な
る
が
そ
の
分
ど
こ
か
ら
来
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
状

に
な
る
の
だ

か
ら

と
し
て
は
そ
ち
ら
の
方
が
恐
ろ
し
い

 
ア
イ
ツ
は
あ
れ
だ

追
い

め
れ
ば
追
い

め
る

ど

バ
い

の

ツ
だ
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仮
に
絶
剣
や
閃
光

あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
全

が

達
や
他
の

か
に
殺
さ
れ
て
ア

イ
ツ
の

り
に

も

な
く
な

た
と
し
よ
う

そ
う
し
た
ら
恐
ら
く
ア
イ
ツ
は

が
見
た
事
も

無
い
く
ら
い
最
大

の
危
険
性
を
持
つ
存
在
に
な
る

達
が
人

と
し
て

い
や
す
い

中

が

実
は
一
番

て
は
い
け
な
い
ア
イ
ツ
の

と
い
う

だ

 
弱
点
と

え
ば
そ
う
な
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
は
弱
点
で
も
あ
る
と
同
時
に
ア
イ
ツ
の
理
性
で
も

あ
る

理
性
を
壊
せ
ば
本
能
が
出
て
来
る
の
は
必
定

 
自
分
以
外
の

か
を

に
し
て

め
な
け
れ
ば
抑
え
ら
れ
な
い
本
能

恐
ら
く
は
殺
戮

衝
動

死
へ
の
恐
怖
心
や
人
殺
し
へ
の
忌

感
を

か
な
い
ア
イ
ツ
が
そ
の
本
能
を
完
全
に
解
き

放

て
し
ま
え
ば

は

論

よ
り
実
力
で

る
モ
ル
テ
を

と
す
る

中
は

も
が

北
す
る
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
ア
イ
ツ
は

や

う

モ
ル
テ
が

い
た

中
を
殺
し
た
時
は
全
く
全
力
で

は
無
か

た
と
い
う

だ

モ
ル
テ
か
ら

い
た
話
だ
と
ア
レ
か
ら
更
に
新
た
な
ス
キ
ル
や

備

を
得
て

も
な
い
戦
力
に
な

て
い
る
よ
う
だ
し
殺
し
合
い
も
以
前
に
増
し
て

化
す
る
の

は
間
違
い
な
い

 
リ
ア
ル
と
バ

チ

ル

め

が

一
人
生
で
初
め
て
戦
闘
技
術
を

き

ん
だ
弟
子
の
よ
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う
な

ツ
だ

ア
イ
ツ
が
今
後
ど
う
な
る
か
は
あ
ら

る
意
味
で
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る

ど
こ
ま

で
強
く
な
る
か
と
か
ど
こ
ま
で
足
掻
い
て
他
の

中
を
見
返
す
か
と
か

理
性
を
喪

た
ア
イ
ツ
が
ど
ん
な
風
に
狂
う
の
か

と
か

 
こ
ち
ら
に
ア
イ
ツ
が
来
た
場
合
恐
ら
く
ア
イ
ツ
に
と

て
の
理
性
と
な
る

中
よ
り
も
先
に

来
る
の
は
間
違
い
な
い
の
で
そ
れ
を
奪
う
事
は
出
来
な
い
と

え
て

意
し
て
い
た
が
Ｎ
Ｐ

Ｃ
と
は

え
寄
り

う
事
を
許
す
く
ら
い
心
を
許
す

ツ
が

る
の
は
手
間
が

け
て
非
常
に
助

か
る

い
や

む
し
ろ

果
で

更
ア
イ
ツ
は
面
白
い
ぐ
ら
い
狂

て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
仮
に
そ
の
苦

や
本
能
を
切
り

け
理
性
で
狂
気
を

し
殺
し
て
こ
ち
ら
の
企
て
を
破

て

も

完
全
に
そ
の
衝
動
が
消
え
る

で
は
な
い

近
い

来

必
ず
そ
れ
が

発
す
る

 
そ
れ
を
伝

で
も

き
知
る
だ
け
で
も

し
め
る
事
だ
ろ
う

が

一
こ
の
人
生
で
見
て

来
た
中
で
一
番
狂

て
い
て

先
が

し
み
に
な
る

ツ
な
の
だ
か
ら

モ
ル
テ
み
た
い
に

で
分
か
り
や
す
く
も
な
く

恐
怖
で

じ

て
い
る

中
み
た
い
に

ま
ら
な
く
も
な
く

ゲ

ム
ク
リ
ア
の

に
と

て
戦
う
⻘

い

中
の
よ
う
な

さ
と
は
違
う
方
向
に
狂

て

い
る
ア
イ
ツ
の
先
は
流

に

み
切
る
事
は
出
来
な
い

現
に
こ
ち
ら
に
来
る
時
期
が

の
予

想
よ
り
か
な
り

く

更
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ま
で
一
緒
に

る
の
だ
か
ら
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あ
ん
な
様
子
じ

意
し
て
る

も

中
で
終
わ

ち
ま
う
と
思
う
ん
で
す
が
ね

さ
て
そ
れ
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
ね

ぞ

 
ア
イ
ツ
は
ア
レ
で
ガ

ツ
が
あ
る
か
ら
な

 
と

う
よ
り
は
も
う
ど
ん

に

ち
て
い
る
か
ら
そ
れ
以
下
に
ま
で
絶
望
出
来
な
い

て
い

う
感
じ
で

え
る
の
だ
か
ら
気
合
い
で
持
ち

え
る
ガ

ツ
と
は
ま
た
別
な

だ

最
後
ま
で

が
進
ん
だ
と
し
て
も
そ
れ
が

足
い
き
結
果
に
な
る
と
も
思
え
な
い

ん
で

ツ

の
方
は
ど
う
な
ん
だ

 
ア
イ
ツ
が
こ
ち
ら
に

時
か
来
る
事
だ
け
を
願
い

復
讐
す
る
事
を
誓

て

上

の
オ
レ

ン
ジ
集

の

達
を
頼

た
と
あ
る
男
の
事
を

は
問
う

ア
イ
ツ
に
つ
い
て
報

を

け
た

に
偶
然
に
も
そ
の
場
に

合
わ
せ
た
せ
い
で
抑
え
る
の
が
大
変
で
そ
の
後
の
事
を
他
の

中

に

せ
た
か
ら
少
し
気
掛
か
り
だ

た

 
今
の
ア
イ
ツ
に
会

て
も

ツ

の
目
的
は
達
せ
ら
れ
な
い

 

に
と

て

年

ど
だ
が

ツ
に
と

て
は
一
年
以
上
掛
け
て

を

い
で
き
た
の
に

そ
れ
で
は

足
し
な
い
だ
ろ
う

最
悪

ツ
の

い
分
や
復
讐
心
を

定
し

抗
せ
ず

け
容
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
る

論
寄
り

う
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

き

ま
れ
れ
ば
そ
の
限
り
で
は
な
い

だ
ろ
う
が
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あ
あ
ア
レ
の
事

す
か

あ
ん
ま
り
に
も
話
を

か
な
い
ん
で
麻

ら
せ
て
転
が
し
て
ま
す

よ
な
る

ど
な

な

だ

 
話
に

い
た
限
り
で
は
完
全
に
逆
恨
み
も
い
い

な
復
讐
心
で
正
直

と
し
て
は

ま
ら
な

い

番
で
し
か
な
い
の
だ
が

ツ

が
必
死
に
一
年
以
上
掛
け
て
鍛
え
た
力
を
真
正
面
か
ら

破
ら
れ
た
時
の

を
見
る
の
は
少
し

し
み
に
し
て
い
る

そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
更
に
努
力
す

る

さ
も
そ
の
一
つ

 

ツ

が
ア
イ
ツ
を
殺
せ
る
可
能
性
は
万
に
一
つ
も
無
い

ツ

は
逆
恨
み
に
よ
る
復

讐
心
を

い
て
い
る
だ
け
で
そ
の
対

は
ア
イ
ツ
の
み

つ
ま
り
ア
イ
ツ
に
寄
り

う

中
を

殺
せ
る
か
ま
で
は
別
問

 
し
か
も
ア
イ
ツ
の
近
く
に
は

ツ
が
想
い
を
寄
せ
て
い
る
女
の
槍
使
い
が

る
と
モ
ル

テ
か
ら

い
て
い
る

⻑
ら
く
攻
略
組
に

け
た
モ
ル
テ
の
情
報
は
確
か
だ

 
仮
に
そ
の
女
が
ア
イ
ツ
を

い
に
出
た
ら

ツ
は
ど
う
す
る
の
か

ら
し
い

間

を
見
殺
し
に
さ
れ
た
と

い
が
か
り
を
付
け
そ
の
女
を
捨
て
る
も
同
然
に
自
殺
し
そ
れ
な
の

に
逆
恨
み
で
殺
そ
う
と
し
て
い
る

ツ
を
止
め
よ
う
と
女
が
立
ち
は
だ
か

た
ら
ど
う
す
る
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の
か

と
し
て
は
そ
れ
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

 
復
讐
心
を

先
し
て
ア
イ
ツ
を
殺
し

女
に

定
さ
れ
る
か

 
情
を

先
し
て
ア
イ
ツ
を
殺
さ
ず

復
讐
に
生
き
た
全
て
を

定
さ
れ
る
か

 
ど
ち
ら
に
転
ん
で
も

ツ

は

応
の
苦
し
み
を

け
る
事
は
間
違
い
な
い

ア
イ
ツ
が

ツ

と

対
し

そ
の
復
讐
心
を
知

て
苦
し
み

そ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
か
は
非
常
に
興

味
が
あ
る
が

女
の
事
を
知

た
時
の

ツ

が
ど
う
狂
う
の
か
も
そ
れ
な
り
に

し
み
だ

寄
せ
て
い
る
想
い
と
や
ら
が

け

る
様
も
見
て
み
た
い

 
ど
ち
ら
に
転
ん
で
も

ツ

は
そ
の
程

で
し
か
無
い
か
ら

そ
れ
が
終
わ
れ
ば

済
み

で

時
殺
り
に
行
き
ま
す

今
は
抑
え
と
け
ま
だ

い
か
ら
な

備
は
し

か
り
し
と
か
ね

と
二
の
舞
に
な

ち
ま

う
了
解

ん
じ

メ
ン
バ

に
は
そ
う
伝
達
し
と
き
ま
す
ね

 
心
得
た
も
の
で
⻑
ら
く
離
れ
て
い
て
も
最
古
参
の
一
人
で
あ
る
モ
ル
テ
は
手
を

ら

ら
振

り
な
が
ら

か
ら
離
れ
て
行

た

麻

ら
せ
て
い
る
男
の
事
は

に

せ
そ
れ
以
外
の

中

に
伝
達
し
に
行

た
の
だ

面
倒
な
事
を

し
付
け
や
が

た
と
苦

を
浮
か
べ
る
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さ
て

ホ
ン
ト
に
ア
イ
ツ
は
死
ん
だ
の
か
ね

 
一
人
に
な

た
た
め

こ
の

点
で
モ
ル
テ
と
会
う
ま
で

え
て
い
た
事
へ
思

を
回
す

 
ア
イ
ツ
に
殺
さ
れ
た

達
や
自
殺
し
た

ツ
は
ハ

キ
リ
と
自
分
が
死
ぬ

間
を
覚

え
て
い
る
の
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
死
ん
で
い
る
の
は
確
実
と

え
る

死
ん
で
す
ぐ
こ
の

樹
海
に
放
り
出
さ
れ
た
の
に
は
流

に

か
さ
れ
た
が

記

が
ハ

キ
リ
と
し
て
い
る
の
で

恐
ら
く
死
ん
だ
ら
こ
こ
に
送
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
と
は
あ
る
程

し
の
良
い

ら
は
思
い
至

て

い
る

 
全
損
し
た
ら
死
ぬ
の
で
は
と

え
て
い
た
か
ら
流

に

を

か
れ
た
が
ゲ

ム
ク
リ

ア
と
同
時
に
死
亡
す
る
と
も

え
ら
れ
る
の
で
あ
ま
り

観
は
出
来
な
い

 

論
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
プ
レ
イ

達
は
こ
れ
を
知
ら
な
い
か
ら
必
死
に
死
な
な
い

よ
う
動
く
だ
ろ
う

現
に
ビ

タ

や
黒
の
剣
士
と

わ
れ
た
ア
イ
ツ
は
攻
略
組
か
ら

出
来
る
だ
け
死
者
が
出
な
い
よ
う

で
す
ら
異
常
と
思
え
る
程
に
動
き
回

て
い
た

最
前
線

攻
略
の
合
間
に

う

の

点
を
を
見
付
け
る
と
い
う
無

を
知

た
時
は
流

に

い

た
も
の
だ

 
そ
ん
な

ツ
が
真

先
に
死
ぬ
の
か
と

か
疑
問
は
残

て
い
る
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し
ろ
ア
イ
ツ
は
殺
し
上

の

う

を

と
殺
し
回
る
ど
こ
ろ
か

聖
⻯

合

と
い
う
同
じ
攻
略
組
の
一

で
も
あ
る

中
や

殺
隊
と
か
い
う

中
に
追
い
回
さ
れ
一
対
多

の
戦
い
を
強
制
さ
れ
な
が
ら
も
生
き
残

て
い
た
プ
レ
イ

だ

モ
ル
テ
の
話
か
ら
一
人
で
の

戦
い
は

更
強
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
し
ボ
ス
と
の
一
騎
打
ち
へ
の
生
存

も

高
く
な

て
い
る
ら
し
い

 
そ
ん
な
ア
イ
ツ
を
ど
う
や

て
殺
し
た
の
か
が
気
に
な
る

流

の

も
全
力
で
掛
か
ら
れ
る

と
ア
イ
ツ
に

う
気
は
し
な
い

め
手
を
使
え
ば
初
見
は
行
け
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
も
⻑

き

し
な
い
以
上
ど
こ
か
で

し
負
け
る
だ
ろ
う

 
無
論
ア
イ
ツ
も
不
死
身
や
無

で
は
無
い
の
だ
か
ら

れ
死
ん
で
も
お
か
し
く
は
無
い

現

に
モ
ル
テ
は
そ
う

得
を

い
て
い
る
よ
う
だ

た

 
だ
が

は
そ
う
で
は
な
い

 

あ
の
ガ
キ
共
の
話
が
気
に
な
る
ん
だ
よ
な

 
定
期
的
に
一
人
で
出
て
は
見
か
け
た
プ
レ
イ

を
殺
し
て
回

て
い
る

が
二
日
前
に
見
か

け
た

髪
の
二
刀
剣
士
と
金
髪
の

剣
使
い
の
話
が
引

掛
か
り
を
覚
え
さ
せ
る
原
因

の

に
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
偶
然

い
た

は
そ
の
二
人
が
ダ
ン
ジ

ン
攻
略
中

突
に
発
生
し
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た
強
制
転

で
こ
ち
ら
に
来
た
と
い
う
話
を
知

て
し
ま

た
の
だ

 

や
モ
ル
テ
達
と
違
い

明
確
に
殺
さ
れ
て

が
全
損
す
る

間
を
見
て
い
る

で
は
無
い

存
在

 
こ
の
樹
海
で
偶
に
見
か
け
る
ど
こ
か
様
子
の

な
プ
レ
イ

と
違

て
明
確
な
意

を

見
せ
つ
つ
も
こ
の
樹
海
に
来
る

前
が
転

と
い
う

が
こ
の
樹
海
で
作
り
上

た
常
識
と
の

齟
齬

 
そ
れ
が

と
す
る
と
ア
イ
ツ
も
同
様
な
の
で
は

と
い
う
思

へ
と
至
ら
せ
る

 
だ
と
す
る
と
ア
イ
ツ
を
殺
す
事
は
出
来
る
だ
け

け
る
べ
き
だ

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ゲ

ム
ク

リ
ア
に
ま
で
引

れ
る
の
は
狂

て
い
る
ア
イ
ツ
し
か

な
い
と

は
本
気
で

え
て
い
る

 
恐
ら
く
だ
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
死
ん
だ

達
も
リ
ア
ル
は
ま
だ
生
き
て
い
て

こ
の

ア
バ
タ

を
動
か
し
て
い
る
の
は
リ
ア
ル
の
肉
体

つ
ま
り
こ
の
世
界
で
殺
し
を

し
ん
で
い
ら

れ
る
の
に
も
限
界
が
あ
る
の
だ

そ
の
限
界
を

え
れ
ば

達
は
肉
体
の

弱
死
に
よ

て
息

絶
え
る

 
そ
れ
は

と
し
て
も

る

人
殺
し
を

け
た
い
気
持
ち
も
あ
る
が
ア
イ
ツ
の
先
を
見

た
い
と
い
う

心
や
興
味
も
あ
る

そ
れ
ら
を

た
せ
な
い
ま
ま
死
ぬ
な
ん
て

は
ま

ら
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ご
め
ん
だ

 

う

を
始
め
と
し
た
オ
レ
ン
ジ
の

中
は
大
な
り
小
な
り
リ
ア
ル
に
不

を
持

て

い
て
こ
の
世
界
で
死
ん
で
も
構
わ
な
い
と
い
う
思

に
あ
る

悦
と
な

た
人
殺
し
を
Ｓ
Ａ

Ｏ
の
死
後
の
世
界
と
も

う
べ
き

で
は
ど
れ
だ
け
殺
そ
う
と
も
ラ
ン
ダ
ム
の

に
プ
レ
イ

が
復
活
す
る
の
で

物
が

る
事
は
無
く

中
は
そ
れ
が

し
く
て

ら
な
い
と
感
じ
て

い
る

だ
か
ら
ア
イ
ツ
へ
の
復
讐
心
を

く

ツ
の
行
動
も
一
種
の

興
と
見
て
い
ら
れ
る

 

も
そ
の
一
人
で
は
あ
る
が
仮
に
ア
イ
ツ
が
死
ん
で
い
な
い
方
の
プ
レ
イ

だ
と
す
る
と

少

マ
ズ
い

し
ろ
ア
イ
ツ
を
喪

て
も
攻
略
を
今
ま
で

り
に
進
め
る
攻
略
組
の
ビ
ジ

ン

が
浮
か
ば
な
い

絶
剣

や

閃
光

も
対
モ
ン
ス
タ

戦
で
は
無

の
強
さ
を
誇
る
と

も

思

て
い
る
し

⻑
サ
マ
の
鉄

と
も

え
る

を
破
れ
る
ボ
ス
も
そ
う
そ
う

は
し
な
い

だ
ろ
う
が

攻
略
速

と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
絶
対
以
前
よ
り

く
な
る

 
攻
略
速

が

ち
る
と
い
う
事
は
そ
れ
す
な
わ
ち
リ
ア
ル
へ
の
生
還
が

く
な
り

弱
死

の
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う
事

 

チ

こ
ん
な
事
な
ら

だ
け
で
も
あ
の
時

て
い
た
方
が
良
か

た
か

 
人
殺
し
を

し
ん
で
い
る

も
無

序
に
や

て
い
る

で
は
無
い
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そ
も
そ
も

う

を
作
り
上

た
の
は
日
本
人
同
士
が
争
う
場
面
を
見
た
い
と
い
う

欲
も
あ

た
か
ら
だ
が

攻
略
組
に
は
出
来
る
だ
け
手
を
出
さ
な
い
よ
う

め
る

で
も
あ

た

そ
れ
は
あ
ま
り
に
リ
ア
ル
へ
の
帰
還
が

く
な
れ
ば

弱
死
す
る
危
険
性
を

慮
し
て
い
た

が

だ

故
に

う

の
メ
ン
バ

に
は
攻
略
組
を
襲
わ
な
い
よ
う

い
つ
け
て
い
た
の

だ
が

子
に

た

が
襲

て
殺
し
を

い
た

に
ア
イ
ツ
が
本
格
的
に
動
き
出
し
て

し
ま

た

 
攻
略
組
の
事
と
も
な
れ
ば
過

な
程
に
動
き
を
見
せ
る
ア
イ
ツ
は
ア

サ
リ
と

う

の

点
を
見
付
け
る
や

や
す
ぐ
さ
ま
レ
イ
ド
を

い
る
よ
う

き
掛
け
強
襲
を

行

あ
ま

り
の
手

に

中
を

い

め
て

る

を
立
て
る
事
も
出
来
な
か

た

ク
ラ
デ

ル

や
モ
ル
テ
が
メ

セ

ジ
で

し
て
か
ら
一
時
間
と
経
た
ず
だ

た
か
ら
間
に
合
わ
な
か

た

の
だ

 
そ
れ
で
も

よ
う
と
し
た
が
転

結

で
転

し
よ
う
と
し
た

に
ジ

ニ

が

と
し

た
麻

の

剣
を
投

て

そ
の
ま
ま

は
殺
さ
れ
た

 

お
お
せ
て
い
た
ら
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
を

に
殺
し
つ
つ

め
上

動
き
を

制
し

そ
れ
な
り
に
欲
を

た
し
な
が
ら
も
攻
略
組
へ
影

し
な
い
よ
う
に
と

え
て
い
た
の
だ
が
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あ
の
時
自
分
な
ら

お
お
せ
ら
れ
る
と

心
し
た
の
が
運
の

き
だ

た
か

時
で
も
ア

イ
ツ
ら
は
切
り
捨
て
る
つ
も
り
だ

た
か
ら
盾
に
し
て
で
も
転

結

で

れ
ば
良
か

た
か

も
し
れ
な
い

 
ま

本

に
ア
イ
ツ
が
死
ん
で
い
る
な
ら
こ
の
思

も

全
て
無

な
ん
だ
が

し
か
し

ど
う
や

て
確
認
す
る
べ
き
か

 
あ
ま
り
⻑
く
時
間
を

ぐ
事
は
出
来
な
い

ツ

が

れ
を
切
ら
し
て
し
ま
う

 
出
来
る
だ
け

時
間

つ
確
実
に
ア
イ
ツ
が
本

に
死
ん
だ
か
ど
う
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

死
ん
で
い
た
ら
容
赦
な
く

み
か
け
る
が
死
ん
で
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
上
手
く
ア

イ
ツ
ら
を
誘
導
し
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
ア
イ
ツ
が

れ
る
ま
で
の
時
間

ぎ
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い

 
あ
い
つ

が
協
力
す
る
事
は

え
て
い
な
い

し
ろ
リ
ア
ル
へ
帰
れ
な
く
て
も
い
い
と
か

た
だ
人
殺
し
を
し
た
い
と

う

ら
だ
む
し
ろ
帰
れ
る
可
能
性
を
高
め
る
ア
イ
ツ
を

そ
う
と

し
な
い
だ
ろ
う

 

展
開
に
よ
て
は

も
ア
イ
ツ
と
を
べ
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ね
な

 
ア
イ
ツ
と
殺
し
合
う
事
を

は

し
み
に
し
て
い
る
が
そ
れ
も
命
あ

て
こ
そ
の
物
種
未
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来
を
捨
て
て
ま
で
殺
し
合
う
つ
も
り
は
な
い

ア
イ
ツ
が
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
の

で
あ
る

な
ら

も
そ
れ
に
力
を

そ
う

う

の

中
は
ア
イ
ツ
よ
り
興
味
・

心
が

い
の
だ

殺
し
合
う

に
な

た
と
こ
ろ
で

く
も

く
も
な
い

ま

ど

ち
に
転
ん
で
も

は

し
め
る
か
ら
良
い
ん
だ
が
な

 
ア
イ
ツ
が
本

に
死
ん
で
い
る
の
な
ら
こ
の
世
界
か
肉
体
が
終
わ
る
ま
で
終
わ
ら
な
い
殺
し

合
い
に
興
じ
れ
る

そ
の

は

も
生
還
出
来
る
事
を

め
る

 
ア
イ
ツ
が
本

は
死
ん
で
い
な
い
な
ら
ア
イ
ツ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

れ
る
よ
う
陰

な
が
ら
手
助
け
し
て
や
ろ
う

そ
う
し
て
や
ろ
う
と
思
え
る
く
ら
い
に
は

も

入
れ
し
て
い

る

ア
イ
ツ
と
殺
し
合
え
る
最
高
の
舞

が
整
う
ま
で
の
我

と
思
え
ば
こ
れ
く
ら
い
は

前

だ

う

の

中
を

に
回
し
て
も
い
い
と
思
え
る
く
ら
い

そ
の
行

と
未
来
に
は

価
値
が
あ
る

 
そ
れ
を
出
来
る
だ
け

い

で
確
認
す
る

に
も
ど
う
し
た
も
の
か
と

を
悩
ま
せ
な
が

ら

は
か
つ
て
ア
イ
ツ
に
滅

さ
れ
て
い
た
と
逆
恨
み
し
て
い
る
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

の
下
へ

と
足
を
向
け
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ユ
イ
も
う
見
た
目
と
中
身
の
ギ

プ
が

し
い
で
す
ね

ア
ク
セ
ル

ド
の
見

た
目
で
出
て
来
て
た
ら

に
さ
ん
付
け
さ
れ
て
そ
う
な
お
姉
さ
ん
ぶ
り

異
性
と
し
て
の
感
情

も
入

て
る
か
ら
愛
情
も
天

突
破
状

で
す

 
で
も
カ
ウ
ン
セ
ラ

と
し
て
は
思
い

き
り
恋
愛
感
情
を
持

て
行
動
し
て
る
時
点
で
失
格
と

い
う
ね

共
感
・
理
解
は
大
事
で
寄
り

う
の
も
大
事
だ
け
ど
感
情

入
と
か
恋
愛
感
情

を
向
け
る
と
か
は
し
ち

だ
め
な
ん
で

そ
の

の

加

は

し
い
で
す
ね
カ
ウ
ン
セ
ラ

目
指
す
人
は
反
面
教
師
に
し
な
い
と
ダ
メ
で
す
じ

な
い
と

者
さ
ん
依
存
し
て
し
ま
う
の
で

 
ち
な
み
に
ユ
イ
の
寄
り

い
は
姉

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
カ
ウ
ン
セ
ラ

な
ん
で
自
重
さ
せ
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん

む
し
ろ
依
存
と
い
う
か
甘
え
る
行
動
ば

ち
こ
い
状

な
の
で
喜

と
し
て

構
う
で
し

う
ね

 
ま

お
姉
さ
ん
や

て
る
ユ
イ
の
作
品
は
少
な
い
で
す
し
偶
に
は
こ
ん
な
ユ
イ
が

て
も
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い
い
で
し

う

れ
か
え

た
ら

る
け
ど
も

 
さ
て
今
話
は
キ
リ
ト
に

す
る
事
と

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
闇
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た

思
い

き
り

線
で
す

 
ゲ

ム
や

て
る
方
な
い
し

し
の
良
い
方
は
気
付
い
た
事
で
し

う

ユ
イ
が

を
危
惧

し
て
い
る
の
か

そ
し
て
ユ
イ
が

し
て
い
る
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
と
は
い

た
い
ど
う
い
う

と
こ
ろ
な
の
か

と
分
か
り
や
す
く
し
て
る
の
で
分
か
ら
な
か

た
ら
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
出
て
来
て

か
ら
の
文
を

み
返
し
た
ら
多
分
気
付
き
ま
す

 
本
作
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
リ
ズ
と
キ
リ
ト
が
邂
逅
し
た
時
点
で
キ
リ
ト
に
よ

て
殺

さ
れ
て
い
る

の
で

キ
リ
ト
に
と

て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は

つ
ま
り
は
そ
う
い
う
事

 
さ
ら

と

波
上
書
き
と
か
と
ん
で
も
な
い
事
を
し
て
い
ま
す
が

そ
れ
も

に
臨

験

デ

タ
が
あ

た
か
ら

で
も

妖
精
王

さ
ん
の
デ

タ
じ

な
い
よ

 
メ
メ
タ

な

事
を

う
な
ら
主
な
参

は

と
あ
る

だ
か
ら

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
つ
い
て
は
か
な
り
書
き
方
に
悩
み
ま
し
た

原
作
の

う

結
成
は
日
本

人
同
士
の
殺
し
合
い
を
見
た
か

た
と
い
う
理
由
で
す
が
本
作
で
は
現
実
へ
帰
る

に
攻

略
組
へ
ち

か
い
掛
け
る

を

さ
え
る
た
め
と
い
う
完
全
に
真
逆
の
思

と
な

て
い
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ま
す

確
か
原
作
だ
と
ク
リ
ア
さ
せ
る
つ
も
り
が
無
か

た
感
じ
の
文
が
あ
り
ま
し
た
の
で
そ

れ
で
も
真
逆
で
す
ね

 
キ
リ
ト
が

い
の
に
強
い
故
に
成
⻑
し
て
も

と
強
く
な
る
未
来
で
殺
し
合
え
る
事
を
願

て
そ
の
思

に
な

て
い
る
と

得
し
て
下
さ
れ
ば

い
で
す

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
キ
リ
ト
へ
の
理
解
が

で
は
無
い
の
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
な
り
の
愛
情
白
目
と
い

う
事
で

原
作
で
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
原
作
キ
リ
ト
に
歪
ん
だ
信
頼
と
愛
を
向
け
て
ま
し
た
し

Ｓ
Ａ
Ｏ

で
の
殺
し
愛

で
す
ね

 
つ
ま
り
本
作
キ
リ
ト
の
未
来
に
安
息
は
無
い
の
だ

白
目

 
な
の
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
展
開
に
よ

て
は
キ
リ
ト
の
味
方

来
は

と
し
て
振
る
舞
う

事
も
あ
る
と
い
う
ネ

こ
の
時
点
で
原
作
と
も

と
も

離
を
始
め
て
お
り
ま
す
な

白
目

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
六
十
六
章
 

合
流

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
前

フ

リ
ア

点

後

ユ
ウ
キ

点

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る

り
同
じ
エ
リ
ア
に

な
が
ら
見
事
に
会
わ
な
い
で
い
る
二
組

が
合
流
し
ま
す

戦
闘

写
は
無
し

た
だ
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
が
ど
う
出

た
の
か
ち

と

写
し
て
お
り
ま
す

 
レ
イ
ン
に

し
て
は

設
定
が
一
部
あ

た
り

 
文

数
は
約
二
万

 
で
は
ど
う
ぞ

静
か
に
な

た
ね

 
セ
ル
ベ
ン
テ

ス
の
神
殿
内
を
探
索
し
始
め
て
か
ら
三
十
分
程
が
経

た
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内
部
を

し
て
い
る

骨
型
の
剣
士
や
槍
使
い
達
を

滅
し
死
神
型
モ
ン
ス
タ

も
ど
う

に
か
倒
し
復
活
し
て
い
る
宝

の
中
身
を
回
収
し
て
そ
ろ
そ
ろ
最

の
開
か
ず
の

に

り

こ
う
と
し
て
い
た
時

と
思
い
出
し
た
よ
う
に

の

を
し
て
い
た
レ
イ
ン
が

た

 
回
廊
の
先
や
死

へ
と

意
を
向
け
て
い
た
わ
た
し
は

そ
の

葉
に

を

ま
す

 

わ
れ
て
気
付
い
た
が
探
索
開
始
直
後
は

こ
え
て
い
た

や

が

時
の
間
に

か
し
な
く
な

て
い
た

 
あ
の
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
が
追
い
掛
け
て
い
た
と
思
し
き
プ
レ
イ

が
倒
さ
れ
た
か

た
だ
遠
く

ま
で
行

て

こ
え
な
く
な

た
だ
け
か

あ
る
い
は

か
に
倒
さ
れ
た
の
か

そ
う
だ
ね

か
に
倒
さ
れ
た
の
か
な

 
予

を
立
て
て

し
な
が
ら
そ
う

葉
を
返
す

 
個
人
的
に
は

か
に
倒
さ
れ
た
の
が

ま
し
い

そ
れ
が
一
番

だ
か
ら
で

よ
り
安
全
だ

か
ら

 
た
だ
で
さ
え
こ
の
樹
海
に
は
三

レ
ベ
ル
の
モ
ン
ス
タ

が
平
然
と
う
ろ
つ
い
て
い
る

そ
の

上
で
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
の

手
な
ん
て
わ
た
し
は
し
た
く
な
い

る

中
で
モ
ン
ス
タ

達
に

感
知
さ
れ
て
追
い
掛
け
ら
れ
る
な
ん
て
目
に
も
き

と
自
分
だ
け
で
な
く

も
が
遭
い
た
く
な
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い
だ
ろ
う

 

が
外
れ
だ
と
分
か
れ
ば

は
こ
の
大
神
殿
を
出
て

の
方

に
あ
る
回
廊
神
殿
に
向
か
う

予
定
な
の
だ

離
と
し
て
は

い
が
そ
の

中
に
も
モ
ン
ス
タ

は

ら
か

る
た
め
大
神

殿
前
の
広
場
で
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
と

合
わ
せ
な
ど
絶
対
に

だ

た

 
ま
だ

ゲ

ジ
が
二
本
の
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

レ
ベ
ル
な
ら
レ
イ
ン
と
二
人
掛
か
り
で
戦

え
な
く
も
な
い
が
三
本
以
上
の
ボ
ス
レ
ベ
ル
と
も
な
れ
ば
如

に
こ
ち
ら
の
実
力
が
高
く
て

も
物

で

し
切
ら
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
自
分
も
レ
イ
ン
も
個

の
戦
闘
能
力
は
そ
こ
ら
の

ロ
プ
レ
イ

を
超
え
キ
リ
ト
達
か
ら

攻
略
組
プ
レ
イ

に

す
る
と
ま
で

わ
れ
て
い
る
実
力
者
だ

多
少
な
ら
持
ち

え
ら
れ

る
だ
ろ
う
が
流

に
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

が

手
と
な
る
と
ど
ち
ら
か
の
集
中
力
が
切
れ
る

か
武
器
の

値
が
全
損
す
れ
ば
全
滅
一
直
線
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
倒
さ
れ
た
の
が
一
番
状
況
と
し
て
は

だ

 
と
は

え

そ
れ
で
喜
ん
で
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い
の
も
ま
た
事
実

う

ん

そ
れ
だ
と
わ
た
し
達
以
外
に
も
プ
レ
イ

が

る
事
に
な
る
け
ど

な
ん
だ

ろ
う
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そ
う

シ
ス
テ
ム
が
動
か
す
モ
ン
ス
タ

で
あ
る
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
が
倒
さ
れ
た
の
な
ら
必
ず

そ
れ
は
プ
レ
イ

で
あ
る

だ

 
し
か
し
わ
た
し
達
は

を

う
こ
と
三
日
の
間
プ
レ
イ

の

を
一

た
り
と
も
見
て

い
な
い

こ
の
樹
海
が
広
大
だ
か
ら
偶

す
れ
違

て
い
な
い
だ
け
な
の
で
は
と
思
わ
な
い
で
も

な
い
が

マ

ピ
ン
グ
し
た
の
は
樹
海
で
行
け
る

全
て

つ
ま
り
は
全

だ

 
開
か
ず
の

の
先
は
ま
だ
見
て
い
な
い
も
の
の
そ
れ
以
外
は
全
て
見
て
回

た
の
だ
か
ら
そ

の
間
に
一

く
ら
い
は
見
て
も
お
か
し
く
な
い

 
そ
し
て
ボ
ス

と
思
わ
れ
る
モ
ン
ス
タ

を
倒
し
た
と
な
れ
ば
そ
れ
だ
け
高
い
実
力
を
有
す

る
プ
レ
イ

で
あ
る
事
が
予
想
出
来
る

 
ボ
ス
を

手
取
れ
る
と

え
ば
攻
略
組
だ
が
三

レ
ベ
ル
が
多
い
こ
の
樹
海
の
ボ
ス

モ
ン

ス
タ

を

手
に
勝
て
る
か
と

か
れ
る
と
実

を
よ
く
知
ら
な
い
の
で
予

に
な
る
が
多

分
勝
て
な
い
の
で
は
と
わ
た
し
は
予
想
し
て
い
る

闘
技
場
レ
イ
ド
戦
の
戦
い
を
見
て
い
る

と

ど
キ
リ
ト
と
親
し
い
者
達
く
ら
い
し
か
実
力
者
が

な
か

た
の
だ

 
つ
ま
り
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
達
が
攻
略
組
の
ト

プ
プ
レ
イ

と

え
る

一
人
で
ボ
ス
を

手
取
れ
る
キ
リ
ト
も
ト

プ
プ
レ
イ

だ
が

対

と
し
て
は
か
な
り
外
れ
て
い
る
存
在
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だ
か
ら
一
時

外
だ

 
こ
の
樹
海
が

ら
広
い
と

て
も
三
日
も

て
い
れ
ば

人
影
く
ら
い
は
見
る

だ

が

一

も
見
て
い
な
い

 
と
な
れ
ば
わ
た
し
達
以
外

プ
レ
イ

は

な
い
あ
る
い
は

て
も
片
手
で
足
り
る
程

と

え
ら
れ
る

 
先
の
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

を
倒
し
た
と
思
わ
れ
る
プ
レ
イ

の
人
数
は
多
く
て
も
一
パ

テ

程

が
限

だ

レ
イ
ド

と
も
な
れ
ば
そ
の
人
数
に
よ
る
活
動
圏
の

さ
で
一

は
遭

遇
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
か
ら

恐
ら
く
数
人
程

 
そ
う
な
る
と

は
レ
ベ
ル
の
問

が
出
て
来
る

 
そ
の

を
う
ろ
つ
い
て
い
る

Ｍ
ｏ
ｂ
で
す
ら
三

レ
ベ
ル
な
の
で
格
上
の
ボ
ス
は
そ
れ

以
上
の
強
さ
と

え
る
の
が

 

の
プ
レ
イ

は
ボ
ス
と
戦
う
に
も
最

パ

テ

を
組
ま
な
い
と
話
に
な
ら
ず
レ

イ
ド
で

く

抗
す
る
く
ら
い
だ
か
ら

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の

よ
り
も

か
に
平

レ
ベ
ル
が
上
の
樹
海
で
ボ
ス
と
や
り
合
う
に
は
レ
ベ
ル
も
実
力
が
高
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
こ
う
な
る
と

え
ら
れ
る
の
は
や
は
り
攻
略
組
の
中
で
も
戦
闘
能
力
が
高
い
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
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達
く
ら
い
な
も
の

 
と

て
も
闘
技
場
で
の
戦
い
ぶ
り
を
見
る
限
り
ア
ス
ナ
達
も
か
な
り
強
い
が
そ
こ
ま
で

自
分
の
常
識
か
ら
外
れ
た
強
さ
を
持

て
い
る

で
は
無
い

物

く
速
か

た
り
剣
の

が
立

つ
と
い
う
意
味
で
な
ら
自
身
よ
り
格
上
だ
が
そ
れ
で
も
少
人
数
で
ボ
ス
を

手
取
れ
る

ど

脱
は
し
て
い
な
い

 
と
な
れ
ば

え
ら
れ
る
の
は

独
で
フ
ロ
ア
ボ
ス
撃
破
の
実
績
を
持
つ
キ
リ
ト
だ

現
状
こ
の

可
能
性
が
一
番
高
い

も
し
か
し
て
キ
リ
ト
が
こ

ち
に
来
て
る

と
か

わ
た
し
と
フ

リ
ア
ち

ん
み
た
い
に
強
制
転

で
来
て
る

て
事

う
ん

無
く
は
無
い
け
ど

あ
り
得
る
の
か
な

 

に
し
た
予
想
に
レ
イ
ン
は
小

を

た

あ
り
得
る
か
と

を

ざ
る
を
得
な
い
が

か
と

て
自
分
達
が

に
来
た
原
因
に
つ
い
て
判
明
し
て
い
な
い
以
上
は

定
出
来
な
い
可

能
性
で
も
あ
る

だ
か
ら
あ
り
得
な
い
と
断

ま
で
は
出
来
な
い

 
ま

そ
も
そ
も
件
の
モ
ン
ス
タ

が
倒
さ
れ
た
の
か
す
ら
分
か

て
い
な
い
の
だ
が
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あ

フ

リ
ア
ち

ん

そ
こ
の

を

に

が

た
ら

だ
よ

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
ど
う
や
ら
大
神
殿
の
最

近
く
ま
で
来
て
い
た
よ
う
だ

た

そ

れ
に
気
付
い
た
レ
イ
ン
に

わ
れ
て
わ
た
し
も
は
た
と
気
付
く

 
自
分
達
が
大
神
殿
と
呼
称
し
て
い
る

セ
ル
ベ
ン
テ

ス
の
神
殿
の
内
部
は
構

自
体

は
そ
こ
ま
で
複

で
は
な
い

二

や
北

に
あ
る
別
の
回
廊
へ

く
道
も
存
在
し
て
い
る
が

本
的
に
入
り

か
ら
最

へ
と

く
以
前
は
開
け
ら
れ
な
か

た

ま
で

離
は
然
し
て

無
い

 

中

中
で
ス
ケ
ル
ト
ン
系
や
死
神
と
い

た
レ
イ
ス
系
モ
ン
ス
タ

が

し
て
い
る
の
で

戦
闘
は

け
ら
れ
ず

一
体
一
体
も
レ
ベ
ル
に
見
合

た
強
さ
な
の
で
面
倒
で
は
あ
る

ア
イ

ン
ク
ラ

ド
の
同
型
モ
ン
ス
タ

で
は
見
ら
れ
な
か

た
ス
キ
ル
も
使

て
来
る
が

さ

え
し
て
い
れ
ば
苦
戦
は
し
て
も

程
の
事
が
無
い
限
り
負
け
は
し
な
い

物
の
内
部
と
い
う

事
も
あ

て

れ
て
い
て
も
多
く
て
三
体
で

四
体
以
上
は
無
い
事
が
せ
め
て
も
の
救
い
だ

 
だ
か
ら
三
十
分
程

し
か
経

て
い
な
く
て
も
宝

の
回
収
や
戦
闘
を

ん
で
い
る
と

え

ど
神
殿
の
最

に

り

け
た

う

ん

や

り
開
か
な
い
ね
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結
果
か
ら

え
ば
最

に
あ
る

は
や
は
り
現
状
で
は
開
け
ら
れ
な
か

た

 
こ
の

に

が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

の
重

さ
を
見
る
に
宝
物

か
あ
る
い
は
ボ

ス
部

の
ど
ち
ら
か
と
は

え
ら
れ
る

し
か
し
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
帰
る
手

が
無
い
以

上
は
現
状
行
け
な
い
場

を
探
す
し
か
無
く
わ
た
し
達
は
ど
う
に
か
し
て
こ
の

を
開
け
ら
れ

な
い
か
と

を

る

 
こ
の
大
神
殿
内
部
に
入

て
か
ら
再

な
く
回

た
が
手
掛
か
り
や
ギ
ミ

ク
的
な
も
の
を

見
付
け
る
事
は
出
来
な
か

た
か
ら

と
し
た
ら

に
は
無
い
の
か
と
判
断
す
る

 
帰
る
手

な
ん
て
無
い

と
い
う
可
能
性
は
今
は
意

的
に
無

し
て
い
た

外
れ
だ
ね

は

の
回
廊
神
殿
に
行
こ
う
か

レ
イ
ン
武
器
の

値
は
大

そ
う

 
外
れ
と
分
か
れ
ば

に

は
無
い
の
で

中
で
倒
し
た
モ
ン
ス
タ

達
が
ポ

プ
し
て
面

倒
な
事
に
な
る
よ
り
前
に
出
て
し
ま
お
う
と

え

レ
イ
ン
に
す
ぐ
動
け
る
か
を
問
う

 
彼
女
は

の
手
に

て
い
る

身
の
片
手
直
剣

ド
・
オ
ブ
・
ホ
グ
ニ
の

値
を
そ

れ
ぞ
れ
確
認
し

み
を
浮
か
べ
て

い
た

う
ん

ま
だ
ま
だ
大

そ
う
だ
よ

フ

リ
ア
ち

ん
の
リ
ノ
ベ
イ
ト
は
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こ

ち
も
大

そ
も
そ
も
わ
た
し
回

中
心
だ
か
ら
レ
イ
ン

ど
剣
を
使

て
な
い
し

ね 
わ
た
し
が
愛

し
て
い
る

剣

ド
ブ
レ
イ
カ

・
リ
ノ
ベ
イ
ト
は
対
人
戦
に

い
て
真
価

を
発

す
る
と
い
う
少

特

な
武
器
だ

 

剣
に
し
て
は
そ
こ
そ
こ
⻑
く
肉

の
刀
身
が
特
徴
の

ド
ブ
レ
イ
カ

は
片
方
が

の
刃
だ
が
も
う
片
方
は

が

し
て
お
り
そ
こ
に

手
の
刃
を

み

ん
だ
時
に
剣
を

る
と
武
器
破
壊
確

を
ブ

ス
ト
す
る
と
い
う
特

性
能
を
有
し
て
い
る

わ
た
し
の
コ
レ

は

常
の

ド
ブ
レ
イ
カ

を
更
に
強
化
し
た
代
物
だ

 
強
化
武
器
な
の
で
パ
ラ
メ

タ
と
し
て
は

常
の

ド
ブ
レ
イ
カ

を

か
に

ぐ

ド
ブ
レ
イ
カ

は

来
六
十
層

の
武
器
で

と
て
も
で
は
な
い
が
七
十
層

で
は

し
な

い
ク
リ
テ

カ
ル
が
入
れ
ば
ダ
メ

ジ
は

る
も
の
の

の
攻
撃
力
値
が

め
な
の
で

は
悪
い

そ
れ
で
も
使

て
い
る
時
点
で
パ
ラ
メ

タ
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る

レ
イ
ン

く
キ
リ
ト
の
エ
リ

シ
デ

タ
に
は

る
も
の
の
そ
こ
ら
の
剣
に
は
勝
る
魔
剣

の
パ
ラ
メ

タ
ら
し
い

 
そ
ん
な
見
た
目
と
は
裏

に
強
大
な
パ
ラ
メ

タ
を
有
す
る

ド
ブ
レ
イ
カ

・
リ
ノ
ベ
イ
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ト
は
強
化
さ
れ
て
い
る
と

え
ど
本
来
の

が
武
器
破
壊
の
た
め
前

し
た
よ
う
に
対
人

戦
で
真
価
を
発

す
る

 
逆
に

え
ば
対
モ
ン
ス
タ

戦
で
は

の

剣
と
変
わ
り
な
い

刀
身
が
⻑
い
の
で
他
の

剣
よ
り
リ

チ
が
あ
る
分
だ
け
ま
だ
戦
い
や
す
い
と

え
る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
も
限

が

あ
る

 
こ
の
世
界
が

の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム
だ

た
ら
対
プ
レ
イ

戦
も

に
あ

た
だ

ろ
う
が
デ
ス
ゲ

ム
と
な

た
現
在
そ
ん
な
事
を
す
る
の
は
オ
レ
ン
ジ
や

う

の
よ

う
な
レ

ド
く
ら
い
な
も
の
な
の
で
わ
た
し
の
武
器
が
猛

を
振
る
う
機
会
は

れ
な
い
だ
ろ

う 
そ
ん
な
マ
イ
ナ

に
な

て
い
る

剣
を
得
物
と
し
て
い
る
わ
た
し
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は
キ

リ
ト
や
ユ
ウ
キ
レ
イ
ン
の
よ
う
な

手
の
攻
撃
を

ら
す
よ
う
に
攻
撃
を

き

む
パ
リ

ス

タ
イ
ル
で
は
な
く
攻
撃
を

し
て
生
じ
た
隙
に
反
撃
を
入
れ
る
回

重

自
然
二
本
の
剣

を
振
る

て
い
る
と

え
ど
パ
リ

重

の
レ
イ
ン
よ
り
は
ま
だ
武
器
の

値
の

り
は

く

な

て
い
た

 
少
な
く
と
も
大
神
殿
を
出
る
ま
で
は

で
持
つ
と
判
断
し
て

葉
を
返
し
た
わ
た
し
に
レ
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イ
ン
は
に
こ
り
と

み
を
浮
か
べ
た

な
ら
ち

と

い
で
出
よ

か

リ
ポ

プ
し
た
ら
面
倒
だ
も
ん
ね

そ
う
だ
ね

 

手
の
レ
ベ
ル
の
方
が
高
い
か
ら
取
得
経
験
値
は
多
く
な
り
自
然
と
レ
ベ
リ
ン
グ
を
す
る
事

に
も
な

て
い
る
現
状
は
一
部
の
プ
レ
イ

か
ら
は

ま
し
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

 
し
か
し
補

と
帰
還
の
目

が
立

て
い
な
い
現
状
で
そ
ん
な

観
的
な
思

が
出
来
る

も

無
く
そ
の
危
険
性
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
わ
た
し
達
は

く
出
よ
う
と
意
見
を
一

さ
せ
て
い

た

こ
の

は
や
は
り
以
前
は
よ
く
タ

グ
で
動
い
て
い
た

性
の

物
で
あ
ろ
う

 
思
え
ば

外
⻑
い
付
き
合
い
に
な

た
も
の
だ
な
と

来
た
道
を

し
つ
つ

り
な
が
ら

と
は
な
し
に

え
た

  
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｉ
ａ
と
し
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
わ
た
し
が
後
に
⻑
い
付
き
合
い
に
な
り
ト
レ

ジ

ハ
ン
ト
を
す
る

の

棒
と
し
て
信
頼
す
る
事
に
も
な
る
レ
イ
ン
と
初
め
て

を
合
わ
せ

た
の
は

デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
日
の

日
の

だ

た

 
わ
た
し
が
初
期
ロ

ト
一
万
本
ベ

タ
テ
ス
タ

の
分
を

け
ば
九
千
本
し
か
無
い
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ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
プ
レ
イ
す
る
と
決
め
た
の
は

か
な
り
の
ゲ

マ

だ
か
ら

と
い
う
の
も
あ
る
が

ハ

ク

ス
ラ

シ

が
大

き
だ

た
か
ら
だ

 
ハ

ク

ス
ラ

シ

と
は

的
に

え
ば
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
の
事

も

と

う
な
ら

手
に
入
る
ア
イ
テ
ム
や
そ
の
性
能
ま
で
も
が
ラ
ン
ダ
ム
で
手
に
入
れ
る

に
異
な
る
レ
ア

と

な
る
ア
イ
テ
ム
を

極
的
に
集
め
る
事
だ

レ
ア

と
性
能
の

ね
合
い
か
ら

足
す
る
ま
で

も

も
同
じ
工
程
を

り
返
す
と
い
う
根
気
の
要
る
作
業
の
た
め
そ
れ
を
自
ら
行
う
者
は

大

人
ゲ

マ

と
呼
ば
れ
る

 
わ
た
し
は

に
学
業
を
し
て
い
た
し
常
に
成
績
上

を
保
持
す
る
た
め

強
時
間
も
し

か
り
取

て
い
た
か
ら

ま
だ

人
と
は

え
な
い

 
そ
も
そ
も
か
ら
し
て
自
分
が
ハ
ク
ス
ラ
を

む
の
は
高
い
性
能
の
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入
れ
て
悦

に

る

で
は
な
い

か
つ
て

で
見
た
冒
険
家
に

れ
た
部
分
が
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て
活
動
す
る
最
も
大
き
い
理
由
だ

宝

を
開
け
て
中
か
ら

が
出
て
来
る
か
と
い
う
期

そ
し
て
手
に
入
れ
た

間
の
感
動
が
わ
た
し
を

み
つ
き
に
し
た
の
だ

 
無
論
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
異
常
な
状
況
に
突
然
放
り

ま
れ
た
か
ら
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト

に

中
す
る
事
で
不
安
や
恐
怖
か
ら

し
よ
う
と
し
た
面
が
無
い
と

え
ば

に
な
る

デ
ス
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ゲ

ム

の

日
か
ら
動
き
出
し
た
の
は
不
安
か
ら

た
い
と
い
う
思
い
だ

た
か
ら
だ

 
そ
の
時
の
わ
た
し
は
か
な
り
気
が
動
転
し
て
い
た

む
し
ろ
し
て
い
な
か

た
者
は

な
い

で
あ
る

の
で

圏
外

で
の
戦
闘
が
ど
れ
だ
け
覚
悟
を
要
す
る
も
の
か
と
い
う
事
は

か
ら

け

ち
て
い
た

 
不
安
や
恐
怖
か
ら

よ
う
と
圏
外
に
出
た
わ
た
し
が
モ
ン
ス
タ

と
遭
遇
し
戦
闘
に
な

れ
ば

然
の
如
く

乱
に

た

 
始
ま
り
の

の

原
地

は
初
心
者
が
戦
闘

れ
す
る

の
エ
リ
ア
を

ね
て
い
る

た
め
初
期
マ

プ
で
あ
る
事
も
手
伝

て
強

は
存
在
し
な
い

う
ろ
つ
い
て
い
る
の
は
⻘
イ

ノ
シ
シ
が
精

だ

無
論
夜
に
な

た
ら
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
お
約
束
と
も

え
る
強
化
が
入
り

な

ど
も

を
現
す
よ
う
に
な
る
が

間
で
あ
れ
ば
危
険
は
少
な
め
と

え
る

 
第
一
層
迷
物

名
物
に
非
ず

で
あ
り
今
と
な

て
は

親
し
ま
れ
て
い
る
ス
ラ
イ
ム

の
如
き
⻘
イ
ノ
シ
シ
フ
レ
ン
ジ

・
ボ
ア
も
そ
も
そ
も
か
ら
し
て
そ
こ
ま
で
攻
撃
的
な
モ

ン
ス
タ

で
は
無
い

流

に
初
期

備

つ
初
期
レ
ベ
ル
だ
と
突
進
を
喰
ら
え
ば
一
撃
で

を

三

四

ら
さ
れ
る
が
そ
の
突
進
も
前
動
作
が
あ
る
し

道
も
直
線
な
の
で

離
さ
え
あ

れ
ば
見
て
か
ら
で
も
十
分

け
ら
れ
る
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し
か
し

乱
に

た
わ
た
し
が
対

出
来
る
か
と

え
ば
そ
う
で
も
無
く
た
だ
無
様
に
突

進
を
回

し

回
る
ば
か
り
だ

た

こ
の
時
ば
か
り
は
自
分
の
運
動
神
経
の
良
さ
に
心
の

か
ら
感

し
た
も
の
で
あ
る

 
だ
が

乱
の
極
み
に
あ
る
状

で

も
問

無
く

け
ら
れ
る

も
無
く

て
い
た

わ
た
し
は

中
で

い
て
転
ん
で
し
ま
う

 
タ
イ
ミ
ン
グ
も
悪
く

そ
れ
は
フ
レ
ン
ジ

・
ボ
ア
が

突
進
を
始
め
た
時
の
事
だ

た

危
な
い

 
も
う
ダ
メ
だ

と
思

た
そ
の
時
に
助
け
て
く
れ
た
の
が
レ
イ
ン
だ

た
の
だ

 

片
手
剣
な
ら

ド
ス
キ
ル
一
発
で
倒
せ
る
⻘
イ
ノ
シ
シ
を
彼
女
は
突
進
の
最
中

な
の
に
も

わ
ら
ず

ニ

ク
リ

プ
を
的
確
に
ヒ

ト
さ
せ
一
発
で
倒
し
て
助
け
て
く

れ
た

 
後
か
ら

け
ば
レ
イ
ン
は
歌

部
に

属
し
て
い
た
の
で
バ
レ

部
に

属
し
て
い
た
自
分

と
違

て
運
動
が
得
意
と
い
う

で
は
無
い
ら
し
か

た
し
キ
リ
ト
や
リ

フ

と
異
な
り
武

道
に

て
い
た

で
も
無
い
ら
し
い

助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

あ
な
た

強
い
ね
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間
に
合

て
良
か

た
よ

強
い
事
に

し
て
は
ま

わ
た
し
生

寄
り
だ
け
ど

一
応

ベ

タ
テ
ス
タ

だ
か
ら
ね

生

も
強
く
な
い
と

を
集
め
ら
れ
な
い
の
で
す

よ 
そ
れ
で
も
デ
ス
ゲ

ム

の

日
な
の
に
わ
た
し
を
助
け
ら
れ
る

ど
戦
闘

れ
し
て
い
た

の
は

レ
イ
ン
が

ベ

タ
テ
ス
タ

だ

た
か
ら

 
流

に
デ
ス
ゲ

ム

を

け
た
日
は

乱
と
恐
怖
か
ら

に
引
き

た
も
の
の
そ
の

日
に
な

て
か
ら

か
し
な
け
れ
ば
と
思

て
圏
外
に
出
た

で
モ
ン
ス
タ

に
追
い
回

さ
れ
て
い
る
わ
た
し
を
発
見

そ
れ
か
ら
は

か
を

え
る

も
無
く
剣
を
手
に

け
出
し
て

い
た
の
だ
と
い
う

 
ま
だ
一
日
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
第
一
層
ボ
ス
攻
略
の

に

べ
れ
ば
ベ

タ
テ
ス
タ

に

対
す
る
悪
感
情
が
少
な
か

た
か
ら
自
身
が

ベ

タ
テ
ス
タ

で
あ
る
事
を
明
か
し
て
く
れ

た
の
だ
と
思
う

あ
る
い
は
た

た
一
日
で
至

た
と
は

思
え
な
い

練

だ

た
か
ら

魔
化
し
切
れ
な
い
と
思

た
の
か

 
と
に
か
く
モ
ン
ス
タ

と
遭
遇
す
る
だ
け
で

乱
し
て
い
た
わ
た
し
は
こ
れ

い
と
ば
か
り

に
彼
女
に
師
事
を
請
う
た

恐
怖
も
あ

た
が
そ
れ
以
上
に

の
中
に

じ

て
い
て
は
お
金
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が

き
て
し
ま
い

ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
る
と
理
解
し
て
い
た
か
ら
だ

 
こ
の
世
界
の
事
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
か

た
わ
た
し
は

体
的
な
方
法
は
知
ら
な
い
が

仮
想
世
界
で
も
男
女
の

み
が
出
来
る
と
思

て
い
て

実

出
来
る
よ
う
だ

た

最
悪

身

り
を

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
恐
怖
し
て
い
た
の
だ

に

ま
れ
な
く
な

た
ら
必
然

的
に

の
外
で

る
事
に
な
る
だ
ろ
う
が
そ
ん
な
の
は
襲

て
下
さ
い
と

わ
ん
ば
か
り
の
も

の
だ
か
ら

け
た
か

た

 
そ
う
い
う

念
を
語

た
の
で

初
こ
そ
人
の
命
を

か
る
た
め
に

て
い
た
レ
イ
ン

は
頼
み
を

け
て
く
れ
た

じ

あ
フ

リ
ア
ち

ん
ま
ず
は
キ
チ
ン
と

ド
ス
キ
ル
と

ス
キ
ル
の

果
を

え
よ

う
か

 

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
の

が
あ
る
彼
女
は

ま
ず
指
導
の
第
一

と
し
て
そ
う

て
来
た

自
分
が

う
ス
キ
ル

わ
な
い
ス
キ
ル
の
メ
リ

ト
と
デ
メ
リ

ト
を
し

か

り
知

て
お
く
事
で

的
な
ビ
ル
ド
を
組
め
て

結
果
的
に
そ
れ
が
生
存

に
繋
が
る
か
ら

だ

た

 
ま
た
情
報
が
命
を
繋

る
と
知

て
い
た
レ
イ
ン
は
ベ

タ
テ
ス
ト
時
代
か
ら
の

み
と
い
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う
情
報

ア
ル
ゴ
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り

の
マ

プ
や

の
情
報
を
集
め
そ
れ
を
教
え

て
く
れ
た

 

だ
が
ど
う
や

て
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

た
の
か
と

け
ば
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ

セ

ジ
機
能
を

し
た
の
だ

と
い
う
事
だ

た

 
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ

セ

ジ
と
は

フ
レ
ン
ド
を
結
ん
で
い
な
い
者
の
間
で
使
わ
れ
る
メ

セ

ジ
の
事
だ

フ
レ
ン
ド
メ

セ

ジ
と
の
違
い
を

る
と
す
れ
ば

同
じ

層
で
あ
り

つ

手
の
名
前
の
ス

ル
も
知

て
い
な
け
れ
ば
送
れ
な
い
事
が
最
大
の

だ
ろ
う

ま
た

文

数
も
フ
レ
ン
ド
メ

セ

ジ
に

べ
て
非
常
に
制
限
が
掛
か

て
い
る

 
デ
ス
ゲ

ム

の

日
な
ん
て
第
一
層
の
攻
略
も
ま
だ
全
然
進
ん
で
い
な
か

た
か
ら

同

じ

層

と
い
う
部
分
は
無

件
ク
リ
ア

手
の
名
前
の
ス

ル
も

黒
鉄

に
そ
の
情

報

の
ベ

タ
時
代
の
名
前
と
同
じ
も
の
が
あ
る
の
を
確
認
し
た
た
め
そ
れ
も
ク
リ
ア

文

数
に

し
て
も
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
た
い

と
自
身
の
ベ

タ
時
代
の
名
前
も
書
き

え
る
だ

け
だ

た
か
ら
問

無
か

た
ら
し
い

 
ち
な
み
に
後
に
ベ

タ
時
代
の
名
前
ま
で
書
い
た
事
は

ら
れ
て
し
ま

た
ら
し
い

時

は
分
か
ら
な
か

た
が
後

に
な

て
ベ

タ
テ
ス
タ

に
対
す
る
確

を
知

て
そ
の
意
味
が
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分
か
り
危
な
い

を
知
ら
ず
知
ら
ず

て
た
み
た
い
と
苦

し
て
い
た

せ
め
て
直

を
合
わ
せ
た
時
に
明
か
せ
ば
良
か

た
か
な

と
も

そ
れ
は
そ
れ
で
本

転
倒
だ
と
思

た

け
ど

 

話

 
そ
ん
な

で

始
ま
り
の

か
ら
レ
イ
ン
の
後
に
つ
い
て

立

た
わ
た
し
は

ベ

タ
テ
ス
タ

で
あ
る
彼
女
の
知
識
や
見
識
を
学
び
レ
ベ
リ
ン
グ
と
実
戦

練
を

み
重
ね
る
事

で

実
に
強
く
な

て
い

た

 
最
初
の

は

れ
て
い
な
い
事
も
あ

て
レ
イ
ン
に
サ
ポ

ト
し
て
も
ら

て
い
た
が

時

し
か

い
に
サ
ポ

ト
し
合
う

に
な

て
い
た

 
お
陰
で
二
人
で
も
最
前
線
か
ら
数
層
下
の
ダ
ン
ジ

ン
で
あ
れ
ば
潜
り

け
る
事
が
出
来
る
よ

う
に
な

た
し

程

め
手
が
得
意
な
モ
ン
ス
タ

が

手
で
な
い
限
り
撤
退
を

な
く

さ
れ
る
事
も
無
く
な

た

鍛
冶

と

裁

を
取

て
鍛
え
て
い
た
レ
イ
ン
が

間
だ

た
か
ら
ダ
ン
ジ

ン
内
で
も
武

の
修
復
が
可
能
だ

た
事
も
大
き
い

ト
ラ

プ
に

し
て

も
わ
た
し
の
方
が
対

出
来
て
い
た
の
で

命
的
な
状
況
に

る
事
も
無
か

た

 
お
陰
で
復
活
し
た
宝

か
ら
手
に
入

た
武

や
モ
ン
ス
タ

か
ら
ド
ロ

プ
し
た

は
と
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て
も
多
く

そ
れ
ら
を
プ
レ
イ

人
に

り

く
事
で
わ
た
し
達
は

金
を
得
て
い
た

 
そ
ん
な
事
を
ず

と

り
返
し
て
い
れ
ば
あ
る
程

の
ル

チ
ン
が
出
来
る

そ
う
す
れ
ば
非

的
な
部
分
も
見
え
て
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
わ
た
し
は
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
を

し
み
そ
れ
で
得
た
ア
イ
テ
ム
を

り

く
事
で

金
を

得
る

極
論
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
を
し

け
て
い
れ
ば
良
い
ス
タ
イ
ル
だ

た

 
し
か
し
レ
イ
ン
は
違
う

彼
女
は
生

と
し
て
ス
キ
ル
を
鍛
え
る
時
間
が
必
要
だ
し
そ
の

に
も

を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
で

回
イ
ン
ゴ

ト
や

が

手
に
入
る
と
も
限
ら
な
い
し
手
に
入

た

備
を
ば
ら
し
た
り
武
器
を
イ
ン
ゴ

ト
に

せ

ば
あ
る
程

は
可
能
だ
が

今

は
そ
れ
ら
を

る
方
で
時
間
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

備
は
プ
レ
イ

の
生
命
線
だ

リ
ズ
ベ

ト
の
よ
う
に
有
名
に
な
る
く
ら
い
の

を
持

ち

つ

を
構
え
て
い
る
プ
レ
イ

で
あ
れ
ば
客
入
り
は
多
い
だ
ろ
う
が
レ
イ
ン
は
気

れ
に

を
開
い
て

る
程

だ

た
の
で
信
頼
性
が

い
方
だ

た

自
然
性
能
で
勝
負
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
求
め
る
イ
ン
ゴ

ト
や

も
高
ラ
ン
ク
に
な
る
し
ス
キ
ル
値
も
高
く
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
う
い
う
事
情
が
あ

た
た
め
レ
イ
ン
は
ス
キ
ル
値
を
鍛
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と

定
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客
を
手
に
入
れ
る

に
わ
た
し
は
自
分
の
取
り
分
と
な
る
ア
イ
テ
ム
と
彼
女
の
生

集
め

の

に

別
行
動
を
取
る
よ
う
に
な

て
い

た

 

運
だ

た
の
は
わ
た
し
に
そ
れ
を
し

け
る
だ
け
の
才
能
と
力
が
あ

た
事

取

て
い
た

ス
キ
ル
も
戦
闘
系
は

論
ト
ラ

プ
対
策
の
も
の
ま
で
一

り

て
い
た
の
で

備
の
残
り

値
に
意
識
を
払

て
お
け
ば

ロ
で
も
戦
え
た

 

論
そ
れ
も
十
分
過
ぎ
る
レ
ベ
ル
マ

ジ
ン
を
取

て
い
た
か
ら
こ
そ
出
来
た
事

い
い
フ

リ
ア
ち

ん

 
知

て
る
と
思
う
け
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
レ
ベ
ル

ス
キ
ル
制
の
ゲ

ム
デ
ス
ゲ

ム
に
な

て
る
今
は
ど
れ
だ
け
レ
ベ
ル
が
高
く
て
も
足
り
な
い
く
ら
い
な
の

ロ
な
ら
危
険

も
高
い
か
ら
ね

だ
か
ら
レ
ベ
ル
は
安
全
マ

ジ
ン
の

層
プ
ラ
ス
十
よ
り
も

と
高
く
取

て
お
こ
う

 
目
指
す
は

層
プ
ラ
ス
二
十
だ
ね

 
レ
イ
ン
は
少
し
過
保
護
な

が
あ
る
よ
う
で
ア
ル
ゴ
が
出
し
て
い
た

層
プ
ラ
ス
十
と

い
う
レ
ベ
ル
マ

ジ
ン
で
は
安
心
せ
ず
そ
こ
か
ら
更
に
十
以
上
上

る
事
を
目
標
と
し
て
掲

て
い
た

そ
れ
も
タ

グ
や

ロ
と
い

た
危
険
の
多
い
パ

テ

構
成
だ

た
か
ら
で
他

の
人
と
組
む
な
ら
話
は
別
だ

た
ら
し
い
が
生
存

が
上
が
る
な
ら
と
わ
た
し
は
そ
れ
を
意
識

し
て
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
い
た
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フ

リ
ア
ち

ん

て

今
の
レ
ベ
ル
は
ど
れ
く
ら
い
な
の

少
し
前
に

の
大

に
入

て

今
は

わ

い
ね

 
や

り
ダ
ン
ジ

ン
に
入

て
る
時
間
で
差
が
出
た
ね

わ
た
し
は

ま
だ

だ
よ

い
や

教
え
子
が
強
く
な

た
の
は
師

と
し
て

が
高
い
で
す
な

で

も
す
ぐ
に

き
返
し
て
あ

る
か
ら
ね

 

日
も
ダ
ン
ジ

ン
に

る
事
も
ザ
ラ
に
な

て
い
た
の
で
今
で
は
レ
イ
ン
よ
り
数
レ
ベ
ル

上
と
な

て
い
る

以
前
の
地
下
迷

探
索
で
得
た
経
験
値
も

大
だ

た
か
ら
今

く
は
こ
の

差
が

ま
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
く
ら
い
十
分
な
レ
ベ
ル
を
保

て
い
る
わ
た
し
は

ロ
で
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
に
行
き

レ
イ
ン
が
生

と
し
て
の
仕
事
の
合
間
に
子

達
の
面
倒
を
見
て
い
る
と
い
う
風
に

い
に

日
ご
と
行
う
作
業
が
完
全
に

み
分
け
ら
れ
て
い
た
た
め
気
付
け
ば
二
人
で
圏
外
に
出
て

戦
う
事
は
少
な
く
な

て
い
た

あ

た
と
し
て
も
そ
れ
は
レ
イ
ン
に
頼
ま
れ
て
欲
し
い

を
取
り
に
一
緒
に
行
く
時
く
ら
い
だ

 
だ
か
ら
ど
ち
ら
が
頼
ん
だ

で
も
無
く
協
力
し
て
一
つ
の
物
事
に
取
り
組
む
事
が

し
か

た
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帰
る
手

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
現
状
に
不
安
が
無
い
と

え
ば

に
な
る
が
確
か
に
わ
た

し
は
今

こ
の
深
い
樹
海
の
中
を
レ
イ
ン
と
共
に
探
索
す
る
事
を

し
ん
で
も
い
た

 
さ
て

と

じ

あ
今
か
ら
ど
う
動
く
か
話
し
合
お

か

そ
う
だ
ね

 

ホ
ロ
ウ
・
デ

ド
ニ
ン
グ
・
リ

パ

を
倒
し
た
後

ボ
ク
と
ル
ク
ス
は
近
く
に
あ

た

大
神
殿
へ
と

動
し
て
い
た

入
り

に
は
オ
リ
ン
ピ
ア
を
思
わ
せ
る

つ
も
の

が

な

た

根
が
あ
り

そ
の

の
影
に
身
を

し

り
の

に
対
面
式
で

て
い
る

 
こ
の
樹
海
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
ろ
う
と
思

て
ル
ク
ス
か
ら
話
を

い
た
の
だ
が

の

モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
が
三

あ
る
く
ら
い
し
か
分
か
ら
ず
他
に
プ
レ
イ

を
見
た
事
は
無

い
と
い
う

ボ
ク
自
身
確
認
し
た
限
り
で
は
迷

は
お
ろ
か
外

部
に

間
隔
で

ん
で
い

る

の
層
を

え
る

も
見
え
な
い
し
遠
く
の
空
に
は
⻘
黒
い

状
の
物
体
が
浮
遊
し
て
い

る
か
ら

正
真
正
銘
前
人
未

の
未
知
の

と

て
も
過

で
は
無
い

 
事
前
情
報
が
無
い
と
い
う
状

は
最
前
線
攻
略
と
似
た
よ
う
な
も
の
だ
が
今
ま
で
は
キ
リ
ト

が
予
め
情
報
を
送

て
く
れ
て
い
た
の
で
本

の
意
味
で
全
く
情
報
が
無
い
状

で
の
探
索
は
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今
回
が

初
と

て
良
い

彼
は
ボ
ス
攻
略
を
終
え
た
後
も
他
の

間
が

の

策
に
時

間
を

や
し
て
い
る
間
に
最
前
線
へ
と

き
情
報
を
集
め
て
い
た
か
ら
だ

日
に
な
れ
ば

に
あ
る
程

の
情
報
が
開
示
さ
れ
て
い
た
の
で

そ
れ
を

に
自
分
達
は
備
え
を
す
る
の
が
常

だ

た

 
だ
か
ら
攻
略
組
は
全
体
的
に
不

の
事

と
い
う
も
の
に
弱
い

論
ク
ラ
イ
ン
や
ア
ス
ナ
の

よ
う
に
あ
る
程

動
揺
を
抑
え
ら
れ
る
プ
レ
イ

も

る
が
レ
イ
ド
と
し
て
戦
う
な
ら
全
体

の

繋
が
重
要
な
の
で

一
部
の
人
間
が

静
で
も
あ
ま
り
意
味
を

さ
な
い
の
だ

 
こ
れ
は
今
ま
で
キ
リ
ト
に
ば
か
り
頼
り
未
知
の
状
況
へ
の
対
応
を

え
て
い
な
い
事
が
原
因

だ

あ
る
意
味
一
人
で
先
行
し
て
ば
か
り
い
る
キ
リ
ト
の
行
動
の

と

え
よ
う

 
と
は

え
流

に
こ
れ
で
彼
を
責
め
る
事
は
出
来
な
い

キ
リ
ト
自
身
攻
略
組
が
不

の
事

を
苦
手
と
し
て
い
る
事
は
理
解
し
て
い
る
の
で
キ
バ
オ
ウ
に
よ

て
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
メ
ン

バ

か
ら

さ
れ
て
い
て
も
必
ず

け
付
け
リ
カ
バ
リ

に

し
て
く
れ
て
い
た

彼
な
り

に
自
身
の
行
動
の

を
理
解
し

そ
れ
に
対

し
て
く
れ
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
に
彼
の
立
場
も
あ
る

ビ

タ

と
し
て
身
を
立
て
て
い
な
け
れ
ば

性
を
保

て
い
な
け
れ
ば
自
身
の
命
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
の
だ

そ
れ
を
知

て
い
る
の
に
責
め
る
の
は
違
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う
だ
ろ
う

彼
の
行
動
の
恩

に
あ
や
か

て
い
る
の
だ
か
ら

更
だ

 
と
は

え
彼
は
も
う

な
い
か
ら
攻
略
が
一

止
ま

て

の
強
化
期
間
で
あ
る
今
の

内
に
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
ア
ス
ナ
と
い

た
攻
略
組
の
中
で
も
指

を

る
事
が

多
い
メ
ン
バ

は
不

の
事

に
は

れ

こ
だ

し
ろ
あ
の
キ
リ
ト
と
⻑
い
付
き
合
い
が
あ

る
の
だ
か
ら
不

の
事

な
ん
て

と

た
り
前
で
あ
る

論
指

を

る
者
と
し
て
常
に

静
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る

勢
も

し
て
い
る

 
ア
タ

カ

や
タ
ン
ク
の
方
は
聖
⻯

合
や
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

血

騎
士

の
平

が
不
安
だ
が
指

を

る
メ
ン
バ

が
そ
れ
ぞ
れ
を
制
す
る
事
が
出
来
る

リ

ン
ド
だ
け

に
不
安
で
は
あ
る
も
の
の
彼
も
攻
略
組
の
一
翼
を

う
ギ
ル
ド
を
⻑
ら
く

い

て
い
る
リ

ダ

だ

そ
こ
は
信
じ
る
し
か
な
い

 
か
く

う
ボ
ク
自
身
は
そ
れ
な
り
に
不

の
事

に

れ
て
い
る
と

え
る
が
そ
れ
ら
の
対

は
大
体
姉
の

体
的
な
指
示
が
あ

て
動
け
て
い
た

今
と
な

て
は

ば

件
反

で
動
け

て
い
る
が
今
ま
で
の
常
識
や
前

が

し
な
い
以
上
こ
れ
ま
で
頼
り
に
し
て
き
た
対
応
法
は

過
信
す
る
べ
き
で
は
無
い

未
知
の

に
は
大

こ
れ
ま
で

し
て
来
た
も
の
が

じ
な
く
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な
る
事
が
あ
る
の
だ

事
実
六
十
層

に
な

て
か
ら
変
化
が
見
ら
れ
た
モ
ン
ス
タ

の
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
が
第
七
十
六
層
に
入

た

明
確
に
な
り
今
ま
で
の
一
パ

テ

で
の
攻
略
が

し
く
な

て
い
る

 
だ
か
ら
ボ
ク
は

こ
の
未
知
の

で
あ
る
樹
海
の
探
索
は

重
を
期
し
て

た
る
べ
き
だ

と

か
な
り

心
を

い
て
い
た

 
哀
し
い
事
だ
が
も
う
キ
リ
ト
は

な
い
し
こ
の
場
に
は
頼
れ
る

間
も
い
な
い

ル
ク
ス
は

人
間
性
を
信

出
来
る
も
の
の
戦
力
と
し
て
は
信
頼
出
来
な
い

自
分
が
主

と
な

て
動
く
し

か
無
い
以
上

重
を
期
す
の
は
む
し
ろ

然
と

え
る

ボ
ク
だ

て
死
に
た
く
な
い
し
一

時
的
な

間
で
あ
る
ル
ク
ス
が
死
ぬ

間
を
見
た
く
な
い

 
と
は

え

明
確
な
プ
ラ
ン
が
あ
る

で
は
無
い

思
い
付
く
プ
ラ
ン
と
し
て
は

や

り
こ
の

一

を

策
す
る
事
だ
よ
ね

 
そ
う
な
る
と
取
れ
る
手

や
方
策
は
か
な
り
限
定
さ
れ
て
く
る

 
第
一
に

一

の

策

ま
ず
は
こ
の

の
地
理
を
理
解
し
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

自

分
達
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
大
神
殿
の
内
部
に
手
掛
か
り
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
そ
れ
も

め
て

く
は

策
に

て
る
べ
き
だ
と

え
て
い
た
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論
そ
れ
を
す
る
の
も

点
と
な
る
ベ

ス
を

い
て
か
ら

そ
こ
は
ル
ク
ス
が
⻑
ら
く
使

て
い
た
と
い
う
水
源
と
な
る

の
近
く
に
す
る
の
で
後
で

内
し
て
も
ら
う
事
に
な

て
い
る

ル
ク
ス
は
ボ
ク
以
外
の
プ
レ
イ

を
見
て
な
い
の

 

に
思
い
付
く
も
の
と
し
て
は

他
の
プ
レ
イ

に
協
力
を
求
め
る
事

 
こ
れ
は

手
の
人
間
性
に
よ

て
可

が
決
ま
る
の
で
あ
ま
り

極
的
に
取
り
た
い
手
で
は
無

い
が
背
に

は
代
え
ら
れ
な
い

ル
ク
ス
は
レ
ベ
ル
的
に

わ
な
い
か
ら
身
動
き
取
れ
な
か

た
だ
け
で
フ

リ
ア
や
ス
ト
レ
ア
と
い

た
攻
略
組
プ
レ
イ

に

す
る
レ
ベ
ル
の
持
ち

主
な
ら

策
は
可
能
だ
と
思
う
の
で
ボ
ク
達
よ
り
も
多
く
の
情
報
を
持

て
い
る
と
思

た
の

だ 
無
論
対
価
を
要
求
さ
れ
る
と
思
う
の
で

協
力
を
得
ら
れ
る
か
は
交

第
に
な
る

 
そ
う

え
て
問
う
と

ル
ク
ス
は

を
横
に
振

た

あ
あ
見
て
い
な
い

と
す
る
と

な
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
も
そ
も
私
達
が

へ
来
た
経

そ
の
も
の
が
イ
レ
ギ

ラ

だ
と
思
う
ん
だ

確
か
に

 

わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
だ
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自
分
も
ル
ク
ス
も
こ
の
樹
海
に
来
た
方
法
は
発
生
原
因
不
明
の
強
制
転

だ
し
か
も
そ
の
意

も
分
か
ら
な
い

が
原
因
で
転

が
発
動
し
た
か
分
か
ら
な
い
以
上
は
他
に
プ
レ
イ

が

る
か
も
不
明
だ

 
た
だ
そ
れ
が
か
な
り
の
レ
ア
ケ

ス
で
あ
る
事
は
確
か
な
の
で
あ
り
得
る
と
し
て
も
一
人

る
の
が
精

だ
ろ
う

と
な
る
と

や

り

の

策
に
な
る
ね

 
そ
う
な
れ
ば
自
然
と
行
き

く
結
論
は

策
だ
け
と
な
る

う

ん

ね

ル
ク
ス

マ
ナ

違
反
を
承
知
の
上
で

く
ん
だ
け
ど
ル
ク
ス

て
レ

ベ
ル
は

つ
な
の

だ

と
は

え
六
十
層

前

の

備
ば
か
り
だ
か
ら
レ
ベ
ル
に

べ
て
か
な
り
弱
い
方

に
入
る
と
思
う

特
に
強
化
も
し
て
な
い
し

か

う

ん

 
教
え
て
も
ら

た
レ
ベ
ル
に
思
わ
ず

を

え
て
し
ま

た

 
別
に

い

で
は
無
い

い
や
最
前
線
で
戦
う
に
は
ま
だ
ま
だ
心
許
無
い
が
こ
こ
が
デ
ス

ゲ

ム
で
さ
え
な
か

た
ら
ま
だ
十
分

す
る
レ
ベ
ル
だ

そ
う

え
れ
ば
ル
ク
ス
の
レ
ベ
ル
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は
ま
だ
高
い
方
に
入
る

 
だ
が
こ
こ
は
三

レ
ベ
ル
の

が
う
ろ
つ
い
て
い
る
ら
し
い
超
高

エ
リ
ア
だ

キ
リ
ト
の

よ
う
に
超
高
レ
ベ
ル
と
い
う

で
も
破
格
の

備
を
持

て
い
る

で
も
無
く
突
出
し
た
技

能
を
有
し
て
い
る

で
も
無
い
ル
ク
ス
で
は
流

に

が
勝
ち
過
ぎ
て
い
る

 
そ
ん
な
場

を

策
す
る
な
ら
ル
ク
ス
を

れ
て
行
く
の
は
か
な
り
危
険
だ

 
か
と

て
ボ
ク
が
一
人
で
向
か
う
と
い
う
の
も
危
険
だ
む
し
ろ

ロ
で
あ
る
事
の
方
が
危

険

は
あ
る
意
味
上
だ
ろ
う

ら
実
力
や
ス
テ

タ
ス

備
の
性
能
的
に

と

て
も
自

分
よ
り
格
上
の
モ
ン
ス
タ

と
の
苦
闘
は
以
前
の
迷

で
味
わ

た
ば
か
り

味
方
の
フ

ロ

も
無
し
に
こ
ん
な
場

を
一
人
で
歩
く
の
は
流

の
ボ
ク
で
も
遠
慮
し
た
い

 
そ
れ
に
問

は
他
に
も
あ
る

ボ
ク
は

鍛
冶

も

裁

も
取

て
な
い
ん
だ
け
ど

ル
ク
ス
は
ど
う

す
ま
な
い
が
私
も
取

て
い
な
い

 
そ
の
問

と
は

備
の

値

 
武
器
は

手
に
攻
撃
を

て
る
あ
る
い
は

手
の
攻
撃
を

ぐ

に
使

す
る

に

値

が

て
い
く

ど
ん
な

手
か

攻
撃
の
強

や

ぎ
方
な
ど
で

り
方
は
千
差
万
別
だ
が
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本
的
に
ゴ

レ
ム
を
始
め
と
す
る

い

手
だ

た
り
ド
ラ
ゴ
ン
の
よ
う
な
重

つ
力

強
い

手
と
の
戦
い
で
は

し
て

り
が

い

 

は

手
の
攻
撃
を

け
た
時
そ
の
部

に
よ

て

少

が
変
わ

て
来
る

こ
ち
ら

は
攻
撃
を

け
た
時
に
の
み

値
の

少
は
発
生
す
る
の
で
極
論
攻
撃
を

し

け
れ
ば
問

は
無
い

ボ
ク
自
身
が
剣
で
の
パ
リ

を
主
体
と
し
て
い
る
の
で

程
の
事
が
無
い
限
り
全
損
は

し
な
い
だ
ろ
う

 
と
な
る
と
や
は
り
剣
の

値
が
問

に
な
る

 
以
前
の
シ
ス
テ
ム

の
せ
い
で
表
記
が

ル
■
テ

■
ク

と
な

て
し
ま

た
愛
剣
は

性
能
が
下
が

て
し
ま
い
は
し
た
も
の
の

値
や
重

と
い

た
パ
ラ
メ

タ
に
変
化

は
見
ら
れ
な
い

 
残
念
な
が
ら
強
化
は
消
え
て
し
ま

た
の
で
そ
う
い
う
意
味
で
は
し

か
り
弱
体
化
し
て
い

る

ボ
ク
が
行

て
い
た
強
化
は

さ
に
よ
る
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ

増
加
一

な
の
で

重

や

さ
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
が

き
出
せ
る
ダ
メ

ジ
の
上
限
が
下
が

た
事
で
必

要
攻
撃
回
数
は
増
加
し
戦
闘
時
間
も
⻑
く
な
り
必
然
的
に

値
の

少

も
増
す

全
損

の
危
険
性
が
高
く
な

て
い
る
の
だ
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予
備
の
剣
も
一
応
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
て
い
る
が

ア

ク

フ

ア
の
武
器

に

べ
ら

れ
て
い
た
未
強
化
の
剣
だ
か
ら

レ
ア

的
に
バ
グ
化
し
た
愛
剣
よ
り
も
パ
ラ
メ

タ
が

い

 
だ
か
ら
あ
ま
り
無
暗
に
歩
き
回

て
戦
闘
を
行
う

に
も
い
か
な
い

今
日
一
日
程

な
ら
ま

だ
し
も
二
日
三
日
と
日
を
重
ね
る

に
取
れ
る
手

は
少
な
く
な

て
い
く

最
初
に
取
る
こ

の

が
今
後
を

す
る
と

て
も
過

で
は
無
い
の
で
あ
る

参

た

一
応

程

は
持

て
る
け
ど

あ
く
ま
で
一
時

ぎ
だ
か
ら

な 

は
鍛
冶
の
ス
キ
ル
値
に
よ

て

値
の
最
大
値

少

が
大
き
く

さ

れ
る
代
物
で

の
場
合
に
し
か
使

さ
れ
な
い
も
の
だ

そ
れ
で
も
持

て
い
る
の
は
ダ
ン

ジ

ン
の
中
で
夜
を
明
か
し
た
り
最
悪
分
断
さ
れ
て
脱
出
出
来
な
く
な

て
い
る
間
に
使
う
た

め

極
的
に

に
入
れ
て
良
い
も
の
で
は
な
い

 
せ
め
て
使
う
な
ら
鍛
冶
ス
キ
ル
を
取

て
い
て

つ

練

が
高
め
で
あ
る
事
が
前

だ
 
生
憎
ボ
ク
も
ル
ク
ス
も
取

て
い
な
い
か
ら
使
え
ば
使
う

に
剣
の

値
の
最
大
値
が
大

き
く
目

り
し
て
い
く

完
全

得
し
て
い
る
ス
キ
ル
を
一

外
し
て
鍛
冶
を
入
れ
た
と
し
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て
も

の

程

で
し
か
な
い

イ
ン
ゴ

ト
に

せ
る

分
な

備
も
ス
ト
レ

ジ
に
入

て

な
い
か
ら

練

上

も
出
来
な
い

と
な
る
と

ハ
イ
デ

ン
グ
し
な
が
ら
の

動

と
か
か
な

 
一
応
ボ
ク
は

を
か
な
り
鍛
え
て
い
て
少
し
前
に
九

の
大

に
入

た
と
こ
ろ

だ
か
ら
よ

ど

い
モ
ン
ス
タ

で
も
無
い
限
り
見

か
れ
な
い

 
し
か
し
こ
れ
は
パ

テ

で
の

動
に
は
完
全
に
不
向
き
だ

し
ろ

間
か
ら
も
見
え
な

く
な
る
か
ら

に
は
ぐ
れ
て
し
ま
う

声
な
ん
て
出
せ
ば
ハ
イ
デ

ン
グ
も
解
け
て
し
ま
う

 
そ
れ
に
こ
の
樹
海
に
は
恐
ら
く
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
の
よ
う
に

覚
以
外
の
感
覚
で
物
体

を
把
握
し
て
い
る
タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

も
い
る

系
な
ら

覚
だ
し

物
系
な
ら

覚
な

ど
だ

そ
う
い

た
手
合
い
に
ハ
イ
デ

ン
グ
は
意
味
が
無
い

気
付
か
れ
て
い
る
と
こ
ち
ら
が

理
解
す
る
ま
で
の
間
に
一
撃

う
危
険
性
を

え
る
と
む
し
ろ
悪
手
だ

 
か
な
り
手

ま
り
感
の
あ
る
現
状
に

が

く
な

て
き
た

 

あ
れ

 
そ
こ
に

る
の

て

ま
さ
か

ユ
ウ
キ
ち

ん
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え
 

を

え
な
が
ら
今
後
ど
う
動
く
べ
き
か
思

し
て
い
る
と

と

き
覚
え
の
あ
る
声
で
名

前
を
呼
ば
れ
た

 
声
が
し
た
方
を
見
れ
ば

そ
こ
に
は
見
知

た

の
プ
レ
イ

が
二
人
い
た

 

骨
ま
で

び
た
紅
髪
に
ヘ

ド
ド
レ
ス
を

せ
黒
い
ゴ
シ

ク
ド
レ
ス
を

い

の

か
ら
先

り
に
な

て
い
る
同
じ
意

の
片
手
直
剣
を

い
て
い
る
レ
イ
ン
と

い
蒼
の

フ

デ

ド
コ

ト
に

を
付
け
へ
そ
出
し
ル

ク
を
し
て
い
る

ド
ブ
レ
イ
カ

を

え
た
フ

リ
ア
だ

た

レ
イ
ン

 
フ

リ
ア

 
二
人
と
も

で

に

る
の

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ
よ

ユ
ウ
キ
ち

ん

 
ま
さ
か
わ
た
し
達
以
外
に
も
人
が
い

る
と
は
思
わ
な
か

た

 
喜
色
を

わ
に
し
て

け
寄

て
こ
ち
ら
の
手
を
取
る
レ
イ
ン

に
こ
に
こ
と

く
明
る
い

で

こ
こ
最
近
こ
う
い
う
表
情
を
見
て
い
な
い
な

と
場
違
い
に
も

え
て
し
ま

た

ね

時
か
ら
ユ
ウ
キ
ち

ん
は
こ

ち
に

 
そ
れ
に
そ

ち
の
プ
レ
イ

は

 
手
を
取

て
喜
ん
で
い
た
レ
イ
ン
は

と
ボ
ク
の
後
ろ
に
い
る

た
ま
ま
の
ル
ク
ス
へ
と
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目
を
向
け
た

彼
女
の

上
に
は
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
が
あ
る
の
で
そ
れ
で

し
た
の
だ
ろ

う

ど
う
や
ら

見
知
り
で
も
な
い
よ
う
だ

 
あ
か
ら
さ
ま
に
剣
を
手
に

し
て
い
な
い
の
は

恐
ら
く
ボ
ク
が
心
を
許
し
て
い
る
状

だ

た
か
ら
だ
ろ
う

 
二
人
に
ル
ク
ス
の
事
を

し
彼
女
と
ど
う
会

た
か

が
あ

た
の
か
を
話
し
た

一

先
ず
彼
女
が
悪

な
オ
レ
ン
ジ
で
は
無
い
事
を
理
解
し
て
も
ら

た
の
で

も
完
全
に
と
は
い

か
な
い
が

そ
も
そ
も
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
他
者
に
対
し
無

備
を
晒
す
の
は
危
険
だ

あ
る
程

心
を
許
し
た
よ
う
だ

た

オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

ね

で
あ
な
た
は

オ
レ
ン
ジ
に
な

て
る
の

 
そ
れ
で
も
レ
イ
ン
は

心
を

き

け
て
い
る
よ
う
で

キ
リ
ト
と
初
め
て
会

た

時
の
経
験
も
あ
る
だ
ろ
う

そ
う
ル
ク
ス
に
問
い
掛
け
た

私
は

こ

ち
に
来
て
か
ら

人
を

殺
し
た
ん
だ

 
暗
い

で
そ
の

問
に
対
す
る

え
を
ル
ク
ス
は

に
し
て
そ
の

え
に
ボ
ク
達
は
息
を

ん
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
グ
リ

ン
に
も
悪

な
プ
レ
イ

は

る
し
自
衛
の

に
や
む
な
く
オ
レ
ン
ジ
に
な

て

し
ま

た
ケ

ス
も
無
く
は
無
い
が
ま
さ
か
人
を
殺
し
て
ま
で
い
た
と
は

人
は

に
よ
ら

な
い
と

う
が

正
に
こ
れ
は
そ
の
ケ

ス
だ
な
と
思

た

そ

かそ
の

蔑
し
な
い
の
か
い

 
私
は
人
を
殺
し
た
の
に

な
ら

く
け
ど
さ

ル
ク
ス
は
自
分
か
ら
望
ん
で

そ
の
人
を
殺
し
た
の

そ
ん
な
事
は
無
い

 
バ

サ
リ
と
か
な
り
無
神
経
だ
と
思
う
問
い
方
で

け
ば
ル
ク
ス
は
表
情
を
歪
め
て
間
を

か
ず
大
き
な
声
で
返
し
て
き
た

た
だ
私
は
こ

ち
に
強
制
転

で
来
て
慌
て
て
い
て

そ
の
時
い
き
な
り
背
後
か
ら
攻
撃

さ
れ
て

無
我
夢
中
に
な

て

気
が
付
い
た
ら

自
分
だ
け
生
き
残

て
い
た

あ
あ

 

を

手
で

り
な
が
ら
苦
し

な
面
持
ち
で
ル
ク
ス
は

う

そ
の
時
に

い
た
苦
し

み
や
後
悔
を
思
い
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
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な
る

ど
ね

で
も
ル
ク
ス
は
自
分
か
ら
殺
そ
う
と
し
た

じ

な
い
し
そ
れ
を
悔
い
て

い
る
ん
だ
よ
ね

た
り
前
だ
ろ
う

な
ら
ボ
ク
は

蔑
し
な
い
よ

 
ル
ク
ス
か
ら
確
認
を
取

た
ボ
ク
は
す
ぐ
に
そ
う

た

そ
れ
に
ル
ク
ス
は
ポ
カ
ン
と

気
に
取
ら
れ
た

で
見
て
来
る

 
そ
も
そ
も
第
七
十
五
層
の
ボ
ス
部

に
て
ボ
ク
は
神

や
オ
レ
ン
ジ
達
を
殺
す
つ
も
り
で
剣

を

い
た

結
果
的
に

も
殺
し
て
い
な
い
も
の
の
殺
す
つ
も
り
で
剣
を

い
て
い
た
の
だ
か

ら
自
衛
の

に
人
を
殺
し
て
し
ま

た
ル
ク
ス
を
責
め
ら
れ
る

も
無
い

仮
に
ボ
ク
が

か

に
襲
わ
れ
た
と
し
て

殺
さ
ず
に
退
け
ら
れ
る
か
は
か
な
り

な
と
こ
ろ
で
あ
る

 
そ
れ
に
ル
ク
ス
自
身

人
を
殺
し
た
事
を
絶
対
正
し
い
と
思

て
は
い
な
い

 
な
ら
ボ
ク
が
彼
女
を

蔑
す
る
理
由
は
無
い

ル
ク
ス
は
至

て
ま
と
も
な
人
間
だ

 

キ
リ
ト
を
想
う
ば
か
り
に
他
者
を
殺
そ
う
と
し
た
ボ
ク
よ
り
も

か
に

ル
ク
ス
ち

ん

わ
た
し
も
ユ
ウ
キ
ち

ん
と
同
意
見
だ
よ

 

故

蔑
し
な
い
の
か
を
説
明
し
て
そ
れ
で
も
ま
だ

得
し
か
ね
る
様
子
の
彼
女
に
レ
イ
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ン
が

け
て
語
り
掛
け
た

人
の
命
を
奪

た
事
を

と
も
思

て
な
か

た
ら

蔑
し
て
た
と
思
う

で
も
ル
ク
ス
ち

ん
は
し

か
り
と
反

し
て
て
後
ろ
め
た
く
思

て
る

大
事
な
の
は
そ
れ
を
正
直
に
明
か
し

た
事
で
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
な
ん
だ
よ

ま

そ
う
な
事
を

て
る
わ
た

し
は

か
を
殺
し
た
事
が
無
い
か
ら

無
責

な
事
か
も
し
れ
な
い
け
ど

せ
め
て
自
分
が
殺
し
て
し
ま

た
人
の

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
ろ
う
ね

殺
し
た
人
の

か

一
生

え
て
い
ら
れ
る
ね

む
し
ろ
忘
れ
ら
れ
な
い
よ

 
フ

リ
ア
が
出
し
た

に
対
し

ル
ク
ス
は
物

く
複

そ
う
な
表
情
で
そ
う

た

 
そ
れ
だ
け
個
性
的
な

だ

た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

無
我
夢
中
に
な

て
気
が
付
い
た

ら

と
い
う
話
だ

た
か
ら
う
ろ
覚
え
か
も
と
思

て
い
た

と
に
か
く
ル
ク
ス
が
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
の
事
で
ボ
ク
達
に
引
け
目
を
感
じ
る
事
は
無
い
よ

ま
だ
出
会

て
少
し
し
か
経

て
な
い
か
ら

し

い
か
も
だ
け
ど
そ
こ
は
気
に
せ
ず
ド
ン
ド

ン
頼

て
欲
し
い
な

そ
う
そ
う

友
達
が

離
開
け
て
た
ら
結
構
哀
し
い
ん
だ
よ

 
わ
た
し
達
に
迷
惑
掛
け
て

る

じ

無
い
ん
だ
し
ル
ク
ス
ち

ん
も
遠
慮
な
く
頼

て
ね

力
に
な
れ
る
事
が
あ

た
ら
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な
る
か
ら

ら

フ

リ
ア
ち

ん
も

 

で
ボ
ク
に

け
て
レ
イ
ン
が

う
と

彼
女
は

に
立

て
い
な
が
ら

も

わ
な
い

フ

リ
ア
の
背
中
を

く

い
や

い
た
い
事
は
二
人
に

わ
れ
ち

た
ん
だ
け
ど

こ
う
い
う
の
は
キ
チ
ン
と

葉
で
伝
え
る
の
が
大
切
な
の

 

ら

そ
の
ち

と
取

付
き

い
か
も
だ
け
ど

頼

て
く
れ
て
も
い
い
か
ら

出
来
る
事
な
ら
し
て

も
う
フ

リ
ア
ち

ん

た
ら

初
対
面
の
人
に
は

変
わ
ら
ず
な
ん
だ
か
ら

ご
め
ん

ね
ル
ク
ス
ち

ん
フ

リ
ア
ち

ん

て
初
対
面
だ
と

数
が
少
な
い
の

も
う
少
し
し
た
ら

一

お
世
話

い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
ね

ち

と
レ
イ
ン

わ
た
し
そ
ん
な
お
節

き
じ

な
い
よ

あ
れ

前
に
地
下
迷

一
緒
に
来
て
く
れ
た
よ
ね

 
ア
レ

て
正
直
フ

リ
ア
は

無

か

た
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
フ

リ
ア
が
慌
て
た
よ
う
に
反
論
す
る
が

と
お
節

き
じ

な
い
か
な
と
ボ
ク
は
思

て
い
る
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シ
ン
カ

さ
ん
と
面
識
は
な
い
よ
う
だ

た
し
ユ
イ
ち

ん
が
付
い
て
来
る
か
ら
と

さ

れ
た
ボ
ク
や
ア
ス
ナ
同
じ
家
に

候
し
て
い
た
ス
ト
レ
ア
な
ら
と
も
か
く
フ

リ
ア
は

無
か

た
よ
う
に
思
う

そ
れ
な
の
に
頼
ま
れ
た

で
も
無
く
自
ら

願
し
た
の
だ

こ
れ
を
お

節

き
と

わ
ず
し
て

と

う

そ
れ
は

ユ
イ
ち

ん
が

心
配
だ

た
か
ら

 
そ
う
指

す
る
と
フ

リ
ア
は

を

ら
め
そ

を
向
い
て
そ
う

た

ど
う
や
ら

れ

し
ら
し
い

 

だ
か
ア
ス
ナ
と
同
じ

面
を
見
つ
け
て

し
く
な

た
と
同
時
可
愛
い
な

と

れ
る

フ

リ
ア
に
ち

り

こ
り
し
た

こ
こ
最
近
こ
う
い
う
表
情
は
本

に
見
て
い
な
い
か

ら

し
で
あ
る

 
こ
う
い
う
ち

と
し
た
事
す
ら
も

し
に
な

て
い
る
時
点
で
攻
略
組
幹
部
の
ス
ト
レ

ス
た
る
や
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
ア
ス
ナ
と
い

た
人
を

い
た
り
演
説
し
た
り
す
る
立
場
に

い
て
い
る
人
は

リ
ア
ル
な
ら
過
労
で
倒
れ
て
い
る
ん

じ

な
い
だ
ろ
う
か

さ
て

話
は
変
わ
る
け
ど
ル
ク
ス
ち

ん
は
わ
た
し
達
と
同
じ
三
日
前
ユ
ウ
キ
ち

ん
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は
つ
い
さ

き
か

い
た
感
じ
二
人
共
ダ
ン
ジ

ン
攻
略
を
し
て
い
た
ん
だ
よ
ね

ユ
ウ
キ
は
ダ
ン
ジ

ン
外

だ

た
か
ら

密
に

う
な
ら
共

点
は

圏
外

に

た
事

く
ら
い

無
理

理
繋

る
な
ら

ボ
ク
達
の
活
動
圏
が
第
六
十
層
以
上
と
い
う
事
か
な

 
ボ
ク
は
攻
略
組
の
一
人
と
し
て
最
前
線
に

る
方
が
多
い
し
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
は
最

前
線
か
ら
数
層
下
の
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
い
る
事
が
多
い
ら
し
い
か
ら
似
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う

ル
ク
ス
だ
け
不
明

だ
が
レ
ベ
ル
と

備
の
グ
レ

ド
か
ら
し
て
六
十
層

で
あ
る
事
は
確

か
だ

 
し
か
し
流

に
そ
れ
は
こ
じ
つ
け
も
過
ぎ
る
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も
強
制
転

の
発
動
要
因
が
不
明
な
時
点
で
全
て

上
の
空
論
で
し
か
な
い
の
は

て
は
い
け
な
い

あ
の
今
は
こ

ち
に
来
た
要
因
よ
り
ど
う
や

て
帰
る
か
を

し
た
方
が
良
い
ん

じ

な
い
だ
ろ
う
か

フ

リ
ア
達
は
大
神
殿
の
中
を
探
索
し
て
い
た
ん
だ
し
こ
の
樹
海
に
つ

い
て
私
よ
り
も
多
く
の
事
を
知

て
い
る
と
思
う
の
だ
け
ど

そ
う
だ
ね

今
は
そ

ち
の
方
が
確
か
に
重
要
だ

そ
れ
で
二
人
と
も

ど
う
な
の
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悪
い
け
ど
こ

ち
も
ユ
ウ
キ
ち

ん
達
と
似
た
よ
う
な
状
況
だ
よ

て
い
う
か
行
け
る
と
こ
ろ
は
全
部
行

た

に
こ
の
大
神
殿
の
再
探
索
を
し
た
か
ら
あ
る
意

味

い
か
も

樹
海
の
マ

ピ
ン
グ
は
済
ん
で
る
け
ど
さ

 
そ
う

て
フ

リ
ア
が
こ
ち
ら
に
マ

ピ
ン
グ
デ

タ

の
ウ

ン
ド
ウ
を
出
し
て
き

た

ウ

ン
ド
ウ
の

ボ
タ
ン
を
タ

プ
し
て
彼
女
達
が
マ

ピ
ン
グ
し
た
樹
海
の
地

を
ロ

デ

ン
グ
し

メ
ニ

か
ら
こ
の

り
一

の
地
形
を
確
認
す
る

 

ど
空
白
に
近
か

た
ボ
ク
の
マ

プ
は
一
気
に
様
変
わ
り
し
て
様

な
情
報
が
書
き

ま

れ
た
精
密
な
地

へ
と
変
化
し
て
い
た

森
林
地

か
ら
宝

の
場

の

集
場

だ
け

で
な
く

エ
リ
ア
ご
と
に

す
る
モ
ン
ス
タ

の
種

と
レ
ベ
ル

ま
で
追
記
さ
れ
て
い
る

う
わ

こ
れ

す

ご
い

こ
こ
ま
で
精
密
な
マ

ピ
ン
グ
を
し
て
い
る
人
は
初
め
て
見
た
よ

だ
ね

キ
リ
ト

み
だ
よ

コ
レ

ん

 
ル
ク
ス
と
一
緒
に
そ
の
情
報

に
感

の

葉
を

ら
し
て
い
る
と

と
気
に
な

た
ア
イ

コ
ン
が
あ

て

を

る

 
目
に
付
い
た
の
は
見
覚
え
が
あ
る
よ
う
な
マ

ク
だ

た

金
色
の

に
逆
十

架
の
紋
様
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が
重
な

て
い
る
マ

ク
だ

確
か
以
前
キ
リ
ト
と
デ

エ
ル
し
た
後
彼
の

手
に
浮
か
ん

だ
紋
様
に

似
し
て
い
る
気
が
し
た

 
そ
れ
が

地
に

性
も
無
く
バ
ラ
バ
ラ
に
配

さ
れ
て
い
る

強
い
て

う
な
ら
エ
リ
ア
の

入
り

付
近
に
配

さ
れ
て
い
る
事
く
ら
い
だ
ろ
う
か

ね

こ
の
マ

ク

て

 
他
の
マ

ク
は
直
感
で
理
解
出
来
た
が
わ
ざ
わ
ざ
書
き

ん
で
い
る
と
い
う
事
は

か
意
味

が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

て

直
に
問
い
掛
け
て
み
た

一
つ
だ
け
な
ら
と
も
か
く
複
数

地

に
点
在
し
て
い
る
以
上
は

か
し
ら
物
体
が
存
在
す
る
と
い
う
事
だ

 

と
す
る
と

か
手
掛
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

ん

 
ど
れ
ど
れ

あ
あ

コ
レ
か

コ
レ
は
わ
た
し
達
に
も
よ
く
分
か

て
な
い
ん
だ

よ
ね

 
そ
う
思

て
フ

リ
ア
に
問
い
掛
け
る
が
彼
女
達
に
も
コ
レ
が

な
の
か
は
分
か

て
い
な

い
よ
う
だ

た

 
こ
の
マ

ク
が

ま
れ
た
場

に
は
こ
の
紋
様
が

ま
れ
た
逆
四

の
⻘
黒
い
浮
遊

が
あ

り
そ
れ
が

な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
樹
海
か
ら
見
て

に
浮
か
ん
で
い
る

大
な

体
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と

感
が
似
て
い
る
た
め

ア
レ
と

か
し
ら

性
が
あ
る
の
で
は
と

ん
で
い
る
と
い
う

 
た
だ
ど
の
よ
う
な
事
を
す
れ
ば
オ
ブ
ジ

ク
ト
が

動
す
る
か
は
不
明
な
の
で
現
状
八
方

が
り
の
よ
う
だ

一
応
こ
の
マ

ク
は

と

の
エ
リ
ア
境
界

り
に
設

さ
れ
た

行
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
に

も
あ
る
か
ら

か

か
だ
と
は

え
た
の

そ
れ
で
わ
た
し
達
は

地
の
宝

を

し
に
開

け
て
行

て

を
探
し
た
ん
だ

で
も
見
つ
か
ら
な
く
て
ね

そ
れ
で
こ
の
大
神
殿
の
最

に
あ
る

が
開
か
な
か

た
か
ら
行
け
て
な
い

を
も
う
一

回
回

て
み
よ
う

て
な

て
ね

そ
の
帰
り
に
ユ
ウ
キ
ち

ん
達
と
会

た

て

こ
れ
だ
け

べ
た
二
人
で
お
手
上

て

 
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
を
見
る
に
樹
海
は

広
い
よ
う
だ
が
高
レ
ベ
ル

エ
リ
ア
は

ら
か

け
が
あ
る
も
の
の
そ
れ
以
外
は

過
ぎ
る
程
の
情
報

が
書
き

ま
れ
て
い
る

そ
れ
だ
け

し

か
り

べ
上

た
と
い
う
事
だ

 
そ
れ
で
も
見
つ
け
ら
れ
な
か

た
と
い
う
事
は
ボ
ク
達
が
加
わ

た
と
こ
ろ
で
手
掛
か
り
を

見
付
け
ら
れ
る
可
能
性
は
絶
望
的
に

い
と
見
た
方
が
い
い
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ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

デ

タ
の
ア
ク
セ
ス
制
限
が

解

さ
れ
ま
し
た

  
こ
れ
は
参

た
な
と
本

に

て

を
組
ん
だ
時
樹
海
の

か
か
ら
大
き
な
女
性
の

声
が

こ
え
て
来
た

 
そ
れ
は
リ
ア
ル
で
行

た
事
の
あ
る
シ

ピ
ン
グ
モ

ル
で
掛
か
る
放
送
に
近
い

で

抑

や
感
情
の

い
声

か
ら
電
子
的
な

を

け
た

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
よ
う
な
声
だ

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
デ
ス
ゲ

ム
と
な

て
か
ら
人
の
手
を
離
れ
て
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

と
い
う
自
律
シ
ス
テ
ム
の
下
で
動
い
て
い
る
の
で

ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ん
て
掛
か
る

も
無
い

 
し
か
し
現
に
掛
か

て
い
る

え
ら
れ
る
可
能
性
は
予
め
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
事

そ
れ
な
ら

か
し
ら

件
を

た
し
た
時
に
掛
か
る
と
し
て
も
特

不
思
議

で
も

で
も
な
い

 
そ
れ
に
し
て
も

故

こ
の
一
年

も
の
間
た
だ
の
一

た
り
と
も
掛
か
ら
な
か

た
ア
ナ

ウ
ン
ス
が

故
今
に
な

て
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
掛
か

た
の
か

そ
も
そ
も
ア
ク
セ
ス
制

限

と
は

な
の
か
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現
状
分
か

た
事
と

え
ば
こ
の
エ
リ
ア
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
と
い
う
名
前
で
あ
る
事

く
ら
い
だ

こ
れ
だ
け
で
も

の
進
展
で
は
あ
る
が

ユ
ウ
キ

そ
れ

え君
の

手
に

紋
様
が

 
ル
ク
ス
に

わ
れ
て

手
を
見
て
み
れ
ば
手
の

に
は
さ

き
フ

リ
ア
に

い
た
ば
か
り

の

金
色
の

に
逆
十

架

の
紋
様
が
浮
か
ん
で
い
た

 
そ
れ
は
手
の

か
ら
ホ
ロ
グ
ラ
フ

の
よ
う
に
浮
か
ん
で
い
た
が

く
す
る
と
光
の

子
が

少
し
ず
つ
消
え
て
い
き
最
後
に
は
完
全
に
消
失
す
る

手
に

め
て
い
る

色
の
指

手

を
外
せ
ば

キ
リ
ト
の
時
と
同
じ
く
手
の

に
は
紋
様
が

ま
れ
て
い
た

こ
れ
は

ア
ク
セ
ス
制
限
解

て

て
た
今
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

し
て
る
の
か
な

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
そ
う
だ
と
思
う

も
し
か
し
た
ら
今
な
ら
こ
の
紋
様
が

ま
れ
た
浮
遊

に

か
反
応
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

ユ
ウ
キ

内
す
る
か
ら
行

て
み
よ
う

分
か

た

で
も
ル
ク
ス
の
レ
ベ
ル
的
に
ち

と
戦
う
の
は
マ
ズ
い
か
ら
そ
こ
は
気
を
付

け
な
い
と
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あ
そ

か
ル
ク
ス
ち

ん

て
六
十
層

の
プ
レ
イ

な
ん
だ

け

ル
ク
ス
ち

ん

悪
い
ん
だ
け
ど
レ
ベ
ル
が

つ
か
教
え
て
も
ら
え
る
か
な

別
に
構
わ
な
い

私
の
レ
ベ
ル
は

だ

ユ
ウ
キ
ち

ん
と
フ

リ
ア
ち

ん
が

で

わ
た
し
が

だ
か
ら

ま
れ
さ
え

し
な
け
れ
ば
こ
の
人
数
な
ら
カ
バ

出
来
る

内
か
な

 
レ
イ
ン
が
不
安

な
面
持
ち
で

る

 
そ
の
気
持
ち
も
分
か
ら
な
く
は
な
い
ボ
ク
は
フ

リ
ア
に
送

て
も
ら

た
マ

プ
デ

タ

を
再

今

は
追
記
さ
れ
て
い
る
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
表
記
を
中
心
に
確
認
し
て
い

た

見
た
限
り

か
ら
一
番
安
全

つ
浮
遊

ま
で
の
最

離
を

し
て
る
モ
ン
ス

タ

の
レ
ベ
ル
は
高
く
て
も
１
０
０
み
た
い
だ
か
ら

ま
れ
た
り
不
意
打
ち
さ
れ
た
り
さ
え
し

な
け
れ
ば
大

だ
と
思
う
よ

そ
こ
ま
で

離
も
遠
く
な
い

あ

そ
れ

て

に
あ
る
浮
遊

の
事
か
な

う
ん

そ
れ
だ
ね

 
レ
イ
ン
が

し
た
が
そ
の
浮
遊

は
こ
の
大
神
殿
か
ら

に
下

た
方
に
あ
る
よ
う
だ

た

 
も

と

し
く

う
な
ら
一

大
神
殿
か
ら

に
あ
る

道
を
下
り
少
し
進
ん
だ
先
で

の
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エ
リ
ア

に
広
が
る
樹
海
へ
と
入

た
場

に
設

さ
れ
て
い
る
ら
し
い

そ
の

に
い
る
モ
ン

ス
タ

は
オ

ク
や

型
が

ど
で

平

レ
ベ
ル
も

前
後
ら
し
い
か
ら
ま
だ

と
か
な
る

だ

 
オ

ク
は
攻
撃
力
が
片
手
武
器
系
の
中
で
も
高
い
上
に
小
回
り
が

く
片
手

を
振
る
う

の
特
徴
を
持

た

人
モ
ン
ス
タ

だ

そ
の
見
た
目
か
ら
予
想
出
来
る
よ
う
に
高
い
体
力
と

力
を
有
し
て
お
り
そ
の
ス
テ

タ
ス
か
ら

り
出
さ
れ
る
片
手

ド
ス
キ
ル
は

異
の
一

に

き
る

失

し
た
時
の
ダ
メ

ジ

を

え
る
と
正
直
パ
リ

も
し
た
く
な
い

 
実
を

う
と
本

は
最
も
近
い
の
は

の
回
廊
神
殿
を
進
ん
だ
先
な
の
だ
が
そ
ち
ら
は

物
系
モ
ン
ス
タ

が
う
よ
う
よ
し
て
い
る
エ
リ
ア
だ
か
ら

け
る
べ
き
だ
と
思

た

で
足
を

取
ら
れ
た
ら
死
ぬ
ま
で
フ
ル
ボ

コ
も
あ
り
得
る
か
ら
個
人
的
に
は
出
来
れ
ば
遠
慮
し
た
い
種

に
な

て
い
る

 
そ
れ
に
神
殿
内
に
は

型
モ
ン
ス
タ

の
他
に
ア
ン
デ

ド
に
分

さ
れ
る
騎
士

モ
ン
ス

タ

も
い
る
よ
う
で
レ
ベ
ル
も
１
１
０

１
２
０

り
だ
か
ら
戦

た
ら
ま
ず
勝
て
な
い

一

体
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
ど
う
や
ら
三

四
体
で

れ
て
い
る
ら
し
く
数
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ

が
無
い
以
上
不

で
し
か
な
い

人
や
ス
ケ
ル
ト
ン
騎
士

系
は

し
て

ド
ス
キ
ル
を
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使

て
来
る
か
ら
下
手
な
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

よ
り
よ

ど
強

な
の
で
あ
る

そ
う
と
決
ま
れ
ば
善
は

 

速
行

て
み
よ
う

二
人
と
も

し

か
り
付
い
て
来
て
ね

う
ん

ル
ク
ス

あ
ま
り
ボ
ク
達
か
ら
離
れ
ち

ダ
メ
だ
よ

足
を
引

て
し
ま

て
す
ま
な
い

 
謎
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
契
機
に

手
の

に
出
現
し
た
紋
様
に
一

の
望
み
を

し
ボ
ク
達
は

一
路

に
あ
る
と
い
う
浮
遊

へ
と
歩
を
進
め
た

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
本
作
の
レ
イ
ン
は
実
は

ベ

タ
テ
ス
タ

で
し
た

 
レ
イ
ン
が
以
前

て
い
た
キ
リ
ト
君
の
真
似
を
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
二
刀
流
は

デ
ス
ゲ

ム
で
初
め
て
会

た
一
年
目
の
事
で
は
無
く

ベ

タ
テ
ス
ト
で
の
キ
リ
ト
の
真
似

だ

た

と
い
う

で
す
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違
和
感
あ

た
人
は
そ
れ
が
正
し
い

 
時
期
的
に
キ
リ
ト
が
二
刀
を
解
禁
し
た
の
は
２
０
２
４
年

月
で
す
が

二
人
が
デ
ス
ゲ

ム
で
初
め
て

を
合
わ
せ
た
の
は
２
０
２
４
年
初

シ
リ
カ
編
後

リ
ズ
編
前

で
す
か
ら

明
ら
か
に
二
刀
に
つ
い
て
知
ら
な
い
時
期

更
に
キ
リ
ト
が
二
刀
流
を
修
得
し
た
ば
か
り
の

な
の
で
い
き
な
り
実
戦
で
使
う

も
無
い

二
刀
を
し
て
い
な
か

た
キ
リ
ト
と
会

て
い
る

の
に

故
二
刀
を
真
似
し
て
い
る
か
は

こ
れ
が
理
由

 

み
返
せ
ば
分
か
り
ま
す
が
最
初
の
方
で
ク
ラ
イ
ン
に
対
し
て
キ
リ
ト
が
ベ

タ
テ
ス
ト
時

に
こ
れ
で

し
た
と

て
い
ま
す

そ
れ
を
知

て
い
た
か
ら
レ
イ
ン
も
真
似
し
た
と
い
う
感

じ 
も

と

え
ば
レ
イ
ン
が
強
い
理
由
の
一
つ
に
し
た
か

た
ん
だ

じ

な
い
と
フ

リ

ア
と
一
緒
に
出
来
な
い
と
思

た
ん
で

思
い
付
く
限
り
こ
れ
が
一
番
自
然
で
し
た

如

で
し

た
か
ね

 
さ
て

に
ユ
ウ
キ
に
つ
い
て

 
数
話
前
で

た
と
思
い
ま
す
が
ゲ

ム
で
の
キ
リ
ト
の
立
場
は
本
作
シ
ナ
リ
オ
で
は
ユ

ウ
キ
に
な

て
お
り
ま
す

な
の
で
ユ
ウ
キ
に
紋
様
が
出
現
で
す
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同
じ
片
手
剣
使
い
で
す
し

二
刀
じ

な
い
け
ど
ぶ

ち

け
る
と
実
力
あ
る
キ

ラ
な

の
で
戦
闘

写
が
と
て
も
し

い
ん
で
す
ね
推

と
か
で
も
書
き
や
す
い
で
す
か
ら

こ
れ
が

強
さ
が
原
作
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
シ
リ
カ

り
だ
と

く
違
和
感
あ
る
と
思
う

 
ま

本
作
の
キ

ラ
は
キ
リ
ト
と
の

性
が
戦
闘
面
で
密

な
程
に
原

よ
り
上
方
修

正
さ
れ
て
る
感
が
あ
り
ま
す
け
ど
ね

 
で

ゲ

ム
で
の
フ

リ
ア
の
立
場
は
ル
ク
ス
に

 

ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス

を
全

て

ん
だ
後

あ

こ
れ
ル
ク
ス
の
方
が
自
然
だ
わ

と
思

た
の
で
こ
う
し
ま
し
た

ゲ

ム
シ
ナ
リ
オ
で
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
ギ
ル
ド
が
絡
ん
で
く

る
の
で

多
分

ん
だ
事
あ
る
人
な
ら
分
か
る

 
お
陰
で
キ
リ
ト
と
フ

リ
ア
の
絡
み
を
ど
う
す
る
べ
き
か

た
事
に
な

て
た
り
す
る

 
ち
な
み
に

レ
イ
ン
が

鍛
冶

と

裁

持

て
る
の
で

場

と
時
間
さ
え
あ
れ
ば

値
回
復
出
来
る
の
は
と
て
も
大
き
い
と
思
う

ユ
ウ
キ
は

理
完
全

得
だ
し

探
索
メ

ン
バ

常

に
ラ
ン
ク
イ
ン
で
す
ね

 

ユ
ウ
キ
と
レ
イ
ン
だ
け
で
も

に

ら
な
く
て
も
良
さ
そ
う

流

原
作
と
ゲ

ム
で
強

キ

ラ
認
定
さ
れ
て
い
る
二
人
だ

ユ
ウ
キ
の

理
と
レ
イ
ン
の
裁

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
け
ど
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⻑
文
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
六
十
七
章
 

樹
海
で
の
放
浪

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 

も
変
わ
ら
ず
全
然
進
ま
ね

に
も

わ
ら
ず
問

は
増
え
る

 

行
本
だ

た
ら
こ
こ
ま
で
で

く
五

六

出
て
る
ん
で
す
が
ね

 
そ
れ
は
と
も
か
く
今
話
は
オ

ル
ル
ク
ス

点

ル
ク
ス
が

い
て
い
る
黒
の
剣
士
や

絶
剣

に
対
す
る

の
他

樹
海
の
中
を
進
ん
で
い
る
間
の
状
況
を

写
し
ま
す

 

ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス
の
彼
女
を
知

て
い
る
方
な
ら
も
し
や
と
思
う
部
分
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
文

数
は
約
二
万
文

 
で
は
ど
う
ぞ

 
最
前
線
で
戦
う
人
達
の
強
さ
を
こ
の
目
で
見
た
の
は
少
し
前
に
第
七
十
五
層
主

コ
リ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

ニ
ア

の
闘
技
場
で
行
わ
れ
た
戦
い
が
初
め
て
だ

た

 
最
初
に
見
た
の
は

黒
の
剣
士

／

ビ

タ

が

た

た
一
人
で
三
体
の
ボ
ス
と
戦

た

個
人
戦

⻑
刀
使
い
の
⻘
年

戦

使
い
の

骨

と
し
た
狂
人

そ
し
て
黒

く
め

の
小

な
少
年
か
ら
な
る
戦
い
を

も

北
に
近
付
き
な
が
ら
も
制
し
た
あ
の
戦
い
が
攻

略
組
の
強
さ
を
見
た
初
め
て
の
戦
い
だ

た

 
そ
し
て
ボ
ス
と
戦
う
メ
ン
バ

で
の
戦
闘
を
見
た
の
は
そ
れ
か
ら
数
日
後
に
あ

た
レ

イ
ド
戦

第
一
層

第
二
十
五
層

第
五
十
層

第
七
十
四
層

そ
し
て

個
人
戦

の
最
後

に
出
て
来
た
小

な
少
年
か
ら
な
る
五
つ
の
戦
い

闘
と
い
う

闘
を
制
し
た
の
は
結
果
的

に

ど
が

黒
の
剣
士

と
呼
ば
れ
た

い
少
年
だ

た

黒
の
剣
士

／

ビ

タ

の
事
は

情
報

や
人
伝

話
く
ら
い
で
は

い
て
い
た

 

く

の
出
来
損
な
い
だ

 

く

情
報
を
独

し
て
い
る

者
だ

 

く

裏
で
プ
レ
イ

を
殺
し

け
て
い
る
狂
人
だ

 

く

独
で
ボ
ス
を

せ
た
の
は
チ

ト
を
し
て
い
る
か
ら
だ

 

く

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
に
一

ん
で
い
る
の
だ
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く
ボ
ス
の
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
ボ

ナ
ス
を

に
も

さ
な
い
よ
う
ハ
イ
エ
ナ
プ
レ
イ
を
し

て
い
る

 

く

く

く

 
悪
い

を

れ
ば
キ
リ
が
な
い

他
人
の
悪
い
と
こ
ろ
を
見
る
の
に
そ
こ
ま
で
興
味
を
持
た

な
い
性
格
だ
が
そ
ん
な
自
分
で
も
こ
れ
だ
け
知

て
い
る
の
だ
情
報

を
し
て
い
る
人
だ

た
り
ゴ
シ

プ
が

き
な
人
な
ら
も

と
知

て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
話
を
そ
れ
な
り
に
知

て
い
る
私
は
け
れ
ど
そ
の

を

ど
信
じ
て
い
な
か

た

 
二

に

て
行
わ
れ
た
闘
技
場
で
の
戦
い
を
観
戦
し
て
か
ら
は

そ
れ
が
正
し
か

た
と

思

た

 
あ
の
少
年
は

確
か
に

一

と
い
う
少
年
で
は
あ

た
の
だ
ろ
う

 
け
れ
ど
出
来
損
な
い
な
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
た

本

に
出
来
損
な
い
な
ら
そ
も
そ
も

最
前
線
で
戦
い

け
ら
れ
る
と
は
思
え
な
か

た
か
ら
だ

な
私
み
た
い
に

 
本

に
情
報
を
独

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

た

本

に
独

し
て
あ
の
鼠
と

呼
ば
れ
て
い
る
情
報

で
す
ら
知
ら
な
い
事
も
知

て
い
る
な
ら

個
人
戦

で
あ
れ
だ
け
苦

戦
す
る
事
は
無
か

た
よ
う
に
思
え
る
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本

に
チ

ト
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

た

本

に
チ

ト
を
し
て
い
る
の
な
ら
こ

れ
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
あ
れ
だ
け
苦
戦
は
し
な
か

た
と
思
う

ま

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
十

種

も
得
た
事
に

し
て
は

流

に
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と

を

ざ
る
を
得
な
い
け
ど

 
本

に
デ
ス
ゲ

ム
化
に
一

ん
で
い
る
の
か
と
思

た

本

に

ん
で
い
る
の
だ
と
す

れ
ば

一
体

を
目
的
に
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か

た

 
本

に
ハ
イ
エ
ナ
プ
レ
イ
を
し
て
い
る
の
か
と
思

た

レ
イ
ド
戦

で
の
戦
闘
を
見
る
限

り
む
し
ろ
彼
以
外
の
プ
レ
イ

の
実
力
が

て
い
る
か
ら
結
果
的
に
ト
ド
メ
を
指
す

回
り
に
な

て
い
る
だ
け
の

を
覚
え
た

 
人
の

な
ん
て

て
に
な
ら
な
い
が
あ
の
少
年
に
限

て

え
ば
本

に
ま

た
く

て

に
な
ら
な
い
と
思
う

む
し
ろ
あ
ん
な

い
子

が
そ
ん
な
悪

な
事
を
出
来
る
の
か
と
す
ら
思

え
る

ま

う

の
壊
滅
に

し
て
だ
け
は
あ
の
少
年
が
し
た
事
を
私
は
よ
く
知

て
い
る
が

 
大
勢
の
人
が

を
あ
ま
り
良
く
思

て
い
な
い
の
は
知

て
い
る

特
に
男
性
に
限

て

え
ば

ノ
之
束

士
が
世
に
送
り
出
し
た

の
欠

の
せ
い
で
女
尊
男

風

に
な

て
生
き

く
な

た
の
だ

主
憎
け
り

ま
で
憎
い

と
い
う

に
あ
る

り
ど
う
し
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て
も

に

た

て
し
ま
う
の
は
仕
方
が
な
い
と
思
う

そ
れ
も
流

に

殺
隊
と
か
は

が
行
き
過
ぎ
て
い
る
と
思
う
け
ど

 

そ
の
少
年
と
共
に

た
人
達
の
事
も

私
に
と

て
は

的
だ

た

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

は

ゲ

ム
初
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
系
タ
イ
ト
ル

中
世
フ

ン

タ
ジ

を
参

に
し
た
仮
想
世
界
の
中
で
実

に
剣
を
振
る
い
戦

て
い
る
体
験
が
出
来
る
こ
の

ゲ

ム
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
い
う
ジ

ン
ル
で
あ
る
事
と
主
に
男
子
が

む
リ
ア
ル
タ
イ
ム

バ
ト
ル
ゲ

ム
で
あ
る
事
に

因
し
て

本
的
に
男
性
の
方
に
人
気
が
あ

た

 
私
の
よ
う
な
女
性
に
も
人
気
は
出
た
が
ど
ち
ら
か
と

え
ば
そ
れ
は
興
味
本

と
い
う
意
味

の
方
が
大
き
か

た
よ
う
に
思
う

無
論

私
の
よ
う
な
Ｒ
Ｐ
Ｇ
が

き
な
女
子
も

る
が

 
だ
か
ら
こ
の
世
界
に

女
性
プ
レ
イ

は
そ
こ
ま
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
い

 
情
報

に
よ
る
と
お
よ
そ
一
万
人
の
ロ
グ
イ
ン
プ
レ
イ

の
内
女
性
の

人

は
お
よ
そ

二
千
人
弱
今
と
な

て
は
死
亡
プ
レ
イ

か
ら
差
し
引
い
て
約
一
千
人
程
ま
で

て
い
る

ら
し
い

け
れ
ば
千
人
を
下
回
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
だ

 
そ
こ
ま
で
現
在
の
女
性
の
人
数
が

て
い
る
の
は
少
し
前
に

か
な
間
だ
け
裏
で
横
行
し

た

リ

の

だ

主
に
女
性
に
対
し
て
恨
み
が
あ

た
り

性
欲
を
抑
え
ら
れ
な
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く
な

た
男
性
プ
レ
イ

達
が
オ
プ
シ

ン
の
物

く
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る

理
コ

ド

解

設
定

の
存
在
を
知

た
た
め
に
横
行
し
た

い

方
法
で
あ
る

別
名

レ
イ
プ

と
も

わ
れ
て
い
る

 
対

と
し
て
は
主
に
圏
内

つ
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
を

し
て
い
る
女
性
な
い
し

圏
外

で
活
動
し
て
い
る

レ
ベ
ル
プ
レ
イ

の
女
性
を
標
的
に
さ
れ
た

 
あ
ま
り
に

い
た
め

こ
れ
に
つ
い
て
知

た
情
報

び

黒
の
剣
士

／

ビ

タ

が

制
に
動
き

実
行

は
監
獄
送
り
に
し
て
い
た
と
い
う

圏
外

で

あ
る
い
は

反
抗
を
行

た
者
は
最
悪

全
損
の
憂
き
目
に
あ

た
と
も

い
て
い
る

そ
れ
く
ら
い
男
性

プ
レ
イ

が
行

た
内
容
が

か

た
と
い
う
事
だ

 
こ
の

に

し
て
だ
が

標
的
に
さ
れ
た

件
か
ら
し
て

本
的
に

個
人
ホ

ム

有

と

高
レ
ベ
ル

の
二
つ
を

た
し
て
い
る
女
性
は
対

か
ら
外
れ
て
い
る

 
な
の
で
攻
略
組
に

属
し
て
い
た
プ
レ
イ

は
一
切

を

て
い
な
い
ら
し
い

前
者

の

件
は
と
も
か
く
後
者
に

し
て
は
そ
れ
な
り
に
高
レ
ベ
ル
の
男
性
も
動
い
て
い
た
と
い
う

か
ら

本

に
強
い
の
だ
な
と
思

て
い
た

 
闘
技
場
で
実

に
そ
の
剣
を
見
た
が

や
は
り
近
く
で
見
る
の
と
は

が
違

た
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フ

リ
ア

ス
イ

チ

了
解

 
最
後
の
一

に
ま
で

た

型
モ
ン
ス
タ

の
浮
遊
城
に
い
る
個
体
で
は
見
ら
れ
な
か

た
動
き
の
攻
撃
を

で
ス
テ

プ
回

し

け
る

剣
使
い
の
女
性
フ

リ
ア

そ
の
彼
女
が

作
り
出
し
た
隙
に
ス
ル
リ
と
自
然
に

り

ん
で
斬
り
掛
か
る

紺
色
に
身
を

め
た
少
女

剣
士
ユ
ウ
キ

 

身
な
が
ら
肉

の
片
手
直
剣
を

手
に
握

て
い
る
彼
女
は
歩
く
剣
を
持
ち
上

て

掛
け
に
斬
り
掛
か
る
構
え
を
取

た

 
す
る
と
剣
か
ら
蒼
い

き
が

り

直
後

掛
け

斬
り
上

斬
り
上

逆

の
四

撃
か
ら
な
る

片
手
剣

ド
ス
キ
ル

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

が
放
た
れ

る

十

を
二

く
よ
う
に
放
た
れ
た
斬
撃
は

に

を
不

に
舞
う

に

き

ま

れ

残
り
四

程
と
な

て
い
た

ゲ

ジ
を
一
気
に
消
し

ば
す

 
そ
の
剣
速

剣
閃

そ
し
て
戦
い
の
運
び
方
全
て
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

と
て
も

だ

た

確
か
な
経
験
に
よ

て
整
え
ら
れ
た
剣
技
は
私
に
は

し
く
思
え
た

は

い
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レ
イ
ド
戦
で
は

が
決
ま

て
い
て
そ
れ
を
十
全
に
こ
な
す
事
を

先
し
て
い
た
か

ら
分
か
ら
な
か

た
剣
技
の

し
さ
は
私
に
感

の
息
を

か
せ
る
に
は
十
分
過
ぎ
た

正
確

な
年

は
知
ら
な
い
け
ど
多
分
同
い
年
な
の
だ
ろ
う
ユ
ウ
キ
は
と
て
も
多
く
の
経
験
を
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
の

し
さ
が
あ
る
と
思

た

 

論
強
い
け
れ
ど

故
だ
か
彼
女
の
剣
は
魅
力
的
に

た

 
き

と
そ
れ
は
ユ
ウ
キ
が
真
剣
に
剣
を
鍛
え
る
事
に
打
ち

ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
な
の
だ
ろ

う

生
き
る

に
現
実
へ
帰
る

に
だ
け
で
な
く
彼
女
自
身
が
剣
を
鍛
え
る
事
を

み

先
し
て
強
さ
を
求
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う

そ
う
で
な
け
れ
ば
た
だ
強
い
だ
け
だ
ろ
う
か

ら
ん

 

い

て

が

 
し
か
し
そ
の
自
覚
は
無
い
の
だ
ろ
う
ユ
ウ
キ
は
私
の
独
り

に
反
応
し
て

を

問

い
掛
け
て
き
た

 
そ
の
表
情
は
本

に
不
思
議
に
思

て
い
る
と
分
か
る
あ
ど
け
な
い
も
の
で
さ

き
の
剣
が

と
て
も

で
地
道
な
努
力
を
し
て
き
た
の
だ
と
一
目
で
分
か
る
も
の
と
い
う
事
が
分
か

て

い
な
い
ら
し
か

た
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ユ
ウ
キ
の
剣
技
が
だ
よ

同
じ
片
手
剣
使
い
で
あ
る
私
で
は
と
て
も
で
は
な
い
が
真
似
出
来
な

い
く
ら
い

ら
か
だ

た

そ

か

あ
り
が
と

 

直
に
思

た
事
を

に
す
る
と
ユ
ウ
キ
は
に
こ
や
か
に

み
を
浮
か
べ
て
礼
を

て
来

た 
し
か
し
そ
の

は

す
ぐ
に

の
な
い
そ
れ
か
ら
苦

へ
と

き
換
わ
る

と
は

え

ボ
ク
も
ま
だ
ま
だ
だ
よ

上
に
は
上
が
い
る
か
ら
ね

 

し
て
い
る
よ
う
に

こ
え
た
が
し
か
し
本
気
で
そ
う
思

て
い
る
ら
し
く
虚
空
を
見

め
て
目
を

め
た
ユ
ウ
キ
は
ど
こ
か

望
と
悔
し
さ
そ
し
て
一

の

し
さ
を

に
浮
か
べ

た

多
分
彼
女
が
自
分
よ
り
上
だ
と
思

て
い
る
人
の
事
を

え
て
い
る
の
だ
ろ
う

ユ
ウ
キ
ち

ん
よ
り
上

て

う
と

キ
リ
ト
君
の
事
か
な

う
ん

キ
リ
ト

あ
の

黒
の
剣
士

の
事
か

 
レ
イ
ン
の
予
想
に

い
た
事
か
ら
ど
う
や
ら
彼
女
が
自
分
よ
り
上
だ
と
思

て
い
る
人
物
と

は
黒
の
剣
士
／
ビ

タ

の
事
ら
し
い

あ
れ
だ
け

い
子

に
対
し
て
も

直
に
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け
を
認
め
る

り

第
一

か
ら

と
な
く

し
て
い
た
が
か
な
り

い
性
格
の
よ
う
だ

 
そ
れ
は
と
も
か
く

ユ
ウ
キ
よ
り
強
い
と
思
わ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

で
あ
る
あ
の
少
年
は

確
か
に

く
強
い
の
だ
ろ
う
と

直
に
私
も
思
う

 
私
が
あ
の
少
年
の
戦
い
を
見
た
の
は
恐
ら
く

ど
の
プ
レ
イ

と
同
じ
く
闘
技
場
個
人

戦
の
時
が
初
め
て

そ
の
時
彼
は
片
手
剣
を

手
に
一
本
ず
つ
持

た
二
刀
流
だ

た

た
め

に
は
私
や
ユ
ウ
キ
の
よ
う
な
片
手
剣
使
い
と
は

い

い

 
し
か
し

あ
の
日
か
ら

ん
の
少
し
前
ま
で
は
ず

と
片
手
剣
使
い
で

し
て
い
た
ら
し
い

し

そ
う
い
う
意
味
で
は
攻
略
組
の
中
で
も
生

の
片
手
剣
使
い
と
い
う
事
に
な
る
の
だ
ろ
う

紅
の
騎
士

や

絶
剣

の
騎
士

を
始
め
多
く
の
プ
レ
イ

が
片
手
剣
を
使

て
い

る
が

ロ
で
ず

と
活
動
し

け
て
来
た
と
い
う
事
は
か
な
り
の
実
力
を
有
し
て
い
る
証

に

他
な
ら
な
い

ま
し
て
や
ユ
ウ
キ
本
人
が
認
め
て
い
る
の
だ
そ
の
実
力
は

な
も
の
な
の
は

間
違
い
な
い

以
前
し
た
デ

エ
ル
で
は
引
き
分
け
に
終
わ

た
か
ら
ね

年

的
に
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ

え

ユ
ウ
キ
は
彼
と
デ

エ
ル
を
し
た
事
が
あ
る
の
か
い

 
し
か
も
引
き
分
け

 
話
に

い
た
限
り

聖
⻯

合

の
リ

ダ

で
あ
る
リ
ン
ド
や

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
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軍

の
サ
ブ
リ

ダ

で
あ
る
キ
バ
オ
ウ

り
と
は
よ
く
し
て
い
る
が

他
の
プ
レ
イ

と

デ

エ
ル
を
し
た
と
い
う
話
は

い
た
事
が
無
い

仮
に
し
て
い
た
ら
す
ぐ

と
し
て
広
ま
る

だ 

い
た
事
が
無
い
と
い
う
事
は

つ
ま
り

れ
て
し
た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
そ
の
疑
問
は
自
己
解
決
出
来
る
が

彼
女
程
の
剣
士
が
引
き
分
け
に
な
る
と
は
少
し
予
想
外

だ

た

大
い
に
苦
戦
す
る
と
は

え
勝
つ
も
の
だ
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
そ
れ
が

に
出
て
い
た
の
か
ユ
ウ
キ
は
私
を
見
て
苦

を
浮
か
べ

た
よ
う
に

を

下

た
あ
あ

こ
れ
は
秘
密
で
お
願
い
ね

広
ま

た
ら
面
倒
な
事
に
な
る
か
ら

そ
れ
は
構
わ
な
い
け
ど

引
き
分
け
だ

た
の
か

仮
に
や
り
合

た
ら
君
が
勝
つ
ん
じ

な
い
か
と
思

て
い
た
の
だ
け
ど

ボ
ク
を
高
く

て
く
れ
る
の
は

し
い
け
ど
ね
キ
リ
ト
の
努
力
と
潜
り

け
て
来
た
死
線

は

じ

な
い
か
ら
む
し
ろ
引
き
分
け
で
も
か
な
り

的
だ
と
思
う
よ

正
直
負
け
て

然

だ

た
そ
こ
ま
で
彼
は
強
い
の
か
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第
一
層
の

か
ら
攻
略
組
に
し
か
も

ロ
で

け
て
い
る
の
だ
か
ら
キ
リ
ト
と
い
う
少
年

が
弱
い

が
無
い
と
は
思

て
い
た
が
ま
さ
か
絶
剣
と
ま
で

わ
れ
る
彼
女
に
そ
こ
ま
で

わ
せ
る
程
と
は
思
わ
な
か

た

勝

な
ん
て
無
い
に

し
い
と
は
そ
れ

ど
隔
絶
し
た
実

力
差
が
あ

た
と
い
う
事
か

 
本

に
そ
ん
な
少
年
が
ど
う
し
て
出
来
損
な
い
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
私
は
分
か
ら
な

く
な

た

う

ん

わ
た
し
と
レ
イ
ン
は
そ
の
デ

エ
ル
を
見
て
た
け
ど
個
人
的
に
は
二
人
は
か
な

り
い
い
勝
負
を
し
て
た
と
思
う

レ
ベ
ル
と

備
の
グ
レ

ド
の
差
か
ら

え
る
と
む
し
ろ
ユ
ウ

キ
は

く
善
戦
し
た
方
だ
と
思
う
よ

確
か
キ
リ
ト
君
は
レ
ベ
ル
１

０
オ

バ

な
ん
だ
よ
ね

そ
れ
で

て

え
る

と
確
か
に
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
実
力
は

び

け
て
高
い

て

え
る
よ
ね

あ
ん
ま
り
キ
リ
ト

君
の
事
を
悪
く

い
た
く
は
無
い
け
ど
ぶ

ち

け
れ
ば
そ
れ
だ
け
レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
に

差
が
あ
る
の
に

し
切
れ
な
か

た

て
い
う
事
な
ん
だ
し

仮
に
同
レ
ベ
ル
に
同

の
ス
テ

タ
ス
だ

た
ら
キ
リ
ト
君

手
も
足
も
出
ず
に
負
け
て
た
ん
じ

な
い
か
な

ん
ん
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ユ
ウ
キ
の
デ

エ
ル
を
観
戦
し
て
い
た
ら
し
い
二
人
は
し
か
し
ど
う
も
彼
女
の

価
と
は
か

な
り
反
対
の

を

い
て
い
る
ら
し
い

 
ま

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
ス
キ
ル
制
だ
け
で
な
く
レ
ベ
ル
制
も
取

て
い
て
レ
ベ
ル
に
差
が
付

け
ば
付
く

ど
理
不

な
く
ら
い
補
正
が
掛
か
る

だ
し
本

に
レ
ベ
ル
１

０
を
オ

バ

し
て
い
る
の
な
ら
む
し
ろ
引
き
分
け
に
持
ち

ま
れ
た
黒
の
剣
士
の
実
力
そ
の
も
の
は

い

と
い
う
事
に
な
る

 
い
や
攻
略
組
に

る
時
点
で
か
な
り
高
い
方
に
は
入
る
の
だ
ろ
う
け
ど
レ
イ
ン
が

う

り
仮
に
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
が
同
ラ
ン
ク
だ

た
な
ら
黒
の
剣
士
は
彼
女
に

し
切
ら
れ

北
し
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る

 
け
れ
ど
直
に
刃
を
交
え
た
本
人
は

そ
の
少
年
の
事
を
強
い
と

う

 
こ
の
差
は
一
体

な
の
だ
ろ
う
か

二
人
が

う

り
確
か
に
レ
ベ
ル
の
事
を

え
れ
ば
キ
リ
ト
は
弱
い

て

え
る
か
も
し
れ

な
い
事
実
ボ
ク
も
そ
こ
に
つ
い
て

え
て
は
い
る
よ

で
も
そ
れ
を

ま
え
て
も
ボ
ク
は
キ

リ
ト
の
事
を
強
い
と
思

て
る

そ
れ
は

ど
う
し
て
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の

を
し
て
フ

リ
ア
か
ら

た
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
を
確
認
し
な
が
ら
樹
海
の

中
を
進
む
ユ
ウ
キ
に

本
心
で
問
い
掛
け
る

 
私
達
三
人
を
先
導
す
る
形
で
前
を
歩
く
ユ
ウ
キ
は
チ
ラ
リ
と
横
目
で
私
を
見
た
後
す
ぐ
に

マ

プ
デ

タ
に

線
を

し
た

キ
リ
ト
は
ま
だ
十

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
開
始
の
日
で
は
九

し
か
も
ボ
ク
は
姉
ち

ん
が

た
し
レ
イ
ン
や
フ

リ
ア
は
色
ん
な
人
に

わ

て

と
か
持
ち

え
て
来
た
し
多
分
ル

ク
ス
も
似
た
感
じ
だ
と
は
思
う
け
ど
キ
リ
ト
は
ず

と
独
り
だ

た
ん
だ

本

に
ず

と 
歩
き
な
が
ら

ユ
ウ
キ
は
ど
こ
か
悔
や
む
よ
う
に

そ
う

う

か
ら
も
蔑
ま
れ
て
た

か
ら
も

悪
さ
れ
て
た

あ
る
人
に
は
恨
ま
れ
さ
え
し
て

そ

れ
で
も
キ
リ
ト
は

戦
い

け
て
来
た

レ
ベ
ル

 
ス
テ

タ
ス

 
そ
ん
な
の
は
た
だ
の

数
値
だ
よ
時
間
さ
え
掛
け
れ
ば

だ

て

達
出
来
る
安
全
性
を

先
す
れ
ば
⻑
く
な
る
け

ど

れ

で
も

り

け
る

キ
リ
ト
の
本

の
強
さ
は
そ
ん
な
事
が
あ

て
も
命
を
投

出
さ
な
か

た
心
だ

生
き
る

に
精
一

足
掻
く
生
き
る

な
ら
苦
し
み
す
ら
も

け
容
れ

る
そ
の
心
こ
そ
が
キ
リ
ト
の
強
さ
の
源

な
ん
だ
よ



 第六十七章 〜樹海での放浪〜

 
マ

プ
で
道
を
確
認
し
た
ユ
ウ
キ
は
そ
う

て

を
上

暗
く
な

て
い
る
樹
海
の

を
見
た

 
け
れ
ど

き

と
今
の
彼
女
が

て
い
る
の
は

樹
海
で
は
無
い
だ
ろ
う

そ
の
生
き
様
に
ボ
ク
は

か
れ
た

そ
の
剣
に
ボ
ク
は
見

れ
た

だ
か
ら
ボ
ク
は
ま
だ
ま

だ
な
ん
だ

上
に
は
上
が

る
き

と
一
生

掛
け
た
と
し
て
も
追
い

け
な
い
だ
ろ
う
剣
士

が

少
な
く
と
も
一
人
だ
け

 
そ
こ
で
ユ
ウ
キ
は

と

か
に

苦

を
浮
か
べ
た

ど
こ
か

足
そ
う
で

く
見
え

る

ら
か
な

み
だ

た

仮
に
あ
の
デ

エ
ル
で
ボ
ク
が
勝

て
い
た
と
し
て
も
勝
負
に
は
勝

て
も
戦
う
前
か
ら

に
負
け
て
い
た
も
同
然
だ

た

キ
リ
ト
の
強
さ
は
剣
じ

な
い
剣
を

め
た
彼
の
心
と

生
き
様
全
て
な
ん
だ
よ

 
そ
の
表
情
は
ど
こ
か
超
然
と
し
て
い
て
け
れ
ど

か
に
恋
い
焦
が
れ
て
い
る
よ
う
な
少
女

の
も
の
に
も
私
は
見
え
た

 
そ
の

を
見
て
あ
あ
本

に
あ
の
少
年
の
事
を
尊

し
て
い
る
ん
だ
な
と
思

た

そ

し
て
き

と
ユ
ウ
キ
は
あ
の
少
年
の
事
が
異
性
と
し
て

き
な
ん
だ
な
と
も

フ

リ
ア
や
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レ
イ
ン
も

ど
こ
か

か
な
眼
差
し
で
樹
海
の
中
を
歩
き
な
が
ら
語
る
少
女
を
見
て
い
た

そ
し
て
ボ
ク
は
確
信
し
た

心
が

れ
な
い
限
り

き

と
キ
リ
ト
は
強
く
な
り

け
る

て

そ
う

確
信
し
て
い
た
ん
だ

 
そ
こ
で
明
る
く
て

し
そ
う
に
我
が
事
の
よ
う
に
誇
ら
し

に
語

て
い
た
ユ
ウ
キ
の

声

が

突
に

ん
だ

 

か
大
切
な
も
の
を
喪

た
子

の
よ
う
に
哀
し

な
声

に
な

て
い
き
な
り
な
事
に
私

は

い
て
し
ま

た

 
し
か
も

故
そ
う
な

た
の
か
以
前
か
ら
ユ
ウ
キ
と
知
り
合

て
い
て
ど
う
も
黒
の
剣

士
と
も
知
り
合

て
い
る
ら
し
い
レ
イ
ン
達
も
分
か
ら
な
か

た
よ
う
で

き
の

で

を

て
い
た

ユ
ウ
キ
ち

ん

か

あ

た
の

 

な
予
感
を
覚
え
た
の
か

に
表
情
を

り

め
さ
せ
た
レ
イ
ン
が
小
さ
く
問
い
掛
け
た

 
樹
海
の
中
を
進
ん
で
い
た
ユ
ウ
キ
は

そ
の
問
い
を

け
た

歩
み
を
止
め
た

レ
イ
ン
達
は
確
か
三
日
前
か
ら
こ

ち
に

る
ん
だ

け

な
ら
知
ら
な
い
の
も
無
理
は

無
い
よ
ね

三
日
目
の
夜
に

キ
リ
ト
は



 第六十七章 〜樹海での放浪〜

 
恐
ら
く

黒
の
剣
士

の
二
つ
名
を
背
負
う
少
年
の
身
に

か
が
あ

た
の
だ
ろ
う

そ
れ

も
こ
れ
か
ら
は
強
く
な
る

を
見
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
な
事
が

 
こ
の
世
界
で
そ
ん
な
事
が
あ
る
と
し
た
ら
そ
れ
は
も
う
手

れ
で
あ
る
と
い
う
状
況
し
か

な
い

 
ユ
ウ
キ
の

葉
は

か
に

え
て
い
て
先
を

う
事
を
ど
こ
か

て
い
る
よ
う
に
も
思

え
た

そ
れ
を
表
す
よ
う
に
彼
女
の
体
は

ん
の

か
に
よ
く
見
な
い
と
分
か
ら
な
い
く
ら
い

小

み
に

え

剣
を
握
る
手
は
ぶ
る
ぶ
る
と
大
き
く

え
る
程
に
力
が

め
ら
れ
て
い
た

 
そ
れ
は
実

に

に
す
る
と
本

に
認
め
て
し
ま
う
か
ら
か

 
哀
し
み
や
悔
し
さ

あ
る
い
は
そ
ん
な
状
況
に

れ
た
人
達
へ
の
怒
り
故
か

 
私
は
ユ
ウ
キ
本
人
で
は
な
い
し
あ
の
少
年
と
は
ま

た
く

を
持

て
い
な
い
か
ら
人
と

な
り
も
分
か
ら
な
い

彼
女
が
あ
そ
こ
ま
で
あ
の
少
年
の
事
を
尊

す
る
よ
う
な
事
を

面
も
な

く

に
し

そ
し
て

か
が
あ

た
の
だ
ろ
う
事
に
感
情
を

わ
に
し
て
い
る
の
を
見
る
限
り

本

に
想

て
い
た
の
だ
と
は
分
か
る
け
れ
ど

を
思

し
て
い
る
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い

 
そ
れ
で
も

に
す
る
事
を

て
い
る
事
く
ら
い
は
分
か

て
い
た

キ
リ
ト
は

も
う
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意
を
決
し
た
の
か

再

葉
を
紡
ぐ
ユ
ウ
キ

 

定
の
時
間
に
達
し
ま
し
た

  
し
か
し

そ
れ
は

か
な
か

た

 
ギ

ア
ギ

ア
と
ど
こ
か
で

が

く
声
が

こ
え
る
静
け
さ
に

ま
れ
た
樹
海
と
い
う

境
ユ
ウ
キ
の

葉
を

く
た
め
に

し

て
い
た
状
況
を
引
き
裂
く
か
の
如
く

突
に

樹
海
全
体
に

き

る
く
ら
い
大
き
な
声
が

い
た

 
レ
イ
ン
達
と
合
流
し
て
か
ら
も
大
神
殿
前
で

に
し
た
機

的
な
女
性
の
声
シ
ス
テ
ム
ア
ナ

ウ
ン
ス
の
声
だ

 
そ
れ
が

突
に

を
打
ち
完
全
に
予
想
し
て
い
な
か

た
た
め
四
人

て
び
く

と

を

わ
せ
た

私
や
レ
イ
ン
な
ん
か
は
小
さ
く
で
は
あ
る
が

く

び
上
が
る
く
ら
い

い

た

フ

リ
ア
は
目
を
白
黒
さ
せ
て
い
た

ユ
ウ
キ
は
ど
ん
な
様
子
な
の
か
後
ろ

か
ら
で
は
い

ま
い
ち
把
握
出
来
な
か

た
た
め
分
か
ら
な
い
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Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
Ｈ
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ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｍ
ｉ
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ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｄ
ａ
ｔ
ａ

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ

ｌ
ｅ
ｔ
ｅ

高

権
限
保
有
者
の
テ
ス
ト
を
開
始
し
ま
す

 
女
性
の
機
会

声
が

つ
か
の
流

な
英
語
を
紡
ぎ
最
後
に
日
本
語
で

か
の
テ
ス
ト
を
始

め
る
と

し
た

 
高

権
限
保
有
者
と
い
う
の
は
恐
ら
く

手
に
紋
様
が
浮
か
ん
だ
ユ
ウ
キ
の
事
を
指
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
は
分
か

た
け
ど

他
は
あ
ま
り
分
か
ら
な
い

ま

気
が
動
転
し
て

し

か
り

き
取
れ
て
い
な
か

た
か
ら
で
も
あ
る
け
ど

 
前

と

た
か
分
か
ら
な
か

た
の
で
他
の
三
人
に

く
と
ユ
ウ
キ
だ
け
が
し

か
り

き
取
れ
て
い
た
よ
う
で
教
え
て
く
れ
た

他
の
二
人
も
一
番
最
初
の
だ
け
は
分
か
ら
な
か

た

ら
し
い

 
最
初
に

わ
れ
た
英
語
は

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

 

に

わ
れ
た
の
が

フ
ラ
グ
メ
ン
ト
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

 
そ
し
て
最
後
に

わ
れ
た
の
は

ホ
ロ
ウ
・
デ

タ

だ

た
ら
し
い

 

見
事
な
ま
で
に
ホ
ロ
ウ
と
い
う

語
が
入

て
い
て
ユ
ウ
キ
が
非
常
に

な
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を
し
て
い
た

多
分
闘
技
場
で
出
て
来
た
小

な
人
型
ボ
ス
の
事
を

え
て
い
た
の
だ
と
思
う

多
分
ユ
ウ
キ
に
対
す
る
テ
ス
ト
だ
ろ
う
け
ど

を
す
る
ん
だ
ろ
う

 
ク
エ
ス
ト
か

か
か
な

フ

リ
ア

そ
の
予
想

た
り
み
た
い
だ
よ

ク
エ
ス
ト

に

か
更
新
さ
れ
て
た

 
フ

リ
ア
が

根
を
寄
せ
な
が
ら
予
想
を

に
す
る
と
ユ
ウ
キ
は
メ
ニ

を

り
な
が
ら

直
前
で
虚
空
を
指
さ
し
て
い
た
の
で
恐
ら
く

知
が
あ

た
の
だ
ろ
う

そ
う

た

私
達
が

を

る
と

彼
女
は
ウ

ン
ド
ウ
を
可

状

に
し
て
こ
ち
ら
に
見
せ
て
来
た

 
そ
の
ウ

ン
ド
ウ
に
は

現
在
ユ
ウ
キ
が

け
て
い
る
第
七
十
六
層
で
の
ク
エ
ス
ト
の
他
に

私
達
で
は
見

れ
な
い

目
が
追
加
さ
れ
て
い
た

 

し
た
ク
エ
ス
ト
を
確
認
す
る

の
そ
の
ウ

ン
ド
ウ
は

本
的
に
三
つ
の
板
面
で
構
成

さ
れ
て
い
る

中
ク
エ
ス
ト

達
成
未
報

ク
エ
ス
ト

そ
し
て
達
成
済
み
ク
エ
ス

ト

の

三
つ

 
一
つ
目
は
文

り

し
て
お
り

つ
進
行
中
の
も
の

ど
れ
だ
け
Ｍ
ｏ
ｂ
を

し
た

か
必
要
な
ア
イ
テ
ム
は
手
持
ち
で
ど
れ
だ
け
集
ま

た
か
も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
た
め
結
構

だ
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二
つ
目
は

件
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
の
ク
エ
ス
ト
ボ

ド
や
発

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
達
成
報

を
し
て
い
な
い
ク
エ
ス
ト
の
も
の

を
出
る
前
や

て
来
た
時
に
確
認
す
る
ク
セ
を
付
け
て

お
け
ば
報

忘
れ
も
あ
ま
り
無
い

達
成
し
た
時
に
は

界

に

知
が
出
る
の
だ
が
流

に

ど
忘
れ
し
な
い
と
も
限
ら
な
い

そ
れ
が
期
間
限
定
も
の
だ

た
り
す
れ
ば
目
も

て
ら
れ
な
い

だ
ろ
う

 
三
つ
目
は
そ
の
プ
レ
イ

が
今
ま
で
ど
ん
な
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
て
き
た
か
が
全
て
載

せ
ら
れ
て
い
る

情
報

に
ク
エ
ス
ト

の
も
の
が
ク
リ
ア

件

め
て
行
き

る
の
は
こ

の

目
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
そ
う
で
な
け
れ
ば
か
な
り
の

れ
が
あ

た
の
は
想
像
に

く
な

い 
こ
こ
ま
で
は
全
て
の
プ
レ
イ

共

こ
れ
以
外
は
あ
る

が
無
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ウ

ン
ド
ウ
は
背

や
文

の
フ

ン
ト
と
い

た
ス
キ
ン
と
呼
ば
れ
る
も
の

は
シ
ス
テ
ム
に
予
め
設
定
さ
れ
て
い
る
デ
フ

ル
ト
の
も
の
の
他
に
プ
レ
イ

が

き
に

弄
れ
る
設
定
も
存
在
し
て
い
る

ま

そ
れ
を
す
る
物

き
は
あ
ま
り
い
な
い
け
ど

 
と
も
あ
れ
ス
キ
ン
に

し
て
は
プ
レ
イ

が
そ
の
気
に
な
れ
ば
色

と
弄
る
事
は
出

来
る
が
逆
に

え
ば
そ
れ
だ
け
だ

目
を
増
や
す
事
や

ら
す
事
は

論

番
を
変
え
る
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事
も
叶
わ
な
い

そ
れ
が
一
つ
の

目
の

部
に
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば

更
だ

し
ろ
そ
の

を
不
変
に
し
て
お
か
な
い
と
デ

タ
コ

ド
が
合
わ
な
く
な

て
バ
グ
が
発
生
す
る
可
能
性
を
高

く
し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら
変
化
な
ど
あ
る

も
無
い
の
に
ユ
ウ
キ
が
見
せ
て
く
れ
た
ク
エ
ス
ト

に
は

目
が

二
つ
追
加
さ
れ
て
い
た

 
一
つ
目
は

ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

 
恐
ら
く
こ
れ
は
さ

き

い
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ

て
追
加
さ
れ
た
も
の
で
多
分
ク
エ
ス
ト

の
よ
う
に
一
定
の

件
を

た
す
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
ユ
ウ
キ
は
予
想
し
て
い
た

故
ホ
ロ

ウ
と
あ
る
の
か
気
に
は
な
る
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
い
う
場

で
発
生
し
た
ミ

シ

ン

だ
か
ら

と
安
直
に

え
る
事
に
し
た

実

た

て
る
気
が
す
る

 
そ
の

目
に
は
現
在
進
行
中
の
ミ

シ

ン
が
あ

た

内
容
は
特
定
の
ネ

ム
ド
モ
ン
ス

タ

を

つ
指
定
の
場

ま
で

動
す
る
事
で
ク
リ
ア

報

は
無
い
の
で
ア
ナ
ウ
ン
ス

に
あ

た

り
た
だ
の
テ
ス
ト

ら
し
い

ま

流

に
ネ

ム
ド
を
倒
し
た
時
に
経
験
値
と

コ
ル
は

え
る
だ
ろ
う

 
二
つ
目
は

実

エ
レ
メ
ン
ト

目
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エ
レ
メ
ン
ト
と

う
か
ら
に
は

か
物

的
な
も
の
な
の
か
し
か
し

と
は

だ
ろ
う
と

疑
問
を
覚
え
つ
つ
そ
の

目
に
目
を

す
事

く
し
て
思
わ
ず
私
は

根
を
寄
せ
て
し
ま

た

 
そ
の

目
は
樹
形

の
如
く
一
つ
を
こ
な
せ
ば

の
も
の
が
解
放
さ
れ
て
ど
ん
ど
ん
広
が

て
い
く
仕
様
だ

た

こ
な
す
に
は
設
定
さ
れ
た

件
を

た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が

常

の
ク
エ
ス
ト
と
異
な

て
そ
れ
ら
は
特
定
の
モ
ン
ス
タ

を

し
た
り
ア
イ
テ
ム
を
集
め
る
の

で
は
な
く

与
ダ
メ

ジ
や
回
復

状

異
常
に
掛
か
る
回
数
の
他
種

は

で
も
い

い
か
ら
特
定
の
レ
ベ
ル
以
上
の
モ
ン
ス
タ

大
体
が
一
三

以
上
を
要
さ
れ
て
い
る

を

指
定
数

す
る
事
だ

た

 
そ
し
て
得
ら
れ
る
報

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
レ
ア
な

備
を
ド
ロ

プ
さ
せ
た
り

定
の

層
に
特
有
の

果
が
付
与
さ
れ
た

備
を

る
よ
う
に
し
た
り
な
ど
ま
る
で
ア

プ

デ

ト
を
す
る
か
の
よ
う
な
も
の
ば
か
り

ク
リ
ア
す
れ
ば
す
ぐ
に
得
ら
れ
る
の
で
は
な
く
ま

る
で
現
状
の
デ

タ
に
新
し
い
ア
イ
テ
ム
や
シ
ス
テ
ム
を
追
加
す
る
よ
う
な
も
の
だ

た

し
か

も
追
加
す
る
に
は
ホ
ロ
ウ
ポ
イ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
を
終
え
る
事
で
一

定

入
手
出
来
る
ポ
イ
ン
ト
を

定

消

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ら
し
い

 
と
は

え
そ
れ
で
も
そ
の
報

と
し
て

ら
れ
て
い
る

備
品
や
ポ

シ

ン

あ
る
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い
は
新

シ
ス
テ
ム

ド
ス
キ
ル
な
ど
は
全
て
現
行
に
は
無
い
も
の
で
と
て
も
魅
力
的
に

た
う
わ
こ
の
エ
レ
メ
ン
ト
報

の

手

無

バ
フ
が
あ
る

ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ

が

下
が
る
け
ど

で
も
こ
れ
は
魅
力
的
だ
な

 
ユ
ウ
キ
が
そ
の

目
を

り
な
が
ら
見
て
い
て
一

目
に
付
い
た
も
の
を
見
つ
け
た
ら
し
く

そ
う

た

私
も
見
た
が

の
性
能
そ
の
も
の
よ
り
も
バ
フ
の
方
が
強
力
だ

た

 
他
の

備
品
も
性
能
は
高
め
だ
け
れ
ど
ど
ち
ら
か
と

え
ば
バ
フ
の
方
が
重

さ
れ
て
い

る

が
あ
る

 
こ
れ
は
多
分
現
行
の

備
品
に
バ
フ
が
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
は
あ
ま
り
無
い
か
ら
だ
ろ
う

な

と
思

た

あ

て
も
獣
系
特
攻
⻯
系
特
攻
だ

た
り
一
部
ス
テ

タ
ス
増
強
く
ら
い

だ
か
ら

無

な
ん
て

も
な
い
バ
フ
は
今
ま
で
見
た
事
が
無
か

た

他
に
見
て
い
る

と

少
分
攻
撃
力
上

な
ん
て
バ
フ
も
あ
る
し

今
ま
で
見
た
事
の
無
い

備
品
が

あ
る

 

し
む
ら
く
は
そ
れ
が
ユ
ウ
キ
に
し
か
出
て
い
な
い
事
と
そ
れ
ら
の

件
を
達
成
す
る
の

に
結
構
な
時
間
が
掛
か
る
事
だ
ろ
う

中
に
は
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
を

定
数
ク
リ
ア
と
か
も
あ
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る 
な
お
エ
レ
メ
ン
ト

は
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
中
し
か
も
一

に
一
つ
し
か
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
な
い
仕
様
ら
し
い

多
分
こ
れ
は
一
つ
に

る
事
で
現
行
の
フ

マ

ト
に
合
わ
せ
る
事
で

バ
グ
の
発
生
を
未
然
に

ご
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
ユ
ウ
キ
は
語

た

は

 
そ
の
彼
女
も
面
倒
く
さ
い
と
思

て
い
る
の
か
少
し
不

そ
う
に
し
て
い
て
全
て
の

目
を

流
し
見
た
後
に
大
き
な

め
息
を
一
つ

い
た

こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
来
て
か
ら
と
い
う
も
の

本

に
よ
く
分
か
ら
な
い
事
が

く

な
あ
は
は

特
に
ユ
ウ
キ
ち

ん
に
は
紋
様
が
出
た
し
ね

別
に
望
ん
で
い
な
い
の
に

ま

そ
れ
は
い
い
や

今
は
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
の
ク
リ
ア

に
専
念
し
よ

か

と
は

え

ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

の
場

が
分
か
ら
な
い
け
ど

 
ユ
ウ
キ
は
そ
う

う
と
気
を
取
り
直
し
て
マ

プ
を
再

確
認
し
た

可

状

に
な

て

い
る
マ

プ
に
は
恐
ら
く
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場

に
紅
い
ラ
イ
ン
が
引

か
れ
明
滅
し
て
い
る
が

指
定
の
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

の
場

ま
で
は
流

に
分
か
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て
い
な
か

た

 
つ
ま
り
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
を
終
え
る
に
は
こ
の

一

を
歩
き
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
事
だ
ろ
う

 
テ
ス
ト
と
い
う
事
だ
し
多
分
こ
れ
は
ク
リ
ア
し
な
い
と
他
の
ミ

シ

ン
や
エ
レ
メ
ン
ト

が
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
ら
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
だ

こ
れ
が

意
で
あ
れ
ば
無

す
る
事
も
出
来
た
の
だ
ろ
う
け
ど

下
手
に
無

し
て
紋
様
が
消
え
て
し
ま

た
ら
現
状

一

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ
帰
る

の
手
掛
か
り
を
喪
う
事
に
な

て
し
ま
う
か
ら

そ
れ
は
出
来

な
い
よ
う
だ

た

出
来
れ
ば
近
く
に

て
く
れ
る
と
助
か
る
ん
だ
け
ど
な

ん

 
マ

プ
を

じ
て
ま
た

め
息
を

き
な
が
ら

の
樹
海
を
見
回
す
ユ
ウ
キ

 
す
る
と

と
あ
る
と
こ
ろ
に
彼
女
は

線
を
止
め
た

そ
の

は
限
界
ま
で
見
開
か
れ
て

い
て
表
情
も

と
戦

に

て
い
る
よ
う
に
見
え
る

ま
る
で
あ
る

の
無
い
も
の
を

見
た

と
で
も

う
か
の
よ
う
に

ユ
ウ
キ

 
ど
う
か
し
た
の
か
い



 第六十七章 〜樹海での放浪〜

 
い
き
な
り

暗
い
樹
海
の

地
を

め
て

ま

た
も
の
だ
か
ら
疑
問
に
思

て
呼
び
か
け
る

が
彼
女
は
反
応
を
返
さ
な
い

無

し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
私
の
声
な
ど

こ
え
て
い
な
い

く
ら
い

か
に

し
て
い
る
と

て
も
良
い

 
な
ら
そ
の

線
の
先
に

が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

て
私
も
恐
ら
く
同
じ

え
に
至

た
の

だ
ろ
う
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
も

同
時
に
ユ
ウ
キ
が

を
向
け
て
い
る
方
に

線
を
向
け
た

  

そ
こ
に
は

一
人
の
プ
レ
イ

が
立

て
い
た

  
私
達
が

ま

て
い
る
場

か
ら
お
よ
そ
二

メ

ト
ル
離
れ
た
場

に
て

ん
で
い
る
人

影 
そ
の
人
影
は
一

で

え
ば
黒
だ

た

は
フ

ド
を

て
い
る
せ
い
で
見
え
ず

手
も
黒

の
手

で
指
先
ま
で

わ
れ
て
い
る

は
足

程
ま
で
あ
る
ロ
ン
グ
コ

ト
を

て
い
て
前
は
ジ

パ

で

じ
ら
れ
て
い
て

か
ら
は
銀
色
の
チ

ン
が

一
本
ず

つ

れ
下
が

て
い
た

然
履
い
て
い
る

も
黒
い

製
の
代
物

 
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

闘
技
場

個
人
戦

と

レ
イ
ド
戦

の
最
後
に
出
て
来
た
人
型
ボ
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ス
の
見
た
目
を
し
て
い
た

 
た
だ
あ
の
人
型
ボ
ス
や

黒
の
剣
士

と
異
な

て
い
る
点
が
あ

た

背

だ

 
人
型
ボ
ス
は
分
か
ら
な
い
が

ど
同
じ
背

ら
し
い
黒
の
剣
士
は
ユ
ウ
キ
や
私
の

程
の
高
さ
し
か
な
い

 
し
か
し
今
私
達
の

線
を

付
け
に
し
て
い
る
黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

の
身
⻑
は
ど
う
見
て

も
大
人
の
そ
れ
で
パ

と
見
で
は
私
よ
り

分
は
大
き
い

も
し
か
し
た
ら
も
う
少
し
大
き

い
か
ら
も
し
れ
な
い

離
れ
て
い
て
も
そ
れ
く
ら
い
高
い
の
が
分
か

た

 
全
身
黒

く
め
の

は

も
な
く

し
く

圏
外

で

合
わ
せ
し
た
時
に
剣
を
向
け

ら
れ
て
も
正
直
文

を

え
な
い

な
の
で

ど
の
プ
レ
イ

は

け
て
い
る

流

に

雨
が

て
い
る
時
は
雨
よ
け
の

に
ポ
ン
チ

や
コ

ト
を

る
が

は

し
な
い
の

が

だ

正
直
戦
闘
し

く
な
る
デ
メ
リ

ト
も
あ
る
か
ら
多
く
の
人
は
あ
ま
り

ま
な
い

 

か
ら
黒

く
め
な
の
は

黒
の
剣
士

と
い
う
二
つ
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
あ
の
少
年
く

ら
い
な
も
の

 
逆
に

え
ば
黒

く
め
で
身
⻑
が

け
れ
ば
そ
れ
は

間
違
い
な
く
黒
の
剣
士
と

え
る
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つ
ま
り
黒

く
め
で
も
背

が
大
人
の
そ
れ
で
あ
れ
ば
絶
対
黒
の
剣
士
と
は

え
な

い

最
悪
グ
リ

ン
カ

ル
の
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
プ
レ
イ

と
い
う
可
能
性
も
あ
る

 
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で

ん
で
こ
ち
ら
を
じ

と
フ

ド
の

か
ら
見
て
い
る
プ
レ
イ

の

上
に
あ
る
カ

ル
の
色
は

無
か

た

え

カ

ル
が

無
い

 
予
想
外
な
事
に

背
の
高
い
黒

く
め
の

上
に
は
カ

ル
が
表
示
さ
れ
て
い
な
か

た

 

常
プ
レ
イ

に
は
グ
リ

ン
か
オ
レ
ン
ジ
モ
ン
ス
タ

に
は
自
分
よ
り
弱
い
ピ
ン
ク

か
ら
強
過
ぎ
る
ク
リ
ム

ン
ブ
ラ

ク
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
は
イ
エ
ロ

か
イ
ネ

ブ
ル

が
振
ら
れ
て

い
る
の
だ
が

黒

く
め
の
プ
レ
イ

に
は
カ

ル
が
表
示
さ
れ
て
い
な
か

た

ハ
イ

デ

ン
グ
し
て
い
た
な
ら
あ
り
得
た
だ
ろ
う
が
こ
う
し
て

を
し

か
り
見
て
い
る
以
上
は
絶

対
表
示
さ
れ
る

な
の
だ

恐
ら
く
他
の
方
法
で
カ

ル
を

す
手

は
無
い

だ

 
そ
れ
な
の
に
表
示
さ
れ
な
い
と
い
う
事
は
ア
レ
は
も
し
か
し
て

り

て
か

か
な
の
だ
ろ

う
か
と
思

た

 
動
的
オ
ブ
ジ

ク
ト
に
は
必
ず
カ

ル
が
表
示
さ
れ
る
の
だ
が
地
面
に

ち
て
い
る

や

立
て
掛
け
ら
れ
た

板
木

あ
る
い
は

と
し
た
ポ

シ

ン
に

備
品
な
ど
に
は
カ
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ル
が
表
示
さ
れ
な
い

だ
か
ら
私
は

と
す
る
と
あ
の
人
影
も

子
の
よ
う
な
静
的
オ

ブ
ジ

ク
ト
の

な
の
か
と
思

た

 
し
か
し

私
の
そ
の
思

は

の

間
裏
切
ら
れ
る

 

子
や

り

て
な
の
か
と
そ
う

え
た
直
後
に
黒

く
め
の
人
影
が
こ
ち
ら
に
向
け
て
い

た

線
を
切
り

背
後
へ
向
き
直

た
か
ら
だ

た

 
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
た
形
に
な
る
黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

は
そ
の
ま
ま
樹
海
の

地
へ
進

む
た
め
に
足
を

み
出
し
た

あ

ま

て

 
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
ず

と
黒
フ

ド
の
プ
レ
イ

を
見
て

ま

て
い
た
ユ
ウ
キ
が

を

開
き

呼
び
止
め
た

 
黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

は
そ
れ
で
足
を
止
め

越
し
に
こ
ち
ら
へ
振
り
返
る

 
声
は

こ
え
な
か

た

 
そ
れ
で
も

か
を

た
の
は
フ

ド
の
動
き
か
ら
分
か

た

 

と
な
く
で
は
あ
る
が

付
い
て
来
い

そ
う

た
よ
う
に
思
え
た
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そ
う
思

て
い
る
間
に
黒
フ

ド
の
プ
レ
イ

は

を
返
し
今

こ
そ

地
へ
向
け
て

り
出
す

ま

て

 
そ
れ
を
見
て

や
ら
様
子
が
お
か
し
く
な

て
い
る
ユ
ウ
キ
が
親
を
追
い
掛
け
る
子

の

よ
う
な
表
情
と
声

を
し
て

け
出
し
た

 
た
だ
黒
フ

ド
の
プ
レ
イ

を
追
い
掛
け
る
事
に
だ
け
意
識
を
集
中
し
て
い
る
事
が
見
て
取

れ
て

の

は
お
ろ
か
あ
の
黒
フ

ド
が
誘
い
を
掛
け
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
の

と
い
う

可
能
性
も

慮
し
て
い
な
い
と
分
か
る
様
子
だ

た

て
く
れ

ユ
ウ
キ

ユ
ウ
キ
ち

ん

ち

と

て

ユ
ウ
キ

 
三
人
で
慌
て
て
呼
び
か
け
て

り
出
す
が
ど
う
や
ら
ユ
ウ
キ
は
同
レ
ベ
ル
の
フ

リ
ア
よ
り

も

値
に
ス
テ

タ
ス
ボ

ナ
ス
を
振

て
い
る
の
か
あ
る
い
は

備
の
付
与

果
で

値
が
高
く
な

て
い
る
の
か

も
追
い
付
け
ず

む
し
ろ
ど
ん
ど
ん
引
き
離
さ
れ
て
い
く

く

や

り

私
じ

い
か
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こ
こ
で
見
失

て
は
マ
ズ
い
事
は
分
か

て
い
た
が
ど
う
し
て
も
レ
ベ
ル
の
差
が
結
構
開
い

て
い
る
私
で
は
他
の
二
人
よ
り
も

る
速

が

く
て

離
が
大
き
く
開
い
て
し
ま

た

仕
方
な
い

わ
た
し
が
先
行
す
る
か
ら

レ
イ
ン
は
私
の
反
応
を
追

て
ル
ク
ス
と
一
緒
に

追

て
来
て

そ
れ
し
か
な
い
よ
ね

分
か

た

 
フ

リ
ア
ち

ん

無

し
な
い
よ
う
に
ね

分
か

て
る

 
こ
の
ま
ま

ま

て
動
い
て
い
る
と
本

に
ユ
ウ
キ
を
見
失
い
か
ね
な
い
と
判
断
し
た
か
ら

か
フ

リ
ア
が
少
し
焦
り
な
が
ら

す
る

同
じ
事
を

え
て
い
た
の
か
レ
イ
ン
が
す
ぐ
に

意
を

す
と
共
に
応
じ
る
と
彼
女
は
一
つ

い
て
全
力

し
始
め
た

そ
の
速

は
や

は
り
私
に
合
わ
せ
て
い
た
か
ら
か
と
て
も
速
く

あ

と
い
う
間
に
先
へ
進
ん
で
し
ま
う

 
こ
れ
ま
で
の
時
間
を

ど
一
人
で
過
ご
し
レ
ベ
リ
ン
グ
も

良
パ

テ

を
組
む
事
す
ら

だ

た
の
で
一
人
で
行

て
い
た
私
は
そ
れ
な
り
に
高
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
と
自
負
し
て
い
た
の

だ
が
こ
の
差
を
見
て
し
ま

て
は
本

の
高
レ
ベ
ル
と
い
う
も
の
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
る

 
足
手

い
に
し
か
な

て
い
な
い
と
気
持
ち
が
暗
く
な

て
し
ま

た
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ル
ク
ス
ち

ん
気
に
し
過
ぎ
ち

ダ
メ
だ
よ

最
前
線
で
戦

て
る
か
ど
う
か
で
付
い
た
差

な
ん
だ
か
ら
気
に
す
る
必
要
も
無
い
の

レ
イ
ン

 
全
力
で

り
な
が
ら
も

え
事
を
し
て
い
た
私
の
様
子
に
気
付
い
た
の
か
ス
テ

タ
ス
的
に

力
が
あ
る
ら
し
い
レ
イ
ン
が
そ
う

て
来
た

 
確
か
に
ユ
ウ
キ
は
最
前
線
で
戦
う
ト

プ
プ
レ
イ

の
一
人
だ
し
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
も

最
前
線
近
く
で
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
を
日
常
的
に
し
て
い
る
ら
し
い
か
ら
最
前
線
か
ら
十
層

前
後
下
の

層
で
活
動
し
て
い
る
私
よ
り
高
レ
ベ
ル
な
の
は
自
明
の
理

最
前
線
組
は
未
知
の

に

み

む
以
上
い

そ
過

な
程
の
安
全
マ

ジ
ン
を
取

て
お
か
な
い
と
す
ぐ
死
に
か

ね
な
い
の
だ
し

そ
も
そ
も

べ
る
方
が
お
か
し
な
話
な
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
今
の
状
況
で
足
手

い
に
な

て
い
る
事
の

い

に
は
使
え
な
い

た
と
え
私

自
身
に
非
は
な
い
と
し
て
も
だ

そ
う
だ
ね

 
と
は

え
そ
れ
を
分
か

た
上
で
レ
イ
ン
は

て
き
て
い
る
の
だ
と
分
か

た
の
で
表

面
上
は

得
し
た
風
を

て
お
く
事
に
し
た

こ
の
気
持
ち
が
解
消
さ
れ
る
の
は
多
分
彼
女
達
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と
同

の
レ
ベ
ル
と
強
さ
を
得
て

力
に
な
る
事
で
恩
返
し
し
た
時
だ
ろ
う

 
上
手
く

せ
た
か
そ
れ
と
も
見

い
た
上
で
今
は

を

て
も
無

だ
と
判
断
し
て
流
す

事
に
し
た
の
か
レ
イ
ン
は
少
し
の
間
は
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
が
す
ぐ
に

線
を
前
方
へ
と

し
た

 
釣
ら
れ
て
私
も
目
を
向
け
れ
ば
三
十
メ

ト
ル
程
先
の
地
点
で

紺
色
の
少
女
と
⻘
色
の
女

性
が

ん
で
立
ち
止
ま

て
い
た

黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

の

は
見
え
な
い

や

や

と
追
い
付
い
た

 
も
う

ユ
ウ
キ
ち

ん

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

 
一
人
で
突

る
な
ん
て
ち

と
ら
し
く
な
い
ん
じ

な
い

 
残
り
の

離
を

り
終
え

く
先
行
し
て
い
た
フ

リ
ア
と
突

て
い
た
ユ
ウ
キ
の
下

に

り

い
て
す
ぐ

レ
イ
ン
が
先
の
行
動
に
つ
い
て
ユ
ウ
キ
に

し
た

 
そ
れ
に
樹
海
の
先
を

根
を
寄
せ
た

で
見
て
い
た
ユ
ウ
キ
は
ば
つ
が
悪
そ
う
な
表
情
を

浮
か
べ
た

ご
め
ん

も
し
か
し
た
ら

キ
リ
ト
か
も

て
思

た
ん
だ

え

 
で
も
キ
リ
ト
君

て

も

と
背
が

い
で
し

 
わ
た
し
の

程
の
高
さ
し
か

無
か

た

だ
け
ど
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レ
イ
ン
は
私
や
ユ
ウ
キ
よ
り
少
し
背
が
高
い
け
ど
ど
ち
ら
に
せ
よ
あ
の
少
年
の
背

は
私
達

の

に
は
届
か
な
い
程

し
か
な
い
の
は

知
の
事
実

あ
の
黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

は
こ
の

四
人
の

よ
り
も
背
が
高
か

た
の
だ
か
ら

明
ら
か
に
背

が
合
わ
な
い
だ
ろ
う

 
し
か
し

ユ
ウ
キ
は
レ
イ
ン
の
そ
の
指

に
対
し
て
も

意
見
は
変
え
な
か

た

少
し
前
キ
リ
ト
は
一
定
時
間
自
分
の
見
た
目
を

回
で
も
変
え
ら
れ
る
特

な
ア
イ
テ
ム
を

手
に
入
れ
て
る
ん
だ

そ
れ
を
使
え
ば
髪
の
色
や

の
色
だ
け
じ

な
く
て
背

や
容

と
か
も

め
て
変
え
ら
れ
る

と
い
う
事
は
ユ
ウ
キ
は
そ
れ
を
使

た
状

の
キ
リ
ト
な
ん
じ

な
い
か

て
思

て
追

い

け
た

て

な
ん
だ

で
も

そ
れ
に
し
て
は

分
必
死
そ
う
に
見
え
た
ね

 
彼
女
が
あ
の
少
年
に
対
し
て
特
別
な
想
い
を

い
て
い
る
事
は
さ

き
語

て
い
る
時
に

と

な
く

し
た
が

そ
れ
に
し
て
は
少
し
ば
か
り
必
死
過
ぎ
な
様
子
な
気
が
し
た

 
ア
レ
で
は
ま
る
で

一

喪

た
大
切
な
も
の
を
手
放
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
子

だ

そ
れ
は

 
私
の

な
疑
問
を

け
た
ユ
ウ
キ
は
哀
し
気
な
面
持
ち
で

根
を
寄
せ

か
に

を

け
た
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だ
か

な
予
感
が
す
る

 
ま
さ
か
と
思
う
が

と
し
て

彼
は

死
ん
だ
の
か
い

え
 
哀
し
気
に

き
先
を

わ
な
い
彼
女
の
様
子
か
ら

え
ら
れ
る
事
を

に
す
る
と
レ
イ
ン

と
フ

リ
ア
は

え
付
か
な
か

た
よ
う
で

い
て
い
た
が
ユ
ウ
キ
は

か
に
苦
し
気
な
面
持

ち
で
息
を

む
だ
け
で

定
も

定
も
せ
ず

し
た
ま
ま
だ

た

 
こ
の
場
合

は
す
な
わ
ち

定
と
同
義
と
見
て
良
い
だ
ろ
う

キ
リ
ト
君

死
ん
だ
の

 
あ
れ
だ
け
強
い
の
に

一
体

が
キ
リ
ト
を
殺
せ
た
の
よ

キ
バ
オ
ウ
だ
よ

リ

フ

と
シ
ノ
ン
の
二
人
を
第
一
層
外

部
テ
ラ
ス
か
ら

と
し
た

ん
だ

キ
バ
オ
ウ
達
を

す
る

に
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
た
キ
リ
ト
は
二
人
を
転

結

で

助
け
出
し
た
け
ど

オ
レ
ン
ジ
の
制
約
の

で
第
八
層
以
下
か
ら
の

下
だ
と
圏
外
の

転

に
す
ら
転

出
来
な
い
か
ら

で
も
黒
鉄

や
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の
名
前
は
そ
の



 第六十七章 〜樹海での放浪〜

ま
ま
だ
か
ら

も
し
か
し
て

て

 
あ
れ
だ
け
の
強
さ
を
誇
る

黒
の
剣
士

／

ビ

タ

が

ま
さ
か
オ
レ
ン
ジ
の
転

制

約
で
死
亡
す
る
と
は
流

に
予
想
外
だ

た

麻

で

め
ら
れ
た
り
数
百
人

の
レ
イ

ド
で
圧
殺
さ
れ
た
り

聖
⻯

合

り
が
本

を
入
れ
て
殺
し
に
出
た
と
思

て
ば
か
り
い

た
が

ま
さ
か
そ
ん
な
死
に
方
だ
な
ん
て

 
リ

フ

と
シ
ノ
ン
と
い
う
の
が

か
は
分
か
ら
な
い
が
あ
の
少
年
が
そ
れ
だ
け
の
行
動
を

し
た
と
い
う
事
は
大
切
な
人
達
だ

た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
こ
そ

恐
ら
く

よ
り
も
オ
レ
ン
ジ
に
な
る
事
の
危
険
性
を
理
解
し
て
い
る
あ
の
少
年

が

自
身
の
命
と
引
き
換
え
に
し
て
で
も
助
け
出
そ
う
と
す
る
程
に

 
し
か
し
あ
の
少
年
が
死
亡
し
た
と
い
う
事
実
を
知

た
私
は
そ
う
い
う
事
か
と
さ

き
の

ユ
ウ
キ
の
様
子
や
行
動
に
合
点
が
い

た

想
い
人
が
死
ん
だ
と
思

て
い
た
だ
け
に
生
き
て

い
る
可
能
性
の
欠
片
を
見
た

衝
動
を
抑
え
ら
れ
な
く
て
行
動
し
て
し
ま

た
の
だ
万
が
一

で
も
あ
の
黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

は
キ
リ
ト
な
の
で
は
な
い
か
と
思

た
か
ら

て
も
立

て

も

ら
れ
な
か

た
の
だ
ろ
う
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そ
れ
だ
け
彼
女
は
あ
の
少
年
を
求
め
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
り

え
と
し
て
い
た
と
い
う
事

 
そ
し
て
そ
れ
だ
け

彼
女
の
心
は
弱

て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
そ
れ
も

然
で
は
あ
る
と
思
う

 
ユ
ウ
キ
が

に
ロ
グ
イ
ン
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
多
分
中
学
生
の

に
ロ
グ
イ
ン
し
た

と
思
う
か
ら
私
よ
り
も
ち

と
年
下
だ
と
思
う

私
は
中
学
二
年
生
の
時
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

の
で
今
年
の

生
日
が
来
れ
ば
十
六

に
な
る

 
私
に
恋
人
や
そ
れ
に
近
し
い
人
は

な
い
が
こ
ん
な
世
界
に
一
人
で
放
り
出
さ
れ
た
せ
い
で

現
実
で
帰
り
を

て
い
る
だ
ろ
う
家

や
友
人
達
を
恋
し
い
と
思

た
事
は
無
数
に
あ
る

 
ユ
ウ
キ
は
こ
の
世
界
に

子
の
姉
が
い
る
と
い
う
話
な
の
で
あ
る
意
味
マ
シ
だ

た
だ
ろ
う

が

キ
リ
ト
は
彼
女
に
と

て
想
い
人
で
あ
り

黒
の
剣
士

と
い
う
攻
略
の
希
望
だ

た
の

だ

そ
の

え
を
喪

た
と
い
う
事
だ
か
ら
弱

て
し
ま
う
の
も

け
る
話
だ
と
思
う

 
ど
れ
だ
け
女
性
最
強
の
剣
士
と

わ
れ
て
い
る
強
者
だ
ろ
う
と
心
の
方
ま
で
は
そ
う
で
は
な

い
の
は
明
白
だ

 
ユ
ウ
キ
は
私
よ
り
も

い

恐
ら
く

だ
が

少
女
な
の
だ
か
ら

そ
れ
で

あ
の
黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

は

だ
い
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あ
ま
り
キ
リ
ト
の
死
亡
に
つ
い
て
引

ら
な
い
方
が
良
い
と
思

た
私
は

な

に

ち
た
空
気
を

そ
の
問
い
で
破
る
事
に
し
た

 
実

気
に
は
な

て
い
た

キ
リ
ト
か
も
し
れ
な
い
と
思

て
追
い
掛
け
て
い
た
ユ
ウ
キ
が
こ

こ
で
立
ち
止
ま

て
い
た
の
に
は
ど
う
い
う
理
由
が
あ
る
の
か

フ

リ
ア
は
分
か
ら
な
い
が

私
や
レ
イ
ン
は
ま
だ
把
握
し
て
い
な
い
の
だ

 

を
見

し
た
限
り
で
は
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ

大
体
三
十
メ

ト
ル
先
の

み
の
向

こ
う

に
大
き
な

手

バ
ト
ル
ア

ク
ス
を
持

た

だ
か
強
そ
う
な

男
型
Ｍ
ｏ
ｂ
が

い
オ

ラ
を
放
ち
な
が
ら
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
だ
け

黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

は
ど
こ
に
も

な
い

み
や
樹
海
の

暗
い
部
分
に
目
を

ら
し
て
も
一
切
影
も
形
も

め
な
い

に

い
た

か

型
の
黒
い
穴
に
入

て
消
え
ち

た
よ

型
の

黒
い

穴
 
ユ
ウ
キ
の

え
に
イ
マ
イ
チ
要

を
得
な
か

た
私
達
は
レ
イ
ン
フ

リ
ア
私
の

で

葉
を
繋

な
が
ら

を

た
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彼
女
の
話
に
よ
れ
ば

立
ち
止
ま

て
い
る
こ
の
場

ま
で
ユ
ウ
キ
が

り

い
た

前
を

て
い
た
黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

は
眼
前
に
手
を
突
き
出
し
た
と
い
う

を
す

る
か
と
思
え
ば
い
き
な
り
地
面
か
ら
黒
い
オ

ラ
が
立
ち
上
り

も
な
い
空
間
に

型
の

黒
い
穴
を
形
成

ユ
ウ
キ
が

き
で
動
き
を

ら
せ
た
隙
に

く
そ
の
穴
に
黒
コ

ト
は
入

た
と
い
う

 
慌
て
て
彼
女
も
入
ろ
う
と
し
た
ら
し
い
が
間
一
髪
間
に
合
わ
ず
目
の
前
で

型
の
黒
い

穴
は
残
滓
を
引
き
な
が
ら

れ

完
全
に
消
失
し
た
と
い
う

影
も
形
も
文

り
無
く

 
そ
の
数

後
に
フ

リ
ア
が

り

き

更
に
そ
の
数

後
に
私
達
が
追
い
付
い
た
ら
し
い

今
ま
で
見
た
事
無
い
か
ら
よ
く
は
分
か
ら
な
い
け
ど
多
分
ア
レ
は
転

の

な
ん
だ
と
思

う
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
話
だ
と

転

結

を
使

た

て
い
う

で
も
無
さ
そ
う
だ
し
ね

う
ん

そ
れ
で
見
失

た
と
こ
ろ
で
あ
の
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

を
見
つ
け
た
ん
だ

し

か
も
三
人
に
見
え
て
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
あ
の

男
型
Ｍ
ｏ
ｂ
の

上
に
ク
エ
ス
ト
マ

ク

が
あ
る
か
ら
多
分
さ

き
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
発
生
し
た
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
の

対

だ
と

思
う
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え

 
黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

に
つ
い
て
謎
が
ま
た
増
え
た
と
こ
ろ
で
今

は
私
達
か
ら
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
で
う
ろ
つ
い
て
い
る
モ
ン
ス
タ

が
こ
れ
か
ら
探
そ
う
と
し
て
い
た
対

で
あ
る

事
が
分
か

て

い
て
し
ま

た

 
こ
れ
は
偶
然
な
の
か

黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

が

り
去

た
先
に
偶

対

の
モ

ン
ス
タ

が

た
と
い
う
事
が

果
た
し
て
偶
然
の
出
来
事
か

 

り
出
す
前
の
様
子
か
ら
し
て
本

は
私
達
に
あ
の
モ
ン
ス
タ

を
見
つ
け
さ
せ
る
た
め
に

を
見
せ

り
去

た
の
で
は
な
い
か

 
で
も
そ
れ
だ
と
あ
の
プ
レ
イ

は
こ
れ
か
ら
私
達
が

の
ク
エ
ス
ト
を
達
成
す
る

に
動

く
か
知

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
対

の
名
前
が
分
か

て
い
る
な
ら
ま
だ
し
も
そ
れ

す
ら
分
か

て
い
な
い
状
況
だ

た
の
だ
か
ら

に

え
て
あ
り
得
な
い

仮
に
あ
り
得
る
と

す
れ
ば
あ
の
黒
コ

ト
の
人
物
は
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
の
内
容
を
知

て
い
る
か
な
い
し
そ

れ
を
発

し
た
存
在
と
い
う
事
に
な
る

 
掲
示
板
や
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

け
た
ク
エ
ス
ト
で
も
道
中
で
キ

マ
ン
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
合
流
す

る
事
も
無
く
は
な
い
が

そ
う
い
う
場
合
は
大

そ
う
と

わ
せ
る
情
報
が
予
め
伝
え
ら
れ
る
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に

を
取
り
に
行

た
き
り
帰

て
こ
な
い

と
か

そ
う
い
う

の
も
の
だ

 
け
れ
ど

さ

き
ユ
ウ
キ
に
見
せ
て
も
ら

た
ク
エ
ス
ト
の

要
は
恐
ろ
し
く

的
で

ス

ト

リ

性
が
一
切
無
い
も
の
だ

た

テ
ス
ト
の

だ
か
ら
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
な
ら

更
こ

の
ク
エ
ス
ト
の
内
容
を
知

て
い
る
の
は
お
か
し
い

 

と
す
る
と
あ
の
黒
コ

ト
の
人
物
も
ユ
ウ
キ
と
同
様
に
紋
様
を
持

て
い
る
の
だ
ろ

う
か

だ
と
す
れ
ば
こ
の
ク
エ
ス
ト
を
知

て
い
て

誘
導
出
来
た
事
は

得
が
い
く

 
明
ら
か
に
特

な
権
限
と
機
能
解
放
の
フ

ク
タ

と
な

て
い
る
あ
の
文
様
が
そ
ん
な

つ
も
あ
る
と
は
思
い

い
け
ど

無
い
と
分
か

て
い
な
い
限
り
可
能
性
と
し
て
は
十
分
あ
り

得
る
話
で
は
あ
る

あ
と
一
人
か
二
人
く
ら
い
は

て
も
お
か
し
く
は
な
い

だ

運
が
い
い

て

て
い
い
の
か
な

こ
の
場
合

 

だ
か
わ
た
し

そ
こ
は
か
と

な
く
不
安
を
覚
え
て
る
ん
だ
け
ど

フ

リ
ア
の
不
安
も
分
か
ら
な
く
は
無
い
け
ど
あ
の
黒
コ

ト
の
事
は
後
で

え
よ
う

今

は
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア
し
て
そ
の
先
に
あ
る
浮
遊

の
下
に

り

く
事
が
先
決
だ

よ
あ

そ
の
転

て
こ
の
先
に
あ
る
ん
だ
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う
ん

あ
の

男
型
ネ

ム
ド
を
倒
さ
な
い
と
い
け
な
か

た
か
ら
あ
る
意
味

良
い
と

え
ば
い
い
の
か
な

 
ど
う
や
ら
転

の
下
へ
行
く

の

り
道
に
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
の

対

は

取

て

い
た
ら
し
い

あ
の
黒
コ

ト
の
人
物
が
私
達
を
誘
導
し
な
く
て
も
結

時
間
で
見
つ
け
る

事
も
出
来
た
と
い
う
事
だ

た

樹
海
の

地
ま
で
行
く
必
要
が
無
く
て
本

に
良
か

た
と
思

う 
そ
う
と
分
か
れ
ば

速
あ
の
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

を
倒
そ
う
と
い
う
事
に
な
り
ユ
ウ
キ
を

リ

ダ

と
し
て
四
人
で
パ

テ

を
組
み

作
戦
会
議
を
始
め
る

 

対

で
あ
る
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

の
名
称
は
パ
ワ

ド
ア

ク
ス
・
ト

ラ
ス

バ

の
本
数
は
ネ

ム
ド

な
の
で
二
本

こ
こ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
変
わ
ら
な
い
ら
し

い 
焦

色
の

を
し
た

骨

の

獣
人
の

を
し
た
モ
ン
ス
タ

で
上

身
は

下

身
は

ズ
ボ
ン
よ
り
も

い
モ
ノ
を
身
に
付
け
て
い
て

手
に
持

て
い
る
バ
ト
ル
ア

ク

ス
か
ら
し
て
明
ら
か
に
Ｓ
Ｔ
Ｒ
と
攻
撃
力

力
の
値
が
高
そ
う
な

手
だ

な
の
で
事

に
よ
る
と

値
も
高
め
か
も
し
れ
な
い
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そ
の
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
は

明
ら
か
に

力
値

先
タ
イ
プ

ヘ
ヴ

ア
タ

カ

や
ダ
メ

ジ
デ

ラ

の
よ
う
な
ビ
ル
ド
と

え
る

 
ユ
ウ
キ
と
フ

リ
ア
が

レ
イ
ン
が

私
が

後

片
手
剣
使
い
が
三
人

剣

使
い
が
一
人
そ
の
う
ち
レ
イ
ン
だ
け
完
全
に
自
分
の
技

で
戦
う
ア
タ

カ

で
全

が

値
を

先
し
て
上

て
い
る
ス
ピ

ド
ア
タ

カ

と
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

 
正
面
か
ら

た
る
の
は
正
直
危
険
な
構
成
だ

し
ろ
ス
ピ

ド
重

の
プ
レ
イ

と
い
う

事
は

力
が

心
許
無
い
と
い
う
事
の
表
れ
で
も
あ
る

現
に
金
属
製
の

を
し
て
い

る
ユ
ウ
キ
が
一
番
重

備
と

え
る
程
で

点
で

出
が
多
い
け
ど
金
属
の

手
と
か
し
て
い

る
フ

リ
ア
レ
イ
ン
と
私
は

備
だ
け
な
の
で

ん
で
最
も

力
値
が

い

レ
ベ
ル
も

め
れ
ば
私
が

然
最
下

だ

こ
の
中
で
ア
レ
と
ま
と
も
に
パ
リ

み
で
打
ち
合
え
る
の
は

多
分
ボ
ク
だ
け
だ
と
思
う

 
そ
れ
ら
を

味
し
た
上
で

ユ
ウ
キ
は
ま
ず
そ
う
切
り
出
し
た

レ
ベ
ル
差
は

力
値
の
差
は
大
き
い
け
ど

そ
こ
は
速

で

乱
し
て
ど
う
に
か
す
る

で
も
そ
れ
も
確
実
と
は

い

い
か
ら

レ
イ
ン
に

き
た
い
事
が
あ
る

か
な
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正
直
に

え
て

キ
ミ
は

ア
レ
と
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
な
ら
一
人
で
打
ち
合
え
る
と
思
う

ア
レ
と

ん

 
真
剣
な
面
持
ち
で
放
た
れ
た
ユ
ウ
キ
の
問
い
に
レ
イ
ン
も
ま
た
真
剣
な
表
情
で

を
組
ん
で

え

み
始
め
る

最
前
線
で

も
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
を
行

て
い
る
彼
女
の
事
だ
か
ら

結
構
経
験
は

の

多
分
過
去
に
戦

た

手
と
の
経
験
も

め
て
彼
我
の
実
力
差
と
戦

闘
の
シ
ミ

レ

シ

ン
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
の
ま
ま

し
て
い
た
レ
イ
ン
は

十

ど
経
過
し
た
時
に

と

を
上

た

ド
ス
キ
ル
無
し
の
二
刀
で
二
十

み
の
一
刀
な
ら
一
分
は
保
た
せ
ら
れ
る

た
だ
し

ボ
ス
み
た
い
な
特

ス
キ
ル
が
あ

た
ら
一
人
だ
と
五

が
限

だ
ね

五

以
上
も

る
な
ら
十
分

な
ら

こ
の
作
戦
は
ど
う
か
な

 
レ
イ
ン
の
回

に

足
そ
う
な

み
を
浮
か
べ
て

い
た
ユ
ウ
キ
は
そ
う
前

き
し
て
彼

女
が

え
た
と
い
う
作
戦
に
つ
い
て
語

た

 
ま
ず
ユ
ウ
キ
が
先
行
し

ド
ス
キ
ル
を
交

に
放

て
ヘ
イ
ト

理
を
行
い
つ
つ
ダ
メ

ジ
を
与
え

意
を
引
く

 
そ
の
間
に
二
刀
の
レ
イ
ン
が
横
に
回
り

み
最
後
に
フ

リ
ア
が
入

て
三
人
で
ヘ
イ
ト
を
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回
し
な
が
ら
交

に

乱
攻
撃
を
仕
掛
け

常
に

か
の
フ

ロ

に
入
れ
る
よ
う
に
す
る

 
三
人
で
ネ

ム
ド
を

て

く
攻
撃
し
ス
キ
ル
や
パ
タ

ン
に

知
の
も
の
と
あ
ま
り
変

化
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
ら
そ
こ
で
ユ
ウ
キ
が
大
一
番
の
ス
キ
ル
を
仕
掛
け
る

背
後
に
回
り

の
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
の
四
つ
の
ス
テ

タ
ス
を

め
て
下

る
フ

ン

ト
ム
・
レ
イ
ブ

を
放
つ
の
だ

 
上
手
く
ス
テ

タ
ス
を
下

ら
れ
た
ら
後
は
ル

チ
ン
で
ヘ
イ
ト

理
を
行
い
つ
つ
攻
撃
を

交

に

り
返
す
だ
け

本
的
に
背
中

に
来
た
人
が

ド
ス
キ
ル
を
放

て
ダ
メ

ジ
を

与
え
る
形
に
す
れ
ば
ノ

ク
バ

ク
が
入

て
対

し
や
す
い
と
の
事
だ

た
だ
こ
の
作
戦

問

が
三
つ
あ
る
ん
だ

全

ス
キ
ル
と
か

う
ん
そ
れ
が
一
つ
目
の
問

ま

手

ス
キ
ル
の
全

技
は
ワ

ル
・
ウ

ン
ド
だ
け
だ
か
ら

が

緑
に
光

た
時
点
で
下
が
れ
ば
対

可
能
な
ん
だ
け
ど

二
つ

目
は
ア
レ
が

の
モ
ン
ス
タ

と
リ
ン
ク
す
る
か
ど
う
か
な
ん
だ

二
人
の
話
を

い
た
限
り

だ
と
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
モ
ン
ス
タ

て
探
知

と
追

が

く
広
い
ん

だ
よ
ね
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私
は

ど
水

か
ら
動
か
な
か

た
の
で
知
ら
な
か

た
が
レ
イ
ン
達
の
話
を

い
た
感
じ

で
は
そ
う
い
う
事
ら
し
か

た

 
確
か
に
今
思
え
ば
あ
の
ボ
ス
も
か
な
り
⻑
く
追
い
掛
け
て
来
て
い
た
し
本

の
事
な
の
だ

ろ
うう

ん

ま

わ
た
し
達
が
戦

て
来
た
限
り
で
は
リ
ン
ク
は
し
て
な
か

た
ん
だ
け
ど
流

に

本

れ
て
る
か
ら

そ
の
場
合
は
複
数
を

手
に
す
る
必
要
が
あ

た
ね

い
ア
レ
の
近
く
に
モ
ン
ス
タ

の
影
は
見
え
な
い
け
ど
万
が
一
も
あ
る
か
ら
気
は

け
な

い

こ
こ
で
三
つ
目
の
問

が
重
な
る
ん
だ

ル
ク
ス
の
事
だ
よ

 
そ
う

て
ユ
ウ
キ
は
私
を
見
て
来
た

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
て
思
わ
ず

根

を
寄
せ
て
し
ま
う

私
で
は
こ
の

の
モ
ン
ス
タ

と
は

り
合
え
な
い
か
ら
ね

そ
う

正
直
そ
れ
が
一
番
の

念
事

な
ん
だ

ち
な
み
に
ル
ク
ス

て

ス
キ

ル
は
鍛
え
て
る

鍛
え
て
は
い
る
け
ど

八

後

だ
よ

八
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ス
キ
ル
の
事
に
つ
い
て
問
わ
れ
そ
の
意

を

と
な
く

し
た
私
は

直
に

練

を

え
た
の
だ
が

そ
の
数
値
に
彼
女
は

根
を
寄
せ
て
数

か
を

え

ん
だ

 

を
取

て
い
る
プ
レ
イ

は
大
体

ロ
を

ん
で
い
る
人
や
フ

リ
ア
の
よ
う

な

候

を
す
る
事
が
多
い
ス
カ
ウ
ト
な
の
だ
が
実
は
そ
れ
は
少
数

特
に
ス
カ
ウ
ト

を

こ
な
す
な
ら

よ
り
も

索

の
方
が
重
要
だ

 

を
取

て
い
る
者
の
大
多
数
は
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
プ
レ
イ

と
い

た
不
意
打

ち
を
目
的
と
し
て
い
る
事
が
多
い
の
だ

 
別
に
取

て
い
て
も
お
か
し
い

で
は
無
い
が
そ
れ
に
し
て
は
数
値
が
高
過
ぎ
る
と

し
ん

だ
よ
う
だ

た

 

の

練

上

は
ハ
イ
デ

ン
グ
中
に
し
か
発
生
し
な
い
の
で
数
値
が
高
い
分
だ

け
ハ
イ
デ

ン
グ
時
間
が
⻑
い
事
を
意
味
す
る

無
論
ハ
イ
デ

ン
グ
は
攻
撃
や
発
声
な
ど
で

解
か
れ
る
の
で
戦
闘
中
と

行
し
た

練

上

は
不
可
能
だ

し
か
も
中

上
が
り
に
く
い

た
め

ど
の
プ
レ
イ

は
コ
レ
の

練

上

を
断
念
す
る

つ
ま
り
数
値
が
高
い
と
い
う

事
は
か
な
り
の
⻑
時
間
ハ
イ
デ

ン
グ
を
し
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
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下
手
す
れ
ば

動
の

ど
で
ハ
イ
デ

ン
グ
を
し
て
い
る
事
も
あ
り
得
る
の
だ

こ
れ
だ
け
数

値
が
高
け
れ
ば

む
し
ろ
そ
れ
く
ら
い
し
て
い
な
け
れ
ば
上
が
る

も
無
い

 
そ
し
て
そ
の
疑
問
は
正
し
い

自
分
の
事
に
つ
い
て

ど
語

て
い
な
い
に
も

わ
ら
ず
そ
こ

に
疑
問
を
覚
え
た
事
に
戦

を
覚
え
た

彼
女
の

は

生
の
そ
れ
か
と
思

て
し
ま
う
程
の

さ
で
あ
る

い
や
今
は
い
い
か

う
ん
そ
れ
く
ら
い
あ
れ
ば
十
分
だ
よ

ル
ク
ス
に
は
ボ
ク
達
が
あ

の
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

を

す
る
ま
で
こ
こ
で
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
い
て
欲
し
い

絶
対

が
あ

て
も
動
か
な
い
で

い
い
ね

分
か

た

 
正
直
こ
う
し
て
自
分
だ
け
安
全
な
場

に

し
て
い
る
の
は
心
苦
し
い
の
だ
け
ど
三
人

と
は
レ
ベ
ル
と
い
う
残

な
ま
で
の
強
さ
の
数
値
に
開
き
が
あ
る

無
理
に

て
も

ら
せ
る

だ
け
な
の
は
理
解
し
て
い
た
た
め

直
に
私
は

い
て
お
い
た

 
私
が
ハ
イ
デ

ン
グ
を
す
る
事
を
承

し
た
か
ら
か

安

の

み
を
浮
か
べ
た
ユ
ウ
キ
は

そ
れ
か
ら
他
の
二
人
と
共
に

繋
や
予
想
外
の
事

の
対

に
つ
い
て

ら
か
話
し
合
い
始
め

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
も
う
ユ
ウ
キ
が
主
人

で
良
い
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
か

投

や
り

 
ゲ

ム
キ
リ
ト
の
立
場
に

い
た
だ
け
で
こ
こ
ま
で
と
は
流

に
予
想
外

 
そ
れ
は
と
も
か
く

ゲ

ム
と
は
違
う
要

が

つ
か
入
り
ま
し
た

 
ゲ

ム
で
は
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
に

す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
だ
け
こ
こ
で
掛
か
る
ん
で
す

が

今
話
で
は
ミ

シ

ン
も
二
種

に
増
え
て
お
り

更
に
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
編
の

キ

ワ

ド
が
出
て
き
ま
し
た

が
ど
う
な
る
か
は
お

し
み
に

し
て

け
る
よ
う
に

り
ま
す

 
エ
レ
メ
ン
ト
実

は

件
を

た
し
て

備
や
ア
イ
テ
ム
の
デ

タ
取
り
を
し
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
実

す
る

の

わ
ば
ア

プ
デ

ト
を
行
う
た
め
の
代
物

運

が
す
る
ア

プ
デ

ト
の
内
容
み
た
い
な
も
の
と
思

て

け
れ
ば
結
構
で
す

な
ら
武
器

や
シ
ス
テ
ム
的
な
制
約
の
可

の
判
定
を
確
認
し
た
り
と
か
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で
そ
れ
を
す
る
に
は
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
に
参
加
し
な
い
と
い
け
な
い
感
じ

そ
れ

が
出
来
る
の
は
紋
様
こ
と
高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
を
持

て
い
る
人
だ
け

現
状
判

明
し
て
い
る
保
有
者
は
ユ
ウ
キ
だ
け
で
す
ね

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
探
索
の

に
ル
ク
ス
を
鍛
え
な
い
と
な

ユ
ウ
キ
か
レ
イ
ン
の
弟

子
二

が

生
し
そ
う
だ

 
弟
子
二

と

え
ば

気
に
本
作

て
設
定
上
で
も
師
弟

い
る
ん
で
す
よ
ね

 
直
葉
と
和
人

キ
リ
ト
と
リ

フ

シ
ノ
ン
サ
チ

ユ
ウ
キ
と
サ
チ

レ
イ
ン
と
フ

リ

ア

ア
ス
ナ
と
リ
ズ

シ
リ
カ

剣
林
弾
雨
参

キ
リ
ト
の

り
だ
け
で
も
こ
れ
く
ら
い

し
か
も

気
に
キ
リ
ト
が
一
番
多
い
上
に

師

の
直
葉
が
弟
子
で
も
あ
る
と
い
う
状

 
や

り
仮
想
世
界
は
も
う
一
つ
の
現
実
な
ん
だ
な

と
思

た
り

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
六
十
八
章
 

祝
せ
し
再
会

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
の

点
は
ユ
イ
ユ
ウ
キ
レ
イ
ン
の

番

と
う
と
う
地
味
に
す
れ
違

て
い
た
二
組

が
合
流

再
会

し
ま
す

 
戦
闘
シ

ン
は

あ
り
ま
せ
ん

か
な

写
は

し
て
い
る
み
た
い
な
風
の
は
書
い
て

ま
す
が

 
文

数
は
約
二
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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う

が
意
味
深
な
事
を

い
捨
て
て
去

て
か
ら
数
時
間
が
経
過
し
た

に

私
に

き

い
て
眠

て
い
た
義
弟
は
と
て
も
眠
そ
う
な
欠

を
見
せ
な
が
ら
目
を
覚
ま
し
た

 
こ
れ
ま
で
彼
の
事
を
ず

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
き
た
も
の
の
こ
こ
ま
で
気
を

い
た
状

を
見
る
の
は
こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
来
る
ま
で

無
か

た
よ
う
に
思
う

 
そ
こ
ま
で

え
い
や
と
内
心
で

定
す
る

確
か
リ

姉
と
一
緒
に

た
時
は
か
な
り
気

を

い
て
い
た
し
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
が
確
か
ユ
ウ
キ
さ
ん
と
一
緒
に

た
時
も
結
構
気
を

い
て
い
た
よ
う
に
思
う

そ
う

え
る
と
ど
う
や
ら
キ

は
信
頼
・
信

を
寄
せ
る
ま
で
が

⻑
い
も
の
の

一

寄
せ
た
ら
と
こ
と
ん

を
解
く
よ
う
だ

 
つ
ま
り
私
は
信
頼
さ
れ
信

も
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
再
確
認
し
て

と
は
な
し
に
喜
び
を

覚
え
た

 
そ
う
し
て
い
る
と

け
眼
で
キ

が

で
一
緒
に
な

て
横
に
な

て
い
る
私
を
見
て
来

た

表
情
こ
そ
眠
そ
う
な
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
そ
の
黒
い

は
ぶ
れ
る
事
無
く
し

か
り

私
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

キ
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お
は
よ
う

ユ
イ
姉

ん

 

き
の

を
す
る
と

彼
も

を
返
し
な
が
ら
上
体
を

こ
し
て

く

び
を
し
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
立
ち
去

た
す
ぐ
後
は
そ
の
気
配
を
感
じ
取

た
か
ら
か
一

目
覚
め
は
し
た
も
の

の
眠
気
が
残

て
い
た
た
め
に
す
ぐ
ま
た
眠
り
に

ち
た
が
今
回
は
ど
う
や
ら
本
格
的
に
目

が
覚
め
た
ら
し
い

を
見
た
だ
け
で
そ
れ
が
分
か

た

 
と
い
う
か
い
や
に

き
が
良
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か

す

か
り
眠
気
が

ん
で
い
る
が

そ
れ
が
速
い
気
も
す
る

 
ま

そ
れ
で
不

合
が
あ
る

で
も
無
い
の
で

別
に
気
に
す
る
必
要
も
無
い
の
だ
け
ど

よ
く
眠
れ
ま
し
た
か

 

と
は
な
し
に
そ
ん
な
ど
う
で
も
い
い
事
を

え
な
が
ら
私
も
ま
た
上
体
を

こ
し
一
先

ず
ま
ず
確
認
し
て
お
く
事
を
問
う

 
そ
の
問
い
に
す
く

と
立
ち
上
が

て

く

体

を
し
て
四

を

ば
し
て
い
た
キ

が

私
を
見
て
こ
く
り
と

い
た

す
ご
く
よ
く
眠
れ
た

も
う
眠
く
な
い

そ
れ
は
よ
か

た
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現
在
時

は

後
四
時

過
ぎ

過
ぎ
と
も

え
る
が
今
の
キ

に
は

過
ぎ
な
く
ら
い

が

い
い

夜
し

か
り
眠
る

を
つ
け
て
い
れ
ば
問

も
今
の

な
い

 
と
な
れ
ば
今

は
食
事
だ
ろ
う
と
判
断
す
る

時
間
と
し
て
も
あ
と
少
し
で

時
に
な
る

し
多
分
キ

が
目
覚
め
た
の
も
お

が
空
い
て
の
事
だ
と
思
う

あ
る
い
は
私
に
ご

を
作

ら
な
け
れ
ば

と
い
う
無
意
識
の
責
務
感
か
ら
目
が
覚
め
た
の
か

で
は
キ

理

へ
帰
り
ま
し

う
か

 
私
と
キ

が

理

と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
外

部
か
ら

下

し
た
キ

が
直
後
に
目
覚
め
た
あ
の
場

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
事

 
あ
そ
こ
の
内
部
は
結
構

で
は
あ
る
の
だ
が

か
殺
風

に
過
ぎ
る
た
め
私
達
は
Ｍ
ｏ
ｂ

と
の
戦
闘
を
覚
悟
し
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
と
下
り

地
を

策
し
て
い
る

 
そ
れ
で
も
こ
の
三
日
間
食
事
は
と
も
か
く
夜
の
間
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

で

本

的
に
過
ご
し
て
い
る

 
キ

に
は
表
向
き
の
理
由
と
し
て
夜
間
は
Ｍ
ｏ
ｂ
が
狂

化
し
て
強
く
な
る
上
ど
こ
か
ら
仕

掛
け
て
来
る
か
分
か
り

い
か
ら
危
険
と

て
夜
は
必
ず
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

で

過
ご
そ
う
と
話
し
合

て
決
め
た

だ

夜
は

ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
Ｍ
ｏ
ｂ
の
存
在
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が
原
因
で

ら
れ
な
い
と
い
う
事
に
な

て
は
目
も

て
ら
れ
な
い
の
で
こ
れ
も
一
応
立

な

理
由
で
は
あ
る

 
だ
が
本

の
あ
る
い
は
最
大
の
理
由
と
し
て
は
先

ど
キ

が
眠

て
い
る
間
に

触
を

て
来
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
よ
う
な
プ
レ
イ

と
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

 
こ
の
三
日
間
私
の
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
機
能
を

い
て
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
を

て
い
る
プ

レ
イ

達
の
ロ
グ
を

り
現
在
地
を
確
認
し
て
人
が

な
い
場

に
ば
か
り
キ

を
誘
導
し

て
い
た
の
だ
が

ま
さ
か
こ
の

期
間
で

触
を

ら
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た

 
不

中
の

い
と

え
る
の
は
キ

を

波
の
上
書
き
で
強
制
的
に
深
い

眠
状

へ

と

し
た
直
後
だ

た
事
だ
ろ
う

 
ま
だ
彼
に
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
真
実
を
知
ら
れ
る

に
は
い
か
な
い
の
だ
か
ら
今

日
は
出
来
る
だ
け

め
に
引
き
上

よ
う
と
決
め
て
い
た

恐
ら
く
今
日
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
も

触
し
て

こ
な
い
だ
ろ
う
が
あ
の
男
と
同
様
に
こ
ち
ら
に
来
て
い
る
他
の
者
達
が
一

に
来
て
は
必
死

に
キ

に
真
実
を

そ
う
と
し
て
い
る
私
の
努
力
が
無
に
帰
し
て
し
ま
う

 
だ
か
ら
今
日
は
も
う
帰
る
事
を

し
た

分
か

た
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な
ら

方
に
な

て
か
ら

る
の
だ
が
そ
の

に
こ
の
よ
う
な
背

が
あ
る
事
を

も
知
ら
な
い
だ
ろ
う
キ

は

そ
れ
で
も
特
に
疑
問
を

す
る
事
無
く

直
に
了
承
す
る

 
こ
れ
が

す
れ
ば
少
し
疑
念
を
覚
え
る
と
思
う
が
今
日
は
偶

か
も
し
れ
な
い
と
思

て

流
す
事
に
し
た
の
か

あ
る
い
は
そ
も
そ
も
私
の

う
事
に
特
に
疑
問
を
覚
え
て
い
な
い
の
か

前
者
な
ら
と
も
か
く
後
者
だ
と
少
し
危
な
い
な
と
思
い
な
が
ら
私
も
立
ち
上
が

て
キ

と
向
き
合
う

ユ
イ
姉

 
向
き
合

た
私
を
見
て
キ

は

の
ネ

ク
レ
ス
を
手
で

い
な
が
ら
名
前
を
呼
ん
で
き

た 
そ
れ
は
恐
ら
く
私
達
の
間
で
だ
け

じ
る
で
あ
ろ
う
意
思

彼
は

外
に
こ
の
中
に

入

て

と

て
い
る
の
だ

 

な
ら
そ
れ
は
出
来
な
い
し
あ
り
得
な
い
事

 
だ
が
し
か
し

私
は
そ
れ
を
可
能
に
し
て
し
ま
え
た

 
と
て
も

な

を

た
そ
れ
は
見
た
目
と
は
裏

に

備
品
と
し
て
の
最

限
の

性
能
す
ら
有
し
て
い
な
い

し
ろ

外
な
く

備
品
全
て
に

定
さ
れ
て
い
る
パ
ラ
メ

タ
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目
の
設
定
を
全
部
ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
の
ま
ま
で
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
た
か
ら
ス
テ

タ
ス
加

目
に
ゼ
ロ
以
外
の
数
値
が
入
る

も
無
か

た

 
む
し
ろ

な
ネ

ク
レ
ス
の
形
に
な

た
事
す
ら

な
の
だ

ば
ダ
メ

で
実
行
し
た

キ

本
人
も
こ
れ
に
は

い
た
ら
し
い

 
そ
の
経

が
あ
る
ネ

ク
レ
ス
は

理

に
あ
る
コ
ン

ル
を

作
し
て
大

の
プ
レ

イ

が
ス
ロ

ト
を
無

に

め
る
ゴ
ミ
ア
イ
テ
ム
と

う
だ
ろ
う
そ
れ
に
と
あ
る
機
能
を
持

た
せ
た

 
そ
れ
が
指
定
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ

こ
の
場
合
は

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
０
０
１
Ｙ
ｕ
ｉ

を
デ

タ

と
し
て
格

す
る
機
能

キ

が
入

て
と

て
い
る
理
由
が
コ
レ
だ

 
そ
の
機
能
を
持
た
せ
る
に
あ
た
て
参
に
し
た
の
は
彼
が
備
し
て
い
る
系

フ

ス
フ

ル
ド
・
マ
テ
リ
ア
ラ
イ
ト
と
い
う
魔
導
宝

そ
れ
は
非

備
時
に
は

な

色
の
宝

の
形
状
を
し
て
い
る
が

備
し
た
時
に
は

か
な

子
と
な

て

備
者
の
体
を

み

み
不
可

の

を

て
全
属
性
ダ
メ

ジ
を

す
る
超
高
性
能
の

見
た
目

に
反
し
て

系

な
の
で

本

力
も
非
常
に
高
く
レ
ア
ア
イ
テ
ム
故
に
そ
こ
ら
の

よ

り
性
能
も
上
と
い
う

れ
物
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そ
れ
の
ミ

と
な
る
点
は

子
と
な

て
分
解
さ
れ
て
不
可

に
な
る
も
の
の
し

か
り

備
し
て
い
る
事

 
つ
ま
り
デ

タ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
魔
導
宝

は

性
能
や
本

の
部
分
は
変
わ
る
事
無

く

外
見
だ
け
変
わ

て
い
る

 
そ
こ
で
私
は
自
身
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
思

や
記

語
機
能
な
ど
を

る

フ
ト
面
は

そ
の
ま
ま
に
ア
バ
タ

と
い
う
外
見
の
デ

タ
変
換
を
行
え
る
よ
う
に

良
を

し
た

魔
導

宝

と
同
じ
原
理
だ

 
そ
れ
か
ら
ネ

ク
レ
ス
に
は
特
定

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
格

出
来
る
特

な
性
能
を
付
与
す
る

そ

う
し
て
私
限
定
で

キ

が

か
ら

て
い
る
ネ

ク
レ
ス
へ
の
出
入
り
が
実
現
し
た

 
外
見
を

い
て
全
て
の
値
が
Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
で
あ
り
同
時
に
彼
が
形
状
変
化
の
性

を
持
つ

系

の
魔
導
宝

を
持

て
い
た
か
ら
こ
そ
出
来
た
事
だ
ろ
う

 
面
倒
な
手

を

ん
で
ま
で
そ
ん
な
事
を
し
た
の
は
私
自
身
が
足
手

い
に
な
る
戦
い
で
は

邪
魔
に
し
か
な
ら
な
い

な
ら
キ

の
ネ

ク
レ
ス
に
入

て

護
す
る

に

し
て
い
る

方
が
ま
だ
マ
シ
だ
ろ
う
と

え
た
結
果
で
あ
る

分
か
り
ま
し
た

ち

と

て
下
さ
い
ね
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キ

の
要
求
に
応
じ
る

に

私
は
ネ

ク
レ
ス
へ
入
る

の
シ

ク
エ
ン
ス
を
開
始
す
る

 
自
分
の
体
の
コ

ド
を
ネ

ク
レ
ス
へ
と
入
る
時
に
使

す
る
コ

ド
へ
と
手
動
で

き
換

え
る

そ
う
す
る
と
私
の
体
は

子
を

ら
し
て
直

三
セ
ン
チ
く
ら
い
の

い
光
の

と
な

る

見
た
目
か
ら
は
分
か
ら
な
い
が
一
応
前
後
方
向
は
あ
り
ま
た
小
さ
く
な

て
い
る
の
で
今

の
私
か
ら
す
れ
ば
小
さ
い

の
キ

の
体
は

人
の
よ
う
に
大
き
く
見
え
て
い
る

 
そ
の
彼
の

に
あ
る

く
水
色
に
光
る

型
の
ネ

ク
レ
ス
へ

わ

わ
と
浮
き
な
が
ら

動
し

デ

タ
を
重
ね
る

 

私
の

界
に

る
光

は
種

様

な
花
が
咲
き
誇
る
開
け
た

原
や
キ

の

大
な

か
ら
一
変
し
星

が
煌
め
く
闇
夜
だ
け
が
広
が
る
無
の
空
間
と
な
る

分
か
り
や
す
く

え

ば

空
間
に

る
よ
う
な
も
の
で

も
な
い
そ
の
空
間
の
中
心
に

そ
も
そ
も
ど
こ
ま
で

広
が

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
が

浮
い
て
い
る
感
じ
だ

 
星

だ
け
し
か
無
い
殺
風

な
場

で
は
あ
る
が

れ
る
と

外
気
に
な
ら
な
い

そ
も
そ

も
キ

に
出

う
ま
で
似
た
よ
う
な
場

に
ず

と
認
識
さ
れ
な
い
ま
ま
一
人
で
過
ご
し
た
の

だ

ア
レ
に

べ
れ
ば
キ

に
認
識
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も

福
だ

ユ
イ
姉
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と
な
く
感

深
く
思

て
い
る
と
ネ

ク
レ
ス
へ
と
入

て
か
ら
一
切
反
応
し
て
い
な
い

事
に
不
安
を
覚
え
た
の
か

ど
こ
か
心

な
キ

の
声
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

い
て
来
る

 
し
ま

た

と
焦

た
私
は
す
ぐ

手
を
振

て

権
限
を
保
有
す
る
者
に
の
み
許
さ
れ
た

メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
呼
び
出
し

に
ホ
ロ
パ
ネ
ル
を
六

し
出
す

そ
れ
は
キ

の

前
方

後
方
の
四
つ
の
方
向
す
な
わ
ち
全
方

を
見
る
事
が
出
来
る
パ
ネ
ル
だ

あ
と

は
キ

の

を
テ
レ
ビ
電
話
の
よ
う
に
大
き
く

し
た
も
の
と
キ

の
背
後
か
ら

す
る

点
の
パ
ネ
ル
で
あ
る

 
そ
れ
ら
全
て
が
し

か
り
作

し
て
い
る
事
を
確
認
し
て

私
は

を
開
い
た

す
み
ま
せ
ん

キ

ち

と

え
事
を
し
て
い
ま
し
た

そ
れ
な
ら
い
い
け
ど

そ
れ
に
し
て
も
こ
う
し
て

内
会
話
を
す
る
の
は
や

り

れ

な
い
な

 
キ

が

う

り

今
の
彼
は

を
開
く
事
無
く

え
る
だ
け
で
私
を
会
話
し
て
い
る

 
私
は

か
ら
声
を
出
し
て
い
る
が
そ
れ
は
あ
の
ア
バ
タ

を
動
か
す
彼
の

へ
と

声
デ

タ
と
し
て
送
ら
れ
る
事
で
彼
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
ネ

ク
レ
ス
か
ら
声
が
出
て
い
る

で
は
無

い

を

わ
せ
た

に
生
じ
る
電
気
信

を
疑
似
的
に
再
現
す
る
事
で
彼
の

が

か
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ら

が
入

て
来
た

と

認
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ

 
同
様
の
原
理
で
現
実
で
な
ら
彼
の

と
声

を
収

さ
せ
る

に
発
せ
ら
れ
る
電
気
信

を

み
取

て
再
現
す
る
事
で

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
ア
バ
タ

同
士
の
会
話
を
可
能
と
し
て
い
る

そ
れ
を
応

し
て
彼
が
声
を
発
そ
う
と
し
た

内
に
生
じ
た
電
気
信

を

み
取
り
私
に

声
デ

タ
と
し
て
伝
え
る
よ
う
に
し
て

を
開
か
ず
と
も
会
話
を
可
能
と
し
た
の
だ

 
こ
う
す
る
事
で

い
に
第
三
者
に

か
れ
る
恐
れ
も
無
く
会
話
が
出
来
る
よ
う
に
な

た

 
ち
な
み
に
こ
の
原
理
は

に
も
存
在
す
る
ら
し
い

キ

の
話
だ
と

者
が

し
て

す
る
バ
イ
ザ

が
同
じ
よ
う
に

と
声

を

わ
せ
る

の
電
気
信

を

み
取
り

個

人
間
秘
密
回
線
と
い
う
文

り
他
者
に

か
れ
な
い
チ

ン
ネ
ル
で

声
デ

タ
と
し
て

信
し
合
う
の
だ
と
い
う

 
恐
ら
く
ナ

ヴ
ギ
ア
だ
け
で
な
く
リ

姉
が
使

し
て
い
る
と
い
う
ア
ミ

ス
フ

ア

で
も
出
来
る
事
だ
ろ
う
と
は
彼
の

だ

テ
レ
パ
シ

い
の
事
を

学
の
力
で
可
能
と
な

た
の
は

直
に

い
な

と
も

て
い
た

 
リ

姉
の
家
に

わ
れ
て
か
ら

く
し
た
後

ノ
之
束

士
の
指
導
の
下
で

使
い
と
し

て
の

強
や

練
を

ん
で
い
た
よ
う
だ
が
そ
の
間
も
こ
の
よ
う
な

内
会
話
は
し
た
事
が
無
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か

た
か
ら
彼
に
と

て
は
ど
う
に
も
違
和
感
が
残
る
よ
う
で
彼
の
面

そ
う
な

が
パ

ネ
ル
に

て
い
た

そ
う
や

て

ね
て
る
キ

も
可
愛
い
で
す
よ

ね
て
な
い

と
い
う
か

ユ
イ
姉
だ
け

が
見
え
る
と
か
ズ
ル
い

反

 
む

と

得
い

て
な
さ
そ
う
な

で
彼
に
も
パ
ネ
ル
が
見
え
て
い
る
の
で
は
と
思
う
く

ら
い
真

直
ぐ
カ
メ
ラ
目
線
で
虚
空
を
見
る
キ

 
反

な
の
は
ど

ち
で
す
か
と
私
は
心

い
た
く
て

ら
な
か

た
が
一
先
ず

え
る

事
に
す
る

こ
う
し
て
会
話
す
る
の
は

し
い
け
れ
ど
そ
れ
で
い
つ
ま
で
も
時
間
を

し
て
い
る

に
も
い
か
な
い

も
う
今
日
は
多
分
来
な
い
と
い
う
の
は
私
の
予
想
で
あ

て
本

に
Ｐ
ｏ

Ｈ
が
来
な
い
か
は
分
か
ら
な
い
し
他
の
プ
レ
イ

に
会
わ
せ
る

に
も
い
か
な
い
の
だ
か
ら

 
行
動
す
る
な
ら

速
に

 
と
は

え

あ
ま
り

か
す
と
キ

に
不
審
に
思
わ
れ
か
ね
な
い
か
ら

重
に

そ
う
い
う
仕
様
な
ん
で
す
か
ら
仕
方
な
い
と

め
て
下
さ
い

さ

理

へ

り
ま

し

う
う

や

り

か

得
が
い
か
な
い
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ど
う
も
自
分
だ
け

ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
に

得
が
い
か
な
い

ま

い
く

も
無
い

キ

は
不

を

ら
し
つ
つ
私
達
が

を
し
て
い
た
精
霊
の
森
か
ら
最
も
近
い
転

へ
と
歩
を
進
め
る

 
精
霊
の
森
は
深
緑
樹
海
セ
ル
ベ
ン
テ

ス
エ
リ
ア
の

方
に
あ
る
特

な
場

回

廊
神
殿

ち
果
て
た

設
を
越
え
た
先
に
広
が
る
エ
リ
ア
が
切
り

わ
る

に
ラ
ン
ダ

ム
で
道
が
繋
が

て
中

出
ら
れ
な
い
迷
い
の
森
の
中
に
存
在
し
て
い
る
の
が
精
霊
の
森

と
い
う
特

な
エ
リ
ア
だ

 
ラ
ン
ダ
ム
ル

ト
の
中
か
ら
来
る
の
は
そ
れ
な
り
に
大
変
で
は
あ
る
も
の
の
モ
ン
ス
タ

は

ポ

プ
し
な
い
し
深
い
樹
海
の
中
で

一
と

て
良
い
く
ら
い
陽
光
が
入

て
来
て

な
花

が
咲
き
誇
る
こ
の
場

は
中

に
絶

だ

私
も
気
に
入

て
い
る
が
キ

は
特
に

く
気
に
入

た
よ
う
で
こ
の
三
日
間
の
内

日
と
今
日
は

で

を

行
し
た
く
ら
い
で

あ
る

迷
い
の
森

を
越
え
る
苦
労
を
も

わ
な
い
と
い
う

り

本

に
気
に
入

た
の
だ

と
思
う

 

そ
れ
を

私
は
と
て
も

し
く
思

た

 
キ

と
て
人
間
だ
心
動
か
さ
れ
る

色
と
い
う
も
の
も

然
あ
る
だ
ろ
う

け
れ
ど
極
限
状
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に
あ

た
今
ま
で
の
彼
を
見
て
来
た
限
り
人
と

す
る
事
に
喜
び
や
悲
し
み
を
覚
え
こ
そ
す

れ
場

に
対
す
る
感
情
は
か
な
り

か

た
よ
う
に
思
う

本
的
に
そ
れ
ら
は

か
が
死

ん
だ
場

だ

た
り
す
る
ば
か
り

彼
自
身
が
望
ん
で

ん
で
い
る
場

を
見

き
し
た

覚
え
は
無
い

 
も
し
か
し
た
ら
場

に
思
い
入
れ
を
し
な
い
方
な
の
か
な
と
思
い
も
し
た
が
そ
の

念
は
こ

の

精
霊
の
森

に
来
た
時
に
晴
れ
た

 
こ
う
し
て
特
定
の
場

を
気
に
入
り
苦
労
を
も
の
と
も
せ
ず
来
よ
う
と
す
る
だ
け
で
も
ま

だ
彼
の
心
は
壊
れ
切

て
い
な
い

ま
だ

ま
だ
回
復
す
る
見

み
は
十
二
分
に
存
在
す
る

キんま
た

に

来
ま
し

う
ね

う
ん

 
ま
た

へ
来
よ
う
と
伝
え
た
時
に
見
せ
た

は

そ
の
希
望
を
更
に
強
く
し
て
く
れ
た

  
ネ

ク
レ
ス
の
中
で
キ

の

を

め
彼
の

を
監

し
彼
の
背
後
か
ら
の

点
で
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し
つ
つ
私
は
彼
が
マ

ピ
ン
グ
し
た
地

を
頼
り
に
ど
の
道
を
進
め
ば
い
い
か
を
彼
に
指
示

し

け
た

ス
テ

タ
ス
で
こ
そ
こ
の

に
い
る
モ
ン
ス
タ

達
よ
り

か
に
上
だ
が
技
術
や

経
験
が

て
い
な
い
以
上

時
不
意
打
ち
を

け
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
ネ

ク
レ
ス
の
中
に

入

て
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
く
ら
い
は
し
な
け
れ
ば
と
思

て
し
た

キ

が

の

や

戦
闘
に
集
中
出
来
る
よ
う
に
と
い
う
意

も
あ
る

 
キ

は
私
の
指
示
を
疑
う
事
無
く

論

な
ん
て

い
て
い
な
い

信
じ
歩
を
進
め

た

道
中
で
立
ち

が
る
百
に
は
上
る

や
手

を
持

た
オ

ク

手

を
持

た
オ

ク

や
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
型
モ
ン
ス
タ

達
を
リ
ズ
さ
ん
会
心
の
魔
剣
エ
リ

シ
オ
ン
を
片
手
に

り

け
て

 
そ
の
剣
技
や
足
運
び

体
こ
な
し
の
全
て
を

私
は

点
で
ず

と
観

し
て
い
た

 
今
の
私
は

権
限
を

い
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

に
あ
る
コ
ン

ル
を

作
し

キ

の
プ
レ
イ

デ

タ
を
参

し
て
自
身
の
デ

タ
を

変
し
戦
闘
型
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
し
た
の

で
ス
テ

タ
ス
や
ス
キ
ル
値
は
彼
と
同

の
値
に
な

て
い
る

密
に

え
ば

持
し
て

い
る
ス
キ
ル
は
バ
グ
発
生
後

ス
キ
ル
値
は
バ
グ
に
よ

て

下
す
る
前
の
状

だ

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
ア

プ
デ

ト
や
デ
バ

ク
作
業
の

に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
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全
て
の
デ

タ

つ
ま
り
ロ
グ
を
集

す
る
機
能
を
有
し
て
い
る

 
そ
の
性

を

し
て
バ
グ
が
発
生
す
る
直
前
の
キ

の
デ

タ
を
探
し
出
し
私
に
ア

プ

ロ

ド
し
そ
し
て
キ

の
ス
キ
ル
値
や

備
の
状

を

に

し
た
事
で
そ
う
な

た

キ

の
場
合
は
デ
バ

ク
と

た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い

 
と
も
あ
れ

キ

は
バ
グ
発
生
前
の
全

期
の

の

備
や
ス
キ
ル

ス
テ

タ
ス
に

り

私
も
同

の
力
を
得
た

で
は
あ
る
が
だ
か
ら
と

て
私
が
彼
と

に
戦
え
る

も
無
い

仮
に

備
も
完

に
一
緒
だ

た
と
し
て
そ
れ
で
も
私
は
キ

に
は
勝
て
な
い

百
回
戦

て

も

千
回
戦

て
も

恐
ら
く
一
万

十
万
と
真
剣
勝
負
を
し
て
も
勝
て
は
し
な
い

 
そ
れ
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
の
対
話
の

に

え
た
よ
う
に
私
に
は
絶
対
的
に
経
験
と
技
術
が
欠
如
し

て
い
る
か
ら
だ

対
人
戦
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

け
引
き
な
ん
て
知
る

も
無
い
し
ス
キ
ル
の
発
動

は
出
来
る
と
し
て
も
そ
れ
を
戦
闘
中
に

間
的
な
判
断
の
も
と
発
動
出
来
る
か
と

わ
れ
れ
ば

そ
ん
な
事
は
無
い

放
て
は
し
て
も
体
で
感
覚
的
に

え
て
い
な
い
の
だ
か
ら

的

つ

不

な
動
作
の

と
な
る
戦
闘
中
に

に
ス
キ
ル
を
放
て
る

が
無
い
の
だ

 
一

で

え
ば
戦
闘
技
術

か
く

れ
ば
キ
リ
が
な
い
く
ら
い
私
に
は
多
く
の
も
の
が

欠
如
し
過
ぎ
て
い
る

き

と
キ

と
同
じ
圧
倒
的
な
ス
テ

タ
ス
で
戦

て
も
ア
ス
ナ
さ
ん
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や
ス
ト
レ
ア
さ
ん
は

論
多
分
シ
リ
カ
さ
ん
に
も
勝
て
な
い
し
剣
道
の
全
国
大
会

勝
経
験

を
有
す
る
リ

姉
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
の
キ

に
は

ら
せ
る
事
も
不
可
能
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
私
は
じ

と
キ

の
戦
闘
を
観

し
て
い
る

彼
の
戦
闘
を

し
て
私
も
学

し
よ
う
と
い
う

だ

 
ま
た
こ
こ
で

ら
ず
し
も
ネ

ク
レ
ス
へ
の
同
化
設
定
を
す
る

に
あ
の
魔
導
宝

の
デ

タ
を
参

に
し
た
事
が
活
き
て
い
た

 
あ
の
魔
導
宝

は

備
し
た

光
の

子
と
な

て
不
可

の

を
展
開
す
る

系

だ

数
値
デ

タ
に
違
い
は
あ
る
が
外
見
デ

タ
で
魔
導
宝

と
い
う
状

と

備
者
の

体
を

む
よ
う
に
展
開
す
る

と
い
う
状

の
二
つ
を

せ
持

て
い
る
特

な
代
物

 
そ
の
二
つ
の
状

の
前
者
を
私
に

て

め
た
場
合

人
型

と

ネ

ク
レ
ス
型

と
な

る 
た
だ
後
者
の
場
合
参

に
し
た
デ

タ
を
そ
の
ま
ま
流

す
る
と
キ

の
体
を

う
よ
う

に
展
開
さ
れ
る
事
に
な
る

 
つ
ま
り
私
の
意
識
や

語
情
報
と
い

た
内
部
デ

タ
は
ネ

ク
レ
ス
の
内
部
に
格

さ

れ

こ
う
し
て
無
の
世
界
か
ら
パ
ネ
ル
を

し
て
キ

の

を
観

し
て
い
る

だ
が

肉
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体
の
感
覚
情
報
は
キ

の
全
身
を

う
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う

だ

キ

が
知
覚

す
る
感
覚
は

同
時
に
私
も
知
覚
し
て
い
る
と
思
え
ば
そ
れ
で
い
い

 
故
に
キ

が
動
く

に
私
の
体
も
動
い
て
い
る
感
覚
を
覚
え
て
い
る
し
剣
を
振
る
う
の
も

て

動
す
る
の
も

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
時
の
感
覚
も
全
て
私
は
こ
の
身
に
覚
え
て
い
る

彼
の
戦
い
の
中
で

彼
の
戦
闘
的
思

を

く
全
て
が
私
の
学

の

と
な

て
い
る
の
だ

 

実
を

う
と
こ
の
事
は
キ

に
は
話
し
て
い
な
い

私
が
ネ

ク
レ
ス
に
入

て
と
て

も
近
く
感
じ
る
事
を
喜
ん
で
い
る
の
を
見
て

う
に

い
出
せ
な
く
な

て
し
ま

た
か
ら
で

あ
る

流

に
こ
れ
を
教
え
た
ら
キ

も

が
る
の
で
は
と
思

て

い
出
せ
な
く
な

て
し

ま

た

 
ま

こ
う
し
て
中
に
入

て
い
る
の
は

動
し
た
り
戦
闘
時
く
ら
い
で
そ
れ
以
外
で
は

本
外
に
出
て
い
る
か
ら
ま
だ
問

は
深

で
は
な
い

流

に
過

に
プ
ラ
イ
ベ

ト
を

す

る
気
は
な
い
の
で
そ
の

は
私
も

え
て
い
る

 
ネ

ク
レ
ス
内
に

る
間
は
戦
闘
の
学

も
さ
せ
て
も
ら
う
と
は

て
い
る
し
こ
れ
も
そ

の
一

だ
か
ら
と
自
分
を

得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

日
だ

 
キ

の

さ
が

い
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や

と

り

い
た

分
か

て
は
い
た
け
ど

迷
い
の
森

は
か
な
り

だ

な 
ネ

ク
レ
ス
の
中
で
キ

に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
無

で

え
て
い
る
と
百
数
十
体
目
の
モ
ン

ス
タ

を
斬
り
捨
て
た
と
こ
ろ
で

く
浮
遊
し
て
い
る
逆
四

型
の
転

の
下
に

り

い

た
ら
し
か

た

 
マ

プ
の

と
し
て
は

迷
い
の
森
を
更
に

へ
と
向
け
て

け

浮
遊

バ
ス
テ

ア
ゲ

ト
と
の
境
界
で
あ
る

が
見
え
る
直
前
の
場

だ

浮
遊

の
す
ぐ
近
く
に
は

大
な

神
殿
が
そ
び
え
て
い
る

お

れ
様
で
す

キ

う
ん

今
は

後
五
時
手
前
か

ユ
イ
姉

は

食
べ
た
い

 
ざ
く
ざ
く
と

れ
果
て
た

と
生
い

た

を

み
し
だ
き
な
が
ら
キ

が
問
う
て

き
て

ん

と
私
は

え

ん
だ

キ

の
食
べ
た
い
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い

 
数

し
て

私
は
そ
う

え
た

 
す
る
と
パ
ネ
ル
に

て
い
る
キ

の

が

に

り
と
し
た
苦

を
浮
か
べ
る
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る

文
の
一
つ
な
ん
だ
け
ど
そ
れ

キ

も
偶
に
は
私
の
食
べ
た
い
も
の
ば
か
り
じ

な
く
て

き
な
も
の
を
食
べ
て
く
だ
さ
い

こ
の
三
日
間

ど
私
の
意
見
ば
か
り

い
て
い
る
じ

な
い
で
す
か

む
 
そ
れ
は
不

平
で
す

と
少
し

り
付
け
る
よ
う
に
指

す
る
と

彼
は
静
か
に

た

じ

あ
和
食
に
す
る

な
ん
だ

ア

サ
リ
と
す
ぐ
出
た
じ

な
い
で
す
か

い
や

こ
こ
最
近
和
食
を
食
べ
て
な
か

た
と
思

て

あ

 
そ
う
い
え
ば
と

私
は
キ

と
一
緒
に
過
ご
し
た
三
日
間
の

立
を
思
い
浮
か
べ
た

 
食

を
現
地

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
も
あ

て

ど
う
し
て
も

物
系
食

か
ら
作

た
パ
ン
と

い
た
肉
や

集
し
た

を

ん
だ
サ
ン
ド
イ

チ
や

ビ

フ
シ

チ

風
の

物
だ

た
り

く
し
の

が
多
か

た

て
し
ま
え
ば
そ
の
全
て
が

風
の

理
な
の
だ

 
で
も
キ

は
生

の
日
本
人

外
国
の

理
は
人

み

年

を

え
れ
ば
人

み
以
上
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に
出
来
る
と

え
ど
や
は
り

れ
親
し
ん
だ
和
食
を
食
べ
た
い
と
思
う
の
は
自
然
だ
ろ
う

ま

私
は
正
直
キ

の

理
な
ら

本

で
も
い
い
の
で

で
も
確
か
に

風

理
が

い
て
ま
す
し
ア
ク
セ
ン
ト
に
な

て
良
い
で
す
ね

じ

あ
和
食
で

お

と
味

肉
と

流

に

物
は
無
理
か
な

無
い
し

現
地

達
の

で
そ
こ
ま
で
作
れ
る
だ
け
で
も
十
分
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
す
が

 
本
気
で
私
は
そ
う
思
う

多
分

ど
の
人
が
現
地

達
だ
と

を
始
め
と
し
た

風

理
に
な

る
と
思
う
し
パ
ン
や
お

を
作
り
出
す
に
し
て
も
そ
も
そ
も
そ
れ
は
か
な
り
の

理

き

つ

者
気

の
人
で
な
け
れ
ば
叶
わ
な
い
願
い
だ

そ
れ
を
一
人
で
こ
な
す
キ

が
お
か
し
い

の
で
あ
る

 
ま

た
だ
食
べ
る
だ
け
の
立
場
で
あ
る
私
が
と
や
か
く

え
る
事
で
は
無
い
し

直
に

い
と
思
え
る
事
だ
か
ら

お
か
し
い

な
ん
て

わ
な
い
け
ど

 
そ
う
こ
う
話
し
て
い
る
間
に
キ

は
転

の
眼
前
ま
で

り

い
た

そ
れ
か
ら
彼
は

に

手
を
金
色
の

に
重
な
る
逆
十

架

様
が

ま
れ
た
転

の
表
面
に

し

て
る

転

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

 
そ
し
て
転

時
に
必
ず

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
形
式

を
発
し
た
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直
後
キ

の
体
全
体
が
蒼
い
光
に

わ
れ
始
め
私
が

て
い
る
六

の
パ
ネ
ル
も
全
て
蒼

白
い
光
に

わ
れ
る

転

が
始
ま

た
証

だ

 
そ
れ
か
ら
程
無
く
し
て
光
は
止
み

り
始
め

私
達
の

界
は

に

り
始
め
る

ん

 

界
が

て
す
ぐ

私
と
キ

は
同
時
に

い
疑
問
の
声
を
上

た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

は
真

を

く

明
の
ガ
ラ
ス
板
の
上
に
北

に
シ
ス
テ
ム

コ
ン

ル

に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

ず
る

故
か
設

さ
れ
て
い
る
転

が
存

在
し
て
お
り
そ
の
中
間
地
点
を

点
と
し
て
北

北

の
四

に
転

に

ま
れ
て
い
た
特
有
の
紋
章
が

に
も

ま
れ
て
い
る
場

だ

ガ
ラ
ス
板
の
外
縁
に
は
無
数

の
金
色
に
光
る
コ

ド
デ

タ
が
ま
る
で
大
樹
の
根
を
思
わ
せ
る
形
状
を

て
間
断
な
く
流
れ

て
い
る

 

の
光

は
星

が
煌
め
く
闇
夜
の
よ
う
で
人
が
こ
れ
を
見
た
ら
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
中

に
い
る
と
錯
覚
す
る
だ
ろ
う

そ
も
そ
も
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
入

た
事
が
あ
れ
ば
の
話
だ
が

 
ち
な
み
に
ガ
ラ
ス
板
の
真
下
は

も
な
い

た
だ
黒
緑
色
の

が
立
ち

め
て
い
て
そ
の

先
は
深
淵
の
闇
が
広
が
る
ば
か
り

こ
こ
か
ら
で
は

も
見

せ
な
い
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そ
ん
な
場

が

私
と
キ

の
三
日
間
の
活
動

点
と
な

て
い
る

 
そ
し
て
こ
の
場

は

権
限
と
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て

が
わ
れ
て
い
る
私
と
そ
の
私
が
付
与
し
た
高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
を
有
す
る
キ

し
か
入
れ
な
い

他
に
人
影
な
ど
あ
る

も
無
い
の
だ

 

だ
が
そ
の
事
実
を
裏
切
る
よ
う
に

理

の
コ
ン

ル
前
に
は
四
つ
の
人
影

が
あ

た

 
そ
の
内

三
人
ま
で
は
キ

と
私
は
見
た
事
が
あ

た

 

紺
色
の

備
に
身
を

め
片
手
直
剣
を

に

い
て
い
る
少
女
紅
髪
に
ゴ
シ

ク
ド
レ
ス

風
の

を

て

の

か
ら
先

り
に
な
る
片
手
直
剣
を
二
本

い
て
い
る
女
性

の

い

蒼
い
フ

デ

ド
コ

ト
を

て
後
ろ

に
片
刃
が
ギ
ザ
ギ
ザ
の

剣
を
差
し
て
い
る
金
髪

の
女
性

そ
れ
ぞ
れ
絶
剣
ユ
ウ
キ
さ
ん
特
異
な
二
刀
剣
士
の
鍛
冶
師
レ
イ
ン
さ
ん
ト
レ

ジ

ハ
ン
タ

の

剣
使
い
フ

リ
ア
さ
ん
だ

 
あ
と
一
人
後
ろ

ま
で
届
く

わ

わ
な

髪
に
そ
こ
そ
こ
上

と
見
て
取
れ
る

備
に

身
を

ん
だ

に
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
よ
り
は
グ
レ

ド
が

め
だ
と
分
か
る
片
手
直
剣
を

い
て
い
る
女
性
が
い
た
が

そ
れ
は
私
も
見
た
覚
え
が
無
い
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い
や
リ

フ

さ
ん
の
よ
う
な

で
な
け
れ
ば
ま
ず
間
違
い
な
く
デ
ス
ゲ

ム

の
日
に

始
ま
り
の

に

た
の
だ
か
ら
一

は
見
て
い
る

だ
が
流

に
流
し
見
た
程

だ
し

そ
の
す
ぐ
後
か
ら
キ

ば
か
り
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
か
ら
分
か
ら
な
い

 
覚
え
て
い
な
い

と
い
う
の
は

と
し
て

切
で
は
無
い
の
で

恐
ら
く
私
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ

外
の
と
こ
ろ
に

た
の
だ
と
思
う

 
そ
の
見
覚
え
の
無
い
女
性
一
人
と
見
覚
え
が
あ
り
過
ぎ
る
三
人
合

四
人
は
コ
ン

ル
の

前
で

か
を
し
て
い
た

作
し
て
い
る
の
は
ユ
ウ
キ
さ
ん
だ

ア
レ
は

 
最
初
は

い
て
気
付
か
な
か

た
が
コ
ン

ル
を

作
し
て
い
る
彼
女
を
見
て
す
ぐ
キ

と
同
じ
く
高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
事
が
分
か

た

キ

は

手
に
浮
遊

と
同
じ
文
様
が
浮
か
ん
だ
が
ユ
ウ
キ
さ
ん
に
は
ど
う
や
ら

手
に
浮
か
ん
で
い
る

ら
し
い

権
限
の

果
で
付
与
さ
れ
て
い
る
か

か
が
す
ぐ
判
断
出
来
る
か
ら
こ
そ
分
か

た
事
だ

キ

に
は
見
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
が
私
に
は
彼
女
の

手
に

ま
れ
て
い
る
紋
様
が

ハ

キ
リ
見
え
る

 
し
か
し

故

 
と

中
で
疑
問
を

す
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
キ

の

手
に
浮
か
ん
で
い
る
金
色
の

に
十
文

様
は
と
も
か
く
少
な
く
と
も

手
に
あ
る
金
色
の

に
逆
十

架

様
は
私
が

で
付
与
し
た
特

な
代
物

ア
レ

を
付
与
で
き
る
の
は

権
限
を
持

て
い
る
者
に

別
さ
れ
た
者
の
み
だ

 
私
が
付
与
し
た
の
は
キ

た
だ
一
人

 
つ
ま
り
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
持

て
い
る
の
は
お
か
し
い

仮
に
こ
こ
の
コ
ン

ル
を

作
し
て

付
与
す
る
に
し
て
も
そ
も
そ
も

理

へ
来
る
に
は
紋
様
を
得
て
い
る
者
が
浮
遊

を

動
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
し

そ
れ
を
突
破
し
た
に
し
て
も

紋
様
を
付
与
す
る

作
は

権
限
を
有
し

て
い
な
け
れ
ば
出
来
な
い
の
だ

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
見
る
限
り

高

権
限
は
有
し
て
い
る
が

権
限
は
持

て
い
な
い

他
の
三
人
は
高

権
限
す
ら
有
し
て
い
な
い

 

つ
ま
り

か
が
彼
女
達
を
手
引
き
し
た

 
そ
の
可
能
性
を

慮
し
て

あ
り
得
は
す
る
だ
ろ
う

と
結
論
付
け
る

 
そ
も
そ
も
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
は

本
的
に
プ
レ
イ

が
立
ち
入
れ
な
い

い
を

け
て
い
る

故
か
設

さ
れ
て
い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
の
転

を
使
え
ば
あ

ち
ら
へ

べ
る
だ
ろ
う
が

そ
れ
は
あ
く
ま
で
こ
ち
ら
に
来
た
事
が
あ
る
者
に
の
み
可
能
な
事
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ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
た
事
が
無
い
者
は
そ
も
そ
も
あ
ち
ら
の
転

を
使

て
こ
ち

ら
へ
来
る
事
は
出
来
な
い
の
だ

 
だ
か
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
は

か
の
手
引
き
を

け
て
こ
ち
ら
へ
来
た
可
能
性
が
あ
る

無
論

故
か

へ
来
た
キ

の
よ
う
に
原
因
不
明
の
転

現

で
来
た
可
能
性
も

め
な
い

 
現
実
的
な
の
は
こ
の
ど
ち
ら
か

 
仮
に

か
の
手
引
き
を

け
た
の
だ
と
し
た
ら

そ
れ
は

権
限
を
有
す
る
者
と
い
う
事
に

な
る
が

そ
れ
は
ま
ず
間
違
い
な
く
外
部
か
ら

入
し
て
き
た
者
だ

 

故
な
ら

こ
の
世
界
で

権
限
を
有
し
て
い
る
プ
レ
イ

は

一
人
と
し
て
い
な
い
か

ら

リ
ア
ル
が

場

で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
容

と
ス
キ
ル
が
あ
る
程

定
め
ら
れ
て

い
る
特

な
ハ
イ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
こ
そ
あ
る
が

い
そ
の
も
の
は

キ

達
と
同
じ
コ
モ
ン

ア
カ
ウ
ン
ト
だ
か
ら
あ
の
人
が
手
引
き
し
た
の
は
あ
り
得
な
い

そ
も
そ
も
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

ア

へ
の
道
が
開
け
て
い
る
事
も
知
ら
な
い

だ

 
こ
の
世
界
の
創

主
す
ら
違
う
の
だ
か
ら
つ
ま
り
新
た
に

入
し
て
き
た
者
と
い
う
事
に
な

る

神

ア
キ
ト
は

に
死
亡
判
定
を

け
て
い
る
の
だ
か
ら
論
外
だ
が
後
者
だ
と
す
れ
ば
彼

女
達
に
非
は
な
い
の
で

す
る
心
配
は
な
い
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と
は

え

問

は
キ

と
対
面
し
た
後
の
事
な
の
だ
が

ユ
ウ
キ

レ
イ
ン
に
フ

リ
ア
も

そ

ち
の
人
は
知
ら
な
い
け
ど

で

に

え

き

キ
リ
ト

 
は
て
さ
て

彼
女
達
と
の
再
会
は

と
出
る
か
凶
と
出
る
か

 
出
来
る
事
な
ら
キ

の
安

を

な
い
で
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

い
て
い
る
私
は
こ
ち

ら
に
気
付
い
て

然
と
し
て
い
る
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
と
の
対
話
を
見
な
が
ら

時
出
よ
う
か
と
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見

ら
う
の
だ

た

  
我
が
目
を
疑
う
と
は
こ
の
事
か
と
ボ
ク
は

も
な
い

に
見
舞
わ
れ
る
中
で
思

し
て

い
た

 
謎
の
黒
コ

ト
を
見
失

た
先
に
見
つ
け
た
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
の

対

を

な

く
撃
破
し

ル
ク
ス
を

て

動
し
て
指
定
ポ
イ
ン
ト
に

い
た
事
で
達
成

報

と
し
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

へ
の
道
を
開
く
と

わ
れ
て
説
明
が
記
載
さ
れ
た
パ
ネ
ル
を

み

フ

リ
ア
か
ら

て
マ

プ
デ

タ
を
頼
り
に
転

へ
と

り

い
た

で

転

ホ
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ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

と

え
た
直
後
転

し

り

い
た
先
は
未
知
の
場

 
以
前
地
下
迷

で
見
た
黒

が
あ
り
そ
れ
が
キ
リ
ト
の
話
で
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
と
知

て
い
た
事
も
あ

て

高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限

を
有
し
て
い
る
ボ
ク
が

先
し
て

作
を
行

た

と
い
う
か
そ
の
権
限
を
持

て
い
る
ボ
ク
じ

な
い
と

動
す
ら
し
な
か

た

と
い
う
の
も
あ
る

 
圏
内

い
な
の
に
⻤
の
よ
う
に
強
い
ガ

デ

ア
ン
が

な
い
事
と
か
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
が
あ
る
こ
の
場

は

な
の
か
と
謎
だ
ら
け
な
場

で
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
手
掛
か
り

と
な
る
情
報
は
無
い
か
と
コ
ン

ル
を

作
し
様

な
場

に
浮
遊
転

が
配

出
来
た

の
で
場

を
確
認
し
て
い
る
最
中
背
後
か
ら
転

の

が

こ
え
た
の
で
振
り
返

た
ら

界
に
入

た
の
は
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
に
な

て
い
る
黒

く
め
の
プ
レ
イ

 
後
ろ

ま
で

び
た

や
か
な
黒
髪
と
色
白
い

あ
ど
け
な
さ
を
残
す
小
ぶ
り
な

そ
こ

ら
の
女
子
よ
り
よ

ど
華

な
体

を

む
の
は
黒
い
外

手
に

め
て
い
る
指

手

履
い
て
い
る

付
き
ブ

ツ
は
お
ろ
か
シ

ツ
に
ズ
ボ
ン
す
ら
も
が

黒
と
い
う
不
審
者
と

思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
く
ら
い
特
異
な
そ
の
出
で
立
ち

 

時
か
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
の
よ
う
に

か
ら
光
が
失
せ
て
い
る
が
そ
の
容

を
見
て
間
違
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え
る

も
無
い

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

広
し
と

え
ど

そ
ん
な

い
の
プ
レ
イ

は
た
だ
一
人
だ
け

 

ビ

タ

と
蔑
ま
れ

黒
の
剣
士

と
し
て
最
前
線
で
戦
い

い
て
き
た
最
年
少
の
プ

レ
イ

キ
リ
ト
し
か

な
い

 
そ
こ
ま
で
理
解
し
た
ボ
ク
は

ま
ず
最
初
に

自
分
の
正
気
を
疑

た

 
確
か
に
ボ
ク
は
キ
リ
ト
の
事
を
剣
士
と
し
て

よ
り
も
異
性
と
し
て

い
て
い
る
が
物
の

分
別
は
付
い
て
い
る
方
だ
と
自
負
し
て
い
る

生
命
の

の
名
前
に
横
線
は

ま
れ
て
い
な

い
し
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の
名
前
も
暗
転
し
て
い
な
い
け
ど
そ
れ
で
も
理

と
し
て
リ

フ

達
か
ら

い
た
あ
の
状
況
か
ら
生
還
す
る
手

は
な
い
と
判
断
出
来
た
か
ら
ボ
ク
は
も
う
死
ん

だ
も
の
だ
と

え
て
い
た

 

得
出
来
た

で
は
な
い
け
れ
ど
そ
の
事
実
証

を

定
出
来
る
だ
け
の
理

が
無
か

た

か
ら
認
め
る
し
か
な
か

た
の
だ

 
求
め
て
い
な
い
と

え
ば

に
な
る

で
も
求
め
た
と
こ
ろ
で
無
い
も
の
ね
だ
り
に
な

て

意
味
は
無
い
の
だ
か
ら
と
そ
れ
な
ら
死
ん
だ
キ
リ
ト
以
上
の
強
さ
を
手
に
入
れ
て
彼
の
代
わ

り
に
こ
の
世
界
を
ク
リ
ア
し
て

姉
共

間
達
を
解
放
し
よ
う
と
思

て
い
た
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あ
わ
よ
く
ば
恐
ら
く
ま
だ
現
実
で
死
ん
で
い
な
い
彼
も
一
緒
に
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
生

き
て
解
放
さ
れ
る
事
に
一

の
望
み
を

し
て

 
そ
う
覚
悟
し
て
い
た
の
に
目
の
前
に
キ
リ
ト
が

た
の
だ

き
も
す
る
し
自
分
の
正
気

を
疑
い
も
す
る
ま
さ
か
無
意
識
の
内
に
求
め
す
ぎ
て

覚
を
見
て
い
る
の
か
と
す
ら
本
気
で

え
たユ

ウ
キ

レ
イ
ン
に
フ

リ
ア
も

そ

ち
の
人
は
知
ら
な
い
け
ど

で

に

 

覚
だ
ろ
う
期

さ
せ
な
い
で
と

裏
で
悲
鳴
の
よ
う
な
自
分
の
声
が
木
霊
す
る
中
確

か
に

を
打

た
そ
の
声
は

確
か
に
キ
リ
ト
の
声
だ

た

え

き

キ
リ
ト

 
ど
う
せ

じ

な
い
の
か
と
ボ
ク
は
高
ま
る
期

を
抑
え
付
け
る
よ
う
に

中
で

り
返

す

期

し
て

期

し
た
分
だ
け
絶
望
す
る
の
は

も
う
ま

ら
だ

 
で
も

 
そ
れ
で
も

本

に

キ
リ
ト

な
の

 
生
き
て
る
ん
だ
よ
ね
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彼
の

上
に
は

い
て
い
た

り
オ
レ
ン
ジ
の
カ

ル
と
フ
レ
ン
ド
を
結
ん
で
い
る
証
で
あ

る
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
白
い
フ

ン
ト
で
名
前
が
浮
か
ん
で
い
て
真

直
ぐ
に

惑
の

で
こ
ち
ら
を
見
て
名
前
と
疑
問
を

に
す
る
そ
の
様
が

ど
う
し
て
も

と
は
思
え
な
く
て

 
も
し
も
ボ
ク
の
望
む

だ

た
ら

き

と

え
に
来
た
時
の
よ
う
に

む

だ
か
ら
と

少
し
で
も
期

を
高
め
て

そ
う
だ
け
ど

ど
う
し
て

に

 

た
よ
う
に

根
を
寄
せ
て
力
無
く
け
れ
ど
確
か
に
ボ
ク
が
望
む
最
高
の
展
開

そ
れ
は
本

に

合
の
い
い

想

で
は
無
い
会
話
が
成
り
立

た
事
で
こ
れ
が
今
目
の
前

で

こ

て
い
る
現
実
な
ん
だ
と
理
解
し
た

 
仮
想
世
界
だ
け
れ
ど
だ
か
ら
こ
そ
今
目
の
前
に
見
え
る
彼
は

霊
な
ん
か
じ

な
く
て
本

物
な
の
だ
と

 
あ
れ

ど

が
哀
し
ん
で
狂
お
し
い
ま
で
に
求
め

け
て
い
る
自
分
の
想
い
人
が
こ
う
し

て
生
き
て
そ
こ
に

る
の
だ
と

キ
リ
ト

 
そ
う
と
分
か

た
ら

も
う

え
ら
れ
な
か

た
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を

え
る
な
ん
て
出
来
な
か

た

 
喜
び
を
抑
え
る
な
ん
て
不
可
能
だ

た

 
ど
う
し
て

に

る
の
と
か
ど
う
や

て

に
来
た
の
と
か
ど
う
し
て
三
日
も

信

不

だ

た
の
と
か

他
に
も

ぶ
つ
け
た
い
疑
問
や

え
は
あ
る
け
れ
ど

 
そ
れ
よ
り
も

よ
り
も
い
の
一
番
に
キ
リ
ト
の

か
み
に
触
れ
た
か

た
ボ
ク
は
衝
動

を
抑
え
る
事
も

え
ず
彼
目
掛
け
て

け
出
し

突
進
も
同
然
の
速

で

き

い
た

キ
リ
ト

ぐ
は

 
彼
よ
り
体
格
が
ま
だ
大
き
い
ボ
ク
の
全
力
も
同
然
の
突
進
を
不
意
を
打
つ
形
で

け
た
キ
リ

ト
は

き
を
上

た

更
に
突
進
を

け
止
め
る
事
も
出
来
な
く
て
キ
リ
ト
は
ボ
ク
に

し
倒

さ
れ
る
形
で

に
倒
れ

む

良
か

た

良
か

た

 
生
き
て
た

 
生
き
て
た
よ

 
今
ま
で
な
ら
そ
こ
で
離
れ
た
だ
ろ
う
け
ど
ボ
ク
は
ち

と
悪
い
か
な
と
思
い
つ
つ
も
そ

れ
以
上
の
絶
大
な
喜
び
の
感
情
に
身
を

せ
て
キ
リ
ト
を

し
倒
し
た
ま
ま
華

な

体
を
強

く

き

め
た
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ぎ

う
と

の
力
を
強
く
す
る
と

に
掛
か
る
圧

と
か

に

け
て
い
る

が
圧

し
て
く
る
力
が
更
に
強
く
な

て
そ
れ
で
本

に
生
き
て
い
る
ん
だ
と
喜
び
は
更
に
強
く
な
る

 
同
時
に

を

る
甘
い

り
も
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

飾

で

い
だ
時
の
も
の
と
同
じ

だ 
髪

は

然

き

め
る
感
触
も

感
覚
も

き
心
地
も

キ
リ
トユ

ウ
キ

ち

苦
し

 

や

に
掛
か
る
黒
髪
の
感
触
や
直

触
れ
合
う

の

ら
か
さ
苦
し
そ
う
に
声
を

ら
す

様
子
ど
う
に
か
離
れ
よ
う
と

抗
す
る
そ
の
様
子
の
全
て
が
ボ
ク
の
記

に
あ
る
キ
リ
ト
そ

の
も
の
と
一

し
て

本

に

し
く
な

た

 
目

に

が
浮
か
ん
で
そ
れ
が

を
伝
う
の
も
分
か

た

く

し
い
か
ら
流
れ
た

し

だ
 
今
日

ど

し
さ
で

を
流
し
た
事
が
あ

た
だ
ろ
う
か

き

と
生
ま
れ
な
が
ら
に
背
負

た
死
の
運
命
か
ら
解
放
さ
れ
る
事
が
決
ま

た

あ
の
日
以
来
だ
ろ
う

本

に

本

に

生
き
て
て
良
か

た
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少
し
だ
け

を

め
て

し
倒
し
て
い
る
少
年
の

を

り
に
な

て
い
る
ボ
ク
は
直

に
見
下
ろ
す

 
苦
し

に

を
歪
め
て
い
た
キ
リ
ト
は
こ
ち
ら
を
見
上

て

バ
ツ
が
悪
そ
う
な
面
持
ち
に

な

た

ど
う
や
ら
あ
の
行
動
が
か
な
り
悪
い
方
に
分

出
来
る
も
の
で
あ
る
事
は
そ
れ
な
り
に

自
覚
が
あ
る
ら
し
い

そ
の
上
で
行
動
し
た
の
は
問

だ
が
全
く
自
覚
が
な
い
と
い
う
方
が
タ

チ
が
悪
い
の
で

今
は
良
い
と
す
る

 
そ
の
説
教
を
す
る
の
は
後
で

と
一
緒
の
時
で
い
い

 
今
は
キ
リ
ト
が
生
き
て
い
た
喜
び
に
溺
れ
る
方
が
先
決
だ
か
ら

本

に

く

い
た
ん
だ
か
ら
ね

 
バ
ツ
が
悪
い
か
ら
か

を

ら
し
て
い
る
キ
リ
ト
の

に
手
を

え
て
真

直
ぐ
こ
ち

ら
を
向
け
さ
せ
て
や
る

そ
れ
か
ら

を
近
づ
け
て
キ
リ
ト
が
死
ん
だ
と

い
た
時
の
あ
の
哀

し
み
の
感
情
を
去
来
さ
せ
な
が
ら

え
掛
け
る

 
生
き
て
い
て

し
い
け
ど

哀
し
ま
せ
て
く
れ
た
事
は
と
こ
と
ん
責
め
る

 
義
理
の
姉
リ

フ

剣
の
弟
子
で
あ
る
シ
ノ
ン
の
事
が
大
切
で
場

も
場

だ
か
ら
過
去

の
事
も
あ

て
死
な
せ
な
い
決
意
が
強
ま

た
の
は
分
か
る
け
れ
ど
だ
か
ら
と

て
あ
の
行
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動
が
正
し
い
か
と

え
ば
一

に
も
そ
れ
は

え
な
い

無
論
見
捨
て
る
事
も
正
し
い
と
は

え

な
い
が

キ
リ
ト
は
自
分
の
命
の
事
を
も

と

み
て
欲
し
い
の
だ

 
ど
う
い
う
ロ
ジ

ク
か
は
知
ら
な
い
が
運
よ
く
キ
リ
ト
は
生
き
て
い
る
だ
け
で
本

な
ら

と

く
に
死
ん
で
い
て
も
お
か
し
く
な
い

現
に

得
し
た
く
は
な
い
が
生
き

び
る
術
が
な
い

の
だ
か
ら
と

も
が
キ
リ
ト
を
死
ん
だ
も
の
と
見
て
い
た

 
そ
ん
な

が
二

も

こ
る

も
無
い

も
う

に
も

独
り
で
行
か
な
い
で
よ

も

と
命
を

大
切
に
し
て

 
キ
リ
ト
の
強

た

を
見
な
が
ら
目

か
ら

を
流
し

を
伝
う
の
を
自
覚
し
な
が
ら

え
る

は

先
ま
で
伝
い
そ
こ
か
ら

ち
て
キ
リ
ト
が

て
い
る
黒
い
シ

ツ
の

を

ら
し
た

キ
リ
ト
は
も
う
独
り
な
ん
か
じ

な
い
ん
だ
か
ら

キ
リ
ト
が
死
ん
だ
ら
リ

フ

は

論

ボ
ク
も

ク
ラ
イ
ン
も

姉
ち

ん
や
エ
ギ
ル
も

サ
チ
も

シ
リ
カ
も

リ
ズ
も

キ
リ
ト
と
フ
レ
ン
ド
に
な

て
る
人

が
哀
し
む
ん
だ
よ

キ
リ
ト
が
死
ん
だ
ら
ボ
ク
達

の
心
に

る
キ
リ
ト
も
死
ぬ
ん
だ
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ボ
ク
の

え
に

キ
リ
ト
は
応
え
な
い

 
い
や
応
え
よ
う
に
も
応
え
ら
れ
な
い
一
方
的
な

え
だ
か
ら
そ
れ
も
仕
方
な
い

こ
れ
は

た
だ
責
め
る
だ
け
の

葉
な
の
だ
か
ら

キ
リ
ト
は

て
そ
れ
を

く
の
が
正
し
い
の
だ

 
そ
れ
を

裏
で
思

し
な
が
ら
ボ
ク
は

か
に

を

じ
て

し
倒
し
て
い
る
キ
リ
ト
の

に

を

し
付
け
る

れ
出
る

が
彼
の
シ

ツ
を
も

と

ら
し
て
い
き

か
に
身
動

ぎ
し
た
が

そ
れ
を
無

し
て

し
付
け
る

 

し
付
け
た

や

は

全
体
的
に

か
く

ら
か
な
感
覚
を
覚
え
た

キ
リ
ト
が
死
ん
だ

て

い
て
こ
の
三
日
間
が

く

だ

た
ん
だ

攻
略
だ
け
じ

な
く
て

と
し
た

子
に
気
分
が

む
ん
だ

リ

フ

達
も
ク
ラ
イ
ン
達
も
デ

ア
ベ

ル
達
だ

て

リ
ン
ド
も
そ
う
だ

た

お
願
い
だ
か
ら

も

と

キ
リ
ト
は
自
分
自
身
を
大
切
に
し
て

 
ぎ

と
キ
リ
ト
の
シ

ツ
を

手
で
握
る

強
く

を

し
付
け
て

葉
だ
け
で
な
く

体
で
も

え
か
け
る

 
き

と
今
の
キ
リ
ト
は

り
に
な

て
圧
し
掛
か

て
い
る
ボ
ク
の
体
が
小

み
に

え
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て
い
る
の
を
知
覚
し
て
い
る
だ
ろ
う

夜

夜

夢
に

と
無
く
見
た
キ
リ
ト
が
欠
片
に

な

て

け

る
様
が

裏
に
浮
か
ん
で
い
て
生
き
て
い
た
か
ら
こ
そ
そ
の
シ

ン
が
よ
り
明

確
に
浮
か
ん
で
し
ま

て
い
て

怖
か

た

 
生
き
て
い
た
事
は

し
い

直
に

し
い

 
で
も
だ
か
ら
こ
そ
も
う

は
二

も

き
な
い
の
だ
か
ら
怖
い

今

こ
そ
本

に
死

ぬ
ん
だ
と
思
う
と

が

で
も
自
分
の
命
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
事
を

え
掛
け
な
け
れ
ば
と

思

た
リ

フ

達
の
状
況
は
仕
方
な
い
と

え
る
か
も
し
れ
な
い
よ

だ
か
ら
一

に
キ
リ
ト

を
責
め
る
事
な
ん
て
出
来
な
い

ア
レ
は
キ
バ
オ
ウ
が
悪
い
ん
だ
し

 
そ
う

を
正
せ
ば
キ
リ
ト
に
殺
さ
れ
て
は
い
る
が
行
動
を

こ
し
た
キ
バ
オ
ウ
が
悪
い
の

だ

あ
の
男
が
リ

フ

と
シ
ノ
ン
を

た
せ
い
で
キ
リ
ト
が
こ
ん
な
思
い
を
す
る

目
に

な

た

キ
バ
オ
ウ
自
身
は
参
加
し
て
い
な
い
ら
し
い
が
そ
こ
に
い
た
と
い
う
グ
リ

ン
の
男
達
に
弄
ば
れ
た
と
い
う

そ
の
話
に
は
殺
意
が

く
程
だ

た

 
そ
れ
で
も

キ
リ
ト
が
悪
く
な
い

で
は
無
い

 
そ
れ
を
伝
え
る

に
で
も
ね
と
ボ
ク
は

葉
を
繋

を
上

た

至
近

離
で
こ
ち
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ら
を
見
る

惑
と
悲
し

な
面
持
ち
に
な

て
い
る
キ
リ
ト
と

線
が
交
錯
す
る

時
間
が
無
か

た
に
し
て
も
一
人
で
来
る
よ
う
に
指
示
を

け
て
い
た
に
し
て
も

に

も
話
さ
な
い
で
行

た
事
だ
け
は

キ
リ
ト
が
悪
い
よ

圏
内
事
件

の
時

リ

フ

に
も

ら
れ
て
た

だ
よ

 
一
緒
に
リ
ズ
が

た
の
な
ら

す
れ
ば
良
か

た
ん
だ

ご
め
ん
な

さ
い

ば
か

 

き
そ
う
な
く
ら
い
表
情
を
歪
め
本

に

を
浮
か
べ
た
キ
リ
ト
の

罪
に
ボ
ク
は
小
さ

く

弱
く

倒
し
な
が
ら

を

く
グ

で

く

圏
内

だ
し

そ
も
そ
も
本

に
力
を
入

れ
て
い
な
い
握
り

で
弱

し
く

い
た
だ
け
だ
け
ど
恐
ら
く
強

な
剣
技
よ
り
も
今
の
キ
リ

ト
に
は

な
一
撃
だ

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
分
か

た
の
は

キ
リ
ト
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と
大

の

を
零
し
始
め
た
か
ら

 
時

し

く
り
あ

る
彼
は
コ

ト
の

で

て
も

て
も
絶
え
な
い

を

と
流

し

け
た

 
は
う
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つ
い
さ

き
死
ん
だ
と

い
た
ば
か
り
な
の
に
そ
の
本
人
が
ケ
ロ

と
し
た

で

を
見
せ

た
事
で
最
初
に
喜
色
を
見
せ
た
ユ
ウ
キ
ち

ん
は
キ
リ
ト
君
が

き
止
ん
だ
現
在
は
た
と
正
気

に

て
か
ら
ず

と
こ
の
不
思
議
な
場

の

こ
で

を

て

て
い
た

 
ど
う
や
ら

し
過
ぎ
て

し
倒
し
更
に
は

き

き
ま
で
し
た
の
を
他
の
人
に
見
ら
れ
た
の

が

ず
か
し
か

た
ら
し
い

 
ま

わ
た
し
も
同
じ
状
況
で
そ
れ
を
し
た
ら
物

く

ず
か
し
が

て
同
じ
事
を
す
る
と
思

う
か
ら
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か

た

自
分
の
事
で
は
な
い
の
で
彼
女
の
そ
の
様
子
を
見
て

可
愛
い
な

と

こ
り
し
て
い
る
け
ど

え

と

ユ
ウ
キ

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
ち

ん
に

き

か
れ
あ
ま
つ
さ
え

し
倒
さ
れ
て
ま
で
い
た
キ
リ
ト
君

は
今
の
彼
女
が
ど
う
し
て

て
い
る
の
か
分
か

て
い
な
い
ら
し
く

惑
し
た
様
子
で

を

て
い
た

話
し
掛
け
て
い
い
の
か
悪
い
の
か
判
断
が
付
か
ず
彼
女
の
近
く
で
オ
ロ
オ
ロ
と

し
て
い
る
様
は
と
て
も
子

ら
し
か

た

 
た
だ

以
前
見
た
時
と
違

て

の
光
が
消
え
て
し
ま

て
い
る
の
は
気
に
掛
か

た
が

 
表
情
こ
そ
多
少
あ
る
が
そ
れ
も
少
し
前
に

し
て
い
た
時
よ
り
か
な
り

し
い
し
光
の
な
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い

は
フ

リ
ア
ち

ん
が
初
め
て
出
会

た
時
の
状

に
近
似
し
て
い
る

つ
ま
り
今
の
彼
は

心
に
深
い
傷
を
負

て
い
る
状

と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
疑
問
な
の
は
ユ
ウ
キ
ち

ん
か
ら
話
を

い
た
限
り
そ
の
傷
と
な
る
よ
う
な
事

が
分
か

ら
な
い
事

キ
バ
オ
ウ
達
を
斬

た
と
い
う
話
は
分
か
る
が
今
ま
で
数
多
の
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
を
斬

て
来
た
彼
が
そ
れ
で
深
い
傷
を
心
に
負
う
だ
ろ
う
か
と
思
う

確
か
に
負
い
は
す
る
だ

ろ
う
け
ど

そ
れ
で
も

の
光
を
失
く
す
程
で
は
な
い
だ
ろ
う

 
と
い
う
事
は
キ
バ
オ
ウ
達
を
斬

た
事
そ
の
も
の
で
は
な
く
そ
れ
以
外
の

か
が
原
因
と

い
う
事
に
な
る

け
れ
ど
残
念
な
が
ら
わ
た
し
に
は
そ
れ
が

な
の
か
分
か
ら
な
か

た

そ

も
そ
も
そ
の
騒
動
に
つ
い
て
あ
ま
り

し
く

い
て
い
な
い
た
め
よ
く
知
ら
な
い
状

で
分
か

る

も
な
い

 
恐
ら
く
ユ
ウ
キ
ち

ん
な
ら

か
知

て
い
る
と
思
う
け
ど

う
 

か
ら

て
身
も
だ
え
し

け
て
い
る
彼
女
に
問
う
事
は
出
来
そ
う
に
な
か

た 
本

を

え
ば

あ
の

え
て
い
る

を
も
う
ち

と
見
て
い
た
か

た
り
す
る
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そ
れ
と

ま

本
人
が

る
目
の
前
で
そ
れ
に
つ
い
て
問
う
の
も
ど
う
か
と
思

た
の
だ

感
情
に

し
く

に
光
が
無
く
は
あ
る
が
一
応
そ
れ
な
り
に
ま
と
も
な
反
応
を
見
せ
て
い
る

か
ら
あ
ま
り

し
な
い
方
が
良
い
だ
ろ
う

 
と
は

え
流

に
そ
ろ
そ
ろ
彼
女
を
こ
ち
ら
へ
引
き

し
た
方
が
い
い
か
も
と
は
思

て

い
る

時
間
は
有
限
だ

あ
ま
り

し
く

い
た

で
は
無
い
が

今
の

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

は
か
な
り
不
安
定
な
状

に
あ
る
ら
し
い
し

行
方
不
明

い
と
な

て
い
る
だ
ろ
う
彼
女
は

に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

 
わ
た
し
と
フ

リ
ア
ち

ん
も

く
孤

の

と

絡
を
取

て
安
心
さ
せ
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

あ
の
子
達
が
第
七
十
六
層
で
立
ち

生
し
て
い
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
け
ど

え

と

ユ
ウ
キ
ち

ん

そ
ろ
そ
ろ
話
を
し
た
い
ん
だ
け
ど

う

う
ん

 
オ
ロ
オ
ロ
と
し
て
い
る
キ
リ
ト
君
の

に
立

て
目
の
前
で

て
い
る
ユ
ウ
キ
ち

ん
に

声
を
掛
け
る
と
彼
女
は

か
に
ど
も
り
な
が
ら
反
応
を
返
し
て
立
ち
上
が
る

こ
ち
ら
に
見
せ

た
彼
女
の

は
ま
だ

く
そ
れ
が
先
の
大

に
過
ぎ
る
行
動
に
ど
れ
だ
け

を

い
て
い
る

か
の
証

だ

た
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そ
の
様
子
を

ま
し
く
思
い
な
が
ら
さ
て
と
わ
た
し
は
気
持
ち
を
切
り

え
る
よ
う
に

て

の
キ
リ
ト
君
を
見
る

 
自
分
が
見
ら
れ
た
事
が
分
か

た
よ
う
で

キ
リ
ト
君
も
わ
た
し
を
見
上

て
来
た

ユ
ウ
キ
ち

ん
か
ら

い
て
た
ん
だ
け
ど
キ
リ
ト
君

て
外

部
か
ら

ち
た
ん
だ
よ
ね

 
ど
う
や

て
生
き
残

た
の

 
ま
ず
最
初
に
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
の
は
そ
こ
だ

た

 

と
な
く
わ
た
し
達
と
同
様
に
強
制
転

に
よ

て
こ
ち
ら
に
来
た
の
だ
ろ
う
な
と
思

て

は
い
る

と
い
う
か
状
況
的
に
そ
れ
し
か
な
い

の
だ
が
そ
れ
を
確
定
的
に
し
て
お
き
た

か

た
の
だ

と
し
た
ら
あ
そ
こ
か
ら
自
力
で
生
還
出
来
る
術
を
持

て
い
て
も
キ
リ

ト
君
な
ら

ら
お
か
し
く
な
い
と
い
う
気
す
ら
し
て
い
る

ん

え

と

 
そ
の
問
い
に
キ
リ
ト
君
は
ど
う

え
る
べ
き
か
迷

た
よ
う
に
き

と

根
を
寄
せ
た

も
実
は
よ
く
分
か

て
な
い
ん
だ

下
し
て
る

中
で
意
識
を
喪

て
気
付
い
た
ら

こ
の

理

に

た
か
ら

か
ん
り
く
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四
人
と
も
浮
遊

か
ら
こ
こ
に
転

し
て
来
た
ん
だ
よ
な

 

は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

と

て

様

な
シ
ス
テ
ム
的
ア
ク
シ

ン
を
行
え
る
場

な
ん
だ

へ
 
ハ
キ
ハ
キ
と

み
な
く

え
る
様
か
ら
し
て
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
君
は
こ
ち
ら
の
事
を
わ
た
し

達
よ
り
は
深
く
知

て
い
る
ら
し
い

 
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
話
か
ら
推

す
る
に
多
分
わ
た
し
や
フ

リ
ア
ち

ん
ル
ク
ス
ち

ん
よ

り
数
時
間
後
に
来
た

だ
が
こ
の
情
報
の
差
は
流

は
最
前
線
で
常
に
最
新
情
報
を
回
す

に

力
し
て
き
た
キ
リ
ト
君
だ
と
思

た

 
そ
う
思

し
て
い
る
と

キ
リ
ト
君
は

に
わ
た
し
の
後
ろ
に
目
を
向
け
た

と
こ
ろ
で

そ

ち
の
人
は

 
そ
の
疑
問
を

け
て
背
後
を
振
り
返
れ
ば
彼
の

線
の
先
に
は
ル
ク
ス
ち

ん
が
い
た

確

か
に
彼
女
と
は
初
対
面
に

た
る
だ
ろ
う
か
ら
疑
問
に
思

て
も
仕
方
が
な
い

 
そ
れ
を

し
た
の
だ
ろ
う
ル
ク
ス
ち

ん
は
一
歩
前
に
出
て

に
手
を

て

み
を

浮
か
べ
た

私
は

ル
ク
ス
と

う

君
の
事
は
三
人
か
ら

い
て
い
る
よ

よ
ろ
し
く
頼
む
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不

だ
け
ど

で
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
な
ん
だ

 
彼
女
の

上
を
見
上

な
が
ら
問
う
キ
リ
ト
君

 
や

り
気
に
な
る
よ
ね

と
思
う
と
同
時
そ
の
疑
問
を

す
る
様
子
に

心
と
い

た

も
の
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
か

た
事
に
わ
た
し
は
内
心
で

を

た

こ
こ
が
圏
内
だ

か
ら
あ
る
い
は
彼
の
眼
か
ら
見
て
も
彼
女
が

ん
で
人
を
傷
付
け
る
よ
う
な
人
格
で
は
無
い
と

判
断
出
来
た
か
ら

あ
か
ら
さ
ま
な

は
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら

人
を
殺
し
て
し
ま

て
ね

そ
う
か

悪
か

た

い
や

構
わ
な
い
よ

気
に
な
る
の
は
仕
方
な
い
か
ら
ね

 
暗
い

で
け
れ
ど
正
直
に

え
た
ル
ク
ス
ち

ん
に
キ
リ
ト
君
は

罪
し
彼
女
は
そ
の

罪
を

け
て
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら

を
横
に
振

た

む
し
ろ

し
立
て
し
よ
う
と
す
る
方
が

ア
レ
だ
し

気
に
な
る
の
は
確
か
だ
か
ら

仕
方
な
い
と

え
ば
仕
方
な
い

 
キ
リ
ト
君
も
そ
の
気
持
ち
は
理
解
出
来
る
の
か
そ
れ
以
上
追

す
る
事
も

罪
を
重
ね
る

事
も
な
か

た

そ
れ
で

四
人
は
ど
う
し
て
こ

ち
に

る
ん
だ
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わ
た
し
と
フ

リ
ア
ち

ん
ル
ク
ス
ち

ん
は
三
日
前
の
お

に

突
な
転

で
こ

ち

に
来
ち

た
ん
だ

ボ
ク
は
今
日
の
お

だ

た

四
人
と
も
強
制
転

て
い
う

か

と
な
る
と

も
強
制
転

な
の
か
な

 
わ
た
し
達
が
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
ど
う
や

て
来
た
か
を
正
直
に
語
れ
ば
彼
は
そ

う

い
た

ど
う
や
ら
彼
自
身
気
を
喪

て
い
た
と
い
う
事
も
あ

て
強
制
転

し
た

間
の

事
を
覚
え
て
い
な
い
ら
し
い

 
た
だ

少
し
気
に
な

た
事
も
あ
る

 
以
前
わ
た
し
は
彼
を
お
ぶ

て
教
会
ま
で
運
ん
だ
事
が
あ
る

あ
の
時
の
彼
は
闘
技
場
で
の

闘
の

労
や
圏
内
事
件
の
経

を
探
る

に

く

労
し
て
い
て
教
会
の
子

達
を
軍

の
徴
税
部
隊
か
ら
助
け
る

に
大

れ
し
た

に

ば
気
絶
す
る
形
で
わ
た
し
の
背
中
で

眠
り
に

い
た

労
を

し
て
で
も
動
い
て
い
た
そ
の
強

な
精
神
力
は

な
も
の
で
他

の
追

を
許
さ
な
い

に
あ
る
と
見
て
間
違
い
な
い

 
気
に
な

た
の
は
そ
れ
だ
け
強

な
精
神
力
を
有
す
る
彼
が
外

部
か
ら

下
す
る
間
に

気
絶
す
る
の
か
と
い
う
事
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確
か
に
第
七
十
五
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
で
の

労
は
あ
る
だ
ろ
う
し
七
十
六
層
で
の

乱
を

抑
え
る

に

り
回

て
い
た
事
か
ら
精
神
的
な

労
は
あ
る
だ
ろ
う

キ
バ
オ
ウ
達
の
事
も
あ

る
し

精
神
的
苦

は
か
な
り
の
も
の
と
見
て

違
な
い
と
は
思
う

 
で
も

そ
の

労
が
あ
の
日
よ
り

ま
じ
い
も
の
だ
と
は

思
え
な
か

た

 
死
へ
の
恐
怖
か
ら
気
絶
し
た
と
い
う
線
も
無
く
は
な
い
が

の
一

人
な
ら
と
も
か
く

も
生
死
の
境
を

う
程
の
死
線
を
潜
り

け
て
来
た
彼
が
そ
う
な
る
だ
ろ
う
か
と
思
い

ど
う
に
も
し

く
り
来
な
い

そ
も
そ
も
彼
は

も
外

部
か
ら

と
さ
れ
て
い
る
経
験
を
持

つ
と

い
て
い
る

今
回
は
オ
レ
ン
ジ
だ

た
か
ら
絶
対
に
復
帰
不
可
能
だ

た

だ
が
そ
れ

で
気
絶
し
た
と

う
に
は
ど
う
に
も
弱
い

 

と
す
る
と
物

い
速

で

動
し
て
い
る
間
に
転

現

が

こ

て
そ
れ
で
意

識
と
共
に
記

も

ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思

た

 
転

は

標
を

動
す
る
だ
け
で

動
中
の

性
は
そ
の
ま
ま
な
の
だ

下
中
に
転

し
た

の
な
ら
転

の
地
面
に
そ
の
ま
ま
の
速

で

突
し
気
絶
し
た
と
い
う
線
は
大
い
に
あ
り
得

る

そ
の
衝
撃
で
転

前
後
の
記

が

ん
で
い
る

と
い
う
可
能
性
は

定
出
来
な
い

 

像
動

と
か
が
あ
れ
ば
良
い
の
だ
が
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
そ
ん
な

合
の
い
い
も
の
が
あ
る
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で
も
無
し

本
人
も
忘
れ
て
い
る
以
上
は
ど
れ
が
真
実
な
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
気
に
し
て
も
仕

方
な
い
だ
ろ
う

 

か
引

掛
か
る
事
は
あ
る
が
取
り

え
ず
そ
れ
は
横
に

い
て
お
こ
う
と
決
め
て
別
の

問
を
ぶ
つ
け
る
事
に
し
た

ち
な
み
に
キ
リ
ト
君

今
ま
で
ど
こ
で

を
し
て
た
の

 
そ
れ
に
ど
う
や

て

に

 

て
多
分
紋
様
が
無
い
と
来
ら
れ
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

紋
様

あ
の
浮
遊

に
あ
る
ア
レ
か

 
最
初
は
わ
た
し
が

う
紋
様
が

か
分
か
ら
な
か

た
よ
う
だ
が
す
ぐ
に

た
り
を
付
け
た

の
か
理
解
し
た
表
情
を
見
せ
た

は
今
ま
で

精
霊
の
森

て
い
う
場

に
い
た

精
霊
の
森

 

そ
の
神
秘
的
な
場

と
思
え
る
名
前
は
と
思
い
な
が
ら
四
人

て
オ
ウ
ム
返
し
に

く

 
彼
の
話
に
よ
れ
ば
そ
こ
は
深
緑
樹
海
セ
ル
ベ
ン
テ

ス
エ
リ
ア

こ
こ
で
初
め
て
エ

リ
ア
の
名
前
を
知

た

の
迷
い
の
森
の
中
に

一
存
在
す
る
モ
ン
ス
タ

が
ポ

プ

し
な
い
平
和
な
エ
リ
ア

色
取
り
取
り
の
花

が
咲
き
誇

て
い
て
開
け
た
場

に
あ
る
か
ら
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か
深
い
樹
海
の
中
で
も

一
と

て
良
い
く
ら
い
陽
光
が

と

り

ぐ

ち

い
た
場

だ
と
い
う

 
こ
の
三
日
間
の
内

日
と
今
日
は

れ
を
取
る

に
そ
こ
で

ん
で
い
た
の
だ
と
い
う

そ

れ
以
外
は
こ
の

理

を

点
と
し
て
樹
海
エ
リ
ア
の

地
を
転

と
し
て
い
た
ら
し
い

わ
た

し
達
と
会
わ
な
か

た
の
は
偶
然
の
よ
う
だ

た

キ
リ
ト

 
そ
れ
を

い
て
ユ
ウ
キ
ち

ん
が
い
の
一
番
に
反
応
を
示
し
た

ど
こ
か
感
動
し
た
よ
う
に

を
抑
え
て

え
て
い
る

れ
を
取
る

に
自
主
的
に

む
な
ん
て
成
⻑
し
た
ね

 
ボ
ク

く

し
い
よ

 
そ
の
感
動
は
今
ま
で
い
く
ら

て
も
絶
対
に

も
う
と
し
な
く
て
以
前

ん
だ
の
も
フ

レ
ン
ド
に
な

て
い
る
ユ
ウ
キ
ち

ん
を
始
め
と
し
て
多
く
の
人
に
説
得
さ
れ
た
も
の
だ

た
か

ら
こ
そ
自
主
的
に

む
事
を

し
た
が
故
の
も
の
だ

た

状
況
的
に
か
な
り
切

し
て
は

い
る
も
の
の
彼
女
も

労
の
極
み
に
あ
る
彼
を

か
せ
よ
う
と
い
う
⻤

で
は
無
い
の
で

直
に
喜
ん
で
い
る
ら
し
か

た
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か
ら

い
て
い
る
身
と
し
て
は
そ
れ
だ
け
で
感
動
を
覚
え
る
の
も
か
な
り
ど
う
な
の
か
と

思
わ
な
い
で
も
無
い

偶
に
思
う
け
ど

ユ
ウ
キ
ち

ん

て
キ
リ
ト
君
を
恋
い

う
あ
ま
り

時

か
な
り
過
保
護
に
な

て
い
る
気
が
す
る

 
ま

そ
れ
も
⻑
い
付
き
合
い
だ
か
ら
こ
そ
な
の
だ
ろ
う
け
ど

う

ん

こ
れ
で
喜
ば
れ
る
の
も

そ
れ
は
そ
れ
で
か
な
り
複

な
ん
だ
け
ど

 
喜
ば
れ
て
い
る

の
本
人
は
か
な
り

そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
が

 
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
過
保
護
ぶ
り
を

け
て

な
反
応
を
示
し
た
時
に
も
し
か
し
て
ち

と
し
た
反
抗
期
か

か
か
な
と

と
は
な
し
に
思

た

年

的
に
キ
リ
ト
君
に
も
反
抗
期
が

来
て
も
お
か
し
く
は
な
い

ち

と

い
と
思
わ
な
い
で
も
無
い
が

彼
は
精
神
的
に

な
気
が
あ
る
か
ら

だ
ろ
う

そ
れ
に

今
回
も
説
得
さ
れ
て

ん
だ
だ
け
だ
か
ら

自
主
的
で
は
な
い
よ

 
だ
が
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
喜
び
は
残
念
な
が
ら
無
に
帰
す
事
に
な
る

ど
う
や
ら
今
回
も

か

に
根
気
強
く
説
得
さ
れ
た
事
で

む
事
を
決
め
た
ら
し
い

 
そ
れ
に
し
て
も
一
体

に
説
得
さ
れ
た
の
か

こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
は
わ
た
し
達

以
外
に
も

か

る
と
い
う
の
か

そ
れ
も
キ
リ
ト
君
の
事
を
慮
る
程
に
親
し
い
間

の
者
が
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だ
と
し
て
も
一
緒
に
こ
の
場
に
来
て
い
な
い
の
は
引

掛
か
る

説
得

 

に
さ
れ
た
の

ユ
イ
姉

は

 
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
問
い
に
対
し

的
に
返
さ
れ
た
人
物
名
を

い
て
ユ
ウ
キ
ち

ん
フ

リ
ア
ち

ん
そ
し
て
わ
た
し
の
三
人
は

て

狂
な
声
を
上

て
し
ま

た

そ
の
人

物
は
確
か
に
知

て
い
る
け
ど
少
し
前
に
彼
と
の
対
話
を
最
後
に
行
方
知
ら
ず
に
な
り
恐
ら

く
死
に
別
れ
を
し
た
の
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た
者
だ

た
か
ら
だ

 

が

え
る
だ
ろ
う
か
彼
の
義
理
の
姉
で
あ
る
ユ
イ
ち

ん
が
こ
ち
ら
に
来
て
い
る
な
ど
と

え

と
話
が
あ
ま
り

み

め
な
い
ん
だ
が

ユ
ウ
キ
達
は
そ
の
人
物
に
つ
い
て
心

た
り
が
あ
る
の
か
い

 
こ
の
場
で

一
ユ
イ
ち

ん
に
つ
い
て
知
ら
な
い
ル
ク
ス
ち

ん
が
小

を

な
が
ら
疑

問
を
投

て
来
た

知
ら
な
か

た
ら
そ
り

話
が
分
か
る

も
無
い
だ
ろ
う

仮
に
今
ま
で
分

か

て
い
て
も

知
ら
な
い
人
物
に
つ
い
て
出
さ
れ
た
ら
分
か
ら
な
く
な
る
事
は
請
け
合
い
だ

キ
リ
ト
が
ユ
イ
姉

て
呼
ん
だ
子
は
少
し
前
に
記

喪
失
と
精
神
後
退
の
状

で
第
二
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十
二
層
に
倒
れ
て
い
た
女
の
子
の
事
だ
よ

目
が
覚
め
た
後
ユ
イ
ち

ん
は
キ
リ
ト
の
お
姉
さ

ん
に
な

た
ん
だ

精
神
後
退
を
し
て
い
た
の
に

か
い

か
と
は

え
ユ
イ
ち

ん
の
方
が
大
き
か

た
か
ら
じ

な
い
か
な

心
に
思

た
と
か

あ
あ

 
ユ
ウ
キ
ち

ん
が
ユ
イ
ち

ん
の
事
に
つ
い
て

的
に
説
明
し
ル
ク
ス
ち

ん
も
一
応
事
情

を
把
握
し
た
よ
う
だ

た

 
ま

精
神
後
退
を

こ
し
て
い
る
子
が
姉
を
名

る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

と

は
疑
問
に
思
う
か
も
し
れ
な
い

わ
た
し
や
フ

リ
ア
ち

ん
が
知
り
合

た
時
は

に
彼
女
の
事
を
キ
リ
ト
君
は
ユ
イ
姉
と
呼
ん
で
い
た
し
ユ
ウ
キ
ち

ん
と
知
り
合

た
時

も
そ
う
ら
し
か

た
の
で

特
に
疑
問
に
思
わ
な
か

た
け
ど

む

け
れ
ど

そ
の
子
も
こ
ち
ら
に
来
て
い
る
と
し
て

今
は

に

る
ん
だ
い

 
事
情
と

性
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
で

ル
ク
ス
ち

ん
は

け
て
疑
問
を

す
る

 
確
か
に
そ
れ
は
気
に
な
る
事
だ

あ
の
キ
リ
ト
君
が
ま
さ
か
自
分
の
義
理
の
姉
で
あ
り
戦
う
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力
が
無
い
ユ
イ
ち

ん
を

い
て
来
る

も
無
い
し

食

達
で
離
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
そ
れ
な
ら
こ
の

理

に
来
る

が
無
い

そ
こ
ら
の
モ
ン
ス
タ

を

た
ら
そ
の
ま

ま
非
ポ

プ
エ
リ
ア
故
に

ば
圏
内
も
同
然
な

精
霊
の
森

へ
と
直
帰
し
て
い
る
の
は
明
白

 

に

か

事
が
あ

た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
私
な
ら

最
初
か
ら
ず

と

に

ま
す
よ

  
そ
う
思

し
て
い
る
と

と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

き
覚
え
が
あ
る
声
が

こ
え
て
来
た

え

ユ
イ

ち

ん

 
ユ
ウ
キ
ち

ん
が

然
と
し
な
が
ら
そ
の
声
の
主
の
名
前
を

に
す
る

 
そ
の
声
は
少
し
前
に
キ
リ
ト
君
の
義
姉
と
な
り
そ
し
て

日
に
シ
ン
カ

さ
ん
を
救
出
す
る

の
地
下
迷

攻
略
後
に

を
消
し
た
少
女
ユ
イ
ち

ん
の
も
の
だ

た
の
だ

あ
れ
か
ら
行

方
知
ら
ず
と
な

て
い
て
キ
リ
ト
君
の
様
子
か
ら
世
を

ん
で
自
ら
命
を
絶

た
の
で
は
と

思

て
い
た
の
だ
が

こ
れ
は
良
い
意
味
で
予
想
が
外
れ
た
よ
う
だ

 
け
れ
ど
そ
の

は
ど
こ
に
も
無
い

キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
回
し
て
も

が
無
く
け
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れ
ど
声
は

こ
え
て
い
た

 
ま
る
で

霊
の
よ
う
だ

乱
し
て
い
ま
す
ね

 
ま
た
声
が

こ
え
た

 
で
も
ど
こ
か
ら

こ
え
て
い
る
か
分
か
ら
な
い

も

然
見
え
な
い

 
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
事
だ
と

わ
た
し
達
は

て

惑
し
た

あ
あ

す
み
ま
せ
ん

今

を
見
せ
ま
す
ね

 
明
る
く

目

気
を
感
じ
さ
せ
る
い
た
ず
ら

子
の
よ
う
な
声

で
少
女
が

た
後

と
キ
リ
ト
君
の

か
ら

い
蒼
色
の
光
が
放
た
れ
た

 
キ
ラ
キ
ラ
と

想
的
な

く
蒼
い
光
は
シ

ツ
の
内

か
ら
放
た
れ
て
い
て

第
に
シ

ツ

の
中
か
ら

を
見
せ
る

そ
の
光
は
彼
が

か
ら

て
い
る

を

た
蒼
い
ネ

ク
レ
ス
か

ら
放
た
れ
て
い
た

 
思
わ
ぬ
光

に

目
し
て
い
る
と

を

た
ネ

ク
レ
ス
か
ら
一

強
い
蒼
白
い
光
が

び
出
す

 
そ
れ
は

く
上
に
上
が
り

い
で
放
物
線
を

い
て

ち
る
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そ
し
て

か
ら
五
十
セ
ン
チ

ど
の
高
さ
の
と
こ
ろ
で
蒼
白
い
光
は
破
裂

閃
光
は
発
さ
な

か

た
も
の
の

か
に
光
を
解
放
し
た
そ
こ
に
は

一
つ
の
人
影
が
存
在
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
君
よ
り
も

か
に
背
が
高
く
し
か
し
同
じ
く
ら
い
華

で
ま
る
で
姉
妹
の
如
く

や
か
な
黒
髪
を
後
ろ

ま
で

ば
し
て
い
る
そ
の
人
物

白
い
ワ
ン
ピ

ス
を

い

足
で

明
の
ガ
ラ
ス

に
足
を

け
た
の
は
一
人
の
少
女

 
声
か
ら

し
て
い
た

り

キ
リ
ト
君
の
二
人
目
の
義
姉
ユ
イ
ち

ん
だ

た

 
小
さ
な
光
か
ら
現
れ
た
少
女
は
眼
を

て
い
た
が
す
ぐ
に

を
持
ち
上

に
こ
り
と

ん
だ

そ
の

線
は
ル
ク
ス
ち

ん
へ
と
向
け
ら
れ
る

初
め
ま
し
て

ル
ク
ス
さ
ん

私
は
こ
の
子
の
義
理
の
姉
ユ
イ
と

い
ま
す

え

え
と

は

初
め
ま
し
て

 

き

め
や
ら
ぬ
ま
ま

を
返
す
彼
女
に

足
そ
う
な

み
を
向
け
た
ユ
イ
ち

ん
は

け
て
わ
た
し
達
に

線
を
向
け
た

そ
し
て
お

し
ぶ
り
で
す
ユ
ウ
キ
さ
ん
フ

リ
ア
さ
ん
レ
イ
ン
さ
ん

ま
た
お
会
い
出

来
て

し
い
で
す

 
そ
う

て
ユ
イ
ち

ん
は
甘
い
お

子
を
食
べ
た
時
の
子

達
と
同
じ
よ
う
に

ら
か
な
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み
を
浮
か
べ
た

本

に

し
い
と
思

て
い
る
事
が
分
か
る
く
ら
い
そ
の
表
情
に
裏
は
無

か

た

表
だ
け
だ

た

 

却

て
そ
れ
が
不
気
味
に
思
え
る
程

あ
ま
り
に
も
自
然
だ

た

 
一
体
こ
れ
は
ど
う
い
う
事
な
の
か

彼
女
の

が
以
前
に

べ
て

く
大
人
び
た
も
の
に

な

て
い
る
事
そ
し
て

よ
り
も
ユ
イ
ち

ん
が
ど
う
し
て
そ
こ
か
ら
出
て
来
た
の
か
と
疑

問
は

き
な
か

た

謎
が
多
く
出
て
来
て

惑
は
止
ま
ら
な
い

 
わ
た
し
達
の
様
子
を
見
た
ユ
イ
ち

ん
は
悪

子
が

い
を

え
る
よ
う
に

に
手
を

て
た悪

大
成

で
す

ユ
イ
姉

乱
を
大
き
く
し
て
ど
う
す
る
ん
だ

私
が
す
る
事
を

認
し
た
ん
で
す
か
ら
キ

も
同
罪
で
す
よ

 
共

者
な
ん
で
す
か
ら

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

 
わ
た
し
達
が

い
て

惑
し
て
い
る
事
に
ご

悦
ら
し
い
ユ
イ
ち

ん
と
そ
れ
に
加

し
つ

つ
も

れ
な
が
ら

め
る
よ
う
に

う
キ
リ
ト
君
の

振
り
か
ら
ど
う
や
ら

て
し
た
事
ら

し
い
事
は
分
か

た
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時

し
た
か
は
分
か
ら
な
い
が

か
な
時
間
で
ユ
イ
ち

ん
が

を
立
て
ど
う
い

う
手

で
か
は
分
か
ら
な
い
が
キ
リ
ト
君
に
伝
え

彼
は
そ
れ
を

認
し
た
の
だ
ろ
う

 
と
い
う
事
は
わ
た
し
達
と
再
会
し
て
か
ら
今
ま
で
の
全
て
の
会
話
を
ユ
イ
ち

ん
は
彼
の

の
ネ

ク
レ
ス
の
中
か
ら

い
て
い
た
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

 
し
か
し

故
ネ

ク
レ
ス
の
中
に
入
れ
る
の
か

あ
の
ア
イ
テ
ム
に
は
そ
う
い
う
機
能
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か

 
中
世
フ

ン
タ
ジ

と

え
ど
ゲ

ム
だ
か
ら
無
く
は
無
い
だ
ろ
う
が
魔
法
的
な
も
の
の
大

が

さ
れ
て
い
る

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
の

は
初

だ

結

ア
イ
テ
ム
を

け
ば
精

火
代
わ
り
に

を
吹
き
出
す
魔

く
ら
い
し
か

い
た
事
は
無
い

え

と

キ
リ
ト

色

と
事
情
を
説
明
し
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

そ
の

ユ
イ
ち

ん

て

も
し
か
し
て
今
ま
で
ず

と
そ
の
ネ

ク
レ
ス
の
中
に

た
の

 

惑
で

も

葉
を
発
せ
な
い
で
い
る
中
最
も
キ
リ
ト
と
付
き
合
い
の
⻑
い
ユ
ウ
キ
ち

ん

が
そ
の
問
い
を
発
し
た

に

を

く
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
に
さ

き

き

め
て
い

た
の
も
知
ら
れ
て
い
る
の
か
と

え
た
の
だ
ろ
う
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そ
の
思

を
見

か
し
た
の
か
ユ
イ
ち

ん
は
に

こ
り
と

面
な

あ
る
種
イ
イ

を
浮
か
べ
た

は
い

 
シ
ン
カ

さ
ん
達
を
助
け
出
し
た
あ
の
日
か
ら
ず

と

ま
し
た

 
ユ
ウ
キ
さ

ん
が
一
世
一
代
の
決
意
を
し
た
と
こ
ろ
で
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
登
場
で

し
た
の
も
バ

チ
リ
見
て

い
て
ま
し
た
よ

 
悪
魔
だ

 
ユ
イ
ち

ん
が
浮
か
べ
て
い
る
イ
イ

と

に
し
た
そ
の
内
容
か
ら
確
実
に
こ
れ
は
確
信

で

て
い
る
と
理
解
し
た
わ
た
し
は

一

そ
う
感
想
を

い
た

分
か

て
て
ユ
ウ
キ

ち

ん
の
心
を

て
い
る

葉
を

ん
で
い
る

り
小
悪
魔
よ
り
は
悪
魔
と

た
方
が
的

を

て
い
る
だ
ろ
う

か

か
ボ
ク
を
殺
せ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

え
え
え
え

 
ど
う
も
わ
た
し
や
フ

リ
ア
ち

ん
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
も

か
し
て
い
た
ら
し
い
ユ
ウ
キ

ち

ん
は
ユ
イ
ち

ん
に

わ
れ
た

間

り
付
い
て
す
ぐ
に
再

動
を
果
た
し
た

た
だ
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し
そ
れ
は
想
像
を
絶
す
る
絶

と
い
う
お
ま
け
付
き
だ

た
が

う
が

 
と

を

手
で

さ
え
な
が
ら
雄

し
い

を

か
せ
て
い
る

 
一
世
一
代
の
覚
悟

と
い
う
の
を

い
て

あ
あ

白
し
よ
う
と
し
た
ん
だ
な
と
悟

た

そ
し
て
そ
れ
に
水
を
差
す
形
で
ア
ル
ゴ
ち

ん
が
入

て
来
た
事
が
原
因
で
出
来
な
か

た
ん
だ

な
と
も

 
同
性
と
し
て
物

く

れ
に
思
え
た

同
時
に
そ
れ
で
も

け
る
事
無
く
意
識
し
て
も
ら
う
よ

う
果

に
ア
タ

ク
し
て
い
る
彼
女
の
心
意
気
に
感

を
覚
え
た

 
そ
し
て
ユ
イ
ち

ん
が
確
信

で
傷
を

る
事
以
上
に
不

に
思
え
る
事
が
あ
る

そ
れ
は

想
い
を
向
け
ら
れ
て
い
る
少
年
の
方
は

が

だ
か
分
か
ら
ず
ユ
ウ
キ
ち

ん
を
抑
え
よ
う
と

必
死
に
な

て
い
る
事

 
第
三
者
の
乱
入
も
あ

て
お
流
れ
に
な

た
も
の
の
ム

ド
と
い
う
も
の
は
あ

た

だ

そ

れ
で
も
自
身
が

い
て
い
る
想
い
に
気
付
い
て
も
ら

て
い
な
い
の
は
か
な
り
不

に
思
え
る

 
キ
リ
ト
君
は
ま
だ
小
学
五
年
生
の
年

男
子
は
ま
だ
性
の
事
に
興
味
を
向
け
に
く
い
年

だ

か
ら
仕
方
な
い
と
は

え
せ
め
て
少
し
で
も
気
付
い
て
あ

た
方
が
良
い
の
で
は
と
思
わ
な
い

で
も
な
い

ら
経
験
が
無
い
と
は

え
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
は

分
か
り
や
す
い

な
の
だ
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ま

今
は
た
だ
慌
て
て
い
る
だ
け
で

は
気
付
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

ユ
ウ
キ

ち

ん
の
様
子
を
見
る
限
り
可
能
性
は

い
な
と
わ
た
し
自
身
思

て
い
る
け
ど

 
こ
の
後

ユ
ウ
キ
ち

ん
が

ち

く
の
に
十
分
を
要
し
た

  
ち
な
み
に
こ
の
後
分
か
る
事
だ
が
ユ
イ
ち

ん
は
キ
リ
ト
君
が
こ

ち
に
来
て
か
ら
ネ

ク

レ
ス
の
中
に
入

た
ら
し
い

キ
リ
ト
君
と
別
れ
て
か
ら
は

か
ら
そ
の
様
子
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
た
だ
け
と
い
う
事
だ

た

  
そ
れ
は
そ
れ
で
別
の
意
味
で
ユ
ウ
キ
ち

ん
は

絶
し
て
い
た
の
で

気

め
に
も
な
ら
な

か

た
が
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
も
う
ね
ユ
ウ
キ

て
一
人
で
主
人

と
ヒ
ロ
イ
ン

れ
る
か
ら

る

気
付
い
た
ら
こ
う

な

て
た
よ

 
違
和
感
な
く
書
い
た
だ
け
な
の
に

 
さ
て
本
作
で
は
完
全
に
魔

キ

ラ
と
化
し
た
ユ
イ
姉

キ
リ
ト
の
戦
闘
思

は
と
も
か

く
戦
闘
時
の
動
作
や
行
動
の
全
て
の
感
覚
を
常
に
知
覚
し
て
い
る
と
い
う
事
で
た
だ
キ
リ
ト

の
戦
闘
を
観

し
て
い
る
だ
け
で
ド
ン
ド
ン
学

し
て
い

て
い
ま
す

 
じ
わ
じ
わ
と
ヒ
ロ
イ
ン

を

て
い
く
ス
タ
イ
ル

 
目
指
せ

ア
ク
セ
ル

ド
の
大
人
ユ
イ

に
大
人
ユ
イ
は
強
く
て
使
い
や
す
い
し

キ

ラ
的
に

み

大
人
の
見
た
目
に
な

た
ら
多
分
キ
リ
ト
も

い
甘
え
る

 
あ
と
カ

コ
い
い

覚
悟
は
良
い
で
す
か

と
か

ユ
イ
の
妹
が
重
攻
撃
系
だ
か
ら

彼

女
は
速
力
重

で
武
器
は

剣

片
手
剣

り
を

え
て
い
る
ん
で
す
が

が
良
い

か
な

に
本
作
で
戦
闘
す
る
の
は
決
定
事

 
ち
な
み
に
ネ

ク
レ
ス
と
同
化
と
か
感
覚
を
一
方
的
だ
け
ど
共
有
し
て
い
る
設
定
は

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
の
エ
ク
ス
テ
ラ
に
登
場
す
る
王
権
レ
ガ
リ
ア
を
参

に
し
て
い
ま
す

あ
の
作
品
の

主
人

は
戦
闘
に
な
る
と
指
輪
の
中
に

動
し
そ
こ
か
ら
プ
レ
イ
ア
ブ
ル
サ

ヴ

ン
ト
の
補
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助
を
す
る
感
じ
で

更
に
サ

ヴ

ン
ト
を

み

む
感
覚
が
あ
る
と
か

と
か
あ
り
ま
し
た

 
そ
れ
を
流

し
た
ら
ユ
イ
姉
も
戦
闘
時
に
一
緒
に

ら
れ
る
し
原
作
ピ
ク
シ

時
の
よ
う

に
戦
闘
補
助
出
来
る
ん
じ

な
い
か
な
と
思

て

色

理

を
書
い
て
い
ま
す
が
私
な

り
に

て
解

し
て

理

を

ね
く
り
出
し
た
感
じ
で
す

 

の

個
人
間
秘
匿

信

は

プ
ラ
イ
ベ

ト
・
チ

ン
ネ
ル

と
も
書
か
れ
て
い
ま
す

ね

原
理
は
無
い
け
ど
多
分

の

肉
と
声

を
収

さ
せ
る
電
気
信

を

み
取

て
そ

れ
を

声
デ

タ
に
変
換
し
て

や
り
取
り
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な

と

え
ま
し
た

そ
う
じ

な
い
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
仮
想
世
界
で
ど
う
や

て
正
確
に
会
話
出
来
る
よ
う
に
す
る
の
か

て
い
う
話
な
の
で

 
異
論
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

ご
容
赦

き
た
く
存
じ
ま
す

 
ユ
ウ
キ
の
ヒ
ロ
イ
ン

も
そ
う
だ
け
ど
ユ
イ
姉
の
魔

も
ド
ン
ド
ン
上
が

て
い

て

る
な

ラ
ン
と
リ

フ

も
強
化
し
な
き

使
命
感

 
シ
ノ
ン

 
彼
女
は

と
死

事
件
が
あ
る
の
で
強
化
は
確
定
そ
も
キ
リ
ト
の
指
導
を

け
て
る
時
点
で
お
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し 
⻑
文
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
六
十
九
章
 

一
時
の
別
れ

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
オ

ル
ユ
ウ
キ

点

も
う
ユ
ウ
キ
が
主
人

キ
リ
ト
を
堕
と
し
て
正

で
い
い
ん

じ

な
い
か
な
と
思

て
来
た
今
日
こ
の

で
す

ホ
ン
ト
ユ
ウ
キ

点
多
い

 
そ
れ
は
と
も
か
く

今
話
で

く

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら
脱
出
し
ま
す

ラ
ス
ト
で

そ

れ
ま
で
ず

と

理

で
の
会
話
シ

ン

 
文

数
は
約
二
万
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
ユ
イ
ち

ん
の
悪
魔
的
発

に
よ

て

く
取
り
乱
し
て
し
ま

た
後
キ
リ
ト
が
必
死
に

ち

か
せ
よ
う
と
し
て
く
れ
た
の
で

十
分

ど
掛
け
て
ボ
ク
は

ち

き
を
取
り

し
た

 
そ
れ
か
ら
ボ
ク
達
は
彼
女
の

か
ら

く
べ
き
真
実
の
数

を

ら
れ
た
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ま
ず
ユ
イ
ち

ん
が

本

は
プ
レ
イ

で
は
無
く
高
性
能
な

を

ん
だ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ

る
事
を
知

た

 
正
式
名
称
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
一

コ

ド

ネ

ム
は

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
０
０
１
Ｙ
ｕ
ｉ

 
人
の
手
か
ら
離
れ
て
も

し

け
る
完
全
自
律
シ
ス
テ
ム
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

で
す
ら
手
に

る
プ
レ
イ

の
精
神
に

因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
シ
ス
テ
ム
で
解
決
出
来
る
よ

う
作
ら
れ
た

作
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
人
と

た
の
だ

 
コ

ド
ネ

ム
か
ら

す
る
に
他
に
も
複
数
存
在
す
る
よ
う
だ
が
彼
女
も
流

に
全
て
の
把

握
は
出
来
て
い
な
い
ら
し
く

現
在
ど
ん
な
状

に
あ
る
か
ま
で
は
知
ら
な
い
よ
う
だ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と

わ
れ
た
時
最
初
は
信
じ

か

た

し
ろ
キ
リ
ト
に
向
け
る
表
情
や

葉

は
リ

フ

と
同
じ
く
義
姉
と
し
て
の
愛
情
に

れ
て
い
て
と
て
も
プ
レ
イ

の
表
情
や
感

情
デ

タ
か
ら
学
び

し
て
い
る
の
だ
と
は
思
え
な
か

た
の
だ

キ
リ
ト
と
同
じ
よ
う
に

レ

テ

ン
グ
を
無

し
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
子

の
一
人
だ
と

わ
れ
た
方
が
ま
だ
信
じ
ら
れ
る

く
ら
い
だ

 
し
か
し
彼
女
が
あ
の
デ
ス
ゲ

ム

の
時
に
現
れ
た
が
ら
ん
ど
う
の

ロ

ブ
ア
バ
タ
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と
同
じ
よ
う
に

手
を
振
る
事
で
メ
ニ

を
出
し
た
事
で

プ
レ
イ

と
は
違
う
の
だ
と

悟

て
し
ま

た

人
の
手
か
ら
離
れ
て
い
る
現
状
で

に

す
る
権
限
を
有
す
る
者
は
デ

ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
で
な
け
れ
ば
消
去
法
で
シ
ス
テ
ム
が

わ
せ
た
存
在
く
ら
い
し
か
無
い
か
ら

だ 
そ
れ
で
も
ま
だ
信
じ

か

た
が
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
名
前
の
部
分

が
教
え
ら
れ
た
コ

ド
ネ

ム
表
記
だ

た
か
ら
信
じ
ざ
る
を
得
な
か

た

無
論
彼
女
の

上
に
あ
る
カ

ル
の
色
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
特
有
の
も
の
だ

た
か
ら

と
い
う
の
も
あ
る

 
そ
し
て
疑
問
な
の
は

故
ユ
イ
ち

ん
が

に

た
の
か
と
い
う
事

 
彼
女
の
正
体
を
知

た
後
シ
ン
カ

を
助
け
に
行

た
あ
の
日
ボ
ク
達
を
返
し
た
後
に
地

下
迷

最

の
小
部

で

が
あ

た
の
か
語
ら
れ
た

だ
か
ら
彼
女
が
カ

デ

ナ
ル
・
シ

ス
テ
ム

に
よ

て

消
さ
れ
た
事
も
知

た

 
彼
が

か
ら

て
い
た
ネ

ク
レ
ス
が
彼
女
の
デ

タ
の
一
部
を
切
り
取

た
も
の
で
あ

り
本
来
な
ら
完
全
再
現
は
出
来
な
い
く
ら
い
断
片
的
で
し
か
な
か

た
事
も
教
え
て
も
ら

た

 
だ
か
ら
こ
そ

消
さ
れ
た

の
彼
女
が

に
存
在
し
て
い
る
理
由
が
分
か
ら
な
か

た

 
そ
れ
に
つ
い
て
彼
女
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
内
で

一
オ
ブ
ジ

ク
ト
・
イ
レ
イ
サ



 第六十九章 〜一時の別れ〜

を
行
使
出
来
る
レ
ベ
ル
の

権
限
を
有
し
て
い
る

だ

た
か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

に
て

作
を
行
う
ス
タ

フ
と
し
て
復

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
語

た

仮
定
形
な
の
は

彼
女
本
人
も
よ
く
分
か

て
い
な
い
か
ら

 
キ
リ
ト
は
第
一
層
外

部
か
ら

ち
て
い
る
最
中
に
意
識
が

ん
で

気
付
け
ば

に

て
彼
女
に

さ
れ
て
い
た

そ
れ
か
ら
三
日
間
ボ
ク
達
が

ば
さ
れ
た
樹
海
エ
リ
ア
を

策
し
て
い
た
と
い
う

 
ボ
ク
達
が
強
制
転

で

れ
る
事
に
な

た
樹
海
は
正
式
名
称
深
緑
樹
海
セ
ル
ベ
ン
テ

ス

と

い

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
い
う

大
な
大

験
場
に
あ
る
エ
リ
ア
の
内
の
一
つ

 
マ

プ
を
見
せ
て
も
ら

た
限
り
エ
リ
ア
は
他
に
四
つ
存
在
す
る
よ
う
だ

た

密
に

え

ば
こ
の

理

エ
リ
ア

め
て
全
部
で
六
つ
の
エ
リ
ア
が
存
在
す
る

 
そ
し
て
キ
リ
ト
に

内
し
て
も
ら

た
あ
の

体
の
内
部
は
正
式
名
称
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

と

う

そ
の
名
の

り

に
あ
る
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
で
様

な

作
を
実
行
す

る
場

ら
し
い

圏
内
エ
リ
ア
だ
が

高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
を
有
す
る
者
に
し

か
出
入
り
が
出
来
な
い
特

で
あ
る
た
め
か
オ
レ
ン
ジ
に
反
応
す
る
ガ

デ

ア
ン
は

な
い
よ
う
だ

た
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と
鉄
で
出
来
た
百
層
か
ら
な
る
天
空
の
浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
異
な
り
様

な

境
が
存
在
す
る
不
思
議
な
大
地
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
目
的
は
大
ま
か
に
二
つ
あ
る
ら
し

い 
一
つ
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
全
て
の
デ

タ
を
観

集

し

す
る
事

 
あ
の
浮
遊
城
の
モ
ン
ス
タ

の
デ

タ
や

備
の
ス

ク
プ
レ
イ

の
行
動
の
全
て
を

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
中

に
存
在
す
る
デ

タ
集

エ
リ
ア
に

め

ん
で
い
る
と
い
う

ボ
ク
が
戦

た
ホ
ロ
ウ
・
デ

ド
ニ
ン
グ
・
リ

パ

や
フ

リ
ア
達
が

見
て
来
た
モ
ン
ス

タ

の
グ
ラ
フ

ク
も

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
実

さ
れ
て
い
た
デ

タ
の
流

で

パ
ラ
メ

タ
や
ス
キ
ル
が
異
な
る
存
在
ら
し
い

か
な
部
分
は
違
う
よ
う
だ

 
も
う
一
つ
は
大

験
場
と
い
う
名
が
示
す

り
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ

タ
を
自
動

で
組
み
上

そ
の
数
値
の

性
を

証
に
よ

て

り
修
正
を

し
て
ア

プ
デ

ト
す

る

目
へ
と
す
る
事

 
一
つ
目
の
観

と
集

に
よ

て
修
正
の
必
要
性
あ
り
と
判
断
し
た
デ

タ
は
こ
ち
ら
で
修

正
後
の
デ

タ
を

証
し
た
後

ア

プ
デ

ト
す
る

目
の
一
つ
に
追
加
さ
れ
る
ら
し
い

 
極
論

本
来
な
ら
ゲ

ム
を
運

す
る
人
間
が
人
力
で
行
う
ア

プ
デ

ト
や
デ
バ

ク
を
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全
て

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

だ
け
で
行
う
と
い
う
事
だ

こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
そ
の

の
エ
リ
ア
と
い
う

で
あ
る

 
た
だ
修
正
デ

タ
は
勝
手
に
シ
ス
テ
ム
が

証
し

時
で
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
反

出
来
る
状

に
す
る
も
の
の
ア

プ
デ

ト
だ
け
は
人
力
で
行
う
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る

と
い
う

 
推

で
は
あ
る
が

そ
の
人
力
の
部
分
に
ユ
イ
ち

ん
が
絡
ん
で
来
て
い
る
よ
う
だ

た

 
一
年

も
の
間
一

た
り
と
も

ま
ず

を

け
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

は
か
な
り
ガ

タ
が
来
て
お
り
リ

フ

や
シ
ノ
ン
神

と
い

た
別
の
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
人
ま

で
ハ

ド
を

認
し
て

き

ん
で
し
ま
う
程
エ
ラ

修
正
機
能
は
重

の
機
能
不
全
を

こ

し
て
い
た

メ
モ
リ

容

が
パ
ン
ク

前
と
い
う
の
も
あ

て
回
路
が
シ

ト
し
か
け
て
い

た
の
だ

 
本
来
な
ら
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
称
し
て
一
時
的
に
ゲ

ム
の
運

を

止
し
そ
の
間
に
見

つ
か

た
バ
グ
の
修
正
や
メ
モ
リ
容

の
解
放
を
す
る
の
だ
が
そ
れ
を
す
る
者
が
外
部
に

な

い
し

仮
に
し
た
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

達
は
一

に
死
ん
で
し
ま
う

 
だ
か
ら
ゲ

ム
は

行
し
た
ま
ま
内
部
の
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
か
ら
手
動
で
不
要
な
デ
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タ
フ

イ
ル
を
消
去
し
た
り
整
理
し
た
り
す
る
事
で

分
に
喰

て
い
る
メ
モ
リ
容

を
解

放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
し
か
し
デ
ス
ゲ

ム
化
に
よ

て
人
の
手
を
離
れ
て
い
る
現
状
で
そ
れ
が
出
来
る
者
は
プ
レ
イ

に
は

な
い

 
よ

て
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
苦
肉
の
策
と
し
て
自
ら
消
去
し
た
存
在
で
あ
る

ユ
イ
ち

ん
を
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

で
作
業
を
す
る
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
復

し

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
推

が
立

た
よ
う
だ

 
メ
モ
リ
解
放
や
バ
グ
の
修
正
な
ど
や
る
事
が
多
過
ぎ
て
中

骨
が

れ
ま
し
た
と
は
彼
女

の

で
あ
る

 
と
は

え
彼
女
は
シ
ス
テ
ム
の
下
で
し
か
動
け
な
い

だ

彼
女
の
行
動
や
思

は
全
て
限

界
ま
で

使
さ
れ
て
い
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
へ
更
な
る
負

を
掛
け
る
の
で
は
な

い
か

と
キ
リ
ト
は
す
ぐ

え
た

 
し
か
し
そ
う
で
な
い
か
ら
こ
そ
ユ
イ
ち

ん
が

ば
れ
て
い
た

 
本
来
な
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
全
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

て
い
る

動
の

み

み
や
指

な
ど
も

動
か
さ
れ
て
い
る
が
人
工
知
能
を

ん
で
い
る
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Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
場
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
存
在
は
シ
ス
テ
ム
が
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
ど
う

動
く
か
は
人
工
知
能
を

ん
だ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

体
で
思

さ
れ
る

そ
の
た
め
彼
女
は
ど
れ
だ
け
思

し
よ
う
と
自
身
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
負

を
掛
け
る
だ
け
で

ア
バ
タ

を
動
か
さ
な
い
限
り

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に
は
影

し
な
い

プ
レ
イ

に

権
限
が
無
い
現
状
で
は

持

て
来
い
の

で
あ

た

だ

 
そ
ん
な
事
情
が
あ

て
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
の

を
新
た
に

い
つ

つ
完
全
復
活
し
た
彼
女
は

一
先
ず
与
え
ら
れ
た

を
こ
な
し
て
い
き
な
が
ら

ア
イ
ン
ク

ラ

ド
か
ら
集

さ
れ
る
デ

タ
の
中
で
も
プ
レ
イ

ロ
グ
を
参

し
同
時
に
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

の
機
能
も

い
て
一
人
の
プ
レ
イ

を
観

し
て
い
た

 
そ
の
プ
レ
イ

と
は

わ
ず
も
が
な

彼
女
の
義
弟
キ
リ
ト
だ

 
キ
リ
ト
の
目
の
前
か
ら
消
え
た
あ
の
日
か
ら
キ
リ
ト
が
外

部
か
ら

ち
る

間
ま
で
彼

女
は
自
身
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
こ
な
し
つ
つ
自
分
が
消
え
た
後
ど
う
な

た
か
が
非
常
に
心

配
だ

た
か
ら
義
弟
の
行
動
を

日
見

け
て
い
た
と
い
う
の
だ

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の

務
面
で
も
必

要
性
を
感
じ
て

必
要
と
判
断
し
て
も

触
は
出
来
な
い
が

メ
ン
タ
ル
面
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
も
し
て
い
た
ら
し
い
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ず

と
見
て
い
た
と
い
う
彼
女
に
ち

と
だ
け
恐
怖
を
覚
え
た
の
は
内
緒
だ

心
配
だ
か
ら

と
い
う
そ
の
気
持
ち
は
ボ
ク
も

い

ど
共
感
出
来
る
が
流

に
四
六
時
中
ず

と
見

け
る

よ
う
な
事
は
し
な
い

多
分
怖
が
ら
れ
る
か

物

く

さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た

の
ユ
イ
ち

ん
に
カ

ル
が
無
か

た
事

も

そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

た

 
き

と
バ
グ
か

か
な
の
だ
ろ
う
と
思

て

も
突

ま
な
か

た
の
だ
が
事
実
は
違

た 
彼
女
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
の
日

者
か
か
ら
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を

し
て
プ

レ
イ

へ
の

触
を
禁
じ
ら
れ
た

つ
ま
り
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内
に
デ

タ
と
し
て
存
在

は
し
て
い
る
も
の
の
実

は
さ
れ
て
い
な
い
未
実

デ

タ
の

い
を

け
て
い
た
の
だ

カ

ル
が
無
か

た
の
も
シ
ス
テ
ム
的
な
恩

を
正
し
く
は
得
て
い
な
い
イ
レ
ギ

ラ

な
存
在

だ

た
か
ら

 
だ

た
と

う
の
に
も
理
由
が
あ
る

今
の
彼
女
の

上
に
は
し

か
り
と
カ

ル
と

ゲ

ジ
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

 
そ
れ
ら
の
色
は
シ
ス
テ
ム
に
正
式
に

定
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
た

本
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来
な
ら
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う

を

て
い
る
彼
女
は
こ
の
世
界
に

な
い
存
在
だ
か
ら
前

し

た
よ
う
に
カ

ル
表
示
は
無
い

な
の
で
あ
る

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

を

て
い
る
と

え
ど

密
に

は

さ
れ
た
時
点
の
デ

タ
を
そ
の
ま
ま
復

さ
れ
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
は
ど
ち
ら
か
と

え
ば
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の

が

先
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

ス
タ

フ
と
し
て
の

は
そ
の
お

ま
け
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
彼
女
に
カ

ル
が
あ
る
の
は

権
限
を
使

て
ユ
イ
ち

ん
が
あ
る
事
を
し
た

か
ら
だ

た

 
プ
レ
イ

の
カ

ル
は
グ
リ

ン
な
い
し

罪
者
を
示
す
オ
レ
ン
ジ
色
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
イ

エ
ロ

表
示
が

本
だ

 
た
だ
し
ク
エ
ス
ト
に
よ

て
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
戦
闘
に
参
加
す
る
事
が
あ
る

大

は
護
衛
系
の
ク

エ
ス
ト
だ
が
そ
う
い
う
戦
闘
に
参
加
す
る
タ
イ
プ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

ゲ

ジ
が
イ
ネ

ブ
ル

と

な
る

プ
レ
イ

は
こ
れ
を
有

化
と
呼
ん
で
お
り
ク
エ
ス
ト
に

い
て
重
要
な
フ

ク
タ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
見
る

生
死
に
よ

て
報

や
ク
エ
ス
ト
の
内
容
が
変
化
す
る
た
め
か
な
り
重

要
な
指

の
一
つ
だ
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彼
女
は
正
に
そ
の
イ
ネ

ブ
ル

表
示
に
な

て
い
た

 

け
ば
プ
レ
イ

と
同
じ
戦
う
力
を
得
る

に
こ
の
場

に
あ
る
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル

再
現
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
投
影
し
て
い
る
黒

を

作
し
て
キ
リ
ト
の
補
助
を

け
な
が
ら
自
身
の
デ

タ
形
式
を
一
部
書
き
換
え
た
ら
し
い

プ
レ
イ

が

に

た
か
ら

こ
そ
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
自
身
の
デ

タ
と
プ
レ
イ

の
デ

タ
の
違
い
を
把
握
出
来
て
書

き
換
え
ら
れ
た
と
彼
女
は

た

 
今
の
ユ
イ
ち

ん
は
正
式
に
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
認
め
ら
れ
た
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ

る
と
同
時
戦
闘
参
加
型
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の
能
力
も

せ
持

て
い
る
と
い
う

だ

し
か
も
参

し
た
デ

タ
は
キ
リ
ト
の
も
の
な
の
で
プ
レ
イ

と

色
な
い

備
や
ス
キ
ル
の
行
使
だ

け
で
な
く

備
に
よ
る
補
正
を

い
た

本
パ
ラ
メ

タ
す
ら
今
は
彼
と
同

ら
し
い

 
彼
女
が
自
身
も
戦
闘
に
参
加
出
来
る
よ
う
に
し
た
理
由
は

明
快
キ
リ
ト
と
行
動
を
共
に

す
る

だ

た

 
と
は

え

彼
女
も
戦
闘
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
と

て
も

今
ま
で
戦
闘
経
験

無

だ

た
か
ら
キ
リ
ト
の
足
手

い
に
な
る
の
は
明
白
だ

 
一
部

さ
れ
て
い
る

権
限
を
使

て
ど
れ
だ
け
ス
テ

タ
ス
を
高
く
し
よ
う
と

ど
れ
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だ
け
高
性
能
な
武

を

備
し
よ
う
と

技
術
が

わ
な
け
れ
ば

が
出
て
し
ま
う

 
そ
の
全
て
を

た
し
て
い
た
神

も
殺
意
を
全
開
に
し
た
キ
リ
ト
の
手
に
よ

て
斬
ら
れ
て
い

る

備
や
ス
テ

タ
ス
で
キ
リ
ト
よ
り
勝

て
い
て
常
人
よ
り

か
に
技
術
と
才
能
が
あ

て
も

経
験
と
努
力
を

と
し
た
技
術
で
補
わ
れ
て
い
た
か
ら
神

は

れ
た

 
無
論
彼
の
経
験
と
努
力
の
密

が

常
で
は
無
い
か
ら
で
ボ
ク
と
同
程

だ

た
ら
負
け

て
い
た
と
は
思
う

強
さ
を

欲
に
求
め
誇
り
を
持

て
剣
を
振
る

て
き
た
か
ら
こ
そ
彼
は

勝

を

ん
だ
の
だ

み
重
ね
て
来
た
時
間
と
経
験
が

彼
に
自
信
と
誇
り
を
持
た
せ
た

 
そ
れ
を

え
れ
ば
ど
れ
だ
け
自
己
強
化
を

し
て
も
ボ
ス

モ
ン
ス
タ

と
遭
遇
す
れ
ば
キ

リ
ト
よ
り
先
に
や
ら
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
し
彼
女
も
そ
れ
は
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ

た 
だ
か
ら
こ
そ
ボ
ク
達
を

か
せ
る
時
に
見
せ
た
よ
う
に
ネ

ク
レ
ス
へ
出
入
り
出
来
る
よ

う
に
し
た
の
だ
と
い
う

 

に
教
え
て
も
ら

た
よ
う
に
彼
が

か
ら

て
い
る
ネ

ク
レ
ス
は
ユ
イ
ち

ん
が
消

去
さ
れ
る

そ
の
対

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
切
り
取
り
そ
れ
か

ら
ア
イ
テ
ム
と
し
て

ば
無
理
に
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
た
代
物
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と
て
も

な

を

た
そ
れ
は
見
た
目
と
は
裏

に

備
品
と
し
て
の
最

限
の

性
能
す
ら
有
し
て
い
な
い

し
ろ

外
な
く

備
品
全
て
に

定
さ
れ
て
い
る
パ
ラ
メ

タ

目
の
設
定
を
全
部
ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
の
ま
ま
で
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
た
か
ら
ス
テ

タ
ス
加

目
に
ゼ
ロ
以
外
の
数
値
が
入
る

も
無
か

た

 
む
し
ろ

な
ネ

ク
レ
ス
の
形
に
な

た
事
す
ら

だ
と
ユ
イ
ち

ん
は
語

た

ば

ダ
メ

で
実
行
し
た
キ
リ
ト
本
人
も
こ
れ
に
は

い
た
ら
し
い

 
そ
の
経

が
あ
る
ネ

ク
レ
ス
だ
が
ユ
イ
ち

ん
は
こ
の

理

に
あ
る
コ
ン

ル
を

作
し
て

大

の
プ
レ
イ

が
ス
ロ

ト
を
無

に

め
る
ゴ
ミ
ア
イ
テ
ム
と

う
だ
ろ
う

ネ

ク
レ
ス
に
と
あ
る
機
能
を
持
た
せ
た

 
そ
れ
が
指
定
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ

こ
の
場
合
は

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
０
０
１
Ｙ
ｕ
ｉ

を
デ

タ

と
し
て
格

す
る
機
能

 
参

に
し
た
の
は
彼
が

備
し
て
い
る
ら
し
い

系

フ

ス
フ

ル
ド
・
マ
テ
リ

ア
ラ
イ
ト

と
い
う
魔
導
宝

 
そ
れ
は
非

備
時
に
は

な

色
の
宝

の
形
状
を
し
て
い
る
が

備
し
た
時
に
は

か
な

子
と
な

て

備
者
の
体
を

み

み
不
可

の

を

て
全
属
性
ダ
メ

ジ
を
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す
る
と
い
う

系

な
の
で

本

力
も
非
常
に
高
く
レ
ア
ア
イ
テ
ム
故
に
そ
こ

ら
の

よ
り
性
能
も
上
と
い
う

れ
物

 

時
そ
れ
を
入
手
し
た
の
か
は
知
ら
な
い
が
そ
の
魔
導
宝

を

備
し
て
い
た
か
ら

を

備
し
な
か

た
の
だ
な
と

得
し
た

 
そ
し
て
ミ

は

子
と
な

て
分
解
さ
れ
て
不
可

に
な
る
も
の
の
し

か
り

備
し
て
い

る
事
に
な
る
点

 
つ
ま
り
デ

タ
と
し
て
は
存
在
し
て
い
る
魔
導
宝

は
性
能
や
本

の
部
分
は
変
わ
る
事
無

く

外
見
だ
け
変
わ

て
い
る

 
そ
こ
で
ユ
イ
ち

ん
は
自
身
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
思

や
記

語
機
能
な
ど
を

る

フ
ト
面
は
そ
の
ま
ま
に
ア
バ
タ

と
い
う
ハ

ド
面
の
デ

タ
変
換
を
行
え
る
よ
う
に

良
を

し
た

魔
導
宝

と
同
じ
原
理
だ

 
そ
れ
か
ら
ネ

ク
レ
ス
に
は
特
定

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
格

出
来
る
特

な
性
能
を
付
与
す
る

外

見
を

い
て
全
て
の
値
が

Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ

だ
か
ら
こ
そ
出
来
た
事
で
あ
る

 
そ
う
し
て
ボ
ク
達
に
見
せ
た
ネ

ク
レ
ス
か
ら
の
出
入
り
が
実
現
し
た

自
分
が
足
手

い
に

な
る
戦
い
だ
と
思

た
り
キ
リ
ト
に

わ
れ
た
時
は
ネ

ク
レ
ス
に
入

て

護
す
る

に



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

し
て
い
る
と
い
う

 
声
も
現
実
の
肉
体
で

と
声

を
動
か
す

に
発
生
ら
れ
る
電
気
信

を

み
取
り
こ
ち

ら
で
発
声
し
た
時
の
デ

タ
と

合
し

声
デ

タ
と
し
て
キ
リ
ト
の

内
で
直

や
り
取
り

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
肉
声
と
し
て
出
す
必
要
は
無
い
ら
し
い

さ

き
ボ
ク
達
を

か
せ
る
た
め
に

か
話
し
て
い
た
風
な
事
を

て
い
た
が
そ
れ
は
こ
う
い
う
カ
ラ
ク
リ
だ

た
よ
う
だ

 

と
分
か
り
や
す
い
よ
う
と
て
も

み

い
て
説
明
し
て
も
ら

た
の
だ
が
正
直

に

え
ば
ボ
ク
レ
イ
ン
フ

リ
ア
ル
ク
ス
の
四
人
は

ど

に
理
解
出
来
て
い
な
か

た

 
Ｈ
Ｉ

キ

リ
ア
で
あ
る
事
を

し
な
が
ら
も

的

や
か

つ

白
に
生
き
て
来
た
ボ

ク
は
情
報
化

会
の
時
代
で
あ
り
な
が
ら
そ
こ
ま
で
機

に
触
れ
て
来
な
か

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

ロ
グ
イ
ン
す
る
前
は
パ

コ
ン
の
キ

ボ

ド
も
人
差
し
指
で

す
く
ら
い
だ

た
し
そ
も
そ

も
日
常
的
に
は
触
れ
な
か

た

無
論
小
学

や
中
学
の

業

べ
作
業
で

す
る
事
は

あ

た
が

日
常
的
に
使
わ
な
け
れ
ば
技
術
と
し
て

得
出
来
る

も
無
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
て
ホ
ロ
キ

ボ

ド
を
打
つ
よ
う
に
な

て
か
ら
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ

チ
が
出
来
る

よ
う
に
な

た
が

根

こ
の
部
分
で
は
機

全

苦
手
な
ま
ま
で
あ
る
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だ
か
ら
シ
ス
テ
ム
ど
う
こ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
ど
う
こ
う

わ
れ
て
も
正
直
完

に
理
解
す
る

事
は

し
か

た

 
そ
の
点
実
は
製
作
者
だ

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
論
を

え
る
程
の

強
記
ぶ
り
を
見

せ
る
キ
リ
ト
に
は

感

の
思
い
が

く
ば
か
り
だ

 
恐
ら
く
リ

フ

の
家
に
引
き
取
ら
れ
て
か
ら

く
し
て
再
会
し
た
と
い
う

ノ
之

士
か
ら

に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
間
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
強
く
な

た
の
だ
ろ
う
が
ど
う

え
て

も

の

に
理
解
力
が
あ
る
か
ら

圏
内
事
件

発
生
直
後
の
話
し
合
い
で
は

も

い
た

も
の
で
あ
る

シ
ス
テ
ム
の
穴
を
突
く
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を

つ
も
構

出
来
た
最
た
る
理
由

だ
ろ
う

 
ボ
ク
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
は
生
死
に
直
結
す
る
か
ら
い
や
で
も
理
解
を
深
め
る
事
に
な

た

が

逆
に

え
ば
自
分
や
護
り
た
い
人
達
の
生
死
に
は

わ
ら
な
い
部
分
に
は
と
こ
と
ん

い

 
現
に
ク
ラ
デ

ル
の
件
を
ア
ス
ナ
か
ら
教
え
ら
れ
る
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
そ
う
い
う
コ
ト
が

出
来
る
と
知
ら
な
か

た
の
だ

流

に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
キ
リ
ト
の

く
ら
い
に
シ
ス
テ

ム
に

し
て

が
深
く
ま
た
キ
リ
ト
と
情
報

制
を
行

て
い
た
ア
ル
ゴ
は
知

て
い
た
よ

う
だ
が
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う
う

ん

正
直
色

と
予
想
外
な
事
が
多
過
ぎ
て
理
解
が
追
い
付
か
な
い
な

 
な
の
で

ボ
ク
は
全
て
の
説
明
が
終
わ

た
後

正
直
に
思

た
事
を

た

 
実

よ
く
分
か

て
い
な
い

あ
る
程

話
は
分
か

た
が
な
ら
説
明
し
て
み
ろ
と

わ
れ

た
ら

葉
に

ま
る

認
識
は
出
来
た
が
理
解
は
出
来
て
い
な
い
と
い
う
中

な
レ
ベ
ル
だ

ろ
う

 
そ
ん
な
様
子
に
ユ
イ
ち

ん
は

苦

を
浮
か
べ
た

一
発
で
理
解
す
る
方
が

し
い
で
し

う
し
仕
方
な
い
で
す
よ

と
に
か
く
私
は
こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

で
ア

プ
デ

ト
を
実
行
す
る
ス
タ

フ
で
あ
り

そ
し
て
キ

の
ネ

ク
レ
ス
に
出
入
り
可
能
な
戦
闘
補
助
Ｎ
Ｐ
Ｃ

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
務
め
る
専
属
の
Ｍ
Ｈ
Ｃ

Ｐ
で
あ
る
と
理
解
し
て

け
れ
ば

そ
れ
で

分
で
す

 
色

と
初
め
て
知

た
事
が
多
過
ぎ
て

惑
し
て
い
る
ボ
ク
達
に

彼
女
は
数
十
分
掛
け
て

語

た
内
容
を

的
に

め

に
こ
や
か
に

た

 
そ
の
内
容
が

く
人
が

け
ば

を

く
程
の
も
の
で
あ
る
と
彼
女
は
分
か

て
い
る
の

か

い
な
い
の
か

 
少
な
く
と
も
一
プ
レ
イ

に
特
別
な
感
情
を

き

入
れ
す
る
程
に
自
律
し
た
思

を
有
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す
る
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
異

に
過
ぎ
る
の
は
そ
う
い
う

の

に
深
く
な
い
自
分
で
も
分
か

る
事
だ

 
そ
れ
に
ボ
ク
達
は
キ
リ
ト
や
ユ
イ
ち

ん
と

が
深
い
か
ら
ま
だ
い
い
が
な
ま
じ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

で
あ
り
な
が
ら
自
律
し
て
戦
闘
を
行
え
る
事
が
他
の
プ
レ
イ

に
知
ら
れ
た
ら
あ
ま
り
良
く

な
い
事
が

き
そ
う
で
あ
る

 
と
は

え
キ
リ
ト
は
カ

ル
を
グ
リ

ン
に

し
て
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

ら
な

い
だ
ろ
う
か
ら
義
姉
で
あ
る
彼
女
も
来
る
事
は
無
く
そ
ん
な
事

に
も
発
展
し
な
い
だ
ろ
う

 
今
し
方
本
人
が

た
よ
う
に
彼
女
は
キ
リ
ト
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
専
属
と
し
て
務
め
て
い

る 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
達
は

者
か
に
よ

て
プ
レ
イ

へ
の

触
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
彼
女
は

み
重
な

た
エ
ラ

に
よ

て
自
ら
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

を

こ
し
た

そ
し
て
彼
女
は
自
ら
の

意

で
キ
リ
ト
の
精
神
的
な

え
に
な

て
い
る

 
⻑

と
ネ

ク
レ
ス
へ
出
入
り
出
来
る
よ
う
に
し
た
原
理
を
語
ら
れ
た
が

故
そ
こ
ま
で
の

手
間
を
し
て
ま
で
そ
う
し
た
の
か
だ
け
は
未
だ
に
語
ら
れ
て
い
な
い

ゲ

ジ
の
色
を
戦
闘
可

能
な
イ
ネ

ブ
ル

へ
と
変
え
た
事
は
語
ら
れ
た
が
語

て
い
な
い
理
由
も
存
在
し
て
い
る
に
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違
い
な
か

た

 
恐
ら
く
彼
女
も
不
安
な
の
だ

か
ら
光
を
喪

た
キ
リ
ト
を
独
り
に
す
る
事
が

だ
か
ら
出

来
る
だ
け
一
緒
に

れ
る
よ
う
ネ

ク
レ
ス
に

良
を

し
た

 
け
れ
ど
力
に
な
れ
ず
護
ら
れ
る
だ
け
と
い
う
の
は

だ
か
ら
自
身
の
ス
テ

タ
ス
を
キ
リ

ト
の
も
の
と
同
一
に
し
た

 
彼
女
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
苦
肉
の
策
と
し
て
特

で
復

さ
れ
た
ホ
ロ
ウ
・

エ
リ
ア

理

ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

そ
の
存
在
意
義
が
喪
わ
れ
る

つ
ま
り
ゲ

ム

ク
リ
ア
の
そ
の

間
ま
で
彼
女
は
こ
の
エ
リ
ア
の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の

務
に

ら
れ

る
事
に
な
る

他
の
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
が
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

を

こ
す
な
い
し

権
限
を
有
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｃ
が
一
体
で
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
か
ら
消
去
さ
れ
な
い
限
り
彼
女
は
設
定
さ
れ
た

ゲ

ジ
が

全
損
し
よ
う
が
復
活
す
る
の
だ

 
だ
が
自
ら
の
命
を
代
償
に
す
る
事
を
覚
悟
し
て
ま
で
リ

フ

と
シ
ノ
ン
を
救
い
出
し
た
キ

リ
ト
が

む
ざ
む
ざ
自
ら
の
義
姉
が
殺
さ
れ
る

間
を

て
見
て
い
る
な
ん
て
あ
り
得
な
い

し
護
ら
れ
る
事
を
良
し
と
す
る

も
無
い

む
し
ろ
彼
女
護
る

に
自
ら
を

に
す
る
事
の

方
が
可
能
性
と
し
て
は
よ
り
高
い
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だ
か
ら
彼
女
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
を

策
す
る
時
に
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
不
得
手
な
の

を
承
知
の
上
で
戦
う
力
を
自
ら
に

し
同
時
に
キ
リ
ト
が
自
身
を
気
に
せ
ず
戦
え
る
よ
う

そ
し
て
情
報
的
に

出
来
る
よ
う

ネ

ク
レ
ス
に

良
を

し
た

 
ま

た
く
義
姉
の

と
は
こ
の
事
か

リ

フ

が
知
れ
ば

す
る
事
間
違
い
な
し
な
程

の

身
ぶ
り
で
あ
る

 
事
実
自
分
は
そ
の

身
ぶ
り
に
感

し
た
し
同
時
に
そ
こ
ま
で
の
事
が
出
来
る
彼
女
に

を

き
も
し
た

 
出
来
る
も
の
な
ら
絶
剣
と
い
う
二
つ
名
と
攻
略
組
幹
部
と
い
う
立
場
を
投

捨
て
て

キ
リ
ト
を
労
り

す
事
だ
け
に

し
た
い

彼
の
専
属
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
義
姉
と
い
う
強
大

な
ラ
イ
バ
ル
は

る
が

少
年
を
想
う
心
は
彼
に
向
け
て
い
る

情
よ
り
も

先
さ
れ
て
い
る

共
に

て
も
手
を
取
り
合
い
こ
そ
す
れ
い
が
み
合
う
事
は
無
い

だ

 
だ
が
そ
れ
は
出
来
な
い

そ
れ
で
は
キ
リ
ト
に
一

の
不
安
を
そ
し
て
悔
恨
を
残
さ
せ
て
し

ま
う
に
違
い
な
い
か
ら

 
そ
れ
に
自
分
に
は
大
切
な
姉
が
い
る

彼
女
を
見
捨
て
る
事
な
ど
出
来
は
し
な
い

 
自
分
の
恋
路
を
取
る
か

肉
親
の
情
を
取
る
か
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少
な
く
と
も

今
は
肉
親
の
情
の
方
が
よ
り
重
い

 
姉
を
切
り
捨
て
キ
リ
ト
を

ぶ
時
は
も
し
か
し
た
ら
一
生
来
な
い
か
も
し
れ
な
い

キ
リ
ト

と
姉
の
ど
ち
ら
か
し
か
取
れ
な
い
な
ら

き

と
自
分
は

姉
を
取
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
彼
と
結
ば
れ
た
い
と
思
う
の
は

が
ま
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
い
い

か
つ

て
肉
親
に
捨
て
ら
れ
た
キ
リ
ト
は
き

と
ボ
ク
が
肉
親
を
切
り
捨
て
て
自
身
を

ん
だ
時
喜

ば
な
い
だ
ろ
う
か
ら

あ
る
い
は
責
め
て
く
る
だ
ろ
う

捨
て
ら
れ
た
人
の
気
持
ち
を

え
ろ

と
二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず

と
い
う

が
あ
る

姉
と
キ
リ
ト
の

方
を
得
た
い
と

思

て
い
る
ボ
ク
は

こ
の

が
真
実
で
あ
る
な
ら

き

と
姉
し
か
得
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う

 
だ
が
ボ
ク
は
欲
深
だ

く

れ
る
死
の
定
め
か
ら
解
放
さ
れ
て
か
ら
生
き
る
事

ず
に

戦
う
事
に

し
て
い
る
ボ
ク
は
欲
し
い
と
思

た
も
の
は
出
来
る
だ
け
手
に
入
れ
よ
う
と
す

る
主
義
だ

無
論
無
理
強
い
は
し
な
い

 
だ
が
不
可
能
で
な
い
な
ら

ボ
ク
は
姉
を
喪
う
事
無
く
キ
リ
ト
と
結
ば
れ
た
い
の

だ

こ
の
想
い
を
成

さ
せ
た
い

 
そ
し
て
こ
の
想
い
の
成

は
こ
の
世
界
で
す
る
べ
き
事
で
は
無
い

ま
だ
ま
だ
未
来

か



 第六十九章 〜一時の別れ〜

先
の
事
だ

 

い
て
は
事
を
仕
損
じ
る
と
も

う

ま
ず
は
こ
の
世
界
か
ら
生
還
す
る

そ
の

に
も
今

は
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
残
り
た
い
と
い
う
欲
は

じ

め
て
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
目
指

し
て
攻
略
を

ら
な
け
れ
ば

 
こ
の
世
界
か
ら
生
還
し
た
時
姉
を
護
る
責
務
か
ら
ボ
ク
は
解
放
さ
れ
る

そ
う
す
れ
ば
キ
リ

ト
に
想
い
を

る
事
に

論
学
業
も
忘
れ
な
い
が

集
中
す
れ
ば
い
い

そ
の
時
は
姉

も

手
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
の
時
は
そ
の
時
だ

姉
妹
だ
か
ら
と
い
う
事
で

と
し
た
ら
共
同
戦
線
を

る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
今
は
と
に
か
く
キ
リ
ト
に
憂
い
を
残
さ
せ
ず
に

ん
で
も
ら

て
ボ
ク
達
は
こ
の
世
界
か

ら
生
還
す
る

の
攻
略
に
集
中
す
る
べ
き
だ

そ

か

じ

あ

キ
リ
ト
は
こ

ち
で
も

一
人
じ

な
い
ん
だ
ね

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

時
ま
た
来
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
以
上
⻑
い
間
キ
リ
ト
を
一
人

に
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
の
か
と

念
し
て
い
た
が

憂
に
終
わ

た

彼
の
事
を
と
て
も

大
切
に
想

て
い
る
二
人
目
の
義
姉
が
一
緒
に

る
の
だ

彼
を

え
る

を

う
者
と
し
て

こ
れ
以
上
最

な
人

は
無
い
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だ
か
ら
ボ
ク
は
心

安

し
て
い
た

は
い

キ

の
事
は

せ
て
下
さ
い

 
そ
し
て
そ
の
安

を
一
人
の
少
年
を
想
う
者
同
士
だ
か
ら
か
理
解
し
た
ら
し
い
少
女
は

ら
か
く

ん
で

誇
ら
し

に
そ
う

す
る

 
た
だ
非
力
な
だ
け
で
は
無
く

た
だ

う
だ
け
だ
け
で
は
無
く

一
人
の
少
年
の
事
を
真
に

想

て

え
る

に
動
け
る
少
女
の
そ
の

葉
に
安

を
更
に
深
い
も
の
に
す
る

 

に

る
の
が
自
分
で
は
無
い
事
は
悔
し
い
し

ま
し
い
と
も
思
う

ま
し
い
と
も
思
う

 
け
れ
ど
彼
の
心
を

し

え
る
の
で
あ
れ
ば
義
姉
と
し
て

け
容
れ
ら
れ
た
ユ
イ
ち

ん

の
方
が
ボ
ク
よ
り

か
に

で
あ
る
事
は
明
白
だ

た

 
ボ
ク
に
は
ボ
ク
の

が
あ
り

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る

攻
略
組

の
一

と
し
て
戦
い

こ
の
世
界
を
終
焉
へ
と
導
く
と
い
う

ビ

タ

／

黒
の
剣
士

か
ら

さ
れ
た
重
大
な

が
あ
る
の
だ

そ
れ
を
忘
れ
る

に
も
ま
し
て
や
絶
望
し
て
も
い
な
い
の

に

る

に
も
い
か
な
い

 
そ
の

を
果
た
す

に

名
残

し
い
が
ボ
ク
は
別
れ
を

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い



 第六十九章 〜一時の別れ〜

ね

キ
リ
ト
君

せ
め
て

せ
め
て
リ

フ

ち

ん
や
シ
ノ
ン
ち

ん
達
に
は

を

見
せ
て
あ

た
ら
ど
う
か
な

 
レ
イ
ン
が

え
め
に
そ
う

た

 
彼
女
達
は
自
分
達
が
キ
リ
ト
を
死
な
せ
る
原
因
と
な

て
し
ま

た

止
め
ら
れ
な
か

た

と

し
い
自
己

悪
と
自
責
感
に
苛
ま
れ
て
い
る

そ
れ
か
ら
解
放
さ
せ
ら
れ
る
の
は
彼
女

達
が

に
し
て
し
ま

た
と
思

て
い
る
キ
リ
ト
し
か

な
い
の
だ

 
リ

フ

達
の
事
に
つ
い
て
多
少
話
は
し
た
か
ら
子

達
の
面
倒
を
見
て
そ
し
て
キ
リ
ト

と
の

を
あ
る
程

知

て
い
る
か
ら
こ
そ

レ
イ
ン
は
そ
う

し
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

け
て

キ
リ
ト
は

根
を
寄
せ

表
情
を
暗
く
し
た

で
も

オ
レ
ン
ジ
カ

ル
を
ど
う
に
か
し
な
い
限
り

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

れ
な
い

 
確
か
に
今
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
マ
ト
モ
に
機
能
し
て
い
る
転

は
第
七
十
六
層
の

主

ア

ク

フ

ア
の
も
の
だ
け
で
そ
れ
以
外
の
も
の
は
一
切
機
能
し
な
く
な

て

い
る

せ
め
て
第
七
十
六
層
に
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
圏
外
転

が
あ

た
ら
話
は
別
だ

た
の
だ
が

製
作
者
の

場

こ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
一
つ
だ
け
と
断

し
て
い
る
か
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ら

現
状
キ
リ
ト
が

る
事
は
出
来
な
い

 

る
な
ら

オ
レ
ン
ジ
カ

ル
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
い
け
な
い
の
だ

が
り
な
り
に
も

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
サ

バ

内
で
グ
リ

ン
と
オ
レ

ン
ジ
の
カ

ル
シ
ス
テ
ム
が

さ
れ
て
る
ん
だ
か
ら

こ

ち
に
も

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と
同
様
に
逆
説
的
に
カ

ル
を
オ
レ
ン
ジ
か
ら
グ
リ

ン
に

す
方
法
も
あ
る

な
ん
だ
よ

ね
で
も
わ
た
し
と
フ

リ
ア
ち

ん
と
で
樹
海
は
全
部
回

た
け
ど
教
会
ら
し
き
と
こ
は
無
か

た
よ

も

 
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
は
掲
示
板
か
ら

け
ら
れ
る

常
の
ク
エ
ス
ト
と
異
な
る

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

け
る
と
い
う
部
分
で

え
ば
以
前
シ
ノ
ン
が

け
て
い
た
ク
エ
ス
ト
に
近
い

が

カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
は

い
そ
の
も
の
が
特

だ

 
カ
ル
マ
と
は

直

す
れ
ば

業

と
い
う
意
味
に
な
る

カ

ル
の
色
が
オ
レ
ン
ジ
に

な

た
の
は

罪
業

を
背
負

た
か
ら
で
あ
り

カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
は
そ
の
名
の

り

罪
業

を

罪
行

に
よ

て
洗
い
流
す
も
の
な
の
だ
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オ
レ
ン
ジ
に
な

た
事
が
無
い
の
で

程

に
し
か
知
ら
な
い
が
そ
の
内
容
は
特
定
数
の
モ

ン
ス
タ

や
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

ア
イ
テ
ム
の
収
集
な
ど
多

に

て
お
り

本

的
に
面
倒
も
の
が
大

ら
し
い

更
に
立
地
が
か
な
り
悪
い
上
に
そ
こ
ま
で
行
く
の
に
時
間
が
掛

か
る
と
い
う

 
そ
の
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
は
圏
外
に
あ
る
教
会
や

文
聖
樹
と
い

た
懺
悔
す
る
場

に
い
る
神

や

か
ら

す
る
と
い
う
つ
ま
り
神
聖
な

物
が
あ
る
場

で
し
か

け
ら
れ
な
い
特
徴
が

層
で
共

し
て
い
る

 
フ

リ
ア
や
レ
イ
ン
は
三
日
掛
け
て
樹
海
を

か
ら

ま
で
歩
き
回

た
が
そ
ん
な

物
は

見
た
覚
え
が
無
い
と

う

論
キ
リ
ト
も

 
神
殿
の

か
に

し

と
か
が
あ

て
そ
こ
が
教
会
の

だ

た
と
す
れ
ば
見

し
た

可
能
性
は

め
な
い
が
キ
リ
ト
が
そ
れ
を
見

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い

神
殿
の

か
に

そ
う
い
う

し

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
う
い
う
も
の
を
見
つ
け
た
り
あ
る
場

に

た
り
を
付
け
た
り
な
ど

を

か
せ
る
の
は
フ

リ
ア
達
よ
り
キ
リ
ト
の
方
が
上
手
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
れ
は
あ
く
ま
で
樹
海
エ
リ
ア
で
の
み
の
話
だ

そ
う
い
え
ば
さ
ボ
ク
は
こ

ち
に
来
た
ば
か
り
だ
か
ら
よ
く
は
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
こ
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ち

て
樹
海
エ
リ
ア
し
か
な
い
の

樹
海
エ
リ
ア
だ
け
で
も
第
一
層
よ
り
広
い
ん
だ
け
ど
ね

わ
た
し
達
で
確
認
し
た
限
り

に
空
に
浮
か
ぶ

エ
リ
ア

に

色
の
禍

し
い
森
の
エ
リ
ア
が
あ

た
よ

大
神
殿
と
回

廊
神
殿
の
内
部
は

つ
か
見
て
な
い
と
こ
が
あ
る
か
も

私
が
知
り
得
る
デ

タ
の
中
に
樹
海
エ
リ
ア
で
そ
れ
ら
し
い
場

が
あ
る
と
い
う
情
報
は
あ

り
ま
せ
ん
ね

と
な
る
と
別
の
エ
リ
ア
な
の
か
も
し
れ
な
い
ね

と

が
そ
れ
な
ら

と
か
に
も

あ
と
一
つ
か
二
つ
く
ら
い
エ
リ
ア
が
あ

て
も
よ
さ
そ
う
だ
よ

 
レ
イ
ン
の

に

確
か
に

と

き
な
が
ら
マ

プ
を
見
る

 
広
大
な
フ

ル
ド
全

の
内

北

に

す
る
樹
海
エ
リ
ア
は
明
る
く
表
記
さ
れ
て
い

て
そ
れ
以
外
は

暗
く
な

て
い
る

そ
の
内
レ
イ
ン
達
の
話
で
は

に
浮
遊

に
禍

し
い
森
の
エ
リ
ア
が
広
が

て
い
る

そ
の
広
さ
は
分
か
ら
な
い
も
の
の

に
あ
と
一

つ
二
つ
エ
リ
ア
が
あ

て
も
お
か
し
く
は
な
い

 
つ
ま
り
あ
と
三
つ
か
四
つ
は
他
に
エ
リ
ア
が
あ
る

で
そ
の
ど
こ
か
に
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス

ト
を

け
ら
れ
る
場

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

だ
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で
も

そ
う
だ
と
し
て
も
別
の
エ
リ
ア
に
行
く
な
ら
進
行
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
を
ど
け
な
い

と
あ
あ

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
事
も

て
た
ね

う
ん

正
直
そ
れ
で
手

ま
り
感
が
あ

て
ね

 
す

か
り
忘
れ
て
い
た
が

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
も
の
が
あ
る
と

て
い
た
覚
え
が
あ
る

 
他
の
エ
リ
ア
へ
行
く

に
は
そ
の
進
行
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
を
ど
か
せ
る

の
ギ
ミ

ク
を
発

見
し
て
ど
う
に
か
し
て
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
ら
し
い

に
レ
イ
ン
達
が
探

索
し
て
い
る
場

も

め
て
再

見
直
す
と
な
る
と
そ
れ
な
り
に
時
間
が
掛
か
り
そ
う
だ

た

 
そ
れ
で

め
る
つ
も
り
は

な
い

リ

フ

達
の

気
が
な
い
と
こ
ち
ら
も
気
分
が

ん

で
く
る
し

あ
ん
な
様
子
を
見
て
放

て
お
け
る

も
無
い

 
そ
れ
に
今
は
キ
リ
ト
の
事
を
中
心
に
話
し
て
い
る
が
出

た
ば
か
り
と
は

え
ル
ク
ス

も
オ
レ
ン
ジ
だ
か
ら
同
じ
状
況
に

か
れ
て
い
る
の
だ

対
し
て
い
た
な
ら
と
も
か
く
特
に
そ

ん
な

で
も
無
い
の
に
気

に
見
捨
て
る
事
な
ど
出
来
る

も
無
い

彼
女
も
ど
う
に
か
し
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ
帰
れ
る
よ
う

ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
と

ボ
ク
は

え
て
い
た

あ
の
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ん

 
あ

だ
こ

だ
と
話
し
合

て
い
る
と
小
さ
な
声
で
キ
リ
ト
が

り

ん
で
来
た

時
に

な
く
弱

し
く

ど
こ
か

し

無
さ
そ
う
な
面
持
ち
を
し
な
が
ら
小
さ
く

手
を
す
る
彼
に

ボ
ク
達
は

て

を
向
け
る

 
そ
れ
で

更
身
を

こ
ま
ら
せ
つ
つ

キ
リ
ト
は

を
開
い
た

 
そ
の

悪
い
ん
だ
け
ど

は

帰
り
た
く

な
い

  

し

無
さ
そ
う
に

か
に
目
を

せ
な
が
ら
キ
リ
ト
は

た

キ
リ
ト
君

そ
れ
は

ど
う
し
て

 
さ

き
ま
で
会
話
が
絶
え
な
か

た
空
間
が
静
ま
り
返
り
五
人
の

線
が
黒
い
少
年
に
集
中

す
る
中
最
も

く

を
開
い
た
の
は
ボ
ク
の

に

る
レ
イ
ン
だ

た

彼
女
は
哀
し
そ
う
に

を
寄
せ

気

う
よ
う
な
眼
で
キ
リ
ト
を
見
て
い
た

リ

フ

ち

ん
と
お
義
姉
さ
ん
と
ま
た

え
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
な
の
に

で

い
た
く
な
い

の
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ど
こ
か
責
め
る
よ
う
に
レ
イ
ン
は

う

し
か
し
キ
リ
ト
は
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
は
せ
ず

を

け
て

り

む

 

え
た
く
な
い
か
ら
か

あ
る
い
は

え
る

に
は
い
か
な
い
事
情
が
あ
る
か
ら
か

ね

キ
リ
ト

 
ル
ク
ス
は
と
も
か
く
キ
リ
ト
が
ど
れ
だ
け
必
死
に
戦

て
来
た
か
を
知

て
い
る
レ
イ
ン
や

フ

リ
ア
が

惑
し
て
い
る
中
ボ
ク
は
静
か
に
名
前
を
呼
ん
だ

そ
れ
に
キ
リ
ト
は

か
に

を
持
ち
上

る

え
た
く
な
か

た
ら

そ
れ
で
も
い
い
よ

れ
ち

た

 
一

開
け
て

ば
確
信
め
い
た
も
の
を

き
な
が
ら

的
に
問
い
を
投

る

 
そ
の
一

に

キ
リ
ト
は

か
に

を
一

か
に

わ
せ
た

そ

か

 
そ
れ
が
百
の

葉
に
勝
る
明
確
な

え
で
あ
る
事
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ

た

 
さ

き
自
主
的
に

む
事
を
決
め
た
と
思

て
喜
ん
で
い
た
が

そ
れ
が

的
外
れ
で
あ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

り
む
し
ろ

む
の
が
必
要
な

ど
ま
で

れ
さ
せ
て
し
ま

て
い
る
事
が
ど
れ
だ
け
愚
か
な
事

か
理
解
し
た
ボ
ク
の
声
は

自
ず
と

ん
で
い
た

失
望

し
た

 
そ
の

い
反
応
に

意
外
過
ぎ
る
事
に
も
キ
リ
ト
は

か
に

え
る

振
り
を
見
せ
な
が
ら

そ
う
問
う
て
来
た

今
ま
で
見
て
来
た
キ
リ
ト
の
様
子
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
く
ら
い
弱

し

い

し
か
し
年

応
に
も
思
え
る

小
さ
な
問
い
掛
け

 
た

た
一

に
集
約
さ
れ
た

え
と
恐
怖
の
問
い
に

ボ
ク
は
一

く
り
と

目
し
た

失
望
な
ん
て

す
る

が
無
い
よ

す
る
権

も
ボ
ク
に
は
無
い

 

目
し
た
ま
ま

え
た
様
子
で

時
ぞ
や
引
き

こ
し
た
恐
慌
の
原
因
で
あ

た
事
を

く

問
わ
れ
た
ボ
ク
は

そ
れ
に

定
を
返
し
た

 
失
望
な
ん
て
出
来
る

が
無
い

ま
し
て
や
彼
は
今
ま
で

よ
り
も

て
来
た
者

他
の

か
が
失
望
し
て
悪

を
投

た
と
し
て
も
ボ
ク
は
決
し
て
失
望
な
ん
て
し
な
い

彼
に

べ

れ
ば

て
い
る
と

え
な
い
自
分
が
そ
ん
な
事
を
出
来
る

も
無
い

正
直
に

え
ば
キ
リ
ト
を
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
帰
す
事
が
本

に
正
し
い
の
か
疑
問
に

も
思

て
る
ん
だ

そ
り

あ
キ
リ
ト
に
最
前
線
へ

て
来
て
欲
し
い
と
は
思

て
る

攻
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略
組
の
安
定
ゲ

ム
ク
リ
ア
へ
の
確
実
性
を
期
す
な
ら
キ
ミ
を

れ
帰

た
方
が
よ
り
確

実
な
の
は
明
白
だ
か
ら
ね

 
そ
こ
で
で
も
と

葉
を
一

切

た

じ
て
い
た

を
持
ち
上

し

か
り
と
キ

リ
ト
の

を
自
分
の
眼
で
見
る

攻
略
組
は
キ
リ
ト
を

よ
り
も

い
キ
ミ
を
頼
り
過
ぎ
だ
と
ボ
ク
や
ア
ス
ナ
達
は
常

思

て
た

信
頼
を
寄
せ
て
信

し
て

キ
リ
ト
が

る
か
ら
大

だ

黒
の
剣
士
が

負
け
る

が
無
い
そ
う
思

て
安
心
し
て
い
た

事
実
キ
ミ
が
参
加
し
た
戦
い
に

北
は
一

も
無
い

 

解
さ
れ
な
い
よ
う

葉
を

び
な
が
ら

懊
悩
と
共
に

う

 

ビ

タ

の
忌
み
名
を
名

る
事
に
な

た
の
は
人

が
協
力
し
合
う
よ
う
に
す
る

だ

た

 
で
あ
れ
ば

黒
の
剣
士
と
い
う

定
的
な
二
つ
名
は
自
分
の
絶
剣
や
ア
ス
ナ
の
閃

光

を

い
た
時
の
ユ
リ
エ

ル
の
よ
う
に

安
心
感
を

か
せ
る
事
を

た
も
の
の

だ

本
人
は
二
つ
名
の
由
来
を
知
ら
な
か

た
ら
し
い
が
そ
の
意

を
持

て

し
た
事
も
あ
る

だ

あ
る
い
は
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た
由
来
や
経

は
知
ら
な
い
だ
け
で
そ
う
な
る
よ
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う
に
仕
向
け
て
は
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
を

ま
え
れ
ば
ボ
ク
達
が

い
た
安
心
感
と
い
う
の
も
頼
り
に
し
て
い
た
と
い
う
の

も
全
て
は
キ
リ
ト
が

た
も
の
だ
と

え
る

そ
う
い
う
意
味
で

え
ば
そ
の
企
み
は
見
事

成

と

え
る
だ
ろ
う

そ
れ
が
意

し
た
も
の
だ

た
な
ら
成

と

え
る
よ

で
も
そ
れ
は
キ
リ
ト
の
負

を

大
き
く
し
て
い

た

 
期

に

ぐ
期

希
望
で
在
り

け
る

の
戦
い
最
強
で
あ
る
事
へ
の
努
力
そ
し
て
そ

れ
ら
へ
の
プ
レ

シ

や
ス
ト
レ
ス
は

大

の
も
の
で
は
無
か

た

だ

常
に
最
前
線
を

ロ
で
戦
う
事
を
強
い
ら
れ
そ
の
上
で
他
の
追

を
許
さ
な
い
速

を
以
て
情
報
を
集
め
る
仕

事
を
こ
な
し

け
て
来
た

 
複
数
人
で
パ

テ

を
組
ん
で
攻
略
を
し
て
も

労
は
か
な
り
あ
る
の
に
そ
れ
を
常
に
一

人
で

全
て
の

を
こ
な
し
て
き
た
の
だ

 
明
ら
か
に
彼
一
人
の
負

は
大
き
過
ぎ
る
も
の
だ

た

そ
れ
も
ま
だ
年

も
行
か
な
い
小

学
生
の
子

 

れ
な
い
方
が
ど
う
か
し
て
い
る
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今
の
シ
ス
テ
ム

と
七
十
六
層
の
現
状
か
ら
今
キ
ミ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ

れ
ば

ま
ず
確
実
に
負

は
今
ま
で
以
上
の
も
の
に
な
る

そ
れ
な
の
に
キ
ミ
を
あ

ち
に
帰
す
の
は

本

に
正
し
い
の
か
と
ボ
ク
は
思
う
ん
だ

 
弱

を

か
な
い
キ
リ
ト
が

く

り
出
し
た

れ
た
と
い
う
一

そ
し
て
自

ら
戦
い
に

く
事
を

し
た
事
実

 
そ
れ
は
き

と
ボ
ク
が
同
じ
よ
う
に
戦
い
か
ら
身
を
引
く
事
の

も

十

も
重
い
意

味
を
持

て
い
る

決
し
て
無

を
し
て
は
な
ら
な
い

葉
な
の
だ

攻
略
組
は
今
ま
で
キ
リ
ト
の
お
陰
で
存

出
来
て
い
た
と

て
も
過

じ

な
い

ゲ

ム

ク
リ
ア
と
い
う

も
が
求
め
て
る
報

を
得
る
べ
く
戦

て
来
た
ボ
ク
達
は
ず

と
キ
ミ
に

え
ら
れ
て
い
て

そ
れ
を

然
だ
と
思

て
る
節
も
あ

た

キ
リ
ト
を

て
る
人
達
も

ア
ス
ナ
達
も

然

ボ
ク
も

 
こ
ち
ら
の

葉
に

を
想

て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
キ
リ
ト
は
無

で
真
剣
に
話

に

を

け
て
く
れ
て
い
た

時
か
見
た
光
が
喪
わ
れ
た
黒
い

は
し

か
り
と
ボ
ク
を
見

て
い
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
そ
の

を
見
て
い
る
間

ず

と

の

が

み
に

く

 
あ
あ
こ
こ
ま
で
追
い

め
て
し
ま

た
ん
だ
な
と
そ
う
悟
ら
ざ
る
を
得
な
か

た

え

る

だ

た
の
に

え
る
ど
こ
ろ
か
ボ
ク
達
は
知
ら
な
い
内
に
ど
ん
ど
ん
追
い

め
て
い
た
の

だ

と
今
ま
で
戦
い
か
ら
身
を
引
く
事
を
許
さ
な
か

た
キ
ミ
が

を
き

か
け
に
し
て
そ
れ
を
良
し

と
し
た
の
か
ボ
ク
は

か
な
い

キ
リ
ト
に
だ
け
負

を
強
い
た
一
人
で
あ
る
ボ
ク
は
き

と

そ
れ
を
問
う

格
を
持
た
な
い

 
キ
リ
ト
を

え
る
と
第
一
層
ボ
ス
戦
の
日
に
決
め
て
そ
し
て
そ
れ
を

く
伝
え
る
事
が
出
来

た
約
一
年
後
の
あ
の
日
か
ら

か
ボ
ク
は
彼
を

ち

か
せ
よ
う
と
し
て
き
た

そ
れ
を

え
れ
ば

え
る
事
は
出
来
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
だ
が

え
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も

負

を
強
い
て
い
た
事
に
は
変
わ
り
な
い

 

え
そ
れ
は
キ
リ
ト
が
勝
手
に
し
た
事
で
あ

た
と
し
て
も
ボ
ク
が
彼
に
護
ら
れ
て
い
た
事

実
に
変
わ
り
は
無
く

え
て
い
た
事
実
は
彼
に
強
い
て
い
た
負

を
和
ら

る
も
の
に
は
な
り

得
な
い

そ
も
そ
も
年
下
の
子
を
こ
こ
ま
で

使
さ
せ
た
時
点
で

い

な
ん
て
出
来
る

も
無

い
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だ
か
ら
彼
が

れ
た
事
を
理
由
に
身
を
引
く
と
し
て
も
そ
れ
を
容
認
こ
そ
す
れ

認
な
ど

出
来
る

も
無
い
の
だ

確
か
に
ボ
ク
達
は
キ
リ
ト
の
お
陰
で
こ
こ
ま
で
生
き

び
て
来
た

キ
ミ
が

な
く
な

て
か

ら
の
三
日
間

攻
略
組

は
シ
ス
テ
ム

の
事
も
あ

て

く
不
安
定
で

そ
し
て
攻
略
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に

か
れ
て
る

キ
ミ
が

た
ら
と
思

た
か
知
れ
な
い

キ
リ
ト
の

力
を

ボ
ク
達
は
確
か
に
欲
し
て
る

 
ア

ク

フ

ア
に
来
て
し
ま

た
お
よ
そ
三
千
人
の
プ
レ
イ

達
の

乱
を

め
る

の
に

や
し
た
事
も
あ

て
今
日

く
攻
略
に

り
出
し
て
す
ぐ
に

い
た

そ
の

時
間

で
も
キ
リ
ト
が

て
く
れ
れ
ば
と
思

た

 
そ
れ
だ
け
で
な
く

シ
ス
テ
ム

の
事
を
知

て
か
ら
す
ぐ
動
い
た
彼
の

略
は

今
や

攻
略
組

の
中

と

え
る

に
集

て
い
た

も
が
求
め
る
も
の
と
な

て
い
る

彼
に

対
し
て

判
的
な
者
の
集
ま
り
で
あ
る

聖
⻯

合

そ
の
幹
部
で
あ
る
者
で
す
ら
リ
ン
ド

め
て
認
め
始
め
て
き
た

血

騎
士

も

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

も
だ

 
常
に
見
下
さ
れ
て
来
た
キ
リ
ト
は

こ
こ
に
来
て

く
認
め
ら
れ
始
め
た
の
だ

け
ど

キ
ミ
が

れ
た

と

帰
り
た
く
な
い

と

た
ん
だ

そ
れ
を
無

し
て
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れ
て
帰
る
な
ん
て

ボ
ク
に
は
出
来
な
い

 
き

と
キ
リ
ト
が
期

に
応
え
れ
ば

彼
の

価
は
も

と
上
が

て

出
来
損
な
い

と

い
う

価
を

す
事
も
可
能
だ
ろ
う

な
ま
じ
神

が
あ
の
様
だ

た
の
だ
実

に
見
た
ボ
ス

攻
略
メ
ン
バ

が

を
下
せ
ば

す
の
も
不
可
能
で
は
無
い

だ

 
し
か
し

そ
れ
は
別
の
意
味
で
キ
リ
ト
の
負

に
な
る

 
も
し
も
攻
略
が
失

す
れ
ば

ま
た

出
来
損
な
い

の

を

さ
れ
る
だ
ろ
う

 

ま
ぐ
れ
だ

た
の
だ

 

偶
然
だ

た
の
だ

 

出
来
損
な
い

に
出
来
る

が
無
か

た
ん
だ

 

達
に
期

さ
せ
や
が

て

 

ど
う
せ
ズ
ル
で
も
し
て
た
ん
だ
ろ
う
さ

 
そ
う

て
キ
リ
ト
を

り

る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

裏
に
は
彼
を

る
無
数
の
男

女
の

と
声
を
明

に
思
い
浮
か
べ
る
事
が
出
来
る
く
ら
い
そ
の
未
来
は
容

に
想
像
が
付
い

て
し
ま

て
い
た

 
そ
う
し
て
一

得
た
人
心
が
離
れ
て
い
く
の
を
彼
は

く
怖
が

て
い
る

今

え
て
い
る
の
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も

極
的
に
は
ボ
ク
が
失
望
し
て
彼
か
ら
離
れ
る
と
思

て
い
る
か
ら
な
の
は
明
白
だ

 
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
期

に
応
え
よ
う
と
キ
リ
ト
は
今
ま
で
以
上
に

ろ
う
と
す
る
だ

ろ
う

今
ま
で
で

に

り
過
ぎ
で
背
負
い
過
ぎ
だ

た
の
に
も

と
上
を
と
求
め
て
死

力
を

く
そ
う
と
す
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
失
望
と
い
う
感
情
を
恐
れ
て
た
だ
目
的
を
達
す
る
た
め
だ
け
に
戦
う
人
形
に
過

ぎ
な
い

そ
こ
に
キ
リ
ト
の
意

が

ど
存
在
し
て
い
な
い
以
上
そ
れ
は

ば
生
き
な
が
ら

に
し
て
死
ん
で
い
る
と

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

あ
る
い
は
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
い
う

プ
レ
イ

と
し
て
生
き
て
い
な
い

と

 
キ
リ
ト
は
人
間
だ

か
つ
て
は

一

と
い
う
名
で
あ
り
今
は
リ

フ

の
義
弟
と

し
て
新
た
に
名
を

い
た

子
だ

 
断
じ
て
攻
略
の
た
め
の
人
形
で
も
道

で
も
無
い
し

か
の

り
人
形
で
も
無
い

 
人
間
だ
か
ら
感
情
が
あ
る

精
神
が
あ
る

労
も
す
る
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
彼
が

く

れ
た

と

た

戦
場
へ

帰
り
た
く
な
い

と

た

そ
し
て

戦
い
か
ら
身
を
引
こ
う
と

う
の
だ

 

千
冬
の
偶
像
を
追
い
求
め
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
少
し
で
も
多
く
の
人
が
生
き
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び
る
事
を
目
指
し
て
ま
る
で

か
に
取
り

か
れ
た
よ
う
に

の

と

て

む
事
す

ら
良
し
と
せ
ず
戦
い

け
て
来
た
キ
リ
ト
が

自
ら
の
意

で
身
を
引
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ

 
そ
れ
を
認
め
な
い

が
無
い

常

背
負
い
過
ぎ
だ
と

ん
で
と
思

て
い
た
の
だ

こ
れ

を

す
手
な
ど
あ
る
も
の
か

ボ
ク
達
は
キ
リ
ト
に
頼
り
過
ぎ
て
い
た

そ
し
て
キ
ミ
は
ボ
ク
達
の

と

て
今
ま
で

て
来
た

り
過
ぎ
な
く
ら
い
必
死
に
戦

て
来
た
ん
だ

キ
ミ
が
自
分
の
意

で

み
た
い
と
思

た
な
ら
帰
り
た
く
な
い
と
思

た
な
ら
ボ
ク
か
ら

え
る
事
は

も
無
い

よ 

え
る

が
無
い
の
だ

同
じ
事
を
し
た
な
ら
一
日
と
経
た
ず
命
を

と
す
事
を
な
ま
じ
最

前
線
を
戦

て
来
た
者
の
一
人
と
し
て
そ
の

し
さ
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

そ
し

て

一
人
で
戦
う
事
の
心

さ
と

さ
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ

れ
た

と

た
少
年

に

戦
え

と
無
情
に

る
事
な
ど

 
七
十
五

に

る
強
大
な

と
の

孤
独
の
死
闘

 
無
限
回

く
人

や
モ
ン
ス
タ

に
命
を

わ
れ
る

孤
独
の
日

 
そ
し
て
二

に

て

り
広

ら
れ
た
肉
親
と
の

別

け
て
の
死
闘
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他
に
も
大
小
無
数
様

な
戦
い
を
生
き

い
て
来
た
彼
に
そ
ん
な
事
を

ら
れ
る

も
無

い

こ
の
心
に

た
尊

の
念
戦
う
事
を
決
め
た

い
覚
悟
に
対
す
る

怖
そ
し
て
こ
の

少
年
に

い
た

か
な

情
が
あ
る
の
に

死
地
へ

け
な
ど

え
る

も
無
い

 
死
ん
だ
と
思

て
い
た
少
年
が
生
き
て
い
た
の
だ

死
地
に

い
て
欲
し
い
と

が

え
る

だ
ろ
う

 

本

を

え
ば

を

べ
て
剣
を
取
り
戦
う
事
を
望
ん
で
い
る
の
も
事
実
だ

 
キ
リ
ト
の
人
間
性
に
恋
心
を

い
た
一
人
の
女
で
あ
る
自
分
は
同
時
に
彼
の
剣
に

れ

ん
だ
剣
士
で
も
あ
る

こ
の
力
を
彼
の

で
振
る
い
背
中
を
護
り
合
う

に
な
り
た
い
と

思

て
い
た
し

そ
の

に
な
ら
な
く
と
も
共
に

を

べ
て
戦
い
と
は
常

思

て
い
た

 
常
に

歩
も
先
を
歩
い
て
い
る
少
年
の
力
に
な
り
た
い

 
姉
を
護
る

の
力
と
し
て
強
さ
を

き
な
が
ら
も
自
分
は
そ
の
願
い
も

い
て
こ
の
一
年

の
間
戦
い

け
て
来
た
の
だ

義
弟
を
想
う
リ

フ

の
想
念
に
は
負
け
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ

う
が
彼
の
力
に
な
ら
ん
と
す
る
べ
く

き
上

て
来
た
剣

と
そ
の
覚
悟
の

さ
は
勝
る
事

は
無
く
と
も

り
も
し
な
い
と
自
負
し
て
い
る

 
だ
が
そ
れ
は
自
分
の
勝
手
な
願
望
だ

手
の

合
や
感
情
を
無

し
て
ま
で
叶
え
た
い
も
の
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で
は
な
い

む
し
ろ
彼
が
望
ま
な
い
限
り

自
分
の
願
望
は
正
し
い
意
味
で
は
叶
わ
な
い

 
彼
が

み
た
い
と

て
戦
い
か
ら
身
を
引
く
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
一
時
的
で
あ
れ

的
で
あ
れ

ボ
ク
は

て
そ
れ
を

け
容
れ
よ
う

む
し
ろ
そ
の

を
尊
び

喜

う

 
攻
略
か
ら
身
を
引
く
身
勝
手
さ
に
罪
悪
感
を
覚
え
た
だ
ろ
う
し
万
が
一
の
事
を

え
て
深

く
懊
悩
も
し
た
だ
ろ
う

 
し
か
し
そ
の

に
彼
は

む
事
を
決
め
た
の
だ

今
ま
で
戦
い
か
ら
身
を
引
く
事
を
良
し
と
し

な
か

た
彼
が
自
ら
そ
の
決
断
を
下
し
た
の
だ

 
常

ん
で
欲
し
い
と
思

て
い
た
自
分
と
し
て
は
そ
れ
を
喜
び
こ
そ
す
れ

き
は
し
な

い

七
十
五
層
も
攻
略
組
を
引

り
上

て
く
れ
た
の
だ

十
分
過
ぎ
る
く
ら
い
下
地
を
整

え

骨
子
を

な
も
の
に
し
て
く
れ
た

 
ゲ

ム
ク
リ
ア
ま
で

ん
だ
と
し
て
も
文

を

え
な
い
く
ら
い

り
過
ぎ
な
く
ら
い

彼
は

て
く
れ
て
い
た

今
ま
で
あ
り
が
と
う
キ
リ
ト

ボ
ク
達
は
大

だ
か
ら
今

こ
そ

く
り
と

ん

で

本

に

お

れ
様

 

み
を

に
浮
か
べ
黒
い

子
の

を

し
く

で
な
が
ら
万
感
の
想
い
を

め
た
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葉
で

め

る

に
は

な
い
姉
や
ア
ス
ナ
サ
チ
ク
ラ
イ
ン
達
の
分
も
代

す
る
つ

も
り
で

そ
し
て

よ
り
も
ボ
ク
自
身
の
想
い
を
伝
え
る
べ
く

し
く
伝
え
る

 

も
気
に
せ
ず

心

く
ま
ま

ん
で
い
い
ん
だ
よ

と

 
ま
る
で

い
の
よ
う
に
戦
い
へ

こ
う
と
し
て
い
た
彼
か
ら
そ
の

い
と
責

感
か
ら
解

放
す
る
よ
う
に

あ

 

え
と
恐
怖
に

め
ら
れ
て
い
た
キ
リ
ト
の
表
情
が

れ
昏
い

が
浮
か
ん
で
き
た

で

む

そ
れ
は
す
ぐ
に
決
壊
し
て

に

つ
も
の

を

く
よ
う
に
零
れ

か
ら

へ

伝

て

大

の

が

た

た
と
零
れ

ち
る

 
眼
は
や
は
り
昏
い
ま
ま

そ
の

も
喜
び
よ
り
は
罪
悪
感
や
悲
し
み
と
い

た
も
の
で
流
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま

て

が

め
付
け
ら
れ
た

 
キ
リ
ト
に
と

て
も
戦
い
か
ら
身
を
引
く
決
断
は
心
苦
し
い
の
だ
ろ
う

深
い
懊
悩
の

に
出

し
た
決
断
が
本

に
正
し
い
の
か
と

自
問
自

を

り
返
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
も
し
か
し
た
ら
彼
は
責
め
て
欲
し
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

も
う
戦
わ
な
い
と

た
事

を

黒
の
剣
士
と
し
て
多
く
の
期

を
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
に
そ
れ
を
裏
切
る
決
断
を
共
に
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戦

て
来
た
一
人
で
あ
る
ボ
ク
に
糾
弾
し
て
欲
し
い
と

そ
う
願

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
ボ
ク
は
そ
れ
を
喜
ん
で

け
容
れ
た

ア
ス
ナ
達
の
意
見
を

い
て
は
い
な
い
が

に

死
ん
だ
者
と
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ト
の
力
が
あ

た
ら
と
は
思
い
つ
つ
も
前
に
進
も
う
と
し
て
い
る

か
ら
も
う
大

だ
と
思

て
勝
手
な
が
ら
攻
略
組
全
体
の
意
見
と
し
て

け
容
れ
た

 
そ
れ
が
彼
に
は
苦
し
か

た
の
だ
ろ
う

 
彼
の
性
格
を

え
れ
ば
今
も
生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

が

で
も

て
攻
略
を
進
め
よ
う
と
す
る

だ
が

そ
れ
が
無
い
と
い
う
事
は
本

に

れ
切

て
し

ま

た
の
だ

 

き

ま
れ
て
し
ま

た
義
姉
を
現
実
へ
帰
そ
う
と

し
て
い
た
の
だ
か
ら

そ
れ
も

て
罪
悪
感
は

ま
じ
い
も
の
と
な

て
い
る

だ

見
方
を
変
え
れ
ば
キ
リ
ト
は
大
切
な

義
姉
を
見
捨
て
た
と
も

え
る
の
だ
か
ら

 
そ
れ
が
神

の
よ
う
な
人
間
だ

た
な
ら
見
捨
て
た
と
思
う
だ
ろ
う

 
だ
が
キ
リ
ト
は
こ
こ
ま
で
よ
く

て
来
た
背
負
い
過
ぎ
な
の
に
義
姉
リ

フ

の
事
も

背
負
お
う
と
し
て
い
た

こ
の
世
界
で
生
き
る
知
識
と
場

を

し
て
殺
さ
れ
そ
う
に
な

た

で
ど
の
よ
う
な
方
法
で
か
第
一
層
へ
と

り

シ
ノ
ン
共

救
い
出
し
た
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そ
ん
な
彼
だ
か
ら
見
捨
て
た
と
は
思
わ
な
い

そ
の
罪
悪
感
を
間
違

て
い
る
と
は

わ
な

い
が
そ
れ
で
キ
リ
ト
が

を
流
す
事
を
き

と
リ

フ

は
喜
ば
な
い

無
論
ボ
ク
も
同
じ

だ 
キ
リ
ト
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
帰
り
た
く
な
い
な
ら

リ

フ

達
を

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

ア

に

れ
て
来
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

き

だ
な

キ
リ
ト
は

 

み
を

苦

に
変
え
た
ボ
ク
は
そ
う

て

を

で
て
い
た
少
年
を

き
寄
せ
背

中
に

を
回
し
て
掻
き

く

そ
こ
ま
で
大
き
い
と
は

え
な
い

の
中
で
は
華

な
少
年
が

き
じ

く

て
い
て

き

め
た
時
に

い
て
い
た

か
な
気
持
ち
が

中
に
広
が

た

 
キ
リ
ト
を
大
切
に
想
う
気
持
ち
と
愛
し
い
と
思
う

情
と
が

ざ
り
合

て
と
く
ん
と

の

を
と
き
め
か
せ
る

 
大

き
な
少
年
を

き

め
て
い
る
事
に
喜
び
を
覚
え
て
い
る
の
も
そ
う
だ
が
弱
い
と
こ
ろ

を
自
ら
晒
し
頼

て
く
れ
て
い
る
事
が

よ
り
も

し
い
の
だ

そ
の
弱
さ
も
愛
し
い
と
思
え
て

し
ま
う

欠
点
す
ら
も
大
切
に
想
え
て
し
ま
う
く
ら
い
恋
は

目
と

う
が
そ
れ
は
真
実
の
よ

う
だ
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今
ま
で
な
ら

日
も
会
わ
な
い
事
が

だ

た
の
に
三
日
会
わ
な
か

た
だ
け
で
ボ
ク
は

分
と
変
わ

て
い
た

死
ん
だ
と
思

て
い
た
の
に
生
き
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

 

そ
こ
で
戦
う
事
に
だ
け
目
を
向
け
て
い
た
キ
リ
ト
が
身
を
引
く
と
知

て
一
時

じ

め
て
い
た
欲
が

を

た

 
か
つ
て

を
抑
え

ん
で

戦
し
知
り
合
い
の
情
報

の
せ
い
で

え
無
く
失

し
た

あ
の
時
の
欲
だ

 
戦
い
か
ら
意
識
を
外
し
た
か
ら
こ
そ

少
し
で
も
こ
ち
ら
に
目
を
向
け
て
欲
し
い

 
と
は

え
流

に
今
の
彼
に

白
な
ん
て

な
真
似
は
出
来
な
い

そ
れ
は
彼
の
心
を
理

解
し
て
い
な
い
者
が
す
る
事
だ

そ
ん
な
真
似
は
し
た
く
な
い

 
ボ
ク
は
キ
リ
ト
の
事
が

き
だ

愛
し
て
い
る
と
ま
で
は
流

に
思
い
出
が
少
な
い
か
ら

え
な
い
が
そ
れ
で
も
異
性
と
し
て

い
て
い
る
と
は
誇
り
を
持

て
断

出
来
る

想
の
中

で
は

に
家
庭
ま
で

い
て
い
た
の
だ
そ
の
未
来
を

け
容
れ
望
ん
で
い
る
事
は
明
ら
か
だ

 
だ
か
ら
ボ
ク
は
こ
の
想
い
を
伝
え
ら
れ
る
日
が
来
る
事
を
切
に
願
い
今
伝
え
た
い
欲
を
悟

ら
れ
な
い
よ
う
抑
え

み
な
が
ら

の
中
で

き
じ

く
る

子
を

き

め
る

 

葉
で
な
く
と
も

少
し
で
も
こ
の
想
い
が
体
か
ら
伝
わ
れ
ば
と
祈
り
な
が
ら
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か
な
気
持
ち
が

少
し
で
も
彼
の
心
に
伝
わ
れ
ば
と
願
い
な
が
ら

 
成
⻑
し
な
い
体
で
あ
る
事
を
恨
め
し
く
思

た
事
は
あ
る
が
こ
の
時

ど
心

の

ま
で

は
再
現
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
仮
想
の
肉
体
を
恨
め
し
く
思

た
事
は
無
か

た

再
現
さ
れ
て
い

た
な
ら

が
火

て
い
る
の
を
自
覚
出
来
る
く
ら
い

ま

た

動
と
体
の

で
こ
の
想

い
が
想
い
人
に
伝
わ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
に

 

裏
で
そ
う

え
ボ
ク
は
ユ
イ
ち

ん
達
の

線
に

め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
理
解
す
る

も
無
い
く
ら
い
意
識
を

け
な
が
ら

子
が

ち

く
ま
で

し
く

き

め

け
た

も
離
れ
な
ん
て
し
な
い
か
ら

も
う

か
な
い
で

  

大
き
な
喜
び
の
中
に
あ
る
一

の
哀
し
さ
が

じ
た

か
ら
一

の

を
零
さ
せ

た  

じ

あ

そ
ろ
そ
ろ
ボ
ク
達
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
帰
る
よ

ん
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名
残

し
く
思
い
な
が
ら
キ
リ
ト
を
見
て

え
ば
彼
も
ま
た

し
そ
う
な
面
持
ち
で
こ
ち

ら
を
見
上

て
来
て
い
た

や
は
り

は
昏
い
ま
ま
だ
が
表
情
が
分
か
る
か
ら
か
あ
ま
り
気
に

な
ら
な
か

た

わ
た
し
達
も
帰
る
け
ど
別
に
攻
略
組

て

じ

無
い
か
ら
ち

く
ち

く
こ

ち
に

来
る
よ

そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
ね

ル
ク
ス
ち

ん

え

け
ど
そ
れ
は
悪
い
気
が

こ

ち
は
知

て
の

り
危
険
な
ん
だ
よ

ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て
は
未
知
の

の
探
索
は
宝
物

同
然
な
ん
だ
よ
ね

そ
れ

に

て
る
人
を
見
て
見
ぬ

り
す
る
な
ん
て
し
た
く
な
い
か
ら
ね

た
だ
で
さ
え
モ
ン

ス
タ

が
強
く
て
危
険
な
ん
だ
か
ら
オ
レ
ン
ジ
解
消
の
方
法
を
見
つ
け
る
に
も
人
手
は
あ

た
方

が
い
い
で
し

あ

あ
り
が
と
う

そ
の

て
い
る
よ

レ
イ
ン

フ

リ
ア

 
ル
ク
ス
の
方
も
打
ち
解
け
た
よ
う
で
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
の
二
人
と
一
時
の
別
れ
を

て

い
た

 
出
来
れ
ば
あ
の
二
人
に
は
攻
略
組
に

属
し
て
戦

て
欲
し
い
の
だ
が
孤

の
子

達
が
来
て
い
た
ら
そ
ち
ら
の
世
話
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
無
理
強
い
は
出
来
な
い

本
格
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的
に
力
を

し
て
欲
し
い

に
な
る
ま
で
は
ル
ク
ス
と
キ
リ
ト
の
オ
レ
ン
ジ
解
消
の
方
法
を
こ

ち
ら
で
探

て
も
ら
う
事
に
し
よ
う

ユ
ウ
キ

ん
 
レ
イ
ン
達
に

線
を
向
け
て
い
る
と
キ
リ
ト
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
で
そ
ち
ら
に

を

す

に

が
生
き
て
い
た
事
は
話
す
つ
も
り

え

 
う

う
ん

そ
の
つ
も
り
だ
け
ど

あ

て
て
欲
し
い

い
や

そ
う
じ

な
い

 
生
き
て
い
た
と
知
ら
れ
た
ら
攻
略
に

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら

わ
な
い
で
欲
し
い

と
思

て
い
る
の
か
と
予
想
し
て
問
い
掛
け
る
が
し
か
し
彼
は

を
横
に
振

て

定
し
た

 
な
ら
話
す
事
が
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
る
と
彼
は

に

手
を
振

て
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
呼
び
出
し

ら
か
の

作
を
始
め
る

 
そ
れ
か
ら
程
無
く
し
て

そ
の
手
に
一
本
の

な
剣
が
握
ら
れ
る

 
エ
リ

シ
デ

タ
よ
り
も
よ
り

く
深
淵
の
闇
を
思
わ
せ
る
色
合
い
を
し
た

と
剣
身
が
一

体
化
し
て
い
る
そ
の
剣
は
以
前
リ
ズ
の

を
神

が

れ
た

に
見
た
あ
の
魔
剣
だ

た

リ
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ズ
が
第
七
十
六
層
で

を

入
す
る

の

金
源
と
し
て
キ
リ
ト
が

入
し
た
と

い
た
現

状
最
強
の
武
器

片
手
直
剣
の
エ
リ

シ
オ
ン
だ

は
い

 

突
に
エ
リ

シ
オ
ン
を
取
り
出
し
た
彼
の
意

が
分
か
ら
ず

然
と
見
つ
め
て
い
る
と

彼
は
な
ん
て
事
は
無
い
か
の
よ
う
な

さ
で
そ
の
剣
を

手
で

え

差
し
出
し
て
き
た

え

と

コ
レ
の
意
味
は

が
生
き
て
い
る
証

の
品
と
し
て
見
せ
た
ら
い
い

エ
リ

シ
オ
ン
を
見
て
い
る
の
は
ユ
ウ

キ
と
ア
キ
兄
を

け
ば
リ
ズ
と
シ
リ
カ

シ
ノ
ン
だ
か
ら

信
じ
る
と
思
う

 
確
か
に
彼
の
愛
剣
で
あ
る
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は
神

が
色
違
い
の

白
い
剣
と
し
て
あ
る
い
は
そ

く
り
そ
の
ま
ま
持

て
い
た
も
の
だ
か
ら
そ
れ
が
彼
の
生
存

の
証
と
は

い

い

 

へ

れ
て
来
れ
ば
話
は

い
の
だ
ろ
う
が

そ
こ
へ

ぎ
付
け
る

に
使
え
と

そ
う

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
解

す
る

 
た
だ
そ
こ
で

そ
の
剣
を

直
に

け
取

て
い
い
も
の
か
と
自

す
る

キ
リ
ト
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
方
で
活
動
す
る
ん
で
し

 

や
エ
リ

シ
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デ

タ
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

が
あ
る
と
は

え
エ
リ

シ
オ
ン
を
ボ
ク
に

し
て
大

な

の

 
多
分
返
す
の
ち

と

く
な
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
未
だ
対
に
な
る
剣
が
無
い
の
は
大
体
予
想
が
付
い
て
い
る
も
の
の
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
戦
い
を

ど
片
手
剣
で

い
で
来
た
剣
士

同

の
剣
が

て
い
な
く
て
も
十
分
に
戦
え
る
実
力
を

持

て
い
る

 
そ
し
て
あ
の

黒
と

の
二
振
り
は
第
七
十
五
層

達
の
時
点
で

か

力
不
足
の
感
が

め
な
か

た
か
ら
彼
の
主
武

と
な
る
片
手
直
剣
は
恐
ら
く
エ
リ

シ
オ
ン
と
い
う
事
に
な

る

に
備
わ

て
い
る
片
手
直
剣
を
使
わ
な
い
の
は

か
し
ら
理
由
が
あ
る
の
だ
と
思

う
が
と
も
か
く
使

を

け
て
い
る
彼
に
と

て
片
手
剣
の
メ
イ
ン
は
エ
リ

シ
オ
ン
と
見

て
間
違
い
な
い

 
こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

よ
り
も

に
Ｍ
ｏ
ｂ
の
レ
ベ
ル
が
上

な
の
で

エ
リ

シ
オ
ン
を
持

て
い
な
い
状

で
の

策
は
危
険
だ

 
出
来
る
だ
け

く
返
却
す
る
つ
も
り
で
は
い
る
が
ボ
ク
も

事
が
立
て

ん
で
い
る
か
ら
今

日
中
に
返
す
の
は

し
い
か
も
し
れ
な
い

そ
の
間
に
別
の
エ
リ
ア
へ
行
く

の
手

を
探
す
と

な
れ
ば
戦
闘
が

に
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
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返
さ
な
く
て
い
い

 
そ
の
意

を
持

て
遠
回
し
に
エ
リ

シ
オ
ン
の

り

け
を
断
ろ
う
と
し
て
い
る
ボ
ク
の

葉
に

彼
は
真

向
か
ら
予
想
外
に
過
ぎ
る

え
を
返
し
て
き
た

 
キ
リ
ト
に
物
欲
が
か
な
り

い
と
い
う
の
は

の

ど
を
エ
ギ
ル
や
ア
ル
ゴ
を

し
て
流
し

て
い
る
事
に
気
付
い
た
時
か
ら

そ
れ
こ
そ
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
二

月
が
経
つ
ま
で
の
間

に

知

て
い
た
が
そ
れ
で
も
武
器
は
自
分
の
命
を
繋

る
も
の
だ
か
ら
強
力
な
も
の
に

か
な
り

て
い
る
事
も
ボ
ク
は
知

て
い
る

第
五
十
層

の
エ
リ

シ
デ

タ

の
剣
を

探
し
求
め
て
い
た
事
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
だ

 
そ
れ
に
メ
イ
ン
ウ

ポ
ン
と
な
り
得
る
武
器
を
手
放
す
意
味
を
ま
さ
か
キ
リ
ト
が
分
か

て
い
な
い

も
無
い

彼
は
確
か
に

い
子

で
は
あ
る
が
経
験
と
思

は
大
人
の
そ
れ
を

か
に

す
る

 
つ
ま
り

エ
リ

シ
オ
ン
を
手
放
す
事
を
良
し
と
す
る
だ
け
の
意

が
あ
る
の
だ
と

し
て

ボ
ク
は
目
で
そ
れ
を
問
い
掛
け
る

 
ど
う
し
て
か

え
て
欲
し
い
と
い
う
意

が
伝
わ

た
の
か
こ
ち
ら
に
剣
を
差
し
出
し
な
が
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ら
見
上

て
来
て
い
た
彼
は

と

線
を

手
に
持

て
い
る
エ
リ

シ
オ
ン
へ
と

と
し
た

に

る
意
思
が
あ

て
も
無
く
て
も
今
は
帰
れ
な
い

攻
略
に
向
か
え
な
い

な
ら

な
ら
せ
め
て

が
持

て
る
強
い
武
器
を

攻
略
で
戦
う
人
に

し
た
い

 

と
ま
る
で
懺
悔
す
る
よ
う
に
語

た
キ
リ
ト
の
意

を

い
て
や

り
と
自
分

は
内
心
で
予
想
が

た

て
い
た
事
に

息
を

い
た

 
キ
リ
ト
の
そ
の
気
持
ち
は

直
に

し
く
思
う

 
確
か
に
彼
が
持

て
い
る
エ
リ

シ
オ
ン
は
攻
略
組

達
の
鍛
冶
師
で
あ
る
リ
ズ
が
現
状

最
強
と

語
す
る
程
の
性
能
を
誇

て
い
る

そ
れ
を
振
る
え
ば
キ
リ
ト
が

け
た
分
を
多
少

補
う
く
ら
い
は
十
分
可
能
だ
ろ
う

片
手
剣
の
取
り
回
し
の
良
さ
そ
し
て
攻
略
組
が

持
す
る

手
剣
を
越
え
る
攻
撃
力
を

せ
持
つ
の
は

達
で
は
無
い

だ

 
と
は

え

法
外
と
も

え
る

キ
チ
ン
と
し
た
理
由
が
あ

た
か
ら
実

の
と
こ
ろ
法

外
で
は
な
い
け
ど

を
一
人
で
し
か
も
一

で
更
に
は
自
分
の

で
は
無
く
リ
ズ
や

攻
略
組

の

を

え
て

入
し
た
剣
を

ま
る
で

罪
の
如
く
差
し
出
す
様
は

し
く

る

本
人
に
そ
の
つ
も
り
が
無
い
あ
る
い
は
自
覚
し
て
い
て
も

が
過
ぎ
て
い
る
と
分
か

て
い
な
い
部
分
が

に
タ
チ
悪
い
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も
う
少
し

い
や
も

と
キ
リ
ト
は
我
が

に
生
き
て
良
い
と
思
う
の
だ
が

ど

ち
ら
に
せ
よ
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

れ
な
い
の
だ
か
ら
攻
略
の
事
を
気
に
掛
け
る
に
し
て

も

自
分
の
武
器
を

る
ま
で
は
す
る
必
要
な
ど
無
い
と
ボ
ク
は
思
う

 
ま

そ
う

そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
彼
は
絶
対
に

ろ
う
と
し
な
い
だ
ろ
う

き
そ
う
な

で
そ
の
意

を
語
ら
れ
て

剣
を
差
し
出
さ
れ
て

そ
れ
で
断
る
の
も
ボ
ク
に
は
無
理
だ

 

こ
う
や

て
こ
ち
ら
が
引
い
て
い
る
か
ら
キ
リ
ト
の
自
己

も
過

な
も

の
に
な
る
の
か
な

や

り
完
全
に
善
意
で
わ
ざ
と
じ

な
い
が
故
の
彼
の
行
動
は
タ
チ

が
悪
い

分
か

た
よ

で
も
キ
リ
ト
こ
の
剣
は
君
が
命

け
で

い
だ
お
金
で

た
剣
な
ん

だ

時
か
き

と
返
さ
せ
て
も
ら
う
か
ら
ね

え

で
も

で
も
じ

な
い
よ

本

な
ら

し
て
も
ら
う
だ
け
で
も
異

中
の
異

な
ん
だ

キ
リ

ト
の
気
持
ち
は

し
い
け
ど
そ
の
行
動
が
完
全
に
正
し
い

じ

な
い
の
は
覚
え
て
お
い
て

自
分
の
剣
を
人
に

る
の
は
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剣
士
が
死
ぬ
時
な
の
だ
か
ら

  
そ
の
先
を

お
う
と
し
て

け
れ
ど

を

む

 
今
の
キ
リ
ト
に
こ
れ
は
間
違
い
な
く
禁

だ

こ
れ
ま
で
異
常
な
く
ら
い
強
さ
に

し
虚

構
の
現
実
世
界
最
強
の
背
中
を
追
い
求
め
て
い
た
の
に
そ
れ
を
無

し
て
ま
で
戦
い
か
ら
身
を

引
い
た
彼
に

こ
の

葉
は

ど
こ
ろ
で
は
な
い

ユ
ウ
キ

ん

で
も
な
い
よ

そ
う

 

突
に

を

ん
で

し
い

に
な

た
事
に
疑
問
を
覚
え
た
キ
リ
ト
に
名
前
を
呼
ば
れ
正

直
に

う

に
も
い
か
ず

葉
を

す

 
そ
れ
で
少
し
不
思
議
そ
う
に
し
な
が
ら
も
追

し
て
来
な
い
の
は
助
か
る
と

え
ば
い
い
の

か

指

す
る
機
会
を

し
た
と
思

た
方
が
い
い
の
か

 

こ
う
や

て
彼
の
心
を
慮

て
強
く

え
な
い
事
が
本

は
彼
の

に
な
ら
な
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い
事
は
分
か

て
い
る
と
い
う
の
に

 

中
で

め
息
を

き
な
が
ら
し
か
し
彼
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う

面
に
出
す
事
無
く
彼
が

手
で

え
て
い
る
エ
リ

シ
オ
ン
に
手
を

ば
し

を
握

て
持
ち
上

る

重
い
ね

す
ご
く

 
闇
そ
の
も
の
と
す
ら
思
え
る
程
に

黒
色
に

め

か
れ
同
時
に

つ

さ
を
見
せ

る

と
一
体
化
し
た
剣
身
を
持
つ
そ
の
剣
は
自
分
が
愛

し
て
来
た
ル
ナ
テ

ク
よ
り
も

か
に
物

的
な
重

が
あ

た

 
無
論

そ
の
重
み
に
は

設
定
さ
れ
て
い
る
重
み
以
外
の
も
の
も

ま
れ
て
い
る

 
こ
れ
が

今
ま
で
キ
リ
ト
が
一
人
で
背
負

て
来
た
重
み
の

そ
の
一
部

強
く
な
る

に

前
へ
進
む

に
強
い
武

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
彼
の

そ
の
一
欠
片

 

手
で
持
ち
眼
前
に
翳
し
た
死
の
国
を

す
る
魔
剣
を

め
そ
の
重
み
と
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
感
じ
取

て

く
息
を

く

こ
の
剣
に
は

ば
な
い
が
し
か
し
確
か
に
第
一
線

で

す
る
武
器
を
無
数
に

有
し

い
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
キ
リ
ト
の
事
を

え
る

と

本

に

い
と
思
え
て
し
ま
う
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ボ
ク
が
同
じ
立
場
に
在

た
な
ら

え
姉
の

え
が
有

た
と
し
て
も
ど
こ
か
で

れ
て
い

る 

そ
ん
な
彼
を

え
て
き
た
モ
ノ
は

 
そ
う
思

し
て
第
七
十
五
層
で
の
変

と
変

し
た
キ
リ
ト
が
語

た

葉
が

裏
を

め
る

 
あ
の
白
い

へ
の
変

が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
あ
の
時
の
キ
リ
ト

の
ア
バ
タ

を
動
か
し
て
い
た
人
格
の

葉
を
信
じ
る
な
ら

見
返
し
た
い

と
か

あ
る

い
は

復
讐
出
来
る
だ
け
の
力
を
得
る
事

か

 
他
者
の

に
自
己
を

に
し
て
い
る
の
か

 
復
讐
の

に
自
己
を

に
し
て
い
る
の
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

い
事
に
は
変
わ
り
な
い

ね

キ
リ
ト

ん
 
あ
ま
り
に
重
い
た
め
愛
剣
で
あ
る
バ
グ
化
し
て
い
る
ル
■
テ

■
ク
を
ス
ト
レ

ジ
に

仕
舞
い
代
わ
り
に

へ
エ
リ

シ
オ
ン
を
収
め
た
ボ
ク
は
そ
の
六

増
し
の
重
み
を
無

し
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て

ら
で
じ

と
こ
ち
ら
を
見
上

て
来
て
い
た
キ
リ
ト
に
声
を
掛
け
る

 

の
内
に

確

た
る
決
意
を
秘
め
な
が
ら

 

ボ
ク
は
決
め
た

 

か
の

に

に
な
る
事
を
良
し
と
す
る
そ
の
精
神
を
見
る
の
も

か
へ
復
讐
し
た
い
と

を
上

る
変

し
た

を
見
る
の
も

き
そ
う
に
な
り
な
が
ら

か
を
差
し
出
す

を
見

る
の
も

だ

 
だ
か
ら
今
ま
で
は
キ
リ
ト
の
心
情
を
慮

て
あ
ま
り
強
く

わ
な
か

た
が
こ
れ
か
ら
は

少
し
ず
つ
で
も
良
い

彼
の
間
違
い
を
正
し
て
い
こ
う

ビ

タ

や
リ

フ

達
の
件
な

ど
全
て
が
絶
対
に
間
違

て
い
る

で
は
無
い
が
そ
れ
で
も
自
分
の
命
を

み
な
い
そ
の

勢

は

絶
対
間
違

て
い
る
の
だ
か
ら

 
ま
ず
は
キ
リ
ト
に
と

て
絶
対
的
上

に

し
て
い
る
義
姉
の
リ

フ

を

れ
て
来
る

 
あ
れ
か
ら
ず

と
キ
リ
ト
を
死
な
せ
る
原
因
に
な

た
事
を
悔
や
み

い
て
い
る
彼
女
の

え
は
必
ず
し
も
自
分
の
身
を

に
し
て
二
人
を
助
け
出
し
た
行
動
が

自
己

の

行
動
が
正
し
い

で
は
無
い
事
を
理
解
さ
せ
る
第
一
歩
に
な
り
得
る

な
ま
じ
自
身
を

け
容

れ
た
姉
の

葉
だ
ボ
ク
が
百
の

葉
を
重
ね
る
よ
り
も
彼
女
の
一
の

葉
の
方
が

く
に
決
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ま

て
い
る

 

に

キ
リ
ト
が
自
分
の
意

で

生
き
た
い

と
思
う
よ
う
に
す
る

 
今
の
彼
は
大
切
な
人
を
守
れ
る
な
ら
死
ん
で
も
い
い
と
い
う

え
を
持

て
い
る

そ
れ
を
一

緒
に
生
き
ら
れ
な
い
の
は

だ
と
い
う
方
向
へ
と
変
え
る

こ
こ
ま
で

り

ま

た
自
分
を

み
な
い
思

を
変
え
る
の
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
戦
う
よ
り
も
骨
が

れ
る
だ
ろ
う
が
そ
の
苦
労
を

越
え
れ
ば
想
い
人
が
生
き
る
の
だ
と
思
え
ば

ボ
ク
は
む
し
ろ
喜
ん
で
そ
の
苦
労
を
背
負
お
う

 
自
身
の
価
値
を
キ
リ
ト
が
死
ん
だ
ら
ど
れ
だ
け
哀
し
む
か

そ
れ
は

で
は
無
く

の
方

で

分
か

て
い
な
い
の
も
問

だ
が
そ
れ
は
リ

フ

を
始
め
と
し
た
知
り
合
い
全

で

え
よ
う

ら
ず
し
も
再
会
し
た
直
後
に
ボ
ク
は

を
滲
ま
せ
な
が
ら

き

い
た
の
だ

そ

れ
く
ら
い
哀
し
か

た
の
だ
と
そ
れ
は

人
も

る
の
だ
と

キ
リ
ト
は
と
て
も
大
切

な
存
在
な
の
だ
と
理
解
し
て
も
ら
い
や
す
く
な

て
い
る

だ

  

絶
対

生
き
た
い
と

一
緒
に

た
い
と
キ
リ
ト
の
方
か
ら

わ
せ
て
や
る

 

時
か
は
明

出
来
な
い
け
ど

近
い
内
に

ま
た

来
る
か
ら
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そ
う
心
の
中
で

く
決
意
を

め
け
れ
ど
そ
れ
を
お
く
び
に
も
出
さ
な
い
で
再
会
の
約

束
を
す
る

 
ボ
ク
が
見
た
キ
リ
ト
は

し
そ
う
な
表
情
に

か
物
欲
し
そ
う
な
感
情
も
滲
ま
せ
て
い
た

 
も
し
か
し
て

を

で
て
欲
し
い
の
か
な
と
思

て
手
を

ば
し

ら
か
な
黒
髪
の
上
に
手

を

い
て

し
く

で
る
と
彼
は
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
し
て
い
る
猫
の
如
く
目
を

め
た

は

と

足
そ
う
に
し
て
い
る

り

ど
う
や
ら
こ
れ
で

た

て
い
た
ら
し
い

 
こ
う
見
た
だ
け
な
ら

に
可
愛
ら
し
い
子

な
の
に

あ
り
が
と
う

ま
た

 
数

け
て
い
る
と

足
し
た
の
か

か
に

み
を
浮
か
べ
た
彼
は
礼
と
再
会
の

葉
を

て

小
さ
く

手
を
振

た

 
そ
れ
に
ボ
ク
も

み
を
浮
か
べ

く

う
ん

ま
た
ね
キ
リ
ト

こ

ち
の
事
は
気
に
し
な
く
て
い
い
か
ら
今

こ
そ

く
り

ん
で

 
闘
技
場

個
人
戦

が
終
わ

た
後
に

圏
内
事
件

が
あ
り

そ
の

か
ら
外
れ
た
と
思

え
ば
シ
ン
カ

さ
ん
救
出
の

に
地
下
迷

に
て
死
闘
を

り
広

そ
れ
が
終
わ

て
彼
も
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め
る
と
思
え
ば
オ
レ
ン
ジ
達
と
一
戦
交
え
て
い
て

 

本
的
に
彼
が

も
う
と
し
て
い
る
時
に
限

て

か
し
ら

事
が

発
し
て
い
た

 
け
れ
ど
こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と
違

て
プ
レ
イ

が

な
い

故
に
問

な
ど

こ
る

も
無
い

こ
す
人
が

な
い
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら
こ
ち
ら
で
な
ら
キ
リ
ト
も
気
を

む
以
外
で

れ
る
よ
う
な
事
は

無
い
に

し

い

専

カ
ウ
ン
セ
ラ

に

し
い
義
姉
ユ
イ
ち

ん
が
一
緒
な
の
だ
か
ら
問

へ
自
ら

を

突

も
う
と
は
し
な
い

だ

 
攻
略
だ
け
は
ど
う
し
て
も
気
に
掛
か
る
だ
ろ
う
が
エ
リ

シ
オ
ン
な
ん
て

も
な
い
剣
を

り
た
の
だ

彼
の

念
を
晴
ら
す
く
ら
い
の

き
を
し
な
く
て
は
自
己

精
神
を

善
す
る

な
ど
夢
も
ま
た
夢

善
さ
せ
る
な
ら
そ
れ
が
必
要
無
い
と
む
し
ろ
頼
る
事
が
多
い
と
思
わ

せ
る
程
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

 
ま

あ
ま
り
に
頼
ら
せ
る
事
に
な
れ
ば
以
前
み
た
い
に

き

れ
か
ね
な
い
の
で
そ
の

の

が

し
い
が

そ
こ
は
程

に
フ

ロ

を

み
つ
つ
や

て
い
く
し
か
な
い
だ
ろ
う

ん
 
心
の

か
ら
思

て
い
る
事
を
伝
え
れ
ば
キ
リ
ト
は

く
応
じ
な
が
ら

し
た

葉
で
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す
ら
な
い
そ
の
応
じ
方
は
子

ら
し
い

の
キ
リ
ト
の
も
の
で
ど
こ
か
愛
ら
し
く

ま
し

さ
が
感
じ
ら
れ
た

 
転

へ
向
き
直
る
前
に
最
後
に
と
ま
た
彼
の

に
手
を

い
て
く
り
く
り
と

で
る

不

意
打
ち
だ

た

に
最
初
こ
そ

い
て
い
た
彼
は
す
ぐ
に

し
そ
う
に
目
を

め

に

り
と

ん
だ

 

か
ら
光
を
喪

て
い
て
も

キ
リ
ト
は
変
わ
ら
な
い
と
分
か

て
ま
た
安

を

き
つ
つ

か
ら
手
を
離
す

 
そ
れ
か
ら
転

へ
と
向
き
直
る

 

に
二
人
は
転

エ
リ
ア
に
入

て
ボ
ク
を

て
い
た

た
せ
て
し
ま

た
事
に
少
し

悪
い
事
を
し
た
か
な
と
思

て
手
で

罪
し
つ
つ
近
寄

て
自
分
も
エ
リ
ア
へ
と
入
り
そ
れ

か
ら
キ
リ
ト

ユ
イ
ち

ん

ル
ク
ス
の
三
人
へ
と
向
き
直
る

 
三
人
は
程

こ
そ
違
え
ど
ボ
ク
達
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
の
帰
還
を
祝
福
す
る
よ
う
に

ん
で
い
た

転

ア

ク

フ

ア

 
そ
の

み
を

け
な
が
ら
三
人

て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で

一
有

化
さ
れ
て
い
る
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の
転

へ
と

ボ
ク
達
は
蒼
い
光
に

ま
れ
て
転

し
た

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
私

ど
ん
だ
け
ユ
ウ
キ
が

き
な
ん
で
し

う
ね

今
更

 
ま

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
編
で
は
ゲ

ム
の
キ
リ
ト
の
立
場
を
本
作
だ
と
ユ
ウ
キ
に

変
え
て
い
ま
す
か
ら
あ
る
意
味

で
は
あ
る
ん
で
す
が

コ
レ
む
し
ろ
キ
リ
ト
が
堕
と
さ

れ
る
ん
じ

な
か
ろ
う
か

 
ユ
ウ
キ
の

容
力
が
あ
り
過
ぎ
る

リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
と
か

し
て
る
と
ギ

プ
が

い

 
ま

原
作
女
性
キ

ラ
の

容
力
ア

プ
は
本
作
の
醍
醐
味
と
い
う
事
で
一
つ

キ
リ
ト
が

物

い
年
下
だ
し

女
は
恋
す
る
と
変
わ
る
と

い
ま
す
し
ね

 

話
で

く
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
一
時
帰
還

攻
略
は
ま
だ
ま
だ
後
に
な
り
ま
す

そ
の

前
に
色

と
片
付
け
な
い
と
い
け
な
い
問

が
あ
る
の
で

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
が
エ
リ

シ
デ

タ
や
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を

さ
な
か

た
の
は
ア
キ
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ト
が
色
違
い
や
そ

く
り
な
も
の
を
ホ
ロ
ウ
品
と
し
て
持

て
い
た
か
ら

 
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は
リ
ズ
ベ

ト
が
鍛
え
た
証
が
シ
ス
テ
ム
的
に
あ
り
ま
す
が
そ
れ
な
の

に

同

件
の
エ
リ

シ
オ
ン
を

し
た
の
は
攻
略
に

立
て
て
欲
し
い
と
い
う
思

が
原

因

第
七
十
五
層
時
点
で

に
火
力
不
足
と

わ
れ
て
い
る
二
剣
が
メ
イ
ン
武
器
で
エ
リ

シ

オ
ン
は
そ
れ
を
打
破
す
る
武
器
の
一
つ
な
の
に
も

わ
ら
ず

な
く

せ
る

り
が
キ
リ
ト
の

み

合
を
表
し
て
い
る

 
こ
ん
な
ス
ロ

ス
な
作
品
で
す
が
今
後
と
も
ど
う
ぞ

く
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま

す 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
七
十
章
 

絶
剣

の
帰
還
・
前
編

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

か
ら

て
来
た
後
の
お
話

前

ユ
ウ
キ
後

超

し
振
り
な
シ
リ
カ

点
で
お
送
り
し
ま
す

少
し
前
が
リ
ズ
だ

た
か
ら
ネ

 
シ
リ
カ

点
は
結
構
リ
ズ
の
話
が
出
ま
す

彼
女
に
つ
い
て
は
第
七
十
六
層
で
キ
リ
ト
と
対
話

し
て
い
る
時
の

点

写
を

み
返
す
と

少
し
理
解
し
や
す
く
な
る
か
も

 
文

数
は
約
二
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
蒼
い
光
に

ま
れ
た

界
が
色
を
取
り

し
た
時

白
色
に

め
ら
れ
た

の

は

か
な

色
に

ら
さ
れ
て
い
た

界

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
チ

ク
な
時

は

後
五

時
過
ぎ
を
示
し
て
い
た
か
ら

の
入
り
と

え
ど
太
陽
の
色
が
白
か
ら

色
に
変
わ
る
の
も
無
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理
は
無
か

た

 
確
か
強
制
転

で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ
と

動
し
て
し
ま

た
の
が
十
二
時
過
ぎ
だ

た

な
の
で

合
五
時
間
は
あ
ち
ら
に

た
事
に
な
る

そ
の
内
戦
闘
時
間
小
一
時
間
レ
イ

ン
達
と
合
流
し
て
か
ら
約
三
時
間
動
い
て
い
た
か
ら
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
か
ら
話
を

い
て

い
た
の
は
大
体
一
時
間
足
ら
ず
と
い
う

だ

姉
ち

ん
が
ど
う
な

て
る
か

ち

と
怖
い
な

 

突
に
五
時
間
も
行
方
不
明
に
な

て

信
不

だ

た
の
だ

カ
ン
カ
ン
に
怒

て
い
る

か

あ
る
い
は
ボ
ク
が

な
く
て

き

れ
て
い
る
か

 
出
来
れ
ば
怒
る
だ
け
の

気
が
あ

て
欲
し
い
の
だ
が
キ
リ
ト
死
亡

実

は
死
ん
で
な

か

た
け
ど

の
シ

ク
が

け
切
ら
な
い
間
に
失

し
て
し
ま

た
か
ら
最
悪

ん

で
い
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思

て
い
る

実

の
と
こ
ろ
姉
ち

ん
が
そ
こ
ま
で
弱
い
と
は
思

わ
な
い
が

最
悪
の
予
想
は
し
て
然
る
べ
き
だ

 
あ
と
自
分
の

い
が
ど
う
な

て
い
る
か
も
非
常
に
気
に
な
る

ま
さ
か
と
思
う
が
ボ
ク
も

死
亡

い
に
な

て
い
る
可
能
性
も

定
は
出
来
な
い

が
七
十
六
層
か
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ん

結
構
良
い

気
だ
ね

 
色

と
気
を

ん
で
い
る
ボ
ク
の
横
で
初
め
て
こ
の

に
来
る
二
人
が

を
キ

ロ
キ

ロ
と
見

し
な
が
ら
感
想
を

ら
す

 
こ
の

は
始
ま
り
の

に
コ
ン
セ
プ
ト
が
近
い
ら
し
い
か
ら
そ
れ
に
似
た

気
を
感

じ
取

て
い
る
の
だ
ろ
う

一
年

の
内
ど
れ
だ
け
の
間
あ
そ
こ
を

点
に
し
て
い
た
か
は
知
ら

な
い
が
子

達
と

ら
し
て
い
る
内
に
忌

し
い
デ
ス
ゲ

ム

が
あ

た

と

え
ど
も

そ
れ
な
り
の
愛

が

い
て
も
お
か
し
く
は
な
い

 
あ
ま
り
立
ち
寄
り
た
く
な
い
ボ
ク
も

教
会
や
キ
バ
オ
ウ
亡
き

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
本
部
に
行
く

な
ら
立
ち
寄

て
も
い
い
か
な
と
思

て
は
い
る

キ
バ
オ
ウ
が
生
き
て
い
る

間
は
行
き
た
く
な
か

た

 
と
は

え
今
は
シ
ス
テ
ム

の
せ
い
で
行
き
た
く
て
も
七
十
六
層
よ
り
下
の

層
に
は
転

で
行
く
事
は
出
来
な
い

 
そ
れ
で
も

り
た
い
な
ら
リ

フ

と
シ
ノ
ン
の
救
出
に

し
て
キ
リ
ト
が
し
た
よ
う
に
そ

れ
こ
そ

無
し
バ
ン
ジ

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
リ

フ

と
シ
ノ
ン
か
ら

い
た
話
で
は
キ
リ
ト
は

地
の

に
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ
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ル
を
使

し
た
ら
し
い
の
で
地
上
へ
突
進
す
る

の

ド
ス
キ
ル
を
使
え
ば

下
ダ
メ

ジ
を

け
る
事
無
く

地
出
来
る
事
は
判
明
し
た

そ
れ
で
も
失

す
れ
ば
死
へ
一
直
線
の
バ
ン

ジ

ジ

ン
プ
な
ど

も
し
た
く
な
い
だ
ろ
う

や
り
方
を
知

て
も
ボ
ク
だ

て
し
た
く
な

い

そ
う
い
う
事
を
や
れ
て
し
ま
う
キ
リ
ト
は
や
は
り
ど
こ
か
ズ
レ
て
い
る
と
思
う

 

と
す
る
と
転

結

で
の

転

が
間
に
合
わ
な
か

た
か
ら
反

的
に
し

た
と
か

そ
う
い
う
の
で
ア
レ
を
発
見
し
た
の
だ
ろ
う
か

で
も

以
外
の

層
に

れ
な
い
の
か

キ
バ
オ
ウ
が

な
く
な

た
か
ら
そ
う
い

う
意
味
で
は
あ
の
子
達
の
安
全
は
守
ら
れ
て
る
と

え
る
の
か
な

少
な
く
と
も
わ
た
し
達
が
無
理
に
お
金
を

が
な
い
と
い
け
な
い
事

に
は
な
り
に
く
い
と
思

う

ま

心
配
な
の
に
は
変
わ
り
な
い
け
ど

 
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
鍛
冶
で
作

た
武
器
を

で

た
り
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
で
手

に
入
れ
た
ア
イ
テ
ム

を

る
事
で
自
分
達
や
教
会
の
子

達
の
生
活

を

い
で
来
た

備
や
レ
ベ
ル
か
ら

す
る
に
教
会
に

ら
す
メ
ン
バ

の
中
で
も
突
出
し
た

ぎ

だ

た

だ 
そ
の
二
人
が

れ
な
い
と
い
う
の
は
か
な
り

手
で
は
あ
る
が
そ
れ
で
も
子

達
と
て
戦
え
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な
く
は
な
い
の
だ
か
ら
生
活
出
来
な
い
と
い
う

で
は
無
い

 
だ
か
ら
二
人
は
そ
こ
ま
で
不
安
で
は
無
い
ら
し
い

そ
れ
で
も
心
配
は
す
る

り
面
倒
見
が

い
い
と
思
う

 
と
は

え
人
の
心
配
よ
り
も
ま
ず
は
自
分
の
心
配
を
す
る
べ
き
だ

二
人
と
も
子

達
の
事
を
心
配
す
る
の
は
良
い
け
ど
こ
の

の

は
全
部

ま

て
る
ん

だ
よ

 
今
は

の
心
配
を
す
る
べ
き
な
ん
じ

な
い

あ
 
ど
う
や
ら
す

か
り
忘
れ
て
い
た
ら
し
い

 
ユ
イ
ち

ん
の
説
明
が
と
ん
で
も
な
か

た
か
ら
二
人
と
合
流
し
て
す
ぐ
に
し
た
ボ
ク
の
話
が

ぶ
の
も
仕
方
な
く
は
あ
る
け
ど
自
分
達
の
生
活
に

わ
る
事
な
ん
だ
か
ら
忘
れ
な
い
で
い
て

欲
し
か

た

友
人
と
し
て
彼
女
達
が

に
迷
う
の
は
心
苦
し
い
自
分
が

を
取

て
い
る

身
だ
か
ら

更
だ

 
そ
れ
に
し
て
も

た
な

と

中
で

く

 
知
り
合
い
を
外
に
放
り
出
し
て
自
分
は
ぬ
く
ぬ
く
と
ベ

ド
の
中
で

眠
を
取
る
の
は
心
情
的

に
し
た
く
な
い
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し
か
し

外
を
許
し
て
し
ま

て
は

か
か
ら
そ
の
話
を

き
つ
け
た
人
が
そ
の

外
を
盾

に

か

て
来
る
可
能
性
も
あ
る

そ
れ
で
不

が

発
し
て
し
ま

て
は

キ
リ
ト
の
策

で

ち

い
た
の
に
本

転
倒
だ

そ
ん
な
勝
手
な
行
動
を
ボ
ク
一
人
の
判
断
で
行
う

に
も
い

か
な
い

 
そ
れ
に
攻
略
組
の
一

し
か
も
あ
の

に
集
う
一
人
と
し
て
は

足
な

息
も
仕
事

の
一
つ

労
で
倒
れ
で
も
し
た
ら
士
気
も
が
た

ち
だ
ろ
う
し

な
不
安
を
生
ん
で
し
ま

う 
こ
れ
が
心
情
と
立
場
の
板

み
と
い
う
や
つ
か

今
ま
で
キ
リ
ト
の
事
で
も
色

と
悩
ん
で
き

た
が

ま
さ
か
こ
う
い
う
事
に
す
ら

を

く
事
に
な
ろ
う
と
は

い
や

て
よ

 
そ
こ
で

は
た
と
あ
る
事
を
思
い
付
い
た

ね

レ
イ
ン

て
確
か

鍛
冶

ス
キ
ル
を
鍛
え
て
る

て
話
だ

た
よ
ね

え

 
う
ん

取

て
る
け
ど

そ
れ
が
ど
う
し
た
の

バ
グ
の
影

で
下
が

た
り
は
し
て
な
い

し
て
な
い
ね

そ
の
お
陰
で
あ

ち
で
も
三
日
間
戦
え
て
た

だ
し
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ど
う
や
ら
レ
イ
ン
は
リ
ズ
と
違
い
キ
リ
ト
と
同
じ
く
鍛
冶
ス
キ
ル
の

下
や
消
滅
は
無

か

た
ら
し
い

 
そ
れ
を
確
認
し
た
ボ
ク
は

に

に
立
つ
フ

リ
ア
へ
と

線
を

し
た

フ

リ
ア

て

ロ
で
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
出
来
る
ん
だ
よ
ね

え

ま

出
来
る
よ

流

に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

み
た
い
な

体
の
強
さ
が
自
分
以
上

な
の
が
ザ
ラ
に

る
と
か

地
下
迷

の
勢
い
の
と
こ
ろ
は
無
理
だ
け
ど

ど

ち
も
一
人
で
生
き
残
れ
る
の
は
多
分
キ
リ
ト
く
ら
い
だ
と
思
う
よ

と
も
か
く

ロ

で
探
索
出
来
る

て
事
は

フ

リ
ア

て

と
武
器
や

を
手
に
入
れ
た
り
す
る
の

す
る
ね

宝

か
ら
は
武
器
と
か
よ
く
手
に
入
れ
て
る
し
モ
ン
ス
タ

を
倒
し
て

を
集

め
た
り

取
や

ポ
イ
ン
ト
で
ア
イ
テ
ム
も
集
め
て
る
よ

流

に
行
く
場

と
か
時
の
運

で

り
は
出
る
け
ど

 

取
ポ
イ
ン
ト
は
と
も
か
く

ポ
イ
ン
ト
で
は

専

ア
イ
テ
ム
の
ツ
ル
ハ
シ
を
要
す

る 
更
に
イ
ン
ゴ

ト
は
武
器
や

ど
と
は
い
か
な
い
が
そ
れ
な
り
の
重

を
誇

て
お
り

備
や
回
復
ア
イ
テ
ム
も

め
れ
ば

か
し
ス
ト
レ

ジ
を
圧

す
る
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
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る

ポ

シ

ン

よ
り
は
重
く
武

よ
り
は

い
が

系
な
の
で
数
が
あ
る
分
圧

す

る
と
い
う

だ

 
レ
ベ
ル
が
上
が
り

力
値
に
レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
振

て
い
る
リ
ズ
は
大

に
持

て
来
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
フ

リ
ア
は
ど
ち
ら
か
と

え
ば

値
に
振

て
い
る

が
あ
る

そ
れ
で
も
一

の
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
で
そ
れ
だ
け
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
と

い
う
事
は

取
得
ス
キ
ル
に

持
容

が
あ

て

ス
キ
ル
値
も
高
い
の
だ
ろ
う

 
こ
れ
な
ら
い
け
る
か
な
と
思

て
少
し

え

ん
だ
ボ
ク
は
二
人
を
見
な
が
ら

を
開
い

た
二
人
の

も
し
か
し
た
ら

と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
鍛
冶
を
持

て
い
て
確
か
な

も
あ
る
レ
イ
ン

独
で

や

の
他
イ
ン
ゴ

ト

に
変
え
ら
れ
る
武
器
を
宝

か
ら
入
手
出
来
る
フ

リ
ア
な
ら
リ
ズ
に
頼
み

め
ば

く
ら

い
な
ら

と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い

二
人
の
三
日
間
の
生
活
を

い
た
限
り
だ
と
ど
ち
ら
も
最

限
の

理
は
可
能
な
よ
う
だ
し

彼
女
と
し
て
も

か
ら
手
が
出
る
程
の

に
違
い
な
い

 
問

は
彼
女
の
鍛
冶
師
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
に

う
か
だ
が

こ
れ
ば
か
り
は
実

に

い
て
み
な
い
事
に
は
始
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
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そ
う

え
付
い
た
ボ
ク
は
別
件
も

め
て
二
人
と

れ
て
新

開

し
た
第
二

リ
ズ
ベ

ト
武

が
あ
る

エ
リ
ア
へ
と
歩
を
進
め
た

 
リ
ズ
さ
ん

こ
の
剣
と
槍
は

に

け
ば
い
い
で
し

う

 

手
に
シ
ン
プ
ル
な
片
手
直
剣
を

手
に

と
槍
が
合
わ
さ

た
よ
う
な
武
器

ハ
ル

バ

ド
あ
る
い
は
ポ

ル
ア

ク
ス
と

う
ら
し
い

を
持
ち
な
が
ら
問
う
と
一
心
不
乱

に

を
振
る

て
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
武
器
を
生
成
し
た
ば
か
り
だ

た
女
性
は
こ
ち
ら
に
目
を

向
け
た

 
ま
ず
剣
を
見
て

に
槍
を
見
て

一

を

む

剣
は

直
す
か
ら
そ
こ
に

い
と
い
て

ん
で
槍
は

り
物
に
す
る
か
ら
あ

ち
に
立

て
掛
け
と
い
て

分
か
り
ま
し
た

 
ま
ず
剣
を
無

作
に

み
上

た
武
器
の

へ

く
よ
う
指
で
指
し
示
し

に
槍
は

品

と
し
て

り
に
出
す

の
列
に

べ
て

く
よ
う

て
来
た

 
ポ

シ

ン
を
作
る
わ
た
し
を

子
と
し
て

て
い
る
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
は
こ
の
シ
ス
テ
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ム

が

き
て
か
ら
も

静
に
対
応
し
た

を

め
た
後

に

べ
て
い
た
全
て
の
武
器

を
イ
ン
ゴ

ト
へ
と

し

金
し
て
ま
で

入
し
た
と
い
う
水
車
小

の
ホ

ム
す
ら
も

却

ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
は
全
て
プ
レ
イ

な
い
し
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

人
に

り

払

て

彼
女
は
こ
の
第
七
十
六
層
へ
と
来
た

 
そ
し
て
現
在

第
二

と
し
て

千
万
も
し
た
と
い
う
大

り
に
面
し
て
客
入
り
の
良
い

ホ

ム
を

日

入
し

を
開
い
た

 
と
は

え
コ
ン
プ
リ

ト
し
て
い
た
鍛
冶
ス
キ
ル
が
シ
ス
テ
ム

の
せ
い
で
初
期
化
さ

れ
て
し
ま

た
彼
女
で
は

攻
略
組

が
持
つ
一
流
の
武
器
を
修
復
し
た
り

強
化
し
た
り
す

る
に
は
力
不
足
が

め
な
か

た

 

論

を

れ
る
人
達
は
リ
ズ
さ
ん
の
責

で
は
無
い
事
を
理
解
し
て
い
る

 
そ
し
て
一
心
不
乱
に

を
振
る
い

少
し
で
も
ス
キ
ル
を

そ
う
と
躍

に
な

て
い
る
事

も

も
が
知
る
事
実
だ

し
ろ

く
か
ら
陽
が

ち
る
ま
で
ず

と

の

が
止
ま
な
い

の
だ
か
ら

時

を

れ
て
も
カ
ウ
ン
タ

に
は

子
で
あ
る
わ
た
し
が

て

⻑
で
あ
る

ベ
ビ

ピ
ン
ク
の
髪
が
特
徴
的
な
女
性
は
お
ら
ず

の

が
鳴
り

く
の
だ
分
か
ら
な
い

が
無
い
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と
は

え
彼
女
が
一
心
不
乱
に

を
振
る

て
い
る
の
は

も
ス
キ
ル
を

す

だ
け
で
は
無
い

 
彼
女
が
あ
あ
な

た
の
は

キ
リ
ト
く
ん
の
死
を
知

た
か
ら
だ

 
リ

フ

さ
ん
と
シ
ノ
ン
さ
ん
を
助
け
出
す
代
わ
り
に
死
ん
だ
彼
と
最
後
に
話
し
た
の
は
実

は
リ
ズ
さ
ん
だ

た
と
い
う
の
だ

し
か
も
彼
が

び
出
し
た
時
に
は
横
に

た
ら
し
い

止
め

ら
れ
な
か

た
事
を
心

悔
い
て
い
る
の
は
す
ぐ
分
か

た

 
そ
も
そ
も

千
万
コ
ル
も
し
た
こ
の

を

入
出
来
た
の
も
リ
ズ
さ
ん
が
最
高

作
と

て
い
た

黒
の
剣
エ
リ

シ
オ
ン
を
キ
リ
ト
く
ん
が
キ

カ
リ
五
千
万
コ
ル
で

入
し
た
か
ら
ら

し
い

 

攻
略
組

の

手
剣
使
い
が
持
つ
武
器
す
ら
も

す
る
片
手
武
器
の
エ
リ

シ
オ
ン
を

仮
に
ユ
ウ
キ
さ
ん
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が
得
て
い
れ
ば
そ
れ
は
攻
略
の
大
き
な
助
け
と
な

て
い
た
と
は
思
う

そ
う

え
れ
ば
エ
リ

シ
オ
ン
を
持

た
ま
ま
死
ん
だ
キ
リ
ト
く
ん
は
責

め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

少
な
く
と
も
彼
に
悪
感
情
を

い
て
い
る
人
達
は
そ
う
す
る
だ
ろ

う 
け
れ
ど
リ
ズ
さ
ん
が
二

を
開
く
た
め
の

金
を

し
た
と
い
う
意

を

み
取
れ
ば
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彼
は

的
な
も
の
で
は
な
く
今
後
を

え
た
上
で
の

を
取

た
の
だ
と
も

え
ら
れ
る

 
エ
リ

シ
オ
ン
が

ら
現
状
最
強
の
武
器
だ
と

て
も

九
十
層
に

達
す
る

に
は
エ

リ

シ
デ

タ
の
よ
う
に
火
力
不
足
が

め
な
く
な

て
い
る
だ
ろ
う

 
リ
ズ
さ
ん
が
す
ぐ
に

を
開
い
て
対
応
出
来
る
よ
う
に
す
れ
ば

え
エ
リ

シ
オ
ン
が
無
く

て
も
攻
略
組
の
バ

ク
ア

プ
は
あ
る
程

整
う

ス
キ
ル
値
が
足
り
な
く
て
も
完
全

得

ま
で
の
時
間
を

く
す
る
に
は
十
分
だ
ろ
う
し

定

や

定
式
の
回
転

に
よ
る
作
業
も

の
そ
れ
と
は

べ
物
に
な
ら
な
い
か
ら

者
は

出
す
る

だ

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
エ
リ

シ
オ
ン
を

入
出
来
た
の
は

恐
ら
く
キ
リ
ト
君
だ
け
だ

た

 
だ
か
ら
彼
は
今
後
の
事
を

慮
し
て
最
善
と
思
わ
れ
る
手
を
打

た
の
だ
と
思
う

 
そ
れ
だ
け
に

死
ん
で
し
ま

た
事
は
と
て
も
哀
し
い
事
だ

た

き
 
哀
し
ん
で
い
る
の
は

も
プ
レ
イ

だ
け
で
は
な
い

 
武
器
を

わ
れ
た

り
に

い
て
そ
れ
が
最
後
だ

た
の
で
仕
事
で
あ
る

番
に

る
べ
く

鍛
冶
部

か
ら

内
の
カ
ウ
ン
タ

へ
と

れ
ば
カ
ウ
ン
タ

の

に
設

し
た
使
い
魔

の

小
さ
な
ベ

ド
か
ら
か

い
声
が

こ
え
て
来
た
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を
向
け
れ
ば

哀
し

に
目
を

め
て

く
フ

ザ

リ
ド
ラ
が
一

ピ
ナ

 
⻘
い
和

に

ま
れ

い

を
持
つ

一
年
以
上
の
付
き
合
い
と
な
る
使
い
魔
ピ
ナ

 
あ
ま
り
プ
レ
イ

に

か
な
い
ピ
ナ
は

し
く
キ
リ
ト
く
ん
に
心
を
許
し
て
い
た

彼
が
亡

く
な

て
か
ら
と
い
う
も
の

日
あ
ま
り

気
が
無
い

に
は
会
わ
な
か

た
と
は

え

や
は
り
お
気
に
入
り
の
人
が
亡
く
な

た
と
い
う
の
は
ピ
ナ
に
と

て
も
哀
し
い
事
な
の
だ

 
キ
リ
ト
君
の
使
い
魔
で
あ
る
ナ
ン
ち

ん
は
こ
の
ホ

ム
の
三

の
一

に

じ

て
い

る
リ

フ

さ
ん
と
シ
ノ
ン
さ
ん
の
近
く
に

自
発
的
に

る

本

は
一
人
一

な
の
だ
が

今
の
精
神
状

で
一
人
に
す
る
の
は
心
許
無
い
と
い
う
事
で
二
人

て
部

に
入

て
い
る

 
そ
の
二
人
を
心
配
し
て
な
の
か
あ
の
使
い
魔
は
二
人
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
か

た

 
彼
の
使
い
魔
を

き

め
て
す
す
り

く
の
を

日

い
て
い
る
が
逆

果
な
の
で
は
と
思

う
と
同
時

く
だ
け
ま
だ
リ
ズ
さ
ん
よ
り
マ
シ
か
も
し
れ
な
い
と
も
思

た

 
リ
ズ
さ
ん
は
ま
だ
一

も

い
て
い
な
い

 
リ

フ

さ
ん
達
は
状
況
的
に
ど
う
し
よ
う
も
無
か

た

ス
テ

タ
ス
で
は
攻
略
組
に

た
キ
バ
オ
ウ
達
に
勝
て
る

も
無
く
助
け
た
い
対

の
キ
リ
ト
君
は
ロ
ジ

ク
的
に
助
か
ら
な
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か

た
の
だ
か
ら

の
如
し
作
戦
を
前
に
し
て
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
か

た

 
し
か
し
リ
ズ
さ
ん
は
違
う

届
い
た
メ

セ

ジ
で
血

を
変
え
た
キ
リ
ト
く
ん
を
止
め
ら
れ

る
時
に

に

た
の
だ

か
に

え
た
様
子
の
彼
を
リ

フ

さ
ん
達
に

か
が
あ

た
ら

と
恐
怖
し
て
い
た
彼
を

止
め
ら
れ
る
場

に

た
の
だ

 
そ
れ
が
今
も

か
な
い
原
因
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
リ

フ

さ
ん
そ
し
て
シ
ノ
ン
さ
ん
は
キ
リ
ト
く
ん
を
異
性
と
し
て

い
て

い
る
と
思
う

 
ア
ス
ナ
さ
ん
や
サ
チ
さ
ん
は
分
か
ら
な
い

結
構
年
上
の
よ
う
だ
か
ら
キ
リ
ト
く
ん
を
弟
み

た
い
に
感
じ
て
放

て
お
け
な
い
と
思

て
い
る
か
ら
一
緒
に

る
の
か
も
し
れ
な
い

サ
チ
さ

ん
の
場
合

以
前

い
た
話
か
ら
複

な
事
情
も
絡
ん
で
い
る
の
は
明
白
だ

 
ラ
ン
さ
ん
も

な
と
こ
ろ
だ

子
の
妹
で
あ
る
ユ
ウ
キ
さ
ん
が

れ
て
い
る
以
上
同
じ

だ
け
の
付
き
合
い
が
あ
る
彼
女
も

か
れ
て
い
る
と
は
思
う
が
や
り
取
り
を
見
て
い
る
限
り
ス

タ
ン
ス
は
ア
ス
ナ
さ
ん
や
サ
チ
さ
ん
に
近
い

を

け
る

そ
れ
で
も
ど
こ
か

ら
か
な

気
が
あ
る

り
ユ
ウ
キ
さ
ん
に
も
近
い
気
が
す
る

自
覚
は
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
い
う

の
が
自
分
の
判
断
だ
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わ
た
し
も
正
直

だ

ピ
ナ
を

生
さ
せ
る

の
情
報
で

か
知
ら
な
い
か
ア
ル
ゴ
さ
ん

と
共
に
彼
に
会

た
日
の
夜
の
対
話
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
付
き
合
い
を

じ
て
気
に
な

て

は
い
る

け
ど
自
分
よ
り
年
下
の
子
が

て
い
る

に

れ
を
覚
え
て
い
る
の
も
確
か
だ

た

少
な
く
と
も
ユ
ウ
キ
さ
ん
達

ど
明
確
に
異
性
と
し
て
意
識
し
て
い
る
と
は

い

か

た 
リ
ズ
さ
ん
も

キ
リ
ト
く
ん
の
事
を
ど
う
思

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

 
闘
技
場
前
で
見
た
事
に
対
す
る
反
応
を
見
る
限
り
で
は
ラ
ン
さ
ん
達
と
似
て
は
い
る

 
し
か
し

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
鍛
え
た
経

も
多
少

い
た
が

彼
に

か
れ
る
部
分
が

あ

た
か
は
判
断
付
き
か
ね
て
い
た

そ
れ
な
ら
ま
だ
オ
レ
ン
ジ
に
襲
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
助
け
ら

れ
た
レ
イ
ン
さ
ん
の
方
が
可
能
性
と
し
て
は
高
い
と
思
う
の
だ

 
リ
ズ
さ
ん
は
面
倒
見
の
い
い
姉

な
性
格
だ

は
強
く
見
え
て
そ
の
実
ボ
ロ
ボ
ロ
な

彼
に
世
話
を

き
た
い
衝
動
に

ら
れ
た
の
は
想
像
に

く
な
い

弟
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま

て
い
て
も
不
思
議
で
は
無
い
だ
ろ
う

現
実
で
は
一
人

子
の
あ
た
し
で
す
ら
あ
の
少
年
に
対

し
て
世
話
を

き
た
い
衝
動
に
襲
わ
れ
る
事
も
し
ば
し
ば
だ

た
の
だ

 
そ
れ
だ
け
人
の
世
話
を
見
れ
る
人
だ
か
ら
こ
そ
彼
を
止
め
ら
れ
る
立
場
に
あ

て
止
め
ら
れ
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な
か

た
自
身
を

リ
ズ
さ
ん
は
責
め
て
い
た

 
本

は

き
た
い
の
だ
ろ
う
し

リ

フ

さ
ん
達
の
よ
う
に
哀
し
み
た
い
の
だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
を
す
る

格
は
無
い
と

わ
ん
ば
か
り
に
一
心
不
乱
に

を
振
る
い

け
て
い
る
様
は

し
い

ま
る
で
キ
リ
ト
く
ん
に

さ
れ
た

を
精
一

果
た
す
事
で

て
い
る
か
の
よ
う

な

そ
ん
な
風
に
す
ら
思
え
て
来
る

 
そ
う
す
る
事
だ
け
が
あ
の
時
止
め
ら
れ
な
か

た
自
分
に
出
来
る

一
の
罪
の

い
方
な
の

だ
と

わ
ん
ば
か
り
に

多
分

そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

き
 

子
に

掛
け
て
カ
ウ
ン
タ

に
寄
り
掛
か
り
使
い
魔

ベ

ド
で
悲
し

に
こ
ち
ら
を
見

て

く
ピ
ナ
を

で
な
が
ら

葉
を

ら
す

 
多
分
今
思

た
よ
う
に
リ
ズ
さ
ん
は
キ
リ
ト
く
ん
に

し

な
い
気
持
ち
が
一

で
せ
め

て
彼
か
ら

さ
れ
た

だ
け
で
も
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

一
心
不
乱
に
ス
キ
ル
値

を

そ
う
と

を
振
る

て
い
る
の
も
き

と
か
つ
て
自
分
が
至

た
マ
ス
タ

の
値
に

り

た
い
か
ら
で
は
な
く

彼
が

し
た

を
万
全
に
機
能
さ
せ
る

な
の
だ
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攻
略
組
を

出
来
る
鍛
冶

と
し
て
リ
ズ
さ
ん
を
活
動
さ
せ
る

に
彼
は
あ
の
剣
を

入
し
た
の
だ
か
ら
そ
の
意

を

ん
で
リ
ズ
さ
ん
は

目
も
振
ら
ず

を
振
る

て
い
る
の

だ
ろ
う

ユ
ウ
キ
さ
ん
も

行
方
不
明
ら
し
い
し

 
そ
の
哀
し
い

を
見
せ
る

⻑
か
ら

は
こ
の
数
時
間
の
内
に
小

に

ん
だ
新
た
な
不
安

要

に
つ
い
て
思

を
回
す

 
こ
の

は

見
た
目
こ
そ
華
や
か
で
は
あ
る
も
の
の

気
そ
の
も
の
は
か
な
り
暗
い

 
こ
の

に
意

せ
ず
し
て

じ

め
ら
れ
て
し
ま

た
人
達
は
と
て
も
多
い
し

を
確
保
出

来
ず
に
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
や

外
で

る
事
に
な
る
人
が
大

だ

加
え
て
攻
略
も
あ
ま
り

進
ん
で
お
ら
ず

不

は

に

し
か
し
確
実
に

ま

て
き
て
い
る

 
こ
の

は
今
で
こ
そ
客
入
り
が
悪
い
と
は

え
そ
れ
で
も

⻑
で
あ
る
リ
ズ
さ
ん
の
平

つ
人

た
り
の
良
い

客

を

み

定
客
と
し
て

れ
る
人
が

る
か
ら
そ
う
い

た

情
報
は
そ
れ
な
り
に
入

て
き
や
す
い

立
地
的
に
も
表

り
を
歩
い
て
い
る
人
の

が
見
え
や

す
い
か
ら

で
も
見
え
て
し
ま
う

 
し
か
も
こ
こ
に
来
て
ユ
ウ
キ
さ
ん
ま
で
も
が
行
方
不
明
に
な
る
始
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攻
略
組
は
そ
れ
を

そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が

が
広
ま
る
速
さ
を

め
て
は
い
け

な
い

圏
外
か
ら

て
来
た
ラ
ン
さ
ん
達
の
様
子
を
見
た
多
く
の
プ
レ
イ

は
絶
剣

の

が
無
い
事
か
ら
死
亡
説
を
上

始
め
て
い
る

そ
れ
で
攻
略
組
に
意
味
の
無
い
抗
議
を

し
て
い
る

死
ん
で
い
よ
う
と
い
ま
い
と
ど
れ
だ
け
抗
議
し
よ
う
と
す
ま
い
と
そ
れ
に

な
く
攻
略
速

が
上
が
る

も
無
い
の
に
だ

 

密
に

え
ば
彼
女
は
原
因
不
明
の
強
制
転

で

を
消
し
た
だ
け
の
よ
う
な
の
で
ま
だ
死

ん
だ
と
確
定
は
さ
れ
て
い
な
い

 
だ
が
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
や
生
命
の

の
名
前
は
あ
る
の
に

に

る
か
分
か
ら
な
い
状

は
キ
リ
ト
く
ん
と
同
じ
な
の
で

も
う
死
ん
だ
の
で
は

と

て
い
る
人
も
少
な
く
な
い

彼
女
の
フ

ン
の
人
達
は
そ
れ
を
信
じ
て
い
な
い
が
や
は
り
悪
い
ニ

ス
が

い
て
い
る
か

ら
か
動
揺
の
波
紋
は
か
な
り
大
き
い

 
希
望
で
あ

た
黒
の
剣
士
が
死
ん
で
し
ま

て
ユ
ウ
キ
さ
ん
ま
で
謎
の
転

現

で
行

方
不
明

シ
ス
テ
ム

の
せ
い
で
不
可
解
な
事
も
多
い

は

ピ
ナ

こ
れ
か
ら
ど
う
な

ち

う
の
か
な

き

る
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少
し
前
は
神

ア
キ
ト
の
事
で
不
穏
な
気
配
が
あ

た
け
ど
大
し
た
事
は
無
か

た

キ
リ
ト

く
ん
が

く
心
配
に
な
り
は
し
た
け
ど

そ
れ
で
も
持
ち
直
し
て
い
た
か
ら

い
と
思

た
し

真

向
か
ら
勝

た
か
ら
大

だ
と
思

て
い
た

 
そ
の

先
の
死
亡

 
更
に
シ
ス
テ
ム

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
失

 
不
穏
な
事
が

こ
り

け
て
い
て
だ
か
ら
こ
の

に
い
る
人
達
は
大

暗
い

を
し
て
い
る

 
こ
の
ホ

ム
に

る
リ

フ

さ
ん
と
シ
ノ
ン
さ
ん
は
初
め
て
を
強
引
に
奪
わ
れ
た
事
以
上
に

キ
リ
ト
く
ん
の
死
に
打
ち
の
め
さ
れ
原
因
に
な

て
し
ま

た
事
で
自
身
を
責
め
て
い
る

リ

ズ
さ
ん
も
止
め
ら
れ
な
か

た
事
を
責
め
て
一
心
不
乱
に
彼
か
ら

さ
れ
た

を
果
た
そ
う

と

を
振
る

て
い
る

ギ
ル
ド
別
で
い
が
み
合

て
い
た
最
前
線
攻
略
組
も
ギ
ル
ド
と
い
う

根
を
越
え
た

攻
略
組

と
い
う
組

と
し
て
協
力
し
始
め
た
も
の
の

黒
の
剣
士

と
い

う
強
み
を

ビ

タ

と
い
う
負
の

面
で
あ
り
な
が
ら
強
者
と
い
う
絶
対
者
が
死
ん
だ
影

で

や
は
り
士
気
は
と
て
も

い

黒
の
剣
士
が

な
く
な

た
だ
け
で
こ
う
も
違
う

そ
れ
だ
け
が
理
由
で
あ
る
と
は

え
な
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い
が
彼
が

た
ら
も
う
少
し
全
体
的
に
明
る
か

た
の
で
は
と
思

て
し
ま
う

少
な
く
と
も

攻
略
組

の
士
気
は
ガ
タ

ち
ま
で
は
し
な
か

た
だ
ろ
う
し

感
に

り

め
て
い
な

か

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
彼
の
負

に
な

て
い
る
の
だ
と
分
か

て
い
て
も

頼

て
し
ま
う

 
そ
ん
な
自
分
自
身
の
弱
さ
が
⻭

か

た

 
あ
の
少
年
の

え
に
な
れ
た
ら
と
思

て
い
た
わ
た
し
は
し
か
し
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
の
よ
う
に

最
前
線
で
戦
え
る
程
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
努
力
は
あ
ま
り
し
て
い
な
か

た

最
前
線
の
恐
ろ
し

さ
を
よ
く
知
ら
な
い
わ
た
し
は
だ
か
ら
こ
そ
恐
怖
を

い
て
未
知
の
最
前
線
に
足
を

み
入

れ
る
の
を
恐
れ
て
い
た

 
同
時
に
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
な
ら
そ
し
て
あ
の
強
い
少
年
な
ら
死
ぬ
事
無
く
第
百
層
ま
で
攻
略
出

来
る
と
信
じ
て
い
た

 
甘
え
と

え
ば
そ
う
な
の
だ
ろ
う

彼
の
強
さ
を
異

と
見
て
弱
さ
こ
そ
が
正
し
い

だ
と

て
お
き
な
が
ら

わ
た
し
は

ば

性
の
ま
ま
彼
に
負

を
強
い
て
い
た
の
だ

 
そ
ん
な
わ
た
し
に
対
し

あ
の
少
年
が
ど
う
思

て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い

 
今
の
状
況
は
そ
の
ツ
ケ
な
の
だ
ろ
う

ず

と
あ
の
少
年
に
頼
り
切
り
だ

た
か
ら
こ
そ
の
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感
で
あ
り
不
安
な
の
だ

今
ま
で
一
人
で

え
て
い
た
彼
の
不
安
が
全
体
に
行
き

た
の

が
今
な
の
だ

 
き

と
こ
こ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
分

路

 
不
安
や
恐
怖
に
圧
し

さ
れ
れ
ば
も
う
二

と
攻
略
の

に
戦
お
う
と
い
う
者
は

な
く
な

る

新
た
に
現
れ
た
と
し
て
も
数
は
少
な
く
と
て
も
で
は
無
い
が
キ
リ
ト
く
ん
の
よ
う
に

独

で
ボ
ス
を

手
取
る
事
は
ま
ず
不
可
能
だ

 
そ
れ
を
わ
た
し
以
上
に
理
解

あ
る
い
は

と
な
く

し
て
い
る
か
ら
こ
そ

攻
略
組

は

感
に

り

め
て
い
る

だ
か
ら

重
に
動
い
て
い
て
そ
の

重
さ
の
背

ま
で

え
て

い
な
い
人

は
不

を
ぶ
つ
け
て
い
る

 
焦
り
は
死
を

め
る
が

く
し
な
い
事
に

は
不

を
ぶ
つ
け
て
来
て

攻
略
組

は

板

み
に
な

て
い
る

こ
れ
を
ど
う

り
越
え
る
か
が

だ
ろ
う

 
そ
ん
な
彼
ら
に
わ
た
し
が
出
来
る
事
と

え
ば
回
復

の
多
い
ポ

シ

ン
を
作

て
少
し
で

も
多
く

り

す
事
く
ら
い

キ
リ
ト
く
ん
が
実
の
兄
と
遭
遇
し
た
日
に

ポ

シ

ン

の
レ

シ
ピ
を
教
え
て
も
ら

て
い
る
の
で
回
復
ポ

シ

ン
は

論
状

異
常
回
復
や
ス
テ

タ

ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン

も

さ
え
あ
れ
ば
作
れ
る

そ
の

も

的
容

に
手
に
入
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る
か
ら
作
れ
な
く
な
る
事
は
多
分
無
い

 
だ
か
ら
わ
た
し
は

カ
ウ
ン
タ

に
て

番
を
し
つ
つ

ス
キ
ル
を

い
て

ポ

シ

ン
の
作
成
を
す
る
の
が
日

と
な

て
い
た

 
こ
れ
で
少
し
は
自
分
の
レ
ベ
ル
上

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
な
が
ら

 
自
分
が
作

た
ポ

シ

ン
で
少
し
で
も
多
く
の
人
の
命
を
繋

た
ら
い
い
な
と
思
い
な
が

ら 
そ
の
日

を
こ
な
す
べ
く
メ
ニ

を
開
き

を

し
て

ス
キ
ル
で

ポ

シ

ン
を
製
作
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と

の
出
入
り

に
付
け
ら
れ

て
い
る
ベ
ル
が
お
客
が
来
た
事
を
知
ら
せ
た

 
そ
れ
で
一

を
持
ち
上

来

し
た
お
客
に

線
を
向
け
る

い
ら

し

い
ま
せ

リ
ズ
ベ

ト
武

に
よ
う
こ
そ

て

あ

シ
リ
カ

リ
ズ
は
工

ユ
ウ
キ
さ
ん

 

ば
自
動
化
し
た

を

に
し
て
い
る
間
に
そ
の
来
客
が
一
体

な
の
か
を
正
確
に
認
識

し
て
思
わ
ず

い
た
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来
客
は
三
人

 
一
人
は
紅
髪
に
黒
い
ゴ
シ

ク
ド
レ
ス
二
本
の
先

り
に
な
る
片
手
直
剣
を

に
差
し
て

い
る
レ
イ
ン
さ
ん

 
も
う
一
人
が
蒼
を

と
し
た

の

い
フ

デ

ド
コ

ト
に
ホ

ト
パ
ン
ツ
へ
そ
出
し

ル

ク

特
徴
的
な

剣
を
後
ろ

に
差
し
た
フ

リ
ア
さ
ん

 
そ
し
て
そ
の
二
人
を

て
先

に
立

て
い
た
の
が

紺
の
ク
ロ

ク
ス
カ

ト
を

い

黒
い

を
付
け
た
女
性
剣
士

絶
剣

と
い
う
二
つ
名
を

し
て
い
る
行
方
不
明
と

い
う
話
の
ユ
ウ
キ
さ
ん
だ

た

 
死
ん
だ
と
思
わ
れ
た
人
が
特
に
問

な
さ
そ
う
な
様
子
な
の
は
喜
ば
し
い
も
の
の
あ
ま
り
に

も
予
想
外
な
客
だ

た
事
に

わ
た
し
は

然
と
し
て
し
ま
う

行
方
不
明
と
か
死
ん
だ
と
か

わ
れ
て
ま
し
た
け
ど
大

だ

た
ん
で
す
か

あ

や

り

そ
う
い
う
話
に
な

て
る
ん
だ

 
フ
レ
ン
ド
登
録
や
生
命
の

で
は
生
存
状

に
な

て
い
る
キ
リ
ト
く
ん
が
状
況
的
に
死

亡
確
定
と
さ
れ
て
い
て

状
況
は
知
ら
な
い
が
生
死
を
確
認
出
来
る
二
つ
の
状

が
彼
と
同
じ

だ

た
か
ら

ユ
ウ
キ
さ
ん
は
彼
と
同
じ
よ
う
に
死
ん
だ
の
で
は
と
思
わ
れ
て
い
た
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そ
の
推

が
立

て
い
る
の
で
は
と
は
本
人
も
思

て
い
た
よ
う
で
わ
た
し
の

葉
に
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら
反
応
を
返
し
た

ラ
ン
さ
ん
な
ん
て

に

て
来
た
時
点
で

い
て
い
た
と
か

い
て
ま
す
よ

や

り
そ

ち
に
な

た
か

後
が
大
変
そ
う
だ
な

そ

ち

そ
う
な

た
か
で
は
な
く
そ

ち
に
な

た
か
と
い
う

い
回
し
に
引

掛
か
り
を
覚

え
て
思
わ
ず
反

的
に
問
い
掛
け
て
し
ま
う

彼
女
は

な

み
を
浮
か
べ
そ
の
問
い
に

え
る
事
は
無
か

た

取
り

え
ず
姉
ち

ん
の
事
は
一

い
と
く
と
し
て

シ
リ
カ
リ
ズ
は

変
わ
ら
ず
工

に

る
の

は
い

今
も
ス
キ
ル
値
を

す

に
必
死
に

を
振
る

て
ま
す

 
攻
略
組

達
の
鍛
冶

と
し
て
有
名
な
リ
ズ
さ
ん
は
ボ
ス
戦
参
加
メ
ン
バ

の
大

の
武

器
を
世
話
し
て
い
た
人
物
だ

ユ
ウ
キ
さ
ん
も
そ
の
一
人
な
の
で
リ
ズ
さ
ん
の
現
状
を
わ
た
し
と

同
じ
く
ら
い
に
は

き
知

て
い
る

だ
か
ら

変
わ
ら
ず

と
い
う
表
現
を
使

た

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
も

リ
ズ
さ
ん
の
事
情
と
心
境
か
ら
無
理
を
し
て
い
る
事
を

し
て
い
る
の
だ
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か
依
頼
で
す
か

 
多
分
今
の
様
子
だ
と

ス
キ
ル
値
的
に
も
仕
事
は

け
な
い
と
思
い

ま
す
け
ど

 

値
を
回
復
す
る
武
器
の
修
復
や
強
化
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
武
器
を
精
製
す
る
生

も
今

の
彼
女
は

け
な
い
と
思
う

う
じ
て
修
復
く
ら
い
は
請
け
負
う
か

か
と
い
う

な
ラ
イ

ン
だ

 
リ
ズ
さ
ん
も
⻑
く
鍛
冶
師
と
し
て
生
き
て
来
た
だ
け
あ
り

そ
の
プ
ロ
意
識
は

な
も
の

中

を
許
す

も
無
く
ま
し
て
や
自
分
の
仕
事
が
そ
の
人
の
生
死
に
直
結
す
る
な
ら

協

も
あ
り
得
な
い

も

と
ス
キ
ル
値
が
高
く
な

て
か
ら
で
な
け
れ
ば
武
器
の
強
化
や

継
承

を
し
て
く
れ
な
い
の
は
確
実
だ

い
や

仕
事
の
依
頼
じ

な
い
よ

 
そ
う
思

て
予
め
断
ろ
う
と
思

て
い
た
の
だ
が

予
想
外
に
も
ユ
ウ
キ
さ
ん
は

を
横
に

振

て

定
す
る

 
予
想
を
外
し
た
た
め

他
に

か

事
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
思

て

を

る

な
ら
伝

で
す
か

 
そ
れ
な
ら
わ
た
し
が
後
か
ら
伝
え
ま
す
け
ど

い
や
ボ
ク
か
ら
直

話
し
て
お
き
た
い

ち
な
み
に
リ

フ

と
シ
ノ
ン
も

変
わ
ら
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ず
え

え
え

は
い

お
二
人
も
変
わ
ら
ず
で
す

そ

か

 
リ

フ

さ
ん
達
の
現
状
も
変
わ
ら
ず
と
知

た
ユ
ウ
キ
さ
ん
は

く

き

に
手
を

て

て

や
ら

え

ん
で
い
た
が

か
を
決
め
た
よ
う
で

よ
し
と

い
な
が
ら

を
上

た

あ
の
二
人
に
は
後
か
ら
話
す
と
し
て

シ
リ
カ

リ
ズ
の
と
こ
ろ
に

内
し
て
く
れ
る

え

え

と

 
そ
う
頼
ま
れ

少
し
迷

た

 
こ
れ
で
も
リ
ズ
さ
ん
に

わ
れ
て
い
る
身
だ
し

練

上

に

念
を

や
し
て
い
る
今
の

彼
女
の
も
と
へ

内
し
て
も

彼
女
の
話
を
に
べ
も
な
く
断
り
そ
う
な
感
じ
が
あ
る

そ
れ
を

知

て
い
な
が
ら
そ
う
頼
み

ん
で
く
る
と
い
う
事
は
と
て
も
大
事
な
件
な
の
だ
ろ
う

恐
ら

く

そ
れ
に
は
リ

フ

さ
ん
達
も
無

で
は
な
い

 
そ
ん
な

件
な
ど

十
中
八
九
キ
リ
ト
君

の
事
し
か
な
い

 
し
か
し
今
の
リ
ズ
さ
ん
は
か
な
り
不
安
定
だ

ち

と
し
た
事
で

き

れ

く
の
間
再

不
能
で
眠
り

ん
で
も
お
か
し
く
は
な
い
状

に
あ
る
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そ
ん
な
彼
女
に

か
話
が
あ
る
ら
し
い
ユ
ウ
キ
さ
ん
と
会
わ
せ
て
も
い
い
も
の
か
ど
う
か

少
し
迷

た
分
か
り
ま
し
た

ち

と

て
下
さ
い

先
の
札
を
返
し
て
来
る
の
で

 
数

ど

し
た
後

わ
た
し
は
彼
女
達
を
リ
ズ
さ
ん
の
許
へ

内
す
る
事
に
し
た

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

れ
知
る
事
な
ら

し
て
い
て
も
悪
い
事
に
し
か
な
ら
な
さ
そ
う
だ
し
こ
こ

最
近
リ
ズ
さ
ん
は

ぎ
気
味
だ
友
人
で
あ
る
ユ
ウ
キ
さ
ん
と

を
合
わ
せ
る
事
で
少
し
で
も
リ

フ
レ

シ

し
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
本

だ

た

 
そ
う
決
め
た
後
わ
た
し
は
カ
ウ
ン
タ

か
ら
出
て

の
ド
ア
ま
で
向
か
い
一

外
へ
出
て

ド
ア
の
前
に

け
て
い
る
札
を

Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ

か
ら

Ｃ
ｌ
ｏ
ｓ
ｅ

へ
と
変
え
る

 
そ
れ
か
ら
中
へ

る
と

レ
イ
ン
さ
ん
が

を

ね

と
声
を
掛
け
て
来
た

は
い

今

札
を
返
し
て
き
た
け
ど

お

勝
手
に

め
ち

て
良
い
の

 
そ
れ
を

い
て

あ
あ

そ
う
い
う
事
か
と

中
で

得
す
る

 
確
か
に
リ
ズ
さ
ん
に

か
な
い
で
札
を
返
し
た
の
は
少

マ
ズ
い
か
も
し
れ
な
い

実

鍛

冶

の

ぎ
時
は

夜
攻
略
し
て

て
来
る

と

攻
略
し
て

て
来
る

方
の
二
回
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後
六
時
手
前
と
い
う
こ
の

方
の
時

は
確
か
に

の

ぎ
時
な
時
間

だ
か
ら
お
か
し
く

た
だ
ろ
う

 
だ
が

今
の
状
況
で
は
良
い
の
だ

も
う

仕
舞
い
の
時
間
に
近
い
で
す
か
ら
ね

え

も
う

 

く
な
い

お
客
さ
ん

こ
の
時
間
に
な

た
ら
も
う
来
な
い
ん
で
す
よ

そ
う
な
の

 

た
ら
大
体
伝
わ
る
と
思

た
の
で

的
に

え
る
の
だ
が
レ
イ
ン
さ
ん
は
ど
う
に
も

得
い
か
な
い
よ
う
で

を

て
疑
問
を
浮
か
べ
て
い
る

ど
う
に
も

か
が
お
か
し
い
な
と

思

て
わ
た
し
も

を

る

あ
あ

そ
う
か

レ
イ
ン
達
は
知
ら
な
い
ん
だ

た

 
そ
う
し
て
い
る
と

ユ
ウ
キ
さ
ん
は

か
に
気
付
い
た
の
か
そ
う
声
を
上

た

レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
は
つ
い
さ

き
七
十
六
層
に
来
た
か
ら
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

あ
あ

そ
う
い
う
事
で
す
か
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そ
の
事
を

い
て

か
す
れ
違

て
い
る
な
と
思

て
い
た
が
そ
の
違
和
感
に
気
付
い
た

に
今
の

の
状

を
知
ら
な
か

た
か
ら
こ
ち
ら
と
話
が

み
合
わ
な
か

た
の
だ

 
な
ら
そ
の
疑
問
に
は

に

え
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
と
思
い

を
開
く

今
こ
の

は
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
を
始
め

本
的
に

と
な
る
場

の
争
奪
戦
が

り

広

ら
れ
て
い
ま
す

も

ま

て
い
る
の
で

食
を
摂

た
後
は

さ
ん
少
し
で
も
良

い

で

よ
う
と
躍

に
な

て
い
る
ん
で
す
よ

で
す
か
ら
こ
の
時
間

に
来
る
事
は

無
に

し
い
ん
で
す

な
る

ど

 

や

り
は
偶
に
来
る
人
も

る
の
だ
が
そ
れ
で
も

入
す
る
人
は

お
ら
ず

本

的
に
は
ポ

シ

ン
の

や
世
間
話
に
時
間
を

や
す
事
が
多
い

だ
か
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
と
か

こ
の

の
状

に
つ
い
て
も

に
入

て
き
て
い
る

 
し
か
し

を

め
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
無
い

め
に

め
る
と
い
う
事
は
そ
れ
だ
け

を
見

め
る
時
間
を
少
な
く
す
る
と
い
う
事
で
も
あ
る

れ

き
と
し
た
理
由
が
あ
る
の
だ

た
だ

を

く

め
る
の
は
そ
れ
だ
け
じ

な
く
て

攻
略
組

の
方

が
ど
う
に
か
手

を

く
し
て

動
が

き
な
い
よ
う
抑
え
て
い
る
の
で
す
が

や

り
気
が
立

て
る
人
が
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ま
す
か
ら

な
の
で

後
六
時
前
後
に
は

を

め
る
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す

 
実
は
一

に

し
入

て

内
に

を
敷
い
て

よ
う
と
し
た
人
達
も
十
数
人
程
い

た

わ
た
し
が
ど
れ
だ
け

て
も
出
な
く
て
そ
の
騒
ぎ
は
話
を

き
つ
け
た
デ

ア
ベ
ル
さ

ん
と
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
お
陰
で
事
無
き
を
得
た

 
そ
れ
が
あ

て
か
ら
は

後
六
時
以

は
完
全
に

を

め
る
事
に
し
た
の
だ

六
時
く
ら

い
に
な

た
ら

攻
略
組

の
人
が
定
期
巡
回
に
来
て
く
れ
る
契
約
に
な

て
い
る

シ
リ
カ

さ

き
か
ら
話
し
声
が

こ
え
る
け
ど

が
来
て
る
の

 
レ
イ
ン
さ
ん
達
に
こ
の

を

く

め
る
理
由
や

の
状

に
つ
い
て
話
し
て
い
る
と
一

を

む
事
に
し
た
の
か
工

か
ら
リ
ズ
さ
ん
が
出
て
来
た

ど
う
も

客
の
声
以
外
の
も

の
が
⻑
ら
く

こ
え
て
来
た
事
に
疑
問
を
覚
え
て
い
る
ら
し
い

あ

リ
ズ
さ
ん

実
は
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
が

ね
て
来
て
ま
し
て

達

 

あ
ら

レ
イ
ン
に
フ

リ
ア
じ

な
い

ま
さ
か
あ
ん
た
達
が
一
層
の
教
会
か

ら
離
れ
る
な
ん
て
ね

あ
は
は

わ
た
し
達
と
し
て
は

そ
れ
は
不
可
抗
力
と

い
ま
す
か

ち

と
面
倒
事
に

き

ま
れ
て
ね

三
日
間

た

転

で
こ

ち
に

く
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て
来
ら
れ
た
ん
だ
よ

ん

 
ど
う
や
ら
レ
イ
ン
さ
ん
と
フ

リ
ア
さ
ん
は
こ
の
三
日
間
ど
こ
か
の
エ
リ
ア
で

て
い

た
ら
し
く

か
な
り

労
し
た
の
か
表
情
が

に

れ
た
も
の
と
な

て
い
る

 
レ
イ
ン
さ
ん
の
実
力
は
知
ら
な
い
が
フ

リ
ア
さ
ん
は
最
前
線
に
近
い
ダ
ン
ジ

ン
を

ロ

で
潜

て
生
還
出
来
る
程
の
実
力
を
持
つ
ら
し
い
か
ら
そ
れ

ど
の
人
と
組
ん
で
い
る
の
な
ら

レ
イ
ン
さ
ん
も
か
な
り
の
実
力
者
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
な
の
に
三
日
間
も

て
い
た
と
い
う

の
は

脱
出
が

か
あ
る
い
は
ギ
ミ

ク
が
面
倒
で
分
か
り

い
ダ
ン
ジ

ン
だ

た

ら
し
い

ん

 
そ
う
思

て
い
る
と
二
人
の
話
を

い
て

乱

に
反
応
を
返
し
て
い
た
リ
ズ
さ
ん
が

と

を

た

フ

リ
ア

あ
ん
た
今

こ

ち

て

た
わ
よ
ね

た
ね

あ
ん
た
達
今
ま
で

に

た
の

 
あ
ん
た
達

て
最
前
線
は

点
に
し
な
い
ん
で
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し

 
ダ
ン
ジ

ン
と
か
か
ら

て
来
た
に
し
て
も

は

に

と
か

圏
内

に

と
か

て

わ
な
い

 
転

で

て
来
る
と
い
う
意
味
に
し
て
も
使
い
方

だ
し

 
リ
ズ
さ
ん
は

し

に
二
人
を
見
な
が
ら
疑
問
を

す
る

 
わ
た
し
と
し
て
は
そ
こ
ま
で
お
か
し
い
と
は
思
え
な
か

た
の
だ
が
ど
う
も
彼
女
に
は

に

こ
え
た
よ
う
だ

た

そ
し
て
そ
の
問
い
を
投

ら
れ
た
フ

リ
ア
さ
ん
と
あ
と
レ
イ
ン
さ

ん
は

て

と
も

え
な
い
表
情
で

問
主
を
見

め
て
い
る

そ
の
表
情
を

え
て
表
現
す

る
と
す
れ
ば

然

だ
ろ
う
か

ま
さ
か

も

て
い
な
い
の
に
そ
こ
に
気
付
く

て
リ
ズ
の
そ
の

さ

じ

な
い
ね

 
二
人
の

葉
を
代

し
た
か
の
よ
う
に

ユ
ウ
キ
さ
ん
が
そ
う

た

 
話
が
見
え
な
い
わ
た
し
は
カ
ウ
ン
タ

に

い
て
い
る
使
い
魔

ベ

ド
の
上
で
話
を

い
て
い
た
ピ
ナ
と
共
に

を

る
ば
か
り
だ

一
体
リ
ズ
さ
ん
は

に
気
付
い
た
の
だ
ろ
う

か
ち

と
話
が
⻑
く
な
る
ん
だ
け
ど
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リ
ズ
さ
ん
の
そ
の
問
い
に

え
る
べ
く
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
そ
う
前

き
し
て
か
ら
レ
イ
ン
さ

ん
達
の
身
に

そ
し
て
自
分
の
身
に

が
あ

た
か
を
語

た

 

第
七
十
六
層
が
開

し
た

に
と
あ
る
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
い
た
二
人
は

て
強

制
転

で
見
た
事
も
無
い
樹
海
へ
と
放
り
出
さ
れ
そ
れ
か
ら
三
日
間

た
事

そ
の
樹
海

の
中
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
は

に
三

に
達
し
て
い
た
事

プ
レ
イ

の

は

見
な
か

た
事

広
さ
は
第
一
層
よ
り
も
明
ら
か
に
あ

た
事

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
も
数
時
間
前
の
転

に
よ
り
同
じ
樹
海
エ
リ
ア
へ
と

ば
さ
れ
た
事

転

し

た
直
後
に
ル
ク
ス
と
い
う
名
の
オ
レ
ン
ジ
の
少
女
と
出

た
事

そ
の
後
に
ル
ク
ス
を

追

て
い
た
第
七
十
五
層
ボ
ス
に

似
し
た
モ
ン
ス
タ

を
一
人
で
倒
し
た
事

そ
れ
か
ら
レ
イ

ン
さ
ん
達
と
合
流
し
た
事

 
樹
海
の
中
で
シ
ス
テ
ム
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

い
た
と
思
え
ば
ユ
ウ
キ
さ
ん
の

手
に
は
金
色

の

に
逆
十

架

の
紋
様
が
浮
か
ん
だ
事

そ
の
文
様
が

ま
れ
た
浮
遊

で

ん
だ
先

で

死
ん
だ
と
思
わ
れ
た
キ
リ
ト
く
ん
と
ユ
イ
ち

ん
の
二
人
と
再
会
し
た
事

 
オ
レ
ン
ジ
の
キ
リ
ト
く
ん
と
ル
ク
ス
は
こ
ち
ら
に
圏
外
転

が
無
い
の
で

て
来
ら
れ

ず
ユ
イ
ち

ん
は
キ
リ
ト
く
ん
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の

に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
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も
う
一
つ
の
世
界
に
残

た
事

 
そ
の
全
て
を
語
ら
れ
た

キ
リ
ト

生
き
て
た
の

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
全
て
を
語
り
終
え
た
後
リ
ズ
さ
ん
が

に
し
た
事
は

し
く
も
自
分
と
同

じ
も
の
だ

た

ユ
イ
ち

ん
に

し
て
は
自

し
た
事
そ
の
も
の
が
予
想
だ

た
が
彼
に

し
て
は
オ
レ
ン
ジ
の
制
約
と
状
況
か
ら
し
て
絶
対
に
死
ん
だ
と
思

て
い
た
だ
け
に
そ
の
事
実

に
は

然
と
し
た

 
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
思
い
が
大

で
け
れ
ど
そ
の
希
望
を
信
じ
た
い
と
い
う
思
い
が
絶

大
で

 
そ
の
二
つ
の
想
い
が

じ
り
合

た
問
い
に

紺
の
剣
姫
は

し
い
と
分
か
る

み
を

え

こ
く
り
と

い
た

そ

か

そ

か

 
そ
の

を
見
て
リ
ズ
さ
ん
は

か
に
目
を

め

を

ま
せ
な
が
ら

く

第
に
彼

女
は

を
天

へ
と
向
け
た

キ
リ
ト

死
ん
で
な
か

た
の
ね

あ
あ

良
か

た
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そ
う

て

リ
ズ
さ
ん
は
心

安
心
し
た

で

背
中
か
ら
倒
れ

ん
だ

リ
ズ

リ
ズ
さ
ん

ち

リ
ズ
ベ

ト
ち

ん

え
え

 

に
会
話
し
て
い
た
と
思
え
ば

突
に
倒
れ
た
事
に
わ
た
し
達
は

然

し
慌
て
て

倒
れ
た
リ
ズ
さ
ん
に

け
寄
る

 
現
実
だ

た
ら
呼

と
か

を
確
認
す
る
事
で
生
死
を
確
認
す
る
事
が
出
来
る
し
バ
イ
タ

ル
の
良
し
悪
し
も
分
か
る
の
だ
が

生
憎
と
こ
の
世
界
は
仮
想
世
界
で
体
は

ア
バ
タ

だ

そ
ん
な

か
い
と
こ
ろ
ま
で
は
分
か
ら
な
い

心

も
自
分
自
身
の
は
分
か
る
が
他
人
の
も
の

は
分
か
ら
な
い
の
だ

体

だ
け
は
再
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
分
か
る
の
だ
け
ど

 
そ
の

一
の
手
掛
か
り
と
な
る
体

を
リ
ズ
さ
ん
の

に
手
を

て
て

れ
ば

に
正
常

の

だ

た

 
そ
し
て
リ
ズ
さ
ん
は

に

息
を
立
て
て
い
た

こ
の
三
日
間
ず

と
気
を

り

め
さ
せ
て
い
ま
し
た
か
ら
安
心
し
た

子
に
気
が
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け
た
ん
で
し

う
ね

 
キ
リ
ト
く
ん
を
止
め
ら
れ
な
か

た
か
ら
死
ん
だ
の
だ
と
自
分
が
悪
い
の
だ
と
ず

と
自
身

を
責
め

け
て
い
た
と
こ
ろ
に

い
た
彼
の
生
存
は

方
も
な
く
リ
ズ
さ
ん
に
安
心
感
を

し

た
だ
ろ
う

罪
悪
感
が
完
全
に
消
え
去

た

で
は
無
い
だ
ろ
う
が
安
心
し
た
の
は
間
違
い
な

い

過
ち
は
ま
だ
取
り
返
せ
る

に
あ
る
と
思
え
た
だ
け
で
も

だ

 
そ
の
安

に
よ

て

ん
で
い
ら
れ
な
い

と
思
い

め
て
い
た
リ
ズ
さ
ん
は
気
が

け

て

気
絶
し
て
し
ま

た

気
を

り

め
て
い
た
事
で

労
を

魔
化
し
て
い
た
か
ら
だ

 
ポ

シ

ン
を
作

て
い
る
わ
た
し
も
一
応
生

と

え
な
く
も
な
い
か
ら
分
か
る
の
だ

が
結
構
生

作
業
と
い
う
も
の
は
集
中
力
を
要
す
る

わ
た
し
は

を
集
め
れ
ば
決
ま

た

物
が
完
成
す
る
か
ら
ま
だ
気
は

だ
が
リ
ズ
さ
ん
の
よ
う
に
パ
ラ
メ

タ
が
変
動
す
る
事
で
無

限
に

価
が
変
わ
る
鍛
冶
な
ど
で
は
要
さ
れ
る
集
中
力
や
判
断
力
と
い
う
も
の
は

違
い

だ 

く
と
も

後
八
時
に
は

の

も
絶
え
て
い
た
か
ら

眠
時
間
は
し

か
り
取

て
い
た

だ
が
そ
れ
で
も
眠
り
は

く

労
は
取
れ
に
く
か

た
事
は
想
像
に

く
な
い

そ
ん
な
中

で
日
が
な
一
日
ず

と
同
じ
作
業
を

も

り
返
し

と
食
事
以
外
ず

と
鍛
冶
を
し
て
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い
た
と
も
な
れ
ば
そ
の

労
も
絶
大
だ

三
日
も

け
て
い
れ
ば
精
神
的
に
参

て
い
て
も
お

か
し
く
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
て
倒
れ
た
の
だ
ろ
う

う

う

ん

参

た

く
と
思

て
た
け
ど

そ
れ
を

り
越
し
て
倒
れ
る
だ
な
ん

て

ど
う
し
よ
う

 
数
日
ぶ
り
に
見
る
安
ら
い
だ
表
情
で
眠
る
リ
ズ
さ
ん
の
髪
を
手

で

き
な
が
ら

え
て
い
る

と

ユ
ウ
キ
さ
ん
が

苦

を
浮
か
べ
な
が
ら
そ
う

葉
を

ら
し
て
い
た

 
そ
う
い
え
ば

か

事
が
あ
る
と

て
い
た

て

き
り
キ
リ
ト
く
ん
の
生
存
を
話
す

か
と
思

た
の
だ
が

そ
れ
だ
け
で
は
無
い
ら
し
い

か
ま
だ

事
が
あ

た
ん
で
す
か

う
ん

実
は
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
の
二
人
な
ら
リ
ズ
の

の
手
伝
い
も
十
分
出
来
る
か
ら

に

い
て
欲
し
い

て
頼
も
う
と
思

て
た
ん
だ
よ

今
か
ら
二
人
が

を
探
し
て
も
無

い
の
は
分
か
り
切

て
る
し
特
別
に

て

に

め
た
ら

平
性
に
欠
け
て

動
が

き
か
ね

な
い

か
と

て
放

て
お
く
と
危
な
い
し

あ

そ
う
い
う
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わ
ん
と
す
る
事
を
悟

て

確
か
に
と
思

た

 
レ
イ
ン
さ
ん
は
鍛
冶
と
裁

ス
キ
ル
は

下
し
て
い
な
い
か
ら
リ
ズ
さ
ん
の

の
手

伝
い
は
十
分
可
能
だ
し
フ

リ
ア
さ
ん
は
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
で
ア
イ
テ
ム
を
集
め
る
事
は

業
で
も
あ
る
か
ら
得
意
分

 
レ
イ
ン
さ
ん
と
こ
れ
ま
で
一
緒
に
行
動
し
て
来
た
か
ら
協
力
も
十
分
見

め
る
の
で

子
と

し
て

く
の
も
十
分
と

え
る

わ
た
し
の
よ
う
な

客
は
せ
ず
と
も

え
ば
エ
ギ
ル
さ
ん
み

た
い
な
他
の

と
の
取
引

だ

一
番
最
初
の
取
り
引
き
内
容
は

⻑
で
あ
る
リ
ズ
さ
ん
が
す

る
が
そ
の
後
の
定
期
的
な
ア
イ
テ
ム

の

け

し
な
ど
で
あ
れ
ば

子
で
十
分
だ
か
ら
そ

ち
ら
と
し
て
活
動
す
る
の
が
主
に
な
る
だ
ろ
う

 
逆
に
彼
女
達
を
突
き
返
す
と
本
格
的
に
二
人
は

を
見
つ
け
ら
れ
ず

方
に

れ
る
事

に
な
る

 
最
近
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
夜
の

の
中
で
二
人
と
は

え
女
性
が
歩
い
て
い
た
ら
そ
の

な

体
に
欲
情
し
た
危
な
い
男
性
が
襲

て
来
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い

 

み
を
襲
わ
れ
る
の
が
最
も
危
険
で
リ

フ

さ
ん
達
が
さ
れ
た
よ
う
に

理
コ

ド

を
解

さ
れ
て
し
ま
え
ば
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
が
無
力
化
さ
れ
る
か
ら

黒
鉄

へ
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き

め
な
く
な
る

圏
内

だ
か
ら
リ

フ

さ
ん
達
の
時
と
違

て

抗
は

に
出
来

る
だ
ろ
う
が

そ
れ
で
も
だ

最
悪
完
全
決

デ

エ
ル
で

さ
れ
る
危
険
性
も
あ
る

 
ま

攻
略
組
に

時
参
戦
可
能
な
く
ら
い
高
い
ス
テ

タ
ス
を
誇
る
二
人
だ
か
ら

大

の
人
に
は
負
け
な
い
だ
ろ
う

第
一
層
に
引
き

て
い
た
人
達
に
女
尊
男

風

に

ま

た
女
性
や
女
性
を
恨
ん
で
い
る
男
性
が

ま

て
い
て
レ
ベ
ル
が
高
い
人

ど
そ
の

向
は

い
の
で
ま
ず
大

だ
と
は
思
う

リ

フ

さ
ん
達
が

さ
れ
た
の
だ

て
結

は
ス
テ

タ
ス
差
が
一
番
の

因
な
の
だ

 
と
は

え

ら
レ
ベ
ル
が
高
い
か
ら
と

て
も
襲

て
来
る
の
が

レ
ベ
ル
の
人
達
だ
け

な

が
無
い

二
人
の
ス
テ

タ
ス
タ
イ
プ
が
ど
う
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
の

い
か
ら

し
て
わ
た
し
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
よ
う
な

値
寄
り
だ
と
思
う
の
で

力
値
振
り
の
人
に
は

わ
な
い

は
し
て
然
る
べ
き
だ

 
だ
か
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
の

念
も

然
の
も
の
で

そ
の
頼
み
も
あ
る
意
味
必
然
だ

た

う

ん

リ
ズ
さ
ん
の
事
で
す
か
ら
恐
ら
く
良
い
と

う
と
は
思
い
ま
す
が

わ
た
し

の
一
存
で
は
決
め
か
ね
る
の
で

き
る
ま
で

て
も
ら
え
ま
す
か

良
い
わ
よ

う
ち
に
来
て
も
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流

に

⻑
に
し
て
こ
の
物
件
の
持
ち
主
の
意
見
を

か
ず
に
認
め
る

に
は
い
か
な
い
た

め

き
る
ま
で

て
欲
し
い
と

た
と
こ
ろ
で

真
下
か
ら

定
の

葉
が

こ
え
た

線
を
下

れ
ば

時
か
ら
目
が
覚
め
て
い
た
の
か
リ
ズ
さ
ん
が

を

ち
り
と
開
け
て
い

た
リ
ズ
さ
ん

時
の
間
に
目
が
覚
め
た
ん
で
す
か

 
と
い
う
か
も
う

き
て
大

な
ん

で
す
か

気
が

け
て
倒
れ
た
だ
け
だ
か
ら

め
ば
平
気
大
事
に
は
至
ら
な
い
わ

こ
の
後
も

く

り
す
る
事
に
し
て
る
し

そ
れ
か
ら
さ

き

た
け
ど
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
も
う
ち
に
来

て
良
い
わ
よ

部

は
ま
だ
空
い
て
る
し
ね

リ
ズ
ベ

ト
ち

ん

あ
り
が
と
う

恩
に

る
よ

本

に
助
か
る
よ

そ
れ
で

お

の
手
伝
い

て

を
す
れ
ば
い
い

わ
た
し
な
ら
リ
ズ
ベ

ト
ち

ん
の

鍛
冶

と
か
手
伝
え
る
よ

ん
 
晴
れ
て
新
た
に
リ
ズ
ベ

ト
武

の

子
と
し
て

ら
す
事
に
な

た
二
人
の

極
的
な

し
出
に
リ
ズ
さ
ん
は
少
し
ば
か
り
悩
ん
だ

振
り
を
し
た
も
の
の

え
は
出
て
い
た
の
か
す
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ぐ
に
苦

を
浮
か
べ
て

を
振

た

二
人
に
は

く
の
間

と
か
の

ア
イ
テ
ム
を
集
め
て
も
ら
い
た
い
の

さ

き
の
話

に
出
て
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

て
い
う
場

で
も

は
手
に
入
る
ん
で
し

確
か
モ
ン
ス
タ

か
ら

ら
か
ド
ロ

プ
し
て
た
ね

取
ポ
イ
ン
ト
も

つ
か
見
た
し

マ

ピ
ン
グ
と
メ
モ
に
残
し
て
る
か
ら
間
違
い
な
い
ね

フ

リ
ア
の
ガ
チ

り
に
ち

と
引
く
わ
ね

ま

と
も
あ
れ
そ
の

を
今

持

て
帰

て

つ
い
で
に
キ
リ
ト
と
ル
ク
ス

て
子
の
オ
レ
ン
ジ
状

も
回
復
し
て
来

な
さ
い

 
そ
の

葉
は

に
つ
い
て
も
本

だ
ろ
う
け
ど
明
ら
か
に
二
人
の
オ
レ
ン
ジ
解
消
に
動

け
と
い
う
の
が
本

の
よ
う
に
思
え
た

リ
ズ

キ
リ
ト
は

 
そ
こ
で
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
少
し
哀
し
そ
う
な

か
思
い

め
て
い
る
よ
う
な
面
持
ち
で

葉

を

む
が

リ
ズ
さ
ん
は

ま
で

う
な
と
ば
か
り
に

を
振
る

分
か

て
る

キ
リ
ト
が
苦
し
ん
で
る
事
も
今
は

ま
せ
て
あ

な
い
と
い
け
な
い

て
事

も
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さ

き
話
に
上
が

て
い
た
よ
う
に
そ
し
て
キ
リ
ト
く
ん
自
身
が

く
は

り
た
く
な
い
と

て
い
た
よ
う
に

こ
ち
ら
へ
帰
す
事
に
反
対
さ
れ
る
事
は
リ
ズ
さ
ん
も
分
か

て
い
た

で
も

時
ま
で
も
あ

ち
に

さ
せ
る

に
は
い
か
な
い
わ

肉
体
の
タ
イ
ム
リ
ミ

ト

を
忘
れ
て
る

じ

な
い
で
し

 
リ
ズ
さ
ん
は

そ
こ
も

え
て
い
た
よ
う
だ

た

 
第
七
十
五
層
へ
の
道
が
開
け
た
日
の
前
日

キ
リ
ト
く
ん
が

食

ラ
グ

・
ラ
ビ

ト

の
肉
を
手
に
入
れ
た

に
開
か
れ
た
宴
会
に
て
彼
自
身
が
語

た
肉
体
の
限
界

そ
れ
は
デ
ス

ゲ

ム
開
始
の
日
か
ら
お
よ
そ
二
年

 
す
な
わ
ち
一
年
七

月
が
経
過
し
た
現
在
か
ら
逆

し
て
あ
と
五

月
し
か
彼
に
は
時
間

が
残
さ
れ
て
い
な
い

 
お
よ
そ
二
十

 
残

て
い
る

層
は
二
十
四
層

 
今
ま
で
の
よ
う
な
一

間
に
一
層
の

ス
で
は
キ
リ
ト
く
ん
の
体
の
死
の
方
が
追
い
付
い

て
し
ま
う
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彼
が

む
の
は
良
い
が
そ
れ
は

る

で
は
無
く
戦
う
た
め
の

備
と
し
て
の

息
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
リ
ズ
さ
ん
は

て
い
る
の
だ

彼
が
生
き
る

に
も

キ
リ
ト
が

い
事
も
そ
し
て
そ
れ
を
強
い
る
事
に
な
る
の
も
重

承
知
よ

で
も

時
か
は
こ

ち
へ
呼
び

し
て
攻
略
に
出
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い

そ
れ
は
キ
リ
ト
自
身
が

未
来
を
生
き
る

で
も
あ
る

死
ん
で
し
ま

た
ら
ど
れ
だ
け
気

た
と
こ
ろ
で
無
意
味

に
な
る
ん
だ
か
ら

リ
ズ
さ
ん

 
リ
ズ
さ
ん
は
そ
う

か
を
悔
や
む
よ
う
に

い
切

た

 
き

と
止
め
ら
れ
な
か

た
直
前

い
て
い
た
キ
リ
ト
く
ん
の
悩
み
を

み

ん
で

け
な

か

た
事

気

い
過
ぎ
た
せ
い
で

え
ら
れ
な
か

た
事
が
心
の
残

て
い
る
の
だ
と

思
う

 
あ
の
時
思
い
の

を
ぶ
つ
け
る
よ
う

み

ん
で
い
た
ら
も
し
か
し
た
ら
キ
リ
ト
は
頼

て

く
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
一
人
で
背
負
わ
な
か

た
か
も
し
れ
な
い
と
リ
ズ
さ
ん
は
彼
が

死
ん
だ
と
い
う
知
ら
せ
を

い
た
日
の
夜

新
し
く
な

た
工

で
一
人

い
て
い
た
か
ら

 
そ
れ
を
こ

そ
り

い
て
し
ま

て
い
る
身
と
し
て
は

と
も

え
な
い
心
地
に
な
る
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わ
た
し
は
キ
リ
ト
く
ん
が

自
ら
歩
み
寄
る
事
で

と
も
だ
ち

に
な

た

 
と
も
だ
ち
は
気

い
を
し
て
間
違
い
を
正
さ
な
か

た
り

し

り
の

だ
け
の
代
名

の
よ
う
な

れ
合
い
の
た
め
の
も
の
で
も
な
い

本

に

手
の
事
を
想

て
正
直
に
想
い

を
伝
え
ら
れ
て

い
に

え
合
う

が

き

と
真
の

と
も
だ
ち

な
の
だ

 
ず

と
独
り
だ

た
キ
リ
ト
く
ん
は
き

と
そ
れ
を
欲
し
て
い
た

自
身
を

え
て
く
れ
る

だ
け
で
も
自
身
が

え
る
だ
け
で
も
な
く

い
に

え
合
う

で
あ
る
と
も
だ
ち
を

 
そ
れ
を

え
れ
ば
き

と
わ
た
し
は
キ
リ
ト
く
ん
の
と
も
だ
ち
失
格
な
の
だ
ろ
う

ピ

ナ

生
の
時
オ
レ
ン
ジ
に

わ
れ
た
時
に
助
け
て
く
れ
た
し
有
形
無
形
の
形
で
ア
イ
ン
ク

ラ

ド
の

序
を
保

て
く
れ
て
い
た

ず

と
ず

と
心
の
中
に

し

め
て
い
た
悩
み

や
ト
ラ
ウ
マ
に
苦
し
み
な
が
ら

 
そ
の

え
を
き

と
リ
ズ
さ
ん
も
持

て
い
る

せ
そ
の
苦
し
ん
で
い
る

に
直
面
し
て

い
た
の
だ

気

い
過
ぎ
た
が
故
に
彼
の

に
な
ら
な
か

た
事
を

い
程
思
い
知

た
か
ら
こ

そ
彼
に
は

だ
と
理
解
し
て
い
な
が
ら
も
生
き
る

だ
と

て
こ
ち
ら
へ
呼
び

せ
る
よ

う
に
し
よ
う
と

た
の
だ
ろ
う

そ
う

だ
ね
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リ
ズ
さ
ん
の

い
た
い
事
を

し
た
の
か
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
下

を

み

め
哀
し

に
目

を

せ
る

彼
女
の

中
は
複

で
き

と
キ
リ
ト
く
ん
の
事
を

じ
る
想
い
と
リ
ズ
さ
ん
の

主

の
正
し
さ
で
揺
れ
動
き

懊
悩
し
て
い
る
の
だ
と
思
う

 
そ
れ
で
も

定
の

葉
を
発
し
た
の
は
そ
れ
が
最
善
だ
と
思

た
か
ら
か

レ
イ
ン
フ

リ
ア

く
は
二
人
に
キ
リ
ト
を

せ
て
も
い
い
か
な

ボ
ク
は
攻
略
の

方
で

し
い
か
ら

う
ん

せ
て
ユ
ウ
キ
ち

ん

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
頼
み
に

レ
イ
ン
さ
ん
は
明

快
活
に
応
え

二
人
は

み
を
浮
か
べ
た

 
し
か
し

レ
イ
ン
さ
ん
の

に
立

て
い
る
フ

リ
ア
さ
ん
は

か
に

根
を
寄
せ
る

そ
れ
は
良
い
け
ど

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

て
ユ
イ
ち

ん
の
話
で
は

本
的
に
プ
レ
イ

は
行
け
な
い
場

て
い
う
話
だ
か
ら
ユ
ウ
キ
み
た
い
に
手
に
紋
様
が
出
て
る
人
が
一
緒

じ

な
い
と
行
け
な
い
ん
じ

な
い

 
そ
の
推

に

内
に

る
わ
た
し
を

め
た
他
の
四
人
が
一

に

ま
る

 
確
か
に
さ

き
話
を

い
た
限
り
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
手
に
浮
か
ん
だ
紋
様
が
あ

た
か
ら
転
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が

動
し
た
感
じ
だ
し
こ
ち
ら
へ

て
来
ら
れ
た
風
で
も
あ
る

事
実
三
日
間

た

中
で

も
浮
遊

を

べ
た
レ
イ
ン
さ
ん
達
に
は
反
応
し
な
か

た
も
の
の
紋
様
が
出
た
ユ

ウ
キ
さ
ん
が
触
れ
た
ら
反
応
し
た
ら
し
い
か
ら

そ
の
可
能
性
は
非
常
に
高
い

 
そ
う
結
論
が
出
た
ら
し
い
ユ
ウ
キ
さ
ん
は

苦

を
浮
か
べ

を

め
た

そ
れ
は

え
付
か
な
か

た
な

後
で

証
し
て
確
か
め
て
み
よ
う
か

ま

も
し
そ

う
だ

た
ら
二
人
を
あ

ち
に
転

さ
せ
る
時
だ
け
付
き

て

そ
の
後
は
攻
略
に
向
か
う

と
か
で
対
応
か
な

場
合
に
よ

て
は
ボ
ク
も
一
緒
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
探
索
に
加
わ
る

よ 
そ
こ
ま
で

た
彼
女
は
そ
れ
よ
り
も
と
表
情
を
真
剣
な
も
の
に

め
て
天

を
見
上

た

釣
ら
れ
て
わ
た
し
達
も
天

を

密
に
は
こ
の

物
の
三

に
引
き

て
い

る
二
人
へ
と
思
い
を
馳
せ
る

 
も
し
か
し
た
ら

く
は
秘
密
に
し
て
い
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
い
た
が
ど
う
や
ら
キ
チ

ン
と
教
え
る
ら
し
い

リ

フ

達
に
話
す
の
ね

 
家
主
で
あ
り

の
人
達
に
対
す
る
配
慮
に
⻑
け
て
い
る
リ
ズ
さ
ん
が
ユ
ウ
キ
さ
ん
に
問
い
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掛
け
る

そ
の

葉
か
ら
は

感
と
い
う
も
の
が
あ

て
恐
ら
く
二
人
の
間
で
だ
け
伝
わ
る

か
が

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

た

 
そ
れ
を
理
解
し
た
の
だ
ろ
う
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
こ
く
り
と

く

教
え
た
と
こ
ろ
で
あ
の
二
人
が

い
て
る
罪
悪
感
と
か
キ
リ
ト
を

に
し
た

て
い
う
意

識
は
消
え
な
い
事
は
分
か

て
る

最
悪
会
わ
な
い

て

う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

で
も
多

分

キ
リ
ト
は
会
い
た
が

て
る

じ

な
い
と
ボ
ク
に
エ
リ

シ
オ
ン
を

け
な
い
と
思
う

や

り
あ
ん
た
の

の

に
収
ま

て
る
剣

見
間
違
い
じ

な
い
の
ね

 
リ
ズ
さ
ん
が

得
の
面
持
ち
で

た
事
を

い
て
わ
た
し
は
ユ
ウ
キ
さ
ん
の

の
剣

か
ら

ら
れ
て
い
る

に
収
ま

て
い
る
剣
を
見
た

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
剣
は

剣
と
見

う
ば
か
り
の

身

つ

が
無
い
片
手
直
剣

だ

た

な
の
に
今
収
ま

て
い
る
の
は
刃
と

が
一
体
化
し
て
い
る
黒

の
如
き
剣

確
か

に
そ
れ
は
以
前
見
た

リ
ズ
さ
ん
の
鍛
冶
師
歴
最
強
の
武
器
だ

た

 
エ
リ

シ
オ
ン
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

る
わ
た
し
達
に
キ
リ
ト
く
ん
の
生
存
を
話
す

に
信

性
を
高
め
る
要

と
し
て
彼
が

け
た
代
物
ら
し
い

本
人
は
自
分
に
攻
略
に

立

て
て
欲
し
い
か
ら

る
と

て
い
た
よ
う
だ
が
ユ
ウ
キ
さ
ん
は

な
に
そ
れ
を

み

れ
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り
を
見
て
返
却
し
よ
う
と

え
て
い
る
と
い
う

 
ち
な
み
に

ユ
ウ
キ
さ
ん
が

継
承

を

け
て
来
て
現
在
は
バ
グ
化
し
て
い
る
愛
剣
ル
ナ

テ

ク
は
容

的
に

め
ら
れ
な
か

た
エ
リ

シ
オ
ン
の
代
わ
り
に
手

物
を

ら
す

に
ス
ト
レ

ジ
へ
突

ん
で
い
る
ら
し
い

そ
れ
で
空
い
た

に
エ
リ

シ
オ
ン
を
収
め
て
い

る
の
だ
と
い
う

体
感
的
に
こ
の
剣

て
ル
ナ
テ

ク
の
三

く
ら
い
重
い
ん
だ
よ
ね

そ
り

あ
ん
た
ル
ナ
テ

ク
は
あ
ん
た
の
ス
ピ

ド
重

の
戦
い
方
と
ビ
ル
ド
に
合
わ
せ

て
ス
ピ

ド
系
な
の
に
対
し
エ
リ

シ
オ
ン
は
完
全
な
パ
ワ

タ
イ
プ
の
剣
だ
も
の

重
い
に

決
ま

て
る
じ

な
い

そ
れ
も
そ
う
か

じ

あ

い
と
こ
リ

フ

達
に
は
立
ち
直

て
も
ら

て
剣
の

振

り

古
に
付
き
合
わ
せ
て
も
ら
お
う
か
な

ス
テ

タ
ス
で
勝

て
い
る
と
は

え
剣
の
技
術

レ
ベ
ル
だ
と
リ

フ

の
方
が
上
そ
う
だ
し

 
そ
う

て

ユ
ウ
キ
さ
ん
は

の
中
を
勝
手
知

た
る
と
ば
か
り
に
歩
き
始
め
た

 
わ
た
し
と
リ
ズ
さ
ん
も
一
応
そ
の
後
を
追
う

 
レ
イ
ン
さ
ん
達
は
ち

と
迷

た

振
り
を
見
せ
た
も
の
の
す
ぐ
に
後
を
追

て
来
た
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カ
ウ
ン
タ

の

に
あ
る

は
そ
の
ま
ま
工

に
直
結
し
て
い
る

そ
の
工

に
は
も
う
一

つ

が
あ
り
そ
こ
か
ら
先
が
こ
の

物
に
住
む
人
の
プ
ラ
イ
ベ

ト
エ
リ
ア
に

す
る

二

三

へ
上
が
る

の

は
そ
こ
に
あ
る
の
だ

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
こ
の

の
内
部
構

を
知

て
い
る
の
は
キ
リ
ト
く
ん
が
死
ん
だ
と
知
ら

さ
れ
た
あ
の
日
二
人
を

へ
送

て
来
た

本
人
だ
か
ら

レ
イ
ン
さ
ん
達
を

へ

れ

て
来
た
理
由
と
ま

た
く
同
じ
事
を

い
リ
ズ
さ
ん
は
快

し
て
そ
れ
か
ら
二
人
を

内
し

た
た
め

彼
女
は
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る

 
一

が

エ
リ
ア
と
工

エ
リ
ア

後
は
ち

と
し
た
物
入
れ
に

 
二

は
リ
ビ
ン
グ
や
キ

チ
ン

お
風

と
い

た
生
活
ス

ス

 
三

は

が

ま
り
出
来
る

と
な

て
い
る

八

分
な
の
で
広
く
は
な
い
が
決

し
て
手

と
も

え
な
い
一

が
七
つ
あ
り
リ
ズ
さ
ん
は
住
人
に
対
し
一
人
一
部

ず
つ

与
し
て
い
る

 
現
在
の
住
人
は
リ
ズ
さ
ん
自
分
リ

フ

さ
ん
シ
ノ
ン
さ
ん
の
四
人
で
レ
イ
ン
さ
ん

達
を
入
れ
て
六
人

 
あ
と
一
つ
部

が
空
い
て
い
る

に
な
り
そ
こ
は
恐
ら
く
ル
ク
ス
さ
ん
が
来
る
事
に
な
る
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の
で
は
な
い
か
と
わ
た
し
は
予
想
し
て
い
る

オ
レ
ン
ジ
が
解
消
さ
れ
れ
ば
キ
リ
ト
く
ん
と
共
に

こ
ち
ら
へ
来
る

で

下
層
へ

れ
な
い
以
上
は

に
来
る
事
に
な
る
と
思
う

今
空
い
て
る
部

は
そ
こ
か
ら
あ
そ
こ
ま
で
の
三
つ
よ

き
な
と
こ
を

び
な
さ
い

じ

あ
こ
の

こ
の
部

に
す
る
よ

リ
ズ
ベ

ト
ち

ん

な
ら
わ
た
し
は
レ
イ
ン
の

の
部

に
す
る

分
か

た
わ

 
つ
い
で
と
ば
か
り
に
リ
ズ
さ
ん
は
レ
イ
ン
さ
ん
達
に
部

を
決
め
さ
せ
て
い
た

部

の
間
取

り
は
ど
れ
も
一
緒
だ
と
前

き
し
て

を
上
が
る
最
中
に

に
説
明
し
て
い
た
た
め
二
人

は

で
部

を
決
め
る

こ
れ
で
自
分
と
同
じ

子
に
な

た

だ

特
に
レ
イ
ン
さ
ん

は

戦
力
な
の
で
有

い
と
思
う

 
リ

フ

さ
ん
達
は

ま

今
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う

レ
ベ
ル
が
上
が

て
か
ら
ポ

シ

ン
や

鍛
冶

の

を
集
め
て
来
て
欲
し
い
と
は
思

て
い
る

 
そ
の
件
の
二
人
は
現
在

リ

フ

さ
ん
に

が
わ
れ
て
い
る
一

で
一
緒
に
過
ご
し
て
い

る

ど
部

か
ら
出
て
来
る
事
は
な
い
が
わ
た
し
や
リ
ズ
さ
ん
が
作

た

理
は
食
べ
て
い

る
よ
う
な
の
で
空

で
悩
ま
さ
れ
る
心
配
は
な
い

現
実
と
違

て

死
す
る
よ
う
な
事
は
無
い
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け
ど

お

が

て
は
ネ
ガ
テ

ブ
思

に
な
り
や
す
い
か
ら
食
事
も
結
構
重
要
だ

 
そ
の
部

の
前
に

り

い
た
後

ユ
ウ
キ
さ
ん
は

を
四
回
ノ

ク
し
た

リ

フ

シ
ノ
ン

今
い
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
部

は

き

ス
キ
ル
を
持

て
い
な
い
プ
レ
イ

に
は

程
大
声
で
な

け
れ
ば

本
的
に

こ
え
な
い
し
外
か
ら
の
声
も
ま
た
同
様

そ
れ
で
も

外
的
に

を
ノ

ク
し
て
か
ら
お
よ
そ
三
十

間
は

の
声

で
も
意
思

を

れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ

る

こ
れ
は

を
掛
け
て
い
る
プ
レ
イ

に
気
付
い
て
も
ら
い
中
へ
入
れ
る
よ
う
に
す
る
シ

ス
テ
ム
の
一
つ
だ

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
確
か
に
ノ

ク
し
た
か
ら
彼
女
の
声
も
中
に

て
い
る

だ
が
数

て
も
返
事
は
無
い

 
し
か
し
も
う
一

こ
う
と
い
う

振
り
を
彼
女
が
見
せ
た
時
ガ
チ

リ
と

を
立
て
て

独
り
で
に

が
部

に
向
か

て
開
か
れ
た

ユ
ウ
キ
さ
ん

 
そ
こ
に
は

暗
い
面
持
ち
で

き

ら
し
た
後
を
残
し
て
い
る
リ

フ

さ
ん
が
立

て
い

た

少
し

を
見
れ
ば
シ
ノ
ン
さ
ん
も
ベ

ド
に

掛
け
た
状

で
ナ
ン
ち

ん
を

に

い
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て

ど
こ
か
生
気
の

け
た
面
持
ち
で

で
て
い
る

が
見
え
た

ど
う
か

し
た
ん
で
す
か

二
人
に
話
が
あ

て
来
た
ん
だ

話

キ
リ
ト
の
事

で
す
か

 
以
前
よ
り
も

か
に

ち

ん
だ
声

で
小
さ
く
問
う
リ

フ

さ
ん
に
わ
た
し
に
背
中
を

向
け
て
い
る
の
で
表
情
は
分
か
ら
な
い
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
し

か
り
と

い
て
見
せ
た

 
そ
れ
を
見
た
リ

フ

は
一

目
を

た
後
無

で

を
完
全
に
開
き
シ
ノ
ン
さ
ん
の

許
へ
と
下
が

た

そ
れ
を
見
て
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
部

の
中
に
入
り
廊
下
で
わ
た
し
達
は
そ
の

様
子
を
見
守
る

二
人
と
も

ち

い
て

い
て

刀
直
入
に

う
と

キ
リ
ト
は
生
き
て
た

 
本

に
結
論
か
ら
バ

サ
リ
切
り
出
し
た
事
に
大

な
の
だ
ろ
う
か
と
わ
た
し
は
ち

と
だ
け
不
安
を

い
て
し
ま
う

物

く
情
緒
不
安
定
に
な

て
い
る
人
に
そ
ん
な
シ

ク
の

大
き
い
情
報
を
与
え
る
の
は

少
し
ば
か
り
危
険
で
は
な
い
の
か
と

 
し
か
し

予
想
に
反
し
て
リ

フ

さ
ん
と
シ
ノ
ン
さ
ん
の
反
応
は

い

 
精
神
的
に
か
な
り
弱

て
い
る
か
ら
な
の
か

そ
れ
と
も
ま
だ
希
望
を

け
て
い
な
い
の
か
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あ
る
い
は
ま
だ
ユ
ウ
キ
さ
ん
が

て
い
る
事
を
完
全
に

け
止
め
切
れ
て
い
な
い
か
ら
か

キ
リ
ト
が

た
の
は

こ
の

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

じ

な
い

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

て

い
う

こ
の
浮
遊
城
の
世
界
と
は
ま
た
別
の
エ
リ
ア
に

た
ん
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
み
た
い
な
別
ゲ

ム

て
い
う
事
で
す
か

い
や

ユ
イ
ち

ん
の
話
で
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

も
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
中
に
あ
る
エ
リ

ア
の
一
つ
ら
し
い
よ

ユ
イ
ち

ん

 
リ

フ

さ
ん
は
そ
こ
で

し
む
よ
う
に

根
を
寄
せ

オ
ウ
ム
返
し
に

い
た

ど
う
し
て

ユ
イ
ち

ん
が

あ
の
子
は
確
か
カ

デ

ナ
ル
に
消
さ
れ
た

で

そ
う

う

て
事
は

リ

フ

は
ユ
イ
ち

ん
の
正
体
を
キ
リ
ト
か
ら

い
て
た
ん
だ

あ
の
日
の
夜
に

い
た
の
で

 
ど
う
や
ら
リ

フ

さ
ん
だ
け
は
義
理
の
姉
で
家

と
い
う
事
も
あ

て
か
キ
リ
ト
く
ん
か

ら
地
下
迷

で
別
れ
た
日
の
夜
真
実
を
語
ら
れ
て
い
た
ら
し
い

だ
か
ら
ユ
イ
ち

ん
が
Ｍ
Ｈ

Ｃ
Ｐ
と
い
う

で
あ

た
事
も
知

て
い
る
よ
う
だ

た

だ
か
ら
こ
そ

消
滅
し
た

の
彼

女
も
生
き
て
い
る
事
に

い
て
い
る
よ
う
だ
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そ
れ
か
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
少
し
だ
け
表
情
が
変
化
し
出
し
た
リ

フ

さ
ん
と
ど
こ
か

と
し
た
面
持
ち
で
ナ
ン
ち

ん
を

で

け
て

を

け
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
シ
ノ
ン
さ
ん

に
さ

き
わ
た
し
達
に
し
た
説
明
を
も
う
一

し
た

加
え
て
リ
ズ
さ
ん
が

た
肉
体
の

限
界
に
つ
い
て
も
話
し
て
い
た

 
あ
と
で
攻
略
組
の
人
達
に
も
同
じ
事
を
す
る
の
だ
ろ
う
と

え
る
と
ち

と
大
変
そ

う
と
場
違
い
に
も

え
る

 
さ

き
よ
り
も

ダ
イ
ジ

ス
ト
に
な
り

十
五
分

ど
で
説
明
を
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
終
え

た

話
を

い
て
い
た
リ

フ

さ
ん
達
は
ど
こ
か
哀
し
む
よ
う
な
面
持
ち
で

目
し
話
が
終

わ

て
も

て
い
た

な
ら

キ
リ
ト
は
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
の
せ
い
で

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら
出
ら
れ
な

い

そ
れ
で
も
ず

と

ま
せ
て
い
て
残
り
五

月
が
過
ぎ
た
ら
肉
体
の
限
界
で
死
ん
で
し
ま

う

そ
う
い
う
事
な
の
よ
ね

 
そ
の

を
破

た
の
は
そ
れ
ま
で
一

も
発
さ
ず
ナ
ン
ち

ん
を

で

け
て
い
た
シ
ノ

ン
さ
ん
だ

た

 
彼
女
の

は

さ

き
ま
で
と
打

て
変
わ

て
強
い
光
を

し
て
い
た
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そ
う
い
う
事

だ
か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

を
探
索
し
て

と
し
て
で
も
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
を
解

し
な
い
と
い
け
な
い

話
は
分
か
り
ま
し
た

で
も
疑
問
な
ん
で
す
け
ど
そ
の

理

と
や
ら
に
あ
る
シ
ス
テ
ム

コ
ン

ル
で
ユ
イ
ち

ん
は
自
分
に
キ
リ
ト
と
同

の
ス
テ

タ
ス
や
ス
キ
ル
を
付
与
し
た
ん

で
す
よ
ね

の

飾
り
へ
の

と
か
も

な
ら
オ
レ
ン
ジ
を
グ
リ

ン
に

す
事
も
可
能
な

ん
じ

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど

い
や
あ
の
コ
ン

ル
で

出
来
る
の
は
ア

プ
デ

ト

を

け
ば

本
的
に
は

Ｎ
Ｐ
Ｃ

ら
し
い
よ

ユ
イ
ち

ん
が
持

て
る

の
一
部
権
限

て
い
う
の
も

同
様

ら
し
い
か
ら
彼
女
が
プ
レ
イ

に
対
す
る
シ
ス
テ
ム
的
な

を
行
う
の
は

し
い
み
た
い

な
ん
だ

オ
ブ
ジ

ク
ト
・
イ
レ
イ
サ

と
か
ユ
イ
ち

ん
の
カ

ル

備
の
Ｎ
ｕ
ｌ

ｌ

値
の

は
出
来
て
も

プ
レ
イ

の
カ

ル
と
か
は
出
来
な
い

て

と
い
う
か

出
来
て
た
ら

に
や

て
る

て

い
た

そ
れ
も
そ
う
で
す
ね

 
リ

フ

さ
ん
は

得
し
た
よ
う
に

き

か
に

み
を
浮
か
べ
た

シ
ノ
ン
さ
ん
も
ど

こ
か
暗
い

気
は
残
し
て
い
る
も
の
の
明
ら
か
に
さ

き
よ
り
も
持
ち
直
し
て
い
る

キ
リ
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ト
く
ん
が
生
き
て
い
る
と
知

て
二
人
も
安
心
感
を

き

を
取
り

し
た
ら
し
い

 
完
全
に
持
ち
直
す
に
は
も
う
少
し
時
間
が
掛
か
る
だ
ろ
う
し
さ

き
ユ
ウ
キ
さ
ん
が

て

い
た
よ
う
に
彼
女
達
の
心
に
あ
る
だ
ろ
う
罪
悪
感
な
ど
は
消
え
て
い
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も

気
に
な

て
く
れ
た
か
ら

直
に

し
い
と
思

た

あ
の
ユ
ウ
キ
さ
ん

不

で

し

な
い
ん
で
す
け
ど
キ
リ
ト
に
今
す
ぐ
会
う
事

て
出
来
ま
す
か

 
そ
う
思

て
い
る
と

か
に

う

振
り
を
見
せ
な
が
ら
リ

フ

さ
ん
が
そ
う
問
う

 
そ
れ
に
ユ
ウ
キ
さ
ん
は

小
さ
く

を
横
に
振
る

 

く

現
在
の
転

は

ア

ク

フ

ア

か
ら
他
の

へ

ぶ
事
が
出
来
な
い
か
ら

今
の
人

り
が
そ
れ
な
り
に
あ
る
時
間
に

す
る
の
は
少
し

け
た
方
が
良
い
ら
し
い

今
日

中
に
合
う
な
ら
一

攻
略
組
本
部
で
事
情
説
明
を
し
て
時
間
を
経
過
さ
せ
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
な
ど
で
人

が

を

定
し
た
事
で
人

り
が
少
な
く
時
間
じ

な
い
と
ダ
メ
だ
と

た

下
手
に
転

し
て
い
る
の
を
見
ら
れ
る
と
ど
う
い
う
事
か
と
説
明
を
要
求
さ
れ
面

倒
な
事
に
な
る
の
だ
と

 
仮
に
最
前
線
が
第
七
十
七
層
へ
と
進
み

つ
ア

ク

フ

ア
へ

て
来
ら
れ
る
状
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況
で
あ
れ
ば

と

と

て
も
転

先
の
名
称
は
人
に

か
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

転

を
使
え
る
ら
し
い

そ
れ
ま
で
は

く
か
夜

く
ま
で
我

と
い

う

だ

 
ま

は
樹
海
エ
リ
ア
に
下
り
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
ど
ち
ら
に
せ
よ

か
夜
で
な
け
れ

ば
会
え
な
い
可
能
性
が
高
い
よ
う
だ
が

そ
れ
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で

動
し
た
浮
遊
転

は

ど
う
も
ボ
ク
の

手
に
浮
か

ん
で
る
逆
十

架
の
紋
様
が
必
要
み
た
い
な
ん
だ

も
し
か
し
た
ら
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ
行

く
に
は
ボ
ク
み
た
い
な
紋
様
持
ち
が
必
要
か
も
し
れ
な
い

つ
ま
り

き
に
行
く
事
も
出
来
な
い
と
い
う

な
の
ね

本
来
プ
レ
イ

が
入
れ
な
い

だ
か
ら
と
い
う
か
ら
分
か
る
け
ど
こ

ち
か
ら
行
く
場
合
に
紋
様
持
ち
以
外
の
人
は
行
け

る
の
か
し
ら

そ
こ
は
後
で

証
す
る
つ
も
り

で
も
そ
の
前
に
ま
ず
は
ボ
ク
の
生
存
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ

ん
達
に
教
え
な
い
と

乱
し
た
ま
ま
だ
し

姉
ち

ん
も

ち

け
な
い
と
い
け
な
い
し
ね

な
ら
そ
れ
に
付
い
て
行

て
い
い
か
し
ら

そ

ち
の
方
が
面
倒
じ

な
い
し

ア
ス
ナ

達
に
心
配
掛
け
た
事
も

ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
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今
更
で
す
け
ど
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
シ
リ
カ
さ
ん
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
す
み
ま
せ
ん
で

し
たい

い
わ
よ
気
持
ち
は

い
く
ら
い
分
か
る
か
ら

こ
れ
で
持
ち
直
し
て
く
れ
た
ら

う
事
無

し
よわ

た
し
も

お
二
人
が

気
に
な

た
良
か

た
で
す

く
る
る

 
リ

フ

さ
ん
の

罪
に
対
し
リ
ズ
さ
ん
と
共
に

葉
を
返
せ
ば
こ
の
三
日
間
ず

と
二

人
に
寄
り

て
い
た
ナ
ン
ち

ん
が

し
そ
う
に

を

わ
せ
声
を
上

た

目

も
喜
び
で

め
ら
れ
て
い
て

心
か
ら
喜
ん
で
い
る
事
が
分
か
る

き

る

 
ピ
ナ
に
も
そ
れ
は
伝
わ

た
よ
う
で
わ
た
し
の

に

ま

て
い
た
⻘
い
和

に

ま
れ
て

い
る
小
⻯
も

を

わ
せ

た
た
と

び
立

た
と
思
え
ば
ナ
ン
ち

ん
と

を
突
き
合
わ

せ
て
喜
び
合
う

見
て
い
て
と
て
も

ま
し
か

た

 

く
そ
れ
で
和
ん
だ
後
リ
ズ
さ
ん
が
完
全
に

仕
舞
い
し
た
の
を
契
機
に
わ
た
し
達
は

を

発
ち

エ
ギ
ル
さ
ん
が
経

す
る

へ
と
向
か
い
始
め
る
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さ

て

た

姉
ち

ん

ど
う
や

て
説
得
し
よ
う

 
そ
の
道
中

ユ
ウ
キ
さ
ん
は

子
の
姉
で
あ
る
ラ
ン
さ
ん
を
説
得
す
る
事
に
悩
み
始
め
た

 
キ
リ
ト
く
ん
が

な
く
な

た
直
後
で
不
安
定
と
は

え
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
強
制
転

で
生
死

不
明
な
状

で
も

き

れ
る
程
と

う
か
ら
物

く
強
い
彼
女
も
意
外
に
心
が

い
よ
う
だ

こ
れ
は
ユ
ウ
キ
さ
ん
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
行
く
の
は
中

至

な
事
か
も
し
れ
な
い

 
と
い
う
か
ユ
ウ
キ
さ
ん
は

だ
か
年
が
ら
年
中

か
に
悩
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
な
く
も

な
か

た

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
本

は
リ

フ

達
と
の
対
話
は
シ
リ
カ

点
で
は
な
く
リ

フ

か
シ
ノ
ン
の

点
で
書

き
た
か

た
の
で
す
が
か
な
り

し
か

た
の
で
お
流
れ
に

二
人
の
心
情

写
は
後
に
し
ま

す 
リ
ズ
が
物

く
暗
か

た
事
は

シ
リ
カ

点
の
結
構
後
の
方
で
語
ら
れ
て
い
る
事
が
全
て
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キ
リ
ト
に

て
寄
り

て
悩
み
を
ぶ
ち
ま
け
さ
せ
な
か

た
事
を
悔
や
ん
で
い
る
感
じ
で

す

あ
と
は
ユ
イ

点
に
あ

た
よ
う
に
思
い
を
明
か
さ
な
い
意
地
を
ぶ
ち
壊
し
て
た
ら

て
い
う
や
つ
で
す
ね

 
キ
リ
ト
が
運
良
く
生
き
て
い
た
か
ら
よ
か

た
も
の
の
死
ん
で
い
た
ら
リ
ズ
た

た
三
日

で
安

し
て
倒
れ
る
く
ら
い
だ
か
ら
そ
れ
こ
そ
過
労
死
レ
ベ
ル
で

を
振
る

て
い
た
ん
じ

な
か
ろ
う
か

・
・

 
そ
し
て
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
達
が
直

的
に
キ
リ
ト
を

え
る
な
ら
リ
ズ
は
影
な
が
ら
間

的
に

え
る

原
作
で
も
キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

て
る
リ
ズ
に

ピ

タ
リ
な
ん
じ

な
い
か
な
と
思

て
今
回
の
話
を
書
き
ま
し
た

 
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
は

と
な
く
予
想
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
リ
ズ
ベ

ト
武

の

新

に

 
や

た
ね
シ
リ
カ

先

に
な
る

客
業
は
レ
イ
ン
の
方
が
上
の

様

 
や

た
ね
リ
ズ

子
が
増
え
た

練

は
レ
イ
ン
の
方
が
上
の

様

 
原
作
ヒ
ロ
イ
ン
ズ

目
だ
な

嗤

 
そ
し
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
探
索
メ
ン
バ

は
キ
リ
ト

ユ
イ

ル
ク
ス
が

定

ユ
ウ
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キ
と
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
は

ば

定

 
キ
リ
ト
は

備
の
恩

を

け
る

に
パ

テ

を
組
ま
な
い
の
で
あ
と
二
人
入
れ
る
と

し
た
ら

ラ
ン
と
サ
チ

な
い
し
リ

フ

と
シ
ノ
ン

 
前
者
は
攻
略
主
要
メ
ン
バ

だ
し
後
者
は
レ
ベ
ル
と
精
神
力
が
足
り
な
い

た
・
・

 

あ
と
自
分
で
書
い
て
て

で
す
が
キ
リ
ト
の
肉
体
の
タ
イ
ム
リ
ミ

ト
が
あ
と
五

月
本
人
予
想
で
平

一

間
で
一
層
ク
リ
ア
の
現
状

て

バ
い

七
十
六
層
攻
略
に
あ

と
一

間
ち

と
掛
け
る
予
定
で
キ
リ
ト
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
か
ら
出
ら
れ
な
い
か
ら

ス
ピ

ド
ア

プ
望
め
な
い
の
に

大
体
五
日
で
一
層
を
ク
リ
ア
し
な
い
と
い
け
な
い
の
に

 
復
帰
を

く
し
た
ら
キ
リ
ト
の
精
神
が
死
に

く
し
た
ら
肉
体
が
死
に

ア
カ
ン
世
界

が
キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る

今
更

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
七
十
一
章
 

絶
剣

の
帰
還
・
後
編

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
前

ア
ス
ナ

点

後

ユ
ウ
キ

点

 
文

数
は
約
二
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
ユ
ウ
キ
が

突
な
転

に
よ

て
行
方
知
れ
ず
と
な

て
か
ら

く
も
五
時
間
が
経
過
し
た

 
い
や

か

た
と

て
も
い
い
の
か
私
は
判
断
に
迷

て
い
る

強
制
発
動
す
る
上
に

そ
の
原
因
も
不
明
な
転

が

時

こ
る
か
な
ん
て

に
分
か
る

も
無
く
対
策
な
ん
て
立
て

よ
う
も
無
い
か
ら
悩
む
だ
け
時
間
の
無

だ
と
判
断
し
先

ど
ま
で
二
つ
の
フ
ル
パ

テ

合

十
四
人

で
攻
略
を
し
て
い
た
か
ら

そ
こ
ま
で
⻑
か

た
気
は
し
な
い
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と
は

え
彼
女
が

な
く
な

た
と
い
う
だ
け
で
も
そ
れ
な
り
に
苦
労
は
あ

た

時
間
が

過
ぎ
去
る
の
が

い
と
感
じ
る
事
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
の
は
恐
ら
く
精
神
的
な

労
が

の
攻
略
に

べ
て
大
き
め
な
の
が
原
因
だ
ろ
う

 
彼
女
が
い
き
な
り

な
く
な

た
事
に
は

い
た
が
今
と
な

て
は
彼
女
が

な
く
な

て

し
ま

た
事

密
に
は
戦
力
の
喪
失
と

時
転

が

こ
る
か
分
か
ら
な
い
不
安
感

が

最
大
の

念
事

 
二
つ
名
持
ち
だ

た
り
ギ
ル
ド
リ

ダ

や
パ

テ

リ

ダ

を

か
ら
務
め
て
い

る
私
や

⻑

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
や
リ
ン
ド
さ
ん
達
は

的
持
ち
直
し
て
い
た

内
心
ど
う

思

て
い
る
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
少
な
く
と
も
表
面
上

り
切

て
行
動
し
て
い

る
の
は
分
か

た

 
た
だ
そ
れ
で
不
安
を
完
全
に

え
る

も
無
く

リ

ダ

に

い
ら
れ
て
い
た
者
達
は

も
が
不
安
を
滲
ま
せ
て
い
た

士
気
が

迷
し
て
い
る
の
は

か
見
過
ご
せ
な
い
問

で
あ

る

し
ろ
気
合
が
無
け
れ
ば
恐
怖
に
負
け
身
は

み
判
断
力
と
行
動
力
を
損
な
い
命
を

と
す
危
険
性
が
高
ま

て
し
ま
う
の
だ

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
か
ら

リ

ダ

は
そ
れ
ぞ
れ
発
破
を
掛
け
て
い
た
の
だ
が
こ
こ
最
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近
の
バ
グ
や
騒
動

間
の
喪
失
が

重
な

た
せ
い
で
思
う
よ
う
に
士
気
は
回
復
し
な
い

ま

だ

繋
が
取
れ
る
だ
け
マ
シ
と

え
る
し
か
な
い
と
い
う
状
況
に
は

息
し
か
出
な
い

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
君
が

な
い
事
も
見
え
な
い
形
で
は
あ
る
が
そ
れ
な
り
に
影

が
出
て
い

る 
彼
は

か
ら
様

な
事
情
が
あ

て
攻
略
は

ロ
で
行

て
い
た

そ
の
事
情
は

ビ

タ

と
し
て
の
立
場
も
あ
る
し

黒
の
剣
士

と
し
て
の
絶
対
性
を
揺
る
が
せ
な
い
意
味
も

あ
る
し
あ
る
い
は
闘
技
場
で
得
た

輪

備
の
恩

を
フ
ル
に

け
る

で
も
あ
る

ア
レ
が

レ
イ
ド
を
許
容
す
る
代
物
で
良
か

た
と
第
七
十
五
層
ボ
ス
戦
で
密
か
に
思

た
も
の
で
あ
る

 
と
も
あ
れ

ロ
で
今
ま
で
攻
略
を
行

て
い
た
彼
が
欠
け
た
の
は
私
達
が
攻
略
を
行
う
上

で
大
き
な

を
来
し
て
い
る

 
表
面
上
彼
は

ロ
だ
か
ら

か
ら
パ

テ

を
組
ん
で
い
る
人
達
に
迷
惑
を
掛
け
る
と

い

た
事

は
無
い
が
事
は
そ
ん
な
小
さ
な
も
の
で
は
な
い

し
ろ
完
全
に
未
知
の
最
前
線

に

く
の
は
第
一
層
か
ら
こ
こ
ま
で
攻
略
を
進
め
て
来
た
私
達
も

初
め
て
だ

た
か
ら
だ

 
第
一
層
で
は
ベ

タ
時
代
の
情
報
が
分
か
り
や
す
く

め
ら
れ
た

子
を
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
製

作
し
そ
れ
を
道

に
無

配

し
て
い
た

そ
の
情
報
源
に
は
キ
リ
ト
君
を
始
め
と
す
る
多
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く
の

ベ

タ
テ
ス
タ

が

た
と
い
う
話
だ

 
ち
な
み
に

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と

で
も

鍛
冶

や

裁

の

は
レ
イ
ン

さ
ん
経
由
で
情
報
を

め
て
い
た
ら
し
い

最
初
期
の

か
ら
生

を

し
な
が
ら
も

極
的

に
圏
外
で
活
動
し
て
い
た
の
は
彼
女
く
ら
い
な
も
の
だ
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
食
事
中
に
話

の
一
つ
と
し
て
教
え
て
く
れ
た

 
陰
な
が
ら

も

も
分
か
ら
な
い
ニ

ビ

を

す
る
人
が

た
お
陰
で
私
や
ユ
ウ
キ

達
の
よ
う
な
初
め
て
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
す
る
よ
う
な
ゲ

ム
初
心
者
ベ

タ
テ
ス
ト
を
し
て
い
な
い
Ｓ

Ａ
Ｏ
初
心
者
も
ど
う
に
か
生
き

い
て
来
ら
れ
た
の
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

本
的
な

知
識
に
つ
い

て
書
か
れ
た

子
を
私
達
が

み

ん
で
い
る
間
に

ベ

タ
テ
ス
タ

達
が
情
報
を
集
め

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
そ
れ
を

め
て
新
た
な

子
と
し
て
配

て
い
た
か
ら

 
そ
う
い
う

が
こ
れ
ま
で

と

け
ら
れ
て
き
た

未
知
の
最
前
線
の
情
報
に

し
て
は

全
部
キ
リ
ト
君
が

独
で
収
集
し
そ
れ
を
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
伝
え
る
事
で
か
つ
て
の
攻
略

組
は
対
策
を
立
て
パ

テ

の
メ
ン
バ

や
ビ
ル
ド
を

し

的
に
ク
エ
ス
ト
を
達

成
し
て
経
験
値
と
コ
ル
報

を
得
る

を
立
て
て
実
行
に

す

無
論
彼
以
外
に
も
私
達
攻

略
組
も
情
報
を

し
て
い
た
が
そ
の
二

が

に
立

て
い
れ
ば
良
い
方
だ
ろ
う

迷

の
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マ

ピ
ン
グ
デ

タ
な
ど
彼
を
出
し

い
て

せ
た
事
は
一

も
無
い

 
故
に
ベ

タ
時
代
の
知
識
や
情
報
が

に
立
た
な
く
な
る
前
か
ら

に
立
た
な
く
な

て
か
ら
は

更

圏
外

の
情
報
は
キ
リ
ト
君
が
中
心
に

圏
内

の
情
報
は
ア
ル
ゴ
さ

ん
が
中
心
に
な

て

こ
れ
ま
で
ア
ル
ゴ
さ
ん
特
製
の
攻
略
本
は
作
成
さ
れ
て
来
た
の
だ

 
し
か
し

そ
の
片

れ
で
あ
る
キ
リ
ト
君
は

も
う

な
い

 
故
に
私
達
は
こ
れ
以

ず

と
前
人
未

と
い
う
未
知
の
最
前
線
を
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

ら
こ
ち
ら
に
ゲ

ム
の
大

の
設
定
を

し
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
た

場

こ

と

⻑
が

て
あ
の
騒
動
が
あ

た
か
ら
こ
そ
知
識
を

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

た
と

て
も
未

の
地
で
は

が

こ
る
か
分
か
ら
な
い

モ
ン
ス
タ

が

を
ど
う

し
て
い

る
か
な
ど

で
は
な
い

⻑
に
把
握
出
来
る

も
無
い

 
ま

⻑
の
前
知
識
を

り
ら
れ
る
私
達
は
ま
だ
完
全
に
未
知
に

み

け
て
来
た
キ
リ

ト
君
よ
り

か
に

な
の
は
間
違
い
な
い

し
か
も
彼
が

ロ
で
あ

た
の
に
対
し
こ
ち
ら
は

十
数
人

で
の
攻
略
と
情
報
収
集
だ

弱

な
ん
て

け
る

も
無
い

 

だ
か
ら
こ
そ

私
は
キ
リ
ト
君
の
死
を
と
て
も
哀
し
く
思
う

 
そ
れ
は
共
に
今
ま
で
戦

て
来
た
戦
友
と
し
て
で
あ
り

小
さ
な
子

を
愛
し
く
想
う
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リ

フ

ち

ん
に
知
ら
れ
た
ら

と

わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が

姉
と
し
て
で
あ
り
不

な
話
だ
が
攻
略
組
の

指

を

う
事
が
あ
る
立
場
と
し
て
私
は
彼
の
死
を
哀
し

く
思

て
い
る

 
こ
の
第
七
十
六
層
か
ら

⻑
で
す
ら
サ
チ
さ
ん
達
の
話
を

い
て
初
め
て
知

た

Ｍ

ｏ
ｂ
に

ま
れ
て
い
る

の
著
明
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
変
化

本
的
に
一
体

に
多
く
て

二
三
体
で

れ
て
い
る
の
が

な
の
に
こ
の

層
か
ら
は
最

四
体
で

れ
て
い
る
の
が

本
と
な

て
い
る
そ
の
変
化
を
実

に
攻
略
に
出
て
味
わ

て

更
彼
の
死
を

密
に

は
そ
れ
を
引
き

こ
し
た
原
因
の
キ
バ
オ
ウ
を

恨
め
し
く
思

た

 
彼
は
月
夜
の
黒
猫

の
一
件
が
あ

て
以
来
そ
れ
ま
で
も
念
入
り
に
確
認
を
し
て
い
た

ト
ラ

プ
の
解

作
業
を
異
常
な
ま
で
の

念
を

や
し
て
行

て
来
た

 
私
が
そ
れ
を
異
常
と

た
の
は
と
あ
る
ト
ラ

プ
に
対
す
る
対

が
常

を

し
た

も
の
だ

た
か
ら
だ

 
月
夜
の
黒
猫

の
メ
ン
バ

は
サ
チ
さ
ん
を

め
て
全
部
で
五
名

リ

ダ

で
あ
る

手

使
い
ケ
イ
タ
小
学

以
来
の
親
友
ら
し
い

リ

ダ

的
立
場
だ

た
片
手

と
盾
使
い

テ
ツ
オ
ダ
ガ

使
い
の
ダ

カ

⻑
槍
使
い
の
サ
サ
マ
ル
そ
し
て
⻑
槍
使
い
の
サ
チ
さ
ん
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こ
の
内

ト
ラ

プ
で
死
亡
し
た
の
は
テ
ツ
オ

ダ

カ

サ
サ
マ
ル
の
三
名

 
彼
ら
が
死
ん
だ
の
は

し
部

に
あ

た
宝

に
仕
掛
け
ら
れ
て
い
た
二
種

の
ト
ラ

プ
が

原
因
だ

結

無

化
空
間
化
ト
ラ

プ

と

モ
ン
ス
タ

ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ

の
二

種 
こ
れ
ら
は

時
回
復

果
を
持
つ
結

が
使
え
な
い
事
と

に
フ

ル
ド
や
ダ
ン
ジ

ン
を

す
る
モ
ン
ス
タ

よ
り
数
レ
ベ
ル
上
の
個
体
が

い
部

の
中
で
無

序
に
ポ

プ
す

る
事
が
死
亡
確

を

躍
的
に
高
め
て
い
る

よ
り

密
に

え
ば
回
復
が
間
に
合
わ
な
く

な
る
事
と

一
方
向
に
し
か
対

出
来
な
い
の
に
全
方

を

ま
れ
る
事
が
主
な
死
亡
原
因
だ

 
ど
れ
だ
け

備
を
整
え
て
い
よ
う
が
安
全
マ

ジ
ン
も
取

て
い
よ
う
が
キ
リ
ト
君
と
私

達
の
レ
ベ
ル
差
の
よ
う
に
大
き
過
ぎ
る
差
が
無
け
れ
ば

本
的
に
こ
の
ト
ラ

プ
に
引

掛
か
れ

ば
死
ぬ

無
論
キ
リ
ト
君
も

を

体
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
よ
う
に
攻
撃
を

け
れ
ば
ど
れ

だ
け
レ
ベ
ル
が
高
か
ろ
う
と

死
判
定
で
死
亡
す
る

 
つ
ま
り

本

ロ
で
あ
る
彼
は
絶
対
に
そ
の
二
つ
の
ト
ラ

プ
を

ん
で
は
な
ら
な
い

パ

テ

で
す
ら
死
ぬ
の
だ

ロ
な
ど
死
亡
確

は
九

を

で
上
回
る
の
は
想
像
に

く
な

い
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し
か
し
彼
は
あ
ろ
う
事
か
件
の
事
件
が
あ

て
以

そ
れ
ま
で
は
場

の
把
握
に

め
て

い
た
に
も

わ
ら
ず
自
ら
ト
ラ

プ
を
発
動
さ
せ
て
実
力
で
解

し
以

数
日
は
安
全
に
そ

こ
を

れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
行
動
を
取
り
始
め
た
の
で
あ
る

 
そ
れ
を
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
知

た
時
そ
れ
は
も
う
ビ

タ

の
真

を
知

た
時
以

上
に
怒
髪
天
を
衝
く
勢
い
で
怒
鳴

た
と

う
が
そ
の
時
の
彼
は
心
を

ん
で
い
た

に

善

さ
れ
る
事
は
無
く
以

ず

と
そ
れ
が

い
て
い
た

そ
の
時
か
ら
レ
ベ
リ
ン
グ
も

ね
て
と

か

て
い
て
こ
れ
は
も
う
ダ
メ
だ
と
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
エ
ギ
ル
さ
ん
は

め
の
境
地
に
至

て
い
た
と
い
う

無
論
そ
の
行
い
は

こ
そ

え
目
に
な

た
も
の
の
三

日
前
に
高

下
で
死
亡
す
る
ま
で

い
て
い
た

 
な
お
彼
の
レ
ベ
ル
が

な
く
高
い
の
は
経
験
値
ブ

ス
ト
の
バ
フ
が
掛
か

て
い
る
指

輪
を
第
五
十
層
の
圏
内
ク
エ
ス
ト
で
入
手
し
以

も
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を

み

け
た
結

果
だ
と

ア
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら

た

彼
の
レ
ベ
ル
が
異
様
に
高
い
理
由
は

ロ
を

ず

と

け
て
い
る
か
ら
だ
け
か
と
思

て
い
た
が

そ
う
い
う

で
は
な
か

た
ら
し
い

 
と
も
あ
れ
そ
う
い
う
経

が
あ
る
キ
リ
ト
君
は
必
然
的
に
一
対
多
の
戦
い
に
こ
な
れ
て
い

る

恐
ら
く
だ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
お
ろ
か
リ

フ

ち

ん
が
プ
レ
イ
し
て
い
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
い
う
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ゲ

ム
を

め
て
も

全
方

を

ま
れ
た
状
況
に
遭
遇

つ
生
還
し
た
回
数
は
ダ
ン
ト
ツ
で

ト

プ
を

し
て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
彼
が

れ
ば
私
や

⻑
と
い

た
彼
の
事
を
特
に

悪
し
て
い
な
い
面

は
こ
ぞ

て

対
集

戦
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
わ
り
に
行

て
い
た

だ

あ
る
い
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
経
由
で
攻
略
本

に
そ
の
情
報
が
載

て
い
て

偶
然
出
会

た
時
に
話
し
合

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
出
来
な
く
な

た
の
は
思

た
よ
り
も
大
き
い

 

し
ろ
私
達
攻
略
組
は
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
や

は

論
の
事
フ

ル
ド
や
ダ
ン
ジ

ン
を

し
て
い
る
一
体
の
モ
ン
ス
タ

手
に
複
数
人
で

む
の
が
常
だ

た
の
だ
多
対
一

に
は

れ
て
い
て
も
そ
の
逆
の
一
対
多
に

れ
て
い
る

が
無
い

オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
な
ら

多
対
多
に

れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
生
憎
攻
略
組
で
対
人
戦
を
行

て
い
る
の
は
キ
リ
ト
君

を

け
ば
リ
ン
ド
さ
ん
や
キ
バ
オ
ウ
く
ら
い
な
も
の

彼
を

て
い
た
の
だ
か
ら
状
況
的
に
は

多
対
一
で
対
Ｍ
ｏ
ｂ
戦
と
同
様
な
の
で
そ
の
経
験
も
活
か
せ
な
い

 
多
対
多
の
経
験
と

え
ば

う

戦
と

白
の
剣
士

が

こ
し
た
第
七
十
五

層
で
の
騒
動
だ
ろ
う

 
と
は

え
前
者
は
キ
リ
ト
君
が

ど
の
幹
部
を

手
し
て
く
れ
て

他
の
私
達
は
複
数
人
で
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う

メ
ン
バ

一
人
に

た
る
状
況
ば
か
り
だ

た
の
で

乱
戦
と
は

え

多
対

一
だ
か
ら
あ
ま
り
活
か
せ
な
い

無
論
後
者
も
同
様
だ

 
こ
う

え
る
と
対
人
戦
一
つ
取

て
も
キ
リ
ト
君
に
頼
り
切
り
だ

た
の
だ
な

と
思

て

し
ま
う

 
彼
の
過
去
を
知

て
い
る
以
上

故
対
人
戦
に

れ
て
い
る
の
か
一
対
多
と
い
う
絶
対
的

不

な
状
況
で
も
生
き

け
る
か
は
大
体
予
想
が
付
い
て
い
る

恐
ら
く
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
よ

て
教
え

ら
れ
た
戦
闘
技
術
の
他
人
体
実
験
を
し
て
き
た
と
い
う

わ
れ
た
先
の

で

き

ま
れ

た
の
だ

 
知
識
と
し
て

ま
れ
た
そ
れ
ら
を
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
経
験
し
自
分
な
り
に
理
解
し
技
術
と

合
さ
せ
た
事
で

彼
は
独
学
で
も
十
二
分
に

り
合
え
て
き
た
の
だ
ろ
う

 
彼
の
見
解
と
い
う

り
こ
そ
あ
れ
教

書

り
の
教
え
方
で
は
な
く
実

に
経
験
し
て
も
の

に
し
て
い
る
そ
れ
は
十
分
称
え
ら
れ
る

業
だ
と
私
は
思
う

現
に
彼
よ
り

か
に
年
上
の
プ
レ

イ

や
Ｍ
Ｍ
Ｏ
や
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
経
験
が

な
面
子
で
す
ら
多
対
多
の
戦
い
方
に

を
悩
ま
せ

て
い
る

 
今
日
は
取
り

え
ず
多
少
攻
略
が
進
ん
だ
け
れ
ど

ど
数
と
ス
テ

タ
ス
に
物
を

わ
せ
た
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ゴ
リ

し

少
し
変
化

が
来
れ
ば
一
気
に

れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
た
め

に
対
策

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が

全
然
そ
の
方
策
が
浮
か
ば
な
い

 
ま

こ
れ
ば
か
り
は
経
験
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
と
私
は
結
論
付
け
た

現
に
リ
ア
ル
で
ス

ポ

ツ
や
武
道
な
ん
て
一
切
経
験
し
て
い
な
い
私
も
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
で
名
う

て
の

剣
使
い
へ
と
成
⻑
し
た
の
だ

実

に
経
験
し
て
み
て

行
錯

す
る
事
で
し
か
も
う

私
達
に
残
さ
れ
た
道
は
無
い
だ
ろ
う

 

攻
略
か
ら
帰

て
来
て
す
ぐ
開
か
れ
た
攻
略
組
幹
部
に
よ
る
議
会
は
そ
の
結

論
で
終
了
と
な

た

 
結

の
と
こ
ろ

も
が
似
た
よ
う
な
状
況

つ
事

や
問

点
を
把
握
し
て
い
る
以
上
こ

の
結
論
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ

無
論
今
後
の
方

や
パ

テ

編
成
戦
法
に
つ
い
て

意
見
を
出
し
合

た
り

の
状

を
把
握
出
来
る
か
ら
そ
の
議
会
は
全
く
の
無

と
い
う

で
は

論
無
か

た
け
れ
ど

 
あ
ま
り

⻑
に
事
を
構
え
る

に
も
い
か
な
い
け
れ
ど
一

一

で

得
出
来
る

で
も
無

い
以
上
焦

て
も
仕
方
な
い
の
で
出
来
る
だ
け
攻
略
は

ぎ
つ
つ
対
集

戦
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ん
で
い
く
事
で
方

は
決
定
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そ
れ
で
キ
リ
ト
君
か
ら
自
動
的
に

製
作
者
と
同

の
見
識
を
持

て
い
た
彼
が
異
常
だ

た
だ
け
だ
が

議
⻑
を
務
め
る
事
に
な

た

⻑
の
声
で
解

と
な

た

 
解

に
な

て
す
ぐ

り

め
た
空
気
は

エ
ギ
ル
さ
ん
特
製
の
コ

ヒ

風
の

み
物

が

れ
ら
れ
た
カ

プ
を

け
た
り

み
に
出
掛
け
る
話
を
し
た
り
あ
る
い
は
ア
ル
ゴ
さ
ん

と
共
に
情
報

を

め
た
り
と

三

五

が

き
な
よ
う
に
動
き
出
す

 

時
ま
で
も
暗
い
気
持
ち
で

た
り

り

め
て
い
て
も
い
い
事
が
無
い
か
ら
こ
そ
オ
ン

オ
フ
を
し

か
り
切
り

え
よ
う
と
い
う
の
が
一
番

果
的
だ
と

も
が
理
解
し
て
い
る
の
だ

 
そ
の
空
気
の

み
を
感
じ
な
が
ら
私
も

歩
が
し
た
く
な

て

を
立

た

今
日
は
攻
略

で
ず

と
気
を

て
二
パ

テ

の
片
方
の
指

を

て
い
て
精
神
的
に

れ
た
の
で

リ
フ
レ

シ

し
た
い
気
分
な
の
だ

 

食
は
も
う
少
し
後
と
い
う
事
を
エ
ギ
ル
さ
ん
か
ら

い
て
い
る
の
で
そ
れ
な
ら
そ
の
時
間

ま
で
少
し

歩
し
て
来
よ
う

と

え
た

だ

 
そ
の

歩
も
実

は
キ
リ
ト
君
を
止
め
ら
れ
る
時
に

な
が
ら

も
出
来
な
か

た
と

ち

ん
で
い
る
リ
ズ
や

身
代
わ
り
に
さ
せ
て
し
ま

た
と
自
責
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
リ

フ

ち

ん
達
の

を
見
る

で
も
あ

た
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だ
か
ら
今
正
に

を
出
よ
う
と
し
た
私
の
前
で

を
開
け
た
プ
レ
イ

が
こ
の
一
年

で
と
て
も
見

れ
た

紺
色
の
少
女
だ

た
た
め

心
の

か
ら

を

く
事
に
な

た

  
ユ
ウ
キ

 
生
き
て
た
の

 
リ
ズ
ベ

ト
武

か
ら
リ
ズ

シ
リ
カ

レ
イ
ン

フ

リ
ア

リ

フ

シ
ノ
ン
の
六

人
を

て
攻
略
組
の
本
部

い
に
な

て
い
る
エ
ギ
ル
の

を

れ
た
ボ
ク
を
出

え
た

第
一
声
は

そ
ん
な
ア
ス
ナ
の

に

ち
た

葉
だ

た

 

こ
の

か
ら
出
よ
う
と
し
て
い
た
ら
し
く
出
入

に

ど
近
か

た
彼
女
の
向
こ
う

へ

と

線
を
や
れ
ば
つ
い
さ

き
ま
で
会
議
を
行

て
い
た
の
か

の

に
は
血

騎

士

の

⻑
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
他

聖
⻯

合

や

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の

リ

ダ

と

リ

ダ

風
林
火

の

も
見
え
る

 
姉
ち

ん
と
サ
チ
の

が
見
え
な
い
の
は
恐
ら
く
上
に

る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
た
め

特
に
疑
問
は
無
い

た
ら
む
し
ろ
不
安
を
煽
る
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そ
ん
な
攻
略
組
の
幹
部
と
も

え
る
面

は
大
小
の
差
は
あ
れ
ど
ボ
ク
の

を
見
て

も
が
ホ

と
し
た
安

の
あ
る
い
は

し
た
面
持
ち
を
見
せ
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を
始

め
と
し
た
年
⻑
者
組
は
安

を

ア
ス
ナ
や
ク
ラ
イ
ン
達
は

を
見
せ
て
い
る

勝
手
に
殺
さ
な
い
で

 
ア
ス
ナ
の
再
会
直
後
の

葉
を

い
て

思
わ
ず
ボ
ク
は

息
を

き
な
が
ら
そ
う
返
し
た

 

に
来
る
道
中
に
も
シ
リ
カ
か
ら
話
は

い
て
い
た
か
ら
そ
れ
で

く
よ
う
な
事
は
無
い
け

ど
ど
う
し
て
も
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う

勝
手
に
死
ん
だ
事
に
さ
れ
て

い
た
の
だ
か
ら

キ
リ
ト
の
時
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
的
に
絶
対
助
か
ら
な
い
状
況
だ

た
な
ら
と

も
か
く
ボ
ク
の
場
合
は
強
制
転

で
行
方
知
れ
ず
と
な

た
だ
け
だ
流

に

日
も
経
た
な

い
内
に
死
亡
説
を

え
な
い
で
欲
し
い
と
思
う

 
と
は

え
そ
れ
だ
け
こ
の

の
人
達
が
そ
し
て
攻
略
組
の
不
安
が
大
き
い
と
い
う
証

な
の
で

責
め
る
事
は
出
来
な
い

 
同
時
に
あ
の
転

ば
か
り
は
不
可
抗
力
な
の
で
ボ
ク
も
責
め
ら
れ
る

わ
れ
は
無
い

 
ま

心
配
さ
れ
て
い
た
だ
け
よ
か

た
と
思
う
べ
き
だ
ろ
う

 
内
心
で
そ
う
自
分
を

得
さ
せ
て
い
る
と
面
食
ら

て

い
て
い
た
ア
ス
ナ
は

に

り
と
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表
情
を
和
ら

年
⻑
者
達
に

れ
て
安

を
見
せ

い
で

し

無
さ
そ
う
な
面
持
ち
を
見
せ

た
ご
ご
め
ん

で
も
ホ
ン
ト
に
良
か

た
よ

ず

と
メ

ル
を
送

て
も
返
事
が
返

て
来
な
い
か
ら
て

き
り
キ
リ
ト
君
と
同
じ
で
死
ん
じ

た
の
か
と

 
ち
な
み
に
メ

ル
は
恐
ら
く
送
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
け
ど

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

る

間
は

論
こ
ち
ら
に

て
来
た
時
に

め
て
送
ら
れ
て
来
た
事
も
無
か

た
の
で
送
信
失

い
で

理
さ
れ
て
い
る
と
思
う

あ

そ
れ
は
多
分
メ

ル
が
届
か
な
い
場

に

た
か
ら
か
な

あ

そ
れ
と
キ
リ
ト

生
き
て
た
よ

 

し

無
さ
そ
う
な

で

罪
を

け
て

を
浮
か
べ
て
生
存
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
ア

ス
ナ
に

そ
う

的
に

う

彼
女
は
ピ
シ
リ
と

ま

て
動
か
な
く
な

た

ユ
ウ
キ

 
今

て

た
の

だ
か
ら

キ
リ
ト
が
生
き
て
た

て

そ
れ
な
ら

に

る
の

 
ど
こ
か

り
付
け
た
よ
う
な

い

み
を
浮
か
べ
て
い
る
ア
ス
ナ
は
ボ
ク
の
後
ろ
に

る
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面
子
の
中
に
黒

く
め
の
少
年
が

な
い
の
を
見
て
取

て
こ
て
ん
と
小

を

て
問
う
て

く
る

ま
る
で

を

く
の
は
や
め
な
さ
い
と
無

で

り
付
け
て
い
る
よ
う
な
圧

感
が

あ

て
少
し
怖
か

た

 
と
い
う
か

て
い
る
よ
う
で
目
が

て
い
な
い
ア
ス
ナ
の

気
は

少
し
怒
気
を

た
時
の
姉
ち

ん
に
そ

く
り
だ

 
と
は

え
全
く
も

て

で
は
無
い
の
で
ボ
ク
は

合
の
い
い
事
に
姉
ち

ん
と
サ
チ
を

い
て
こ
の
場
に

て
い
る
攻
略
組
の
幹
部
達
に
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
の
事
も

め
て

が
あ

た
か
を
語
る
事
に
し
た

 
三
日
前
の
転

ボ
ク
の
転

そ
の
先
に
あ

た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
事
や
そ
こ
で

こ

た
事

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

と
呼
ば
れ
る
不
思
議
な
場

で
再
会
し
た
ユ
イ
ち

ん
と
キ
リ
ト
二
人
の
事
を

エ
リ

シ
オ
ン
を

さ
れ
た
事
も

め

こ
れ
が

ボ
ク
が
知
り
得
る
限
り
の
事
だ
よ

 
お
よ
そ
二
十
分
を
掛
け
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
呼
ば
れ
る
場

で
あ

た
事
を
語

た

ボ
ク
は

そ
う

め

る

 

く

内
は
静
ま
り
返

て
い
た

も
が
信
じ
ら
れ
な
い
あ
る
い
は
突

子
の
無
い
話
を
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け
容
れ
る
の
に
少
し
ば
か
り
時
間
が
掛
か

て
い
て
ど
う
反
応
す
れ
ば
い
い
か
迷

て
い
る

様
子
を
見
せ
て
い
る

 
ま

そ
れ
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
と
ボ
ク
も
思
う

せ
本
人
達
か
ら
直

話
を

い
た
ボ
ク

も
同
じ
だ

た
の
だ
か
ら

 
流

に
開
発

責

者
だ

た

場

こ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
反
応
が

か

た
が

ユ
イ
ち

ん
が
実
は
人
の
精
神
的
な
も
の
に

因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対

す
る

に
作
ら
れ
た
Ｍ

Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
人
工
知
能
で
あ
る
事
は
彼
女
と
触
れ
合

た
全

に

を
与
え
た
し
確
実
に

死
ん
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
キ
リ
ト
が
ま
さ
か
ボ
ク
や
レ
イ
ン
達
と
同
じ
よ
う
に
偶
然
に
も
転

に

よ

て
生
き

び
て
い
た
だ
な
ん
て
予
想
外
に
も
程
が
あ
る

あ
ま
り
に
も
出
来
過
ぎ
た
話
だ

 
と
は

え
キ
リ
ト
と
結
ん
だ
ま
ま
の
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
が
生
存
状

を
示
し
た
ま
ま
だ

た

り

黒
鉄

に
あ
る

生
命
の

の
名
前
に
横
線
が
引
か
れ
な
か

た
り
し
た
事
も

こ

れ
で

く
合
点
が
い

た

要
は
本

に
最
初
か
ら
死
ん
で
い
な
か

た
か
ら
生
存
状

を
示
し

て
い
た
の
だ

た
だ
彼
の

る
場

が

ボ
ク
達
の
手
が
届
か
な
い
場

だ

た
だ
け
で

む

ま
さ
か

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

が
解
放
さ
れ
て
い
た
と
は
な

 

の
事
実
の

に

も
が

を

ざ
す
中
最
初
に

葉
を
発
し
た
の
は
あ
る
意
味
で
最
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も

し
し
か
し

知
で
あ

た
が

に
衝
撃
そ
の
も
の
は
少
な
め
だ

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ

ん
だ

た

 
彼
は

上
に

か
れ
て
い
る
コ

ヒ

に
よ
く
似
た

み
物
が

れ
ら
れ
た
カ

プ
に

線
を

と
し
た
ま
ま

か
を

え

ん
で
い
る
様
子
だ

た

デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
異
常
事

こ
そ

完
全
に

外
の
出
来
事
だ
が
こ
の
世
界
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行

て
い
た
者
の
一
人
で
あ

る
か
ら
こ
そ

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
存
在
や
ユ
イ
ち

ん
の
正
体
に
つ
い
て

し
い
男
性
は

ボ
ク
達
で
は
分
か
ら
な
い

か
を

え
て
い
る
ら
し
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

そ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

て
の
は
実

ど
う
い
う

だ

た
ん
ダ

 
ユ
イ
ち

ん
か
ら

い
た

て
い
う
話
で
は
大

験
場

て
い
う
話
み
た
い
だ
ケ
ド

そ
は
彼
女
が
語

た
事
で
合

て
い
る

あ
そ
こ
は
サ

ビ
ス
開
始
前

ア

ガ
ス
で

し
て
い
た
テ
ス
タ

達
が
ク
ロ

ズ
ド
ア
ル
フ

テ
ス
ト
オ

プ
ン
ベ

タ
テ
ス
ト
に
実

す
る
ア
イ
テ
ム
や
モ
ン
ス
タ

の
デ

タ

験
を
行

て
い
た
場

で
あ
り
本
サ

ビ
ス
開
始

後
は
後
に
行
う
ア

プ
デ

ト
で
追
加
す
る

備
や
シ
ス
テ
ム
の
デ

タ
取
り
を
行
う
場

だ

た
の
だ

と
は

え
こ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
か
ら
行
く
方
法
は
設
定
し
て
い
な
か

た

の
だ
が
ね
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ア
ル
ゴ
の
問
い
に
男
性
は
ス
ラ
ス
ラ
と

え
た

ユ
イ
ち

ん
か
ら
大
ま
か
に
は

い
て
い

た
が
大
体
そ
ん
な
認
識
で
良
い
ら
し
い

要
は
あ
そ
こ
は

大
な
テ
ス
ト
場
と
い
う

だ

 
た
だ
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
で
も
分
か
ら
な
い
の
は
や
は
り
そ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
と
こ

の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な

て
し
ま

た
事

ユ
イ
ち

ん
も
原
因

不
明
と

て
い
た
か
ら
本

に
分
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う

 
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
が
開
始
し
て
か
ら
一

も
人
の
手
が
入

て
い
な
い
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
サ

バ

に
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
他
に
も

つ
か
の
エ
リ
ア
が

存
在
し
て
い
る
と
い
う

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

も
そ
の
一
つ
で

験

と
呼
称
さ
れ
て
い

た
ら
し
い

 
他
に
も
秘
匿

と
か

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
自
律
機
能
を
十
全
に

い

た
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ

プ
も
存
在
す
る
と
い
う
が
デ
ス
ゲ

ム
開
始
と
同
時
に

に
そ

の
道
は
全
て

ざ
さ
れ
て
い
る

ら
し
か

た

 

ス
タ

フ

が

作
を
行
わ
な
け
れ
ば
行
け
な
い
エ
リ
ア
な
よ
う
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

を
舞

に
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
は
本
来
行
け
な
い
か
ら

で
は
な
い
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

も

ざ
さ
れ
て
い
る

だ
と

で
も
語
れ
た
よ
う
だ

た
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な
る

ど

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
の
経
路
だ
け
ど

ユ
イ
ち

ん
は
キ
リ
ト
の
前
か
ら

消
滅
し
た
後
ず

と
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

に

た

て

て
た
か
ら
多
分
そ
の
時

点
で
経
路
は
出
来
て
た
と
思
う

む

三
日
前
に
開
い
た
ば
か
り
で
あ
れ
ば
キ
リ
ト
君
と
白
の
剣
士
の
戦
い
の

最
中
に

こ

た
バ
グ
が
原
因
と
も

え
ら
れ
る
の
だ
が

そ
の
線
は

そ
う
だ
な

 
黒
と
白
の
剣
士
が
第
七
十
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
部

に
て

り
広

た
死
闘
の
最
中
に
発
生
し

た
あ
の
キ
リ
ト
の
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
が
中
断
さ
れ
る
原
因
と
も
な

た
現

に

よ

て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
の
道
が
開
か
れ
た
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
推

し
て
い
た

ら
し
か

た

 
し
か
し
そ
れ
だ
と
ユ
イ
ち

ん
が

に
行

て
い
た
事
に
説
明
が
付
か
な
い

 
仮
に
そ
の
推

が
正
し
か

た
と
し
た
ら
ユ
イ
ち

ん
は

ざ
さ
れ
た
道
を
越
え
て
ホ
ロ

ウ
・
エ
リ
ア

理

へ

り

い
た
と
い
う
事
に
な
る

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が

者
か
の
命

故
に
道
を

ざ
し
て
い
た
と
は

え
そ
れ

で
も
シ
ス
テ
ム
が

ざ
し
て
い
た
の
だ
そ
ん
な
矛
盾
に
も

し
い
事
を
行
う

が
無
い

シ
ス

テ
ム
は
絶
対
に
矛
盾
を

こ
さ
な
い

だ
か
ら
そ
の
推

は
絶
対
に
正
解
で
は
無
い
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つ
ま
り

あ
の
二
人
の
死
闘
よ
り
も
前

ユ
イ
ち

ん
が
消
滅
し
た
日
よ
り
も
更
に
前
か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
の
道
は
開
い
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る

 
流

に
そ
う
な
る
と

時
開
い
た
か
分
か
ら
な
い

期
間
が
⻑
過
ぎ
る
上
に
こ
れ
と
い

て
分

か
り
や
す
い
目

と
か
兆
候
と
か
も
無
い
の
だ

な

と
思

た
ん
だ
け
ど
よ

 

時
開
い
た
の
だ
ろ
う
と
悩
ん
で
い
る
と
カ
ウ
ン
タ

で

の
整
理
や
人
数
分
の

み
物

の

意
を
再

行

て
い
た
エ
ギ
ル
が

か
思
い
付
い
た
風
な

で
そ
う
話
に
入

て
来

た

全

が
そ
ち
ら
に

線
を
向
け
る

 
エ
ギ
ル
は
手
許
の
ウ

ン
ド
ウ
か
ら

を
上

て
こ
ち
ら
を
見
て
来
た

リ

フ

や
シ
ノ
ン
が
来
た
時
に
開
い
た
可
能
性

て
の
は

え
ら
れ
な
い
か

あ
の
二
人
も

本
来
な
ら
来
る

の
無
か

た
面
子
だ
ろ

 
そ
う

可
能
性
と
し
て
と
て
も
あ
り
得
る
二
人
の
名
前
を
上

て
来
た

 
リ

フ

は
今
か
ら
お
よ
そ
一

月
前
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
へ

故
か
入

て
来
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

だ
し
シ
ノ
ン
も
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
三

機
を

い
て
ニ

ト
ラ
ル
フ

ル
ド
に
ダ

イ
ブ
し
た

が
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の

認
に
よ

て

き

ま
れ
た
プ
レ
イ
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バ
グ
と

う
に
は
あ
ま
り
に
も
十
分
過
ぎ
る
経
歴
を
持

て
い
る
二
人
だ

 
確
か
に

そ
の
二
人
が
入

て
来
た
時
期
な
ら
ユ
イ
ち

ん
が
消
滅
し
た
日
よ
り
も
前
だ
か

ら

辻
褄
が
合
う

も
し
か
し
た
ら

リ

フ

ち
が
入

て
来
た
日
か
も
し
れ
ね

な

 
エ
ギ
ル
の
意
見
に

得
し
て
い
る
と

と

を
組
ん
で

し
い

を
し
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
が

そ
う

た

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

ど
う
し
て
そ
う
思
う
ん
で
す
か

い
や
ち

と
引

掛
か

て
る
事
が
あ

て
な

多
分

も
そ
う
だ
ろ
う
が
あ
の
ア

キ
ト
の
事
で
ち

と
思

た
ん
だ
よ

 
あ
の
神

が
ど
う
か
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
ボ
ク
は

を

た

確
か
に
リ

フ

と
同
時

期
に
こ
ち
ら
へ
来
て
し
ま

た
と
い
う
話
だ
が
そ
れ
と
ど
う

す
る
の
か
分
か
ら
な
か

た

 
ク
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
恐
ら
く
ア
キ
ト
が
こ

ち
に
や

て
来
た
時
期
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
の
道
が
開
け
た
の
で
は
と
い
う
事
ら
し
い

故
か
と

え
ば
ア
キ
ト
の
あ
の
明
ら
か
に
お

か
し
な
実
力
や
白
剣
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

シ
デ

タ
に
つ
い
て

え
る
と
そ
れ
が
一
番
し

く
り
来

る
か
ら

と
い
う
話
だ

た
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さ

き
ユ
ウ
キ
達
の
話
に
あ

た
け
ど
よ

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

て

に
い
る
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
は

に
三

行
く
ん
だ
ろ

 
こ

ち
の
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
は
最
前
線
で
も
高

く
て
精

が
八

前

あ
ン
時
に
キ
リ
ト
じ

ね

キ
リ
ト
も

て
た
が
一

月
で
キ
リ

ト
に
追
い
付
く
な
ん
ざ

無
理
だ

け
ど
あ

ち
は
平

一

を

で
超
え
る

そ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

て
と
こ
な
ら
ア
イ
ツ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
て
一

月
し
か
経

て
な

く
て
も
十
分
キ
リ
ト
に
追
い
付
け
る
く
れ

の
経
験
値
を
得
ら
れ
る
ん
じ

ね

か

て
思

て

な 
紅
い

の
予
想
は

断
定
こ
そ
出
来
な
い
も
の
の
高
い
確

で

た

て
い
る
気
が
し
た

 
実

も
が
そ
れ
に
つ
い
て
疑
問
を
覚
え
て
い
た

キ
リ
ト
も
そ
う
だ
し
あ
の
キ
リ
ト
の
別

人
格
も
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
い
た

一
日
に
三
つ
レ
ベ
ル
を
上

る
に
し
て
も
一

月
で
は
九
十
上

る
の
が
限

そ
れ
も
高
レ
ベ
ル
に
な
る
に
つ
れ
て
上
が
る
速

は

く
な
る

最
前
線
で

に
も
見
ら
れ
ず
そ
れ
だ
け
の
オ

バ

ワ

ク
を
こ
な
せ
る

も
無
い

原
理
的
に
も
時
間
的

に
も
不
可
能
な
話
な
の
だ

 
だ
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
い
た
と
い
う
な
ら
話
が
変
わ

て
来
る

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
取
得
経
験
値

は
最

入
手
出
来
る

本
経
験
値
に
レ
ベ
ル
差
に
よ
る
ボ
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ナ
ス
が
加

さ
れ
て
手
に
入
る

パ

テ

を
組
ん
で
い
れ
ば
そ
の
値
を
ヘ
イ
ト
を
集
め
た

時
間
や
与
ダ
メ

ジ

味
方
と
の

・

行
動
の

に
応
じ
て
分

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に

な

て
い
る

 
仮
に
神

の
レ
ベ
ル
を
三

と
し
て

の
レ
ベ
ル
を
一

と
す
れ
ば
レ
ベ
ル
差
に
よ
る

ボ

ナ
ス
は
と
ん
で
も
な
い
事
に
な
る

一
体
倒
す
だ
け
で
も
五
つ
上
が

た

て
お
か
し
く
は

な
い
だ
ろ
う

 
問

は
ど
う
や

て
倒
し
た
か
だ
が

そ
れ
も
少
し
工

を

ら
せ
ば

外

と
か
な
る

 

え
ば
高
い
場

か
ら
Ｍ
ｏ
ｂ
を

と
し
て
も
プ
レ
イ

と
同
様
に
高
さ
に
応
じ
た

下
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る

強
力
な
ネ

ム
ド
Ｍ
ｏ
ｂ
や
フ

ル
ド
ボ
ス
と
の
戦
い
で
は

に
こ
の
高

下
ダ
メ

ジ
に
よ
る
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を

し
た
り
す
る

そ
う
い
う
場

は

大
体

が
あ

て
プ
レ
イ

の
不

ば
か
り
見
ら
れ
が
ち
だ
が
逆
に

か
ら

と
し
て

に
大
ダ
メ

ジ
を
与
え
た
り
も
出
来
る
た
め

そ
の

を

慮
す
れ
ば
一
⻑
一

と

え
よ
う

 
そ
れ
で
も
決
め
手
に
は
な
ら
な
い

 

に
浮
か
ぶ
の
が
状

異
常

部

欠
損
に
よ
る
ス
テ

タ
ス
や
攻
撃
手

の

ダ
メ

ジ

に
よ
る

少

麻

に
よ
る
行
動
不
可
な
ど
だ
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状

異
常
は
ネ

ム
ド
フ

ル
ド
ボ
ス
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
グ
レ

ド
が
上
が
る
に
つ
れ
て

き

く
な
り

な
ど
に
は

と
麻

が

か
な
い
な
ど
種

に
よ

て
完
全
無

化
も
あ

り
得
る
が
フ

ル
ド
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
Ｍ
ｏ
ｂ
に
は
種

性
を

け
ば

本
的
に
有

打
と
な
り
得
る

ダ
メ

ジ

を
定
期
的
に
掛
け
あ
と
は
他
の
Ｍ
ｏ
ｂ
と
リ
ン
ク
し
な
い
よ
う

し
な
が
ら
付
か
ず
離
れ
ず
の

離
を
保

て
い
れ
ば

れ
倒
れ
る
と
い
う

だ

 
あ
と
は
神
経
を

ま
じ
く

り

ら
す
事
に
な
る
が
正
攻
法
で
真

向
か
ら
一
対
一
の
戦
い

を

む
事
か

 

手
が
ゴ

レ
ム
や
ド
ラ
ゴ
ン
と
い

た
表
面
が

い

手
で
な
け
れ
ば
ダ
メ

ジ
を
与
え

た
時
の
武
器
の

値
は
そ
こ
ま
で

少
し
な
い

武
器
に
も

正
レ
ベ
ル
が
あ
る
の
は
攻
撃

回
数
と

値
の
バ
ラ
ン
ス
も

ま
れ
て
い
る
か
ら
だ

 
と
は

え

レ
ベ
ル
で

備
し
て
い
る
武
器
で
レ
ベ
ル
一

の
モ
ン
ス
タ

の

を
全
損

さ
せ
る
と
な
る
と
本

に
気
が
⻑
く
な
る
話
な
上
に
下
手
す
れ
ば
一
撃
死
も
あ
り
得
る
か
ら

精
神
的
に
非
常
に
よ
ろ
し
く
な
い

値
の
差
で
す
ぐ
追
い
付
か
れ
る
だ
ろ
う
か
ら

離
も
取

れ
な
い
だ
ろ
う

こ
れ
は
最

愚
策
と

て
も
過

で
は
無
い

 

そ
う

え
る
と
キ
リ
ト
や

変
し
た
キ
リ
ト
が

き
出
し
た
あ
の
速

て
ど
う
い
う
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事
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
な
い
で
も
な
い

も
し
か
し
て
今
ま
で
見
て
来
た
彼
の
速

は
全
く
全

力
で
は
無
か

た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

 
そ
う
い
え
ば
デ

エ
ル
の
時
も
ア
レ
に
近
い
速

を
彼
は
出
し
て
い
た
し

外
全
力
で

は
無
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

 

か
を
殺
す
時
だ
け
全
力
を
出
せ
る
と
か
い
う
理
由
じ

な
い
事
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る

 
と
も
あ
れ
今

た
こ
れ
ら
は
一
つ
一
つ
は
決
定
打
と
な
ら
な
い
が
し
か
し
全
て
組
み
合

わ
せ
た
と
す
れ
ば
十
分

Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
し
て
経
験
値
を
得
ら
れ
る
と
思
う

あ
と
は
そ
れ
を

り
返
し
て
い
れ
ば
良
い
だ
け
だ

確
か
に
ク
ラ
イ
ン
の

う

り

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
い
た
な
ら

あ
の

強
さ
も

得
が
い
く
よ

で
も
そ
う
な
る
と
あ
の

と
か
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

シ
デ

タ
は
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
ん
だ
ろ
う

と
い
う
か
そ
も
そ
も
ど
う
し
て
リ
ズ
の

で
剣
を

入
し

て
い

た
の
か

て
い
う
話
だ
け
ど

 
レ
ベ
リ
ン
グ
に

し
て
は
あ
る
程

予
想
が
付
い
た
け
ど

に
疑
問
と
な
る
の
は
あ
の
神

の
武

に

し
て

 
特
に
武
器
だ
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神

が
使

て
い
た
武
器
は
リ
ズ
の

で

入
し
た
ア
ル
ジ

ン
ト
ブ
レ

ド
で
は
無
く
白

く
リ

イ
ン
ト
さ
れ
た
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

シ
デ

タ
に

故
か
持

て
い
た
キ
リ
ト
と
同
じ

前
者
も
分
か
ら
な
い
が

一
番
分
か
ら
な
い
の
は
後
者

ア
レ
は
闘
技
場

個
人
戦

を
死
に
物
狂
い
突
破
し
た
キ
リ
ト
が
手
に
し
た
無
形
の

型
武
器
死
闘
の
最
中
に
出
し
た
武

器
を
見
る
に

同
一
の
よ
う
に
思
え
る
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
も
あ
る
と
は
ち

と

え

か

た

 
仮
に
だ

ユ
イ
ち

ん
が

て
い
た
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の

の
一
つ
で
あ
る
ア
イ

ン
ク
ラ

ド
の
デ
バ

ク
や
ア

プ
デ

ト
の

の
デ

タ
集

の
過
程
で

が
あ
ち

ら
で
も
作
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
一
応

得
は
い
く

序

で
は
レ
ア
だ

た
り
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム
だ

た
り
し
た
代
物
が
終

で
は
ボ
ロ
ボ
ロ
手
に
入
る
な
ど
ゲ

ム
で
は
ザ
ラ
に
あ

る
し

 
そ
れ
で
も

過
ぎ
る
と
思
う
の
だ

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

シ
デ

タ
は
ま
だ
分
か
る

の
エ
リ

シ
デ

タ
は
第
五
十
層

ア

レ
を
キ
リ
ト
が
手
に
入
れ
て
か
ら

く
も

年
以
上
経

て
い
る
の
だ
か
ら
レ
プ
リ
カ
品

こ

の
場
合
は
ホ
ロ
ウ
品

が
作
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
ま
だ
分
か
ら
な
く
は
な
い

ダ

ク
リ
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パ
ル
サ

も
然
り

 
た
だ

だ
け
は

得
が
い
か
な
い

ア
レ
は
確
か
に
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
も
か
な
り

異

な
代
物
だ
が

闘
技
場
で
キ
リ
ト
が
手
に
入
れ
て
か
ら
生
成
さ
れ
る
ま
で
が

過
ぎ
る

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
は
デ

タ
を
集

す
る

を
持
つ
が
ア
イ
テ
ム
な
ど
の
実

や
追

加
に

し
て
は
必
ず
デ

タ

証
を
行
う
と

い
て
い
る
か
ら
も

と
時
間
を
掛
け
て
い
な
け

れ
ば
お
か
し
い

特
に
ア
レ
は
使

者
の
イ
メ

ジ
と
い
う
か
な
り

な
も
の
を
頼
り
に
武
器

を

し
て
思
い
の
ま
ま
に
動
か
す
代
物

そ
れ
こ
そ

大
な
デ

タ
取
り
が
必
要
な

だ

 

と
し
た
ら

神

が
そ
れ
だ
け
を

て
ア

プ
デ

ト
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
け

ど

ま

も
う
死
ん
で
る
ん
だ
し

良
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
ボ
ク
の
疑
問
に
対
し

く
悩
ん
で
い
た
シ
ノ
ン
が
そ
う

た

確
か
に
も
う
神

は
ア

イ
ン
ク
ラ

ド

か
ら
退
場
し
て
い
る
の
だ
か
ら

え
る
だ
け
無

だ
ろ
う

そ
う
だ
ね

そ
れ
に
あ
の

仮
に
手
に
入

て
も
持
て

し
そ
う
だ
し

確
か
に

 
シ
ノ
ン
の

葉
に
同
意
す
る
よ
う
に

え
ば
こ
の
場
に
集

て
い
る
全

が
同
時
に

い
た
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あ
の

は
と
て
も

で

性
の
高
い
武
器
だ
と
思
う
が
見
た
目
以
上
に

い
が

し
い
代
物
だ
か
ら
手
に
入
れ
た
と
し
て
も

に

え
な
い
気
が
す
る

事
実
キ
リ
ト
も
手
に
入

れ
た
直
後
は
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
た

故
か
死
神
ボ
ス
と
の
戦
闘
の

中
か
ら

時
登
録

さ
れ
て
い
た
武
器
全
て
を
一
気
に

て
た
が

 
思
え
ば
あ
の
時
に

達

て

て
い
た
事
か
ら
キ
リ
ト
は
別
人
格
の
存
在
を
認
識

出
来
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

ア
バ
タ

を
動
か
す
の
は
キ
リ
ト

に
登
録
さ
れ
た

武
器
を

る
の
が
別
人
格
と
い
う
風
に
分

し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば

達

と
複
数
形
で

て
い
た
事
に
も
辻
褄
が
合
う

 
そ
の

に
は
あ
の
死
神
ボ
ス
と
の
戦
い
以

あ
の
時
の

ま
じ
い
戦
い
ぶ
り
は
鳴
り
を
潜
め
て

い
る

 
も
し
か
し
た
ら
別
人
格
が
戦
い
に
手
を

す
の
は

か
し
ら

件
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

実

第
七
十
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
で
の
神

と
の
死
闘
で
表
に
出
て
来
た
時
そ
れ
ら
し
い
事
を

に
し
て
い
た

あ
ん
ま
り
表
に
出
た
ら
い
け
な
い

と
か

と
か

そ
の
後
に
は

獣

に

し
て

て
い
た
し
抑
え
ら
れ
な
く
な
る

て
い
う

葉
か
ら

す
る
に

は
キ
リ
ト
の

負
の
感
情
を
抑
え
て
い
る
立
場
な
の
か
も
し
れ
な
い
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狂

な

が
あ
り
憎
悪
と
か
復
讐
心
と
か

に
し
て
い
た
あ
の
キ
リ
ト
の
別
人
格
も
も

し
か
し
た
ら

か
を
護
る

と
い
う
時
に
限
定
し
て
キ
リ
ト
に
力
を

す
の
だ
ろ
う
か

 
だ
と
す
れ
ば

狂

だ
と
し
て
も

分
と
ま

ら
し
い

と
思
え
て
し
ま
う

攻
撃
性
が

増
し
た
だ
け
で
戦
う
理
由
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
一
気
に
恐
ろ
し
さ
が

れ
る
の
は
不
思
議
だ

 

ま

神

手
に
最
初
に
見
せ
て
い
た
あ
の
キ
リ
ト
の
無
表
情
だ
け
は

に
も
勝
る

恐
怖
だ

た
け
ど

ア
レ
だ
け
は
も
う
二

と
見
た
く
な
い
と
思
え
る

ア
レ
を
見
る
く
ら
い
な

ら

別
人
格
の
キ
リ
ト
と
対
面
し
た
方
が
万

マ
シ
だ

  
大

き
な
異
性
の
殺
意
に
塗
れ
た

な
ん
て

も
う
見
た
く
な
い

 

そ
う
い
え
ば

少
し
気
に
な

た
の
だ
が

 
そ
う
話
し
て
い
る
と

と

か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

を
開
き

ボ
ク
を
見
て
来
た

キ
リ
ト
君
の
様
子
は
ど
う
だ

た
の
だ

 
実
の
兄
を
自
ら
の
手
で

た
直
後

立
て

け
に
事
が

こ

た

だ
が



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

あ
そ
れ
あ
た
し
も
気
に
な
り
ま
す

こ

ち
に
帰

て
来
た
く
な
い

て
い
う
の
は

き
ま

し
た
け
ど

様
子
ま
で
は
知
ら
な
い
か
ら

も
気
に
な
る
な

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
の
事
も
あ
る
し

ど
う
だ

た
ん
だ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
問
い
を

切
り
に
リ

フ

と
ク
ラ
イ
ン
が

け
て
問
い
掛
け
て
来

た 
リ

フ

は
義
理
の
姉
と
し
て
心
配
で

身
代
わ
り
に
さ
せ
て
し
ま

た
罪
悪
感
か
ら
だ
ろ

う

ク
ラ
イ
ン
は
こ
の
正
式

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
始
ま

て
最
初
に
知
り
合

た

で
弟
の
よ
う
に
大

切
に
想

て
い
る
か
ら
心
配
な
の
だ
と
分
か
る

 

の

線
を

び
て
キ
リ
ト
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
て
少
し
気
分
が

み
な
が
ら
も
ボ
ク

は

を
開
い
た

今
の
キ
リ
ト

下
手
し
た
ら
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
よ
り

バ
い
よ

そ
れ
は

本

か
ね

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
に
会

た
人
な
ら
分
か
る
だ
ろ
う
け
ど

眼
が
さ

光
を
反

し
て
な

か

た
の
に

だ
け

て
た
ん
だ

正
直
完
全
に
表
情
が

け

ち
て
た
あ
の
時
よ
り
も

と
し
た
よ
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ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で

生
ア
イ
テ
ム
を
求
め
て
い
る
時
キ
リ
ト
は
完
全
に
異
常
な
レ
ベ

リ
ン
グ
を
ぶ

け
で
行

て
い
た

 
そ
れ
は
月
夜
の
黒
猫

の
壊
滅
リ

ダ

で
あ
る
ケ
イ
タ
の

と
自
殺
サ
チ
が
独

り
に
な

て
し
ま

た
原
因
が
自
分
に
あ
る
と
ず

と
責
め
て
い
た
か
ら
だ

 

自
分
が
悪
い
の
だ

 

自
分
が

わ

た
か
ら
サ
チ
は
苦
し
ん
だ
ん
だ

 

ケ
イ
タ
が
自
分
を

う
の
は
必
然
だ

 
ず

と
そ
の
思

に

わ
れ

け
て
い
て

む
事
無
く

と
目
的
を

行
す
る

の
作
業

を

り
返
し
て
い
た

食
事
も

眠
も

息
す
ら
も
自

し
て
そ
れ
を

け
て
い
た
キ
リ
ト
の

心
は

ば
死
ん
で
い
た
も
同
然

感
情
も

負
の
方
面
に

い
て
い
て

生
ア
イ
テ

ム
が
求
め
た
も
の
で
無
か

た
と
知

た
時
の
彼
は
完
全
に
表
情
が

け

ち
て
い
た

 
あ
の
時
は
サ
チ
が

に
寄
り

い
一
時
的
で
は
あ
る
が
独
り
に
な

た
事
は
キ
リ
ト
が

悪
い

で
は
な
い
と
赦
し
を
与
え
た
か
ら
こ
そ

彼
は
あ
る
程

回
復
し
た

 
し
か
し
今
は
ど
う
か



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
ユ
イ
ち

ん
が
寄
り

て
い
る
と

え
ど
彼
女
は
リ

フ

達
の
件
と
は
完
全
に
無

の
第
三
者

キ
リ
ト
の
罪
悪
感
を
和
ら

る
事
は
不
可
能
な
立
場
に
あ
る

 
そ
し
て
リ

フ

と
シ
ノ
ン
は
女
性
と
し
て

的
な
も
の
を
数
時
間
に

て
味
わ
わ
さ

れ
た

七
十
六
層
に
転

し
て
来
た
彼
女
達
を
見
つ
け
た
時
二
人
の

備
は

時
も
の
緑

で

は
無
く

な
ロ

ブ
一

で
下

す
ら
も

け
て
い
な
い
状

だ

た
か
ら

感
と

え
ど

も

明
な
キ
リ
ト
の
事
だ

が
あ

た
か
く
ら
い
は

し
た
だ
ろ
う

 
キ
バ
オ
ウ
達
の
目
的
は

キ
リ
ト
を
誘
き
出
し
て
確
実
に
殺
す
事

 
あ
の
二
人
は
そ
の

に
さ
れ
た

さ
れ
た
の
は
そ
の
つ
い
で
だ
が
キ
バ
オ
ウ
達
が
誘

し
た
理
由
は
キ
リ
ト
を
誘
き
出
す

に
す
る
た
め
だ

た
の
だ

恐
ら
く
彼
は
そ
れ
を
深
く
責
め

て
い
る

 

い
や

多
分
そ
れ
だ
け
じ

な
い
な

 
リ

フ

達
を
助
け
に
行
く
直
前
に
会
話
し
た
リ
ズ
か
ら

い
た
話
で
そ
の
時
点
で
キ
リ
ト

は
か
な
り
弱

て
い
た
事
は
分
か

て
い
る

 
完
全
な
推

に
な
る
が
恐
ら
く
キ
リ
ト
が
自
身
を
責
め
て
い
る
理
由
の
内
に
は
実
の
兄
を

殺
し
た
と
い
う
事
実
に
対
す
る
罪
悪
感
と
も
す
れ
ば
後
悔
も

ま
れ
て
い
る

時
系
列
的
に
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リ

フ

達
が

わ
れ

さ
れ
た
事
を
知
る
前
だ
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

に
し
た

よ
う
に
弱
り
果
て
て

く
原
因
と
し
て
は
そ
れ
く
ら
い
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い

 
結
構

対
者
に
は
容
赦
が
無
い
キ
リ
ト
は

と
自
分
の
命
を

う

に
は
甘
い

面
が
あ

る

こ
れ
は
彼
の
別
人
格
も

に
し
て
い
た

 
反
面
自
分
以
外
の
他
者
特
に
彼
が
大
切
に
想

て
い
る
人
を
傷
付
け
ら
れ
た
ら
神

と
の

デ

エ
ル
の
時
の
よ
う
に
静
か
で
は
あ
る
が

火
の
如
く
怒
り
狂
う
場
合
に
よ

て
は
殺
す
事

も

な
く

す
る

 
こ
れ
は
神

と
の
第
二
十
二
層
で
の
デ

エ
ル
と
第
七
十
五
層
ボ
ス
部

で
の
死
闘
と
を
対

す
れ
ば
分
か
る
だ
ろ
う

前
者
で
は
神

は
キ
リ
ト
の
み
を
殺
そ
う
と
し
て
い
た
が
後
者
で
は

第
二
レ
イ
ド
を
殺
し
第
一
レ
イ
ド
も
殺
そ
う
と
し
て
い
た

だ
か
ら
キ
リ
ト
も
前
者
で
は

に
強
者
へ

む
つ
も
り
で
同
じ
ス
タ
イ
ル
を

ん
で
い
て
後
者
で
は
形
振
り
構
わ
ず

そ
れ

で
も

な
手
は
ボ
ク
か
ら
す
れ
ば
使
わ
ず

全
力
で
殺
し
に
掛
か

て
い
た

 
キ
リ
ト
の
行
動
は
彼
の
別
人
格
が

て
い
た
よ
う
に
ボ
ク
達
が
彼
に
向
け
る

動
や
感

情
を
そ
の
ま
ま

し
て
返
す

な
の
だ

 
と

て
も
キ
リ
ト
は
完
全
に
矛
盾
無
き
機

で
は
無
い

人
間
で
あ
る
以
上
必
ず
ど
こ
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か
に

り
は
あ
り

び
が
あ
る

 
彼
の
場
合

そ
の

び
が
神

と
の

性
だ

た

 
自
身
を

し
て
い
て
殺
し
に
来
て
い
て

時
は
ア
ル
ゴ
も
殺
さ
れ
た
と
思

て
い
た
彼

は
怒
り
と
憎
悪
に
身
を
焦
が
し
て
い
た
の
に
神

が

に
し
た

一

と
し
て
の

性
が
刃
を
彼
の
心
を

ら
せ
た

殺
し
に
来
た
な
ら
や
ら
れ
る
前
に
殺
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
兄
弟
の

な
ん
て
あ

て
無
い
に

し
い
形
だ
け
の
も
の

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は
刃
を

ら
せ
て
し
ま

た

対
者
に
容
赦
が
無
い
彼
が
刃
を

ら
せ

た
そ
れ
は
別
人
格
の

葉
を

り
れ
ば
と
て
も
甘
い
と

え
る

ま

が
一
に
も
無

い
と
確
信
し
て
い
る
が

仮
に
ボ
ク
が
同
じ
立
場
に
あ

て
も
同
じ
反
応
を
し
た
だ
ろ
う

 
と
も
か
く

そ
の
甘
さ
は
キ
リ
ト
の

し
の
外
に
あ
る

外
だ

 
そ
れ
が
今
彼
の
心
を
苛
ん
で
い
る

に

な
ん
て
切
れ
て
い
る
も
同
然
と
は

え
そ

れ
で
も
神

は
自
身
の
実
の
兄

血
縁
上
の

で
も
八
年
と
い
う
キ
リ
ト
に
と

て
人
生
の

ど
を
共
に
生
き
た
者
を
殺
し
て

も
感
じ
な
い

ど
彼
は

で
は
無
い
し
非
情
に
も
な
り
切

れ
な
い

 
仮
に

無

な
人
格
だ

た
な
ら
自
ら
憎
ま
れ

ビ

タ

を
請
け
負

た
り
し
な
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い
だ
ろ
う

月
夜
の
黒
猫

の
頼
み
な
ん
て
断

て
自
分
の
事
を

先
し
た
だ
ろ
う
し
リ

ダ

ケ
イ
タ
を

め
て
壊
滅
し
た
事
も
自
己
責

と

て
い
た
だ
ろ
う

ま

壊
滅
に

し

て
は
自
分
も
自
業
自
得
だ
と
思
う
が

 
コ

バ

ツ
の
事
も

に
見
捨
て
て
い
た
だ
ろ
う

彼
ら
を
助
け
る

に
自
分
が
命
を
危
ぶ

め
る
必
要
性
は
無
い
と

合
理
的
に

え
て

 
け
れ
ど
キ
リ
ト
は
そ
の
全
て
を
背
負

て
来
た

分
か
彼
に
非
が
あ
る
も
の
も
あ
る
が
そ

れ
で
も

ど
は
彼
の
助
け
た
い
と
い
う
思
惑
の
真
反
対
の
行
動
を

こ
し
た
人
の
せ
い
で

こ

た
悲

無

で
は
無
い
が

し
か
し
全
て
彼
の
責

と
い
う

で
は
無
い

 
神

に

し
て
も
同
じ

 
ス
テ

タ
ス
は
分
か
ら
な
い
が

の
ス

ク
で

て
い
な
く
て

つ
キ
リ
ト
が
も
う

少
し
弱
く
て
打
ち
の
め
さ
れ
て
い
た
ら
彼
の
代
わ
り
に
ボ
ク
や
怒
り
に
打
ち

え
た
他
の
攻

略
組

が
刃
を
交
え
て
い
た

だ

現
に
ボ
ク
は
神

を
殺
す
つ
も
り
で
剣
を

い
て
い
た
し

殺
せ
る
場
面
が
あ
れ
ば
容
赦
な
く

を
斬
り

と
し
て
い
た

 
確
か
に
人
を
殺
す
事
は
許
さ
れ
な
い
悪
だ
ろ
う

人
が
人
を

く
な
ん
て

の
極
み

罪

の
一

に

き
る

恐
怖
さ
れ

蔑
さ
れ

蔑
さ
れ

絶
さ
れ
て

然
の
悪
の

業
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け
れ
ど

決
し
て
そ
れ
は
絶
対
悪
で
は
無
い

 
意
味
無
き
殺
戮
悦
び
の

の
殺
し
で
は
無
く
必
要
だ

た
か
ら
出
た

必
要
だ
か
ら

を
出
し
て
も
良
い
と
い
う

で
は
無
い
が

よ
り
も

先
す
べ
き
事
だ
か
ら
こ
そ
実
行
に

す
そ
れ
を

人
は
必
要
悪
と
呼
ぶ

あ
る
い
は

正
義
と

う
人
も

る
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
の
こ
れ
ま
で
の
行
動
は
正
に
正
義
で
あ
り
同
時
に
悪
で
も
あ

た

黒
の
剣
士

と
い
う
希
望
を
背
負

た
正
義
と

ビ

タ

と
い
う

の
体
現
者
と
し
て

ま
れ
る
悪

と
し
て
の
二
面
性

そ
れ
は
人
間

も
が
持
つ
善
と
悪
の
二
面
性
と
同
じ
な
の
だ

 
し
か
し
神

の
行
動
に
は
悪
し
か
見
え
な
か

た

よ
し
ん
ば
正
義
が
あ

た
と
し
て
も

そ
れ
は
黒
の
剣
士
の
よ
う
な

の
共
感
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
無
く
自
分
よ
が
り
な
自

己

足
で
終
わ
る
正
義
だ

た
だ
ろ
う

に
共
感
を
得
ら
れ
な
い
つ
ま
り
必
要
と
さ
れ
な

い
そ
れ
を

人
は
絶
対
悪
と
呼
ぶ
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
ボ
ク
は
人
を
殺
す
事
に
忌

感
は
覚
え
て
い
る
し
出
来
る
だ
け
し
た
く
は
無
い
け

れ
ど
神

を
殺
す
覚
悟
を
決
め
て
剣
を

い
た
の
だ

仮
に
ボ
ク
の
手
で
あ
の
男
を
殺
し
て
い

て
も
人
殺
し
を

し
た
罪
の
意
識
に
苛
ま
れ
こ
そ
す
れ
神

と
い
う
特
定
の
個
人
を
殺
め
た

事
に

し
て
良
心
の

責
は
無
か

た
と
断

出
来
る
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ま

流

に
キ
リ
ト
の
対
応
に
よ

て
は
罪
悪
感
も
あ

た
だ
ろ
う
が
そ
れ
も

ん
の

か
な
も
の
だ

た
と
思
う

 
だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
紺

木

と
い
う

秋
十
と
は

ら

無
い

の

他
人
だ
か
ら
こ
そ

り
切
れ
て
い
る
事

こ
の
世
界
で
初
め
て
会

た
時
か
ら
出
来
た

で

に

対
し
て
い
る
も
同
然
だ

た
か
ら
情
な
ん
て

く

が
無
い

だ
か
ら
ド
ラ
イ
な
思

を

保
て
て
い
る

 
け
れ
ど
キ
リ
ト
は
そ
う
も
い
か
な
い

し
ろ
八
年
間
同
じ
家
で
過
ご
し

家
事
を
こ
な
し

生
き
て
来
た

が
あ
る

 
八
年
は
人
間
の

命
か
ら
す
れ
ば

ん
の
少
し
の
間
で
し
か
な
い
け
れ
ど
で
も
十

の
キ

リ
ト
に
と

て
は
人
生
の

ど
の
時
間
だ

物
心
が
出
来
た
だ
ろ
う
三

の

か
ら
数
え
て
も
五

年

情
が

く
に
は
十
分
過
ぎ
る

な
ま
じ
人
の
面
倒
を
よ
く
見
る
世
話

き
な
性
格
だ
甘
さ

が
あ

た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

 
今
の
キ
リ
ト
は
そ
の
甘
さ
が
原
因
で
苦
し
ん
で
い
る
の
だ

そ
れ
も
そ
の
原
因
は
自
ら
の
手

で
兄
を
殺
し
た
事

 
恐
ら
く
そ
の
意
識
は
今
後
無
く
な
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
し
ク
リ
ア
と
共
に
生
還
し
た
な
ら
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れ
は
す
る
だ
ろ
う
が
全
損
者
は
死
亡
と
い
う

件
に
な

て
い
れ
ば
絶
望
す
る
の
は
間
違
い
な

い

人
伝
て
に

い
た
話
で
し
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
と
て
も

く

さ
れ
て
い
た
の
に
そ
れ

で
も
家

と
し
て
の
情
を
捨
て
ら
れ
て
い
な
い
キ
リ
ト
の
甘
さ
は

無
し
だ

 

呼
い

そ

も
か
も
を
憎
悪
し
て
い
た
な
ら
苦
し
ま
ず
に
済
ん
だ
だ
ろ
う
に

 
自
分
は
そ
う
同
情
し
て
し
ま

て
い
る

な
性
格
を
し
て
い
る
と
苦
し
む
必
要
が
無
い

事
に
苦
し
ん
で
い
る
と

 
そ
れ
ら
は
キ
リ
ト
の
想
い
を
家

と
し
て
未
だ
甘
さ
を
持

て
い
る
情
を

す

葉
だ
か
ら

決
し
て
本
人
に
は

わ
な
い
け
れ
ど

同
情
は
止
め
ら
れ
な
か

た

 
キ
リ
ト
の
状

を

に
で
も
知

た

特
に
ク
リ
ス
マ
ス
で
の
状

を
見
た
事
が
あ
る

人

は

根
を
寄
せ
て
険
し
い
面
持
ち
で

り

ん
だ

な
ま
じ
あ
の
時
の
彼
を
知

て
い

る
だ
け
に

ア
レ
よ
り

い
状

を
想
像
す
る
の
は

い
の
だ

な

今
す
ぐ
に
行
く

て
の
は
ダ
メ
な
の
か

 
そ
ん
な
状

の
キ
リ
ト
を
放

て
お
け
な
い
か
ら
か

ク
ラ
イ
ン
が
そ
う
問
い
掛
け
て
来
た

さ

き
話
を
し
た

に
紋
様
が
浮
か
ん
だ
ボ
ク
が
一
緒
じ

な
い
と
多
分
行
け
な
い
と
い
う
話
を



 第七十一章 〜【絶剣】の帰還・後編〜

推

と
は

え
話
し
て
い
る
か
ら

ボ
ク
の
協
力
を
得
よ
う
と

え
た
の
だ
ろ
う

 
ボ
ク
は
そ
の
問
い
に

を
振

た

悪
い
け
ど

今
す
ぐ
に
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
の
許
へ
行
く
の
は
ダ
メ
だ
よ

で
だ

 
ど
う
や
ら

え
と
し
て
は
浮
か
ん
で
い
た
よ
う
で

を

さ
れ
た
事
に
苛
立
ち
を
見
せ
な
が

ら
も
理
性
的
そ
の
意

を
問
う
て
来
た

特
に
理
由
が
無
け
れ
ば

し
切

て
で
も
会
い
に
行

き
そ
う
な

気
だ

 
仮
に
キ
リ
ト
の
事
で

え
て
お
い
た
方
が
良
い
と
い
う
理
由
だ

た
な
ら

し
切
ら
れ
て
い
た

だ
ろ
う
け
ど

い
理
由
は
全
く
別
だ

今
こ
の
ア

ク

フ

ア
の
転

は
帰
り
は
と
も
か
く
行
き
で
は

に
立
た
な
い
ん

だ

転

結

で
行
く
の
は
現
状
悪
手
だ
し
か
と

て
こ
ん
な
人

り
が
絶
え
て
な
い
時
間

に
転

を
使

て
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
行

た
ら
バ
グ
で
ア
ク
テ

ベ

ト
デ

タ
が

消
え
て
る
現
状
と
矛
盾
す
る
で
し

そ
れ
は

確
か
に

 

な
ら
転

も
使
え
る
の
だ
け
ど
三
日
前
の
シ
ス
テ
ム

か
ら
ず

と
転

は
転
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結

を

い
た
帰
還
か
他
の

層
か
ら
の
来

者
に
し
か
使
え
ず
転

か
ら
ど
こ
か
へ

転

す
る
の
は
原

不
可
能

 
転

か
ら
転

で

動
し
た
の
を
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
つ
い
て
知
ら
な
い
プ
レ
イ

に
見
ら
れ
る
と

面
倒
な
騒
ぎ
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
る

 
一

プ
レ
イ

に
は
第
七
十
五
層
で
あ

た
事
は

論
黒
幕
と

違
い
さ
れ
て
い
る

場

が
実
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
だ
な
ん
て
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
し

ユ
イ
ち

ん
の
事
も

だ
と
か
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
だ
と
か
話
す

に
は
い
か
な
い
内
容
ば
か
り

そ
ん
な
中
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

ア

に
つ
い
て
説
明
出
来
る
の
は
明
ら
か
に
お
か
し
い
話
な
の
だ

 
だ
か
ら
今
の
時
間

転

を
使

て

動
す
る
の
は
出
来
な
い
の
で
あ
る

出
来
る
だ
け
人
目
に
触
れ
な
い

に
転

を
使
う
の
は
日
が

れ
た
夜

に
し
た
方
が
良

い
と
思
う
ん
だ

ユ
ウ
キ
君
の

う

り
そ
う
し
た
方
が
面
倒
は
少
な
い
だ
ろ
う

で
は

後
八
時
く
ら
い

に
な

た
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
行
く
と
い
う
事
で
ど
う
か
ね

 
そ
れ
く
ら
い
に
な
れ

ば
こ
の

に
来
て
い
る
プ
レ
イ

達
も
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
や

の
方
に
引
き
上

て
人
目

も

無
く
な
る
だ
ろ
う
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ボ
ク
の

葉
に
同
意
す
る
形
で

け
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

に
同
意
を
求
め
る
よ
う

に

た

そ
れ
に

や
は
無
く

八
時
に
な

た
ら
あ
ち
ら
へ
も
う
一

行
く
事
に
な
る

 

も
が
物

く
心
配
で
仕
方
な
い
と
い
う

を
し
て
い
る
け
ど
そ
れ
で
も
す
ぐ
に
会
い
に

行
こ
う

と
か

そ
う
い
う
意
見
が
出
な
い
の
は
ユ
イ
ち

ん
が
一
緒
に

る
か
ら
だ
ろ
う

 
彼
女
は
キ
リ
ト
を
と
に
か
く

ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

て
い
た

ず

と
戦

て

来
た
の
だ
か
ら
心
が

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
と

キ
リ
ト
専

の
カ
ウ
ン
セ
ラ

と
し
て
同

時
に
姉
と
し
て
寄
り

て
い
る
彼
女
の
存
在
が
在
る
か
ら
こ
そ
今
す
ぐ
対

し
な
け
れ
ば
と

焦

て
い
る
人
は

な
か

た

 
あ
る
い
は
会
い
に
行

て
も
今
の
キ
リ
ト
を
ど
う
に
か
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
は
と
そ

う
悟

て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い

 
と
も
あ
れ
今
す
ぐ
に
は
行
け
な
い
と
い
う
結
論
に
な

た
の
で
そ
の
時
間
が
来
る
ま
で
は

食
を
摂

た
り
話
し
た
り
と

き

き
に
す
る
事
に
な

た

 
リ

フ

達
に
は
絶
対

か
ら
出
な
い
よ
う
に
と

の

意
点
を
リ
ズ
や
ア
ス
ナ
が
教
え

ん
で
い
る

夜
中
に
襲
わ
れ
て
ま
た

さ
れ
た
り
し
た
ら

わ
な
い
と
思

た
の
だ
ろ
う
二

人
は
恐
ろ
し
く

り

め
た
表
情
で
ア
ス
ナ
達
の

意
に

を

け
て
い
た
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一
先
ず
リ
ズ
や
シ
リ
カ

リ

フ

達
の
精
神
は
あ
る
程

持
ち
直
し
た
よ
う
で
安
心
す
る

さ
て

こ
の
間
に
ボ
ク
は
姉
ち

ん
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
ね

 
正
直
出
来
れ
ば

た
い
気
持
ち
が
あ
る
の
だ
け
ど
不
可
抗
力
と
は

え

か
せ
て
し
ま

た
の
は
ボ
ク
だ
か
ら

め
る
の
も
自
分
の
義
務
だ

 

気
持
ち
に
弱
い
部
分
が
あ
る
姉
ち

ん
は

そ
れ
を
自
信
や
ボ
ク
と
一
緒
に

る
安
心

感

静
な
思

で
先
を
見

え
る
事
で

し
て
い
た
の
だ
が
そ
れ
で
も
根

は
変
わ
ら
な
い

む
し
ろ
第
一
層
で

え
て
い
た
彼
女
を

き
付
け
て
依
存
さ
せ
て
し
ま
い
悪
化
し
た

意

し
て

い
な
か

た
と
し
て
も
そ
れ
は
完
全
に
自
分
の
責

だ

そ
れ
が
原
因
で

き

れ
た
の
で
あ
れ

ば

ボ
ク
が
行
か
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
ろ
う

こ
の
ま
ま
だ
と

姉
妹

が
逆
転
し
そ
う
だ
な

 

紺

木

と

紺

子

は
二

性

生

で
あ
り

生
ま
れ
た

番
こ
そ
姉
ち

ん
が
先
と

え
ど

生
日
が
一
緒
の

子
な
の
だ
か
ら

は
無
い

 
今
の
形
に
収
ま

た
の
も
彼
女
の
方
が
精
神
的
に

ち

い
て
い
た
か
ら
と
い
う
部
分
が
大

を

め
て
い
る

 
逆
に

え
ば
ボ
ク
の
方
が

ち

い
た
な
ら
姉
と
妹
の

が
逆
転
す
る
事
も
無
い

で
は
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無
い
の
だ

流

に
生
ま
れ
て
か
ら
十
五
年
経

た
今
か
ら
逆
転
す
る
の
は

か
無
理
が
あ
る
気

が
し
な
く
も
な
い
け
ど

十
分
可
能
な
話
で
は
あ
る

 
恋
は
女
を
変
え
る
と

う
け
ど
先
に

情
を
自
覚
し
て
精
神
的
に
成
⻑
し
た
か
ら
逆
転
す
る

と
な
れ
ば
ち

と

な
気
分
に
な
る

い
や

が
と
は

体
的
に
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
で
も

ま

キ
リ
ト
に

お
姉
ち

ん

て

わ
れ
て
は
み
た
い
か
な

 

部

が

ぶ
二

三

へ
上
が
る

の

を
上
が
り
な
が
ら

葉
を

ら
す

 
今
ま
で
ず

と
呼
び
捨
て
で
ユ
ウ
キ
だ

た
け
ど
リ

フ

み
た
い
に
ユ
ウ
姉
と
か
で

呼
ば
れ
て
み
た
い
願
望
が
密
か
に
あ

た
り
す
る

 
キ
リ
ト
は
家

に
な

た
人
に
限
り

名
を
付
け
る
か
ら
今
の
ま
ま
だ
と
ち

と
望
み

だ 
自
分
が
結
ば
れ
た
ら

く

せ
に
な
る
と
思
う

た
だ
恋
人

来
的
に
は

に
な

る

手
に

果
た
し
て

姉

と
付
け
る
か
は

だ
が

 
姉
と
キ
リ
ト
が
結
ば
れ
た
場
合
姉
妹

が
今
の
ま
ま
で
も
逆
転
し
て
も
キ
リ
ト
は
ボ
ク

よ
り
年
下
だ
か
ら
呼
ん
で
も
ら
う
事
は
出
来
る

そ
れ
だ
け
で
も

か
し

せ
な
気
分
に
な
れ
る
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だ
ろ
う

決
め
た

 
そ
こ
ま
で

え
て

ボ
ク
は
密
か
に
決
意
し
た

 
姉
が

き

れ
て
い
る
の
は
自
分
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
が
キ
リ
ト
が

な
く

な

た
事
も

し
て
い
る

 
ボ
ク
が
人
の

に
自
分
を

に
出
来
る
精
神
性
を
持
つ
彼
を
信

し
信
頼
し
一
緒
に

る
く
ら
い

き
に
な

て
い
る
の
は
出

う
人
の
多
く
を
信

し

い
性
格
の
裏
返
し

他
の

人
よ
り
も

く
信

出
来
る
か
ら
こ
そ
今
ま
で
内

に
入
れ
な
か

た
反
動
が
大
き
く
な

て

い
る

 
同
じ

境
を
生
き
て
来
た
姉
な
ら
多
少

み
が
違
う
と

え
ど

ど
ボ
ク
と
変
わ
ら
な
い
の

は
明
白

そ
れ
は
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

で
あ

た
キ
リ
ト
の

会
で
の
会
話
や
反
応
を
思
い

出
せ
ば
明
ら
か

ボ
ク
が

な
く
な

て

れ
た
の
は
ボ
ク
よ
り
も
先
に
キ
リ
ト
の

え
を
喪

た
か
ら
な
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
今
回

き

れ
た
姉
を
立
ち
直
ら
せ
る
な
ら
ボ
ク
以
外
の

え
も
必
要

そ

れ
は

間
で
あ
り

同
時
に
姉
自
身
が
強
い
想
い
と
い
う

え
を
作
り
上

る
事
だ
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キ
リ
ト
が

を

ぶ
か
は
分
か
ら
な
い

け
れ
ど

彼
は
目
に
入

た
人
し
か

べ
な
い

 
な
ら
姉
も
キ
リ
ト
の
目
に
入
る
よ
う
ア
プ
ロ

チ
を
仕
掛
け
る
よ
う
に
自
覚
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

今
回
の
リ

フ

や
シ
ノ
ン
の
よ
う
に
深
く
自
分
を
責
め
る
事
も
出
て
来
る
だ
ろ

う
が

ボ
ク
の
よ
う
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
入
る
前
よ
り
ず

と
強
く
な
る
事
も
決
し
て

定
出
来
な
い

気
持
ち
の
面
で
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
彼
女
は
一

自
分
の

を
破
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ

 
死
が
恐
い
な
ら
死
を
恐
れ
な
が
ら
で
も
死
に

ま
れ
る
事
へ
の
恐
怖
が
上
回
る
様
に
す
れ

ば
い
い

 
生
き
て
い
る
限
り
死
か
ら
は

れ
ら
れ
な
い

 
け
れ
ど
死
を
呼
び
寄
せ
る
原
因
を

す
る
事
は
出
来
る

彼
女
の
後
ろ
向
き
な
戦
意
と
ボ

ク
の
前
向
き
な
戦
意
に
出
来
て
い
る
差
は
そ
こ
な
の
だ

姉
は

れ
必
ず

れ
る
死
に

え
て
い

る
だ
け

退
け
ら
れ
な
い
モ
ノ
と
ず

と

対
し
て
い
る
の
だ

 
な
ら
そ
の
先
を
変
え
て
や
れ
ば
い
い

ボ
ク
の
よ
う
に
大
切
な

間
や
大
切
な
人
を
喪
う

事
を
恐
れ
る
か
ら
強
く
な
る
の
も
良
し

そ
う
い

た
よ
う
に

死
そ
の
も
の

か
ら

死
を

呼
び
寄
せ
る
モ
ノ
へ
矛
先
を
変
え
て
や
れ
ば
恐
れ
を
払
う
た
め
に
原
因
を
取
り

こ
う
と
戦
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え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う

 

け
る
か
も
し
れ
な
い

立
ち
止
ま

て
怖
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

き
た
く
な
る
か
も

し
れ
な
い

し
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

 

け
れ
ど

人
は
確
か
に

く

い
け
れ
ど

と
て
も
強
い
の
だ

 

恋
を
し
た
女
は

強
い
の
だ

 

だ

て

独
り
じ

な
い
ん
だ
か
ら

 

も

も
ア
プ
ロ

チ
し
て
少
し
で
も
振
り
向
い
て
も
ら
え
る
よ
う

努

力
し
て

け
ず
に

て
結
ば
れ
る

 

最
初
は

も

も
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
少
し
ず
つ
自
分
を

い
て
い

た
ら
自

然
と
強
く
な
る
の
だ

 

大

き
な
人
と
一
緒
に

た
い
と
い
う
そ
の

な
想
い
は

に
も
勝
る
強
い

想
い
で
あ
り

力
な
の
だ
か
ら

 
そ
う

え
る
と

本

に
自
分
は
変
わ

た
と
思
う

 
つ
い
こ
の
間
ま
で

に
振
る
舞
う
た
だ
の
少
女
だ

た
の
に

か
な
想
い
を
自
覚
し
て
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極
的
に
ア
プ
ロ

チ
し
て
き
た
今
で
は
以
前
よ
り
ず

と
成
⻑
し
て
い
る
自
覚
が
あ
る

大

き
な
人
の

に
力
に
な
り
た
い
と
想
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
ど
ん
な

だ

て
め

ず
に

戦

し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
の
だ

 
そ
れ
を

子
の
姉
に
も

子
／
ラ
ン
に
も

知

て
も
ら
い
た
い

 
人
を

き
に
な
る
の
は

と

て
も
あ

た
か
く
て

と
て
も
心
地
良
い
ん
だ
よ
と

 
な
ま
じ
人
の

さ
醜
さ
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
の

か
さ
と
心
地
よ
さ
は
一
入
だ

姉
ち

ん
と

え
た
ら

最
高
な
ん
だ
け
ど
な

 
取
り
合
う
の
で
は
無
く
一
緒
に

え
る
の
が

え
得
る
限
り
の
ベ
ス
ト
な
未
来

世
間
体
的

に
ア
レ
で
は
あ
る
け
れ
ど

で
も
と
て
も

せ
な
未
来
に
な
る
と
思
う

 
キ
リ
ト
が

て
姉
と
ボ
ク
が
寄
り

て

ボ
ク
の
家
の

親
が
我
が
子
同
然
に
キ
リ
ト
を

可
愛
が

て

 

と
し
た
ら
リ

フ

も
そ
こ
に
入
る
か
も
し
れ
な
い

も
し
か
し
た
ら
シ
ノ
ン
と
サ

チ
も
入
る
か
も
し
れ
な
い

と
も
す
れ
ば
も

と
増
え
る
か
も
し
れ
な
い

ボ
ク
が
今
後
出

う

人
も
一
緒
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
あ
あ

そ
う
な

た
ら
完
全
に
キ
リ
ト
は

さ
れ
る

完
全
に
世
間
体
な
ん
て
無

だ
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で
も
そ
う
な

た
ら
ど
れ
だ
け
良
い
事
だ
ろ
う
か

だ

て
彼
を

え
る
寄
り

う
人
が

と
て
も
多
い
と
い
う
事
な
の
だ
か
ら

 
そ
ん
な

あ
り
得
る

が
無
い

想
を
広

な
が
ら

姉
が
い
る
部

へ
と
歩
を
進
め
る

  
小
さ
な
小
さ
な

王
子
様

  
お
姫
様
の
よ
う
な

王
子
様

  
強
く
て

い
剣
士
様

  
と
て
も

真
な
愛
し
子
よ

  
ど
う
か

か
ず
に
い
て
下
さ
い

  
ど
う
か

て
い
て
下
さ
い
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あ
な
た
が

け
ば
不
安
に

ら
れ

あ
な
た
が

え
ば
光
に

ち
る

  
あ
な
た
の

の

な
ら
ば

ら
で
も
苦

を

し
ま
し

う

  
あ
な
た
の
心
の

な
ら
ば

無
限
の
苦
し
み
も

え
ま
し

う

  
あ
な
た
の
生
の

な
ら
ば

闇
夜
の
道
を

ら
し
ま
し

う

  
あ
な
た
の
恩
に
報
い
る

な
ら

ど
ん
な
苦
境
も
越
え
ま
し

う

  
し
か
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

  
あ
な
た
に
孤
独
も
孤
高
も
似
合
わ
な
い
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い
も
の
が
あ
る
な
ら
ば

そ
れ
を
共
に
背
負
い
ま
し

う

  
悩
む
事
が
あ
る
な
ら
ば

そ
れ
を
共
に
分
か
ち
ま
し

う

  
戦
い
へ
と

く
な
ら
ば

お

に
立

て
助
け
ま
し

う

  

み
た
い
時
が
来
た
な
ら
ば

か
く
あ
な
た
を

み
ま
し

う

  
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

独
り
の
道
は
破
滅
の
道
で
す

  
も
し
も
そ
れ
を
忘
れ
た
な
ら
ば

わ
た
し
は
あ
な
た
を
正
し
ま
し

う

  
あ
な
た
の
気
高
き
心
に
想
い
を
寄
せ
あ
な
た
の
剣
に
心

か
れ
あ
な
た
の
心
に

止
め
ら

れ
た
わ
た
し
の
全
力
で

あ
な
た
の
過
ち
を
正
し
ま
し

う
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あ
な
た
を
想
う
者
は

ど
こ
ま
で
も
共
に
参
り
ま
す

地
獄
だ
ろ
う
と
ど
こ
ま
で
も

  
あ
な
た
を
一
人
で
堕
と
す
な
ら

共
に
堕
ち
た
方
が

か
に
マ
シ
で
す

  
故
に
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

  
あ
な
た
の
命
は

心
は

道
は

に
あ
な
た
独
り
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

  
努

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

  
独
り
の
道
は
破
滅
の
道
で
す

  
独
り
で
背
負
う
の
は
無
し
で
す
よ

見
守
る
だ
け
な
ん
て
も
う

で
す

  
今
で
も
強
さ
が
足
り
な
い
と

う
な
ら
ば

更
な
る
上
を
目
指
し
ま
し

う
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迷
惑
か
と

え
て
い
る
な
ら
ば

そ
れ
が
過
ち
だ
と
正
し
ま
し

う

  
強
く
て

い
剣
士
様

  
小
さ
な
愛
し
き

子
よ

  
ボ
ク
は
頼

て
欲
し
い
ん
で
す

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
さ
て
今
話
は
主
に
キ
リ
ト
が
欠
け
た
事
で
攻
略
に
ど
う
問

が
生
じ
て
い
る
か
を
ア
ス
ナ
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点
で
ユ
ウ
キ

点
で
キ
リ
ト
が
自
分
を
責
め
て
い
る
根
本
の
一

に
つ
い
て

写
し
ま
し

た 
キ
リ
ト
は

ロ
で
あ
る
事
と
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を
全
部

ん
で
実
力
行
使
で
解

し
て

き
た
事

殺
隊
や
聖
⻯

合
な
ど
と
の
交
戦
経
験
で

よ
り
も
絶
対
的
に
一
対
多
の
戦
い

に

で
て
い
ま
す

つ
ま
り
現
在
の
七
十
六
層
で
一
番
必
要
な
人

な
の
に

な
い
か
ら

て
い
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
届
い
た

報

 

報
と

て
も
状
況
は

転
し
て
い
な
い
ん
で
す
が
ね

嗤

 

に
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
に
つ
い
て

 
以
前
触
れ
た
よ
う
に
ラ
ン
は
家

の
ユ
ウ
キ
を
心
の

え
に
し
て
い
ま
し
た

最
近
は
キ
リ

ト
が
気
に
な

て
い
た
自
覚
無
い
け
ど
堕
ち
て
る
も
の
の

な
く
な

た
の
で
ユ
ウ
キ
が

え
の
根
幹

で
も
い
き
な
り

な
く
な

て
生
死
不
明
だ
か
ら

き

れ
た

そ
の
原
因
は
ユ

ウ
キ
が

え
て
る
ラ
ン
を

ば
無
理

理
戦
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
し
ま

た
か
ら
と
い
う
感
じ

で
す

 
サ
チ
が

え
に
な

て
い
な
い
の
は

間
と
し
て
信
頼
し
て
い
る
け
ど
二
人
が
心
の

え

と
す
る
レ
ベ
ル
の
信

ま
で
は

り

い
て
い
な
い
か
ら

キ

リ
ア

だ
と
二
人
は

い
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心
Ｍ
ａ
ｘ
な
の
で
本
来
キ
リ
ト
に
対
す
る
よ
う
な
無

備
さ
を
見
せ
る
方
が

外
な

で
す

 
あ
と

話
か
ら
投
稿
予
定

日
を
変
更

し
ま
す

は
活
動
報

に
て

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
七
十
二
章
 

咲
き
誇
る
蒼
紺
の
百
合

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
オ

ル
ラ
ン

点

ユ
ウ
キ
が

な
く
な

て
ど
う
し
て

き

れ
た
の
か
彼
女
の

過
去
と
共
に

写
し
て
お
り
ま
す

 
今
話
は
人
に
よ

て
苦
手
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね

お
覚
悟
を

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
最
初
か
ら

わ
れ
て
る
人
達

て
原
作
キ

ラ

め
て
も

と
ど
こ
か

が
外
れ

て

狂

て

い
て
も
良
い
と
思
う
ん
だ

嗤

 
文

数
は
二
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
生
物
は

生
ま
れ
出
で
た
時
か
ら
死
を
定
め
ら
れ
て
い
る

 
あ
る
い
は
無
機
物
に
も
死
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

年
数
を

命
と

い
換
え
る
な
ら
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ば

故

し
た
時
が
そ
の
物
品
の
死
と

て
も
良
い
だ
ろ
う

 
け
れ
ど

命
と
い
う
も
の
は
と
て
も

 
人
間
の

命
は
⻑
け
れ
ば
百
年
を
超
え
る
け
れ
ど
日

の
生
活
に
よ

て

く
な

て
平

し
て
八
十
年
が

場
と
さ
れ
て
い
る

八
十
年
も
十
分
大

生
と

え
る

無
論
不
摂
生
な

生
活
を
送

て
い
れ
ば

中
と
か
で
あ
る
い
は
不

な
事
故
で
死
亡
す
る

逆
に

に
気

を
付
け
て

バ
ラ
ン
ス
の
整

た
食
事

切
な
運
動
生
活

を
送

て
い
れ
ば
そ
の
分

だ
け
⻑
生
き
を
す
る
だ
ろ
う

 
物
品
も

つ
こ
ま
め
に
整
備
を
し
て
い
た
ら
⻑
持
ち
す
る
し
逆
に
乱

に
し
た
り
不

必
要
な
場
面
で
も
⻑
時
間

し

け
て
い
れ
ば
す
ぐ
に
故

す
る

 
生
ま
れ
た
時
か
ら

に
体
内
に
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
が
存
在
し
て
い
た
私
の
一
家
は
か
な

り
の
高
確

で
他
の
人
よ
り
も

死
に
す
る
事
が
約
束
さ
れ
て
い
た

投

や
精
神
面
へ
の
ア
プ

ロ

チ
を

ら
し
た
と
こ
ろ
で
ウ

ル
ス
を
抑
え
ら
れ
る

も
無
く
結
果
一
家
全

が
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
を
発

し
て
し
ま

た
か
ら

 
ま

発

し
た
き

か
け
は
確
実
に
ど
こ
か
か
ら

れ
た
情
報
を
以
て

さ
れ
て
気

ち
し
た
事
だ
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後
天
性

不
全

候

こ
と

称
を
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の

気
は
そ

の
名
の

り
後
天
的
に

系
が

か
な
く
な
る

状
が
特
徴
だ

の

系
な
ら

る

く
ら
い
弱
い
感

力
の

す
ら
も
滅

出
来
な
く
な
り
結
果
多
く
の
感

を

発
し
て
し

ま
う
恐
ろ
し
い
こ
の

気
は

よ
り
も

系
が

か
な
い
事
で

気
が

善
さ
れ
る
事
も
無

い
点
が
恐
ろ
し
い
と
さ
れ
て
い
る

つ
ま
り
発

し
た
ら
絶
対
に
回
復
し
な
い
の
だ

 

系
は
精
神
面
が
不
安
定
だ
と

れ
や
す
い
と
さ
れ
て
い
て
気

ち
し
て
い
る
と

は

弱
ま
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
多
い
人
は

気
に

り
に
く
い
の
は
そ
の
分
だ
け

系
が
よ
く

い
て
い
る
か
ら
な
の
だ

 
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は

Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
が
ヘ
ル
パ

と
い
う

系
の

外
部

か
ら

入
し
た
有

ウ

ル
ス
を
見
分
け
る

に
取
り
付
き
判
断
力
を
喪
わ
せ
る
事
に

特
化
し
て
い
る

な
の
で
有

ウ

ル
ス
を
直

的
に

す
る
キ
ラ

や
抗
体
を

生
す
る

は

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
発

し
て
も

ら
変
わ
ら
ず
存
在
し
て
い
る

 
た
だ

が

か
な
く
て

体
内
に
あ
る
有

な
も
の
と
外
部
か
ら

入
し
て
き
た

有

な
ウ

ル
ス
を
判
別
出
来
な
い
だ
け

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

で
あ
る
ヘ
ル
パ

に
取
り
付
い
て
い
る
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
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を

す
れ
ば

は
活
動
を
再
開
す
る

 
私
と
ユ
ウ
キ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
直
前
に

け
た
骨

は
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
に

性

が
あ

て
不
活
性
化
さ
れ
な
い
ヘ
ル
パ

を

生
出
来
る
骨

を

性
の
無
い

の
骨

と
入
れ

え
る
よ
う
に

す
る
事
で

少
し
ず
つ

性
有
り
の
ヘ
ル
パ

を

増
や
し

を

か
せ
る
事
を
目
的
と
し
た
も
の

 
無
論
骨

の
型
が
合
わ
な
け
れ
ば

絶
反
応
で
私
達
は

て
死
亡
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
一

年

以
上
も
経

た
今
も
生
き
て
い
る
と
い
う
事
は
骨

は
全
て

出
来
た
と
い
う
事
を
意
味

す
る

生
還
し
た
時
に
肉
体
は

然
見
る
も
無
残
な
ま
で
に

え
て
い
る
の
は
明
白
だ
が
そ
の

代
わ
り
の
よ
う
に

系
が
再
生
し
て
い
る
の
だ
か
ら
今
後
も
生
き
ら
れ
る
と
い
う

か
し
い

未
来
が
あ
る

 

そ
の

先
に

私
達
姉
妹
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
し
ま

た

 

故

と

思

た
だ
ろ
う
か

 
骨

は

を

け
る
前
に
あ
る

つ
も
の

を
突
破
す
る
事
で

け
ら
れ
る
手

術

型
が
合

て
い
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
死
亡
し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら

者
も
デ
リ
ケ

ト
に

な
る
の
は

然
の
話
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け
れ
ど

え
私
達
と
ド
ナ

の
方
の
骨

の
型
が
合

し
て
い
よ
う
と
も
い
ざ

し
た

に
絶
対
に

絶
反
応
が
出
な
い
と
い
う
確
証
は
存
在
し
な
い

と
て
も

い
確

で
は
あ
る
け

ど
死
亡
す
る
ケ

ス
も
無
く
は
な
い
と
い
う
話
だ

た
の
だ

 
万
に
一
つ
の
合

と
い
う

運
を

み
取
る
か

 
万
に
一
つ
の
不

合
と
い
う
不

を
出
す
か

 
そ
れ
は
全
て
正
に
神
の
み
ぞ
知
る
と
い
う
と
こ
ろ

人
間
に
可
能
な
出
来
る
限
り
の
お
膳
立

て
は
整

た
の
だ
か
ら
後
は
も
う
や

て
み
る
し
か
な
く
て
そ
の
結
果
は
神
し
か
き

と
知

ら
な
い

 
結
果
的
に
ま
ず
間
違
い
な
く
私
達
は
骨

に

合
し
て
も
う

系
は
再
活
動
し
て
い
る

つ
ま
り
は
と
て
も

く

れ
る

だ

た
死
が

的
に
遠
ざ
か

た

 
け
れ
ど
も

そ
の
直
後
に
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
し
ま

た

 
ど
う
し
て

と
私
は

き

ん
だ

 
た
だ
私
達
は
人

み
に
生
き
た
い
だ
け
だ

た

と
か
最
高
の

福
な
ん
て
二
の

だ
一
番
は
た
だ
人

み
に
生
き
た
い
と
い
う
と
て
も
あ
り
き
た
り
な
シ
ア
ワ
セ
が
欲
し
い
だ
け

だ

た
の
だ

人
間
に
許
さ
れ
て
い
る

命
分
を
生
き
た
い
と
願
う
事
の
ど
こ
が
悪
だ
と

う
の
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か 
や

と
生
き
ら
れ
る
と
思

た

 

法
は
見
つ
か

た
け
れ
ど
そ
も
そ
も
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
に

性
の
あ
る
骨

を
有
す
る

人
が
ド
ナ

に
登
録
し
て
い
る
可
能
性
は
恐
ろ
し
く

く
そ
の
中
か
ら
自
身
と
合

す
る
型
を

見
つ
け
出
し
更
に

し
て

絶
反
応
が
出
な
い
と
い
う
結
果
を
導
き
出
す
確

は
正
に
万

に
一
つ

そ
れ
ど
こ
ろ
か
と
も
す
れ
ば

に
一
つ
と
い
う
超

運
と
す
ら

え
る
か
も
し
れ
な

い 
そ
れ
な
の
に

こ
の
仕
打
ち

や

と
生
き
ら
れ
る
と
思

た

先
の
デ
ス
ゲ

ム

 

ざ
け
る
な
と
思

た

 
今
で
こ
そ

場

こ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
黒
幕
で
は
無
い
と
い
う
確
信
が
あ
る

と

て
も

に
と
て
も
男
の
子
ら
し
い

な
夢
想
を
大
人
に
な

て
も
捨
て
き
れ
な
か

た

夢
想
を
現
実
に
で
は
な
く
仮
想
世
界
に
求
め
完
成
さ
せ
た

そ
れ
は
と
て
も

業
で
あ
り
私

は
彼
を

め
称
え
る
べ
き
だ
と
思
う

に
尊

出
来
る
人
だ
と
思

た

 
と
は

え
流

に
デ
ス
ゲ

ム
直
後
で
は
黒
幕
だ
と
信
じ
切

て
い
た
か
ら
私
は

時
か
ら

第
七
十
五
層
ボ
ス
部

で
彼
の
本

を

く
そ
の
時
ま
で
ず

と
内
心
で
ど
す
黒
い
殺
意
を
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ら
せ
て
い
た

怒
も
生

い
憎
悪
で
す
ら
ま
だ

い
あ
る
い
は
殺
意
す
ら
も
ま
だ
足
り
な

い
か
も
し
れ
な
い
ど
す
黒
い
感
情
が
ず

と
心
の

に
あ

た
の
だ

や

と
目
の
前
に
あ
る

死
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
に
狂
人
の

れ
に

き

ま
れ
た
の
だ
そ
れ
く
ら
い
は
思

て

然
だ

と
思
う

 

け
れ
ど

私
は
と
て
も
弱
い
人
間
な
の
だ

 
や

と

に
生
き
ら
れ
る
の
だ
人

み
に
生
を

歌
出
来
る
の
だ
と
そ
う
舞
い
上
が

て
い
た
と
こ
ろ
で
ど
ん

に
突
き

と
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

せ
を

み

め
て
い
た
と
こ
ろ

で
襲

て
来
た

大
な
不

を
前
に

私
の
心
は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

た

 
天
真

で

時
も
一
家
の

を
引
き
出
し
て
い
た
ユ
ウ
キ
に
心
配
掛
け
な
い
よ
う
に
振

る
舞

て
い
た
け
れ
ど

あ
の
デ
ス
ゲ

ム

の
後
だ
け
は
取
り

え
な
か

た

 

の
私
を
知

て
い
る
人
が
見
れ
ば
確
実
に
オ
ロ
オ
ロ
と

惑
す
る
程
に
取
り
乱
し

き

ぶ

は
異
様
に

た
だ
ろ
う

ん
で
い
た
内
容
は

離
滅
裂
だ

た
け
ど
生
に
夢
見

た
直
後
の
死
を

え
て
発
狂
し
て
い
た
の
は
確
実
だ

理
性
は
あ

て
も
精
神
の
方
が

え
ら

れ
な
か

た

 
も
う

だ

た
の
だ
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く
人

み
に
生
き
ら
れ
る
と
思

た

ず

と
ず

と
死
に

え
て
来
て
人
に

え
て
来

て

そ
れ
で
も

命
に
生
き
て
来
て

 
や

と
生
き
ら
れ
る
と
思
え
ば

デ
ス
ゲ

ム

 

わ
れ
て
い
る
の
か
と
も
思

た

た
だ
不

な
偶
然
が
重
な

た
だ
け
な
の
だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
で
も
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
悪
過
ぎ
た

も
う

も
か
も
が

に
な

て

世
的
な

え

で

に
引
き

ろ
う
と
思

た

 
こ
れ
ま
で
私
達
は

て
来
た
の
だ

 
た
だ

し
む
た
め
だ
け
に
プ
レ
イ
し
た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
だ
な
ん
て
外
に
出
る
気
す

ら
失
せ
る
事
実
を
知

て
私
は
も
う

も
か
も
捨
て
去
り
た
く
な

た

た
だ
こ
の
世
界
に
一

緒
に

わ
れ
た
ユ
ウ
キ
と
目
も
背
け
た
く
な
る
く
ら
い

て
い
き
な
が
ら
も
今
ま
で
生
を

歌
し
て
き
た
人
達
の

の
上
で
成
り
立

た
ゲ

ム
ク
リ
ア
で

を
し
て
現
実
へ
帰
り
た
い

と
思

て
い
た

そ
れ
く
ら
い
は
許
さ
れ
る
と
思

て
い
た

 
き

と
ユ
ウ
キ
も
死
が
恐
く
て
一
緒
に

る
だ
ろ
う
と
い
う
醜
い

え
と
共
に

 

け
れ
ど

彼
女
は
私
と
違

て

強
か

た

 

が
こ
の
子
を
こ
こ
ま
で
強
く
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
と
そ
う
不
思
議
に
な
る
く
ら
い
彼
女



 第七十二章 〜咲き誇る蒼紺の百合〜

は
自
分
と
違

て

れ
て
い
な
か

た

デ
ス
ゲ

ム
と

い
た
の
に
死
を
恐
れ
て
い
る

な

の
に
退
け
ら
れ
る
死
か
ら
は

た
く
な
い
な
ん
て
意
味
不
明
だ

た

理
解
不
能
だ

た

 
そ
れ
で
も
分
か

た
の
は

彼
女
は
立
ち
向
か
う
強
さ
を
持

て
い
た
と
い
う
事

 
た
だ
の

え
無
し
で
は
無
い

天
的
な
思

の
下
に
戦
う
意
思
表
明
を
し
た
の
で
は
な
い
と

い
う
の
は
彼
女
の
眼
を
見
れ
ば
分
か

た

血
の

よ
り
は
暗
く
ア
メ
ジ
ス
ト
の
暗
い
紅

よ
り
は
明
る
い

か
な

か
み
の
あ
る
特
徴
的
な
そ
の

に
は
未
来
を
見
て
進
む
人
特
有
の

き
が
あ

た
の
だ

 

え
て

よ
う
と
し
て
い
た
私
な
ん
か
に
は
無
い

な

き
を

す
そ
の

が
真

直
ぐ

い
て
来
た
時
に

私
は
悟

た

あ
あ

こ
れ
は
止
め
ら
れ
な
い

と

 
一

決
め
た
ら

程
の
事
が
無
い
限
り

子
で
も
意
見
を
変
え
な
い
彼
女
の
事
だ
私
が
こ
の

ま
ま

え
て
い
た
ら
こ
ち
ら
の
思
い
を

ん
だ
上
で
本

に
一
人
で
剣
を
手
に
戦
い
に
行
く
の

は
明
白
だ

た

に
予
想
が
付
い
た

だ

て
今
ま
で
そ
の

き
を

し
た

で
意
見
を

に
し
た
彼
女
を
止
め
ら
れ
た

し
は
一

も
無
く
て
結

私
も

だ
か
ん
だ
で
協
力
し
て
い

た
の
だ
か
ら

 
な
ら

私
も
一
緒
に
行
こ
う

そ
う
決
意
し
た
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そ
れ
は
と
て
も
愚
か
な

死
ぬ
事
に
対
す
る
覚
悟
な
ん
て
こ
れ

ち
も
出
来
て
い
な

い
の
に
た
だ
外
界
と
隔
絶
さ
れ
た
浮
遊
城
で

一
心
を
許
せ
る
人
物
で
あ
る
彼
女
を
喪
い
た
く

な
く
て
そ
し
て
一
人
に
な
ん
て
な
り
た
く
な
く
て
私
が
姉
な
ん
だ
か
ら
負
け
た
く
な
い
と
い

う
み

と
も
な
い
意
地
と
共
に

彼
女
に
同
行
し
た

 
不

中
の

い
と

う
べ
き
か

者
共
に
武
道
と
か
戦
略
系
ゲ

ム
な
ん
て
一
切
し
て
い
な

か

た
け
れ
ど
彼
女
に
は
剣
士
と
し
て
の
天

の
才
が
あ
り
私
に
は
作
戦
を
立
て
る
才
能
が

あ

た

作
戦
を
立
て
る
に
は
情
報
が
必

だ

た
け
ど

い
な
事
に
最
初
期
の

か
ら
動
い

て
い
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
攻
略
本
を

期
に
入
手
し
た
お
陰
で
そ
こ
は
ど
う
に
か
な

た

ユ
ウ
キ

に

し
て
は
最

鍛

な
ん
て
必
要
な
く
感
覚
で
戦
闘
を
こ
な
し
て
い
た
の
で
数
の
不

さ

え
無
け
れ
ば
格
上
の
モ
ン
ス
タ

手
で
も
十
分

り
合
え
て
い
た

 
私
は
色

と
武
器
を
取
り
換
え
て
ピ

タ
リ
な
も
の
を
決
め
る
ま
で
時
間
が
少
し
ば
か
り
掛

か

た
も
の
の
最
終
的
に

剣
を

し
ユ
ウ
キ
と
共
に
戦
う
よ
う
に
な

て
か
ら
は
メ
キ

メ
キ
と
実
力
を
上

て
い

た

こ
れ
も
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
攻
略
本
に
記
載
さ
れ
て
い
た
戦
闘
指

の

目

後
に
分
か

た
が
キ
リ
ト
君
が

め
て
い
た
情
報

の
お
陰
で
あ
る

 

そ
し
て
出

う

な
ま
で
の

き
を
見
せ
る

い
少
年
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第
一
層
ボ
ス
攻
略
会
議
で
は

を
見
た
だ
け
で
そ
し
て
二
日
後
に
あ

た
ボ
ス
攻
略
に
て
会

話
こ
そ
し
な
か

た
も
の
の
記

に
深
く

ま
れ
た

い
一
人
の
子

よ
り
も

い
の

に
け
れ
ど

よ
り
も
強
い
意

を

せ
持

た
不
思
議
な
少
年
は
自
身
に
悪

を
投

る
人
達
す
ら
も
助
け
出
し

た

た
一
人
で
ボ
ス
と

り
合

て
い
た

 
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
人
の

に
動
け
る
の
か
と

私
は
不
思
議
で

ら
な
か

た

 

一

と
い
う
子
に

し
て
私
が
知

て
い
る
事
は
そ
こ
ま
で
多
く
は
な
か

た
け

れ
ど
出
来
損
な
い
で
あ
る
と
い
う
情
報
く
ら
い
は
小

に

ん
だ
事
が
あ
る

人
間
性
人
格

に

し
て
一
切
書
か
れ
て
お
ら
ず
け
れ
ど
プ
ロ
フ

ル
な
ど
は
全
て
晒
さ
れ
て
い
る
と
い
う

そ
の
少
年
に
私
は
実

に
出

う
ま
で
欠
片
も
興
味
を

い
て
い
な
か

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ

れ
て
か
ら
は

場

へ
の
黒
い
感
情
と
ユ
ウ
キ
を
喪
い
た
く
な
い

い
て
行
か
れ
た
く
な

い
と
い
う
想
い
を

に
必
死
に
戦

て
い
た
か
ら

更
だ

た

 
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
に

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
一

手

く
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
身
と
し
て

は

と
て
も
で
は
無
い
が
特
定
の
個
人
に
対
し
て
興
味
を

け
な
か

た

 
そ
れ
な
の
に

か
な
い
よ
う
に
無
意
識
に
し
て
い
た
の
に

実

そ
ん
な

も
無
か

た
け
れ
ど

そ
れ
で
も
深
く
記

に

ま
れ
る
く
ら
い

あ
の
少
年
は

に

い
て
い
た
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ビ

タ

と
し
て
全
て
の
プ
レ
イ

の
負
の
感
情
を
背
負
い
け
れ
ど

よ
り
も
最
前

線
を

て
勝
つ
様
か
ら
勝
手
に

黒
の
剣
士

と
寄
せ
ら
れ
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の

序
を
保

て
い
た
彼
は
と
て
も

し
か

た

私
や
ユ
ウ
キ
よ
り
も

か
に

い
の
だ
か
ら

に

え
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
の
に

先
し
て
死
に
に
行
く
の
か
と
思
え
る
無
謀
な
行
い

を
す
る
の
は
理
解
出
来
な
か

た

 
そ
れ
が
不
思
議
で
不
思
議
で

ら
な
く
て

 

時
し
か
眼
で
追

て
い
た

時
の
間
に
か
と
て
も
気
に
掛
け
て
い
た

と
て
も
心
配
に

な

て
い
た

 
一
目

れ
で
は
無
い
だ
ろ
う

私
は
そ
こ
ま
で

く
な
い
し
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
も
無

い 

呼

で
も

彼
が

を
初
め
て
見
せ
た
あ
の
時
は

と
て
も

だ
と
思

た

 
自
身
に
悪

を
投

る
人
す
ら
も
平

に
助
け
自
ら

先
し
て
死
を

す

と

対
し
そ

し
て
勝

す
る
そ
の
様
は

い
な
が
ら
も
整

た

も

て
と
て
も

だ
と
思

た

容

だ
け
で
な
く

そ
の
精
神
は

今
ま
で
見
て
来
た
人
達
の
中
で
一

し
く

た

 

色
に
も

ま

て
お
ら
ず
正
義
を
体
現
し
て
い
な
が
ら
も

り

ま

た
思
想
な
ん
て
無
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い
彼
の
事
を

的
に

い
表
す
な
ら
ば

き

と

無

と
い
う

語
が
最

だ
ろ
う

 

に
も
影

さ
れ
ず
か
と

て
我
が
強
い
と
い
う

で
も
無
く
し

か
り
と
他
者
を
思

い
や
る
心
を
持

て
い
る
少
年

 
こ
の
子
な
ら

き

と
大

な
の
で
は
な
い
か

 
そ
う
思
え
る
く
ら
い
私
は
気
を
許
し
て
い
た

 
気
を
許
し
て
い
な
か

た
ら
ユ
ウ
キ
が
会
い
に
行
こ
う
と
す
る
の
を
許
さ
な
か

た
だ
ろ
う

し

彼
に
頼
ま
れ
て
も
サ
チ
さ
ん
を

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

へ
入

さ
せ

ユ
ウ
キ
が
鍛

え
る
事
も
決
し
て
許
さ
な
か

た

だ

過
去
の
経
験
か
ら
他
人
に
対
し
て
一
線
を
引
く
よ
う

に
し
て
い
る
の
だ
か
ら

そ
う
し
て
も
お
か
し
く
な
か

た

 
逆
説
的
に
き

と
私
は
月
夜
の
黒
猫

の
事
件
が

こ
る
よ
り
も
前
か
ら
ず

と
彼

の
事
が

キ
リ
ト
君
の
事
が

き
だ

た
の
だ

 
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な

た
の
は
彼
が
第
一
層
外

部
か
ら
リ

フ

さ
ん
と
シ
ノ
ン
さ
ん

を
助
け
た
代
わ
り
に
死
ん
だ
と
い
う
話
を

い
た
後
の
事

彼
が
死
ん
だ
と

い
た
時
の
喪
失
感

は
絶
大
で

知
ら
ず

が
流
れ
て
い
た

 
喪

て
か
ら
気
付
く
と
は

と

な
の
だ
ろ
う
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以
前
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の

で

を
求
め
た
あ
の
時
に
自
覚
し
て
い
れ
ば
人
目
が
あ
る
事

へ
の

を
無

し
て

白
し
て
い
た
だ
ろ
う

そ
れ
が
出
来
る
く
ら
い
の
チ

ン
ス
は
あ

た

し
自
分
の
不
可
解
な
行
動
の
理
由
を
悟
れ
る
事
も
あ

た
の
に

故
気
付
か
な
か

た
の
だ

と

も
自
分
を

倒
し
た

 
私
の
初
恋
は

自
覚
し
た
時
に
は

に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
来
て
い
た

 
そ
の
絶
大
な
喪
失
感
は

と
も
す
れ
ば
手
に
持

た
愛
剣
エ
ル
ト

リ

ネ
ン
を
取
り
こ

し

を

し
て
も
お
か
し
く
な
い
も
の
だ

た

 
そ
れ
で
も
攻
略
を

け
ら
れ
た
の
は

に
ユ
ウ
キ
が

た
か
ら

彼
女
の
様
子
も

に

べ
て
暗
く
は
あ

た
け
ど
彼
の

を
継
い
で
戦
う
つ
も
り
だ

た
の
か
暗
く

ん
だ
エ
ギ

ル
さ
ん
が
経

す
る
一

ラ
ウ
ン
ジ
で
戦
う

を
し
て
い
た

あ
の
時
の
彼
女
の
眼
は
哀
し
み

の
色
を

し
て
い
た
も
の
の

そ
れ
で
も
確

た
る
意

を
以
て
戦
い
に

く
覚
悟
も
あ

た

 
な
ら
ば
私
に
迷
い
は
無
い

最
愛
の
家

そ
し
て
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
共
に

わ
れ
て
し
ま

た

ユ
ウ
キ
が
戦
い
へ
行
く
の
な
ら

姉
と
し
て
私
も
行
き

彼
女
を

え
よ
う
と
決
め
た

 

け
れ
ど

世
界
は
非
情
だ

た

 
キ
リ
ト
君
が
死
亡
し
て
か
ら
三
日
後
の

あ
ま
り
に
も
モ
ン
ス
タ

が

れ
て
い
て
攻
略
が
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進
ま
な
い
か
ら
一

体
勢
を
立
て
直
す

に

へ

ろ
う
と
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
と
合
流
し
た

先
に

ユ
ウ
キ
は
強
制
的
に
転

で

か
へ
消
え
て
し
ま

た

 
目
の
前
か
ら

突
に

手
の
届
か
な
い
場

へ
行

て
し
ま
う
ユ
ウ
キ

 
そ
れ
は
決
し
て
大
切
な
も
の
を
喪
わ
な
い
と
キ
リ
ト
君
の
死
と
絶
対
に
成

し
な
い
想
い

か
ら
更
に

く
決
意
し
て
い
た
私
の
根
幹
を
揺
る
が
す
に
は

十
分
過
ぎ
る

 
ユ
ウ
キ
が
行
く
と

た
か
ら
私
も
共
に
行

た

私
が
戦
う
理
由
は
彼
女
に

い
て

行
か
れ
た
く
な
か

た
り
独
り
は

だ

た
り
喪
い
た
く
な
い
と
思

て
い
た
か
ら

今
ま

で
マ
ト
モ
に
戦
え
て
い
た
の
は
彼
女
が
ち

ん
と
生
き
て
い
た
か
ら
な
の
だ

 
そ
れ
な
の
に

な
く
な

た

 
も
う

え
ら
れ
な
か

た

キ
リ
ト
君
へ
の
想
い
は
自
覚
す
る
の
が

か

た
自
分
が
悪
い
け

ど
大
切
な
存
在
に
変
わ
り
な
く
て
ユ
ウ
キ
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
こ
れ
ま
で
ず

と
一
緒
だ

た

ば
運
命
共
同
体

彼
女
を
喪
い
た
く
な
く
て
戦

て
い
た
の
に

な
く
な

た
の
で
は
戦

え
な
か

た

 

で

と
て
も
弱
い
私
は

き
な
が
ら

ア

ク

フ

ア

へ
帰
り

に

い

て
す
ぐ
自

に
引
き

た

付
き

て
く
れ
て
い
る
サ
チ
さ
ん
に
悪
い
と
思
い
つ
つ
も
ず
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と
ベ

ド
で
横
に
な

て
ユ
ウ
キ
の
帰
り
を

て
い
た

も
う
帰

て
来
る
事
が
無

い
の
で
は
と
思
い
な
が
ら

 
一
時
間

た

フ
レ
ン
ド
状

は
生
存
の
ま
ま
だ
が
メ

ル
に
返
信
は
無
い

 
二
時
間

た

生
命
の

の
名
前
に
横
線
は
引
か
れ
て
い
な
い
が

は
無
い

 
三
時
間

た

サ
チ
さ
ん
に
頼
ん
で
状
況
を

い
て
も
ら
い
に
行

た
が
や
は
り
状
況
に

変
化
は
な
い

 
四
時
間

た

エ
ギ
ル
さ
ん
が

食
を
作

て
く
れ
た
け
ど
食
欲
が
無
く
て
少
し
し
か
食

べ
ず

味
も
全
然
し
な
か

た

状
況
は
依
然
変
化
な
し

 
五
時
間

た

  

姉
ち

ん

 

う

き

 
彼
女
が

な
く
な

て
か
ら
五
時
間
経

た
な
と

も
う
ダ
メ
な
の
か
な
と

え
て
い
る
と

と

か
か
ら

と
し
た
声
が

こ
え
て
来
た

ベ

ド
に
横
た
え
て
い
た
体
を
も
そ
り
と
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こ
し
て
部

の
中
を
見

す

 

の
近
く
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る

風
の
上

な
ベ

ド
と
そ
の
反
対

の

に
は

色
い
デ
ス
ク
に

子
そ
の

に
は

を
入
れ
る
ク
ロ

ゼ

ト
に
ア
イ
テ
ム
を
入
れ
る

で
あ
る
チ

ス
ト
が
あ
る

ベ

ド
の

横
に
は
テ

ブ
ル
を

ん
で
対
面
に
設

さ
れ
た
三
人

程
が

れ
る

フ

が
一
対

 
声
は

こ
え
た
も
の
の

彼
女
の

は
見

た
ら
な
い

ラ
ン

 
ど
う
か
し
た

 
そ
の

フ

に
サ
チ
さ
ん
は

て

か
を

ん
で
い
た
が
私
が
上
体
を

こ
し
た
事
に
気

付
い
た
よ
う
で
手
許
の
数

の
羊

紙
で
作
ら
れ
た

子
か
ら

線
を
外
し
て
こ
ち
ら
を
見
て

来
た

 
そ
れ
を
無

し
て
部

の
中
を
見

す
が

や
は
り

う
き
の

は
ど
こ
に
も
無
い

  

あ
は
は

 
ど
こ
を
見
て
る
の
さ

姉
ち

ん

 
こ

ち
だ
よ

  
そ
れ
な
の
に

は
ど
こ
に
も
無
い
の
に

あ
る
い
は

の
中

に

明
に

き
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る

う
き
の
声

ど
こ
か

し
そ
う
に
し
て
い
る
声

は
記

に
あ
る
彼
女
の
そ
れ
と
全
く
同

じ
だ

う
き

 
ど
こ

ど
こ
に

る
の

 
ベ

ド
に

掛
け
て
キ

ロ
キ

ロ
と
部

の
中
を
見

す
も
の
の

や
は
り

は
見
え
ず

そ
れ
で
も
彼
女
の
声
は
止
め

な
く

こ
え
て
来
る

 
そ
ん
な
私
を
見
て

根
を
寄
せ
た
サ
チ
さ
ん
は

フ

か
ら
立
ち
上
が

て
近
寄

て
来
た

ユ
ウ
キ

て

え

本

に
ど
う
し
た
の

う
き
の
声
が
し
て

え

 
す
ぐ
目
の
前
で
私
の

を

き

む
よ
う
に
問
い
掛
け
て
来
た
彼
女
に
そ
う
返
す
と
サ
チ

さ
ん
は
ピ
シ
リ
と
表
情
を

ら
せ
た

ど
う
か
し
た
の
だ
ろ
う
か
と

を

る
も
そ
れ
も
無

し
て
さ

き
か
ら

姉
ち

ん

と
呼
ん
で
来
る

う
き
を
探
す

 
こ
の
部

の
中
に

な
い
な
ら
も
し
か
し
た
ら
廊
下
に

る
の
か
も
と
思

て
立
ち
上
が

る

少
し

ら

ら
と
し
た
が
戦
闘
は
と
も
か
く
歩
く
分
に
は
問

な
い
と
判
断
し
て
ド
ア
へ

と
歩
く
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ち

ち

と

て
ラ
ン

 
歩
き
出
し
て
す
ぐ

私
は

を
サ
チ
さ
ん
に

ま
れ
止
め
ら
れ
て
し
ま

た

 
そ
の
様
子
は

く
焦

た
風
で
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
焦

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
し

ま
う

む
し
ろ
行
方
不
明
だ

た

う
き
の
声
が
す
る
の
だ
か
ら
そ
ち
ら
へ

い
で
向
か
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
に

故
止
め
る

ユ
ウ
キ
は
ま
だ
帰

て
来
て
な
い
し

声
も

こ
え
な
い
よ

 
私
に
は

も

こ
え
て
な

い

う
そ

 
サ
チ
さ
ん
は
必
死
に
そ
う

え
て
来
た

こ
れ
で
も
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
リ

ダ

と
し
て
色
ん
な
人
を
見
て
来
た
か
ら
分
か
る
け
ど
彼
女
の
眼
は

を

い
て
い
る
人
の
も

の
で
は
な
い

ユ
ウ
キ
や
キ
リ
ト
君
の
よ
う
に
真
実
を
語

て
い
る
人
の
必
死
な
眼
だ

 
あ
あ

で
も

で
そ
ん
な
事
を

う
の
だ
ろ
う
か

  

姉
ち

ん

く

く

 



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
こ
ん
な
に
も

ハ

キ
リ
と

こ
え
て
い
る
と
い
う
の
に

だ

て

さ

き
か
ら

こ
え
て
る
の
よ

う
き
が

私
を
呼
ん
で
る
の
が

こ
え
る
の

よ
だ
か
ら

に
は
私
と
ラ
ン
以
外

な
い

て
ば

 
ノ

ク
も
さ
れ
て
な
い
か
ら
部

の
外
の
声
も
入

て
来
て
な
い

 
ラ
ン
の
そ
れ
は
空

だ
よ

違
う

違
う
違
う

 
サ
チ
さ
ん
の

定
は

く
私
を
苛
立
た
せ
て
き
た

 
ま
る
で
大
切
な
妹
を

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
も
う
死
ん
で
い
る
と

て
き
て
い
る
よ
う

で

め
ろ
と

て
き
て
い
る
よ
う
で

く
不
快
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る

思

わ
ず

⻭
を

み

め
て
し
ま
う
く
ら
い

が
立

た

  

コ
ン

コ
ン

コ
ン

コ
ン

  
そ
こ
で

を
打
つ
四

の

 
そ
れ
は

じ
て
い
る
部

の
ド
ア
か
ら

こ
え
て
来
た

私
は
そ
の

が
し
た
ド
ア
へ
と

を
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向
け
て

し
た
面
持
ち
に
な

て
い
た
サ
チ
さ
ん
も
同
じ
よ
う
に

線
を
向
け
た

え

と

で
す
か

 
サ
チ
さ
ん
が
問
う

 
ノ

ク
か
ら
三
十

以
内
に
返
事
を
す
れ
ば
廊
下
に

る
で
あ
ろ
う
人
物
と

を

ん
で
の
対

話
が
可
能
に
な
る
し

を
掛
け
て
い
な
け
れ
ば
パ

テ

や
ギ
ル
ド
フ
レ
ン
ド
の
人
は

勝
手
に
開
け
ら
れ
る

論
設
定
で
不
可
能
に
も
出
来
る

よ
う
に
な
る

無
論

を
掛

け
て
い
れ
ば
部

の
中
の
人
が
開
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
前
は
エ
ギ
ル
さ
ん
が
来
た
が
今

は

な
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
息
を

ん
で

て

い
る
と

ガ
チ

リ
と

を
立
て
て

が
開
い
た

現
在
パ

テ

は
解
消
し
て
い
る
の
で

ギ
ル
ド
メ
ン
バ

で
あ
る
サ
チ
さ
ん
と
私
を

け
ば
後
は
入

て
来
れ
る
の
は

う
き
か
フ
レ

ン
ド
だ
け

 
一
体

な
の
だ
ろ
う
と

を
開
け
た
プ
レ
イ

を
見
て

目
し
た

 

の
上

り
に
あ
る
バ
ン
ダ
ナ
と
体
を

む

紺
色
の

備

の
剣
は
見

れ
た
ル
ナ

テ

ク
で
は
無
く
ど
こ
か
キ
リ
ト
君
の
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に
近
い
形
状
を
し
て
い
る
黒
い

剣

は
外
さ
れ
て
お
り

出
が
目
立
つ
レ
オ
タ

ド
と
少
し
の

め
付
け
ら
れ
て
い
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る
事
を

え
る
と
実

は
も

と
大
き
い

の

ら
み
が
目
立

た

 
剣
を

る
す
剣

と
ベ
ル
ト
は
記

と
変
わ
ら
な
い

 
無
論

そ
の
容

も

う
き

 
見
間
違
え
る

も
無
い

を
開
け
た
プ
レ
イ

は
私
の

子
の
妹
で
あ
る
ユ
ウ
キ
だ

た
の
だ

や

姉
ち

ん
に
サ
チ

ご
め
ん
ね

帰

て
来
る
の
が

く
な

ち

て

 
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら

彼
女
は

手
を

く
持
ち
上

て

た

 
そ
の
声
は
さ

き
ま
で

こ
え
て
い
た
声
よ
り

か
に

ち

い
て
い
て

か
に
大
人
び

て
い
る

が
あ
る

ど
こ
か
こ
ち
ら
を

じ
安
心
さ
せ
る
よ
う
な
心

い
を
感
じ
さ
せ
る
声

は

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
か
ら
ず

と

に
し
て
い
た
も
の
だ

 
そ
の
声
が

こ
の
五
時
間
ず

と
不
安
だ

た
私
の
心
を
解
き

ぐ
し
て
い
く

 

ろ

と

に

が
伝

た

う
き

本

に

本

の

う
き
よ
ね

 

じ

な
い
わ
よ
ね

 
つ
い
さ

き
ハ

キ
リ
と

こ
え
て
い
た
声
を
空

だ
と
サ
チ
さ
ん
に

わ
れ
た
か
ら
も
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し
か
し
た
ら
こ
れ
は

な
の
で
は
と
い
う
一

の
不
安
が
あ

た

安
心
感
は
あ
る
け
ど
そ
れ

が

だ

た
と
分
か

た
時
に
は

も
う
立
ち
直
る
自
信
が
無
い

 
上

て

と
さ
れ
る
の
は
も
う

な
の
だ

確
か
め
て
み
る

 
私
の
不
安
を
感
じ
取

た
の
か

う
き
は

ら
か
く

み
な
が
ら

を
広

た

ま
る

で

き

い
て
来
い
と

わ
ん
ば
か
り
の
体
勢
を
取

た
事
に
少
し

く
が
そ
れ
よ
り
も
こ
の

不
安
を

く
解
消
し
た
く
て

て
も
立

て
も

ら
れ
ず
突
進

い
に
彼
女
へ
近
付
く

 
数
メ

ト
ル
の

離
を
一

で

め
た
私
は
直
後

か
み
の
あ
る
人

を
知
覚
し
た

い
の

が

れ
合

て

か
に
圧

感
を
覚
え
た

背
中
に
回
さ
れ
た

は
確
か
に

か
か

た

呼

本

に

本

の

 
彼
女
の

に

せ
て
い
た

を
少
し
離
し

い
の

を
見
合
う
よ
う
に
し
な
が
ら

な
が
ら

に

え
ば

う
き
は

ん
だ
ま
ま
こ
く
り
と

い
た

う
ん

姉
ち

ん
の
妹
の
ユ
ウ
キ
だ
よ

ご
め
ん
ね

く
な

ち

て

こ
れ
で
も

結
構

い
だ
ん
だ
け
ど
色

と
あ

た
か
ら
さ
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み
は
そ
の
ま
ま
に

し

無
さ
そ
う
に
目

を
下

て

罪
す
る
彼
女
の

葉
を

い

て

私
は

を
横
に
振

た

良
い
わ
よ

ち

ん
と
帰

て
来
て
く
れ
た
か
ら

も
う
ダ
メ
だ
と
思

て
た
け
ど

ま

ね

姉
ち

ん

ん
 
生
き
て
帰

て
来
て
く
れ
た
事
の
喜
び
を

み

め
な
が
ら
彼
女
の

を
見
て
い
る
と

う

き
は

と
真
剣
な

に
な

て
声
を
掛
け
て
来
た

い
き
な
り
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と

と
な

く
不
安
に

ら
れ
る

 
け
れ
ど

そ
れ
は

憂
だ

た

た
だ
い
ま

 
そ
れ
は

帰
る
べ
き
場

へ

て
来
た
事
を
意
味
す
る

だ

た

 
そ
の

葉
を

い
て

呼
本

に
帰

て
来
て
く
れ
た
の
だ
と
分
か

て
ま
た
目

か

ら

れ
た

が

を
伝
う

か
ら

ろ

ろ
と

ち
て

い
に

れ
て
い
る

を

む

を

ら
し
て
い

た

 
そ
の

は

と
て
も

か
く
て
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え
え

本

に

お
帰
り
な
さ
い

 
自
然
と
不
安
も
消
え
去

た
私
は

で
ユ
ウ
キ
の
生
還
を

え
た

  

し
な
が
ら
生
還
を

え
た
後

が
止
ま

て
か
ら
私
は
サ
チ
さ
ん
と
共
に
こ
れ
ま
で

ユ
ウ
キ
が
ど
う
し
て
い
た
の
か
を

い
た

 
そ
の
過
程
で
キ
リ
ト
君
が
生
き
て
い
た
事
を
知
れ
た
の
は
と
て
も

し
い

も
う
成

し
な
い

と
思

て
い
た
初
恋
を
ま
だ

せ
る
事
が
分
か

た
の
だ
こ
れ
か
ら
は
ユ
ウ
キ
や
リ

フ

さ

ん
達
の
よ
う
に

が
過
ぎ
な
い
程

に
ア
プ
ロ

チ
を
し
て
い
き
た
い

 

ま

取
り

え
ず
彼
が
も
う
少
し
回
復
し
て
か
ら
に
し
よ
う
と
は
思

た
が

流

に

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
よ
り
も

い
状

は
マ
ズ
い

実
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
高
性
能
な

で
あ
る

と
い
う
ユ
イ
ち

ん
が
専

の
カ
ウ
ン
セ
ラ

と
し
て
付
い
て
い
る
事
か
ら

時

へ

を

消
し
て
あ
る
い
は
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
あ
の
時
よ
り
は
マ
シ
か
も
し
れ
な
い
が
あ
ま

り

観
的
に
も
い
ら
れ
な
い
の
が
現
状
だ

 
そ
れ
に
彼
と
偶
然
知
り
合

た
と
い
う
ル
ク
ス
と
い
う
人
の
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
を
グ
リ

ン
へ

す
事
も

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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キ
リ
ト
君
の
状

は
あ
る
程

時
間
を

い
て

ち

か
せ
れ
ば

善
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い

う
の
が
ユ
イ
ち

ん
の

断
ら
し
い
の
で
一
先
ず
無

を
さ
せ
な
い
事
が
大
前

ホ
ロ
ウ
・

エ
リ
ア
と
い
う
レ
ベ
ル
三

の
モ
ン
ス
タ

が

に

す
る
場

を
探
索
す
る
な
ら
サ

バ
イ
バ
ル
能
力
の
他
に
戦
闘
能
力
も
高
い
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ユ
ウ
キ
は

手
に
金
色
の

に
逆
十

架
の
紋
様
が

ま
れ
て
い
て
恐
ら
く
彼
女
と

共
に
し
か
あ
ち
ら
に
は
行
け
な
い
と
い
う

恐
ら
く
彼
女
を

に
あ
ち
ら
へ
行
く
形
に
な
る
か

ら

大
体
が
キ
リ
ト
君
と
親
し
い
人
で
構
成
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
を
探
索
す
る
メ
ン
バ

で
確
定
し
て
い
る
の
は
キ
リ
ト
君
ル
ク
ス
さ

ん
そ
れ
と
色

と
や

て
キ
リ
ト
君
と
同

の
ス
テ

タ
ス
と
ス
キ
ル
を
得
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
あ
ち
ら
へ
行
く

に
必
要
な
ユ
ウ
キ
と
リ
ズ
さ
ん
か
ら

集
め
つ
い
で
に
オ
レ
ン
ジ
解

消
を
手
伝

て
来
い
と

わ
れ
た
レ
イ
ン
さ
ん
と
フ

リ
ア
さ
ん
の
合

六
人

 
そ
の
内
キ
リ
ト
君
は

備
の
バ
フ
を

け
る

に

ロ
と
な
る
の
で
ユ
イ
ち

ん
を
パ

テ

に
入
れ
て
作
る
な
ら
フ
ル
に
は
あ
と
二
人
入
れ
ら
れ
る

ユ
イ
ち

ん
を

く
な
ら
あ
と

三
人
だ

ま

彼
女
は
キ
リ
ト
君
が

か
ら

て
い
た
ネ

ク
レ
ス
の
内
部
へ

本
入
る
だ

ろ
う
か
ら

本
的
に
あ
と
三
人

ど
は

れ
て
行
け
る
と

え
て
い
い
だ
ろ
う
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出
来
れ
ば
ユ
ウ
キ
と
共
に
私
も
行
き
た
い
の
だ
が
そ
れ
で
攻
略
が

れ
て
し
ま

て
は
彼
の

肉
体
の
限
界
を

え
て
し
ま
う
の
で
キ
リ
ト
君
に
生
き
て
欲
し
い
私
達
に
と

て
本

転
倒
に

な
る

そ
の

は
か
な
り

密
に
話
し
合

て
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

な
る

ど
ね

キ
リ
ト
君
は
か
な
り

き

ま
れ
体

だ
な
と
思

て
た
け
ど
あ
な
た
も

大

に
な

て
来
た
わ
ね

あ
は
は

 
取
り

え
ず
一

り
話
を

い
て
思

た
事
を

直
に

う
と

ユ
ウ
キ
は
苦

を
浮
か
べ

を
指
先
で
掻
い
て
お

を

し
た

一
応
彼
女
自
身
も
そ
れ
な
り
に
自
覚
が
あ
る
ら
し
い

は
プ
レ
イ

が

り

け
な
い
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

故
か
消
滅
直
後
に
そ
こ
で
復

活
し
て
い
た
ユ
イ
ち

ん
偶
然
で
片
付
け
る
に
は
出
来
過
ぎ
て
い
る
キ
リ
ト
の
転

ホ

ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
白
の
剣
士
が
絡
ん
で
そ
う
な
の
を

え
る
と
物

く
面
倒
事
が
あ
る
よ

う
に
思
え
る
の
は
私
の
気
の
せ
い
な
の
か
な

い
や

ボ
ク
も
サ
チ
と
全
く
同
感
だ
よ

 
そ
れ
で
も
行
か
な
い
な
ん
て

は
無
い
け
ど
ね
と
彼
女
は
あ

け
ら
か
ん
と

い
切

た

謎
め
い
た
エ
リ
ア
を
探
索
し
た
い
と
い
う
欲
求
よ
り

や
は
り
キ
リ
ト
君
と
彼
方
で
知
り
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合

た
ル
ク
ス
さ
ん
を
グ
リ

ン
カ

ル
に

し
て
こ
ち
ら
へ

て
来
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
と
思

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

 
ま

キ
リ
ト
君
に

し
て
は
た
と
え
す
ぐ
に
オ
レ
ン
ジ
を
解
消
出
来
た
と
し
て
も

し

時
間
を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が

そ
れ
を

え
る
と
オ
レ
ン
ジ
の
せ
い
で
帰
れ
な
い
と

い
う
理
由
が
出
来
る
か
ら

方
に
帰
ら
ず
に

む

に

合
は
い
い
の
か
も
し
れ
な
い

こ
れ
か
ら

食
を
摂

た
後

後
八
時
に
な

て
か
ら
ボ
ク
が

を

れ
て
ホ
ロ
ウ
・
エ

リ
ア

に
行
く
予
定
に
な

て
る

姉
ち

ん
達
も
そ
の
つ
も
り
で

て

今
す
ぐ
に
行
か
な
い
の
ね

人
目
が
あ
る
と

転

出
来
な
い

な
の
に
出
来
て
い
る

て
事
で
問

が

き
る
か
ら
ね

人
目
の
な
い
時
間
を

ば
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

 
か
と

て
あ
ん
ま
り

く
て
も
迷
惑
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら

後
八
時
ら
し
い

そ
の

を
し

か
り

え
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
の
は
成
⻑
し
て
い
る
証
な
の
だ
ろ
う

 

私
の
指

も

も
う
要
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
な
と

と
な
く
思

た

 
ユ
ウ
キ
の
成
⻑
は
と
て
も
喜
ば
し
い
し

け
容
れ
る
べ
き
事
な
の
だ
ろ
う
け
ど
あ
ま
り
手
が

掛
か
ら
な
く
な
り
過
ぎ
る
と
そ
こ
は
か
と
な
く

し
く
思

て
し
ま
う

彼
女
に

い
て
行
か
れ
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た
く
な
く
て
姉
と
し
て
の
意
地
を

り
た
く
て
こ
こ
ま
で
戦

て
来
た
身
と
し
て
は
あ
ま
り

頼
ら
れ
な
く
な
る
と
不
安
に
な
る
の
だ

 
無
論
彼
女
に
そ
ん
な
つ
も
り
は
一
切
な
い
の
だ
と
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
負

を

し
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
事
は
理
解
し
て
い
る

で
も
そ
れ
と
こ
れ
と
は
少
し
別
の
話
だ

サ
チ

ち

と
頼
み
が
あ
る
ん
だ
け
ど

良
い
か
な

 
そ
ん
な
事
を

え
て
一

の

し
さ
を

み

め
て
い
る
と
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
ユ
ウ
キ
が

と
真
剣
な
面
持
ち
を
浮
か
べ

サ
チ
さ
ん
へ
と
話
し
掛
け
た

ボ
ク
は
少
し
姉
ち

ん
と
話
が
し
た
い

悪
い
ん
だ
け
ど
サ
チ
は
下
に
行

て
姉
ち

ん
が

復
活
し
た
事
と

食
の
時
間
に
な

た
ら
ボ
ク
達
に
メ

セ

ジ
で
教
え
て
欲
し
い
ん
だ

頼

め
る
か
な

そ
れ
く
ら
い
な
ら
喜
ん
で

 
ず

と
精
神
が
不
安
定
だ

た
私
に
付
き

て
く
れ
て
い
た
サ
チ
さ
ん
は
ユ
ウ
キ
の
お
願

い
に

な

一
つ
せ
ず
に
こ
り
と

み
そ
の
頼
み
を
快

し
た

フ

に

て
い
た
彼

女
は
す

く
と
立
ち
あ
が
り

す
ぐ
に
部

を
出
て
行
く
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サ
チ
さ
ん
が
部

を
出
て
行

て
か
ら
少
し
の
間
私
達
は

い
に

を
見
合
い
な
が
ら

を
保

て
い
た

彼
女
が

を
話
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
私
に
は
分
か
ら
な
い
し

か
話
掛
け

い

気
を
彼
女
が

し
出
し
て
い
た
か
ら
ど
う
声
を
掛
け
れ
ば
い
い
か
迷

た
の
で
あ
る

 
ユ
ウ
キ
は
サ
チ
さ
ん
に
見
せ
た
表
情
よ
り
も
更
に
真
剣
な

と
も
す
れ
ば
険
し
い
と

す
ら
思
え
る
面
持
ち
に
な

て
い
た

 
同
時
に

か
を
悔
や
ん
で
い
る
よ
う
な
そ
ん
な
苦
し

な
部
分
も

間
見
え
て

更
分

か
ら
な
か

た

が
彼
女
を
苦
し
め
て
い
る
の
か

を
悔
や
ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
な
か

た
か
ら

ど
う
話
し
掛
け
れ
ば
い
い
の
か
迷

た

ボ
ク

姉
ち

ん
に

ら
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
ん
だ

 
そ
の

心
地
の
悪
い

を
破

た
の
は
ユ
ウ
キ
の
方
だ

た

彼
女
は

を
更
に
険
し
く

さ
せ

か
に

線
を

と
し
な
が
ら

ま
る
で
懺
悔
す
る
よ
う
に

う

る

て

を

 
い
き
な
り
行
方
知
れ
ず
と
な

た
事
も

を
正
せ
ば
原
因
不
明
の
強
制
転

に
よ
る
も
の
だ
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か
ら
彼
女
に
非
は
な
い

私
を
不
安
に
さ
せ
た
と
い
う
事
も
あ

て
さ

き
は

て
来
た
の
だ

ろ
う
け
ど
も
う
そ
れ
に

し
て
は
許
し
た
も
同
然
だ
か
ら
私
は
そ
れ
を
追

す
る
つ
も
り
な

ど

無
か

た

 
現
状
彼
女
に
非
が
あ
る
事
な
ど

え
付
か
な
く
て
私
は
ど
こ
か
気
の

け
た
声
で
問
い
掛
け

る
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
日

ボ
ク
は
本

は
姉
ち

ん
が
一
緒
に
は
来
る
事
は
無
い

と
高
を

て
た

そ
れ
は

 

突
に
打
ち
明
け
ら
れ
た

あ
の
日
の
ユ
ウ
キ
の
本

 
そ
れ
は
完

に
正

を

て
い
た

事
実
私
は
死
を
恐
れ
て
い
て
だ
か
ら
こ
そ
引
き

ろ
う

と

え
て
い
た
の
だ
か
ら

退
け
ら
れ
る
死
か
ら

た
く
な
い
と
立
ち
向
か
い
た
い
ん
だ
と

か
に
紺

木

と
い
う
人
間
を
覚
え
て
い
て
欲
し
い
ん
だ
と

て
る
間
ボ
ク
は
姉
ち

ん
は
来
な
い
と
思

て
た

そ
れ
で
も
良
い
と
思

て
姉
ち

ん
が
ボ
ク
を
引
き

め
ら
れ
な
い
事
を

に
し
て
た

ん
だ

で
も

姉
ち

ん
は
一
緒
に
戦
う
と

た
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え
え

だ

て

ユ
ウ
キ
を
一
人
で
行
か
せ
て
自
分
だ
け
安
全
な
と
こ
ろ
に

る
な
ん
て

そ
ん
な
事
は
許
せ
な
か

た
か
ら

死
な
せ
た
く
な
く
て
喪
い
た
く
な
く
て

い

て
行
か
れ
た
く

な
く
て

 

な
ら

絶
対
に

に
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
本

は

思
い
の
外
ア

サ
リ
と

れ
出
た

そ
れ
は
彼
女
が
本

を
出
し
て
い
る
事
よ
り
も
彼
女
が

な
く
な

て
い
る
間
の
名
残
り
が
ま

だ
あ

て

私
の
心
を
と
て
も
弱
く
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う

 
デ
ス
ゲ

ム

が
あ

た
あ
の
日
の
自
分
に

た
か
の
如
く

 
あ
の
日
の
事
を

そ
し
て
ユ
ウ
キ
が

な
く
な

て
か
ら
の
事
を
思
い
返
し
な
が
ら

う
と

ユ
ウ
キ
は
少
し
だ
け

し
そ
う
に

を

め
た

そ
う
想

て
く
れ
て
い
た
事
は

く

し
い

来
な
い
だ
ろ
う
な
と
は
思

て
た
け
ど

姉

ち

ん
が

て
く
れ
た
か
ら
き

と
こ
こ
ま
で
戦
い

け
ら
れ
た
ん
だ
と
思
う

だ
か
ら
今

ま
で
ず

と

見
て
見
ぬ

り
を
し
て
き
た
ん
だ

見
て
見
ぬ

り

 

し
そ
う
に
話
し
て
い
た
の
に

突
に
悲
し

に
あ
る
い
は
懺
悔
す
る
よ
う
に
表
情
を
暗

い
も
の
に
し
て

に
し
た
事
を

オ
ウ
ム
返
し
に

く
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私
達
の
こ
れ
ま
で
の

で
見
て
見
ぬ

り
を
し
て
き
た
事
な
ん
て
少
な
く
と
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

入

て
か
ら
は

え
付
か
な
い

確
か
に
そ
れ
ぞ
れ
が
知
ら
な
い
あ
る
い

え
て
触
れ
て
い
な

い
事
は
あ
る
だ
ろ
う
け
ど

だ
か
ら
と

て
そ
れ
で
責
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
は
無
か

た

 
だ
か
ら
ユ
ウ
キ
の
偽
悪
的
な

葉
に
は

疑
問
し
か
浮
か
ば
な
い

 
そ
ん
な
私
を
彼
女
は
と
て
も
苦
し

な

で
見

め
て
い
る

ま
る
で
今
の
私
自
身
が
ユ
ウ

キ
に
と

て
罪
の

徴
で
あ
る
か
の
よ
う
に

ユ
ウ
キ

ど
う
し
た
の
よ

そ
ん
な

を
し
て

 
こ
こ
ま
で
自
責
感
に

わ
れ
て
い
る
ユ
ウ
キ
は
見
た
事
な
く
て

だ
か
心
配
に
な

て
声
を

掛
け
る

本

な
ら
あ
の
日
姉
ち

ん
を
止
め
る
べ
き
だ

た
ん
だ
と
思
う

少
な
く
と
も
ボ

ク
が

な
く
な

て
も

れ
な
く
な
る
覚
悟
を

け
る
ま
で
き

と
姉
ち

ん
を
戦
わ
せ
た
ら

い
け
な
か

た
ん
だ

え

い
き
な
り

を

 

い
た
心
配
は
不
安
に
な

て
そ
の
不
安
が
大
き
く
な

て
ど
く
ど
く
と
心

が

し
く

打

て
い
る
の
が

に

こ
え
る
く
ら
い

な
予
感
を
覚
え
た

そ
れ
を

い
て
は
な
ら
な
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い

あ
る
い
は
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
予
感
が
し
た

 

あ
あ
で
も
ユ
ウ
キ
が
こ
こ
ま
で
真
剣
な

を
し
て
い
る
の
だ

か
な
い
な
ん

て

な
ど
あ
る
も
の
か

 
恐
ら
く
ず

と
心
の
内
に
秘
め
て
い
た
だ
ろ
う
懊
悩
を
本

を
彼
女
は
語
ろ
う
と
し
て
い

る

き

と
と
て
も

気
の
い
る
行
動
な
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
そ
れ
か
ら
目
を

ら

し

を

ぐ
な
ど

彼
女
の
決
意
を
不
意
に
す
る
よ
う
な
も
の
に

し
い

 
彼
女
が
話
そ
う
と
し
て
い
る
事
は
き

と

け
て
は

れ
な
い
事
で
私
に
と

て
も
非
常
に

重
要
な
内
容
な
の
は
間
違
い
な
い

そ
う
で
な
く
ば
私
達
の
過
去
を
持
ち
出
し
て
私
が
戦
う
理

由
に
つ
い
て
触
れ
た
り
し
な
い

な
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら

私
も
覚
悟
を
決
め
て

を

け
る
事
に
し
た

 
そ
の
覚
悟
が
伝
わ

た
の
か
あ
る
い
は
私
が
覚
悟
を

め
た
時
に
意
を
決
し
た
の
か
直
後

彼
女
は

を
開
い
た

五
時
間
前
ボ
ク
が
転

で
突
然
消
え
る

前
に
見
た
姉
ち

ん
の

で
確
信
し
た

姉
ち

ん
は
死
そ
の
も
の
を
恐
れ
て
る

死
を

す
モ
ン
ス
タ

と
か
じ

な
い
必
ず
や

て
来
る

死
そ
の
も
の
を
姉
ち

ん
は
恐
れ
て
い
て

ボ
ク
の

に
戦
う
と
か
の
理
由
で
目
を

ら
し
て
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る

違
う

 
ハ

キ
リ
と
彼
女
は
私
が
最
も
恐
れ
て
い
る
も
の
を

い

て
て
来
た

定
も

定
も
せ

ず

を
保

た
が
そ
の

こ
そ
が

そ
れ
を
理
解
し
た
ユ
ウ
キ
は
や
は
り
と

根
を
寄

せ

表
情
を
険
し
く
す
る

 

心
を

い

て
ら
れ
た
私
は

を
話
す
べ
き
か
分
か
ら
な
く
て

を
開
か
な
か

た

 
け
れ
ど
彼
女
の
推

は
完

に

た

て
い
る
と
理
解
し
て
い
た

さ
せ
ら
れ

た

ユ
ウ
キ
が

な
く
な

て
か
ら
こ
れ
ま
で
ず

と
不
安
に
揺
れ
て
い
た
の
は
彼
女
が

な

く
な

た
と
い
う
喪
失
感
か
ら
く
る
哀
し
み
で
は
無
く
死
と
い
う
最
も
恐
怖
す
る
も
の
か
ら
目

を

ら
す
た
め
の
理
由
が
無
く
な

て
し
ま

た
か
ら
だ

た
の
だ

 
想
い
を
自
覚
し
た
時
に
は
も
う

な
く
な

て
い
た
か
ら
キ
リ
ト
君
を

え
る
と
い
う
理

由
は
使
え
な
い
し

攻
略
組

の
一

と

て
も

そ
の
実
ア
ス
ナ
さ
ん
達
を
絶
対
に
生
か

せ
た
い
と
ま
で
は
思

て
い
な
い

 
無
論
生
き
て
い
て
欲
し
い
し
そ
の

な
ら
努
力
も

し
ま
な
い
の
で
別
に
死
ん
で
欲
し
い

で
も
無
い

に
死
か
ら
目
を

ら
せ
る
だ
け
の
大
き
な
存
在
で
は
無
か

た
の
だ
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ユ
ウ
キ
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
私
に
と

て
友
人
な
ど

時
手
の
平
を
返
す
か
分
か
ら
な

い
存
在

親
し
く
は
あ
る
が
有

と
分
か
れ
ば

に
な
る
存
在
で
し
か
な
い

い

に
親
し

か

た
人
が
成
⻑
す
れ
ば

遠
に
な
る
程

と
い
う
認
識

親
友
は
そ
れ
よ
り
成
⻑
し
て
も
交
流

が
あ
る
と
い
う
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
認
識
で
あ
る

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
ア
ス
ナ
さ
ん
や
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
エ
ギ
ル
さ
ん
達
と
と
て
も
親
し
い

に

あ
る
と
思
う

サ
チ
さ
ん
は
同
じ
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

に
な

て
い
る
の
だ
生
死
を
共
に
し
て
い

る
と

て
も
過

で
は
無
い

に
あ
る
の
だ
か
ら
と
て
も
親
密
で
は
あ
る
と
思
う

 
で
も
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生
還
す
れ
ば
交
流
が

絶
え
る
可
能
性
は
高
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ

て
い
る
学
生
達
の

に
一

し
て
学

に
入
学
さ
せ
ら
れ
た
場
合
は
交
流
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
二
年
近
く
も
眠

て
い
る
間
に
変
わ

た
現
実
へ
の
対
応
や

来
の

に
動
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
が
原
因
で

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
無
い
か
も
し
れ
な
い

 
そ
も
そ
も
彼
女
達
が
私
達
の
経
歴
を

い
て
手
の
平
を
返
さ
な
い
な
ど
と
い
う
可
能
性
が

絶
無
な

が
無
い

過
去
見
て
来
た
人
達
よ
り
と
て
も
思
慮
深
く
親
し
み
や
す
い
人

だ
と
は
思

う
が

だ
か
ら
と

て

絶
さ
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
は
無
い
の
だ

 
だ
か
ら
私
に
と

て
友
人
と
は
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
の
キ

リ
ア
で
あ

た
事
を

け
容
れ
た
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人
の
事
を
指
す

つ
ま
り
現
状
だ
と
ま
だ
一
人
も

な
い
と
い
う
事
に
な
る

 
キ
リ
ト
君
は
ま
た
分

が

し
い

フ
レ
ン
ド
を
結
ん
で
い
る
し
彼
が
死
ん
だ
と

い
た
時

の
喪
失
感
か
ら
し
て
明
ら
か
に
私
は
特
別
な
想
い
を
持

て
い
る
け
ど
だ
か
ら
と

て
全
面

的
に
信

す
る
の
は

し
い
の
だ

ま

キ

リ
ア
だ
と
話
し
て
も

け
入
れ
て
く
れ
た
か

ら

と
い
う
理
由
で
交
流
が

き
そ
う
な
予
感
が
と
て
も
し
て
い
る
が

 
と
も
あ
れ
特
別
な
想
い
を

い
て
い
る
キ
リ
ト
君
が

な
く
て
ア
ス
ナ
さ
ん
達
も
私
が
恐

れ
る
死
か
ら
目
を

ら
す
理
由
に
な
り
得
な
い
状
況
下
で
は

一
ユ
ウ
キ
だ
け
が
頼
り
だ

た

彼
女
が
生
き
て
い
る
か
ら
私
も
戦
え
る
と

て
も
過

で
は
無
い

 
故
に
彼
女
が
転

で

な
く
な

て
か
ら
ず

と
不
安
に

て
い
た
の
だ

死
か
ら
目
を

ら
す

の
理
由
を
喪

て
い
た
か
ら

 
今
思
え
ば
ユ
ウ
キ
が
部

に
来
る
前
に

こ
え
て
い
た
声
は
と
も
す
れ
ば
自
分
の

想
が

作
り
出
し
た

現
実

故
に

こ

た
現

だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
に
つ
い
て
一
切
話
し
て
い
な
い
の
だ
が
ユ
ウ
キ
は
転

の
光
で

界
が

め

く
さ
れ

る
前
私
が

ば
し
た
手
に
触
れ
よ
う
と
手
を

ば
し
て
き
た
時
に
こ
ち
ら
の

を
見
て

し
た

よ
う
だ
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と
し
た
ら

圏
外

に
出
な
い
時
以
外
は

本
ず

と
一
緒
に

た
の
は

そ
れ
に

付
い
て
い
た
か
ら
な
の
か

だ
と
す
れ
ば

分
と
前
か
ら

せ
ら
れ
て
い
た
事
に
な
る
か
ら

ず
か
し
い
限
り
だ

え
え

あ
な
た
の
予
想

り
よ

 
そ
こ
ま
で

せ
ら
れ
て
い
る
な
ら
も
う
意
地
を

て

し

す
必
要
も
無
い
と
思

た
の

で
全
部
打
ち
明
け
る
事
に
し
た

ど
の
道
こ
の
機
会
を

せ
ば
今
後
ず

と

て
い
る
よ
う
な

予
感
が
し
た

ず

と
秘
密
を

え
て
い
ら
れ
る

ど
私
は
強
く
な
い
し

て
い
て
も
意
味

が
無
い
の
な
ら

全
部
打
ち
明
け
て

に
な

た
方
が
マ
シ
だ

 

く

ず
か
し
い
け
れ
ど

と
て
も
情
け
な
い
け
れ
ど

 
も
う
私
は

限
界
だ

た
の
だ

私
と
あ
な
た
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
Ｈ
Ｉ

に

て
い
た
か
ら

ず

と
先
に
あ
る

の
死

が

と
て
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
い
た

 

系
が

か
な
く
な
る
事
で

な
ら

て
い
る

す
ら
も
殺
せ
な
く
な
り

と

を
引
き

こ
す
日
和
見
感

人
間
の
体
は

だ
ら
け
外
界
も

だ
ら
け
だ
か
ら
す
ぐ
に

発

し
て
体
は
ド
ン
ド
ン
悪
く
な

て
い
く

食
べ
物
も
と
て
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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し

投

も

く
苦
し
か

た

 
同
時
に
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
に
よ
る

状
を

か
さ
れ
て
今
の

法
は
無
い
と

わ
れ

た
時
は
絶
望
し
た

た
だ

に
生
き
た
い
だ
け
な
の
に
そ
れ
す
ら
も
許
さ
れ
な
い
な
ん
て
絶

望
し
か
無
か

た

 

け
れ
ば
成
人
に
な
る
前
後

く
て
も
五
十

く
ら
い
に
は
亡
く
な
る
そ
れ
も
無

の

中
で
生
き
な
が
ら
に
し
て
死
ん
で
い
る
状

で

 
そ
ん
な
未
来
を
い
や
に
リ
ア
ル
に
想
像
出
来
て

私
は
死
を
恐
ろ
し
く
思

た

 
骨

の

手
術
で

系
が
再
活
性
化
し
て
い
る
今
そ
の
未
来
は
も
う

れ
な
い
け
れ
ど

今

は
デ
ス
ゲ

ム
な
ん
て
狂

た
世
界
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

く
死
が
遠
ざ
か

た

と
思
え
ば
そ
ん
な
事
は
無
く
て
よ
り
死
を
身
近
に
感
じ
る
場
へ
足
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
悪
夢
だ

た

 
そ
の
部
分
で
ユ
ウ
キ
を
憎
く
思

た
事
は

か
あ
る
け
ど
彼
女
は
悪
く
な
い
と
自
ら
を

ち

け
そ
の
憎
悪
を

場

へ
と
向
け
て
来
た

今
と
な

て
は

か
分
か
ら
な
い
黒
幕
だ

恐
れ

そ
う
怖
い
の
よ

死
ぬ
事
が

く
怖
い

く
生
き
ら
れ
る
と
思

た
の
に
そ

の

先
に
デ
ス
ゲ

ム
だ
な
ん
て

ざ
け
な
い
で
と

も
思

た
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ユ
ウ
キ
は
私
が
語
り
始
め
た
恐
怖
へ
の
本

を
真
剣
な

を
し
て

て

を

け
て
い

た 

も
無
い
そ
の
様
子
に
け
れ
ど
私
は

い
て
く
れ
て
い
る
と
思

て

と
浮
か
ん
で

く
る

葉
を

に
し
て
い
く

人
が
恐
ろ
し
く
て
モ
ン
ス
タ

も
恐
ろ
し
く
て
生
き
残
る

に
必
死
に
強
く
な

て

で
も
そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
死
が
チ
ラ
つ
い
て
仕
方
な
い

こ
の
作
戦
が
失

し
た
ら
ど
う

し
よ
う
ト
ラ

プ
を

ん
だ
ら
ど
う
し
よ
う
モ
ン
ス
タ

の
行
動
を

み
違
え
た
ら
死
ぬ
ん

じ

な
い
か

て

ず

と
不
安
が
あ

た

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
キ
リ
ト
君
は
私
に
と

て
未
知
の
存
在

最
も

い
の
に
強
大
な
フ
ロ
ア

ボ
ス
へ

独
で
立
ち
向
か
う
そ
の

を
見
て
私
は

も
正
気
を
疑

て
い
た

人
と
一
緒
に

行
動
し
な
い
原
因
に
つ
い
て
は
理
解
し
た
け
ど
だ
か
ら
と

て
そ
こ
ま
で

し
な
く
て
も

い
い
の
で
は
と
思

て
パ

テ

を
組
も
う
と
い
う
ユ
ウ
キ
の

し
出
も
一

と
て
止
め
た

事
は
無
い

に

れ
て
い
た
か
ら
と
い
う
無
自
覚
の
理
由
も
あ

た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

 
で
も
彼
に
は
一
人
で
戦
い

け
る
だ
け
の
実
力
が
あ

た
レ
ベ
ル
が
あ

た

ベ

タ
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テ
ス
タ

と
い
う
絶
対
的
な
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
フ
ル
活

し
て
戦
え
て
い
た

 
対
し
て
私
に
は
ベ

タ
テ
ス
ト
の
知
識
は
お
ろ
か
マ
ト
モ
な
ゲ

ム
知
識
も
無
く
て
ア
ル

ゴ
さ
ん
の
攻
略
本
が
無
け
れ
ば

に
立
ち

生
し
て
い
た
の
は
必
至

一

月

ど
掛
け
て

と
か
実
戦
レ
ベ
ル
に
な
り
今
で
は
完
全
少
数
精

ギ
ル
ド
の
リ

ダ

と
し
て
名
が
知
ら
れ
て

い
る
け
ど
ユ
ウ
キ
や
キ
リ
ト
君
ア
ス
ナ
さ
ん
に

べ
れ
ば
私
は
と
て
も
弱
い
の
だ

実
力
も

心
も

 
と
て
も
強
い
人
達
と
一
緒
に

る
か
ら
死
な
な
か

た
と
い
う

面
が
あ

て
そ
の
人
達
と

自
分
を

べ
る
か
ら

時
も
死
が
チ
ラ
つ
い
て
不
安
だ

た

も

と
大
人
数
の
パ

テ

に
入
れ
ば
と
も
思
う
が
過
去
の
経
験
か
ら
あ
ま
り
人
を
信
頼
出
来
な
い
の
に
加
え
て
女
性
プ
レ

イ

が
少
な
い

に
身
の
危
険
を

も
感
じ
て
人
を

け
て
来
た
か
ら
サ
チ
さ
ん
が
入
る

ま
で
二
人
パ

テ

で
ず

と
戦

て
い
た

手
が
回
ら
な
く
な

た
ら
す
ぐ
に
死
ぬ

に

常
に
死
を

え
て
し
ま

て
い
た

サ
チ
さ
ん
が
入

て
来
て
も
依
然
変
わ
ら
ず
だ

た

 
本

な
ら
す
ぐ
に

た
か

た
け
れ
ど
ユ
ウ
キ
は
む
し
ろ
立
ち
向
か

て
い
た
の
だ
か
ら

る

に
は
い
か
な
か

た

 

い

と

う
な
ら

え

私
は
彼
女
を
理
由
に
し
な
け
れ
ば
死
が
あ
ま
り
に
も
恐
ろ
し
く
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て

に
戦
え
な
い
の
だ

 
そ
れ
は

サ
チ
さ
ん
よ
り
も

か

た
に
違
い
な
い

 
彼
女
は
モ
ン
ス
タ

を
恐
れ
死
を
恐
れ
て
い
た
け
れ
ど
キ
リ
ト
君
の
事
が
心
配
で
攻
略

組
へ
参
入
す
る
事
を
決
意
し
た

主
に
ユ
ウ
キ
に
師
事
し
偶
に
キ
リ
ト
君
か
ら
も
槍
の
手
解

き
を

け
焦
ら
ず
し

か
り
と

練
を

ん
で
き
た
彼
女
は
今
や
攻
略
組
を
代
表
す
る

Ｓ
Ａ
Ｏ

一
の
槍
使
い
へ
と
成
⻑
し
て
い
る

 
彼
女
は
根
本
的
に
変
わ

て
い
な
い
か
ら
ま
だ
モ
ン
ス
タ

も
死
ぬ
事
も
怖
い
と
思

て
い

る
だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
よ
り
も
強
い
意

を
持

て
い
る
か
ら
戦
え
て
い
る

ジ
・
オ
リ
ジ
ン

リ

パ

を

手
に
し
た
時
に
⻑
槍
と
投

の
複
合

発

ド
ス
キ
ル
ゲ
イ
・
ボ

ル
グ
を

嗟
に
放
て
た
よ
う
に

恐
れ
た
ま
ま
だ

た
ら
決
し
て
あ
の
反
応
は
出
来
な
か

た
に
違
い
な
い

 
で
も

彼
女
と
違

て

私
は
未
だ
に
死
を
恐
れ

け
て
い
る

 
ど
う
し
て
ユ
ウ
キ
や
サ
チ
さ
ん
ア
ス
ナ
さ
ん
達
は
死
を
前
に
し
て
も
立
ち
向
か
う
意
思
を
保

て
る
の
か
不
思
議
だ

た

私
の
よ
う
に
目
を

ら
す
理
由
が
あ
る
の
か
と
も
思

た
け
ど

か
分
か
ら
な
か

た
か
ら

そ
の
思

も
放

し
て

し
い
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を
零
し
な
が
ら
真
剣
な
面
持
ち
を

さ
な
い
ユ
ウ
キ
へ
と
そ
れ
ら
を
語

て
い

く

時

離
滅
裂
な
感
じ
に
な

て

き
取
り

い
だ
ろ
う
に
理
解
し

い
だ
ろ
う
に
一

一

き

さ
な
い
と
ば
か
り
に
真
剣
な
様
子
は

と
て
も
安

さ
せ
ら
れ
る

ユ
ウ
キ

お
願
い

教
え
て

ど
う
し
て

ど
う
し
て
あ
な
た
は
そ
こ
ま
で
強
い
の

 
そ
の
疑
問
は

あ
の
日
か
ら
ず

と
私
が

い
て
い
る
も
の
だ

た

 
今
ま
で
ず

と
一
緒
に
生
き
て
来
た

子
の
妹
に
つ
い
て
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
て
か
ら
分
か
ら

な
い
事
が
増
え
た

無
論
別
の
個
人
な
の
だ
か
ら
知
ら
な
い
事
分
か
ら
な
い
事
が
出
来
て
も
お

か
し
く
は
な
い
け
れ
ど

そ
の
疑
問
だ
け
は
そ
の
理
由
で
片
付
け
ら
れ
な
か

た

 
私
と
同
じ
境
遇
に
あ

た
の
に

ど
う
し
て
彼
女
は
死
を
恐
れ
な
い
の
か

た
と
え
モ
ン
ス

タ

と
い
う
退
け
ら
れ
る
死
と
戦

た
と
し
て
も

死
ん
だ
ら
意
味
が
無
い
と
い
う
の
に

 

に
ベ

ド
に

掛
け
て
ず

と
話
を

い
て
い
た
ユ
ウ
キ
は
私
の
お
願
い
に
一
つ
小
さ

く
息
を

い
た

れ
て
い
る
様
子
で
は
無
い
そ
れ
は

恐
ら
く
意
を
決
す
る

の
も
の

戦
う
と
決
め
た
理
由
は
あ
の
話
し
た
事
で
全
部

で
も
多
分
姉
ち

ん
が
思

て
る

強
い

て
い
う
の
は
別
の
事
だ
よ

 
あ
の
日
語
ら
れ
た
事

不

と
思
わ
れ
た

が
完

し
て
生
を
勝
ち
取
れ
た
か
ら
こ
そ
退
け
ら
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れ
る
死
か
ら
は

ず
立
ち
向
か
う
と
い
う
決
意

ま
た
他
の
人
が
ク
リ
ア
出
来
る
保

な

ん
て
無
い
し
も
し
二
年

ど
し
か
体
が
保
た
な
い
の
な
ら
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
わ
な
い
か
も
し
れ

な
い
か
ら

そ
の
ギ
リ
ギ
リ
を
補
う

に
行
く
の
だ
と
い
う
事

 
そ
れ
を
私
は
強
い
と
思

て
い
た
の
だ
け
ど
彼
女
に
と

て
そ
れ
は
特
別
で
は
無
い
ら
し
い

 
私
が
彼
女
に

い
て
い
る
強
さ
は
そ
の
動
機
で
は
な
い
と
い
う

そ
の
動
機
を

く
事

に
な

た
部
分
を
強
い
と
思

て
い
る
の
に

以
前
話
し
た
よ
う
に
ボ
ク
は
キ
リ
ト
に
恋
を
し
て
る

そ
れ
こ
そ
キ
リ
ト
の

な
ら
命
す

ら
も

て
る
く
ら
い

事
実
七
十
五
層
ボ
ス
部

で
別
人
格
の
キ
リ
ト
が
オ
レ
ン
ジ
達
を
殺
そ
う

と
し
た
時

ボ
ク
は
自
分
の
命
を

に
し
て

彼
を
止
め
よ
う
と
も

え
た

な
 
そ
ん
な
事
は
初

だ

た

死
ぬ
事
を
恐
れ
る
ど
こ
ろ
か
死
を

け
容
れ
る
事
ま
で

え
て

い
た
な
ん
て
思
わ
ず

絶

し
て
し
ま
う

 
け
れ
ど

彼
女
は
そ
れ
だ
け
じ

な
い
と

葉
を

け
る

キ
リ
ト
を
見
殺
し
に
す
る
く
ら
い
な
ら
ボ
ク
は
こ
の
手
を

す
覚
悟
も
し
て
る

姉
ち

ん

に

蔑
さ
れ
よ
う
と
キ
リ
ト
に
怖
が
ら
れ
よ
う
と

キ
リ
ト
が
生
き
て
く
れ
る
な
ら
ボ
ク
は
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い
無
く
剣
を
振
る
え
る

神

に
対
し
て
キ
レ
た
時
の
よ
う
に
オ
レ
ン
ジ
達
が
邪
魔
し
た

時
の
よ
う
に

 
確
か
に
第
七
十
五
層
の
ボ
ス
部

で

り
広

ら
れ
た
死
闘
の
最
中
ユ
ウ
キ
の
様
子
は
今

ま
で
見
て
き
た
彼
女
と
は
と
て
も
か
け
離
れ
た
存
在
の
よ
う
だ

た
事
を
覚
え
て
い
る

 
あ
そ
こ
ま
で
怒
り
狂

た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
見
た
し

う

戦
の
時
と

べ
て
も
オ
レ
ン
ジ
達
に
向
け
た
怒
気
や
剣
気
は

く
重
か

た

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
い

た
の
に
そ
れ
が
分
か

た
の
だ
か
ら
実

に

対
し
た
者
達
か
ら
す
れ
ば
⻘
天
の

に

し

か

た
だ
ろ
う

人

こ
い
性
格
で
知
ら
れ
て
い
る
絶
剣
が
殺
気

じ
り
に
怒
り
狂
う
な
ど

彼
ら
が
予
想
出
来
た

も
無
い

 
そ
の
根

に
は
や
は
り
想
い
を
寄
せ
る
キ
リ
ト
君
が

わ

て
い
る
よ
う
だ

た

タ
イ
ミ

ン
グ
的
に
そ
う
だ
ろ
う
な
と
は
思

て
い
た
が

よ
も
や
そ
こ
ま
で
深
い
と
は
予
想
外
で
あ
る

蔑
し
て
く
れ
て
も
い
い
よ

 
あ
ま
り
の
覚
悟
に
そ
し
て
彼
に
向
け
る
想
い
の
深
さ
に
絶

し
て
い
る
と
キ

パ
リ
と
し

た

で
彼
女
は
そ
う

て
来
た

 
そ
の
表
情
は
ど
こ
か
暗
く
け
れ
ど
誇
り
に
思

て
い
る
か
の
よ
う
に

然
と
し
た

し
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い
も
の
だ

た

そ
れ
で
も
ボ
ク
は
こ
の
想
い
も
覚
悟
も
変
え
な
い

ボ
ク
だ

て
死
ぬ
事
は
怖
い
し
死

を

す
存
在
も
怖
い
け
ど

そ
れ
よ
り
も

大

き
な
人
が

な
く
な
る
方
が
恐
い
ん
だ

ユ
ウ
キ

多
分
姉
ち

ん
が
ボ
ク
を
強
い

て
思

た
の
は
そ
こ
な
ん
だ

姉
ち

ん
は
死
を
恐

れ
て
い
る
状

を
弱
い
と
思

て
る
そ
し
て
ボ
ク
は
死
そ
の
も
の
じ

な
く
て
キ
リ
ト
が

死
ぬ
事
を
最
も
恐
れ
て
る
か
ら

戦
え
る

強
く
な
い
と
護
れ
な
い
か
ら

 
彼
女
の
推

を

い
て
な
る

ど
な
と

得
を

い
た

そ
う
い
う
事
な
ら
確
か
に
私
と

彼
女
で
強
い
と
思

て
い
る
事
に
食
い
違
い
が
出
る
の
も

然
だ

 
で
も

そ
れ
だ
と
ま
た
疑
問
が
出
て
来
る

そ
れ
な
ら

あ
の
始
ま
り
の
日
は

あ
な
た
も
怖
か

た
の

 
デ
ス
ゲ

ム

の
日
私
達
は

然
な
が
ら
キ
リ
ト
君
と
出

て
い
な
い

彼
と
出

う

の
は
一
か
月
後
の
ボ
ス
攻
略
会
議

な
い
し
ボ
ス
攻
略

日
な
の
だ

 
ユ
ウ
キ
が
死
へ
の
恐
怖
を
克

し
た
理
由
が
キ
リ
ト
君
の
死
を
恐
れ
た
か
ら
な
ら
ば
逆
説
的
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に
会

て
い
な
か

た
あ
の
日
は
彼
女
も
死
そ
の
も
の
を
恐
れ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る

そ
れ

で
も
一
人
で
で
も
行
く
と
決
断
し
た
の
は
や
は
り
私
に
と

て
と
て
も
強
く
感
じ
る
し

し

く

る

 
そ
の
私
の
問
い
に

彼
女
は
静
か
に

目
し
た

実
を

う
と
ね

く
怖
か

た

だ
か
ら
見
て
見
ぬ

り
を
今
ま
で

け
て
来
た
ん

だ
よ

一
人
じ

絶
対
に
死
ん
で
た
か
ら
姉
ち

ん
と
一
緒
だ

た
ら
安
心
だ
な

て

良

く

え
ば

間
が

悪
く

え
ば

道

れ
が
出
来
た
か
ら

そ
う

 
道

れ
と
い
う

い
方
は
的
を

て
い
る
と
思

た
が
そ
れ
に
悪
感
情
を

く
事
な
ん
て

無
か

た

そ
の

い
で
も
私
を
欲
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
す
ら
思
え
今
更
な
が
ら
喜
び
の

感
情
が

い
て
来
る
く
ら
い
だ

 
き

と
私
の
心
の

か
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で

し
て
い
る

死
を
恐

れ
て
い
る
と
い
う
の
に

死
を
前

と
し
た
道

れ
に
喜
ぶ
な
ど
矛
盾
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 

呼
で
も
そ
れ
で
も
良
い
と
思
え
る
の
は
き

と
ユ
ウ
キ
が
私
に
と

て
最
も
大
切
だ

か
ら

一
番
内

に

る

も
か
も
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
存
在
だ
か
ら
だ
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蔑

し
な
い
の

 

め
て

私
に
と

て

子
の
妹
が
ど
れ
だ
け
大
切
な
存
在
な
の
か
を

み

め
て
い
る
と

ど
こ
か
不
安
そ
う
な
面
持
ち
で
小

を

ユ
ウ
キ
が

い
て
来
た

 
私
は
そ
れ
に

で

を
振

た

し
な
い
わ
よ

む
し
ろ

こ
の
場
合
は
私
が
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

ず

と
あ
な
た
を
私
が
戦
う
た
め
の

実
に
し
て
い
た
の
よ

全
然
気
に
し
て
な
い
よ

大
体
見
て
見
ぬ

り
し
て
た
ん
だ
か
ら
ボ
ク
が
責
め
る
な
ん
て
完

全
に
お

違
い
だ
し

多
分
他
の

も
責
め
な
い
と
思
う

き

と
こ
の
世
界
に

る

も
が

か
し
ら
を

実
に
し
て
死
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
目
を
背
け
て
る
か
ら

キ
リ
ト
だ
け

し

い
と
こ
ろ
だ
け
ど

あ
あ

そ
れ
は

確
か
に

 
彼
の
場
合
他
者
が
目
の
前
で
死
ぬ
事
を
最
も
恐
れ
て
い
る
か
ら
自
分
の
死
な
ん
て
恐
れ
て

い
な
い
感
じ
が
す
る

 
ユ
ウ
キ
が
さ

き
語

た
事
に
近
い
が
彼
女
は
自
分
の
死
も
恐
れ
て
い
る
か
ら
無

や
無
謀

な
真
似
は

本
し
な
い
が
キ
リ
ト
君
は
他
者
の

な
ら
自
分
の
死
す
ら

外

な
の
で
完
全
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に
別
物
だ

む
し
ろ

外

し
て
い
な
け
れ
ば
外

部
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
リ

フ

さ
ん
達

を

オ
レ
ン
ジ
カ

ル
な
の
に
助
け
出
そ
う
と
行
動
し
な
い
だ
ろ
う

 
と
は

え
自
分
の
命
を

に
し
て
止
め
よ
う
と
し
た
と
い
う
話
を

い
た
身
と
し
て
は

大
し
て
差
が
無
い
よ
う
な
気
も
し
て
い
る

 
ま

キ
リ
ト
君
の
よ
う
に
大
多
数
に
向
け
て
の
自
己

で
は
無
く
彼
個
人
に
対
す
る
も

の
だ
か
ら
ま
だ
マ
シ
と
今
は
思

て
お
く
べ
き
だ
ろ
う

必
ず
そ
の
行
動
は
し
な
い
よ
う
キ
ツ
く

い

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

だ
か
ら
さ

ボ
ク
が
姉
ち

ん
に
出
来
る
ア
ド
バ
イ
ス
は
一
つ
だ
け

死
へ
の
恐
怖
よ
り
も

ず

と
強
い

想
い
を
持
つ
事
だ
よ

死
へ
の
恐
怖
よ
り
も
強
い

想
い

ボ
ク
な
ら
キ
リ
ト
や
姉
ち

ん
を
喪
い
た
く
な
い
か
ら
見
殺
し
に
す
る
く
ら
い
な
ら
こ
の

手
を

す
死
を

す
者
に
負
け
な
い
よ
う
に
強
さ
を
求
め
る

時
来
る
か
分
か
ら
な
い
死

よ
り
も

自
分
が
欲
し
い
と
願
う

せ
を
求
め
て

た
方
が

く

せ
だ
と
思
わ
な
い

 
に
こ
り
と

ま
る
で
甘
い
砂

子
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
よ
う
な

せ
そ
う
な

み
を
浮
か

べ

と
て
も

し
そ
う
に
ユ
ウ
キ
は

た

想
い
を
寄
せ
て
い
る
彼
と
結
ば
れ
る
事
を
望
み
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目
指
し
共
に
生
き
ら
れ
る
よ
う

を

い
て
い
る
彼
女
ら
し
い
理
由
だ

特
に
今
も
と
て
も

せ
そ
う
な
の
が
説
得
力
を
持
た
せ
る

 
こ
こ
数
日
は
暗
い
様
子
だ

た
け
ど
彼
の
生
存
を
知

た
か
ら
か
一
気
に
持
ち
直
し
て
い

た

本

に
彼
が
生
き
て
い
て
よ
か

た
と
喜
び
ま
だ
未
来
が
あ
る
の
だ
と

せ
を

み

め

て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る

 
い
い
な

と
思

た

 
自
分
に
と
て
も
正
直
な
彼
女
は
自
身
の
恋
心
を

し
て
い
な
い

白
は
し
よ
う
と
し
た
も

の
の
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
乱
入
で
お
流
れ
に
な

て
し
ま

た
た
め
彼
も
多
分
ま
だ
気
付
い
て
い
な

い
ら
し
い
が

れ
必
ず
ま
た

戦
す
る
と

か
さ
れ
た

 
こ
こ
ま
で
自
分
に

直
だ
と
と
て
も

し
そ
う
だ

た

死
へ
の
恐
怖
は
潜
在
的
に
あ
る
の

だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
を
忘
れ
さ
せ
る
く
ら
い
今
と
い
う

せ
を

み

め

し
ん
で
い
る

 
私
も
彼
女
を
見

て
も
う
ち

と
自
分
に

直
に
な

て
み
よ
う
か
と

え
る
く
ら
い

に

せ
そ
う

そ
う
ね

私
も

少
し

直
に
な

て
追
い
求
め
て
み
よ
う
か
し
ら

 
キ
リ
ト
君
へ
の
想
い
を
自
覚
し
て
更
に
は
生
存
を
知

た
の
だ

や
る
前
か
ら

め
る
く
ら
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い
な
ら
も
う
少
し
自
分
に

直
に
な

て
願
う
ま
ま
欲
の
ま
ま
に
生
き
て
み
る
の
も
い
い
か

も
知
れ
な
い

ず

と
ず

と
死
や
人
に
恐
怖
を

い
て
生
き
て
来
た
か
ら
ち

と
く
ら
い

は
許
さ
れ
る

だ

 
死
の
恐
怖
が
無
く
な

た

で
は
無
い

人
に
対
す
る
不
信
感
も
未
だ

在
だ

 
そ
れ
で
も

も
う
少
し
未
来
を
信
じ
て
も
い
い
か
な
と
は
思
え
る

死
ば
か
り
で
は

無
く

生
き
て
生
を

歌
す
る
未
来
を
信
じ
よ
う
か
と
は

ん

姉
ち

ん

良
い

に
な

た
ね

そ
う
か
し
ら

断
然
良
い
よ

も
し
か
し
た
ら

今
ま
で
見
て
来
た
中
で
一
番
良
い

か
も
し
れ
な
い

 

し
く

み
な
が
ら

う
ユ
ウ
キ
の

葉
を

い
て
今
自
分
は

て
い
る
の
か
と
手
で

ぐ
に
ぐ
に
と

を
触
る
が

然
分
か
ら
な
い

も
部

に
は
無
い
し
わ
ざ
わ
ざ
愛
剣
エ
ル

ト

リ

ネ
ン
を
ス
ト
レ

ジ
か
ら
取
り
出
し

刀
身
を

代
わ
り
に
す
る
の
も
ア
レ
な
の
で

仕
方
な
く
手
を
下
ろ
す

ど
ん
な

だ

た
の

面

て

じ

無
い
け
ど

く

し
そ
う
に
穏
や
か
に

ん
で
た
よ

愛
に
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れ
て
る

て

う
の
か
な

そ
う

 
そ
ん
な

を
し
て
い
た
の
か

と
我
な
が
ら

ず
か
し
い
気
持
ち
に

ら
れ
た

 
き

と
そ
ん
な
表
情
を
し
て
い
た
の
は
キ
リ
ト
君
と
共
に
生
き
て
い
る
未
来
に
思
い
を
馳
せ

そ
れ
を
信
じ
よ
う
と
思

た
か
ら
だ
と
思
う

彼
に
特
別
な
想
い
を
持

て
い
る
自
覚
は
持

た

け
ど
ま
さ
か
表
情
に
出
る
ま
で
深
い
と
は
思
わ
な
か

た

表
情
に
出
や
す
い
と

え
ば
そ
う

な
の
だ
ろ
う
け
ど

 

く

ず
か
し
く
て

ど
こ
ろ
か

ま
で

く
な

て
い
る
気
が
し
て

り

ん
で
い
る

と

ピ
ロ
ン

と

快
な

と
共
に

界

に
メ

セ

ジ

信
の
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
た

あ

サ
チ
か
ら
だ

 

で

く
メ

セ

ジ
を
開
い
た
ユ
ウ
キ
の
声
で
差
出
人
の
名
前
が
分
か
り
す
ぐ
に

件
も
分
か

た

さ

き
ユ
ウ
キ
が
頼
ん
で
い
た
よ
う
に

食
の

備
が
整

た
の
だ
ろ
う

い
て
み
れ
ば

実

そ
う
だ

た

 
と
い
う
か
気
付
け
ば
サ
チ
さ
ん
が
部

か
ら
出
て

に
十
五
分
以
上
経
過
し
て
い
た
事
に
今

更
気
付
き

内
心

い
た
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じ

あ
行
き
ま
し

う
か

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
達
に
心
配
掛
け
た
事
も

ら
な
い
と
い
け
な

い
しそ

う
だ
ね

 
そ
ん
な
内
心
の

き
を
完
全
に
流
し

ユ
ウ
キ
に
声
を
掛
け
る

 

い
た
の
を
見
て
立
ち
上
が
り

と
足
か
ら
力
が

け
た

ああ

危
な
い

 
力
が

け

の
感
覚
も
ど
こ
か
遠
く
感
じ
つ
つ

に
倒
れ

む
最
中
ユ
ウ
キ
が
慌
て
た

様
子
で
私
を

え
よ
う
と
し
て
く
れ
た
の
が
見
え
た

 
が
あ
ま
り
に
焦

て
い
た
か
ら
か

の
彼
女
な
ら
絶
対

か
な
い
と
こ
ろ
で
ブ

ツ
の

先
を
引

掛
け
た

焦

て
足
を
前
に
出
し
て
私
を

え
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
彼

女
は

に
足
を
上

て
い
な
か

た
の
で
ブ

ル
の

先
が

を

て
い
た
の
だ

然

え
る
足
が
後
ろ

体
だ
け
前
に
進
ん
で
い
る
か
ら
転
倒
し
て
し
ま
う

わ
あ
あ
あ

き
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結
果
私
の
手
を
取

た
の
は
い
い
も
の
の

ん

る
事
も
出
来
て
い
な
い
ユ
ウ
キ
は
私
に

圧
し
掛
か
る
様
に
倒
れ

ん
で
来
た

 
手
を
引

ら
れ
て
い
た
の
で
私
の
背
中
は

に
向
い
て
い
る
た
め

い
に
向
き
合

た
状

で

り
重
な
る
よ
う
に

へ
倒
れ

ん
だ

  

そ
し
て

に

突
し
た
私
と
そ
の
私
に

い

さ
る
よ
う
に
転
ん
だ
ユ
ウ
キ
の

が

し

か
り
と
合
わ
さ

て
し
ま
う

 
ん
む

 
さ

き
ま
で
と
て
も

ち

い
て
い
た
ユ
ウ
キ
で
も
流

に

い
た
よ
う
で
慌
て
て
離
れ
よ

う
と
動
き
出
す

け
れ
ど
慌
て
過
ぎ
て
い
る

か

そ
れ
と
も

を
絡
め
て
し
ま

て
い
る

か

上
手
く
立
ち
上
が
れ
な
い
で
い
る

 
結
果

い
呼

と

と
動
く

り
気
の
あ
る

ら
か
い

の
感
触
が
伝
わ

て
来
た

 

中

ぬ
ち

と

先
が
触
れ
合

て
水

が
一
つ
立
ち

が
ぬ
ら
り
と

れ
る
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と

の
触
れ
合
い
と
い
う
未
知
の
感
覚
に
ビ
ク
リ
と
体
を

わ
せ
た
ユ
ウ
キ
は

を
真

に
し
つ
つ
今

は
し

か
り
と

に
手
を
突
い
て
上
体
を

こ
す

に

た

て
い
た

息
や

の
感
触
が
遠
ざ
か
る

 

い
の

に
は
と
て
も

い
銀

が
掛
か

て
い
て
す
ぐ
に

つ
り
と

切
れ

た
り
と

こ
ち
ら
の

に

ち
て
来
た

 
離
れ
た
事
を

ん
の
ち

と
だ
け

残
念

と
思

て
し
ま
う
自
分
が

た

ご

ご
め
ん
姉
ち

ん

 
わ
ざ
と
じ

な
い
か
ら

え
え

分
か

て
る
わ

 
あ
た

た
と
焦

た
様
子
を
見
せ
る
一

前
と

ら
変
わ
ら
な
い
彼
女
の

罪
に

ん
で
気

に
し
て
い
な
い
と
伝
え
る
と

ユ
ウ
キ
は

と
安

の
息
を

き

立
ち
上
が
る

 
そ
の
間
に
私
は

に

ち
て
来
た
銀

い
の

を

で

ろ
り
と

め
取

た

故
だ
か

ク
リ
と
体
の

か
ら

の
分
か
ら
な
い
衝
動
が

き
上
が

て
来
る

故
だ

か
目
の
前
に

る

子
の
妹
に

き

き
た
い
衝
動
も
あ

た

姉
ち

ん

 

き
上
が

て
来
た
最
初
の
衝
動
は
一
体

だ
ろ
う
ど
う
し
て
今

き
上
が

て
来
た
の
だ
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ろ
う
か
と

え
て
い
る
と

に
倒
れ
た
ま
ま
動
か
な
い
私
を
見
て
不
思
議
そ
う
に
し
て
い
る
ユ

ウ
キ
が
手
を
差
し

べ
な
が
ら
小

を

て
い
た

 
ど
う
や
ら

き
上
が
る
の
を
手
助
け
し
よ
う
と
手
を
出
し
た
も
の
の
私
が

え
事
を
し
て
気

付
か
な
か

た
の
で

ど
う
し
た
の
か
と
疑
問
を
覚
え
て
い
る
よ
う
だ

 
彼
女
な
ら
こ
の
衝
動
を
知

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
つ
つ
今
は
い
い
か
と
横
に

い
て

差
し

べ
ら
れ
て
い
る
手
を
取
る

す
る
と
す
ぐ
に
引

り
上

ら
れ

立
ち
上
が

た

え

と

を

た
せ
て
る
し

下
に
行
こ
う
か

 

ず
か
し

に

を

く

め
た
ユ
ウ
キ
が
少
し

動
不
審
気
味
に

て
こ
ち
ら
に
背
を

向
け

の
方
へ
と
歩
き
出
し
た

そ
う
ね

 
私
は
そ
れ
に
声
を
返
し
つ
つ

手
の
指
先
で

を
な
ぞ
る

ん
 

は
ま
だ

れ
た
ば
か
り
で
ぬ
ら
り
と
し
て
い
て

な
ぞ

て
い
る
指
先
も

れ
る

 

裏
に
は
さ

き
感
じ
た
ユ
ウ
キ
の

の
感
触
が
こ
び
り
つ
い
て
い
た

界
一

に
ユ
ウ
キ

が

て

ら
か
い
感
触
が
あ

て
さ

き

を

故
か
自
然
と

め
取

た
時
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の
衝
動
も
し

か
り
と
記

に
残

て
い
る

 
今
ま
で
感
じ
た
事
も
覚
え
た
事
も
無
い
こ
の
不
思
議
な
衝
動
は

な
の
か
と
疑
問
を

き
つ

つ
さ

き
の
場
面
を

り
返
し
思
い
出
し
な
が
ら
取
り

え
ず
私
は
妹
の
後
を
追

て
一

へ
と
向
か

た

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
話
は
ラ
ン

点
で
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ

ど
メ
ン
タ
ル
強
く
な
い
人
の
心
情
を
主
に

写
し

ま
し
た

大
人
で
も
す
ぐ
死
を
覚
悟
し
て
立
ち
向
か
え
た
り
は
し
な
い
の
で
ラ
ン
な
ら
ユ
ウ
キ

に
依
存
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
ん
じ

な
い
か
な
と
思

て
今
話
を
書
き
上

て
お
り
ま

す 
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
の
最
大
の
違
い
は
死
へ
の
恐
怖
を
見

け
て
い
る
か

か

未
来
に
死
し
か

無
い
と
思

て
い
る
の
が
ラ
ン
で

れ
死
ぬ
ん
だ
か
ら
他
の

せ
に
目
を
向
け
よ
う
と
い
う
の

が
ユ
ウ
キ

第
七
十
五
層
ボ
ス
戦
前
の
ラ
ン

点
の

写
で
ラ
ン
は
少
し

え
て
い
た
け
ど
ユ
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ウ
キ
は
他
の
人
に

べ
て
自
然
だ

た
の
は

こ
の

え
の
違
い
に

因
し
て
い
ま
す

不

の

か
ら
生
を
勝
ち
取

た
の
だ
か
ら
今
更
退
け
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
死
か
ら

た

く
な
い
と
い
う
ユ
ウ
キ
の
覚
悟

て

と
す
る
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
ト

プ
を
争
う
く
ら
い
オ

リ
ハ
ル
コ
ン
メ
ン
タ
ル
な
ん
で
は
な
か
ろ
う
か

 
そ
し
て
ラ
ン
は
完
全
に

み
が
入

て
る

ま
だ

で
は
あ
る
け
ど
五
時
間
一
緒
に

な

い
だ
け
で

す
ら

こ
え
始
め
る

り
が

外

い

ま

死
ん
だ
か
も
と
い
う
思

前

な
部
分
が
あ

た
か
ら

と
い
う
の
も
無
き
に
し
も
非
ず
な
ん
で
す
が

 
最
後
の

写
で
分
か
る
よ
う
に

木

限
定
百
合

に
目
覚
め
た

自
覚
無
し

り

ま
じ
く
ユ
ウ
キ
に
依
存
し
て
い
る
事
が
分
か
る
の
で
は
な
い
で
し

う
か
や
り
過
ぎ
た
と
思
わ

な
い
で
も
な
い

 
ま

判
が
多
か

た
ら
百
合
な
部
分
だ
け
消
し
ま
す

 
そ
ん
な

で
ラ
ン
も
完
全
に
キ
リ
ト
つ
い
で
に
ユ
ウ
キ
に
堕
ち
ま
し
た

子
姉
妹
の

フ

ス
ト
キ
ス
は
自
身
の
姉
／
妹
と
な

た
の
だ

フ

ス
ト
キ
ス
の
定
義
を

き
な
異

性
と
限
定
し
た
ら
ま
だ
で
す
が

そ
う
な
る
と
今
は
リ

フ

ユ
イ
の
義
理
姉
ズ
が
先

け

て
ま
す
ね

嗤
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第
一
層
ボ
ス
戦
の

か
ら
キ
リ
ト
に

に

れ
て
い
た
と
い
う
部
分
は
ユ
ウ
キ
と
同
様

過
去

ら
れ
て
い
た
か
ら
人
間
不
信
が
あ
る
け
ど
キ
リ
ト
の

動
か
ら
気
を
許
し
た
の
と
こ
ろ

ま
で

違
う
の
は
ユ
ウ
キ
が
キ
リ
ト
と
結
ば
れ
る
未
来
を
夢
見
て
い
た
の
に
対
し
ラ
ン
は
ず

と
死
の
未
来
に

え
て
い
て
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
無
か

た
点
と
人
間
不
信
が
ユ
ウ
キ
よ
り

い

事

思
慮
深
い
か
ら
こ
そ
不
信
が
強
ま

て
し
ま

た

と
い
う
感
じ
で
す

 
で
今
話
で
ユ
ウ
キ
に
死
の
恐
怖
に
対
す
る
本

を
打
ち
明
け
ア
ド
バ
イ
ス
を

た
事
で

少
し

善

ま
だ
依
存

向
は
あ
る
も
の
の
ち

と
だ
け
前
向
き
思

に
転
換

に
喪
失
感

か
ら
想
い
を
自
覚
し
て
い
た

に

ユ
ウ
キ
と

同
じ
ラ
イ
ン
ま
で

り

き
ま
し
た

 
姉
妹

て

れ
た
理
由
が
一
緒

で
も
そ
の
後
も
同
じ
だ
と
ア
レ
な
ん
で
性
格
の
違
い
か

ら
想
い
を
自
覚
し
た
切

掛
け
に
差
を
付
け
よ
う
と

え
て
こ
う
し
ま
し
た

 
本
人
が

な
い
と
こ
ろ
で
完
全
に

ち
る
パ
タ

ン

て
本
作
初
め
て
な
ん
じ

な
い
で
す
か

ね 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
七
十
三
章
 

新
た
な
弟
子

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
前

ル
ク
ス

点
後

ユ
イ

点

ユ
ウ
キ
達
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で

と
再

会
し
た
り
紺

姉
妹
が
語
り
合

て
い
る

り
の
時
間

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
は

が
あ

た
か
を

写
し
て
お
り
ま
す

 

変
わ
ら
ず
の
ス
ロ

ス

で
も
心
情

写
は
し

か
り
し
て
な
い
と
中
身
が

く
な

る
か
ら

非
も
無
い
よ
ネ

 

し
ん
で

け
れ
ば

い
で
す

 
文

数
は
約
一
万
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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カ
チ

カ
チ

カ
チ

カ
チ

と
ガ
ラ
ス
製
の
も
の
や

製
の
も
の
が

快
な

を
立
て

る

は

の
中
心
に
い
る
と
思
う
よ
う
な

な
夜
空
を
想

さ
せ
る
こ
の

理

中
に

き

て
い
て

少
し
離
れ
て
い
る
自
分
の

に
も
し

か
り
届
い
て
い
た

 
そ
の

が
立

て
い
る
の
は
黒

く
め
の
少
年
キ
リ
ト
が
複
数
の
器

を

て
い
る
か
ら

だ 

明
な

に

り

ん
で
い
る
彼
の

り
に
は
理

の
実
験
で

い
る
よ
う
な

ん
で

い
た

棒
や

り

さ
れ
て

状
に
な

て
い
る

か
が
入

て
い
る
す
り

明
な

体

恐
ら
く
は
水

や

と
い
う
別
が
あ
る

つ
か
の

や

色
を
し
た

体

恐
ら

く
は
ポ

シ

ン

が

め
ら
れ
て
い
る
と
思
し
き
小

バ

ナ

の
よ
う
に
⻘
い

を

吹
き
出
し
て
い
る
小

に

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
を

え
て
い
る
三

そ
の
近
く

に
は

も
水
分
を

ば
し
て

出
し
た

だ

た

を

め
た
小

が
あ
る

 
そ
れ
ら
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

か
を

合
し
て
い
る
光

だ

た

そ
れ
も
容
器
か
ら

す
る
に

体
系

 
し
か
し
そ
れ
ら
が
あ
る
の
は
あ
く
ま
で
彼
の

で
あ
り
彼
が
向
い
て
い
る
正
面
に
は
別

の
も
の
が
あ

た
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正
面
に
あ
る
の
は
こ
れ
ま
た

に
小
さ
く
さ
れ
て
い
る
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
如
き
代
物

そ

の
上
に
は
手

が
載

て
い
て
そ
の
器

の

に
は
手

の
中
に

か
を
入
れ
た
小

が
四

つ

ど

べ
ら
れ
て
い
る

 
手

か
ら
は
う

す
ら
と

気
が
漂

て
い
て
そ
の

い
は
少
し
離
れ
て
い
て
も
分
か
る
く

ら
い
ハ

キ
リ
と
し
て
い
た

し
ろ
生
ま
れ
て
か
ら
ず

と

れ
親
し
ん
だ
日
本
食
の
代
表
と

な
る
味

の

い
だ

た
か
ら

な
の
で
味
の
想
像
も
大
体
出
来
た

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
見
た
目
と

い
と
が
マ

チ
し
な
い
食
べ
物
が

と
存
在
し
て
い
る
が
リ

ア
ル
で
も
バ

チ

ル
で
も

理
に

倒
し
て
い
る
と
自
ら
語

た
彼
の

理
な
ら
少
な
く
と

も
物

い
違
和
感
に
苦
し
め
ら
れ
る
と
い
う
事
は
無
い
だ
ろ
う

流

に
違

て
い
た
ら
少
し

を

め
る
と
い

た
反
応
を
し
て
も
お
か
し
く
な
い

れ
切

て
し
ま

て
い
た
ら
ア
レ
だ
け

ど 
更
に
彼
か
ら
少
し
離
れ
た
場

に
は
紅
色
に
縁
ど
ら
れ
た
大
き
な
チ

ク
ラ
ム
が
二

に

か
れ
て
い
る

 
そ
の
上
に
は
片
方
は

の
隙
間
か
ら

気
を
上

る

の
入

た

が

か
れ
も
う
片
方
で

は
鉄
板
代
わ
り
に

か
れ
た
ラ
ウ
ン
ド
シ

ル
ド
に
入
れ
ら
れ
て
い
る

恐
ら
く
は
樹
海
の
中
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を
う
ろ
つ
い
て
い
た

型
モ
ン
ス
タ

か
ら
ド
ロ

プ
し
た

肉
が
ジ

ジ

と

を
立

て
て
い
る

火
力

節
も
バ

チ
リ
な
た
め
ど
ち
ら
も
焦

て
は
い
な
い

 
と
は

え
そ
れ
で
も

合
の
方
に
キ
リ
ト
が
集
中
し
て
い
る

か

を
吹
き
出
す
チ

ク

ラ
ム
の
近
く
に
は
実
は

と
い
う

き
の
存
在
の
少
女
ユ
イ
ち

ん
が

え
て
い
た

彼
女
は

肉
を

く
り
返
す

目
を

て
い
る

理
ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る
少
年

く

れ
て
い
な
い
と
味

は
失

し
や
す
い
が
反
面
肉
を

く
と
い

た
原
始
的
な
部
分
だ
と

ス
キ
ル
値
に

さ
れ
な
い
事
が
多
い
か
ら
だ
と
か

 
私
は
ス
キ
ル
を
取

て
い
な
い

に

も
出
来
ず
二
人
を

特
に
キ
リ
ト
の
方
を
中
心
に

観

し
な
が
ら

機
し
て
い
た

ま

流

に

の

備
く
ら
い
は
し
た
け
ど

 
現
在
時

は
ユ
ウ
キ
達
が
去

て
か
ら
少
し
経

た

後
六
時
過
ぎ

本
的
に

理
の
工
程

が

ど

か
れ
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
三
十
分
以
上
も
掛
か

て
い
る
の
は

物
系
は

本
時
間
が

掛
か
る

と

て
も
現
実
と

す
れ
ば
と
て
も
速
い
の
だ
が

上
に
味

を
作
る

に
は

つ
か
工
程
を

ん
で

り
に
し
な
い
と
い
け
な
い
た
め
全
て
マ
ニ

ア
ル

作
ら

し
い

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

理
は
オ

ト

作
と
マ
ニ

ア
ル

作
の
二
種

が
存
在
し
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て
い
る
と
い
う

 
オ

ト

作
と
は
極
論

を
食

に

て
た
だ
け
で

な
大
き
さ
に
切
る
機
能

も

と

か
く
切
り
た
い
な
ら

も

を

て
れ
ば
小

み
に
な

て
い
く
ら
し
い

つ
ま
り
時

間
を
極
限
ま
で

い
た
手
法
と
い
う

だ

こ
ち
ら
は

理
時
間
こ
そ
恐
ろ
し
く

す
る
も
の

の
ス
キ
ル
値
に
全
て
依
存
す
る
た
め
結
構
高
め
な
数
値
で
な
い
と
最
初
は
悲

な
事
が
多
い
と

い
う

体
的
に
は

の
大
き
さ
が
不

だ

た
り
取

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い

が

残

て
い
た
り

て

を

て
て
目
的
の
大
き
さ
よ
り
も
小
さ
く
し
て
し
ま

た
り

 
反
対
に
マ
ニ

ア
ル

作
は

で

を
切
る
の
も
全
て
自
分
で
行
う
方
法

時
間
は
掛

か
る
が
ス
キ
ル
値
に
依
存
し
な
い
で

き
な
大
き
さ
に

を
切
れ
る
し

み

理
な
ん
か

も

中
で

味

な
ど
を
投
入
出
来
る
の
で
リ
ア
ル
で

理
経
験
が
あ
る
な
ら
い

そ
の
事
マ

ニ

ア
ル
に
す
る
の
も
手
だ
と
い
う

 
更
に
マ
ニ

ア
ル

作
に
は

つ
か
種

が
存
在
す
る
ら
し
い
が
私
は
取

て
い
な
い
の
で

そ
こ
ま
で
は

か
な
か

た

 
取
り

え
ず
キ
リ
ト
が
し
て
い
る
方
法
が
完
全
に
マ
ニ

ア
ル

つ
ま
り
は
リ
ア
ル
と
時
間

や
手
間
を

け
ば

色
な
い
状

で

理
し
て
い
る
ら
し
い
の
は
分
か

た
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う

ん

も
う
ち

と
味

の
種

を
増
や
し
り

り
付
け
を
工

し
た
い
な

仕
方
な
い
で
す
よ

と
い
う
か
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
味

を
作
れ
る
キ

の
方
が

格
外

こ
の
世
界
に
和
食
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
な
い
ん
で
す

キ

の

理

は
製
作
ス
タ

フ
達
が
喜

と
し
て

て
も
お
か
し
く
な
い
く
ら
い
の

ま
じ
い
快

な
ん
で
す
よ

 

し
ろ

場

を

め
た
専

の
プ
ロ
グ
ラ
マ

達
で
す
ら

を
投

た
分

な
ん
で
す
か
ら

リ

フ

さ
ん
の
話
を

く
限
り
主
食
系
は
今
で
も
壊
滅
状

ら
し
い
で
す
し
こ
の
デ

タ
が

表
さ
れ
た
ら
間
違
い
な
く
仮
想
世
界
の

理
は
現
実
と

色
な
い
く
ら
い
進
歩
し
ま
す
ね

 

味

が
少
な
く
ま
た
リ
ア
ル
と
同
じ
味
や
色
の
食

が
少
な
い
事
に
不
平
不

を

ら
し

て

ユ
イ
ち

ん
が
そ
れ
を

め
る
と
い
う
の
は

見
て
い
て

だ
か
和
む

 
あ
の
少
年
の
目
に
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
無
い
点
を

け
ば

だ
が

 
と
い
う
か

気
な
く
し
て
い
る
彼
の

理
に
つ
い
て
ユ
イ
ち

ん
の
話
を

く
と
あ
る
意

味
で
天
才
を
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

シ
ス
テ
ム
が
消
そ
う
と
し
て
い
た
ユ
イ
ち

ん
を

嗟
の
判
断
で

動
中
だ

た
コ
ン

ル
に
ア
ク
セ
ス
し

対

を

索
し
自

分
の
ナ

ヴ
ギ
ア
の
ロ

カ
ル
メ
モ
リ

に
一
部
だ
け
で
も
写
し
取
る
だ
な
ん
て

え
付
か
な
い
事
だ

仮
に

え
付
い
て
も
そ
こ
ま
で

り

け
る
者
な
ど
片
手
で
足
り
る
く
ら
い
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だ
ろ
う

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
意
味
も
あ

た
け
ど

ど

味
と

性
で
や

て
た
か
ら
な

あ
と
は

味
し
い
ご

食
べ
た
い
が
故
の

念

そ
の

念
が

格
外
な
ん
で
す
よ

 
肉
の
様
子
で
時
た
ま

く
り
返
し
つ
つ
会
話
を
す
る
ユ
イ
ち

ん
は
ど
こ
か

れ
た
表
情

を
浮
か
べ
て
少
年
を
見
て
い
た

 

十
人
も
の
専

プ
ロ
グ
ラ
マ

や
ゲ

ム
デ

レ
ク
タ

が

わ

て
い
た
だ
ろ
う
バ

チ

ル
リ
ア
リ
テ

技
術
の
ス

シ

リ
ス
ト
達
が
完
全
に
後
回
し
に
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
正
式
サ

ビ
ス
に
も
間
に
合
わ
せ
ら
れ
な
か

た
味
覚
再
生
エ
ン
ジ
ン
の
デ

タ
を

全
て

独
で

収
集
し
そ
の
上
で
実

さ
れ
て
い
な
か

た
数
多
の

味

を
作
り
出
し

理
を

つ
も
完

成
さ
せ
た
の
だ

確
か
に
そ
の

念
は

格
外
と

し
て
良
い
レ
ベ
ル
だ
と
思
う

 
と
い
う
か
多
分
物

い

証

き
な
プ
レ
イ

で
す
ら
そ
こ
は

を
投

て
い
る

そ
も

そ
も
掛
か
る
時
間
が
多
過
ぎ
る
し
デ
ス
ゲ

ム
と
な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
そ
ん
な
事
を
す
る
物

き

は

な
い
だ
ろ
う

も
が
生
き
る
の
に
必
死
な
の
だ
か
ら

仮
に
マ
ト
モ
な
ゲ

ム
だ

た
ら

た
だ
ろ
う
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そ
う
い
う
意
味
で
は

恐
ろ
し
く
高
レ
ベ
ル
ら
し
い
彼
だ
か
ら
こ
そ

理

に
も

念
を

や
せ
た
と

え
る
の
か
も
し
れ
な
い

少
な
く
と
も

程
の
事
が

こ
ら
な
い
限
り

を

り
さ
え
し
な
け
れ
ば

Ｍ
ｏ
ｂ
に
や
ら
れ
る
事
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら

 

し
か
し

と
も

肉
な
事
だ

 
片
や
味

を
作
る

ら
片
手
間
と
ば
か
り
に
カ
チ

カ
チ

と

合
器

を

て
小

に

め
て
い
き
片
や

と
肉
に
掛
け
て
い
る
チ

ク
ラ
ム
の
火
加

を

節
し
つ
つ

に
興

じ
て
い
る
子

二
人

片
方
は
見
た
目

少
女
な
ハ
イ
ラ
イ
ト
無
し
の
男
の

を

め
な

が
ら
彼
が
作

て
い
る

理
と
ユ
ウ
キ
か
ら

い
た
第
七
十
六
層
の
現
状
に
つ
い
て
思

を
回

す 
ず

と
多
く
の
人
か
ら
ヘ
イ
ト
を
向
け
ら
れ

殺
隊
と
い
う
存
在
が
あ
る
よ
う
に
死
を
望
ま

れ
て
い
た
少
年

彼
は

死
ん
だ
者

い
を

け
て
い
る

だ
が

し
か
し
本
人
が

な
く

な

て
か
ら
も
攻
略
組
が
機
能
す
る
よ
う
に
人

を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
正
に
人

は

ん
じ
て
い
た
少
年
に
護
ら
れ
て
い
る

本
人
が

味

性
そ
し
て
自
分
の

念
と

い

切

た

理
で
す
ら
今
は
ア

ク

フ

ア
か
ら
出
ら
れ
な
い
人

の
不

を
抑
え
る
手

札
の
一
つ
と
な

て
い
る
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そ
れ

ど
に

人

は
弱
い
の
だ

 
攻
略
組
が
大
き
な
損

を

け

つ
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
全
体
的
に
弱
体
化
し
て
い

て
も
戦
意
損
失
ま
で
は
ギ
リ
ギ
リ
至

て
い
な
い
の
も

の
人

が
自

に
な

て

動
を

こ
し
て
い
な
い
の
も
す
ぐ
さ
ま
キ
リ
ト
が

を
整
え
た
か
ら

今
は
ど
う
に
か
キ
リ
ト
の
お

陰
で

序
は
保
た
れ
て
い
る
の
だ

と
ユ
ウ
キ
は
語

て
い
た

 
人

に
恨
ま
れ

ら
れ
命
を

わ
れ
て
い
る
が
不
可
抗
力
と
は

え
失

し
て
し
ま

う
前
に

を
整
え
た

一
日
ど
こ
ろ
か

日
す
ら
掛
け
ず
し
て

 
全
て
は

た
だ
少
し
で
も
多
く
の
人
と
共
に

ゲ

ム
ク
リ
ア
へ
と
至
る
た
め
に

 
今
は

か
ら
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
消
え
て
い
る
少
年
も

か
し
ら
自
身
に
悪

を
投

る
人

に

思
う
と
こ
ろ
は
あ
る

だ

け
れ
ど
そ
れ
は

な
い
と
ば
か
り
に
人

の

と
動
い
て
い
る
事

を
知
る
と

と
も

え
な
い
心
地
に
な
る

 
ま
る
で
自
分
の
感
情
な
ど
二
の

三
の

み
た
い
な

と
も
す
れ
ば
感
情
と
い
う
私

情
と
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
い
う
事
情
と
を

同
し
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

自
己
と
い
う
個
性
を

的
に

し
殺
し

会
や
組

の

に
動
く
⻭
車
の
一
つ
と
し
て
動
く

と
い
う
心
を
無

し
た

の
意
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ガ
タ
が
来
て
も
決
し
て
止
ま
ら
な
い
そ
の
様
は

と
も
す
れ
ば

で
あ
る
ユ
イ

ち

ん
よ
り
も
人
間
味
に
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
ル
ク
ス
さ
ん

ご

が
出
来
ま
し
た
よ

 

合
に
夢
中
に
な

て
い
る
少
年
の
後
ろ

を
じ

と
見
な
が
ら
ぐ
る
ぐ
る
と
思

を
回
し

け
て
い
る
と

時
の
間
に
か
す
ぐ

ま
で
や

て
来
て
い
た
ユ
イ
ち

ん
の
声
に
意
識
を
引
き

さ
れ
た

ど
う
や
ら

が
出
来
た
ら
し
い

 
近
付
い
て
来
て
い
た
事
に
気
付
か
な
か

た
の
で
少
し

く
と
彼
女
は
く
す
り
と

苦

を

浮
か
べ
る

や

と
気
付
い
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ね

に
二
回

ど
声
を
掛
け
て
い
た
の
で
す
け
ど

あ
あ

す
ま
な
い

少
し

え
事
を
し
て
い
た
ん
だ

え
事

で
す
か

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
で
し

う
か

あ
あ

う
ん

そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
よ

 
実
の
と
こ
ろ

九

方
は
全
く
違
う
事
を
思

し
て
い
た
け
ど

残
り
一

は
本

の
事
だ
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自
分
の
事
な
の
に

な
の
は
自
覚
し
て
い
る
が
実

自
力
で
現
状
打
破
す
る
の
は

十
中
八
九
無
理
だ
か
ら
思

の

合
が
一

程

な
の
だ

私
の
レ
ベ
ル
は
知

て
の

り
七

そ
れ
な
り
の
レ
ア

の
武
器
を

備
し
て
い
る
け

ど
流

に
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
モ
ン
ス
タ

達

手
に
は
性
能
不

足
で
ね

と
も
情
け
な
い
事
だ
け
ど
私
は
自
力
で
現
状
を
ど
う
に
か
す
る
だ
け
の
力
が
無
い

だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
と

え
て
い
た
ん
だ
よ

 
恐
ら
く
は
こ
ち
ら
に
ま
た
来
る
だ
ろ
う
ユ
ウ
キ
や
レ
イ
ン
フ

リ
ア
そ
し
て
こ
ち
ら
に

ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
と
共
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
を
探
索
す
る
事
に
な

る
だ
ろ
う

 
し
か
し
彼
女
達
五
人
と
私
と
で
は
レ
ベ
ル
も

備
も

違
い

ハ

キ
リ

て
足
手

い
な

の
だ

だ
か
ら

集
め
や
食

集
め
の
手
伝
い
も

ど
出
来
な
い
し
ス
ト
レ

ジ
容

と
い

う
意
味
の

物
持
ち
の

目
を
持
つ
に
し
て
も

襲
を

け
る
と
危
険

 
だ
け
ど
私
自
身
の
心
情
と
し
て
は
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
達
に
お
ん
ぶ
に

こ
は
心
情
的
に

だ

か
小
さ
な
事
で
も

に
立
ち
た
い
と
思
う

 
で
も
能
力
が
足
り
て
い
な
い
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
出
来
な
い
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そ
う
い
う
懊
悩
に
悩
ん
で
い
る

実
は
さ

き
キ
リ
ト
の
事
に
つ
い
て

を

べ
て
い
た
の

も

こ
の
現
実

こ
こ
は
仮
想
世
界
だ
け
ど

か
ら
目
を
背
け
る

で
も
あ

た
り
し
た

論
彼
の
状

が
心
配
と
い
う
事
も
あ
る
に
は
あ
る
け
ど

な
る

ど
で
す

 
眼
を
背
け
て
い
た
懊
悩
し
て
い
る
現
実
を
大

に
肉
や

を

み

に
ご

や
味

を
よ
そ

て
い
る
少
年
の
許
へ
歩
き
な
が
ら
手

に
話
す
と
ユ
イ
ち

ん
は
神

な
面
持
ち
で

い
た

 
少
し

し
い

を
し
て
い
る
彼
女
は
ど
こ
か

さ
を
残
し
て
い
る
が
見
た
目
に
反
し
て
と
て

も

ち

い
て
い
る
か
ら
か
理
知
的
で

な

も
あ
る

と
て
も

ら
か
そ
う
で
無
邪

気
に

て
い
そ
う
な
見
た
目
と
の
ギ

プ
が
こ
れ
ま
た
よ
く

え
る

確
か
に
ル
ク
ス
さ
ん
に
と

て
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
は
超
危
険
エ
リ
ア
で
す
か
ら
ね

ユ

ウ
キ
さ
ん
達
も
レ
ベ
ル
的
に
ギ
リ
ギ
リ
ど
う
に
か

り
合
え
る
と
い
う
レ
ベ
ル
で
す
し
レ
ベ
ル

超
え
に
限
定
す
れ
ば
キ

だ
け

そ
れ
も
高

の
最

水

で
す

攻
略
組

で
は
無

い
ル
ク
ス
さ
ん
は
ど
う
し
て
も
経
験
的
な
不
足
分
あ
り
ま
す
し

自
分
で
も
自
覚
し
て
る
け
ど

人
に

わ
れ
る
と
物

く
心
が

い
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特
に
ユ
イ
ち

ん
み
た
い
な

い
子

に
真
剣
な

で

わ
れ
る
と

化
さ
れ
て
い
な
い
の

も

て
真
面
目
に

い

な
ら

鍛
え
れ
ば
い
い

え
 
キ
リ
ト
の
許
に

り

き
自
分
に

が
わ
れ
た
分
の

と

き
に

せ
ら
れ
た

の
前
に

た
時
彼
が
小

に
肉
と

を
取
り
分
け
な
が
ら

た

突
な
事
に
ユ
イ
ち

ん
と

共
に

を

る

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

意
す
る
べ
き
な
の
は
極
論
五
つ

レ
ベ
ル
差

の
攻
撃
手

・
与
ダ

メ

ジ

と
回
復

の
差
状

異
常

の
数

最

限
こ
れ
だ
け
抑
え
て
お
け
ば
レ
ベ
ル
の

ゴ
リ

し
で

と
ど
う
に
か
な
る

⻑
い
目
で
見
れ
ば

備
の

値
と
か
集
中
力
と
か
も
入
る

け
ど

地
戦
と
か
一
回
限
り
の
戦
い
な
ら
五
つ
に

れ
る

を

え
る
な
ら
更
に
状

異

常
の

性

弱
点
部

弱
点
の
攻
撃
属
性
も
入

て
来
る
け
ど

 

い
な
が
ら

と
肉
を

に

せ
た
小

を
彼
は
差
し
出
し
て
き
た

そ
れ
を

ば
無

自
覚
に

け
取
る

レ
ベ
ル
に

し
て
は

が
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
に
付
き
合
う

い
ル
ク
ス
の
レ
ベ
ル
は
こ
の
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エ
リ
ア
の
モ
ン
ス
タ

の

を

分
か

れ
る
程

だ
か
ら

と
パ

テ

を
組
ま
ず
に

Ｍ
ｏ
ｂ
の

を
取
れ
ば

戦
闘
中
の
経
験
値
は
最

分
も
ボ

ナ
ス
分
も
全
部
ル
ク
ス
一
人
の

取
り
分
に
な
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
経
験
値
配
分
は
ヘ
イ
ト
を
取

て
い
る
時
間
や
そ
の

与
え
た
ダ
メ

ジ
部

破
壊
ボ

ナ
ス

な
ど
様

な
要

が
絡
ん
で
い
る

本
的
に
ア
タ

カ

と
タ
ン
ク
が

主
流
で
ヘ
イ
ト

理
を
行
う
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

部

欠
損
や
状

異
常
を
掛
け
る

デ
バ
フ

な
ど
の

種
も
存
在
し
て
い
る
け
ど
そ
の
ど
の
ビ
ル
ド
を
取

て
い
よ
う
と
経
験

値
は
入
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る

極
論
ヘ
イ
ト
を
取
る
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
デ
バ
フ

を
与
え
る
な
ど
で
も
経
験
値
が
分
配
さ
れ
る
か
ら
だ

 
Ｍ
ｏ
ｂ
に
設
定
さ
れ
て
い
る

本
経
験
値
は
そ
う
や

て
分
配
さ
れ
る

 
プ
レ
イ

の
レ
ベ
ル
が

け
れ
ば
レ
ベ
ル
差
ボ

ナ
ス
と
い
う
中

に
大
き
な

が
掛

か

て
プ
レ
イ

と
モ
ン
ス
タ

が
同
レ
ベ
ル
で
倒
し
た
時
よ
り
も

合
的
に
結
構
多
く
入

手
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
る

無
論

本
経
験
値

を
パ

テ

で
分
配
し
た
後
の
取
得

に

そ
の

は
掛
か

て
い
る

 
と
は

え

そ
の

の
仕
組
み
も
結
構

し
い
感
じ
ら
し
い
の
で

と
も

え
な
い

パ
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テ

メ
ン
バ

の
平

レ
ベ
ル
と
い
う
話
も
あ
る
し

個
人
個
人
で
変
わ
る
と
い
う
話
も
あ

る

取
り

え
ず
こ
ち
ら
の
レ
ベ
ル
が
高
く
て
も

本

は

え
る
か
ら
極
論
数
を
こ
な
し
て

い
れ
ば
経
験
値
は

ま

て
い
く

必
要

が

大
に
な

て
い
く
の
で

層
に
よ

て
は
限
界

が
あ
る
け
ど
も

 
そ
し
て
そ
の
経
験
値
の
配
分
で
一
番
重
要
な
の
は

経
験
値
は

を
取

た
プ
レ
イ

が

属
し
て
い
る
パ

テ

に
し
か
配
分
さ
れ
な
い
と
い
う
事

フ

ル
ド
ボ
ス
や
フ
ロ
ア
ボ

ス
な
ど
は
レ
イ
ド
を
前

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
そ
の

り
は
無
い
け
ど
フ

ル
ド

に

い
て
い
る
モ
ン
ス
タ

の
場
合
は
こ
の
制
限
が

さ
れ
る

 
な
の
で
今
キ
リ
ト
が

た
事
は
彼
と
パ

テ

を
組
む
事
無
く
共
闘
し

つ
私
が

を
取
れ
ば
組
ん
で
い
れ
ば
彼
に
も
入
る
だ
ろ
う
分
も
一
切
合
切
私
が
得
る
と
い
う
も
の

そ
こ

に
レ
ベ
ル
差
ボ

ナ
ス
の

が
あ
る
の
で
二
人
パ

テ

の
時
よ
り
も

か
に
取
得

は

大
に
な
る

な
ま
じ
レ
ベ
ル
差
が
大
き
い
の
で
か
な
り
の
速

で
成
⻑
す
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
分
か

た
上
で
彼
は

た
の
だ

私
を
寄
生
さ
せ
る
と

け
れ
ど

武
器
に

し
て
は

 
レ
ベ
ル
差
や

手
の

Ｉ
Ｔ
が
高
過
ぎ
る
と
こ
ち
ら
の
武
器
の
損

が

し
く
な
り
や
す
い
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論
モ
ン
ス
タ

の
種

に
も
よ
る
け
ど
ス
ラ
イ
ム
や
ゴ

レ
ム
系
だ
と
そ
れ
は
特
に

著
だ

三
十
以
上
も
差
が
あ
る
私
の
武
器
で
は
流

に

戦
は

し
い
の
で
は
と
い
う

念
が
あ

た

 
け
れ
ど

ユ
イ
ち

ん
の
取
り
分
を
小

に
取
り
分
け
て
い
る
彼
は
動
揺
し
な
い

武
器
は

か
レ
イ
ン
が

意
す
れ
ば
い
い

極
論

の

に
登
録
し
て
い
る
中
で
ル

ク
ス
の
ス
テ

タ
ス
で
も
使
え
る
剣
を

す

登
録
武
器
は

値
が

の

と

動
し
て
い

て
死
な
な
い
限
り
無
く
な
ら
な
い
か
ら
全
損
損
失
の
心
配
も
な
い

ん

 
で
も
そ
れ
だ
と
私
が
攻
撃
し
た
事
に
な
ら
な
い
ん
じ

 

に
登
録
さ
れ
て
い
る
武
器
は
キ
リ
ト
の

備
品
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ

れ
を
私
が
使

て
も

彼
が
攻
撃
し
て
い
る
判
定
を

け
る
の
で
は
と
疑
問
を
覚
え
る

い
や
そ
れ
は
大

だ

問

は

備
し
て
い
る
か
で
は
無
く
そ
の
武
器
の
攻
撃
力
が

さ
れ
て
い
る
か

だ
か
ら
ル
ク
ス
が
登
録
武
器
を
シ
ス
テ
ム
的
に

備
し
て
い
な
く
て
も
そ
の

武
器
を
使

て
ダ
メ

ジ
を
与
え
た
時
点
で
経
験
値
配
分
の
対

に
な
る

そ
う
な
の
か

そ
し
て

に

し
て
は
回

重

な
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ
え

ら
な
け
れ
ば
多
分
大

だ

 
そ
う

い
切

て

少
し
心
配
そ
う
に

根
を
寄
せ
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
に

を
差
し
出
し
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た

彼
女
は
そ
れ
を

け
取
る
が

や
は
り

線
は

定
さ
れ
て
い
る

故

私
な
ん
か
に
そ
こ
ま
で
し
て
く
れ
る
ん
だ
い

 
正
直

て
そ
こ
ま
で
す
る
メ
リ

ト
は
正
直
無
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

私
の
育
成
に

時
間
を
掛
け
る
く
ら
い
な
ら
さ

さ
と
カ
ル
マ
解
消
ク
エ
ス
ト
を
探
し
出
す

に
探
索
に
時
間

を

や
す
方
が

分
か
有
意
義
な
気
も
す
る

 
け
れ
ど
彼
は
そ
う

え
て
い
な
い
よ
う
だ

た

に

戦
力
は
多
い
方
が
良
い

戦
力
か
い

こ

ち
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
カ
ル
マ
解
消
ク
エ
ス
ト
の
場

に
行
く

に
は
レ
ベ
ル
が
必

要

最
悪
一
人
で
戦
わ
な
い
と
い
け
な
い
パ
タ

ン
で
レ
ベ
ル
が
足
り
な
か

た
ら
グ
リ

ン
に

る
事
無
く
ル
ク
ス
は
死
ぬ
事
に
な
る

け
た
事
は
無
い
け
ど
内
容
は
あ
る
程

知

て
る

最
悪
の
パ
タ

ン
だ
と
一
人
で
ボ
ス
戦
ら
し
い

て

い
た

う
わ

 
私
も
カ
ル
マ
解
消
ク
エ
ス
ト
を
し
た
事
は
無
い
け
れ
ど
で
も
人
伝
に
は

い
て
い
た

そ
れ

で
も
そ
の
大

が
面
倒
な
ド
ロ

プ
品
の

品
と
か
で

ボ
ス
戦
な
ん
て

い
た
事
も
無
か
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た

で
も
黒
の
剣
士
と

わ
れ
て
い
る
彼
は
情
報

の
ア
ル
ゴ
と
最
前
線
の
情
報
を
集
め
て

い
る
と
い
う
話
を

い
た
事
が
あ
る
か
ら
恐
ら
く
真
実
な
の
だ
ろ
う

そ
も
そ
も

す
意
味
が

無
い

 
あ

い
や

戦
力
増
強
と
か

攻
略
組

に
組
み

む
と
か
を
目
的
に
し
て
い
る
な
ら

す

意
味
は
あ
る
か
も
だ
け
ど

 
で
も
そ
ん
な
事
を
す
る
く
ら
い
な
ら
本

の
事
を
ぶ
ち
ま
け
そ
う
な
気
は
し
た

私
を

す
事
は
や

り
意
味
が

い

な
る

ど

分
か

た

す
ま
な
い
が

よ
ろ
し
く
頼
む
よ

キ
リ
ト

あ
あ

 
彼
に
は
面
倒
を
掛
け
て
し
ま
う
け
れ
ど

私
が
こ
こ
で

け
な
い
方
が
完
全
に
他
力
本
願
に

な

て
迷
惑
だ
ろ
う
か
ら

直
に
協
力
を
お
願
い
し
た

彼
に
と

て
は

初
の
予
定

り
な

の
か

は

わ
し
そ
う
で
も

し
そ
う
で
も
な
い
無
表
情
を

い
て
い
る

 
出
来
る
事
な
ら
無
表
情
以
外
も
見
て
み
た
い
の
だ
け
ど
な

と

と
は
な
し
に

え
た

あ
の

二
人
と
も

取
り

え
ず
ご

に
し
ま
せ
ん
か

 

め
て
し
ま
い
ま
す

 
そ
の
最
中
私
達
が
話
し
て
い
た
か
ら
か

理
に
手
を
付
け
な
い
で
い
た
ユ
イ
ち

ん
が
少
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し
物
悲
し
そ
う
な

で

て
来
た

見
れ
ば
肉
か
ら
上
が

て
い
た

気
も
消
え
て
い
る

猫

の
身
と
し
て
は

し
い
け
れ
ど
ご

や
味

か
ら
立
ち
上
る

気
が
少
し
小
さ
く
な

て

い
る
か
ら

こ
れ
は
い
け
な
い

ん

そ
う
し
よ
う

そ
う
だ
ね

で
は

い
た
だ
き
ま
す

い
た
だ
き
ま
す

キ

 
ユ
イ
ち

ん
の

に
応
じ
て

礼

正
し
き
合
掌
し
て
か
ら
い
た
だ
き
ま
す
と

に
し
て

き
に

か
れ
た

と
ご

が
よ
そ
わ
れ
て
い
る

を
手
に
取
る

ユ
イ
ち

ん
も
そ
れ
に

う
ん

し
上
が
れ

 
作
り
手
の
キ
リ
ト
が

か
に

錯
覚
と
思
う
く
ら
い

ん
の

か
に

を

ま
せ
て
そ

う

た

 

ど
無
表
情
で
錯
覚
か
と
思
う
く
ら
い
変
わ
ら
な
い
小
さ
な

み
で
目
か
ら
ハ
イ
ラ
イ
ト

が
消
え
て
い
る
け
れ
ど

そ
の
時
私
は
自
分
の

親
に
似
た

か
さ
を
感
じ
た
気
が
し

た

家
庭
を

え
る
強
い

が
発
す
る
も
の
と
同
じ

性
に
似
た

か
を
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こ
の
世
界
は
と
て
も
殺

と
し
て
い
て

彼
の
境
遇
は
と
て
も
で
は
無
い
が
穏
や
か
な
心
な

ん
て
保
て
そ
う
に
は
無
い

そ
れ
で
も
た
と
え
機

の
よ
う
に
感
情
が
心
が

り
切
れ
て
し

ま

て
い
て
も

彼
の
根
幹
は
と
て
も
家
庭
的
な
人

な
の
だ
ろ
う

あ
あ

お
い
し
い

 
そ
う

い
時
間
し
か
会
話
を
し
て
い
な
い
自
分
で
す
ら
そ
う
思
え
る

か
み
を
感
じ
な
が
ら

私
は
こ
の
世
界
に

わ
れ
て
か
ら
初
め
て

に
す
る
和
食
に
感

し

を
打

た
の
だ

た

  
食
べ
る
事
と
完
全
再
現
さ
れ
た
事
の
二
重
の
意
味
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
て
初
と
な
る
和
食
に

を
打

ち

感

を
流
し
た
私
は

か
な
気
持
ち
と
共
に
食
事
を
終
え
た

 
私
の
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
の
話
を
し
て
い
る
間
は
ど
こ
か
不
安
そ
う
に
し
て
い
た
ユ
イ
ち

ん

も
食
事
中
は
始
終

面
で

を

ば
せ
な
が
ら
も

き

も

き

と
義
弟
の
手
作
り

理
を

て
い
た

ま
る
で
リ
ス
の
よ
う
に

一

に

り
な
が
ら
食
べ
る
そ
の

は
理

知
的
な
面
が

れ
子

ら
し
い
和
気

と
し
た

面
が
表
に
出
て
い
て
と
て
も

ま
し
か

た
と

て
お
く

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
と
て
も

か
い
眼

論
光
は
無
い

で
見
て
い
る
事
に
気
付
い
た
か



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

ら
か

物

く

を

く
し
て

い
た

 

と
す
る
と

で
義
理
の
姉
で
も
あ
る
彼
女
は

キ
リ
ト
に

れ
て
い
る

 
だ
と
す
る
と
大

な
の
か
と
思
う

キ
リ
ト
は
人
間
で
現
実
世
界
を
生
き
る
者
で
も
ユ
イ

ち

ん
は
仮
想
世
界
で
生
き
る

そ
も
そ
も
か
ら
し
て
存
在
が
違
う

仮
に
仮
想
世
界
限
定

で
結
ば
れ
た
と
し
て
も
必
ず
キ
リ
ト
は
先
に
死
ぬ

そ
の
後
は
ユ
イ
ち

ん
一
人
だ
け
が
残
さ

れ
る
事
に
な
る

リ
ア
ル
と
違

て
子

な
ん
て
シ
ス
テ
ム
的
に
生
め
な
い
だ
ろ
う
か
ら

来
は

絶
対
孤
独
に
な
る

え
同
じ

が
身
近
に

て
も

愛
す
る
者
が

な
い
と
い
う
そ
の
喪
失

感
は
決
し
て

め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

 
彼
女
は

な
だ
け
あ

て
と
て
も

い
よ
う
だ
か
ら

そ
の

も
承
知
の
上
な
の
だ
ろ
う
け

ど 
ま

こ
の

は
他
人
で
あ
る
私
が

出
し
で
き
る
よ
う
な
事
で
は
無
い

そ
も

に

ら

れ
て
死
に
た
く
な
い

そ
も
そ
も

れ
て
い
る
と
い
う
予
想
が

た

て
い
る
か
も

し
い
し

ご

ご
馳

様
で
し
た

お

味
し
か

た
で
す
よ

キ

は
い

お

様

作
り
手
と
し
て

し
く
な
る

ぶ
り
だ

た

う

う

 
そ
れ
は

わ
な
い
で
下
さ
い

 
仕
方
な
い
じ

な
い
で
す
か

キ

が
作
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る

理
が
と
て
も

味
し
い
ん
で
す
か
ら

 
ル
ク
ス
さ
ん
も
そ
う
思
い
ま
す
よ
ね

 
さ

き
の
食
べ

り
に
つ
い
て
指

さ
れ
て

を
真

に
し
て
う
ろ
た
え
あ
か
ら
さ
ま

に
話
の
矛
先
を
こ
ち
ら
へ
向
け
て
来
た
ユ
イ
ち

ん
は
と
て
も
見
て
い
て
面
白
い

さ

き
ま

で
の

ち

き
ぶ
り
が
完
全
に
雲

消
し
て
い
る
か
ら
だ

 
そ
の

を
見
て
あ
あ
こ
れ
は
確
定
だ
と
さ

き
の
予
想
に
確
信
を
持

た

せ

に

を

め
て
い
る
そ
の
反
応
が
明
ら
か
に

女
な
の
だ
も
の

見
た
目
の
年

か
ら
し
て
恐
ろ

し
く

罪

し
か
も
キ
リ
ト
が
襲
わ
れ
る
方

が
す
る
け
ど

 
そ
れ
は
と
も
か
く

え
な
い
と
作

て
く
れ
た
キ
リ
ト
に
失
礼
と
い
う
も
の
だ
ろ
う

あ
あ

と
て
も

味
し
か

た
よ

ご
馳

様
だ

キ
リ
ト

お

様

う
ん

や

り

理
の

を

め
ら
れ
る
と

し
い

 

直
に

め
る
と

す
ぐ
に
そ
う

た
キ
リ
ト

 

に
す
る
く
ら
い
だ
か
ら
多
分
本

に

し
い
の
だ
ろ
う
け
ど
や

り
表
情
は
ち

と
も

変
わ

て
な
い
し
眼
も
光
は
無
い

本
人
と
し
て
は

し
い
の
だ
ろ
う
け
ど

か
ら
見
て
い
る

と
全
然
そ
う
は
見
え
な
い
か
ら
ち

と
反
応
に

る

 
と
は

え
話
し
掛
け
た
ら

に
応
じ
て
く
れ
る
し
ず

と

ら
れ
て
い
る
人
に

べ
れ
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ば
全
然
マ
シ
だ

む
し
ろ
そ
う
い
う
人
に

べ
れ
ば
結
構
感
情

か
な
方
だ
ろ
う

 

確
実
に
対
人
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
で
苦
労
す
る
の
は
間
違
い
な
い
け
ど

 
こ
れ
は
ち

と
や
そ

と
で
は

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

境
が

境
だ
し
と

要
ら
ぬ
お
世
話
か
も
し
れ
な
い
事
を
思

し
て
い
る
前
で

キ
リ
ト
は

に
食
べ
物
が
無
く

な

て
空
に
な

た
食
器
の
表
面
を

水
色
の

剣
か
ら
出
し
て

て
い
る
水
で
洗

て
い

く

そ
の
ま
ま
だ
と

が
水

し
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
面
白
い
事
に
完
全
に
制

し
て
い
る
の

か
一

た
り
と
も
零
れ
て
い
な
い

 
水
圧
に
負
け
た
か

れ
に
も
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

値
が
ゼ
ロ
に
な

た
よ
う

で

の
表
面
に
付

し
て
い
た

れ
は
全
て
消
え
て
い
く

 
水
洗
い
し
て

に
な

た
食
器
は
近
く
に
浮
か
せ
て
い
る

色
の
⻑
槍
が

う
風
に

て

て
水
分
を

ば
し
て
い
た

ど

剣
で

て
い
る
た
め
水
は
残

て
い
な
い
け
ど
多
分

機
み
た
い
な
感
じ
な
の
だ
ろ
う

気
持
ち
だ
け
と

え
ど

と
そ
う
い
う
の
は
大
事
で
あ
る

 
そ
れ
を
手

よ
く
パ

パ

パ

と
こ
な
し
て
い
き
五
分
後
に
は

理
器

も
お

も
一
切

無
く
な

て
い
た

彼
の
ス
ト
レ

ジ
に
突

ま
れ
た
か
ら
だ

少
し
思

た
の
だ
け
ど
君
は
ボ
ス
戦
の
時
も

セ

ト
や
食
器

を
持
ち
歩
い
て
い
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る
の
か
い

然然
な
の
か

セ

ト
や

理
キ

ト
を
出
せ
ば
結

ア
イ
テ
ム
や
ポ

シ

ン

を
十
個
く
ら
い
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
に

時
も
一
人
で
行
動
し
て
い
た
か
ら

時
で
も

が
出
来
る
よ
う
に
し
て
た
だ
け
だ

い
ち

い
ち

に

る
の
は
時
間
の
無

だ
し

ア
イ
テ
ム
に

し
て
は

持
容

や

力
値

先
に
ポ
イ
ン
ト
を
振

て
る
お
陰
で
レ
ベ
ル
的
に
も
他
の
人
よ
り
回
復
ア
イ
テ
ム
は
多
く

入
れ
ら
れ
る
し

使

も
そ
ん
な
に
高
く
な
い
か
ら
問

に
な

た
事
は

ど
無
い
な

 
そ
れ
に
ボ
ス
戦
だ
と
あ
ま
り
後
ろ
に
下
が
ら
な
い
し

と
彼
は
付
け
加
え
た

 
そ
れ
を

い
て

闘
技
場
で
の
戦
い
が
思
い
出
さ
れ
る

 
あ
の
時
は

を
フ
ル
活

し
て

も
な
く

バ
い
ボ
ス
を
圧
倒
し
て
い
た
け
れ
ど

そ
れ
以
外
で
も
彼
は

の
手
に
持

た
剣
で

ド
ス
キ
ル
を
交

に
あ
る
い
は
二
刀
流

の
ス
キ
ル
を

し
て
発
動
し
ボ
ス
を
ノ

ク
バ

ク
で
動
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
事
が
多

か

た

 
剣
を
二
本
持

た
か
ら
こ
そ
出
来
る
戦
い
方
で
は
あ
る
だ
ろ
う
が

恐
ら
く
以
前
か
ら
あ
あ
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だ

た
の
だ
ろ
う
と
は

と
な
く

せ
る

二
刀
流

ス
キ
ル
を
解
禁
し
て
い
き
な
り
戦
闘
方

法
を
変
え
ら
れ
る
な
ん
て

あ
り
得
な
い
か
ら
だ

出
来
て
い
た
と
い
う
事
は
逆
説
的
に
以

前
か
ら
同
じ
戦
法
を
取

て
い
た
と
い
う
事
な
の
で
あ
る

そ
れ
で
も

死
に

る
事
は
あ

た
だ
ろ
う

あ
る
に
は
あ

た
け
ど
そ
も
そ
も

弾

は

い
し

ま

力
や
ダ
メ

ジ
カ

ト

そ
の
も
の
は

い
せ
い
で
フ
ル
か
ら
一
撃
で
レ

ド

ン
は
ザ
ラ
に
あ

た
か
ら
そ
れ

は

か

を

や
し
た
か
な

か

と
本
気
で

て
い
る
時
点
で
色

と
お
か
し
い
で
す
ね

 
ザ
ラ
に
あ

た
と

え
る
く
ら
い

に
死
に
掛
け
て
い
な
が
ら

を

や
し
た
の
は

か
だ
な
ん
て
と
て
も
矛
盾
し
て
い
る
事
を
サ
ラ

と

て
の
け
た
彼
に
ユ
イ
ち

ん
は
物

く

れ
た

を
向
け
た

戦
闘
経
験
は
無
い
ら
し
い
彼
女
で
す
ら
も
そ
う

え
る
時
点
で
か
な

り
ぶ

ん
で
い
る
の
は
明
白
だ

た

だ

て

を

や
し
た
と

て
い
る
事
以
外
で
の

レ

ド

ン
突
入
を

彼
は
別
に
恐
れ
て
い
な
い
と

え
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
か
ら

 
あ
あ

で
も

攻
略
組

な
ら
そ
れ
く
ら
い

な
の
か
も
し
れ
な
い

そ
う
だ
と
す
れ
ば

最
前
線
で
戦
う
ト

プ
プ
レ
イ

と

そ
の
後
を
た
だ

然
と
追
い
掛
け
る
だ
け
の
プ
レ
イ
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と
の
認
識
の
差
が
原
因
だ
と

え
ら
れ
る
か
ら

に

得
だ

恐
ら
く
だ
が
ユ
ウ
キ
達

も
似
た
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う

 
仮
に
ユ
ウ
キ
達
の
意
見
が
違

て
い
た
ら
そ
れ
は
キ
リ
ト
特
有
の
価
値
観
と
い
う
事
に
な
る

か
ら
戦

せ
ざ
る
を
得
な
い
が

さ
て

 
多
分
彼
の
方
が
お
か
し
い
ん
だ
ろ
う
な

と
遠
く
を
見
て
思

て
い
る
と
彼
が
気
持
ち
を

切
り

え
る
よ
う
に

葉
を
発
し
た

今
後
の
大
ま
か
な
方

も
決
ま

た
し

速
鍛
練
に

ろ
う

え

い

今
か
ら
か
い

然

時
間
は
有
限

ら
あ

て
も
足
り
な
い
ん
だ

色

と
や
れ
る
内
に
済
ま
せ
て
お
か

な
い
と
い
ざ
と
い
う
時
に

て
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

 
そ
こ
で

る
か
も
し
れ
な
い

と

い
終
え
ず

死
ぬ
か
も
と

け
る

り

死
に
目
に

遭

て
来
た
事
を
感
じ
取
れ
た

そ
れ
で
も
生
き

け
た
の
は
入
念
な

備
を

り
返
し
て
き
た

お
陰
と
い
う
事
を

い
く
ら
い
知

て
い
る
か
ら
今
す
ぐ
に
で
も
や
ろ
う
と

て
い
る
の
だ

ろ
う
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で
も

今
か
ら
は
危
な
く
な
い
か
い

 
も
う
日
が

ち
て
暗
く
な
る

合
い
だ

 

ら

と
は

え
も
う

後
七
時
に
差
し
掛
か

て
い
る
か
ら

陽
も

ち
樹
海
は
本
格

的
な
暗
闇
に

ま
れ
て
い
る

合
い
だ

せ

間
で
も
あ
そ
こ
は

本

暗
い

場

に
よ

て
は
木

れ
日
や
月
明
り
が

葉
の
隙
間
か
ら

ち
て

ら
し
て
く
れ
る
場

が
あ
る
け
ど
光

源
に
す
る
に
は

か
以
上
に
心
許
無
い

 
つ
ま
り

の
発
見
が

れ
て
命
を

と
す
危
険
性
が
非
常
に
高
い
の
だ

夜

の

は
レ
ベ
ル

や
ス
テ

タ
ス
が
高
め
に
な
る
上
に
攻
撃
的
な
の
も
多
い
事
が

そ
れ
に

車
を
掛
け
て
い
る

 
そ
の
危
険
性
を
よ
く
知

て
い
る
だ
ろ
う
に

故
と
思
い
な
が
ら

た
の
だ
が

故
か
伝

わ

て
い
な
い
よ
う
で

小

を

ら
れ
て
し
ま

た

 
無
表
情
無
感
情
に
見
え
る
が

感
情
そ
の
も
の
は
あ
る
か
ら
か

ど
こ
か
無

な

を

け
る
状

で
小

を

ら
れ
る
と

に
可
愛
く
見
え
る

ま

眼
が

ん
で
い
る
か
ら

ち

と
怖
く
も
あ
る
け
ど

こ
う
い
う
仕

は
し

か
り
し
て
く
れ
る
か
ら

え
る
事
は
無
い

け
ど

や

り
怖
い
も
の
は
怖
い

え

と

今
か
ら
樹
海
で
レ
ベ
リ
ン
グ
を
す
る
ん
じ

な
い
の
か
い
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そ
う

え
つ
つ
ど
う
も
思

が
す
れ
違

て
い
る
気
が
す
る
と
思
い
自
分
が
予
想
し
た
鍛

練
内
容
を

に
す
る

あ
あ
そ
う
い
う

い
や

が

た
鍛
練
は
立
ち
回
り
方
と
か
の
方
だ
よ

こ

こ
は
圏
内
だ
か
ら
死
ぬ
恐
れ
も
無
い
し
人
目
も
無
い
か
ら
思
い

き
り
や
れ
る

そ
れ
に
い
き

な
り
レ
ベ
リ
ン
グ
に
出
る
と
不

の
事

へ
の
対
応
が

れ
て
命
取
り
に
な
る
か
ら
な

ユ
イ
姉

も
鍛
え
な
い
と
だ
し

ユ
イ
ち

ん
も

 
彼
女
の
話
だ
と
強
い

じ

 
原
理
を

い
て
流

に
ズ
ル
で
は
な
い
か
と
思
い
は
し
た
も
の
の
そ
れ
は

に

い
て
お
く

 
取
り

え
ず

攻
略
組

最
大
戦
力
と
私
は
思

て
い
る
あ
の

黒
の
剣
士

と
同

の
ス

テ

タ
ス
と
ス
キ
ル
を
得
て
い
る
時
点
で
最

鍛
え
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る

一
体

を
鍛
え
る
の
か
と
疑
問

を
浮
か
べ
な
が
ら

件
の
ユ
イ
ち

ん
へ
と

を
向
け
る

私
は
ス
テ

タ
ス
こ
そ
キ

と
同

で
す
が
技
術
や
経
験
の
面
で
は
完
全
に

て
い
ま
す

か
ら
ね

ま
ず
は
立
ち
回
り
方
を
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
と
話
し
合

て
い
た
ん
で
す

な
る

ど

そ
の
鍛
練
に
私
も

る

と
い
う
事
な
ん
だ
ね

 
そ
う
い
う
事
な
ら
む
し
ろ
有

か

た
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今
か
ら
樹
海
に
下
り
た
ら
暗
い
中
ず

と
行
動
す
る
と
い
う
事
だ
か
ら

に
怖
い
し
ど
こ

か
ら
襲
わ
れ
る
か
分
か

た
も
の
で
は
無
い

夜
中
に
現
れ
る
モ
ン
ス
タ

の
中
に
は
平
然
と
ハ

イ
デ

ン
グ
し
て
い
る
個
体
も

る
か
ら
精
神
的
に

れ
る
の
だ

 
私
も
そ
れ
な
り
に
戦

て
来
た
身
だ
か
ら
一
応
戦
え
る
け
ど
だ
か
ら
と

て
超
一
流
の
技

術
が
あ
る

で
も
無
い
し
的
確
な
判
断
を
下
せ
る
程
経
験
を

ん
で
も
い
な
い

三
流
精

二
流
も
い
い
と
こ
く
ら
い
だ
ろ
う

な
ら

キ
リ
ト
は
私
の
先
生
に
な
る
の
か
な

よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
よ

キ
リ
ト
先
生

 
最
前
線
を

ロ
で
生
き

い
て
来
た
剣
士
か
ら
直

に
教
え
を
請
え
る
の
は

以
外
の
な
に

も
の
で
も
な
い

こ
の
機
を

し
た
ら

は
無
い
だ
ろ
う
か
ら
私
と
し
て
は

非
と
も
教
え
を

請
い
た
い
一
心
だ

た

そ
う
思

て

を

ら
わ
せ
る
意

も

め
て

化
し
つ
つ
も

真
剣
に

意
を

め
て
先
生
と
呼
ぶ
事
に
し
た

 
私
の
先
生
呼
び
に
は
面
食
ら

た
よ
う
で

ん
の

か
に

目
し
た
彼
は
少
し

線
を

が

せ
た上

手
く
伝
わ
れ
ば
い
い
け
ど
な

大

で
す
キ

な
ら
出
来
ま
す

に
サ
チ
さ
ん
や
シ
ノ
ン
さ
ん
み
た
い
に
弟
子
も

る
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ん
で
す
し
そ
も
そ
も
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

め
て
い
る
攻
略
本
の
戦
闘
指

は

ど
キ

が
編

し

た
も
の
で
し

う

 
そ
れ
で
ア
ス
ナ
さ
ん
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
が
実

に
強
く
な
れ
た
ん
で
す

か
ら
も

と
自
信
を
持

て
下
さ
い

実
績
が
事
実
な
ん
で
す

と
い
う
か
あ
の
戦
闘
指

の

目
あ
ま
り
戦
闘
を
し
な
い
と
い
う
話
の
情
報

に
し
て
は

し
い
と
思

て
い
た
け
ど

キ
リ
ト
先
生
が

め
て
い
た
の
か

 

ベ

タ
テ
ス
タ

達
が
協
同
で
情
報
を

め
て
い
た
の
で
は
と
思

て
い
た
が
そ
れ
に
し

て
は

か
い
し
一
つ
一
つ
の
内
容
が
分
か
り
や
す
く

め
ら
れ
て
い
た
事
に
以
前
は
違

和
感
を
覚
え
て
い
た

理
解
を
深
め
て
い
る
人
が

め
た
の
だ
な
と

え
そ
れ
な
ら
情
報

の
彼
女
が

め
た
の
か
と
も

え
て
い
た
の
だ

 
違
和
感
が
あ

た
の
は
戦
闘
を

け
て
い
る
彼
女
が
こ
こ
ま
で
理
解
を
深
め
ら
れ
る
の
か
と

い
う
部
分
が
あ

た
か
ら

 
シ
ス
テ
ム
や
ア
イ
テ
ム
の

方
法
は
使

て
い
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
戦
闘
に

す
る
事
な

ら
実

に
戦

て
経
験
し
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

だ
か
ら
情
報

鼠
の
ア
ル
ゴ
が

め

た
に
し
て
は
少
し
ば
か
り
違
和
感
が
あ

た
の
だ

ま

情
報

な
ら
分
か

て
い
て

然
な

の
か

と
思

て
今
の
今
ま
で
忘
れ
て
い
た
け
ど
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し
か
し
真
実
は
キ
リ
ト
先
生
が

め
て
い
た
と
い
う

だ

ロ
を

い
て
今
ま
で
生
き

い

て
来
た
先
生
が

め
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば

な
る

ど

得
だ

ど
う
や
ら

い
人
の
弟
子
に
な

て
し
ま

た
み
た
い
だ
ね

果
た
し
て
付
い
て
行
け
る
か
ど

う
か付

い
て
来
れ
る
か
ど
う
か
は
ル
ク
ス

第
だ
よ

に
出
来
る
事
と

え
ば

が
教
え
ら
れ

る
事
だ
け

そ
れ
を
活
か
す
も
殺
す
も
ル
ク
ス

第
だ

死
な
せ
な
い
よ
う
最
大
限
努
力
す
る

け
ど

そ
れ
で
至
ら
な
い
事
が
あ

て
も
恨
ま
な
い
で
欲
し
い

そ
れ
は

論

こ
こ
ま
で
世
話
を

い
て
く
れ
る
ん
だ

恨
む
な
ん
て

語
道
断
だ
よ

 
さ

き
会

た
ば
か
り
な
の
に
ご

を
作

て
く
れ
て
更
に
は
私
が
死
な
な
い
よ
う
鍛
練
を

付
け
て
く
れ
る
と
い
う
の
だ

彼
に
は

も
メ
リ

ト
が
無
い

む
し
ろ
迷
惑
だ
ろ
う

パ

ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
ま
で
付
き
合
わ
せ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
感

こ
そ
す
れ
恨
む
な
ん
て
お

違
い
も
い
い
と
こ
ろ

そ
う

か

フ

 
そ
う
本
心
で

た

キ
リ
ト
は

を

か
に

け
無
表
情
の
ま
ま
小
さ
く

い
を
零

す

そ
の
声

は
ど
こ
か

り
を
感
じ
る
も
の
が
あ

た
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え

と

キ
リ
ト
先
生

 
ど
う
か

し
た
の
か
い

い
や

で
も
無
い

そ
れ
と
先
生
呼
び
は
よ
し
て
く
れ

は
そ
こ
ま
で

く
な
い

教
え
ら
れ
る
事
も
至

て

本
で
し
か
な
い

本
を
突
き

め
る
事
が

事
も
大
切
だ
し

む
し
ろ
そ
れ
が

な
ん
じ

な
い
の
か
な

 
ま
る
で
自

す
る
よ
う
な
物

い
に
違
和
感
を
覚
え
つ
つ
そ
れ
で
も
私
は
思

た
事
を
そ
の

ま
ま

に
す
る

 

せ
レ
ベ
ル
が
足
り
な
い
か
ら
危
険
な
ら
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
で
レ
ベ
ル
を
上

て
生
存

を
上

る

武
器
や

に

し
て
も
そ
う
だ
し
戦
闘
で
今
の
私
が
最
も
重
要

す
る
べ
き
事

を

に

め
て
説
明
し

方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た

 

ら
確
認
し
て
も
確
か
に
こ
れ
は
見

え
な
ん
て
無
い

本
の
事
ば
か
り
だ
け
ど
だ
か
ら

こ
そ
生
き
る
に
は
重
要
な
要

で
は
な
い
か

強
い
武

を
手
に
入
れ
る

に

を
集
め
よ
う

と
か
ス
キ
ル
値
を
高
め
よ
う
と
か
ギ

ン
ブ
ル
性
が
多
く
な
い
分
そ
れ
ら
よ
り

か
に
マ
シ

だ
と
思
う

む
し
ろ

本
を

め
る

に
教
え
て
く
れ
る
先
生
の
方
が
私
と
し
て
は
と
て
も
信

出
来
る
し

直
に
教
え
を

け
ら
れ
る
の
だ
け
ど

 
そ
う
思

て
い
た
の
だ
が
ど
う
も
彼
に
と

て
は
そ
う
で
は
無
い
の
か
今
ま
で
で
一
番
表
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情
が
変
わ

た
と

え
る
く
ら
い

目
し
た

ど

ど
う
し
た
ん
だ
い

 
流

に
こ
れ
は

だ
と
確
信
し
て
問
う

ナ
ン
で
も
無
い

 
し
か
し
彼
は
数

た
後
に
苦
し

な
声

な
が
ら
そ
う

て
来
た

明
ら
か
に

も

な
い

が
無
い
の
だ
け
ど
流

に
出
会

た
ば
か
り
の
私
が
そ
こ
を
突

む
の
は
無
神
経
に

過
ぎ
る

 
そ
れ
に
私
が
そ
ん
な
お
節

を

か
な
く
て
も
彼
に
は
ユ
イ
ち

ん
と
い
う
義
理
の
姉
が

い
る

彼
女
の
事
を
姉
と

て
い
る
の
は
こ
の

時
間
で
も
分
か

た
し
ユ
イ
ち

ん
が

か
し
ら
ア
ク
シ

ン
を

こ
す
だ
ろ
う

下
手
に
触
れ
な
い
方
が
無

だ

 
そ
う
判
断
し
て

今
は
流
す
事
に
決
め
た
の
だ

た

  
こ
の

理

に
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ

り
る
転

代
わ
り
の
コ
ン

ル
と
ア
イ

ン
ク
ラ

ド
へ
繋
が
る
コ
ン

ル
だ
け
で
な
く

四
方
に
色
違
い
の
紋
様
が

に

ま

れ
て
い
る
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そ
の
内

コ
ン

ル
を
正
面
に
見
て
北

に

し
て
い
る
水
色
の
紋
様
を

私
は

権

限
を

い
て
コ
ン

ル
を

作
す
る
事
で
有

化

動
さ
せ
た

真
空

を
思
わ
せ
る

状
に
光
が
立
ち
上
り
始
め
る

ユ
イ
ち

ん

ア
レ
は

に

ま
れ
た
転

の
よ
う
な
も
の
と
思

て
下
さ
い

こ
の
紋
様
を
使

て
転

し
た

先
で
は
こ
の
場
と
同

の
広
さ
の
修
練
場
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す

そ
こ
で
な
ら
キ

も
ル
ク

ス
さ
ん
も
私
も
遠
慮
な
く

れ
ら
れ
る
の
で
す

戦
う
に
し
て
も
コ
ン

ル
と
転

は
邪

魔
で
す
か
ら
ね

あ
あ

な
る

ど

 

密
に
は
水
色
の
紋
様
か
ら
行
く
先
は
た
だ
の
修
練
場
で
は
無
い
の
だ
け
ど
こ
れ
は
今
は

わ
な
く
て
も
良
い
と
思

て

を

ん
だ

う
な
ら
今
日
の
鍛
練
が
終
わ

て
か
ら
で
良
い

だ
ろ
う
と
思

て
の
事
だ

 
ち
な
み
に
だ
が
キ

は
そ
の
修
練
場
の
存
在
を
知

て
い
て
こ
ち
ら
に

て
来
た
後
は

に
そ
こ
で
時
間
を

し
て
い
る

 
非
有

化
さ
れ
て
い
た
の
は
私
が
使

後
必
ず

し
て
い
る
か
ら
だ

し
ろ
時
間
が
あ
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れ
ば
そ
こ
に
行
こ
う
と
す
る
か
ら
そ
れ
を
止
め
る
に
は
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か

た
の
で
あ
る

夢
中
に
な
る
事
が
あ
る
の
は
良
い
け
れ
ど
だ
か
ら
と

て
四
六
時
中
引
き

ろ
う
と
す
る
の

は
極

過
ぎ
る
と
思
う

ら

し
い
と
は

え
流

に
限

と
い
う
も
の
が
あ
る
の
だ

 
そ
れ
が
あ

て
こ
ち
ら
に
来
て
ま
だ
三
日
な
が
ら

私
は
キ

に
一

を

と
す

目
に

な

た

更
に
そ
れ
が
原
因
で
少
し

え
ら
れ
て
シ

ク
を

け
た
り
も
し
た

今
は
ど
う
に

か
持
ち
直
し
て
い
る
け
ど

目
で

離
を
開
け
ら
れ
る
の
は
か
な
り
キ
た

さ
れ
た
ら
今

は
私
が

目
に
な
り
そ
う
で
あ
る

 
ま

そ
れ
で
も
甘
く
は
し
な
い

る
べ
き
と
こ
ろ
は
し

か
り

ら
な
け
れ
ば
キ

の

に
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

 

前

か
ら
思

て
い
る
事
を

え
て
い
な
い
時
点
で
キ

の

ど
う
こ
う
も

え

な
い
の
だ
け
ど

ユ
イ
姉

 
じ

と
見
て
来
て
る
け
ど

ど
う
か
し
た

 
キ

の
事
を

え
て
見

め
て
い
た
事
に
気
付
か
れ
て

疑
問
を

か
れ
て
し
ま

た

 
そ
れ
に

で
も
な
い
と

を
振

て
私
は
た

た
今

動
し
た
ば
か
り
の
水
色
の
紋
様
へ

と
歩
を
進
め
る
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す
ぐ
に
二
人
も
後
を
追

て
来
て

三
人

て

状
の
光
の
内

に
入

た

転

Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場

 

た
の
を
確
認
し
た
後

常
と
同
じ
よ
う
に
転

の
式

を

え
る

直
後
真

白
な
光

に

ま
れ

一

の
浮
遊
感
を
味
わ
い

す
ぐ
に
光
は
雲

消
し
た

 
転

し
た
先
は

理

よ
り
も
少
し
小
さ
め
な
コ
ン

ル
が
あ
り
浮
遊
城
へ
転

す
る

の

が
無
く
四
方
の

に

ま
れ
た
文
様
も
無
い
だ
け
で
他
は
同
じ
光

の
エ
リ
ア
だ

た 
あ
と
一
つ
違
い
を
上

る
と
す
れ
ば

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
も

に
見
か
け
る
蒼
白
い
結

が

め

ま
れ
た

大
な
浮
遊
転

が
設

さ
れ
て
い
る
事
だ
ろ
う

ア
レ
は
実

は
転

で
は
無
く
絶
対
に
壊
れ
な
い
タ

ゲ

ト
で
あ
る

ま

鍛
練
目
的
を

え
る
と
今
回
は

な
い
代
物
だ

さ
て

じ

あ

速
鍛
練
に

ろ
う

今
回
は

あ

キ

少
し

て
下
さ
い

う

 
鍛
練
に
入
ろ
う
と
し
た

先
に
出

を

く
よ
う
に

た
を
掛
け
た
私
に

か
れ
た
キ
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は
無
表
情
な
が
ら

か
に
む

と
し
た

気
を
出
し
て
こ
ち
ら
を
見
て
来
た

り
声
を
上

て
抗
議
し
か
し
て
来
な
い
時
点
で
色

と
後
退
し
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る

 
ま

そ
れ
が
可
愛
い
か
ら
ち

と

め
た
く
な

て
し
ま
い
も
す
る
け
れ
ど
そ
れ
は
ま

た
の
機
会
に
し
て
お
こ
う

鍛
練
に
入
る
前
に

メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン

を
使
わ
せ
て
欲
し
い
ん
で
す

ア
レ
を

 

故

 
ゲ

ム
開
始
時
の
ア
バ
タ

ク
リ
エ
イ
ト
を
ま
た
行
え
る
特

な
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム
メ
タ

モ
ル
ポ

シ

ン

の
使

を
求
め
た
事
に

然
彼
は
疑
問
を

す
る

 
私
が
そ
れ
を

し
出
た
の
は

に
背

を

ば
す

だ

キ

は

れ
て
い
る
よ
う
だ
か

ら
良
い
け
れ
ど
私
に
と

て
こ
の
体
格
で
は
全
て
の
武
器
が
大
き
過
ぎ
て
と
て
も
で
は
な
い

が

れ
る
ま
で
に

な
時
間
と
経
験
を
要
す
る
事
は
明
白

そ
れ
な
ら
ア
ス
ナ
さ
ん
達
く
ら
い

の
背

に
な
れ
ば

片
手
剣

や

剣

の
取
り
回
し
が
し
や
す
い
と

え
た
の
で
あ
る

 

と
い
う
の
が

キ

に
説
明
し
た

前

本

で
は
あ
る
が

全
部
で
は
無
い

 
他
の
理
由
と
し
て
は
キ

を
甘
え
さ
せ
た
い
か
ら
も
あ
る

 
リ

姉
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
よ
う
に
見
る
か
ら
に
年
上
の
容

に
な
れ
ば
少
し
は
キ

も
頼
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て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

え
た
の
だ

実
力
が

て
い
た
ユ
ウ
キ
さ
ん
や
ア

ス
ナ
さ
ん
に

き
つ
い
た
事
が
あ
る
よ
う
に
彼
が
心
の
中
で
強
い
と
思

た

手
に
は
時

に
甘
え
る
事
が
多
い

リ
ズ
さ
ん
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
強
い
と
思
わ
れ
な
か

た
事
に

な
る

 

然
私
も
思
わ
れ
て
い
な
い

レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
が

ら
高
か
ろ
う
と
死
ぬ
時
は
容

に
死
ぬ
こ
の
世
界
で
キ

が
今
ま
で
生
き

け
て
き
た
の
は

に
経
験
と
努
力
に
裏
打
ち
さ
れ

た
技
術
が
あ

た
か
ら
だ

そ
れ
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
か
ら
キ

に
と

て
私
は
容

も

め
て

護
対

に
な

て
い
る

 
私
は
そ
こ
か
ら

け
出
し
た
い

そ
の

に
は
キ

の
戦
い
方
を
ネ

ク
レ
ス
の
中
で
体
感

し

し
観

し
ア
ス
ナ
さ
ん
達
の
戦
い
方
も
取
り

む
必
要
が
あ
る

体
格
が
異
な
れ

ば

然
理
解
出
来
る
部
分
と
出
来
な
い
部
分
出
来
る
事
と
出
来
な
い
事
が
出
て
来
る
か
ら
そ

の

方
を

え
る
事
で

少
し
で
も
自
分
を
成
⻑
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ

 

の
人
な
ら

が
追
い
付
か
な
い
だ
ろ
う
け
ど

私
は

眠
と
い
う
行
動
で
一
日
の

情
報
不
必
要
だ
と
判
断
し
た
記

を
記
録
へ
と

き
換
え
整
理
し
て
い
く
事
で
物
事
の
理
解

力
は
と
て
も
高
く
な
る

学

す
る
事
を
義
務
付
け
ら
れ
た

で
も
あ
る
か
ら
物
事
の

収
力
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は
そ
こ
ら
の
人
よ
り

か
に
あ
る
と
も
自
負
し
て
い
る

だ
か
ら
こ
そ
の
発
想
だ

 
あ
と
見
た
目
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
だ

キ

に
甘
え
て
も
ら
い
や
す
く
す
る

に
容

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
他
者
へ
の

付
け
は
身
に

う

気
だ
け
で
な
く
容

で
も
決
ま
る

 
今
後
キ

は
確
実
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
真
実
へ

る
だ
ろ
う

そ
の

に
危
険
な
事

に
な
る
か
も
し
れ
な
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

て
か
ら
も

今
ま
で
の
よ
う
に
命
を

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
今
み
た
い
に
壊
れ
る
ギ
リ
ギ
リ
一
歩
手
前
で

み
止
ま
る
事
無
く
壊

れ
切

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
か
ら
少
し
で
も
護
る

に

私
は
容

を
変
え
る
事
に
し
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

や

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で

対
す
る
者
達
か
ら
少
し
で
も
愛
す
る
義
弟
を
護
れ
る
よ
う
に

 

れ
が
無
い
と

え
ば

に
な
る

で
も
第
一
に
キ

を
護
り
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
る
の

だ 
こ
れ
だ
け
は

え
彼
に
も

定
は
さ
せ
な
い

 
こ
の
想
い
を

義
弟
に
だ
け
は

定
し
て
欲
し
く
な
い

 
こ
の
子
は
自
分
へ
の

価
を
恐
ろ
し
く

く
し
て
い
る
し

も
か
も
自
分
の
せ
い
だ
と
責
め
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る

向
に
あ
る

だ
か
ら
私
の
想
い
も
釣
り
合
わ
な
い
と
か

応
し
く
な
い
と
か
そ
ん
な

格
は
無
い
と
か
で

す
る

る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
そ
れ
を
さ
れ
た
ら
き

と
私
は

く

い
て
し
ま
う

け
る
自
信
が
私
に
は
あ
る

が
悲
し
く
て
自
己

価
の

さ
が
原
因
で
振
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
の
だ

 
だ
か
ら
出
来
な
い

少
な
く
と
も
今
は
ま
だ

キ

が
私
に
寄
り
掛
か
ら
な
く
て
も
私
が

わ
れ
る

ん
の
少
し
前
の
強
く
在
れ
て
い
る
時
く
ら
い
持
ち
直
せ
て
そ
し
て
自
身
へ
の

価
を

正
し
く
出
来
る
よ
う
に
な

た
ら

機
会
が
あ
れ
ば
明
か
そ
う
と
思
う

そ
れ
ま
で
は
秘
密
だ

私
が

い
て
し
ま

た
ら
不
安
に
さ
せ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら

な
る

ど

確
か
に
そ
う
だ

分
か

た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

キ

 
私
が

を

え
て
い
る
か
知
る
由
も
無
い
キ

は
表
向
き
で
は
あ
る
け
ど
れ

き
と
し
た
理

由
に
そ
う

い
な
が
ら
ス
ト
レ

ジ
を

り
始
め
た

 
ど
の

に
あ
る
の
か
も
分
か

て
い
た
の
だ
ろ
う
彼
は
数

と
経
た
ず
し
て
容

を
変
更
出

来
る
ポ

シ

ン
を
取
り
出
し
手

し
て
き
た

キ

は
そ
の
後
私
が
容

を
変
え
る
時
間

を

体
無
い
と
思

た
の
か
ル
ク
ス
さ
ん
の
指
導
へ

速

た
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気
に

か
に
教
え
た
く
て
う
ず
う
ず
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
つ
つ
私
は
小

を
タ

プ
し

ア
バ
タ

の
容

設
定
を
行

て
い
く

 
性
別
は
そ
の
ま
ま

変
な
オ
プ
シ

ン
も
付
け
な
い

 
身
⻑
は
女
性
と
し
て
は
少
し
高
め
に
１

セ
ン
チ

や

体
重
に

し
て
は
平

的
な
値
を
自
動

に
す
る

髪
の
⻑
さ
は
後
ろ

に
届
く
ま
で
色
は

論
キ

と
お

い
の

黒

そ
こ
ま
で
設
定
を
済
ま
せ
た
時
点
で
プ
レ
ビ

に

し
出
さ
れ
て
い
る
女
性
ア
バ
タ

は
私
を
大
人
に
成
⻑
さ
せ
た
容

に
な

て
い
た

あ
る
い
は
キ

が
少
女
ら
し
さ
を
残
し
た

ま
ま
成
⻑
し

女
性
的
に
な

た

と

え
ば
い
い
だ
ろ
う
か

む
 
そ
こ
で

こ
こ
ま
で

決
だ

た
私
を

ら
せ
る

目
を
見
つ
け
た

 
そ
れ
は

Ｂ
ｕ
ｓ
ｔ

と
い
う

目

つ
ま
り
は

だ

 
リ

姉
の
よ
う
に
と
て
も
大
き
い
人
も
い
れ
ば
ア
ス
ナ
さ
ん
や
シ
ノ
ン
さ
ん
み
た
い
に
目
立

ち
は
し
な
い
け
ど
し

か
り
あ
る
人
ユ
ウ
キ
さ
ん
や
シ
リ
カ
さ
ん
の
よ
う
に

ま
し
や
か
な
人

と
キ

の

に
は
多
種
多
様
の

の
女
性
が
い
る

そ
し
て
そ
れ
ら
を
見
て
あ
る
い
は

き

め
ら
れ
て
も
キ

は
特
に

著
な
反
応
を
示
し
た

し
が
無
い

無
論

き

め
ら
れ
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て
い
る
時
の
精
神
状

か
ら

え
て
そ
ん
な
事
を
気
に
す
る

が
無
か

た
と
い
う
事
も
あ

る 
と
は

え
あ
の
子
も
今
年
で

十
一

に
な
る
男
の
子

そ
う
い
う
方
に
興
味
が
あ

て
も

別

不
思
議
で
は
無
い

た
だ
そ
の

が
無
い
だ
け
で

い
え

今
回
は
い
い
で
し

う

 
キ

は
絶
対
見
た
目
で
は
な
く
内
面
を
最
重
要

す
る
の
は
明
白

下
手
に
こ
の

は
弄
ら

ず
あ
り
の
ま
ま
で
良
い
と
判
断
し
た

内
面
を
重

す
る
の
な
ら
私
は
私
自
身
の
ま
ま
あ
の

子
と

す
る
だ
け
で
あ
る

そ
れ
に
今
は
あ
の
子
の
ケ
ア
が
最

先
目
的
を
履
き
違
え
て
は
な

ら
な
い

 
た
だ
大
人
へ
成
⻑
さ
せ
た
容

補
正
が
掛
か

て
掌
か
ら
は
み
出
る
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な

り
そ
れ
以
下
に
は
出
来
な
い
よ
う
な
の
で
こ
れ
ば
か
り
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら

し

て
欲
し
い

 
ま

そ
れ
で
も
大
き
く
な
る
事
は

に

し
い

 

で
あ
る
こ
の
身
は
仮
想
世
界
で
の
み
存
在
す
る
事
が
許
さ
れ
る

ア
バ
タ

は

然
成
⻑

な
ど
し
な
い
の
だ
か
ら
特

な
ア
イ
テ
ム
で
少
し
で
も
成
⻑
し
た

に
な
れ
る
の
は
予
想
外
に
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も

し
い
事
な
の
だ

キ

が
現
実
に
帰

て
成
⻑
し
て
い
く
に

れ
て
私
は
き

と

い

て
行
か
れ
る
か
ら

 
ア
バ
タ

は
変
わ
ら
な
い
と

て
も
リ
ア
ル
の
肉
体
は
成
⻑
す
る
し
内
面
的
に
も
成
⻑

す
る
の
は
明
白

姉
で
あ
る
私
が
弟
で
あ
る
彼
に
追
い

か
れ
る
の
は

し
方
な
い
部
分
も
あ

る
の
だ

そ
れ
で
も
少
し
く
ら
い
は
見

を

り
た
い
の
で
あ
る

時
ま
で
も
小
さ
か

た

ら
あ
の
子
は
き

と
私
に
弱

を

い
て
く
れ
な
く
な
る
か
ら

強
さ
で
は
無
く
弱
さ
で

 
出
来
る
事
な
ら

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
外
の
世
界
に
も
こ
う
い
う
ア
イ
テ
ム
が
あ

て
欲
し
い

 
そ
う
願
い
な
が
ら

私
は
設
定
を
修
終
了
し

変
更
の
ボ
タ
ン
を
タ

プ
し
た

 

ぐ
ぐ
ん

と

点
が
高
く
な

た

わ
わ

 
い
き
な
り

点
が
高
く
な
り
手
足
も

び
た
の
で

ら

ら
と
よ
ろ
め
く

と
か

を
動

か
す
け
れ
ど
⻑
さ
が
変
わ

て

の

が
感
覚
的
な
も
の
と
感
触
と
で

み
合
わ
ず

更

乱
し
て
し
ま
う

 
そ
れ
で
も
ど
う
に
か
倒
れ
そ
う
に
な

た
方
に

を
動
か
し

ん

た

 
十

ど
掛
け
て
ど
う
に
か
感
覚
と
感
触
と
の
齟
齬
を
少
な
く
し

み
合
わ
せ
る
事
に
成
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し
た
後

私
は
自
分
の
体
を
見
回
し
た

 
他
人
を
見
る
の
と
自
分
で
見
る
の
で
は
や
は
り
違

て
い
て
今
ま
で
疑
問
を
感
じ
な
か

た

い
手
足
は
し

か
り
大
人
の
そ
れ
と

色
な
く
な

て
い
て
背

も
同
様

も
し

か
り

肉
が
付
い
て
い
る
も
の
を
再
現
さ
れ
て
い
る

こ
う
い
う
の
を
確
か
す
れ
ん
だ

と

う
の
だ

た
か

運
動
が
得
意
な
人
に
多
そ
う
な
体
形
で
は
あ
る

 

線
を

と
せ
ば
や
は
り
今
ま
で
よ
り
も
ず

と

が
遠
い

思

た
よ
り
遠
い
か
ら
高

過
ぎ
た
か
と
思
う
く
ら
い
だ

 
そ
し
て

と
し
た

界
を
少
し
だ
け

め
る
少
し

ら
ん
だ

ワ
ン
ピ

ス
一

だ
か
ら

更
分
か
り
や
す
い

 

キ

の
ス
キ
ル
と
リ
ン
ク
し
た
お
陰
で
完
全

得
し
て
い
る
裁

ス
キ
ル
を
使

て

れ

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思

た

流

に
そ
れ
を
キ

に
作

て
も
ら
う
の

は

ず
か
し
い

 
あ
あ
そ
れ
に
私
の

備
も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

武
器
は
と
も
か
く

に

し
て

は
こ
の
ワ
ン
ピ

ス
し
か
無
い
状

だ

 
鍛
練
の
事
も
そ
う
だ
け
ど

こ
れ
か
ら
と
て
も

し
く
な
り
そ
う
だ
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そ
の
事
に

か
な
わ
く
わ
く
感
と
キ

の
事
を
慮
る
ド
キ
ド
キ
感
を
覚
え
つ
つ
私
は
鍛
練
に

し
ん
で
い
る
ル
ク
ス
さ
ん
と

そ
ん
な
彼
女
に
ス
パ
ル
タ
指
導
を
し
て
い
る
キ

の
下
へ
向

か

た

 

ち
な
み
に
だ
が
こ
の
時
ス
パ
ル
タ
式
で
き
つ
く
指
導
さ
れ
て

き
そ
う
に
な

た

 

体
的
に
は

と
二
刀
を
フ
ル
に
使

た

か
ら
見
れ
ば
フ
ロ
ア
ボ
ス
を

に
倒

せ
る
レ
ベ
ル
の
臨
戦

勢
で
キ

が
全
力
で
掛
か

て
来
た

そ
れ
を
一
人
で

手
に
す
る
な
ん

て
出
来
る

が
無
い

せ
経
験
が
無
い
の
だ
か
ら

 
初
め
て
キ

の
事
を
理
不

の
権
化
だ
と
思

た

 
更
に

だ
が
ポ

シ

ン
を
使

て
成
⻑
し
た
私
を
見
て
も
キ

は
じ

あ

速
始

め
よ
う
か
ユ
イ
姉
と

て
全
く
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
な
か

た

感
想
す
ら
無
か

た

 
別
の
意
味
で

こ

そ
り

し
て
し
ま

た
の
は
キ

に
は
内
緒
で
あ
る

 
取
り

え
ず
今
の
キ

に
そ
ち
ら
方
面
の
事
で

か
を
求
め
る
の
は
間
違

て
い
る
事
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
私
は

遠
い
目
を
し
な
が
ら

息
し
た
の
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン
を
使

て
見
た
目
成
⻑
し
た
大
人

ユ
イ
の
容

は
後
ろ
髪
を

て

系

の

を

え
ば
ア
ク
セ
ル

ド
の
ユ
イ
に
な
り
ま
す
ね

あ

ち
の
ユ
イ
を

見
て
こ

ち
に
も
大
人

ユ
イ
を
出
し
た
い
と
思

た
ん
だ

そ
し
た
ら

時
の
間
に
か
こ

う
な

た

た
ま

た
な

 
彼
女
が
メ
タ
ポ
を
使
う
理
由
と
し
て

た
の
は

と
真
面
目
に

え
ま
し
た

彼
女
は
人

を
見
て
学
び

成
⻑
し
て
い
く
超
高
性
能

で
す
か
ら

デ

タ
は
多
け
れ
ば
多
い
程
成
⻑
し

ま
す

キ
リ
ト
は
今
の
自
分
と
同
じ
だ
け
ど
他
の
人
の
戦
い
方
を
参

に
す
る
た
め
に
は
容

を
知
覚
し
な
け
れ
ば
立
ち
回
り
の
再
現
は

し
い
と

え
ま
ず
は
覚
え
る

に
体
を
変
え
た

で
す

一

覚
え
れ
ば
小
さ
く
な

て
も
あ
る
程

練

す
る
事
で
す
ぐ
に
コ
ツ
を

み
応

さ
せ
ら
れ
ま
す

 
つ
ま
り
成
⻑
速

は
キ
リ
ト
の
上

換
と
い
う
事

た
だ
し

密
な
時
間
と
経
験
だ
け
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で

少
な
く
と
も
一
気
に
キ
リ
ト
を
追
い

く
と
い
う
事
は
無
い
で
す

 
な

た
ら
キ
リ
ト
は
ガ
チ
で

く
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に
ル
ク
ス
に
つ
い
て

 
彼
女
の
原

と
も

う
べ
き
ス
ピ
ン
オ
フ
ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス
で
は
登
場
時

に
リ

フ

シ
リ
カ
リ
ズ
ベ

ト
よ
り
は
強
い
二
刀
剣
士
で
し
た

で
す
が
流

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
で
最

初
か
ら
強
い

が
無
く
で
も
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
は
一
緒
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
一
気
に
強
く
な
る

に
師
弟

に
な
り
ま
し
た

サ
チ
は
ユ
ウ
キ
が
メ
イ
ン
で
鍛
え
て

い
ま
し
た
が
槍
の
事
は
キ
リ
ト
に
教
わ

て
い
ま
す
の
で
サ
チ
と
シ
ノ
ン
の
妹
弟
子
に
な
り

ま
す
ね

こ
こ
は
ユ
イ
も
同
じ

 
サ
チ
が
槍
と
片
手
剣

シ
ノ
ン
が

剣
と
弓

ル
ク
ス
が
片
手
剣

 
ユ
イ
は

に
し
よ
う
か
な

ア
ク
セ
ル

ド
だ
と

剣
弓
そ
し
て

故
か
刀
な
ん
で
す

よ
ね

最
近
気
付
い
た
け
ど
ア
ク
セ
ル

ド
大
人
ユ
イ

て
ア
ス
ナ

リ

フ

の
髪
型

な
ん
で
す
よ
ね

パ

シ
ブ
構
成
な
ん
て
キ
リ
ト

ア
ス
ナ
の
前
衛
魔
術
師
型

そ
れ
で
魔
術
師

な

に
は
キ
リ
ト
の
特
性
引
き
継
い
で
い
る
か
ら

い
し

も
キ
リ
ト
に
肉

し
て
る

刀
は

と
す
る
と
リ

フ

の
要

だ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
攻
撃

て
に
く
い
け

ど
も

 

剣
と
弓
は

刀
は

ス
テ

タ
ス
と
ス
キ
ル
は

親
髪
型
は

親
と

り



 第七十三章 〜新たな弟子〜

て

い
ハ
イ
ブ
リ

ド
だ
な

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
七
十
四
章
 

義
姉
の
心

義
弟
知
ら
ず

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
タ
イ
ト
ル

り
義
姉
リ

フ

と
義
弟
キ
リ
ト
の
や
り
取
り
が
メ
イ
ン

実
は
こ
こ

最
近
リ

フ

シ
ノ
ン
の
心
情

写
が
無
い
の

て
こ
の
時
の

に
取

て
お
い
た

て
い
う

の
が
あ
る
ん
ダ
ゼ

 
と
は

え
今
話
の

点
は
オ

ル
シ
ノ
ン

 
文

数
は
約
二
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  

以
前
⻤
神
リ

フ

は

し
な
い
と

た
な

 
ア
レ
は

に
な

た
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現
在

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

と

う
ら
し
い
こ
の
不
思
議
な
空
間
に
来
て
い

る
キ
リ
ト
の
事
を

け
容
れ
て
い
る

ま
だ
一
部
は

だ
が

攻
略
組
幹
部
の
面

の
眼
前
に
は

に
来
る
ま
で
全
く
予
想
し
て
い
な
か

た
光

が
広
が

て
い
た

 
そ
れ
は
別
に

場

が
お
か
し
い
と
い
う

で
は
無
い

 

論

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
中
世
フ

ン
タ
ジ

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

世
界
観
か
ら

え
て
ど
う
見
て
も
こ
の

理

の
様

は
異
様
と

え
る

ま
ず
無
数
の
文

列
が
流
れ

け
て
い
る
光

な
ど
完
全
に
世
界
観
が

無
し
だ

シ
ス
テ
ム
に

か
し
ら

わ
り

が
あ
る
と
自
白
し
て
い
る
よ
う
な
場

な
ど
フ

ン
タ
ジ

の
フ

の

も
あ
る
と
は

え
な

い

そ
も
そ
も
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る

の
も
の
ら
し
い
コ
ン

ル
が
あ
る
時
点
で
お

し
で
あ
る

 
こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
呼
ば
れ
る

浮
遊
城

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と
い
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

舞

と
は
違
う
エ
リ
ア
へ
キ
リ
ト
は
偶
然
に
も
来
て
し
ま

た

外

部
か
ら
復
帰
出
来
な
い
状
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況
で
あ

た
事
を

え
れ
ば
正
に

と
も

え
る
も
の
だ

 
そ
の
彼
は
以
前
彼
の
目
の
前
で
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
消
滅
さ
せ
ら
れ

た
と
い
う
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う

の
ユ
イ
ち

ん

そ
し
て
ユ
ウ
キ
や
レ
イ
ン
達
と
同
じ
よ
う
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
来
て
し
ま
い

不
運
に
も

者
か
と
交
戦
す
る
事
に
な

て
オ
レ
ン
ジ

カ

ル
に
な

て
し
ま

た
ル
ク
ス
と
い
う
女
性
と
一
緒
に

た

 

へ
来
た

攻
略
組

は
様

な
意

を
持

て
い
る

 

え
ば
第
七
十
六
層
か
ら
い
き
な
り

れ
る
よ
う
に
な

た
モ
ン
ス
タ

達
へ
の
対
応
法
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
教

を
頼
む
た
め

彼
を
出
来
る
だ
け
攻
略
か
ら
遠
ざ
け

め
た
い
と
思

て
い
る

だ
ろ
う
ユ
イ
ち

ん
も
流

に
教
え
る
く
ら
い
な
ら
許
容
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思

て
の
事

だ

と
い
う
か
流

に
こ
れ
ば
か
り
は
許
容
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
攻
略
が
進
ま
な
い

 

に

る
と
す
れ
ば

や
は
り
彼
の

を
見
る

だ
ろ
う

 
い
が
み
合
い
殺
し
合
う
事
に
な

た
と
は

え
リ
ズ
ベ

ト
の
話
を

く
限
り
実
の
兄
を

殺
し
た
事
を
引
き

て
い
る
の
は
明
白
だ

そ
れ
を
ユ
イ
ち

ん
が
見

す

も
無
い
け
れ

ど
や
は
り
直
に
話
し
て
お
き
た
い
と
い
う
想
い
は
強
い

特
に
ユ
ウ
キ
や
私
の
よ
う
に
彼
に

想
い
を
寄
せ
て
い
る
面
子
は
か
な
り
そ
の

向
が
あ
る

サ
チ
も
過
去
の
事
が
あ

て

じ
て
い
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る
よ
う
だ
し

ア
ス
ナ
や
ラ
ン
も
似
た
よ
う
な
感
じ
だ

 
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
は
そ
こ
ま
で
は
な
い
が

と
も
だ
ち

と
い
う
キ
リ
ト
に
と

て
特

別
な
間

と
い
う
事
も
あ
る
せ
い
か

少
し
焦
り
を
見
せ
て
い
た

 
そ
の
中
で

一
リ

フ

だ
け
が
常
に

を
保

て
い
た

流

に
ユ
ウ
キ
が
引
き

て
い
た
自
分
達
に
話
を
出
し
た
時
や
食
事
の
つ
い
で
に
話
を
教
え
て
も
ら

た
時
は

ら
か
反

応
を
見
せ
た
が
リ
ズ
や
他
の
メ
ン
バ

の
話
を

い
て
以

ず

と
彼
女
は

を

ん
で
い

た

そ
れ
も
か
な
り
険
し
い
面
持
ち
で

 

初
そ
の

を
見
た
時
私
は
自
分
達
を

し
て
き
た
男
達
や
キ
バ
オ
ウ
の
他
キ
リ
ト
の

心
を
追
い

め
た
者

つ
ま
り
は
神

や
あ
の
男
に
加

し
た
オ
レ
ン
ジ
達

へ
怒
り
を
覚

え
て
い
る
も
の
か
と
思

て
い
た

 
第
七
十
五
層
で
第
二
レ
イ
ド
を
全
滅
さ
せ
た
オ
レ
ン
ジ
達
は
と
も
か
く
神

や
キ
バ
オ
ウ
と

そ
の
配
下
の
者
達
に
怒
り
そ
れ
を
超
え
た
殺
意
を

く
事
は

ら
不
自
然
で
は
無
い

し
ろ

神

は
想
い
を
寄
せ
る
キ
リ
ト

リ

フ

に
と

て
は
更
に
大
切
な
義
弟
だ

を

め
た

悪
の
根
源
だ
し
キ
バ
オ
ウ
達
に
至

て
は

キ
バ
オ
ウ
は
し
て
い
な
い
が

私
達
を

し
て
き
た
の
だ
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抗
出
来
ず
に
組
み

せ
ら
れ

さ
れ
た
あ
の
時
の

そ
し
て
恐
怖
と
憎
悪
は

未
だ
一
片
た
り
と
も

れ
て
い
な
い

い
や
む
し
ろ
キ
リ
ト
を
死
な
せ
て
し
ま

た
原
因
で
も

あ
る
の
だ
か
ら
私
が
キ
バ
オ
ウ
達
へ
の
憎
悪
を
よ
り
深
い
も
の
に
し
た
し
自
分
自
身
の
無
力

さ
へ
の
憎
悪
も
よ
り
深
く
な

た

 
キ
リ
ト
へ
師
事
を
請
う
た
の
は

過
去
に
打
ち
克
て
る
く
ら
い
私
が
強
く
な
る

 
け
れ
ど
彼
の
現
状
を
知

て
か
ら
は

せ
め
て
キ
リ
ト
の
足
手

い
に
は
な
り
た
く
な
い
と

思

て
い
た

出
来
る
事
な
ら
少
し
で
も

え
た
い
と
す
ら
思

た
の
だ

だ
か
ら
彼
が
身
代
わ

り
に
な

た
事
を
私
は
許
せ
な
か

た

無
論

自
分
自
身
を

 
こ
の
三
日
間
ず

と
そ
の
心
境
で
過
ご
し
て
い
た

リ

フ

も
き

と
同
じ
も
の
だ
ろ
う

と
む
し
ろ
義
理
の
姉
と
し
て
あ
る
意
味
私
よ
り
も
ず

と
深
く
心
に
傷
を
負
い
そ
し
て
根
深

い
怒
り
を
持

て
い
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た

 
あ
る
意
味
で
は

そ
の
予
想
は
的
を

て
い
た
と

え
る

 

し
か
し

リ

フ

が

い
て
い
た
怒
り
の
矛
先
は

予
想
外
な
事
に
も
キ
リ
ト

だ

た

 
ユ
ウ
キ
と
手
を
繋
い
だ
二
人
だ
け
が
一
緒
に
行
け
る
事
が
判
明
し
た
の
で
彼
女
が

復
を
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り
返
す
事
で
私
達
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ

達
出
来
た

 
そ
こ
で

て
い
た
の
は
ど
う
や
ら
今
後
の
事
を

え
て
鍛

を
行

て
い
た
ら
し
い
三
人

の

今
ま
で
経
験
し
た
事
が
無
い
程
の
ハ

ド
さ
に
ル
ク
ス
は

論

故
か
大
人
の

に
代

わ

て
い
て

メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン
の
事
を
知

て
い
た
の
で
そ
れ
を
使

た
事
は
す

ぐ
に
分
か

た

黒

く
め
の
フ

デ

ド
コ

ト
や
手

ブ

ツ

の
ユ
イ
ち

ん
も

で

く
呼

を

り
返
し
な
が
ら

を
取

て
い
た

キ
リ
ト
は
そ
の

ら
で

や
ら
理

の
実
験
で
使
い
そ
う
な
器

を

つ
も

べ

か
を

合
し
て
い
た

 
ユ
ウ
キ
か
ら

い
て
い
た

り
キ
リ
ト
の
眼
に
は
以
前
は
あ

た
光
が
無
か

た

地
獄

の
よ
う
な
現
状
の
中
で
も
宝

の
よ
う
に

い
て
い
た
あ
の

が
完
全
に
闇
に

ざ
さ
れ
て
い
た

事
に
こ
れ
は

思
い

め
て
い
る
と
分
か

た

私
は
知
ら
な
い
が
ど
う
や
ら
数

月
前

の
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
あ

た
騒
動

恐
ら
く
サ
チ
と

生
ア
イ
テ
ム

の
話

の
時
と

同

か
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に

い
ら
し
い
事
に

時
を
知

て
い
る
者
達
は

も
が
一

息
を

ん
で
い
た

で

に

 
そ
ん
な
私
達
を
見
て
あ
ま
り
に
も

合
作
業
に
集
中
し
て
い
た

か

復
の
転

に
も
気
付
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い
て
い
な
か

た
ら
し
い
キ
リ
ト
は
先

だ

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
声
を
掛
け
た
事
で

く
気

付
い
た
ら
し
か

た

 
彼
が

た
時
に
発
足
し
た
新
生
組

攻
略
組
の
幹
部
と
も

え
る
面

だ
け
で
な
く

み
が

全

い

み
し
て
い
て
少
し
ば
か
り
動
揺
し
て
い
る
よ
う
だ

た

問
い
掛

け
る
彼
は

か
に

え
と
も
取
れ
る
様
子
を
見
せ
け
れ
ど
表
情
は
全
く
変
わ
ら
な
い
ま
ま
そ

う
問
う
て
来
た

 
そ
の
問
い
に
対
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
ク
ラ
イ
ン
ユ
ウ
キ
と
い

た
第
一
層

の

か
ら

に

見
知
り
だ

た
面
子
が
理
由
を
話
し
て
い
く

 
そ
の
内
容
を
キ
リ
ト
は
全
て

て

い
て
い
た

合
作
業
も
中
断
し
て
い
た
事
か
ら
ど
れ

だ
け
こ
ち
ら
が
切

ま

て
い
る
か
自
分
の
知
識
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を

直
感
的

に
把
握
し
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い

そ
う
か

と
う
と
う

れ
る
よ
う
に
な

た
ん
だ
な

そ
の

振
り
か
ら
す
る
に

キ
リ
ト
君
は
予
想
し
て
い
た
の
か
ね

攻
略
が
進
む
に
つ
れ
て

が
上
が

て
い
く
な
ら
あ

て
然
る
べ
き
だ
と
思

て
い
た

よ

む
し
ろ
最
初
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
た

で
は
無
い
事
に

き
だ
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ヒ

ス
ク
リ
フ
の
問
い
掛
け
に
ア

サ
リ
と
返
し
た
内
容
か
ら
す
る
に
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
は

モ
ン
ス
タ

が

れ
る
事
す
ら
も
予
見
し
て
い
た
ら
し
い

攻
略
組
発
足

時
は
圏
内
で

の
対

で
手
一

だ

た
事
も
あ

て
流

に
伝
え
き
れ
な
か

た
よ
う
だ

 
そ
の
先
見
の
明
に
や
は
り
そ
れ
く
ら
い
で
な
け
れ
ば

ロ
は

け
な
い
の
だ
な
と
感
心
を

い
たそ

れ
で

出
来
れ
ば
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
欲
し
い
ん
だ

頼
め
る
か
な

分
か

た

あ
あ

攻
略
組

全

に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
な
ら

ア
ル
ゴ
に
文
書
と
し

て

め
て

し
た
方
が
良
い
か
な

そ
う
ダ
ナ

ど

ち
か
と

う
と
そ

ち
の
方
が
オ
レ

ち
も
助
か
ル

な
ら

速
取
り
掛
か

 

ち

と

て
く
れ
る

  
デ

ア
ベ
ル
や
ア
ル
ゴ
達
と
会
話
を
進
め

で
説
明
す
る
よ
り
文
書
と
し
て

に

め
た

方
が
良
い
と
決
ま
り

速
彼
が

合
器

を
全
て
仕
舞

て
書
き

む
メ
モ
だ
ろ
う
ウ

ン
ド
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ウ
を
開
い
た
時

リ

フ

が

た
を
掛
け
た

 
そ
の
声

は
恐
ろ
し
く

た
く

く

怒
気
が
滲
み
出
て
い
た

 
自
然
と
彼
女
の
近
く
に
い
た
シ
リ
カ
は

と

え
て
一
歩

離
を
開
け
た
し
私
も

え

と
ま
で
は
い
か
な
い
も
の
の

い
て
目
を
向
け
る

然
ク
ラ
イ
ン
達
も

き

し
む
表
情
で

リ

フ

を
見
た

こ
こ
ま
で
怒
り
を

わ
に
し
て
い
る
の
も

し
い
し
こ
の
場
で
そ
れ
を
出

す
理
由
が
分
か
ら
な
か

た

 

よ
り

今
ま
で

語
を
使
い

け
て
い
た
彼
女
が

そ
れ
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て

て
入
る
程
の
怒
り
な
ど

今
ま
で
無
か

た

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
と
話
し
て
い
た
ア
ル
ゴ
も
デ

ア
ベ
ル
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
有
無
を

わ

せ
な
い
そ
の
怒
気
に
気
圧
さ
れ
て
彼
か
ら
一

離
れ
た

リ

フ

の

線
も
怒
気
も
全
て
が

キ
リ
ト
に
向
け
ら
れ
て
い
た
か
ら

リ

姉

 
そ
の
怒
気
を
向
け
ら
れ
た
キ
リ
ト
は

以
前
よ
り
も

ま
じ
く
小
さ
い
な
が
ら
も

か
に

け
れ
ど
確
か
に

え
て
い
た

恐
怖
故
か
表
情
は
引
き

て
い
る
し
ど
こ
か
不
安

に
も
見

え
る
そ
の

身
⻑
差
故
に
見
下
ろ
さ
れ
て
い
る
彼
は

が
ど
う
見
て
も

え
て
い
た
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そ
の
様
を
リ

フ

は

か
数
歩
の
間
を
空
け
て

て
見

け
る

静
か
な
怒
気
は
ド

ン
ド
ン
そ
の
ボ
ル
テ

ジ
を
上

て
い

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
正
直
今
ま
で
見
て
来
た

よ

り
も
今
は
リ

フ

が
恐
ろ
し
い
と
私
は
感
じ
た

あ

あ
の

 
え

と

 
そ
の

を
キ
リ
ト
も

い
た
の
だ
ろ
う

恐
ら
く
未
だ
か
つ
て
な
い
程
に
怒
り
を
見
せ
て
い

る
義
理
の
姉
の

に

え
じ

と

た
ま
ま
見

け
ら
れ
る
事
に

心
地
の
悪
さ
を
覚
え
た

ら
し
い
彼
は

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
り
な
が
ら
ど
う
に
か
し
よ
う
と
慌
て
始
め
る

 
そ
の

は

ら
れ
る
事
に
恐
れ
を

い
て
い
る
子

そ
の
も
の

ね

キ
リ
ト

い

 
そ
こ
で

や
は
り

い
声

で

た
り
と

だ
か
ら
こ
そ
恐
ろ
し
さ
を
覚
え
る
声

で

リ

フ

が
名
前
を
呼
ん
だ

 

然
慌
て

え
て
い
る
キ
リ
ト
は

突
に
名
前
を
呼
ば
れ
た
事
に

き

を

ね
上

な
が
ら
直
立
不
動
の

勢
で
リ

フ

を
見
上

た

表
情
に

し
い
な
が
ら
も

に
昏
い

に
は

が
滲
ん
で
い
て

か
ら
見
て
い
る
だ
け
で
も
可
哀
想
に
思
え
て
し
ま
う

実

は
ま
だ
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リ

フ

は
名
前
を
呼
ん
だ
だ
け
な
の
に

だ

 
一
体

が
彼
女
の
逆

に
触
れ
て
い
る
の
か
私
に
は
分
か
ら
な
か

た

論
ユ
ウ
キ
達
も

分
か
ら
な
い
の
で

を

る
ば
か
り

あ
た
し
が

く

そ
う
ね

今
ま
で
に
無
い
く
ら
い

く
怒

て
い
る
の
が
ど
う
し
て
か

分
か
る

え

え
え
と

わ

分
か
り
ま
せ
ん

え
え

そ
う
ね

そ
う
で
し

う
ね

分
か
ら
な
い
わ
よ
ね

分
か

て
い
る

な

ん
て

わ
れ
た
ら

あ
な
た
の
事
を

蔑
し
な
い
と
い
け
な
か

た

 
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い

め
た
声

で
伝
え
ら
れ
た
事
に
キ
リ
ト
は

然
と
し
た

今
ま
で

ず

と
彼
の
事
を

じ
愛
し
て
い
た
彼
女
の
あ
ま
り
の
変

に
思

が
追
い
付
い
て
い
な
い
ら

し
か

た

 
無
論

私
達
も
そ
の

葉
に
は

然
と
さ
せ
ら
れ
た

故
そ
ん
な
事
を
今

う
の
か

と

今
キ
リ
ト
は

く
傷
付
い
て
い
る
と
い
う
の
に

ね

キ
リ
ト

あ
な
た
は
ど
う
し
て

そ
ん
な
眼
を
し
て
い
る
の
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え
 
大
切
な
義
理
の
姉
に
と
も
す
れ
ば

蔑
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

さ
れ
て
し
ま

う
く
ら
い
の
事
を
し
て
し
ま

た
の
か
と

然
と
し
絶
望
を

き
か
け
て
焦
り
を

い
て
い

る
彼
に
リ

フ

は
問
う

 
そ
の
問
い
の
意

を

め
ず
あ
る
い
は
ど
う

え
れ
ば
い
い
か
そ
も
そ
も

の

心
に
触

れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
彼
は

惑
の
声
を

ら
す

こ
れ
は
あ
た
し
の
勝
手
な
推

だ
け
ど

リ
ズ
さ
ん
の
話
を

い
た
限
り
だ
と
ど
う
に
も
ア

キ
ト
を
殺
し
た
事
を
悔
や
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る

あ
る
い
は
ア
キ
ト
を
殺
し
た
事
が
正

し
か

た
の
か

か
し
ら

 

葉
と
し
て
の

え
は

い
て
い
な
い
の
か
リ

フ

は
キ
リ
ト
が

か
し
ら

う
前
に
更

に

葉
を
重
ね
た

リ
ズ
ベ

ト
の
話
に
よ
れ
ば
彼
が

き
じ

く
る
く
ら
い
打
ち
の
め
さ
れ

る

恐
ら
く
は
ト
ラ
ウ
マ
に

す
る
内
容
を

一
切
容
赦
な
く

 
問
わ
れ
た
彼
は
息
を

み

も

い
は
し
な
か

た
が

た

て
い
た
の
か
表
情
を
歪
め

て

い
た
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も
う

も
う

が
正
し
い
の
か
分
か
ら
な
い

 
ポ
ロ
ポ
ロ
と
大

の

を
零
し

時

し

く
り
上

な
が
ら

キ
リ
ト
は
語

た

 
ア
キ
ト
が
し
た
事
は

許
さ
れ
る
事
で
は
無
い

の
根

が
あ

た
か
は
知
ら
な
い
が

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

場

と
知

た
彼
は
彼
が
ラ
ス
ボ
ス
で
死
ね
ば
ゲ

ム
ク
リ
ア
に
な
る
と

判
断
し

第
二
レ
イ
ド
お
よ
そ
五
十
人
近
い
戦
士
の
命
を
オ
レ
ン
ジ
達
の
手
を
使

て
奪

た

 
攻
略
組
の
第
二
レ
イ
ド
を
壊
滅
さ
せ
こ
の
先
の
攻
略
を

し
た
オ
レ
ン
ジ
達
や
彼
ら
を

い
る
神

ア
キ
ト

今
ま
で
直

的
に
あ
る
い
は
間

的
に
ど
ん
な
手
を
使

て
で
も
護
り
育

て
て
き
た
彼
ら
を
一
気
に
奪
い
ベ

タ
時
代
か
ら
の
付
き
合
い
で
あ
り

か
と
世
話
を

い
て

く
れ
た
ア
ル
ゴ
を
殺
さ
れ
た
事
に
今
後
の
事
へ
の

も

め
て
ア
キ
ト
を
殺
す
決
断
を
し
た

 
け
れ
ど
そ
れ
が
本

に
正
し
か

た
の
か

そ
も
兄
を
殺
す
原
因
は
分
か
り
合
お
う
と
し
な

か

た
自
分
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

そ
う

え
た
ら
し
い

 
そ
れ
は
自
身
が
目
指
し
て
い
る
世
界
最
強
の
実
姉

千
冬
に

絶
さ
れ
る
要
因
に
な
り

得
た

殺
し
合
い
の
最
中
自
身
を
殺
せ
ば
彼
女
が
一
人
に
な
る
と
い
う
事
を

わ
れ
て
刃
を
止

め
た
彼
に
は
そ
れ
が
気
掛
か
り
だ

た
の
だ

残

て
い
る
弟
す
ら
も
奪
わ
れ
一
人
に
な

た

彼
女
が
自
分
を
恨
み
殺
し
に
来
る
の
で
は
と
い
う
恐
怖
を

く

ど
に
は

し
ろ
親
が

発
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し
た

時
学
生
だ

た
彼
女
が
弟
二
人
の

に

し
く

し
て
い
た
事
を
い
や
と
い
う

程
に
知

て
い
た
か
ら

 
過
去
に
死
ぬ
事
を
理
解
し
て
い
な
が
ら
嗤

て
自
分
を
捨
て
た
と
は

え
約
十
一
年
と
い
う

年
月
の
内
八
年
も
共
に
過
ご
し
た
実
の
兄
を
殺
し
た
事
へ
の
罪
の
意
識
は
そ
こ
ま
で
思

を

躍
さ
せ
て
い
た

 
そ
れ
か
ら
追
い
打
ち
の
よ
う
に
発
生
す
る
原
因
不
明
の
シ
ス
テ
ム

戦
力
が
大

に

ら

れ
て
前

多

な
中
更
に

備
や
ス
キ
ル
が
バ
グ
で
性
能

下
あ
る
い
は
消
失
し
下
層
へ

る
事
も
出
来
な
い
と
い
う
不

の
事

が
発
生

そ
れ
に
対

し
た
も
の
の
あ
ま
り
に
も
大

き
過
ぎ
る
ど
う
し
よ
う
も
な
い
問

は

に

し
て
い
た
彼
の
精
神
を
思
い
切
り
追
い

め

る 
更
に
今
ま
で
ず

と
気
を

り

め
さ
せ
て
い
た
か
ら

持
出
来
た
ビ

タ

と
し
て
の

も
呼
び
名
は
と
も
か
く
希
望
の

徴
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
誘
導
し
て
付
け
ら
れ
た
黒
の

剣
士

に

め
ら
れ
た
重
い
期

も

ん
の

か
な
シ
ア
ワ
セ
を
知

て
し
ま

た
自
身
に

と

て
は
ど
ち
ら
も

が
重
過
ぎ
る
と
感
じ
て
し
ま

た

第
七
十
五
層
へ

達
し
た

日
に

初
め
て
取
り
そ
れ
か
ら
は
今
ま
で
と
違

て
四
六
時
中
迷

に

て
攻
略
を
す
る
の
で
は
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な
く

日
帰
り
で

行

て
晩
に
私
達
が

つ
ホ

ム
へ
帰
る
と
い
う
生
活
に
多
少

れ
て
し

ま

た
か
ら

い
と
感
じ
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
そ
し
て

信
不

の
義
理
の
姉
リ

フ

と
弟
子
の
私

 

メ

ル
を
送

て
も

場

や
返
信
の
有
無
を
確
認
し
て
も

に

し
な
現
状

は
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
が

わ
れ
た
事

や
ア
キ
ト
と
キ
バ
オ
ウ
の

を
思
い
出
せ
ば
不

安
を
呼
び

こ
す
の
に
十
分
だ

た

 
ア
キ
ト
に
対
し
て
悪
い
の
は
自
分
だ

た
の
で
は
と
ど
う
す
れ
ば
良
か

た
の
か
そ
も
そ

も
ア
キ
ト
を
殺
す
と
い
う

が
正
し
か

た
か
も
わ
か
ら
な
く
な

た
彼
は

に
は
義
理
の

姉
リ

か
ら
も
見
捨
て
ら
れ
る
と

え
た
ら
し
か

た

家

殺
し
を

け
容
れ
る

が
無
い

と 
家

殺
し
を
し
た
自
分
は

け
容
れ
ら
れ
な
い

よ
し
ん
ば
許
さ
れ
て
も
も
う
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
は
生
き
ら
れ
な
い

 

ビ

タ

と
し
て
も

黒
の
剣
士

と
し
て
も

れ
切
り

い
と
感
じ
て
し
ま

て

い
る
キ
リ
ト
は

も
う
戦
う
事
も

だ
と
感
じ
て
い
た

 
世
界
最
強
の
姉
の

を
背
中
を

い
の
よ
う
に
追
い
求
め
て
今
ま
で
戦

て
来
た
彼
が
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戦
う
事
を

し
始
め
た

 
そ
れ
は
彼
に
と

て
も
う
生
き
る
事
を
投

出
す
事
と
同
義
だ

た

し
ろ
強
く
な
け
れ

ば

か
に
殺
さ
れ
る

結
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
ま
た
見
捨
て
ら
れ
る
と
思
い

ん
で
い
た
の
だ
か

ら

実

最
前
線
は
人
格
面
も
見
る
が
実
力
が
無
け
れ
ば
意
味
が
無
い

強
さ
が
無
け
れ
ば
死

ぬ
の
に
戦
い
た
く
な
い
と
戦
う
事
を
放

す
る
道
を
求
め
た
結
果

彼
は
自
分
が
も

う
生
き
た
く
な
い
の
だ
と
悟

た
ら
し
い

 
け
れ
ど
自
分
で
自
分
を
殺
す
事
は
許
さ
れ
な
い
と
彼
は
思
い
こ
ん
で
い
た

ビ

タ

は

か
に
殺
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

憎
ま
れ

が

か
に
殺
さ
れ
る
あ
る
い
は
黒

の
剣
士
が
最
前
線
で
の
戦
い
の
果
て
に
道

ば
に
倒
れ
る
と
い
う
過
程
を
経
る
事
で
自
分
が

け
て
も
大

な
よ
う
に
し
て
い
た
か
ら
だ

た

 
戦
い
た
く
な
い

け
れ
ど
背
負

て
い
る
も
の
が
そ
れ
を
邪
魔
を
す
る

中
で
自
分
か
ら
投

出
す
事
は
許
さ
れ
な
い

 
で
も

求
め
ら
れ
る
信
頼
を
裏
切
ろ
う
と
し
て
い
る
自
分
を
見
捨
て
て
欲
し
い

 
も
う

も
自
分
を
求
め
な
い
で
欲
し
い

 
け
れ
ど
自
分
か
ら
死
ぬ
事
は
出
来
な
い

そ
れ
は
今
ま
で

き
上

て
来
た
苦
し
み
の
果
て



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

に

ま
で
来
た
全
て
の
苦
労
を
水

へ
帰
す
も
の
だ
か
ら

  

な
ら

か
に
殺
さ
れ
れ
ば
い
い
の
だ

  
キ
リ
ト
は

そ
の
結
論
に
至

た

  

く

強

く

な

て

か

自
分
を
殺
し
て

  
彼
は

そ
う
願

た

 
そ
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

あ
る
い
は
悪
く

届
い
た
あ
の
メ

ル

キ
バ
オ
ウ
配
下

の
オ
レ
ン
ジ
が
リ

フ

の
手
を

作
し
て
送
り
付
け
た
メ

ル
を

ん
で

私
達
が

わ
れ

更
に

さ
れ
た
事
を
知

た
キ
リ
ト
は
一

で
怒
り
心

け
れ
ど
ど
こ
か

め
た
思

の
ま

ま

こ
れ
で
死
ね
る
と
思

た
と
い
う

 
私
達
は

自
身
と

わ

た
か
ら
襲
わ
れ
た

 
な
ら
自
分
が
死
ね
ば

も
う
問

無
い
の
だ
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流

に
外

部
か
ら
放
り
投

ら
れ
た
事
は
予
想
外
だ

た
か
ら
慌
て
に
慌
て
た
も
の
の
転

結

を

い
に
も
二
個
常
備
し
て
い
た
か
ら
私
達
二
人
を
助
け
ら
れ
た

オ
レ
ン
ジ
に
な

て
い
た
自
分
は
ど
の
道
第
八
層
以
下
だ
と
助
か
ら
な
い
事
が
分
か

て
い
た
か
ら

に

め
て

い
た

 

倒
さ
れ
る
事
も
分
か

て
い
た

絶
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
も
思

た

蔑
さ
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
と
も

 
そ
れ
で
も
も
う

に
も
自
分
が
原
因
で
傷
付
い
て
欲
し
く
な
く
て
死
ん
で
欲
し
く
な
く
て

自
ら

死
ぬ
事
を

ん
だ
の
だ
と
い
う

 
シ
ス
テ
ム

に
よ

て
第
七
十
六
層
か
ら
下
へ

り
ら
れ
な
く
な

て
か
つ
て
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
時
の
よ
う
に
新
た
な
始
ま
り
と

え
る
今
に

体
制
の

わ
れ

は
要
ら
な
い

と
判
断
し
て

そ
れ
が

あ
の
日
の
あ
な
た
の
行
動
の
理
由
な
の
ね

 
私
達
を
転

で
生
還
さ
せ
た
と
こ
ろ
ま
で
語

て

た
事
で
話
が
終
わ

た
の
だ
と
判
断
し

た
ら
し
い
リ

フ

が

そ
う
確
認
し
た

キ
リ
ト
は
小
さ
く

い
た

 
こ
の
場
に

る

も
が

絶

し
て
い
た
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確
か
に
神

を
殺
し
た
事
に
苦
悩
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
が

こ
こ
ま
で

と
は
正
直
思
わ
な
か

た
の
だ

悔
や
ん
で
い
る
の
で
は
私
達
が

わ
れ
た
原
因
に
な

た

事
を
責
め
て
い
る
の
で
は
と
思

て
い
た
け
ど
そ
れ
を

つ
も

び
越
え
て
死
を
求
め
て
す
ら

い
た
事
に

私
は

も

え
な
か

た

葉
な
ん
て
浮
か
ば
な
い

 
キ
リ
ト
は
ず

と

き
じ

く
り

け
る

 
死
の
う
と
し
た
の
に

死
ね
な
か

た
事
へ
の
絶
望

ま
だ
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
絶
望

と
も
す
れ
ば
ま
た
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

確
実
に
そ
う
な
る
だ
ろ
う

未
来
へ
の
絶

望

未
来
な
ん
て
無
い
事
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

ん
で
し
ま

た
求
め
て
し
ま

た
死

 
そ
ん
な
彼
に
ど
う
声
を
掛
け
れ
ば
良
い
の
か
分
か
る

が
無
い

私
も
そ
れ
な
り
の
過
去
を

背
負

て
い
る
け
れ
ど

彼

ど

い

で
は
無
い
の
だ

 
人
殺
し

 
あ
あ

確
か
に
私
は
人
殺
し
だ
ろ
う

を
護
る

と

あ
る
意
味
不
可
抗
力

と

え
ど
一
人
の
人
間
の
命
を
奪

た
事
は
事
実
だ

そ
の

な
ら
甘
ん
じ
て

け
よ
う

理
解

無
き

倒
は
流
し
は
す
る
も
の
の

け
容
れ
よ
う

 

け
れ
ど

こ
の
少
年
が
一
体

を
し
た
と
い
う



 第七十四章 〜義姉の心、義弟知らず〜

 
実
の
兄
を
殺
し
た

 
あ
ち
ら
の
方
が
殺
し
に
来
た
上
に
今
ま
で
の
努
力
を
全
て
無

に
す
る
よ
う
な
行
い
を
し
た

の
だ

む
し
ろ
私
は
殺
さ
れ
て

然
だ
と
も
思
う

 
実
姉
が
一
人
に
な
る

 
そ
れ
も
あ
る
意
味
そ
の
女
性
の
自
業
自
得
だ
ろ
う

下
の
弟
が

ら
れ
て
い
る
事
に
喪
う
ま

で
気
付
か
ず
そ
れ
も
上
の
弟
が

先
し
て
行

て
い
る
事
に
気
付
か
な
か

た
の
だ

い
が

い
が
み
合
い
殺
し
合
う
事
に
な

た
の
も
実
の
兄
の

動
が
原
因

そ
も
彼
は
自
ら
殺
そ
う

と
は
し
て
い
な
か

た
あ
く
ま
で
正

衛
の

内
で
は
あ
る
の
だ

こ
の
場
に

な
い
人

間
が
ど
う

お
う
が
そ
も
そ
も
家

を
見
て
い
な
か

た
者
の

葉
な
ん
て

く
意
味
も
無
い

と
思
う

 
責
め
る
の
は
そ
れ
こ
そ
お

違
い
と
い
う
も
の

確
か
に
家

の
命
を
奪
う
と
い
う
事
は
た
だ

他
者
を
殺
す
事
よ
り
も
重
く
感
じ
ら
れ
る
が
キ
リ
ト
の
場
合
は
事
情
が
事
情
同
情
や
労
り
こ

そ
す
れ

蔑
な
ど
す
る

が
無
い

む
し
ろ
苦
し
い
だ
ろ
う
に
よ
く
や

た
と
い
た
わ
り
た
い
く

ら
い
だ

 

ら
れ
る
事

勝
手
な
期

を
背
負
う
事
が

く
な

た
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む
し
ろ
キ
リ
ト
は
今
ま
で

え
て
来
た
方
だ

に
も
真
似
出
来
な
い
だ
ろ
う
そ
の

は
称

さ
れ
る
べ
き
だ
し

い
と
思
う
方
が

然
む
し
ろ
今
ま
で
投

出
そ
う
と
し
な
か

た
事

が
異
常
と
す
ら
思
え
て
し
ま
う

だ
か
ら
そ
う
思
う
事
は
別
に
お
か
し
い

で
は
無
い

 
期

を
裏
切

て
し
ま
う

 
勝
手
な
事
を

て
頼
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
が
ど
う
し
た
と
開
き
直
れ
ば
良
い
と
思

う

ビ

タ

と
し
て

黒
の
剣
士
と
し
て
の

目
を

え
れ
ば
そ
れ
も
ど
う
か
と
い
う

話
だ
が
彼
は
そ
も
そ
も

き
過
ぎ
だ

少
し
し
か
知
ら
な
い
が
一
人
で

う
仕
事

や
重
責
で

は
な
い

 
だ
か
ら
彼
が
死
を
求
め
て
し
ま
う
の
も
よ
く
よ
く

え
れ
ば
あ
る
意
味

然
な
の
だ

し
ろ
生
き
て
い
る
限
り
そ
の
苦
し
み
が
ず

と

く
の
だ
か
ら

だ
か
ら
彼
は
死
に
た
く
な

た

も
う

に
な
り
た
か

た
か
ら

そ
う

 
あ
ま
り
に
も
重
過
ぎ
る
私
達
の

え
が
ど
れ

ど
甘
く

い
も
の
だ

た
か
理
解
さ
せ
ら
れ

る
そ
の
内
容
に
対
し

リ

フ

は
一

ら
す

 
ど
こ
か

れ
た
よ
う
に

息
交
じ
り
で
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あ
な
た
に
と

て

あ
た
し
は
そ
の
程

の
存
在
だ

た

ね

 
ど
こ
か
失
望
し
た
よ
う
な
声

で

そ
う

け
た

え
 
彼
女
の

突
な

葉
は
全
く
予
想
し
て
い
な
か

た
内
容
だ

た
よ
う
で

キ
リ
ト
は
力
な

く

然
と
義
姉
を
見
上

た

 
そ
ん
な
彼
に

リ

フ

は

蔑
の

線
を
返
し
て
い
た

を

け
て
い
る
の

だ

て
そ
う
で
し

う

 
あ
た
し
は

た
だ
の
一

も
キ

い

え

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

と
い
う
大
切
な
弟
を
見
限
る
だ
な
ん
て

て
い
な
い

そ
れ
な
の

に

家

殺
し
を
し
た
か
ら

け
容
れ
ら
れ
る

が
無
い

 

ざ
け
る
な

 
一

間
を

い
て
の
一

は
こ
の
場
の
空
気
を
一
気
に
重
く
し
た

そ
の
重
圧
更
に

く

な

た
怒
気
に

キ
リ
ト
は

え
の
声
を

ら
し
な
が
ら

歩
後
ろ
に
下
が
る

 
キ
リ
ト
が

歩
で
も

え
や
恐
怖
で
後
退
す
る
の
を
私
は
初
め
て
見
た

 
そ
の
様
に
苛
立
ち
が
更
に

り
出
し
た
の
か
金
髪
の
妖
精
は

み

ん
で
キ
リ
ト
に
近
付
き

始
め
る
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そ
も
そ
も

家

殺
し

て

死
ぬ
事
を
分
か

て
い
な
が
ら
あ
の
男
は
あ
な
た
を
見

捨
て
て
更
に
は
こ
の
世
界
で
あ
な
た
を
二

も
殺
そ
う
と
し
て
い
た
の
よ

そ
れ
な
の
に
あ

な
た
は
ま
だ
あ
の
男
を
家

だ
な
ん
て

う
の

も
う
縁
な
ん
て
切
れ
た
も
同
然
の
血
の

繋
が
り
し
か
無
い

の
他
人
に

し
い
あ
の
男
を

ま
だ
あ
な
た
は

兄

と
思

て
い
る

一

か
ら

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

へ
と
名
を
変
え
た
の
に

あ

 
キ
リ
ト
は
完
全
に

え
切

て
い
て
ボ
ロ
ボ
ロ
と

を
零
し
て

え
て
い
た

に

に
へ

た
り
こ
み
少
し
ず
つ
近
付
い
て
来
る
リ

フ

か
ら
少
し
で
も
離
れ
よ
う
と
後
退
を

け
て
い

る 
け
れ
ど
リ

フ

の

い

と
殺
気
と
す
ら
思
え
る
程
の
絶
大
な
怒
気
が
そ
れ
ら
を

む 
体
の

え
と
し

く
り
あ

が

く
な

た
キ
リ
ト
は
と
う
と
う
リ

フ

に
追
い

め
ら

れ
た

ね

あ
た
し
は
そ
ん
な
に
姉
と
し
て
ダ
メ
な
の

あ
な
た
は
そ
ん
な
に
も

に

り
た
い
の



 第七十四章 〜義姉の心、義弟知らず〜

 

に
へ
た
り

ん
で

を
零
し
て

え
る
キ
リ
ト
に

線
を
合
わ
せ
る
よ
う
に

を

た

リ

フ

が
決
し
て

が
さ
な
い
と
で
も

う
よ
う
に

を
が

し
と

み
真

直
ぐ
キ
リ

ト
に
問
い
を
投

た

確
か
に
あ
た
し
は
一
人

子
だ
し
カ
ズ
ト
に

べ
て
家
事
も
出
来
な
い
し

千
冬

に

べ
て
文
武
は

て
る
と
思
う

で
も
そ
れ
を
補
う
く
ら
い
あ
た
し
は
カ
ズ
ト
の
事
を
愛

し
て
来
た
つ
も
り
だ
し
武
道
や

強
も
出
来
る
だ
け
見
て
来
た

今
ま
で
が

か

た
分
せ

め
て
と
思

て
カ
ズ
ト
を
目
一

家

と
し
て
愛
し
て
き
た
の

あ
た
し
も

さ
ん
も

さ
ん

も 
そ
こ
で
彼
女
は

か
に

を

け
た

を

ん
で
い
る
手
に

か
に
力
が

め
ら
れ
た
の

が
離
れ
て
い
る
私
か
ら
も
見
て
取
れ
た

こ
れ
を

る
の
は

本

は
も

と
後
に
す
る
つ
も
り
だ

た
の
だ
け
ど
ね

 
数

の
間
を

い
て

彼
女
は

そ
り
と
そ
う

た

ね

あ
な
た
は

一

と

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

の
ど

ち
を

ぶ
の

え

あ
な
た
は

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

か
ら

キ
リ
ト

と
い
う
名
前
を
作
り
出
し
た

で
も

あ
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な
た
の
話
を

い
て
い
る
と
こ
の
世
界
で
の
立
ち

や
ビ

タ

の
振
る
舞
い
意
識
は

一

の
方
が
強
い
と
感
じ
る

ア
キ
ト
を
殺
し
た
事
を

家

殺
し

と

う
事
か
ら

も
ね

キ
バ
オ
ウ
の
事
も
あ
る
か
ら
ビ

タ

に

し
て
は
多
少
不
可
抗
力
も
あ
る
の
だ

ろ
う
け
ど
だ
か
ら
と

て
も
流

に
こ
れ
は

し
過
ぎ
よ

ま
る
で

一

で
あ

る
事
を
捨
て
ら
れ
な
い

あ
る
い
は
望
ん
で
い
る
と
す
ら
思
え
て
し
ま
う

 
リ

フ

の
推

に
キ
リ
ト
は
そ
の
思

が
今
ま
で
無
か

た
の
か
目
を
見
開
い
て

り

む

そ
の
表
情
は

然
と
い
う
表
現
が
似
合
う
も
の

あ
な
た
が

千
冬
の
背
中
を
追

て
い
る
事
は
理
解
し
て
た

リ
ア
ル
で
武
道
を
教
え

て
い
る
時
も
新
し
い
技
を
使
え
る
よ
う
に
な

た
り
あ
た
し
が
掛
け
る
技
に
対

出
来
る
よ

う
に
な

た
り
し
て
も
本
心
で
は
喜
ん
で
な
か

た
事
く
ら
い
分
か

て
た

こ
の
世
界
で

生
き
る
に
あ
た

て
強
く
な
る
必
要
が
あ

た
の
は
分
か
る
け
ど
リ
ア
ル
で
も
同
じ
背
中
を
追

い
求
め
て
い
た
時
点
で

本

は
強
く
な
る
理
由
は
別
に
あ

た
の
で
し

う

 
彼
女
の
問
い
に

キ
リ
ト
は

え
な
い

た
だ
く
し

り
と
表
情
を
歪
め
る
だ
け
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け
れ
ど

そ
の

こ
そ
が

よ
り
も

え
を
示
し
て
い
た

 
以
前
リ

フ

は

千
冬

の
背
中
を
追

て
い
る
事
を

い
と
称
し
た

そ
れ
を

私
は
こ
の
世
界
で
生
き
る
に
あ
た

て
世
界
最
強
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強

観
念
あ

る
い
は

一

だ

た

に
な

て

然
と
思
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と

え
て
い
た

 
け
れ
ど
彼
女
の
解

は
別

リ
ア
ル
の

か
ら
そ
う
だ

た
の
だ
か
ら
本

は
生
き
る

で

は
無
く

別
の
理
由
が
あ
る
と
気
付
い
て
い
た

 
強
く
な
る
理
由
に
自
分
が
生
き
る

だ
と
か

か
を
助
け
る

だ
と
か
は
付
属
品

本

の
最
初
の
最
初
は

も

と
別
の
も
の
が
あ

た
の
だ
ろ
う
と

本

は

一

と
し
て
認
め
ら
れ
て

一

と
し
て

千
冬

に

め
ら
れ
た
か

た
の
で
し

う

 

的
に
確
信
が
あ
る
と
分
か
る
そ
の
ハ

キ
リ
と
し
た
問
い
に
キ
リ
ト
は
無

の
悲
鳴
を

上

る

 

一

と
し
て
認
め
ら
れ
た
い

そ
れ
は
つ
ま
り
か
つ
て
の
家

の
下
に
帰
り
た
い

と
い
う
願
望
が
あ
る
事
を
意
味
す
る
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そ
う

え
れ
ば
キ
リ
ト
が
実
の
兄
を
殺
し
た
事
で
気
に

む
事
も
自
分
が
分
か
り
合
お
う

と
し
な
か

た
と

え
る
事
も
実
の
姉
に

し
い
思
い
を
さ
せ
て
家

殺
し
を
理
由
に
殺
し
に

来
る
か
も
と
い
う

え
を

く
事
も

全
て
合
点
が
い
く

 
ど
う
や
ら
さ

き
語

た
話
の
中
で

そ
こ
だ
け
は

け
て
い
た
ら
し
い

 
け
れ
ど
リ
ア
ル
の

か
ら
彼
の
武
道
と

強
を
見
て
い
た
リ

フ

に
は

わ
か
り
だ

た
よ

う
だ

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
し
か
知
ら
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
事
な
の
だ
か
ら

強
く
な
ろ
う
と
直
向
き
な
の
は
生
き
る

や

か
の
助
け
に
な
る
た
め
そ
し
て

千
冬

の
背
中
を
求
め
て
い
る
か
ら
だ
と

思
う

で
も
リ
ア
ル
の

か
ら
そ
う
だ

た
の
な
ら
そ

も
そ
も
前

が
狂
う
の
だ

 
確
信
を
持

て
い
た
の
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
で
も
信
じ
た
く
な
か

た
ら
し
い
リ

フ

は

え
を
知

て
重
苦
し
い

息
を

い
た

彼
女
に
と

て
す
れ
ば
義
理
の
姉
と
し
て

し
愛
し

て
来
た
今
ま
で
の
全
て
を

定
さ
れ
た
に

し
い
の
だ
か
ら
そ
れ
も
仕
方
な
い

キ
リ
ト
の
境

遇
に
は
流

に
同
情
を
禁
じ
得
な
い
け
れ
ど

こ
れ
ば
か
り
は
彼
が
悪
い

こ
の
世
界
で
再
会
し
た
日
あ
た
し
に
あ
な
た
は
こ
う

た
わ

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
と

し
て
生
き
て
い
た
い
と

そ
れ
に
圏
内
事
件
が
収
束
し
た
あ
の
夜
あ
な
た
は
あ
た
し
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を
あ
ん
な
醜
い
想
い
を

い
て
い
た
あ
た
し
を

け
入
れ
る
と

て
く
れ
た
し
同
じ

よ
う
に
あ
た
し
も

た

そ
れ
な
の
に

そ
れ
な
の
に

 
リ

フ

の

が

え
る

そ
の

え
は
哀
し
み
故
か

そ
れ
と
も
怒
り
故
か

か
つ
て
あ
な
た
は
生
き
た
い
と

た

け
れ
ど
あ
な
た
は
今
死
を
求
め
て
い
る

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
と
し
て
生
き
た
い
と

た

け
れ
ど
あ
な
た
の
思

は
全
て
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
の
も
の
に
な

て
い
る

ね

あ
な
た
は
ど
う
し
た
い
の

あ
な
た
の

名
前
は

な
の

の

名
前

の

オ
レ

お
れ

は

あ

あ

 
キ
リ
ト
は
完

に
錯
乱
し
て
い
た

 
今
ま
で

え
て
い
た

恐
ら
く
は
無
意
識
に
目
を

ら
し
て
い
た

矛
盾
を

ら
れ
な

い
形
で
恐
ら
く
最
も

て
欲
し
く
な
い
人
物
に

さ
れ
た
事
に
彼
の
精
神
は

に
悲
鳴

を
上

て
い
た

感
情
が

し
く
な
る
と
い
う

衛
反
応
が

い
て
い
た
の
に
そ
こ
に
来
て
の

こ
の
ダ
メ

し
だ

む
し
ろ

き

い
て
い
な
い
彼
の
精
神
力
を

め
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い

 
そ
の
彼
を
リ

フ

は

し
い
目
で
見
つ
め
る

や

魔
化
し
は
絶
対
許
さ
な
い
と
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を

け
ば

蔑
す
る
と
い
う
そ
の

い
意

を

そ
の

色
の

か
ら
感
じ
ら
れ
た

そ
れ
に
ね

あ
た
し
が
怒

て
い
る
理
由
は

ま
だ
あ
る
の
よ

 
こ
の
ま
ま
で
は

が
明
か
な
い
と
思

た
の
か
そ
れ
と
も
い

そ
全
て
一
気
に
ぶ
ち
ま
け
た

方
が
良
い
と

え
た
の
か
リ

フ

は
キ
リ
ト
の
様
子
を
見

け
な
が
ら
更
に

葉
を
重
ね
た

ユ
イ
ち

ん
が
消
滅
し
た
日
の
夜
あ
な
た
は

た

親
し
い

が
生
還
し
て

せ
に
な

て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

に
し
た

強
く
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
願
い
を
も
超
え
る
そ
れ

を
あ
た
し
に

た

そ
れ
は
覚
え
て
る
わ
よ
ね

う

ん

あ
な
た
に
と

て
あ
た
し
達
の
生
存
が
一
番
大
事
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
で
あ
な
た
が
死

ん
だ
ら

も
子
も
な
い
の

そ
も
あ
な
た
が
身
代
わ
り
に
死
ん
で
そ
れ
で
生
き
残

た
あ
た

し
達
が

せ
に
な
れ
る
と
本
気
で

え
て
る
の

 
リ

フ

の
そ
の
意
見
に

し
て
は
全
く
同
じ
だ

た

助
け
て
く
れ
た
事
は
と
て
も
感

し
て
い
る
け
れ
ど
で
も
自
分
を

に
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
苦
し
く
な

た

こ
の
三
日

間

マ
ト
モ
に
食
事
が

を

た
の
は
さ

き
の

食
く
ら
い
だ

た
の
だ

 
生
き
残

た
事
よ
り
も
キ
リ
ト
を
身
代
わ
り
と
し
て
死
な
せ
て
し
ま

た
事
の
方
に
意
識
が



 第七十四章 〜義姉の心、義弟知らず〜

い
て
い
て

と
て
も
苦
し
か

た

さ

き
の
話
を

い
た
限
り
全
部
自
分
が
悪
い
と

え
て
い
る
よ
う
だ
け
ど

切

掛
け
は

確
か
に
キ
リ
ト
か
も
し
れ
な
い

で
も
あ
の
行
動
を
取

た
の
も

え
た
の
も
キ
バ
オ
ウ
達
で

キ
リ
ト
が
け
し
か
け
た

じ

無
い

あ
た
し
達
が

わ
れ
た
の
も
直

的
に
は

断
と
レ
ベ
ル

が

か

た
事
が
原
因

そ
れ
す
ら
も
キ
リ
ト
は

自
分
が
悪
い

て

え

む
の

 

ね

神
様
に
で
も
な

た
つ
も
り

 
ぎ
り
と

に

く
手
が

め
ら
れ
る

覚
が
あ
る
キ
リ
ト
は
そ
れ
に

か
に
苦
し
そ
う
に

す
る
が
そ
れ
す
ら
も
許
さ
な
い
と
で
も

う
よ
う
に

あ
る
い
は
こ
の
程

で

が

る
な
と
責
め
る
よ
う
に

リ

フ

は
更
に
力
を

め
て
い
く

あ
な
た
は
人
間

ま
だ
十

の
子

本

は
護
ら
れ
て
い
る
べ
き
年

の
子

今
ま
で
色

あ

て
最
前
線
を
生
き

い
て
来
て
き

と

よ
り
も
こ
の
世
界
で
は
強
く
な

て
い
る
の
は

分
か
る

で
も
だ
か
ら

て

も
か
も
自
分
の
せ
い

て

わ
れ
る
と
流

に

が
立
つ

の
よ

あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
が

わ
れ
た
の
は

断
と

レ
ベ
ル
も

と
レ
ベ
ル
が
高
け
れ

ば
あ
る
い
は
も

と

し
て

や

に

て
い
れ
ば
助
か

た
だ
ろ
う
に

断
が
原
因

で

ま

た

わ
れ
た
遠
因
は
キ
リ
ト
に
あ

た
と
し
て
も
ね

こ
の
場
合
き

と

が
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見
て
も
悪
い
の
は
キ
バ
オ
ウ
と

う

そ
れ
な
の
に

自
分
の
せ
い
だ

思
い
上

が
り
も

だ
し
い

 
更
に

く
な

た
声

く

重
く

く
な

た
リ

フ

の
怒
気

 
そ
れ
を
向
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
に
離
れ
て
い
る
私
や
ユ
ウ
キ
達
は
完
全
に
彼
女
の
怒

気
に

ま
れ
気
圧
さ
れ

も

え
な
い

前

は
と
も
か
く
後

に

し
て
も
大
体

い

た
い
事
は
同
じ
だ
け
ど
流

に
今
の
彼
に
そ
こ
ま
で
キ
ツ
く

う
の
は

過
ぎ
や
し
な
い
か
と

思
う
け
ど

え
な
い

 
そ
れ
だ
け
リ

フ

は
キ
リ
ト
の
事
を
理
解
し
て
い
る

大
切
に
想

て
い
る

そ
し
て
彼

が
ど
れ
だ
け

小
で

出
来
る
事
が
限
ら
れ
て
い
る
人
間
か
を
知

て
い
る

 
だ
か
ら
こ
そ

で
も
か
ん
で
も
背
負
い

ん
で
人
の
願
い
を
叶
え
る
神
様
の
よ
う
な
振
る

舞
い
を
す
る
彼
の
事
が
許
せ
な
く
な

て
い
る

今
ま
で
は
同
情
の
気
持
ち
が
大
き
か

た
け

ど
今
回
の
身
代
わ
り
に

に
な
る
行
動
は

に
来
た
ら
し
い

私
よ
り

的
立
ち
直

り
が

く
て
ユ
ウ
キ
達
と
会
話
出
来
て
い
た
の
は
私
の
よ
う
に

哀
し
み
に

れ
て
い
た
か

ら
で
は
無
く
逆
に

と
し
た
怒
り
を
覚
え
て
い
た
か
ら
だ

た
の
だ

怒
り
を

く
気
持
ち

も
分
か
ら
な
い
で
も
無
い
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流

に
こ
こ
ま
で

し
い
物

い
に
な
る
と
は

の

ら
か
い
物

か
ら
は
想
像
も
つ
か
な

か

た
の
で

意
外
性
と
そ
の

圧
感
に
気
圧
さ
れ
て
し
ま

て
い
る
け
ど

人
を
殺
し
た

が
正
し
か

た
か
悩
み
殺
し
た
事
を
悔
や
み
自
分
の
行
動
す
ら
も

定

し

あ
ま
つ
さ
え
死
に

る

 

も
か
も
が
中

過
ぎ
る
だ
な
ん
て
ど
れ
だ
け
性
根

を

ら
せ
た
の
よ

な
ま
じ
力
を
持

て
し
ま

た
分

に
タ
チ
が
悪
い

ち

り

リ

フ

さ
ん

流

に
そ
れ
は

 
流

に
そ
の
物

い
は

過
ぎ
る
と
思

た
の
か
デ

ア
ベ
ル
が
止
め
に
入
ろ
う
と
し
た

そ

の

力
は
流

は
二
千
人
以
上
の

属
数
を
誇
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ

ダ

で

キ
リ
ト

く
二
大
カ
リ
ス
マ
騎
士
の
片

れ
と

う
べ
き
だ
ろ
う

 
け
れ
ど
リ

フ

は
彼
が
止
め
に
入
ろ
う
と
し
た
の
を

線
を
向
け
る
だ
け
で
中
断
さ
せ

た

そ
の
眼
が
こ
ち
ら
の
予
想
を

か
に
超
え
る
く
ら
い

く
と
も
す
れ
ば
殺
気
す
ら

て
い
た
か
ら

止
め
な
い
で
下
さ
い

今

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
事
な
ん
で
す
よ

し

し
か
し

流

に

い
過
ぎ
じ

な
い
か

 
リ

フ

の
殺
気
と
怒
気
が

じ

た

線
と
共
に
放
た
れ
た

葉
に

し
つ
つ
も
デ
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ア
ベ
ル
は
意
見
を

べ
た

 
そ
の

力
私
は
本
気
で
尊

し
た
い

と
い
う
か
す
る

あ
れ
を

び
て
い
な
が
ら
ま
だ
意

見
を

に
出
来
る
と
か
最

者
と

い
た
い

 
そ
の
彼
の

ま
じ
い

力
で
発
せ
ら
れ
た
意
見
は

リ

フ

に
と

て
は
話
に
も
な
ら
な

か

た
の
か

は

と

で

た

む
し
ろ

い
足
り
ま
せ
ん
ね

ど
う
も
理
解
出
来
て
い
な
い
み
た
い
で
す
か
ら
教
え
ま
す
け

ど

こ
の
子
が
し
た
死
を
求
め
る
決
断
は
今
ま
で
彼
が
奪

て
来
た
命
全
て
を

す

る
行
い
で
す

更
に
は
本
人
も

い
ま
し
た
け
ど
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
達
の
信
頼
は
お
ろ
か
こ

れ
ま
で
攻
略
で
喪
わ
れ
た
命
掛
け
ら
れ
た
期

時
間
努
力
の
全
て
を
不
意
に
す
る
も
の
で

す

話
に
だ
け

い
た

を
残
し
た
と
い
う
リ

ダ

の
死
す
ら
も

み
躙
る
あ
る
意
味
で

ア
キ
ト
よ
り
も
最

な
行
い
で
す
よ

 
デ

ア
ベ
ル

め
リ

フ

に
対
し

い
過
ぎ
だ
と
思

て
い
た
面

に

故
彼
女
が
こ

こ
ま
で
怒
る
か
理
由
の
一

を
説
明
さ
れ
た

 
確
か
に
そ
う
だ
け
ど

で
も
そ
れ
で
も

い
過
ぎ
だ
と
思
う

キ
リ
ト
は
そ
れ
を
自
覚
し

て
い
た
の
か

た
ま
ま

け
容
れ
て
い
る

あ
る
い
は
最

反
論
す
る
気
す
ら
も
失
せ
た
の
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か

自
身
を
信
じ
て
い
た
義
理
の
姉
を
完
全
に
裏
切

て
い
た
事
に
対
す
る
罪
悪
感
か
ら
か

に

ば
自
失
し
て
い
た

違
い
さ
れ
る
と

る
か
ら

て
お
く
け
ど
あ
た
し
は
あ
な
た
の

や
行
動
思

の

全
て
を

定
し
て
い
る

で
は
無
い
わ
よ

キ
リ
ト
の
行
動
で
救
わ
れ
た
人
は
確
か
に

る

直

的
に
は
レ
イ
ン
さ
ん
や
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
シ
リ
カ
さ
ん
が

す
る
し
間

的
に
は

も

と
多
く

る

い
道
で
あ
ろ
う
と
も
進
も
う
と
す
る
そ
の
意
欲
自
体
に
は
尊

の
念
を

い
て
い
る
の
は
確
か
な
の

じ

あ

が

過
去
を

み
る
事
は

迷
う
事
は

ダ
メ
な
事
な
の
か

そ
ん
な
事
を
問
う
だ
な
ん
て

本
格
的
に
あ
た
し
の
教
え
も
忘
れ
て
い
る
よ
う
ね

 

が

い
と

わ
ん
ば
か
り
に

を

め
て

を
振
る

別
に
過
去
を

み
る
事
も
迷
う
事
も
ダ
メ
と
い
う

で
は
無
い
わ
よ

を
迷
う
の
は
別

に
構
わ
な
い
迷

て
こ
そ
人
間

行
錯

の

み
重
ね
で
成
⻑
す
る
の
だ
か
ら

反

す
る

事
も
構
わ
な
い

自
分
の
過
ち
を
見
返
す
事
で

善
点
を
見
出
し

成
⻑
し
て
い
く
の
だ
か
ら

必
要
な
事
な
の
よ

ど
ち
ら
も

 

線
を

ば
自
失
し
た
ま
ま
リ

フ

に

を
向
け
て
い
る
キ
リ
ト
に

線
を

し
た
彼
女
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は

そ
う

葉
を

け
る

 
そ
れ
か
ら
で
も
ね
と

け

を
釣
り
上

た

そ
れ
こ
そ
が
最
も
怒

て
い
る
事
だ
と

で
も

う
よ
う
に

後
悔
だ
け
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い

現
実
で
は
死
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
あ
な
た
の
行
動

は
人
の
命
を
奪
う
と
い
う
重
大
な
罪
で
あ
る
事
を
重

承
知
し
て
い
る

そ
れ
な
の
に
後
悔

 
な
ら
あ
な
た
の
そ
の
後
悔
し
た
行
動
で
命
を

り
取
ら
れ
た
人
達
は
ど
う
な
る
の

 

を
見
た
だ
け
じ

な
い

 
そ
こ
ま
で
彼
女
が

た
こ
と
で
私
は
リ

フ

が

故
そ
こ
ま
で

し
い
物

い
で
キ
リ

ト
に
対
し
怒
り
を
見
せ
て
い
る
か
の
理
由
を

し
た

 
彼
女
は
キ
リ
ト
の
行
動
や
決
断
を
責
め
て
い
る
が

よ
り
も
責
め
て
い
る
の
は
今
ま
で
彼

が
し
て
き
た
行
動
と
決
断
で

み
取
ら
れ
た
命
を

す
る
事
な
の
だ

も

と
先
が
あ

た
だ

ろ
う
に

ら
か
の
理
由
で

り
取
ら
れ
た
命
達
を
捨
て
る
行

だ

た
か
ら
彼
女
は
そ
こ
ま
で

怒

て
い
る
の
だ

現
実
で
武
道
を
教
え
る
時
に
あ
た
し
は

た

を
迷

て
も
い
い
過
去
の
反

も
構

わ
な
い

け
れ
ど

動
の
後
悔
だ
け
は
す
る
な
と

あ
た
し
が
し
て
き
た
剣
道
だ
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て
ね
勝

が
キ

チ
リ
決
ま

た

し
い
世
界

ハ

キ
リ

て

者
の

い
分
な
ん
て

ら
な
い
勝
者
だ
け
が
正
義
の
世
界

そ
の
世
界
で

合
を
す
る
人
間
は
勝

た
な
ら
負
け
た
人

の
目
標
と
な
れ
る
よ
う
に

と
負
け
た
な
ら
勝

た
人
を
超
え
ら
れ
る
よ
う

北
を

に
鍛

を

ん
で
い
く

そ
れ
な
の
に
勝

た
人
に
ご
め
ん
な
ん
て

わ
れ
た
ら
負
け
た
人
は

め
な
だ
け
で
し

う

そ
れ
を

い
く
ら
い
知

て
い
る
か
ら
あ
た
し
は
そ
の
教
え
を
伝

え
た
の
よ

決
し
て

で

な
事
が
出
来
る
よ
う
に
と
教
え
を
説
い
て
き
た

じ

な
い

 

か
も
収
ま
り
を
見
せ
な
い
リ

フ

の
怒
気
は

こ
こ
で
最
高

を
見
せ
た

今
ま
で
し
て
き
た
行
動
・
決
断
が
正
し
か

た
の
か
と
迷
い
を

い
た

ど
の
行
動
を
取
る

か
で
は
な
く

・

・に
・取
・

・た
事
に
迷
い
を

い
た

も

と
良
い
手
が
あ

た
の
で
は
と
反

す

る
だ
け
に

き
足
ら
ず
そ
れ
を

定
し
た
己
の
行
動
は
間
違

て
い
た
と

ね

あ
な

た
は

様
に
な

た
つ
も
り
な
の

人
の
命
ど
う
こ
う
人
の
先
の
良
し
悪
し
を
勝
手
に
決
め
付

け
て
悪
か

た
ら
自
分
の
せ
い
と

う
だ
な
ん
て
あ
な
た
は
神
様
に
で
も
な

た
つ
も
り

 
そ
の
思

が
行

が
ど
れ
だ
け
の
人
の
意

を

に
も
無

し
た
も
の
か
今
ま
で
自

分
が
奪

て
来
た
人
達
の
命
を
無
意
味
に
す
る
ど
れ
だ
け
愚
か
な
事
か
も
理
解
し
な
い
な
ん
て

様
の
つ
も
り
か
と
い
う
こ
れ
で

目
に
な
る
か
と
思
う
そ
の

葉

か
ら

い
て
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い
る
だ
け
で
も
心
に
グ
サ
リ
と
突
き

さ
る
そ
れ
を
良
か
れ
と
思

て
こ
れ
ま
で
思

し
行

動
し
て
来
た
キ
リ
ト
は
ど
う
思

て

け
止
め
て
い
る
の
か

苦
し
く

い
て
い
る
の
は
想

像
に

く
な
い

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
リ

フ

は
そ
れ
で
も
怒
り

め
や
ら
ぬ
の
か

を
ま
だ

じ
な
い

死
に
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
事
も
そ
う

そ
ん
な

で
自
分
の
死
を

生
へ
の

観

を
正

化
す
る
な

そ
し
て
自
分
の
死
に

他
者
を

き

む
な

生
を

め
を
他
者
の

と

て

魔
化
し
死
を
正

化
し

よ
う
と
し
て
い
る
だ
な
ん
て

者
の

り
を

け
て
も

護
出
来
な
い
わ
よ

 
ビ
ク
リ
と

い

に

目
で
キ
リ
ト
は

を

わ
せ
た

自
分
の
後
ろ
め
た
い
思

を
完

に

ま
れ
て
い
る
事
へ
の
恐
怖
目
の
前
で
義
姉
が
怒
り
心

な
様
に

え
を

き

時
に

な
く

こ
ま

て

え
て
い
た

 
そ
の

を
見
て
も

や
は
り
彼
女
は
止
ま
ら
な
い

そ
も
そ
も
ね
数
学
み
た
い
に
絶
対
に
正
し
い

え
な
ん
て
無
い
の
よ

ア
キ
ト
を
殺
し
た
事
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も

ア
キ
ト
か
ら
す
れ
ば
間
違

て
い
る
と
見
え
た
で
し

う
け
ど

な
ら

攻
略
組

は

ど
う
思

た
か
し
ら
ね

ア
キ
ト
を
殺
し
た
事
に
つ
い
て

か
一

で
も
責
め
て
き
た
り
し
た

 
眼
で

お
前
が
悪
い

と
伝
え
て
来
た
人
が
一
人
で
も

た

い

い
や

し
て
な

で
し

う

 
つ
ま
り
そ
れ
は

が
ど
う
見
て
も
現
場
を
見
て
い
な
い
あ
た
し
や
シ
ノ
ン
さ

ん

シ
リ
カ
さ
ん
達
で
す
ら
人
か
ら

い
た
だ
け
で
も
ア
キ
ト
は

悪

で

キ
リ
ト
は

善

と
認
め
ら
れ
る
事
だ

た
と
い
う
事

な
の
に
勝
手
に

あ
れ
は
正
し
く
な
か

た
ん
だ

と

け
容
れ
ら
れ
な
い

と
思
い

ん
で

あ
ま
つ
さ
え
死
を
求
め
る
な
ん
て

今

後
の
事
を
始
め
る
前
に

一

す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
ね

 
そ
う

い
終
え
た
リ

フ

は

に
キ
リ
ト
の

を

ん
で
い
た
手
を
離
し
片

立
ち
で

線
を
合
わ
せ
て
い
た
の
も

め
て
立
ち
上
が
る

そ
の

け
て
い
る
キ
リ
ト
の
手
を
取

て
引

り
上

ば
無
理

理
に
立
ち
上
が
ら
せ
た

 
一
体

を
し
よ
う
と

う
の
か

キ
リ
ト
は
全
く
分
か

て
い
な
い
様
子
だ

た

 
そ
ん
な
彼
を

い
て
彼
女
は

突
に
デ

ア
ベ
ル
以
外
ず

と

て
い
た
私
達
に

を
向

け

へ
寄
る
よ
う
指
示
し
た

を
意

し
て
か
分
か
ら
な
い
が

か
に
剣

な
様
子
に
気
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圧
さ
れ
私
達
は
一
人
の

外
も
無
く
一

に
な

て

明
な

へ
と
寄
る

そ
の
後
横

一
列
に
な

て
二
人
を
見
守
り
始
め
る

キ
リ
ト

構
え
な
さ
い

え

な

で

初
心
に

る
の
よ

今
の
あ
な
た
は

わ
ば
間
違

た
方
法
・
手

で
出
来
上
が

た

木

工

穴
だ
ら
け
な
上
に
ど
こ
か
歪
な
ま
ま
作
り
上

ら
れ
た

だ
か
ら

を

て
も
も

う

正
が

か
な
い

だ

て
下
手
に
正
し
た
ら
全
部

れ
る
か
ら

な
ら
一

か
ら
敷
き
直
す

 
そ
う

い
な
が
ら

彼
女
は
キ
リ
ト
か
ら
お
よ
そ
十
メ

ト
ル

ど

離
を
取

た

 
そ
の
後

手
を
振
り
払
い
な
が
ら
振
り
返
り
怒
気
か
ら

な
闘
気
へ
と

き
換
わ

た

真
剣
な
面
持
ち
で
キ
リ
ト
を
見

え
る

そ
の
様
は
回

と

さ
を
重

し
た
身

さ
を
感
じ

さ
せ
る
構
え
だ

た

 
今
ま
で
の
経
験
か

件
反

的
に
キ
リ
ト
も

手
で
臨
戦

勢
を
取
る

こ
ち
ら
も
リ

フ

に
近
い
が

な
の
か
一
刀
の
時
の
構
え
に
ど
こ
か
近
い

違
う
と
す
れ
ば

か
に

が

体
に
寄
り

も
そ
こ
ま
で
深
く
は

と
し
て
い
な
い
点

す
ぐ
動
け
る
よ
う
上

気
味
に
し
て
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い
る
の
だ
ろ
う

確
か
に
あ
な
た
の
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
は
あ
た
し
よ
り
圧
倒
的
に
高
い

で
も
そ
ん
な
ち

ぐ
は
ぐ
さ
で
あ
た
し
を
倒
せ
る
と
は
思
わ
な
い
事
ね

に
で
は
な
く
済
ん
だ
事
へ
の
迷
い

反

で
は
な
く
後
悔
を

き
更
に
は
殺
す
と
決
め
た
覚
悟
す
ら
も

け
な
い
そ
の
有
様

え

え
い

そ
無
様
と
す
ら

え
る

そ
ん
な
体
た
ら
く
な
様
の

に
負
け
る

ど
あ
た
し
の

覚
悟
は
弱
く
な
い
の
よ

 
リ

フ

の

蔑

い
の

発
を

け
て
か
ザ
ワ
リ
と
キ
リ
ト
の
様
子
が
揺
ら
い
だ

闘

は
ど
ち
ら
か
と

え
ば
殺
気
に
す
ら
近
い

自
身
を
想

て
く
れ
て
い
る
義
姉
に
向
け
る
も
の
で

は
無
い
が
そ
れ
だ
け
キ
リ
ト
は
今

情
に

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

の
彼
な
ら
決
し

て

ら
な
い
で
あ
ろ
う

発
に

る
く
ら
い
の
逆

ら
し
い

 
自
分
を
弱
く
見
て

め
る

葉
を
今
ま
で
無
数
に
投

か
け
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
そ
の
時

と
違
う
反
応
を
見
せ
て
い
る
の
は
リ

フ

に
だ
け
は

わ
れ
た
く
な
か

た
と
い
う
事

彼
女

の

葉
を
認
め
た
く
な
く
て

定
さ
せ
た
く
て

情
に

ら
れ
て
い
る

 
そ
の
彼
を
見
て

そ
れ
よ

と
リ

フ

が

た
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自
分
に
自
信
が
無
い
か
ら
こ
ん
な
レ
ベ
ル
の

い

発
に
す
ら

て
し
ま
う

い
え
自

制
が

か
な
い

故
な
ら
反
対
し
な
け
れ
ば
自
分
を
保
て
な
い
か
ら

恐
ら
く
自
覚
し
て
い
る

の
よ

今
の
あ
な
た
が
ど
れ
だ
け
矛
盾
に

ち
て
い
る
か
を

一

と

キ
リ
ガ

カ

ズ
ト

の
間
で
ど
れ
だ
け
揺
ら
ぎ

矛
盾
を

え

そ
れ
で
戦
お
う
と
し
て
苦
し
む
の
か
を

 
確
か
に

ビ

タ

の
事
は

一

と
セ

ト
に
さ
れ
る
け
れ
ど

黒
の
剣
士

は
違
う

そ
れ
で
も

の
対

か
ら

え
て
や
は
り
黒
の
剣
士
の
ど
こ
か
に
も

一

の
要

は
あ
る
の
だ
ろ
う

あ
る
い
は
こ
の
世
界
に
生
き
て
い
る
間
全
て
の
行
動
が
そ

れ
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
け
れ
ど
プ
レ
イ

名
か
ら

す
る
に
今
の
名
前
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
と
い
う
方
が

な
の

だ
か
ら

本
来
の
意
識
と
し
て
は
そ
ち
ら
の

重
が
高
い

な
の
だ

そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
の
に
直
さ
な
い
の
は

に
今
ま
で
の
実
績
や
強
さ
が
原
因
ね

 

せ
な
現
実
と
苦
し
い
現
状
の
矛
盾

そ
れ
を
ず

と

け
て
来
て
そ
れ
で
実
績
を

み
重

ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
へ
と
至

て
し
ま

た

だ
か
ら
引
く
に
引
け
ず

今
更

す
事
が
出
来
ず

ズ
ル
ズ
ル
と
こ
こ
ま
で
来
た

矛
盾
を
理
解
し
て
い
て
も
壊
せ
な
い

壊
し
た
ら
今
ま
で
得
た

強
さ
が
リ
セ

ト
さ
れ
て
し
ま
う

そ
ん
な
恐
怖
を
覚
え
た
か
ら
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そ
れ
を
見

い
た
リ

フ

は

的
に
そ
う

た

キ
リ
ト
は
さ

き
ま
で

き
じ

く

て
い
た
の
が

の
よ
う
に
今
ま
で
リ

フ

に
向
け
た
の
を
見
た
事
な
い
く
ら
い

く
険

し
い

苛
立
ち
と
怒
り
の
面
持
ち
に
な

て
い
る

 
ま

命
掛
け
の
戦
い
を

と

り
返
し

み
重
ね
て
来
た
そ
の
実
績
の
全
て
を
根

か

ら
引

り
返
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら

そ
う
な
る
の
も

然
か

 
け
れ
ど

キ
リ
ト
は
こ
れ
を

け
容
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
矛
盾
を

え
た
ま
ま
で

は

今

こ
そ
本

に
手

れ
に
な

て
し
ま
う
か
ら

な
ら
あ
た
し
が
そ
れ
を
根

か
ら
ぶ
ち
壊
す

弟
子
の
不
始

は
師
が
付
け
る
も
の
弟
が

道
を

み
外
し
た
な
ら
正
す
の
が
姉
と
い
う
も
の

今
の
性
根
の

た
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

一

に
は
師
で
あ

り
姉
で
も
あ
る
者
と
し
て
引
導
を

し
ま
す

流

の
あ
な
た
も

こ
ん
な

レ
ベ
ル
プ
レ
イ

に
完

な
き
ま
で
に
や
ら
れ
た
ら

で
も
理
解
す
る
で
し

う

  

今
ま
で

み
上

て
来
た
も
の
が
ど
れ
だ
け
矛
盾
と
無

さ
に

ち
た
も

の
だ

た
の
か
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だ

ま

レ

 
ニ

と
悪

な
人
間
性
な
の
か
と

違
い
し
て
し
ま
う
程
に

気
を
覚
え
る

の
歪
め
方
を

し
た
リ

フ

の

葉
に

キ
リ
ト
が
と
う
と
う
キ
レ
た

 
今
ま
で
多
く
苦
し
み

き

そ
れ
に

え
て
生
き
て
戦

て
来
た

そ
れ
を
矛
盾

無

さ
に

ち
た
も
の
だ

た
と
今
ま
で
自
身
が

え
に

え

い
た
行
動
の
全
て
を
そ
う

価
さ
れ
て

特
に
大

き
な
義
理
の
姉
か
ら
そ
う

わ
れ
た
の
が

く

え
た
の
だ

 
生
と
死
の
境
を

い
多
く
の
人
を
そ
の
手
に
掛
け
少
し
で
も
多
く
の
人
達
の

を
思

て
行
動
し
た
全
て
が
無
に
さ
れ
る
事
を
キ
リ
ト
は

が

た

そ
う
し
よ
う
と
す
る
リ

フ

を
こ
の
時
彼
は

と
認
識
し
た
の
だ

⻭
を

き
出
す
程
に

絶
な
表
情
を
浮
か
べ

殺
意
で

ん
だ
黒
い

が
目
の
前
の
女
性
に
向
け
ら
れ
る

 
そ
の
様
子
に

リ

フ

は

足
そ
う
に
不

な

み
と
共
に

く

そ
う

あ
た
し
は
今
こ
の
時
を
以
て

あ
な
た
の

と
な
る

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

一

の
全
て
を

定

さ
れ
た
く
な
い
な
ら
あ
た
し
を
完
全
に
完

な
き
ま
で
に

さ
せ
心
を

り
二

と

逆
ら
え
な
い
よ
う
平

さ
せ
な
さ
い

も
う
二

と
こ
ん
な

が

け
な
い
よ
う

的
に

 

う
よ
う
に
ま
る
で
今
か
ら
組
み
手

と
い
う
名
の
殺
し
合
い
に
も

し
い
果
し
合
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い
を
す
る
事
が
心

し
い
よ
う
に
す
ら
思
え
る

や
か
な

葉
を

リ

フ

は

ず
さ
む

キ
リ
ト
は
そ
れ
に
怒
り
を

ら
せ

根
を
寄
せ
険
し
い
面
持
ち
に
な

て
い
く
け
れ
ど
反
対

に
リ

フ

は
ど
ん
ど
ん

み
を
明
る
く
深
く
し
て
い
く

 
ま
る
で

キ
リ
ト
の
そ
の
様
子
が
目
的
だ

た
と

わ
ん
ば
か
り
に

 

目
か
ら
見
れ
ば
今
の
彼
女
は
魔
女
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い

子
が
苦
し
む
様
を
見
て

喜
悦
に

る
外
道
の
魔
女
に

 
そ
の
実
義
弟
を
想
う
姉
な
の
だ
け
ど
き

と
今
の
彼
に
は
自
身
が

う
姉
が
そ
う
見
え
て

い
るけ

ど

断
は
禁
物

心
は

禁
決
め
付
け
も
ご
法

こ
れ
か
ら
あ
な
た
が

む
の
は
確

か
に

レ
ベ
ル
と
い
う
こ
の
世
界
の
法
に

ら
せ
ば
取
る
に
足
ら
な
い

だ
け
ど

技

術
面
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
あ
た
し
は
正
真
正
銘
日
本
最
強
の
使
い
手
よ

剣
道
剣
術

道

術

空
手

法

古
武
術

そ
の
他

を
修
め
て
い
る
あ
た
し
に
勝
つ
な
ら
ば

決
死
の

覚
悟
で

ん
で
来
な
さ
い

 
構
え
も

も

く
は
あ
る
が

け
れ
ど

葉
と
共
に
そ
の
重
圧
は
増
し
て
い
く

 
レ
ベ
ル
は
確
か
に

い
だ
ろ
う

こ
の
場
に
い
る

よ
り
も

私
と

ん
で
彼
女
は

い
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け
れ
ど

リ

フ

は
技
術
面
だ
け
は
特
別
高
い

 

し
ろ
こ
こ
に
集

て
い
る
デ
ス
ゲ

ム
を
生
き

く
た
め
に
技
術
を

き
上

て
き
た

も

が
全
て
独
学

型
な
ん
て
無
い
し
理
合
や
法

な
ん
て
も
の
も

外

求
め
て

い
る
の
は
生
き
る
術

一
つ

 
け
れ
ど
リ

フ

は
違
う

物
心
が
つ
い
た

か
ら

か
ら
学
ん
だ
教
え
と
技
術
が
あ
る

が
整

て
い
る
の
だ

そ
の
上
で
し

か
り
地
道
に
鍛
え
て
来
た
か
ら

も
か
も
が
整
然
と

整

て
い
る

生
き
る
事
だ
け
を

え
る
な
ら
非

的
で
も
戦
闘
と
い
う

面
だ
け
切
り
取

れ
ば
圧
倒
的
に
彼
女
が
上
だ

現
に
私
と
同
時
に
彼
に
指
導
を

け
た
彼
女
は

ド
ス
キ
ル

発
動
の
事
以
外
で
指
導
が
全
く
要
ら
な
か

た

こ
の
世
界
特
有
の
戦
闘
方
法
以
外
は
整

て
い

た

つ
ま
り
戦
闘
の
技
術
は
高
い
と
い
う
事
を
意
味
す
る

 
そ
れ
は
き

と
キ
リ
ト
も
理
解
し
て
い
る

い
や
彼
女
か
ら
教
え
を

け
た
か
ら
こ
そ
理
解

し
て
い
る
だ
ろ
う

よ
り
も

あ
た
し
に

す
れ
ば
今
ま
で
戦

て
来
た

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

一

は
こ
こ
で
死
に
あ
た
し
が

す
れ
ば

今
後
も
生
き
る

至
極

な
こ
の
戦
い
制
す
る
気
な
ら
死
力
を

く
せ

一

で
も
気
を

け
ば

終
わ
る
わ
よ
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そ
の
一

を
最
後
に
彼
女
は
目
を

い

ま
す

の
如
く

め
一
気
に
身
構
え
た

向
け

ら
れ
て
い
る

で
も
無
い
の
に

き
付
け
ら
れ
る
闘
気
は
私
が
感
じ
た
事
の
あ
る
キ
リ
ト
の
も

の
よ
り

か
に

密

つ
重
苦
し
い

戦
い
の
九

は

圧
で
勝
つ
と

う
が
正
に
剣
道
の
世

界
で
日
本
最
強
ま
で
上
り

め
た
彼
女
は
そ
れ
を
実

し
て
い
る
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

気
を

け
ば
終
わ
る
と

た

そ
れ
が
事
実
だ
か
ら

 
き

と
だ
か
ら
彼
女
は

え
て
キ
リ
ト
を

発
し
た

さ

き
ま
で
の

え

み

き
じ

く
る
キ
リ
ト
で
は

え
ら
れ
な
い
か
ら
戦
え
る
よ
う

さ
せ
た

そ
れ
な
ら
今
の
最
強
を
作

り
上

て
い
る
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
が
戦
え
る
か
ら

彼
を

さ
せ
ら
れ
た
ら
今
ま
で
ず

と
責
め

け
た
リ

フ

の
真
意
と
い
う
も
の
が
成

す
る
か
ら

 

そ
れ
が
こ
の

理

で
異
様
に
闘

を

ら
せ
な
が
ら
対
峙
し
無
手
で
構
え
て

い
る
光

の
経

だ

 
デ

エ
ル
を
し
よ
う
と
す
る

振
り
が
見
ら
れ
な
い
以
上
恐
ら
く
リ
ア
ル
で
行

て
い
た
組

み
手
方
式
を
取
る
の
だ
ろ
う

が
勝

を
決
め
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
ど
ち
ら
か
が
動
け
な

く
な
る
か
本

の
戦
闘
な
ら
確
実
に
命
を
取
ら
れ
て
い
る
一
撃
を

止
め
で
入
れ
る
か
の
ど
ち

ら
か

あ
る
い
は

に

き
付
け
る
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
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片
や
不

に

の

を
歪
め
な
が
ら
隙
無
く
構
え
片
や
険
し
い
面
持
ち
で
力
を

め
て
構
え

て
い
る

 
こ
の
勝
負
能
力
自
体
は
リ

フ

が
絶
対
的
に

て
い
る
か
ら
ユ
ウ
キ
の
よ
う
に

抗

す
る
事
は
無
い

 
け
れ
ど
ユ
ウ
キ
と
て
パ
ワ

の
面
で
は
絶
対
的
に
負
け
て
い
た
し
ス
ピ

ド
も
レ
ベ
ル
の
開

き
の
せ
い
で

負
け
て
い
る
状

だ

た

彼
女
が
引
き
分
け
に
持
ち

め
た
の
は
技

と
意

地
が
あ

た
か
ら

つ
ま
り
リ

フ

が

れ
ば
勝
て
る
可
能
性
は
少
な
か
ら
ず
あ
る

し
ろ

で
決
め
る
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら

 
シ
ン
と
静
ま
り
返
る

理

も
声
を
発
さ
ず

も
が
息
を

ん
で

線
の
先
の
二
人

の
勝
負
を
見
守
る

 
応

は

然

今
後
の

を
思

て
い
る
リ

フ

初
こ
そ
彼
を
見
限
る
つ
も

り
か
と

や

や
さ
せ
ら
れ
た
け
ど
今
で
は
も
う
義
弟
の
事
を
想

て
逆
に

し
く

し
て
い

た
事
が
分
か
る

あ
の

定
は

今
ま
で
事
情
が
あ

た
か
ら
と

過
し
て
い
た
事
だ

た
の

だ

ア
レ
を
も

と

え
ば
あ
の

え
を
持
つ
に
至
る
根
幹
を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
判
断
し
た
か
ら
彼
女
は
本

に
そ
う
す
る
つ
も
り
で
あ
そ
こ
ま
で
キ
ツ
く

い

り
責
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め

そ
し
て

発
し
て
怒
ら
せ
た

 
怒
り
は
本
心
だ

本
心
で
な
け
れ
ば

大
な
エ
ネ
ル
ギ

を
消

す
る
怒
り
な
ど
見
せ
な
い

だ
ろ
う
し
そ
も
そ
も

心
を
突
か
な
け
れ
ば
そ
の
感
情
す
ら

き
立
た
な
い

だ
か
ら
今
の
キ

リ
ト
は
本

の
本
心
な
の
だ

今
ま
で
ず

と

え
に

え
て
来
た
苦
し
み
を

定
さ
れ
て
今

ま
で
の
行
動
を
自
分
で

定
す
る
べ
く

キ
リ
ト
は
抗
う
べ
く
怒

て
い
る

 
そ
れ
を
リ

フ

は

た

本
心

す
な
わ
ち
も
う
後
が
無
い
と
い
う
状

の
彼

を

き

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

そ
う
で
な
け
れ
ば

が

き
な
い
か
ら

 

リ

フ

お
願
い

勝

て

 

中
で

最
大
の
ラ
イ
バ
ル
の
一
人
に
し
て

間
で
あ
る
彼
女
の
勝

を

私
は
願

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
え
え
以
前
⻤
神
リ

フ

は
キ
リ
ト
に
対
し
て
は
出
な
い
と
書
き
ま
し
た
が

今
話
で
バ
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リ
バ
リ
出
ま
し
た
ね

書
い
て
た
ら

で
か
出
た

 
こ
れ
も
全
部
お
姉
ち

ん
力
天

突
破
し
て
る
リ

フ

の
魅
力
の
せ
い
な
ん
だ

 
ち
な
み
に
コ
ン
セ
プ
ト
は

姉
弟

と

師
弟

だ

た
り
す
る

原
因
は
弟

弟

子
に
あ

て
そ
れ
を
危
う
い
と
思

た
姉
師

が

正
す
る

に
動
い
て

結
果
的

に
キ
リ
ト
の
根
幹
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
と
い
う
強
さ
に
根
付
い
て
い
る

に
レ
ベ
ル
差
を

す
実

力
で

じ

せ
よ
う
と
い
う
の
が
大

た

た
一
人
の
人
間
に
出
来
る
事
は
限
ら
れ
て
い
る
結
果
に

得
せ
ず
後
悔
し

け
る
の
は

そ
し
て
そ
の
程

の
実
力
で

で
も
救
え
る
と
思
い
上
が
る
な

て
い
う
の
が
今
話
の

 
一

で

め
る
な
ら

思
い
上
が
る
な

で
す
ね

 
ち
な
み
に
今
話
の
リ

フ

の
行
動
を
理
解
あ
る

親
と
知
人
に
話
し
た
と
こ
ろ
メ

チ

主
人

し
て
る

て

わ
れ
ま
し
た

本
作

て
女
性
が
主
人

し
て
キ
リ
ト
が
ヒ
ロ
イ
ン

す
る
話
が
多
い
よ
ね

年

的
に
仕
方
な
い
部
分
も
あ
る
け
ど
サ

白
目

 
さ
て
今
話
で
は
圏
内
事
件

発
時
に
夢
に
出
た
白
に
指

さ
れ
た
矛
盾
点
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
た
事
が

に
な

て
そ
れ
を
リ

フ

は
見

い
た

に
今
回
の

に

み
出
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し
ま
し
た

無
論

ら
な
け
れ
ば
気
が
収
ま
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が

 
一
応

を
つ
け
る
な
ら

リ

フ

は
別
に
他
者
へ
の
手
助
け
を

定
し
て
は
い
ま
せ
ん

あ
く
ま
で
自
分
を
蔑
ろ
に
し
て

も
か
も
背
負
お
う
と
し
て
い
る
事
に
対
し
て

定
を
出
し
て

い
る
の
で
す

 
仮
に

か
を
助
け
ら
れ
る
程
の
力
も
無
い
な
ら
そ
れ
こ
そ

世
界
最
強
サ
ン
の
如
く
力

く

で
止
め
る
か

あ
る
い
は

わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
で
し

う

そ
れ
を
し
な
い
時
点
で

ア
シ

レ
イ

飾

で
の
話
で
語

て
い
た
よ
う
に

に
あ
る
程

認
め
て
い
る
ん
で
す
よ
ね

リ

フ

そ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
ス
タ
ン
ス

自
分
を
蔑
ろ
に
す
る
行
動
が

を
過
ぎ
て
い
た

リ
ス
ク
を
払
う
ど
こ
ろ
の
話
で
は
無
か

た

か
ら

を
出
し
た

で

 
キ
リ
ト
の
心
情

写
で

と
ア
キ
ト
の

を
持
つ
よ
う
に
な

て
い
た
り
甘
さ
を
出
し
た

り
し
た
点
は
根

で

と
し
て

け
容
れ
ら
れ
た
い
と
い
う
願
い
が

て
い
た
か
ら

そ
れ
を
振
り
切
れ
な
か

た
か
ら
ア
キ
ト
斬
殺
を
後
悔

づ
る
式
に
今
ま
で
の
行
い
を
悔
い
て

そ
れ
が
リ

フ

の
逆

に
触
れ
た

と
い
う

で
す

 
ち
な
み
に
剣
道
の
話
に

し
て
は
実

し
い
世
界
な
の
で
そ
の

に
つ
い
て
も

し
い
よ

な

と
思

て
の

写

負
か
し
た

手
に

罪
と
か
勝

の
裏
の

北
者
や

者
の
存
在
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を
忘
れ
る
と
か
は
間
違
い
な
く
ガ
チ
ギ
レ

件
だ
と
思
う
の

そ
こ
を
意
識
し
て
い
る
か

か
が

人
間

と
か
成
⻑
に

し
て
る
と
思

て
ま
す

 
更
に
更
に

あ
ん
た

様
は
多
分
ず

と
人
の

と

て
戦

て
来
た
キ
リ
ト
の
根

を

り
返
す
ど
こ
ろ
か

も
か
も

く
り
返
す
も
同
然
の
セ
リ
フ
だ
と
思

た
の
で
多

あ

の
行
動
は
正
し
か

た
の
か
と
か

と
悩
ん
で
い
る
キ

ラ
に
は
一
番

く
ん
じ

な
い
で

し

う
か
ね

こ
の
セ
リ
フ

 
決
断
し
た
先
の
事
を

え
て
悩
む
な
ら
ま

立
場
と
状
況
に
よ

て
は
ま
だ
理
解
出
来
ま
す

が
終
わ

た
事
で
も

と
良
い
方
法
が
あ

た

と
思
い

け
る
の
は
ね
程

に
も
よ
り

ま
す
が
極
論

と

え
る
と
思
い
ま
す

し
さ
と
甘
さ
の
境
界
線
を
理
解
し
て
い
た
ら
ア
レ

な
ん
で
し

う
が
ね

つ
ま
り
本
作
キ
リ
ト
は
ま
だ
理
解
出
来
て
な
い

 
正
直
自
分
で
書
い
て
て
う
わ

と
自
分
に
ダ
メ

ジ
が

主
人

の

シ

ン
を

ん
で
い
る
だ
け
に

自
分
で
書
い
て
て

う
ん

 

そ
う
い
え
ば
ガ
チ

き
す
る
の
は
ト
ラ
ウ
マ
で
は
あ

た
け
ど

特
定
個
人
に

ら
れ

て

て
い
う
の
は
キ
リ
ト
は
初
め
て
か
な

骨
な
話

転
換

 
そ
も
そ
も
こ
こ
ま
で
想
わ

れ
な
が
ら
怒
鳴
ら
れ
た
事
自
体
が
初
め
て

サ
チ

り
に

ら
れ
て
る
け
ど
あ
れ
は
ど
ち
ら



 第七十四章 〜義姉の心、義弟知らず〜

か
と

う
と
慰
め
に
近
い

 

ら
れ
る
の
が
初
め
て

て

う
ん

も
う

も

わ
な
い

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

く
⻤
神
お
義
姉
ち

ん
師

無

回

他
キ

ラ
は
空
気

 
Ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｄ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｎ

  
活
動
報

に
て

今
回
リ

フ

が
説
教
を
す
る
事
に
な

た
理
由
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し

た

良
け
れ
ば
ご
参

下
さ
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
第
七
十
五
章
 

義
弟
想
う
義
姉
に
刃
は
立
た
ず

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
の

点
シ
ノ
ン

リ

フ

 
前

は
戦
闘

写
後

は
主
に
今
回
説
教

に

み
出
た
部
分
を
心
情

写
で
語

り
ま
す

 

本
作
の
リ

フ

は
あ
ら

る
武
道
に

じ
て
い
る
の
で

本
強
い

れ
ば
現
在

の
千
冬
打
倒
も
夢
じ

な
い

真

 
現

時
代
は

な
の
で

外

 
ち
な
み
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

直

す
る
と

無

モ

ド

 
文

数
は
約
二
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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間

今
ま
で
静
観
を
保

て
い
た
キ
リ
ト
が
動
い
た

く
息
を

て

を

り

直
後
リ

フ

の
背
後
に
現
れ
る

暗
い

境
故
か
全
く

た

も
見
え
な
か

た

 

間

動
と
す
ら

え
る
速

で
背
後
を
取

た
キ
リ
ト
を
し
か
し
リ

フ

は
し

か
り

と

知
し
て
い
た
よ
う
で
私
達
が

き
に
目
を

る
中
で
も

静
に
対

し
た

回
り
に
振

り
向
き
な
が
ら

手
を

ぐ
事
で

手
に
構
え
ら
れ
て
い
た
キ
リ
ト
の

手
が
弾
か
れ
体
の

へ
と

れ
る

ん
ご
ぶ

 

を
払

た
リ

フ

は
間
髪
入
れ
ず

と
共
に

で

を

み

き
隙
を
晒
す
少
年

の

へ
と

掌

を
突
き

ん
だ

離
れ
て
い
て
も

こ
え
る
く
ら
い
重
い

が
一
つ
鳴
る

ぐ
 
意
外
な
事
に
彼
女
の
重
い
掌

を

け
た
キ
リ
ト
は
吹

ば
ず
そ
の
場
に

か
ら

れ

ち
た

で
あ
る
リ

フ

の
前
で

を

て
お

を

さ
え
る

ど
う
や
ら
衝
撃
を
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が
さ
な
い
よ
う
工

し
て
い
た
ら
し
い

確
か
吹

ぶ
の
は
無

な
衝
撃
が
あ
る
か
ら
で

完
全
に
入
る
と
重
い
一
撃
と
し
て
体
が
そ
の
場
に

ち
る
と

い
た
事
が
あ
る

 
た

た
一
撃
だ
が

リ

フ

の
技

の
高
さ
を

間
見
た

 
彼
女
を
悔
し
気
に
見
上

た
キ
リ
ト
は
大
き
く
後
ろ
に

ん
だ

離
を
取

て
仕
切
り
直

す

だ
ろ
う

リ

フ

は
そ
れ
を
見

し
た

 

め
て

離
を
取

て
仕
切
り
直
し
た
キ
リ
ト
は

か
に

む
の
だ
ろ
う

を

か

る

 
キ
リ
ト
は

か
に

に

を

ら
せ
る

 
そ
ん
な
様
子
を
見
な
が
ら

私
は

に

ち
な
い
事
が
あ
る
の
に
気
が
付
い
た

 
リ

フ

が
師

で
あ
る
事
は
す
で
に

き
知

て
い
る
事
実

な
ら
ば
弟
子
で
あ
る
キ
リ
ト

は
そ
の
性
格
上
彼
女
の
強
さ
を
か
な
り
上
の
方

下
手
す
れ
ば
神

以
上

と
し
て

え

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
つ
ま
り
全
力
を
出
さ
ず
に
戦

て
い
る
事
の
方
が
お
か
し
い

り

な
り
に
も
自
分
の
過
去
の

動
を

定
す
る

に
戦

て
い
る
の
だ
勝

を
自
ら
下

る
よ
う

な
愚
行
を
す
る
と
は
思
え
な
い

 
そ
し
て
そ
れ
に
理
由
は
と
も
あ
れ
全
力
を
出
し
て
い
な
い
事
実
そ
の
も
の
に
リ

フ

は
気

が
付
き
発
破
を
掛
け
て
い
る

今
の
キ
リ
ト
の
根
幹
を

す

に
は
全
力
を
出
し
て
も
ら
わ
な
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け
れ
ば

る
か
ら

今

は

こ
ち
ら
か
ら
ね

 

か
な

で

ま

た
キ
リ
ト
を
見
て
一

間
を

い
た
リ

フ

が
静
か
に
そ
う

す
る

キ
リ
ト
の

と

は
最
大
限
に
な

た

 
そ
れ
か
ら
彼
女
は
動
き
出
す

キ
リ
ト
に

べ
て
と
て
も

い

ら
り
と
し
た
そ
の
動
き

人
の
私
に
す
ら

認
出
来
る
そ
の

さ
に
け
れ
ど
キ
リ
ト
は

故
か
応
じ
な
い

近
く

ま
で
寄
ら
れ
て
か
ら
対
応
す
る
の
か
と
思

た

リ

フ

が
動
き
出
し
て
か
ら
一

が
経

た

時
の
思

だ

 
二

で
リ

フ

は
十
メ

ト
ル
の

離
を
ゼ
ロ
へ
と

め
た

に
彼
女
は

手
を
後
ろ

へ
引
き

を

く
上

て
い
る

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は
動
か
な
い

破

 
そ
の
彼
の

に

ま
た

と
掛
け
声
で

り
増
し
さ
れ
た
高

力
の
掌

が
深
く
突
き

さ

た

攻
撃
を

け
る
ま
で

も
し
な
か

た
キ
リ
ト
は
ま
た

れ

ち
る
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い
や

れ

ち
よ
う
と
し
た

 
そ
れ
を
リ

フ

は
許
さ
な
か

た

か
ら
力
が

け
て
前
の
め
り
に
な
る
キ
リ
ト
の
体

を

大
き
く
反
時

回
り
に
体
を
回
し
て
遠
心
力
を
付
け
た

で

り

ば
す

 
バ
ギ

と
精
神
衛
生
上
非
常
に
よ
ろ
し
く
な
い
打
撃

が

き
こ
こ
で
初
め
て
キ
リ
ト

の
体
が
吹

ん
だ

し
か
も
見
た
目
上
そ
こ
ま
で
重
く
な
い
と
思
え
る
そ
の

り
一
発
で
十
五

メ

ト
ル

ど
も

 
回
し

り
を
放

て
片

立
ち
に
な

て
い
た
リ

フ

は

く
り
と
足
を
下
ろ
し
離

れ
た
と
こ
ろ
で
二

目
の
掌

で
更
に

部
の

み
が

く
な

て

い
で
い
る
キ
リ
ト
を

た

く
観

し
て
い
た

そ
の
様
に

姉
と
し
て
の

し
さ
な
ん
て
一
切
無
い

 

も
事
情
を
知
ら
な
い
者
か
ら
す
れ
ば

こ
れ
は
最

に
す
ら
見
え
て
し
ま
う
く
ら
い

彼
女
は

し
く
在

た

ぐ

く

 

し
い
眼
で
見

ろ
さ
れ
な
が
ら
も
キ
リ
ト
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が
あ
ま
り
の

み
と

衝
撃
故
か
ア
バ
タ

の
身
で
あ
る
彼
は
そ
れ
で
も

に
力
が
入
ら
な
い
よ
う
で

を
上
手
く

定
出
来
な
い
で
い
た

ガ
ク
ガ
ク
と
大
き
く
揺
れ
る
様
は

見
て
い
て

し
い
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彼
は
は
ど
う
に
か
構
え
よ
う
と
し
て
い
た
が
た

た
二
発
と

え
ど
も
重
い
掌

を
喰
ら

た
事
が
予
想
外
に
も

い
て
い
た
よ
う
で
構
え
直
せ
て
い
な
か

た

こ
れ
が
本

の
戦
場
な

ら
死
ん
で
い
て
も
お
か
し
く
な
い
く
ら
い
の
大
き
な
隙
を
晒
し
て
い
た

 
数

経

て

く

み
が
マ
シ
に
な

た
の
か

の

え
が
無
く
な

て
し

か
り
立

た

キ
リ
ト
は
構
え
を
取
る

そ
れ
で
も

に
体
力

こ
の
世
界
だ
と
精
神
力

が

を

き
か

け
て
い
る
の
か
呼

は

く
表
情
に
は
全
く
も

て

が
無
い

完
全
に
リ

フ

の

ス
に

せ
ら
れ
て
い
る

と

う
よ
り

ま
れ
て
い
る
と

う
べ
き
か

い
の

発
に
反

応
し
て
い
る
の
が
そ
の
証

 
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
苛
立
ち
を

ら
せ
る
キ
リ
ト
は
け
れ
ど
中

み

ま
な
い

ど
こ
か
リ

フ

に
対
し

怖
を

い
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
た

 
そ
ん
な
彼
に
リ

フ

は
構
え
を
解
い
て

を
広

ま
る
で

き

め
る

備
の
よ
う

な

勢
に
な

た

覚
え
て
い
る
で
し

う
け
ど
リ
ア
ル
で
も
あ
た
し
よ
り

か
に
身
体
能
力
が
高
い
あ
な
た
は

そ
れ
で
も
一

た
り
と
も
あ
た
し
に
勝
て
た

し
は
無
い

な
ん
て
せ
ず
あ
た
し
を
倒
す

な
ら
全
て
の
力
を
使
い
な
さ
い

そ
れ
こ
そ

あ
た
し
を
殺
す
気
で
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そ
れ
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
キ
リ
ト
が
勝
て
る
見

み
は
無
い

と

外
に

て
い
た

 
そ
の

葉
が
契
機
に
な

た
か

⻭
を
強
く

み

め
た
キ
リ
ト
は
直
後
弾

の
如
く
真
正

面
か
ら

み
掛
か
る

こ
の

理

の
中
を
動
き
回
り
な
が
ら
彼
は

で

打
に
掌

撃
を

と
仕
掛
け
て
い
く

 
リ

フ

は
そ
れ
を
全
て

な
す

ス
テ

タ
ス
の
高
さ
を
最
大
限
に

し
た
速
さ
す
な

わ
ち

動
速

と
攻
撃
速

の

方
に
対
し
的
確
に
全
て
対

し
た
の
だ

 
一
歩
強
く

み

ん
だ
キ
リ
ト
の
正

突
き
を

歩
横
に
ズ
レ
て

し
た
後
彼
女
は
そ
の

を

え
る
や

や

に
彼
の

性
を

し
て
放
り
投

た

勢
い
こ
そ

で
は
あ

た
が
極

限
ま
で
集
中
し
て
い
る
キ
リ
ト
に
と

て
は
速

も
放
り
投

ら
れ
た
事
も

く
事
で
は
無
か

た
よ
う
で

静
に
空
中
で
体
勢
を
立
て
直
し

に

で
衝
撃
を

和
し
な
が
ら

地
す
る

 
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
リ

フ

の
方
を
向
い
た
彼
は

心
を
最
大
限
ま
で

わ
に
し
な
が
ら
構

え
た

剣
を

え
て
い
な
い
か
ら
こ
そ

は

か
に
体
に
引
き
付
け
ら
れ
て
い
て
ど
こ
か

身

な

を

け
る

 
そ
こ
で

キ
リ
ト
の

手
に
エ
リ

シ
デ

タ
が
現
れ
た

 
彼
の

手
に
剣
が
現
れ
た
の
を
見
て
リ

フ

は

ん
の

か
に

根
を
寄
せ
目
を

め
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る

そ
の

い

の

は
無
手
の
勝
負
の
最
中
に
剣
を
握

た
少
年
を
見

え
て
い
て

し
か
し
そ
の
行
動
に
対
す
る
非

の
色
は
見
て
取
れ
な
い

険
し
さ
は
増
し
た
が
そ
れ

は
ど
ち
ら
か
と

う
と
彼
へ
の

を
引
き
上

た
様
子
と

た
方
が

と
し
て
は
近

い
な

く

 
剣
を
取
り
出
し
た
の
は
彼
も
無
意
識
だ

た
よ
う
で

か
に
慌
て
た
様
子
で
エ
リ

シ
デ

タ
を
ま
た
消
し
た

 
ど
う
や
ら
無
意
識
に
剣
を
握
る
イ
メ

ジ
を
し
て
呼
び
出
し
て
し
ま

た
ら
し
い

こ
の
世
界

で
⻑
ら
く
戦

て
来
た
彼
に
と

て
は
リ
ア
ル
で
の
無
手
の
鍛
練
よ
り
も
剣
を
振
る

た
時
間
の

方
が
⻑
い
だ
ろ
う
し

そ
の
無
意
識
の
行
動
も
あ
る
意
味
仕
方
な
い
と

え
る
だ
ろ
う

 
た
だ
ど
こ
か
バ
ツ
の
悪
そ
う
な

を
見
る
に
無
手
の
勝
負
に
剣
を
持
ち
出
し
た
事
に
対
し

罪
悪
感
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ

良
い
わ
よ

使

て
も

 
そ
の
様
子
の
少
年
を
見
て
妖
精
が
あ

け
ら
か
ん
と
武
器
の
使

を
許
可
し
た

キ
リ
ト
は

思
わ
ぬ

葉
に

目
し
て

直
す
る
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彼
女
は
こ
の
世
界
で
最
強
に
至

て
い
て
し
か
も

ど
の
武
器
の

い
に
⻑
け
て
い
る
彼
に

武
器
を
使
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

圧
倒
的
に
レ
ベ
ル
差
が
あ

て

備
の
性
能
の
差
も
あ
る

に
も

わ
ら
ず

手
で

し
て
い
る
か
ら
か

か
な
り
強
気
に
な

て
い
る
ら
し
い

 
あ
る
い
は
そ
れ
す
ら
も

キ
リ
ト
の
根
幹
を

す

の

の
一
つ
な
の
か

別
に
使
い
た
く
な
い
な
ら
使
わ
な
く
て
も
良
い

で
も
あ
た
し
は

た
わ

Ｋ

ｉ

ｒ

ｉ

ｔ

ｏ

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
全
て
を

定
す
る
と

つ
ま
り
あ
た
し
は
あ
な
た
が
こ
の

鉄
の
浮
遊
城
で
の
一
年
七

月
の

時
で

て
き
た
経
験
と
力
全
て
を
こ
の
戦
い
で

定
し
よ
う
と
し
て
い
る

そ
し
て
あ
な
た
に

と

て
の
全
力
は
現
状
剣
を
使

た
戦
い
方
だ
と
推

し
て
い
る
の
だ
け
ど
こ
の
世
界
で

た
力
の

ど
を
使
わ
ず
に
負
け
て

そ
れ
で

得
出
来
る
の
か
し
ら

 
リ

フ

の

葉
に

一
応
武
器
の
使

を

巡
し
て
い
た
ら
し
く
キ
リ
ト
は

を

め
る

 
確
か
に
キ
リ
ト
に
と

て
リ
ア
ル
で
の
経
験
よ
り
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
方
が
⻑
く

密
だ
し
こ

の
世
界
で
の
経
験
と
い
う
事
は

ど
武
器
を

た
も
の
に
な
る

体
術

ス
キ
ル
が
あ
る
以

上
リ

フ

か
ら
教
わ

た
で
あ
ろ
う
武
道
も
活
か
さ
れ
て
い
る
が

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と
い

う
プ
レ
イ

に
と

て
は
刀
剣
を

た
技
術
・
経
験
の
方
が
彼
に
と

て
は
力
と

え
る
だ
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ろ
う

 
つ
ま
り
彼
の
全
力
は

手
だ
け
で
は
出
せ
な
い
も
の

 
攻
略
組
最
大
戦
力
と
認
め
ら
れ
て
い
る
彼
の
全
力
は

を
全
力
で
使

た
時
で
あ

る
と

に

知
さ
れ
て
い
る

そ
れ
も
自
分
一
人
で
戦
う
と
い
う
味
方
を

き

む
リ
ス
ク
が

無
い
戦
い
で
最
も

果
を
発

す
る
と

 
そ
し
て
今

キ
リ
ト
に
と

て
の

倒
す
べ
き

は
リ

フ

一
人

 
こ
の

理

に
は
私
達
も

る
け
ど

ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
有

圏
内

の
コ

ド
で
護
ら

れ
て
い
る
の
で
流
れ
弾
が
来
て
も

が

る
事
は

論

死
ん
だ
り
も
し
な
い

だ
か
ら

を

に
気
を

う
事
無
く
使

出
来
る

全
力
を
出
せ
る
状
況
が
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る

 
そ
れ
で
も
彼
は

を
使
う
事
を

て
い
る

た
だ
け
と
は

え
武
道
を
重
ん

ず
る
者
を

手
に
武
器
を
使
う
事
が
如

に
邪
道
か
を
理
解
し
て
い
る
ら
し
く

真

に
ぶ
つ

か

て
来
て
い
る
彼
女
に
対
し
て
使
い

い
よ
う
だ

 
数

巡
し
て
い
る
様
子
だ

た
が
し
か
し
キ
リ
ト
は
最
終
的
に
エ
リ

シ
デ

タ
を

び

出
し

後
ろ
手
に
構
え
た
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ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
出
さ
な
い
の
は

手
が
一
刀
だ
か
ら
と
い
う
対

の

件
を
求
め
て

い
る
か
ら
か
二
刀
や
そ
れ
以
外
の
武
器
だ
と
経
験
や
技
術
が
彼
女
に

わ
な
い
レ
ベ
ル
だ
と
判

断
し
た
か
ら
か

身
体
の
方
は

時
ど
ん
な
事
に
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
備
え
て
い
る
よ
う
だ
か

ら
と
も
か
く

と

怖
に
強

て
い
る

を
見
る
限
り
は
間
違
い
な
く
後
者

 
キ
リ
ト
が
剣
を
構
え
た
の
を
見
て
リ

フ

も

の
愛
刀
の

に

手
を
掛
け
る

構
え
と

し
て
は
時
代

で

が
見
せ
る
構
え

内
で
刀
身
を

ら
せ
る
事
で
剣
速
を
本
来
の
二

三

に
も
高
め
る
先
の
先
に
特
化
し
た

有
名
な

刀
術
と
い
う
や
つ
だ

 

本
来
レ
ベ
ル
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
プ
レ
イ

同
士
の
戦
い
は
現
実
と
違

て
こ
の
世
界
だ
と
ま
ず
成
立
し
な
い
と
い
う

 

手
の
方
が
高
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

の
場
合

手
の

力
値
に
自
分
の
武
器
が

え
ら
れ

ず
一
撃
で

値
全
損
を

こ
し
か
ね
な
い
か
ら

密
に

え
ば

レ
ベ
ル
プ
レ
イ

が

え
た
最
高

の
武
器
も
同
レ
ベ
ル

な
ら
と
も
か
く
高
レ
ベ
ル
を

手
に
す
る
と
な
る
と
ス

ク
が
足
り
な
い

キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
が

に
戦
え
て
い
た
の
は
本
人
達
の
技

も
だ
が

備
の
グ
レ

ド
も

抗
し
て
い
た
事
も
要
因
の
一
つ
プ
レ
イ

の
レ
ベ
ル
は
戦
闘
回
数
に

よ

て
差
が
生
ま
れ
る
も
の
の

備
だ
け
は
如

と
も
し

い
の
で
あ
る
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つ
ま
り
リ

フ

が
持
つ
愛
刀
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
常
識
に

ら
し
合
わ
せ
る

と
キ
リ
ト
と
の
戦
い
で

い
る
べ
き
で
は
無
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
レ
ベ
ル
と
い
う

念
が
無
く
ス
キ
ル
値
や
モ
ン
ス
タ

を
倒
し
て
手
に
入
る
経
験

値
が
一
定

ま
る
と
手
に
入
る
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

ス
テ

タ
ス
に

り
振
る
事
で
強
く

な

て
い
く
シ
ス
テ
ム
が

さ
れ
て
い
る

つ
ま
り

本
的
に
プ
レ
イ

同
士
の
差
が
大
き

く
開
く
の
は
ス
キ
ル
値
と

備
の
グ
レ

ド
と
い
う
二
つ
の
要

に
な
る

だ

ス
テ

タ
ス

の
値
が
そ
こ
ま
で
大
き
く
開
か
な
い
分
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

べ
れ
ば
プ
レ
イ

自
身
の
技
術
で
戦
況

を

く
り
返
す
事
も
出
来
る

 
レ
ベ
ル
制
を

さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
レ
ベ
ル
差
は
如

と
も
し

い
絶
対
的
な
差
と

な
る

力
値
が
高
け
れ
ば
逆
ら
え
な
く
な
る
し

値
が
高
け
れ
ば
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
超
人

的
な
ス
ピ

ド
を

き
出
す
事
も
出
来
る

 
キ
リ
ト
は
技
術
・
経
験
的
な
意
味
で
も
強
者
だ
が

よ
り
も
高
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
故
に
必

然
的
に
強
者
に

ち

く

備
も
最
前
線
で
戦
い

け
て
来
た
か
ら

最
高

エ
リ

シ

デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に

し
て
は
最
前
線
だ
と
力
不
足
感
が

め
な
く
な

て
い
る
ら

し
い
が

そ
れ
で
も
ま
だ

す
る

り
は
流

の
性
能
と

え
る
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が

い
た
い
か
と

う
と
レ
ベ
ル

の
リ

フ

が
勝
て
る

手
で
は
無
い
の
だ
絶

対
に

 
自
分
が
生
き
残
る

に

よ
り
も
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
レ
ベ
ル
と
い
う
目
に
見
え
る

分
か
り
や
す
い
指
標
を
高
め
る
事
を
念

に

い
て
い
た
で
あ
ろ
う
キ
リ
ト
と
て
な
ま
じ
自
分

よ
り

レ
ベ
ル
の
者
達
を

手
に
し
て
き
た
だ
け
に
そ
れ
は
よ
く
理
解
し
て
い
る

 
し
か
し
今

勢
に
立
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は

で
あ
る

の
キ
リ
ト
の
方

だ

た

 

件
と
し
て
は
キ
リ
ト
が

な

な
の
に

故
だ
か
彼
は
今

勢
に
立
た
さ
れ
て
い
る

の
だ

 
片
手
剣
と
は

え
自
身
に
と

て
す
れ
ば

手
剣
に
も

し
い
剣
を

故
か
そ
れ
と
も

初
心
に

て
か

手
で

を
握

た
彼
は

一

の
呼

を

ん
で
斬
り
掛
か

た

 
地
を

り
空
気
を
突
き
破
る

が

を
打

た
時
大
上

か
ら
振
り
下
ろ
し
た
だ
ろ
う

キ
リ
ト
の
剣
は
リ

フ

の

を

る
よ
う
に
空
振

て
い
た

対
す
る
リ

フ

の
愛
刀

は

に
振
り

か
れ
て
い
る

刀
術
と
呼
ば
れ
る
神
速
に
達
す
る
剣

で
キ
リ
ト
の
剣

を
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ら
し
た
ら
し
い

 
そ
こ
で
一

の
間
が
開
く

と
思

て
い
る
と

に
振
り

い
て
い
た
⻑
刀
を

上

へ
と
リ

フ

は
構
え
直
し

振
り
下
ろ
し
た

 
少
年
を
真

二
つ
に
す
る

道
で
振
り
下
ろ
さ
れ
る
刃
が

部
に
衝
突
す
る

前
で
圏
内

コ

ド
発
動
を
示
す

色
の
パ
ネ
ル
に
よ

て
止
め
ら
れ
代
わ
り
に
衝
撃
波
と
閃
光
が
発
生
す

る
が

こ

の

 
キ
リ
ト
は

に

る

に

き
を
上

衝
撃
に
圧
さ
れ
て
よ
ろ
け
る
が
倒
れ
る
事
は

す
る
よ
う
に

ん

た
キ
リ
ト
は
剣
を
振
り
上

て
反
撃

そ
れ
を
見
切

て
い
た
リ

フ

は

歩
下
が
り

眼
前
を
剣
が
過
ぎ
た
後
に

手
で
握

た
⻑
刀
を
強
く
突
き
出
す

 
強

な

突
は
色
白
の

へ
と
突
き

ま
れ
て
い
く
が
そ
の

前
で
持
ち
前
の
反
応
速

を
見
せ
た
キ
リ
ト
は

を

て
回

白
銀
の
剣

は
彼
の

を

る
に
終
わ

た

 

が
そ
の
⻑
刀
を
振
る
う
の
は
武
道
に

で
た
者

女
性
と

え
ど
も
物
心
が
付
い

た

よ
り

け
て
来
た
経
験
は

物
を
そ
う

に

が
し
は
し
な
い

 
彼
女
は

を
握
る
手
の
内

手
を
離
し
て
片
手
持
ち
に
す
る
と

一
息
に
手

を
返
し
た
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突

の
型
で
突
き

ま
れ
て
い
た
刃
は
キ
リ
ト
の

が
あ
る
方
へ
と
向
け
ら
れ

の

間

に
は
空
気
を
切
り
裂
く

い

と
共
に

ぎ
に
振
る
わ
れ
る

 
キ
リ
ト
と
て

を
反
ら
し
て
終
わ
り
と
は
思

て
い
な
か

た
よ
う
で
リ

フ

が
刃
を
振

る
う
時
に
は

に

を
下

て
し

が
ん
で
い
た

か
に
反
り
を
見
せ
る
⻑
刀
は
そ
の

上
を

り
過
ぎ
て
空
を
切
る

 
反
撃
と
ば
か
り
に
今

は
彼
が
斬
り
掛
か
る

め
上
に
振
り
上

て
い
た
刃
も
し

が
む

時
に
下
ろ
さ
れ
て
い
て

上
を
⻑
刀
が
過

た
直
後
に
先
の

道
と
交
差
す
る
よ
う
に
今

は

め
上
へ
と
振
り
上

ら
れ
る

ビ

カ

と
一

に
し
て
空
気
を
斬
り
裂
い
た
剣
は

し
か
し
リ

フ

に

ま
れ
て
い
た
よ
う
で
ま
た
空
を
切
る

 

力
と
速

を
重

し
た
斬
閃
を

さ
れ
た
キ
リ
ト
は
そ
の
大
振
り
の
攻
撃
故
に
付
き

う

隙
を
晒
し
た

セ
 

歩
後
退
し
た
リ

フ

は
そ
の
反
動
を

し
て

足
を
一
歩
前
へ
勢
い
よ
く

み
出
す

と
共
に
体
幹
を

り

手
で
握

た
⻑
刀
を

ぎ
に
振
る
う

 
先
の
キ
リ
ト
の
斬
り
上

に
負
け
な
い
剣
速
で
放
た
れ
た
一
撃
は
今

こ
そ
彼
の

面
を

え
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た 
直
前
で
不
死
属
性
を
意
味
す
る
英

が

ま
れ
た

色
の
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
パ
ネ
ル

が

む
も
そ
の
衝
撃
は
し

か
り
伝
わ

て
い
た
よ
う
で
大
き
く

け
反

た

き
す
ら
無

い
事
か
ら

す
る
に
そ
の

も
無
い
く
ら
い
ク
リ

ン
ヒ

ト
し
た
ら
し
い

つ

 
よ
ろ
め
き
な
が
ら
数
歩
分
後
退
し
た
と
こ
ろ
で

け
反
り
か
ら
回
復
し
た
キ
リ
ト
は

手
で

面
を

さ
え
つ
つ

い

で
リ

フ

を
見

え
る

全
て
の
力

と

た
の
だ
け
ど

ど
う
し
て

二
刀
流

や

を
使
わ
な
い
の

 
数
メ

ト
ル
の

離
を
開
け
て
仕
切
り
直
し
て
か
ら
数

後
正
眼
に
⻑
刀
を
構
え
て
い
た
彼

女
は

に

を
開
い
た

そ
の
声

に
は

し
切
れ
な
い

あ
る
い
は

そ
う
と
も
し
な

い
失
望
の
色
が
あ
る

先
程
は
あ

た
苛
立
ち
す
ら
も
無
い
点
か
ら
本
格
的
に
失
望
し
て
い
る
ら

し
いあ

た
し
に
負
け
て
も
こ
れ
ま
で
の

定
に
は
な
ら
な
い
と

え
て
い
る
の
か
全
力
で
な
く
と

も
あ
た
し
に
は
勝
て
る
と
思

て
い
る
の
か
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
な
の
か

ど
う

え
て
い
る
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か
は
知
ら
な
い
け
ど
ど
れ
に
せ
よ
全
力
も
出
さ
な
い
で
勝
て
る
と
思
わ
れ
て
る
な
ら

分
と
自

身
へ
の
過
大

価
と
あ
た
し
へ
の
過
小

価
が
過
ぎ
る
わ
ね

過
大

価
は
と
も
か
く

過
小

価
は
し
て
な
い

あ
ら

そ
う

 
ど
こ
か

然
と
し
た
面
持
ち
で
返
さ
れ
た
反
論
を
面
白
く
な
さ
そ
う
に
返
事
を
し
た
彼
女
は

ぐ

と

を
握
る

手
に
力
を

め
る

同
時

か
に

を

り

を

と
し

ド

と

を

る

が
立

た

か
な
り
の
速

だ
が
そ
れ
で
も
や
は
り
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ

に
は

る

動
速

で
リ

フ

は
突
進
す
る

 

し
て
い
た
キ
リ
ト
は
流
れ
る
よ
う
に
剣
を
振
る
い

リ

フ

の
刃
が
そ
れ
を

撃
し

 

高
く

し
か
し

や
か
な

と
共
に

黒
剣
が
弾
か
れ
た

な

ん

 
キ
リ
ト
の
レ
ベ
ル
は
１

 
対
す
る
リ

フ

の
レ
ベ
ル
は

 
そ
の
差

き

か
り
１
４
０
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者
の
間
に
は
そ
れ
だ
け
の
絶
対
的
な
開
き
が
あ
る

つ
ま
り
キ
リ
ト
と
い
う
プ
レ
イ

は
シ
ス
テ
ム
的
に
力

し
で
は
ど
ん
な
プ
レ
イ

に
も
負
け
な
い

レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ

ス
ポ
イ
ン
ト
を

力
値
に
七

で
振

て
い
る
彼
に

う
者
は

え

力
値
極
振
り
の
プ
レ
イ

だ
ろ
う
と
表
向
き
最
高
レ
ベ
ル
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
１
０
０
と

わ
れ
て
い
る
時
点
で

な
い
事
が
確
定
し
て
い
る
か
ら
だ

 
し
か
し
実

は
キ
リ
ト
の
剣
が
弾
か
れ
た

そ
れ
は
も
う

に
上

か
ら
振
り
下
ろ
し
た

剣
は
ま
る
で

き

し
の
如
く
弾
か
れ
て
い
る

彼
が
自
ら
刃
を
弾
い
た

で
は
無
い
事
は
そ
の

振
り
か
ら
明
ら
か
だ

た

 
一

く

い
呼
気

 
直
後
黒
い
剣
を
ど
の
よ
う
に
し
て
か
見
事
弾
い
て
見
せ
た
金
髪
の
妖
精
は
ま
る
で
自
身
の

体
と
で
も

う
か
の
よ
う
に
⻑
刀
を

ら
か
に

し
か
し

く
閃
か
せ
る

そ
の
剣
閃
の
数

間
に
し
て
お
よ
そ
三
つ
は

い

 

く
空
気
を
切
り
裂
い
て

り
来
る
刃
を
前
に
弾
か
れ
た
と

え
ど
剣
士
の

持
か
男
の
意

地
か
た
た
ら
は

ま
な
か

た
黒

く
め
の
少
年
は

流

の
速
さ
で
斬
り
返
す
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の
間
に
刃
は

と
な
く
交
わ
さ
れ
る

浮
遊
城
に
来
て
そ
れ
な
り
に
経
ち

か
は

死
を
覚
悟
し
て
い
る
自
分
だ
が
そ
れ
を

う
か
の
よ
う
に
閃
く
刃
の

道
は
見
え
な
い

こ

の
眼
が

す
の
は
た
だ
振
る
わ
れ
た
後
に
閃
く
銀
閃
の
み

 
空
間
に

く
は
刃
を
振
る
う
二
人
の
剣
士
の
呼
気
と
剣
が
空
を
切
る

い

間
合
い
を

て

し
な
く
動
く

の

に

刃
が

り
合
う
剣
士
の

べ

 
黒

く
め
の
少
年
の
剣
は
速
く
重
く

し
い

を
全
て
斬
り

せ
る
と
語

て
い

る
剣
閃
は
空
を
切

た
後

そ
の
先
の
空
間
に

と
重
い

き
を

た
剣
風
を
放

て
い
る

そ
れ
が

間
に
三
つ
か
四
つ
放
た
れ
る
の
だ

に
戦
場
と
な

て
い
る

理

は

風
に
晒
さ

れ
て
い
て
ば
た
ば
た
と
観
戦
者
や
立
ち
会

て
い
る
二
人
の
髪
と

が
う
る
さ
く
は
た
め
く

 
金
髪
妖
精
の
女
性
の
剣
は

で

く

い

物
を

う

の
如
し
一
閃
は
一

の
内

に

も
放
た
れ

対
す
る
少
年
を

し
く
打
つ

え
撃
つ

に
振
る
わ
れ
た
刃
と
衝
突
す

る

に
重

も
力
も

て
い
る

の
⻑
刀
が

り
勝
ち

弾
く
光

が

り
返
さ
れ
る

 
時
間
に
す
れ
ば
一
分
は
経

て
い
な
い
の
だ
ろ
う
恐
ら
く
は
十

か
そ
こ
ら

そ
れ
だ
け
の

間
に
交
わ
さ
れ
た
斬
閃
が

く
五
十
を
超
え
る
と
思
わ
れ
る

し
い
応

は

絶
剣

と

わ

れ
て
い
る
少
女
と
の
決
闘
や
神

と

わ
れ
て
い
る
男
と
の
死
闘
と
は
別
の
方
向
で

闘
と
な
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て
い
た

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
仮
想
世
界
で
の
戦
い
は
数
値
が
大

を

す
る

が
キ
リ
ト
に
ユ
ウ
キ
が
喰
ら
い
付
け
た
よ
う
に
本
人
の
技
術
で
あ
る
程

カ
バ

す
る
事
が
出

来
る

そ
れ
で
も
レ
ベ
ル
差
と
い
う
も
の
は
無

出
来
ず
ダ
メ

ジ
値
と
い
う
一
面
だ
け
で

え
ば
最
前
線
で
戦
え
る
者
と
い
う
共

点
か
ら
ユ
ウ
キ
は
大
差
無
い
存
在
な
の
で
問

は
あ

ま
り
無
い

 
し
か
し
今
戦

て
い
る
リ

フ

は
違

て
い
た

 
彼
女
は
明
ら
か
に
力
で

り

動
の
速
さ
や
剣
速
も

て
い
る
の
に
そ
れ
な
の
に
今

完
全
に

抗
し
た
勝
負
を
見
せ
て
い
る

ら
キ
リ
ト
が
精
神
的
に

静
さ
を
欠
い
て
い
る
と

て
も
こ
れ
は

も
な
い
事
な
の
だ

 

備
し
て
い
る
武
器
の
グ
レ

ド
と

べ

手
の

力
値
や

備
の
グ
レ

ド
が
あ
ま
り
に
高

過
ぎ
る
と
一
合
交
え
た
だ
け
で

え
切
れ
ず

値
を
全
損
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
は
こ
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
常
識
の
一
つ

強
い
武
器
は
そ
の
分
だ
け

だ
か
ら
節
制
は
良
い
が
身
の

に

合

た
も
の
を

ば
な
い
と
文

り

に
立
た
な
く
な

て
し
ま
う
の
だ

 
そ
れ
を
前

に
し
て

え
る
と

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ス
テ

タ
ス
や

備
を
レ
ベ
ル

が

正
だ
ろ
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う
と
判
断
さ
れ
換

さ
れ
た
リ

フ

は
絶
対
に
キ
リ
ト
と
一
合
も
交
え
ら
れ
な
い

よ
し
ん

ば
技
術
で
ど
う
に
か
し
て
も
真

向
か
ら
十
を
超
え
る
数
も
打
ち
合
う
事
は
不
可
能

え
彼
女

の
愛
刀
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
サ

バ

に
一
つ
し
か
な
い
ラ
ン
ク
伝
説

武
器
に

ぐ
古
代

武
器

と
い
う
ラ
ン
ク
に

し
て
い
る
と
し
て
も

レ
ベ
ル

で
ス
テ

タ
ス
を
換

さ
れ

た
彼
女
が
持

て
い
る
の
だ
か
ら
そ
の
性
能
も
そ
れ
に
見
合

て
い
る

な
の
で
あ
る

 

し
か
し
私
は

備
の

正
レ
ベ
ル
と
性
能
が
不
釣
り
合
い
な
も
の
を
知

て
い
る

 

え
ば

弓

キ
リ
ト
に
よ
れ
ば
求
め
ら
れ
る

力
要
求
値
や
大
ま
か
な

正
レ
ベ
ル

が

同
じ

片
手
剣

カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
の
二

の
武
器
攻
撃
力
を
持
つ

弓

は

え
十
層
以
上

も
上
で
出
て
来
る
の
が

な

に
す
ら

す
る
性
能
を
持

て
い
た

 
で
は
リ

フ

の
愛
刀
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
が
そ
れ
と
同
じ
だ

た
ら

つ
ま
り

力
要
求
値

は
レ
ベ
ル

程

の
も
の
で
も

そ
の
攻
撃
力
や

値
は
最
前
線
で
も

す
る
代
物
だ
と

し
た
ら

 
こ
れ
は
あ
り
得
な
い
話
で
は
無
い

と
し
た
ら
リ

フ

の
レ
ベ
ル
が

な
の
も
Ａ

Ｌ
Ｏ
で
は
Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
し
て

め
た
経
験
値
で
強
化
さ
れ
て
い
く
ア
バ
タ

ス
テ

タ
ス
よ
り

も
ス
キ
ル
値
で
解
放
さ
れ
る

備

正
や

備
の
性
能
の
方
が
重
要

さ
れ
て
い
て
そ
こ
ま
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で
ス
テ

タ
ス
が
高
く
な
か

た
が
故
の
数
値
と
い
う
可
能
性
も
あ
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ト

プ
プ
レ

イ

の
一
人
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
彼
女
な
ら
十
分
あ
り
得
る

 
そ
れ
に
神

の
レ
ベ
ル
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
た
直
後
は
同
じ
だ

た
と
い
う
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

の
ス
テ

タ
ス
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
レ
ベ
ル

と

同

で

そ
れ
よ
り
上
の
レ
ベ
ル
と

釣
り
合
う

に
強
力
な

備
を
持

て
い
る
と

え
れ
ば

今
の
こ
の
状
況
に
も

得
が
い
く

 
つ
ま
り
リ

フ

は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

で
レ
ベ
ル

の
Ｍ
ｏ
ｂ
を

手
に
七
十

五
層
で
手
に
入
る

備
を

て

レ
ベ
ル

の
プ
レ
イ

の
ス
テ

タ
ス
で
戦
い

け
て

来
た
と
い
う
事
に
な
る

下
手
す
れ
ば
一
撃
か
二
撃
で
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い

魔
法
に
よ

る
回
復

が

広
い
と

え
ど

不

な
状
況
で
強
く
な

た
の
な
ら
そ
れ
は
も
う
プ
レ

イ

本
人
の
技
術
は
か
な
り
の
も
の
と

え
る

無
論
そ
こ
は
リ
ア
ル
で
の
武
道
経
験
が
活
き

て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
も
決
し
て
弱
く
な
い
む
し
ろ
と
て
も
強
い
部

に
入
る

が
ハ
ン
デ
の

件
が
真
逆
だ

た
の
だ

 
キ
リ
ト
は
死
の
リ
ス
ク
を
出
来
る
だ
け

め
る
よ
う
レ
ベ
ル
を

的
に
上

ス
テ

タ
ス

面
で
の

性
を
ず

と

持
し
て
い
た

そ
の
上
で

備
も
強
力
な
も
の
で

め
た

技
術
は
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い
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
ス
テ

タ
ス
頼
り
な
部
分
が
あ
る
の
は

め
な
い
だ
ろ
う

 
反
面
リ

フ

は
魔
法
を
使

た
⻑
期
戦
パ

テ

や
レ
イ
ド
で
の
戦
闘
で

戦
を
生
き

い
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
⻑
年
の
武
道
の
経
験
と
自
身
の
方
が
Ｍ
ｏ
ｂ
よ
り
ス
テ

タ
ス
が

い
と
い
う
不

な

件
を
ず

と

け
な
が
ら
戦
い

い
て
来
て
い
た

ス
テ

タ
ス
で
弱
い
の

な
ら

備
で
身
を

め

極
力
攻
撃
に
対

す
る
術
を
見
出
し

技
術
を

い
て
来
た

だ

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
が

さ
れ
て
い
る
の
は
あ
る
意
味
必
然

 

に

え
ば

キ
リ
ト
は
リ

フ

と
の

性
が

命
的
に
悪
い

 
神

と
の

性
も
最
悪
で
は
あ
る
が
ポ
テ
ン
シ

ル
や
戦
い
方
が
似

て
い
る
分
ま
だ
対
応

し
や
す
い
だ
ろ
う
が
し
か
し
リ

フ

は
完

に
自
分
よ
り
ス
テ

タ
ス
が
上
の

手
と
の
戦

い
方
を
心
得
て
い
る

程
の
事
が
無
い
限
り

静
さ
を
欠
い
て

ば
力

せ
に
な

て
い
る
今

の
彼
で
は
ま
ず
勝
て
な
い
の
だ

チ
 
交
わ

た
刃
の
数
が
も
う
百
を
超
え
た
か
と
思
う

少
年
が

を
打
ち
つ
つ

離
を

め
た

 

の
如
く

る
横

ぎ
の
斬
閃
は
最

限

し

が
む
事
で

す

ん
の
一

だ
け
生
ま
れ

た
隙
を
突
き
彼
は

に

が
れ
刃
を
返
し
た
と
こ
ろ
の
⻑
刀
の
刃
を

手
で

ん
だ

こ
の
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世
界
最
高
の

力
で

ま
れ
た
刃
は
ビ
ク
と
も
し
な
い

 
そ
れ
を

機
と

え
た
か

彼
は

手
に
持
つ
剣
を

掛
け
に
振
る
う

破
 

そ
の

前

妖
精
は

を
握

て
い
た

手
の
内

の
手
を
離
し

直
後

を

作

て

へ
と
打
ち
付
け
た

ぐ
 
持

て
動
か
せ
な
い
な
ら
無
理

理
と
思

て
の
行
動
は
無

で
は
無
か

た
よ
う
で
空
気

が
破
裂
す
る
よ
う
な

と
共
に
少
年
の
手
は
刃
か
ら
弾
か
れ
る

一

れ
て
圏
内
コ

ド
発
動

を
知
ら
せ
る

色
の
パ
ネ
ル
が
出
現
し
た

ど
う
や
ら

を
打
ち
付
け
て
生
ま
れ
た
振
動
が
攻
撃

行
動
と
判
断
さ
れ
た
ら
し
い

 
あ
ん
な
対

法
は

し
な
い
と
思
う
の
で
恐
ら
く
リ
ア
ル
で
彼
女
が
修
め
て
い
る
古
武
術

の
一
つ
な
の
だ
ろ
う

 
圏
内
コ

ド
の
発
動
で
手
を
弾
か
れ
シ
ス
テ
ム
的
な
衝
撃
波
で

か
に
た
た
ら
を

み
な
が

ら
少
年
は
後
方
へ
よ
ろ
め
く

 
妖
精
は
ユ
ラ
リ
と

ま
る
で
突
き
出
す
よ
う
に

手
で
⻑
刀
の

を
持
ち
な
が
ら
構
え
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直
後

一

の
内
に
斬
閃
が
複
数
閃
き

少
年
へ
襲
い
掛
か

た

 
一

れ
て
一

の
内
に
放
た
れ
た

撃
の
衝
撃
を
知
覚
し
た
キ
リ
ト
の
抑
え
ら
れ
た

き

が
上
が
る

彼
は
衝
撃
を

に

け
た
影

で
大
き
く
後
方
へ

し
や
ら
れ
し
か
し
流

と

う
べ
き
か
た
た
ら
を

み
つ
つ
も
倒
れ
る
事
だ
け
は

ぎ

え
て
い
た

 
彼
の

き
に
一

れ
る
形
で

彼
の

り
に
は
複
数

の
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
パ
ネ
ル

が
表
示
さ
れ
て
い
た

ん
の

か
な
差
を
付
け
つ
つ
出
現
し
た
そ
の

数
実
に
六

リ

フ

は
一
息
の
内
に
六
撃
も

き

ん
で
い
た
の
だ

間
三
つ
か
ら
一
気
に
二

の
数
の
斬
閃

を 
剣
を
振
り

い
て
い
た
リ

フ

は

衝
撃
に
目
を
白
黒
と
さ
せ
て
い
る
彼
を
見
下
ろ
す

な

今
の
は

 
闘
技
場

個
人
戦

で

片
翼
の
堕
天
使

と
刃
を
交
え
て
い
る
最
中

絶
体
絶
命
の
危
機
に

た
時
に

場
で

得
し
た
一

九
閃
は
キ
リ
ト
の
十
八
番

常
の
プ
レ
イ

が
出
せ

る
で
あ
ろ
う
剣
速
の

に
八

に
も

る
神

ア
キ
ト
を
も

い
だ
実
績
か
ら
も
キ
リ
ト
は
一

九
閃
の
剣
技
に
か
な
り
の
自
信
を

い
て
い
た

だ

 
彼
に
と

て
神

で
知
ら
れ
て
い
る

秋
十

は

千
冬

と
は
ま
た
別
の
方
向
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性
の
先
に
あ
る
最
強
の
一

そ
れ
に
手
が
届
く
か
も
し
れ
な
い
存
在
が
そ
う

る

も
無
い

で

ま
さ
か
義
理
の
姉
が
そ
う
だ
と
は
予
想
外
だ

た
に
違
い
な
い

 
彼
は
自
ら
を
過
大

価
し
て
い
た

で
は
無
い

自
身
の
義
姉
の
実
力
を
見

り
過
小

価

し
て
い
た
の
だ

 

い
や
私
も
彼
女
が
こ
こ
ま
で
出
来
る
と
は
思

て
い
な
か

た
け
ど

私
だ
け
で
な
く

ユ
ウ
キ
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
ア
ス
ナ
達
も
同
様
に

し
て
い
る

一
緒
に
過
ご
し
て
い
た
ス
ト

レ
ア
ま
で
同
じ
反
応
だ
か
ら
キ
リ
ト
の

は
あ
る
意
味
仕
方
な
い
と

え
る
か
も
し
れ
な
い

技
術

は
万
人
が

え
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
り

特
定
個
人
に
し
か
使
え
な
い
も
の
は

特

性
と

う

あ
な
た
だ
け
の
特
性
と
い
う

で
は
な
い
の
だ
か
ら
別
に
使
え
て
も
お
か
し

く
は
な
い
で
し

う

そ

そ
う
だ
と
し
て
も

そ
ん
な

に

あ
た
し
か
ら

わ
せ
る
と
下
地
が
あ

た
に
し
て
も
練

も
無
く
死
闘
の
最
中
に

場
で

得
し
て
も
の
に
す
る
方
が
よ

ど
だ
と
思
う
け
ど

う
ぐ

 
一
年

の
死
闘
と
い
う
下
地
は
あ

た
が
そ
れ
で
も
あ
の
絶
体
絶
命
の

場
で
片
翼
の
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堕
天
使
の
一

八
閃
を

殺
し
あ
ま
つ
さ
え
反
撃
を
入
れ
る
技
を
体
得
し
た
キ
リ
ト
は
確
か

に
人
の
事
を

え
な
い

話
に

い
た
限
り

ド
ス
キ
ル
を

殺
す
る
時
の
感
覚
を
知

て
い

た
か
ら
出
来
た
部
分
が
大
き
い
よ
う
だ
が

そ
れ
で
も
だ

 
も

と
経
験
を

ん
で
強
く
な
れ
ば
そ
う
遠
く
な
い
内
に
初
見
の
攻
撃
に
す
ら
も
完

に
対

応
し
て
し
ま
い
そ
う
な
気
さ
え
す
る

現
に
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
偵

す
ら

独
で
こ
な
し
て
き
た
実

績
か
ら
決
し
て
あ
り
得
な
く
は
無
い
だ
ろ
う

今
も
十
分
反

的
で
恐
ろ
し
い
強
さ
だ
が
今
後

も

と
強
く
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
事
を

え
る
と
も

と
恐
ろ
し
い

さ
て

こ
れ
が
最
後

全
て
の
力
を
出
し
切
り
な
さ
い

 
そ
ん
な
彼
を
現
在

完

し
て
い
る
リ

フ

の
方
が
よ
り
恐
ろ
し
い
の
だ
が

強
さ
と
い

う
意
味
で
も

気
と
い
う
意
味
で
も

 
こ
の
世
界
に
来
て
そ
ん
な
に
経

て
い
な
い
の
に
命

け
で
戦
闘
技
術
を

い
て
来
た
キ
リ

ト
を
精
神
的
に
圧
倒
し
て
い
る
に
し
て
も

完

出
来
て
い
る

り
彼
女
は
生
き
る
時
代
を

間
違
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
私
は
思
い
始
め
て
来
た

武
道
を
⻑
ら
く
や

て
い
て
Ｐ

ｖ
Ｐ
を
推

さ
れ
て
い
る
と
い
う
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
と
は

え

ら

で
も

れ
過
ぎ

で
あ
る
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今
ま
で

み
重
ね
て
来
た
全
て
を

定
さ
れ
た
く
な
い
の
な
ら

そ
の
全
て
を
示
し
な
さ
い

こ
の
世
界
で

た
全
て
で
あ
た
し
を
倒
し
な
さ
い

 
や
り
取
り
を
し
て
い
る
間
に
動
揺
か
ら
回
復
し
て
立
ち
上
が

た
キ
リ
ト
は

し
な
が
ら
も

リ

フ

の

葉
に
意
識
を

け
て
い
た

そ
の
眼
は

心
も
あ
る
が
そ
れ
よ
り
も

念
の

色
と
疑
念
と
が

在
し
て
い
る

 
ま
だ

も
持

て
い
な
い

手
は
愛
剣
を
求
め
て
い
る
か
の
如
く

を
作
り
ま
た
開
か
れ

を

り
返
し
て
い
る

 
そ
の
様
子
は
二
振
り
目
を
持
つ
事
に
忌

感
を
覚
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

確
か
に

や
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は

が
持
つ
力
の
一
つ

そ
れ
を
使

て
い
な

い
今
の

が
全
力
で
は
無
い
と
い
う
の
は

定
し
な
い

 
無

だ

た
キ
リ
ト
が
内
心
を

す
る
よ
う
に

ち

い
た
声

で
語
り
始
め
る

⻑
刀

を
正
眼
に
構
え
て
見

え
て
い
る
リ

フ

は
そ
れ
に

を

け
て
い
た

 

明
な
キ
リ
ト
が
三

も
全
力
を
出
せ
と

わ
れ
て
も

い
を
見
せ
て
い
る
根
幹
が
語

ら
れ
る
と
そ
う
直
感
を

い
た
か
ら
だ
ろ
う

意
味
は
理
解
出
来
て
い
る

な
の
に
し
な
い
の

に
は

応
の
理
由
が
あ
る
の
だ
と
信

し
て
い
る
の
だ
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そ
れ
ら
を
使
わ
な
い
の
は

重
要
な

決
闘

に

な
手
は
使
い
た
く
な
い
か
ら

 
し
か
し
私
の
推

は
外
れ
て
い
た

 
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
は
神
聖
な
決
闘
と
殺
し
合
い
と
を
明
確
に

別
し
て
い
る
よ
う
だ

手
が
望
む
の
で
あ
れ
ば
話
は
別
だ
が

そ
う
で
な
い
な
ら

本
的
に
は
同

件
で
戦
お
う
と

決
闘
の
方
で
は
決
め
て
い
て

殺
し
合
い
で
は
リ
ズ
や
私
が

わ
れ
た
時
の
よ
う
に

や

も

い
無
く
た
と
え

と

わ
れ
よ
う
と
も
使
う
決
め
て
い
る
ら
し
い

な
る
ど

て
も
使
お
う
と
し
な
い
の
は
そ
う
い
う
理
由
だ
た
の
ね

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
律

に
守
ろ
う
と
す
る

り

と

う
か

と

う
か

 
ど
こ
か

れ
つ
つ

し
か
し
ど
こ
と
な
く

し
そ
う
に
も
見
え
る

苦

を
浮
か
べ
な
が
ら

リ

フ

は

う

 
は

と

息
を

い
た
彼
女
は

そ
れ
か
ら

し
い
面
持
ち
で
少
年
を
見

え
た

と
は

え
事

に

た

て
ま
だ
決
闘
と
見
て
る
事
は
問

だ
か
ら

刀
直
入
に
今

こ
そ

違
い
の
無
い
よ
う

う
わ

あ
た
し
は

あ
な
た
の

自

己
戦
う
理
由
を

定
す
る

故
に

そ
の
根
幹
を

す
あ
な
た
の
全
力
を
真

向
か
ら

し

今
の
あ
な
た
を

殺
す
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ハ

キ
リ
と
面
と
向
か

て
殺
す
と

最
後
の
一

だ
け
は
真

で

わ
れ
彼
は

一

だ
け
身

い
を
し
た

手
に

ら
れ
て
い
る
黒
い
剣
の
刃
も
小
さ
く

え
た

  
義
理
の
姉
に
殺
す
と

わ
れ
る
だ
な
ん
て
こ
の
子
は
き

と
想
像
も
し
な
か

た
だ
ろ

う 
あ
た
し
も
ま
さ
か
愛
す
る
義
弟
に
こ
ん
な
事
を

う
日
が
来
る
だ
な
ん
て
全
く
予
想
し
て

い
な
か

た

さ
ん
が

け
ば

怒
す
る
前
に
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
に
な

た
か
を

こ
う
と

す
る
く
ら
い

く
で
あ
ろ
う
事
実
だ

 
心
苦
し
い
事
に
は
変
わ
り
な
い
け
れ
ど
で
も
今
は
心
を
⻤
に
し
な
い
と
キ
リ
ト
の

に
な

ら
な
い

だ
か
ら
あ
た
し
は
認
識
を

め
さ
せ
る

に

葉
を

け
る

こ
の
戦
い
で
あ
た
し
を
倒
せ
ば

今
の
あ
な
た
は

生
き
る

逆
に

え
ば
あ
な
た
が
負
け

れ
ば
今
の
あ
な
た
は
死
ぬ
と
い
う
事
を
意
味
す
る
の
よ

こ
れ
の
ど
こ
が
決
闘
と

え

る

つ
ま
り
コ
レ
は

殺
し
合
い

だ
と

 

が

る

で
も
な
い
の
に

命
を
奪
う
戦
い
じ

な
く
て
も
殺
し
合
い
に

す
る
も
の
も
あ
る
し
そ
れ
以
上
の
戦
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い
だ

て
あ
る

過
去

と

今

に
本
気
で

み
重
ね
て
来
た
想
い
と
信
念
が
あ

て

今

み
た
い
に
そ
れ
を

定
す
る
戦
い
な
ら
そ
れ
は
あ
る
意
味
命
を

け
て
い
る
に

し
い

だ

か
ら
あ
た
し
は
今
の
戦
い
を

殺
し
合
い

と

う
の
よ

 
あ
た
し
は
思
う

気
な
く
喪
わ
れ
る
命
の
奪
い
合
い
よ
り
も

い
に

み
重
ね
て
来
た
努

力
や
信
念
の
ぶ
つ
け
合
い
の

に
決
ま
る
勝

の
方
が
殺
し
合
い
よ
り
も

く
苦
し
い
時
も

あ
る
の
だ
と

な
ま
じ
全
力
で
打
ち

ん
で
来
た
事
で

か
に
負
け
て
し
ま

た
ら
悔
し
さ
は
一

入
で

逆
に
勝

た
ら
喜
び
は
絶
大
だ

 
命
を
奪
う
戦
い
じ

な
く
て
も
命
を
奪
う
に

し
い
苦
し
み
は
付
き

う
も
の
だ
と
あ
た
し

は

え
る

 
あ
た
し
だ

て
様

な
武
道
を
経
験
し
て
来
た
過
去
全
て
が

の
一
戦
で
無

と
判
断
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と

え
た
ら

本
的
に
他
者
の

価
に
あ
ま
り
興
味
を

か
な
い
性
分
で
も
良

く
は
思
わ
な
い

全
力
で
打
ち

ん
で
来
た
事
で
誇
り
に
も
思

て
い
る
事
だ
か
ら

強

で

き
下
ろ
さ
れ
る
よ
り
も
よ

ど

が
立
つ

 
だ
か
ら
こ
そ

あ
た
し
は
キ
リ
ト
の
過
去
を

定
す
る

 
人
の
助
け
に
な
り
た
い
認
め
ら
れ
た
い
強
く
な
り
た
い
と
強
く
願

て
戦

て
来
た
キ
リ
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ト
は

極
論

強
さ

全
て
が
結
果
に
結
び
付
け
る
思

・
思
想
を

い
て
い
る

 
こ
の
世
界
と
キ
リ
ト
の
境
遇
を

え
る
と
確
か
に
強
さ
が
全
て
を
決
め
る
要

で
あ
る
事

は
間
違

て
い
な
い

フ
ロ
ア
ボ
ス
を

独
で

手
取
れ
る
強
さ
や
今
ま
で

も
生
還
し
て
来

た
実
績
レ
ベ
ル
や

備
と
い
う
面
で
も
彼
は
他
の
追

を
許
さ
な
い
強
さ
を
手
に
し
て
い
る
の

は
確
か
だ

そ
し
て
キ
リ
ト
自
身
そ
れ
で
か
な
り
の
自
信
を
持

て
い
る

自

こ
そ
し
な
い

が
行
動
原
理
の
一
つ
に
な

て
い
る

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
に
と

て
今
ま
で
の
経
験
や
強
さ
を
全
て
無

と
断
じ
ら
れ
る

に
は

い
か
な
い

 

故
な
ら
彼
に
と

て
こ
の
世
界
で
生
き
て
来
た
全
て
を

定
さ
れ
る
に

し
い
か
ら

生
き

く

に
人
の
助
け
に
な
る

に
求
め
て
得
た
も
の
を

定
さ
れ
て
は
今
ま
で

い
て
来
た

全
て
が

れ
去
る
事
に
な
る

そ
れ
は

手
に
し
た
強
さ
す
ら
も
無
意
味
と
断
じ
ら
れ
る

事
に
他
な
ら
な
い

 
強
さ
を

よ
り
も

よ
り
も
強
く
求
め
て
い
る
彼
に
と

て
こ
れ
ま
で
の

定
は
決

し
て
認
め
て
は
な
ら
な
い
事
な
の
だ

 

そ
し
て
あ
た
し
は
そ
れ
こ
そ
が
キ
リ
ト
の
自
己

的
な
思
想
を

す

一
の
手



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

立
て
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る

 
先
に

た

り
今
の
キ
リ
ト
は
間
違

た
手
・
方
法
で
組
み
立
て
ら
れ
た

木

そ

の

に
は

他
主
義
と
い
う
自
己

精
神
を

ん
だ
思
想
が
組
ま
れ
て
い
て
そ
こ
を

直
そ
う
と
す
る
と
今
ま
で
の
全
て
が

れ
去
る
に

し
い
状

に
な

て
い
る

し
ろ
思

の

に
な

て
い
る
部
分
だ

変
え
ら
れ
る

が
無
い

 
だ
か
ら
一

そ
の

木
を

す
必
要
が
あ
る

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
Ｋ
ｉ
ｒ

ｉ
ｔ
ｏ

と
し
て
完
成
し
て
し
ま

て
い
る

今

を

定
し

を

さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

 
そ
の

に
は

が

で
も
全
力
を
出
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

る

全
力
で
な
け
れ
ば

今

の
彼
に

力
を
残
さ
せ
て
し
ま
い

精
神
的
な

を
与
え
て
し
ま
う

今

の
彼
を
生
か
し

て
い
て
は
今
後
の
彼
の

に
な
ら
な
い

だ
か
ら

る

地
な
ど
与
え
な
い
よ
う

的
に
殺

し

く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

さ

分
か

た
で
し

う

殺
し
合
い

に
正
道
も
邪
道
も
無
い
の
だ
か
ら

も

め
て
全
力
で
掛
か

て
来
な
さ
い

 
正
直
な
と
こ
ろ
こ
れ
は
分
の
悪
い

け
そ
れ
も
勝
ち
目
な
ん
て
万
に
一
つ
あ
る
か
も
分
か
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ら
な
い
分
の
悪
過
ぎ
る

け
だ

 
あ
く
ま
で
ゲ

ム
の
一

と
い
う
事
な
ら
分
の
悪
い

け
と
い
う
の
も

い
で
は
無
い

自
分

で

う
の
も

だ
が
あ
た
し
は
こ
れ
で
も
結
構
逆
境
で
も
強
く
な
れ
る
タ
イ
プ
だ
と
自
負
し
て

い
る

ミ

な
の
は
逆
境
以
外
で
も
強
く
な
れ
る
事
だ
が

そ
れ
は
良
い

 
問

な
の
は
命

け
で
戦

て
来
た
彼
の
全
力
に
の
う
の
う
と

ら
し
て
き
た
あ
た
し
が
勝

て
る
保
証
な
ん
て
無
い
事
と

よ
り
も
仮
に
こ
こ
で
負
け
て
今
ま
で
の
彼
の
全
て
を

外
に
認

め
て
し
ま
え
ば
も
う
二

と
キ
リ
ト
の
自
己

的
な
思
想
を

せ
な
く
な
る
事

今
ま
で
全

力
で
打
ち

ん
で
来
た
剣
道
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
経
験
全
て
が

わ
な
い
と
ま
で
は
思
わ
な
い
が
そ
れ

で
も

い
の
は
事
実

 
た

た
一

し
か
使
え
な
い
最
悪
の

け

そ
れ
も
失

す
れ
ば
バ

ド
エ
ン
ド
の
や
り
直

し
す
ら
出
来
な
い
リ
ス
ク
の
大
き
過
ぎ
る

け

 
そ
れ
で
も
あ
た
し
は
退
く

に
は
い
か
な
い
負
け
る

に
も
い
か
な
い

彼
の
全
て
を
一

真

新
に
す
る

一
の
手
立
て
が
こ
れ
な
の
だ

今
の
状

を

す
に
は
最
高
に
分
の
悪
い

け
で
あ
る
コ
レ
で
す
ら
最
良
の

な
の
で
あ
る

 

ま

た
く

本

に

手
の
掛
か
る
弟
だ
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内
心
で
そ
う
苦

す
る

手
の
掛
か
る
子

ど
可
愛
い
と
は

う
け
れ
ど
こ
れ
は

か

が

過
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
な
い
で
も
無
い

 
本
来
な
ら
あ
た
し
が
こ
こ
ま
で
し
て
や
る
義
理
は
無
い

確
か
に
キ
リ
ト
は

い
か
ら
年
上
の

あ
た
し
達
が
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
あ
る
が

も
か
も
面
倒
を
見
る
の
は
甘
や
か

し
と
い
う
行

に
な
る

甘
や
か
し
て
も
良
い
事
は
な
い
の
だ
か
ら

い
目
を
見
た
そ
の
時
に

え
す
る
く
ら
い
が
恐
ら
く

良
い
の
だ
と
思
う

ま
だ

い
の
な
ら
こ
れ
か
ら
成
⻑
す

る
中
で
必
ず

に
ぶ
つ
か
る
の
だ
か
ら

 
そ
れ
な
の
に

を
出
す
の
は
そ
の

す
ら
キ
リ
ト
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

そ
し
て

死
ん
で
欲
し
く
な
い
と
あ
た
し
が
願

て
い
る
か
ら

 
恐
ら
く
同
じ
思
い
を

に
集

て
い
る
人
達
は

い
て
い
る

で
な
け
れ
ば
仮
に
あ
た
し

の

動
が

し
過
ぎ
て
不

な
も
の
と
思

て
い
る
な
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
は
あ
た
し
を
力

く

で
止
め
る

だ
か
ら

そ
れ
が
無
い
と
い
う
事
は
つ
ま
り
そ
う
い
う
事

 
彼
女
達
も
キ
リ
ト
の
行
動
に
は

を
悩
ま
せ
て
い
る

そ
し
て
そ
れ
を

善
さ
せ
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
た
し
の
行
動
に
あ
る
と
思

て
い
る
か
ら
止
め
な
い
の
だ

 
デ
ス
ゲ

ム
に
変

し
た
世
界
を
一
人
で
生
き

い
て
い
る
と

い
た
時
か
ら
心
配
し
て
い
た
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が
こ
の
世
界
に

き

ま
れ
て
か
ら
は
そ
れ
が

憂
で
あ
る
と
知

た

こ
の
場
に

る
人
達

が
義
弟
を
本

に
大
切
に
思

て
い
る
事
を
知

た

戦
力
と
い
う
打

的
で
あ
れ
戦
友
と
い

う
心

的
で
あ
れ

大
切
に
思

て
い
る
事
を
あ
た
し
は

し
く
思
う

 
そ
れ
す
ら
も

一

と
い
う
少
年
は

ど
の
人
に

か
れ
な
か

た
の
だ
か
ら

 
そ
ん
な
良
い
人
達
を
ず

と
心
配
さ
せ
る
事
も
罪
悪
感
に
苛
ま
せ
る
事
も
し
ち

い
け
な

い

そ
れ
が
キ
リ
ト
の

動
に
原
因
が
あ
る
の
な
ら
正
す
の
が
姉
の
務
め
だ

想
い
そ
の
も
の
は

正
し
い
け
ど

自
分
を
蔑
ろ
に
す
る
事
だ
け
は
絶
対
に
間
違

て
い
る
の
だ
か
ら

 

だ
か
ら
あ
た
し
は

Ｋ

ｉ

ｒ

ｉ

ｔ

ｏ

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
を
殺
す

と

く
の

に
捨
て
た
オ
リ
ム

ラ
イ
チ
カ
を
ま
た
名

て
亡
霊
と
し
て
振
る
舞

て
い
る
今
の
義
弟
の
根

を

定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

 
そ
れ
は
彼
を
引
き
取
り

愛
す
る
事
を
決
断
し
た
者
と
し
て
の
責
務

 
過
去
の
家
へ
の
想
い
が
残

て
い
る
事
に
対
し
個
人
的
に
思
う
と
こ
ろ
が
無
い
と

え
ば

に

な
る
が
そ
れ
以
上
に
あ
た
し
は
今
の
彼
の
生
き
方
を

ま
し
く
は
思

て
い
な
い
少
な
く
と

も
以
前

ど
は

 
以
前

つ
ま
り
こ
の
世
界
に
来
た
ば
か
り
の

は
他
者
の
助
け
と
な
る

の
行
動
や
思
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想
を
と
て
も

ま
し
く
感
じ
て
い
た

想
像
を
絶
す
る

ど
他
者
に

ま
れ

ら
れ
て
い
た

の
に
そ
れ
で
も
他
者
の

に
立
と
う
と
す
る
そ
の
い
じ
ら
し
い
想
い
に

か
と
は
決
し
て

え
な
い
く
ら
い
感
動
を
覚
え
た

平

な
日
常
で
は

に
見
え
る
事
も
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う

も
信
じ
ら
れ
ず
命

け
の
日

を
送
る
と
い
う
異
常
な

境
で
あ
る
事
を

ま
え
れ
ば
十
分
な

業
と

え
た
か
ら

 
だ
が
外

部
か
ら

と
さ
れ
た
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
を
救
い
代
わ
り
に
死
ぬ
事
を

わ
な
い

を
見
て
し
ま

て
は
話
は
別

 
他
者
に

く
す

仕
精
神
は
尊

出
来
る
が
滅
私

は
と
て
も
で
は
無
い
が
許
容
出
来
そ

う
に
な
い
の
が
あ
た
し
の
性
格

現
金
な
の
か

そ
れ
と
も
人
間
不
信
が
過
ぎ
る
と

う
べ
き

か

が
一

し
た

で
な
け
れ
ば
気
が
気
で
な
い
の
だ

 

え
ば
ど
こ
か
の
お

敷
で
住
み

み
で

く
メ
イ
ド
も
ま
た
滅
私

に

し
い
が
ア

レ
は

金
と
い
う
見
返
り
が
あ
る

そ
れ
を
目
的
に

い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
滅
私

と
も

え
な
い
し
そ
の
人
物
は
あ
る
程

の
信
頼
を

け
る
と

え
る
だ
ろ
う

⻑
年

い
て
い
る
者
で
あ
れ
ば

第
に
信

も
掛
け
ら
れ
る

親
が
世
話
に
な

た
か
ら
そ
の
恩
返
し
と
し
て

い
て
い
る
場
合
も

が
過
ぎ
て
い
な
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け
れ
ば
十
分

得
出
来
る

情
は
味
方
と
か
の
武

信

も
残
す
程

義
理
を

す
者
を
あ
た
し

は
と
て
も

む

 
だ
が
だ
が
し
か
し
そ
れ
で
自
分
を

し
殺
す
事
を
あ
た
し
は

う

そ
の
人
の
人
間
性
を

奪

て
ま
で
自
分
に

く
さ
せ
る
と
い
う
行

を
お
ぞ
ま
し
く
思
う

命
を
奪
う

で
も
な
い
の

に

自
分
の
背
中
に
は
そ
の
人
の
人
生
と
未
来
が
圧
し
掛
か
る
の
だ
か
ら

 
い
や
人
の
人
生
を
背
負
う
だ
け
な
ら
ま
だ
良
い
か
も
し
れ
な
い

企
業
の
経

者
な
ら

し
た
者
達
に

金
を

す
と
い
う
形
で
家
庭
を

え
る
事
に
な
る
し

か
し
ら
の

に

い

て
責

を
背
負
え
ば
や
は
り
同
じ

場
や
責

問

で
家

の
未
来
を
背
負
う
事
に
な
る

大
人
に
な
る
事
で
背
負
う
責

と

え
れ
ば

ら
お
か
し
い
事
で
は
無
い
だ
ろ
う

 
だ
が

キ
リ
ト
の
行
動
は
そ
ん
な
も
の
で
は
無
い

 
彼
の
行
動
の
結
果
と
し
て
広
が
る
未
来
に
彼
の

が
無
い

彼
の
行
動
の
一
切
全
て
が
他
者
の

だ
け
に
あ
り

そ
し
て
そ
の
未
来
に
自
分
の

が
無
く
と
も
許
容
し
て
い
る

 
あ
る
い
は

め
て
い
る
と

え
る
の
か

ど
れ
だ
け
足
掻
い
た
と
こ
ろ
で
未
来
を
歩
む
事
は

出
来
な
い
と

に

観
し
切

て
い
る
か
ら
こ
そ
自
分
の
命
を
代
価
と
し
て
差
し
出
す
行

に

み
出
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い

時
だ

た
か

か
を
教
え
る
人
に
な
り
た
い

と
い
う
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夢
を
語

た
時
に
見
せ
た

観
の
よ
う
に

 

ざ
け
る
な

と
思
う

 
実
の
と
こ
ろ
本
人
に

た

ど
あ
た
し
は
キ
リ
ト
が

を
引
き

て
い
る
事
に

怒
り
は

い
て
い
な
い

彼
が
良
い
年
の
大
人
だ

た
な
ら
情
け
な
い
と
切
り
捨
て
て
い
た

だ
ろ
う
が
ま
だ
子

だ
か
ら
依
存

手
が

に
変
わ
る

も
無
い
と
理
解
し
て
い
た

あ
ま
り

に
変
わ
り
身
が

か

た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
苦

し
い
思
い
に

ら
れ
た
だ
ろ
う
し
あ
た
し
も

こ
こ
ま
で
義
弟
の
事
を
想
わ
な
か

た

だ

 
彼
が

て
ら
れ
た
事
に
絶
望
し
た
の
は
裏
返
せ
ば
希
望
を
持

て
い
る
と
い
う
事
の

れ
で

も
あ
る

そ
し
て

千
冬
自
身
は
下
の
弟
を
自
分
の
意

で
捨
て
た

で
は
無
い
と
彼
は

知

て
い
る

捨
て
ら
れ
た
と
確
定
さ
れ
て
い
た
な
ら
未
練
が
ま
し
い
と
切

て
捨
て
る
と
こ
ろ

だ
が
あ
の
女
の
様
子
を
思
い
返
す
と
あ
る
意
味
キ
リ
ト
の
思

も
仕
方
な
い
部
分
が
あ
る
事
は

め
な
い

 
彼
女
は

に
不
器

な
人
物
な
の
だ
ろ
う

親
に
捨
て
ら
れ
る
前
ま
で
ど
の
よ
う
に
育
て
ら

れ
た
か
は
知
ら
な
い
が
し
か
し
育
て
の
親
に
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
シ

ク
は

大

の
も
の

で
は
無
か

た
だ
ろ
う
し
同
時
に
自
分
や
二
人
の
弟
の
学

と
生
活

を
工
面
す
る

に
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す
る
程

に
は
家

の
事
を
大
切
に
想

て
い
た
事
は
事
実

あ
ま
り
良
い
感
情
は

い
て
い
な

い
が
そ
の
事
実
は
あ
た
し
も
認
め
て
い
る

故

設
に

け
な
か

た
の
か
と
い
う
点
は

い
と
い
て

 
と
も
あ
れ

家
の
家
事
一
切
を

い
な
が
ら

て
い
た
彼
か
ら
す
れ
ば
と
に
か
く
家

の

に

し
な
く

す
る
姉
の

は

裏
に

き
付
く
程
に
知

て
い
る

そ
れ
だ
け

必
死
に

い
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
家

と
し
て
の
愛
情
を
信
じ
よ
う
と
す
る
思

が
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

 
だ
か
ら

と
し
て
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
思
い
自
体

本

は
然
程
怒

て
は
い
な

か

た

そ
も
そ
も
武
道
を
教
え
て
欲
し
い
と
頼
み

ま
れ
た
時
点
で
気
付
い
て
い
た
か
ら
今
更

な
の
で
あ
る

そ
れ
だ
け
愛
情
に

え
て
い
る
の
だ
な
と
悟
り
ま
で
し
た

 
そ
れ
で
も
怒
り
心

に
な

た
の
は
事
実

 
そ
れ
は

殺
し
て

と

他
者
の
未
来
の

と

て
他
人
に
殺
さ
れ
る
事
を
願

た
事

 
自
分
が
決
め
た
死
に
他
者
を

き

む
な
と
思

た

復
讐
の
後
に
自
殺
す
る
な
ら
ま
だ

し
も
他
者
の
未
来
の

に
死
を

ぶ
な
ど
と

更

ざ
け
て
い
る

そ
れ
も
大

の

に
味
方

を

が
す
べ
く

を
食
い
止
め
る
殿

と
し
て
で
は
無
く
た
だ
未
来
が
無
い
か
ら
よ
り
良
い
未



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

来
の
一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
な
ど

最
高
に
最

な
理
由
だ

 

も
知
ら
な
け
れ
ば

と
共
に

出
来
る
く
ら
い
に
は
中

触
り
の
良
い
話
だ
が
事
情

と
心
情
を
知

た
身
か
ら

わ
せ
て
も
ら
え
ば

覚
め
が
悪
い
に
も
程
が
あ
る

 
あ
た
し
は
足
掻
け
ば

せ
る
と
い
う
の
に

め
る
人
間
を

悪
す
る

分
か
り
や
す
く

え

ば

失

の
可
能
性
を
恐
れ
た
り
面
倒
だ
と

て
努
力
し
な
い
人
間
が
大

い
な
の
だ

 
そ
し
て

よ
り
も

め
る
理
由
に
他
者
を

す
る
事
こ
そ
を
最
も

悪
す
る

醜
く
思

う

に
思
う

自
分
が
負
け
た
の
は
ア
イ
ツ
が
強
過
ぎ
る
か
ら
だ
自
分
は

て
い
た
と
さ
も
自
分

の

い
分
は
正
し
い
の
だ
と
説
得
力
を
付
け
る

に
他
者
を

す
る
事
を
そ
の

動
を
す
る

人
間
を

自
分
は

悪
す
る

 
確
か
に
武
道
は
性
差
や
体
格
差
で
有

不

が
あ
る
の
で
あ
る
程

な
ら
許
容
さ
れ
る

事
実

和
人
は
体
は
華

人
体
実
験
の
影

で
力
こ
そ
あ
る
が
年

と
経
験
故
に
技
術
は

か

た
の

で
あ
た
し
か
ら
一
本
も
取

た
事
は
無
い

そ
れ
は

い
と
い
う
理
由
で
全
て
片
付
け
ら

れ
る

体
も

経
験
の
無
さ
も
だ

 
だ
が
そ
れ
も
行
き
過
ぎ
れ
ば
話
は
別

彼
が

い

と
い
う
理
由
で
片
付
け
ら
れ
た
の
も
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キ
チ
ン
と
努
力
し
て
い
た
が
故

く
は
あ
る
が
努
力
を
重
ね

実
に
成
⻑
し
て
い
た
か
ら
あ
た

し
も
認
め
た
の
で
あ
る

そ
う
で
な
け
れ
ば
武
道
の
教

を

け
て
い
な
い

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
の

い
分
は
そ
う
い
う
事

れ
た
の
な
ら

直
に
そ
う

え
ば
良
い
の
に

死
に
た
け
れ
ば
一
人
で
死
ね
ば
良
い
の
に
他
者
を
理
由
に
使

て
自
分
を
自
分
の
死
を
正

化
し
よ
う
と
し
て
い
る

正

化
し
た
自
分
の
死
で
未
来
を

め
た
事
も
正

化
し
そ
の
未

来
で
他
者
が

福
に
な
る
事
を
自
ら
に

得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

 
そ
れ
は
他
者
の

福
が
自
分
の
存
在
意
義
な
の
だ
と
定
義
付
け
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
思

自
身
の
全
て
を

て
で
も
他
者
の

に
動
く
事
こ
そ
が
シ
ア
ワ
セ
な
の
で
あ
り
同
時
に
存
在

確
認
に
も
な
る
と

え
て
い
る

 
意
識
し
て
か

無
意
識
の
内
の
思

か
は
分
か
ら
な
い

 
分
か

て
い
る
事
は
キ
リ
ト
の
損
得

定
の
得
に
は
自
分
以
外
の
全
て
が
入
り

損

の
方
に
は
自
分
が
入

て
い
る
と
い
う
事

よ
し
ん
ば
得
を
手
に
し
て
も
他
者
の
得
の

に
捨

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
れ
ば

う
事
無
く

仮
に

を
引
か
れ
る
事
が
あ

て
も
結

捨
て
る

 
そ
れ
が
完
全
に
彼
の
意

の
下
で
あ
り
自
分
の
不

を
覚
悟
の
上
で
の
行
動
で
あ
れ
ば
あ
た
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し
も

を

ま
な
い

 
け
れ
ど
今
正
に
あ
た
し
は
彼
の
思

・
思
想
を

定
す
る
べ
く
動
い
て
い
る

こ
う
し
て

を

ん
で
い
る
の
は
彼
が
恐
ら
く
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
な
い
か
ら

自
覚
し
て
い
な
い
な
ら
損
得

の
思

を
行
え
て
い
る

も
無
く

だ
か
ら
こ
そ

入
を
決
断
し
た

 

え
て
も
み
て
欲
し
い

ど
う
し
て
こ
の

子
は

い

境
で

て
も
良
い
事
な
ん
て

一
つ
無
い
だ
ろ
う
と
分
か
り
切

て
い
る
の
に

の
血

と
し
て

か
ら
認
め
ら

れ
た
い
と
願

て
い
る
の
か
を

 

え
は

 
そ
れ
は
家

と
一
緒
に

た
い
と
い
う
た
だ
た
だ
平

で
あ
り
き
た
り
で

だ

か
ら
こ
そ
尊
い

福
を
願
う
想
い
が

根

に
あ
る
か
ら
な
の
だ

 
つ
ま
り
彼
は
本

は
未
来
を
捨
て
切
れ
て
い
な
い
し

せ
な
未
来
を
求
め
る
意
思
も
ま
だ

き
て
い
な
い

た
だ
そ
れ
が

不
可
能
で
あ
る
事
実
か
ら
目
を
背
け
る
行

を
正

化
し
よ

う
と

つ
ら
つ
ら
と
理
由
を

べ
て
死
に

よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
な
の
だ

 
だ
か
ら

助
け
た
い
と
思

た

 
死
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く

生
に
希
望
を
見
出
せ
な
い
状

に
あ
る
事
が
分
か

た
か
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ら

力
に
な
り
た
い
と
思

た

 
家

な
の
だ

義
理
の
姉
と
し
て

せ
を
願

た
の
だ

心
を
奪
わ
れ
た
一
人
の
女
な
の
だ

愛
す
る
人
の
生
と

せ
の

に
動
く
事
の

が
悪
い

 
だ
が
し
か
し
あ
た
し
に
出
来
る
事
は

福
の
未
来
に

く
道
を

く
手
助
け
ま
で

直

道

を

く
の
も
そ
の
道
を

く
の
も

の
本
人
で
あ
る
キ
リ
ト
が
自
ら
の
意

で
動
か
な
け
れ

ば
真
の
意
味
で

さ
れ
な
い

他
人
が
敷
い
た
レ

ル
の
上
を
歩
く
だ
け
な
の
は
本

の

福
と

は

え
な
い

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が

福
を
全
て

す
こ
と
な
く

す
る

に
は
今
の
思
想
は
邪
魔
で
し

か
な
い

他
者
の

に
動
く
事
も

だ
が

過
ぎ
た
る
は

ば
ざ
る
が
如
し

と
い
う

葉
の
よ
う
に

も
行
き
過
ぎ
れ
ば
欠
点
だ

 
そ
れ
を

正
す
る

に
根
幹
と
な

て
い
る
今
の
強
さ
を
全
て

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る

 
自
分
を
蔑
ろ
に
す
る
人
が

せ
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
結

他
者
を

先
し
て
手
放
す

そ
の

ま
ま
で
は

せ
を

め
な
い
の
だ
か
ら

こ
れ
は

殺
し
合
い

殺
し
合
い
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ブ
ツ
ブ
ツ
と

ま
る
で
暗
示
の
よ
う
に

り
返
し
キ
リ
ト
は

く

そ
れ

ど
彼
に
と

て

決
闘

と

殺
し
合
い

と
は
分
け
る
べ
き
も
の
ら
し
い

 
と
は

え
そ
う
な

た
原
因
の
一

は
あ
た
し
に
も
あ
る
だ
ろ
う

リ
ア
ル
で
武
道
を
教
え
て

い
る
時
は
そ
の
武
道
の
ル

ル
に

う
よ
う
に
し
て
い
て
偶
に
出
る
手

を

正
す
る

の
一
つ
と
し
て

手
合
わ
せ
で
は
正

を

と
す
る
よ
う

を

く
し
て

た

覚
え
が
あ
る

れ
て
行
か
れ
た

で
殺
し
を
経
験
し
た
彼
に
と

て
そ
の
過
去
と

別
す

る

の
一
つ
と
し
て

え
て
い
る
可
能
性
は
十
分
あ
る

 
そ
れ
に
さ

き
は
キ
リ
ト
の
認
識
を

た
あ
た
し
だ
が
そ
の

え
方
自
体
は

ま
し

い
と
思

て
い
る

あ
た
し
と
の
手
合
わ
せ
で
ア

サ
リ
と
殺
し
合
い
と

え
ら
れ
る
と
そ

こ
は
か
と
な
い
シ

ク
を

け
る

今
は
彼
の
方
が
そ
の
シ

ク
を
味
わ

て
い
る
の
だ

が 

な
ど
と
思

し
て
い
る
と

き
を

り
返
し
て
い
た
キ
リ
ト
は
一
つ
深
呼

を
し

た 
そ
れ
を
終
え
た
キ
リ
ト
は
決
意
を
新
た
に

め
た
者
特
有
の

い
目
つ
き
を
し
て
い
た

ハ
イ

ラ
イ
ト
こ
そ
無
い
が
強
い
意

が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
そ
の
矛
盾
を
や
は
り
危
う
い
と
感
想
を
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中
で

く

自
然
と
目
を

め
て
見

え
返
す

分
か

た

 
強
い
意

を
感
じ
さ
せ
る
眼
に
気
圧
さ
れ
る
錯
覚
を
覚
え
な
が
ら
も
見

え
返
し
て
い
る
と

キ
リ
ト
は

に

葉
を
発
し
た

ど
こ
か
苦
し

に
そ
し
て
後

り
は
出
来
な
い

ま
で
来

た
事
を
哀
し
ん
で
い
る
よ
う
な
声

に

意
を
引
か
れ
る

 
一

一

き

す
事
が
無
い
よ
う
に

 
こ
こ
ま
で
決
断
さ
せ
た
者
の
責
務
か
ら

な
い

に

 
そ
う

を

け
た
時

立
ち
会

て
い
る
最
中
だ
と
い
う
の
に
彼
は
静
か
に
目
を

り

事
か
を

い
た

数
メ

ト
ル
の

離
を
開
け
て
い
る
あ
た
し
に
も
そ
れ
は

こ
え
ず

の
動
き
か
ら

み
取
ろ
う
に
も

術
を
心
得
て
い
な
い
の
で
分
か
る

も
無
か

た

だ
か

ら
彼
が

を

い
た
か
は
分
か
ら
な
い

 
そ
し
て
あ
た
し
は

そ
の

き
の
直
後

全
身
に
重

を

せ
ら
れ
た
よ
う
な
重
圧
を

け

た

リ
ア
ル
の
鍛
練
の
一

で
四

に
重

バ
ン
ド
を

け
て
負

を
大
き
く
す
る
事
で

的

な
体
作
り
を
し
て
い
た
あ
た
し
だ
が
そ
の
負

な
ん
て
目
で
は
無
い
重
苦
し
さ
を
感
じ
る

加

え
て

な
予
感
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
と
に
か
く

裏
に

が

い
て
止
ま
な
い

や

も
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同
様

 
愛
刀
の

を
握
る

手
も

じ

と
り
と

が
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
た

 

マ
ズ
い

過
小

価
し
て
い
た
の
は
こ
ち
ら
の
方
だ

た
か

 
黒

く
め
の
華

な
体
か
ら
発
せ
ら
れ
る
異
様
な
圧

感
に
キ
リ
ト
の

を
限
り
な
く

上
方
へ
修
正
す
る

 
命
の
奪
い
合
い
を
直
に
経
験
し
て
い
な
い
あ
た
し
が

そ
う
に

え
る
立
場
で
は
無
い
と
自
覚

し
て
い
た
け
れ
ど
ど
う
や
ら
自
覚
は
ま
だ
足
ら
ず
理
解
も
十
分
に
は
出
来
て
い
な
か

た
ら

し
い

少
な
く
と
も
今
ま
で
あ
た
し
が
剣
道
の

合
や
仮
想
世
界
で
立
ち
会

た
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

や
Ｍ
ｏ
ｂ
達
の
中
で
も
ダ
ン
ト
ツ
で

べ
る
の
も

が
ま
し
い
く
ら
い
の

圧
感
が
彼

に
は
あ
る

め
て
掛
か
れ
ば
一

で

北
す
る
と
い
う
確
信
を
持
つ
く
ら
い

異
的
に
感
じ
ら

れ
た

 

事
か
を

い
て
か
ら
見
せ
た

今
ま
で
見
た
事
な
い
く
ら
い
の

変
に
戦

し
て
い
る
と

気
持
ち
を
切
り

え
終
え
た
ら
し
い
キ
リ
ト
は

じ
て
い
た

を
開
き

先

ど
よ
り
も

く

な

た

で

い
て
来
た

 
そ
の
眼
は
や
は
り
光
を

さ
ず

そ
れ
ど
こ
ろ
か
ど
こ
か

と
し
て
い
て
立
ち
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合
い
の

手
で
あ
る
あ
た
し
を
し

か
り
認
識
し
て
い
る
か
も

し
い
虚
無
を

え
て
い
る

よ

く
よ
く

す
れ
ば
そ
の

の
焦
点
は
こ
ち
ら
に
合
わ
さ
れ
て
い
な
い

か
と

て
ど
こ

か
に
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る

で
も
無
い

界
全
体
を
見

す
よ
う
に
彼
の

の
黒
い

は

真

直
ぐ
正
面
に
向
け
ら
れ
て
い
た

ど
こ
か

人
形

と
い
う

を

く

の
向
き
方
だ

 
そ
の

に

悪
感
を
覚
え
思
わ
ず

を

め
て
し
ま
う

人
間
を
人
形
と
見
る
事
に

し
て
あ
た
し
は

悪
感
を
持

て
い
る
の
で
今
の
キ
リ
ト
に

い
た

は
本
来

く

も

無
い
も
の

そ
れ
な
の
に

い
た
と
い
う
事
は
今
の
キ
リ
ト
は
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
だ
ろ

う
今

を
し
た
の

 

ば
確
信
を

き
つ
つ
投

か
け
た
問
い
に

し
か
し
彼
は

え
な
い

 
と
い
う
よ
り
も

と
虚
空
を
真

直
ぐ
正
面
に
向
け
ら
れ
て
い
る

で
見
て
存
在
感
が
希

に
な

て
い
る
彼
に
あ
た
し
の
声
が
届
い
て
い
る
か
も

し
い
と
こ
ろ
だ

こ
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
が

が
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
か
が

し
い

 
そ
の
予
想
に
内
心
で

打
ち
す
る

と
す
る
と
さ

き

に
も

こ
え
な
い
く
ら
い
小



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

さ
な
声
で

か
れ
た

葉
は
キ
リ
ト
が

れ
去
ら
れ
た
先
で
殺
し
の
技
術
を

き

ん
で
来
た

に
て

さ
れ
た
暗
示
の

だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 

い
子

も
学
が
無
い
と
は

え
生
き
て
い
る
動
物
を
そ
の
手
で
殺
す
事
に
は
忌

感
を
覚

え
て

た
り
前

や

と
い
う
よ
う
に
種

か
ら
し
て
違
う
動
物
で
あ
れ
ば
ま
だ
精
神
的

抗
は
少
な
く
て
済
む
が
し
か
し
同
じ
人
間
を

手
に
し
て
で
あ
れ
ば
話
は
違
う
大
人
で
す

ら
恐
れ
る
事
な
の
だ
か
ら
二
の
足
を

ん
で

然

自
分
の
命
が

か

て
い
る
と

て
も
決

断
出
来
る
子

は
極
少
数
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
は
そ
の
極
少
数
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る

体
的
な
数
や
手

状
況
は

か
な
い
様
に
し
た
の
で
知
ら
な
い
が
し
か
し
人
を
殺
し
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
は

に

知

て
い
る

日
本
へ
帰

て
く
る
ま
で
の
本
人
が

う
じ
て
記

し
て
い
る
話
を

い
た
限
り

で
も

殺
し
た
人
数
が

に
数
十
は
超
え
て
い
る
事
も
知

て
い
る

 
そ
ん
な
彼
も
最
初
は

を
覚
え
た
と
い
う

然
だ
平
穏
と
は

え
な
か

た
も
の
の
殺

し
の
日

と
は
無
縁
で
は
あ

た
の
だ

い
無
く
出
来
る

も
無
い

 
し
か
し
キ
リ
ト
を
モ
ル
モ

ト
と
し
て
引
き
取
り
非
人
道
的
な
人
体
実
験
を

り
返
し
つ
つ

そ
の

に

た
ら
し
い
他
の
子
達
と
殺
し
合
わ
せ
て
い
た

者
達
に
と

て
は

殺
し
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を

う
感
情
は
邪
魔
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い

 
で
あ
れ
ば
ど
う
す
る
か

 
一
つ
は
一

本
人
の
手
で
殺
さ
せ
て
精
神
的

抗
そ
し
て
も
う
後

り
出
来
な
い
と

い
う
認
識
を
芽
生
え
さ
せ
て
生
死
の
極
限
の
状
況
に

く
事

生
に
し
が
み
付
こ
う
と
す
る
な

ら

死
に
た
く
な
い
か
ら
人
を
殺
す
事
も

わ
な
い
と
い
う
者
へ
と
自
然
に
な
る

死
に
た
く

な
い
か
ら
仕
方
が
無
い

と

罪

を
覚
え
さ
せ
る
手
だ

 
二
つ
目
は
洗

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ

ル
だ

た
り
あ
る
い
は
暗
示
で
オ
ン
オ
フ
を
切

り

え
た
り
し
て

精
神

壊
を

ぐ
事

 
恐
ら
く
だ
が
キ
リ
ト
は
そ
の

方
を
経
験
し
て
い
る

一
つ
目
の
方
法
で
も

が
消
え
な

か

た
か
ら

恐
ら
く
は
暗
示
の
方
に
切
り

え
ら
れ
た

 
そ
し
て
今
キ
リ
ト
自
身
が

り

ま
れ
た
暗
示
を
使

て
気
持
ち
を
切
り

え
た

恐
ら

く
は
剣
士
キ
リ
ト
と
し
て
の
意
識
か
ら
人
間
兵
器
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
へ
と

意
識
で
は

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
ま
ま
で
あ
る
彼
に
と

て
の
全
力
の
定
義
は

恐
ら
く
本

に
こ
れ
ま

で
の
全
て
を
意
味
す
る

 
そ
れ

ど
今
の
自
分
を

定
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
事
だ
ろ
う
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そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
無
い
が
そ
れ
で
も
あ
た
し
は
全
力
を
以
て
今
の
義
弟
を

き

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

力
の
使
い
方
や
信
念
を
間
違

て
い
る
と
は

わ
な
い
が
自
分

を
蔑
ろ
に
す
る
事
を
疑
問
に
思
わ
な
い
と
い
う
一
点
だ
け
は
間
違

て
い
る
の
だ
か
ら

そ
れ
を

直
す

に

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い

 
そ
う
自
分
に

罪

を
作

て
罪
悪
感
と
自
己

悪
を
一
時
的
に

の

へ
追
い
や
り
Ａ

Ｌ
Ｏ
で
古
代

上
か
ら
二
番
目
の

最
高
に

す
る
レ
ア

の
⻑
刀
を
構
え
直

し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
戦
闘

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
レ
ベ
ル
制
で
力

し
な
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
プ
レ
イ

の
セ
ン
ス

第

つ
ま
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

の
方
が
技
術
で
は
上
を
行
く
原
作
や
多
く
の
二

創
作
で
Ｓ
Ａ
Ｏ

経
験
勢
が
強
い
ん
だ
か
ら

偶
に
は
逆
転
現

が
あ

て
も
良
い
じ

な
い
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実

問

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
十
二
分
に
強
い
プ
レ
イ

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
レ
ベ
ル
制
で
ス
テ

タ
ス

ブ

ス
ト
さ
れ
た
ら
手
が
付
け
ら
れ
な
い
と
思
う
の

リ

フ

や
ユ

ジ

ン

軍
レ
ベ
ル

だ
と

 
あ
と
シ
ノ
ン

点
で
少
し
触
れ
ま
し
た
が
愛
刀
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
も
と
い
本
作
で
の
Ａ

Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

い
に
つ
い
て
一
応
補
足
を

ア
キ
ト
死
ん
で
る
ん
で

リ

フ

限
定
で
す
が

 
ま
ず
大
前

と
し
て

 
・
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
コ
ピ

で
あ
る
事

 
・

備
や
値
の

換
性
は

い
て
い
る
事

 
こ
の
二
つ
を
念

に

い
て
下
さ
い
本
作
独
自
設
定
 
ま

換
が

か
な
い
と
そ
も

そ
も
リ

フ

は
一
切

備
を
持

て
い
な
い
状

な

で
す
が

 
本
文
に
あ
る
よ
う
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
世
界
は
プ
レ
イ

の
ス
テ

タ
ス
で
は
無
く

備
と
プ
レ

イ
ン
グ
ス
キ
ル
で
勝
負
が
決
ま
る

面
を
持
ち
ま
す

極
論
初
期
ス
テ

タ
ス
一
定

の
経
験

値
を
得
て

え
る
ポ
イ
ン
ト
を
振

て
い
な
い
状

で
も
剣
速
や

動
速

が

び

け
て
い

た
ら
一
撃
で

が
出
来
る
く
ら
い
極

で
す

原
作
三

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
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ン
直
後
の
原
作
キ
リ
ト
が
し
て
い
ま
す
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
引
継
ぎ
で
す
が
ポ
イ
ン
ト
を
振

て

い
な
か

た
の
で
初
期
ス
テ
は
確
実

 
原
作
だ
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
デ

タ
を
引
き
継
い
だ
キ
リ
ト
以
外
の
原
作
メ
ン
バ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
古

参
組
よ
り
も

の

が
多
い
と

原
作
七

ア
ス
ナ

点
で
明
記
さ
れ
て
い
ま
す

 
そ
し
て
リ

フ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
古
参
プ
レ
イ

に

し
て
い
ま
す

そ
ん
な
彼
女
が
本

作
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
た
時
の
レ
ベ
ル
は

 
つ
ま
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
レ
ベ
ル

≒
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
一
流
プ
レ
イ

の
ス
テ

タ
ス

 
原
作
ア
ス
ナ
の
レ
ベ
ル

前
後

Ａ
Ｌ
Ｏ
古
参
組

前
後

を
大
き
く
超
え
る
ス
テ

タ

ス 
そ
し
て

備
に

し
て

 
こ
ち
ら
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
レ
ベ
ル
の

念
が
無
い
の
で
非
常
に

が

で
す
が

本
的
に
レ

ア
な

備

ど
高
性
能

つ
高

値
な
の
は
ど
の
ゲ

ム
も
共

し
て
い
ま
す

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

備
の
ラ
ン
ク
に
は
原
作
で
伝
説

と
古
代

が
明
記
さ
れ
て
お
り

伝

説

の
方
が
レ
ア

は
上
で
す
サ

バ

に
一
つ
な
の
で

エ
リ

シ
デ

タ
の
よ
う
な
Ｓ

Ａ
Ｏ
で
の
ユ
ニ

ク

備
の
よ
う
な
も
の
で
す

レ
ア

か
ら
す
る
と
九
十
層

後
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古
代

は
鍛
冶
ス
キ
ル
の
高
い
鍛
冶
妖
精
プ
レ
イ

に
レ
ア
な

を
持
ち

ん

で
依
頼
す
る
事
で
作
成
出
来
ま
す

つ
ま
り

は
可
能
で
す
が
原
作
の
感
じ
か
ら
し
て
高

ダ
ン
ジ

ン
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
あ
り
ま
す

 
そ
ん
な

か
ら
作
ら
れ
る
古
代

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
本
作
ユ
ウ
キ
の
愛
剣
ル
ナ
テ

ク
と

同

の
レ
ア

レ
ア

か
ら
す
る
と
七
十
層

九
十
層

前

ゲ

ム
の

後

四
分
の
三
以

を
高
性
能

備
で

め
る

上

古
代

は
そ
こ
に

種

は
多
い

の
で
同
じ
ラ
ン
ク
で
も
性
能
に
結
構
バ
ラ
つ
き
は
あ
る

 
そ
し
て
本
作
に

け
る
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
の
レ
ア

は
古
代

独
自
設
定
原
作
で
は
不

明 
つ
ま
り

性
は
以
下
の

り

 
要
求

力
値

 

ル
ナ
テ

ク

七
十
層

後

 

エ
リ

シ
デ

タ

五
十
層

 

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

五
十
五
層
レ
ア

 

ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト

五
十
層

後
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ジ

ワ
イ
ユ

ズ

三
十
層

 
攻
撃
力

値

 

ジ

ワ
イ
ユ

ズ

八
十
層

 

ル
ナ
テ

ク

七
十
層

後

 

エ
リ

シ
デ

タ

五
十
層

 

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

五
十
五
層
レ
ア

 

ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト

五
十
層

後

 
な
の
で
本
作
に

け
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

で
あ
る
リ

フ

の

備
は
要
求
さ
れ
る

力

値
こ
そ
レ
ベ
ル

Ａ
Ｌ
Ｏ
上

ス
テ

タ
ス

で
あ
る
の
に
対
し

性
能
は
最
前
線

レ

ベ
ル

前
後

で
も

す
る

故
に
キ
リ
ト
と
の
斬
り
合
い
で
武
器
が
壊
れ
な
か

た

と

い
う
理

に
な
る

で
す

 
か
な
り
無
理

理
な
こ
じ
つ
け
だ
と
思
い
ま
す
が

了
承

け
れ
ば
と
思
い
ま
す

  

ち
な
み
に
本
作
の
リ

フ

体
術
で
は
全

期

悦
神

剣
術
で
は
Ｎ
Ｏ

Ｍ

Ｉ
Ｎ
と

古

十

る
ろ
剣
師

を
参

に
し
て

写
し
て
い
た
り
す
る
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か
本
作
最
大
の
反

的
キ

ラ
に
な
り
そ
う
な
予
感

 
ま
ま

お
師

キ

ラ

だ
し

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
七
十
六
章
 

義
姉
の
願
い

電
姉
の
想
い

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
で
義
姉
弟

は
終
結

 
ち
な
み
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
電
姉
は
ユ
イ
の
事

本
作
だ
と
実
姉
は
千
冬

義
姉
は
直
葉
／

リ

フ

電
姉
が
ユ
イ
で
す

出
る
と
し
て
も
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
く
ら
い
で
す
ね
本
文
で
は
義

姉
で

し
ま
す

 
あ
と

今
話
は
後
書
き

無
い
で
す

 

点
は
オ

ル
ユ
イ

 
文

数
は
約
二
万

 
で
は
ど
う
ぞ
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突
に
気
味
が
悪
い
く
ら
い
静
か
に
な

た
義
弟
と
そ
れ
を
見
て

心
を

わ
に
し
た
義

姉
の
戦
い
は

苛

を
極
め
た

 
外

部
か
ら

ち
て
以

こ
れ
ま
で

い
事
や
哀
し
い
事
か
ら
目
を
背
け
る
よ
う
に
自
身
を

攻
略
に
追
い
立
て
て
い
た
彼
の
心
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
本
来
な
ら
こ
ん
な
事
は

ら
義
姉
と

え
ど

も

め
さ
せ
る
べ
き
だ

少
年
の
精
神
力
は

に
限
界
を

え
て
い
る
の
だ
か
ら

 
だ
が

だ
か
ら
こ
そ
と
彼
女
は

え
た
事
も
分
か
ら
な
く
は
な
か

た

 
限
界
を

え
た
と
い
う
事
は
後
が
も
う
無
い
事
を
意
味
し
て
お
り
彼
が
苦
し
む
要
因
の
一
つ

と
な

て
い
る
自
己

の
思
想
を
根

か
ら
破
壊
す
る
に
は
こ
れ
以
上
無
い
状

と
も

い
換
え
ら
れ
る

絶
望
を

く
事
が
希
望
を
求
め
る
事
の
裏
返
し
で
あ
る
よ
う
に
精
神
的
な

が
無
く
て
焦

て
い
る
今
こ
そ
が
変

を

け
容
れ
ら
れ
る
機
会
と
も

え
る
の
だ

 
私
も
そ
れ
に
つ
い
て
は
思

し
て
い
て

時
そ
れ
を
行
動
に

す
べ
き
か
ず

と
迷

て
い

た

し
ろ
自
分
に
は
彼
の
過
ち
を
正
せ
る
だ
け
の
過
去
や
思
い
出
が
無
い

無
い
が
故
に

葉

の
重
み
と
い
う
も
の
が

わ
な
い
よ
し
ん
ば
伝
わ

た
と
し
て
も
彼
も

得
し

く
は
あ
る

だ
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し
か
し
彼
女
は
違
う

彼
女
は
彼
を

て
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
前

す
な
わ

ち
自
己

に

る
前
の

の
義
弟
の

を
知

て
い
る

そ
の
行
動
が
ど
れ
だ
け

り
な
の

か
を
指

し
自
覚
さ
せ
正
す
だ
け
の
過
去
と
力
を

り
で
あ
る
と

え
る
だ
け
の
立
場
と

格
を
有
し
て
い
る
人
だ

た

 
彼
女
の
行
動
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
本
来
な
ら
止
め
る
べ
き
で
あ
る
私
は

過
す
る
事
に
し

た 
彼
女
の
行
動
は

学
的
に

え
る
と
彼
の
思

の
方
向
性
を
変
え
る
事
に

す
る
の
で

認
知
行
動

法

と
い
う
名
称
で

わ
れ
る
事
に
な
る

今
目
の
前
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
は

か
な
り
強
引

つ

行

と
は
と
て
も

え
な
い
も
の
だ
が

念
と
し
て
は
彼
女
の
行
動
も

あ
る
意
味

に
値
す
る
の
だ

 
無
論

精
神
学
的

的
な

面
か
ら
見
れ
ば
彼
女
の
行
動
は

に
過
ぎ
る

学
的

に
自
身
の
思

の
変

を
行
う
な
ら
鬱

で
あ
れ
ば
お
よ
そ
一
か
月
後

合
失

で
は

年
以
上
経

て
か
ら
で
な
け
れ
ば

切
で
は
な
い

変

を

け
容
れ
る
だ
け
の

が
無
い
か

ら
だ

精
神
的
な

の
大

は
ス
ト
レ
ス
に

え
る
だ
け
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ

が

す
る
事

に
よ

て
発

す
る
た
め
活
力
を
取
り

す
ま
で
は

本
的
に
静

を
最

先
と
し
て
そ
う
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す
る
事
で
初
め
て
変

が
可
能
と
な
る

 
つ
ま
り
重

の

徴
で
あ
る
最
前
線
か
ら
離
れ
て
ま
だ
三
日
し
か
経

て
い
な
い
今
彼
女

の
行
動
は

切
と
は

え
な
い

む
し
ろ
彼
の
心
は
も

と
弱
る
と

て
も
過

で
は
無
い

 
そ
れ
で
も
私
は
止
め
よ
う
と
は
し
な
い

止
め
よ
う
か
と
悩
み
は
し
た
が
結

は
止
め
な

い
事
を
決
断
し
た

 
そ
れ
は

今
し
か
恐
ら
く
チ

ン
ス
が
無
い
か
ら

 

認
知
行
動

法

す
な
わ
ち
思

の
方
向
性
の
変

に
値
す
る
行
動
は

実
の
と
こ
ろ
ア

ル
ゴ
さ
ん
や
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
は
ず

と
以
前
か
ら
行

て
い
た

サ
チ
さ
ん
や
ア
ス
ナ
さ
ん

ユ
ウ
キ
さ
ん
達
も

外
な
く
彼
の
ビ

タ

と
し
て
の
振
る
舞
い
す
な
わ
ち
自
己

的
な
行
動
は

が
過
ぎ
て
い
る
と
し
て

と
な
く

め
て
来
て
い
た

か
な
り

え
目
で
は

あ
る
が
リ

姉
と
同
じ
よ
う
に
彼
の
思

を
や
ん
わ
り
と

定
し
方
向
性
を
変
え
よ
う
と
は

し
て
い
た
の
だ

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
あ
る
意
味
攻
略

で
最
も

わ
り
が
あ
る

を
構

し
て

い
る
の
で

事
あ
る

に

意
を
し
て
い
た

時
に
は

し
て
責
め
る
事
も
あ

た

 
実
力
行
使
か

か
と
い
う
だ
け
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
初
期
の

か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
ユ
ウ
キ
さ
ん
達

も
リ

姉
と
同
じ
よ
う
に
キ

の
行
動
を
責
め
て

あ
る
い
は

定
し
て
は
い
た
の
だ
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そ
れ
で
も
彼
は
そ
の
行
動
を
変
え
て
い
な
い

そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
と
い
う
も
の
も

あ

た
が
そ
れ
で
も
一
人
で
全
て
を
背
負
お
う
と
す
る

り
は
や
り
過
ぎ
で
け
れ
ど
そ
れ
を

指

さ
れ
て
も
彼
は
初

を

し
た

そ
の
様
を
見
て

も
が
キ

の
行
動
を
変
え
る
事
を

め
た

 
つ
ま
り
心
が
弱

て
い
な
い
状

だ
と

確
実
に
キ

の
行
動
を
止
め
る
事
は
出
来
な
い

な
ま
じ

定
し

い
論
や
問

へ
の
解
決
策
を
前

と
し
て
い
る

に

更
止
め
ら
れ
な
い

 
こ
の
ま
ま

を
し
て
十
分
に
英
気
を

た
と
す
れ
ば
彼
は
ま
た
ビ

タ

や
黒

の
剣
士
と
し
て

な
様
と
な

て
い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
プ
レ
イ

達
の

に
戦

お
う
と
す
る
だ
ろ
う

極
的
に
は
ク
リ
ア
の

に

仮

ま
た
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
と
し
て
も

な
ら
も
う
二

と
そ
ん
な
思
い
を
し
た
く
な
い
と
思

て

る

な
の
に
キ

は
ま
た

同
じ
事
を
し
よ
う
と
す
る

を
明
確
に
想

出
来
る

 
し
か
し
今
の
キ

は
精
神
的
に
か
な
り
参

て
い
る

そ
れ
は
心
の
エ
ネ
ル
ギ

が

し
て

い
る
事
を
意
味
す
る
が
同
時
に
こ
れ
ま
で
の

勢
を
保
つ

の
エ
ネ
ル
ギ

も

し
て
い
る

事
で
も
あ
る

現
に
自
ら
の
意

で

帰
り
た
く
な
い

と

う
く
ら
い
に

 
加
え
て
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
と
転

の
ア
ク
テ

ベ

ト
デ

タ
の
消
失
に
よ
り
ア

ク
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フ

ア

の
圏
内
転

し
か

れ
な
い
影

で
最
前
線
へ
ど
う
足
掻
い
て
も

れ
な
い
た

め

ビ

タ

や
黒
の
剣
士
と
し
て
振
る
舞
う
必
要
性
が
無
く
な

て
い
る

こ
れ
ま
で

ず

と
演
技
を

け
て
い
た
か
ら

め
る

に
い
か
な
か

た
が
ど
う
し
て
も

る
ま
で
に
時

間
が
掛
か
る
以
上
演
技
を
す
る
必
要
が
無
い

だ
か
ら
こ
そ
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
と
の
再
会
や
リ

姉
達
が

へ
来
て
も
彼
は

を
見
せ
た

本
的
に
強
気
な

勢
を
常
に

さ
な
か

た
キ

が

だ

 
つ
ま
り
今
の
キ

は
悪

と
し
て
の
演
技
／
希
望
の

徴
と
し
て
の
振
る
舞
い
に
対
し

遠
的
な
感
情
を

い
て
い
る

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
思
想

す
な
わ
ち

ビ

タ

や

黒
の
剣
士

と
し
て
の
自
己

思
想
を

す
足
掛
か
り
に
な
る
と

え
る

 
た
だ
し
英
気
を

て
演
技
を

け
る
だ
け
の

を
取
り

せ
ば
そ
の
足
掛
か
り
も

無
く
な

て
し
ま
う
の
は
明
白

ま
た

ろ
う

と
決
断
し
て
し
ま

た
が
最
後

ま
た
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
ら
な
け
れ
ば
変

の
機
会
は

れ
な
い

 
そ
し
て

ま
た
同
じ
よ
う
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
時
は
も
う
手
の

し
よ
う
は
無
く
な

て

い
る
だ
ろ
う

 
本
来
生
存
し
て
い
る
事
そ
の
も
の
が

と

て
も
過

で
は
無
い
状
況
な
の
だ

死
を
求
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め
た

に

と
な
る
事
を
良
し
と
し
て
彼
は
リ

姉
達
の
代
わ
り
に
外

部
か
ら
そ
の
ま
ま

ち
た

こ
う
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
も
生
き
て
い
る
の
は
偶
然
と
偶
然
が
重
な

た

に

過
ぎ
な
い

 
つ
ま
り

彼
が
歩
み
を
止
め
る
時
は

彼
の
命

が

切
れ
る
事
と
同
義
な
の
で
あ
る

 
故
に
今
し
か
な
い
と
私
は
判
断
し
て
い
た

偽
悪
的
な
演
技
を

け
る
だ
け
の

が

る
よ

り
前
に
そ
の
思

・
思
想
を
変
え
る
よ
う
動
か
な
け
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事

へ
直
結

す
る
と

そ
の

に
は
彼
が
今
ま
で

み
重
ね
て
来
た
全
て
を

定
出
来
る
人
物
が
動
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と

 
だ
か
ら
こ
そ
私
は
リ

姉
の
行
動
を
止
め
よ
う
と
せ
ず
眼
前
で

り
広

ら
れ
る

極

ま
る
応

を
自
身
の
眼
に

き
付
け
て
い
た

 

を

い
て
振
る
わ
れ
る
⻑
刀
は
弾
か
れ
た
と
思
え
ば

に

道
を
修
正
さ
れ
別
の
方
向

か
ら
振
る
わ
れ
る

少
年
が
そ
れ
を
後
ろ
に
下
が

て

せ
ば
振
り

い
た
⻑
刀
を
後
ろ
に
引

い
て
突
き
出
す
構
え
を
取
り
一
息
の
内
に

い

突
を

り
出
し
て
追
撃

間
一
髪
で
黒
剣
を

翳
し

刃
に

ら
せ
る
事
で

へ
の
直
撃
を

ぐ

 
そ
れ
か
ら
刃
を

る
⻑
刀
を
す
ぐ
に
弾
い
て

掛
け
に
少
年
は
斬
り
掛
か
る
が
女
性
も
然
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る
も
の
で
弾
か
れ
た
⻑
刀
を
黒
剣
の

面
に
振
る

て

道
を

ら
す

そ
の
最
中
に

離
を

め
⻑
刀
を
片
手
持
ち
に
し
て
空
い
た

手
で
掌

を
放
つ

掌

は

へ

に
突
き

ま

れ
た

 
少
年
は
苦

の
声
を

ら
し
な
が
ら
苦
し

れ
に
手

を
返
し
黒
剣
を

斬
り
上

に
振
る

う 
女
性
は
苦
し

れ
の
反
撃
を

歩
分
下
が

て

に
回

先
を

る
様
に
剣
の
切

先

が
過
ぎ
た

間
体
の

に
引
い
て
い
た
⻑
刀
を

め
に
構
え
て
突
進

手
で
握
る

の

先

を
突
き

ん
で
剣
を
振
る
い
終
え
た
少
年
の

を
強
か
に
打
ち

ま
せ
間
髪
入
れ
ず
⻑

刀
を
逆
風
に
振
り
上

る

体
の

転
力
全
て
が
伝
え
ら
れ
た
一
撃
は
少
年
の

を

に
打
ち

上

そ
の
華

な
体
を

へ
放

た

 
少
年
の
様
子
が
変
わ

て
も
⻑
刀
を

や
か
に

く
振
る
う
女
性
の
戦
い
方
は
依
然
と
し
て

変
わ
ら
な
か

た

 
少
年
の
剣
を
的
確
に

ぎ
弾
き
隙
を
突
く

始
終
一
切
が
そ
れ
だ
け
で
あ
る

ド
ス

キ
ル
と
い

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
特
有
の

手
さ
は
無
い
が
し
か
し
⻑
い
時
間
を
か
け
て
実
直
に

き
上

ら
れ
た
剣

は
見
る
者
を
魅
了
す
る
も
の
が
あ
り
二
人
の
勝
負
を
見
守
る
面

の

も
が
感
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の

息
を

ら
し
て
し
ま
う

ど
彼
女
の
剣
は
完
成
さ
れ
て
い
た

を

め
に

め
た
剣

は

飾
な
ど
一
切
無
く
だ
か
ら
こ
そ
手
練
れ
の
剣
士
で
あ
る
少
年
を
追
い

め
る

た
だ
た
だ

実
な
剣

に
隙
は
無
か

た

 
彼
女
が
持

て
い
る
⻑
刀
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
の
刃

り
は
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
持
つ
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

レ
ア
武
器
の
一
つ

刀

と
同

の
⻑
さ
を
持

て
い
る

片
手
剣

に
し
て
は
刃

り
や

の
⻑
さ
が
⻑
い
代
物
な
の
だ

 
し
か
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
片
手
剣
で
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
た
せ
い
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
迷
い

ん
だ

に
そ
の
ま
ま
反

さ
れ
た
の
で
彼
女
は
そ
れ
を

手
で
振
る

て
も
シ
ス
テ
ム
の
恩

を
得
ら
れ
な
い

 
つ
ま
り
彼
女
は
完
全
に
経
験
と
努
力
で

か
れ
た
実
力
だ
け
で
勝
負
を
し
て
い
る
事
に
な
る

武
器
と
一
撃
の
重
さ
使
い
手
の
力
そ
し
て
攻
撃
の
速
さ
の
全
て
で
少
年
が

て
い
る
に
も

わ
ら
ず

抗
出
来
て
い
る
と
い
う
事
は
完
全
に
実
力
だ
け
で

さ
れ
る

さ
で

り
合

て

い
る
と
い
う
事
に
な
る

 
少
年
も
決
し
て
弱
い
わ
け
で
は
無
い
し
ま
し
て
や
こ
の
世
界
に

わ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

の
中
で
も
ダ
ン
ト
ツ
で
ト

プ
に

け
る
技
術
は
あ
る

数

の
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を
理
論
か



 第七十六章 〜義姉の願い、電姉の想い〜

ら
作
り
上

そ
れ
を
実

出
来
る

は
本
物
だ

 
様
子
が
変
わ

て
か
ら

手
に
は

に
登
録
さ
れ
て
い
る
投
剣
や
ピ

ク
が
指
の
間
に

ま
れ

投

ら
れ
て
い
る
し

離
を
取

た
時
に
は
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
や

の
チ

ク
ラ
ム
を
始
め
と
し
て
遠

離
攻
撃
を

撃
の
如
く
放

て
い
る
近

離
で
は
不
意
を
突

く
よ
う
に
武
器
を

し
て
攻
撃
す
る
事
も
し
ば
し
ば

 
そ
れ
で
も
彼
が

さ
れ
て
い
た

 

と
い
う
反

的
な
武

を
フ
ル
に
使

て
も
ま
る
で
暗
殺
者
の
よ
う
に
死

か
ら

攻
撃
し
た
り
投
剣
を
投

て

制
し
た
り
工

を

ら
し
た
攻
撃
を
仕
掛
け
て
も
そ
れ
で
も
義

姉
は
一
撃
た
り
と
も

け
て
い
な
い

複
数
本
投

ら
れ
た
投
剣
は
全
て
⻑
刀
の
剣
圧
で

き

さ
れ
死

を
突
く
形
の
攻
撃
す
ら
も
思

を

ん
で
い
る
か
の
よ
う
に

に
全

し
雨

と

り

ぐ
剣
弾
す
ら
も
彼
女
の
剣
閃
が
全
て
弾
く

 
そ
れ
だ
け
二
人
の
間
に
は
隔
絶
と
し
た
差
が
あ
る
の
だ

技
術
と
い
う
経
験
と
努
力
で
し
か

成
⻑
し
な
い
絶
望
的
な
差
が

ど
れ
だ
け
義
弟
が
命
を

し
た
戦
い
で

成
⻑
す
る
と
し
て
も

時
間
を

け
な
け
れ
ば
練
達
し
な
い
も
の
で
差
が
付
い
て
い
る
の
で
は

め
ら
れ
る

も
無
か

た
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戦
う

が
違
う
と
い
う
事
だ
ろ
う

最
も
得
意
と
し
て
い
る
分

が
異
な

て
い
て
そ
の

性
が
少
年
に
と

て
不

に
な

て
い
る

 
少
年
が
こ
の
世
界
で
戦
う
に
あ
た

て

論
技
術
も
大
事
だ
と
思

た
だ
ろ
う
が

よ
り

も
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を

け
る
戦
い
方
を

し
た

シ
ス
テ
ム
に
プ
レ
イ

は
抗
え
な

い
だ
か
ら
そ
れ
を
味
方
に
付
け
れ
ば
同
じ

件
に
な
ら
な
け
れ
ば

本
的
に

り
合
い
は
勝
て

る

ド
ス
キ
ル
を

常
攻
撃
で

殺
出
来
な
い
よ
う
に

そ
の

け
道
と
し
て
攻
撃
の

道

を

ら
す
技
術
も
生
ま
れ
て
い
る
の
で

彼
に
技
術
が
無
い

で
は
無
い
事
は
明
白

 
つ
ま
り
少
年
は
仮
想
世
界
や
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
と
い
う
特
有
の
特
性
を

し
た
戦
い

方
を

し
て
最
も
強
く
な

た
が
妖
精
は
全
て
自
分
の
技
術
だ
け
で
剣
を
振
る
う
戦
い
方
を

い
て
来
た

そ
れ
が
今

二
人
が
衝
突
し
た
事
で

わ
に
な

て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る

隙
だ
ら
け
よ

 
そ
の
結
果
と
し
て

し
い
と
思
う
く
ら
い
一
方
的
に
少
年
は
攻
撃
さ
れ
て
い
る

へ
放
ら
れ

る
く
ら
い
一
方
的
だ
が

義
姉
は
そ
れ
で
も
一
切
手
を

く
様
子
を
見
せ
ず
追
撃
す
る

 
彼
女
は
突
い
て
は
剣

が
突
き
立

た
反
動
で
引
い
て
構
え
直
し
ま
た
突
い
て
は
反
動
で
引

い
て
構
え
直
す
と
い
う
動
作
を

で

り
返
し

一
呼

の
内
に

合
四

の

突
を
放
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た

そ
れ
ぞ
れ
の
剣

が

面

の
中
心
へ
と
神
速
を
以
て
突
き

ま
れ
強

か
に
体
を
打
つ

 

突
の
反
動
で
再

引
き

さ
れ
た
⻑
刀
は
四

の

突
で

か
に
浮
き
上
が

た
少
年
を

更
に

い
上

る
よ
う
に

斬
り
上

に
刃
を
閃
か
せ
た

強

な
斬
閃
は
彼
女
の

い

り
に

少
年
を
大
き
く

け
反
ら
せ

空
中
に

り
付
け
る

は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
し
て
義
姉
は

振
り

い
た
⻑
刀
を
裂

の
怒
声
と
共
に

大
上

か
ら
振
り
下
ろ
す

 
彼
女
の
眼
の
高
さ
ま
で
浮
か
さ
れ
て
い
た
少
年
を

に

る

道
で
⻑
刀
は
振
る
わ
れ
強

な
衝
撃
を
発
生
さ
せ
な
が
ら
体
に

突

色
の
パ
ネ
ル
に

ま
れ
る
も
発
生
し
た
衝
撃
は
少

年
を
思
い
切
り
吹

ば
し

を
転
が

た

 
そ
の
ま
ま
少
年
は
脱
力
し

ぐ

た
り
と
う
つ

せ
に
身
を
横
た
え
る

勝
負
あ
り

か

 

き
上
が
る
様
子
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
か
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
ど
こ
か
期

し
た
よ
う
に
／
恐

れ
を
滲
ま
せ
て

く

 
そ
れ
に

リ

姉
は

え
な
い
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応
え
る

も
無
い
と

た
方
が
正
し
い
の
か

彼
女
は

断
な
く
正
眼
に
⻑
刀
を
構

え
た
ま
ま
一

た
り
と
も
キ

か
ら
目
を
離
さ
な
い

表
情
は
険
し
く

は
新
一
文

に
引

き
結
ば
れ
て
い
る

力
無
く
横
た
わ
る
義
弟
が
ま
だ
参

た
と
一

も

に
し
て
い
な
い
か

ら
気
を

い
て
い
な
い
の
だ

 

と

そ
こ
で

を

わ
に
動
か
な
か

た
リ

姉
が
動
い
た

 
彼
女
は
⻑
刀
を
構
え
た
ま
ま
一
歩
一
歩
静
か
に
義
弟
へ
と
近
寄
る

断
し
た
と
こ
ろ
を
突
か

れ
な
い
よ
う

し
つ
つ
近
付
い
て
い
る
彼
女
に
彼
も
気
付
い
て
い
る

だ
が
し
か
し
無
反
応

の
ま
ま

攻
撃
す
る

振
り
は
一
切
見
ら
れ
な
い

 
ど
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
と
一
同
は

し
む

リ

姉
も
疑
念
を
表
情
に
浮
か
べ
る
が
そ
れ

も
近
付
く
に
つ
れ
て
無
く
な

た

 
と
う
と
う
キ

の
真
横
ま
で
近
付
い
た
が
し
か
し
彼
は
動
か
な
い

う
つ

せ
に
倒
れ
て
い

る
の
で
意
識
が
あ
る
の
か

目
は
開
い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
状

は
不
安
を
煽
る

 
し
か
し
彼
女
は
そ
れ
を

し
の
け

⻑
刀
を
上

か
ら
振
り
下
ろ
し
た

圏
内
コ

ド

に

ま
れ
な
け
れ
ば

を

に
一
撃
で

と
す
だ
ろ
う
そ
の

道
は
彼
に
限

て
は
そ
の
衝

撃
で
意
識
を
持

て
い
か
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
く
ら
い
真

直
ぐ
な
も
の

剣
速
も

し
分
な
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い

し
い
一
閃

 
そ
の
決

に

応
し
い
斬
閃
は
し
か
し

を

く
最
中
に
止
め
ら
れ
た

刃
を

ん
だ
の
は

彼
が
手
に
し
た
ま
ま
の
黒
い
魔
剣

う
つ

せ
に
倒
れ
て
い
る
彼
は
足

と
気
配
だ
け
で

を

把
握
し
風
を
切
る

で
ど
こ
か
ら
刃
が

り
来
る
か
を

知
し

覚
に
頼
る
事
な
く

確
に

止
め
て
見
せ
た

う

う

ウ

 

気
が
変
わ

て
か
ら
こ
れ
ま
で
不
気
味
な
く
ら
い

を
保

て
い
た
キ

が
怨
嗟
に

し
い
声

を
発
し
つ
つ

⻑
刀
の
刃
を
ジ
ワ
リ
ジ
ワ
リ
と

し
の
け
て
上
体
を

こ
し
て
い
き

立
ち
に
な

た

刃
を
刀
身
に

ら
せ
て

ぎ
払
い
を
放

た

 
彼
女
も

き
上
が
り
様
に
攻
撃
し
て
く
る
と
は

し
て
い
た
よ
う
で

ら
か
に
後
方
へ

び

退
くア

ア
ア

 

び
退
い
た
リ

姉
が

地
す
る

前
剣
を
振
り
切

て
い
た
キ

が
そ
の
反
動
を
無

し

て

け
出
し

ラ
イ
ト
グ
リ

ン
の

き
を
剣
に

わ
せ
な
が
ら

掛
け
に
斬
り
掛
か

た
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ニ

ク
リ

プ

だ

 

の
ス
イ

チ
が
入

て

狂
乱
に

て
い
て
も
自
然
に
放
て
る
よ
う
に
な
る
ま
で

み
つ

い
た
動
作
が
シ
ス
テ
ム
に
引

掛
か
り

対
応
す
る
ス
キ
ル
を
発
動
さ
せ
た
よ
う
だ

 
そ
れ
が
彼
の
意

す
る
も
の
で
は
無
い
事
は
明
白
だ

た

な
ら
無

の
一

た
り
と
も

無
い

な
動
作
も
今
は
足
や
体
幹
の
重
心
が
ブ
レ
た
せ
い
で

れ
て
し
ま

て
い
て
最
高
速

に
達
せ
て
い
な
い
か
ら

対
す
る
剣
士
は
そ
の
動
き
を
し

か
り
目
で

え
切

て
い
た

 
と
は

え
そ
れ
で
も

襲
は

襲
彼
女
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
無
理
に
追
撃
を
仕
掛
け
て
来

る
と
は
想
定
し
て
い
な
か

た
よ
う
で
ギ

と

目
は
し
て
い
た

き
な
が
ら
も

ら
か
に

⻑
刀
を
振
る

て

ニ

ク
リ

プ

の

道
を

ら
し
た
の
は
流

の
反
応
で
あ
る

 
予

し
て
い
な
か

た
追
撃
を

に

い
た
事
で

ド
ス
キ
ル
を
使

し
た
後
に
必
ず

さ
れ
る
技
後

直
で
キ

は
動
け
な
く
な

て
隙
だ
ら
け
と
な
る

 
そ
の
大
き
な
隙
を
彼
女
が

す

も
無
く
裂

の
気
合
を

た
呼
気
と
共
に
神
速
の
打
ち

下
ろ
し
を

部
へ
放
つ

ガ

ン
と

が

ち
た
よ
う
な

と
衝
撃
波
が
発
生
し
そ
の
勢
い

で
少
年
は

へ

か
ら

き
つ
け
ら
れ
た

が

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
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な
 
こ
の
世
界
で

覚
を
再
現
さ
れ
て
い
る

一
の
プ
レ
イ

で
あ
る
キ

は

え
圏
内
コ

ド
に
護
ら
れ
て
い
よ
う
と
衝
撃
波
を

け
た
時
に
も

み
は

け
る

覚
を
不
快
な
衝
撃
に

換
し
て
い
る
コ

ド
が

さ
れ
て
い
な
い

だ

 
だ
か
ら
コ

ド
が
発
動
し
よ
う
が
し
な
か
ろ
う
が

無
く
発
生
す
る
衝
撃
を

け
れ
ば

に

み
を

け
る

 
そ
し
て
仮
想
世
界
の

覚
は
現
実
の
そ
れ
と
違

て

出
来
な
い

現
実
で
あ
れ
ば

や

肉

骨
の
強

部

に
よ

て
同
じ
衝
撃
で
も

み
は
不

一
で
場

に
よ

て

は

く
済
む
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

仮
想
世
界
で
は
全
て
が

一

 
更
に
再
現
さ
れ
た

覚
は
時
間
と
共
に

し
な
い

発
生
し
た
ダ
メ

ジ
の
大
き
さ
に

し
た
⻑
さ
が
設
定
さ
れ
て
い
て
そ
の
時
間
が
過
ぎ
る
ま
で

み
が
無
く
な
る
事
は

論
少

し
で
も
和
ら
ぐ
事
は
無
い

 
故
に

今
の
よ
う
に
よ
ろ
め
く
ど
こ
ろ
か
一
撃
で

き

せ
ら
れ
る
程
の
衝
撃
を

け
れ
ば

あ
ま
り
の

み
に
も
ん
ど
り
う

た
り
気
絶
し
た
り
し
て
も

ら
お
か
し
く
な
い

部
へ
の
攻

撃
と

へ
の

突
と
い
う
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
一

の
内
に

け
た
の
だ
か
ら
そ
う
な
る
方
が
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な
の
だ

 
だ
と
い
う
の
に

キ

は
タ
イ
ム
ラ
グ
も
無
し
に

き
上
が

た

 

ん
の
一

だ
け
間
が
開
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
が
恐
ら
く
そ
れ
は

み
や
衝
撃
に
よ

て

一
時
的
に

絶
え
た
だ
け

も
し
か
し
た
ら
意
識
を
喪

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
も
一

で

た
の
だ
大
人
で
す
ら
動
き
を
止
め
る
だ
ろ
う
状

に

て
も
動
く
と
は

ま
じ
い

念
で
あ
る

 
い
や

最

と

て
も
差
し

え
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
過
去
に
彼
が

い
た
モ
ノ
全
て
を
喪
う
ま
い
と
目
の
前
の

目
掛
け
て
我
武
者
羅
に
行
く

は

の

に

を
覚
え
さ
せ
る

故
だ
か
今
の
彼
は
神

と
戦

て
い
る
最
中
の
狂
乱
と

違
い

怒
り
狂

て
い
る
と

う
よ
り
は

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
か
ら
だ

 
ず

と
独
り

ち
で
戦

て
来
た
孤
独
の

が
精
一

他
者
を

す
る
様
を
想

し
て

し
ま

た

も
う
終
わ

て
し
ま

て
い
る
モ
ノ
を
護
り

く

に
自
分
で
は
絶
対

わ
な
い

存
在
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い
る
イ
メ

ジ
が
浮
か
ぶ

 
そ
ん
な
イ
メ

ジ
を
浮
か
べ
て
い
る
間
も
戦
い
は
動
き
を
見
せ
る

 
片
手
剣
で
は

わ
な
い
と

え
た
か
刃
を
弾
か
れ

か
に

離
が
開
い
た

間

手
に
は
黒
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剣
か
ら
金
色
の
刃
を
持
つ
大

が
握
ら
れ
て
い
て

き
し
た
時
に
は

に
大
き
く

ぎ
に
振

り

か
れ
て
い
た

リ

姉
は
⻑
刀
を
翳
し
て
刀
身
に

ら
せ
る
よ
う
に
し
て
対
応
し
た
よ
う
だ

が

表
情
の

さ
を
見
る
に
ど
う
も
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
か
な
り
シ
ビ
ア
だ

た
ら
し
い

 
そ
れ
で
も
流
れ
る
よ
う
な
動
き
で

離
を

め
お
返
し
と
ば
か
り
に
勢
い
を
付
け
た

り
を
放
つ

ど
ご

と

を
突
き

ま
れ
た

い

を

か
せ
て
キ

が
吹

ぶ

 

が
彼
は

に
空
中
で

勢
を
整
え
て
大

を
消
し

手
に
⻑
大
な
黒

り

の

弓
を
握
り

め
た

手
は

に
掛
け
ら
れ

弾
か
れ
る
と
共
に

⻑
い
光
が
生
成
さ
れ

る

が
限
界
ま
で
弾
か
れ
た
と
同
時
に
木
製
に
見
え
る

が
そ
の

を
見
せ
た

 
一

未

で
弓

を
番
え
た
彼
は

の

間
に
は
一

間
に

本
も
の

を

始
め
た

の
形
成
は
時
間
制
で
は
無
く

の
弾
き
に
依
存
す
る
よ
う
で
ど
れ
だ
け

に

を
弾
い
た
と
こ

ろ
で
限
界
ま
で
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
問

無
い
ら
し
い

 
恐
ろ
し
い
事
は

速

は

も
な
い
に
も

わ
ら
ず

放
た
れ
る

の
全
て
が

確
に

リ

姉
を

て
い
る
事

 
そ
し
て
そ
れ
を

か
に
超
え
る
恐
怖
は

間
五
本
を
超
え
る
速

つ
ま
り
は
コ
ン
マ

二

に
一
二
本

で

り
来
る
全
て
の

を

す
か
斬
り

と
す
か
で
対

し
て
い
る
リ
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姉
だ

た

流

に

を

く
よ
う
に

て
真
正
面
か
ら
突

む
な
ど
は
し
て
い
な
い
が

先

み
し
て
放
た
れ
る

に
す
ら
反
応
し
て
い
る
の
を
見
る
と

く
人
間

め
て
い
る
と
思
え
て

し
ま
う

 
キ

は

備
と
レ
ベ
ル
つ
ま
り
は
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
頼

て
い
る
強
さ
の

面
が
強
い

が
リ

姉
は
絶
対
的
な
レ
ベ
ル
差
と

備
の
性
能
差
を

す
技

を
見
せ
付
け
て
い
る

Ｓ
Ａ

Ｏ
と
し
て
の
強
者
は
キ

で
あ
る
事
は
明
白
だ
が

で
は

剣
士

や

武
人

と
し
て
の
強
者

が
ど
ち
ら
か
と

か
れ
れ
ば
リ

姉
一

な
の
は
間
違
い
な
か

た

恐
ら
く
全
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

で
も
ト

プ
レ
ベ
ル
で
あ
る

 
そ
う
や

て

を

け
る
彼
を
中
心
と
し
て

を

く
よ
う
に
動
い
て
い
た
リ

姉
は

と

を

え
た
の
か
真

向
か
ら
突

み
始
め
た

 
最
初
は
ギ

と
さ
せ
ら
れ
た
が

に
疑
問
を
覚
え
た
の
は
キ

の

が

た

て
い
な
い

事

と

う
よ
り
も
ま
る
で

の
方
が

け
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
た

実

は

リ

姉
の

を
彼
が
見
失

た
だ
け
だ

た
よ
う
だ
が

無
手
で
戦

て
い
る
時
に
見
せ
た
も
の

と
同
じ
事
を
し
た
の
だ
ろ
う

 
も
の
の
二

ど
で
ゼ
ロ

離
に
ま
で

ら
れ
た
と
こ
ろ
で

く
キ

は
気
付
い
た

そ
の
時
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に
は
も
う

を
番
え
て
も

弓
の
⻑
大
さ
の
せ
い
で

い
を
定
め
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る

ア
 
だ
が
彼
は
思

を
捨
て
て
い
た

捨
て
て
い
た
か
ら
こ
そ
獣
に

し
い
直
感
を
以
て
対
応
し

て
見
せ
た

 

が
有
す
る
最
大
の
特
徴
は

れ
さ
え
す
れ
ば
換

の
手
間
が
か
か
ら
な
い
事
に
あ
る

 

と
同
じ
く
強

な
イ
メ

ジ
を
練
り
上

る
事
で
手
に
持
つ
武
器
と
登
録
し
て
い
る
武
器

と
を
一

の
内
に
取
り
換
え
ら
れ
て
そ
れ
こ
そ
経
験
を
生
か
し
て
臨
機
応
変
に
動
け
る

そ
こ

に
多
大
な
経
験
に
よ

て

き
上

ら
れ
た
直
感
が
合
わ
さ
れ
ば
ち

と
や
そ

と
の
攻
撃
で

は

さ
れ
な
い
鉄

の

が
完
成
さ
れ
る

 
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
キ

は
弓
を
光
に

ら
せ
た
と
同
時
に

み

み
ゼ
ロ

離
ま
で

た
妖
精
に

を
放
つ

く
 
間
一
髪
彼
女
は
⻑
刀
か
ら

手
を
離
し
払
い
の
け
る
よ
う
に
振
る
う
事
で

道
を

ら
す

事
に
成

そ
の
ま
ま
勢
い
を

し
た

い
突
き

み
が
放
た
れ

な
ま
で
に
彼
の

を
強
打
し
た
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ガ

と
獣
も
か
く
や
の

き
を
上

て
思
い
切
り

け
反

た
彼
は

衝
撃
波
の

波
に

よ

て

か
に
体
が
浮
き
上
が

た

バ
ク
転
を
す
る
よ
う
に
後
方
へ
倒
れ

む
の
を

し
て

体
術

ス
キ
ル
の

月

を
放

た
が

彼
の

が

い
オ
レ
ン
ジ
色
の

き
を

た

時
点
で
攻
撃
を
予

し
た
妖
精
は
足
を
止
め
て
い
た
た
め
空
振
り
に
終
わ

た

 
バ
ク
転
か
ら

地
し
た
少
年
は

手
に
⻑
年
使
い

ん
で
来
た
剣
の
魂
を

け
継
ぐ
黒
剣
を
握

り

後
ろ
手
に
構
え
る

 
対
す
る
妖
精
は

の

に
⻑
刀
を

め

然
と
し
た

で
構
え
る

 

で
決
ま
る

 
そ
れ
は
戦
い
の
経
験
が
こ
の
場
に

る

よ
り
も

い
自
分
で
も
直
感
的
に
理
解
出
来
た
事

 
大
切
な
義
姉
に
真

向
か
ら
今
ま
で
の
全
て
を

定
さ
れ
て
い
て
そ
の

定
を

定
す

る

に
戦

て
い
る
の
に
一
切

わ
な
い
事
に
キ

は
焦

に

ら
れ
て
い
る

負
け
れ
ば
今
ま

で
の
全
て
を

定
さ
れ
る
の
だ
か
ら
必
死
に
な
る
の
も

然

自
分
が

き
上

て
来
た
力
と
技

術
絶
対
的
な
レ
ベ
ル
差
と

備
の
性
能
差
を
も
の
と
も
し
な
い
義
姉
の
剣

に
い
よ
い
よ
彼

は
追
い

め
ら
れ
て
い
た

 
後
ろ
手
に
剣
を
構
え
て
い
る
彼
が
前

勢
を
取

て
い
る
事
か
ら
突
進
系
の
攻
撃
を

り
出
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す
事
は
明
白

更
に
追
い

め
ら
れ
て
い
る
こ
の
状
況
に

い
て
ま
さ
か

ま
れ
や
す
い

ド

ス
キ
ル
を
放
つ
と
は
思
え
な
い

自
身
を
圧
倒
す
る
程
の
強
さ
を
持
つ

手
に
放
つ
と

え
ば

や
は
り
現
状
彼
に
と

て
最
速
に
し
て
最
強
の
一

九
閃
し
か
無
い
だ
ろ
う

未
だ
一

も
破
ら

れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら

 
対
す
る
妖
精
は

手
で

を

え
て

代
わ
り
の

え
を
親
指
で

し
て

を
切
り

手

は

か
に
刃
を

か
せ
る
愛
刀
の

に

く
掛
け
ら
れ
て
い
る

に

べ
る
と
手
は
や
や
下
が

り
気
味
で
は
あ
る
も
の
の
こ
の
正
念
場
と
な
る
戦
い
で
そ
れ
を
見
せ
る
と
い
う
事
は
彼
女
も

全
力
を
出
す
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

 
恐
ら
く
は
速
さ
勝
負
に
な
る

 
キ

は
高
ス
テ

タ
ス
に
よ
る
超
神
速
の

動
速

に

同
時
に
放
た
れ
る
九
つ
の
攻
撃
が

強
力
だ

で
は
あ
る
が
だ
か
ら
こ
そ
強
い

し
ろ

も
回

も
実

不
可
能

真

向
か
ら

殺
す
る
し
か
手
が
無
い
の
だ

 
そ
し
て
そ
の
手
を
リ

姉
は
有
し
て
い
る

 

殺
は

全
く
同
じ
速
さ
で
同
じ

に
同
じ
攻
撃
を
ぶ
つ
け
る

か

あ
る
い
は

手
の

攻
撃
よ
り
も

く
攻
撃
を

て
て
発
動
さ
せ
な
い
か

ど
ち
ら
が
彼
女
に
と

て
現
実
的
か
は



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

う
ま
で
も
無
く
後
者

前
者
を
行
う
に
は
ま
だ
三
撃
足
り
な
い
し
反
撃
を
入
れ
る
に
は
も
う

一
撃
必
要
だ
か
ら
だ

ま
だ
不
可
能
な

撃
に
勝
負
を
掛
け
る
よ
り
は
一
撃
に
全
て
を

け
て

速
さ
を
極
め
た
方
が
勝

は
ま
だ
高
い

と
彼
女
な
ら

え
る

だ

刀
術
の

に

刀
し
た
事
は
私
の
予
想
を
裏
付
け
る
の
に
十
分
過
ぎ
る

 

離
を
開
け

し
か
し
間
近
で

み
合
う
に

し
い

感
に

ち
た
一

の
間
を

い
て

者
は
同
時
に
地
を

た

 
片
方
は
目

不
可
能
な
突
進
を

 
片
方
は
目

不
可
能
な

刀
を

 

葉
も
無
く

た
だ
眼
前
の

を
殺
す
事
に
だ
け
意
識
を
集
中
さ
せ
た

者
が
交
わ
り

と

風
と
共
に

勝
者
と

者
が
決
定
し
た

 
地
に
足
を

け
る
者
は
金
髪
の
妖
精

刀
術
に
よ

て
放
た
れ
た
斬
閃
は
超
神
速
の

に
達

し
黒

く
め
の
少
年
の
初
撃
よ
り

速
く
斬
撃
を
届
か
せ
そ
の
一
撃
で
空
へ
と
吹

ば

し
た
の
だ

は
⻑
刀
が
彼
の
体
を
強
打
し
た

で

風
は
空
へ
吹

ば
し
た
時
の

波

だ

た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
最
中
に

い
た

下
イ
ベ
ン
ト
の

に
勝
る
と
も

ら
な
い
大
き
さ
が
そ
の

力
の
程
を
感
じ
さ
せ
る
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突
進
の

性
を
交

法
と
共
に
無
力
化
さ
れ
た
上
で
吹

ば
さ
れ
た
彼
は
高
さ
五
メ

ト
ル

の
空
中
ま
で
吹

ば
さ
れ

す
ぐ
に
放
物
線
を

き
な
が
ら

か
ら

へ

下
し
た

が

は

 
地
面
に

突
し
た

に
は

き
を
発
し
た
が
そ
れ
も

う
じ
て
と
い

た
程

ど
ち
ら
か

と

う
と
仮
想
の
空
気
を
求
め
て
呼

を
し
た

に
え
づ
い
て
し
ま

た
様
に
見
て
取
れ
る

 
一

れ
彼
の
手
か
ら
零
れ

ち
た
黒
剣
が
ク
ル
ク
ル
と
回

て

に

ち
虚
し
い
金
属

を

か
せ
て
横
た
わ
る

突
き

さ
ら
な
か

た
の
は
こ
こ
の

が
圏
内
コ

ド
に
よ

て
守

ら
れ
た
破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
の
も
の
だ
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
の

が

い
た
後

下
の
衝
撃
で

を
苦

に
歪
め
て
い
た
彼
は
そ
ち
ら
を
横
目
で
見

て

に
近
付
い
て
来
る
女
性
を
見
て

最
後
に
虚
空
を
見
上

て
深
く
息
を

く

撃
で
の
速
さ
な
ら
勝
て
な
い
け
れ
ど
初
撃
の
速
さ
は
経
験
と
動
体

力
が
も
の
を

う

覚
を
再
現
さ
れ
て
い
る
以
上
今
の
一
撃
で
全
身
動
か
せ
な
い

あ
な
た
の
負
け
よ

わ
れ
な
く
て
も
そ
ん
な
事
は
分
か

て
る

指
も
一
本
た
り
と
も
動
か
せ
な
い
か
ら

な 

た
く
振
る
舞
う
義
姉
の

に

者
で
あ
る
少
年
は

に
無
い
ぞ
ん
ざ
い
な

葉
で
応
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じ
る

そ
れ
で
も
理
性
あ
る
会
話
が
出
来
る

り
今
の
一
撃
で

に
上

た
血
が
下
が

た
ら
し

い
あ
あ
ま

た
く
圏
内
戦
闘
だ
か
ら
ど
ち
ら
か
の
死
で
終
わ
る
戦
い
で
無
い
と
は

え
ま
さ

か
こ
こ
ま
で
一
方
的
だ
な
ん
て

リ
ア
ル
に

た

か
ら
思

て
い
た
け
ど
ホ
ン
ト
出

目
に

強
い
な

な
剣
技
だ
け
な
ら
今
ま
で
見
て
来
た

よ
り
も
強
い

本

ま
し
い

才

能
じ

な
く
経
験
が
も
の
を

う
技
術
だ
け
で
圧
倒
し
て
来
た
と
こ
ろ
が

更
に

 
彼
は
ど
こ
か
忌

し
そ
う
に
し
か
し

し
切
れ
な
い

望
と
尊

の
念
を
表
情
に
浮
か
べ
な

が
ら

た

物
心
付
い
た

か
ら

け
て
い
る
剣
道
や
武
道
の
経
験
が
あ
る
か
ら
ね

た

た
二
年
三
年
で

完

に
追
い
越
さ
れ
る

ど
あ
た
し
も

な
鍛
練
を

ん
で
る

じ

な
い
わ

と
い
う
か

さ

き
の
は

な
の

気
が
変
わ

て
恐
ろ
し
く
強
く
な

た
か
と
思
え
ば
む
し
ろ
弱
く

な

た

が
あ
る
け
ど

そ
う
だ
な

み
合

て
な
い
か
ら
だ
と
思
う

も

え
ず
本
能
の
ま
ま
殺
そ
う
と
す
る

暗
示
と
強

つ

な
イ
メ

ジ
を
求
め
ら
れ
る

は

反
し
て
い
る

前
者
が
本

能
的
で
あ
る
な
ら
後
者
は
理
性
的
だ
か
ら
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暗
示

そ
れ
は

と
し
て

恐
ら
く
は
想
像
し
て
い
る

り

れ
て
行
か
れ
た
先
で

に
求
め
ら
れ
た

は
生
体
兵

器

兵
器
に
感
情
も
思

も
無

だ
か
ら

た
だ
命

に

実
に
動
く

と
な
る
よ
う
暗
示
を

は
掛
け
ら
れ
た

殺
戮

と
い
う
一
点
に

い
て
は

に
も
勝
る
存
在
に
な
る
よ
う

は
作

り
上

ら
れ
た
と
い
う

だ
よ

だ
か
ら
こ
そ
思

も
感
情
も
放

し
た

と
し
て
戦
お
う

と
し
た
か
ら
こ
そ

逆
に
あ
る
意
味
で
弱
体
化
し
た

な
ら

な
ら

ど
う
し
て
そ
ん
な
事
を

 
弱
体
化
す
る
事
を
分
か

て
い
た
よ
う
な

ぶ
り
に
リ

姉
は
表
情
を
歪
め
て
問
う

一
方
的

に
攻
撃
さ
れ
る
事
を
予
想
出
来
て
い
な
い

が
無
い
の
だ
か
ら

故
そ
う
し
た
の
か
意

を

め
な
か

た
の
だ
ろ
う

表
情
が
ど
こ
か
苦

に
歪
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
た
だ
悪

に
義
弟
を

振

て
し
ま

た
と

え
て
い
る
か
ら
か

 
こ
の
場
の

も
が

い
た
で
あ
ろ
う
疑
問
に

向
け
に
横
た
わ
る
彼
は
静
か
に

目
し

労
感
の
あ
る

息
を

ら
し
た

の
事
を
知

て
も
ら
う

直
に

う
と
一
対
一
の
戦
い
で

を
使
う
の
は
あ

ま
り
向
い
て
い
な
い
ん
だ
特
に
技
術
で

抗
し
て
い
る
か
格
上

手
に
は

し
ろ
戦
い
の
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さ
に
思

速

が
追
い
付
か
な
い
か
ら
隙
が
増
え
る

ど
う
い
う

か
リ

姉
の
剣
は

時

ま
で
経

て
も
見
切
れ
な
い
し

め
な
い

だ
か
ら

更
使
え
な
い

は

手
の
出

方
を

り
も
想
定
し
た
上
で

く
使
え
る
も
の

た
と
え
無
限
の
武
器
と
攻
撃
手

を
持

て

い
て
も

極
の
一
に
は

わ
な
い

 
こ
の
世
界
で
手
に
入
れ
た
力
が

し
な
い
事
を

と

白
す
る
彼
に
リ

姉
は

な

面
持
ち
に
な
る

自
分
の
剣
が
そ
こ
ま
で
彼
を
追
い

め
る
も
の
だ
と
思

て
い
な
か

た
の

か

あ
る
い
は
彼
が
ま
た
自
身
の
力
を
過
小

価
し
て
い
る
と
思

た
の
か

 
た
だ

キ

が

わ
ん
と
す
る
事
は
理
解
出
来
た

 
つ
ま
り
ど
れ
だ
け
武
器
を
呼
び
出
し
て

出
し
た
と
こ
ろ
で

極
の
一

す
な
わ
ち

極
め
た
技
を
持
つ

手
の
前
で
は
無
力
に

し
い
と
い
う
事
だ

数
の

力
と
い
う

葉
も
あ

る
が
そ
れ
を

く
り
返
す
一
騎

千
と

わ
れ
る

独
の
力
が
あ
る
事
も
事
実

今
回
の
場

合

で

ら
武
器
を
出
し
て
も
彼
女
の
剣
で
弾
か
れ

イ
メ

ジ
を

け
て
い
る
間
に

に
入
ら
れ
る
か
ら

し
な
い
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

ベ

タ
テ
ス
ト
を
合
わ
せ
て

合
一
年
と
九

月

ど
の
武
器
を

て
来
た
け
ど
最
も

⻑
く

た
の
は

片
手
剣

ま
だ
一

月
も
経

て
い
な
い

二
刀
流

や

と
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べ
て
見

え
こ
そ
し
な
い
け
ど

独
で
ボ
ス
を
数
十
人
の
プ
レ
イ

を
数
十
体
の
モ
ン

ス
タ

を

手
取

た
上
で
生
き
残

て
来
た

少
な
く
と
も
こ
れ
が
今
の

の
全
力
だ
と
自
信

を
持

て

え
る

一

九
閃
だ

て
一
刀
じ

な
い
と
上
手
く
放
て
な
い
か
ら
な

 

間
に

を
寄
せ
真
剣
な
面
持
ち
で
キ

は

い
切

た

過
去
の
実
績
と
そ
の
⻑
い
時
間

を
共
に
歩
み

け
た
剣
と
が
今
の
彼
を

え
て
い
て

同
時
に
そ
れ
を
誇
り
に
思

て
い
る
事

が
そ
の

と

葉
か
ら
理
解
出
来
た

デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
日
か
ら
ず

と
共
に

た
剣
の

魂
を

け
継
い
で
い
る
黒
剣
は

れ
も
無
く
彼
の
全
力
の

徴
な
の
だ

 
そ
の
彼
は
一
刀
で
戦

て
い
た

気
が
変
わ
る
前
も
後
も
変
わ
ら
ず
一
刀
で
戦

て
い

た 
つ
ま
り
彼
は
最
初
か
ら

リ

姉
の

う
全
力
で
戦

て
い
た
の
だ

 
確
か
に

や
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
と
い

た

格
外
の
力
は
使

て
い
な
い
そ
う
い
う

意
味
で
は
彼
は
全
力
と
は

え
な
い
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
経
験
と
努
力
の
⻑
さ

密

は

圧
倒
的
に
勝

て
い
る
一
刀
だ
決
し
て

る
も
の
で
は
な
い

も
し
仮
に
他
の
力
が

て
い

た
の
だ
と
す
れ
ば
自
分
よ
り
も
強
者
の
存
在
だ
と
先

ど
の
発

か
ら
分
か
る
の
で
最
初
か
ら

使

て
い
た
だ
ろ
う
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最
初
か
ら
一
刀
で
戦

た
と
い
う
事
は

つ
ま
り
そ
う
い
う
事

 
そ
し
て
リ

姉
は
彼
の
全
力
の
一
刀
を
全
て
真

向
か
ら

き

せ
た

ス
テ

タ
ス
で
勝

て
な
い

の
力
重
さ
速
さ
を
全
て

さ
だ
け
で

り
勝

た

彼
の
話
で
は
人
体
実
験
を
し

て
き
た

で

り

ま
れ
た
暗
示
を
使

て

そ
れ
で
も
彼
は
一
方
的
に

さ
れ
た

ス
テ

タ
ス
差
す
ら
技
術
で

し
て
来
ら
れ
た
ら
も
う
認
め
ざ
る
を
得
な
い

完

だ

ホ
ン

ト

手
も
足
も
出
な
か

た

呼

悔
し
い

な

  

そ
れ
は
こ
の
世
界
に

り
立

た
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
が
真

向
勝
負
で
完

に

れ
た

初
め
て
の

間

  
彼
に
と

て

最
強

は

北
し
て
は
な
ら
な
い
存
在

特
に

北
は
自
身
の
無
価
値
化
を

意
味
し
て
お
り

同
時
に
過
程
は
ど
う
あ
れ
結
果
的
に
死
を
意
味
し
て
い
た

 

よ
り
も
強
く
ズ
ル
い

ビ

タ

と

よ
り
も
強
く
希
望
を
寄
せ
ら
れ
る

黒
の
剣
士

は
最
強
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
た
以
上

北
し
た
今
彼
は
そ
の

方
を
自

発
的
に
は
名

れ
な
く
な

た
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つ
ま
り
こ
の
時
最
強
で
在
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
を
背
負

た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
の
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

は
今
の
義
理
の
姉
の
手
に
よ

て
殺
さ
れ
た
事
に
な
る
の
だ

無
価
値
化
さ
れ
た

を
無
理

理
演
じ
よ
う
と
し
て
も
彼
は
心
の
中
で
そ
の

を

定
し
て
し

ま
う
か
ら
こ
そ
も
う
二

と
同
じ

を
演
じ
ら
れ
な
い

少
な
く
と
も
同
じ

で
は

 
今
こ
こ
に

る
の
は

た
だ
の

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

だ

ビ

タ

の
忌
み
名
も

黒
の

剣
士

の
異
名
か
ら
も
解
放
さ
れ

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
因
果
か
ら
も
一
時
的
に
と

え
ど

解
放
さ
れ
た
た
だ
の
子

そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
の
か
今
の
彼
か
ら
は
も
う
戦
意
も
覇
気

も
感
じ
ら
れ
な
か

た

 
在
る
の
は
た
だ

れ
や
気

さ
暗
さ
が
失
せ
た
後
に
残

た

で
無

な

さ
を
持
つ

少
年
だ
け

全
て
の
苦
し
み
と
重

か
ら
解
放
さ
れ
た

に
取
り
残
さ
れ
た
子

だ
け

 
勝

を

望
し

北
を
悔
や
む

子

ら
し
い

人
間

だ

た

ど
う
し
て

 

突
な

北
を
認
め
る

に

い
て

彼
は

か
に

え

れ
た
声
で

葉
を

け
る

で

を
見
限
ら
な
か

た
ん
だ

ば
無
自
覚
と
は

え
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て

生
き
て
裏
切

て
た
の
に

ど
う
し
て
そ
こ
ま
で

な
ら
と

く
に

蔑
し
て
捨
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て
て
も
お
か
し
く
な
い
の
に

 
そ
れ
は
彼
女
が
そ
こ
ま
で
し
て
自
分
に

す
る
理
由
だ

た

れ
た
な
ら
失
望
し
た
な
ら

放

て
お
く

な
の
に
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
と

で
と
理
由
を
問

う 
そ
の
問
い
に
リ

姉
は
少
し
ま
で
見
せ
て
い
た
怒
気
を

も
感
じ
さ
せ
ず

か
に

ず

か
し

な
様
子
と
共
に
は
に
か
ん
だ

ど
う
し
て

か

逆
に

く
け
ど

あ
な
た
は
あ
た
し
に
見
限

て
欲
し
い
の

そ
れ
は

違
う

う
ん

あ
た
し
も
あ
な
た
を
見
限
り
た
く
な
い

論
外
道
に
な

た
ら
話
は
別
だ
け
ど

あ
な
た
は
ま
だ
外
道
に
な

て
な
い

今
ま
で
奪

て
来
た
命
そ
の
行
動
に
対
す
る
責

か

ら

よ
う
と
し
た
み
た
い
に

ち

と
道
を

み
外
し
掛
け
て
る
け
ど
ね

 
彼
は
義
姉
を
真

直
ぐ
見
上

る

彼
の

は

く
滲
ん
だ
水

に

わ
れ
て
い
た

さ

き
は
あ
そ
こ
ま
で

く
し
立
て
た
け
ど

正
直
あ
な
た
が
本

に
望
む
の
で
あ
れ
ば

あ
た
し
は
あ
な
た
を

へ
帰
そ
う
と
決
め
て
る
の
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そ
の

白
は

こ
の
場
に

る
全

の

を

く
内
容
だ

た

 
あ
ん
な
男
の
本
性
を
見
て
そ
れ
で
も
そ
う
決
め
て
い
る
だ
な
ん
て
本
気
か
と
思

た

し
ろ

彼
女
は
キ

を
異
性
と
し
て

き
更
に
は
義
理
の
姉
と
し
て
義
弟
で
あ
る
彼
を
愛
し
て
も
い
る

の
だ

そ
ん
な
地
獄
の
よ
う
な

境
へ

す
事
を
許
容
す
る
だ
な
ん
て

が
予
想
出
来
る
だ
ろ
う

か 
彼
も
ま
た
そ
れ
は
完
全
に
予
想
外
だ

た
よ
う
で

葉
を
喪

て
彼
女
を
見
上

て
い
た
が

そ
ん
な
彼
を
見
て

で
も

と
リ

姉
は

け
た

そ
れ
は
あ
く
ま
で
本
心
で

り
た
い
と
願

て
い
る
場
合

つ
ま
り
あ
た
し
と
は
も
う
一
緒

に

た
く
な
い
と

千
冬
と

秋
十
の
二
人
と
家

と
し
て

ら
す
と
決
め
た
場
合
で

た
だ
認
め
ら
れ
る
た
め

あ
る
い
は
認
め
ら
れ
た
か
ら
と
い
う
理
由
な
ら
あ
た
し
は
反
対
す
る

認
め
ら
れ
る
た
め
に

は

ダ
メ

そ
う

目
的
と
手

を
履
き
違
え
て
は
ダ
メ

あ
な
た
に
と

て

世
界
最
強

を
目
指
す

事
は
生
き
る

の
手

で
あ
り
目
標
で
し

う

 
世
界
最
強
に
な
れ
ば

と
し

て
認
め
ら
れ
る
と

え
て

そ
れ
を
目
的
に

え
た
ら
生
き
る
事
が
手

に
な

て
し
ま

て

だ
か
ら
生
き
る
事
を
二
の

に
し
て
し
ま
う

あ
た
し
達
を
助
け
る
と
い
う
目
的
の

に
自
分
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の

を
手

に
す
る

み
た
い
に
ね

 
ま
だ
動
け
な
い
の
か
そ
れ
と
も
動
く
気
力
が
無
い
の
か

に

た
ま
ま
の
彼
の
横
に
リ

フ

は

た

倒
れ
た
ま
ま
の

子
の

を

に

せ
や

と
見
せ
た

愛

れ
る
面
持
ち

で

で
る

カ
ズ
ト

あ
な
た
は
一

こ
れ
を
機
に
全
部
リ
セ

ト
す
る
べ
き
よ

ビ

タ

も
黒

の
剣
士
も
た
だ
の
呼
び
名
と
し
な
さ
い

戦
う
理
由
も
一

自
分
の
た
め
だ
け
の
も
の
を

え
出
し
な
さ
い

も

と
も

と
も

と
自
分
の
我
が

を

先
し
て
い
い
の

あ
な
た
は
自

分
本

に
生
き
る
気
持
ち
で

る
方
が

良
い
く
ら
い
人
の
世
話
を

く
か
ら
ね

た
だ
の
呼
び
名

お
れ
だ
け
の

理
由

そ
う

前
に
話
し
て
く
れ
た
戦
う
理
由
と
願
い

に

せ
に
生
き
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

そ
の
願
い
の
中
に
あ
な
た
自
身
は
き

と

ま
れ
て
い
な
い
ん
で
し

う
ね
先
の

動
を

え
る
と

う
ん

 
自
身
の
理
解
者
達
の
未
来
が
明
る
い
事
を
願
い
そ
の
助
け
と
な
る

に
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
命
を
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ら
す
事
も
覚
悟
し
て
い
た

そ
う

キ
リ
ト
は

外
に

定
す
る

 
そ
の

定
を
認
め
女
性
は

し
く

苦

を
浮
か
べ
る

そ
し
て
や

り
ね
と

い

た
だ
か
ら
ま
ず
は
あ
な
た
一
人
の

だ
け
の
理
由
を

え
る
こ
と

あ
た
し
や

さ
ん
達
ユ

ウ
キ
さ
ん
達
の
事
は
一

外

し
て

本

に
自
分
だ
け
の
願
い
を
ま
ず
は
見
つ
け
な
さ
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

全
体
の
事
も
今
は
後
回
し

だ

て
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
と
転

と
い
う

れ
な
い
理
由
が
あ
る
の
だ
か
ら

た
だ
そ
う

あ
な
た
が
生
き
た

い
と

死
に
た
く
な
い
と
心

思
え
る
く
ら
い
大
事
な
想
い
を

ま
ず
は
見
つ
け
出
し
な
さ
い

大
事
な

想
い

そ
う

こ
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

は

き

と
あ
な
た
に
と

て

苦
し
み

が
あ

て

け
れ
ど

そ
れ
だ
け
じ

な
い

な
の

し
か

た
事

し
か

た
事
も

少
な
か
ら
ず
は
あ
る
で
し

う

 
そ
れ
を
も

と
体
験
し
た
い
で
も
良
い

手
の
気
持
ち

先
じ

な
く
て
自
分
が

し
い
か
ら

か
と
ず

と
一
緒
に
生
き
て
い
た
い
で
も
良
い

と

に
か
く
あ
な
た
は
ま
ず
そ
の
過
ぎ
た
自
己

精
神
と
思

を

め
な
さ
い

自
分
を
小
さ
く

見
過
ぎ
て

か
の
事
ば
か
り

先
す
る
の
は

や
お
人

し
を

り
過
ぎ
て
歪
に
過
ぎ
て
い
る
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か
らい

び
つ

い
び
つ

 

り
返
し

な
ん
だ
ろ
う
と
不
思
議
そ
う
な
面
持
ち
で
少
年
は
同
じ

語
を

く

 
そ
の
あ
ど
け
な
く

い
様
子
に
妖
精
は

か
に
目

に
光
る
も
の
を
浮
か
べ
な
が
ら

み
を
向
け
た

も
う
一

あ
な
た
は
自
分
一
人
の

だ
け
の
理
由
を

え
な
さ
い

そ
し
て

よ
り
も
そ
れ

を

先
し
て

絶
対
に
あ
な
た
も
生
き
て

じ

な
い
と
あ
た
し
は
哀
し
い
ユ
ウ
キ
さ
ん

達
も
哀
し
い

も

せ
に
な
ん
て
な
れ
な
い

あ
な
た
の
願
い
は
今
ま
で
の
ま
ま
で
は
絶

対
に
叶
わ
な
い

あ
な
た
に
は

せ
に
な
る
権

が
あ
り
そ
し
て
あ
た
し
達
に

せ
を
贈
る

に
は
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
が
あ
る

な
ら
そ
の
権

と
義
務
を
使

て

せ
に
生
き
な
さ
い

そ
れ
こ
そ
が
あ
た
し
達
の

せ
に
な
る
の
だ
か
ら

少
な
く
と
も
こ
の
場
に

集
う
全

が

あ
な
た
の
死
は
願

て
い
な
い

あ
な
た
の
生
と

せ
を
願

て
い
る
の

シ
ア
ワ
セ

し
あ

わ

せ

 

ら
か
な
声

に
よ
る

願
に

子
は
ま
た
要
点
の

語
だ
け
を

り
返
す

 

に
体
力
も
精
神
力
も
限
界
で

を

い
て
い
て
更
に
は
今
ま
で
の

み
重
ね
を
全
部
無
く
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し
心
の

え
す
ら
も
一

全
て
外
し
た
か
ら
か

よ

よ

わ

わ
と

い
子

の
よ
う

な
反
応
を
見
せ
て
い
た

こ
れ
ま
で
背
負

て
来
た
重
責
が
ど
ん
ど
ん
彼
か
ら
離
れ
て
行
く
よ
う

な
そ
ん
な
錯
覚
す
ら
覚
え
て
し
ま
う
程
に
今
ま
で
に
見
た
事
無
い
く
ら
い
無
邪
気
で

気

な
子

と
し
て
の

が
そ
こ
に
あ
る

 
そ
れ
で
も
弱

し
く
け
れ
ど
冬
の
雪
解
け
の
中
か
ら

を
出
す
新
芽
の
如
く
ど
こ
か

か
に

か
な
も
の
と
力
強
さ
を
秘
め
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る

は

不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い

し

か
り
と
し
た
も
の

 
き

と

こ
れ
が
本

の

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

と
し
て
の
始
ま
り
で

新
し
い
彼

 
今
ま
で
ず

と
悪

と

者
を
使
い
分
け
演
じ

け
て
来
た
せ
い
で
見
失

て
し
ま

た
こ

の
中
で
リ

姉
だ
け
が
知

て
い
る
無
邪
気
な
少
年
の

 
そ
れ
を
見
て
あ
あ
こ
れ
は
確
か
に

れ
る
な

と
思

た

家
に
引
き
取

て
か
ら
一

緒
に

ら
し
て
い
る
内
に

か
れ
た
と

い
て
い
た
が
こ
の
無
邪
気
さ
と

気
さ
で

わ
れ

け
た
ら
そ
れ
は
確
か
に

れ
て
も
お
か
し
く
な
い

人
の

せ
を
願
い
行
動
す
る

し
さ
を
持

つ
少
年
を
喜
ば
せ
た
い
と
い
う
保
護
欲
と
愛
情
が

れ
出
て
来
る

リ

姉
も
き

と
ユ
ウ
キ

さ
ん
達
や
私
も

そ
の

に
な

て
し
ま

た
の
だ
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忘
れ
な
い
で

あ
な
た
の

せ
が
あ
た
し
達
の

せ
あ
な
た
の
苦
悩
が
あ
た
し
達
の
苦
悩

あ
な
た
の
命
は
も
う
あ
な
た
一
人
の
も
の
じ

な
い

だ
か
ら
生
き
て

あ
た
し
達
の
命
が

喪
わ
れ
る
事
を
あ
な
た
が
恐
れ
て
い
る
よ
う
に
あ
た
し
達
も
ま
た
あ
な
た
の
命
が
喪
わ
れ
る

事
を
恐
れ
て
る

お

い
様
な
の

も
う
あ
な
た
だ
け
が
一
人
で
背
負
う
な
ん
て
事
は
し
な

い
でお

れ
が

せ

も

せ

え
た
事

無
か

た

な

 
リ

姉
の
静
か
な

え
を

い
て

を
滲
ま
せ
な
が
ら

に

り
と
彼
は

ん
だ

心

し
そ
う
な

で

生
き
る
事
を
望
ま
れ
て
い
る
と
求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
こ
ま
で

な
事
を
し
て
き
た
の
に
見
捨
て
ら
れ
て
い
な
い
事
を

に
喜
ん
だ
の
だ
ろ
う

 

ろ

ろ
と
少
し
前
に

え

い
て
い
た
時
の
よ
う
に

け
れ
ど
あ
の
時
よ
り
も

か
に

か
な

を

で
零
し
て
い
た

そ
れ
に
あ
な
た
が
取

て
き
た
行
動
は
別
に
間
違

て
な
い

自
分
を

に
す
る
事
は
も

う
や
め
て
欲
し
い
け
ど

そ
れ
の
お
陰
で
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
は
こ
う
し
て
救
わ
れ
て
い

る

シ
リ
カ
さ
ん
に
リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
も

攻
略
組

も
ね

確
か
に

理
的
に
は
問

が
あ

る
け
ど
事
情
と
状
況
を

み
れ
ば
ど

ち
が
悪
か
は
明
白

そ
の
場
に
い
た
人
達
は

分
か
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て
る

う
ん

ア
キ
ト
の
事
は

ま
だ
す
ぐ
に
は

ん
切
り
な
ん
て
付
か
な
い
と
思
う

り
切
り
過
ぎ

る
の
も
問

だ
か
ら

だ
か
ら

く
り
で
い
い
気
持
ち
を

ち

け
て
か
ら
整
理
し
な

さ
い

あ
な
た
が

く
殺
す
べ
き
だ

た
の
か
と
い
う
そ
の
迷
い
自
体
は
間
違

て
い
な
い

出
来
る
だ
け
殺
し
な
ん
て
す
る
べ
き
じ

な
い
か
ら

で
も

殺
し
た
事

や
そ
の
覚
悟
を
悔

い
る
事
は
も
う
し
て
は
ダ
メ

そ
れ
は
自
分
が
命
を
奪

た
人
を

す
る
最

な
行
い

他
の
手
を

索
し

自

す
る
の
は
構
わ
な
い
け
ど

悔
い
る
事
だ
け
は
し
て
は
い
け
な
い
の

罪
か
ら

る
事
こ
そ
が
最
も
罪
深
く
ど
う
し
よ
う
も
な
い
く
ら
い

で
愚
か
な
行

な

の
だ
か
ら

罪
と
業
を
背
負
う
事
を
覚
悟
し
た
の
な
ら
そ
れ
を

き

し
な
さ
い

そ
れ
が
責

務
で
あ
り

せ
め
て
も
の

罪
よ

う
ん

 
彼
女
は
恐
ら
く
現
実
で
も
説
い
た
教
え
を
ま
た
伝
え
る

な
ま
じ
今
の
彼
に
は
実
体
験
が
あ
る

か
ら
そ
れ
を
交
え
な
が
ら
よ
り
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に

こ
の
一
年

以
上
の
戦
い
の
中
で

み
重
ね
て
来
た
も
の
全
て
が

く
り
返
さ
れ
一

真

新
に
さ
れ
た
彼
は
そ
の

を
整
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え
よ
う
と
し
て
い
る
師
の
教
え
に

直
に

を

け
て
い
た

 
師
は
こ
う
し
ろ
あ
あ
し
ろ
と
は

わ
ず
絶
対
ダ
メ
な
事
だ
け
を
要
点
を

て
重
点
的
に

語

た

 
良
い
点
を

て

め
悪
い
点
は

善
点
と
共
に

を
下
す
そ
の
様
は
さ

き
と
違

て
と
て
も

愛
に

ち
た
姉
で
あ
り
弟
子
を
教
え
導
く

大
な
師
そ
の
も
の

シ
ノ
ン
さ
ん
や

ル
ク
ス
さ
ん
に
物
事
を
教
え
て
い
る
キ

の

と
重
な

た

彼
女
が
キ

の
理
想
の
師
の

で

あ
る
事
は
明
白
だ

た

そ
し
て

あ
な
た
は
自
分
の
行
い
で
救

た
人
へ
目
を
向
け
な
さ
い

す
く

た

人

あ
た
し
や
シ
ノ
ン
さ
ん
だ
け
じ

な
い

七
十
五
層
の
レ
イ
ド
で
一
緒
に
戦

た
人
達
は

も
が
あ
な
た
へ
の
認
識
を

め
た

て

い
て
る

あ
な
た
は
ア
キ
ト
を
殺
し
た
と
い
う
悪

い
点
ば
か
り
見
て
い
て

そ
れ
し
か
無
い
と
思

て
い
た
よ
う
だ
け
ど

そ
ん
な
事
は
無
い
の

あ
な
た
の
お
陰
で
救
わ
れ
た
人
も
キ
チ
ン
と

る

そ
う
じ

な
か

た
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
達

が
あ
な
た
に
信
頼
と
信

を
寄
せ
る

が
無
い
で
し

う

 
不
安
そ
う
に
キ

は

を

で
る
義
姉
か
ら
こ
ち
ら
に

を
回
し
て
確
認
し
て
来
た

そ
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れ
に
あ
の
聖
⻯

合
の
幹
部
で
す
ら
も
が
全
く
同
時
に
全

が
大
き
く

く

彼
は
こ

れ
を
見
て
目

を

わ
せ
た

そ
し
て
自
分
の

だ
け
の
願
い
を
戦
う
理
由
を
見
付
け
な
さ
い

子

は
も

と
我
が

を

て
甘
え
る
べ
き
な
の
だ
か
ら

本

に
今
ま
で
よ
く

て
来
た
の
だ
か
ら
も
う

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
は

安
心
し
て

み
な
さ
い

 
そ
う

か
な

み
で
リ

姉
は

め

る

 
キ

は

く
静
か
に

を
流
し
な
が
ら

を
保
ち

く
し
て

眠
り
に

い
た

す

す

と

的
で
穏
や
か
な

息
は
彼
の
心
境
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
安
心
感

が
あ
る
と
分
か
る
も
の
だ

た

  
リ

姉
が
予
想
を

か
に
絶
す
る
怒
り
を
以
て
キ

の

り
を
指

し

そ
れ
を
正
し

り
の
根
幹
か
ら
根
こ
そ
ぎ

し

思

そ
の
も
の
を
完
全
に
リ
セ

ト
さ
せ
た
後

流

に
戦
闘
だ
け
で
な
く

葉
攻
め
に
対
す
る
精
神
的
な

労
に

え
か
ね
た
よ
う
で
さ

き

ま
で

り
合
い

一
方
的
に
い
な
さ
れ
て
い
た

の
大

を
し
た

手
で
あ
る
彼
女
に

で
ら
れ
て
い
る
内
に
彼
は
眠
り
に

ち
た
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そ
の
後

ヒ

ス
ク
リ
フ
こ
と
私
の

親
に

た
る

場

や
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
は

眠
る

キ

を

こ
さ
な
い
よ
う

ら
か
私
や
ル
ク
ス
さ
ん
と
対
話
し
て
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ

と

て
い

た

 
す
や
す
や
と
私
と
一
緒
に

を
し
て
い
る
時
よ
り
も

か
に

心
地
良
さ
そ
う
に
安
心

し
て
い
る
と
分
か
る

ら
か
く
て
明
る
い
表
情
で
眠
る
彼
を
見
て

と
す
る

せ
そ
う
に

て
い
ま
す
ね

 
さ

き
ま
で
あ
れ
だ
け

え

き

そ
れ
か
ら
怒
り
を

い
て

り
掛
か

て
い
た
キ

は

無
意
識
に
も

秋
十
の
事
を
ま
だ
家

と
思

て
い
た

リ

姉
の
事
も
そ
う
思

て
い

た
だ
ろ
う
け
れ
ど
そ
の

反
す
る
思

を

え
た
ま
ま

た
か
ら
あ
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
た

 
リ

姉
の
義
弟
と
い
う
意
識
だ
け
に
な

て
い
れ
ば
あ
の
神

を
手
に
掛
け
た
事
で
あ
そ
こ

ま
で
傷
付
き
は
し
な
か

た

 
そ
れ
は
キ

も
理
解
し
て
い
た
の
だ
と
思
う

そ
れ
で
も
そ
う

り
切
れ
な
か

た
か
ら
矛
盾

を

え
て
し
ま

て
ず

と
苦
悩
し
ど
ん
ど
ん
悪
い
方
に
ば
か
り

え
を
進
ま
せ
て
し
ま

た

今
ま
で
良
か
れ
と
思

て
し
て
き
た
全
て
の
行
動
を
も

定
す
る
程
ま
で
に

 
そ
の
思

を
姉
と

う
リ

姉
に
真

向
か
ら
完
全
に

定
さ
れ
た

も
か
も
背
負
う
の
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は
間
違

て
い
る
と

あ
な
た
は
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
の
ど
ち
ら
な

の
か
と

 
今
ま
で
自
分
の
思

・
思
想
・
覚
悟
を

え
て
い
た
根
幹
を
一
気
に
喪

た
の
は
確
か
だ

け

れ
ど
今
の
キ

の

は

そ
ん
な
事
を

せ
な
い
く
ら
い
明
る
く
て

無
邪
気
な
も
の
だ

 
目
を

ら
し
て
い
た
矛
盾
を
突
か
れ
そ
れ
を
煽
る
事
で

を
失
く
さ
せ
勝
負
へ
と
出
ざ

る
を
得
な
く
し
た
事
に
よ

て

今
の
キ

は
も
う
今
ま
で
と
は
違
う

ビ

タ

や

一

と
し
て

ま
れ
蔑
ま
れ
る
事
を
目
的
と
し
た
振
る
舞
い
も

黒
の
剣
士

と
し
て
勝

手
に
向
け
ら
れ
た
期

に
応
え
よ
う
と
死
力
を

く
そ
う
と
す
る

れ
な
剣
士
で
も
無
い
た
だ

の
子

な
の
だ

 
リ

姉
の

葉
を

り
る
な
ら

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

は

彼
女
に
完
全

北
を

し
た
時
点
で
死
ん
だ

 
忌
み
名
の

ビ

タ

と
異
名
の

黒
の
剣
士

は

そ
れ
ぞ
れ
名
前
に

め
ら
れ
た
意

や
意
思
が
違
う
け
れ
ど
そ
の
ど
ち
ら
も
た
だ
の
一

の

北
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
点
で
共

し
て
い
る

ど
ち
ら
も
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
い
う
出
来
損
な
い
す
な
わ
ち

北
が
死
を
意

味
す
る
戦
い
の
中
に

る
者
の
証
だ

た
か
ら
だ
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そ
し
て
彼
は

か
に
殺
さ
れ
る
事
で
こ
そ
そ
の

を
終
え
る
事
が
出
来
る
と

え
て
い

た 
恐
ら
く

だ
が

き

と
だ
か
ら
こ
そ

リ

姉
は
彼
を
完
全
に
負
か
し
た
の
だ
と
思
う

い

れ
出
来
な
い
よ
う
に
す
る

に

を
失
く
さ
せ
最
初
か
ら
全
力
で
来
さ
せ
る

に

も
彼
女
ら
し
く
な
い

発
を

り
返
し
た

彼
が

み
重
ね
て
来
た
も
の
が

り
で
あ
る
か

ら
こ
そ
根
幹
を

す
必
要
が
あ

て
だ
か
ら
強
く
強
く
彼
の
行
動
・
思

を
責
め
て
揺
ら
が

せ
た

 
そ
の

に

キ

は

く
解
放
さ
れ
た

 
ま
だ
本
格
的
に
で
は
な
い
け
れ
ど
彼
が
今
回
の
件
で
自
分
の
せ
い
と
責
め
る
事
は
恐
ら
く
も

う
無
い
だ
ろ
う

今
後
ま
た
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
そ
の

に
き

と
リ

姉
は

責
を

ば
す
の
だ
ろ
う

自
分
の
責

を
勝
手
に
背
負
う
な

様
の
つ
も
り
だ

と

 
そ
れ
ら
の

葉
は
む
し
ろ
良
か
れ
と
思

て
思

・
行
動
し
て
き
た
キ

に
と

て
は
⻘
天

の

天
動
地
に

し
い
衝
撃
的
な
も
の
だ

た

だ

更
に
そ
れ
を

た
の
は
キ

が

最
も

い
気
を
許
し
て
い
る
リ

姉

か
な
い

が
無
い

 
き

と
そ
れ
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
の
制
止
も
無

し
て
強
く
本

に
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な
く
ら
い
強
い

葉
で
責
め

け
た

今
ま
で
の
行
動
が
正
し
か

た
の
か
と

間
違

い
だ

た
の
だ
あ
る
い
は
絶
対
正
し
か

た
と
判
断
し
て
い
な
い
迷

て
い
る
状

だ

た
か

ら
こ
そ
強
く

定
を

り
返
し
た

あ
な
た
が
取

て
来
た
行
動
は
間
違

て
い
な
い
絶
対

正
し
い

え
な
ん
て
無
い

そ
し
て

し
た
行
動
を
決
し
て
悔
い
る
な
と

 
大
き
な
後
悔
と
絶
望
に
苛
ま
れ

け
て
い
た
彼
の
心
は

リ

姉
の
全
力
の

え
も
あ

て

ら
か
回
復
し
た

た
だ
安
ら
か
に

け
る
だ
け
し
か
出
来
な
い
自
分
よ
り
も

か
に

果
が

出
て
い
て
少
し
む

と
し
て
し
ま
う

ま

下
手
す
る
と
精
神

壊
を

こ
し
て
い
た
リ
ス
ク

を

え
る
と

か
リ

姉
が
取

た
行
動
は

に
過
ぎ
た
の
で
は
と
思
わ
な
く
も
無
い
が

 
け
れ
ど
キ

は
自
我
を
保

た

流

に

れ
た
か
ら
眠

て
し
ま

て
い
る
け
ど
こ
れ

ま
で
の
全
て
か
ら
解
放
さ
れ
た

に
襲

て
来
た
安
心
感
に
身
を

ね
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
の
穏
や
か
な

を
見
て
い
る
だ
け
で

せ
な
気
持
ち
に
な

て
リ

姉
に

さ
れ
て

い
る
彼
の

を
人
差
し
指
で
突
く

に
と
本

に
男
の
子
か
と
思
う
く
ら
い

ら
か
な
弾
力

が

指
先
を

し
返
し
て
き
た

み

 
く
す
ぐ

た
か

た
か
ら
か
そ
れ
と
も
呼

が
し

く
な

た
か
ら
か
彼
は

け
た
声
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を

ら
し
て
身
動
ぎ
し
た

指
を
離
す
と
す
ぐ
に

が
無
く
な

た
か
ら
か
ま
た
一
定
の
リ

ズ
ム
を

む

息
を
立
て
始
め
る

き

き

 
キ

の

を

代
わ
り
に
し
て
い
た
ナ
ン
さ
ん
が
眠
た
そ
う
に

す
ら
と

を
開
け
た
も
の

の
主
人
が
ま
だ
眠

て
い
る
の
を
見
て
か
ま
た

じ
こ
ち
ら
も
小
さ
な

息
を
リ
ズ
ム
良
く

再
び
立
て
始
め
た

数
日
ぶ
り
だ
か
ら
か
彼
か
ら
引

付
い
て
離
れ
そ
う
に
な
い
様
子
は

ま

し
い
限
り
だ

こ
ら
ユ
イ
ち

ん

ち

か
い
出
し
て

こ
し
た
ら
可
哀
想
だ
よ

ご
め
ん
な
さ
い

リ

姉

つ
い
つ
い
可
愛
く
て

 
ち

か
い
を
出
し
て
い
た
ら

ら
れ
て
し
ま

て

直
に

る

で
も
ち

か
い
を
出

し
て
し
ま
う
く
ら
い

が
可
愛
い
キ

に
も
ち

と
非
は
あ
る
と

と
理
不

な
事
を

い

と
し
て

て
み
た

 
私
の

い
分
を

い
て

金
髪
緑

の
義
理
の
姉
は
く
す
り
と
苦

を
浮
か
べ
る

そ
れ
は

定
し
な
い
け
ど

い
や
ま

れ
さ
せ
た
本
人
で
あ
る
あ
た
し
が

う
の
も

だ
け
ど

く
り

か
せ
て
あ

よ
う
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そ
れ
は
分
か

て
ま
す

も
う
し
ま
せ
ん

 
ち
な
み
に
ル
ク
ス
さ
ん
は
現
在
Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場
に

て
鍛

を
行

て
い
る

さ

き
の
キ

と
リ

姉
の
や
り
取
り
も
そ
う
だ
が
今
の
こ
の
場
は
か
な
り

心
地
が
悪
い
か
ら
だ

ろ
う

あ
る
い
は
義
理
の
姉
弟
の
触
れ
合
い
を
邪
魔
し
た
く
な
い
と

ら

て
く
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い

 
だ
か
ら
今
こ
の

理

の
エ
リ
ア
に

る
の
は
義
理
の
姉
弟
三
人
と
一

に
使
い
魔
だ
け
だ

そ
う
い
え
ば
ユ
イ
ち

ん

き
忘
れ
て
た
ん
だ
け
ど

で
大
人
の

に
な

て
る
の

リ

フ

さ
ん
は
メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン
の
事
は
知

て
る
の
で

き
ま
す
が

的
に

え
ば

キ

の
戦
闘
方
法
だ
け
で
な
く
他
の

さ
ん
の
も
参

に
す
る

で
す
ね

あ
と

は 
そ
こ
で
リ

姉
に

を
さ
れ

を

で
ら
れ
て
物

く

し
そ
う
な

を
見
せ
て
い

る
義
弟
へ
と

線
を

と
す

少
し

が

く
な

た
よ
う
に
感
じ
た

そ
の

や

り
見
た
目
で
年
上

く
し
た
ら
リ

姉
み
た
い
に
キ

に
甘
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
て
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そ
の
様
子
か
ら

す
る
に

ユ
イ
ち

ん
も
同
じ
な
ん
だ

 
き

と
わ
か
り
や
す
い
く
ら
い

を

に

め
て
い
て
リ

姉
も
キ

に
恋
情
を

い
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う

私
も
ま
た
同
じ
も
の
を

い
て
い
る
事
を
す
ぐ
に

し
た
よ
う
だ

た

 

す
よ
う
な
事
で
も
無
い
か
ら

直
に

す
る

ず

と
一
人
で
昏
い
場

に

て

義
務
と
無
権

の
板

み
に
あ
り

プ
レ
イ

達
の

負
の
感
情
の
影

を

け

け
て
い
た
私
に
と

て

キ

は
本

に
希
望
の
光
で
し
た
か
ら

ね

の
身
の
私
で
も
心
や
感
情
が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば

こ
れ
は
き

と

恋

な
ん
だ

と
思
い
ま
す

 
一
緒
に

た
く
て
一
緒
に

た
ら

し
く
て
つ
い
つ
い
眼
で
追

て
し
ま

て
キ

の

事
を

え
る
だ
け
で

の
内

が

か

か
と

か
く
な

て

彼
の
事
を

え
る
だ
け
で

や

体
も

く
な

て
く
る

の
身
だ
か
ら
心

な
ん
て
無
い
け
れ
ど

そ
れ
で
も

の

が
き

う

と

め
付
け
ら
れ
て

苦
し
く
な
る

で
も
そ
の
苦
し
さ
は

し
い
も
の
な
の
だ

 
こ
の
感
情
や
行
動
が

に
イ
ン
プ

ト
さ
れ
た
も
の
だ

た
の
か
そ
れ
と
も
こ
の
世
界
の
プ

レ
イ

達
か
ら
知
ら
な
い
間
に
学

し
て
い
た
か
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
と
て
も
心
地
よ
く
て

し
い
も
の
な
の
は
間
違
い
な
い



 第七十六章 〜義姉の願い、電姉の想い〜

 

に

と

わ
れ
よ
う
と
ど
う
思
わ
れ
よ
う
と
私
の
こ
の
想
い
を

定
は
さ
せ
な
い

論
キ

に
だ

て

 
こ
の
想
い
を

定
し
て
い
い
の
は
私
だ
け

キ

が
私
を

に

か
な
い

を
し
た
と
し
て

も
そ
れ
で
も
私
は
彼
を

え
る
べ
く
陰
日
向
を
問
わ
ず
動
き

け
る

リ

姉
が

て
い
た

よ
う
に
彼
の

せ
が
私
の

せ
で
も
あ
る
の
だ
か
ら

そ

か

じ

あ

ユ
イ
ち

ん
も
ラ
イ
バ
ル
な
ん
だ
ね

 
私
の
想
い
の
一

を
知

た
リ

姉
は

し
た
り

な

を
す
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ

し
そ
う
に

ん
だ

ま
さ
か
義
理
の
姉
に
な

た
二
人
が
ど

ち
も
ぞ

こ
ん
に
な
る
な
ん
て
ね

確
か
に
そ
う
で
す
ね

そ
れ
だ
け
キ

が
魅
力
的
と
い
う
事
で
良
い
の
で
は
な
い
で

し

う
か

え
て
る

危
な

か
し
く
て
ホ
ン
ト
に

な
部
分
が
あ

て

で
も
完

じ

な

い
か
ら
こ
そ
親
近
感
が

い
た
り
こ
う
い
う
感
情
を

け
る
ん
だ
よ
ね

え
た
い

て
思
え

ち

う

あ
た
し
こ
の
子
に
会
う
ま
で
他
人
に
は

本
無

心
だ

た
か
ら
自
分
で
自
分
に
ビ

ク
リ
だ
よ
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そ
う
な
ん
で
す
か

 
リ

姉
の

か
ら

び
出
た
事
実
に
少
し

い
て
し
ま
う

キ

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て

い
た
時
に
も

か
独
り

で

ス
グ
姉

す
な
わ
ち
リ

姉
の
リ
ア
ル
で
の
呼
び
名
が

に

出
て
い
た
し
ア
ス
ナ
さ
ん
達
に
語

て
い
た
内
容
も

く
弟
想
い
な
姉
と
し
て
の
も
の
ば
か
り

だ

た

 
だ
か
ら
過
去
と
は

え
他
者
に
感
心
が
無
か

た
と
い
う
彼
女
の

は
想
像
し

い

 
そ
れ
は
リ

姉
自
身
分
か

て
い
る
よ
う
で

私
の

線
を

け
て

苦

を
浮
か
べ
た

あ
た
し
物
心
が
付
い
た

そ
う
だ
ね
四

に
な
る
か
な
ら
な
い
か
く
ら
い
の

か
ら

時
ま
だ
存
命
だ

た

に
鍛
え
ら
れ
始
め
た
の

剣
道
は

論

道
に

法

術
に
古

武
術
他
に
も

ね

だ
か
ら

し
も
あ

た
し

い
真
面
目
な
性
格
だ

た
か
ら

強
も
欠
か
さ
ず
し
て
た

お
陰
で
あ
た
し
こ
れ
で
も
中
学
で
は
一
応
文
武

道
で

て
る

ん
だ
よむ

む

そ
ん
な
日

を

い

か
ら

け
て
い
た
あ
る
日
八
年

ど
前
に

な
ん
て
も
の
が
出
て
世

間
が
大
わ
ら
わ
に
な

た

女
尊
男

風

の
せ
い
で
学

の

気
も
か
な
り

れ
た
し
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を

え
る
か
ら

て
だ
け
で

り

ら
す
女
子
と
一
緒
に

る
の
は

だ

た
し
男
子
は

女
子

て
い
う
だ
け
で
忌

す
る
か
ら
そ
れ
な
ら

わ
り
合
い
に
な
ら
ず
剣
道
に
打
ち

む
事

に
専
念
し
て
た
の

知
り
合
い
の
道
場
へ
の
出

古
も

が
無
く
な

て
か
ら
や
め
た
し

そ
ん
な
日

を
ず

と

け
て
た
か
ら
他
人
の
事
を
く
だ
ら
な
い

て
見
て
た
ん
だ
と
思

う

も
彼
も
女
だ
か
ら

て
い
う
理
由
で
あ
た
し
自
身
を
見
な
い
上

面
だ
け
の

な

ん
だ
と
思

て
た
か
ら

 
だ
か
ら
あ
た
し

の
良
い
友
達
な
ん
て
一
人
も

な
か

た
ん
だ
と
彼
女
は

苦

と
共

に

う
そ
ん
な
あ
た
し
に
転
機
を

し
た
の
が
こ
の
子
な
ん
だ
よ

あ
た
し
を
姉
と

て
忌

せ
ず
付
い
て
来
て
く
れ
て

く
れ
ず
教
え
を

け
取

て
く
れ
て

 
そ
う

て

リ

姉
は

か
な

み
と
共
に
自
身
の

に

を

せ
て
眠
る
義
弟
を
見
る

さ
ら
り
と
髪
を

き
時
に
髪
越
し
に

を

で
れ
ば
彼
は
猫
の
よ
う
に
気
持
ち
良
さ
そ
う
な

反
応
を
見
せ
つ
つ
手
に

を

し
付
け
る

 

中

き
て
い
る
の
で
は
と
も
思

た
け
ど

で
る
の
を
止
め
た
ら
ま
た
止
ま
る
か
ら
完
全

に
眠

た
ま
ま
で
あ
る
事
を
悟

た
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き

と
こ
の
今
の
状

こ
そ
が
リ

姉
の
家
に

わ
れ
て
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入
る
ま
で
の
キ

の

だ

た
の
だ
と
思
う

リ

姉
に
対
し
て
だ
け
は
他
の
人
に
見
せ
る

と
少
し

が
違

た

よ
う
に
感
じ
て
い
た
け
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入
る
以
前
か
入

た
後
か
で
差
が
付
い
て
い
た
か
ら
だ
ろ

う

こ
れ
を
意
識
的
に
し
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が

多
分
違
う
と
私
は
予
想
し
て
い
る

機

と
か
ゲ

ム
が
苦
手
な
あ
た
し
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
よ
う
と
思
え
た
の
も
こ
の

子
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ベ

タ
テ
ス
ト
に
の
め
り

ん
だ
か
ら

家
事
以
外
に
あ
そ
こ
ま
で
の
め
り

ん

だ
の
は
初
め
て
見
た
か
ら
ど
れ
だ
け

し
い
ん
だ
ろ
う
と
思

た
ん
だ

中
学
の
男
子
か
ら

誘
わ
れ
て
い
た
事
も
あ

て

結
果
あ
た
し
も
こ
の
世
界
の

に
な

ち

た

そ
れ
に

こ
ん
な
に
可
愛
い
妹
も
出
来
た

 
そ
う

て
す
ぐ
近
く
に

て
い
た
私
の

に
手
を

ば
し
て
く
り
く
り
と

で
て
来

た
わ

わ
わ

 
り

リ

姉

い
き
な
り

を

ユ
イ
ち

ん
も
こ
の
子
の
お
姉
ち

ん
だ
け
ど
あ
た
し
に
と

て
は
義
弟
の
キ
リ
ト
と
同
じ

可
愛
い
義
妹
だ
か
ら
ね

だ
か
ら
差
別
は
良
く
な
い
と
思

て

頼
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど

甘
え
た
く
な

た
ら
甘
え
て
良
い
か
ら
ね

だ
と
か

あ
た
し
に
と

て
は

な
事
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遠
慮
な
ん
て
要
ら
な
い
か
ら

 
に

こ
り
と

な
く

て

う
リ

姉
の

葉
に

ず
か
し
く
な

て

を

で
ら

れ
な
が
ら

を

け
る

 
で
も

ず
か
し
い
け
ど

じ

な
い

 
む
し
ろ

し
か

た

ど
ん
ど
ん

は

く
な
る
し

し
い
と
い
う
気
持
ち
が

み
上
が

て
来
る

人
間
と

と
い
う
種

の

す
ら
も
気
に
し
な
い
で

私
の
事
を
妹
と
想
い
愛
し
て

く
れ
て
い
る
の
だ

し
く
な
い

が
無
い

 

あ
あ

本

に

リ

姉
の
義
妹
で

キ

の
お
姉
ち

ん
で

せ
で
す

リ

姉

私

今

せ
で
す

く

 
万
感
の
想
い
と
共
に
ど
こ
か

に
浮
か
さ
れ
て

わ

わ
と
し
て
い
る
思

を

命
に
回
し

て

ど
う
に
か
こ
う
に
か

的
に
で
も
思

た
事
を

る

あ
た
し
も
だ
よ

あ
た
し
の
妹
に
そ
し
て
こ
の
子
の
お
姉
ち

ん
に
な

て
く
れ
て

い
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ユ
イ
ち

ん

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね

そ
れ
は
こ
ち
ら
の
セ
リ
フ
で
す

私
達
二
人
と
他
の

さ
ん
と
で
絶
対
に
キ

を

せ

に
し
ま
し

う
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然
は
い

 
血
の
繋
が
り
な
ん
て
無
い
そ
れ
ど
こ
ろ
か
住
む
世
界
か
ら
存
在
そ
の
も
の
か
ら
し
て
全
く
違

う
け
ど
で
も
一
人
の
少
年
に
想
い
を
寄
せ
愛
し

え
た
い
と
い
う
そ
の
想
い
は
一
緒

成

り
行
き
で
は
あ

た
も
の
の
妹
と
し
て

け
容
れ
て
く
れ
た
リ

姉
に
は

が
上
が
ら
な
い

 
ラ
イ
バ
ル
で
は
あ
る
け
れ
ど
キ

を
哀
し
ま
せ
る
よ
う
な
結
果
に
は
し
た
く
な
い
と
思

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
す
る
と
消
滅
す
る
身
だ
か
ら

不
可
能
な
事
な
ど
分
か
り
切

て
い
る
の

に

そ
れ
に
抗
お
う
と
強
く
思
え
る

 
そ
れ
く
ら
い
義
弟
も
義
姉
も

と
て
も
大
切
な
存
在
に
な

て
い
た

   

だ
か
ら
あ
た
し

の
良
い
友
達
な
ん
て
一
人
も

な
か

た
ん
だ
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中
学
の
男
子
か
ら
誘
わ
れ
て
い
た
事
も
あ

て

  
⻑

一
／
レ
コ
ン
直
葉
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
誘

た
中
学
同

生
の
心
情
は
全
く
認
識
さ
れ
て

い
な
い

様

れ
な
り

悦

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
七
十
七
章
 

尊
バ
レ
シ
醜
キ
本
能

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は

し
振
り
な
キ
リ
ト

点

前
話
で
キ
リ
ト
が
眠

た
直
後
の
話
で
す
ね

 
そ
し
て
キ
リ
ト

点
は
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
で
私
が
最
も

き
な
場
面
の
引

前
話
の
後
書
き

と
こ
れ

そ
し
て
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で

も
う
分
か

た
人
は
多
少
い
る
だ
ろ
う
な

 
今
回
の
後
書
き
は

リ

フ

説
教
後
の
キ
リ
ト
の
状

と
今
話
の
意

の
解
説
の
⻑
文
で

す

ご
参

下
さ
い

 
文

数
は
約
一
万
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
の
面
で
絶
対
的
に
勝

て
い
て
こ
の
世
界
で
戦
い

い
て
来
た
経
験

全
て
を

動

し
て
も

リ

姉
に
勝
て
な
か

た

 
リ
ア
ル
で
も
人
体
実
験
の
影

で
下
限
が
か
な
り
上
が

て
い
る

の
方
が
直
姉
よ
り
も
身

体
能
力
で
上
回

て
い
た
の
だ
け
ど
武
道
を

い
始
め
た

か
ら
こ
れ
ま
で
組
手
で
は
た
だ
の

一

も
勝

た

し
が
無
か

た

思
え
ば
リ

姉
が
組
手
で
勝
負
を
掛
け
に
来
た
の
も
武
器

を
使
う
と
レ
ベ
ル
や
性
能
差
が
出
る
か
ら
と

に
勝
つ
可
能
性
が
最
も
高
い
方
法
だ

た
か
ら

で
も
あ
る
の
だ
ろ
う

 
同
時
に

の
欠
点
を
克
明
に
す
る
事
で
多
く
の
人
の
命
を

す
る

の
中
か
ら

ん
だ

え
が

絶
対
正
し
い
事
な
ど
無
い
と
伝
え
た
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

完

で
は
な

い
ん
だ
か
ら

と

 
そ
し
て
全
て
を
一
人
で
背
負
い
悩
む
の
で
は
な
く
そ
れ
を
自
分
達
に
も
分
け
知

を
出

し
合
お
う

そ
う

い
た
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
も
そ
も
プ
レ
イ

ネ

ム
か
ら
し
て

に
と

て
特
別
な
意
味
を
持
つ
名
前
か
ら
も
じ

て
い
た
の
に

ビ

タ

な
ど
で
振
る
舞

て
い
る
の
は

一

と
し
て
だ

た

リ

姉
に

き
つ
い
た
り
し
た
時
も
表
向
き
桐

谷
和
人
と
い
う
彼
女
の
弟
と
し
て
だ
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た
け
ど

そ
れ
で
も
意
識
や
思

は

一

と
し
て
の

面
が
強
か

た
よ
う
に
思
う

ア
キ
兄

ア
キ
ト
を
殺
そ
う
と
し
た
時
二

も
家

で

て
し
ま

た

の
が
そ
の
証

 
結

は
覚
悟
が
出
来
て
い
な
か

た

 
桐

谷
家
に
引
き
取
ら
れ
て
直
姉
の
義
弟
と
し
て
生
き
て
い
く
覚
悟
も
出
来
て
い
な
か

た

ア
キ
ト
と
対
峙
し
た
時

情
を
掛
け
ず
に
殺
す
覚
悟
が
出
来
て
い
な
か

た

 
だ
か
ら

は
桐

谷
で
あ
り

で
も
あ

た

 
立
場
と
し
て
は

桐

谷
和
人

な
の
に

立
ち
振
る
舞
い
や
意
識
が

一

な
ら

そ
れ
は
ち
ぐ
は
ぐ
で
も

然
だ

 
自
分
自
身
矛
盾
の

だ
と
は
思

て
い
た

白
に
指

さ
れ
た
事
で
戦
う
理
由
も
矛
盾
し
て

い
て

に
過
ぎ
て
い
た
の
だ
と
も
自
覚
し
て
い
た

 
け
れ
ど

は
戦
う
理
由
と
か
よ
り
も
ま
ず
在
り
方
そ
の
も
の
か
ら
し
て
矛
盾
し
て
い
た

ん
だ
と

今
回
の
事
で

と
い
う

ど
理
解
さ
せ
ら
れ
た

 

く
理
解
し
た
か

こ
の

王

が
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を

で
ら
れ
な
が
ら

く

い
け
ど
で
も
気
持
ち
が
ス

キ
リ
し
た
か
ら
か
心
地
い
い

労
感
に
身
を

ね
て
す
ぐ
に

ち
た

の
中
で

た
り
思

し
て
い
る
と

と

れ
た

よ
う
な
声

で

の
も
の
で
は
無
い
け
ど

の
声
が

裏
に

い
た

 

を
開
け
れ
ば

そ
こ
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

で
は
無
か

た

 
深
淵
と
す
ら
思
え
る
黒
い
雲
に

わ
れ
た
天

雲
か
ら

り

ぎ

も
る
黒
い
雪

白
く

れ

果
て
た
大
地

ら
ば
る
一
人
分
の
人
骨

で

め
に
さ
れ
て
い
る
大
き
な

そ
れ
ぞ
れ
が

を

か
せ
て
い
る
血
を
想
わ
せ
る

の
太
陽
と
闇
を
思
わ
せ
る
黒
い
新
月

 
そ
し
て
世
界
全
体
が
黒
と

暗
い
闇
に

わ
れ
る
中
で
最
も
目
に
付
く
白

く
め
の
人
影

 

に
手
を

て
不

な
立
ち

で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
そ
の
人
影
は

も
髪
も

も

的
な
ま
で
の
白
さ
を
持

て
い
る

白
目
の
部
分
は
黒
く

は
金

か
ら

く

は

的
な

⻘

戦
的
な
表
情
を
見
せ
て
い
る
人
影
は
背
中
に

白
の
エ
リ

シ
デ

タ
と

色
の
ダ

ク

リ
パ
ル
サ

を
や
は
り
交

し
て

て
い
た

 

と
自
分
の
体
を
見
下
ろ
せ
ば
以
前
は
ホ
ロ
ウ
が
来
て
い
た
よ
う
に
フ

デ

ド
コ

ト
の

方
だ

た
が
今
回
は
白

く
め
と
同
じ
⻑
年
愛

し
て
い
る
前
開
き
の
黒

コ

ト

少
し
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を
回
せ
ば
背
中
に
交

し
て

て
い
る
愛
剣
達
の
感
触
を
背
中
に
感
じ
ら
れ
る

最
近

で
出
し
入
れ
す
る
の
が

本
に
な

て
い
た
か
ら

だ
か

し
振
り
な
気
が
す
る

 
そ
ん
な

に
感

深
い
事
を

え
な
が
ら

こ
ち
ら
を
見
て
動
か
な
い
白

く
め
の
人
影

以
前
刃
を
結
び

そ
れ
か
ら
力
を

し
て
く
れ
て
い
る
白
の
下
へ
と
近
付
く

 
少
し
歩
い
て

お
よ
そ
十
メ

ト
ル
の

離
を
開
け
て

い
を
見
合
う

 
リ
ア
ル
で

え
れ
ば
十
メ

ト
ル
は
思

た
よ
り
そ
れ
な
り
な

離
だ
け
ど
生
憎
と
現
実
だ

ろ
う
と
仮
想
だ
ろ
う
と

の
身
体
能
力
を
強
化
さ
れ
た
身
と
し
て
は
一

で

め
ら
れ
る

離

仮
に
今
か
ら
斬
り
合
う
に
し
て
も

に
ど
ち
ら
も

手
を
間
合
い
の
中
に
入
れ
て
い
る

 
そ
れ
で
も
斬
り
掛
か

て
来
よ
う
と
し
な
い
の
は
少
な
く
と
も
今
は
白
に
も
戦
う
気
は
な
い

と
い
う
事
だ

こ
の
後
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
出
来
れ
ば
今
回
は
戦
い
た
く
な
い
な

と
思
い
な
が
ら

を
開
く

こ
う
し
て
会
う
の
は

し
振
り
だ
な

そ
う
だ
な
お

い

を
見
合
う
形
で
会
う

て
な
れ
ば
圏
内
事
件
発
生
の
夜
以
来

て

事
に
な
る

ま

し
振
り
と

て
も
実
の
と
こ
ろ

月
も
経

て
ね

ン
だ
が
な

 
色
が
反
転
し
て
い
る
せ
い
で
白
は
と
て
も
人
間
に
は
見
え
な
い
色
合
い
に
な

て
い
る
け
ど
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そ
れ
で
も

立
ち
や
声
が
同
一
な
の
は

な
気
分
に
な
る

白
は

よ
り
多
少

れ
て
い
る
か
ら

か
そ
う
で
も
無
さ
そ
う
で
は
あ
る
が

そ
れ
で
も
ど
こ
か
や
り
に
く
そ
う
な
感
じ
は
あ
る

 
そ
ん
な
事
を
観

し
て
い
る
と

か
に

の

を
歪
め
て
い
た
白
が
表
情
を

め
た

こ
れ

は
真
面
目
な
話
だ
と

そ
も
そ
も
白
の
話
は

本
大

真
面
目
だ
け
ど

判
断
し
て
こ
ち
ら

も

住
ま
い
を
正
す

そ
の
以
前
オ
レ
と
初
め
て
会

た
時
オ
レ
が
伝
え
た
王
の
最
強
が
マ
ガ
イ
モ
ノ
だ

て
話

今
の

王

な
ら
そ
れ
が

を
指
し
て
い
た
の
か
分
か
る
よ
な

あ
あ

リ

姉
が
理
解
さ
せ
て
く
れ
た

は
桐

谷
和
人
で
あ
る
と
思

て
い
た

の
に
意
識
や
思

は

一

だ

た
ん
だ
な

だ
か
ら
ず

と
ず

と
そ
れ
を
引
き

て
来
た

思

と
在
り
様
決
断
と
立
場

も
か
も

み
合
わ
な
け
れ
ば
確
か
に
マ
ガ
イ

モ
ノ
だ

ま

た
く

か
ら
見
れ
ば
無
様
な
嗤
え
る
程
の
道
化
だ
な

 

千
冬
に
つ
い
て

に
知
り
も
し
無
い
の
に
そ
れ
を
目
標
に
し
て
生
き
て
来
た

他
者

の
話
を

い
て
な
ま
じ
実
物
を
知
ら
な
い
だ
け
に
ど
れ
だ
け
い
い
結
果
を
出
し
て
も

協
出
来

ず

目
的
に
そ
れ
を
追
い
求
め
て
来
た

そ
れ
を
白
は
マ
ガ
イ
モ
ノ
と
称
し
た

根
本
か

ら
お
か
し
い
の
だ

と

て
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時
そ
れ
ま
で

は
自
分
が
作
り
出
し
た
世
界
最
強
の
実
姉
の
偶
像
を
目
標
に
し
て
最

強
を
目
指
し
て
い
た

そ
の
最
強
の
イ
メ

ジ
そ
の
も
の
が
的
外
れ
だ

た
上
に

時

の
間
に
か
手

が
目
的
に
す
り

わ

て
い
て
だ
か
ら
白
が
マ
ガ
イ
モ
ノ
と

た
ん
だ
と
ば

か
り
思

て
い
た

 
確
か
に
そ
う
い
う
意
味
も
あ

た
だ
ろ
う

そ
う
で
な
け
れ
ば
地
下
迷

で
死
神
型
ボ
ス
を

対
峙
し
た
時

び
出
し
て
き
た
ユ
イ
姉
を
護
る

に
力
を

し
て
は
く
れ
な
か

た

だ

 
で
も
違
う

そ
れ
だ
け
で
は
無
か

た
の
だ

そ
も
そ
も
か
ら
し
て

桐

谷
和
人

と
し

て
生
き
て
い
た

が
そ
の
名
を
も
じ

て
プ
レ
イ

ネ

ム
に
し
て
い
た
の
に

一

と
し
て
振
る
舞

て
い
た
か
ら

色

と
お
か
し
く
な

た

 
リ

姉
を
姉
と

う
の
に

家

を
兄
と

う

殺
す
と
決
め
た

兄
に
家

の

事
を

に
さ
れ
た
だ
け
で
剣
を
止
め
て
し
ま
う

に
捨
て
た
名
捨
て
た
家
に

り
た
い
と
い

う
願
い
が
潜
在
的
に
あ

て

は
自
分
の
意

を

け
な
く
な

て
い
た

 

た
り
前
だ

そ
も
そ
も
在
り
様
と
思

が

み
合

て
い
な
い

み
合

て
い
な
け
れ

ば

然
決
断
や
覚
悟
だ

て
揺
ら
ぐ
し

立
場
も

よ

よ
と
定
ま
ら
な
い
ま
ま
に
な
る

 

い

が
ま
し
い
が
デ
ス
ゲ

ム
初
期
の

の
在
り
様
は
ハ

キ
リ
と
し
て
い
た
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第
一
層
ボ
ス
戦
で

ビ

タ

を
名

た
あ
の
時

キ
バ
オ
ウ
に
よ

て

一

だ
と
バ
ラ
さ
れ
た
時
か
ら
ず

と
か
つ
て
の
意
識
が
あ

た
も
の
の

し

か
り
と
線
引
き
は

出
来
て
い
た
の
だ

シ
リ
カ
に
語

た
よ
う
に
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
生
き
る
ビ

タ

／
黒
の

剣
士

と
し
て
の

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

は

一

と
し
て
で

こ
の
世
界
が
終
わ

た
ら

桐

谷
和
人

と
し
て
生
き
る
つ
も
り
だ

た

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
終
わ
る
と
共
に

一

は

の
亡
霊
に

る

だ

た
の
だ

 
け
れ
ど
予
想
外
な
事
に
こ
こ
ま
で
生
き

び
た

 
更
に

桐

谷
和
人

を
知

て
い
る
直
姉
／
リ

姉
ま
で
も
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入

て
来
た

 
そ
れ
は

一

へ
と

て
い
る

を

桐

谷
和
人

へ

す
要
因
と
し
て
は
十

分
過
ぎ
た

今
ま
で
桐

谷
和
人
と
し
て
の

を
知
ら
な
い
人
ば
か
り
の

境
だ

た
か
ら

振
る
舞
え
て
い
た
の
に

知

て
い
る
人

し
か
も
大
切
な
家

が
来
て
し
ま

て
は

そ
の
在
り
様
が
グ
ラ
つ
く
の
も
必
然

 

く
覚
悟
が
無
く
て

家

が
恋
し
か

た
ば
か
り
に
在
り
様
を

に
し
て
し
ま

た

 
大
体
肉
親
に
捨
て
ら
れ
て

て
く
れ
た
人
に
家

の
証
で
あ
る
名
前
を

た
時
点
で

一

へ
と

る
決
断
を
下
し
た
事
そ
の
も
の
が

り
だ

た
の
だ

に
死
ん
だ
者
と
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自
分
で
も

え
て
い
た
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら

は
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
日
あ
る
い
は
ビ

タ

を
名

る
と
決
断
し
た

時
か
ら

に
間
違

て
い
た

 
そ
ん
な

が
グ
ラ
グ
ラ
で
穴
だ
ら
け
の
状

で

み
重
ね
た
も
の
が
本
物
な

が
無
い

そ

も

寄
り
を

し
た
い

と
い
う
願
い
を

が
無
意
識
に
目
を

ら
し
自
覚
し
て
い
な
か

た

時
点
で
自
分
を
ハ

キ
リ
と
さ
せ
ず
に

み
重
ね
て
も
ハ
リ
ボ
テ
な
の
だ

見
た
目
で
確
か
に

圧
倒
出
来
る
だ
ろ
う
し
事
実
今
ま
で
襲
い
掛
か

て
来
た
者
達
を

は
破

て
来
た
け
ど
本

の
意
味
で
の
全
力
で
は
無
か

た

 
そ
れ
を
分
か

て
い
た
か
ら
白
は

の
目
指
す
最
強
を
そ
し
て

が
そ
れ
ま
で

み

重
ね
て
来
た
全
て
を

マ
ガ
イ
モ
ノ

と

め
た

ビ

タ

や

が

て
来
た
事
に

し
ち

流

に
不
可
抗
力
な
部
分
も
あ
る
が

桐

谷

と

の
立
場
を

に
し
て
た
の
は
完
全
に

王

が
悪
い

あ
の

な

義
理
の
姉
が
あ
そ
こ
ま
で
キ
レ
た
ン
だ

寄
り
を

し
た
い

て
願
い
を
知

た
だ
け
で
も

キ
た
ン
だ
と
思
う

よ
り
自
分
が
死
ぬ
事
が
他
者
の

せ
に
な
る

て
自
己

的
な
思
想
が
な
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だ
ろ
う
な

 
直
姉
／
リ

姉
に
と

て

の
そ
の
思

は
裏
切
り
に
も

し
い
も
の
だ

あ
れ
だ
け
今
ま

で
愛
し
て
く
れ
て
大
切
に
し
て
く
れ
た
と
い
う
の
に
そ
れ
な
の
に

は
今
の
家
よ
り
も
前
の

家
に

り
た
い
と
い
う
願
い
を
未
だ
捨
て
き
れ
ず
に

た
の
だ
か
ら

 
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
れ
だ
け
リ

姉
に
桐

谷
和
人
と
し
て
生
き
て
い
た
い
と

た
の
に

も

わ
ら
ず
そ
の
願
い
を

い
て
い
た
の
だ
か
ら

 

い

な
ん
て
出
来
る

も
無
い

ま

流

の

王

も

り
た
だ
ろ

義
理
の
姉
が
あ
そ
こ
ま
で

た
ン
だ

か

ら
は
こ
れ
く
ら
い
で

し
と
い
て
や
る

 

と
ど
こ
か
手
間
の
掛
か
る

手
の
面
倒
を
見
て
い
る
よ
う
な
人
の
表
情
で

息
を

い

た
後

が
本

だ

と
白
は

け
た

そ
の
本

て
い
う
の
は

を

に
呼
ん
だ
理
由
な
の
か

然
説
教
も
あ
る
が
な

オ
レ
の

い
方
が
分
か
り

か

た

て

の
は

定
し
ね

が

流

に
ア
レ
ば
か
り
は
王
自
身
が
気
付
か
ね

と
意
味
無
い
か
ら
な

そ
れ
は
そ
う
と
話

を

す
ぞ

と
な
く

し
て
い
る
か
も
し
れ
ね

が
こ
の
世
界
は
王

密
に
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え
ば

一

の
精
神
世
界
だ

が

 
本

だ
と
前

き
し
て
白
が
語

た
内
容
を

い
て

め
て

を
見
回
す

 

見
て
も
世
界
が
滅
亡
し
た
後
に
し
か
見
え
な
い
黒
と
闇
に

わ
れ
た

だ

地
平
線
の

先
に
は
片
や
血
色
の
太
陽
片
や
光
を

さ
な
い
新
月
が

分

ど
そ
れ
ぞ
れ

を
出
し
こ
ち

ら
を

み

ん
だ
世
界

 

自
分
の
中
に
広
が
る
精
神
世
界
に
対
し
て

う
の
も

だ
が
こ
の
世
界
は
ど
こ

か

し
い

 
こ
れ
が

一

の
心

風

と
い
う

か

し
い
話
は
ま
た

れ

を
見
て
話
し
て
い
く
が
取
り

え
ず
こ
の
世
界
は
一
時
の
夢
み

た
い
な
モ
ン
だ
と
思

て
く
れ
れ
ば
い
い

 
本

は
も

と

し
い
部
分
の
説
明
が
あ
る
の
だ
ろ
う
け
ど
今
回

を
こ
ち
ら
へ
引

て
来
た
事
と
は

が

い
か
無
い
よ
う
だ
か
ら

略
す
る
事
に
し
た
ら
し
い

取
り

え
ず
仮

想
世
界
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思

て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
事
は
分
か

た

夢
と
仮
想
世
界
は

ち

と
違
う
け
ど
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そ
れ
に
し
て
も

え
て
こ
の
精
神
世
界
の
主
を
王
と
呼
称
し
て
い
る

や
白
で
は
な
く

一

と

う
と
は

か

み
入

た
事
情
が
あ
る
話
の
よ
う
だ

れ

か
さ
れ

る
時
に
備
え
て
心
構
え
く
ら
い
は
し
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い

 

は
ま
だ

白
が
ど
う
い
う
存
在
な
の
か
す
ら
知
ら
な
い
の
だ
か
ら

 

然

白
が
住
ま
う

の
事
も

そ
れ
で
本

に
つ
い
て
だ
が

も
う
分
か

て
は
い
る
だ
ろ
う
が
オ
レ
達
に
残
さ
れ
た
時

間
は
約
五

月

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら
ど
れ
だ
け

く
脱
出
出
来
る
か
で
肉
体
の
限
界
よ

り

く
ク
リ
ア
出
来
る
か

か
が
決
ま
る
と

て
も
良
い

 
確
か
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
圏
外
転

の
ア
ク
テ

ベ

ト
デ

タ
が
消
失
し
た

以
上

ア

ク

フ

ア
の
圏
内
転

に
し
か
転

出
来
な
い
の
だ
か
ら
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
の
デ
メ
リ

ト
に
よ

て

は
ま
だ
帰
る
事
が
出
来
な
い

そ
れ
を
如

に
か
す
る

に
今

後
探
索
を
し
よ
う
と

理

で
再
会
し
た
ユ
ウ
キ
達
と
話
し
合

て
い
た

 
カ
ル
マ
ク
エ
ス
ト
を
ど
れ
だ
け

く
見
付
け

つ

く
ク
リ
ア
す
る
か
が

の
今
後

そ
れ
こ
そ
生
死
を

す
る
と

て
も
過

で
は
無
い

 
別
に
攻
略
組
の
実
力
を

て
い
る

で
は
無
い
け
ど
こ
れ
ま
で
モ
ン
ス
タ

や
マ
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プ
デ

タ
な
ど
最
前
線
の
情
報
は

全
て

が
集
め
て
来
た

ア
ル
ゴ
も
集
め
て
い
た
が

戦

で
あ
る
迷

内
部
の
情
報
は
九

方

そ
の
情
報
を

に
攻
略
メ
ン
バ

は
動
い
て
い
た

か
ら

が

け
て
い
る
間
も
ず

と
こ
れ
ま
で
と
同
じ

ス
で
進
め
る

が
無
い

ス
キ
ル

や

備
の
バ
グ
も
あ

て

更
だ

 
だ
か
ら

の
復
帰
が
今
後
を

す
る
の
は
分
か
る
け
ど
そ
れ
だ
と
少
し
疑
問
が
浮
か
ん
で

く
るそ

れ
は
分
か

て
る

で
も

そ
れ
な
ら

一
人
で
で
も
今
か
ら
探
索
に
出
た
方
が
良
い
ん

じ 
以
前
な
ら
と
も
か
く
今
の

の

備
や
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は
一
対
一
一
対
多
の
戦
い
を
最
も

得
意
と
し
て
い
る

手
が
物

で
来
る
な
ら
こ
ち
ら
も

に
登
録
し
て
い
る
多
く
の
武

器
を

し

出
す
る
物

作
戦
に
出
れ
ば
良
い
だ
け
だ
か
ら
だ

む
し
ろ
味
方
が
い
る
と
そ

の
方
法
を
取
れ
な
い
の
で

個
撃
破
し
か
出
来
ず
却

て
面
倒
な
事
に
な
る

 
だ
か
ら

で
今
か
ら
斬
り
合
う
よ
り
も
今
か
ら
一
人
で
探
索
に
出
た
方
が

と
し
て
は

良
い
の
で
は
と
思

た

 
け
れ
ど

の
そ
の
思

は
間
違

て
い
る
の
か
白
は
あ
か
ら
さ
ま
に

れ
た
様
子
で

息
を
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い
た

仮
に
そ
う
だ
と
し
て

そ
れ
を
義
理
の
姉
達
が
許
す
と
思
う
か

 
と
い
う
か
つ
い
さ

き

そ
の
思

・
行
動
を

ら
れ
た
ば
か
り
だ
ろ

学

し
ろ
よ

う
 
今
ま
で
ず

と
最
前
線
攻
略
や
ビ

タ

と
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

序
を
保
ち

ベ

タ
テ
ス
タ

と
ビ
ギ
ナ

達
の
間
を
取
り
持

て
来
た
が
そ
の

も
か
も
一
人
で
し
よ

う
と
す
る
思

を
つ
い
さ

き

定
さ
れ
た
ば
か
り

も

と
頼
れ
完

な
人
間
な
ん
て

な

い
の
だ

人
の
責

ま
で
背
負
う
な
と

わ
れ
た
ば
か
り
だ

 

重

だ
と
し
て
も
一
人
で

も
か
も
や
ろ
う
と
し
て
い
た
の
は
確
か
に

め
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い

 
と
い
う
か
今

は
ア
レ
ど
こ
ろ
じ

す
ま
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
ま

た
く
不
思
議
な
も
の
だ

リ

姉
に

ら
れ
る
前
は
む
し
ろ
見
限
り
見
捨
て

悪
し

蔑
し
忘
れ
て
欲
し
い
と
す
ら

え
て
い
た
の
に
今
は
そ
れ
ら
が

で

で
仕
方
な
い
ん
だ

か
ら

我
が

に
も
程
が
あ
る
と
思
う

 
今
ま
で
命
を
奪

て
来
た
人
達
の
事
す
ら
も
無

死
に
に
し
て
忘
れ
よ
う
と
そ
の
罪
か
ら
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よ
う
と
し
て
い
た
そ
の

さ
は

と
て
も
で
は
無
い
が
許
さ
れ
る
も
の
で
は
無
い

 

え
リ

姉
に
捨
て
ら
れ
る
事
が
そ
の

な
の
だ
と
し
て
も

そ
れ
で
許
さ
れ
る
事
は
無
い

 
ず

と
一
人
で
戦
う
の
を

持
で
も

い
て
来
た
の
は

ビ

タ

と
い

た
立
場
だ
け

で
は
無
く

き

と
ど
こ
か
し
ら
死
を
求
め

て
い
た
部
分
が
あ

た
か
ら
だ
と
思
う

 
苦
し
い
け
れ
ど
で
も
自
分
で
死
ぬ
の
は
罪
か
ら

る
事
と
同
義
だ
か
ら
だ
か
ら
戦
い
の

中
で
死
ね
ば
責
め
ら
れ
な
い
と
い
う
思

が
無
意
識
に
あ

た
の
だ

死
に
た
く
て
死
に
た
く
て

仕
方
が
無
い
の
に
自
殺
だ
け
は

ば
な
か

た
事
が
そ
の
証

だ
と
思
う

死
に
方
で
は
無
く

そ
も
そ
も
死
ぬ
事
そ
の
も
の
が
罪
か
ら

る
事
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
目
を

ら
し
て

 
リ

姉
が
一
番
怒

て
い
た
の
は
き

と
そ
こ

罪
か
ら

る
事

な
ん
だ
ろ
う

ハ

分
か

ち

い
た
が

こ
り

重

だ
な

 
つ
い
さ

き

け
た
説
教
を

め
て
思
い
出
し

ら
れ
て
す
ぐ
忘
れ
て
い
た
事
に
対
し
て
自

己

悪
を
覚
え
て
い
る
と

白
が
こ
れ
見
よ
が
し
に
大
き
な

め
息
を

い
た

 

め
息
の
後
に
は

か
し
ら

い
て
い
た
が
声
が
小
さ
く
て
イ
マ
イ
チ
し

か
り

き
取
れ

な
か

た

重

と
だ
け
は

こ
え
た
が
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な
ら

王

に
問

だ

王
と
そ
の
騎

の
違
い

と
は

だ

一
応

て
お
く
が
人
と

だ
と
か
四
本
足
と
二
本
足
だ
と
か
そ
う
い
う
安
直
な
謎
掛
け

じ

ね

か
ら
な

 

突
に
向
け
ら
れ
た
問

 
王
と
騎

そ
れ
は

の
戦
の

大

が

て
は
ま
る
と

え
る
内
容
だ
け
ど
さ

き
の
話

の
流
れ
か
ら
ど
う

す
る
か
が
分
か
ら
な
か

た

分
か
ら
ね

か

 

な
ら
も
う
一
つ
ヒ
ン
ト
を
や
る

王

と
オ
レ
み
て

に
全
く
同

じ
力
と

を
し
た
存
在
が
二
つ

る
と
し
て
戦
い
に
向
か
う
王
と
そ
れ
に
力
を

え
る
騎

と

な
る
違
い

つ
ま
り
差
と
は

だ

戦
い
に
向
か
う
王
と

力
を

え
る
騎

の
違
い

 
分
か
り
に
く
く
は
あ
る
が
与
え
ら
れ
た
ヒ
ン
ト
を

い
て
オ
ウ
ム
返
し
に

き
な
が
ら
思

す
る

 
白
は

と
自
身
の

性
の
事
を
恐
ら
く

て
い
る
そ
れ
は
分
か
る

そ
う
で
な
け
れ
ば

達
の
こ
の
状
況
を
示

す
る
よ
う
な

え
話
を
追
加
で
も

わ
な
い

だ
か
ら

だ
か
ら
こ
の
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問

に
対
す
る

え
が

恐
ら
く

と
白
の

性
の
一
つ
の

え
に
な
り
得
る
の
だ

 
そ
こ
ま
で

え
て

と
思

た
事
が
あ
る

 
そ
れ
は

ど
う
し
て
白
は

の
事
を

王

と
呼
ん
で
い
る
か

と
い
う
事

 
こ
の
問

と

ら
し
合
わ
せ
る
な
ら
白
は
自
ら
を
力
を

え
る
騎

と

し
て
い
る
事

に
な
る

が

本
的
に
ア
バ
タ

を
動
か
し
て
い
る
事
か
ら

戦
い
に
向
か
う
王

と
見
て

そ
う

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
た
だ

が
表
に

本
出
て
い
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で

は
無
い
気
も
す
る

ま
だ
分
か
ら
ね

て

だ
な

う
 
悩
ん
で
い
る

を
見
て

れ
た
よ
う
に
白
が

い

は

心
地
悪
く

て
し
ま
う

そ
れ

に
白
は

息
を
一
つ

ら
す

こ
う
な

た
ら
仕
方
ね

あ
ま
り
し
た
く
な
か

た
が

手

に
さ
せ
て
も
ら
う

 

息
し
た
後

白
は
ど
こ
か
苦

を
感
じ
さ
せ
る
面
持
ち
で

た

王

に
は

こ
れ
か
ら

で
オ
レ
と
殺
し
合

て
も
ら
う

あ
く
ま
で
精
神
的
な
も
の
で

は
あ
る
が

で
死
ね
ば
実

に
死
ぬ
か
ら
な
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え

 
以
前
斬
り
合

た

白
に
殺
す
気
が
あ

た
か
は
分
か
ら
な
い
が

か
ら
そ
の
心
構
え
は

出
来
て
い
た
が
ま
さ
か
こ
こ
で
の
戦
い
で
死
ぬ
事
に
な
る
な
ん
て
思
わ
ず
思

が
真

白
に

な

たで

そ
ん
な
事
を

 
思

が
真

白
に
な

て

ま

た

が
そ
の
問
い
を
投

ら
れ
た
の
は

に
疑
問
と
し

て
浮
か
ん
だ
か
ら
だ
と
思
う

 
以
前

の
戦
う
理
由
を
見
直
す
よ
う

て
来
た
時
の

で
は
白
は

が
死
な
な
い
よ

う
仕
向
け
て
い
る
節
が
あ

た

そ
う
で
な
け
れ
ば
時

主
導
権
を
奪

て
勝
手
に
行
動
す
る
事

も
死
に
掛
け
る
時
に
力
を

し
て
く
れ
る
事
も
無
か

た

だ
か
ら

は
白
は

本
的
に

助
け
て
く
れ
る
存
在
な
の
だ
と
認
識
し
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
に
来
て
白
と
の
殺
し
合
い
で
あ
る

惑
す
る
な
と
い
う
方
が

か
無
理
が
あ

た

故

か

以
前

王

と
の
別
れ

死
な
れ
た
ら

る

て

た
の
は
覚
え
て

る
かあ

あ

て
た
な

戦
う
理
由
を
見
直
せ

て
い
う

葉
と
共
に
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そ
う
だ

だ
と

う
の
に

王

は
自
分
で
死
ぬ
道
を

び
や
が

た

的
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
強
制
転

が
あ

た
か
ら
ま
だ
生
き
て
い
る
が
そ
う
で
な
か

た
ら
死
ン
で
た
の
は
明
白

だ

生
憎
だ
が
な
オ
レ
は
死
ぬ
事
だ
け
は

な
ン
だ
よ

だ
が
体
の
主
導
権
は
王
が

本
的
に
握

て
い
る

そ
の

王

が
死
の
う
と
す
る
な
ら

オ
レ
が

王

に
な

て
生
き
て
や
る

 
最
後
の

葉
を

い
切
る
と
同
時

と
す
る
程
に

密
で
重
い
殺
気
を
向
け
ら
れ

ば

反

的
に
背
中
に

て
い
る
二
振
り
の
愛
剣
の

を
握
り
一
気
に
引
き

い
て

に
広

て
臨
戦

勢
を
取

た

 
そ
の

を
見
て
白
も
背
中
に

て
い
る
二
剣
の

に
手
を
掛
け
一
気
に
引
き

き

に
構
え
た

 

を
殺
す
事
で
肉
体
と
ア
バ
タ

を
動
か
す
主
導
権
を
握
り
死
な
な
い
よ
う
に
す
る

に

 
こ
の
世
界
で
の
死
と
い
う
事
は
さ

き
白
が

て
い
た
よ
う
に
本

に
精
神
的
な
死
と
い
う

事
な
ん
だ
ろ
う

肉
体
的
に
は
死
な
な
い
が

人
格
と
い
う
面
で
死
ぬ
の
だ

今
回
は
前
み
て

な
ヌ
ル
い
戦
い
方
は
し
ね

本
気
で
命
を
取
り
に
行
く

死
に

た
く
な
け
り

全
力
で
抗
え
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怒

と
共
に
神
速
で

離
を

め
て
来
る
白

そ
の
速

は
こ
の

暗
い
闇
の
世
界
で
特
に
目

立
つ
白
だ
か
ら
こ
そ
ブ
レ
が
見
え
る

と
同
じ
色
だ

た
ら
確
実
に
見
失

て
い
た
だ
ろ
う
速

さ
だ

た

 
十
メ

ト
ル
と
い
う

離
を

で

め
た
白
は
そ
の
二
刀
を
体
の
前
で
交

し
た
ま
ま
突

ん
で
く
る

 
あ
ま
り
の
速
さ
故
に

す
る
し
か
手
は
無
く
対
抗
す
る

に

は

の
剣
を
横
に

の

剣
を

に
翳
し
て
交

さ
せ
る

 
直
後
白
の

め
十

に
重
ね
ら
れ
た
二
剣
と

の
正
十
文

に
重
ね
た
二
剣
が
交
錯
し
火

花
を

ら
せ
た

に
二
剣
の

を
握
る
手
に

ま
じ
い
圧
力
が
掛
か
り
弾
き

ば
さ
れ
な

い
よ
う
力
を

め
て

え
る

ん

た

が

い
た
大
地
を

き

り

し
た

く
 

だ

こ
の

力

 
さ

き
の
会
話
を
真
実
を
定
義
す
る
な
ら

と
白
の
ポ
テ
ン
シ

ル
そ
の
も
の
は
完
全
に
同

一
な

も
そ
の
気
に
な
れ
ば
今
の
速

や

り
合
い
で
感
じ
る
力
く
ら
い
は
出
せ
る
の
だ

ろ
う

実

キ
バ
オ
ウ
達
を
殺
す
時
の
速

は
今
の
白
く
ら
い
あ

た
気
が
す
る
し
フ
ロ
ア
ボ
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ス
と
の
戦
い
も
同
じ
く
ら
い
の
圧
力
を
感
じ
て
い
た
か
ら

抗
し
て
い
た
と
い
う
事
は
同
程

出
せ
る

 
だ
が
少
し
ず
つ

の
剣
は

さ
れ
て
い
た

ギ
ギ
ギ
と
金
属
が

む

を
上

て

に
自
分
の
方
へ

し

ま
れ
る

 
会
話
し
な
が
ら
だ

た
と
は

え

以
前
の
白
と
の
戦
い
は

抗
し
て
い
た

 
し
か
し
今
回
は
違
う

う
じ
て
届
き
は
し
て
い
る
が

白
の
方
が
上
に
な

て
い
た

 
こ
れ
は
マ
ズ
い

か
し
ら

手
に

が
あ
れ
ば
良
い
も
の
の
白
が

と
同
一
の
技

と

ポ
テ
ン
シ

ル
を
誇
る
な
ら
こ
の
状
況
は
非
常
に
マ
ズ
い

し
ろ

手
は
完
全
に
自
分
の
上

換
こ
ち
ら
が
打
て
る
手
が
更
に
数

上
に
な

て
返
さ
れ
る

し
か
も

手
も
同
じ
手
を

持

て
い
る
の
な
ら
そ
う

と

す
る

も
無
い

オ
レ
の
速
さ
に
付
い
て
来
ら
れ
る
か

 
ど
う
す
る
と

り
合
い
な
が
ら
思

を
回
し
て
い
る
と
眼
前
の
白
が
話
し
掛
け
て
来
た

 

分
と

だ
な
と
思
い
な
が
ら

を

け
た
直
後
白
の

が
ブ
レ
そ
し
て
消
え
る

然

は
勢
い

て
眼
前
の
空
間
へ
と
二
剣
を
空
振

た

 
そ
れ
と

同
時

ク
リ
と
体
中
を
悪

が

た
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直
感
で
剣
を
振
り

い
た
勢
い
を
殺
さ
ず
そ
の
場
で

回
転
し
エ
リ

シ
デ

タ
を
背

後
へ
と
向
け
て

ぎ
に
振
る
う

す
る
と
ガ
ギ

と

い

と
手
に
再
び
圧
力
が
生
じ
る

 
す
ぐ
に

を
向
け
れ
ば
そ
こ
に
は
一

前
ま
で

の
眼
前
に
い
た
白
が

た

あ
の
一

で

目
に

ら
な
い
程
の
速
さ
で
背
後
へ
と
回
り

ん
だ
の
だ

へ

ま
さ
か

の
ま
ま
こ
れ
に
反
応
す
る
と
は

い
た

 
白
は
そ
う

て

ニ

リ
と
嗤
う

ど
う
や

て

あ
ん
な
速

を
出
し
た
ん
だ

 

だ

て
そ
の
気
に
な
れ
ば
出
せ
る

だ
が
し
か
し

の
場
合

手
の
真
横
を
過
り
地
面

を

み

い
た
反
動
で
止
ま
り
勢
い
を
付
け
て
背
後
か
ら
斬
り
付
け
る
と
い
う
攻
撃
方
法

真

横
を
過
る
事
無
く

を

く
よ
う
に

回
す
る
方
法
で
あ
の
速

を

は
出
せ
な
い

過
去
に

か
や
ろ
う
と
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
白
が
し
た
そ
の
行
動
が
ど
れ
だ
け
異
常
で
ど
れ

だ
け

が
高
い
か
が
理
解
出
来
る

 

な
話
だ

目
的
地
ま
で
真

直
ぐ

る
の
と
大
き
く

回
し
て

る
の
と
で
は

す

る
ま
で
に
掛
か
る
時
間
は
歴
然
と
し
て
い
る
よ
う
に

こ
の
場
合
も
そ
れ
と
同
じ
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白
は

が

手
の
真
横
を

て
背
後
に
回
る
の
と
全
く
同
じ
と
思
え
る
く
ら
い

け

れ
ど

回
す
る
方
法
を
取

て
い
る
の
だ
か
ら
そ
の
実

も
上
の
速

を

き
出
し
て
い
る

の
だ

ら

よ
り
ポ
テ
ン
シ

ル
が
上
と

て
も

う
じ
て

抗
出
来
る
程

の
差
で
し
か

無
い
以
上

あ
ま
り
に
も
そ
れ
は
違
和
感
が
あ

た

 
真

直
ぐ

た
時
の
タ
イ
ム
が
一

未

の
差
で
し
か
無
い
の
に

手
が

回
す
る
方
法

を
取

た
ら

故
か
物

く
速
い
と
い
う

そ
ん
な
あ
る

の
な
い
事

 
一
体

を
し
た
ら
そ
ん
な
事
が
出
来
る
の
だ
と

焦
り
も
あ

て
思
わ
ず
問
い
を
投

た

王
は

な
発
想
し
か
し
ね

か
ら
思
い
付
か
な
い
だ
け
だ
ろ
う
が
も

と

に

あ
る
属
性
武
器
を
有

に
使
い
や
が
れ

今
の
使
い
方
じ

完
全
に
宝
の
持
ち

れ
だ

 
背
後
か
ら
斬
り
掛
か
ろ
う
と
し
て
け
れ
ど

の
エ
リ

シ
デ

タ
に

ま
れ
て
一

離
を

取

た
白
は

問
い
へ

え
る
よ
う
に
そ
う

た

 
ど
う
や
ら

に
最
初
か
ら
あ
る
武
器
そ
れ
も

の
チ

ク
ラ
ム
や
地
の

剣
と
い

た
特

な
力
を
有
し
て
い
る
武
器
の

か
を
使

て
あ
の
速

を
出
し
て
い
る
ら
し
い

速
さ
だ

か
ら
多
分
風
の
六
槍
の
力
だ
ろ
う

背
中
に
風
を

け
て
い
た
ら
多
分

も
そ
れ
を
感
じ
て
い

た

だ
か
ら

足
裏
で
風
を

発
さ
せ
て

バ
ネ
や

弾
み
た
い
に
し
た
と
か
か
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も

と

に

え
ろ
よ

で
武
器
か
ら
し
か

や
水
を
出
さ
ね

 
別
に
武
器
が
手

許
に
無
く
て
も
使
え
ン
だ
ぞ

そ
う
な
の
か

 
ま
る
で
武
器
以
外
か
ら
も
出
せ
る
よ
う
な
物

い
に
疑
問
を
覚
え

は

ら
な
い
ま
ま
話

に

を

け
る

ど
う
し
て
か
白
の
話
を

か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

た
か
ら
だ

た

白
も

構
え
こ
そ
解
い
て
い
な
い
が
話
す
気

な
の
か

斬
り
掛
か
る
様
子
は

ど
無
い

 
そ
の
様
子
の
白
は

や

り
か

と

れ
た
様
に

を
振
る

 
同
時
に
白
の
剣
か
ら
は
黒
い

が

り

の
剣
か
ら
は
禍

し
い
蒼
の

が

た

恐
ら

く
前
者
は

刀

プ
ラ
ズ
マ

の
力

後
者
は
戦
輪

エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ

の
力
だ
ろ
う

本

に
武
器
が
近
く
に
無
く
て
も
そ
の
力
を

れ
る
よ
う
だ

 

し
に

も
エ
リ

シ
デ

タ
か
ら

が
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

か
ら

が

る
イ
メ

ジ
を

強
く
持
つ
と

そ
れ
ぞ
れ
の
刃
が
白

と

を

う

マ
ジ
か

時
ま
で
経

て
も
や
ら
ね

か
ら
ま
さ
か
と
思

て
は
い
た
が
や

知
ら
な
か

た
ン

だ
な

い
や

ま

仕
方
な
い
と

え
ば
そ
う
だ
け
ど
よ
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そ
ん
な

れ
む
眼
で
見
な
い
で
く
れ

 
名
状
し

い
も
の
を
覚
え
て
い
る
と

わ
ん
ば
か
り
の

で
見
ら
れ
て
し
ま
い

と
も

え

な
く
な

て
し
ま
う

 
確
か
に
白
の
よ
う
な
有

的
な
使
い
方
を
し
な
か

た
の
は

の
努
力
不
足
発
想
不
足
と

え
る
け
ど

有
の
武
器
以
外
に
も
自
在
に
出
せ
て

れ
る
よ
う
に
な
る
と
か
思
わ
な
い
だ

ろ
う

風
の
力
な
ら
ま
だ
分
か
ら
な
く
も
無
い
け
ど

や

も

有
武
器
以
外
に

わ
せ
ら
れ

る
と
か
予
想
外
だ

武
器

有
の
力
だ
か
ら

そ
の
武
器
か
ら
し
か
出
せ
な
い
と
思

て
い
た

と
い
う
か

こ
の
使
い
方
は
闘
技
場
に
出
て
来
た
オ
レ
達
の
マ
ガ
イ
モ
ノ
も
や

て
た
ぞ

え

あ

 

わ
れ
て

そ
う
い
え
ば
と

個
人
戦

の
時
の
事
を
思
い
出
す

 
確
か
二
刀
か
ら

剣
に
持
ち

え
た
時
だ

た
か
一

だ
け
だ
が

に
躍
り
出
た
ホ
ロ
ウ
が

地
上
に
い
る

に
向
け
て

剣
を
振
る

た

そ
の
剣

に

う
よ
う
に
放

状
に
黒
い

を

放

て
来
た
事
が
あ
る

 
今
ま
で
す

か
り
忘
れ
て
い
た
し

時
も
必
死
過
ぎ
て
全
く
気
に
し
て
い
な
か

た
が

わ
れ
て
み
れ
ば

の
力
を
有
し
て
い
な
い

剣
エ
ン
ゼ
ル
イ

タ

が

を
放
つ
と
い
う
の
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は

に

え
て
お
か
し
い

暗
黒
剣
の

ド
ス
キ
ル
も
衝
撃
波
や
オ

ラ
を

ば
す
地

面
に

き
つ
け
る
と

色
の
オ

ラ
が

き
出
し
て
攻
撃
す
る
と
い

た
も
の
ば
か
り
で

系

の
も
の
は
一
切
見
ら
れ
な
か

た
の
だ

 
分
か
り

く
は
あ

た
け
ど
明
ら
か
な
ヒ
ン
ト
は
あ

た
の
だ

多
分
白
は
ア
レ
を
見
た
か

ら

有
武
器
以
外
の
武
器
か
ら
も

や

を
出
せ
る
つ
ま
り

を
持

て
い
る
だ
け
で

自
在
に

れ
る
事
を
知

た
の
だ
ろ
う

あ
あ
あ

 

で
今
ま
で
気
付
か
な
か

た
ん
だ

 
登
録
し
た
武
器
の

が
自
在
に
出
来
る
事
に
気
付
け
て
い
た
な
ら
わ
ざ
わ
ざ

有
武
器
を

し
な
く
た

て
他
の
武
器
に

を

わ
せ
た
り
水
の
刃
や

を
ぶ
つ
け
た
り
足

か
ら

を

さ
せ
て

襲
し
た
り

色

と
応

出
来
た

 
も

と

く
に
気
付
け
て
い
た
ら
リ
ズ
達
を

た
と
メ

セ

ジ
を

け
て
時
に
慌
て
て

状

異
常
付
与
ポ

シ

ン
を
作
る
必
要
も
た

た
一
本
の

剣
で

打

み
た
危
な
い

を

ら
な
く
て
も
済
ん
だ
の
に

ま

分
か
り

か

た
か
ら
な

あ
ン
時
の
王
は
食
い
付
く
の
に
必
死
だ

た

だ

し
そ
う
気
を

と
す
事
も
無

と
思
う

し
て
た
か
ら
オ
レ
は
そ
れ
を

え
付
い
た
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だ
しそ

の
同
情
が
今
は

く

い

 

を
殺
す
と

て
来
た

手
に
同
情
さ
れ
る
と
物

く
心
に
ク
る

な
ま
じ
別
の
存
在
だ
け

ど
別
の
自
分
で
も
あ
る
た
め

更
ク
る

 
生
き
る

に
強
く
な
る

と
必
死
に

い
て
来
た
経
験
と
力
が
無

だ

た
と
は

わ
な
い

し
決
し
て
思
わ
な
い
け
れ
ど
更
に
強
く
な
る
可
能
性
を
完
全
に
見
過
ご
し
て
い
た
の
は
か
な

り
シ

ク
だ

こ
れ
で
も
真
面
目
に
鍛

を

け

の
特
性
を

し
て
来
た
だ
け

に

そ
の
可
能
性
を
思
い
付
か
な
か

た
の
は
不

無
い

 

今
更
思

た
け
ど
出
来
な
い
の
か
な
程

に
思
い
付
い
て
も
お
か
し
く
無
か

た
気
は

す
る

な
ま
じ

の

武

と
同
一
の
性
能
だ

た

に
現
実
の
物
理
法

や
特
性
に
引

ら
れ

定
観
念
に

わ
れ
て
い
た
よ
う
だ

 

は
イ
メ

ジ
が
命

イ
メ

ジ
し
な
け
れ
ば

本
的
に

も
出
来
な
い
が
逆
に

え
ば
イ
メ

ジ

第
で
ど
ん
な
風
に
も

え
る
代
物
と
い
う
事
に
な
る

 

の
場
合
現
実
の
物
理
法

に

て

子
や
原
子
分
子
光
子
の
流
れ
や
向
き
法

特
徴
を
全
て
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば

足
に

え
な
か

た

つ
ま
り

の
チ

ク
ラ
ム
に
は
一
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定

内
の
原
子
・
分
子
を
高
速
で
振
動
さ
せ

を
上

さ
せ
る
機
能
を
有
し
て
い
る
が
そ

れ
以
外
は
有
し
て
い
な
い
か
ら
発
火
や
発

な
ど
は
出
来
な
い

 

は
現
実
世
界
と
仮
想
世
界
の
差
を
ま
だ
理
解
し
切
れ
て
い
な
か

た
と
い
う
事
だ

子
狂
う
な

ま

良
い

ら

ン
な
隙
だ
ら
け
で
良
い
の
か

 
ボ

ボ

し
て
た
ら

殺
す

 
今
ま
で
思
い
付
か
な
か

た
予
想
外
の
使
い
方
を
知

て
シ

ク
を

け
て
い
る
間
も
話
し

掛
け
て
来
た
白
の
声
が

中
か
ら
正
面
で
は
無
く

横
か
ら
い
き
な
り

こ
え
た

そ
れ
も

か
な
り
近
く

で

か
れ
た
と
す
ら
思
う
く
ら
い
近
い

と
す
る
殺
気
も
あ

た

 
流

に
間
に
合
わ
な
い
か
と
体
を

り
後
退
し
つ
つ
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
振
る
う
が
予
想

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
空
を
切
る

ぐ
 
同
時

に

い

み
が

た

 
思
わ
ず
動
き
が

る
も
の
の
出
来
る
だ
け
我

し
て
バ

ク
ス
テ

プ
を

け
て
い
る
と
思

わ
ぬ
も
の
が
目
に
入
る

 
地
面
に
点

と

ち
て
い
る

い
色

そ
れ
か
ら
一

れ
て

を
突
く

び
た
鉄
を
思
わ
せ
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る
特
有
の

い
一

前
は
そ
の

い
で

覚
が
麻

し
て
い
た
か
ら

方
ぶ
り
に

う
そ
れ
が

か
一
発
で
分
か

た

な

紅
い

体
に

こ
の

い

血

血
だ
と

 
そ
れ
は
血

動
物
な
ら

も
か
も
が
必
ず
有
し
て
い
る

原
子
と
結
び
付
く
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
や
白
血

そ
の
他

を
運
ぶ
生
命
の
水
面
の
だ

た

 
今
の
家
に

わ
れ
て
か
ら
滅
多
に
見
な
く
な

た
血
は
点

と

き

れ
果
て
た
白
い
大
地

に

ち
て
い
た

線
を
更
に

と
せ
ば

は

い
斬
閃
が

ま
れ
て
い
て
そ
こ
か
ら

だ
く
だ
く
と

い

体
が
流
れ
て
い
る

そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
に

界

上
の
数

と
ゲ

ジ
が

て
い
く
が

そ
れ
を
吹
き

ば
す
光

が
そ
こ
に
あ
る

 
こ
こ
は

一

の
精
神
世
界
で
あ

て
仮
想
世
界
で
は
無
い

十
三

以
上
対

故
に

流
血

写
を

い
ド

ト
に
変
換
す
る
事
で
対

し
て
い
る
世
界
で
は
な
い
か
ら
確
か
に
血
が

流
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ
が
ま
さ
か
こ
の
世
界
で
斬
ら
れ
た
ら
血
を
流
す
よ
う
に
な

て

い
た
な
ん
て

 

み
に

し
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も

け
る
よ
う
に
な

て
い
た
か
ら

れ
た
も
の
だ
け
ど

だ

そ
ン
な
に
不
思
議
か

 
一
つ
の
体
に

る
オ
レ
達
に
と

て
は
こ
こ
も
あ
る
意
味
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で
の
現
実
だ

な
ら
血
が
流
れ
た

て

ら
お
か
し
く
は
無

だ
ろ

せ
こ
こ
で
死
ね
ば
オ
レ

達
の
精
神
は
本

に
消
え
る
ン
だ
か
ら
な

そ
う
だ
な

 
精
神
世
界
だ
か
ら
と
思

て
い
た
け
れ
ど

わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
だ

一
つ
の
体

の
中
に
同
時
に
存
在
し
て
い
る

と
白
に
と

て
す
れ
ば
こ
の
世
界
も
あ
る
意
味
で
の
現
実
な

の
だ

ど
ち
ら
か
が
死
に
ど
ち
ら
か
が
生
き
る
殺
し
合
い
を
こ
の
世
界
で

り
広

る
の
で
あ

れ
ば

別
に
血
が
流
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い

 
む
し
ろ
血
は
流
れ
ず

み
も
不
快
な
衝
撃
に

換
さ
れ
て
い
て
そ
れ
な
の
に

き
で

人
の
命
を
終
わ
ら
せ
る
世
界
と
な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
異
常
な
だ
け

 

ど
う
や
ら

こ
の
二
年
以
上
の
生
活
で

か
な
り

も

く
な

て
た
ら
し
い

な 

こ
れ
で

殺
し
合
い

を
し
て
来
た
だ
な
ん
て

 
今
の
家
に

わ
れ
て
か
ら
は
命
の
危
機
が
無
く
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら
は

日
命
を
危

険
に
晒
し
て
い
た
け
ど
血
な
ん
て
無
く
て
生
物
が
死
ぬ

間
す
ら
も
現
実
の
そ
れ
と
は
程
遠
く

離
し
て
い
る

な
ま
じ
実

に
見
て
来
た
か
ら
こ
そ
そ
の

離
を
日
常
と
し
て
し
ま

て
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く
な

た
の
だ
ろ
う

 
殺
し
合
い

 
そ
れ
は
血
と
い
う
命
の
源
流
を
流
し

み
と
い
う

び
を

け
そ
れ
ら
を
全
て

け
止
め

た
上
で
命
す
ら
も
奪
う
行

 
⻑
ら
く
そ
れ
ら
か
ら
離
れ
て
い
た
か
ら

た
だ

び
を

け
て
い
た
だ
け
だ

た
か
ら
忘
れ

て
い
た

血
と
い
う
決
定
的
な
モ
ノ
を
忘
れ
て
い
た

か
い
命
の
源
流
生
き
て
い
る
証
で
あ

り
流
れ
出
て
死
に
近
付
い
て
い
る
事
を
知
ら
せ
る
そ
れ
を
忘
れ
て
い
た

戦
い
に

い
て
大
切

な
そ
れ
を
失
念
し
て
い
た

 

う

も
恐
ら
く
は
そ
の

血
と
い
う
決
定
的
な
モ
ノ
を
見
て
い
な
い
か
ら
殺
人

快

へ
と

倒
し
や
す
か

た
だ
け
で
仮
に
見
て
い
た
ら

か
は
恐
れ
を

し
剣
を
捨
て

て
い
た
だ
ろ
う

オ
レ
ン
ジ
達
も
そ
の
数
を

的
に

ら
し
て
い
た

だ

キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン

ド

殺
隊
も
あ
そ
こ
ま
で
直

的
に
命
を
取
り
に
来
て
は
い
な
か

た
だ
ろ
う

 
血
と
は
そ
れ
だ
け
生
者

人
間

に

悪
感
を
与
え
る
モ
ノ
な
の
だ

そ
れ
が
流
れ

る
事

は
忌

す
べ
き
で
あ
り

流
す
事

を
引
き

こ
す
者
を

悪
す
る
よ
う
に
世
の
中
は

な

て
い
る

命
を
奪
う
行

を

悪
し

禁
じ
る

に

ま
ず
そ
の
出
だ
し
と
な
る

流
血
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が

こ
ら
な
い
よ
う
意
識
に
根
付
か
せ
た
の
だ

い

か
ら

り

ま
れ
た
そ
れ
ら
は
十
分
血

へ
の
忌

感
を
持
た
せ
て
い
る

 
だ
が
同
時
に
血
を
流
す
と
い
う
事
は

手
を
傷
付
け

め
つ
け
弱
め
て
い
る
証
で
も
あ

る

憎
く

ま
し
い

手
が
血
を
流
し
て
い
れ
ば
人
間
の
深
層
に
根
付
い
て
い
る
獣
性
が

を

喜
悦
に

る

か
つ
て

を
嗤
い
な
が
ら

て
来
た
者
達
の
よ
う
に

 
ア
キ
ト
は

を
殺
し
た
く
て
殺
し
た
く
て

ら
な
か

た
よ
う
だ
か
ら
気
に
も

め
な
か

た

だ
ろ
う

そ
も
そ
も

か
ら

力
を
振
る
わ
れ
て
は

や

時
に
は

か
ら
も
血
を
流
し
て
い

た

血
を
見
た
だ
け
で
手
を
引
く
の
な
ら
あ
そ
こ
ま
で

く
は
な

て
な
い

む
し
ろ
勢
い
付
か

せ
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る

 
そ
の
中
で
も
特
に
異

を
放

て
い
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
ま
た
別

そ
も
そ
も

に
技
術
を

き

ん
だ
の
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
だ
か
ら

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
だ
け
は
こ
れ
ま
で

が
見
て
来
た
多
く
の
人
間
の
中
で
も
一

異

を
放
つ
人
間
の
一

人

血
を
流
す
事
に
喜
悦
す
る
の
で
は
な
い
命
を
奪
う
事
に

し
み
を
見
出
し
て
い
る
の
で
も

無
い

恐
ら
く
そ
の
過
程
に
最
も
悦
び
を
見
出
し
て
い
る

そ
う
で
な
け
れ
ば
殺
人
快

者
達
を
取
り

め
て

う

な
ん
て
組

を
作

て
い
な
い

争
い
死
に
至
る
ま
で
の
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過
程
を
最
も
悦
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
恐
ら
く
一

に
集
め
た
の
だ
自
分
が
そ
の
殺
し
合
い

の
風

を
見
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

 

が
電
撃
的
な
速

で

う

戦
の

を
立
て
実
行
に

し
た
あ
の
時
モ

ル
テ

り
か
ら
の
内

に
よ

て
話
を

い
て
い
た
で
あ
ろ
う
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

時
間
な
が
ら
も
一
人

で
あ
れ
ば

ら
れ
た

圏
外
転

を
攻
略
組
が

す
る
事
で

を

に
し
て
い
た
と

し
て
も
絶
対
で
は
な
い
あ
の
男
の

と
邪
道

り
な
ら

な
く
突
破
出
来
た
で
あ
ろ
う
事

は
想
像
に

く
な
い

 
つ
ま
り
あ
の
男
は

ら
れ
な
か

た
の
で
は
な
く

な
か

た

殺
さ
れ
る
と
し
て
も

攻
略
組
や

と
の
殺
し
合
い
を
演
じ
ら
れ
れ
ば
そ
れ
で
良
か

た
の
だ
ろ
う

 
最
も
危
険
性
を
理
解
し
て
い
た

が
真

先
に
殺
し
た
の
で

し
め
た
か
ら
ど
う
か
は
定
か
で

は
無
い
が

 
そ
う
な
る
と

な
ら

は

 
血
を
流
し
人
に
死
を
与
え
そ
れ
ら
を
直
に
感
じ
て
来
た

は

恐
れ
を

す
者
と

み
越
え
る
者

の
ど
ち
ら
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決
ま

て
い
る

  

み
越
え

殺
す
者
だ

  
弱
肉
強
食

そ
れ
が
殺
し
合
い
の
世
界
に
あ
る

一
つ
の
真
実

 
殺
さ
な
け
れ
ば
殺
さ
れ
る
な
ら

殺
ら
れ
る
前
に

殺
る
だ
け
の
事

 
そ
う
や

て
生
き
て
来
た

一

だ

た

は
ず

と
抑
え
て

桐

谷
和
人
に

な

て
か
ら
は
忘
れ
て
い
て

ビ

タ

を
名

り
出
し
て
か
ら
気
付
か
な
い
内
に
再
開
し

て
い
た
そ
の
行

捨
て
ら
れ
て
か
ら

わ
れ
る
前
に
教
え
ら
れ
た

い
や

き

ま

れ

み

ま
れ
た
そ
の
教
え

 
ず

と
ず

と
恐
れ
て
い
た

 
あ
ち
ら
は
殺
し
に
来
て
い
る

で
も
逆
に
こ
ち
ら
が
殺
せ
ば
悪
く

わ
れ
る

然
だ
だ

て

も
が

一

の
死
に
同
情
を

か
な
い

よ
り
も
価
値
が
下
だ
と
見
ら
れ
て
い
た

か
ら

そ
の

価
で
親
し
い
人
達
か
ら
の
信

を
喪
う
事
が
恐
か

た

取
り
返
し
の
つ
か
な
い

と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
に

そ
の
深
み
に

ま

て
い
く
の
を
恐
れ
て
い
た
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か
つ
て
の
家
に

れ
な
く
な
る
事
を
恐
れ
て
い
た
が
故
に

 

今
あ
る

か
み
を
全
て
喪
う
と

え
恐
れ
て
い
た
が
故
に

 
け
れ
ど
ク
ラ
イ
ン
は
ア
ル
ゴ
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
達
は
リ
ズ
達
は

そ
し
て
リ

姉
と
ユ
イ
姉
は
そ
ん
な

を

絶
し
な
か

た

目
の
前
で
殺
し
を
し
た
と
い
う

の
に

リ

姉
が

て
来
た
の
は
自
分
を

に
す
る
行
動
と
思

そ
し
て

な
目
的

と
手

在
り
様
だ
け

殺
す
事
を
決
断
し
た
の
も
そ
の
行
動
も
決
し
て

定
さ
れ
は
し
な

か

た

 
リ

姉
の
弟
の
ま
ま
で
い
る
事
も
キ
バ
オ
ウ
達
を
殺
し
た
事
も
前
の
家
に

り
た
い
と
い

う
願
い
そ
の
も
の
も

定
は
さ
れ
な
か

た

 
無
論

先
し
て
殺
し
を
す
る
事
は
ダ
メ
だ
ろ
う

外
道
と
な
れ
ば
き

と
リ

姉
自
身
の
手

で

時
か
は
裁
か
れ
る

 
け
れ
ど
殺
し
に
来
て
い
る

手
に

直
に
殺
ら
れ
る
事
を

手
に
非
が
あ
る
の
に
自
分
が

悪
い
の
だ
と
死
を

け
容
れ
る
事
を
あ
る
い
は

手
だ
け
で
な
く
自
分
に
も
非
は
無
い
の
に
死

を

け
容
れ
る
事
を

は

絶
す
る
／

定
す
る
／
容
認
し
な
い

に
自
分
だ
け
の

に

戦
う
理
由
を

え
る
よ
う

た
リ

姉
だ
け
は

絶
対
そ
れ
を
容
認
し
な
い
だ
ろ
う
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責

か
ら

れ
ず

罪
を
忘
れ
ず
向
き
合
い

け
る
事
が
重
要
な
の
だ

 
死
は

そ
れ
ら
か
ら

る
事
な
の
だ

 
な
ら

こ
こ
で

ンこ
ん
な
と
こ
ろ
で
死
ぬ

に
は
い
か
な
い

絶
対
に

  

白
を
殺
し

そ
の
罪
を
背
負

て
で
も
生
き
な
け
れ
ば

  

今
ま
で
こ
の
手
で
殺
し
て
き
た
人
達
目
の
前
で
護
れ
ず
死
ん
だ
人
達
そ
し
て

を

え
て
命
を
絶

た
人
の
死
を

み
躙
る

に
は

い
か
な
い
の
だ
か
ら

  

リ

姉
達
を
哀
し
ま
せ
る

に
は

い
か
な
い
の
だ
か
ら

  

ま
だ

と
お
別
れ
し
た
く
な
い
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そ
う
だ

は

生
き
た
い

  

ま
だ

生
き
て
い
た
い

 
絶
対
に

死
ん
で

た
ま
る
か

  
ず

と
暗
い
気
持
ち
で
死
に
た
い
と
願

て
い
た
反
動
か
そ
れ
と
も
リ

姉
が
あ
そ
こ
ま
で

て
く
れ
た
事
が

い
た
の
か
少
し
前
と
は
完
全
に
真
反
対
の
願
い
ま
で
も
が

き
上
が
る

 
そ
の
願
い
の

に
も
生
き
る

に
も
白
を
殺
さ
な
け
れ
ば
と
息

い
て

は
白

く
め
で

二
つ
の
容

を
し
て
い
る
剣
士
に
怒

を

き
付
け
て

し
た

を
上

て
出
来
た
空
間

に
風
を

こ
し
て
砂

を

め

み
そ
こ
に

を
発
生
さ
せ
る
事
で
超
小

な

発
を

発
生
さ
せ
る
事
で
発
生
し
た
た
だ
風
を

発
さ
せ
る
だ
け
よ
り
も

か
に
高
い

発
力
を
以
て

 
白
の

葉
で

の
新
し
い
可
能
性
を
知

た
直
後

に
練

や
実
験
も
せ
ず
に
す
る

の
は
危
険
だ
と
判

て
は
い
た
が
殺
し
合
い
に
不
意
打
ち
も

な
手
も
全
て
正

手

む
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し
ろ
こ
れ
く
ら
い
の
事
を
し
な
け
れ
ば
自
分
よ
り
ポ
テ
ン
シ

ル
は
お
ろ
か
戦
い
方
の
発
想
が
上

の
白
を
殺
せ
な
い
と

え
て
い
た
か
ら

う
事
無
く
実
行
に

し
た

 
全
て
が
ス
ロ

モ

シ

ン
に
見
え
て

に
近
付
く
白

  

そ
の

に
は

ど
こ
か

足
そ
う
な

み
が
浮
か
ん
で
い
た

 

え

 
自
分
の
想
定
以
上
の

な
推
進
力
に
負
け
ず

と

に
力
を
入
れ
て
眼
前
に
突
き
出
し

た
二
本
の
剣

白
の

足
そ
う
な

み
を
見
て
そ
れ
ら
を
引

め
る
時
間
な
ど
あ
る

も
無
く

そ
も
そ
も

き
と
疑
問
で

ば

直
し
て
い
た
の
も
あ

て

二
つ
の
刃
は
ア

サ
リ

と

白
の
華

な
体

を

い
た

背
中
か
ら

し
た
切

先
が
白
の

越
し
に
見
え
る

 
物

い
勢
い
だ

た
の
は
確
か
だ
が
穏
や
か
な
表
情
に
反
し
て
し

か
り
と
地
面
を

み

め
て
い
た
ら
し
く

ら
か
後
退
は
し
た
も
の
の
白
は
決
し
て
倒
れ
は
し
な
か

た

手
か
ら

は
剣
が
零
れ

ち
そ
れ
ぞ
れ

子
へ
と
消
え
た
け
れ
ど
ま
る
で

を

け
止
め
る
よ
う
に
決

し
て
倒
れ
な
か

た

白
の

か
ら
は

い
血
が
だ
ら
だ
ら
と
流
れ
出
て
い
て
白
い

を

に
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め
て
い
く

 
そ
の
白
を
剣
を
突
き

ん
で
い
る

勢
故
に
見
上

る

ど
う
し
て

で

抗
す
る

振

り
す
ら
見
せ
な
か

た

ど
う
し
て

て
い
る
と
思

は
疑
問
で

め

く
さ
れ
て
い
た

 
そ
ん
な

の

を
白
は

手
で

で
て
来
た

し
い

や
剣

な
空
気
を
出
し
て
い

た
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

ど
こ
か

か
し
さ
を
覚
え
る
手
つ
き
で

本
能
だ

ん

の

う

王
に
足
り
な
い
決
定
的
に
欠
け
て
い
た
モ
ノ

さ

き
オ
レ
が
出
し
た
問
い
の

え
そ

れ
が

本
能

を
殺
す
本
能

生
き
た
い
と
必
死
に
な
る
本
能

死
に

え

だ
が
そ
れ
を

ね

け
よ
う
と
す
る
原
初
の

層
に

ま
れ
た
モ
ノ

人
は
そ
れ
を

生
存
本
能

と
も

う
 
今
ま
で
見
た
事
無
い
く
ら
い
穏
や
か
な
面
持
ち
で

を

で
て
き
な
が
ら

う
白

に
突

き
立
て
ら
れ
背
中
ま
で

し
て
い
る
の
に
そ
の

み
な
ん
て

に
も
感
じ
て
い
な
い
か

の
よ
う
に
平
気
そ
う
な

で
白
は

う

 
い
き
な
り
の
事
で

惑

た

界

上
の
数

は

一

と

て
い
る
の
に
白
は
焦
る
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様
子
も
見
せ
な
い

時
死
ん
で
も
良
い
よ
う
に

そ
う

え
て
い
た
王
は

れ
死
が

れ
た
と
し
て
も

け
容
れ
る
気
で
い
た

抗
は
す
る
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
手
も
打
つ

だ
が
そ
れ
ら
は

全
て

他
者
へ
の
影

を

え
て
の
事
ば
か
り

自
覚
は
あ
る
だ
ろ

 
白
の
確
信
が

め
ら
れ
た

葉
に

小
さ
く

す
る

 
無
い

が
無
い

 
自
分
の
事
を
完
全
に

外

し
て
他
者
の

だ
と
自
ら
命
を
危
険
に
晒
そ
う
と
す
る
そ
の
行

動
を

は
ア
ル
ゴ
に

も

め
ら
れ
た
し

が
心
配
し
て
く
れ
て
い
た
原
因
な
の
だ
か
ら

自
分
が
死
ぬ
の
は
仕
方
が
無
い
と

め
て
い
た
の
は
と

く
の

に
分
か

て
い
た

未
来
も

暗
く

い
も
の
だ
と
分
か

て
い
た
か
ら

死
ぬ
事
に
意
味
を
見
出
そ
う
と
す
ら
し
て
い
た

 
そ
れ
が
今
ま
で
の
行
動
で
生
じ
た
罪
や
責

か
ら

る
事
な
の
だ
と
リ

姉
に
教
え
ら
れ

た
が

で
も
生
き
た
い
仮

恨
ま
れ
よ
う
と
も

手
を
殺
し
て
で
も
生
き
た
い
そ
う
い
う

モ
ン
が
王
に
は
欠
け
て
い
た

殺
し
は
罪
で
悪
だ
か
ら
な
そ
う

え
る
の
も
仕
方
無
い
と

え
ば
そ
う
だ

だ
が

王

は
あ
ま
り
に
も
無
さ
過
ぎ
た
ン
だ
よ
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で
も

う
な

今
で
こ
そ
別
だ
が
オ
レ
だ

て

一

か
ら
生
ま
れ
た
人
格

認
め
ら
れ

た
い

と
い
う
欲
求
と

自
分
に
価
値
を
見
出
せ
な
い

思
い

て
の
は

で
も
理
解
し
て
る

 
か
つ
て
本

に
一
握
り
の
人
を

い
て

か
ら
も
認
め
ら
れ
な
か

た

は
と
に
か
く

か
し
ら
人
の

に
立
ち
た
い
欲
求
が
潜
在
的
に
あ

た

ア
キ
ト
が
ど
れ

ど
な
の
か
は
知
ら
な

い
が
少
な
く
と
も

の
家
事
の

は
捨
て
ら
れ
た
年
に
は
わ
ざ
わ
ざ
文

を

い
に
来
な
く

な
る
程

に
は
認
め
ら
れ
て
い
た
と
思
う
し

姉
も
偶
に

め
て
は
く
れ
て
い
た

 
だ
か
ら

し
付
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
し
て
も
家
事
は

い
に
な
ら
な
か

た

そ
れ
だ
け
が

か
つ
て
の
自
身
に
と

て

一
人
の

に
立
て
る
も
の
だ

た
か
ら

 
そ
れ
く
ら
い
で
し
か

自
分
の
価
値
が
分
か
ら
な
か

た
か
ら

自
分
だ
け
を

て
来
る

ツ
は
殺
さ
な
い

こ
れ
だ
け

け
ば
平
和
主
義
者
と
取
れ
る
が

自
分
以
外
も

う

ツ
は
必
ず
殺
す
と
な
れ
ば
話
は
別
だ

あ
ま
り
に
も
自
分
に
無

な
ン
だ

よ

だ
か
ら
今
回

王

を
こ
こ
に
呼
び
寄
せ
た
ン
だ

義
理
の
姉
に
説
教
さ
れ
て
こ
れ
ま

で
の
思

・
思
想
を

さ
れ
た
今
だ
け
が

コ
レ
を
理
解
さ
せ
る
の
に
最

だ

た
か
ら
な

つ
ま
り

白
は
自
分
の
命
だ
け
を

て
来
る
者
も
殺
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
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そ
う
い
う
事
な
の
か

と
思

て
問
う

 
白
は
こ
の
問
い
に

く
り
と

を
横
に
振

た

生
き
た
い

が

で
も
罪
を
背
負

て
で
も
生
き
た
い

死
に
た
く
な
い

そ
の

強
い
生
へ
の
欲
求
つ
ま
り
は
生
存
本
能
を
呼
び
覚
ま
す
事
そ
れ
が
今
回
の
本

だ

た

自

分
だ
け
を

う
他
者
を
殺
せ
る
よ
う
に

て
の
は
あ
く
ま
で
そ
の
本
能
を
行
動
に

し
た
モ
ン

だ
か
ら
な

が
無
け
り

意
味
が
無

理
性
と
い
う
名
の

に

め
た
ま
ま
の
剣
で
一
体

を
斬
る

て
ン
だ

そ
れ
は

王

だ

て

と
い
う
程
見
て
来
て

理
解
し
て
い
る
だ
ろ

人
間

て
の
は
愚

で
醜
い

化
生
の
名
前
だ

強
い

ツ
も

る
が
逆
に
弱
い

ツ
だ

て

る
弱
い

ツ
が

る
か
ら

こ
そ
強
い
と
判
断
さ
れ
る
ン
だ
か
ら

然
だ
な

そ
う
や

て

か
を
自
分
じ

ね

者

か
を

め
な
い
と
自
分
を
保
て
ね

の
が
人
間

そ
し
て
そ
れ
が

な
ン
だ
よ

本
能

だ

か
ら
な

 
白
の
穏
や
か
な

葉
を

て

く

剣
を

か
な
い
ま
ま

を

で
ら
れ
な
が
ら
静
か
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に

を

け
る

を
容
赦
な
く
斬
り

み
引
き
裂
き

き

し

欲
な
ま
で
に
戦
い
を
求
め
て

れ
狂

う
心

達
の

を
引
き
裂
き

を
掻

裂
い
た
神
経
の
そ
の

原
初
の

層
に

ま
れ

た
殺
戮
反
応

そ
れ
が
本
能
だ

人
間
は
争
わ
ね

と
生
き
ら
れ
ね

を
決

め
ね

と

ち

け
ね

し
自
分
を
保
て
ね

生
へ
の

極
の
欲
求
を
有
す
る
存
在
が
戦

い
に
向
か
う
王
で
あ
り

て
い
る
事
を
認
め
る
以
前
に

り
た
い
と
も
思
わ
ね

の

が
力
を

え
る
騎

な
ン
だ

そ
の
騎

も
生
へ
の
欲
求
で
命
の
危
険
か
ら

よ
う

と
は
す
る
が

 
だ
が

と
白
は
そ
こ
で

葉
を

切

た

王

に
は
ど
ち
ら
も
無
か

た

て
い
て
も
い
い

故
な
ら
そ
れ
が

然
だ
と

わ

れ

け
て
い
た
か
ら

命
の
危
機
が
あ

て
も
い
い

故
な
ら
そ
れ
を
超
え
な
け
れ
ば
自
分
を

保
て
ね

か
ら

王

は

王
と
し
て
も

騎

と
し
て
も

そ
の
ど
ち
ら
も
持

て
い
る

最

限
の
モ
ノ
す
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
異
常
者
だ

た
ン
だ

危
険
に
立
ち
向
か
え
て
い
た

の
も

気
が
あ

た
か
ら
じ

ね

義
務
感
と
い
う

が
あ

た
か
ら

そ
こ
に
生
へ

の

は
存
在
し
な
い
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そ
う
だ
な

 
も
し

生

へ
の

を
持

て
い
た
／

死

を
恐
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

第
七
十
四
層

の
ボ
ス
戦
の
時

が

で
も
撤
退
し
よ
う
と
し
て
い
た
だ
ろ
う

無
理
に
立
ち
向
か
お
う
と
せ

ず
回

と
パ
リ

を
主
体
に

へ
と
後
退
し
蒼
眼
の
悪
魔
を
倒
す
前
に
撤
退
を

し
て
い

た

だ

 
そ
も

独
で
ボ
ス
を
倒
そ
う
と
い
う

え
が
浮
か
ん
で
も

に

定
し
て
い
る

仮

二
刀
流

と
い
う
破
格
の
ス
キ
ル
を
持

て
い
た
と
し
て
も

オ
レ
は
そ
れ
を
危
ぶ
ん
だ

だ
か
ら
今
回

あ
の
問

を
出
し
て

オ
レ
と
殺
し
合

て
も

ら

た

王

に

生
存
本
能

を
持

て
も
ら
う

に
な

思

た
よ
り
上
手
く
い

た

よ
う
で
良
か

た

 
そ
う

足
そ
う
に

て

た
の
と
同
時
に
白
は
一
歩
下
が

て

か
ら
剣
を

く
よ
う

動
い
た

あ
 
そ
れ
に
気
付
い
て

慌
て
て
剣
を
引
き

く

 

を

で
ら
れ
て
い
た
感
触
が
無
く
な

て
少
し
残
念
な
気
持
ち
も
あ
る
が
そ
れ
よ
り
も
白
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に
消
え
て
欲
し
く
な
か

た

を
殺
し
に
来
る

か
と
思

て
い
た
の
に
実

は
今
後
の
事

を
し

か
り

え
て
く
れ
て
い
た
の
だ

消
え
て
欲
し
く
な
ん
か
無
い

ン
な
哀
し
そ
う
な

を
し
な
く
て
も

別
に
消
え
や
し
ね

よ

ん
と
う

 
う
そ
じ

な
い

 

を
安
心
さ
せ
る

だ
け
に

を

い
て
い
る
の
で
は
と
思

て
疑
念
と
共
に
白
を
見
る
が

白
は
不

な

み
を
浮
か
べ
て

い
た

そ
も
そ
も
こ
こ
で
死
ん
だ
ら
マ
ジ
で
死
ぬ

て
の
も

王

に

本
能

を
持

て
も
ら
う

に

い
た

だ
マ
ジ
に
さ
せ
な
い
と
出
来
な
い
か
ら
な

し
か
し
ま

ま
さ
か
こ
こ
ま
で

時
間
で
目
的
が
達
成
出
来
る
と
は
本

に
義
理
の
姉
様

だ

最

で
も
五
十
回
は
や
り
直

す

目
に
な
る
と
思

て
た
ン
だ
が
よ
も
や
一
発
と
は
な

流

に
そ
の
回
数
は

ど
く
な
い

自
分
の

に
手
を

て
て

え
て
み
ろ
よ

 
流

に
五
十
回
も
や
り
直
し
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
不

を

う
が
す
ぐ
に
そ
う
返
さ

れ
た
の
で

今
ま
で
の
行
動
と
思

を
振
り
返

て
み
た

 

も

え
な
か

た
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さ
て

分
と
時
間
が

た
事
だ
し

で
オ
レ
と
鍛

で
も
し
て
い

た
ら
ど
う
だ

こ
れ
で
も
王
が
し
て
こ
な
か

た
戦
い
方
や
コ
ツ
が
あ
る
か
ら
そ
れ
な
り
に
良
い
経
験
に
な

る
と
思
う

ど
う
せ
今
か
ら

て
も

だ
ろ
う
か
ら
よ

 
全
く
反
論
出
来
な
い
事
実
に
気
付
い
て

ん
で
い
る
と
ど
こ
か

し

な
声

で
白
が
そ
う

し
て
来
た

 

線
を
向
け
れ
ば

が
突
き

し
た
傷
も
白
い

を

し
た
血
の

も
完
全
に
無
く
な

て

い
て

と
自
分
の

見
て
も
同
様
に
完
全
に
無
く
な

て
い
た

界
に
あ

た
ゲ

ジ
や

数

も
無
い

白
い

い
た
大
地
に

ち
て
い
た
血
も
亡
く
な

て
い
る

 
傷
が
無
く
な

た
と
は

え
血
の
色
の
太
陽
と
真

黒
い
新
月
に

ま
れ
滅
ん
だ
世
界
を

思
わ
せ
る

に
あ
ま
り
⻑

は
し
た
く
な
い
の
だ
が

し
か
し

故
だ
か

は
と

て
も

心
地
よ
く
感
じ
る

ち

き
も
す
る

 
こ
こ
が

一

の
精
神
世
界
だ
か
ら
か

そ
う
だ
な

今
後
の

に
も
強
く
な
い
と
い
け
な
い
し
今
ま
で
の

み
重
ね
も
リ
セ

ト

さ
れ
た
み
た
い
な
も
の
だ

白
か
ら
色

と
学
ば
せ
て
も
ら
お
う

 
だ
か
ら
か
こ
の
世
界
に

る
の
も
悪
く
な
い
と
思

て
気
付
け
ば
白
の

を

け
て
い
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た

無
論
自
分
が
思
い
付
か
な
か

た
戦
い
方
を
学
ぶ

も
あ
る

 
そ
の
返
事
に

白
は
ニ

リ
と

み
を
浮
か
べ
た

ヘ

良
い
ね

そ
う
こ
な
く
ち

な

ン
じ

速

行
く

負
け
る
か

 
そ
う
し
て
全
て
が
滅
び
を

え
て
い
る
精
神
世
界
で

は
白
と
血
を
流
し
な
が
ら
の
鍛

を
開
始
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

  
白
が
マ
イ
ル
ド
過
ぎ
る

  
こ
ん
な
の
違
う

と
い
う
方
も

る
で
し

う
ね

違
和
感
覚
え
て
る
人
も

る
で
し

う
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こ
れ
は
ち

ん
と
し
た
理
由
も
あ
る
ん
で
す
が
大
部
分
は

に
私
の
力
不
足

パ
ク
リ
に

な
る
か
ら
と

け
て
い
る
の
も
あ

て
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
虚
一
護
に
は
な
ら
な
か

た

然
で

す
が
作
品
世
界
観
の
違
い
が
あ
る
の
で
本
作
の
白
あ

ち
の
白
と
存
在
理
由
か
ら
し
て
違
い
ま

す
し王

が
死
に
掛
け
て
る
時
に
だ
け
出
て
そ
れ
以
外

本
ノ

タ

チ

の
人
格
が
ア
レ
だ

か
ら
実
は
世
話

き
と
い
う
感
じ
な
の
で
こ
ん
な
の
も
良
い
ん
じ

な
い
で
し

う
か
と
思

た
り

虚
一
護
も
斬
月
に
頼
ま
れ
て
打

が
あ

た
と
は

え
付
き
合

て
た
し
殺
し
合
い
を

経
て

か
一
護
強
化
し
て
た
し

 
そ
う
い
う

で
こ
れ
が
私
に
は
限
界
で
し
た

ご
容
赦

け
れ
ば

い
で
す

原

に
は

勝
れ
な
か

た

 
あ

こ
ん
な
で
も
白
は

本

王

に

し
か

し
く
な
い
で
す

リ

フ

や
ユ
ウ
キ
達

は
信

・
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
が

王

に
と

て

悪

足
を
引

る
だ
け

な
ら

容
赦
無
し

 
つ
ま
り
リ

フ

と
の
戦
い
の
時
に

を
出
さ
な
か

た
の
は
そ
れ
が
王
の
た
め
と
理

解
し
て
い
た
か
ら

王

の

に
な
る
な
ら
大

の
事
は

過
す
る
ス
タ
ン
ス
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な
が
ら
精
神
世
界
で
鍛

出
来
て
自
分
自
身
で
も
あ
る
か
ら
弱
点
・
欠
点
も
分
か

て
直
せ
る
上
に

更
に

本

し
て
る
か
ら
今
回
み
た
い
に
キ
リ
ト
の
欠
点
も
指

出
来
る

本
能
の
白

て
第
二
の
お
師

ポ
ジ
シ

ン
に
な
り
そ
う

別
人
格
と
い
が
み
合

た
り

と
か
共
存
し
た
り
な
話
は
よ
く
見
る
け
ど

こ
ん
な
の
は
あ
ん
ま
り
無
い
ん
じ

な
い
か
な

Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
斬

刀
と
死
神
の

か
ら
目

ら
し

 
と
も
あ
れ

今
話
で
キ
リ
ト
の
思

が
ま
た
ま
た
転
換

 
今
ま
で
は
死
ん
だ
ら
守
れ
な
い

死
ね
な
い
と
い
う
義
務
的
だ

た
の
が
生
き
た
い

死
に
た
く
な
い

と
い
う
欲
求
へ
と

き
ま
し
た

中
の
思

を

み
返
し
て

け
る
と

と
な
く
分
か
る
か
と

 
今
ま
で
の
キ
リ
ト
は
時
が
来
る
ま
で
死
ん
で
は
い
け
な
い

希
望
の

に
生
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
義
務
的
な
思

を
し
て
い
ま
し
た

つ
ま
り

応
し
い
時
／
理
由
で
あ
れ

ば
死
を

い
な
く

け
容
れ
る
と
い
う
狂
信
者
だ

た

で
す

ビ

タ

や
黒
の
剣

士
と
し
て
の
思

が
正
に
そ
れ

だ
か
ら
ユ
ウ
キ
達
は

も
疑
問
を
覚
え
て
い
た
し
リ

フ

に
至

て
は

歪
ん
で
い
る

と
思

た

で
す

だ

て
狂
信
で
す
も
の

 
今
回
の
話
で
自
分
の

身
と
も

え
る
白
を
殺
し
て
で
も
生
き
た
い

死
を

け
容
れ
た
く
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な
い
生
き
た
い
と
い
う
欲
求
を
覚
え
た

に

死
を

う
と
し
た
か
ら
主
導
権
を
奪
う

と
い
う

前
で
襲

て
来
た
白
を
倒
せ
た

で
す

一
種
の
開
き
直
り

こ
れ
が
無
か

た
ら

白
の
殺
す
動
機
に

得
し
て
殺
さ
れ
て
い
ま
し
た
欲
求
を
覚
え
る
ま
で
は

晩

る

に
殺
し

合
う
無
限
地
獄
で
し
た
け
ど
ね

 
ま
た

白
の
ア
プ
ロ

チ
が
無
け
れ
ば
リ

フ

の

キ
リ
ト
が
生
き
て
い
な
い
と
哀
し
い

と
い
う

葉
を

解
し

自
分
が
生
き
て
い
な
い
と

せ
に
な

て
も
ら
え
な
い
と

え
他

者
の

せ

自
分
の
生
存

自
分
の

せ
と

説
教
の
意
味
が
無
く
な

て
い
ま
し
た

 

は
他
者
の

せ
と
自
分
の

せ
は

離
す
る
も
の
そ
も
そ
も
生
存
は
前

な
の
で
間
に

む
事
す
ら
し
な
い

 
こ
の
場
合
で
原
作
キ
リ
ア
ス
を

に
す
る
と

キ
リ
ト

ア
ス
ナ
と
ユ
イ
と

ら
す
の

せ

ア
ス
ナ

キ
リ
ト
君
と
ユ
イ
ち

ん
と

ら
す
の

せ

と
い
う
風
に

せ
に
思
う
理
由
は

そ
れ
ぞ
れ

手
を
対

と
し
た
も
の

つ
自
分
の
欲
求

ら
し
が
根
源

自
分
の

せ
を

手
に
求
め
る

 
本
作
の
キ
リ
ト
や
リ

フ

の
思

に
な
る
と

リ

フ

達

キ
リ
ト
が
生
き
て

せ
に

な

て
く
れ
る
と

せ

キ
リ
ト

が

せ
に
な

て
く
れ
て
い
る
と

せ
と
い
う
風
に
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キ
リ
ト
は
他
者
を

せ
に
す
る
た
め
に
自
分
が

せ
に
な
ろ
う
生
き
よ
う
と
義
務
的
に
動
こ

う
と
し
て
い
ま
し
た

手
の

せ
を
キ
リ
ト
が
自
分
に
求
め
る

 

せ
は
そ
の
人
個
人
の
中
で

こ
る
も
の
な
の
に
そ
れ
を

こ
そ
う
と
し
て
い
た
事
が
歪
の

一
つ

せ
だ

た
ら
良
い
な

と
い
う
願
望
で
は
無
く

せ
に
す
る
／
さ
せ
る

と
い
う

義
務
系

 
今
ま
で
ず

と
見
て
来
た
本
能
の
白
だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
危
ぶ
ん
で
リ

フ

の

責

で
色

と
解
放
さ
れ
思

が
リ
セ

ト
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
仕
掛
け
た

で
す

こ
れ
よ
り
前

で
も
後
で
も

に
本
能
が
組
み

ま
れ
な
い

に
同
じ
事
の

り
返
し
に
な

て
い
た
事

で
し

う

生
き
た
い

と
い
う
欲
も

で
も
罪
が

と
い
う
理
性
・
思

で

定
し

抑
圧
し
て
い
た
で
し

う
か
ら

ま
た
義
務
感
に
な

て
い
た
恐
れ
も

前
話
の
シ
ノ
ン
や
ユ
イ

点
に
あ
る

り

重
責
か
ら
解
放
さ
れ
て

直
に
な

た
か
ら
こ
そ
出
来
た
事

 

だ
ろ
う

Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
白
一
護
を
参

に
し
て
る
の
に
あ

ち
と
こ

ち
で
行
動

の
理
由
が
真
反
対
な
気
が

本
作
白
は
過
保
護
つ
ま
り
リ

フ

達
と
同
じ
保
護
者

と
い

う
事
で
す
ね

 
セ
ル
フ
保
護
者
と
か
新
し
い
な

・

・
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加
え
て
キ
リ
ト
強
化
フ
ラ
グ

発
想
の
方
面
で
戦
闘
に
メ
チ

強
い
白

義
姉
に
は
お

し
が
直

に

手
す
る
ん
で
す
か
ら
精
神
的
に
は
お
ろ
か
実
力
も
超
強
化

た
無
し
技

術
は
お

し

 
今
話
の
会
話
で

に
戦
い
方
が

広
く
な

て
ま
す
か
ら
ね

自
分
で
戦
い
な
が
ら
同
時
に

列
思

で
強
い
イ
メ

ジ
を
練
り
上

る

こ
れ
を

り
返
す
事
で
マ
ル
チ
タ
ス
ク
能
力
が
上

つ
ま
り

の
運

と
戦
い
方
が
恐
ろ
し
く
向
上
す
る

も

と

良
く
な
る

 
そ
の
気
に
な

た
ら

歩

偽

や
風
の
刃
を
重
ね
て

返
し

偽

や
オ
サ
レ
⻤
道

偽

な
ん
か
が
出
来
る
よ
う
に

Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
序

で
の

歩
使
い

木
白

の
速
さ
の
絶

望
感
を
思
い
出
し
ま
す
な

本
作
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ

り
は

歩

い
の

動
出
来
ち

て

ま
す
が

リ

フ

に
至

て
は
九

閃
モ
ド
キ
見
切
れ
る
し
キ
リ
ト
・
リ

フ

以
外
は

見
え
て
な
い

 
こ
れ
く
ら
い
し
な
い
と
い
け
な
い
の
が
キ
リ
ト
だ
け

て
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
パ

テ

プ

レ
イ
前

な

な
の
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
は

な
ん
だ
ろ
う

惑

 
あ
と
闘
技
場
の
ホ
ロ
ウ
戦
未
覚
醒
を
見
返
せ
ば
分
か
り
ま
す
が

剣
か
ら

撃
を
放

て
い
る
の
は
こ
の
時
の

の

線
だ

た

で
す

い
ち
い
ち
属
性
武
器
出
さ
な
く
て
も
登
録
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し
て
た
ら
使
え
る
よ
と
い
う
ね

一
人
だ
け
世
界
観
が
違
う
な

ネ
タ
的
に
必
然

 
ま

も

と
強
く
な
い
と
キ
リ
ト

死
ぬ
ん
で
す
が
ね

展
開
的
に

最
強

来

主
人

な
の
で

そ
こ
に
行
き

く

に
も

苦

を

り
越
え
て
も
ら
わ
な
い
と

嗤

 
⻑
文
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
生
存

ミ

シ

ン
本
能
の
目
醒
め
を
達
成

ゲ
ヘ
ナ

気
を

け
ば

死

全
滅

か
ら

ヘ
ヴ
ン

気
を

か
な
く
て
も

死

全

滅
有
り

へ
変
更
さ
れ
ま
し
た

自
分
生
存

間
全

生
存

自
分
生
存

間
全

生
存

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
攻
略

ス
ト

リ

本
能
の
目
醒
め
を
ク
リ
ア

ノ

マ

ル

か
ら

ハ

ド

へ
変
更

意

不
可

さ
れ
ま
し
た

精
神
ダ
メ

ジ
イ
ベ
ン
ト
増

狂
化
イ
ベ
ン
ト
増

  
生

た
な

間
一
人
生
か
す
だ
け
で
も
現
状
至

の
業
だ
と

う
の
に

間
全
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ど
こ
ろ
か
己
を

め
た
全
て
を
救
わ
ん
と
欲
す
る
と
は

と

と
愚

よ
な

分
不

応
の
望

み
は
身
を
滅

す
摂
理
を
解
さ
ん
愚
か
者
共
め

様
に
は
地
の
理

ゲ
ヘ
ナ

で
は
生

い

天
の
理

ヘ
ヴ
ン

を
見
せ
て
や
ろ
う

己
が
身
を
以
て
分

応
と
い
う
も
の
を
知
る
が
良
い

攻

お
前
も

手
を
し
て
や
れ

悦

 
攻

私
が

手
を
す
る
の
は
構
わ
な
い
が

こ
の
身
は
あ
と
四

の
変
身
を
残
し
て
い
る

果
た
し
て
真

な
勝
負
に
な
る
の
や
ら

悦

強
化
が
四
回
だ
け
と
と
い
う

で
は

な
い

 

こ
れ
ま
で
の

で

に
精
神
面
を

い
て
キ
リ
ト
以
外
が
ギ
ブ
ア

プ

前

嗤
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第
七
十
八
章
 

転
換
期

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
の

点
は
キ
リ
ト

リ

フ

レ
イ
ン

 
時
系
列
的
に
キ
リ
ト
は
白
と
の
鍛

を
終
え
た
後
リ

フ

は
ユ
イ
と

し
た
後
に

理

で
眠

て

き
た
後

レ
イ
ン
が
そ
の
更
に
後
で
す

つ
ま
り
は

日
の
事

 
文

数
は
約
二
万
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

か
く
心
地
い
い

み
を

し
て
い
た
闇
か
ら
意
識
を
浮
上
さ
せ
覚
醒
さ
せ
る

ち
り
と
目
を
開
け
ば
天
に
は

点
の
星
空

と
見

う
ば
か
り
の

ユ
イ
姉

く
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
ば
り
ら
し
い

光

が
出

え
た

界
の

に
は

理

の
外
縁
を
取
り

む
無

数
の
金
文

が
止
め

な
く
流
れ
て
い
る
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界

上
の
デ
ジ
タ
ル
チ

ク
な
時

は

前
三
時
を
示
し
た
と
こ
ろ
だ

た

白
と

と
殺
し
合
い
と

う
名
の
修
行

殺
し
合
い
と

て
も
差
し

え
な
い
レ
ベ
ル
で
は

あ

た
が

を
し
て
い
た
か
ら
完
全
に
時
間
感
覚
を
喪

て
い
た
た
め
思

た
よ
り
経

て

い
な
い
と
も
感
じ
る
し
リ

姉
に

で
ら
れ
な
が
ら

ち
た
時
の
時
間
を

え
る
と
存
分
に

た
と
も
思
え
る

確
か
九
時
に
も
な

て
な
か

た

だ
か
ら
六
時
間
程
は

眠
を
取

て

い
る
事
に
な
る

 
無
論
こ
ち
ら
で
眠

て
い
る
間
ず

と
白
と
修
行
を
し
て
い
た
の
だ
か
ら
精
神
的
に
は

れ
て
い
る

 
で
も
リ

姉
に

責
さ
れ
る
前
に

べ
れ
ば

か
に
体
が

い
し

気
持
ち
も

く
な

た

気
分
が

ん
で
い
た
か
ら
気

い
感
じ
が
あ

た
の
だ
が
今
そ
れ
は
一
切
無
い

は
気
か
ら

と
い
う

葉
が
あ
る
が
そ
れ
は
真
実
の
よ
う
だ

 
さ
て

こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う

と
身
動
ぎ
せ
ず
に

え
る

 
時
間
は

前
三
時

流

に
今
か
ら
探
索
に
出
掛
け
る
な
ん
て
死
に
に
行
く
よ
う
な
も
の
だ

ユ
イ
姉

く

樹
海
エ
リ
ア
を

す
る
大

の
モ
ン
ス
タ

よ
り
レ
ベ
ル
は
上
で
は
あ
る
が

高

と
も
な
れ
ば
最

水

に
し
か
達
し
て
い
な
い
ら
し
い

そ
の

を
把
握
し
て
い
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る
と
は

え

夜

の
探
索
は
流

に

え
た
い

だ

 
と
い
う
か
こ
れ
以
上

ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
の
が
本

で
あ
る

 
か
と

て

直
す
の
も

か

し
い
と
感
じ
る

つ
い
さ

き
ま
で
修
行
を
し
て
い
た
が

精
神
と
い
う
不
確
定
で

な
状

で
し
て
い
た
か
ら
か
思

を
高
速
回
転
さ
せ
た
り

と

イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
を
し
た
り
目
ま
ぐ
る
し
く
戦

て
い
た
時
の
後
に
生
じ
る

労
が
一

切
感
じ
ら
れ
な
い

恐
ら
く
修
行
中
消

す
る
の
は
文

り

で
は
無
く
精
神
力
な
の
だ

 
明
ら
か
に

学
的

つ
生
物
学
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
非
論
理
的
な
思

だ
が
今
は
こ
れ
で

得

し
て
お
く

 

に
自
分
の
気
分
が
戦
闘
状

で
高

し
て
い
て
眠
気
を
吹
き

ば
し
て
い
る
と
い

う
可
能
性
も
無
き
に
し
も
非
ず
だ
が

 
こ
う
な

た
ら
一

き
て

気
分
が

ち

く

み
物
で
も

み
な
が
ら
ポ

シ

ン
を

作

た
方
が
良
い
な
と
思

た

時
間
は
有
意
義
に
使
う
べ
き
だ

ポ

シ

ン
を
作
ら
な
く
て

も

ち

く

み
物
を

む
の
は
中

良

だ
と
思
う

そ
う
と
決
ま

た
ら

速

 

速

き
上
が
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
が
出
来
な
い
事
に
気
が
付
い
た

上
体
を

こ
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そ
う
と
す
る
と

故
か

に
圧

感
を
感
じ
る
の
だ

し
か
も
そ
れ
は

や

に
も
感
じ
る

ん
 

け
て

で

か
な
声

更
に

か
な

息
が

に
掛
か
る

 
ま
さ
か
と
思

て

か
に

を

に
回
せ
ば
そ
こ
に
は
金
色
の
髪
を
解
い
て

こ
け
て
い
る

リ

姉
が

た

を

こ
し
て
状

を
確
か
め
れ
ば

を

き

め
て

の
上
に
眠

て
い

る
事
が
分
か

た

を
持

て
い
る
の
が

だ
か
ら
多
分
そ
の
ま
ま

る
事
に
し
た
の
だ

ろ
う

 
な
ら
ユ
イ
姉
は
ど
こ
に
と
思

て
今

は

に

を
回
せ
ば
ち

と
離
れ
た
と
こ
ろ
で

リ

姉
と
同
じ
よ
う
に

の
上
で
横
に
な

て
い
た

違
い
と

え
ば

が
愛

し
て
い
る

コ

ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト
を
掛
け

代
わ
り
に
体
に
掛
け
て
い
る
事
だ
ろ
う
か

あ
と

見
た
目
が

と
同
い
年
で
は
無
く
大
人
に
な

て
い
る

 
ル
ク
ス
は
更
に
そ
の
向
こ
う
で

こ
ち
ら
は
自
前
の

の
中
で
す
や
す
や
と
眠

て
い
た

に

と
と
て
も
穏
や
か
な

で
あ
る
事
か
ら

せ
な
夢
を
見
て
い
る
事
が
あ
り
あ
り
と

分
か
る

 
ユ
イ
姉
は

だ
か
ら
人
間
で
あ
る

達
と
違

て

夜
も
可
能
な
の
だ
が

そ
れ
で
も
入
手
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し

し
た
デ

タ
の
整
理
や
消
去
保
存
の

を
し
て
キ

シ

を
消
去
し

理
速

を
取
り

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
人
間
の

眠
と
同
義
の
行

を
行

て
い
る

な
の
で

ユ
イ
姉
も
今
は
リ

姉
達
と
同
じ
く
深
い
眠
り
の
中

恐
ら
く
夢
は
見
て
い
な
い
だ
ろ
う
が

 
な
の
で

き
る

に
気
を
付
け
る
事
と

え
ば
ル
ク
ス
を

こ
さ
な
い
よ
う
静
か
に
行
動

す
る
事

ユ
イ
姉
は

定
の
時
間
に
な
る
か
名
前
を
呼
ば
な
い
と
ま
ず

き
な
い
し
リ

姉
は

そ
も
そ
も

の
決
ま

た
時
間
に
な
ら
な
い
と

を
し
て
も
目
が
覚
め
な
い

金
入
り
の
安
眠
ぶ

り
を
発

す
る
猛
者
な
の
で

慮
外
だ

む

ス
テ

タ
ス
で
は
上
な
の
に

け
ら
れ
な
い

 
だ
か
ら
直
近
の
リ

姉
に
は

と
力
を
出
し
て
も
構
わ
な
い
の
だ
が

た
ま
ま
無
意
識
に

技
で
も

行
し
て
い
る
の
か
中

絡
ま

た

や
こ
ち
ら
を

き

め
て
い
る

か
ら

け
ら

れ
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
リ

姉
の
自

に

あ
る
カ
ピ
バ
ラ
の

き

代
わ
り
な
の
か
動

け
ば
動
く

ど

の

束
力
が
強
ま

て
い
る
気
が
す
る

本

に

た
ま
ま
か
と
思
う
く
ら
い

と
に
か
く
上
手
い

 
あ

こ
れ
は

け
ら
れ
な
い
な

と

め
る
の
は

と

か

た

 
そ
れ
な
ら
ま
た
白
と
修
行
に

み
た
い
の
だ
が

生
憎
さ

き
の
戦
い
を
終
え
た
後
に
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ま
で

る

と

て
い
た
か
ら
流

に
気
が
引
け
る

精
神
世
界
へ
の
行
き
方
を
知
ら
な

い
か
ら
自
力
で
あ

ち
に
行
く
と
い
う
方
法
も
取
れ
な
い
の
だ

は

ま
た
眠
気
が
来
る
の
を
祈
る
と
し
よ
う

 

手
は
リ

姉
の
体
で

さ
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
動
か
せ
な
い
し

手
は
動
か
せ
て
も
メ

ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
出
せ
な
い
か
ら

無
意
味

体
は
論
外

動
く
事
も

不
可
能
な
の

で

て
横
に
な

た
ま
ま

ま
た
眠
気
が
来
て
眠
れ
る
事
を
祈
る
し
か
な
い

 
ま

リ

姉
が

き
る
の
は

前
五
時

そ
れ
か
ら
リ
ア
ル
に

た

の
日

り
に
鍛

を
開
始
す
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
ま
で

き
て
い
る
と
い
う
の
も
ア
リ
と

え
ば
ア
リ
だ

そ
の

気
に
な
れ
ば
二
時
間
く
ら
い

え
事
で

せ
る
の
だ
か
ら

と
は

え

今
の

は

今
ま
で
の

と
状
況
が
違
う
ん
だ
よ
な

 

も

こ
さ
な
い
よ
う
小
さ
な
声
で
ボ

く

 
今
ま
で

ま
れ
者
の
ビ

タ

や
希
望
を
背
負

た
者
の
黒
の
剣
士
と
し
て
の
立
場

攻
略
組

や
最
前
線
の
情
報
の
収
集

合

攻
略
本
に
載
せ
る
情
報
の
編

を
ア
ル
ゴ
と
共

に
し
て
き
た
か
ら
時
間
は
む
し
ろ
足
り
な
い
程
だ

た

多
く
の
人

の
動
き
や
意
識
を
把
握

し
そ
の
上
で
最

な
手
を
打

て
行
動
し
心

を

作
し
情
報
を

制
し
士
気
の

迷
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を

ぐ
た
め
に
は

備
を
す
る

の
時
間
が
ど
れ
だ
け
あ

て
も
足
り
な
か

た
の
だ

 
正
直

こ
れ
ま
で
で
十
分
と
思
え
た
事
は

た
だ
の
一

も
無
い

 
な
ら
そ
れ
に
つ
い
て

え
行
動
す
れ
ば
い
い
の
で
は
と
も
思
う
が
現
状
そ
れ
は
出
来
な
い

 
ま
ず

が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
行
け
な
い
時
点
で

手
が
打
て
な
い
の
が
一
つ

情
報

収
集
は
お
ろ
か

心

作
や
攻
略
な
ん
て
論
外

出
来
る
事
と

え
ば
ア
ル
ゴ
と
の
協
議
や

ヒ

ス
ク
リ
フ
達
と
の
合
議
程

だ
ろ
う

そ
れ
も
最
前
線
の
生
の
情
報

現
場
と
い

う

を
知
ら
な
い
か
ら

イ
マ
イ
チ
信
頼
性
は

け
な
い
判
断
に
な
る

 

に

の
今
の
立
場
に
つ
い
て

 
こ
ち
ら
は
ど
ち
ら
か
と

う
と
オ
レ
ン
ジ
だ
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

れ
な
く
て

ど
行
動
を

せ
な
い
一
つ
目
の
問

に

べ
れ
ば

か
非
論
理
的
だ

せ
心
情
的
な
も
の
が

理
由
の
大

を

め
て
い
る
の
だ
か
ら

 
リ

姉
が
指

し
た
よ
う
に

は
今
ま
で
ず

と
他
者
の
不

も
自
分
の
せ
い
と
背
負
い

ん
で
来
た

 
客
観
的
に
見
れ
ば
月
夜
の
黒
猫

の
壊
滅
は

の

意
を

か
な
か

た
事
や
レ
ベ
リ
ン

グ
不
足
と
い
う
自
業
自
得
な
事
だ
し
ケ
イ
タ
の
自
殺
も
サ
チ
を
残
し
て
い
る
と
い
う
点
を
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え
る
と

の
責

は

い
と

え
ら
れ
る

ユ
ウ
キ
達
が

て
い
た
よ
う
に
恐
ら
く
そ
の
見

方
が

だ
ろ
う

 
他
に
も
コ

バ

ツ
の
死
だ

て

ク
ラ
イ
ン
が

て
く
れ
た
よ
う
に

は
や
る
べ
き
事

う
べ
き
事
を
ず

と
し
て
い
た

一

は
ア
ス
ナ
達
に
頼
ん
で
撤
退
ま
で
さ
せ
た
の
だ

そ
れ

な
の
に
突
撃
し
て
死
ん
だ
の
だ
か
ら

あ
れ
こ
そ
自
業
自
得
と

え
る
だ
ろ
う

 
第
二
レ
イ
ド
を
殺
し
た
ア
キ
ト
の

業
も

と
の

性
は

い

ア
キ
ト
を
殺
し
た
事
で

他
の

が
ど
う
思

て
い
る
か
も
全
て
は

が
勝
手
に
思
い

ん
で
い
た
事

自
分
が
悪
い
の

だ

と

 
リ

姉
達
が

わ
れ
た
事
は
キ
バ
オ
ウ
達
が
悪
い

え

を
誘
き
出
す
と
い
う
間

的
な
理

由
に
な

て
い
る
と
し
て
も
実

に
行
動
に

し
て
い
た
の
は
あ
ち
ら
だ
し

と
一
緒
に

る
と
そ
う
な
る
事
を
知

て
い
た
の
に

抗
出
来
な
い
く
ら
い
弱
か

た
の
も
リ

姉
達
の
責

 
そ
れ
ら
全
て

が
悪
い
の
だ
と
思
い

ん
で
い
た

仮
に

が

な
か

た
ら
そ
の
悲

全

て
が

き
な
か

た
の
で
は
な
い
か

と

 

が

な
く
な
れ
ば

死
ね
ば

も
う
そ
ん
な
事
は

き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
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リ

姉
は
そ
の
思

に
対
し

様
の
つ
も
り
だ

だ
と

い
切

た

 
最
初
そ
の

葉
は

の
心
を

し
く
揺
さ
ぶ
り

た

が
今
ま
で
し
て
き
た
思

の

全
て
を

定
す
る

葉
だ

た
か
ら
揺
ら
が
な
い

が
無
い

の
過
去
の
歩
み
を

定
さ
れ
た

よ
う
で
だ
か
ら

に
血
が
上

て
リ

姉
に

ん
だ

わ
れ
た
よ
う
に
リ

姉
の

定
を

定
し
な
け
れ
ば
自
分
を
保
て
な
か

た
か
ら

 

に
そ
れ
が
間
違

て
い
る
の
だ
と
リ

姉
に
完

無
き
ま
で
に

き

さ
れ

こ

の
世
界
で
背
負

た
モ
ノ
を
真

向
か
ら
完
全

定
さ
れ
た
事
で

く
理
解
し
た

 
一

背
負

た

を
下
ろ
せ
ず
に
ず

と
進
み

け
て
来
た

を
真

向
か
ら

し

ビ

タ

／

黒
の
剣
士

と
し
て
の

キ
リ
ト

を
殺
し
て
く
れ
た
か
ら

そ
の
過
ち
に
気
が
付

け
た

背
負
い

け
て
い
る
間
は
そ
れ
が
正
し
い
の
だ
と
思
い

ま
な
い
と
正
気
で

ら
れ

な
か

た
か
ら

 
も
し
か
し
た
ら

に
正
気
で
は
無
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
と
も
あ
れ
客
観
的
な
立
場
や

を
取
り

く
状
況
は
変
わ

て
い
な
い
が

の
主
観
的
な

立
場
や
状
況
は
様
変
わ
り
し
た

未
知
の
世
界
に

び

み
新

な
も
の
全
て
に
感
動
し
て
い

た
ベ

タ
テ
ス
ト
時
代
の
無
邪
気
な

に

た
と

え
る
の
か
も
し
れ
な
い

今
の

を
果
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た
し
て
無
邪
気
と

え
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
流

に
ま
る

き
り
ビ

タ

や
黒
の
剣
士
の

を
捨
て
る
事
は
出
来
な
い

そ
れ

で
は
責

放

だ
か
ら

こ
の
世
界
の
終
わ
り
ま
で
そ
れ
を
背
負
お
う
と
は
思
う

 
で
も
今

は
目
的
と
手

を
逆
転
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る

生
き
る
手

と
し
て
強
さ
を
求

め
二
つ
名
を
背
負

て
い
た
の
に

時
の
間
に
か
そ
れ
ら
が
生
き
る
目
的
に
な

て
い
た
の
だ

か
ら

ビ

タ

の

を
終
え
る

な
ら
死
も

け
容
れ
る
つ
も
り
だ

た

黒
の
剣

士

と
し
て
ボ
ス
と
の
戦
い
で
死
ぬ
と
し
て
も

後
に
繋

ら
れ
る
の
な
ら
構
わ
な
か

た

 

呼
そ
う
だ

リ

姉
に

わ
れ
た
よ
う
に
逆
転
し
て
い
た
白
に
気
付
か
さ
れ
た
よ
う
に

生
存
本
能

と
い
う
生
き
る
事
へ
の

し
い
欲
求
が
欠
け
て
い
た

 
だ
か
ら
安

に
死
を

け
容
れ
る
／
求
め
ら
れ
る

 
だ
か
ら
迷
わ
ず
に
身
を
投

ら
れ
る
／

に
出
来
る

 
そ
れ
は
間
違
い
だ
と
教
え
ら
れ
た

レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
で
圧
倒
的
に
負
け
て
い
る
の
に

リ

姉
は
完

に
技
術
だ
け
で
こ
の
世
界
で
成
⻑
し
た
だ
ろ
う

を
圧
倒
し
た

ら

静
で

な
か

た
に
せ
よ
体
に

み
付
い
た
技
術
ま
で
は
無
く
な
ら
な
い
か
ら

に
な

た
と
し
て
も

に
は
変
わ
り
な
い

な
の
に

そ
れ
ら
を
意

も
容

く

じ

せ
て
来
た
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間
違

て
い
る
か
ら

の
強
さ
で
は

わ
な
い
と
そ
う

て
間
違

た
道
を
進
ん
で
い

た

キ
リ
ト

を
リ

姉
は
殺
し
た

殺
し
て
く
れ
た

 
そ
し
て

重

か
ら
解
き
放

て
く
れ
た

 
だ
か
ら
今

の
戦
う
理
由
は

く
揺
ら
い
で
い
る

ユ
イ
姉
や
リ

姉
達
を
護
る
と
い
う
理

由
や
強
く
な
る
と
い
う
理
由
は
変
わ
ら
ず

ビ

タ

と
し
て

よ
り
も
勝
る

黒
の

剣
士
と
し
て
希
望
を
見
せ
る

と
い
う
理
由
は
今
は

く

い

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
か
ら

出
ら
れ
な
い
せ
い
で
あ
ち
ら
に

出
来
な
い
事
も

く
な

て
い
る
要
因
の
一
つ
だ
ろ
う

 
そ
し
て
自
分
の

だ
け
の
戦
う
理
由
と
い
う
モ
ノ
を

は
ま
だ
イ
マ
イ
チ
見
付
け
ら
れ
て

い
な
い

正
確
に
は
見
つ
か

て
い
る
け
ど

決
め
ら
れ
な
い

 
そ
れ
は
今
ま
で
の
自
分
の
思

と

く

離
し
て
い
て
す
ぐ
に
意
識
を
変
え
ら
れ
な
い
か
ら

こ
そ
の
違
和
感
と
い
う
か

感
と
い
う
か
そ
う
い

た

か
が

ぶ
事
を

る

か
つ

て
の

他
主
義
と

容
れ
な
い

く

己
主
義
な
そ
の
思

 

知
さ
れ
て
い
る
ビ

タ

の
由
来
と
し
て
は

く
マ

チ
し
て
い
る
だ
ろ
う

己
主
義

そ
う
で
な
く
と
も
き

と
あ
ら

る
人
の
深
層
に
あ
る
だ
ろ
う
戦
う
理
由

生
存
本

能
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つ
ま
り
は

生
き
た
い

と
い
う

な
が
ら
尊
い
願
い

 
人
ら
し
い

白
が
教
え
て
く
れ
た
人
に
あ
る
べ
き
願
い

生
き
た
い

か

 
白
を
殺
す
と
決
め
て
突

し
た
時
や
は
り

の
思

は
リ

姉
達
か
ら
離
れ
た
く
な
い
と
い

う
も
の
だ

た

そ
れ
は
他
人
が
入

て
い
る
か
ら
や

り

他
主
義
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か

己
主
義
で
は
無
い
の
は
と
思
う

 
リ

姉
は
他
人
の
事
を

え
て
一
緒
に

た
い
生
き
た
い
と
願
う
の
は
や
め
ろ
と

た

 
な
ら

の
思

も
ま
た

そ
れ
に

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
ど
の

が

己
主
義
で

ど
の

が

他
主
義
な
の
だ
ろ
う
か

 
⻑
ら
く

ビ

タ

と
し
て

己
主
義
を
振
る
舞
い

黒
の
剣
士

と
し
て

他
主
義
を

振
る
舞

て
来
て
そ
の
実
恐
ら
く
全
て
の
行
い
の
理
由
が

他
主
義
に
な
る
の
だ
ろ
う

に

は

そ
の
違
い
が
分
か
ら
な
い

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な

直
姉

 
分
か
ら
な
い
事
が
恐
く
て

だ
か
心

く
な

て
こ
ち
ら
を

き

め
な
が
ら

で
す

や
す
や
と
眠

て
い
る
義
理
の
姉
に

き
声
で
問
い
掛
け
る
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眠

て
い
る
か
ら

然

き
る

が
無
い
け
ど

そ
れ
を
分
か

て
い
て
問
い
掛
け
た

 

多
分

こ
の
問
い
は

本

は
人
に
し
ち

い
け
な
い

の
も
の
だ
か
ら

 

と
し
て
も
他
人
が
決
め
た
事
に
ば
か
り

う
な
ん
て
人
形

み
た
事
は
し
た
く
な

い
自
分
の

だ
け
の
理
由
な
ん
て

分
か
ら
な
い
よ

 
人
間
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い

 
そ
れ
は

も
以
前
か
ら
よ
く
理
解
し
て
い
る
事
だ

リ

姉
に
は
新
た
に
一
人
の
人
間
で
出

来
る
事
は
限
ら
れ
て
い
る
と
分
か

て
は
い
た
け
ど
理
解
出
来
て
い
な
か

た
事
を
教
え
ら
れ

た 
そ
ん
な
人
間
は
ど
う
し
て
も
生
き
て
い
る
間
に
人
と

わ
る

人
と

わ
る
か
ら
こ
そ
の
理

由
と
い
う
も
の
は

あ
る

な
の
だ

極
論

家

に
恩
返
し
し
た
い
か
ら
生
き
た
い
と
か

そ
う
い
う
の
も

他
主
義
に
入
る
気
が
す
る
の
だ

 
自
分
の

だ
け
に
戦
え
る
理
由
な
ん
て

そ
も
そ
も

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

ア
キ
に

ア
キ
ト
は

す
ぐ
に

え
付
き
そ
う
だ
な

 

と
思
い
浮
か
ん
だ
人
物
に
つ
い
て

え

と
苦

す
る
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し
ろ
実
の
弟
を

自
分
の

に
死
ね

と

て
来
た

本
人
だ

一
番
記

に
残

て

い
る
そ
れ
は
ま
さ
に

己
主
義
と

え
る
だ
ろ
う

も

と

え
ば
自
己
中
心
的
と
も

え
る

第
二
レ
イ
ド
を

し
た
の
も
自
分
の
推
理
を
絶
対
と
信
じ
そ
れ
で
動
い
た
の
だ
か
ら

再
会
し

た
後
も

い
な
り
に
な

て
い
た
ら
良
か

た
ん
だ
と

て
来
た
く
ら
い
だ
し

も

そ
れ
く
ら
い
我
が

に
な

た
方
が
良
い
の
か
な

 
流

に
自
分
の

合
に
他
者
の
生
死
を

す
る
の
は
無
理
だ
が
ユ
ウ
キ
に
も

も

わ

れ
た
よ
う
に
も

と

の
力
を
頼
り
に
作
戦
を
立
て
た
り
行
動
し
た
り
し
て
も
良
い
の
だ
ろ

う
か

の
迷
惑
や
負

に
な
る
の
が

だ
か
ら

け
て
い
た
の
だ
け
ど

 

き

と

そ
う
で
な
か

た
ら

も

と
頼
れ
と
は

わ
な
い
の
だ
ろ
う
な

 

に
会

た
時

お
願
い
し
て
み
よ
う
か
な

で
も

や

り
自
分
の

だ
け
に
戦
え
る
理
由
は

え
付
か
な
い

 
ユ
ウ
キ
達
の
力
を

り
る
事
を
前

に
行
動
す
る
の
は

が
悩
ん
で
い
る
事
を
解
決
す
る

え
に
は
な
ら
な
い

こ
れ
は
あ
く
ま
で
行
動
へ
の
助
力

行
動
す
る

の
理
由
に
は
な
ら
な
い
の

だ
ユ
イ
姉
や
直
姉
と

一
緒
に

た
い

と
か
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ユ
イ
姉
は
技
術
が
足
り
ず
直
姉
は
レ
ベ
ル
と

備
が
足
り
な
い

だ
か
ら
一
緒
に

ん
で
戦

え
な
い

 
な
ら

が
一
緒
に
戦
い
た
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
強
化
し
て
一
緒
に
戦

て
も
ら
う
と
い

う
の
は
ア
リ
な
の
だ
ろ
う
か

 
そ
う
思

て
安
ら
か
に
眠
り

け
る
義
姉
の

を
見
る

と
て
も

ら
か
い

ら
か
い
表
情

を
し
て
眠

て
い
る

は
少
し
前
に
自
分
に
対
し
て

な

で

蔑
し
て
い
た
人
と
は
思
え

な
い
く
ら
い
だ

せ
そ
う
に

に

み
を
浮
か
べ
て
い
る

 

と

え
ば

そ
う
い
え
ば

 
そ
こ
で

義
姉
の

の

み
を
見
て

突
に
あ
る
情

が
浮
か
び
上
が

て
来
た

 
思
い
出
し
た
と
も

え
る
そ
の
情

は
第
一
層
外

部
テ
ラ
ス
か
ら
キ
バ
オ
ウ
に
よ

て

放
り
出
さ
れ
た
リ

姉
と
シ
ノ
ン
を
助
け
る

に

も

び
出
し
た
後
の
光

シ
ノ
ン
が

直

に
転

結

で
ア

ク

フ

ア
へ
転

し
た
後
リ

姉
が
教
え
て
い
な
い
オ
レ
ン
ジ
の

制
約
や
実
状
に
つ
い
て

し
責
め
て
来
て
無
理

理
転

さ
せ
よ
う
と
し
た

に
し
て
き

た
事
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あ
の
時

は

リ

姉
に

す
ぐ

ね

に

き

キ
ス

  
あ
の
時
は
精
神
的
に
い

い
い

い
だ

た
し

そ
の
後
も
ユ
イ
姉
と
一
緒
に

る
事

で
ま
だ
生
き
て
い
る
事
か
ら
目
を

ら
し
て
い
た
か
ら

え
て
い
な
か

た
け
ど
そ
う
い
え

ば
リ

姉
と
と
ん
で
も
な
い
事
を
し
て
い
た

 
間
違
い
よ
う
が
無
い
程
に

本
来

き
な
人
同
士
で
す
る
と
い
う
キ
ス
を
し
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
を
思
い
出
し
て
思
わ
ず
無

の
絶

を
上

た

声
を
出
さ
な
か

た
の
は

に

し
い

 

あ

あ
わ
わ

あ
わ
わ
わ

 
ど

ど
う
し
よ
う

ど
う
し
よ
う
ど

う
し
よ
う
ど
う
し
よ
う

 
リ

姉
か
ら
し
て
き
た
ん
だ
か
ら

は
悪
く
な
い
い
や
で
も
そ
れ

て

理
的
に
ど
う
な
ん

だ
ろ
う
と
い
う
か
し
て
き
た
と
い
う
事
は
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
か
で
も
転

の

の
式

を
中
断
さ
せ
る

に

で

い
だ
だ
け

て
い
う
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
そ
れ
に

そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
確
認
す
る
と
い
う
の
も
ア
レ
だ
し
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Ｓ
Ａ
Ｏ
の
感
情
表
現
は
か
な
り
オ

バ

だ
か
ら

と
し
た
ら

の
上
か
ら

気
が
出

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し

も

の
先
ま
で
ト
マ
ト
み
た
い
に
真

に
な

て
い
る
か
も
し

れ
な
い

 
そ
れ
く
ら
い
過
去
に
あ

た
事
は
今
更
な
が
ら

を

さ
せ

惑
さ
せ
る

 

責

を
取
る

 
い
や

で
も
ど
う
や

て

 

会
的
な

面
か
ら

え
る
と

は
確
実
に
未
来
が
無
い
か
ら

責

な
ん
て
取
れ
な
い

 
お
金
に

し
て
は
問

は
無
い
の
だ
け
ど

 

故
な
ら

束

士
の
下
で

の

知
識
を
学
ん
だ
り

の
体
に

め

ま
れ
た

の

動

験
デ

タ
を
取

た
り
す
る
他

束

士
が
作

た

の
デ

タ

取
に
協
力
し
て
い
た

た
め
そ
れ
が
バ
イ
ト

い
に
な

て

さ
ん
こ
と
桐

谷

が

理
し
て
い
る

の

に
は
お
金
が
そ
れ
な
り
の

振
り

ま
れ
て
い
る
か
ら
だ

ま

あ
く
ま
で

は
そ

う
し
て
い
る
と

い
て
い
る
だ
け
だ
が

さ
ん
の
方
か
ら
も

と
共
に
話
さ
れ
た
か
ら
事
実

な
の
は
間
違
い
な
い

 
お
よ
そ

年
近
く
に

て
そ
の

験
デ

タ
に
協
力
し
て

束

士
自
身

の
特
許
に
よ

る

請
金

に
よ

て
大
金
持
ち
ど
こ
ろ
で
は
無
く
な

て
い
る

か

に
か
な
り
の

を
振
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り

ん
で
い
る
と
か
つ
て

い
た
事
が
あ
る

 

時
の

は
そ
れ
に
対
し
て
特
に
こ
れ
と
い

て
興
味
を

い
て
い
な
か

た
か
ら
流
し
て
い

た
け
ど

こ
れ
は
そ
れ
を
使
え
と
い
う
事
な
の
か
と
思

す
る

 
ち
な
み
に

さ
ん
が

理
し
て
い
る
の
は
流

に
小
学
生
に

を

理
さ
せ
る
の
は
と

束

士
が
配
慮
し
て
く
れ
た
か
ら

 
と
は

え
お
金
が

ら
あ

て
も

会
的
に
死
ん
で
い
る
の
な
ら
意
味
が
無
い

こ
の
世
界

で

一

の
生
存
と
大
ま
か
な
容

プ
レ
イ

ネ

ム
に
つ
い
て
は

れ
て
い
る
の

だ

恐
ら
く
リ
ア
ル
に
帰

た
ら
一

で

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

達
の
収
容

設
で

と
い
う
く
ら
い

わ
れ
る
し
ネ

ト
で
も

が

れ
て
い
る
の
だ
先
な
ん
で
あ
る

が
無
い

 

で
も

そ
れ
と
こ
れ
と

無
い

て

わ
れ
そ
う

 
人
の
感
情
と
は
時
に
事
情
や
立
場
を
無

に
人
を
動
か
す
事
が
あ
る

け

ち
な
ん
て

そ
う
い
う
モ
ノ
だ
ろ
う

 
そ
う
な

た
ら

は
直
姉
と

け

ち
す
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か

 

て

け
容
れ

て
く
れ
た

さ
ん
や

さ
ん
の
一
人

を
奪

て
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そ
ん
な
裏
切
り
を
出
来
る

が
無
い

 
と
は

え
そ
も
そ
も

け

ち
な
ん
て
本
人
同
士
は
愛
し
合

て
い
る
の
に
そ
れ
以
外
の
者

多
く
は

者
の
親

縁
者

が
反
対
し
て
結

出
来
な
い
か
ら
縁
を
切

て
で
も

い

る
事
を
指
す

 
だ
か
ら
仮
に

さ
ん
達
が
反
対
し
て
も

直
姉
が
そ
の
気
だ

た
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い

 

の
理
由
は
多
分
直
姉
に
は

し
な
い

し
ろ

た

の
事
情
を
全
て

け
容
れ
理

解
し
た
上
で
家

と
し
て
愛
し
今
ま
で
様

な
事
を
教
え
て
く
れ
た
の
だ

そ
の
上
で
異
性
と

し
て

か
れ
て
い
た
ら

そ
の
理
由
で

む
事
は
出
来
な
い

 

ホ
ン
ト
に

ど
う
し
よ
う

 

く

く
悩
む

し
ろ
ど
う
し
よ
う
も
無
い
未
来
が

て
い
る
の
に
そ
れ
を
前

で

か
れ
て
い
た
ら
と

え
た
ら

く
し

惑
す
る
し

悩
ま
な
い

が
無
い

 
家

と
し
て
だ
け
で
な
く

異
性
と
し
て

か
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
物

い

た
事

に
な
る

家

と
し
て
愛
さ
れ
る
事
す
ら

し
い
の
に
そ
れ
以
上
と
も
な
る
と

し
過
ぎ

て

も

え
ら
れ
な
く
な
り
そ
う

 
現
に
自
分
の

は
物

く

い

で

れ
て
い
る

や

た
ぶ
も

の
先
も
物
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く

く
な

て
い
る

 
そ
し
て
き

と
自
分
の

は
物

く
だ
ら
し
な
い
く
ら
い
に
や
け
て
る
と
思
う

ダ
メ
だ

と
分
か

て
る
の
に
も
し
か
し
た
ら
と

え
た
だ
け
で
物

く

し
い
の
だ

大

き
な
直
姉

が
異
性
と
し
て

い
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
望
外
の
事
が
あ

た
ら
と
思
う
と
物

く

し

い
あ
う
あ
う
あ
う
あ
う
あ
う

 
ど
う
し
よ
う
か

体
的
な
方
策
が
思
い
付
か
な
く
て

リ

姉
が

き
る
時
間
ま
で

は

ず

と

い

の
ま
ま

乱
し

け
た

  

ど
う
い
う
状
況
な
ん
だ
ろ
う

こ
れ

 
キ
リ
ト
を

で
な
が
ら
ユ
イ
ち

ん
と

し
眠
気
が
来
た
の
で

に
横
に
な

て
眠
り
に

い
た
の
だ
け
ど

目
が
覚
め
た
ら

き

め
て
い
る
義
弟
が

を
真

に
し
て
あ
う
あ
う

て
い
て

惑
し
た

く

い
て
い
る
せ
い
で
目
を
開
け
て
い
る
の
が
見
え
て
い
な
い
か
ら

か
あ
た
し
が
目
を
覚
ま
し
た
事
に
は
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
で
さ

き
か
ら
ず

と

り

け

て
い
る
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見
た
感
じ
で
は
ト
リ

プ
し
て
い
た
キ
リ
ト
の
意
識
を

し
て
す
ぐ
の
時
に
見
せ
た
様
子
に

近
い

の

と
い
う
や
つ
だ

 
あ
た
し
も
少
し
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
け
ど
そ
れ
は
ど
ち
ら
か
と

う
と

で
は
無
く

き
な

手
を

き

め
る
事
へ
の

と

う
方
が
正
し
い

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
の
場
合

故
今
そ
の

が
出
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い

し
ろ
あ

た
し
が
こ
の
世
界
で
こ
の
子
と
再
会
し
て
か
ら

も

し
て
い
る
し
一
緒
に

た
事
だ

て
数

今
更
一
緒
に

た
事
に
対
し
て

ず
か
し
が
る

も
無
い

流

に
あ
た
し
と
一
緒
と

い
う
事
は
無
い
だ
ろ
う
け
ど
今
ま
で

も

き
合
い
な
が
ら
一
緒
に

て
来
た
の
だ
か
ら

に
感
じ
る

 

か
に
悩
ん
で
い
る

と
い
う
風
に

え
る
の
は

し
い
反
応
だ
し

キ
リ
ト

う

 

ら

え
て
も
分
か
ら
な
い
の
で
直

い
て
み
よ
う
と
決
め
て
声
を
掛
け
た

を
小

さ
く

わ
せ
な
が
ら

か
れ
た

き

め
る
く
ら
い
密

し
て
い
る
か
ら
そ
の

え
は
直
に
伝
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わ

て
来
て

本
気
で

い
た
の
が
よ
く
分
か
る

 
キ
リ
ト
が

く
と
こ
ろ
は
今
ま
で
も

か
見
て
来
た
け
ど
こ
こ
ま
で

そ
の
も
の
の

更
に

え
ば
見
た
目
に

う
少
女
の
如
き

き
声
を

い
た
の
は

と
す
る
と
初
め

て
か
も
し
れ
な
い

ち

と
ば
か
り
心
が
グ
ラ
リ
と
揺
れ
た

に
揺
れ
た
か
は
分
か
ら
な

い
がえ

と

さ

き
か
ら

で

ず
か
し
そ
う
に

て
る
の

う
あ

 
え

え

と

 
こ
れ
は
か
な
り

し
い
動
揺
振
り
だ
な
と
思
い
な
が
ら

刀
直
入
に

心
に
触
れ
る
と
ま
る

で
そ
れ
を
想
定
し
て
い
な
か

た
よ
う
に

目
し
な
が
ら

き
そ
れ
か
ら

線
を

が
せ
て

い

む

の

は
更
に

く
な

て

ど
こ
か
眼
に

が

ま

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

 
た
だ

に
問
い
掛
け
た
だ
け
な
の
に

ど
う
し
て

か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

り

リ

姉

ん
 

で

を
浮
か
べ
て
る
ん
だ
ろ
う
と
本
気
で
心
配
し
な
が
ら

葉
を

て
い
る
と
そ
ん
な

あ
た
し
に
真
剣
な

を
向
け
て
キ
リ
ト
は
声
を
掛
け
て
来
た

物
思
い
に

て
い
た
あ
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た
し
は
そ
れ
で

を
し

か
り
と
向
け
る

 
一
体

で

ず
か
し
が

て
い
た
の
か
と
思

て

わ
れ
る
内
容
を
予
想
す
る

 
で
も
上
手
く

え
ら
れ
な
か

た

キ
リ
ト
は

し
事
が
多
い
し
多
分
そ
う
い

た
も
の

は
あ
た
し
を
心
配
さ
せ
た
り

ら
せ
た
り
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
け
ど
逆
に

え
ば

ず
か
し

が
る
内
容
は

ど
無
い
よ
う
な
気
が
す
る

哀
し
い
話
だ
が
キ
リ
ト
は

ず
か
し
い
と
か
そ

う
い
う
方
向
の
話
か
ら

ど
離
れ
て
い
る
立
場
だ
か
ら
そ
も
そ
も
話

が
無
い
の
だ

 
だ
か
ら
本
気
で
分
か
ら
ず

を

て
い
る
と

 

つ
つ
か
も
の
で
す
が

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

 

で

 
あ
た
し
に

き

め
ら
れ
た
ま
ま

を
真

に
し
て

入
り
す
る
女
性
の
よ
う
な
セ
リ
フ

を

に
さ
れ
て
し
ま
い

あ
た
し
は
全
力
で
疑
問
を
ぶ
つ
け
返
し
た

 
い
や
本
気
で
分
か
ら
な
い

で
い
き
な
り

白

い
の

葉
を

わ
れ
て
よ
ろ
し
く
お
願

い
さ
れ
る
事
に
な
る
の
だ
ろ
う
か

恋
人

に
な

て
い
る
の
な
ら
ま
だ
し
も
全
然
そ
ん
な
気
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配
す
ら
無
い
し
今
の
あ
た
し
と
こ
の
子
は
義
理
の
姉
弟
の

一
気
に
そ
こ
か
ら

ぶ
よ
う

な
事
は
無
い

だ

あ
 

乱
に

た
あ
た
し
の

葉
を

け
て

を
真

に
意
を
決
し
て

て
来
た
キ
リ
ト

は

目
で
表
情
を
暗
く
し
た

解

の
仕
方
に
よ

て
は
あ
た
し
の

葉
は

故
あ
な
た
と
結

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う

定
に
も
な
る
か
ら
多
分
そ
う
い
う
風
に
取

た
の

だ
ろ
う

 
あ
た
し
と
し
て
は
本
気
で
ど
う
し
て
そ
の
セ
リ
フ
を

う
に
至

た
か
が
気
に
な
る
の
だ
け

ど
あ
あ

え

と

定
と
か
そ
う
い
う

じ

無
く
て
ね

で
お
願
い
し
よ
う
と
思

た
の
か
あ
た
し
に
は
分
か
ら
な
く
て

い
き
な
り
で
び

く
り
し
た
の

 
さ

き
の

葉
は

い
た
け
ど

し
い
も
の
で
は
あ

た

だ
か
ら

定
し
た

で
は
無
い

と

解
を
解
こ
う
と
思

て
説
明
す
る
と
す
ぐ
に
キ
リ
ト
も
理
解
し
て
く
れ
た
よ
う
で

か
に

表
情
が
明
る
く
な
る

そ
れ
で

で
さ

き
み
た
い
な
事
を

 
あ
た
し
達

別
に
恋
人
と
か
じ

な
い
の
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に

だ

て

リ

姉
と

そ
の

あ

 

中
で

と

を
真

に
し
て

手
で

を

て

り

ん
だ
の
で

は
分
か

ら
な
か

た
が

ど
う
や
ら
あ
た
し
と

か
を
し
た
か
ら
さ

き
の
セ
リ
フ
を

う
思

に
繋

が

た
ら
し
い
事
は
分
か

た

 
恐
ら
く
今
ま
で
一
緒
に

た
と
い
う
事
は
切

掛
け
で
は
無
い
だ
ろ
う

の
男
の
子
だ

た
ら
十
分
切

掛
け
に
な
り
得
る
だ
ろ
う
け
ど

こ
の
子
の
場
合
は
多
分
そ
う
で
は
無
い

 
だ
と
す
る
な
ら

一
体

が
あ
ん
な
事
を

に
す
る
切

掛
け
に
な

た
の
か

 

そ
う
い
え
ば
さ

き
か
ら
こ
の
子
の

線
が

に
チ
ラ
チ
ラ
と
向
け
ら
れ
て

る
よ
う
な

 

え
事
を
し
て
い
て
も
分
か
る
く
ら
い

と
あ
か
ら
さ
ま
な
キ
リ
ト
の

線

そ
れ
は
リ
ア

ル
で
も
大
き
く
な

て
男
子
か
ら
よ
く

線
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

た

で
は
無
く
あ

た
し
の

に
向
け
ら
れ
て
い
る

ず
か
し
そ
う
に

を

し
な
が
ら
も

か
を
期

し
て
い

る
よ
う
に
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ま
さ
か

キ
ス

 
リ
ア
ル
の

か
ら
今
ま
で
し
て
き
た
触
れ
合
い
の
中
で
た
だ
一
つ
一
回
だ
け
し
か
し
て
い

な
い

的
な
変
化
と

え
る
も
の
が
あ

た

外

部
テ
ラ
ス
か
ら

と
さ
れ
自
身
を

に

あ
た
し
を

が
そ
う
と
し
た
こ
の
子
の
式

を
止
め
よ
う
と

自
分
の

で

い
だ
時
の
行

す
な
わ
ち
キ
ス

 
あ
た
し
が

に
し
た

と

に
真

だ

た

と

が

更

く
な
り
今

こ
そ

を
完
全
に

け
て
表
情
が
見
え
な
く
な

た
の
を
見
て
こ
れ
か
と
あ
た
し
は
確
信
を

く
 
今
年
で
十
一

と
も
な
る
こ
の
子
は
確
か
に
年

で

え
る
と
そ
う
い
う
事
が
気
に
な
り
始

め
て
も
お
か
し
く
は
な
い
年

 
今
ま
で
こ
う
い
う
反
応
が
無
か

た
の
は

そ
う
い
う
事

を
気
に
掛
け
る
心
の

が
無

か

た
か
ら

こ
の
反
応
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
と
い
う
事
は
た

た
三
日
と

え
ど
も
ユ
イ

ち

ん
と

食
を
共
に
し

つ
攻
略
か
ら
完
全
に
離
れ
更
に
あ
た
し
の

責
で
重
責
か
ら
解
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放
さ
れ
た
が
故
か

 
小
学

一
年
と
二
年
は
マ
ト
モ
に

業
を

け
ら
れ
て
い
な
か

た
よ
う
だ
し

三
年
生
の

学
業
も
三
分
の
二
も
済
ん
で
い
な
い
上
に

そ
う
い
う
事

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
の
は
も

う
少
し
先
の
事

乱
し
て
も
お
か
し
く
は
無
い

少
し
ば
か
り
初
心
過
ぎ
る
気
も
す
る
が

ま

そ
こ
も

め
て
こ
の
子
ら
し
い
と

え
ば
ら
し
い

 
と
も
あ
れ
こ
れ
で
理
由
は
ハ

キ
リ
と
し
た

さ

き
は
完
全
に
予
想
外
だ

た
が
切

掛

け
が
分
か
れ
ば
こ
の
子
の
思

も
大
体

め
る

な
る

ど
ね

あ
な
た
な
り
に

責

を
取
ろ
う

て

え
て
く
れ
た

ね

ん

 
恐
ら
く
そ
う
で
は
な
い
か
と
思

て
問
い
掛
け
れ
ば

ず
か
し
そ
う
に
小
さ
く
声
を
返
し
な

が
ら

キ
リ
ト
は

す
る

 
多
く
の
事
に

い
と
は

え
王
子
と
お
姫
様
が
結
ば
れ
る
王
道
ア
ニ
メ
を
見
せ
た
事
も
あ

た
か
ら
か
キ
ス
と
い
う
も
の
が
そ
れ
だ
け
女
性
に
と

て
大
事
な
も
の
で
あ
る
事
は
理
解
し
て

い
る
ら
し
い

責

を
取
る

と
い
う
思

に
繋

た
時
点
で
そ
れ
は
明
ら
か
だ

こ
こ
は

み
の
十

十
一

と
は
違
う
一
面
だ
ろ
う
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そ

か

そ
の
気
持
ち
は

く

し
い
よ

あ
り
が
と
う

 
責

を
自
ら
背
負
い
責
務
を
果
た
そ
う
と
す
る

勢
を
見
せ
る
キ
リ
ト
の
事
だ
あ
た
し
の

ば
自

も
同
然
の
行
動
に
す
ら
も
責

を
感
じ
て
い
た
の
は
想
像
に

く
な
い

じ

あ

で
も

そ
れ
じ

ダ
メ
ね

へ
 
そ
の
喜
び
に
反
し
て
の
あ
た
し
の
ダ
メ
だ
し
に
一

救
わ
れ
た
よ
う
な

に
な

た
キ
リ
ト

は
す
ぐ
さ
ま
疑
問
の
面
持
ち
で
小

を

る

が
間
違

て
る
の
か
分
か

て
い
な
い
ら

し
いキ

リ
ト
が
理
解
し
て
い
る

り
確
か
に
キ
ス

て
い
う
行

は
特
別
な
間

で
の
み
す

る
べ
き
行

論
マ
ウ
ス
ト

マ
ウ
ス
の
場
合
ね

 
親
愛
の
証
と
し
て

や

に
す

る
場
合
だ

て
あ
る

だ
し

そ
れ
で
ね
キ
リ
ト
が

し
て
く
れ
た
よ
う
に
あ
た
し
の
想

い
は
確
か
に

そ
う
い
う
も
の

で
間
違
い
な
い

じ

あ

 

外
の

け
入
れ
に
キ
リ
ト
は

葉
を

も
う
と
し
た
が
あ
た
し
は
こ
の
子
の
背
中
に
回
し
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て
い
た

手
を
動
か
し
人
差
し
指
を

に

て
て

る
の
を
止
め
る

あ
た
し
の

葉
は
ま
だ

先
が
あ
る
の
だ

う
ん
キ
リ
ト
の
気
持
ち
は
本

に

し
い
よ

で
も
さ

今
の
キ
リ
ト
の

葉
じ

あ

ま
る
で
義
務
感
で

け
ら
れ
る
よ
う
で

な
の

義
務
感

キ
ス

さ
れ
た
か
ら

 
あ
た
し
の

葉
に
自
分
が
ど
う
い
う
思

で
応
え
よ
う
と
し
て
い
た
か
今
回
は
分
か

た
ら

し
い

あ
た
し
の
行

に
対
し
て

応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
思

を
し
て
い
た
と

 
そ
れ
を

し
て

あ
た
し
は
そ
の
思

が
正
解
で
あ
る
と

定
す
る
よ
う
に

く

気
持
ち
は

し
い

で
も
そ
の
行

に

想
い
に

キ
リ
ト
の
意

が
無
い

そ
れ
は

強
欲
か
も
し
れ
な
い
我
が

か
も
し
れ
な
い

で
も
あ
た
し
は
キ
リ
ト
が
本

の
意
味
で

あ
た
し
を

ん
で
く
れ
る
事
を
願

て
い
る
の

義
務
感
で
は
な
い
想
い
で
あ
た
し
を
欲
し
て

し
い本

の
意
味

の

意

 
あ
た
し
が

う

葉
の
意
味
を
理
解
し
よ
う
と

大
切
な

語
を

き

こ
の
子
に
作

た

初
め
て
自
分
の

に
作

て
も
ら

た

理

を
食
べ
た
時
と
同
じ
よ
う
な
面
持
ち
で

み
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め

す
る
よ
う
に

み
下
す

 
そ
の
あ
ど
け
な
い
仕

に

か
に

ぐ
ん
で
し
ま
い
な
が
ら

あ
た
し
は
更
に

葉
を
紡
ぐ

蔑
し
て
い
る

じ

無
い
け
ど
多
分
今
の
キ
リ
ト
に
は
ま
ず
出
来
な
い
と
思
う

そ
う

ね

え
ば
だ
け
ど

あ
た
し
と
恋
人

も

と
先
に
進
ん
で

さ
ん
と

さ
ん
み
た
い
な

の

前

の
付
き
合
い
に
な
る
と
し
て

そ
れ
か
ら
あ
な
た
と
一
緒
に

る
か
ら
と
あ

た
し
の
命
が

わ
れ
る
と
し
て

そ
う
な
る
か
も
し
れ
な
い
未
来
を

え
て
あ
な
た
は
ど
う
す

る

 
今
は
ま
だ
だ
け
ど

未
来
そ
う
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

た
ら

多
分

そ
う
な

ら
な
い
よ
う

離
を

こ
う
と
す
る
ん
じ

な
い

 

き

ま
な
い
様
に

ビ

タ

の

間
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
と

自
身
を

じ
る
ア

ス
ナ
さ
ん
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
本

は
一
緒
に

て
助
け
て
あ

た
い
だ
ろ
う
サ
チ
さ
ん
か
ら
す

ら

離
を
取
り

常
に
一
歩
ど
こ
ろ
か
二
歩
三
歩
の

離
を
保

て
来
た
の
だ

 

手
の

を
思

て
自
分
の
欲
や
願
い
を
抑
え

む

そ
れ
が
日
常
と
な

て
い
る
こ
の
子

の
思

を
前

に
す
れ
ば

そ
う

え
る
事
が
容

に
想
定
出
来
た

 
確
信
を
秘
め
た
あ
た
し
の
問
い
掛
け
に
対
し

葉
は
返
さ
な
か

た
も
の
の
小
さ
く
し
か
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し
し

か
り
と
キ
リ
ト
は

い
た

 
分
か
ら
な
い
と

魔
化
し
た
り
迷

た
り
せ
ず
更
に
そ
ん
な
事
は
無
い
と

定
し
な
い

だ
け
自
覚
し
て
い
る
と
い
う
事
だ
か
ら
マ
シ
だ
ろ
う

も
し
そ
う

わ
れ
て
い
た
ら
こ
の
話
は

平
行
線
を

り

日
の
よ
う
に
大

に
な

て
い
た
と
こ
ろ
だ

日
は
あ
た
し
が
煽
り
に

煽

て
い
た
だ
け
だ
が

で
し

う
ね

だ
か
ら

な
の

い

そ
の
事

く
て
も
苦
し
く
て
も
良
い
か
ら

一
緒

に

て
と

て
も
ら
い
た
い
と
思
う

女

て
ね
そ
う
い
う
も
の
な
の

自
分
の
安

全
よ
り
も

い
の

せ
を

先
し
た
い

現
実
的
な
ク
セ
に
理
想
が

き
な
存
在
な
ん
だ
よ

 
そ
う
で
な
け
れ
ば
き

と
女
尊
男

風

を
尊
ぶ
女
な
ん
て

な
い
だ
ろ
う

自
分
が

い

と
い
う

想
が
現
実
の
も
の
に
な
る
と

え
て

す
る
者
く
ら
い
し
か
尊
ぶ
者
は

な
い

現

実
を
し

か
り
と
見
れ
て
い
な
い
夢
想
や
理
想
に

れ

け
て
い
る
者
で
し
か
無
い
の
だ

な

ま
じ
大
人
な
だ
け
あ

て

な
子

よ
り
も
邪
悪
で

ら
し
い

 
そ
う
で
な
い
女
性
も
男
性
と
の
出
会
い
は
求
め
て
い
る
も
の
だ
し
出
来
る
だ
け

的
な

も
の
で
あ

て
欲
し
い
と
い
う
願
い
も
大

は
共

し
て
い
る

 
無
論
あ
た
し
だ

て
同
じ
だ

白

の
王
子
様
み
た
い
な
フ

ン
タ
ジ

で
フ

ン
シ

感
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載
な
夢
は
流

に
も
う
捨
て
て
い
る
が
そ
れ
で
も
自
分
の
事
を
見
て
く
れ
て

し
く
し
て

く
れ
て
頼
れ
る
男
性
で
あ

て
欲
し
い
と
は
思

て
い
る

出
来
れ
ば
そ
こ
に
あ
た
し
よ
り

か
し
ら

し
が
強
い
と
い
う
の
も
入
れ
た
い
と
こ
ろ
だ
が
そ
れ
は
高
望
み
が
過
ぎ
る

と
い
う
も
の

事
も
程

が
一
番
だ

 
そ
の
点
で

え
ば
実
の
と
こ
ろ
こ
の
子
は
一
番
あ
た
し
の

恐
ら
く
は
多
く
の
女
性

の
理
想
の
男
性
像
に

て

ま

て
い
る

 

し
く
頼
も
し
く

い
が
故
の

さ
は
あ
る
が
そ
れ
も
ち

と
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
に

な

て
い
る
し
家
事
全

が
大
得
意

し
も
強
く
過
去
の
経

か
ら
自
他
共
に
し

か
り
と
目
を
向
け
る
よ
う
に
し
て
い
る

性
格
も
至

て

直

の
回
転
も
速
く
知
識
も

に
常
識
に
欠
け
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
そ
こ
は

さ
故
の
も
の
が
大

 
生
ま
れ
育
ち
の
せ
い
で
未
来
が
ア
レ
で
は
あ
る
が
そ
こ
さ
え
ど
う
に
か
な
れ
ば
こ
れ
以
上
は

無
い

手
な
の
だ

 
た
だ
そ
の
生
ま
れ
育
ち
と
い
う
部
分
が
最
大
の
ネ

ク

点
で
我
が
身
を

み
な
い
過
ぎ

た
自
己

精
神

 
一
つ
目
は
仕
方
な
い
に
し
て
も
二
つ
目
は

護
出
来
な
い
事
だ

日
あ
た
し
が

責
し
た
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と
は

え
そ
れ
で
直

て
し
ま
え
ば
苦
労
は
し
な
い
人
間
の
性
格
や
思

な
ど
一

一

に

は
変
わ
ら
な
い

 
現
に
あ
た
し
の
キ
ス
に
対
し

義
務
感
で
自
分
の
人
生
を

よ
う
と
し
た
点
が
そ
の
証

 
そ
の
気
持
ち
は

し
い
が
義
務
感
で
人
生
を

ら
れ
て
も

し
く
な
ん
て
無
い

一
番

し
い
の
は
あ
た
し
の
事
を
本
気
で

き
に
な

て
く
れ
て
そ
の
上
で
あ
た
し
の
人
生
も

さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
未
来

今
の
ま
ま
で
は
あ
た
し
だ
け
が
彼
の
人
生
と
全
て
を

け
取
り

あ
た
し
の
人
生
を

け
取

て
く
れ
な
い

に
な

て
し
ま
う

そ
ん
な
の
は
不

平
だ

 
義
務
感
や
責
務
な
ん
か
で
は
無
い
個
人
と
個
人
の
付
き
合
い
で
結
ば
れ
た
い

そ
れ
が
強
欲

な
女
の
願
い
な
の
だ

だ
か
ら
ね

今
は
気
持
ち
だ
け

け
取

て
お
く
よ

多
分
今
は
ハ
ジ
メ
テ
の
事
で

し
て
る
だ
け
だ
か
ら

ち

い
て
も

と
時
間
を
掛
け
て
成
⻑
し
て

あ
な
た
が
未
来
を

切
り

け
た
時

そ
の
時
に

め
て
あ
な
た
自
身
の
想
い
を

て
欲
し
い

あ
た
し
の
事
を

想

て
く
れ
て
い
る
の
な
ら

 
本

に
我
が

だ
と
思
う

き

と
決
死
と
も

え
る
く
ら
い
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
か
つ
て
見
せ

て
い
た
よ
う
な

ま
じ
い

を

い
て
い
た
だ
ろ
う
に
そ
の
上
で
も

白
し
た
と
い
う
の
に
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そ
れ
を
理
解
し
て
い
な
が
ら
こ
ん
な
事
を

て
い
る
の
だ
か
ら

 
で
も
あ
た
し
は
こ
れ
で
い
い
と
思
う

こ
れ
で
キ
リ
ト
に
恨
ま
れ
る
の
だ
と
し
た
ら
あ
た

し
は
そ
れ
を

け
容
れ
る

 
あ
た
し
に
と

て
こ
の
子
と

思

愛
に
な

て
結
ば
れ
る
事
よ
り
も
こ
の
子
が
自
分
ら

し
さ
を
保

た
ま
ま
人
生
を

歌
す
る
事
の
方
が

よ
り
も
重
要
な
の
だ

さ

き
の

白
を

け
て
い
て
は
こ
の
子
は
あ
た
し
の

い
な
り
に

人
形
の
よ
う
に
な

て
し
ま
う

え

あ
た
し
に
そ
の
自
覚
が
無
く

本
人
も
そ
れ
に

足
し
て
し
よ
う
と
も

 

そ
れ
に

そ
れ
で
は
完
全
に

だ

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
と
シ
ノ
ン
さ
ん

そ
れ
に
サ
チ
さ
ん
に
ラ
ン
さ
ん
は
ま
だ

白
し
て
い
な
い

 

か
も
し
れ
な
い
が

あ
た
し
は
彼
女
達
の
想
い
を
蔑
ろ
に
し
た
く
な
い

 
仮
に
本

に
キ
リ
ト
が
よ
く

え
た
上
で

白
し
て
く
れ
た
な
ら
彼
女
達
の
事
を
無

し
て

で
も

け
容
れ
た
だ
ろ
う
け
ど
さ

き
の
義
務
感
に
塗
れ
た

白
を

け
容
れ
て
い
て
は
真
剣

に
想
い
を
寄
せ
て
い
る
彼
女
達
を

す
る
に

し
い
行
い
に
な
る

彼
女
達
が
恋
を
し
た
の

は
義
務
感
に

て
い
る
と

え
ど
確
か
に
自
分
自
身
の
意

で
決
め
て
動
い
て
い
た
キ
リ
ト

の

い
意

と

あ
た
し
が

け
て
し
ま

て
い
た
ら
人
形
に
し
て
し
ま
い
そ
の

を

遠
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に
奪
う
事
に
な
る

 
彼
女
達
の
想
い
は
安
く
な
い
し

あ
た
し
自
身
の
想
い
だ

て

く
な
い

人
形
に
し
て
し

ま

て
で
も
キ
リ
ト
を
手
に
入
れ
た
い
と
思
う
程
あ
た
し
は
邪
悪
で
も
無
い

 
こ
の
後

あ
た
し
は

を
見
て
彼
女
達
に

白
し
た
事
を

る

そ
れ
は
彼
女
達
を
焦
ら

せ

け
れ
ど
時
を
見
て
同
じ
よ
う
に
想
い
を

る
と
い
う
行
動
へ
と
向
か
わ
せ
る

だ

 

で

し
て
い
る
よ
う
な
行

に
も

し
い
が
そ
れ
で
い
い

こ
の
場
合

ぶ
の
は

キ
リ
ト
で
あ
り
そ
の
メ
ン
バ

に
入
る

に
は
彼
女
達
自
身
も

白
す
る
し
か
な
い

白
す

る
前
に
終
わ

て
し
ま
う
な
ど
恋
愛
で
は
大
打
撃
に
も

し
い
そ
れ
が
一
年

以
上
も
共
に

命
を

け
て
戦

て
来
た

手
と
も
な
れ
ば

の
事

時
死
ぬ
か
も
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
共

に
戦
い

け
て
来
た
か
ら
こ
そ
の

と
い
う
も
の
が
あ
る
の
だ

そ
れ
を

み
躙
る
な
ど

語
道

断 
そ
れ
に
キ
リ
ト
が
こ
れ
に

し
て
結
論
を
出
す
に
は
ま
だ

過
ぎ
る

こ
の

で
も
十
分

過
ぎ
る
と

え
る
く
ら
い
世
間
の
事
を
知

て
い
る
が

そ
れ
で
も
ま
だ
足
り
な
い
部
分
が
あ

る

未
来
の
事
を

え
ら
れ
て
い
る
が

ま
だ
不
確
実
な
部
分
が
あ
る

 
明
る
い
未
来
を
切
り

け
る
の
が

時
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
れ
で
も
そ
ん
な
す
ぐ
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に
と
は
思
え
な
い

同
時

そ
ん
な
遠
い
と
も
思
え
な
い

 
神

ア
キ
ト
は
か
つ
て
の
実
弟

一

の
生
存
を
知
り
現
在
を
知

た

現
実
へ
生

還
出
来
た
と
す
れ
ば

そ
う
遠
く
な
い
未
来
必
ず

触
を

て
来
る

命
を

て

 
そ
れ
に
対
抗
す
る
こ
の
子
は
き

と
そ
れ
を

切
り
に
様

な
騒
乱
に

き

ま
れ
る
だ
ろ

う 
そ
し
て
そ
れ
が
終
わ
れ
ば
キ
リ
ト
の
未
来
は
晴
れ
る
と
思
う
の
だ

人
の

価
は
良
悪
表
裏

一
体

今
は

秋
十

が
良
で

一

が
悪
だ
が

あ
の
性
格
と
振
る
舞
い
で
は
遠

か
ら
ず
そ
の

価
は
反
転
す
る

そ
う
な
れ
ば
こ
の
子
の
未
来
は
約
束
さ
れ
た
も
同
然

 
そ
れ
が

時
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
で
も
き

と
こ
の
子
が
成
人
す
る
前
に
は

決

が

く

 

か
な
い
の
な
ら

愛
の

行
に
で
も

め
ば
い
い

 

そ
の
時

あ
た
し
が
生
き
て
い
た
な
ら

だ
け
ど

 
こ
の
子
の
義
理
の
姉
と
な

て
い
る
あ
た
し
も
リ
ア
ル
に
帰

て
か
ら
は
色

と

い
現
実

が

ち

け
て
い
る
だ
ろ
う

和
人
の
命
を

う

が
あ
た
し
を

わ
な
い

が
無
く
て
そ
れ

が
原
因
で
命
を

と
す
可
能
性
も
無
い
と
は

え
な
い

生
き
よ
う
と
は
思
う
が

ら
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し
が
あ

た

て

火
器
や

に
は

わ
な
い

 
出
来
る
事
な
ら

こ
の
子
の
未
来
を

で
見
届
け
た
い

 
欲
を

え
ば

が
良
い
け
れ
ど
そ
う
で
な
く
と
も
構
わ
な
い

こ
の
子
が
自
分
の
意

で
他

の
女
性
を

ん
だ
の
な
ら
あ
た
し
は
そ
れ
を
尊
重
し
喜
び
心
か
ら
祝
お
う

そ
れ
が
義
理
の

姉
で
あ
る
あ
た
し
が
す
べ
き
事
で
あ
り

し
た
い
事
な
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら

他
の
人
へ
想
い
を
向
け
て
も
構
わ
な
い
あ
な
た
の
意

で
決
め
た
の
な
ら

そ
う
あ
な

た
は
あ
な
た
の
意

で
あ
な
た
だ
け
の
人
生
を
生
き
て

か
の

い
な
り
な
ん
か
じ

な

い

か
の

だ
け
じ

な
い
あ
な
た
自
身
の
意

で
生
を

歌
し
て

そ
れ
が
義
理
の

姉
と
し
て
の
あ
た
し
の
願
い
な
の

ず

と
蔑
ま
れ
て

道
を

ま
れ

ビ

タ

や

黒

の
剣
士
と
し
て
生
き
て
来
て
い
る
あ
な
た
は
も
う
自
分
の
思
う
が
ま
ま
に
生
き
て
良
い

う
う
ん

本

は
ど
ん
な
人
も

あ
る
程

の
節

を
持

て
い
れ
ば

自
由
に
生
き
て
良
い

き
な
道
を
進
ん
で
い
い

に
強
制
さ
れ
て
い
い
も
の
で
も
な
い
の
だ
か
ら

直
姉

 
思

て
い
た
事
以
上
の
事
を

わ
れ
た
よ
う
に
目
を

る

い
義
弟

あ
た
し
は
そ
の
子
の
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を

し
く
触
れ
る

お
願
い
だ
か
ら
自
分
の
人
生
ま
で

か
の

に

よ
う
と

ね
よ
う
と
し
な
い
で

そ
れ
だ
け
は
絶
対
に
し
ち

だ
め

そ
れ
を
し
て
し
ま

た
ら
あ
な
た
は
自
分
の
意

で
生

き
ら
れ
な
く
な
る

 
そ
れ
は
あ
た
し
の
望
む
事
で
は
無
い
し

こ
の
子
も
絶
対
に

福
に
な
ら
な
い

 

せ
と
は

さ
れ
て
得
る
も
の
で
は
な
い

自
ら
手
に
入
れ
に
い
く
も
の
な
の
だ

 
あ
た
し
は
こ
の
子
の

福
の

に
人
形
に
な

た
り
義
務
感
で
行
動
を

た
り
す
る
行
動

を

め
る
そ
れ
が
こ
の
子
の

だ
か
ら

そ
れ
以
外
は
頼
ま
れ
れ
ば
手
を

す
し
そ
う
で
な

い
な
ら
見
守
ろ
う

こ
の
子
の
手
に
負
え
な
い
事
が
出
来
た
な
ら
こ

そ
り
と
手
を

し
た
り
も

し
よ
う

で
も

本
は
こ
の
子
の
意

に

せ
る

 

論
そ
こ
に
は

と

い

る
か
も

ま
れ
て
い
る

だ
か
ら

も

と
大
人
に
な

て
ま
だ
あ
た
し
の
事
を
想

て
く
れ
て
い
て
そ
し
て
あ

な
た
自
身
も
そ
れ
を
望
ん
で
く
れ
て
い
た
ら
ま
た

て

あ
た
し
の
想
い
を

け
容
れ
て
く

れ
る
か

そ
れ
と
も
あ
た
し
と
は

い

な
い
と

う
か

そ
の
ど
ち
ら
か
を

け
る
ま
で

ず

と

て
る
か
ら
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う
ん

 
結
ば
れ
る
か

振
ら
れ
る
か

 
そ
の
ど
ち
ら
か
の

え
を
出
さ
れ
る
ま
で
ず

と

て
い
る
と

え
ば
キ
リ
ト
は
小
さ
く

く
 
真
剣
な
面
持
ち
で

い
て
く
れ
て
し

か
り
と

い
て
く
れ
た
の
だ
と
分
か

て

だ
か

し
い

 

ら
ず
し
も
こ
の
子
に
あ
た
し
の
想
い
を
知
ら
れ
て
し
ま

た
が
仮
に

白
し
た
と
し
て
も

も

と
後
に

え
を

う
つ
も
り
だ

た
か
ら
こ
れ
で
い
い

先

ば
し
に
な
る
が

え
を

出
す
キ
リ
ト
に
と

て
は
大
助
か
り
な

な

だ

し
ろ
ま
だ

い
上
に
未
来
に
不
安
を

い
て
い
る
の
だ

そ
ん
な
状

で

え
を

か
し
て
も

後
悔
し
か

て
い
な
い
だ
ろ
う

直
で
よ
ろ
し
い

さ

き
ま
し

う
か

も
う
鍛
練
の
時
間
だ
か

ら 
気
が
付
け
ば

界

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
時

は

に

前
五
時
十
五
分
に
な

て
い

た

時
も
よ
り
十
五
分

ど

れ
て
の
活
動
開
始
だ

 
で
も

う
ん

義
弟
に
想
い
を
知

て
も
ら

て

そ
れ
を

え
る
よ
う

ら
れ
た
の
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だ
こ
れ
く
ら
い
は
許
容

む
し
ろ
必
要
な
時
間
だ

た
と

え
れ
ば
有
意
義
と
す
ら

え

る
だ
ろ
う

は
と
も
あ
れ
想
い
を
知

て
も
ら

た
と
い
う
事
だ
か
ら
一
歩
進
ん
だ
と
見
て
も

い
い

だ

 
こ
の
子
と
あ
た
し
が
結
ば
れ
る
未
来
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
し

と
し
た
ら
別
の
女
性
を

ぶ
事
で
あ
た
し
と
は
結
ば
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う

え
る
と
ち

と
だ
け
怖
く
も
あ
る
け
れ
ど
そ
れ
で
も
あ
た
し
が
義
理
の
姉
で
あ
る

事
は
変
わ
ら
な
い
し
こ
の
子
が
自
分
の
意

で
生
を

歌
出
来
て
い
る
の
な
ら

足
だ

最

限
そ
れ
が

た
さ
れ
て
い
る
の
な
ら

あ
た
し
は
そ
れ
で
も
良
い

 
和
人
が
己
の
意

で

ん
だ
道
な
ら
ば
そ
し
て
そ
れ
が

せ
な
未
来
へ

く
の
な
ら
ば
あ
た

し
は
異
を

え
ま
い

さ

今
日
の
鍛
練
を
始
め
ま
し

う

ど
こ
か
ら
で
も
掛
か

て
来
な
さ
い

 
ユ
イ
ち

ん
を

こ
し

彼
女
が
有
す
る

権
限
で

Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場

と
い
う
名
の
広
い

修
練
場
へ
と

動
し
た
あ
た
し
は
一
礼
を
し
て
か
ら
ユ
イ
ち

ん
と
ナ
ン
ち

ん
を
観
客
に
そ

う
切
り
出
す

そ
れ
に
対
し

い
義
弟
で
あ
り
あ
た
し
の

一
の
弟
子
も
礼
を
し
た
後
隙

無
く
無
手
で
構
え
を
取

た
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い
の

備
が
整

た
事
を

線
で
確
認
し
合

て
か
ら
数

後
あ
た
し
達
は

い
の

離

を
ゼ
ロ
へ
と

め

打
と

撃
を
交
え
始
め
た

  
リ

フ

ち

ん
の
思
わ
ぬ

怒
と

責

そ
し
て
大

が
あ

た

日
の

 

前
六
時
に
セ

ト
し
た
ア
ラ

ム
で
目
を
覚
ま
し
た
わ
た
し
は

手

く
身

を
整
え

忘
れ
物
が
無
い
か
入
念
に
チ

ク
し
て
か
ら
部

を
出
た

 
が
ち

と

を
立
て
て

を
開
け
て
廊
下
に
出
た
と
こ
ろ
で

の
部

か
ら
⻑
年

の

棒
で
あ
る
フ

リ
ア
ち

ん
が
出
て
い
た
と
こ
ろ
だ

た

プ
レ
ス
ト
ア

マ

に

ド

ブ
レ
イ
カ

蒼
い
フ

デ

ド
コ

ト
を

て
い
る
そ
の

は

備
万

な
様
子
だ

お
は
よ
う

フ

リ
ア
ち

ん

あ
あ

レ
イ
ン

お
は
よ
う

 

く

を
交
わ
し
た
後
ま
だ
眠

て
い
る
だ
ろ
う
リ
ズ
ベ

ト
ち

ん
シ
リ
カ
ち

ん

に
配
慮
し
て
静
か
に

を
下
り
る

 
リ

フ

ち

ん
は
多
分

理

で
夜
を
過
ご
し
た
と
思
う
の
で

な
い
と
判
断
し
て
い
る

実

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
見
れ
ば
追

不
能
と
あ

た
の
で
予
想

り
だ
ろ
う



 第七十八章 〜転換期〜

 
シ
ノ
ン
ち

ん
は
と

え
ば
二

の
キ

チ
ン
で
手

く

ご
は
ん
を
作

て
い
た

後
か

ら

き
て
来
る
二
人
の

に
保
存
が

き

つ

理
ス
キ
ル
が

く
て
も
手

に
食
べ
ら

れ
る
サ
ン
ド
イ

チ
を
複
数
作

て
く
れ
て
い
た

お
は
よ
う

シ
ノ
ン
ち

ん

お
は
よ
う

手

く
サ
ン
ド
イ

チ
を
作

て
る
か
ら

食
べ
ま
し

う

あ
り
が
と
う

 
キ
バ
オ
ウ
の
配
下
達
の
乱

に
よ

て
彼
女
が

と
し
て
い
た
黒
い
イ
ン
ナ

や
ホ

ト

パ
ン
ツ
動
き
や
す
さ
を
重

し
た
緑

が
喪
わ
れ
て
い
た
の
で

日
の
内
に
手

く
私
が
作

成
し
た

を
彼
女
は
来
て
い
た

彼
女
の

の

を

に
作

た
た
め
性
能
違
い
な
だ
け
で
見

た
目
は
同
一

無
論
リ

フ

ち

ん
の

も
だ

 

し
む
ら
く
は
リ

フ

ち

ん
の
愛
刀
は
外

部
テ
ラ
ス
に

ち
て
い
た
よ
う
で
デ

ア
ベ
ル
の

絡
を

け
た
軍
メ
ン
バ

が
メ

セ

ジ
に

付
し
て
送

て
く
れ
た
の
で
事
無
き

を
得
た
の
だ
が
シ
ノ
ン
ち

ん
が
持

て
い
た

剣
は
キ
リ
ト
君
が
殺
し
た
プ
レ
イ

の

か
の
ス
ト
レ

ジ
に
入

た
ま
ま
消
失
し
て
し
ま

た
事

 
彼
女
の

剣
は
キ
リ
ト
君
自
ら
が
レ
ア

を

意
し
て
ま
で
鍛
え
彼
女
に

し
た

品
で
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彼
女
の
レ
ベ
ル
に
見
合

た

剣
の
中
で
は
ト

プ
ク
ラ
ス
の
性
能
を
有
し
て
い
た
と
い
う

彼

の
話
に
よ
れ
ば
最
前
線
プ
レ
イ

の
平

レ
ベ
ル
が
シ
ノ
ン
ち

ん
と
同

の

で
は
魔
剣

の
性
能
だ

た
ら
し
く
実

レ
ベ
ル
四

後

の
プ
レ
イ

が
有
す
る
も
の
と
性
能
で
は

だ

た
ら
し
い

最
大
ま
で
強
化
す
れ
ば
五
十
層
で
も
十
分

す
る
程
の
代
物
だ

た
の

だ 
流

に
五
十
層

の
中

と
も
な
れ
ば
苦
し
く
は
あ
る
が
そ
れ
で
も
今
の
彼
女
に
は
こ
れ
以

上
無
い
程
の

品
だ

た

だ

最
大
で
は
無
い
に
せ
よ
あ
る
程

強
化
し
て
も
ら

て
い
た
よ

う
だ
か
ら

剣
ガ
ル
ム
を
喪

た
事
を

彼
女
は
と
て
も
悲
し
ん
で
い
た

 
今
は
私
が
リ
ズ
ベ

ト
ち

ん
か
ら

い
取

た

か
ら
鍛
え
た

剣
を

備
し
て
い
る
け

ど
そ
れ
で
も
や
は
り
彼
の
も
と
に
は

る

そ
も
そ
も
間
に
合
わ
せ
の
品
と
い
う
事
も
あ
る

だ
ろ
う

 
そ
う

え
つ
つ
手

く

食
を
済
ま
せ
た
わ
た
し
は
フ

リ
ア
ち

ん
と
シ
ノ
ン
ち

ん
を

て

の
裏

か
ら
静
か
に
出
て
ま
だ
日
が
完
全
に
出
て
い
な
い

明
る
い
大

り
を
転

広
場
に
向
け
て
歩
く

 
流

に

前
六
時
過
ぎ
と
も

く
て
全
然
人
は
い
な
い

今
の
状
況
が

ら
変
わ
り
な
い
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日

で
あ
れ
ば

た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
今
は
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
で

を

晩
争

て

い
る
人
が
多
く
気
が
立

て
い
る

一

眠
り
に

ち
れ
ば
そ
れ
は
も
う
ぐ

す
り
だ
ろ
う

く
に

き
て
も
ま
た
二

を
す
る
者
が
大

な

だ

 
七
時
に
も
な
れ
ば

ご
は
ん
を
食
べ
に
こ
の

を
歩
く
人
は
多
く
な
る
の
だ
け
ど

そ
れ
を

て
こ
ん
な

く
か
ら

き
た
の
で

そ
う
で
な
け
れ
ば
逆
に

る

 
こ
う
し
て

き
し
た
の
は

に
今
日
か
ら
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
探
索
に
入
る
か
ら

だ 
攻
略
の
方
は
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
達
が
中
心
と
な

て
対
集

戦
の

な
指

・
戦
法
を
作

て
い
る
ら
し
い
の
で
一
先
ず
今
日
の
と
こ
ろ
は
そ
れ
で

ぐ
ら
し
い

キ
リ
ト
君
が
出
来
る
だ

け

く
ノ
ウ
ハ
ウ
を
書
い
た
書
物
を
作

て
く
れ
れ
ば
い
い
の
だ
が
と

夜
別
れ

に

て

い
た
の
は
記

に
新
し
い

 
た
だ
ま

流

に

日
の
今
日
で
そ
ん
な
作
業
は
出
来
な
い
と
思
う

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
君
の
気
分
や

子
と
い
う
意
味
で
だ
し

同
時
に
リ

フ

ち

ん
や

故

か
大
人
の

に
な

て
い
る
ユ
イ
ち

ん
が
今
夜
ば
か
り
は
許
さ
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
の
事

く
り

む
よ
う
キ
ツ
く
お
説
教
さ
れ
た
ば
か
り
な
の
だ
か
ら
流

に
許
さ
な
い
と
思

た
の
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だ 
ち
な
み
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
探
索
に
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
協
力
は
必

だ
け
ど

彼
女

と
は
転

の
方
で

ち
合
う
約
束
に
な

て
い
る
の
で
ま
だ
一
緒
で
は
無
い

ん

い
と
眠
く
て

い
け
ど

空
気
が
一

と

味
し
く
感
じ
ら
れ
る
ね

ま

そ
う
だ
け
ど
さ

わ
た
し

て

血
圧
だ
か
ら
レ
イ
ン
み
た
い
に
シ

キ

と
出

来
な
い
ん
だ
よ
ね

 

わ
と
わ
た
し
以
外
に
人
が

な
い
か
ら
と
大
欠

を
か
ま
す
フ

リ
ア
ち

ん

そ
ん
な

彼
女
の

を

わ
た
し
は

手
で

ま
み

ぐ
に

と

に
引

た

 

う

た
の

女
の
子
が
大
欠

な
ん
て
大

ら
に
し
ち

ダ
メ
で
し

え
人
が

な
い
場

で
も

そ
う
い
う

か
い
と
こ
ろ
も
気
を
付
け
な
い
と
ク
セ
で
出
ち

う
ん
だ
か
ら

わ

わ
は

は
は
ら

 
は
な

へ

 
分
か

た
か
ら
と

目
で

て
来
た
の
で
一
先
ず
許
し
て
あ

よ
う
と
決
め
て
手
を
離

す

フ

リ
ア
ち

ん
の
も
ち
も
ち
の

は
少
し

み
を
足
し
つ
つ

の
状

に

た
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触
り
心
地
良
か

た
な

と

く

く

の
わ
た
し
を

ん
で
来
て
い
る
が
全
然
怖
く
な
い

の
で
そ
れ
を
ス
ル

し
て
転

へ
と
歩
く

を
や

て
る
の
よ

 
そ
ん
な
わ
た
し
達
を
見
た
シ
ノ
ン
ち

ん
は

れ
た
風
に

葉
を

ら
す

 

け
ば
彼
女
は
今
年
高

験
を
す
る
年
だ
と

う
か
ら

わ
れ
た
時
点
で
高

二
年
だ

た
わ
た
し
と
フ

リ
ア
ち

ん
の
四
つ
年
下
と
い
う
事
に
な
る
の
だ
け
ど
そ
う
は
思
え
な
い
く

ら
い
大
人
び
て
い
る
部
分
が
あ
る

も
し
か
す
る
と
過
去
に
今
の

ち

き
様
を
形
成
す
る

か

が
あ

た
の
か
も
し
れ
な
い

キ
リ
ト
君
と
い
う
年

と

が
明
ら
か
に
隔
絶
し
て
い
る
人
物

を
見
て
い
る
か
ら
こ
の
予
想
は
正
し
い
だ
ろ
う

大
体
フ

リ
ア

あ
な
た

食
を
摂

て
お
い
て
ま
だ
眠
気
が
あ
る
の

だ

て

眠
い
も
の
は
眠
い
ん
だ
も
ん

そ
れ
に

血
圧
だ
し

日

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

探
索
に
つ
い
て

く
語

て
い
た
し

今
回
は

に
興

し
て

眠
不
足
に
な

た
だ
け
な
ん
じ

な
い
か
し
ら

あ

あ
は
は

 
シ
ノ
ン
ち

ん
の
じ
と

と
し
た

眼
と

い
指

を

け
フ

リ
ア
ち

ん
は
目
を

が
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せ
て

線
を

ら
す

そ
の
反
応
は

外
に
認
め
て
い
る
も
同
然
だ

 
確
か
に

日
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
か
ら
帰

た
後
彼
女
は
未
知
の
エ
リ
ア
を
探
索
す
る
事

に
対
し
て
と
て
も
ポ
ジ
テ

ブ
な
思

を
持

て

ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て
の

意
を

語

て
い
た

遠
足
前
の
子

の
よ
う
に
興

で
眠
る
の
が

く
な

た
り

く
な

て
い
て
も

お
か
し
く
は
な
い

そ
こ
に

血
圧
の
コ
ン
ボ
と
来
れ
ば

後
は
お

し
で
あ
る

 
つ
ま
り
は
彼
女
の
自
業
自
得
だ

 
そ
ん
な

で
お
仕

き
と
称
し
て

を
触
れ
た
わ
た
し
は

だ
か
得
し
た
気
分
な
の
だ

が
流

に
今
日
の
探
索
に

く
よ
う
だ
と
本
格
的
に
お
仕

き
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
も

え
て
い
る

キ
リ
ト
君
や

実
は
リ
ア
ル
で
は
彼
の
武
道
の
師
を
し
て
い
た
と
い
う
リ

フ

ち

ん
に
は

る
が
こ
れ
で
も
フ

リ
ア
ち

ん
の
師
の
立
場
体

理
く
ら
い
は
し

か

り
す
る
よ
う
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

 
た
だ
こ
れ
で
も
彼
女
は

ス
配
分
は
キ
チ
ン
と
出
来
る
か
ら

が
必
要
に
な

た
ら

そ
の

て
く
れ
る
だ
ろ
う

ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て

日
ダ
ン
ジ

ン
に
潜
る
の

も

事
に
な

て
か
ら
は

労
に
対
し
強
く
な

て
い
る
よ
う
に
も
思
う
か
ら
そ
こ
は
信
じ

る
し
か
無
い
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そ
の
代
わ
り

も
し
も

不
足
が
原
因
で
ヘ
マ
を
し
た
ら

お
仕

き
だ
が

 

か

今

悪

が

 
ど
ん
な
お
仕

き
が
良
い
か
な

と

え
て
い
る
と

わ
た
し
の
思

を

く

し
た
の
か

フ

リ
ア
ち

ん
が
ぶ
る
り
と
身
を

わ
せ
て
そ
う

た

 
こ
う
い
う
風
に
彼
女
か
な
り

は

い
の
だ
け
ど

に

な
の
が
そ
の
悪

を
す

か
り

忘
れ
て
し
ま
う
事

圏
外

に
い
る
間
に
悪

を
覚
え
た
と
い
う
彼
女
の

に

て
動
い
た

事
で
命
を
救

た
事
が

あ

た
か
知
れ
な
い

だ
か
ら
そ
の

は
と
て
も
頼
り
に
な
る
の
だ

け
ど

の
本
人
が
忘
れ
て
し
ま

て
い
た
ら
意
味
が
無
い

 
ま

今
回
に
限

て
は
別
に
忘
れ
て
く
れ
て
も
良
い
け
ど

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
わ
た
し
達
は

か
ら
転

と
圏
外
へ
出
る

の

大

が
あ
る
広
場
に

し
た

 
大

を
潜
る
と
こ
ろ
の

に
は

番
が

る
の
だ
け
ど

今
日
は
お

み
と
な

て
い
る

風
林
火

の
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

の
男

が
夜
中
の

備
を

て
い
た

日
予
め

今
日

の

く
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
転

す
る
と
い
う
事
で

圏
外

へ
プ
レ
イ

が
出

な
い
よ
う
に
立
つ

を
こ
の
事
情
を
知

て
い
る
メ
ン
バ

に
し
た
ら
し
い

そ
れ
で

ば
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れ
た
の
が
彼
ら
と
い
う

だ

 
第
七
十
七
層
の
転

が
ア
ク
テ

ベ

ト
さ
れ
れ
ば
こ
ん
な
面
倒
な
事
を
し
な
く
て
済
む
の

だ
け
ど
現
状
で
そ
れ
を

て
も
仕
方
が
無
い

出
来
る
だ
け

く
攻
略
を
進
め
る
以
外
に
方

法
が
無
い
の
だ
か
ら

ま
さ
か
転

結

を
わ
ざ
わ
ざ
使
う
の
も

体
無
い
し

お

ど
う
や
ら
来
た
み
た
い
だ
ナ

 
そ
う

え
な
が
ら
転

に
近
付
い
た
と
こ
ろ
で

け
も
来
て
い
な
い

暗
い
中
転

の
四
方
に
設

さ
れ
て
い
る
蒼
白
い
結

体
の
明
か
り
に

ら
さ
れ
て
い
る
小

な
プ
レ
イ

が
こ
ち
ら
を
見
付
け
た

色
の
フ

デ

ド
コ

ト
や

さ
を
重

し
た

を

て
い
る
そ
の
人
物
は
情
報

の
ア
ル
ゴ
さ
ん
だ

た

そ
の

に
は
ユ
ウ
キ
ち

ん
が
眠
そ

う
な

で
欠

を
し
て
い
た

 
そ
の
ア
ル
ゴ
さ
ん
の

を
見
て

わ
た
し
は

を

る

あ
れ

今
日
あ

ち
に
行
く
の

て
わ
た
し
達
と
ユ
ウ
キ
ち

ん
だ
け
だ

た

じ

最
初
は
そ
う
だ

た
ん
だ
け
ど

と
し
た
ら
キ

が

速
や

て
く
れ
て
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
と
思

て
行
く
事
に
し
た
ん
だ

そ
れ
に

日
は

に
話
せ
な
か

た
か
ら
ナ

こ
う

直
に
話
さ
な
い
と
安
心
出
来
な
い
部
分
が
あ

て
サ
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ど
う
や
ら
そ
う
い
う

ら
し
い

 

得
し
た
後
わ
た
し
達
は
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
誘
導
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ
と
転

し
た

 
転

し
た
先
に
は

の
中
で
眠
る
ル
ク
ス
ち

ん
と
そ
ん
な
三
人
を
見
守
り
つ
つ
コ
ン

ル
の
前
で
ユ
イ
ち

ん
が

か
を
し
て
い
る
と
い
う
光

が
広
が

て
い
た

あ

さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
転

の
光
と

で
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
大
人
の

更
に
わ
た
し
よ
り
少
し
背
も
高
い

ユ
イ
ち

ん
は
に
こ
り
と

み
を
浮
か
べ
て

す
る
と

手
を
一
つ
振

て
コ
ン

ル

か
ら
発
生
し
て
い
た
数

の
ウ

ン
ド
ウ
を

め
て
消
し
た

 
そ
れ
か
ら
こ
ち
ら
に
静
か
に
近
付
い
て
来
る

出
来
る
だ
け
静
か
に
お
願
い
し
ま
す
ね

ま
だ
ル
ク
ス
さ
ん

眠

て
ま
す
の
で

分
か

て
る
わ
よ

で
も

キ
リ
ト
と
リ

フ

は

 
ユ
イ
ち

ん
の
お
願
い
に
快
く

い
た
シ
ノ
ン
ち

ん
は

け
て

も
が

い
て
い
る
疑
問

を

に
し
た

 
そ
の
問
い
を

け
た
ユ
イ
ち

ん
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と
の

け

で
あ
る
転

か

ら
見
て

に
あ
る
二
つ
の

に

ま
れ
た
文
様
の
内

の
水
色
の
紋
様
を
指
差
し
た

他
の
紋
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様
は
色
が

暗
い
の
に

ア
レ
だ
け
明
る
く
明
滅
し

光
の

が
立
ち
上

て
い
る

 

日
見
た
時
は
確
か

ア
レ
も

暗
か

た

だ
け
ど

あ
の
文
様
型
の
転

を

て
別
の
エ
リ
ア
で
鍛
練
を
し
て
い
ま
す

で
も

の
日

だ
と
か

あ

そ
う
い
え
ば
や

て
た
わ
ね

あ
の
二
人

 
ユ
イ
ち

ん
の

え
を

い
た

シ
ノ
ン
ち

ん
は
思
い
出
し
た
よ
う
に

た

 

く
と
キ
リ
ト
君
の
家
に

候
し
始
め
た

は
し
て
い
な
か

た
よ
う
だ
け
ど
そ
れ
も
日

が
経
つ
と

リ

フ

ち

ん
は
す
る
よ
う
に
な

た
ら
し
い

大
体

前
五
時

に

き
て

そ
れ
か
ら
一
時
間
と
少
し

ど

振
り
を
す
る
の
だ
と
か

 
キ
リ
ト
君
も
リ
ア
ル
に

た

は
し
て
い
た
そ
う
だ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら
は
ず

と

最
前
線
で
戦

て
い
た
か
ら
し
て
い
な
か

た
ら
し
い

七
十
五
層
ボ
ス
戦
前
で
迷

攻
略
へ

行
く
日
の

と
夜
は
リ

フ

ち

ん
と
一
緒
に

振
り
や
無
手
で
の
組
み
手
を

と
し
て

い
た
と
い
う

ど
う
も
リ
ア
ル
の

か
ら
の
日

だ
そ
う
で
す
よ

今
は

キ

の
剣
は

に
あ
る
程

ま

て
い
る
か
ら
無
手
で
し
て
い
る
よ
う
で
す

ち
な
み
に
さ

き
コ
ン

ル
で
見
て
い
た
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の
は
そ
の
様
子
で
す
が

見
ま
す
か

 

え
目
に
問
わ
れ
わ
た
し
達
は
気
に
な

た
の
で

い
た

ど
ち
ら
に
せ
よ
こ
ち
ら
に
来
て

も

キ
リ
ト
君
が

な
い
の
で
は
手
持
無

だ

た
の
も
あ
る

 
わ
た
し
達
が

い
た
の
を
見
た
ユ
イ
ち

ん
は
ル
ク
ス
ち

ん
を

こ
さ
な
い
よ
う
静
か
に

コ
ン

ル
の
前
へ
と

て
行
く

わ
た
し
達
も
同
じ
よ
う
に
静
か
に

動
し
彼
女
が

動

し
た
コ
ン

ル
か
ら
出
た
ウ

ン
ド
ウ
の
内

Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場

と
表
示
さ
れ
た

像
ウ

ン
ド
ウ
へ
目
を
向
け
る

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ

と
い
う
の
が

か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

今
は
流
す

は
 
そ
の

像
は

仕
切
り
直
し
の

に

離
を
開
け
た
キ
リ
ト
君
が
再

め
た
と
こ
ろ
を

し
出
し
た

も
な
い
速

で

す
る
彼
の
先
に
は

身
を
前
に
し
て

く

手
を

持
ち
上

構
え
て
い
る
リ

フ

ち

ん
が
い
る

 
そ
の
彼
女
に
キ
リ
ト
君
は

の

を
突
き
出
し
た

甘
い

 
そ
の

を
リ

フ

ち

ん
は

掌
で
弾
き
自
分
の
体
の

へ
と

ら
す

の
勢
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い
も

に

せ
て
い
た
キ
リ
ト
君
は

ら
さ
れ
た
方
向
へ
体
も

か
に

い
た

破
 
直
後
リ

フ

ち

ん
は
上

身
を

て

の
掌

を
放

た

そ
の

道
は

日
の
姉

弟

の
最
中
に
も
見
た
よ
う
に
が
ら
空
き
の

だ

た

 
し
か
し

日
の
事
か
ら
学

し
た
か
そ
れ
と
も

日
と
違

て
今
は

静
に
な

て
い
る

か
ら
か

そ
の
掌

に
対
し
彼
は

に
反
応
す
る

ば
し
て
い
る

を
引
い
て

を

同
時
に

の

を

者
の
先

が
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
体
を
動
か
し
た

 
そ
し
て
リ

フ

ち

ん
の
掌

は
不
発
に
終
わ
る

手

を

と

で

ま
れ
止
め
ら
れ

た
か
ら
だ

だ
か
ら

甘
い

 
思
わ
ぬ
方
法
で

身
の
一
撃
で
あ
ろ
う
掌

を
止
め
ら
れ
た
リ

フ

ち

ん
は
し
か
し

静
に

に
そ
う

を
下
し

後
ろ
に

ば
し
て

ん

て
た

の

を
自

身
の

を

ん
で
い
る
事
で
ど
う
に
も
出
来
な
く
な

て
い
る
キ
リ
ト
君
の

で

き

ん

だ

し
か
も

み

ま
れ
た

を
引
い
て
い
た
た
め

対
速

が

い
て

力
を
増
大
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さ
せ
る
お
ま
け
付
き

ご
 
苦

の
声
を

ら
し
な
が
ら
体
を
く
の

に

た
キ
リ
ト
君
は

ら
ず
リ

フ

ち

ん

の
手

か
ら

と
足
を
外
し
そ
の
場
に
無

抗
で

を
突
く

そ
れ
で
も
彼
は

め
る
意
思
が

無
い
の
か

に

ち
て
も
今
の
戦
い
の

手
で
あ
る
リ

フ

ち

ん
へ
と
す
ぐ
さ
ま

を
向

け
たあ

た
し
の
勝
ち
よ

 

を
上

た
と
こ
ろ
で
彼
の
眼
前
に
は
指
先
を

え
切

先
の
如
く

く
構
え
た
リ

フ

ち

ん
の

手
が
あ

た

そ
の
指
先
は

キ
リ
ト
君
の

を

い

ま
し
て
い
る

参
り
ま
し
た

 
そ
れ
を
見
て
今
か
ら
ど
う
動
い
た
と
こ
ろ
で
彼
女
に
は
対
応
さ
れ
て
負
け
る
み

と
も
な

い
足
掻
き
と
判
断
し
た
よ
う
で

彼
は
と
て
も
残
念
そ
う
に
目
を

せ
な
が
ら

参
し
た

 
リ

フ

ち

ん
は
そ
の

参
を

け
た

た
さ
を
感
じ
さ
せ
る

な
表
情
を

か

な

へ
と
一
変
さ
せ

手
を
解
き

を

し
て
い
る
キ
リ
ト
君
へ
と
手
を
差
し

べ
る

は

ま
た
負
け
た

こ
れ
で
今
日
だ
け
で
も
五
十
戦
五
十

か

こ
の
世
界
で
戦

て
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き
た
経
験
で
強
く
な

て
る

な
ん
だ
け
ど
な

で
リ

姉

そ
こ
ま
で
強
い
ん
だ

 
差
し

べ
ら
れ
た
手
を
取
り

引

り
上

て
も
ら
い
な
が
ら
キ
リ
ト
君
は
文

を

う

 
そ
れ
に
リ

フ

ち

ん
は

み
を

苦

に
し
た

そ
り

あ
あ
た
し
は
キ
リ
ト
の
武
道
の
師
目
標
に
な
れ
る
よ
う

に
は
追
い

か
せ
て
あ

ら
れ
な
い
の
よ

そ
れ
に
あ
た
し
は
お
姉
ち

ん
な
ん
だ
か
ら
見

を

り
た
い
の

に

負
け
た
く
な
い
ん
だ
よ

ス
テ

タ
ス
補
正
が
掛
か

て
る

の
攻
撃
を
完
全
に
見
切
り
力
を
上
手
く

ら
し
逆
に

し
て
重
い
一
撃
を
放
て
る
だ
け
で
も
多
分
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
一
番
の
技
術
達
者
だ
と
思
う
ん
だ
け

ど
そ
う

て
く
れ
る
の
は
有

い
ん
だ
け
ど
ね

と
い
う
か
そ
も
そ
も
キ
リ
ト
は

い
が

直
過
ぎ
る

あ
ん
な
速

の
突
進
を
上

せ
し
た
一
撃
な
ん
て

ら
し
て
く
だ
さ
い
と

わ
ん
ば
か
り

仕
切
り
直
し
直
後
に
大
振
り
の
攻
撃
を

す
る
の
は
下
策
も
下
策

上
策
は

パ
タ

ン
を

め
な
い
よ
う

弄
し
て

手
の
リ
ズ
ム
を

し
た

間
に

き

む
事

剣
を

持

て
る
と

い
け
ど
無
手
だ
と
ス
ピ

ド
を
始
め
と
し
て
ス
テ

タ
ス
の
高
さ
に
頼
り
過
ぎ

よ

ス
テ

タ
ス
の
あ
た
し
に
良
い
様
に

弄
さ
れ
る
く
ら
い
剣
で
の
経
験
を
活
か
せ
て
な
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い

も

と
鍛
え
た
技
術
と
経
験
を
無
手
に
も
応

す
る
事

良
い

う

返
事
は

は
い

 
立
ち
上
が

た
キ
リ
ト
君
に
リ

フ

ち

ん
は
さ

き
の
数

で
決

が

い
た
勝
負
の

判
を
し
て
い
く

 
そ
の

を

け
て

目
に
な

た
彼
を
見
て

に
イ
イ

み
を
浮
か
べ
て
返
事
を

し
て

え
上
が
ら
せ
る
彼
女
は

日
も
思

た
け
ど
実
は
物

い

物
な
ん
じ

な
い
だ
ろ

う
か
と
思

た

姉
弟
の

を

き
に
し
て
も
か
な
り

が

わ

て
い
る
彼
を
鍛

の
指
導

で

目
に
出
来
る
の
は
彼
女
く
ら
い
じ

な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う

 
そ
う
思

し
つ
つ

キ
リ
ト
君
へ
と

め
て

線
を
向
け
る

 

日
の
大

が

を

し
た
の
か
こ
の

理

で
再
会
し
た
時
の
無
感
情
・
無
表
情
と
い

う
ど
こ
か
空
ろ
な

は
今
は
見
え
な
い

上
手
く
取
り

て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い

が
わ
た
し
の
記

に
あ
る
限
り
あ
そ
こ
ま
で

し
そ
う
な
少
年
の

は

無
と

え
る

教
会
で
ご

を
作

て
振
る
舞

て
く
れ
た
時
は
そ
れ
な
り
に

し
そ
う
に
し
て
い
た
け
ど
今



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

は
あ
の
時
の

で
は
無
い

 

日
の

の
後
リ

フ

ち

ん
の

葉
を

直
に

け
止
め
て
い
る
時
や
今
の
彼
の

が

な
の
だ
と
す
れ
ば
今
ま
で
見
て
来
た
彼
は
や
は
り
無
理
を
し
て
ビ

タ

を
演
じ
て

い
た
の
だ
と
思
う

あ
の
年

の
子
に
し
て
は
お
か
し
い
く
ら
い
大
人
び
て
い
た
し

表
向
き

リ

フ

ち

ん
に
甘
え
て
い
る
様
子
も
あ
ま
り
無
か

た

 
だ
か
ら
き

と
今
の
キ
リ
ト
君
は
良
い

向
に
あ
る
の
だ
と
思
う

今
ま
で
背
負

て
来
た

全
て
の
責
か
ら

ら
ず
し
も
解
放
さ
れ
た

そ
れ
を
許
さ
れ
た

事
で
今
の
彼
は

に
も

わ
れ
て
い
な
い

の

な
の
だ

 
そ
の
苦
し
み
が
こ
れ
以
上

み
重
な
る
事
の
無
い
よ
う
願
う
ば
か
り
で
あ
る

あ
れ

さ
ん

も
う
来
て
た
ん
で
す
か

 
そ
う

え
て
い
る
間
に
ど
う
や
ら

の
鍛

は
終
わ
り
に
な

た
よ
う
で
二
人
が

理

の

方
に

て
来
た

 
蒼
い
紋
様
の
光
か
ら

を
現
し
た
リ

フ

ち

ん
と
キ
リ
ト
君
は
意
外
と
思

て
い
る
の

が
分
か
る
面
持
ち
で
こ
ち
ら
を
見
て
来
て
い
る

キ
リ
ト
君
の

に
は
ナ
ン
ち

ん
が

ま

て
い
て
主
人
の

に

ず
り
し
て
い
た

ど
う
や
ら
ウ

ン
ド
ウ
に
入

て
い
な
か

た
ら
し
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い 
そ
の
彼
が

使
い
魔
の

を
指
先
で

り
な
が
ら

た
よ
う
に

根
を
寄
せ
る

参

た
な

ル
ク
ス
が

て
い
る
の
を
見
れ
ば
分
か
る
と
思
う
け
ど
ま
だ

ご

食
べ
て

な
いあ

大

だ
よ

ボ
ク
達
そ
れ
を
承
知
で
来
て
る
か
ら

つ
い
で
に

食
の

備
を
手
伝
う

つ
も
り
だ
よ

な
ら
手
伝

て
も
ら
お
う
か

が
足
り
な
い
か
ら
お
握
り
に
し
よ
う

あ
と
は
残
り

の
食

で

に
付
け
合
わ
せ
を
作
る
か

 
こ
ち
ら
が
全

食
を
摂

て
い
て

た
せ
て
し
ま
う
事
を

た
と

た
よ
う
だ

た

が

ユ
ウ
キ
ち

ん
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
食
べ
ず
に
来
た
よ
う
だ

た

 
彼
女
達
に
手
伝

て
も
ら
え
る
事
を
知

て
メ
ニ

を
大
人
数
で
食
べ
ら
れ
て

つ
大

が
少
な
く
て
済
む
お
握
り
に
し
た
よ
う
で

の
チ

ク
ラ
ム
を

に

い
た
彼
は
そ
の
上
に
大

を

き

更
に
中
に
食

ア
イ
テ
ム
で
あ
る

と
水
色
の

剣
で
出
し
た
水
を
入
れ
て

し

更
に
ス
ト
レ

ジ
か
ら
取
り
出
し
た
小

の
中
身
を
か
な
り
の

入
れ
て
か
ら

を
し
火
に
掛

け
る
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の
上
に

き
上
が
り
ま
で
の
時
間

お
よ
そ
五
分

が
表
示
さ
れ
た
後
も
う
一

の

の
チ

ク
ラ
ム
の
上
に
大
き
め
の
ラ
ウ
ン
ド
シ

ル
ド
を

き

そ
こ
に
大
き
な
肉
を

と

す

火
に
掛
け
た
後
ジ

ジ

と

の

が
高
ま

て
肉
が

け
て
い
く

を
Ｂ
Ｇ
Ｍ

に
彼
は

つ
も
の

味

を
肉
に
振
り
掛
け
て
い

た

速

ば
し
い

い
が
し
て
さ

き

ご

を
食
べ
た
後
な
の
に
お

が
き

と
小
さ
く

を
立
て
る

ユ
ウ
キ
達
は
手

を
外
し
て
お
握
り
を
作
る

意
を
し
て
お
い
て
く
れ

は
肉
を

す

る
分
か

た
け
ど

キ
リ
ト

は

さ

き
入
れ
た
中
身
だ

味
の
ご

に
な

て
る
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
振
り
掛
け
る
必
要
は
無
い

生
憎
と
海

は
出
来
て
な
い
か
ら
我

し
て
く
れ

あ

ボ
ク

ア
ス
ナ
か
ら

て
も
ら

た
海

持

て
る
よ

 
ど
う
や
ら

く
時
点
で

を
投
入
し
た
ら
し
く
い
ち
い
ち

を
振
る
必
要
が
無
い
ら
し
か

た 
そ
う
い
う

き
方
も
あ
る
の
か
と
感
心
し
て
い
る
と
更
に
ア
ス
ナ
ち

ん
が
作

た
海

を

持

て
い
る
と
ユ
ウ
キ
ち

ん
が

た

キ
リ
ト
君
で
も
作
れ
て
い
な
い
も
の
を
作
れ
て
い
る
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り

彼
女
も

の

理

家
だ
と
思
う

あ

そ
う
い
え
ば

ア
ル
ゴ

こ
れ

 

ば
し
い

い
を
出
し
て
い
る
肉
を

き
な
が
ら

で
ス
ラ
イ
ス
し
更
に

味

を

し

ま
ず
振
り
掛
け
て
い
く
キ
リ
ト
君
が
そ
こ
で

か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
ウ

ン
ド
ウ
を
表
示

し
た
後

か
を
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
送

た

こ
れ
ハ

ま
さ
か

も
う
出
来
て
た
の
カ

あ
れ

そ
れ
目

て
で
来
た
ん
じ

な
い
の
か

い
や
確
か
に
そ
う
だ
ケ
ド

日
の
今
日
だ
か
ら
流

に
無
理
か
な
と
思

て
た
か
ら

い
た
ん
だ

直

的
に
攻
略
出
来
な
い
に
し
て
も
間

的
に
出
来
る
な
ら
し
て
お
く
に
越
し
た
事
は
無
い

か
ら
な

そ
れ
に
今
は
シ
ス
テ
ム

が
出
て
か
ら
初
め
て
の
攻
略
を
開
始
し
た
ば
か
り

備
期
間
と
い
う
や
つ
だ
そ
の
間
に
ど
れ
だ
け
備
え
と
体
勢
を
整
え
ら
れ
て
い
る
か
が
今
後
の

と
な
る

 
そ
う

た
と
こ
ろ
で

彼
は
フ
ラ
イ
パ
ン
代
わ
り
の
ラ
ウ
ン
ド
シ

ル
ド
を
動
か
し
つ
つ

い
て
い
る
肉
を

に
裏
返
し
て
い
く

程
よ
い

き
目
が
出
来
て
い
て
と
て
も

味
し
そ
う
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だ
そ
れ
な
ら
多
少
無
理
を
し
て
で
も

め
て
い
る
今
の
内
に
そ
の
手
伝
い
を
し
て
お
い
た
方
が

良
い

ど
ち
ら
に
せ
よ
グ
リ

ン
に

て
か
ら
は

も
攻
略
に
復
帰
す
る

だ
し

そ
れ
は
分
か

た
け
ど

キ
リ
ト
あ
な
た

時
の
間
に
そ
ん
な
も
の
を
書
い
て
た
の

 

日
は

ま
で
ず

と

て
い
た

だ
け
ど

さ

き
の
鍛

で

を
取

て
い
る
間
に
パ
パ

と
書
い
て
お
い
た

突

作
業
だ
か
ら
不

備
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
ど
う
や
ら
リ

フ

ち

ん
と
の
組
手
の

時
間
に
手

く
書
い
て
し
ま

て
い
た
よ
う

だ

そ
ん
な

時
間
で

め
ら
れ
る
く
ら
い
彼
の
中
で
は
対
集

戦
の

意
点
や
コ
ツ
を
意
識

出
来
て
い
る
事
だ
ろ
う

 
ご

を
作
る
間
に
そ
れ
を

み

み
お
握
り
と
お
肉
を
手

く
食
べ
た
後
疑
問
点
や

な
部
分
に

し
て

問
を
し
て
必
要
な
情
報
を

め
た
彼
女
は
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
達
に
伝
え
る

に

に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
を
後
に
し
た

攻
略
へ
出
か
け
る
前
に
伝
え
て
お
く
こ
と
で

そ
の
ま
ま
攻
略
速

に
直
結
す
る
か
ら
だ

 
そ
の

を
見
て
ど
こ
か
達
成
感
の
あ
る
明
る
い
面
持
ち
で
お
握
り
を

て
い
た
キ
リ
ト
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君
は

ど
こ
か
今
ま
で
以
上
に
年

応
に
見
え
た

 
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
キ
リ
ト
過
去
一
番
の
大

乱
回
で
し
た

 
そ
れ
で
も
や

り
シ
リ
ア
ス

 
キ
リ
ト
は
重
責
か
ら
一
時
的
に
解
放
さ
れ
リ

フ

の

責
に
よ

て
意
識
が
完
全
に
切
り

わ

た

本

の
意
味
で
桐

谷
和
人
に
な

た
と

え
る
状

千
冬
に
は
と
も
か

く

ア
キ
ト
に
対
し
て
は
迷
い
を
も
う

き
ま
せ
ん

 
ず

と

と
し
て
の
思

に

わ
れ
て
い
た

の

か
ら
解
放
さ
れ
て

が
広
く
な

た

そ
れ
ま
で

が
無
か

た
が
故
に
気
に
し
始
め
た
キ
ス
に
つ
い
て

動
揺

こ
の
年

で
ハ

キ
リ
と
し
た
行

を
さ
れ
た
ら
動
揺
く
ら
い
は
す
る
と
思
う
ん
だ
今

ま
で
無
か

た
事
が
キ
リ
ト
の
異
常
性
の

れ

 
そ
こ
か
ら
遠
回
し
な
が
ら
も
リ

フ

の
想
い
が
明
か
さ
れ

が
広
が
り

つ
キ
ス
と
い

う
行

を
さ
れ
た
が
故
に
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
理
解
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そ
こ
で
問

に
な

た
の
が
キ
ス
と
い
う
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
行

へ
の
代
価
と
し
て
自

分
の
人
生
を
明
け

そ
う
と
し
た
事

責

を
持
た
な
い
と
と
い
う
思

が
キ
リ
ト
を

さ

せ
リ

フ

が

で
で
止
め
た
根
幹
で
す

無
論
リ

フ

点
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
他

の
理
由
も
あ
り
ま
す
が
や

り
自
分
の
意

で
生
き
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
を
強
く

い
て
い
る
リ

フ

な
ら
止
め
な
い
と

 
仮
に
キ
リ
ト
が
リ

フ

に

意
を

い
て
い
て
キ
ス
で
想
い
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
理
解

し
て
リ

フ

が

め
て
い
る
時
に
キ
ス
を
し
返
し
て
い
た
ら
ゴ

ル
イ
ン
確
定
で
し
た
ね

 
と
も
あ
れ
ユ
ウ
キ
シ
ノ
ン
ユ
イ
ア
ル
ゴ
よ
り
も
格

に
リ

フ

は
リ

ド

今
後
の

写
が

し
み

主
に
キ
リ
ト
の

乱

合

嗤

 
そ
れ
か
ら
本
作
で
初
め
て
と

え
る
キ
リ
ト
と
リ

フ

の
鍛
練
風

キ
リ
ト
は

に
我
流

で
剣

を

い
て
い
る
た
め
こ
の
世
界
で
は
無
縁
な
無
手
の
方
の
鍛

に

リ

フ

が
キ
リ

ト
を
圧
倒
出
来
て
い
る
の
は
無
手
で
の
経
験
と
技
術
が
上
だ
か
ら

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
強
く
な

て
る
と

は

え
無
手
の
経
験
は
少
な
い
し
他
の
戦
闘
経
験
を
完
全
に
反

で
き
る
程
で
は
無
い
の
で

 
な
の
で
無
手
だ
と
リ

フ

キ
リ
ト

千
冬

束

そ
の
他
と
い
う
感
じ

本
作
の
リ
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フ

は
剣
道
の
他
に
も
色

と
や

て
て

キ
リ
ト
に
教
え
て
ま
す
か
ら
ね

 

無
手
リ

フ

の
イ
メ

ジ
は

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
の
全

期

悦
神

嗤

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
七
十
九
章
 

弓
兵
の
修
練

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
オ

ル
シ
ノ
ン

点

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る

り
シ
ノ
ン
の
鍛
練
の
お
話
で

す 
キ
リ
ト
が

な
か

た
間
の
影

は
ち

こ

と
だ
け

表
に

出
て
い
ま
す

 
文

数
は
約
二
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

さ
て

こ
れ
か
ら
の
行
動
に
つ
い
て
話
を
し
よ
う
と
思
う

 
対
集

戦
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
を
得
た
ア
ル
ゴ
が
足

く

ア
イ
ン
ク
ラ
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ド

へ

た
の
を
見
届
け
た
後

お
握
り
を
片
手
に
持

て

キ
リ
ト
が
そ
う
切
り
出
し
た

ご

時
に
そ
う
い
う
話
を
す
る
の
か
と
思
わ
な
く
も
無
い
が
多
分
時
間
を
有

に
使
う

と
い

う
思

で
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
今
で
こ
そ
キ
リ
ト
は

め
て
い
る
け
ど
実

そ
こ
ま
で
彼
に
残
さ
れ
た
時
間
は
無
い

彼
が

自
分
で
予

し
た
と
い
う
肉
体
の
タ
イ
ム
リ
ミ

ト
ま
で
残
り
五

月
を
切

て
い
る

だ

あ

ま
り
彼
が
最
前
線
攻
略
か
ら
身
を
引
き

け
て
い
る
と
攻
略
速

の

で
ゲ

ム
ク
リ
ア
が
年

を
越
え
る
か
も
し
れ
な
い

 
だ
か
ら
少
し
で
も
無

な
時
間
を

い
て
有
意
義
に
使
う
事
で
攻
略
組
へ
の
復
帰
を

め
た
い
と
思

て
い
る
の
だ
と
思
う

わ
ざ
わ
ざ
食
事
の
時
間
と
今
後
の
話
し
合
い
の
時
間
を
分

け
る
く
ら
い
な
ら
食
事
中
に
出
来
る
だ
け
今
後
に
つ
い
て
話
し
合

て
い
て
食
事
で

た

時
間
を

に
使
い
終
わ
れ
ば

行
動
に
し
た
方
が
探
索

も

か
な
が
ら
広
く
な
る
か
ら

 
食
べ
な
が
ら
話
す
と
い
う
の
は
正
直

抗
感
は
あ
る
け
ど
彼
も

の
中
に
食
べ
物
が
入

て

い
る
状

で

ら
な
い
た
め

今
は
別
に
指

し
な
く
て
も
い
い
だ
ろ
う
と
流
す

 
そ
れ
に
そ
う
い
う

意
は
多
分
義
姉
の
リ

フ

が
必
要
と
思
え
ば
す
る

だ

 
そ
う
思

し
て
い
る
と

肉
を

て
い
た
ユ
ウ
キ
が
こ
て
ん

と
小

を

た
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ご
く
り
と

下
し
た
後

を
開
く

今
後
に
つ
い
て

て

樹
海
エ
リ
ア
を
探
索
す
る
ん
じ

な
い
の

う
ん

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
活
動
方

に
つ
い
て
は
そ
れ
で
良
い

が

い
た
い
の
は

リ

フ

と
シ
ノ
ン
に
つ
い
て
だ

私
と
リ

フ

に
つ
い
て

 
ま
さ
か
話
し
合
い
の
中
心
の
一
人
が
自
分
と
は
思
わ
な
く
て

つ
い
つ
い

葉
を
発
し
て
し

ま

た

 
そ
ん
な
私
の

葉
に
キ
リ
ト
は
こ
く
り
と

き

水
を

い
だ
コ

プ
を

け
て
い
た

リ

フ

に
ま
ず

線
を
向
け
た

に
理
解
し
て
い
る
と
思
う
け
ど
リ

フ

は

ド
ス
キ
ル
の
発
動
に

し
て
反
復
練

を
す
れ
ば
あ
と
問

な
の
は
レ
ベ
ル
と
ス
キ
ル
値
く
ら
い

ス
キ
ル
値
は
と
も
か
く
レ
ベ
ル

は
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
を
す
れ
ば
良
い
か
ら
ル
ク
ス
と
パ

テ

を
組
ん
で
戦

て
も
ら
え

ば
す
ぐ
に
上
が

て
い
く

剣
道
の
経
験
も
あ
る
程

活
き
る
か
ら
問

な
の
は
レ
ベ
ル
だ
け
な

ん
だ

 
恐
ら
く
最
も

的
な
方
法
と
し
て

え
て
い
る
事
な
の
だ
ろ
う
リ

フ

の
強
化

を

に



 第七十九章 〜弓兵の修練〜

し
た
彼
は

に
私
を
見
た

対
し
て
シ
ノ
ン
に

し
て
は
レ
ベ
ル
だ
け
の
問

じ

な
い

と
し
か
共

し
な
い
武
器

ス
キ
ル
が
あ
る
し

そ
の
戦
い
方
も
他
の
プ
レ
イ

と
一
線
を

し
て
い
る
も
の

更
に
経

験
も

い

セ
ン
ス
は
あ
る
け
ど
十
分
と
は

え
な
い

レ
ベ
ル
と
ス
キ
ル
値
は

わ
ず
も
が

な

今
後
の
攻
略
で
も
重
要
な
ポ
ジ
シ

ン
を
確
立
出
来
る
だ
け
に

は
出
来
る
だ
け
シ
ノ

ン
の
育
成
に
も
力
を

ぎ
た
い
と
思

て
る

 
私
が

得
し
て
い
る
弓
術
ス
キ
ル
は
彼

く
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の

ら
し
い
か
ら
他
の

人
と
ス
タ
イ
ル
が
重
な
ら
な
い

 

撃
術
を

得
し
て
い
る
キ
リ
ト
と
な
ら
同
じ
に
な
る
か
も
だ
け
ど
そ
も
そ
も
彼
は
二

刀
流
を
メ
イ
ン
に
Ｓ
Ａ
Ｏ

一
の
ダ
メ

ジ
デ

ラ

と
し
て
前
衛
で
戦
う
ス
タ
イ
ル

後
衛
向
き
の
私
と
は
ど
う
し
て
も
ス
タ
イ
ル
が
異
な
る

一
応
近

系
の
武
器
ス
キ
ル
の
メ
イ

ン
は

剣
な
の
で
か
な
り
の
近

ア
タ

カ

に
な
る
の
だ
ろ
う
け
ど
攻
撃

力
よ
り
は

ヘ
イ
ト
の

理
と
デ
バ
フ
付
与
の

が
大
き
い
た
め

や
は
り
ア
タ

カ

と
は

え
な
い

キ
リ
ト
の

葉
を

り
る
な
ら
私
の

は
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

や
ス
カ
ウ
ト
と
い
う

も
の
な
の
だ
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超

近
戦
と
中
・
遠

離
戦
つ
ま
り
技
術
が
高
け
れ
ば

離
を

ば
な
い
プ
レ
イ

に
な

れ
る

 
だ
が
そ
れ
は

な
経
験
を

ん
で

切
な
判
断
を
下
せ
る
者
で
な
け
れ
ば
十
全
に
力
を
発

出
来
な
い

し
い
ス
タ
イ
ル
だ

キ
リ
ト
で
あ
れ
ば
近
中
遠
全
て
の

離
に
対
応
出
来
る
の
だ
ろ

う
け
ど
彼
が

た
よ
う
に
私
に
は
決
定
的
に
経
験
が
不
足
し
て
い
る

ス
テ

タ
ス
や

備

の
面
で
も
問

だ
け
ど
自
分
の
力
や
出
来
る

を
未
だ
把
握
し
切
れ
て
い
な
い
以
上
経
験

を

む
事
が
最

先

と
も

え
る
の
だ

 
し
か
も
こ
の
三
日
間
私
は
キ
リ
ト
の
死
が
自
分
の
責

で
あ
る
と
責
め

け
て
い
た
か
ら

に
鍛
練
を
し
て
い
な
か

た

 
そ
れ
は
リ

フ

も
同
じ
だ
け
ど
彼
女
の
場
合
は
物
心
つ
い
た

か
ら

け
て
来
た

れ
や

経
験
が
あ
る
か
ら
キ
リ
ト
を
圧
倒
出
来
る
く
ら
い
の
実
力
を

持
出
来
て
い
る

私
は
こ
の
世

界
に
来
て
か
ら
戦
い
の
術
を
知
り
技
術
を
身
に

け
始
め
た
の
で

に

い
事
に
な

て
い

る
の
は
想
像
に

く
な
い

 
気
力
だ
け
な
ら
前
と
は

べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
な
の
だ
が

気
力
で
ど
う
に
か
な

た

ら

世
の
中
苦
労
は
し
な
い
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つ
ま
り
ル
ク
ス
さ
ん
の
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
に
お
二
人
も
入
れ
る
と
い
う

え
で
良
い
で
す
か

 
キ
リ
ト
の
話
を

め
た
ユ
イ
ち

ん
が
そ
う
問
い
掛
け
れ
ば

い
剣
士
は
強
く

く

あ
と
付
け
加
え
る
と
す
れ
ば

と
夜
に

と
の
鍛
練
を
入
れ
る
事
か
な

ユ
ウ
キ
が
来
ら
れ
な

い
可
能
性
も
あ
る
し

出
来
れ
ば
二
人
は
こ

ち
で

ま
り
し
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

あ
た
し
に
異
論
は
な
い
よ

少
し
で
も
強
く
な
れ
る
の
が

く
な
る
な
ら
そ
れ
に
越
し
た
事
は

無
い
か
ら

私
も
リ

フ

と
同
意
見

こ
れ
以
上
足
を
引

る
の
は
ご
め
ん
だ
か
ら

ん
な
ら

食
を
終
え
た
後
九
時
く
ら
い
ま
で
鍛
練
に

や
そ
う

リ

姉
は

ド
ス
キ

ル
の
反
復
練

で
良
い
と
し
て

こ
の
後
は
シ
ノ
ン
を
重
点
的
に
見
る

分
か

た
わ

 
今
後
に
つ
い
て
決
ま

た
後
私
達
は
手

く
お
握
り
と
肉
を
食
べ
終
え
る

使

た
食
器

を
水
の

剣
と
風
の
六
槍
の
力
を
使

て
洗

た
の
を
見
届
け
た
後
私
は
キ
リ
ト
に

れ
ら
れ

て

Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場

へ
と
場

を

し
た

 
な
お
リ

フ

や
レ
イ
ン
達
は
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う

理

に

け
て
い
る

こ
れ
か
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ら
一
緒
に
戦
う
間

な
の
で

い
の
事
を
よ
く
知
る

と
リ

フ

は

ド
ス
キ
ル
の
反
復

練

を
す
る
た
め
だ

さ
て

こ
れ
か
ら

し
振
り
に
シ
ノ
ン
に
鍛
練
を
付
け
る

だ
け
ど
そ
の
前
に

す
も
の

が

つ
か
あ
る
ん
だ

す
も
の

 

だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と
彼
は
メ
ニ

を

作
し
す
ぐ
に
ト
レ

ド
ウ

ン
ド
ウ
を

表
示
し
て
来
た

私
の
目
の
前
に
表
示
さ
れ
た
ウ

ン
ド
ウ
に
は
彼
が

し
た
の
だ
ろ
う
ア

イ
テ
ム
が

つ
か
明
記
さ
れ
て
い
る

 
そ
こ
に
は

き
の
品
が
あ

た

え

ガ
ル
ム

 
そ
れ
に

ま
で

 
そ
こ
に
表
示
さ
れ
て
い
た
ア
イ
テ
ム
は
キ
バ
オ
ウ
の
配
下
の

か
に
取
ら
れ
た
ま
ま
だ

た

愛

の

剣
ガ
ル
ム
そ
し
て
彼
が

持
し
て
い
る
闘
技
場
個
人
戦
で
得
た
レ
ア

備
で
あ

ろ
う

だ

た

他
に
は

飾
品
と
し
て

エ
ク
ス
チ

ム

と
い
う
も
の
や

ホ

リ

リ
ン
グ

と
い
う
指
輪
が
あ
る
が

そ
れ
ら
よ
り
も
先
の
二
つ
に

く

 
ど
う
い
う
事
だ
と

根
を
寄
せ
な
が
ら
キ
リ
ト
を
見
て
説
明
を
求
め
る
と

彼
も
そ
れ
が
分
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か

て
い
た
の
か
す
ぐ
に
話
し
て
く
れ
た

 

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の

面
を
持
つ
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
背

か
ら

は

し
て
は
な
ら
な
い
禁
忌
と
さ
れ
て
い
る
が
本
来
の
ゲ

ム
で
あ
れ
ば

に
横
行
し
て
い
て
も

ら
お
か
し
く
な
い
行

オ
レ
ン
ジ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
的
に
忌

さ
れ
る
よ
う
に
は
さ
れ
て
い

る
が

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
以
上
は
や
は
り

か
は
す
る
も
の

 
他
の
ネ

ト
ゲ

ム
に

べ
て

の
リ
ス
ク
や
デ
メ
リ

ト
が
多
い
の
だ
か
ら

そ
の
分
だ

け
メ
リ

ト
も
無
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

 

場

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
焦
点
を
向
け
て
い
た
よ
う
で

を
し
た

を
全

損
し
て
倒
れ
た
プ
レ
イ

が

持
し
て
い
た
コ
ル
の
五

こ
れ
ま
で
の

経
験
値
の
一

を
奪

て

手
の
レ
ベ
ル
を
下

恐
ら
く
は

の
報
復
を
し
に
く
く
す
る
た
め
や

プ

レ
イ

の
増
加
抑
制
の
た
め

そ
の
時

備
し
て
い
た
ア
イ
テ
ム
を
確

ド
ロ

プ
ス

ト
レ

ジ
に
入
れ
て
い
た
ア
イ
テ
ム
の

つ
か
を
確
定
ド
ロ

プ
す
る
よ
う
に
な

て
い
る
ら
し

い 
つ
ま
り
ト
レ

ド
ウ

ン
ド
ウ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
ガ
ル
ム
は
正
真
正
銘
私
が
か
つ
て
奪
わ

れ
た
愛
剣
な

だ
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な
る

ど

じ

あ

は

そ
の
前
に

確
認
し
て
お
く
け
ど
シ
ノ
ン
は
第
七
十
五
層
で

が
あ

た
か
は
知

て
る

え

と

ア
キ
ト
が
攻
め
て
来
て
第
二
レ
イ
ド
が
壊
滅
し
て
キ
リ
ト
と
斬
り
合

て

そ
の
最
中
に
シ
ス
テ
ム

が

き
て
ア
キ
ト
は
死
ん
だ

て
い
う
く
ら
い

か
い
部
分
は

い
て
な
い
わ

そ
れ
く
ら
い
知

て
い
れ
ば
十
分
だ
な

そ
の

は
ア
キ
ト
を
殺
し
た

に
ド
ロ

プ
し
た
も
の
な
ん
だ

 
確
か
に
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
達
か
ら

い
た
内
容
で
は
あ
の
神

ア
キ
ト
も
キ
リ
ト
と
同
じ

よ
う
に

の
武
器
を
使

て
い
た
と

い
て
い
る

そ
れ
が
謎
に
謎
を
呼
ん
で
不
可
解
さ

と

う
か
不
気
味
さ
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
だ
が

に
死
ん
だ
の
だ
か
ら
良
い
か
と
話
は
終

わ

て
い
た

 

し
た
プ
レ
イ

の
ア
イ
テ
ム
を
ラ
ン
ダ
ム
ド
ロ

プ
し
た
の
だ
と
し
て

本

に
コ
レ

が
そ
の
一
つ
で
あ
る
の
な
ら

私
は
あ
の
男
の
武
器
の
お
下
が
り
を

う
と
い
う
事
に
な
る
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強
力
な

備
で
あ
る
事
は
理
解
し
て
い
る
し
こ
れ
以
上
無
い
も
の
で
あ
る
と
も
分
か

て
い

る
の
だ
け
ど

こ
う

心
情
的
に

け
容
れ

い
も
の
が
あ
る
の
も
確
か
だ

た

こ
れ

け
取
ら
な
い
と
ダ
メ

論

 
出
来
る
事
な
ら
私
は
あ
ん
な
男
の
お
下
が
り
を
使
い
た
く
な
い
の
だ
け
ど
と
我
が

で
あ

る
事
も
承
知
の
上
で
問
い
掛
け
る
が

キ
リ
ト
は
に
べ
も
無
か

た

剣

と

弓

の
持
ち

え
を
高
速
で
行
え
る
な
ら
構
わ
な
い
け
ど

出
来
る

 
後
ろ

に
差
し
て
い
る

剣
と

手
武
器
と
し
て

人
目
を

え
て

は
ス
ト
レ

ジ

に
仕
舞

て
い
る
が

圏
外
で
は

に

ぐ
弓
は
そ
の
持
ち

え
が
中

し
い

弓

を
使
う

に
い
ち
い
ち

剣
を

に

す
の
も
そ
う
だ
が

よ
り
も
弓
で
戦
う
に
は
不

な

離
ま
で

め
ら
れ
て
か
ら

剣
を

こ
う
と
し
て
も

間
に
合
わ
な
い
時
が
多
い

 
以
前
キ
リ
ト
と
共
に
チ

ン
ク
エ
ス
ト
を

け
に
行

た
が
そ
の
時
に
分
か

た

が

こ
れ
な
の
だ

 
そ
の
点

を

備
し
て
私
の

白

の
弓

を
登
録
す
れ
ば

剣
を

に

め
て

す
ぐ
に
イ
メ

ジ
で
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
し
仕
舞
う
の
も
一

つ
ま
り
武
器
の
切
り

え
が
恐
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ろ
し
く
速
く
済
む

離
に
よ

て
武
器
を

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
以
上

無
い
く
ら
い

し
た
武
器
な
の
だ

様

な
武
器
ス
キ
ル
を
取

て
状
況
や

手
に
よ

て
持
ち

え
る
キ
リ
ト
も

だ
か
ら
こ
そ

を
愛

し
て
い
る

だ
し

 
逆
に

え
ば
こ
れ
を
使
わ
な
い
と

れ
て
い
な
い
私
で
は

嗟
に
武
器
を
持
ち

え
る
こ
と

は
出
来
な
い

恐
ら
く
経
験
を
多
く

ん
で
い
る
ユ
ウ
キ
達
も

嗟
の
持
ち

え
は
出
来
な
い
だ

ろ
う
か
ら
私
が
出
来
な
い
の
も
道
理
だ

無
理

 
そ
う

得
し
て

え
ば

彼
は
我
が
意
を
得
た
り
と
ば
か
り
に

み
を
浮
か
べ
た

だ
か
ら
我
が

を

わ
な
い

ど
う
せ
な
ら
ア
キ
ト
よ
り
も
上
手
く
使

て
正
し
い
使
い
手

に
な

て
し
ま
う
く
ら
い
の
気

が
欲
し
い
な

む

て
く
れ
る
わ
ね

 

発
め
い
た
事
を

わ
れ
て
カ
チ
ン
と
来
た
の
で
私
も
強
気
に

み
を
浮
か
べ
て
キ
リ

ト
を
見
返
す

良
い
わ

こ
の

を
使

て
す
ぐ
に
強
く
な

て
見
せ
る
か
ら

く
ん
じ

な
い
わ

よ

そ
れ
で

他
の
こ
の

飾
品
は
ど
う
い

た
も
の
な
の



 第七十九章 〜弓兵の修練〜

エ
ク
ス
チ

ム

は
取
得
経
験
値

を

引
き
上

る
お
守
り
で

ホ

リ

リ
ン

グ

は

を

回
復
す
る
バ
フ
を
付
与
す
る
指
輪
だ

お
守
り
は

の
お
下
が
り

指

輪
は
多
分
第
七
十
五
層
ボ
ス
の
ド
ロ

プ
品
だ
な

ち
な
み
に

じ

な
い

パ

で
す

て

 
キ
リ
ト
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

え
れ
ば
お
下
が
り
の
お
守
り
の

果
が
経
験
値

増
加
の
も
の

で
も
違
和
感
は
無
か

た
け
ど

ま
さ
か

を

回
復
す
る
指
輪
を
ト
レ

ド
し
て
く

れ
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
私
が
こ
こ
ま
で

し
た
の
は
一

の
回
復

で
は
無
く
時
間

た
り
の
回
復

だ

一
分

経
て
ば
六

も
回
復
す
る
だ
な
ん
て
か
な
り
高
回
転
の
回
復
バ
フ
な
の
は
明
確

し
ろ
ポ

シ

ン
が

時
三

時
間
一

ハ
イ
ポ
が

時
五

時
間
三

グ
ラ
ポ
が

時
六

時
間
六

と
い
う
回
復

合

そ
れ
を
こ
の
指
輪
は

体
で
グ
ラ
ポ
の
時
間
回
復
と
同

の
回
復

を

き
出
し
て
い
る

 
極
論

ハ
イ
ポ

シ

ン
と

す
る
だ
け
で
も

全
回
復
出
来
る
し

戦
闘
時
自
動
回

復

ス
キ
ル
も
あ
れ
ば
一
分
で
自
動
回
復
な
ん
て
事
も
可
能
に
な
る

 
そ
れ
だ
け
こ
の
ホ

リ

リ
ン
グ
は

重
な
代
物
で
あ
り
値
打
物
と
い
う
事

そ
れ
く
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ら
い
は
ゲ

ム
に

い
私
で
も
分
か

た

 
私
が
分
か

た
の
だ
か
ら

キ
リ
ト
は
も

と
理
解
し
て
い
る
事
だ
ろ
う

キ
リ
ト
あ
な
た
の
判
断
を
間
違

て
る
と
は
思
わ
な
い
け
ど
こ
れ
は
前
衛
の
リ

フ

や

ユ
ウ
キ
に

し
た
方
が
良
い
ん
じ

な
い
の

 
も

と

う
と
あ
な
た
が

備
し
た
方
が
良

い
と
思
う

 
極
論
私
は

離
を
取

て
弓
で
戦
う
か
ら

上
手
く
立
ち
回
れ
ば

を
一
ド

ト
も

ら
ず

に
戦
闘
を
終
え
る
事
も
出
来
る

そ
れ
に

べ
れ
ば
前
衛
で

と
刃
を

し
く
交
え
る
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
そ
し
て
こ
の
世
界
の

と
も

え
る
キ
リ
ト
が

備
し
て
生
存

を
上

た
り
後
退

す
る
回
数
を

ら
し
た
り
し
た
方
が

戦
略
的
に
良
い
と
思

た

 
私
の
そ
の

葉
を

い
た
彼
は

か
に

を
浮
か
べ

し
い
眼
で
こ
ち
ら
を
見
上

て

く
る気

持
ち
は

し
い
よ

で
も
リ

フ

は
前
衛
と
し
て

力
重

の

備
で
身
を

め
て

る
の
に
対
し
シ
ノ
ン
は
弓
使
い
と
し
て

よ
り
も

性
重

の

備
だ

ダ
メ

ジ
カ

ト

も
そ
こ
ま
で
高
く
な
い
以
上
は
こ
れ
で
補

た
方
が
良
い

う
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キ
リ
ト
が

た
よ
う
に
弓
使
い
と
し
て

く

離
を
取

て
戦
う
の
が
メ
イ
ン
で
あ
る

私
は

剣
の

ド
ス
キ
ル
の

力
や
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ

を
上

る

に

値
重

の

備
を

て
い
る

リ

フ

に

べ
れ
ば
確
か
に

性
能
は
不
安
が
あ
る

レ
イ
ン

が

え
て
く
れ
た

は
前
に

べ
て

か
に
性
能
が
高
い
の
だ
け
ど
や
は
り
金
属

備
や

て
だ
け
で

他
は

で
す
ら
な
い

備
だ
か
ら

力
は
紙
同
然

 
こ
ん
な
状

で
は
同
レ
ベ
ル

の

Ｍ
ｏ
ｂ
の
一
撃
す
ら
も

命
的

こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ

リ
ア

で
は

そ
れ
こ
そ
一
撃
死
す
ら
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
し

た
だ
け
で
も
ゴ

リ

持

て
行
か
れ
る
の
は
想
像
に

く
な
い

い
エ
ク
ス
チ

ム
は
ダ
メ

ジ
カ

ト

が
二

も
あ
る
し
シ
ノ
ン
の
回

能
力

も
結
構
高
い

直
撃
さ
え

け
れ
ば

死
は

れ
る

に
登
録
さ
れ
て
い
る
盾
で

す
れ
ば

で
さ
え
な
け
れ
ば
全
損
も
し
な
い

そ
う

え
て

は
そ
の
四
つ
を
シ
ノ
ン
に

す
事
に
し
た
ん
だ

な
る

ど
ね

 
た
だ
戦
闘
技
術
や
レ
ベ
ル
だ
け
鍛
え
る
の
か
と
思
い
き
や

備
の
面
で
ま
た
面
倒
を
見
て
も

ら

て
し
ま

た

し
か
も
し

か
り
と
攻
撃
面
を
整
え
な
が
ら
も
生
存
能
力
を
高
め
る
構
成
で
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備
を

し
て
く
る
の
だ
か
ら
タ
チ
が
悪
い

 
と
は

え
私
の
事
を
し

か
り
指
導
し
て
く
れ
る
と
い
う
証
で
も
あ
る
か
ら

直
に

け
取

て
お
こ
う
と
思

て

ボ
タ
ン
を

そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

と
気
に
な

た
事
が
出
来

て

オ

ケ

ボ
タ
ン
を
タ

プ
し
よ
う
と

ば
し
た
指
を
止
め
る

で
も
キ
リ
ト

私

あ
な
た
の
よ
う
に

を
使
い
こ
な
せ
る
自
信
が
無
い
の
だ
け

ど 
キ
リ
ト
か
ら

い
た
限
り
で
は

の
武
器
を
取
り
出
し
た
り
仕
舞

た
り
空
中
で
自

在
に
動
か
す
の
は
全
て

備
者
の

か
つ
強

な
イ
メ

ジ
が
ト
リ
ガ

に
な

て
い
る
と

く

あ
れ
だ
け
種

が

な
武
器
達
を
そ
の

一
つ
一
つ
を
克
明
に
浮
か
べ
な
が
ら
攻
撃
す

る
イ
メ

ジ
を
練
り
上

同
時
に
目
の
前
の
戦
闘
に
も
集
中
し
て
対
応
す
る
な
ん
て
私
に
は

真
似
出
来
そ
う
に
な
い

の
持
ち
味
を
活
か
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な

た

 
し
か
し

そ
の
不
安
と
疑
問
は
予
め
予
想
し
て
い
た
よ
う
で

彼
は

み
を

さ
な
い

心
配
し
な
く
て
も
シ
ノ
ン
に

し
た

に
登
録
さ
れ
て
い
た
武
器
の
大

は
外
し
て

る

地
の

剣

水
の

剣

の
戦
輪

風
の
六
槍

の
刀

氷
の
大
楯
は
外
せ
な
か

た

け
ど
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そ
う

わ
れ
す
ぐ
に

ボ
タ
ン
を

し
て
新
た
に
ス
ト
レ

ジ
に
加
わ

た

を

探
し
出
し

備
し
て

を
確
認
す
る
と
確
か
に
彼
が

た
よ
う
に
特

な
力
を
有
す
る

六
つ
の
武
器
を

い
た
も
の
は
全
て
外
さ
れ
て
い
た

ち
な
み
に
外
し
た
分
は

が

持
し
て
る
か
ら

そ
う

 
ま

そ
も
そ
も
持

て
い
た
と
し
て
も
対
応
す
る
武
器
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
な
い
私
で
は

い
き
れ
な
い
し

れ
て
い
な
く
て
使
う
事
も
無
か

た
だ
ろ
う
か
ら
使
え
る
人
が
使

て
く
れ

た
方
が
良
い
と
思

て

そ
れ
に

し
て
は
特
に
触
れ
な
い
事
に
し
た

 
そ
れ
か
ら

の
説
明
を

け

し
に

弓

カ
テ
ゴ
リ
の
と
こ
ろ
に

白

の
弓

を
入
れ

わ
れ
た

り
に
取
り
出
す
イ
メ

ジ
を
す
る
と
少
し
時
間
が
掛
か

た
も
の
の

手
に
持
ち

れ
た

ら
か
な

感
の
白
い
弓
が
出
現
す
る

ち

と
時
間
が
掛
か

た
わ
ね

こ
れ
ば
か
り
は

れ
る
し
か
な
い

は
リ
ア
ル
で

を
使

て
た
か
ら

れ
て
い
る
だ
け

で
あ

て
最
初
は
二
三

く
ら
い
掛
か

て
も
お
か
し
く
な
い

れ
れ
ば
一

未

で
出

し
入
れ
出
来
る
よ
う
に
な
る
か
ら
と
に
か
く
イ
メ

ジ
を
大
切
に
す
る
事

戦
闘
で

手
は
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て
く
れ
な
い
か
ら
ど
ん
な
状
況
で
も
一

で
武
器
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
事
だ

分
か

た

 

を
手
に
入
れ
て
す
ぐ
に
実
戦
レ
ベ
ル
で

え
て
い
た
の
を
見
た
時
流

に
経
験
が

違
う
な

と
思

て
い
た
け
れ
ど

そ
う
い
え
ば
キ
リ
ト
は
リ
ア
ル
で

コ
ア
を

め

ま
れ

て
い
た
と
い
う
話
を

い
た

を

て
い
た
経
験
で

か
ら
武
器
を
出
す

の
イ

メ

ジ
と
同
じ
で
あ

た
事
か
ら
す
ぐ
に

え
て
い
た
の
だ
と

す
る

 
そ
う

え
な
が
ら

の
登
録
武
器
を
見
て
い
く
と
前

か
ら

い
て
い
た
疑
問
が

を

たそ
う
い
え
ば
前

か
ら

こ
う
と
思

て
た
の
だ
け
ど

剣

て
実

の
と
こ
ろ

は
メ
ジ

な
の

 
マ
イ
ナ

な
の

え

と

攻
略
組
か
ら
す
れ
ば
マ
イ
ナ

だ
け
ど
中

ど
こ
ろ
ま
で
な
ら
メ
ジ

じ

な

い
か
な

剣
よ
り
は

だ
し

剣
程
で
は
無
い
け
ど
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
は
高
く
な

り

い

力
値
の

い
プ
レ
イ

も
愛

し
て
る
し

ら
ア
ル
ゴ
や
シ
リ
カ
フ

リ
ア
も

剣
使
い
だ
ろ
う

 
使
い
手
に
も
よ
る
け
ど

実
力
が
あ
る
な
ら
最
前
線
で
も
十
分

は
す
る
よ

た
だ

離
を
物

く

め
な
い
と
い
け
な
い
の
と
武
器
の
攻
撃
力
が
他
よ
り
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て
る
事
ボ
ス
に
は
ク
リ
テ

カ
ル
を
出
し

い
事
か
ら

遠
は
さ
れ
が
ち
か
な

あ
と
至

極
ど
う
で
も
い
い
け
ど
見
た
目
で

る
か
ら

て
い
う
の
も
あ
る
と
思
う

ん

な
ら

に
登
録
出
来
な
い

て
い
う
の
は
ち

と

よ
ね

 

に

か
ら
あ
る
登
録
武
器
の

目
は

ど
が
メ
ジ

武
器
の
よ
う
だ
が

手

と
い
う
よ
う
に
私
が
他
に
見
て
い
な
い
武
器
の

目
も
あ
る

片
手

よ
り
も

力
は
あ
る
け
ど

取
り
回
し
は
し
に
く
い
し
槍
よ
り
弱
い
と
い
う

な
も
の
を

ん
で
い
る
人
は
多
分
少
な
い

と
思
う

せ
い

い
槍
と
同
じ
ス
タ
ン
ス
で
打
撃
属
性
を
重

し
た
い
人
く
ら
い
で
は
な
い
だ
ろ

う
かと

い
う
か

前
か
ら
気
に
な

て
た
の
だ
け
ど

て

初
期
か
ら
登
録
さ
れ
て
い
る

武
器
は
合

で
十
二
個
な
の
よ
ね

 
白
黒
一
対
の
片
手
剣

剣
水
の

剣
出
刃

が
如
き

手
剣
星
を

た
モ
ノ
が

あ
る
片
手

地
の

剣
の

手

大

の

手

風
の
⻑
槍

エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン

の
戦
輪
氷
の
大
楯
の
十
二
個

あ
と
一
つ
は
片
手
剣
同
士
を
合
体
さ
せ
る
事
で
出
来
上
が
る

⻑
剣
だ
が

そ
れ
は
別
に
登
録
さ
れ
て
い
る

で
は
無
い

 
種

と
し
て
は
十
一
種

で
し
か
な
い

メ
ジ

を
集
め
る
の
だ
と
す
れ
ば
せ
め
て
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剣

と

片
手

が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う

ん

 
そ
う
話
す
と

キ
リ
ト
は
こ
て
ん
と
可
愛
ら
し
く

を

た

シ
ノ
ン

の

備
を
し

か
り
見
て
な
い
な

剣

と

片
手

の
登
録

目

も
し

か
り
あ
る
か
ら

え
 
予
想
外
の
事
を

い
て
ま
だ
開
い
た
ま
ま
だ

た

備
メ
ニ

を

て
よ
く
確
認
す
る

と

確
か
に
彼
の

う

り

剣

と

片
手

の

目
は
存
在
し
た

他
の

目
の
間
に

あ

た
の
で
見

し
て
し
ま

て
い
た
ら
し
い

あ

た
ん
だ

初
期
登
録
武
器
で
は

目
が
無
い
し

は
片
手
剣
や
登
録
武
器
ば
か
り
使

て
い
た
か

ら
な

ち
な
み
に
武
器
を
登
録
出
来
る
事
に
気
付
い
た
の
は
そ
れ
を
弄

た
か
ら

そ
れ
で
気

付
い
た
ん
だ

そ
う
だ

た
の

 
確
か
に
彼
が

た
よ
う
に
最
前
線
で
は

剣
を
使
わ
な
い
だ
ろ
う
し

片
手

を
使
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う
な
ら
他
の
武
器
を
使

た
方
が

が
良
い

だ
か
ら
こ
れ
ま
で
人
前
で
使
う
機
会
が
無
か

た
の
だ
ろ
う

じ

あ

私
の
ガ
ル
ム
を
登
録
す
れ
ば

自
由
に
出
し
入
れ
出
来
る
の
ね

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

登
録
は
し
て
も

く
は

に
差
し
た
状

に
し
て
お
い
た
方
が
い
い

れ
て
な
い
今
だ
と

嗟
に

か
な
い
と
い
け
な
い
時
に
イ
メ

ジ
出
来
ず
に
出
せ
な
い
と
思
う

か
ら

が

と
愛

の
剣
を
背
中
に
背
負

て
い
る
の
も
そ
の

な
ん
だ

分
か

た
わ

 
確
か
に
い
き
な
り
の
事
に

い
て
イ
メ

ジ
出
来
ず
武
器
を
出
せ
な
い
と
い
う
状
況
に
な
る

可
能
性
は

定
出
来
な
い

私
は
登
録
は
し
て
も
弓
の
よ
う
に
仕
舞

た
り
は
せ
ず

は

に
差
し
た
ま
ま
に
す
る

 
し
か
し

レ
イ
ン
と
キ
リ
ト
の

剣
で

持
し
て
い
る
武
器
が
二
つ
に
な

た
な

さ
て
こ
れ
で

備
に

し
て
あ
る
程

整

た

だ
け
ど

と
こ
ろ
で
シ
ノ
ン
さ

き

レ
イ
ン
か
ら

い
た
限
り
だ
と
新
し
く

剣
を

意
し
て
も
ら

た
ら
し
い
な

え

え
え

あ
な
た
か
ら

た

剣
は
持

て
な
か

た
か
ら

う
ん

そ
れ
で
今
は
二
本
持

て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

だ
け
ど

さ

き

た
よ
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う
に

剣
の
武
器
攻
撃
力
は

い

で
も
そ
の
分
だ
け
取
り
回
し
が

く
し
ク
リ
テ

カ
ル
が
出
れ
ば

ダ
メ

ジ
は

的
に

ね
上
が
る

剣
よ
り
も

だ
か
ら
使
い
や
す
い
だ

ろ
う
し

 
そ
こ
ま
で

た
キ
リ
ト
は

そ
こ
で

と

葉
を

切

て
私
を
見
た

シ
ノ
ン
が
希
望
す
る
な
ら

は
シ
ノ
ン
を

剣
の
二
刀
使
い
に
し
よ
う
と
も

え
て
る

剣
の

二
刀
使
い

そ
う

の
二
刀
流
と
呼
び
方
を
分
け
る
な
ら

剣
使
い
が
良
い
か
な

最
初
は

惑
う
け

ど
武
器
を
二
本
持

て
い
る
と
い
う
の
は
中

使
い
勝
手
が
い
い

で
手
数
が

に

な
る

論

だ

て

の
手
を
問
わ
な
い
か
ら
成

し
や
す
い

反
面

ド
ス
キ
ル
を

使
え
な
く
な
る
け
ど

の
特
性
で
使
い
た
い
時
だ
け
仕
舞
え
ば
そ
こ
ま
で
問

は
大
き

く
な
い

だ
か
ら
近

離
で
は

剣
で
中
・
遠

離
で
は
弓
で
戦
う
ス
タ
イ
ル
を

は
推

す

る

が
無
け
れ
ば

剣
は

め
な
か

た
け
ど
な

 
二
刀
の

点
を

と
語
る
二
刀
流
の
剣
士
は

た
だ

と

葉
を

切

た

論

れ
て
い
な
い
間
は
リ
ス
ク
が
あ
る

み
た
い
に

き
で
あ
れ
ば
問

無
い
け
ど

多
分
他
の
人
に
と

て

手
と

手
で
別
の
作
業
を
す
る
の
は
か
な
り

だ
と
思
う
ん
だ
ピ
ア
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ノ
の
演

と
か
正
に
そ
れ
だ
し

も
反
復
し
て

の
シ
ナ
プ
ス
が
こ
な
れ
た
ら
そ
う
で
も
な

い
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
ま
で
が
か
な
り
危
険
だ

こ
の
ま
ま
一
刀
で

れ
さ
せ
て
い
く
か
そ
れ

と
も
二
刀
に
し
て
リ
ス
ク
を
承
知
で
鍛
え
て
い
く
か
は

シ
ノ
ン
の
意

に

せ
よ
う
と
思
う

今
は
先

ば
し
に
し
て
後
に
す
る
の
は
お
勧
め
で
き
な
い
け
ど
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
手

助
け
す
る

 
そ
こ
ま
で
⻑
い
期
間
練

を

ん
で
い
る

で
も
無
い
の
に
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
の
は
ど
う
か

と
思
わ
な
い
で
も
無
い
が
キ
リ
ト
が

め
て
く
れ
た
と
い
う
事
は
少
な
く
と
も
や

て
無

と
い
う

で
は
無
い

だ

仮
に
私
に
合
わ
な
か

た
と
し
て
も
二
刀
の
時
に

ん
だ
経
験
は

一
刀
で
も
活
き
る
に
違
い
な
い

一
刀
だ
ろ
う
と
二
刀
だ
ろ
う
と
私
の
メ
イ
ン
は
弓
だ
か

ら
大
き
な
影

は
無
い
だ
ろ
う

そ
う
ね

目
の
前
に
実

が

る
ん
だ
し

し
て
み
る
わ

ダ
メ
だ

た
ら

す

分
か

た

 
そ
こ
ま
で

え
て
二
刀
に
し
て
み
る
と

う
と

彼
は
に
こ
り
と

て

い
た

と
い
う
か

キ
リ
ト

て

き
だ

た
ん
だ

そ
う
だ
よ

そ
う
で
な
い
と

二
刀
流

を
い
き
な
り
使
い
こ
な
す
の
は
無
理
だ

剣
技
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繋

の
開
発
も
も

と

れ
て
い
た
と
思
う

 
確
か
に
第
七
十
四
層
の

の
話
を

い
た
限
り
そ
れ
ま
で
は
ず

と
一
刀
で

し
て
い
た
と

い
う

ベ

タ
時
代
は
二
刀
で

ら
し
て
い
た
と
い
う
事
は
ク
ラ
イ
ン
か
ら

い
た
が
だ
か
ら

と

て
一
年

越
し
の
二
刀
を
い
き
な
り
使
い
こ
な
せ
る

も
無
い

そ
れ
を
助
け
て
い
た
の

が

き
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
ま

ス
キ
ル
の

練

を
上

る

に
影
で
鍛
練
し
て
い
た
事
も
あ

た
の
だ
ろ
う
が

は

き
だ

た
ん
だ
け
ど

正
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
な

お
陰
で
と

う
べ
き
か
今
は

助
か

て
る

そ
う

 
あ

け
ら
か
ん
と
追
加
で
明
か
さ
れ
た
事
実
に
私
は

葉
少
な
く
返
す
事
し
か
出
来
な
か

た

に

正
さ
せ
ら
れ
た
か
気
に
は
な

た
が
興
味
本

で
問
い
掛
け
る
の
は
ど
う
か
と
思

た
か
ら

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
少
し

な

き
だ

た
よ
う
だ

ユ
ウ
キ
や
ア
キ
ト
と
の
デ

エ
ル
時

は

手
に
剣
を
持

て
い
た
か
ら
て

き
り

き
な
の
か
と
思

て
い
た
け
ど

き

だ

た
事
を

え
る
に

手
で
剣
を
振
る
う
事
に

れ
る

に
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

あ
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の
男
の

き
手
が
ど
ち
ら
か
は
知
ら
な
い
が

手
だ
と
し
た
ら

き
手
で
は
無
い
者
に

れ
た

と
も

え
る

今
は

き
の
よ
う
だ
け
ど

さ
て

話
も

ま

た
事
だ
し

い
い
加

始
め
よ
う

時
間
は
有
限
だ

 
そ
う

て

キ
リ
ト
は

手
に
武
器
を
取
り
出
し
た

 
蒼
い

子
の
中
か
ら
現
れ
た
武
器
は
形
状
が
同
一
の
色
違
い
の

剣

や
は
り

手
が
黒
で

手
は
白
色

肉

な
刀
身
を
持
つ
そ
れ
は

ん
の

か
に

し
て
い
て
形
状
と
し
て
は
小

説
で
見
た
カ
ト
ラ
ス
に
ど
こ
か
近
い

カ
ト
ラ
ス
は

刀
の
別
名
で
キ
リ
ト
が
得
意
と
す
る

片
手
剣

と

同
じ
大
き
さ
と
⻑
さ
な
の
で

二
回
り

ど
小
さ
く
し
た
程

だ

 
後
に

い
た
が

手
の
黒
い

剣
は

フ

ア

手
の
白
い

剣
は

プ
レ
イ

と

い
う
銘
ら
し
い

そ
れ
ぞ
れ
恐
怖
と
祈
り
と
い
う
意
味
を
持

て
い
る

 
一

彼
が
愛

し
て
い
る
二
剣
に
は

ば
な
い
が

剣
に
し
て
は
か
な
り
の

圧
感
が
あ
る

そ
の
二
本
に
圧
倒
さ
れ
た
私
は
す
ぐ
に
気
を
取
り
直
し
て

手
に
レ
イ
ン
か
ら
贈
ら
れ
た

剣

を

手
は
後
ろ

の

に

め
て
い
た

剣
ガ
ル
ム
を
持
つ

構
え
に

し
て
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い
の
で
取
り

え
ず
は

を
程
よ
く
脱
力
さ
せ
た
自
然
体
を
保

て
お
い

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

最
後
に

て
お
く
け
ど
正
直

の
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
ま
ま
シ
ノ
ン
に

て

ま
る
と
は

思
え
な
い

は
前
衛
パ
ワ

ス
タ
イ
ル
な
の
に
対
し
シ
ノ
ン
は
後
衛
ス
ピ

ド
ス
タ
イ
ル
だ

か
ら
そ
も
そ
も
戦
い
方
が
違
う
ん
だ

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
す
る
事
は
シ
ノ
ン
自
身
が
自
分
に

し
た
戦
い
方
を
身
に
付
け
る

の
戦
闘

練
で
あ
り

は
あ
く
ま
で
そ
の
手
伝
い
と

え
て
く

れ

の
技
や
対

法
を
見
て
学
ぶ
も
よ
し

速

に

れ
る

に
反
応
速

を
鍛
え
る
も
よ

し
戦
闘
中
の

列
思

と
イ
メ

ジ
能
力
を
鍛
え
る
も
よ
し

と
に
か
く
こ
の
戦
闘

練
の
全

て
を
シ
ノ
ン
自
身
で
経
験
へ
と
還

し
て
く
れ

分
か

た
わ

 
確
か
に
レ
ベ
ル
が
圧
倒
的
な
だ
け
で
な
く
彼
と
私
と
で
は
ス
テ

タ
ス
の
タ
イ
プ
が
正
反

対
だ
し

本
彼
は
前
衛
で
戦
う
が
私
は
極
力

離
を
開
け
て
戦
う
つ
も
り
で

る

そ
う
な
れ

ば
必
然
的
に
彼
の
戦
い
方
は
あ
ま
り
参

に
は
な
ら
な
い

最

限
の
参

に
は
な
る
が
彼
と

私
と
で

や
得
意
分

が
異
な
る
の
だ
か
ら
完
全
に
真
似
を
し
た
と
こ
ろ
で
無

は
大
き
く
な

る 
そ
れ
な
ら
私
の
経
験
を
多
く

む
事
を

先
し
私
自
身
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
さ
せ
た
方
が

よ

ど
良
い

善
点
く
ら
い
は
彼
も
指

出
来
る
だ
ろ
う
し
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じ

あ

備
は
良
い
か

え
え

時
で
も
ど
う
ぞ

 
私
の

備
は
整

て
い
る
と
伝
え
る
と
キ
リ
ト
は
一
つ

い
て

み
を

え
る
表
情
を

真
剣
な
も
の
へ
と
一
変
さ
せ

り

む

 
そ
れ
か
ら
数

み
合

て

私
達
は
同
時
に
地
を

た

  
ガ

ン

と
金
属
が
ぶ
つ
か
る

が

き

に
火
花
が

る

火
花
に

ら
さ
れ
一

か
に
明
る
く
な

た

界
に
は

黒

く
め
の
少
年
の
可

な
が
ら

め
し
い
面
持
ち
の

が

て
い
る

 

界

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
時
間
は

前
七
時

鍛
練
を
始
め
て
か
ら
お
よ
そ
小
一
時
間

経
過
し
て
い
る

 
鍛
練
終
了
は

前
八
時
と
食
事
中
に

い
て
い
た

そ
れ
か
ら

息
を
し

か
り
取

て
八

時

か
ら
九
時
の
間
に
樹
海
エ
リ
ア
へ
と
下
り
て
探
索
す
る
と
も

な
の
で
こ
の
少
年
と
の
鍛
練

は
残
り
三
十
分
足
ら
ず
と
い
う

だ

く
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え
事
を
し
て
い
て

が

か
に
な

た
か
思

に
私
の
リ

ス
を

い
て
い
る
事
を

見

か
れ
た
の
か
気
付
い
た
時
に
は

部
に
華

な

が
突
き

ま
れ
て
い
た

彼
と
違

て

覚
が
再
現
さ
れ
て
い
な
い
が
故
に
鍛
練
で
は
容
赦
す
る
つ
も
り
も
無
い
の
か

力
を
高
め

る

に
重
心
が
し

か
り
し
た

り

み
し
か
も
ブ

ツ
の

に
付
い
て
い
る

が
突
き

ま
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
お
ま
け
付
き

 

力
値
ス
テ

タ
ス
に
加
え
て

値
に
よ
る
加
速
も
加
わ

た
強

な

撃
に

ら
ず
後

方
へ
吹

ぶ

無
論
自
分
で

ん
で
ダ
メ

ジ
を

ら
す
な
ど
と
い
う
高

技
術
は
出
来
て

い
な
い
た
め

衝
撃
を

に

け
た
状

だ

ダ
メ

ジ
こ
そ
無
い
が

強

な
衝
撃
に
よ

る
ノ

ク
バ

ク
は
体
の
動
き
を

す
る

 
我
が
身
で
今
体
験
し
た
よ
う
に

こ
の
鍛
練
中
は
お
ろ
か
今
ま
で

も
経
験
し
た
よ
う

に

一

の
気
の
迷
い

巡
が
キ
リ
ト
と
の
鍛
練
で
は
命
取
り
に
な
る

死
ぬ

で
は
無
い

が
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
し
て
こ
ち
ら
の
事
を
真
剣
に

え
て
い
る

か
ら
こ
そ

変
に
手
を

い
た
り
せ
ず
全
力
で
鍛
練
を
付
け
て
く
れ
る

 
こ
の
鍛
練
に
限

て
は

反
撃
こ
そ
が
礼
と

て
も
い
い

 
故
に
私
は
吹

ば
さ
れ
た
体
が
動
く
よ
う
に
な
る
前
に

手
に
持
つ

剣
を
消
し
弓
を
持
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つ
イ
メ

ジ
を
練
る

動
く
よ
う
に
な

た
と
同
時
に
弓
が

手
に
現
れ
た
の
で
吹

ん
だ

加
速
を
そ
の
ま
ま
に
地
面
を

て
出
来
る
だ
け
高
く

び

の

か
ら
取
り
出
し
た

を

番
え

す
ぐ
さ
ま

る

 

が
そ
の

道
は
し

か
り
見
切
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

く

を

た
だ
け
で

ア

サ
リ
と

さ
れ
た

想
定
し
て
は
い
た
の
で

き
も
せ
ず

け
て

か
ら

を
取
り
出
す

が

中
で
は
そ
の

ま
じ
い
回

力
に

を

く
思
い
に

れ
て
い
る

 

は

る
と
い
う

葉
が
指
す
よ
う
に
剣
の

突
と
同
様
の
点
で
の
攻
撃

攻
撃
が

時

る
か
は

離
感
の
把
握
は

し
く
て

み

い
し
点
で
の
集
中
攻
撃
な
の
で

力
も
高
い

反
面
攻
撃

が
極

に

い
事
か
ら
回

自
体
は

と
容

攻
撃
が
小
さ
い
程
に
速

が
上
が
る
程
に

的
に
回

の

は
高
く
な
る

火
器
の
回

が

し
い
の
は
そ
れ
故

だ
し

弓

は

火
器
よ
り
攻
撃
速

に

る
と

て
も
や
は
り
速
い

 
そ
れ
を

で
見
切
り
最

限
の
動
き
だ
け
で

せ
る
キ
リ
ト
は
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
と

の
戦
い
で
忘
れ
そ
う
に
な
る
が
と
て
も
強
い
の
だ

ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
程
と
も
な
れ
ば

で

回

し
そ
う
な
も
の
だ
が
私
は
あ
そ
こ
ま
で
最

限
の
動
き
し
か
し
な
い
で
回

す
る
の
は
無

理
多
分
シ
リ
カ
と
リ
ズ
も
無
理
だ
ろ
う

リ

フ

は
剣
で
斬
り

と
し
そ
う
な
イ
メ

ジ
が
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あ
るこ

の

 

性
に

て
放
物
線
を

き
な
が
ら

を
進
む
私
は
立
て

け
に

を

る

約
一

に

つ
き
一

の
だ
が

リ

フ

か
ら

い
た

間
五

以
上
の
キ
リ
ト
に

う

も
無
く

こ
ち
ら
に

け
寄
り
な
が
ら

に
動
い
て
し

か
り

し
て
し
ま
う

 
シ
ス
テ
ム

で
ス
キ
ル
値
が
下
が

て
い
な
い
と
は

え
そ
こ
ま
で
高
く
も
無
い
の
で

系
の

ド
ス
キ
ル
を
ま
だ

得
し
て
お
ら
ず
こ
の
ま
ま
で
は

離
を

め
ら
れ
て
一
方
的

に
攻
撃
を

け
て
し
ま
う

 
そ
う
な

た
時
の

に
私
に

て
く
れ
た

そ
れ
に
登
録
し
た
キ
リ
ト
と
レ
イ
ン
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
二
本
の

剣
を
弓

の
代
わ

て

手
に

え
る

そ
れ
か
ら

真
下

へ

た
キ
リ
ト
に

へ

地
す
る

前
の
私
は
大
上

か
ら
二
刀
を
重
ね
て
振
り
下
ろ
す

はく
 
横
に

ん
で

す
事
も
出
来
な
く
は
無
か

た
だ
ろ
う
が
私
の
攻
撃
が
届
く
方
が
速
い
と
判
断

し
た
の
だ
ろ
う
真
下
に

て
い
た
キ
リ
ト
は

剣
を
重
ね
て
翳
す
事
で
こ
ち
ら
の
攻
撃
を
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ぎ

足
を
止
め
る

 
そ
の
間
に

ん
だ
勢
い
で
後
退
し
な
が
ら

地
し
た
私
は
弓

を
取
り
出
し
て

る
時
間
も

し
か

た
た
め

心
苦
し
い
な
が
ら
も

手
に
握
る

剣
を
キ
リ
ト
目
掛
け
て
投

し
た

 
こ
の
鍛
練
中
で
初
め
て
し
た
攻
撃
方
法
に
キ
リ
ト
は

か
に
目
を

り
反
応
が

れ
る

た
り
は
し
な
か

た
が

し
い
く
ら
い
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
攻
撃
を

い
て
い
た
た
め

か
に
隙
が
生
ま
れ
た

 
そ
こ
を

て
あ
ら
か
じ
め
出
し
て
お
い
た
弓
に

を
番
え
強
く

を
引
い
て
か
ら
指
を

離
す

は
か
な
り
の
速
さ
一
直
線
に

し
空
気
を
切
り
裂
く
特
有
の

高
い

が

を

打

たの

 
そ
の
一

を
ま
た
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

せ
て

し
た
キ
リ
ト
は

同
時
に

手

に
持
つ

剣
を
投

す
る

に
登
録
さ
れ
て
い
る
そ
の
二
本
の

剣
は
彼
の
イ
メ

ジ

に
よ

て
動
か
さ
れ
て
い
る
の
か

く

を

き
な
が
ら

か
ら

て
来
る

こ
れ
は
ど
う
す
る

 
そ
れ
だ
け
で
な
く

剣
投

し
た
後
は
間
を

か
ず
黒

り
の

弓
を

え
不
思
議
な
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事
に
私
と
違

て
ど
こ
に
も

が
無
く
虚
空
か
ら
出
現
し
た

を
番
え
る

わ
ざ
わ
ざ

に

手
を

ば
し
て
取
り
出
さ
な
く
て
い
い
そ
れ
が

と
す
る
と
話
に

い
た
速

の
正
体
な

の
か
も
し
れ
な
い

さ

流

に
そ
れ
は
反

じ

な
い

仕
様
な
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い

 

か
ら

を
取
り
出
さ
ず
た
だ

を
引
い
た
だ
け
で

が
出
現
す
る
と
い
う
の
は
反

な

の
で
は
と
思

て
文

を

て
し
ま

た
が
正
論
で
返
さ
れ
て
し
ま

た

仕
様
な
の

だ
と
し
た
ら
本

に
仕
方
な
い
と

え
る

 
そ
う
思
い
な
が
ら
も
ど
こ
か

得
出
来
な
い
私
は
取
り

え
ず
目
の
前
に

る
キ
リ
ト
の
攻

撃
を

く
事
に
集
中
す
る

か
ら
高
速
回
転
し
つ
つ

を

い
て

る

剣
正
面
か
ら
は

弓
の
理
不

な
仕
様
に
よ

て
可
能
な
速

で

ら
れ
る

が
数
本

速

と
し
て
は

の
方

が
上

し
か
し
攻
撃
の

し
に
く
さ
は
意
の
ま
ま
に

れ
る

剣
が
圧
倒
的
に
上
だ

 

時
に
ど
う
動
く
べ
き
か
思

し
た
私
は
キ
リ
ト
の

の

道
上
か
ら
横
に
ず
れ
る
事
で

す

そ
の
間
に
二
本
の

剣
を
弓
の
代
わ
り
に
ま
た
取
り
出
す

 
正
面
か
ら

と

間
五
本
前
後
の
速

で
放
た
れ
る

を

り
な
が
ら

し

け
と
う
と
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う

た

剣
を

手
に
持

た

剣
で
弾
き

ば
す

攻
撃
動
作
で

か
に

動
速

が

ち
て

に

た
り
そ
う
に
な
る
も

と
か
持
ち
直
し
て
ギ
リ
ギ
リ
で

し

け
る

く
 

か
に
で
も
他
の
行
動
を
取

た
な
ら

は
剣

の
如
く

本
も
私
に

正
確
に
は
シ
ス

テ
ム
パ
ネ
ル
に

突
き

さ
る
だ
ろ
う

そ
う
確
信
を

け
る
く
ら
い
背
中
の
ギ
リ
ギ
リ
後
ろ

を

も

も

が
過
る

 
キ
リ
ト
な
ら
私
の

動
先
を
予

し
て

を

れ
そ
う
で
は
あ
る
が
そ
れ
を
し
な
い
と
い
う

事
は
こ
れ
も
私
が
ど
う
動
け
ば
い
い
か
の
経
験
に
し
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

恐
ら

く
こ
こ
を

り
越
え
た
後
に

動
先
を

ん
で
の
速

が
始
ま
る

 
だ
か
ら
と

て
そ
れ
を
恐
れ
こ
の
状

を

け
る

に
も
い
か
な
い

鍛
練
を
開
始
す
る

前
に
彼
が

た
よ
う
に
時
間
は
有
限
恐
れ
か
ら
鍛
練
を

さ
せ
る
よ
う
な
事
が
あ

て
は

な
ら
な
い

そ
れ
は
彼
の
信
頼
や
助
力
へ
の

に
他
な
ら
な
い

 
だ
か
ら
ど
う
に
か
し
て
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
必
要
が
あ
る

確
実
と
は

え
な
い
が
恐
ら

く
キ
リ
ト
は

動
先
に
は
ま
だ

て
来
な
い
か
ら
こ
こ
で
対

法
を
し

か
り

え
出
し
学

ぶ
必
要
が
あ
る
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そ
し
て

私
は

に
そ
の
手
を

つ
か

え
出
し
て
い
る

 
キ
リ
ト
は

て
い
た

に
登
録
さ
れ
て
い
る
初
期
武
器
の
内

特

な
力
を
有
し

て
い
る
六
つ
の
武

は
外
せ
な
か

た
と

そ
し
て
そ
の
特

な
力
や
登
録
し
た
武

達
は

備

者
の
強

な
イ
メ

ジ
に
よ

て
動
か
さ
れ

再
現
さ
れ
る
と

 
な
ら
ば
私
が
想
像
す
る
の
は

氷
の
大
楯
の
力
を
使

た
氷
の
盾

大
楯
そ
の
も
の
で
は
ダ

メ

ジ
を

け
る
の
で
あ
れ
ば
超
高
密

に
な
る
ま
で
圧

し
た
強

な
氷
の

を
使

て

ぐ
の
み

氷
よ

 
イ
メ

ジ
を

に

め
る

に

に
し
た

葉
呼
応
す
る
よ
う
に
目
の
前
に
は
蒼
白
い
光

か
ら
一

で
構
成
さ
れ
た

が
出
来
上
が
る

す
ぐ
目
の
前
に
作
り
上

た
そ
れ
か
ら
は

ま
じ

い

気
が
伝
わ

て
来
て

の
私
は
一

身

い
す
る
も
そ
れ
以
上
は

え
て

明
な

氷
の

越
し
に
見
え
る
キ
リ
ト
へ
と
意
識
を
向
け
る

な
 

を

て
い
た
キ
リ
ト
は
目
を

て
い
た

し
か
し
直
後
に
は
ど
こ
か

し
そ
う
で
け
れ

ど
ど
こ
か
悔
し
そ
う
で
も
あ
る

を
浮
か
べ
た

を

る
手
は
止
ま

て
い
な
い
が
氷
の
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に
全
て
弾
か
れ

止
め
ら
れ
て
い
る
の
で

然
私
は
無
傷

 
だ
が
こ
の
結
果
に

こ
れ
じ

な
い
と
私
は
⻭

み
す
る

 

ぐ
と
い
う
点
で

え
ば

点
と

え
る
だ
ろ
う
が
こ
の
氷
は

か
ら
生
え
る
よ
う
に

と

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら

動
が
出
来
な
い

私
か
ら
見
え
て
い
る
と
い
う
事
は
キ
リ
ト
に
も
見

え
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
か
ら
氷
の

か
ら
出
た
後
は
さ

き
と
同
じ
よ
う
に
追
い
立
て
ら
れ

る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

そ
れ
で
は
意
味
が
無
い

 

も

と

も

と
強

に
イ
メ

ジ
を
練
ら
な
い
と

 

い
と

て
良
い
の
か

キ
リ
ト
は

動
せ
ず

を

け
て
い
る

 
も
し
か
し
た
ら
同
じ
と
こ
ろ
を
強

な

力
で
攻
撃
し

け
る
事
で

さ
せ
る
つ
も
り
な
の

か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
は

ま
じ
く
非

的

や
は
り
私
に
対

法
を
学
ば
せ
る
事
に
重
き

を

い
て
い
る

だ
ろ
う

恐
ら
く
だ
が
コ
レ
が
実
戦
で
は

に
立
た
な
い
事
を
理
解
し
て
い

て
そ
の
上
で
私
が
更
に

良
を
重
ね
よ
う
と
し
て
い
る
事
も
見

い
て
い
る
の
だ

そ
う
で
な

け
れ
ば
氷
の

の
向
こ
う

私
の
と
こ
ろ

に
直

武
器
を

し
攻
撃
す
る
か

動

し
て
回
り

む

 
そ
の
事
に
感

し
つ
つ
私
は
更
に
強
く
そ
し
て

明
な
イ
メ

ジ
を
練
り
始
め
る

戦
闘
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中
は
下
策
だ
ろ
う
が

も

じ
る

を
打
つ
断

的
に
氷
を

る

の

も
意
識
か
ら
外

す 

大
事
な
の
は
イ
メ

ジ

こ
の
場

を

す
る
よ
う
に
イ
メ

ジ
し
て
そ
こ
に

氷
の
盾
を
形
成
す
る

 

裏
に
浮
か
ぶ
こ
の
場

の

に
私
が
そ
の

に
分

い
氷
の

が
あ
り
も

う
少
し

に
寄

た

に

を

け
る
キ
リ
ト
が

る
と
い
う
そ
の
構

 
そ
の
イ
メ

ジ
の
中
に
あ
る
氷
の

を
立
体
的
に
見
る

 

こ
の
氷
を

り
出
し
て

私
の
イ
メ

ジ

り
に
動
く
浮
遊
す
る
盾

 

明
で

私
の
体
を
し

か
り
護
れ
る
く
ら
い
大
き
な
盾

 

み
は

の
盾
と
同
じ
で

け
れ
ど
超
圧

で
非
常
に

い
盾

 
氷
の

か
ら

り
出
し
か
つ
て
闘
技
場
で
見
た
ホ
ロ
ウ
が

て
い
た
大
楯
を
参

に
氷
の

盾
を
イ
メ

ジ

み
や
大
き
さ
と
い

た

な
部
分
も
イ
メ

ジ
し
終
え
て
実

に
そ
れ

を
作
り
出
す
想
像
を
す
る

 
そ
れ
か
ら

を
開
け
れ
ば

眼
前
に
そ
び
え
て
い
た
氷
の

は
消
滅
し
今
は
や
は
り

明
で
は
あ
る
が
超
密

に
な
る
ま
で
圧

さ
れ
て
い
る
氷
の
盾
が
キ
リ
ト
が

け
る
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か
ら
護

て
く
れ
る
光

が

界
に
入

て
来
た

こ
ん
な

時
間
で

 
そ
の
氷
の
盾
越
し
に
見
え
る
キ
リ
ト
は
限
界
ま
で
目
を
見
開
き

を

る
手
も

か
に

れ

る
く
ら
い

い
て
い
た

 
そ
う
い
え
ば
以
前
見
た
時
彼
は
氷
で
盾
を
作
る
の
で
は
な
く
直

大
楯
を
出
し
て
第
二
十

二
層
の

の
ヌ
シ
の
突
進
を

い
で
い
た
か
ら
彼
は
ま
だ
コ
レ
が
出
来
な
い
の
か
あ
る
い
は

く
最
近
出
来
る
よ
う
に
な

た
か

さ
れ
て
一
時
間
と
少
し
く
ら
い
し
か
経

て
い
な
い
私

が
出
来
た
事
に

い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 

だ
が

こ
の
程

で
キ
リ
ト
が

れ
る

も
無
い

 
そ
も
そ
も

今
の
キ
リ
ト
は
そ
の
手
に
持
つ

フ

ア

と

プ
レ
イ

と
い
う
黒
と
白
の

剣
そ
し
て
黒

り
の
無
銘
の

弓
の
三
つ
の
武
器
し
か
使

て
い
な
い

私
と
ス
タ

イ
ル
を
同
じ
に
す
る
事
で
戦
闘
方
法
の
参

に
同
時
に
全
て
の

離
に
対
応
し
た
攻
撃
へ
の
対

法
を
学
ば
せ
る
つ
も
り
な
の
で
あ
る

 

な
の
が

私
と
ス
タ
イ
ル
を
同
じ
に
す
る

と
い
う
点

 
つ
ま
り

私
が
特

武
器
を

い
出
し
た
ら

あ
ち
ら
も
恐
ら
く
使
い
出
す
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ま

た
く

つ
く
づ
く
自
分
の
無
能
さ
が
恨
め
し
い

 

が
そ
れ
を
出
来
る
よ
う
に
な

る
ま
で

掛
か

た
と
い
う
の
に
な

 

な

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
そ
う

き
捨
て
た
キ
リ
ト
は
こ
ち
ら
の
予
想

り
特

武
器

を
使
い
始
め
た

 
彼
は

に

を
吹
き
出
す
戦
輪
を

び
出
し
た
か
と
思
え
ば
そ
れ
ら
を

さ
せ
る

氷
に

は

だ
か
ら
こ
そ
の

だ
ろ
う

 
最
初
は
チ
ロ
チ
ロ
と

の

よ
う
な
弱
い
勢
い
で
し
か
な
か

た

は
私
へ

る
に

れ
て

勢
い
を
増
し
て
い
き
氷
の
盾
ま
で

た
時
に
は
戦
輪
全
体
が
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と

え

る

に

わ
れ
る
程
に
な

て
い
た

は
⻘
の
方
が

が
高
い
が
だ
か
ら
と

て

く
な
い

で

は
無
い

恐
ら
く
触
れ
れ
ば
火
傷
に
似
た
感
覚
を
味
わ
う
事
に
な
る
だ
ろ
う

 

こ
ん
な
武
器
を
今
ま
で
平
然
と
使

て
来
た
キ
リ
ト
の
ど
こ
が
無
能
な
の
よ

 

を
実

に

う
事
で
分
か

た
の
だ
が
イ
メ

ジ
と
一

に

て
も

つ
強

に
練
ら
な
け
れ
ば
さ

き
の
よ
う
に
失

し
て
し
ま
う

ア
レ
も

の
面
で
は
成

で
は
あ
る
け
ど
仮
に
キ
リ
ト
が
本
気
で
戦

て
い
た
な
ら

に
回
り

み
こ
ち
ら
が
攻
撃
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さ
れ
て
い
た
の
は
想
像
に

く
な
い

 
そ
れ
に
私
は
イ
メ

ジ
し
て
い
る
間
一
歩
も

そ
れ
こ
そ
指
一
本
も

動
け
な
い
程
に
集

中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
氷
の
盾
を
展
開
し
て
い
る
間
も
動
い
て
い
な
い
の
は
そ
れ
の

持

の

に
意
識
の
大
部
分
を

い
て
い
る
か
ら
な
の
だ

や
ろ
う
と
思
え
ば
私
も

剣
を
投

て

手
を
追

す
る
よ
う
に
動
か
せ
る
だ
ろ
う
が
や
ら
れ
た
の
に
そ
れ
を
し
な
い
の
は
キ
リ
ト
の

を

し
な
が
ら
イ
メ

ジ
す
る
事
が
出
来
な
い

 

か
を
イ
メ

ジ
し
て
い
る
間
は

に
動
け
な
い

そ
れ
が
今
の
私
の
欠
点

 
そ
れ
に
対
し
彼
は

剣
を

作
し
な
が
ら
も

を
立
て

け
に

て
来
た
し

き
に
見
舞

わ
れ
て
多
少
速

が

ち
た
も
の
の
変
わ
ら
ず
攻
撃
の
手
を
止
め
な
か

た

つ
ま
り
彼
は
私
よ

り
も
マ
ル
チ
タ
ス
ク
能
力
が
高
い

フ
ロ
ア
ボ
ス
に
も

す
る
く
ら
い

え
て
い
る
彼
が
無
能

な

が
無
い
の
だ

 
ま

た
く

彼
は
自
分
が
ど
れ
だ
け

い
事
を
し
て
い
る
の
か
を
し

か
り
理
解
し
て
欲
し

い

他
に

対

が

な
か

た
と
い
う
の
も
あ
る
の
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
に
し
た

て
無

能

は

い
過
ぎ
だ

 

向
上
心
に

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
に
至
れ
て
い
る
分
そ
の
自
己

価
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の

さ
も
全
く
無

と
い
う

じ

無
か

た
の
で
し

う
け
ど

 

ま

た
く

ど
こ
ま
で
も
自
己

価
の

い

 
そ
の
た
め
内
心
で
そ
う

づ
き
な
が
ら

め
前
か
ら

て
来
た

の
戦
輪
を

剣
で
弾

く

に

を
眼
前
で
交

し
そ
れ
ぞ
れ

め
に
振
り
下
ろ
す

い

を
二

立
て
て
戦
輪

の
刃
と
私
の

剣
の
刃
が
衝
突
し
た

 
こ
こ
で

私
は
初
歩
的
な
ミ
ス
を

し
た

 

の
攻
撃
力
や

力
は

備
者
の
ス
テ

タ
ス
に
依
存
し
て
い
る

し
て
い
る
武

器
の
攻
撃
に
す
ら
実
は

備
者
の

力
値
が

さ
れ
て
い
る
の
だ

仮
に
武
器
攻
撃
力
値
し

か

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
ボ
ス
に
対
し
有

打
に
は
な
り
得
な
い

 
そ
の
た
め

し
て
来
た
戦
輪
の
勢
い
は
キ
リ
ト
が
戦
輪
を
持

て
振
る

て
来
た
勢
い

と
同

と
い
う
事
で
あ
り

 

き

す

に
振
る

た

剣
は
そ
の
勢
い
に

し
負
け
私
の
体
に
戦
輪
が

た
る

前
で

の
ウ

ン
ド
ウ
が
出
現
し
そ
れ
に
戦
輪
が
衝
突

ま
じ
い
衝
撃
が
発
生
し

界
一

に

が
広
が

た

き
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い
て
悲
鳴
を

ら
し
た
私
は
あ
ま
り
の
衝
撃
で

く
吹

ば
さ
れ

に

を
つ
い

た

手
に
し
て
い
た

剣
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に

ば
さ
れ
て
お
り
私
の
近
く
に
は
キ
リ
ト
の
戦

輪
が

を

ら
し
て

に
突
き

さ

て
い
た

く

や

り

れ
な
い
わ
ね

こ
の
衝
撃

 

み
は
無
い
が
そ
の
代
わ
り
に
不
快
な
衝
撃
へ
と

換
さ
れ
て
い
る

に

れ
た
体
と
手
を

見
て
苦

し

キ
リ
ト
へ
と
目
を
向
け
る

 

線
の
先
に

る
彼
は
弓

を
下

苦

を
浮
か
べ
て
い
た

大

か

 
か
と
思
え
ば

二
十
メ

ト
ル
は

に
離
れ
て
い
た

な
の
に
一

で
目
の
前
へ
来
て
い
た

 
こ
れ
は
初
め
て
だ

た
の
で
流

に

し

絶

す
る

 
キ
バ
オ
ウ
達
と
対
峙
し
た
時
に
同
じ
事
を
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
が

あ
の
時
の

離
は
十

メ

ト
ル
足
ら
ず

以
上
の

離
を
一

め
る
の
と
は

が
違
う

し
か
も
あ
の
時
は
速

の

性
を
止
め
る

に
や
や
前
の
め
り
で

ん

り
剣
を
振
る
う
事
で

く

殺
出
来
て
い
た

よ
う
に
見
え
た
の
に
今
は
全
く
そ
の

振
り
が
無
い
の
だ
物
理
法

を
無

し
た
動
き
に
は
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の
一
つ
も
す
る

な
ま
じ
仮
想
世
界
と
い
う
演

に
よ

て
成
り
立

て
い
る
世
界
な
だ
け

に

は
大
き
い

き

キ
リ
ト

 
え

今

ど
う
や

て
あ
ん
な

離
を

め
た
の
よ

 
し
か
も

性

を
無

し
た
動
き
で

ん

 

あ
あ

そ
う

え
ば
人
前
で
使

た
の
は
初
め
て
だ

た

け

 
ど
う
や
ら
彼
自
身
そ
こ
ま
で
意
識
し
て

し
て
い
た
と
い
う

で
は
無
い
よ
う
で
そ
う
い

え
ば
と

気
な
い
表
情
を
し
た

私
の
手
を
引

て
立
ち
上
が
る
の
を
助
け
て
く
れ
た
彼

は

そ
れ
か
ら
ア
レ
を
ど
う
や

て
し
た
の
か
教
え
て
く
れ
た

 

に
登
録
さ
れ
て
い
る
風
の
六
槍

そ
の
風
を

を
持
ち
上

た
足
裏
に
圧

し
て
集

め
地
を

り
切
る

前
で

発
さ
せ
そ
の
勢
い
で
加
速
す
る
と
い
う
方
法
ら
し
い

点
か
ら

点
を
結
ん
だ
直
線
的
な

動
法
と
な
る
こ
れ
は
行
き

く
先
に
応
じ
て
圧

す
る
風
の
密

を

決
定
す
る
た
め

多
少

が

か
な
い
部
分
が
あ
る
も
の
の
速

は

り
紙
付
き
だ
と
い
う

ん

私
も
や
ろ
う
と
思
え
ば
出
来
る
の
よ
ね

 
風
の
槍
を
上
手
く
使
え
ば
い
い
だ

け
な
ん
だ
し

出
来
る
け
ど

今
は
経
験
を

ん
で
戦
闘
技
術
を
鍛
え
事
に
集
中
し
よ
う
な
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分
か

て
る
わ
よ

 

で
今
の
私
に
欠
け
て
い
る
事
を

わ
れ
て
少
し
だ
け
ム
ク
れ
て
し
ま
う

出
来
る
な
ら

得
し
た
い
と
思

て
い
た
の
に
そ
れ
を
先
回
り
し
て

を

し
て
く
る
な
ん
て
ち

と

い

と
思
う

使
え
る
よ
う
に
な

た
ら
回

や

動
で

く
助
か
る
と
思
う
の
に

 
そ
の
思

が

め
た
の
か
キ
リ
ト
は

に
虚
空
を
見
上

て
遠
い
眼
を
し

み
を

い

た
も
の
へ
と
変
え
た

コ
レ
を
完
に
得
す
る
ま
で

十
回
も
こ
け
た
り
に
か
ら
突

ん
だ
ん
だ
よ
な

 
恐
ら
く
こ
の
世
界
で

一
と

え
る
だ
ろ
う

覚
を
再
現
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ト
が
風
を

し
て
一

で
超
加
速
し
た
後
こ
け
た
り

な
ど
に

か
ら
突

む
想
像
を
し
て
少
し
表
情

が
引
き

る
の
を
自
覚
し
た

 

な

作
を

も

り
返
し
マ
ル
チ
タ
ス
ク
能
力
が
バ
カ
高
い
キ
リ
ト
で
す
ら

十
回

も
失

す
る
だ
な
ん
て

ど
れ
だ
け
苦
労
す
る
の
だ
ろ
う
か

そ
れ

そ
れ
に
結
構

節
が

し
い
ん
だ

ん
の

か
に
で
も
圧

す
る
風
の

を

る
と
予
想
以

上
の
速

が
出
る
か
あ
る
い
は

離
が
足
り
ず
に
隙
を
晒
す
事
に
な
る

速

が
あ
り
過
ぎ
る
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と
ぶ
つ
か

た
時
に
ダ
メ

ジ
が
出
る
し

特

武
器
と
自
分
の
ア
バ
タ

を

行
し
て
動
か

せ
な
い
以
上
シ
ノ
ン
が
コ
レ
を
修
得
す
る
の
は
ま
だ
や
め
て
お
い
た
方
が
良
い

下
手
し
な
く

て
も
自
滅
死
す
る

 
最
後
の
部
分
だ
け
真
剣
に
私
の

を
見
上

て

て
来
る
も
の
だ
か
ら

て

く
し
か
無

か

た

 
身
の

に
合

て
い
な
い
力
は
自
ら
を
滅
び
へ
と
追
い
や
る
と
は
今
ま
で

ん
で
来
た
数
多
の

小
説
の
悪

の
最
期
と
し
て
よ
み
見
た
が
ま
さ
か
自
分
が
そ
れ
に

て

ま
り
そ
う
に
な
る
と

は
思
い
も
し
な
か

た

そ
れ
に

ら
強
く
な
り
た
く
て
も
自
滅
で
死
ぬ
の
は

り
た
い

分
か

た
わ

よ
し

そ
れ
に
し
て
も
よ
く

を

し
て
一
時
間
足
ら
ず
で
氷
の
盾
な

ん
て
イ
メ

ジ
出
来
た
な

出
来
る
よ
う
に
な

た
の
は
本

に
つ
い
最
近
な
ん
だ
け
ど

あ
の
状
況
か
ら
脱
す
る

に
一
番
攻
撃
を

け
な
い
可
能
性
が
高
い
方
法
を

え
た
だ
け
よ

そ
こ
ま
で
特
別
な
事
じ

な
い
わ

む

ち
な
み
に

ア
レ
か
ら
ど
う
動
く
つ
も
り
だ

た
ん
だ

氷
の
盾
を

し
出
し
て

の

ぎ
な
が
ら

離
を

め
る

か
し
ら
ね
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な
る

ど

 
戦
輪
を
弾
け
て
い
た
ら
実

に
そ
う
動
い
て
い
た

キ
リ
ト
と
私
を
結
ん
だ
直
線
の
間
に
氷
の

盾
が
来
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
彼
の

は
私
に
は
届
か
ず
安
全
に

離
を

め
ら
れ
る
か
ら

 
そ
れ
を
話
す
と

キ
リ
ト
は
一
つ

い
た
後
に

苦

を
浮
か
べ
た

い
や

結

の
と
こ
ろ
シ
ノ
ン
は
メ
イ
ン
を

剣
と
弓
の
ど

ち
に
す
る
つ
も
り
な
ん
だ

 
弓
が
メ
イ
ン
な
ら
さ

き
の

み
た
い
に
攻
撃
の

を
与
え
ず

出
来
な
い
く
ら
い

の
密

で
氷
で
攻
撃
し
て
回

先
を

ん
で

を

る
方
法
が
一
番
だ
と
思
う
ん
だ

シ
ノ
ン

の
そ
れ
は
多
分

に

し
た
手

の
一
つ
だ
よ

あ

 

わ
れ
て

気
付
い
た

 
確
か
に
私
は
近
付
い
て

剣
で
斬
り
付
け
る
つ
も
り
で

た
が
ス
テ

タ
ス
や
武
器
の
攻
撃

力
ス
キ
ル
の

性
を

え
る
と
キ
リ
ト
が

た
方
法
が
一
番
良
い

こ
れ
で
は
自
ら
危
険

へ

び

み
に
い
く
に

し
い

が
全
力
を
出
し
て
い
た
ら

せ
る
け
ど
そ
の
方
法
な
ら
多
分
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
に
も
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す
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
ま
た
一
工

加
え
な
い
と
い
け
な
い
か
な

モ
ン
ス
タ

だ
と
ド
ラ

ゴ
ン
の
ブ
レ
ス
を

い
で
前
進
し
て

近
戦
を

む
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
大

は
悪
手
だ

以
前

た
け
ど
遠

離
攻
撃
を
持
つ

は
非
常
に
少
な
い
し
攻
撃
中

手
は

本
的
に
動
か
な
い

剣
を

う
才
能
に
は

か
さ
れ
た
け
ど

弓
術

を
上
手
く
活
か
す
な
ら

離
を
開
け
る
事

を

本
に
し
て

あ
く
ま
で

剣
は

近
さ
れ
て
や
む
を
得
な
い
時
に
だ
け
使
う
方
が
良
い

分
か

た
わ

と
は

え
今
回
は

も
悪
か

た

遠

離
攻
撃
を
多
く
し
て
し
ま

た
か
ら
シ
ノ
ン
も

離
を

め
ざ
る
を
得
な
か

た

だ
し

こ
れ
か
ら
は
出
来
る
だ
け

近
す
る
よ
う
に
気
を
付

け
る
よ

程

に
お
願
い
す
る
わ

 
確
か
に
キ
リ
ト
が
遠

離
か
ら

と

を
放

て
来
た
か
ら
そ
れ
に
対

す
る

に
氷

の
盾
を
作
り
状
況
を
変
化
さ
せ
る

に

め
よ
う
と

え
て
い
た

だ
か
ら
彼
に
も
責

の

一

は
あ
る
と

え
る

 
し
か
し
前
衛
主
体
の
彼
が

極
的
に

離
を

め
剣
を
振
る

て
来
る
の
は

中

恐
怖
を

煽

て
来
る

才
能
が
無
い
と
は
リ

フ

も

に
し
て
い
る
事
だ
が
そ
れ
を

す
く
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ら
い
密

の

い
経
験
と
努
力
を
⻑
ら
く

ん
で
い
る
彼
の
剣
は
正
直
経
験
の

い
私
に
は
か

な
り

え
る

対
応
し
よ
う
に
も
ス
テ

タ
ス
で

し
切
ら
れ
る
か
ら
ど
う
に
か
直
撃
だ
け
は
し

な
い
よ
う

く
し
か
な
い

そ
れ
も
か
な
り
集
中
力
を
要
し
異
様
に
精
神
を

て
来
る
か
ら

け
た
い
く
ら
い
だ

 
そ
こ
ま
で

え

て
よ

と

と
あ
る
可
能
性
に
思
い
至
る

 

と
す
る
と
キ
リ
ト
は
彼
の
剣
へ
の
対

で
回

や

で
は
無
く

え
て

く
よ

う
誘
導
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
今
ま
で

破
し
て
来
た
小
説
も

く
の
が
一
番

し
い
と
あ

た
し
彼
の
技

な
ら

こ
う
と

す
る
私
の
動
き
を

ん
だ
上
で
刃
を
届
か
せ
る
事
も

し
く
な
い

む
し
ろ
そ
う
な
ら
な
い
方

が
お
か
し
い

 
私
が

近
戦
を
強
い
ら
れ
た
時

よ
り
も
重

す
べ
き
な
の
は
彼
が

た
よ
う
に

離
を

開
け
る
事

そ
の
方
法
は

つ
も
あ
る
が
最
終
的
に
は
ダ
メ

ジ
を
極
力

け
な
い
事
が
重
要

と
な
る

武
器
で

し
た
場
合
彼
我
の

力
値
の
差
に
よ

て

り
ダ
メ

ジ
が
発
生
す
る

し
下
手
に
回

行
動
を
取
ろ
う
も
の
な
ら
そ
れ
に
反
応
さ
れ

道
を
修
正
さ
れ
直
撃
す
る
可
能

性
も
あ
る
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な
ら

あ
る
意
味
確
実
な
の
は
攻
撃
の

道
を
こ
ち
ら
が
意

的
に

ら
す
／

く
事
に
な

る

現
に
キ
リ
ト
は
闘
技
場
で
の
ホ
ロ
ウ
戦
や
ユ
ウ
キ
と
ア
キ
ト
と
の
デ

エ
ル
の
時

で
は
無
く
パ
リ

と
い
う
弾
き

つ
ま
り
は

く
行
動
を
取
り

け
て
い
た

 
極
論
私
が

剣
を
振
る
う
の
は

近
戦
を
強
い
ら
れ
た
場
合
に
ダ
メ

ジ
を
出
来
る
だ
け

け

ず
に

離
を
開
け
る
事
で
あ
り
倒
す
事
で
は
無
い

そ
れ
な
ら
弾
き

や

ら
す
事
に

れ

た
方
が
一
番
良
い

に
登
録
し
て
い
る
お
陰
で
武
器
の

値
を
気
に
し
な
く
て
良
い

の
だ
か
ら

更
だ

 

ま
さ
か

そ
こ
ま
で

え
て
い
る
の

キ
リ
ト
は

 
確
証
は
な
い
が
し
か
し
確
信
め
い
た
も
の
を
私
は

い
た

知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
そ
れ
を

り
返
す
事
に
な

た
私
は
キ
リ
ト
に
対
す
る

の
念
を
深
く
す
る

 
確
か
に
キ
リ
ト
は
全
て
の
事
に
対
し
初
め
て
の
も
の
は
才
能
が
無
い
と

わ
れ
る
く
ら
い
下

手
で
成
⻑
も

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
だ
か
ら
こ
そ
反
復
練

が
多
く
な

て
鍛
え
ら
れ
る
技

術
が
あ
り
理
解
が
あ
る

理
解
が
あ
る
彼
は
恐
ら
く
そ
の
道
に

わ
る
他
の
者
達
よ
り
も
一

つ
二
つ
違
う

点
を
持
つ

 
そ
ん
な
彼
が

か
を
指
導
す
れ
ば

程

が
悪
か

た
り
指
導
内
容
が
不
得
手
な
も
の
で
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無
い
限
り
大

は
成

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

現
に
私
は
気
付
か
な
い
内
に
伝
え
ら
れ

て
い
た
内
容
以
外
の
事
で
鍛
え
ら
れ
て
い
る

し
か
も
恐
ら
く

近
戦
で
一
番
必
要
と
な
る
で

あ
ろ
う
技
術
を

 
以
前
彼
は

か
を
教
え
る
も
の
に
な
り
た
い
と

来
に
つ
い
て
語

た

私
は
そ
れ
に
対

し

理
学

の
先
生
に
な
れ
ば
と

い
リ

フ

は
道
場
を
一
緒
に
切
り

り
し
た
い
と

彼
の
夢
や
私
の

を

定
せ
ず
に

た

 

時

に
彼
の
弟
子
と
し
て
指
導
し
て
も
ら

て
い
た
か
ら
こ
そ

合

て
い
る
だ
ろ
う

と
思

て
い
た
が

と
す
る
と

か
に

か
を
教
え
る

は
キ
リ
ト
に
と

て
は
天

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 

論
物

く
理
解
を
深
め

そ
の
道
の
技
術
を
高
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が

そ
う
し
た
後
で
な
ら
多
分
彼
は
他
の
追

を
許
さ
な
い
高
み
へ
と
至
れ
る

か
に
教
え
始
め
た

ら
新
た
な

善
点
や
欠
点
が
見
付
か

て
そ
れ
を
直
そ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
ら

更

は
高
ま

る
に
違
い
な
い

そ
し
て
他
者
と
同
じ

点
を
持
ち
な
が
ら
も
ま
た
違

た

点
も
持

た
彼

の
指
導
は

一
味
違

た
も
の
に
な
る
に
違
い
な
い

 
私
が
教
わ

て
い
る
よ
う
に
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そ
う

え
る
と
ぶ
る
り
と
身

い
を
し
て
し
ま
う

強
く
な
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
事
へ
の

喜
と

彼
が
私
の
想
像
以
上
の

物
で
あ
る
と
い
う
事
へ
の

怖
が

私
の
体
を

わ
せ
た

シ
ノ
ン

 
私
の
様
子
が

だ
と
思

た
の
か

彼
は
小

を

て
声
を
掛
け
て
来
た

 
そ
れ
に

葉
を
返
そ
う
と
す
る
が
し
か
し

を
返
せ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
中

に

を
開
け
た
と
こ
ろ
で
止
ま

て
し
ま
う

の
鍛
練
は
も
う
終
わ
り
に
し
よ
う
か

こ
の
後
に
は
樹
海
で
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
が
あ

る

し

か
り

と
精
神
を

め
て
く
れ

 
そ
う

た
彼
は

手
に

た
ま
ま
の

弓
を

子
へ
と

ら
し
コ

ト
と
⻑
髪
を
た
な

び
か
せ
て

を
返
し
た

そ
の
先
に
は
こ
の
エ
リ
ア
か
ら

理

へ
と

る

の
コ
ン

ル
が

あ
る

 
そ
の
後
ろ

を
見
て

か

く
声
を

ら
し

反

的
に

手
を

ば
し
て
い
た

 
け
れ
ど
そ
れ
は

こ
え
て
い
な
か

た
の
か
キ
リ
ト
が
立
ち
止
ま
る
事
は
無
か

た

ど
こ
か

残
念
に
思
い
つ
つ
も
安

も

い
た
私
は
無
意
識
に

ば
し
て
い
た

手
を

く
り
下
ろ
し
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の
前
で
手
を
握
る

 
背
中
を
向
け
て
立
ち
去
る

が
か
つ
て
私
に
人
殺
し
と
悪

を

い
た
親
友
が
立
ち
去

る
時
に
見
せ
た
後
ろ

と

一

重
な

て
見
え
た

 
そ
ん
な

は
無
い
の
に
見
捨
て
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
て
し
ま

た
の
だ

 
恐
ら
く
だ
が
キ
リ
ト
が
自
分
の
身
を

に

な
く
な

た
時
の

い
て
行
か
れ
る
恐

怖
が
ま
だ

て
い
る
の
だ

だ
か
ら
か
つ
て
親
し
か

た
人
が
立
ち
去
る

と
重
ね
て
し
ま

い

し
く
思

て

手
を

ば
し

か

く
声
を

ら
し
て
し
ま

た

 
そ
れ
を
心
の
中
で
自
責
す
る

強
く
な

て
過
去
に
打
ち
克
つ

に
は
も
う
こ
の
程

の
事

で

を
上

て
は
い
ら
れ
な
い

 
本

に
見
捨
て
ら
れ
た
な
ら
ま
だ
し
も
キ
リ
ト
は
私
を
見
て
私
の
事
を

え
鍛
え
て
く

れ
て
い
る

そ
ん
な

想
を

く
必
要
す
ら
無
い
の
だ

を
上

る
な
ど
以
て
の
外

 
キ
リ
ト
は
生
き
て
い
た

に
な
ん
て
な

て
い
な
い

だ
か
ら
こ
ん
な

想
を

く
必
要

も
無
い

確
か
に

む
必
要
が
あ
り
そ
う
ね

 
と
は

え
そ
の

想
の
せ
い
で

キ
リ
ト
へ
の
反
応
で
迷

た
の
は
全
く
別
の
理
由
だ
が
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精
神
的
に
少
し
参
り
集
中
が

切
れ
た
の
は
事
実

彼
の

う

り

く

ん
で

と
心

を

め
る
の
が

明
だ

 
そ
う

得
し
て
私
は
コ
ン

ル
の
前
で
ホ
ロ
パ
ネ
ル
を

作
す
る
少
年
の
許
へ
と
歩
き
出

し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
リ

フ

も
リ

フ

だ

た
け
ど

シ
ノ
ン
も
思

た
以
上
に
強
化
さ
れ
た

 
キ
リ
ト
が
白
と
戦

て

く
知

た

の
使
い
方
を
し
れ

と
や

て
る
時
点
で
も
う

ね

ま

流

に
キ
リ
ト
み
た
い
に
動
き
な
が
ら
イ
メ

ジ
で
武
器
を
動
か
す
な
ん
て
出

目
は
出
来
て
ま
せ
ん
が

出
来
た
ら
キ
リ
ト
は

い
て
い
い

嗤

 
そ
ん
な

で
ア
キ
ト
か
ら
ド
ロ

プ
し
た

を
シ
ノ
ン
に

し
て

剣
と
弓
を
登

録
し
て
換

を
し
や
す
く
し
ま
し
た

み
た
い
に
持
ち

え
る
時
間
が
⻑
い
と
本
作
で
は
危
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険
な
上
に
隙
だ
ら
け
で
す
か
ら
ね

こ
こ
を

善
し
た
だ
け
で
も
強
キ

ラ
な
の
に
更
に
鍛
練

す
る
と
な
れ
ば
も
う
ね

 
お

し
の

り
参

は
件
の
弓
兵
で
す

と
仕
事
を
こ
な
し
そ
う
で

本
ク

ル
ゲ

ム
だ
と

剣
と
弓
キ

ラ
で
す
し

外
合

て
る
と
思
う

 
し
か
し
シ
ノ
ン
こ
の
ま
ま
キ
リ
ト
に
鍛
え
ら
れ
て
い
く
と
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
フ

ト
ン

ド

入
し
た
ら
原
作
キ
リ
ト
み
た
い
な
弾

斬
り
出
来
ち

う
ん
じ

な
か
ろ
う
か

 
リ

フ

か
ら
護
身
術

た
ら
自
力
で

を
撃
退
し
ち

え
そ
う
こ

う

め
技
を
極
め
て
し
ま
え
そ
う

 
た
だ
し
メ
ン
タ
ル
面
の
強
さ
は
別
で
あ
る

嗤

 

と
ア

サ
リ
鍛

に
進
ん
で
い
る
の
で
完
全
復
活
し
た
か
と
思

た
な
ら

と
ち
り
し

か
り
シ
ノ
ン
も
影

を
引
き

て
お
り
ま
す

自
分
が
心
を
開
こ
う
と
し
て
い
た

手
が

な

く
な

た
と
い
う
だ
け
で
こ
の
有
様
で
す
か
ら
ね

 
ユ
ウ
キ
が
無
感
動
に
な

て
た
り

ラ
ン
が

い
た
り

リ
ズ
が
一
心
不
乱
に
ス
キ
ル

上

に

し
て
た
り

キ
リ
ト
が
ガ
チ
で
死
ん
だ
ら
精
神

む
子
は

人
い
る
ん
だ
ろ
う

か

・
・
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と
い
う
か
本
作
の
強
キ

ラ
達

か
を
代
償
に
喪

て
強
さ
を
得
て
い
る
気
が

 

リ

フ

 
彼
女
は

ら
経
歴
的
に
武
道
を
や

て
る

一
人

子
交
遊

自
ら

め
る
だ
け
あ

て
色

と
強
い
で
す
し

 
千
冬
は
天
災
と
一
緒
に
い
た
世
界
最
強
だ
か
ら
と
い
う
フ

ク
タ

の
せ
い
で
リ

フ

と

同
じ
境
遇
に
い
る
け
ど

リ

フ

は
義
弟
が
出
来
る
ま
で
自
発
的
に
孤
高
し
て
い
た
の
に
対

し

千
冬
は

の

境
や
振
る
舞
い
で
孤
高
に
な

て
し
ま

た
感
が
あ
る

 
も
う
本
作
最
強
は
義
理
の
姉
で
良
い
ん
じ

ね
と
思
う

ど
の
高
ス

ク
さ
で
あ
る
信

じ
ら
れ
る
か

こ
れ
で
ま
だ
中
三

つ
権
力
的
な
も
の
一
切
無
い
ん
だ

え
声

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

 

パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ

高
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

が

レ
ベ
ル
プ
レ
イ

の
レ
ベ
ル
上

に

極
的
に
協
力
す
る
事

寄
生
プ
レ
イ
を
認
め
た

い
方
の
よ
う
な
も
の

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
戦
闘
へ
の

や
与
ダ
メ

ジ

で
配
分
が
決
ま
る
の
で
非

的
だ
が
一

の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
は
加
え
た
ば
か
り
の

レ
ベ
ル
プ
レ
イ

を
動
か
さ
ず
高
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

だ
け
で

を
倒
し

大

の
経
験
値
を
与
え
て
強
化
す
る
場
合
が
こ
れ
に

た
る
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第
八
十
章
 

弓
兵
の
闇

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
フ

リ
ア
ユ
ウ
キ
シ
ノ
ン

点

樹
海
に
て
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
時

の
話

と

サ
ブ
タ
イ

り
シ
ノ
ン
に
つ
い
て

 
文

数
は
約
一
万
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
キ
リ
ト
と
し
か

て
い
な
い
ス
キ
ル
を
得
て
い
る
と
い
う
シ
ノ
ン
の
鍛

の
た
め
二
人
が

Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場

と
い
う
場

へ
と
立
ち
去

て
か
ら

く

リ

フ

は

ド
ス
キ
ル
独

特
の
感
覚
に

れ
て
発
動
を

ら
か
に
す
る

に

と
反
復
練

を
行
い
剣
道
全
国
大
会
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勝
者
と
い
う

ま
じ
い
経
歴
を
持
つ
彼
女
に

さ
れ
る
形
で
ユ
イ
ち

ん

レ
イ
ン

ル
ク
ス

わ
た
し
も

振
り
を
行

て
い
た

も

も
体
に
覚
え

ま
せ
る
よ
う
に

振
り
を
し
て

い
れ
ば

嗟
に
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に

ら
か
に
剣
を
振
る
え
る
と

い
た
か
ら
だ

 
ユ
イ
ち

ん
は
本

に
経
験
が
無
か

た
か
ら
そ
れ
に
付
き

う
形
で
は
あ

た
が
今
後

の
事
を

え
る
と
か
な
り
た
め
に
な

た
と
思
う

ユ
イ
ち

ん

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

良
い
か
な

 
そ
ん
な
事
を

え
な
が
ら
一

に
し
た
時
に
レ
イ
ン
が

で
同
じ
く

息
を
取

て
い

た
大
人
の

の
ユ
イ
ち

ん
に
話
し
掛
け
た

は
い

 

で
し

う
か

レ
イ
ン
さ
ん

え

と
ね
キ
リ
ト
君
達
が
行

た
場

て
Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場

て

う
み
た
い
だ
け
ど

お

え
す
え
す

て

の
事
な
の

 
レ
イ
ン
の
問
い
は

あ
の
二
人
が
行

た
場

に
あ
る
呼
称
に
つ
い
て
だ

た

 
確
か
に
気
に
は
な

て
い
た

ド
ス
キ
ル
の
事
を

し
て

と

う
時
も
あ
る

し

ス
ク
リ

ン
シ

ト
に

し
て
も
同
じ
略
し
方
を
す
る
が

Ｏ
Ｓ
Ｓ

な
る
も
の
の
略

称
を

い
た
事
は
こ
れ
ま
で
で
一

も
無
い

レ
イ
ン
か
ら

け
た

も
あ

て
情
報
は
出
来
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る
だ
け
集
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
わ
た
し
が
無
い
の
だ
か
ら
恐
ら
く
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
特

有
の
名
称
な
の
で
は
と
も
思
う
が
シ
ス
テ
ム
面
で
設
定
さ
れ
て
い
る
マ

プ
名
に
ま
で
使
わ
れ

て
い
る
略
称
は

と
す
る
と
こ
れ
が
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
く
ら
い

し
い

 
シ
ス
テ
ム
面
で

定
さ
れ
て
い
る
事
な
ら
確
か
に
ユ
イ
ち

ん
に

く
方
が
確
実
と

え
る

あ
あ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て
で
す
か

 
そ
の
問
い
を

け
た
ユ
イ
ち

ん
は
そ
う
い
え
ば

て
い
な
か

た
と
い
う
風
に

苦

を
浮
か
べ
る

Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
の
略
称
で
す

平
た
く

え
ば
自
己
流

ド
ス
キ
ル
で
す
ね

自
己
流

ド
ス
キ
ル

つ
ま
り

動
き
全
部
を
自
分
で
設
定
出
来
る

て
事

そ
の
解

で
合

て
い
ま
す

た
だ
キ

く

Ｏ
Ｓ
Ｓ
作
成

は
⻤

ら
し
い
の
で

あ
ま
り
期

は
し
な
い
方
が
よ
ろ
し
い
か
と

き

⻤

 
あ
の
シ
ス
テ
ム
ス
キ
ル
・
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の

方
で
化
け
物
認
定
出
来
る
く
ら
い

が

深
く

つ
も
の
手

を
組
み
合
わ
せ
て
他
の
追

を
許
さ
な
い

に
至

て
い
る
少
年
で
す
ら
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⻤

と

価
す
る

Ｏ
Ｓ
Ｓ

と
や
ら
に

わ
た
し
達
は
声
を

え
て
絶

し
た

キ
リ
ト

で
す
ら
そ
う

う
の
だ
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を

ど
再
現
出
来
な
い
わ
た
し
達
で
は
一
つ
も
作

れ
な
い
の
で
は
と
す
ら
思
え
る

 
キ
リ
ト
が
そ
こ
ま
で

い
切

た
の
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作
成
す
る
に
あ
た
る

件
が

し
過
ぎ
る

か
ら
ら
し
い

 
新

ド
ス
キ
ル
を
製
作
す
る

に
は

然
だ
が

存
の

ド
ス
キ
ル
と
同
様
の
動
作

は
認
識
対

外
と
さ
れ
る

無
論
ス
キ
ル
値
が
達
し
て
い
な
い
ス
キ
ル

か
ら
外
し
て
い
る
な

ど
で
現
在
使

不
可
と
な

て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
話
は
別
ら
し
い
が

を
極
め
て
い

る
原
因
は
別
に
あ

た

 
そ
も

ド
ス
キ
ル
と
は
ど
う
い
う
も
の
か

 

ド
ス
キ
ル
と
は

系

の
武
器
ご
と
に
登
録
さ
れ
た
技
の
事
で
内
容
は
一
撃
必

殺
の

発
攻
撃
か
ら

風
怒

の

攻
撃
ま
で
種

様

存
在
し
て
い
る

武
器
に
よ
る

常

攻
撃
と
異
な
る
の
は
一

モ

シ

ン
を
開
始
す
れ
ば
あ
と
は
技
の
出
終
わ
り
ま
で
シ
ス
テ

ム
が
最
大
速

で
ア
バ
タ

を

し
て
く
れ
る
と
い
う
点

的

果
と
し
て
攻
撃

中
は

手
な
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
と
サ
ウ
ン
ド
エ
フ

ク
ト
を

い
技
の
使

者
は
自
分
が
超
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戦
士
と
な

た
か
の
よ
う
な
快
感
を
味
わ
え
る

そ
し
て
魔
法
的
要

を

し
て
い
る

ド

ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
目

と
も

え
る
代
物

 
こ
れ
が

ド
ス
キ
ル
に

す
る
情
報
だ

 
こ
の

ド
ス
キ
ル
は

に
モ

シ

ン
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
そ
れ
か
ら
外
れ
る
よ
う

な
体

動
を
す
れ
ば
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
が
喪
わ
れ
て
不
発
に
終
わ
り
技
後

直
が

さ
れ

隙
だ
ら
け
に
な

て
し
ま
う

そ
こ
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
も
変
わ
ら
な
い
ら
し
い

 
で
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
最
大
の
特
徴
は

か
と
い
え
ば
モ

シ

ン
全
て
が
運

で
あ
ら
か
じ
め

設
定
さ
れ
て
い
る

存
の
剣
技
で
は
無
く

プ
レ
イ

自
ら
が
編
み
出
し
て
登
録
出
来
る
事

常
攻
撃
で
の
自
分
の

技
を
ボ
ス
に
す
ら

す
る
一
つ
の
技
へ
と

華
さ
せ
ら
れ

る
の
だ

 
し
か
し
シ
ス
テ
ム
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
登
録
さ
せ
る
に
あ
た
り
キ
リ
ト
は
そ
の
工
程
を
⻤

と
す
ら

て
の
け
た

あ
の
キ
リ
ト
が

だ

 
ユ
イ
ち

ん
の
説
明
を

い
た
限
り

オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル

略
し
て
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
登
録
手

は
非
常
に

だ

た

ま
ず
Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場
へ

て
か
ら
ウ

ン
ド
ウ
を

開
き
Ｏ
Ｓ
Ｓ
タ
ブ
に

動
し
て
剣
技
記
録
モ

ド
に
入

て
記
録
開
始
ボ
タ
ン
を

す

そ
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の
後
心
の

く
ま
ま
に
武
器
を
振
り
回
し
技
が
終
わ

た
時
点
で
記
録
終
了
ボ
タ
ン
を

す

そ
れ
だ
け
ら
し
い

 
し
か
し
自
己
流
剣
技
が
シ
ス
テ
ム
に

ド
ス
キ
ル
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
非
常

に

し
い

件
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ

た

こ
れ
が
キ
リ
ト
の

価
の
根
本
だ
と
い
う

 
斬
撃
と

突
の

発
技
は

全
て
の
バ
リ
エ

シ

ン
が

存
の
剣
技
と
し
て
登
録
済
み
な

の
で

Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
編
み
出
そ
う
と
思
え
ば

そ
れ
は
必
然
的
に

技
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

し
か
し
一

の
動
き
に

い
て
重
心

動
や
攻
撃

道
そ
の
他

に
無
理
が

か
に
で
も

あ

て
は
な
ら
ず
ま
た
全
体
の
ス
ピ

ド
は
完
成

ド
ス
キ
ル
に

る
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い

 
つ
ま
り
本
来
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
な
し
に
は
実
現
不
可
能
な
速

の

技
を
ア
シ
ス
ト
無

し
で
実
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
最

矛
盾
と
さ
え

え
る
程
の

し
い

件
が

さ

れ
て
い
る
の
だ

 

ド
ス
キ
ル
は
リ
ア
ル
は

論
こ
の
仮
想
世
界
で
も
中

再
現
出
来
な
い
程
の

力
そ

し
て
速
さ
を
持

て
い
る

力
に

し
て
は
シ
ス
テ
ム

ド
ス
キ
ル
に

定
さ
れ
て
い
る
ス

キ
ル
特
有
の
ダ
メ

ジ

が
あ
る
か
ら

得
だ
が
速

に

し
て
は
そ
う
も
い
か
な
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

常
攻
撃
時
の
主
体
は
プ
レ
イ

ア
バ
タ

だ
が

ド
ス
キ
ル
を
放
つ

の
主
体
は
使

武

器
に
な
る
た
め
攻
撃
時
の
武
器
の
重

感
は
天
と
地

ど
の
差
も
あ
る

だ

極
論
前
者
は
重

く

後
者
は

の
よ
う
に

く
感
じ
る
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
重
い
武
器
を

の
よ
う
に

く
感
じ
る
時
の
速

と

色
な
い
程
の
速

で
振
る
わ

な
け
れ
ば
登
録
さ
れ
な
い

 
そ
れ
は
確
か
に
⻤

と

わ
れ
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

恐
ら
く
だ
が

存

ド
ス
キ

ル
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
協
力
し
た
と
い
う
者
達
は

常
攻
撃
と
同
様
の
速

で
動
作
の
デ

タ
取

り
を
行
い
そ
れ
を

ド
ス
キ
ル
へ
と

華
す
る

に
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
で
加
速
さ
せ
た
だ

け
だ
ろ
う
か
ら

そ
の

な
部
分
が
全
部
取

払
わ
れ
て
い
る
事
と
同
義
な
の
だ

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作
成
出
来
た
ら
戦
力
ア

プ
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
そ
れ
を

え
て
わ
た
し
達

に

な
か

た
の
は
作
成
出
来
な
い
だ
ろ
う
と

ん
だ
か
ら
か
あ
る
い
は
そ
ん
な
時
間
も

し
い
か
ら
か

恐
ら
く
前
者
だ
ろ
う
な
と
思

た

そ

そ
れ
は

確
か
に
⻤

だ
ね

 
女
性
最
強
と

わ
れ
て
い
る

絶
剣

ユ
ウ
キ
す
ら
も
が
そ
う

わ
ざ
る
を
得
な
い

キ
リ
ト
の
意
見
だ
け
で
な
く
彼
女
す
ら
も
が
同
意
見
だ
と
す
れ
ば
本

に

し
い
の
だ
ろ
う
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と
理
解
さ
せ
ら
れ
る

え
え

キ

も
一

経
験
し
た

ド
ス
キ
ル
の
再
現
だ
け
で
精
一

の
よ
う
で
し
た

剣
速

は
と
も
か
く
重
心

動
で
苦
戦
し
て
い
た
よ
う
で
す
か
ら

 

練

を

り
返
し
た
の
だ
ろ
う
キ
リ
ト
の

を
思
い
出
し
て
い
る
の
か
ユ
イ
ち

ん
は
ど

こ
か
遠
い
眼
で
虚
空
を
見
る

そ
の

い
た

み
か
ら

す
る
に
そ
れ
だ
け

も

戦
し
て

は
失

を

り
返
し
て
い
た
の
だ
と

せ
た

 
一
先
ず
あ
れ
だ

わ
た
し
は

戦
す
る
だ
け
無

だ
ろ
う

う
わ

て

ん

ん
ん

 
わ
た
し
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
作
成
に
は

戦
し
な
い
ぞ
と

と
は
な
し
に
決
心
し
て
い
る
と

で
彼

女
の
話
を

い
て
い
た
レ
イ
ン
が

な
声
を

ら
し
な
が
ら

を

た

そ
の
様
子
に
全

の

線
が
集
ま
り

気
付
い
た
レ
イ
ン
が
び
く
り
と

を

わ
せ
る

レ
イ
ン
さ
ん

ど
う
か
し
ま
し
た
か

あ
あ

え

と

今
の
ユ
イ
ち

ん
の

い
方
だ
と
キ
リ
ト
君
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作
れ

た
よ
う
に

こ
え
る
ん
だ
け
ど

え
え

作

て
ま
し
た
よ

存

ド
ス
キ
ル
と
同
じ
動
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が
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そ
の
あ

さ
り
と
し
た

え
を

い
た
や

り
か
と

い
た
レ
イ
ン
は
直
後
に
ま
た

を

るあ
れ

さ

き

存
ス
キ
ル
と
同
じ
動
き
は
出
来
な
い

て

て
な
か

た

け

得
し
て
い
る

ド
ス
キ
ル
は
で
す
ね

現
在
使

不
可
な
も
の
な
ら
再
現
可
能
な
ん
で

す

存

と
い
う
判
定

は
シ
ス
テ
ム
の
登
録
で
は
無
く

プ
レ
イ

個
人
の

得
状

況
の
事
を
指
し
ま
す
か
ら

な
の
で
デ
バ

ク
で
キ

の
ス
テ

タ
ス
を

す
前
に
作
り
終
え
て

い
ま
し
た
ね

ま

存
ス
キ
ル
と
同
じ
動
作
の
も
の
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
メ
リ

ト
は

あ
ま
り
無
い
の
で
す
が

 
そ
う
苦

し
な
が
ら
ユ
イ
ち

ん
は
レ
イ
ン
の
疑
問
に

え
る
よ
う
に
ま
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
つ

い
て
語
り
出
し
た

 
キ
リ
ト
が
独
自
の
動
作
で
は
無
く

存
ス
キ
ル
と
同
じ
動
作
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作
成
し
た
の
は

ス
キ
ル
値

下
を

け
て
未

得
と
な

て
し
ま

た

ド
ス
キ
ル
を
使
え
る
よ
う
に
す
る

だ

た

 
そ
れ
が
出
来
た
の
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
最

と

え
る
ハ

ド
ル
を
ク
リ
ア
す
る
方
法
に
合

し

て
い
た
か
ら

も

も
気
が
遠
く
な
る
回
数
の
反
復
練

を
行
い
一

の
動
き
を

の
シ
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ナ
プ
ス
が
完
全
に
覚
え
る
事
そ
れ
が
ク
リ
ア
方
法

今
ま
で

も

存
ス
キ
ル
と
し
て
使

て
来
た
技
の
動
作
を
コ
ン
マ
一

ま
で
完

に
把
握
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
再
現
出
来
た
の
だ

と
い
う

 
そ
し
て
ユ
イ
ち

ん
の

う
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
メ
リ

ト
と
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
付

す
る

剣
技
伝
承

と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
あ

た

Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
編
み
出
す
事
に
成

し
た
者
は
一
代
に

限

て
技
の

秘
伝
書

を
他
者
へ
伝

出
来
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ

 
こ
れ
を

い
れ
ば
極
論
再
現
さ
れ
た
二
刀
の

ド
ス
キ
ル
を
レ
イ
ン
が
伝

し
て
も
ら
う

事
で

二
刀
流

の
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
は
無
い
も
の
の

二
刀
流

と

色
な
い

ド
ス
キ

ル
を
放
て
る
よ
う
に
な
る
し
ス
キ
ル
値
が
達
し
て
い
な
く
て
放
て
な
い
技
を

得
出
来
る
と
い

う
事
に
な
る

え
ば
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
が
メ
イ
ン
で
使

て
い
る
片
手
剣
ス
キ
ル
の
再
現

Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
シ
リ
カ
や
サ
チ
の
よ
う
に
サ
ブ
の

に
ス
キ
ル
値
が
高
く
な
い
者
へ
と
伝

す
れ
ば

パ

シ
ブ
の
差
を

い
て

同

の
戦
力
に
な
る
と
い
う

だ

 
無
論
作
成
す
る
ま
で
が
一
苦
労
ど
こ
ろ
で
は
無
い
苦

と
な
る
た
め
そ
の
目
論
見
が
成

す
る

事
は

無
い
と
思
う
が

だ
か
ら
こ
そ
ユ
イ
ち

ん
は
メ
リ

ト
は
あ
ま
り
無
い
と

た
の
だ
ろ
う
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ね

そ
れ
な
ら
二
刀
流
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ

て
あ
る
の
か
な

わ
た
し

キ
リ
ト
君
が
使

て
た

ド
ス
キ
ル
を
使
い
た
い
ん
だ
よ
ネ

ム
ド
を

手
す
る
時
は
一
本
に
し
な
い
と
い
け
な
い

か
ら

 
子

の
よ
う
に

し
そ
う
で
わ
く
わ
く
し
て
い
る

で
レ
イ
ン
が

う
と

ん
で
い
た

ユ
イ
ち

ん
は

に

手
を
振

て
ウ

ン
ド
ウ
を
呼
び
出
し

や
ら

作
を
始
め
た

そ
れ

を
見
守

て
い
る
と
す
ぐ
に
彼
女
の
手
の
中
に

く
十
以
上
は
あ
る

め
ら
れ
た
羊

紙
の
束

が
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
た

実
は
私
リ

姉
と
の

の
鍛

が
始
ま
る
前
に
キ

か
ら
秘
伝
書
を

か

て
い
ま
す

え

え
え

 
キ
リ
ト
君

そ
こ
ま
で
予
想
し
て
た
の

と

う
よ
り
は
戦
力
ア

プ
を
目
的
に
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
よ

初
め
て
会

た
時
点
で
二

刀
を

し
て
い
た
レ
イ
ン
さ
ん
の
方
が
二
刀
流
の
経
験
は
⻑
い
で
す
し
二
刀
ス
キ
ル
の

力
は

に

知
の

り
で
す
か
ら
ね
そ
の
使
い
手
が
二
人

る
と
い
う
だ
け
で
も
戦
力
と
し
て
か
な

り
期

出
来
ま
す
か
ら

と
は

え
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て

か
れ
る
ま
で
す

か
り
忘
れ
て
し

ま

て
い
た
の
で
す
が

 

い
と
ば
つ
の
悪
そ
う
な
表
情
で

を

ら
し
た
ユ
イ
ち

ん
の

葉
に
思
わ
ず
苦

を
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ら
し
て
し
ま
う

そ
れ
で
は
キ
リ
ト
の
思
惑
が

無
し
で
は
な
い
か

 
そ
の
後

彼
女
か
ら

秘
伝
書

を

け
取
り

二
刀
流

の
再
現
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

得
し
た
レ
イ

ン
は
そ
れ
を
体
に

ま
せ
る

に
ど
こ
か
興

気
味
に

ド
ス
キ
ル
の
反
復
練

を
始
め

た

二
刀
で

ド
ス
キ
ル
を
放
て
た
ら
良
い
の
に
な

と

も

て
い
た
か
ら

そ

れ
が
叶

て

し
い
の
だ
ろ
う

 

く
そ
れ
を
見
守

て
い
る
と
ナ
ン
を

に

せ
た
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
が

験
場
か
ら
帰

て
来
た

八
時

に
終
え
る
と

て
い
た
が
そ
れ
よ
り
三
十
分

ど

い
の
で
ど
ち
ら
か
の

集
中
力
が
保
た
な
く
な

た
か
あ
る
い
は

く
終
わ
る

ど
実
り
の
あ
る
鍛

に
な

た
の
か

の
ど
ち
ら
か
だ
ろ
う

ど
こ
と
な
く
シ
ノ
ン
の
表
情
が
暗
い
事
か
ら

す
る
に
前
者
な
気
も
す

る 
そ
の
彼
が
二
刀
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
練

を
し
て
い
る
レ
イ
ン
を
一

し
そ
れ
か
ら
ユ
イ
ち

ん
へ

と

を
向
け
る

頼
ん
だ

り
に

し
て
く
れ
た
み
た
い
だ
な

え
え

し

か
り

し
ま
し
た
よ

 

と
な
く
さ

き
ま
で
す

か
り
忘
れ
て
い
た
事
を

し
た
ま
ま

で

う
彼
女
に
少
し
悪
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を
し
た
く
な

た
け
ど
思
い

き
り

わ
れ
て
い
た
ユ
ウ
キ
の

も
あ
る
し
や
め
て
お

く
事
に
し
た

い
し

返
し
を
喰
ら
い
そ
う
で
ち

と
怖
い

 

わ
な
い
で
下
さ
い
ね
と
眼
で
伝
え
て
き
て
い
る
の
も
あ
る

は
に
こ
や
か
な
の
に
眼
が

て
な
い
の
で
本

に
怖
い

そ
れ
に
し
て
も
予
定
よ
り
も
速
か

た
で
す
ね

シ
ノ
ン
の
セ
ン
ス
が
か
な
り
良
い
の
も
あ

て
思

た
以
上
に

た
ん
だ
だ
か
ら

時

間
を
⻑
め
に
取
る
つ
も
り
で
切
り
上

た

あ
と

に
集
中
力
が
切
れ
始
め
て
た
ん
だ
そ

れ
で

け
て
も

は
良
く
な
い
か
ら

 
キ
リ
ト
が
最
後
に
付
け
加
え
た

葉
に
ど
こ
か
影
を
感
じ
さ
せ
る
表
情
で

り

ん
で
い
た

シ
ノ
ン
が
小
さ
く

を

ね
さ
せ
た

を

ん
で

か
に

根
を
寄
せ
て
い
る
様
子
か
ら
悔
し

が

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が

ボ
ク
と
し
て
は
キ
リ
ト
と
の

戦
で
一
時
間
も
集
中
力
が
保

た
事
を

め
た
い
ん
だ
け

ど

集
中
力
が
切
れ
る

て

ど
れ
く
ら
い
の

し
さ
で
や

て
た
の

と

近
戦
し
て
あ
と
は

を

間
五
発
く
ら
い
の
速

で
放

て
た
か
な

そ
れ
を
一
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時
間
く
ら
い

け
た

む
し
ろ
よ
く
一
時
間
も
保

た
ね
シ
ノ
ン

 
ユ
ウ
キ
の
問
い
に

え
た
内
容
を
知

て
彼
女
は
戦

の
表
情
で
シ
ノ
ン
を
見

た

彼

女
の
実
力
を

え
て
あ
る
程

手
加

は
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
一

の
間
に
五
発
以
上
も

が

来
し
て
く
る
の
は
か
な
り
恐
ろ
し
い
し

近
戦
だ
と
キ
リ
ト
の
実
力
的
に
負
け
る
の
は
確

実 
そ
ん
な
状

で
一
時
間
も
ぶ

け
ら
れ
た
の
な
ら
そ
れ
は
シ
ノ
ン
の
集
中
力
を

め
る
べ

き
だ
と
思
う

多
分

大

の
戦
闘
で
は

を
上

な
い
く
ら
い
鍛
え
ら
れ
て
い
る

 
シ
ノ
ン
は
ユ
ウ
キ
の

葉
を

い
て

か
に

み
を
浮
か
べ
た

そ
う

て
く
れ
る
の
は

し
い
わ

で
も

ま
だ
ま
だ
な
の
よ
ね

い
や

そ
り

あ
一
年

も
の
経
験
を
一

月
足
ら
ず
で

め
ら
れ
た
ら
ね

そ
う
な

た
ら
多
分

く
よ

 
一
年

以
上
も
の
間
ず

と
ト

プ
を

り

け
て
い
る
絶
剣
と
黒
の
剣
士
の
二
人

が
シ
ノ
ン
の
強
さ
へ
の
向
上
心
と
集
中
力
が
保
た
な
か

た
事
へ
の
悔
し
さ
に
対
し
前
者
は

苦

を
浮
か
べ

後
者
は
ど
こ
か

れ
た
よ
う
に

う
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ま
だ
始
め
た
ば
か
り
の

な
ん
だ
し
無
理
し
た
ら
却

て
逆

果
だ
よ

少
し
ず
つ

れ

て
い
け
ば
い
い
ん
だ

え
え

分
か

て
る

分
か

て
る
わ

 

ち

か
せ
る
よ
う
に
ユ
ウ
キ
が

う
も
の
の
シ
ノ
ン
の
表
情
は
ま
だ
暗
い

こ
れ
は
か
な

り
深

そ
う
だ

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
も
の
の
恐
ら
く

ち

ん
で
い
る
原
因
で
あ
ろ
う
自
分
に
は
ど
う
し

よ
う
も
出
来
な
い
と
判
断
し
た
ら
し
い
キ
リ
ト
は
二
刀
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
練

を

け
て
い
る
レ
イ
ン

の
下
へ
と
近
付
い
て
行

た

恐
ら
く
ア
ド
バ
イ
ス
か

か
を
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

 
そ
の
彼
の
後
ろ

を
シ
ノ
ン
は
ど
こ
か
捨
て
ら
れ
た
子

の
よ
う
な

で
見

め
て
い
た

予
想
以
上
に
シ
ノ
ン
さ
ん
の
メ
ン
タ
ル
が
ピ
ン
チ
で
す
ね

 
彼
女
の
様
子
を
見
て
大
人
の

に
な

て

さ
が
増
し
た
ユ
イ
ち

ん
が

を
引
き

ら

せ
た
ら
り
と

や

を
流
し
な
が
ら

た

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
彼
女
が
そ
こ
ま
で
の
反
応
を

見
せ
る
の
だ
か
ら
そ
れ
だ
け
彼
女
が
精
神
的
に
追
い

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う

 

故
か
は
知
ら
な
い
が
強
く
な
ろ
う
と
求
め
て
い
る
シ
ノ
ン
も
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
の
よ
う

に
キ
リ
ト
に

れ
て
い
る
よ
う
だ
し
彼
が
死
ん
だ
と

い
た
時
の
喪
失
感
と
自
身
が
そ
の
一
因
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と
な

た
事
に
対
す
る
絶
望
感
で
参

た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

的
に
生
き
て
い
た
と

い
う
喜
び
は

論
も
う
二

と
喪
い
た
く
な
い
と
い
う
想
念
が
あ
る
の
も
必
然

弟
子
で
あ
る

彼
女
に
と

て
は
少
し
で
も
自
分
の
欠
点
を
指

さ
れ
る
事
が
恐
ろ
し
く
て

ら
な
く
な

て

い
る
の
だ
ろ
う

 
ユ
ウ
キ
が

た
よ
う
に

む
し
ろ

め
ら
れ
て
も
い
い
く
ら
い
だ
と
い
う
の
に

 
そ
も
そ
も
の
話
リ

フ

と
同
様
に
シ
ノ
ン
も
後
か
ら

き

ま
れ
た
者

強
く
な
る
た
め

と
い
う
目
的
が
あ
る
に
せ
よ
自
ら

先
し
て
力
を
付
け
攻
略
組
に
入
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
時

点
で
称

さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う

現
に
攻
略
組
に

す
る
レ
ベ
ル
と
実
力
が
あ
る

と
さ
れ
る
わ
た
し
と
レ
イ
ン
は
入
ら
ず
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
や
生

と
し
て
の
道
を

先
し

て
い
る
の
だ

少
な
く
と
も
わ
た
し
達
よ
り
も
立

と
い
う
の
は
確
か
で
あ
る

大

か
な

シ
ノ
ン
さ
ん

ど
う
で
し

う

過
去
に

が
あ

た
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
キ

程
で
は
無
い
に
せ
よ
強

く
な
る
事
に
対
す
る

は

な
も
の
で
す

今
は
強
く
な
る

の

心
の

え
と
な
る

も
の
が
揺
ら
い
で
い
る
の
か
と

過
去
の
経
歴
に
も
よ
り
ま
す
が
下
手
す
る
と
キ

に
依
存

し
か
ね
ま
せ
ん
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か
と

て
キ
リ
ト
が
ど
う
ア
プ
ロ

チ
し
て
も
シ
ノ
ン
自
身
の
問

だ
か
ら
変
わ
ら
な
そ

う
だ
よ
ね

恐
ら
く

 
結

シ
ノ
ン
自
身
の
問

な
の
だ
か
ら

キ
リ
ト
が
ど
う
動
こ
う
と
も
大
し
て
変
わ
ら
な
い

あ
ま
り
離
れ
す
ぎ
て
も
ダ
メ
だ
が
逆
に
近
付
い
て

し
く
し
過
ぎ
て
も
シ
ノ
ン
が
依
存
し
て
し

ま
う
よ
う
に
な
る
か
ら
彼
女
の

に
な
ら
な
い

そ
う

え
て
キ
リ
ト
は

え
て

離
を

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 

い
て
行
か
れ
た
く
な
い
捨
て
ら
れ
た
く
な
い
認
め
ら
れ
た
い

そ
う
い
う
欲
求
は
恐
ら

く
キ
リ
ト
自
身
が
最
も
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら

 
シ
ノ
ン
の
行
く
先
に
対
し
不
安
を

く
わ
た
し
達
は
二
刀
流
で
の
戦
い
方
に

し
て

ん
に

意
見
交
換
を
行
う
レ
イ
ン
と
キ
リ
ト
の
二
人
を
不
安

に
見
つ
め
る
シ
ノ
ン
を
樹
海
へ
下
り
る

時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
見
守
り

け
た

  
キ
リ
ト
が
作

た
二
刀
流
の
再
現
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
伝

し
て
も
ら

た
レ
イ
ン
は
そ
れ
を
練

し
彼
が
そ
れ
を
監

し
シ
ノ
ン
が
そ
の
彼
の

を
不
安

に
見

め
ボ
ク
達
が
そ
ん
な
彼
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女
の
事
を

じ
る
と
い
う

な
構

は

前
九
時
手
前
ま
で

い
た

樹
海
に
下
り
る
前
ま

で
レ
イ
ン
と
キ
リ
ト
は
鍛
練
に
明
け

れ
て
い
た
と
い
う

だ

 
時
間
が
近
く
な

た
の
を
契
機
に
レ
イ
ン
の
鍛
練
を
止
め
た
キ
リ
ト
は
樹
海
へ
転

す
る

の
コ
ン

ル
の
前
に
ボ
ク
達
を
集
め

こ
れ
か
ら
ど
う
動
く
か
を
説
明
し
始
め
た

い
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
が
大

を
マ

ピ
ン
グ
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
樹
海
の
探
索
は
正

直
二
人
が
話
し
た
大
神
殿
最

の

を
開
け
る
事
が
目
的
と
な
る

恐
ら
く
そ
の
先
に
別
の
エ
リ

ア
へ
と

動
す
る

の
手

が
得
ら
れ
る

だ

だ
か
ら
今
日
は

を
開
け
る

の
手
掛
か
り
を

探
そ
う
と
思
う

え

と
レ
イ
ン
達
の
話
だ
と
大
神
殿
は
二
回
探
索
し
た
け
ど
空
振
り
で

は

の
回
廊
神

殿
が

し
い
ん
だ

た

け

う
ん
そ
う
だ
よ

大
神
殿
か
ら

の
回
廊
神
殿
と
そ
こ
を

け
て
更
に

に
あ
る

地
が

し
い
と
思
う

人
工
的
な

物
が
如

に
も

て
い
う
感
じ
だ
し

そ
れ
に
マ

ピ
ン
グ
し
た
時
は
安
全
性
を

先
し
て
た
か
ら
わ
た
し
と
レ
イ
ン
だ
け
じ

レ

ベ
ル
的
に

わ
な
い

が
い
る
そ
こ
は
極
力

け
て
た

で
も
今
は
キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
が

る
か

ら

ま
だ

と
か
な
る
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ボ
ク
の
確
認
に
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ

え
た

確
か
に
レ
ベ
ル
１
０
０

１
３

０
近
い
の
が
ウ

ウ

い
る
回
廊
な
ん
か

き

ん
で

る
人
は

な
い
だ
ろ
う
そ
れ
が
騎
士

型
と
い
う
場
合
に
よ

て
は
上

ド
ス
キ
ル
ま
で
使

て
く
る
Ｍ
ｏ
ｂ
が

手
な
ら

然

だ 
そ
れ
を

い
た
キ
リ
ト
は

に
手
を

て
て
思

に
な
る

な
ら

前
中
は
リ

フ

達
の
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
に

て
て

後
か
ら
本
格
的
に
探

索
に
し
よ
う

そ
れ
で
良
い
か
な

 
キ
リ
ト
の
そ
の

に

を

え
る
人
は

も

な
か

た

じ

あ
リ

フ

達
は
三
人
で
パ

テ

を
組
ん
で
く
れ

ユ
イ
姉
は
ユ
ウ
キ
達
と
で
四
人

パ

テ

だ

 

け
て
指
示
さ
れ
た
よ
う
に
ボ
ク
達
は
パ

テ

を
組
む

イ
ネ

ブ
ル

カ

ル
で
戦

闘
参
加
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
が
パ

テ

加
入

請
を
送

て

来
た
の
で

そ
れ
を
承

す
る
形
で
四
人
パ

テ

を
作
る

 

に
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
の

取
り
は
説
明
さ
れ
て
い
る

パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
を
す
る
三
人

で
パ

テ

を
組
み
出
来
る
だ
け
キ
リ
ト
や
ボ
ク
達
で

手
の
攻
撃
を

み
つ
つ

本
的
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に
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
彼
女
達
が
取
る
方
法
を

り
返
し
て
い
く
の
だ

 
ネ

ム
ド
Ｍ
ｏ
ｂ
や
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

だ
と
複
数
パ

テ

の
レ
イ
ド
で
も
経
験
値
が
戦
闘

に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
が
フ

ル
ド
を
う
ろ
つ
い
て
い
る

常
Ｍ
ｏ
ｂ
は

を
取

た
者
が

属
す
る
パ

テ

が
全
て
取

て
い
く

こ
の
配
分
の
仕
方
な
の
で
得
物
の
横
取
り

は
マ
ナ

違
反
と
さ
れ
る
の
だ
が
今
回
は
そ
れ
を

え
て
す
る
事
で
三
人
の
レ
ベ
ル
を
一
気
に

上

て
い
く
と
い
う
方

だ

 

ア

ク

フ

ア

か
ら

圏
外

へ
人
が
出
な
い
よ
う
に
マ
ナ

レ
ス
行

で
あ
る

ブ

ロ

ク

圏
内
コ

ド

時
は
他
者
の
行
動
で
意

的
に

動
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い

う
制
限
を
使

て
い
る

を

し
た
り
こ
う
し
て
横
取
り
行

を
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
に

使

た
り

つ
く
づ
く

と

を
上
手
く
使
い
分
け
て
い
る
と
思
う

発
想
が
と
て
も

だ

 
リ

フ

達
の
レ
ベ
ル
が
ボ
ク
達
と
同
じ
く
ら
い
に
上
が
れ
ば
一
緒
に
探
索
し
た
り
あ
る
い

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で

攻
略
組

の

間
入
り
を
果
た
す
予
定
だ
が

そ
の

は
本
人
達

の
意

を
尊
重
し
て
か
キ
リ
ト
自
身
が
指
示
す
る
よ
う
な
事
は
ま
だ
無
い

切

ま

た
ら
す

る
の
だ
ろ
う
が
命
が

か

た
戦
い
へ
無
理

理
行
か
せ
て
も
戦
力
に
な
ら
な
い
と
理
解
し
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う

あ
る
い
は
行
か
せ
た
く
な
い
と
思

て
い
る
か
ら
か
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本

は
危
険
な
戦
場
へ
行
か
せ
た
く
な
い
の
か
リ

フ

と
シ
ノ
ン
に
一

だ
け

な

を

キ
リ
ト
は
向
け
た
が
す
ぐ
に

を
返
し
コ
ン

ル
に
向
き
直

た
た
め
錯
覚
だ

た
か
と

す
ら
思
え
て
し
ま
う

転

す
る
ぞ

備
は
良
い
な

 
樹
海
へ
転

す
る

備
が
整

た
よ
う
で

越
し
に

だ
け
振
り
返
ら
せ
て
最
後
の
確
認
を

さ
れ

ボ
ク
達
は
こ
く
り
と

い
た

 
そ
れ
を
見
て
キ
リ
ト
は
正
面
に
あ
る
ウ

ン
ド
ウ
を
人
差
し
指
で
タ

プ
し
ボ
ク
達
は
一

に
蒼
い
光
に

ま
れ
た

  
ブ
ブ
ブ
ブ
と
高
速
で

を

わ
せ
て

空
す
る
レ
ベ
ル
１
０

の

大
な

型
モ
ン
ス
タ

が

先
に
あ
る

た

を
突
き
出
す

 
そ
れ
を
正
面
で
戦

て
い
た
一
人
の
少
女
剣
士

ル
ク
ス
が

手
に
持

た
片
手

剣
を
翳
し
そ
の
刀
身
に

ら
せ

道
を

ら
す

レ
ベ
ル
差
に
よ
る
ス
テ

タ
ス
に
よ

て

か
に
後
方
へ

し
や
ら
れ

り
ダ
メ

ジ
で

が

の
上
で
も
三

ら
れ
る
が

そ

れ
で
も
し

か
り

道
を

ら
し
て
の
け
た
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型
や

型
を
始
め
空
を

ぶ
モ
ン
ス
タ

は

本
的
に
攻
撃
後
の
隙
が
大
き
く
一

体

勢
を

す
と
立
て
直
す
ま
で
に
時
間
が
掛
か
る
点
が
共

す
る
特
徴

種

に
よ

て
は
そ
う
で

は
な
い
場
合
も
あ
る
が

本
は
攻
撃
後
に
パ
リ

で
体
勢
を

す
戦
法
が
セ
オ
リ

と
さ
れ
る

 
そ
の

に

意
点
と
な
る
の
が

で
は
無
く
攻
撃
の

道
を

ら
す
こ
と

で
真
正
面

か
ら

け
止
め
る
と
そ
の
反
動
で
立
て
直
し
て
し
ま
う
か
ら
だ

だ
か
ら
体
勢
を

す
に
は
一

手
の
攻
撃
を
あ
ら
ぬ
方
向
へ

ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
す
る
と
攻
撃
が
空
振
り

体
を
振
り
切

て
し
ま
う

に
隙
が
生
ま
れ
る
の
だ

せ
や

 
七
十
層

で
も
活
動
出
来
る
レ
ベ
ル
の
ル
ク
ス
も
そ
の
セ
オ
リ

は
分
か

て
い
た
よ
う
で

の
根

に
刃
が
来
た
と
こ
ろ
で
ル
ク
ス
は
大
き
く
剣
を
振
り
上

の
体
勢
を
大
い
に

す

リ

フ

ス
イ

チ

了
解

 
彼
女
は
そ
こ
で
す
ぐ
に
交
代
の
合

を
出
し

時
で
も
動
け
る
よ
う

え
て
い
た
リ

フ

が

ド
ス
キ
ル
特
有
の
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
を
剣
か
ら

ら
せ
つ
つ
突
進
す
る

そ
の

き
は

い

色
そ
の
色
で
剣
を

か
ら

へ
振
る
う
構
え
の
突
進
技
と
な
れ
ば
彼
女
が

し
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た

ド
ス
キ
ル
は
恐
ら
く

ニ

ク
リ

プ

 
そ
し
て
数

後
予
想
違
わ
ず

掛
け
に
リ

フ

は
剣
を
振
る

た

そ
の

の
一
閃

は

い
過
た
ず

型
Ｍ
ｏ
ｂ
の
ク
リ
テ

カ
ル
確
定
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

部
を

え
て
お
り
彼

女
の
ス
テ

タ
ス
を

え
れ
ば
破
格
の
ダ
メ

ジ

約
四

弱

を

き
出
す

斬
撃
に
対

す
る
ダ
メ

ジ
カ

ト

が

い
上
に

も
全
Ｍ
ｏ
ｂ
種

の
中
で

め

え
の
ダ
メ

ジ

だ
ろ
う

ル
ク
ス
さ
ん

ス
イ

チ

せ
て
く
れ

 

ニ

ク
リ

プ
の
突
進
で

の
背
後
へ

け
た
リ

フ

が
技
後

直
で
動
け
な
く
な

り
な
が
ら
も
交
代
の
掛
け
声
を
出
し
下
が

た
ば
か
り
の
ル
ク
ス
が
ま
た

の
前
へ
と

り
出

る 
彼
女
達
の
パ

テ

の
中
で
最
も
高
レ
ベ
ル
で
あ
る
ル
ク
ス
は

然
ス
キ
ル
値
も
高
く
そ

れ
に

す
る
よ
う
に
高

力
の

ド
ス
キ
ル
も
使
え
る

そ
ん
な
彼
女
が

し
た

ド

ス
キ
ル
は
蒼
白
い

き
を

ら
せ

掛
け
に
斬
り
付
け
る
技

色
合
い
と
初
撃
の
斬
り
付
け

方
は

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

に
似
て
い
る
が

二
撃
目
が

ぎ
だ

た
た
め

最
上
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の
十

撃
ス
キ
ル

ノ
ヴ

・
ア
セ
ン
シ

ン

と
判
断
す
る

 
三
撃
目
が

斬
り
上

だ

た
た
め
に
そ
の
判
断
は
正
し
い
と
確
信
す
る
間
も
彼
女
は
怒

の

勢
い
で
斬
撃
を
重
ね
て
い
き

最
後
の
強

な

突
で

を
突
き

ば
す

 
か
な
り
の
大
ダ
メ

ジ
に
な

た

だ
が

し
い
事
に

手
の

は
ま
だ
一

ど
が
ギ

リ
ギ
リ
残

て
い
た

 
そ
れ
を
見
て
気
を

か
ず
に

の
隙
を
見
付
け
よ
う
と

す
る
二
人
だ

た
が
動
き
を
見

せ
る
よ
り
も
前
に

来
し
た
一

の
閃
光
が

を

い
た

そ
の
一
撃
で

は
全
損
し

蒼

い
結

片
へ
と

は

る

 

け
て
戦
闘
終
了
の
合

で
も
あ
る
リ
ザ
ル
ト

面
が
表
示
さ
れ
リ

フ

と
ル
ク
ス
そ

し
て
最
後
に
ウ

ク
ネ
ス
シ

ト
で
ト
ド
メ
を

し
た
シ
ノ
ン
の

上
に
金
色
の
フ

ン
ト
で

Ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ

と
浮
か
び
上
が
る

あ
あ

ま
た
レ
ベ
ル
ア

プ
し
た
よ
う
だ

に
な

た
よ

今
ま
で
の
苦
労

は

だ

た
の
だ
ろ
う
か

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
の
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
を
始
め
て
か
ら

一
時
間

 
そ
の
間
に
倒
し
た
モ
ン
ス
タ

の
数
は
今
の
を
合
わ
せ
て

三
十
体
目
と
な

た
が
そ
れ
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だ
け
で
も
パ

テ

の
平

レ
ベ
ル
や
彼
我
の
レ
ベ
ル
差
に
よ
る
ボ

ナ
ス
が
大
き
く
掛
か

て
い
る

か
今
ま
で
見
た
事
も
無
い
勢
い
で
三
人
は
レ
ベ
ル
ア

プ
を

り
返
し
て
い
く

開

始
し
た
時
点
で
レ
ベ
ル
が

だ

た
ル
ク
ス
で
さ
え
最
初
は
一
体
倒
し
た
だ
け
で
レ
ベ
ル
が

も
上
が

て
い
た
の
だ
か
ら
そ
の
レ
ベ
ル
差
ボ

ナ
ス
の

が
ど
れ
だ
け
大
き
い
か
分
か
る

だ
ろ
う

 
そ
ん
な
今
ま
で
の
努
力
が

ら
し
く
思
え
る
勢
い
の
レ
ベ
ル
ア

プ
に
色

と
理

も
分

か

て
い
る
し
逆
に
こ
れ
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
世
界
に

る
と
い
う
不
遇
を

え
れ
ば

直
に
喜
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
で
も
や
る
せ
な
い
思
い
に

ら
れ
る
の
か

彼
女
は

い
た

み
で
虚
空
を
見
た

あ
は
は

え

と

あ
た
し
は

に
な
り
ま
し
た

私
は

 

け
て
リ

フ

と
シ
ノ
ン
が
レ
ベ
ル
ア

プ
後
の
数
値
を
キ
リ
ト
へ

す
る

シ
ノ
ン
は

鍛
練
中
に
リ

フ

は
レ
イ
ン
の
鍛
練
指
導
の
合
間
に
経
験
値
増
加

備
を

け
取

て
い
る

ら
し
い
の
で

思

た
以
上
に
速
く
高
レ
ベ
ル
に
達
し
た

 
ち
な
み
に
こ
の
一
時
間
ボ
ク
達
も
ず

と

て
見
て
い
た

で
は
無
い

彼
女
達
が
三
対
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一
の
状
況
に
持
ち

め
る
よ
う

本
四
五
体
で

れ
を
成
し
て
い
る
モ
ン
ス
タ

達
を
残
り
一

に
な
る
ま
で
一

し
て
い
た
た
め

そ
れ
な
り
に
レ
ベ
ル
は
上
が

て
い
る

 

に
来
た
時
に
は
レ
ベ
ル

だ

た
ボ
ク
は
今
は
ル
ク
ス
と
同
じ

レ
イ
ン
と
フ

リ

ア
は
ヘ
イ
ト

理
の
時
間
や
与
ダ
メ

ジ

の

で
ボ
ク
よ
り

か
に

て
い
た
の
か

 
ユ
イ
ち

ん
は
キ
リ
ト
の
ス
テ

タ
ス
を
コ
ピ

し
て
い
る
た
め
レ
ベ
ル
ア

プ
は
一

も

無
か

た

し
か
し
最
初
は
初
心
者
同
様
の

さ
が
あ

た
の
に
今
で
は
中

者
上

上

者

下

レ
ベ
ル
に
ま
で
戦
闘
技
術
が
育

て
い
る
た
め
数
値
で
は
決
し
て
分
か
ら
な
い
部
分
で
成

⻑
し
て
い
る

こ
の
ま
ま
成
⻑
し

け
れ
ば
ボ
ク
や
ア
ス
ナ
と
十
分

り
合
え
る

に
達
す
る
だ

ろ
うむ

 
そ
し
て

彼
女
達
の
レ
ベ
ル
を

い
た
キ
リ
ト
は

非
常
に
複

そ
う
な

を
し
て
い
た

 
彼
の
心
境
は
と
て
も
理
解
出
来
る

せ
こ
の
一
年
七

月
も
の
間
彼
は

日
最
も
危

険
な
が
ら
経
験
値

の
良
い
最
前
線
の
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を

み

け

よ
り
も
経
験

値
を
得
て
来
た
剣
士

レ
ベ
ル
上

や
ス
キ
ル
上

の

な
ら
ば
ど
れ
だ
け

か
ろ
う
と
努
力
を

し
ま
な
い
日

を
送

て
来
た
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そ
れ
が
た

た
一
時
間
で

レ
ベ
ル
三
十

の
二
人
は
九
十

に

て
い
る

 
こ
れ
は
や
る
せ
な
く
思

て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

ル
ク
ス
よ
り
も

か
に
高
レ
ベ
ル
だ

た

だ
け
に

今
ま
で
の
レ
ベ
リ
ン
グ
は

だ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
返
し
て
い
る
に
違
い
な
い

も
う
最
前
線
で
も

す
る
レ
ベ
ル
に
な
る
な
ん
て
流
に
予
想
外
過
ぎ
る
だ
ろ
う

 
流

の
キ
リ
ト
も
こ
の
レ
ベ
ル
ア

プ
速

は
予
想
外
だ

た
よ
う
だ

確
か
に
今
ま
で
七
十

も
の
レ
ベ
ル
差
で
の
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
を

行
し
た
事
は
無
い
の
だ
か
ら
予
想
出
来
な
く
て

然
で
あ
る一

理

に

ろ
う

 

然
と
し
て
複

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
キ
リ
ト
は
そ
う

し
た

 
そ
れ
に
ボ
ク
達
は
小

を

る

レ
ベ
ル
が
あ
る
程

高
く
な

た
か
ら

を

む
の

な
ら
分
か
る
け
ど

故
わ
ざ
わ
ざ

理

へ

る
な
ど
と

た
の
か
そ
の
意

が

め
な

か

た
か
ら
だ

キ
リ
ト

ど
う
し
て

理

へ

予
定
を
前
倒
し
し
て
樹
海
探
索
に
す
る
そ

ち
の
方
が

は
良
い

だ
か
ら
三
人
の

備
を
見

う

今
は

の

に
登
録
さ
れ
て
る
武
器
を
使

て
る
け
ど
自
前
の
方
が
良
い
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だ
ろ
う
し

の
方
は
出
来
る
だ
け
良
い
物
を

え
て
お
か
な
い
と
攻
略
組
と
し
て
も
参

入
は

し
い

あ
あ

 
ボ
ク
の
問
い
に
対
す
る
返

を

い
て

全

で

得
の
声
を

ら
す

 
確
か
に
レ
ベ
ル
が
上
が
り
始
め
た

か
ら
彼
女
達
の
武
器

リ

フ

と
シ
ノ
ン
の
剣

の

値
が

り
始
め
た
た
め

中
か
ら
キ
リ
ト
の
武
器
を

り
て
使

て
い
た

シ
ノ
ン
の

場
合
は
弓
を
主
体
と
し
て
い
る
た
め

り
な
か

た
が
や
は
り

剣
を

い
た
近

戦
も
出
来

る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の

に
彼
は
三
人
の
武

を
新

し
ボ
ク
達
と

同
じ
く
ら
い

り
合
え
る
よ
う
に
す
る
つ
も
り
の
よ
う
だ

た

う

ん

 
そ
う

得
し
て
い
る
と

を
組
ん
だ
レ
イ
ン
が
小

を

な
が
ら

り
始
め
る

か
思

い
悩
ん
で
い
る
よ
う
で

キ
リ
ト
を
始
め
と
し
て
全

の

線
が
彼
女
に
向
け
ら
れ
る

ど
う
し
た

え

と
ね

わ
た
し
が
リ

フ

ち

ん
達
の

備
を
作

て
い
る
間
に
キ
リ
ト
君
は
フ

リ
ア
ち

ん
と
ユ
イ
ち

ん
と
こ

ち
に
残

て
探
索
を

け
た
方
が

は
良
い
ん
じ

な
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い
か
な

て
思

て

わ
た
し
と
キ
リ
ト
君
で
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
が
二
人
い
る

だ
し

ど

ち
も
戦
闘
出
来
る
か
ら
ね

む
 
レ
イ
ン
の
思
い
付
き
を

い
た
キ
リ
ト
は
一

に
値
す
る
と
判
断
し
た
の
か

根
を
寄
せ
て

悩
み
始
め
た

 
キ
リ
ト
と
レ
イ
ン
の
ど
ち
ら
も
が
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
で
あ
り

二
刀
流

剣
技
の
使
い
手
で

か
な
り
の

練
者
で
あ
る
た
め
確
か
に
片
方
が
残

て
探
索
を

け
た
方
が

と
し
て
は
良

い

そ
こ
ま
で
深
入
り
は
せ
ず

目
星
を
付
け
る
く
ら
い
な
ら
危
険
も
少
な
い
だ
ろ
う

 

よ
り
キ
リ
ト
は
一
対
多
と
い
う
状
況
に

れ
て
い
る
か
ら

程
の
事

が
来
る
か

間
が
ピ

ン
チ
に
な
ら
な
い
限
り

本
的
に
負
け
は
し
な
い

問

が
あ
る
と
す
れ
ば
こ
ち
ら
に
残
る
メ

ン
バ

の
方
な
の
だ

 
そ
こ
ま
で

え
て

あ
れ

と
ボ
ク
は

と
気
付
く

レ
イ
ン

今
の
話
だ
と
ボ
ク
も

理

に
行
く
事
に
な
る
の

 
そ
れ
は
残
る
方
に
ボ
ク
が
入

て
い
な
い
事

ボ
ク
の

備
は
剣
こ
そ
バ
グ
化
の
影

で
性
能

が
下
が

て
い
る
と

え
ど

そ
れ
で
も
リ
ズ
が
鍛
え
て
く
れ
た
最
前
線
で

す
る
一

品
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最
大
強
化
ま
で
し
た
こ
の
剣
の
性
能
も
実
は
エ
リ

シ
デ

タ
以
上

最
大
強
化
で
も
エ
リ

シ
デ

タ
は
七
十
五
層
の
戦
い
で

に
限
界
を

え
て
い
た
が
ボ
ク
の
愛
剣
は
ま
だ
戦
え
た
か

ら

だ
か
ら
性
能
が

下
し
て
も
ま
だ
ま
だ
使
え
る

地
が
あ
る
た
め
今
の
と
こ
ろ
持

ち

え
を
要
求
さ
れ
て
い
な
い

 
そ
れ
以
前
に
今
の
ボ
ク
は
キ
リ
ト
か
ら

り

け
た

本
人
は

た
と

て
い
る

黒
の
片
手
剣
エ
リ

シ
オ
ン
を
使

て
い
る

現
存
す
る
全
て
の
武
器
で
最
も
高
い
性
能
を
誇

る
こ
の
剣
が
あ
る
以
上

自
分
は
武
器
の
持
ち

え
な
ど
必
要
無
い

 
そ
れ
な
の
に
ボ
ク
も

理

へ

る
の
か
と
思

て
問
い
掛
け
る
と

レ
イ
ン
は
仕
方
な
い

な

と

い
た

な

苦

を
浮
か
べ
た

あ
の
ね
あ
の
転

は
紋
様
持
ち
し
か
開
け
な
い
で
し

こ
の
中
だ
と
ア
レ
を
開
け
る
の

は
キ
リ
ト
君
と
ユ
イ
ち

ん
そ
し
て
ユ
ウ
キ
ち

ん
の
三
人
だ
け

ユ
イ
ち

ん
は
キ
リ
ト
君

と
一
緒
の
方
が
良
い
し

理

へ

る
方
に
入

て
も
ち

と
不
安
が
残
る

キ
リ
ト
君
が

る
と
今

は
こ

ち
に
不
安
が
残
る

そ
れ
な
ら
経
験

な
ユ
ウ
キ
ち

ん
が
一
緒
に
来

て
く
れ
た
方
が
一
番

方
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
思
う
ん
だ

な
る

ど

そ
う
い
う
振
り
分
け
だ

た
ん
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
一
対
多
に

れ
て
い
る
と
は

い

い
が
そ
れ
で
も
女
性
最
強
と

わ
れ
る
実
力
は

達
で

は
無
い
と
自
負
し
て
い
る

そ
れ
を

て
く
れ
て
い
る
事
に
少
し

し
く
な

た

 
そ
れ
で
ボ
ク
は

得
し
特
に
反
対
意
見
も
出
な
い
よ
う
だ

た

ど
ち
ら
に
せ
よ
最
終
決
定

は
キ
リ
ト
な
の
で
彼
に

を
向
け
る
と
彼
は
ま
だ
複

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
が
す
ぐ
に

苦

を
へ
と
表
情
を
変
え
る

個
人
的
に
は
リ

フ

達
の
武

は

が

意
し
た
か

た
ん
だ
け
ど
そ
れ
は
ま
た
の
機
会

に
し
よ
う

ど
の
み
ち

で
作

た
と
こ
ろ
で
大
し
た
性
能
に
は
な
ら
な
い
し

そ

か

あ
た
し
ち

と
期

し
ち

た
ん
だ
け
ど
な

で
も
ま

時
か

作

て
ね

う
ん

約
束
す
る

 
キ
リ
ト
が
リ

フ

の
頼
み
に

を
浮
か
べ
て
応
じ
る
と
彼
女
は

面
の

み
を
浮
か
べ

て
彼
の

を
く
り
く
り
と

で
回
す

そ
れ
に
キ
リ
ト
は

足
そ
う
な

み
を
浮
か
べ
身
を

ね
る

む

 
そ
の
光

を
見
て

と
て
も
面
白
く
な
い
と
思

た
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キ
リ
ト
が

せ
そ
う
に

う
光

は
と
て
も
良
い
け
れ
ど
で
も
そ
の

を
向
け
ら
れ
て
い

る
の
が
自
分
で
は
無
い
と
い
う
事
が
と
て
も
面
白
く
な
い

も

と

う
と
気
に
喰
わ
な
い

流

に
こ
の
姉
弟
の
触
れ
合
い
を
邪
魔
す
る

ど
自
分
も

目
し
て
な
い
か
ら
我

す
る
け
ど
そ

れ
で
も
不

な
も
の
は
不

だ

 
チ
ラ
リ
と
恋

と
い
う
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
シ
ノ
ン
へ

線
を
向
け
れ
ば
彼
女
も
ま
た
不

そ
う
に
し
て
い
た

 
そ
の
彼
女
を
見
て
気
に
な

た
の
は
彼
女
の
眼
に
ど
こ
か

え
も

ま
れ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
た
気
が
し
た
事

不

で
苛
立

た
の
だ
と
す
れ
ば

得
は
い
く
が

え
る
理
由
が
分

か
ら
ず

内
心
で

を

る

 
少
し
前
か
ら
シ
ノ
ン
の
様
子
が
ど
こ
か

に
思
え
る
か
ら
気
に
掛
け
て
お
こ
う
と
決
め
た
ボ
ク

は
取
り

え
ず
キ
リ
ト
の

を

で
て
ご

悦
そ
う
な
リ

フ

の

根

こ
を

み
彼
か

ら
引
き
離
す

 
そ
う
す
る
と
不

そ
う
に
見
て
来
た
の
で

こ
ち
ら
も
ま
た
不

を

わ
に
見

め
返
す

一
応

し
て
い
る
と
は

え
こ
こ

圏
外

だ
か
ら

程

に
ね

リ

フ

 
そ
れ
は
至
極

も
な
理
由
で
は
あ
る
け
ど

論
本

は
別
に
あ
る
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こ
れ
以
上
ラ
イ
バ
ル
の
前
で
イ
チ

コ
ラ
す
る
な

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
の
意

を
持

て
見

め

で
至
極

も
で
あ
る

前
を

に
す
る
と
流

に
や
り

過
ぎ
た
と
思

た
の
か
リ

フ

は

を
引
き

ら
せ

小
声
で

て
来
た

 
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
無
い
が
実

圏
外
で
そ
れ
を
す
る
の
は
危
険
だ
か
ら

め

て
欲
し
い

つ
い
で
に
理
性
を

さ
え
る
の
が

い

そ
の

を
見
る
と
無
性
に

き

め
て

で
回
し
た
く
な

て
し
ま
う
の
だ
か
ら

 

キ
リ
ト
ニ
ウ
ム
欠

と
名
付
け
よ
う
か

こ
の
衝
動

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

故
ボ
ク
が
苛
立

て
い
る
の
か
リ

フ

が
小
声
な
が
ら

罪
し
た
の

か
分
か

て
い
な
い
よ
う
で
小

を

て
見
せ
る

取
り

え
ず
そ
れ
で

さ
れ
た
け
ど
こ

う
い
う
事
に

い
の
は

変
わ
ら
ず
な
の
か
と
も
思

た

 
ま

い
か
ら
こ
そ
今
ま
で

に

き

め
た
り

で
た
り
出
来
た
の
だ
ろ
う

 
た
だ

い
間
は
こ
ち
ら
の
想
い
に
気
付
い
て
く
れ
な
い
け
ど
触
れ
合
い
を
多
く
行
え
て
気
付

か
れ
た
ら
多
分

で
触
れ
合
い
の
機
会
が
少
な
く
な
る
と

え
る
と
前
者
は
哀
し
い
上
に
も
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ど
か
し
い
け
ど
後
者
は

し

ず
か
し
い
け
ど

し
い
の
で
ど

ち
が
良
い
と
は

べ
そ
う
に
な

い

あ
の
指

が
決
ま

た
な
ら
い
い
加

に
動
き
ま
せ
ん
か

 
あ
ま
り
⻑
ら
く

ま

て
い
る
と
倒
し
た
Ｍ
ｏ
ｂ
が
リ
ポ

プ
し
ま
す
し

 
リ

フ

の

根

こ
を

ん
だ
ま
ま
物
思
い
に

て
い
る
と
流

に

れ
た
様
子
の
ユ

イ
ち

ん
が
そ
う

て
来
た

 
そ
れ
を

け
て
手
を
離
し
リ

フ

を
解
放
す
る

と
は

て
も
ボ
ク
も
彼
女
も
レ
イ
ン

を

と
し
た

理

へ

る
組
な
の
で

来
た
道
を

る

に
一
緒
に

る
の
だ
が

じ

あ

理

に

て

備
を
作

て
来
る
ね

せ
た

本
格
的
な
探
索
は

後
に
回
す
か
ら

ま
で
こ

ち
は
目
星
を
付
け
る
程

に

し
て
お
く

備
が
出
来
て
も

理

か
ら
動
か
な
い
で
く
れ

り

か
い

 
レ
イ
ン
が
び
し

と

礼
す
る
よ
う
に
手
を
翳
し
て
応
じ
た
の
を
見
て
キ
リ
ト
は
穏
や
か

な

み
を
見
せ
そ
れ
か
ら

を
返
す

剣

ド
ブ
レ
イ
カ

を

え
た
フ

リ
ア
と

剣
を

え
た
ユ
イ
ち

ん
も
一

手
を
振

て
か
ら
彼
の
後
を
追
う
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さ
て

じ

あ

い
で

ろ
う
か

 
彼
ら
を
見
送

た
後

レ
イ
ン
は
こ
ち
ら
に
振
り
返

て

で

た

う
ん

分
か

た
よ

分
か
り
ま
し
た

え
え

 
レ
イ
ン
の

に
応
じ
る
声
で
や
は
り
シ
ノ
ン
の
声

だ
け
が
一

ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
た

 
こ
れ
は

に
手
を
打
た
な
い
と
マ
ズ
い
か
も
と
さ

き
よ
り
も

先

を
一
つ
上

つ

つ

レ
イ
ン
の
後
に
付
い
て
行

た

  
レ
イ
ン
と
ユ
ウ
キ
と
い
う
Ｓ
Ａ
Ｏ

指
の
実
力
者
達
に
護
衛
さ
れ
る
形
で
リ

フ

と
ル
ク

ス
を

め
た
五
人
で

理

へ

た
後
レ
イ
ン
は

速
私
と
リ

フ

ル
ク
ス
の
三
人
が

持

て
い
た
片
手
剣
と

剣
を
集
め

そ
れ
を
イ
ン
ゴ

ト
と
い
う
金
属
の

べ
棒
へ
と

し

そ
こ
か
ら
新
た
に
武
器
を
精

す
る
作
業
へ
と
入

た
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そ
の
間
リ

フ

は

だ
か
ら
と

て
Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場
へ
と
鍛
練
に
向
か
い
ユ
ウ
キ
も

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
作
成
に

戦
す
る

に
そ
れ
に
同
行

ル
ク
ス
は
技
術
面
で
も
実
力
が
あ
る
二
人
を
観

し
て
学
ぶ

に

や
は
り
二
人
に
同
行
し
た

 
そ
の
た
め

理

に

る
の
は

の
方
で

か
ら
出
し
た

と

さ
れ
た
イ
ン
ゴ

ト
へ
一

命
に
ス
ミ
ス
ハ
ン
マ

を
振
る
う
レ
イ
ン
と
そ
の
反
対

で
手
持
ち
無

気
味

に
弓
を
弾
く
い
て
い
る
私
だ
け

 
最
初
は
邪
魔
に
な
る
か
と
も
思

た
の
だ
が

を
振
る
い
始
め
る
と
集
中
し
て

の
事
が

意
識
か
ら
外
れ
る
か
ら

程

く
し
な
い
限
り
は
大

と

わ
れ
た
の
で

理

で
弓
を
弾

い
て
い
た

 

故

こ
ん
な
に
モ

モ

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
無
限
に

さ
れ
る

を

か
ら
取
り
出
し
弓
に
番
え

た
場

へ
と

る

練
を

と

り
返
し
て
い
る
間

と
な
く

り
返
し
た
そ
の
思

問
い
に
対
し
明
確

つ

足
の
い
く

え
を
出
せ
な
い

の
ル

プ
し
て
い
る
自
問
自

 
切

掛
け
は
分
か

て
い
る

今

キ
リ
ト
が
予
定
よ
り
も

く
鍛
練
を
打
ち
切

た
時
か
ら

ず

と
こ
の
モ

モ

し
た
想
い
を

て
い
る
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で
も

そ
の
原
因
が
分
か
ら
な
い

 
今
ま
で

い
た
事
が
無
い
感
情
や
思

だ
か
ら

え
が
分
か
ら
な
い

イ
ラ
イ
ラ
で
は
無
い
の

は
確
か
だ

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
で

と
無
く
覚
え
て
来
た
感
情
と
思

だ
か
ら

 
で
は

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
そ
れ
も
違
う
と
思
う

そ
も
そ
も

に

れ
る
と
い
う
の
か

私
の
集
中
力
が
切
れ
始
め
て
い

た
の
は
事
実
だ
つ
ま
り
キ
リ
ト
の
判
断
は
間
違

て
い
な
い
と
い
う
事
だ
し
私
が
彼
に
対
し

れ
を

け
る
事
は

ど
無
い

あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
行
き
過
ぎ
た
自
己

精
神
く
ら
い

 
あ
あ
あ
と
自
覚
が
無
い
シ
ス
コ
ン
ぶ
り
く
ら
い
か

見
て
い
て

ま
し
い
か
ら
止
め
は
し

な
い
け
ど

さ

き
リ

フ

が
し
て
い
た
よ
う
に

を

で
て
い
る
の
を
見
る
と

 
違
う

キ
リ
ト
が

を
浮
か
べ
て
い
る
の
を
見
る
と

 
こ
れ
も
違
う

だ

て
キ
リ
ト
が

を
浮
か
べ
て
い
る
の
は
私
の

し
み
の
一
つ
に
な

て
い
る
の
だ
か
ら

 

だ
か
ら
き

と

そ
う

キ
リ
ト
が
私
以
外
に

を
向
け
て
い
る
の
を
見

る
事
が

私
は

い
ん
だ

 

そ
し
て

怖
い

キ
リ
ト
が
私
を
見
な
く
な

た
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
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そ
れ
は
鍛
練
を
終
え
て
私
に
背
を
向
け
コ
ン

ル
へ
と
歩
き
出
し
た
キ
リ
ト
に

い
た

あ
り
得
な
い

想

真
剣
に
向
き
合

て
く
れ
る
キ
リ
ト
が
私
に

れ
ど
こ
か
へ
行

て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
心
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
更
に

な
る
恐
怖

 
あ
の
日
か
ら
私
の
せ
い
で
キ
リ
ト
を
死
な
せ
て
し
ま

た
と
自
責
し

け
て
き
た
私
が

い

た

キ
リ
ト
が

な
く
な
る
事
へ
の
恐
怖
心
故
の
恐
怖

 
キ
バ
オ
ウ
と
そ
の
手
下
が
私
と
リ

フ

を

え
た
事
に
は
間

的
に
キ
リ
ト
が

わ

て

い
る
け
ど
そ
れ
で
彼
を
責
め
よ
う
な
ん
て
思

て
い
な
い

私
は
リ

フ

の
足
を
引

て
私
が
人

に
さ
れ
た
ば
か
り
に
彼
女
も
投

し

ま
ら
な
い
と
い
け
な
く
な

た
の
だ
む

し
ろ
私
は
彼
に
責
め
ら
れ
る
べ
き
だ

 
大
切
な
義
姉
が
傷
付
い
た
の
は
お
前
の
せ
い
だ
と

彼
に
責
め
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

 
自
分
が

さ
れ
た
の
は
お
前
が
足
を
引

た
か
ら
だ
と
彼
女
に
責
め
ら
れ
て
も
お
か
し

く
な
い

 
そ
れ
な
の
に
こ
の
三
日
間

ず

と

食
を
共
に
し
た
リ

フ

す
ら
も
が
責
め
る
事
無
く

逆
に
そ
う
自
責
す
る
私
の
思

を

定
し

慰
め
よ
う
と
し
て
く
れ
た

 
確
か
に

仮
想
世
界
と
は

え
経
験
の
上
で
は
私
は
ハ
ジ
メ
テ
を
喪

た
が

そ
れ
は
リ
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フ

と
て
同
じ
事

足
を
引

た
事
を

え
れ
ば
私
は
そ
れ
に
対
し
て
哀
し
む
事
す
ら
許
さ

れ
る

が
無
い

そ
れ
な
の
に
彼
女
は
責
め
る
事
が
無
い

 
キ
リ
ト
は
私
達
が

わ
れ
た
事
情
に

し
て
知
ら
な
い
か
ら

も

わ
な
い
の
か
も
し
れ
な

い

知
ら
な
け
れ
ば

も

え
な
い
の
だ
か
ら

そ
れ
も

然
だ
と

え
る

 
な
ら
話
し
て
し
ま
え
ば
い
い
の
だ

責
め
ら
れ
た
い
な
ら
正

な
怒
り
を
向
け
ら
れ
た
い
な

ら
不

に
怒
り
を

け
る
事
を
許
し
た
く
な
い
な
ら
私
は
彼
に
自
ら
の
罪
を
明
か
せ
ば
い
い

い
リ

フ

も

る
か
ら
真
偽
の
程
は
彼
女
に
は
知
れ
る

つ
ま
り

な
ん
て

け
な
い
し

彼
女
が
ど
う
思

て
い
る
か
も
知
る
事
が
出
来
る

 

で
も

私
は
そ
れ
を
し
て
い
な
い

 
キ
リ
ト
と
の
鍛
練
の
時

し
よ
う
と
も
思
え
ば
そ
れ
は
出
来
た

 
け
れ
ど
現
在
に
至
る
ま
で
私
は
明
か
し
て
い
な
い

 

故
な
ら
あ
の
日
か
ら
お
よ
そ
四
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
現
在
ま
で
で
親

縁
者
を

め
初
め
て
寄
り
掛
か
れ
る
く
ら
い
信

出
来
る

手
を
喪
い
た
く
な
い
と
い
う
自
分
の
我
が

が
あ
る
か
ら

私
の

性
に
つ
い
て
一
切
知
ら
な
い
の
に
本
来
他
人
に
知
ら
せ
る

に
は
い
か
な

い

の
ホ

ム
に

内
し

食
住
を

し
指
導
ま
で
し
て
く
れ
た
彼
か
ら
離
れ
た
く
な
い
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と
い
う

醜
い
欲
が
あ
る
か
ら

 

呼

そ
う
だ

き

と
私
は
彼
に
依
存
し
て
い
る

 
思
え
ば

こ
の
世
界
に
来
て
最
初
に
彼
と
対
面
し
た

時

私
は
無
自
覚
な
が
ら
記

喪
失

だ

た

目
を
開
け
た
ら
彼
の

が
目
の
前
に
あ

た

 
も
し
か
し
た
ら
私
は
チ

ン
ク
エ
ス
ト
を

け
て

死
に

た
時
に
は
ギ
リ
ギ
リ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
な
が
ら

と
助
け
に

け
付
け
て
く
れ
た
時
に

れ
た
の
で
は
な
く
こ
の
世
界
に

来
て
初
め
て
会

た
時
無
意
識
部
分
に

り

み
が
あ

て
依
存
を
恋
愛
感
情
と

違
い
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

あ
の
恋
愛
感
情
と

有
欲
と
を
履
き
違
え
て
い
た
鍛
冶
師
グ
リ
ム

ロ

ク
の
よ
う
に

 
そ
れ
で
も

と
し
た
ら
本

に
恋
愛
感
情
が
あ

て

依
存
と
共
存
し
て
い
る
の
か

 
こ
れ
ま
で
こ
こ
ま
で

か
を
信

し
離
れ
た
く
な
い
と
思
う
程
に

し
た
事
が
無
か

た

か
ら
ど
う
な
の
か
分
か
ら
な
い

自
分
が

い
た
感
情
が
本

に
恋

の
も
の
な
の
か
も
定
か

で
は
無
く
な

た

 
か
つ
て
私
が

い
た
感
情
が

だ

た
と
は
思
い
た
く
な
い

ず

と
前
か
ら

意
的
に
は

思

て
い
た
し

助
け
て
く
れ
た
時
に
は
と
て
も

し
く
て

が
高
鳴

た
の
は
覚
え
て
い
る
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あ
の

け
る
よ
う
な

に
堕
ち
た
時
の
事
は

明
に
思
い
出
せ
る

 
で
も
け
れ
ど
そ
れ
ら
が
過
去
の
罪
悪
感
か
ら

れ
る

の
精
神
的
な

依
存
で
し
か
な
か

た
ら

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
を

す
る
に

し
い

真
剣
に
想
い
を
寄
せ
て
い
る
リ

フ

と
ユ
ウ
キ
に

対
し
て
も
失
礼
だ

 
恋
愛
を
依
存
の

の
手

に
す
る
な
ん
て

手
の
事
を
完
全
に
無

し
て
い
る
自
分
本

な

醜
い
行
い
だ

 
そ
し
て
私
は
自
分
が

い
て
い
た
感
情
が
ど
ち
ら
な
の
か
も
分
か
ら
な
く
な

て
い
る

分

か

て
い
る
の
は
キ
リ
ト
が
自
分
か
ら
離
れ
た
り
失
望
さ
れ
る
事
が

で
モ

モ

し
て
い
る

事
が
恋
情
か
ら
来
る

と
い
う
感
情
で
あ
る
事

 

な
ん
て
依
存
か
本

の
恋
情
か
も
分
か

て
い
な
い
私
が

い
て
い
い
も
の
で
も
無
い

だ
ろ
う
に

ア
は

 
自
己

悪
し
て
い
る
と

と

声
が

れ
た

面
白
い
事
な
ん
て

も

こ

て
い
な
い

な
の
に

故
だ
か

て
し
ま
う
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そ
れ
で
も

す
ぐ
に
そ
の
原
因
が
分
か

た

 
こ
れ
は

自
分
の
愚
か
さ
を

嗤

て
い
る
の
だ

呼

本

に

に
な
る

 
前

か
ら

私
は
自
分
の
事
が

き
で
は
無
か

た

い
と

て
い
い
く
ら
い
だ

た

た
だ

性
の
ま
ま
学

に

て
ご

を
食
べ
て

強
を
し
て
友
達
付
き
合
い
な
ん
て
無

く

書

な
ど
で

書
を
し
て
時
間
を

す
と
い
う
日

を
送
り

性
的
に
大
人
へ
と
進
ん
で

い
く

そ
れ
だ
け
の
人
間
だ

た

 
自
殺
し
よ
う
と

え
な
か

た
と

え
ば

に
な
る

を
亡
く
し
た
事
で
精
神
的
に

い
時

分
へ

た

を
守
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
義
務
感
と

の
触
れ
合
い
の
お
陰
だ
ろ
う

 
で
も
今
は

と
自
分
の
事
が

に
な
る

今
す
ぐ
に
で
も
消
え
て
し
ま
い
た
い
と
思
え
る

く
ら
い

 
そ
れ
で
も
私
は
キ
リ
ト
か
ら
離
れ
た
く
な
い
と
思

て
い
る

責
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と

え

て
い
る
の
に

そ
れ
は

だ
と
感
情
が

ん
で
い
る

 
そ
の
矛
盾
に
更
に
自
己

悪

と

く
悪

で

自
己

悪
は
更
に
深
く
な
る

 

も
か
も
無

し
て
彼
の

容
さ
に
溺
れ
た
い
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キ

チ
リ
罪
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
あ
の
少
年
へ
の
想
い
が
本
物
で
あ
る
と
信
じ
た
い

 
あ
の
少
年
へ
想
い
を
向
け
る
の
は
許
さ
れ
な
い

 
彼
か
ら
離
れ
た
く
な
い

 
私
の
せ
い
で
人
殺
し
を
さ
せ
て
し
ま

た
の
だ
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
ん
な

葉
が

裏
で
交

に

く

な
方
へ
と
向
か
わ
せ
る
甘

な
誘
い
と

た
く

な
責
め
る
声
と
が
交

に

く

 
リ

フ

が

い
た
ら
き

と

日
彼
に
し
た
よ
う
に
私
の
思

を

と

い

様
だ

と
責
め

責
す
る
だ
ろ
う

彼
女
も
私
と
同
様
に
弱
か

た
と
い
う
点
で

え
ば
確
か
に
全
て

が
私
の
責

で
は
無
い
だ
ろ
う

も

と

え
ば
ア
レ
は
キ
バ
オ
ウ
達
自
身
が
悪
い
の
だ
と

う
だ
ろ
う

 
で
も
そ
れ
で
も
こ
の
思

を
止
め
ら
れ
な
か

た

今
な
ら
キ
リ
ト
の
思
い
が
少
し
分
か

る
気
が
し
た

 
番
え
て

る

が

た

へ

ぶ
事
は
キ
リ
ト
達
が
帰

て
来
る

時
に
な
る
ま
で
結

一

た
り
と
も
無
か

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
キ
リ
ト
死
亡
偽
の
報
を

い
た
の
に
リ

フ

と
シ
ノ
ン
の
ダ
メ

ジ
が
思
い
の
外
小
さ

い
と
思

た
人
そ
れ
は

か

と
ち
り

見
え
る
傷
よ
り
見
え
な
い
傷
の
方
が

で
す

シ

ノ
ン
の
場
合
は

め

む
方
な
の
で

更
で
す

 
本
作
の
シ
ノ
ン
は
原
作
よ
り
も

か
し
内

的
特
に
キ
リ
ト
に
迷
惑
が
掛
か

た
か
も
し

れ
な
い

件
だ
と

著

 
そ
れ
は

原
作
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の

バ
レ

ト
・
オ
ブ
・
バ
レ

ツ

と
い
う
大
会
で
自
力
で
強
く

な
れ
る
機
会
が
あ

た
の
に
対
し

本
作
現

で
は
キ
リ
ト
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず

Ｓ
Ａ
Ｏ

で
は
キ
リ
ト
に
頼
る
の
が
一
番
と
い
う
一
種
の

り

み
が
あ
る

事
実
キ
リ
ト
は
シ
ス
テ

ム
的
な
強
さ
に

し
て
は
一
家

あ
る
の
で
間
違

た

で
は
無
く
そ
れ
が

更

車
を
掛

け
る
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強
く
な
ら
な
け
れ
ば
過
去
に
打
ち
克
て
な
い

そ
う

え
て
い
る
シ
ノ
ン
に
と

て
強
く
な

る

の
最
も
大
き
な
光
明
は
キ
リ
ト

 
キ
リ
ト
へ
の
感
情
も
大
事

 
だ
け
ど
過
去
か
ら
来
る

強
さ

へ
の
欲
求
・
追
求
の
心
も
大
事

 
そ
の
中
心
と
な

て
い
る
の
は
キ
リ
ト

 
だ
か
ら
こ
そ

情
と
依
存
と
が
分
か
ら
な
く
な

て
し
ま

た

個
人
的
に

わ
れ
た
く
な

く
目
的
の

に
も
離
れ
ら
れ
た
く
な
い

そ
れ
ら
が

同
し
て
し
ま

て

乱

自
己

悪
中

 

だ

て

意
と
依
存
と
を

違
い
し
て
い
る
と
思

た
ら

ち

み
ま
す
よ
ね
自

覚
無
し

ン
デ
レ
は
手

れ

 
少
し
前
ま
で
は

み
分
け
出
来
て
い
た
ん
で
す
が
キ
バ
オ
ウ
に

ま
る

に
人

に
さ
れ
て

し
ま

た
事
も

て
思

が
ネ
ガ
テ

ブ
に
な

て
お
り
ま
す

・

・

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
八
十
一
章
 

探
索

深
緑
樹
海
セ
ル
ベ
ン
テ

ス

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
前

キ
リ
ト

後

フ

リ
ア

点

 
レ
イ
ン
達
と
別
れ
て
か
ら
の
キ
リ
ト

の
行
動
を

写
し
て
お
り
ま
す

と

う
よ
り
別
れ

て
か
ら
前
話
の
シ
ノ
ン

点
で
キ
リ
ト
が
帰

て
来
た
時
ま
で
に
あ

た
場
面
の
一
部
で
す
か

ね

く
は
キ
リ
ト
サ
イ
ド
で
す

 
文

数
は
約
二
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
レ
イ
ン
達
と
別
れ
乱
立
し
て
い
る

大
な
木

の

葉
が
陽
光
を

て
い
る
せ
い
で

暗
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い
樹
海
の
中
を
進
ん
で
い
く
事

く
の
後
人
工
物
と
分
か
る
も
の
が

界
に
入

た

表
面
は

風
化
し
て

が
入
り
⻑
い
間
放

さ
れ
た
が
故
に

や

が
こ
び
り
つ
い
て
い
る
が
神
殿
風

の

り
で
あ
る
事
か
ら
フ

リ
ア
達
か
ら

い
て
い
た
回
廊
神
殿
と
や
ら
で
恐
ら
く
間
違
い
な

い 
マ

プ
を
頼
り
に
前
を
歩
い
て
い
た

が

越
し
に
フ

リ
ア
に

線
を
向
け
て
目
で
問
え

ば

彼
女
は
し

か
り
と

い
て
見
せ
た
た
め

ど
う
や
ら
こ
れ
で
合

て
い
る
よ
う
だ

 

い
て
い
た

り
つ
い
さ

き
ま
で

た
大
神
殿
前
の
広
場

ユ
ウ
キ
と
ル
ク
ス
が
ホ
ロ

ウ
・
リ

パ

と
や
ら
と
死
闘
を

り
広

た
場

ら
し
い

か
ら
見
て

に

し

て
い
る

 
フ

リ
ア
か
ら

た
マ

プ
デ

タ
に
よ
れ
ば
迷

に

こ
そ

る
も
の
の
そ
れ

で
も
ダ
ン
ジ

ン
と

え
る
く
ら
い
の
大
き
さ
は
誇

て
い
る

こ
の
中
を
高
レ
ベ
ル
の
騎
士
型

Ｍ
ｏ
ｂ
が
複
数
で

し
て
い
る
事
を

え
る
と
こ
ち
ら
の
Ｍ
ｏ
ｂ
の

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
Ｍ
ｏ
ｂ
よ
り
平

二

ど
も
あ
る
の
も

て
あ
ま
り
入
り
た
く
な
い
思
い
に

ら

れ
る
が
レ
イ
ン
達
が
探
索
出
来
て
い
な
い
場

の
一
つ
な
の
で
背
に

は
代
え
ら
れ
な
い

こ

こ
を
ど
う
に
か
し
な
い
と

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら
出
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
だ
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ま

こ
こ
に
手
掛
か
り
が
あ
る
と
決
ま

た

で
は
無
い
の
だ
け
ど

キ
リ
ト

立
ち
止
ま

た
ま
ま
だ
け
ど
ど
う
し
た
の

ん

騎
士
型
Ｍ
ｏ
ｂ
は

も
そ
う
だ
け
ど

全
体
的
に
ダ
メ

ジ
カ

ト

が
高
い
か

ら
戦
闘
が
⻑
引
き
そ
う
だ
と
思

て

あ
 
騎
士
型
Ｍ
ｏ
ｂ
は

が

本
的
に
高
め
で

ド
ス
キ
ル
の
使

に
よ
り
攻
撃
力
も

れ

な
い
の
だ
が
恐
ろ
し
い
の
は
そ
れ
だ
け
に

ま
ら
な
い

全
身

と
い
う
見
た
目
の
せ
い
な

の
か
全
体
的
に
与
ダ
メ

ジ
が
少
な
く
な
る

向
に
あ
り

ド
ス
キ
ル
を

し
て

重
に

な
る
事
も

て
戦
闘
が
⻑
引
き
や
す
い

 
今
ま
で

本
一
体
で
う
ろ
つ
い
て
い
た
騎
士
型
Ｍ
ｏ
ｂ
が
複
数
で

る
と
い
う
事
は

に

数
の
分
だ
け
戦
闘
時
間
が

に
な
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い

 

乱
な
思

を
広

て
い
た
理
由
を
フ

リ
ア
も

し
た
ら
し
く

遠
い
眼
つ
き
に
な

た

宝

を
護
る
モ
ン
ス
タ

と
し
て

さ
れ
る
の
は
騎
士
や
ス
ケ
ル
ト
ン
と
い

た
人
型
タ

イ
プ
の
Ｍ
ｏ
ｂ
な
の
で

そ
う
い
う
手
合
い
で
苦
戦
し
た
経
験
が
多
く
あ
る
の
だ
ろ
う

 

剣
で
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は
ヒ

ト

ア
ウ

イ
で
高
火
力
を

き
出
す
の
な
ら
ク
リ
テ
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カ
ル
ダ
メ

ジ
を

上

す
る
の
が
一
番
手

取
り

い

本
的
に

剣
を

ん
だ
プ
レ
イ
ス

タ
イ
ル
だ
と

値
に
レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
振
る

向
に
あ
る
の
で
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ
も
大
き
く
な
り

い

そ
の
た
め
シ
リ
カ
や
フ

リ
ア
そ
し
て
ア
ル
ゴ
な
ど
は

ク
リ
テ

カ
ル
を
意

的
に

う
戦
い
方
を
取

て
い
る

 
し
か
し
全
身

の
騎
士
Ｍ
ｏ
ｂ
に
は
ク
リ
テ

カ
ル
が
出
や
す
い

本
的
に

部
や

目
な
ど

が
存
在
し
な
い
た
め

剣
や

剣
は
非
常
に
ダ
メ

ジ
を

ぎ
に
く
く
な
る

本
攻
撃
力
が

い
武
器
に
と

て
は
天

に
近
い
の
だ

 
ち
な
み
に
騎
士
Ｍ
ｏ
ｂ
に

果
的
な
武
器
は
片
手

手

手
剣

手

な
ど
打
撃

武
器
や
重

の
あ
る
武
器
で
あ
る

こ
れ
は
恐
ら
く

ご
と

き

す
事
に

剣
術
は

主
眼
を

い
て
い
る
事
に

因
し
て
い
る
の
だ
と
思
う

 
つ
ま
り
リ
ア
ル
だ
と
華

で
小

な

に
最
も

し
て
い
な
い
剣
術
と
い
う

だ
な

そ
れ
に

ま
れ
る
と

だ
か
ら

フ

リ
ア
は
無
理
し
て
攻
撃
し
な
く
て
も
良
い
か
ら

ト
ラ

プ
や

索

で
の

の

把
握
に
努
め
て

し
い

つ
ま
り
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

じ

な
く
て
ス
カ
ウ
ト

に

し
ろ

て
い
う

だ
ね

そ
う

戦
闘
中

流

に
そ
こ
ま
で

も
気
は
回
ら
な
い
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ロ
な
ら
む
し
ろ

が
集
ま
る
の
は
構
わ
な
い
の
だ
け
ど
今
は
ユ
イ
姉
と
フ

リ
ア
が

る

ユ
イ
姉
の
死
ん
で
も

る
と
い
う
話
を
信
じ
た

で
は
無
い
け
ど

り
な
り
に
も

と
鍛
練
を

し
た
事
で
上

プ
レ
イ

に
片

突

む
く
ら
い
に
は
技
術
も
付
い
た
し
ス
テ

タ
ス
も

高
く

ま
で
あ
る
か
ら
あ
ま
り
心
配
し
て
い
な
い

が
闘
技
場
で
入
手
し
た

ホ
ロ

ウ
レ
ギ
オ
ン
コ

ト

を

て
い
る
た
め

面
に

し
て
も
心
配
な
い

 
一
番
心
配
な
の
は

面
に

が
あ
る
フ

リ
ア
な
の
だ

 
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

と
は

へ
の
デ
バ
フ
や
味
方
へ
の
ヘ
イ
ト

理
を
行
い

が
少

な
く
な

た
ら
一
時
的
に
前
線
に
出
て
攻
撃
を
仕
掛
け

意
を

か
に
で
も

ら
し
後
衛
に

た
メ
ン
バ

が
前
衛
メ
ン
バ

と
交
代
す
る
時
間
を
作
る

の
プ
レ
イ

の
事
を
指
す

タ
ン
ク
が

と
い
う
数
値
に
依
存
し
て
時
間
を

ぐ
の
な
ら
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

は

パ
リ

や
回

な
ど
の
テ
ク
ニ

ク
面
で
時
間
を

ぐ

と

え
ら
れ
る

だ

 
ち
な
み
に
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

の
間
で
メ
ジ

な
武
器
は
⻑
槍
や

手

剣

剣
な
ど

攻
略
組
だ
と

剣
は
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ

の
多
さ
か
ら
専
ら
ア
タ

カ

に
分

さ
れ
て
い
る
節
が
あ
る
の
で
⻑
槍
や

手

が
こ
の

の
使
い
手
に
多
い
武
器
と
な

る
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剣
は

く
ら
い
し
か
使
い
手
が

な
か

た
し
そ
の

も
専
ら
片
手
剣
ば
か
り
使

て
い

る
の
で

て

ま
る
と
は

え
な
い

そ
れ
以
前
に

は
ア
タ

カ

の
中
で
も

間
ダ
メ

ジ

を
最
も
多
く

き
出
す
ダ
メ

ジ
デ

ラ

で
あ
る

遊
撃
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

や
ス
カ
ウ
ト

時
に
は
タ
ン
ク
も
し
て
い
る
け
ど

本
は
ア
タ

カ

だ

 
と
も
あ
れ
フ

リ
ア
に
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
こ
な
せ
ら
れ
る
技
術
が
無
い
と
信
じ

て
い
な
い

で
は
無
い
が
や
は
り
数
の
差
と
い
う
の
は

し

い
要

一
体
の

と
応

を

り
広

て
い
る
間
に
死

か
ら
攻
撃
さ
れ
る
危
険
性
が
非
常
に
高
く
そ
れ
の
フ

ロ

を
す

る
だ
け
の
味
方
の

力
も
あ
る
と
は
限
ら
な
い

 
故
に
安
全
策
と
し
て
ス
カ
ウ
ト
を
し
て
も
ら
い
た
か

た

 
ス
カ
ウ
ト
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
は

候
の

を
意
味
し
て
い
る

主
な
仕
事
は
フ

リ
ア
が

た
よ
う
に

索

ス
キ
ル
を

い
て

の

の

を
把
握
し
た
り
ト
ラ

プ
の
発
見
と
解

を

た
り
な
ど

性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
か
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

が

す
る
事
が
多
く
ま
た

で

れ
る

に
小
型
の
武
器
が
向
い
て
い
る
事
か

ら

剣
使
い
に

的
見
ら
れ
る

剣
が
攻
撃
の

面
を
強
く
持
つ
と
す
れ
ば

剣
は

・

護
の

面
を
持

て
い
る
と

え
る

回
り
だ
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事
実

が
初
め
て
直

指
導
す
る
事
に
な

た

手
で
あ
る

月
夜
の
黒
猫

の
メ
ン

バ

の
一
人
ニ

ト

を

て
い
た

風
の

い
の

剣
使
い
ダ

カ

は
ク
ラ
ウ

ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

と
ス
カ
ウ
ト
の

方
を

て
い
た

だ

た
宝

を
最
初
に
開
い
た
の

は
ス
カ
ウ
ト
の

を

て
い
た
事
で
そ
う
い
う

と
他
の

間
に
認
識
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る

 

が
初
め
て
会

た
時
は
慌
て
に
慌
て
て

て
い
た
せ
い
か
ス
カ
ウ
ト
の
仕
事
も
マ
ト
モ
に

出
来
ず

と

に

る
モ
ン
ス
タ

達
を
リ
ン
ク
さ
せ
他
に
プ
レ
イ

が

た
な
ら
ト

レ
イ
ン

最
悪
モ
ン
ス
タ

プ
レ
イ

キ
ル
を
し
て
し
ま

て
い
た
程
に

か

た

 
後
か
ら

い
た
と
こ
ろ
一
応

と
し
て
は
認
識
し
て
い
た
も
の
の
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
重
要

な
仕
事
な
の
か
は
理
解
出
来
て
い
な
か

た

本
人

く
あ
る
程

レ
ベ
ル
を
上
回

て
る

層
な
ら
大

だ
ろ
う
と
小
ま
め
に
索

す
る
事
を
面
倒

が

て
い
た
く
ら
い
に
は

た
せ
い
で

が

こ
る
か

最
悪
全
滅
す
る
事
を

え
て
い
な
か

た
／
目
を

ら
し

て
い
た
の
で
あ
る

 
ケ
イ
タ
に
頼
ま
れ
た
事
で
大
義
名
分
を
得
た
後
は
片
手
剣
使
い
へ
の
転
向
を
目
指
し
て
い
た

サ
チ
と
は
別
の
ベ
ク
ト
ル
で
月
夜
の
黒
猫

の
中
で
最
も

し
く
指
導
し
た
の
で

で
も



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

実
力
や
索

の
精

は
上
が

て
い

た

 

そ
れ
で
も

が

下
と
い
う
事
と
ダ

カ

の

の

天
的
な
性
格
が
災
い
し

て

あ
ん
な
事
に
な

た

で

 
キ

  
過
去
の
失

と
そ
の
後
の
事
を
思
い
返
し
て
い
る
と

で
声
を
掛
け
ら
れ
た

流

に
す

ぐ
横
で
声
を
掛
け
ら
れ
れ
ば

き
も
す
る
の
で

を

ね
さ
せ
な
が
ら
そ
ち
ら
を
向
け
ば
大
人

の

に
な

て
い
る
黒

く
め
な
ユ
イ
姉
が

根
を
寄
せ
て

を
見

め
て
い
た

 
心
配
そ
う
で

同
時
に

か
不

を

い
て
い
る
よ
う
な

に

内
心
で
ド
キ
リ
と
す
る

 
ま
さ
か
と
は
思
う
が

の
思

を

ま
れ
て
い
る

キ

ど
う
し
た
の
で
す
か

フ

リ
ア
さ
ん
と
話
し
て
い
た
と
思
え
ば
い
き
な
り

り

ん

で

し
か
も

を
歪
め
て

さ

き
の

少
し
怖
か

た
で
す
よ

そ
ん
な

を
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え
え

 
思

を
直

ん
だ

で
は
無
く

の
表
情
を
見
て
様
子
が
お
か
し
い
と
思

て
声
を
掛
け

た
ら
し
い

 
そ
れ
に
し
て
も
そ
ん
な
に
怖
い

を
し
て
い
た
の
か
と
思
う
が
ユ
イ
姉
に
は

に

定
を

返
さ
れ
フ

リ
ア
は
ど
う
な
の
か
と
思

て

を
向
け
れ
ば
や
は
り
こ
ち
ら
も
同
じ
よ
う
に

い
た

し
か
も
さ

き
ま
で

静
さ
を
思
わ
せ
る
表
情
だ

た
の
に
今
は
こ
ち
ら
を
第
一
層

の
教
会
に
住
む
子

へ
向
け
て
い
た

手
を
心
配
す
る

に
な

て
い
る
か
ら
説
得
力
が
あ
り
過

ぎ
る

を

え
て
い
た
の
で
す
か

 
明
確
に

し
て
い
る

で
は
無
い
も
の
の

か
良
く
な
い
事
を

え
て
い
た
事
は

し
て
い
る

よ
う
で
有
無
を

わ
さ
な
い

圧
感
を
出
し
な
が
ら
ユ
イ
姉
は
問
い

し
て
き
た

な
ま
じ
今

は
大
人
の

で
背
が
高
く

さ
が
増
し
て
い
る
だ
け
あ

て

に
怖
い

 
こ
れ
は
話

を
変
え
て

に

く
事
も
出
来
そ
う
に
な
い
と
観
念
し
て

を

え
て
い
た
の

か
を
話
す
事
に
し
た

 
と
は

え
流

に
全
部
語
る
の
は
精
神
的
に

い
か
ら
一
部
分
だ
け
に

め
る
つ
も
り
だ
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た

月
夜
の
黒
猫

の
事
は
未
だ
に
思
い
返
す
の
も

い
か
ら

黒
猫

に

た

ダ

カ

て
い
う

剣
使
い
の
事
だ
よ

黒
猫

い
た
話
だ
と

確
か
サ
チ

て
い
う
槍
使
い
が

た
ギ
ル
ド
だ

け

フ

リ
ア
も
知

て
た
か

キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
が
デ

エ
ル
し
た
日
の
お

に
ユ
ウ
キ
か
ら
教
え
て
も
ら

た

キ
リ
ト

か
ら

願
さ
れ
て
鍛
え
る
事
に
な

た
攻
略
組

一
の
槍
使
い
だ

て

そ

か

あ
あ

そ
う
だ

そ
の
サ
チ
が

た
ギ
ル
ド
は

月
夜
の
黒
猫

と

て

サ
チ

め
て
五
人
の
小

ギ
ル
ド
だ

た

そ
し
て
攻
略
組
に
入

て
戦
う
事
を
目
指
し
て
い

た
攻
略
組
を

で
も

確
か
宝

の
ト
ラ

プ
で
壊
滅
し
た

て

そ
れ
に
リ

ダ

は

サ
チ
を
残
し
て

そ
の

自
殺
し
た

て

 
ど
う
や
ら
そ
こ
ま
で
ユ
ウ
キ
は
話
し
て
い
た
ら
し
い

し
い
事
も
あ
る
と
内
心
で
意
外
に

思

た

 
黒
猫

の
事
は

の
事
情
を

き
に
せ
ず
と
も
別
に
広
ま

て
も
お
か
し
く
な
い
話
だ

ア

イ
ン
ク
ラ

ド
で
は
こ
の
手
の
話
は
残
念
な
事
に
事
欠
か
な
い
か
ら
ユ
ウ
キ
が
話
し
て
も
い
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い
と
判
断
し
た
の
な
ら
別
に
構
わ
な
い

も
そ
の
事
を
特
に

止
め
し
て
い
る

で
は
無
い
か

ら 
そ
れ
で
も
サ
チ
と
月
夜
の
黒
猫

の
事
は

の
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
い
る
か
ら
そ
れ

を
知

て
い
る
ユ
ウ
キ
が

時
の
事
情
を
知
ら
な
い

か
に
話
す
と
い
う
の
は
と
て
も
意
外
に
思

え
た

フ

リ
ア
の

か
が
ユ
ウ
キ
の

線
に
触
れ
た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

 
あ
る
い
は
サ
チ
の
加
入
に
つ
い
て
説
明
す
る

に
話
さ
ざ
る
を
得
な
か

た
の
か
も
し
れ
な

い

最
初
期
か
ら

る
攻
略
組
の
最
少
数
精

ギ
ル
ド
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
へ
の

一

の
加
入
者
だ
ゴ
シ

プ

き
な
ら
ば

の
ネ
タ
だ
ろ
う

ユ
ウ
キ
の
絶
剣
と
い
う
異
名

が
あ

て
そ
う
い

た
事
を
集
め
て
い
る
情
報

は
追

払
わ
れ
て
い
る
け
ど

 
一

だ
け
そ
の
時
の
ユ
ウ
キ
を
見
か
け
た
事
が
あ
る
け
ど
物

く
怖
か

た

な
恐
怖

を
覚
え
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
ト

プ
ク
ラ
ス
だ

た
と
思
う

 
ち
な
み
に
一
番
怖
か

た
の
は

日
の
リ

姉
で
あ
る

圧
感
も
そ
う
だ
け
ど
攻
撃
が
全

部

け
ら
れ
る
か
弾
か
れ
る
か
し
て
届
か
な
い
あ
の
絶
望
感
と
い

た
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
記

で

一
二
を
争
う
程
だ

た

今
は
も
う
吹

切
れ
て
い
る
が

が
り
な
り
に
も
一
年

を

ロ

で
生
き

い
た
実
力
を
自
負
し
て
い
た
だ
け
に
シ

ク
は
大
き
か

た
も
の
で
あ
る

然
恐



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

怖
は
も

と
大
き
か

た

そ
う
だ

そ
し
て
宝

を
開
け
た
の
は
さ

き

た
ダ

カ

て
い
う
人
で
ク
ラ
ウ

ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

ス
カ
ウ
ト
の

を

て
い
た

あ
ま
り
故
人
を
悪
く

い
た
く
は
な
い
け
ど
宝

の
ト
ラ

プ
の
解

に
失

し
て
る

時
点
で
か
な
り
お

な
よ
う
な

キ

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

し
て
私
も
見
ま
し
た
が
か
な
り
の
体
た
ら
く
で
し
た
よ

攻
略

組
が
手
を
付
け
て
い
な
い

し

を
見
付
け
て
そ
の
密

の
中
に
あ
る
い
か
に
も
な
宝

を
見

て

だ
と

意
を

し
た
キ

と
サ
チ
さ
ん
の

葉
を

く
流
し
て
開
け
て
い
ま
し
た
か
ら

ね

私
が
記

し
た
限
り
で
は
特
に

の
有
無
を
確
認
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
せ
ん
で
し
た

し
う

わ

意
を
流
す
ど
こ
ろ
か
確
認
す
ら
し
な
か

た

て
そ
れ
は

い

間

の
命
を

か

て
る
自
覚
が
あ

た
の
か
な

そ
の
ダ

カ

て
い
う
人

 
ユ
イ
姉
の

を

き

フ

リ
ア
も
ま
た

を
下
し
た

 
実

を
下
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

は
タ
ン
ク
の
一
時

的
な
代
わ
り
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
と
も
か
く
ス
カ
ウ
ト
は

の
索

を

し
て
い
る
と
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い
う
だ
け
で
も
か
な
り
重
要
な

を
持
つ

戦
闘
で
は
確
か
に
戦
力
と
し
て

い
だ
ろ
う
が

サ
ポ

ト
面
で
見
れ
ば

も
な
く
重
要
だ

 
い
や
戦
う
前
か
ら

意
を

す

な
だ
け
に
あ
る
意
味
ア
タ

カ

や
タ
ン
ク
よ
り
も

程
重
要
と

え
る

 
戦
い
は
実

に
戦
い
始
め
る
前
か
ら

に
勝
負
が
決
ま

て
い
る
と
い
う

獣
と
獣
の
戦
い

は
意
地
の

り
合
い
だ
が
そ
れ
で
も
個
体
差
に
よ

て
勝

は
歴
然
と
し
て
く
る
経
験
が

な
ら
そ
の
分
だ
け
勝

は
高
く
な
る

 
人
間
も
同
じ
だ

手
の
情
報
を
集
め
対
策
を
練
り
必
勝
に
近
い
作
戦
を
立
て
た
上
で

に

む

攻
略
組
は
こ
れ
ま
で
そ
れ
を

り
返
し
て
き
た

 

が

日
迷

に

て
情
報
を
集
め
て
い
た
の
も

情
報
と
い
う
も
の
が
ど
れ
だ
け
重

要
な
の
か
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
だ

実

ア
ル
ゴ
に

し
た
情
報
が
攻
略
本
に
載
せ
ら
れ
そ

れ
を
参

に
力
を
付
け
て
来
た
プ
レ
イ

を

は

人
も
見
て
来
た

ク
ラ
イ
ン
や
ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ
に
ラ
ン

サ
チ
と
い

た
親
し
い
面
子
だ
け
で
は
な
い

攻
略
組

と
し
て
戦

て
い

る
者
だ
け
で
な
く
今
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
生
き
て
い
る
全
て
の
プ
レ
イ

達
が
攻
略

本
と
い
う

情
報

を
頼
り
に
力
を
付
け
て
生
き
て
い
る
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情
報
が
無
く
手
探
り
の
状

で
は

の
攻
撃
方
法
も
分
か
ら
な
い

そ
の
状

で
戦
え
ば
死

ぬ
確

は
高
い

フ

ル
ド
に

る

Ｍ
ｏ
ｂ
な
ら
と
も
か
く
フ

ル
ド
ボ
ス
や
フ
ロ

ア
ボ
ス

と
も
な
れ
ば
情
報
は
絶
対
必
要
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

は
こ
れ
ま
で
そ
の
生
命
線
を

し
て
来
た

 
そ
れ
で
も

の
手
の
届
か
な
い
事
は
あ
る

パ

テ

で
フ

ル
ド
や
ダ
ン
ジ

ン
の
探

索
を
し
て
い
る
間
の
モ
ン
ス
タ

の

だ

の
情
報
や
生
息
分

は
判
明
し
て
も
実

ど

こ
に

る
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
し

時

が
ど
の
モ
ン
ス
タ

と
会
う
か
な
ん
て
分
か
る

も
無
い

分
か
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は
カ

デ

ナ
ル
く
ら
い
な
も
の

 
そ
し
て
パ

テ

の
命
を

か

て
い
る
の
が
ス
カ
ウ
ト

の
プ
レ
イ

な
の
だ

索

ス
キ
ル
を

い
て

に
ど
れ
く
ら
い
の
数
ど
れ
く
ら
い
の

離
に

が

る
の
か
を
把

握
す
る
事
で
パ

テ

は
そ
れ
に
備
え
る
事
が
出
来
る

不
意
打
ち

襲
が
最
も
危
険
な

の
だ
か
ら

 

に
ト
ラ

プ
系

運
の
悪
い
事
に
月
夜
の
黒
猫

が
引

掛
か

た
ト
ラ

プ
は
最
悪

と
数
え
ら
れ
る
二
種

が
重
な

た
も
の
で

路
な
ど
に
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
ト
ラ

プ
は

や
ス
テ

タ
ス

下
な
ど
の
デ
バ
フ
が

本

そ
れ
で
も
時
に
そ
れ
が

と
し
穴
に
な

て
命
を
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り
取

て
来
る
特
に
新
し
い
種

の
ト
ラ

プ
と
も
な
れ
ば
対

法
が
分
か
ら
な
い
の
だ
か

ら

更

 

時
ど
こ
で
新
種
の
ト
ラ

プ
が
出
る
か
分
か
ら
な
い
以
上

け
ら
れ
る
も
の
は

け
る
べ

き

そ
し
て
常
に
気
を

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ス
カ
ウ
ト
と
は
戦
闘
面
で
は
と
も
か
く
攻
略
や
探
索
全

で

間
の
命
と
安
全
を

か
る

重
要
な

を
持
つ
の
だ

 

と
か
つ
て

は
ダ

カ

に

と
そ
れ
は
も
う
し
つ
こ
い
く
ら
い
に
話
し
た

の
だ
け
ど

結
果
は
あ
の
ザ
マ
で
あ
る

 

が
今
指
導
し
て
い
る
リ

姉
に
シ
ノ
ン
ル
ク
ス
ユ
イ
姉
の
四
人
は
危
険
性
を
理
解
し
て

な
ま
じ
失

を
話
し
て
い
る
だ
け
に

真
剣
に

い
て
く
れ
て
い
る
か
ら
助
か

て

い
る
が

最
初
は
あ
ま
り
気

り
し
な
か

た

最
初
に
教
え
る
事
に
な

た
リ

姉
と
シ
ノ

ン
に
特

な
事
情
が
無
け
れ
ば

き

と
今
で
も

に
対
し
て
も
指
導
を
し
て
い
な
い
と
思
う

ち

と
し
た
助

く
ら
い
は
す
る
だ
ろ
う
け
ど
本

を
入
れ
る
事
は
無
か

た
だ
ろ
う
と
断

出
来
る

 

か
に

か
を
教
え
る
事
が

気
に
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
い
る
の
だ

き
で
は
あ
る
け
ど
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苦
手
に
な

て
い
る

他
者
の
命
を

か
る
の
な
ら
そ
れ
も

然
の
話
だ
け
ど

 
そ
う
思

し
て
い
る
と
フ

リ
ア
が

え
目
に
こ
ち
ら
に

線
を
向
け
て
来
る
事
に
気
付
い

た

だ
ろ
う
と
思

て

を
向
け
る
と

フ

リ
ア
は

か
に

う

振
り
を
見
せ
る

ど
う
し
た
ん
だ

ん
と

さ

き
キ
リ
ト
の

が
恐
か

た
の

て

も
し
か
し
て
わ
た
し
が
同
じ
よ

う
に
な
る
か
も

て
思

た
か
ら

と

う
よ
り
は
ス
カ
ウ
ト
を

か
に

せ
る
事
な
ん
て

し
振
り
だ
か
ら

と
思
い
出

し
た
と

た
方
が
正
確
か
な

 
攻
略
組
の
上

に
入
る
レ
ベ
ル
と
実
力
を
持
つ
フ

リ
ア
が
同
じ

を

む
と
は
思

て

い
な
い

 
む
し
ろ
複
数
の
Ｍ
ｏ
ｂ
か
ら
護
り

け
ず
死
な
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
心

が
あ
る

 
そ
れ
に
今
ま
で

ロ
で
活
動
し
て
い
た

に
他
者
に
ス
カ
ウ
ト
の

を

せ
る
の
は

月
夜
の
黒
猫

と
共
に
活
動
し
て
い
た
時
以
来
の
事
で

そ
れ
を
思
い
出
し
て

ダ

カ

の
事
を
想

し
た
と

た
方
が
正
確
な
の
は
事
実
だ
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そ
れ
を
明
か
す
と
フ

リ
ア
は

得
し
た
面
持
ち
で

い
た

ユ
イ
姉
は
未
だ

し
い
面
持

ち
で
こ
ち
ら
を
じ

と
見
て
く
る
か
ら
ち

と
怖
く
て

線
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
そ

か
キ
リ
ト

て

本

ロ
だ

た
も
ん
ね

地
下
迷

の
時
は
そ
も
そ
も
索

を

発
動
す
る
よ
り
前
に

の
方
か
ら
襲

て
来
て
た
し

あ
の
勢
い
ば
か
り
は
本
気
で
内
心

や

や
し
た
な

 
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
よ
り
も

か
に
高
レ
ベ
ル
に
至

て
い
る
モ
ン
ス
タ

を

め
て
十
体
以

上

時
に
二
十
体

も

れ
を

し
て
襲

て
く
る
な
ん
て
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
く
ら

い
で
し
か
経
験
が
無
か

た
し
そ
の
数
を

手
に
し
て
い
る
時
に

間
が

る
状
況
と

え
ば

月
夜
の
黒
猫

壊
滅
の
時
の
み

あ
の
時
は

労
も
あ

た
が

ユ
イ
姉
も

た
か
ら
と
に

か
く
戦
線
が

壊
し
な
い
よ
う
常
に
気
を

り

め
て
い
た

 
あ
の
時
ば
か
り
は

ロ
で
あ
る
事
へ
の

り
を
捨
て
て

し
い
だ
ろ
う
と
分
か

て
い
な
が

ら
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
へ
救

を
要
請
し
ア
ス
ナ
達
を
送

て
来
て
も
ら

て
良
か

た
と
今
で

も
思

て
い
る

正
直
あ
れ
だ
け
の
数
を
一
人
で
数
時
間
ぶ

け
て

手
す
る
の
は

労
が

あ

た
あ
の
時
は
流

に
無
理
だ

た
と
思
う
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万
全
の
状

で
な
ら
可
能
だ

た
だ
ろ
う
が

が
あ

て
も
死
神
と
遭
遇
し
た
時
点

で

ん
で
い
た
可
能
性
は
高
い

と
い
う
か
確
実
に
死
ん
で
い
た

ユ
イ
姉

く
あ
の
ボ
ス
は

倒
さ
れ
る

に
強
化
さ
れ
て
無
限
に
復
活
す
る
設
定
だ

た
よ
う
だ
し
ユ
イ
姉
が

な
け
れ
ば

死
ぬ
し
か
な
か

た
の
は
明
白
で
あ
る

え

と

で
も
今
は
私
も
戦
え
ま
す
し
キ

も
あ
の
時
よ
り
強
い
上
に

労
も
特
に
無

い
で
す
か
ら

断
さ
え
し
な
け
れ
ば
十
分
戦
え
る
と
思
い
ま
す

念
す
る
の
も
大
切
で
す

が

気
に
し
過
ぎ
る
の
は
却

て
良
く
な
い
で
す
よ

キ

ん

 
ず

と
前
か
ら
こ
う
い
う
思

を

け
て
来
た
せ
い
で

に
ク
セ
に
な

て
し
ま

て
い
る

が

気
に
し
過
ぎ
て
行
動
を
制
限
す
る
の
は
却

て
良
く
な
い
の
は
確
か

 

天
的
に
な
る

に
は
い
か
な
い
が
時
に
は
思
い
切

て
行
動
す
る
の
も
一
つ
の
手
と

え

る
だ
ろ
う

 
実

第
七
十
四
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
時
今
後

を
極
め
る
だ
ろ
う
攻
略
で
の
士
気
向
上
を

て
秘
匿
し
て
い
た

二
刀
流

を
解
禁
し
た

あ
の
時

は
後
先
を

え
ず
に
解
禁
し

が

で
も
軍
の
メ
ン
バ

を
生
か
そ
う
と
必
死
だ

た
の
だ

全
く
同
じ
状
況
で
は
な
い
が
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先
の
事
を
恐
れ
て
行
動
を

め
る
の
は
確
か
に
良
策
で
は
無
い

 
不
安
は
あ
る

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
の
ト
ラ

プ
を
経
験
し
て
い
な
い
か
ら

ど
ん
な
も

の
が
あ
る
の
か
と
い
う
恐
れ
も
あ
る

 
け
れ
ど

恐
れ
て
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い

 
恐
れ
を

く
事
は
良
い

い
た
恐
れ
は
自
分
の
身
を
護
る

の
策
を

え
出
す
の
に
必
要
な

フ

ク
タ

だ
か
ら

重
要
な
の
は
恐
れ
か
ら

る

に
行
動
を

め
る
の
か
そ
れ
と
も

恐
れ
を

り
越
え
る

に
行
動
を
変
え
な
い
の
か
だ

じ

じ

あ

ん
 
も
う
目
の
前
で
喪
い
た
く
な
い
想
い
も
あ

て
力
を
付
け
て
来
た

そ
れ
な
の
に

て
は

意
味
が
無
い

 
少
し
ず
つ
で
も

心
に
根
付
い
た
恐
怖
心
を
克

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

て
ば
か
り
で
は

い
ら
れ
な
い

 
こ
れ
ま
で

ロ
を

い
て
来
た
の
は
ビ

タ

と
し
て
の
立
場
と
黒
の
剣
士
の
絶
対

性
の

だ
け
で
は
無
い
心
の

で
は
目
の
前
で
人
が
死
ぬ
光

を
恐
れ
て
そ
れ
を
見
な
く
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て
済
む
よ
う
に
一
人
で

る
部
分
が
確
か
に
あ

た

狂
戦
士
の

輪
の
バ
フ

果

が
絶
大
で

や
今
ま
で
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
が
一
対
一

一
対
多
に

れ
て
い
る
か
ら
で

も
あ
る
が

や
は
り
そ
の
理
由
が
一
番
大
き
い

 
目
の
前
に

な
が
ら
護
れ
な
か

た
全
て
が
始
ま

た
日
の
夜
に
初
め
て
見
た
こ
の
世
界

で
の
人
の
死

 
武

だ
け
残
り
肉
体
は
欠
片
も
残
ら
ず

け

る
そ
の
死
に
方
は
真

で
な
い
人
の
死

を

り
も

と
無
く
見
て
い
る

で
も
恐
怖
を
覚
え
た

同
時

あ
る
意
味
現
実
よ
り
も

ア

サ
リ
と
死
ぬ
事
に
も
そ
れ
は

い
た

 

と
い
う
数
値
が
ゼ
ロ
に
な
る
だ
け
で

動

を

み
千
切
ら
れ
大

出
血
を
し
て
い
る

で
も
内

を

り
出
さ
れ
て
い
る

で
も
無
い
の
に
死
ぬ

な
ま
じ
現
実
で
死
に
多
く
触
れ
て

い
た
か
ら
こ
そ

そ
の
異
常
性
が
克
明
に

た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
恐
怖
心
が
月
夜
の
黒
猫

一
件
で

く
な

た
の
は
自
覚
し
て
い
る
が
あ
れ
か
ら

一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
の
だ
も
う
い
い
加

克

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
ま
で
も

け
る

に
は
い
か
な
い

 

も
か
も
一
人
で
や
ろ
う
と
し
た
か
ら
リ

フ

達
を
助
け
る
代
わ
り
に
自
分
の
身
を
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に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

た

そ
の
事
実
か
ら
目
を
背
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

 
今
回
は

的
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ
の
強
制
転

で
助
か

た
け
ど
二

目
は
無
い

取
り
返
し
が
付
か
な
く
な
る
前
に
そ
の
二

目
の
事

が
来
る
前
に
人
と
一
緒
に
戦
う
事
へ
の

恐
怖
心
を
克

し
な
け
れ
ば

 
あ
る
い
はて

護
る
か
ら

絶
対

死
な
な
い
で

 
そ
の
恐
怖
心
を
抑
え

め
る
く
ら
い

心
を
強
く
し
な
け
れ
ば

  
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て
攻
略
組
が
見
向
き
も
し
な
い
ダ
ン
ジ

ン
へ

る
事
が
日
常
と

な

て
い
た
わ
た
し
は

キ
リ
ト
と
い
う
少
年
の
事
を
多
く
は
知
ら
な
い

 
ビ

タ

黒
の
剣
士

一

出
来
損
な
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
二

人
目
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ホ
ル
ダ

に
し
て
マ
ル
チ
ホ
ル
ダ

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
権
化

オ
レ
ン
ジ
・
レ

ド
プ
レ
イ

キ
ラ

う

を

し
た
者

Ｓ
Ａ
Ｏ
一
の
最
凶
プ

レ
イ

 
少
年
に
つ
い
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
こ
う
い

た
も
の
が
大

そ
れ
も

ど
が



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

悪
い
事
ば
か
り

 
去
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
に
は
眼
が
死
ん
で
い
て
会
話
な
ん
て
し
て
い
な
か

た
か
ら
人
間

性
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か

た
が
レ
イ
ン
か
ら

ら
か

い
て
い
た
の
で
情
報

が

行
し
て

い
る
情
報

の
内
容
に
惑
わ
さ
れ
る
事
は
無
か

た

い
や
レ
イ
ン
か
ら

い
た

と
は
真

逆
で
あ
る
事
に

惑
し
た
事
を

え
れ
ば

あ
る
意
味
惑
わ
さ
れ
た
と
も

え
る

 
闘
技
場
に
て

し
振
り
に

を
合
わ
せ
た
時
は
あ
の
時
よ
り
は
多
少
マ
シ
に
な

た
と
い
う

し
か
無
か

た

戦
闘
を
見
れ
ば

に
違
わ
ぬ

い
や

以
上
の
実
力
の
持
ち
主

で
あ
る
と
理
解
さ
せ
ら
れ
た

出
来
損
な
い

な
ん
て

だ
ろ
う
と
声
を
大
に
し
て

い
た
い

く
ら
い
に
は

 

に
地
下
迷

に
キ
バ
オ
ウ
の
手
で

わ
れ
た
シ
ン
カ

を
助
け
に
行
く

に
同
行
し
そ
し

て
今

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
大
人
の

へ
変
わ

た

剣
を

え
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
と
共

に
回
廊
神
殿
を
探
索
し
て
い
る

だ
が
こ
の

期
間
の
間
で
こ
の
少
年
へ
の

は
ガ
ラ
リ
と

変
わ

た
自
覚
が
あ
る

 
こ
れ
ま
で
わ
た
し
は
こ
の
少
年
が

ロ
を

い
て
い
る
の
は
ビ

タ

と
し
て
の
立
場
故

だ
け
か
と
思

て
い
た

蔑
ま
れ
る
立
場
だ
か
ら
他
者
か
ら

け
容
れ
ら
れ
ず
理
解
者
で
あ
る
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ユ
ウ
キ
達
は

き

ま
な
い

に

離
を
取

て
い
る
の
だ
と

 
そ
の

面
も
あ

た
の
だ
ろ
う
が

月
夜
の
黒
猫

の
話
を

い
て
い
る
と
こ
の
少
年
は

に
目
の
前
で

か
が
死
ぬ
の
を
恐
れ
て
い
て
そ
れ
を
見
た
く
な
い
か
ら
一
人
で

る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な

た

そ
う
で
な
け
れ
ば

き
そ
う
な

で

願
し
て
来
な
い
だ
ろ

う 
今

わ
た
し
の
前
を
歩
い
て
い
る
彼
の

は

に
真
剣
で

を

ら
な
い
剣
士
の

に

な

て
い
る

 
今
見
せ
て
い
る
剣
士
と
し
て
の
強
い

日
や
さ

き
見
せ
た

き
そ
う
な
子

の

ユ

ウ
キ
と
の
デ

エ
ル
で

し
そ
う
に

絶
な

み
を
浮
か
べ
て
い
た

振
る
舞

た

理
を

か
に
食
べ
て
も
ら

て

し
そ
う
に
し
て
い
る

一
体
ど
れ
が
キ
リ
ト
に
と

て

根
幹

と

え
る

な
の
だ
ろ
う
か
と

索

で
マ

プ
上
に

る
Ｍ
ｏ
ｂ
を
示
す

い
ド

ト
の

確
認
を

ら
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら

え

け
る

 
さ

き
見
せ
た

そ
し
て
死
な
な
い
で
と

た
声

か
ら

す
る
に
本
心
で
あ
る

の
は
間
違
い
な
い

恐
ら
く
だ
が
人
の
死
を
見
る
事
に
恐
れ
を

い
て
い
る
事
も

 
け
れ
ど

そ
れ
は
あ
る
意
味
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
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人
の
死
を
恐
れ
る
の
な
ら
ど
う
し
て
オ
レ
ン
ジ
・
レ

ド
キ
ラ

を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か

 
そ
し
て
そ
の
死
へ
の
恐
れ
に
自
分
自
身
は
入

て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か

た
だ

に
他
者

の
死
を
恐
れ
て
い
る
の
は

に

え
て
お
か
し
い

他
者
の
死
を
見
る
事
で
自
分
の
死
を

し
そ
こ
か
ら
初
め
て
死
へ
の
恐
怖
を

く
の
が

で
そ
の
せ
い
で
戦
え
な
く
な
る
人
が
多

か

た

現
に
教
会
に
住
ん
で
い
る
子

達
は
そ
う
だ

た
の
だ

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
自
分
が
死
ぬ
事
を
恐
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
し

き
知

た
行
動
を

え
る
と

更
思
え
な
い

 
そ
こ
に

る

な
の
に
こ
の
世
界
を
生
き
て
い
る
人
間
の
一
人
の

な
の
に
キ
リ
ト
は
意

識
外
に
自
身
を

い
て
動
い
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い

 

ビ

タ

と

黒
の
剣
士

こ
の
二
つ
の
呼
び
名
を
以
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の

序
を
保
と
う
と
し
て
い
る
事
は

せ
た
が

そ
れ
を

し
過
ぎ
て
い
る

ま
る
で

キ
リ
ト

と
い
う
プ
レ
イ

が
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
あ
る
か
の
よ
う
な
振
る
舞
い
は
歪
ん
で
い
る

 

と
は

え

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
彼
の

動
か
ら
来
る

に
過
ぎ
な
い

 
今
の
キ
リ
ト
は
義
理
の
姉
リ

フ

の

責
に
よ
り
一
時
的
に
責
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
真

新
な
状

そ
れ
よ
り
前
な
ら
と
も
か
く
今
な
ら
こ
れ
ま
で
と
全
く
同
じ
思

・
思
想
を
以
て
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動
く
と
は

え

い

ユ
イ
ち

ん
の

葉
に
然
し
て

い
反
応
を
示
さ
な
か

た
事
が
そ
の
証

 
だ
か
ら
こ
そ
真

新
な
状

だ
か
ら
こ
そ
か
つ
て
か
ら

い
て
い
た
恐
怖
心
が
表
に
出
や

す
く
な

て
い
る
の
だ
と
思
う

 
い
や
地
下
迷

へ
ユ
イ
ち

ん
も
行
く
と

た
時
の
反
対
ぶ
り
か
ら

す
る
に
そ
れ
を

直
に
出
す
よ
う
に
な

た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い

以
前
は
苛
立
ち

れ
に
反
対
し

は
彼
女
を

れ
て
行
く
事
に

と

う
よ
り
は
勝
手
に
行
動
さ
れ
る
方
が

だ
と
判
断
し
て

い
た
が
故
だ
が

同
し
て
い
た
か
ら
勝
手
に
し
ろ
と

い
捨
て
た
が
ア
ス
ナ
達
を
呼

び
寄
せ
た
行
動
は
如
実
に
そ
の
本
心
を
物
語

て
い
る

義
理
の
姉
と
い
う
事
も
あ

た
だ
ろ
う

が

目
の
前
で
喪
う
事
へ
の
恐
怖
心
が
根

に
根
付
い
て
い
る
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
さ

き

直
に

に
さ
れ
た
弱

と
い
う
本

 
そ
れ
は
き

と
い
い

向
だ

も

わ
ず
他
者
が
死
な
な
い
よ
う

そ
れ
も
自
分
の
苦

労
や

を

外

し
て

裏
で
動
い
て
い
た
の
が
今
は
こ
ち
ら
の
実
力
を
信
じ
る
形
に
変

わ

た
の
だ
か
ら

裏
で
動
こ
う
に
も
出
来
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
う

面
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
さ

き
の
よ
う
に
さ
さ
や
か
な
願
い
と
し
て
願
望
と
し
て

に
す
る
だ
け
で
も
闘
技
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場
で
再
会
し
て
か
ら
の

期
間
で

分
良
い
方
向
に

い
た
と
思
う

 
ユ
ウ
キ
や
レ
イ
ン
達
の
話
か
ら

金
入
り
の
自
己

者
だ
と
思

て
い
た
が
そ
れ
を
根

か
ら

し
た
義
姉
リ

フ

は
わ
た
し
の
予
想
以
上
の

物
か
も
し
れ
な
い

か
ど
こ
ろ
か
完

に
今
ま
で
の

動
・
思

・
思
想
を

し

善
さ
せ
る
方
向
へ
と

け
る
な
ど

が
予
想
出

来
た
だ
ろ
う
か

ま
じ
い
力
業
で
は
あ

た
が
今
ま
で
同
情
と
い
う
形
で

過
し
て
来

た
彼
の
歪
み
を

正
出
来
た
彼
女
は
本

の
意
味
で
キ
リ
ト
と
向
き
合
い
愛
情
を

い
で

い
た
の
だ
と
理
解
さ
せ
ら
れ
た

 
闘
技
場
で
初
め
て

を
合
わ
せ

圏
内
事
件

が

発
し
た
日
の

後
教
会
に
て
話
し
た
時

に
は

ち

い
た
少
女
だ
と
し
か
思
わ
な
か

た
が
第
一

と
い
う
も
の
は
あ
ま
り

に
立

ち
そ
う
に
無
い

こ
の
義
姉
弟
達
は
特
に

 

ま

そ
れ
を

き
に
し
て
も
わ
た
し
と

が
一

し
て
い
る
間
の
面
倒
く
ら
い

は
見
よ
う
と

そ
う

感
を
持
て
る
人
間
性
で
あ
る
事
は
確
か
だ

 
目
的
の

な
ら
手

を

ば
な
い
そ
の
非
情
さ
に
は
戦

を

く
し
決
し
て
大

の

に
少

数
を
切
り
捨
て
る
方
法
を
正
し
い
と
は
思
わ
な
い
が
そ
れ
で
も
決
し
て
間
違

て
い
る
と
は
思

え
な
い

キ
リ
ト
が
自
ら
し
て
い
る
行
い
で
あ
る
事
と
そ
の
行
い
の
お
陰
で
今
ま
で
ア
イ
ン
ク
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ラ

ド

が
一
応
の

序
を
保
て
て
い
た
の
だ
か
ら

 
恐
ら
く
だ
が
わ
た
し
が
キ
リ
ト
か
ら
離
反
し
よ
う
と
し
な
い
限
り
は

対

に
な
り
得
な

い
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
は

し
く
そ
し
て
非
情
に
な
り
切
れ
な
い
甘
さ
が
あ
る

そ
の
甘
さ
が
ユ
ウ
キ
達
と

の
近
し
い

離
感
で
あ
り

し
さ
が
そ
の

離
を

め
新
た
に
理
解
者
を
増
や
し
て
い
く
要

と
な
る

要
は

来
る
者

ま
ず

去
る
者
追
わ
ず

の
体
現
者

 
現
に

時
の
間
に
か
わ
た
し
は
キ
リ
ト
の

者
に
な

て
し
ま

て
い
る

レ
イ
ン
や
サ

シ

さ
ん
と
い
う
共

の
繋
が
り
が
あ

た
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
し
て
そ
れ
を
ど
こ
か
心
地
い
い
と
感
じ
る
自
分
が

る
の
も
確
か

根
幹
の
部
分
は
意
地

を

て

こ
う
と
す
る
ク
セ
に
子

ら
し
い
甘
さ
が
あ
り
非
情
に
な
り
切
れ
ず
そ
れ
で
も

非
情
で
あ
ろ
う
と
振
る
舞
う
そ
の
い
じ
ら
し
さ
は

と
も

ら
な
い

大
切
な
人
を
護
ろ
う
と
必

死
に
な
る
部
分
も

感
を
持
て
る

 

こ
の
少
年
の
先
を
も
う
少
し
見
て
い
た
い
と

そ
う
思
え
る
く
ら
い
に
は

 
別
に
リ

フ

や
シ
ノ
ン
ユ
ウ
キ
達
が
こ
の
少
年
に
向
け
る
よ
う
な
想
い
は

い
て
い
な
い

そ
も
そ
も
か
ら
し
て
わ
た
し
と
キ
リ
ト
の

は
協
力
者
と
い
う
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
を
前

と
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し
た
も
の
彼
の

が
自
分
に
と

て
不

な
も
の
な
ら
ば
容
赦
な
く
却
下
を
出
す
し
場

合
に
よ

て
は
別
行
動
を
取
る
事
も

え
て
い
る

 
だ
が
自
分
に
と

て

の
あ
る
話
な
ら
ば
あ
る
程

の
不

や
リ
ス
ク
は

み

む

そ

れ
く
ら
い
に
は
キ
リ
ト
と
い
う
少
年
の
事
を
見

ん
で
い
る

 
そ
し
て

向
け
ら
れ
た
信
頼
に
は
全
力
で
応
え
よ
う
と
も

二
人
共
そ
こ
の

の
向
こ
う
に

八
体
色
は
ダ

ク
ク
リ
ム

ン

多
分
レ
ベ
ル
１
３

０
前
後
の
騎
士
Ｍ
ｏ
ｂ
だ
よ

 
回
廊
神
殿
に
入

て
少
し
歩
い
た
先
に
見
え
た
横
開
き
の

の
向
こ
う
に
は
以
前
あ
ま
り
に

も
実
力
差
が
あ
り
過
ぎ
る

に
探
索
を

え
た
未

の

が
広
が

て
い
る

そ
れ
で
も
索

ス
キ
ル
は

内
で
あ
れ
ば
未

で
も
マ

プ
に
ド

ト
を

し
て
く
れ
る
の
で
ス
カ
ウ
ト

の

を
全
う
す
る
く
ら
い
な
ら
問

は
無
い

 
予
め
レ
イ
ン
や
ユ
ウ
キ
が
話
し
て
い
た
事
な
の
で
二
人
は
大
し
た

き
は
見
せ
な
か

た
が

そ
の
数
の
多
さ
故
か
キ
リ
ト
は
思

で

を
見

め
る

そ
れ
か
ら
マ

プ
を
開
き
地
理

的
に
も
確
認
を
始
め
た

 
ユ
イ
ち

ん
は

な

い

を
き

と
寄
せ
そ
の

な

を
義
弟
へ
と
向
け

葉
を
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つ
 
キ
リ
ト
が
作
戦
を

え
て
い
る
間
に

の

を

け
る
が
以
前
来
た
時
に
は

た
騎
士

Ｍ
ｏ
ｂ
の
数
が
い
や
に
少
な
い
事
が
気
に
掛
か

た

リ
ポ

プ
し
た
の
な
ら

か
に
倒
さ
れ
な

い
限
り

を

け
る
の
で
恐
ら
く
わ
た
し
達
以
外
の

か
が
先
に
こ
こ
を

た
の
だ
ろ
う

 
も
し
か
す
る
と
ユ
ウ
キ
達
と
合
流
し

ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン

と
や
ら
が
発
生
し
た
直
後

に
見
か
け
た
黒

く
め
コ

ト
の
プ
レ
イ

が
片
付
け
た
の
か
も
し
れ
な
い

 

そ
う
い
え
ば

あ
の
時
見
た
プ
レ
イ

の
コ

ト
は

今
ユ
イ
ち

ん
が
来
て
い
る

コ

ト
と
同
じ
見
た
目
を
し
て
い
る

背

も
多
分
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
だ
し
コ

ト
の
上
か

ら
で
も
分
か
る

の

さ

で

も
大
体
同
じ

コ

ト
の
上
か
ら
で
も
分
か
る
く
ら
い

自
己
主

を
し
て
い
る

部
だ
け
は
あ
の
プ
レ
イ

を
見
付
け
た
場

が

暗
か

た
せ
い

で
分
か
ら
な
い
の
で
同
じ
か
不
明
だ
が

身
体
的
特
徴
は
大
体
似

て
い
る

 
あ
の
プ
レ
イ

が
ユ
イ
ち

ん
だ
と
は
思
え
な
い

あ
の
後
す
ぐ
に
キ
リ
ト
と

理

で
遭

遇
し
た
し
こ
の
三
日
間
一

た
り
と
も
キ
リ
ト
か
ら
離
れ
た
事
は
無
い
ら
し
い
か
ら
必
然
的
に

違
う
の
だ

 
あ
の
黒
コ

ト
の
プ
レ
イ

は

一
体

者
だ

た
の
だ
ろ
う
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ど
う
や
ら
そ
の
八
体
の
モ
ン
ス
タ

は
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
の

対

モ
ン
ス
タ

み
た
い
だ
な

 
わ
た
し
の

意
を

け
て
マ

プ
で
確
認
し
て
い
た
キ
リ
ト
は
少
し

し
い

で
そ
う

た

ユ
イ
ち

ん
と
共
に

を

て
い
る
と
こ
ち
ら
に
可

化
し
た
マ

プ
を
見
せ
て
く
れ

た 
紋
様
を
持

て
い
る
彼
は
わ
た
し
と
違

て
発
生
し
て
い
る
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
の
場

や
内
容

対

が
い
る
な
ら
レ
ベ
ル
と
共
に
名
称
も
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

マ

プ
を
開
い
て

や
ら

え

む
よ
う
に
し
て
い
た
の
は
発
生
し
て
い
る
ミ

シ

ン
の
エ
リ
ア

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

 
ミ

シ

ン
の
名
称
は

定
の
騎
士
達

要
に
は

か
つ
て
滅
び
を

え
た
国
の
騎
士

達
の
無
念
が

に

り
自
ら
の
無
念
を
晴
ら
す
者
を
探
し

い
始
め
た

彼
ら
の
魂
を

め

る

の
一
歩
と
し
て
力
を
示
せ
と
あ
り
取
り

え
ず
戦
え
と
指
示
し
て
い
た

ど
う
や
ら
件

の
八
体
の
モ
ン
ス
タ

は

の
向
こ
う
の
部

の
中
を

く
り
と
う
ろ
つ
き
な
が
ら

戦
者

の

れ
を

て
い
る
よ
う
だ

へ

ミ

シ

ン
一
つ
に
も
そ
れ
な
り
の
ス
ト

リ

が
あ
る
ん
だ

ち

と
意
外
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カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
自
動
生
成
し
て
い
る
無
数
の
ク
エ
ス
ト
は
イ
ン
タ

ネ

ト
を

し
て
世
界
の
あ
り
と
あ
ら

る
神
話
や
伝
承
伝
記
冒
険

に
史
実
の

説
を
取
り

み
ア
レ
ン
ジ
を

し
た
上
で
実

し
て
い
ま
す

こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
て
い

る
ミ

シ

ン
に
ス
ト

リ

性
が
あ
る
以
上

恐
ら
く
は

に
な

た
話
が
あ
る

な
の
で

そ
れ
を
あ
る
程

残
し
て
い
る
の
で
し

う

ん

 
わ
た
し
は
少
し
感
心
し
た

 
ユ
イ
ち

ん
か
ら
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
ア

プ
デ

ト
さ

れ
る
可
能
性
の
あ
る

験
が

つ
も
行
わ
れ
て
い
る
事
を

い
て
知

て
は
い
た
が
ま
さ
か
た

だ
の
デ

タ
取
り
だ
け
で
な
く
ミ

シ

ン
一
つ
に
す
ら
物
語
が
組
み

ま
れ
て
い
る
の
は
と

て
も

て
い
る

し
か
も
こ
の

要
を
見
る
限
り
ま
だ

き
の
ミ

シ

ン

チ

ン
ク
エ
ス
ト
が

き
て
も
お
か
し
く
な
い

 
と
い
う
か
今
わ
た
し
は

な
ら
知
り
得
な
い
事
を
知

て
し
ま

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
今
ま
で
わ
た
し
達
が
必
死
に

け
て
ク
リ
ア
し
て
来
た
ク
エ
ス
ト
を
全
部
シ
ス
テ
ム
が
自
動
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で
作

て
い
た

て

 
ク
エ
ス
ト
掲
示
板
に
載

て
い
る
数
が
第
七
十
五
層

達
時
点
で
一
万
個
を
超
え
て
い
た
し

殺
人
⻤
オ

ガ
の

な
ど
を
こ
な
し
て
も

に
は
ま
た
出
て
い
る
と
か
原

の
分
か
ら
な
い

も
の
も
よ
く
見
か
け
た
が
そ
れ
ら
全
て
が
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
自
動
生
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
知

て

だ
か
虚
し
く
な

た

 
人
が
手
掛
け
た
の
で
あ
れ
ば

は
あ
る
け
ど
シ
ス
テ
ム
が
自
動
生
成
し
て
い
く
の
な
ら

が

無
い

 
自
然
終
わ
り
も
無
い
と
い
う

で

そ
れ
は
あ
ま
り
思

し
な
い
方
が
良
い
と
思
う

逆
に

え
る
ん
だ
ユ
ニ

ク
ク
エ
ス
ト
で

も
無
い
限
り

ら
で
も

け
ら
れ
る

て

そ
う
だ
ね

 
わ
た
し
と
同
じ
思

を
し
た
ら
し
い
キ
リ
ト
が
ど
こ
か
遠
い
眼
を
し
つ
つ

て
き
て
そ
れ

が
一
番
精
神
衛
生
的
に
良
い
だ
ろ
う
と
思
い

け
容
れ
る

 
実

限
り
が
無
い
ク
エ
ス
ト
と
い
う
の
は
圏
外
で
活
動
す
る
者
達
に
と

て
は
か
な
り

合
の
い
い
話
だ

コ
ル
は

論

を
倒
し
た

に
手
に
入
る
経
験
値
の
他
に
ク
エ
ス
ト
達
成
で
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の
経
験
値
も
手
に
入
る
し
二
束
三
文
で
し
か

れ
な
い

ア
イ
テ
ム
も
ク
エ
ス
ト
に

ぎ

め
ば
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
経

す
る

で

た
時
よ
り
高
値

つ
経
験
値
を
得
ら
れ
る
と
い
う
お
ま
け

ま
で
つ
い
て
い
る

 
そ
れ
を

え
れ
ば
限
り
が
無
い
事
を
不

合
と
は
別
に

え
な
い

 
そ
れ
に
第
七
十
六
層
で
パ

テ

の

ク
エ
ス
ト
を

け
て

そ
の
対

モ
ン
ス

タ

が
第
一
層
と
同
種
で
あ
り
な
が
ら
第
七
十
六
層
に
も

る
タ
イ
プ
な
ら
得
ら
れ
る
経
験
値

的
に

層
や
中
層
の
プ
レ
イ

の
レ
ベ
リ
ン
グ
も
可
能
だ

さ

き
キ
リ
ト
が
リ

フ

達
と

し
て
い
た
よ
う
な
方
法
で

レ
ベ
ル
パ

テ

の
中
に
一
人
だ
け
高
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

が

て
そ
の
人
が

を
取
れ
ば

そ
の
パ

テ

は

本
経
験
値
だ
け
で
も
得
て
レ
ベ
ル
ア

プ
出
来
る
と
い
う
事
に
な
る

 
そ
れ
を

も

り
返
せ
る
と
い
う
事
を

え
れ
ば
む
し
ろ

合
と

え
る

 
実

の
と
こ
ろ
そ
う
い
う
レ
ベ
リ
ン
グ
は
可
能
な
の
か
キ
リ
ト
に

ね
て
み
る
事
に
し
た

生

憎
と

ア

ク

フ

ア

に
つ
い
て
あ
る
程

知
り
は
し
て
も

圏
外

に

る
第
七
十
六

層
の
モ
ン
ス
タ

は
知
ら
な
い
の
だ

む

な
る

ど

そ
う
い
う
レ
ベ
リ
ン
グ
も
あ
り
だ
な
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え
た
レ
ベ
リ
ン
グ
方
法
と
ク
エ
ス
ト
を
無
限
に

け
ら
れ
る
メ
リ

ト
を
話
し
て
み
た
と
こ

ろ

意
外
に
も

感
触
が
返

て
来
た

手
隙
の
攻
略
組
が
コ
ル

ぎ
も

ね
て
ク
エ
ス
ト
を
パ

テ

で

け
そ
の

中
で
経
験

す
る
戦
闘
に
中
層

の
プ
レ
イ

達
も
参
加
さ
せ
て
レ
ベ
リ
ン
グ
す
れ
ば
自
分
で
コ
ル
を

る
と
い
う
事
に
な
る

う
ん
一

ヒ

ス
ク
リ
フ
達
に
話
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

な
いえ

ホ
ン
ト
に

 
た
だ
の
思
い
付
き
な
ん
だ
け
ど

外
思
い
付
き
は

れ
な
い
と
思
う

確
か
に
ま
だ
穴
は
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
骨
子
の
部
分
は

と
現
実
的
で
実

可
能
だ
か
ら
な
現
に
ル
ク
ス
達
で
成

し
て
い
る

や
ろ
う
と
思
え
ば
こ

れ
も
出
来
る

だ

問

は
攻
略
組
や
立
ち

生
し
て
い
る
プ
レ
イ

に
そ
の

力
と

精
神
的
な

が
あ
る
か
ど
う
か
な
ん
だ
け
ど

 
第
七
十
五
層
で
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
で
の

え
戦
力
と
し
て

れ
て
行

て
い
た
第
二
レ
イ
ド
を

全
滅
さ
せ
ら
れ
た

に
大

に
戦
力
が

下
し
て
い
る
現
在
本
命
で
あ
る
最
前
線
攻
略
以
外
に

気
を
回
せ
る
プ
レ
イ

が
い
る
の
か
と
い
う
の
が

キ
リ
ト
の

念
で
あ
る
ら
し
か

た

ま

今
こ
の
場
面
で
は

無
い
か
ら
後
回
し
に
す
る
と
し
て

ん
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私
は
キ

の
判
断
に

い
ま
す
が

ど
う
し
ま
す
か

わ
た
し
個
人
の
意
見
と
し
て
は

け
た
方
が
良
い
気
も
す
る
ん
だ
け
ど

 
ユ
ウ
キ
と
一
緒
に

た
時
に
確
認
し
た
実

エ
レ
メ
ン
ト

目
と
や
ら
の
内
容
は
大

体
が
破
格
の
要

で

そ
れ
ら
に

せ
ら
れ
て
い
る

件
を
ク
リ
ア
し
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
実

す
れ
ば
戦
力
上

は
見

め
る
が
無
理
に
そ
れ
を

う
必
要

は
な
い
と
わ
た
し
は
個
人
的
に

え
て
い
る

 
つ
ま
り

が
あ
る
時
に
す
れ
ば
い
い

 
現
状

Ｍ
ｏ
ｂ
の
数
は
八
体
で
あ
る
の
に
対
し
こ
ち
ら
は
三
人

し
か
も
わ
た
し
は
レ
ベ

ル
的
に
ス
カ
ウ
ト

と
し
て
か

に
立
て
な
い
の
で
平

レ
ベ
ル
か
ら
す
れ
ば
高
い

う
で
は
あ

る
も
の
の

戦
力
外
に

し
く

つ
ま
り
は
実

二
人
し
か
戦
力
に
な
る
者
が
い
な
い

 
更
に
ユ
イ
ち

ん
も
上

者
に
片

突

み
始
め
た
と
は

え
そ
れ
で
も
一
対
多
の
戦
い

に
は
不

れ
な
の
は
確
実

イ
ネ

ブ
ル

色
に
な

て
い
る

を
全
損
し
て
も
復
活
す
る
と

知

て
い
る
と
は

え
や
は
り
目
の
前
で
親
し
い
者
が
死
ぬ
光

は
出
来
る
だ
け

け
た
い
の

が
人
情

 
キ
リ
ト
も
そ
う
思

て
い
る
か
ら
突

む
べ
き
か

か
で
悩
ん
で
い
る
の
だ
と
思
う
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逆
に

え
れ
ば

突

む
事
を
メ
リ

ト
と
す
る

か
を
彼
は
感
じ
取

て
い
る

だ

キ
リ
ト
は

で
悩
ん
で
る
の

 
戦
い
は
出
来
る
だ
け

け
た
方
が
良
い
と
思
う
け
ど

ん

い
や
こ
の

の
先
の
部

は
マ

ピ
ン
グ
さ
れ
て
な
い
け
ど
他
の

は
大
体
さ

れ
て
る

の

の
空
白
か
ら
す
る
に
多
分
そ
れ
な
り
に
広
い
か
あ
る
い
は
小
部

が
二
つ

ん
で
る
か
く
ら
い
だ
と
思

て

見
て
な
い
ん
だ
か
ら
そ
こ
に
手
掛
か
り
が
あ
る
ん
じ

な
い

か
な
と

 

わ
れ
て
マ

プ
を
確
認
す
れ
ば
確
か
に
マ

ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
な
い

の

の
空
白
そ
し
て

し
て
い
る
八
体
の
Ｍ
ｏ
ｂ
の

か
ら
す
る
に
大
部

が
一
つ
あ

る
い
は
小
部

が
二
つ
程

の
空
間
が
あ
る

 
以
前
は
高
レ
ベ
ル
の
モ
ン
ス
タ

が

る
か
ら
と
い
う
事
で

け
て
い
て

を
開
け
て
い
な
い

そ
の

に
手
掛
か
り
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
は

定
出
来
な
い

 
そ
こ
が
キ
リ
ト
は
引

掛
か

て
い
る
ら
し
い

な
る

ど

そ
れ
で
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
の
二
人
で

中
に

る
八
体
は
倒
せ
そ
う

 

現
実
的
に

え
て

レ
ベ
ル
差
的
に
多
分
わ
た
し
は
戦
力
に
な
ら
な
い
け
ど

レ
イ
ド
二
つ
分
の
プ
レ
イ

を

手
に
し
た
時
あ
る
し

八
体
く
ら
い
は

だ
な
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私
は
少
し
不
安
で
す
ね

二
体
ま
で
な
ら

と
か

を
保
て
る
か
と

 
キ
リ
ト
の
実
力
を

え
る
と
そ
れ
が

な
の
か
そ
れ
と
も
ユ
イ
ち

ん
の
方
が

な
の

か
ち

と
分
か
ら
な
く
な
る
コ
メ
ン
ト
を
返
さ
れ
て
し
ま

た

多
分
キ
リ
ト
の
方
が
お
か

し
い
の
だ
ろ
う
け
ど
武

を

え
る
と
確
か
に

な
の
が

と
思
え
て
し
ま
う
か
ら
不
思
議

だ 
と
は

え
ス
テ

タ
ス
と
武

が

同
一
の
ユ
イ
ち

ん
は
そ
う
で
は
な
い
事
か
ら
や
は

り
経
験
と
い
う
も
の
は
大
事
な
の
だ
な
と
思
わ
せ
ら
れ
る

 
彼
女
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う

人
間
に

べ
て
演

理
や
マ
ル
チ
タ
ス
ク
能
力
が
圧
倒
的

な
の
は
明
白

を

作
す
る
に
あ
た

て
そ
う
い
う
能
力
の
高
さ
が
重
要
で
あ
る
事
は

か
つ
て
地
下
迷

で
教
え
て
も
ら

て
い
た
か
ら
恐
ら
く
そ
う
い
う
意
味
で
は
ユ
イ
ち

ん
に

し
た
武

な
の
だ
ろ
う

そ
れ
で
も
キ
リ
ト
に

て
い
る
と
い
う
事
は
戦
闘
経
験
の
無
さ
が

足
を
引

て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

 
逆
に

え
ば
最
前
線
で
戦
い

け
た
ら

れ
は
第
二
の
キ
リ
ト
と
な
る
の
だ
ろ
う

じ

あ
わ
た
し
は

の

に

た
る
と
し
て

二
人
は
ど
う
戦
う
つ
も
り

あ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

少
し
お
願
い
が
あ
る

今
回
は

を
一
人
で
戦
わ
せ
て
欲
し
い
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実
力
が
あ
る
キ
リ
ト
が
六
体
く
ら
い
引
き
付
け
て
い
る
間
に
ユ
イ
ち

ん
に
二
体
を

手
さ
せ

て
経
験
を

ま
せ
る
か
安
全
策
を
取

て
間
引
き
を
し
た
後
に
ユ
イ
ち

ん
に
残
り
を

せ
る

風
に
す
る
か
な
と

え
て
い
る
と

キ
リ
ト
本
人
か
ら
と
ん
で
も
な
い
事
を

わ
れ
た

 
レ
ベ
リ
ン
グ
目
的
で
わ
た
し
と
ユ
イ
ち

ん
を
組
ま
せ
て

て
る
の
か
な
と

え
て
い
た
が

そ
の
予
想
を
悪
い
意
味
で
裏
切
ら
れ
て
思
わ
ず

根
を
寄
せ
て
し
ま

た

キ
リ
ト
の
実
力
と

備
な
ら
仮

精
神
面
が
原
因
で
多
少
攻
め
が
弱
く
な

て
い
る
と
し
て
も

が
と
ん
で
も
な

く
強
い
か
ら
目
立
つ
デ
メ
リ

ト
に
な

て
い
な
い
し
十
分
勝
ち

け
る
可
能
性
を
持

て
い

る 
だ
が
そ
う
い
う
意
味
で
は
無
い

キ
リ
ト
一
人
に
負

を
掛
け
る
と
い
う
事
が

根
を
寄
せ
さ

せ
る
の
だ

 
ユ
イ
ち

ん
な
ど
無
表
情
に
な

て
い
て
正
直
怖
い

目
は

論

も

て
な
い
し

か

に

が
引
き

て
い
る
よ
う
に
見
え
る

理
由
はの

戦
い
方
を
も
う
少
し
広

た
い

成

の
可

は
一

く
と
し
て
も

正
直
一

人
で
戦

た
方
が
確
か
め
や
す
い
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む

体
的
に
は

部

全
体
を
火
の
海
に
す
る
か
ら
入
ら
な
い
で

 
静
か
に
怒
り
を
見
せ
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
の
問
い
に
対
し

キ
リ
ト
は
特
に
気
負
う
事
無
く

見
上

た
事
に

む
様
子
も
見
せ
ず

は
き
は
き
と

え
た

最
後
の

え
は
恐
ら
く

闘
技
場
で
ホ
ロ
ウ
が
し
て
み
せ
た
あ
の
火
の
海
の
事
だ
ろ
う

 
ボ
ス
専

技
と
い
う
の
は
あ
ら

る
ゲ

ム
に
存
在
す
る
が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
ボ
ス
は
複
数

の
魔
法
の

果
を
一
つ
に

め
た
も
の
こ
そ
あ
れ

本
的
な
骨
子
の
部
分
は
プ
レ
イ

も
使
え

る

ド
ス
キ
ル
だ

て
ボ
ス
専

の
も
の
は
無
い

少
な
く
と
も
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な

い

の
だ
か
ら
そ
の
理

を

え
れ
ば
ホ
ロ
ウ
が
見
せ
て
い
た
攻
撃
方
法
は
全
て
キ
リ
ト
も

使
え
る
と
い
う
事
に
な
る

 
そ
れ
が
仮
に
使
え
れ
ば
直
に
戦

た
キ
リ
ト
は
そ
の
技
全
て
を
使
え
る
よ
う
に
な
る

レ
ベ

ル
と
ス
テ

タ
ス

に
は
無
い

な
思

と
戦
略
を
立
て
る

と
経
験

そ
し
て
技
か

ら
技
を
繋

る
人
間
特
有
の
自
由
性
が
あ
る
の
だ
ボ
ス
が
そ
の
ま
ま
味
方
に
な

た
場
合
よ
り

あ
る
意
味

い
と
思
う

 
そ
し
て
そ
れ
を
確
か
め
る

に

同
時
に
ど
れ
だ
け

の

を

れ
る
か
の

証
の

に
こ
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こ
で

す
と

た
の
だ
ろ
う

 
ま

リ

フ

達
が
一
緒
に

る
と
絶
対
反
対
意
見
が
強
く
て
撤
回
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

う
し
離
れ
て
い
る
間
に
不

の
事

で
も
あ

た
ら

る
か
ら
経
験
を

ん
で
い
る
ス
カ
ウ

ト

の
わ
た
し
と
ち

と
や
そ

と
で
は
負
け
な
い
ユ
イ
ち

ん
し
か

な
い
こ
の
場
で

し
て
き
た
の
だ
と
は
推

出
来
る

火
の
海
を
再
現
す
る
と
な
れ
ば
実

味
方
は
邪
魔
に
な
る

な
る

ど

わ
た
し
は
別
に
良
い
よ

む

今
回
だ
け
で
す

そ
れ
と

危
険
と
判
断
し
た
ら

護
し
ま
す
か
ら

 
自
己

的
な
思

で
は
無
い
し

か
り
と
し
た
理
由
を

い
た
わ
た
し
は

直
に
そ
の
お
願

い
を

き
入
れ
る

 
ユ
イ
ち

ん
も
味
方
を

き

む
実
験
の

な
ら
仕
方
な
い
と
不
承
不
承
な
が
ら
引
き
下
が

る

そ
れ
で
も

護
す
る
と

え
る
の
は
彼
女
が
遠

離
攻
撃
を
可
能
と
し
て
い
る
の
と
姉
心

か
ら
来
る

念
故
か

少
し

を

ら
ま
せ
て
い
る
の
が
可
愛
い
な
と
思
う

今
は
わ
た
し
よ
り

ん
の
少
し
背
が
高
い
け
ど

そ
の
可
愛
ら
し
さ
は
変
わ
ら
な
い

う
ん

頼
ん
だ

そ
れ
と
二
人
共

あ
り
が
と
う

 
心
配
さ
れ
て
い
る
事
が

し
か

た
の
か
キ
リ
ト
は
に
こ
や
か
に

ん
で
お
礼
を

て
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来
た

 

に
立
つ
黒

く
め
黒
髪
の
女
性
は
そ
の

を
見
て

を

め
て
け
れ
ど
一
人
で
戦
わ
せ
る

事
を
完
全
に

け
容
れ
ら
れ
な
い
か
ら
か
む
く
れ
た

で

線
を

ら
す

そ
れ
に

れ

し
も

ま
れ
て
い
る
事
は
す
ぐ
に
分
か

た

 
恐
ら
く

れ

し
の
面
が
あ
る
事
を
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
彼
は
明
る
い

み
に

苦

を

加
え
つ
つ

へ
と
近
付
く

 
そ
の
背
中
を
見
た
時

と
疑
問
が
浮
か
ん
だ

仮
に
ホ
ロ
ウ
戦
の
火
の
海
の
ダ
メ

ジ
発
生

の

件
を
地
に
足
を
付
け
て
い
る
と
定
義
す
れ
ば
騎
士
型
Ｍ
ｏ
ｂ
だ
け
で
な
く
キ
リ
ト
も
ダ

メ

ジ
を
負
う
事
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
肉
を
切

て
骨
を
断
つ
戦
法
を

定
は
し
な
い
が

あ
ま
り

け
容
れ
た
く
な
い

 
別
に
直

け
ば
済
む
話
な
の
だ
が
も
う

の
前
に
立

て
愛
剣
で
あ
る
エ
リ

シ
デ

タ

と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を

え
今
に
も
開
け
よ
う
と
し
て
い
て

そ
の
機
会
を

し
て
し
ま

た

今
声
を
掛
け
る
と
集
中
を
乱
す
か
も
だ
し

か
不
安
は
あ
る
が
キ
リ
ト
が
そ
ん
な
事
を

え
て
い
な
い
と
信
じ
る
し
か
無
い

 
そ
れ
に
自
分
の
事
を
蔑
ろ
に
し
な
い
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
要

の
一
つ
に
も
な
る
か
ら
様
子
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見
に
し
て
お
こ
う

こ
こ
で
仮
に
自
分
に
も
ダ
メ

ジ
が
あ

て
そ
れ
を
前

に
八
体
の
Ｍ
ｏ

ｂ
を
倒
す
事
を

え
て
い
た
と
発
覚
す
れ
ば
こ
れ
は
後
か
ら
お
説
教
だ

す
る
の
は

論
怖
い

怖
い
お
義
姉
ち

ん
達
で
あ
る

 

気
に
そ
こ
に
レ
イ
ン
や
ア
ス
ナ
ユ
ウ
キ
達
も
入
り
そ
う
な

り
結
構
彼
女
達
も

さ
れ
て
る
と
思
う

 
そ
う
思

し
て
い
る
と
キ
リ
ト
は

に

の
直
剣
を
持

た

手
を

て
た

す
る
と
そ

れ
が
合

で
あ

た
か
の
よ
う
に
ま
る
で
コ
ン
ビ
ニ
の
自
動

の
如
く
勝
手
に

へ
重

な

の

が

れ

先
へ
と
進
む
道
を
示
す

 
部

の
中
は

に
白
銀
色
の
騎
士
二
体

に

黒
色
の
騎
士
六
体
の

Ｍ
ｏ
ｂ
が

た

レ

ベ
ル
は
白
銀
が
１
２

前
後
対
し
て

黒
が
１
１
０
程

で
あ
る

数
か
ら

え
て
恐
ら
く
白

銀
色
が
リ

ダ

か

か
で
一
体
に
付
き
黒
騎
士
が
三
体
い
る
と
い
う
ポ

プ
の
仕
方
な
の
だ

ろ
う

 
そ
う
確
認
し
て
い
る
と

キ
リ
ト
は
部

の
中
に
入
る

 
そ
れ
か
ら
部

に
入
る
事
が
ヘ
イ
ト
を
集
め
る
ト
リ
ガ

だ

た
の
か
合

八
体
の
騎
士
達

が

て
い
る

が
全
て
キ
リ
ト
へ
と
向
け
ら
れ
る

に

わ
れ
て
い
る
せ
い
で

は
見
え
な
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い

恐
ら
く

か
ら

が

圧
感
と
共
に

た
い
殺
気
を
感
じ
さ
せ
て
き
て
い
る

の
は
分
か

た

二
人
は
入
る
な
よ

 
自
分
に
八
体
の
ヘ
イ
ト
が
集
ま

て
い
る
つ
ま
り
部

の
中
に
入
ら
な
い
限
り
現
状
ヘ
イ
ト

を

が
な
い
事
を
確
認
し
た
キ
リ
ト
が

越
し
に
こ
ち
ら
を
見
や
り
な
が
ら

く

た
後

彼
は

を
一
歩
前
に
出
す

 
そ
の
一
歩
で
更
に
部

の
中
へ

み

ん
だ

彼
の

を

点
に

が

き
出
た

な

チ

ク
ラ
ム
を
出
し
て
い
な
い
の
に

 

の
原
因
は
ユ
イ
ち

ん
が

て
く
れ
た
よ
う
に
ど
こ
に
も

を
吹
き
出
す
戦
輪
が
無

か

た
か
ら

 
あ
の
地
下
迷

で
の

戦
で

も

も
見
て
来
た
よ
う
に
戦
輪
は

を
出
す
力
を
有
し

て
い
る

ホ
ロ
ウ
が
使

て
い
た
よ
う
に
彼
は
そ
れ
を
イ
メ

ジ
で

り
戦
輪
が
有
す
る

い

刃
に

に
よ
る
追
加
ダ
メ

ジ
そ
し
て
ヒ

ト
し
た

に
付
け
た

を
ビ

コ
ン
に
足

か
ら

火

を
上

る
技
を
使

て
い
た
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そ
れ
ら
を
見
て
来
て
分
か

た
が
彼
が
持
つ

の
特

な
力
は

わ

る
属
性

を
持
つ
武
器
を
実

に
出
し
て
い
な
い
と

や
水
を
使
え
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ

た

仮
に
そ

う
で
な
か

た
ら
剣
か
ら
放

状
に

を
放

た
り
水
を
出
し
た
り
片
手
剣
の
剣
閃
か
ら

を
出
し
て
追
撃
し
た
り
し
て
い
た

だ

た
か
ら
そ
れ
を
し
て
い
な
か

た
事
か
ら
そ
の
推

は
真
実
な
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

闘
技
場
で
も
使

て
い
な
か

た
し

 
そ
れ
な
の
に
今

そ
の
予
想
を
前

か
ら

す
事
を
や

て
の
け
た

 
ユ
イ
ち

ん
も
知
ら
な
か

た
事
実
故
に

は

更
大
き
い

い
や
む
し
ろ
ア
キ
ト
が
二

つ
も
持

て
い
た
と
い
う

実

三
つ
目
と
な
る

を
持

て
い
る
彼
女
の
方
が

わ
た
し
よ
り
も

か
に
大
き
な

だ

た
に
違
い
な
い

 
そ
ん
な
風
に

然
と
絶

を
し
て

ま
る
わ
た
し
達
を

に
キ
リ
ト
の
イ
メ

ジ
に
よ

て
引
き

こ
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

は
更
に

し
さ
を
増
し
発
生
か
ら
一

後
に
は

火
と
な

て
部

の

を

め
て
い
く

放

状
に
広
が

て
い
く
様
は

に

け
焦

て
い
く

原
の

シ

ン
を

送
り
に
し
た
よ
う
に

く

そ
し
て
容
赦
が
無
か

た

 
そ
し
て
部

に
入
ら
な
い
よ
う

さ
れ
て
か
ら
二

後
八
体
の

Ｍ
ｏ
ｂ
と
キ
リ
ト
が

る
部

の

は
一
面
火
の
海
と
な
る

を
境
界
と
し
て
い
る
の
か
ギ
リ
ギ
リ

路
に

ま
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て
い
る
わ
た
し
と
ユ
イ
ち

ん
の
足

ま
で
は
火
の
海
も
届
い
て
い
な
い

 

発
動
か
ら
完
成
ま
で
た

た
の
二

だ

た

ユ
ウ
キ
と
の
デ

エ
ル
の
よ
う
な
達

人
同
士
の
戦
い
で
は

命
的
な
隙
だ
け
ど

そ
れ
で
も
か
な
り
の
速
さ
な
の
は
確
か

 

し
か
も
後
ろ
を
見
て
い
な
い
の
に

路
に

る
わ
た
し
達
に

の
無
い
よ
う
完

に

を
制

し
切

て
い
る

そ
れ
は
つ
ま
り
空
間
把
握
能
力
す
ら

け
て
る
と

え
る

 

こ
れ
を

こ
ん
な
事
を

強

な
イ
メ

ジ

だ
け
で

し
た
の

 

に
ホ
ロ
ウ
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う
経
験
が
あ

て
も
こ
こ
ま
で

時
間
で
成

さ
せ
ら
れ
る

だ
ろ
う
か

戦
い
始
め
る
前
か
ら

も
思

し
て
い
た
と
は

え

一
面
火
の
海

と
い
う

一
種
の
地
獄
と
す
ら

え
る
光

を

を
限
定
し
て
い
る
と
は

え
こ
ん
な
に
ア

サ
リ
と

想

出
来
る
だ
ろ
う
か

 
わ
た
し
で
は
無
理
だ
と
判
断
す
る

 
仮
に

の

備
が
最
初
か
ら
そ
う
い
う
事
す
ら
可
能
な
も
の
だ
と
し
て
そ
れ
を
出
来

る
と
知

て
い
た
と
し
て
も

わ
た
し
に
は
無
理
だ

が

え
る
と
い
う
表
現
を

い
た
時
人
は

を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か

少
な
く
と

も
わ
た
し
な
ら

え
る

で
あ
る

や

木

だ

た
り
を
イ
メ

ジ
し
て

そ
こ
か
ら
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が

え
上
が

て
い
く
の
を
想
像
す
る

逆
に

う
と

も
無
い
場

で
い
き
な
り

が

え
上
が
る

と
い
う
イ
メ

ジ
を
わ
た
し
は
出
来
な
い

 
い
や

こ
の
眼
で
実

に
見
た
な
ら
出
来
る
だ
ろ
う

 
け
れ
ど
そ
れ
で
も
恐
ら
く
わ
た
し
は
こ
こ
ま
で
完

に
火
の
海
を
イ
メ

ジ
出
来
な
い

ま

る
で

そ
の
も
の
が
最
初
か
ら

え
て
い
た
よ
う
な
風

は
今
目
の
前
で

こ

て
い
る
と
し

て
も
想
像
し

い
し

か
に

こ
す
事
も
出
来
な
い
だ
ろ
う

 
わ
た
し
が
絶

し
た
の
は
そ
こ
な
の
だ

武
器
を
出
さ
ず
に

を

て
見
せ
た
事
も
そ
う
だ

が
二

と
い
う

時
間
の
間
に
完

な
制

を
以
て
火
の
海
を
再
現
し
て
見
せ
た
そ
の
イ
メ

ジ
力

そ
し
て
そ
の
イ
メ

ジ
を
可
能
と
す
る
彼
の
思

・
精
神
に
絶

し
た

 

も

え
る
も
の
が
無
い
の
に

を
吹
き
出
す
武
器
す
ら
出
さ
な
い
で
完

に
制

し
た
上

で

を
全
て
火
の
海
へ
と
変
え
る

 
そ
ん
な
イ
メ

ジ
を
ま
る
で
苦
で
も
無
さ
そ
う
に
し
て
見
せ
る
の
だ
か
ら
絶

も
し
よ
う
と
い

う
も
の
だ

悪
く

え
ば
神
経
を
疑
う

 
こ
れ
が
水
や
風
と
も
す
れ
ば
地
の

と
い
う
よ
う
な
方
向
だ

た
な
ら
ま
だ
し
も
自
然

発
生
自
体
あ
り
得
な
い

を
チ

イ
ス
さ
れ
た
か
ら
こ
う

え
て
し
ま

て
い
た



 第八十一章 〜探索：深緑樹海セルベンティス〜

 

ば

然
と
し
な
が
ら

Ｍ
ｏ
ｂ
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
ゲ

ジ
を
見
れ
ば
火
の
海
に

を
付
け
て
い
る

Ｍ
ｏ
ｂ
達
は
確
か
に

一

と
そ
の
ド

ト
を

ら
し
て
い

て
い
る

の

程
で
は
あ
る
が
恐
ろ
し
い
事
に
そ
の
ス
ピ

ド
は
か
な
り
の
も
の
で

や

か
ら

を

け
た
時
よ
り
も
速
い

 
恐
ら
く
こ
の
火
の
海
の
継

ダ
メ

ジ

よ
り
も
一

に

る

こ
そ
少
な
い
が
そ
れ
を

ダ
メ

ジ
発
生
間
隔
で

整
し
て
い
る
も
の
だ

は
大
体
五

で
最
大

の

を

ら
し

て
い
く
が
こ
の

ダ
メ

ジ
は
十

に
つ
き
一

ら
し
て
い
る
の
で
恐
ら
く
一

に
つ

き

の

合
で
ダ
メ

ジ
を
与
え
て
い
る

 

行
系
Ｍ
ｏ
ｂ
に
は

し
な
い
だ
ろ
う
が
大

は
地
に
足
を
付
け
て
い
る
Ｍ
ｏ
ｂ
が

手

で
あ
る
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
と
仮

フ
ロ
ア
ボ
ス
で
あ
ろ
う
と
も
百

し
か
保
た
な
い

に
な
る

ボ
ス
の
中
に
は
偶
に
リ
ジ

ネ
持
ち
が

る

だ
し
そ
れ
の

殺
に
使
え
ば
ボ
ス
戦
は
非
常
に

有

と

え
よ
う

む
し
ろ

独
の
方
が
ボ
ス
と
の
戦
い
は
非
常
に
有

に
な
り
そ
う
だ

 
こ
れ
は

ま
じ
く

ロ
特
化
と

え
る
が
こ
れ
で
自
分
に
ま
で
ダ
メ

ジ
が
発
生
し
て
い
て

は
話
に
な
ら
な
い

 
し
か
し
そ
の

念
も

憂
だ

た

ど
う
い
う
手
を
使

た
の
か
は
知
ら
な
い
が
火
の
海
で
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ダ
メ

ジ
を

け
て
い
る

Ｍ
ｏ
ｂ
の
一

へ
と
突

を

行
し
て
刃
を
振
る

て
い
る
キ
リ
ト

は
地
に
足
を
付
け
て
い
る
の
に
ダ
メ

ジ
を

け
て
い
な
い

多
分
自
分
だ
け
護
る
イ
メ

ジ
も

展
開
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
予
想
し
こ
ん
な
火
の
海
の
展
開
を

持
し
な
が
ら
自
分
を
護
る

イ
メ

ジ
を
保
ち

つ

八
体
の
動
向
を
把
握
し
て
斬
り
結
ぶ
だ
け
の

の

理
能
力
を
有

し
て
い
る
事
に
再

絶

す
る

 
こ
れ
は

に
キ
リ
ト
の
能
力
の
高
さ
を

め
る
べ
き
か
あ
る
い
は
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な

か

た
彼
の
境
遇
を
哀
し
む
べ
き
か

 
年
下
の
子
に
は
ど
う
も
弱
い
な

と
思
い
つ
つ

彼
の
義
姉
と
し
て
振
る
舞
う
女
性
は
ど
う

思

て
い
る
の
か
と
横
目
で
見
る
と
彼
女
は
先
程
ま
で
の
苛
立
ち
を
雲

消
さ
せ
た
真
剣
な

面
持
ち
で
義
弟
の
戦
い
ぶ
り
を
観

し
て
い
た

 
一

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
そ
の
あ
ま
り
の
真
剣
さ
に
疑
問
を
浮
か
べ
て
し
ま

た

あ
れ

だ
け
の
実
力
の
持
ち
主
だ

心
配
な
様
子
を
表
に
出
し
こ
そ
す
れ
そ
こ
ま
で
真
剣
に
な
る
と
は

少

意
外
だ

た

別
に
心
配
す
る
の
が
お
か
し
い

で
は
な
く
ま
る
で
負
け
て
し
ま
う
事
を

明
確
に
予
感
し
て
い
る
よ
う
な
真
剣
さ
に
疑
問
を
覚
え
た
の
だ

 
だ
が
す
ぐ
に
そ
れ
も
分
か

た

彼
女
も

持
ち
な
の
だ
演

理
能
力
の
高
さ
の
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面
目
躍
如
と
す
ら

え
る
武

を
自
身
よ
り
上
手
く

て
い
る
彼
の
戦
い
方
を
見
て
自
分
も

出
来
る
よ
う
に
と
見
て
学
ん
で
い
る
の
だ

な
ま
じ
今
ま
で
一
対
多
の
戦
い
を
多
く
経
験
し
て
き

て
い
る
者
で
同
じ
特

武

を
持
つ
者
同
士
そ
の
戦
い
方
は
見
る
だ
け
で
も
大
い
に
参

に
な

る
だ
ろ
う

 

に
彼
女
も
あ
る
程

実
力
者
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
思
う
の
だ
が
そ
れ
で
も
こ
う
し
て
上
を

目
指
そ
う
と
す
る
意
欲
に
は
脱

さ
せ
ら
れ
る

少
し
前
に
見
た

さ
全
開
の
少
女
と
同
一
人
物

と
は
思
え
な
い
く
ら
い
の
成
⻑
ぶ
り
だ

そ
の
強
さ
も

特
有
の
学

速

と
い
う
や
つ
で

も
な
い
し

 

に
恐
ろ
し
き
は
姉
弟
愛
と
い
う
や
つ
か

弟
が
弟
な
ら
姉
も
姉
ら
し
い

 
ス
テ

タ
ス
を
技
術
だ
け
で
完

に

し
て
見
せ
た
リ

フ

然
り
こ
れ
か
ら

も
な
い

速

で
成
⻑
し
て
い
く
だ
ろ
う
ユ
イ
ち

ん
然
り
そ
れ
を
発

す
る
根
幹
が
義
弟
で
あ
る
時
点

で
か
な
り
の
溺
愛
ぶ
り
だ

 

ど
こ
か
の
世
界
最
強
さ
ん
が

目
に
な

て
も
お
か
し
く
な
い
よ
ね

こ
れ

 
ま

個
人
的
に
も
件
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
リ

フ

達
の
ど
ち
ら
が
姉
で
あ
る
方
が
キ
リ

ト
の

せ
に
な
る
か
と

え
ば

絶
対
的
に
後
者
で
あ
ろ
う
と
断

出
来
る
の
だ
が
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な
ど
と
目
の
前
の
戦
闘
光

と
一
切

無
い
事
も

と

え
つ
つ
わ
た
し
は

に

Ｍ
ｏ
ｂ
が

な
い
か
の
確
認
を

て
い
な
い

索

ス
キ
ル
を
発
動
さ
せ
て
サ

チ
を

り
返
し
て
い
る
が
目
の
前
の

Ｍ
ｏ
ｂ
以
外
に
は

に
反
応
が
無
い

ギ
リ
ギ
リ

の

地
へ

け
る
回
廊
に
数
体

る
く
ら
い
だ

 

こ
れ
は

そ
ろ
そ
ろ
リ
ポ

プ
も
あ
る
か
な

 

が
し
た
の
か
あ
る
い
は

が
原
因
な
の
か
は
知
ら
な
い
が
一
定

内
を

す
る
Ｍ

ｏ
ｂ
を
定
期
的
に
設

す
る
の
が
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
シ
ス
テ
ム

一
部
地

で
Ｍ
ｏ
ｂ
を

り
過

ぎ
る

り
に
他
の
地

に
モ
ン
ス
タ

の
ポ

プ
が

て
回
転

が
上
が
り
フ

ミ
ン
グ

ス
ポ

ト
と
化
す
場
合
も
あ
る
が
そ
れ
ら
も
全
て
は
全

に
平

的
に
リ

ス
を
分
配
す

る

の
シ
ス
テ
ム
の
動
作
に
過
ぎ
な
い

 
仮
に
こ
こ
の
Ｍ
ｏ
ｂ
を

り
過
ぎ
た
せ
い
で
ポ

プ
し

く
な

て
い
る
と

て
も
こ
の

樹
海
エ
リ
ア
は

も
な
く
広
大
故
に
流

に
一
時
的
な

も

し
い
と
思
う

な
ら
ば
リ

ポ

プ
の
事
を

念
し
て
お
く

う
が
無

と

え
る

 

事
も
最
悪
を
想
定
し
て

た

た
方
が
対

し
や
す
い
し

よ
り
精
神
的
な
動
揺
や

労

感
が
少
な
く
て
済
む
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ロ
で
動
き
時
に
は
格
上
と
す
ら
戦
闘
す
る
事
が
あ
る
身
と
し
て
は

よ
り
も
そ
れ
を
喜

ぶ 

こ
れ
だ
か
ら
子

達
に

か
れ
に
く
い
の
か
な
と
ち

と
悲
し
い
思

が
浮
か
ん
だ

 

子

達
に

い
た
い
な

 

だ
か
ん
だ
帰
る
場

に

た
か
ら
大
し
て
思
わ
な
か

た
だ
け
で
い
ざ
会
え
無
く
な
る
と

結
構
恋
し
く
感
じ
て
し
ま
う
ら
し
い

わ
た
し
は
存
外
小
さ
な
子
の
面
倒
を
見
る
事
を
レ
イ
ン
と

同
様
に

外

い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
キ
リ
ト

て
ど
う
や

た
ら

い
て
く
れ
る
か
な

お

子
あ

た
ら
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う

か 
そ
う
思

し
な
が
ら
わ
た
し
は
火
の
海
を
ノ

ダ
メ

ジ
で

け
ま
わ
り
な
が
ら
風
や
ら
水

や
ら

や
ら

や
ら
氷
や
ら

や
ら
で
攻
撃
し
て
い
る
キ
リ
ト
か
ら
そ

と
意
識
を
外
し
た

内
で
お

子
を

し
そ
う
に
も
ぎ

も
ぎ

し
て
い
る
キ
リ
ト
と
の

離
が

過
ぎ
だ

た

 
と
て
も
切
実
に
子

達
に

い
た
い
気
分
に

え
な
が
ら
わ
た
し
は
ユ
イ
ち

ん
と
共
に
キ

リ
ト
の

実
験

が
終
わ
る
の
を
見
守

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

気
に
キ
リ
ト
の
中
の
恐
怖
ラ
ン
キ
ン
グ
で

の
一

を
取

た
リ

フ

流

は

の
最
強
の
義
姉

ま

一
年

以
上
も
死
ぬ
気
で

て
た
の
に
そ
れ
を
完

さ
れ
た
上

に
あ
そ
こ
ま
で

わ
れ
た
ら
ね
キ
リ
ト
み
た
く

く
な
く
て
も
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
と
思
う

 

に
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

と
ス
カ
ウ
ト

 
前
者
が

へ
の
デ
バ
フ
味
方
へ
の
バ
フ
ヘ
イ
ト

理
を
主
と
し
後
者
は

の

の
有

無
や
地
形
の
確
認

ト
ラ

プ

へ
の
対

と
い

た

で
す
ね

 
個
人
的
に
索

を

て
る
ス
カ
ウ
ト
は
重
要
だ
と
思

て
ま
す

実

に
戦
闘
す
る
メ

ン
バ

よ
り
あ
る
意
味
責

重
大
で
す

せ
戦
い
に

く
場

は
レ
ベ
ル
や

備
で
安
全
と
判

断
し
て
い
る
場

が

本
な
の
で

後
は
現
地
で
の
状
況

第
と
い
う

で
す
し

 
で

月
夜
の
黒
猫

だ
と
ア
ニ
メ
や
原
作
で
い
の
一
番
に
宝

に

び
つ
い
て

を
開
け
て

い
た
ニ

ト

シ

フ
風
の

剣
使
い
ダ

カ

パ

テ

の
命
を

か
る
リ

ダ

の
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に
重
要
と

て
い
い
ポ
ジ
の
彼
が

間
原
作
キ
リ
ト

サ
チ
の

を

に

か
ず
ア

ニ
メ

う

振
り
す
ら
見
せ
ず
宝

を
開
け
た
の
は

愚
行
だ
と
思
う

 
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

本

の
フ

リ
ア
さ
ん
に
は
攻
略
組
や
完
全
キ
リ
ト

護

で
は
無

く
同
じ
ス
タ
イ
ル
の
プ
レ
イ

と
し
て
の
意
見
を

に
し
て
も
ら
い
ま
し
た

本
作
で
の
黒

猫

の
壊
滅
は

自
業
自
得

が

 
ユ
イ
が

な
の
は
デ
フ

キ
リ
ト
に
非
が
あ
る
な
ら
ま
だ
し
も

は
し

か
り
し
て

知
識
を
付
け
さ
せ
て
も
ら

て
い
な
が
ら
無

し
た
上
で
死
ん
だ
ト
ラ
ウ
マ

え
付
け
た
の
は

ギ
ル
テ

サ
チ
が
生
き
て
る
の
に
自
殺
し
た
ケ
イ
タ
へ
の
ヘ
イ
ト
な
ん
て
か
な
り
の
も
の
な
ん

じ

な
い
で
す
か
ね

 
ち
な
み
に
わ
た
し
サ
チ
は

き
だ
け
ど
他
の
四
名
は
そ
こ
ま
で

き
じ

な
い

が
い
い

の
は
よ
ろ
し
い
ん
だ
け
ど
ね

原
作
展
開
的
に
は
キ
リ
ト
自
身
に
も

い
て
た
面
が
あ
る
け

ど

だ
か
ら

て
ダ

カ

達
の
死
と
ケ
イ
タ
の
憎
悪
が
直

結
び
付
か
な
い
の

 
と
い
う

で
本
作
で
は
原
作
で
モ

モ

し
た
と
こ
ろ
を

的
に
突
い
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
真
実
を
知

て
い
る
ユ
イ
姉
や

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

れ
ば
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め
る
と
思

て
い
る
面

に
と

て
は

  

時
か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

が
安
全
だ
と
思

て
い
た

  

と
い
う
事

ま

て
も

て
も
ど

ち
も
対
人

で

い
の
は
本
作
キ
リ
ト
の

命

嗤

 
そ
し
て
内
心
を

し
た
キ
リ
ト

リ

フ

に
よ

て

一

と
し
て
の
願
望
を
自

覚
さ
せ
ら
れ
そ
れ
を

ま
え
た
上
で

み
上

て
来
た
全
て
を
ぶ
ち
壊
さ
れ
た

に

が
出
て

い
る
故
の

葉
で
す

 
今
の
キ
リ
ト
は
自
己
の
再
定
義
と
確
立
を
し
て
い
る
時
期

 
は
て
さ
て

根
幹
が

一

と
し
て
の
も
の
の
ま
ま
か

桐

谷
和
人

と
し
て
の

も
の
に
な
る
か

今
後

第
で
す
ね

と
し
て
の
自
分
と
桐

谷
と
し
て
の
自
分
の

が
本
作
の
骨
子
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
し

 
そ
し
て
白
と
の
必
死
の
鍛
練
の
成
果
こ
こ
に
極
ま
れ
り

あ
ま
り
の
事
に
フ

リ
ア
は
絶

 
実
は
構
想
的
に
ま
だ
ま
だ
上
が
あ
る
ん
だ

え
 

大
な
先
人
達
の
作
品
か
ら
発
想
を
得
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て
る
か
ら
ね

仕
方
な
い
ね

え
声

 
そ
し
て
フ

リ
ア
に
は
子

き
な
独
自
設
定
を
追
加

レ
イ
ン
に
感
化
さ
れ
た
と
い
う
事
で

一
つ

で
も

て
い
る
と
不
愛
想
ゲ

ム
初
期
な
の
が
デ
フ

ル
ト
な
の
で

か
れ
に
く

い

本
外
で
の
活
動
だ
か
ら

更

か
れ
に
く
い

 
キ
リ
ト
を
対

に
し
ち

て
い
る
の
は

に
立

て
る
ユ
イ
の
見
た
目
が
大
人
だ
か
ら

 

キ
リ
ト
を
可
愛
が

て
い
る
と
リ

フ

達
が

ま
し
が

て
キ
リ
ト
を
可
愛
が
る
た
め

に
ア

プ
を
始
め
る

 

ア
レ
構
想
で
は
あ
ん
な
に
絡
ま
せ
る
の
に
苦
心
し
て
い
た
フ

リ
ア
に
い
つ
の
間
に
か

姉
ち

ん
ポ
ジ
フ
ラ
グ
が
立

た

み
返
し

 

だ
ろ
オ
イ

今
ま
で
の
苦
労
を

思
い
返
し
て
脱
力

 
や

た
ね

フ

リ
ア

 
出
番
が
増
え
る
よ

多
分

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

 
お
気
に
入
り

０
件
突
発

 

愛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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第
八
十
二
章
 

進
展

樹
海
の
探
索

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
の

点
は
前

キ
リ
ト

後

フ

リ
ア

電
姉
が
ガ
チ
目
に
戦
う

 
文

数
は
約
二
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  
聖
剣
を
望
む

機

と
い
う
名
称
を
付
け
ら
れ
て
い
て
フ

リ
ア
や
レ
イ
ン
か
ら
回
廊

神
殿
と
呼
ば
れ
る
こ
の
場

で

一
マ

ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
な
い
場

を
探
索
す
る
た
め

は

そ
こ
に
発
生
し
て
い
た
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
の

対

で
あ
る
騎
士
型
Ｍ
ｏ
ｂ
を
合

八
体
を

一
人
で

手
取
り

勢
だ

た
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の
チ

ク
ラ
ム
の
力
を
強
く
イ
メ

ジ
し
て

全
体
を
火
の
海
に
変
え
て
地
に
足
を
付
け
て

い
る

手
に
継

ダ
メ

ジ
を
与
え
る
と
い
う
実
験
は
成

加
え
て

剣
や
槍
と
い

た
属
性

そ
の
も
の
を

る
武
器
を
出
し
て
い
な
く
て
も

の
二
剣
で
出
せ
る
か
と
い
う
実
験
も
全
て
成

流

に
ユ
イ
姉
と
フ

リ
ア
と
い
う
味
方
を

き

み
か
ね
な
い
の
で
大

と
は
い
か
な

か

た
が
し
か
し
小
回
り
が

く
程

に
は
白
と
の
鍛
練
で

た

の
戦
い
方
は
結

構
反

出
来
た
と
思
う

 
問

は

の

が
そ
れ
ら
全
て
の
イ
メ

ジ
を

つ

明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
戦
闘
中

持
し

け
ら
れ
る
か

こ
れ
ば
か
り
は
⻑
い
時
間
を
掛
け
て

れ
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い

こ

の
世
界
で
の
経
験
が
リ
ア
ル
で

を
展
開
し
た
時
に
も

ず
る
の
で
あ
れ
ば
努
力
し
な
い

も

無
い
し

生
き
る

に
は
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
か
ら

こ
れ
で

最
後

 
最
後
の
一
体
と
な

た
白
銀
色
の

の
見
た
目
を
し
て
い
る
騎
士
型
Ｍ
ｏ
ｂ
に

を

た

斬
撃
を
見
舞
い

感
電
ダ
メ

ジ
で
追
撃
し
て

を
吹

ば
す

 
本
来
こ
の
世
界
で
の
属
性
攻
撃
は
モ
ン
ス
タ

が
し
て
く
る
も
の
で
そ
の
中
で
も

は
麻

を

必
中
で
発
生
さ
せ
る

な
属
性

そ
れ
を
使
う
な
ら

も

を
麻

さ
せ
ら
れ
る
と
い
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う
事
に
な
る
が
生
憎
と
不
死
系
の
モ
ン
ス
タ

の
大

は
状

異
常
全

無

化
が

本
な
の

で
麻

は
し
な
か

た

麻

し
た
と
し
て
も

に
全
損
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
意
味
無

い
け
ど

 
そ
れ
で
も
全
身

と
い
う
金
属
系
の
特
徴
の
た
め
か
水
に

ら
し
た
後
で

ら
せ
る
と
身
動

き
が

に
取
れ
な
く
な
る
現

が
発
生
し
て
い
た

 
更
に
そ
こ
に

を
ぶ
つ
け
る
と

手
に
持

て
い
た
盾
が

れ
た
り

手
の
剣
の
刃
が
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な

た
り
と
部

破
壊
を
勝
手
に
引
き

こ
す

ダ
メ

ジ
は

論
氷
や

の
分
だ
け

発
生
し
て
い
る
が
部

破
壊
に
至
る
に
は
ど
う

え
て
も
少
な
か

た

ど
う
も
こ
の

も
シ

ス
テ
ム
は
再
現
し
て
い
る
ら
し
い

 

今
後
攻
略
組
が
こ
ん
な

手
と
戦
う
事
が
あ

た
ら

意
を

し
て
お
か
な
い
と

と
心
に

め
て
お
く

一
先
ず
ア
ル
ゴ
に
今

話
し
て
お
く
事
に
し
た

ま
だ
ま
だ

が
深
い
な

 

が
深
い
と
い
う

葉
は

に
あ
る
無
限
の
可
能
性
で
も
あ
り
そ
れ
を
再
現
し

つ
現
実
の
物
理
法

や
化
学
反
応
を

実
に
再
現
し
て
い
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
へ

向
け
た
も
の
だ

属
性
で
麻

は
安
直
で
す
ぐ
分
か
る
が

や
し
て
か
ら

に

し
た
時
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特
有
の
金
属
の

さ
ま
で
再
現
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
白
と
の
鍛
練
は

の
使
い
方
を
広
め
る
た
め
の
も
の
だ
が
こ
ち
ら
で
は
ど
の
よ
う
に

反

さ
れ
る
か
ダ
メ

ジ
が
ど
れ
く
ら
い
出
る
か
分
か

て
い
な
い
た
め
こ
れ
か
ら
も

極

的
に
圏
外
に
出
て
実
験
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ

た

 
取
り

え
ず
今
後
も
ち
ま
ち
ま
と
小
回
り
や
応

の

く
小
技
を
作

て
い

て

つ
か
大

技
を
作
る
方

で
行
こ
う
と
思
う

 
流

に
登
録
し
た
武
器
を

と
虚
空
に
呼
び
出
し
て

出
す
る
だ
け
の
は
無

が
多
過
ぎ

る

ホ
ロ
ウ
の
時
に
し
て
見
せ
た
よ
う
に

手
の
武
器
を
奪
う
ポ
テ
ン
シ

ル
持
ち
が
い
た
ら

す
ぐ
に

せ
る
と
し
て
も

だ

そ
れ
に
剣
の
雨
は
結
構
集
中
力
を
要
す
る
ぶ

ち

け
火

の
海
や
さ

き
の
小
技
の
方
が
使
い
勝
手
が
い
い

状
に

や

を
放
つ
だ
け
で
も
遠

離
攻

撃
手

に

し
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
か
な
り
の

と
な
り
得
る
し

は

手
を
麻

に

は
火

傷
と
い
う

と
は
別
の
継

ダ
メ

ジ
が
発
生
す
る
状

異
常
を
掛
け
る
の
で
結
構
有

だ

 
そ
う
思

し
な
が
ら
全
て
の

を
倒
し
た
事
を
確
認
し

影
も
見

た
ら
な
い
の
で
構
え
を

解
い
て
一
息
入
れ
る

同
時
に

全
体
を

め

く
し
て
い
た
焦

も
消
し
去
り
体
感
的
な

が
下
が

た
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界
に
は

Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
し
た

に
必
ず
出
る
リ
ザ
ル
ト
と
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア

し
た

に
出
る
ら
し
い
少
し
要

が
異
な
る
リ
ザ
ル
ト

面
が
出
て
い
る

 

常
の
リ
ザ
ル
ト

面
に
は

し
た
Ｍ
ｏ
ｂ
の
名
称
と
レ
ベ
ル
取
得
経
験
値
と
コ
ル
そ

し
て
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
が
記
載
さ
れ
て
い
る

手
が
複
数
だ
と
し
て
も
必
ず
出
現
す
る
こ
れ

は
恐
ら
く
レ
ベ
リ
ン
グ
や
コ
ル
集
め
目
的
の
ア
イ
テ
ム
収
取
に

立
て
る

の
も
の
と
し
て

か
く
分
け
て
い
る
の
だ
ろ
う

個
人
的
に
は
と
て
も
助
か

て
い
る

 
ち
な
み
に
モ
ン
ス
タ

な
ど
が
シ
ス
テ
ム

で

意
さ
れ
て
い
れ
ば
非
常
に

な
の
だ

が
生
憎
と
運

が
今
後
追
加
す
る
予
定
だ

た
の
か
そ
れ
は

意
さ
れ
て
い
な
い
の
で
全
て

情
報

が
実
地
で
地
道
に
確
か
め
て
い
る

迷

に
出
る
個
体
な
ら

が

本
的
に
情
報

し
て
い
る
が
そ
こ
か
ら
外
れ
た
ダ
ン
ジ

ン
特
有
の
Ｍ
ｏ
ｂ
や
イ
ベ
ン
ト
ボ
ス
が
偶
に
い
る
の

で
そ
ち
ら
は
軍
の
シ
ン
カ

や
そ
れ
に

戦
し
た
者
達
が
情
報

す
る
の
が
常
だ

 
そ
の

本
的
な
リ
ザ
ル
ト
と
は
別
に
表
示
さ
れ
て
い
る
方
に
は

戦
し
て
い
た
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
の
名
称
と
目
的

ク
リ
ア

件

掛
か

た
時
間

報

が
表
示
さ
れ
て
い
た

 
な
の
で
今
回
の
場
合
は
名
称
に

定
の
騎
士
達

ク
リ
ア

件
に
先

ど
倒
し
た
騎
士
二

種

の
名
称
と
数
が
表
示
さ
れ
て
い
る

掛
か

た
時
間
は
四
十
五

報

は
ホ
ロ
ウ
ポ
イ
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ン
ト

と
あ

た

 
ホ
ロ
ウ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
も
の
は
ユ
イ
姉
か
ら
事
前
に

い
て
い
た

ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

に
つ
い
て
今

の
食
事
中
に
ユ
ウ
キ
が

ね
そ
れ
に
対
す
る

え
の
一
つ
に

ま
れ
て
い
た
か

ら
だ

密
に

う
な
ら
補
足
と
い
う
感
じ
だ

た
が

 

ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
と
は

大
別
し
て
二
種

存
在
し
て
い
る

 
一
つ
目
は

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で

う
と
こ
ろ
の

層
攻
略
に

た
る
こ
れ
は

エ
リ
ア

の
ボ
ス
を
倒
し
て
い
く
事
で
内
容
が
進
む
ら
し
い

は
不
明
な
も
の
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒

す

と

の
エ
リ
ア
へ
の
道
の
解
放

が

ま
れ
て
い
る
た
め

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
の

探
索

を
広

る
な
ら
こ
れ
に

わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

わ
れ
た

 
二
つ
目
に

フ
ラ
グ
メ
ン
ト
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

 
こ
ち
ら
は

欠
片

や

断
片

と
い
う
英

語
が
入

て
い
る
よ
う
に

一
つ
一
つ
の
意
味

は
然
し
て
大
き
く
な
い
む
し
ろ
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
の

験
デ

タ

取
の

に
実

さ

れ
て
い
る
一
つ
と

え
て
も
い
い
ク
エ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う

論
出
現
す
る
モ
ン
ス

タ

の
方
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
自
動
生
成
し
て
い
る
た
め
ア

プ
デ

ト
で
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ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
反

さ
れ
る
予
定
の
も
の
な
の
で

そ
れ
だ
け
で
は
無
い
ら
し
い
が

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
の

験
デ

タ

つ
ま
り
ア

プ
デ

ト
さ
れ
る
内
容
は

実

エ

レ
メ
ン
ト

目
と
い
う
形
で

め
ら
れ
て
お
り
そ
れ
ら
を
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
・
ホ
ロ
ウ

ミ

シ

ン
に
て

験

定
め
ら
れ
た

を

た
す
事
で
ア

プ
デ

ト
は
可
能
に
な
る
と

い
う
仕
組
み
ら
し
い

ホ
ロ
ウ
ポ
イ
ン
ト

と
呼
ば
れ
る
も
の
は

こ
こ
で

わ

て
き
た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
ど
う
い
う
意

が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
実

内
容
の

を

た
し
て
実

に
反

す
る

に
は
手
数

と
も

う
べ
き
も
の
が
必
要
に
な
る

そ
の

手
数

が

ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
の
成

報

と
し
て
配

さ
れ
る
ホ
ロ
ウ
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ

 
強
力

つ
大
き
な
実

内
容
や
反

と
も
な
れ
ば
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
ホ
ロ
ウ
ポ
イ
ン
ト
の
必

要

は

大
な
も
の
と
な
る

 
な
の
で
根
幹
と
な
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
方
に
問

が
あ
る
せ
い
で
引
き

こ

さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム

を
直
せ
な
い
と
い
う
状
況
が
大
前

で
あ
る
に
せ
よ
ユ
イ
姉
が

の
ス
テ

タ
ス
を
デ
バ

ク
で

せ
た
の
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
発
生
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

の
デ
バ

ク
作
業
が
進
ん
で
い
な
い
原
因
の
一
つ
は
こ
れ
だ

た

つ
ま
り
ホ
ロ
ウ
ポ
イ
ン
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ト
が
不
足
し
て
い
る
の
で
あ
る

 
た
と
え
ポ
イ
ン
ト
を

ぎ

ん
で
ア

プ
デ

ト
し
て
も
根
幹
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
方
に
異
常

が
あ
る
の
だ
か
ら
正
直
正
常
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い

そ
れ
で
も
パ

チ
を

て
る
つ
も
り
な

ら
出
来
る
だ
け
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
は
達
成
し
て
い

て
欲
し
い
と
ユ
イ
姉
に
頼
ま
れ
た

ユ

イ
姉
は
あ
く
ま
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

さ
れ
た
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
た
め
か
戦
闘
参

加
は
出
来
る
よ
う
に
な

て
も
プ
レ
イ

と
同
じ
よ
う
に
ク
エ
ス
ト
や
ミ

シ

ン
を

け
る

事
は
不
可
能
ら
し
い

 
複
数
の
紋
様
持
ち
が

て
い
て
も

ポ
イ
ン
ト
を

ぎ

む
の
は
常
に
一
人
で
な
け
れ
ば

ア

プ
デ

ト
は
実
行
さ
れ
な
い

の
よ
う
に
パ

テ

人
数
で
の

り

が
出
来
な
い

の
だ

 
そ
の
た
め

か
一
人
が
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
を
大

に
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る

 
で
あ
る
な
ら
ば
高

ミ

シ

ン
も

独
で
ク
リ
ア
出
来
る
可
能
性
が
あ
る

が
し
て

い

た
方
が
ア

プ
デ

ト
は
し
や
す
い
だ
ろ
う
と

え
て
い
た

 
実

エ
レ
メ
ン
ト

目
に
は
少
し
興
味
の
あ
る

備
が

つ
か
見
ら
れ
た
の
で
そ

ち
ら
の

験
と
実

も

に
入
れ
つ
つ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
発
生
し
た
シ
ス
テ
ム
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に
対
応
し
た
パ

チ
を
ア

プ
デ

ト
す
る
つ
も
り
だ

 
気
に
な
る
の
は
そ
の
パ

チ
を

て
て
仮
に
シ
ス
テ
ム

が
直

た
場
合
そ
れ
で
開
い

た
と

て
も
良
い

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら

れ
る
の
か
と
い
う
事
だ
が

 

ま

そ
れ
に
つ
い
て
は
後

え
れ
ば
良
い
だ
ろ
う

今

え
て
も
あ
ま
り
意
味

を

さ
な
い
事
だ

 
そ
う
少
し
の

念
を
横
に

く

そ
れ
が
問

に
な
る
の
は
も

と
先
の
話
今
は
ま
だ
樹

海
エ
リ
ア
で
の
手
掛
か
り
す
ら
見
つ
か

て
い
な
い
の
だ
か
ら

ら
ぬ

の

ど
こ
ろ
で
は

な
い

目
の
前
に

物
す
ら
見
え
な
い
の
だ
か
ら

キ

お

れ
様
で
す

お

れ

キ
リ
ト

 
思

に

て
い
る
と

時
の
間
に
か
回
廊
か
ら
部

の
中
に
入

て
来
て
い
た
ユ
イ
姉
と

フ

リ
ア
が
労
い
の

葉
を

に
し
な
が
ら

い
掛
け
て
来
た

 

は
自
分
よ
り
も
背
の
高
い
二
人
の
労
い
に
対
し

み
を
向
け
て
応
え
る

と
こ
ろ

で
今
し
方
消
し
た
リ
ザ
ル
ト

面
二

と

し
て
い
た

目
の
結
果

面
一

と
入
れ

わ
る
様
に

快
な

果

と
共
に
別
の
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
る
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そ
れ
は
新
た
な
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
が
発
生
し
た
事
を
示
す
も
の
だ

た

 
ギ

と
し
て

く
二
人
に

葉
を
返
す
事
も
せ
ず
慌
て
て
そ
の
ウ

ン
ド
ウ
に
目
を
向
け

る 
そ
こ
に
は

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

と
記
さ
れ
て
い
た

な

グ
ラ
ン
ド

 
先
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
が
キ

だ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
ど

う
や
ら
こ
の
樹
海
エ
リ
ア
で
の
探
索
を
進
め
る
カ
ギ
と
な
る
も
の
に

た

た
ら
し
い
事
は
分

か
り
更
に

き
を
見
せ
る
二
人
に
見
え
る
よ
う
に
し
な
が
ら
戦
闘
に

す
る
内
容
に
だ
け

に

き

む

ス
ト

リ

が
入

た

要
は
流
し
見
し
た
が
先

ど
と
変
わ
ら
な
い
の
で
ス

ル

す
る

 
名
称

逆
の
騎
士

推

レ
ベ
ル
は
１
３
０

目
的
の
と
こ
ろ
に
は

対

ら
し
い
Ｌ

ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ｎ

ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

と
い
う
名
称
が
表
記
さ
れ
て
い
る

直

す
る
と

逆

の
騎
士

 
ス
ト

リ

的
に
さ

き
の
騎
士
達
は
こ
の
騎
士
の

逆
を
止
め
よ
う
と
し
て
し
か
し
止
め

ら
れ
ず
国
は
滅
び
そ
の
無
念
が

に

て
代
わ
り
に

て
く
れ
る
者
を
探
し
て
い
た
と
い
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う
感
じ
だ
ろ
う

そ
し
て
見
事
勝

し
認
め
ら
れ
た
か
ら
ス
ト

リ

が
進
ん
で
ボ
ス
で
あ
る

こ
の
騎
士
を
倒
せ
と
い
う
流
れ
に
な

た
の
か

 
そ
う
思

し
て
い
る
と
一
緒
に
ミ

シ

ン
の
ウ

ン
ド
ウ
を
見
て
い
た
ユ
イ
姉
が

か

気
付
い
た
よ
う
な
表
情
で

を
上

ど
こ
か
を
見
た

 
そ
れ
に
気
付
い
て

線
を

れ
ば
入

て
来
た

と
は
反
対
方
向
に

た
る
方
に

へ
進
む

路
が
あ

て

そ
の

路
の
入
り

を

ぐ
よ
う
に
一
つ
の
人
影
が
現
れ
る

 
一

経

て
現
れ
た
の
は
騎
士

銀
色
に

い
⻩
色
が
上
塗
り
さ
れ
た
攻
撃
的
な

と

を

し
て
い
て

手
に
は
分

い

手
剣
が
握
ら
れ
て
い
る

い

に
同
色
の
線
が

る
銀
色
の

⻑
剣
は
力
無
く

ら
さ
れ
て
い
た
が
こ
ち
ら
を
見

め
る
と
同
時
に

手
で
剣
を
持
ち
正
眼

に
構
え
た

 
そ
の
騎
士
の

上
に
あ
る
名
称
は
ウ

ン
ド
ウ
で
確
認
し
た
も
の
と
同
一

ゲ

ジ
は
二

本

定

が
無
か

た
事
と

ゲ

ジ
が
三
本
未

で
あ
る
事
か
ら
も
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

だ 
ユ
イ
姉
は
モ
ン
ス
タ

が
ポ

プ
す
る
前
兆
特
有
の
光
や

な

空
気
の
変
わ
り
方
に
一

く
気
付
い
た
ら
し
い

も
そ
れ
に

れ
て
い
る
が

え
事
を
し
て
反
応
を

し
た
よ
う
だ
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流

に
気
を

き
過
ぎ
た
か
と
反

す
る
も
今
は
そ
の
時
で
は
な
い
な
と

を
振

て
思

を

目
の
前
へ
の
対

の

に
回
し
始
め
る

キ

こ
こ
は
私
に

せ
て

け
ま
せ
ん
か

 

を
程
よ
く
脱
力
さ
せ
て

手
に
握

て
い
る
剣
を
下

た
ま
ま
騎
士
の
ア
ク
シ

ン
を

し
て
い
る
と

に
ユ
イ
姉
が
そ
う

し
て
来
た

 

手
に
は
先

ど
ま
で
振
る

て
い
た

が
樹
海
で

集
し
た

か
ら
鍛
え
た
武
器
の
一
つ

で
あ
る

剣
に
代
わ
り

身
の
白
銀
色
の
片
手
剣
が
握
ら
れ
て
い
る

レ
ベ
ル
や
ス
キ
ル
値
は

お
ろ
か
レ
ベ
ル
ア

プ
時
の
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
振
り
方
も
同
一
な
の
で
ス
テ

タ
ス
の
タ
イ

プ
は
見
た
目
に
反
し
て

と
同
じ
パ
ワ

型

レ
ベ
ル
の
高
さ
故
に
ス
ピ

ド
も
か
な
り
の
も
の

だ
が

向
と
し
て
は

値
が
高
い
程
に
ダ
メ

ジ
も
多
く
な
る

剣
や

剣
に

べ
片
手

剣
や

手
剣
と
い

た

力
値
頼
り
の
も
の
の
方
が

は
良
い

 
ち
な
み
に
ユ
イ
姉
の
希
望
も
あ

て
あ
の
白
銀
の
片
手
剣
は
ス
ピ

ド
寄
り
の
ス
テ

タ
ス

に
し
強
化
は

値

を

ぐ

や
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ

を

上

す
る

さ
に

振

て
い
る
の
で

パ
ワ

ビ
ル
ド
の
手
数
重

の
片
手
剣
使
い
と
い
う
感
じ
に
ユ
イ
姉
は
収

ま

て
い
る

ス
テ

タ
ス
は

の
よ
う
に
パ
ワ

タ
イ
プ
だ
が
そ
の
ス
タ
ン
ス
や

備
面
は
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ス
ピ

ド
タ
イ
プ
の
ユ
ウ
キ
に
近
し
い
も
の
が
あ
る
感
じ
だ

 
な
の
で
今
日
の

か
夜

ユ
ウ
キ
に
頼
ん
で
鍛
練
の
一

で

戦
を
し
て
も
ら
う
つ
も
り

だ

た

前
中
だ
け
で
も
初
心
者
同
然
だ

た
ユ
イ
姉
は
上

者
を
名

れ
る
程

ま
で
一
気

に
成
⻑
し
今
は
も
う
技
術
の
面
で
鍛
え
る

に
ま
で
進
ん
で
い
る

ス
キ
ル
値
や

備
の
方

を
気
に
し
な
く
て
い
い
分

そ
の
成
⻑
速

は

で
は
無
い
よ
う
だ

た

 
逆
に

う
と
今
の
ユ
イ
姉
を
一
人
で
戦
わ
せ
る
に
は
不
安
が
あ
る
の
だ

 

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
い
た
な
ら
一
人
で
ボ
ス
と
戦
う
場
面
も
見
た
だ
ろ
う
し
地
下
迷

の
時
に
は
目
の
前
で
見
て
い
る

更
に
は

備
や
ス
テ

タ
ス
も
一
緒
に
な

て
い
る
か
ら

ち

と
や
そ

と
で
は
倒
れ
な
い

 
し
か
し
経
験
が
ど
う
し
て
も
足
り
て
い
な
い

ら
死
ん
で
も
復
活
す
る
と
は

え
目
の
前

で
死
な
れ
る
の
は

覚
め
が
悪
い

 

よ
り
個
人
的
に

く

だ

た

 

と
は

え

ユ
イ
姉
が
引
き
下
が
る
と
も
思
え
な
い
し

 
こ
れ
で
ユ
イ
姉
は
結
構

で
意
地

り
な
と
こ
ろ
が
あ
る

大

が
こ
ち
ら
を
想

て
の

事
だ
か
ら

ね

け
ら
れ
な
い
も
の
ば
か
り
で
多
分
今
回
も
そ
の
一
つ
な
の
だ
と
思
う

に
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ば
か
り
負

を
掛
け
る
の
は

だ
と
か

そ
う
い

た
と
こ
ろ
だ
と
思
う

 
そ
れ
に
恐
ら
く
だ
が
ユ
イ
姉
は
多
分
こ
こ
で
実
力
を
付
け
た
い
の
だ
と
思
う

と
の

戦
と
い
う
鍛
練
も
強
く
な
る
に
は
必
要
だ
し
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
が
や
は
り
自
分
で
モ
ン

ス
タ

を
倒
し
た
と
い
う
事
実
が
あ

た
方
が
自
信
は
付
く

そ
う
や

て

み
重
ね
て
い
く
事

で
自
分
へ
の
自
信
を
確

た
る
も
の
に
し

剣
士
と
じ
て
の
自
分
を
確
立
し
て
い
く
の
だ

 
さ

き
ま
で
は
ず

と

が
補
助
に
回

て
い
て
ユ
ウ
キ
達
も

先
し
て
動
い
て
い
た

よ
り
メ
イ
ン
は
リ

姉
達
の
レ
ベ
リ
ン
グ
だ

た
か
ら

に
立
ち
回
れ
て
い
な
い

つ
ま
り
強
く

な

た
と
い
う
実
感
が
ま
だ

い
て
い
な
い

 
だ
か
ら
少
し
焦

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

分
か

た

キ
リ
ト

 
い
い
の

 
そ
の
焦
り
を

は
よ
く
理
解
出
来
る

出
来
る
か
ら
こ
そ
今
回
は
一

手
を
出
さ
な
い
事
に

し
た

そ
の
意

を

と
し
て
も
示
す
よ
う
に

手
に
握

て
い
た
二
振
り
の
愛
剣
を
光
へ
と

変
え
て
消
す

 
そ
れ
に
フ

リ
ア
が
良
い
の
か
と
問
う
て
く
る

多
分

の
性
格
を

え
て
ユ
イ
姉
を
危
険
な
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目
に
遭
わ
せ
な
い
よ
う
下
が
ら
せ
る
と

え
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
不
思
議
そ
う
に
見
て
来
る
フ

リ
ア
に
手
ぶ
り
で
一
緒
に
下
が

て
部

の
入

近
く
ま
で

ユ
イ
姉
と
の

離
お
よ
そ

メ

ト
ル

離
を
取

た
後

時
で
も

入
は
出
来

る
よ
う
に
す
る
弓
を

手
に
持
つ

た
だ
し

を
番
え
は
し
な
い
し

構
え
も
し
な
い

 

は

中
に

き
上
が
る
少
し
の
不
安
を
抑
え
付
け
て

を
開
く

ユ
イ
姉

今
回

は
本
格
的
に
危
な
く
な
る
ま
で
決
し
て
手
を
出
さ
な
い

 
そ
れ
は
き

と
今
ま
で
の

な
ら

に
し
な
か

た
だ
ろ
う

葉

不
安
で
不
安
で
仕
方
な

く
て
仮
に
す
る
に
し
て
も
も

と
ユ
イ
姉
と
鍛
練
を

り
返
し
て
確
信
を

い
て
か
ら
で
今

み
た
い
に
負
け
る
可
能
性
も
そ
れ
な
り
に
あ
る
の
に
一
人
で
戦
お
う
と
す
る
の
を
止
め
な
い
な
ん

て
事
は
し
な
か

た
に
違
い
な
い

 
で
も

そ
れ
は
不
安
か
ら

る
と
同
義
で

ユ
イ
姉
の
実
力
を
信
じ
て
い
な
い
の
と
同
じ

 
勝
て
な
い
可
能
性
は
あ
る

で
も
負
け
な
い
可
能
性
だ

て
あ
る

い
間
で
は
あ
る
が
実

に
戦
闘
は
経
験
し
て
い
る
し
⻑
ら
く

の
戦
い
を
見
て
来
て
そ
し
て

自
身
が
実

に
鍛

練
を

し
た
事
で

ユ
イ
姉
は

に
上

者
に
足
を

み

ん
で
い
る
事
を
理
解
し
て
い
る
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危
な
く
な
れ
ば
入
れ
ば
良
い
だ
け
の
事
で
そ
れ
は

が
気
を

か
な
け
れ
ば
問

無
い

今

の
ユ
イ
姉
が
一
人
で
ど
こ
ま
で
出
来
る
の
か
を
把
握
す
る
良
い
機
会
だ
と
思
え
ば
存
外
悪
く
も
な

い

本
格
的
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
ユ
イ
姉
の
実
力
以
上
の
事
を
求
め
て
し
ま
う
場
合

に

べ
れ
ば

か
に
マ
シ
だ

 

が
一
人
で
戦
お
う
と
す
る
の
は
さ

き
み
た
い
な
実
験
を

け
ば
き

と

が
負
け
て

死
ぬ
可
能
性
と
恐
怖
を

定
出
来
な
い
で
い
る
か
ら

い
方
を
変
え
れ
ば

は

の
実
力
を
信

じ
て
い
な
い
と
も

え
る

 
頼

て
と

わ
れ
た

信
じ
て
と

わ
れ
た

 
そ
の
願
い
に
応
え
る

に
も
そ
し
て

の
想
い
を
無

に
し
な
い

に
も
せ
め
て
こ
れ
く

ら
い
は
出
来
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
う

仮
に
ユ
イ
姉
が
こ
こ
で
負
け
た
な
ら
一
先
ず

こ
の
ボ
ス
を
倒
せ
る
く
ら
い
の
技
術
を
付
け
る
事
を
目
標
に
鍛
練
を
付
け
れ
ば
良
い
む
し
ろ
明

確
に

と
超
え
る
べ
き
目
標
が
見
え
る
の
だ
か
ら
喜
ば
し
い
事
だ

北
や
失

は

と
な
る

そ
こ
で
終
わ
ら
せ
な
い

に
一
緒
に
戦
う
人
が

る

 

北
を
恐
れ
る
な

 

北
か
ら
学
ぶ
事
も
あ
る

北
は
必
要
な
の
だ
常
勝
は

り
を
生
み

北
へ
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の
恐
怖
か
ら
狂
い
始
め
る

 

恐
れ
る
な
ら
死

そ
し
て
そ
の
死
を

す

に

す
る
べ
き
だ

今
ま
で

の
戦
い
を
見
て
そ
し
て

と
の
鍛
練
で
学
び
取

た
ユ
イ
姉
の
力
こ
こ
で
見
せ

て
く
れ

 

は
投

ら
れ
た

 
義
理
の
姉
が
一
人
で
戦
う
と

い

は
そ
れ
を
承

し
た

殺
さ
れ
そ
う
に
な
る
ギ
リ
ギ
リ

の

間
に

り

む
気
で
は
い
る
が
万
が
一
と
い
う
事
も
あ
る
そ
れ
で
も

は
そ
の
死
の
可

能
性
を
理
解
し
た
上
で
ユ
イ
姉
を
送
り
出
し
た

 

か
に

の

が
ズ
キ
リ
と

い
て

根
を
寄
せ
る

こ
ん
な
感
触
を
今
ま
で
ユ
ウ
キ
達
に

感
じ
さ
せ
て
い
た
の
か
と
思
う
と
少
し

し

な
く
思

た

 

と
も

え
な
い

を
覚
え
て
い
る

の

線
の
先
に
立
つ
ユ
イ
姉
は

手
に
白
銀
の
片

手
剣
を
下

た
ま
ま

を

ん
の

か
に
揺
ら
す

そ
れ
は
ど
こ
か

喜
に

え

て

い
る
よ
う
に
も
見
え
た

 
そ
の
様
子
を
見
守

て
い
る
と
白
銀
の
剣
を
握
る
ユ
イ
姉
の
手
に
力
が

め
ら
れ
全
身
が
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か
に

し
た

 
そ
れ
を
見
た
直
後
に
黒

く
め
の
女
剣
士
は
強
く
地
を

り

の
紋
様
が
特
徴
的
な

手
剣

を
正
眼
に
構
え
て
立
ち
は
だ
か
る
騎
士
に
向
か

て
突

し
て
い

た

  
紅
い
残
光
を
引
く
刃
と
銀
色
の

き
を
見
せ
る
刃
が
閃
き

と
な
く
交
わ
る

交
わ
る

に

る
火
花
に
よ

て

ら
さ
れ
る

暗
い
部

で
は
義
弟
と
同
じ
よ
う
に
黒

く
め
の

を

身
に

う
大
人
の

の
ユ
イ
ち

ん
と

し
い

と
紅
い
紋
様
と

飾
が

さ
れ
た

手
剣

を
持
つ
騎
士
と
が
立
ち

を
変
え
な
が
ら

し
く
斬
り
結
ん
で
い
た

 
か
れ
こ
れ
も
う
五
分

ど
斬
り
結
ん
で
い
る
が
未
だ
に
決

が

か
ず

状

に

て

い
る

 
ユ
イ
ち

ん
は

を

持
し
て
い
る
が
そ
の
特
性
を
あ
ま
り
使
お
う
と
し
な
い

あ

わ
や
斬
り
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
使

て
騎
士
に
回

行
動
を
取
ら

せ
て

地
を
脱
す
る
か
あ
る
い
は

離
を

め
て
来
る
騎
士
へ
の

制
と
し
て
放

て
行
動
を

制
限
す
る
程

キ
リ
ト
の
よ
う
に

極
的
に
攻
撃
に
は
使
わ
ず
ど
ち
ら
か
と

え
ば

め
手

と
し
て
運

し
て
い
た

下
手
に
武
器
を

し
て
攻
撃
す
る
方
に
気
を
向
け
る
と
一
気
に

し
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切
ら
れ
な
い
状

な
の
か
そ
れ
と
も
性
格
的
に
そ
う
な

て
い
る
か
は
わ
た
し
に
は
分
か
ら
な

い 
キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
の
デ

エ
ル
を
間
近
で
見
た
り
地
下
迷

で
共
闘
し
た
わ
た
し
か
ら
す
る

と

彼
女
の
戦
い
方
は
二
人
の
そ
れ
よ
り
も

重

だ

た

 
キ
リ
ト
は
攻
撃
が

と

わ
ん
ば
か
り
の

ま
じ
い
勢
い
を
見
せ
回

行
動
で

弾
を

け
る
ス
タ
イ
ル
を

い
て
い
る

手
の
攻
撃
を
弾
い
て

ら
す
パ
リ

行
動
は
そ
も
そ
も
取
ら

な
い
主
義
な
の
だ

パ
リ

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
は
恐
ら
く
実
力
が

抗
し
て
い

る
証
か
あ
る
い
は
二
刀
と
い
う
手
数
の
有

を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
な
の
だ
ろ

う

回

す
れ
ば

ド
ス
キ
ル
を
使
え
る
が
パ
リ

だ
と
使
い

い
と
い
う
よ
う
な
感
じ
だ

か
ら
彼
は
二
刀
ス
キ
ル
を
使
う

に
回

重

な
の
だ
と
思
う

 
反
面
ユ
ウ
キ
は
攻
撃
と

行
動
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
切
り

え
る
ス
タ
イ
ル
だ

た

ス
ピ

ド
に
重
き
を

い
た
手
数
重

の
盾
無
し
片
手
剣
使
い
だ
か
ら
か
彼
女
は
パ
リ

行
動
を
取

て

も
別
の
行
動
を
す
ぐ
に

こ
せ
る
よ
う
で
キ
リ
ト
の
よ
う
な
ア
タ

カ

の

に
は
前
線
を

え
る

な
の
か
パ
リ

で

タ
ン
ク
も
こ
な
し
て
見
せ
る

恐
ら
く
メ
ン
バ

が
少
な
い
ス

リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

で
サ
チ
と
共
に
前
線
を

え
る

を

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
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そ
し
て
キ
リ
ト
か
ら
戦
い
方
を
教
わ

た
ユ
イ
ち

ん
は
攻
撃
よ
り
も

行
動
の
方
を
重

し
て
い
る
戦
い
方
を
見
せ
て
い
た

 
と

う
よ
り
は
戦
闘

の
騎
士
と

べ
彼
女
の
攻
撃
は
と
て
も

ま
れ
や
す
く
真

直
ぐ
過

ぎ
て

反
撃
さ
れ
や
す
い
か
ら

行
動
の
回
数
が
多
く
な

て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い

 
五
分
掛
け
て

ら
し
た
の
は

の
二
本
あ
る
内
の
一
本
目
の
ゲ

ジ
を
七

分
程

あ

と

一
本
と
三

残

て
い
る

 
仮
に
レ
イ
ン
で
あ
れ
ば
二
三
分
で
倒
す
だ
ろ
う
し
わ
た
し
も
五
分
あ
れ
ば
一
本
目
は

り

ん
で
い
る

 
そ
ん
な
わ
た
し
達
よ
り
も
ス
テ

タ
ス
や

備
の
面
で
勝

て
い
る
彼
女
が
時
間
を
掛
け
て
い

る
の
だ
か
ら

攻
撃
面
の
技
術
が

く

中

ら
な
い
と
い
う
事
に
な
る

 
そ
れ
に

れ
て
い
な
い
故
か

ド
ス
キ
ル
あ
ま
り
使
わ
な
い
事
も
ダ
メ

ジ

が
少
な
い
遠

因
だ
と
思
う

ら
今
ま
で
キ
リ
ト
の
行
動
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

像
と
し
て
戦
い
方
を
学
ん

で
き
て
も
流

に

ド
ス
キ
ル
に

し
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
ば
か
り
の
ビ
ギ
ナ

と
同
程

で
し
か
な
い

ド
ス
キ
ル
を
使
い

れ
て
い
な
い
プ
レ
イ

が
高

な
戦
闘

を

載
し
た

Ｍ
ｏ
ｂ
に
放

て
も
下
手
を
打

て
自
滅
す
る
だ
け
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彼
女
も
セ
オ
リ

く
ら
い
は
学
ん
で
い
る

だ
か
ら
こ
そ
隙
を
作
る

に

常
攻
撃
を

に

攻
め

隙
が
生
ま
れ
た

間

バ

チ
カ
ル

や

ス
ラ
ン
ト

ホ
リ

ン
タ
ル

ニ

ク
リ

プ
と
い

た
片
手
剣
ス
キ
ル
を
取

た
時
点
で

得
済
み
だ

た
り
最
初
期
に

得
可
能
な

ド
ス
キ
ル
だ
け
使
い

実
性
を
求
め
て
戦

て
い
る

 
彼
女
は

本
を

め
に

め
た

実
な
戦
い
方
を
し
て
い
る
の
だ

そ
れ
は
確
か
に
キ
リ
ト
よ

り
も
攻
め
手
に
欠
け
ユ
ウ
キ
よ
り
も
も
ど
か
し
い
だ
ろ
う
が
し
か
し
確
か
に
安
全
で

実
な

手
で
は
あ
る

 
だ
か
ら
だ
ろ
う
か

で
ず

と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
つ
つ
も
義
姉
の
戦
い
ぶ
り
を

て
見
守

て

い
る
キ
リ
ト
は

も
ギ
リ
ギ
リ
な
場
面
が
あ

た
に
も

わ
ら
ず
手
を
出
そ
う
と
し
な
い

を
番
え

時
で
も

入
出
来
る
よ
う
に
は
し
て
い
た
が
実

の

入
は
一

も
し
な
か

た
の

だ

キ
リ
ト
の
内
心
を
完
全
に
推
し

る
事
は
出
来
な
い
が
自
分
の

に
戦
う
力
を
付
け
た
と

た
義
姉
の
成
⻑
を
師
と
し
て
見
守
り
た
い
と
思

て
い
る
の
だ
と
思
う

こ
こ
で
助
け
る
の

は

だ
が
下
手
に
安

に
助
け
て
も
彼
女
の

に
な
ら
な
い
し
強
く
な
ろ
う
と
自
ら
戦
い

に
向
か

た
彼
女
の
想
い
を
無

に
す
る
か
ら
と

 
本

に
危
険
だ

た
ら

入
は
す
る
つ
も
り
の
よ
う
だ
が

イ
ネ

ブ
ル

色
の

ゲ

ジ
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は
戦
闘
時
自
動
回
復
ス
キ
ル
に
よ
る
自
動
回
復

み
で
未
だ
八

を

持
し
て
い
る

時

騎
士
の
刃
が

て
チ
リ

と
ゲ

ジ
が

る
も

ダ
メ

ジ

や
そ
の

が
少
な
い
た
め

に
ギ
リ
ギ
リ

を
保
て
て
い
る

し
か
も
時
間
を
掛
け
る

に

弾
回
数
が

り

け
る
斬

閃
も

く
な

て
い
る
の
で

も
う
少
し
時
間
を
掛
け
れ
ば

ど

弾
し
な
く
な
る
だ
ろ
う

 
本

人
間
の
わ
た
し
達
に
は
無
い
そ
の
学

速

は
反

だ

ウ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 
そ
う
感
心
し
て
い
る
と
騎
士
が
雄

び
を
上

な
が
ら

手
一
本
で
持

た

手
剣
を
大
き

く

に

ぎ
払
う

し
か
も

ぎ

い
足

を

た
下

攻
め

 
あ
わ
や
足

を
斬
り

と
さ
れ
て
部

欠
損
に
な
る
か
と
ヒ

リ
と
し
た
わ
た
し
だ

た
が

彼
女
は

静
に
真
上
に

び
上
が

て

け
た

そ
れ
か
ら

手
持
ち
に
し
た
白
銀
の
片
手
剣
を

真
上
か
ら
振
り
下
ろ
し
た
が

騎
士
が

の

に
翳
し
た
騎
士
剣
に
刃
は
止
め
ら
れ
た

は

あ
あ

 
そ
れ
で
も
足
り
な
い
と
で
も

う
よ
う
に
彼
女
は
空
中
で
一

力
を

め
る

そ
の
力
で
剣
は

振
り

か
れ

し
切
ら
れ
た
騎
士
は
後
方
の

へ

一

で
吹

ば
さ
れ
ぶ
つ
か

た

り
ダ
メ

ジ
か
あ
る
い
は

に

突
し
て
ダ
メ

ジ
が
発
生
し
た
の
か
騎
士
の
一
本
目
の
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ゲ

ジ
は
残
り
二

と
な
る

 

と
し
て
六

ま
で

を

ら
さ
れ
た
騎
士
は
剣
を

代
わ
り
に
立
ち
上
が

て
す
ぐ
に

ユ
イ
ち

ん
へ
斬
り
掛
か
る

 
彼
女
は

歩
分
下
が
り

紅
光
の

を
引
く
刃
を
最
小
限
の
動
き
で
完
全
に
回

剣

が

コ

ト
に

る
か

か
と
い
う
時
に
は
彼
女
の
刃
は
蒼
い
光
に

ま
れ
て
い
て
騎
士
が
剣
を
振

り
下
ろ
し
終
わ
る
と
同
時
に

掛
け
の
一
撃
目
が

き

ま
れ
る

け
て
二
撃
三
撃
と

き

ま
れ
四
撃
目
と
な
る
最
後
の
逆

を
大
振
り
に
振
る
い
騎
士
に
四
つ
の
斬
閃
を

み

蒼
い
四

形
の
残
滓
を

に

ら
せ

技
は
終
了

騎
士
は
大
き
く
よ
ろ
め
い
た

 
片
手
剣
四

撃
技
ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア
を

に

け
た
騎
士
の

は
一
本

目
が
と
う
と
う
消
し

び
二
本
目
の
七

程
ま
で

り

ん
だ

レ
ベ
ル
差
補
正
と
高
い

力

値

そ
し
て
カ
ウ
ン
タ

気
味
に
ス
キ
ル
を

き

ん
だ
事
を

え
て
も

を

手
に
五

は
か
な
り
の
大
ダ
メ

ジ
と

え
る

 

が
二
本
目
の
残
り
七

か
ら
し
て
三

弱

と
な

た
た
め

ゲ

ジ
の
色

が
緑
か
ら

意

の
⻩
色
に
な

た

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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こ
の
戦
い
で
初
め
て
使

た
中

以
上
の

ド
ス
キ
ル
で
大
き
く

ん
だ

を
見
て
一
気

に
勝
負
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
彼
女
は
裂

の
声
を

か
せ
な
が
ら
剣
を
振
り
上

る
構

え
を
見
せ
大
き
く

み

ん
だ

直
後
剣
は
⻘
黒
い
光
を

う

最
上

剣
技
の
片

れ
全

ス
テ

タ
ス
を
大

に

下
さ
せ
る
デ
バ
フ
を
最
大
の
強
み
と
し
て
い
る
フ

ン
ト
ム
・
レ
イ

ブ

だ

 
し
か
し

騎
士
は
初
撃
で
あ
る

斬
り
上

を

前
で
横
へ

か
に
動
い
て

し
た

な
 
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

さ
れ
る
と
思

て
い
な
か

た
ら
し
い
彼
女
は

目
に
目
を
見
開
き
な

が
ら
も
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
残
り
五

撃
を
空
振
ら
せ
て
い
く

 

ド
ス
キ
ル
に
は

手
を

ま
せ
る
ノ

ク
バ

ク

果
と
自
分
が

直
す
る
技
後

直
と

が
存
在
し
て
い
る

前
者
は

力
値
が
高
い
程
⻑
く
な
り
後
者
は
逆
に

値
が
高
い
程

く

な

て
い
く
の
だ
が

手
の
方
も
同
じ

し
か
も
ノ

ク
バ

ク
を

け
た
場
合

力
値
が

高
い
と

直
時
間
が

く
な
る
と
い
う

果
も
存
在
し
て
い
る

 
つ
ま
り

手
が
高
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
あ
る
程
更
に

力
値
が
高
け
れ
ば
高
い
程

ド
ス

キ
ル
で

ま
せ
ら
れ
る
時
間
は

く
な
る

今
回
は
そ
れ
が

と
な

て
ユ
イ
ち

ん
は
騎
士
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が
ノ

ク
バ

ク
か
ら
復
帰
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

り
損
ね
た

 
そ
れ
は
大
き
な
隙
で
し
か
無
く
シ
ス
テ
ム
に
動
か
さ
れ
る
存
在
と
は

え
騎
士
が
そ
れ
を

す

も
無
い

こ
こ
最
近
は

Ｍ
ｏ
ｂ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
プ
レ
イ

と

色
な
い
く
ら
い
高

化
し
て
い
る
の
で

プ
レ
イ

を

手
し
て
い
る
よ
う
な

み
合
い
が

た
り
前
な
の

だ

そ
れ
を

え
て
誘
導
し
攻
撃
を
空
振
ら
せ
る
ミ
ス
リ

ド
と
い
う
高

テ
ク
ニ

ク
が

必

と
な

て
い
る
の
だ
が
彼
女
は
そ
れ
を
し
な
か

た

ま
だ
経
験
が

い
か
ら
出
来
な
い

の
も
あ
る
意
味

然

 
六

撃
を
空
振
ら
せ
て
技
後

直
で
大
き
な
隙
を
見
せ
て
し
ま

た
彼
女
の

面
に

動
し
た

騎
士
は
そ
れ
を

さ
な
い

が

分
以
下
に
な

て
ネ

ム
ド
以
上
に
存
在
す
る
パ
タ

ン

変
化
が
入

た
の
か
騎
士
が
持
つ
紅
い

飾
の
剣
か
ら

が

る

ど
う
見
て
も
攻
撃
力
が

上
が

て
い
る
と
し
か

え
ら
れ
な
い
光

だ

ク

喰

ら

い

や

が

れ

Ｔ
ａ

ｅ
Ｔ
ｈ
ａ
ｔ
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｆ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ

あ
ぐ

 
気
合
一
閃
と
ば
か
り
に
大
上

か
ら
振
り
下
ろ
さ
れ
た

を

う
騎
士
剣
に
斬
ら
れ
た
彼
女

は
苦
し

な

ぎ
を

ら
す

そ
れ
で
も
倒
れ
な
い
の
は
彼
女
の
意
地
か
表
情
は
歪
ん
で
い
る
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が
闘

は
ま
だ

え
て
い
な
い

 
し
か
し

ゲ

ジ
の
方
は

も
な
い

り
を
見
せ
て
い
た

残
り
八

強
ま
で
残

て

い
た
の
に
今
の
一
撃
だ
け
で
二

弱
と
い
う
危
険

に
ま
で

て
い
た
の
だ

イ
ネ

ブ
ル

ゲ

ジ
で
あ
る

に
色
は
変
わ
ら
な
い
が
残

は
明
ら
か
に
あ
と
一
撃
で
死
ん
で
し
ま
う
程
に
少

な
いそ

ん
な

ス
タ
ン

 
そ
し
て
現
実
は
非
情
だ

先

ど
の

を

た
斬
撃
を

に

け
て

を
六

近
く

ら

さ
れ
た
ユ
イ
ち

ん
は

そ
の
一
撃
の
ダ
メ

ジ

か
ら
ス
タ
ン

一
時
行
動
不
能

と
い
う
状

異
常
に
掛
か

て
い
た

ど
ん
な
方
法
を

い
て
も
回
復
す
る
事
が
叶
わ
な
い
そ
れ

は

目
の
前
に

が
い
て

つ

わ
れ
て
い
る
状
況
下
で
は

命
的

 
騎
士
は
目
の
前
に
倒
れ
た
彼
女
に
ト
ド
メ
を

す
べ
く

手
で
ま
た
大
上

に
剣
を
持
ち
上

し
か
し
振
り
下
ろ
す

前
で
そ
の
剣
を
横

ぎ
に
振
る
い
自
身
に

り
来
て
い
た

を
弾
き

と
し
た

フ

リ
ア
は
ユ
イ
姉
を
頼
む

 

を
放

て

し
た
の
は
今
に
も
助
け
に
行
き
そ
う
な
身
を
理
性
で
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
抑
え
付
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け
て
い
た
キ
リ
ト
だ

 
彼
は
新
た
に

手
に

び
出
し
た

を
三
本
束
ね
て

に
番
え
一
気
に
放
つ

三
本

め
て

放
た
れ
た

は

に

道
を
変
え
な
が
ら

ん
だ
の
で

ぐ
の
は

し
い
と
判
断
し
た
ら
し
い

騎
士
は
ユ
イ
ち

ん
の
近
く
か
ら

び
退
い
て
回

す
る

 
大
き
く
横
に

ん
で
ユ
イ
ち

ん
か
ら
離
れ
た
騎
士
を

て
キ
リ
ト
は

と

を

て

制
す
る

に
タ
ゲ
が

て
い
る
の
か
騎
士
は

を

け
る
キ
リ
ト
を
見
て
お
り
間
断

な
く
放
た
れ
る

を

び
退
い
て

動
し
つ
つ
剣
で
弾
き

と
し

離
を

め
ら
れ
な
い
で
い

る 
偶
に
ユ
イ
ち

ん
の
方
に

す
時
が
あ
る
が
そ
の
場
合
彼
は
そ
れ
以
上
彼
女
に
近
付
か
な
い

よ
う
先
回
り
す
る
よ
う
に

を

る
事
で
反
対

へ
回

さ
せ
て
い
た

 
そ
の

振
り
に
大

だ
ろ
う
と
一
応
安
心
し
た
後
わ
た
し
は
彼
女
を
助
け
る

に

り

出
す

 
オ
オ
オ
オ
オ

 
部

の
中
に
入

た
か
ら
か
そ
れ
と
も
自
身
に
大

我
を
負
わ
せ
た
ユ
イ
ち

ん
に
近
付
く

わ
た
し
を
見

め
た
騎
士
は
ど
こ
か
怨
念
め
い
た
い
声
を
発
し
た

キ
リ
ト
は
と
も
か
く
わ
た
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し
と
彼
女
は
パ

テ

を
組
ん
で
い
る
の
で
ヘ
イ
ト
が

り
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
レ
ベ
ル
は
騎
士
の
方
が
高
い
が
わ
た
し
は

値
に
八
の

合
で
レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
を

ぎ

ん
で
来
た
の
で
速

は

同

 
し
か
し
わ
た
し
が
彼
女
の
下
に

り

く
よ
り
騎
士
が
わ
た
し
に
斬
撃
を
見
舞
う
方
が
キ
リ

ト
の

制
や

を

め
て
も

い
だ
ろ
う

む
し
ろ
ユ
イ
ち

ん
を
絶
対
に
殺
す
と
い
う

意

が
あ
る
か
の
如
く
助
け
に
出
た
わ
た
し
目
掛
け
て
キ
リ
ト
の

に
よ
る

を
も
の
と
も

せ
ず

り
出
す
程
な
の
で
予
想
よ
り

い
か
も
し
れ
な
い

心
無
し

を
発
生
さ
せ
て

か
ら
ス
テ

タ
ス
ア

プ
し
て
い
る
感
じ
も
し
た

 
逆
手
で

ド
ブ
レ
イ
カ

を
振
る
え
ば
上
手
い
こ
と
騎
士
剣
を
刃
の

に

め

ん
で

る
事
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
恐
ら
く

力
値
の
圧
倒
的
な
差
か
ら
一

で

し
切
ら
れ
る
目

が
高
い
た
め

現
実
的
で
は
な
い
な
と
判
断
し
た

 
キ
リ
ト
が

り

む
か

復
帰
し
た
ユ
イ
ち

ん
が
持
ち
直
し
て
く
れ
る
か

 
ス
タ
ン
の

果
時
間
的
に
彼
女
の
復
帰
が
間
に
合
う
か
は
か
な
り
ギ
リ
ギ
リ
な
の
で
キ
リ
ト

が

り

む
方
が
よ
り
確
実

チ
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彼
も
そ
う
判
断
し
た
よ
う
で
弓
か
ら
愛

の
二
剣
に
持
ち

え
た
後
一

で
突
進
す
る
騎

士
の

道
線
上
に

動
し
て

り

ん
だ

一

前
に
立

て
い
た
場

に
は

か
に
舞
う
砂

が
見
ら
れ
た

 
騎
士
は
目
の
前
に

が
現
れ
た
事
に
一

動
揺
し
た
よ
う
に
も
見
え
た
が
し
か
し
錯
覚
だ

た
か
と
思
う
く
ら
い

静
に
眼
前
の

に
騎
士
剣
を
振
り
下
ろ
す

を

た
刃
は
同
じ

く
白

を

う
交

し
た
二
剣
に
止
め
ら
れ
た

ぐキキ
リ
ト

 

い
た
の
は
キ
リ
ト
が
片

を

た
事

騎
士
の
一
撃
が
そ
れ

ど
重
か

た
の
か
一

の

抗
の
後
に
彼
は
片

を

に
突
い
て

上
か
ら

る
剣
の
圧
力
に

え
始
め
た
の
だ

恐

ろ
し
く
高
レ
ベ
ル
の
キ
リ
ト
は
ボ
ス
を
圧
倒
す
る
程
の

力
値
で
あ
る
事
は
確
か
で
フ
ロ
ア
ボ

ス
な
ら

抗
や

さ
れ
る
の
も
仕
方
な
い
と
思
う
も
の
の
ボ
ス
で
す
ら
な
い
ネ

ム
ド
モ
ン
ス

タ

程

に

さ
れ
た
事
に
ユ
イ
ち

ん
と
わ
た
し
は
同
時
に

を

わ
に
す
る

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

よ
り
も
レ
ベ
ル
が
高
い
事
も

て

や
ス
テ

タ
ス
が
高
い
と
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思

て
い
た
が
ど
う
も
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

は
ス
テ

タ
ス
が
レ

ベ
ル
に
見
合
わ
な
い
く
ら
い
高
い
ら
し
い

わ
た
し
や
ユ
ウ
キ
み
た
い
に
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
な
ら

い
ざ
知
ら
ず
超
高
レ
ベ
ル
パ
ワ

タ
イ
プ
の
剣
士
で
あ
る
キ
リ
ト
が
真

向
か
ら
圧
倒
さ
れ
る

な
ど
ど
う

え
て
も
お
か
し
い

 
ユ
イ
ち

ん
は
出
来
る
だ
け
攻
撃
を

け
な
い
よ
う

し
た
武
器
で
不
意
を
突
い
て
仕
切
り

直
し
た
り

手
の
攻
撃
を

し
た
り
弾
い
て

道
を

ら
す
事
を

先
し
た

実
な
戦
い
方

を
し
て
い
た
が
そ
れ
が
最

解
だ

た
ら
し
い

キ
リ
ト
が

さ
れ
る
と
な
れ
ば
攻
撃

先
の

キ
リ
ト
や
バ
ラ
ン
ス
型
の
ユ
ウ
キ
だ
と

か
分
が
悪
い

 

手
の
方
が
高
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
こ
ち
ら
の

を
突
き
破
れ
る

力
値
を
有
し
て
い
る
の
な

ら
下
手
に
攻
撃
を
重

し
な
い
方
が
良
い
の
だ

論

体
を
持

て
い
る
な
ら
攻
撃
重

の

方
が
良
い
が
こ
の
騎
士
と
同
程

の
大
き
さ
な
ら
攻
撃
を
見
切

て
反
撃
を
入
れ
る
方
が
確
実

性
と
し
て
は
上
で
あ
る

 
た
だ
キ
リ
ト
が
圧
倒
さ
れ
て
い
る
事
に

い
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
の
様
子
か
ら
し
て
そ
こ

ま
で

え
て
い
た

で
は
無
い
よ
う
だ
が

恐
ら
く
性
格
的
に

実
性
を
求
め
て
い
た
の
だ
ろ

う
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見

た
か

 
フ

リ
ア

ユ
イ
姉
を

く
部

か
ら

れ
出
し
て
回
復
を

わ

分
か

た

 
金
属
が

み
合
う

を

か
せ
な
が
ら
も

命
に

し
切
ら
れ
な
い
よ
う

ん

て
い
る
キ

リ
ト
の
切

ま

た
指
示
を

け

ば

然
と
し
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
の

を

い
て
持
ち

上

引
き

る
よ
う
に
出

を
目
指
す

背
後
で
騎
士
が
更
に
重

し
い

り
を
上

る
が

キ
リ
ト
が

ん
で
い
る
の
か
近
く
で

こ
え
る
事
は
無
い

 

中
か
ら
自
分
で
歩
き
出
し
て
く
れ
た
彼
女
の
手
を
引
い
て
部

の

か
ら
出
た
と
こ
ろ
で

ポ

シ

ン
を

ま
せ
る

 
結

の
方
が

時
回
復

が
多
い
の
で

く
戦
線
復
帰
出
来
る
が

結

は

本
的
に

高
価
な
上
に
希
少
性
が
あ
る
し

戦
闘
中
に
ま
た
ダ
メ

ジ
を

け
た
時
は
自
然
回
復
バ
フ
が

あ

た
方
が
有

な
の
で
ポ

シ

ン
が
こ
の
場
合
は
正
し
い

結

は
本
格
的
に
危
な
く

な

た
時

だ

 
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
を
使

た
の
で

は
一
気
に
八

ま
で
回
復
し

ス
キ
ル
と
バ
フ
の

果
で

に
全
快
に
向
け
て
ゲ

ジ
が
進
ん
で
い
る
事
を
確
認
し
た
わ
た
し
は
そ
れ
に
構
う
事

無
く
食
い
入
る
よ
う
に
彼
女
が
見
て
い
る
戦
い
へ
と

線
を

し
た
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オ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
片
手
で
は

し
切
ら
れ
る
と
判
断
し
た
の
か
キ
リ
ト
は
二
剣
か
ら

黒
の

手
剣
に
武
器
を

持
ち

え
て
騎
士
と
斬
り
結
ん
で
い
た

刃

り
は

同

な
の
で
背

で
リ

チ
に
差
が
出

る
が
キ
リ
ト
は
自
ら
の
小

さ
や
騎
士
に
勝
る

性
を
以
て

手
を

弄
し

く
と
も
確

実
に
ダ
メ

ジ
を

さ
せ
て
い

て
い
る

 
対
す
る
騎
士
も
本

に

な
の
か
と
思
う
く
ら
い
高

な
剣

き
を
見
せ
て
お
り

カ
ウ
ン

タ

で
放
た
れ
る
キ
リ
ト
の
剣

の
大

を
見
切

て

し
て
い
る

 

し
て
す
ぐ
に
反
撃
と
ば
か
り
に

い
剣
閃
が
放
た
れ
キ
リ
ト
は
直
撃
を

け
る

に
持
ち

上

た
剣
の

や

で

を
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
わ
せ
る
と
い
う

り
を

り
返
し
て
い
た

ク
ラ
レ
ン
ト

 
そ
ん
な
中

騎
士
が
大
振
り
に
剣
を
持
ち
上

た

 
バ
チ
バ
チ

と

が
騎
士
剣
を

て
い
た
が

そ
の
勢
い
は
こ
れ
ま
で
の

で
は
な
い

明
ら
か
に

が
残
り

か
と
な

た
事
で
放
つ
よ
う
に
な
る
大
技
の
前
兆
で
あ
る

離

が
あ
る
の
に
放
と
う
と
し
て
い
る

り
一
気
に

み

む
の
か
あ
る
い
は
以
前
地
下
迷

で
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キ
リ
ト
が
見
せ
た
よ
う
に
斬
撃
を

ば
す
系
の
攻
撃
な
の
か

さ
せ
る
か

グ
 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
は
足
裏
で
砂

を

き
立
て
る
程
の

間
加
速
を
見
せ
て
一

で
騎
士
と

の

離
を
ゼ
ロ
へ
と

め
後
ろ
に
引
い
た
黒
い

手
剣
を

き
つ
け
る
よ
う
に

ぎ
に
振
る

う

ザ
ン

と

い
サ
ウ
ン
ド
エ
フ

ク
ト
が
部

に

き

る
と
同
時
騎
士
は

す
術
も

無
く

に

き
つ
け
ら
れ

力
無
く

に

を
突
く

 

に
深
く

ま
れ
た

い
斬
閃
が

し
い
が
し
か
し

逆
の
騎
士
は
不
暁
不

と

わ
ん
ば
か
り
の
様

で
し

か
り
立
ち
上
が
り
再

騎
士
剣
を
正
眼
に
構
え
る

騎
士
の

は

身
の
一
撃
が
入

た
に
も

ら
ず
一

に

た
な
い
く
ら
い

か
に
ゲ

ジ
が
残

て
い
た

く
て
も
二
撃

深
け
れ
ば
一
撃
で
消
し

ぶ
程

 
そ
の
残
り

か
な
命
を
キ
リ
ト
は

間
的
に
回
り

ん
だ
騎
士
の
背
後
か
ら
の
一
太
刀
で
奪

い
切
る

 
命
を
全
て
喪

た
騎
士
は
そ
れ
ま
で
見
せ
て
い
た

圧
感
を
全
て
消
し

ロ

ロ
と
数
歩
前

に
歩
い
た
と
こ
ろ
で
剣
を

と
し
前
の
め
り
に
倒
れ
る

が
し

ん
と

と

が
ぶ
つ
か
る
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を
立
て
て
倒
れ
た
と
こ
ろ
で
蒼
白
く
発
光
し

一

後
に
は
蒼
い
欠
片
へ
と

し
た

 
蒼
い
欠
片
が
消
え
去

た

に
は
騎
士
が
使

て
い
た
紅
い

や

飾
が
特
徴
的
な
白
銀
の

騎
士
剣
が

に

ち
て
い
た

 

く
物
憂

に
蒼
白
い
欠
片
を

け
て
騎
士
剣
を
見

め
て
い
た
キ
リ
ト
が
リ
ザ
ル
ト

面

を

じ
て
そ
れ
を

た
後
わ
た
し
達
に

線
を
向
け
て
来
る

こ
ち
ら
に
歩
い
て
来
る
気
配

は
無
い

 

と
な
く
入

て
来
る
よ
う

わ
れ
た
気
が
し
た
た
め
わ
た
し
と
ユ
イ
ち

ん
は
一

を

見
合
わ
せ
た
後

手
に
黒
い

手
剣
を

手
に
騎
士
が
使

て
い
た
紅
と
銀
の
騎
士
剣
を

え
て
い
る
キ
リ
ト
の
下
へ
と
近
寄
る

お

れ
様

キ
リ
ト

ん
お

れ
フ

リ
ア

流

に

よ
り
あ
の
騎
士
の
力
の
方
が
強
い
と
知

た
時
は
焦

た

け
ど

と
か
な

た
な

そ
れ
と
ユ
イ
姉
も
お

れ

は
い

お

れ
様
で
す

 
ユ
イ
ち

ん
は
キ
リ
ト
の
労
い
に
ど
こ
か
引

掛
か
り
を
覚
え
て
い
る
と
で
も

う
よ
う
な

な
面
持
ち
で
応
え
た

と
な
く

し

無
さ
そ
う
に
見
え
る
事
か
ら
も
し
か
し
た
ら
自
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分
一
人
で
倒
し
切
る
つ
も
り
だ

た
の
に
手
を

わ
せ
て
し
ま

た
と
か
そ
う

え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か

ユ
イ
ち

ん
も
し
も
一
人
で
倒
す

だ

た
の
に
助
け
ら
れ
て
し
ま

た
と
か

え
て
い
る

な
ら
そ
う
気
を

と
す
必
要
は
な
い
と
思
う
よ

そ
も
そ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
多
人

数
で
一
体
の
モ
ン
ス
タ

を

手
す
る
の
が

本
な
の

ネ

ム
ド
を
一
人
で
倒
せ
な
く
て
も
別

に
お
か
し
い
事
じ

な
い
よ

と
な
く
そ
こ
は
か
と
な
く
遠
回
し
に

が
お
か
し
い
と

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
な

く
も
無
い
け
ど

で
も
実

フ

リ
ア
の

う

り
だ

確
か
に

と
同
ス
テ

タ
ス
に
加

え
て

と
い
う
破
格
の

備
を
持

て
い
る
に
し
て
も
ユ
イ
姉
は
ま
だ
ま
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
戦

闘
初
心
者
そ
れ
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
ネ

ム
ド

手
に
あ
そ
こ
ま
で
善
戦
出
来
た
事
は

誇

て
い
い

経
験
ば
か
り
は
時
間
を
掛
け
る
し
か
無
い

だ
か
ら

は

ち

ま
な
い
よ
う
今

回
の
戦
い
の
反

点
の

善
を
目
指
そ
う

そ
れ
を

り
返
し
て
い
け
ば
ユ
イ
姉
は
絶
対
強
く
な

る
か
ら

フ

リ
ア
さ
ん

キ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

ち

ん
で
い
た
ユ
イ
ち

ん
は
わ
た
し
達
の

ま
し
を

け
て
少
し
だ
け

気
を
取
り
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し
た
よ
う
だ

た

ど
ち
ら
か
と

う
と
キ
リ
ト
の
フ

ロ

で

気
が
出
た
よ
う
な
気
が
す
る

け
ど

ま

そ
れ
は
そ
れ
で

ま
し
い
事
だ
か
ら
良
し
と
し
よ
う

と
こ
ろ
で
キ

そ
の
騎
士
剣
は
一
体

 
気
分
を
持
ち
直
し
た
ユ
イ
ち

ん
は
気
持
ち
を
切
り

え
さ

き
か
ら
わ
た
し
も

い
て
い

た
疑
問
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
問
う
た

 

Ｍ
ｏ
ｂ
が
倒
れ
た

の
ド
ロ

プ
品
は
リ
ザ
ル
ト

面
に
表
示
さ
れ
る
形
で
ス
ト
レ

ジ
に
格

さ
れ
る
し
仮
に
直

ド
ロ

プ
し
た
も
の
に
し
て
も
そ
れ
は
ク
エ
ス
ト
を

け
た
時

の
キ

ア
イ
テ
ム
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
の
ク
エ
ス
ト
と

え
ば
恐

ら
く
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
の
事

キ
リ
ト
は
騎
士
が
現
れ
る
前
に
グ
ラ
ン
ド
と
か

て
い
た
の

で

さ

き
の
戦
い
は

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

の
も
の
だ

た
の
だ
ろ
う

 
だ
と
す
る
と
そ
の
騎
士
剣
は
今
後
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
探
索
を
進
め
る
上
で
必
要
と
い
う

事
に
な
る
が

現
状
を
打
破
す
る
ア
イ
テ
ム
と
は
思
い

い

ま
さ
か
こ
れ
を

に
別
の
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か

 
一
人
で
思

を
広

て
い
る
と
黒
い

手
剣
を
仕
舞

た
キ
リ
ト
は

手
に
握
る
騎
士
剣
を

持
ち
上

指
で
タ

プ
し

ア
イ
テ
ム
の
ポ

プ
ア

プ
メ
ニ

を
呼
び
出
し
た
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え

と

ア
イ
テ
ム
名
は
王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト

分

は

手
剣
と

重
品
だ

て

備
品
に
し
て

重
品
で
す
か

 
ク
ラ
レ
ン
ト
と

う
ら
し
い
剣
は

備
出
来
る
よ
う
だ
が

同
時
に

重
品
で
あ
る
と
知
り

今
後
ク
エ
ス
ト
で

わ

て
来
る
事
が
予
想
出
来
た

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

で

手
に
入

た

重
品
な
の
だ
こ
れ
で

重
品
で
な
か

た
な
ら
ま
だ
し
も
こ
れ
で
は
む
し
ろ

わ

て
来
な
い
方
が
無
い
と
思
う

性
能
は

七
十
五
層
で
も

で

す
る
性
能
だ
な

多
分
こ
れ
九
十
層
ク
ラ
ス
じ

な
い
か
な

 
強
化

行
回
数
は
十
回
だ
け
ど

最
大
ま
で
強
化
し
た
ら
九
十
層
後

ま
で
は
使
え
そ
う

ま
た
壊
れ
性
能
の
武
器
を

 
ち
な
み
に
七
十
五
層
ク
ラ
ス
で
手
に
入
る
武
器
の
強
化

行
回
数
は

り
で
は
一
律
十
回

だ
が
宝

か
ら
手
に
入
る
も
の
は
平

三
十
回
に

で

達
し
て
い
る
事
が
多
い

そ
の
分

だ
け
強
化

は
大

に

る
の
だ
が
気
に
入

た
武
器
を
⻑
く
使
え
る
と

え
れ
ば

い
と

は
あ
ま
り

え
な
い
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現
に
キ
リ
ト
の
エ
リ

シ
デ

タ
や
ア
ス
ナ
の
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
は
五
十
層

の

か
ら

持

て
い
る
剣
だ
が

現
状
で
も
ま
だ
使
え
て
い
る

そ
れ
は
強
化

行
回
数
が
か
な
り
多
く

最
大
強
化
ま
で
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る

ま

キ
リ
ト
の
方
は

力
不
足
の
感
を

め
な

く
な

て
い
る
ら
し
い
が

 
し
か
し
闘
技
場
で
手
に
入
れ
た

然
り
リ
ズ
ベ

ト
が
鍛
え
た
と
い
う
片
手
剣

の
エ
リ

シ
オ
ン
然
り
今

は

手
剣
で
ク
ラ
レ
ン
ト
か

偶
然
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う
け

ど
こ
う
ま
で
キ
リ
ト
に
ば
か
り

ま
じ
い
性
能
の
武
器
が
手
に
入
る
と
い
う
の
は
一
ゲ

マ

と

し
て

と
な
く
面
白
く
な
い

 
キ
リ
ト
が
ズ
ル
を
し
て
い
る

で
は
無
い
事
く
ら
い
理
解
は
し
て
い
る

で
も

と
な
く
感
情

で
面
白
く
な
い
の
だ

 

片
手
剣
や

手
剣
な
ん
て
ス
キ
ル
す
ら
取

て
な
い
も
の
だ
か
ら
わ
た
し
が
手
に
入
れ

て
も
プ
レ
イ

に

り
払
う
し
か
道
は
な
い
の
で
あ
る
が

そ
れ
を

え
れ
ば
確
か
に
な
実
力

が
あ

て
使
い
こ
な
せ
る
プ
レ
イ

に

る
方
が
攻
略
の

に
も
い
い
事
だ
ろ
う

ス
ト
レ
ア
に

ろ
う
か
な

コ
レ

ま

キ

が
良
い
の
な
ら
別
に
い
い
の
で
は
な
い
で
し

う
か

手
剣

を
メ
イ
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ン
と
し
て
い
る
彼
女
に

せ
ば

常
的
な
戦
力
ア

プ
と
な
る
で
し

う
し

た
だ

ホ
ロ
ウ
・

エ
リ
ア

の
探
索
が
終
わ

て
か
ら
で
な
け
れ
ば

み
か
ね
な
い
の
で
そ
こ
は

意
で
す
ね

 
た
だ
の

備
品
だ

た
な
ら
す
ぐ
に
で
も

し
て
戦
力
向
上
を

た
方
が
良
い
の
だ
ろ
う

が
同
時
に

重
品
で
も
あ
る
王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト
は
今
後
の
探
索
に

け
る

と
な
る
代
物

来
的
に

す
に
し
て
も
今

す
と
探
索
出
来
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
ユ
イ
ち

ん
の

念
は

も
だ

た

う
ん

そ
れ
は
分
か

て
る
よ

 
キ
リ
ト
も
同
意
見
ら
し
く
特
に
不

を
見
せ
ず

自
身
の
義
姉
に

み
を
向
け
た

ん

 
戦
闘
後
の

を
し
て
い
る
と

と

か
に
気
付
い
た
よ
う
に
キ
リ
ト
が
部

の

へ
と
目

を
向
け
た

釣
ら
れ
て
目
を
向
け
る
と
入
り

と
は
真
逆
の
部

の

が
す

と

明
に
な

り

一
本
の
道
が
出
現
す
る

 
そ
し
て
そ
の
道
の
先
に
あ
る
小
部

に
は
金
色
の
宝

が
一
つ

し
て
い
た

の
中

に
虹
色
の
宝

が

て
い
る
の
で
見
た
目
か
ら
し
て
か
な
り
の
レ
ア

を
誇

て
い
る
と
分
か

る
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お
宝

 

突
に
わ
た
し
が
喜
色

面
の
声
を
発
し
た
た
め
二
人
が
び
く

と

を

わ
せ

く
が

そ
れ
を
完
全
に
ス
ル

し
て
わ
た
し
は
宝

へ

ず
る
新
た
な
道
へ
と

り
出
し
た

後
ろ
か
ら

二
人
の
慌
て
た
声
が

こ
え
る
も
の
の
こ
の
回
廊
に

な
ん
て
無
い
事
を

に
ス
キ
ル
で

べ
て

い
る
の
で
宝

ま
で
全
速
力
だ

 
宝

の
前
に
数

で

り

い
た
わ
た
し
は
し
か
し
興

と
は
裏

に

静

つ

念
に
宝

に
ト
ラ

プ
が
掛
か

て
い
な
い
か
を
確
認
す
る

自
分
が
死
ぬ
の
も

だ
し
今
は
キ
リ
ト

と
ユ
イ
ち

ん
と
い
う
二
人
の

間
も

る
自
分
が
突

た
せ
い
で
キ
リ
ト
の
ト
ラ
ウ
マ

を

る
よ
う
な
足
を
引

る
事

を
引
き

こ
し
た
く
な
い
の
で
平
時
よ
り
根
気
を
入
れ
て
ス

キ
ル
に
よ
る
確
認
を

つ
も
実
行
す
る

 

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
う
い
う
も
の

ど

偶
に

外
も
あ
る
け
ど

レ
ア

の
高
い
代
物
が
入

て
い
る

そ
れ
を
手
に
入
れ
る

に

よ
り
こ
の
眼
に
入

た

全
て
の
宝

を
開
け
る

に
ト
ラ

プ
を
解

す
る

の
ス
キ
ル
を
コ
ン
プ
リ

ト
ま
で
鍛
え

た
の
だ

面
目
躍
如
で
あ
る
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フ

リ
ア
さ
ん

い
き
な
り
で

き
ま
し
た
よ

あ
は
は

ご
め
ん
ご
め
ん

つ
い
宝

を
見
る
と
な

ち

う
ん
だ
よ
ね

な
る

ど

宝

を
前
に
し
た
フ

リ
ア
は
さ
し
ず
め
ト
レ
ジ

モ

ド
と
で
も

う
よ
う
な
テ
ン
シ

ン
に
な
る
ん
だ
な

そ
う
い
う
事

こ
う
宝
を
開
け
て
中
身
を
取
り
出
す
そ
の
間
が
ら
な
い
ん
だ
よ
ね

ド
キ
ド
キ
感
が
も
う

み
付
き
な
ん
だ
よ

 
デ
ス
ゲ

ム
の

日
に
レ
イ
ン
か
ら
鍛
え
て
も
ら
い
始
め
て
以

さ
え
あ
れ
ば
ダ
ン

ジ

ン
ア
タ

ク
し
て
宝

を
探
し
求
め
て
い
た
の
だ
か
ら
わ
た
し
の
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

魂

も

金
入
り
だ
と
思
う

中
身
が
レ
ア
物
だ
と
と
て
も

し
い
が
わ
た
し
が
求
め
て
い
る
も
の

は

た
よ
う
に
中
身
を
取
り
出
す
そ
の

間
の
ド
キ
ド
キ
感

密
に

え
ば
中
身
は
そ
こ
ま

で
重
要
で
は
無
い
の
で
あ
る

 
そ
れ
に
た
と
え

に
立
た
な
い
も
の
で
あ

て
も
そ
れ
な
り
に
思
い
出
の
品
に
は
な
る
だ
ろ
う

し
完
全
に
無

と
い
う

で
は
な
い

二
束
三
文
で
し
か

れ
な
か
ろ
う
と
ユ
ニ

ク
で
あ
れ

ば
わ
た
し
は
そ
れ
を
大
事
に
取

て
お
く
主
義
だ

 
ま

多
大
な
苦
労
を
し
た

に
安
価
な

ア
イ
テ
ム
し
か
手
に
入
ら
な
い
と
か
だ

た
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ら
流

に

な
気
持
ち
に
は
な
る
け
ど

で
も
そ
の
程

で
宝
探
し
を
止
め
る

ど
わ
た
し

の
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

魂
は
お
安
く
な
い

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
ス
キ
ル
値
と
仕
掛
け
ら
れ
た
ト
ラ

プ
の
演

が
終
わ
り
無
事
に

ト
ラ

プ
を
解

し
た
上
で
ガ
チ

リ
と
解

さ
れ
た

が
し
た

あ

開
い
た
み
た
い
で
す
ね

流

に
宝
探
し
を

ん
で
や

て
る
だ
け
あ
る
こ
ん
な

時
間
で
解

と
解

を
同
時
に
す

る
の
は

手

れ
て
る
証
だ

達
に
一
年

も
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

を
し
て
い
な
い

て
事
だ
よ

さ

て

お
宝
ち

ん
と
ご
対
面
と
い
き
ま
す
か

お
宝
ち

ん

 
わ
た
し
の
テ
ン
シ

ン
に
付
い
て
行
け
な
い
の
か
あ
る
い
は

動
が
性
格
と
合
わ
な
い
か
ら

か

二
人
は
と
て
も
息
が
あ

た
様
に
苦

を
浮
か
べ
て
い
た

 
そ
れ
も
気
に
せ
ず

を
ド
キ
ド
キ
さ
せ
な
が
ら
わ
た
し
は
宝

の

に

手
を
掛
け
て
上

に
持
ち
上

る

ギ
ギ
ギ
と

番
が

む
レ
ト
ロ
な

を

か
せ
な
が
ら
大
人
一
人
く
ら
い
な

ら

で
入
れ
る
く
ら
い
大
き
な
宝

の

が
開
く

完
全
に
開
け
た
後
わ
た
し
は
手
を
入
れ
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て
中
身
を
取
り
出
し
た

じ

ん

 
今
回
の
お
宝
ち

ん
は
こ
れ

 

飾
り

 
そ
う

て
虹
色
の
宝

が

め

ま
れ
た
金
色
の
宝

か
ら
取
り
出
し
た
お
宝
を

手
で

持
ち

二
人
に
向
け
て
見
せ
る

 
黒
く
太
め
の

に
金
色
の

が

る
さ
れ
そ
の

の
中
心
に

を
思
わ
せ
る
小
さ
な

光
が

り
ば
め
ら
れ
た
黒
い
宝

が

め

ま
れ
て
い
る
と
て
も

な

飾
り
だ

中
世
の

女
性

が

か
ら

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

飾
品
だ
が
金
と
い
う

華
な
色
が
あ
る

に
も

わ
ら
ず
意
外
に
も

な

を
与
え
て
く
る

あ
ま
り
宝

や

飾
品
に
興
味
が
無
い

わ
た
し
で
も

と

直
に
思
え
る
く
ら
い
の
代
物

あ
ま
り
に

華
な
も
の
に
は

本

悪
感
を

く
の
で

飾
品
に

を

く
事
は
わ
た
し
に
と

て
か
な
り

し
い
事
だ

た

り
す
る

 
そ
れ
を
見
て
ユ
イ
ち

ん
は

と
表
情
を

和
に

け
さ
せ
な
が
ら

み
と
共
に

飾
り
に
見

れ

キ
リ
ト
も
彼
女
程
で
は
な
い
に
せ
よ
感
心
し
た
よ
う
に
目
を

か
せ
る

と
て
も

な

飾
り
で
す
ね

あ
あ
ま
る
で
星

を

じ

め
た
み
た
い
に

な
宝

だ

で
も
こ
う
風
情
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が
無
い
よ
う
だ
け
ど

か
ら
掛
け
る
と

と
か

り
そ
う

あ
と
重
そ
う

 
と
て
も
直

的
な
意
見
に
わ
た
し
と
ユ
イ
ち

ん
は

苦

を
浮
か
べ
て
し
ま

た

 
確
か
に

大
と
い
う
宝

に
し
て
は
破
格
の
大
き
さ
だ
し
金
属
の

も

み
が
あ

て
そ

れ
な
り
に
重

も
あ
る
か
ら

に
掛
け
た
ら
キ
リ
ト
の

う

り
リ
ア
ル
で
は

や

が

る

だ
ろ
う

こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と

う
と
日
常
的
に
身
に

け
る
の
で
は
な
く

か
大
切
な
行
事

の

に
の
み
付
け
る
と
い

た

の
代
物
だ

あ
は
は

ま

キ
リ
ト
は
男
の
子
だ
か
ら
こ
う
い
う
モ
ノ
に
対
す
る
興
味
が

く
て
も
仕
方

な
い
よ

て
思
え
る
だ
け
マ
ト
モ
な
感
性
し
て
る

そ
れ
は

め
ら
れ
て
る
の
か
な

十
分

め
て
る
よ

ダ
メ
な
男
の
人
は
ね
こ
う
い
う
モ
ノ
を
見
て
値
打
ち
も
の
だ

と

か

だ
そ
ん
な
も
の
か

て
に
べ
も
無
い
か
ら
ね

キ
リ
ト
も
女
の
子
と
一
緒
に

い
物

す
る
時
は
実

性
ば
か
り
じ

な
く
て
さ

き
み
た
い
な
感
想
を

直
に

に
し
た
ら
良
い
よ

 
少
な
く
と
も
こ
の

飾
り
を
見
て
キ
リ
ト
が

に
し
た
感
想
は
と
て
も

ま
し
い
も
の
だ

た

ロ
マ
ン
が
あ
る
と

う
の
だ
ろ
う
か

え
方
に
風
情
が
あ

て
引
き

ま
れ
る
し
共
感
し

や
す
い
も
の
だ

た
の
は
確
か
だ

わ
た
し
も
宝

を
見
て

を
想

し
て
い
た
か
ら
共
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し
た
感
想
を
持
て
て
ち

と

し
く
な

た
し

 
中

良
い
物
が
手
に
入

た
と
ホ
ク
ホ
ク
し
つ
つ
わ
た
し
は

手
で
持

た

飾
り
の
宝

を
タ

プ
し

ポ

プ
ア

プ
メ
ニ

を
呼
び
出
し

名
前
や
分

を
確
認
し
た

え

と

名
前
は

虚
光
を

す

飾
り

重
品
だ

て

そ
れ
も
か

む

と
す
る
と
そ
の

飾
り
と
紋
様
持
ち
が

う
事
で

の

が
開
く
よ
う
に
な

て

さ

き
手
に
入
れ
た

王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト

で

の
先
に

る
か

も
し
れ
な
い
ボ
ス
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る

と
か
か
な

ど
う
で
し

う

ク
ラ
レ
ン
ト
に

し
て
は
と
も
か
く
前
者
の
方
は
あ
り
得
そ
う
で
す
よ

ね
む

む

じ

あ
こ
れ
は
キ
リ
ト
に
あ

る
ね
キ
リ
ト
は
紋
様
持
ち
だ
し
こ

ち
の
探
索

で
必
要
に
な
る
時
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

分
か

た

フ

リ
ア

あ
り
が
と
う

い
や
い
や

 
キ
リ
ト
の
子

ら
し
い
に
こ
や
か
な

に
内
心

さ
れ
つ
つ

重
品
の

飾
り
を
ト
レ

ド

で
し

か
り

し
た
の
を
確
認
し
た
後

わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
キ
リ
ト
に

ね
た
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現
在
時

は

前
十
一
時

も
う
少
し
で

時
だ
が
ま
だ

ん
の

か
に
時
間
が
残

て
い

る

と
は

え
探
索

を
広

る
に
は
時
間
が
足
り
な
い

ど
う
す
る

ん

取
り

え
ず

の
前
ま
で
行

て
確
認
し
て
み
よ
う
そ
れ
く
ら
い
な
ら
三
十

分
も
掛
か
ら
な
い

念
の
た
め
に
確
認
し
ま
す
が

開
い
て
も
開
か
な
く
て
も

る
ん
で
す
よ
ね

論

流

に
七
十
五
層
み
た
い
に
撤
退
不
可
だ
と

む
か
ら
な

よ
り
レ
ベ
ル
が

い
ネ

ム
ド
に
力
負
け
し
た
時
点
で
こ

ち
の
ボ
ス
に
一
対
一
で
真

向
か
ら
は
勝
て
る
気
が

し
な
い

ユ
ウ
キ
さ
ん
は
確
か
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
を

独
撃
破
し
た
ん
で
す
よ
ね

あ

て
た
ね

そ
う
い
え
ば

 
レ
イ
ン
と
一
緒
に
大
神
殿
を
再
探
索
し
て
い
た
時
だ

ま
さ
か
と
思

た
が
彼
女
が
一
人
で
ボ

ス
を
倒
し
切
る
と
は
意
外
だ

た

ら
ス
タ
ン
二
重
掛
け
の
麻

が

的
に
入

た
と
し
て

も
だ

同
レ
ベ
ル
同
士
の
戦
い
と
レ
ベ
ル
差
が
あ
る
戦
い
で
前
者
の
方
が

抗
し
て
た

て
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の
努
力

う

え
え

と

ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
自
身
あ
の
ボ
ス
を
倒
せ
た
の
は

と

て
ま
し

た
し

に
戦

て
い
た
ら

し
切
ら
れ
て
負
け
る
の
は
確
定
的
だ
と

て
い
ま
し
た

 

で
す
か
ら
キ

が

ち

む
必
要
は
無
い
で
す
よ

う
ん

 
自
分
の

分
近
い
く
ら
い
レ
ベ
ル
が

い
ユ
ウ
キ
に

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
推

に

ち

み
始
め
た
キ
リ
ト
を
ユ
イ
ち

ん
は
さ

き
彼
に
さ
れ
た
よ
う
に
慰
め
る

を

で
ら
れ

な
が
ら
慰
め
ら
れ
た
キ
リ
ト
は
ど
こ
か
精
神
的
に
退
行
し
つ
つ

直
に

く

 

い
に

え
合
う

に
な

て
い
る
こ
の
義
姉
弟
の

は
中

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思

し
つ
つ
わ
た
し
は
索

で

を

し
な
が
ら
二
人
を

れ

て
回
廊
神
殿
を
後
に
す
る

 
そ
の
後
大
神
殿
の
最

ま
で
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
の
二
人
掛
か
り
で
リ
ポ

プ
し
て
い
た

モ
ン
ス
タ

達
を

し

が
開
く
か
を
確
認

オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
た

飾
り
を
持

た
キ
リ
ト
が
近
付
く
と
紅
い
宝

が

め
ら
れ
た
重
く
黒
い

製
の

が
紅
い
光
を
放

て

に
開
い
た

キ
リ
ト
の
予
想
が

た

て
い
た
の
で
あ
る
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こ
れ
で
探
索
が
進
む
と
喜
色
を
表
す

ら
レ
イ
ン
と
一
緒
に
必
死
に
な

て
手
掛
か
り
を
探

し
て
い
た
わ
た
し
達
は
一
体

だ

た
の
だ
ろ
う
と
脱
力
し
た

あ
ん
な
に
高
レ
ベ
ル
の

が

手
で
し
か
も
紋
様
持
ち
が

な
い
と
発
生
し
な
い

か
も
し
れ
な
い

ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア
し
な
い
と
進
め
な
い
な
ん
て
か
な
り
⻤

で
は
な
い
か
と
思
う

こ
ん
な
の
で
は

に
探
索
し
た
と
こ
ろ
で

時
ま
で
も
先
へ
進
め
な
い
で
は
な
い
か

 

だ
か
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
は
理
不

な
と
こ
ろ
が
あ
る
な

と

得
出
来
な
い
も
の
を
感

じ
つ
つ

キ
リ
ト
達
の
後
を
追

て

理

へ
の
帰

に

い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

逆
の
騎
士

ク
ラ
レ
ン
ト

も
う
原

は
分
か

た
も
同
然
で
す
ね

ボ
ス

と
し
て
な
ら
彼
ら
彼
女
ら
を
入
れ
る
の
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

 
ち
な
み
に

王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト

は

確
か
王

継
承
権
を
表
す
宝
剣
と
い
う
感
じ
の
代
物
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そ
れ
が
た
だ
の

備
で
は
無
く

重
品
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
で
手
に
入

た

と
い
う
事
は
最

あ
と
一
回
は
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
の
騎
士
英
霊
を
参

に
し
た

と
や
り
合
う
と
い
う

事
に

 

に
電
姉
こ
と
ユ
イ
姉
の
ス
タ
イ
ル

 
彼
女
も
三
つ
目
と
な
る

を

有
し
て
い
る
の
で
武
器
は
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
り
ま
す
が

現
状
有
力
な
メ
イ
ン
武
器
は
片
手
剣
と

剣

今
回
は
参

に
し
て
い
る
プ
レ
イ

が
キ
リ
ト

と
ユ
ウ
キ
な
の
で
片
手
剣
に

も
重

系
の

手
剣
使
い
な
上
に

で
し
た
し

 
彼
女
は
キ
リ
ト
の
パ
ワ

と
ユ
ウ
キ
の

面
の
い
い
と
こ
ど
り
的
な
ス
タ
イ
ル

ど

ち
か

と

う
と
か
な
り

実
に

し
て
戦
う
ス
タ
イ
ル
故
に
キ
リ
ト
よ
り
は
ユ
ウ
キ
の
回

・

ス
タ
イ
ル
に
近
い

性
格
的
に
攻
め

け
る
の
に
向
い
て
い
な
い
と
も

う

 
成
⻑
速

は

故
の
反

的
な
も
の
が
あ
る
か
ら
技
術
面
で
の
成
⻑
は

で
は
無
い

リ

姉
に
指

を

け
れ
ば
す
ぐ
強
者
に
至
る

 
キ
リ
ト
は
も
う
少
し
く
ら
い

ち

ん
で
も
良
い
と
思
う
の

悦

 
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
は

常
の
ク
エ
ス
ト

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

だ
と

系
が

本

原

ゲ

ム
だ
と
マ

プ
に
は
緑
色
の
サ

ク
ル
が
発
生
し
ま
す
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グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
は

分
か
り
や
す
く

え
ば

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
探
索

で
重
要
な
キ

ク
エ
ス
ト
だ
と
思

て

け
れ
ば

ゲ

ム
だ
と

色
で
表
示
さ
れ
る
ホ
ロ
ウ

ミ

シ

ン
を
本
作
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
グ
ラ
ン
ド
と
付
け
差
別
化
し
ま
し
た

こ
れ
を
こ

な
し
て
い
く
事
で
探
索
が
進
む
と
い
う
感
じ
に

 
グ
ラ
ン
ド
と
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
で
ミ

シ

ン
を
本
作
で

別
し
て
い
る
の
は
今
話
み
た
い
に

探
索
に

す
る
か
も

と
い
う
思

を
発
生
さ
せ
る

な
の
で
す

 
ぶ

ち

け

ん
で
い
て
分
か
り
や
す
く
す
る

と
も

う

 
そ
れ
は
と
も
か
く
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

り
に
探
索
が
進
展

ゲ

ム
だ
と
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら
出
ら
れ
な
い
フ

リ
ア
の

剣
を
強
化
し
た
り

お
宝
を
護

て
る

を
倒
し
に
行

た

り

森
の
中
を

た
り
し
た

に

飾
り
を
見
付
け

を
開
け
に
行
く
と
い
う
感
じ

な
ん
で
す
が

本
作
で
は
そ
う
い
う

感

イ
ベ
ン
ト

を
ガ
ン
ス
ル

 

故
か
と

う
と
フ

リ
ア
と
レ
イ
ン
が

に
樹
海
の
マ

ピ
ン
グ
を

終
え
て
る
か
ら

そ
も
そ
も
う
ろ
つ
く
必
要
が
無
い

キ
リ
ト
自
身
探
索
は
し
て
る
の
で
あ
る
程

は
マ

ピ
ン
グ

出
来
て
ま
す
し

 
そ
し
て
マ

ピ
ン
グ
出
来
て
な
い

高
レ
ベ
ル
の
場

を
キ
リ
ト
と
合
流
し
て
か
ら
行
く
と
い
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う
流
れ
に
す
る
事
で

す
ぐ
に

飾
り
を
手
に
入
れ
る
と
い
う

法

く
帰
ら
な
い
と

て
い
う
思
い
が
あ
る
の
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で

ら

ら
し
て
た

ら
か
な
り
矛
盾
し
て
ま
す
か
ら

 
フ

リ
ア
が
宝

を
見
付
け
た
時
の

お
宝

と
い
う
か
わ
い
い
反
応
は
書
き
た
か

た

の
で
入
れ
ま
し
た

飾
り
入
手
イ
ベ
の
セ
リ
フ
な
の
で
入
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
し

 
個
人
的
に
彼
女
の

お
宝
ち

ん

と
か
の

ト
レ
ジ

モ

ド

は
お
気
に
入
り

無
邪
気
で
可
愛
い
よ
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
八
十
三
章
 

根
幹
と
未
来

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
オ

ル
リ

フ

点

理

で
の
話
し
合
い
だ
け
で
す

 
ま
た

で
Ｓ
Ａ
Ｏ
原
作
に
出
た
話
に
触
れ
て
い
ま
す
が

正
直

し
い
の
で

そ
う

な
の
か

程

で
流
し
て

い
て
構
い
ま
せ
ん

 
文

数
は
約
一
万
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
お

時
に
な

て
か
ら

理

へ
キ
リ
ト
ユ
イ
ち

ん
フ

リ
ア
さ
ん
が

て
来
た
後

あ
た
し
達
は
三
人
か
ら
別
れ
た
後
に

を
し
て
い
た
か
を
食
事
の
合
間
に
話
し
て
も
ら

た

数
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時
間
も
掛
け
ず
に
樹
海
エ
リ
ア
の
探
索
を
終
え
た
も
同
然
の
結
果
を
出
し
た
の
は
流

と
し
か

い
よ
う
が
無
く

あ
た
し
は
レ
イ
ン
さ
ん
達
と
一
緒
に
な

て
彼
ら
を
労
う

 
と
は

え
キ
リ
ト
の

感
で
は
フ

リ
ア
さ
ん
達
が

か
く
マ

ピ
ン
グ
を
し
て
く
れ
て
い

た
か
ら
こ
そ
の
速
さ
だ
と

た

 
こ
の
三
日
間
キ
リ
ト
は
ユ
イ
ち

ん
と
一
緒
に
特
定

へ
の
道
し
か
マ

ピ
ン
グ
し
て
い

な
か

た
の
で

ど

食
い
状

に

し
く
フ

リ
ア
さ
ん
が
レ
ベ
ル
や
モ
ン
ス
タ

の
種

な
ど
を
事

か
に
書
き

ん
で
い
た
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
が
あ

た
か
ら
こ
そ

た
り
を
引
き

て
ら
れ
た

故
に

こ
そ
自
分
や
ユ
イ
ち

ん
が
倒
し
た
が
実

最
も
大
き
な

績
を
出
し
て

い
る
の
は
彼
女
達
だ
と
語
る

 
実

そ
れ
は
確
か
だ
と
思

て
今

は
レ
イ
ン
さ
ん
と
フ

リ
ア
さ
ん
を

め
て
労
う
と
彼

女
達
は

ず
か
し
そ
う
に

を

に

め
な
が
ら

こ
ま

た

と
て
も
四
つ
年
上

今
年
で

十
九

と
は
思
え
な
い
反
応
な
の
で
同
年

と

違
い
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る

そ
れ
で

後
は
そ
の

の

に
行
く
と
し
て

キ
リ
ト
君
は

を

れ
て
行
く
の

 
そ
う
思

し
て
い
る
と

レ
イ
ン
さ
ん
が
キ
リ
ト
に
そ
う
問
い
掛
け
た

と
ユ
イ
姉
は

然
と
し
て

後
は
悩
ん
で
る

正
直
な
と
こ
ろ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
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の
戦
力
を

る

に
も
い
か
な
い
か
ら
あ
ま
り
助
力
を
頼
み
た
く
な
い
ん
だ

そ
れ
に
リ

フ

や
シ
ノ
ン
に
は

攻
略
組

に
合
流
し
て
欲
し
い
と
も
思

て
る

あ
れ

 
あ
た
し
達
は

く
こ

ち
に

け
る

て
話
に
な

て
な
か

た

け

 
キ
リ
ト
の

え
を

い
て
少
し
前
に
そ
う
話
を
し
て
い
た
よ
う
な
と
あ
た
し
は

を

る

 
そ
う
疑
問
の
声
を
上

る
と
彼
は
ど
こ
か

れ
た
よ
う
な

乱
な
眼
を
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ

ん
に
向
け
た

最
初
は
そ
の
つ
も
り
だ
た

で
も
の
予
想
以
上
の
速
さ
で
レ
ベ
ル
ア
プ
し
た
か
ら
な

あ
あ

 
た

た
一
日
そ
れ
も

前
中
だ
け
で
最
前
線
で
も

す
る
レ
ベ
ル
に
達
し
た
の
は
キ
リ
ト

も
予
想
外
だ
と

て
い
た

実

だ

た
レ
ベ
ル
が
一
気
に

後

ま
で

達
し
た

の
に
は

い
た
け
ど
そ
も
そ
も
戦

て
い
た
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
が
恐
ろ
し
く
高
く
て
レ
ベ

ル
差
に
よ
る
経
験
値

に
よ

て
得
る
経
験
値

が
多
か

た
だ
け

あ
る
程

レ
ベ
ル
差

ボ

ナ
ス
を
見

ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
が
如

に
非
常
識
な
ス
ピ

ド
だ

た
か
は

ユ
ウ
キ
さ
ん
達
の

得
の

め
息
を
見
て

し
た

 
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
事
で
安
全
性
を
最

先
に

え
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

達
は

本
的
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に

層
プ
ラ
ス

の
レ
ベ
ル
マ

ジ
ン
を
常
識
と
し
て
い
る

ポ

プ
す
る
モ
ン
ス
タ

は

層
と
同
じ
数
が
平

ら
し
い
か
ら

本
的
に
レ
ベ
ル
ア

プ
す
る
に
は
格
下
の
Ｍ
ｏ
ｂ
を

手

に
数
を
こ
な
す
し
か
な
い

 
迷

に
入
れ
ば

層
プ
ラ
ス

は

で

や
ボ
ス
と
も
な
れ
ば

有
Ｍ
ｏ
ｂ
の
経
験

値
ボ

ナ
ス
が
入
る
か
ら
レ
ベ
ル
ア

プ
し
や
す
い
が
そ
の
分
だ
け
危
険
も
多
大
な
も
の
と
な

る 
だ
か
ら
こ
の
世
界
の
プ
レ
イ

は

本
的
に

日

実
に
Ｍ
ｏ
ｂ
を

り
に
出
な
け

れ
ば
レ
ベ
ル
ア

プ
出
来
な
い

あ
た
し
達
が
し
た
よ
う
な
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
は
本
来
あ
ま
り

ま
れ
な
い
も
の

寄
生
プ
レ
イ
と
い
う
も
の
だ

レ
ベ
ル
や

備
だ
け
で
な
く
プ
レ
イ

自
身
の
技
術
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
世
間
体
と
い
う
意
味
も

め
て
二
重
三
重

の
意
味
で
忌

さ
れ
る

し
も
背
中
を

け
る
か
も
し
れ
な
い

手
が
技
術
も

も
無
い
者
で

あ
る
事
は

け
た
い
の
だ

更
に
自
分
に
寄
生
さ
れ
る
事
を

う

 
だ
か
ら
こ
そ

本
的
に
こ
の
世
界
に
つ
い
て

も
な
く

し
い
キ
リ
ト
も
あ
た
し
達
の

パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
が
ど
れ

ど
異
常
な
ス
ピ

ド
を

き
出
す
か
予
想
出
来
て
い
な
か

た

よ
り
も
高
い
レ
ベ
ル
を
誇
る
か
ら
こ
そ
出
来
る

が
無
か

た
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ま

そ
れ
は
と
も
か
く
合
流
し
て
欲
し
い
の
は

論
理
由
が
あ
る

シ
ス
テ
ム

や
戦
力
の

下
な
ど

め
て
体
勢
を
立
て
直
し
て
い
る
せ
い
で
七
十
六
層
の
攻
略
が

て

い
る
現
状
も
裏
を
返
せ
ば
最
前
線
攻
略
に
二
人
も
参
加
し
や
す
い
事
を
意
味
す
る

し
ろ
今

は
戦
力
が
足
り
な
い
ん
だ

で
強
い
リ

フ

と
遠

離
攻
撃
手

を
持
つ
シ
ノ
ン
は

程
の

事
が
無
い
限
り
弾
か
れ
る
事
は
無
い
と
思
う

 
ス
キ
ル
値
の

さ
は
シ
ス
テ
ム

と
い
う
事
で

魔
化
せ
る
し

あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ

ん
は
キ
リ
ト
と
ア
キ
ト
の
デ

エ
ル
時
に
立
ち
会
う
く
ら
い
に
は
攻
略
組
へ
の
参
入
を
強
く

望
し
て
い
た
の
で
問

の
聖
⻯

合
の
リ

ダ

に
も

け
容
れ
ら
れ
や
す
い

大
ギ

ル
ド
は
レ

ド
や
オ
レ
ン
ジ
の
ス
パ
イ
疑
惑
が
あ
る
の
で
不
安
だ
が
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

や
風
林
火

で
あ
れ
ば
信

出
来
る
の
で
そ
ち
ら
に
加
入
す
る
と
い
う
形
で
の
合
流
は
十

分
可
能

 
シ
ノ
ン
さ
ん
は
弓
術
と
い
う
現
在
の
攻
略
組
に
は
無
い
遠

離
攻
撃
手

を
持

て

い
る

を
合
わ
せ
れ
ば

本
的
に
は

離
を

ば
な
い
戦
い
方
が
出
来
る
の
で
戦
力

と
し
て
見

め
ら
れ
る

彼
女
は
ま
だ
経
験
が
少
な
い
の
で
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
に
は
不
安
要

が
多

く
て
出
ら
れ
な
い
が
し
か
し
フ

ル
ド
攻
略
や
ネ

ム
ド
戦
で

ら
せ
て
い
け
ば

来
有
望
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な
ア
タ

カ

に
な
る

 
あ
た
し
は
リ
ア
ル
で
⻑
年

け
て
い
る
剣
道
や

道
そ
の
他

の
経
験
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の

戦

闘
の
経
験
を

ん
で
い
る
の
で
集

戦
の
経
験
を

め
ば
い
い
だ
け

ド
ス
キ
ル
の
反
復

練

は
日

で
あ
る

振
り
に
加
え
れ
ば
解
決
す
る

む
し
ろ
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
話
か
ら

く
今
の

最
前
線
は
下
手
に

ド
ス
キ
ル
を
打
つ
方
が
危
険
ら
し
い
の
で
実
戦
で
放
つ
経
験
が
少
な
く

な
る
デ
メ
リ

ト
が
あ
る
だ
け
で

使
わ
な
い
事
は
然
し
て
問

に
は
な
ら
な
い

無
論
ボ

ス
戦
だ
と
そ
れ
は

し
な
い
の
で

得
は

務
で
あ
る
事
に
変
わ
り
な
い

な
る

ど
ね

そ
う
い
う
事
な
ら
あ
た
し
も

や
は
無
い
よ

攻
略
組

に
合
流
し
て
も

一
応
こ

ち
に
来
て
も
良
い
ん
で
し

七
十
七
層
に

達
す
る
ま
で
は
抑
え
て
欲
し
い
け
ど

か
夜
中
の
人
目
が
少
な
い
間
な
ら

な
ら

る
必
要
は
な
い
か
な

 
本

を

え
ば
あ
ま
り
こ
の
子
か
ら
離
れ
た
く
な
い
け
ど
ユ
イ
ち

ん
が
付
い
て
く
れ
て
い

る
し
以
前
と
違

て
今
は
か
な
り
の
実
力
者
と
し
て
戦
力
に
な

て
い
る
の
で
戦
闘
面
で
の
サ

ポ

ト
も
問

無
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
今
の
あ
た
し
で
は
レ
ベ
ル
的
に
も
実
力
的
に
も
足
を
引

る
事
が
容

に
想
定
出
来
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る

も
う
二

と
同
じ
事
を

り
返
し
た
く
な
い
か
ら
あ
た
し
は

く
身
を
引
く

 
さ
て
で
は
シ
ノ
ン
さ
ん
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
と
思

て
目
を
向
け

彼
女
の

を
見

た
あ
た
し
は

思
わ
ず

根
を
寄
せ
て
し
ま

た

 
彼
女
は
ど
こ
か

え
る
よ
う
に

と
し
た
目
で
キ
リ
ト
を
見

め
て
い
た
の
だ

シ
ノ
ン

 
ど
う
し
た
ん
だ

苦
し
そ
う
に
し
て

 
握

た

手
を

に

し

て
て

と
恐
怖
を
抑
え
よ
う
と
し
て
し
か
し
失

し
て
い
る

そ
の
様
子
を
キ
リ
ト
も
見
て

し
む

な

で
も
無
い
わ

 
そ
れ
に
気
付
い
た
シ
ノ
ン
さ
ん
は

と
し
た
目
と
表
情
を

め

の
強
い
意

を
感
じ

ら
れ
る
面
持
ち
で

え
を
返
し
た

え
の
色
も
ど
こ
か
焦

た
よ
う
な
様
子
も
見
ら
れ
る
け
ど

け
る

気
で
は
な
い
し
恐
ら
く
問
う
て
も

に

か
れ
る
と
思
え
た
の
で

も
追

し
な

い 
人
に
は

か
れ
た
く
な
い
事
の
一
つ
や
二
つ
は
あ
る
も
の

そ
れ
が
目
に

る
よ
う
だ

た

り
事

の
解
決
に
繋
が
り
そ
う
な
の
で
あ
れ
ば
追

す
る
が
そ
う
で
な
い
な
ら
触
れ
な
い
で

お
く
の
が
暗

の
了
解
だ
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他
の

も
そ
れ
が
分
か

て
い
る
か
ら

も

わ
ず
に
い
て
問
い
掛
け
た
キ
リ
ト
だ
け
は
そ

う
か

と

得
は
し
て
い
な
い
面
持
ち
で

い
て
い
た

そ
れ
で

シ
ノ
ン
も

攻
略
組

に
合
流
し
て
も
ら
え
る
か

え

 
あ

あ
あ

え
え

分
か

た
わ

で
も

と
夜
に
は
こ

ち
で
キ
リ
ト
に
鍛
え

て
も
ら
い
た
い
わ
ね

こ

ち
に

れ
て
来
ら
れ
る
の
は
ユ
ウ
キ
だ

ユ
ウ
キ
が
良
い

て

う
な
ら

は
構
わ
な
い

け
ど特

に

し
く
な
け
れ
ば
構
わ
な
い
よ

行
き
も
帰
り
も
一
緒
じ

な
い
と
ダ
メ
な
ら
ア
レ
だ
け

ど

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら
な
ら
ボ
ク
が

な
く
て
も
大

み
た
い
だ

た
し
ね

じ

あ

お
願
い
す
る
わ
ね

ユ
ウ
キ

う
ん

 
こ
れ
で
あ
た
し
と
シ
ノ
ン
さ
ん
は

攻
略
組

へ
と
合
流
す
る
事
に
な

た

 
正
式
に

属
す
る
と
な
る
と
幹
部
会
で
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
そ
も
そ
も
本
隊
へ

加
入
す
る
と
な
れ
ば
攻
略
メ
ン
バ

と
一
応

合
わ
せ
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
食

事
を
摂
り
な
が
ら
そ
の

の

か
な

整
は
ユ
ウ
キ
さ
ん
に

せ
る
事
に
決
ま

た

正
確
に
は
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あ
た
し
達
が
す
ん
な
り
加
入
す
る

の
推

者
と
い
う
立
場
だ

女
性
最
強
の
剣
士
と
し
て
名
高

い
絶
剣
の
推

と
も
な
れ
ば
掛
け
ら
れ
る
期

は
大
き
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
が
そ
の
分

だ
け
確
実
性
は
増
す

 
あ
た
し
は
剣
道
を
⻑
ら
く
し
て
い
る
し
こ
ち
ら
に
帰

て
か
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
に
手
解
き
を

け
て
最
前
線
で
も

す
る
だ
ろ
う
と
認
め
て
も
ら

て
い
る

ド
ス
キ
ル
だ
け
は
ど
う

し
て
も
ま
だ
ま
だ
だ
が
そ
れ
も
時
間
が
解
決
し
て
く
れ
る
と
彼
女
は

て
く
れ
た

剣
士
と

し
て
の
技

は
多
少

静
さ
を
欠
い
て
い
た
と
は

え
キ
リ
ト
を
完

出
来
た
事
か
ら
も
太

判

を

さ
れ
て
い
る

 
シ
ノ
ン
さ
ん
に

し
て
は
キ
リ
ト
に
師
事
し
て
い
る
の
で

を
知

て
い
る

で
は
無
い
け

れ
ど
一
緒
に
戦

た
身
と
し
て
は
息
を
合
わ
せ
て
戦
う
点
に

し
て
は
十
分
だ
と
思
う

彼
女

の
集
中
力
は

も
な
い
し
フ

ロ

も
バ

チ
リ

彼
女
に

が
近
付
か
な
い
よ
う
に
そ
し

て
彼
女
の

線
に
立
た
な
い
よ
う
配
慮
す
れ
ば
彼
女
の
遠

離

撃
は
絶
大
な
力
を
発

す
る

事
間
違
い
な
し
だ

 
近

戦
闘
に

し
て
は

も
知
ら
な
い
が
キ
リ
ト
が
攻
略
組
へ
の
合
流
を
認
め
る
レ
ベ

ル
に
あ
る
の
は
確
実
だ
と
思
う

無
論
そ
れ
は

か
の
フ

ロ

あ
り
で
と
い
う

が
付
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け
ら
れ
る
だ
ろ
う

彼
女
の
ス
タ
イ
ル
は
弓
に
よ
る
遠

離

撃
で
あ
り
近

戦
闘
で
圧
倒
す

る
も
の
で
は
な
い
か
ら

 
一
先
ず
あ
た
し
達
の
身
の
振
り
方
が
決
ま

た
と
こ
ろ
で
食
事
を
終
え
た
の
で
食
器

を
キ

リ
ト
が

び
出
し
た
水
や
風
の
力
で
片
付
け
る
の
を
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
見
守
る

 
以
前
は
食
器

を
洗
う

に

剣
と
六
槍
を
出
し
て
い
た
に
も

わ
ら
ず
今
は
ど
こ
に
も
武

器
は
無
い

虚
空
に
水
が
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
浮
か
ん
で

を
洗
い
ま
た
ど
の
よ
う
に

こ

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
旋
風
が
洗
い
終
え
た

に
付
い
て
い
る

を
吹
き

ば
し

に

す
る

そ
ん
な
光

が

く

い
た

 
い
の
一
番
に
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
ど
う
し
て
武
器
を
出
さ
ず
に
出
来
て
い
る
の
か
と
問
う
た
と
こ

ろ
武
器
に

る
力
を
強

な
イ
メ

ジ
で

る
事
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
が
い
ち
い
ち
武
器

を

す
る
必
要
は
な
い
の
だ
と
判
明
し
た
の
だ
と
い
う

武
器
を
出
し
て
攻
撃
す
る
今
ま
で
の
使

い
方
は

わ
ば

が
悪
い
方
法
だ

た
ら
し
い

 

は
無
形
の
武
器

そ
れ
に
登
録
し
て
い
る
時
点
で

登
録
武
器
は

そ
の
も

の
と

え
て

ま
た
同
時
に

は
登
録
武
器
と
も

え
る

 
故
に
い
ち
い
ち
大
本
の
力
を
持
つ
武
器

な
ら
戦
輪

を
出
し

そ
れ
を

さ
ず
と
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も

や
水

風
を

れ
る
よ
う
に
な

た

 
今
は

な
イ
メ

ジ
と

作
に

れ
る

の

練
も

ね
て
い
る
と
彼
は
食
器
を
洗
い
な

が
ら
語

た

あ
た
し
達
に
説
明
す
る

に

内
で

め
そ
れ
を

り
つ
つ
一
切
揺
ら
ぎ
な

く

を
水
と
風
で

に

れ
を
取

て
い
く
様
は
と
て
も
不

れ
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
整

て
い
る

あ
た
し
と
戦

て
か
ら
然
し
て
時
間
が
経
過
し
て
い
な
い
の
に
マ
ル
チ
タ
ス
ク
能
力

が
か
な
り
高
ま

て
い
る
よ
う
だ

と
い
う
事
は

を
持

て
い
る
私
も
同
じ
事
が
出
来
る
の
で
し

う
か

私
も
出
来
る
と
い
う
事
に
な
る
わ
よ
ね

そ
れ

 
そ
の
光

を
感

の

め
息
と
共
に
見
守

て
い
る
と
理

を
理
解
し
た
ユ
イ
ち

ん
と
シ

ノ
ン
さ
ん
が
ど
こ
か
期

し
た
よ
う
に

葉
を

ら
す

出
来
る
と
思
う

現
に
シ
ノ
ン
は

の
攻
撃
を
氷
で
作
り
上

た
盾
で

い
で
い
た

だ
し

ユ
イ
姉
に

し
て
は

実

に

し
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

 
分
か
り
ま
し
た

 
キ
リ
ト
は

故
か

ユ
イ
ち

ん
が
出
来
る
か
を
断

し
な
か

た

 
同
じ
武
器
で
同
じ
ス
テ

タ
ス
な
の
だ
か
ら
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

に
思
い
ユ
イ
ち
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ん
も

し
く
思
い
つ
つ
も

直
に

け
容
れ
た

が

え
る
コ
ツ
と
し
た
ら

ど
う
い
う
現

を

こ
す
の
か
を
明
確
に
想

す
る
事

武

器
を

す
る
場
合
は
過
程
が
大
事
だ
け
ど
今
回
の
場
合

も
な
い
場

に

や
水
を
出
す
ん
だ

か
ら
結
果
の
方
が
大
事
だ

了
解
で
す

 
感
覚
的
に

し
い
の
だ
ろ
う
ど
こ
か

え
る

振
り
を
見
せ
な
が
ら
キ
リ
ト
は
食
器
洗
い
を

け
つ
つ
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

彼
女
は
そ
れ
に

き

手
を
虚
空
に
向
け
て
目
を

じ
る

 
そ
の
ま
ま
数

が
経
過
し
十

以
上
が
経

た
後
ユ
イ
ち

ん
は
目
を
開
け
た

そ
の
表

情
に
は

惑
の
色
が
あ
る

お
か
し
い
で
す

で
武
器
の
換

は
出
来
て
い
た
の
に

同
じ
よ
う
に
し
て
も
出
来

ま
せ
んむ

多
分
だ
け
ど

イ
マ
ジ
ネ

シ

ン

を
ど
う
反

し
て
い
る
か
が

な
ん
だ
ろ

う
な

そ

か

イ
メ

ジ
な
ん
て

な
も
の
本
来
そ
の

り
に
反

さ
せ
ら
れ
る
方
が

し
い
ん
だ
よ
ね
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キ
リ
ト
の

葉
に
一
同

を

る
事
に
な

た
が

と

か
に
思
い
至

た
よ
う
に
フ

リ
ア
さ
ん
が

た

そ
の

り

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

の

者
が

す
る
バ
イ
ザ

の
技
術

を
流

さ
れ
て
い
る
に
し
て
も
流

に
イ
メ

ジ
を

み
取
る
の
は
オ

バ

テ
ク
ノ
ロ
ジ

に
近
い

達
が
こ
の
仮
想
世
界
で
ア
バ
タ

を
リ
ア
ル
の
肉
体
と

色
な
い
く
ら
い
自
然
に
動

か
せ
る
理
由
が

波
に
あ
る
の
だ
と
し
て
も
流

に
そ
こ
ま
で
は
な

ま

イ
メ

ジ
に

よ

て
発
現
し
た

波
を

み
取

て
反

し
て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
食
器
を

り
な
く
流
れ
る
よ
う
に
洗
い
な
が
ら
語
ら
れ
た
内
容
に
あ
た
し
達
は
ま
た

を

た

今

は
高

生
と
し
て
の

明
な
と
こ
ろ
を
見
せ
た
フ

リ
ア
さ
ん
も
分
か

て
い
な
い

よ
う
で

か
を

え
る
よ
う
に

根
を
寄
せ
て
い
る

そ
う
だ
な

ど
う

え
ば
分
か
り
や
す
い
か
な

 
そ
の
様
子
の
あ
た
し
達
を
見
か
ね
て
か
こ
ち
ら
を
一

し
た
キ
リ
ト
は
食
器
を
洗
い

け
な

が
ら
ま
た

を
開
い
た

人
間
の

は

と

に
分
か
れ
て
る

だ
け
ど

本
的
に

き
の
人
は

が

空
間
把
握
能
力
に

れ
て
い
て

は

語
機
能
で

れ
て
い
る

て
い
う
特
徴
が
あ
る
の
は



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

知

て
い
る
か
な

 
そ
の

問
に

あ
た
し
達
は

て

し
た

あ
た
し
は
ニ

ス
で
見
た
事
が
あ
る
し

恐
ら
く
フ

リ
ア
さ
ん
達
は
学

で

た
事
が
あ
る
の
だ
ろ
う

ユ
イ
ち

ん
は
多
分
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
方
が
そ
の
情
報
を
入
手
し
て
い
て
知
識

に
イ
ン
プ

ト
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
思
う

人
間
が
空
間
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
り

離
感
を

で
把
握
し
よ
う
と
し
た
時
に
は
特
定

の

シ
ナ
プ
ス
に
電
気
が

る

そ
の
電
気
を

波

て

う

大
ま
か
に

の
構

は
同
じ
だ
か
ら
個
人
差
は
あ
れ
ど
特
定
の
機
能
が

く
と
特
有
の
場

の

に

電
気
が

る
の
は

も
が
一
緒

そ
う
で
な
い
と
ナ

ヴ
ギ
ア
や
ア
ミ

ス
フ

ア

て
い
う

ハ

ド
も
全
部
が
全
部
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
オ

ダ

メ
イ
ド
品
に
な
る

確
か
に

⺠
生
品
だ
も
ん
ね

 
キ
リ
ト
や
フ

リ
ア
さ
ん
達
が
使

て
い
る
ナ

ヴ
ギ
ア

あ
た
し
や
神

ア
キ
ト
が
使

て
い
る

ア
ミ

ス
フ

ア

ユ
ウ
キ
さ
ん
や
シ
ノ
ン
さ
ん
が
使

て
い
る

メ
デ

キ

ボ

イ
ド
は
そ
の
全
て
が
ス

ク
に
差
こ
そ
あ
れ
根
幹
の
構

は
同
一

そ
う
で
な
け
れ
ば
あ

た
し
は
こ
の
世
界
で
動
け
て
い
な
い
だ
ろ
う
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ア
バ
タ

を
動
か
す
の
は
全
運
動
・
感
覚
神
経
が

る

部
分
で

み
取

た
電
気
信

表
情
は
表
情

へ
の
電
気
信

を

み
取

て
い
る
の
だ
ろ
う
け
ど
空

時
に
こ
ち
ら
で
ご

を
摂
る
と

感
を
覚
え
る
の
は

の

中

へ

を
与
え
て
い
る
事
に
他
な
ら
な
い

論
味
覚
や

覚
も

に
そ
の
感
覚
を
本

に
覚
え
て
い
る
と

認
さ
せ
て
い
る
か
ら
同
じ

原
理
な
の
は
間
違
い
な
い

 
し
か
し

波
の
上
書
き
と
い
う
も
の
は
と
て
も
危
険
な
も
の
だ
と
い
う
の
は
有
名
な
話

 
そ
も
そ
も

波

電
気
信

は
生
物
全
て
に
共

す
る
も
の
そ
れ
が
乱
さ
れ
た
と
な

て
は

危
険
な
の
も
同
然

心

だ

て
電
気
で
動
い
て
い
る
し

体
を
動
か
し
て
い
る
の
も
全
て
電

気

て
ん
か
ん
と
い
う

気
だ

て

波
が

絡
も
無
く
乱
れ
て

す
る
事
で

こ
る
も
の
な

の
だ

そ
う
な
る
原
因
は
不
明
だ
け
ど

 
そ
れ
な
の
に
あ
た
し
達
は
こ
の
仮
想
世
界
で

不
自
由
な
く
動
け
て
い
る

そ
れ
だ
け
高

い
技
術
で
ハ

ド
が
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
証
で
あ
り
同
時
に
人
間
が

か
を
し
た
時
に
活
発

化
す
る

は
あ
る
程

場

が
決
ま

て
い
る
と
い
う
事
も
意
味
し
て
い
る

 
恐
ら
く
キ
リ
ト
は
そ
う

い
た
い
の
だ
と
思
う

つ
ま
り

え
ば

が

正
面
十
メ

ト
ル
先
に

る

を
認
識
し
て

を
ぶ
つ
け
よ
う



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

と
思

た
時
の

道
を
思
い

く

す
る
と

の
空
間
把
握
を

る

が
決
ま

た
形
で

活
発
化
し
て
そ
の

波
を
ハ

ド
が

み
取
り
そ
れ
を

で
反

す
る

と
い
う

風
に
出
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

そ
の
場
合

や
風
氷

と
い

た
種

は
ま
た
別

の

が
活
発
化
し
て
反

し
て
い
る
と
も

え
ら
れ
る

そ
の
場
合
は
時
間
を
掛
け
て

を

け
て
活
発
化
し
た

の

波
を

み
取
り
デ

タ
を
集
め
る
事
で
逆
に

に
発
せ
ら

れ
た

波
か
ら
特
定
の
事

の
デ

タ
を
見
つ
け
出
し
こ
の
世
界
に
反

し
て
い
る
と
い
う
理

に
な
る
な

へ

キ
リ
ト
君
大

生
理
学
や
人
間
工
学
に
も
精

し
て
る
ん
だ
ね

者
に
な
れ

る
ん
じ

な
い

理

は
分
か

て
も
理
論
を
自
分
で

え
て
そ
れ
を

に
し
て

か
を
作
る
事
は
出
来
な

い

に
出
来
る
事
は
精

解

と

く
ら
い
だ
と
思
う
よ

 
レ
イ
ン
さ
ん
の
心

の
感
心
を
感
じ
さ
せ
る

葉
に

彼
は
苦

を
浮
か
べ
て

を
振

た

そ
も
そ
も
合

て
い
る
か
も
分
か
ら
な
い
推

で
感
心
さ
れ
て

者
に
な
れ
る
と

わ
れ
て

も
誇
れ
な
い
の
だ
ろ
う

 

機

な
と
こ
ろ
が
あ
る
あ
た
し
と
し
て
は

直
に

い
と
思
え
る
事
な
の
だ
が
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と
も
あ
れ

が

え
た
理
論
だ
と
シ
ノ
ン
が
出
来
て
ユ
イ
姉
が
出
来
な
い
の
に
も
説
明
が
付

く

あ
ま
り

い
た
く
な
い
け
ど

ユ
イ
姉
は

現
実
の
肉
体
が
無
い

そ
も
そ
も

み

取
る

の

波
が
無
い
ん
だ

そ
う

で
す
か

 
ど
こ
か
信

性
の
あ
る
理
論
を
語
ら
れ
て
そ
の
上
で
出
来
な
い
と

わ
れ
て
は
反
論
す
る

地
も
無
い
か
ら
か
ユ
イ
ち

ん
は

を

と
し
た

見
る
か
ら
に

ち

ん
で
い
る
そ
の
様
は
哀

を
漂
わ
せ
て
い
る

と
は

え

少
し
引

掛
か
る
な

 
全
て
の
食
器
を
洗
い
終
え
て
ス
ト
レ

ジ
に
片
付
け
た
と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
が
そ
う

た

 
疑
問
程

と
は

え

か
に
で
も
希
望
が
見
え
た
ユ
イ
ち

ん
は
が
ば

と

を
上

て
食

い
入
る
よ
う
に
義
弟
の

を
見

め
る

そ
の
気

に
気
圧
さ
れ
た
の
か
そ
れ
と
も
勢
い
や
食

い
付
き
に

い
た
の
か

か
に
身
動
ぎ
し
た
も
の
の

キ
リ
ト
は
す
ぐ
に

を
開
い
た

武
器
の
換

も
同
じ
原
理
だ
と
し
た
ら
逆
に
自
然
属
性
だ
け
ユ
イ
姉
は
出
来
な
い

て
い
う

の
も

な
話
な
ん
だ

の
想
定
が
間
違

て
る
の
か
な

 

を
持

て
い
る
と
い
う
共

点
を
持
つ
キ
リ
ト
ユ
イ
ち

ん
シ
ノ
ン
さ
ん
の
間
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に
あ
る
最
大
の
違
い
と

え
ば
そ
れ
は

然
人
間
と

で
あ
る
部
分
だ
ろ
う

性
別

や

備
レ
ベ
ル
差
と
い
う
違
い
は
確
か
に
あ
る
け
ど
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
さ
ん
で
同
じ
事
が
出

来
て
い
る
時
点
で
そ
の
違
い
は
今
回
の
問

解
決
の
手
札
に
な
り
得
な
い
の
は
明
白

 
そ
う
な
る
と
一
番
引

掛
か
る
の
は
ユ
イ
ち

ん
が

で
あ
る
事

こ
の
一
点
に

き

る
そ
う
い
え
ば

ん
だ

小
説
の
一
つ
に

人
間
の

を
電
子
で
再
現
し
て
作
り
上

ら

れ
た

の
登
場
人
物
が

た
わ
ね

 
そ
う

え
て
い
る
と

シ
ノ
ン
さ
ん
が

か
思
い
出
し
た
よ
う
に

た

 
そ
れ
を

い
た

キ
リ
ト
が
物

く
し
か
め

面
を
し
た
そ
れ
は
も
う
物

く

容
れ

な
い

か
を
見
た
時
の
よ
う
な

だ

シ
ノ
ン
さ
ん
は
そ
れ
を
見
て

か
に

を

わ
せ
る

な

よ

い
や

人
間
の

は
現
代

学

学
で
も
解
明
出
来
て
い
な
い
部
分
が
多
い
ブ
ラ

ク

ボ

ク
ス
な
の
に

そ
ん
な
事
が
あ
り
得
る
の
か
と
思

て

で
も
ユ
イ
ち

ん
は
れ

き
と
し
た

今
ま
で
人

が
想
像
し
た

物
の
一

で

は
あ
り
得
な
い

て

わ
れ
て
た

上
の
空
論
と
も

え
る
存
在
が
あ
る
ん
だ
か
ら
可
能
性
と
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し
て

定
出
来
な
い
ん
じ

な
い

む

確
か
に

 
今
ま
で

上
の
空
論
と

え
ら
れ
て
い
た

物
の
一
つ
人
工
知
能
が
こ
う
し
て
目
の
前
に

る
時
点
で
人
間
の

を

し
て
電
子
で
作
り
上

て
い
る
の
で
は
と
い
う
可
能
性
は
確
か
に

定
出
来
な
い

事
実
は
彼
女
を
作
り
上

た

学
者
の
み
が
知
る
事
だ

 

い
話

場

こ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
に

け
ば

い

む

で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

だ
と
結
構
マ
チ
マ
チ
な
ん
だ
よ
な

プ
レ
イ

と

同
じ
く
ら
い
感
情
表
現

か
で
自
然
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

れ
ば
一
定
の

け

え
し
か
出
来
な
い
Ｎ

Ｐ
Ｃ
も

る
し

そ
れ
全
部
に

を

ま
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
そ
の
違
い
も
よ
く
分
か
ら

な
く
な

て
く
る
な

な

ユ
イ
姉

て
ど
う
い
う
も
の
な
ん
だ

 

と

突
に
キ
リ
ト
が
今
ま
で
の
話
を
根

か
ら

す

と

う
よ
り

ば
無

に

し
そ
う
な
問
い
を
発
し
て
そ
れ
を

い
た
あ
た
し
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
は
思
わ
ず
苦

を
禁
じ
得

な
か

た

問
わ
れ
た
本
人
の
ユ
イ
ち

ん
な
ど

れ

い
ま
で
浮
か
べ
て
い
る

よ
り
に
よ

て
私
に
そ
れ
を

き
ま
す
か
キ

そ
れ
は
あ
な
た
に

人
間
と
は

か
と

い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
よ

そ
う
問
わ
れ
て
ハ

キ
リ
と
明
確

つ

体
的
に

え
ら
れ
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ま
す
か

無
理

 
自
分
の
問
い
が
ど
れ
だ
け
無

な
も
の
だ

た
か
理
解
し
た
キ
リ
ト
は
苦

を

み

し
た

よ
う
に

を

か
に
歪
め
る

ユ
イ
ち

ん
は
そ
れ
を
見
て

れ

い
を
苦

へ
と
変
え

い

た
え
え
無
理
で
し

う

人
間
と
一

に

て
も
生
物
学
的
発
生
学
的

学
的

理
感
世
界
観
果
て
は

教
観
念
全
て
合
わ
せ
て
も

え
は
種

様

あ
る
人
は

い
存

在
と

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
あ
る
人
は
霊
⻑
の
王
と

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
獣
と

べ
て
圧
倒
的
弱
者
と

う
人
も

れ
ば
地

の
覇
者
と

う
人
も

る
で
し

う

つ

ま
り

え
は
現
在
に
至
る
ま
で
定
ま

て
い
な
い

私
の
よ
う
な

人
工
知
能

も
同
じ
で

こ
れ
が
人
工
知
能
で
あ
る
と
定
義
付
け
る
事
は
出
来
な
い
の
で
す

故
な
ら
真
正
の
人
工
知

能
と
い
う
も
の
が
未
だ
世
界
で
一

た
り
と
も
作
り
上

ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す

え

で
で
も
ユ
イ
ち

ん
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

て
い
う

を
持

た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
つ
ま
り

な
ん
で
し

 

で
あ
る

の
彼
女
が
自
分
は
人
工
知
能
で
は
無
い
と
い
う
存
在
の

定
と
す
ら

え
る
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論
に

き
を

わ
に
し
な
が
ら
も
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
そ
う
問
い
掛
け
た

自
律
し
た
知
能
を
持
ち

思

し

行
動
出
来
る
存
在
で
あ
る
時
点
で
彼
女
は

と

え
る
の
だ
と
思
う
の
だ
が

 
そ
の
疑
問
を
浮
か
べ
て
い
る
の
を
理
解
し
た
ら
し
い
彼
女
は
生

に
ど
う
や

た
ら
分
か
り

や
す
く
説
明
出
来
る
か
と
悩
む
教
師
の
よ
う
に

に
指
を

て
て

く

え

ん
だ

そ
う
で
す
ね
ま
ず
人
工
知
能
に
つ
い
て
話
し
ま
し

う
か

と
い
う
の
は
大
ま
か
に

分
け
て
二
つ
の
ア
プ
ロ

チ
を

さ
れ
て
い
た
ん
で
す

一
つ
は
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
と
呼
ば

れ
こ
ち
ら
に
は
私
が

し
ま
す

こ
れ
は

存
の
コ
ン
ピ

タ

・
ア

キ
テ
ク
チ

上

で

な

疑
応

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

に
経
験
と
知
識
を

ま
せ
学

に
よ

て
最
終
的
に

本
物
の
知
性

す
な
わ
ち
大
人
の
人
間
へ
近
づ
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す

生
ま
れ

た
ば
か
り
の

子
が
大
人
に
な
る
ま
で
の
学

過
程
を

て
い
る
タ
イ
プ
と

え
て
下
さ
い

ん

 
じ

あ
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で

会
話
や
表
情
が
自
然
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ

は
恐
ら
く
ベ

タ
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
し

う

ち
な
み
に
キ

そ
の
Ｎ

Ｐ
Ｃ
は
ど
う
い

た

だ

た
ん
で
す
か

第
一
層
の
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
と
交
換
す
る

に

て
い
う
ア
イ
テ
ム
を
欲
し
て
い
た
⺠
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家
の

で

せ

て
た
女
の
子

で
て
も
ら

た

 
良
い
思
い
出
な
の
か
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は
思
え
な
い
自
然
な
や
り
取
り
を
見
せ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
話
を

み
と
共
に
彼
は
語

て
い
た

 
確
か
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
と
い
う
武
器
は
第
一
層
に

け
る
片
手
剣
最
強
の
武
器
で
キ
リ
ト

は
そ
れ
を
デ
ス
ゲ

ム
初
日
の
夜
に
二
本

得
し
た
と
い
う
話
を
以
前

い
た

そ
の
時

リ

ト
ル
ネ

ン
ト
の
花
付
き
を
倒
し
て

と
い
う
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入
れ
る

に
一

死
に
掛

け
た
と
も

い
た
の
で

だ
と
そ
れ
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 
デ
ス
ゲ

ム
初
日
で
不
安
が
大
き
か

た
時
に

を

で
て
も
ら

た
記

は
と
て
も
大
切
な

も
の
ら
し
く
キ
リ
ト
と
し
て
も
良
い
思
い
出
に
な

て
い
る
よ
う
だ

た

少
し
だ
け
そ
う

い

た
救
い
の
よ
う
な
事
は
あ

た
の
だ
な
と

か
い
気
持
ち
に
な
る

な
る

ど

ク
エ
ス
ト

だ
と

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が

を

し
て
い

る

で
す
が

恐
ら
く
個
体
ご
と
に

ま
れ
て
い
る

が
成
⻑
し
て
い
た
の
で
し

う
ね

か
も
な

そ
れ
で

も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
は

二
つ
目
は
ボ
ト
ム
ア

プ
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す

こ
れ
は
人
間
が
持
つ

す
な
わ

ち

が
約
一
千

個

結
さ
れ
た
生
体
器

の
構

そ
の
も
の
を
人
工
の
電
気
的

に
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よ

て
再
現
し
そ
こ
に
知
性
を
発
生
さ
せ
よ
う
と
い
う

え
方

つ
ま
り
は
シ
ノ
ン
さ
ん
が
先

ど

に
し
て
い
た
タ
イ
プ
で
す
ね

な

そ

そ
れ
は
流

に

無
理
じ

 
そ
の
あ
ま
り
に
も

大

い
換
え
れ
ば

無

に
も
過
ぎ
る
ビ
ジ

ン
に
思
わ
ず

く

 
そ
も
そ
も
か
ら
し
て
矛
盾
し
て
い
る
の
だ

さ

き
キ
リ
ト
が

た
よ
う
に
人
間
の

は
未

だ
謎
が
多
く
て
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
の
方
が
多
い
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
と
も

え
る
も
の
な

の
に
ユ
イ
ち

ん
が
語

た
方
は
全
て
数

で
理
路
整
然
と
作
り
上

ら
れ
た
謎
が
あ
る

も
な
い
電
子

謎
が
あ

て
は
電
子

の
場
合
は
矛
盾
存
在
と
な
る
の
だ

存
在
な
ん
て
出

来
る

が
無
い

え
え

無
理
で
す

 
そ
の
思

を

定
す
る
よ
う
に

ユ
イ
ち

ん
は
あ
た
し
へ

を
向
け
て
来
た

ボ
ト
ム
ア

プ
型
は
思

実
験
の

を
出
な
い
ま
ま
放

さ
れ
て
し
ま

た
ア
プ
ロ

チ
で

す
仮
に
成

し
て
い
れ
ば
私
も
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
で
は
無
か

た
で
し

う

そ
し
て
そ
れ
に

る
知
性
は
わ
た
し
と
は
本

的
に
違
う
キ

達
人
間
と
真
に
同
じ
レ
ベ
ル
に
ま
で

達
し

得
る
存
在
と
な
る

な
の
で
す
が
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そ
こ
ま
で
理
路
整
然
と
語

て
い
た
義
妹
の

が

か
に
ど
も
る

そ
れ
は

か
引

か

か

て
い
る
よ
う
な

振
り
に
見
え
た

先

ど
私
は
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
人
工
知
能
の
成
⻑
先
で
あ
る
本
物
の
知
性
を
大
人
の

人
間
で
あ
る
と

い
ま
し
た
そ
の
歩
み
が

子
か
ら
大
人
へ
の
学

過
程
だ
と

だ
と
し

た
ら
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
と
ボ
ト
ム
ア

プ
型
は
ど
ち
ら
が
よ
り
人
間
ら
し
い
の
か
と
思

て

も
知
ら
な
い

子
の
よ
う
に
学

し
て
成
⻑
す
る
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
と

件
を

し
く
し
た

だ
け
で
知
性
の

が
変
わ
る
と
さ
れ
る
ボ
ト
ム
ア

プ
型
で
は

一
体

が
違
う
ん
で
し

う 
電
子
の
命
で
あ
る
義
妹
は
苦
悩
の
面
持
ち
で

う

最
初
が
違
う
だ
け
で
全
て
が
決
ま
る
の

か
と
悩
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
あ
ま
り

学
者
の
見
解
に
付
い
て
行
け
な
い
あ
た
し
は

に
そ
う

え
た

違
い
な
ん
て

無
い
ん
じ

な
い
か
な

 
彼
女
に
と

て
は
存
在
意
義
と

て
も
良
い
苦
悩
に
対
し

え
あ
ぐ
ね
て
い
る
中
で
キ
リ

ト
が

え
る

電
子
の
義
妹
は

い

え
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

め
な
か

た
か
ら
か
ど
こ



 第八十三章 〜根幹と未来〜

か

る
よ
う
な
面
持
ち
で
彼
を
見
た

最
初
は
確
か
に
違
う
最
初
が
違
え
ば
過
程
だ

て

然
違
う

で
も
最
後
は
結
果
は

き

と
変
わ
ら
な
い

そ
れ
は
つ
ま
り

ボ
ト
ム
ア

プ
型
や
キ

達
人
間
と
同
じ
本
物
の
知
性
を
私
も
持

て
い

る
と

そ
う
い
う
意
味
で
す
か

う
ん

故

そ
う
思
う
の
で
す
か

そ
も
そ
も
の
話
ユ
イ
姉
の

う
本
物
の
知
性
は
ど
う
い
う
意
味
で
定
義
さ
れ
て
い
る
だ

そ
れ
は

人
間
と
同
じ
創

性

応
性
を
持
つ
知
性
と
い
う
意
味
で
す

 
キ
リ
ト
の
問
い
に
彼
女
は

的
に

え
た

外
に
自
分
に
創

性
や

応
性
を
自
然
と
行

う
知
性
は
無
い
と

て

な
る

ど

ト

プ
ダ
ウ
ン
型
が
ナ
ビ
ゲ

シ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ゲ

ム
内
Ｎ
Ｐ
Ｃ
疑
似

人
工
知
能
で
あ
る
の
に
対
し
ボ
ト
ム
ア

プ
型
は
そ
う
い
う

り
な
ん
だ
な

で
ユ
イ
姉

は
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
の

だ
か
ら

ボ
ト
ム
ア

プ
型

仮
想
世
界
の
人
間

と
も
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う
べ
き
タ
イ
プ
じ

な
い
と
思

て
る

か

え
え

違
う
の
で
す
か

違
う

そ
も
そ
も
そ
の
定
義
だ

て
最
初
や
成
り
立
ち
が
違
う
だ
け
な
ん
だ
か
ら
そ
の
先
な
ん

て

ら
で
も

え
ら
れ
る

む
 

わ
れ
ユ
イ
ち

ん
は

を

ん
だ

そ
の

か
ら
は

え
付
か
な
か

た
と
い
う
思

が

み
取
れ
る

 
そ
れ
を
見
て

キ
リ
ト
が

息
を

ら
し
た

大
体
ユ
イ
姉
が
そ
の
話
に

て

ま
る
存
在
と
は
と
て
も
思
え
な
い

記

を
喪

て
い
る
時

の
ユ
イ
姉
を

も

だ
と
思
わ
な
か

た
ん
だ
ぞ

気
付
い
て
い
た
の
は
せ
い

い

知

て
い
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
く
ら
い
だ

し
か
も
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
て
か
ら
は
特
に

か
か

ら

わ
れ
も
せ
ず
に

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た

て
い
う
し

が
こ

ち
に
来
て
か
ら
は

色

と
良
く
し
て
く
れ
て
る
し

現
実
に
肉
体
が
無
い
だ
け
で
ユ
イ
姉
と

と
の
間
に
差
は

無
い
だ
ろ
う

 
ユ
イ
ち

ん
が
ゲ

ジ
を
イ
ネ

ブ
ル

に
し
て
戦
闘
型
Ｎ
Ｐ
Ｃ
へ
と
自
分
を

し
た
の
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も
キ
リ
ト
が

か
ら

て
い
る
ネ

ク
レ
ス
に
出
入
り
可
能
に
し
て
戦
闘
に
参
加
し
な
い
間

は
情
報
面
で
サ
ポ

ト
出
来
る
よ
う
に
す
る
な
ど

行
錯

し
た
の
も

全
て
彼
女
自
身
の
意

か
に

わ
れ
た

で
も
無
く
彼
女
自
身
が
良
か
れ
と
思

て
行
動
し
た
事
に

因
し
て

い
る

 
そ
れ
は
確
か
に
彼
女
の

う
疑
似
人
工
知
能
と
さ
れ
る
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
で
は
無
く
ボ
ト

ム
ア

プ
型
と
す
ら

え
る

記

を
喪

て
い
る
時

も
彼
女
を
人
間
で
は
な
い
存
在
だ
と

思
わ
な
か

た

だ
し
本
物
の
知
性
と
や
ら
を
持

て
い
る
と

わ
れ
て
も
全
く
お
か
し
く
な

い
仮
に
だ

仮
に
ユ
イ
姉
が
語

た
二
つ
の
人
工
知
能
の
定
義
全
て
が
正
し
く
て
ユ
イ
姉
の
知

性
も

り
返
さ
れ
た
学

の
結
果
で
本
物
の
知
性
か
ら
は
程
遠
い
も
の
だ
と
し
て

ユ
イ
姉

が

と
一
緒
に

る
間
に
覚
え
た
感
情
は

全
部

だ

た
の
か

そ
れ
は

 
ど
こ
か
む
く
れ
た
よ
う
に

ね
た
よ
う
に

を

ら
せ
な
が
ら

う
義
弟
に
電
子
の
義
妹

は

え
た

今
ま
で
自
分
が
し
て
き
た

動
の
全
て
が
虚
飾
し
か
な
い
の
か
と

わ
れ
て
い
る

も
同
然
の
問
い
に

彼
女
は
そ
の

な

を
哀
し

に
歪
め
る
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そ
の
表
情
に
浮
か
ぶ
哀
し
み
は
と
て
も
人
か
ら
学

し
て
真
似
て
い
る
だ
け
の
も
の
と
は
思

え
な
く
て

 
そ
の

を
見
た
キ
リ
ト
は

ど
こ
か
ホ

と
し
た
よ
う
な
面
持
ち
で

ん
だ

葉
に

ま

て
い
る
事
が

え
だ

以
前
目
の
前
で
消
滅
す
る
前
に
ユ
イ
姉
は

き
な
が

ら

が

か
い
と

た

本

に
感
情

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
表
情
や

葉
を

ん
で
再
現

し
て
い
る
だ
け
な
ら
そ
ん
な
事
は

き
な
い

だ
今
表
情
を
哀
し
そ
う
に
歪
め
る
事
も

重

な
る
エ
ラ

を

し
た
と
し
て
も
カ

デ

ナ
ル
か
ら
下
さ
れ
た
不

の
命

を
破

て

に
会
い
に
来
る
事
も

以
前
消
滅
す
る
前
に

た
事
た
け
ど

 

ユ
イ
姉
は
も
う

自
分
の
意

と
心
を
持

て
る
ん
だ

 

学
者
が

け
ば
き

と

で

う
か
も
し
れ
な
い
根

も

も
な
く
て

感
情
論
と
い

う
も
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
あ
た
し
に
は
そ
の

葉
が
ユ
イ
ち

ん
の
全
て
を
集
約
し
て
い

る
よ
う
に
も
思
え
た

 
彼
が

に

た
よ
う
に
彼
女
が
記

を
取
り

す
ま
で

も

だ
と
思
わ
な
か

た

上

存
在
に
あ
た
る
カ

デ

ナ
ル
の
命

を
無

し
て
ま
で
キ
リ
ト
に
会
い
に
来
た
事
も

め
て

彼
女
は

に
自
分
の
意

で
行
動
を

し
歩
ん
で
い
る

そ
れ
は
立

な
人
間
と

え
る
だ
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ろ
う

 
彼
女
は
仮
想
世
界
に
生
き
る
一
人
の
人
間
な
の
だ

キ
リ
ト
の
義
理
の
姉
と
い
う
立
場
に
在

る

恐
ら
く
世
界
初
め
て
と
な
る
電
子
世
界
に
生
き
る
人
間
な
の
だ

 
始
ま
り
は
確
か
に
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
と
い
う
存
在
の
定
め
と
し
て
知
識
も
経
験
も
無
い
存
在

だ

た

ボ
ト
ム
ア

プ
型
に

べ
て

と
い
う
部
分
で
は
大
い
に

て
い
た
だ
ろ
う

子
の
よ
う
に

も
知
ら
な
い
け
れ
ど

語
を
識

て
い
て

時

得
し
た
か
も
分
か
ら
な

い
知
識
を

に
人
と
交
流
を
重
ね

経
験
を

み

成
⻑
し
て
い
く
存
在

行
き

く
果
て
は

に

で

し
た

生
ま
れ
が
違
う
人
間

 
現
実
に
原
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
肉
体
が
あ
る
か
な
い
か
だ
け
で

と
し
て
こ
の
仮
想
世

界
に
存
在
し
て
い
る
彼
女
も

仮
想
世
界
に
生
き
る
人
間
な
の
だ

 
恐
ら
く
求
め
て
い
た
事
を

わ
れ
て

同
時
に

で
あ
る
自
身
も
人
間
と
認
め
ら
れ
て

し
か

た
の
だ
ろ
う
大
人
の
女
性
と
し
て
の

を
取

て
い
る
電
子
の
義
妹
は
義
弟
の

を

然
と
見
つ
め
な
が
ら
そ
の

に

を
浮
か
べ
た

は
ら
り
と
大

の

が

を
伝
う
が

う

振
り
も
見
せ
ず

無

の
ま
ま
そ
れ
を
流
し

け
る
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彼
女
が

を
止
め
て
喜
び
を

わ
に
し
た
の
は

こ
れ
か
ら

く
後
の
事
で
あ
る

 
ユ
イ
姉
が

の
属
性
武
器
を
出
さ
ず
に
力
を

え
る
か
に
つ
い
て
だ
け
ど
多
分
無
理

だ
な

 
ユ
イ
ち

ん
が

ち

い
た
事
で
脱
線
し
た
話
を

に

し
た
キ
リ
ト
は
結
論
と
し
て
そ
う

た
さ

き
も

た
よ
う
に

が

と
イ
メ

ジ
し
た

に
活
発
化
す
る

の

波

を

み
取

て
再
現
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
ユ
イ
姉
に
は
不
可
能
だ

し
ろ

み
取
る

の

が
無
い
か
ら

電
子

が
あ

た
な
ら
話
は
別
だ

た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
そ
れ
も
無
い
み
た

い
だ
し

上

て

と
さ
な
い
で
下
さ
い

ご
め
ん

 
愛
す
る
義
弟
か
ら
仮
想
世
界
の
人
間
と
い
う
同

の
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
喜
び
を

わ

に
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
出
さ
れ
た
結
論
に
電
子
の
義
妹
は

か
な
哀
し
み
を

た

苦

を

浮
か
べ
た

肉
体
が
無
い
つ
ま
り
キ
リ
ト
や
あ
た
し
達
と
根
本
的
に
違
う
存
在
と
い
う
事
実
は
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彼
女
に
と

て

い
事
実
で
あ
る
事
に
変
わ
り
な
く
そ
れ
を

外
に
指

さ
れ
た
に

し
い
か

ら
こ
そ
の

葉
だ
ろ
う

 

に
出
来
な
い
事
を
悔
し
が

て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が

な
る

ど

で
も
ユ
イ
ち

ん
は
キ
リ
ト
君
み
た
い
に
武
器
の
換

は
出
来
る
み
た
い
だ

け
ど

そ
れ
は
ど
う
し
て
な
の
か
な

え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
武
器
を

び
出
す
方
の
原
理
だ
け
別

で

武
器
一
つ
一
つ
に
武

器
種

有
の
値
の
後
に
別

の

番

を
出
し
て
い
て

そ
れ
に

す
る
番

の
武
器
を

び
出
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

ま

今
そ
れ
で

て
い
る

じ

な
い
か
ら
知
ら
な

く
て
も
別
に
良
い
だ
ろ
う

そ
れ
よ
り
も
樹
海
探
索
に
つ
い
て
だ

 
レ
イ
ン
さ
ん
が

に
し
た
疑
問
を
放
り
投

た
義
弟
は

苦

を
浮
か
べ
て
話
を
変
え
た

ボ
ス
と
の
戦
闘
で
は

手
が
特
定
の
性

を
持
た
な
い
限
り
は

一
人
で

手
し
よ
う
と

え
て
る

ギ
ル
テ

 
そ
し
て
流
れ
る
よ
う
に
と
ん
で
も
な
く

な
事
を

た
の
で
そ
の
場
に
い
た
面

全
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で
一

に
有
罪
判
決
を

い

す

こ
の
反
応
の
仕
方
は
予
想
し
て
い
な
か

た
の
か
無
邪
気

は
反
応
を
見
せ
る
が
そ
れ
で
こ
ち
ら
の

が
和
ら
ぐ

も
無
い

ち

ち

と

て
く
れ

 
キ
チ
ン
と
理
由
が
あ
る
か
ら
ま
ず
は
全
部

い
て
く
れ

 
こ
ち
ら
の
様
子
を
悟
り
そ
し
て
原
因
を
理
解
し
た
ら
し
い
義
弟
は
慌
て
た
様
子
で
そ
う

て
来
た

 

で
も
な
い
理
由
な
気
は
す
る
が
そ
れ
で
も

ご
な
し
に
話
も

か
ず
に

責
す
る
の
は
間

違

て
い
る
と
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
た
し
達
は
お

い
の

を
一

見
合

て
か
ら
一

身

を
引
い
たま

良
い
で
し

う

そ
の
理
由
と
は

で
す
か

え

と
だ
な

闘
技
場
個
人
戦
で
ホ
ロ
ウ
が
し
て
き
た

ダ
メ

ジ
は

覚
え
て

る
よ
な

 
そ
の
問
い
に
全

が

く

 
ホ
ロ
ウ
が
出
し
た
二
つ
目
の
武
器

を
吹
き
出
す
戦
輪
を
手
に
し
た
直
後
発
動
し
た
技
の
事

は
恐
ら
く
観
戦
し
た

も
が

明
に

え
て
い
る
だ
ろ
う

事
実

わ
れ
て
す
ぐ
に
あ
た
し
達
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は
思
い
出
し
た

ア
レ
よ
り
も

す
る
戦
い
ぶ
り
が
そ
の
後
に

り
広

ら
れ
た
け
ど
そ
れ

で
も

深
い
事
は
確
か
で
あ
る

も
ア
レ
を
出
来
る
よ
う
に
な

た

ユ
イ
姉
と
フ

リ
ア
は
実

に
そ
の
眼
で
見
て
る

 
二
人
が
証
人
だ
と

う
の
で
黒

く
め
の
義
妹
と

の
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

の
二
人
に

を
向
け
れ
ば

ど
ち
ら
も
し

か
り
と

い
て
み
せ
た

ど
う
や
ら
事
実
ら
し
い

ア
レ
は
焦

つ
ま
り
地
面
に
足
を
付
け
て
い
る
限
り

一
パ

セ
ン
ト
の
ダ
メ

ジ
を
与

え
る
事
が
出
来
る

つ
ま
り
ボ
ス
で
す
ら
最
⻑
百

し
か
保
た
な
い
ん
だ

 
百

つ
ま
り
は
一
分
四
十

も

え

ば

自
動
的
に
倒
れ
て
く
れ
る
と
い
う
技
を
使

え
る
よ
う
に
な

た

し
く

く
と
そ
の
技
で
ト
ド
メ
は

せ
な
い
ら
し
い
が
か
な
り
の
速

で

を

て
い
く
の
で

マ
ト
モ
に
戦
闘
し

剣
弾
を
放
ち
な
が
ら
使

て
お
け
ば
戦
闘

要
時
間
が
一
分
未

に
な
る
の
は

間
違
い
な
い

 
戦
闘
時
間
が

い
と
い
う
事
は
そ
れ
だ
け
戦
う
者
の
負

や

労
も
少
な
く
な
る
事
を
意
味

す
るで

も
そ
れ
を
す
る
に
は

間
が

た
ら
ダ
メ
な
ん
だ

ア
レ
は

間
の

も

て
し
ま
う

か
ら
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な
る

ど

ロ
で
戦
い
た
い
と

た
の
は

間
が

る
と
逆
に

く
な
る
と
そ
う
い

う
事
な
の
ね

う
ん

あ
別
に
リ

姉
達
が
邪
魔
と
い
う

じ

な
い

た
だ
情
報
が
全
く
な
い
初
見
の

ボ
ス
を

手
に
戦
う
な
ら
一
人
の
方
が

と
い
う
だ
け
で

味
方
が

る
と

繋
や
空
間
把

握
に
思

を

か
な
い
と
い
け
な
く
て
そ
の
分
だ
け

の
行
使
や
動
作
が
ワ
ン
テ
ン
ポ

れ
て

隙
に
な
る
か
ら

初
見
の

に
そ
れ
は

い

分
か

て
る
か
ら
安
心
し
て

キ
リ
ト
が
あ
た
し
達
を
邪
険
に
し
て
い
る

じ

な
い
の
は
理

解
し
て
る
か
ら

 
少
し
慌
て
た
様
子
で

に

解
を

に
す
る
義
弟
が

ま
し
く
て
あ
た
し
は
快
活
に

み
な
が
ら

め
る

そ
の
つ
い
で
に

を

で
て
や
れ
ば

か
に
不
安
を
浮
か
べ
て
い
た
表
情
は

ら
か
な

み
へ
と
変
わ

た

 
そ
れ
に
し
て
も

と
今
話
し
て
も
ら

た
内
容
を

裏
で
反

す
る

 

本
的
に
プ
レ
イ

よ
り
も
Ｍ
ｏ
ｂ
の
方
が
高
ス
テ

タ
ス
で
あ
る
の
が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の

本
で
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
も
そ
れ
に

て
い
る

ボ
ス
な
ん
て
そ
の
最
た
る
も
の
で
大
人
数
で

む
事
で
情
報
を
得
て

対
策
を
練

て

そ
の
果
て
に

く

が
可
能
に
な
る
レ
ベ
ル



 第八十三章 〜根幹と未来〜

 
そ
れ
を
キ
リ
ト
は
一
人
の
方
が

と

た

間
が

る
と
そ
の

間
の
行
動
を
常
に

把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず

や
自
身
の
戦
い
方
と

ら
し
合
わ
せ
る
と

性
が
悪

く
て
逆
に
隙
が
多
く
な
り

結
果
的
に
弱
体
化
し
て
し
ま
う
と

 
そ
ん
な
プ
レ
イ

は

有
だ
ろ
う

一
人
の
方
が
ボ
ス
と

り
合
え
る
だ
な
ん
て

あ

り
得
な
い

 
彼
の
場
合
は
偶
然
と
偶
然
が
重
な

て
結
果
的
に
そ
う
な

た
だ
け
だ
と
思
う

シ
ス
テ
ム

に
精

し
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を
編
み
出
し
て
複
数
人

な
い
と
出
来
な
い

ド
ス
キ
ル

繋
を

独
で
こ
な
し
ボ
ス
に
対
す
る
絶
対
的
な
刃
を
持
つ
に
至

た

反
応
速

や
剣
の
技
術

も
他
の
追

を
許
さ
な
い
程
に

き
上

ら
れ
そ
れ
に

車
を
掛
け
る
よ
う
に
二
刀
流
や

と
い

た
ユ
ニ

ク
な
ス
キ
ル
と

備
が

た

 

こ
れ
は

本

に
偶
然
な
の

 

的
に
上
手
く

み
合

た

の
現
在
と

え
れ
ば
可
能
性
と
し
て
は
限
り
な
く

く
と

も
絶
無
と
い
う

で
は
無
い
の
で

定
は
出
来
な
い

本

に
偶
然

件
を

た
し
て
ユ
ニ

ク

ス
キ
ル
を
修
得
し
攻
略
の
上
で
必

だ

た
戦
い
を
突
破
し
た
か
ら
ユ
ニ

ク

備
を
結
果
的

に
偶
然
手
に
入
れ
て

そ
れ
が
偶
然
彼
の

に
あ
る

備
と
同
じ
だ

た
か
ら

す
ぐ
に
使
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え
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が

最
後
の

と
同
じ

備

と
い
う
一
点
が

そ
の
偶
然
に
疑
念
を
覚
え
さ
せ
る

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
に

し
て
は
ま
だ
良
い

そ
れ
は
複
数
の

件
を

た
す
だ
け
の

地
が
あ

ら

る
武
器
ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る
彼
に
は
あ

た
か
ら
他
の
人
が

一
つ
し
か

た
せ
な
い

件
を
一
気
に
複
数

た
し
て
い
て
も

ら
お
か
し
く
は
無
い
の
だ

 
だ
が

備
に

し
て
は
違
う

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
な
い
と
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い

備
の
中
に

本
来

も
知
る

が
な
い
キ
リ
ト
の

の
武
器
と
同
じ
も
の
が
あ
る
事
が

不

自
然
な
の
だ

 

も
し
か
し
て
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
異
常
な
世
界
で
こ
の
子
が

し
た
行

動
す
ら
も
が

か
の
掌
の
上

 
そ
ん
な
事
が
あ
る
の
か
と
も
し
こ
の
予
想
が
真
実
で
あ

た
場
合
の
事
を

え
て
戦

す
る

 
人
間
は
矛
盾
多
き
生
き
物
で

も
か
も

か
の
思
い

り
に
動
く
と
は
限
ら
な
い
存
在

わ
れ
た
事
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
指
示
を

実
に
こ
な
す
ロ
ボ

ト
と
は
違
う
の
だ

特
に
日
常

と
真
逆
の
非
日
常
で
の
行
動
は
ど
れ
だ
け
特
定
個
人
の
事
を
理
解
し
て
い
る
人
で
も
完

な
予

は
不
可
能

い
子

が
自
ら

先
し
て
戦
い
に
向
か
う
な
ど

が
想
定
出
来
よ
う
か
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し
か
し

し
か
し
万
が
一

が
一
に
も
彼
の
行
動
原
理
や
思
想
を
理
解
し
て
い
る
／
そ

う
な
る
よ
う
誘
導
し
て
い
る

が

る
の
だ
と
し
て

そ
の

が
こ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し

た
事
は

論

こ
の
子
を

れ
て
来
た
の
だ
と
す
れ
ば

 
決
し
て
こ
の
予
想
は
あ
り
得
な
い
と
は

い
切
れ
な
く
な
る

 

そ
も
そ
も

こ
の
世
界
は
色

と
お
か
し
い
点
が
あ
る

こ
の
世
界
と
は

一

を

る
事
を
良
し
と
す
る
世
界
の
事

が
広
ま
り

女
尊
男

風

が

し
て
い
る
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

で
あ
る
事
を
意
味
し
て
い
る

 
ま
ず
最
初
に
お
か
し
い
点
は
彼
が

ら
れ
始
め
た
年

た

た
の
五

の
子

と
小
学

生
や
中
学
生
と

べ
そ
れ
で

め
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
事

の
思

回
路
を
し

て
い
る
な
ら
そ
も
そ
も

べ
る
必
要
す
ら
無
い
事
が
分
か
る

だ

そ
れ
な
の
に

の
人
間

は
彼
を

め
そ
れ
は
世
界
全
体
に
波

し
て
い
る

無
論
あ
た
し
の
家
の
よ
う
に
そ
れ
に

さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
が

そ
れ
に
し
て
は
絶
対
数
が
多
過
ぎ
だ

 

に

そ
の

が
お
か
し
い
事

 

ら
姉
が
世
界
大
会
の
覇
者
で
そ
の
大
会
も
女
性
に
し
か

え
な
い

の

者
最
強
を
決

め
る
も
の
だ
と
し
て
も

そ
れ
で

故
弟
に
つ
い
て
の
話
が
出
る

よ
し
ん
ば
出
る
に
し
て
も
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日
本
だ
け
な
ら
分
か
ら
な
く
も
な
い
が

世
界

で
あ
る
事
は

だ

 

を
至
上
と
し

そ
れ
を

え
る
女
性
を
最
高
と
す
る
思

を
持
つ
女
尊
男

の
女
は

実

の
と
こ
ろ
結
構
少
な
い

そ
の
風

の
せ
い
で
男
性
と
の
出
会
い
が

り

少
子
高

化

会
の
日
本
は
い
よ
い
よ
そ
の
出
生

を

ら
し
て
い
る
か
ら
だ

生
ま
れ
た
子

が
男

で
あ
る

事
を
理
由
に
殺
す
者
ま
で

る
の
だ
か
ら
世
も

近
年
で
は
一

多

制
一

多

制

つ
ま
り
は
重

制

を
法
律
で
認
め
よ
う
と
い
う
動
き
も
見
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る

 
そ
れ
も
こ
れ
も
女
性
に
し
か

え
な
い
欠

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
世
に
送
り
出
し
た

ノ
之

束

士
と

多
少
不
可
抗
力
で
は
あ
る
が

の
世
界
大
会
で

勝
し
た

千
冬
が

共
に
日

本
人
で
あ

た
事
が
原
因
だ

密
に

え
ば

を
前
者
が
作
り
そ
の
上
を
後
者
が

き
上

て
い

た

決
め
手
は
や
は
り
世
界
大
会

勝

 
だ
か
ら
日
本
の
女
性
は
最
高
と
い
う
思

が
女
尊
男

風

の

に
根
付
い
て
い
て
そ

こ
か
ら

女
性
は
至
高
の
存
在

と
定
義
が
広
が

て
い
る

 
日
本
で

秋
十
と

一

の

者
が

さ
れ
る
事
は
ま
だ
分
か
る

本
来
な

ら
理
解
し
た
く
も
な
い
が
物
事
を

静
に
見
る

に
知

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
あ

た
し
は
そ
の
事
情
を
理
解
し
た
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そ
の
上
で

そ
の
思
想

す
な
わ
ち

一

を

出
来
損
な
い

と
す
る

え

が
外
国
に
ま
で
波

す
る
事
に

あ
た
し
は
常

疑
問
を
覚
え
て
い
た

 
現
実
世
界
で
の

会
を

し
た
世
界
と
も

え
る
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
す
ら

キ
リ
ト
が
ア
ル

ゴ
さ
ん
を

し
て

ビ

タ

の
悪
事
を
広
め
悪
感
情
を
向
け
さ
せ
て
い
た
に
も

わ
ら
ず

フ

リ
ア
さ
ん
の
よ
う
に

無

心
だ

た
り
ル
ク
ス
さ
ん
の
よ
う
に

見
も
無
く
す
ぐ

良
く
な

た
り
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
の
よ
う
に
親
身
に
な
る
者
が
い
る

リ
ン
ド
さ
ん
の
よ
う
に
最

初
は
い
が
み
合

て
い
て
も
⻑
い
時
間
を
掛
け
て
理
解
を
示
し
歩
み
寄
ろ
う
と
す
る
者
も
現
れ

て
い
る

第
一
層
の
教
会
の
サ

シ

さ
ん
や
子

達
の
よ
う
に
そ
も
そ
も
ビ

タ

に

つ
い
て
の
悪
感
情
が

ど
無
い
者
ま
で

る

 
要
す
る
に

人
の
悪

な
ん
て
そ
ん
な
も
の

 
流

に
ユ
ウ
キ
さ
ん
や
リ
ン
ド
さ
ん
達
は

外
に

す
る
だ
ろ
う
が
彼
女
達
の
よ
う

に
人
の

に
惑
わ
さ
れ
ず
彼
そ
の
も
の
を
見
た
人
間
は
過
去
に
も

た

 
そ
し
て
あ
た
し
の
よ
う
に
全
く

を
持

て
い
な
か

た
か
ら
こ
そ
悪
感
情
な
ん
て
持

て
い
な
い
人
間
も

た

現
実
世
界
な
ら
そ
れ
は
ご
ま
ん
と
い
る

で

も
が

よ
う
と
す

る
な
ん
て

お
か
し
い
の
だ

人
間
は
そ
こ
ま
で

じ

な
い
し
全
く

な
い
人
間
に
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対
し
て
そ
こ
ま
で
の
感
情
を

か
な
い

凶
悪
な
殺
人

を
見
て
怒
り
や
憎
悪
を

や
す
人
間
な

ど
せ
い

い

者
く
ら
い
な
も
の
で
そ
れ
を
ニ

ス
で
見
て
も

く
流
す
程

が

ど
な

の
だ

 
そ
の
常
識
を
前

に
す
る
と
世
界
全
体
に

一

を

る
思
想
が
広
ま

て
い
る

事
が
ど
れ
だ
け
不
自
然
な
事
か
は
理
解
出
来
る
だ
ろ
う

国
に
配
ら
れ
て
い
る

に
影

さ

れ
て
広
ま

た
女
尊
男

風

よ
り
も
更
に
広
ま

て
い
る
事
実
が
ど
れ
だ
け
お
か
し
い
事
か

日
本
に
し
か

な
い
た

た
一
人
の
人
間
が

世
界
の
主
要
な
大
国
に
複
数
配
ら
れ
た

へ
の

思
想
よ
り
広
ま

て
い
る
な
ど

ど
う

え
て
も
お
か
し
い
の
だ

 
つ
ま
り

一

を

め

そ
の
思
想
と
思

行
動
原
理
を
誘
導
し
て
い
る

が
世
界
の

か
に

る

こ
の
子
を

り
人
形
の
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
存
在
が

る 
そ
し
て

そ
の
魔
の
手
は

恐
ら
く
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
す
ら

び
て
い
る
可
能
性
が

リ

姉

 
そ
の
思

を
切
る
よ
う
に
ど
こ
か
不
安
と
切

を
感
じ
さ
せ
る
声

で
義
弟
に
名
前
を
呼
ば

れ
た

は

と
意
識
を

せ
ば
キ
リ
ト
は
こ
ち
ら
の
手
を
引
い
て

か
に
不
安
そ
う
な
表
情
で
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あ
た
し
を
見
上

て
来
て
い
た

近
く
に

る
ユ
ウ
キ
さ
ん
や
ル
ク
ス
さ
ん
達
も
心
配
す
る
よ
う

な
面
持
ち
を
し
て
い
た

リ

姉

い
き
な
り
ど
う
し
た
ん
だ

物

く

が
怖
か

た

そ
ん
な
に

う
ん

く

そ
ん
な
に

が
一
人
で
戦
う
事
に
反
対
な
の
か

い
や

た
り
前
な
の
か

も
し
れ
な
い
け
ど

 
ど
う
や
ら
物

く
怖
い

を
し
て
い
た
よ
う
で

ど
こ
か

え
を
見
せ
な
が
ら
彼
は

け
た

ど
う
や
ら
あ
た
し
が
恐
い

を
し
て
い
た
原
因
は
一
人
で
戦
お
う
と
す
る
事
に
反
対
を
覚
え
て
い

る
か
ら
と
思

て
い
る
ら
し
い

 
ま

実

一
人
で
戦
う
事
に
思
う
事
が
無
い

で
は
無
い
け
ど
そ
れ
が
一
番
確
実
で
負

と

労
も
少
な
い
と
い
う
の
な
ら

非
も
無
い

ち

ん
と
し
た
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
の
な
ら

よ

ど
の
事
で
も
な
い
限
り
反
対
は
し
な
い

ご
め
ん
別
に
そ
う
い
う

じ

な
い
の
よ

理
由
は
分
か

た
か
ら
反
対
し
て
る

じ

な

い
のそ

う
か

で
も

そ
れ
な
ら

で

 
さ

き
の
形

は
正
直
初
め
て
見
た
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ぎ

形

て

 
そ
こ
ま
で

う
と
い
う
事
は
そ
れ
だ
け
あ
た
し
の

は
怖
か

た
と
い
う
事
か

確
か
に
か

な
り
真
剣
に

つ
重
大
な
事
を

え
て
い
た
か
ら
別
に
そ
う
な

て
も

ら
お
か
し
く
は
無

い
の
だ
け
ど

こ
う

き
な
人
に
そ
ん
な
感
想
を

か
れ
て
い
る
の
は
地
味
に
ク
る
も
の
が

あ
る

 
そ
れ
は
と
も
か
く

こ
れ
は
正
直
に
話
す
べ
き
か
と
思

す
る

 
今
後
の
事
を

え
る
な
ら
キ
リ
ト
に
は
あ
た
し
の
推

を
全
て
語

て
お
く
べ
き
だ
ろ
う

こ

の

で

明
な
キ
リ
ト
は

か
な
情
報
か
ら
真
実
を
見
出
す
事
に
⻑
け
て
い
る
し
こ
ち
ら
が
知

ら
な
い
情
報
を
平
然
と
知

て
い
る
事
も
ザ
ラ
に
あ
る

あ
た
し
の
情
報
や
推

が
そ
の
一
助
と

な
る
な
ら
話
す
事
に

や
は
無
い

 
し
か
し

こ
の
事
実
は
キ
リ
ト
に
と

て

い
事
に
な
る

そ
れ
も
最
大

の
傷
に
な
る

事
は
間
違
い
な
い

 
今
ま
で
自
身
が

ら
れ
て
き
た
事
全
て
が
仕
組
ま
れ
た
事
で

苦
し
み

恨
ま
れ
る
事
に

な

た
こ
の
世
界
が
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
原
因
の
一

に
自
分
が
影

し
て
い
る
と

え
推

で
あ
ろ
う
と
も

え
て
し
ま

た
ら

デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
し
ま

た
人
達
の

に
と
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戦

て
来
た
彼
は
壊
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い

自
分
を

う

が
仕
組
ん
だ
事
が
原
因
で
人
死
に

が
出
て

を
苦
し
ま
せ
て
い
る
と

え
て
し
ま

た
ら
彼
の
根
幹
が

れ
て
し
ま
い
か
ね
な

い
の
だ

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
が
過
去
の
も
の
だ
と
す
れ
ば
ま
だ
開
き
直
れ
る

に
終
わ

た
事
で

ど
う
し
よ
う
も
無
い
事
だ
か
ら

 
け
れ
ど
現
在
進
行
形
で
進
ん
で
い
る
事
の
原
因
に
自
分
が

わ

て
い
る
と
知

た
ら
そ
れ

こ
そ
彼
は
思
い
悩
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う

あ
た
し
が

定
し
た
過
去
の
行
動
の

定
を
ま
た

し
か
ね
な
い
し
そ
れ
が
原
因
で

て
し
ま

た
ら
今

ば
か
り
は
あ
た
し
も
ど
う
し
よ
う
も

な
く
な
る

そ
も
そ
も
そ
う
し
て
し
ま

た
本
人
が
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
も
無
理
だ
し
事

が
大
き
過
ぎ
る
だ
け
に
ど
う
足
掻
い
て
も

正
出
来
な
く
な
る

 

い
や

と
し
て

そ
れ
す
ら
も
想
定
内
の
事
と
い
う
可
能
性
も

 
よ
く
あ
る
悪

が
主
人

に
全
て
仕
組
ん
で
い
た
事
だ
と

る
ワ
ン
シ

ン
が

突

に

裏
に
浮
か
び

戦

す
る

 
仮
に
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
苦
し
み
の
全
て
が
そ
の

正
出
来
な
く
な

る
思

の
下
地
と
い
う
事
に
な
り
か
ね
な
い
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そ
し
て
そ
れ
が
全
て
の
黒
幕
の

い

り
だ
と
す
れ
ば

リ

姉

 
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
い
悩
む
あ
た
し
に
不
安
そ
う
に
小

を

な
が
ら
見
上

て
来
る

い
義
弟

 
全
て
が
あ
た
し
の
推

り
と
は
思
わ
な
い
が
そ
れ
で
も
完
全
に

定
す
る
だ
け
の

が

無
く
む
し
ろ
信

性
が
増
し
て
い
る
時
点
で
話
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う

推

だ
ろ
う
と
こ

ん
な
事
を
知
り
た
く
な
い
だ
ろ
う
し
知
ら
せ
る
の
は

過
ぎ
る

こ
の
世
界
の
最
前
線
で
戦

て
来
た
理
由
と
根
幹
信
念
過
去
の
全
て
を
完
全
に

定
す
る
あ
た
し
が
し
た
事
以
上
に
最

で

に
過
ぎ
る
も
の
だ
か
ら

 
で
あ
れ
ば
深

な

を
す
る
だ
け
に
足
る
理
由
を

り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

下
手
な

事
を

に
し
て
も

に

と
見

か
れ
る
可
能
性
が
高
い
か
ら

レ
ベ
ル
が
足
り
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
の
は
分
か

て
る

で
も
家

を
一
人
戦
わ
せ

る
事
は

本

は

く
心
苦
し
い
の
よ

 
だ
か
ら
こ
そ

真
実
と

を
交
え
て

に
す
る

 
そ
の
想
い
は
確
か
に
真
実

大
切
な
家

が
一
人
で
戦
う
事
は
心
苦
し
く
て
で
も
あ
た
し
が
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弱
い
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
あ
た
し
は
苦

し
く
思

て
い
る

く
悔

し
て

も

と
強
く
な
ら
な
く
ち

と

す
る

 
そ
し
て

と
は
そ
れ
を

い
た
の
は
今
で
は
無
い
と
い
う
事

本

は
義
弟
が

ら
れ
る

事
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
裏
に
つ
い
て
思

し
て
い
た
が
そ
れ
を
悟
ら
せ
な
い

に

を

い

た

真
実
で
は
あ
る

を

 
本

は

な
ん
て

き
た
く
な
い
け
れ
ど
ど
う
か
許
し
て
欲
し
い

大
切
な
あ
な
た
を
護
る

に

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

 
ま
だ
こ
れ
を
伝
え
る
に
は

過
ぎ
る
か
ら

ん

な
ら

も

と
強
く
な

て

も

と
レ
ベ
ル
を
上

て

力
に
な

て

え
え

 
あ
た
し
が

い
た
真
実
の

を
疑
う
事
無
く
信
じ

み
と
共
に
願

て
来
る
義
弟
に
声

を

わ
せ
な
が
ら
小
さ
く

す
る

 
出
来
る
事
な
ら
死
ぬ
ま
で
こ
の
事
実
に
推

で
す
ら

え
な
い
で
欲
し
い
と
そ
う
切
に
願
い

な
が
ら
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真
実
の

を
疑
う
事
無
く
信
じ
た
義
弟
に
心
苦
し
さ
を
覚
え
つ
つ
不
安
を
解
消
す
る

に

を

で
た
後
流

に
気

ず
か
し
く
な

た
の
か
自
発
的
に
キ
リ
ト
は
離
れ
た

ユ
ウ
キ
さ
ん
と

シ
ノ
ン
さ
ん
そ
し
て
ユ
イ
ち

ん
の
眼
が
ち

と
怖
い
が
こ
れ
く
ら
い
は
許
し
て
欲
し
い

と
思
う

あ

え

と

そ
う
い
え
ば
リ

姉
と
シ
ノ
ン
の
武
器
は
ど
う
な

た
ん
だ

 

レ
イ
ン
に
作

て
も
ら

た
ん
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
は
気

ず
か
し
さ
を

ら
わ
す

か
か
な
り

骨
な
話

転
換
を

み
て
い
た

問
わ

れ
た
レ
イ
ン
さ
ん
は
そ
の
意

を

し
た
よ
う
で

ま
し
そ
う
に

苦

を
浮
か
べ
彼
は

そ
の

を
見
て
バ
ツ
が
悪
そ
う
に

を
背
け
た

 
そ
ん
な
彼
を
見
て

レ
イ
ン
さ
ん
は
く
す
く
す
と

に
手
を

て
な
が
ら

う

う
な
よ

ご
め
ん
ご
め
ん

え

と
リ

フ

ち

ん
達
の
武
器
に
つ
い
て
だ
け
ど
一
応
出
来
は
し

た
よ

か
引

掛
か
る

い
方
だ
な

シ
ノ
ン
ち

ん
の
二
本
の

剣
は
文

無
し
の
出
来
に
な

た
ん
だ
け
ど
リ

フ

ち

ん
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の
片
手
剣
が
ね

打
ち
直
し
て
も

得
の
い
く
性
能
に
な
ら
な
か

た
の

 
話
を

い
て
こ
ち
ら
に

線
を
向
け
ら
れ
た
の
で

の
剣

か
ら

る
し
て
い
た
武
器
を

ご
と

い
て
手

す

 
あ
た
し
の
新
た
な
武
器
と
な
り
し
か
し
製
作
者
の
レ
イ
ン
さ
ん
が

得
し
な
い
性
能
の
そ
れ

を

け
取

た
彼
は
す
ぐ
に

を
タ

プ
し
て

を
確
認
し
た

表
示
さ
れ
た
パ
ネ
ル
に
記

載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
流
し

み
し
た
後

根
を
寄
せ
る

確
か
に
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
な

く
は
無
い
け
ど

反
面
高
く
も
無
い

で
し

 
最
前
線
で

し
な
く
も
無
い
け
ど

正
直

攻
略
組

の
一
人
と
し
て
参
戦

す
る
に
は

に
物
足
り
な
い
ん
だ
よ
ね

ず

と
打
ち
直
し
て
た
ん
だ
け
ど
キ
リ
ト
君
が
先

に
帰

て
来
ち

て

な
る

ど

 
要
求

力
値
こ
そ
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
常
識
の

と
な
る
値
に
な

た
が
武
器
攻
撃
力
に

し
て

は
レ
イ
ン
さ
ん
の
判
断
に
よ
る
と
か
な
り

な
ラ
イ
ン
ら
し
い

ユ
ウ
キ
さ
ん
の
ル
ナ
テ

ク
と

す
れ
ば
一
目

然
で
バ
グ
化
の
影

で
全
て
の
強
化
が
消
失
し
た
だ
け
で
な
く

本

性
能
す
ら

し
て
い
る
彼
女
の
剣
に
す
ら
あ
た
し
の
武
器
は

て
い
た

こ
れ
な
ら
ま
だ
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ジ

ワ
イ
ユ

ズ
の
方
が
マ
シ
と

え
る
く
ら
い
だ

た
の
だ

 
だ
か
ら
レ
イ
ン
さ
ん
は

も
打
ち
直
し
て
い
た
の
だ
が
そ
れ
で
も
良
い
も
の
は
中

出
来

ず

足
の
い
く
出
来

え
の
剣
を
求
め
て
打
ち
直
し
て
い
る
内
に
キ
リ
ト
が
帰

て
き
て
し

ま

た
と
い
う

だ

う

ん

時
間
を
く
れ
る
な
ら

が
鍛
え
て
も
良
い
ん
だ
け
ど

ど
う
す
る

 
こ
の
剣

で
も
一
応
戦
え
は
す
る
け
ど

 

す

め
つ
剣
を
見
て
い
た
キ
リ
ト
は
そ
う

し
て
来
た

ニ

ア
ン
ス
か
ら
し
て
今
の

剣
だ
と
す
ぐ

打
ち
に
な
る
か
ら
も

と
上
を
目
指
し
た
方
が
良
い
と
伝
え
て
来
て
い
る
の
が
分

か
るお

願
い

 
願

て
も
な
い
事
な
の
で

に

え
を
返
す

そ
の
あ
ま
り
の
速
さ
故
か
義
弟
は
く
す
り

と
苦

を
浮
か
べ
た

か

期

し
て
く
れ
る
の
は

し
い
け
ど
出
来

え
は
完
全
に
ラ
ン
ダ
ム
だ
か
ら
そ
こ

は

し
て
欲
し
い

分
か

て
る
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ん

じ

あ
少
し

て
て

 
そ
う

て
キ
リ
ト
は
あ
た
し
の
剣
を
手
に
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

る

そ
の
ま
ま

手

を
振

て

び
出
し
た
メ
ニ

を

作
し

明
の
分

い
ガ
ラ
ス

の
上
に
複
数
の
道

を
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
て
い

た

あ
た
し
が
見
知

て
い
る
鍛
冶

の
も
の
よ
り

か
に
小
型

な

と
火
を

く

と
小
さ
い
な
が
ら
し

か
り
と
し
た

そ
し
て

黒
に

く
ス

ミ
ス
ハ
ン
マ

が

と
光
の
中
か
ら
現
れ
る

ぐ

 
最
後
に
ス
ミ
ス
ハ
ン
マ

が
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
た

間

に
立

て
い
た
レ
イ
ン
さ
ん
が

変
な
声
を
上

た

そ
れ
を

い
た
面

が

し

な
眼
を
向
け
る

レ
イ
ン

ど
う
し
た
の

あ
あ
の
ハ
ン
マ

わ
た
し
持

て
な
い

鍛
冶
ス
キ
ル
を
取

て
る
プ
レ
イ

で
あ
ん
な
の
持

て
る
と
こ
見
た
事
な
い

マ
ス
タ

鍛
冶
師
が
持
て
る
最
高
ラ
ン
ク
の
ハ
ン

マ

は
⻩
金
色
の
ゴ

ル
ド
ハ
ン
マ

の

な
の
に
黒
い
ハ
ン
マ

な
ん
て

い
た
事
無
い
よ

 
鍛
冶
ス
キ
ル
に
応
じ
て
使

出
来
る
ハ
ン
マ

の
ラ
ン
ク
が
変
わ
る
部
分
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
も
同

じ
ら
し
い
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仮
に
ハ
ン
マ

の
種

も
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
同
じ
だ
と
す
れ
ば
最
初
の
ハ
ン
マ

は
カ

パ

ハ

ン
マ

で

に
ブ
ロ
ン
ズ
ハ
ン
マ

ア
イ
ア
ン
ハ
ン
マ

ス
チ

ル
ハ
ン
マ

チ
タ
ン
ハ
ン
マ

メ
タ
ル
ハ
ン
マ

シ
ル
バ

ハ
ン
マ

最
後
に
ゴ

ル
ド
ハ

ン
マ

と
な
る
の
だ
ろ
う

ゴ

ル
ド
ハ
ン
マ

だ
け
は

鍛
冶

ス
キ
ル
を
マ
ス
タ

し
て
い
る
者
に
し
か

え
な
い
と

い
た
事
が
あ
る

 
そ
れ
ら
の
色
も
ま
た
特
徴
的
で
黒
に
最
も
近
い
の
は
チ
タ
ン
ハ
ン
マ

だ

し
か
し
あ

れ
は
黒

色
な
の
で

密
に
は

黒
で
は
無
い

キ
リ
ト
が
取
り
出
し
た

な

黒
色
の
ハ
ン

マ

は

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
八
種

と
は
ま
た
別
の
代
物
な
の
だ

ア
レ
は

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
ハ
ン
マ

鍛
冶
の
神
の
名
を

し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
最
上

に

す
る
ス
ミ
ス
ハ
ン
マ

で
す

ち
な
み
に
ア
レ
は
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム
で
す
よ

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
ハ
ン
マ

 
し
か
も
ユ
ニ

ク

て

良
い
な

 
ユ
イ
ち

ん
の
補
足
を

い
て
自
分
が
持
つ
事
は
無
い
と
知
り

ま
し
そ
う
な

線
を
彼
女

は
黒

く
め
の
少
年
へ
向
け
た

 

の
本
人
は

に
集
中
し
て
い
る
の
か
こ
ち
ら
の
会
話
や
動
揺
に
一
切
気
を
向
け
ず

然
自

と
し
た
風
情
で
あ
た
し
の
剣
を

か
ら

い
て
い
た

き
身
の
刀
身
を

く

分
し
た
後
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横
に

い
て
い
る

と

え
る

へ
剣
を
横
に
し
て

い
た

真
下
か
ら

の

を

け
る
剣
は

第
に

く

し
て
い
き

終
い
に
は

の
先

ま
で
深
紅
に

ま
る

 

と

い
た
剣
は
数

経
つ
と

に
収

し
二
十
セ
ン
チ
弱
の
直
方
体
の
金
属

へ
と

変

し
た

イ
ン
ゴ

ト
と
呼
ば
れ
る
武
器
製
作
時
に
要
す
る

心

だ

 

い

色
の
そ
れ
を
一

ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
た
彼
は

に

と
な
る
必
要

と
製
作
さ
れ
る
武
器
の
ス
テ

タ
ス
を
あ
る
程

方
向
付
け
ま
た
上

さ
せ
る

の

加

を

し
出
す

思
う
に
レ
イ
ン
さ
ん
が
作

た
剣
の
ス
テ

タ
ス
が
イ
マ
イ
チ
だ

た
の

は

加

の
組
み
合
わ
せ
か
あ
る
い
は
種

が
あ
た
し
の
剣
に
合
わ
な
か

た
か
ら
か
も

し
れ
な
い

 
あ
た
し
達
が
見
守
る
中

静
か
に

の
一

を
ス
ク
ロ

ル
し
て

し
て
い
た
キ
リ
ト

は
お
よ
そ
二
分
の

の

に

を
終
え
た
よ
う
で
白
い
パ
ネ
ル
を
タ

プ
し
て
い
く

全

て
を

し
終
え
た
後
に
は
彼
の
正
面
に

か
れ
て
い
る
金

に

心

の

色
の
イ
ン

ゴ

ト

恐
ら
く
は

と

加

な
の
だ
ろ
う
麻
の
小

が
五
つ

ど
出
現
す
る

 
彼
は
そ
れ
を
見
た
後
五
つ
の
小

を

に

の

へ
と
入
れ
た

た
ち
ま
ち

の

色
が
蒼
を
経
て

し
の
色
に
も
見
え
る

く

色
へ
と
変
わ
る
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そ
れ
を
見
届
け
た
彼
は

時
の
間
に
か
取
り
出
し
て
い
た

ト
コ

し
た
金
属
を

む

ン
チ
の
よ
う
な
も
の

を
手
に
取
り
イ
ン
ゴ

ト
を

へ
と
入
れ
る

数

と
経
た
ず

に
イ
ン
ゴ

ト
は

く

さ
れ
蒼
へ
と
変
わ
り
緑
を
経
て

の
色
に

き
が
追
加
さ
れ

た

色
に

い
た

 
色
が

色
に
な

て
も

く
の
間
彼
は
そ
の
様
子
を
見
守
り

け
た

真
剣
な
横

は

感
を
覚
え
さ
せ

そ
れ
だ
け
真
剣
に
打
ち

ん
で
く
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
も
あ
る

 
そ
の
事
実
に
喜
び
を
覚
え
た
時
彼
は
動
い
た

手
に
黒
い
ス
ミ
ス
ハ
ン
マ

ヘ
パ
イ
ス

ト
ス
ハ
ン
マ

を
持
ち

手
に

ト
コ
を
持

た
彼
は
金
属

を

か
ら
出
し
金

へ
と

す

金

に

い
た
直
後

ト
コ
で

ん
だ
ま
ま
ハ
ン
マ

を
振
り
上

打
ち
下
ろ
し
た

 
二
十
セ
ン
チ

ど
の
直
方
体
の
金
属

が
か

ん
と

高
い

と
共
に

か
に
変
形
す
る

い
火
花
の
他
に
白
や

色
の
火
花
も

る
中
彼
は
ま
た

を
振
り
上

ま
た
打
ち
下
ろ

す 
お
よ
そ
二

に
一

の
リ
ズ
ム
で
彼
は

を

で
る

さ
れ
煌

と

く
イ
ン
ゴ

ト
は

そ
の

に
平
た
く
変
形
し
て
い
き

想
的
な
火
花
を

ら
せ
る
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武
器
製
作
に

い
て
出
来
上
が
る
武
器
の
性
能
は
完
成
に
至
る
ま
で
に

を
振
る

た
回
数

に

す
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ

だ
と

り
の
初
期

備
は
五
回
つ
ま
り
武
器
強
化
の
十
回
よ
り
少
な
い

グ

レ

ド
が
上
が
る
に

れ
て
お
よ
そ
五
回
ず
つ
回
数
が
増
え
て
い
く
の
が

本
だ

ジ

ワ
イ

ユ

ズ
の
製
作
依
頼
を
し
た
時
は

合
三
百
回
も

を
振
る

た
と

い
話
に
話
し
て
も
ら

た

覚
え
が
あ
る

 
つ
ま
り
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
以
上
の
性
能
を
得
る
に
は
最

三
百
回
を
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理

に
な
る

 
レ
イ
ン
さ
ん
の
話
だ
と

二
百
五
十
前
後
が
大

だ

た
ら
し
い
の
で
キ
リ
ト
に
手

し

た
あ
の
剣
は
明
ら
か
に
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
よ
り
弱
い
と
判
断
出
来
る

 
あ
ま
り

も
打
ち
直
し
て
も
ら
う
の
も

や

加

を
持

て
く
れ
た
キ
リ
ト

や
レ
イ
ン
さ
ん
に
悪
い
と
思
い
ど
う
か
こ
の
一

で
強
い
武
器
に
な

て
欲
し
い
と
心
よ
り
願

う

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
手
に
し
て
か
ら
⻑
ら
く
苦

を
共
に
し
た

棒
と
も

え
る
愛
刀
の
魂
を

け
継

い
だ
剣
は

を
変
え
て
も
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
か
ら
立
ち
去
る
ま
で
ず

と
使
い

け
た
い

そ
の

に
は
強
く
な

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
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ど
う
か
お
願
い
と

祈
る
気
持
ち
を

き
な
が
ら
無
心
に

を
振
る
う
義
弟
を
見
る

 
二

に
一

の
決
し
て

れ
な
い

的
な

は

い
て
い
て

き
る
も
の
で
は
無
く
む

し
ろ
回
数
を
重
ね
る

に
あ
た
し
の
集
中
力
は
増
し
て
い

た

百
を
超
え
二
百
を
超
え
二

百
五
十
を
突
破
し
た
時

も
打
ち
直
し
て
く
れ
た
レ
イ
ン
さ
ん
も

を

む

ど

 
そ
れ
か
ら
十
分
が
過
ぎ
て
三
百
を
超
え
た
時
あ
た
し
の
心

は

を
打

て
い
て
ド
キ

ド
キ
と

の
横
で

こ
え
る
程

し
く

動
し
て
い
た

 
し
か
し

の

は
ま
だ
止
ま
な
い

え

ち

ど
こ
ま
で
い
く
の

 
三
百
三
十
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
と
う
と
う
レ
イ
ン
さ
ん
が
戦

を
滲
ま
せ
心
境
を

し

た

そ
の
気
持
ち
は
あ
た
し
も
全
く
同
じ
で
し
か
し
知

た
事
か
と

わ
ん
ば
か
り
に

の

は
ま
だ
回
数
を
重
ね
て
い
く

 
三
百
五
十
を
超
え
三
百
七
十
五
に
達
し
た
時

が
振
る
わ
れ
る
に

れ
て

き
を
増
し
て

い
た
イ
ン
ゴ

ト
が
一

強
く
煌
め
き

直
方
体
の
形
が
剣
へ
と
変
わ
り
始
め
た

 
魔
法
と

て
も
差
し

え
な
い
現

を
見
て
た
だ
無
心
の
ま
ま

を
振
る

て
い
た
キ
リ

ト
も

を
下
ろ
し

そ
の

想
的
な
光

を
見
守
る
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数

し
て
形
を
得
た
そ
れ
か
ら

き
が
失
せ

出
来
上
が

た
新
た
な
剣
が

を
現
し
た

 
特
徴
と
し
て
は

ど
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
と
同
じ

片
手
剣

の
カ
テ
ゴ
リ
な
が
ら

刀

の

よ
う
に
反
り
が
あ
り
片
刃
の
特
徴
を
有
し
て
い
て
刃

り
も
刀
の
そ
れ
と
同

一

で

い
表
す
な
ら
⻑
刀
と

う
に

応
し
い

 

は
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
の
深
緑
か
ら

ら
か
な

色

本
来

状
の

が
あ
る
部
分
に
は

代
わ
り
と

う
よ
う
に
⻩
金
の

え
が
付
け
ら
れ
て
い
て

と
刀
身
を

結
さ
せ
る
よ
う
に
ハ

バ
キ
が

め
ら
れ
て
い
た

 

の
如
く
光
を
反

す
る
刀
身
に
は
一
目
で
は
分
か
ら
な
い
く
ら
い

か
に

い

色
が

じ

て
お
り
イ
ン
ゴ

ト
や

の

の
色
が
色

く
反

さ
れ
て
い
る
よ
う
な

を

け
るそ

れ
が

あ
た
し
の

新
し
い
剣

う
ん

多
分

足
し
て
も
ら
え
る
と
思
う

ど
う
ぞ

リ

姉

 
あ
た
し
の
独
白
に
応
じ
た
キ
リ
ト
は
金

の
上
に
て
新
生
し
た
⻑
刀
に
手
を
向
け
る

最
初

に
持
つ
べ
き
だ
と

わ
ん
ば
か
り
の
仕

を
見
て
意

を

し

る
気
持
ち
を
抑
え
ら
れ
ず
足

に
近
付
い
た
あ
た
し
は

の
⻑
刀
の

に

手
を
掛
け

一
息
の
内
に
持
ち
上

る
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の
よ
う
に

い

で
は
無
い
が
し
か
し
重
過
ぎ
る

で
も
無
く
⻑
年

刀
や
木
刀
を
振

る

て
来
た
身
と
し
て
は
と
て
も

良
い
重
み
と
重
心

見
た
目
も

み
だ
が
手
に
持

た

感
触
も
し

く
り
来
る
も
の
で

あ
た
し
は
生
ま
れ
変
わ

た
愛
刀
に
魅
了
さ
れ
た

 
新
生
し
た
愛
刀
を

し

分
し
た
後

心
の
性
能
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
と

を
タ

プ
し
て

を
確
認
す
る

製
作
者
と
し
て
気
に
な

た
ら
し
い
キ
リ
ト
も
そ
れ
を

き

ん
で
来
た

銘
は

ノ
太
刀

太
刀

て
あ
る
の
に

片
手
剣

な
の
か

あ

も
し
か
し
た
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
デ

タ
が
入

て
来
て
る
の
か
も

ノ
太
刀

て
い
う

片
手
剣

の
古
代

武
器
が
あ
る

て

い
た
事
あ
る
し

を
正
す
と
ジ

ワ
イ

ユ

ズ

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
武
器
だ

た
し

故

刀

じ

な
い
ん
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
も

武
器
の
名
前
は
大

横
文

だ
が

刀

だ
け
は
和
名
な
せ
い
か

で
表
記
さ
れ
る
事
が
あ
る

正
確
に

う
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
カ
タ
カ
ナ
表

記

つ
ま
り

表
記
さ
れ
て
い
る
こ
の
⻑
刀
は
本
来
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

に

ら
し
合
わ
せ
る
と

刀

カ
テ
ゴ
リ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
逆
説
的
に

刀

で
な
い
の
に

と
な

て
い
る
と
い
う
事
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
最
初
か
ら
登
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録
さ
れ
て
い
る
武
器
で
は
無
い
と
い
う
事
に
な
る

 
つ
ま
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
流
入
し
て
来
た
デ

タ
で
カ
テ
ゴ
リ
は
そ
の
ま
ま
に

変
換
可
能
な

名
前
の
武
器
だ

た
か
ら
変
換
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
が
立
つ

か
な
り
こ
じ
つ
け

感
が

い
が

最
近
物

い
シ
ス
テ
ム

を

発
し
て
い
る

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

だ
か
ら

あ
り
得
な
い
と
は

い
切
れ
な
い

 
片
手
剣
カ
テ
ゴ
リ
な
の
は
恐
ら
く
日
本
神
話
に
出
て
来
る
剣
が
大

片
手
持
ち
の
代
物

だ
か
ら
だ
ろ
う

神

に

ら
れ
て
い
る

剣
も

片
手
剣

の
見
た
目
を
し
て
い
て

ど
う

て
も

手
で
振
る
う
に
は

が

か

た

同
一

さ
れ
て
い
る

ノ
太
刀
も

そ
れ
に
合
わ
せ
て
カ
リ
チ

ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る

な
る

ど

つ
ま
り
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
自
ら
ア
イ
テ
ム
や
ク
エ
ス
ト
を
作
る

だ
け
で
な
く

存
の
も
の
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
応

機
能
も

ね
備
え
て
い
る

か

オ

バ

テ
ク
ノ
ロ
ジ

が
過
ぎ
る
な

も
自
己
進
化
機
能
が
あ
る
け
ど

カ

デ

ナ
ル
・
シ

ス
テ
ム

も
中

だ

ど

ち
も
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
に

し
い
し

 
そ
う
推

を
語
る
と
話
を

き
な
が
ら
鍛
冶
道

を
ス
ト
レ

ジ
に
仕
舞

て
い
た
義
弟
は

得
の
表
情
を
浮
か
べ
た

ど
う
や
ら
あ
た
し
の
推

も
可
能
性
と
し
て
十
分
あ
り
得
る
と
判
断



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

さ
れ
た
ら
し
い

と
な
く

し
く
な

た

は
と
も
あ
れ

完
成
だ

リ

姉
は
そ
れ
で

足

大

足

 
銘
の
下
に
記
載
さ
れ
て
い
る
数
値
は
先

ど
の
剣
や
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
の
数
値
を

か
に

い
で
い
る

ジ

ワ
イ
ユ

ズ
で
も
武
器
攻
撃
力
だ
け
は
最
前
線
で

す
る
レ
ベ
ル
と
い
う
話

だ

た
の
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
シ
ス
テ
ム
も
反

さ
れ
て
い
る
こ
の
⻑
刀
は
更
に
そ
れ
を
超
え
て

い
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
特
性
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
特
性
の

方
が
合
わ
さ

た
良
い
と
こ
取
り
の
⻑
刀

そ
れ
の
出

来
を

的
に
良
い
表
す
と

彼
も

足
し
た
よ
う
で

ら
か
く

ん
だ

ん

喜
ん
で
く
れ
た
よ
う
で

よ
り

数
に
限
り
の
あ
る

打
に
出
た

が
あ

た

う
ん

 

し
そ
う
に

を

ま
せ
な
が
ら

わ
れ
た
内
容
に
強
く
生
ま
れ
変
わ

た
愛
刀
を
剣

に

る
し
て
い
た
最
中
の
あ
た
し
は

を

る

 
は
て

打
と
は
一
体

あ
の

キ
リ
ト

 

打

て
ど
う
い
う
事
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ん

あ

 
思
わ
ず

直
に
疑
問
を
投

る
と

し
ま

た

と

わ
ん
ば
か
り
に

い

を
浮
か
べ
た

た
だ
そ
れ
は
知
ら
れ
た
く
な
か

た
と
い
う
よ
り
も

が

て
し
ま
う
く
ら
い
に
は

い
内

容
の
も
の
ら
し
い

個
人
的
に
は

し
て
お
き
た
か

た
け
ど
別
に
バ
レ
て
も

は
無
い
程

の
も
の
な
の
か

え

と

は
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
全

層
の
フ

ル
ド
ボ
ス
と
フ
ロ
ア
ボ
ス
の

ボ

ナ
ス
を
取

て
る
事
は

リ

姉
知

て
た

け

い
や

ま

た
く
の
初

な
ん
だ
け
ど

 
全

層
の
攻
略
を

先
し
て
行
い
全
て
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
に

た
と
え
ハ
ブ
ら
れ
て
い
よ

う
と

必
ず
参
戦
し
て
い
た
と
い
う
話
は

い
て
い
る

ボ

ナ
ス
も
か
な
り
の
回
数
取

て
い
る
と
も

だ
が
フ

ル
ド
ボ
ス
の

は
お
ろ
か

全
て
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
の

を
取

て

い
る
事
自
体
は
初

だ

た

 
本

な
の
か
と
事
実
確
認
の

に
チ
ラ
リ
と
ユ
ウ
キ
さ
ん
に

線
を
向
け
る
と
彼
女
は
苦

と
共
に

い
た

ど
う
や
ら
本

の
事
ら
し
い

事
実
な
の
ね

そ
れ
で
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ボ
ス
の

は
と
て
も

重
で

つ
有

な
も
の
が
多
い
の
は
知

て
の

り
だ
と
思
う

で

武
器
の
強
化
の

に
使

す
る
と

や

加

を
使
わ
な
く
て
も
成

確

を
最
大

ま
で
ブ

ス
ト
す
る
ア
イ
テ
ム
が
か
つ
て
あ

た

同
じ
よ
う
に
武
器
製
作
時
に
使

す
る
と

や

加

を
未
使

で

製
作
さ
れ
る
武
器
の
ス
テ

タ
ス
を
限
り
な
く

上

す
る
ア
イ
テ
ム
も

と
し
て
手
に
入

た

 

話
が

め
て
来
た

つ
ま
り
さ

き
出
し
て
た
五
つ
あ

た
小

の
中
身
は

五
つ
と
も
そ
の

ア
イ
テ
ム

ち
な
み
に
七
十
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
の

ボ

ナ
ス

ま
だ
ま

だ
残

て
る
か
ら
気
に

ま
な
く
て
い
い
よ

そ

そ
う

ち
な
み
に

あ
と

個
残

て
る
の

 
あ

け
ら
か
ん
と
伝
え
ら
れ
た
事
実
に

が
引
き

る
の
を
自
覚
し
つ
つ
ど
れ
く
ら
い
残

て
い
る
の
か
気
に
な

た
の
で

い
て
み
る

そ
の
問
い
に
は
四
十
五
個
と

え
ら
れ
た
の

で

ど
う
や
ら
か
な
り

が
あ
る
ら
し
い

 
一

の
武
器
製
作
で
使
え
る
の
は
最
大
五
個

こ
れ
は

と

加

を

す
る

の
最
大
個
数

極
論
一
個
で
も
武
器
製
作
を
行
え
る
の
で

本
来
な
ら
一
個
が
最
も

コ
ス
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ト

そ
れ
を
五
つ
も
使

た
の
は
複
数
個
使
う
と
高
性
能
の
武
器
を
作
り
や
す
い
か
ら

一
個

だ
け
だ
と

性
能
に
な
り
や
す
い
と

意
書
き
が
あ

た
ら
し
く
回
数
に
限
り
が
あ
る
の
な
ら

最
初
か
ら
打
て
る
手
を
打

た

打
に
出
た
方
が

が
良
い
と
判
断
し
た
ら
し
い

 
お
陰
で
一
発
で
強
い
武
器
が
出
来
た

だ
し
こ
れ
か
ら
も
あ
た
し
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
共
に
来
た

愛
刀
と
戦
え
る

だ
が
少
し

し

な
く
思

て
し
ま

た

キ
リ
ト
も
エ
リ

シ
デ

タ
と

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
鍛
え
直
す

に
使
う
だ
ろ
う
し
た
だ
で
さ
え
他
の
武
器
も
同
じ
よ
う
に

鍛
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
大

の

を
要
す
る
の
に
そ
れ
を
解
消
で
き
る
も
の
を

五
つ
も
使
わ
せ
て
し
ま

た
か
ら

ご
め
ん
な
さ
い

重
な
ア
イ
テ
ム
を
使
わ
せ
て
し
ま

て

そ
し
て
あ
り
が
と
う

大
切
に

使
わ
せ
て
も
ら
う
か
ら

ん

 
一
先
ず
の

罪
を
そ
し
て
お
礼
を

う
と
一

悲
し

に
な

た
表
情
が
た
ち
ま
ち

に

ち
た

や
は
り
人
の

に
立
て
る
事
を
喜
び
と
す
る
の
は
生
来
の
気

ら
し
い

 
こ
れ
で
一

り
の

備
が
終
わ

た
の
で

あ
た
し
は
シ
ノ
ン
さ
ん

そ
し
て
キ
リ
ト
の
使

い
魔
で
あ
る
ナ
ン
ち

ん
と
共
に
ユ
ウ
キ
さ
ん
に

れ
ら
れ
て
攻
略
組
へ
合
流
す
る
べ
く
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ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ
と

る
事
に
な

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
話
は
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
に
て
語
ら
れ
た

の
話
を
流

し
て
お

り
ま
す

 

の
二
つ
の
タ
イ
プ
は
根

か
ら
異
な

て
お
り

ユ
イ
の
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
で
は

電
子

を

と
す
る
ボ
ト
ム
ア

プ
型
の
よ
う
に
人
と
同

の
存
在
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
の
が
本

作
ユ
イ
や
原
作
の
見
解

 
そ
れ
に
対
し
本
作
キ
リ
ト
は
無
数
の
経
験
を

み
自
分
の
意

で
行
動
を
決
定
出
来
る
ユ

イ
は

に
人
と
同
じ
だ
ろ
う
と

え
て
い
ま
す

 
つ
ま
り
ト

プ
ダ
ウ
ン
だ
ろ
う
が
ボ
ト
ム
ア

プ
だ
ろ
う
が

時
間
を
掛
け
て
経
験
を

み

知
識
を

え

つ
意
思
決
定
を
行
え
れ
ば

ヒ
ト

で
あ
る
と

て
い
る

で
す
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人
間
に

き
換
え
る
な
ら
ト

プ
ダ
ウ
ン
は

境
だ
け
で
人
格
や
成
⻑
の
仕
方
が
決
ま

る

ボ
ト
ム
ア

プ
は

伝
だ
け

で
決
ま
る

 
キ
リ
ト
の
主

は

方
が
複

に

し
て
い
る
た
め
差
は
な
い
強
い
て

う
な
ら
経
験
と

い
う

境

が
大
き
く

し
て
い
る

生
ま
れ
が
ど
う
だ
ろ
う
と
経
験
の
成
⻑
が
重
要

 
こ
の

は
幕
間
の
物
語
義
姉
弟
編
の
ユ
イ

点
を

み
返
し
て
下
さ
れ
ば
少
し
理
解
が

深
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 
も

と

う
な
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
原
作

特
に
九

以

を

も
う

Ｓ
Ａ
Ｏ

教

 
ち
な
み
に
リ

フ

点
の
解

は
実
姉
実
兄
先
天
的
才
能

と
一

／
和
人
後

天
的
努
力
経
験

の

性
を
暗

し
て
い
た
り
す
る

 
ト

プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア

プ
も
極
論
先
天
的
と
後
天
的
で
行
き

く
先
が
決
ま

て
る

的
な
解

に
な
り
ま
す

そ
れ
を
判

て
る
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
ユ
イ
姉
の
悩
み
は
あ
る
意
味

自
分
自
身
の
悩
み
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね

だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
ち
先
天
的
要
・
才
能

じ

な
く
経
験
後
天
的
要

・
努
力
が
重
要
な
の
だ
と
語

た
の
で
す

ユ
イ
姉
の
話
を

認
め
る
と
遠
回
し
に
自
分
の
努
力
は
全
て
無

と

大
解

な
が
ら
自
分
で

定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
か
ら
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こ
う
し
て

え
る
と

中

え
さ
せ
ら
れ
る
命

で
す
ね

の
定
義

こ
こ
ま
で

人
間
と
共

す
る
と
は

 
そ
し
て
リ

フ

が
推

し
た
違
和
感

め
る
と
以
下
の

り

 
・
そ
も
そ
も
全
く

を
持

て
い
な
い

す
ら
知
ら
な
い
人
間
へ
の
感
情
が

に
対
す
る
女

尊
男

風

よ
り
も
世
界

で

し
て
い
る
の
は

不
自
然

日
本
国
内
だ
け
な
ら
ま

だ
し
も
直
葉
や
木

の
よ
う
に
日
本
人
で
も
悪
感
情
を

い
て
い
な
い
の
に
全
く
知
ら
な

い

の
外
国
人
す
ら
同
じ
と
い
う
の
が
お
か
し
い

し

る
年

は

わ
ず
も
が
な

 
・
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
束
と
本
人
し
か
知
ら
な
い

の

の
武
器
と
同
一
の
も
の

一

／
和
人
の

に

め

ま
れ
て
い
る

の
武

が
あ
る
時
点
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
は

一

を
人
体
実
験
に
使

た

と

わ
り
が
あ
る
可
能
性
が
高
い

 
・
つ
ま
り

一

が
五

の

か
ら

ら
れ
た
事
も

デ
ス
ゲ

ム
す
ら

全
て
仕

組
ま
れ
た
事

 
・

一

が
デ
ス
ゲ

ム
で
壊
れ
る
あ
る
い
は
壊
れ
る
だ
け
の
下
地
を

く
事
も

全

て
予
想
さ
れ
た
事
だ

た

 

と
い
う
感
じ
に
な
る

で
す

だ
か
リ

フ

原
作
に

べ
て
実
力
は
お
ろ
か
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の
方
面
で
も
魔

に
な

ち

て
る

愛
の
力
は

晴
ら
し
い
ね

白
目

 
最
近
リ

フ

は

に
成
人
し
て
い
る
ん
じ

な
か
ろ
う
か
と
作
者
で
あ
る
私
で
す
ら
錯
覚
し

て
い
た
り
す
る

こ
の
子
絶
対
十
五

の
精
神
じ

な
い
よ

 

ま

そ
れ
を

う
と
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
の
中
間

理

的
ポ
ジ
の
キ
リ
ト

の

思

や
精
神
も
大

で
す
が

原
作
の
攻
略
組
だ
と
キ
リ
ト

て
最
年
少
だ
よ
ね

 
ア

ス
ナ
は
一
つ

上
だ
し

オ
イ
醜
い
争
い
し
て
な
い
で
見

え
よ
大
人
勢
ア
ル
ゴ

エ
ギ
ル

パ

テ

は

く

 
そ
し
て
リ

フ

の
新
た
な
武
器
は

ノ
太
刀

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の

片
手
剣

の
古
代

武
器
と
い
う
設
定

 
日
本
神
話
に
て

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退

し
た

尊
が
手
に
入
れ
た
神
器
で
す

一
説

に
よ
れ
ば
天

雲
剣
や

剣
と
同
一
と
か

と
か

 

片
手
剣

な
の
に

故
和
名
と
か

そ
の

の
突

み
は
無
し
で
お
願
い
し
ま
す

 
一
応
全
部

な
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
デ

タ
が
流
入
し
て
い
る
か
ら

て
事
で
つ
ま
り
大
体

妖
精
王
が
悪
い
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本
作
の
リ

フ

は
片
手
剣
使
い
だ
け
ど
同
時
に

手
で
⻑
刀
を
振
る
う

で
も
あ
る
ん
ダ

ゼ

生
ま
れ
る
時
代
間
違

て
る
系
強
キ

ラ
感

 

故
か

風
林
火

の
ク
ラ
イ
ン
よ
り

や

て
る
ん
だ
よ
な

 

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

今
の
あ
た
し
で
は
レ
ベ
ル
的
に
も
実
力
的
に
も
足
を
引

る
事
が
容

に
想
定
出

来
る

  
レ
ベ
ル
は
攻
略
組
ト

プ
ク
ラ
ス
実
力
は

に

で
キ
リ
ト
を
完

出
来
る
く
ら
い
な

の
に

こ
の

感

 
こ
の
上

向
と

さ
義
弟
も
大

だ
が
義
姉
も
大

で
あ
る

こ
の
子
ど
こ
を
目
指
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

白
目
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第
八
十
四
章
 

蹂
躙

影
に
住
ま
い
し
獣

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
の

点
は
フ

リ
ア

ル
ク
ス

と

り
変
わ
り
ま
す

 
文

数
は
約
一
万
六
千

 
ち

と

け
足
感
が
あ
る
の
は

め
な
い

あ
と
こ
れ
か
ら
多
分
二
万
突
破
は

無
い

し
く
な

て
る
の
で

実
は
書
き

め
も
残
り

か
な
ん
だ

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ユ
ウ
キ
達
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ

た
後

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
残

て
い
る

キ
リ
ト
と
ナ
ン
ち

ん
ユ
イ
ち

ん
ル
ク
ス
レ
イ
ン
と
わ
た
し
の

五
人
と
一

は
そ
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れ
ぞ
れ
一
人
と
四
人
パ

テ

を
作
り

速
大
神
殿
最

の

の
下
へ

い
て
い
た

ナ
ン

ち

ん
は
キ
リ
ト
の
使
い
魔
な
の
で
彼
と
一
緒
に
い
る

 
道
中
の
Ｍ
ｏ
ｂ
は
わ
た
し
達
の
レ
ベ
リ
ン
グ
を

ね
て
い
た
が
一
体
残
す
ま
で
は
キ
リ
ト
か

ユ
イ
ち

ん
が

の

運
転
も

ね
て
そ
れ
ぞ
れ
が
交

に
戦
い
ま
た
索

も
わ
た

し
が

し
て
い
た
の
で

キ
リ
ト
の

労
は
そ
こ
ま
で
で
は
無
い

ユ
イ
ち

ん
が

を
使
い
少
し
前
の
キ
リ
ト
と
同
じ
戦
法
を
取
れ
る
よ
う
に
な

た
点
が
一
番

に
な

た
要
因

と

え
る

 
安
全
面
を
重

し
て

速

つ

重
に
回
廊
を
進
む
事
お
よ
そ
三
十
分
後
わ
た
し
達
は
以

前
ま
で
開
か
な

た

の
前
に

り

い
た

 

い
宝

が

め

ま
れ
て
い
る
重

な
黒

り
の

は

虚
光
を

す

飾
り

を
キ

リ
ト
が
取
り
出
す
と
中

で

に

れ
重

の

き
と
共
に
横
に
開
く

そ
の
先
に
は
黒
い

闇
が
広
が

て
い
て

の
向
こ
う
に
広
が
る
空
間
を
見

す
事
が
出
来
な
い

さ
て
と

こ
れ
か
ら
中
に
入
る

だ
け
ど
そ
の
前
に
話
し
て
お
く
事
が
あ
る

が

に
助
力
を
求
め
る
場
合
の
事
だ

 

が
開
き
切

た
の
を
確
認
し
て

飾
り
を
仕
舞

た
キ
リ
ト
は
背
中
に

る
二
本
の
片
手
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剣
を

か
ら

き
つ
つ
説
明
を
始
め
た

 

に
さ
れ
て
い
る
説
明
で
は

本
的
に
は
地
面
を
焦

に
変
え
た

り
ダ
メ

ジ
を

し

て
戦
う
の
で

間
が

る
と
逆
に
戦
い

い
と

い
て
い
る

そ
の

に
一
人
で
戦
う
と

て

い
た
の
だ
が
そ
れ
で
も

外
が
あ
る

そ
の
説
明
は
ま
だ
だ

た
の
で
恐
ら
く
そ
れ
だ
ろ
う

と

た
り
を
付
け
な
が
ら

を

け
た

先
に

た

り

は
焦

に
足
を
付
け
て
い
る
限
り
ダ
メ

ジ
を
負
う
ア
ド
バ
ン
テ

ジ

を

し
て
戦
う
つ
も
り
だ
か
ら

に
は
部

の

か
入
り

付
近
で

機
し
て
い
て
欲
し

い

け
ど
こ
の
戦
い
方
に
は
欠
点
が
あ
る

ワ
イ
バ

ン
や
セ
イ
レ

ン
の
よ
う
に

行
タ

イ
プ
だ

た
り
マ
グ
マ
ゴ

レ
ム
や
フ

イ
ア
リ
ザ

ド
の
よ
う
に

に

性
が
あ
る
タ
イ
プ

だ

た
り
す
る
と
全
く

果
が
無
い
点
だ

前
者
は
そ
も
そ
も
攻
撃

に

な
い
し
後
者
は

最
悪

を
回
復
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

そ
の
時
は
わ
た
し
達
も
参
戦
す
る
と
い
う

で
す
か

そ
う
だ

た
だ
し
物
理
的
に
撤
退
不
可
能
の
可
能
性
が
高
い
か
ら
こ
の

を
潜
る
な
ら
覚
悟

を
決
め
て
お
い
た
方
が
良
い

無
理
強
い
は
し
な
い

 
そ
う
前

き
し
た
上
で

ど
う
す
る

と
目
で
問
わ
れ
た
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そ
の
問
い
に
一

思

す
る

 
わ
た
し
は
攻
略
に

な
い
ダ
ン
ジ

ン
で
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
を

し
ん
で
来
た
プ
レ
イ

だ
が
そ
れ
で
も
最
前
線
近
く
を

ロ
で
潜
れ
る
以
上
そ
れ
な
り
の
実
力
が
あ
る
と
自
負
し

て
い
る

そ
れ
で
も
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
と
の
戦
闘
経
験
は
片
手
で
数
え
ら
れ
る
程

を

手

取

た
事
は
結
構
あ
る
が

ボ
ス

と
も
な
る
と
と
て
も
少
な
い

 
加
え
て
わ
た
し
の
武
器
は

ド
ブ
レ
イ
カ

 
リ

チ
や
攻
撃
力
の

さ
が

立
つ

剣
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
る
事
も
ネ

ク
な
の
に
加
え

て
モ
ン
ス
タ

手
だ
と
そ
こ
ま
で
有

と
は

え
な
い
種

の
武
器

剣

の
中
で
は

的
マ
シ
な
部

と
は

え

ボ
ス
と

り
合
え
る
程
で
は
無
い

 
ま

レ
イ
ン
や
キ
リ
ト
も

る
の
だ
し
そ
れ
を

え
る
と

性
を
生
か
し
て

弄
す
る

事
が
わ
た
し
の

と

え
る
の
だ
が

死
の
危
険
性
が
あ
る
と

み
し
て
し
ま
う
の
は
仕

方
な
い
と

め
て
も
ら
い
た
い

 
と
は

え
行
か
な
い
と
い
う

は
無
い

故
な
ら

に
立
つ
⻑
い
付
き
合
い
と
な
る

二
刀
剣
士
の
少
女
が
や
る
気

の

を
し
て
い
る
か
ら

 
気
心
の
知
れ
た
友
人
が
危
険
な
と
こ
ろ
へ
行
く
と

て
い
る
の
だ

程
無

な
内
容
で
な
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け
れ
ば
自
分
も
一
緒
に
行

て

少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
と
は
思
う

彼
女
は

と

う
か

ど
こ
か
放

て
お
け
な
い
部
分
が
あ
る

キ

が
行
く
の
に
私
が
行
か
な
い
な
ん
て
事
は
あ
り
得
ま
せ
ん
ね

わ
た
し
も
行
く
よ

 
力
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
な
ら
行
か
な
い
な
ん
て

は
無

い
し

来
的
に
攻
略
組
と
し
て
戦
う
か
も
し
れ
な
い
な
ら
そ
の
予
行
演

に
も
な
り
そ

う
だ
か
ら
ね

レ
イ
ン
に
同
じ

 
キ
リ
ト
の
問
い
掛
け
に

ノ

タ
イ
ム
で
ユ
イ
ち

ん
と
レ
イ
ン
は

え
を
返
し
た

わ

た
し
も
レ
イ
ン
と
同
意
見
な
の
で
多
少

な
返

の
仕
方
で
は
あ
る
も
の
の
一
緒
に
行
く
意
思

を
示
す

む

む

足
手

い
に
な
る
か
も
だ
か
ら

す
ま
な
い
が
私
は
遠
慮
し
て
お
く
よ

 
最
後
の
一
人
で
あ
る
ル
ク
ス
は
ま
だ
実
力
と
レ
ベ
ル

備
が
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
と
戦
え
る
レ

ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
の
か

し

無
さ
そ
う
に

根
を
寄
せ
て

た

い
や
気
に
し
な
く
て
い
い

無
理
し
て
来
ら
れ
る
よ
り
も

直
に

し
出
て
く
れ
た
方
が

く
助
か
る
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そ
う

て
も
ら
え
る
と
有

い
よ

私
は
こ
の
部

で
ハ
イ
デ

ン
グ
で
身
を
潜
め
て
お

く

ボ
ス
戦
が
終
わ

た
ら
こ
こ
に
来
て
欲
し
い

四
人
と
も
絶
対
に
生
き
て
帰

て
来
て

く
れ

 

感
を
滲
ま
せ
な
が
ら
の

願
に
わ
た
し
達
は
し

か
り
と

き
を
返
す

そ
れ
を
見
た

ル
ク
ス
は

か
に

を
浮
か
べ

ス
キ
ル
を
使

て
ハ
イ
デ

ン
グ
し
た

そ
の

は
ま
る
で
ス
テ
ル
ス
迷

の
よ
う
に
見
え
な
く
な
る

 
そ
れ
を
見
届
け
た
後

わ
た
し
達
は
キ
リ
ト
の
先
導
の
下

の

へ
と

み
入

た

  
暗
闇
で
先
の
見
え
な
い

を
潜

た
直
後

い

を

り

け
た
よ
う
に
暗
闇
一
色
に

ま

た

界
が
光
を
取
り

し
た

 

ん
の
一

で
闇
か
ら

け
た
事
か
ら

す
る
に
ど
う
や
ら
本

に

の
先
を
見
え
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
闇
は

い

状
に

ら
れ
て
い
た
だ
け
ら
し
い

わ
た
し
よ
り
も
先
に

を
潜

た
キ
リ
ト
達
も
す
ぐ
近
く
に

る
の
で

か
に

ば
さ
れ
る
と
い
う
ト
ラ

プ
も
無
い
よ
う

だ

最
悪
暗
闇
の
中
を
手
探
り

つ

独
で
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と

え
て
い
た
の
で

そ
う
な
ら
な
く
て
本

に
良
か

た
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を
潜

た
先
に
広
が

て
い
た
の
は

ち
果
て
た

と
も

う
べ
き
場

だ

た

か
の

式
が
出
来
る
く
ら
い
の
広
さ
を
持
つ
場

が
あ
り
そ
の

に
は

が
絡
ま
り

生
し
た

の

が
存
在
し
て
い
る

ち
果
て
て
は
い
る
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て

れ

ち
て
い
る

天

を

え
る
木
の

と

葉
の
隙
間
か
ら
入

て
来
る
木

れ
日
が

地
を

想
的
に

ら
し
出
し
て
い
る

 
ど
こ
か

暗
さ
を
感
じ
さ
せ
た
大
神
殿
内
部
と
違
い

地
の
様

を

し
て
い
る
こ
の
場

は
い

そ

と
も

え
る

ん
だ
空
気
が

ち
て
い
た

ん

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

が
発
生
し
た

 
深
呼

を
し
て

な
空
気
を
仮
想
の

一

に

い

ん
で
い
る
と
先

に
立

て

り

を
見
回
し
て
い
た
キ
リ
ト
が
抑
え
た
声

で
伝
え
て
来
た

身
向
き
直

て
こ
ち
ら
に
も
見
え

る
よ
う
可

化
さ
れ
た
ウ

ン
ド
ウ
に
は

ハ

キ
リ
と

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

と
表
示
さ
れ
て
い
て
そ
れ
を
見
た
面

が
ピ
リ
リ
と
気
を
引
き

め
る

た
た
と
キ
リ
ト

の

に

ま

て
い
た
ナ
ン
が

び
立

た

 
発
生
し
た
ミ

シ

ン
の
タ
イ
ト
ル
は

影
に
住
ま
い
し
獣

ク
リ
ア

件
は

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｓ

ｈ
ａ
ｄ
ｏ
ｗ
ｐ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
ｍ

一
体
の

推

レ
ベ
ル
は
１
１
０
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推

レ
ベ
ル

だ
か

く
な
い
か
な

 
ま

そ
れ
で
も
自
分
よ
り
高
レ
ベ
ル
だ
か
ら
危
険
で
あ
る
事
に
は
変
わ
り
な
い
の
だ
け
ど

そ
ん
な
感
想
を

い
て
し
ま

た
の
も
無
理
は
無
い

だ

ど
う
し
て

へ
来
る
の
に
必

ア

イ
テ
ム
で
あ
る
虚
光
を

す

飾
り
を
護
る
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

よ
り
推

レ
ベ
ル
が

い
の
か
と
て
も
突

み
た
い

多
分
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
設
定
ミ
ス
か
あ
る

い
は

に
カ
バ

す
る
レ
ベ
ル
の

が
広
か

た
だ
け
だ
ろ
う

 

に
せ
よ

大
ボ
ス
の
方
が

レ
ベ
ル
と
い
う
の
は
助
か
る
話
だ

 
と
は

え
レ
ベ
ル
が
予
想
よ
り

い
か
ら
と

て
弱
い
と
い
う

も
無
い
だ
ろ
う

し

ろ
大
ボ
ス
だ
ボ
ス

で
す
ら
無
か

た

逆
の
騎
士
よ
り
も

か
に
強
い
の
は
目
に
見
え
て
い

る

し
ろ
ボ
ス
特
有
の
ス
テ

タ
ス
補
正
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
だ
か
ら

セ
オ
リ

に

う
な
ら

多
分

の
広
場
に
現
れ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど

 

い
な
が
ら

を
上

た
先
に
広
が
る
広
場
を
見
る
が
し
か
し
そ
こ
に
は

生
し
た

が
広
が
る
だ
け
で
生
物
は
一
体
た
り
と
も
見
ら
れ
な
い

 

と

な
予
感
を
覚
え
た

あ
れ

に

る
ん
だ
ろ
う

 
ミ

シ

ン
が
発
生
し
た
な
ら

か
に
は

る
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だ
よ
ね

 

手
に
二
本
の
片
手
直
剣
を
握
る
レ
イ
ン
が
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
回
し
な
が
ら

う

で
わ
た
し
は

裏
で
ち
り
ち
り
と

く

か
に

て

を

特
に
探
索
中
に
最
も

気
を
向
け
る
足

や
背
後
に

意
を
払

た

し

か
り
確
認
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
見

と
し

が
あ
る
場
合

背
中
を
向
け
た

間
襲
い
掛
か

て
来
る
パ
タ

ン
が
経
験
上
あ
る
か
ら
だ

 
愛

の

剣
を
逆
手
持
ち
で
構
え
な
が
ら
背
後
を
振
り
返
る
と

明
ら
か
に
不
自
然
な

に
大
き
な

黒
い

が
一
つ
あ

た

二
メ

ト
ル
は
あ
る
だ
ろ
う
黒
い

は
少
し

ず
つ

し
か
し
確
か
な
速

で
こ
ち
ら
に

離
を

め
て
来
て
い
た

 
そ
の

上
に
は

黒
い
カ

ル

更
に
四
本

な

た

ゲ

ジ
が
あ

た

 
名
称
は
ミ

シ

ン
の

対

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
名
前

後
ろ

 

武
器
を
手
に

し
て
い
た
中
で
上
が

た
声
に
三
人
が
一

に
入
り

が
あ
る
方
へ

振
り
返
り

こ
ち
ら
へ
近
づ
い
て
来
る

黒
い

を

認
し
た

開
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き
を

に
し
て
対
応
を

ら
せ
る
事
も
事

か
に
指
示
す
る
事
も
せ
ず

の
判
断
力

を
信

し
た

い
指
示
が
下
さ
れ
る

そ
れ
だ
け
焦

て
い
る
と
い
う
事
で
あ
り
現
状
を
ど
う

に
か
し
な
け
れ
ば
最
悪
全
滅
も
あ
り
得
る
と

え
て
い
る
事
の
証

で
も
あ

た

 
指
示
が
下

て
す
ぐ
に
ユ
イ
ち

ん
と
わ
た
し
が
部

の

に

レ
イ
ン
が

に
後
退

し
キ
リ
ト
が
前
進
し
て

黒
い

と
対
峙
す
る

ナ
ン
は

い
主
の
義
姉
で
あ
る
か
ら
か
ユ
イ

ち

ん
の
近
く
を

ん
で
い
た

 
本
来
な
ら
頼
ま
れ
た

り
に
部

の
入

付
近
で

機
す
る
方
が
望
ま
し
い
の
だ
が
ボ
ス
と

思
し
き

黒
い

が
直
線
状
に

た
の
で
部

の

に
行
か
ざ
る
を
得
な
か

た

と
も
あ
れ
部

の

へ
後
退
出
来
た
事
は

だ

た

最
悪
そ
れ
す
ら

止
さ
れ
る
可
能
性
も
わ
た
し
は

え
て
い
た

部

の

に
ト
ラ

プ
が
あ
る
な
ど
は

え
て
然
る
べ
き
で
あ
る

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
も

え
て
い
た
よ
う
で

に
分
か
れ
て

開
し
た
わ
た
し
達
を
ぐ
る
り
と

見

し
て
特
に
変
化
が
無
い
事
を
確
認
し
て
か
ら

彼
は

手
に
⻑
大
な
黒

製
の

弓
を
握

り

を
弾
い
た

を
弾
く

手
の
親
指
と
人
差
し
指
で

ま
れ
て
い
る
部
分
に

が

ま

た

先

は
し

か
り
と

黒
い

へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る

 
一

の
間
を

ん
だ
後

に

離
を

め
る

へ
と

い
一

が
放
た
れ
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ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
高
速
で

し
た

が

に

い

ま
れ
る
よ
う
に
突
き
立

た

間

想
的
な
光

を
見

せ
る

ど
こ
ろ
か
と
も
す
れ
ば
樹
海
全
体
に

い
て
い
る
の
で
は
と
思
う
程
の
雄

し
い
絶

が

き

る

ど
う
や
ら
無

状

と
い
う

で
も
無
い
ら
し
い

 
し
か
し
す
ぐ
に

い
や

あ
れ
は

弓

と
い
う
遠

離
武
器
だ
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う

と
思
い

直
す

 
恐
ら
く
だ
が
あ
の
ボ
ス
が
黒
い

へ
と

し
て
い
る
間
に
近
付
く
と

い
反
撃
を
喰
ら
う
の

だ
と
思
う

そ
の
対

の

に
投

ス
キ
ル
の
武
器
や
弓
と
い

た
遠

離
攻
撃
が
必

要
で
そ
れ
ら
の
攻
撃
で
無
理

理

の

へ
と

す
の
だ

そ
れ
を

り
返
す
方
が
よ

ど

Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
ボ
ス
戦
ら
し
い

 
わ
た
し
の
予
想
が

た

て
い
た
の
か
直

四
メ

ト
ル
の

を

く
よ
う
な

か
ら

大

な
バ
ケ
モ
ノ
が

を
現
し
た

上
に
あ
る
カ

ル
や

が

か
に

れ
た

ゲ

ジ
を
見

る
に
ボ
ス
な
の
は
間
違
い
な
い

名
称
も
同
じ

 
こ
の
樹
海
エ
リ
ア
の
ボ
ス
と
も

う
べ
き
存
在
が
目
の
前
に
現
れ
た
の
だ

 
こ
こ
か
ら
が
正
念
場
だ
と

万
が
一
の
状
況
を

え
た
わ
た
し
は

剣

の

を
握
る
手
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に
力
が

た
の
を
自
覚
す
る

 
恐
ら
く
樹
海
エ
リ
ア
の
ボ
ス
で
あ
ろ
う
バ
ケ
モ
ノ
は
一

で

い
表
せ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の

異
様
な

を
し
て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
登
場
す
る
モ
ン
ス
タ

は

そ
の
多
く
が
現
実
世
界
に
存
在
す
る
動
物
や

物
を

禍

し
く
カ
リ
チ

ア
ラ
イ
ズ
し
た
も
の
が
大

と
な

て
い
る

第
一
層
の
⻘
イ
ノ
シ
シ
や

な
ど
は

わ
ず
も
が
な
だ
し

物
系
モ
ン
ス
タ

や

系
モ
ン
ス
タ

も

は
現
実
に

存
在
す
る
そ
れ
ら
を

大

つ
醜
悪
な
も
の
に
し
た
も
の
が
大

悪
魔
や
ス
ケ
ル
ト
ン
と
い

た
不
死
の
モ
ン
ス
タ

も

る
に
は

る
が
そ
れ
ら
は
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
定
番
と
も

う
べ
き
存
在
と

な

て
い
る
か
ら
今
更

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
今
目
の
前
に
い
る
ボ
ス
は
Ｒ
Ｐ
Ｇ
定
番
の
存
在
の
一
種
と

え
な
く
も

な
い
の
か
な
と

わ
た
し
は

や

を

ら
し
つ
つ

え
る

 
ボ
ス
は
定
番

り
と
て
も

大
だ

た

 
見
た
目
は
一

で

え
ば
ワ
ニ

影
の
よ
う
な

が
全
身
を

て
お
り
目
に
あ
た
る
の
だ

ろ
う
部
分
は
バ
ケ
モ
ノ
よ
ろ
し
く
複
数
存
在
し
て
い
て

は

裂
け
女
の
如
く
あ
り
得
な
い
く

ら
い
広
く
裂
け
て
い
た

そ
れ
以
外
の
特
徴
は
本

に
ワ
ニ
と
形
容
し
て
よ
く
バ
ケ
モ
ノ
と
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え
る
の
は
体
を

う

を

け
ば

部
の
異
様
さ
く
ら
い

と
は

え
体
⻑
が

く
二
十
メ

ト
ル
に
達
し
よ
う
か
と
い
う
く
ら
い
な
時
点
で

部
が

で
も
バ
ケ
モ
ノ
と

え
る
の
だ
が

 
そ
の
バ
ケ
モ
ノ
は
ど
う
い
う
事
か
全
身
に
神
聖
さ
を
感
じ
さ
せ
る
蒼
白
い

が
打
た
れ
て
お

り

広

裂
け
て
い
る

も
開
け
な
い
よ
う
極
太
の

で
無
理

理

じ
さ
せ
ら
れ
て
い
た

 

と

い

と

え
そ
う
な
状

と

い
ど
う
も
こ
の
ボ
ス
は
ミ

シ

ン
の
ス

ト

リ

だ
と
本

に
バ
ケ
モ
ノ

い
さ
れ
て

さ
れ
て
い
た
存
在
に
思
え
て
く
る

全

後
退

持

 

で
ボ
ス
の
全
体
像
と

そ
し
て
ミ

シ

ン
の

付
け
を

え
て
い
る
と
こ
ろ
で

キ
リ
ト
が
声
を

り
上

た

同
時
に
大
き
く

び
退
き
な
が
ら

を
弾
き
も
う
三

ど
ボ

ス
へ
向
け
て
放
つ

三
本
の

は
全
て
的
確
に
ボ
ス
の
血
を
思
わ
せ
る
く
ら
い
真

な
眼
を
三

つ

き

悲
鳴
を
上

さ
せ
た

 
眼
を

か
れ
怒
り
心

な
ボ
ス
は

に
下
が

た
わ
た
し
達
と
一

だ
に
せ
ず
真

直

ぐ

広
場
の
中

ま
で

び
退
い
た
キ
リ
ト
目
掛
け
て
真

直
ぐ
突
進
す
る

 
そ
の
時
に
チ
ラ
リ
と
こ
ち
ら
に
目
を
向
け
ら
れ
た
の
で
今
の
内
に
入
り

へ
下
が
れ
と
い
う

合

だ
と
理
解
し
た
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ユ
イ
ち

ん

分
か

て
ま
す

 
名
前
を
呼
ん
だ
だ
け
で

を

お
う
と
し
た
か

せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
一

で
応
じ
た
彼

女
は
す
ぐ
に
入
り

へ
向
か

て

り
出
し
た

わ
た
し
も
す
ぐ
に
後
を
追
う

反
対

に
い
た

レ
イ
ン
も
同
じ
よ
う
に
目
配
せ
さ
れ
そ
の
意

を

し
た
よ
う
で
わ
た
し
と

同
時
に
入

り

前
に

り

い
た

 
こ
の
ボ
ス
部

は
部

に
入
る

の
大
き
な

の
前
に
二
十

ど
の

が
あ
り
そ
の

を
上
る
と
広
場
が
あ
る
と
い
う
神
殿
に
多
い
構

に
な

て
い
る

 
わ
た
し
達
は
そ
の

の

中
広
場
が
見
え
る
ギ
リ
ギ
リ
の

差
の
と
こ
ろ
で
立
ち
止
ま

て
い
た

下
り
切

て
ボ
ス
や
キ
リ
ト
の

が
見
え
な
く
な
る
と

襲
を

け
る
可
能
性
が
高

か

た
た
め
の
判
断
だ
流

に

と
し
て
見
え
る
と
は

え
実
体
が
無
く
な
る
と
い
う
特
性
は

と

て
も
過

で
は
無
い

 

差
の

中
で
立
ち
止
ま

て
振
り
返
る
と
同
時
広
場
全
体
の

を
焦

の

が

め
取

た

と

え

る
大
地
の
上
に
立
つ
影
の
獣
は
忌

し
そ
う
に
そ
し
て
苦
し
そ
う
な

き

を
上

て
身
を
揺
す

て
い
た
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そ
の

体
の
向
こ
う

か
ら
二
刀
を
持

た
キ
リ
ト
が
蒼
白
い
光
を

ら
せ
な
が
ら
時

回

り
に
回
転
し

獣
の
横

を
掻

き
つ
つ
こ
ち
ら
へ

ん
で
く
る

二
刀
流

の

ド

ス
キ
ル
を
使

た
ら
し
い

 
背
後
に
回
ら
れ
た
事
に
気
付
い
た
獣
は

を
振
り
回
し
な
が
ら
反
転
す
る
が
そ
れ
を

ん

で
い
た
彼
は
地
を

り

へ
と

ぶ

中
で
二
刀
か
ら

黒
い
刃
を
持
つ

剣
へ
と
持
ち

え
た
彼
は

に

地
し

三

び
で
獣
の

上
へ

ぶ

 
獣
は
憎
い
少
年
の

を
見
失
い
代
わ
り
に
わ
た
し
達
を

界
に

め
た

に
こ
ち
ら
へ
近
づ

い
て
来
よ
う
と
し
て
い
た

然
そ
ん
な
反
応
を
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら

上
に

る
危
険
に
は

一
切
気
付
い
て
い
な
い

 

上
か
ら
危
険
が

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た
の
は

正
に

剣
が
振
り

か
れ
る
直
前

だ

た

人
間
よ
り
広
い
獣
の

界
が
ギ
リ
ギ
リ
で

え
た
の
だ
ろ
う

真
上
だ

た
か
ら
気
付

く
の
が

更

れ
た
よ
う
だ

た

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
裂

の
声
と
共
に
打
撃
武
器
に
し
か
見
え
な
い

剣
が
振
り

か
れ
ゴ

ン

と
重
い

が

き

る

焦

に
よ

て
チ
リ
チ
リ
と
確
か
な
速

で

ら
れ
て
い
る
ボ
ス
の

ゲ

ジ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

最
上

が
一
気
に

れ
た

 

を
か
な
り
の
力
で
揺
ら
さ
れ
た
か
ら
か
動
き
が
不
確
か
な
獣
の
眼
前
に

地
し
た
彼
は
す

ぐ
に
弓
に
持
ち

え

の

に

動
し
な
が
ら

を

す
る

同
時
に
彼
の

に
エ
ネ

ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
が
現
れ

で
見
た
マ
シ
ン
ガ
ン
の
如
し
速

が
獣
を
襲
い
始
め
る

 

動
し
な
が
ら
故
に

間
四
本
前
後
と

ら
で
は
あ
る
が
そ
の
全
て
が

節
や
目

に

た

て
い
る
た
め

全
く

に
な
ら
な
い
ダ
メ

ジ

を

き
出
し
て
い
る

エ
ネ
ル

ギ

ボ
ウ
ガ
ン
の

も

て
も
の
の
五

で
ゲ

ジ
は
一
本
消
し

び
二
本
目
の

分
を

り
切
る

 
絶
大
な
攻
撃
力
を
持
つ
弓
と
速

が
可
能
な
ボ
ウ
ガ
ン
地
面
に
足
を
付
い
て
い
る
限
り

一
パ

セ
ン
ト
の
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
焦

の
コ
ン
ボ
は
恐
ら
く
か
な
り
強
い
の
で
あ
ろ

う
ボ
ス
に
手
も
足
も
出
さ
せ
な
い
く
ら
い
一
方
的
な
展
開
を

り
広

る

 
更
に
彼
は

が
多
少
生
ま
れ
た
か
ら
か

上
に
片
手
剣
や

剣

手

と
い

た
武
器

を

十
本
も
呼
び
出
し
そ
れ
を
剣
弾
と
し
て

出
し
た

ス
キ
ル
の
恩

こ
そ
無
い
も
の
の
武

器
の
攻
撃
力
と
使

す
る
キ
リ
ト
の
ス
テ

タ
ス
が

て

に
出
来
な
い
ダ
メ

ジ
を

き
出
す
そ
れ
ら
は

全
て
一
本
の
無

な
く
ボ
ス
の

体
に
突
き
立
て
ら
れ
て
い
く
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い

そ

れ
と
す
ら
思
え
る
獣
の
悲
鳴
が
木
霊
し
た

う

わ

こ
れ
は

 
そ
の
光

に
レ
イ
ン
共

思
わ
ず
引
い
て
し
ま

た

ユ
イ
ち

ん
も

に
こ
そ
出
し
て
い
な

い
が
か
な
り

な
表
情
を
し
て
い
た

 
こ
れ
ま
で
も

か
一
方
的
に
プ
レ
イ

が
攻
撃
す
る
シ

ン
は
見
て
い
る
し
地
下
迷

で
死
神
ボ
ス
を
圧
倒
す
る

を
見
て
い
る
け
ど
そ
れ
は
あ
く
ま
で
あ
る
程

苦
戦
し
つ
つ
も

情
報
を
集
め
た
上
で
の
事

後
者
に

し
て
は
少
し
謎
が
あ

た
け
ど
そ
れ
で
も
か
な
り
苦
戦

し
て
い
た
の
は
記

に
あ
る
の
で
引
く

ど
で
は
無
か

た

 
し
か
し

こ
れ
は
無
い

 
ボ
ス

手
に
一
人
で
戦

て
こ
こ
ま
で
一
方
的
に
圧
倒
出
来
る
光

な
ど

が
想
像
出
来
よ

う
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
は

技
術
を
使

た
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

つ
ま
り
多
人
数
プ
レ
イ
を
前

と
し
て

お
り
ボ
ス
も
ま
た
同
様
で
多
人
数
で
戦
わ
な
け
れ
ば
倒
せ
な
い
存
在
な
の
だ

一
人
の
プ
レ
イ

が
ど
れ
だ
け
レ
ベ
ル
を
上

た
と
こ
ろ
で
ど
れ
だ
け
強
力
な

備
を
手
に
入
れ
た
と
こ
ろ

で

は
圧
倒
出
来
る

が
無
い
の
だ
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そ
れ
を
し
て
し
ま

て
い
る
の
が
大
部
分

備
や
ス
キ
ル
の
お
陰
と
い
う
の
は
分
か

て
い
る

が
そ
れ
ら
を
使
い
こ
な
し
て
い
る
の
は
キ
リ
ト
の
技

あ
る
意
味
キ
リ
ト
の
強
さ
と

て

も
差
し

え
は
無
い

 
だ
か
ら
こ
そ
引
い
て
し
ま

た

 
同
時
に
以
前
彼
を
完

し
た
リ

フ

に
も
わ
た
し
は
内
心
引
い
て
い
た

レ
ベ
ル
差
が
あ
る

の
に
技
術
だ
け
で

し
あ
ま
つ
さ
え
一
撃
も

け
ず
に
完

す
る
な
ど
あ
の
妖
精

お
か
し

い
だ
ろ
う

 
義
理
と
は

え
弟
が
弟
な
ら
姉
も
姉
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

姉
が
対
人
戦
最
強
な
ら
弟
は
対

Ｍ
ｏ
ｂ
戦
最
強
と
い
う

ら
し
い

ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
と

ボ
ス
が
怒
り
の

も

た

を

か
せ
た

 
同
時
に
体
中
に
突
き
立
て
ら
れ
て
い
た

が
全
て
弾
け

び
そ
の

に
繋
が
れ
て
い
た

の

も
全
て
木

に

け

と
す
る
ま
で
に
裂
け
た
大

が
ぐ

り
と
開
か
れ
た

 
ま
さ
か
と
思

て

ゲ

ジ
を
確
認
す
る
と

に
三
本
目
の
七

ま
で

れ
て
い
た
の
で

分
を
切
る
と
パ
タ

ン
が
変
わ
る
法

に

て

を
上

た
の
だ
ろ
う
と

得
す
る

パ
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タ

ン
変
わ
り
ま
す
よ

と
い
う
運

の

ら
い
と
い
う

だ

 
し
か
し
ま
だ
戦
闘
開
始
か
ら
三
十

と
経

て
い
な
い
の
に

分

る
と
は
リ

フ

に

よ

て
今
ま
で
の
事
を
根
こ
そ
ぎ

定
さ
れ
た

に
は
キ
リ
ト
の
実
力
は
下
が
る
ど
こ
ろ
か
む
し

ろ
上
が

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か

あ
れ
か

ら
れ
て
も

め
ら
れ

て
も

び
る
タ
イ
プ
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

 
ま

今
ま
で

め
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か

に

ら
れ
て
も
い
な
か

た
事
を

え
る
と
あ
る

意
味

得
す
る
と
共
に
ど
こ
と
な
く
哀

を
感
じ
て
し
ま
う
の
だ
け
ど

だ
か
ん
だ
で
今

の
キ
リ
ト
は

ま
れ
て
い
る
の
で
わ
た
し
が
気
に
す
る
必
要
は
無
い
だ
ろ
う

彼
の
事
は
強
い
義

姉
達
が
し

か
り
見
て
い
る
の
だ
か
ら

 

の
彼
は
ど
こ
か
吹

切
れ
た
様
子
で
意
気

と
無
数
の
剣
弾
や
属
性
武
器
を

て
獣

に
襲
い
掛
か
り
本
気
に
な

た
獣
を
完
全
に
圧
倒
し
て
い
た

最

れ
を

り
過
ぎ
て
可
哀

想
と
思
え
る

 
戦
闘
開
始
か
ら

か
一
分
で

は
最
後
の
一
本
へ
突
入
し
て
い
る

 
こ
れ
が
特
定
の

手
に
対
し
メ
タ
を

た
者
が

り
広

る
戦
い
な
の
か
と
戦

せ
ざ
る
を

得
な
か

た

最

戦
い
と

う
の
も

が
ま
し
い

蹂
躙
と
も

う
べ
き
様

だ
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キ
リ
ト

て

少
な
く
と
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
は
あ
る
ま
じ
き
対
Ｍ
ｏ
ｂ
の
メ
タ
存
在
だ
よ

ね 
味
方
が

な
け
れ

が
多
か
ろ
う
が
ボ
ス
が

手
だ
ろ
う
が

手
の
存
在
が
モ
ン
ス
タ

と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
動
か
す
存
在
で
あ
れ
ば
ど
ん
な

に
対
し
て
も

以
上
に
戦
え
る
と
い
う
確

信
が
あ

た

数
が
多
け
れ
ば
剣
弾
を
無
差
別
に

ら
せ
ば
い
い
し
ボ
ス
一
体
な
ら
そ
の
剣
弾

を
集
中
さ
せ
る
と
共
に
自
分
か
ら
斬
り

め
ば
い
い
む
し
ろ
味
方
が
足

と
い
う
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ

Ｇ
に
あ
る
ま
じ
き
戦
闘
ス
タ
イ
ル
と
光

を
前
に

い
た

み
と
共
に

う
と

に
立
つ
紅
と

黒
の
女
性
黒
の
女
性
の

に

て
い
る
ナ
ン
も
ま
た
同
じ
よ
う
に

と
も

え
な
い
面
持

ち
で

く

 
リ

フ

と
の
戦
い
で
完
全

北
を

し
た
よ
う
に
実
の
と
こ
ろ
キ
リ
ト
は
生
存
す
る

の

技
能
が
高
い
だ
け
で
剣
の
技
術
は
高
い

で
は
無
い
ら
し
い

い
や
わ
た
し
か
ら
す
れ
ば
十

二
分
に
彼
も
強
者
の

に
あ
る
の
で
そ
ん
な
事
は

が
裂
け
て
も

え
な
い
の
だ
が
彼
の
強

さ
は
レ
ベ
ル
に
後

し
さ
れ
た
面
が
強
い
よ
う
な
の
だ

 
対
人
戦
で
は
経
験
や
技
術
が
も
の
を

う
場
面
が
多
い

攻
撃
に

し
て
も

に

し
て

も
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し
か
し
対
モ
ン
ス
タ

戦
な
ら
話
は
違
う

ど
ち
ら
に
も
技
術
は

与
す
る
が
そ
れ
よ
り
も

前
に
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
と
い
う
数
値
が

然
た
る
事
実
と
し
て
立
ち
は
だ
か
る

 
仮
に
キ
リ
ト
と
リ

フ

の
戦
い
が

を

り
合
う
デ

エ
ル
で
あ

て
も

勝
者
は
変
わ

ら
な
か

た
だ
ろ
う

現
に
彼
女
は
キ
リ
ト
が
一
刀
の
間
も

発
を

け
て

を

彼
の
認
識
で
は
全
力
は
一
刀
ら
し
い
が

使
い
始
め
て
か
ら
も
た
だ
の
一
撃
た
り
と
も

け

る
ど
こ
ろ
か

り
す
ら
し
て
い
な
い

圏
内
コ

ド
に

ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
彼
が
反
撃
を
与
え

た
隙
を

て

を
切
り

ば
す
事
は

も
出
来
た
の
は
明
白
な
の
だ

 
反
面
対
モ
ン
ス
タ

戦
で
は

を

ば
さ
れ
る
と
い

た

死
攻
撃
の
心
配
は

本
的

に
不
要
と
さ
れ
る

 
無
論

に
で
は
あ
る
が

死
攻
撃
に

す
る
攻
撃
を
持

て
い
る
存
在
は
い
る

 

え
ば
第
一
層
の
森
に
生
息
す
る
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
な
ど
は
そ
の

に

す
る

で

対

の

を
絡
め
取

て

り
に
し
た
後

が
全
損
す
る
ま
で

き
に
す
る
と
い
う
行

動
パ
タ

ン
が
存
在
す
る
ら
し
い

ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
取
得
の
ク
エ
ス
ト
を
進
め
る

に

ん

で
い
た
プ
レ
イ

の
中
に
運
悪
く

に
な

た
者
も
少
な
く
な
い
ら
し
く
以

あ
ら

る

モ
ン
ス
タ

は

死
攻
撃
に

す
る
行
動
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
と
危
惧
さ
れ
て
来
た
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だ
が
そ
れ
は

密
に

え
ば
ス
テ

タ
ス
の
問

だ

極
論
レ
ベ
ル
が
高
け
れ
ば
そ
う
な
る

前
に

け
出
す
事
も
不
可
能
で
は
無
い
の
で
あ
る

逆
に

え
ば
ス
テ

タ
ス
が
足
り
な
け
れ

ば
ど
れ
だ
け
技
術
が
あ
ろ
う
と
モ
ン
ス
タ

手
に
は
無
意
味
に

し
い

 
だ
か
ら
こ
そ
の
あ
の
結
果
で
あ
り
そ
し
て
眼
前
の
光

な
の
だ
ろ
う
と
わ
た
し
は

と
な

く
遠
い
目
を
す
る

 
キ
リ
ト
は

ロ

正
に

死
パ
タ

ン
に

れ
ば

も
助
け
て
も
ら
え
な
い
立
場
だ
か
ら
こ
そ

よ
り
も
強
く
在
ろ
う
と
レ
ベ
リ
ン
グ
を

け
て
来
て

最
高
レ
ベ
ル
を
誇
る
よ
う
に
な

た

そ
れ
は
技
術
よ
り
も
ま
ず
は

体
を
整
え
る
行

に

し
い

 
反
面
リ

フ

が
生
き
て
来
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ど
れ
だ
け

て
も

体
つ
ま
り
ス
テ

タ

ス
は
そ
こ
ま
で

び
な
か

た

び
な
い

で
は
無
い
が
ス
テ

タ
ス
面
で
モ
ン
ス
タ

を

す
る
事
は
な
く
必
然
強
い
武

と
技
術
を
求
め
ら
れ
る

武

に

し
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と

同

件
だ
と
す
る
な
ら
差
が
付
く
も
の
は
技
術
の
み

だ
か
ら
彼
女
は
対
人
戦
に
は
滅
法
強

い 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
の
指
導
を
甘
ん
じ
て

け
て
い
る
の
は
シ
ノ
ン
と
同
じ
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
戦

闘
方
法
に

れ
て
い
な
い
が
故

ら
戦
闘
技
術
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
鍛
え
て
い
る
と

て
も

ド



 第八十四章 〜蹂躙：影に住まいし獣〜

ス
キ
ル
を
使
え
な
け
れ
ば
強
力
な
モ
ン
ス
タ

は
倒
せ
な
い

密
に

え
ば
倒
せ
な
い
事
は
無

い
が
戦
闘
が
⻑
引
い
て
武
器
や
ア
イ
テ
ム
の
損

が

し
く
な

て
ジ
リ

に
な
り

い
上
に

非

的
過
ぎ
る

そ
れ
を
教
え

ま
れ
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
も
リ

フ

や
シ

ノ
ン
を
シ
ス
テ
ム
面
か
ら
指
導
し
て
い
た

 
つ
ま
る
と
こ
ろ
シ
ス
テ
ム
面

レ
ベ
ル
が
高
く

備
が
強
け
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
強

者
足
り
得
る

最

限
の
技
術
は
生
き
る

に
戦
う
中
で
も

で
も
付
く

そ
の
最

限
が

ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
は
個
人
に
よ
り
け
り

 
キ
リ
ト
の
場
合
は
強
く
求
め
た
が
故
に
高
い

に
あ
る
の
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
は
極
論
生

き

く

の
技
能
で
あ

て
リ

フ

の
よ
う
な
戦
う

の
技
能
で
は
無
い

リ

フ

か
ら
す
れ
ば
理
に

て
い
な
い
動
き
が
多
い
か
ら
あ
そ
こ
ま
で
圧
倒
出
来
た

 
そ
れ
で
も
／
だ
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
は
モ
ン
ス
タ

に
対
し
て
だ
け
は
絶
対
的
強
者
と
な
り
得

る
の
だ
ろ
う

 
影
に
住
ま
い
し
獣
こ
と
シ

ド
ウ
・
フ

ン
タ
ズ
ム
が
断

魔
を
上

た
の
は
わ
た
し

の

い
た
声
か
ら

五

後
の
事
だ

た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の

て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

よ
り
も
強
い
ん
じ

な
か
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た

け

 
獣
の
断

魔
が

く
と
共
に
そ
の

体
が

け

り
蒼
い
欠
片
が
舞
う
中
で
出
現
し
た
金
色

の
文

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

を
見
上

な
が
ら

わ
た
し
は
目
の
前

で

こ

た
出
来
事
に
対
し
そ
う

感
を

ら
す

 
本

に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

よ
り
も
強
い

の

が

故
か
弱
く
感
じ
て
し
ま
う
く
ら
い

の
一
方
的
な
蹂
躙
に
は
わ
た
し
の
中
に
あ

た
常
識
を
ぶ
ち
壊
さ
れ
た
気
分
が
し
て

が

く

な

た

思
わ
ず
目

を

ん
で
し
ま
う
く
ら
い
に
は
非
常
識
で
あ
る

そ
う
な
る
理

に

し

て
は
理
解
し
て
い
て
も

や
は
り
こ
う

来
る
も
の
が
あ

た

 
そ
の
非
常
識
を
引
き

こ
し
た
少
年
本
人
は
不
思
議
そ
う
に
小

を

て
い
る

ち

と

し
て

か
を

え
る
よ
う
に

を
組
む

ん

今
回
の
ボ
ス
は

性
が
良
か

た
か
ら
だ
ろ
う
な

そ
れ
と

多
分
だ
け
ど

に

な

て

出
来
る
特
性
が
あ

た
か
ら
ス
テ

タ
ス
は
少
し

め
に
設
定
さ
れ
て
い
た
ん
だ

と
思
う

あ

な
る

ど
ね

 

わ
れ
た
予
想
に

得
を

く

現
に
あ
の

か
ら
ボ
ス
が
現
れ
た
時
遠

離
攻
撃
の
手
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が
無
け
れ
ば
危
な
か

た
だ
ろ
う
と
い
う
推

を

い
た
の
だ
そ
れ
だ
け
で
も
十
分

だ
か

ら

め
の
ス
テ

タ
ス
に
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い

遠

離
攻
撃
が
出
来
な
け
れ
ば

に
な
ら
れ
る

に

か
が
一
撃

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

Ｍ
ｏ
ｂ
な
ら
と
も
か
く
ボ
ス
と

も
な
れ
ば
最
悪

死
は

れ
な
い
か
ら
こ
そ
の
救
済

だ
ろ
う

 
そ
う

得
し
て
い
る
と

前
中
に
わ
た
し
が
宝

か
ら
手
に
入
れ
て
彼
に

た

重
品

虚
光
を

す

飾
り

が
前
触
れ
も
無
し
に
キ
リ
ト
の
手
の
中
に
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
た

 

て

目
し
て
い
る
と

金
の

に

め

ま
れ
た
黒
い
宝

に

か
な
光
が

る

そ
の
光
は

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

な
の
だ
と
す
れ
ば
レ
イ
ン
達
が
話
し
て
く
れ
た

行
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
の
解

キ

か

か
と
い
う
の
が

な
線
だ
と
思
う

今
後
も
新
た
な

エ
リ
ア
へ
行
く

に
は
他
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒
し
て
こ
の
虚
光
を

す

飾
り
に
光
を

す
必
要
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

 
レ
イ
ン
の
問
い
掛
け
に
キ
リ
ト
は
予
想
な
が
ら
も
ハ

キ
リ
と
し
た

で

え
た

と
す
る
と
そ
の

飾
り
と

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン

そ
し
て
こ
の
ボ
ス
部

の

を
開
け
る

に

飾
り
を
要
し
た
事
か
ら
あ
る
程

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
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ま

の
予
想
が

た

て
い
る
か
ど
う
か
は
件
の

行
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
の

に
行
け

ば
分
か
る
事

ル
ク
ス
の
事
も
あ
る
し

く
こ
の
部

か
ら
出
よ
う

 

飾
り
を
再

ス
ト
レ

ジ
に
格

し
た
彼
は
そ
う

て
そ
そ
く
さ
と
出

へ
と
向
か

た  

不
安
だ

 
キ
リ
ト
先
生
達
が
ボ
ス
部

へ
入
る
の
を
見
送

た
後
私
は
ず

と
手
前
の
部

の

で
ハ

イ
デ

ン
グ
を
し
て
い
た

 
ど
う
も
ボ
ス
部

で
の
戦
闘

は
こ
ち
ら
に
は
伝
わ

て
こ
な
い
よ
う
な
の
で
ど
う
な

て
い

る
か
は
定
か
で
は
無
い
が
少
な
く
と
も
入
り

の

は
開
か
れ
た
ま
ま
な
の
で
中
に
入

て

い
る

が
や
ら
れ
た
と
い
う
事
は
無
い
と
思
う

仮
に
や
ら
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
私
な
ん
か
が
勝

て
る

も
無
く
万
策

き
る
た
め

そ
う
で
な
い
の
は
心

喜
ば
し
い
事
で
あ
る

 
そ
れ
に
こ
の
小
部

に
は
Ｍ
ｏ
ｂ
の
ポ

プ

ン
か
ら
外
れ
て
い
る
よ
う
で
一
つ
前
の
部

に
は
わ
ら
わ
ら
と

い
て
い
る
も
の
の
こ
の
部

で
は
た
だ
の
一
体
た
り
と
も

く
気
配
が

無
い

ボ
ス
部

前
と
い
う
の
は
ど
の
ゲ

ム
で
も
安
全
地

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
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う
だ

こ
こ
は
圏
内
で
は
無
い
の
で
気
を

け
な
い
が

あ
る
程

む
事
は
出
来
る

 
と
は

え
安
全
を
約
束
さ
れ
た
も
同
然
の
現
状
で
も
不
安
は

え
な
か

た

下
手
な
事
を

す
る
と
ハ
イ
デ

ン
グ
が
解
け
る
の
で
じ

と
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

小
部

に

く
事

は
無
い
と

て
も
一
つ
前
の
部

に

い
て
い
る
Ｍ
ｏ
ｂ
達
が
物

を

き
つ
け
て
来
な
い

と
も
限
ら
な
い
か
ら
だ

 
だ
か
ら
私
は
時
間

し
の

に

え
事
に
意
識
を

し
て
い
た

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
先
生
の
指
導
の
反

だ

た
り
ユ
ウ
キ
や
リ

フ

達
の
戦
い
方
を
思
い
浮

か
べ
た
り
が

ど

こ
の
世
界
で
良
い
事
が
無
か

た
と
い
う

で
は
無
い
が
今
の
私
で
は
そ

れ
ら
は

か

い
思
い
出
だ
し

せ
な
記

も
そ
こ
ま
で
多
く
は
な
い

リ
ア
ル
の
事
は

感
が

で
は
無
い
の
で
最
近
は
あ
ま
り
思
い
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

 
私
は
こ
こ
最
近

た
だ

然
と
日

を
過
ご
し
て
い
た

 
そ
れ
が
変
化
し
た
の
は
や
は
り
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
て
か
ら
だ
ろ
う

特
に
ユ

ウ
キ
と
会

て
か
ら
は

的
だ

た

あ
れ
か
ら
ま
だ
一
日
し
か
経

て
い
な
い
の
に
も
う

日
も

間
も
時
間
が
過
ぎ
た
よ
う
に
錯
覚
し
て
し
ま

て
い
る
自
分
が
い
る

そ
ん
な

は

な
い
の
に

そ
う
思
え
て
し
ま
う
く
ら
い
彼
女
達
と
一
緒
に

る
時
間
は

密
だ

た
ら
し
い
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そ
れ
を
悪
い
事
と
は
思
わ
な
い

あ
ま
り
人
と

を
持
た
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
私
だ
が

そ
れ
で
も
人
恋
し
い
思
い
は
あ
る
の
だ
か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら
出
ら
れ
な
い
か
ら
仕

方
な
い
と
い
う

罪

が
あ
れ
ば
私
も
そ
れ
な
り
に
気

ね
な
く
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
取

れ
て
い
た

同
年
代
の
人
と
話
す
の
も

し
振
り
と
い
う
点
で
も
私
の
気
分
を
高

さ
せ
る

 

裏
に
チ
ラ
つ
く
影
が

そ
の
高

を

に

め
さ
せ
る
の
だ
が

 

と
ハ
イ
デ

ン
グ
が
解
け
な
い
程

の
小
さ
さ
で

息
を

く

 
本
来
で
あ
れ
ば
私
は

と
一
緒
に

る
べ
き
で
は
無
い

私
の
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
は
確
か

に
不
可
抗
力
と
も

え
る
も
の
で
な

て
し
ま

た
も
の
だ
が

私
が
し
て
き
た
事
を

え
れ

ば
む
し
ろ
こ
の
色
こ
そ
が
真
実
と

え
る
も
の

キ
リ
ト
先
生
は
私
の
事
を
知
ら
な
い
よ
う
だ

か
ら
親
身
に
な

て
教
え
を

け
て
く
れ
て
い
る
が
私
の
過
去
を
知
れ
ば

悪
を

く
に
違
い

な
い

論
ユ
ウ
キ
や
リ

フ

達
も

 
そ
れ
が
恐
い
か
ら
こ
そ

も

え
な
い

今
の

か
み
に
甘
ん
じ
て
し
ま

て
い
る

 
そ
の
弱
さ
が

ま
し
い

 
だ
か
ら
私
は
自
分
自
身
を

て
い
る

を

し

の

し
さ
に
甘
ん
じ
て
真
実
を
語

ら
な
い
自
分
が

私
は
大

い
だ
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そ
れ
を
ど
う
に
か
出
来
な
い
弱
さ
も

ま
た

 
そ
う
し
て

ま
た

息
を

い
た

 
そ
の
思

を

り
返
し
て

目
の
時
だ

た
か

と
自
分
以
外
に

も

な
い

の
小
部

の
中
に
人
の
気
配
を
感
じ
た

気
が
し
た

 
ボ
ス
部

の
入
り

の
方
へ

線
を
や
る
が
そ
こ
か
ら

か
が
出
て
来
た
形

は
な
い

こ

ち
ら
に

て
来
る

に
ハ
イ
デ

ン
グ
す
る
理
由
が
思
い
つ
か
な
い
の
で
恐
ら
く
し
て
い
な
い

と
判
断
す
る

に
部

の
中

や
入
り

へ
目
を
向
け
る
が
ど
ち
ら
に
も
人
の

は
見
え
な

か

た

 
だ
が
そ
れ
で
も
人
の
気
配
は

故
か
す
る

そ
れ
も

の

で

を
け
た
た
ま
し
く
鳴
ら

す
く
ら
い
の
直
感
が

を

る
程
に
ハ

キ
リ
と

し
か
も
過
去
覚
え
の
あ
る
気
配

 

こ
れ
は

こ
の

な
予
感
と

気
配
は

ま
さ
か

 
そ
ん
な

な
と
浮
か
ん
だ
予
想
に

定
を
出
す

だ

て
あ
の
男
は
数

月
も
前

に
黒
の
剣
士
に
よ

て
殺
さ
れ
て
い
る

ギ
ル
ド
の
幹
部

共

め
て
殺
さ
れ
て
い
る

な

の
だ

 
だ
か
ら

こ
こ
に
い
る

が



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
よ

し
振
り
じ

ね

か

  

突
に

目
の
前
が
真

暗
に
な

た

 
ハ
イ
デ

ン
グ
を
し
て
い
た
の
に
ア

サ
リ
と
見
破
ら
れ
て
い
た
私
は
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て

い
た
そ
の
男
の
存
在
に

に
手
を

か
れ
る
と
同
時
に
声
を
掛
け
ら
れ
る
ま
で
気
付
か
な

か

た

 
ど
う
し
て

ど
う
や

て

と

乱
す
る

で
思

が
回
る

 
ハ
イ
デ

ン
グ
は

と
い
う
値
が
高
い

ど

の
風

に

け

み

を

し
お
お
せ
ら
れ
る

こ
の
値
が
下
が
る
と
他
者
か
ら
見
た
風

に
は
違
和
感
が
生
ま
れ
そ
こ
を

す
る
事
で

は
ド
ン
ド
ン
下
が
り
一
定
値
以
下
に
な
る
と
ハ
イ
デ

ン
グ
が
解

け
て

を
見
せ
て
し
ま
う
と
い
う
ロ
ジ

ク
に
な

て
い
る

 
つ
ま
り
私
の

が
見
え
て
い
な
い
状

で

を

破
す
る
の
は

あ
り
得
な
い

ま
し
て

や
私
は
息
を
潜
め
て
い
た
し
気
配
を
感
じ
て
か
ら
は
物

一
つ
立
て
ま
い
と
身

い
す
ら
し
な

か

た

界

に
あ

た

の
値
も
最
高
値
の

を

持
し
て
い
た

そ
れ
な
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の
に
一
発
で

破
さ
れ
る
の
は
あ
り
得
な
い

 
そ
の

惑
の
極
み
に
あ

た
お
陰
か
私
は
悲
鳴
を
上

る
事
は
無
か

た

に
手
を

か
れ

て
い
る
私
が
悲
鳴
を
上

る
と
予
想
し
て
い
た
ら
し
い
男
が

を

手
で

さ
え
て
い
た

か
ら

上

よ
う
と
し
て
も
上

ら
れ
な
か

た
だ
ろ
う

 
意
外
そ
う
に

特
有
の
ス
テ
ル
ス
が

か
ら

て

を

わ
に
し
て
い

た
黒
緑
色

の
ポ
ン
チ

の
フ

ド
か
ら
見
え
る
精

な

に

ニ

リ
と
歪
ん
だ

み
が
浮
か
べ
ら
れ
た

 
ち

た

が

わ

た
み
て

だ
な

 
ど
う
や
ら
悲
鳴
を
上

な
か

た
事
を
意
外
に
思

た
ら
し
い

 

か
つ
て

私
は

う

の

と
し
て

属
し
て
い
た

 
と
は

え
一
応
ギ
ル
ド
と
し
て
結
成
さ
れ
て
い
た

う

へ
正
式
に
加
入
し
て
い
た

で
は
無
い

 
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
も
補

が
必
要
だ
が

圏
外

の

設
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も

達
出
来

な
い
ア
イ
テ
ム

が
出
て
来
る

ま
た

攻
略
組

の
動
き
を
常
に
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
必
ず
一
人
か
ら
三
人

ど
は
グ
リ

ン
プ
レ
イ

を
非

属
と
し
て

し
定

期
的
に
ア
イ
テ
ム
の
補

と
情
報
収
集
へ

さ
せ
て
い
た

大

の
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
は
こ
れ
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を
常

手

と
し
て

軍
や

ビ

タ

／

黒
の
剣
士

の
追

を
掻
い
潜

て
い
た

 
ま

後
者
に

し
て
は
神
出
⻤

過
ぎ
る
の
で
運
頼
み
で
し
か
な
い
の
だ
が

本
最
前

線
攻
略
を

先
し
て
い
た

に
実
の
と
こ
ろ

て
壊
滅
へ
追
い
や
ら
れ
た
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
は

少
な
か

た
り
す
る

む
し
ろ
気

れ
か
そ
れ
と
も
別
の

事
で
下
層
へ

り
た
と
こ
ろ
に
出

く
わ
し
た
つ
い
で
に
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
パ
タ

ン
が
大

な
の
だ

わ
れ
た
ら
一

の
終
わ
り

で
は
あ
る
が
彼
の

界
や
思

に
入
ら
な
い
よ
う
身
を
潜
め
る
事
に
専
念
し
て
い
れ
ば
運
が
悪

く
な
い
限
り

本
は
遭
遇
し
な
い
の
で
あ
る

そ
も
そ
も
活
動
圏
が
異
な

て
い
る
か
ら

 
と
も
あ
れ
そ
う
い
う

と
し
て
私
は

う

が
結
成
さ
れ
て
か
ら

く
は

さ

れ
て
い
た

 
無
論
自
分
か
ら

願
し
た

で
は
無
い

に
と
あ
る
ダ
ン
ジ

ン
へ
潜

て
い
た
最
中

間
と
は
ぐ
れ
そ
の

間
を
殺
し
た
後
の

う

に
出
く
わ
し
偶
然
に
も
補

の
者

が

出
し

さ
れ
て
空
き
が
あ

て
加
え
て
年

い
女
で

断
を
誘
え
る
と
い
う
事
で
命

を
奪
わ
な
い
代
わ
り
の

件
と
し
て

示
さ
れ
そ
れ
を

ん
だ
だ
け
だ

た
の
だ

そ
の
証
と

し
て
今
も
私
の

太

に
は
決
し
て
消
え
な
い

う

の
タ
ト

が

ま
れ
て
い
る

 

う

と
い
う
大
本
が

れ
た
と
し
て
も

そ
の
タ
ト

が
あ
る
限
り

私
が
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う

の
一

と
し
て
動
い
て
い
た
と
い
う
事
実
は
消
え
な
い

私
が
自
分
の
命
可
愛
さ
に
補

を

と
行

て
い
た
せ
い
で
一
体
ど
れ
だ
け
の
命
が
失
わ
れ
た
か
知
れ
な
い

 
そ
う

え
る
と

と
て
も
で
は
無
い
が

に
明
か
そ
う
と
い
う
気
持
ち
が

ん
で
し
ま
う

 
そ
れ
で
私
は
ま
た

自
己

悪
に

る
の
だ

ん

 
オ
イ

遠
い
眼
を
し
て
や
が
ん
だ

し

か
り
し
ろ

あ
ま
り
⻑

出
来
ね

ん
だ
よ

こ

ち
は

 
現
実

気
味
に
思

を
回
し
て
い
た
事
を
見

い
た
ら
し
い
男

う

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
タ
ト

が

ま
れ
た
手

を
し
て
い
る

手
で

チ

チ
と

を

い
て
来

た

そ
れ
で
無
理

理
意
識
を

さ
れ

く
恐
怖
が
体
を
動
か
し
始
め
る

うあ
ん

 

だ

大
し
て
変
わ
り
無

の
か

い
や

ん
な
事

ど
う
で
も
良
い
か

オ

イ

お
前

に

き
た
い
事
が
あ
る

知
ら
ね

な
ら

知
ら
な
い

知

て
い
る
な
ら
ハ

キ
リ
と

え
ろ

良
い
な

わ

分
か

た

 
ど
う

え
て
も
勝
て
な
い
の
で
命

し
さ
に

く
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
少
し

足

な

み
で

を
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歪
め
た

ん
じ

あ

く

黒
の
剣
士

は
死
ん
だ
の
か

は

 
一
体

を

か
れ
る
の
か
と
身
構
え
て
い
る
と

か
以
上
に
予
想
外
の

問
を
さ
れ
恐
ろ

し
い
男
を
目
の
前
に
し
て
い
る
と
い
う
の
に

狂
な
反
応
を
返
し
て
し
ま

た

え

と

あ

問
の
仕
方
が
悪
か

た
か

お
前

ア
イ
ツ
と
一
緒
に

た
だ
ろ

 
ア

イ
ツ
か
ら

か

い
て
ね

の
か

 

自
分
は
ど
う
や

て
死
ん
だ

て
い
う
内
容

ア

イ
ツ
の
性
格
的
に
真

先
に

に
し
て
も
お
か
し
く
ね

ん
だ
が

 

問
の
意

を

せ
な
か

た
か
ら
か

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
少
し
だ
け

問
の
内
容
を

み

い
た

 
と
は

え

を

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
イ
マ
イ
チ
分
か
ら
な
い

そ
も
そ
も
そ
れ
だ
と
彼

が
死
ん
で
い
る
前

の
話
で
は
な
い
か

い
や

い
て
い
な
い

 
実

ユ
ウ
キ
達
か
ら

い
た
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
や
生
命
の

の
話
を

み
る
と
死
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ん
で
い
な
い

な
の
で
死
ん
で
い
な
い
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

い
て
い
な
い
の
も
そ

も
そ
も
死
ん
で
い
な
い
な
ら

き
よ
う
が
無
い

 
私
の

え
に
気
の

け
た
反
応
を
見
せ
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
一

か
を

え

む
よ
う
な

振
り

を
見
せ
たな

ら

の

問
だ

お
前

ら

理

に
出
入
り
し
て
る
だ
ろ

 

に

わ
れ
た
事
に

私
は

を

か
れ
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

に
出
入
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
ら
れ
て
い
た
事
に
も
そ
う
だ
が

よ
り
も
あ
の

で
転

し
た
先
が

理

で
あ
る
と
知

て
い
る
事
に

し
た
の
だ

理

で
あ
る
と
知
る
に
は
ユ
ウ
キ
や
キ
リ
ト
の
手
に
あ
る
文
様
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
あ
る

い
は
ユ
イ
ち

ん
の
手
引
き
に
よ

て
で
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も

は
反
応
し
な
い

 
逆
説
的
に
こ
の
男
あ
る
い
は
男
に
与
す
る

か
は

理

へ
入
る

の
紋
様
を
得
て
い
る
事

に
な
る
の
だ

ア
イ
ツ
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
か
ら
一

で
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
帰

て
る
か
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そ
の

は

け
て
放
た
れ
た
二
つ
目
の

問
に
よ

て
一
時
的
に

静
化
す
る
事
に
な

た 
Ｐ
ｏ
Ｈ
の

葉
を
直

す
る
な
ら
キ
リ
ト
先
生
が
一

で
も
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
か

ら
出
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ
帰
還
し
て
い
る
か
と
い
う
意
味
に
な
る

故
そ
ん
な
事
を

く
の
か
は
分
か
ら
な
か

た
が

い
て
来
る
か
ら
に
は

か
し
ら
意

が
あ
る
の
だ
ろ
う
と

は
分
か
る

 
と
に
か
く

え
な
け
れ
ば
こ
ち
ら
の
命
が
危
な
い
の
で
私
は

い
で

を
横
に
振

た

実

彼
は
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
な
の
で
帰
れ
な
い

 
す
る
と

Ｐ
ｏ
Ｈ
は

突
に
ニ

リ
と

を
歪
め
た

そ
う
か
そ
う
か
ア
イ
ツ

な
る

ど
ね

ク
ク
ク
面
白
く
な
り
そ
う
じ

ね

か

 

か
し
ら

え
を
得
た
ら
し
い
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
声

を

さ
え
た

声
を

ら
し
つ
つ
私
か
ら
離

れ
た

体
を
小

み
に

わ
せ
て
い
る
の
を
見
る
に

程
こ
の
男
に
と

て
は
喜
ば
し
い
事
ら
し

い

一

も
帰

て
い
な
い
事
か
ら
復
讐
の
機
会
を
得
た
と
思

て
喜
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
だ
と
す
れ
ば

か
疑
問
が
残
る
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こ
の
男
は
キ
リ
ト
先
生
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
て
い
る
事
を
知

て
い
る

も
し
復
讐

に

え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

い

そ
手
勢
を

い
て
一
気
に

し
寄
せ
て
も
お
か
し
く
な
い

手
勢
が

な
い
の
だ
と
す
れ
ば
ま
だ
分
か
ら
な
く
も
無
い
が

そ
れ
だ
と
彼
に
自
身
が

ホ
ロ

ウ
・
エ
リ
ア
に

る
事
実
を
伝
え
る
よ
う
な
リ
ス
ク
は

さ
な
い

今
こ
う
し
て

触
し
て

来
た
理
由
が
分
か
ら
な
く
な
る

 
一
体

が
目
的
な
の
か
と
内
心
恐
怖
を

き
な
が
ら

え
て
い
る
と
ク
ク
ク
と

く
嗤

て
い
た
男
が
こ
ち
ら
へ

線
を
向
け
た

オ
イ

が

に

る
事
は

う
ん
じ

ね

ぞ

も
し

た
ら

分
か

て
る
よ

な 
ニ
タ
リ
と
悪
魔
を
思
わ
せ
る
禍

し
い

み
と
共
に

わ
れ
体
中
を
悪

が
這
い
回

た

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
そ
の

線
は
今
ま
で

と
な
く
向
け
ら
れ
た
性
的
な
い
や
ら
し
さ
は

え
て
い
な
い

も
の
の
そ
れ
で
も

手
の
尊

を

み
躙
り
精
神
を
壊
す

な
ら

い
無
く
や
る
と
は
理
解

し
て
い
る

ら
ず

を

に
振
る

ク
ク

そ
う
か
そ
う
か

そ
り

あ
良
か

た

じ

あ
な

期
を
見
て
ま
た
会
い
に

来
る
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こ
ち
ら
の
反
応
に
気
を
良
く
し
た
の
か

機

良
さ
そ
う
に

い
な
が
ら
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

ス
キ
ル
を
発
動

ハ
イ
デ

ン
グ
で
全
身
が
消
え
て
か
ら
は

声
も
収
ま
り

第
に
人
の
気
配

は
小
部

か
ら
出
て
遠
ざ
か

て
い

た
の
が
分
か

た

ど
う
し
よ
う

私
は

ど
う
す
る
べ
き
な
ん
だ

 
ま
だ
死
に
た
く
な
い

リ
ア
ル
へ
と
帰
り
た
い

ま
だ
生
き
た
い

 
で
も

間
を
裏
切
り
た
く
な
い

世
話
に
な

た

を
裏
切
る
事
な
ん
て
し
た
く
な
い

Ｓ
Ａ

Ｏ
ク
リ
ア
の
希
望
と
も

え
る
キ
リ
ト
先
生
や
ユ
ウ
キ
達
を

に
生
き
る
な
ん
て
事
は
し
た
く

な
い

 
け
ど

で
も

死
に
た
く
な
い

死
に
た
く

な
い
よ

 
私
に
と

て
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
は
恐
怖
の

徴

デ
ス
ゲ

ム
の
中
で
も
一
応
の
安

が
約
束
さ
れ

て
い
る
も
の
の
そ
れ
を
ぶ
ち
壊
す
く
ら
い
禍

し
く
危
険
な
存
在

あ
の
男
が
殺
す
と

え

ば
殺
さ
れ
る
く
ら
い
弱
い
私
で
は

逆
ら
う
事
な
ん
て
出
来
な
い

 

間
を
裏
切
り
た
く
は
な
い

 
で
も

私
は
死
に
た
く
な
い
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だ
か
ら

間
の
キ
リ
ト
先
生
達
の
強
さ
を
信
じ
る

彼
ら
の
強
さ
な
ら
き

と
大

だ
か

ら 
そ
ん
な
無
責

で
裏
切
り
と

て
も
過

で
は
無
い
行

を
す
る
と
決
め
て
私
は
ま
た

ハ
イ
デ

ン
グ
で
キ
リ
ト
先
生
達
が
帰

て
来
る
ま
で
息
を
潜
め
る
事
に
し
た

内
心
自
己

悪

に
苛
ま
れ
な
が
ら

そ
れ
で
も
死
に
た
く
な
い
の
だ
と

い

を
し
つ
つ

 

が
ボ
ス
部

か
ら

て
来
た
の
は
再
び
私
が
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
か
ら

か
三

後
の

事 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
立
ち
去

て
か
ら

お
よ
そ
三
十

後
の
事
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
蹂
躙
は
ボ
ス
が
キ
リ
ト

ロ
に
よ

て
さ
れ
る

と
い
う
意
味

の
使
い
方
に

が
出
来
た
キ
リ
ト
は
プ
レ
イ

で
あ
り
な
が
ら
ホ
ロ
ウ
の
よ
う
な
ボ
ス
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に

し
い
存
在
に
な

た
の
だ

 
絶
望
的
な
ス
テ

タ
ス
差
が
あ
る
の
に
こ
の
キ
リ
ト
を
ノ

ダ
メ
完

し
ち

え
る
義
理
の

姉 

時
か
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
リ
ア
ル
で
生
身
同
士
で
戦
わ
せ
て
み
た
い
と
最
近
思

て
い
た

り 

ち
な
み
に

キ
リ
ト
対
リ

フ

の
話
で

実
は

ノ
之
流

一
閃
二
断

一
撃
目
横

ぎ
で

ら
し

に
大
上

に
構
え
直
し
て
本
命
の

を
放
つ
技
を
義
姉
は
放

て
た

り
す
る

 

に
ル
ク
ス

点
で

方
ぶ
り
の
登
場

Ｐ
ｏ
Ｈ
サ
ン

 
知
ら
な
い
人
も

る
と
思
わ
れ
る
の
で

ま
ず
は
ル
ク
ス
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
の

性
に
つ
い
て

 
ル
ク
ス
は
原

で
あ
る
ス
ピ
ン
オ
フ

ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス

に
て

う

の
補

に

さ
れ
て
い
た
過
去
が
あ
り
ま
す

経

は
本
文
の

り
殺
さ
れ
た
く
な
い
か
ら
下

請
け
を
請
け
負

て
い
た
と
い
う
間

つ
ま
り
ル
ク
ス
は

極
的
に
し
て
い
た

で
は
無
い

 

あ
ち
ら
で
は

う

に
正
式
に
加
入
し
て
い
る
シ

ン
シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ

で
の
や
り
取
り

が
あ
り
ま
し
た
が

そ
れ
を
し
て
い
る
と

ゲ

ジ
横
に
ギ
ル
ド
タ
グ
が
付
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い
て
身
バ
レ
し
て
し
ま
う
た
め
本
作
で
は
未
加
入
状

と
し
て
お
り
ま
す

タ
ト

は
変
わ

ら
ず
で
す
が

 
ま

原
作
と
か
見
て
る
と

う

て
ど
う
も
本
作
の

殺
隊
み
た
く
シ
ス
テ
ム

的
に
は
ギ
ル
ド
に
な

て
い
な
か

た
節
が
あ
る
ん
で
す
が
ね

 
と
も
あ
れ
本
作
で
は
シ
ス
テ
ム
的
に
ギ
ル
ド

う

は
存
在
し
て
い
る

た
だ
し
補

間

を

う
ル
ク
ス
は

の

に
タ
ト

を

ま
れ
た
だ
け
で
シ
ス
テ
ム
的
に
は

ギ
ル
ド
に

属
し
て
い
な
か

た

と
い
う
設
定
に
な
り
ま
す

 
ち
な
み
に

や
ゲ

ム
で
は

に
強
い
ル
ク
ス
で
す
が
本
作
で
は
ま
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
な
の

で
ユ
ウ
キ
達
と

べ
れ
ば
弱
い
で
す
実
力
も
精
神
的
に
も

ま

仮
想
世
界
で
気
配

知

す
る
く
ら
い

は
あ
る
設
定
な
の
で
す
が

そ
も
そ
も

対

が

切
で
な
い
説

 
ま
だ
精
神
的
に
弱
め
な
の
で
死
に
た
く
な
い

生
き
た
い
と
い
う
想
い
の

に

て
い
る
事
を
決
め
ま
し
た

 

情

 
裏
切
り

 
む
し
ろ
自
分
本

で

が
悪
い

で
も
殺
さ
れ
る
と
分
か

て
い

る
と
怖
い
で
す
よ
ね

 
そ
う
い
う
意
味
で
も
自
ら
死
の
危
険
を
増
や
し
に
行
く
キ
リ
ト
は
異
常
な
の
で
す
よ

 
物
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語
で
よ
く
あ
る
自
分
が
命
の
危
機
に
あ

て
も
他
人
を
助
け
よ
う
と
す
る
の
は

異
常
・
異

な
行
動
で
す
か
ら

本
作
で
は
く
ど
い
く
ら
い
あ
ら

る
キ

ラ
が

が
過
ぎ
て
い
る
と
か

て
ま
す
ね

 
そ
し
て
Ｐ
ｏ
Ｈ
サ
ン

 
ル
ク
ス

キ
リ
ト
先
生
は
死
ん
で
な
い
し

オ
レ
ン
ジ
だ
か
ら

れ
て
い
な
い

転

バ

グ

生
命
の

に
横
線
が
無
い
事
を
知

て
い
る

 
Ｐ
ｏ
Ｈ

死
ん
だ
時
の
話
を

い
て
な
い
の
は
と
も
か
く

て
な
い
の
は
ホ
ロ
ウ
・
エ

リ
ア

の
住
人
に
な

た
か
ら
だ
ろ
う

転

バ
グ
を
知
ら
な
い

キ
バ
オ
ウ
勢
未

触

か
ら
オ
レ
ン
ジ
で
も
帰
れ
る
と
思

て
る

生
命
の

に
横
線
が
引
か
れ
て
な
い
事
を
知
ら

な
い

 
ザ
・

違
い

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
サ
ン
生
還
へ
の
希
望
を

違
い
で
殺
し
に
動
く

 

時
気
付
く
だ
ろ
う
ネ

悦
 
な
ま
じ
殺
し
に
動
く
の
が
他
人

悪
と
憎
悪
を

え
て
な
だ
け
に
止
め
よ
う
と
し
て

も
一

ゴ

サ
イ
ン
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い

嗤

 

実
は
こ
の

違
い
の

に
キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
達
の
再
会
場

を

理

に
し
た
ん
だ
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な

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
原
作
で
も
本
作
で
も
ス
ト

カ

い
の
行
動

 
Ｐ
ｏ
Ｈ

て
し

か
り

え
て
動
か
し
た
ら
弄
れ
る
要

載
な
気
が
す
る
の
私
だ
け

む
く
な

と
み

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
八
十
五
章
 

怨
み
に
恨
む

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 

れ
た
の
は
日
に
ち
設
定
間
違

て
た
か
ら
で
す

 

載
始
め
て
か
ら
初
で
す
よ

予

約
投
稿
時
間
間
違

て
た
事
に
気
付
か
な
か

た
の

 
や

れ
て
る
な

と

感
し
ま
し
た

 
そ
れ
は
と
も
か
く
今
話
の
文

数
は
約
二
万
七
千

切
り
の
良
い
と
こ
ろ
ま
で

て
し

て
た
ら

二
万
越
え
行

ち

た

 
今
後
も
こ
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
ゼ

え
声

 
そ
れ
か
ら
今
話

本
文
の
解
説
を
し
て
い
る
後
書
き
は
無
し

話
に
て

め
て
す
る
つ

も
り
で
す

つ
ま
り
本
作
の
流
れ
的
に
こ
う
い
う
場
合

ヒ
ン
ト
不
穏
な
サ
ブ
タ
イ

キ
リ
ト

 
ち
な
み
に
今
話
に
新
し
く
シ
ス
テ
ム
の
名
前
が
出
ま
す
が
原
作
二

シ
リ
カ
編
に
あ
る
も

の
で
す

つ
ま
り
原
作
設
定
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点
は
キ
リ
ト

ユ
イ

 
で
は
ど
う
ぞ

  

本
作
に

い
て

は
結
構

い

悪
を
さ
れ
て
お
り
ま
す

判
お
気
に

入
り
登
録
数

少
も
覚
悟
の
上

そ
の
上
で
お
進
み
下
さ
い

  

恨
み

は
不

を
意
味
し

怨
み

は
憎
し
み
を
意
味
し
て
い
る

   
樹
海
に
存
在
す
る
神
殿
の
中
で
も
最
大

の

物
の
最

に
て
樹
海
エ
リ
ア
の
ボ
ス
と
思

わ
れ
る
黒
い
獣
シ

ド
ウ
・
フ

ン
タ
ズ
ム
を
予
想
よ
り

か
に

く

出
来
た
事
は

し
か

た

に
取
り
越
し
苦
労
で
済
ん
だ
ボ
ス
戦
と
い
う
の
は
精
神
的
な

労
が
少
な
い
か
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ら
で
あ
る

 
そ
れ
は
白
の
示

を

け
て
発
見
し
た

の
新
た
な
使
い
道
に
よ
り
可
能
と
な

た

あ
の
ホ
ロ
ウ
が
し
て
き
た
攻
撃
と
同
じ
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
事
に

因
し
て
い
る

一
定

合
の
ダ
メ

ジ
を

入
れ
て
行
く
の
は

に
強
い

ど
ん
な
に

や

力
値
の
高
い

ボ
ス
で
あ
ろ
う
と
焦

に
変
わ

た
地
面
に
足
を

け
て
い
る
限
り
絶
対
に
百

し
か
保
た
な
い

の
は
最

反

と

て
も
過

で
は
な
い

 
確
か
に
命

け
の
戦
い
に

け
る
百

と
い
う
の
は

外
⻑
い

に
過
ご
し
て
い
れ
ば

ア

サ
リ
と
過
ぎ
去

て
し
ま
う
く
ら
い
の
時
間
だ

 
し
か
し
極
限
の
集
中
を
要
す
る
戦
闘
で
は
主
観
的
に
は

の
一

と
戦
闘
中
の
一

は
決

し
て
同

の
⻑
さ
で
は
な
い

 
現
に

は
コ
ン
マ
数

以
内
に
九

の
斬
閃
を
放
て
る
し
ア
キ
ト
は
八

の

突
リ

姉

は
六

の
斬
閃
を
放
て
て
い
る

一

の
間
に

も
攻
撃
を
放
つ

手
と
対
す
る
な
ら
そ
れ

に
対
応
出
来
る
反
応
速

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
主
観
的
に
は
一

が
二

三

に
も
感

じ
ら
れ
る
事
な
ど
ザ
ラ
に
あ
る

 
ま

ア
キ
ト
の
攻
撃
は
見
え
て
い
て
も

突
だ

た
か
ら

ず
こ
ち
ら
の
攻
撃
で

ら
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す
く
ら
い
し
か
出
来
な
か

た
し
リ

姉
の
攻
撃
は
目
が

れ
な
か

た
か
ら

全
部
対
応

出
来
な
か

た
の
だ
が

そ
れ
を

え
る
と
こ
ち
ら
の
攻
撃
を
全
て
完

に
見
切

て
い
た

リ

姉
が

恐
ら
く
主
観
的
な
体
感
速

は
最
も

く
感
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

 
と
は

え
一

未

の

ぎ
合
い
を
求
め
ら
れ
る
の
は

の
立
つ
者
と
の
対
人
戦
に

ど
限

定
さ
れ
る

ボ
ス
戦
で
全
く
無
い
と
は

え
な
い
が
ボ
ス
の

体
が
大
き
い
分
だ
け

た
り
判

定
も
広
い
の
で

な
手
を
使

て
も
良
い
戦
い
で
あ
る
以
上

の
武
器

を
フ
ル

に
使

て
一
定
の

離
を
保
ち
つ
つ
時
間
切
れ
を

た
方
が
確
実
だ

た

現
に
今
回
は
そ
れ

で

り
切

た
か
ら
こ
そ
こ
ち
ら
の

や

労
は

無
い
に

し
く
同
時
に
百

未

で

終
わ

た

 
今
ま
で
に
無
い
く
ら
い
ア

サ
リ
と
ボ
ス
を
倒
せ
た

 
そ
の
事
実
は

未
だ

圏
外

に

る
に
も

わ
ら
ず

の
精
神
を

さ
せ
る
の
に
十
分

だ

た

 
無
論
気
を

い
た
と

え
ど
も
圏
外
だ

が

こ

て
も
対
応
出
来
る
よ
う
最

限
の

は

ら
な
か

た

こ
れ
は
最

気
を
付
け
る
ど
う
こ
う
以
前
に
ク
セ
と
な

て
い
る
か
ら

り
よ
う
が
無
い
と

え
る
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そ
れ
で
も

て
い
る
と

う
な
ら

対
応

の

を
限
定
し
て
し
ま

て
い
た
事
だ
ろ

う
か

 
あ
る
い
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
は

を

る
人
は
い
な
い
と
ユ
イ
姉
に
そ
う

い
て

い
た
か
ら
だ
ろ
う
か

こ
の
四
日
間

ユ
ウ
キ
達
と
の
再
会
以
外
で
人
と
会

て
い
な
い
事
が

最
も
精
神
を

さ
せ
る
要
因
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 

は
持
論
と
し
て
こ
の
世
で
最
も

す
べ
き
存
在
は
ニ
ン
ゲ
ン
で
あ
る
と
い
う

え
を
常
に
持

て
い
る

 

と

て
も

も
か
も
を

と
疑

て

も
信
じ
な
い
と
か
そ
ん
な
極

な
も
の
で

は
な
い

自
分
に
と

て

と
な
る
か

と
な
る
か

味
方
と
判
断
し
て
良
い
存
在
か

か

そ
れ
と
も
ど
ち
ら
で
も
無
い
中
立
の
存
在
か
を
見
極
め
る

の

わ
ば
心
得
と
も

う
べ
き
も

の
に
近
い

他
の
人
の
持
論
を
知
ら
な
い
が

に
と

て
は
と
に
か
く
そ
う
い

た
認
識
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

あ
る
意
味

の
持
論
を
体
現
し
て
い
る
世
界
と

え
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
平
和
な
日
本
で
は

え
ら
れ
な
い
異
常
な
状
況
に
あ
る

し
ろ
一
つ

を

れ

ば
本

に
死
ん
で
し
ま
う

の
中
は
圏
内
コ

ド
が
有

だ
が
デ

エ
ル
モ

ド
の
よ
う

に

け
道
は
存
在
す
る
し
性
的
行

に

し
て
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
を
解

し
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て
し
ま
え
ば
強
引
だ
と
し
て
も
監
獄
送
り
は
出
来
な
く
な
る

後
者
に

し
て
は
最
前
線
で
戦
い

け
て
い
る
者
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が

前
者
に

し
て
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
話

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

時
如

な
る
時
も

本
的
に
他
人
を
信

し
て
は
な
ら
な
い

 

密
に

う
な
ら

人
と
の
付
き
合
い
方
に
よ
り
気
を
配
れ
と
い
う
話

 
こ
の
世
界
で

う
ス
テ

タ
ス
は
最

個
人
情
報

レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス

向
を
知
ら
て
い

な
く
と
も
使

し
て
い
る
メ
イ
ン
武
器
を
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
対
策
は
取
れ
て
し
ま
う
武

器
や
戦
い
方
か
ら

本
的
な
ス
キ
ル
構
成
を

り
出
せ
る
か
ら
だ

 

え
ば
ユ
ウ
キ
な
ら

ス
キ
ル
に
は
必
ず

片
手
剣

が
入
る

盾
を
持

て
い
な
い
か
ら

武
器

も
必

足
が
速
け
れ
ば

値
が
高
い
か
ら
ス
キ
ル
に

が
あ
る
事
を

示
し
武
器
の
タ
イ
プ
が
パ
ワ

な
ら

限
定
ス
ピ

ド
な
ら

方
と
い
う
風
に

え

ら
れ
る

 
リ
ズ
の
よ
う
に
生

な
ら

更
戦
闘

の
ス
キ
ル
は

ら
れ
て
く
る

片
手

に

鍛
冶

定

で
す
で
に
三
つ
は

ま
る

 
こ
の
他
に
も
メ
イ
ン
で
活
動
し
て
い
る

層
で
大
体
の
レ
ベ
ル
を
推
し

れ
る

レ
ベ
ル
が
分

か
り

備
の
ラ
ン
ク
や

向
が
分
か

て
し
ま
え
ば
ス
テ

タ
ス
の

値
す
ら
分

が
得
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意
な
プ
レ
イ

に
は
分
か
る

 
メ
ニ

を
見
な
く
て
も
少
し
つ
ぶ
さ
に
観

す
る
だ
け
で

手
の
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス

と
い
う
の
は

分
か
り
な
の
だ

 

違
い
す
る
と
す
れ
ば
一
つ
だ
け

 
そ
れ
は
そ
の
時
点
で
の
最
上

備
の

正
レ
ベ
ル
を
大

に
上
回

て
い
る
事

 
観

か
ら
分
か
る
の
は
ス
テ

タ
ス
の

値
や
ス
キ
ル
の
構
成
予

つ
ま
り
大
体
こ
れ

く
ら
い
だ
ろ
う
と
平

値
や
武

を

備
す
る

の
下
限
値
が
分
か
る
だ
け
で
実
の
と
こ
ろ

備
者
の
上
限
値
に

し
て
は
不
明

現
時
点
で
一
番
強
い

備
を
し
て
い
る
と
下
限
は
そ
の

レ
ベ
ル
と
分
か
る
が

実

ど
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い

 

の
場
合
愛

し
て
来
た
片
手
剣
の
エ
リ

シ
デ

タ
は
第
五
十
層
の

に
七
十
五
層

の
時
点
で

力
不
足
を
感
じ
て
い
た
く
ら
い
な
の
で
こ
の
剣
か
ら
分
か
る
の
は
第
七
十
五
層

に
ギ
リ
ギ
リ

達
し
た
プ
レ
イ

と
い
う

と
そ
の
レ
ベ
ル
の
予

値
程

レ
ベ
ル
に

す
る
な
ら
マ

ジ
ン
の
有
無
を

ん
で
大
体

と
い

た
程

だ
ろ
う

こ
れ
は
ユ
ウ
キ

や
ク
ラ
イ
ン
達
の
武
器
を
見
て
も
同
じ
感
想
を
持
て
る

 
事
実

ユ
ウ
キ
達
の
レ
ベ
ル
は

前
後
の
値
を
示
し
て
い
る

こ
の
平

予
想
は

た
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て
い
る

 
し
か
し

の
レ
ベ
ル
は
１

な
の
で
平

予
想
を
大

に
上
回

て
い
る

最
前
線
で

す
る

備
を
持

て
い
る
事
は

値
を
示
す
が
反
面
上
限
を
示
さ
な
い
と
い
う
の
は
こ
う
い

う
事

 
だ
か
ら
こ
そ

備
に
よ
る
ミ
ス
リ

ド
を

こ
す
と
い
う
の
は
対
人
戦
で
は
か
な
り
の
ア
ド

バ
ン
テ

ジ
に
な
り
得
る
見
た
目
で
強
さ
や

を
変
え
る
と
い
う
の
が
こ
れ
に

た
る

外
見
た
目
と
い
う
の
は

認
要

な
の
だ

 
そ
れ
を

い

で
理
解
し
て
い
た
か
ら
こ
そ

は
レ
ベ
リ
ン
グ
を
一
日
た
り
と
も

ら
な

か

た

無
論
そ
れ
を
し
た
と
こ
ろ
で
死
ぬ
時
は
死
ぬ
と
分
か

て
い
た
た
め
レ
ベ
ル
と

備

は

論

技
術
の
方
も

く
よ
う
心
掛
け
て
来
た

 

ち
な
み
に
技
術
を

い
て
来
た
と

う

が
リ

姉
に
完

さ
れ
た
の
は

が

う

技
術

と
リ

姉
が

う

技
術

が
別
物
だ

た
か
ら
だ

 

の
方
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
に

た

的
な
戦
い
方
だ

そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
ス
キ
ル
と

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
組
み
合
わ
せ
や
ス
テ

タ
ス
に
よ
る
身
体
能
力
の
ブ

ス
ト
を
フ
ル
に
活

し
た
力

し
の
事

ど
れ
だ
け
能
力
が
あ

て
も
そ
れ
を

い
切
る
だ
け
の
機
転
や

性
が
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無
け
れ
ば
意
味
が
無
い
か
ら
こ
そ
の

技
術

 
リ

姉
が

う
技
術
は
シ
ス
テ
ム
に
頼
ら
な
い
全
く
の
実
力
の
み
を
指
し
た
も
の

シ

ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
頼
ら
な
い

な
技

の
み
で
勝
負
す
る
か
ら
こ
そ
力

し
の

は
負
け

て
し
ま

た

 

話

 
シ
ス
テ
ム
を
味
方
に
付
け
れ
ば

本
的
に
力

べ
な
ら
負
け
無
し
に
な
る
事
は
分
か

た

 
そ
し
て
こ
の
身
は

こ
の
世
界
に
生
き
る
プ
レ
イ

の

ど
か
ら
負
の
感
情
を
向
け
ら
れ

殺
隊
が
発
足
し
て
か
ら
は

日
気
を

け
な
い
日

と
な

た

気
を

け
ば
死
ぬ
の
だ
か

ら
圏
外
で
は
絶
対
気
を

け
な
い
し

圏
内
だ
ろ
う
と
マ
ナ

レ
ス
行

に

た
る
ブ

ロ

ク
を
さ
れ
る
と
コ

ド
を
無

し
て
強
引
に

か
さ
れ
る
か
は
分
か
り
切

て
い
た
か
ら

人
目
を
常
に
気
に
し
て
い
た

 
反
面

こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
本

に
人
が

な
か

た

ユ
イ
姉
を

け
ば

ユ
ウ

キ
達
と
再
会
す
る
ま
で
の
三
日
間
は
ず

と

と
も
出

わ
ず
見
る
の
は
仮
想
世
界
と
は
思
え

な
い
く
ら
い
の
雄
大
な
大
自
然
と
そ
こ
を

歩
す
る
動
物
や

型
の
Ｍ
ｏ
ｂ
ば
か
り

 
自
然

は
身
も
心
も
洗
う
と

い
た
事
は
あ
る
が
な
る

ど
そ
れ
は
事
実
だ
な
と
思

た
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こ
こ
で

偽
物
だ
か
ら

と
い
う

え
は
持
た
な
い

 
こ
の
世
界
は
確
か
に

と

の
二
進
数
の
み
で
形
作
ら
れ
て
た
仮
想
世
界
本
物
で
は
な
い

し
か
し
こ
の
世
界
で
感
じ
る
事
は

が
そ
う
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
現
実
で
の
外
界
の

情
報
を
取
り

ん
で
い
る
ロ
ジ

ク
を

え
れ
ば
仮
想
世
界
の
情
報
で
あ
ろ
う
と

達
に
と

て

は
真
実
に

違
な
い
の
だ

 
同
時
こ
の
世
界
で
思
う
事
も
ま
た
現
実
世
界
で
思
う
事
と
同

の
意
味
を
持
つ

一
つ

と
し
て
無

な
事
は
無
く

一
つ
と
し
て
無
意
味
な
事

な
ど
存
在
し
な
い

 

だ
か
ら
こ
そ

 
ビ

タ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

  
だ
か
ら
こ
そ

こ
う
し
て
向
け
ら
れ
る
憎
悪
も
ま
た

本
物
で
あ
り

真
実

 

一
年
前
か
ら

眠
る

に
見
る
夢
が
あ
る

 
護
ろ
う
と
し
て

け
れ
ど
護
れ
な
か

た
事
は
多
く
あ

た

 
殺
し
た
く
な
く
て

け
れ
ど
必
要
に

ら
れ
て
こ
の
手
で
殺
し
た
事
も
多
く
あ

た
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を
殺
そ
う
と
し
て

け
れ
ど
そ
の
策
に
自
ら

て
自
滅
し
て
い
く
者
も
多
く
い
た

 
そ
の
人
達
が

を
恨
ん
で
い
な
か

た
と

え
ば

に
な
る

恨
ま
れ
る
事
も

ま
れ
る
事

も
逆
恨
み
さ
れ
る
事
は
日
常

事

そ
れ
ら
は

に
ビ

タ

を
名

た
時
点
で

け
得
ぬ
事

だ

た
か
ら
こ
そ

観
と
共
に

け
容
れ
て
い
た

 
で
も

自
ら
命
を
絶

た
人
は

た
だ
一
人
だ
け

出
来
損
な
い
の

ビ

タ

に

達
と

わ
る

格
な
ん
て
無
か

た
ん
だ

 
今
も
ま
だ
夢
に
見
る

そ
の
光

 
小
学

か
ら
の
付
き
合
い
だ

た
ら
し
い

の
男
友
達
三
人
は
モ
ン
ス
タ

に
よ

て
殺

さ
れ
た

護
れ
な
か

た
と
報

し
た
時
に
見
せ
た
絶
望
と

ど
う
し
て

と
思

て
い
る
事

が
あ
り
あ
り
と
分
か
る
憎
悪
の
表
情
で
雲
海
へ
と
消
え
て
い
く

あ
の
⻩
昏
の
日

 
あ
の
日
か
ら
ず

と
忘
れ
ら
れ
な
い
憎
悪
の

葉
は
少
な
く
け
れ
ど
だ
か
ら
こ
そ

集
さ
れ
た
怨
嗟
の
念
が
伝
わ

て
来
て

そ
の

霊
に

わ
れ
た

 
も
う
二

と

き
た
く
な
く
て
け
れ
ど

生
の
手

が
あ
る
な
ら
手
に
し
て
実
行
す
る
事
が

最

限
の
責
務
と

え
た

は

か
つ
て

生
の
宝
を
求
め

い
に
狂

た

 
そ
の
時
は

槍
と
剣
の
手
解
き
を
し
た
女
性
の

葉
で

ま

た
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で
も
ま
だ
憎
悪
の

は

り
返
し

裏
に

い
て
い
る

明
確
な

と
し
て
も
不

明

な
雄

び
と
し
て
も

 
親
し
い
人
と

わ
る
時
も

親
し
く
な
い
人
と

わ
る
時
も

も

も

 

の
想
い
は

し
い

け
容
れ
て
く
れ
て
認
め
て
く
れ
て
そ
し
て
生
き
て
と
願

て
く

れ
て
い
て
本

に

し
い

 
け
れ
ど

 

な
ら

死

以
外
で

目
の
前
に
あ
る

罪

は
ど
う

え
ば

 

が

し
て
き
た

罪

は

そ
の
全
て
が

人
の
死

に
直
結
し
て
い
る

護
れ
な
か

た

者
手
に
掛
け
た
者
そ
し
て
自
殺
し
た
者
も

一
番
目
は
と
も
か
く
あ
と
の
二
つ
は
明
確
な

罪

に
数
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

 
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ら
を

う

に
は
死
ぬ
／
自
己

で
他
者
を
救
う
し
か
道
は
な
い
と

え

て
い
た

 
け
れ
ど
そ
れ
を

定
さ
れ
た
今

に
は

う
方
法
が
見
付
か
ら
な
い

 

罪
は
意
味
を

さ
な
い

が
奪

た
の
は
命

手
が
死
ぬ

を
取

た

に
は

や
は
り
対
価
と
し
て

も
ま
た
死
ぬ
し
か

罪
に
な
ら
な
い

で
も
死
ぬ
の
は
ダ
メ
だ
と

わ
れ
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て
い
る
か
ら
こ
の

は
出
来
な
い

 

死
ぬ
事
も

罪
も
出
来
な
い
な
ら

は
ど
う
す
れ
ば
良
い

 
そ
れ

ど
ま
で
に
恨
ま
れ
て
い
る
と
思
う
と
覚
悟
は
し
て
い
た
も
の
の
や
は
り
や
る
せ
な
く

て 
殺
意
を
向
け
ら
れ
て
い
る
事
実
に

心
が

え
た

 

ホ
ン
ト

が

間
違
い
だ

た
ん
だ
ろ
う

 
恨
ま
れ
る
理
由
は
分
か

て
い
る

月
夜
の
黒
猫

の

を
死
な
せ
た
事
が
恨
ま
れ
る
原

因
で

そ
し
て
ケ
イ
タ
が
自
殺
し
た
要
因
な
の
だ
と

 
リ

姉
に
思

を

め
さ
せ
ら
れ
る
ま
で

無

件
で

自
分
が
悪
い

と

え
て
い
た

 

意
を

し
て
い
て
情
報
も
出
来
る
だ
け

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
た
な
ら

自
業

自
得
だ
と

ユ
ウ
キ
達
は

て
く
れ
た

が
全
面
的
に
悪
く
な
い
と
は

え
な
い
け
れ
ど

し
か
し
責

は

彼
ら
に
あ
る
と

 
そ
う

わ
れ
て
い
な
が
ら
以
前
は
自
分
が
悪
い
と
思
い

ん
で
い
た

今
は
自
分
も
悪

い
け
ど

手
も
悪
か

た
と
ダ

カ

達
が
こ
ち
ら
の
情
報

を
流
し
ト
ラ

プ
の
有

無
も

べ
ず
宝

を
開
け
た
事
に
対
す
る
責

を

え
る
よ
う
に
な

た

以
前
は
ト
ラ

プ
の
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有
無
確
認
を
自
分
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
の
だ
と

え
て
い
た
事
を
想
い
出
せ
ば
そ
れ
が

ど
れ
だ
け
大
き
な
変
化
か
は
分
か

て
も
ら
え
る
と
思
う

 
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ

ク
ラ
イ
ン
達
は

と
親
し
い
交
友

に
あ
る

そ
の

で
あ
る
以

上

や
は
り
ど
う
し
て
も
あ
る
程

の

が
出
る
の
は
必
然
だ

 
し
か
し

は
か
な
り
親
し
く
し
て
く
れ
る

で
は
あ
る
が
同
時
に

の
認
識
と
い

う
客
観
的
な
立
場
か
ら
の

点
を
持
て
る
人
格
者
で
も
あ
る

そ
れ
は
他
人
の
目
が
あ
る
場

で

の

と
の
対
応
で
も
確
認
出
来
る

客
観
的
な

点
を
持
ち
か
つ
そ
れ
を

み
下
せ
る

を

持

て
い
る
の
だ

 
そ
ん
な

が
全
責

が
あ
る

で
は
無
い
と

て
く
れ
た
の
な
ら
き

と
そ
れ
は
真

実
な
の
だ
と
思
う

 
自
分
と
し
て
も
サ
チ
が
生
き
て
い
る
に
も

わ
ら
ず
自
殺
し
た
ケ
イ
タ
の
動
機
に

し
て
は

り
か
ね
て
い
た
か
ら

と
な
く
そ
の

葉
は
今
な
ら

直
に

け
容
れ
ら
れ
た

 
ダ

カ

達
を
護
れ
な
か

た
事
で
責
め
ら
れ
る
の
は

ま
だ
分
か
る

 
け
れ
ど
ケ
イ
タ
の
自
殺
に

し
て
そ
こ
ま
で

に
責

が
あ

た
だ
ろ
う
か

自
分
が
悪
い
の

だ
と
責
め
て
い
た
中
で
も

ケ
イ
タ
の
自
殺
だ
け
は
引

掛
か
り
を
覚
え
て
い
た
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だ
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
の

生
ア
イ
テ
ム
の

ケ
イ
タ
を
生
き
返
ら
せ
ど
う
し
て
自
殺
し
た

の
か
を

く
つ
も
り
だ

た

罪
リ
ア
ル
か
ら
の
友
人

で
あ
る

間
四
人
を
喪
わ
せ
た

事
に
対
す
る

罪
も
あ

た
が

そ
の
理
由
も
あ

た

 

の

葉
を
信
じ
る
な
ら

は
そ
こ
ま
で
間
違

て
い
た
と
は

え
な
か

た
の
だ

 
サ
チ
へ
の
指
導
内
容
に

し
て
も
ユ
ウ
キ
や
ア
ル
ゴ
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
し
リ

姉
や
シ

ノ
ン
に
同
じ
内
容
の
事
を
し
て
い
た
が
そ
こ
ま
で

判
は
喰
ら

て
い
な
い

む
し
ろ

め
て
さ

え
く
れ
た

逆
説
的
に
ダ

カ

達
へ
の
指
導
内
容
も
間
違

て
い
な
か

た
と

え
る
ビ
ル

ド
に
よ

て
対
応
は
変
え
た
と

え
ど

サ
チ
と
同
じ
内
容
だ

た
か
ら

 
つ
ま
り

月
夜
の
黒
猫

の
強
化
と
い
う
面
で
は

文

無
し
の
行
動
を
出
来
て
い
た

そ
れ
で
ト
ラ

プ
に
引

掛
か

て
死
ん
だ
と
な

て
は
自
業
自
得
と

え
る

高
レ
ベ
ル
の

が

た
と
は

え
こ
ち
ら
の

葉
を

か
ず
Ｍ
ｏ
ｂ
だ
ら
け
の
部

の
中
を

乱
し
た
ま
ま
動

き
回
り
フ

ロ

に
入
る
前
に

ま
れ
死
ん
で
し
ま

た
の
だ
か
ら

が

在
す
る

地
が

無
か

た

 
し
か
し

そ
れ
は
あ
く
ま
で

キ
リ
ト

と
い
う

月
夜
の
黒
猫

に
属
し
て
い
な
い
者

の

感
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き

と
ケ
イ
タ
に
と

て
は

そ
う
じ

な
い
ん
だ
ろ
う
な

 
リ
ア
ル
の

が
知
ら
ぬ
間
に
死
ん
で
い
て
そ
れ
で
高
レ
ベ
ル
の

が
生
き
残

て
い
る

の
な
ら
そ
う
思

て
も
仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
で
も

じ

あ
ど
う
す
れ
ば
良
か

た
ん
だ
と

そ
う

い
た
か

た

 
ケ
イ
タ
な
ら
守
り

せ
た
の
か
と

と
も

え
る
が
自
分
に
と

て
は
切
実
な

び
が
浮
か
ん
だ

サ
チ
や
ダ

カ

達
に
怨
ま
れ
る
な
ら
分
か
る
け
ど
そ
の
場
に
い
な
か

た

ケ
イ
タ
か
ら
そ
こ
ま
で
怨
ま
れ
る
の
は
少
し
理
不

な
の
で
は
と
も
思

た

 
そ
こ
ま
で

間
を
大
切
に
想

て
い
た
の
な
ら
サ
チ
が
戦
い
に

え
て
い
た
事
に
真

先
に

気
付
き
対
応
し
て
い
た
だ
ろ
う
に

 

間
の
死
で
そ
こ
ま
で
怨
み
を

く
な
ら
サ
チ
に
も
気
を
配

て
い
る
の
が

だ
ろ
う
に

 
こ
ち
ら
に
自
己
強
化
を
投

て
お
い
て
出
来
る
だ
け
死
な
な
い
よ
う
強
化
す
る

に

ば
無

理
し
て
時
間
を
作

て
い
た
の
に
そ
れ
で
怨
ま
れ
た
ら

理
不

と
思

て
し
ま
う
で

は
な
い
か

 
そ
ん
な
に

ビ

タ

が

オ
リ
ム
ラ
の
出
来
損
な
い

が

な
ら

最
初
そ
れ
を

た
時
に
い

そ

絶
し
て
く
れ
た
方
が
よ
か

た
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絶
さ
れ
る
事
に
は

れ
て
い
る
か
ら
そ
れ
な
ら
ケ
イ
タ
は

間
を
喪
わ
ず
サ
チ
は
独
り

ち
に
な
ら
な
か

た
か
も
し
れ
な
い
の
に

が
原
因
だ
と

う
の
な
ら

 

月
夜
の
黒
猫

と
初
め
て
会

た
あ
の
日
大

の
モ
ン
ス
タ

に
追
い
掛
け

ら
れ
て
い
た

を
思
い
出
す
に
あ
の
時
助
け
出
さ
な
け
れ
ば
き

と
そ
の
ま
ま
死
ん
で
い
た
と

思
う
け
ど

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

そ
れ
は
あ
く
ま
で
結
果
論
で
あ
り

の
話

 
ケ
イ
タ
に
殺
意
を
向
け
ら
れ
る
く
ら
い
怨
ま
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
現
実
で
あ
る
以
上

は
そ
れ
を

け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 
こ
れ
が

の
怨
み
だ

  
憎
悪
を
向
け
ら
れ

罪

と
対
し
て
悩
む

に

に
と

て
の
罪
の

徴
と
も

え
る
か

つ
て
存
在
し
た
月
夜
の
黒
猫

の
リ

ダ

は
血

た
眼
で
怒

を
上

な
が
ら

手

で
持

た
⻑
物
を
逆
手
に
持
ち
直
し

に

ぐ
よ
う
に
構
え
た
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死
ね

  
血
を
思
わ
せ
る

や
か
な

に
全
体
を

め

か
れ
⻑
い

に
は

の

飾
を

さ
れ
て
い

る
⻑
物
は

そ
の

い

先
を

に
定
め
た
後
に
投

さ
れ
る

 

の
色
と

同
じ
だ

た
か
ら
分
か
り

か

た
が
深
紅
の
光
を

て
い
る
の
を
見
る

限
り
ど
う
や
ら
⻑
槍
と
投

に
よ
る
複
合

ド
ス
キ
ル
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を
使

て
い
る
ら
し
か

た

 
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を

け
て
一
直
線
に
空
を

け
る
深
紅
の
光

迷
う
事
な
く
真

直
ぐ

来
す
る

死
の
紅

が
滲
み

界
が
ボ
ン

リ
と
し
て
い
て
も
形
が
ハ

キ
リ
と
分
か

る
程
の
強

な
光

 

い
は
正
確

わ
れ
る
は

回

を

み
な
け
れ
ば

部
破
壊
で

死
判
定
は

れ
な
い

 
と
な
れ
ば

罪
の
方
法
で
悩
ん
で
い
る
こ
ち
ら
も
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

罪
は
生
き

て
い
な
け
れ
ば
出
来
な
い
事
な
の
だ
か
ら

 

よ
り
も

は
生
き
ろ
死
の
う
と
す
る
な
と

わ
れ
て
い
る

想

て
く
れ
て
い
る

を
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裏
切
る

に
は
い
か
な
い

 
槍
の

突
は
点
で
の
攻
撃
だ
か
ら

離
感
を
狂
わ
せ
る
が
し
か
し
槍
と
い
う
武
器
は
そ
の
⻑

大
さ
を
活
か
し
た

ぎ
払
い
に
こ
そ
真
価
を
発

す
る

リ

チ
を
最
大
限
に
活
か
し
た

突
は

確
か
に

だ
が
そ
れ
以
上
に
広

を
カ
バ

す
る

ぎ
払
い
の
方
が
恐
ろ
し
い

し
ろ

本
人
の

力
と
槍
の
重
み
が
合
わ
さ

て
い
る
か
ら
だ

遠
心
力
を

す
れ
ば

ぎ
払
い
に
よ

る

撃
も
可
能
と
な
る

突
と

ぎ
が
ど
ち
ら
も

異
的
な
せ
い
で
回

は

り
も

え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

 
対
し
て
槍
投

は
一
直
線
に
し
か
進
ま
な
い

回
転
す
る
よ
う
に
投

ら
れ
る
と

か

で
は
あ
る
が
投

さ
れ
た
と
な
れ
ば
実

に
あ
た
る
ま
で

ば
く
か
の

予
が
あ
る
の
で
回

そ
の
も
の
は
容

な
の
だ

無
論
槍
に

意
を
向
け
さ
せ
る
意

が
あ
る
可
能
性
も

め
な
い

の
で

断
は
禁
物
だ
が

 
そ
し
て
今
の
攻
撃
は
真

直
ぐ
に

し
て
い
る
の
で
完
全
な
点
で
の
攻
撃

少
し
横
に
動
く

だ
け
で

せ
る

 
恐
ら
く

を
見
付
け
た
時
の
怒
り
や
憎
悪
と
い

た
感
情
が
臨
界
点
を
突
破
し
て
感
情
の

り
殺
傷
力
の
最
も
高
い
攻
撃
方
法
を

ん
だ
の
だ
ろ
う

⻑
物
系
の

突
は
確
か
に

力
が
高
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い 
し
か
し
殺
傷

力
の
高
い
攻
撃
は
得
て
し
て
回

さ
れ
や
す
い
と
い
う
デ
メ
リ

ト
も

せ

持

て
い
る

現
に

や

を

た
攻
撃
は
自
己

衛
反
応
で
一
番
に
回

行
動
を
無
意
識
で

も
取
る
部

だ

だ
か
ら
こ
そ
人
は
し
ぶ
と
い

 
こ
れ
が

体
だ

た
ら
話
は
ま
た
別
だ

た
可
能
性
も
あ
る

 

わ
れ
た
の
が

だ
と
す
ぐ
に
分
か

た
か
ら

に

べ
て
多
少
気
が

け
て
い
た

で

も
回

行
動
を

嗟
に
取
れ
た

 

襲
を

け
て
い
る
と
い
う
の
に
そ
う
安
心
を

い
た
事
こ
そ
気
の

け
て
い
た

証
に
他
な
ら
な
か

た

 
平
時
と
同

レ
ベ
ル
で
気
を

て
い
た
な
ら
す
ぐ
反
応
出
来
た
だ
ろ
う

不
意
打
ち
な
ど
今

ま
で

と
な
く

け
て
来
た
の
だ
か
ら

れ
て
い
る

 
し
か
し
槍
を
投

た
者
が
本
来
い
る

の
無
い
者
で
あ
る
事

向
け
ら
れ
る
憎
悪
と

裏
に

た

そ
し
て

よ
り
気
が

け
て
い
た
事
が
そ
れ
ぞ
れ
重
な

た
偶
然
が

命
的
な
隙
へ
と
繋
が

て
し
ま

た

 
気
を

い
て
い
た
か
ら
こ
そ
横
に

ん
だ

目
掛
け
て

直

に

が

た
槍
の
動
き
に
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反
応
出
来
な
か

た

な

ん

 

の
特
性
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
投

系
の

ド
ス
キ
ル
を
使

た
場
合
は
そ

ち
ら
の
特

が

先
さ
れ
る

登
録
し
て
い
る
武
器
だ
と
し
て
も
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を

け
て

い
る
間
は
自
在
に
動
か
せ
な
い

 
つ
ま
り

ド
ス
キ
ル
で

し
て
い
る
槍
が

を
追

て
い
き
な
り

道
を
変
え
る
事
は

本
来

こ
り
得
な
い

な
の
だ

ロ
ジ

ク
的
に

 
確
か
に

に
よ
る
イ
メ

ジ
の

作
は
シ
ス
テ
ム
が
再
現
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
カ

テ
ゴ
リ
は

備

ド
ス
キ
ル
と
い
う

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
の
力

に
は
逆
ら
え
な
い

道
を

ら
す
の
は
無
理
が
過
ぎ
る

に

ド
ス
キ
ル
は
中
断
さ
れ

る
の
で

そ
れ
を
発
動
し

け
る
事
も

あ
り
得
な
い

 

故
あ
り
得
な
い
と

中
で

と
共
に

う
と
同
時
に

の
横

に
紅
い
槍
が
突
き

さ
るぐ

 
反
対

の
横

か
ら

先
が
生
え
る
よ
う
に

し

時
に

が
全
身
を
襲

た
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覚
を
再
現
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
か
ら
体
を

か
れ
た
事
は
あ
る
し
全
身
が

け

た

と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

力
の
攻
撃
だ

て

も

け
て
い
る

盾
で
死
神
の
攻
撃
を

い

だ
時
も
全
身
に

い

み
が

た

 
そ
れ
で
動
き
が

た
事
は

も
あ
る

そ
れ
が

命
的
な
隙
に
な

て

を
切
り

と

さ
れ
た
事
だ

て
あ
る

 
そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
そ
れ
ら
の

み
を
気
合
で

さ
え

ん
で
来
た

み
に

き
隙
を

晒
し
て
も

の
た
う
つ
事
は
し
な
か

た

 

け
れ
ど

う
 
深
紅
の
槍
に
よ

て

か
れ
た
こ
の

み
は
こ
れ
ま
で

け
て
来
た

み
よ
り
も
一

強
い

よ
う
に
思
え
た

 
そ
れ
が
気
を

い
た
が
故
の
予
想
外
の
一
撃
だ
か
ら
か

 
そ
れ
と
も
横

と
い
う

み
の
体
勢
が
無
い
部

だ
か
ら
か

 
あ
る
い
は

恨
ま
れ
て
い
る
と
い
う
一
点
の
理
解
が

み
を
強
く
さ
せ
て
い
る
の
か

 
う

す
ら
と
目

に

が
滲
み
殺
気
を
向
け
て
来
る

手
の

が
ボ
ン

リ
と
す
る

あ
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る
意
味
で
怖
い

を
見
な
く
て
済
む
と
い
う
安
心
感
と
共
に
目
を

ら
し
て
い
る
と
い
う
罪
悪

感
が
同
時
に

中
で

き

こ

た

 

一
体

ど
う
す
れ
ば

良
か

た
ん
だ

 
向
け
ら
れ
る
殺
意
と
憎
悪
に
対
し
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
地
面
を
転
が

り
な
が
ら
悩
み
を
反

し

け
た

 
か
つ
て
気
を
許
し
た
人
と
殺
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
現

実
か
ら
目
を

ら
す
意

も

め
て

 

そ
ん
な
に

く

う
な
ら

の
行
動
や

え
が
悪
か

た
な
ら
ど
う
す
れ
ば
良

か

た
の
か
教
え
て
よ

 

出
来
損
な
い

な
ん
か
に
絶
対
性
を
求
め
な
い
で
く
れ

 
九

十

の
子

に

過

な
期

を
掛
け
な
い
で
く
れ

 
出
来
な
い
事
の
方
が
多
い
の
だ
か
ら

レ
ベ
ル
は
高
く
て
も
出
来
な
い
事
だ

て
あ
る
の
だ

か
ら

本

な
ら
力
を
付
け
る
の
だ

て
自
力
で
や
る
べ
き
事
な
ん
だ
か
ら

が
出
来
た
事
は

そ
の
道

を
示
す
事
く
ら
い
な
ん
だ
か
ら

 

報
わ
れ
な
か

た
か
ら
と

て
全
部
悪
い
と
ば
か
り
に
殺
そ
う
と
し
て
く
る
の
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は

や
め
て
よ

 

の

が
ざ
わ
つ
い
た

   

く

く
だ

  

ち
わ
び
た
時
が
や

と
来
た

 

間
を
護
れ
な
か

た

と

全
滅
し
た

と

わ
れ
て

し
か
も
死
ん
だ
面
子
が
小
学

の

か
ら
の

で
あ
る
男
子
三
人
で
あ

た
事
に

自
分
は
心

か
ら
怒
り
を
覚
え
た

 
あ
の
少
年
が
攻
略
組
の
ト

プ
ク
ラ
ス
を
直

る
プ
レ
イ

で
あ
る
事
は
知

て
い
た

い
て
い
た
か
ら
だ

ギ
ル
ド
の
助
力
を
頼
ん
だ
時
に
あ
ち
ら
は
自
身
の
情
報
を
開
示
し
た

見
た

目
や

い
か
ら
分
か

て
い
た
も
同
然
だ

た
が
レ
ベ
ル
に

し
て
も
教
え
て
き
た
事
は
未
だ

に
記

に
残

て
い
る

 
あ
の
少
年
と
出
遭

た

時
五
人
だ
け
の
ギ
ル
ド
の
平

レ
ベ
ル
は

に
達
し
て
い
な
か
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た 
最
前
線
が
三
十
層

で
あ

た
事
を

え
れ
ば
そ
こ
そ
こ
だ
が
マ

ジ
ン
を

え
れ
ば
平

は

後

だ

た

だ
か
ら

そ
れ
で

し
て

え
る
と

い
方
に
入
る

実

自
分
達

で
も
お
世

に
も
パ

テ

プ
レ
イ
が
上
手
い
と
は

え
な
い
自
覚
が
あ

た

 
そ
ん
な
自
分
達
の

地
を
救
う
よ
う
に
現
れ
た
の
が
あ
の
少
年

時
の
レ
ベ
ル
は

と

後

最
前
線
の
マ

ジ
ン
を

か
に
超
え
る
超
レ
ベ
ル
を

い
て
そ
し
て
直
に
戦
い
ぶ
り

を
見
て

こ
れ
を

す
手
は
な
い
と
思

た

 
プ
レ
イ
ン
グ
ス
キ
ル
と
し
て
は
か
な
り
下
手
な
部

で
あ

た
も
の
の
パ

コ
ン

部
の

部

だ

た
面
子
の
内

紅
一
点
の
プ
レ
イ

を

け
ば
全

が
か
な
り
の
ゲ

マ

だ

た

Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
は
あ
ま
り
手
を
出
さ
な
い
方
で
は
あ

た
も
の
の
そ
れ
な
り
の
下
地
は
あ

た

が
り
な
り
に
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
ど
う
す
れ
ば
強
く
な
れ
る
か
は
あ
る
程

理

解
し
て
い
た

 
一
番
手

取
り

い
の
は
や
は
り
強

プ
レ
イ

に
教

し
て
も
ら
う
事
に

き
る

そ

れ
は
戦
い
方
は

論

攻
略
サ
イ
ト
に

ら
れ
る
よ
う
な

備
・
ス
キ
ル
の
構
成

モ
ン
ス

タ

に
対
す
る
対

法
な
ど
だ
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そ
れ
ら
は
鼠
と
呼
ば
れ
る
情
報

が
発
行
し
て
い
た
攻
略
本
に

方
載

て
い
た
が
そ

れ
で
も
上
手
く
な
る
兆
し
は
無
か

た

 
そ
の
要
因
は

つ
か
あ

た

全
て

あ
の
少
年
に
指

さ
れ
た
事
だ

 
そ
の
内
の
一
つ
と
し
て
五
人
の
ビ
ル
ド
と

う
よ
り
は
使

武
器
に
よ
る

が

て
い

た
事
が

ら
れ
る

剣
使
い
一
人
片
手

と
盾
一
人
槍
使
い
二
人
そ
し
て

手

の

自
分

五
人
中
一
人
し
か
前
衛
が
お
ら
ず
三
人
は
中
衛
残
る
一
人
は
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

だ

た

 
パ

テ

で
理
想
的
と

わ
れ
る
の
は
盾
持
ち
の
前
衛
三
人

手
武
器
や
⻑
物
系
の
中
衛

二
人

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

二
人

索

を

け
持
つ
ス
カ
ウ
ト
一
人

 
そ
れ
を

す
れ
ば
ど
れ
だ
け

て
い
た
か
は
よ
く
分
か
る

 
五
人
の
内
転
向
が
必
要
だ

た
の
は
⻑
物
系
の
武
器
の
使
い
手
で
あ
る
自
分
と
⻑
槍
使
い
の

男
そ
し
て
同
じ
く
⻑
槍
使
い
だ

た
紅
一
点
の
三
人

こ
の
三
人
の
中
か
ら

か
一
人
は
ビ
ル

ド
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 

実
の
と
こ
ろ

か
一
人
は
前
衛
へ
の
転
向
が
必
要
で
あ
る
と
は
そ
の
少
年
に
バ

ラ
ン
ス
の
悪
さ
を
指

さ
れ
る
前
か
ら

え
て
い
た
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候
補
と
し
て
は
片
手
剣
と
盾

 
片
手
剣
を
転
向
先
の
ス
キ
ル
と
し
て

え
て
い
た
の
は
パ

テ

メ
ン
バ

の
武
器
の
属

性
が

突
と
打
撃
で

て
い
た
か
ら
だ

た

攻
撃
方
向
に
よ

て
は
斬
撃
も
可
能
だ
が
最

も
火
力
が
出
る
メ
イ
ン
属
性
は
や
は
り
そ
の
二
つ

だ
か
ら
こ
そ
片
手
剣
を
転
向
先
と
し
て
見

え
て
い
た

 
し
か
し
少
年
の
指

を

け
る
前
か
ら
分
か

て
い
た
の
に
そ
れ
を

わ
な
か

た
の
は

に
そ
れ
ま
で
育
て
た
ス
キ
ル
を
捨
て
て
育
て
直
し
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
弱
体
化
し
て
し
ま
う
か

ら

で
は
な
い

 

に
片
手
剣
を
使

た
戦
い
方
を

も
教
え
ら
れ
な
か

た
か
ら
だ

盾
で
攻
撃
を

い

だ
り
ヘ
イ
ト
を

ぐ
方
法
に

し
て
は
片
手

使
い
の

間
で
も
教
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
が
片

手
剣
で
の

本
的
な
立
ち
回
り
は
教
え
ら
れ
な
い

攻
略
本
に
も
あ
る
程

は
載

て
い
た
が
実

に
や
る
の
と
で
は
や
は
り
違
う

 
必
要
で
あ
る
と
は
分
か

て
い
る

 
し
か
し
そ
れ
を
実

的
に
な
る
ま
で
鍛
え
る
事
が
出
来
な
い
か
ら

そ
の

を

も

わ
な

か

た

恐
ら
く
紅
一
点
の
プ
レ
イ

以
外
は
分
か

て
い
た
が

え
な
か

た

自
分
が
悪
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者
に
な
り
た
く
な
か

た
か
ら

 
そ
ん
な

に

ビ

タ

の
忌
み
名
と

黒
の
剣
士

の
二
つ
名
で
知
ら
れ
る

の

出
来
損
な
い

が
や

て
来
た

助
力
を
頼
め
ば

お
人

し
な
気
性
だ

た
の
だ
ろ
う

り
は
し
た
も
の
の
請
け
負

て
く
れ
た

 
そ
し
て
ギ
ル
ド
の
紅
一
点

サ
チ
に

片
手
剣
の
手
解
き
を
始
め
た

一
日
に
一
時

間

く
か
夜

く
の
ど
ち
ら
か
に

日

け
て
い
た

 
意
外
だ

た
の
は

圏
外

に
出
て
Ｍ
ｏ
ｂ
と
戦
わ
せ
る
の
で
は
な
く

圏
内

で
あ
る

の

の
方
で

と

振
り
か

戦
を

り
返
し
て
い
た
事

レ
ベ
ル
は
上
が
ら
ず
ス
キ
ル

値
も

上
が
ら
な
い
に

し
い
に
も

わ
ら
ず
そ
れ
を

け
る
事
に
疑
問
を

き
は
し
た
が

下
手
に

出
し
し
て
も
後
が
怖
い
か
ら

も

わ
な
か

た

 
自
分
達
が
し
な
か

た
事
を
的
確
に
し
て
く
れ
る
な
ら
構
わ
な
か

た
の
だ

事
実
サ
チ
は
あ

の
少
年
の
手
解
き
を

け
て
か
ら
初
の
圏
外
戦
闘
で
そ
れ
ま
で
見
た
事
が
無
い
く
ら
い
の
戦
い

ぶ
り
を
見
せ
Ｍ
ｏ
ｂ
を

弄
す
る
程
に
成
⻑
し
て
い
た

本
人

く

し
た
少
年

く
ぎ

こ
ち
な
さ
が
あ
る
と
い
う

価
の
そ
れ
は
自
分
達
か
ら
す
れ
ば

か
に
上
手
い
戦
い
方
だ

た

 
そ
の
期
間

か
一

間
だ
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た

た
一

間
で
そ
れ
ま
で

中
衛
か
ら
動
か
な
か

た
サ
チ
が
前
衛
で

子

の
戦
い

ぶ
り
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
事
か
ら

間
の
三
人
も
手
解
き
を

け
た
い
と

し
出
た

自

分
も
攻
略
組
に
入
れ
る
希
望
が
見
え
た
事
か
ら
同
じ
様
に
頼
み

み

そ
し
て
少
年
は
承

 
そ
れ
か
ら

日
一
時
間

振
り
と
少
年
と
の

戦
が
夜

く
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

 

か
ら

方
ま
で
は
圏
外
で
Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
し
ク
エ
ス
ト
を
達
成
す
る
な
ど
し
て
コ
ル
を

集
め

夜

く
に
な
れ
ば
少
年
の
手
解
き
を

け
る
日

 
そ
れ
が
二

間

ど

い
た

か
ら

に
戦
闘
時
間
が
少
な
く
な
り
探
索
を
終
え
た
後
の

ア
イ
テ
ム
や
コ
ル
な
ど
の

が
増
え
た

パ

テ

プ
レ
イ
を
意
識
し
た
助

も

け
て
い
た

か
ら
だ
ろ
う

 
一
月
足
ら
ず
で
十
層
後

か
ら
二
十
層

ば
ま
で

点
を

し
上

る
程
の
成
⻑
を
し
た
自

分
達
は

そ
れ
か
ら
約
十
日
間
で
ギ
ル
ド
ホ

ム
を

入
出
来
る
く
ら
い
コ
ル
を

め
た

 
念
願
の
ホ

ム
を

い
に
出
か
け
た

 
そ
し
て

間
は
紅
一
点
を
残
し
て
死
ん
だ

 

故
だ

と
自
問
し
た

 
ホ

ム
を

い
に
出
か
け

入
し
た
ホ

ム
で

の
帰
り
を

て
い
れ
ば
伝
え
ら
れ
た
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の
は

間
の
死

少
年
の
手
解
き
を

け
て

と
死
ぬ
程
で
は
無
か

た

の

間
が

故
死

ん
だ

と

 
事
の

は

サ
チ
が

ば
自
失
し
て
い
た
の
で
少
年
か
ら

い
た

 

剣
使
い
の

間
ダ

カ

が

入
し
た
ホ

ム
に
入
れ
る
家

を

え
る
だ
け
の
コ
ル
を

集
め
て
来
て

自
分
を

か
そ
う
と

し
た
の
が
始
ま
り

時
も
は

層
の
迷

を
探

索
す
る
が

あ
る
程

レ
ベ
ル
も
上
が

て

備
も
新

し
て
い
た
か
ら

層
で
も
行
け
る
だ

ろ
う
と

い

少
年
と
サ
チ
は

重
さ
を

先
し
て
反
対
し
た
も
の
の
多
数
決
で

し
切
ら
れ

結

層
へ
向
か

た

 

時
も
な
ら
攻
略
本
や
少
年
の
生
の
情
報
を
予
め
前
日
に
収
集
し
探
索
に
出
掛
け
る
前
に
話

し
合

て

知

を
心
掛
け
る
よ
う
に

少
年
の

意
を

け
て

し
て
い
た
が
そ
の

時
は

突
な
事
だ

た

に
話
し
合
い
は
無
か

た

 
そ
れ
は
最
悪
の
手
だ

た

層
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
も
有
数
の
ト
ラ

プ
型
ダ
ン

ジ

ン
で
有
名
に
な
る
程
に
悪

な

が
数
多
い
と
さ
れ
て
い
た
の
だ

リ

ダ

で
あ
る

に

知

て
お
く
べ
き
だ
と
少
年
が
主
に
活
動
し
て
い
る
層
の
一
つ
上
は
教
え
る
よ
う
に
し
て
い
た

か
ら
自
分
は
知

て
い
た
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少
年
は
そ
れ
に
つ
い
て
も

は
し
た

そ
の

に
攻
略
本
を

み

む
べ
き
だ

と

 
ダ

カ

は
そ
れ
に
対
し

達
な
ら
大

い
ざ
と

う
時
に
は
黒
の
剣
士
が

る

と

て
そ
れ
を

ね

け
た
ら
し
い

間
の
片
手

使
い
テ
ツ
オ
と
⻑
槍
使
い
サ
サ
マ
ル

も

同
様
の
事
を

て
い
た
と
い
う

 
そ
の
ま
ま
少
年
の

意
を
流
し
索

や
ト
ラ

プ
の
発
見
と
解

を

う
ス
カ
ウ
ト
も

務

し
て
い
る
ダ

カ

を
先

に
出
発
し

少
年
と
サ
チ
も

む
に

ま
れ
ず
後
を
追
う

 

く
探
索
を

け
た
果
て
に
ダ

カ

は
攻
略
組
や
黒
の
剣
士
す
ら
も
が
見

し
て
い

た

し

を
発
見
し
た

間
の
悪
い
事
に
ダ

カ

の

練

で
は
対
応
出
来
な
い
レ
ベ
ル
の

ト
ラ

プ
を
先
ん
じ
て
発
見
・
解

し
て
い
た
少
年
は

し

を
開
け
た
ダ

カ

の
動
き
の

把
握
が

れ
て
い
た

気
付
い
た
時
に
は
ダ

カ

は

を
開
け
た
小
部

の
中

に

し

て
い
る
宝

の
前
ま
で
近
付
い
て
い
た
と
い
う

 
サ
チ
は

そ
の
時

に
開
け
な
い
方
が
良
い
の
で
は
と

意
を

し
て
い
た

 
し
か
し
ダ

カ

達
は
攻
略
組
で
す
ら
見
つ
け
ら
れ
な
か

た
部

に
あ
る
宝

な
ら
き

と
得
る
も
の
も
多
い
に
違
い
な
い
と
判
断
し
宝

に
手
を
付
け
た

ト
ラ

プ
の
有
無

を
探
る
事
も
無
く



 第八十五章 〜怨みに恨む〜

 
慌
て
て
少
年
が
声
を

る
の
と
同
時
に
宝

は
開
け
ら
れ
そ
し
て

報
が

く

少
年
が

り

む
と
同
時
に
小
部

の

は

ま
り
密

と
な

た
部

の
中
に
は
数
え
切
れ
な
い
数

の
モ
ン
ス
タ

達
が

き
出
た

 
少
年
は
剣
を

き
全
力
で
戦

た

サ
チ
は
あ
ま
り
の
事
に

り

み
他
の
三
人
は

乱

し
た

 
そ
の

に
サ
チ
だ
け
が
生
き
残
り
テ
ツ
オ
ダ

カ

サ
サ
マ
ル
の
三
人
は
死
ぬ
事
に

な

た

少
年
の
話
で
は
自
分
の
声
に
応
じ
ず

乱
し
た
ま
ま
近
く
の

を
払
い

け
よ
う
と

動
い
た
せ
い
で
タ
ゲ
が
集
中
し

き
に
あ

て
す
ぐ
死
ん
で
し
ま

た
ら
し
い

 
サ
チ
は
部

の

の
方
に

て

に
動
こ
う
と
し
な
か

た
の
が

い
し
て
タ
ゲ
が
あ
ま
り

集
ま
ら
ず
大

れ
し
て
い
る
少
年
や
他
の
三
人
に

意
が
向
い
た

だ
か
ら
少
年
の
助
け
は
ギ

リ
ギ
リ
な
が
ら
も
間
に
合

た
と
い
う

 

が
あ

た
か
の

は
そ
こ
で
終
え
ら
れ
た

 
事
の

を
全
て

き
終
え
て

自
分
が

い
た
思
い
は

ざ
け
る
な

だ

た

 
そ
れ
は
今
ま
で

て
い
た
の
に
ア

サ
リ
と

間
を
殺
し
た
世
界
に
対
す
る
怒
り
だ

た

の
か
も
し
れ
な
い

そ
ん
な
ト
ラ

プ
を
仕
掛
け
る
設
定
に
し
た

場

に
か
も
し
れ
な
い
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け
れ
ど
明
確
に

い
て
い
た
の
は
少
年

の
出
来
損
な
い
と

わ
れ
て
い

る
キ
リ
ト
に
対
し
て
の
怒
り
だ

た

 
あ
の
少
年
は
自
分
達
よ
り
も

か
に
強
か

た

少
し
情
報
を
集
め
れ
ば
ず

と

ロ
で

る
に
も

わ
ら
ず
フ

ル
ド
ボ
ス
を

独
で
撃
破
し
た
り

殺
隊
に
よ
る
レ
イ
ド
二
つ
分
の

猛
攻
を
全
て
返
り

ち
に
し
た
り
と
と
に
か
く
武

伝
に
近
い
話
は
す
ぐ
に
判
明
す
る

そ
れ

く
ら
い
隔
絶
し
た
能
力
が
あ
る
と
知

て
い
た

 
そ
れ
だ
け
の
実
力
と
能
力
が
あ
る
な
ら

サ
チ
だ
け
で
な
く
三
人
も
救
え
た
の
で
は
な
い
か

と 
も

と

う
な
ら

し
部

に
至
る
前
に
も
止
め
ら
れ
た

な
の
だ

ダ

カ

の

を

ね

け
る
だ
け
の

は
持

て
い
た

だ

そ
れ
な
の
に
力

く
に
で
も
止
め
な
か

た

ダ

カ

で
対
応
出
来
な
い
レ
ベ
ル
の
ト
ラ

プ
が
あ
る
な
ら
そ
れ
を
理
由
に
引
き
返
す
よ
う

え
た

だ

 
そ
れ
な
の
に

そ
う
し
な
か

た

 
結
果
論
で
あ
る
事
は
分
か

て
い
た

八
つ

た
り
で
あ
る
事
も

 
だ
が
そ
う
思

て
し
ま

て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

間
の
死
を

れ
る
機
会
や

を
持
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て
い
な
が
ら
そ
う
し
な
か

た
事
に

し
て
怒
り
を

く
の
は
仕
方
な
い

に
も
責
め
ら
れ
な

い
事
の

だ

む
し
ろ
正

な
権

だ
と
思
う

 
だ
か
ら
怒
り
を

い
た

一
緒
に

て
来
た

達
を
護
ら
な
か

た
者
に
憎
し
み
を

覚
え
た

 

し
か
し

だ
か
ら
と

て
出
来
る
事
は
無
い
に

し
か

た

 
レ
ベ
ル
も

代

ば
に
至
り

備
も
新

し

ス
キ
ル
値
も
か
な
り
上
が

た
と

て

も
や
は
り
中
層
で
活
動
出
来
る
程

こ
ち
ら
の
面
倒
を
見
つ
つ
も
一
日
た
り
と
も
欠
か
さ
ず
最

前
線
攻
略
に

き
そ
し
て
そ
の
ス
ピ

ド
を

持
し
て
い
る
事
か
ら
も
あ
ち
ら
の
実
力
と
能

力
が

も
な
い
事
は
理
解
出
来
た

 
レ
ベ
ル
が
高
く
な
れ
ば
戦
い
に
掛
か
る
時
間
は
自
ず
と

く
な
る

備
が
強
く
な
り
ス
キ

ル
値
が
上
が

て

ド
ス
キ
ル
の

力
も
上
が
れ
ば

そ
れ
は
よ
り

著
な
も
の
と
な
る

他
者
の
育
成
を
し
つ
つ
最
前
線
攻
略
を

立
さ
せ
て
い
る

そ
れ
が
出
来
る
程
の
ス
ピ

ド
を

持
し
て
い
る
時
点
で
あ
ち
ら
の
能
力
が
高
い
事
は
直
に

ら
れ
た
数
値
以
上
の
証

と
し
て

現
実
を
突
き
付
け
て
来
て
い
た

お
前
で
は
決
し
て
勝
て
な
い
の
だ

と

シ
ス
テ

ム
が

て
い
た
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殺
し
た
い
程
に
憎
く
思

た
が

そ
れ
を

せ
る
程
の
力
な
ん
て
自
分
に
は
無
い

 
な
ら
ば
ど
う
す
る
か

 
そ
こ
で
あ
の
少
年
が
自
分
達
に
助
力
す
る
事
を

り
は
し
た
も
の
の
最
終
的
に
承

し
た

理
由
が

わ

て
来
る

 
あ
の
少
年
に
と

て
も
最
前
線
攻
略
と
の

立
は
大
変
だ

た

だ
が
そ
の

し
さ
と
大
変

さ
に
報
い
る
だ
け
の
価
値
を

こ
ち
ら
の
助
力
・
育
成
に
見
出
し
て
い
た
の
は
確
か
だ

 
そ
う
で
な
け
れ
ば

に
見
限
る
か

あ
る
い
は
部
分
部
分

に
済
ま
せ
て
い
た
だ
ろ
う

 
し
か
し
憎
く
思

て
い
る
あ
の
少
年
が
少
な
く
と
も
壊
滅
事
件
以
外
で
手
を

い
た
と
思

え
た
場
面
は
思
い
浮
か
ば
な
い

探
索
や
手
解
き
の

に

を

く
し
て

意
を

し
て
い

た

の
方
が
よ
り

明
に
浮
か
ぶ
程
だ

 
つ
ま
り
全
力
に
な
る
だ
け
の

か

を
見
出
し
て
い
た

だ

 
自
分
は
そ
れ
を

人
と
の
触
れ
合
い

な
の
で
は
な
い
か
と

く
付
き
合

て
か
ら

え

て
い
た

 
デ
ス
ゲ

ム
化
に
よ

て
他
者
を
信
じ
る
事
は
危
険
と
い
う
暗

の
了
解
が
広
ま

て
い
る

中
交
友

と
い
う
の
は
現
実
よ
り
も
あ
る
意
味

き
に
く
い

だ

い
と

て
良
い
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の
か
リ
ア
ル
と
同
じ

と
い
う
フ

ク
タ

が
あ
る
の
で

し
や
す
い
部
分
は

の
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ

ム
よ
り
あ

た
が
そ
れ
で
も
命
が

か

て
い
る
危
険
性
や

他
的
な

気
を

感
じ
取
れ
ば
自
ず
と

極
性
は
喪
わ
れ
る

今
の

で

足
し
て
い
る
な
ら

の
事

 
つ
ま
り
ビ

タ

と
し
て

ま
れ
る
立
場
に
あ

た
少
年
は
そ
の
立
場
上
人
と
の
交
友

を
結
べ
な
い

そ
れ
は
人
と
の
触
れ
合
い
も
無
い
と
い
う
事
で
あ
り
心
の

し
な
ど
も
一
切
無

い
と
い
う
意
味
に
も
解

出
来
る

 

極
の

己
主
義
と
い
う
経

か
ら
ビ

タ

と
し
て

り
を

け
る
の
は
自
業
自
得
だ

ろ
う

の
振
る
舞
い
か
ら
見
る
に
そ
の

の
自
覚
は
あ

た
よ
う
に
思
え
る

 
だ
が
そ
れ
で
も

欲
求
や
感
情
は
理
性
と
は
別
だ

 
あ
の
少
年
は
恐
ら
く
心
の

で
人
と
の
触
れ
合
い
に

え
て
い
た

い
せ
い
で

人

と
の
交
流
は

し
く
そ
し
て

ま
し
く

た
事
だ
ろ
う
な
ま
じ
人
と
の
親
し
い
交
流
が

絶
無
な
身
の
上
で
は
そ
の
衝
動
は

し
か

た

だ

 
だ
か
ら
こ
そ

の
メ
リ

ト
も
無
い

の
自
分
達
の
助
力
に

極
的
だ

た
の
で
は
な
い
か

と
自
分
は
か
つ
て

し
て
い
た

 

論
本
人
が

に
し
て
い
た
攻
略
組
が
増
え
る
の
は
デ
ス
ゲ

ム
生
還
と
い
う
目
的
に
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い
て
有

と
い
う
理
由
も
あ

た
だ
ろ
う

し
か
し
そ
れ
は
あ
ま
り
大
き
く
な
か

た
の
で
は

と
思
う

し
ろ
攻
略
速

を

持
す
る

に
苦
労
し
て
い
た
が
そ
の
苦
労
は
本
来
あ
の
少
年

が
す
る
も
の
で
は
無
い
か
ら
だ

極
論
自
分
達
を
育
成
す
る
な
ら
助

す
る
だ
け
に

め
あ
と

は
勝
手
に
し
ろ
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
も
良
い
の
で
あ
る

む
し
ろ
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

他
的
な

気
か

ら

え
れ
ば
そ
れ
が
ス
タ
ン
ダ

ド
な
手
法
だ

 
し
か
し
彼
は
異
常
な
程
に
攻
略
速

を
上

て
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
を

開
し
た
後

常

よ
り
も
速
い
が

に
生
ま
れ
た
隙
間
時
間
で
こ
ち
ら
の
手
解
き
や
指
導
を
し
て
い
た

一
緒
に

圏
外

で
戦
闘
を
し

危
な
い
場
面
が
あ
れ
ば
手
助
け
に
入
る
と
い
う

非
常
に

み
の
無
い

指
導
法
ま
で
協
力
し
て
い
た
程
だ

パ

テ

は
別
だ

た
か
ら

を
取

て
い
な
い
以
上

ア
イ
テ
ム
も
コ
ル
も

経
験
値
す
ら
も
入
手
出
来
な
い
と
い
う
の
に

 
そ
の
指
導
法
が
あ

た
か
ら
こ
そ
あ
の
少
年
は

み
や
大
義
名
分
で
は
無
く
他
の

か
に

価
値
を
見
出
し
た
の
だ
と
自
分
は
推

し
て
い
た

 

そ
し
て

そ
れ
こ
そ
が
自
分
が
出
来
る
復
讐
の

一
の
道
だ

た

 

な
話
だ

 
あ
の
少
年
は
触
れ
合
い
を
求
め
て
こ
ち
ら
に
力
を

し
て
い
た

そ
し
て
五
人
の
内
実
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に
三
人
も
目
の
前
で
護
れ
ず
に
死
な
せ
た

そ
れ
に
深
く
傷
付
い
て
は
い
る
が

ば
義
務
感
と

自
責
感
で
動
い
て
い
た

 
そ
ん
な
少
年
へ
憎
し
み
を

果
的
に
ぶ
つ
け
る
な
ら
あ
か
ら
さ
ま
な
憎
し
み
を
ぶ
つ
け
る
と

共
に

自
分
も
死
ね
ば
良
い

 
そ
れ
が
狂

た

え
で
あ
る
事
は
理
解
し
て
い
た

サ
チ
を
一
人
残
す
事
が
ど
れ
だ
け
残

な

事
か
も

 
し
か
し
こ
う

て
は

だ
が
サ
チ
は
生
き

び
ら
れ
る
と
思
え
な
か

た

そ
の
時
は

少
年
が
間
に
合

た
か
ら
助
か

た
が
し
か
し
自
分
と
二
人
で
生
き
残
る
の
は
不
可
能
と

え

る
く
ら
い
に
は
非
力
だ

た

無
論
自
分
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う
世
界
に
と

て
は
非
力
な
存
在
に
違

い
な
か

た

 
で
あ
る
な
ら
ば

 
最
終
的
に
は
死
ぬ
の
だ
と

う
の
な
ら

 
こ
の
命
を
あ
の
少
年

ビ

タ

へ
の
復
讐
に
使
う
の
も
悪
く
な
い
と
思
え

た 
結
果
は
上

び

り
る
前
に

を

き
つ
け
て
や
れ
ば

ビ

タ

は
明
ら
か
な
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苦
し
み
と
共
に

を
歪
め
た

嗟
に
手
を

ば
そ
う
と
し
て
い
た
が
そ
れ
を
払

て
ま
で
憎

し
み
を
ぶ
つ
け
た
の
だ

程
の

で
も
無
い
限
り
そ
の
意
味
す
る

は
理
解
出
来
た

あ

の
表
情
の
変
化
を
見
た
限
り
で
は
分
か

た
と
思
う

 
⻩
昏
に

ま
る
雲
海
を
真

逆
さ
ま
に

ち
る
中
死
ぬ
事
へ
の
悔
し
さ
と
哀
し
み
そ
し
て

に

れ
上
が
る
怒
り
や
憎
し
み
の
感
情
を

き
な
が
ら

自
分
は

下
を

け
た

 
そ
し
て
気
付
け
ば
ど
こ
と
も
知
れ
ぬ
樹
海
の
中
に
立

て
い
た

 
最
初
は

乱
し
た

高

下
で
死
ぬ

な
の
に
ど
う
し
て
樹
海
の
中
に
い
る
の
か
と

最

初
は
あ
の
世
と
も

え
た
が
メ
ニ

面
を
開
け
る
し

い
も
死
ぬ
直
前
の

備
だ

た
事
か

ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
あ
る
と
悟

た

 

の
Ｍ
ｏ
ｂ
の
レ
ベ
ル
は

時
は
そ
こ
ま
で
高
く
は
な
か

た

最
前
線
の
レ
ベ
ル

よ

り

か
に
上
程

だ

た
か
ら

れ
ば
一
対
一
で
な
ら
ど
う
に
か
倒
せ
て
い
た

 
そ
れ
で
た
だ

性
的
に
疑
問
が
晴
れ
な
い
ま
ま
レ
ベ
リ
ン
グ
を

け
て
い
る
内
に
プ
レ
イ

と
出
会

た

乱
の
極
み
に
あ
る
そ
の
プ
レ
イ

を

ち

け
て
か
ら
話
を

け
ば

運
悪
く
リ
ン
ク
さ
せ
集

で
襲
い
掛
か
る
タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

に
引

掛
か

て
全
損
し
た
ら

し
か

た
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全
損

つ
ま
り

が
無
く
な
り

明
確
に
死
ん
だ
と
い
う
事
に
な
る

 

と
し
た
ら
高

下
の

中
で
あ
の
デ
ス
ゲ

ム

の
日
み
た
い
に

転

で
こ

ち
ら
に

さ
れ
た
の
か
と
思

て
は
い
た
の
だ
が
明
確
に
全
損
し
た
時
の
記

を
持

て
い
る

プ
レ
イ

の
話
を

け
ば
そ
の
可
能
性
は

定
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
恐
ら
く

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る
死
後
の
世
界
な
の
だ
ろ
う
と

そ
う
結
論
付
け
た

 
そ
も
そ
も
全
損
し
た
と
こ
ろ
で

リ
ア
ル
で

に
死
ぬ
と
い
う
話
は
一
切

い
て
い
な
い

あ
の

ロ

ブ
が

て
い
た
の
は
リ
ア
ル
で
も
死
ぬ

件
だ
け
で

時
死
ぬ
か
は

て

い
な
か

た

 
つ
ま
り
全
損
し
た
と
こ
ろ
で

に
死
な
な
い
の
だ
と
し
た
ら
死
亡
判
定
を

け
た
プ
レ
イ

は
別
の
場

に
隔
離
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

恐
ら
く
そ
れ
が

な
の
だ

 
そ
の
思

を
経
て
い
る
内
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

る

の
権
限
を

奪
す
る
か
ら
生

命
の

に
横
線
が
引
か
れ
る
の
だ
ろ
う
と

を
立
て
た

そ
う
と

え
れ
ば
辻
褄
が
合
う

 
そ
の

気
に
な

た
の
は

で

が
全
損
す
る
と
ど
う
な
る
か

と
い
う
事

 
そ
れ
は

ら
ず
し
も

が
ど
う
い

た
と
こ
ろ
な
の
か
の

を
立
て
る

の
情
報
を
教
え

て
く
れ
た
プ
レ
イ

に
よ

て
証
明
さ
れ
た
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に
遭
遇
す
る
超
高
レ
ベ
ル
モ
ン
ス
タ

に
よ

て
そ
の
プ
レ
イ

は
死
ん
で
し
ま

た

そ
の
時
は

恐
ら
く
こ
の
樹
海
の

か
に
ま
た
生
き
返

た
だ
ろ
う
と

え
て
い
た

 
し
か
し
そ
の
プ
レ
イ

と
フ
レ
ン
ド
登
録
を
交
わ
し
て
い
た
自
分
は
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の

名
前
を
見
て

そ
う
で
は
無
い
と
悟

た

 
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
見
た
時

に
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

の
名
前
は
黒
の
ロ
グ
ア
ウ
ト
状

を

示
し
て
い
た

ビ

タ

の
名
前
は
現
在

に

し
て
い
る
が

ま
だ
残

て
い
た
そ
の

時
は

こ
ち
ら
も
同
じ
く
ロ
グ
ア
ウ
ト
状

だ

た

 
反
面
新
た
に
登
録
し
た
そ
の
プ
レ
イ

の
名
前
は

時
白
い
ロ
グ
イ
ン
状

を
示
し
て

い
た

 
つ
ま
り

ビ

タ

や
サ
チ
が

る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
状

は
確
認
出
来
な
い

反
面

こ
ち
ら
に
来
て
い
る
プ
レ
イ

の
状

は
反

さ
れ
る

 
恐
ら
く
先
に
死
亡
し
て
来
て
い
た
だ
ろ
う
三
人
は

こ
ち
ら
で

に
死
ん
で
い
た
の
だ

 
仮
に
新
た
に
登
録
し
た
者
の
状

し
か
反

さ
れ
な
い
に
し
て
も
そ
の
プ
レ
イ

の
名
前

も
黒
く
な
り

時
ま
で
経

て
も
白
く
な
ら
な
か

た
事
か
ら
も
う
復
活
は
し
な
い
の
だ
と

判
断
し
た
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で
死
ね
ば
生
き
返
ら
な
い

更
に
別
の
死
後
の
世
界
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
無
い

か
も
し
れ
な
い
以
上

観
的
に
は

え
ら
れ
な
い

 
そ
の
日
か
ら
自
分
は
も
う
死
に
た
く
な
く
て
必
死
に
レ
ベ
ル
を
上

る
事
に
し
た

復
讐
の

に

び

り
自
殺
を
結
構
し
た
自
分
だ
が

本

を

え
ば
死
ぬ
の
は
怖
く
て

だ

た
か

ら

全
損
判
定
を
一

け
て
い
る
の
で

時
死
ぬ
か
は
分
か
ら
な
い
身
だ
が
そ
れ
で
も
ま
だ

生
き
ら
れ
る
の
な
ら
抗
い
た
か

た

 
そ
の
行
動
は

ど
こ
か
願

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
死
ん
だ
後
に

り

い
た
こ
の
樹
海
を

う
モ
ン
ス
タ

達
の
レ

ベ
ル
は
来
た
ば
か
り
の
時
で

に
最
前
線
の
平

レ
ベ
ル
を

か
に
上
回
る
数
値
を
示
し
て
い

た

そ
れ
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
上

し
て
い
た

 
恐
ら
く
だ
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
攻
略
進

に
応
じ
て
レ
ベ
ル
が
上
が

て
い
る
の
だ

そ
れ
が
ど
う
い
う
理

で
か
は
知
ら
な
い
が
時
間
が
進
む
に
つ
れ
て
自
動
的
に

が
強
く
な

て
い
く
の
は
事
実

 
つ
ま
り
戦
わ
な
け
れ
ば

れ
死
ぬ

 
そ
し
て
戦
え
ば

限
な
く
レ
ベ
ル
が
上
が

て
い
く

を
倒
し
常
に
自
分
の
レ
ベ
ル
に
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切
な
経
験
値
を

め

レ
ベ
ル
ア

プ
の
速

が
安
定
す
る

 

そ
れ
を

け
て
行
け
ば
も
し
か
し
た
ら

れ
こ
ち
ら
に
来
る
だ
ろ
う
ビ

タ

に

今

は
直

的
に
復
讐
出
来
る
の
で
は
な
い
か

 
そ
ん
な

い
願
い
を
持

て
自
分
は
レ
ベ
リ
ン
グ
を

け
て
来
た

現
在
の
レ
ベ
ル
は
１
２

で
あ
る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
違

て

な
ん
て
無
い
か
ら
ド
ロ

プ
し
た
食

か
ら
自
分
で

理

を
作
り
武

も
レ
ベ
リ
ン
グ
で
増
え
た

個
の
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
に
鍛
冶
や
裁

を

入
れ
て
自
分
で
修
復
し

回
復
ア
イ
テ
ム
も

ポ

シ

ン
作
成

ス
キ
ル
で
自
作
し
た

 
気
付
け
ば
自
分
は
あ
の
ビ

タ

の
よ
う
に
一
人
で
大

の
事
は
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
樹
海
に
出
る
モ
ン
ス
タ

の
属
性

性
の

で
打
撃
属
性
の

手

は

性
が
悪
い
た
め

中
で

い
の
近
い

⻑
槍

を
自
作
し

転
向
も
し
た

斬
撃
と

突

打
撃

の
全
て

を
一
人
で
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

 

索

や

発
見

定

な
ど
も
取

て
い
き

一
人
で
対
応
出
来
る
よ
う

カ
バ

し
て
い
く
に
つ
れ
て

ビ

タ

が
ど
れ
だ
け
実
力
あ
る
プ
レ
イ

だ

た
か
分
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か

た

 
だ
か
ら
こ
そ
ど
う
し
て

間
達
を
止
め
な
か

た
の
か
助
け
ら
れ
な
か

た
の
か
が
分
か

ら
な
か

た

助
け
よ
う
と
し
た
と

て
い
た
が
そ
の
実
サ
チ
を
独
り

め
す
る
つ
も
り

で
わ
ざ
と
見
捨
て
た
の
で
は
と
悪

み
し
た
事
だ

て
あ
る

 
と
も
あ
れ
実

の
理
由
は
分
か
ら
な
い
し

今
と
な

て
は
最

ど
う
で
も
良
い

 
重
要
な
の
は

事
実
と
し
て

ビ

タ

が
テ
ツ
オ
達

三
人
を
死
な
せ
る
結
果
に

な

た
事

と

そ
れ
に
対
し

自
分
は

ビ

タ

を
殺
し
た
い
程
憎
ん
で
い
る
事

の
二

つ 
レ
ベ
ル
は
１
２

 
対
し
て
樹
海
の
モ
ン
ス
タ

の
平

レ
ベ
ル
は
１
０
０
前
後

恐
ら
く
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

最
前
線
の
モ
ン
ス
タ

の
平

レ
ベ
ル
よ
り

か
に
上
で
あ
る
事
か
ら

ビ

タ

の
レ
ベ

ル
は

て
も
１
０
０
を
超
え
て
い
て

し
か
し
１
２
０
に
は
達
し
て
い
な
い

だ

 
加
え
て

年

ど
前
に
こ
ち
ら
に
来
た
オ
レ
ン
ジ

本
人
達
は
レ

ド
と

て
い
る

の
集

と
遭
遇
し
彼
ら
が
ビ

タ

に
殺
さ
れ
た
と

て
い
た
事
か
ら
振
る
舞
い
は

容
れ
な
い
も
の
の
気
持
ち
は
共
感
出
来
た
た
め
協
力

も

け
た

あ
ち
ら
は
対
人
戦
の
ノ
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ウ
ハ
ウ
を
こ
ち
ら
に
教
え
逆
に
こ
ち
ら
は
樹
海
の
特
徴
や
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
ま
た
ア
イ
テ

ム

の

を
す
る

そ
の

性
を

い
て
き
た

 

そ
し
て
つ
い

日

あ
の

ビ

タ

が

迷
い
の
森

近
く
に

る
と
い
う
話

を

い
た

 
あ
の
ビ

タ

が
死
ん
で
樹
海
に
来
た
と
い
う
話
を

い
て
今
す
ぐ
に
で
も
強
く
な

た

自
分
の
力
で
直

引
導
を

し
て
や
り
た
く
な

た

を

え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
レ

ド
達
の
ヘ

ド
が
そ
れ
を
禁
じ

麻

さ
せ
ら
れ
た
の
で

日
は
行
動
に

せ
な
か

た
が

 
し
か
し
今
日
は
違
う

確
認
し
た
い
事
が
あ
る
と

て
一

突
撃
は

を

し
し
か
し
返

て
来
る

え
が

予
想
と
異
な

て
い
れ
ば
殺
し
て
も
構
わ
な
い
と

わ
れ
て
い
る

で
は
ど
ん
な

え
で
は
殺

し
て
は
ダ
メ
な
の
か
と

を

た
が
レ

ド
の
ヘ

ド
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

る
よ
う
に

を
歪
め
る

だ
け
で
応
え
は
し
な
か

た

 
と
も
あ
れ

セ
ル
ベ
ン
テ

ス
の
神
殿
か
ら
帰

て
来
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
か
ら
オ

ケ

が
出
た
の

で

い
と
ば
か
り
に

す
ぐ
に
出
て
来
た
数
人
の
内

ビ

タ

を

て
樹
海
で
得

た
特
別
な
槍

Ｐ
ｏ
Ｈ
が
使
わ
な
い
か
ら
と

て

て
く
れ
た

を
全
力
で
投
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し
た

 
そ
の
槍
は
紅
い
魔
槍

名
称
は
魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
と

い
神
話
上
で
は
投

す
る
と

必
ず

に

た
る

槍
だ
と

い
た
事
が
あ
る

 
他
に
も
投

れ
ば

が
分
裂
し
て
広

を
攻
撃
し
突
け
ば

の
体
内
か
ら

が
突
き
出
る

と
い
う
話
も
あ
る
が

流

に
そ
れ
は
再
現
さ
れ
て
い
な
い

 
再
現
さ
れ
て
い
る
の
は
必
中
だ

直

振
る
う
分
に
は

ら

果
を
発

し
な
い
が
し

か
し

投

と

⻑
槍

の
複
合
ス
キ
ル

ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

と
い
う
武
器
と
同
じ
名
称
の
槍

投

ド
ス
キ
ル
を
使

た
場
合
に
の
み

こ
の
槍
は

を
追

す
る

に

た
る
ま
で

そ
れ
は
も
う
獣
の
如
く

 
自
分
が
知

て
い
る
だ
け
で
も

ら
か
の
特

な
バ
フ
が
掛
か

て
い
る
武
器
は

い
た
事
あ

る
が

必
中

と
い
う
バ
フ
は

に
し
て

い
た
事
は
無
い

け
れ
ど
そ
の
バ
フ
は
高
い

力
を
誇
る
反
面
外
せ
ば
メ
イ
ン
武
器
を
喪
う
と
い
う
大
き
過
ぎ
る
デ
メ
リ

ト
を
背
負
う

ド

ス
キ
ル
を
必
ず

て
ら
れ
る
と
い
う
正
に
メ
リ

ト
の
み
の
ス
キ
ル
に

華
さ
せ
る
点
が
非
常

に
魅
力
的
な
も
の
だ

た

 
ど
こ
か
ら
持

て
来
た
の
か
知
れ
な
い
こ
の
槍
を
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

て
く
れ
た
そ
の
時
か
ら
自
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分
は
武
器
の
性
能
的
に
も
バ
フ
と

ド
ス
キ
ル
の

み
合
い
的
に
も
そ
し
て
深
紅
と
い
う

色
合
い
的
に
も
自
分
は
愛

し

け
て
来
た

今
や
強
化
値

プ
ラ
ス

の
最
大
強
化
品
で
あ

る

Ｐ
ｏ
Ｈ

く
第
五
十
層

の
最
高

品
を

か
に
超
え
る
性
能
ら
し
い

最
近
合
流
し
た

モ
ル
テ
と
い
う
男
の
話
で
は
恐
ら
く
八
十
層

で
も
手
に
入
ら
な
い
程
の
性
能
だ
と
い
う

 
そ
れ
だ
け
高
い
性
能
が
あ
る
な
ら
よ
り

ビ

タ

を
殺
せ
る
可
能
性
は
高
く
な
る

 
だ
か
ら
こ
そ
自
分
は
ず

と
ず

と
こ
の
樹
海
で

を

い
て
来
た

い
の
紅
槍
を
以
て

ビ

タ

の

を

き

一
撃
で
死
に
至
ら
し
め
る
べ
く

 
だ
か
ら
こ
そ

襲
の
一
撃
が
横

を

い
た
事
に

を

い
た

 

前
で
体
を

た
の
か

 
必
中
と
い
う
バ
フ
は
強
力
な
反
面
強
力
過
ぎ
て

か
な
部
分
の

整
は

か
な
い
と
い

う

な
欠
点
も
持

て
い
る

 

い
話

ど
こ
を

く
か
の
指
定
は
持
ち
主
だ
と
し
て
も
不
可
能

必
ず

た
る
と

て

も
そ
れ
は

死
判
定
の

部
や

か
も
し
れ
な
い
し
あ
る
い
は
今
の
よ
う
に
横

や
四

か

も
し
れ
な
い

と
に
か
く
ど
こ
か
し
ら
対

と
し
た

に

た
る
と
い
う
事

を
引
き

こ

せ
ば

必
中

は
達
成
さ
れ
る
の
だ



 第八十五章 〜怨みに恨む〜

 

ど
う
や

て
追
い
掛
け
る

を
定
め
て
い
る
か
は
知
ら
な
い
が
対

を
定
め
ら
れ

る
な
ら
ど
こ
に
を

す
か
も
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
か

た
な

 

ま

た
く

一

死
ん
で
い
る
ク
セ
に
悪
運
が
強
い

 
特
性
で
自
動
的
に

て
来
る
魔
槍
を

手
に
握
り
直
し

を
向
け
ら
れ
つ
つ
し
ぶ
と

い
怨

に
内
心
で

づ
い
た

  
そ
れ
は

突
だ

た

 
樹
海
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を

し

は

の
浮
遊

へ
と
エ
リ
ア
を

動
す
る
べ
く
大
神

殿
を
出
た
と
こ
ろ
で

こ

た

の
出
来
事

大
木
の
太
い

に
立

て
い
る
男
性
プ
レ
イ

の
怒
声
と
共
に

た
れ
た
紅
の
閃
光
が
突
如

に

が
り
横
へ

び
退
い
た
黒

く

め
の
少
年
を

い
た
の
だ

 
そ
れ
は
本
来
あ
り
得
な
い
現

を

て
い
た

ド
ス
キ
ル
特
有
の
光
を

て
投

ら

れ
た
槍
は
本
来
直
進
す
る

な
の
に

そ
れ
を

し

中
で

道
を
変
え
た

 
シ
ス
テ
ム
的
に
も
そ
し
て
あ
の
男
の
手
を
離
れ
た
時
点
で
ど
う
や

て
も

道
を
変
え
ら
れ

な
い
の
に
変
わ

た
槍
は

流

に
練
達
し
た

を
持
つ
少
年
を
以
て
し
て
も
回

し
切
れ
な
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か

た

前
で
体
を

り

を

か
れ
る
の
だ
け
は

止
し
た
よ
う
だ
が
そ
れ
で
も
横

を

槍
は

し
て
い
る

ゲ

ジ
は
ゴ

リ
と
七

は
一
気
に

ら
れ

華

で
小

な
体

は
地
面
を
バ
ウ
ン
ド
し
て
大
神
殿
の

に

き
つ
け
ら
れ
た

が
 

に
ぶ
つ
か
る
と
同
時
に

き
が
上
が
り

生
し
た

に
グ

タ
リ
と
力
無
く
横
た
わ
る

 
そ
ん
な
彼
の
横

を

い
て
い
た
紅
い
槍
は
一

後
紅
い

子
と
な

て
消
え
る

大
木
の

に
立

て
い
る
男
へ

線
を
再

向
け
れ
ば
た

た
今
目
の
前
で
消
え
た
紅
槍
は
男
の

手
に

て
い
た

ど
う
や
ら
そ
う
い
う
特
性
を
持
つ
武
器
ら
し
い

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の
知
識

権
限
に
よ
り

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
有
す
る
オ
ブ
ジ

ク
ト

の
デ

タ
ベ

ス
へ
繋

ら
れ
る
か
ら
こ

そ
分
か

た

 
あ
の
武
器
は

理

で
実

出
来
る
実

エ
レ
メ
ン
ト

目
の
達
成
報

の
一
つ

で
あ
る

魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

投

攻
撃
に
使

し
た
場
合
に
の
み
発
動
す
る

必
中

の

特

果
を
付
与
さ
れ
た

⻑
槍

カ
テ
ゴ
リ
の
魔
槍
だ

 

ち
な
み
に

必
中

の

果
を
発
動
す
る
に
は

ま
ず

う
対

を
目

し
て
い
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
と
あ
る
シ
ス
テ
ム
を

し
て
い
る
か
ら
だ

そ
の
シ
ス
テ
ム
の
名
は
デ

テ

ル
・
フ

カ
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

 

に

う
な
ら
プ
レ
イ

が
焦
点
を
合
わ
せ
た
対

オ
ブ
ジ

ク
ト
の
解
像

だ
け

明
に
し

的
に
入

て
い
る
が
焦
点
を
合
わ
せ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
解
像

は
引
き
下

サ

バ

や
シ
ス
テ
ム
に
掛
か
る
負

を

整
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

 
プ
レ
イ

が
見
て
い
る
も
の
と
一

に

て
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
に
は
一
万
人
も
の
プ
レ

イ

が
最
初

き
合
う
事
を
前

と
さ
れ
て
い
た

そ
ん
な
数
の
プ
レ
イ

全
て
に
オ
ブ

ジ

ク
ト
を
完
全
な
解
像

を
以
て
見
せ
て
い
れ
ば
サ

バ

は
一

に
し
て
オ

バ

ヒ

ト
を

こ
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い

そ
れ
を
未
然
に

ぐ
た
め
プ
レ
イ

が
特
に
見
よ
う
と

し
て
焦
点
を
合
わ
せ
た
オ
ブ
ジ

ク
ト
だ
け
解
像

を
上

そ
れ
以
外
は
不

明
に
す
る
事
で

負

を
下

る
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
で
あ
る

 
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
プ
レ
イ

の
焦
点
が
合
わ
せ
ら
る
事
で

果
が
表
れ
る
と
い
う

点
に
あ
る

 
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
は
プ
レ
イ

が
特
に
集
中
し
て
い
る
も
の
を
認
識
し
そ
れ
を
反

し
て
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い
る

 
必
中
バ
フ
は
こ
の
Ｄ
Ｆ
Ｓ
に
よ
り
特
に
焦
点
を
合
わ
せ
ら
れ
解
像

を
引
き
上

ら

れ
て
い
る
プ
レ
イ

を

う
特
性
を
有
し
て
い
る
の
だ

 

論
そ
れ
は
槍
を
投

る
時
点
で
あ

て
そ
の
後
に

へ

意
を
向
け
て
も

い
が
変
わ
る

事
は
無
い
が
逆
に

う
な
ら
焦
点
を
合
わ
せ
ら
れ
た
対

は
槍
が

た
る
ま
で
決
し
て

れ

ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
事
を
意
味
す
る

現
に
今
し
方
体
を

い
た
部

も

道
か
ら
予

す
る

に
ど
う
も

を

て
放
た
れ
た
よ
う
だ
が

わ
れ
た
少
年
が

前
で
体
を

た
事
で

を

く
結
果
に
な

た

必
中

バ
フ
は

た
る
事
だ
け
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
り
ど
こ
を
実

に

く
か
は
指
定
出
来
な
い
代
物
と
い
う
証

で
あ
る

 
と
は

え
そ
れ
も

然
だ

Ｄ
Ｆ
Ｓ

に
よ

て
解
像

を
引
き
上

ら
れ
る
対

は

一

個
の
オ
ブ
ジ

ク
ト
全
体
で
あ

て

オ
ブ
ジ

ク
ト
の
特
定
部

で
は
無
い
の
だ
か
ら

本
的
に
プ
レ
イ

を
見
れ
ば
体
全
体
の
解
像

が
上
が
り
モ
ン
ス
タ

を
見
れ
ば
そ
の
全

体
の
解
像

が
引
き
上

ら
れ
る

 

外
が
あ
る
と
す
れ
ば
風

を
反

す
る
一

の

く
ら
い
だ
ろ
う

 

Ｄ
Ｆ
Ｓ

は

離
感
も
再
現
し
て
い
る
た
め

索

や

の
目

ス
キ
ル
を
持

て
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い
な
い
限
り
少
し
遠
く
な
る
と

か
な
く
な
る

し
か
し

と
い
う
オ
ブ
ジ

ク
ト
を
見
る

場
合
は
大

近
く
な
の
で

に

て
い
る
風

は
全
て
近
く
に
あ
る
と
い
う

認
を

シ
ス
テ
ム
は
引
き

こ
す

結
果
的
に

を
見
た
場
合
に
限
り

離
感
や
他
の
解
像

に

な
く

て
い
る
全
て
の
光

の
解
像

が
最
高
に
引
き
上

ら
れ
る
事
に
な
る

 
ち
な
み
に
私
が
そ
れ
を
知

て
い
る
の
は
プ
レ
イ

の
容

を
現
実
の
そ
れ
へ

換
し
た

事
を
自
覚
さ
せ
る

に
配

さ
れ
た
手

を
使
い
遠
く
に
い
る
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
の
ね
ぐ
ら

を
探

て
い
た
光

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
か
ら
だ

 
一
番
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
存
在
に

付
き
あ
ま
つ
さ
え
そ
れ
を

し
て
遠

離
に
よ
る

認
方
法
を

え
出
し
た
義
弟
に
は
感

を

ら
で
も

け
て
し
ま
う

 

話

 

Ｄ
Ｆ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
を

し
て
必
中
と
な

て
い
る
槍
を
再

手
に
し
た
男
性
プ
レ
イ

は

の
上
に
横
た
わ

た
少
年
を
見
て
忌

し
そ
う
に

を
打

た
の
が

こ
え
た

恐
ら
く
今
放

た

襲
の
一
撃
を
以
て

死
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
ア
テ
が
外
れ
た
か
ら

だ 
そ
の
反
応
に
苛
立
ち
を
覚
え
た
私
は
そ
の
男
性
プ
レ
イ

の

を
覚
え
る

に
目
を
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め 
そ
し
て

し
い
動
揺
を

い
た

 
そ
の
プ
レ
イ

の
声
を

い
た
事
は
あ

た

 
そ
の
プ
レ
イ

の

に
は
覚
え
が
あ

た

 
そ
の
プ
レ
イ

が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
死
亡
し
て
い
る
事
を
知

て
い
た
か
ら
こ
そ

こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
会
う
事
が
無
い
よ
う

し
て
い
た

プ
レ
イ

の
ロ
グ

を

て
現
在
ど
こ
に
い
る
か
も
把
握
し
て
い
た
く
ら
い
に

 

故
と

そ
う

び
を
上

な
か

た
の
は
た
だ
の
偶
然
で
し
か
し
万
に
一
つ
と
い
う

に

し
い
も
の
だ

た
よ
う
に
思
う

 
そ
れ
で
も
や
は
り

中
は

れ
て
い
た

 

千
の
疑
問
が
あ

た

故

自
身
の
行
い
を

上

し
て
彼
を
怨
む
の
だ

と

 

万
の
疑
念
が
あ

た

故

自
分
か
ら
命
を
絶

た
の
に
彼
を
怨
む
の
だ

と

 

の

怒
が
あ

た

故

命
を
奪
わ
ん
と
す
る
程
に
私
の
義
弟
を
怨
む
の
だ

と

 

兆
の

が
あ

た

故

そ
う
ま
で
し
て
あ
の
子
を

よ
う
と
す
る
の
だ

と
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な
ま
じ
演

能
力
が
高
い
せ
い
で

時
に
弾
き
出
さ
れ
る
声

無
数
に
は
程
遠
く
し
か
し
数

え
る
に
は
多
過
ぎ
る
そ
れ
ら
は

確
実
に
私
の

か
を
壊
し
に
掛
か
る

 
そ
の
感
覚
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
正
式
サ

ビ
ス
が
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変

し
て
か
ら
の
一
年

も
の
間

ず

と

け
て
い
た
も
の
と
同
じ
だ

た

 
そ
れ
す
な
わ
ち

憎
悪

で
あ
る

 
こ
の
世
界
に

じ

め
ら
れ
た
お
よ
そ
一
万
人
の
プ
レ
イ

達
の

全

が

き

Ｍ

Ｈ
Ｃ
Ｐ
に
届
け
ら
れ
た
負
の
感
情

そ
の
極

の
一
つ

怒
り
悲
し
み
憎
し
み
絶
望
が

複

に

ざ
り
合

て
形
成
さ
れ
た
醜
い
感
情

 
そ
れ
が
今

私
の
中
に

き
立

て
い
た

 
し
か
し
そ
れ
も

然
だ

今
の
私
は

キ
リ
ト

と
い
う

子
の
存
在
が
在

た
か
ら
こ
そ

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

の

務
を
全
う
し
や
す
く
す
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
性
格
を
保

て
い

る
が
彼
が

な
け
れ
ば
彼
ら
か
ら
届
け
ら
れ
た
感
情
に
よ
り
私
の
自
我
は
憎
悪
に
塗
り

さ
れ
て
い
た

す
な
わ
ち

人

殺
す
べ
し

と

 
私
を
義
理
の
姉
と
し
て

け
容
れ
て
く
れ
た
彼
に

た
時
私
は
壊
れ
か
け
て
い
た

彼
の

存
在
を

え
に
多
く
の
人
か
ら
届
け
ら
れ
る
負
の
感
情
に

し

さ
れ
か
け
て
い
た

限
界
だ
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た 
ど
う
し
て
こ
ん
な
目
に
遭
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ど
こ
と
も
知
れ
な
い
暗
い
空
間
で
そ
う
思

し
た
事
は

と
知
れ
な
い

 
そ
ん
な
中

私
と
同
じ
よ
う
に
不

な

い
を

け
て
い
る
少
年
が

た

 
自
分
と
違

て
弱

を

く
事
無
く
他
者
の

に
動
け
る
そ
の
少
年
が
私
に
は

し
く
見
え

た

不

に

て
来
る
者
達
の

に
動
け
る

は

い
て
い
た

仮

そ
の
道
に
決
し
て
報

わ
れ
る
も
の
が
無
い
と
し
て
も

 
だ
か
ら

え
ら
れ
た

 
そ
れ
は
恐
ら
く

人
を

す

に
存
在
す
る

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

と
し
て
の
自
己
を
掛
け
た
意
地

だ

た
の
だ
と
今
な
ら
思
う

人
を

す

に

ら
れ
た
の
に
人
を

す
る
感
情
を

く

に

は
い
か
な
い

と

あ
る
い
は
そ
の
感
情
に

ま
れ

本

に

す
る

に
は
い
か
な
い
と

 
少
な
く
と
も
似
た
よ
う
な
目
に
遭

て
い
る
少
年
が

え
て
い
る
間
は

え
て
い
よ
う

 

そ
の
決
断
が
最
初
に
揺
ら
い
だ
の
は

彼
が
力
を

し
て
い
た
ギ
ル
ド
が
壊
滅
し

そ
し
て
そ
の
リ

ダ

が
目
の
前
で
自
殺
し
た
の
を
見
た
時
だ

た

 
プ
レ
イ

達
の
間
の
常
識
や
暗

の
了
解
を
完
全
に
理
解
し
て
い
た
か
と
問
わ
れ
る
と
流
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に
そ
う
だ
と
は

え
な
い
が
あ
る
程

の
事
は
あ
の
少
年
を

て
い
る
間
に
知
り
得
て
い
た
の

で

少
な
く
と
も
全
く
の
無
知
と
ま
で
は
い
か
な
か

た

 
そ
ん
な
私
で
す
ら
そ
の
リ

ダ

で
あ
る
男
の
行
動
は
理
解
不
能
で

つ
意
味
不
明
だ

た 
そ
れ
を

切
り
に
そ
の
少
年
を
取
り

く

境
に
対
し
多
く
の
感
情
が

い
た

悪

や

怒
り

の
思

と
感
情
が
芽
生
え
た

そ
れ
は
ド
ン
ド
ン

れ
上
が

て
い
く

な
ま
じ
彼
と

私
の
境
遇
が
あ
る
意
味
近
か

た
だ
け
に
ま
る
で
自
分
が
そ
う
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
し

ま

た
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
の
果
て
に
私
は
壊
れ
た

 
今
思
い
返
し
て
も
壊
れ
た
私
が
無
邪
気
な
子

と
し
て
振
る
舞
え
て
い
た
事
は

と
し
か

い
様
が
無
い

壊
れ
た
原
因
は
外
界
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
負
の
感
情
と
自
身
の
内

か
ら

き

こ

た
モ
ノ

 
そ
れ
な
の
に
破
損
し
た
私
の
振
る
舞
い
は
無
邪
気
だ

た

 
し
か
し

そ
ん
な
私
の
根

に
も

憎
悪

の
感
情
は
確
か
に
存
在
し
て
い
る

 
多
く
の
人
間
か
ら
学
ん
だ
負
の
感
情

そ
の
一
つ

学
ん
だ
か
ら
こ
そ
自
分
で
も
作
り
上



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

組
み
上

ら
れ
る
よ
う
に
な

て
し
ま

た
そ
れ
は

今
正
に

中
で

き

こ

て
い
た

キ
 
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
槍
で

か
れ
未
だ

に
横
た
わ

て
い
る
義
弟
の
方
が
心
配
だ

た

 
正
直
今
す
ぐ
に
で
も
槍
の
男
ケ
イ
タ
に

の
光

を

き

み
た
い
衝
動
に

ら
れ
て
は
い
た

が
人
を

す
る
よ
り
も
身
内
や

間
を
大
事
に
思
う
事
を
こ
そ
重
要
と

え
て
い
る
私
に
と

て

先

は
外

へ
の
報
復
よ
り
も
護
る
た
め
に
動
く
方
が
高
か

た

 
だ
か
ら

の
動
き
を

し
つ
つ
私
は
十
メ

ト
ル
以
上
吹

ば
さ
れ
た
義
弟
へ
と

け

寄
る今

こ
そ

 
そ
の
最
中

危
険

ギ
リ
ギ
リ
ま
で

が

た
キ

に
ト
ド
メ
を

す
べ
く

は
槍
を

再
び

に

い
だ

紅
い
光
が
紅
槍
を

む

 

さ
せ
な
い

 
再
び
必
中
と
な

た
槍
投

ド
ス
キ
ル
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
が
放
た
れ
る
と
分
か
り
キ

の

へ

け
寄
る
の
を
中
断

す
ぐ
に

動
先
を
キ

と

を
結
ん
だ
直
線
上
へ
と
変
え
義
弟

を
護
る
た
め
に
立
ち
は
だ
か
る
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そ
の
ま
ま
槍
が
放
た
れ
て

私
が

も
し
な
け
れ
ば

共

か
れ
る
だ
ろ
う

だ

ユ
イ

ね

 

然
と
名
を
呼
ぶ
声
が

を
打

た

 
自
身
の
代
わ
り
に
身
を

そ
う
と
し
て
い
る
義
姉
を

じ
る
／
己
を

じ
る
声
に
私
は
知
ら

ず

み
を
零
す

 
今
の
彼
は
地
下
迷

で
の
事
を
思
い
返
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

私
が

た
事
で
消

滅
す
る
事
に
な

た
あ
の
出
来
事
は
今
の
状
況
に

ら
せ
ば
魔
槍
の
一
撃
か
ら

う
事
で
死

す
る
予

と
合

す
る

 

に
話
し
た
よ
う
に
私
は
確
か
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

カ

デ

ナ
ル
が
特

で
復
活
さ
せ
た
事
で
再
び
存
在
す
る
事
を
許
さ
れ
た
私
は

に
は
一

死

ん
で
も
復
活
す
る

と
伝
え
て
い
る

 

が

き

と
そ
れ
が
真
実
で
は
無
い
と

明
な
義
弟
は

付
い
て
い
る
だ
ろ
う

 

を

た

で
は
無
い

 
た
だ

に
実

ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
だ
け

私
の
イ
ネ

ブ
ル

と
な

た

ゲ

ジ
が
全
損
し
た
後

本

に
カ

デ

ナ
ル
は
私
を
復
活
さ
せ
る
か
分
か

て
い
な
い

私
が
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た
事
は
た
だ

合
の
い
い
可
能
性
だ
け
な
の
だ

 
私
が

た
よ
う
に
再
び
復
活
す
る
か
も
し
れ
な
い

 
け
れ
ど
再
び
死
ん
だ
私
を
不
要
と
判
断
し
カ

デ

ナ
ル
は
復
活
さ
せ
な
い
可
能
性

だ

て
あ
る

 

ら
か
の
ク
エ
ス
ト
の
キ

と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
れ
ば
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

死
の
う
と
再
び

復
活
さ
せ
る

見
た
目
は
同
じ
で

け
れ
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
型
番
は
異
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

 
つ
ま
り
全
く
同
じ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
復
活
す
る
事
は
原

あ
り
得
な
い

そ
れ
が
あ
り
得
る
の
は
ベ

タ

と
デ
ス
ゲ

ム
に
な
ら
な
か

た
場
合
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
正
式

の
プ
レ
イ

く
ら
い
で
あ
る

 
だ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
判
定
を

け
て
い
る
私
は
恐
ら
く
二

と
復
活
し
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
ま
た
こ

の
世
界
を
生
き
て
い
る
人
間
だ
か
ら

 
か
つ
て
義
弟
が

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
生
き
て
い
る
と
い
う

葉
は
正
に
正

を

て
い

る
の
だ

見
た
目
は
同
じ
だ
が
そ
の
実
ま

た
く
同
じ
型
番
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
一
体
た
り
と
も
存
在

し
な
い

カ

デ

ナ
ル
が
そ
れ
を
許
容
し
て
い
な
い
か
ら

 
今
正
に
私

共
キ

を

こ
う
と
し
て
い
る
男
だ

て
容

こ
そ
か
つ
て
義
弟
の
目
の
前
で

自
殺
を

行
し
た
者
と
全
く
同
じ
だ

論
中
身
も
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け
れ
ど
あ
の
ア
バ
タ

は
違
う

あ
の
ア
バ
タ

の

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
生
き
る

プ
レ
イ

に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
無
く

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

特
有
の
も
の

 
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

は

本
的
に

が
わ
れ
た
ア
バ
タ

と
い
う

仮
想
世
界
に
存
在
す

る

の
依
り
代
に
依
存
し
て
い
る

ア
バ
タ

が

け

れ
ば
再

が
わ
れ
た
ア
バ
タ

に

初
期
状

の

が

り
振
ら
れ
る

生
き

び
れ
ば
引
き
継
が
れ
る
が

死
ね
ば
初
期

状

と
い
う

だ

 
だ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
私
が
復
活
す
る
事
は
あ
り
得
な
い

仮
に
復
活
し
た
と
し
て
も

恐

ら
く

に
生
き
る

私

は

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

の
義
姉
／

キ
リ
ガ

ス
グ
ハ

の
義

妹
で
は
無
い

私

だ

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
復
活
し
て
い
る
と
は

え
な
い

 
そ
れ
を

明
な

で
理
論
立
て
て
あ
る
い
は
獣
の
如
き

い
直
感
で
多
分
義
弟
は

付

い
て
い
る

復
活
す
る
と
疑
わ
ず
思
い

ん
で
い
る
な
ら
ま
ず
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
恐
怖
が
彼
の

声
に

ま
れ
て
い
た

 

そ
れ
か
ら
護
ら
な
い
と

お
姉
ち

ん
じ

な
い
で
す
よ
ね

 

め
て

自
分
が
最

限
や
る
べ
き
事
を
再
確
認
す
る
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私
は
義
弟
を
護
る
事
を
自
身
に

し
て
い
る

そ
れ
は
物
理
的
に
で
も
あ
る
し
同
時
に
精
神

的
に
で
も
あ
る

 
で

あ
る
な
ら
ば

 
今
目
の
前
で

と
し
て
槍
を
構
え
て
い
る
男
を
撃
退
す
る
事
と
私
が
出
来
る
だ
け
傷
付
か
な

い
事
を
同
時
に
達
成
す
る
必
要
が
あ
る

 

大

十
分
出
来
る

絶
対
不
可
能
な
事
で
は
無
い

 

以
前
と
違

て

今
は
力
が
あ
る
の
だ
か
ら

 
そ
う

中
で
自
身
の
不
安
を

ち

け
る

 
義
弟
の
ス
テ

タ
ス
を
コ
ピ

し
た
事
で
得
た

力

本

の
意
味
で
は
私
が
育
て
上

た

も
の
で
は
無
い
そ
の
性
能
は
け
れ
ど
そ
れ
を
振
る
う
私
に
こ
そ
真
価
を
発

出
来
る
か
が

か

て
い
る

 
同
時

今
正
に
義
弟
の
行
く
先
も

 

義
姉
が
大
一
番
を

り
越
え
義
弟
の
思
想
・
思

を

正
し
た
の
だ

義
弟
は
そ
れ
に

応
え
て
今
一

自
身
の
思

を

め
よ
う
と
し
て
い
る

 

よ
り
も

直
で
ど
こ
か
無
邪
気
で
そ
し
て

え
を
見
せ
る
よ
う
に
な

た
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義
弟
を
護
ら
ず
し
て

が
姉
か

 
そ
の
想
い
と
共
に

槍
を
構
え
る
男
を

み

え
る

 

は
一

巡
す
る
よ
う
に
体
を

直
さ
せ
て
い
た

し
か
し
憎
い

手
を

う
者
で
あ
る

か
ら
か

私

共
殺
す
事
を
決
め
た
よ
う
で
再

槍
を
握
る
手
に
力
が

め
ら
れ
る

ユ
イ
ち

ん

危
な
い
よ

 
槍
が
投

ら
れ
る
予

が
立

て

然
と
し
て
い
た
レ
イ
ン
さ
ん
と
フ

リ
ア
さ
ん
が
慌
て

て

意
を
向
け
て
来
る

 

き
に

ま

て
い
る
ル
ク
ス
さ
ん
を

め
て
彼
女
達
三
人
を
横
目
で
見
や
り
強
気
に

み

を
返
す

然
と
さ
れ
た

然
か

と
一
人
ご
ち
る

 
三
人
人
の

線
を
一

無

し

手
を
持
ち
上

男
に
向
け
て

め
上
に
突
き
出
す

そ

し
て
蒼
い
氷
の
盾
が
生
ま
れ
る
想
像
を
思

す
る

死
ね

ビ

タ

 
怨
嗟
の
怒

と
共
に
紅
い
槍
が
放
た
れ
た

 
同
時
突
き
出
し
た
掌
の
先
の
空
間
が
⻘
白
く
光
り

結
し
た
氷
の
中
か
ら
一

で
蒼
の
大



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

盾
が
出
現
す
る

ギ

と
し
た
男
の

線
と
私
の

線
が
重
な
り
一

後
に
盾
で

ら
れ
た

 
お
よ
そ

の
後

蒼
の
盾
と
紅
の
槍
が
衝
突
し
た

ぐ
 

鳴
に
も
似
た

盾
に
対
し

直
に
突
き
立

て
い
る
だ
ろ
う
槍
か
ら
放
た
れ
る
放

状

の
紅
い
衝
撃
波

属
性
の

性
が
高
い
ゴ

レ
ム
す
ら
一
発
で

る

力
が

め
ら
れ

た
投

の
一
撃
の
圧
は

私
が
想
像
し
て
い
た
も
の
以
上
だ

た

 
翳
し
た

手
に
重
圧
が
掛
か
り

全
身
に
も

な
く
圧
が
掛
か
る

 
恐
ら
く
キ

に
と

て
す
れ
ば

こ
れ
が
盾
で

い
だ
時
に

み
と
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

地
下
迷

の
死
神
ボ
ス
の
一
撃
を

い
だ
時
に
勝
る
と
も

ら
な
い
攻
撃
を

い

み
あ
り
で

ぎ
切

た
事
は
称

に
値
す
る
と
思

た

 
そ
し
て

み
を
覚
え
な
い
私
が

ぐ
の
な
ら
最

限

ぎ
切
る
結
果
く
ら
い
導
き
出
さ
な

け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

姉
と
し
て
弟
の
彼
に

向
け
で
き
な
い
だ
ろ
う

結
果
を
出
さ
な
け

れ
ば
今
後

う
行
動
を

然
と
す
る
事
も
出
来
そ
う
に
な
い

 
し
か
し

カ

デ

ナ
ル
は
非
情
だ

た

 

に
登
録
さ
れ
て
い
る
武

の
内
盾
で
の

は
特

だ

本
来
な
ら

に

備
す
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る

で
あ
る
盾
は
そ
の
本
来
の

に

え
ら
れ
て
い
る
の
か
虚
空
に
呼
び
出
し
て

し

た

武
器
で

し
た
場
合
と
異
な
り

が

る
の
で
あ
る

 

上
の

界
に
表
示
さ
れ
て
い
る
イ
ネ

ブ
ル

の

ゲ

ジ
は

一

と
そ
の
値
を
目

り
さ
せ
て
い
く

 
そ
の
速

お
よ
そ
三

に
一

 
つ
ま
り
保

て

え
ら
れ
る
の
は
三
十

 

の
攻
撃
な
ら
護

て
い
る
キ

が

動
し
て
く
れ
れ
ば
私
も
離
脱
出
来
る
の
で
事
無
き
を

得
る
が
今

い
で
い
る
一
撃
は
キ

を

た
必
中
の
魔
槍

私
が
動
い
て
も
キ

が
動
い

て
も

ど
ち
ら
に
せ
よ
結
果
が
変
わ
ら
な
い
魔
の
一
撃
だ

 

に
投

さ
れ
た
時
点
で

た

に
は

た
る
事
を
決
定
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

 

私
は

を
間
違

た

 
護
ろ
う
と
す
る
事
が
間
違

て
い
た
と
は
思
わ
な
い

 
し
か
し
そ
れ
は
た
だ
の

命
作
業
だ

た
の
で
は
な
い
か
と

え
ざ
る
を
得
な
か

た

 
き

と
私
が
取
る
べ
き
正
解
の
手

は
槍
を
投

ら
れ
る
前
に
男
を
倒
す
事

あ
る
い
は
槍

を
投

る

の

を
切
り

と
し
無
力
化
す
る
事
だ

た
の
だ
ろ
う
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自
分
に

し
た
信

を

先
し
合
理
的
な
思

を
放

し
た
が
故
に
こ
の
結
果
を

い
て
し

ま

た

 
そ
れ
は

来
合
理
的
判
断
し
か
し
な
い

に
あ
る
ま
じ
き
思

と
行
動
だ

た

逆
説
的
に
私

は
道
理
に
合
わ
な
い
行
動
を
ま
ま
取
る
ニ
ン
ゲ
ン
に
近
付
い
て
い
る
と
い
う
証

に
も
な

た 

こ
ん
な
状
況
な
の
に

私
は

喜
び

を
覚
え
て
い
る

 
不

と
い
う
の
は
分
か

て
い
た
が

け
れ
ど
そ
れ
を
抑
え

む
の
は

し
そ
う
だ

た

義
弟
に
よ

て

わ
れ
た

し
い
事
を
自
分
自
身
で
立
証
し
た
も
同
然
な
の
だ

喜
を
覚
え
る

の
は
必
然
で
あ
る

 

し
む
ら
く
は

私
が
死
ぬ

そ
の

前
に
悟

た
事

 
も

と
義
弟
と
触
れ
合
い
想
い
合
い
た
か

た

も

と
⻑
く
付
き

い
護
り
た
か

た 
け
れ
ど

も
う
そ
れ
も

叶
い
そ
う
に
な
い

 

呼

し
い
な
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キ

不

無
い
姉
で

ご
め
ん
な
さ
い

 

い
ね

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

  

中
で
自
身
の
不

無
さ
と
死
ぬ
事
へ
の

罪
の

葉
を
浮
か
べ
た

間

さ
を
残
す
悲

な

が
木
霊
し
た
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幕
間
之
物
語

天
災
編
 

尊
称
ト
蔑
称

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
現
実
世
界
の
お
話

 

場

一

／
和
人
と

知
の
束
さ
ん
が
ど
ん
な
会
話
を

を
思

て
交
わ
し
て
い
た
か
そ

し
て
今
現
在

を
し
て
い
る
か
の
お
話

 
本
作
の
根
幹
で
も
あ
る
ん
だ

束
さ
ん
は

の
中
心
だ
し
ね

 

点
は

ノ
之
束
さ
ん

キ

ラ

二

さ
ん

Ｓ
Ａ
Ｏ
キ

ラ

 
文

数
は
約
二
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  

本
作
に

け
る

ノ
之
束
は
原
作
に

べ
現
実
に
打
ち
の
め
さ
れ
ま
た
現
状
を

い
た
自
身
に
自
己

悪
を

い
て
い
る

者
で
あ
る
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か
ら

自
分
は

と
は
違
う
ん
だ

と

そ
う

と
な
く

え
て
い
た

 
そ
う
ハ

キ
リ
と
自
覚
を
持

た
の
は

時
だ

た
か

時
の
間
に
か

り

ま
れ
る
よ
う

に

わ
れ
て
い
た
事
も
あ

て
そ
れ
が

然
の
認
識
に
な

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
私
は

そ
れ
を
完
全
に
無

し
自
分
の

に
引
き

て
や
り
過
ご
し
て
い
た

そ
れ
が
自
然
だ

た

し

あ
る
い
は

そ
れ
し
か
出
来
な
か

た
／
知
ら
な
か

た
か
ら

 
思
え
ば
そ
れ
は

自
分
に
と

て

な
事
に
は

を

ぐ
子

の
そ
れ
と
同
じ
だ

た
の
だ

と

今
な
ら
自

出
来
る

 
自
分
が
大
人
に
な

た

と
い
う

で
は
無
い

 
私

ノ
之
束
は

自
身
が

天
才

で
あ
る
事
を
自
認
し
て
い
る

 
あ
る
意
味
そ
れ
が
子

な
の
だ

 
そ
の
結
論
に
至

た
事
を
理
解
し
て
も
ら
う
に
は

天
才

と
は
一
体

か

と
い
う
議
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に
つ
い
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
結
論
か
ら
先
に

う
と

ノ
之
束
と
い
う
個
人
の
価
値
観
か
ら
す
れ
ば
天
才
と
は
す
な

わ
ち
他
者
か
ら
の
無
理
解
の

れ
で
あ
る

分
か
り
や
す
く

え
ば
こ
の
人
は
自
分
と
は
違

う
ん
だ

と
い
う
意
見
の

称
な

だ

 
よ
く

と
天
才
は
紙
一
重
と

わ
れ
る
が
そ
れ
は
有
意
義
な
結
果
を
出
せ
た
か

か

と
い
う
だ
け
で
ど
ち
ら
も
思

回
路
や
行
動
原
理
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い
事
に
は
変
わ
り
が
な

い

術
家
や
発
明
家
も
後
世
で

価
さ
れ
た
事
で
天
才
と
称
さ
れ
た
だ
け
で
生
前
の

ど

は
大

が
見
向
き
も
さ
れ
な
い
人
生
を
送

て
い
る

数
多
く
の
作
家
や

家
な
ど
が
そ
う
だ

外
と
し
て
は

時
に

価
さ
れ
る

家
く
ら
い
だ
ろ
う
が
や
は
り
こ
ち
ら
も
感
性
と
い
う

意
味
で
は
他
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

作

は
正

な

価
を
さ
れ
る
が

作

者

の
人

間
性
は

価
さ
れ
な
い
と
い
う

型

と

え
る

 

ノ
之
束

は

く
歪
ん
だ

価
を

け
て
い
る

 

え
ば

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

私
が
手
ず
か
ら
作
り
出
し

そ
し
て
コ
ア
の

一
つ
一
つ
に
人
間
と
同
じ
よ
う
に
十
人
十
色
の
違

た
個
性
を
持
つ
人
格
が
有
し
て
い
る
が
故

に

と
称
し
て
い
る
彼
女
達
は
最
初
は
一
切
見
向
き
も
さ
れ
て
い
な
い

身
の
出
来
で
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あ

た
論
文
も
一
応
流
し

み
は
さ
れ
た
だ
ろ
う
が
現
代

学
で
は

上
の
空
論
と

わ
れ
る
程

の
隔
絶
と
し
た
技
術
の
オ
ン
パ
レ

ド
で
あ

た
が
故
に

現
実
不
可
能

と

価
さ
れ
た

 

時
は
怒
り
心

で
あ

た
が

今

静
に
な

て

え
る
と

学
者

と
い
う

点
に

立

て
み
れ
ば
正

な
判
断
だ

た
よ
う
に
も
思
う

 

学
者
と
い
う
人
種
に
は
己
が
興
味
の
向
く
ま
ま
に

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

向
に

あ
る

そ
の

向
が

て
い
る

で
は
無
い

現
に

を
発
明
し
た
自
分
は
完
全
に
興
味

心
の
極
み
を
発
明
へ
と
至
ら
せ
た
権
化
と

え
る
の
だ
か
ら

定
な
ど
出
来
る

が
な
い

 
し
か
し

て
欲
し
い

か
ら
全
て
自
力
で
集
め
ら
れ
る
手

を
持
つ
自
分
と
違
い
他

の
者
達
か
ら
す
れ
ば
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
は
ゼ
ロ
が

つ
も
付
く
せ
い
で
個
人
で
手
に
入
れ
る

事
な
ど
出
来
な
い
し

み
の
技
術
を
要
す
る

で
あ
れ
ば
大

な

設
に
機
器
も
必

要
と
な
る

 
要
す
る
に

す
る

に
は

金
も

設
も
圧
倒
的
に
足
り
な
い

 
そ
こ
を
解
決
す
る

に

者
や
技
術
者
達
は
企
業
や

に
自
分
を

り

む

そ
う
す

る
事
で

金

助
を

け
ら
れ
空
想
を
現
実
の
も
の
と
出
来
る
の
だ

実

企
業
や

で

行
わ
れ
る

・

験
は
そ
こ
の
リ

ダ

や

⻑
が
定
め
た
も
の
と
な
る
が

と
い
う
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小
さ
な

組
み
で
あ
れ
ば

り
振
ら
れ
た
予

内
で

を
行
え
る

無
論
予

を
振
る
に
値

す
る
と

さ
れ
る

で
あ
る
事
が
前

で
は
あ
る
が

 
重
要
な
の
は

予

を
振
ら
れ
る
に
値
す
る

は
あ
る
程

成

の
見

み
が
あ
る
事

つ
ま
り

り
振

た
予

が
無

に
な
ら
な
い

つ

と
し
て
返

て
来
る
高
い
可
能
性
を
有

し
て
い
る
か

か

 

は
論
文
を
送

た
時
に

に
完
成
し
て
い
た
も
の
の

そ
れ
を

ん
だ
者
達
に
と

て
は

突
然

て

い
た
与
太
話
に
過
ぎ
な
い

企
業
や

が
国
立

属
で
あ
れ
世
界

で
あ

れ
一
国
家
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
れ
予

に
限
り
が
あ
る
以
上

の
見

め
な
い
話
を

け
容
れ
る

に
も
い
か
な
い

が

初
弾
か
れ
た
理
由
の

ら
か
に
は
そ
の
理
由
も
あ
る
と

思
う

 
だ
が
し
か
し

白
騎
士
事
件
を
以
て
我
が
愛

達
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
は

一
気
に

心
を
集
め
た

 
け
れ
ど
そ
れ
は
私
が

達
を
創
り
出
す
／
生
み
出
す
に
至

た
理
由
と
は
完
全
に
異
な
る
経

と
目
的

兵
器

と
し
て

わ
れ
る
よ
う
に
な

た
だ
け
だ

た

 

に
は

が
あ
る

物

の
構

を
設

と
し
て
デ

タ
に
残
し
構
成
を

へ
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と
還

し
て
コ
ア
の
内
部
へ
格

し
ま
た
武
器
と
し
て

う
時
に
は
格

し
た
時
点
で
の
デ

タ
を

み

ん
で
再
構
成
す
る
と
い
う
機
能
を
以
て
確
立
し
た
そ
れ
は
軍
事
目
的
に
は
持

て

来
い
の
代
物
だ

た

物
理
的
な

載

・
重

な
ど
で
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ

た
武
器
を

コ
ア
が
格

出
来
る
限
り

つ
も

そ
れ
も
直
に
運

せ
ず
に
済
む
か
ら
だ

 
ま
た

空
を
前

と
し
て
い
て
成
層
圏
を
突
破
す
る

に
も
必
要
だ
か
ら

は

出
来
る

 
星
と
星
の
間
で
メ

セ

ジ
を
し
あ

た
り
現
在

を
把
握
す
る

の
機
能
も
持

て
い

る

部
に
付
け
る
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

が
そ
れ
だ

同
時
に
超
⻑

離
望
遠
や
ホ
ロ
グ
ラ
フ

の
投
影
も
可
能
と
し
て
い
る
ツ

ル
な
の
で
と
て
も

 
ス
ラ
ス
タ

や
バ

ニ
ア
は
ロ
ケ

ト
に
使
わ
れ
て
い
る
技
術
の

を

集
し
た
代
物
な
の
で

空
力
学
面
の
技
術
に
も
一

を
投
じ
た
だ
ろ
う

一

前
に
流
行
し
た
ロ
ボ

ト
ア
ニ
メ
は

や
空
を
舞

と
し
て

び
回

て
は
戦

て
い
た
が
そ
れ
を
リ
ア
ル
で
出
来
る
と
判
れ
ば
男

性
技
術
者
達
も

て
は
い
な
い

事
実

が

け
入
れ
ら
れ
て
以

行
機
や
ヘ
リ
コ
プ

タ

な
ど
の
技
術

新
は
目
覚
ま
し
い
と
い
う
コ
ラ
ム
を
以
前
目
に
し
た
覚
え
が
あ
る

 
他
に
も
様

な
機
能
が
あ
る
が
そ
れ
ら
は
全
て

で
⻑
時
間
活
動
す
る

に
必
要
な
要
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を

た
す

の
機
能
と
し
て
持
た
せ
た
だ
け
だ

た

空
間
で
の
活
動
を
前

と
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
最

限
必
要
と
す
る
機
能
な
の
だ

 
し
か
し
そ
れ
ら
は

少
し
使
い
方
や
見
方
を
変
え
れ
ば
兵
器
と
し
て
運

出
来
る
も
の
ば
か

り

む
し
ろ
件
の
ロ
ボ

ト
ア
ニ
メ
が
戦
争
物
中
心
で
あ

た
が
故
に
そ
ち
ら
に
思

が
引

ら
れ
た
感
が
あ
る
の
は

め
な
い

 
私
は
そ
れ
に

し
た

大
切
な

達
が
兵
器
と
し
て

わ
れ
た
事
を

 
け
れ
ど

確
か
に

喜
ぶ
自
分
も
い
た

 

を
正
せ
ば
デ
モ
ン
ス
ト
レ

シ

ン
か
ら
し
て
間
違

て
い
た
の
だ
ろ
う

白
騎
士
事
件

の

要
は

日
本
へ
向
け
て
放
た
れ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
約
二
千
発
を

時
第
一
世
代
の

一
騎

で
全
て
撃

し
た
事
と

国
の
軍
部
か
ら

を
命
じ
ら
れ
向
か

た
戦
闘
機
に
空

の
数

の
撃
退

内
容
か
ら
し
て
ど
う

え
て
も
軍
事
目
的
寄
り
で
あ
り
ど
こ
を
ど
う
切
り
取

て
も

空
に
は
結
び
付
か
な
い

 
や
り
方
を
変
え
た
と
こ
ろ
で

を
発
表
す
る
前
の
技
術
で
は

上
の
空
論
で
し
か
無
い
フ

ク
シ

ン
の
中
だ
け
の
そ
れ
が
軍
事
目
的
に
流

さ
れ
る
の
は

れ
な
か

た
だ
ろ
う
ノ

ベ

ル
が
発
明
し
た
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
よ
う
に

空
技
術
に

新
が
見
ら
れ
た
事
も

や
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星
間

信
の
技
術
も
軍
事
的
に
は

も
な
い
発
展
を

す

そ
こ
に
気
付
い
た
者
が
い
れ
ば
す

ぐ
に
で
も

が

さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う

 
け
れ
ど
や
り
方
を
変
え
れ
ば
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
の
定
義
を
兵
器
か
ら

ス

ツ
の
一
種
と
変
え
ら
れ
た
の
は
明
白
だ

 
私
は
間
違
え
た
の
だ

け
容
れ
ら
れ
た

理
解
さ
れ
た
の
だ
と
有

天
に
な

て
い
た
／

理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と
分
か

て
い
な
か

た

た
だ

認
め
ら
れ
た
い

と
い
う
欲
に

り

か
ね
て
か
ら
の
夢
を
忘
れ
て
し
ま

て
い
た
が
故
に
私
は
決
定
的
に
間
違
え
た

イ
ン

フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

の

愛

達
を
間
違

た
道
へ
と
進
め
て
し
ま

た

 
対
し
て

道
を
間
違
わ
な
か

た

天
才

も
い
た

は
ろ
は
ろ

も
す
も
す

ね
も
す
お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は
大
天
災
の

ノ
之
束
さ
ん
だ

よ

お
前
が

場

だ
よ
ね

む

 
ど
う
や

て

上
に

い
や

良
い
か

確
か
に
私
は

場

だ
が

一
体

の

だ
ね

ん

 
い
や

世
間
を

わ
せ
て
る

天
才

に

と

う
よ
り

お
前
が
向
か

て
る
先
に
ち

と
興
味
が

い
て
ね

そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
無
い
よ
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う

し
が
な
い
物
理
学
者

ゲ

ム
デ

レ
ク
タ

で
あ
る
私
の

先

に
か
ね

そ
う
そ
う

と

う

で

を
目
指
し
て
る
の
か
話
し
て
く
れ
た
ら

し
い
な

て
い
う
か

話
せ君

は
も
う
少
し
も
の
の
頼
み
方
と
い
う
も
の
を
学
び

え

ま

今
は

時
間
だ

君

を

足
さ
せ
ら
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

き
た
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
話
さ
せ
て
も
ら
お
う

か 
そ
の

天
才

は
大
人
だ

た

 
自
分
の
限
界
を
知

て
い
て
自
分
一
人
に
出
来
る
事
を
分
か

て
い
て
他
人
の
力
を

り

な
が
ら
子

の

か
ら

い
て
い
た
と
い
う
城
を
電
子
の
世
界
で
作
り
上

て
み
せ
た

現
実
に

無
い
の
な
ら
仮
想
で
も
良
い
か
ら
作
り
た
い
と

そ
の
一
心
だ
け
で
本
気
で
打
ち

ん
で
い
た

 
自
分
一
人
し
か

い
て
い
な
い
恐
ら
く
共
感
を

か
れ
な
い
だ
ろ
う
夢

一
つ
に
全
て

を
掛
け
て
い
た

ん

浮
遊
城

ね

そ
ん
な
も
の
を
作

て
る
ん
だ

 
し
か
も
他
の

中
と
一

緒
に
な

て

私
一
人
で
は
流

に
手
に
負
え
な
く
て
ね

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
理
論
構

は
出
来
る
が
ゲ



 幕間之物語：天災編 〜尊称ト蔑称〜

ム
を
作
る
と
な
る
と
一
人
で
は
流

に
な

し
か
し
そ
ん
な
も
の
と
は

い
な
こ
れ
で
も
子

の

か
ら
の

夢

な
の
だ
が

そ
の

夢

を

に
も
理
解
さ
れ
て
な
い
の
に

他
人
の

夢

な
ん
て
そ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
さ

む
し
ろ
私
の

夢

は

か
特

な
部

だ

と
思
う
が

現
に
君
に
と

て
は

ま
ら
な
い
と
感
じ
る

そ
ん
な
も
の

と
い
う

価
で
も

私
に
と

て
は
人
生
を

る
に
値
す
る
も
の
だ
か
ら
な

ん

 

時
も

時
も

に

て
ば
か
り
で
一
応
最

限
の

感
は
保

て
い
る
も
の
の

眼
の
下
に
は

を
作

て
い
る
し
無
精

が
あ
る
し
で
不
摂
生
極
ま
り
な
い
見
た
目
で
は
あ

た

が
し
か
し
夢
と
い
う
浮
遊
城
に
つ
い
て
語
る
時
は

時
も
子

の
よ
う
に
目
を

か
せ
て

い
た

静
で
表
情
を
あ
ま
り
変
え
な
い
男
は
そ
の
時
だ
け
は

時
も
不

な
／
無
邪
気

な

を

え
た

 
そ
の

は
ど
こ
か

自
分
が
親
友
に
夢
を
語
る
時
の
様
に
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

 
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
他
者
と
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
取

た
り
協
力
し
た
り
し
て
い
る

か
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わ
し
い
と
か

五
月

い
と
か

邪
魔
だ
と
か
は
思
わ
な
い
の

 
だ
か
ら
こ
そ
気
に
な

た

ノ
之
束

と

場

の
間
の

が
他
者
と
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
の
可

と
い
う
差
を
生
ん
で
い
る
の
か

 
そ
の
男
も
私
も
ど
ち
ら
も
自
身
が

く
特

な
部

の
夢
に
向
か

て

進
し
た
者
同

士

出

た

時
だ
と
ま
だ
男
の
方
は
夢
を
実
現
さ
せ
て
い
な
か

た

を
創

た
理

由
を

え
る
と
私
も
だ
が
形
に
は
し
て
い
る

け
れ
ど
ど
ち
ら
も
似
た
者
同
士
で
は
あ

た

な
の
だ

 
家
庭

境
は
ど
ち
ら
も
平

た
だ
本
人
の
人
間
性
の
み
に
差
が
生
ま
れ
て
い
る
の
な
ら

か
が
違
え
ば

ノ
之
束
は

場

に
な

て
い
た
可
能
性
が
あ
る

ま
た
逆
も
然
り

 
私
の

か
が

突
き
動
か
し
て
い
た

む

 
そ
の
問
い
掛
け
に
男
は
無

の
コ

ヒ

を

け
る
の
を
中
断
し
開
い
て
い
る

手
を

無
精

が

ら
に
生
え
た

に

て
て
思

に

し
た

あ
る
に
は
あ
る
よ

 
数

後

ハ

キ
リ
と
し
た

で
男
は

え
る
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な
ら
切
り
捨
て
れ
ば
良
い
じ

ん

ど
う
せ
夢
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
な
い

の
事
な
ん

て
気
に
す
る
だ
け
無

で
し

む

束
君
君
は

か
性

過
ぎ
る
な

先
も

た
だ
ろ
う
理
解
さ
れ
な
い
方
が
む

し
ろ

然
だ
と

な
ら
ば
他
人
の

葉
を
気
に
掛
け
る
だ
け
無

な
の
だ
か
ら
無

を
決
め

め

ば
い
い
の
で
は
な
い
の
か
ね

 
そ
も

夢
と
は
個
人
が
勝
手
に
追
い
求
め
る
も
の
で
あ
り

そ
こ
に
他
者
に
危

を
加
え
る
も
の
が
無
い
限
り
他
人
が

し
て
良
い
も
の
で
は
な
い
と
思
う

が
む

だ
け
ど

五
月

い
じ

ん

五
月

い

は

し
た
く
な
る
で
し

 
そ
れ
と
同

じ
だ
よ

束
さ
ん
に
と

て
有

無

の
声
は
消
し
た
い
も
の
な
ん
だ

私
に
と

て
の
マ
ス
コ
ミ

り
と
同
じ
か
も
し
れ
な
い
な
そ
れ
は

し
か
し
そ
れ

ら
が

わ
し
く
思
え
る
事
を

定
は
し
な
い
が

か

え
が

過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
ね
よ

も
や
人
間
を

と

え
る
と
は

君
は

程
人
を

て
い
る
と
見
え
る

 
こ
ち
ら
の
本

に
対
し

男
は
苦

を
禁
じ
得
な
い
と
ば
か
り
に

い
を

ら
し
た

し
か
し

ま

束
君
も
多
感
な
年

立
場
も

て
そ
う
思

て
し
ま
う
の
も
仕
方

な
い
事
か
も
し
れ
な
い
な
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む

女
性
に
そ
う
い
う
話
は
デ
リ
カ
シ

が
無
い
と
思
う
よ

む

以
後
気
を
付
け
よ
う

 
ち

と
マ
ナ

が
な

て
い
な
か

た
の
で
ら
し
く
な
い

意
を
す
れ
ば
男
は
至
極
真
面

目
な

で

い
て

勝
な

葉
を

に
し
た

た
だ
し
内
心
で
は
絶
対
反

し
て
い
な
い
と

分

か
り
な
の
で

流

に

れ
ざ
る
を
得
な
か

た
が

 
こ
れ
で
彼
女
持
ち
な
ん
だ
か
ら
人
間
物

き
は

る
の
だ
な

と
そ
の
時
は

え
て
い
た

 
そ
の
後

男
の
方
が

時
間
だ
か
ら

と

て
会
話
が
終
わ

た
の
だ
が

後
に

多
感
な
年

が

ま
だ
子

だ
か
ら

と
遠
回
し
に

わ
れ
て
い
る
の
だ
と
理
解
さ
せ
ら
れ

た

そ
れ
が
私
と
男
の
違
い
な
の
だ
と

感
す
る
に
至

た

 
私
に
は

と
あ
る
悪

が
存
在
す
る

 
そ
れ
は
興
味

心
を
持

た
者
の
事
に
し
か
意
識
を
向
け
な
い
事

親
友

く
そ
れ
以
外
の

者
へ
の
対
応
は

を

り
越
し
て
路

の

つ
ま
り
は
無
機
物
や
生
物
で
な
い
モ
ノ
を
見
て
い

る
時
の
そ
れ
と
同
じ

ら
し
い

 
故
に
私
が
か
つ
て
認
識
し
て
い
た
人
間
は

く
限
ら
れ
た

生
み
の
親
で
す
ら

一
応
肉
親

と
い

た
程

で

妹
や
親
友
に

す
る
興
味

心
は
最
大
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そ
の

に

に

ん
だ

で
神

と
呼
ば
れ
て
い
る
親
友
の
弟
の
一
人
に

し
て
は
最

初
は
興
味
を

い
て
い
た

自
分
と
同
じ
な
の
か
な
と
思

て
自
分
か
ら

触
す
る
程

に
は

興
味
を

か
せ
た

ま

最
大
の
親
友
の
実
弟
と
い
う
部
分
が
そ
う
さ
せ
た
理
由
の
大

を

め
る
の
は
明
白
な
の
だ
が

 
結
論
か
ら

え
ば
期

外
れ
も
良
い

 

神

は
確
か
に
出
来
が
良
い
と

天
才

を
自
認
す
る
私
も
認
め
は
し
た

期

外
れ

と
判
断
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
後
の
経
過
を
見
て
の
事
だ

 
存
在
は

き
知

て
い
た
が
親
友
の
家
を

問
し
た
時
初
め
て
対
面
し
た

時
四

だ

た
親

友
の
実
弟
は
平

的
な
四

に
し
て
は
は
き
は
き
と
し
た

で
会
話
や
応

を
こ
な
し
て

い
た
し

お

を
持

て
来
た
り

請
け
の

子
を

意
し
た
り
と
気
が

い
て
い
た

 
お

子
を
持

て
来
た
時
点
で
ち

と
親
友
の

が

に
引
き

た
け
ど
多
分
あ
れ
は

家

の
事
で

を
悩
ま
せ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う

 

ら
か
会
話
を

し
て

も
明

な
の
だ
な
と
判
断
し
た
後
予
め
作

て
い
た

つ
か
の

問

も
解
い
て
も
ら

た

最
初
は
や
る
事
に
対
し

色
を
示
し
た
が
親
友
の
私
に
と

て
非

常
に
不

の
あ
る
助

を

い
て
か
ら
は

直
に
問
い
て
い

た

ち
な
み
に

は
小
学
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業
レ
ベ
ル
の

の

み
三
十
問
と

数
の

問

二
十
問

は
文
章
問

を
二
問

ん
で
い
た

 
こ
れ
ら
を
四

が
全
て
完

に
解
い
た
の
で
私
は
同

が
い
た
と

面
に
は
出
さ
な
い
程

に

喜
し
て
い
た

 
私
に
と

て
は

に
出
来
る
事
も
他
の
人
に
と

て
は
一
切
出
来
な
い

の
違
う
行

だ

た

も
同
じ
レ
ベ
ル
に
お
ら
ず
自
分
に
と

て
の

を
異
常
と
見
ら
れ

る
事
に
私
は
内
心

得
が
い

て
い
な
か

た
の
だ

だ

て
そ
う
だ
ろ
う
自
分
に
と

て
の

が
異

で
あ
る
と
見
ら
れ
た
時
は

そ
の
程

に
は
私
も
人
間
だ

た
と
い
う
事
で
あ

る
が

 
と
に
か
く
同

が
い
た
事
に

喜
し
た
私
は

か
と
理
由
を
付
け
て
は
親
友
の
家
に
遊
び
に

く
事
が
多
く
な

た

家
の
方
か
ら
差
し
入
れ
を
届
け
る
よ
う

わ
れ
る
事
も
あ

て

合
も
良

く
親
友
も
そ
こ
が

わ
る
と
強
く
出
ら
れ
な
い
の
で

そ
も
そ
も
手

す
だ
け
で
済
ま
さ
せ

よ
う
と

え
付
か
な
か

た
よ
う
だ

私
を
家
に

内
し
て
く
れ
た

 
そ
れ
が

く

き

か
な
疑
念
が
過

た

す
な
わ
ち
コ
イ
ツ
は
実

は
同

で
は
な
い

の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
念
だ

本

は
違
う
の
で
は
と
い
う
疑
念
を

く
事
で

実

異
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な

て
い
た
時
の
シ

ク
を
和
ら

よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
と
思
う

年
も
異
常
と

わ
れ
て
い
た
最
中
に
同

か
も
し
れ
な
い
存
在
と
会
え
ば
そ
り

あ
疑
心
暗
⻤
に
も
な
る
だ
ろ

う 
結
果
的
に
そ
れ
は
正
し
か

た

 
先
に

た

り

最
初
は
出
来
が
良
い
と
判
断
し
て
い
た

 
逆
に

え
ば
判
断
出
来
た
事
は
そ
こ
だ
け

か
な
間
で
出
来
の
良
し
悪
し
が
分
か

た
だ

け
で
も

い
方
だ
と
は
思
う

人
格
面
は
実

に
時
間
を
掛
け
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
の
だ
か

ら

そ
う

え
る
よ
う
に
な

た
の
も
実
は
つ
い
最
近
の
事
な
の
で

時
は
そ
ん
な
事
を

え
て

い
る

で
は
無
か

た
た
だ
直
感
に

て
断
定
は
良
く
な
い
と

重
に
な

て
い
た
の
で
あ

る 
神

と
呼
ば
れ
た
実
弟
が
成
⻑
す
る
に

れ
て
克
明
に
な
る

人
ぶ
り
を
見
て

は

し
か

た
も
の
で
あ
る

本
人
は

し
て
い
る
つ
も
り
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
の
気
に

な
れ
ば
プ
ラ
イ
バ
シ

も

の
そ
の
な
天
災
を

め
て
は
い
け
な
い

 
実
弟
の
行
動
は
良
く
も
悪
く
も
平

の

を
出
な
い
も
の
ば
か
り
だ

た

つ
ま
る
と
こ
ろ

紙
一
重
の
存
在
で
あ
る

や
天
才
に
多
い
予
想
外
の
行
動
を
神

は
見
せ
な
か

た
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の
だ

あ
の
大
親
友
で
す
ら
偶
に
天
才
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
ち
ら
の
予
想
を
超
え
る
身
体
能

力
を
発

す
る
し

動
も

に
見
せ
る
の
に
実
弟
の
行
動
に
は
そ
れ
ら
の
片

す
ら
一
切
見

ら
れ
な
か

た

 
そ
の
平

な
行
動
が
よ
り

著
に
な

た
の
は
実
弟
が
小
学

に
入
学
し
て
か
ら

の

人
間
の

動
に

過
さ
れ
た
か
ら
か
一
切
興
味
を

か
な
い
く
ら
い
平

へ
と
堕
し
て
い
た

変
わ
ら
ず
テ
ス
ト
の
点
数
は
良
い
し
自
分
の
生
家
に
て
行
わ
れ
て
い
た
剣
道
教

の
戦
績
も
同

年
代
の
中
で
は

を

い
て
い
た
が
そ
れ
以
外
の

目
と
し
て

ら
れ
な
い

動
の
全
て
は

平

の

に
あ
る

 
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
実
弟
は
神

と
呼
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
と
私
は

え
て
い
る

こ
れ
は

天
才

は
無
理
解
の

称

と
い
う
持
論
に

づ
い
た

え
だ

 
自
分
や
そ
の
実
弟
の
よ
う
に
理
解
を
得
ら
れ
な
い
存
在
は
経
験
し
た
努
力
と
導
き
出
さ
れ
た

結
果
が
釣
り
合

て
い
な
い
事
が
多
い

自
分
な
ら

に

う
事
も
な
く
パ

コ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
ん
だ
り

そ
の
果
て
に
現
代
技
術
を

か
に
超
越
し
た

を
発
明
し
た
し

神

な

ら
明
ら
か
に

強
時
間
や
練

時
間
が

い
に
も

わ
ら
ず
他
の
追

を
許
さ
な
い
良

な
結
果

を

き
出
し
て
い
る

経
験
や
努
力
で
説
明
出
来
な
い
差
が
あ
る
か
ら
こ
そ
人
は
そ
う
い

た
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人
種
を

天
才

と

別
し

無
理
解
を
決
め

む
の
だ

 
つ
ま
り
世
間
一

で

わ
れ
て
い
る
天
才
と
は
先
天
的
な
才
能
が
果
て
し
な
く
高
い
／

理
解
出
来
な
い
要

で
圧
倒
的
な
差
を
見
せ
付
け
る
人
種
の
事
な
の
で
あ
る

理
解
さ
れ
な
い
か

ら

と
称
さ
れ

け
れ
ど
理
解
さ
れ
る
結
果
を
出
し
た
か
ら
天
才
と
称
さ
れ
る

 
天
才
と
は
本

の
意
味
で
は

に
も
理
解
さ
れ
な
い
存
在
な
の
で
あ
る

結
果
は
理
解

さ
れ
て
も

そ
の
過
程
や
行
動
原
理
は
理
解
さ
れ
な
い
／
見
向
き
さ
れ
な
い

 
そ
し
て
一

天
才
で
あ
る
と
自
分
達
で
は
理
解
出
来
な
い
し

び
付
か
な
い
差
が

あ
る
の
だ
と
思
わ
れ
れ
ば
も
う
二

と
同
じ
立
場
と
し
て
は

わ
れ
な
く
な
る
哀
れ
な
人
種
と

も

え
る

そ
れ
を

え
れ
ば
あ
る
意
味
天
才
と
い
う
世
間
一

の
尊
称
は
蔑
称
と
も
裏
の

面
も

せ
持

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
を
ど
う

え
る
か
は
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
者

第
だ
が

 

で
は

真
の
意
味
で
の

天
才

と
は
ど
う
い

た
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か

 

場

は

ま

あ
る
意
味
で
は
そ
う
だ
と
も

え
る
か
も
し
れ
な
い

 
あ
の
男
は
私
と
違

て
間
違
わ
な
か

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
を
知

た
時
だ

て

い
に
夢
に
つ
い
て
心

か
ら
語
り
合

た

で
あ
る
が
故
に
そ
ん
な

た
事
を
す
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る
か

と
一

し

真

人
を
探
し
た

 
あ
の
男
に
と

て
仮
想
世
界
と
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
は

そ
し
て
浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
は

夢
の
結

術
家
で

う
と
こ
ろ
の

家
で

う
と
こ
ろ
の

完
成
さ
れ
た
も

の
だ
か
ら
こ
そ

し
い
の
で
あ
り
そ
れ
に
泥
を
塗

た
り
わ
ざ
と
リ
ズ
ム
や

程
を
意
味
無
く

し
た
り
な
ど
は
し
な
い

し
い
一

を

す
よ
う
な
行

を
あ
の
夢
に
向
け
て

に

た

て
い
た
男
が
す
る

無
い
の
で
あ
る

 
確
か
に
あ
の
男
は

命
ま
で
と
は

わ
な
い
も
の
の
自
身
の
全
て
を

ぐ
程
に

夢

に
向

か

て

進
し
て
い
た

交

し
て
い
る
女
性
も
同
じ

者
で
あ
り
技
術
者
な
の
を
良
い
事

に

そ
の
女
性
の
事
を
後
回
し
に
し

生
活
全

も
後
回
し
に
し

と
に
か
く

夢

の
実
現
に

向
け
て
一
直
線
に
突
き
進
む
く
ら
い
に
は

し
て
い
た

 
人
は
そ
れ
を
狂

て
い
る
よ
う
に
と
表
現
す
る
か
も
し
れ
な
い

と
な
く
気
に
掛
か

て

か
様
子
を
見
に
行

た
時
な
ど
死
ん
だ
よ
う
に
眠

て
い
た
事
も

と
あ

た
か
ら
気

に
入

て
い
た
事
も

て

か
面
食
ら

た
も
の
だ

天
才
故
に
万
能
で
あ
る
事
を
活
か

し
た
家
事
ス
キ
ル
を

使
し

を
見
に
行
く

に

し
く
世
話
を

い
た
も
の
で
あ
る

 
と
に
か
く
あ
の
男
の
行
動
原
理
は
や
は
り
他
人
に
は
理
解
さ
れ

い
性

を
持
ち
結
果
を
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出
し
た
か
ら
こ
そ
認
め
ら
れ
た

面
が
あ
る

つ
ま
り
彼
は
世
間
一

的
な
天
才
の

組
み

に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る

そ
も
そ
も
世
間
か
ら

わ
れ
て
い
る
時
点
で
そ
う
な
の
だ
が

 
で
は

神

と
呼
ば
れ
て
い
る
親
友
の
実
弟
か

 
仮
に
そ
う
問
わ
れ
れ
ば

そ
ん
な

が
あ
る
か
と
私
な
ら
苛
立
ち

れ
に
断

す
る
だ
ろ
う

場

に

し
て
は
同
じ
人
種
で
あ
る
私
で
も
分
か
ら
な
い
事
が
多
か

た
が

あ
の
実

弟
に

し
て
分
か
ら
な
い
事
な
ど

ど
な
い

あ
る
に
は
あ
る
が
ど
ち
ら
に
せ
よ
あ
の
男

ど

突
き

け
て
は
い
な
い

た
だ
才
能
に

を
掻
い
て
天
才
を
気
取

て
い
る
有

無

の

⻤
に
過
ぎ
な
い

 
私
が

真
の
天
才

と
し
て
名
を

る
と
す
れ
ば

一

と

え
る
だ

ろ
う

今
は
桐

谷
和
人
と
名
を

め
て
い
る
の
で
実

に

え
る
機
会
が
あ
る
時
は
そ
ち

ら
で

う
が

 
あ
の
親
友
の
実
弟
よ
り
四
つ
年
下
の

い
少
年
は
行
動
や
練

の

を
一
目
見
て
分
か
る

く
ら
い
に
は
才
能
に
欠
け
て
い
た

時
間
を
掛
け
て
観

を

け
れ
ば
よ
り
浮
き

り
に
な
る
く

ら
い
あ
の
姉
と
兄
の
弟
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

才
以
下

才
能
だ
け
を
見
れ
ば
今
ま
で
見
て

来
た
人
間
の
中
で
も
ダ
ン
ト
ツ
で
最
下

を
直

る
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の
私
が
そ
れ
で
も
認
識
し
た
の
は

と
え
に
親
友
の
実
弟
だ

た
か
ら

で
は
無

い

む
し
ろ
彼
女
の
実
弟
だ
か
ら
こ
そ
興
味
を
一
層
喪
わ
せ
て
い
た

あ
の
神

の

が

あ

た
か
ら
こ
そ
の
心
境
だ

た
の
だ

 
だ
が
し
か
し

出
来
損
な
い

と

く
か
ら

わ
れ
始
め
た
件
の
少
年
は

兄
で
あ
る

神

と
は
真
逆
の
道
を
進
む

 
親
が
失

し
て
か
ら

く
経

た
後
兄
は
家
事
を
面
倒

が

た

姉
は
学

と
バ
イ
ト
で

し
か

た
か
ら
家
の
中
に
ま
で
気
が
回
ら
ず
ま
た
弟
を

て
い
た
か
ら
こ
そ
表
面
上
は

や

て
い
る
風
に
見
せ
掛
け
て
一
切
や

て
い
な
い
の
が
実
状

流

に
ゴ
ミ
出
し

り
は
し
て

い
た
よ
う
だ
が

自
分
の
分
の
ご

を
作
る
だ
け
で
四

年
下
の
弟
に
は
作
ら
な
い

 

な
ら
二

や
三

の
子

は

い
て
せ
が
む
だ
ろ
う
が
し
か
し
あ
の
少
年
は
違

た

兄
が

理
を
す
る
と
こ
ろ
を

倒
さ
れ
な
が
ら
も
見

け
た

に
自
分
で
作
れ
る
よ
う
に
な

て

し
ま

た
の
だ

そ
れ
が
二

く
ら
い
の
時

見
て
く
れ
は
非
常
に
悪
そ
う
で
は
あ

た
が

し
か
し

う
じ
て
食
べ
ら
れ
る
程

に
完
成
し
て
い
る

り

年

を

え
れ
ば
異
常
で
あ
る

 
そ
れ
は

め
ら
れ
る

と
い
う
正

な

価
よ
り
も
前
に

気
味
悪
く
思
う

と
い
う
異

常
性
の
方
が
先
に
立
つ
行

だ

た
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洗

も

も

第
に
見
て
学
び
出
来
る
よ
う
に
な

た

い
出
し
も
も
う
少
し
成
⻑

し
て
か
ら
自
発
的
に
出
来
る
よ
う
に
な

て
い

た

五

に
な
る
ま
で
に
は

に
大

の
家
事

は
一
人
で
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

て
い
た

 

強
に

し
て
も
同
年
代
の
中
で
は
実
は
か
な
り
高
い
水

を
保

て
い
た

夜

く
ま
で

ノ

ト
と
教

書
と
向
き
合

て

学

の
テ
ス
ト
も
九
十
点
以
上
し
か
取
ら
な
い

 
小
学

に
上
が

た
時
は

に
家
の
家
事
を
全
て

日
行

て
い
た
の
だ
か
ら
そ
れ
を

み

る
と
ど
れ
だ
け

い
事
か
は
分
か
る
だ
ろ
う

 
彼
に
才
能
が
あ

た

で
は
無
い

神

と
呼
ば
れ
た
兄
は
初
め
て
の
事
に
す
ら

全

て

に

応
し
て
高
い
水

の
結
果
を

き
出
す
が
弟
の
方
は
そ
れ
は
一
切
無
い

全
て
最

初
は
手

く
失

す
る
し

結
果
が
良
く
な

て
い
く
の
も
非
常
に

く
り
と
し
た
速

だ

に
取

て
い
る
か
ら
そ
れ
は
分
か
る

 
だ
が

そ
の
弟
が
兄
と
違

た
点
は

絶
対
に
努
力
を

ら
な
か

た
事

 
私
が
真
の
天
才
と
し
て
彼
を
推
す
理
由
は
あ
の
少
年
は
自
身
の
努
力
や
経
験
を
認
め
ら

れ
ず
ど
れ
だ
け
存
在
か
ら

定
さ
れ
よ
う
と
決
し
て
努
力
を

ら
な
い
努
力
の
天
才
だ

た
か
ら
な
の
だ
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ど
れ
だ
け

定
さ
れ
て
も
努
力
を

け
る
事
は
実

に

で

う
よ
り
も
非
常
に

い

本
的
に
人
間
の
や
る
気
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
他
者
か
ら
認
め
ら
れ
る
事
や
自
己

足
の
ど
ち

ら
か
で
発
生
す
る
も
の
だ
が
あ
の
少
年
は
認
め
ら
れ
も
せ
ず
同
時
に
同
年
代
の
者
よ
り
も

か
に
高
い
水

に
あ
る
の
に

足
も
た
だ
の
一

も
せ
ず

と
上
を
見

け
て
努
力
を

け

た

下
の
者
を

い
も
せ
ず
そ
れ
で
自
分
の
方
が
上
だ
と
誇
り
も
し
な
い

遊
び
に
行
く
と

い

た

し
も

き
な
食
べ
物
を
食
べ
る
と
い
う

も
一
つ
も
無
い

そ
れ
で
も
彼
は
努

力
を

け
て
い
た

 
確
か
に

一

は

も
が
認
め
る
く
ら
い
才
能
は
無
い

 
け
れ
ど

た

た
一
つ
だ
け

彼
に
は

も
持
ち
得
な
い
才
能
が
あ
る

 
そ
れ
が
努
力
と
い
う
一
点

経
験
を

み
能
力
を
高
め
て
い
く
に
は

も
が

ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
苦

な

に

し
て

あ
の
少
年
は
一
番

で
て
い
る

 
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
は

な
姉
と
そ
う
見
え
る
兄
を
尊

し
追
い
付
き
た
い
と
願

て

い
る
が
故
に
そ
う
見
え
て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い

ま
だ
届
い
て
い
な
い
か
ら
と
い
う
理

由
で

り

け
て
い
る
か
ら
で
あ
り
追
い
付
い
た
ら
兄
の
よ
う
に
も
う
努
力
は
し
な
く
な
る

の
か
も
し
れ
な
い
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そ
う
は
な
ら
な
い
で
欲
し
い

と
思
う

 
け
れ
ど
同
時
に
ど
う
か
そ
う
な

て
欲
し
い
と
も
思
う

そ
れ
は
一

だ
け
だ
が

と
す
る
と

た
り
前
で

け
れ
ど
彼
に
と

て
は

に
も
代
え
が
た
い
の
か
も
し
れ
な
い

夢

を
知

た
か
ら

ね

く

て
て
で
も
全
然
認
め
て
も
ら

て
な
い
の
に
ど
う
し
て

り

け

る
の
か
な

 

が
世
に
出
さ
れ
て
五
年
の
時
が
経
ち

少
年
が
小
学

二
年
生
に
な

た

ず

と
気

に
な

て
観

を

け
て
い
た
か
ら
こ
そ

い
た
疑
問
だ

た

 

を

定
さ
れ
た
事
で
逆
上
し

白
騎
士
事
件
を
マ

チ
ポ
ン
プ
で

こ
し
結
果
軍
事
目

的
で

け
容
れ
ら
れ
た
／

夢

が
叶
わ
な
か

た
事
に
絶
望
し
て

ば

め
た
私
に
と

て

そ
の
少
年
の
行
動
は
理
解
出
来
な
か

た
の
だ

存
在
か
ら

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

に
も

認
め
ら
れ
な
い
の
に
無

と

わ
れ
る
の
に
ど
う
し
て

り

け
る
か
分
か
ら
な
か

た

か
ら

 
眼
が

え
る
光
は
弱

し
く

く

時
無
く
な

て
も
お
か
し
く
な
か

た

体
も
ボ
ロ

ボ
ロ
で

覇
気
は
お
ろ
か
生
気
す
ら

い

親
友
は
ど
う
し
て
こ
の

を
見
て
も
気
に

め
な
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か

た
か
不
思
議
に
思
う
く
ら
い

そ
の
少
年
は
弱

て
い
た

 

れ
果
て
て
い
る
の
は
明
白
だ

た

と
も
す
れ
ば
今
に
も
息
絶
え
て
し
ま
う
く
ら
い
に
は

 

い
と

え
た
の
は
家
事
を
取
り
仕
切

て
い
た
か
ら
こ
そ

失

に

て
い
な
い
点

だ

た
が

そ
ん
な
の
は
気

め
と

わ
ん
ば
か
り
に

を

け

精
神
的
な

し
も
無
く

た
だ

し

り
切
れ
て
い
く
日

を
送
る
ば
か
り

 
そ
れ
で
も
少
年
は
努
力
を

め
な
い

来
る
日
も
来
る
日
も
あ
り
得
る

が
無
い
認
め
ら

れ
る

間

に
向
け
て

進
し

け
る

私
の

の
よ
う
に

進
出
と
い
う

友
人
の
男
性

の
よ
う
に
浮
遊
城
の
完
成
と
い
う
明
確
な
結
果
が
無
い
努
力
を

に
認
め
ら
れ
る
事
も
無
く

足
す
る
事
も
無
く

け
て
い
た

 

り
切
れ

し
て
い
く

を
見
て
い
る
の
が
他
人
が
ど
う
な
ろ
う
と

本
的
に
ど
う
で

も
い
い
私
で
す
ら

し
く
思
え
て
し
ま
う
く
ら
い
そ
の
天
才
は
追
い

め
ら
れ
て
い
た

 
少
年
は
最
初
こ
ち
ら
の

問
が
理
解
出
来
て
い
な
か

た

あ
る
意
味

然
だ
七

の
子

が
そ
ん
な
事
を
突
然
問
わ
れ
て

え
ら
れ
る

が
無
い

そ
う
い
う
部
分
は
少
年
は

の
子

だ

た
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だ
か
ら
こ
そ

小
学
生
な
ら
大

無
邪
気
に

え
る
だ
ろ
う
内
容
で

く
事
に
し
た

ご
め
ん
ご
め
ん

分
か
り
に
く
か

た
ね

え

と
ね

君
に
と

て

夢

て

か
な

 
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
い
と
か

ど
う
な
り
た
い
と
か

そ
う
い
う
の
は

ユ
メ

ど
う
し
た
い
か

 

労

の
様
子
で

に
応
じ
た
少
年
は

を

け

そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
見
返
し
て
き
た

み
ん
な
と

い

し

に

た
い

 
そ
う

に

に

面
の

み
で

ユ
メ

を

て
来
た

な

 
私
は
そ
の
時

生
ま
れ
て
初
め
て

絶

と
い
う
も
の
を
経
験
し
た

 
て

き
り
親
友
や
兄
の
よ
う
に

く
な
り
た
い
と
か
生
き
た
い
と
か
だ
と
思

て
い
た
だ
け

に
そ
ん
な
あ
り
き
た
り
で

け
れ
ど
だ
か
ら
こ
そ
ユ
メ
と
す
る
に
は
さ
さ
や
か

な
願
い
だ

た
か
ら
絶

せ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
そ
れ
ま
で
も

き
や

は
あ

た
が

葉
を
喪
う
よ
う
な
絶

は
そ
れ
が
初
だ

た
み
ん
な

で
き
そ
こ
な
い

て

て
来
る

だ
か
ら

な
く
な

ち

て

で
も
あ
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き
兄
は
み
ん
な
が

て

だ
か
ら
も

と
が
ん
ば
ら
な
い
と

姉
も
あ
き
兄
も

な
く
な

ち

う
か
ら

友
だ
ち
は
み
ん
な

な
く
な

た
か
ら

 
ど
こ
か

足
ら
ず
で

さ
を
感
じ
さ
せ
る

葉
だ

た

後

は

き
そ
う
に
な

て
い

て
け
れ
ど
自
分
が
悪
い
か
ら
と
思
い

ん
で
い
る
か
ら
か

を
見
せ
よ
う
と
し
な
い
で

い
切

て
い
た

こ
そ
歪
ん
で
い
た
が
し
か
し
声
は

え
て
い
な
か

た
事
は

に
値
し

た 

に
も
認
め
ら
れ
ず
一
人

ち
に
な

て

し
く
て
け
れ
ど
気

に
振
る
舞
う
子

が

そ
こ
に
い
た

そ

か

つ
ま
り

君
の

夢

は

く
な
り
た
い

て
事
で
良
い
の
か
な

 
対
し
て

私
の
声
は

え
て
い
た

 
自
分
は

ま
れ
て
い
た
の
だ
な
と
そ
の
時
に
な

て
初
め
て
思
い
知

た

ず

と
親
友
に

し
か
理
解
さ
れ
ず
親
や
妹
か
ら
も
異
物
と
し
て
見
ら
れ
る
自
分
は
不

な
の
だ
と
思

て
自

分
は
他
の

と
違
う
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
し
て
い
た

そ
う
や

て

に

じ
こ
も

て
い
れ

ば

せ
め
て
今
あ
る

せ
は

み

め
ら
れ
る
か
ら

 
け
れ
ど
こ
の
少
年
に
は
そ
れ
も
無
い

せ
な
ど
一
切
無
く
あ
る
の
は
理
不

な

と
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ば
か
り

友
だ
ち
が

な
く
な

た
事
実
も
家

が

な
く
な

て
し
ま
う
不
安
も
あ

る
意
味
で
は

と

え
る

 
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に

く
な
り
た
い
と
い
う
ユ
メ
を

い
て
い
る
の
だ
と

そ
う

解
し
た

そ
う
だ
と

て
く
れ
と
願
い
な
が
ら

う
う
ん

み
ん
な
と

ま
た
い

し

に

る
こ
と
が

く
の
ユ
メ

 
け
れ
ど

現
実
は
非
情

 
こ
ち
ら
の
願
望
が

じ

た
確
認
に

を
横
に
振
り

に
す
る
事
だ
け
で
も

せ
そ
う
な
面

持
ち
で

ま
た
同
じ

葉
を

に
し
た

今

は
こ
ち
ら
が

解
し
な
い
よ
う
に
ハ

キ
リ
と

自
身
の

夢

だ

と

て
ま
で

 

し
い
と
し
か

え
な
い

面
の

み
で

 
衝
動
的
に

目
を

ら
し
た
く
な

た

そ
れ
も
人
生
初
だ

た

そ
の
夢
が
叶
わ
な
い

て

来

と
一
緒
に

ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

て

え
て

そ
れ
で
も
や
め
た
い
と
は
思
わ
な
い
の

思
わ
な
い

ど
う
し
て
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だ

て

や
め
た
ら
お
わ
る

自
分
で
作

た
ユ
メ
だ
か
ら

な
り
た
い

て
思

た
か
ら

だ
か
ら
み
ん
な
と
い

し

に

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
が
ん
ば
る

も

め
て
く
れ
な
い
の
に

め
て

し
く
て
や

て
る
わ
け
じ

な
い
か
ら

み
ん
な
と
い

し

に

た
い

て
思

た
か
ら

が
ん
ば

て
る
だ
け

て
も

絶
対
叶
う

じ

な
い
の
に

や

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い

や
ら
な
か

た
ら
出
来
な
い
け
ど
や

た
ら
出
来
る
か
も

し
れ
な
い

な
ら
や
る

 
こ
ち
ら
が
ど
れ
だ
け
問
い
掛
け
て
も
彼
は
一
切
間
を
開
け
ず
全
て
の
問
い
に

え
を
出
し
て

み
せ
た

ど
れ
だ
け
意

が

い
か
は
理
解
出
来
た

 
同
時
に
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
苦

の
道
か
も
分
か

て
い
る
の
だ
と

と
し
た
ら
実
を

結
ば
な
い
可
能
性
も
理
解
し
て
い
て
そ
れ
で
も
努
力
を

け
る
と

て
い
る
の
だ
と
理
解
さ

せ
ら
れ
たそ

か

い
ね

君
は

束
さ
ん
じ

無
理
だ
な

 
彼
の
姉
を

め
た
事
は

も
あ
る
が
大
体
そ
れ
は

き
を
プ
ラ
ス
し
た

と

た
方
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が
良
い

に

め
る

だ
け
に
称

を

に
し
た
の
は
そ
れ
が
初
だ

た

 
本

に

い
と
思

た
の
だ

私
は
一

し
て
世
界
が
こ
ち
ら
の
意

や

え
を
理
解

す
る
気
が
無
い
の
だ
と
不

れ
て
い
た
の
に
こ
の
少
年
は
無
数
の

認
を

け
て
い
な
が
ら

は
し
て
も
不

れ
は
せ
ず
努
力
を

け
て
い
た

一

い
た
夢
を
形
に
す
る

に

た
だ

に

進
し
て
い
た

 

場

は

に
認
め
ら
れ

の
助
け
を

り
な
が
ら
こ

そ
り
と
自
分
の
夢

を
叶
え
よ
う
と
し
て
い
た

そ
れ
は
多
分
に

境
や
自
分
の
才
能
を

し
て
い
る
も
の
で
努

力
は
確
か
に

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
才
能
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
も
の
が
大

だ

た

 

ノ
之
束
は
完
全
に
才
能
に
頼

て
い
て
そ
れ
が
無
け
れ
ば
大
成
し
な
い
発
明
の
仕
方

で
有
名
と
な

た

そ
れ
故
に
歪
な

価
を

け
て
い
る

 

千
冬
は
才
能
と
努
力
で

価
さ
れ
る
よ
う
に
な

た
が
人
間
性
に

し
て
は
か
な

り

色
さ
れ
て
い
て
正
確
性
は
喪
わ
れ
た

価
ば
か
り
と
な

て
い
る

 

秋
十

は
才
能
に
か
ま
け
て
い
て

努
力
を

て
い
る
が
故
に

へ
と
堕
し
た

表
向
き
は
神

の
ま
ま
だ
が
実
状
は
有

無

の

⻤
の
一
人

来

い
目
を
見
る
事
は

確
実
な
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そ
し
て

一

／

桐

谷
和
人

は

た
だ

夢

の
実
現
の

に
孤
独
な
戦

い
を

け
て
い
た

明
確
な
終
わ
り
も
無
く

め
ら
れ
も
認
め
ら
れ
も
せ
ず

の
助
け
も
無

く

と
孤
独
の
戦
い
を

り
返
す

も
が

う
努
力
を
無
限
回

 
そ
れ
は

直
に
尊

に
値
し
た

最

尊

と

て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
く
ら
い
に
狂

て
い
て

け
れ
ど

故
に
真

直
ぐ
な

い

夢

を

い
て
進
む

天
才

だ

た

 

も
が
持
つ
才
能
は
一
切
持
た
ず

も
持
ち
得
な
い
才
能
を
持

て
い
る
努
力
の
天
才

天
才
で
あ
る
が
故
に
孤
独
で
孤
独
で
あ
る
が
故
に
そ
の
才
能
は

に
も

見
し
な
か

た

そ

れ
に
気
付
い
て
い
る
の
は

自
分
を

け
ば
彼
を
引
き
取

た
家

の
義
理
の
姉
一
人
の
み

 
引
き
取

て
か
ら

年
足
ら
ず
で
そ
の
義
理
の
姉
は
気
付
い
た
よ
う
に
ち

と
そ
の
少
年

の
事
に
つ
い
て
知
り

行
動
を
見
て
理
解
す
れ
ば
気
付
く
く
ら
い
に
は
分
か
り
や
す
い
才
能
だ

が

け
れ
ど
数
値
で
表
せ
な
い
以
上

価
さ
れ
な
い

結
果
が
全
て

な

面
が
あ
る
現
代
に

い
て
非
常
に
不
遇
と

え
た

特
に
日
本
は
時
間
に
焦
り
過
ぎ
て
い
る
か
ら

応
は

更

し

い
と

え
た

 
そ
れ
で
も
き

と

こ
の
少
年
は

進
を
や
め
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
え
た

う
ん

教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ね

君
の

夢

お
姉
さ
ん
は
理
解
し
た
よ

だ
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か
ら

り

え

人
よ
そ
の
道
は
果
て
し
な
く

し
く
険
し
い

ど
こ
ろ
じ

な
い
道
の
り

だ

の
理
解
も
得
ら
れ
な
い
か
も
だ
け
ど

そ
れ
で
も
束
さ
ん
は

束
さ
ん
だ
け
は

心
か
ら
ず

と
キ
ミ
を
応

し
て
い
る
よ

た
ば
ね

さ
ん

 
そ
れ

て

姉
の

う
ん

 
あ
あ

そ
う
い
え
ば
名

て
な
か

た
ね

一
応

き
知

て
は
い
る
み
た

い
だ
け
ど
一
応
直

教
え
て
あ

よ
う

目
を

の
様
に
開
い
て
こ
の

を

き
付
け

を

か

じ

て
よ

く

い
て
お
く
よ
う
に

 
名

ら
ず
に
こ
こ
ま
で
話
し
て
く
れ
た
事
に
内
心

き
つ
つ
動
揺
を

す
よ
う
に
そ
の
少

年
を
非
常
に
気
に
入

た
事
も
あ

て
ち

と
気
合
を
入
れ
て
自
己

を
す
る
事
に
し
た

か
に

離
を
取

た
後

ば

 
と
手
を
大
き
く
振
り
な
が
ら
向
き
直

て

を
開
く

遠
か
ら
ん
者
は

に

け

 
近
ら
ば
寄

て
目
に
も
見
よ

 
う
さ

ア
リ
ス
風
エ
プ
ロ

ン
ド
レ
ス

の
お
姉
さ
ん
は
古
今

一
人
す
な
わ
ち
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

の
発
明
者
に
し
て
天
災
と

ば
自
然
現

い
を

け
て
い
る

学
者

 

ノ
之
家
が
⻑
女

千
冬
の
大
親
友

ノ
之
束

と
は

私
の
事

お
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気
合
の
入

た

上
と
そ
れ
に
対
し
て
上
が

た
間

び
し
て
い
る
気
の

け
た
声

 
こ
れ
が

ノ
之
束

と

一

の
フ

ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
に
し
て

真
の
天
才

に
邂
逅
し
た
日
の
出
来
事
で
あ
り

如

に
自
分
が
子

で
あ
る
か
を
理
解
し

自
分
の

夢

を
中

に
し
た
せ
い
で
不

に
し
て
し
ま

た
存
在
が

る
事
を
認
識
し
た
切

掛
け
そ

の

め

り
で
あ
る

 

ま

束
様

き
て
下
さ
い

う

う

ん

束
様

き
て
下
さ
い

ご

が

め
て
し
ま
い
ま
す

 

さ

さ
と
体
を
揺
ら
さ
れ
る
と
共
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
事
で
心
地
い
い

か
ら
意
識
が

浮
上
す
る

 
重
い

を
持
ち
上

れ
ば
私
が
使

て
い
る

の
す
ぐ
横
に
は

を

じ
て
い
る
銀
髪
の

少
女
が

た

伝
子

作
を
し
て

強
な
兵
士
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
プ
ロ
ジ

ク
ト
そ

の
失

作
と
し
て

殺

分
を

け
か
け
て
い
た
少
女
で
偶
然
に
も
そ
の

設
を

す

の

一
の

者
と
し
て
の
生
き
残
り
だ

た

に

と
し
て
引
き
取

た
子
で
あ
る
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名
前
は
ク
ロ
エ

が

じ
ら
れ
て
い
る
の
は
非
道
な
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
影

に
よ

て

じ

ざ
る
を
得
な
く
な

て
し
ま

た
か
ら

失
明
し
て
い
る

で
は
無
い
が

覚
情
報
が

常
の

人
間
の
そ
れ
よ
り
圧
倒
的
な

で

が
パ
ン
ク
し
て
し
ま
う
た
め

は

じ
て
い
る

目
状

に
変
わ
り
は
無
い
も
の
の
本
人
は

れ
て
い
る
よ
う
で
住
み

れ
た
住

で
は
特
に
不

を

え
る
よ
う
な
事
は
無
い

 
彼
女
を
引
き
取

て
か
ら
は
ち

く
ち

く
家
事
を

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る

し
ろ
自
分

は
出
来
な
い
事
は
無
い
の
だ
が
生
活
能
力
は
あ

て
も
や
ろ
う
と
し
な
い
せ
い
で
不
摂
生
に
な
り

が
ち
だ
か
ら

 
つ
い
で
に

う
と
出
生
か
ら
し
て
家
事
な
ん
て
経
験
し
て
い
な
い
彼
女
が

ご

を
作
れ
て

い
る
の
は

桐

谷
和
人

に

名
し
た
少
年
こ
と
和
君
に
教
わ

た
か
ら

彼
が
教
え
た
理

由
と
し
て
は

私
の
不
摂
生

善
の

に
一
番
有

で
あ
り

一
の
手

だ
か
ら
ら
し
い

 
彼
の
お
陰
で

面
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

に
な

た
し

眠
不
足
な
点
を

け
ば

も

的
な
モ
チ
モ
チ
感
を
保
つ
よ
う
に
な

た
の
で
感

感

で
あ
る

ら

束
様

く

き
て
下
さ
い

で
な
い
と

参
に
な

て
し
ま
い
ま
す
よ

あ
あ

う
ん

そ
う
だ
ね

こ
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ク

ち

ん
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い
え

こ
れ
が
仕
事
で
す
か
ら

 
出
来
た
秘
書

の
如
く
ク

ル
な
応

を
し
た
彼
女
は
私
の
意
識
が
完
全
に
覚
醒
し
た
と
判

断
し
た
の
か

を
離
れ
て
部

を
出
て
行

た

 
彼
女
が

に
し
た

参
と
い
う
の
は
現
在
務
め
て
い
る
仕
事
場
へ
行
く
の
が

れ
る
と

い
う
文

り
の
意
味

 
現
在
世
界

国
で
指
名
手
配
を

け
て
い
る
身
で
は
あ
る
が
和
君
の
身
に

こ

た
事
や

を
悪

し
て
い
る
組

そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
が
全
て

し
た
事

で
あ
る
と
判

明
し
た
以
上
こ
ち
ら
も

か
し
ら
動
い
た
方
が
良
い
と
判
断
し
て

務

に
作
ら
れ
た
仮
想

こ
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
に

触
し
そ
こ
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な

た
の
だ

 
最
終
目
標
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み

ま
れ
て
い
る

破
壊
シ

ク
エ
ン
ス
コ

ド
の

去
と
全
プ
レ
イ

の

時
ロ
グ
ア
ウ
ト
だ
が
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な

て
お
よ
そ

月
が

経

て
も
未
だ
目
標
達
成
の
兆
し
は
無
い

 

場

こ
と
あ

く
ん
は
仕
事
を

り
過
ぎ
で
あ
る

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ

ム
の

を
自
分
が
破
れ
な
い
と
か
最

世
界
を
見
回
し
て
も

に
も
破
れ
な
い
の
で
は
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な
い
だ
ろ
う
か

ま

黒
幕
は
多
分
別
な
ん
だ
け
ど

 

間

か
ら
仕
事

の
ア
リ
ス
風
エ
プ
ロ
ン
ド
レ
ス
に

え
つ
つ
最
近

く

を

ん
だ
情
報
に
つ
い
て
思

を
回
す

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
の
は
現
在
和
君
の
義
理
の
姉
で
あ
る
桐

谷
直
葉
こ
と

ス
グ
ち

ん
が
プ
レ
イ
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

企
業
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の

責

者

郷

之

な
の
は

に
判
明
し
て
い
る

こ
れ
は
ま
だ

に
も
伝
え
て
い
な
い
が

す
ぐ
に

で
も
真
実
を
晒
す
事
は
可
能
だ

 
し
か
し
引

掛
か

て
い
る
の
は

故
今
に
な

て
そ
の
情
報
を

め
た
の
か
だ

デ
ス

ゲ

ム
開
始
か
ら
一
年

経

て

く

め
た
時
点
で

し
い
と
思
う
べ
き
だ
ろ
う

 
正
直

う
と
気
付
け
た
の
は
ス
グ
ち

ん
や

の

⻤
件
の
男
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
乱
入
す
る
事

に
な

た
か
ら
だ

前
二
人
は
絶
対
無
い
と
し
て

可
能
性
と
し
て
在
り
得
る
の
は
後
者
の
男

他
に
部
下
も

れ

ん
で
い
る
よ
う
だ
が

郷

之

だ
け
は
ア
カ
ウ
ン
ト
が
上

権
限
の

そ
れ
だ

た

換
性
は
無
い
の
に
彼
女
達
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
Ａ
Ｌ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ま
ま
乱

入
出
来
て
し
ま

て
い
た
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だ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
コ
ピ

で
あ
る
と
気
付
け
た

加
え
て
Ａ

Ｌ
Ｏ
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
サ

バ

を
そ
れ
ぞ
れ

か
し
ら
の
意

を
以
て
回
線
を
繋

て
い
る
と
も

 
そ
れ
ら
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
化
し
た
後
の
事
を

え
て
い
な
け
れ
ば
出
来
な
い
事
だ

Ｓ

Ａ
Ｏ
サ

バ

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

を
繋

る
な
ど
下
手
す
れ
ば
サ

バ

全
体
が

ち
て
プ

レ
イ

全

死
と
い
う
結
果
に
す
ら
な
り
か
ね
な
い
恐
ろ
し
い
事

一
切

与
し
て
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
サ

バ

に
触
れ
よ
う
と
し
な
い
の
は
明
白
で
だ
か
ら
こ
そ
逆
説
的
に

付
け

た

も
う
少
し

べ
れ
ば
き

と
証

は

い
て
出
て
来
る

 
し
か
し
気
に
な
る
事
は
そ
の
男
が
ど
う
し
て
二
つ
の
サ

バ

を
繋

る
よ
う
な
危
険
を
冒

し
た
の
か

 

学
者
と
し
て
の

点
に
立
つ
な
ら
そ
れ
は
メ
リ

ト
と
デ
メ
リ

ト
が
釣
り
合

て
い
な

い

二
つ
を
繋

る
事
で

か
が
可
能
に
な
る
と
し
て
も
そ
ん
な
行

が
知
ら
れ
れ
ば
た
だ
で
は

済
ま
な
い

死
者
が
そ
れ
で
出
て
い
れ
ば
極

は

れ
な
い
の
で
サ
ク
セ
ス
ス
ト

リ

な
ど

出
来
は
し
な
い

 
集
め
た
情
報
か
ら

人
格
的
に
人

を
救
う
た
め
に
動
い
て
い
る
と
い
う
の
は

外
し
て
い

る

く

深
い
ら
し
い
し
こ
の
男
と

わ

た
立
場
あ
る
人
間
は
よ
く
よ
く

え
れ
ば
あ
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ま
り
い
い
結
果
に
な

て
い
な
い

数
人
な
ら
ま
だ
し
も
全

は
流

に
お
か
し
い

現
に
あ

く
ん
は
こ
の
男
と

わ

て
い
る
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
い
う
形
で
ス
グ
ち

ん
や
ガ
キ
も
間

的
な

を
持

て
い
る

 
と
も
あ
れ
サ

バ

を
繋

る
行

は
成

し
て
い
る

だ
が
で
は
そ
の
後
は

を
す
る
つ

も
り
な
の
か

そ
し
て

か
を

し
た
後

ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か

 
き

と
そ
こ
が

郷
の
行
動
の
発

な
の
だ
ろ
う
と
思
う

そ
ん
な
危
険
な
行

に

べ
る

程
の

か
が
そ
こ
に

与
し
て
い
る

 
あ
り
得
る
と
す
れ
ば

組

 
そ
う

え
た
か
ら
こ
そ
私
は
対
策
チ

ム
に
て
仕
事
を
し
て
い
る

恐
ら
く

郷
を
動
か
す

に
至

た
原
因
で
あ
ろ
う
真
の
黒
幕
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の

を
す
り

け

ら
れ
る
手

を
有
し
て
い
る

の
切

掛
け
や

入
も
無
し
に
ス
グ
ち

ん
達
は
お
ろ
か
デ
ス

ゲ

ム
化
に

わ

て
い
る

郷
す
ら

き

ま
れ
る
の
は
不
自
然
だ

 

と
す
る
と

真
の
黒
幕
は

郷
す
ら
も
捨
て

と
し
て

て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い

和
君
に

わ
り
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
ス
グ
ち

ん
や

⻤
を

き

ん
だ
可
能
性

も
あ
る
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か

な
予
感
が
す
る
ん
だ
よ
ね

 
私
は
非

学
的
な
も
の
も

か
し
信
じ
る
方
だ

だ
か
ら
か
実
は

な
予
感
と
い
う
の
は
現

在
百
発
百
中
で
あ
る

 
故
に
私
は
そ
の

な
予
感
が
現
実
に
な

た
時
の

に
動
い
て
い
る

だ

定
出
来
な
い
可

能
性
を
先
に
見

え
て
い
る
か
ら
こ
そ
和
君
や
ス
グ
ち

ん
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生
還
さ
せ
る

を
見
出
す

に

 
天
災
と

わ
れ
て
い
る
自
分
が

か
の

を
想

て
行
動
す
る
よ
う
に
な

た
事
は
少
し
で

も
子

か
ら
大
人
へ
変
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

え
つ
つ

え
終
わ

た
私
は
ク

ち

ん
の

ご

を
摂
り
に

を
後
に
し
た

  
タ
タ
タ
タ
タ
タ
タ

と
小

の

の
如
き
速
さ
で
キ

ボ

ド
を
打

す
る

が
部

に

絶
え
間
な
く

く

 
そ
こ
そ
こ
の
広
さ
が
あ
る
オ
フ

ス
ル

ム
に
は

に

り

て
ら
れ
た

の
前
に

り

付
く
形
で
作
業
を
し
て
い
る
者
が
十
数
人
お
り

彼
ら
か
ら
も
打

は

こ
え
て
来
る

 
し
か
し
一

速
い

は
こ
の
部

に
入

て
間
も
な
い
者
か
ら
立
て
ら
れ
て
い
た
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こ
の
オ
フ

ス
に
い
る
者
達
は
超
一
流
の
著
明
な

の
出
と
い
う

で
は
無
い
が
そ
れ

で
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
暗

解

電
姉
ロ

ク
突
破
な
ど
に

い
て
は
そ
れ
な
り
の
年
数

わ

て
い
る
だ
け
あ

て
ス

シ

リ
ス
ト
と

て
も
過

で
は
無
い

年
代
は

が

ど
そ
れ
だ
け
キ

リ
ア
を

ん
で
来
た
と
い
う
事
な
の
で
彼
ら
の
打

も
仕
事
の
正
確
さ

も

み
の
も
の
で
は
な
い
の
だ

 
そ
ん
な
彼
ら
を

ぐ
打

を

か
せ
し
か
も
こ
の
オ
フ

ス
に
入

て
そ
こ
ま
で
経

て

い
な
い
に
も

わ
ら
ず
他
の

も
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
人
物
は
こ
の
オ
フ

ス
ル

ム
で

を
前
に
仕
事
を
し
て
い
る
メ
ン
バ

の
中
の
紅
一
点
だ

た

今

し
い
事
に
女
性
な
の
で

あ
る

 
そ
の
人
物
の

は
オ
フ

ス
で
仕
事
を
す
る
に
は

し
て
い
な
い
と

え
た

の
上
に
は

機

的
な
見
た
目
の
ウ
サ
ギ
バ
ン
ド
を

し
た
と
思
し
き
飾
り
を

り

う

は
不
思
議

の
国
の
ア
リ
ス
の

と
し
か
思
え
な
い
⻘
い
エ
プ
ロ
ン
ド
レ
ス

ハ

キ
リ

て
異

に
過
ぎ
る

な
ら
そ
ん
な

で
出

し
よ
う
も
の
な
ら

に

を
切
ら
れ
て
も
文

は

え
な
い
し
仮
に

情
が
あ

て
も
そ
の
日
は
仕
事
に
出
ら
れ
ず

が
あ

て
も
お
か
し

く
は
な
い

交
性
の
欠
片
も
感
じ
ら
れ
な
い
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そ
ん
な

を

過
さ
れ
て
い
る
の
は
彼
女
が
お
よ
そ
世
界
で
最
も
手
を
出
し
て
は
な
ら
な

い
ク
ラ
ス
の
人
物
だ
か
ら

 
他
と
の
協

性
を
見
せ
る
様
子
も
無
い
そ
の

と

の
前
に

り
付
い
て
の
め
り

む
程

の
仕
事
ぶ
り
そ
し
て
常
人
の

も
の
仕
事
を
一
気
に
こ
な
し
て
い
る
そ
の
異
常
さ
を
見
せ
て

い
る
彼
女
こ
そ

女
尊
男

の

を
切

掛
け
を
生
み
出
し
た

天
災

ノ
之
束

 
そ
う

世
界

国
が
血
眼
に
な

て

索
を
し
て
い
る
指
名
手
配

が
こ
の

務

合

信

第
二
分

仮
想

称
仮
想

の
オ
フ

ス
ル

ム
の
一
つ
に

て
い
る
の
だ

 
ち
な
み
に
こ
の
事
実
彼
女
本
人
の

し

も
と
い
た

て
の
頼
み
そ
し
て
見
返
り

も
あ

て

日
本

も

過
し
て
い
た
り
す
る

 
そ
れ
は

そ
も
そ
も
彼
女
が
こ
の
オ
フ

ス
ル

ム
で
仕
事
を
す
る
経

が

わ

て
い
た

 
一
時
期
は
世
界

で
現
在
は
一
年

も
経
過
し
た
事
も
あ

て
日
本
国
内

に
収
ま

て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
と
呼
称
さ
れ
る
二
重
の
意
味
で
史
上
初
と
な
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で

の
デ
ス
ゲ

ム
事
件
は

静
観
の
様
子
を
見
せ
て
い
る

む
し
ろ
静
観
以
外
に
手
の
出
し
様

が
無
か

た
の
だ
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ナ

ヴ
ギ
ア

に
よ
る

破
壊
シ

ク
エ
ン
ス
は

つ
か
の

件
が

た
さ
れ
る
と
発
動

し
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ロ
グ
イ
ン
プ
レ
イ

を
死
に
至
ら
し
め
る

無
理

理
ナ

ヴ
ギ
ア
を
取

り
外
そ
う
と
し
た
り
破
壊
し
よ
う
と
し
た
り
一
定
時
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
回
線
の
切
断
や
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
の
電
力

を
絶
つ
事
で
ハ

ド
の
重

の
三

を

め
て
い
る
と
さ
れ
る
バ

テ
リ

セ
ル
が
プ
レ
イ

を
殺
す

下
手
に

か
ア
ク
シ

ン
を

こ
す
と
明
示
さ
れ
て
い

る

件
以
外
で
も
発
動
さ
せ
人
を
死
な
せ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
か
ら
手
が
出
せ
な
い

 
そ
う
な
れ
ば
あ
と
は
も
う
内
部
の
プ
レ
イ

達
の
自
力
の
脱
出
に

す
し
か
方
法
が
無
い

 

い

ロ
グ
イ
ン
時
で

と
い
う
レ

テ

ン
グ
を
無

し
た

さ
に
反
し

全
プ
レ
イ

中
ト

プ
で

び

け
た
レ
ベ
ル
の
プ
レ
イ

が
ま
だ
生
存
し
て
い
る
の
で
希
望
は
あ

る

そ
の
少
年
の

に
は
少
年
に
遠
く

ば
な
い
も
の
の
か
な
り
の
高
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

が
集

て
い
る
ロ
グ
も
見
て
い
る
た
め

抗

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
は
予
想
が
付
い
た

 
内
部
か
ら
自
力
で
脱
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
達
が

る
と
な
れ
ば

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
発
生

と
共
に
発
足
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

が
す
る
事
は
彼
ら
の
肉
体
の

持
に

き
た

事
件
発
生
か
ら
す
ぐ
に
プ
レ
イ

が
圏
内

に
入

た
の
を
確
認
す
る
と
共
に
全
国
の

へ

送
し
た
自
分
達
に
は

そ
れ
以
外
に
出
来
る
事
が
無
か

た
の
だ
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無
論
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
コ

ド
を
も

と

う
な
ら
人
力
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
必
要
と
し
な
い
完
全
自
律
シ
ス
テ
ム
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の

を
突
破
す
る

べ
く
こ
れ
ま
で
も

闘
し

け
て
来
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

の
サ

バ

こ
そ

レ
ク
ト
・
プ
ロ

グ
レ
ス
が

理
・

持
を

て
い
る
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ピ

が
あ
る
の
で
そ
れ
を
ミ

ラ

サ

バ

に

し
て
疑
似
的
な
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
作
り
出
し

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

を

動
か
し
て
そ
れ
を
対

に
外
か
ら
の
ハ

キ
ン
グ
を
行
え
な
い
か
と

行
錯

を

り
返
し
て

き
た

 
結
果
は
今
も
事
件
解
決
に
至

て
い
な
い
時
点
で
お

し

あ
ま
り
に
も
完

す
ぎ
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
前
に
は
歴
戦
の
キ

リ
ア
達
も
お
手
上

だ

た

ね

束
さ
ん
に
も
そ
の
仕
事

手
伝
わ
せ
て
く
れ
な
い
か
な

 
そ
ん
な
状
況
が
お
よ
そ
一
年

い
た

突
に
天
災
は
や

て
来
た

確
か
Ａ
Ｌ
Ｏ

を
プ
レ
イ
し
て
い
た
プ
レ
イ

が
二
人

ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
て
し
ま

て
大
わ
ら
わ

に
な

た
数
日
後
だ

た

 
最
初
は

論

い
た

も
し
も
の
可
能
性
で
世
間
か
ら
非

を

び
せ
ら
れ
る
事
を
危
惧
し
て

秘
密
裏
に
行

て
い
た
こ
の
作
業
を
ず

と
世
界
の

か
を
放
浪
し
て
い
た
だ
ろ
う
彼
女
が
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故
知

て
い
る
の
か
と
か
他
人
に
一
切
興
味
を

か
な
い

の
天
災
が
ど
う
し
て
い
き
な

り
前
触
れ
も
な
く
そ
ん
な
事
を

て
来
た
の
か
と
か

 
そ
し
て
悩
ん
だ

彼
女
を

わ
ら
せ
て
い
い
も
の
か

と

天
災

の
彼
女
は
良
く
も
悪
く
も
影

が
大
き
過
ぎ
る

特
に

を
信

し
て
い
る
者
か
ら

す
れ
ば
彼
女
は
神
に

し
い
存
在
に
ま
で
格
上

さ
れ
て
い
る
ら
し
く
男
が
寄
り
付
く
事
を
そ

の
女
性
達
は
良
し
と
し
な
い

女
尊
男

風

が
行
き
過
ぎ
た
結
果
だ

 
そ
し
て
対
策
チ

ム
の

属
メ
ン
バ

特
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
仕
事
は
男
性
で
構
成
さ
れ

て
い
る

正
に
天
災
の
彼
女
が

に

る
と
知
ら
れ
る
と
命
が
危
な
い
状

に
な
る

だ

 
加
え
て
決
め
る
の
は
対
策
チ

ム
の
リ

ダ

を
請
け
負

て
い
る
自
分

論
上
に
判
断
は

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
上
に
報

す
る
場
合
は

二

は
天
災
の
力
を

り

よ
う
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る

こ
の
事
実
だ
け
で
も
女
尊
男

風

に

ま

た
女
性
達
の

対

に
な
り
か
ね
な
い

最
悪
チ

ム
に
属
し
て
い
る

間

共

消
さ
れ
て
も
お
か
し
く

な
い

 
そ
れ
く
ら
い

今
の
日
本
は
狂

て
い
る

 
そ
れ
で
も
正
直
行
き

ま

て
い
た
部
分
も
あ

た
の
で
上
に
話
を

す
前

で
話
を
進
め
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た

本
人
も
極
力
バ
レ
な
い
よ
う
動
い
て
く
れ
る
ら
し
い
し
あ
と
は
こ
ち
ら
が

に

ら
さ

な
い
よ
う

す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話

デ
メ
リ

ト
が
命
と
は
大
き
過
ぎ
る
が
ど
ち
ら
に
せ

よ
メ
リ

ト
を
得
て
も
事
件
解
決
に
至
ら
な
け
れ
ば
似
た
よ
う
な
状

に
な
る
の
だ
と
開
き
直

た 
本
人
か
ら
も
上
に
話
を

す
事
の
許
し
を

し
と
見
返
り
も

え
て

た
の
で
報

し
チ

ム
の
一
人
に
加
え
た
時
に
理
由
を

い
た

故
い
き
な
り
そ
う

て
来
た
の

か
教
え
て
欲
し
い

と

う
ん

 
そ
り

決
ま

て
る
じ

ん

ク

た
れ
な

ツ
の
せ
い
で
色

と

無
し
に

さ
れ
る
の
は

が
立
つ
か
ら
だ
よ

 

を

た
り
前
の
事
を

と

わ
ん
ば
か
り
の

で

が
わ
れ
た

と

の
前
に

り
つ

つ
返
し
て
き
た

え
に
自
分
は

惑
を

い
た

そ
れ
な
ら

故
事
件
直
後
に
来
な
か

た
の

か

と

 
す
る
と

速
キ

ボ

ド
に
手
を

ば
し
て
頼
ん
だ
仕
事
を
こ
な
そ
う
と
し
て
い
た
彼
女
は

動
き
を
止
め
グ
ル
リ
と
ど
こ
か
機

を
思
わ
せ
る
動
き
で

を
回
し
て
こ
ち
ら
を
見
上

て
来

た

そ
の

に
浮
か
ぶ
表
情
は

無
機
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別
に
教
え
て
も
良
い
け
ど

知

た
ら
お
前

れ
な
く
な
る
よ

 

と
す
る

ど

た
く
昏
い
声

で

と

う
そ
の
様
は
天
災
の
逆

に
触
れ
る
程

の

か
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
存
在
し
て
い
る
事
を
悟
ら
せ
る
の
に
十
分
だ

た

 
し
か
も
時
期
的
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

で
あ
る
桐

谷
直
葉
さ
ん
と

秋
十
君
の

二
人
が

き

ま
れ
た
直

的
な
原
因
だ
と

せ
た

天
災
は
特
定
の
親
し
い
者
を
特
別

す
る
と

い
た
事
が
あ
る

恐
ら
く

に
来
た
の

は
親
友
ら
し
い
あ
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
弟
が

わ
れ
る
事
に
な

た
か
ら
だ
ろ
う
と
推

し

て

そ
れ
以
上

こ
う
と
は
し
な
か

た

れ
な
く
な
る
と
い
う
意
味
が
ど
う
い
う
意
味
で
か

日
本

の
闇
と
い
う
部
分

か
そ
れ
と
も
天
災
が
全
力
で
事
に

た
る
程
の

件
に

き

ま
れ
る
と
い
う
意
味
で
か

自
分
は
こ
れ
ま
で
生
き
て
来
た
中
で
最
大

の
得
体
の
知
れ
な
い
恐
怖
を
日

覚
え
て
い
た

中

心

に
悪
い
な

 

が

い
の
は
錯
覚
だ
ろ
う
か
と

え
な
が
ら
最
近
手
放
せ
な
く
な

て
き
た

を
水

で

み

ん
だ
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ね

ち

と
い

い

  

そ
の
時
自
分
が
意
を

め
る
最
大
の
要
因
の
一
つ
と
な

て
い
る
女
性
が
間

び
し
た

声
を
掛
け
て
来
た

一
体

だ
ろ
う
と
わ
ざ
わ
ざ
あ
ち
ら
か
ら
声
を
掛
け
て
来
る

し
さ
に

か
な
期

を
寄
せ
つ
つ

彼
女
に

り

て
ら
れ
た
デ
ス
ク
へ
と
向
か
う

  

そ
こ
で

は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
そ
し
て
ナ

ヴ
ギ
ア
と
い
う
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
の
恐
る
べ
き
真
実
の
一

を
知
る
事
と
な

た

   
束
は
白
騎
士
事
件
を
原
作
同
様
明

さ
れ
て
な
い
け
ど

確
定
に
マ

チ
ポ
ン
プ

の

に
引
き

こ
し
た



 幕間之物語：天災編 〜尊称ト蔑称〜

 
そ
れ
は

進
出

に
行
き
た
い
と
い
う

発
明
の
根
幹

す
な
わ
ち

発
明
は

夢

の

だ

た
が

を

定
さ
れ
た
時
は
子

の
よ
う
に

し

認
め
ら
れ
る
た
め

と
い
う
欲
に

て
し
ま

た

 
そ
れ
が
間
違
い
で
あ

た
と
気
付
き

束
は
そ
の
行
動
を

夢

を

め
た

と
解

し
た

 
反
面

場

は

の
協
力
を
以
て
夢
を
叶
え
よ
う
と
動
い
て
い
る

過
去
理
論

上
可
能
で
は
あ

て
も
夢
物
語
的
に

わ
れ
た
電
子
虚
構
世
界
の
構

を

す

に

自
分
と

違

て
他
者
と
協
力
し
て
進
む

は
自
分
と
違

た
大
人
の
天
才

才
能
は
あ

た
努
力
も

し
ま
な
か

た

を
せ
ず
突
き
進
ん
だ

に

夢

を
実
現
さ
せ
た
者

 
そ
れ
ら
に
対
し

秋
十
は
才
能
に
か
ま
け
他
者
に
理
解
さ
れ

い
夢
を

い
て
い

る
様
子
も
無
く

然
と
過
ご
し
て
い
る

そ
の

は
他
の

人
と

ら
変
わ
ら
な
い

故
に
同

で
は
無
い
と
判
断
し
た

 
そ
し
て

一

／
桐

谷
和
人
は
束
や

場
の
よ
う
な
明
確
な
終
わ
り
が
あ
る

で
も
無

く

に
も
認
め
ら
れ
な
い
未
来
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
に

夢

を
追
う
事
を
決
し
て

め
な
か

た
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場
も
他
人
に
理
解
さ
れ
な
い
衝
動
に
突
き
動
か
さ
れ
る
天
才
で
は
あ
る

才
能
も

境
も

使

て
突
き
進
む

は
正
に
天
才
と

わ
れ
て
も

得
出
来
た

 
し
か
し

一

／
桐

谷
和
人
に
は

才
能
も

境
も
無
く

あ
る
の
は
た
だ
努
力
の
み

認
め
ら
れ
る
事
を
動
力
源
と
し
て
動
い
た
事
が
あ
る
束
に
と

て

に
も
認
め
ら
れ
な
い
の
に

努
力
で
き
る
事
は
才
能
に
見
え
た

 
束
と
も

場
と
も
秋
十
と
も
違
う

境
と
才
能
の
無
さ
認
め
ら
れ
な
さ
分
か
り
に
く
さ
と

い
う
不
遇
で
あ
り

つ
報
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
努
力
を

け
る

は

に
も
理
解
さ
れ
な
い
が

故
に
天
才
と

え
た

場

ど
理
解
出
来
る
要

が
無
い
分
だ
け
よ
り
そ
れ
は

著
に
な

た 
故
に
束
は
真
の
天
才
は

一

／
桐

谷
和
人
で
あ
る
と

え
た

出
来
損
な
い

と
い
う
正
反
対
の

価
こ
そ
後
世

く

価
さ
れ
た
数
多
く
の
天
才
達
に

ず
る
も
の
が
あ

た
か
ら

 
下
地
は
無
く
立

て
い
る

の

す
ら
無
い
に
も

わ
ら
ず
理
解
さ
れ
な
い
が

に
報

わ
れ
な
い
の
に
努
力
し

け
ら
れ
る
事
こ
そ
少
年
に
し
か
持
ち
得
な
い
／
存
在
し
な
い

一
無

二
の
才
能
な
の
で
あ
る
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天
災
に
よ
る
天
才

分

 
・
努
力
型

場

一

／
和
人

 
・

心
型

束

秋
十

 
・
理
解
可
能
型

束

場

秋
十

 
・
理
解
不
能
型

一

／
和
人

 
・
結

体
的
型

束

場

 
・
結

的
型

一

／
和
人

 
・
結

無
し

秋
十

  

一
番

の
道
で
あ
り
理
解
を
得
ら
れ
に
く
い
タ
イ
プ
の
天
才
結
果
型
で
な
い

た
め

か
ら
は
才
能
無
し
に
見
え
る

が
本
作
主
人

な
の
で
あ
る

  

妖
精
義
姉
は
義
弟
の
天
才
性
に
気
付
い
て
い
る

第
五
十
一
章

出
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悲
報

今
話
で

ス
ト

ク
が

ネ

き
た
ん
ダ

 
よ

て
今
後
は
月
木
投
稿
で
も

二
回
と
は
限
ら
な
い
不
定
期
投
稿

テ
ス
ト
に
実

前

験
な
ど
で

し
い
の
で

ご
理
解

け
れ
ば
と
思
い
ま
す

 

は

行

 
で
も
流

に
実

と
か
テ
ス
ト
間
近
に
な
る
と

し
い
の
で

ご
理
解
の

程

お
願
い

し
た
い

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
八
十
六
章
 

圧
倒

黒
の
剣
士
対
黒
猫
の
魔
槍

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
の

点
は
束
さ
ん
サ
チ
キ
リ
ト
ユ
イ
の

ぶ

ち

け
ユ
イ
以
外
は
か
な
り
少

な
い

 
今
話
は
恐
ら
く
⻤
神
リ

姉
無

回
以
来
の
不

が
あ
る
と
思
わ
れ
る

解
説
は
後
書
き
で
一

応
し
ま
す

  
で
も
前

と
し
て
覚
え
て
お
い
て
欲
し
い

う
ち
の
キ
リ
ト
は

の
性

を
持
つ
反
面

な
部
分
が
あ
る
故
に
非
常
に

甘
い

性
格
で
も
あ
る
の
だ
と

  

つ
ま
り
殺
意
を
向
け
て
来
た

手
だ
ろ
う
と
今
後
ず

と
殺
意
を
返
す
と
は
限
ら

な
い

お
話
に
は

と
し
ど
こ
ろ
も
必
要
な
の
だ

 
そ
ん
な
今
話
は
約
一
万
九
千
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で
は
ど
う
ぞ

 
人
間
の

は
全
部
で
四
つ
の

に
分
け
ら
れ
る

密
に

え
ば
も

と
多
い
ん
だ
け
ど

大

把
に

め
れ
ば
四
つ
あ
る

後

葉
は
主
に

覚
を

る

小

の
運
動

節
な
ん
か
も
こ
こ
に

ま
れ
て
る

葉
は

の

で
異
な
る
け
ど
一

的
に

は
空
間
把
握

は

語
の
機
能
を

る

葉
は
感
覚

が
あ
り
更
に
運
動
の

節
や
体
の

か
ら
送
ら
れ
て
来
た
情
報
の

合

を
す
る

そ
し
て
前

葉
は
運
動

と
運
動

合

を

せ
持
ち

人
の
感
情
抑
制
を
も

る

 
と
こ
ろ
で

ね

人
の

の
機
能
は

を
以
て
し
て

活
動
し
て
い
る

と

わ
れ
て
い
る
か

知

て
る
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え
は

波

さ

極
論

波
が

れ
ば

活
動
し
て
い
る

て
い
な
け
れ
ば

死
滅
し
て
い
る

と

わ
れ
る

生
き
て
い
る
限
り

は
活
動
し
て
い
る
ん
だ

つ
ま
り

波
を
弄
る
技
術
が
確
立
さ
れ
て
し
ま
え
ば
人
の

肉
を
勝
手
に
動
か
し
た
り

感
覚
を

認
さ
せ
た
り

感
情
の

を
外
さ
せ
る
事
も
出
来
る

つ
ま
り
人
を

本
能

の
み
で
動
か
す
事
に
な
る

こ
れ
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

型
認
知

で
見
ら
れ
る

状
だ

全
体
的
に

が

す
る
そ
の
認

知

は
人
に
よ

て
そ
の
進
行

や

す
る
部

の
速
さ

さ
に
差
が
生
ま
れ
て
来
る

だ

け
ど
前

葉
が

す
れ
ば
人
は
よ
り
本
能
的
な
行
動
を
取
る

Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
応
じ
た
行
動
を
取

れ
な
い

つ
ま
り

我

と
い
う
も
の
を
覚
え
な
く
な
る
の
さ

だ
か
ら

波
を
弄
り

が

し
死
滅
し
た
状

に
近
付
け
る
か
あ
る
い
は
特
定
の
感
情

や
行
動
時
に

波
が

る
部

に

を
加
え
れ
ば
結
果
的
に
そ
の
人
は
本
能
を
我

し
な
く
な
る

そ
の
結
果
が

力
に

と
い

た

他
人
へ
の

意
と
い
う
結
果
に

な
る

だ
論

出
血
や

な
ん
か
で

さ
れ
た
場
合
も
同
じ
結
果
に
な
る

た
だ
し

血
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の
場
合

さ
れ
た

組

を

ん
で
い
た
神
経
ネ

ト
ワ

ク
は
別
の
経
路
を

て
再
構

さ
れ
る
か
ら

く
す
れ
ば
多
少
は
回
復
す
る

無
論
多
少
の
後

は
残
し
て
い
る
け
ど

ね

世
間
で

わ
れ
る

の

活
は
神
経
ネ

ト
ワ

ク
を
別
の
回
線
を
使

て
作
り

直
す
事
で
あ

て
死
滅
し
た

を
復
活
さ
せ
て
る

じ

な
い
ん
だ

そ
れ
が
出
来
て
い
た

ら

に
死
ん
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

を
生
き
返
ら
せ
る
事
な
ん
て

無
い
よ

と
も
あ
れ

が

る
機
能

や

特
定
の
機
能
を
使

て
い
る
と
特
定
部

に

波
が

る

事
は

お
よ
そ
人
間
で
あ
る
以
上
万
人
に

し
い
共

点
と
い
う

だ

そ
し
て

大

そ
う
い
う
人
達
に
は

自
分
が
異
常

と
い
う
認
識

す
な
わ
ち

識

と

い
う
も
の
を
持
た
な
い

自
分
の

動
に
間
違
い
は
無
い
と
い
う
思
い

み
を

い
て
い
る
か
ら

我

な
ん
て
す
る
必
要
が
無
い
状

に
な

て
い
る

そ
り

そ
う
だ

異
常

を
判
断
す
る

の

が
狂

て
る
ん
だ
か
ら

異
常
で
な
い
と
見

て
い
る
な
ら

我

な
ん
て
必
要
無
い

仮
に

自
分
は
異
常
な
ん
だ
ろ
う
か

と

え
れ
ば

そ
の
思

が
不
安
を
呼
び

不
安
は
思

を
乱
し
精
神
を
狂
わ
せ
結
果
的
に
は

に

た
り

ら
す
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
ね

精

神

で
は
そ
う
い
う
パ
タ

ン
が
特
に
多
い
ア
ル
コ

ル
依
存

な
ん
か
は
不
安
を
和
ら
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る
た
め
に
ア
ル
コ

ル
に
依
存
し
て
い
る
ん
だ
か
ら

更
だ

ち
な
み
に

不
安
を
覚
え
る
事

に
不
安
を
覚
え
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
は
異
常
不
安
と
呼
ば
れ
て
て
こ
れ
も
ま
た

状
の

一
つ
に
な
る

知
識
と
し
て
覚
え
て
お
く
と
良
い

さ
て
こ
こ
ま
で
⻑

と
話
し
た

だ
け
ど
束
さ
ん
が
見
つ
け
た
全
Ｓ
Ａ
Ｏ

プ
レ
イ

に
見
ら
れ
る
共

点
に
つ
い
て
だ

そ
う
つ
ま
り
こ
れ
は
本

を
理
解
す
る

の

知
識
に
過
ぎ
な
い

ま

も
う
分
か

た
ん
じ

な
い
か
な

 
こ
こ
ま
で

み

け
ば

知
識
に

し

く
て
も
流

に

で
も
分
か
る

だ
よ

 
そ
う

ナ

ヴ
ギ
ア

に
も

論

ア
ミ

ス
フ

ア

に
も

悪

す
れ
ば
人
間
を

人
形

に
変
え
ら
れ
る
機
能
が
備
わ

て
い
る
ん
だ

   

日
よ
り
も

か
に
強
化
さ
れ
た
リ

フ

と
シ
ノ
ン
を
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
メ
ン
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バ

と
し
て
加
え
晴
れ
て
攻
略
組
の
一

と
し
て
加
わ

た
二
人
と
共
に
他
の
ギ
ル
ド
の

人
達
と
レ
イ
ド
を
組
み
数
体
で

れ
て
い
る
モ
ン
ス
タ

達
と
の
戦
い
に

ら
し
て
い
き
つ
つ

攻
略
を
進
め
て
い
る
最
中

と

か
が

こ
え
た
気
が
し
て

私
は
背
後
を
振
り
返

た

 
第
七
十
六
層
の
フ

ル
ド
は
第
一
層
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
近
い
か
ら
か

は

界
が
開
け

て
い
る

原
が
広
が

て
い
る
だ
け

 
十
人

ど
で

ま

て
動
い
て
い
る
私
達
の
背
後
に
は

も

な
い

仮
に

か

た
ら
ス
カ

ウ
ト
を

て
い
る
人
が
声
を
上

る

だ
か
ら

な
い
の
は

ら
お
か
し
い
事
で
は
な
い

 

で
も

で
だ
ろ
う

故
か

な
感
じ
が
す
る

 
後
方
の
ど
こ
を
見
て
も

の

は
見
え
な
い
し

不
安
に
な

て
完
全

得
間
近
の

索

ス
キ
ル
を
使

て
探
知
を
掛
け
て
も
や
は
り
反
応
は
無
い

 

暗
い
森
だ

た
り
レ
イ
ス
系
の
実
体
の

い
モ
ン
ス
タ

が
メ
イ
ン
の

層
で
あ
れ
ば
こ
れ

で
も
ま
だ
安
心
は
出
来
な
い
が
こ
の

層
で
出
て
来
る
モ
ン
ス
タ

は
獣
系

系

人

系
の
三
種

人
の
タ
イ
プ
の
一
つ
に
あ
る

・
シ

フ

を

け
ば

索

を
掻
い

潜
る
な
ん
て
不
可
能
だ
し
完
全

得
間
近
で
あ
る

練

で
あ
れ
ば
そ
の
タ
イ
プ
で
あ

て

も
自
身
の
近
く
な
ら
必
ず
分
か
る
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索

ス
キ
ル
を
使

て
も
反
応
が
無
い
と
い
う
事
は
つ
ま
り
不
安
に
な
る
よ
う
な
事
は

身
近
に
無
い
と
い
う
事
だ

  
そ
れ
で
も

の

に
去
来
し
た
不
安
は

わ
れ
な
い

 
い
や
む
し
ろ
ド
ン
ド
ン
そ
れ
は

大
化
し
て
い
る

ま
る
で
こ
う
し
て
立
ち
止
ま

て
い
る

事
す
ら
も
間
違
い
で
今
す
ぐ
動
か
な
い
と
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
よ
う
な
そ
ん
な
感
覚

を
覚
え
て
い
る

私
の
不
安
を

定
す
る
思

が
不
安
か
ら
目
を

ら
す

の

い

の
よ
う
に

す
ら
思
え
て
し
ま
う
く
ら
い
に

そ
れ
は

れ
上
が

て
い
る

 

そ
れ
に

こ
の
感
覚
を
私
は
知

て
い
る

 
そ
れ
は
今
か
ら
お
よ
そ

年
前
の

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
の
事

 
ケ
イ
タ
が
放

た
と
い
う
私
は
知
り
得
て
い
な
い

葉
／

い
に
狂

た
キ
リ
ト
を
想
い
そ

し
て
止
め
な
け
れ
ば
と
焦

を

い
た
時
の
感
覚
に

似
し
て
い
る

求
め
た
も
の
で
は
無
か

た

生
の
ア
イ
テ
ム
を
放
り

ら

ら
と
覚
束
無
い
足
取
り
で

け
れ
ど
ど
こ
か

る
よ
う
に
足

で
立
ち
去

た
彼
を
見
た
時
に
去
来
し
た

あ
の
感
覚
に

 
で
も

な
ら

故
今
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キ
リ
ト
の
危
う
さ
は

夜
彼
の
義
理
の
姉
リ

フ

に
よ

て
あ
る
程

は

善
さ
れ
た

だ

一

一

で

ら
な
い
事
は
分
か

て
い
る
が

そ
れ
で
も
彼
は
私
達
の
想
い
と
願
い
を

知

た

生
き
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
知

た

 
自
己

の
き
ら
い
が
あ
る
彼
は

今
ま
で
は
そ
れ
か
ら
目
を

ら
し
て
き
た

 
し
か
し
リ

フ

が
真

向
か
ら
ぶ
つ
か

て
自
身
を

に
す
る
思
想
が

り
で
あ
る
と

明
確
に
思
い
知
ら
さ
れ
た
事
で

彼
は
少
な
く
と
も
今
後
安

に
同
じ
行
動
は
取
ら
な
い

だ

 
だ
か
ら
不
安
な
ど

く
必
要
が
無
い

 
そ
う
結
論
を
導
き
出
し
て
も

不
安
は
晴
れ
な
い

 

が
分
か
ら
な
い
モ

モ

と
し
た
心
地
の
ま
ま

私
は

の
後
を
追

て
攻
略
を

け
て

い

た

 
そ
の

突
な
不
安
感
は
自
分
の
因
縁
が
原
因
だ

た
の
だ
と

然
と
怒
り
と
共
に
知
る
事
に
な

る

お
よ
そ
三
時
間
前
の
事
だ

た

  
氷
の
大
盾
を
翳
し
て
紅
の
槍
を

い
で
く
れ
て
い
る
義
姉
の
命
が

一

と

れ
て
い
く
様
を

界
に

め
な
が
ら

は
こ
の
状
況
を
打
開
す
る

の
手

を
必
死
に

え
て
い
た



 第八十六章 〜圧倒：黒の剣士対黒猫の魔槍〜

 
ユ
イ
姉
の

は
お
よ
そ
三

で
一

が

れ
て
い
く
の
で

保

て
三
十

に
十

は

過
ぎ
て
い
る
の
で
最

予
は
無
い

今
す
ぐ
に
で
も
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
ユ
イ
姉
は
死
ん
で
し

ま
う

 

ど
う
す
る

ど
う
動
く
べ
き
だ

 
槍
を
投

て
殺
し
に
掛
か

て
来
る

手
が
ケ
イ
タ
で
あ
る
事
も

き
だ
が
そ
れ
に
つ
い
て

は
後
に
す
る

 
今

え
る
べ
き
な
の
は

ホ

ミ
ン
グ
性
能
を
有
し
て
い
る
ら
し
い
槍
を
ど
う
す
る
か
だ

 
十

経
過
し
て
い
る
に
も

わ
ら
ず
槍
が
盾
と

ぎ
合

て
い
る
と
い
う
事
は
恐
ら
く

ド
ス
キ
ル
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
の

果
が
切
れ
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

ア
レ
は
一
撃

系
の
ス

キ
ル
で

ぎ
合
い
は

外

さ
れ
た
も
の

恐
ら
く
だ
が
止
め
ら
れ
た
時
点
で
シ
ス
テ
ム
の
恩

を
喪
う

の
も
の
だ

 
だ
か
ら
盾
で

い
で
い
る
に
も

わ
ら
ず
止
ま
ら
な
い
の
は
そ
う
い
う
特

性
能
を
有
し
た

備
で
あ
る
と
い
う
事
が

え
ら
れ
る

他
に
も

つ
か
予
想
は
あ
る
が
現
状
最
大
の
証

と

え
る
の
は
横
に
回

し
た

を
追

し
た
現

の
事

恐
ら
く

を
タ

ゲ

ト
し
て
い
る

か
ら
ユ
イ
姉
が

い
で
も
止
ま
ら
な
い
で
い
る
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と
は

え
仮
に

を
タ

ゲ

ト
し
て
い
て

た
る
ま
で
止
ま
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
ま
だ

や
り
よ
う
は
無
く
も
無
い

 
し
か
し
そ
れ
は
大

打
も
良
い

予
想
を
一
つ
で
も
間
違

て
い
れ
ば

は
死
ぬ

 
正
直

て
分
は
悪
い

報

は
一
時
的
な
生
チ

プ
は
自
分
の
命
最
悪
ユ
イ
姉
も
死

ぬ

更
に
あ
の
槍
の
特
性
の

が
未
だ
不
明

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て

権
限
の
一
部
を
有
し
て

い
る
ユ
イ
姉
な
ら
あ
る
い
は
断
片
的
に
で
も
知

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
を

く
程
の

予
も
無
い
し

も
残
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う

 
ま

た
く
も

て

に
合
わ
な
い
ギ

ン
ブ
ル
の

だ

う
じ
て
導
き
出
し
た
予
想
一

つ
失

の
一
つ
も
無
く

た

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
運
頼
み
な
ど
命
を
チ

プ
に
す
る

に
は
あ
ま
り
に

に
合
わ
な
い

 
そ
れ
で
も

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
こ
の
ま
ま

て
い
て
も
ど
の
道
ユ
イ
姉
は
死
ぬ

そ
し
て
護
る
盾
を
喪

た

槍
は

を

く
だ
ろ
う

 
な
ら

が
取
る
行
動
は

た
だ
一
つ
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後
で

説
教
は
覚
悟
し
て
お
こ
う

 
説
教
を

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
動
を

は
今

し
た

 

襲
に
し
て
初
撃
と
な

た
一
撃

あ
の
時

は
横
に

ん
で
回

を

み
た
に
も

わ
ら

ず

の
横
を
過

た
槍
は

に

が

て

へ
向
か

て
来
た

つ
ま
り
回

行
動
は

下
策

現
状
打
破
の
一
手
に
は
な
り
得
な
い

行
動
は
現
状
ユ
イ
姉
が
し
て
い
る
し

に

た
ら
な
け
れ
ば
恐
ら
く
イ
タ
チ
ご

こ

に
な
る
の
で
意
味
は
な
い

む
し
ろ

を

ら
れ
る
事
を

え
れ
ば
ジ
リ

で
死
ぬ
事
は
確
実

な
の
で
こ
れ
も
下
策
と

え
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
神
聖
剣
で
あ
れ
ば
盾
の
中
心
で

い

だ
場
合
ノ

ダ
メ

ジ
で
や
り
過
ご
せ
る
の
で
話
は
違

た
だ
ろ
う

 
引
い
て
も
死

 
止
ま

て
も
死

 

い
で
も
死

 

な
ら

前
に
進
む
し
か
無
い

 
全
て
の
予
想
が

た

て
い
る
な
ら
理
論
上
現
状
打
開
は
十
分
可
能

そ
の
手

を

は
一

つ
だ
け

え
出
し
て
い
る
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槍
の
一
撃
は

も
回

も
出
来
な
い
も
の
と
な

て
い
る

 
し
か
し
そ
れ
は

密
に
は
正
し
い
表
現
で
は
無
い

と
思
う

わ
れ
た
対

者
で

あ
れ
ば

少
な
く
と
も

行
動

は

か
し
ら
別
の
結
果
を
導
き
出
す

だ

 

と
は

本
来
直
撃
し
た
時
の
ダ
メ

ジ
の

か
を

る
行
動
を
意
味
す
る

 
つ
ま
り
槍
の
一
撃
は
確
か
に

た
対

の
命
を

て
い
る

解
す
る
事
な
く
シ
ス

テ
ム
的
に

え
て

た

て
い
る

と

い
換
え
ら
れ
る

な
の
だ

た

て
い
る

と

い
う
判
定
を

け
な
け
れ
ば

は

ら
な
い
の
だ
か
ら

 
神
話
や
伝
説
に
あ
る
よ
う
な
行
動
し
た
時
に
は
結
果
が
決
ま

て
い
る
と
い
う
オ
カ
ル
ト

み
た
も
の
は
シ
ス
テ
ム
で

制
さ
れ
て
い
る
仮
想
世
界
で
は
あ
り
得
な
い

あ
の
槍
も
恐
ら

く

投

た

時
点
で

た
る
ま
で
追

す
る

果
は
発

し
て
い
る
だ
ろ
う
が

ど
こ

に

た
る
か
ま
で
は
恐
ら
く
決
ま

て
い
な
い

そ
れ
は

の

を

く

道
だ

た
初
撃
が

が
横
に

ん
だ
回

行
動
の

に

を

く
事
に
な

た
結
果
か
ら
も
明
ら
か
だ

 
極
論
あ
の
槍
は

た
対

者
の

を

ら
す
結
果
を
出
す

事
に
特
化
し
た
武
器
と

え
る

を
追

す
る
の
は

そ
の

的

果
だ
ろ
う

 
だ
と
す
れ
ば

ま
だ
や
り
よ
う
は
あ
る

こ
の
予
想
全
て
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
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た
だ
一
つ
の
失

す
ら
死
に
直
結
す
る
戦
い
な
ん
て

時
ぶ
り
か

 
自
分
が
本
気
で
死
に
掛
け
た
戦
い
は
直
近
だ
と
四
日
前
の
ア
キ
ト
と
の
死
闘

あ
の
時
は
対

人
戦
で
初
め
て
と

え
る
く
ら
い
追
い

め
ら
れ
て
い
た

 
あ
の
死
闘
に

べ
れ
ば

こ
の

面
を
潜
り

け
る
事
も

は
無
い

 

が
絶
対
的
に
レ
ベ
ル
差
が
開
い
て
い
る
ア
キ
ト
に
追
い

め
ら
れ
た
の
は
精
神
的
に

静

さ
を
喪

て
い
た
事
が
最
大
の
要
因
だ
が
他
に
も
技
術
的
に

て
い
た
か
ら
で
も
あ
る

そ

れ
は
リ

姉
に
完

さ
れ
た
時
や
ユ
ウ
キ
と
ド
ロ

に
な

た
事
が
裏
付
け
て
い
る

 
シ
ス
テ
ム
に

た
戦
法
に

重
を

い
た
戦
い
で
あ
れ
ば

は
十
分
に
強
者
足
り
得
る

だ
か
ら
こ
そ
フ
ロ
ア
ボ
ス
や
闘
技
場
を

騎
で

手
取
れ
る

モ
ン
ス
タ

は
シ
ス
テ
ム
に

て
し
か
動
け
な
い
か
ら
だ

そ
こ
に

の
技
術
や
発
想
を

り

め
ば

騎
で

手
取
る
事
も
不

可
能
で
は
無
い

 
反
面
対
人
戦
で
は
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
よ
り
も

の
実
力
の
方
で
差
を
生
じ
る

極
論
技

術
が

越
し
て
い
れ
ば
ど
れ
だ
け
高
レ
ベ
ル
の
プ
レ
イ

だ
ろ
う
と
完

は
可
能
だ

備
の

性
能
差
で
有

不

は
確
か
に
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
を

め
る
事
す
ら
可
能
に
し
て
し
ま

え
る
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紅
槍
を
以
て
ユ
イ
姉

共

を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
ケ
イ
タ
は
今
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を

け
た
一
撃
し
か
放

て
い
な
い

 
な
ら

勝
て
な
い
道
理
は
無
い

 

⻑
い
間
ず

と

ロ
を

い
て
戦

て
来
た

は

よ
り
も
シ
ス
テ
ム
を
味
方

に
つ
け
た
戦
い
方
に
精

し
て
い
る
と

自
負
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 

か
な
い
と
い
け
な
い
事
が

あ
る
ん
だ
か
ら

 
そ
の
自
負
と
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
再
認
識
し
た
後
ユ
イ
姉
が
槍
を

ぎ
始
め
て
か
ら
十
五

が
経
過
し
た
時
に

は
動
き
出
し
た

 
は

 
そ
の
声
は
キ

が
発
信
源
だ

た

 
そ
の
声
が

こ
え
た

背
後
に
い
た
キ

は
私
の

横
を
高
速
で
過

た

な

キ

 
護

て
い
る
と
い
う
の
に

ま
さ
か
そ
の
彼
が
前
へ
出
る

を
取
る
と
は
予
想
外
だ

た

回
復
結

を
使

て
私
の

を
回
復
し
て
く
れ
る
か

あ
る
い
は

の
武
器
を
虚
空
に
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呼
び
出
し
て
槍
に

て
る
か
し
て
く
れ
る
と
思

て
い
た
だ
け
に

そ
の

き
は
大
き
か

た

 

よ
り
さ

き
の
一
撃
で
自
身
を

て
い
る
と
は
分
か

て
い
る
だ
ろ
う
に
自
ら
前
へ

出
た
事
に
小
さ
く
な
い
怒
り
を
覚
え
た

 

る
彼
が
向
か
う
先
は

恐
ら
く
ケ
イ
タ
が
立

て
い
る
大
木
だ
ろ
う

 
し
か
し
そ
れ
は
無

と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 
彼
我
の

離
は

に
百
数
十
メ

ト
ル
は
あ
る

索

と

の
目

の

認

離

大

果
で

に
見
え
る
が
あ
そ
こ
へ
行
く
に
は
か
な
り
手
間
だ

槍
の

果
を

え
れ
ば

り

く
ま
で
に
三
回
は

か
れ
て
も
お
か
し
く
無
い

キ

ダ
メ
で
す

 

て
下
さ
い

 
盾
で

ご
う
と

え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

そ
れ
は
無
理
だ

 
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
は

突
属
性
極
振
り
の
一
撃
技

そ
の

力
は

突
に
対
し
て
異
常
に
高

い

性
を
有
す
る
ゴ

レ
ム
系
で
あ
ろ
う
と
一
発
で

る
く
ら
い
の
高

力

盾
で

い
だ
と
こ

ろ
で

は
一
気
に

れ
る
事
間
違
い
な
し

 
現
に

ぎ
始
め
て
か
ら
十
五

ど
し
か
経
過
し
て
い
な
か

た
の
に

私
の

は

に
一

弱
し
か
残

て
い
な
い

つ
ま
り
あ
の
一
撃
を

い
だ
だ
け
で
三

強
は

ら
れ
た
の
だ
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私
は
キ

と
違

て
全
属
性
の
ダ
メ

ジ
を
五

カ

ト
す
る

は
有
し
て
い
な
い
し
ス

テ

タ
ス
を
増

す
る

備
も
し
て
い
な
い
の
で
彼
よ
り
は
ど
う
し
て
も
ス
テ

タ
ス
面
で

る

彼
で
あ
れ
ば

の
上
か
ら
で
も
ダ
メ

ジ
カ

ト
が

く
な
ら
恐
ら
く
一
撃
の
ダ
メ

ジ

を
一

く
ら
い
に
は
抑
え
る

だ

 
だ
が

今
の
彼
の

は
リ
ジ

ネ
の

果
で
も
四

ど
し
か
残

て
い
な
い

 

の
彼
で
あ
れ
ば
ポ

シ

ン
や
結

ア
イ
テ
ム
を
使

て

に
回
復
す
る

だ
が
そ

れ
を
し
て
い
な
い
と
い
う
事
は
今
の
彼
は
恐
ら
く

静
で
は
無
く
な

て
い
る

自
身
の
命
を
奪

う

手
を
知

て
か
あ
る
い
は
私
が
死
に
掛
け
た
事
に
か
は
分
か
ら
な
い
が
と
に
か
く
ボ
ス

や
プ
レ
イ

を

手
に
す
る
時
の

静
さ
は
無
い

 
彼
の
戦
い
方
は

静
さ
を
喪
え
ば
十
全
の
力
と
は

え
な
い
も
の

し
た
時
点
で

ば

北
は
決
し
て
い
る
と
い
え
る
も
の

 
ア
キ
ト
と
の
戦
い
で
二
回
と
も
勝
て
た
事
自
体
が

で
あ
り
リ

姉
と
の
戦
い
で
負
け
た

事
は

な
結
果
だ

た
の
だ

キ
 
こ
の
ま
ま
行

た
ら

今
の
彼
で
は
間
違
い
な
く
殺
さ
れ
て
し
ま
う
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彼
は
私
と
違

て
あ
の
紅
槍
の
特
性
を
理
解
し
て
い
な
い

知
ら
な
い
の
だ
か
ら
そ
れ
も

然

だ
が
命
を

け
た
戦
い
に

い
て
無
知
と
は

命
的
な
弱
点
と
な
る

今
の

静
さ
を
欠

い
た
彼
が
あ
の
槍
の

必
中

の
特
性
や
ロ
ジ

ク
を
理
解
出
来
て
い
る
と
も
思
え
な
い

 

静
で
あ

た
な
ら
あ
る
い
は
と
も
思
え
る

 
し
か
し
こ
ち
ら
の
声
に
一

だ
に
せ
ず
突
撃
し
て
い
く
様
は
怒

こ
そ
上

て
い
な
い
が

に
血
が
上

て
い
る
と
思
う
に
は
十
分
過
ぎ
る

 
そ
れ
を
伝
え
る
に
は
時
間
が
足
り
な
い
か
ら
と
に
か
く
一

止
め
な
け
れ
ば
と
思

て

る

よ
う
に

て
い
る
の
に
彼
は
こ
ち
ら
の
声
に

を

さ
な
い
ま
ま
離
れ
た
木
の

に
い
る
男

へ
と

す
る

 
そ
れ
と
同
時
に

盾
に
突
き
立

て
い
た
槍
が

道
を
変
え
た
の
か

圧
力
が
一
気
に

界

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
イ
ネ

ブ
ル

色
の

ゲ

ジ
の

少
も
止
ま

た

 
そ
し
て
空
気
を
切
り
裂
く

が

第
に
離
れ
て
行
く
の
を
知
覚
し
盾
が
消
え
る
時
間
も

し

く
横
へ
と
動
く

 
私
の

界
に
は
紅
の
旋
風
を

き

こ
し
な
が
ら
直
進
す
る
紅
槍
と
そ
の

先
か
ら

れ

る
よ
う
に
男
へ

す
る
少
年
の

が
あ

た
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で
し

う

 
そ
の
光

を
見
て
思
わ
ず

け
る

 
そ
の
速

は
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
よ
り

で
投

た
場
合
よ
り

か
に
速
い
槍
と

同

突
き
放
し
は
し
て
な
い
が
逆
に

め
ら
れ
も
し
て
い
な
い
速

で
ケ
イ
タ
の
下
へ
と

て
い
た
の
だ

絶
対
に

で
出
せ
る
速
力
で
は
無
い

 
つ
ま
り
彼
は

で
は
無
い

か

を

し
て
あ
の
速

を
出
し
て
い
る
事
に
な
る

 

え
ら
れ
る
と
す
れ
ば

く
ら
い

 
未
だ
謎
の
多
い

 
使

者
の
イ
メ

ジ
に
よ

て
変

自
在
と
な
る
そ
れ
は
使

者
が

静
で
あ
れ
ば
千
変
万

化
の
力
を
以
て
対
応
出
来
る

が
広
が
る
特
有
の
性

を
有
し
て
い
る

 
速

で
あ
れ
ば
恐
ら
く
六
槍
に

て
い
る
風
の
力
な
の
だ
ろ
う
が

 
だ
と
し
て
も

今
の
彼
は

静
な
の
か

 

の
自
然
属
性
を
使
い
こ
な
す
に
は
強

な
イ
メ

ジ
を
必
要
と
す
る

 
つ
ま
り

静
で
な
け
れ
ば
十
全
に
は
発

出
来
な
い
が
逆
に

え
ば
限
定
的
に
で
も
良
い
の

な
ら

静
で
な
く
と
も

え
る
代
物

現
に
彼
は
キ
バ
オ
ウ
達
を

る

怒
り
に
狂

て
い
た
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中
で
槍
を
立
ち
は
だ
か

た
男
達
の
体
を

く
形
で
出
現
さ
せ
た

 
だ
か
ら
今
の
彼
が
風
の
力
を
使

て
い
よ
う
と

静
で
あ
る
と
は
断

出
来
な
い

 
し
か
し

そ
れ
で
も

だ

 
彼
は
自
分
の
実
力
に
自
負
を
持

て
い
る
し
自
信
も
そ
れ
な
り
に
有
し
て
い
る
が
彼
我
の

実
力
差
や
状
況
の

勢
を
見
極
め
る
眼
を
狂
わ
せ
る
事
は
ま
ず
無
い

リ

姉
と
の
戦
い
は

く

に
し
て
も
そ
れ
以
外
は

氷
の
上
で
も
確
実
に
勝

を
も
ぎ
取

て
来
た

そ
れ
は
自
失
し
て
い

て
も
第
四
十
九
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
を
初
見
で

騎
撃
破
す
る
く
ら
い
無
意
識
の
部
分
に
深
く

み

ま
れ
て
い
る

 
だ
と
す
る
と

ま
さ
か
と
思
う
が

 

そ
の
男
を

殺
す
つ
も
り
な
の
で
す
か

 
無
い

と
は
決
し
て

え
な
い
予
想
だ

た

 
う
ぬ

れ
て
い
る

で
は
無
い
が
私
は
そ
れ
な
り
に
彼
に

わ
れ
て
い
る
と
思
う

大
切
に

し
て
く
れ
て
い
る
と
は
分
か
る

 
だ
か
ら
こ
そ
私
も
彼
を
大
切
に
想
い
護
る
べ
く
力
を
得
た

そ
し
て
さ

き
は

い
も
し
た

 
し
か
し
そ
れ
が

と
し
た
ら
ケ
イ
タ
と
い
う
彼
に
と

て
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
り

罪
の
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対

と
も

う
べ
き
存
在
を
殺
す
切

掛
け
に
な

た
と
し
た
ら

 

い
や

私
は
そ
れ
を
恐
れ
て
い
る

で
は
無
い

 
正
直
な
話
あ
の
男
の
生
死
に
私
は
興
味
を

い
て
い
な
い

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て

脱
し
た
思

で
あ
り
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
外
道
な
の
か
は
理
解
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
大
切
な
義
弟
を
逆

怨
み
で
殺
そ
う
と
し
て
い
る
男
を
助
け
た
い
と
は

も
思
わ
な
い

 
仮
に
キ

が
全
面
的
に
悪
い
の
で
あ
れ
ば

か
に
迷
う
か
も
し
れ
な
い

ケ
ジ
メ
と
い
う
も

の
は
し

か
り
付
け
る
べ
き
だ
と
思
う
か
ら

 
け
れ
ど
そ
れ
は

の
話

今
の
あ
の
男
は
完
全
な
逆
怨
み
で

大
切
な
義
弟
を
殺
そ
う
と
し

て
い
る

 
そ
れ
に
感

は
無
い
し

哀
し
み
も
し
な
い

 
私
が
恐
れ
る
事
は

一
つ

 

ケ
イ
タ
を
殺
し
た
と
い
う
事
実
に
義
弟
が
傷
付
か
な
い
か
と
い
う
事
だ
け
な

の
だ

 
そ
の
恐
れ
を
自
覚
す
る
と
同
時

義
弟
は
槍
に
追
い
付
か
れ
る
事
な
く
大
木
の
近
く
に

達

し

力
強
い

躍
で

へ
と
向
け
て

び
上
が
る
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然
槍
も
そ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に

道
を
変
え

先
を
黒

く
め
の
少
年
へ
と
定
め
直

し
た

 

い
や

空
中
に

ぶ
の
は
悪
手

 

へ

り

く

に

躍
し
た

を
見
て
内
心
で
彼
の
行
動
に

を

え
た

 
恐
ら
く

だ
が

 
キ

は
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を
使

た
使

者
で
あ
る
男
を
殺
せ
ば
止
ま
る
だ
ろ
う
と

を

せ
る
事
も

め
て
一

二

と

え
て

離
を

め
た
の
だ
ろ
う

 
し
か
し
そ
れ
は
悪
手
だ

 

ぶ
事
が
で
は
無
い

そ
れ
以
前
に
使

者
の
男
を

う
事
そ
の
も
の
が
悪
手
と

え
る

 
仮
に
あ
の
男
が
地
面
に
足
を

け
て
投

し
て
今
の
状
況
に

た
と
し
て
も
結
果
は
大

し
て
変
わ
ら
な
い

 
確
か
に
使

者
が
死
ね
ば

魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

は
追

す
る
の
を
や
め
る
だ
ろ
う

 
し
か
し

を
全
損
し
て
も

に
体
が

け

る

で
は
無
い

完
全
に
死
ぬ
ま
で
に

か
の
ラ
グ
が
あ
る

そ
の
間
は

魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

も

し

け
る

 
つ
ま
り

方
も
無
い
く
ら
い
槍
を
突
き
放
し
て
い
な
け
れ
ば
使

者
を
殺
し
た
と
こ
ろ
で
良
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く
て

ち
く
ら
い
に
し
か
持
ち

め
な
い
と
い
う
事

死
傷
者
は
死
ん
で
で
も

手
を
殺
せ
ば

勝
ち
で
あ
る
の
に
対
し

自
身
が
生
き
な
け
れ
ば
勝
ち
と
は

え
な
い
キ

に
と

て
す
れ
ば

最

み
と

て
も
良
い
状
況
な
の
で
あ
る

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
の
か
あ
る
い
は
理
解
し
て
い
な
い
の
か
使

者
で
あ
る
ケ
イ
タ
が

る

に

り

こ
う
と

ん
だ
義
弟
の
背
後
か
ら
は
紅
い
旋
風
の
螺
旋
を

き

こ
し
な
が

ら

る
槍
が
あ
る

空
中
で
は
ど
う
足
掻
い
て
も

け
ら
れ
な
い
故
に

び
上
が

た
時
点
で

彼
の
命
運
は
決
ま

た
も
同
然
だ

た

 
地
上
で
あ
れ
ば

が
地
を

る
加
速
が
間
断
な
く

こ

て
い
た
か
ら

離
は
保
た
れ
て
い
た

が

躍
し
た
と
な
れ
ば
話
は
別

に

性
を
喪

て

速
し
て
い
る
故
に
紅
の
魔
槍
が

一

と

離
を

め
て
い
た

 
あ
と
一

も
せ
ず
背
中
か
ら

か
れ
る

終
わ
り
だ

ビ

タ

 
同
じ
く
確
信
を

い
た
の
か
ケ
イ
タ
は
キ

を
見
下
ろ
し
な
が
ら
静
か
に
死
の

を

い

し
た
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直
後

空
中
で

り
上

の
勢
い
で
グ
ル
リ
と
キ

は

に
回
転

  

槍
は
彼
の
背
中
を
ギ
リ
ギ
リ

め
な
が
ら

空
を
切
り

  

突
と
呼
ば
れ
る

先
と
反
対

に
あ
る
槍
の
持
ち

の
先

に

色
の
光
を

し
た
彼
の

撃
が

裂
し

 
が

  

道
を
変
え
る
よ
り
も

く
回

す
る
よ
り
も
速
く

撃
で
加
速
し
た
槍
が
ケ

イ
タ
の

を
真

直
ぐ

い
た

  
使

者
で
あ
る
ケ
イ
タ
を

い
た
魔
槍
を
見
て

が

こ

た
か
自
分
は
一

間
で

き
た

事

を
理
解
し

戦

し
た

 

が

き
た
か

そ
れ
を
説
明
す
る
事
は
非
常
に

だ
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キ

は

月
の
動
作
で

か
に
上
へ
上

し
な
が
ら

回
転

り
を
放
ち
そ
の
動
作
で

槍
を

す
と
共
に

突
を

り

槍
を
加
速
さ
せ
て
ケ
イ
タ
を

い
た

 
槍
が
方
向
転
換
す
る
ま
で
に
は
実
の
と
こ
ろ
対

が
回

行
動
を
取

て
か
ら

か
に
ラ
グ

が
あ
る

襲
の
初
撃
を
彼
が
回

し
た
時
槍
は
数

彼
の
横
を

り
過
ぎ
お
よ
そ
一

後
に

に

が

て

道
を
修
正
し
た

 
だ
か
ら

道
を
修
正
す
る
時
間
が
来
る
前
に
キ

は

月
を
槍
の

突
に

き

ん
だ

 
彼
が

に
向
け
て

躍
し
た
の
は
槍
の

先
を
自
分
と
ケ
イ
タ
の
直
線
上
に
合
わ
せ
る

の

行
動
だ

た
の
だ

 
恐
ら
く
だ
が
ケ
イ
タ
は
必
中
の

果
を
信
じ
切

て
い
た

こ
の
槍
で
あ
れ
ば
ビ

タ

を
殺
す
事
も
不
可
能
で
は
無
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

事
実
一

は

い
た

を

い
て
七

も

た
の
で
あ
れ
ば

部
や

と
い

た
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
に

て

て
い
れ
ば

死
も
不
可
能
で
は
無
か

た

だ

 
だ
か
ら
も
う
一

投

た

実
力
の
あ
る
プ
レ
イ

に

襲
は

じ
て
も
同
じ
手
が

じ

る

も
無
い
に
も

わ
ら
ず

そ
れ
は

必
中

を
信
じ
て
い
る
と
い
う
証

だ

 
し
か
し
現
実
に
は

二
撃
目
は
彼
を

た
私
を
殺
し
掛
け
は
し
た
も
の
の

彼
の
発
想
も
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あ

て
投

し
た
者
自
身
に
突
き

さ

て
い
る

 
彼
は
必
中
バ
フ
を
可
能
と
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
が
反

さ
れ
る
ま
で
の
時
間
と
い

う
欠
点
を
突
い
て
見
事
現
状
を
打
破
し
て
み
せ
た

彼
は
ど
う
や
ら
至

て

静
だ

た
ら
し

い 

怒
り
に
よ
る

静
さ
で
な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が

 
キ

の
許
へ

け
つ
つ

そ
う

え
る

 

な
人

ど
怒

た
ら
怖
い
ら
し
い
し

事
実
キ

は
滅
多
に
怒
り
を
見
せ
な
い
反

面
一

キ
レ
る
と
手
に
負
え
な
い
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
う

そ
れ
こ
そ
後
先

え
ず
動
き
そ

う
な
子

ら
し
い
一
面
が
あ
る

 
ケ
イ
タ
の
事
を

じ
る

で
は
無
い
が
せ
め
て
殺
し
は
し
な
い
で
欲
し
い
と
は
思

た

後

悔
す
る
な
と
リ

姉
に

わ
れ
て
い
る
が
逆
に
今
回
そ
れ
が

に
な

て
自
分
を
追
い

み
始

め
る
事
が

に
予
想
出
来
た
か
ら

 
終
わ
り
だ

ケ
イ
タ
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そ
う
思

し
て
い
る

先
キ

は

手
に
取
り
出
し
た
黒
く
肉

な

剣
を
ケ
イ

タ
の

へ
と
突
き
立
て
た

な

に
を

 
黒
く
禍

し
い

の
線
を

状
に

ら
せ
て
い
る
刃
が
突
き
立
て
ら
れ
た
直
後
ケ
イ
タ

は
再
び
地
面
に

し
た

 
彼
の

ゲ

ジ
の
下
に
は
⻩
色
の
背

に
黒
い

が

ち
る
マ

ク
が
あ
る

ゲ

ジ
の

外

は
⻩
色
の
線
が
明
滅
し
て
い
た

 

麻

あ
の

剣
は

麻

の

果
を
有
し
て
い
る
の
で
す
か

 
回
復
ポ

シ

ン
作
成
時
の
失

あ
る
い
は

ス
キ
ル
で
意

し
て
作
れ
る
状

異

常
付
与
の
ポ

シ

ン
を
使

て
塗

す
る
か
あ
る
い
は
武
器
作
製
時
に
麻

の

果

を
持
た
せ
る

を
使
う
事
で
そ
の
デ
バ
フ
が
武
器
に
付
く

 

し
て
状

異
常
デ
バ
フ
を
持
つ
武
器
の

値
は

く
攻
撃
力
も
や
や

め
に
な
る
と
い

う
デ
メ
リ

ト
で
バ
ラ
ン
ス

整
が

さ
れ
て
い
る

だ
か
ら
最
前
線
で
戦
う
者
は

本
状

異

常
攻
撃
は
し
な
い
そ
の
武
器
を
持
つ
な
ら
回
復
ア
イ
テ
ム
を

持
す
る
方
が
生
存

が
高
ま
る

か
ら
だ

加
え
て

に
は

性
が
あ
る
の
で
中

掛
か
ら
な
い
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し
か
し

に
よ

て

値
は

と

動
し
て

無
限
攻
撃
力
の

さ
も
ス
テ

タ
ス
の
後

し
を

け
る
事
で
解
消
さ
れ
る
た
め
キ

や
シ
ノ
ン
さ
ん
私
に
限

て
は

外

と

え
る

彼
は
確

系
の
状

異
常
を
完
全
無

化
す
る

備
を
し
て
い
る
の
で

て
自
分

を
切

て
も
安
心
な
面
が
あ
る

 
そ
れ
に
プ
レ
イ

を
無
力
化
す
る
な
ら
麻

を
使

た
方
が
確
実
な
の
は
確
か

多
く
の

オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
を
監
獄
に
入
れ
る

に
活

し
て
い
た
か
ら
こ
そ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

帰

て
い
な
い
今
も
彼
は

持
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

麻

な
ん
て
モ
ノ
を
使
う
な
ん
て

 
そ
の
裏
事
情
を
知
ら
な
い
ケ
イ
タ
は

麻

に
よ

て
う
つ

せ
に
地
に

し
な
が
ら
も

憎

し

な
眼
つ
き
を
キ

へ
向
け
て
い
た

 
ケ
イ
タ
は
キ

や
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
に

べ
る
と

か
に
一

プ
レ
イ

に
入
る

 
か
つ
て
は
中
層

で
活
動
し
て
い
た
サ
チ
さ
ん
も
今
や
立

な
攻
略
組
の
一
因

彼
女
達

は
麻

の
使

に
対
し
て
そ
こ
ま
で
忌

感
を

い
て
い
な
い
の
は

む
に

ま
れ
ぬ
事
情

や
命
の
取
り
合
い
に
対
し
て
シ
ビ
ア
な
観
点
を
持
つ
よ
う
に
な

た
か
ら

 
キ

の

葉
だ
が

殺
し
合
い
に

も

も
無
い
の
で
あ
る
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だ
と

い
た
そ
う
だ
な

定
は
し
な
い
よ

け
ど

と
し
て
は

 
ケ
イ
タ
の
的
外
れ
な
弾

を
さ
ら
り
と
流
し
た
キ

は
足

に
転
が

て
い
る
紅
の
魔
槍
を

た
こ
の
槍
の
方
が

い
と
思
う
が

外
れ
て

け
て
も
追
い
掛
け
て
来
る
と
か
バ
ラ
ン
ス

壊
に
も
程
が
あ
る

そ
れ
は
槍
の

の

果
だ

 
そ
れ
よ
り
も
そ
れ
は

の
槍
だ

返
せ

 
そ
う

て
麻

を

け
て
も

う
じ
て
動
か
せ
る

き
手
な
の
だ
ろ
う

手
を
ケ
イ
タ

は

ば
無

を
知
り
つ
つ
紅
の
魔
槍
へ
と

ば
し
た

 

然
キ

は
槍
を
持
ち
上

届
か
な
い
よ
う
に
す
る

な
る

ど

手

を
使

て
い
た
の
に
⻑
槍
を
使

て
い
る
理
由
は
コ
レ
か

確
か
に

コ
レ
な
ら

を
殺
せ
た
だ
ろ
う
な

 
そ
う

て
ど
こ
か
得
心
が
い

た
と

い
た

な
面
持
ち
で
槍
か
ら

線
を
外
し
彼
は

ケ
イ
タ
へ
と

を
向
け
た

 
男
の
憎
し
み
に

ま

た

を
見
て

彼
は
静
か
に
目
を

せ
る

こ
ん
な
槍
ま
で
見
つ
け
出
し
て

な

そ
ん
な
に

が
憎
い
の
か
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眼
を

た
彼
は

つ
り
と
静
か
に
そ
う
問
う
た

 
そ
の

い
問
い
に

そ
れ
を
発
す
る
事
に
ど
れ
だ
け
の
苦
悩
が
あ
る
か
は

り
知
れ

な
い

自
ら
憎
ま
れ
て
い
る
と
分
か

て
い
て
も
再
認
識
す
る
に

し
い

問
を
す
る
の

が
ど
れ
だ
け
苦
し
い
か

私
は
ま
だ
知
ら
な
い
か
ら

憎
い
か

だ
と

 
そ
の
問
い
に

て
い
た
火
を
勢
い
よ
く

え
立
た
せ
る
よ
う
に
ケ
イ
タ
の
表
情
は
更
に

怒
り
に
歪
ん
だ

に
も

み
が
増
し

⻭
を
食
い
し
ば

て
目
の
前
の
怨

を

み

え
た

 
そ
の
眼
を

け
た
キ

は

ん
の

か
に

を
引
く
つ
か
せ
た

憎
い
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 
テ
ツ
オ
に
ダ

カ

サ
サ
マ
ル
の
三
人
は

だ

た
ん
だ
ぞ

 
意
気

と
ギ
ル
ド
ホ

ム
を

い
に
行

て
帰

て
み
れ
ば
護
れ
な
か

た

と

わ
れ
て
三
人
が
死
ん
で
い
て

そ
れ
で
憎
ま
な
い

が
あ
る
か

ビ

タ

だ
け
が
悪
い

と

え
て
い
る
事
が
あ
り
あ
り
と
分
か
り

そ
れ
を
信
じ
切

て
い
る
男
の
怒
声

そ
れ
は
非
常
に
苛
立
ち
を
覚
え
る
も
の

 
さ

き
か
ら

中
に

き

こ

て
い
る
憎
悪
と
い
う
感
情
が
よ
り
強
ま

た
気
が
し

た
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ち

と

そ
ん
な

い
方

て
あ
る

 
そ
の
怒
声
に
反
論
し
た
の
は

レ
イ
ン
さ
ん
だ

た

あ
な
た
だ

て
苦
し
か

た
ん
だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
は
キ
リ
ト
君
だ

て
同
じ
だ
よ

 
目

の
前
で
そ
の
三
人
を
守
れ
な
く
て

と
か
サ
チ
さ
ん
を
守

た
の
に
今

は
あ
な
た
に
目
の
前

で
自
殺
さ
れ
て
し
か
も
自
分
の
せ
い

て

わ
れ
て

 
死
ん
だ
の
は
そ
の
三
人
が

弱
か

た
事
と

キ
リ
ト
君
の

に

を

さ
な
か

た
事
で
し

 
彼
女
は
ま
る
で
我
が
事
の
よ
う
に
怒
り
を

わ
に
ケ
イ
タ
へ
と
怒
声
を

き
付
け
る

ユ
ウ
キ

さ
ん
か
ら
多
少

い
て
は
い
た
の
だ
ろ
う
情
報
で
も
全
部
が
全
部
キ

の
せ
い
で
は
な
い
／

ど

月
夜
の
黒
猫

の

の
せ
い
と
理
解
し
て
い
る
ら
し
い
彼
女
は

彼
を

て
い
た

ビ

タ

な
ら
止
め
ら
れ
た
だ
ろ

 
ま
る
で
弟
を
守
る
よ
う
な
彼
女
に

ケ
イ
タ
は
怒
り
の
表
情
で
そ
う
返
す

確
か
に

達
は
弱
か

た

攻
略
組
に

べ
れ
ば

か
に
弱
か

た
さ

 
そ
し
て

ビ

タ

は
強
い

 
そ
れ
は
分
か

て
た

 
だ
か
ら
助
力
を
頼
ん
だ
ん
だ

達
が
強
く
な

れ
る
よ
う
に

 
そ
の
過
程
で

も
死
な
な
い
よ
う
に

 
事
実

期
間
で
安
全
に
強
く
な
れ

る
く
ら
い
キ
リ
ト
は
危
険
地

や
対

法
を
知

て
い
た

 

な
ら
あ
の
日
だ



 第八十六章 〜圧倒：黒の剣士対黒猫の魔槍〜

て
そ
れ
を
理
由
に
止
め
ら
れ
た
じ

な
い
か

そ
れ
は
結
果
論
で
し

 
根
本
的
な
死
ぬ
要
因
で
は
な
い
じ

な
い

 
死
に
た

く
な
か

た
な
ら

始
ま
り
の

に
引
き

て
れ
ば
い
い

 
変
に

夢

を
見
て

て
そ
れ
に
他
人
を

き

ん
で

し
た
ら
お
前
の
せ
い

て

う
な
ん
て

違
い
も

い
い
と
こ
で
し

 

か
が
逆

に
触
れ
た
の
か
レ
イ
ン
さ
ん
は

し
く
反
論
す
る

そ
の
全
て
が
私
に
は
正
論

に
思
え
た

 
確
か
に
彼
女
の

う

り
な
の
だ

月
夜
の
黒
猫

は
攻
略
組
へ
の
参
入
を
目
指
し
て
い

た
と

う
が
そ
の

に
は
危
険

理
能
力
が

い
と
い
う

が
あ

た

生
存

と
強
化

の

に

い
て
は
自
分
達
の

夢

の

に
彼
を
頼

た

 
し
か
し
そ
れ
が

ば
に
し
て

絶
え
た

ケ
イ
タ
は
力
を

し
た
彼
を
憎
悪
し
た

間
を

守
ら
な
か

た
と

自
分
達
の
強
化
を
人
に

投

し
て
お
い
て

 
更
に
迷

へ
行
く

も

間
が
し
た
も
の
で
彼
は
そ
の
場

に
つ
い
て
は
反
対
し
て
い

た

そ
れ
を
流
し
ス
カ
ウ
ト

が
解

出
来
な
い
ト
ラ

プ
も
多
く
あ

た
の
に
彼
に

投

し
て
勝
手
に
行
動
し

ト
ラ

プ
に
引

掛
か

た
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む
し
ろ
サ
チ
さ
ん
だ
け
で
も
生
き
残

た
事
を
喜
ぶ
べ
き
な
の
だ

少
な
く
と
も
彼
が

な
け

れ
ば
絶
対
に
彼
女
は

き

ま
れ
て
死
ん
で
い
た
の
だ
か
ら

一
彼
女
は
キ

の

葉
に

を

け

危
険
性
を

意
し
て
い
た
の
だ
か
ら

 

時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
私
も
サ
チ
さ
ん
は
あ
ま
り
意
見
を
強
く

う
方

で
は
無
い
と
い
う

を
持

て
い
る

 
戦
闘
が
恐
い
事
を
を
気
付
い
て
も
ら

て
な
い
の
に

わ
な
か

た
事
も
危
険
だ
と
あ
る
程

は

て
も
大

と

わ
れ
る
と
強
く

え
な
か

た
事
も
そ
れ
に

車
を
掛
け
て

い
る

彼
女
は

に
捨
て
ら
れ
た
く
な
い

い
て
行
か
れ
た
く
な
い
と
い
う
想
い
で
事
な
か

れ
主
義

と
な

て
い
た
の
だ

 
そ
れ
で
も

あ
る
い
は
だ
か
ら
こ
そ
自
身
の
恐
怖
心
を
見
付
け
そ
し
て
そ
れ
を

定
し

け
容
れ
た
キ

に

彼
女
は
絶
大
な
信
頼
と
信

を
寄
せ
た

 
キ

の

動
に
は
必
ず
論
理
が
あ
り
理

が
存
在
す
る

理
論
立
て
ら
れ
た

と
プ
ラ
ン

に
無

は
あ

て
も
間
違
い
は
無
い

そ
れ
は
絶
対
正
解
で
は
無
い
が
絶
対
の
間
違
い
で
は
無

い

と
い
う

ベ
ス
ト
で
は
無
い
も
の
の
ベ
タ

な
判
断
と
い
う
も
の

 
そ
し
て
変
動
す
る
状
況
に
あ
る
程

対
応
出
来
る
よ
う

え
ら
れ
た
ベ
タ

な
判
断
こ
そ
Ｓ
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Ａ
Ｏ
で
は
最
も

す
る
も
の
と
な
る

全
て
に
的
確
に
ベ
ス
ト
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
に
し
て

も
状
況
は
予
想
と
違
う
事
な
ど

事

む
し
ろ
身
の
破
滅
を

く

 
だ
か
ら
キ

は

か
の
強
化
を
請
け
負

た
時
に
ま
ず
必
ず
個
人
の
実
力
の
把
握
に
努
め

る 
そ
れ
か
ら
個

の
能
力
や
特
徴
得
意
分

に
合
わ
せ
た

練
プ
ラ
ン
を

え
そ
れ
を
実
行

さ
せ
る

に

実
な
そ
れ
は
だ
か
ら
こ
そ
結
果
的
に
生
存
能
力
を
高
め
る

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
経
験
な
ど

無
ら
し
い
シ
ノ
ン
さ
ん
が

剣
と
弓
の
二
足
の

を
履
き
こ
な

せ
て
い
る
の
も
そ
こ
に

因
す
る

能
力
や
武
器
を
使
い
こ
な
す
だ
け
の

技
能
を
ま
ず
鍛
え

た
か
ら
こ
そ

彼
女
は
ネ

ム
ド
と

対
し
た
時

独
で
も
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
生
き

け
た
の
だ

弓
を
手
に
し
た
日
だ

た
か
ら
ま
だ

れ
て
い
な
い
の
に
生
き

け
た
の
は
偶
然
に
偶
然
が
重

な

た

だ
け
で
な
く

彼
の
ベ
タ

な
鍛
練
方
法
が

し
た
必
然
も
確
か
に
存
在
し
た

 
そ
れ
を
シ
ノ
ン
さ
ん
は
理
解
し
て
い
る

 

論
サ
チ
さ
ん
も

攻
略
組

の
一
人
と
し
て
戦
え
る
強
さ
を
身
に

け
ら
れ
た
事
か
ら

キ

の
指
導
が
正
し
い
事
を
理
解
し
て
い
る

 
だ
か
ら
彼
女
は

間
を
守
れ
な
か

た
と
自
責
す
る
キ

を
責
め
な
い

壊
滅
し
た
原
因
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が
月
夜
の
黒
猫

に
あ
り
彼
は
十
分
や

て
く
れ
た
の
だ
と
理
解
し
て
い
る

怨
む
の
は

違
い
だ
と
判
断
し
て
い
る

 

こ
の
男
と
サ
チ
さ
ん
と
の
違
い
は

き

と
そ
こ
な
の
だ
ろ
う

 
レ
イ
ン
さ
ん
だ
け
で
な
く
勝
手
に
動
き
回

て
ト
ラ

プ
に
引

掛
か

た
ス
カ
ウ
ト

の

人
に
対
し
て
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
ら
し
い
フ

リ
ア
さ
ん
も
加
わ

て

論
し
て
い
る
男
を
見

つ
つ

そ
う
物
思
い
に

る

 
無
論
三
人
が
死
ぬ
場

に

な
か

た
事
も
大
き
い
と
は
思
う

 
サ
チ
さ
ん
は
と
て
も

虚
に
黒
の
剣
士
の
助
力
を

け
止
め
て
い
る

弱
く
戦
闘
に
恐

怖
を

い
て
い
る
自
分
を
鍛
え
る
彼
の

き
を

本

な
ら
あ
り
得
な
い
善
意
だ
と

え
て
い

る

彼
の
事
情
を
知

て
い
る
人
な
ら

も
が
異
常
だ
と
思
う
攻
略
速

を

持
し
た
ま
ま
強
化

に
手
を

す
と
い
う
意
味
の
大
き
さ
と
大
変
さ
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
彼
女
は
決
し
て
彼
を

倒
し
な
い

 
護
れ
な
か

た
事
も
状
況
的
に
無
理
な
い
事
だ
と

り
切
れ
て
も
い
た

そ
れ
は
死
ぬ
原
因

が

そ
も
そ
も
自
分
の
身
も
護
れ
な
い
弱
さ
に
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
か
ら

 
反
面

ケ
イ
タ
は
そ
う
で
は
無
い
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本
人
の
発

か
ら
も
分
か
る
様
に
彼
は
キ

の
助
力
は

出
来
る
も
の
と

え
て
い

る

自
分
達
が
強
く
な
る
事
そ
し
て
死
な
な
い

の
要

と
し
て
こ
の
男
は
キ

に
頼
み

ん
だ

 
感

し
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

 
し
か
し
現
状
感

し
て
い
な
い
事
は
分
か
る

む
し
ろ
助
力
し
た
事
を
怨
ん
で
す
ら
い
る
の
で

は
と
思
え
る
く
ら
い

今
の
こ
の
男
は
一
方
的
で
理
不

な
物

い
を
し
て
い
る

 
結
論
か
ら

え
ば
ケ
イ
タ
と
サ
チ
さ
ん
の
キ

に
対
す
る
認
識
の
差
が
今
に
帰
結
し
て
い

る
の
だ

 
あ
る
い
は
キ

を
憎
悪
す
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
を
分
け
る
分
水
嶺
の

と

え
る

だ
ろ
う

物
事
の

え
方
で
憎
悪
を
向
け
る
か
感

を
向
け
る
か
変
わ
る
と
い
う

 

一
つ

き
た
い

  
女
性
二
人
と
男
性
一
人
の
怒

が
樹
海
に

く
中
で
も

そ
の
声
は
ハ

キ
リ
と

こ
え
た

そ
こ
ま
で
大
き
く
は
無
い
に
も

わ
ら
ず
三
人
の
大
声
を

く
く
ら
い

の
在
る

し
か
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し

え
の
あ
る
声

が

を
打
つ

 
そ
れ
は
三
人
に
も

こ
え
た
よ
う
で
す
ぐ
に
静
ま
り
返

て
黒

く
め
の

子
へ

線
が
集

中
す
る

 
彼
の
横

は

く
暗
く

ん
で
い
た

予
想
し
て
は
い
た
が
実

ど
れ
だ
け
怨
ま
れ
て
い

る
か
を
見
て
し
ま

た
か
ら
だ
ろ
う

だ
よ

あ
の
日

ど
う
し
て
サ
チ
を
残
し
た
ん
だ

サ
チ
は
生
き
残

た
の
に

ど
う
し
て
自
殺
を

ん
だ
ん
た

 
恐
ら
く
月
夜
の
黒
猫

の
話
を

い
た
な
ら

も
が

え
た
だ
ろ
う
謎
を
と
う
と
う
彼

は
自
殺
者
に
問
う
た

 
キ

に
憎
し
み
を

い
た
な
ら
サ
チ
さ
ん
は
む
し
ろ

れ
て
い
く

だ

あ
る
い
は
無
理
心

中
を
し
て
も
お
か
し
く
な
い

だ

 
そ
れ
な
の
に
彼
は
彼
女
を
残
し

自
分
一
人
だ
け
で
自
殺
し
た

 

後
か
ら

い
た
話
だ
が
キ

が
ラ
ン
さ
ん
と
ユ
ウ
キ
さ
ん
に
頼
み

ん
で
サ
チ
さ
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ん
を
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
に
入

さ
せ
た
後

く
の
間
彼
女
は

く

ち

ん
で
い

た
と
い
う

 
そ
れ
は

然
だ

高

で
同
じ
部
活
を
し
て
い
た
か
ら
こ
の
世
界
で
も
ギ
ル
ド
を
組
ん
だ
と

い
う
の
に
部
外
者
で
あ
る
キ

以
外
に

も
恐
怖
に
気
付
い
て
く
れ
ず
そ
し
て
自
分
は
生
き

残

た
と
い
う
の
に
リ

ダ

の
男
に
自
殺
さ
れ
一
人
に
さ
れ
た
の
だ

そ
の
孤
独
感
と

感
は
果
て
し
な
い
も
の
だ

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
も
キ

の
状

を
知

て
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
無
く
な

て
自
己
強
化
に

む
日

に

な

た
事
で
自
然
と

れ
て
い

た
と
い
う

不

な
話
だ
が
自
分
を
追
い

め
る
キ

の
状

が
彼
女
の
精
神
状

を
安
定
化
さ
せ
た
の
だ

 
ケ
イ
タ
の
行
動
は
サ
チ
さ
ん
を
苦
し
め

反
対
に
キ

の
行
動
は
サ
チ
さ
ん
を

し
た

 

肉
な
く
ら
い
二
人
は
対
極
を
行

て
い
た

ど
う
し
て

で
サ
チ
を
残
し
て
自
殺
を

ん
だ

メ
イ
ン
の
武
器
ス
キ
ル
を
変
え
て
こ
ん

な
強
力
な
槍
ま
で
手
に
入
れ
る
く
ら
い

が
憎
か

た
の
な
ら
死
ぬ
ん
じ

な
く
て

の
前
か

ら
立
ち
去
る
だ
け
で
も
良
か

た

な
の
に

そ
の
時
に
サ
チ
を

れ
て
行

て
も
お
か
し
く
な

か

た
の
に

故
な
ん
だ
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紡
が
れ
る

子
の
静
か
な

 
そ
れ
は
一
年
間

と
自
問
自

し

け
て
き
た
だ
ろ
う
問
い
だ

た

ケ
イ
タ
の
自
殺
は
自

分
が
原
因
で

で
も

故
槍
使
い
の
彼
女
を

い
て
自
殺
し
た
の
だ
ろ
う

と

 

今
に
し
て
思
え
ば

あ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
行
動
も

恐
ら
く
は

 

が
見
て
も
異
常
と
分
か
る
ク
リ
ス
マ
ス
で
の
行
動

 
彼
は
サ
チ
さ
ん
の

間
を
一
人
で
も
還
す
た
め
と
取
れ
る

動
を
し
て
い
た
が
本
心
で
は
恐

ら
く
そ
の
事
に
つ
い
て
問
い
た
か

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

自
身
に
怨
み
を
ぶ
つ
け
て
ま

で
自
殺
し
た
男
を
そ
の
対

と
し
て

ん
で
い
た
の
も
恐
ら
く
そ
の
事
に
つ
い
て
問
い
た
か

た
か
ら

 
キ

は
き

と
本
心
で
は
分
か

て
い
た

あ
の
三
人
が
力
不
足
故
に
死
ん
だ
事
を
そ
し

て
自
身
が
力
を

さ
な
く
な

た
ら
遠
か
ら
ず
死
ぬ
事
を

だ
か
ら
自
業
自
得
と
も

え
る

過
程
で
死
ん
だ
三
人
で
は
無
く

自
身
が
原
因

と

え
た
ケ
イ
タ
を

ら
せ
よ
う
と
し
て
い

た 
サ
チ
さ
ん
へ
の

罪
だ
け
で
な
く

き

と
そ
れ
が
あ

た
の
だ
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だ
か
ら
こ
そ
だ

ビ

タ

  
そ
し
て

一
年
と
い
う
月
日
の
間
謎
だ

た
そ
れ
に

と
う
と
う
本
人
の

え
が
下
さ
れ
る

時
の
レ
ベ
ル
差
か
ら

え
て
も
そ
し
て
今
後
ど
う
足
掻
い
て
も

が
勝
て
る

が
無
か

た

だ
か
ら
自
殺
を
復
讐
方
法
に

ん
だ
ん
だ

お
前
が

達
に
強
さ
以
外
の

を
求
め

て
い
る
か
分
か

て
い
た
か
ら

強
さ
以
外
の

か

 
少
し
予
想
外
な
事
が
出
て
来
て
オ
ウ
ム
返
し
に

く

 
し
か
し

え
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
れ
は
理
に

た
思

だ

時
中
層
の
中
で
も
か
な
り

下
の
方
に

し
て
い
た

繋
の
悪
い
月
夜
の
黒
猫

に
力
を

す
労
力
と
時
間
を

え
れ

ば
む
し
ろ
最
前
線
近
く
で
戦

て
い
た
他
の
パ

テ

や
ギ
ル
ド
に
力
を

し
た
方
が
よ

ど
実
を
結
ん
だ
だ
ろ
う

 
そ
れ
な
の
に

ど
の
攻
略
組
の
記

に
な
い
ギ
ル
ド
の
助
力
を
す
る
の
な
ら
そ
れ
は
戦
力
以

外
の

か
を
求
め
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

ビ

タ

は

ま
れ
者

だ
か
ら
一
人
で

た

で
も
ず

と
一
人
で

た
ら

し
い
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て
思
う
の
が

だ
か
ら

し
さ
を

ら
わ
せ
る
存
在
と
し
て
求
め
ら
れ
た

が

お
前

の
せ
い
だ

て

て
自
殺
す
る
事
が
復
讐
に
な
る

レ
ベ
ル
差
を

え
る
と
ど
う
足
掻
い
て

も
勝
て
な
か

た

に
は

そ
れ
く
ら
い
し
か
復
讐
出
来
な
か

た
ん
だ

ち

ち

と

て
く
れ

そ
れ
だ
と
そ
の
サ
チ
と
い
う
人
は
ど
う
し
て
残
し
た

ん
だ
い

一
緒
に
立
ち
去

て
も
ど
の
道
遠
か
ら
ず
死
ぬ
と
思

た

も
だ
け
ど
サ
チ
も
強
く
は
無

か

た
か
ら

 
ル
ク
ス
さ
ん
の
問
い
に

と
返
さ
れ
た

え
に
私
達
は
絶

し
た

 
そ
の
論
法
で
は
完
全
に
サ
チ
さ
ん
は
見
捨
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る

い
や
強
さ

的
に
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
生
き

け
な
い
と
見
た
か
ら
ケ
イ
タ
の
方
か
ら
見
限

た

解
す
れ
ば

黒
の
剣
士

の
指
導
で
は
生
き
残
れ
な
い

と
判
断
し
た
事
に
な
る

 
そ
し
て
サ
チ
さ
ん
と
共
に
戦

て
も
死
ぬ
と

え
た
か
ら
自
殺
し
た
と
い
う
事
に
な
る

 
自
分
勝
手
な

合
で

解

で

こ
の
男
は
サ
チ
さ
ん
を
見
捨
て

苦
し
め
た
の
だ

そ
ん
な

そ
ん
な

理
由
で
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⻭
を

み

め

手
を
き
つ
く
握
り

め
る

手
に
握
る
白
黒
一
対
の
片
手
剣
の

が

み
を
上

る
が

そ
れ
も
無

し
て

力
を

め
る

 
そ
れ
で
も

中
に

き

こ
る
怒
り
と
憎
悪
そ
し
て

手
を

悪
す
る

蔑
の
感
情
は
収
ま

ら
な
い

 

キ

の
手
前

抑
え
て
は
い
ま
す
が

 
き

と
一
対
一
で

対
し
て
い
れ
ば

あ
る
い
は
キ

と
サ
チ
さ
ん
が

な
け
れ
ば

私
は
こ
の
男
を

秘
密
裏
に
手
に
掛
け
て
い
た
だ
ろ
う

 
私
は
あ
ま
り
プ
レ
イ

に
悪
感
情
を

か
な
い
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
が

そ
れ
で
も
止
ま
ら
な
い
く
ら
い
止
め

な
く

れ
て
来
る
プ
レ
イ

か
ら
学

し
た
こ
の
黒
い

感
情
で
理
性
を
喪
い
そ
う
だ

 
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
も
人
は
人
を
憎
む
の
か

 
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
も
人
は
理
解
を

る
の
か

 
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
も
人
は
人
に

た
る
の
か

 
正
し
く
は
無
い
だ
ろ
う
過
程
を
経
て

私
は
そ
れ
ら
を
理
解
出
来
そ
う
な
気
が
し
た

そ
う
か
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怒
り
に
思

が

め

く
さ
れ
そ
う
な

間
静
か
な
声
が
意
識
を
引
き

し
た

キ

の
声

だ

た

 
横
に
立
つ
キ

は
感
情
を
見
て
取
れ
な
い

い
だ

で
ケ
イ
タ
を
見
下
ろ
し
て
い
た

し
か

し

に
振
り
返
る
と
彼
は
大
神
殿
近
く
に
浮
遊
し
て
い
る
遠
く
に
見
え
る
転

へ
と
槍
を

持

た
ま
ま
歩
き
出
す

き

キ
リ
ト
君

 
ど
う
し
た
の

帰
る

大
声
を
出
し
過
ぎ
た
か
ら
多
分
そ
ろ
そ
ろ

の
モ
ン
ス
タ

が
や

て
来
る

そ

の
前
に
こ
の
場
か
ら
離
れ
る

 
レ
イ
ン
さ
ん
の
問
い
に
彼
は

的
に

え
た

 
確
か
に
レ
イ
ン
さ
ん
フ

リ
ア
さ
ん
ケ
イ
タ
の

論
は
か
な
り
の
声

だ

た
か
ら

の
モ
ン
ス
タ

の
ヘ
イ
ト
を
集
め
て
も
お
か
し
く
は
無
い

こ
の
数
日
キ

と
行
動
を
共
に
す

る
間
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
い
る
モ
ン
ス
タ

の
探
知

は

広
い
事
も
分
か

て
い

る
の
で

実

も
う
そ
ろ
そ
ろ
や

て
来
る
だ
ろ
う

 
と
は

え

い
き
な
り
の
行
動
に
こ
ち
ら
は

惑
し
た

あ
の
ケ
イ
タ
す
ら
も

え

あ

え

と

あ
の

こ
の
人
は
ど
う
す
る
の
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生
憎
と
殺
そ
う
と
し
て
く
る

を
助
け
る
程

も
お
人

し
じ

な
い

麻

で
放

す
る

が
怒
る
の
は

多
分

違
い
だ

 
そ
れ
は

サ
チ
さ
ん
の
事
を

え
て
手
を
下
さ
な
い
と
い
う
決
断
だ

た

 
本

は

く
怒
鳴
り
た
い
の
だ
ろ
う
け
ど
彼
の
心
に
は
未
だ
月
夜
の
黒
猫

の
三
人
を

守
れ
な
か

た
事
が
引

掛
か

て
い
る

そ
れ
が
怒
る
と
い
う
行

を
自

さ
せ
て
い
る

 
自
分
の
手
に
掛
け
な
い
の
は

自
分
が

だ
か
ら
か

あ
る
い
は
サ
チ
さ
ん
の
事
を

え
て

か 

実

そ
う
す
る
の
が
ベ
タ

な
ん
で
し

う
ね

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
真
実
に

付
い
た
で
あ
ろ
う
今

死
者
を
殺
し
て
も
意
味
は
無
い

そ
れ
に

付
い
て
い
る
か
ら
キ

は
自
ら
手
を
下
さ
な
い
事
を
決
め
た

手
に
掛
け
た

と
い

う
事
実
が

恨
を
残
す
か
ら

 
か
と

て
麻

を
解
け
ば
先

ど
と
同
じ
展
開
に
な
る

今
は
麻

で
動
け
な
い
か

ら
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
が
復
活
す
れ
ば
今
は
キ

の
手
に
あ
る
紅
槍
を
手
に
ま
た
襲
い
掛
か
る

か

一

て
体
勢
を
立
て
直
し
て
か
ら
再
び
襲

て
来
る
だ
ろ
う

 
で
あ
れ
ば

自
分
の
手
を

さ
ず

放

が
一
番
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麻

で
動
け
な
く
さ
れ
て
い
る
の
も
襲

て
来
た
ケ
イ
タ
の
方
に
非
が
あ
る

モ
ン
ス
タ

に
よ

て
Ｍ
Ｐ
Ｋ
さ
れ
た
と
し
て
も
彼
に
と

て

の
立
場
に
あ
る
の
だ
か
ら

故
助
け
な

か

た

と
は
決
し
て

え
な
い

 
今
後
や
リ
ア
ル
で
の
事
を

え
れ
ば
ベ
ス
ト
と
は

え
な
い
だ
ろ
う

 
し
か
し
ベ
タ

な
方
法
で
は
あ
る

彼
が
直

殺
さ
な
い
だ
け
で
も
意
味
は
あ
る

 
そ
れ
を
理
解
し
た
私
は
恐
ら
く
似
た
思

を
浮
か
べ
た
の
だ
ろ
う
三
人
と

を
見
合
わ
せ
た

後

て
彼
の
後
を
追

た

お

お
い

て

 
せ
め
て
そ
の
槍
は

い
て
行
け

 
キ

を
殺
せ
る
自
信
を
持
つ
程
の
槍
を
奪
わ
れ
る
事
に
怒
り
と
焦

そ
し
て
絶
望
を
滲
ま
せ

る
怒

が

く

ギ
シ

ブ
ル
ル

ギ
ギ

 
そ
の
怒

に
反
応
し
た
か

の
高
い

や
樹
木
を

き
分
け
る
よ
う
に
し
て
数
種

の
モ

ン
ス
タ

が
ケ
イ
タ
の
近
く
に

を
現
し
た
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体
⻑
五
メ

ト
ル
は
あ
り
そ
う
な
く
ら
い
大
く

そ
う
な
紅

を
持
つ
⻩
色
の

が
五

 
体
⻑
三
メ

ト
ル
程
の
紅
く

し
そ
う
な
息
を

ら
す

が
四

 
そ
し
て
大
人

ど
の
大
き
さ
も
あ
る

や
⻘

⻩
色
の

が
七

 
平

レ
ベ
ル
１
１
０

と
い
う
あ
の
地
下
迷

に
も
勝
る
と
も

ら
な
い
強
さ
の
モ
ン
ス
タ

が
一
気
に
四
方
八
方
か
ら
ケ
イ
タ
を
取
り

ん
だ

こ
ち
ら
は

離
を
取

て
い
る
の
と
主

に
直
近
の
怒
声
が
あ
ち
ら
の
も
の
だ

た
か
ら
か
タ
ゲ
は
取
ら
れ
て
い
な
い

な

ち

て

 

て
く
れ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
よ
り
も
高
レ
ベ
ル
の
モ
ン
ス
タ

に

ま
れ
て
し
か
も
麻

で
動

け
な
い
上
に
メ
イ
ン
武
器
も
無
い
事
で
焦
り
を

い
た
ら
し
い
ケ
イ
タ
は
こ
ち
ら
に
目
を
向
け

て
声
を
発
し
て
来
た

 
思
わ
ず
レ
イ
ン
さ
ん
達
は
足
を
止
め
る

 
私
は
止
め
て
は
い
な
い
が

そ
れ
で
も
背
後
を
振
り
返

て
し
ま
う

助
け
て
く
れ

 
そ
し
て

さ

き
は
自
分
が
殺
そ
う
と
し
た

手
に

助
け
を
求
め
た

 
そ
れ
ま
で
ず

と
歩
を
進
め
て
い
た
キ

は
足
を
止
め

か
に
振
り
返
る
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ケ
イ
タ
は
正
に
モ
ン
ス
タ

に
攻
撃
を

み
か
け
ら
れ
る

前
に
な

て
い
て

ぶ
声
も
よ

く

き
取
れ
な
い
く
ら
い

離
滅
裂
だ

た

い

そ

れ
で
同
時
に
良
い
気
味
だ
と
も
思

て
し
ま
う

だ

た

 
遠
い
目
を
し
な
が
ら
キ

は
紅
槍
を
地
面
に
突
き
立
て
た
後

手
に

黒
の

弓
を
取
り

出
す

 
金
属

な
そ
れ
を
翳
し
た
後
更
に
彼
は

手
に
水
色
の

剣

水
を

る

剣
ア
ク

ア
リ
ウ
ム
を
呼
び
出
し

の
よ
う
に
弓
に
番
え
た

 

水
が
剣
先
か
ら
発
生
し

螺
旋
を

き
な
が
ら
刀
身
を

う
よ
う
に
渦

き
始
め
る

キ

助
け
る
ん
で
す
か

 
さ

き

に
情
け
は
掛
け
な
い
と

た
ば
か
り
な
の
に

の
根
も

か
ぬ
内
に

ち

と
使
い
方
は
違
う
が

殺
し
に
来
た
ケ
イ
タ
を
助
け
よ
う
と

う
の
か

 
私
は
そ
れ
に
不

を

い
た

は

な
の
だ
か
ら
助
け
る
必
要
な
ど
無
い
と

す
る
者

は
全
て

す
れ
ば
い
い
の
だ
と

 
し
か
し

同
時
に

そ
の

に

喜
も

い
た

 
思
え
ば
私
は
そ
の

を
⻑
ら
く
見
て
来
て

れ
た

理
不

な
中
傷
と

悪
憎
悪
に
晒
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さ
れ
な
が
ら
決
し
て

が
ら
な
か

た
そ
の

に

 
ど
ん
な
人
で
も
助
け
よ
う
と
す
る

を

私
は
希
望
と
し
て
い
た

 
あ
そ
こ
ま
で

じ

が

た
思

と
逆
怨
み
を
し
て
い
る
男
に
情
け
な
ん
て
掛
け
る
必
要
は
無

い
と
は
思
う

そ
ん
な
事
を
し
て
も
ケ
イ
タ
と
の
間
に
あ
る
確

は
過
去
の
も
の
こ
の
行
動

一
つ
で
払

出
来
る
も
の
で
は
無
い
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
意
味
な
ん
て
無
い
と
思
う

そ
れ
を
キ

も
き

と
分
か

て
い
る

 
そ
れ
で
も

そ
の
行
動
と
思
い
は

理

で
は
無
い
の
だ
ろ
う

か
の

と

て
身
を

に
し
て

に
し
て
戦

て
来
た
彼
は

甘
い
と

分
か

て
は
い
る
よ

 
番
え
た
水
の

剣
を
引
き

る

に
切

先
を

点
に
渦

く
水
が
刃
を

う
よ
う
に
収

さ
れ
て
い
く

 
銀
の
刀
身
は

に
見
え
な
い

で
も

救
い
よ
う
も
無
い

で
も
無
い
限
り

助
け
て

の
声
を
無

し
た
く
は
な
い

ん
だ

 
表
情
は
暗
く

複

で
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眼
に
は

が

え
ら
れ

 

か
ら
血
の
気
は
失
せ
て
い
て

 

そ
れ

ど
傷
付
い
て
い
る
に
も

わ
ら
ず
彼
は
助
け
を
求
め
る
声
を
無

し
な
い

 
そ
れ
は
き

と

実
兄
に
見
捨
て
ら
れ
た
事
に

因
す
る

 
彼
の

に
あ
る
憎
悪
は
実
兄
に
見
捨
て
ら
れ
た
事
も
原
因
の
一
つ

憎
む
男
と
同
じ

へ
と

ち
た
く
な
い
か
ら
こ
そ

助
け
て

の
声
を

無

し
な
い

 
か
つ
て
自
分
が
無

さ
れ
た
か
ら

 
ケ
イ
タ
を
助
け
る
必
要
は
無
い
事
は
分
か

て
い
る
だ
ろ
う
彼
は
そ
の
想
い
一
つ
で
た

た
今
見
捨
て
る
と
決
め
た

手
を
モ
ン
ス
タ

達
か
ら
助
け
る
事
に
し
た

 
そ
れ
も
あ
る
意
味
で
の
ト
ラ
ウ
マ
な
の
だ
ろ
う

水
天

逆

け

ア
ク
ア

 
ギ
リ
ギ
リ
と
引
き

ら
れ
る

 

に

掛
け
ら
れ
た

は

と
見
立
て
た
水
の

剣

刀
身
を

う
水
は
螺
旋
を

き

い

先
の
如
く
化
し
て
い
る

 
い
よ
い
よ
も

て
モ
ン
ス
タ

が
襲
い
掛
か
ろ
う
と
し
た

そ
の
時
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リ
ウ
ム

 
強
い
一
声
と
共
に

剣
の

か
ら
手
が
離
さ
れ
た

 

に

さ
れ
ま
た
使

者
で
あ
る
キ

の
イ
メ

ジ
の
後

し
を

け
た

剣
は
切

先

か
ら

の
よ
う
に
広

に

て
水
の

を
展
開
し
つ
つ
超
高
速
で

す
る

そ
の
速

は

紅
の
魔
槍
に
勝
る
と
も

ら
な
い

 
そ
の
水
剣
は
ケ
イ
タ
を

む
よ
う
に

し
て
い
た
モ
ン
ス
タ

達
を
全
部

き

む
よ
う
に

来

地
に

す
ケ
イ
タ
の
真
上
ギ
リ
ギ
リ
を

た
水
の

に

さ
れ
た
モ
ン
ス
タ

達
は
大

木
の
幹
へ

め
て
吹

ば
さ
れ
た

ろ

 
そ
し
て
キ

が

手
を
握
り
つ
つ
そ
う

た
と
同
時
幹
に
突
き
立

た
剣
を
中
心
に
水

が
四
方
へ

と
共
に

ま
だ
生
き
残

て
い
た
モ
ン
ス
タ

達
は
全
て
四

し
た

な

な
ん

 
眼
を
白
黒
さ
せ
て
い
る
ケ
イ
タ
は
吹

び

し
た
モ
ン
ス
タ

達
の
方
を
見
た
後

け
て
こ
ち
ら
を
見
て
来
る

 
釣
ら
れ
て
私
達
も
キ

を
見
れ
ば

彼
は

仕
事
は
終
わ

た

と

わ
ん
ば
か
り
に
槍
を
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持

て
転

へ
と
再
び
歩
き
出
し
て
い
た

本

に
助
け
て
の
声
が
求
め
る
も
の
だ
け
応

じ

後
の
事
は
放

て
い
る

 
そ
の

対
応
と
も

え
な
い

な
行
動
に

だ
か
な

と
思
い
つ
つ
け
れ
ど
人
を
想
う
心

を
忘
れ
て
い
な
い
事
に

喜
も
覚
え
な
が
ら

私
は
レ
イ
ン
さ
ん
達
と
共
に
後
を
追

た

な

ち

お
い

て

 
だ
か
ら
槍
を

 
後
ろ
か
ら
抗
議
の
声
が

こ
え
た
が

キ

は
転

で
転

す
る
ま
で
一
切
振
り
向
か
な

か

た

 
私
と
し
て
も

こ
れ
く
ら
い
が

と
し
ど
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
の
で
無

し
た

 

多
分

あ
の
水
の

発

で
ま
た
来
る
と
思
う
の
で
す
が

 
感
情
的
な
キ

に
よ
る

な
ポ
カ
だ
が
実

そ
う
な

た
か
は
ケ
イ
タ
し
か
知
ら
な
い
事
で

あ
る
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

し
さ
そ
し
て
エ
ナ
ジ

の

も

て
ダ
イ
ジ

ス
ト
に
な

た
事
を
許
し
て
お

く
れ

 
そ
れ
は
と
も
か
く
最
後

な
感
じ
に
な
り
ま
し
た
が
一
応
そ
う
な

た
解
説
を

今
後

本
編
で
も
書
き
ま
す
が
ね

 
前

と
し
て
キ
リ
ト
は

本
的
に
ケ
イ
タ
の
憎
悪
を

定
し
て
い
ま
す

そ
れ
は
テ
ツ

オ
達
の
死
に
責

を

感
じ
て
い
る

事
が
証

と
な
り
ま
す

 
し
か
し
テ
ツ
オ
達
の
死
と
ケ
イ
タ
の
自
殺
の
責

は
イ
コ

ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん

同

し
や
す
い
で
す
が
ぶ

ち

け
別
物
で
す

 
ケ
イ
タ
の
自
殺
の
場
合
怒
る
べ
き
な
の
は
取
り
残
さ
れ
た
サ
チ
で
す

彼
女
だ
け
が
正

な

怒
り
を
主

出
来
ま
す
と
作
者
は

え
ま
す
 
キ
リ
ト
の
場
合
そ
れ
を

い
た
原
因
を

な
か

た
負
い
目
が
あ
る
の
で
不
自
然
に
な
り
ま
す

ユ
ウ
キ
達
に
至

て
は

間
で
は
あ

る
も
の
の

時
の
事
件
に

し
て
は
部
外
者
で
す
か
ら

外
で
す

 
キ
リ
ト
は
怨
ま
れ
た
理
由
を

め
て
自
殺
さ
れ
た
経

が
か
な
り
理
不

な
の
で
十
分
そ
の
事

に
つ
い
て
レ
イ
ン
の
よ
う
に
怒
れ
る
の
で
す
が
そ
の
事
に
つ
い
て
怒
る
と
キ
リ
ト
の
キ

ラ
が
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壊
し
て
し
ま
う
の
で

け
ま
し
た

 
だ
か
ら
こ
そ
レ
イ
ン
に

わ
せ
た
の
で
す

 
そ
し
て

助
け

を

う
声
も

本
的
に
キ
リ
ト
は
応
じ
ま
す

仮

だ
ろ
う
と

か

の

と

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

を
少
し
で
も
多
く
生
還
さ
せ
る

に
戦

て
い
る
キ
リ
ト

に
と

て

助
け

を
求
め
る
声
は
無

で
き
な
い
も
の
な
の
で
す

 
た
だ
し
死
に
た
く
な
い
と
か
殺
さ
な
い
で
と
か
や
め
て
く
れ
だ
と
ガ
ン
ス
ル

そ
れ
は
ユ
イ
の
思

の

り

か
つ
て

助
け
て

と
い
う
声
を
無

さ
れ

け
た
か
ら

 

時
か
の
キ
リ
ト

点
で
あ

た
よ
う
に
殺
ら
れ
る
前
に
殺
れ
が
信

で
あ
る
以
上
殺

さ
れ
そ
う
に
な

て
恐
怖
を
見
せ
れ
ば

正
に
殺
す
絶

の
機
会
な
の
で
ガ
ン
ス
ル

 
し
か
し
ト
ラ
ウ
マ
助
け
て
を
無

し
て
見
捨
て
ら
れ
る
を

さ
れ
た
場
合
捨
て
切
れ

な
い

甘
さ

が
表
に
出
て

協
し
て
し
ま
う

 
ぶ

ち

け
る
と
殺
し
に
来
た
の
が
ケ
イ
タ
一
人
だ

た
か
ら
今
回
の
結
果
に

ち

い
た
の

で
す

 
手
を
結
ん
で
い
る

う

の
存
在
が
発
覚
し
て
い
れ
ば
ケ
イ
タ
か
ら
話
を

こ
う
と

す
る
事
も
無
く
手
に
掛
け

今
後
ず

と
血
み
ど
ろ
の
戦
い
に
な

て
い
ま
し
た

ル

ト
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個
人
的
に
は
キ
リ
ト
の
甘
さ
は
喪

て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思

て
い
ま
す

キ
リ

ト
の
立
場
と
心
は
そ
の

甘
さ

人
情
に

か
れ
た
者
達
で

え
ら
れ
て
い
る
の
で

 
今
回
の
場
合
甘
さ
を
捨
て
る

ケ
イ
タ
を
確
実
に
殺
す

手
に
掛
け
る
と
い
う
行
動
を
取
る

と
キ
リ
ト
は
サ
チ
に
合
わ
せ
る

が
無
か

た
り
す
る

物

く
ネ
ガ
テ

ブ
に
な
る

開
き

直
る
と
そ
れ
は
そ
れ
で
キ
リ
ト
の
キ

ラ
で
は
無
い

 
ぶ

ち

け
常
に
精
神
面
の

が

死
状

つ

死
フ
ラ
グ

載
の
キ
リ
ト
か
ら

護

て
く
れ
る
人
達
を

き
付
け
る
要
因
の
甘
さ
を
欠
か
せ
て
し
ま
う
と

死
ル

ト
し
か
見

え
な
い

物
語
が

か
な
い

 

上

ど
こ
ろ
で
は
無
い
の
だ

 

さ
ん
は

キ
リ
ト
の

甘
さ

は
ど
う
思
う
で
し

う

 
殺
し
合
い
に
シ
ビ
ア
な
観
点
を
持

て
い
る
の
に
甘
い
と
い
う
の
は
中

と
い
う

意
見
も
あ
る
で
し

う

実

自
分
も
今
話
で
そ
れ
を
感
じ
取

て
い
る
の
で

 
で
も

私
と
し
て
は
キ
リ
ト
に
は
そ
れ
が

良
い
と
思
う
の
で
す

 
む
し
ろ

な
の
は
白

保
護
者

や

獣

憎
悪

だ
け
で
良
し

白
は
外
か
ら
見
て

な
ん
だ

 

本

を

う
と
情
緒
不
安
定
だ

た
り
中

な
事
に
思
い
悩
ん
で
ど
う
す
る
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か

え
る
シ

ン
こ
そ

本
作
の
醍
醐
味
で
あ
り
根
幹
の
一
つ
で
も
あ
る
と
思

て
ま
す

 
一
応

え
て
し
て
い
る
事
な
の
で
出
来
れ
ば
つ
ま
ら
な
い
一

で
終
わ
る

判
は

め

て
下
さ
い

判
す
る
な
ら

故

判
す
る
か
の
思

・
理

も

え
て
下
さ
い

 
そ
れ
な
ら

善
出
来
る

地
が
生
ま
れ
る
の
で

必
死

 

い

と

え
て
も
構
い
ま
せ
ん
が

か
し
必
死
な
の
で
思
う
だ
け
で
感
想

に
は
書
か
な
い
で
下
さ
い

 
こ
れ
か
ら
本
気
で

し
く
な
る
の
で
新
年
ま
で
投
稿
で
き
な
い
か
も
で
す

 
そ
れ
で
も
良
け
れ
ば
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は

  

救
い
よ
う
も
無
い

滅
多
に
い
な
い
一

／
和
人
の
憎
悪
の
対

  
つ
ま
り
ア
キ
ト
は

い
て
も
助
け
を

う
て
も
許
さ
れ
な
い

見
捨
て
た
上
に
そ
れ
を
さ
れ
て

も
文

を

え
な
い
事
攻
略
組
の
無
意
味
な
壊
滅
ま
で
し
た
の
だ
か
ら

然
で
あ
る
無

悲
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第
八
十
七
章
 

二
律
背
反
の
可
能
性

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
ホ
ン
ト
ね
テ
ス
ト
が
あ
る
の
に

や

て
る
ん
だ
ろ
う
ね

し
か
も

時
も
よ
り

く
出

来
る
と
か
ど
う
い
う
事
だ

 
文

数
は
少
な
い
け
ど
ネ

 
そ
ん
な
今
話
は
オ

ル
キ
リ
ト

点

 
本
作
キ
リ
ト
は

矛
盾
の

し
か
も
自
覚
し
て
い
る
上
に
悩
ん
で
行
動
す
る
と
い
う
矛
盾

の
仕
方
で

自
覚
し
て
い
る
か
ら
更
に
苦
し
む
と
い
う

か
し
面
倒

い
タ
イ
プ

 

つ
ま
り
変
に
色

と
理

を
つ
け
て

え
て
る
し
か
も
大
体
正
し
い
か
ら
タ
チ

悪
い
け
ど
実

気
味
だ
か
ら
今
の
キ
リ
ト
は

か
し
子

い

ど
の

が

て
い

う
と
感
情
的
に
行
動
す
る

り

 
そ
の

を
前

と
し
て

 
文

数
は
約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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の

に
と

て
戦
う
少
年
は
他
人
の
道
を
終
わ
ら
せ
る
事
で
し
か
人

を
護

て
来
ら
れ
な
か

た

  

故
に

の

に
と

て
人
を
殺
し
て
来
た
ビ

タ

は

の

に

と

て
人
を
護

て
き
た

黒
の
剣
士

で
も
あ
る

   
様

な
シ
ス
テ
ム

と
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
が
運
悪
く
重
な

た
せ
い
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

ア

に

わ
れ
て
い
る
自
分
は
現
在

深
緑
樹
海
セ
ル
ベ
ン
テ

ス

エ
リ
ア
の
上
空
を

行

し
て
い
た

 
び

と
強
め
の
風
が

を

る
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そ
の
風
で

程
ま
で

ば
し
て
い
る
現
実
同
様
の
黒
髪
と
愛

の
外

が
煽
ら
れ
は
た
め
い

た 
黒
い
イ
ン
ナ

の

の

に
な

て
い
る

か
ら

を
出
し
て
い
る
ナ
ン
の

み
が
風

に
揺
れ

こ
ち
ら
の

を

ら
か
く

し
て
来
て

と
て
も
く
す
ぐ

た
い

 
そ
の
感
触
を

か
に

し
み
つ
つ
も

中
で
は

本

に
こ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か

と

行
動
し
て
い
る
時
点
で

え
な
ど
分
か
り
切

て
い
る
自
問
自

を

り
返
し
て
い
た

  

ば
自

じ
り
で
水
の

剣
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
を
使

た
新
し
い
攻
撃
方
法
で
助
け
を
求
め

て
来
た
ケ
イ
タ
を
襲
わ
ん
と
す
る
モ
ン
ス
タ

達
を

し
そ
の
ま
ま
麻

で
動
け
な
い
で

い
る
彼
を

い
て

理

に

た

は

ま
ず
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
に
頼
み
事
を
二
つ
し
た

 
一
つ
は

ア

ク

フ

ア

に

て
サ
チ
を

れ
て
来
て
欲
し
い
事

 
も
う
一
つ
は

ケ
イ
タ
か
ら
奪

た
紅
の
槍
を

サ
チ
の
武
器
と
し
て

し
て
欲
し
い
事

 
ユ
イ
姉
の

葉
と
は
裏

に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
も
人
は

て
更
に
明
確
に
死
ん
だ

と

え
る
者
で
最
初
に
遭

た
の
が
因
縁
の
あ
る
ケ
イ
タ
だ

た
か
ら

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ

れ
る
二
人
に
そ
の
二
つ
を
頼
ん
だ



 第八十七章 〜二律背反の可能性〜

 
ユ
ウ
キ
を

に

は
偶
に
で
も
こ
ち
ら
に
来
て

と
ル
ク
ス
が
オ
レ
ン
ジ
を
解
消
す
る

方
法
を

索
し
て
く
れ
る
と
い
う
話
に
な

て
い
る

は
そ
れ
を
有

い
と
思

て

け
容
れ

た 
し
か
し
そ
れ
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
が

的
安
全
な
と
こ
ろ
だ
と
思

て
い
た
か
ら
だ

モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
や

れ
方
は
間
違
い
な
く
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
よ
り
手
強
い
も
の
だ
ろ

う
が

対
プ
レ
イ

は

な
い
と
思
わ
れ
た
だ
け
ま
だ
安
全
と
見
て
い
た
の
だ

 
し
か
し
ケ
イ
タ
と
い
う
確
実
に
過
去
死
ん
だ
プ
レ
イ

が

る
と
分
か

た
以
上
そ
ん
な

事
は

て
ら
れ
な
い

今
一

と
話
し
合
う
必
要
が
あ
る

 
ご
く
一
部
と
話
し
合

て

残
り
の
人
達
に
は
後
か
ら
伝
え
て
も
ら
う
と
い
う
形
で
も
い
い

が

そ
れ
で
も
サ
チ
と
だ
け
は

を
合
わ
せ
て
話
し
合

て
お
き
た
か

た

 
そ
れ
は

論

ケ
イ
タ
の
事
に
つ
い
て

 

正
直
に

え
ば

は
ケ
イ
タ
に
ど
う

す
れ
ば
い
い
か

く
迷
い
を

い
て
い
る

殺
ら
れ
る
前
に
殺
れ
が
殺
し
合
い
の
信

で

な
手
だ
ろ
う
と
容
赦
な
く
使
う
事
を

は
心
掛
け
て
い
る

仮

間
で
あ

て
も

対
し
た
な
ら
容
赦
す
る
必
要
は
無
い
と
い
う

事
も
分
か

て
い
る
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分
か

て
は
い
る
の
だ

 
け
れ
ど
感
情
が
そ
の
思

を

る

で
は
分
か

て
い
て
も
心
で

得
出
来
て

い
な
い

と
い
う
状

な
の
で
あ
る

 
ケ
イ
タ
は
あ
の
魔
の
槍
を
使

て

を
殺
そ
う
と
し
た

中
で
止
め
ら
れ
な
か

た

と

思
わ
れ
る

と
は

え

い
に
出
た
ユ
イ
姉
を
も
殺
し
掛
け
た

自
分
の
推
論
が

た

て

い
た
か
ら
こ
そ

と
か
な

た
が

ア
レ
は
完
全
に

氷
の
上
を

る
に

し
い
無
謀
な

け

命
を
チ

プ
に
し
て
い
て

報

も

に
合
わ
な
い
も
の
だ

た

 

に

え
れ
ば
ア
レ
だ
け
殺
意
を
前
面
に
出
し
て
襲
い
掛
か
ら
れ
れ
ば
こ
ち
ら
も

応

の

で
返
し
て
も
責
め
ら
れ
な
い
と
は
思
う

殺
し
に
来
る
の
だ
か
ら
殺
さ
れ
て
も
文

は

え
な
い
だ
ろ
う
と

ビ

タ

と
し
て
振
る
舞

て
い
る
時
の

で

え
撃

て
も
良
い

だ
 

で
も

そ
れ
が
出
来
な
か

た

 
あ
の
槍
を
放

た
者
が
ケ
イ
タ
で
は
無
く
モ
ル
テ
や
キ
バ
オ
ウ
だ

た
な
ら
二
撃
目
が
放
た
れ

る
前
に
反
撃
を
入
れ

そ
の
ま
ま

を
全
損
さ
せ
て
い
た
と
思
う

 
ケ
イ
タ
だ

た
か
ら
こ
そ

は
隙
を
晒
し

二
撃
目
を
許
し

ユ
イ
姉
を
死
な
せ
か
け
て
し
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ま

た

 
そ
れ
ぐ
ら
い

は
彼
に
対
し
後
ろ
め
た
い
思
い
を

い
て
い
る

 
ケ
イ
タ
の
憎
悪
は
ま
ず
正
し
い

あ
の
四
人
の
中
で

か
に
高
レ
ベ
ル
の

が
ケ
イ
タ
の

と
い
う
テ
ツ
オ
達
を
守
れ
な
く
て

そ
れ
で
怒
り
や
憎
し
み
を
向
け
て
来
る
反
応
は
正
常

だ

き
悲
し
み

そ
れ
を
打
破
出
来
た
で
あ
ろ
う

を
怨
む
の
は

得
出
来
る

 
レ
イ
ン
の

い
分
も
理
解
は
出
来
た

死
に
た
く
な
か

た
の
な
ら
始
ま
り
の

に
引
き

て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
論
は

至

て
正
し
い

 
し
か
し
ケ
イ
タ
達
は
攻
略
組
の
一

と
し
て
戦
う
事
を
夢
見
て
前
へ
進
ん
で
い
た

そ
れ
を

定
す
る
事
は
出
来
な
い

そ
れ
を
前

に

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
自
殺
の
経

や
理
由
は

得
出
来
な
い
と
は

え
こ
ち
ら
に
向
け
る
憎
し
み
の
根
幹
は
至

て

正
し
い
と
思

た
か
ら

は
ケ
イ
タ
を
殺
す
決
意
を

め
ら
れ
な
か

た

 
そ
し
て
今
も

は
迷

て
い
る

 
そ
れ
は
今
も
麻

で
転
が

て
い
る
だ
ろ
う
ケ
イ
タ
を
問

無

で
回
収
し
サ
チ
に
会

わ
せ
る
か

か

 
そ
れ
に
つ
い
て
迷

て
い
る
理
由
は

サ
チ
を
呼
ん
で
話
す
内
容
は
ケ
イ
タ
の
事
だ
か
ら
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更
に

体
的
に
内
容
を

う
な
ら

ケ
イ
タ
が

を
殺
そ
う
と
し
て
き
た
経

や
自
殺
し
た

経

に
つ
い
て
語
る

そ
の
上
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
る
か
を

き
仮
に
ケ
イ
タ
と

会

た
時
に
迷
い
を

か
な
い
よ
う
心
の

備
を
し
て
も
ら
う

 
し
か
し
そ
れ
ら
を
話
し
た
と
し
て

サ
チ
は
こ
れ
を
信
じ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
だ

信
じ
た
と
し
て

け
容
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と

 
人
は

け
入
れ
ら
れ
な
い
事
実
に
直
面
す
る
と
精
神
の
安
定
性
を
著
し
く
欠
き
恐
慌
か

狂
乱
に

て
し
ま
う

初
め
て
会

た
時
に

べ
る
と

く

し
く
な

た
と
思
う
が
そ

れ
で
も

間
に
見
捨
て
ら
れ
た
も
同
然
の
事
を

わ
れ
た
と

て
そ
れ
を
信
じ

け
容

れ
て
く
れ
る
か
と
疑
問
を

い
て
し
ま

た

 
話
さ
な
い

と
い
う
道
は
無
い

ど
れ
だ
け

そ
う
と
し
て
も

れ
分
か
る
事
だ
か
ら

 
サ
チ
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
る
前
に

が
オ
レ
ン
ジ
を
解
消
す
れ
ば
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
が

そ
れ
は
と
て
も
現
実
的
で
は
な
い

解
消
す
る
目

す
ら
立

て
い
な
い
の
が
現
状

そ
ん
な
不
確
実
で

合
の
い
い
可
能
性
に

る
の
は
得
策
と
は

え
な
い

 
加
え
て

サ
チ
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
の
探
索
を
一
緒
に
し
な
い

と
い
う
の
も

か

え

い
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こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
本
来
入
れ
な
い
仕
様
だ

た
の
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
現
在
知

て
い
る
者
は

と
リ

姉
の
決
闘
を
見
て
い
た
者
で
全

と

え
て
良
い

そ
し
て

そ
の
者
達
は
シ
リ
カ
や
リ
ズ
を

い
た
全

が

攻
略
組

の
幹
部

最
前
線
攻
略
の
要

 

が

く
最
悪

的
に
攻
略
に
参
加
出
来
な
い
以
上
最
前
線
の
情
報
収
集
や
ボ
ス
戦
は

を

き
に
し
て
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

二
刀
流
や

を
始
め
と
し
て
ダ
メ

ジ
デ

ラ

の
極
み
で
あ
る

が

な
い
だ
け
で
も
自

れ
の
つ
も
り
は
な
い
が
ボ
ス
戦
は

か
な
り

い
も
の
に
な
る
と
思
う

 

の
面
に

し
て
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
を

に
ボ
ス
戦
の
ス
タ
ン
ド
メ
ン
バ

が

て
い

る
の
で
心
配
し
て
い
な
い

 
し
か
し
ア
キ
ト
が

い
た
オ
レ
ン
ジ
達
の
せ
い
で
攻
略
組
の
戦
力
が
大

に

た
た
め

対
応
出
来
る

は

ま

た

そ
こ
を
カ
バ

す
る

こ
そ
自
分
の
務
め
だ

た
が

の
自

分
が

れ
な
い
以
上
代
わ
り
に

か
を

意
す
る
必
要
が
あ
る

 
実
の
と
こ
ろ
シ
ノ
ン
に

を

た
の
も
予
想
外
の
ス
ピ

ド
で
は
あ

た
も
の

の

で
リ

姉

め
て
二
人
の
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
た
の
も
更
に
は
ユ
ウ
キ
も

め
て
い
た
の

も
全
て
は
ビ

タ

／
黒
の
剣
士
が

け
た
穴
と
大

な
戦
力

下
を
補
う
た
め
だ
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た 
し
か
し
先

ど
の
ケ
イ
タ
と
の
遭
遇
と
サ
チ
の
事
を

え
る
と
そ
れ
が

と
な

て
し
ま

た

だ

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で

と
ル
ク
ス
の
オ
レ
ン
ジ
解
消
も

ね
て
探
索
に
同
行
す
れ
ば
真

に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
最
前
線
の
攻
略
を
す
る
よ
り

か
に

の
良
い
レ
ベ
リ
ン
グ
に
な

る
事
実
を

リ

姉
達
の
レ
ベ
ル
が
明
ら
か
に
し
て
い
る

空
い
た
時
間
を
使

て
レ
ベ
リ
ン
グ
の
ブ

ト
キ

ン
プ
を
行
う

と
い
う

を

ホ
ロ
ウ
・

エ
リ
ア

の
存
在
を
知

て
い
る

の
メ
ン
バ

が
出
せ
る

件
を

た
し
て
い
る
の
で
あ

る

自
分
な
ら
絶
対

す
る
の
で

も
同
様
だ
ろ
う

 
今
は

に
気
を

て
い
る
の
と
最
前
線
攻
略
を
し
て
い
る

を
見
せ
て
い
な
い
と
ア

ク

フ

ア

の
状
況
が
悪
く
な
る
か
ら

こ
ち
ら
は
後
回
し
に
な

て
い
る
の
だ
と
思
う

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

で
あ
り

攻
略
組

の
方

を
決
め
る

に

る
一
人

論
ラ
ン
や
サ
チ
も
そ
の
一
人
だ
極
め
て
少
数
精

の
ギ
ル
ド
だ
か
ら
こ
そ

属
し
て
い
る
メ
ン
バ

全

が
幹
部
の

に

て
い
る

特
に
サ
チ
は
中

離
だ
け
で
な
く

近

離
で
も
戦
え
る
攻
略
組

一
の
槍
使
い
な
の
で

外
重

さ
れ
る
ポ
ジ
シ

ン
だ

た
り
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す
る

 
こ
れ
ら
を

合
す
る
と

か
に

の
良
い
レ
ベ
リ
ン
グ
が
出
来
る

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は

可
能
な
限
り

く
攻
略
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
に

い
て

一
の
救
い
と

え
る

 
だ
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
内
に
サ
チ
は
必
ず
こ
ち
ら
に
来
て
レ
ベ
リ
ン
グ
を
す
る
だ
ろ
う

そ

う
で
な
く
と
も

以
外
の
人
が
ケ
イ
タ
に
つ
い
て
知

て
い
る
以
上
話
が
行
く
の
は
時
間
の
問

 
だ
か
ら

サ
チ
に
話
さ
な
い

と
い
う
手

は
取
れ
な
い

 
故
に

は
迷

て
い
る

殺
し
合
い
の
場
で
は
無
い
状
況

で
サ
チ
を
ケ
イ
タ
に
対
面
さ
せ

る
か

か
に
つ
い
て

 

そ
も
そ
も
行
動
し
て
い
る
時
点
で

に

え
は
出
て
い
る
ん
だ
よ
な

 
そ
う

未
だ
に
迷
い
を

い
て
い
る
自
分
に

中
で

れ
の
声
を

ら
す

 
ど
う

え
て
も
迷
う
必
要
は
無
い

状
況
も
事
情
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
知
り
合
い
と
殺
し
合
い

を
す
る
よ
り
前
に
話
す
機
会
が
あ
る
の
な
ら

だ

て
そ
ち
ら
を
取
る
だ
ろ
う

ど
う
し
て
知

り
合
い
が
そ
ん
な
行
動
を
取
る
の
か

事
情
を
知
り
た
い
の
は
古
今

だ

て
同
じ

だ

 
サ
チ
だ

て
ケ
イ
タ
か
ら

ば
見
捨
て
ら
れ
た

実

見
限
ら
れ
て
い
た

だ
が

も
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同
然
の

い
だ

た

だ
が
そ
れ
で
も

は

間
だ

だ
か
ら
い
き
な
り
殺
し
合
い
に
な
る

と
す
れ
ば
心
の

備
な
ん
て
出
来
な
い

そ
れ
が
原
因
で

か

を
引
く
事
が
生
じ
て
し
ま
え

ば
目
も

て
ら
れ
な
い

最
悪
死
ん
で
し
ま

た
ら

は
気
が
狂
う
と
い
う
確
信
が
あ
る

 

の

に
も
そ
し
て
サ
チ
の

に
も
殺
し
合
う
前
に
ケ
イ
タ
と
対
面
さ
せ
た
方
が
良
い
に

決
ま

て
い
る

人
か
ら

き
す
る
よ
り
本
人
と
直

対
話
し
た
方
が

得
も
し
や
す
い
だ
ろ

う 
問

は

サ
チ
の
心
が

け
止
め
切
れ
る
か
と
い
う
事
な
の
だ
が

多
分

大

 
今
の
サ
チ
に
は
過
去
に
は
無
か

た

が
あ
る

攻
略
組
の
一
人
と
し
て
最
初
期
組
の
ア

ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
達
に
勝
る
と
も

ら
な
い
強
さ
を
サ
チ
は
持

た
少
な
く
と
も

の
よ
う
な
マ

ガ
イ
モ
ノ
で
は
な
い
強
さ
を

 
仮
に
過
去
の

間
か
ら
見
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を

け
止
め
切
れ
ず

れ
て
し
ま

て

も
今
の
サ
チ
は
か
つ
て
戦
い
と
死
の
恐
怖
に
一
人
で

え
て
い
た
時
と
は
違
う

そ
の
恐
怖

を
理
解
し

え
る

間
が

る

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
は
同
じ
ギ
ル
ド
の

間
だ
し
事
情
を
知

て
い
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ク
ラ
イ
ン
達
も
と
て
も
親
身
だ
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そ
こ
に

も
入

て
い
る
か
な

 
恐
ら
く

サ
チ
の
恐
怖
心
を
最
初
に
見
つ
け
出
し
た
の
は

だ

え
る
サ
チ
を

け
容
れ

ま
し

死
を

ね

け
ら
れ
る
よ
う
指
導
も
し
た

 
で
も

す
ぐ
に
ユ
ウ
キ
に
放
り
投

て
し
ま

た
か
ら
そ
う
思

て
く
れ
て
い
る
か
は

正
直
分
か
ら
な
い

 

ま

入

て
い
な
く
て
も
他
の

が
入

て
い
る
事
は
ま
ず
確
実
だ
か
ら

 

す
発

で
あ
る

が

え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
非
常
に
無
責

だ
と
思
う

そ
れ
で

倒

さ
れ
た
な
ら

は
そ
れ
を
全
部

け
止
め

に

み

も
う

 
そ
れ
が

え
ら
れ
な
い

に
出
来
る
ケ
ジ
メ
だ

ケ
ジ
メ

か

 
た

た
今
自
分
で
決
め
た
事
に
失

す
る

一

と
し
て
ケ
ジ
メ
を
付
け
ら
れ
た
事
な
ん
て
無

い
だ
ろ
う
に

と

 
ど
れ
だ
け

し
よ
う
と
し
て
も

結

の
と
こ
ろ

は
中

だ

責

の
果
た
し
方

罪
の
方
法
が
分
か
ら
な
い
か
ら
ケ
ジ
メ
を
付
け
よ
う
に
も
出
来
な
く
て

時
ま
で
経

て
も

ぶ
ら
り
ん
に
な

て
い
る
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く
気
持
ち
悪
い

い

そ

ロ
で
ラ
ス
ボ
ス
を
倒
す
と
全
プ
レ
イ

が
生
還
す
る
と
か

そ
う
い
う
事
が

あ

た
ら
良
い
の
に

 
そ
れ
を
知

た
ら

き

と

は
止
め
よ
う
と
す
る

 
け
ど
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
護
れ
な
か

た
テ
ツ
オ
達
そ
れ
が
原
因
で
憎
し
み
を
向
け
て
来

る
ケ
イ
タ

序
の

に

と
い
う
大
義
名
分
で
殺
し
た
人
達
は
現
実
で
も
死
に

は

遠

に

罪
の
機
会
は
失
わ
れ
る

 
だ

た
ら

は
迷
う
こ
と
な
く
そ
の

件
を

た
そ
う
と
す
る

ど
れ
だ
け
危
険
で
無
謀

で

に
合
わ
な
い
も
の
だ
ろ
う
と

き

と

は
そ
の

を
す
る
だ
ろ
う

 
仮

も
感

を
向
け
な
く
と
も

 
仮

も
そ
の

績
を
認
め
な
く
と
も

 
仮

も
そ
の
行

を

め
な
く
と
も

 
ど
れ
だ
け
そ
の
先
が
苦
し
か
ろ
う
と

そ
れ
で
も

確
か
に

み
ん
な
は

せ

だ

の
罪
は

え
る

そ
れ
こ
そ
き

と

Ｗ
ｉ
ｎ
Ｗ
ｉ
ｎ

と
い
う
結
果
だ

に
と

て
も

き

と
得
だ
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こ
の
思

が
ど
れ
だ
け
甘
く
て
愚
か
で
理
に

て
い
な
い
事
で
あ
る
か
は
理

解
し
て
い
る

 
今
か
ら
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
も
今

え
て
い
る
事
も
ど
れ
だ
け

に
と

て
損
か
は
分

か

て
い
る

殺
し
に
来
た
人
間
だ
秘
密
裏
に

理
し
た

て
き

と

も
文

は

わ
な
い

か
を
す
る
の
で
あ
れ
ば

逆
に
さ
れ
る
覚
悟
も
し
て
お
く
べ
き

 
こ
れ
は

と
も

え
る

え
方
だ

持
論
な
の
で
人
に
そ
れ
を
求
め
る
の
は
お

違
い
で
あ

る
と
分
か

て
も
い
る

し
か
し
こ
ち
ら
は
殺
さ
れ
そ
う
に
な

て
い
る
の
に
逆
は
ダ
メ
と
い
う

の
は
道
理
が

ら
な
い

だ
か
ら

は
こ
の
持
論
を
振
り
か
ざ
す

で
も

 
で
も

そ
の
前
に

ケ
イ
タ
を
殺
す

と
決
断
す
る
そ
の
前
に

一

の
望
み
に

け
て
み
よ
う
と
思

た

 
サ
チ
の
事
は

え
た

 
け
ど
ケ
イ
タ
を

ま
え
に
行
く
行
動
を
す
る
に
至

た
の
は

と
て
も
個
人
的
な
事

 
甘
い
事
は
分
か

て
い
る

持
論
や
信

を

け
な
い
中

な
行
動
で
あ
る
と
分
か

て

い
る

ど
れ
だ
け
情
け
な
い
事
か
も
理
解
し
て
い
る
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た
だ
そ
れ
で
も

ケ
イ
タ
を
殺
す
覚
悟
を
ど
う
し
て
も

め
ら
れ
な
か

た

 
そ
し
て

と
し
た
ら
サ
チ
な
ら
ば
ケ
イ
タ
と

が
殺
し
合
う
未
来
を

る
の
で
は

な
い
か
と
思

た

だ
か
ら
一

の
望
み
に

け
た

 
ケ
イ
タ
は
サ
チ
を
見
限

た
も
同
然
に

え
て
い
た
か
ら
望
み

で
あ
る
事
は
百
も
承
知

 
む
し
ろ
サ
チ
を

す
る

に
更
な
る
憎
悪
を
向
け
る
可
能
性
の
方
が
高
い
事
だ

て
理
解
し

て
い
る

 
そ
れ
で
も
や
る
前
か
ら

め
る
事
は
し
た
く
な
い

可
能
性
を

定
し
た
く
な
い

良
い
方

の
可
能
性
が
実
現
す
る
事
を
信
じ
て
／

け
て

は
ケ
イ
タ
を

れ
て
来
る
と
決
め
た

 
だ
か
ら

は

て

理

を

け
出
し
た

 
フ

リ
ア
は

の
頼
み
事
を

け
て

ア

ク

フ

ア

へ

た

 
レ
イ
ン
は
二
刀
流
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
練

を
し
た
い
と

た

 
ユ
イ
姉
も

の

に
務
め
る

に
レ
イ
ン
と
共
に

Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場

に

た

を
一
人
に
す
る
事
に

根
を
寄
せ
て
い
た
が

く
一
人
に
し
て
欲
し
い

と
頼
み

ん
だ

事
で
自
分
を
鍛
え
る
事
を

先
し
た

 
ル
ク
ス
も
二
人
の
練

を
見
学
す
る

に
行

た
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シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
が
あ
る
部

に
残
さ
れ
た
の
は

と
ナ
ン
だ
け

け
出
す
な
ら
今

し
か
な
い
と

後
で
キ
ツ
イ
説
教
を

け
る
事
も
覚
悟
の
上
で
ナ
ン
を

れ
て

け
出
し
た

 

そ
れ
は

理

に

て
か
ら
二
分
と
経

て
い
な
い
間
の
行
動

 
い
き
な
り
の
事
が
あ

て

も

の
整
理
が
追
い
付
か
な
か

た
の
か

も
が
そ
そ
く
さ
と

行
動
し
て
い
た

ユ
イ
姉
が
引

掛
か

て
い
た
く
ら
い
だ
か
ら
と
ん

返
り
も

く
や
の

如
く

く
行
動
出
来
た

 
た
だ

先

ど
ま
で

た
大
神
殿
前
に

は
転

し
な
か

た

が

り
立

た
の
は

迷
い
の
森

の

に
広
が
る
大
神
殿
の
転

で
は
無
く

真
逆
の

に
あ
る
転

ユ
ウ

キ
達
と
再
会
す
る
前

精
霊
の
森

か
ら

理

へ

る

に
使

た
転

へ
と

は
転

し
た

離
的
に
離
れ
て
い
る
か
ら

は
空
を

ぶ
手

で

動
し
て
い
る
の
で
あ
る

 
全
く
違
う
場

に

動
し
た
理
由
は
一
つ

ケ
イ
タ
に
麻

を
掛
け
て
話
を

い
て
い
る
最

中

線
を
複
数
感
じ
た
か
ら
で
あ
る

 
目
的
を
果
た
す
な
ら
最

離
で
あ
る
大
神
殿
前
の
転

に
転

し

線
を
無

す
れ
ば

良
い
だ
け
だ

 
し
か
し

の
推

が
正
し
け
れ
ば

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
は

恐
ら
く

ア
イ
ン
ク
ラ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

ド
か
ら
脱

し
た
プ
レ
イ

が
集
ま

て
い
る

少
な
く
と
も
ケ
イ
タ
が

る
時
点
で
高

下
組
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 

で
死
ね
ば
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
死
ん
だ
な
ら
ま
ず

に
来
る
と
見
て
良
い
と
思
う

 
で
あ
る
な
ら
ば
ま
ず
間
違
い
な
く

が
手
に
掛
け
た
オ
レ
ン
ジ
・
レ

ド
プ
レ
イ

達
も

る

だ

 
先

ど

線
を
向
け
て
来
た
の
が

か
は
分
か
ら
な
い
が

と
な
く
覚
え
が
あ
る
気
が
し
た

の
で
ま
ず
間
違
い
な
く
友

的
な
プ
レ
イ

で
は
無
い

に
友

的
な
プ
レ
イ

の
死
亡

者
は
件
の
三
人
だ
け
だ
か
ら
消
去
法
で
あ
り
得
な
い
の
だ

 
そ
ん
な

が
ま
ず
間
違
い
な
く
い
て
下
手
す
れ
ば

ち
構
え
ら
れ
て
い
る
場

に

と
転

す
る
つ
も
り
は
な
い

転

直
後
に
襲
わ
れ
た
場
合

全
部
対
応
し
切
れ
る
と
は
思
い

い

ケ
イ
タ
の
よ
う
に

が
知

て
い
る
状

よ
り

か
に
強
く
な

て
い
る
だ
ろ
う
か
ら

間
的
に

そ
れ
ら
全
て
に
応
戦
す
る
の
は
流

に
不
可
能
で
あ
る

 

が
出
来
る
の
は

あ
く
ま
で
シ
ス
テ
ム
的
な
メ
タ
を

る
事

 
そ
れ
に
は
必
然
的
に
情
報
が
必
要
と
な
る
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無
論
片
手
剣
で
オ

ル
ラ
ウ
ン
ダ

に
戦
え
る
く
ら
い
の
自
負
は
あ
る
し
経
験
も

ん
で
い

る

数
多
く
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
を
初
見
で

手
し
た
の
は

達
で
は
無
い

 
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
常
識

内

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

だ

と

が

こ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
思

て
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
ケ
イ
タ
の
槍
に
追

と

い
う
予
想
外
の
性
能
が
あ

た
よ
う
に

事
に
も

外
は
あ
る

流

に
ゲ

ム
バ
ラ
ン
ス
的
に

一
撃

死

果
の
武
器
は
無
い
と
思
う
が
状

異
常
を
確
定
で
引
き

こ
す
武
器
は
あ

て
も

お
か
し
く
無
い
以
上
万
全
は
期
し
た
い

の
状

異
常
無

は
あ
く
ま
で
確

系
の
み
を

と
し
て
い
る
か
ら
確
定
麻

を

け
る
と
死
一
直
線
な
の
で
あ
る

 
だ
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
転

し
お
よ
そ
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
強
者

ど
思
い
つ
か

な
い
だ
ろ
う
空
路
で

動
す
る
事
で

が

る
か
ど
う
か
を

べ
る

も
り
な
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
索

は
高
さ
に

無
く

内
の
三

空
間
全

の
反
応
を
感
知
す
る
ス

キ
ル
な
の
で

も
使

て
い
る

 
実
の
と
こ
ろ
風
に

て
空
を
進
み
つ
つ
ハ
イ
デ

ン
グ
が
出
来
る
の
か
の
実
験
も

ね
て
い

た

は
ぶ

つ
け
は

い
だ
か
ら

状
況
的
に
ぶ

つ
け
本
番
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
が
多
い

の
で
哀
し
い
事
に
経
験
は
多
い
が

れ
な
け
れ
ば

応
の
結
果
を
出
せ
な
い

に
と

て
ぶ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

つ
け
は
本
来

極
の
⻤

で
あ
る

 
な
の
で
ぶ

つ
け
で
ボ
ス
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
前
線
攻
略
と
か
本
気
で

し
て
欲

し
か

た
り
す
る

ま
だ
情
報
を
集
め
ら
れ
る
か
ら
良
い
が
こ
れ
が
無
く
な

た
り
し
た
ら
本

気
で

を

え
る
だ
ろ
う

 

話
そ
ろ
そ
ろ
か

 

の
転

か
ら
空
路
を
進
む
事
お
よ
そ
三
十

の
後

は
遠
目
に
少
し
前
ま
で
潜

て
い

た
大
神
殿
の

を
目

し
た

ケ
イ
タ
と
や
り
合

た
の
は
そ
の
入
り

の
広
場
か
ら
百
数
十

メ

ト
ル
離
れ
た
地
点
な
の
で
も
う
す
ぐ
で

り

く
事
に
な
る

 
ケ
イ
タ
の
前
か
ら
立
ち
去

て
三
分

ど
で
ま
た

る
事
に
な
ろ
う
と
は
あ
ち
ら
も
思

て

い
な
い
違
い
な
い

 

だ

て
三
分
前
は
こ
う
な
る
と
は
思

て
い
な
か

た
自
分
の
甘
さ
に
自
分
自
身
で

れ

る
く
ら
い
で
あ
る

 
き

と
白
は
良
く
て
苦

悪
く
て
失

し
て
い
る
に
違
い
な
い

そ
れ
で
も

も

て
来

な
い
と
い
う
事
は

む

ど
愚
か
な
行
動
で
は
な
い
と
い
う
事
だ
ろ
う

そ
の
気
に
な
れ
ば
白
は
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の
意
識
を

め

体
の
主
導
権
を
奪
え
る
の
だ
か
ら

 

よ
く
よ
く

え
れ
ば
白
が
そ
の
気
に
な

た
ら

と
い
う
意
識
な
ん
て
一

で
消
え
る
ん
じ

 
思
わ
ぬ
事
実
に
気
付
き

内
心
で
戦

す
る

 
体
の
主
導
権
を
奪
え
る
な
ら

遠
に
そ
れ
を

持
出
来
る
の
も
容

な

 
そ
れ
を
し
な
い
と
い
う
事
は
白
が

過
し
て
い
る
か
ら

こ
ち
ら
を
王
と
呼
ぶ
か
ら
必

然
的
に

の
方
が
上
な
の
か
と
思

た
が
そ
の
実
白
の
方
が
上
の
立
場
で

時
消
さ
れ
て

も

は
お
か
し
く
な
い
で
は
な
い
か

で
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
恐
ろ
し
い
事
実
に
気
付
い
て
し
ま

た
ん
だ

は

 
今
か
ら
ケ
イ
タ
だ
け
で
な
く

と
し
た
ら
こ
の
手
に
掛
け
た
多
く
の
プ
レ
イ

達
の
憎

悪
を

け
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
自
分
か
ら
自
分
の
心
を

め
付
け
る
事
を
見
付
け
る
と
か

は
ア
ホ
か

か

な
の
か

 

定
出
来
る
要

が
無
い
気
が
し
た

き
 

と
な
く

を
浮
か
べ
て
い
る
と
ハ
イ
デ

ン
グ
の

に
イ
ン
ナ

の
内

に
入
れ
て
い
る
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ナ
ン
が

れ
た
よ
う
に
小
さ
な
鳴
き
声
を
上

つ
つ

こ
ち
ら
を
見
上

て
来
た

 
す
ぐ
に

を

ろ
り
と

を

め
て
来
る

ん

ご
め
ん
な

ち

と

え
事
を
し
て
た

あ
り
が
と
う

 

え
事
を
し
て
い
る
時
じ

な
い
の
に
物
思
い
に

て
し
ま

た

の
意
識
を
引
き

し
た

ナ
ン
に
礼
を

い
つ
つ

小
さ
な

を

し
く

で
る

 

ら
か
な
和

に

わ
れ
て
い
る
蒼
い
小
⻯
は
気
持
ち
よ
さ

に
目
を

め
く
る
く
る
と
ご

機

そ
う
に

を
鳴
ら
し
た

 
し
か
し
ナ
ン
も
こ
ち
ら
の
目
的
が
分
か

て
い
る
よ
う
で
高

を
下

始
め
た
と
こ
ろ
で

を

で
て
も
ら
う

を
止
め
る

あ
ま
り
構

て
あ

ら
れ
て
い
な
い

だ
が
そ
れ
で
も
学

し
て
意

を

ん
で
く
れ
る

り

に
は

体
無
い
と
思
え
る
く
ら
い
良
い
子
で
あ
る

 
そ
う
ナ
ン
の

さ
に
感
心
を
／

ま
れ
て
い
る

に

を

き
つ
つ

葉
に

た
ら
な

い
よ
う

行
し
て
い
る
時
よ
り
イ
メ

ジ
を
よ
り

つ

に
展
開
し
な
が
ら
高

を
下

る
こ
と

く

く
大
樹
と

え
る
木
の
太
い

に

り

い
た

の
先
に
は
大

の
緑
葉
が

て
い
る
が

の
根

部
分
は
木

だ
け
な
の
で
下
手
に

を
立
て
る
心
配
も
な
い

 
そ
し
て
お
よ
そ
十
メ

ト
ル
下
前
方
二
十
メ

ト
ル
先
の
地
点
に
は
目
的
と
し
て
い
る
ケ
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イ
タ
が

た

 
け
れ
ど

は

か
ら
動
か
な
い

 
そ
れ
は
麻

で
倒
れ
て
い
る
ケ
イ
タ
を
取
り

む
よ
う
に
六
名
の

が
あ
る
か
ら

更
に
そ

の
内
の
一
人
が

か
話
し
な
が
ら
小

を
ケ
イ
タ
に

ま
せ

麻

を
回
復
さ
せ
た

 
そ
れ
だ
け
な
ら

間
か

と
流
せ
た

 
問

な
の
は
カ

ル
と
ゲ

ジ
横
に
あ
る
マ

ク
だ

た

 
そ
の
六
名
の

上
に
あ
る
カ

ル
の
色
は
共

し
て
オ
レ
ン
ジ
色

 
更
に
一
つ
の
ギ
ル
ド
マ

ク
が

ゲ

ジ
の
横
に
あ

た

遠

で
見
え
た
そ
の
マ

ク
は

黒
い

に
嗤
う

の
隙
間
か
ら
白
骨
の

と
い
う
構

 
そ
の
マ

ク
は

う

が
作

て
い
た
も
の

今
と
な

て
は
ギ
ル
ド
リ

ダ

の
死

で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

か
ら
消
え
去

た
ギ
ル
ド
の
マ

ク

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
史
上
最
悪
の
レ

ド
ギ
ル
ド

う

の
マ

ク
だ

た

 
恐
ら
く
協
力
者
が

る
の
だ
ろ
う
と
話
を

い
て
い
る
時
に

知
し
た

線
の
主
の
存
在
か
ら

え
て
は
い
た

ケ
イ
タ
が
こ
こ
に
い
る
時
点
で
他
の
死
者
も

て
協
力
し
て
あ
の
強
力
な
槍

を
入
手
し
た
の
だ
ろ
う
と
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直

刃
を
交
え
た

で
は
無
い
の
で
今
の
実
力
が
ど
れ
く
ら
い
か
定
か
で
は
無
い
が
あ
の
槍

の
特
性
を

え
る
と

も
な
い

の
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

だ
 

に
力
で

し
勝

た
あ
の

逆
の
騎
士
の

が
あ
る
か
ら
生

な
力
で
は
勝
て
な
い
の

は
理
解
し
て
い
る

が
勝
て
た
の
も
出

目
に
高
い
レ
ベ
ル
の
お
陰
だ

 
ケ
イ
タ
の
レ
ベ
ル
は
恐
ら
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
も

一
だ
ろ
う

 
し
か
し

の
レ
ベ
ル
１

に
は

る

だ

仮
に

と
同
レ
ベ
ル
な
い
し

同

の

力
値
を
誇

て
い
た
な
ら

仮

た

た
部

が
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
で
な
い
上
に
斬
・

打
・
突
・

の
四
つ
の
攻
撃
全
て
の
ダ
メ

ジ
を

分
に
す
る

が
あ

て
も

死
さ
せ
ら
れ

て
い
る

そ
れ
く
ら
い

ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

は
反

的
な

力
を
誇
る

 
さ

き
の
戦
い
で
は

力
値
こ
そ

い
も
の
の
ダ
メ

ジ
カ

ト

は
極

に
高
い

は

を
七

ら
れ
た

ダ
メ

ジ
カ

ト

を

の
値
に
直
せ
ば
ケ
イ
タ
の
攻
撃
は
一

回

て
更
に
四

る
と
い
う

に
な
る

 
ユ
イ
姉
の
場
合
盾
で

い
で
三

更
に
持

的
に
三

に
一

の

ス
で

て
い
た

 
し
か
し
こ
れ
は
か
な
り
お
か
し
い

に
な
る
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突
属
性
に
対
し
八

九

の
ダ
メ

ジ
カ

ト

を
誇
る
ゴ

レ
ム
系
す
ら
一
撃
で

る

力
が
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
に
は
あ
る

ま
し
て
や
ケ
イ
タ
が
使

て
い
た
槍
は
王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト

に
勝
る
と
も

ら
な
い
九
十
層

レ
ベ
ル
の
数
値

ユ
イ
姉
の
盾

は
お
ろ
か
ク
リ
テ

カ
ル

で
な
い
に
せ
よ
直
撃
を

け
た

が

死
し
て
い
な
い
時
点
で
か
な
り
の
レ
ベ
ル
差
補
正
を

け
て
い
る
事
が
分
か
る

 
レ
ベ
ル
が
一
つ
違
う
だ
け
で
そ
れ
な
り
に
補
正
を

け
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
か
な
り
差
が
開

け
ば
そ
れ
は
よ
り

著
な
も
の
と
な
る

 
そ
の
レ
ベ
ル
差
補
正
は

常
攻
撃
に
よ
る
ダ
メ

ジ
に
も
あ
る
程

現
れ
る
が
実
の
と
こ
ろ

そ
れ
は

少

故
な
ら
レ
ベ
ル
が

け
れ
ば

ス
テ

タ
ス
や
武
器
攻
撃
力
も

い
の
で

補
正
を
掛
け
る
必
要
が
無
い
か
ら
だ

む
し
ろ
レ
ベ
ル
差
で
絶
大
な
プ
ラ
ス
補
正
が
掛
か
る
と
武

器
新

の
意
味
を
喪
う

 
最
も
現
れ
る
の
は

ド
ス
キ
ル

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
そ
し
て

力
値

に

値

備
の
攻
撃
力
値
を
参

し
て
ダ
メ

ジ
が

出
さ
れ
る

ド
ス
キ
ル
に
は
レ

ベ
ル
差
補
正
が
大
き
く

く

プ
ラ
ス
は

論
マ
イ
ナ
ス
に
も

ス
キ
ル
自
体
に
ダ
メ

ジ

が
あ
る
の
で
そ
の
抑
止
力
と
し
て
も

く
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
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重
要
な
点
は

そ
の
理

で
は
彼
我
の
レ
ベ
ル
を

べ
た

自
身
の
レ
ベ
ル
が
高
い
程
に

ド
ス
キ
ル
の

力
は

ね
上
が
る
事

 
流

に
あ
る
程

補
正
上
限
と
い
う
も
の
は
あ
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
レ
ベ
ル
が
上
と

い
う
だ
け
で
理
不

な
く
ら
い
の
補
正
は

く

そ
の
理
不

な
補
正
こ
そ

正
レ
ベ
ル

と
い
う
も
の
を
確

た
る
も
の
に
し
て
い
る

工

一
つ
で
突
破
出
来
な
い
よ
う
レ
ベ
ル
の
絶
対

性
を
確
実
な
も
の
に
し
て
い
る
の
だ

 
だ
か
ら

は
レ
ベ
ル
が
高
け
れ
ば
死
に
に
く
く

強
者
足
り
得
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
真
理
に

い

レ
ベ
リ
ン
グ
を
欠
か
さ
ず
行

て
来
た

ま

分
以
上
は
別
の
目
的
を
こ
な
す
が
故
の

物
だ

た
の
だ
が

 
と
も
あ
れ
そ
の
レ
ベ
ル
差
補
正
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
設
定
が
ケ
イ
タ
の
レ
ベ
ル
は

程
で
は
な
い
と
い
う
予
想
を

か
せ
る
に
至

た

 
加
え
て

過
去
指
導
を
し
て
き
た
経
験
も

め
た

と
し
て

恐
ら
く
ケ
イ
タ
は
レ
ベ
ル

ア

プ
時
に
手
に
入
る
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

力
値
と

値
に
五
分
五
分
で
振

て
い

る

少
な
く
と
も

力
値
へ
多
く
は
振

て
い
な
い
事
は
確
実
だ
振

て
い
た
ら
も
う
少
し

の

は

れ
て
い
た
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過
去
の
ケ
イ
タ

め
た

月
夜
の
黒
猫

は

正
に
五
分
五
分
振
り
で
ど

ち
つ
か
ず
に

な

て
い
た

彼
ら
は
ど
ん
な
ビ
ル
ド
も
組
め
る
よ
う
に
と
オ

ル
マ
イ
テ

を
目
指
し

て
い
た
よ
う
だ
が

そ
れ
は
む
し
ろ
悪
手
だ

た

 
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
か
ら
こ
そ
突
出
し
た
能
力
が
無
い

 
突
出
し
た
能
力
が
無
い
か
ら
こ
そ
強
力
な

と

り
合
え
な
い

 
極
論

値

さ
と
い
う
モ
ノ

は

動
の
速
さ
に
し
か

与
し
て
い
な

い

レ
ベ
ル
が
上
が
る
程
に
自
然
と
補
正
が
加
わ
る
反
面

力
値
は

備
重

や
ア
イ
テ
ム

持
現
界
の
参

値
と
な
る
重
要
な
値

ど
ち
ら
か
と

え
ば

力
値
の
方
を
重
要

す
べ
き
で
あ

る 
極
振
り
と
い
う
の
は
リ
ス
キ

だ
が
実
は
五
分
五
分
振
り
と
い
う
の
も
意
外
に
リ
ス
キ

な

の
だ

む
し
ろ

力
値
極
振
り
で
あ
れ
ば

動
は

い
が
恐
ろ
し
く

い
タ
ン
ク
と
し
て
活
躍
出

来
る

ど

ち
つ
か
ず
が
後

大
変
だ

 
こ
れ
ら
の
思

が
あ
る
か
ら
こ
そ

は
あ
の
紅
い
槍
を
ケ
イ
タ
は

か
と
一
緒
に
手
に
入

れ
た
か

て
も
ら

た

と

え
た

 
し
か
し
流

に

う

の
メ
ン
バ

と
協
力

に
あ
る
と
は
思
わ
な
か

た
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る
と
は
思

て
い
た
が
ま
さ
か
殺
人
快

者
の

り
を

け
て
む
し
ろ
喜
ぶ
者
達
と

合
し
て

い
る
と
は
予
想
外
だ

た

 
ケ
イ
タ
は
良
く
も
悪
く
も
平

な
人

だ

た

面
倒
見
は
良
く
人

た
り
も
良
い

な
性
格
を
し
て
い
る
と
思

て
い
た

さ

き
話
を

い
て
人
は
見
か
け
に
よ
ら
な
い
と
い
う

感
を
更
に
強
く
持

た
が

ケ
イ
タ
の

は
善
人
寄
り
だ
と
思

て
い
た

そ
ん
な
に
か

う

と

合
す
る
く
ら
い

を
殺
す
事
が
重
要
な
の
か

 
善
悪
の
価
値
観
を
か
な
ぐ
り
捨
て
る
く
ら
い

が
憎
い
の
か

 
そ
う
認
識
し
て

気
持
ち
が
深
く

ん
だ

  
Ｓ
Ａ
Ｏ
史
上

一
レ

ド
の
名
を

し
た
ギ
ル
ド

う

 
２
０
２
３
年

月

日
に

と
し
て
と
あ
る
中

ギ
ル
ド
の
一
人
以
外
を

殺
し
に
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
レ

ド
ギ
ル
ド
の
名
を
恐
怖
と
共
に
知
ら
し
め
た
そ
の
ギ
ル
ド
は
２
０
２
４
年

月
中

黒
の
剣
士
が
立

攻
略
組
の
主
な
プ
レ
イ

達
と
共
に
実
行
し
た

う

作
戦

に
よ
り
壊
滅
し
た

 
し
か
し
な
が
ら

密
に
は

う

に
加

し
た
協
力
者
全

を

滅
出
来
た

で
は
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無
い

 

故
な
ら
見
た
目
強
そ
う
で
は
な
い
プ
レ
イ

が
圏
内
で
様

な
ア
イ
テ
ム
の
補

や

情
報
収
集
の

に
シ
ス
テ
ム
的
に
ギ
ル
ド
に
加
入
せ
ず
独
自
に
動
い
て
い
た
か
ら
だ

間
か

ど
う
か
の
判
別
は
体
の

か
に

み

ま
れ
た
タ
ト

ら
し
い

 
ち
な
み
に
そ
の
タ
ト

は
特

な
ダ
ガ

を

い
て

ま
れ
る
も
の
で

を
し
よ
う

と
絶
対
に
消
せ
な
い
の
だ
と
い
う

 
と
は

え
目
的
か
ら
し
て
目

さ
れ
に
く
い
場

に

る
の
で

大

場
で
も

し
な

い
限
り

本
的
に
発
覚
は
し
な
い

故
に
レ

ド
の

徴
と
も

う
べ
き

う

の
タ

ト

が
あ
る
者
は
ま
だ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

ら
に

る
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
全

が

極
的
に
協
力
し
て
い
た

で
は
無
い

中
に
は
気
弱
そ
う
な
者
や
レ
ベ
ル

的
に
絶
対
逆
ら
え
な
い
者
を

し

わ
せ
て
い
た
と
い
う
話
が
あ
る

タ
ト

を

ま
れ
て

い
た
か
ら
と

て
も
全
て

悪

と
い
う

で
は
無
い
の
だ

 

だ
が

う

の
ギ
ル
ド
マ

ク
が
あ
る
者
は

絶
対
的
に
殺
人
快

に

え
て
い
る
と

て
も
過

で
は
無
い

 
ギ
ル
ド
に
加
入
し
た
者
に
脱
退
は
許
さ
れ
な
い

脱
退
は
す
な
わ
ち
死
だ
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反
面
ギ
ル
ド
の
勧
誘
を

け
た
時
に
断

た
場
合
の
状
況
に
よ

て
は
そ
の
ま
ま

が
さ

れ
る
場
合
も
ま
ま
あ
る
ら
し
い

そ
も
そ
も
セ
ン
ス
の
あ
り
そ
う
な
者
を

ん
で
勧
誘
し
て
い
る

ら
し
い
の
で

ま
ず
断
ら
れ
た
事
は
無
い
ら
し
い
が

 
ち
な
み
に
そ
れ
を

が
知

て
い
る
の
は
ピ
ナ

生
の

に
Ｐ
ｏ
Ｈ
／
ヴ

サ
ゴ
と
初
の
直

対
面
を
し
て
か
ら
数
日
後

は
あ
の
男
に
直

触
さ
れ

う

に
勧
誘
さ
れ
そ

れ
を

た
時
に

て
い
た
の
を

い
た
か
ら
だ

セ
ン
ス
が
あ
る
し
向
い
て
い
る

と
か

て
い
た

 
非
常
に

な
が
ら
人
を
殺
す
と
い
う
一
点
に
⻑
け
て
い
る
の
は
過
去
の

業
的
に
も

定
出
来
な
か

た
の
で

そ
れ
に
つ
い
て
は

も

わ
な
い
で
お
い
た

 

と
も
か
く

う

の
一

に
な
る
事
あ
る
い
は

極
的
な
協
力

に
あ

る
場
合

そ
れ
は

殺
意

を
Ｐ
ｏ
Ｈ
に

か
し
ら
の
形
で
認
め
ら
れ
た
事
を
意
味
す
る

 
つ
ま
り

う

の
ギ
ル
ド
マ

ク
が
あ
る
者
が
間
違
い
な
く

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で

重
な
状

異
常
回
復
ポ

シ

ン
を
ケ
イ
タ
に
使

た
時
点
で
必
然
的
に
ケ
イ
タ
は

う

に
認
め
ら
れ
た
協
力
者
と
い
う
事
を
意
味
す
る

善
悪
の
価
値
観
を

外

し
た
殺
人

に
忌

感
を

か
な
い
集

の
一

で
あ
る
と
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そ
こ
ま
で
憎
ま
れ
て
い
た
の
か
と

気
持
ち
は

み

 
そ
こ
ま
で
憎
く
く
て
自
分
を
鍛
え
る
気

が
あ

た
な
ら
自
殺
な
ん
て
し
な
い
で
ア
イ
ン

ク
ラ

ド

の
ど
こ
か
で
自
分
を
鍛
え
て
い
れ
ば
よ
か

た
の
に
と
思

た

 
そ
こ
ま
で
自
分
で
鍛
え
ら
れ
た
な
ら

の
助
力
な
ん
て
必
要
無
か

た
の
で
は
と
思

た

だ
か
ら
こ
そ
と

て
い
た
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
よ
り
も
高
レ
ベ
ル
モ
ン
ス
タ

が

多
い
こ
ち
ら
で
な
ら

よ
り
も
強
く
な
れ
る
と

え
て
鍛
え
る
事
に
し
た
の
だ
ろ
う
け
ど

 
恐
ら
く
レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
五
分
五
分
振
り
を

け
て
い
る
事
か
ら

ア

イ
ン
ク
ラ

ド

で
活
動
し
て
い
て
も
ど
こ
か
で

打
ち
に
な

て
い
た
だ
ろ
う
け
ど

 

こ
れ
は

無
理
だ
な

 

初
の

で
は
麻

で
動
け
な
く
て

抗
出
来
な
い
ケ
イ
タ
を

れ
て
サ
チ
と
会
わ

せ
る
つ
も
り
だ

た

 
し
か
し
そ
れ
は
ケ
イ
タ
の
善
性
が
残

て
い
る
事
を
前

と
し
た
希
望
だ

う

に

合
し
て
い
る
時
点
で
最

修
復
は

論
殺
し
合
い
に
な
ら
な
い
な
ん
て
不
可
能
に

し

い
だ
ろ
う

 

せ
め
て

せ
め
て

サ
チ
が

な
い
時
に

こ
の
手
で
片
を

付
け
な
い
と
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と
ケ
イ
タ
の
殺
し
合
い
に

き

む
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら

 
苦

し
い
思
い
で

そ
う
決
め
る

 
フ

リ
ア
を
使
い
に
出
し
て
し
ま

た
以
上
サ
チ
と
話
す
事
は

け
ら
れ
な
い

な
ら
サ
チ

が
ケ
イ
タ
と
出

う
よ
り
前
に
不
安
の
種
を

み
取

て
お
く
事
が

善
の
行
動
だ

 
怨
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い

 
で
も

怨
ま
れ
て
も
お
か
し
く
な
か

た

自
業
自
得

け
容
れ
こ
そ
す
れ
そ
れ
を

非

す
る
事
な
ん
て
出
来
な
い

 
そ
し
て

と
気
付
い
た

 
今

サ
チ
は

な
い

 
ナ
ン
は
プ
レ
イ

じ

な
い
か
ら
別
と
し
て

今

味
方
と

え
る
者
は

も

な
い

 
眼
下
に
は

で
あ
る
七
人
が

る

  
自
分
以
外

し
か

な
い
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す
手
は

無
い

 

け
れ
ど

も
話
さ
ず

勝
手
に
や

て
い
い
の
か

 
ケ
イ
タ
の
前
か
ら
立
ち
去
る
時

は
サ
チ
が
怒
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た

テ
ツ
オ
達
の
死
に

怒
る
ケ
イ
タ
の
反
応
は
正
し
く

自
殺
し
た
事
に
対
し
怒
る
の
は
サ
チ
こ
そ
が
正
し
い
と

 

が
怒
る
の
も

報
復
に
出
る
の
も

違
い
だ
と
結
論
を
出
し
た

 
今
動
い
て

サ
チ
が

い
目
に
遭
う
前
に
不
安
の
種
を

み
取
る
の
は
可
能
だ

 
け
れ
ど
そ
れ
は
サ
チ
の
怒
り
や
不

を
ぶ
つ
け
る
機
会
を
奪
う
事
に
な
ら
な
い
か

意

を

無

し
て
い
な
い
か

無
理
だ

と
判
断
し
た
の
も
あ
く
ま
で

の

感

も
し
か
し
た
ら
ま

だ
不
可
能
で
は
無
い
か
も
し
れ
な
い

サ
チ
は

え
る
か
も
し
れ
な
い

 
ケ
イ
タ
が

う

と

合
し
て
い
よ
う
が
そ
の
可
能
性
は
ま
だ

定
出
来
な
い

定
さ
れ
て
い
な
い

明
確
に

え
は
出
て
い
な
い
の
だ
か
ら

 

え
が
出
る
の
は

実

に
サ
チ
と
ケ
イ
タ
が
対
面
し
た
時
だ
け

 
そ
れ
以
外
は
全
て
推

に
過
ぎ
な
く
て
あ
ら

る
可
能
性
が
広
が
る

そ
れ
を
推
論
だ

け
で

定
す
る
の
は
極
め
て
非
論
理
的
だ

が

て
い
な
い
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ケ
ジ
メ
を
付
け
る
な
ら

を

す
べ
き
だ
な

 
実

の
と
こ
ろ
ケ
イ
タ
と
殺
し
合
い
た
く
な
い
か
ら
サ
チ
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
だ
け

な
の
に
そ
ん
な

が
ケ
ジ
メ
を
付
け
る
な
ん
て

え
る
の
は

が
ま
し
い
の
で
は
と
も

思
う

 
そ
れ
で
も

は

出
来
る
限
り
殺
し
合
い
た
く
は
な
い

 
そ
も
そ
も

き

ん
で
人
を
殺
し
て
い
る

で
は
無
い

 

で
あ
れ
ば
容
赦
を
す
る
つ
も
り
は
な
い

殺
す
必
要
が
あ
る
の
な
ら

い
も
し
な
い

序
の

な
ら
命
を
奪
う
事
も

に
常
に
入
れ
る

 
そ
れ
は
全
て

護
り
た
い

と
思

た
人
達
を
少
し
で
も
多
く
生
か
す
た
め

 

だ
か
ら

サ
チ
の
力
を

り
る
し
か
な
い

 

一
人
で
は

殺
す

事
で
し
か
人
を
護
れ
な
い

殺
す
未
来
し
か
な
い

 
で
も
今
回
の
場
合

サ
チ
な
ら
ケ
イ
タ
と
殺
し
合
わ
ず
に
済
む
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
あ

る

そ
れ
な
ら
そ
れ
に

け
た
い

身
勝
手
で
も

そ
れ
に

り
た
い

 

う

の
事
は
引

掛
か
る
し
無

出
来
な
い

 
け
れ
ど
ケ
イ
タ
を

れ
て
帰
る
事
は
出
来
な
く
て
も
と
て
も

重
な
情
報
を
手
に
入
れ
ら
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れ
た
と
思
う
事
に
し
て

は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

へ

る

に

大
神
殿
の
方
の
転

へ
と

ん
だ

死
ん
だ

／

殺
し
た

人
を

生
か
し
た
い

と
い
う
思

が

く
矛
盾
し
て
い
る
事
か
ら

は

目
を
背
け
る
事
に
し
た

  

へ
と

動
を
開
始
し
た
六
人
の

う

と
そ
れ
に
同
行
す
る
ケ
イ
タ
を
見
送

た

は

七
人
の

が
見
え
な
く
な

て
か
ら
大
神
殿
前
の
転

へ
と

動
し
た

 

の
転

へ
向
か
わ
な
か

た
の
は
ケ
イ
タ
達
が

の
迷
い
の
森
方
面
へ
進
ん
で
い

た
か
ら
だ

動
速

の
違
い
か
ら
あ
の
七
人
に
見
つ
か
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
が

が
殺
め
た

う

の

は
ま
だ
数
十
人
は

る

そ
の
残
り
が

迷
い
の
森

の
ど
こ
か
に

る
な
ら

の
転

へ
向
か
う
の
は
悪
手
だ
ろ
う
と
判
断
し
た

 
だ
か
ら

は

の
大
神
殿
入
り

付
近
に
あ
る
転

の
方
を
使
う
事
に
し
た
の
で
あ
る

 
そ
ん
な

は
大
神
殿
の
入
り

付
近
に

り
立
ち
そ
こ
で
イ
ン
ナ

の
内

で
ず

と
静
か

だ

た
ナ
ン
を
外
に
出
て

に

ま
ら
せ
た

な
思
い
を
さ
せ
て
ご
め
ん
な
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き
 

罪
の
意
を

め
て

で
れ
ば

ナ
ン
は

を

ロ
リ
と

め

鳴
き
声
を
小
さ
く
上

た

 
ま
る
で

気
に
す
る
な

と

わ
ん
ば
か
り
の
そ
の
様
に

み
を
浮
か
べ
る

 

日
は
ご

を
食
べ
さ
せ
ら
れ
て
な
い
し
今
日
は
再
会
の
記
念
も

め
て
少
し

に
よ
り
を

掛
け
た

理
を
振
る
舞

て
あ

よ
う
か
と

え
る

 
そ
ん
な
思

を
死
な
が
ら
転

へ
と
歩
を
進
め
て
い
る
と

と
背

を

ワ
リ
と
し
た

か
が
這
い
回

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
戦

て
来
た
経
験
か
ら
そ
れ
が
悪

で
あ
る
と
は
す
ぐ
に
分

か

た

 
背

を

た
悪

と
同
時
に

裏
に

た
直
感
に

て

は
反

的
に
背
後
を
振
り

返

た

そ
の

シ
ノ
ン
と
の
鍛
練
で
も
使

し
た
黒
と
白
の
肉

の

剣
を

手
に
持
つ
の

も
忘
れ
な
い

 
し
か
し
振
り
返

て
も

も

な
か

た

心
し
て

を

く
り
見
回
し
て
も
同
じ

 
見
え
る
の
は
鬱
蒼
と
し
た
樹
海
と

生
し
た

り
の

物

を
打
つ
の
は
風
に
揺
ら

さ
れ
る
葉

れ
の

に
使
い
魔
の
小
⻯
が
小
さ
な

翼
を
は
た
め
か
せ
る

そ
し
て
自
身
が
立
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て
る
足

に

剣
を
構
え
る

の

四
つ

 
異

と
感
じ
る
も
の
は
無
い

 

し
か
し

突
に

界
に
影
が

ち
た

 
更
に
得
も

わ
れ
ぬ
圧

感
と

な
予
感

い
殺
気
を

め
て
同
時
に
感
じ
取
る

 
背

に
悪

が

り
終
わ
る
前
に
直
感
で
反

的
に

横
へ

ぶ

 
直
後
す
ぐ
背
後
で

に

い
も
の
を

き
つ
け
た
よ
う
な

が

こ
え
襲
撃
さ
れ
た
の

だ
と
理
解
し
た

 
安
心
し
た

ど
う
や
ら

は

て
な
い
み
て

だ
な

 
な

 
振
り
返
る
よ
り
も
前
に

を
打

た
声
に
一

呼

が
止
ま

た

 

る
と
は
思

て
い
た

と
い
う
か
む
し
ろ

な
い
方
が
お
か
し
い
と
思

て
い
た
か
ら

れ
再
び

対
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
し

心
構
え
を
し
て
お
く
つ
も
り
だ

た
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し
か
し

ま
さ
か

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
死
者
が
い
る
事
を
知

て
一
時
間
も
経
た
な
い

内
に

こ
う
し
て
再
会
す
る
事
に
な
る
と
は

し
振
り
だ
な

黒
の
剣
士

 

に

き
つ
け
て
い
た
肉

の
中
華

の
如
し
刀
身
を
持
つ

剣
を
持
ち
上

た
男
は
そ

う

い
つ
つ

目
深
に

た
ポ
ン
チ

の

で
抑
え
た

声
を
上

た

 
限
り
な
く
黒
に
近
い

緑
の
ポ
ン
チ

本
も
の
ベ
ル
ト
を

足
に

い
て
い
る

ズ
ボ

ン
黒
い
手

出
刃

型
の

剣
を
握
る

手
に
は
先

ど
見
た

う

の
マ

ク
が

ま
れ
て
い
る

論

上
の
カ

ル
は
オ
レ
ン
ジ

ゲ

ジ
の
横
に
は

手
の

に
あ
る
マ

ク
と
同
じ
も
の
が
表
示
さ
れ
て
い
る

 
⻑
身

つ

身
な
が
ら

肉

な
体
格
の
男

き
付
け
ら
れ
る
独
特
の
イ
ン
ト
ネ

シ

ン

が
特
徴
的
な
男
の
声

 
そ
の
声
も

も

武
器
に
容

も

全
て
覚
え
が
あ
る

Ｐ
ｏ
Ｈ

 

剣
を
構
え

し
な
が
ら

苦

し
く
名
を
紡
ぐ

 
か
つ
て

う

戦
に

い
て

こ
の
手
で
エ
リ

シ
デ

タ
を
以
て
命
を

り
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取

た
男
が
目
の
前
に
立

て
い
た

 
あ
の
時
に
見
た
男
の
最
後
の

と

ら
変
わ

て
い
な
い
か
ら
見
間
違
い
よ
う
も
無
か

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ち

こ

と

キ
リ
ト
が
甘
さ
を
捨
て
る
方
に

い
た
も
の
の

サ
チ
の
存
在
が
そ
れ

を
繋
ぎ
止
め
ま
し
た

 

い
ぞ
サ
チ

生
き
て
い
る
だ
け
で
キ
リ
ト
が
道
を

み
外
す
の
止
め
る
と
か
マ
ジ
ヒ
ロ
イ

ン

え
と
し
て
想
わ
れ
て
る
か
不
安
が
ら
れ
て
る
人
間

で
の
キ
リ
ト
の
自
信
の
無
さ
の

れ

け
ど
実
は
か
な
り
の
強
ポ
ジ
に

る
ぞ
サ
チ

最
近
義
姉
や
電
姉
や
絶
剣
や
弓
猫

 
し
か
も

魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

を
入
手
し
て
強
化
さ
れ
る
フ
ラ
グ
も
立

た

 
蒼
い

い
の

槍

Ｓ
Ａ
Ｏ

ケ
ル
ト

 
こ
の
場
合
槍
の
入
手
経
路
を

え
る
と
ケ
イ
タ
は
憎
悪
の
対

キ
リ
ト
に
奪
わ
れ
た
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後

見
限

た

手

サ
チ

に

を
送

た
と
い
う
事
に
な
る

で

 
魔
槍
を
使
い
こ
な
す
サ
チ
と
の
対
面
が

ち
遠
し
い
で
す
な

悦

 
ち
な
み
に

原

の

で
は

魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

は

実

フ
ラ
グ
メ
ン
ト

目

と
い
う
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア
後

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
実

さ
れ
た
特
定
の

を
倒
す
と

入
手
出
来
る
武
器
で
す

 
実
は
こ
の
槍

で
も
必
中
バ
フ
は
し

か
り
あ
る

追

機
能
は
そ
れ
を
再
現
し
た
形
な

の
だ

 
更
に
本
作
で
は
入
手
経
路
部
分
の
設
定
も
変
え
て

・
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア
す

る
事
で

で
も
入
手
可
能
に
し
て
お
り
ま
す

王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト
も
グ
ラ
ン
ド
・
ミ

シ

ン
ク
リ
ア

件
の

対

逆
の
騎
士
を
倒
し
た
事
で
手
に
入

た
経

が
あ
り

ま
す
し

そ
れ
と
同
じ
だ
と
思

て
下
さ
れ
ば

 

て
か
心
情

写
と
推
論
だ
け
で
一
話
使
え
る
キ
リ
ト
は
年

と
精
神
が
完

に

み
合
わ
な
い
キ

ラ
ダ
ナ

そ
れ
を

た
ら
終
わ
る
前
に
始
ま
り
も
し
な
い
の
で
す
が

 
キ
リ
ト
の
思

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
矛
盾
と
二

生
か
死
か
／
善
か
悪
か
の
可
能
性

二
律
背
反

こ
れ
く
ら
い
滅

苦

え

ん
で
い
る

写
し
な
い
と

ら
く
な
る
と
い



 第八十七章 〜二律背反の可能性〜

う
事
で
ご
理
解
下
さ
れ
ば

い
で
す

 
密

は

く

ス
ピ

ド
は

き

き

 

れ
そ
ん
な
風
に

け
た
ら
い
い
な

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は
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第
八
十
八
章
 

殺
意
の
猛
攻

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
が
恐
ら
く
今
年
最
後
か
そ
の
一
つ
前
の
話
に
な
る
と
思
わ
れ
る

今

が
ガ
チ
で

場

な
の
で

 

し
か

た
の
も
あ

て
一
万
文

と
少
な
め
で
す
が
ご
容
赦
を

そ
の
分
内
容
は

め
て

る
か
ら

 
今
話
も
オ

ル
キ
リ
ト

点

全
然
進
ん
で
い
な
い
の
は

変
わ
ら
ず

白
目

 
で
は
ど
う
ぞ

 
あ
ま
り

い
て
な
い
事
か
ら

す
る
に

が

ど
う
い
う

な
の
か
は
理
解
し
て
る
み
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て

だ
な

な
ら

が

る
事
を
説
明
す
る
必
要
も
無

だ
ろ

 
苦

し

な

を
見
て
ど
こ
か

快
そ
う
に

の

を
歪
め
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
上
機

に
歩
き
出

す 
こ
ち
ら
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
間
を
中
心
と
し
て

を

く
よ
う
に
回
り
始
め
た
た
め

も
ま
た

離

を
保
つ
よ
う
に
歩
き
始
め
る

さ

き
の
戦
い

見
さ
せ
て
も
ら

た

 
恐
ら
く
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

て
い
る
の
は

と
ケ
イ
タ
の
戦
い
の
事
だ

 
つ
ま
り
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
あ
の
六
人
に

じ

て

を
見
て
い
た
事
に
な
る

近
く
に

る

事
が

分
か
り
方

の
目
星
も
付
く
と
は

え
現
実
と
勝
手
が
違
う
仮
想
世
界
で
は
流

に
正
確
な
人

数
が
分
か
る
程
で
は
な
い
の
で
ア
レ
で
全
部
か
と
思

て
い
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の

か
に

る
か
も
し
れ
な
い
な
と
は
思

て
い
た
が
こ
の
場
に
は

な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

だ
け
に

断
し
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
ど
う
や
ら
大
神
殿
の

根
の
上
か
ら

と
ケ
イ
タ
の
戦
い
を
観
戦
し
て
い
た
ら
し

い 
確
か
に

根
の
上
で
あ
れ
ば
よ
く
見
え
た
事
だ
ろ
う
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さ

き
ケ
イ
タ
を
助
け
る

う

の

の

を
見
た

あ
の
追

す
る

槍

を
ケ
イ
タ
に

し
た
の
は
お
前
な
の
か

そ
う
だ

と

た
ら

 
ま
ず
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
の
問
い
掛
け
に

ば

定
し
て
い
る
も
同
然
の

葉
を

返
し
て
き
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
そ
の

業

本
的
に

手
に
情
報
を

さ
な
い
人
物
で
は
あ
る
が
ど
ち
ら
と
も

解

出
来
る
内
容
で
あ
れ
ば

に

く
よ
う
な

い
方
で

け

え
は
す
る
性
格
で
も
あ
る

こ

ち
ら
が

み
違
い
さ
え
し
な
け
れ
ば

的
情
報
は
入
手
出
来
る
方
な
の
だ

 
そ
う
な
る
理
由
が
こ
ち
ら
を

乱
さ
せ
て

し
む
た
め
と
い
う

り
あ
ま
り
信

は
出
来
な

い
の
だ
が

だ
と
し
た
ら
予
想

り
だ

で
も

だ
か
ら
こ
そ

解
せ
な
く
も
感
じ
る
な

う

 
だ
か
ら
こ
そ

か

そ
り

一
体
ど
う
い
う
意
味
だ

 
そ
し
て
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
同
時
に
こ
ち
ら
の
情
報
や
思

を
知
ろ
う
と
も
し
て
く
る

手
を

弄

す
る
に
は

手
の
思

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ

 
逆
に
情
報
を
取
ら
れ
る
と
い
う
リ
ス
ク
は
あ
る
が
そ
れ
を
冒
し
て
で
も

手
の
思

を
知
る
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事
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
重
き
を

い
て
い
る

 
そ
こ
が

に
と

て
の

い
目
で
も
あ

た

 
⻑
ら
く
秘
め
て
い
て

結

も
う
知
れ
な
い
と

め
て
い
た
事
に
つ
い
て
問
う
事
が
出
来
る

 
ケ
イ
タ
が

う

に

合
し
て
い
る
事
の
動
揺
は
ま
だ

け
切

て
い
な
い
し
そ
の

事
実
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に

を
現
し
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
思

う
と
こ
ろ
は

あ
る

 
し
か
し
そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
と
し
て

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
ま
で
も
一
つ
の
事
に

て
い
ら
れ
る
程

が
あ
る

で
も
無
い
の
だ
か
ら

 

重
な
機
会
を

す
る
わ
け
に
は
も
う
い
か
な
い

う

が
ケ
イ
タ
に
助
力
し
て
い
る
事

そ
れ
自
体
に

き
は
あ

て
も
意
外
に
は
思

わ
な
か

た

 
だ
か
ら
こ
そ

こ
こ
で
論
を
展
開
す
る
必
要
が
あ

た

 
ケ
イ
タ
と

う

の
協
力

に
は

か
さ
れ
た

そ
れ
は
ケ
イ
タ
の
人
格
と
い
う
面

で

攻
略
組
の
一

と
し
て
戦
え
る
く
ら
い
強
く
な
り
た
い
と

て
い
た

月
夜
の
黒
猫

は
全
体
的
に
人
の

い
性
格
を
し
て
い
た

ケ
イ
タ
の
あ
の
性
格
は
意
外
に
思
え
た
程
に
人
が
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か

た

 
つ
ま
り

う

に
属
す
る
殺
人
快

や
人
格
は

を

こ
し
て
い
る
人
間
達
と
ケ
イ
タ

は

本

的
に
は

容
れ
な
い

 
そ
れ
な
の
に
協
力

を
結
べ
て
い
る
要
因
が
あ
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は
た
だ
一
つ

ビ

タ

へ
の
復
讐
心
と
い
う

一
つ
の
共

点
だ
と

は
思
う

 
そ
う

え
れ
ば

者
が
手
を
取

て
い
る
事
も

き
は
な
い

 

が
動
揺
を

い
た
の
も
ケ
イ
タ
の
人
間
性
を

え
て
の
事
で
そ
の
心
情
や
立
場
に

し
て
は
意
外
と
も
思

て
い
な
い

 
憎
悪
を
向
け
ら
れ
る
の
は
確
か
に

い

 
け
れ
ど
そ
の
行
動
や
過
程
に

し
て
は
意
外
に
も
思

て
い
な
い
の
も
ま
た
事
実

は
ケ
イ

タ
の
憎
悪
を

定
し
て
い
る

強
力
な

あ
る
い
は
憎
い

を
必
ず
殺
せ
る
よ
う
同
じ
目
的
の

者
と
手
を
組
む
と
い
う
の
は
む
し
ろ

然
の
行
動
だ
ろ
う

 
だ
か
ら

が
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
対
し

解
せ
な
い

と
感
じ
て
い
る
の
は

ケ
イ
タ
に
力
を

す
メ

リ

ト
に
で
は
無
か

た

第
四
十
七
層
で
初
め
て

を
会
わ
せ
た
時
か
ら
ず

と

気
に
な

て
い
た
事
が
あ
る
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そ
も
そ
も
の
話
リ
ア
ル
で
は
裏
で
生
き
る

兵
の
ア
ン
タ
が
ど
う
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
な

ん
か
に

る

 
そ
れ
は

と
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
リ
ア
ル
の

を
知
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
分
か
ら
な
い
問
い
で
あ

た

だ
ろ
う

現
に

は

だ
か
ら
こ
そ
こ
の
疑
問
を

に
も
明
か
し
た
事
が
無
い

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
裏
の
人
間
だ

第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に

い
て
二

覇
を

ぐ

に
ど

こ
か
の
組

か
ら
あ
く
ど
い
依
頼
を
さ
れ
そ
れ
を

行
し
非
道
な

で
戦
闘

練
の
教

導
を
請
け
負

て
い
た
時
点
で
そ
れ
は
確
実

少
な
く
と
も
表
を

と
歩
く
事
は
出
来
な
い
身

分
で
あ
る
の
は
確
実

 

兵
は
日

あ
く
せ
く
と
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
く
ら
い
ギ
リ
ギ
リ
な

業
で
あ
る
事
は

あ
く
ま
で
ゲ

ム
と
は

え
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
似
た
よ
う
な
事
を
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
よ
く
理
解
し
て
い

る 
そ
ん
な
人
間
が

⻑
に
ゲ

ム
な
ん
か
し
て
ら
れ
る

が
な
い

 
つ
ま
り
逆
説
的
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
遊
び
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
の
で
は
な
く

か
し
ら
目
的
が
あ

て
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
と
い
う
事
に
な
る

 

の

備
と
同
一
の

備
の
件
と
同
じ
く
ら
い

に
と

て
は
⻑
い
間
謎
と
な

て
い
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た
く

く
く
く

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
問
い
掛
け
を

い
て
更
に

快
そ
う
に

い
始
め
る

ど
れ
だ
け
機

が
い
い
の

か

み
に
手
と
指
を

使
し
て
片
手
だ
け
で

剣
を
ク
ル
ク
ル
と
回
す
程
だ

な
る

ど

の
見
立
て
は
間
違

て
な
か

た
ら
し
い

が
お
前

の
思

を

め
る
よ

う
に
逆
に
お
前

も

の
思

を

め
る

達
は

わ
ば
コ
イ
ン
の
裏
表

て

だ

が

良
い

が
良
い

 
そ
れ
は

外
に

の
疑
問
が
正
し
い
事
を
意
味
し
て
い
る

つ
ま
り
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ
ス

ゲ

ム
化
に

か
し
ら

を
見
出
し
た
第
三
勢
力
あ
る
い
は
知

て
か
知
ら
ず
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
黒
幕
か
ら
ロ
グ
イ
ン
を
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
事
に
な
る

 

前
者
で
あ
れ
ば

ま
だ
良
い

 

問

は
後
者
で
あ

た
場
合
だ

 
機

良
さ

に
片
手
で

剣
を
弄
ぶ
男
を
見
つ
つ
得
た
情
報
か
ら

え
ら
れ
る
可
能
性
を
思
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す
る

 
こ
こ
に
来
る

は

に
登
録
さ
れ
て
い
る
風
の
六
槍
の
力
を
使

て
い
た

そ
の

方
法
は
少
な
く
と
も

一
人
を
浮
か
し

ぶ
く
ら
い
な
ら

は
無
い

 
流

に

か
を
浮
か
せ
た
事
は
無
い
の
で
複
数
人
と
一
緒
に

動
す
る
な
ら
練

を
要
す
る
も

の
の
自
分
一
人
を
対

に
す
れ
ば
イ
メ

ジ
は
容

い

人
間
は
翼
を
持
た
な
い
の
で
空
を

ん
で
い
る

イ
メ

ジ
と
い
う
の
は
存
外

し
い

 
そ
し
て
こ
れ
は

経
験
に

し
い
者
が
必
ず
一

ぶ
ち

た
る

で
も
あ
る

 
生
ま
れ
た
時
か
ら
自
分
の
手
足
と
し
て
動
か
し
て
き
た
体
で

た

は
定
義
的
に
は

異

物
な

で
そ
れ
を
生
身
同
然
の
レ
ベ
ル
に
ま
で

達
す
る
に
は
気
が
遠
く
な
る
程
の
修
練
を

要
す
る
の
と
同
じ
だ

れ
に
掛
か
る
時
間
は
個
人
差
が
あ
る
も
の
の
大

の
人
は

行

で
必
ず
転
ぶ

 

が

べ
る
理
論
は
見
た
目
よ
り

か
に

し
く
け
れ
ど

得
は
し
や
す
い
も
の

バ

ニ
ア
や
ス
ラ
ス
タ

と
い

た
物

を
浮
か
せ
る
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ

を

し
圧
力
と
し
て

出
す
る
事
で

は
浮
い
て
い
る

 
略
称
を
Ｐ
Ｉ
Ｃ
正
式
名
称
を
パ

シ
ブ
・
イ
ナ

シ

ル
・
キ

ン
セ
ラ

と
い
う
オ
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バ

テ
ク
ノ
ロ
ジ

の
一
つ

性
制

シ
ス
テ
ム

が
機
体
の
加
速
・

速
・
上

・
下

の

に
掛
か
る

性
を

制
し

ら
か
な
機
動
を
可
能
と
さ
せ
て
い
る
が
大
本
は
ロ
ケ

ト
や

戦
闘
機
の

行
の
根
幹
に
あ
る
も
の
と

ら
変
わ
ら
な
い

だ

 
そ
れ
で
も
問

は
バ

ニ
ア
や
ス
ラ
ス
タ

が
エ
ネ
ル
ギ

を

出
さ
せ
る
方
向
性
の
決
定

や
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
加

に

者
の
イ
メ

ジ
が

わ

て
来
る
事

 

一
人
な
ら
特
に
練

も
無
く

白
の
助

と
特

は
あ

た
が

で

べ
て

逆
に
複
数
人
な
ら
練

を
要
す
る
理
由
に
は

そ
こ
が

わ

て
来
る

 

は

個
人

で

る
も
の
で
あ
り

少
な
く
と
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
以
前
は

本

複

数
人

で
同
時
に

る
も
の
で
は
な
い

を

し
た
経
験
が
あ
り

更
に

行
経
験
も
あ

る
か
ら
こ
そ

そ
の
経
験
を

で
の

行
に
応

出
来
て
い
る

 

の

行
は
お
ろ
か

に
イ
メ

ジ
が

わ

て
来
る
の
は

部
に

す
る
バ
イ
ザ

が
体
を
動
か
し
た
り
空
間
把
握
を

る

の

波
を

み
取
り
そ
れ
を
反

し
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
か
と

は

し
て
い
る

そ
の

の

し
い
部
分
は
技
術
者
で
は
無
い
か
ら
か
束

士
も
触
れ
な
か

た

 
と
も
あ
れ

恐
ら
く

ナ

ヴ
ギ
ア

も
同
じ
よ
う
に

波
を

み
取

て
い
る
か
ら
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と
い
う

の
特
徴
を
色

く
持
つ

備
が
実

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

故

と
束

士
以
外
は
知
ら
な
い

の

備
な
の
か

と
い
う
疑
問
を

め

こ
れ
ら

の
点
か
ら

場

／
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変
え

た
黒
幕
は

ナ

ヴ
ギ
ア

製
作

か
ら

わ

て
い
る
と

え
ら
れ
る

 

故
な
ら
一

に
知
ら
れ
て
い
る
ナ

ヴ
ギ
ア
は

波
は

み
取
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ

 
後
継
作
で
あ
る

ア
ミ

ス
フ

ア

が
ど
う
い
う
形
状
か
は
知
ら
な
い
が

に
つ
い
て

も
束

士
繋
が
り
で
あ
る
程

知

て
い
る
リ

姉

く

正
に

の
バ
イ
ザ

の
よ
う
な
形

状
を
し
て
い
る
ら
し
い

密
に

う
と

は
ク
ラ
イ
ン
や
ユ
ウ
キ
の
バ
ン
ダ
ナ
と
同
じ
よ

う
に

か
ら

部
に
掛
け
て
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を
付
け
る
が

ア
ミ

ス
フ

ア

は
目

を

う
よ
う
に

る

状
の
ギ
ア
ら
し
い
の
で
ち

と
形
状
は
異
な
る
と
い
う

 
と
も
あ
れ

ナ

ヴ
ギ
ア

の
殺
人
的
性
能
を
ス

ク
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
だ
け
ら
し
い

ア

ミ

ス
フ

ア
が
そ
の
形
状
な
の
だ

目

と
後

葉
は

う
が

葉
は

ど
が
ら
空
き

前

葉
と

葉
に
至

て
は
完
全
に
触
れ
て
い
な
い
時
点
で

波
を

み
取

て
い
な
い
の
は

必
然
で
あ
る
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ア
ミ

ス
フ

ア

が

波
を

み
取
れ
な
い
形
状
で
あ
り

そ
れ
が

ナ

ヴ
ギ
ア

を

ス

ク
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
後
継
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
時
点
で
一

に
ナ

ヴ
ギ
ア
が

波
を

み
取
る
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
事
の
証

と
な
る

 
で
は

故

は

ナ

ヴ
ギ
ア

で
あ
れ
ば

波
を

み
取
れ
る
と

え
る
の
か

 
そ
れ
こ
そ

の
性
能
を
万
全
に
振
る
う

に
要
す
る
イ
メ

ジ
が

わ
る

 
極
論

を

る
電
気
信

は
運
動
神
経
と
感
覚
神
経
自
律
神
経
の
三
つ
だ
け

空
間
把

握
や

語
イ
メ

ジ
な
ん
て
一
切

わ
ら
な
い
情
報
だ
け
で
あ
る

ア
バ
タ

を
動
か
す
な
ら

運
動
・
感
覚
神
経
の
情
報
だ
け

み
取
る
だ
け
で
良
い
の
だ

一

に
知
ら
れ
て
い
る
情
報

り

で
あ
る

 
故
に

こ
れ
も
ま
た
逆
説
的
に

ナ

ヴ
ギ
ア

は

波
を

み
取
れ
る
機
能
を
有
す
る
と

い
う
証

に
な
る

 
そ
し
て

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
て
正
式
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
デ

タ

そ
れ
を
す
る
に

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
製
作

か
ら

わ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
イ
メ

ジ
を
反

す
る

に

波
を
要
す
る
な
ら

ナ

ヴ
ギ
ア

に
そ
の
機
能
を
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
し
か
し
世
間
に

い
て

に
ま
で
影

を
与
え
る
機
能
は
流

に
許
可
さ
れ
な
い
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だ
か
ら
秘
密
裏
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
恐
ら
く
そ
の
黒
幕
は
む
し
ろ

と
論
を

使
し

反
対
意
見
を
説
き

せ
た

 
そ
の
一
つ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が

理

ス
キ
ル

 
も

と

う
な
ら

味
を
感
じ
る

味
覚

と

感

 
情
報

に
て

ん
だ
事
が
あ
る

ナ

ヴ
ギ
ア

と
仮
想
世
界
技
術
は
使
い
様
に
よ

て

は
終

期

を

け
て
い
る

者
達
の

Ｏ
Ｌ

ク
オ
リ
テ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ

生

活
の

の
向
上
に

す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
も
の
だ
と

 
世
界
初
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
タ
イ
ト
ル
と
な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
同
時
に
仮
想
世
界
で
生

活
出
来
る
と
い
う

面
で
も
世
界
初
と
な

て
い
る

現
実
で
は

た
き
り
の

者
も
仮
想

世
界
で
な
ら
現
実
世
界
と
同
じ
よ
う
に

ら
せ
る

そ
こ
に

方
面
は
希
望
を
持

て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
な
ん
て
も
の
が

き

に
死
者
も
数
百
人

で
出
て
い
る
に
も

わ
ら

ず
リ

姉
が
プ
レ
イ
し
て
い
た
と
い
う
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
開
発
・
運

を
許

さ
れ
て
い
る
の
も
仮
想
世
界
技
術
に
多
く
の

事
者
が
希
望
を

し
て
い
る
か
ら
だ
と
思

う 
そ
れ

ど
仮
想
世
界
技
術
は
期

を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
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文

り
仮
想
世
界
で
の
生
活
を
現
実
と
同
レ
ベ
ル
に
す
る
な
ら
全
身
で
感
じ
る
触
圧

覚
や

覚
と
い

た
触
覚
だ
け
で
な
く

覚

覚

覚
味
覚
も
再
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

 

五
感
と
呼
ば
れ
る
感
覚
の
中
で

最
も
再
現
が

し
い
の
は
味
覚
だ

も
そ
の
気
に

な
れ
ば
触
覚
機
能
を
持
た
せ
ら
れ
る
ら
し
い
が
束

士
と

え
ど
も
味
覚
だ
け
は

し
い
と
い

う

そ
れ
だ
け
デ
リ
ケ

ト
な
話

 
そ
れ
を
再
現
す
る
な
ら
直

波
を

定

び

作
出
来
る
よ
う
に
す
る
の
が
一
番
手

取
り

い

 
だ
か
ら

は

ナ

ヴ
ギ
ア

に

波
を
弄
る
機
能
が
あ
る
と
想
定
し
た

 
必
要
性
に

ら
れ
て
そ
の
機
能
を

載
し
た
と
も

え
ら
れ
る
が
そ
う
で
あ
れ
ば
世
間
に

表
し
て
い
な
い
事
が
引

掛
か
る

逆
説
的
に

波
を

み
取
れ
る
・

作
出
来
る

事
実

を
知
ら
れ
る
の
は
マ
ズ
い
と
も

え
ら
れ
た

 
そ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化

い
て
は

破
壊
に
よ
る
死
亡
を
引
き

こ
す
可
能
性
を

す

だ
と
す
れ
ば
辻
褄
が
合
う

 
こ
こ
に

と
リ
ア
ル
の

の

備
の
共

性
更
に
裏
で
生
き
る

兵
の

の
ヴ
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サ
ゴ
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
し
て
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
時
点
で
不
可
解
な
点
が
あ
り
過
ぎ
る
の
で
あ

る 

ま
さ
か
と
は
思
う
が

全
部

仕
組
ま
れ
た
事
な
の
か

 
自
分
が

わ
れ
る
事
は

論

に

合
し
て
あ
の
武

を
振
る
う
事
す
ら
も

Ｓ
Ａ
Ｏ
を

デ
ス
ゲ

ム
化
し
た
黒
幕
に
と

て
は
予
定

和
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
開
発
が
始
ま

た
の
は
確
実
に

が

わ
れ
る
よ
り
も
前
の
話
だ

テ
ス
ト
の

事
を

え
れ
ば
そ
れ
よ
り
も
前
と
も

え
ら
れ
る

 

が
正
式
な

備
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上

で

に

コ
ア
を

め

ん
だ
者
達
と
繋
が

て
い
る

者
か
が
製
作
メ
ン
バ

に

た
可
能
性
は
十
分
あ
る

 
つ
ま
り

が
知

た
事
実
の

番
で

え
る
と

時
系
列
的
に
お
か
し
い
事
に
な
る

 
反
面

全
て
仕
組
ま
れ
た
事
だ

た
と

え
れ
ば

辻
褄
が
合

て
し
ま
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ
ス
ゲ

ム
化
の

と
ゲ

ム
内
に

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る

が
最
初
で

に

を

へ
と

れ
て
行
き

コ
ア
を

め

ん
だ
と
す
れ
ば

 

も
し
か
し
た
ら

義

さ
ん
が

テ
ス
ト
の
応

に

た

た
の
も

 
思
い
返
さ
れ
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

テ
ス
ト
応

に

し
て
の
事
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が

テ
ス
ト
を
プ
レ
イ
出
来
た
の
は
パ

コ
ン
に

り
付
い
て
ネ

ト
で
応

が
開
始
さ

れ
た
と
同
時
に
応

し
た

に

れ
て
は
が
き
で
応

を
送

た
義

さ
ん
が
見
事

し
た

か
ら
だ

 
あ
の
時
は
た
だ
運
が
い
い
だ
け
だ

た
の
だ
と
思

た

 
だ
が
今
し
方
行
き

い
た
予

が
正
し
け
れ
ば
そ
れ
は
仕
組
ま
れ
て
い
た
と
も

え

ら
れ
る

 
ネ

ト
で
の
応

は
機
会
が
判
断
し
て
の
完
全
ラ
ン
ダ
ム
だ
ろ
う
が
は
が
き
で
の
応

で
あ

れ
ば
人
が

入
す
る

地
を
生
む

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
い
る
時
点
で

桐

谷
家

に

わ
れ
た

を
ロ
グ
イ
ン
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
魂

を
容

に
想
像
出
来
て
し
ま
え
る
か
ら

こ
そ
の
予
想
だ

 

し
か
し
そ
う

え
る
と

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
メ
リ

ト
が
分
か
ら
な
い
な

 

兵

業
と
は
根
無
し

の
風
来

と
い
う
イ
メ

ジ
が
付
き
物
だ
が
現
実
だ
と
そ
ん
な
事

は
無
い

必
ず

兵
は
事
業

に

あ
る
い
は
ど
こ
か
し
ら
の
企
業
に
属
し
て
い
る

 
企
業
で

う
な
ら

プ
ラ
イ
ベ

ト
・
ミ
リ
タ
リ

・
カ
ン
パ
ニ

略
し
て
Ｐ
Ｍ
Ｃ
と

わ
れ
る
企
業
が
そ
れ
だ

日
常
的
に
危
険
が
多
い
外
国
で
は
そ
う
い

た
企
業
な
ど
わ
ん
さ
か
と
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あ
る

大
企
業
の
代
表
の
護
衛
を
表
で
す
る

だ
け
で
な
く

裏

で
は
そ
う
い

た

兵
が

動
い
て
い
た
り
な
ど
は

に
あ
る
話
だ

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
恐
ら
く
そ
う
い

た
企
業
に
属
し
て
い
る

兵
の
一
人
だ
ろ
う

 
し
か
し
そ
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
と

な
ん
て
あ

て
な
い
も
の
に

し
い

無
く
は
無

い
だ
ろ
う
が
デ
ス
ゲ

ム
化
し
て
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
る
な
ん
て
行

を
自
発
的
に
す
る

が
な

い

ま
ず
も

て
そ
う
し
た

兵
は
部

を
開
け
る

に

に
ナ

ヴ
ギ
ア
を
外
さ
れ
殺

さ
れ
る

 
デ
ス
ゲ

ム
化
す
る
よ
り
前
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
可
能
性
も

定
は
出
来
な
い

リ
ア
ル
で
は
大

我
に
繋
が
る
戦
闘

練
も
仮
想
世
界
で
あ
れ
ば

我
も
無
く

弾
な
ど
の
損

品
す
ら
使

う
事
無
く
行
え
る
か
ら
だ

 
と
は

え
そ
れ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

が
あ

た
な
ら
の
話

剣
だ
け
の
世
界
で
は

兵
や
企
業
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
価
値
を
見
出
す
と
は
思
え
な
い

技
術
に
は
確
実
に
軍
事
企
業
も

心
を
向
け
て

い
る
だ
ろ
う
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
そ
こ
ま
で
向
け
て
い
な
い

だ

 
だ
か
ら
こ
そ
デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
が
依
頼
し
た
の
で
は
と
い
う
予
想
も
立

た

で
あ
る

 
問

は
そ
の
依
頼
を

け
た
の
が

故
こ
の
男
だ

た
の
か
と
い
う
事

今
の
予
想
で
は
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Ｐ
ｏ
Ｈ
は
デ
ス
ゲ

ム
化
し
た
後
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
と
い
う
理

に
な
る

兵
に
も
ノ
ル
マ
は

あ
る
だ
ろ
う
が
死
の
危
険
が
あ
る
依
頼
で
あ
る
以
上

権
は

程
で
な
い
限
り

奪
さ
れ
な

い 
つ
ま
り
こ
の
男
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
死
の
リ
ス
ク
を
上
回
る

か
を
見
出
し
自
ら
の
意

で
こ
の

世
界
に
来
た

 
恐
ら
く
だ
が

そ
れ
が
こ
の
男
の
目
的
と
直
結
す
る

一
体

を
目
的
と
し
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
動
い
て
い
る
ん
だ

さ
て
な

 

か
を
企
ん
で
い
る
の
は
明
白
だ

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
常
識
的
に
見
れ
ば
異
常
者
だ
が
そ
の
実

兵
と
し
て
は
か
な
り
マ
ト
モ
な
部

に

入
る

を
立
て
て
ど
の

に
手
を
出
し
た
ら
い
け
な
い
か
も
し

か
り
把
握
出
来
て
い
る

り
が
そ
う
だ

な
行
動
を
取
れ
る
と
い
う
事
は
そ
れ
だ
け
あ
る

面
か
ら
見
れ
ば

マ
ト
モ
と
い
う
判
断
も
出
来
る
の
で
あ
る

 
と
は

え
流

に
そ
れ
を
悟
ら
せ
る
程
甘
い

も
な
く

剣
を
弄
び
な
が
ら
グ
ル
グ
ル
と

と
同
期
し
て
回

て
い
る
男
は

に

く
ば
か
り
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そ
の

に
苛
立
ち
と

得
を
同
時
に

い
た
時
ユ
ラ
リ
と
歩
く
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
こ
ち
ら
に
背
を

見
せシ

 
振
り
返
り
様
に

剣
を

ぎ
払

て
来
た

 

を

け
て
い
た
た
め

で
の
と
こ
ろ
で

手
に
持
つ
白
い
刃
の

剣
を
翳
し
肉

の

刃
を

ぐ

力

し
で
攻
め
る
つ
も
り
は
無
い
ら
し
く
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

剣
の
刃
を

ら
か
に

ら

し
て

を
振
り
切

た

 
振
り
切

て
も
隙
を
晒
さ
な
い

り
は
流

と

た
と
こ
ろ
か

 
そ
う

心
を

き
つ
つ

剣
を

い
た

近
戦
の
構
え
を
見
せ
る
男
に
応
じ
て

も
構
え

る

構
え
と

て
も
見
た
目
の
上
で
は
た
だ

剣
を
持
つ
手
を
下

て
い
る
だ
け
だ
が
完
全

に
脱
力
し
て
い
る

で
は
無
い
の
で
先

ど
の
よ
う
な
反
応
も
可
能
だ

 
見
た
目
に
反
し
て
存
外
隙
は
少
な
く

く
動
け
る
構
え
な
の
で
ユ
イ
姉
と
シ
ノ
ン
に
も
教

え
て
い
た
り
す
る

 
ち
な
み
に

こ
の
構
え
を
教
え
た
の
は
目
の
前
に
い
る
男
で
あ

た
り
も
す
る
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が

に

よ
う
と

で

を
し
よ
う
と

お
前

に
は

の
無
い
話
だ
ろ

そ
う
も
い
か
な
い
か
ら

い
て
い
る

 
先
に

え
た
様
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

兵
と
し
て
マ
ト
モ
な
思

を
し
て
い
る
人
物

決
し
て

え

無
し
で
は
無
い

だ
か
ら
ケ
イ
タ
へ
の
協
力
を
許
し
て
い
る
の
も

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
活

動
し
て
い
る
事
に
も

か
し
ら
の

性
が
あ
り

性
が
存
在
す
る

 
そ
れ
が
分
か
れ
ば
今
後
動
く

に

意
す
る
べ
き

を
見
出
せ
る
と
思

た
の
だ
が
こ
れ

は
無
理
そ
う
だ
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

 

の

乱
を
煽
る

に

え
て

に

こ
う
と
し
て
い
る
事
が
分
か
る
よ
う
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
こ

ち
ら
の
思

を

ん
で
い
る
の
だ

し
て
い
る

手
か
ら
情
報
を

き
出
す
な
ん
て
流

に

不
可
能
に
近
い

 
現
実
で
あ
れ
ば
拷
問
で

り
出
せ
る
の
だ
が

本
的
に

覚
を
再
現
さ
れ
て
い
な
い
以
上
は

無
理
だ

 
逆
に

う
と

で
あ
れ
ば
拷
問
が

し
て
し
ま
う
の
だ
が

だ
か
ら
こ
そ

に
は

覚
が

あ
る
事
を
悟
ら
れ
て
は
な
ら
な
い

 

流

に

こ
の
男

手
に
無
傷
は

し
い
な
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さ

き
気
付
い
た
が

界

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る

ゲ

ジ
は

か
に
目

り
し
て
い

た

加
え
て
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
登
場
の
動
揺
が
収
ま

た
後

の

に
は
じ
ん
わ
り
と

な

さ
を

感
じ
て
い
た

 
恐
ら
く
だ
が

初
撃
を

し
切
れ
ず

を

く
斬
ら
れ
て
い
る

 
襲
わ
れ
る
直
前
に
気
配
に

付
き

し
て
い
て

回

行
動
も
取

た
に
も

わ
ら
ず

死
判
定
を

け
や
す
い

部
の
一
部
に
攻
撃
を

て
る
な
ど

生

な
実
力
で
は
不
可
能
だ

剣

と
い
う
リ

チ
に

し
い
武
器
で
あ
れ
ば

更
に

 
し
か
し

兵
に
と

て
軍

ナ
イ
フ
や
コ
ン
バ

ト
ナ
イ
フ
は
自
分
の
体
の

⻑
戦
に
近
い
代

物

そ
れ
と
同

の

い
に
な
る

剣
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
と

て
す
れ
ば
一
番
使
い

れ
た
得

物
と

え
る

 
だ
か
ら
こ
そ

無
傷
で
勝
つ
の
は

し
い
と

は
見
て
い
た

 
だ
が
同
様
に
あ
ち
ら
も
同
じ
感
想
を

い
て
い
る
ら
し
く
構
え
こ
そ
し
た
も
の
の
中

み

ん
で
来
な
い

一

自
身
を
殺
し
た
と
い
う
実
績
が
あ
る

手
な
だ
け
に

分
か

重
に

な

て
い
る
ら
し
い

 

い
に

い
を

し
合

て
い
る
が
故
に

た

直
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そ
れ
は

第
三
者
の
行
動
に
よ

て
破
ら
れ
た

  
ポ
ン
チ

を

た
⻑
身
の
男
と

み
合

て
い
た
そ
の
最
中

突
に

界
の

を
キ
ラ

リ
と
紅
い
光
が
過

た

目
の
前
の

か
ら

線
を
切
る
危
険
性
は
理
解
し
て
い
た
が
あ
の
槍

の
色
で
も
あ

た
た
め
一

だ
け
目
を
そ
ち
ら
へ
向
け
た

 
そ
し
て

索

と

の
目

に
よ

て
強
化
さ
れ
た

の

界
に

裏
に
過

た
紅

が
入

て
来
た

 
つ
ま
る
と
こ
ろ
少
し
前
の

き
直
し
の
如
く
追

性
能
付
き
の
紅
槍
が
光
の

を
引
き
な
が

ら

来
し
て
い
た
の
だ

そ
の
先
を
見
れ
ば
先

ど
見
送

た

の

う

の
六
人
と

ケ
イ
タ
が
木
の
陰
に

る
の
が
見
え
た

 

と

線
を
Ｐ
ｏ
Ｈ
へ

せ
ば

男
は
嗤

て
い
た

 
ど
こ
の

が
放

た
か
分
か
ら
な
け
れ
ば
多
少
な
り
と
も
慌
て
る

だ
が
そ
れ
が
無
い
と
い

う
事
は

 

謀
ら
れ
た
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が
ケ
イ
タ
達
を
見
送

て
い
る
間
に
メ

セ

ジ
を
送
り
こ
ち
ら
に
引
き
返
す
に
し
て

み
撃
ち
に
す
る

だ

た
ら
し
い

 

だ
か
ら

と

に

き
な
が
ら
歩
い
て
い
た
の
か

 
ま
ん
ま
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
策
に

て
し
ま

た
事
に
⻭

み
し
な
が
ら
ど
う
動
く
べ
き
か
と
思

し

裏
に

シ
ノ
ン
と
の
鍛
練
の
光

が
浮
か
び
上
が

た

氷
よ

 
そ
れ
か
ら
間
を

か
ず

黒
い

剣
を
仕
舞

て
空
い
た

手
を

来
す
る
魔
槍
へ
向
け
る

そ
の
間
も

手
に
握

た
ま
ま
の

剣
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
を

制
す
る
の
は

論
忘
れ
な
い

 

手
を
向
け
た
直
後
そ
の
先
の
虚
空
に
は
蒼
白
い

が
発
生
し
た

そ
れ
は
す
ぐ
に
空
中
で

結
し

一

に
し
て

大
な

を
形
成
す
る

 
す
ぐ
近
く
に
い
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

故
か
こ
ち
ら
を
邪
魔
す
る

振
り
も
み
せ
な
い
で
感

の
声

を
発
し
た

 
虚
空
に
創
り
出
し
た
盾

 
そ
れ
は
以
前
シ
ノ
ン
が

に
見
せ
て
く
れ
た

氷
を
使

た
盾
の
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の
そ
れ
は
更
に
精

な

り
に
な

て
い
る

シ
ノ
ン
の
盾
は
騎
士
盾
と
し
て

さ
れ
て

い
る
カ
イ
ト
シ

ル
ド
特
有
の
形
状
だ

た
が

の
盾
は
ダ
イ

モ
ン
ド
ダ
ス
ト
特
有
の
六
花

を

し
た
氷
の
盾

い

に
似
た
氷
を
複
数

展
開
し
一
番
手
前
に

大
な
六
花
が
最
後
の

守
り
と
な

て
い
る
六

重
層
構

 
仮
に
名
付
け
る
と
す
れ
ば

ダ
イ

モ
ン
ド
・
イ

ジ
ス

か

形
状
の
由
来
と

の
想

に
よ

て
成
立
し
て
い
る
強

さ
そ
し
て
最

の
盾
と
い
う
部
分
で
そ
れ
ぞ
れ
名
を
付
け
て
い

る 
そ
の
六
花
の
氷
盾
の
中
心
に

紅
の
魔
槍
が
突
き
立

た

ぐ
 
直
後

黒
い
衝
撃
波
が
放

状
に

れ
狂
う

 
間
を

か
ず

バ
リ
ン

と
氷
の
六
花
が
一

れ
た

更
に
二

一
気
に

す
る

 

の
属
性
攻
撃
で
止
め
る
事
は

不
可
能
か

 
わ
ざ
わ
ざ
隙
を
晒
す
危
険
を
冒
し
て
ま
で
氷
の
盾
を
創

た
の
は

の
属
性
攻
撃
で

槍
を
止
め
ら
れ
る
か
を

す

 
正
直
な
話
ケ
イ
タ
が
放

た
二
撃
目
の
槍
を

て
自

さ
せ
た
事
も
確
信
を

い
て
や
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れ
た
こ
と
で
は
無
か

た

最
悪
ケ
イ
タ
に
突
き

さ

て
も
す
ぐ
方
向
転
換
を
し
て
再

襲

て
来
る
と

え
る
く
ら
い
に
は
希
望
を
持

て
い
な
か

た

 
し
か
し
結
果
的
に
ケ
イ
タ
に
突
き

さ

た
事
で
槍
は
止
ま

た

 

ド
ス
キ
ル
に
追

性
能
が
無
い
以
上
追

は
槍
の
特
性
な
の
は
明
白
だ

実

ケ
イ
タ

か
ら
奪

た
槍
の
性
能
を
見
た
限
り

必
中

と
あ

た
か
ら
間
違
い
な
い

 
な
ら
止
ま

た
要
因
に
は
恐
ら
く

の

り
が

わ

て
い
る

ダ
メ

ジ
が
あ
ろ
う
と
無
か

ろ
う
と
に

無
く

対

と
し
て
定
め
た
プ
レ
イ

の
ア
バ
タ

に

た
る

だ
け

で

必
中

の

果
は
消
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
と

え
ら
れ
た

 
あ
る
い
は

ド
ス
キ
ル
の
使

者
が
ノ

ク
バ

ク
を

け
た
か
ら
キ

ン
セ
ル
さ
れ

た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
れ
を
確
か
め
る

に
も

も
う
一

た

て
み
る

実
験
が
必
要
だ

た

 
氷
の
六
花
は

あ
く
ま
で
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

る
時
間

ぎ
で
し
か
な
い

 

興
味
深
そ
う
に
し
て
い
る
だ
け
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
気
掛
か
り
で
は
あ
る
が

 
て

き
り

を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
と
思

て
い
た
だ
け
に

み
撃
ち
の
展
開
と
も

え
る

現
状
で
動
こ
う
と
し
な
い
事
に
は
疑
問
を
覚
え
る
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と
は

え
来
な
い
の
で
あ
れ
ば

合

 
一
先
ず
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

い
て
お
こ
う
と
判
断
し
六
花
の
想
像
を
止
め
る

同
時
に

手
に
黒
い

剣
を
再
び
出
す

 
そ
の
直
後
空
中
に
浮
か
ぶ
残
り
三

の
蒼
白
い
六
花
は
虚
空
へ
と

く
消
え
す
ぐ
さ
ま
紅
の

槍
が

来
す
る

 
紅
の
槍
を

一
撃
目
の
時
の
よ
う
に
ギ
リ
ギ
リ
で
横
へ
動
い
て

す

 
た
だ
し

び
は
せ
ず

本

に
槍
の

先
が

を

く

前
の
ギ
リ
ギ
リ
で

歩
だ
け

す

る
事
も
無
く

槍
は
自
分
の

横
を
過

た

 
直
後

手
に
持
ち
直
し
た
黒
い

剣
を
振
り
上

槍
を
上
へ
と
弾
く

カ

ン
と
金
属

が
ぶ
つ
か
る

高
い

を

か
せ
な
が
ら
槍
は
ク
ル
ク
ル
と
回
り

目
の
前
の
地
面
に
突

き
立

た

 
ど
う
や
ら
生
身
と
手
に
持

た
武
器
で
あ
れ
ば
槍
の

必
中

は

果
を
喪
う
ら
し
い

二
本
目

か

 
先
に
奪

た
一
本
目
の
可
能
性
は
無
い

ケ
イ
タ
か
ら
取
り
上

た
後

は
ア
レ
を
一
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備
し
て

持
権
を
シ
ス
テ
ム
的
に

行
し
て
い
る
か
ら
だ

 
武
器
ス
キ
ル
の
Ｍ
ｏ
ｄ
で
あ
る
ク
イ

ク
チ

ン
ジ
や
オ
プ
シ

ン
の

く
深
い

に
あ

る
オ

ル
・
ア
イ
テ
ム
・
オ
ブ
ジ

ク
タ
イ
ズ
を
使
え
ば
奪
わ
れ
た
ア
イ
テ
ム
を
回
収
す
る

事
は
可
能
だ
が

そ
れ
は
あ
く
ま
で

持
権
が
あ
る
時
間
内
の
み

備
品
で
あ
れ
ば
一
時
間

他
の
ア
イ
テ
ム

で
あ
れ
ば
五
分
間
で
あ
れ
ば
そ
の
二
つ
の

作
で
取
り
返
せ
る

 
し
か
し

は
そ
れ
を
知

て
い
た
た
め
サ
チ
の
強
化
と
な
る
槍
を
取
り
返
さ
れ
て
は

ら
な

い
と
思
い
フ

リ
ア
に

す
前
に
一

自
分
で

備
し
て
い
た

そ
の
た
め
シ
ス
テ
ム
的
に
あ

の
槍
の

有
権
は
現
在

と
い
う
事
に
な

て
い
る

 
だ
か
ら
こ
そ
ケ
イ
タ
は
槍
を
取
り
返
せ
な
く
な

た

そ
れ
な
の
に
ま
た
同
じ
槍
が

ん
で

き
た
と
い
う
事
は

つ
ま
り
も
う
一
本
持

て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る

二
本
目
の
入
手
に
も
手
を

し
て
い
た
と
は

分
と
過
保
護
だ
な

Ｐ
ｏ
Ｈ

 
そ
し
て
そ
の
入
手
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
最

二
回
手
助
け
し
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

か
し
ら

し
て
い
る
事
は
確
定
的
と
な

た

く
く

 
地
面
に
突
き
立

た
槍
を
手
に
し
な
が
ら
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
向
き
な
が
ら

う
が

の
本
人
は
意
味
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深
に

み
を
深
め
る
だ
け

 
ど
う
い
う
事
だ
と
内
心
で

を

て
い
る
と

ま
た

界
の

を
キ
ラ
リ
と
紅
い

き
が

過

た
は

 
ま
さ
か
と
思

て
ケ
イ
タ
達
の
方
を
見
や
れ
ば
三
本
目
と
な
る
紅
の
槍
を
ケ
イ
タ
が
構
え
て

い
た

き
は
投

す
る
前
の

ド
ス
キ
ル
の
光
だ

た
ら
し
い

 
更
に
よ
く
見
れ
ば
紅
の
槍
は
そ
れ
だ
け
で
は
無
か

た

ケ
イ
タ
の
近
く
に
い
る
六
人
の
プ

レ
イ

の
内

五
人
が
同
じ
槍
を
持

て
い
た
の
で
あ
る

 

戦
国
時
代
の
三

撃
ち
戦
法

み
て
る
な

三

撃
ち
と
は
火
縄

の
欠
点
を
補
う

に

信
⻑
に
よ

て

さ
れ
た
と
い
う
も

の

来
一
人
で
行
わ
れ
て
い
た
撃
つ

を

す
る

弾
を

め
る
の
三
つ
の
工

程
を
三
人
で
分

す
れ
ば

間
断
な
く

撃
を
行
え
る
と
い
う
理
論
か
ら
行
わ
れ
た
と
い
う

 
今
回
も
そ
れ
と
同
じ
だ

 
理

は
分
か
ら
な
い
が
紅
の
魔
槍
は
投

後
使

者
の
手
許
に

て
来
る
性

を

持
つ
ら
し
い

し
か
し

て
来
る
ま
で
に
ラ
グ
が
あ
る
し
今
の
よ
う
に

と
さ
れ
れ
ば

ら
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な
い
ら
し
い

 
そ
れ
を

え
て

ど
う
や
ら
あ
の
六
人
も
槍
を
持

て
い
た
よ
う
だ

 

と
い
う
事
は

ケ
イ
タ
の
襲
撃
も
偶
然
で
は
無
か

た
と
い
う
事
に
な
る

 

が
ケ
イ
タ
の

か
ら
一

引
い
て
か
ら
ま
だ
五
分
と
経

て
い
な
い
に
も

わ
ら
ず
あ
の

六
人
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
こ
の
場
に

て

更
に
こ
う
し
て
襲
撃
を
仕
掛
け

備
え
も
出
来
て
い
た

 
最
初
か
ら
魔
槍
を

使

す
る
事
を
前

と
し
て
い
な
け
れ
ば
出
来
な
い
速

の
攻
勢
だ

 
こ
れ
は
完
全
に

う

と
繋
が

て
い
る
と
確
信
出
来
る
見
事
な

だ

た

 

そ
れ
な
の
に

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
一
体

を

え
て
い
る

 
そ
う
思

し
な
が
ら
再
び

来
し
た
槍
を
ま
た

剣
で
弾
き

と
す

武
器
と
体
で

と
せ

て

属
性
攻
撃
で
は

と
せ
な
い
と
分
か
れ
ば
対

は
容

い

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
情
が
無
い

で
は
無
い
が
そ
れ
で
も

本
的
に
は
非
情
な
人
間
だ

人
の
感
情
を

理
解
は
す
る
が

む
し
ろ
そ
れ
を

み
躙
る

が
強
い

 
ケ
イ
タ
が

を
殺
せ
る
と
い
う
そ
の

間
自
分
が
手
を
出
し
復
讐
の
機
会
を
奪
う
く
ら
い

し
そ
う
な
も
の

そ
れ
な
の
に
一
向
に
動
こ
う
と
し
な
い
の
は
疑
問
し
か
な
い

こ
ち
ら
と
し
て

は
助
か

て
い
る
が
ど
こ
か
不
穏
に
も
思
え
る
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チ

ン
ス
は
あ
る

は
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
現
状
魔
槍
の
方
に
集
中
せ
ざ
る
を
得
な

い
以
上
ど
う
し
て
も

は
出
る

そ
れ
を
見

け
な
い

が
な
い
の
に
動
こ
う
と
し
な
い
で
い

る 

か
自
分
は
見

と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
疑
問
を
グ
ル
グ
ル
と

の
中
で
回
し
な
が
ら

は
一

の
内
に
展
開
し
た
思

を
切
り

か
彼
方
か
ら
槍
を
投

よ
う
と
し
て
い
る
ケ
イ
タ
へ
と
意
識
を
集
中
さ
せ
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
キ
リ
ト
も
リ

フ

と

同
様
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ
ス
ゲ

ム
化
が
仕
組
ま
れ
た
事
な
の
で
は
と

疑
念
を

き
ま
し
た

た
だ
し
キ
リ
ト
の
場
合
女
尊
男

風

以
上
に
ア
ン
チ
一

風

が

し
て
い
る
事
に
疑
問
を

い
て
い
な
い
の
で

仕
組
ま
れ
た
事

と
い
う
疑
念
も
あ
く
ま
で

同
じ
黒
幕
が

し
て
い
る

く
ら
い
し
か

え
て
い
な
い
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ま
だ

ギ
リ
ギ
リ
義
姉
の

念
事

に
は
至

て
な
い

 
更
に
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
ケ
イ
タ
と

う

の
密

な

性
が

え
る
ケ

イ
タ
の
行
動

三

撃
ち
戦
法
に
よ
る
槍
の

投

は
結
構
強
力

 
そ
こ
ま
で
協
力
的
な

う

て
本

に
レ

ド

 
い
や

殺
意
が
高
過
ぎ

る
だ
け
か

 

ち
な
み
に
今
話
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
の
対
話
は

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド

の
レ
オ
ン
対
ク

ラ
ウ
ザ

の
会
話
を
参

に
し
て
い
た
り
す
る

話
に
夢
中
に
な

て
る
と
ボ
タ
ン

せ
な
く
て

死
し
ち

う
場
面
が
多
い
あ
の
会
話
は
暗

出
来
る
く
ら
い
見
た
ん
だ

回
目

 

は
速
く
て
も
来

の
月

で
し

う

木

は
絶
対
無
理
で
す
金

と

が
テ
ス
ト
な

の
で

 

と
し
た
ら
そ
の
更
に

か
も
し
れ
な
い

 

時
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
八
十
九
章
 

憂
い
と
想
い

憎
悪
と
悲
哀

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 

君
私
は
間
に
合

た
ぞ

 
ス
ト
レ
ス
発

と
し
て
打

し
て
い
た
ら
出
来
上
が

て
い
た
ぞ

 
今
話
の

点
は
束
さ
ん

ケ
イ
タ

最
後
は
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す

バ
レ
バ
レ
な

の
で

  

ゲ

ム

千
年
の
⻩
昏

の
ネ
タ
バ
レ
要

あ
り

  
以
上
の
事
が
大

な
方
だ
け
お
進
み
く
だ
さ
い

 
で
は

ど
う
ぞ
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ナ

ヴ
ギ
ア

に
人
を
人
形
に
し
て
し
ま
う
機
能
が
あ
る
事
は

私
の
説
明
で
理
解
し
て
く

れ
た
と
思
う

で
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
機
能
の
話

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

全
て
に
共

し
て
い
る
点
で
は
あ

る
け
ど

至
極
今
更
な
話
だ

取
り
立
て
て
話
す
必
要
性
は
イ
マ
イ
チ
な
も
の
と

え
る

で
は
私
が
見
つ
け
た
共

点
と
は

か

そ
れ
を
理
解
し
て
も
ら
う
に
は

に
そ
れ
を

見
付
け
た
切

掛
け
に
つ
い
て
語
る
必
要
が
あ
る

そ
の
前
に
だ

君
は

人
形

と
い
う

語
を

い
て

を
思
い
浮
か
べ
る

思
う
が
ま
ま
に

ら
れ
る
哀
れ
な
存
在
か

そ
れ
と
も
意
思
無
き
人
型
か

あ
る
い
は
意
思
を

奪
さ
れ
た
存
在
か

な
る

ど

そ
れ
ら
も
確
か
に
正
解
だ

で
も
今
回
に
限

て
は

そ
れ
は

と

え
る
だ
ろ
う
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え
て
み
て
欲
し
い

人
間
は
生
き
て
い
る
限
り

を

か
せ
て
い
る

そ
れ
は

眠
時
で
あ

ろ
う
と

な
い
眠

て
い
よ
う
と

波
は
絶
え
ず
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

そ
う
で
な

け
れ
ば
呼

も
し
て
い
な
い

じ

あ
意

が
無
い
の
か

そ
れ
も

だ

現
実
的
に

え
て
ど
ん
な
に

め
の

束
を
与
え
て
意

を

奪
し

よ
う
と
し
て
も

行
動
し
て
い
る
時
点
で
意

が
あ
る

を
す
れ
ば
い
い
か

を
す
る

か
と
い
う
思

が

に
意

な
ん
だ

極
論

け

え
が
出
来
る
だ
け
で
も
意

が
あ
る

そ

う
い

た
存
在
は

わ
ば

子
と
変
わ
り
な
く
て
世
界
を
知
れ
ば
知
る
程
に
思

の

は

広
が
り

時
し
か
自
由
を
知
る

数
多
の
創
作
物
に
登
場
す
る

人

人
間

だ
と
か

実
験
動
物

が
時
に

か
に

し
た

り
あ
る
い
は
意

を
見
せ
る
の
は
必
然
と

え
る
帰
結
な

だ

人
は
そ
れ
を
感
情
と

うな
ら

私
が

え
る

人
形

と
は

か

そ
れ
は

感
情
を

ら
れ
た
者

そ
れ
が
束
さ
ん
に
と

て
の
人
形
の
定
義
さ

む
不

と
い
う

だ
ね

理
解
は
と
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も
か
く

得
は
出
来
て
い
な
い
と
見
え
る

そ
う
で
も
あ
る

 
な
ら
分
か
り
や
す
く
す
る

に

こ
う

今
君
が

い
た
そ
の

疑
念

や

不

は

本

に
君
自
身
の
も
の
な
の
か
い

   
眼
前
に
舞
う
黒

振
る
わ
れ
る
一
対
の

剣

 
対
抗
す
る
よ
う
に
紅
の
魔
槍
を
突
き
出
し

ぎ
振
る
う
が
そ
の
全
て
を

の
如
く

か

れ

一
撃
た
り
と
も

り
す
ら
し
な
い

制
に
な

て
い
る
か
も

し
い

 
魔
槍
を

で
投

ら
れ
る
よ
う
万
が
一
に
備
え
て
近
く
に
い
た
六
人
の
オ
レ
ン
ジ
達
は

に

な
い

今
正
に
刃
を
交
え
て
い
る
黒

く
め
の
少
年
が
虚
空
か
ら
金
の
刃
を
持
つ
大

を
取

り
出
し

六
人
の

を
た

た
一

ぎ
で
斬
り

ば
し

死
さ
せ
た
か
ら
だ

 
そ
れ
か
ら
今
再
び

剣
を
手
に
取

た
少
年
と
先
程
と
は
異
な
り
至
近

離
で
刃
を
交
え

て
い
る

 

で

で
だ
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突
け
ば

さ
れ

ば
弾
か
れ

振
る
え
ば

か
れ
る

 
速
く

く

く
を
意
識
し
て
槍
を
振
る
う
も
そ
の
全
て
に
対
応
さ
れ
る

ど
れ
だ
け
強

に
振
る
お
う
が
結
果
は
同
じ

 

で

し
切
れ
な
い

 
刃
を
交
え
る
最
中

も
心
の
中
で

ん
だ
疑
問

レ
ベ
ル
１
２

と
い
う
破
格
の
数
値
に

至
り
ス
テ

タ
ス
も
以
前
に

べ
て

か
に
高
く
な

た
に
も

わ
ら
ず

し
切
れ
な
い
と
い

う
事
実
に

自
分
は
苛
立
ち
と

を
覚
え
て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
レ
ベ
ル
が
一
つ
違
う
だ
け
で

き
出
せ
る
ダ
メ

ジ
値
に
差
が
生
ま
れ
る
が

ス

テ

タ
ス
に

し
て
は
そ
こ
ま
で
で
は
無
い

レ
ベ
ル
が
上
が
れ
ば
Ｓ
Ｔ
Ｒ
の
値
も
高
く
な
る

が
プ
レ
イ

の

力
に

し
て
は
レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
で

り
振

た

力
値
の
値
も

さ
れ
る
た
め

結
果
的
に
差
は
大
き
く
な
り
に
く
い
の
だ

 
自
分
は

力
値
と

値
に
そ
れ
ぞ
れ
五
分
五
分
で

り
振

て
い
る
が
レ
ベ
ル
の
値
が
高

い
か
ら

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
戦

て
い
る
だ
ろ
う

ビ

タ

よ
り
強
い
自
信
が
あ

た 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
レ
ベ
ル
マ

ジ
ン
は

層
に

を
足
し
た
値

攻
略
組
に
な
る
と
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更
に

は
足
し
た
値
が
平

値
に
な
る

ボ
ス
が
強
大
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
値
な
の
で
あ

り

同
時
に
最
前
線
の

し
か
倒
さ
な
い
か
ら
こ
そ
ど
う
し
て
も
高
く
な
る
の
で
あ
る

 
つ
い
最
近
ビ

タ

に
殺
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
の
話
で
は
最
前
線
は
七
十
五
層

つ
ま
り

攻
略
組

の
平

レ
ベ
ル
は

前
後
と

え
る

ビ

タ

で
あ
れ
ば
レ
ベ
ル
三

に
達

し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
が
そ
れ
で
も
１
１
０
を
超
え
て
い
る
と
は
思
え
な
か

た

仮
に

超
え
て
い
て
も
レ
ベ
ル
差
が

も
あ
れ
ば
負
け
る

が
な
い
と

え
て
い
た

 
そ
れ
な
の
に
今
自
分
は
ビ

タ

に

し
負
け
て
い
る

こ
ち
ら
の
攻
撃
を
風
に
揺
れ

る

の
よ
う
に
流
す
と
い
う
か
な
り
の
技
術
を
要
す
る

の
仕
方
で
こ
ち
ら
を
圧
倒
し
て
く

る 
確
か
に
自
分
は
高
い
レ
ベ
ル
に
な

た
が
そ
れ
も
攻
撃
が

た
ら
な
け
れ
ば

意
味
を

さ
な
い

こ

の

 
苛
立
ち

れ
に

全
力
で
足

を

へ
魔
槍
を

ぐ
が

ビ

タ

は
振
る
う
直
前
の
構

え
で
見
切

て
い
た
の
か
小
さ
く

び
上
が

て
そ
れ
を

す

 

を
振
り
切

た
時
に
は

地
し
て
構
え
直
し
て
い
る
と
い
う
隙
の
無
さ
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

は

あ

 
と
は

え
最
初
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
数
分
も
刃
を
交
え
て
い
れ
ば

く
事
で
は
無
い
し
ど
う

対
応
す
る
か
は
予
想
も
つ
く

い
呼
気
と
共
に

で

ん

り
振
り
切

た

の
向
き
を

無
理

理
変
え
て
真
上
か
ら
槍
を
振
り
下
ろ
す

 
槍
の
重

と
遠
心
力

エ
ネ
ル
ギ

を
十
全
に
活
か
し
た
力
技
は

直
後
回
し

り
に

よ

て

道
を
変
え
ら
れ

地
面
を

る
に
終
わ

た

 
し
か
し

こ
れ
で
終
わ
る

が
な
い

 
前
方
へ
向
け
た

い
て
い
た
遠
心
力
と

性
は
数

の
間
は
地
面
を

た
槍
の
中

密

に
は
地
面
と

し
て
い
る

先

に

ま

て
い
る

そ
こ
を

点
と
す
れ
ば
棒
高

び
の
よ

う
に

ぶ
事
も
不
可
能
で
は
無
い

 
槍
を
持
ち
上

た
り
引
こ
う
と
し
た
り
す
る
か
ら
隙
が
生
ま
れ
る

 
な
ら

地
面
に
槍
を

き
付
け
た
事
を

別
の
動
作
の
前

備
に
変
換
し
て
し
ま
え
ば
良
い

そ
の
練

を
自
分
は

も

ん
で
来
た

本
来
の
動
作
と
体
の
動
か
し
方
が
異
な

て
来
る
か

ら
最
初
は
失

し
て
ば
か
り
だ

た
が
今
と
な

て
は
戦
闘
中
で
も
出
来
る
く
ら
い
に
は

れ

た
動
作
で
あ
る
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地
面
を
槍
が

た
直
後
す
か
さ
ず
地
を

て
上
へ
と

ぶ

に
感
じ
る
浮
遊
感
を

助
け
る
よ
う
に

手
で
握

た
槍
を

え
に
し

を

く
よ
う
に
天

へ
と
至
る

 
そ
こ
で
握
り

め
た
槍
を
引
い
て

え
を
失
く
す

然

下
を
始
め
る
が
そ
の

下
速

す
ら
も

め
て
槍
を
真
上
か
ら
振
り
下
ろ
す

 
体
の
発

と
遠
心
力

下
速

を
フ
ル
に
使

た
高
速
の
第
二
撃

 
ビ

タ

は

手
に
握
る
色
が
真
逆
と
な

て
い
る
二
本
の

剣
を
交

さ
せ
そ
の

交
わ

た
部
分
で

け
止
め
た

が

が
り

が

れ

み

め
ら
れ
た

が
生
い

る
黒
い
地
面
が

す
る

 
し
か
し

ゲ

ジ
に

少
は
見
ら
れ
な
い

 
そ
れ
は
つ
ま
り

こ
ち
ら
の

力
値
を

か
に
上
回

て
い
る
事
を
意
味
す
る

 

レ
ベ
な
ん
だ
よ

本

に

 

方
で

日
レ
ベ
リ
ン
グ
に

ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
の

を
内
心
で

ぶ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
よ
り
高
レ
ベ
ル
の
モ
ン
ス
タ

が

て
い
る
の
だ
か
ら
経
験
値

は
圧
倒
的
な

な
の
に

そ
れ
で
力
負
け
し
て
い
る
事
は
ど
う
も

得
が
い
か
な
か

た
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こ
れ
で

抗
し
て
い
る
の
な
ら
ま
だ
分
か
る

自
分
は
五
分
五
分
振
り
だ
が

ビ

タ

は
七

を

力
値
に
振

て
い
る
と
い
う
話
だ

た
だ
か
ら
レ
ベ
ル
１
１
０
に
達
し
て
い
た
な

ら

抗
も
す
る
と
は
思
う

場
合
に
よ

て
は
三

に
達
し
た
ば
か
り
で
も

抗
す
る
か
も
し
れ

な
い

 
だ
が

り
ダ
メ

ジ
す
ら

き
な
い
の
は

抗
で
は
無
く
圧
倒
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
正
確
な
数
値
は
知
ら
な
い
が
第
一
層
の
⻘
イ
ノ
シ
シ
フ
レ
ン
ジ

・
ボ
ア
の
突
進
を

し
て
ノ

ダ
メ

ジ
で
や
り
過
ご
せ
た
の
は

盾
持
ち
の
テ
ツ
オ
が
レ
ベ
ル

の
時
だ

た

テ
ツ
オ
は
ゴ

レ
ム
系
へ
の
有

打
や
攻
撃
力
を

え
て

力
値
に
七

振

て
い
た
か
ら
自

分
が

ぐ
な
ら
レ
ベ
ル

は
必
要
だ

た
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
今
の
自
分
の
攻
撃
を

し
て
ノ

ダ
メ

ジ
で
や
り
過
ご
す
な
ら

ビ

タ

は

最

で
も
レ
ベ
ル
１
４

以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
る

 
し
か
も
対
プ
レ
イ

の
場
合
対
Ｍ
ｏ
ｂ
戦
で
の
デ

タ
が
全
て

さ
れ
る
と
は
思
え
な
い

か
ら

も
う
少
し
上
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
必
要
が
あ
る

だ

 
だ
が

レ
ベ
ル
１
４

な
ん
て
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か

そ
れ
も

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

よ
り

レ
ベ
ル
の
モ
ン
ス
タ

し
か

な
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
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仮

ボ
ス
戦
で
の

得
経
験
値
を

慮
に
入
れ
る
に
し
て
も

は
無
理
だ
ろ
う

確
か
に
ボ

ス
戦
の
経
験
値
は
非
常
に
多
い
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
場
合
多
人
数
で
の
攻
略
を
前

に
さ
れ
て
い

る
か
ら

更
多
く
設
定
さ
れ
て
い
る
事
が
常
だ

 
し
か
し
多
人
数
で
の
攻
略
が
前

の
ボ
ス
だ
攻
略
組
も
多
人
数
で
あ
る
以
上
ど
う
し
て
も
経

験
値
は
分

す
る

Ｍ
ｏ
ｂ
を

手
に
す
る
よ
り
は
多
い
だ
ろ
う
が

ま
で
の
時
間
を

え
る
と

は
か
な
り
悪
い
方
に
入
る
と
思
う

 
つ
ま
り

ビ

タ

だ
け
が
突
出
す
る
要

と
は

え

い

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
か
ら
離
れ
て

し
い
の
に
こ
こ
ま
で

え
ら
れ
る
の
も
理
由
が
あ
る

 
最
近
こ
ち
ら
に
や

て
き
た
モ
ル
テ
と
い
う
プ
レ
イ

の
レ
ベ
ル
が

後

だ

た
か

ら
だ

 
攻
略
組
の
一
人
だ

た
と

い
た
時
は

い
た
が

と
前
線
に
出
て
い
る
プ
レ
イ

と

い
う
事
を

い
て

平

値
が
そ
れ
く
ら
い
だ
ろ
う
と
い
う
予

を
立
て
ら
れ
た
の
だ

ビ

タ

な
ら

ロ
な
分
分

す
る
経
験
値
を
独
り

め
出
来
る
か
ら
も
う
少
し
上
だ
ろ
う
と
も

 
そ
れ
で
も

で
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
い
た
自
分
に
は

わ
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

 
だ
が
実

は

こ
ち
ら
の
攻
撃
を
ノ

ダ
メ

ジ
で
や
り
過
ご
さ
れ
て
い
る
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そ
れ
だ
け

力
値
が

い
て
は
レ
ベ
ル
が
隔
絶
し
て
い
る
と
い
う
証

だ

 
そ
う

え
て
い
る
と
交

さ
れ
て
い
る

剣
が
動
か
さ
れ

で
槍
が

ま
れ
た

そ
こ
か

ら

み

ま
れ
た
槍
が
ぐ

と
引
か
れ
る

あ
あ

う
わ

 
そ
の
ま
ま
ビ

タ

は
剣
と
槍
を

し
て
い
る
と
は

え
背
負
い
投

の
要

で
こ
ち
ら

を
大
樹
へ
と
投

ば
し
た

思
い
も
よ
ら
ぬ
対
応
を

け
て
流

に
反
応
が

れ
て
し
ま
い

自
分
は
そ
の
ま
ま
大
樹
に
背
中
か
ら

突
し
た

 
反

的
に

た
眼
を

く
開
け
る
と

白
い
剣
が

来
し
て
い
る
の
が
見
え
た

 
も
う
一
本
が
無
い
の
は
白
剣
に
対

し
て
い
る
間
に
近
付
き
麻

を
塗

さ
れ
た
黒
剣
で

無
力
化
し
よ
う
と

え
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う

 
地
面
に
足
は

い
て
い
る
も
の
の
体
勢
を
ま
だ
立
て
直
せ
て
い
な
い
以
上
横
に

ん
で

け

る
の
は
流

に
不
可
能
に
近
か

た

加
え
て
槍
で
弾
き

と
す
の
も

ん
で
く
る
武
器
が

剣

と
い
う
小
さ
め
な
の
が

を
上

て
お
り
更
に
真

直
ぐ

突
の
形
で

ん
で
き
て
い
る

の
で

も
し

い
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だ
か
ら
自
分
で
出
来
た
事
は

ん
で
く
る
も
の
を
払
い
の
け
る
よ
う
に

を
振
る
う
だ
け

 

直
後

払
い

け
た
白
剣
の
後
ろ
か
ら

間
髪
を

か
ず
黒
剣
が

来
す
る

な
 

一
投
目
の
白
剣
で

し
た

二
投
目

 

は

で
も

そ
う
い
う
や
り
方
か

 
黒
剣
の
切

先
や
刃
に

た
ら
な
い
よ
う

を
反
ら
し
た
の
は

を
覚
え
る
よ
り
も
前

だ

た
だ
ろ
う

 
反

的
に
と
は

え
ギ
リ
ギ
リ
で

を

ら
せ
た
の
は

に

し
か

た

 
そ
れ
で
も
恐
ら
く
槍
を

ま
れ
吹

ば
さ
れ
た
時
点
で
自
分
は
策
略
に

て
い
た

体
か

ら
力
が

け
た
時
点
で
そ
れ
を
悟

た

 

界

上
に
あ
る
ゲ

ジ
の

は

⻩
色
の
明
滅
が
発
生
し
て
い
た

ま
た

か

 

ビ

タ

を

み
付
け
る

 
近
寄

て
斬
ら
れ
た
の
で
は
な
い

ま
だ

離
は
十
五
メ

ト
ル

ど
も
離
れ
て
い
る

 
故
に
導
き
出
さ
れ
る
結
論
は
一
つ
だ
け

そ
れ
は
す
な
わ
ち

投
剣

白
剣
を

き

と
し
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黒
剣
を

で
の
と
こ
ろ
で

を
反
ら
す
事
で

し
た
時
点
で

ビ

タ

は
第
三
撃
目
を
放

て
い
た
の
だ

 
そ
れ
も
た
だ
の
投
剣
で
は
無
い

協
力

に
あ
る

う

の
幹
部
の
一
人

ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク
が
得
意
と
す
る

塗
り
の
ナ
イ
フ
を
投

さ
れ
て
い
た

 

一

の
危
う
さ
で
黒
剣
を

け
切

た
自
分
は
そ
の

で
身
を

直
さ
せ
る
事
を
想
定

さ
れ
て
い
た
の
だ

そ
の
隙
を
想
定
し
突
く
よ
う
に
し
て
三
撃
目
を
投

さ
れ
た

 

だ

た
一
撃
目
と
な
る
白
剣
に

め
ら
れ
た
意

を
見

け
な
か

た
時
点
で
二

目
と

な
る
自
分
の

北
は
決
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
力
が

け
て
樹
に

れ
掛
か
る
よ
う
に
脱
力
す
る

と
か
動
か
せ
る

手
も
弱

し
く
紅
の

魔
槍
を
握
る
だ
け
で
持
ち
上

る
事
は
出
来
な
い

 
勝
負
が
決
し
た
事
は
明
白
だ

た

 
そ
れ
を
理
解
し
た

ビ

タ

は
こ
ち
ら
に
近
寄

て
来
た

 
そ
の
道
中
に
地
面
に
転
が

て
い
る

六
本
の
魔
槍
を
全
て
し

か
り
回
収
し
て
い
く

ら

か

作
を
し
て
い
る
事
を
見
る
に

ど
う
や
ら

ク
イ

ク
チ

ン
ジ

や

オ

ル
・
ア
イ
テ

ム
・
オ
ブ
ジ

ク
タ
イ
ズ
に
よ
る
回
収
方
法
を

し
一

備
を
し
て
か
ら
格

し
て
い
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る
よ
う
だ

 
こ
れ
で

合
七
本
の

魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

を
奪
わ
れ
た
事
に
な
る

 
そ
れ
か
ら
樹
に
突
き
立

た
ま
ま
の
黒
剣
を

き
地
面
に
突
き
立

た
白
剣
も
回
収

然

自
分
が
弱

し
く

手
に
持

て
い
る
槍
も
先
の
七
本
と
同
様
に
奪
わ
れ
た

 
こ
れ
は
協
力
者
の

う

メ
ン
バ

達
か
ら

の
事
白
い
目
で
見
ら
れ
る
く
ら
い

た
る
結
果
だ

麻

を
解

し
て
も
ら

た
時
に
も
白
い
目
を
向
け
ら
れ
た
し
更
に

の

Ｐ
ｏ
Ｈ
が

撃
の

を
し
て
き
て

そ
れ
を
一
も
二
も
無
く
承

し
た
時
に
も
向
け
ら
れ
た

ま
た

ダ
メ
だ

た
か

 
悔
し
さ
と
共
に

う

 
高
レ
ベ
ル
モ
ン
ス
タ

が

る

で
お
よ
そ
一
年
間
レ
ベ
リ
ン
グ
を

け
て
来
た
か
ら
勝

て
る
と

ん
で
い
た
が
魔
槍
の
性
能
を
破
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
実

に
刃
を
交
え
て
も
負
け

る
と
は
思
わ
な
か

た

 
戦
い
に

い
て
ま
ず

よ
り
も
リ

チ
の
差
と
い
う
も
の
は
絶
大
な
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
に
な

る 
だ
か
ら
こ
そ
自
分
は

手

を

し
て
い
た
し

サ
チ
と
サ
サ
マ
ル
も
⻑
槍
を
手
に
取
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た

⻑
物
と
片
手

や

剣
が
戦
え
ば

リ

チ
の
差
で
⻑
物
の
方
が
勝

を

い
や
す
い

 
そ
し
て
ビ

タ

は
片
手
剣
使
い

ダ

カ

の
指
導
を
し
て
い
る
時
に

剣
も
使

て

い
た
し
サ
サ
マ
ル
の
指
導
の
時
に
は
⻑
槍
を
使

て
い
た
が

本
的
に
片
手
剣
し
か
使
わ
な

い
と
も

い
て
い
た

だ
か
ら
自
分
が
⻑
物
の
⻑
槍
を
使

て
リ

チ
の
差
と
い
う

性
を
得

て
い
れ
ば

ま
ず
勝
て
る
と

ん
で
い
た

 
だ
が
結
果
が
コ
レ
だ

し
か
も
投

攻
撃
の
時
と
違
い
今

は
一
撃
た
り
と
も

ら
せ
ら

れ
て
い
な
い
と
い
う

た
る
結
果

ス
テ

タ
ス
だ
け
で
な
く
技

の
差
で
も
思
い
知
ら
さ
れ

た 
憎
い

を
前
に
無
力
化
さ
れ
て
倒
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
は

く
心
を
乱
す

ま
る
で
外

部

か
ら

び

り
る
く
ら
い
で
し
か
復
讐
出
来
な
か

た
あ
の

の
無
力
さ
を
思
い
返
す
よ
う
で

ケ
イ
タビ

タ

 
槍
を
全
て
回
収
し

剣
も

め
て
手
に
取

た
ビ

タ

の
表
情
は
形
容
し

い
も
の

だ

た

 

め
ら
れ
た

は

た
く
感
じ
る

し
か
し
一
文

に
引
き

め
ら
れ
た

を
見
る
と
苦
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し
い
も
の
に

え
て
い
る
よ
う
な

も

け
る

 
そ
ん
な

を
覚
え
て
い
る
と

ビ

タ

は
黒
い

剣
を
持
ち
上

た

手
許
で
ク
ル

ク
ル
と
回
し
た
そ
れ
は
逆
手
に
持
ち

え
ら
れ
て
い
る

 

で
死
ん
で
も
多
少
の
デ
ス

ナ
ル
テ

を
喰
ら
う
だ
け

に
別
の
場

で
復
活
す
る

か
ら

死
ん
で
も
問

は
無
い

 

の
場
合
だ
と
経
験
値
の
一

持
金
の

分
を
奪
わ
れ

備
ア
イ
テ
ム
の
確

ド
ロ

プ

持
ア
イ
テ
ム
の
確
定
ド
ロ

プ
を
す
る
か
ら
あ
ま
り
さ
れ
た
く
な
い
が
死
ん
で
も
復
活

す
る
な
ら
ま
だ
マ
シ
だ

 
そ
れ
で
も
殺
さ
れ
る

間
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も

え
が
生
ま
れ
る

仮

手
を
殺
そ
う

と
し
て
い
た
と
し
て
も

だ

そ
れ
で

を
殺
す
の
か

 
だ
か
ら
思
わ
ず
そ
の

葉
が
突
い
て
出
た

そ
の
一

で
お
前
が

う
の
か
と

し
て

す
ぐ
さ
ま
殺
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

た
が

そ
れ
で
も
出
て
し
ま

た

 

さ
全
開
の
少
年
の

が
懊
悩
に
歪
み
持
ち
上

た
黒
剣
の

を
握
る
手
が
小
さ
く

え
る

力
を

め
過
ぎ
て
い
る
の
だ

表
情
と
合
わ
せ
れ
ば
懊
悩
し
て
い
る
事
は
す
ぐ
に
分
か

た
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殺
し
た

て
別
に
構
わ
な
い

ど
う
せ
多
少
の
デ
ス

ナ
ル
テ

を

け
た
後
こ
の
樹
海
の

か
で
復
活
す
る
ん
だ

そ
う
か

 

ば
開
き
直

て

殺
し
て
も
無
意
味

で
あ
る
事
を

う
と

ビ

タ

は
抑
え
た
声

で
反
応
を
返
し
て
き
た

 
更
に
表
情
を
険
し
く
し
な
が
ら

ビ

タ

は

を
振
る
わ
せ
る

黒
剣
を
振
り
下
ろ
す

か

か
と
て
も
迷

て
い
る
の
が
よ
く
分
か

た

 
悩
む

を
数

晒
し
た
後

ビ

タ

の

か
ら
懊
悩
の
色
が
消
え

代
わ
り
に
覚
悟
を

定
め
た
表
情
が
浮
か
ん
だ

の

え
も
無
く
な

た

 
殺
す
と

そ
う
覚
悟
し
た
の
だ
ろ
う

 

そ
ん
な
時

突
に

か
ら
と
も
な
く

か
が

ん
で
き
て

ビ

タ

が

持
つ
黒
剣
を
弾
き

ば
し
た

ぐ
 
流

の
ビ

タ

も
予
想
外
だ

た
よ
う
で
残
る

手
の
白
剣
を
構
え
つ
つ
黒
剣
を
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弾
き

ば
し
た

か
が

ん
で
き
た
方

自
分
か
ら
見
て

へ
向
き
直

た

 
自
分
も
そ
ち
ら
に

を
向
け
る

 

線
の
先
に
は

黒

が
立

て
い
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
や

う

の

ビ

タ

も

分
と
黒
い
が

あ
ち
ら
も
か
な
り
の

も
の

か
ら

れ
て
い
る
銀
色
の
チ

ン
や
コ

ト
の
ジ

パ

が
無
け
れ
ば

ビ

タ

以
上
に
全
身
真

黒
だ

 
手

も
ブ

ツ
も
フ

ド
も
コ

ト
も
チ

ン
や
ジ

パ

を

け
ば
全
部

な

色

が
あ
る
よ
う
に
す
ら
見
え
る
深
み
の
あ
る
黒
は
い

そ
感

す
ら
覚
え
そ
う
だ

 
そ
し
て
そ
の

自
分
は
一

見
た
事
が
あ

た

な

ユ
イ

姉

 
そ
れ
は

ビ

タ

を

し
に
し
た

投

の
後

今

は
確
実
に
ト
ド
メ
を

そ
う

と
放

た
二
撃
目
を

ぎ
に
出
た
少
女
の

あ
の
少
女
が

て
い
た
コ

ト
と
同
一
だ

た
の
だ

 
お
よ
そ
三
十
メ

ト
ル
は
離
れ
て
い
る
の
で

部
は
見
え
な
い
が
見
た

背

や

も
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同
一
に
見
え
る

部
の

り
上
が
り
も

う
じ
て
見
え
る
か
ら
女
性
で
あ
る
事
は
確
実
で

そ
し
て

ビ

タ

が
姉
と

た
人
物
の

と

似
し
て
い
た

 
問

は
そ
の
人
物
が
先

ビ

タ

が
手
に
し
た
黒

の
弓
を
持

て
い
て

も
う
気
付
い
て

 
い
や

そ
れ
で
も

で
だ

で
そ
れ
を
持

て
い
て

に
向

け
て
い
る
ん
だ

 
弓
に
番
え
た

の

を

ビ

タ

へ
向
け
て
い
る
と
い
う
事
だ

 

ビ

タ

は
姉
と
呼
称
し
て
い
た
が

記

が
確
か
な
ら

一

の
姉
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

一
人
の

で
あ
れ
ば
自
分
の
槍
を

ぎ
に
出
た
少
女
に
血
の
繋
が
り
は
無
い
事
に

な
る

そ
も
そ
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
特
有
の
ブ
ル

ゲ

ジ
だ

た
し
カ

ル
も
⻩
色
だ

た
か
ら
人

間
で
す
ら
無
い
の
だ
が

 
そ
ん
な

手
に
武
器
を
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事

は
確
か
に
⻘
天
の

だ
ろ
う

わ

ば
信
頼
し
て
い
た

間
に
い
き
な
り
命
を

わ
れ
る
と
い
う
事

に

し
い

 
そ
れ
も

自
分
と

ビ

タ

の
よ
う
な

理
由

が
あ
る
の
で
は
な
く

本

に

突
な

展
開
だ

 
ま
し
て
や
そ
れ
が

姉

と

う
程
の

手
に
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば

は
一
入
だ
ろ
う
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い
や

カ

ル
が
無
い

と
い
う
事
は
ユ
イ
姉
じ

な
い
な

 
だ
が

ビ

タ

は
そ
ん
な

の
中
で
も

静
さ
を
残
し
て
い
た

黒
コ

ト
の

上
に
⻩
色
の
カ

ル
が

そ
し
て
⻘
色
の
ゲ

ジ
が
無
い
事
に
気
付
い
た
の
だ

 
カ

ル
と
ゲ

ジ
が
存
在
し
な
い
の
は
不
動
オ
ブ
ジ

ク
ト
だ
け

動
的
オ
ブ
ジ

ク
ト

は
そ
れ
が
攻
撃
出
来
る
存
在
で
あ
れ
ば
プ
レ
イ

だ
ろ
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
ろ
う
と
必
ず
カ

ル
と
ゲ

ジ
を
持
つ
動
的
オ
ブ
ジ

ク
ト
で
ど
ち
ら
も
無
い
の
は
背

的
な
存
在
で
あ
る
ク

リ

タ

と
呼
ば
れ
る
も
の
く
ら
い

 
そ
し
て
黒
コ

ト
は
さ

き
ビ

タ

の
黒
剣
を
弾
き

ば
し
た
の
だ
ろ
う
弓
を
持

て
い
る
に
も

わ
ら
ず

カ

ル
も
ゲ

ジ
も
無
い

 
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
作
り
上

ら
れ
て
い
る
仮
想
世
界
で
は
本
来
あ
り
得
な
い

異
常
事

だ

エ
ラ

と
し
て
動
く
事
も
無
い

な
の
に
そ
の
異
常
な
存
在
は
今
こ
う
し
て
目

の
前
に
存
在
し

ビ

タ

に
弓
を
引
い
て
い
る

 
そ
の
黒
コ

ト
が

か
ら
指
を
離
し
た

然

い

を
持
つ

は
一
直
線
に
ビ

タ

へ
と

来
す
る

く
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そ
の

を

ビ

タ

は

手
に
持
つ
白
剣
で
弾
き

と
し
た

 
だ
が
黒
コ

ト
の
攻
撃
は
そ
の
一

だ
け
に

ま
ら
ず

く
間
に

を
弾
い
て

を

し

て
は
放
ち

け
る

対
す
る
ビ

タ

は

間

本
か
分
か
ら
な
い
速

で

け
ら
れ
る

を

時
の
間
に
か

た
黒
剣
で
も
弾
き

と
し

け
る

 
黒
コ

ト
の
弓
に
よ
る
猛
攻
は
一
撃
た
り
と
も
ビ

タ

に

た

て
い
な
い

点
で

の
攻
撃
し
か
も

ま
じ
い
速

で

来
す
る

を

す
こ
と
な
く
全
て

き

す
実
力
に

を

く

あ
れ

ど

け
れ
ば

し
な
く
動
い
て
い
る
間
に
一
本
く
ら
い
見

と
し
そ
う
だ
し

離
感
を

め
ず
弾
き
そ
こ
な
い
そ
う
な
も
の
な
の
に

そ
れ
を
全
て
弾
い
て
い
る
の
だ
か
ら

 
だ
が
同
じ
弓
を
持
つ
ビ

タ

は

間

本
も

る

を
全
て

と
す
の
に
必
死
で

ジ
リ

だ

た

今
で
は
も
う

剣
で
弾
き
つ
つ

動
し
て
い
る
が
そ
の

動
先
も

ま
れ
て

い
る

そ
う
で
な
く
と
も
勢
い
の

ま
じ
さ
に

さ
れ
て
弓
に
持
ち

え
る
事
も
出
来
な
さ
そ
う

だ 

こ
ん
な
に
強
い

ツ
が

に
来
て
た
の
か

 
戦

て
い
る

離
が
違
う
の
で
自
分
を

べ
て
も
正
確
と
は

い

い
が
あ
の
ビ

タ

を

し
て
い
る
時
点
で
強
い
事
は
確
定
的
だ
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く
は

の
猛
撃
を

い
て
い
た
ビ

タ

だ

た
が
集
中
力
が
切
れ
始
め
た
の
か
そ

れ
と
も
自
分
が
認
識
出
来
な
い
く
ら
い
の

か
な
差
で
も

を

る
速

が
上
が

た
の
か
少

し
ず
つ
体
の

に
傷
が
付
き
始
め
た

り
傷
程

で
は
あ
る
が
そ
れ
で
も
傷
は
傷

ビ

タ

の

は

ん
の

か
ず
つ
だ
が

れ
て
い
く

く

そ

 
近
付
こ
う
に
も
近
付
け
な
い
で
い
る
ビ

タ

は

か
こ
ち
ら
に

線
を
送

て
来

た

悔
し

な
眼
を
し
て
い
る
事
か
ら
自
分
を
殺
せ
な
い
事
を
悔
や
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

い
や

も
し
か
し
た
ら

  
あ
る
い
は
こ
の
得
体
の
知
れ
な
い
異
常
な
存
在
か
ら
自
分
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か

  
そ
の
可
能
性
を

え
て

あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
と
思

た

 
自
分
は
ビ

タ

を
殺
そ
う
と
し
て
あ
ち
ら
も
さ

き
こ
ち
ら
を
殺
す
覚
悟
を
決
め
た

を
し
て
い
た

も
う
そ
の

が
成
り
立

た
の
だ

護
ろ
う
と
は
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
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よ
し
ん
ば
守
ろ
う
と

え
た
の
な
ら

 

だ
と
し
た
ら

だ
な

 
自
分
に
は
憎
悪
が
あ
る
護
り

け
た
だ
ろ
う
テ
ツ
オ
達
を
守

て
く
れ
な
か

た
事
に
対
す

る
憎
悪
が

実

に
殺
す

に
襲
い
掛
か

た
の
だ
今
更

修
復
な
ん
て
出
来
る

が
な
い

事
は

分
か
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
な
の
に
和
解
を
し
よ
う
と

え
た
の
だ
と
し
た
ら

と
し
か

い
よ
う
が
な
い

 
そ
う

自
分
は
思

た

  

な
ん
て

悟

た
よ
う
に

え
て
い
る
ん
で
し

う
ね

こ
の
男
は

 
立
て

け
に

を

放
ち
つ
つ

少
年
の
様
子
と
⻘
年
の
様
子
を
見
て
思
う

 
先

ど
か
ら
こ
ち
ら
が

け
る

を

り
強
く
弾
き

と
し
こ
の

地
を
打
開
し
よ
う
と

少
年
は

て
い
る

 
そ
れ
は
自
分
の
存
在
が
イ
レ
ギ

ラ

過
ぎ
る

か
ら
で
は
無
い

そ
の
理
由
も
あ
る

だ
ろ
う
が

よ
り
も
ケ
イ
タ
と
い
う
⻘
年
に
と

て
自
分
が

な
存
在
か
ど
う
か
が
分
か

ら
な
い
か
ら
だ
ろ
う
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事
こ
こ
に
至

て
も

こ
の
少
年
は
憎
し
み
か
ら
道
を
外
れ
た
⻘
年
を

見
捨
て
た
く
な
い

と

そ
う

え
て
い
る
の
だ

 
自
分
が
横
槍
を
入
れ
る
直
前
少
年
は
懊
悩
の

に
⻘
年
を
殺
す
決
断
を
し
て
い
た

そ
れ
は

様

な
可
能
性
や
危
険
性
特
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
を
共
に
探
索
す
る

間
の
安
全
を

慮

し
て
の
決
断
だ
ろ
う

少
年
は
⻘
年
を
殺
し
た
い
と
は
思

て
お
ら
ず
た
だ
他
者
の
安
全
の

に
殺
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
を
止
め
る

に

自
分
が
横
槍
を
入
れ
た

 
少
年
に
と

て
⻘
年
の
存
在
が
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
り
⻘
年
と
の

道
の

地
も
無
い
殺
し
合

い
に
な
れ
ば

少
年
は
止
ま
ら
な
い
／
止
ま
れ
な
い
事
を
識

て
い
る
か
ら
だ

 
客
観
的
に
見
れ
ば

今
の
自
分
は
⻘
年
を
助
け
る
存
在
と

え
る
だ
ろ
う

 

上
に
カ

ル
と
ゲ

ジ
が
無
い
状

で
さ
え
な
け
れ
ば
少
年
は
す
ぐ
さ
ま
そ
う
判
断
し

こ
の
場
を
離
脱
し
て
い
た

だ

 
だ
が
シ
ス
テ
ム
的
に
あ
り
得
な
い
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
少
年
は
離
脱
せ
ず
自
身
に
憎

し
み
と
殺
意
を

い
て
い
る
⻘
年
を
見
捨
て
た
く
な
い
思
い
一
つ
で

ま

て
い
る

を
弾
き

切
れ
な
く
な

て
傷
を
負
い
始
め
て
も
そ
れ
で
感
じ
る

み
を

し
殺
し
て
で
も

ま
り
現
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状
打
破
を

え
て
い
る

 

あ
な
た
は

そ
れ
を

し
た
後
ど
う
な
る
か

分
か

て
い
ま
す
か

 
仮
に
自
分
を
退
け
た
と
し
よ
う

 
そ
の
後

少
年
は
再
び
懊
悩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

⻘
年
を
殺
す
べ
き
か

か

 
そ
し
て
間
違
い
な
く
少
年
は
⻘
年
を
殺
す
だ
ろ
う

た
だ
一
時
の
そ
の
場

ぎ
で
あ
る
事
を

よ
り
も
理
解
し
て
い
て
そ
し
て
そ
の

が
自
身
を

め
付
け
る

と
地
獄
の
道
へ

く
も

の
だ
と
分
か

て
い
て
も
自
身
よ
り
も
他
者
を

先
し
て
し
ま
う
思

が
あ
る

に
ど
う
し
て

も
そ
ち
ら
を

ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
自
ら
ト
ラ
ウ
マ
を

る
行

に

し
い

た
後
更
に
ま
た

る
負
の

の

緒
と
な
る

救
い
の
無
い

助
け
も
無
い

小
路
に

る

そ
の
一
因
と
な

て
し
ま
う
の
だ

 
⻘
年
と

の
因
縁
も
無
け
れ
ば
少
年
は
恐
ら
く
他
者
を

先
す
る
思

を
し
な
い

た
だ
憎

し
み
を

い
て
殺
し
に
掛
か
る
者
達
を
彼
は
こ
れ
ま
で
も

斬

て
い
る

 
こ
れ
ま
で
な
ら
少
年
は

の

と

て
斬

て
い
た
だ
ろ
う

無
論
そ
の
思

は
今

も
根
付
い
て
い
る

 
だ
が

義
理
の
姉
に

さ
れ
た
今
は

死
に
た
く
な
い
か
ら

と
い
う
理
由
を
最
初
に
持
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て
く
る

そ
れ
か
ら

の

や

序
の

と

え
る
だ
ろ
う

静
で
な
い
か
ら
他
者

を

先
し
て
し
ま

て
い
る

 
⻘
年
と
の
因
縁
に
未
だ
決

が

い
て
お
ら
ず

を
引
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
そ
の
思

は

と
て
も
尊
い
も
の
で
あ
り

彼
の

点
と

え
よ
う

 
だ
が
そ
の

点
は
行
き
過
ぎ
れ
ば
／

れ
ば
己
が
命
を
地
獄
へ
堕
と
す
災
い
に
も
な
り
得
る

 
い
や

今
の
少
年
の
思

の
ま
ま
で
は

間
違
い
な
く
地
獄
へ
堕
ち
る

私

は
そ
れ
を
識

て
い
る

私

は
そ
れ
を

て
来
て
い
る

私

は
そ
れ
を

ぎ
た
い

 

な
か

た
先
に
あ
る

地
獄
の
よ
う
な
未
来
を
変
え
た
い
の
だ

 
そ
の

な
ら
ば
仮

一
時
で
あ
ろ
う
と
少
年
に
も
弓
を
引
き
剣
を
向
け
よ
う

そ
れ
が
結

果
的
に
少
年
の
命
を
繋
ぐ
事
に
繋
が
る
な
ら
ば

心
を
⻤
に
し
て
立
ち
は
だ
か
ろ
う

 
そ
う
し
な
け
れ
ば

少
年
が
死
ぬ
の
だ
か
ら

 
そ
う
し
な
け
れ
ば

全
て
が

無
し
な
の
だ
か
ら

 

ご
め
ん
な
さ
い
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時
か

時
の
日
か

あ
な
た
に
直

り
ま
す
か
ら

 

こ
れ
も
全
て

あ
な
た
の

な
ん
で
す

 

だ
か
ら
こ
の
場
は

無
理

理
に
で
も

し

さ
せ
て

き
ま
す

 
声
は
無
い

裂

の
声
も
無
く

た
だ

い

気
の

を

か
せ
る

 
今
は
も
う
弓
か
ら
黒
白
一
対
の
片
刃
片
手
剣
に
持
ち

え
て
い
る

ら

を

け
て
も
弾

く
様
子
を
見
せ
な
い
上
に
体
を

め
た
分
の
ダ
メ

ジ
す
ら
自
然
回
復
で
全
快
し
て
し
ま
い
千

日
手
だ

た
か
ら
だ

 
そ
も
そ
も

故
少
年
が
最
も
得
意
と
す
る
レ
ン
ジ
へ
と
最
も
得
意
と
す
る
得
物
を
以
て

む
の
か

 

な
話
だ

退
く
様
子
を
見
せ
な
い
の
は

退
く
に
値
す
る
理
由
が
無
い
か
ら

で
あ
れ

ば

無
理

理
に
で
も
退
か
せ
る
理
由
を
作
れ
ば
い
い

 
最
も
得
意
と
す
る
レ
ン
ジ
と
得
物
で
あ
る
事
は
そ
こ
に

わ

て
来
る

 
少
年
は

よ
り
も
強
さ
に

え
て
い
る

 

よ
り
も
ス
テ

タ
ス
が
高
く
ま
た
多
く
の
人
間
に
命
を

わ
れ
世
界
最
強
の
背
中
を
求
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め
義
理
の
姉
の
強
さ
に
触
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
彼
我
の
技

の
差
を
正
確
に

れ
る

強
さ

に

え
て
い
る
か
ら
こ
そ
あ
ら

る
種

が
あ
る
強
さ
に

が

き
目

が

く
の
だ

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

自
分
で
は
絶
対
勝
て
な
い

と
い
う

感
を
持
た
せ
れ
ば
良
い

 
そ
れ
に
は
少
年
が
得
意
と
す
る
も
の
を
全
て
真

向
か
ら

き

し
に
掛
か

た
方
が
速
い
の

で
あ
る

最
強
の
手
札
を
全
て

さ
れ
れ
ば
強
さ
を
求
め
て
い
る
が
生
き
る
事
に
も
目
を

向
け
始
め
た
少
年
も
無
暗
な
突
撃
は
出
来
は
し
な
い

 
撤
退
す
る
事
を
後
ろ
め
た
く
思
う
か
も
し
れ
な
い
が

も
か
も
終
わ

て
し
ま
う
よ
り
は

か
に
マ
シ
で
あ
る

 
無
論

私

の
罪
で
あ
る
事
に
変
わ
り
は
な
い
が

 

こ
の
応
を
見
て
こ
の
男
が
え
を
め
て
く
れ
れ
ば
一
番
な
ん
で
す
が
ね

 
ま

ま
ず
無
理
だ
ろ
う

こ
の
程

で
憎
悪
を

し
殺
せ
る
な
ら
そ
も
そ
も
復
讐
な
ん
ぞ
に

て
は
い
ま
い

ニ
ン
ゲ
ン
な
ん
て

そ
ん
な
も
の

け
た
恩
に
は

で
返
し

情
を
も

み
躙
り

た
だ
私
欲
の
ま
ま
に
生
き
る
醜
い
獣
だ

私

が
見
て
い
た
人
達
が

外

だ

た
だ
け
な
の
だ
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そ
ん
な
事

と

く
の

に
分
か

て
は
い
る
事
な
ん
で
す
が

 
少
年
と
斬
り
結
び
な
が
ら

中
で

息
す
る

自
分
の
甘
さ
に

れ
も
覚
え
て
い
た

 
だ
が

 

そ
れ
で
も

信
じ
た
い
と

そ
う
思

て
し
ま
う

 
未
来
は
今
の
人
が
作
り
出
す
も
の

人
が
変
わ
る
か
ら
こ
そ
未
来
が
変
わ
る
の
だ
人
が
変

わ
ら
な
い
不
変
の
も
の
と

え
て
し
ま

て
は
未
来
も
ま
た
不
変
の
も
の
と
な

て
し
ま
う

 
そ
ん
な
結
論
は

け
容
れ
ら
れ
な
い

 
そ
ん
な
未
来
は
決
し
て
認
め
ら
れ
な
い

 
私
が
認
め
る
未
来
は

一
つ

 
愛
す
る

子
の

に

り
一
つ
憂
い
一
つ
も
決
し
て
な
い

も
が

せ
な
ハ

ピ

エ
ン
ド

 

は

と
し
て

理
は
す
る

そ
れ
を

り
切
る
だ
け
の
理
性
と
理
解
見
識
を

子
は

持

て
い
る

だ
が
必
要
の
無
い
死
者
は
助
け
る
に
限
る

仮

そ
れ
が

で
あ
ろ
う
と
も
だ

子

は

対
し
て
い
る

か
ら
殺
す
の
で
は
な
い

容
れ
な
い

か
ら
殺
す
の
だ

そ
し
て

と
判
断
す
る
前
な
ら

理
解
に
努
め
よ
う
と
す
る
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だ
か
ら
こ
そ

浮
遊
城
で
無
意
味
な

殺
は

こ

て
い
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

子

は
復
讐
⻤
に
は
な
ら
ず
に
自
己
を
保

て
い
る

子
が
復
讐
の
⻤
に
な

て
い
た
な
ら
ば
今

世
界
は
壊
滅
し
て
い
た
だ
ろ
う

子

に
は
そ
れ
を
す
る
だ
け
の
力
が
あ
り

そ
れ
を
す
る
だ
け
の
理
由
が
あ
る

 
だ
が

私

は
そ
れ
を
容
認
し
な
い

子
の
苦
し
み
を

定
は
し
な
い
む
し
ろ

定
し
よ
う

き

び
理
不

に
怒
る
事

も

け
止
め
る

決
し
て
理
解
し
て
い
る
だ
な
ん
て

え
な
い
が
そ
の

を

け
止
め

る
く
ら
い
は

私

に
も
出
来
る

 
そ
れ
で
も
他
者
に

た
る
事
を
容
認
し
な
い
の
は
そ
れ
が

子
の
未
来
を
消
す
決
定
打

だ
か
ら

 
た
だ
の
一

と
て
失

は
許
さ
れ
な
い

 
失

は
許
さ
れ
な
い

 

回
の
機
会
な
ど
あ
り
は
し
な
い

 

の
機
会
は
与
え
ら
れ
な
い

 
た
だ
の
一

と
て

子
は
そ
の

に

え
ら
れ
な
い

れ
な
く
な

た
時
か
ら
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子
の
心
は
人
知
れ
ず
ボ
ロ
ボ
ロ
ボ
ロ
ボ
ロ
と

を
立
て
て

れ
て
行
き
そ
し
て
無
念
の
内

に
死
に
絶
え
る

道

ば
に
し
て

か
ら
も

価
さ
れ
る
事
も
無
く

 
墓
も

て
ら
れ
ず

そ
の

と

さ
も
忘
れ
ら
れ

風
化
す
る

 
世
界
と
は

そ
れ

ど
に
残

だ

 
だ
か
ら
こ
そ

か
が
手
助
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
の
子
を
助
け
た
い

と

か
が

そ
う
思

て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
し
な
け
れ
ば
死
ん
で
し
ま
う
か
ら

 
仮

子

を
助
け
た
そ
の
先
に

自
身
が
立

て
い
る
未
来
が
無
い
と
し
て
も

 
そ
れ
で
も
私
は
後
悔
は
し
な
い

決
し
て

り

け
な
い
未
来
を
紡

る
な
ら
そ
こ
に

私

の

が
無
く
と
も
構
わ
な
い

 
こ
の
世
界
に
と

て

私

は
異

者
な
の
だ
か
ら

く

そ

 
悔
し

に

⻭
を

み

め
な
が
ら

子

の

徴
た
る
愛
剣
達
を
振
る
う

そ
れ
ら
は

全
て

私

の

剣
に

が
れ

弾
か
れ

た
ら
ず
に
終
わ
る

子

の

少
年
の
剣
は

く

く

そ
し
て
重
い

 
け
れ
ど
そ
の
剣
に
は

然
だ
が
ど
う
し
て
も

年
月

と
い
う
も
の
が
欠
け
て
い
る
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く
は
あ
る

で
も

い

 
速
く
は
あ
る

で
も

い

 
重
く
は
あ
る

で
も

い

 
三
つ
の
要

が
合
わ
さ

て
こ
そ

極
へ
と
達
す
る
剣
そ
の

へ
と
少
年
は
届
い
て
い

る

だ
が

れ
か
が
突
出
す
る

り

れ
か
の
要

が
損
な
わ
れ
残
り
の
一
つ
が

い
て

行
か
れ
て
い
る

だ
か
ら
ど
う
し
て
も
高
み
に
達
し
切
れ
な
い

 
だ
か
ら

私

程

に

か
れ
る

 
こ
れ
以
上
の
剣
を
私
は
識

て
い
る

こ
れ
以
上
の
剣
を
持
つ
者
に
私
は
教
え
ら
れ

導
か

れ

育
て
ら
れ

愛
さ
れ
た

 
だ
か
ら
こ
そ

そ
の
剣
を

私

は
振
る
う

 
そ
れ
こ
そ
が
自
身
に
と

て
の
至
高
で
あ
り
一

至
る
べ
き
少
年
の
剣
で
あ
り

超
え
ら
れ
る
べ
き

だ
か
ら

ぐ
 

の
剣
を
弾
い
て
黒
剣
を
振
る
う
動
作
を

し
た
直
後

で

撃
を

き

ん
で
吹

ば
す

き
を
上

な
が
ら
後
方
へ
吹

ん
だ
少
年
は
身
を

め
た
ま
ま
地
面
に

地
し



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

二
本
の
線
を
地
面
に
作

た

 
制
動
で
止
ま

て
す
ぐ
あ

ら
れ
た
少
年
の
表
情
は
険
し
い
も
の
だ

た

 
ど
う
や
ら
彼
我
の
力

差
を
理
解
し
た
ら
し
い

 
だ
が

退
く

振
り
が
見
ら
れ
な
い

 

ま

ら
し
い
と

え
ば

ら
し
い
の
で
す
が

超
え
ら
れ
な
い
程
で
は
な
い
と
ば
か
り
に
打
開
策
を
無
数
に

え
て
い
る
事
が

わ
か
り
な

程
に
闘

を

や
し
て
い
る

も

と

い
て
い
て

対
抗
心
と

意

き
出
し
だ

 
決
定
的
な
力

差
を
理
解
し
て
い
な
が
ら
退
か
な
い
の
は
そ
う
す
る
だ
け
の
理
由
が
あ
る
と

い
う
事

 
今
回
の
場
合

そ
れ
は
⻘
年
の
存
在
だ

私

か
ら
⻘
年
を
守
ろ
う
と

え
て
い
る
か
ら
決

し
て
退
か
な
い
不
退
転
の
意

を
見
せ
て
い
る

 

な
ら

善
の
手
を
打
つ
ま
で
で
す

 
出
来
る
事
な
ら
最
初

ユ
イ
姉

と

違
い
し
シ

ク
の
ま
ま

さ
れ

そ
の
ま
ま
撤
退

す
る
展
開
を
望
ん
で
い
た

そ
う
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
の
で
実
力
差
を
理
解
し
て

も
ら
う

に

近
戦
へ
と
変
え
た
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そ
れ
で
も
無
理
だ

た
場
合
の
事
も

し

か
り

え
て
い
た

 

は

む
が
心
を
⻤
に
し
な
け
れ
ば

子
を
救
え
な
い
が
故
に
そ
の
手
を
打
つ
事
も

覚
悟
し
て
い
た

少
年
が
⻘
年
を
殺
し
た

と
い
う
事
実
を
た
だ
の
一

で
も

こ
さ
せ
な
い

に

二
人
を
無
理

理
に
で
も
引
き
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

怨
ん
で
も
く
れ
て
も

構
い
ま
せ
ん

 

た
だ

あ
な
た
が
手
に
掛
け
て
は
い
け
ま
せ
ん

 
そ
の
思

と
共
に

ク
ル
リ
と
少
年
に
背
を
向
け

⻘
年
へ
と
向
き
直
る

え

 

ま

ま
さ
か

 
こ
ち
ら
の
意

を

し
た
か

少
年
が
焦

を
感
じ
さ
せ
る
声
を
発
し

地
を

た

 
そ
れ
よ
り
も

く

私

は
地
を

り

手
に
握
る

黒
の
片
刃
片
手
剣
を
振
る
う

 
お

と

そ
れ
は
ち

と
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
じ

ね

な

  
そ
の
一
閃
は

声
と
共
に
横
か
ら

ん
で
き
た
投
剣
に
よ

て
弾
か
れ
た
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投
剣
が

ん
で
き
た

を
見
れ
ば
大
神
殿
の
前
に

た

の

う

の

が

た

 

流

に
邪
魔
し
て
く
る
の
は
予
想
外
だ

た

 
あ
の
男
に
と

て
殺
し
と
は
最
大
最
高
の
悦

だ

殺
し
合

て
い
る
者
達
を
見
る
事
に
す

ら

し
み
を
見
出
す
く
ら
い
歪
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
私
が
⻘
年
を
殺
す
事
も
見

す
と
思

て
い
た
の
だ
が

ど
う
や
ら
間
違
い
だ

た
ら
し
い

 

を

え
て
か

あ
る
い
は
気

れ
な
の
か

こ
の
男
は
ケ
イ
タ
を
助
け
た

そ
れ
が
事
実

 
流

の
少
年
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
予
想
外
の
行
動
に

い
た
の
か
構
え
は
保
ち
つ
つ
も
足
を
止
め

私

も
Ｐ
ｏ
Ｈ

手
に
無

は
危
険
な
の
で

離
を
取

て
二
剣
を
構
え
る

 

三

形
を
作
る
形
で

私

達
は
見
合

た

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
⻘
年
を

う
形
で

剣
を
構

え
て
い
る

い
た
な

正
直
意
外
だ
お
前
が
ケ
イ
タ
を

い
に
出
る
な
ん
て

て

き
り
そ

ち

の
黒
コ

ト
が
殺
そ
う
と
し
て
も
見

す
と
思

て
い
た
ん
だ
が

 
少
年
が

し

な
面
持
ち
で

感
を

に
し
た

そ
れ
に
反
応
こ
そ
見
せ
な
か

た
が

私

も
内
心

し
く
同
意
だ

た

最
初
は
そ
う

え
た

 
だ
が

そ
れ
だ
と
面
白
く
ね

ん
だ
よ
な
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ど
う
い
う
意
味
だ

さ
て

自
分
で

え
な

 
意
味
深
な
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
返

 
そ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

私

は

と
な
く

し
た

 
可
能
性
と
し
て

え
て
い
た
事
だ
が

私

が
ケ
イ
タ
を
殺
し
た
場
合

少
年
は
ま
ず
最
初

に

罪
悪
感

を
覚
え

に

無
力
感

を
覚
え
る

だ

私

を
打
倒
す
る
だ
け
の
力
が

無
か

た
か
ら
護
れ
な
か

た
と

 
今
で
も
と
あ
る
ギ
ル
ド
の

件
で
ボ
ロ
ボ
ロ
な
精
神
な
の
に
そ
こ
に
来
て
ト
ラ
ウ
マ
の
人
物

ま
で
も
護
れ
な
か

た
と
な
れ
ば
そ
の
苦
し
み
は

で
は
無
い
だ
ろ
う

 
加
え
て
⻘
年
も

そ
の
事
に
つ
い
て

か

う
可
能
性
は
あ
る

 
そ
れ
で
も
少
年
が

に
取
る
で
あ
ろ
う
行
動
を

え
れ
ば
手
を
下
し
た
者
が
少
年
本
人
で
な

く
な

た
場
合
の

と
し
ど
こ
ろ
は
付
く

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
ト

プ
ク
ラ
ス
の
実
力
者
で
す
ら

わ

な
か

た
と
な
れ
ば

も
護
れ
な
い
と

そ
う

い

が
出
来
る

 
だ
か
ら

善
の
手
と
し
て

私

は

え
て
い
た

 
し
か
し
Ｐ
ｏ
Ｈ
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
面
白
く
な
い
の
だ
ろ
う

万
が
一
に
も
少
年
が
壊
れ
る
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を
見
た
く
な
い
か
ら

理
由
は
本
人
が

た
よ
う
に

面
白
く
な
い

か
ら

 
先
が

め
て
し
ま
う
事
が
一
番
こ
の
男
の

う
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る

 

先
に
斬

て
い
た
方
が
良
か

た
で
す
か

 

よ
り
も
少
年
の
剣
を
知

て
い
る
自
負
が
あ

た
が
反
面
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
に

し
て
は
未
知
な
部
分
が
多
い

知

て
は
い
る
が
圧
倒
出
来
る
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
か

た 
下
手
に
手
を
出
し
て
⻑
引
い
て
も

初
の
目
的
を
達
せ
な
く
な
る
の
で
放

て
い
た

 

ま
さ
か
こ
の
形
で
バ
タ
フ
ラ
イ
エ
フ

ク
ト
が

き
る
だ
な
ん
て

が
予
想
出
来

ま
す
か

 
ま

最
終
的
に
少
年
が
⻘
年
を
殺
さ
ず
立
ち
去
る
事
さ
え
達
成
出
来
れ
ば
過
程
で

が
あ
ろ
う
と
文

は
無
い
の
だ
が

流

に

実
力
者

手
に
二
対
一
は
不

だ
な

 
そ
う

え
て
い
た

先

少
年
が

く
り
後
退
り
始
め
た

 
少
年
は
あ
る
程

離
れ
た
後

大
神
殿
の
方
へ
向
き
直

た

お

る
の
か
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あ
あ
死
に
た
く
な
い
か
ら
な

追

て
来
て
も
別
に
構
わ
な
い
が

た
だ
し
そ
の
時

は

決
死
の
覚
悟
を

い
て
来
い

 
こ
ち
ら
に

だ
け
振
り
返

た
少
年
が

い
眼
差
し
と
共
に
そ
う

い
捨
て
た
後

足
を
以

て
転

へ
と

て
い

た

転

に

り

い
た
少
年
は
一

こ
ち
ら
に
目
を
向
け
た

後

蒼
い
転

光
に

ま
れ

を
消
す

 
こ
の
場
に
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
麻

で
動
け
な
い
ケ
イ
タ

そ
し
て

私

が
残
さ
れ
た

 

然
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

剣
を
構
え
た
ま
ま
こ
ち
ら
を
向
く

ん
で

お
前

は
ど
う
す
る

 
止
め
と
い
て

だ
が

殺
し
合
う

て
ン
な
ら

手

を
す
る

 
そ
れ
と
も

 
そ
こ
で
一

線
を
切
り

Ｐ
ｏ
Ｈ
は

を
ケ
イ
タ
へ
向
け
た

コ
イ
ツ
を
殺
す
か

 
そ
れ
な
ら
別
に
構
わ
ね

な

Ｐ
ｏ
Ｈ

そ
れ
は
ど
う
い
う

う
る
せ

な

が
苦
労
し
て
集
め
た
魔
槍
を
八
本
も
奪
わ
れ
た

ツ
に
掛
け
る
情
は

無

よ

協
力

も
解
消
だ

な
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ど
う
や
ら
ケ
イ
タ
の

ぶ
り
を
見
て
協
力

に
あ
る
方
が

と
見
限
る
つ
も
り
ら
し

い 
そ
れ
な
の
に

私

が
殺
そ
う
と
し
た
時
は
止
め
た
と
い
う
事
は

 

や
は
り

彼
の

で
す
か

 
少
年
が

る
間
は
護
る

振
り
を
見
せ

な
く
な

て
か
ら
は
ど
う
で
も
良
い
と
い
う
風
を

見
せ
て
い
る
様
子
か
ら
し
て
恐
ら
く
は

た
り

理
由
こ
そ
歪
な
が
ら
こ
の
男
も
あ
の
少
年
が

壊
れ
る
の
は

な
よ
う
だ

 
こ
れ
で
マ
ト
モ
な
感
性
を
し
て
い
れ
ば

あ
の
少
年
も
苦
労
し
な
く
て
済
む
も
の
を

 

し
い
と
思
い
つ
つ

中
で

息
し
な
が
ら

を
返
す

だ
お
前

も
帰
る
の
か

せ
め
て
名
前
ぐ
れ

名

て
く
れ
て
も
良
い
ん
じ

ね

か

 

を
返
し
た

私

に

Ｐ
ｏ
Ｈ
が
気
安
い

で
そ
う

て
来
た

ケ
イ
タ
は

私

を

ユ
イ
姉

と
思

て
い
る
よ
う
で
か
な
り

し

な

を
し
て
い
る

 
実

た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
と

た
と
こ
ろ
だ

ヴ

ベ
ル
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だ
か
ら

違
い
を

す
意
味
も

め
て
名
を
名

る

あ
の
名
は

⻩
昏
の
魔
女

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
だ

 

ル

ナ

と
は

仮
面

 

ヴ

ベ
ル

と
は

英
語
の

ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｌ

を
無
理

理

み
方
を
変
え
た
も
の

意

味
は

先
だ
け
の

先
だ
け
の
魔
女
の
仮
面
を

た
存
在

護
る
助
け
る
と

で
は

も

い
な
が

ら

結

た
だ
の
一

も
果
た
せ
な
か

た

先
だ
け
の
女

 
そ
れ
が

私

を

り
成
す
根
幹
だ

 
そ
れ
だ
け
名

り

私

は
そ
の
場
か
ら
立
ち
去

た

ワ
ラ
ワ

だ

 
背
後
か
ら
と
て
も
不
思
議
そ
う
な
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
声
が

こ
え
て
来
た
の
は

こ
え
な
か

た

事
に
し
た

  
五
年

十
年

ま
だ
少
な
い
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百
年

千
年

ま
だ
少
な
い

 
万
年

年

ま
だ
少
な
い

 
兆
年

年

ま
だ
少
な
い

 
世
界
を

り
始
め
て

星

 
星
の
数
よ
り
世
界
を

り

同
じ
数
だ
け

滅
び
を

る

 
そ
の
道
程
に
た
だ
の
一

も

喜
は
無
く

 
た
だ
の
一

も

福
は
無
し

 

り
来
た
数
な
ど
最

分
か
ら
ず

の

に
て
憎
悪
に

ぶ

 
な
ら
ば
我
が
道
程
に
意
味
は
無
し

 
こ
の
心
は

救
い
な
き
外
道
に
堕
ち
て
い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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本
作
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
原
作
よ
り
あ
る
意
味
人
間
味
に

れ
る
お
方

特
に
キ
リ
ト
の
事
に
な
る
と

物

い

の
仕
方
を
見
せ
ま
す
キ
リ
ト
の
先
の

に
ケ
イ
タ
を
助
け
て

な
く
な

た
ら

ど
う
で
も
良
い
か
ら
捨
て
る
と
か
ね

 
そ
れ
で
も
殺
し
合
い
に
な

た
ら

し
み
つ
つ
全
力
で
殺
し
に
掛
か
り
ま
す
が

 
ア
レ

原
作
も
確
か

白
目

 

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
さ
ん
に

し
て
は

て
来
る
先

と

目
的

が
変
わ

て
る

だ
け
で

他
は
原

と
一
緒

 
だ
か
ら

で
そ
ん
な
事
出
来
る
ん
だ

と
か
は
原

千
年
の
⻩
昏
に

て
く
れ

二

小
説
創
作
者
は
原

の
設
定
を

す
る
だ
け
だ
か
ら

 
と
も
あ
れ
物

く
⻑
く
生
き
て
る
彼
女
に
キ
リ
ト
が

わ
な
い
の
も
道
理

キ
リ
ト

く
強

く
は
あ
る
け
ど
本
文
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
経
験
の
年
月
が
無
い
か
ら
ね
た

た
二
三

年
で
超
え
ら
れ
る

も
無
し

食
ら
い
付
け
て
る
キ
リ
ト
を
む
し
ろ

め
て
差
し
上

て

 

今
回
の
ヴ

ベ
ル
さ
ん
超
手
加

モ

ド
だ

た
り
す
る

キ
リ
ト
も
一
応
加

は
し

て
る
け
ど

が
大
き
く
違
う

 
そ
の
気
に
な

た
ら
キ
リ
ト
は

殺
さ
れ
て
る

原

ヴ

ベ
ル
よ
り
お
か
し
い
く
ら
い
強
化
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さ
れ
て
い
る
こ
の
学

の
⻤
で
あ
る
彼
女
を
止
め
ら
れ
る
人
は

る
の
か

 

そ
れ
で
も
リ

フ

な
ら
ワ
ン
チ

ン

と
か

え
れ
る

り
の
義
姉
の
お
か
し
さ

よ 
あ
と
原

を

え
る
と
対
消
滅
と
か
し
そ
う
な
感
じ
で
す
が
そ
こ
も
一
応

え
て
は
い
る

の
で
ご
安
心
を

本
作
は

本
的
に
理
論
が
無
い
ぶ

ん
だ
事
は

こ
ら
な
い

 

で
も
な

ヴ

ベ
ル
さ
ん
の
存
在
は
流

に
な

理
論
を
付
け
よ
う
に

も
流

に
無
理
が
あ
る
と
い
う
か

 

そ
う
い
え
ば

子
コ
ン
ピ

タ

に
は

行
世
界
の
話
が
付
き
物
で
な

突
な

話

変
換

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は

  
来

の
月

出
せ
た
ら
良
い
な

切
実
 
お
の
れ
金

の
テ
ス
ト
め
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特
別
編

２
０
２
２

 

ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

 

ク
リ
ス
マ
ス

 
そ
の

語
を

い
て

人
は
一
体

を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か

 
子

で
あ
れ
ば

サ
ン
タ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

え
る

喜
ば
し
い
日
だ
ろ
う

 
大
人
で
あ
れ
ば
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

わ
な
い
と
と
使
命
感
に

ら
れ
同
時
に

が

し
く

な
る
憂
鬱
な
日
か
も
し
れ
な
い

な
ま
じ
新
年
の
お
年

や
年
越
し
の

理
に
も

が
掛
か
る

の
だ
か
ら
憂
鬱
さ
は
日

の
数

だ
ろ
う

 
あ
る
い
は

恋
人
と
過
ご
す

な
一
日
の
一
つ
だ
ろ
う
か

 
そ
れ
と
も

独
り
身
の

し
さ
に
⻭

み
す
る
日
だ
ろ
う
か

 
と
て
も
と
て
も
下
ら
な
く
て

さ
れ
ど
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
異
常
な
状
況
に
放
り

ま
れ

じ

め
ら
れ
て
し
ま

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

に
と

て
は
と
て
も
と
て
も

む
べ
き

平
穏
な
日
常
の
一
部

 
こ
れ
は
暗
雲
立
ち

め
る
浮
遊
城
の
裏
で
交
わ
さ
れ
た

人
達
し
か
知
ら
な
い
秘
密
の

の
記
録
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取
り
立
て
て
特
別
で
は
無
く

け
れ
ど
確
か
に
尊
い
日
常
の
一

ジ
で
あ
る

 

ン

ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
浮
か
れ
て
る
ナ

日

の
暗
さ
が

み
た
い
ダ

 
２
０
２
２
年

月

日

 
そ
れ
は
年
に
一

だ
け

れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
の
日

正
確
に
は
イ
ブ
な
の
だ
が
日
を
超
え
る

間
を

め
て
祝
福
出
来
る
今
日
こ
そ
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
本
番
と

え
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
デ
ス
ゲ

ム
と
な

た
こ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
も

外
で
は
な
い

結
果
は
ど
う

で
あ
れ
経

と
し
て
は
真

な

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
し
て
の
初
タ
イ
ト
ル
を
飾
る
べ
く
開

発
さ
れ
て
い
た
ゲ

ム
だ
時
事
や
日
付
に

あ
る
イ
ベ
ン
ト
を

り

む
の
が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ

Ｇ
で
あ
る
以
上
そ
う
い

た
イ
ベ
ン
ト
が
多
数

意
さ
れ
て
い
る
の
は
必
然
で
あ
る

 
ま
た
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

ク
リ
ス
マ
ス
を

え
た
浮
遊
城
は
現
在
最
前
線
と
な

て
い
る

第
五
層
ま
で
の
全
て
の

層
で
雪
が

り

い
で
い
る

も

て
い
る
雪
は

く
数
セ
ン
チ
に

達
し

足
を

み
出
す

に
雪
特
有
の

と
共
に
ブ

ツ
が

む

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
気

は

に

え

か
れ
て
い
る
気

が
発
表
す
る
情
報
を

に
再
現
し
て
い
る
と
い
う
話
だ
が
無
論

世

の
現
在
に

い
て
こ
こ
ま
で

り

も
る



 特別編：２０２２  〜クリスマスパーティー〜

も
な
い

こ
れ
は
冬
と
い
う

念
を

に
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

ま
れ
て
い
る
と
い
う

完
全
自
律
シ
ス
テ
ム
が

実
に
再
現
し
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い

気

の
情
報
や
日
付
は

恐
ら
く

冬

か
ど
う
か
を
判
断
す
る

の

で
し
か
無
い
の
だ
ろ
う

 
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
の
は
正
式
サ

ビ
ス
開
始
日
だ

た
の
で

月

日
だ

冬
本
番
と
は

え
な
い
が
入
り
と
は

え
る
だ
ろ
う
そ
の
日
付
か
ら
し
て
ま
だ
浮
遊
城
は

を

え
て
い
な
い

 
し
か
し

テ
ス
ト
の

は

真

り
だ

た

あ
の

は
う
だ
る
よ
う
な

さ
が

だ

た
か
ら

フ

ド
コ

ト
や
⻑

⻑
ズ
ボ
ン
と
い
う

が

か

た
覚
え
が
あ
る

 
そ
の
ク
セ

リ
ア
ル
の
体
は

を
掻
い
て
い
な
い
の
だ
か
ら
不
思
議
だ

た

 
知
り
合
い
の
少
年

く
肉
体
が

を
掻
く
の
は
高
く
な
り
過
ぎ
た
体

を
下

る

に
自
律

神
経
が

き

を
開
い
て

じ
た
場
合
は

と
な
る

を

ん
だ
水
分
す
な
わ

ち

を
放
出
す
る
か
ら
実

に
体
に

が

ま

て
い
る

で
は
無
い
か
ら
そ
れ
は
不
思
議
な

事
で
は
な
い

自
分
達
が

い

た
い

と
感
じ
る
の
は

そ
う
い
う
感
覚
を
知
覚
す
る

部
分
を

し
疑
似
的
に
感
じ
て
い
る
と

認
さ
せ
て
い
る
の
だ

と
い
う
理

ら
し

い
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一
応
自
分
も
生
理
学
や
解

学
を

て
い
る
の
だ
が

ナ

ヴ
ギ
ア

の
構

や

学
的

な
理

ま
で
理
解
し
て
い
る

で
は
無
か

た
の
で
そ
の
話
を

い
た
時
は

直
に
感
心
を

い
た
も
の
で
あ
る

 

そ
の
感
心
を

い
た
の
が

今
か
ら
五

月
前

 
時
の
流
れ
は
速
い
も
の
だ
と
思

た

デ
ス
ゲ

ム

の
日
か
ら
数
え
て
も

一

月

ど
も
経
過
し
て
い
る

 

そ
れ
だ
け
あ
れ
ば

で
も

応
す
る

カ

 
そ
の
思

と
共
に

眼
下
に
広
が
る
光

を

す
る

 
現
在
自
分
が

る
の
は
第
五
層
主

に
あ
る
広
場

の
⺠
家
の

根
の
上

そ
こ
か

ら
広
場
を

す
れ
ば
そ
こ
か
し
こ
に
数
十
人
も
の
プ
レ
イ

が

し
て
い
る
の
が
よ
く
見

え
る

 
全
て
こ
の
浮
遊
城
の

へ

達
せ
ん
と
目
指
し
戦

て
い
る
者
達
だ

自
他
共
に
認
め
る
攻

略
組
で
あ
る

 
こ
の
攻
略
組
に
も

つ
か
の
グ
ル

プ
と

う
か

と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
て
い
る

 
一
つ
は
デ

ア
ベ
ル
と
キ
バ
オ
ウ
と
い
う
二
人
の
男
が
立
ち
上

た
ギ
ル
ド
ア
イ
ン
ク
ラ
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ド
解
放
隊

デ

ア
ベ
ル
が
そ
の
カ
リ
ス
マ
を
以
て
人

の

集
と
鍛
え
上

る
仕
事
を
務
め

キ
バ
オ
ウ
が
最
前
線
攻
略
を
行
う
隊
の
仕
事
を

う

分

で
成
り
立

て
い
る
大
ギ
ル
ド

だ

ボ
ス
戦
に
出
ら
れ
る
戦
力
で

え
れ
ば
中

中

と
い

た
と
こ
ろ
で
こ
れ
と
い

た
特
徴

も
無
い
が
強
い
て

う
な
ら
大

の
事
に
は
対
応
出
来
る
程

の

性
に

む
事
が
特
徴
だ

ろ
う

 

に
リ
ン
ド
と
い
う

刀
使
い
が

い
る

ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ツ
・
ブ
リ
ケ

ド

リ
ン
ド

は
反
ビ

タ

と
し
て
有
名
で
そ
の
思
想
に
共
感
し
た
者
達
が
そ
こ
に
入

て
い
る

ど
ち

ら
か
と

え
ば
攻
撃
的
な
部
隊
と

え
る
編
成
を
し
て
お
り
ボ
ス
戦
で
の
斬
り

み
隊
の

を

て
い
る

 

リ
ン
ド
は
反
ビ

タ

で
は
あ
る
が

一

に
は
あ
ま
り
反
応
を
示
さ

な
い

そ
ち
ら
に
反
応
を
示
す
者
達
は

本
的
に
キ
バ
オ
ウ
へ
と
流
れ
て
い
る

 

に
攻
略
隊

一
の
タ
ン
ク
で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
と

剣
使
い
の
ア
ス
ナ
が

い
る
血

騎
士

攻
撃
も
欠
か
さ
な
い
が

ど
ち
ら
か
と

う
と

を
重

し
た
守
り
の

さ
に
定

の
あ
る
ギ
ル
ド
だ

反
ビ

タ

反

一

の
意

を
反

し
て
い
な
い
が
故
に
先
の
二

つ
よ
り

は
小
さ
め
だ
が
し
か
し
攻
略
隊
の
最
大
戦
力
と

え
ば

と
な
る

タ
ン
ク
こ
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そ
が
主
要
な
の
だ
か
ら
あ
る
意
味

然
だ
ろ
う

 

に

武
者
ク
ラ
イ
ン
を

に
リ
ア
ル
の
友
人
達
だ
け
で
組
ま
れ
た
六
人
組
の
ギ
ル
ド
風

林
火

人
数
こ
そ
少
な
い
が

感
を
武
器
に

さ
れ
た

繋
を
以
て
強

に
も
対
抗

出
来
る
強
さ
が
秘

の
小

ギ
ル
ド

攻
略
隊
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る

 
ま
た

気
に
そ
の
ア

ト
ホ

ム
な
空
気
は
常
に

り

め
て
い
る
攻
略
隊
の
空
気
を
程

良
く

さ
せ
る

そ
う
い
う
意
味
で
も
彼
ら
は
重
宝
さ
れ
る
存
在
だ

 

に
攻
略
隊
で
二
三
番
目
に

い
少
女
二
人
組
の
み
で
編
成
さ
れ
る
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ

イ
ツ

恐
ろ
し
い
事
に
ゲ

ム
そ
の
も
の
も

初
め
て
だ
と
い
う
の
に
攻
略
隊
で
も
ト

プ

を
争
う
程
の
剣

を
リ

ダ

の
ラ
ン
サ
ブ
リ

ダ

の
ユ
ウ
キ
は
持
つ

た

た
二
人
で
ギ

ル
ド
を
組
み

え
他
の
ギ
ル
ド
と

抗
す
る
勢
力
で
あ
る
事
実
だ
け
で
も
そ
こ
は
明
ら
か
だ

 
そ
し
て
最
後
に

ら
れ
る
の
が

孤
高
／
孤
独
の

ロ

ビ

タ

の
キ
リ
ト

ゲ

ム
ク
リ
ア
と
い
う
大
義
の

多
く
の
人

が

繋
出
来
る
よ
う
に
す
る

に

自
ら
を

悪

と
し
て
知
ら
し
め
る
演
技
を
し

け
て
い
る

の

子
に
し
て
攻
略
隊

い
て
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
の
剣
士

 
攻
略
隊
の
内
約
を

れ
ば
以
上
の

に
分
け
ら
れ
る
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し
か
し
自
分
が
現
在

し
て
い
る
広
場
に
は

ロ
で
あ
る
少
年
の

は
無
い

無
論

に

て
は
同
じ
プ
レ
イ

達
か
ら
命
を

わ
れ
る
危
険
性
が
高
い
か
ら
だ

常
日

か
ら
命

を

わ
れ
る
立
場
に
あ
る
以
上

人

り
の
多
い
場

を

け
る
の
は

然
の
帰
結

 
自
然
あ
の
少
年
は
人
気
の
無
い
ダ
ン
ジ

ン
す
な
わ
ち
最
も
危
険
な
迷

を
自
ら
の

住
と
す
る
よ
う
に
な

た

攻
略
を
す
る
場

を
自
身
の

と
定
め
た
の
だ

 

全
て
の
プ
レ
イ

が

そ
れ
を

然

と
思

て
い
る

で
は
無
い

 
ダ
ン
ジ

ン
に
も
安
全
地

と
い
う
モ
ン
ス
タ

が
ポ

プ
せ
ず
入

て
も
来
な
い
圏
内

は
存
在
す
る
が

そ
れ
で
も

の
安
心
感
は
一
切
無
い

た
い

え
す
る
空
気

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

こ
え
て
来
る

物
の
足

と

り
声
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

が
心

ま
る

と

え
る
の
か

 
そ
れ
く
ら
い
は

キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド
達
も
分
か

て
い
る

 
分
か

て
い
る
が

そ
れ
を

定

は
し
な
い

あ
ん
な

ツ
は
そ
こ
で

る
の
が
お
似

合
い
だ

と
思
う
く
ら
い
あ
の
少
年
の
事
を

悪
し
て
い
る
か
ら
だ

 
け
れ
ど

本

は
あ
の
少
年
だ

て

の

か
な
ベ

ド
で

た
い

な
の
だ

 
あ
ん
な
場

で
心

め
ら
れ
る

ツ
は

歪
ん
で
い
る
か
そ
れ
を
気
に
す
る
事
も
出
来
な
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い
く
ら
い
追
い

め
ら
れ
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
く
ら
い

 

然
あ
の
少
年
の
場
合
は
後
者
だ

心

ま

て
い
な
い
と
分
か

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

が

そ
れ
で
も
死
ぬ
よ
り
は
マ
シ
だ
か
ら
と
我

し

そ
れ
を
抑
え
て
い
る

 
そ
れ
は

と
て
も
歪
だ
と
思
う

 
ビ

タ

の
死
に
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
が
死
ぬ

は
取
ら
な
い

だ
か
ら
と

て

死
に
た
く
な
い

と
思

て
い
る

で
も
無
い

 
あ
の
少
年
は
来
る
べ
き
時
然
る
べ
き
時
と
見
定
め
判
断
し
た

間
が
来
れ
ば

う
事

無
く
自
身
の
命
を

ら
す
だ
ろ
う

そ
れ
こ
そ
が
今
後
を
想

て
の
最
善
の
手
だ
と

信
し

て
い
る
か
ら
だ

 
だ
か
ら
眼
下
の
広
場
に
少
年
が

な
い
の
は

死
に
た
く
な
い
か
ら
で
は
無
い

ま
だ

死
ぬ
べ
き
時
で
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

 
攻
略
隊
に

属
し
て
い
る
者
達
に
の
み
参
加

格
の
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

に

な
い

の
は

そ
れ
が
理
由
な
の
だ

 
あ
の
少
年
こ
そ

最
も

て
い
る
と

う
の
に

一

だ
か
ら

と

他
人
の

に
背
負

た
と
知
ら
な
い
か
ら

ビ

タ

は
悪
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だ
か
ら

と

そ
う

て
あ
の
少
年
を

弾
き
に
す
る

 
そ
れ
を

自
分
は
と
て
も
哀
し
く
思
い

立
た
し
く
も
思
う

 

だ
か
ら

オ
ネ

サ
ン
だ
け
で
も
労

て
あ

な
い
と
ナ

 

立
た
し
く
思
う
な
ら

哀
し
く
思
う
な
ら

せ
め
て
こ
の
想
い
を

い
て
い
る
自
分
だ
け

で
も
あ
の
少
年
と
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
い
た
い
と
思

た

だ
か
ら
自
分
は
攻
略
隊
主

の
パ

テ

に
参
加
し
て
い
な
い

 
一
応
デ

ア
ベ
ル
か
ら
も
参
加
の

状
は
メ

ル
で

け
て
い
た
が

そ
れ
は
今
回
断

た

情
報
を
集
め
る
方
に

力
す
る

と

て

 

論

そ
の
理
由
は
方

だ

 
か
と

て

と
い
う

で
は
無
い

だ

て
最
前
線
の
情
報
を
持

て
き
て
く
れ
る
の
は
あ

の
少
年
な
の
だ
か
ら

 
あ
の
少
年
と
会

て

ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う

つ
い
で
に

情
報
を

う

 
そ
う
す
れ
ば

を

い
た
事
に
は
な
ら
な
い

あ
の
少
年
の
事
を
悪
く
は
思

て
い
な
い

デ

ア
ベ
ル
で
あ
れ
ば

な

は
す
る
ま
い
と
い
う
信
頼
も
あ

た

 

そ
ろ
そ
ろ
時
間
カ
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界

上
の
デ
ジ
タ
ル
チ

ク
な
時

が

後
十
一
時
を
示
し
た

 
約
束
の
時
間
ま
で
残
り
少
し

そ
ろ
そ
ろ
約
束
の
場

へ
行
く

に

動
し
よ
う
と
思
い
立

ち

根
に

て
い
た
自
分
は
立
ち
上
が
る

そ
れ
か
ら

を

持
し
た
ま
ま
広
場

と
は
反
対
方
向
の

根
か
ら

り

転

へ
と
向
か

た

  
転

を
使

て

り
立

た
の
は

深

と
雪
が
静
か
に

る
第
一
層

始
ま
り
の

 
転

が
完
了
し
た
後

自
分
は

み
を

め
つ
つ
目
的
の
場

へ
足
を
動
か
し
た

 
始
ま
り
の

は
ク
リ
ス
マ
ス
だ
か
ら
こ
そ
の
デ
コ
レ

シ

ン
を
さ
れ
て
い
る

で
は
無

い
が
そ
れ
で
も

に

べ
れ
ば
ど
こ
か
活
気
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
た

に
残

て
い

る
お
よ
そ
五
千
人
の
プ
レ
イ

達
が
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
事
実
で
死
の
恐
怖
か
ら
目
を

ら

し

空

気
と
も

え
る
活
気
を
見
せ
て
い
る
か
ら
だ

 
そ
れ
を
お
か
し
い
と
は
思
わ
な
い
し

気
弱
と
も
嗤
わ
な
い

自
分
だ

て
本

は
怖
い
の

だ

そ
れ
を

直
に
表
現
出
来
て
い
て
現
実

し
て
で
も
現
状
を

し
め
て
い
る
の
は
喜
ば

し
い
事
で
あ
る

 

立
た
し
い
の
は
一
人
の

子
の

身
を
悪
し
様
に

う
事
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し
か
し
本
人
が
そ
れ
を
意

し
て
い
る
以
上
そ
れ
を
ぶ
ち
壊
す
よ
う
な
真
似
な
ん
て
出
来
る

も
無
し

味
方
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
そ
の
数
少
な
い
味
方
で
あ
る
自
分
は
あ
の
少
年
の
意

を
尊
重
し
た
い
と
思

て
い
る

 

論
自
己

と
も

え
る
行
動
に
思
う
と
こ
ろ
が
無
い

で
は
無
い

ビ

タ

と

し
て
振
る
舞
う
と
知

た
時
は
人
生
初
と
も

え
る
勢
い
で

怒
し

り
も
し
た

 
だ
が
そ
れ
を
全
て

定
は
出
来
な
い

必
要
で
あ
り

か
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
分

か

て
い
た

 
本

は

私

が
す
る
べ
き
だ
と
思

て
い
た

そ
れ
が
出
来
る
立
場
だ
と
思

て
も
い
た

か
ら
だ

情
報

と
し
て

に
名
を
馳
せ
て
い
た
私
で
あ
れ
ば

的
に
悪
の
ベ

タ
テ

ス
タ

を
名

れ
る
だ
ろ
う
と

え
て
い
た

そ
れ
を
覚
悟
し
て
も
い
た

 

テ
ス
ト
時
代
の
デ

タ
を
ど
れ
だ
け

し
よ
う
が
ど
れ
だ
け
実
地
の
情
報
を
少
年
が
集

め
よ
う
が
人
間
は
機

で
は
無
い
必
ず
ど
こ
か
で

び
が
出
る

そ
の

び
か
ら
損

へ
と

繋
が
り

と
な
り

死
に
掛
け
る
か
死
ぬ
か
の
結
果
を
生
み
出
す

 
そ
の
時
の
不

を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
存
在
が
必
要
だ

た

な
き
黒
幕
で
は
無
く

身
近
な

悪

が
必
要
だ

た
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そ
れ
は
今
後
必
要
不
可
欠
だ
と
思

て
い
て

し
か
し
あ
の
少
年
に
先
を
越
さ
れ
た

 
あ
あ

認
め
よ
う

 
私
が
少
年
を

た
の
は
少
年
だ
け
が
悪
か

た
か
ら
で
は
な
い
そ
れ
を
さ
せ
て
し

ま

た
自
身
の
不

無
さ
に
こ
そ
最
も
怒

て
い
た
か
ら
な
の
だ

 
矛
盾
し
て
い
る
と
思
う

お
か
し
い
と
思
う

論
理
的
で
は
な
い
事
も
分
か

て
い
る

少
年

に
ぶ
つ
け
て
は
な
ら
な
い
事
だ
と
は
理
解
し
て
い
た

 
だ
が

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思

た

 
あ
の
少
年
の
自
己

精
神
は

が
過
ぎ
て
い
た

な
ら

き

い
て
も
良
か

た

な
の
だ

も

悪

を
演
じ
る
必
要
は
あ
の
少
年
に
は
無
か

た

 
確
か
に

ベ

タ
テ
ス
タ

だ

た
と
い
う
事
実
は
あ
る

 
だ
が
あ
の
少
年
は
と
て
も

身
的
だ

た

わ
れ
こ
そ
す
れ

ま
れ
蔑
ま
れ
る

わ
れ

は
全
く
な
い

道
理
に
合
わ
な
い

 
そ
れ
な
の
に

そ
れ
な
の
に
あ
の
少
年
は
自
ら
悪
を
名

た

自
身
の
命
の
危
険

を
自
ら
増
や
す
よ
う
な
行

を
し
た

 
そ
れ
は
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
だ
と
思

た

ま
だ
大
人
と
は

え
な
い
が
そ
れ
で
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も
自
分
は
あ
の
少
年
よ
り
年
上
だ
な
ら

て
お
か
な
け
れ
ば
と
思

て
い
た

そ
れ
だ
け
で

正
出
来
る
と
は
思

て
い
な
か

た
が
そ
れ
で
も
後
の
切

掛
け
に
で
も
な
れ
ば
と
そ

う
願

て
の
行
動
だ

た

 
こ
れ
か
ら
自
分
が
し
よ
う
と
し
て
い
る

そ
り
と
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

も

死

に
た
く
な
い
と
い
う
想
い
を
引
き
出
す

の
一
つ
と
し
た
い
か
ら
で
も
あ

た

し
い
想
い

出
が
多
け
れ
ば

少
し
は
あ
の
命
を

つ
よ
う
な
行
動
も

る
か
と

え
た
か
ら

 
無
論

そ
れ
だ
け
で
は
無
い
の
だ
が

ま
た
確
実
と
は

え
な
い
が

 
け
れ
ど
約
束
の
場

と
し
て
い
る
あ
ら
か
じ
め
三

間
前
か
ら

り

け
て
い
る

し

に

り

き
二

に
上
が

た
後
備
え
付
け
と
な

て
い
る
お
風

に
入

て
身

を
整
え

よ
う
と
思
う
く
ら
い
意
識
し
て
い
る
の
は
確
か
だ

た

 

少
し
で
も
喜
ん
で
く
れ
れ
ば

良
い
ん
だ
ケ
ド

 
そ
う
思
い
な
が
ら

系
の

り
が
す
る

を
使
い

体
と
髪
を
洗

て
い
く

 
知
り
合
い
の
ア
ス
ナ
に

べ
れ
ば
自
分
は
ま
だ

に

し
い

女
性
ら
し
さ
は
体
型
か
ら

は
あ
ま
り

え
ず
ど
ち
ら
か
と

え
ば

体
型
と

え
る
方
に

い
て
い
る
と
は
自
覚
し
て
い

る

ま
だ
期

は
寄
せ
ら
れ
る
年

で
は
あ
る
も
の
の
流

に
無
理
か
と
悟
り
始
め
て
も
い
る
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体
が
全
て
で
は
無
い
と
は
分
か

て
い
る
が
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
と

時
に
な

い
思

が
あ
る
の
も
ま
た
事
実
な
の
だ

 

人
の
事

え
な
い
ナ

 
他
の
人
達
が
ク
リ
ス
マ
ス
の

気
に

て
ら
れ
て
い
る
と
思

て
い
た
が
存
外
自
分
も
同

じ
ら
し
い

本

に

時
に
な
い
思

だ

 
自
覚
と
共
に
苦

を
浮
か
べ
つ
つ

体
と
髪
の

を

に

た

で
洗
い
流
す

 
そ
れ
か
ら

が
れ
た

舟
に
体
を

め
る

ざ
ば

と

極
ま
り
な
い
く
ら
い
お

が

れ
出
し

体
無
い
な

と
い
う
思

が
浮
か
ん
で
す
ぐ
消
え
た

え
切

て
い
た
足
先

や
指
先
が
ジ
ン
ジ
ン
と

め
ら
れ
て
い
く
感
覚
が

と
も

え
ず
心
地
よ
い

 
リ
ア
ル
に

べ
れ
ば
グ
ラ
フ

ク
に
も
感
触
と
し
て
も
そ
れ
な
り
の
違
和
感
は
あ
る
が
目

を

じ
れ
ば
そ
う
で
も
な
い
し

れ
て
し
ま
え
ば
気
に
な
ら
な
い

人
間
と
は

応
す
る
生
き

物
な
の
で
あ
る

 
た

り
二
十
分
は

舟
に

か

た
後

流

に
時
間
が
時
間
な
の
で
入

を
終
了

 
手

く

を

た
後
に
せ

せ
と

し
切

た

し

の
二

に

え

か
れ
た
テ

ブ
ル
の

上
に
苦
労
し
て
手
に
入
れ
た
数

の
食
べ
物
を

べ
る

最
後
に
一
本
の

と
二
つ
の
グ
ラ
ス
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を

け
ば
完

だ

 

備
も
終
わ

た
し
身
だ
し
な
み
も
整
え
た
の
で
後
は
主

が

れ
る
の
を

つ
だ
け
と

な

た
ま
だ
か
ナ

 

子
に

り
プ
ラ
プ
ラ
と
足
を
ば
た
つ
か
せ
る

ち
遠
し
く
て

ら
な
く
て
今
か
今
か

と

ち
人
を

つ

 
そ
し
て

ち
始
め
て
五
分
と
経
た
な
い
内
に
コ
ン
コ
コ
コ
ン
と
特
有
の
リ
ズ
ム
で

が
ノ

ク
さ
れ
た

自
分
を

け
ば
あ
と
一
人
し
か
使
わ
な
い
ノ

ク

を

い
て
喜
び
と
共
に

立
ち
上
が
る

 
木
製
の
ノ
ブ
を
回
し
て

を
開
け
れ
ば
そ
こ
に
は
黒

く
め
の
少
年
が
立

て
い
た

前
開

き
の
黒
コ

ト
に
黒
い
シ

ツ
⻑
い
黒

の
ズ
ボ
ン
指

手

に
ブ

ツ
剣
の

と

ま

で
黒
と
い
う

ぶ
り
だ

一
白
い
の
は
女
で
あ
る
自
分
す
ら

む
く
ら
い

ら
か
な
そ
の

く
ら
い
で
あ
る

や

と
来
た
ナ

ち
く
た
び
れ
た

キ

 
出

え
て
の
開

一
番
に

女
を

た
せ
た
事
の
文

を

に
す
る
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と

て
も
約
束
し
た
時
間
の
十
分
前
に
は
来
た
か
ら
本

は

う
必
要
も
無
い
の
だ
が

オ

ネ

サ
ン
と
し
て
は
五
分
前
行
動
が
出
来
て
い
る
時
点
で
十
分
合
格
で
あ
る

サ
ン
タ

 
そ
ん
な
自
分
を
見
て

少
年
こ
と
キ
リ
ト
は

惑
も

わ
に

き
を

ら
す

 
今
の
自
分
の

は

の

色
の
フ

ド
コ

ト
で
は
無
く

サ
ン
タ
の
コ
ス
プ
レ

だ

た

 
白
い
ボ
ン
ボ
ン
が
付
い
た
紅
い

子

と

が
は
だ
け
た
紅
い

太

を
出
し
た
紅

い
ミ
ニ
ス
カ

ト

黒
い
ス
ト

キ
ン
グ
と
紅
い

と
い
う
そ
の

い
は
正
に
サ
ン
タ
コ
ス

 
そ
れ
も
正
道
の
サ
ン
タ
で
は
無
く
う
ら

い
女
性
が

る
事
を
前

と
さ
れ
た
少
し
エ
ロ
の

じ

た
女
サ
ン
タ
コ
ス
で
あ
る

も
う
少
し
育

て
い
れ
ば
こ
の
コ
ス
チ

ム
の
魅
力
を
発

出
来
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が

無
い
も
の
ね
だ
り
と

え
思
い
切

て
こ
れ
を

ん
だ

 
ち
な
み
に
こ
の

気
に

バ
フ
な
る
超

重
な
特

果
が
付
与
さ
れ
て
お
り
見
た

目
に
反
し
て

外

く
な
か

た
り
す
る

ゲ

ム
な
ら
で
は
の
ビ
キ
ニ
ア

マ

方
式
だ

た 
そ
し
て
彼
の
反
応
は
正
に
自
分
が
期

し
た
も
の
だ

た
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そ
う

今
の
オ
ネ

サ
ン
は
サ
ン
タ

 
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜

子

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る

サ
ン
タ
ダ

 
今
日
は
キ

に
ク
リ
ス
マ
ス
を

し
ん
で
も
ら
お
う
と
思

た
ん
だ

 
絶

と
ば
か
り
に

葉
を
喪
い

直
す
る
少
年
の
手
を
引
い
て
部

の
中
に
入
れ
て
か
ら

を

め
る

 
そ
し
て
テ

ブ
ル
の
上
に

べ
ら
れ
た

理
と

み
物
を
見
て
更
に
彼
は
息
を

ん
で

然

と
し
た

 
そ
の
様
子
を
見
て

み
を
深
め
る

キ

は
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

に
呼
ば
れ
て
な
か

た
ダ
ロ

 
だ
か
ら
オ
ネ

サ
ン

か
ら

時
も

て
る
良
い
子
な
キ

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
ダ

 

ん

と

を
鳴
ら
し
て

を
組
む

 
こ
の
パ

テ

で
出
し
た

理
や

み
物

そ
し
て
こ
の
サ
ン
タ
コ
ス
の
全
て
は

最
前

線
攻
略
の
情
報
を
集
め

め
る

ら

空
き
時
間
を
ど
う
に
か
作

て
集
め
た
も
の
ば
か
り

キ

の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

の

だ
け
に

自
分
が
独
力
で
集
め
切

た
品

だ

 
サ
ン
タ
コ
ス
は
作
る

の
ク
エ
ス
ト
も

依
頼
や

収
集
依
頼
の
全
て
を

独
ク
リ
ア
し
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た

理
と

み
物
は

層
の

に
あ
る

味
し
い
と

判
の

理

か
ら
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し

て
来
た
し

値
が
切
れ
な
い
よ
う
時
間

ま
で
全
部
し
て
の
行
動

こ
の
部

だ

て
三

間
前
か
ら

り
て
い
た
の
は
絶
対
す
る
と
い
う
決
意
の

れ
で
も
あ

た

 
情
報

と
し
て
は

一
人
の
プ
レ
イ

を

す
る
事
は
間
違

て
い
る

 
し
か
し

今
だ
け
は
た
だ
の
ア
ル
ゴ
／
一
人
の
女
と
し
て
こ
の

身
的
な
子

に

報
い
て
あ

た
か

た

葉
だ
け
の
感

で
は
無
く
想
い
だ
け
の
感

で
は
無
く
形
と
し

て
労
い
た
か

た
の
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
中
で
キ

ど

せ
な
子
は

な
い
だ
ろ
う
ナ

 

せ

重
な
女
性
プ
レ
イ

が
ち

と
エ

チ
な
サ
ン
タ
コ
ス
で
た
だ
一
人
の

だ
け
に
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

を
開

い
た
ん
だ
か
ら
ナ

 
本

今
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
限

て

え
ば
自
分
が
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

以
上
の
も
の

が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
思
う

や
華
や
か
さ
で

え
ば
攻
略
隊
が
全
力
で
集
め
た
品

を
消

し
て
い
る
第
五
層
の
パ

テ

に

る
だ
ろ
う
が
し
か
し

で
は
こ
ち
ら
も
負
け
て
は
い
な

い
自
信
が
あ
る

 
私
は
そ
ん
な
に
安
い
女
で
は
無
い
の
だ
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あ

る
ご

ン
 
そ
う
思

て
い
る
と

切
れ

切
れ
に

え
る
声
で
名
前
を
呼
ば
れ
た

 
少
年
は

な
黒
水

の
如
き

を

に

ら
し
て
い
た

を
伝
い

先
か
ら

ち
て

い
る
が

そ
れ
を

う
事
も
無
く

こ
ち
ら
を
真

直
ぐ
見
上

て
来
て

あ
り
が
と
うど

う
い
た
し
ま
し
て

 
一

ず
つ

葉
を
交
わ
し
た

 
そ
し
て

日
を

ぐ

 
私
達
は
テ

ブ
ル
に
対
面
で
は
無
く

で

り
私
が
集
め
た

理
に

を
打
ち

い
に

の
仮
面
で
は
無
い

の
ま
ま
で
語
ら
い
共
に

き
合
い
な
が
ら

に

い
て
夜
を
過
ご

し
た

 

論

静
ま

た
後
少
年
の

の
中
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

く
事
も
忘
れ
な
い

で
な

い
の
は

値
の
問

が
あ

た
か
ら
だ
が

き
合

て
い
た
か
ら
こ
れ
で
も
良
か

た

 
し

か
り
と

こ
さ
ず
に

意
し
て
い
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

か
せ
た
後
私
も
少
年
の
後
を
追
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う
よ
う
に

魔
に
意
識
を

ま
せ
た

  
小

の

や
か
な

色
が

を
打
つ

ん

う

 
冬
本
番
で
は
あ
る
が
そ
れ
で
も
し

か
り
と

こ
え
て
来
る

の
声
に
よ

て
意
識
を

に
浮
上
さ
せ
た
私
は
ベ

ド
か
ら
上
体
を

こ
し
て

く

び
を
し
た

仮
想
の
肉
体
も
流

に

線

ま
で
再
現
し
て
い
る

で
は
無
い
が
リ
ア
ル
の

か
ら
の

を
行
う
だ
け
で
も
多

少
は
違

て
来
る

 
し

か
り
と

手
や

体
を

ば
し

内
に

る

魔
を
追
い
払

た
後
手
を
ベ

ド

に
突
き

む
に

と

ら
か
な

か
が

手
に
触
れ
た

 
一
体

だ
ろ
う
と
思

て

を
見
れ
ば

そ
こ
に
は

夜
一
緒
に
ベ

ド
に

た
少
年
が

た

自
分
の
手
は
彼
の

に

た

て
い
た
の
だ

 
自
分
が

意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

き

代
わ
り
に

え
て
眠
り
こ
け
て
い
る
彼
の

は
あ
ど

け
な
く
華

さ
と
容

も

て
可

に
見
え
る

そ
の
中
性
的
な
容

か
ら
や
は
り
ま
だ

い
の
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
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そ
ん
な
少
年
の

を

め
て
い
る
と

と
な
く

特
に
理
由
も
無
く

を

で
た
い

と
思

た

思
い
付
い
た
理
由
は
特
に
無
け
れ
ば
そ
れ
を

る
理
由
も
特
に
無
い
た
め

こ
さ
な
い
よ
う
に
と

意
し
な
が
ら

手
を
動
か
し

や
か
な
黒
髪
越
し
に
小
ぶ
り
な

を

で
るん

ン
グ

 

で
た
直
後

彼
は
小
さ
な
欠

を
一
つ
し
た

す
わ

き
た
か
と
身
構
え
る

 
し
か
し
先
の
欠

は
無
意
識
的
な
も
の
だ

た
よ
う
で

に

ま

て

て
い
た
少
年
は
更

に
背
中
を

め

こ
ま
り

ま
た
穏
や
か
な

息
を
立
て
始
め
た

 
そ
れ
を
見
て

と
息
を

き

ま
た

を

で
始
め
る

 
数
分

を

で

け
た
後
お

が
空
い
て
来
た
た
め

か
ら
出
て

食
を
摂
る

に

に

理
を
し
て
い
く

理

ス
キ
ル
は
取

て
い
な
い
か
ら

な
加
工
程

し
か
出
来

な
い
が

そ
れ
で
も

の

い
だ
け

や

り
付
け
だ
け

の

を

使
す
れ
ば

そ
こ
そ
こ
イ
ケ
る
味
の
も
の
は
出
来
な
く
も
な
い

勢
な
食
べ
物
は

夜
消

し
切

た
か

値
全
損
で
無
く
な

て
い
る
か
ら

し
い
も
の
だ
が

こ
れ
は
こ
れ
で
良
い
物
だ
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重
要
な
の
は
食
品
や

理
の

華
さ
で
は
無
く

ど
れ
だ
け

手
を
想

て
作

た
か

 

程
の
事
で
も
無
い
限
り
ス
キ
ル
未
使

の
加
工
食
品
は
失

判
定
に
な
ら
な
い
の
で

な
方
が
ま
だ
安
全
と

え
る

そ
う
い
う
意
味
で
も
中

良
い

 

備
中
に
一

が

く
晴
れ
始
め
た
外
に
出
て
黒
パ
ン
を
数
個

入

帰

た
後
に

理

の
ナ
イ
フ
を

い
て
パ
ン
を
⻑
方
形
に

み
二

の
パ
ン
の
間
に

を
た

り
ま

ぶ
し
た

し
肉
と

を

む

そ
れ
を

つ
も
作
る

 

み
物
は

こ
の

し

の
一

で

か
い
ミ
ル
ク
を

え
る
の
で

そ
ち
ら
を

す
る

あ
る
ご

 

ミ
ル
ク
を

い
だ
カ

プ
を

手
に
持

て

た
時
少
年
が
目
を
醒
ま
す

を

か
ら
入
る
陽
光
が

し
い
の
か

く

を
開
け
る
彼
は
こ
ち
ら
に
焦
点
を
合
わ
し
て
い

た
お
は
よ
う

キ

ご

が
出
来
た

ご
は
ん

ご
は
ん

ご
は
ん

ご

 
サ
ン
ド
イ

チ
を

い
て
い
る
テ

ブ
ル
へ
更
に
カ

プ
を

き
な
が
ら

う
と
少
年
は

故
か
初
め
て

い
た
か
の
よ
う
な
反
応
を
見
せ
る

最
初
に
こ
ち
ら
を
見
て

に
テ

ブ
ル
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の
上
を
見
て

虚
空
を
見
上

得

を
し
た

 
そ
の
思
わ
ぬ
反
応
に

を

め
る

ま
さ
か
と
思
う
ケ
ド

キ

も
し
か
し
て
こ
の
一

月

ず

と

も
食
べ
て
な
い
の

カ
だ

て

食
べ
る
必
要

無
い
し

ハ

 

理
ス
キ
ル
を
取
る

も
な
く
自
分
の
よ
う
に

の
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
て
食

品
を
手
に
入
れ
る
事
は
お
ろ
か
そ
も
そ
も

ど

に
寄
り
付
か
な
い
時
点
で
可
能
性
と
し
て

え
て
は
い
た
が

い
や
ま
さ
か
と
思

て
い
た
の
だ

よ
も
や
本

に
食
べ
て
い
な
い
と
は

 
仮
想
世
界
で

ら
食
べ
物
を
食
べ
よ
う
が
実

に
現
実
で

を
摂
取
し
て
い
る

で
は
無

い
事
は
百
も
承
知

そ
れ
で
も
自
分
達
が
食
べ
物
を
食
べ
る
の
は

に
こ
の
世
界
で

生
き
る

行
動
の
一
つ
だ
か
ら
だ

空

も
極
限
ま
で
行
け
ば
集
中
力
を
乱
す
の
で
そ
う
い
う
意
味
で
も

食
事
は
重
要
な
も
の
と
な
る

 
現
実
と
違

て

死
す
る

で
は
無
い

そ
う
い
う
意
味
で
は
水
を

に

む
必
要
す
ら
無
い

り

確
か
に

だ
と
は
思
う

極
論
我

強
け
れ
ば
食
事
を
し
な
く
て
も
良
い
の
だ
か
ら
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だ
が

か
食
べ
な
い
限
り
空

は
消
え
な
い

む
し
ろ
そ
れ
は
ド
ン
ド
ン
悪
化
し
て
い
き
最

終
的
に
は
集
中
を
乱
す
最
悪
の
要
因
に
も
な
り
得
る

 
こ
の
少
年
も
そ
れ
は
分
か

て
い
る

だ

そ
れ
な
の
に
こ
れ
ま
で
の
命
を

け
た
ギ
リ
ギ

リ
の
戦
い
全
て
に

い
て
極
限
の
空

状

の
ま
ま
だ

た

常
に
万
全
を
出
せ
な
い
状

で

ん
で
い
た
と
い
う
事
だ

 
思
わ
ず
た
め
息
を

ら
し
て
し
ま

た
が

こ
れ
は
仕
方
な
い
事
だ
と
思
う

 
そ
れ
と
あ
ま
り
し
た
く
は
な
い
が
こ
れ
は
ち

と

い

か
せ
て
お
か
な
い
と
い
け
な

い
だ
ろ
う

 
そ
う
と
決
め
た
自
分
は

か
に
バ
ツ
の
悪
そ
う
な
表
情
で
目
を

ら
す
少
年
の
前
で

立
ち

に
な

て
目
線
の
高
さ
を
合
わ
せ
る

あ
の
な
キ

時
も

て
る
の
は
よ
く
知

て
る
ケ
ド
せ
め
て
ヒ
ト
と
し
て

た
り
前
な
生
活
は

持
し
な
い
と
い
け
な
い

食
事
を
摂
ら
な
い
な
ん
て
そ
ん
な
キ

は

機

じ

な
い
ん
だ
か
ら
サ

お

は
空
い
て
る
ん
ダ
ロ

ん

 

す
よ
う
に
問
え
ば

少
年
は
少
し

ず
か
し

に

を

め
な
が
ら

し
た
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そ
れ
を
見
た
自
分
は
我
が
意
を
得
た
り
と
ば
か
り
に

む

な
ら
そ
う
い
う
欲
く
ら
い
は

直
に
な

て
い
た
方
が
良
イ

キ

に
と

て

き
な
事

を
こ
の
世
界
で
出
来
る
な
ら
そ
う
い
う
事
は
我

し
な
い
方
が
良
イ

自
分
を
抑
え
過
ぎ
た
ら

い
か
ら
ナ

論
食
事
に

眠
も
ダ

オ
ネ

サ
ン
は
知

て
る
ん
だ
か
ら
ナ
こ
こ
最

近
ず

と

ど

て
な
い
ダ
ロ

う
 
じ
ろ
り
と
見
や
れ
ば

星
の
よ
う
で

更
バ
ツ
が
悪
そ
う
に
少
年
は
身
動
ぎ
す
る

 

し
て
い
る
つ
も
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

日
の
よ
う
に
密
に
情
報
の

け

し
を

し
て
い
れ
ば
そ
れ
く
ら
い
の
予

は
立
て
ら
れ
る

キ

は

自
分

を

に
し
過
ぎ
ダ

だ
か
ら
今
日
の

前
中
く
ら
い
は

む
ん
ダ

 
攻
略
隊
は

日
今
日
の
二
日
は
ず

と

み
な
の
で
本

な
ら
今
日
一
日

ん
で
も
良
い
と
も

思
う
が
そ
れ
を

た
と
こ
ろ
で
こ
の
少
年
は

か
な
い
の
は
確
実
だ

せ
攻
略
隊
が
動
か

な
い
事
す
な
わ
ち

の

少
に
繋
が
る
か
ら
と
こ
れ

い
と
ば
か
り
に
情
報
を
集
め
に

り

回

て
い
た
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら

協

を
突
き
付
け
る

極

だ
か
ら
突

ね
ら
れ
る
な
ら

に
す
れ
ば
い
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い
だ
け
の
話

分
か

た

 
そ
の
意

を
持

て
い
た

葉
に
少
年
は

れ
た

こ
ち
ら
の
意

が
強
い
事
を

し
た
か

ら
か
も
し
れ
な
い

こ
の

に
し
て
こ
の
少
年
は
恐
ろ
し
く

い
か
ら
あ
り
得
な
い
話
で
も
無
い

の
だ

 
そ
の
後
手
作
り
の
サ
ン
ド
イ

チ
を
食
べ
た
少
年
は
仮
想
世
界
の

理
の

深
さ
に
感
銘
を

け
た
の
か

理
の

を
自
分
の
時
間
に
す
る
事
を
決
め
た

を
し
て
い
れ
ば
必
然
的

に
食
事
も
摂
る
事
に
な
る
か
ら
と
い
う
意

も

ん
で
い
る
ら
し
い
が
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ

真

な
食
事
を
摂
る
の
な
ら
こ
ち
ら
と
し
て
も

や
は
無
か

た
の
で
勧
め
て
お
い
た

 
サ
ン
ド
イ

チ
と
い
う

な
も
の
と
は

え
手
作
り
の
も
の
を

め
ら
れ
た
事
で
内
心

び

上
が

て
い
た
の
は

本
人
に
は
秘
密
だ

 
こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
私
に
と

て

こ
れ
ま
で
の
生

最
高
の
一
日
だ

た

と
断

出
来

る

の
高
鳴
り
と

か
な

情
を
自
覚
し
た
想
い
出
の
日
だ

 
あ
の
少
年
も

そ
う
で
あ

て
く
れ
た
ら

し
い

 
そ
う
思

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
事
で

デ
ス
ゲ

ム
中
最
初
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
送
り

し
ま
し

た

原

で
は
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
の
時
系
列
で
す
ね

 

時
か
ア
ル
ゴ

独
回
を
す
る

て

た
か
ら
ネ
パ

テ

や
行
動
が
最

白
レ
ベ

ル
な
件

 
ア
ル
ゴ
の
コ
ス
チ

ム
は

シ

ゲ
だ
ろ
う
と

え

き
ゲ

ム
だ
ろ
う
と
少
な
い
か
ら

ネ

そ
の
鬱

を
今
話
で

ミ
ニ
ス
カ
サ
ン
タ
コ
ス
と
し
て

晴
ら
し
た

 
お
ム
ネ
の

サ
イ
ズ
は
ユ
ウ
キ
と
ど

こ
い
ど

こ
い
リ
ズ

ユ
ウ
キ

ラ
ン

ア
ル
ゴ

シ
リ
カ
と
想

定
し
て
る

 
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
で
は
キ
リ
ト
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
ク
リ
ス
マ
ス

プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
で
は

パ

テ

に
呼
ば
れ
な
か

た

ビ

タ

キ
リ
ト

こ
こ
は
一
緒
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原

で
は
ア
ス
ナ
が
寄
り

た

無
自
覚
に

一
緒
に
行
動
し
て
い
た

 
本
作
で
は
ア
ル
ゴ
が
寄
り

た

し
い
中
で
超

備

た

 
キ
リ
ト
の

理
ス
キ
ル
取
得

完
全

得
の
切

掛
け
は
ア
ル
ゴ
手
作
り

ご

付
き

 

眠
時
間
を

る
く
ら
い
必
死
な
キ
リ
ト
が
マ
ト
モ
な
食
事

眠
を
最

限
取
る
よ
う
に
し

て
い
た
理
由
も
ア
ル
ゴ
の

葉

 
キ
リ
ト
が
ア
ル
ゴ
を

も
な
く
信

し
て
い
る
理
由
も
ア
ル
ゴ
の
想
い
に
よ
る

身
故
わ

ざ
わ
ざ
パ

テ

ま
で
開
い
た

 

テ
ス
ト
の

か
ら
の
知
り
合
い

デ
ス
ゲ

ム
初
日
か
ら
の
苦
労
人

は

達
で
は
無
い

の
だ

 

気
に
家

義
姉

電
姉

を

け
ば
ユ
ウ
キ

シ
ノ
ン
と
タ
イ
な
ん
だ

 
裏

の

を
深
く

り
下

れ
ば
義
姉
と
電
姉
を

い
て
ア
ル
ゴ
に
対
す
る

感

が
一
番
高
い
ん

だ

 
無
論
ア
ル
ゴ
も
キ
リ
ト
へ
の

感

は

に
対
し
て
よ
り
も

義
姉
勢

男
性

外

最
高
な
ん
だ

 

こ
の

思

愛
的
な

感

白
目
 
あ
る
意
味
ユ
ウ
キ
や
シ
ノ
ン
ユ
イ
達
に
勝
ち
目

無
い
じ

な
い
で
す
か

ダ

 
現
状
リ

フ

白
済
み
だ
け
が
有
力
な
対
抗
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で
す
ネ

 
そ
れ
に
し
て
も
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ア
ル
ゴ
と
の
い
ち

い
ち

に
し
よ
う
と
思

た
ら
シ
リ

ア
ス
に
な

て
し
ま

た

 
ま

今
更
だ
が
ナ

 
コ
レ
が
黒

谷
ク
オ
リ
テ

だ
と
思

て
フ
ル
の
い
ち

い
ち

ス
ト

リ

を
期

し
て

い
る
方

は

め
て
下
さ
い

こ
う
な

て
し
ま
う
自
分
に
自
分
で

い
て
い
る
の
で

 
ち
な
み
に
ア
ル
ゴ
が
キ
リ
ト
に
あ

た
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
今
後
の
本
編
で
出
す
つ

も
り
な
の
で

ま
だ
秘
密
で
す

  

さ
て

年
越
し
の
場
面
は

に
し
よ
う
か
な

  
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は
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特
別
編

２
０
２
２

 

苦
労
人
達
の
大
晦
日

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
前
話
同
様
の
特
別
編

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
初
の
新
年
で
す

 
正
確
に
は
大
晦
日
な
の
で
す
が
ね

だ
か
ら

時
も
の

前
零
時
投
稿
で
は
無
い
の
だ

 

点
は
ユ
ウ
キ

キ
リ
ト

モ
ル
テ

聖
⻯

合

に
潜
り

ん
で
い
た

れ
オ
レ
ン
ジ

ヒ

ス
ク
リ
フ
で
す

 
文

数
は
約
一
万
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
キ
ラ
キ
ラ
と

想
的
な

き
が
大
部

の
中
を

た
す
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そ
れ
を
ボ
ク
は

ば

然
自
失
の
体
で
見
上

て
い
た

ホ
ン
ト
に

倒
せ
ち

た

 

時
に
な
く
気
の

け
た
声
を

ら
し
な
が
ら
へ
な
へ
な
と

を

と
し

に
突
き
立
て

た
剣
を

代
わ
り
に
倒
れ
る
の
を

ぐ

 
気
絶
す
る
程
で
は
無
い
が
全
身
に
中

力
を
入
れ
ら
れ
な
い
く
ら
い
に
は

労
し
て
い
た

 
ボ
ク
は
今

子
の
姉
ラ
ン

知
り
合
い
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

ア
ス
ナ

ア
ル
ゴ

エ
ギ

ル
デ

ア
ベ
ル
と
七
人
パ

テ

を
組
み
ク
ラ
イ
ン

い
る
風
林
火

の
六
人
更
に

攻
略
隊

一
の

ロ
プ
レ
イ

で
あ
る
少
年
キ
リ
ト
を
交
え
た
た

た
十
四
人
の
レ
イ
ド
で

第
五
層
ボ
ス
フ
ス
ク
ス
・
ザ
・
ヴ

イ
カ
ン
ト
コ
ロ

サ
ス
を
倒
し
た
ば
か
り
だ

た
の
だ

さ

流

に
も
う

こ
ん
な

打

み
た
戦
い
は

だ

ど

同
感
だ

ま

た
く

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
協
力
し
数
少
な
い
タ
ン
ク
と
し
て
全
力
で
動
き
回

て
い
た
エ
ギ
ル

が

に
身
を
投

出
し

い
呼

を

り
返
し
な
が
ら

た

そ
れ
に
応
じ
た
の
は
彼
の

で
同
じ
よ
う
に
倒
れ

ん
で
い
る
ク
ラ
イ
ン
だ

 
離
れ
た
と
こ
ろ
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
デ

ア
ベ
ル
が
盾
を

え
に
片

を
突
い
て
呼

を
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整
え
て
い
た

 
ア
ス
ナ
と
姉
ち

ん
は

て
ボ
ク
と
同
じ
よ
う
に

に

り

ん
で
い
て

く
立
ち
上
が

り
そ
う
に
無
い

 
そ
ん
な

ば
死

の
様

と
な

て
い
る
大
部

で

一
立

て
い
る
の
が
残
り
の
レ

イ
ド
メ
ン
バ

に
し
て
今
回
の
ボ
ス
攻
略
メ
ン
バ

を

た

謀
者
の
少
年
キ
リ
ト
だ

ラ

ス
ト
ア
タ

ク
を
取

た
彼
は

労
な
ん
て
感
じ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
立

て
い
て
リ
ザ
ル

ト
の
確
認
を
し
て
い
た

 

前

か
ら
思

て
た
け
ど

ど
ん
な
精
神
力
し
て
ん
の
さ

 
第
一
層
の
ボ
ス
戦
か
ら
彼
の
戦
い
の
セ
ン
ス
は

立

て
い
た
が
今
回
は
常
に

で

り

め
た
中
で
の

力
の
異
常
ぶ
り
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
思
い
だ

こ
れ
で
も
集
中
力
の
持

に
は
自
信
が
あ
る
方
な
の
に
完
全
に
負
け
て
い
る
と
な
れ
ば
そ
う
思
う
の
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 
ま

今
回
は
彼
の
精
神
力
に

け
て
い
た
部
分
が
大
き
い
か
ら
そ
う
で
な
か

た
ら
こ
こ

に
来
て
い
な
い
の
だ
が

 
そ
う
思

し
て
ボ
ク
は
第
五
層
ボ
ス
を
少
人
数
で
倒
す
事
の
目
的
に
つ
い
て

め
て
思
い

を
馳
せ
た
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本
来
な
ら
四
十
九
人
で

む
の
が

の
フ
ロ
ア
ボ
ス
に
た

た
十
四
人
と
い
う
無
謀
な
人
数

で

ん
だ
理
由
は
黒

く
め
の
片
手
剣
使
い
キ
リ
ト
が
手
に
し
た
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
ボ

ナ
ス

に
原
因
が
あ
る

 
第
一
層
か
ら
第
四
層
ま
で
の
ボ
ス
戦
で
手
に
入

た

ボ

ナ
ス
は

キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
の

記

が
正
し
け
れ
ば

テ
ス
ト
の
時
と
現
在
の
と
こ
ろ
完
全
に
同
一
の
も
の
ら
し
い

つ
ま
り
二

人
の
知
識
を
以
て
す
れ
ば

彼
だ
け
が

り

け
た
第
十
四
層
ま
で
の

ボ

ナ
ス

す
な
わ

ち
第
十
三
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
ま
で
の
も
の
は
判
明
す
る
と
い
う
事
に
な
る

 
そ
の
知
識
を

に

ボ

ナ
ス
を
予

し
て
い
た
二
人
は

第
五
層
の

ボ

ナ
ス
だ
け
は

が

で
も
他
者
に

す

に
は
い
か
な
い
と
い
う
結
論
に
至

た
と
い
う

 
理
由
は
第
五
層

ボ

ナ
ス
の

果

 
そ
の
ボ

ナ
ス
は

⻑
槍

カ
テ
ゴ
リ
の

備
品

 
そ
れ
は
第
三
層
で

け
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
で
結
成
さ
れ
た
ギ
ル
ド
の

か
が

持
す
る
事
で

も
な
い

果
を
発

す
る

だ

た
の
だ

 
そ
の

に
登
録
さ
れ
た
ギ
ル
ド
の
み
が

け
ら
れ
る
恩

は
戦
闘
に

い
て

と
な
る
バ
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フ
だ

た

備
者
が

に
突
き
立
て
た
場

か
ら

約
十
五
メ

ト
ル
以
内
に

る
ギ
ル
ド

メ
ン
バ

全

に
攻
撃
力

力
対
状

異
常
の
バ
フ
が
一

に
掛
か
る
と
い
う
も
の
だ

に
突
き
立
て
て
い
る
間
中

そ
れ
も

果

内
で
あ
れ
ば
上
限
人
数
が
無
い
と
い
う
も
の

 
そ
れ
は

の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
も
一
つ
の
ギ
ル
ド
が
突
出
す
る
要
因
と
な
る
ギ
ル
ド
間
抗

争
を

し
く
す
る
も
の

 
こ
れ
が

の
ゲ

ム
だ

た
ら

み

み
程

で
済
ん
だ
だ
ろ
う

ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
を
手

に
入
れ
ら
れ
た
ギ
ル
ド
へ
の
加
入
者
も
多
く
な
り
大
ギ
ル
ド
と
し
て
勢
力

大
を

れ
た
は
ず

だ 
し
か
し
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
今
の
状
況
に

い
て

そ
ん
な

物

と

え
る
代
物
は
タ

ブ

で
し
か
な
い

 
攻
略
隊
に

け
る
主
要
ギ
ル
ド
は
現
状
全
部
で
五
つ
存
在
す
る

 
自
分
と

子
の
姉
だ
け
が

属
す
る

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

 
リ
ア
ル
の
知
り
合
い
の
み
で
組
ま
れ
た
ク
ラ
イ
ン

い
る
六
人
構
成
の

風
林
火

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を

⻑

ア
ス
ナ
を

⻑
と
す
る
中

攻
略
ギ
ル
ド

血

騎
士
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デ

ア
ベ
ル
を
リ

ダ

キ
バ
オ
ウ
を
サ
ブ
リ

ダ

と
す
る
大

ギ
ル
ド
ア
イ
ン
ク

ラ

ド
解
放
軍

 
リ
ン
ド
を
リ

ダ

と
す
る
ア
ン
チ
ビ

タ

一

の

で
あ
る
大

攻
略
ギ
ル
ド

聖
⻯

合

 
こ
の
五
つ
か
ら
攻
略
隊
は
構
成
さ
れ
て
い
る

実

に
ボ
ス
攻
略
に
出
る
メ
ン
バ

は
四
十
九

人
ギ
リ
ギ
リ
と
い

た
と
こ
ろ
だ
が
生

や

集
め
情
報
収
集
と
い

た
サ
ポ

ト
面

で
人
数
が
増
え
て
来
て
い
る
た
め

こ
こ
最
近
の
攻
略
は

的
安
定
し
て
い
た

 
し
か
し
そ
の
安
定
も

実
の
と
こ
ろ

氷
の
上
で
成
り
立

て
い
る
も
の
で
し
か
な
い

 

故
な
ら
ア
ン
チ

一

の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
と
ア
ン
チ
ビ

タ

の

聖
⻯

合

は

や
Ｍ
Ｐ
Ｋ
を
陰
で

動
す
る
者
に
と

て
付
け
入
る
隙
が
大
き
過

ぎ
る

だ

全
体
が
そ
う
と
い
う

で
は
無
い
が
や
は
り

罪
者
の

で
は
あ
る
と

う
し

か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る

 
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
は
そ
れ
を
危
険

し
た

 

故
な
ら
キ
リ
ト
は

に
三

罪
を
煽
動
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
者
の
グ
ル

プ
に
肉

し
命
の
や
り
取
り
を
し
て
い
る
か
ら
だ

し
か
も
表

に
こ
そ
な

て
い
な
い
が
そ
の
一
人
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が
攻
略
隊
に

た

に

心
も
非
常
に
高
く
な

て
い
る
の
で
あ
る

 
そ
れ
で
も
攻
略
隊
と
い
う

念
的
組

が

壊
し
て
い
な
い
の
は

ビ

タ

と
い
う
共

の
悪

へ
の

心

そ
し
て
三
つ
の
ギ
ル
ド
の
勢
力
が

抗
し
て
い
る
か
ら

 
三
つ
の
ギ
ル
ド
と
は

血

騎
士

聖
⻯

合

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
事

 
血

騎
士

は

と

に

で
た
ギ
ル
ド
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

⻑
の
ヒ

ス

ク
リ
フ
さ
ん
が
攻
略
隊

一
の
タ
ン
ク
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り

⻑
の
ア
ス
ナ
は
そ
の
容

と
し

か
り
と
し
た
指

そ
し
て
カ
リ
ス
マ
性
に
よ
り

が
他
よ
り
も
圧
倒
的
に

で
て
い

る

レ
イ
ド
戦
に

け
る

の

ど
は

が

て
い
る
と

て
も
過

で
は
無
い

 

繋
と
い
う
一
面
だ
け
を
見
れ
ば
風
林
火

も
負
け
て
は
い
な
い
の
だ
が
あ
ち
ら
は
攻

撃
面
に

倒
し
て
い
る
た
め
少

カ
テ
ゴ
リ
が
異
な
る

人
数
も
異
な
る
の
で
⻑
期
戦
に
な
り

が
ち
な
ボ
ス
戦
で
は
や
は
り

血

騎
士

の
方
に
軍
配
が
上
が
る

 
聖
⻯

合
は
こ
れ
と
い

て
特
徴
は
無
い

し
か
し

広
い
対
応
が
出
来
る
と
い
う
点

に

い
て
は
他
よ
り

れ
て
い
る
と

え
る

人
数
も
結
構
い
る
の
で

血

騎
士

の
タ

ン
ク
勢
が
回
復
に
回

た
時
彼
ら
よ
り

力
は

い
も
の
の
そ
こ
を
人
数
で
カ
バ

し
て
同

以
上
の
時
間
を

ぐ
事
が
出
来
て
い
る
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に

な
の
は

ビ

タ

に
対
し
て

た
り
が
強
く

に

や
Ｍ
Ｐ
Ｋ
未

も

と
な
く

き
て
い
る
ら
し
い
点

そ
う
な
る
よ
う
誘
導
し
て
い
る
と
は

え
同
じ
生
還
を
目
指

し
攻
略
す
る

間
を
殺
そ
う
と
す
る
の
は
流

に
ど
う
か
と
思
う

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
は
攻
略
ギ
ル
ド
の
中
で
実
は

外
立
場
は

い

そ
れ
は
構

成

の

ど
が
ボ
ス
戦
に
出
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
最
前
線
も
危
う
い
と
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
プ
レ
イ

ば
か
り
だ
か
ら
だ

 
だ
が
情
報
収
集
や

収
集
と
い
う
面
で
は
人
数
に
も
の
を

わ
せ
た
人
海
戦
術
で
行

て
い

る
の
で
サ
ポ

ト
で
は
他
の
ど
の
ギ
ル
ド
よ
り
も

れ
て
い
る

レ
ベ
ル
の

り
様
と

備
の

強
化
で
補

て
ボ
ス
戦
に
参
加
出
来
て
い
る
の
だ

そ
う
は

て
も
デ

ア
ベ
ル
の
カ
リ
ス
マ

性
は
第
一
層
攻
略
会
議
を

先
し
て
開
い
た
事
か
ら
も

を

い
て
い
る
し
そ
の
実
力
も
非
常

に

れ
て
い
る

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

は
個
よ
り
も

の
力
に

で
て
い
る
と

え
る
だ
ろ
う

 
こ
の
よ
う
に
ど
こ
も
一
⻑
一

と

え
る
特
徴
を
有
し
て
い
て
ボ
ス
レ
イ
ド
に

け
る
人

数
は
ど
こ
も
大
体
同
じ
く
ら
い
に
な

て
い
る

血

騎
士

が
少
な
め
で
は
あ
る
が

そ
こ
は
個
人
の
ス
テ

タ
ス
や
レ
ベ
ル
の

で

し
て
い
る
た
め
他
と

抗
し
て
い
た
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で
は

そ
こ
に

属
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

だ
け
を
強
化
す
る
バ
フ
付
与

備
が
放
り

ま
れ
れ

ば

ど
う
な
る
か

 
ま
ず
間
違
い
な
く
争
い
が

発
す
る
だ
ろ
う

 
血

騎
士

は

⻑

⻑
の

方
が

和
で

和
的
思

を
し
て
い
る
か
ら
ま
だ
い
い

し

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

も
リ

ダ

が
協

性
を

先
し
て
い
る
が

問

は
そ
の

サ
ブ
リ

ダ

の
キ
バ
オ
ウ
と

聖
⻯

合

 
キ
バ
オ
ウ

い
る
一

と
リ
ン
ド

い
る
一

は
殺

対

こ
そ
同
一
人
物
に
な

て
い
る

が

実
は
裏
で
は
反
目
し
合

て
い
る
事
は
有
名
な
話
で
あ
る

 
理
由
は

に
前
者
は
存
在
や
生
命
か
ら
し
て

定
し
て
い
る
が
後
者
は
そ
う
で
は
無
い

か
ら

 
も

と

う
と
キ
バ
オ
ウ
達
は
オ
リ
ム
ラ
の

か
に
怨
み
を
持

て
い
る
が
後
者
は

ビ

タ

の
行

に

悪
を

い
て
い
る
だ
け
に

ま

て
い
る
か
ら
だ

 

方
が
自
分
達
の
主

の
正
し
さ
を
信
じ
て
お
り
そ
れ
で
ギ
ル
ド
の
勢
力
を
大
き
く
し
よ
う

と
最
近
躍

に
な

て
い
る
の
で
あ
る

そ
れ
が
結
果
的
に
攻
略
を
推
し
進
め
る
事
に
繋
が

て

い
る
か
ら
命
を

わ
れ
て
い
る

の
本
人
も
見

し
て
い
た
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し
か
し
そ
れ
が
攻
略
隊
の

解

い
て
は
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
遠
ざ
け
る
も
の
と
な
る
な
ら
話

は
別

第
五
層

ボ

ナ
ス
は
正
に
そ
れ
に

す
る
品
だ

 
更
に
悪
い
事
に
キ
バ
オ
ウ
と
リ
ン
ド
は
正
体
不
明
の
ベ

タ
テ
ス
タ

の

葉
に
よ
り

他
の
ど
の
ギ
ル
ド
よ
り
も
先
に

ボ

ナ
ス
を
手
に
入
れ
よ
う
と
攻
略
隊
全
体
で
の
レ
イ
ド
を

組
む
前
に
秘
密
裏
に

隊
を
組
み

行
動
す
る
事
を
決
定
し
た

 
そ
の
正
体
不
明
の
ベ

タ
テ
ス
タ

は
キ
リ
ト
の
方
で
は

た
り
を
付
け
て
い
る
ら
し
い

が

り
出
す
事
は
現
状

だ
か
ら

が
す
し
か
な
い
ら
し
い

 
と
に
か
く

方
が
勝
手
に
動
き
万
が
一
に
も
フ
ラ
グ
を
得
る
か
壊
滅
し
て
し
ま
え
ば
攻
略

隊
の
戦
力
は
ど
の
道

解
す
る

そ
れ
は

も
望
む
事
で
は
な
い

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
は
そ
れ
を

止
し
よ
う
と
し
た

 
そ
の

に
は
問

と
な

て
い
る
ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
を
ま
ず
キ
リ
ト

が
入
手
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

そ
う
で
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
か
ら
だ

フ
ラ

グ
入
手
の

止
は

論
ボ
ス

を
先
に
倒
さ
な
け
れ
ば
壊
滅
も

止
出
来
な
い
の
だ
か
ら

 
そ
れ
で
呼
ば
れ
た
の
が
彼
と
共
に
ボ
ス
攻
略
に

み
出
た
無
謀
な
十
三
人
と
い
う

で
あ
る

 
結
果
は
上

ま
さ
か
部

全
体
が
ゴ

レ
ム
の
体
と
な
り

上
足

の

の
ど
こ
か
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ら
も

手
足
に

が
出
て
来
る
よ
う
な
ボ
ス
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か

た
が

に
そ
の
特
徴

を
見

い
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
キ
リ
ト
の
助

の
お
陰
で

も
死
な
ず
に
済
ん
だ

 
戦
闘
時
間
は
お
よ
そ
一
時
間

 

に
レ
イ
ド
を
組
ん
で
も
同
程

だ

た
か
ら
か
な
り
の
ハ
イ

ス
だ

そ
り

あ

れ
る
の
も

然
で
あ
る

体
感
と
し
て
は

時
も
の
数

に
は
感
じ
て
い
た
の
だ
が
意
外
に
経

て
い
な
か

た

あ

れ
た

ん
と
う
に

れ
た
よ

私
と
ア
ス
ナ
さ
ん
の

剣
が

き

い
タ
イ
プ
で
し
た
か
ら
ね

 
ア
ス
ナ
と
姉
ち

ん
の
武
器
は

剣

そ
の
武
器
は

突
属
性
の
攻
撃
に

た
も
の
な
の

だ
が

ゴ

レ
ム
系
は

し
て

突
属
性
の

性
が
極

に
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
ら
し
い

 
だ
か
ら
二
人
は

時
も
よ
り
多
め
に

つ
強
く
さ
れ
ど
武
器
の

値
を
気
に
し
て

ス
配
分
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
と
い
う

だ

他
の
人
よ
り

も
神
経
を

ら
せ
て
い

た
事
だ
ろ
う

 

ま

一
番

り

め
さ
せ
て
い
た
の
は

キ
リ
ト
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
さ

 

し
ろ
部

全
体
が
ボ
ス
に
な
る
と
い
う
異
常
事

の
中

の
如
く
と
な

て
い
る



 特別編：２０２２  〜苦労人達の大晦日〜

よ
う
に
ボ
ス
に

り
付
い
て
離
れ
な
か

た
の
だ

超
密

し
て
い
る

の
攻
撃
を
ゼ
ロ

離
で

知
覚
し
て

す
な
ん
て

は
ま
ず
不
可
能
に
近
い

 
そ
れ
を

十

と
一

の
失

も
無
く
成

さ
せ
て
い
る
時
点
で

み
の
神
経
と

力
は
し

て
い
な
い

 
エ
ギ
ル
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
よ
う
に
分

い

を
し
て
い
た
り
最

限
ボ
ク
や
ア
ス
ナ

の
よ
う
な

を
し
て
い
る
な
ら
と
も
か
く
彼
は
金
属
系
の

を

一
つ
も
し
て
い
な
い
と

い
う
最

の

力
を
示
し
て
い
る

最
悪
一
撃
死
だ

て
あ
り
得
る
の
に
あ
ん
な
戦
い
方
を
す

る
時
点
で

で
は
無
い
だ
ろ
う

 
そ
の
異
常
性
の
お
陰
で
攻
略
隊
が
戦
え
て
い
る
だ
け
に

と
も

え
な
い
の
だ
け
ど

と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
君

の

は
入
手
出
来
た
の
か
ね

あ
あ

ス

ル
は

Ｆ
ｌ
ａ
ｇ

ａ
ｌ
ｏ
ｒ

だ

意
味
は

だ
ろ
う

コ
レ

直

す
る
と
武

の

だ
な

恐
ら
く
だ
が
フ
ラ
ン
ス
百
年
戦
争
に

け
る
英
雄
ジ

ン

ヌ
・
ダ
ル
ク
の

に

え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

へ
 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
キ
リ
ト
の
や
り
取
り
を

き
流
し
つ
つ
呼

を
整
え

く
立
ち
上
が
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れ
る
く
ら
い
回
復
し
た
の
で
彼
に
近
付
く

他
の

も
同
じ
よ
う
に
立
ち
上
が

た

 
こ
の
レ
イ
ド
の
呼
び
掛
け
は
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
に
よ

て
行
わ
れ
た
も
の

目
的
は

か
さ
れ

て
い
た
が

し
か
し
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
は

い
て
い
な
か

た

キ
リ
ト
君

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

 

は
手
に
入

た
け
ど
実

そ
れ
は

い
に

る

と
思
う
し

ロ
プ
レ
イ

の

に
は
正
に
無

の
⻑
物
だ
し
な

 
ア
ス
ナ
の
疑
問
を
苦

で
流
し
な
が
ら
彼
は
メ
ニ

を

作
し
て
一
本
の
槍
を
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
た

運
動
会
で
見
る

勝

の
よ
う
な
形
状
だ
が

心
要
の

の
部
分
は
白
の
無
地

と
な

て
い
る

恐
ら
く
属
し
た
ギ
ル
ド
の
マ

ク
が

ま
れ
る
の
だ
ろ
う

 
そ
の

を
見
上

て
い
た
彼
は

と
な
く
気
配
が

く
感
じ
た

ま

心
配
し
な
く
て
も
ど
う
す
る
か
は
も
う

え
て
る

は
キ
バ
オ
ウ
達
が
来
る
前

に
上
に
行

て
く
れ

後
は

の
仕
事
だ

こ
の
お
礼
は

れ
精
神
的
に

 
こ
ち
ら
が

か

う
前
に
説
き

せ
る
よ
う
に
重
ね
て
彼
は

た

さ
を

た

面

の

み
と
共
に

 
正
直
協
力
依
頼
の
内
容
は
自
分
達
も
無

じ

な
か

た
か
ら

け
た
し

経
験
値
や
コ
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ル

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
も
あ
る
か
ら
見
返
り
は
十
分
だ

た
の
だ
が

 

こ
れ
は

ち

と
予
想
外
の
報

か
も
し
れ
な
い

 

せ

い

の
少
年
の

重
な

面
の

み
だ

こ
れ
が
報

じ

な
い
と
い
う
の

は

だ
ろ
う

 
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
か
は
分
か
ら
な
い
が
下
手
に

を

ん
で
時
間
を
取

て
い
る

と
こ
こ
ま
で
の

り
を

無
し
に
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
思

て
ボ
ク
達
は
第
六
層

へ
と
先
に
上
が
り

点
と
し
て
い
る

へ
と
転

で

る
事
に
し
た

 
さ
て

う

む

予
想

り
と
は

え
面
倒
な
事
に
な

た
な

 

に
突
き
立
て
た
銀
色
の
持
ち

に
白
無
地
の

を
見
上

な
が
ら

る

 
正
直
な
話
こ
の
ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
だ
け
は
ベ

タ
テ
ス
ト
か
ら
変
わ

て
い
て
欲
し
か

た

の
だ

攻
略
隊
と

わ
れ
て
い
よ
う
と
そ
の
実

は
と
て
も
一

で
は
な
い

 
ゲ

マ

と
は

本
的
に
自
己

示
欲
に

れ
て
い
る
生
き
物
だ

今
回
手
伝

て
く
れ
た
人

達
は
先
を
見

え
て
快
く
協
力
し
て
く
れ
た
が

な
ら
出
し

こ
う
と

え
た
と
し
て
も
お

か
し
く
な
い

今
回
集
め
た
メ
ン
バ

に
⻑
槍
使
い
が

な
か

た
か
ら
協
力
を
依
頼
で
き
た
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が

か
一
人
で
も

た
ら

は
き

と
一
人
で
ボ
ス

に

り
出
し
て
い
た
と
思
う
く
ら
い

し
て
い
た

 
そ
れ

ど
に
こ
の
ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
の
価
値
は
多
大
だ

 
本

に

的
な
思

に

わ
れ
な
い
人
達
で
良
か

た
と
思
う

聖
⻯

合
は
無
理
だ

た
が
他
の
ギ
ル
ド
全
部
の
メ
ン
バ

は
数
人
ず
つ

え
て
い
た
の
も
万
が
一
を

慮
し
て
の
事

だ

た

 
ま

初
か
ら

え
て
い
た
行
動
を

こ
す

に
も

自
分
が

を
取
る
つ
も
り
で

た

の
だ
が

 

ボ

ナ
ス
が

の
も
の
か
は

自
己

に
近
い
か
ら
な

 

時
も

ボ

ナ
ス
を

が
取

て
い
る
か
ら
分
か
る
事
だ

 
ボ

ナ
ス
取
得
の
メ

セ

ジ
は
必
ず
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る
が
そ
の
表
示
時
間

は
お
よ
そ
三

三

経
過
す
れ
ば
自
動
的
に
ウ

ン
ド
ウ
は

じ
る
よ
う
に
な

て
い
る

加

え
て

時
の
リ
ザ
ル
ト
と
重
な
る
よ
う
に
表
示
さ
れ
る
の
で
よ
く
見
て
い
な
い
限
り

が

を

取

た
か
の
判
別
を
付
け
る
の
は

し
い

人
数
が
多
く
な
れ
ば

更
だ

 

本
的
に

索
は
タ
ブ

で
あ
る
と

テ
ス
ト
の
時
に
学
ん
だ

だ
か
ら
良
識
が
あ
る
人
は
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本
的
に

索
や
指

は
し
な
い

 
そ
れ
で
も
気
に
な
る
人
は
や
は
り
気
に
な
る

取
得
者
は

重
な
ユ
ニ

ク
品
を
入
手
し
た

と
い
う
事
で
ボ
ス
戦
で
の
ド
ロ

プ
品
の
ダ
イ
ス
ロ

ル
や
品

会
か
ら

先
的
に
外
さ
れ
る
暗

の
了
解
が
あ
る
た
め

そ
う
い
う
意
味
で
も

が
取

た
か
の
把
握
を
す
る
必
要
は
あ

た

 

え
ば
ボ
ス
ド
ロ

プ
で
武
器
を
手
に
入
れ
た
と
し
て
も
手
に
入
れ
た
人
が
取

た
武
器
ス

キ
ル
の
も
の
で
無
け
れ
ば
そ
れ
は
無

の
⻑
物
と
な
る

だ
が
攻
略
隊
の

か
使
え
る
も
の
で

あ
れ
ば
取
り
引
き
す
る
事
で

え
な
い
者
は
お
金
を

え
る
者
は
強
力
な
武
器
を
入
手
出
来

る
と
い
う

性
が
生
ま
れ
る

そ
れ
を

さ
せ
て
い
け
ば
攻
略
隊
の
内
部
だ
け
で
は
あ
る
も

の
の
上
手
く
回

て
い
き

戦
力
も
増
強
さ
れ
て
い
く

だ

 
事
実

も
第
二
層
で

が
手
に
入
れ
た
も
の
の
使
わ
な
い
か
ら
と

た

ベ
ン
ダ

カ

ト
と
い
う
レ
ア
物
の

を
使
い

い
を
始
め
た
エ
ギ
ル
へ
ボ
ス
戦
で
の
レ
ア
ド
ロ

プ
品
を
初
め
多
く
の
不
要
な
品
を
横
流
し
し
て
い
る

 

力
値
へ

先
的
に
レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
振

て
い
る
の
で
ス
ト
レ

ジ
に

空
き
は
あ
る
が
そ
れ
も
無
限
で
は
な
い

か
と

て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
へ

て
し
ま
え
ば
そ
れ
は

シ
ス
テ
ム
的
に
こ
の
サ

バ

か
ら
喪
わ
れ
る
事
を
意
味
す
る

得
ら
れ
る
コ
ル
も
そ
こ
ま
で
多
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く
は
な
い

 
で
あ
れ
ば
プ
レ
イ

で
必
要
と
し
て
い
る
人
へ
そ
れ
を

す
事
で
全
体
が
上
手
く
回
る

よ
う
に
し
た
い
と
思

た

実

そ
う
や

て

は
成
り
立

て
い
る

 
エ
ギ
ル
に
と

て
す
れ
ば

は

者
と
い
う
仕
入
れ
先
で
求
め
る
者
達
が

要
者
と
い

う

だ

 

か
な
が
ら
で
も

人
と
し
て
成

し
た

が
生
ま
れ
れ
ば

人
プ
レ
イ

の
数
は
増
え

て
い
く
事
だ
ろ
う

鍛
冶

や

裁

と
違
い

人
ジ

ブ
に
専

の
ス
キ
ル
は
存
在
し
な

い

定
な
ど
は
必
要
に
な
る
が
そ
れ
は
冒
険
を
す
る
内
に
自
然
と
上
が
る
よ
う
に
な
る

そ
の
気
に
な
り
最

限
の
備
え
が
あ
れ
ば

で
も
な
れ
る
の
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る

人
な
の
だ

 
今
の
エ
ギ
ル
は

と
い
う
体
だ
か
ら
ど
ん
な
も
の
も
広
く

く

て
い
る
が

れ
は

ど
ん
な
種

の
ア
イ
テ
ム
を

う
か
定
ま

て
来
る
だ
ろ
う

 
そ
の
方
向
性
を
決
め
る
の
は
世
情

 
つ
ま
り
後
進
と
な
る
他
の

人
達
だ

彼
ら
が

を

う
か
に
よ

て

エ
ギ
ル
も
ま
た
定

ま

て
く
る
の
で
あ
る

 
無
論
そ
の
逆
も
然
り
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エ
ギ
ル
は
現
状
ま
ず
間
違
い
な
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る

人
の
中
で
最
も
最
前
線
で

い
を
す

る
プ
レ
イ

だ

そ
の

う
品
も
必
然
的
に
最
前
線
で
求
め
ら
れ
る
物
が
多
く
な
る
だ
ろ
う

そ
の
一
部
は

が
横
流
し
す
る
知
ら
れ
ざ
る

品
や
ユ
ニ

ク
で
は
無
い
レ
ア
ド
ロ

プ
だ

 
だ
か
ら

の
流
れ
か
ら
す
れ
ば

が
必
要
と
し
な
い

あ
る
い
は

え
な
い

品
は
エ

ギ
ル
が
開
く

へ

を
見
て
流
す
の
だ
が

コ
レ
だ
け
は
な

 
そ
も
そ
も
キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド
を
始
め
と
し
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
水
面
下
で
オ
レ
ン
ジ
行

を
煽

動
す
る

へ
思
い

り
に
な
る
と
思
う
な
と
い
う

制
と
し
て
今
回
動
い
た

な
の
に
問

の
品
を
表
に
送
り
出
し
て
し
ま

て
は
本

転
倒
で
あ
る

 
か
と

て
コ
レ
を
秘
密
裏
に

理
す
る
事
も
得
策
と
は

え
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

る
事
も

だ 
問

の
品
を
闇
に

る
と
い
う
の
は
結

の
と
こ
ろ
問

の
先
送
り
が
大

で
あ
る

迷

入
り
に
す
る
と
大

が
疑
心
暗
⻤
に

る

 
特
に
必
ず

な
る
と
思
わ
れ
て
い
る
場
合
絶
対
と

て
良
い
く
ら
い
他
者
へ
の
疑

念
が

る
だ
ろ
う

今
回
の
場
合
キ
バ
オ
ウ
一

と
リ
ン
ド
一

が

い
に
い
が
み
合
う
だ
ろ
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う
し

下
手
し
な
く
て
も

血

騎
士

や

風
林
火

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

に

も

び
火
す
る
可
能
性
は
高
い

情
報

を

む
ア
ル
ゴ
に
も

大
に

が
行
く
だ
ろ
う

 
そ
う
し
て
攻
略
隊
は
内
部

壊
を

こ
し
デ
ス
ゲ

ム
の
ク
リ
ア
は

実
現
不
可
能
に
な

る 
今
の

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

は
危
う
い

の
上
で
ど
う
に
か
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
状

最
初
期
に
あ

た

び

り
自
殺
の
件
数
が

て
い
る
の
も
横

な

動
を
始
め
と
す
る
マ

ナ

レ
ス
行

の
話
が

て
い
る
の
も
攻
略
隊
が
第
一
層
を
突
破
し
て
か
ら
の
話

攻
略
隊

な
ら
あ
る
い
は
と
希
望
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
の
世
界
に

じ

め
ら
れ
た
プ
レ
イ

達
の
精
神
は

を
取
り

し
た
の
だ

 
つ
ま
り
最
前
線
に
い
な
い
プ
レ
イ

達
は
攻
略
隊
へ
望
み
を

け
て
い
る
他
力
本
願
な
状

死
ぬ
可
能
性
を
前
に

え
る
の
は
仕
方
な
い
事
で
あ
る

 
だ
か
ら
最
後
の
望
み
と

え
る
攻
略
隊
の

解
は
そ
の
ま
ま
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

乱
と

絶
望
へ
と
繋
が
り

そ
れ
は
そ
の
ま
ま

罪
の
横
行

と
い
う

序
の

壊
へ
と
直
結
す
る

 
そ
れ
は

の
望
む
と
こ
ろ
で
は
無
い

と
い
う
か

ど
の
人
が
望
ま
な
い
だ
ろ
う

 

裏
で
暗
躍
し
て
い
る
者
達
は

そ
の
限
り
で
は
無
い
が
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に
攻
略
隊
に

れ

ん
で
い
る
暗
躍
し
て
い
る
者
の
味
方
で
あ
る
事
が

確
定
的
な
者

を

裏
に
思
い
浮
か
べ

⻭

み
す
る

 
あ
の

子
の

か
ら
見
せ
る
ニ

け

と

な
振
る
舞
い
そ
れ
に
反
し
て

た
く

い

眼
差
し
は
思
い
出
す
だ
け
で
も
怖
気
が

る

第
三
層
で
刃
を
交
え
た
時
に
仕

め
ら
れ
た
ら

良
か

た
の
だ
が
生
憎
と
邪
魔
が
入

て
し
ま

て
出
来
な
か

た

 
リ
ン
ド
は
あ
の
男
を
信

し
て
い
る
よ
う
だ
し
攻
略
会
議
で
晒
そ
う
と
し
て
も
無
意
味
だ
ろ

う

む
し
ろ
逆
に

を
殺
す
大
義
名
分
を
与
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

で

ち
上

だ
ろ
う

と

そ
れ
が
真
実
だ
と
大

を
思
い

ま
せ
れ
ば
勝
ち
な
の
だ
か
ら

 

攻
略
隊
に
ベ

タ
出
身
者
が
ど
れ
く
ら
い

る
か
は
知
ら
な
い
け
ど

聖
⻯

合

に

の
話
を
流
し
た
の
は
十
中
八
九
コ
イ
フ
男
だ
ろ
う

 
第
三
層
で
刃
を
交
え
た
グ
リ

ン
カ

ル
の
コ
イ
フ
男
は
自
分
か
ら
ベ

タ
テ
ス
タ

で

あ

た
事
を
明
か
し
て
い
る

事
実
第
三
層
で
戦

た
場

は
ベ

タ
テ
ス
タ

で
な
け
れ
ば

り

か
な
か

た
で
あ
ろ
う
場

だ
か
ら
そ
れ
は
事
実
だ

あ
の
男
は

が

テ
ス
ト
時
代
で
片

手
剣
の
二
刀
で

れ
て
い
た
事
も
知

て
い
た
か
ら
信

性
が
あ
る

 
加
え
て
あ
の
ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
の
話
は
入
手
経
路
は
と
も
あ
れ
そ
の

果
に
つ
い
て
は
広
く
知
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ら
れ
て
い
た

そ
の
話
を

い
て
こ
の
ギ
ル
ド
な
ら
間
違
い
な
い
と
い
う

が
広
ま
り
フ

ラ

グ
を
手
に
し
た
ギ
ル
ド
は
そ
の
勢
力
を
大
き
く
し
て
い

た
の
だ

 
だ
か
ら
ベ

タ
テ
ス
タ

で
あ
る
時
点
で
ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
の
事
を
知

て
い
る
の
は

ら
お

か
し
い
事
で
は
無
い

 
第
三
層
か
ら

け
る
キ

ン

ン
ク
エ
ス
ト
の

中
で
出
会

た
事
か
ら
そ
の
ク
エ
ス
ト

が
第
九
層
ま
で

く
⻑
い
も
の
で
あ
る
事
は
知

て
い
る

だ
少
な
く
と
も
ど
の
場

で
ど

う
す
る
べ
き
か

を
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
先
回
り
な
ん
て
出
来
て
い
な
い

 
問

は

故
キ
バ
オ
ウ

も
フ
ラ

グ
の
存
在
を
知

て
い
る
か

 
ア
ル
ゴ
が
教
え
た
と
は

え

い

ア
ル
ゴ
は
今
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
危
う
さ
を
よ
く
知

て
い
る
方

だ
し

が
フ
ラ

グ
の
話
を
持
ち
掛
け
る
ま
で
そ
の
存
在
す
ら
忘
れ
て
い
た
の
だ
そ
の
時
点

で
秘
密
裏
に

隊
が
組
ま
れ
て
い
た
の
で
時
系
列
的
に
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る

 
つ
ま
り
コ
イ
フ
男
が
協
力
し
て
い
る
水
面
下
で
動
く

中
の

か
が
そ
う
い
う
話
を
流
し
た

と
い
う
事
に
な
る

 
こ
れ
で
聖
⻯

合
と
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
そ
れ
ぞ
れ
に
ス
パ
イ
が
潜
り

ん
で

い
る
事
は
明
ら
か
だ

こ
の
事
か
ら
フ
ラ

グ
を
ど
ち
ら
に

す

に
も
い
か
な
く
な

た
目
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的
は
と
も
か
く
黒
幕
の

い
は
間
違
い
な
く
攻
略
隊
の

解
だ
ろ
う
か
ら

 
第
二
層
の

か
ら
感
じ
取

て
い
る
そ
の
黒
幕
の

意

ぶ
り
か
ら

す
る
に

恐
ら
く

血

騎
士

に
も
ス
パ
イ
は

れ

ん
で
い
る
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
今
回
の
ボ
ス

で
声
を
掛
け
た
の
は

が
信
頼
と
信

を
寄
せ
て
い
る
人
達
十
数
人

に
限
定
し
て
い
た

な
事
を
さ
れ
て
は

た
も
の
で
は
な
い

 

そ
し
て

く
場
は
整

た

 
集
中
し
て
い
る
事
で

に
な

て
い
る

覚
は

に
回
廊
の

か
ら

い
て
来
る
金
属

な

を

つ
も

え
て
い
る

数
か
ら
し
て
二

三
人
と
い

た
と
こ
ろ
か

 
キ
バ
オ
ウ
が

い
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の

け

け
隊
か

 
リ
ン
ド
が

い
る

聖
⻯

合

の

け

け
隊
か

ど
ち
ら
に
せ
よ

怖
い

な

 
カ
タ
カ
タ
と

を
持
つ
手
が

が

か
に

え
る

 

ビ

タ

を
名

る
決
断
を
下
し
た
の
は

自
身
だ
し

そ
れ
に
後
悔
は
し
て
い
な
い

そ
れ
で
も

も
護

て
く
れ
な
い
の
だ
か
ら
怖
い
と
思
う
の
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 

時
も

時
も
命
を

て
来
る

手
と

を
会
わ
せ
る
の
だ

怖
く
な
い

が
な
い
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怖
く
て
も

や
ら
な
い
と
い
け
な
い

 
そ
う
自
分
に

い

か
せ
て

え
を
抑
え

み

は
回
廊
の

暗
い
闇
か
ら

を
現
し
た
モ

ス
グ
リ

ン
に
ダ

ク
メ
タ
ル
が
特
徴
的
な

を

た
数
人
を
出

え
た

 
そ
の
色
合
い
は

キ
バ
オ
ウ
一

の
も
の
だ

た

 
こ
れ
は

 

一
体

ど
う
い
う
状
況
な
ん
ス
か
ね

 
大
晦
日
の
今
日
自
分
達
だ
け
で
ビ

タ

の

を
明
か
す
と
共
に
第
五
層
を
突
破
す
る

事
で
新
年
を

え
よ
う

と
い
う

前
の
下

自
分
が

し
た
情
報
で
得
た
ギ
ル
ド
フ

ラ

グ
を

が

で
も
手
に
入
れ
よ
う
と
躍

に
な

た
聖
⻯

合
の
リ

ダ

と
そ
の

約
三
十
名
で
迷

の
ボ
ス
部

ま
で

り

い
た

 
し
か
し
出

え
た
存
在
は
ゴ

レ
ム
型
の
ボ
ス
な
ど
で
は
無
く

大
体
同
数

の
モ
ス
グ

リ

ン
色
が
特
徴
的
な
一

と
一
人
の
黒

く
め
の
少
年

 
前
者
は
反

一

と
し
て
有
名
な
キ
バ
オ
ウ

い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
一
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後
者
は
聖
⻯

合
と
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の

方
だ
け
で
な
く
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
を
始
め
た
黒
幕
を

け
ば
今
最
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
ヘ
イ
ト
を
集
め
て
い
る
で
あ
ろ
う

ビ

タ

を
名

る
少
年
キ
リ
ト
だ

 
ボ
ス
部

だ

た
だ
ろ
う
広
間
の

に
寄

て
い
る
キ
バ
オ
ウ
達
を
見
て
い
た
少
年
が
新
た

な

入
者
で
あ
る
自
分
達
の
方
へ

を
向
け
た

 
そ
の
時

一

だ
け
だ
が
自
分
を
見
て

か
に
目
を

め

を
歪
め
た
気
が
し
た

 

こ
り

ま
れ
て
た

い
な

 
今
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

れ
オ
レ
ン
ジ
の
身
で
あ
る
自
分
の
上

に

た
る

ヘ

ド

か
ら
指
示
を

け
攻
略
隊
を
内
部

壊
さ
せ
る
べ
く
ベ

タ
時
代
の
知
識
と
現
在
の
水
面
下
で

の
勢
力
争
い
を

使
し
煽

て
い
た
の
だ
が

そ
れ
す
ら
も

ま
れ
て
い
た
ら
し
い

 
確
か
に
裏
に
も

じ
自
分
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
は
い
な
い
も
の
の
知

て
は
い
る
少
年

か
ら
す
れ
ば

こ
れ
く
ら
い
の
推

は
出
来
て

然
で
あ
る

 
だ
が
ま
さ
か

先
に
ボ
ス
を
倒
し
て
い
る
と
は
予
想
外
も
い
い

だ

た

あ
ま
り
ア
イ
ツ

を

め
る
な

と

ヘ

ド

が

て
い
た
の
は
こ
う
い
う
事
か
と
思
い
知
ら
さ
れ
た

 
と
な
れ
ば
あ
の
少
年
が

手
に
持
ち
突
き
立
て
て
い
る
銀
色
に
白
無
地
の

こ
そ
が
件



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

の
ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
だ
ろ
う

ビ

タ

お
前

で

 
自
分
と
違

て
オ
レ
ン
ジ
の
暗
躍
を
知
り
も
し
な
い

聖
⻯

合

の
リ

ダ

が

く

 
⻭

み
し
苦

し

な
様
子
を

し
も
し
な
い
男
の
声
に
蔑
ま
れ
た
少
年
は

ん
と

を
鳴
ら
し
た

を
出
し

け
る
と
思
う
な
よ

は
ビ

タ

だ
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
知

て

い
る
以
上

が
ど
う
行
動
す
る
か
も
大
体

め
る

大
方
ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
を
確
実
に
入
手
出
来

る
よ
う
に
と

キ
バ
オ
ウ
達
と
同
じ
事
を

え
て
い
た
ん
だ
ろ
う

 

い
な
が
ら
先
に
来
て
い
た
部

の

に

る
キ
バ
オ
ウ
達
を
横
目
で
見
る
少
年

わ
れ

た
黒
緑
色
に

備
を

え
た
男
達
は
黒

く
め
の
少
年
を
憎

し

に

ん
だ

 
だ
が
少
年
は

に
も
感
じ
な
い
と
ば
か
り
に
一

し
た
だ
け
で

線
を

す

だ
が

方
残
念
だ

た
な

ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
は
こ
の

り

が
手
に
入
れ
さ
せ
て
も
ら

た

お
前
が

一
人
で
ボ
ス
を
倒
し
た
の
か

ご
想
像
に
お

せ
す
る
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を

に

ぎ
な
が
ら
返
さ
れ
た

え
に
大
広
間
に

る
お
よ
そ
六
十
人
の
プ
レ
イ

が

ざ
わ
め
く

 
そ
れ
は
そ
う
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
は

が
り
な
り
に
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

来
の

と
異
な
り
プ

レ
イ

の
技
術
や
身
体
技
能
感
情
が

入
す
る
部
分
は
あ
る
が
根
幹
は
多
人
数
で
の
プ
レ

イ
を
前

と
し
た
大

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム

フ

ル
ド
の

Ｍ
ｏ
ｂ
す
ら
一
人
で

手

取
る
の
は

れ
が
必
要
な
の
に
ボ
ス
と
も
な
れ
ば
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

そ
れ
こ
そ
数
十
人

の
レ
イ
ド
を
組
む
必
要
が
あ
る

 
そ
れ
な
の
に
一
人
で
倒
し
た
と
な
れ
ば
レ
イ
ド
を
組
む
必
要
が
無
い

な
ま
じ
一
人
で
倒

し
た

と
直
に

わ
な
い
分
だ
け
信

性
が
増
し
て
し
ま

て
い
る

 
加
え
て
あ
の
少
年
は
ビ

タ

と
名

り
そ
の
蔑
み
が

け
入
れ
ら
れ
る
程
に
自
己
強

化
を
し
て
い
る

能
力
と
知
識
ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
の
経
験
が
合
わ
さ
れ
ば
不
可
能
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
し
ま
う

じ

か

し
い

 
そ
の
ざ
わ
め
き
を
引
き
裂
い
た
の
は

先
に
来
て
い
た
一

の
リ

ダ

で
あ
る
キ
バ
オ
ウ

だ

た

特
徴
的
な
ト
ゲ
ト
ゲ

の
男
は
ス
ケ
イ
ル
メ
イ
ル
を
ガ
シ

ガ
シ

と
鳴
ら
し
な
が
ら
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ビ

タ

へ
と
近
寄
り
始
め
る

 

に
そ
の
手
は
背
中
に
背
負

た
剣
の

に
掛
け
ら
れ
て
い
た

 
そ
れ
を
見
て

少
年
は

を
持
ち
上

手
で
構
え
る

ビ

タ

が

⻑
槍

ス
キ

ル
を
取

て
い
る
と
は

に
し
て

い
た
事
は
無
い
が

万
が
一
に
も
ボ
ス
を

独
撃

破
し
た
事
が
真
実
で
あ
れ
ば
ス
キ
ル
無
し
で
も
槍
の

い
に
⻑
け
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く

な
い

 
そ
も
そ
も
ス
キ
ル
と
は
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を
万
全
に

け
る

の
許
可
証
の
よ
う
な
も
の

武
器
を

備
し

常
攻
撃
で
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
だ
け
な
ら
ス
キ
ル
を
取
る
必
要
は

に

も
な
い

 
極
論
リ
ア
ル
で
心
得
が
あ
る
者
な
ら
対
人
戦
に
限
り

常
攻
撃
だ
け
で
も
こ
な
せ
る
の
で
あ

る 
ち
な
み
に
対
Ｍ
ｏ
ｂ
戦
だ
と
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
よ
る
ダ
メ

ジ

補
正
が
無
い
と
戦
闘

が
⻑
引
き
集
中
力
や

備
の

値
を
悪

に

さ
せ
て
し
ま
う
デ
メ
リ

ト
が
あ
る
の
で
推

さ
れ
て
な
い

 
そ
の
理

を
知

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
槍
を
向
け
ら
れ
た
キ
バ
オ
ウ
は

な
く
背
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中
の
剣
を

い
た

け
て
男
の

間
で
あ
る
三
十
人
も
同
じ
よ
う
に

の
武
器
を
手
に
構
え

始
め
る

お
ん
ど
れ
が
ど
ん
な
手
を
使

た
か
は
こ
の

ど
う
で
も
え
え

今
は
そ
の

を
ワ
イ
ら
か
リ

ン
ド
は
ん
ら
の
ど

ち
が
先
に
手
に
入
れ
る
か
が
問

な
ん
や

ど
う
せ

す
気
は
無
い
ん
や
ろ

 
な
ら

文

り

殺
し
て
奪
い
取

た
る

 
最
後
の

葉
を
契
機
と
し
て

キ
バ
オ
ウ

の
十
人
程
が
上
り

の
出

へ

て
い

た

残
り
は
キ
バ
オ
ウ
の
横
や
後
ろ
で

形
を
組
ん
で
い
る

 
そ
れ
を
見
た
リ

ダ

が
同
じ
よ
う
に
自
分
達
を
配

し
た

入
り

に
は
自
分
を

め

た
十
人

残
り
二
十
人
は
リ

ダ

と
共
に
キ
バ
オ
ウ
達
と
反
対

だ

 
少
年
は

四
方
を

ま
れ
た
事
に
な
る

 
だ
が
少
年
の

は

が

て
は
い
る
も
の
の

を
喪

て
は
い
な
か

た

に

を
浮
か
べ
て
い
る
の
が
そ
の
証

だ

が
お
か
し
い
ん
や

 
そ
れ
に

が
立

た
ら
し
い
キ
バ
オ
ウ
が
苛
立
ち

れ
に

う

 
少
年
は
そ
の
問
い
を

て
い
た
と

わ
ん
ば
か
り
に

の

を
歪
め
た

同
時
に
背
中
に
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た
ま
ま
の
剣
の

に
手
を
掛
け
る

を
殺
せ
ば
確
か
に

は
ド
ロ

プ
す
る
け
ど
そ
れ
は
あ
く
ま
で

が
残

て
い
た
ら
の

話
だそ

り

そ
う
や
ろ
う
が

先
に
お
ん
ど
れ
を
仕

め
れ
ば
良
い
話
や

ま

な

の
武
器
を
奪
う
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
良
い
だ
ろ
う

だ
が
今
回
ば
か

り
は
運
が
悪
か

た
な

あ
ん

 
す

と

く
り

か
ら
剣
を

き
な
が
ら
少
年
が

う

オ
イ
オ
イ

ま
さ
か

 

を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
を

し

に
も

こ
え
な
い
く
ら
い
小
さ
く
は
あ
る
が
声
を

ら
す
程
の
動
揺
を

く

 

常

層
が
上
が
れ
ば
上
が
る
程
に
武
器
と
い
う
も
の
は
性
能
が
良
く
な

て
い
く

多
少

バ
ラ
ツ
キ
が
生
ま
れ
る
の
で
攻
撃
力
が
高
か

た
り
逆
に
攻
撃
力
は

い
も
の
の

値
が
高

く
⻑
持
ち
す
る
も
の
だ

た
り
特
定
の
攻
撃
に

い
あ
る
い
は
強
か

た
り
と
い

た
特
徴
が

生
ま
れ
る
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そ
し
て

ボ

ナ
ス
で
手
に
入
る
ア
イ
テ
ム
は
ユ
ニ

ク
品

つ
ま
り
サ

バ

に
一
つ
し

か
な
い
一
点
物

 

そ
ん
な

備
が

ま
さ
か

ん

 
そ
の
ま
さ
か
と
い
う
思

を

ん
だ
か
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
少
年
は
背
中
の
剣
を

き

払
い

同
時
に
上

か
ら

り
の

道
で
剣

を

き

ん
だ

 
蒼
く
光
る
斬
閃
は

に

を

断
す
る

道
を

く

 

中
に
あ

た
横
に

か
せ
ら
れ
た
銀
の

の
持
ち

す
ら
も
意

も
容

く

断
し
て

い
た

な

な

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
片
手
武
器
に
よ
る
た

た
一
発
の

ド
ス
キ
ル
で
攻
撃
力

値
共
に
片
手
武
器
よ
り

る

手
武
器
カ
テ
ゴ
リ
の
⻑
槍
が

れ
る
な
ど
夢
に
も
思

て
い
な
か

た
面

が
絶

を

上

る

 
自
分
は
声
こ
そ
あ

な
か

た
が

ま
さ
か
そ
ん
な
事
が
と

に

ま

て
い
た

 
約
六
十
名
の

の
声
が
木
霊
す
る
大
広
間
の
中
に

だ

た
モ
ノ
の
残

が
⻘
白
い
欠
片
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と
な

て

て
い
く
の
を

自
分
達
は

て
見
届
け
た

な

な

を
し
く
さ
れ
て
る
ん
や
ワ
レ

 
そ
の

を
破

た
の
は
ま
た
も
や
キ
バ
オ
ウ
だ

た

今
に
も
斬
り
掛
か
り
そ
う
な
剣
幕

で
少
年
を
怒
鳴
る
が

の
少
年
は
片
手
剣
を
手
に

た
ま
ま

を

め
る

て

フ
ラ

グ
を

た
だ
け
だ
が

そ
れ
を
ど
う
し
て
や

た
ん
や
と

い
と
ん
の
や

 
お
ど
れ

ビ

タ

の
ク
セ

し
て
あ
の

の
価
値
を
理
解
し
て
な
い
ん
と
ち

う
か

 
あ
ん
な
大
事
な
モ
ン
を
壊
す
と
か

ア
ホ
や
な
い
の
か

ど

ち
に
し
ろ
片
手
武
器
の
ス
キ
ル
一
発
で

れ
る
武
器
な
ん
て
ボ
ス
戦
で

に
立
つ
か
も

し
い
と
こ
ろ
だ

た
が
な

そ
れ
に

 
そ
こ
ま
で

て

剣
を

に

い
だ
少
年
が
じ
ろ
り
と
キ
バ
オ
ウ
を

め
付
け
る

 

時
も
な
ら
の
ら
り
く
ら
り
と

に

く

し
か
し
な
い
ビ

タ

の
明
ら
か
な
反
抗

が
少
し
意
外
だ

た
の
か

キ
バ
オ
ウ
一

は
そ
の

線
を

け
て

か
に
た
じ
ろ
い
だ

あ
の

は
経

過
程
は
ど
う
あ
れ

が
手
に
入
れ
た
ア
イ
テ
ム
だ

ア
レ
の

有
権
は

に

あ
り

が
ど
う
し
よ
う
と

の
勝
手
だ

他
人
の
モ
ノ
だ

た
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
手
に
入
れ
る
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機
会
を
平

に
与
え
ら
れ
て
い
た
モ
ノ
の

有
者
と
な

た

に

有
権
も
無
い

ツ
が

を

む
な
よ

人
の

有
物
に

出
し
す
る
の
は
マ
ナ

違
反
だ
と

会
人
な
ら

も
が
知

て
る

だ
ろ
う

 
そ
れ
を

い
て

確
か
に
と
自
分
は

得
す
る

 
他
人
に

ら
れ
た
モ
ノ
を
わ
ざ
と
壊
し
た
り
し
た
の
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
少
年
が
手
に
入
れ

た
モ
ノ
は
確
か
に

ボ

ナ
ス
と
い
う

も
持

て
い
な
か

た
代
物

加
え
て
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

で
あ
れ
ば
他
者
の
レ
ア
物
を

み

み
こ
そ
す
れ
そ
の

い
自
体
に

を

む
事
は
マ
ナ

レ
ス
行

だ

 
確
か
に
全
体
を

え
れ
ば
少
年
の
行
動
は

の
無
い
も
の
だ
ろ
う

 
だ
が
個
人
と
し
て
の
行
動
理
念
と
し
て
は
決
し
て
間
違

て
い
な
い

む
し
ろ
キ
バ
オ
ウ
や
リ

ン
ド
と
い

た
こ
ち
ら

の
方
が
間
違

て
い
る
と

え
る

 
全
体
と
し
て
見
れ
ば
結
果
的
に
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
い
る

の

こ
ち
ら

が
正
し
い
の
だ
が

ぐ

ぬ
ぬ
ぬ

 

め
く
さ
り
お

て

 
手
に
入
れ
る
機
会
が
平

や
と

 

テ
ス
ト
の
知
識
を
独

し
て
る
お
ど
れ
が

え
る
セ
リ
フ
か
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そ
れ
を

う
な
ら
そ

ち
も
そ

ち
の
リ
ン
ド
達
も
同
じ
だ
ろ
う
に

攻
略
隊
の
レ
イ
ド
結

成
を

つ
前
に
出
し

い
て
来
た
時
点
で

も
ア
ン
タ
ら
も

い
を
責
め
る
権

は
無
い

お
ど
れ
に
だ
け
は

わ
れ
と

な
い
わ

 

と
正
論
だ
と
思
う
少
年
の

葉
に

し
た
か

キ
バ
オ
ウ
が
問

無

で
斬
り
掛
か
る

対
す
る
少
年
は
そ
の
大
振
り
の
斬
撃
を

け
止
め

り
合
い
に
持
ち

ん
で
す
ぐ

歩
横
に

動
い
て
重
心
を
ず
ら
し

キ
バ
オ
ウ
を
前
へ
よ
ろ
め
か
せ
る

 
そ
の
少
年
の
隙
を
突
く
よ
う
に
残
る
二
十
人
が

し
て
斬
り
掛
か
る
が
そ
の
全
て
を

な

さ
れ

が
れ

さ
れ

け
る

 
た
だ
の
一
撃
も
少
年
は
喰
ら

て
い
な
い
し
反
撃
も
与
え
て
い
な
い

い
に
オ
レ
ン
ジ
に

な
る
事
を

け
て
い
る
の
だ

 

コ
レ

ど

ち
が
悪

か
マ
ジ
で
分
か
ん
ね

ス
ね

 
ど
う
見
て
も
悪

は
キ
バ
オ
ウ

で
あ
る

少
年
は
む
し
ろ
悪
を
名

て
い
な
が
ら
実
は
正

義
の
主
人

達
を
裏
か
ら
秘
密
裏
に
サ
ポ

ト
す
る
強
キ

ラ
的
立
ち

だ
ろ
う

 
し
か
も
自
分
だ
け
で
な
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

に
も
潜
り

ん
で
い
る

テ
ス
ト

の
知
識
を
流
し
た
ス
パ
イ
の
存
在
に
も

付
い
て
い
る

い
方
だ
ア
レ
は

確
実
に

者
の
動
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き
を

じ

攻
略
隊

解
を
未
然
に

ぐ

に
今
回
は
行
動
し
た
の
だ
ろ
う

 
ア
レ
で

を
仕
舞

て
い
た
り

今
ゴ
ミ

に
捨
て
た

と

て
い
た
な
ら
ま
だ
煽
り
様

も
あ

た
の
に
こ
れ
だ
け

を
求
め
て
い
た
者
達
の
目
の
前
で

手
に
ぶ

壊
さ
れ
て
は
煽
り

様
が
な
い

出
来
な
く
は
無
い
が
結

は

時
も
の

一

／
ビ

タ

死
す
べ
し

と
い
う
流
れ
に
な
る

 
ま

た
く
上
手
く
収
め
た
な

と

れ
と
感
心
を

に

き
な
が
ら
無

だ
と
知
り
つ

つ
片
手

を
手
に
斬
り
掛
か

た

 
自
分
を
見
ら
れ
た
時

ヘ

ド

に
初
め
て
会

て
殺
気
を
向
け
ら
れ
た
時
以
上
の

気
を

覚
え
た
の
は

自
分
だ
け
の
秘
密
で
あ
る

  
キ
リ
ト
君
が
第
五
層
か
ら
登

て
来
た
の
は

後
十
一
時
を
回

て
か
ら
更
に
十
数
分
経
過

し
て
の
事
だ

た

ボ
ス
戦
を
終
え
た
の
が
十
時

だ

た
の
で
お
よ
そ
五
十
分
近
く
も
ボ
ス

部

に

ま

て
い
た
事
に
な
る

 
第
六
層
を
ア
ク
テ

ベ

ト
し
た
私
達
は
ア
ル
ゴ
君
の

で

と
人
目
に
付
き
に
く
い
三

て
の
教
会
に
入
り

彼
の

を

た
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こ
の
中
で
恐
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
最
高
数
値
を
誇
る
だ
ろ
う

ス
キ
ル
の
持
ち
主
の
ア

ル
ゴ
君
が
表
に
出
て
キ
リ
ト
君
の

を

の
入
り

付
近
で

つ
事
に
な

た

破

ボ

ナ
ス
無
し
で
確
実
に

破
す
る
彼
な
ら
絶
対
見

さ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
確
信
に

づ
い
て

の
行
動
だ

 
結
果
的
に
そ
の
判
断
は
正
し
か

た
よ
う
で
彼
は
ア
ル
ゴ
君
に

れ
ら
れ
て
教
会
へ
や

て

来
たお

れ
様

キ
リ
ト
君

君
に
は
第
一
層
の

か
ら
面
倒
を
掛
け
て
ば
か
り
だ
な

 
出

え
一
番
に
私
は
彼
を
労
う
事
に
し
た

 
リ
ア
ル
は

場

で
あ
る
私
は
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
を
止
め
ら
れ
な
か

た
責

が
あ
る

故
に
少
し
で
も
多
く
の
プ
レ
イ

を
生
還
さ
せ
る
責
務
が
あ
る

 
し
か
し
そ
れ
は

い
少
年
一
人
に
重

を
背
負
わ
せ
て
良
い
と
い
う

罪

に
は
な
ら
な
い

 
そ
う
は

て
も

ど
力
に
な
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
が

別
に
必
要
な
事
だ
か
ら
な

そ
れ
よ
り
明
日
か
ら

く
は
キ
バ
オ
ウ
と
リ
ン
ド
達
は
気
が
立

て
る

だ
自
分
で
や

て
お
い
て

だ
け
ど
攻
略
隊
の
和
を

さ
な
い
よ
う
上
手
く
や

て
欲

し
い
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そ
れ
は
分
か

て
い
る

と
こ
ろ
で

あ
の

は
ど
う
し
た
の
だ

 
至
極

然
の
事
を
頼
ま
れ

今
更
だ
と
ば
か
り
に
請
け
負

た
後

私
は
先

ど
か
ら
気
に

な

て
い
た
事
を
問
う
事
に
し
た

 
あ
の

は

ボ

ナ
ス
と
し
て

テ
ス
ト
の

か
ら
性
能
も
変
わ

て
い
な
い

だ

 
ど
の
よ
う
に
し
て
か
キ
バ
オ
ウ
君
と
リ
ン
ド
君
達
は
そ
れ
を
知
り
そ
し
て
我

を
出
し

こ

う
と
し
た

だ
が
彼
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
切
り

け
た
か
が
気
に
な

た

彼
の
立
場
を

え
る
と
ま
さ
か
ギ
ル
ド
を
立
ち
上

る

が
無
い
か
ら
無

の
⻑
物
だ
し
存
在
自
体
が

ネ
タ

と

て
も
過

で
は
無
い

を
我

に

る
事
も

え

い

あ
あ

ア
レ
は

た

は
い

 
故
に

い
に

る
代
物
だ
と
は
思

て
い
た
の
だ
が
ま
さ
か

ネ
タ
で
あ

て
も

重
な

代
物
を

る
の
で
は
な
く

値
全
損
さ
せ
た
と

わ
れ
る
と
は
予
想
外
で
私
は
他
の
面

と

同
時
に

然
と
し
た

内

に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

る
と
か
す
る
と

る
く
ら
い
な
ら

れ
と

わ
れ
そ
う
な
気
が
し
た

か
ら

キ
バ
オ
ウ
と
リ
ン
ド
達
の
目
の
前
で

バ

チ
カ
ル

一
発
で

き
切

た

の
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値
が

め
だ

た
の
が

い
し
た

え

え

ボ

ナ
ス
を

い
無
く
自
分
の
手
で
壊
す

て

キ
リ
ト

て

予

想
以
上
に
ハ
チ

メ
チ

だ
ね

そ
れ
程
で
も
無
い

い
や

あ
ん
ま
り

め
て
な
い
か
ら
ね

 
ユ
ウ
キ
君
の

葉
に

と
な
く
誇
ら
し

に
す
る
黒

く
め
の
少
年

 
私
は
彼
が

た
事
に

そ
ん
な

は
な
い
と

り
返
し
た

 
あ
の

は
確
か
に
攻
撃
力
は

と
い
う
武
器
の
中
で
も
最

値

初
期

備
に
も

る
数
値

だ
が
反
面

値
は
高
め
に
設
定
し
て
あ

た

だ

少
な
く
と
も
片
手
武
器
の

ド
ス
キ

ル
一
発
で

れ
る

ど

で
は
無
い
よ
う
に
し
た

そ
う
で
な
け
れ
ば
レ
イ
ド
戦
で

え
ら
れ
な

い 

彼
が

を

い
て
い
る
の
か
あ
る
い
は
真
実
に
す
る
だ
け
の
ス
テ

タ
ス
を
誇

て
い
る
の
か

 
彼
の
場
合
圧
倒
的
な
高
レ
ベ
ル
と

力
値
に
よ

て
力
ず
く
で
や
れ
て
し
ま
え
る

り
タ

チ
が
悪
い
と
思
う



 特別編：２０２２  〜苦労人達の大晦日〜

そ
れ
デ

時
も
み
た
い
に

ビ

タ

殺
せ

て
流
れ
に
持

て
行

た

ん
ダ
ロ

 
そ
の
思

を
切
る
よ
う
に

こ
え
た
の
は
ア
ル
ゴ
君
の
声
だ

た

彼
女
は

く

面
を

し
て
い
て
見
る
か
ら
に
不
機

そ
う
な
の
が
見
て
取
れ
る

声
も
明
ら
か
に
不
機

そ
う
だ

た 
ど
う
や
ら
彼
女
は
キ
リ
ト
君
が
ま
た
自
分
を
悪
い
風
に
見
せ
る
行
動
に
苛
立

て
い
る
ら
し

い 
そ
れ
を

し
た
ら
し
い
彼
は

少
し

心
地
が
悪
そ
う
に
目
を

が
せ
た

そ
れ
が
一
番
だ

た
か
ら

我
は
無
い
の
カ

一
撃
も
喰
ら

て
な
い
か
ら
な

な
ら
良
い
ケ
ド

あ
ま
り
無

し
な
い
よ
う
に
ナ

十
人
も
同
時
に

手
す
る
な
ん
て

死
ぬ
も
ん
ダ

キ

が
死
ん
だ
ら

オ
ネ

サ
ン

哀
し
む
か
ら
ナ

ん

分
か

た

心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ア
ル
ゴ

フ
ン
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を

ら
ま
せ
た
彼
女
は
フ

ド
を
目
深
に

た

暗
い
か
ら
分
か
り

い
が
少
し

く
な

て
い
た
の
は
多
分
気
の
せ
い
で
は
無
い
だ
ろ
う

 
年

不

な
部
分
の
多
い
彼
女
も
存
外
可
愛
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
だ
と
思

た

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

今
ヘ
ン
な
事
を

え
な
か

た
カ

 
そ
う

え
た
直
後
ジ
ロ
リ
と
殺
気

じ
り
の
眼
で
ア
ル
ゴ
君
に

ま
れ
た

な
ま
じ
フ

ド

を
目
深
に

て
い
て
目

が
見
え
な
い
だ
け

か
恐
怖
を
覚
え
な
く
も
な
い

い
や

今
日
は
大
晦
日
だ
ろ
う

 

夜
の

こ
そ
無
い
が
初
日
の
出
を

で
一
緒
に

む
の
は
ど
う
か
と

え
て
い
た
だ
け
さ

ン

 
ま

そ

い
う
コ
ト
に
し
て
お
い
て
や
る

で

キ

と
し
て
は
ど
う
な
ん
だ

え

が

 
こ
ち
ら
に
意
味
あ
り

な
眼
を
し
つ
つ
も
追

の
手
を
止
め
た
彼
女
は
キ
リ
ト
君
の
意
見
を

求
め
た

し
の
悪
い
彼
の
反
応
に
だ

か

ら

と
ど
こ
か

ね
た
よ
う
に
ア
ル
ゴ
君
が

語
り
掛
け
る

初
日
の
出
を

む
事
ダ

ず

と

き

め
な
ん
ダ

日
く
ら
い
少
し

く
り
し
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た

て

は

た
ら
な
い
と
思
う

む

で
も
こ
の
時
期
の
日
の
出

て
か
な
り
速
い
だ
ろ

日
一

日
と
ボ
ス
の
情
報
収
集

を
無
理
し
て
進
め
た
し

今
日
は

き
出
来
る
自
信
が
無
い
ん
だ
け
ど

ア
 
キ
リ
ト
君
の
自
己

に

彼
女
は
し
ま

た

と
目

を

た

 
キ
バ
オ
ウ
君
と
リ
ン
ド
君
達
の
秘
密
裏
の
行
動
に
つ
い
て
知

た
彼
は
ア
ル
ゴ
君
を

し
て

我

に
事
情
を
伝
え

備
さ
せ
て
い
る
間

か
な
り

ピ

チ
で
マ

ピ
ン
グ
を
行

て
い
た

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
と
ク
リ
ス
マ
ス
そ
し
て
年
の

と
い
う
事
で
最
近
攻
略
が

て
い
た

で
マ

ピ
ン
グ
も
あ
ま
り
出
来
て
い
な
か

た
の
だ

 
と
い
う
の
も

迷

へ
の
道
が
正
攻
法
で
は
無
か

た
た
め
だ

 
こ
れ
ま
で
な
ら
遠
く
に
見
え
る
白

の

を
目
指
し
て
フ

ル
ド
を

策
し
新
た
な

へ

り

く
事
を

り
返
し
て
い
れ
ば
よ
か

た
の
だ
が
第
五
層
は
地
下
に

が
広
が

て
い

る
と
い
う
構

だ

た

こ
れ
ま
で
迷

へ
入
る
ま
で
こ
れ
と
い

て
ダ
ン
ジ

ン
は
無
か

た
が
こ
の

層
で
は
地
下

が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
い
た

こ
れ
が
キ
リ
ト
君
の
マ

ピ
ン
グ
を

ら
せ
た
原
因
の
一
つ
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も
う
一
つ
が

地
下

か
ら
迷

へ
入
る
境
界
に
配

さ
れ
て
い
た
中
ボ
ス

の
ガ

デ

ア
ン
が
手
強
か

た
か
ら

コ
レ
の

に
彼
は
時
間
を
取
ら
れ
て
い
て

更
迷

の

マ

ピ
ン
グ
が

れ
た

し
か
も
ガ

デ

ア
ン
を
倒
し
た
の
と

同
時
に
ア
ル
ゴ
君
が
迷

へ
の
直

ル

ト
を
別

で
見
つ
け
る
と
い
う

に
無
い
非

的
な
行
動
と
な

て
し

ま

て
い
た

 
そ
こ
に
来
て
ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
の
問

が
上
が

た
た
め
か
な
り
無
理

理
攻
略
を
し
て
い

た
の
で
あ
る

ボ
ス
情
報
の
収
集
は

論

偵

め
て
だ

 
結
果

の
事

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
と
い
う
の
に
地
下

や
ガ

デ

ア
ン
に
手
間
取
ら
さ
れ
る

目
に
な
り

仕
方
な
く

眠
時
間
を
返
上
し
た
上
で

ピ

チ
の

マ

ピ
ン
グ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

た
と
い
う

だ

 

で
あ
れ
ば
マ

ピ
ン
グ
に
三
日
偵

に
一
日

備
に
一
日
そ
し
て
本
番
と
い
う
一

層
六
日
の

期
だ

た
の
だ
が

今
回
は
そ
れ
ら
全
て
合
わ
せ
て
四
日
に

め
て
い
る

 
し
か
も
ボ
ス
戦
の
戦
力
は

時
も
の
三
分
の
一
だ

重
に
も
な
ろ
う

 
そ
の

労
が
今
に
来
て
襲

て
来
た
よ
う
で
気
が

け
た
の
か
今
の
彼
は
少
し

ら

ら
と

足

が
覚
束
無
い
様
子
だ

年

的
に
子

と
い
う
の
も
あ
る
の
だ
ろ
う
こ
こ
ま
で
夜
更
か
し
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し
て
い
な
が
ら
集
中
を
保
た
せ
て
い
た
の
は
称

に
値
す
る

じ

あ
よ

新
年
を

え
る

間
を
一
緒
に
過
ご
す

て
の
は
ど
う
だ

 
今

に
な

て
ド

と

れ
が

し
寄
せ
て

ら

ら
に
な

て
い
る
キ
リ
ト
君
を
見
て
無
理

を
さ
せ
た
く
は
無
く
し
か
し
一
緒
に
過
ご
す
事
で
少
し
で
も
労
い
た
い
と
い
う
想
い
は

も
が

同
じ
で

ど
う
し
た
も
の
か
と

を
悩
ま
せ
る

 
そ
ん
な
中
だ
か
ら
ク
ラ
イ
ン
君
の
快
活
な

は
よ
く

い
た

そ
れ
な
ら
も
う
ち

と
の

だ
し

明
日
の

は

く
り
眠
れ
る
だ
ろ

ん

そ
れ
な
ら

多
分
大

く

ぶ

 
キ
リ
ト
君
は

ク
ラ
イ
ン
君
の

を

め
た
確
認
に

欠

を

み
殺
し
な
が
ら

い
た

 
そ
の

か
ら

あ

こ
れ
は

る
な

と

も
が
悟

た
の
は
必
然
の
事
だ
ろ
う

 

こ
れ

ど
必
死
に

る
少
年
が

ま
さ
か
黒
幕
で
は
な
い
だ
ろ
う

 

け
眼
を
ぐ
し
ぐ
し
と
手
の

で

り
ア
ル
ゴ
君
や
ク
ラ
イ
ン
君
達
に

し
く
世

話
を

か
れ
て
い
る
少
年
の

を
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
守
る
私
は
内
心
で
そ
う

い
た

 
第
一
層
攻
略
会
議
で
あ
の

い
少
年
を
見
た
時
実
は
最
初
黒
幕
に
加

し
て
い
る
者
な
の

で
は
と
疑

て
い
た

さ
に
反
し
て
あ
ま
り
に
も
強
過
ぎ
た
し

レ
ベ
ル
も
高
過
ぎ
た
か
ら
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だ

夢
の
結

で
あ
る
こ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
堕
と
さ
れ
た
時
点
で
怒
り
心

だ

た
私

は
と
に
か
く

し
い
点
が
あ
る
者
に
は
疑
念
を
持
つ
よ
う
に
な

て
い
た

 
故
に
私
が
彼
に
親
身
に
な

て
い
る
の
も
最
初
は
監

の
つ
も
り
だ

た
の
だ

第
一
層
で

殿

と
し
て
彼
を
指
名
し
た
の
も
実
は

を
出
す
切

掛
け
と
し
て
使
え
る
の
で
は
と
い
う

打

も
あ

た

 
だ
が
あ
の
少
年
の
行
動
は
自
己

的
な
も
の
ば
か
り

そ
れ
も
絶
対
成

す
る
と
い

う
確
信
を

い
て
い
な
い

死
の
可
能
性

も
確
か
に
見

え
た
覚
悟
の
上
で
の
も
の
ば
か
り

だ

た

 
第
一
層
で
の
ビ

タ

だ
け
で
あ
れ
ば
偽
善
的
に
見
せ
る
演
技
か
と
も
思

た
だ

ろ
う

 
こ
れ
ま
で
ず

と
あ
の
少
年
の
振
る
舞
い
と

動
を
見
て
来
た
が
こ
の
第
五
層
で
の

き
は

ビ

タ

の
時
以
上
の
自
己

と

え
た

ロ
プ
レ
イ

で
あ
る
以
上

極

的
に
は
ギ
ル
ド
フ
ラ

グ
と
い
う

ネ
タ
な
ど

え

む
必
要
は

無

攻
略
隊
の
存

の

と

て
も

も

先
し
て
そ
れ
を

ご
う
と
は
す
ま
い

 
し
か
し
彼
は
己
の
時
間
の

全
て
を

や
し
真

に
こ
の
世
界
と
向
き
合
い
命
を

け
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て
戦

て
い
る

こ
れ
で
も
人
生
の

全
て
を
こ
の
浮
遊
城
創

の

に

や
し
て
き
た
身

だ

人
が
ど
れ
だ
け
真
剣
な
の
か
は
見
れ
ば
分
か
る

 
彼
は
⻑
期
的
な
眼
で
事
を
見

え
フ
ラ

グ
を
手
に
入
れ

え
そ
れ
を
最
も
欲
し
て
い
る

者
達
の
目
の
前
で
破
壊
す
る
と
い
う

を
以
て
問

を
解
決
し
た

い
や

解
決
で
は
な
く

面
を

く
り
返
し
た
と

た
と
こ
ろ
か

 
と
も
あ
れ
攻
略
隊
の
内
輪

め
を
未
然
に

い
だ
点
が
重
要
だ

 
デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
に
加

し
て
い
る
の
な
ら
こ
こ
ま
で
人
の

目
を
集
め
る
よ
う
な
行

動
は
し
な
い

だ

よ
し
ん
ば
す
る
に
し
て
も
も

と

え
て
行
動
す
る

だ

木
を

す
な
ら

森
の
中
と

う
様
に
も
う
少
し
分
か
り
に
く
い
よ
う
に
す
る
と
思
う

 
だ
か
ら
こ
そ
私
は

キ
リ
ト
君
の
事
を
信

す
る
事
に
し
た

彼
に
は
生
き
て

せ
に
な

て
欲
し
い
で
す
ね

あ
あ

 
近
く
に
い
た
デ

ア
ベ
ル
君
の

葉
に

私
は
心
の

か
ら
同
意
し
な
が
ら

し
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
第
四

で
あ
る
本
作
に

け
る
第
五
層
攻
略
は
こ
の
よ
う
に
な

て

い
ま
し
た

大
体
原

り
の
流
れ
で
す
ね

 
原

で
は

の

遇
は
キ
リ
ト
が

持
す
る
と
い
う
流
れ
に
な

て
い
る
の
で
す
が
本
作
で

は
攻
略
隊
で
の
主
要
ギ
ル
ド
が
複
数
あ
る
上
に
影
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
勢
力
が
暗
躍
し
て
い
る
せ
い
で

に
や
や
こ
し
く
な

て
お
り
ま
す

 
加
え
て
キ
バ
オ
ウ
と
リ
ン
ド
は
原

よ
り
キ
リ
ト
へ
の
ヘ
イ
ト
が
高
い
の
で
説
得
な
ど
応
じ

る

も
な
く

 

却
と
か
一
時
的
に

か
る
と
か
に
す
る
と
モ
ル
テ
が
思

し
た
よ
う
に
付
け

む
隙
を
与
え

る
し

 

な
ら

を
目
の
前
で
確
実
に
消
滅
さ
せ
ち

え
ば
良
い
じ

ん

と

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

え
て
い
る
事
が
分
か
る
キ
リ
ト
な
ら
そ
の

も
思

が
行
き
届
く
の
が
デ
フ

ル
ト
な
の
で
す

原

も
大

で
あ
る

 
今
ま
で
数
多
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
二

を

ん
で
き
ま
し
た
が

ボ

ナ
ス
を
自
ら
破
壊
す
る
な
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ん
て
展
開
は
見
た
事
無
か

た
の
で

ま
あ
他
の
方

と
の
差
異
を
出
せ
た
か
な
と
思
い
ま
す

 
今
後
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
や
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
・
フ

ク
タ

で
活
躍
の
時
が
来
る
可
能
性
は

高
い
で
す
が

本
作
で
は
こ
れ
し
か
解
決
策
が
無
い
の
で
ね

仕
方
な
い
ネ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ

点
で

値
が
高
い
に
も

わ
ら
ず
一
撃
は
お
か
し
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す

が

こ
の
時
点
で

に
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

武
器
破
壊

の
前
兆
が

 
技
術
的
な
部
分

よ
り
も
か
な
り
力

せ
な
と
こ
ろ
が

め
ま
せ
ん
が

 
そ
し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
第
一
層
で
殿
に

命
し
た
事
同
時
に
キ
リ
ト
へ
信

を
寄
せ
る
よ

う
に
な

た
理
由
が
明
ら
か
に

 
ぶ

ち

け
夢
を

さ
れ
て
怒
り
心

の

場
な
ら
年

に
反
し
て
お
か
し
い
く
ら
い
強
い

キ
リ
ト
を

し
む
く
ら
い
は
し
て
然
る
べ
き
か
な
と

ど
こ
で
入
れ
る
か
悩
ん
だ
の
で
す
が
今
話

に
入
る
事
に
な
り
ま
し
た

 
キ
リ
ト
は
ど
こ
か
の
実
兄
と
違

て
命

け
の
行
動
で
信
頼
と
信

を
勝
ち
取

た
の
ダ

 
で
は

話

月

日
月

前

時

に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
十
章
 

異
常
者
へ
の
疑
念

   
ど
う
も
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス

で
す

 
今
年
も
私
と
本
作

孤
高
の
剣
士

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
あ
ら
す
じ
で
書
い
て
い
る

り
出
来
上
が

て
か
ら
月
木
に
投
稿
す
る
と
い
う
風
に
す
る
の

で

こ
れ
か
ら
も
空
く
事
は
あ
る
で
し

う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
ま
た

と
し
た
ら

し
さ
故
の
書
き

め
目
的
で
⻑
期

載
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が

そ
の
時
は

大
な
心
で

け
容
れ
て
下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

 
さ
て

新
年
最
初
の
投
稿
話
は
オ

ル
ユ
イ

点

 
本
作
に

け
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
不
可
解
さ
に
つ
い
て

め
て
い
き
ま
す

 
文

数
は
約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て

め
て
生
を

け
た
私
は
現
在

天
の
星
空
と
見

い
そ
う
に
な
る
ガ
ラ
ス

の
空
間
で
不
安
に

ら
れ
て
い
た

 
す
ぐ
近
く
に
は
ル
ク
ス
さ
ん
の
他
に

方
へ
来
る

に
同

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ユ
ウ
キ
さ

ん

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ

て
い
た
フ

リ
ア
さ
ん
に
呼
ば
れ
た
サ
チ
さ
ん

一

の
話

を

い
て
心
配
に
な

た
ら
し
い
リ

姉
が

る

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
探
索
に

い
て
強
力
な

間
で
あ
る
フ

リ
ア
さ
ん
と
レ
イ
ン
さ
ん

は
事
情
を

し
て
一

リ
ズ
ベ

ト
さ
ん
の

へ

て
い
る
た
め

に
は

な
い

ま

た
自
分
を
作

た
創

主
で
あ
る

場

こ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
や
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
シ
ノ

ン
さ
ん
達
は
話
の
内
容
が
内
容
な
だ
け
に
大
勢
で
行

て
も
ア
レ
だ
ろ
う
と
遠
慮
し
た
よ
う
で
同

様
に

な
い

 
合

し
て
五
人
に

ま
れ
る
形
で

線
を
集
め
て
い
る
の
は

わ
ず
も
が
な
私
の
義
弟
キ
リ
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ト
だ

 
し
か
し
現
在

彼
は
私
の

を

に
し
て
泥
に

む
か
の
よ
う
に
眠
り

け
て
い
る

 
こ
ん
な
事

に
な

て
い
る
理
由
は

お
よ
そ
三
時
間
前
に

る

 
サ
チ
さ
ん
が
以
前

属
し
て
い
て
義
弟
が
力
を

し
た
ギ
ル
ド
を

い
て
い
た
リ

ダ

の

男
ケ
イ
タ
の
襲
撃
の
後
て

き
り
私
は
死
者
が

た
事
に
つ
い
て

問
さ
れ
る
も
の
か
と
思

て
い
た

情
報
が
生
命
線
で
あ
る
以
上
そ
の
方
面
に

し
て
義
弟
は
と
て
も

し
い
か
ら
だ

 
し
か
し
彼
は
問
う
て
く
る
事
も
無
く

た
だ

く

く
一
人
に
し
て
欲
し
い

と

た

 

程
か
つ
て
力
を

し
た
人
に
怨
ま
れ
直
に
命
を

わ
れ
た
事
が

い
た
の
だ
ろ
う
と
思

た

あ
れ
だ
け
真

直
ぐ
に
憎
悪
を
向
け
ら
れ
殺
さ
れ
掛
か
れ
ば
気

ち
も
す
る
だ
ろ
う
か
ら

 
私
が

い
た
そ
の
予
想
は

分

た

て
い
た

 
外
れ
て
い
た
も
う

分
に
つ
い
て
は
彼
の

う

り
一
人
に
し
て
か
ら
十
分

ど
が
経
過
し

た
後
に
知
る
事
に
な

た

義
弟
が

理

か
ら

を
消
し
て
い
る
事
を
偶
然
に
も
知

た
か
ら

だ 
知
れ
た
理
由
は

に
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の
仕
事
を
果
た
す

に

理

に
あ
る
シ

ス
テ
ム
コ
ン

ル
に

事
が
あ

た
か
ら

と
い
う
理
由
に
か
こ
つ
け
て
義
弟
の
様
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子
を
見
よ
う
と
し
た
か
ら
だ

た

事
が
あ

た
の
は
本

だ
が
別
に
そ
の
時
す
る
必
要
は

無
い
も
の
だ

た

 
し
か
し
行

て
み
れ
ば
も
ぬ
け
の

 

然
私
は
大
慌
て
で
義
弟
が
失

し
た
事
を
レ
イ
ン
さ
ん
達
に
伝
え
た

 
今
の
彼
は
自
ら
命
を
絶
と
う
と
し
な
い

だ
が
そ
れ
で
も
ま
だ
彼
の
心
は

え
切

て
い
な

い

そ
ん
な
状

で
ト
ラ
ウ
マ
の
人
物
か
ら
真

直
ぐ
憎
悪
を
向
け
ら
れ
殺
さ
れ
掛
か

た
の

だ
精
神
的
に
不
安
定
な
状

で
は

を

え
行
動
す
る
か
分
か

た
も
の
で
は
無
か

た
か
ら

焦

は
絶
大
な
も
の
だ

た

 
う
つ

や

合
失

は
回
復
過
程
と
回
復
速

に
か
な
り
の
差
が
あ
る
が
い
ず
れ
も
精
神

的
な
エ
ネ
ル
ギ

が
回
復
し
た

に
自
殺
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る

 

み
始
め
て
か
ら
ま
だ
四
日
し
か
経

て
い
な
い
義
弟
だ
が
彼
に
常
識
が

て
は
ま
る
と
は

え
な
い
方
が

明
だ

む
し
ろ

か
に
で
も
回
復
し
た

平
時
と
同
じ
く
ら
い
の
活
動
を
始

め
る
予
想
す
ら
出
来
る

 
そ
れ
は
つ
ま
り
リ

姉
に
よ

て
多
少
重

が
取
れ
て
精
神
的
に
も

が
生
ま
れ
た
だ
け

で

彼
は
自
殺
す
る
リ
ス
ク
を

ん
で
し
ま

た
事
に
他
な
ら
な
い
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自
殺
の
リ
ス
ク
と

て
も

の

静
思
い
や
り

れ
る
あ
る
い
は
甘
え
ん

な
気

分
の
義
弟
な
ら
ま
ず
あ
り
得
な
い
と

え
る

そ
れ
は
リ

姉
に
よ

て

定
さ
れ
た
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

と
し
て
の
振
る
舞
い
だ
か
ら

 
し
か
し
ケ
イ
タ
に
よ

て
ぶ
り
返
す
ト
ラ
ウ
マ
は

夜
リ

姉
に
よ

て
殺
さ
れ
た
オ
リ

ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
意
識
だ

そ
し
て
そ
の
意
識
は

遠
的
に
自
ら
死
を
求
め
て
も
い
た

他
者
に
殺
さ
れ
る
事
に
こ
そ
意
味
を
見
出
し

そ
れ
を
求
め
て
い
た

 
彼
に
と

て

ケ
イ
タ

と
い
う
男
は
因
縁
深
い

に
あ
る

怨
ま
れ
て
も
仕
方
な
い
と

も

と

う
な
ら
殺
さ
れ
る
事
す
ら
も
仕
方
な
い
と

め
る
く
ら
い
彼
に
と

て
月
夜
の
黒

猫

の
壊
滅
と
そ
の
リ

ダ

の
自
殺
は
重
く
圧
し
掛
か

て
い
る

 

ビ

タ

や

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
意
識
で
生
き
る
事
を

め
た
と
は

え

そ
れ
も

一

一

で
変
わ
る

も
な
く

か
の

子
に

る
可
能
性
は
十
分
存
在
し
た

だ
か
ら
こ
そ

私
も
そ
れ
を
危
惧
し
て
い
た

 
そ
の

先
に

正
に
義
弟
最
大
の
ト
ラ
ウ
マ
の
一
つ
と

え
る
男
に
よ
る
憎
悪
と
殺
意

間
違
い
で
あ
る

と

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

と
し
て
は
分
か

て
い
て
も

同
時
に

オ
リ
ム

ラ
イ
チ
カ
と
し
て
は
そ
れ
が
正
し
い
と

定
し
て
し
ま
う
の
は
目
に
見
え
る
事

聖
夜
で
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罪
の

に
狂
う
く
ら
い
彼
に
と

て
ケ
イ
タ
の
憎
悪
と
そ
れ
に
よ
る
死
の

い
は

定
さ

れ
る
も
の

と
い
う
認
識
に
な

て
い
る

 
だ
か
ら
す
ぐ
に
で
も
探
し
に
行
こ
う
と
し
た

 
結
果
的
に
そ
の
必
要
は
無
か

た

行
き
先
は
ケ
イ
タ
の
場

だ
ろ
う
と

し
が
付
い
て
い
た

か
ら
大
神
殿
へ
転

し
よ
う
と
し
た
正
に
そ
の
時

義
弟
は

理

へ
と

て
来
た
か
ら

 

て
来
た
ば
か
り
の
彼
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
傷
を
負

て
い
る
上
に

は
五

ど
し
か

残

て
い
な
か

た

一

う
よ
う
に

に

え
た
使
い
魔
の
小
⻯
だ
け
が
無
傷
だ

た

 

論
私
達
は
彼
を
心
配
し
て
回
復
ア
イ
テ
ム
を
使
お
う
と
し
た
が

人
に
よ

て
そ
れ
は
止

め
ら
れ
た

圏
内

に

る
な
ら
ア
イ
テ
ム
を
使
う
よ
り
リ
ジ

ネ
の
自
然
回
復
を

た
方

が
無

じ

な
い

と

わ
れ
た
か
ら
だ

 
実

回
復
ア
イ
テ
ム
は

重
だ

自
分
は
と
も
か
く
キ

や
ル
ク
ス
さ
ん
以
外
は
ア
イ
ン
ク

ラ

ド
に
帰
れ
る
の
で
彼
女
達
に
持

て
来
て
も
ら
え
ば
事
無
き
は
得
る

し
か
し
そ
れ
で
も

を

え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
危
険
が
無
い
の
で
あ
れ
ば
自
然
回
復
を

つ
事
が
望
ま

し
い
事
は
事
実
だ

た

 

人
が
そ
う
主

す
る
の
で

そ
れ
に

た
私
達
は

に

を
し
て
い
た
の
か
を
問
い
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し
た

 

ケ
イ
タ
の
事
だ

 
一

の
間
を

い
て
か
ら

彼
は
そ
う

に
し
た

 
彼
が

独
行
動
を
取

た
の
は
他
に
人
が

な
い
一
対
一
の
対
面
で
あ
れ
ば
対
話
の

地
は

あ
る
の
で
は
な
い
か
と

え
た
ら
し
い

麻

に
よ

て
無
力
化
し
て
い
る
状

で
あ
れ
ば
危

険
は
少
な
い
が
故
の
判
断
だ

た

 

論
そ
れ
に
は

Ｍ
Ｐ
Ｋ
を

る
と
い
う
甘
い
と
し
か

え
な
い

さ
れ
ど
尊
い
思
い
も

あ

た

 
だ
が
事

は
彼
の
思
い
も
よ
ら
ぬ
方
向
へ
進
ん
で
い
た

人
が

い
と
思

て
い
た
ケ
イ
タ

が

彼
の
手
に
よ

て

た
れ
た

う

と
手
を
組
ん
で
い
た
の
だ
と
い
う

ア
イ
ン

ク
ラ

ド
の
よ
う
な

が
無
い
以
上
補

が

し
い
麻

を
回
復
さ
せ
る
ア
イ
テ
ム
を
使

た
の
を
見
た
事
か
ら
協
力

に
あ
る
事
は
明
ら
か
だ

た

 

義
弟
は

ケ
イ
タ
と
対
面
し
た
時
点
で

に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
真
実
に
気

付
い
て
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ
彼
は

う

が

る
事
に
は
も
う

か
な
か

た

ケ
イ
タ
と

う
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が
手
を
組
ん
で
い
る
事
も
憎
き

手
へ
の
復
讐
心
を

え
れ
ば
意
外
で
も
無
く
し
か

し
ケ
イ
タ
の
人
格
を

慮
す
る
と

き
は
あ

た
と
い
う

 
彼
が
ケ
イ
タ
と
対
話
し
に
行

た
の
も

を
正
せ
ば

理

へ

れ
て

り
サ
チ
さ
ん
と

対
話
さ
せ
る
つ
も
り
だ

た
か
ら
ら
し
い

自
分
一
人
で
は
恐
ら
く
殺
し
合
う
し
か
無
い
が
見

限
ら
れ
て
い
た
と
は

え

間
だ

た
彼
女
の

な
ら
も
し
か
し
た
ら
殺
し
合
う
道
を
回

出
来

る
の
で
は
な
い
か
と

一

の
望
み
を

い
て
い
た
の
だ

 
そ
の
望
み
を

彼
は
未
だ
に

い
て
い
る

 

う

と
協
力

を
結
ん
で
い
る
時
点
で
そ
れ
は

し
い
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い

し
か
し
そ
れ
で
も
ま
だ
可
能
性
を

定
出
来
な
い

う

と
は
無
理
だ
ろ
う
が

し
か

し
ケ
イ
タ
だ
け
で
あ
れ
ば
サ
チ
の
協
力
で
殺
し
合
わ
な
く
て
済
む
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
は
ま

だ

定
出
来
な
い
の
だ

と

 
そ
の
場
に
彼
を

け
ば

う

の
六
人
と
ケ
イ
タ
し
か

な
か

た

う

が

で
あ
る
事
は
明
白
で
ケ
イ
タ
も

と
認
定
す
れ
ば
味
方
は

な
い

彼
が
最
も
得
意
と
す

る
場
が
整

て
い
た

 
そ
れ
で
も
ケ
イ
タ
達
を
殺
さ
な
か

た
の
は
そ
の
望
み
に
ま
だ

け
た
い
と
思

て
い
た
が
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故 
だ
か
ら
彼
は
そ
の
時
点
で

理

へ
帰
ろ
う
と
し
た
ら
し
い

 
し
か
し
更
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
事

が

こ
る

大
神
殿
の
転

を
使
お
う
と
し
た
時
彼
は

う

の

Ｐ
ｏ
Ｈ
の

襲
を

け

帰
る
に
帰
れ
な
く
な

て
し
ま

た

 
更
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
仕
組
ん
だ
の
か
一
時
は
立
ち
去

た

の
ケ
イ
タ
達
が

て
来
て
遠
方
か

ら

本
も
の
魔
槍
を
投

し

撃
す
る
始

 
本
来
で
あ
れ
ば

そ
の
程

の

に
後
れ
は
取
ら
な
い

 
し
か
し

に
は
殺
す
事
を

わ
せ
る
ケ
イ
タ
が

る

彼
を
殺
せ
ば
サ
チ
の
説
得
を
以
て

し
て
も
決
し
て
和
解
が
出
来
な
く
な
る
以
上
彼
は

と
し
て
も
ケ
イ
タ
の
殺

だ
け
は
す
る

に
い
か
な
か

た

 

亡
し
よ
う
に
も
魔
槍
は
必
中
の
武

遠
方
に

る
時
こ
そ
真
価
を
発

す
る
そ
の
槍

は

彼
に

前

亡
の

を
取
ら
せ
な
い

 
故
に
彼
は

の
風
の
力
を
使

て
一
気
に
ケ
イ
タ
達
の
許
へ

離
を

め
た
後

大

を
振
る

て
ま
ず

う

の

六
名
の

を
一
撃
で

り
取
り

死
さ
せ
た

魔

槍
に
よ
る

撃
を

絶
え
さ
せ
る
た
め
だ
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Ｐ
ｏ
Ｈ
は

故
か
動
く

振
り
を
見
せ
な
か

た

だ
か
ら
こ
そ

彼
は
動
け
た

 
ま
た

槍
は

わ
れ
た
プ
レ
イ

の
体
か
武
器
に
よ

て
弾
か
れ
た
場
合

必
中

の

果
を
喪
う
事
が
分
か

た

に

離
を

め
る

が
取
れ
た

Ｐ
ｏ
Ｈ
と

み
合

て
い
る
最

中
に
放
た
れ
た

襲
の
一
撃
で
実
験
し
て
分
か

た
事
ら
し
い

 
そ
う
し
て
ケ
イ
タ
に
力
を

し
て
い
た
六
名
を

死
さ
せ
た
後
ケ
イ
タ
を
再
び
麻

で
無

力
化

 
合

七
本
も
あ

た
深
紅
の
魔
槍
を
再
び
回
収
し
た
後
彼
は
謎
の
黒
コ

ト
か
ら
襲
撃
を

け

戦
の

に
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
乱
入
も
あ

て
生
ま
れ
た
隙
を
突
い
て
大
神
殿
の
転

を

い
て

理

へ
と
帰
還
し
た

 
そ
し
て
私
達
と
対
面
し
た
の
だ
と
い
う

 
彼
は
話
し
終
え
た

彼
は

り

め
さ
せ
て
い
た

を
解
い
た
せ
い
か

み
へ
と
意

識
を

め
て
し
ま

た

く
か
ら

き
て
い
て
加
え
て
今
日
だ
け
で
も

前
中
に
自
身
よ

り
強
い

逆
の
騎
士

を

後
に
は
ボ
ス
戦

ケ
イ
タ
と
の
遭
遇
戦
を
二

極
め
付
け
に

Ｐ
ｏ
Ｈ
と
の
対
話
と
精
神
力
を

ま
じ
く

る
事

の

だ

た
か
ら

労
を
抑
え
切
れ
な

か

た
の
だ
ろ
う
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ち
な
み
に
現
在
私
が

を
し
て
い
る
の
は
眠

て
し
ま

た
彼
を

た
い

に
転
が
し
て
い

る
の
は

び
な
い
と
思

た
か
ら
で

を
す
る

目
を
私
が

う
事
に
な

た
の
は

に

義
弟
が
私
に
寄
り
掛
か

て
い
た
か
ら
で
あ
る

断
じ
て

先
し
て
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な

い
事
を

に
明
記
し
て
お
く

 
無
論

頼
ま
れ
た
ら
す
る
の
も

か
で
は
無
い

 
リ

姉
達
は
二
十
分
程
前
に
最
前
線
攻
略
を
終
え
て
フ

リ
ア
さ
ん
と
合
流
し
こ
ち
ら
に
来

て

つ
い
さ

き
義
弟
か
ら

い
た
事
を
話
し
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る

ま
さ
か
ケ
イ
タ
だ
け
で
な
く

う

ま
で

て
し
か
も
手
を
組
ん
で
た
な
ん
て

 

労
と
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
限
界
で
騒
動
の
中
心
と
も

う
べ
き
義
弟
が
眠
り
に

ち
た
事
で

れ
た

を
破

た
の
は

点
で
騒
動
の
中
心
と

え
る
サ
チ
さ
ん
だ

た

 
彼
女
に
と

て

キ
リ
ト

と
い
う
少
年
は
恩
人
と

え
る
近
し
い
存
在

ビ

タ

と

し
て

む
者
達
の
存
在
と
そ
の
感
情
を
知

て
は
い
る
が
実

に
身
近
な
人
間
が
そ
れ
を
向
け

て
い
る
事
は
ど
う
し
て
も

け
容
れ
切
れ
な
い
よ
う
で

し
い

を
し
て
い
た

 
ど
ち
ら
か
と

え
ば

う

と
手
を
組
ん
で
い
た
事
の
方
が

程
シ

ク
の
よ
う

に
も
見
え
る
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ま

そ
れ
は

然
と

え
る
反
応
だ

し
ろ
彼
女
の
思

は
今
や
攻
略
組
と
し
て
の

も
の
に
近
く
な

て
い
る

殺
人
を
忌

す
る
価
値
観
は
中
層
以
下
の
プ
レ
イ

と
共

し
て

い
る
が

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
や
意

が
多
少
異
な

て
い
る
の
だ

 
攻
略
組
に
と

て
す
れ
ば
プ
レ
イ

が
プ
レ
イ

を
殺
す
行

は
正
に

す
べ

き
も
の
に

す
る

自
分
達
の

で
も
あ
る
と
は

え

攻
略
組

は
最
前
線
で
他
の
人
達

の
代
わ
り
に
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
戦
う
集

だ
そ
れ
な
の
に
そ
の
他
の
人
達
が
殺
し
合

て
い

て
は
本

転
倒
も
良
い

な
の
で
あ
る

そ
れ
こ
そ
白
の
剣
士
の
よ
う
に
攻
略
組
の
戦

力
を
損
な
わ
せ
る
行

は

忌
の
対

と
な
る

 

ビ

タ

／

黒
の
剣
士

が

攻
略
組

か
ら

さ
れ
な
か

た
の
は

彼
が
手
に

掛
け
る
者
達
が
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

か
レ

ド
プ
レ
イ

に
限
定
さ
れ
て
い
た
か
ら

結
果

的
に
で
は
あ
る
が

攻
略
組

が
救
わ
ん
と
す
る
人
達
の

で
も
あ

た
か
ら
だ

 
そ
う
で
な
く
と
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

罪
に
快

を
覚
え
る
異
常
者
達
を

め
上

う

と
い
う
レ

ド
ギ
ル
ド
を
作
り
上

た
異
常
者

ビ

タ

を
悪
し
様
に

う
者
達
か

ら
は
同

か
ビ

タ

の
方
が
上
と
い
う

価
に
な

て
い
る
が
実
情
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
方
が

よ

ど
異
常
で
あ
る
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キ

も

異

な
方
で
は
あ
る
の
で
す
が

 
私
を
義
理
の
姉
と
し
て

て
く
れ
て
い
る
義
弟
は
と
て
も

明
な
の
だ
が
そ
れ
は
明
ら
か

に
年

に
そ
ぐ
わ
な
い

明
さ
だ

人

に

ら
れ
孤
独
／
孤
高
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
に

そ
れ
を

け
容
れ
て
い
る
時
点
で

そ
の
精
神
性
が
異

で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る

 
し
か
し
異
常
と
ま
で
は

え
な
い

 
彼
は
確
か
に
苦
し
ん
で
い
て
心
の
中
で
は

び
を
上

て
い
た

哀
し
い
と

し
い
と
思

い
そ
れ
に
自
覚
を
持

て
い
よ
う
と
い
な
か
ろ
う
と

か
し
ら
の
形
で
表
現
出
来
て
い
る

ユ

ウ
キ
さ
ん
達
に

い

し
て
も
ら

た
事
が
あ
る
の
は

そ
の
発

だ

 
そ
の
発

が
あ
る
時
点
で

キ

の
精
神
は
異

で
は
あ

て
も
異
常
と
ま
で
は
い
か
な
い

加
え
て
原
因
や
そ
う
な

た
過
程
が
あ
る
程

明
ら
か
で
あ
る
だ
け
ま
だ
マ
シ
と
も

え
る

 
だ
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
や
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
付
き

た
者
達
は
そ
う
で
は
な
い

 
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
異
常
事

に
見
舞
わ
れ
精
神
的
な
安
定
性
を
欠
い
て
い
た
部
分
が
あ

た

か
ら
で
は
あ
る

し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
状
況
的
な
要

で
あ

て
そ
れ
だ
け
で

罪
は

悪

と
い
う
価
値
観
を

す
に
は
至
ら
な
い

 

せ
て
し
ま

た
者
達
は

だ
か
ら
こ
そ
異
常
者
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
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そ
う
い
う
意
味
で
は
キ

も
異
常
者
の

に
入
る
が
彼
は
殺
し
を
行

て
い
て
も
良
識

ま
で
は
喪

て
い
な
い

加
え
て
彼
は
先
を
見
て
の
行
動
で
も
あ

た

だ
か
ら
私
は
彼
の
精
神

性
を
異

と

い

異
常
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る

 
義
弟
に

し
て
異
常
と
見
て
い
る
の
は

精
神
で
は
無
く
彼
の
思
想
の
方

 

同
さ
れ
や
す
い
が

密
に
定
義
す
る
と
精
神
と
思
想
は
別
の
も
の
だ

 
精
神
と
は
人
が
外
的
な

や
人
と
の
交
流
を
経
て
覚
え
る
感
情
や
欲
求
の
根

足
感

や
安
息
を
覚
え
る
と
安
定
し
て
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な

て

気
が

ら
か
な
く
な
り
逆
に

な
事
が
あ
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て

気
も

し
く
な

た
り
す
る

や

動
の
全
て
に

影

を
与
え
る
も
の
が
精
神

 
対
し
て
思
想
と
は
そ
の
人
の
行
動
指

や
思

回
路
の
事
を
指
す

つ
ま
り

密
に
は
感
情
由

来
の
思

と
は
別
物
で

そ
の
人
特
有
の
価
値
観
に
よ

て
形
成
さ
れ
た
思

な
の
で
あ
る

 
義
弟
の
精
神
は
や
は
り
過
去
の
境
遇
か
ら
大
人

負
け
レ
ベ
ル
の
強
さ
を
持
つ
が
同
時
に

さ
故
の

さ
も

せ
持
つ
も
の
だ

 
異

に
見
え
る
の
は
年

に
そ
ぐ
わ
な
い

明
さ
と
精
神
の
強

さ
故

そ
の
二
つ
を
構
成
す

る
要

と
し
て

彼
の
思
想
が

ら
れ
た

リ

姉
が
一

殺
し
た
か
つ
て
の

彼
の
思
想
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こ
そ
が
異
常
で
あ
り
そ
の
異
常
に
引

ら
れ
る
形
で
精
神
を
異

な
も
の
へ
と
成
⻑
さ
せ
て

い
た
の
だ

 
義
弟
の
異
常
な
思
想
の

れ
が

ビ

タ

で

異

な
精
神
の

れ
は

黒
の
剣
士

と

い
う
立
場
と

え
よ
う

 
で
は

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
ど
う
な
の
か

 
あ
の
男
に

し
て
は
分
か
ら
な
い

そ
も
そ
も
分
か
ら
な
い
事
の
方
が
多
い
か
ら
そ
れ
も

然

だ 
だ
が
少
な
く
と
も
あ
の
男
は

か
し
ら
の
目
的
が
あ
り
そ
の
目
的
の

に

を

密
に

立
て
て
実
行
出
来
る
精
神
と
思
想
を
保

て
い
る
事
は
事
実
だ

そ
れ
が
異

の
レ
ベ
ル
な
の

か

あ
る
い
は
異
常
の
レ
ベ
ル
か
ま
で
は

り
か
ね
る
が

ね

ユ
イ
ち

ん

あ
な
た
は
死
者
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

る
事
を
知

て
い
た
の

 
あ
ま
り

色
が
良
く
な
い

子
の

を

で
な
が
ら
物
思
い
に

て
い
る
と

に

る

義
姉
か
ら
真
剣
な
面
持
ち
で
問
い
を
投

ら
れ

意
識
を
引
き

さ
れ
る

 
そ
の
声
か
ら
は
確
信
め
い
た
も
の
を
感
じ
ら
れ
て

魔
化
し
は

し
な
い
事
を
悟
ら
さ
れ
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た 

魔
化
す
つ
も
り
も
無
か

た
の
だ
が

え
え
知

て
い
ま
し
た

そ
れ
ど
こ
ろ
か
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
と

方
で
再
会
す
る
数
時
間

前
に

私
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と

を
会
わ
せ
て
す
ら
い
ま
し
た
よ

え
 
私
の
白
状
に
リ

姉
と
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
や
は
り
と

得

を
見
せ
サ
チ
さ
ん
と
ル
ク
ス
さ
ん

は

の
反
応
を
見
せ
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て

さ
れ
同
時
に
一
部
で
は
あ
る

も
の
の

権
限
を
有
し
て
い
る
の
だ
が
知

て
い
て

然
と
思
う
の
が

だ
と
思
う
の
だ
け

ど
そ
こ
に
は
気
付
か
な
か

た
の
だ
ろ
う
か
と
二
人
に
思
う

事
実
リ

姉
達
は

と
な
く

し
て
い
た
よ
う
だ
し

恐
ら
く
キ

も

に

付
い
て
い
る

 

分
に
分
か
れ
た
反
応
に
そ
ん
な
思

を
浮
か
べ
つ
つ
私
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
こ
ち
ら
で

を
会
わ

せ
た
時
の
状
況
を
語

た

 
義
弟
が
知

て
い
る
な
ら

す
る

な
の
に
無
か

た
の
は

故
な
の
か
と
疑
問
を
覚
え
て

い
た
ら
し
い
リ

姉
と
ユ
ウ
キ
さ
ん
も
彼
が
眠

て
い
る
間
の
事
で
あ
れ
ば
知
ら
な
い
の
も
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然
だ
と

得
し
た
よ
う
だ

た

他
の
二
人
も
同
様
の
反
応
を
見
せ
た

な
る

ど

ユ
イ
ち

ん
が
そ
れ
を
話
さ
な
か

た
の
は

キ
リ
ト
を
追
い

め
た
く
な

か

た
か
ら
な
ん
だ
ね

そ
の

り
で
す
サ
チ
さ
ん

リ

姉
の

責
も
あ

て

的
に
持
ち
直
し
て
し
ま

て
い
ま

す
が

キ

は
今
も

ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身

無
論

責
の
前
は

更
で
す

そ
ん
な
状

で
キ
リ
ト
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
死
者
が

る

な
ん
て
事
実
を

た

ら

む
し
ろ
自
分
の
方
か
ら
ケ
イ
タ
に
会
い
に
行

て
た
だ
ろ
う
ね

 
キ

の
事
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
そ
の
未
来
を
容

に
想
像
出
来
た

よ
う
だ

た

息
し
な
が
ら
眠
り

け
る
少
年
を
哀
し

に
見
て
い
る

 
そ
こ
で
ま
た

が

れ
た
が
少
し
経

た
時

と
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
サ
チ
さ
ん
へ

を
向

け
たと

こ
ろ
で

サ
チ
は

大

な
の

え

 

の
事

い
や
そ
の

た
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

に

ば
見
捨
て
ら
れ
て
た
み
た
い
だ
け
ど

あ
あ
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ユ
ウ
キ
さ
ん
は
そ
の
事
も
気
に
な

て
い
た
ら
し
い

サ
チ
さ
ん
を
最
前
線
で
戦
う
者
の
一

と
し
て
そ
し
て
同
じ
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
一

と
し
て
戦
え
る
よ
う
最
も
面
倒
を

見
て
来
た
か
ら
こ
そ
の
心
配
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
彼
女
も
そ
の
問
い
の
意

を

し
た
よ
う
で

と
も

え
な
い
表
情
を
浮
か
べ
た

正
直
シ

ク
で
は
あ
る
よ

私
が
戦
う
事
を
怖
が

て
た
事
を
知

て
て
知

て
た
上
で

放

さ
れ
て
い
た
事
に
は
ね

で
も

外
シ

ク
は
大
き
く
な
い

多
分
自
分
で
も
気
付
い

て
た
ん
だ
と
思
う

も
し
か
し
て
見
限
ら
れ
て
る
ん
じ

て

だ

て
た

た
一
日
で
キ
リ

ト
が
気
付
い
た
ん
だ
も
ん

年
も

日
一
緒
に
戦
闘
も
し
て
た
の
に
気
付
か
な
い

が
な
い

そ
れ
で
も
気
付
い
て
く
れ
て
な
い
だ
け
な
ん
じ

て
思

て
い
た
の
は
心
の

か
で

は
願

て
た
か
ら
な
ん
だ
ろ
う
ね

そ
れ
は

仕
方

無
い
よ

無
理
し
て
気

て
く
れ
な
く
て
も
良
い
よ

お
陰
で

ん
切
り
が
付
い

た
か
ら

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
気

い
に
苦

を
浮
か
べ
た
後
サ
チ
さ
ん
は
表
情
を

め

然
と
し
た
表

情
で
虚
空
を
見
上

た
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そ
の

は

く
真
剣
な
面
持
ち
に
な

た
彼
女
は
歴
戦
の
戦
士
と
い
う

を
放

て
い

る

の
物

ら
か
な

か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
せ
い
か
と
て
も

的
で

だ

以
前
ユ
ウ
キ
と
リ

フ

さ
ん
に
は

た
け
ど
私
は
キ
リ
ト
の
事
を
異
性
と
し
て

い
て

る

で
も
ま
だ

意
を

な
い
つ
も
り
で
い
る

ケ
イ
タ
の

い
て
は

月
夜
の
黒
猫

の
一
件
の
ケ
ジ
メ
を
付
け
て
な
い
か
ら

サ
チ

ん
切
り

て

ま
さ
か

ケ
イ
タ
を
殺
す
つ
も
り

 

然
と
し
た
表
情
で
戦

を
覚
え
て
い
る
の
か

か
に

え
た
声

で
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
問
う

 
し
か
し
サ
チ
さ
ん
は

然
と
し
た
風
情
は
そ
の
ま
ま
に

な

苦

を

え
て
目
を

せ
るそ

れ
を
し
た
ら
キ
リ
ト
は

く
思
い
悩
ん
で
自
分
を
責
め
る
確
実
に
ね

人
の
思

や
思
想

な
ん
て
一

一

に
は
変
わ
ら
な
い
か
ら

だ
か
ら
ケ
イ
タ
を
手
に
掛
け
る
の
は
本

に
本

の

最
後
の
手

少
な
く
と
も
月
夜
の
黒
猫

の
一

だ

た
私
は
一

だ

た
か
ら
こ
そ
手

に
掛
け
ち

い
け
な
い

ケ
イ
タ
と
キ
リ
ト
の
和
解
に
力
を

せ
た
ら
良
い
ん
だ
け
ど

サ
チ
さ
ん
で
も
無
理
な
ん
で
す
か

 
こ
の
子
は

う

と
手
を
組
ん
で
た
状

で

も
サ
チ
さ
ん
な
ら
と
望
み
を
持

て
い
る
み
た
い
で
す
し
今
は

う

か
ら
見
限
ら



 第九十章 〜異常者への疑念〜

れ
た
状

だ
か
ら
い
け
る
ん
じ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

 
リ

姉
の
指

に
サ
チ
さ
ん
は

然
と
し
た
表
情
を
懊
悩
の
そ
れ
へ
と
変
え
た

八
の

へ

と

を

根
を
寄
せ
て

を
組
む

私
一
応
三
回
く
ら
い

間
と
一
緒
に

る
状

で
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
対
面
し
て
る
し
キ
リ
ト
か
ら

も

か
話
を

い
て
る
ん
だ
け
ど

Ｐ
ｏ
Ｈ

て
一

協
力

に
な

た

手
は

程
の

事
が
無
い
限
り
切
ら
な
い
ら
し
い
の

そ
れ
に

う

戦
の
作
戦
会
議
や
作
戦
決
行

の
時

う

メ
ン
バ

に
⻑
槍
使
い
は
キ
リ
ト
が
集
め
た
情
報
に
も

な
か

た

そ
れ
が

魔
槍
は

た

に

た
る
ま
で
追

す
る
強
力
な
一
撃
を
放
て
る
武
器
で
そ
れ
を

い
切

れ
る
ケ
イ
タ
を
本

に
見
限
る
の
か
と
思

て

実

キ
リ
ト
は
謎
の
黒
コ

ト
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
同

時
に

手
す
る
の
は

い
か
ら

て
来
た
の
で
あ

て
そ
の
後
の
経

は
見
て
な
い
ら
し
い

し

フ
リ

の
可
能
性
を

め
な
い
ん
じ

な
い
か
な

て

フ
リ

じ

な
い
と
し
て

も
ケ
イ
タ
を
切

た
事
に
は
協
力

に
あ
る
状

以
上
の
意
義
を
見
出
し
た
か
ら
な
ん
じ

な

い
か
と
も
思
う
の
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つ
ま
り

う

と
の
協
力

が
切
れ
て
も

ケ
イ
タ
に
は
ま
だ
キ
リ
ト
を
襲
え
る

だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
見
て
い
る
ん
じ

な
い
か

と
い
う
事
で
す
か

う
ん

 
リ

姉
の

に
対
し
サ
チ
さ
ん
は
自
信
無
さ

で
は
あ
る
も
の
の
小
さ
く

く

そ
れ
を

見
た
面

は
一
様
に

し
い

に
な

た

 
サ
チ
さ
ん
の
予
想
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
へ
の
高
い

心
を

に
し
た
推

に
過
ぎ
な
い

実

に

え
れ
ば
彼
女
の
予
想
は

え
過
ぎ
と

え
る
だ
ろ
う

 
だ
が

手
は
あ
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
だ

罪
や
殺
人
に
む
し
ろ
快
感
を
覚
え
る
異
常
者
達
を

め
上

る
者
こ
ち
ら
の
思

と
は
一
味
も
二
味
も
違

た

面
が
あ
る
上
に
キ

の
話
に
よ
れ
ば
現

実
世
界
で
も

兵
と
し
て
動
く
以
上

的
な
行
動
を

と
す
る
節
も
あ
る

リ

姉

と

思

た
の
で
す
が

んそ
も
そ
も
の
話

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
目
的
は
本

に
キ

へ
の
復
讐
な
ん
で
し

う
か

 
あ
の
魔
槍
を
ケ
イ
タ
が
持

て
い
た
の
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
に

ら
れ
た
か
ら

そ
れ
は
逆
説
的
に
魔
槍

を
自
力
で
入
手
出
来
る
程

の
実
力
を
ケ
イ
タ
は
有
し
て
お
ら
ず
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

独
で
入
手
出
来
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る
実
力
を
持

て
い
る
事
の
証

に
な
る

つ
ま
り
ケ
イ
タ
は
キ

に
一

報
い
る
力
を
人
か
ら

ら
れ
た

備
に
頼

て
い
た
と
い
う
事
に
な
る

 
あ
の
男
の
槍

き
が
キ

を
圧
倒
す
る
程
で
あ
れ
ば
話
は
別
だ
が
義
弟
の
話
で
は
そ
こ
ま
で

で
は
無
く
良
く
て
サ
チ
さ
ん
と
同
レ
ベ
ル
か

か
に

る
程

論
数
分
も

た
な
い

時

間
し
か
刃
を
交
え
て
い
な
い
か
ら
全
て
を
知

て
い
る

で
は
無
い
が

の
部
分
は
か
つ
て

自
身
が
教
え
た

手

と

ず
る
も
の
が
あ

た
か
ら
対
策
は
立
て
ら
れ
る

ら
し
い

手

か
ら
⻑
槍
へ
変
え
た
理
由
が
同
じ
⻑
物
だ
か
ら
と
い
う
も
の
だ

た
が
そ
れ
が

を

し
た
形
だ

 
そ
ん
な
ケ
イ
タ
が

独
で
キ

を
殺
し
得
る
と
は
思
え
な
い

 
二

目
だ

て
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
キ

の

を
補
足
し
更
に
六
人
の

護
も
あ

た
に
も

わ
ら

ず
一
撃
も
彼
は

て
い
な
い
の
だ

 
義
弟
は
確
か
に
甘
い
部
分
が
あ
る
が
そ
れ
と
は

無
く
命
を

て
来
る

手
へ
の

心
が
人
一

強
い

襲
で
殺
せ
な
か

た
時
点
で
あ
の
男
の
復
讐
は
ま
ず

せ
な
い
と
思

て

良
い

 
そ
れ
ら
を
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
理
解
し
て
い
る

な
の
だ
が
彼
の
話
を

い
た
限
り
で
は
復
讐
か
ら
遠
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の
い
て
い
る
気
も
す
る

使
い
手
が
ア
レ
で
あ

て
も

備
の
性
能
は
必
中
と
い
う
も
の

で
あ
る
以
上

強
力
だ

彼
が

外
な
の
で
あ
り

な
ら

す
術
も
無
く
や
ら
れ
て
い
る

襲
で
あ
れ
ば
魔
槍
の
一
撃
も
有

で
あ
る
と
立
証
さ
れ
て
い
ま
す

確
か
に
合

八
本
も
奪

わ
れ
た
事
は
十
分
失

と

え
る
で
し

う
が
あ
の
男
が
魔
槍
ば
か
り
集
め
て
い
た
と
は
思
え

ま
せ
ん

む
し
ろ
魔
槍
を
使

た

襲
を

り
越
え
る
も
の
と
し
て
想
定
し

の
策
を
練

て
い

る
と

わ
れ
た
方
が

得
出
来
ま
す

だ
と
し
て
も
復
讐
が
目
的
な
ら

遠
的
と

わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
が

確
か
に

魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
の
能
力
は
強
力
だ

こ
れ
ま
で

ロ
で

み

る
強

達
を
初
見
だ
ろ

う
と
打
倒
し
て
き
た
キ

に
す
ら

襲
に
加
え
て
動
揺
が
あ

た
に
せ
よ
一
撃
与
え
た
の
だ

そ
の
能
力
を
上
手
く

え
ば
復
讐
は
容

で
な
く
と
も

せ
る
だ
ろ
う

 
極
論

う

の
メ
ン
バ

の

か
が

⻑
槍

ス
キ
ル
を
取
り

ケ
イ
タ
と
同
じ
よ
う

に
ス
キ
ル
値
を
上

て
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を

得
す
れ
ば
多
方
向
か
ら
追

攻
撃
を
放
て
る

 
キ

が
対

出
来
て
い
た
の
も
ケ
イ
タ
一
人
に
よ
る
攻
撃
だ

た
か
ら
と
い
う
部
分
が
大
き

い

仮
に
あ
の
最
初
の

襲
で
ケ
イ
タ
と
は
別
の

か
ら
槍
を
投

る
者
が
い
た
な
ら
彼
は
二
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撃
目
も

に
喰
ら
い

気
な
く
死
ん
で
い
た

だ

 
そ
れ
を
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

え
な
い

が
な
い

そ
も
八
本
も
魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を

意
し

て
い
て

キ

の

を
把
握
し
た
上
で
の

襲
で
あ
り
な
が
ら
一
人
し
か
投

な
い

な

ど
無

が
過
ぎ
る

だ

殺
す
事
を
目
的
と
し
て
い
る
な
ら
ケ
イ
タ
の
よ
う
に
息

い
て
い

よ
う
が
い
な
か
ろ
う
が
オ
レ
ン
ジ
達
を

手
に
す
る
キ

の
よ
う
に
も

と
容
赦
が
無
く
な

て
も
お
か
し
く
な
い

 
そ
れ
が
無
い
時
点
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
行
動
に
一

性
が
無
い
と
し
か
思
え
ず
本

に
キ

を
殺
そ

う
と
企
ん
で
い
る
の
か

し
く
思
え
て
来
る

そ
れ
に

魔
槍
を
入
手
し
た
者
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
で
あ
る
事
が
本

な
ら
更
に
最
悪
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す

あ
の
魔
槍
は

密
に
は
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
の
ク
リ
ア
報

に
よ
る
も
の
で
は

無
い
ん
で
す

 
広
義
の
意
味
で
は
ミ

シ

ン
ク
リ
ア
報

な
の
だ
が

正
確
に

う
な
ら
異
な
る

魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を
入
手
す
る
に
は
樹
海
エ
リ
ア
の
と
あ
る
場

に
発
生
す
る
フ
ラ
グ

メ
ン
ト
・
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る

フ
ラ
グ
メ
ン
ト
と
名
が
付
く
ミ

シ

ン
は
グ
ラ
ン
ド
と
異
な
り

で
も

戦
出
来
る
の
で

本
数
は
そ
れ
で

え
る
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キ

が
入
手
し
た

王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト

は

グ
ラ
ン
ド
・
ミ

シ

ン

の
も
の
な
の
で
一

本
し
か
存
在
し
な
い

 

密
に

う
と
同
じ
プ
レ
イ

が
同
じ
グ
ラ
ン
ド
・
ミ

シ

ン
に

戦
出
来
な
い

だ
け
で
他
の
プ
レ
イ

が
ク
リ
ア
し
た
な
ら
そ
の
人
数
だ
け
現
存
す
る

つ
ま
り
キ

は
も

う

戦
出
来
な
い
が
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
ク
リ
ア
し
て
ト
レ

ド
す
れ
ば
彼
は
二
本
目
を
手
に
入

れ
ら
れ
る
と
い
う
事
で
あ
る

 
し
か
し
今
回

そ
こ
は
あ
ま
り

な
い

 
問

な
の
は

ミ

シ

ン
に

戦
出
来
て
い
る

事
実
な
の
だ

フ
ラ
グ
メ
ン
ト
だ
ろ
う
と
グ
ラ
ン
ド
だ
ろ
う
と
証
が
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
ミ

シ

ン
は

動

せ
ず
同
時
に
魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を
始
め
ミ

シ

ン
を
ク
リ
ア
し
た

に

備
を
入
手

す
る
に
は

の
手
ど
ち
ら
か
に
高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
の
証
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

つ
ま
り
あ
の
男
は

こ
の

理

へ
の
出
入
り
も
出
来
て
し
ま
う
事
に

な

 
さ

き
知

た
事
実
か
ら
分
か

た
事
を
伝
え
る
と

四
人
は

て
絶

し
た

で

で
も

で

 
ボ
ク
と
キ
リ
ト
は
ま
だ
死
亡
判
定
を

け
て
な
い
け
ど

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
死
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亡
判
定
を
一

け
て
る

で

 

え
な
が
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
問
う
て
き
た

 
私
は
そ
れ
に

現
状

え
得
る
可
能
性
を

た

 
立

て
い
る
予
想
と
し
て
は
ユ
ウ
キ
さ
ん
に
証
が

ま
れ
た
理
由
は
恐
ら
く
ホ
ロ
ウ
・
デ

ド
ニ
ン
グ
・
リ

パ

を

し
た
事
に
あ
る
だ
ろ
う
の
だ
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
そ
れ
を
し
た
と
い

う
可
能
性
が
一
つ

 
も
う
一
つ
と
し
て
は
無
い
と
願
い
た
い
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変
え
た
黒
幕
が
与
え

た
と
い
う
可
能
性
だ

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
リ
ア
ル
で

一

を

い
非
道
な
人
体
実
験
を
し
て
い
た

で
戦
闘

練
を

す
依
頼
を

け
る
く
ら
い
裏
の
闇
と
い
う
も
の
に
ど

り

か

て
い
る

兵
だ
と

い
う

そ
ん
な

兵
が

故
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う
デ
ス
ゲ

ム
開
始
時
ま
で
は
た
だ
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｐ
Ｇ
へ
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
の
か
気
に
な

て
い
た

 
気
に
な

て

べ
て
み
れ
ば
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の
ロ
グ
は

な
時
間
か

ら
始
ま

て
い
た

 
あ
ら

る
プ
レ
イ

達
の
ロ
グ
イ
ン
時
間
は
大

が
２
０
２
２
年

月

日
の

後

時
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か
ら

後

時

分
に
な

て
い
る

リ

姉
や
白
の
剣
士

シ
ノ
ン
さ
ん
の
よ
う
な
後
か

ら
入

て
来
た
人
達
は
流

に

外
だ
が

そ
れ
以
外
は

そ
の
時
間

で
あ
る

 
だ
が

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
ロ
グ
イ
ン
時
間
は

月

日
と
な

て
い
た

 
つ
ま
り
あ
の
男
は
デ
ス
ゲ

ム
で
あ
る
と
世
間
に
広
ま

て
か
ら

を

え
て
か
は
知
ら
な

い
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
事
に
な
る

こ
の
不
可
解
な
ロ
グ
イ
ン
時
間
と
行
動
だ
け
で
も
あ
の

男
が
実
は
デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
と
繋
が
り
が
あ
る
の
で
は
と
推

す
る
に
は
十
分
過
ぎ
る
事
実

だ 
だ
か
ら
私
は

そ
の
黒
幕
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
サ
ポ

ト
し
て
い
る
の
で
は
と

え
た

 
引

掛
か
る
点
と
し
て
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
死
亡
判
定
を

け
た
男
を

時
ま
で
も

サ
ポ

ト
す
る
か
と
い
う
事
な
の
だ
が

こ
れ
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
死
亡
か
ら
数
日
程

で
あ
れ
ば
ま
だ

し
も
あ
の
男
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

て
か
ら

に

年
近
く
も
経

て
い
る

そ
ん

な
男
に
サ
ポ

ト
す
る
価
値
を
黒
幕
が
見
出
す
可
能
性
は
高
く
な
い
だ
ろ
う

 
ま

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

て
す
ぐ
に
指

を
更
新
し

高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限

を
付
与
し
た
な
ら
話
は
別
な
の
だ
が

ど
ち
ら
に
せ
よ
あ
の
魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を
手
に
入
れ
た
者
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
で
あ
る
事
が
本
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な
ら
ば

理

へ
転

出
来
る
事
は
確
実
で
し

う

 
経

は
と
も
あ
れ
魔
槍
を
入
手
し
た
者
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
で
あ
る
な
ら
そ
こ
は
確
実
な
の
だ
ミ

シ

ン
を

け
る
時
点
で
高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
か
ら

 
も
し
権
限
を
有
し
て
い
な
く
と
も
ミ

シ

ン
に

戦
出
来
る
な
ら
と

く
の

に
フ

リ
ア

さ
ん
達
が

か
し
ら
の
ミ

シ

ン
に

戦
し
て
い
た
に
違
い
な
い

そ
の
情
報
を

に
キ

も

動
け
て
い
た

だ

そ
ん
な

 
私
が
出
し
た
結
論
に
最
初
に
動
揺
を
見
せ
た
の
は
ル
ク
ス
さ
ん
だ

た

 
彼
女
は

を
恐
怖
に
引
き

ら
せ
自
分
を

き

め
る
よ
う
に
二
の

を

て

こ
ま

て
い
た

か
に

え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

 
ル
ク
ス
さ
ん
は
中
層
圏
で
動
い
て
い
た
と
い
う
話
だ
か
ら
あ
る
意
味

う

や
オ
レ

ン
ジ
達
の

を
最
も

り
や
す
い
レ
ベ
ル

に
あ

た
立
場
だ

し
か
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
女

性
は

重
で

ら
か
な

気
だ

た
り
女
尊
男

で
な
い
女
性
と
な
れ
ば
輪
を
掛
け
て
希
少

と

え
る
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う

は
異
常
者
の
集
ま
り
と
し
て
出
遭

た
が
最
後
死
ぬ
し
か
な
い
と
ま
で
恐
れ
ら

れ
て
い
た
と
い
う
し

か
し
ら
の
ト
ラ
ウ
マ
を
持

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う

 
特
に

理

は
限
ら
れ
た
者
し
か
来
ら
れ
な
い
安
全
地

と
い
う
認
識
だ

た

そ
れ
な

の
に

最
も
危
険
な
存
在
が
来
ら
れ
る
と
な
れ
ば

恐
怖
を
覚
え
る
の
は

然
の
反
応
だ

 
対
し
て

リ

姉
と
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
無

を

い
て
い
た

動
揺
は
見
ら
れ
な
い

 
た
だ
二
人
の

手
は
さ
り
気
無
く

の
剣

か
ら

る
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
愛
刀
と
愛
剣
の

を

に
掛
け
ら
れ
て
い
て

手
は
静
か
に
握
り

ま
れ
て
い
る

見
た
だ
け
で
は
分
か
り

い
が
明

ら
か
に

を
強
め
て
い
た

だ
と
し
た
ら

更
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
目
的
が
分
か
ら
な
い
ね

圏
内
で
は
あ
る
け
ど

に

来
た
ら
追
い

め
た
も
同
然
な
の
に

 
そ
し
て
サ
チ
さ
ん
は

理

へ
来
ら
れ
る
の
に
来
な
い
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
行
動
の
不
可
解
さ
を

し

み
な
が
ら

新
た
に
己
の
武
器
と
な

た
紅
の
魔
槍
の
⻑

を

手
で
握
り

め
る

 

い
少
年
を
守
る
事
に
苦
心
す
る
私
達
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
行
動
と
目
的
の
不

明
さ
に

無
し
の

不
安
を
覚
え
て
い
た
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そ
れ
に

気
に
す
る
べ
き
な
の
は

外

だ
け
じ

な
い

 
つ
い
忘
れ
そ
う
に
な
る
が

キ

の
内
に
は
別
人
格
が
眠

て
い
る

白
の
剣
士

と
の
死

闘
の
後
に

攻
略
組

に

し
て
い
た
存
在
と

そ
の
存
在
が
暗

し
て
い
た
人
格
だ

白
の
剣
士
と
の
死
闘
の
最
中
に
表
に
出
て
来
た
人
格
は

王
の

情
は
も
う
二

と
無

い

と

て
い
た

つ
ま
り
義
弟
の

点
と
も

え
る

さ
の
中
に
残

て
い
る

甘
さ

は
も
う
無
い
と
い
う
事
に
な
る

 
今
は

う
じ
て
和
解
の
道
を
求
め
て
い
る
が
そ
れ
で
も
ケ
イ
タ
が

う

と
手
を
結

ん
で
い
る
事
が
分
か

た
時
点
で
一

は
殺
す
事
も
思

し
た
と
い
う

そ
れ
は
サ
チ
さ
ん
の
存

在
が

す
可
能
性
で

さ
え

ん
だ
が
逆
に

う
な
ら
そ
の
可
能
性
が
無
け
れ
ば
行
動
に

し

て
い
た
と
も

え
る

 
理
由
／
希
望
が
無
く
て
も
や
り
た
く
な
い
と
い
う
意

は
理
由
／
希
望
が
あ
る
か
ら
や

ら
な
い
と
い
う
意

へ
そ
し
て
最
終
的
に

が

で
も
や
る
と
い
う
意

へ
と
変
わ

て
い
く

彼
に
と

て
手
に
掛
け
る
要

が
一
つ
で
も
あ
れ
ば
そ
の
者
が

で
あ
ろ
う
と
ど

ん
な
理
由
で
あ
ろ
う
と

で
あ
る
以
上
殺
す
よ
う
に
な

て
い
く
の
だ

 
そ
れ
こ
そ
が
別
人
格
の

て
い
た
事
な
の
だ
ろ
う



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
今
回
ケ
イ
タ
を
手
に
掛
け
な
か

た
の
は
サ
チ
さ
ん
と
の

が
あ

た
か
ら

彼
女
が
ま
だ

知
ら
な
か

た
か
ら

キ

は
最
終
的
に
一

手
を
引
く
決
断
を
下
し
た

 
だ
が
サ
チ
さ
ん
は
ケ
イ
タ
の
存
在
を
知
り

あ
の
男
の
自
殺
の
経

と
理
由
を
知
り

今
を

知

た

う

と
繋
が
り
が
あ
る
事
も
知

た

 

き

と
こ
の
子
は

は

わ
な
い
ん
で
し

う
ね

 

に

を

せ
て

か
せ
て
い
る
義
弟
を

で
な
が
ら
思
う

 

も

う
よ
う
に
義
弟
は
甘
い

甘
い
が
や
る
と
き
は
キ

チ
リ
や
る
主
義
だ
仮

そ

の
決
断
が
自
身
に
と

て
ど
れ
だ
け
苦
し
い
も
の
だ
ろ
う
と
や
る
と
決
め
れ
ば
彼
は
や
る

む
し

ろ
一

う

り

ま
だ
か
わ
い
い
方
で
あ
る

 
だ
が
そ
れ
は
こ
の
子
に
と

て
ケ
イ
タ
と
い
う
存
在
は

悪
に
し
か
な
ら
な
い

今
に
と

て
も

そ
し
て
今
後
に
と

て
も

月
夜
の
黒
猫

と
の
因
縁
は
彼
の
心
に

と
な

て
傷

を
つ
け

け
る
だ
ろ
う

そ
れ
を
恐
れ
た
か
ら
彼
は
一

た
部
分
も
あ
る

 
そ
の

い
を
無

に
す
る

に
は
い
か
な
い

 
義
弟
は
恐
れ
た

傷
付
く
事
を

そ
の
反
応
は
至

て

だ

も
が

然
と
思

て
い

て
け
れ
ど
彼
に
と

て
は

重
な

の
反
応
な
の
だ

わ
ざ
わ
ざ
傷
付
く
必
要
な
ど
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に
も
無
い

 
で
あ
る
な
ら
ば

こ
の
子
を
守
ら
な
け
れ
ば
と
思
う

命
も

心
も
だ

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
私
を
デ
リ

ト
し
て
い
る
最
中
に
私
を
構
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
断
片
を

き
集
め
構

さ
れ
た

の
ト

プ
付
き
ネ

ク
レ
ス
を

理

に
あ
る
シ

ス
テ
ム
コ
ン

ル
を

い
て
デ

タ
を

し

構

の
私
が
入
れ
る
よ
う
に
し
た
の
は

彼
を
一
人
に
し
な
い

だ

 
身
体
的
な

離
と
し
て
も
近
く
に

る

に

よ
り
も
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
も

し
も
の
事

が

こ

た
時
に
備
え
て
私
は
ネ

ク
レ
ス
に
自
身
が
入
れ
る
よ
う

を

し

た 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
真
実
に
つ
い
て
語

て
い
な
か

た
の
で
本
来
な
ら
こ
の
事
で
責
め

ら
れ
は
し
な
い
の
だ
が
そ
れ
で
も
彼
を
一
人
に
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
意

は
伝
わ

て
い
た

だ
 
一
人
に
し
て
欲
し
い
と
願

た
の
は

き

と

前
で
も

で
も
な
い
本
心
だ

た
だ
ろ
う

 

手
の

色
は
見
え
な
く
て
逆
に
自
分
は
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
不
快
感
を

か
な

い
方
が
少
な
い

む
し
ろ

絶
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
ま
だ
私
は

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
方
だ
と



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

え
る

 
そ
れ
が
分
か

て
い
た
か
ら
無
理

理
入
ろ
う
と
は
一

も
し
て
こ
な
か

た

彼
が

が
る

事
を
強
引
に
す
る
な
ん
て

私
も

だ

た
か
ら

 
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
大
切
な
義
弟
に
命
の
危
険
が
無
い
場
合
に
限
り
の
話

命
の
危
険
が

あ
る
の
な
ら
私
は
彼
の
意
見
を

し

し
て
で
も
強
引
に
ネ

ク
レ
ス
に
入
り
彼
の
近
く
に

寄
り

う

存
だ

 
そ
の
間
は
物
理
的
に
は

も
出
来
な
い
が

し
か
し
一
部
の

権
限
と

と
し
て
の
情
報

理
速

を
以
て
彼
を
情
報
面
で
サ
ポ

ト
す
る
事
は
十
分
可
能
で
あ
る

 

え
ば
ケ
イ
タ
の

に
い
た
と
い
う
六
人
の
プ
レ
イ

に

し
て
も
対
話
を
し
て
い
る

最
中
に
私
は
あ
の
時
気
付
い
て
い
た
し
魔
槍
に

し
て
も
知
識
が
あ

た
か
ら
初
見
で
ど
う
い

う
性

の
も
の
か
を
見

く
事
が
出
来
た

そ
れ
を
伝
え
て
い
た
な
ら
義
弟
は
ギ
リ
ギ
リ
の
戦

い
を
せ
ず
に
済
ん
だ
だ
ろ
う

 
戦
力
と
し
て
私
は
ま
だ
至
ら
な
い
部
分
が
多
い
事
は
分
か

て
い
る

ら
反
応
や
情
報

理

速

学

速

が
速
い
か
ら
と

て
も
私
に
は
戦
闘
技
能
や
技
術
経
験
と
い
う
も
の
が

ど
無
い

学

速

の
お
陰
で
前
線
で
も
戦
え
る
レ
ベ
ル
に
は
な

た
が
あ
く
ま
で
そ
れ
は
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先
天
的
な
要

に
助
け
ら
れ
た
力
ば
か
り

義
弟
の
よ
う
な
⻑
い
経
験
を

ん
で
の
論
理
的
な
戦

闘
思

と
い
う
も
の
が
根
付
い
て
い
な
い

 
だ
か
ら
対
人
戦
に

し
て
も
強
大
な
モ
ン
ス
タ

と
の
戦
い
に

し
て
も
私
が
彼
の
足
を

引

る
可
能
性
は
非
常
に
高
い

 
し
か
し
そ
れ
は
ア
タ

カ

を
始
め
と
し
た
前
線
で
の
ス
タ
イ
ル
に

し
て
の
話

 
極
論

離
を
取

て
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
で

護
す
る
な
ど
の
サ
ポ

ト
重

で
あ
れ
ば
彼

の
力
に
な
る
事
は
あ
る
程

可
能
だ

彼
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク
能
力
は

で
は
無
い
が
生

の

に
は
流

に
勝
て
な
い
情
報

理
速

に

し
て
は
私
の
方
が
上
だ

だ
か
ら
後
衛
で

意

を

し
た
り

を
足
止
め
し
た
り
と
い

た
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

で
あ
れ
ば
私
は
ま

だ
動
け
る
自
信
が
あ
る

 
恐
ら
く
私
以
上
に
義
弟
の
方
が
よ
く
分
か

て
い
る

だ

私
が
創
ら
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
か

ら
し
て

他
者
を
傷
付
け
る
よ
う
な
行

に
は
⻑
け
て
お
ら
ず
反
面

に
⻑
け
て
い
る
性

格
で
あ
り

そ
こ
に
情
報

理
が
加
わ
れ
ば
更
に
良
い
事
く
ら
い

 
実

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
て
か
ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
と
再
会
す
る
ま
で
の
三
日
間
私
は

情
報
面
で
の
サ
ポ

ト
で
面
目
躍
如
と

え
る

き
を
し
て
み
せ
た

そ
の
実
績
が
あ
る
か
ら
多
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分
そ
れ
は
分
か

て
い
る

な
の
だ

 
彼
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
の
邪
魔
に
な
ら
ず

つ
寄
り

い
な
が
ら
サ
ポ

ト
出
来
る
よ
う
に
と

し
た
ネ

ク
レ
ス
に

こ
の

績
を
以
て
入
り

く
し
よ
う
と
も

え
て
い
た

 
そ
れ
は
全
て
義
弟
の
安
全
の

意

は
ど
う
あ
れ
目
的
に

し
て
は
彼
自
身
も
理
解
し
て

い
る

 
私
は
ま
だ
こ
の
子
の

や
背
を

け
て
戦
う
に
足
る
実
力
を
有
し
て
い
な
い

だ
か
ら
直

的
に
は
義
弟
の
命
を
守
れ
な
い

 
だ
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
の
よ
う
に
情
報

制
で
間

的
に
あ
る
い
は
ユ
ウ
キ
さ
ん
や
リ

姉
の
よ

う
に
精
神
的
な

え
と
な

て
心
を
守
る
事
は
出
来
る

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
人
の
心
を

す
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
私
は
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
が
本
分
と

え
る

せ
め
て
そ
ち
ら
で
く
ら
い

に

立
た
な
け
れ
ば

の
た
め
に
寄
り

て
い
る
か
分
か
ら
な
く
な

て
し
ま
う

 

お
願
い
で
す
か
ら

お
義
姉
ち

ん
を

頼

て
下
さ
い

キ

 

き
そ
う
に
な
る
の
を
ぐ

と

え
て
彼
の

手
を
自
分
の

手
で

し
く
握
り
な
が
ら

中
で

ぶ

 
サ
チ
さ
ん
を
頼
ろ
う
と
し
た
の
は
確
か
な
進
歩
だ

で
も
一
人
で
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
の



 第九十章 〜異常者への疑念〜

思

に

べ
れ
ば

そ
れ
は

か
に
喜
ぶ
べ
き
成
⻑
で
あ
る

 
け
れ
ど

む

と
し
て
し
ま
う
の
も
事
実

 
こ
の
少
年
に
な
ら
全
て
を

て
も
良
い
と
思

て
い
る
私
に
と

て
私
の

り
を
無

し
た
行
動
を
取
ら
れ
る
の
は
非
常
に
哀
し
い
事
だ

仮

彼
に
そ
の
つ
も
り
が
無
い
の
だ
と
し
て

も 
確
か
に
技
術
は
無
い
だ
ろ
う

で
も
ス
テ

タ
ス
と
い
う
数
値
上
の

地
は
整
え
た

 
確
か
に

は
無
い
だ
ろ
う

で
も

し
や
す
い
よ
う
に
近
く
に

る
よ
う
に
し
た

 
も

と

り
／
私
を
見
て
と
思
う

あ
な
た
に
力
を

せ
る
存
在
は
あ
な
た
を

え
よ
う
と

す
る
存
在
は

決
し
て
サ
チ
さ
ん
だ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら

月
夜
の
黒
猫

の
因
縁
で
彼

女
を

先
す
る
事
も
分
か
る
け
ど
今
の
あ
な
た
は

ロ
だ

た

時
の
あ
な
た
と
は
違
う
の
だ

か
ら

 
ケ
イ
タ
の
事
が
あ
る

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
事
が
あ
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
世
界
に
は

彼
が

ア

イ
ン
ク
ラ

ド

の

序
の

と
斬
り
捨
て
て
来
た
者
達
が

て
い
る

 
そ
の
場

に
不
安
を

く
だ
ろ
う
し
一
緒
に

る
私
や
ル
ク
ス
さ
ん
共
に
探
索
す
る

間

を
守
ろ
う
と
必
死
に
な
る
事
も
分
か
る
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け
れ
ど
負
の
感
情
を
向
け
て
来
る
原
因
が
自
分
だ
か
ら
と
ど
う
か

え

ま
な
い
で
欲
し

い
と
切
に
願
う

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

一

／
桐

谷
和
人
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
リ
ア
ル
で

を
持

て
い
て
し
か
も
大
体
Ｐ
ｏ
Ｈ

の

業
も

せ
て
い
て
更
に
ユ
イ
姉
が
ロ
グ
イ
ン
時
間
を

べ
上

た
ら
ね
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
お
か

し
さ
は
克
明
と
い
う
お
話

 
更
に
ケ
イ
タ
を
見
限

た
事
魔
槍
を
入
手
可
能

高

権
限
持
ち
な
の
に

理

に
来
な
い

ル
ク
ス

点
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

理

を
知

て
い
る
の
は
ユ
イ
達
は
把
握
し
て
無
い
け
ど
判
明
済

み

の
は
道
理
に
合

て
い
な
い

 
と
い
う

で
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
目
的
が
キ
リ
ト
殺

な
の
か
分
か
ら
な
い

 
し
か
も
ロ
グ
イ
ン
時
間
の
お
か
し
さ
か
ら

え
る
と

他
の
オ
レ
ン
ジ
達
と
違
う
か
ら
異
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さ
が

立

て
い
る

 
多
分
原
作
も
展
開
に
よ

て
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
ロ
グ
イ
ン
時
間
が
お
か
し
い

て
い
う
の
は
分
か

る

む
し
ろ
原
作

さ
ん
は

故
コ
レ
を
ス
ル

し
て
た
ん
で
す
か
ね

死

事
件
を

振
り
返
り
つ
つ

 

に
サ
チ
の
ケ
イ
タ
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 
一
先
ず
サ
チ
は
ケ
イ
タ
と
戦
う
事
は
覚
悟
し
ま
し
た

最
悪
手
に
掛
け
る
事
も

で
も
手
に

掛
け
る
と
キ
リ
ト
の
精
神
が
マ

ハ
で
死
ぬ
事
が
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
な
の
で
自
重

今
の

サ
チ
に
と

て
外
道
と
手
を
結
ん
だ

間
ケ
イ
タ
よ
り
今
も

間
で
あ
る
自
分
の
恩

人

キ
リ
ト

の
方
が
大
事
な
の
だ

 
と
は

え
サ
チ
は
ケ
イ
タ
を
見
限

て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん

き

い
は
別
と
し
て

 

そ
も
そ
も
原
作
の
サ
チ

て
ケ
イ
タ
達
の
事
を
ど
う
思

て
い
た
の
か
情
報
が
少
な
す

ぎ
て

な
ん
で
す
よ
ね

今
話
で

と
な
く
怖
が

て
る
の
に
気
付
か
れ
て
い
る
け
ど
放

て
お
か
れ
て
い
た

と

付
い
て
い
た
風
に
し
て
る
の
で

き
な
方
に
は

更

け
な
い
し

 
や

月
夜
の
黒
猫

件
は

し
い
で
す
ね

 
ち
な
み
に
今
話
で
キ
リ
ト
が

て
い
る
の
は

前
三
時

か
ら
目
を
醒
ま
し
て
以

ず
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と
ハ

ド
ワ

ク

ス
ト
レ
ス
マ

ハ
だ

た
か
ら

行

と
い
う

で
は
無
い
ん
ダ
ゼ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
十
一
章
 

襲
い
来
る
空
の
覇
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
は
オ

ル
サ
チ

点

ま
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

第
二
の
エ
リ
ア
へ

み
入

た
お

話

戦
闘
も
あ
る

 
文

数
は
約
一
万
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
真
実
を

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ス
タ

フ
と
し

て

さ
れ
た
ユ
イ
ち

ん
よ
り
知
ら
さ
れ
た

日

 
紅
の
魔
槍
を
新
た
な
武
器
と
し
た
私
は

キ
リ
ト
と
ナ
ン
ち

ん

ユ
イ
ち

ん

ユ
ウ
キ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

リ

フ

ル
ク
ス
さ
ん
レ
イ
ン
さ
ん
フ

リ
ア
さ
ん
の
七
人
一

と
一
緒
に
新
た
な
エ
リ

ア
へ
進
ん
で
い
た

 
キ
リ
ト
は

備
の
性
能
を
万
全
に
発

す
る

に

ロ
だ
が
彼
に
は
使
い
魔
の
ナ
ン
ち

ん

に
よ
る
サ
ポ

ト
と
ユ
イ
ち

ん
に
よ
る
情
報
的

び
戦
力
的
な
サ
ポ

ト
が
あ
る

特
に
ユ
イ

ち

ん
の
索

は
一
部
の

権
限
す
ら
も

し
た
反

的
な
広
さ
を
誇
る
た
め
重
宝
し

て
い
た

分
か

て
は
い
た
け
ど

風
が
強
い
な

新
し
い
エ
リ
ア
は

 
新
エ
リ
ア
を
進
む

中
ば
た
ば
た
と
髪
と
黒
い
外

を
は
た
め
か
せ
て
い
る
少
年
が
風
で

目
を

め
て

た

 
現
在
私
達
が

る
エ
リ
ア
の
名
称
は

浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト

深
緑
樹
海
セ
ル
ベ
ン
テ

ス
の

方
に
あ

た

行
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
を
キ
リ
ト
が
持

て
い
た
虚
光
を

す

飾
り
を
以
て
解

し
て
行
け
る
よ
う
に
な

た
天
空
へ
浮
か
ん
だ

浮
遊

だ

風
が
強
い
の
は
天
空
に
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る

 
今
は

大
な

と
し
て
の
機
能
を

持
し
て
い
る
と
思
し
き
浮
遊
大

へ

達
す
る

に
大

間
に
掛
け
ら
れ
た
金
属

な

を

て
い
る

中

見
た
目
で
は
車
で

る
の
が

な
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大
な
架
け

を
自
分
の

で

て
い
る
よ
う
な

で
あ
る

空
に
浮
か
ん
で
る
以
上
は
ね

今
が
冬
じ

な
く
て
本

に
良
か

た
よ
冬
だ

た
ら
雪

な
ん
て
目
じ

な
い

さ
だ

た
と
思
う
し

加
え
て
仮
想
世
界
な
の
も
助
か

た
よ
ね

リ
ア
ル
だ

た
ら
間
違
い
な
く
体
力
ゴ
リ
ゴ
リ

れ
て
る
よ

 
男
子
が
先

を
行
く
彼
し
か
い
な
い
か
ら
か
び

う
び

う
と
強
く
吹
き

ぶ
風
で
煽
ら
れ

る
ス
カ

ト
を
気
に
し
な
く
な

た
レ
イ
ン
さ
ん
が

け
て
フ

リ
ア
さ
ん
が
苦

し
な
が
ら

た

 

を

り
始
め
て
か
れ
こ
れ
三
十
分
は

に
経

て
い
る
の
だ
が
未
だ
に

く
気
配
は
無
い

 
登

に

い
て
風
は
予
想
以
上
に
体
力
を
奪
う
も
の
ら
し
く
風
の
強
弱
で
も
登

の
成

を

決
め
る
程
に
重
要
な
要

ら
し
い

リ
ア
ル
で
こ
の
強
い
風
の
中
の
登

は

ば
自
殺
行

だ
と

は

を

り
始
め
た

に

て
い
た

 
そ
れ
を

え
れ
ば
仮
想
世
界
は
極
論
気
力
が
持
て
ば
動
け
る
の
で
彼
女
が

う
よ
う
に
良
か

た
と

え
る
か
も
し
れ
な
い

こ
の
世
界
で
も

べ
た
ら

な
ん
だ
け
ど
な
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Ａ
Ｌ
Ｏ
で
空
を

ぶ
事
に
魅
力
を
見
出
し
た
リ

フ

さ
ん
が
ボ

キ
を

ら
す

実

ん

だ
方
が
速
い
か
ら

そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
な
い

 
し
か
し
そ
れ
を
実

に

そ
う
と
し
て
断
念
し
た
人
が

に

た
り
す
る

の
は
無
理
だ

た
し
な

 
そ
れ
が
キ
リ
ト
だ

 
彼
は

の
初
期
登
録
武
器
の
一
つ

六
本
一
対
の
槍
が
持
つ

風

の
力
を
使

て
空

を

べ
る
よ
う
に
な

た
の
だ

そ
れ
は

で
空
を

ん
だ
時
の
経
験
や
イ
メ

ジ
を
活
か
し

て
の
事
な
の
で
複
数
人
は
練

が
必
要
ら
し
い
が

 
最
初
は
彼
も
こ
の
⻑
い

を

歩
で

る
の
は

が
り

空
を

ん
で

を
し
よ
う
と
し
た

 
し
か
し
な
が
ら

境
が
悪
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
か

た

強
い
風
に
よ

て
は
発
生
し
た

乱
気
流
が
ま
る
で
バ
リ
ア

の
よ
う
に
空
中

に
展
開
さ
れ
て
お
り

風

を

い
て

ぶ
彼
の
方
法
で
は

空
す
ら
ま
ま
な
ら
な
か

た
の
で
あ
る

こ
れ
で
は
目
的
地
ま
で

ぶ
事
も

夢
の
ま
た
夢

 
し
か
も

の
下
は
果
て
の
な
い
雲
海
が
広
が
る
ば
か
り

ど
う

え
て
も

下
し
た
ら

死
で

あ
る

つ
ま
り
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
第
一
層
外

部
か
ら

ち
る
の
と

ら
変
わ
り
な
い
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空
を

ん
で
浮
遊

の
転

を
解
放
出
来
る
の
な
ら
止
め
な
か

た
が
浮
遊
す
ら

ま
ま
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
話
は
別
だ

た
た
め
主
に
義
姉
の
二
人
が
中
心
と
な

て
彼
を

め
た

 

い
彼
も
無

を
し
よ
う
と
は
思

て
い
な
か

た
よ
う
で

直
に
こ
ち
ら
の
意
見
を

き
入

れ
て
く
れ
た
た
め

こ
う
し
て

歩
で
行
く
事
に
な

て
い
る

 

ユ
イ
ち

ん
を
ネ

ク
レ
ス
に
入
れ
た
キ
リ
ト
が

独
で

れ
ば
速
い
の
で
は
と
い
う

意
見
も
出
た
が
こ
ち
ら
は
行
方
が
知
れ
な
い
ケ
イ
タ
や

に
潜
ん
で
い
る
か
不
明
な

う

行
動
の
意

や
目
的
が
分
か
ら
な
い
Ｐ
ｏ
Ｈ
を

し
て
却
下
と
な

た

論
そ
の

意
見
を

に
し
た
の
は
キ
リ
ト
で
あ
る

 

意
識
し
て
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

気
に
し
て
る
よ
ね

こ
れ
は

 
魔
槍
の
重
み
を
背
中
に
感
じ
な
が
ら

先

を
直

る
少
年
の

動
を
思
い
返
す

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
探
索
を
す
る
に
あ
た

て
ケ
イ
タ
と

合
わ
せ
す
る
事
は

ば

け
ら
れ
な
い
運
命
と

て
も
良
い

だ
か
ら
私
は
最
前
線
の
攻
略
で
は
無
く
ボ
ス
攻
略
ま
で

の
間
は
出
来
る
だ
け
こ
ち
ら
に

る
事
に
決
め
た

⻑
期
的
に
見
て
キ
リ
ト
の
復
帰
が
攻
略
に

す
る
事
に
な
る

と

そ
う
自
分
や

を

得
さ
せ
て
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論

そ
れ
は
本

で
あ

て
も

同
時
に

前
で
も
あ
る
事
は
分
か

て
い
る

 
私
は
月
夜
の
黒
猫

の
一
件
を
ず

と
引
き

て
い
る
キ
リ
ト
を

え
復
讐
心
に
衝

き
動
か
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
ケ
イ
タ
か
ら
護
り
た
い
だ
け

あ
の
一
件
に

き

ん
で
し
ま

た

少
年
へ
の
罪
滅

し
で
あ
る
と
同
時
に
ケ
ジ
メ
で
も
あ
る
と
思

て
い
る
か
ら
こ
の
決
断
を
し

た 
だ
け
ど

キ
リ
ト
は
私
の
決
断
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
い
る
ら
し
い

 
そ
れ
も
あ
る
意
味
無
理
か
ら
ぬ
話
で
は
あ
る

彼
の
立
場
に
な

て

え
て
み
れ
ば
そ
の
気
持

ち
は

く
理
解
出
来
る

 
彼
は
ケ
イ
タ
と
私
が
争
う
事
私
の
前
で
ケ
イ
タ
と
争

た
り
手
に
掛
け
た
り
す
る
事
あ
る

い
は
私
が
ケ
イ
タ
を
手
に
掛
け
る
可
能
性
を
恐
れ
て
い
る

そ
う
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
思

て

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
遠
ざ
け
よ
う
と
し
て
い
る

 
彼
は
ケ
イ
タ
と
殺
し
合
わ
な
い
可
能
性
を
求
め
て
い
て

私
の
協
力
が
不
可
欠
と
判
断
し
た

つ
ま
り
私
は
彼
の
近
く
に

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
だ
が
殺
し
合
う
事
に
な

た
な
ら

そ
の

は
同
時
に
苦
し
み
を
生
む
事
に
も
な
る

 
彼
は
そ
れ
を
恐
れ
て
い
る
の
だ

私
に
対
し
て
後
ろ
め
た
い
／

れ
て
行
き
た
く
な
い
想
い
と
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殺
し
合
い
た
く
な
い
／
付
い
て
来
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
が

ぎ
合

て
い
て
知

て
か
知
ら

ず
か
中

な

動
に
な

て
し
ま

て
い
る

 
で
も
そ
の
ど
ち
ら
も

根

に
あ
る
の
は

手
を
想
う
気
持
ち
だ

 
な
ら
そ
の
想
い
を

ん
で
あ

た
い
と
思
う

私
も
無
事
で
ケ
イ
タ
も
無
事
で
殺
し
合
う

事
な
く
済
ま
せ
た
い
と

 
無
論
そ
れ
は
ま
ず
不
可
能
だ
と
理
解
は
し
て
い
る

 
た
だ
そ
れ
で
も
理
想
は

て
ず
追
い
求
め

け
る

め
な
い
限
り
可
能
性
と
は

え
な
い

も
の
な
の
だ
か
ら

 
こ
れ
は
私
が
最

限
す
る
べ
き
ケ
ジ
メ

キ
リ
ト
が

め
な
い
限
り
私
が

め
る

に
も
い

か
な
い
事

キ
リ
ト
が
ケ
イ
タ
と
の
和
解
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
私
は
出
来
る
限
り
そ
れ
に
近
付

け
る
よ
う
努
力
す
る
義
務
が
あ
る

 

月
夜
の
黒
猫

の
生
き
残
り
と
し
て

 
キ
リ
ト
に
大
恩
あ
る
身
と
し
て

 
そ
し
て

彼
に
想
い
を
寄
せ
る
者
と
し
て

 
そ
の
想
い
を
秘
め
て
私
は

に

る

時
ケ
イ
タ
と
遭
遇
し
て
も
揺
ら
ぐ
事
の
無
い
よ
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う
に

ど
ん
な
感
情
を
向
け
ら
れ
て
も

最
悪
キ
リ
ト
を

う
行
動
が
原
因
で

悪
や

憎
悪
を
向
け
ら
れ
て
も

む
事
の
無
い
よ
う
に

 

君
の
事
は

が

で
も
護
る
か
ら
ね

 

め
て
決
意
を

く
し

手
を
強
く
握
り

め
る

 

時
の
間
に
か

未

の
浮
遊
大
地
ま
で
あ
と
少
し
と
な

て
い
た

  
鬱
蒼
と
し
た
森
が
生
い

る
樹
海
の
大

か
ら
繋
が
る

を

る
こ
と
小
一
時
間
の
後
私
達

は
と
う
と
う
雲
海
の

か
上
に

な
る
浮
遊

へ
と

り

い
た

 
空
中
に
浮
い
て
は
い
る
が
し

か
り
と
し
た

地
に
足
を

け
る
が
少
し
足
を

み
外
せ
ば

雲
海
へ
真

逆
さ
ま
間
違
い
な
し
の
現
状
で
は
安
心
な
ど
全
く
出
来
そ
う
に
な
い

こ
れ
は

れ

る
ま
で
時
間
が
掛
か
り
そ
う
だ
と
思

た

 
救
い
と

え
る
事
と

え
ば

を

て
い
る
間
に
吹
き
付
け
て
来
て
い
た
あ
の
強
風
を

ど
感
じ
な
い
事
だ
ろ
う
か

流

に
無
風
と
は
い
か
な
い
も
の
の
今
は

風
と

え
る
く
ら
い
に

弱
く
な

て
い
る

気
の
せ
い
か
な

だ
か
風
が
弱
く
な

て
る
よ
う
な
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同
じ
事
を
ユ
ウ
キ
も

え
て
い
た
よ
う
で

キ
リ
ト
か
ら

与
さ
れ
た

彼
は

た
と

て
い
る

黒
剣
エ
リ

シ
オ
ン
を

手
に
握

て

を

け
な
が
ら

感
を

に
し

た
実

弱
く
な

て
る
け
ど

こ
う
い
う
高

で
は
突
風
が
い
き
な
り
吹
く
な
ん
て

に
あ

る

気
を

い
た
ら
空
に
真

逆
さ
ま
だ
か
ら
一
時
的
な
も
の
と

え
て
お
い
た
方
が
良
い

 
キ

ロ
キ

ロ
と

を
見
回
し
風
の

合
を
確
か
め
る
私
達
を
横
目
に
見
つ
つ

の

と
索

を
し
て
い
る
キ
リ
ト
が
そ
う

し
て
来
た

 

し
く

け
ば

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

外

部
に
あ
る

層
間
を
つ
な
ぐ

を
上

て
い
る

最
中
も
最
初
は
弱
か

た
の
に
偶
に
強
い
風
が
い
き
な
り
吹
く
事
が
あ

た
ら
し
い

他
に
も

雪

な
ん
か
で
は
偶
に
強
め
に
風
が
吹
い
て
雪
を
吹
き

ば
す
事
も
あ

た
と
い
う

 
そ
の
経
験

か
ら
一
時
的
に
風
の
強
弱
が
切
り

わ

て
い
る
の
だ
と
判
断
し
て
い
る
ら
し

い
実

常
に
風
が
強
か

た
ら
攻
略
ど
こ
ろ
じ

な
い
か
ら
な

だ
か
ら

戦
闘
中
も
常
に
大

地
の

を
意
識
し
て
お
く
よ
う
に

風
が
弱
い
間
な
ら
と
も
か
く
強
風
が
吹
い
て
い
る
時
は

ん

で
助
け
に
行
く
事
も
ま
ま
な
ら
な
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グ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン

  
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
探
索
組
の
リ

ダ

と
し
て

意
を

す
キ
リ
ト
の

葉
は
天
か
ら

こ
え
て
来
た

太
い
獣
の

に
よ

て
か
き
消
さ
れ
た

 
空
気
を

わ
し
大
地
を
鳴
動
さ
せ
て
す
ら
い
る
よ
う
に
も
感
じ
る
そ
の

の
主
は

に
す
ら

こ
え
る
力
強
い

ば
た
き
と
共
に
天
か
ら
近
付
い
て
来
る

な

ド
ラ
ゴ
ン

 
一
様
に

を
上

た
中
で
ル
ク
ス
さ
ん
が
い
ち

く
声
を
発
し
た

 
空
気
と
大
地
を

わ
す
程
の

絶
な

を
発
し
た
の
は
全
⻑

十
メ

ト
ル
か
と
思
う
程

の

大
な
ド
ラ
ゴ
ン
だ

た

 
全
身
を

む

も
ま
た
浮
遊
城
で
戦

て
来
た

⻯
や
大
地
を
這
う
⻯
と
違
い

し
く
一

一

の
大
き
さ
も

が
違
う

黒
い
目

の
中
心
の

は
紅
く

は
先

が
バ
ラ
バ
ラ
の
方

へ
向
い
て
い
な
が
ら
も
整
然
と

ぶ
と
い
う
矛
盾
を

ん
で
い
た

前

は
少
し
小
さ
く
後
ろ

は

大
し
か
し
四

の
先
か
ら
生
え
る

は
全
て
が
凶
悪
で
一

が
エ
ギ
ル
さ
ん
の
よ
う
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な

一
人
分
あ
り
そ
う
な
く
ら
い
大
き
い

 

よ
り
も
特
徴
的
な
の
は
そ
の

の
先

先
に
は
体
と
同
程

の
⻑
さ
の
剣
が
生
え

て
い
て
あ
ん
な

容
を
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
は
一

も
眼
に
し
た
事
が
無
い

あ
の

先

の
剣
だ
け
で
も
二

三
十
メ

ト
ル
は
あ
る
だ
ろ
う

 
樹
海
エ
リ
ア
の
ボ
ス
も
話
に

い
た
だ
け
だ
が
浮
遊
城
と

が
違
う
と
思

た

き

と
正
攻

法
で
戦
え
ば

大
だ

た
だ
ろ
う
と

 
し
か
し
今
目
の
前
に
在
る
刃
⻯
は
そ
ん
な

感
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
程
の

圧
感
と

容
が

あ
る

 

上
に
あ
る

ゲ

ジ
は
五
本

名
称
は

Ｚ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ａ
ｔ
ｈ
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｂ
ｌ
ａ
ｄ
ｅ
Ｄ

ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ

と
あ
る

直

す
れ
ば
刃
⻯

デ

ア
ス
ら
し
い

 
私
達
が

上
に
舞
う
刃
⻯
の
全
身
を
認
め
て
い
る
と
⻯
は
大
き
く
身
を

じ
ら
せ

の

剣
を
引
い
た

ま
ず

 
そ
れ
に
い
ち

く
気
付
い
た
キ
リ
ト
が

手
に
握

て
い
た
二
本
の
剣
を
消
し
て
体
を

い

す
程
の
大
き
な
蒼
の
盾
を
取
り
出
し
そ
の
裏
面
に
付
い
て
い
る
二
つ
の
取

手
を
握
り

け
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出
し
た

私
達
を
守
る
よ
う
に
刃
⻯
の
前
に
出
る
と
同
時
に
大
き
な
蒼
盾
を
地
面
に
突
き
立
て

る 
そ
の
一

後
刃
⻯
が
空
気
を

わ
す

と
共
に
空
中
で
旋
回
し
横
に

の
大
剣
を

い
だ

 
刃
⻯
の

の
剣
は
キ
リ
ト
が
地
面
に
突
き
立
て
る
よ
う
に
構
え
た
大
盾
に
よ
り

ま
れ
け
た

た
ま
し
い

と
共
に
弾
か
れ
る

そ
の

の
中
に
は
氷
が

け

る
よ
う
な

が

ざ

て
い

る
気
が
し
た

キキ
リ
ト

 
刃
⻯
の
攻
撃
で
発
生
し
た

風
か
ら

を

で

て
い
る
最
中
ユ
イ
ち

ん
と
リ

フ

さ
ん
の
声
が

を
打

た

反

的
に

を
ど
け
れ
ば
前
方
で
盾
を
構
え
て
い
た

の
キ
リ

ト
が

な
い

 
で
は

に
と
思

て

を
巡
ら
せ
る
と
ユ
イ
ち

ん
達
が
背
後
を
見
て
い
る
事
に
気
が
付

い
た

 

な
予
感
を
覚
え
な
が
ら
背
後
を
見
れ
ば
キ
リ
ト
は
空
中
へ
吹

ば
さ
れ
て
い
た

そ
れ
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だ
け
で
な
く
空
中
大
地
の

か
ら
出
て
し
ま

て
い
て
そ
の
ま
ま
自
由

下
を
始
め
れ
ば
高

下
に
よ
る
死
亡
は

れ
な
い

に

た

 

手
で
持

て
い
た
大
盾
は
弾
き

ば
さ
れ
た
の
か
少
し
離
れ
た
空
中
で
ク
ル
ク
ル
と
氷
の

欠
片
を

ら
し
な
が
ら
吹

ん
で
い
た

 

体
重
が
全
然
足
り
な
か

た
ん
だ

 
空
中
に
吹

ば
さ
れ
た
彼
の

と
盾
を
見
て
す
ぐ
に
そ
う
な

た
理
由
を

し
た

に
彼
の
体
重
が
足
り
な
か

た
か
ら

ん

り
切
れ
な
か

た
の
だ

 
そ
れ
で
も
攻
撃
を

ぎ
切
れ
た
の
は
流

と

え
る

そ
れ
が
出
来
た
の
は
恐
ら
く
あ
の
大

盾
の
下

に
氷
を
発
生
さ
せ

力
と

定
力
を
上

て
い
た
の
だ

目
を

ら
せ
ば
盾
の
表

面
に
は
分

い
氷
が
見
え
る
し

彼
の

は
一
切
目

り
し
て
い
な
い

 
そ
こ
ま
で
し
た
の
に
吹

ば
さ
れ
た

り

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と
は
一
味
も
二
味
も
違
う
と
思

た

樹
海
エ
リ
ア
の
ボ
ス
は
一
方
的
だ

た
と
い
う
が

そ
れ
も
上
手
く
作
戦
に

た
か
ら
ら
し
い
し

ま
ら
な
い
限
り
は
こ
こ
ま
で
圧
倒
的
な
力
を

見
せ
付
け
る
ら
し
い

 
な
ど
と

気
に

え
る

な
ど
無
い

だ
本
来
な
ら

事
実
リ

フ

さ
ん
達
は
大
い
に
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焦
り
彼
が

る
空
中
と
大
地
の

の

的
に
絶
対
不
可
能
で
あ
る
の
に
キ
リ
ト
を
助
け

よ
う
と
し
て
い
る

 
そ
れ
な
の
に
彼
が

下
死
す
る
思

が
浮
か
ば
な
い
の
は

件
が

て
い
る
事
を
分
か

て
い
る
か
ら

だ
か
ら
こ
そ
確
信
め
い
た
予
感
を

い
て
い
た

 
強
い
風
は
吹
い
て
い
な
い

 
彼
に
極

の

労
は
今
は
無
い

 

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
彼
一
人

 

復
帰
出
来
る

件
が
整

て
い
る
以
上
彼
が
決
し
て

め
な
い
と

と
い
う
く
ら

い
知

て
い
る
の
だ
か
ら

ち
て
た
ま
る
か

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
空
中
に
放
り
出
さ
れ
た
彼
は

け
出
そ
う
と
し
て
い
た
義
姉
達
を

し

め
る
程
の
圧
力
を

た
怒

と
共
に

で

ん

た

 
私
の
予
感

り

彼
は
そ
の
ま
ま

下
死
に
甘
ん
じ
る
事
は
無
か

た

 
無
責

な
信
頼
だ
と
は
思
う
が
け
れ
ど
許
し
て
欲
し
い
と
思
う

ど
の
道
あ
の
場
合
彼
自

身
に
打
開
す
る
手
が
無
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た
の
だ
か
ら
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だ
か
ら
彼
以
外
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
で
な
い
限
り
は
私
も

ら
な
い

と 
彼
へ
の
信
頼
と
信

を
想
い
や

葉
だ
け
で
な
く
行
動
で
示
す

に
私
は
背
中
に
背
負

た
ま
ま
の
紅
槍
を
や

と
手
に
取

た

 
キ
リ
ト
の
復
帰
を
眼
を
見
開
い
て
喜
ぶ

と
は
真
逆
の
刃
⻯
の
方
へ
と
向
き
直
り
同
時
に
槍

を

に

ぐ

同
時
シ
ス
テ
ム
が
初
動
の
構
え
を
認
識
し

紅
い
槍
が

更
深
い
紅
色
の

光
を

た

は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

一

 
私
は
刃
⻯
が
二
撃
目
を
放
つ

の
初
動
を
見
せ
た
と
同
時
に
槍
を
全
力
で
投

し
た

私
の

手
を
離
れ
た
紅
槍
は
深
紅
の

を
引
き
な
が
ら

を
引
き
裂
く
よ
う
に

す
る

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
内

を
再
現
さ
れ
て
い
な
い
が
そ
れ
で
も
生
体
に

け
る

や
弱
点
な
ど

は
精
密
に
再
現
さ
れ
て
い
る

そ
れ
は
リ
ア
ル
に
は
存
在
し
な
い
⻯
種
で
あ
ろ
う
と

外
で
は
な

い 
生
き
物
で
あ
る
限
り

必
ず

が
あ
る

と
心

が
あ
る

は
弱
点
だ
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そ
の
経
験

に

た
一
撃
は
こ
の
眼
で
定
め
て
い
た
刃
⻯
の

体
へ
と
衝
撃
波
を

て

深
く
突
き

さ

た

ゴ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 

苦
し

な
絶

を
上

る
刃
⻯

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
五
本
も
の

ゲ

ジ
は
そ

の
一
本
目
が
七

も

れ
て
い
た

 
常

思

て
い
る
事
だ
が

や

り

ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

の
ダ
メ

ジ
は
反

的
で
あ
る

 
そ
う

え
て
い
る
と
空
中
で
仮
想
の

み
に
も
が
く
刃
⻯
の

に
突
き

さ

た
槍
が
紅

の

子
を

ら
し
て
消
え
た

す
る
と
直
後

空
い
て
い
た

手
に
重
み
が
生
じ
る

 

手
に

線
を

せ
ば
先

ど
ま
で
刃
⻯
の

に

さ

て
い
た
槍
が
手
の
中
に
収
ま

て
い

た

彼
か
ら
ど
う
い
う
風
に

て
来
る
か
話
に
は

い
て
い
た
が
実

体
験
し
て
み
る
と
非

常
に
新

だ

今
ま
で
は
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を
放

て
メ
イ
ン
の
槍
を
手
放
し
た
後
サ
ブ
の

槍
を
手
に
ユ
ウ
キ
と
前
線
で
戦
い
つ
つ
回
収
す
る
事
が

ど
だ

た
の
だ

 
ち
な
み
に

に
ダ
ン
ジ

ン
の
中
を
強
奪
と
い
う

有
権
を

に

行
す
る
ス
キ
ル
を

持

た
Ｍ
ｏ
ｂ

・
ス
ナ

チ

と
い
う
存
在
が

る
が
そ
れ
が
ポ

プ
す
る

層

で
は
絶
対
に
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

理
由
は

論
回
収
が
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だ
か
ら
で
あ
る

な
の
で
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
よ

て
発

さ
れ
る
攻
略
本
は
強
奪
ス

キ
ル
を
持
つ
Ｍ
ｏ
ｂ
の
有
無
を
確
認
す
る
事
も

め
て
非
常
に
助
か

て
い
た

 

話
サ
チ

ナ
イ
ス

 
私
が
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
思
い
返
し
て
魔
槍
の

点
を
深
く

み

め
て
い
る
と
背
後
か
ら

の
声
が

こ
え
た

 
そ
の
声
を
発
し
た
ヌ
シ
は
直
後
私
の

上
を

り
過
ぎ
刃
⻯
へ
と

す
る

わ
ず
も

が
な
空
を

ん
で
い
る
の
は
キ
リ
ト
だ

る
よ
う
に
空
を

び
高

を
グ
ン
グ
ン
上

て
い

く

は
容

の

さ
も

て
妖
精
に
見
え
な
く
も
な
い

 
そ
ん
な
彼
の

手
に
は
私
が
持

て
い
る
も
の
と
同
じ
紅
の
魔
槍
が
あ
る

そ
の
一
本
だ
け
で

な
く
彼
の

に
は
六
本
も
の
魔
槍
が
彼
を
中
心
に
取
り

み
近
寄
る
外

を

み

え
る

刃
⻯
へ
そ
の

先
を
向
け
て
い
た

も
う
一
発

喰
ら
え

 
そ
う

ん
で
彼
は

手
に
握
る
魔
槍
を

に

ぎ
ス
キ
ル
を
立
ち
上

る
と
同
時
に
投

し
た

深
紅
の
光

を
引
い
て

す
る
槍
は
先

ど
私
の
槍
が

い
た
部
分
を

る
か
の
よ
う
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に

い
過
た
ず

き

空
へ
と

ん
で
い

た

 

空
へ
と

ん
で
い

た
の
だ

は

は

 
そ
の
現

に
気
付
い
た
私
達
は
一
様
に

の
声
を
上

た

 
こ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら

う
と

投

物
が
プ
レ
イ

や
Ｍ
ｏ
ｂ
と
い

た
動
的
オ
ブ

ジ

ク
ト
に

た

て
も

本
的
に

は
し
な
い

よ
り

密
に

う
な
ら
体
を

い
て
止

ま
り
は
す
る
が

後
に
そ
の
ま
ま

ん
で
い
く
事
は

な
か

た

そ
れ
が
手
や

だ

た
な
ら

断
し
た
事
で
そ
の
ま
ま
突

切

た
事
は
あ
る
が

体
に
穴
を
開
け
た
場
合
に
限

て
は

さ

た
ま
ま
で
止
ま

て
い
た

 
あ
く
ま
で
経
験

の
話
で
は
あ
る
が
あ
れ
だ
け
の

大
な
⻯
の

体
を

つ
ど
こ
ろ
か

し

え
そ
の
ま
ま
空
を

ん
で
い
く
な
ど
予
想
外
だ

た
の
だ

ま
だ
ま
だ

 
私
達
よ
り
シ
ス
テ
ム
や
攻

の
現

に
つ
い
て

が
深
い
彼
も
そ
れ
に
気
付
い
て
い
た

だ

が
そ
れ
よ
り
も
目
の
前
の

を
倒
す
事
に
集
中
し
て
い
る
の
か

す
る
様
子
を
見
せ
ず
追

撃
を
放

た

自
身
の

に
浮
い
て
い
る
六
本
の
魔
槍
が
間
を

か
ず

し
た
の
だ
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シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ア
シ
ス
ト
こ
そ
無
い
も
の
の
魔
槍
の
性
能
は
破
格
だ

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
存
在
す
る
Ｍ
ｏ
ｂ
の
レ
ベ
ル
が
１
２
０
前
後
で
あ
る
以
上

ア
イ

ン
ク
ラ

ド

の
Ｍ
ｏ
ｂ
よ
り
強
い
事
は
確
実

 
そ
れ
で
も
最
前
線
層
が
第
七
十
六
層
の
現
在
の
最
高
性
能
品
で
戦
え
て
い
る
事
か
ら
シ
ス
テ
ム

上
で

定
さ
れ
て
い
る

備
の
上
限
値
が
近
く
な

て
い
る
事
を
予

出
来
る

 
恐
ら
く
だ
が
そ
れ
は
第
七
十
六
層
か
ら
転

を
有
す
る

が
一
つ
し
か
存
在
し
な
く
な

た
事
と

が
あ
る

ク

タ

ポ
イ
ン
ト
を
一
つ
の
節
目
と
見
て
い
た
私
達
だ
が
運

も
そ
う

え
て
い
た
の
だ

 
撤
退
不
能
の
ボ
ス
戦

転

が

層
に
一
つ
し
か
存
在
し
な
い
制
約

 
そ
れ
は

に
先

り
に
な

て
い
く
浮
遊
城
の
構

を

慮
し
た
上
で
本

に
や
り

ん

で
い
る
プ
レ
イ

し
か
進
め
な
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ

四
分
の
三
を
自
力
で
進
ん

で
来
た
者
は
こ
れ
か
ら
も
戦
え
て
そ
う
で
な
い
者
達
を
振
る
い

と
す

わ
ば

練
な
の
だ

ろ
う

 
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス

備
も
重
要
だ
が
そ
れ
以
上
に
プ
レ
イ

間
の

繋
や
一
人
一

人
の
プ
レ
イ
ン
グ
ス
キ
ル
が
重

さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る
の
だ
と
思
う

一

に

れ
る
数
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が
増
え
て
い
る
事
は

故
か
不
明
だ
が
こ
れ
も
ま
た

繋
の
強
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

す
れ
ば

得
も
い
く

 
故
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
残
り
四
分
の
一
が
一
人
一
人
の
実
力
を
求
め
る
以
上

ホ
ロ

ウ
・
エ
リ
ア
も
ま
た

備
や
レ
ベ
ル
と
い

た
数
値
面
だ
け
で
な
く
実
力
を
要
求
し
て
く
る

 

そ
ん
な

備
よ
り
実
力
が
重

さ
れ
始
め
る
現
状
で
も
魔
槍
の
性
能
は

を

い
て
高
い

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
レ
ベ
ル
的
に

恐
ら
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
の

層
に
換

す

れ
ば

く
八
十
層
か
ら
九
十
層
レ
ベ
ル
は
あ
る
だ
ろ
う
が
魔
槍
の

正

層
は
恐
ら
く
そ
の
上

を
い
く

備
の
性
能
が
高
過
ぎ
る
の
だ

 

え
振
る
い
手
が

も
な
い
高
レ
ベ
ル
な
の
だ
か
ら
そ
の

力
は
仮

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス

ト
が
無
く
と
も
絶
大

 
そ
の
一
撃
が
六
回
も

り
返
さ
れ
た
事
で
二
本
目
を

り
切

て
三
本
目
に
突
入
し
て
い
た

ゲ

ジ
は
ま
た
一
本
消
し

ば
し
た

残
り
ゲ

ジ
は
ジ

ス
ト
二
本

気
付
け
ば
ゲ

ジ

の
色
も
⻩
色
に
な

て
い
る

 
刃
⻯
の

が

こ
え
て
か
ら
こ
こ
ま
で
で
十

り
し
か
経
過
し
て
い
な
い
が
ボ
ス
モ
ン
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ス
タ

ら
し
い
存
在
の
命
は

に

分
以
上

ら
さ
れ
て
い
る
事
に
な
る

 

話
に
は

い
て
た
し
前

か
ら
分
か

て
は
い
た
け
ど
本

に
キ
リ
ト

て

ロ
の
方
が
強
い
ん
だ

 

高
か

た
一
点
突
破
力
が

二
刀
流

ス
キ
ル
に
よ

て

著
に
な

た
だ
け
で
な
く

と
い
う
強
い
イ
メ

ジ
に
よ

て
臨
機
応
変
に
対
応
出
来
る
武

を
手
に
入
れ
た
事
で

対
応

が
広
く
な

た
話
は

き
知

て
い
た

樹
海
エ
リ
ア
の
ボ
ス
も
地
面
を
焦

に
変
え

て

一
方
的
に
蹂
躙
し
て
い
た
と
も

 
そ
う

い
て
い
た
か
ら
分
か

て
は
い
た
の
だ
が
実

に
見
る
の
と
で
は
や
は
り

が
変

わ

て
来
る

 

フ
ロ
ア
ボ
ス
の
偵

も

独
で
行
い
そ
の
全
て
に

い
て
生
還
し
て
来
た
く
ら
い
だ
ボ

ス
と
の
一
騎
打
ち
に
滅
法
強
い
事
は
よ
く
知

て
い
る

し
ろ
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
集
め
た
情
報
を

く
前
に
偵

を
行
う
事
が

ど
と
い
う
の
だ
か
ら

 
そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
の
彼
は
第
七
十
四
層
ボ
ス
戦
や
闘
技
場
の
時
み
た
く
ボ
ス
を
蹂
躙
す

る
な
ん
て
事
は
無
か

た

一
進
一
退

氷
の
上
を
歩
く
が
如
き
危
う
さ
で
勝

を

ん
で
い

た
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そ
れ
が
今
や
圧
倒
的

と
分
か
る
戦
い
ぶ
り
だ

 
今
の
彼
は
魔
槍
を

に
浮
か
べ
更
に
大
刀
と

剣
二

の
戦
輪
を
そ
れ
ぞ
れ

に
浮

か
し
空
中
を

る
よ
う
に

横
無

に

び
回

て
い
る

種

様

な
武
器
の
攻
撃
を

け

て

に
追
い

め
ら
れ
て
い
る
刃
⻯
も
高

を
上

て

み
付
き
や
引

掻
き

の
剣
で

き

そ
う
と
す
る
が

な
ま
じ
彼
の
体
が
小
さ
い
上
に
機
動
性
に

れ
る
せ
い
で
一
撃
も

た

て
い
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
攻
撃
の
隙
を
突
い
て

と
な
く
反
撃
の
武
器
を

ば
す

す
ら
見
せ
る
程
だ

 
私
の
記

に
あ
る
彼
の
戦
い
ぶ
り
と
一
変
し
て
し
ま

て
い
て
苦

を
禁
じ
得
な
か

た

記

に
あ
る
彼
は
と
に
か
く

ド
ス
キ
ル
を
繋
ぎ
に
繋

て
ノ

ク
バ

ク
の
継

を
強
い
て
反

撃
の
隙
を
与
え
る
事
無
く

り
切
る

な
の
だ
が
今
の
彼
は
む
し
ろ
反
撃
を
許
し
そ
の
隙
を

突
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
な

て
い
る

 

ド
ス
キ
ル
を

使

て
い
な
い
の
は
下
手
に
使
う
と
地
面
に
足
を

け
て
い
な
い
事

で

ん

れ
ず
制

が

し
い
か
ら
だ
と
思
う
が

空
中
で
ス
キ
ル
発
動
は

か
見
た
事
あ

る
が
そ
の

れ
も
再
現
さ
れ
た
重
力
に
よ
る
自
然

下
を
制

し
て
の
も
の

自
分
の
意

で

空
を

び
な
が
ら
ス
キ
ル
を
放
つ
事
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
も
至

の
業
な
の
だ
ろ
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う 

ド
ス
キ
ル
を
魔
槍
の
投

以
外
で
使

て
い
な
い
と
い
う

違
点
こ
そ
あ
れ

を

入
手
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
戦
い
ぶ
り

実

第
七
十
五
層
ボ
ス
と
の
戦
闘

は
味

方
が

た
か
ら
制
限
し
て
い
た
だ
け
な
ん
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た

 

悔
し
い

な

 
制
限
し
て
い
た
事
は
仕
方
な
い
と
思
う

だ

て
背
後
か
ら

る
武
器
を

す
な
ん
て
出
来

な
い
し
仮
に
自
分
が
武
器
を
放
つ
彼
の
立
場
に
な

た
と
す
れ
ば
味
方
の
い
な
い
状
況
を
同
じ

よ
う
に

す
る
だ
ろ
う
か
ら

味
方
に

し
た
時
な
ど
目
も

て
ら
れ
な
い
し

え
る
だ
け

で
恐
ろ
し
い

 
だ
か
ら

を
万
全
に
使
う

に
空
中
と
い
う
彼
に
し
か

り

け
な
い
場

で
戦

う
事
は

理
解
出
来
た

 
事
実
今
の
私
は
彼
を
魔
槍
が
追

し
て
し
ま
わ
な
い
か
と
不
安
に
な

て
投

攻
撃
を
し
て

い
な
い

 
ユ
イ
ち

ん
と
キ
リ
ト
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
話
を

い
て
必
中
バ
フ
の
原
理
を
理
解
し
た
か
ら

彼
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
良
い
話
な
の
だ
が
さ

き
か
ら

横
無

に

び
回
る
彼
が



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

界
に
入

て
来
る
た
め

い
を
刃
⻯
へ
定
め
ら
れ
な
い
で
い
る

彼
に
対
し
安

や

感
悔

し
さ
を
覚
え
て
い
る
か
ら

界
に
入
る
と
ど
う
し
て
も
意
識
を
そ
ち
ら
に

け
て
し
ま
う
事
が
原

因
だ

 
戦
闘
中
に

念
に

わ
れ
る
事
が
悪
手
で
あ
る
と
は
理
解
し
て
い
る
が
ボ
ス
と

ロ
で
戦

て
い
る
と
い
う
事
実
を
気
に
し
て
し
ま

て
い
る
か
ら
ど
う
し
て
も
集
中
が

が
れ
て
し
ま

て

い
た

 
同
じ

の

持
者
故
に
ユ
イ
ち

ん
は
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を
使

て

護
出
来
る

だ
が
彼
女
も
攻
撃
を

て
い
た

手
に
出
し
て

い
を
定
め
て
は
い
る
の
だ
が
彼
女

も
ま
た
同
じ
迷
い
を
持

て
い
る
せ
い
で
引
き
金
を
引
け
な
い
よ
う
だ

 
彼
が
一
人
で
戦
う

は
あ
る
意
味
正
し
い
し

護
出
来
る
私
や
ユ
イ
ち

ん
が
攻
撃
を
し

な
い
の
も

自
分
の
中
に
あ
る
迷
い
故
の
も
の
だ
か
ら
彼
を
責
め
る
事
は
出
来
な
い

 
と
は

え

彼
が
一
人
で
戦
う
事
に

得
は
出
来
て
い
な
い

 
い
や

し
た
く
な
い
と

た
方
が
正
確
か
も
し
れ
な
い

こ
こ
で

得
し
て
し
ま

た
ら

彼
が
全
力
を
出
す

だ
か
ら

と

い
戦
闘
を
彼
一
人
に

せ
る
事
を
常

化
さ
せ
て
し
ま
い

そ
う
だ
か
ら



 第九十一章 〜襲い来る空の覇者〜

 
と
は

え
物
理
的
に
引
き
離
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
ど
う
し
よ
う
も
無
い
事
だ

 
し
か
し
ま
だ
遠

離
攻
撃
手

が
あ
る
私
は
マ
シ
か
も
し
れ
な
い
と
近
く
で
空
を
見
上

⻭

み
し
て
い
る
リ

フ

さ
ん
や
ユ
ウ
キ
を
見
て
思
う

 
技
術
で
勝
負
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る

な
剣
士
で
あ
る
二
人
は
ユ
イ
ち

ん
や
投

て
も

て
来
る
性

が
あ
る
槍
を
持
つ
私
と
違
い
遠

離
攻
撃
を
一
つ
も
持

て
い
な
い

つ
ま
り
キ
リ

ト
が
危
な
く
な

た
時

嗟
の

護
を
行
え
な
い
身
な
の
だ

武
器
を
投

た
と
こ
ろ
で
シ

ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
が
無
い
以
上
は
然
し
て

果
は
無
い
だ
ろ
う

刃
⻯
に
届
か
な
い
可
能
性
も

め
な
い
し

動
か
れ
て
外
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る

 
そ
れ
以
前
に
自
身
の
メ
イ
ン
武
器
を
手
放
す
事
の
方
が
よ

ど
ダ
メ
な
行
動
だ

特
に
リ

フ

さ
ん
の
⻑
刀
は
彼
自
身
が
鍛
え
上

ユ
ウ
キ
の
剣
は
キ
リ
ト
か
ら
一
時
的
に

与
さ
れ
た

超
一
流
の
剣

ど
ち
ら
も
容

に
手
放
す

に
は
い
か
な
い
理
由
が
あ
る

彼
女
達
自
身
が
そ
れ

を
許
さ
な
い
だ
ろ
う

 
無
論

必
要
に

ら
れ
れ
ば

な
く
行
動
に

こ
す
に
違
い
な
い

こ
れ
で
終
わ
ら
せ
る

 

か
ら
見
れ
ば
一
撃
一
撃
で

る

は

た
る
も
の
だ
が
圧
倒
的
な
手
数
に
よ

て
時
間
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た
り
に

る

が

も
な
い
せ
い
で
刃
⻯
は
戦
闘
開
始
か
ら
一
分
も
経
た
な
い
内
に
最
後

の
ゲ

ジ
も
残
す
と
こ
ろ
五

に
な

て
い
た

 
そ
の
刃
⻯
を
見
て
キ
リ
ト
が
ト
ド
メ
の
一
撃
を
加
え
る
べ
く

手
に
持

て
い
た
魔
槍
を
逆

手
に
持
ち
直
し

に

い
だ

深
紅
の
光
が
槍
を

う

 

必
中

の
性

を
信
じ

不
可

の
一
撃
を
ト
ド
メ
に

し
た
の
だ

 

物
の

の
如
き

ら
み
が

も

る
紅
の
⻑

を
持
つ
手
に
力
が

め
ら
れ
体
が
大
き

く
弓
な
り
に
反
る

引
き

ら
れ
た
魔
槍
の
光
が
一
層
深
く
な

た

ゲ
イ

 
一

強
く
魔
槍
が
引
か
れ
し
か
し
大
き
く
反

て
い
る
体
は
逆
に
前
へ
と

ら
れ
始
め
て

い
る

槍
を
全
力
で
投

す
る

の
構
え
が
整

て
い
た

ボ
ル

 
ゴ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

  
し
か
し
そ
の
槍
が
放
た
れ
る

前
目
の
前
に

る
刃
⻯
か
ら
で
は
な
い
別
の

か
ら
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が

い
た

同
時
に
風
を
引
き
裂
く

風
が
吹
き

び
空
中
で
槍
を
投

る
構
え
に
終
始
し
て

い
た
少
年
の
体
勢
が
大
き
く

れ
る

 

浮
遊

と
呼
称
し
て
い
る
よ
う
に
新
エ
リ
ア
は
数

の
小

や
大
き
な

が

て
ん
で
バ
ラ
バ
ラ
に
浮
か
ん
で
い
る
構
成
と
な

て
い
る

 
私
達
が
新
エ
リ
ア
に
入

て
か
ら
最
初
に
足
を

み
入
れ
た
大
地
は
恐
ら
く
最
大

を
誇

る
浮

大

と

え
る

そ
の
大
地
に
は
こ
れ
も
ま
た
新
エ
リ
ア
で
最
大

で
あ
ろ
う

大

な

が

立
し
て
い
た

⻘
黒
い

に
よ

て

さ
れ
た
と
思
し
き

こ
そ
が
樹
海
エ
リ

ア
で
の
大
神
殿
と
同
じ
エ
リ
ア
ボ
ス
が

る
場

だ
と

し
が
付
い
た

 
こ
の
最
大
の
浮

の

に
浮
か
ぶ
小

に
も

は
あ
る
が
ど
れ
も
こ
れ
も

か
ら
し

て

れ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
程
の

れ
様
で
中
に
入
れ
る
と
は

思
え
な
い
も
の
ば
か

り
だ

た

そ
も
そ
も
そ
の
浮

に

る
物
理
的
手

に
欠
け
る
以
上
ど
う

え
て
も
目
的
地

で
は
無
い
の
だ
が

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
追
い

め
て
い
る
刃
⻯
の
も
の
で
は
無
い

は
こ
の
浮
遊

バ

ス
テ
ア
ゲ

ト

の

徴
と
も

え
る

の

上
か
ら

い
て
来
て
い
た

 
無
論
そ
れ
に
気
付
け
た
の
も
キ
リ
ト
が
吹

ば
さ
れ
た
方
向
か
ら
逆

し
た
か
ら
だ

彼
は
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か
ら
離
れ
る
よ
う
に
吹
き

ば
さ
れ

下
し
て
い
た
か
ら
そ
ち
ら
だ
ろ
う
と

た
り
を
付
け

ら
れ
た
の
で
あ
る

 
キ
リ
ト
が
地
面
に

す
る

前
で
体
勢
を
立
て
直
し
た
の
を
横
目
で
確
認
し
た
後
私
は
魔

槍
を

に

ぎ
な
が
ら

の

上
へ

線
を
向
け
た

 
そ
こ
に
は

形
が
非
常
に
似

た
も
う
一
体
の
刃
⻯
が

空
し
て
い
た

こ
ち
ら
を

み

え
る
よ
う
に

翼
を
は
た
め
か
せ

空
し
て
い
る

 
目
を

ら
せ
ば
索

に
よ
る
遠

果
ボ

ナ
ス
が

き
最
も
見
た
い

へ

界
が

ズ

ム
し
た

遠
目
で

や
け
て
い
た
も
の
も
フ

カ
シ
ン
グ
さ
れ
て
ハ

キ
リ
と
見
え
る
よ

う
に
な
る

 

界
に

し
出
さ
れ
た
刃
⻯
の
名
称
は
Ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｅ
ｎ
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｂ
ｌ
ａ
ｄ
ｅ
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ

ｏ
ｎ

 
直

す
れ
ば

刃
⻯
レ
イ
デ

ン

ゲ

ジ
は

デ

ア
ス
と
同
じ
五
本
だ

た

 

二
つ
と

え
る

を
し
て
い
る
が
よ
く
見
れ
ば
色
が

に
異
な

て
い
る

デ

ア
ス
が

が

じ

た
銀
で
あ
る
の
に
対
し
新
た
に
現
れ
た
二
体
目
の
刃
⻯
レ
イ
デ

ン
は
蒼
が

じ

た
銀
だ
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そ
し
て
こ
ち
ら
も
定

の
Ｔ
ｈ
ｅ
が
付
い
て
い
る

第
七
十
四
層
の
時
の
よ
う
な
小

文

で
は
無
く
大
文

の
定

と
い
う
事
は

デ

ア
ス
も
レ
イ
デ

ン
も
ど
ち
ら
も

本
命
ボ
ス

と
い
う
証
だ

 

エ
リ
ア
ボ
ス
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
な
い
の
は
ユ
ウ
キ
が
経
験
し
た
と
い
う
リ

パ

種
の

が
あ
る
か
ら
で
あ
る

新
エ
リ
ア
の

徴
と
も

う
べ
き

大
な

の

上
に
レ
イ

デ

ン
が

る
時
点
で

決
定
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
る
が
決
め
付
け
は
危
険
だ

チ

 
ミ

シ

ン
の
背

に
番
が
ど
う
と
か
あ

た
り
す
る
の
か

ボ
ス
が
複

数
な
の
は

れ
た
が
ま
さ
か
ど

ち
も
同
格
だ
な
ん
て
ち

と
予
想
外
だ
ぞ

 

な
る

ど

二
体

る
理
由
を
彼
は
そ
う

え
た
の
か

 
確
か
に
ク
エ
ス
ト
の

要
で
獣
の
番
が
ど
う
と
か
出
た
場
合
登
場
す
る
モ
ン
ス
タ

は
必
ず

二
体
に
な
る

し
か
も
ど
ち
ら
が
オ
ス
で
メ
ス
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
一
応
判
別
付
け
ら
れ
る

よ
う
色
分
け
ま
で
さ
れ
て
い
た

 
今
回
の
色
違
い
も

そ
う
い
う
風
に
彼
は

え
た
よ
う
だ

 
ボ
ス
が
複
数
な
の
に
は

れ
た
と

う
事
も
中
ボ
ス
や
大
ボ
ス
と
い

た
強
さ
に
差
が

無
い
事
へ
の

き
を
ち

と
で
済
ま
せ
る

り
も

め
彼
ら
し
い
と

え
ば
ら
し
い
気
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が
し
た

 
と

う
か

だ

ミ

シ

ン
の
背

と
彼
は

た
が

そ
も
そ
も
私
達
は
フ
ラ
グ
メ

ン
ト
な
い
し
グ
ラ
ン
ド
・
ミ

シ

ン
の
開
始
メ

セ

ジ
を
欠
片
た
り
と
も
見
て
い
な
い
の
だ

が

彼
だ
け
に
見
え
る
と
し
て
も
そ
れ
は
文
面
だ
け
で
メ

セ

ジ
ウ

ン
ド
ウ
は
他
者
に
も
見

え
る
設
定
の

だ
か
ら
見

し
た
と
い
う
事
は
無
い

で
あ
る

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で

こ
る
大

の
シ
ス
テ
ム
的
事

は
イ
コ

ル
ミ

シ

ン
な
の
だ

と

彼
の
中
で
方
程
式
が
作
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か

 
そ
う
思

し
て
い
る
間
に

の
天

を

め
る
私
の

界
の

に

が
か

た
銀
の
刃
⻯

デ

ア
ス
が

る

ど
う
や
ら
高

を
上

番
と
思
し
き
蒼
が
か

た
銀
の
刃
⻯
レ
イ

デ

ン
の
許
へ
と
向
か

て
い
る
ら
し
い

 
こ
の
ま
ま
で
は

ら
れ
て
し
ま
う

 
二

の
刃
⻯
が
エ
リ
ア
ボ
ス
で
あ
る
か

か
は
横
に

く
と
し
て

ボ
ス

が
二
体
も

て

そ
の
片

れ
を
仕

め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば

そ
れ
を

す
手
は
無
い

さ
せ
な
い

さ
せ
る
か
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そ
の
結
論
に
キ
リ
ト
も
同
時
に
至

た
よ
う
で
私
と
彼
は

手
に
握
る
強
化
回
数
だ
け
異
な

る
同
種
の
魔
槍
を

全
く
同
時
に
投

放

た

 
深
紅
の

き
を

た
槍
は

の
天

へ
向
か

て

ぶ

デ

ア
ス
を

か
ん
と
真

直

ぐ

し
も
の
の
二

で
追
い
付
い
た

が
同
時
に
放
た
れ
た
二
本
の
魔
槍
が
⻯
を

つ
事
は
無
か

た

紅
の

先
が

体
に
突
き

さ
る
そ
の

前
で

色
の
パ
ネ
ル
が

ん
だ

か
ら
だ

 
シ
ス
テ
ム
的
不
死
属
性
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

 
つ
い
さ

き
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
と
も

え
る
少
年
が
一
方
的
に
蹂
躙
し
て
い
た
に
も

わ
ら

ず

こ
こ
に
来
て
不
死
属
性
が
付
与
さ
れ
た
と
な
れ
ば

さ

き
の
は

イ
ベ
ン
ト
戦
だ

た

 

ク
エ
ス
ト
の
場
合
最
後
の
一
戦
を

い
て
体
力
を
一
定

ら
す

に
場

を
変
え
て

仕
切
り
直
し

同
じ

と
戦
う
と
い

た
展
開
も

に
あ
る

 
確
か
に
浮
遊
大

と
い
う

か
制
限
さ
れ
た
フ

ル
ド
に

べ
れ
ば

の

上
の
足
場
の
方

が

そ
う
で
は
あ
る

を
エ
リ
ア
最
大
の
ダ
ン
ジ

ン
と

ん
で
い
る
事
も
運

が
意

し
た

も
の
だ
と
す
れ
ば

あ
そ
こ
を
決
戦
の
地
に
設
定
す
る
の
も
分
か
ら
な
く
は
な
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
恐
ら
く
今
回
の
は
そ
う
い
う

の
も
の
だ

た
の
だ

演
出
の
他
に
も
多
分
エ
リ
ア
ボ
ス
は

あ
の

の

上
な
の
だ
と
分
か
ら
せ
る
の
と
空
中
を

ん
で
い
る
と
い
う
強

攻
略
の
足
掛
か

り
を
持
た
せ
る
意

が
あ

た
の
だ
と
思
う

 
つ
ま
り
現

で
は
ど
う

て
も

デ

ア
ス
を
倒
せ
な
い
よ
う
に
な

て
い
た
の

だ 
そ
の

に
は
あ
と
一
撃
で
倒
せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
追
い

め
て
い
た

だ
が

そ
こ
は

ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

の
高

力
が
反

的
な
だ
け
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

他
の

ド
ス
キ

ル
な
ら
あ
と
三
回
分

き

ま
な
け
れ
ば
全
損
し
な
か

た

 
そ
う
理
解
し

得
す
る
の
だ
が
や
は
り
残
念
に
思
う
気
持
ち
が
消
え
る

で
は
無
く
私
は

と
な
く

然
と
し
た
心
地
で

手
に

て
来
た
魔
槍
の
感
触
を
確
か
め
た

 
見
れ
ば
キ
リ
ト
も
ど
こ
と
な
く

然
と
し
て
い
る

の
影
に

れ
た
刃
⻯
達
が
見
え
て
い
る

よ
う
な

い
目
つ
き
で

の
天

を
見
て
い
る
が

を

ら
し
て
い
る
の
を
見
る
と

ね

て
い
る
風
に
も
見
え
て
そ
こ
は
か
と
な
く
可
愛
ら
し
い

キ
リ
ト

大

 
そ
こ
そ
こ
体
力

て
る
け
ど

あ
た
し
の
分
の
ポ

シ

ン

む
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そ
ん
な
彼
の
表
情
を

め
て
い
る
と
近
く
で
愛
刀
の

に
手
を
掛
け
て
い
た
リ

フ

さ
ん

が
小

を
片
手
に
キ
リ
ト
へ
声
を
掛
け
た

小

に

め
ら
れ
た

体
の
色
が

い

色
な
の

で
ア
レ
は
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
だ

 
キ
リ
ト
の

ゲ

ジ
を
見
や
れ
ば

残
り
は
六

に
な

て
い
た

 
こ
う
し
て
見
て
い
る
間
も
結
構
な
速

で
み
る
み
る
回
復
し
て
い
る
の
で
刃
⻯
レ
イ
デ

ン
の
方
向
と
共
に
放
た
れ
た
風
を

け
た
直
後
は
も

と

て
い
た

恐
ら
く
だ
が
そ
の
時

は
残
り
三

か
ら
四

ど
だ

た

だ

い
や
一
分
も
し
な
い
内
に
自
然
と
回
復
す
る
か
ら
気
持
ち
だ
け

て
お
く

だ
け
し

て
欲
し
い

ん

分
か

た

 
差
し
出
さ
れ
た
小

を

と
共
に
や
ん
わ
り
と
断
り
実

す
ぐ
回
復
す
る
事
が
分
か

て

い
る
義
姉
は

論
す
る
方
が
不

だ
と

え
た
の
か
す
ぐ
引
き
下
が
り
代
わ
り
に

の

を
始
め
た

 
ユ
ウ
キ
達
も
最
初
は
心
配
し
て
い
た
が
そ
の
必
要
が
無
い
と
分
か

て
か
ら
は

に
す
ぐ

て
い
る

な
ま
じ

突
に
ボ
ス

が
襲

て
来
た
の
だ
か
ら

を
上
り
切

た
直
後
よ
り
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感
が
あ

た

 
一
先
ず
キ
リ
ト
の

が
全
回
復
す
る

か
な
間

か
が

う
事
も
無
く
小

止
を
取
る
流

れ
に
な
る

 

そ
れ
に
し
て
も
た

た
一
撃
で
キ
リ
ト
の

を

分
以
上
も

る
だ
な
ん
て

 
魔
槍
片
手
に

を
し
つ
つ
今
も

に
回
復
し
て
い
る
少
年
の
ゲ

ジ
を
横
目
に
見
や
る

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
存
在
す
る
斬
・
打
・
突
・

の
四
属
性
全
て
の
ダ
メ

ジ
を

さ
せ
る

を

備
し
て
い
る
と
い
う
話
な
の
に

け
た
ダ
メ

ジ
が
超
高

力
の

発

ド
ス
キ
ル

ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

に

す
る
と
い
う
の
は

に

的
だ

 
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
で
あ
れ
ば
魔
槍
を
使
わ
な
い
限
り
た
だ
直
線
に

ぶ
だ
け
な
の
で
あ
ま
り

異
的
と
は

え
な
い

流

に

Ｍ
ｏ
ｂ
や

対
プ
レ
イ

が
使

て
来
た
ら
そ
の

力
か

ら

は
必
要
だ
が
メ
イ
ン
武
器
を
喪
う
と
い
う
観
点
か
ら

も
が
コ
レ
を
忌

し
て
い
る
の

で
使
わ
れ
る
事
は
ま
ず
無
い
と
す
ら

え
る

 
だ
が

そ
の

力
の
攻
撃
を
ボ
ス
が
使

て
来
る
と
な
れ
ば

話
は
別
だ

 
極

な
話
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
の

が

力
に
反
し
て

め
な
の
は
メ
リ

ト
に
対
し
デ

メ
リ

ト
が
大
き
過
ぎ
る
か
ら

魔
槍
の
有

性
が
高
い
と
判
じ
ら
れ
て
い
る
の
は

の
性
能
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も
あ
る
が

ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

の
デ
メ
リ

ト
を
打
ち
消
し
て
し
ま
う
性

を
有
し
て
い
る
か

ら 
ボ
ス
が
使

て
来
る
よ
う
に
な
る
と
正
に
魔
槍
を
以
て
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を
放
つ
み
た
い

な
話
に
な
る
の
だ

 
ボ
ス
達
も

ド
ス
キ
ル
を
使
う
し
ク

ル
タ
イ
ム
や
ス
キ
ル
デ

レ
イ
が
あ
る

そ
こ
は

プ
レ
イ

と
共

し
て
い
る
点
だ

 
問

な
の
が
ボ
ス
特
有
の
攻
撃

こ
れ
ば
か
り
は
メ
ジ

か
ら
オ

ド

ク
ス
最
近

は
マ
イ
ナ

な
武
器
の
ス
キ
ル
に
ま
で
手
を

ば
し
て
い
る
ら
し
い
キ
リ
ト
も
初
見
で
の
対
応

が

し
い

対
応
が

し
い
と
い
う
事
は

弾

が
上
が
る
と
い
う
事
を
意
味
す
る

 
こ
こ
で
高

力
な
の
が
問

に
な
る

 
一
撃
で

け
る
ダ
メ

ジ
が
三

や
四

な
ら
数
値
と
し
て
は
か
な
り
大
き
い
が
ま
だ

が
あ
る

二
撃
は

え
ら
れ
る

と
い
う
事
は

三
撃
目
を
ど
う
に
か
す
れ
ば
良
い

二
撃
と

い
う
回
数
は

外

が
あ
る
と
見
て
良
い
の
だ

 
さ

き
キ
リ
ト
が

デ

ア
ス
に
ト
ド
メ
を

そ
う
と
し
た
時
に
レ
イ
デ

ン
が

を

上

て

り

ん
だ

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
し
て

デ

ア
ス
と
レ
イ
デ

ン
が

番
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で
あ
る
と
い
う
可
能
性
は

外
高
い

そ
う
で
な
く
と
も
シ
ス
テ
ム
的
に
専

の

繋
攻
撃
が

意
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い

タ

グ
ボ
ス
と
も
な
れ
ば
こ
の

は
お
約
束
だ

 
恐
ら
く
ス
テ

タ
ス
的
に

同

だ
ろ
う
二
体
の
一
撃
が

そ
れ
ぞ
れ

を

分
以
上
残

す
程

で
あ
れ
ば
ま
だ

が
あ
る

繋
攻
撃
は
穴
を

め
る

の
も
の
片
方
ず
つ
攻
撃
す

る
か
ら

り

む
時
に

か
な
が
ら

が
生
ま
れ
る

だ

極

な
話

デ

ア
ス
と
レ

イ
デ

ン
が
一
回
ず
つ
行
動
し
て
空
で
も
間
に
合
う
の
だ
か
ら

 
し
か
し
一
撃
は

え
ら
れ
る
と
い
う
の
は

し
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

特
に
ボ
ス
が

一
体
で
な
く
二
体
と
い
う
複
数
で
あ
る
と
こ
の

し
さ
は
指
数

数
的
に

ね
上
が
る
と

て

も
良
い

 
そ
こ
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
の

書
き
が
あ
る
キ
リ
ト
で
す
ら
そ
う
な

た
と
い
う
事
実
を
付
与
す

れ
ば
そ
の

は
天

知
ら
ず
と

て
良
い

彼
よ
り

レ
ベ
ル
の
私
達
は
最
大

に
ス

テ

タ
ス
も

て
い
る
し

備
の

性
能
で
も

て
い
る

 
刃
⻯
の
攻
撃
を

け
れ
ば
九

九
分
九

の
確

で

死
す
る

 

今
回
の
エ
リ
ア
ボ
ス
も
キ
リ
ト
一
人
の

戦
に
な
る
の
か
な

 
ユ
ウ
キ
は
女
性
最
強
の
片
手
剣
使
い
だ
し
リ

フ

さ
ん
も
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
差
を
技
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で

せ
る
が
そ
れ
で
も
シ
ス
テ
ム
的
な
数
値
に
は
や
は
り
逆
ら
え
な
い

対
Ｍ
ｏ
ｂ
戦
で
は

レ
ベ
ル
や
数
値
が
最
大
の
要
に
な
る
か
ら
だ

 
今
回
の
エ
リ
ア
ボ
ス
戦
で

護
出
来
る
の
も
精

ユ
イ
ち

ん
く
ら
い
だ
ろ
う

彼
女
は
キ
リ

ト
の
ス
テ

タ
ス
と
ス
キ
ル
を
コ
ピ

し
て
い
る
ら
し
い
し
武

も
彼
に
か
な
り
近
い

エ
ネ

ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
と
武
器
の

で

護
は
万
全
だ

 
シ
ノ
ン
さ
ん
は
レ
ベ
ル
的
に
危
険
と

え
る

遠

離
攻
撃
手

を
持
つ
と
同
時
に
近

離
で

も

剣
使
い
と
し
て

を
現
し
て
い
る
彼
女
は
現
在
士
気
が

迷
気
味
な
攻
略
組
に
対

し
て
良
い

と
な

て
い
る
か
ら
離
れ

い
事
情
も
あ
る
し

 
私
は
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
で

護
が
出
来
る
が
逆
に

え
ば
そ
れ
だ
け
だ

突
風
な
ん
て
見

え
な
い
攻
撃
を

し
た
り
あ
ん
な

も
な
い

力
の
攻
撃
を

し
た
と
こ
ろ
で
そ
の
上
か

ら

り
切
ら
れ
る
の
が
オ
チ
だ
ろ
う

そ
う
で
な
く
と
も

の
外

か
ら

と
さ
れ
そ
う
だ

 
残
り
の
メ
ン
バ

に
至

て
は
全

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
定
め
と
し
て
近

離
攻
撃
し
か

持

て
い
な
い
の
で
力
に
な
れ
な
い

人
か
は
投

ス
キ
ル
を
持

て
い
る
が
十
分
な
ダ

メ

ジ
は

な
い
か
ら
却

て
足
手

い
に
な
る
だ
ろ
う

 

え
れ
ば

え
る

ど
キ
リ
ト
が
ど
れ
だ
け
ボ
ス
に
対
し
て

い
メ
タ
的
存
在
な
の
か
思
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い
知
ら
さ
れ
る

ホ
ン
ト
一
人
で
広

を
カ
バ

し
過
ぎ
じ

な
い
だ
ろ
う
か

 

そ
の
要
因
と
な

て
い
る
の
が

な

だ
け
ど

 
よ
く
よ
く

え
れ
ば
あ
ん
な

天

な
武
器
は
他
に
な
い
と
思
う

 
彼
の
話
で
は
彼
の

に

め

ま
れ
た

コ
ア
に

載
さ
れ
て
い
た
武

で

他
に
知

て

い
る
の
は

ノ
之

士
く
ら
い

そ
れ
な
の
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
正
式
な
形
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
武

で
あ
る
事
は
非
常
に
不
可
解
だ

 

も
し
か
し
て

こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
コ
ン
セ
プ
ト

て

が
前

だ

た
り
す
る

 
遠

離
攻
撃
手

を
持

て
い
な
け
れ
ば
手

い
反
撃
を
喰
ら
わ
せ
て
い
た
だ
ろ
う
影
に
潜
む

獣

そ
し
て
空
を

横
無

に

ぶ

大
な
二

の
刃
⻯

 
そ
の
ど
ち
ら
に
も
対
応
出
来
る
の
は

を
持

て
い
る
キ
リ
ト
や
ユ
イ
ち

ん

シ

ノ
ン
さ
ん
く
ら
い

レ
ベ
ル
を

え
れ
ば
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
が

で
空
を

ぶ
事
も

め
れ
ば
キ
リ
ト
だ
け
だ

そ
も
そ
も
ユ
イ
ち

ん
は
戦
闘
を

え
ら
れ
て
い
な
い
存
在
だ
し

 
ユ
イ
ち

ん
の
事
は
イ
レ
ギ

ラ

と
し
て

外
す
る
に
し
て
も

を
持

た
者
が

を
攻
略
す
る
事
に
な

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

た
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だ
と
し
た
ら

デ
ス
ゲ

ム
化
を
し
た
黒
幕
は
こ
の
世
界
を
監

し
て

 
本
来
プ
レ
イ

が
来
る
事
は
出
来
な
い
エ
リ
ア
な
の
に

を
持

て
い
る
者
が
攻
略

す
る

目
を

て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば

そ
れ
が

か
を
把
握
し

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ

転

さ
せ
る
必
要
が
あ
る

 
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
な
ら

故
ユ
ウ
キ
ル
ク
ス
さ
ん
フ

リ
ア
さ
ん
レ
イ
ン
さ
ん

が
こ
ち
ら
に
転

さ
せ
ら
れ
た
か
が
不
明
な
の
だ
が

 
そ
れ
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
死
亡
判
定
を

け
た
者
を
こ
ち
ら
に
来
さ
せ
て
い
る
意

も

分
か
ら
な
い

全
回
復
し
た

あ
り
が
と
う

行
こ
う

 

へ
の

も

ら
に
浮
か
ん
だ
疑
念
に

て
い
る
と
小

止
の
流
れ
を
作

た
少
年

の
声
が

を
打

た

 
そ
の
声
を
契
機
に
気
を
引
き

め
な
き

と
疑
念
を
一

に

し
や
り
私
は
気
持
ち

を
切
り

え
て
魔
槍
を
握
り

め
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
魔
槍
で
も
ス
キ
ル
で
も
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
が
大
活
躍

参

と
な

た
槍
ニ
キ
も
浮
か
ば
れ

ま
す
ネ

 

本
作
に

け
る

魔
槍
が

た
ら
な
い

人
は

ケ
イ
タ
で
す

 
キ
リ
ト
へ
の
初
撃

 
そ
こ
は
ホ
ラ

原

た
る

／

で
も
セ
イ
バ

に
一
撃

ら
せ
て

た
し

そ
れ
と
同
じ
と
い
う
事
で

必
中
は
出
来
て
も
必
殺
の

い
が
入

て
な
い

 

そ
う
い
え
ば

結

あ
の
魔
槍
の
呼
び
方

て

ゲ
イ
・
ボ
ル
ク

な
の
か

そ
れ
と
も

ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

な
の
か

Ｆ
Ｇ
Ｏ
の
宝

名
は
後
者
な
ん
で
す
が

ア
ニ
メ
の
槍
ニ
キ
の
セ

リ
フ
だ
と
ど

ち
も
あ
る
し

直
後
の
ア
ル
ト
リ
ア
は
前
者

Ｂ
Ｗ
の
教
会
前
で
エ
ミ

は
後
者
で
発

し
て
る
ん
で
す
よ
ね

性
も

し
ボ
ル
グ
や
投

ボ
ル
グ
と
い

た
感
じ
で

グ

で
発

し
て
ま
す
し

 
今
の
と
こ
ろ

す
方
が
ク
投

る
方
が
グ
と
い
う
認
識
な
ん
で
す
が
ど
う
な
ん
で
し

う 

し
い
方

こ
の
に
わ
か
マ
ス
タ

に

教

下
さ
い
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そ
し
て
今
話
で
浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト
の
エ
リ
ア
ボ
ス
ま
で
倒
さ
れ
る
と
思

た
方

も

る
で
し

う

そ
れ
も

え
た
ん
で
す
が
流

に
そ
れ
だ
と
シ

ト
カ

ト
し
過
ぎ
に

な
り
ま
す
し

そ
れ
に
キ
リ
ト
達
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
を
探
索
し
て
る
の

て
原

ゲ

ム
だ
と
忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
け
ど
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
か
ら
脱
出
す
る

に
カ
ル
マ
ク
エ
ス
ト
探

し
て
る
か
ら
で
す
か
ら

 
こ
の
時
点
だ
と
原

ゲ

ム
で
は
襲

て
来
な
い
ん
で
す
が
一

を
見
せ

し
て
か
ら

の

上
へ
と

び
行
く
イ
ベ
ン
ト
が

ま
り
ま
す

今
回
は
そ
れ
で
す

 
戦
闘
が
入

た
の
は
仕
様

ボ
ス
が
一

襲

て
き
て
あ
る
程

応
戦
し
て
仕
切
り
直
す
展

開
は
お
約
束
で
す

倒
さ
れ
か
け
な
い
と
は

て
な
い

 
ち
な
み
に

原

ゲ

ム
だ
と
エ
リ
ア
ボ
ス
は
刃
⻯

デ

ア
ス
一
体

 
刃
⻯
レ
イ
デ

ン
は
本
来
四
つ
目
の
エ
リ
ア
の
高

ミ

シ

ン
の
ハ
イ
ネ

ム
ド
モ

ン
ス
タ

ぶ

ち

け
エ
リ
ア
ボ
ス
よ
り
強
い
個
体

推

レ
ベ
ル
が
確
か
１

０
前
後
だ

た

つ
ま
り
今
の
キ
リ
ト
と

だ
か
ら

が
七

も

れ
た
の
だ

結
界
魔
宝

無
し
だ
と
オ

バ

キ
ル

 
本
作
で
は

デ

ア
ス
と
同

レ
イ
デ

ン
弱
体
化
と
は

て
な
い
と
し
て
い
ま
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す

悦

 
ボ
ス
を
同
時
に
二
体
も

手
取
る
な
ん
て
闘
技
場
以
来
で
す
ね

か
し
い

 

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
十
二
章
 

ユ
ウ
キ
の
危
惧

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
の

点
は
オ

ル
ユ
ウ
キ

 
た
だ
前

と
後

で
話
の
時
系
列
が
異
な
り
ま
す

前

は
特
別
編
で

写
し
た
大
晦
日
の
回

想

後

は
現
時
点
で
の
話

 
あ
と

今
話
は
後
書
き
を

え
て
書
き
ま
せ
ん

 
文

数
は
約
二
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
最
少
数
精

ギ
ル
ド
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
攻
略
組
に
最
初
期
の

か
ら
参
列
出
来
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て
い
る
要
因
で
あ
る
自
分
に
は
自
分
が

情
を
向
け
る
少
年
に
し
か
明
か
し
て
い
な
い
秘
密
が

あ
る

子
の
姉
に
は

論
大
親
友
と

え
る
閃
光
に
も
今
や
攻
略
組

一
と
な

た
槍
使
い
の
女
性
に
も
明
か
し
て
い
な
い
秘
密
だ

 
そ
の
秘
密
が
男
女
の

に

す
る
色
気
の
あ
る
も
の
な
ら
良
か

た
の
だ
が
残
念
な
が
ら
そ

の
秘
密
が
出
来
た
の
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
二

月
弱
が
経
過
し
た
２
０
２
３
年
の

日
の

事
だ

 
そ
の
日

自
分
は

間
達
と
共
に
年
を
越
す

間
を
共
に
し
て
い
た

 
最
初
は
初
日
の
出
を

え
よ
う
と
い
う
話
に
な

て
い
た
の
だ
が
間
の
悪
い
事
に
様

な
事

情
や
陰
謀
が
渦

い
て
い
た
せ
い
で
第
五
層
ボ
ス
を

に

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ビ

タ

と
呼
ば
れ
る
少
年
が
無

を
し
た

そ
の
無

は

時
攻
略
隊
と
呼
ば
れ
て
い
た

最
前
線
攻
略
集

の
内
部

壊
を

ぐ
た
め
の
も
の
で

自
分
達
も
加

し
た
も
の
だ

た

 
故
に

も
そ
の
無

を
責
め
る
事
は
無
く
加
え
て
彼
の

労
も
本

な
ら
自
分
達
も
背
負
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ

た
た
め
彼
の
眠
気
を

慮
し
て
初
日
の
出
は
断
念
し
年
を
越

す

間
を

む
事
に
な

た
の
で
あ
る

 

と
は

え

時
ま
だ
九

の
少
年
が
深
夜
十
二
時
を
過
ぎ
て
ま
で
活
動
し

け
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る
事
は

か

が
あ

た

 
た
だ

に
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
ま
だ

き
て
い
ら
れ
た
だ
ろ
う
が
第
五
層
ボ
ス
を

倒
す

に
数
日
間

眠
時
間
を

分
か

ら
し
て
攻
略
を

し
進
め
て
い
た
事
も
あ
り

労
が

し
て
い
た

そ
の
た
め
少
年
は
年
を
越
す
ま
で
は

と
か
意
識
を
保

て
い
た
が

い
に

祝

た
直
後
電
源
が

ち
た
機

の
如
く
眠
り
に

ち
て
し
ま
う

 
つ
ま
り
彼
は

時

も
知
り
得
な
か

た

で
あ
る

点
に
帰
る
事
無
く
年
を
越
す

に

ん
だ
人
気
の
無
い
教
会
の
中
で

こ
け
て
し
ま

た
の
だ

 
第
五
層
ボ
ス
攻
略
自
体
が
非

式

つ

の

ス
に

べ
て

ピ

チ
だ

た
の
で
最

も
速
く
情
報
収
集
と
マ

ピ
ン
グ
を
行

て
い
る
彼
に
と

て
こ
こ
数
日
は
地
獄
の
よ
う
な

し

さ
だ

た
だ
ろ
う

 
だ
か
ら

ち
し
て
し
ま

た
事
も
無
理
か
ら
ぬ
話
で
あ

た

そ
こ
に
い
た

も
が

ま
し
い
も
の
を
見
る
よ
う
に

た

あ
ら
ら

キ
リ
ト

ち

た
ね

ま
こ
こ
ん
と
こ
ず

と
無
理
し
て
た
ん
だ
む
し
ろ
こ
れ
で
ボ
ス
戦
で
も
ず

と
ダ
メ

ジ

デ

ラ

を
し
て
た
ん
だ
か
ら
大
し
た
モ
ン
だ

ホ
ン
ト

ち

と
は
弱

を

い
た

て
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良
い
の
に
な

ま

た
く

 
キ
リ
ト
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
正
式
サ

ビ
ス
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
直
後
に
フ
レ
ン
ド
に
な

た
と
い
う
風

林
火

の
リ

ダ

ク
ラ
イ
ン
は
そ
う

い

に

れ
掛
か

て

息
を
立
て
る
少
年
を
背

負

た

け
ば

風
林
火

の

点
に
今
日
は

ま
せ
る
つ
も
り
ら
し
い

 

で
あ
れ
ば

を

せ
て
教
会
で
夜
を
明
か
し
人
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ

ろ
う
が

日
と
い
う
時
期
そ
し
て
第
五
層
ボ
ス
攻
略
が

突
な
も
の
だ

た
事
が

い

し
た

 
第
六
層
は
ア
ク
テ

ベ

ト
直
後
の

開
き
の
影

で
人

り
は
あ

た

し
か
し

に

層
が
解
放
さ
れ
る
と
は

も
思

て
お
ら
ず
新
年
を

え
る
祝
い
は
第
五
層
で
行
わ
れ
る

予
定
と
な

て
い
た

だ
か
ら
第
六
層
は

の

開
き
と

し
て
人
気
は
少
な
め
と
な

て
い
た

 
第
五
層
ボ
ス
部

で

と
あ
る
事
情
か
ら

け

け
し
て

ボ

ナ
ス
を

が

で
も
手
に

入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
者
達
の
対
応
を
し
て
い
た
彼
を

つ
場

も

然
自
分
達
は
そ
れ
を

慮
し
て

ん
で
い
た

 
そ
う
い
う
事
情
が
あ

た
か
ら
ク
ラ
イ
ン
は
キ
リ
ト
を

れ
て
自
分
達
の

点
へ

れ
て
帰
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る

を
し
た
の
だ

友
人
を
見
捨
て
ら
れ
な
い
性
分
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
ろ
う

 

論
自
分
達
も
同
じ
気
持
ち
だ

た

と
い
う
か
ク
ラ
イ
ン
が
行
動
し
な
か

た
ら

へ

れ
て
行
こ
う
か
と

え
て
い
た
く
ら
い
だ

 
時

彼
女

集
中
と
お
ど
け
た
風
に

う
男
性
だ
が
事
の

先

や
人
情
を

先
出

来
る
そ
の
人
格
は
真
面
目
に
も
思
え

ま
し
く
感
じ
て
い
た

 
無
論
そ
れ
だ
け
で
心
の

か
ら
信

を
向
け
ら
れ
る

で
は
無
か

た
が

 
そ
う
し
て

こ
け
た
キ
リ
ト
を
風
林
火

の
六
人
が

れ
て
行
き
教
会
に
集
ま

て
い

た

事
も

方
済
ん
だ
ボ
ク
達
は

後
は

の

き
な
よ
う
に
解

と
な

た

 

常
で
あ
れ
ば
攻
略
隊
全
体
で
行
わ
れ
る
ボ
ス
攻
略
だ
が
今
回
に
第
五
層
の
場
合
に
限

て

は

が
攻
略
し
た
か
を
キ
リ
ト
以
外
で
は
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
非

式
な
も
の
だ

た
た

め
大
手
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

達
も
攻
略
隊
へ
の
説
明
を
す
る
必
要
は
無
か

た

む
し
ろ
し
た

ら
キ
リ
ト
の
行
動
を
無

に
し
て
し
ま
う

 
な
の
で

労
し
た
姉
ち

ん
や
エ
ギ
ル
ア
ル
ゴ
な
ど
は

に

点
と
し
て
い
る
場

へ

る
事
に
し
た
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
達
も
一
応
と
第
五
層
の
新
年
祝
い
に

を
出
す
事
を
決
め

た
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自
分
も
新
年
祝
い
に
行

た
が
目
的
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
達
の
よ
う
な

回
り
で
は
無

く
プ
レ
イ

が
出
し
て
い
る

の

い
食
い
と
見
物

だ
か
ら
そ
こ
ま
で
祝
い
の
場
に
⻑

は
せ
ず

少
し
離
れ
た
場

へ
す
ぐ

動
し
た

 
第
五
層
の
主

は

カ
ル
ル
イ
ン

地
上
に
は

風
の

が

地
下
へ

り
れ
ば
数
層

に

て
圏
外
の
地
下

が
広
が
り
第
五

層
に
は
迷

へ
繋
が
る
道
を
守
る
中
ボ

ス
が
立
ち
は
だ
か

て
い
る
特
異
な

だ

た

 
つ
ま
り

の
中
に

圏
外

へ

じ
る
入
り

が
存
在
し
て
い
た
の
だ

 
と
は

え

実

に

圏
外

と
な
る
の
は
地
下
二

か
ら

 

故
地
下
一

が

圏
内

に
な

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は

恐
ら
く

カ
ル
ル
イ
ン

の

特
徴
に
由
来
す
る

 

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
せ
い
か

中
に
は
カ
ル
ル
コ
イ
ン
と
い
う
コ
ル
へ
還

可
能
な

物
が

見
さ
れ
他
に
も
宝

や
指
輪
な
ど
の

物
が
転
が

て
い
た

そ
れ
ら
は
地

下

に
も

見
さ
れ
そ
の

も
地
上
の

部
と
は

べ
物
に
な
ら
な
い
程
多
い

ら
し
い

地
下
一

が

ご
と

圏
内

と
な

て
い
る
の
は

圏
外

へ
出
な
く
て
も

圏
内

で
あ
る
程

金

ぎ
を
行
え
る

物

い

を
行
い
や
す
く
す
る
よ
う
に

と
い
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う
運

の

ら
い
と
い
う

だ

 
実

第
一
層
や
二
層
で

て
Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
し
た
り
ク
エ
ス
ト
を
消
化
し
た
り
す
る
よ
り

は
ま
だ

ぎ
は
良
い
と

え
た

故
に

物

い
は
ベ

タ
時
代
も
結
構
な
人
気
を
誇

た
と
い
う

 

姉
は
と
も
か
く
自
分
は

物

い

り
に
は
参
加
し
て
い
な
い

な
の
で

物
の

が
地

下
に
多
い
と
い
う
話
も
ア
ル
ゴ
の
話
で
知

た
も
の
で
あ
る

 
更
に

だ
が

キ
リ
ト
も
こ
の

物

い

は
し
た
事
が
無
い
ら
し
い

 
正
確
に

う
と

う
事
を
メ
イ
ン
に
行
動
し
た
事
は
無
く

攻
略
中
に
結
構
な

の

物
を

て
コ
ル
へ
還

し
て
は
い
た
と
い
う

あ
ま
り

に

在
せ
ず
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
ば
か

り
い
た
か
ら
こ
そ
の

だ

た
よ
う
だ

 
そ
ん
な
人
気

が

上
り
間
違
い
な
し
の

だ
が
他
の

に
は
無
い
絶
大
な
欠
点
と
い
う

も
の
も
持

て
い
た

 

中
に

圏
外

へ
の
入
り

が
存
在
す
る
と
い
う
点
だ

 

常
で
あ
れ
ば

や

の

を
目

に
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
の
有

が
定
め

ら
れ
て
い
る

中
世
で
は
城

と
い
う
も
の
が
あ
る
が
あ
の

の
よ
う
な
も
の
の
外
に
行
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け
ば

圏
外

内
に

れ
ば
安
全
な

圏
内

と
い
う
意
識
を
得
ら
れ
る

だ

 
し
か
し
カ
ル
ル
イ
ン
は
そ
う
で
は
無
か

た

ち
た

物
と
滅
ん
だ

を
後
に
来

た
人
が
再

し
た
事
で
出
来
た
よ
う
な

物
が
入
り

じ
る

に
は
城

に
あ

る
よ
う
な

が
存
在
せ
ず

つ
ま
り

圏
内

と

圏
外

の
境
界
線
の
目

と
な
る
も
の
が
無

か

た
の
で
あ
る

 
更
に
悪
い
事
に

カ
ル
ル
イ
ン
と
い
う

は
内
部
に
圏
外

が
存
在
す
る

地
下

が
そ
う
だ

 
加
え
て
先
に

た

り

非
常
に

圏
内

と

圏
外

の
境
界
線
と
い
う
も
の
が
分
か
り

い
 
つ
ま
り

罪
者
達
に
と

て
す
れ
ば

カ
ル
ル
イ
ン

と
い
う

は
非
常
に
動
き
や

す
く

ま
た
行
動
を

こ
し
や
す
い

だ

た

 

時
ま
だ
オ
レ
ン
ジ
へ
の
危
機
感
を
然
し
て
持

て
い
な
か

た
自
分
は
そ
の
危
険
性
を
よ
く

理
解
し
て
い
な
か

た

攻
略
隊
が
内
部
か
ら

壊
す
る
危
機
を

り
越
え
た
事
同
時
に
新
年

を
祝
う

り
の

気
で
気
が

け
て
い
た
事
も
あ
る
だ
ろ
う

 
自
分
は
そ
の
時

と
も
行
動
を
共
に
し
て
い
な
か

た
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圏
内

だ
か
ら
大

だ
ろ
う
と

そ
う
思

て
い
た
の
だ

 
新
年
を
祝
う

り
は
第
五
層
フ
ロ
ア
の

に
広
が
る
カ
ル
ル
イ
ン
の
中

に
あ
る
転

広
場
で
開
か
れ
て
い
た

そ
こ
か
ら
圏
内
で
の
み
使
え
る
と
い
う
道

で

ら
れ
て
い

た
花
火
が
打
ち
上

ら
れ
て
も
い
た
し
祝
い
の
場
と
い
う
事
で

ド
ス
キ
ル
を

に

て
て

騒
ぐ
人
達
も
大
勢
い
た

 
自
分
は
花
火
を
よ
く
見
た
い
が

に

特

と
い
う
も
の
を
探
し
そ
こ
に

て
い
た

の

に
あ
る
古
城

四

の
テ
ラ
ス
だ

 
そ
の
古
城

は

つ
か
の
ク
エ
ス
ト
の
舞

に
な

て
お
り

内
容
に
よ

て
は
モ
ン
ス

タ

も
出
現
す
る
場

だ

た

 
と
は

え
圏
外
で
は
無
い
た
め
モ
ン
ス
タ

は
ポ

プ
し
な
い

そ
れ
を
自
分
は
ア
ル
ゴ

が
手
掛
け
る
攻
略
本
で
ま
た
自
分
自
身
で
ク
エ
ス
ト
時
に
確
認
し
て
も
い
た

だ
か
ら
安
全
だ

と
判
断
し

自
分
は

で

い

め
た
食

を
テ
ラ
ス
で
一
人
消

し
て
い
た

 

Ｐ
ｏ
Ｈ

が
襲
い
掛
か

て
来
た
の
は

そ
の
時
だ

 

ら

圏
内

だ
か
ら
と
は

え
死

の
多
い
場

で
は

が

こ
る
か
分
か
ら
な
い
た
め

自
分
は
常
日

か
ら
索

ス
キ
ル
を
使

し

の

を

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
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ま
た
自
分
は
姉
よ
り
も
本
能
や
直
感
的
な
感
覚
に

れ
る
よ
う
で

イ

な
予
感
と

い
う
も
の
は
よ
く

た
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
過
ご
す
よ
う
に
な

て
か
ら
二

月
弱
の

時
で
も
そ

の

で
命
を

た
事
は
少
な
く
な
か

た
か
ら
自
分
は
と
て
も
信

し
て
い
た

 
そ
の
時
も

食
事
と
花
火
に
意
識
を

け
て
い
た
と
は

え

断
を
し
て
い
た

で
は
無

か

た

 
む
し
ろ

で

入
し
た

き

に

り
付
く

前
背
中
を
悪

が

た
く
ら
い
だ

嗟
に
振
り
返
ろ
う
と
す
る
く
ら
い
に
そ
の
悪

は
最
大

の
危
険
を
知
ら
せ
て
い
た

う
な
じ
に

す
ら

た

り

事
の
重
大
さ
は
明
白
だ

た

 
だ
が
自
分
は
振
り
返
る
事
は
出
来
な
か

た

越
し
に
背
中
か
ら

く

た
モ
ノ
を
突

き
付
け
ら
れ
た
か
ら

イ

ツ
・
シ

ウ
・
タ

イ
ム

 
刃
物
を
突
き
付
け
ら
れ
る
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
人
生
に
無
い
経
験
と
直
面
し
た

地
に

り
付

い
た
自
分
の

を

律
に

み
そ
れ
で
い
な
が
ら

た
く
感
じ
る
男
の
声
が

で
打

た 
つ
ま
り
自
分
の
背
後
ま
で
そ
の
人
物
は

び
寄

て
い
た

だ
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ボ
ク
の

索

ス
キ
ル
を
す
り

け
る
な
ん
て

 
こ
こ
ま
で

離
を

め
ら
れ
更
に
は

い
モ
ノ

離
的
に
恐
ら
く
は

剣

を
突
き

付
け
ら
れ
る
ま
で

付
く
事
す
ら
出
来
ず
更
に
は
常
時
展
開
し
て
い
た
索

ス
キ
ル
を
す

り

け
る
程
の
実
力
者
を

自
分
は
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
の
二
人
し
か
知
ら
な
か

た

 
姉
を
守
る
た
め
に
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
常
に

心
を
先
に
立
た
せ
て
索

ス
キ

ル
を
使
い

け
て
い
た
自
分
の

練

は

時
で
は
か
な
り
高
い
二
五

と
い
う
値
に
達
し
て

い
た

 
キ
リ
ト
が
三

超
え

ア
ル
ゴ
が
三

目
前

ア
ス
ナ
や
姉
が
一

程

と

え
ば

こ
の
数
値
が
ど
れ
だ
け
高
い
方
に
あ
る
か
は
分
か
る
だ
ろ
う

だ
か
ら
こ
そ
自
分
も
己
の

索

の
精

を
信
じ
て
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ
す
り

け
ら
れ
た

手
を

に
危
険
人
物
と
認
め
反

的
に

の
剣

か
ら

る
し
た
ま
ま
だ

た
愛
剣
の

に
手
を
掛
け
た

に
動
け
ば
反
応
は

る
だ
ろ
う

と
思

て
の
行
動
だ

お

と

じ

と
し
て
ろ
よ

 
じ

ね

と
背
中
の
コ
イ
ツ
を
ブ
ス
リ
と
い
く

 
し
か
し
剣
を

く
事
は
出
来
な
か

た

存
在
を
主

す
る
か
の
よ
う
に
ト
ン
ト
ン
と

さ
ら
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な
い
程

に

く
突
か
れ
て
し
ま

て
は
動
こ
う
に
も
動
け
な
い

 

思

が

乱
し
て
い
た

乱
し
て
い
た
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
だ
け
で
体
を

直
さ
せ

て
し
ま

た

そ
の
声
が
そ
れ
ま
で

い
た
事
無
い
く
ら
い

た
い
も
の
だ

た
か
ら
だ
ろ
う

 
過
去
の
経
験
か
ら

た
く
あ
し
ら
わ
れ
た
り
人
と
見
な
い

動
と
い
う
も
の
も

に
し
た
事

は
あ
る
が
そ
れ
ら
と
は
明
ら
か
に

を
違
え
た
も
の
だ

た

未
知
に
対
す
る
恐
怖
心
が
体
を

ら
せ
て
い
た
の
だ

 
だ
が
二

月
弱
も
の
間
ず

と
命
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
か
ら
か

乱
し
て
い
る
中
で
も

静
な
部
分
も
ま
た
存
在
し
て
い
た

キ
ミ

い
き
な
り
そ
ん
な
モ
ノ
を
突
き
付
け
て
来
る
な
ん
て
マ
ナ

が
な

て
な
い

ん
じ

な
い
の

 
少
し
で
も
恐
怖
を

し
の
け
る
た
め
か

い
声
で
は
あ

た
が

圧
的
に

た
い
声
で
そ
う

応
じ
る

人
か
ら
は

気
な
女
の
子
で
知
ら
れ
る
自
分
の

と
は
違
う
対
応
を
見
て
動
揺

し
て
く
れ
れ
ば

そ
の
隙
を
突
こ
う
と

え
て
い
た
か
ら
し
た
ら
し
く
な
い
行
動
だ

た

ク
ク

う
ね

こ
の
状
況
で
強
気
な

ツ
は

い
じ

な
い

や
見
た
目
の
可
愛

さ
に
反
し
て

分
と
イ
イ
女
じ

ね

か
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だ
が

男
は
動
揺
せ
ず

む
し
ろ
面
白
が
る
よ
う
に

く

で
嗤
う
だ
け

 
内
心
で

を
打

た

 
体
の
方
は

男
の

葉
に
ブ
ル
リ
と

え
た
が

そ

い
う
事
は

も

と
大
人
な
女
性
に

た
ら
ど
う

生
憎
と

は
中
身
に

る
方
で
ね

育

て
る
か
ら
イ
イ

て

じ

ね

ん
だ
わ

ん

ボ
ク
み
た
い
な
子

に
イ
イ
女

て

う
な
ん
て
も
し
か
し
て
ヘ
ン
タ
イ

味
な
の

て
く
れ
ん
じ

ね

か

 
少
し

発
を
し
過
ぎ
た
か
不
機

さ
を
感
じ
る
声

で

た
男
が
背
中
に
感
じ
る

剣
の

刃
先
を

か
に

し

ん
で
来
た

も
う
少
し
力
が
強
け
れ
ば

さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
れ
は
あ
く
ま
で

圏
外

で
の
話

 

圏
内

に

る
限
り

プ
レ
イ

の

を

ら
す
事
に

す
る
行

は
全
て

ま
れ

同
時
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る

は

圏
内

だ
よ

最
初
は

い
て
反
応
が

れ
た
け
ど

そ
ん
な
モ
ノ

も
う

し
に
も
な
ら
な
い
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カ
ル
ル
イ
ン

の

部
で
あ
れ
ば
有

的
な
手
だ

た
だ
ろ
う

ど
こ
か
ら
が

圏
外

か
す
ら

に
過
ぎ
る
場

だ

日
も

け
て
地
理
を
把
握
し

も
行
き
来
し
て

く

境
界
を
覚
え
ら
れ
る
く
ら
い

で
あ
る

 
し
か
し
同
じ
カ
ル
ル
イ
ン
内
部
で
も
こ
の
古
城

と
い
う
場

に

し
な
ら
問

無
い

 

し
ろ
し

か
り
直

的

び
間

的
に
情
報
を
集
め
こ
の

内
部
は
圏
内
で
あ
る

事
を
確
認
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 
そ
の
事
実
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
強
気
な
発

だ

た
の
だ
が
そ
う

た

背
後
の
男

が

息
を

い
た

イ

な
予
感
を
覚
え
る

オ
イ
オ
イ

し

か
り
し
て
く
れ
よ
ゼ

ケ
ン
さ
ん

圏
外

な
の
は
城
の
入
り

や
前
庭

ま
で
で

城
内
は
こ
の
テ
ラ
ス

め
て

圏
外

な
ん
だ

な

 
そ
ん
な

は

 
実
地
で

べ
た
か
ら
こ
そ
の
自
信
は

男
の
そ
の

葉
で
ア

サ
リ
揺
ら
い
だ

 
そ
れ
も
こ
れ
も

カ
ル
ル
イ
ン

の

圏
内

と

圏
外

の
境
界
線
が

過
ぎ
る
事
が

悪
い
の
だ
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ま
た
ク
エ
ス
ト
で

れ
た
時
は
そ
の
内
容
ご
と
に
圏
外
と
圏
内
の

が
変
わ

て
い
た

つ
ま
り
一
切
ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
な
い
フ
リ

の
時
の
状

は
ア
ル
ゴ
の
攻
略
本

で
し
か
知
ら
な
い
の
だ

 
そ
れ
に
パ

テ

気
分
で
浮
か
れ
花
火
を

く
見
よ
う
と

い
で
い
た
か
ら
城
内
に
入

た
時
に

圏
外

表
示
を
見

し
た

と
い
う
可
能
性
は
決
し
て

定
出
来
な
か

た

い
や

だ
と
し
て
も
実

問

そ
の

剣
一
本
で
ど
う
す
る

て
の
さ

仮

ボ
ス
ド

ロ

プ
の
超
レ
ア
武
器
だ
と
し
て
も

は

に

ら
せ
な
い

ボ
ク
に
そ
れ
を

し
た

キ
ミ
は
オ
レ
ン
ジ
に
な
る
ん
だ

反
撃
も
出
来
る
よ
う
に
な
る

 
そ
う

仮
に
こ
こ
が
圏
外
だ
と
し
て
も

剣
一
本
で
ど
う
に
か
出
来
る

ど

な
鍛
え

方
は
し
て
い
な
い

レ
ベ
ル
だ

て
攻
略
隊

い
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
ト

プ
ラ
ン
ク
に

す

る
く
ら
い
し

か
り
高
く
し
て
い
る
し

備
だ

て

で
は
あ
る
も
の
の
強
化
は

て
い

な
い

タ
ン
ク
は
や
れ
な
い
が
ス
ピ

ド
で

弄
す
る
ラ
イ
ト
タ
ン
ク
程

な
ら
や
れ
る
程

の

力
を
誇

て
い
る

 
対
し
て

剣
は
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
攻
撃
し
た
時
の
ダ
メ

ジ
を
大
き
く
す
る
特
性

で
戦
う
や
や
ト
リ

キ

な
武
器

性
能
そ
の
も
の
は
他
の
武
器
と

し
て

め
な
の
で
あ
る
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ど
れ
だ
け
レ
ベ
ル
を
上

て
い
よ
う
と
自
分
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
し
今
突
き
付
け
て

い
る
部
分
も
心

部
と
は

え
一
撃
程

な
ら
ク
リ
テ

カ
ル
も

え
ら
れ
る

 
そ
し
て
そ
の
一
撃
の
時
間
さ
え
あ
れ
ば
自
分
だ

て
反
撃
を
一
撃
入
れ
る
事
は
出
来
る

反

撃
が

た
ら
な
く
て
も
剣
を
構
え
ら
れ
る
だ
け
で

分
違
う
の
だ

手
が
オ
レ
ン
ジ
に
な

た

な
ら
問

無

で
攻
撃
も
出
来
る
の
だ
し

流

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
一
の
女
剣
士
と

わ
れ
る
ゼ

ケ
ン
さ
ん
だ

勢
が
良
い
な

確
か

に

剣
一
本
じ

に

ら
せ
ね

だ
ろ
う

だ
が
コ
レ
に
そ
れ
ぞ
れ
レ
ベ
ル

の
ダ
メ

ジ

と
麻

を
塗

て
あ
る

て

た
ら
ど
う
だ
い

 
再
び

自
分
は
絶

さ
せ
ら
れ
た

そ
ん
な
こ
ち
ら
を
か
ら
か
う
よ
う
に

い
切

先
が
つ

ん

つ
ん
と
背
中
を

く
突
く

 
状

異
常
を
武
器
に
付
与
す
る
と
い
う
事
は
可
能
だ
が
し
か
し
そ
の
レ
ベ
ル
が
あ
り
得
な
い

 
つ
い

日
で
第
六
層
ま
で
進
ん
だ
と
は

え
モ
ン
ス
タ

が
使

て
来
た
状

異
常
の
レ
ベ

ル
は
精

が

だ

プ
レ
イ

が

合

ス
キ
ル
で
作
れ
る
モ
ノ
も

的
に
ま
だ
レ
ベ

ル

止
ま
り
で

と
て
も
で
は
無
い
が
実
戦
的
で
は
無
い
と
い
う
話
は
つ
い
最
近

い
た
ば
か
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り

ベ

タ
時
代
の
情
報
も

さ
ず
掲
載
さ
れ
て
い
る
攻
略
本
に
も
そ
う
載

て
い
た
か
ら
間
違

い
な
い

 
だ
が

今
の

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

絶
対

が

し
な
い
の
は

そ
れ
ま
で
の
二

月

弱
で

も
思
い
知
ら
さ
れ
て
き
た

 
そ
れ
に
状

異
常
の
レ
ベ
ル
と
い
う
も
の
は
同
じ
レ
ベ
ル
の
も
の
が
二
つ
以
上
重
複
す
る
事

で

一
つ
上
の
レ
ベ
ル
の
も
の
へ
と
進
化
す
る

レ
ベ
ル

同
士
の

に
掛
か
れ
ば

そ
れ
は

レ
ベ
ル

の

に

め
ら
れ

果
も

果
時
間
も
増

す
る
の
だ

こ
れ
は
生
成
さ
れ
た
も

の
だ
と
し
て
も

外
で
は
無
い

 
そ
れ
で
も
レ
ベ
ル

と
も
な
れ
ば
あ
り
得
な
い

だ
が

ご
な
し
に

定
す
る
事
は
出
来

な
い

他
人
の
ス
キ
ル
や

備
の

索
を
し
な
い
事
が
マ
ナ

で
あ
り
広
め
な
い
と
い
う
意

を
持
つ
者
が
作

て
い
た
ら
知
ら
れ
ざ
る

と
い
う
も
の
が
作
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

か
ら
だ

 
も
し

者
の
男
の

葉
が
全
て
本

で
あ
れ
ば
自
分
は

剣
を

さ
れ
た

間
こ
の
場
に

倒
れ
て
十
分
以
上
身
動
き
で
き
ず

そ
の
間
に
ダ
メ

ジ

に
よ

て

は
間
違
い
な
く
全
損

す
る
だ
ろ
う

と
状

異
常
回
復
ポ

シ

ン
は
常
に
ポ

チ
に
常
備
し
て
い
る
が

そ
れ
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を

ま
せ
て
く
れ
る
程

し
い
と
も
思
え
な
い

目
的
は

 
恐
怖
と
戦

で

り
な
が
ら
も
ど
う
に
か

い
声
を
発
す
る

 
す
る
と

の
す
ぐ
後
ろ
で
ク
ク
ク
と
抑
え
ら
れ
た

声
が
ま
た
生
ま
れ
た

だ
け
を

け
ば
と
て
も

快
そ
う
な
の
に

故
だ
か
本
心
か
ら
嗤

て
い
る
と
は

思
え
な
い
ど
こ

か
演
技
的
な

き
だ

 
ぞ
ぞ
ぞ

と
背

に
ま
た
悪

が

た

 
あ
ま
り
人
を
信

し
な
い
タ
チ
で
は
あ
る
が

本
人

き
す
る
自
分
に
と

て

し
い
事

に
自
分
は
と
こ
と
ん
こ
の
男
を
生
理
的
に

悪
し
て
い
る
ら
し
い

剣
を
突
き
付
け
ら
れ
て

い
る
以
上

む
要

は

無
だ
が

そ
れ
に

無
く

か
が
忌

感
を
持
た
せ
て
い
た

目
的
は
秘
密
だ

だ
が

が
行
動
し
て
い
る
理
由
は
教
え
て
や
る

は
な

し
み
た

い
ん
だ

た
の
し
み

た
い

そ
う
だ

に
邪
魔
さ
れ
る
事
な
く
異
常
な
デ
ス
ゲ

ム
を

出
来
る
だ
な
ん
て

ビ

グ
・
ス
テ

ジ
と

て
も
良
い

だ
が
ス
テ

ジ
を

し
む
に
は
色

と

備

て
モ
ン
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が
必
要
だ

し
む
方
が

備
す
る

て

の
も
お
か
し
な
話
だ
が

し
む

な
ら
苦
労
を

し

む
つ
も
り
は
無

つ
ま
る
と
こ
ろ
色

と
仕

ん
で
そ
ん
で
こ
の
世
界
を

り
上

た
い

ん
だ
よ

は

 
そ
の

葉
を

い
て

キ
ミ
が

お
前
が

 
ボ
ク
は

く
背
後
の
男
が

者
な
の
か
を

し
た

名
前
も

も
知
ら
な
い
し
こ
ん
な
人

格
の
人
間
と
会

た
事
も
無
い

 
だ
け
ど

そ
の
行
動
理
由
を
知

て

し
た
事
が
あ

た

 
不
自
然
だ
と
思

て
は
い
た
の
だ

キ
バ
オ
ウ
と
リ
ン
ド
の

方
が
キ
リ
ト
に
対
し
良
い
感
情

を
持

て
い
な
い
が
し
か
し
ど
ち
ら
も
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
へ
一
定
の

意
は
払

て
い
る

そ

れ
な
の
に
彼
を
蔑
ろ
に
す
る
よ
う
な
行
動
を
取
る
の
は
不
自
然
だ

 
け
れ
ど
男
の
行
動
理
由
を
知

て

合
点
が
い

た

お
前
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

と

聖
⻯

合

の
衝
突
を
引
き

こ
そ
う
と
し
た

黒
幕
か

 
声
は

れ
て
い
た
が

し
か
し

は
ハ

キ
リ
と
し
た
も
の
で

確
信
を
以
て
問
う
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男
は

く
く

と
三

の

で
嗤

た

ま
す
ま
す
イ
イ
女
だ

ま
さ
か
平
和
ボ
ケ
し
た
日
本
の
ガ
キ
で
ア
イ
ツ
以
外
に
も
こ
こ
ま
で

の
殺
気
を
放
て
る

ツ
が

る
な
ん
て
な

ア
イ
ツ

て

間
の
事

 

と
背
後
の
男
が

息
し
た

い
や

違

よ

 
そ
の
問
い
に
対
す
る

え
は
こ
れ
ま
で
と
違

て

た
い
も
の
で
は
無
く
ど
こ
か
感
情
と

い
う
も
の
が

め
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
た

演
技
な
ど
で
は
無
く
偽
ら
ざ
る
本

と
感
じ
る
も

の
ア
イ
ツ
は

を

間
と
思

ち

い
ね

だ
ろ
う
し

も
ま
た

ア
イ
ツ
を

間
と
思

ち

い
ね

よ

強
い
て

う
な
ら

そ
う

同

て
ト
コ
だ

 
日
本
じ

こ
う
い
う
の
を

同
じ
穴
の

て

う
ん
だ
ろ

 
と

く

し
か
し
ど
こ

か
深
み
の
あ
る

で
問
う
て
く
る
男

 
自
分
は
そ
れ
に
応
じ
な
か

た

ア
イ
ツ
と
は

な
の
か
ど
う
い
う
立
ち

の
人
物
な
の
か
思

を
巡
ら
せ
て
い
た
か
ら



 第九十二章 〜ユウキの危惧〜

だ

後
に
そ
れ
が

自
分
が
想
い
を
向
け
る
少
年
で
あ
る
と
知

た

さ
て

そ
ろ
そ
ろ
場

を
変
え
よ
う
じ

ね

か

 
反
応
が
無
い
事
で
興
味
を
喪

た
と
見
た
の
か

そ
れ
と
も
偶
然
話
を
変
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ

だ

た
の
か

男
が
そ
う
切
り
出
し
て
き
た

 
無
論

そ
れ
に

と

う

わ
れ
も
無
い

に
論

地
下
さ

的
な
殺
人

て
の
は
地
下
を

む
モ
ン
だ
ろ

 
自
分
か
ら

う
の
は
ど
う
な
ん
だ
と
脱
力
し
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
思

は
焦
り
と
共
に
加

速
す
る

 
男
が

う
よ
う
に
こ
の
古
城

に
も
地
下
は
存
在
す
る

そ
こ
に
入

て
し
ま

た
が
最

後
ど
れ
だ
け

う
が

か
が
気
付
く
事
は
な
い
だ
ろ
う
更
に
地
下
は
モ
ン
ス
タ

が
ポ

プ
す
る
の
で

圏
外

で
あ
る
事
は
疑
い
よ
う
が
無
い

 

わ
れ
る
が
ま
ま
に

動
す
る
の
は
自
殺
行

に

し
い

 
し
か
し

剣
に
レ
ベ
ル

の

が
塗
ら
れ
て
あ
る
と
い
う

し
を

定
出
来
な
い
以
上

今

は

う
し
か
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い
や

ち

と

た

 

が
圏
外
だ
と
す
れ
ば

で
こ
の
男
は
ま
だ
ボ
ク
を

し
て
な
い

 
そ
こ
ま
で
思

が
行
き

い
た
時
に

と
浮
か
ん
だ
疑
念

 
も
し
本

に
レ
ベ
ル

の
麻

を

え
る
の
な
ら

剣
を
突
き
付
け
歩
か
せ
ず
と
も
問

無

で

せ
ば
済
む
話
だ

力
値
さ
え
十
分
な
ら
麻

し
た
プ
レ
イ

を
自
由
に
運
べ
る

の
で
地
下
に
引

り

む
事
も
容

い
事
で
あ
る

 
で
あ
る
な
ら
状

異
常
の
レ
ベ
ル
が
異
様
に
高
い
と
い
う
不
可
解
な
点
も
あ
る
た
め
麻

は
ブ
ラ
フ
と
判
断
出
来
る

 
そ
し
て

ま
ず
間
違
い
な
く

こ
の
テ
ラ
ス
が

圏
外

で
あ
る
と
い
う
話
も

 
ど
ち
ら
か
が
真
実
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
が

方
成
立
し
て
い
な
い
以
上
こ
こ
で

自
分
を
殺
す
事
は
ま
ず
不
可
能
だ

圏
内

で
あ
れ
ば

論
の
事

麻

が
塗
ら
れ
て
い
な

け
れ
ば
対

の
し
よ
う
は
あ
る

 
目
的
は
知
ら
な
い
が
キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド
達
が
争
う
よ
う
に
男
が
煽
動
し
た
事
は
ま
ず
間
違

い
な
い

そ
う
す
る
の
に
必
要
な
道

や
武
器
は
情
報
な
ど
が
そ
う
だ
が
そ
れ
ら
を
上
手
く
使

う

の

み
な
話
術

こ
の
男
は
き

と

越
し
た
話
術
を
持

て
い
る
の
だ
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事
実
自
分
は

さ
れ

が
圏
外
だ
と
信
じ

ま
さ
れ
本

の
圏
外
で
あ
る
地
下
フ

ロ
ア
ま
で

動
し
か
け
て
い
た

 
だ
が
種
が
分
か
れ
ば
話
は
違
う

万
が
一
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
か
ら
命

け
だ
が
そ
れ

で
も
自
分
の

力
と

に

う
し
か
今
は
打
開
策
が
無
い

分
か

た

 

く
応
じ

を
前
へ
出
す

 
背
中
と

剣
の
切

先
の
間
に

か
な
が
ら

離
が
出
来
た
そ
の

間
思
い
切
り
後
ろ
へ

ん
だ

 

然

剣
は
背
中
に

突
し

な
刃
先
が

に
し
て
い
る

飾

人
手
製
の

と
イ
ン

ナ

を
突
き

け
ア
バ
タ

の
肉
へ
潜
り

む

が
刃
が
肉
を

つ

前
に

色
の

閃
光
が
テ
ラ
ス
を

め
上

衝
撃
が
背
中
を

い
た

 
圏
内
で
の
み
出
現
す
る

罪

止
コ

ド
が
発
動
し
自
動

に
よ

て
自
分
と

剣

の

方
が
弾
か
れ
た
の
だ

う
お

 
く

は
は

 
て

き
り
苛
立
た
し

に

を
打

た
り

づ
く
も
の
か
と
思

て
い
た
が
男
は
予
想
外
な
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事
に
も
喜
び
を
見
出
し
て
い
る
の
か
喜

と
し
た
反
応
を
見
せ
た

 
そ
れ
に
自
分
の
方
が

を
実

に
打
ち
つ
つ
衝
撃
に

え
て

み
止
ま
り
振
り
向
き
ざ
ま

に
剣

か
ら

る
し
て
い
る
愛
剣
を

く

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

い
て
す
ぐ

掛
け
に
斬
り
付
け
る
構
え
を
取
る

立
ち
止
ま

た
状

で
な
ら
そ
の
場
で

斬
り
付
け
る

ス
ラ
ン
ト

に
な
る
が

突
進
し
な
が
ら
で
は

ニ

ク
リ

プ

に
な
る
構

え
を
取

た

い
違
わ
ず

緑
の

き
が
剣
身
か
ら
放
た
れ
た

 

圏
内

で
あ
る
事
が
立
証
さ
れ
た
以
上

ド
ス
キ
ル
を
放

た
と
こ
ろ
で

を

ら

す
事
が
不
可
能
な
の
は
百
も
承
知

 

い
は
二
つ

 

り
に
来
て
い
る
人

へ
異
変
を
知
ら
せ
る
事
が
一
つ
目
だ
先
の

色
の
閃
光
で
も
十
分
だ

と
は
思
う
が

念
に
は
念
を
入
れ
て
で
あ
る

 
も
う
一
つ
が
ノ

ク
バ

ク

果
に
よ

て
増

が
来
る
ま
で

手
の
足
を
止
め
る
事

あ

わ
よ
く
ば
そ
の

を

も
う
と
い
う

も
入

て
い
る

 

を
上

た
自
分
の

界
に

び
退
こ
う
と
す
る
黒
い
影
が

た
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男
の
身
⻑
は
か
な
り
高
い

的

せ
た
体
に
て
ら
て
ら
と
光

の
あ
る
黒
い
フ

ド
付

き
シ

ト
コ

ト

す
な
わ
ち
ポ
ン
チ

を

て
い
る

フ

ド
を
深
く
下
ろ
し
目
深
に

て
い
る
の
で
残
念
な
が
ら

の

は
見
え
な
か

た
が
日
本
人
の

に

べ
る
と

が

深
め
な

を

け
た

先
の
発

を
振
り
返
る
に
日
本
人
で
は
無
い
事
は
ま
ず
間
違
い
な
か

た

ま
た

事
を
生
業
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
も

せ
た

 
そ
う
観

し
推

し
て
い
る
間
に
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
加
速
さ
れ
た

緑
の
刃
が
男
の

に

る

 
一

転
倒
さ
せ
ら
れ
れ
ば

ド
ス
キ
ル
を
打
ち

け
る
事
で

く
疑
似
的
な
ス
タ
ン

状

に
追
い

め
る

と
い
う
打

は

し
か
し
実
を
結
ば
な
か

た

 
空
中
に
あ
る
男
の
体
が

常
の

躍
な
ら
あ
り
得
な
い
ス
ピ

ド
を
以
て
後
退
し
突
進
し

な
が
ら
振
る

た
剣
閃
が
空
を
切

た
の
で
あ
る

 

業

ス
キ
ル
を
取

て
て

し
か
も
結
構
数
値
が
高
い

こ
ん
の

 

地
と
同
時
に

掛
け
に
振
り
切

た
剣
を
今

は
突
き
出
し
な
が
ら

で
地
を

て
男
に
追
い

る
よ
う
に
ダ

シ

す
る

か
に
剣
を
握
る

を
突
き
出
せ
ば
シ
ス
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テ
ム
が
構
え
を
感
知
し

⻘
色
の
光
が
剣
か
ら
放
た
れ
た

 

片
手
剣

ス
キ
ル
の
初
歩
に
存
在
す
る
も
う
一
つ
の
突
進
系
ス
キ
ル

レ
イ
ジ
ス
パ
イ
ク

だ 
今

こ
そ

を

つ
と
信
じ
た
剣

は

し
か
し
今

も
ま
た

男
が
予
想
を
超
え
る
ア
ク

シ

ン
を
行

た
事
で
空
を
切

た

 
男
は

地
す
る

前
に

手
か
ら

や
ら
小
さ
な

体
を

に
転
が
し
た

体
は

時
に

裂
し
て
真

黒
い

を

き
上

る

テ
ラ
ス
か
ら

と
吹
き
上
が
り
空
へ
消
え
る
が
城

内
へ

く
回
廊
は
黒

で

た
さ
れ

闇
夜
と

て
全
く
も

て
先
を
見

せ
な
い

 
そ
れ
で

い
が
定
ま
ら
な
く
な
り
見
事
自
分
の
突
進
突
き
は
空
を
切

た

で
あ
る

か

を

め
た
よ
う
な
手
応
え
は
あ

た
も
の
の

い
た
感
触
は
無
か

た
の
で
空
を
切

た
と
判

断
し
た

 
そ
う
判
断
し
て
か
ら
全
力
で

覚
と

覚
に
全
神
経
を
集
中
さ
せ
る

技
後

直
が
解
け
て

か
ら

索

ス
キ
ル
も
全
開
に
し
た

 
し
か
し
影
一
つ

足

一
つ

え
ら
れ
な
か

た

 

今

は

応
し
い
パ

テ

で
会
お
う

ゼ

ケ
ン
さ
ん
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そ
ん
な
声
が

こ
え
た
気
が
し
て
目
を

ら
す
が

暗
い
回
廊
に
は

れ
始
め
た

が
自

分
を

う
様
に
た
な
び
い
て
い
る
だ
け

 

界
の

に
は
あ
の
男
が
捨
て
て

た
中
型
の
ナ
イ
フ
が

ち
て
い
た

全
体
が
真

黒

で
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
の
そ
れ
は

い
上

て
み
れ
ば

い
た
事
に
日

マ
メ
に
レ
ベ
リ

ン
グ
し
て
レ
ベ
ル

に
な

た
自
分
の
手
に
も
ず

し
り
と
し
た
重
み
が
あ

た

 

な
ど

論
一
切
塗
ら
れ
て
お
ら
ず

や
は
り

で
あ

た
事
が
分
か

た

 
製
作
者
の
銘
も
無
く

備
者
の
名
前
を

す
る
場

を

設
定
さ
れ
て
い
な
い
以
上

手
掛
か
り
も
無
し

く
そ

 

す
ら

め
ず
取
り

が
し
た
と
認
め
⻭

み
し
た
自
分
は
八
つ

た
り
で

を

手
で

思
い
切
り

た

 

罪

止
コ

ド
の

色
の
光
が
虚
し
く
発
生
す
る
だ
け
で
苛
立
ち
が

れ
る
事
は
無
か

た 
最

悪
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ち
り
と
特
に
切

掛
け
が
あ

た

で
も
無
く

を
開
け
た
ボ
ク
は
つ
い
さ

き
ま
で

見
て
い
た
夢
に
そ
う
感
想
を

ら
し
た

 

し
振
り
に
違
う
夢
を
見
た
と
思
え
ば
コ
レ
と
か

 
こ
こ
二
年
近
く
特
に
良
い
事
が
無
け
れ
ば
夢
見
が
良
か

た

で
は
無
い
直
近
で
は
キ
リ

ト
が

下
死
し
た
と
い
う
話
を

い
て
か
ら
の
数
日
間
は
悪
夢
に

さ
れ
て
い
た

食
べ
物
や
風

で
あ
れ
ば

せ
な
夢
は
多
い
が
そ
れ
以
外
に
な
る
と
良
い
夢
を
見
た
事
は

ど
な
い
く
ら

い
で
あ
る

 
そ
ん
な
自
分
が
今
見
た
夢
は
間
違
い
な
く
精
神
的
に
良
く
な
い
モ
ノ
と
し
て
分

で
き
る
内

容
だ

た

 
自
分
や
キ
リ
ト
の
よ
う
な
近
し
い
人
達
が
殺
さ
れ
る
夢
に

べ
れ
ば
こ
れ
は
確
実
に
ま
だ
マ
シ

な
レ
ベ
ル
で
あ
る
で
は
あ
る
け
れ
ど

や
は
り
夢
見
が
悪
い
と
気
分
も
ダ
ダ
下
が
り
だ

 
こ
れ
で
は
二

し
よ
う
と
も
思
え
な
い
と
そ
う

息
と
共
に
思

し
な
が
ら

に
掛
か

た
髪
を
掻
き
上

夜
空
の
星
を
背

に

界

上
の
時

へ
と

線
を
向
け
る

が
最
悪
な
ん
だ

あ
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し
か
し

時

を
確
認
し
終
え
る
前
に

す
ぐ
横
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
て

い
て
し
ま

た

 

を
向
け
れ
ば

そ
こ
に
は
キ

ト
ン
と
あ
ど
け
な
い
表
情
を
晒
す
キ
リ
ト
の

が
あ
る

 

ね

き
ば
な
で
こ
ん
な
に
近
い
と
か

心

に
悪
い

 
完
全
に
気
を

い
て
い
た
と
こ
ろ
に
声
を
掛
け
ら
れ
し
か
も
物

く
近
く
に

る
と
か
な

ま
じ
意
識
し
て
い
る

手
だ
か
ら
こ
そ
心

に
悪
か

た

が

く
な

て
く
る
の
が
自
覚
出

来
る
程
だ

き

キ
リ
ト

時
か
ら

き
て

ん

と

今
が

前
一
時
だ
か
ら

一
時
間
前
か
ら
だ
な

ち

ん
と

た
の

番
は
守

て
る
よ

む
し
ろ
ユ
ウ
キ
が

き
た
事
に

い
た

 
ど
う
か
し
た
の
か

と

を

て

う
キ
リ
ト
を
見
て

そ
れ
も
そ
う
か
と

得
し
た

 
現
在
ボ
ク
達
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

け
る
二
つ
目
の
エ
リ
ア
と
な
る
浮
遊

バ
ス

テ
ア
ゲ

ト

に
て

夜
を
越
す

に

を
し
て
い
た

 

理

外
で

を
し
て
い
る
理
由
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

理

へ
来
ら
れ
る
危
険
性
を

慮
し
た

か
ら
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圏
外
で
あ
る
こ
ち
ら
で

を
す
る
方
が
危
険
な
の
で
は
と
い
う
意
見
は

論
あ

た
し

ケ
イ
タ
の
事
も

え
る
と
そ
れ
は
確
か
に
そ
う
な
の
だ
が
い
ち
い
ち
転

で
行
き
来
し
て
い

る
と

ち

せ
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
や
ケ
イ
タ
達
が

み
撃
ち
出
来
る
程

に
は
こ
ち
ら
の
動
向
を
把
握
し
て
い
る
事
ま

た
こ
ち
ら
よ
り
も
確
実
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
つ
い
て
多
く
知

て
い
る
だ
ろ
う
事
か
ら

ボ
ク
達
が
ま
だ
樹
海
と
浮
遊

の
二
つ
の
エ
リ
ア
で
し
か
行
動
出
来
な
い
事
は

さ
れ
て
い
る

と
見
て
良
い

そ
う
な
る
と

ち

せ
も
可
能
に
な
る

だ

転

の
と
こ
ろ
で

ち

せ
さ

れ
て
い
て
は
流

に
対

し
切
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
最
悪
の
場
合
い
き
な
り
麻

で
無

力
化
さ
れ

結
果
キ
リ
ト
以
外
が
動
け
な
く
な
る
と
い
う
初
手
で

む
可
能
性
も
あ
る

 
な
の
で
あ
ま
り

理

へ

ら
ず

地
を

し
て
転

と

動
し

ち

せ
を
し

く

す
る
と
い
う
方

が
決
ま

た

 
こ
の
程

で
あ
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
振
り
切
れ
る

も
無
い
が
近
付
か
れ
れ
ば

で
も
キ
リ
ト
や
ボ

ク
が
完
全

得
し
て
い
る
索

ス
キ
ル
に
引

掛
か
る

そ
う
で
な
く
と
も
一
部
だ
け
で
も

権
限
を
行
使
可
能
な
ユ
イ
ち

ん
が
索

を

し
て
い
る
か
ら

れ
ら
れ
る

も
無
い

 
把
握
出
来
る
状

の
方
が
安
全
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
ボ
ク
達
は

理

外
で
夜
を
明
か
す
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事
に
し
た
の
だ

た

 
そ
う
な
る
と

攻
略
組

の
一

で
あ
る
ボ
ク
や
サ
チ

リ

フ

は
攻
略
か
ら
数
日
は

し
て
離
れ
る
事
に
な
る

無
論
そ
れ
は
ア
ス
ナ
達
に
話
し
認
め
て
も
ら

て
い
る

数
日
攻

略

数
日
エ
リ
ア
探
索
と
ロ

テ

シ

ン
で
回
し
て
い
く
な
ら
良
い
そ
う
だ

 
フ

リ
ア
と
レ
イ
ン
も
そ
の
つ
も
り
で
一

あ
ち
ら
に

て
話
し
合
い
時
間
の
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
か
ら
こ
ち
ら
に
来
て
い
る

 
少
な
く
と
も
今
日
を

め
て
三
日
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で

攻
略
が
可
能
と
な

た

明

後
日
か
ら
は

く
最
前
線
へ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
そ
れ
ま
で
は
こ
ち
ら
に

ら
れ

る
の
で
あ
る

 
そ
れ
で
こ
ち
ら
で

を
す
る
事
に
な

た
の
だ
が
ボ
ク
が
キ
リ
ト
に

眠
の
事
を
確
認
し

た
の
は

夜

き
て
い
る
メ
ン
バ

の
時
間
を
予
め
決
め
て
い
た
か
ら
だ

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
は
残
念
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
的
な
護
り
の
あ
る
安
全
地

が
無
い

少
な
く
と
も
現
在
確
認
出
来
て
い
な
い
の
で
全

が

て
い
て
は
危
険
を
知
ら
せ
る
事
が
出
来

な
い

故
に

か
一
人
が
夜

を
す
る
必
要
が
あ

た

 
ち
な
み
に

で
あ
る
ユ
イ
ち

ん
に

眠
は
本
来
不
要
ら
し
く

彼
女
が

き

け
て
い
る
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と
い
う

も
出
さ
れ
た
が
そ
れ
は
却
下
さ
れ
て
い
る

出
し
た
の
は
ユ
イ
ち

ん
本
人
却
下

し
た
の
は
義
弟
と
義
姉
だ

 
そ
ん
な
心
が
ど
こ
か

こ
り
と
す
る
や
り
取
り
の
後

に

れ
て
い
る
キ
リ
ト
フ

リ
ア
の
助

を

け

夜

を

に
交

し
て
い
く
事
に
な

た

 

か
な

番
は

く
が

キ
リ
ト
は
深
夜
零
時
か
ら
二
時

ボ
ク
は

前
四
時
か
ら
の
番
と

な

て
い
る

 
確
か

と
な

た
の
が

後
十
時
か
ら
だ

た
の
で
ボ
ク
は
た

た
三
時
間
し
か

て
い

な
い
と
い
う
事
に
な
る

 

こ
さ
れ
た
の
な
ら
と
も
か
く
夢
が
終
わ

て
自
然
と

き
た
事
に
は
自
分
の
事
で
も

き

だ
う

ん

直
そ
う
に
も

す
ぐ
に
は
無
理
そ
う
か
な

 

し
ろ
見
て
い
た
夢
の
内
容
が
内
容
だ

気
が

て
眼
が

え
て
し
ま

た
か
ら
す
ぐ
に

直
す
の
は

し
そ
う
で
あ
る

ま
た

直
そ
う
と
い
う
気
分
で
も
無
か

た

 
そ
う

う
と

む

と
キ
リ
ト
が

に
指
を

て
て

え

む

振
り
を
見
せ
た

か

か
い

み
物
で
も

れ
よ
う
か
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そ
れ
は

し
い
け
ど

の
補

が

か
な
い
以
上

重
な
ん
じ

別
に
良
い
よ

ど
ち
ら
か
と

う
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
み
た
い
な
も
の
で
し

か
り
ご

を
作

た
時
に
は
使
わ
な
い
も
の
な
ん
だ

正
直
に

う
と

に

を

り
過
ぎ
た
か
ら
ス
ト

レ

ジ
に
少
し
で
も
空
き
を
作
り
た
い

あ

君

て
た
も
ん
ね

 

か
ら
這
い
出
た
ボ
ク
は
す
ぐ
近
く
に
あ
る

場
を
見
る

 
そ
の

場
に
は

が
存
在
し
て
お
り

ツ
ル
ハ
シ
を
使
う
と

を

取
出
来
た
の
だ
が

の
バ
グ
な
の
か

ら
で
も

を

取
出
来
て
し
ま

て
い
た

 
そ
れ
を
良
い
事
に
キ
リ
ト
と
レ
イ
ン
が
そ
れ
を

り

け
浮
遊

エ
リ
ア
探
索
初
日
の

後
は
武

の
新

に
時
間
を

や
さ
れ
て
い
た

最
初
は

い
実
験
程

の
気
持
ち
だ

た
ら
し

い
が
作
成
さ
れ
た

備
の
性
能
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
モ
ノ
を

か
に
上
回
る
も
の
だ

た
た
め

ど
う
や
ら

人
魂
に
火
が
付
い
て
し
ま

た
ら
し
い

 
キ
リ
ト
の
場
合
は

証
魂
と
い
う
か
知
識
欲
か
ら
確
認
し
な
い
と

ち

か
な
い
と
い

た

風
情
だ

た
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の

備
の
性
能
を
把
握
し
ケ
イ
タ
や

う

達
の
戦
力
に

た
り
を
付
け
る

だ

た
の
だ
ろ
う
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し
か
し

を

り
過
ぎ
た
と
い
う

葉
に
は

流

に
苦

せ
ざ
る
を
得
な
か

た

あ
れ
だ
け

備
の
打
ち
直
し
や

を
し
て
お
き
な
が
ら
そ
れ
で
も
ま
だ

ど
あ
る

て

数
と
し
て
は
ど
れ
だ
け

て
た
ん
だ
か

 
で
も
そ
の
お
陰
で

に

る
メ
ン
バ

や
ユ
イ
ち

ん
の

は
新

さ
れ
た
し
キ
リ
ト

も

く
Ｓ
Ａ
Ｏ
始
ま

て
以
来
初
と

え
る
金
属

を
身
に

け
数
値
的
に
も

力
が
上

が

て
い
る

属
性
の
ダ
メ

ジ
カ

ト

も
二

三

は
上

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 

ち
な
み
に
だ
が
ユ
イ
ち

ん

く
彼
は

に

に
あ
た
る

備
を
し
て
い
る

よ
う
な
の
で

シ
ス
テ
ム
的
に

備
し
て
い
る

で
は
無
い

 
つ
ま
り
彼
は
メ
ニ

か
ら
で
は
無
く
直

身
に

け
て
い
る
と
い
う
状

な
の
だ

 
武
器
が
そ
う
だ
が

備
は
メ
ニ

か
ら

備
し
た
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
で
実

は
然
し
て
違
い
が
あ
る

で
は
な
い

地
面
に

と
し
て
か
ら

値
が

り
始
め
る
時
間
や

有
者
権
限
の
消
失
時
間
が
変
わ
る
く
ら
い
で
実
は
数
値
的
な
変
化
は
無
い
の
だ

シ
ス
テ
ム
的

な
保
護
を

け
ら
れ
る
か

か
が
変
わ
る
だ
け
と
思
え
ば
良
い

 
だ
か
ら
武
器
を

と
す
武
器

と
し
ス
キ
ル
を
使

て
来
る

へ
の
対
策
と
し
て
近
場
に

武
器
を
予
め
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
て

い
て
お
き
フ

ン
ブ
ル
し
た
時
に
そ
ち
ら
へ
持
ち

え
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た
と
し
て
も

に
武
器
は
使
え
る
し

ド
ス
キ
ル
も
放
て
る

ダ
メ

ジ
を

出
す
る

の

式
へ
の
影

も
特
に
な
い

キ
リ
ト
が
闘
技
場
で
ホ
ロ
ウ
の
武
器
を
奪

て
一
時
的
に

使

て
い
る
間
に

ド
ス
キ
ル
を
放
て
て
い
た
事
も
同
じ
原
理
だ

 
そ
の
た
め

彼
は
今

を
二
種

身
に

け
て
い
る
事
に
な
る

 
メ
ニ

か
ら

備
し
た
場
合
で
な
い
以
上
ベ
ル
ト
を

め
る
な
ど
は
直

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が

備
重
複
と
い
う
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
的
な
事
で
ス
テ

タ
ス
の

上

を
行
え
る
の

は
結
構
強
い

 

の
キ
リ
ト
は
黒
い
シ

ツ
と
ズ
ボ
ン
そ
の
上
か
ら
前
開
き
の
光

の
あ
る

黒
の
ロ
ン

グ
コ

ト
を

る

だ

 
対
し
て

の

か
武

し
て
い
る
今
の
彼
は

コ

ト
上
か
ら

を
身
に

け
て
い
る

形
状
的
に
ボ
ク
の
そ
れ
に
や
や
近
い
が

体
格
の
違
い
か
ら
か
彼
の

か
ら

部
ま
で
あ
り

更
に

は
横
か
ら
後
ろ
に
掛
け
て
が
コ

ト
の

地
に

う
よ
う
に
し
て
金
属
板
に

わ
れ
て

い
る

背
中
に
は

を

め
る

の
ベ
ル
ト
が
回
さ
れ
て
い
た

 

に
は
手

も

け
ら
れ
て
い
る

手
の
手

は
人
差
し
指
か
ら
小
指
ま
で
が

め
ら
れ

て
お
り
形
状
と
し
て
は

み
や
ミ
ト
ン
の
そ
れ
に
近
い

対
し
て

手
の
そ
れ
は
五
指
そ
れ
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ぞ
れ
が
し

か
り
分
け
ら
れ
て
い
て
物
を

ま
め
る
よ
う
に
な

て
い
た

 

と

は
し

か
り
と
金
属

で
護
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
が
反
面

は
変
わ
ら
ず

だ

こ
ち
ら
は
機
動
性
を
欠
い
て
は
結
果
戦
力

下
に
繋
が
る
と
い
う
判
断
故
で
あ
る

 

の

と

を
守
る
金
属
板
そ
し
て

を

う
手

の

れ
も
が
ど
こ
か
く
す
み
の
あ

る
黒
色
を
し
て
い
る

最
初
は
光

が
あ

た
の
だ
が
光

が
あ
る
と
ハ
イ
デ

ン
グ

が
下

が
る
と

た
彼
が
わ
ざ
と
光

を
取

た
の
で
あ
る

 
金
属

を
し
よ
う
と
黒
色
な
の
に
は

り
が
あ
る
の
か
と
自
分
の

も
黒
い
事
を

に

上

な
が
ら
苦

し
た
も
の
で
あ
る

ん

を
じ

と
見
て

ど
う
か
し
た
か

 
ま
じ
ま
じ
と
見
て
い
た
か
ら
か

速
ご

代
わ
り
に
も
な
る
ら
し
い

か
い

み
物
を

れ

る
べ
く
モ
バ
イ
ル

理
器

を
取
り
出
し

備
に
取
り
掛
か
り
始
め
た
彼
が
こ
ち
ら
を

し
む

よ
う
に
見
て
来
た

 
気
を
悪
く
し
た
か
と

慌
て
て

を
開
く

い
や

そ
の

ね

キ
リ
ト
が
金
属

を
し
て
る
の
が
ま
だ
新

で

あ
あ
そ
う
い
う
事
か

確
か
に
正
式

で
は
初
め
て

備
す
る
か
ら
そ
れ
も

然
か
な
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正
式

で
は

と

う
事
は

で
は

備
し
た
事
あ
る
ん
だ

一
応
あ
る
よ
で
も
性
に
合
わ
な
か

た
か
ら
す
ぐ
や
め
た

正
直
今
も
ム
ズ
ム
ズ
し
て
て
脱

ぎ
捨
て
た
い

へ
 

だ
か
興
味
深
い
話
が
始
ま

た
と
思
い

に
水
と
ス
ト
レ

ジ
か
ら
取
り
出
し
た

つ
か

の

を
入
れ
火
に
掛
け
始
め
た
彼
の
横
へ

動
し

話
を

く
体
勢
に
入
る

 
彼
は
そ
ん
な
ボ
ク
へ
チ
ラ
リ
と

線
を
向
け
て
来
た
が

線
は
す
ぐ
夜
空
へ
と
向
け
ら
れ
た

今
更
な
事
だ
け
ど

空
が
開
け
て
る
の
は
ち

と

し
く
感
じ
る
な

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
ね

だ

て
ボ
ク
達
あ
の
天

の
上
へ
進
む
事
を
意
識
し
て
き

と

よ
り
も

じ
ら
れ
た
空
を
意
識
し
て
一
年

以
上
戦
い

け
て
来
た

空
が
開
け
て
れ
ば
違
和

感
も
覚
え
る
よ

 
一
年

以
上
も
ず

と
そ
ん
な
光

ば
か
り
見
て

れ
親
し
め
ば
そ
り

あ
逆
に
ホ
ロ
ウ
・

エ
リ
ア
の
よ
う
な
空
が
開
け
た
光

と
い
う
の
は
目
新
し
く
も
な
る

こ
ち
ら
の
方
が

だ

と
い
う
の
に
だ

そ
れ
が
少
し
可

し
く
て
ボ
ク
は

声
を

ら
し
た

キ
リ
ト
は
キ

ト
ン

と
し
て
い
た
け
ど

こ
ち
ら
の

み
に
つ
ら
れ
て
か
同
じ
よ
う
に
ク
ス
ク
ス
と
小
さ
く

た
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け
ど
そ
の

声
も
す
ぐ
に
引

ん
だ

い
が
引
い
た
の
は

と
し
た

子
に
浮
か
ん
で

き
た
郷

に
よ
る
も
の
だ

ボ
ク
達

気
付
け
ば
そ
ん
な
に
⻑
く
戦

て
た
ん
だ
ね

そ
う
だ
な

 
そ
れ
も
た
だ
の
郷

で
は
無
い

キ
リ
ト
七
十
四
層
ボ
ス
戦
の
前
日
に
キ
ミ
が
開
い
た
パ

テ

で
ア
ス
ナ
が

て
た
事

を
覚
え
て
るだ

た
か
な

生
ま
れ
た
時
か
ら
こ
の
世
界
で
生
き
て
来
た
み
た
い

ボ
ク
も
偶
に
こ
の
世
界
で
の
生

活
こ
そ
生
ま
れ
て
来
た
時
か
ら

け
て
来
た
も
の
な
ん
じ

て

そ
う
錯
覚
す
る
事
が
あ
る

ど
現
実
を
恋
し
く
思
わ
な
く
な

た
ん
だ

そ
れ
に
最
近
現
実
へ
の
生
還
と
い
う
想
い

で
血
眼
に
な

て
る
人
が
少
な
く
な

た

 

方
ぶ
り
に
覚
え
た
郷

に

違
和
感
を
覚
え
て
し
ま
う
よ
う
に
な

た

 
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
か
ら

い
が
引

ん
だ

最
前
線
で
戦
う
動
力
源
と
も

え
る
現
実

を
恋
し
く
思
う
心
や
想
い
は

れ
過
去
生
き
た
現
実
と
今
生
き
る
仮
想
と
が

に
逆
転
し
て
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来
て
い
る

異
常
な
デ
ス
ゲ

ム
で
の
生
活
は

時
し
か
日
常
へ
と
変
わ

て
し
ま
い
そ
れ
が

正
常
で
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な

て
し
ま

て
い
る

 
そ
ん
な
状

は
決
し
て

い
事
で
は
無
い

 
開
け
た
空
を
恋
し
く
思
わ
ず

じ
ら
れ
た
空
を
正
常
と
思
う

 
戦
う
理
由
の
根
幹
と
も

え
る
部
分
が

に

れ

揺
ら
ぎ
始
め
て
来
て
い
る

そ
れ
は

攻
略
組

の
根

を

す
に
足
る
事

だ

 

論
個

個
人
の
想
い
が

れ
れ
ば
戦
力
の

下
は

れ
な
い

死
ぬ
事
へ
の
恐
怖
心
も

克

出
来
な
い

 

に

め
て
来
て
い
る

応

と
い
う
形
で

 
そ
れ
に
抗

て
い
る
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
と
キ
リ
ト
く
ら
い

前
者
は

て
作
り
上

た
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
さ
れ
た

り
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら

外
す
る
と
す
れ
ば
残
る
の
は

キ
リ
ト
だ
け
だ

 
彼
は
以
前
こ
の
世
界
を
異

と

し
現
実
世
界
へ
帰
る
想
い
を

し
て
い
た

こ

の
世
界
で
最
も
命
の
や
り
取
り
を

り
返
し
そ
の
過

さ
を
経
験
し
最
前
線
で
常
に
戦
い

け
て
来
た
彼
だ
か
ら
こ
そ
な
ま
じ
現
実
で
ど
ん

に
突
き

と
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
現
実
と
仮
想
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世
界
の
差
異
と
い
う
も
の
を
如
実
に
感
じ
取

て
い
る

 
け
ど

そ
こ
ま
で
分
か
る
人
は

な
い

事
実
ボ
ク
や
ク
ラ
イ
ン
達
は
以
前
の
パ

テ

で
は
ア
ス
ナ
の

葉
に
同
意
し
て
い
た

し
て
い
な
か

た
の
は
件
の
二
人
く
ら
い

 
こ
の
世
界
か
ら
生
還
す
る
事
に
血
道
を

て
い
る
キ
リ
ト
の
行
動
や
心
情
を
理
解
し
て
い
る

立
場
に
あ
る
ボ
ク
達
で
す
ら

こ
の
世
界
へ

応
し

想
い
が

れ
始
め
て
い
る
の
だ

だ
か
ら
と

て

無
理
し
て
最
前
線
に

る
必
要
は
無
い
ん
だ
よ

キ
リ
ト

 
そ
れ
を
見

す
彼
で
は
無
い

 
彼
が
最
前
線
で
戦
う
理
由
は
確
か
に
デ
ス
ゲ

ム
と
な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
の
生
還

そ
の

に
最
前
線
で
戦
い
浮
遊
城
の

を
目
指
し
て
い
る

 
だ
が
よ
く
よ
く

え
て
み
れ
ば
彼
が
強
さ
を
求
め
る
理
由
は
別

彼
は
こ
の
世
界
で
得
た

経
験
を

に
世
界
最
強
と
呼
ば
れ
る
実
姉
や
神

と
呼
ば
れ
る

実

に
見
て
も
全
く
そ
う

は
思
え
な
い

実
兄
が

る

へ
至
り
認
め
ら
れ
る
事
を
最
終
目
標
と
し
て
定
め
て
い
る

 
つ
ま
る
と
こ
ろ
彼
に
と

て
す
れ
ば

先

は
ど
う
あ
れ
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
は

過

点
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い

 
彼
は
常
に
現
実
を
見

え
て
い
る

自
身
の
現
状
と
世
情
を
知
り

が
必
要
か
を
知
ろ
う
と
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し
て
い
る

 
だ
か
ら
こ
そ

彼
は
キ
バ
オ
ウ
が

た

か
ら
最
前
線
攻
略
組
の
中

の
一
人
と
な

て
い

て

ど
れ
だ
け
反
ビ

タ

が
騒
ご
う
と
攻
略
組
か
ら
決
定
的
に

さ
れ
な
か

た

 
攻
略
組
に
と

て
必
要
な
も
の
を

か
ら
全
て

え
ら
れ
る
の
は

が
必
要
で
あ
る
か
を

最
も
理
解
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い

彼
が

理
ス
キ
ル
を

使
し
て

動
発
生
を

ら
せ
た
り
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
発
表
は
士
気
を
高
め
る

に
使
う
と

の
リ
ス
ク
や
生
存

の

下
を

慮
し
た
上
で
決
め
た
り
な
ど
も
そ
の
一
つ

 
戦
う

に
は
情
報
が
必
要
だ

 
で
も
戦
う
覚
悟
を
持
つ
に
は
ま
ず

よ
り
も
本
人
や
集

の
士
気
が
高
い
必
要
が
あ
る

集

の
場
合
は
場
の
流
れ
や
空
気
と
い
う
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う

そ
れ
で
や
る
気
を

た
し
て
か

ら

初
め
て
戦
う
事
を
前

と
し
て
情
報
を
求
め
始
め
る

 
キ
リ
ト
は
常
に
戦
う
決
意
を
持
つ
き

か
け
に
気
を
配
り
そ
し
て
士
気
に

感
だ

た

 

ビ

タ

然
り

世
間
の
情
報

制
然
り

う

の
対
応
然
り

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
発
表
然
り

理

ス
キ
ル
の

法
然
り

七
十
六
層
で
の
対
応
然
り

 
ど
れ
か
一
つ
欠
け
て
い
た
ら

と
ま
で
は
い
か
な
い
が
し
か
し
無
け
れ
ば
七
十
六
層
の
時



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

点
で
攻
略
組
は
成
り
立
た
な
か

た
に
違
い
な
い
と
は
思
え
る

シ
ス
テ
ム

が
多

見

ら
れ

乱
の
極
み
に
あ

た
時
は
特
に
そ
う

え
た

 
だ
か
ら
ボ
ク
は

応

と
い
う
形
で
攻
略
へ
の

極
性
が
喪
わ
れ
て
い
る
現
状
に
危
機
感

を

き

彼
は
動
い
て
い
る
と
確
信
を

い
て
い
た

の
事
か
な

 
ボ
ク
の

葉
に

キ
リ
ト
は
応
じ
る

 
そ
れ
は

を

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
ば
か
り
の
反
応
だ
が
彼
は
ボ
ク
か
ら

線
を
切

り

目
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
な
い

声
も
ど
こ
か

く
感
じ
る

 
そ
れ
で
も

け
よ
う
と
す
る

り
少
し
は
後
ろ
め
た
く
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
後
ろ
め
た
く
思
え
る
よ
う
に
な

た
だ
け
で
も
ま
だ
マ
シ
だ
が
そ
れ
で
も

し
て
行
動
す
る

り
は
あ
ま
り

め
ら
れ
た
も
の
で
は
無
い

 
だ
か
ら
ボ
ク
は

平
然
と

け
る
少
年
の

に

を
寄
せ

う
そ
つ
き

 

を

る

り
と

界
一

に
広
が
る
少
年
の

で

を
打
つ
よ
う
な

動
を
サ
ラ
リ
と

流
し
つ
つ

に
ん
ま
り
と

み
を
浮
か
べ
た
ボ
ク
は

君
の

な
ん
て
お
見

し
な
ん
だ
ぞ
と
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そ
う

す
る
よ
う
に

く

 
少
年
は

か
に

を

わ
せ
た

 

故
か
背

を
ぞ
く
ぞ
く
と
し
た

か
が

た

ボ
ク
を

め
て
も
ら

ち

る
よ
キ
リ
ト

君
と
は
第
一
層
ボ
ス
攻
略
の
時
か
ら
こ
れ
ま

で
ず

と
一
緒
に
戦

て
来
た
ん
だ

別

に
戦

て
る
と

て
も
一
年

以
上
も
戦
友

を
し
て
た
ら

で
も
分
か
る
よ
そ
れ
く
ら
い
の

多
分

も
思

て
る
け
ど
キ
リ
ト

て

し
事
は

く
上
手
い
ク
セ
し
て
指

さ
れ
た
時
の

が

く
下
手
だ
か
ら
さ
反
応
だ
け
で

も
す
ぐ
分
か
る
ん
だ

君
の
場
合
大
体
は

て
て
欲
し
い
の
か
と
思
わ
ん
ば
か
り
に

け

え
が

あ
か
ら
さ
ま
に
な
る
し

そ
う
か

 
ボ
ク
の

直
な
意
見
に

キ
リ
ト
は

く
応
じ
る
だ
け

 
で
も
ど
こ
と
な
く
表
情
が

然
と
し
て
い
て

ね
て
る
よ
う
に
も
見
え
る

 
そ
う
い
う
表
情
を
し
て
い
る
時
点
で
最

を
認
め
て
い
る
も
同
然
な
の
だ
け
ど
そ
こ
の
と

こ
ろ
こ
の
少
年
は
分
か

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う

 
ま

こ
う
い
う

け
た
と
こ
ろ
が
あ
る
分
ま
だ
可
愛
い
と
は
思
え
る
か
ら
良
い
か
も
し
れ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

な
い

少
な
く
と
も
こ
う
い
う
表
情
は
キ
バ
オ
ウ
の
よ
う
な

と

え
る
者
達
の
前
で
は
せ

ず
ボ
ク
達
の
前
で
し
か
見
せ
な
い
の
で
気
を

い
て
く
れ
て
い
る
と
分
か
る
か
ら

し
く
も

あ
る

 
そ
れ
に
平
然
と

を

く
よ
う
に
な
ら
れ
た
ら
信
じ
て
良
い
の
か
ど
う
か
迷

て
し
ま
う
か
ら

る
 
彼
の

う

葉
が
本

で
あ
る
と
分
か
る
か
ら
彼
に
正
し
さ
や
間
違
い
の
指

を

に
出
来

る 
で
も

か
真
か
分
か
ら
な
い

葉
に
は

も

え
な
い

そ
ん
な

に
な
り
た
く
は
な
い

ボ
ク
は

や

手
の
事
を
慮

た

は
許
容
出
来
る
が
平
然
と

か
れ
る

や
そ
う
い

た

事
を
す
る
人
は
大

い
な
の
だ

多
分
大
体
の
人
は
そ
う
だ
と
思
う

 

論

彼
が

く

は

ま
だ
許
容

内

人
間
性
に

し
て
は

わ
ず
も
が
な
で
あ
る

 
だ
か
ら
彼
を
責
め
る
気
は
あ
ま
り
無
い

そ
う
い
う
事
に
ま
で

え
を
持

て
い
る
事
を
尊

し
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
く
し
て
し
ま

て
い
る
自
ら
の
不

無
さ
を

じ
入
る
事
を
こ
そ
す

る
べ
き
だ
と
思
う
か
ら

 
で
も

そ
れ
は
そ
れ

こ
れ
は
こ
れ
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う
そ
つ
き

な
子

に
は

キ
チ
ン
と

応
の

お
仕

き

が
必
要
だ
と
思
う

 
確
か
に
状
況
的
に
た
だ

ん
で
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い
か
ら
仕
方
な
い

面
は
あ
る

だ

か
ら
ボ
ク
は
彼
の
行
動
理
由
を
知

て
い
な
が
ら
止
め
る
に
は
至

て
な
い

ボ
ク
が
止
め
て
欲

し
い
と
思

て
い
る
事
は
あ
く
ま
で
自
己
を
殺
し
て
ま
で
無

を
す
る
行
動
だ
か
ら
だ

 
ボ
ク
が
行
う
お
仕

き
は
彼
が
無

を
し
な
い
よ
う
に
す
る

の
楔

無

を
す
る
必

要
は
無
い
ん
だ
ぞ

無
理
を
し
た
ら
哀
し
む
人
が

る
ん
だ
ぞ
と

そ
れ
を
伝
え
る
だ
け

 
人
を
想

て
行
動
す
る

し
さ
が
あ
る
少
年
に
は
無
理
に

て

か
せ
る
よ
り
も
よ

ど

く
に
違
い
な
い

 
そ
う
思
い
な
が
ら

ボ
ク
は
彼
の
横

か
ら
夜
空
へ
と

を
向
け
た

以
前

く
り

ん
で

て
君
に

た
の
は
覚
え
て
る
よ
ね

 
ボ
ク
の
声
に
応
じ
る
声
は
無
く

け
れ
ど

界

に

る
少
年
の

が
上
下
に
揺
れ
る

 
そ
れ
を

定
と
見
て
取

て

ま
た

を
開
く

ア
レ
さ
精
神
的
に

ん
で
欲
し
い

て
い
う
意
味
も
あ

た
け
ど
そ
れ
よ
り
も
最
前
線
か

ら
離
れ
る
意
味
の
方
が

合
と
し
て
は
大
き
か

た
ん
だ

ど

ち
も
同
じ
事
じ
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要

を
得
な
い
の
か

キ
リ
ト
は
ど
こ
か
弱

し

に

う

 
確
か
に
意
味
は
同
じ
に

こ
え
る
だ
ろ
う

最
前
線
で
戦
い

け
る
日

が
精
神
的
な

労
を

生
ん
だ

だ
か
ら

ん
で
欲
し
い
と
い
う
繋
が
り
に
な
る
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
分
け
る
必
要
は
無
い

 
で
も

ボ
ク
は
そ
れ
ら
を

え
て

別
し
た

 
そ
れ
を
伝
え
る

に

ボ
ク
は
彼
の

葉
に
対
し

を
横
に
振

た

ボ
ク
に
と

て
は
違
う
よ

ボ
ク
は
さ
せ
め
て
最
前
線
に
い
な
い
間
で
く
ら
い
君
に
は

君
自
身
で

て
欲
し
い
と
思

て
る

そ
れ
は

ど
う
い
う

 

惑
を
感
じ
さ
せ
る
声
で
問
わ
れ
ボ
ク
は
再

彼
へ

を
向
け
た

暗
い
闇
夜
の
中
で
も

分
か
る
く
ら
い
星
の
光
を

す
黒
水

の

と
目
が
合

た

 
そ
の

に
は

光
が
あ
る

 
再
会
し
た
ば
か
り
の
時
に
は
喪
わ
れ
て
い
た
／
義
姉
が

し
た
光
が
あ
る

 

だ
な
と
思

た

 
そ
の
眼
を
見
返
し
な
が
ら

を
開
く

問
に

問
で
返
す
形
に
な
る
け
ど
さ

君
は
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
で
自
分
が
し
た
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い
か
ら

と
思

て
や

て
た
事

て
あ
る

 
ボ
ク
が
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は

必
要
に

ら
れ
て
ば
か
り
な
ん
だ

最
初
は

味
だ
と
思

て
た

理

も
最
終
的
に
あ
あ
な

て

る
しそ

れ
は

 
こ
ち
ら
の
問
い
掛
け
に

彼
は
く
し

り
と
表
情
を
歪
め
た

と
も
あ
れ
そ
こ
な
ん
だ

初
め
て

を
取

た
日
に

を
す
れ
ば
い
い
か

い
て
来
た
時

に
も
思

た
け
ど
君
は
あ
ま
り
に
自
分
自
身
を
自
己
を

く
し
過
ぎ
て
る

欲
が
無
さ
過
ぎ

る

だ
か
ら

く
最
前
線
に

ら
な
い
と
い
け
な
い
と

え
て
オ
レ
ン
ジ
を
解
消
す
る

に
無

理
を
す
る
ん
じ

な
い
か

て

そ
う
危
惧
し
て
た
ん
だ

 
攻
略
に

立
て
て
欲
し
い
と
剣
士
の
魂
で
あ
る
魔
剣
エ
リ

シ
オ
ン
を

さ
れ
た
に
も

わ
ら

ず
攻
略
速

が

ち
る
事
を
理
解
し
て
い
な
が
ら
数
日
と
は

え
最
前
線
か
ら
離
れ
る
決
断
を

し
た
の
は
コ
レ
を
危
惧
し
て
の
事
だ

た

 
彼
が
無
理
を
し
よ
う
と
す
る
理
由
は
最
前
線
に

ら
な
け
れ
ば
と
い
う
義
務
感
と
き

と

い
て
行
か
れ
た
く
な
い

と
い
う
恐
怖
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う

 
な
ら
そ
れ
ら
を
解
消
し
て
や
れ
ば
彼
は
無
理
を
し
な
く
な
る

だ

最
前
線
に
い
る
者
が
彼
を
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し
心
を
開
い
て
も
ら

て
い
る
者
が
親
身
に
あ
り

け
れ
ば
彼
は
自
然
と
安
心
感
を

く

そ
れ
で
初
め
て

息
と
な
る

 
願
う
ば
か
り
で
は

に
も
な
ら
な
い

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
日

で

と

う
程

感
さ
せ
ら

れ
て
い
る

だ
か
ら
行
動
し
た
の
だ

 
最
前
線
の
人
や

攻
略
組

の

に
は
悪
い
と
は
思
う

 
で
も
ボ
ク
に
と

て
は
キ
リ
ト
は
と
て
も
大
切
な
人

彼
の
事
を

先
し
た
い
と
い
う
想
い

が
強
い
以
上
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ボ
ス
攻
略
は
絶
対
出
る
し
あ
る
程

は
攻
略
に
も
出
る
け

ど

が
あ
る
な
ら
少
し
で
も
⻑
く
彼
の

に
寄
り

て
い
た
い
の
だ

 
そ
れ
は
ボ
ク
が
そ
う
し
た
い
か
ら
で
も
あ
る
し

同
時
に
彼
の
事
を
慮

て
の
事
で
も
あ
る

 

一
緒
に

て

て

そ
う

て
も
ら
え
れ
ば
一
番
良
い
ん
だ
け
ど

 
キ
リ
ト
は
そ
う
い
う
お
願
い
す
ら

ど
し
な
い
し
攻
略

の
事
を
最

先
に
す
る
き
ら
い

が
あ
る
か
ら
ま
ず
間
違
い
な
く
ボ
ク
に
は

わ
な
い
と
思
う

 
だ
か
ら
ボ
ク
の
方
か
ら
こ
う
し
て
来
て
い
る

 
無
論

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
真
実
を
知

た
以
上

様

な
意
味
で
危
惧
が
増
え
た
り
深

ま

た
り
し
た
か
ら
で
も
あ
る
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で
も

よ
り
も
再
会
し
た

の
日
す
な
わ
ち

日
か
ら
密

の

い
探
索
を

行
し
て
い
る

事
が
最
も
危
惧
と
心
配
を
深
め
さ
せ
た

ケ
イ
タ
達
の
事
は
そ
れ
を
よ
り
深
め
た
だ
け
に
過
ぎ

な
いも

と
我
が

に
な

て
も
良
い
と
思
う

ア
レ
が
し
た
い
コ
レ
が
し
た
い

て
も

と

て
も
良
い
と
思
う
ん
だ

せ
め
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

る
間
ぐ
ら
い
は
さ

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
日
中
に
し
て
い
た

取

り
は
良
い
気
分
転
換
に
な

た
事
だ
ろ

う 
夢
に
見
た
第
五
層
攻
略
の
時
に
あ

た

物

い

り
は
攻
略
隊
の
多
く
が
参
加
し
て
い
た

が

彼
は
参
加
し
て
い
な
か

た

そ
ん
な
事
よ
り
も
攻
略
の
事
だ
と
ば
か
り
に

進
し
て
い

た

ボ
ク
は
気
が
向
か
な
か

た
の
で
し
な
か

た
が
ア
ス
ナ
や
姉
ち

ん
な
ど
は

先
し
て

し
て
い
た
し

ク
ラ
イ
ン
達
だ

て
金
策
を

ね
て
気
分
転
換
に
し
て
い
た

 
ボ
ク
は

そ
ん
な
風
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
過
ご
し
て
欲
し
く
思

て
い
た

 
で
も

を
開
け
て
み
れ
ば

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
彼
を
苦
し
め
る
場

で
し
か
な
い

ユ

イ
ち

ん
が

し
て
い
た
事
も
こ
れ
に
は

得
だ

リ

フ

に

責
さ
れ
る
前
に
知
ら
せ
て
い

た
ら
確
実
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事

に
発
展
し
て
い
た
だ
ろ
う
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キ
リ
ト

 
そ
う
確
信
を

き
な
が
ら
ボ
ク
は
彼
の
手
を
取
り

手
で

ん
だ

か
ら
見
れ
ば
ま
る
で

彼
の
手
を

め
て
い
る
か

逆
に
ボ
ク
が

を
取

て
い
る
よ
う
に

る
事
だ
ろ
う

 
そ
し
て
ボ
ク
の

は
き

と
真

に
な

て
い
る
に
違
い
な
い

ま
で
真

に
な

て
い
る
自
信
が
あ
る

と
し
た
ら
目

が

れ
て
も
い
る
か
も
し
れ
な
い

ユ
ウ
キ

 
不
安

に

手
を

む
ボ
ク
を
見
上

て
来
る

い
少
年

 
そ
の
可

な

を
見
て

の
よ
う
に
打
た
れ
る

動
が
更
に
大
き
く
ま
た
速
く
な

た

の

が
ド
キ
ド
キ
と
も
う

い
く
ら
い
打

て
い
て
苦
し
さ
す
ら
覚
え
る

 

え
て
い
る
事
を

に
し
よ
う
と
す
る

に
仮
想
体
が
ギ
シ
リ
と

ま
る

の
中
は
カ
ラ
カ

ラ
で

も
上
手
く
動
か
せ
な
い
と
感
じ
る
程
に

し
て
い
た

ボ
ク
は
ね

最
前
線
で
戦
う
君
の

を
見
て

時
も

い
と
思

て
た

 
じ

と
目
を
合
わ
せ
て
い
る
の
が
少
し

く
な
り

ん
で
い
る
彼
の
手
へ

線
を

と
し
な

が
ら

う

 
彼
は
い
き
な
り
の
話
の
転
換
に

そ
う
な
表
情
を
見
せ
る
が
一
応

を
打

て
く
れ
た



 第九十二章 〜ユウキの危惧〜

 

も

わ
ず

こ
う
と
も
止
め
よ
う
と
も
し
な
い
彼
の
対
応
が
今
は
と
て
も
有

か

た

一

で
も
止
め
ら
れ
れ
ば

で

え
ず
終
い
に
な
る
自
信
が
あ

た
か
ら

く
強
く
て

て
る
君
を

い

て
尊

し
て
来
た

今
だ

て
そ
う

う
う
ん

尊

ど
こ
ろ
か
尊

と

て
も
良
い
と
思
う

ボ
ク
は
そ
れ
だ
け
剣
士
と
し
て
の
君
を

ん
で
る

第
一
層
の

か
ら
ず

と

君
の
剣
に
魅
了
さ
れ
て
た

 
そ
こ
で

で
も
ね

と
話
を
止
め

気
を
振
り

て

を
上

る

 

ち
り
と
不
思
議
そ
う
に
見
上

て
来
る

な
少
年
の
眼
と

線
が
交
わ

た

一

の

が

く
つ
く
が

と
か

を

た
弱

を

し
殺
す
事
に
成

す
る

ボ
ク
は
確
か
に
強
い
剣
士
を

ん
で
る
し
手
合
わ
せ
す
る
事
も

き
だ
け
ど

キ
リ
ト

だ
け
は

君
だ
け
は
別
な
ん
だ

だ
け
別

仮

君
が
戦
わ
な
く
な

て
も
剣
を
捨
て
た
と
し
て
も
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
も
そ
も
強
く
な

く
た

て

ボ
ク
は
君
の
事
が

き
だ
と
断

出
来
る

  

か
つ
て
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
呼
ば
れ
て
い
た
君
の
事
が
一
人
の
女
と
し
て
大
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き
な
ん
だ

  
そ
う

以
前
は
失

し
た

白
を
ぶ
つ
け
た

 
そ
う
だ

色

と
や
や
こ
し
い
事
を

て
い
た
が

つ
ま
る
と
こ
ろ
ボ
ク
は

き

な
人
が
自
分
を

し
殺
し
て
い
る
の
を
見
た
く
な
い
だ
け
な
の
で
あ
る

最
前
線
で
戦
う

の

を
意
識
し

そ
れ
に

そ
う
と
す
る
振
る
舞
い
は
尊

す
る
が

そ
れ
を

さ
れ
る
と

し
く

る

 
限

は
あ
る
が

ボ
ク
は
彼
に
も

と

び

び
と
生
き
て
欲
し
い
と
思
う

 
も

と
頼

て
欲
し
い

 
も

と
我
が

を

て
欲
し
い

 
も

と
お
ね
だ
り
を
し
て
欲
し
い

 
も

と

を
見
せ
て
欲
し
い

 

い
と
こ
ろ
も
努
力
家
な
と
こ
ろ
も

見
て
来
た
か
ら
今

は
君
自
身
の
事
を
も

と

教
え
て
欲
し
い
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だ
か
ら
ボ
ク
は
君
が
自
分
自
身
を

し
殺
し
て
い
る
の
を
見
る
と

い

最
前
線
で
戦
う

を
格

い
い
と
思
う
け
ど

ん
で
る
時
や

味
に
す
ら
攻
略
の
事
を

え
て
動
い
て
い
る
の

を
見
る
と

哀
し
く
も
あ
る
ん
だ

ユ
ウ
キ

そ
れ
は

 
ボ
ク
の

白
に

惑
う
キ
リ
ト

 

然
だ
い
き
な
り
こ
ん
な
事
を

わ
れ
て
も

る
だ
け
だ
ろ
う

せ
彼
は
現
状
に
す
ら
手

一

な
の
だ
か
ら

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
て
も

白
し
た
事
に
は
罪
悪
感
を
覚
え
る
が
で
も
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
思

た

彼
が
求
め
て
く
れ
な
い
の
な
ら
求
め
て
も
ら
え
る
よ
う
こ
ち
ら
か
ら
動
く
し
か
な

い

し
付
け
る
の
は
身
勝
手
だ
が

つ
だ
け
と
い
う
の
は

だ

い
き
な
り
こ
ん
な
事
を

わ
れ
て
も

る
事
は
分
か

て
る

で
も
そ
れ
で
も
知

て
欲
し

か

た
ん
だ

力
だ
け
で
見
て
る

じ

な
い
人
が
君
が
無
理
を
す
る
と
哀
し
む
人
が
義
理

の
姉
以
外
に
も

る
ん
だ
よ

て

そ
れ
を
知

て
欲
し
か

た

 
無
論
恋
愛
感
情
を
使
う
と
い
う
こ
の
手

が
マ
ト
モ
で
は
無
い
事
は

論
決
し
て

め
ら

れ
る
も
の
で
は
無
い
事
で
あ
る
の
も
分
か

て
い
る
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で
も
彼
は

実
だ

今
は
ご
ち

に
し
て
し
ま

て
い
る
ボ
ク
の
感
情
と

白
無
理

を
し
な
い
で
欲
し
い
と
い
う
想
い
を
キ
チ
ン
と

別
し

理
解
し
て
く
れ
る

 
そ
し
て
ボ
ク
の
こ
の
想
い
は
本
物
だ

 
も
し
彼
の
事
を
攻
略
の
道

と
し
か
見
て
い
な
け
れ
ば
き

と
ボ
ク
は

先
し
て

に
は
来
て
い
な
い
だ
ろ
う

最

先
事

が
攻
略
で
あ
る
な
ら
そ
れ
も

然
だ

 

論
ボ
ク
も
攻
略
を

先
す
る
け
ど

そ
れ
な
り
の

は

く
方
だ
と
自
負
し
て
い
る
し

キ
リ
ト
の
事
で
あ
れ
ば
色

と
し
た
い
と
思

て
し
ま
う

時
に
は
攻
略
よ
り

先

は
高
く

な
る

そ
れ
だ
け
彼
の
事
が

き
だ

そ

か

そ

か

 
そ
の
想
い
は
伝
わ

て
い
る
の
か
彼
は

に

り
と

ら
か
な

み
を
浮
か
べ
喜
色
を
表

し
た

 
残
念
な
が
ら

そ
の
喜
色
は
直
後

し

無
さ
そ
う
な
も
の
に
上
塗
り
さ
れ
て
し
ま

た
が

で
も

は

今
は
ま
だ

う
ん

分
か

て
る

白
し
て
お
い
て

だ
け
ど
今
す
ぐ
返
事
を

う
つ
も
り
は
無
い
よ

 
ボ
ク
が
求
め
て
い
る
返
事
は

来
を
誓
い
合
う

の
も
の

お
い
そ
れ
と
出
せ
る

え
で
は
無
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い 
そ
れ
に
こ
の
一
年

の
間
で
知
り
得
た
事
は
お

い
の
性
格
を

け
ば
戦
闘
ス
タ
イ
ル
な
ど
の

殺

と
し
た
も
の
が

ど

リ
ア
ル
の
名
前
す
ら
明
か
し
合

て
い
な
い
の
に

来
を
誓
い
合
う

な
ん
て
以
て
の
外
だ

そ
も
そ
も
今
の
彼
は

過
ぎ
る
か
ら
と
て
も
で
は
無
い
が
現
実
的
で
は
無

い 
理
不

だ
と
は
思
う
が
む
し
ろ
今
応
え
ら
れ
て
い
た
ら
失
望
し
て
い
た

ボ
ク
は
想
い
人
を

え
よ
う
と
は
思

て
い
る
が

い
事
か
ら

る

の

先
や
依
存
先
に
な
る
つ
も
り
は

無
い

彼
の
人
間
性
が

本
的
に

し
く
努
力
家

つ
ま
り

め
な
い
人

だ
か
ら

こ
そ
こ
の
感
情
を
認
め
た
の
だ
か
ら

論
あ
る
程

の
現
実

は
容
認
す
る
け
ど
さ

き

の
話
の
流
れ
か
ら
応
え
る
の
は
自
分
的
に
ア
ウ
ト
で
あ
る

 
無
論

お
断
り
さ
れ
た
ら
傷
付
い
て
い
た

だ
か
ら
さ
返
事
は
君
が
も

と
成
⻑
し
て
か
ら
で
良
い
か
ら
こ
れ
か
ら
時
間
を
か
け
て
ボ

ク
の
事
を
も

と
知

て
欲
し
い

そ
し
て
ボ
ク
に
君
の
事
を

教
え
て
欲
し
い
ん
だ

良
い

か
な

 
思
い
の

を
ぶ
つ
け
た
後

や

り

過
ぎ
た
か
な
と
弱
気
に
な

て
問
い
掛
け
る
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そ
ん
な
事
無
い

む
し
ろ
こ

ち
が
お
願
い
し
た
い
く
ら
い
だ

 
こ
の
問
い
に

彼
は

を
真

に
し

喜
色
を
表
し
て

を
横
に
振

た

 
そ
れ
に
ボ
ク
は
大
き
な
安

を

い
た

そ

か

じ

あ

め
て

ユ
ウ
キ

紺

木

で
す

こ
れ
か
ら
よ
ろ

し
く

 
想
い
を
知

て
も
ら

た
事
で
心
機
一
転
と
ば
か
り
に
本
名
で
名

る

君
の
事
が

き
な

女
だ
ぞ

と
主

す
る
よ
う
に

は

桐

谷
和
人

で
す

め
て

よ
ろ
し
く

ユ
ウ
キ

 
彼
は
そ
う
応
え

面
の

で
自
身
の
手
を

む
ボ
ク
の

手
を

し
く
握
り
返
し
て
き
た

 
以
前
伝
え
ら
れ
な
か

た
事
を
死
亡
の
話
を

い
た
時
か
ら
心

後
悔
し
て
い
た
だ
け
に

絶
さ
れ
な
か

た
安

を

め

ボ
ク
は
と
て
も

が
高
鳴

て
い
た



 第九十三章 〜魔法戦士〜

 
第
九
十
三
章
 

魔
法
戦
士

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
最
近

し
い
上
に
ス
ト

ク
も

き
て
い
る
の
で
ね
気
⻑
に
お
付
き
合
い
下
さ
れ
ば

い
で

す 
今
話
の

点
は
オ

ル
リ

フ

の
如
く
全
然
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
今
話
は
Ａ
Ｌ
Ｏ

経
験
組
で
あ
る
リ

フ

だ
か
ら
こ
そ
面
目
躍
如
な
お
話

 

は
想
像
を

現
化
す
る
武

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
フ

ン
タ
ジ

感

れ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
は

他
さ
れ
た
魔
法
の
世
界

 

つ
ま
り

者
の
い
い
と
こ
取
り
を
す
れ
ば

と
い
う
お
話

 
文

数
は
約
一
万
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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リ

姉
に
力
を

し
て
欲
し
い
事
が
あ
る

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

け
る
第
二
の
エ
リ
ア

浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト

探
索
の
二

日
目
と
な
る

日

で
あ
る
鍛
練
を
始
め
よ
う
と
ま
だ

て
い
る

と
夜

の

に

き
て
い

る
ユ
ウ
キ
さ
ん
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
彼
が
そ
う

て
来
た

 
そ
の
様
子
か
ら
真
剣
さ
か
ら
少
な
く
と
も
彼
に
と

て
重
要
な
事
な
の
だ
ろ
う
と

た
り
を
付

け
た
あ
た
し
は

話
を

く

に

住
ま
い
を
正
す

あ
た
し
に
出
来
る
事
な
ら

そ
れ
で

一
体

 
わ
ざ
わ
ざ
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

る
間
に

て
来
る
程
だ

日
の
刃
⻯
と
の
遭
遇
も

て

か
対
抗
策
と

え
た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
対
抗
策
に
は
あ
た
し
に

か
し
ら
の

が
振
ら
れ
て
い
る
に
違
い
な
い

 
キ
リ
ト
は
そ
の
能
力
の

著
さ
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
経
験
の

ど
が

ロ
ば
か
り
故
に
ワ
ン
マ
ン
プ

レ
イ
が
目
立
つ
が
攻
略
や
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の
立
ち
振
る
舞
い
を

い
た
限
り
彼
は
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自
身

が
複
数
で
あ
る
事
を
前

と
し
た
戦
い
方
の
心
得
と
い
う
も
の
を
持

て
い
る

そ
う
で

な
け
れ
ば
レ
イ
ド
戦
で
の
リ
カ
バ
リ

を

え
な
い

 
刃
⻯
に

し
て
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
の

値
も
分
か
ら
な
い
が
少
な
く
と
も
一
撃
で
キ

リ
ト
を

死
に
追
い

む
程
の
高
い
攻
撃
力
を
有
し
て
い
る
事
は
分
か
る

 
し
か
も
刃
⻯
は
二
体

て
恐
ら
く
同
格

ど
ち
ら
も
彼
に
と

て
は

死

あ
た
し
達

に
と

て
は

死

の
攻
撃
を
有
し
て
い
る
事
に
な
る

 
そ
ん
な

手
に
行
き

た
り
ば

た
り
で

ん
で
も
全
滅
は
目
に
見
え
て
い
る

情
報
が
無

い
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
仕
方
な
い
が

に

の
正
体
や
戦
法
を
あ
る
程

決
定
出
来
る
だ
け
の

情
報
を
持

て
い
る
以
上

や
は
り
対
策
の
一
つ
や
二
つ
は
必
要
だ

 
そ
し
て

彼
は
そ
れ
を

え
出
す
だ
け
の

と
経
験
が
あ
る

 
残
念
な
が
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
戦
闘
経
験
に

し
く
更
に
は
地
上
に

り
付
け
ら
れ
た
状

で

手
は
空
を
自
由
に

べ
る
と
い
う
制
限
下
で
の
経
験
も

無
い
に

し
い
以
上
あ
た
し
は
あ

の
刃
⻯
へ
の
有

的
な
作
戦
が
思
い
浮
か
ば
な
か

た

 
妖
精
と
し
て
空
を

べ
る
事
が

り
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
も

論
ダ
ン
ジ

ン
内
で
は

べ
な
い
に

し
い

正
確
に
は
陽
光
と
月
光
が
無
い
と
こ
ろ
で
の

行
は
十
分
が
限

と
さ
れ
て
い
る
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の
で
そ
の
時
間
内
で
あ
れ
ば

べ
る

魔
法
の
光
を

て
れ
ば

か
な
り
と
も

行
出
来
る
し

闇
妖
精
イ
ン
プ
で
あ
れ
ば
光
無
し
で
も
種

特
性
で

か
な
間
は
デ
フ

ル
ト
で

べ
る

 
と
は

え

本
ダ
ン
ジ

ン
内
で
は

歩
を
強
制
さ
れ
る
の
で

手
に
よ

て
は

は
空
中

に

る
と
い
う
パ
タ

ン
も
無
く
は
無
か

た

そ
れ
で
も
や
は
り
ダ
ン
ジ

ン
と
い
う

空

間
故
に
高

は

取
ら
れ
な
い

更
に
魔
法
と
い
う
遠

離
攻
撃
方
法
や
弓

と
い
う
Ｓ
Ａ

Ｏ
で
は
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
さ
ん
し
か
持
た
な
い
攻
撃
方
法
が

的
に
あ
る
以
上
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

べ
て
対

は
容

い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
て
魔
法
を

奪
さ
れ

行
も
出
来
ず
加
え
て
弓

と
い

た
物
理
的
遠

離

攻
撃
手

を
持
た
な
い
あ
た
し
で
は

え
ら
れ
る
方
法
は
精

投

ス
キ
ル
に
よ
る
投
剣

攻
撃
程

そ
れ
も
残
弾
が
あ
る
以
上

打
ち
の
方
が
速
い
の
は
明
確

 
結
果
あ
た
し
か
ら
は
刃
⻯
に
対
す
る
対
策
を

も

え
な
か

た

そ
こ
は

同
じ
立
ち

に
あ
る
ユ
ウ
キ
さ
ん
や
ル
ク
ス
さ
ん

レ
イ
ン
さ
ん

フ

リ
ア
さ
ん
も
同
じ
だ

 
ユ
イ
ち

ん
と
サ
チ
さ
ん
は
遠

離
攻
撃
手

を
持
つ
た
め
あ
る
程

対
策
を
立
て
る
会
話
に

参
加
し
て
い
た
が
そ
も
そ
も
攻
撃
手

が
限
ら
れ
る
以
上
あ
ま
り
話
は
弾
ま
な
い

出
来
る
と

す
れ
ば
立
ち
振
る
舞
い
や
対
応
程

で
そ
れ
も
刃
⻯
の
攻
撃
が

ど
分
か
ら
な
い
以
上
ど
う
し
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よ
う
も
な
い

キ
リ
ト
を
一
撃
で

死
へ
追
い

ん
だ
攻
撃
も
正
体
が
分
か

て
い
な
い
の
だ

 

一
直
に
矛
を
交
え
加
え
て
攻
撃
を
そ
の
身
で
体
感
し
た
キ
リ
ト
だ
け

体
的
な
戦
略
と

い
う
も
の
を
立
て
ら
れ
る

 
そ
う

え
て
い
た
か
ら
彼
か
ら
話
を
振

て
く
れ
た
事
は
と
て
も
有

か

た

し
か
も
ボ
ス

戦
の
直
前
で
は
無
く
明
ら
か
に
ボ
ス
戦
ま
で
に

が
あ
る
現
状
で
振

て
く
れ
た
の
は
こ

ち
ら
と
し
て
も
シ
ミ

レ

シ

ン
を

も
行
え
る
か
ら
助
か
る

 

と

思

て
い
た
の
だ
が

に
魔
法
を
教
え
て
欲
し
い
ん
だ

う

ん

 
黒

く
め
の
義
弟
が
発
し
た

葉
を

け
て

一

思

が
真

白
に
な

た

 
一

の
間
を
開
け
て
思

が
回
り
始
め
彼
が

に
し
た

葉
の
意
味
を

し

み
下
す

だ
が
そ
れ
で
も
そ
う

た
意

を

め
ず

惑
は

く

 
こ
の
子
は
一
体

を
ど
う
し
て
魔
法
な
ん
て
知
り
た
い
の
だ
ろ
う
か
と

に
手
を

て
て
悩

む
え

と

ご
め
ん
ち

と

て

こ

ち
に
来
て
か
ら
あ
た
し
は

行
は

論
魔
法
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も
使
え
な
い
の
だ
け
ど

シ
ス
テ
ム
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
以
上
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
み
た
い
な
伝

も

出
来
な
い
し

得
も
不
可
能
で
し

 
そ
れ
は
分
か

て
い
る
と
思
う
け
ど

で
魔
法
な

ん
て
も
の
を
教
え
て
欲
し
い
の

 
そ
の

だ
と
確
認
の
意
味
を

め
て
問
う
と

彼
は
う
ん

と

い
た

魔
法
を
知
ろ
う
と
思

た
の
は

に

を
使

た
戦
術
の

を
広

た
い
か
ら

き

か
け
は

刃
⻯
の
攻
撃
を

け
た
か
ら

刃
⻯
の

 

の
戦
術
の

を
広

る

に
魔
法
を
知
ろ
う
と
思

た
事
は
十
分
理
解
出
来
る

 
あ
の
武

は

備
者
の
強

な
イ
メ

ジ
に
よ

て
武
器
の

や

出
の
他
属
性
を

い

た
攻
撃
す
ら
も
可
能
と
し
て
い
る

 
闘
技
場
で
登
場
し
た
過
去
の
義
弟
と

え
る
ホ
ロ
ウ
の
攻
撃
も
と
て
も
で
は
無
い
が
現
実
味

に
欠
け
る
も
の
ば
か
り
だ

た

つ
ま
り
ア
レ
は

想
的
な
も
の
が
あ
る
攻
撃
す
な
わ
ち
魔
法

と
も

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

ホ
ロ
ウ
の
前
の
殺
戮
の
狂
戦
士
や
片
翼
の
堕
天
使
が

放

て
い
た
火

弾
や

な
ど
も
正
に
そ
う
と

え
る

は

に

を

わ
せ
れ
ば

い
い
し

ら
せ
る
な
ら
風
で

め
て
放
物
線
を

く
よ
う
に
吹

ば
す
良
い

火

弾
の
追
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性
も

自
体
に
対
す
る
イ
メ

ジ
力
で
ど
う
と
で
も
出
来
る
に
違
い
な
い

 
だ
か
ら
最
初
の
理
由
は
理
解
も

得
も
出
来
た

 
だ
が

そ
こ
に
刃
⻯
の
攻
撃
が

故
入
る
か
が
分
か
ら
な
か

た

 
そ
の
疑
問
を

し
た
の
か

彼
も
す
ぐ
に
話
し
て
く
れ
た

後
か
ら
振
り
返

て
気
付
い
た
ん
だ
け
ど

が
一
撃
で

死
に

た
あ
の
攻
撃
は
見
え
な

か

た
ん
だ

 
見
え
て
い
た
ら

で
も
気
付
く

し
か
し
彼
は
攻
撃
を

け
る
そ
の
時
ま
で
攻
撃
が
放
た
れ
た

事
に
気
付
か
な
か

た

そ
れ
は
あ
た
し
達
も
同
様
で
あ
る

 
そ
も
そ
も
彼
が
吹

ば
さ
れ
た
の
も
刃
⻯
レ
イ
デ

ン
の

を

い
て
存
在
を
知

た

時
に

く
攻
撃
さ
れ
た
と
気
付
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
主
観
的
に
見
え
な
い
と
判
断
出
来
る
攻
撃
は
多

あ
れ
ど
客
観
的
に

す
ら
不
可

の
攻
撃
は
ま
ず
無
い

そ
れ
は

あ
ら

る
プ
レ
イ

や
Ｍ
ｏ
ｂ
と
の
戦
闘
経

験
を
持
つ
キ
リ
ト
が
出
し
た
結
論

 
し
か
し
事
実
と
し
て
あ
の
攻
撃
は
後
か
ら
現
れ
た
刃
⻯
レ
イ
デ

ン
に
よ

て
放
た
れ
た

も
の
で
あ
る
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な
ら
そ
こ
に
は

か
し
ら
の
理

が
あ
る
に
違
い
な
い

シ
ス
テ
ム
は
決
し
て
矛
盾
を
認
め
な

い

だ
か
ら
こ
そ
理

が
あ
り

そ
の
理

が
分
か
れ
ば
対

の
し
よ
う
が
あ
る

 
そ
こ
ま
で

え
た
時

に
彼
が
思
い
出
し
た
の
は
最
初
に
現
れ
た
刃
⻯

デ

ア
ス
に

よ
る
初
撃
だ

ア
レ
は

の
大
剣
を
横

ぎ
に
振
る

た
も
の
だ

た

 
そ
れ
か
ら

い
て
思
い
至

た
の
は

自
身
が
持
つ
六
本
一
対
の
槍
の
力

風

と

狂
月

剣

に
よ

て
可
能
と
な
る
斬
撃
を

ば
す

ド
ス
キ
ル

ニ

ク
ス
ラ

シ

 
彼
は
そ
れ
ら
か
ら

と
す
る
と
刃
⻯
達
は

の
大
剣
を
振
る

て

り
成
さ
れ
た
不

可

の
風
の
斬
撃
を

ば
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

そ
う

え
た
と
い
う

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
常
識
的
に
常

を

し
た
攻
撃
だ

流

は
ボ
ス
と

え
る
性
能
で
あ
る
と

彼
は
感

す
る

 
そ
し
て
思
い
出
す

の
出
自
と
性
能

 

は
闘
技
場
で
自
身
の
似

ホ
ロ
ウ
を
倒
し
て
手
に
入
れ
た
特

な
武
器

そ
の
性
能

は
あ
く
ま
で
人
型
の
ホ
ロ
ウ
を
凶
悪
な
ボ
ス
に
ま
で

し
上

る
程
に
強

だ

事
実
と
し
て

は
新
た
な
持
ち
主
で
あ
る
少
年
を

騎
な
が
ら
に
ボ
ス
の
蹂
躙
を
可
能
と
し
て
い
る

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
は
そ
の
気
に
な
れ
ば
ボ
ス
と
し
て
君
臨
出
来
る

刃
⻯
と
結
果
的
に
同
格
に
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な
れ
る

だ

 
プ
レ
イ

の
中
で
も
突
出
し
た
レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
に
加
え
ボ
ス
が

て
い
た
武

を
十
全
に
使
え
る
応

力
が
あ
る
以
上

自
身
は
少
な
く
と
も
ボ
ス
と
対

に

り
合
え
る

 
そ
し
て
風
を

れ
る
武

が
あ
る
以
上
シ
ス
テ
ム
的
に
も
刃
⻯
の
攻
撃
は
再
現
出
来
る

の
で
は
と

そ
う

え
た
ら
し
い

イ
メ

ジ
は
一

攻
撃
を
そ
の
身
に

け
て
い
る
以
上

ま

て
い
る
か
ら
問

無
い
し
シ
ス
テ
ム
的
に
風
の
刃
そ
の
も
の
に
攻
撃
判
定
が
あ
る
事

を
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
は
同
じ
事
を
自
身
が
し
て
も
同
じ
よ
う
に
ダ
メ

ジ
は

出
さ
れ
る
に

違
い
な
い

ド
ス
キ
ル
や
ボ
ス
補
正
が
無
い
に
し
て
も

の
ス
テ

タ
ス
や
武
器
の
攻

撃
力
の
高
さ
で
補
え
る

 
故
に
彼
は
自
力
で
風
の
刃
を
放
て
る
よ
う
に
す
る
事
を
刃
⻯
達
と
の
戦
い
ま
で
の
目

標
と
し
た

手
と
同
じ
攻
撃
が
可
能
に
な
れ
ば
対

法
も

え
ら
れ
る
か
ら
だ

 
し
か
し
彼
は
こ
の
時
点
で

く
事
に
な
る

 
一

攻
撃
を

け
た
以
上
理

は
分
か
る
の
だ
が

で
再
現
す
る
以
上
は
理

よ
り

も
イ
メ

ジ
の
方
が
問

と
な
る

 
だ
が
彼
は
ど
ち
ら
か
と

う
と
理

・
理
論
を

む

向
に
あ
り
フ
ワ

と
し
た
も
の
を
一
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か
ら

え
出
す
事
を
苦
手
と
し
て
い
た

イ
メ

ジ
を
独
自
に
作
り
上

る
事
が
苦
手
だ

た
の

だ 
こ
れ
は
多
分

い

か
ら
文
学
は

論
ア
ニ
メ
や
ゲ

ム
と
い

た
サ
ブ
カ
ル
チ

へ

ど
触
れ
て
来
な
か

た
事
が
原
因
だ
ろ
う

ゲ

ム
で
は
風
の
刃
な
ん
て
ポ
ピ

ラ

に
も

程
が
あ
る
の
に

そ
れ
の
イ
メ

ジ
で

く
時
点
で
明
ら
か
だ

 

の

い
に
ユ
イ
ち

ん
や
シ
ノ
ン
さ
ん
よ
り
⻑
け
て
い
る
の
も
実
の
と
こ
ろ
リ
ア

ル
で

て
い
た
武

や

で
の
運

の
仕
方
に

近
い
か
ら

そ
の
経
験
を
活
か
し
て
い

る
か
ら
こ
そ

に
物
に
出
来
て
い
る

神
速

動
も
空
を

ぶ
の
も

ど
ち
ら
も

を

し
て
い
る
時
の
経
験
が
あ

た
か
ら

 
し
か
し

風
の
刃

は
違
う

 
そ
れ
は
攻
撃
を

け
た
だ
け
で
実

に
出
来
た
事
は
無
い
し

覚
的
に
見
え
る
形
で
見
た
事

も
無
い

斬
撃
を

ば
す
な
ら

ニ

ク
ス
ラ

シ

で
あ
る
し
武
器
を
不
可

に
す
る

の
も
槍
の

先
に

重
に
も

わ
せ
行

た
事
が
あ
る
が
風
を

い
斬
撃
に
し
て

ば
し
た
事

は
無
い
の
だ

 
地
面
を
焦

に
変
え
ら
れ
た
の
は
一

け
た
か
ら
で
も
あ
る
が
ア
レ
は
地
面
の
認
識
を
変
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え
る
だ
け
で
良
い
か
ら

極
論

な

や
地
面
を

け

原
と
暗
示
す
る
だ
け
で
良

い

そ
れ
も
そ
れ
で

し
い
と
思
う
が

 
反
面
風
の
刃
は
一

作
り
上

る
に
も
そ
の

さ
か
ら

は

論

ば
す
ま
で
の

過
程
を

る
必
要
が
あ

た

そ
し
て
キ
リ
ト
個
人
で
風
の
刃
に

体
的
な
イ
メ

ジ
を
持

た
せ

さ
や

と
い

た

か
な
部
分
す
ら
も

え
る
の
で
は
な
く
風
の
刃
と

い
う
イ
メ

ジ
の
中
に
取
り

ま
せ
る
必
要
が
あ
る

 
分
か
り
や
す
く

え
ば

風
の
刃

と

い
た
だ
け
で

あ
あ

あ
あ
い
う
の
か

と
思
う

様
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
目
に
見
え
る
形
で
焦

を
識

た
か
ら
彼
は
容

く
再
現
出
来
た
が
目
に
見
え
な
か

た
か
ら
こ
そ
苦
戦
し
て
い
る
の
で
あ
る

彼
は
今
そ
れ
が
出
来
な
い
で
い
る
状

す
な
わ
ち

そ
れ
ぞ
れ
が

離
し
て
い
る
の
だ

 
ゲ

ム
の
魔
法
で
あ
り
が
ち
な
風
の
刃
は
色
が
付
い
て
い
る
し

果
も
ハ

キ
リ
と
し

て
い
る
か
ら
イ
メ

ジ
と
し
て
持
ち
や
す
い
の
だ
が
今
回
彼
が
体
験
し
た
モ
ノ
は
不
可

で
あ

る
か
ら
イ
メ

ジ
だ
け
で
再
現
し

い
ら
し
い

 
結

問

な
の
は
イ
メ

ジ
だ

理

・
理
論

な
彼
が
ど
れ
だ
け
一
人
で

え
た
と
こ
ろ
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で
イ
メ

ジ
と
い
う
あ
や

や
な
モ
ノ
を

め
る
事
は

し
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

不
可

能
で
は
無
い
が

不
向
き
な
彼
が
一
人
で

る
の
は
極
め
て
非

的
と

え
よ
う

 
な
ら
風
の
刃
に
つ
い
て
の
イ
メ

ジ
を
持

て
い
る
で
あ
ろ
う
あ
た
し
か
ら
話
を

け
ば

い
い
と
思
い
付
い
た
ら
し
い

 
理
由
は

論
あ
た
し
が
魔
法
の
あ
る
ゲ

ム
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
風
妖
精
シ
ル
フ
を

ん
で
い

る
か
ら

更
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
話
を
し
た

あ
た
し
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
も
話
し
て
い
た
か
ら
だ

 
あ
た
し
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
シ
ル
フ

一
の
魔
法
剣
士
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

 
リ
ア
ル
で
武
道
に

倒
し
て
い
る
以
上

近
戦
も
得
意
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は

回

不
可
能

と

え
る
魔
法
が
存
在
し
て
い
る
た
め
そ
れ
ら
へ
の

を
深
め
て
い
た

ま
た

み
の
パ

テ

は

ど
突
撃
思

の
者
ば
か
り
で
回
復
・

が
足
り
な
か

た
の
で
そ
ち
ら
も
得

意
に
な

て
い
る

そ
の
結
果

近
戦
は

論
攻
撃
・
回
復
・

魔
法
も
万
全
に
使
い
こ
な

す
魔
法
剣
士
と
し
て
の
シ
ル
フ

リ

フ

が

生
し
た
の
で
あ
る

 
そ
の
事
を
以
前
話
し
て
い
た
た
め

彼
は
あ
た
し
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
魔
法
に
つ
い
て
話
を

き

少
し
で
も
イ
メ

ジ
を

め
よ
う
と

え
た
ら
し
い

な
る

ど
魔
法
に
つ
い
て
知
り
た
か

た
の
は
そ
う
い
う

だ

た
の
ね

確
か
に
魔
法
と



 第九十三章 〜魔法戦士〜

し
て
イ
メ

ジ
を

め
て
い
る
あ
た
し
か
ら
話
を

け
ば
あ
る
程

果
も
あ
る
と
思
う

 
で
も

と
あ
た
し
は
そ
こ
で

根
を
寄
せ
る

覚
的
な
情
報
が
無
い
以
上
イ
メ

ジ
を

め
る
の
は

し
く
な
る

時
間
が
掛
か
る
と
思

う
け
ど
良
い
の

斬
撃
を

ば
す
点
は

ニ

ク
ス
ラ

シ

が
あ
る
し
不
可

の
部
分
は
経
験
が
あ
る

か
ら

あ
と
は
そ
れ
ら
を
掛
け
合
わ
せ
る
だ
け
な
ん
だ

で
も

え

と

 
あ
た
し
の
問
い
に

え
て
い
た
キ
リ
ト
は

中
で
ど
う

え
ば
伝
わ
る
か
悩
む
よ
う
に

葉

を

ま
ら
せ
た

 
あ
た
し
も

か
す
つ
も
り
は

無
い
の
で
一
先
ず
彼
の

え
が

ま
る
ま
で
の
間

を
ど

の
よ
う
に
話
す
べ
き
か
思

を
始
め
る

 

こ
の
子
の
場
合
下
手
に
体
的
で
も

的
で
も
ダ
メ
な
の
が

な
の
よ
ね

 
あ
た
し
の
伝
え
方
如

に
よ

て
彼
の
再
現
法
が
変
わ

て
来
る

 
彼
が
今
求
め
て
い
る

風
の
刃

は

ぶ
斬
撃

と

風
に
よ
る
不
可

を
掛
け
合
わ

せ
た

わ
ば
応

技
と

え
る
も
の

変
な
風
に
伝
え
る
と
今
後
の
成
⻑
の

に
な
り
か
ね
な

い
か
ら

重
に
話

を

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
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本
来
な
ら
あ
く
ま
で
あ
た
し
は
助

者
と
い
う
立
場
な
の
で
こ
こ
ま
で
気
を

う
必
要
は

無
い
か
も
し
れ
な
い

実

自
分
で
も
過
保
護
な
自
覚
は
あ
る

 
そ
れ
で
も
彼
が
生
き
る
一
助
と
な
り
得
る
の
で
あ
れ
ば

そ
し
て
そ
れ
が

の
部
分
で
あ

れ
ば

の
事

面
倒
を
見
た
い
と
思
う

武
道
の
師
と
し
て
も
そ
し
て
桐

谷
直
葉
と

し
て
も

 

い
に

え

み
始
め
て
か
ら

く
し
て

義
弟
が

を
上

て
こ
ち
ら
を
見
た

上
手
く

え
な
い
け
ど
目
に
見
え
な
い
モ
ノ
で
攻
撃
す
る

て
い
う
感
覚
が
イ
マ
イ
チ
分
か

ら
な
い

今
ま
で
の

は
全
部
物
理
的
に
攻
撃
し
て
ば
か
り
い
た
か
ら

む

 
悩
ん
で
い
た

に
は
ま
だ

体
性
の
欠
け
る

葉
だ
が
確
か
に
義
弟
の
悩
み
の
根
幹
は
そ
う

い
う
事
に
な
る

や
は
り
ア
ニ
メ
や

ゲ

ム
と
い

た
サ
ブ
カ
ル
チ

へ
触
れ
て
い
な

い
事
が
想
像
力
を

し
く
し
て
し
ま

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
加
え
て
初
め
て
触
れ
た
ゲ

ム
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う
魔
法
が

さ
れ
た
世
界

 
デ
ス
ゲ

ム
に
な

て
か
ら
は
シ
ス
テ
ム
的
な

面
の
論
理
へ
の
理
解
を
深
め
た
せ
い
で

に
理

に
合
わ
な
い
現

へ
の
理
解
の

し
さ
を
増
し
て
し
ま

て
い
る

理
論

は
オ
カ
ル
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ト
を
苦
手
と
す
る
が

彼
の
場
合
そ
れ
は
感
情
面
で
は
無
く
想
像
面
の
方
が
問

だ

 
ケ
イ
タ
と
や
ら
の
遭
遇
戦
で
の
話
を

い
た
が
彼
は
氷
の
六
花
を
以
て
攻
撃
を

い
だ
と
い

う

そ
れ
は
氷
の

さ
と
そ
の
力
を
持

た
盾
と
い
う
事
物
が
イ
メ

ジ
を

め
た
の
だ
と
思

う

加
え
て
物

と
し
て

覚
的
な
情
報
が
あ
る
事
が

い
や
す
さ
を
助
⻑
し
て
い
る

 
し
か
し
風
は
無
形
な
上
に
不
可

焦

へ
変
え
る

に

い
ら
れ
た

よ
り
も
よ

ど

い

い
と

え
る
だ
ろ
う

行
や

動
で

わ
れ
て
い
る
の
は

で
の
経
験
が
あ
る
か
ら
こ

そ 
経
験
が
あ
る
か
ら
ど
う
に
か
出
来
て
い
た
の
で
あ
り

未
経
験
の
部
分
に
な
る
と
て
ん
で
ダ

メ

経
験
は

論

体
的
な
理

的
な
イ
メ

ジ
が
そ
れ
ぞ
れ
追
い
付
い
て
い
な
い
か

結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

 

あ
と
一

し

と
い

た
と
こ
ろ
な
の
ね

 
こ
の
子
は
他
者
の
結
果
を
見
て
学
び
自
分
な
り
に
解

し
て
成
⻑
す
る
性

を
持
つ

故
に

に
も
似
て
い
な
が
ら

と
も
似
て
い
な
い
結
果
を

き
出
す

 
そ
の
性

が
今
回
は
災
い
し
て
い
る
と

え
る
だ
ろ
う

自
力
で
イ
メ

ジ
を

め
ら
れ
な
い

の
は
中

命
的
と

え
る

一

出
来
れ
ば
後
は
問

無
い
が
や
は
り
最
初
の
切

掛
け
と
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い
う
も
の
が
無
い
以
上

し
い
ら
し
い

 

ニ

ク
ス
ラ

シ

の
存
在
と
経
験
で

ぶ
斬
撃
そ
の
も
の
へ
の
イ
メ

ジ
は
あ

る 
風
を
以
て
武
器
を

す
事
も

う
事
も
出
来
て
い
る

 
問

は

ぶ
斬
撃
そ
の
も
の
を

風

に

き
換
え
る
事
が
出
来
て
い
な
い
事

風
の
圧

さ
を
持

た
空
気
の
断
層
を
作
る
と
い
う
イ
メ

ジ
を
練
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

 

で
も

そ
れ
は
少
し

な
気
が

 
し
か
し
そ
れ
は

か
お
か
し
い
論
に
な
る

問
が
あ
る
の
だ
け
ど

い
い

な
に

現
実
に

い
て
も
風
の
刃
が
あ
る
事
は
知

て
る

 

て
呼
ば
れ
て
る
ん
だ
け
ど

か
ま
い
た
ち

い
や

知
ら
な
い

 
そ
う

え
ら
れ
て
あ
あ
知
ら
な
い
な
ら

然
か
と

の

に

い
て
い
た
疑
問
に

得

す
る

 
か
ま
い
た
ち
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そ
れ
は
妖

の
名
前
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が

実

現
実
に

こ
り
得
る
自
然
現

だ

 
理

と
し
て
一
定
の
空
間
内
に
お
け
る
極

の
気
圧
変
化
に
よ

て
発
生
す
る

そ
の
気
圧
変

化
は
空
気
の
断
層
と
な
り

人
体
に
触
れ
る
と

い
切
り
傷
を
負
わ
せ
る

 
気
付
け
ば
見
え
な
い
刃
に
斬
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
恐
れ
を
呼
ん
だ
事
で
妖

と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な

た
と
い
う
話
が

の
由
来
で
あ
る

別
名
風
の
妖

だ

 
ち
な
み
に
こ
の
現

で
出
来
た
切
り
傷
で
の
出
血
は
極

に
少
な
い
事
で
知
ら
れ
る

一
説
に

よ
れ
ば
刃
物
に
よ
る
強
引
な

破
壊
と
異
な
り
空
気
断
層
に
よ
る

は
切
断
面
が
異
常
に

で
あ
る
か
ら
ら
し
い
が

実

の
と
こ
ろ
本

か
は
知
ら
な
い

そ
ん
な
事
が

こ
る
の
か

え
え

ち
な
み
に
こ
の

は
人

的
に

こ
す
事
が
理
論
上
可
能
よ

剣
を
振

た
時
に
風

を
切
る

が

こ
え
る
で
し

 
剣
を
振
る
速

を
極
限
ま
で
高
め
れ
ば
剣
の

さ
や
対

の

に

無
く
切
断
出
来
る
と
ま
で

わ
れ
て
い
る
の
そ
れ
は
剣
の

の
空
気
圧
が

常

で
な
い
速

で
変
化
し
て
空
気
の
断
層
を
生
み

く

い
風
の

を

る
か
ら

は

そ
う
い
う
理

で
出
来
て
い
る
の
よ

多
分

あ
の
刃
⻯
が
放

た

風
の
刃

も
ね

 
魔
法
を
語
る

な
の
に

を

に
出
し
て
理

を
語

た
の
は
彼
が
理
論

の

だ
か
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ら

こ
こ
ま
で
説
明
す
れ
ば
彼
は

で
も
剣
に

わ
せ
る
形
で
風
の
刃
を
完
成
さ
せ
る
だ
ろ

う 
問

は
そ
れ
を

ば
す
事
だ

 
今
語

た
内
容
だ
け
で
は
彼
に
出
来
る
の
は
精

剣

の

力
の

上

と
リ

チ
を
⻑
く

す
る
事
だ
け

最
終
目
標
で
あ
る

ぶ
斬
撃

に
は
至
ら
な
い

今
の
理

を

い
た
ら
キ
リ
ト
も
多
分
刃
に
風
を

わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
風
魔
法
を
話
す
わ
ね

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

は
い

よ
ろ
し
い

 
そ
の
た
め
に

今

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
風
魔
法
に
つ
い
て
語
る

 
リ
ア
ル
と
同
じ
よ
う
に
弟
子
と
し
て
教

を
願
う
義
弟
の

し
出
に
気
を
良
く
し
な
が
ら
応
え

た
後

あ
た
し
は
自
分
が
知
る
限
り
の
風
魔
法
に
つ
い
て
語

た

 
前

と
し
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
同
じ
様
に
属
性
が
存
在
し
て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
違

て
魔
法
が
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
武
器
に
よ
る
攻
撃
は

物
理
属
性
と
呼
ば
れ
て
い

る

こ
れ
は
斬
突
打

の
四
属
性
の

称
で
あ
り
そ
の

い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と

変
わ
ら
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な
い

 
そ
し
て
あ
た
し
が
語

た
風
魔
法
を
始
め
と
す
る
魔
法
系
は

魔
法
属
性
と

称
さ
れ
て
い

る

あ
た
し
は
や
や
こ
し
い
の
で
使

て
い
な
い
が
非
物
理
属
性
と
い
う
別
の
呼
び
方
も
あ
る

 
魔
法
属
性
は

水

風

地

氷

聖

闇
の
八
つ

属
性
の
数
だ
け
魔
法
も
多

に

て
い
る

ま
た
複
数
の
属
性
魔
法
の
ス
キ
ル
値
を
一
定
以
上
に
す
る
事
で

得
可
能
な
複
合

魔
法
と
い
う
も
の
も
あ
る

 
そ
し
て
魔
法
に
は

と
い
う
も
の
が
存
在
す
る

い
方
か
ら

に
下

中

上

の

三
つ
だ

い
方
が
マ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
消

が
少
な
く

果
も

い
が
発
動
に
必
要
な

は

く
済
み
高
け
れ
ば
そ
の
逆
と
な
る

ち
な
み
に
複
合
魔
法
は
現
状
中

以
上
で
し
か
確
認
さ

れ
て
い
な
い

 
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

に
は

に
よ

て
も

つ
か
魔
法
が

分
か
れ
し
て
い
る

え
ば

追

性
能
が
高
い
が

体
追

だ

た
り
追

性
能
は

い
が
弾
数
は
複
数
だ

た
り
あ
る

い
は

攻
撃
だ

た
り
な
ど
で
あ
る

 
無
論
そ
れ
ぞ
れ
同
じ

だ
と
し
て
も

果
に
よ

て
消

や

力
が
異
な

て
い
る
の

で
十
把
一
絡

に
は

え
な
い
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と
戦
況

己
の

速

と

残

を

み

最

な
魔
法
を

出
来
る
者
こ
そ
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
重
宝
さ
れ
て
い
る

ま
た
カ
バ

が
広
く

性
に

ん
で
い
る
な
ら

良

い

回
復
魔
法
を

え
る
な
ら

う
に

ば
ず
で
あ
ろ
う

 
シ
ル
フ

一
の
プ
レ
イ

と
呼
ば
れ
る
だ
け
あ
り
あ
た
し
も
魔
法
の

は
深
く
ま
た
あ

る
理
由
か
ら
あ
た
し
は
風
以
外
も

め
た
魔
法
で
知

て
い
る
事
の
全
て
を
キ
リ
ト
に
語

て

か
せ
た

 
風
以
外
を
教
え
た
事
に
も
理
由
が
あ
る

 

え
ば
複
合
魔
法

 
ポ
ピ

ラ

な
も
の
で

え
ば

と
水
属
性
の
衝
突
に
よ
る

系
超
高

気
魔
法
や

と

風
属
性
の
同
時
発
生
に
よ
る

系
火

旋
風
魔
法
な
ど
が
あ
る

前
者
で
ダ
メ

ジ
を
引
き

こ
せ
る
か
は

か
疑
問
だ
が
少
な
く
と
も
後
者
の
火

旋
風
は
確
実
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
再
現
出
来

る
し

ダ
メ

ジ
を
見

め
る
だ
ろ
う

風
の
刃
を
放
ち
た
い
か
ら
風
魔
法
を
知
り
た
い
と

て
い
る
と
は

え
本

に
そ
れ
だ

け
し
か
教
え
な
い
と
い
う
の
は
非
常
に

体
無
い

ま
だ

が
あ
る
今
の
内
に
教
え
ら
れ
る
だ

け
教
え
て
お
い
た
方
が
良
い
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水
を
勢
い
よ
く

き
付
け
れ
ば
鉄
板
を

り

き
超
圧

し
て
放
て
ば
切
断
さ
せ
る

力
を

誇
る

そ
れ
ぞ
れ
鉄

水
や
ウ

タ

カ

タ

で
知
ら
れ
る
現

だ

 

は
上
か
ら

で
圧
し

し
た
り
あ
る
い
は
下
か
ら
打
ち
上

た
り
横
か
ら

み

ん

で
自
由
を
奪

た
り
も
可
能
だ
ろ
う

こ
れ
は
氷
も
同
じ

 
だ
か
ら
識
る
事
は
全
く
以
て
無

で
は
な
い

知
識
は
無

に
な
ら
な
い
と

う
が
キ
リ
ト

の
場
合
だ
と
そ
の

葉
は
正
に
的
を

て
い
る

知

て
い
れ
ば
い
る
程
に
想
像
力
を

ら
ま
せ

戦
術
の

を
指
数

数
的
に
広

る
事
が
出
来
る
か
ら
だ

 
要
は
知
識
も
使
い
様
と
い
う
事

そ
の

性
や
フ

ン
タ
ジ

面

れ
る
魔
法
は
キ
リ
ト

の

と

性
が
非
常
に
良
い
の
で
あ
る

 

と
い
う
理
由
も
あ
り
意
欲
に

れ
る
弟
子
に
感
化
さ
れ
た
事
で
あ
た
し
も

方
ぶ

り
に
教

の

意
に
火
が
付
き
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
見
て
来
た
様

な
魔
法
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
で
見
て

来
た
ア
ニ
メ
の
現
実
的
で
な
い
現

に
つ
い
て

と

む
事
無
く
語

た

  
魔
法
に
つ
い
て
の
教

で

の
鍛
練
の
時
間
を

や
し
た
あ
た
し
達
は
そ
れ
で
も
あ
る
程

の

足
感
を
得
て

地
点
へ
と

た

に

日
は
上
る
時
間

だ
か
ら
か
全

が
目
を
覚
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ま
し
て
い
た

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
作

た
サ
ン
ド
イ

チ
と
キ
リ
ト
が

で
作

た
ス

プ
を
食
べ
て

食
を

終
え
た
後

あ
た
し
達
は

速
探
索
を
開
始
し
た

 
こ
の

浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト

エ
リ
ア
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
北

に

し
て

い
る

 
そ
し
て
あ
た
し
達
が

を
し
て
い
た
の
は
こ
の
エ
リ
ア
に
来
た
時
に

た
大

か
ら
見

て
北
に
あ
る

穴
を
進
み
更
に
北
へ
突
き

け
た
最
北

の
浮
遊

の
一
つ

浮

の
一
つ
一

つ
は
最
大

の

と
同
一
と
思
し
き
⻘
黒
い

の

で
繋

ら
れ
て
お
り

動
の

に

は
そ
れ
を

て
い
く
事
に
な
る

 
無
論
そ
の

動
は
決
し
て
安
全
な
も
の
で
は
無
い

で
繋
が
れ
た
浮

の
大
き
さ
に
よ

て
は
Ｍ
ｏ
ｂ
が

し
て
い
る
事
も
あ
る
し

そ
れ
ら
が

を

る
事
も
あ
る

 
そ
し
て
空
を

ぶ

⻯
や

人
が
襲
い
掛
か

て
来
る
事
も
あ
る

実

日
は

穴
を

け

て
か
ら
も

か
遭
遇
し
て
お
り
そ
の

に
キ
リ
ト
が
⻑
弓
で
ユ
イ
ち

ん
が
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
で
サ
チ
さ
ん
が
槍
の
投

で
応
戦
し

離
を
取

た
ま
ま

撃
し
て
い
た

結
果

ど
の
戦
い
も
無
傷
で
終
え
て
い
る
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遭
遇
す
る

に

の
数
は
変
わ

て
い
た

一
体
の
時
も
あ
れ
ば
一

に
五
体
の
時
も
あ
る

キ

ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
し
て

探
索
二
日
目
の
最
初
の
戦
闘
は

一
体
の

人
種

ハ

ピ

が

手
だ

た

離
に
し
て
ま
だ
二
十
メ

ト
ル
近
く
あ
る
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の

の
探
知

は
異

様
に
広
い
ら
し
く
か
な
り

離
が
あ

て
も

に
感
知
さ
れ
て
し
ま
う

 
更
に
足
場
の
無
い
空
に
い
て

あ
た
し
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
よ
う
な

な
近

型
の
プ
レ
イ

に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
観
を

え
る
と
む
し
ろ
遠

離
攻
撃
手

を
持

て
い
る
者
の
方
が
少
な
い
の

で
こ
れ
が

な
の
だ
が
実

直
面
す
る
と
悔
し
さ
は
あ
る

命

け
の
戦
い
で
は
出
来
な

い
方
が
悪
い

の
だ
か
ら

実
験
し
た
い
事
が
あ
る
か
ら

一
人
で
ア
レ
は
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
か
な

 
非
対
応
の
レ
ン
ジ
で
も
備
え
は
し
て
お
く
べ
き
な
の
で
義
弟
に
鍛
え
て
も
ら

た

の
刀
身

を
持
つ
⻑
刀
を

い
て
構
え
た
と
こ
ろ
で

キ
リ
ト
が
そ
う

て
来
た

 
一

ユ
ウ
キ
さ
ん
達
と

線
を

わ
せ
る

 

と
な
く

最
終
決
定
は
あ
た
し
が
す
る
べ
き
だ
と
眼
で
伝
え
ら
れ
た
気
が
し
た
の
で

近
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寄

て
来
る
ハ

ピ

を
一

し
て
か
ら
キ
リ
ト
を
見
る

無

だ
け
は
し
な
い
で
よ

了
解

あ
り
が
と
う

 
あ
た
し
達
の
意
見
を

し
た

葉
を
投

る
と

彼
は
快
活
に

い

ノ

モ

シ

ン
で

に
浮
き
上
が

た

 
そ
の
ま
ま
ハ

ピ

の
方
へ
体
ご
と
向
き
直

た
彼
は
無
手
の
ま
ま

か
ら

び
出
し
て
い

く
え

ち

で
剣
を

か
な
い
の
さ

多
分
見
て
い
れ
ば
分
か
る
と
思
い
ま
す

 
剣
を
持
た
ず
に

び
掛
か
る

を
見
て
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
や
や
動
揺
す
る
も
ユ
イ
ち

ん
が
す

ぐ
に

ち

か
せ
た

横
目
で
確
認
す
れ
ば
心
配
そ
う
で
は
あ
る
が
不
安
を

い
て
い
る
よ
う
に

は
見
え
な
い

恐
ら
く
地
面
を
焦

に
変
え
た
と
こ
ろ
を
直
に
見
た
か
ら
そ
れ
に
近
い
事
を
す

る
と
経
験
的
に
分
か

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
の
予
想
は

八

方

た

て
い
る
と

え
る

 

残
り
の
二

は

攻
撃
方
法
に
あ
る



 第九十三章 〜魔法戦士〜

 
今
ま
で
彼
が
し
て
き
た
攻
撃
行
動
は
彼
自
身
が

て
い
た
よ
う
に
直

的
な
物
理
攻
撃
手

ば
か
り

属
性
の
力
も
物

的
な
モ
ノ
に

ど
依
存
し
て
い
た

焦

も
地
面
に
依

存
す
る
し

風

や

な
ど
も
武
器
に

わ
せ
る
よ
う
に

武
器

に
依
存
し
て
い
る

不
可

の
風
の
斬
撃
の
よ
う
に
彼
は
無
か
ら

か
を
発
生
さ
せ
る
イ
メ

ジ
を
苦
手
と
し

て
い
る
の
だ

そ
れ
を
補
う
よ
う
に
物

に

わ
せ
る
よ
う
イ
メ

ジ
し
て
こ
れ
ま
で

り
切

て
来
た

 
無
論
そ
れ
も
無

で
は
無
い

 
だ
が
非

的
で
は
あ
る

そ
も
そ
も
苦
手
と
し
て
い
る
分

で
あ
り
な
が
ら
彼
が
最
初
に

に
見
出
し
た
運

方
法
は
虚
空
へ
の
武
器
の

そ
れ
が
出
来
て
い
る
の
だ
か
ら
不

可
能
な
事
で
は
無
い
の
で
あ
る

 
だ
か
ら
あ
た
し
が
し
た
事
は
魔
法
の

果
や
イ
メ

ジ
の
説
明
を
使

て
そ
の
苦
手
を
克

さ
せ
る
事

 
一
時
間
弱
だ
け
で
は
克

に
は
至
ら
な
か

た
が
そ
れ
で
も
一
定
の
成
果
は

ら
れ
た
と
あ

た
し
は
見
て
い
る

 
そ
の
成
果
が

ハ

ピ

に
肉

し
た
キ
リ
ト
の
攻
撃
に
あ

た
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彼
は

ゼ
ロ

離
に
ま
で

め
た
と
こ
ろ
で
ハ

ピ

に
よ
る

の

の
引

掻
き
攻

撃
を

け
た

し
か
し
彼
は
そ
れ
を

だ
け
で

け
止
め
る

 
喰
ら

た
の
で
は
な
く

止
め
た
の
だ

更
に

え
ば
ダ
メ

ジ
も
ゼ
ロ
で
あ
る

 
無
論
彼
は
盾
を

備
し
て
い
な
い

備
し
た
と
こ
ろ
で
盾
は

ダ
メ

ジ
を
大

に

す

る
だ
け
で
ノ

ダ
メ

ジ
に
は
な
ら
な
い
か
ら

逆
説
的
に

備
し
て
い
な
い
事
に
な
る
の
だ

 
理
由
は

ハ

ピ

の

が
彼
の
ア
バ
タ

に
届
い
て
い
な
い
か
ら

 

を

ん
で
い
る
の
は
不
可

の

空
気
の
断
層

す
な
わ
ち

風

今
ま
で
攻

撃
と

動
に
し
か
使
わ
な
か

た
風
を
彼
は
変

自
在
の
不
可

の
盾
と
し
て
運

す
る

よ
う
に
な

た
の
だ

 
⻯
が

く
ブ
レ
ス
に
対
抗
す
る

に
使
う
と
い
う
経
験
を
持

て
い
れ
ば
も

と

く
に
使

え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
そ
の
経
験
が
あ

た
と
し
て
も

を

う
程
の
盾
と
し
て
使
う
ま

で
に
は
至
ら
な
か

た
だ
ろ
う

こ
れ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
風
属
性
の

魔
法
に
つ
い
て
語

た
の
が

を

し
た
結
果
だ

 
風
の
刃
を

ば
す
魔
法
以
外
に
も
語

た
事
が

く
も
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る

吹
き

べ
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の

を
風
を

た

に
弾
か
れ
隙
を
晒
し
た

人
に
彼
は
同
じ
く
風
を

わ
せ
た

で
大
き
く

を

り
上

た

が

人
の

を
打
ち

く
と
同
時
数
十
メ

ト
ル
離
れ
た

こ
ち
ら
に
ま
で

こ
え
る
程
の

が

く

に

わ
せ
て
い
た
風
を
一
気
に

か
ら
先
へ

発
さ
せ
た
た
め
だ

現
実
で
あ
れ
ば

が
裂
け
て
い
る
に
違
い
な
い

だ
が
仮
想
世
界

だ
か
ら
こ
そ
出
来
る

業
だ
ろ
う

 
そ
の
重
い
一
撃
を

け
た

人
は

の
よ
う
に

高
い
悲
鳴
を
上

て

け
反

た

人
の

は
そ
の
一
撃
だ
け
で

れ
る

ま
だ
ま
だ

 
残
り
体
力
が

と
な

た

に
反
撃
さ
せ
る

を
与
え
な
い
よ
う

キ
リ
ト
は
回
し

り

で
大
き
く

人
を

り

ば
す

こ
ち
ら
へ

ん
で
く
る

道
だ

た

 
数
十
メ

ト
ル
先
か
ら
こ
ち
ら
へ
吹

ん
で
く
る

人
を
見
て

に

ま

て
い
た
ユ
ウ

キ
さ
ん
達
も
身
構
え
る

 
し
か
し
最
初
に
こ
ち
ら
に

り

い
た
の
は
キ
リ
ト
だ

た

風
を
上
手
く

て
行
き
よ
り

も
高
速
で

て
来
た
の
だ

 
彼
の

手
に
は

時
の
間
に
か
大
刀
が
握
ら
れ
て
い
る
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斬
り
裂
く

 
そ
の
大
刀
を

背
後
に
近
付
い
て
来
る

人
へ
向
き
直
り
様
に

へ
一
閃

 
す
る
と

人
の

体
が
上
下
に
分
か
れ
た

明
ら
か
に
刀
身
の
間
合
い
の
外
に
い
た

人
を

ニ

ク
ス
ラ

シ

の
よ
う
な
斬
閃
も
無
し
に
斬

た
と
な
れ
ば

そ
れ
は
不
可

の
斬

撃
を

ば
し
た
事
に
他
な
ら
な
い

ど
う
や
ら
魔
法
を

き
に
来
た
理
由
で
あ
る
第
一
目
標
は
達

せ
ら
れ
た
よ
う
だ

 
最
終
目
標
は
ノ

モ

シ

ン
で
イ
メ

ジ
を

現
化
さ
せ
る
事

 
し
か
し
そ
れ
は
流

に

し
い
の
で
現
状
は
モ

シ

ン
有
り
で
確
実
に

こ
せ
る
事
を
目

指
し
て
い
た

ま
だ
回
数
が
少
な
い
か
ら
確
実
と
い
う
部
分
を

た
せ
て
い
る
か
は
分
か
ら

な
い
が
こ
の
分
だ
と
そ
う
遠
く
な
い
内
に
魔
法
の
イ
メ

ジ
を
流

し
た
戦
闘
ス
タ
イ
ル
を
確

立
さ
せ
る
だ
ろ
う

 

正
直

こ
こ
ま
で
一
気
に
成
⻑
出
来
る
と
は
思

て
な
か

た
ん
だ
け
ど

 
魔
法
の
話
を
し
た
の
は

の
鍛
練
時
間
で
あ
る
約
一
時
間
弱

そ
の
間
は
ず

と
話
し
て
い
た

だ
け
で

実
は
一

も

戦
闘
を
し
て
い
な
い

 

圏
外

と
い
う
事
も
あ

て
無
手
し
か
出
来
な
い
事

ま
た

の
保
護
が
無
い
状

だ
と
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キ
リ
ト
の
方
が

り
気
で
は
無
か

た
事
か
ら

本
的
な
動
き
の
型
の
復

を
し
よ
う
と
し
て

い
た

圏
内

に

た
時
に
す
れ
ば
い
い
と
判
断
し
て
今
日
は
持
ち
越
し
た
の
だ

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
は
一

も
魔
法
の
話
を

い
て
か
ら
実

に
使

た
事
が
無
か

た

 
そ
れ
な
の
に
こ
の
練

こ
の

時
間
で
こ
こ
ま
で

く
な
る
と
は
少

予
想
外
で
あ
る

 
と
な
れ
ば
恐
ら
く
こ
れ
は
別
の
経
験
を
流

し
て
い
る

空
を

ん
だ
状

で
の
戦
闘

は

時
の
も
の
に
違
い
な
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
空
中
戦
闘
の
レ
ベ
ル
な
ら
ト

プ
ラ
ン
ク
と

文

無
し
に

わ
れ
る
程
の

ら
か
さ
だ

た

 

現
実
の

で

ど
こ
ま
で
あ
の
子
は
経
験
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
彼
は
一
つ
の
事
に

れ
る

ま
で
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る

 
あ
そ
こ
ま
で
の
レ
ベ
ル
へ
至
ら
せ
て
い
る
と
な
る
と
生

な
時
間
を
要
し
て
は
い
ま
い

あ
の

子
は
確
か
に
経
験
を
別
の
事
に
活
か
せ
る
だ
け
の
器

さ
が
あ
る
が
そ
の

地
を
育
て
る
に
は

他
の
人
の

十

の
時
間
を
掛
け
る
必
要
が
あ
る
の
だ

無
論
一

一

で

得
出
来
る

も
無

し 
あ
た
し
が
そ
れ
を
気
に
す
る
の
も

に

え
て

あ
り
得
な
い
か
ら
だ

 

は
機

加
え
て

同
士
の
戦
闘
と
も
な
れ
ば

本
的
に

専

の

火
器
や
近

武
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器
を

い
る
事
に
な
る

だ
か
ら

の
経
験
と

う
の
は

本
的
に
武
器
を
使

た
も
の
で
あ

る
と

え
る

 
し
か
し
あ
の
子
は

武
器
を
使

て
で
な
く

無
手
で
の
空
中
戦
闘
に

れ
て
い
た

 
武
道
の
師
を
し
て
い
て

つ
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
空
中
戦
闘
を
疑
似
的
に
経
験
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

分
か
る
が

武
道
に

じ
て
い
る
と

て
も
い
き
な
り
空
中
で
そ
れ
が
出
来
る

で
は
無
い

重
い
一
撃
を
加
え
る
に
は

み

み
と
強
い

ん

り
の

方
を

か
せ
る
必
要
が
あ
る
が
空

中
戦
闘
で
は
ど
ち
ら
も
出
来
ず
中

一
撃
を
加
え
ら
れ
な
い

風
を

て

ん

り
を

か

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
に
し
て
も
あ
そ
こ
ま
で
重
い
一
撃
を

ら
か
に
放
つ
事
は
初
め
て
の
状

だ
と
ま
ず
不
可
能

 
そ
れ
な
の
に
や

て
み
せ
た
の
だ
か
ら
気
に
な
り
も
す
る

 
せ
め
て
あ
の
子
の

が
ど
ん
な
も
の
か
知

て
い
れ
ば
と
も
ど
か
し
く
思
う

武
器
は
知

て
い
る
が
そ
の

い
の
正
確
な
状

ま
で
あ
た
し
は
知
ら
な
い

あ
の
黒
コ

ト
を

て
い

る
事
は
知

て
い
る

 

の

は

手
足
を
機

の
そ
れ
に

み

大
な
武
器
を

る
も
の
だ

黒
コ

ト

と

て
も
そ
れ
が

て

ま
ら
な
い
理
由
に
は
な
ら
な
い

そ
し
て

大
な
機

の
手
足
は
重
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を
付
け
て
い
る
よ
う
な
も
の

マ
ト
モ
な
体

動
は
出
来
な
い
だ
ろ
う

Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
い
う

性

制

を
以
て
制

し
て
い
る
に
し
て
も

を
極
め
る
事
は
明
白
だ

 

思
え
ば
あ
の
子
が
ど
こ
ま
で
経
験
し
て
い
る
の
か
あ
た
し
は
よ
く
知
ら
な
か

た

け

 
大
ま
か
に
は
現
実
で
過
去

け
た

業

そ
し
て
こ
の
世
界
で
の
経
験
を

き
知

て
い
る

が
実
の
と
こ
ろ
本

に
大

を
知

て
い
る
だ
け
で
ど
ん
な
時
に
ど
ん
な
風
に
戦

た
か
の

は
知
ら
な
い

 
そ
の
知
ら
な
い
部
分
が
今
の

も
な
い
成
⻑
速

の
根
幹
と
な

て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い 
そ
う
し
て
あ
た
し
は
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
部
分
か
ら
目
を

ら
し
た

そ
の
ま
ま
思

を

け
れ
ば
残

な

か
に
思
い
至
り
そ
う
だ

た
か
ら

  
そ
の
後
更
に
彼
は
近
く
を

ん
で
い
た
四
体
の

人
種
ハ

ピ

を

手
に
あ
た
し

達
の
見
守
り
を

け
な
が
ら

風
の
刃

そ
の
他

を
実
験
し
た

 
一
体
は
不
可

の

ぶ
斬
撃
で

断
さ
れ

死
し
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一
体
は
不
可

の
重
圧
で
地
面
に

き
付
け
ら
れ

し

さ
れ

け
て
死
亡
し

 
一
体
は
不
可

の

打
で
一
方
的
に
攻
撃
さ
れ
死
亡
し

 
一
体
は
直

十
メ

ト
ル

の

大
火

に

み

ま
れ

死
し
た

 
以
上
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
魔
法
や
サ
ブ
カ
ル
チ

に
あ
り
が
ち
な
特

技
能
や
魔
法
で
引
き

こ
さ
れ
て
い
た
現

を
彼
が
再
現
し
た
結
果
で
あ
る

し
か
も
彼
は
風
で
空
を

ん
で
い
る
状

で
全
て
行

て
い
た

 
不
可

の
斬
撃
は
剣
を
振
る

て
い
た
の
で

を
再
現
し
た
の
だ
と
す
ぐ
に
分
か
る

 
し
か
し

残
り
三
つ
が
問

だ

た

 
不
可

の
重
圧
は
圧

し
た
風
の

を
上
か
ら

き
付
け
無
理

理

し

し
て
い
た
と

い
う
の
が
タ
ネ
だ

た

離
に

無
く
一
定

を

め
て

す
の
で
エ
グ
い
攻
撃
で
あ

る 
不
可

の

打
は
リ
ア
ル
の
マ
シ
ン
ガ
ン
と
い

た

火
器
の

を
想
定
し
剣
の
切

先
か
ら
放

て
い
た
ら
し
い

火
器
は

の

い
や

で

き

ま
れ
た
知
識
と
し
て

存
在
す
る
の
で

風
を
弾

状
に
圧

し
て
放
て
ば
無
形
の
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン
の
完
成
で
あ
る

や
は
り
エ
グ
い
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最
後
の

大
火

は

あ
た
し
が
話
し
た

系

属
性
上

魔
法
を
参

に
し
た
ら
し

い

し
か
も
原

は
ホ

ミ
ン
グ
し
な
い
の
に
対
し
こ
ち
ら
は
彼
の
イ
メ

ジ
に
よ

て
動
か

さ
れ
る
事
か
ら

を
追

す
る
上
に

弾
し
て

発
し
た
時
に
旋
風
を

き

こ
し
て
火

旋

風
を
疑
似
的
に
発
生
さ
せ
る
コ
ン
ボ
も
あ
る
た
め

更
エ
グ
い
事
に
な

て
い
る

 
し
か
も
あ
た
し
の
魔
法
の
話
を

い
て

え
付
い
た
攻
撃
方
法
は
他
に
も
ま
だ
あ
る
ら
し
い

子

の
想
像
力

れ
な
い
わ
ね

い
や
ホ
ン
ト

 
確
か
に

あ
た
し
は
良
か
れ
と
思

て
知
り
得
る
限
り
の
事
を
教
え
た

 
だ
が
あ
た
し
は

精

複
合
魔
法
を
再
現
出
来
れ
ば
し
め
た
も
の
と
思

て
い
た
く
ら
い
で

彼
が
生
存
出
来
る
可
能
性
を
高
め
る
事
を
念

に

い
て
い
た

そ
れ
が
オ

バ

キ
ル
を
平
然

と
す
る
程
の
魔

に
な
る
と

が
思
う
だ
ろ
う
か

最
初
の
一
体
の
時
も
オ

バ

キ
ル
気
味

だ

た
が

今

の
四
体
の
時
は
そ
れ
に
輪
を
掛
け
て

い

 
し
か
も
タ
チ
の
悪
い
事
に
さ

き
の
攻
撃
は
全
て
彼
の
知
識
と
イ
メ

ジ
に
よ

て
な
さ
れ

た
も
の
で

更
に
ま
だ
ま
だ
序
の

で
し
か
な
い

し
ろ
風
と

し
か
使

て
い
な
い
の
だ

残
る
水

氷

地

が
ど
う
い
う
形
で
出
る
か
は
最

あ
た
し
も
全
く
想
像
出
来
な
い

 
光
と
闇
属
性
の
力
を
彼
が

え
る
か
分
か
ら
な
い
が
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ホ
ロ
ウ
で
の
戦
い
を
思
い
出
す
限
り

光
の
力
は
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
け
ど

ね 
思
い
出
さ
れ
る
の
は

死
に

た
キ
リ
ト
が
回
復
結

を
使
う
の
に
合
わ
せ
使

さ
れ
た
回

復
魔
法
の
光
や

高
速
ダ

シ

の

に

て
い
た
光

 
少
な
く
と
も
ス
キ
ル
系
で
は
無
い
よ
う
な
の
で
多
分

に
初
期
か
ら
登
録
さ
れ
て
い

る
武
器
の

れ
か
に
光
属
性
の
力
が
あ
る
の
で
は
と
思
う

⻩
昏
結
界
を
作

て
か
ら
の
光
弾
は

正
に
そ
う
と
し
か
思
え
な
い
要

だ

 
加
え
て
白
黒
一
対
の
片
刃
片
手
剣
を
一
本
の
⻑
剣
へ
と
合
体
さ
せ
て
か
ら
見
せ
た
影
と
思
し

き
攻
撃

最
初
は

暗
黒
剣

の

ド
ス
キ
ル
か
と
も
思

た
が

け
ば
そ
れ
は

刀

限
定
の
ス
キ
ル

合
体
剣
が
片
手
剣
で
あ
る
以
上
矛
盾
し
て
し
ま
う

 
だ
か
ら
多
分

闇
属
性
の
力
も
あ
る
の
だ
と
思
う

 
そ
し
て
そ
の
カ
ギ
は
恐
ら
く

の
片
刃
片
手
剣
だ
ろ
う

ア
レ
を
使

て
い
る
場
面
を
あ
た
し

は
一

も
見
た
事
無
い
が
彼
も

か
理
由
が
あ

て
使
お
う
と
し
な
い
の
だ
と
思
う

だ
か
ら

光
と
闇
属
性
に
つ
い
て
彼
も
知
り
得
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

 
ま

現
実
的
に
直

を

す
属
性
に
は
思
え
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
も
あ
る
気
が
す
る



 第九十三章 〜魔法戦士〜

け
ど

 

あ
る
い
は

明
剣

が
原
因
な
の
か
し
ら

 
合
体
剣
を
使

て
い
る
時
に
こ
そ
本

発

と
な
る
ら
し
い

明
剣
の

果
は
全
て
の

攻
撃
に

の

力
無

の
バ
フ
を
付
与
し

ま
た
攻
撃

力
の
ダ
メ

ジ
を
引
き
上

る
事

 
そ
れ
は

者
の
覇
者
で
あ
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬

が
使

て
い
た

零

白
夜

と
い
う
力
と

同
一
だ

ア
レ
は

の
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を
切
り
裂
き

者
の
体
を
切
り
裂
こ
う
と
す
る
た
め
大

に
エ
ネ
ル
ギ

を
喰
う
絶
対

を
強
制
的
に
発
動
さ

せ
る
事
で

手
を
追
い

む
⻤
札
と

い
て
い
る

 
使

す
れ
ば

が

る
と

い

無

な
上
に
特
定
武
器
で
な
け
れ
ば
真
の
力
を
発

し
な
い
と

い
仕
様
が
似
過
ぎ
だ

を
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

無

を
エ
ネ
ル
ギ

消
滅
の
特
性

特
定
武
器
を
特
定
の
機
体
と

き
直
せ
ば

完
全
に
一

し
て
い
る

 
そ
れ
が
あ
る
か
ら
使
お
う
と
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

彼
に
と

て
実
姉
を
最
強
へ

し

上

た
技
な
の
だ
か
ら

そ
も
そ
も
零

白
夜
の
事
を
知

て
い
る
の
か
と
い
う
疑

問
も
あ
る
が

 
あ
る
い
は
狂
戦
士
の

輪
の

果
で

明
剣
は

要
ら
な
い
ス
キ
ル

い
に
な
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て
い
る
か
ら
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 

で
も

だ
と
し
た
ら
お
か
し
い

 

狂
戦
士
の

輪

も

明
剣

も

ど
ち
ら
も
恐
ら
く
闘
技
場

個
人
戦

の
ク
リ
ア
報

だ

ど
ち
ら
も
有

と
は

え
る
が

し
か
し

て
し
ま
う
と

を

る

明
剣

は

使
い
心
地
が
悪
く
な
る

 

輪
も
常
時

力

下
の
デ
バ
フ
が
あ
る
し

本

を
発

す
る
な
ら

ロ
で
あ
る

必
要
が
あ
る

そ
れ
を

み
れ
ば
パ

テ

プ
レ
イ
の
場
合
だ
と

明
剣
は
活
き
る
だ
ろ

う 
し
か
し

ロ
で
あ
る
方
が
結
果
的
に
強
い
と
な
れ
ば

明
剣

の
存
在
意
義
は
か
な
り

く
な
る

 
大
体
設
定
す
る

に
別

に
す
る
方
が
良
い
に
決
ま

て
い
る

場

こ
と
ヒ

ス
ク
リ

フ
さ
ん
が
そ
こ
を
見

と
す

が
な
い

 

明
剣
は

場

が
監
修
し
た
も
の
だ
ろ
う

闘
技
場
の
報

と
し
て
設
定
し
て
い
た

か
は
分
か
ら
な
い
が
あ
の
闘
技
場
と
い
う

設
を
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
そ
れ
に

え
て

い
る
の
な
ら
あ
そ
こ
で

明
剣
ス
キ
ル
が
手
に
入

た
の
も

け
な
い
話
で
は
な
い

最
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強
の
プ
レ
イ

が
現
実
で

千
冬
が
最
強
と
呼
ば
れ
る

以
と
な

た
力
を
参

に
し

た
ス
キ
ル
を
手
に
す
る
と
な
れ
ば
中

ア
ジ
な
ス
ト

リ

と

え
よ
う

そ
れ
を
知

て
い

た
か
ら
ク
リ
ア
後
に
ス
キ
ル
の
確
認
を

た
と
も

え
ら
れ
る

 
と
な
れ
ば
お
か
し
い
の
は

輪
の
方

 

と
す
る
と

を

め
あ
そ
こ
で
手
に
入

た

備
品
の

は

場

の

意

が

在
し
な
い

す
な
わ
ち
デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
が
設
定
し
た
も
の
と

え
る
か

も
し
れ
な
い

 
ホ
ロ
ウ
と
い
う
お
か
し
い
存
在
に
加
え

な
設
定
と
思
え
る

備
品
と
来
れ
ば
あ
る
い
は

狂
戦
士
と
堕
天
使
も
攻
撃
方
法
か
ら

え
て
黒
幕
が
突

ん
だ
も
の
と

え
ら
れ
る

 
今
思
い
返
す
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
問
い
は
少
し
ば
か
り
不
自
然
さ
が
あ

た

 
ス
キ
ル
の
秘
匿
が
常
識
で

ね
な
い
事
が
マ
ナ

で
暗

の
了
解
と
な

て
い
る
の
に
一

番
に
そ
れ
を

く
と
い
う

り
だ

こ
れ
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
取
得
す
る
事
を
知

て
い
た

か
ら

と
片
付
け
ら
れ
る

 
し
か
し

え
方
を
変
え
て
み
る
と

備
品
が
手
に
入
る
事
は
知
ら
な
か

た

と
も

え
る

備
品
で
あ
れ
ば
名
前
を
教
え
て
も
性
能
ま
で
は
分
か
ら
な
い
か
ら
ま
だ

ね
て
も
良



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

い
部

に
は
入

て
い
る

そ
れ
を

え
れ
ば

備
で
は
無
く
ス
キ
ル
を
確
認
し
た
事
に
も

得

が
い
く
の
だ

 
こ
れ
は
入
手
し
た
者
が
第
七
十
五
層
に
達
し
て
も

ロ
を

い
て
い
る
事
を
前

と
し
て

い
る
推

の
信

性
が
ま
す
ま
す
増
し
て
き
た

 

気
に
入
ら
な
い

 
そ
こ
ま
で

え

内
心
で

き
捨
て
る

 
今
ま
で
必
死
に

て
生
き
て
来
た
義
弟
の

り
や
得
た
知
識
と
発
想
で
広

た
戦
術
す

ら

黒
幕
の
掌
の
上
と
思
え
て
来
る
の
は
い
い
気
分
で
は
な
い

 
い
や

ハ

キ
リ

お
う

悪
い

 
実

と
も
パ

テ

を
組
ま
な
い
方
が
彼
と
し
て
も
戦
い
や
す
い
点
が

更

悪
さ
を

助
⻑
さ
せ
加
速
さ
せ
る

下
手
に
彼
の
ス
タ
ン
ス
を

す
と
す
ぐ
さ
ま
死
へ
転
が
り

ち
そ
う

な

り
が

さ
と
も
思
え
て
し
ま
う

 

え
過
ぎ
で
あ
れ
ば
い
い
の
だ
が

 
生
憎
と
あ
た
し
の

は

か
し

た
る
方
だ

理

で

え
信

性
を
増
し
て
し
ま

て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
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こ
の
子
が
気
付
か
な
い
よ
う

上
手
く
誘
導
し
な
い
と

 
そ
の

に
も

明
剣

を
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
武
器
を
出
さ
ず
と
も
属
性
の
力
は

れ
る

イ
メ

ジ
を

め
る

に
最
初
は
出
す
必
要
が

あ

て
も
そ
れ
が

明
剣
の
発
動

件
と
い
う

で
は
無
い
の
だ
し

輪
が
あ
る
限
り

外
大

な
気
は
す
る
が
念
に
は
念
を
入
れ
て
気
を
付
け
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う

 
そ
う
思

し
な
が
ら
あ
た
し
は
自
身
の
成
⻑
ぶ
り
を
誇
ら
し
そ
う
に
し
て
い
る
義
弟
の

を

で
な
が
ら

内
心
で

息
を

い
た

  
後
に
ユ
ウ
キ
さ
ん
や
ユ
イ
ち

ん
か
ら

い
た
話
だ
が
あ
た
し
も
キ
リ
ト
も
間
に
入
る

地

が
な
い
く
ら
い
非
常
に
生
き
生
き
し
た
様
子
を
見
せ
て
い
ら
し
い

 

時
の
日
か

和
人
と
心
の

か
ら

な

い
物
を

し
み
た
い
な

 
返
事
は
ま
だ
だ
し

あ
た
し
以
外
を

ぶ
可
能
性
だ

て
あ
る
の
だ
か
ら
高
望
み
は
し
な
い

 
け
れ
ど
あ
た
し
は
義
理
の
姉
で
こ
の
子
が

立
つ
ま
で
は
一
緒
に
過
ご
す
間

せ
め
て
こ

の
子
が
あ
た
し
の
手
を
離
れ
る
ま
で
に
一

く
ら
い
は

に

る
事
無
く
遠
出
を
し
た
い
も
の
だ

と

や
か
な
夢
を

に

い
た
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の

で

小
さ
く
も

い

を
覚
え
た
気
が
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
現

に
お
い
て
魔
法
剣
士
は
リ

フ

で
魔
法
戦
士
は
キ
リ
ト
で
す

キ
リ
ト
は
剣
だ

け
で
な
く
槍
や

や
弓

に
無
手
で
も
戦
う
の
で

戦
士

と
し
て
い
ま
す

 
リ

フ

は
シ
ス
テ
ム
的
に
魔
法
を
使
え
な
い
が
キ
リ
ト
は
イ
メ

ジ
さ
え
す
れ
ば
疑
似
魔

法
的
な
ア
ク
シ

ン
を

こ
せ
る

問

は

さ
と
サ
ブ
カ
ル
チ

の
経
験
の
無
さ
が
中
二
的

思

を
発
生
さ
せ
て
い
な
い
と
い
う
事

そ
れ
を
補

て
い
る
の
は
強
さ
／
力
を
追
い
求
め
る

欲
な
向
上
心
と
恐
怖
心

 
刃
⻯
が
不
可

の
斬
撃
を
見
せ
た
事
が
キ
リ
ト
の
強
化
フ
ラ
グ
と
気
付
け
た
方
は

た
だ
ろ
う

か 
本
作
の
キ
リ
ト
は

の
攻
撃
か
ら
発
想
を
得
て
成
⻑
し
て
い
く
の
だ
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更
に
リ

フ

と
い
う
存
在
そ
の
も
の
が
あ
る
意
味
強
化
フ
ラ
グ
だ

た
の
だ

 
ま

現
在
作
中
最
強
の
技

キ

ラ
で
す
し

こ
れ
は

か
な

と

 
ち
な
み
に
本
作
に
初
登
場
し
た
新
攻
撃
の
参

は
以
下
の

り

  
・
の
打
ち
上

回
し

り
身
⻑
が

い
キ

ラ
の
定
番
で
あ
り
ア

パ

更
に

ジ

ン
プ
か
ら
の
回
し

り
攻
撃

前
者
が
ベ
ジ

タ

後
者
が
ク
リ
リ
ン
の
定
番
攻
撃

 
・
魔
力

異
世
界
系
ラ
ノ
ベ

変

自
在
の
不
可

の
盾

部
分
に
気
合
／
魔
力

を
集
中
さ
せ
て
層
を

く
す
る

法
今
話
で
は
風
を
使

た

自
分
を

め
付
け
な
い

つ

は
見
え
る
よ
う
に
し
て

を

る
の
は
実
は
物

く
神
経
を
使
う
ん
だ

ベ
ジ

ト

み
感

 
・
正

気
弾
突
き

ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ル
ゼ
ノ
バ

ス

に

わ
せ
て
い
た
風
を
一
気

に

か
ら
先
へ

発

ム
チ

先
生
に
序

で
伝

さ
れ
る
気
弾
技

い
の
技
で
序

は

気
に
活
躍
す
る

終

 
気
弾

し
付
け
か
ら
の

発
は
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ル
で
は

見

ら
れ
る
攻
撃
方
法

 
・

び

る
ろ
剣

不
可

の

ぶ
斬
撃
で

断

を

ば
し

を
問

無
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で
切
断
す
る
凶
悪
技

理
論
上
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
す
ら
切
断
出
来
る
事
か
ら
原

で
は

不
可
だ

が
本
作
で
は
シ
ス
テ
ム
的
な

い
を

け
て
い
る
の
で

す
れ
ば
ダ
メ

ジ

が
可
能

 
本
作
直
葉
／
リ

フ

も

リ
ア
ル
で
覚
醒
し
た
ら
出
来
る
か
も

白
目

 
・
エ
ア
プ
レ

シ

テ
イ
ル
ズ

不
可

の
重
圧
で

し

し

け
る

エ
ア
風
と

あ
る
け
ど
原

で
の
属
性
は
地
属
性

本
作
だ
と

離

無
し
に

認
で
き
る

全
体
が
対

に
な
る
の
で
一
対
多
の
戦
い
で
超

Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
と
妖
精
王
が
重
力
魔
法
と
し
て

い
て

い
た

 
・
キ

ス
ギ
ル

ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン
の
如
く
不
可

の

打
で
一
方
的
に
攻
撃

こ
れ
を
武
器
複
数

後
に
す
る
と
風
の
弾

の

雨
が
出
来
上
が
る
無

悲
 
原
点
で
は

か
ら

を
出
し
た
魔

か
ら
魔
法
が

り
出
さ
れ
て
い
た
が
今
回
は
そ
れ
を
風
に

き
換
え

た 
・
ス

パ

ノ
ヴ

ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ル

直

十
メ

ト
ル

の

大
火

原

で

は
一
撃
で
星
を
破
壊
出
来
る
ら
し
い

シ
リ

ズ
の
メ
ラ

マ
で
も
可

 
・
フ
レ
ア
ト
ル
ネ

ド
テ
イ
ル
ズ

火

旋
風

原

で
は
火
属
性
中

魔
術
に

の
コ
ス
ト
に
反
し
て

力
が
結
構
高
い
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リ
ア
ル
で
は
地

後
に
マ
ジ
で

こ
る
自
然
災

の
一
つ

対

法
は
ゲ

ム

壊
滅

を
し
よ
う

  
本
編
で
語
ら
れ
て
い
る

り

今
話
で
出
た
の
は
火
属
性
一
つ

風
属
性
四
つ

 
こ
れ
に
ま
だ
水

地

氷

光

闇
が
残

て
る
ん
だ

え

 

万
能
過
ぎ

自
業
自
得

 
ち
な
み
に
今
話
で
キ
リ
ト
は
結
構
強
化
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
が
実

隙
が
大
き
過
ぎ
て

リ

フ

ど
こ
ろ
か
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
に
す
ら
隙
を
突
か
れ
て
不
発
に
終
わ
る
と
い
う
大
失

に

終
わ
る
状

な
の
で

対
人
戦
で
は
あ
ん
ま
り
使
え
な
か

た
り
す
る

 
で
も
対
Ｍ
ｏ
ｂ
で
は
無

出
来
る

キ
リ
ト
の
打
倒
最
終
目
標
は

 
使
い
こ
な
す
に
は
意
識
的
に
イ
メ

ジ
す
る
の
で
は
な
く
無
意
識
の
部
分
に
ま
で

り

ま

れ
る
程
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

超
矛
盾
理
論

 

え
る
な
ら
原
作
ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
編
の
キ
リ
ト
と
か
無
意
識
に
体
が
動
い
て
た
と
か

て
る
色
ん
な
小
説
の
主
人

達
み
た
い
に
ね

白
目
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た

た
十

で
そ
の

に
至
る
事
を
生
き
る
道
に
進
む
最

件
と
さ
れ
て
い
る
本
作
主
人

 
黒強

く
な
ら
な
き

 
パ
ワ

ア

プ

メ
ン
タ
ル
強
化

 
義
姉
・
電
姉
・
絶
剣
・
舞
姫
・
黒
猫
・
弓
猫
・
鼠
・
兎

守
り
た
い

こ
の

 
パ
ワ

ア

プ

メ
ン
タ
ル
狂
化

に
非
ず

 
紅
騎
士

少
年
少
女
達
が
ド
ン
ド
ン
精
神
的
に
壊
れ
て
い
く
の
を
見
な
が
ら

が

い

 
メ
ン
タ
ル
ダ
メ

ジ

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
十
四
章
 

攻
略
の
進
展

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
最
近
実

地
の
先
生
達
と
の
面

対
策
や
テ
ス
ト
で

し
く
て

出
来
な
か

た
の
で

れ
ま
し
た

実
は
今

来

が
テ
ス
ト
期
間
な
ん
だ

白
目

 
な
の
で
今

と
来

の
投
稿
は
無
い
か

あ

て
も
一
回
二
回
と
思

て
下
さ
い

 
今
話
は
前

分
の

は
シ
ノ
ン
後

分
の

は
ア
ス
ナ

点

ち

と
だ
け
浮
遊

城

も
進
む
ん
じ

人

み
感

 
文

数
は
約

万

た
せ
た
分
ち

と
増

し
た

 
で
は
ど
う
ぞ
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深
み
の
あ
る

ん
だ

色
が

を
打
つ

 

で
ら
れ
る
は

で
る
は
木

の
コ

ド

 
森
林
の

の

や
か
さ

大
さ
を
表
現
し
た
旋
律
に
誘
わ
れ
て

私
の
意
識
は
浮
上
し
た

 
体
を

て
い
た
掛
け

か
ら
這
い
出
て

一
つ
欠

を
し

ベ

ド
か
ら

り
る

 
そ
れ
か
ら

界

で
光
る
ア
イ
コ
ン
を
タ

プ
し

色
を
止
め
る

独
り
で
に

で
ら
れ
始

め
た

は

夜
自
分
が
セ

ト
し
た
ア
ラ

ム
の
も
の

自
分
に
だ
け

こ
え
る
設
定
の
そ
れ

は

前
八
時
に

で
る
よ
う
に
し
て
お
い
た

 
現
実
で
あ
れ
ば
ま
た
う
だ
う
だ
と
ベ

ド
に
潜
り

む
か
も
だ
が
生
憎
と
今
の
私
に
そ
ん
な

事
を
し
て
い
ら
れ
る
程
の

は
無
い

体
全
体
を

ぐ
す
よ
う
に
体

を
し
て
無
理

理

魔

を

し
殺
し

手

く
身

を
整
え
る

 
あ
ま
り
お

や
化

に
興
味
を
持
た
な
い
性
格
な
の
で
結
構
速
い
と
い
う
自
負
は
あ
る
が

そ
れ
で
も
や
は
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

備

の
速
さ
の
方
が
勝
る

 
現
実
で
あ
れ
ば
数
分
は
掛
か
る
で
あ
ろ
う
作
業
も
十

あ
れ
ば
完
了
す
る
よ
う
に
一
つ
の
作

業
に
掛
か
る
時
間
が

け
れ
ば

い

ど
現
状
は

ま
し
い



 第九十四章 〜攻略の進展〜

 
私
に
は

攻
略
組

に
属
す
る
他
の

に

べ
て

圧
倒
的
に
時
間
が
足
り
て
い
な
い
の
だ

か
ら

 
私
は
最
前
線
攻
略
プ
レ
イ

の
期

の
新
星
と
い
う
事
で
ア

ク

フ

ア
で
そ
れ
な

り
に
有
名
に
な

て
い
る

や
は
り

剣
二
刀
流
に
よ
る
近

戦
闘
と
知
ら
れ
て
い
る
中
で

一

の
弓
使
い
と
い
う
遠

離
攻
撃
手

の
持
ち
主
だ
か
ら
だ
ろ
う

 

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
過
去
の
経
歴
は

不
明
な
事
か
ら
人
と
あ
ま
り
交
流
を
持

て
い

な
い
と
い
う

が
立
ち
結
果

ロ
で
強
く
な

た
と
見
ら
れ
て
い
る
ら
し
い

そ
れ
が
更
に

期

に

車
を
掛
け
て
い
る
と
い
う

 
実

は
キ
リ
ト
に
指

を

け
た
か
ら
戦
え
て
い
る
だ
け
だ
し
レ
ベ
ル
だ

て
上

方
は

イ
ン
キ
チ
に
近
い
少
な
く
と
も
本
来
の
反

的
と
い
う
意
味
で
の
チ

タ

の

り
は

れ
な
い
と

え
よ
う

 
要
す
る
に
私
は
シ
ス
テ
ム
的
な
強
さ
は
持

て
い
て
も
私
個
人
の
戦
闘
能
力
は
高
く
な
い

 
い
や
よ
り
正
確
に

う
な
ら
私
は
自
分
が
持
つ
力
を
万
全
に
振
る
え
て
い
な
い

戦

力
的
に
攻
略
組
古
参
メ
ン
バ

に
近
い
と
は

え
私
に
は
経
験
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る

の
だ

私
が
今
持
つ
力
は
キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ
達
の
よ
う
な
時
間
を
掛
け
て

き
上

た
も
の
で
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は
無
い
故
に

だ
か
ら
分
か
る
人
に
は
す
ぐ
分
か

て
し
ま
う
に
違
い
な
い

 
パ

テ

戦
や
レ
イ
ド
戦
は
今
ま
で

ロ
だ

た
か
ら
と
い
う

れ

が

を

し
て

い
る
の
で
経
験
不
足
の
部
分
は
や
り
過
ご
せ
て
い
る
し
ま
た
ア
ス
ナ
達
が
そ
の

前
を
使

て

に
教
え
て
く
れ
る
か
ら

と
か
な

て
い
る
が

そ
れ
も

時
ま
で

く
か
分
か
ら
な
い

嗟
の
判
断
が

切
な
の
は
経
験
を

ん
だ
者
の
み

私
に
は
ま
だ
出
来
な
い
気
が
す
る

 

ま

弱

を

い
て
も
仕
方
な
い
の
だ
け
ど
ね

 
そ
れ
も
承
知
の
上
で
私
は
攻
略
組
へ
参
入
し

剣
と
弓
の
使
い
手
と
し
て
の
自
身
を
明

か
し
た
の
だ

今
更
う
だ
う
だ
悩
ん
で
い
て
も
意
味
が
無
い

 
経
験
が
足
り
な
け
れ
ば

め
ば
い
い

 
そ
れ
し
か
無
い
の
だ
が

そ
の

に
は
今
日
も
攻
略
を

ら
な
い
と

 
キ
リ
ト
が

な
い
上
に
神

ア
キ
ト
の
身
勝
手
な
行
動
と
七
十
六
層

達
時
の
シ
ス
テ
ム

の
せ
い
で
戦
力
的
に
も
シ
ス
テ
ム
的
に
も
大
き
な
弱
体
化
を
強
い
ら
れ
た
攻
略
組
は
未

だ

の

勢
を
整
え
ら
れ
て
い
な
い

 
幹
部
の
面

は

に
立
て
直
し
て
い
る

と

う
よ
り
キ
リ
ト
の
生
存
を
知

て
か
ら
一
発
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で
立
ち
直

た
と

う
べ
き
か

 
彼
ら
は
最
も
苦
し
い
目
に
遭
い
な
が
ら
も

り

け
た
キ
リ
ト
へ
理
解
を
示
し
そ
の

え

と
な
ら
ん
と
し
て
い
た
者
達
だ

そ
し
て
一

れ
掛
け
た

序
を
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
保
て

る
よ
う
彼
が
お
膳
立
て
し
た
の
だ
か
ら
こ
こ
で
止
ま

て
は
い
ら
れ
な
い
と
自
分
達
で
立
ち
直
ろ

う
と
し
た
者
達
だ

こ
の
程

で
へ
こ
た
れ
る

ど

で
は
無
か

た

 
し
か
し
他
の
面

は
違
う

 

こ
れ
は
ユ
ウ
キ
達
に
も

論
私
に
も

え
る
事
な
の
だ
が

 
キ
リ
ト
の
必
死
さ
や
⻤
気

る
勢
い
に

べ
る
と

ど
う
し
て
も
他
の

も
が
見

り
す
る

 
彼
女
達
は
か
な
り
真
剣
に
攻
略
の
事
を

え
て
い
る

そ
れ
は
分
か
る

 
だ
が
そ
れ
は
ど
こ
か
キ
リ
ト
が

て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
が
大
き
い
よ
う
な
気

が
し
て
い
た

強
さ
を
得
た
い

と
思

て
攻
略
に
出
ら
れ
る
力
を
欲
し
た
私
の
よ
う
に

彼

女
達
は
攻
略
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
て
い
な
い
節
が
ど
こ
か
し
ら
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ

 
加
え
て
キ
リ
ト
に
悪
感
情
を

き
攻
略
よ
り
も
彼
を
殺
め
る
事
を
目
的
と
し
て
動
い
て
い

た
攻
略
メ
ン
バ

は

ば

性
の
ま
ま
動
い
て
い
る
と

て
も
良
い
と
思
う

 
要
す
る
に
必
死
さ
が
キ
リ
ト
に

べ
て
欠
け
て
い
る
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様

な
不
運
が
重
な

た
か
ら
で
も
あ
る
が
彼
ら
は
士
気
を
上

よ
う
と
し
な
い

む
し
ろ

現
状
に
立
ち
向
か
お
う
と
い
う
気

も

れ
て
い
る

 
リ

ダ

で
あ
る
デ

ア
ベ
ル
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
の
指
示
を

こ
う
と
は
し
て
い
る
し
ク

ラ
イ
ン
や
ラ
ン
達
が
動
い
て
い
る
か
ら
と
後
を
追
う
様
に
活
動
し
て
い
る
が
し
て
い
る
事
と

え
ば
そ
れ
だ
け
だ

私
が
参
加
し
て
い
た
攻
略
組
の
要
と
も

え
る
デ

ア
ベ
ル
達
の
パ

テ

よ
り
先
に
進
ん
で
い
た
者
は

も

な
い

 
物
理
的
な
戦
力
の

下
シ
ス
テ
ム
的
な
弱
体
化
に
加
え
最
前
線
の
情
報
が

し
い
事
も
指

の

迷
を

い
て
い
る
要
因
ら
し
い

な
ま
じ
こ
れ
ま
で
あ
の
手
こ
の
手
で
も
死
亡
し
な
か

た

ビ

タ

／

黒
の
剣
士

が

確
実
に
死
ん
だ
事
か
ら

最
初
期
の

の
よ
う
な
死

の
恐
怖
を
思
い
出
し
て
し
ま

た
の
だ
と
い
う

 

も
が
死
の
恐
怖
を
克

出
来
る

で
は
な
い

い
や
む
し
ろ
し
て
い
る
人
の
方
が
少
数

だ
ろ
う

 
今
ま
で
戦

て
き
て
い
る
間
に
彼
ら
は
死
の
恐
怖
を
克

で
き
た
と
錯
覚
し
て
い
た

だ

だ
が

憎

し
く
思

て
い
な
が
ら
も
死
な
な
い

徴
で
も
あ

た
少
年
が

な
く
な
り

ま
た
多
く
の

間
を
喪

た
事
で

で
も
忘
れ
て
い
た
死
の
恐
怖
に
直
面
し
て
し
ま

た
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肉
に
も

彼
ら
は
殺
意
と
憎
悪
を
向
け
て
い
た
怨

に

生
の
希
望

を
見
て
い
た
と
い

う
事

そ
れ
を
喪

た
か
ら
恐
怖
に
直
面
し
た
の
だ

 
故
に
攻
略
速

は

し
て
い
る

論
そ
れ
に
は
最
前
線
に
て
最
速
で
情
報
を
集
め

て
い
た
少
年
の
欠

が

し
て
い
る

 
こ
れ
を
打
破
す
る
に
は
デ

ア
ベ
ル
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
い

た
幹
部
組
が
最
前
線
を
進
み

ボ
ス
部

ま
で

り

く
必
要
が
あ
る

 
ア
ス
ナ

く
過
去
最

と
す
ら

え
る
士
気
の
状

で
更
に
キ
リ
ト
の
リ
カ
バ
リ

や
情

報
収
集
も
無
し
に

戦
す
る
ボ
ス
戦
は
こ
れ
が
初

だ
か
ら
か
な
り
無
謀
な

け
だ
と
い
う

せ

め
て
神

ア
キ
ト
が

い
た
手
勢
が
第
二
レ
イ
ド
を
壊
滅
さ
せ
て
い
な
け
れ
ば
ま
だ
マ
シ
だ

た

だ
ろ
う
と
も

て
い
た

 

キ
リ
ト
は
一

し

か
り

む
べ
き
だ

た
の
で

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

る
事
は

む
し
ろ
喜
ば
し
い
事
ら
し
い

状
況
的
に

手
を
上

て
喜
べ
な
い
も
の
の
心
情
と
し
て
は
心

の

か
ら
安

し
て
い
る
と
い
う

 
分
か

て
は
い
た
が
あ
の
少
年
は
人
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
と
て
も
愛
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
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そ
う
い
え
ば

今

リ

フ

達
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
し
ら

 
悔
し
い
事
に
ジ

ン
ケ
ン
で
負
け
て
し
ま

た
た
め
今
回
は
彼
の
義
姉
に

た
の
だ
が

や
ら
サ
チ
が
か
つ
て

た
ギ
ル
ド
と
の
因
縁
が
あ
る
と
い
う
話
だ
か
ら
心
配
だ

 
ま

ど
れ
だ
け
気
を

も
う
と
明
後
日
に
な
ら
な
い
と
私
は
あ
ち
ら
に
行
け
な
い
の
だ
が

あ
の
時

チ

キ
を
出
し
て
さ
え
い
れ
ば
な

 
も
の
の
見
事
に
グ

で
負
け
て
し
ま

た
あ
の
悔
し
さ
が

り
思
わ
ず
握
り

を
作
る
と
共

に
⻭

み
す
る

 
と
は

え
も
う
済
ん
だ
事
だ
し

時
ま
で
も
引

て
い
て
も
始
ま
ら
な
い
の
で

息

を
一
つ

い
て
か
ら
武

を
整
え
始
め
る

 
メ
ニ

を

る
と

夜
ぶ
り
に
未
だ

れ
な
い
二
つ
分
の
重
み
が
後
ろ

に
出
現
し
た

 
戦
い
の
師
で
あ
る
少
年
の

り

剣
は
常
に

の
後
ろ
に

く
よ
う
に
し
て
い
る

 
あ
と
ユ
ウ
キ
か
ら

い
た
が
武
器
を

備
し
て
い
る
だ
け
で
も

へ
の

や

圧
の
意

思
表
示
に
な
る
の
で
結
果
的
に
身
を
守
る
事
に
な
る
の
だ
と
い
う

多
分
シ
ノ
ン
が

け
た
仕

打
ち
を
心
配
し
て
の
事
だ
と
思
う
よ

と
は
彼
女
の

だ

 
そ
の
会
話
を
思
い
出
し
て

喜
び
が

中
を

た
す
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あ
の
夜
の
記

は
未
だ
に
悪
夢
に
見
る

 
キ
リ
ト
の
生
存
を
知
る
ま
で
の
三
日
間
は
目
が
覚
め
る
ま
で

も

も

り
返
し

さ

れ

め
ら
れ
る
夢
だ

た

 
だ
が
キ
リ
ト
の
生
存
を
知

て
か
ら
は
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
黒

く
め
の
少
年
が

と
現

れ
助
け
出
し
て
く
れ
る
結

に
な

て
い
る

私
に
背
を
向
け
る
形
で
最
後
の

を
斬
り
捨
て

た
後

越
し
に
振
り
返

て

ん
だ
彼
は
二
剣
を

え
た
ま
ま
光
と
闇
が
入
り

じ

る
道
を

り
去

て
い
く

そ
ん
な
ユ
メ

 

論
ユ
メ
の
中
の
私
は
彼
を
追
お
う
と
す
る
が

り
出
し
た

彼
の
背
に

り

く
ま
で

の
道
中
で
様

な

が
現
れ
る

そ
れ
は
ゴ
ブ
リ
ン
や

だ

た
り
コ
ボ
ル
ド
だ

た
り

時
に
は
ヒ
ト
だ

た
り
本

に
種

様

だ

 
そ
れ
ら
道
を

む

を
私
は

時
の
間
に
か

手
に
握

た

剣
で
斬
り
捨
て
遠
方
か
ら

攻
撃
し
て
く
る

に
は

を

て

撃
し

と
に
か
く

り

け
る

 
あ
の

さ
故
に
華

で

し
か
し
と
て
も
強
い
背
に
追
い
付
く
た
め
に

 
夢
の
中
の
キ
リ
ト
は
ど
れ
だ
け
の

が
道
中
に
現
れ
私
を
襲

て
も
決
し
て
助
け
て
は
く

れ
な
い

助
け
て
く
れ
る
の
は

さ
れ
て
い
る
時
の
一

だ
け
だ
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で
も
付
か
ず
離
れ
ず
の

離
は
保

て
い
た

ど
れ
だ
け

て
も
追
い
付
け
な
い
が
ど

れ
だ
け

を
倒
す
の
に
時
間
が
掛
か

て
も

を
見
失
わ
な
い

一
定
の

離
以
上
開
き
そ
う
に

な

た
ら
立
ち
止
ま

て
こ
ち
ら
の
戦
闘
を

く
け
れ
ど

か
み
の
あ
る
眼
差
し
で
見
守

て
く
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
ま
る
で

子
の
成
⻑
を
見
守
る
親
の
よ
う

 
無
論
こ
れ
が
私
の

な
る

想
で
あ
る
事
は
分
か

て
い
る

 
で
も
夢
の
中
の
キ
リ
ト
の
振
る
舞
い
は
実

の
彼
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
気
も
す
る

付
か
ず
離

れ
ず

な

離
を
保
ち
な
が
ら
弟
子
で
あ
る
私
の
成
⻑
を
見
守

て
く
れ
て
い
る

私
が

本

に
ピ
ン
チ
で
心
に
傷
を
負
う
事
が
あ
れ
ば
助
け
て
く
れ
る
け
ど
私
自
身
で
撃
退
出
来
る

内
で
は
見
守
る
に

め
私
の
成
⻑
を
見
守

て
く
れ
て
い
る
と

 

く
明
後
日
に
な
ら
な
い
か
し
ら
ね

 
夢
に
見
た
キ
リ
ト
の

を
思
い
出
す
だ
け
で
も

の
内
が

か
く
な

て

せ
な
気
持
ち
に

な
れ
る

 
だ
か
ら
こ
そ

に

な
い
現
状
に
は

と

し
さ
を
覚
え
て
し
ま
う
し
先
の
ジ

ン
ケ
ン
で

負
け
た
事
が
非
常
に
悔
し
く
思
え
る
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で
も

こ
の
気
持
ち
も
あ
る
意
味
で

き
な
人
や
友
達
と
過
ご
す
醍
醐
味
か
も
し
れ
な
い

 
十

の
事
件
に
遭
遇
す
る
前
か
ら
あ
ま
り
人
と
の
付
き
合
い
を
持
た
な
く
て
事
件
後
で
は
一

も
友
達
と
い
う
存
在
が
出
来
な
か

た
か
ら
こ
そ
忘
れ
て
い
た
こ
の
感
情
の
揺
れ
が
と

て
も
く
す
ぐ

た
く
感
じ
る

 
イ
ラ
イ
ラ
す
る
け
ど
こ
れ
は
心
地
い
い
イ
ラ
イ
ラ
だ

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

な
の
に
不
思

議
と
心
は

快
な
の
だ
か
ら
と
て
も
可

し
い

 
だ
か
ら
私
は
も

と

せ
で

快
な
く
す
ぐ

た
い
気
持
ち
に
な
り
た
く
て
明
後
日
が

ち
遠
し
く
思
え
て
い
た

君

お
は
よ
う

時
間
も

し
て
い
る
事
だ
し

速
で
悪
い
が

議
を
始
め
た
い
と
思
う

食
べ
な
が
ら
で
良
い
か
ら

だ
け
こ
ち
ら
に

け
て
欲
し
い

 

い
や
だ
な

 
そ
の
想
い
は

血

騎
士

の

⻑
の

葉
に
よ
り

一
層
強
く
な
る

 
そ
の
内
容
を
あ
る
程

予

出
来
て
い
る
か
ら
だ

見
れ
ば

に

て
い
る
ラ
ン
や
ア
ス

ナ
な
ど
も
苦

を

み

し
た
よ
う
な
表
情
に
な

て
お
り
ク
ラ
イ
ン
を
始
め
と
し
た
男
性

は

根
を
寄
せ
て
険
し
い
面
持
ち
だ

デ

ア
ベ
ル
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
だ
け
で
な
く

な
人
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の
シ
ン
カ

で
す
ら
同
じ
な
の
だ
か
ら
こ
れ
か
ら

か
さ
れ
る
話
が
ど
れ
だ
け

な
も
の
な

の
か
は
推
さ
ず
し
て
も
知
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

ま
ず
初
め
に
攻
略
が
大
き
く
進
ん
だ
事
は

に

き

ん
で
い
る

に
は

な
い
リ

フ

君
は

近
戦
で
シ
ノ
ン
君
は
遠

離
攻
撃
を

い
た

切
な

を
以
て
大
き
く
攻
略
に

し
て
く
れ
た
と
い
う

き

ま
れ
た
に

し
い
の
に
共
に
戦

て
く
れ
る
事
も

め

リ

フ

君
と
シ
ノ
ン
君
の
二
人
に
は
感

の
念
に

き
な
い

 
そ
れ
で
も

一
か
ら

気

く
す
る
つ
も
り
は
無
い
よ
う
で

で
コ

ヒ

風
の

み

物
と
肉
や

が

ん
だ
ん
に

め

ま
れ
た
ア
ス
ナ
や
ラ
ン
特
性
の
サ
ン
ド
イ

チ
を
前
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
そ
う
切
り
出
し
た

 
第
七
十
六
層
攻
略
を
開
始
し
た
こ
の

層
に

り

い
て
か
ら
三
日
後
す
な
わ
ち
今
日
か
ら

一

日
の
事
だ

そ
の
日
は
ユ
ウ
キ
の
失

キ
リ
ト
の
生
存
な
ど
多
く
の
事
が
あ

た

 
そ
の
日
は
中

攻
略
が
進
ま
な
か

た
と

く

こ
れ
ま
で
な
ら
一
体
で
動
く
の
が
セ
オ
リ

だ

た

が
複
数
体
で

れ
て
い
て
そ
れ
が

ド
ス
キ
ル
を
使
う

人
型
と
い
う
事
実
が

更
攻
略
を
進
め

く
し
て
い
た
か
ら
だ

人
型
は
獣
や
死
霊
系
に

べ
て
あ
る
程

の
知
能
を

備
え

繋
攻
撃
に

で
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
か
ら
数
を

え
ら
れ
る
と
苦
戦
は
必
死
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な
の
だ
と
い
う

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
キ
リ
ト
の
付
き

い
で
リ

フ

と
共
に

ん
だ
ゴ
ブ
リ
ン

ク
エ

ス
ト
は
十
体
近
く
一
気
に
現
れ
て
い
た
か
ら

か
な
り
の

で
あ

た
と
い
う
事
に
な
る

そ
の
分
だ
け
成
⻑
や
ア
イ
テ
ム
ド
ロ

プ
も

く
な
る
か
ら
良
い
の
だ
が

恐
ら
く
キ
リ
ト
は
自

身
の
ス
テ

タ
ス
リ

フ

の

近
戦
の
強
さ
そ
し
て
私
の
経
験
不
足
を

み
て
決
め
た
の

だ
と
思
う

そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
ん
な
危
険
な

打
を
打
た
な
か

た
と
思
う
か
ら

 
そ
ん
な

な
事

が
判
明
し
て
ユ
ウ
キ
が
失

し
た
事
も
あ

て

め
に
攻
略
を
切
り
上

た

日

す
な
わ
ち
一

日
も
ま
た
攻
略
を
進
め
た

 
一

日
の

前
中
に
キ
リ
ト
に
も
予
想
出
来
な
い
速

の
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
攻
略
に
参
加

出
来
る
よ
う
に
な

た
の
で

そ
の
日
の

後
と

私
だ
け
は

日
も
攻
略
に

い
た

 
や
や
過
保
護
気
味
な

遇
で
リ

フ

と
私
の
守
備
を
付
け
ら
れ
て
い
た
が
そ
れ
が
却

て

を

し
私
は
キ
リ
ト
の
指
導
で
鍛
え
た

撃
の

を
存
分
に
振
る
う
事
が
出
来
て
い
た

味

方
が
前
に
出
過
ぎ
て
い
な
け
れ
ば

の
心
配
は
無
く

が
遠
く
に

る
と

め
に
分
か
れ
ば

離
を

め
ら
れ
る
前
に
一
方
的
に
攻
撃
出
来
た
か
ら
だ

 
無
論

手
も
高
レ
ベ
ル
モ
ン
ス
タ

複
数
体

る
以
上
ど
う
足
掻
い
て
も
一
二
体
の
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近
は
許
し
て
し
ま
う

 
そ
れ
で
も
あ
る
程

は

を

て
い
た
か
ら

フ
ル
の
状

で

す
る
よ
り
よ

ど

だ
と
ク
ラ
イ
ン
や
エ
ギ
ル
は

て
い
た

よ
り
数
が
三
体
か
ら
二
体
に

る
だ
け
で
も

分
と

に
な
る
と

て
快
活
に

い

め
て
く
れ
た

 
そ
の
時
私
は
キ
リ
ト
な
ら
と

て
彼
我
の
実
力
差
を

感
し
や
や

ち

ん
で
い
た
の

だ
が
そ
れ
で
も
し

か
り

に
立
て
て
い
る
と

わ
れ
れ
ば

し
く
も
な
る

実
力
差
へ
の
悔

し
さ
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
が
そ
れ
で
も
以
前
の
よ
う
に
焦
る
事
無
く
攻
略
に
専
念
出
来
た
と

思
う

 
今
私
が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
は
強
く
な
る
事
で
は
無
く
今
あ
る
強
さ
を
十
全
に
発

し
て

間
の

護
に

す
る
事

 
そ
う

え
て
い
た
か
ら
無

を
せ
ず
に
済
ん
だ
の
だ

 

リ

フ

の
無

ぶ
り
を
見
て

べ
る
の
も

ら
し
く
な

た
と
い
う
面
も
あ
る

が 
彼
女
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
に

す
る
で
あ
ろ
う
キ
リ
ト
を
無
傷
で
完

し
て
み
せ
た
実
力
を

無
く
発

し

と
ク
ラ
イ
ン
達
が
一
パ

テ

で
別
の
リ
ザ

ド
マ
ン
を

手
し
て
い
る
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間

騎
で
や
や

レ
ベ
ル
の
リ
ザ

ド
マ
ン
の
剣
士

手
に
持
ち

え
て
見
せ
た
の
だ

騎

で
あ
る
事
ま
た
彼
女
自
身
が
あ
ま
り
把
握
出
来
て
い
な
い

ド
ス
キ
ル
を

し
て
か
時

間

ぎ
に

し
て
い
た

 
剣
を
振
ら
れ
れ
ば

面
を

い
て

道
を

ら
し

突
進
さ
れ
れ
ば
横
に

動
し
て

り
倒

し
盾
で

り
掛
か
ら
れ
れ
ば
一

後
退
し
て

に
剣
で
突
き

突
き
を
さ
れ
れ
ば
剣
の

で

を
打
ち
上

る

 
全
て
の
攻
撃
に
間
髪
入
れ
ず
対

し

ゼ
ロ

離
で
リ
ザ

ド
マ
ン
と

抗
し
て
い
る
の

を
見
れ
ば
対
抗
す
る
意
欲
も

が
れ
る
と
い
う
も
の

 
ア
レ
は
キ
リ
ト
と
や
り
合

て
い
る

に
も
見
せ
て
い
た
動
き
な
の
で
私
に
と

て
す
れ
ば

そ
れ
で
二

目
と
な

た

キ
リ
ト
と
し
て
も
無
手
同
士
な
ら
と
も
か
く
剣
を
持

て
の
戦
闘
は

初
め
て
だ

た
と
思
う
か
ら
あ
の
時
は
同
じ
く
初
見
だ

た
だ
ろ
う

そ
れ
な
の
に
更
な
る
上
を

目
指
す

り

彼
は
意
欲
の

だ
と
思
う

 
私
の
場
合

求
め
る

強
さ

が
違
う
か
ら
意
欲
を

が
れ
た
の
だ
と
思
う

ま
ず
シ
ノ
ン
君
に
礼
を

わ
せ
て
も
ら
う
あ
り
が
と
う

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
共
に
戦

て

欲
し
い
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同
じ
時
期
に

攻
略
組

へ
参
加
し
た
剣
士
の
事
を

え

乱
な
気
持
ち
に
な

て
い
る
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

を
下

た

 
そ
の

に
一

虚
を
突
か
れ
た
が

す
ぐ
に

を
取
り

う

論
よ

む
し
ろ
私
か
ら
お
願
い
し
た
い
く
ら
い
こ
の

し
い
時
期
な
の
に
新
人
で
あ
る
私

の
面
倒
を
見
る
手
間
は
結
構
大
変
だ
と
思
う
か
ら

 
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
ア
ス
ナ
と
い

た
攻
略
組
の
幹
部
達
か
ら
話
を

い
て
い
て
し
か

も
最
強
の
プ
レ
イ

か
ら
付
き

切
り
で
指
導
を

け
て
い
た
か
ら
本

の
新
人
よ
り
は
ま

だ
マ
シ
で
は
あ

た
と
思
う

 
で
も
私
は
別
の
意
味
で
苦
労
を
掛
け
た
と
思
う

 

せ
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
弓
術
と
い
う
遠

離
攻
撃
主
体
の
ス
キ
ル
を
主

と
し
た
戦
闘
ス

タ
イ
ル
だ

剣
を
使

た
近

離
戦
も
出
来
な
く
は
な
い
が
攻
略
の
時
は
不

の
事

を
危

惧
し
て

本

離
を
取

て
い
た
か
ら
あ
ま
り
使

て
い
な
い

 
つ
ま
り
私
と
一
緒
に
攻
略
し
て
い
た
メ
ン
バ

は
常
に

離
を
取
り

を
近
づ
け
て
は
な

ら
な
い
味
方
を

し

平
時
と
は
違
う
形
で

を
強
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る

そ
れ
は
違
う
よ

シ
ノ
の
ん
は
全
然
手
間
が
掛
か
ら
な
い
方
だ
も
ん



 第九十四章 〜攻略の進展〜

そ
う

か
し
ら

 
ア
ス
ナ
の

定
に

を

る

 
私
は
あ
る
程

攻
略
の
仕
方
を

い
て
い
た
が
そ
れ
で
も
現
場
の
流
れ
と
い
う
も
の
が
あ
る

し
ア
ス
ナ
達
に
は
彼
女
達
な
り
の
攻
略
の
流
れ
が
あ
る
だ
ろ
う

そ
こ
に
私
と
い
う
異
物
が

じ

た
の
だ
か
ら

に

べ
て
か
な
り

れ
る
と
思

た
の
だ
が

ど
う
や
ら
違
う
ら
し
い

 
本

だ
ろ
う
か
と
や
や
心
配
に
な

て
他
の
メ
ン
バ

に
目
を
向
け
れ
ば

も
が
ア
ス
ナ
に

同
意
す
る
よ
う
に

す
る

実

お
前
さ
ん
は
よ
く
や

て
る
さ

の
目
か
ら
見
て
も

に
ベ
テ
ラ
ン
と

て
も
良

い
と
思
う

初
め
て
の

ツ
は
大
体

で
ガ
チ
ガ
チ
に
な

て
て
戦
闘
も
ス
ム

ズ
に
行
か

ね

か
ら
な

一
応

く
が
シ
ノ
ン
は

か
別
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
や

て
い
た

じ

な
い

ん
だ
よ
な

え
え

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
初
め
て
よ

私
は

書
ば
か
り
し
て
い
た
方
だ
か
ら

 
エ
ギ
ル
の
問
い
に

と
返
す

 

中
傷
で
友
人
な
ど
一
人
も

な
か

た
中
学
で
は
時
間
が
あ
れ
ば
常
に

書

に

て

そ
こ
の

書
を

ど

み

く
す
く
ら
い
に
は

書
家
だ

た

本
の

と
も

え
る
だ
ろ
う
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そ
れ
で

時
し
か

書

の
主
な
ど
を
呼
ば
れ
て
い
た

い
得
て

だ
と
思
う

実

は
友
達
と
遊
ぶ
機
会
も
無
く
一
人
で

書

に
入
り

て
い
る
人
物
と
い
う

大
な

肉
が

め
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
が
他
人
に
付
け
ら
れ
た
呼
び
名
の
中
で
は
そ
れ
な
り
に
気
に
入

て
い

る
方
だ

た
り
し
た

に
し
ち

あ
シ
ノ
ン
は

と
セ
ン
ス
が
良
い
ん
だ
よ
な

や

キ
リ
ト
の
教
え
方
が

上
手
か

た

て
事
か

ア
イ
ツ
の
お
陰
で

達
も

分
と
強
く
な
れ
た
し
な

 
私
が
強
く
な

た
経

に
つ
い
て
知

て
い
る
ク
ラ
イ
ン
が

感

深
そ
う
に

を
組
ん
で

た

 
よ
く

み

む
よ
う
に
と
い
う

葉
と
共
に
ア
ル
ゴ
の
攻
略
本
を

さ
れ
た
私
も
そ
の
本
に

載

て
い
た
戦
闘
指

の

本
応

を

ん
だ
が
と
て
も
分
か
り

か

た

武
器
の
特
徴

や
解
説

属
性

の
特
徴
や
攻
撃
属
性
と

の

性
な
ど
も

羅
さ
れ
て
い
る
程
だ

 
判
明
し
て
い
る

ド
ス
キ
ル
の
情
報
な
ど
も
完
全

と
し
て

め
ら
れ
て
い
た

彼
は
新
た

な
ス
キ
ル
を
取
得
す
る

に
ア
ル
ゴ
に
そ
の
情
報
を

し
完
全

得
す
る
事
で
完
全

の
発
行

を
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
の
だ

初
心
者
向
け
の
入

書
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
そ
れ

で
メ
イ
ン
や
サ
ブ
の
武
器

び
に
助
か

た
プ
レ
イ

も
数
多
い
と

く

実

ラ
ン
や
シ
リ
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カ
な
ど
も
そ
れ
を
参

に
し
て
い
た
と
い
う

 
私
も
現
在
進
行
形
で
お
世
話
に
な

て
い
る
戦
闘
や
ス
キ
ル
の
指

書
を

ど
キ
リ
ト
が

独

で

め
た
と
い
う
の
だ
か
ら

か
に
も
の
を
教
え
る
事
は
彼
の
天

と

え
る
に
違
い
な
い

 
気
に
な
る
の
は
ア
ル
ゴ
が
修
正
す
る
必
要
も
無
か

た
く
ら
い
の
語
学
力
と

知
識
を
ど

う
や

て
育
て
た
の
か

書
家
で
あ
る
身
と
し
て
は
非
常
に
そ
の
点
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ

た 
そ
う
思

し
て
い
る
と
感

深
く
思
い
を
馳
せ
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
が
少
年
の
よ
う
な
明
る
い

み
を
浮
か
べ
た

ま

は
と
も
あ
れ
シ
ノ
ン
は
今
で
も
十
分
強
い

て
事
だ

遠

離
か
ら
一
方
的
に
攻
撃
出

来
る
だ
け
じ

な
く

を
一
体
倒
せ
て
他
の
数
体
に
も
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る
な
ん
て
常
識

的
に

え
て
破
格
の
戦
果
だ
か
ん
な

そ
れ
に
シ
ノ
ン
の
力
の
お
陰
で
迷

手
前
ま
で
行
け
た

し
そ
う

て
も
ら
え
る
と

し
い
わ

 
ク
ラ
イ
ン
が

た

り

攻
略
は
迷

前
ま
で
進
ん
で
い
た

 
第
七
十
六
層
は

原
を
進
ん
だ
先
に
リ
ザ

ド
マ
ン
の

で
あ
る

が
あ
り
そ
こ
を



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

け
る
と

が
住
み

く

谷
に

り

く

そ
の

谷
を
上

た
先
に
迷

前
の
空
中
回
廊

が
あ
り

そ
し
て
迷

の
入
り

が
あ
る
と
い
う
フ

ル
ド
構
成
に
な

て
い
た

 
ユ
ウ
キ
が
失

し
た
日
は
リ
ザ

ド
マ
ン
の

の
入
り

付
近
で
撤
退
を

な
く
さ
れ
て

い
た

 
リ

フ

と
私
が

た
時
は
力

し
と
い
う
意
味
も

め
て
同
じ
入
り

付
近
で
戦

て
い

た
が
予
想
以
上
に
戦
え
る
と
い
う
事
で

に
進
む
事
に
な

た

反
対
意
見
が
無
か

た
の
は

リ

フ

の
強
さ
が
技
術
面
に

い
て
キ
リ
ト
以
上
と
い
う
実
績
を
知

て
い
た
か
ら
だ
と
思

う 
そ
の
ま
ま

を
進
み

中
分
か
れ
道
へ
と
行
き

く

そ
の
片
方
は

か
の

で

が

れ
て
い
た

も
う
一
方
の
道
の

に
は
複
数
の
取
り

き
を

い
て

事
を
し
て
い
た
リ
ザ

ド
マ
ン
・
モ
ナ

ク
と
い
う
直

三
メ

ト
ル

ど
の

手

使
い
の

大
な
リ
ザ

ド
マ
ン

が

て

全
滅
さ
せ
る
事
で

じ
ら
れ
て
い
た
道
は
進
め
る
よ
う
に
な

た

 
そ
の
ま
ま
進
ん
で

谷
の
入
り

に

り

い
た
と
こ
ろ
で

一

日
の
攻
略
は
終
了

 

日
の
攻
略
は
リ
ザ

ド
マ
ン
の

れ
を

流
れ
作
業
で
倒
し
な
が
ら

を
突
破
し

谷
を
う
ろ
つ
い
て
い
た
大
人

ど
も
あ
る

や
明
ら
か
に
人
よ
り
大
き
い

な
ど
を
倒
し
て
進
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ん
だ

 

谷
を
上
り
切
る
と
空
中
回
廊
の
入
り

前
の
広
場
へ
と

り

く

回
廊
の
先
に
迷

の
入
り

が
あ
る
と
い
う
事
だ

 
そ
の
入
り

を

ぐ
よ
う
に
フ

ル
ド
ボ
ス
ら
し
き

大

も

た
が
そ
れ
ら
も
デ

ア
ベ
ル
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

い
る
パ

テ

が
攻
撃
を

ぎ

面
か
ら
ラ
ン
や
ク
ラ
イ
ン

が
遠

離
か
ら
私
が
常
に

護

撃
を
し

け
た
事
で
補

に
帰
る
事
も
無
く
ア

サ
リ
と

に
成

す
る

時
間
は
約
二
十
分
フ

ル
ド
ボ
ス
戦
に
し
て
は
破
格
の

時
間

だ
と
い
う

 
ち
な
み
に
そ
の

大

を

す
る
と

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
ボ
ス
の
情
報
を
話
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な

た
そ
う
な

時
に

や
お
使
い
ク
エ
ス
ト
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
パ
タ

ン
も
あ
る
よ
う
だ
が
フ

ル
ド
ボ
ス
を
倒
す
と
情
報
を

え
る
と
い
う
の
も
ま
た
よ
く
あ
る

パ
タ

ン
だ
と

い
た

 

大

を

し
て

を

ん
だ
後

私
達
は
空
中
回
廊
へ
と
進
軍
す
る

 
回
廊
は
横

が
最
大
六
人
武
器
を
振
る
ス

ス
を

え
る
と
二
人
が
限

の

だ

た
の

で
一
パ

テ

に
進
む
事
に
な

た

私
は
ヒ

ス
ク
リ
フ

い
る
パ

テ

で
最
初
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に
進
ん
だ

 
回
廊
に
は

弱
い

や
⻘
や
緑
色
の
ス
ラ
イ
ム
の
他
に
リ
ザ

ド
マ
ン
が
う
ろ
つ
い
て
い
た

が

と

同
じ
横

で
あ
る
反
面
ポ

プ
数
に
制
限
を
喰
ら

て
い
る
の
か
多
く
て
も
二

体
だ

た
た
め

気
な
く
勝
負
は
付
い
た

 
迷

手
前
ま
で
約
一
時
間
弱
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
弱
い
ス
ラ
イ
ム
を
生
み
出
し
て
い
た
大
本

の
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

Ｆ
ａ
ｔ
ｓ
ｌ
ｉ
ｍ
ｅ

と
い
う
黒
緑
色
の
大
き
な
ス
ラ
イ
ム
と
遭

遇
す
る

 
一
パ

テ

限
定
の
遭
遇
戦
だ

た
が
リ
ザ

ド
マ
ン
を

手
す
る
時
よ
り
も
数
で

て
い
た
の
で
こ
れ
も
ま
た
フ

ル
ド
ボ
ス
の

大

と
同
じ
戦
法
で
倒
せ
た

大

よ
り
ス
テ

タ
ス
が

か

た
も
の
の
こ
ち
ら
も
攻
撃

が
少
な
か

た
戦
闘
時
間
は

同

だ

た
と
思
う

 
そ
の
ま
ま
迷

へ
と
進
軍
し
一

層
の
マ

ピ
ン
グ
を
し
て
か
ら
そ
の
日
の
攻
略
は
終

え
た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
正
体
を
知
る
者
し
か
レ
イ
ド
に
参
加
し
て
い
な
か

た
の
で
ど
う
い
う

が
ポ

プ
す
る
か
は
す
ぐ
に
分
か
る

後
は
ト
ラ

プ
や

襲
に
気
を
付
け
る
だ
け
と
い
う
状
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だ 
無
論
デ
ス
ゲ

ム
化
を
し
た
の
が
他
の

者
か
で
あ
る
以
上
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
知
ら
な
い

事
が
あ
る
に
は
違
い
な
い
の
で

を

れ
な
い
の
だ
が

 
と
も
あ
れ
そ
の
開
発
者
の
話
に
よ
れ
ば
第
七
十
六
層
の
迷

の

層
は
そ
こ
ま
で
無
い
の

だ
と
い
う

記

が
正
し
け
れ
ば
四

か
五

層
が
ボ
ス
部

ら
し
い

こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
二

十

層
も
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
事
を

え
れ
ば
一
気
に
時
間

と
な
る
の
で

し
い

事
だ
ろ
う

攻
略
を

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
を

み
れ
ば

の
事

 

で
は

私
や

が

議
を
始
め
る
前

故

を

め
て
い
た
の
か

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
ま
だ
そ
こ
に
つ
い
て
触
れ
な
い
の
も

食
を
し
て
い
る
間
に
し
て
い
る
の

に
私
や
ク
ラ
イ
ン
の
会
話
を

よ
う
と
し
な
い
の
も

本

は
話
す
事
が

な
話

だ
か
ら

 
い
や

そ
の

い
方
は

切
で
は
無
い

リ

フ

君
へ
の
礼
は
一

日
し
て
い
る
か
ら
こ
の
話
は
こ
れ
で
終
わ
り
と
す
る

今
日
の

攻
略
も
ま
た

で

ろ
う

そ
れ
で
そ
の
攻
略
に
つ
い
て
だ
が

に
一
つ
知

ら
せ
が
あ
る

 

に
知

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
と

と
も

え
な
い
表
情
で
前

き
し
て
ヒ

ス
ク
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リ
フ
は
そ
の

知
ら
せ

を
語

た

 

 
そ
れ
は

攻
略
組

へ
の
参
加
希
望
者

と
い
う
内
容

 
戦
力
を
増
や
し
た
い
現
状
か
ら
す
れ
ば
喜
び

ぶ
べ
き
事
で
あ
る

実

面
だ
け
を

め

ば

そ
う

な
話

と
い
う

で
は
無
い
の
だ

 
第
七
十
五
層
に
て
オ
レ
ン
ジ
の
軍
勢
に
よ

て
ボ
ス
攻
略
が
可
能
な
メ
ン
バ

の
約

数

を
殺
さ
れ
た
と
い
う
話
は
も
う

に
広
ま

て
し
ま

て
い
る

ア
ル
ゴ
の
よ
う
に

人
か
の

第
二
レ
イ
ド
の
生
き
残
り
が
広
め
て
し
ま

た
か
ら
だ

ど
れ
だ
け
第
一
レ
イ
ド
が
広
ま
る
の
を

ご
う
と
し
て
も
無

な
の
で
あ
る

白
の
剣
士
が

い
た
と
い
う
事
実
が
広
ま

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
第
二
レ
イ
ド
は

あ
の
男
の

性
に
つ
い
て
知
り
得
て
い
な
い
の
で

い
て
い
な
い
だ
ろ
う
し
第
一
レ
イ
ド
も
そ

れ
を
広
め
よ
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
だ
け

オ
リ
ム
ラ

の
名
は

怖
と
恐
怖
と
し
て
知
れ

て
い
る
と
い
う
事

 
女
尊
男

主
義
の
者
か
ら
す
れ
ば
尊

と

怖
を

か
せ

 
そ
れ
以
外
の
者
達
か
ら
す
れ
ば

触
ら
ぬ
神
に

り
な
し
と

う
よ
う
に

神
の
よ
う
に

な

て
い
る

オ
リ
ム
ラ

を
悪
く

う
事
で
下
の
弟
の
よ
う
に
悪
く

わ
れ
る
事
を
恐
れ
て
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い
る
の
だ

下
の
弟
を
平
然
と
悪
し
様
に

え
る
の
は
そ
の
オ
リ
ム
ラ
が

過
し
て
い
る

恐
ら
く
上
の
姉
は
知
ら
な
い

事
だ
か
ら
だ
ろ
う
が

 
と
も
あ
れ

に
攻
略
メ
ン
バ

が
少
な
く
な

て
い
る
事
実
が
広
ま

て
い
る
以
上
攻
略

ギ
ル
ド
に
属
し
て
い
る
プ
レ
イ

達
は

性
的
に
戦
力
を
求
め
る

少
し
で
も
安
心
感
を

き

た
い
か
ら
だ

 

い

ギ
ル
ド
の

と

え
る
二
つ
名
持
ち
は
全

生
き
て
い
る

黒
の
剣
士
は
死
亡
が
確
定
と

わ
れ
て
い
る

シ
ス
テ
ム
的
な
論
を
信
じ
る
者
は
黒
鉄

の
名
前
に
横
線
が
引
か
れ
て
い
な
い
事
か
ら
生
存
を
信
じ
て
お
り
感
情
論
の
方
は
死
亡
を
信
じ

ん
で
い
る
が
ど
ち
ら
に
せ
よ
ビ

タ

と
い
う
悪
が
死
ん
だ
事
に
対
し
て
の

感
は

同
様
と
い
う
も
の
だ

た

 

ビ

タ

／

黒
の
剣
士

が
死
ん
で
も

絶
剣

や

紅
の
騎
士

が
生
き
て
い
る

か
ら
と
そ
う
恐
怖
を
抑
え

ん
で
い
る
の
だ

あ
れ
だ
け
殺
そ
う
と
し
て
も
死
な
な
か

た
者

が
死
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
話
に
対
す
る
恐
怖
を

先
行
き
の
見
え
な
い
シ
ス
テ
ム

の
多
い
現

状
の
世
界
へ
の
恐
怖
を

 
そ
れ
で
も

恐
怖
の
根
幹
は
消
え
な
い
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だ
か
ら
人

は
新
た
な
戦
力
を
求
め
た

死
が
身
近
に
な
る
場

で
の
戦
力
を

 

論
そ
ん
な
人
は
中

現
れ
な
い

結

無

化
空
間
な
だ
け
で
も
二
の
足
を

む
と
い
う
の

に
撤
退
不
可
に
な
り
更
に
は

備
や
ス
キ
ル
の
弱
体
化
転

の
不

合
と
シ
ス
テ
ム
面
で
不

安
が
大
き
い
現
状
だ

現
れ
る

が
な
い

 
そ
れ
で
も

一
人
で
も
強
い
人
を
最
前
線
へ
と
送
り
出
し

生
還
の
可
能
性
を
高
め
た
い
と

多
く
の
攻
略
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

が
動
い
た

人
に
呼
び
掛
け
た
り
フ
レ
ン
ド
に
メ

セ

ジ
を

送

た
り

様

な
手
を
使

て
最
前
線
へ
の
参
戦
を
呼
び
掛
け
た
の
だ

 
故
に
人
が

る
場

で
は
最
前
線
に
来
い

だ
と
い
う
争
い
が
あ
る

論
最
前
線

で
あ
る

ア

ク

フ

ア

で
も
だ

 
そ
の

に
ア
ス
ナ
を
始
め
と
し
た

に
常

す
る
攻
略
ギ
ル
ド
の
幹
部
が

裁
に
動
い
て
い

た 

議
の
入
り
を
悪
く
し
て
い
る
知
ら
せ
は

そ
の

裁
を
終
え
た
後
に
舞

い

ん
で
来
た

 
攻
略
を
終
え
て
エ
ギ
ル
の

へ

て
来
た
私
達
の
許
に
ア
ス
ナ
が
そ
の
報
を

し
た

 

時
か
の
時
の
如
く

血

騎
士

に
最
前
線
攻
略
希
望
の

し
出
が
あ

た
と
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そ
の
報
に
最
初
は

に

し
喜
ん
で
い
た
の
だ
が

し
出
の
者
達
の

を

い
た

私
の
心
境
は
と
て
も
苦
い
も
の
と
な
り
本
来
な
ら
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
話
を

い
た

も
非
常

に

な
面
持
ち
と
な

て
い
た

 

故
な
ら
そ
の

し
出
の
者
達
は
こ
こ
最
近
に
な

て

に
力
を
付
け

目
さ
れ
始
め

た
と
い
う
触
れ

み
だ

た
か
ら

 
問

な
の
は
最
近
に
な

て

に
力
を
付
け
た
と
い
う
部
分
だ
が
実
の
と
こ
ろ
別
の

事
情
も
絡
ん
で
い
る

そ
の
事
情
さ
え
無
け
れ
ば
多
分
私
達
は
ま
だ

ら
か
こ
の
報
を

定
的

に

え
て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
レ
ベ
ル

点
で

備
や
ス
キ
ル
と
い
う

で
シ
ス
テ
ム
面
の

性
を
絶
対
の
も

の
と
し
て
い
て
そ
れ
ら
を
強
化
す
る
の
も
生

な
事
で
は
成
し

ら
れ
な
い

私
の
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
も
キ
リ
ト
の
よ
う
な
格
上
の

間
と
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
と
い
う
異
常
な
高
レ
ベ

ル
地

の
場

が
あ

て
初
め
て
出
来
る
事

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
は
ど
う

て
も

な
成
⻑
は
出
来
な
い

だ
か
ら
こ
そ
白
の
剣
士
の
お
か
し
さ
が
克
明
に
な

た
の
で
あ
る

白
の
剣
士
と
い
う

期
間
で

な
強
さ
を
得
た
前

を
知

て
い
る
だ
け
に
複

な
気
持

ち
に
な
る
の
も
仕
方
な
い
と

え
よ
う

私
と
リ

フ

は

に

見
知
り
だ

た
か
ら
と
も
か
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く

そ
の
者
達
が

白
の
剣
士

の
よ
う
な

で
は
無
い
と
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
の
だ

 
無
論
そ
れ
だ
け
で
は
疑
い
を
掛
け
る
に
は
弱
す
ぎ
る

攻
略
ギ
ル
ド
が
目
を
向
け
て
い
な
か

た
だ
け
で
少
し
ず
つ

実
に
実
力
を
付
け
て
い
て
少
し
で
も
強
い
人
は

な
い
か
と
目
を
光

ら
せ
始
め
た
現
状
だ
か
ら
気
付
い
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
の
だ
か
ら

最
近

に

と
い
う

部
分
が
そ
う
で
あ
れ
ば

得
が
い
く
話
に
も
な
る

 
だ
が
ア
ル
ゴ
が
知
り
合
い
の
情
報

か
ら
情
報
を

け
取
り

め
た
と
こ
ろ
そ
の
者
達
は

ギ
ル
ド
を
組
ん
で
い
た
が
ど
ん
な
情
報

も
そ
の
名
前
を

い
た
事
は

論

属
プ
レ
イ

を
見
た
事
す
ら
無
い
と
い
う

 
ギ
ル
ド
を
組
む
程
の
人
数
で
あ
れ
ば
自
然
と
目
に
付
く

ど
れ
だ
け
目
立
た
な
い

を
し
て

い
よ
う
が

点
と
し
て
い
る

が
あ
り

か
し
ら
の

設
を
使

て
プ
レ
イ

間
の
や
り

取
り
を
し
て
い
る
以
上
ど
う
し
て
も
情
報

に
知
ら
れ
る
事
は

け
得
な
い
事

だ

集

の

点
と
す
る
な
ら

性
を
求
め
て
転

が
あ
る

や

を

ぶ
だ
ろ
う
か
ら

更
人
の
目
は

け
得
な
い

 
そ
れ
な
の
に
情
報
が
無
い
と
い
う
事
は

リ

フ

や
私

白
の
剣
士

の
よ
う
に
い
き
な

り

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

り
立

た
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
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そ
も
そ
も
か
ら
し
て
人
目
に
触
れ
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
ギ
ル
ド
は
結
成
し
な
い
事
が
セ
オ

リ

ら
し
い

故
な
ら
ギ
ル
ド
マ

ク
と
い
う
人
の
目
に
付
き
や
す
い
マ

ク
が
あ
れ
ば

で
も
人
に
知
ら
れ
る
か
ら
だ

も
無
け
れ
ば

の
他
人
か
ら
は
外
見
的
情
報
し
か
知
ら
れ
な
い

が
マ

ク
が
あ
る
と
そ
の
マ

ク
を
持

て
い
る
者
達
と
同

と
知
ら
れ
集

で
あ
る
と

知
れ

る
事
に
な
る

 

う

が
ギ
ル
ド
を
シ
ス
テ
ム
的
に
結
成
し
て
い
た
事
も
キ
リ
ト
が
意
地
で
も

か
の
ギ
ル
ド
に

属
し
な
い
の
も

そ
う
い
う
理

ら
し
い

 
そ
ん
な
不
可
解
な
点
が
あ
る
集

が
最
前
線
攻
略
へ
の
参
加
希
望
を

し
出
て

血

騎
士

の
メ
ン
バ

が
ア
ス
ナ
へ
報

す
る
と
な
れ
ば
攻
略
を
可
能
と
す
る
だ
け
の
レ
ベ
ル
や

備
を
整
え
て
い
る
事
に
な
る

 
ア
ル
ゴ
は
情
報
収
集
の
合
間
に
一

そ
の
集

を
見
た
ら
し
い
が

実

備
は
か
な
り
上

な
も
の
だ
と
い
う

こ
れ
ま
で
見
て
来
た
ど
ん
な
武

よ
り
も

と
す
る
と

備
の
面
で
他
を
圧
倒
し
て
い
る
血

騎
士

の
メ
ン
バ

の
も
の
よ
り
上

か
も
し
れ
な

い
と

ゲ

ム
の

備
は
性
能
が
上
が
る
程
に
見
た
目
が
華

な
い
し
深
み
や

み
を

び
る

も
の
だ
が
そ
の
集

の
も
の
は
見
た
事
無
い
く
ら
い
華

な
武

だ

た
ら
し
く
そ
こ
か
ら
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ラ
ン
ク
を
推
定
し
た
よ
う
だ

た

白
の
剣
士
は
ど
う
や

た
か
知
ら
な
い
が
私
や
リ

フ

は
シ
ス
テ
ム
的
に
見
れ
ば
合
法

で
も
モ
ラ
ル
の
面
で

え
ば
決
し
て
正
攻
法
と
は

え
な
い
や
り
方
で
レ
ベ
ル
ア

プ
を

り
返

し

最
前
線
で
戦
え
る
強
さ
を
手
に
入
れ
た

 
そ
の
者
達
が
ど
ん
な
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
た
か

初
期
レ
ベ
ル
が

つ
だ

た
か
は
知
ら
な
い

が

こ
れ
ら
の
情
報
だ
け
で
も

す
る
に
越
し
た
事
は
な
い

 

二
刀
流

や

ビ

タ

の
話
を

い
て
思
い
知

た
が

ゲ

マ

は
と
て
も

深

い

あ
る
意
味
現
実
か
ら

離
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
感
情
が
よ
り
表
に
出
や
す
く
な

て
い
る
と

思
う白

の
剣
士

は
確
か
に
実
力
や
ス
テ

タ
ス

備
の
面
で
攻
略
に
参
加
出
来
る
レ
ベ
ル
に

あ

た
が

そ
の
人
間
性
が
悪
過
ぎ
た

 
だ
か
ら
今

も
も
し
か
し
た
ら

と
私
達
は
身
構
え
た
の
で
あ
る

う

ん

正
直

う
と
シ
ノ
ン
さ
ん
の

護

撃
が
強
力
過
ぎ
て
も
う
十
分
と
思
え
て
し

ま
う
ん
だ
よ
な

 

を
組
み

な
面
持
ち
で
デ

ア
ベ
ル
が

く
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私
の

護

撃
が
強
力
と
い
う
の
は
ス
キ
ル
や
遠

離
攻
撃
手

の
希
少
性
を

え
る
と

定
出
来
な
い
事
で
は
あ
る

 
で
も
そ
れ
以
上
に
や
は
り
第
一
層
の

か
ら
戦

て
来
た
レ
イ
ド
メ
ン
バ

だ
か
ら
こ
そ
の

信
頼

や

繋
能
力
の
高
さ
に
私
は
強
さ
の
秘

が
あ
る
と
思
う

そ
れ
を
自
覚
し
て
か
無

自
覚
に
か
分
か

て
い
る
か
ら
こ
そ
新
参
へ
の

け
入
れ
が

な
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

ま
え
る
と

よ
く
私
や
リ

フ

は
す
ん
な
り
と

け
入
れ
ら
れ
た
な
と
思
う

 
ス
ト
レ
ア
は
参
戦
時
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

い
る
パ

テ

で
数
日
掛
け
て

繋

練
を

け
た
と
い
う
が
私
達
に
そ
れ
は
あ
ま
り
無
か

た

そ
う
す
る

が
無
か

た
か
ら
で
も
あ

る
だ
ろ
う
が

そ
の
事
情
を
差
し
引
い
て
も
か
な
り
ア

サ
リ
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
う

 
キ
リ
ト
に
鍛
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
部
分
が

程

い
て
い
る
の
だ
ろ
う

幹
部
に
理
解
者

が
多
い
事
が

を

し
た
形
だ

あ
と
は
ユ
ウ
キ
と
一
緒
に
レ
ベ
リ
ン
グ
を
行

て
い
て
参
加

す
る
時
に

え
し
て
く
れ
た
事
も
あ
る
だ
ろ
う

 

コ
ネ
の
力

て
こ
う
い
う
も
の
な
の
か
と
思
わ
な
い
で
も
無
い
事
実
だ

そ
う
は

て
も

実

会

て
も
い
な
い
の
に
不

と

う
の
は
流

に
体
裁
が
悪
い

実

か
な
り
の
戦
力
に
な
る
可
能
性
は

定
出
来
な
い
の
だ
か
ら

今
後
に
備
え
る
意
味
も

め
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て

け
容
れ
る

は

に
入
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う

そ
ん
な

の
本

ハ

正
直
私
も
こ
の
者
達
は
あ
ま
り

け
容
れ
た
く
な
い

 
ア
ル
ゴ
の
問
い
に
ア

サ
リ
と
手
の
平
を
返
し
て
み
せ
た
男
に
さ
し
も
の
彼
女
も
苦

を
浮

か
べ
た

前
と
本

を
上
手
く
使
い
分
け
て
こ
そ
上
に
立
つ
者
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 

時
か
私
も
あ
の
よ
う
な
大
人
に
な
る
の
か
と
思
う
と

憂
鬱
に
な
ら
な
く
も
な
い

 

に
そ
う
い
う
部
分
を
あ
る
程

身
に

け
て
い
る
事
実
か
ら
は
目
を

ら
し
て
お
く

と
も
あ
れ
白
の
剣
士
の
時
の
よ
う
に
入
隊

験
は

け
て
も
ら
う
か
ら
そ
こ
で
彼
ら
を

け
容
れ
る
べ
き
か
判
断
し
よ
う

君
も
攻
略
に
出
る
の
は
そ
の
後
に
し
て
く
れ

 
憂
鬱
そ
う
に
そ
う
結
論
を
伝
え
ら
れ
た
後
手

く

食
を
終
え
て

験
と
そ
の
後
の
攻

略
に
向
け
て

備
の

に
動
き
始
め
た

 

事
も
無
く
終
わ
れ
ば
良
い
の
だ
け
ど

と

い
願
い
を

き
な
が
ら

私
は
食
後
の
コ

ヒ

風
の

み
物
を

ん
で
一
息
つ
く
の
だ

た

  
第
七
十
六
層
の

方
に

す
る
ア

ク

フ

ア
の
構

は
大
部
分
が
始
ま
り
の
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に
近
似
し
て
い
る
が

全
部
が
全
部
似
て
い
る

で
は
無
い

 
そ
の
一
つ
と
し
て
始
ま
り
の

で
の
黒
鉄

に

た
る

に

さ
な
が
ら
の
城

が
城
主
の
権

を
示
す
よ
う
に

立
し
て
い
る
事
が

ら
れ
る

 
ま
た

始
ま
り
の

で
は
転

と
黒
鉄

の

は
目
と

の
先
だ

た
が

ア

ク

フ

ア
で
は
そ
れ
な
り
に
離
れ
た

だ

風
に

う
な
れ
ば
転

が

す
る
場

は
い
わ
ば
城
下

と
い

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う

 
こ
の
城
で
あ
る
が
内
部
は
と
も
か
く
城

か
ら
庭
に
掛
け
て
は
出
入
り
自
由
と
な

て
い

た

城

の
内

に
は
色
取
り
取
り
の
花
が
咲
く
花

の
他
練
兵
場
と
思
し
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

近
似
し
た
場

も
あ
り

見
る
だ
け
で
な
く

練
を
す
る
に
も
打

て
つ
け
な
場

だ

た

 
ち
な
み
に
こ
の
場

夜
間
は

が

じ
ら
れ
る
の
で

に
し
よ
う
と

取

て
い
て
も

無
意
味
だ

た
り
す
る

そ
の
た
め
初
日
は
と
も
か
く
そ
れ
以

人

り
は

ど
無
い

せ
実

的
な
要

が
無
い
上
に

に
も
な
ら
な
い
の
だ

の
な
い
人
達
か
ら
す
れ
ば
こ
こ
に
来

る
事
は
正
に
無

骨
な
の
で
あ
る

 
だ
か
ら
こ
そ

こ
の
場

は

験
に
打

て
付
け
と
な

て
い
た

ね

ア
ス
ナ
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ん

 
ど
う
か
し
た

私
確
か
に
最
前
線
で
戦
え
る
だ
け
の
レ
ベ
ル
に
は
な

て
る
け
ど

り
間
違

て
も
幹
部

レ
ベ
ル
で
は
無
い
ん
じ

ま
だ
私
は
新
参
者
よ

 
私
は
む
し
ろ
来
な
い
方
が
良
い
ん
じ

な
い
の

 

た
よ
う
な

で
彼
女
は

た

 
シ
ノ
の
ん
の

う

り
確
か
に
彼
女
は
攻
略
組
に
と

て
す
れ
ば
新
参
者
だ

彼
女
と

親
し
い
私
や

⻑
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
い

た
幹
部
と

え
る
面

と
親
し
い
と
は

え
一

達
か
ら
す
れ
ば
本

に
新
参

に

え
て

に
来
な
い
方
が
良
い
立
場
で
は
あ
る

 
そ
れ
は
私
も
分
か

て
い
る
し
無
論

⻑
達
も
分
か

て
い
る

そ
れ
で
も
彼
女
を

へ

れ
て
来
る
事
に
し
た
の
に
も
キ
チ
ン
と
理
由
が
あ

た

む
し
ろ
新
参
だ
か
ら
こ
そ
だ
よ

こ
れ
か
ら

験
を
行
う
人
達
が
合
格
し
た
ら
そ
れ
か
ら
は

一
緒
に
最
前
線
で
命
を

け
合
う

間
に
な
る

こ
れ
は
そ
の
た
め
の

合
わ
せ
の
意
味
で
も
あ

る
の

 
そ
れ
に

新
参
の
彼
女
は
ま
だ

繋
が

い

 

論
そ
れ
は
彼
女
自
身
が

念
し
て
い
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
の
戦
闘
経
験
の
少
な
さ
に

因
し
て
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い
る
が
攻
略
メ
ン
バ

と
の
共
闘
が
少
な
い
か
ら
で
も
あ
る

新
参
だ
か
ら
こ
そ
の

さ
だ
か

ら
仕
方
な
い
の
だ

 
故
に
こ
れ
か
ら
彼
女
は
多
く
の
人
と
パ

テ

や
レ
イ
ド
を
組
み
同
じ

間
の
一
人
と
し

て
戦
い

の
特
徴
や

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ま
じ
前
衛
に

し
な
い
よ
う

意
を
払
う
必
要
が
あ
る
か
ら
そ
れ
は
彼
女
に
と

て
重
大
な

だ

 
と
は

え
彼
女
ば
か
り
が
苦
労
す
る

で
は
無
い

先
達
で
あ
る
私
達
も
ま
た
彼
女
の
事
を

よ
く
知
り
共
に
戦
う

間
と
し
て

え
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

つ
ま
り

理
解
が
必
要

な
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

彼
女
の
後
か
ら
入

て
来
る
人
の
事
も

彼
女
は
知
る
必
要
が
あ
る

ん

で
も

な
ら
逆
に

で
幹
部
組
し
か
来
な
い
の

あ
あ

そ
れ
は
色

と
理
由
が
あ
る
の

 
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
は

手
を

さ
せ
な
い
事
が

ま
れ
る

 
テ
ス
ト
と
同
じ
で
人
に
見
ら
れ
て
い
る
と
大

の
人
は
実
力
を
発

出
来
な
い
特
に
大
一

番
と
い
う
時
は
よ
り

す
る
も
の
だ

 
そ
れ
は
私
達
に
と

て

る
の
だ

実
力
を
発

出
来
ず
不
合
格
で
参
戦
出
来
な
い
事

が
常
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化
し
て
し
ま

て
は
最
前
線
へ
の
参
戦
を
し
て
く
れ
る
人
達
が

て
し
ま
う

そ
の
ま
ま

進
ん
で
し
ま

た
ら
ど
こ
か
で
限
界
を

え
る
の
は
明
白
な
の
で
あ
る

 
だ
か
ら
プ
レ
イ

の

を
決
め
る

の
生
の
情
報
を
得
る
必
要
が
あ
る
メ
ン
バ

す
な

わ
ち

攻
略
組

の
幹
部
だ
け
が

験
に
立
ち
会
う
事
に
な

て
い
た

 
ち
な
み
に
攻
略
ギ
ル
ド
参
加
希
望
の
場
合
は

ギ
ル
ド
が
個
別
で
行
い
ボ
ス
攻
略
に

け
る

か

か
の

で
白
の
剣
士
や
今
回
の
よ
う
な

験
を
行
う
事
が
常
だ

た

攻
略
組
と

い
う
大

の
参
加
希
望
の
場
合
は
い
き
な
り
こ
の

験
で
あ
る

 
他
の
理
由
と
し
て

験
を
し
て
い
る
間
に
他
の
メ
ン
バ

で
攻
略
や
自
己
強
化
に

ん
で
も

ら

た
り
ど
の
ギ
ル
ド
に
加
わ
る
か
と
い
う

で
圧
力
を
掛
け
な
い
よ
う

い
だ
り
な
ど
が

あ
る

 
し
か
し
最
た
る
理
由
は

や
は
り
上
下

の
意
識
付
け
だ
ろ
う

 
そ
れ
は

験

を
幹
部
組

験
者
は
大

私
ラ
ン
ち

ん
ユ
ウ
キ
ク
ラ
イ
ン
さ
ん

に

る
事
で
こ
そ
可
能
と
な
る
も
の

要
は

験

の
強
さ

幹
部
組
の
強
さ
と
意
識
付
け

さ
せ

ギ
ル
ド
の
リ

ダ

格
を
上
の
立
場
の
存
在
と
思
わ
せ
る
の
だ

血

騎
士

や

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
よ
う
な
大
ギ
ル
ド
で
あ
れ
ば
無

だ
が

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
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イ
ツ
や
風
林
火

の
よ
う
に
少
人
数
の
ギ
ル
ド
の
幹
部
を
上
の
存
在
と
意
識
さ
せ
る

に

必

の
事
だ

た

 
ま

ユ
ウ
キ
や
ラ
ン
ち

ん
は
そ
ん
な
必
要
が
無
い
く
ら
い
個
人
の
能
力
が

び

け
て

高
い
の
だ
が

後
か
ら

け
ば
ハ

ド
の
ス

ク
差
故
の
実
力
だ

た
ら
し
い
が
や
は
り
天

才
的
な
セ
ン
ス
が
二
人
に
は
あ

た
の
だ
と
思
う

ら
高
ス

ク
で
も
そ
れ
を
使
い
こ
な
す

だ
け
の
セ
ン
ス
が
無
け
れ
ば
意
味
が
無
い

 
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に

し
て
は
個
人
の
能
力
は
平

よ
り
や
や
高
め
と
い
う

だ
が
真
価

を
発

す
る
の
は

繋
能
力
や
予
想
外
の
事

に
直
面
し
た
時
な
の
で
ま
た

に
別

だ

た
り
す
る

本
人
も
そ
れ
を
自
負
し
て
お
り

実

ギ
ル
ド
メ
ン
バ

が

結
す
れ
ば
一
パ

テ

で
フ
ロ
ア
ボ
ス
を

手
に

抗
す
る
事
も
決
し
て
不
可
能
で
は
無
い
程
だ

こ
れ
ま
で
一

人
も
死
者
を
出
し
て
い
な
い
実
績
も

て
そ
れ
だ
け
リ

ダ

と
し
て
手
練
れ
な
の
で
あ

る 
ち
な
み
に
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
指

と
し
て
私
が
密
か
に
目
標
と
す
る
一
人
で
も
あ

た
り
す

る 
目
標
に

し
て
は

せ
て
幹
部
組
し
か

験
に
立
ち
会
わ
な
い
理
由
に

し
て
話
せ
ば
彼
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女
は

得
し
た
よ
う
で

り
に

い
て
い
た

な
る

ど
ね

ち
な
み
に
こ
れ
ま
で
の

験
に

キ
リ
ト
は
立
ち
会

て
た
の

キ
リ
ト
君
は
あ
ん
ま
り
か
な

そ
の
時
間
が

体
な
い

て

て

験
よ
り
も
攻
略
の

方
を

先
し
て
た
か
ら

キ
リ
ト
ら
し
い
と

え
ば
ら
し
い
わ
ね

そ
れ
は

 
彼
が
過
去

た
セ
リ
フ
を
彼
女
は
苦

し
な
が
ら
そ
う

し
た

確
か
に
彼
の
事
を
少
し
で

も
知

て
い
れ
ば

彼
ら
し
い

と
思
う
セ
リ
フ
で
あ
る

 
ま

実

験
に
立
ち
会
う
時
間
が

体
無
い
か
ら
と
自
主
的
に
攻
略
の
方
へ

く
よ
う
に

な

た

も

た
の
で
彼
の

感
は
彼
だ
け
の
も
の
で
は
無
か

た
り
す
る

ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
や
ク
ラ
デ

ル
が
そ
う
だ

た

ク
ラ
デ

ル
は

に
面
倒

く
感
じ
て
あ
あ

て
い
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
う

し
て
い
る
内
に

備
を
済
ま
せ
に
動
い
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
を

に

⻑
や

デ

ア
ベ
ル
さ
ん

エ
ギ
ル
さ
ん

ア
ル
ゴ
さ
ん
に
ユ
ウ
キ
達
も
集
ま
り
始
め
た

 
時

を
見
れ
ば

験
時
間
の

時

ま
で
あ
と
十
数
分
と
い

た
と
こ
ろ
だ

た

確
か

議
が

時
過
ぎ
だ

た
の
で

思
い
の
外

備
に
時
間
を
掛
け
て
い
た
よ
う
だ
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時
間
が

て
い
る
と
認
識
し
た
私
は

め
て

験
内
容
を
振
り
返
る

 
攻
略
組
へ
の
参
加
第
一

験
で
あ
る
こ
の
デ

エ
ル
は
参
加

望
プ
レ
イ

の
個

の

戦
闘
能
力
を
見
る
も
の
と
な

て
い
る

く
第
二

験
で
は
パ

テ

を
組
み

繋
能
力

と
協

性
を
見
る

 
こ
の
よ
う
に

験
内
容
と
そ
の
意

は
決
ま

て
い
る

 
し
か
し
デ

エ
ル
の

手
と
パ

テ

を
組
む
メ
ン
バ

に

し
て
は
実
は
決
ま

て
い

な
い

白
の
剣
士

の
時
の
よ
う
に
希
望
が
あ
れ
ば
そ
の
プ
レ
イ

を

無
け
れ
ば

験
者

の
武

や
ス
タ
イ
ル
を

み
て
こ
ち
ら
が
決
定
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
だ

 
パ

テ

を
決
め
る
に
あ
た

て
は
攻
略
ギ
ル
ド
三
つ
の
ど
れ
か
か
ら

ば
れ
る
よ
う
に

な

て
い
る

キ
バ
オ
ウ
が

た

は
大

血

騎
士

が
請
け
負

て
い
た
の
だ
が
あ

の
男
が

な
く
な

て
か
ら
幹
部
組
の
全
体
的
な

気
が
多
少

く
な

た
様
に
も
感
じ
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

や

聖
⻯

合

に
も

せ
ら
れ
る
か
も
と
最
近
思

て
い

る 
血

騎
士

ば
か
り
請
け
負

て
い
る
と
負

は
過
大
な
も
の
に
な
る
が
そ
れ
で
も
彼

ら
に
頼
ま
な
か

た
の
は
キ
リ
ト
君
を

ま
し
く
思
う
者
で
な
い
限
り
は

ま

て
欲
し
く
な
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い
と
思

て
い
た
か
ら

聖
⻯

合

は
反
ビ

タ

キ
バ
オ
ウ
は
反

一

だ

た
た
め
だ

 
と
も
あ
れ
キ
バ
オ
ウ
が

な
く
な

て
か
ら
は
そ
の

り
を
あ
ま
り
気
に
し
な
く
て
良
く
な

た
と
思
う
の
で

以
前
よ
り
は
仕
事

が

た
と

え
る
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
思
惑
が
裏
で
絡
ん
で
い
た

験
に

け
る
私
の

目
は

本
的
に

会
進
行

手

が

剣
使
い
で
あ
る
な
ら
そ
こ
に

験

も
加
わ
る
予
定
だ

ラ
ン
ち

ん
と
ど
ち
ら
が
す
る
か

は
そ
の

す
る
事
に
な

て
い
る

 

と

て
も

多
分

験

は
し
な
い
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
う
思

て
内
心
で

息
す
る

 
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
最
前
線
参
加

望
の
人
達
は
大

盾
持
ち
片
手
武
器
な
い
し

手

や

⻑
槍
と
い

た

手
武
器
だ

た

刀
使
い
の
人
も

な
く
は
な
か

た
が

剣
使
い
は
一

人
と
し
て

な
い

 

に
最
前
線
で

剣
を
使
う
の
は

し
い
か
ら
だ

 

剣
カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
は

化
に
よ
る
速

を
得
る
た
め

本
的
に
刀
身
は

身
と

な

て
い
る

ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
の
刀
身
は

剣

の
中
で
も
か
な
り
分

い
方
だ
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そ
ん
な

身
の
刀
身
で

の
攻
撃
を

け
止
め
る
と
一
気
に

値
を

て
し
ま
う
事
に

な
る

最
悪
一
発
で

れ
る
可
能
性
す
ら
あ
る

 
し
か
し

剣
使
い
は

勢
制

と
攻
撃
ス
ピ

ド
の

ね
合
い
の

に

ど
の
場
合
盾
は

い

な
い

 
つ
ま
り

備
の

値
と
自
身
の

を

存
す
る
に
は

の
攻
撃
は
回

す
る
し
か
無
い

だ 
ま
た

剣
を
使
う
の
に

し
た
ス
テ

タ
ス
タ
イ
プ
は
ス
ピ

ド
型
な
の
だ
が

剣

を
使
う
く
ら
い
な
ら

剣
を

ぶ
人
も
少
な
く
な
い

故
な
ら
武
器
の
⻑

が

同
じ

で
あ
り
な
が
ら

値
の

れ
方
が
ま
だ
少
な
い
か
ら
だ

 
と
は

え
そ
の

剣
使
い
も
メ
イ
ン
で
使

て
い
る
の
は
つ
い
最
近
加
入
し
た
シ
ノ
の
ん
だ

け

こ
ち
ら
は

に
リ

チ
が

く
ボ
ス
を

手
に
超

近
戦
を

む
事
が
恐
怖
で
し
か
な

い
せ
い
で
あ
る

 
ま
た

剣
と
は

本
的
に

突
武
器
で
あ
る

私
が
使
う
レ
イ
ピ
ア
型
は
刃
が
付
い
て
い
る

の
で
斬
撃
に
も
対
応
し
て
い
る
が

ザ
ザ
が
使

て
い
た
よ
う
な
刃
が
無
く
先

り
し
た
エ
ス

ト

ク
型
の
よ
う
に
攻
撃
の

本
は

突
と
な
る

ド
ス
キ
ル
も

突
攻
撃
が

ど
で
偶
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に
斬
撃
も

ざ
る
と
い

た
程

つ
ま
り
点
で
の
攻
撃
な
の
で

に
攻
撃
を
回

さ
れ
や
す

い 
そ
う
い

た
事
情
か
ら
攻
略
組
で

剣
使
い
は
私
と
ラ
ン
ち

ん
だ
け

剣
使
い
は

本

離
を
取

て
戦
い

剣
は

離
を
離
す
ま
で
の
時
間

ぎ
と
い
う
使
い
方
な
の
で

密

に

う
と

対

と
し
て

か

な
ラ
イ
ン
だ
が

シ
ノ
の
ん
だ
け
と
な

て
い
た

 
こ
れ
ら
の
事
か
ら
最
前
線
攻
略

望
者
が
ま
さ
か

剣
を
使
う

は
な
い
と
経
験

び

理

か
ら
思

て
い
た
の
で

私
は
自
分
が

験

を
し
な
い
と
予
想
し
て
い
た

 
そ
の
予
想
は
す
ぐ
さ
ま
裏
切
ら
れ
る
事
に
な
る

 

験

で
あ
る
幹
部
組
が
全

集
ま

て
か
ら
数
分
と
経
た
な
い
内
に
約
七
人
の
集

が

人
気
の
無
い
城

内
へ

を
見
せ
た

 
そ
の
先

を
歩
く
白
を

に
金
色
で
飾

た
煌
び
や
か
な

を

た
男
の

に
は

剣
が

か
れ
て
い
た
の
だ

刀
身
は

身
の

に

ま
れ
て
見
え
な
い
が
片
手
分
の
⻑
さ
の

と
片
手
剣
程
の
⻑
さ
と
な
れ
ば

剣

し
か
あ
り
得
な
い

 
片
手
直
剣
で
あ
れ
ば
ギ
リ
ギ
リ

手
で
持
て
る
⻑
さ
が
あ
る
上
に

の

は
も

と
広
い

ユ

ウ
キ
の
剣
は

剣

と
見

う
ば
か
り
の

さ
だ
が

そ
れ
で
も

剣

と

べ
れ
ば
一
目
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然
の

み
と

を
持
つ

そ
れ
を
一
年

以
上
ず

と
見
て
来
た
の
だ
か
ら
見
間
違
え
る

も

無
か

た

 
つ
ま
り
あ
の
男
性
は
最
前
線
で

剣
を
使

て
戦
え
る
だ
け
の
実
力
を
持

て
い
る
事
に
な

る

ス
キ
ル
の
成
⻑
に
は
気
が
遠
く
な
る
程
の
時
間
を
掛
け
て
同
じ
武
器
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
か
ら
こ
こ
最
近

剣
に
持
ち

え
た
と
い
う
線
は

い

時
間
を
掛
け
て
真

に
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
心
強
い
味
方
と
な
る

 

が

し
か
し
そ
の
思

は

男
の

い
が

定
す
る

 

剣
使
い
は
ヒ

ト

ア
ウ

イ
を

本
と
し
た
ス
ピ

ド
型
の
戦
士

キ
リ
ト
君
の
よ
う
な

パ
ワ

型
の
ア
タ

カ

を
ヘ
ヴ

ウ

リ
ア

と

う
な
ら
私
や
ユ
ウ
キ
の
よ
う
な
ア

タ

カ

は
ラ
イ
ト
ウ

リ
ア

と

え
る

⻑
や
エ
ギ
ル
さ
ん
の
よ
う
な
パ
ワ

型
の

タ
ン
ク
は
ヘ
ヴ

タ
ン
ク

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
や
リ
ン
ド
さ
ん
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
型
は
ラ

イ
ト
タ
ン
ク

と

え
る
だ
ろ
う

 
そ
う
い

た

ビ
ル
ド
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に

し
た

備
と
い
う
も
の
が
あ
り
同
様

に

し
た
ス
テ

タ
ス
タ
イ
プ
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る

 
キ
リ
ト
君
は
パ
ワ

型
に
し
て
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
の
ア
タ

カ

だ
が
彼
は
超
高
レ
ベ
ル
に
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よ
る
高
ス
テ

タ
ス
で
可
能
と
し
て
い
る
ス
タ
イ
ル
故
に

外
だ

 

と
し
て

る
な
ら
私
や
ユ
ウ
キ
の
よ
う
な
ス
ピ

ド
寄
り
の
ア
タ

カ

は

し
て

一
撃
の
攻
撃
力
は

め
に
な
る

与
ダ
メ

ジ
は
攻
撃
速

に
よ
る
ダ
メ

ジ

で

魔
化

し

ダ
メ

ジ
は
ス
ピ

ド
を
活
か
し
た
回

で

を

ら
し
て
対

し
て
い
た

 
速

こ
そ

剣
使
い
を
始
め
と
し
た
ス
ピ

ド
ア
タ

カ

の
生
命
線

攻
撃
は

論
回

と
い
う
命
を
守
る
行
動
の

に
も
速

は
絶
対
殺
せ
な
い

後
衛
で
指

を

る
事
が
多
い
私

は
と
も
か
く
前
線
に
出
る
事
が
多
い
ユ
ウ
キ
や
ラ
ン
ち

ん
が

だ
け
と
い
う

な
理
由

は
速

を
活
か
す

な
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

リ

ダ

ら
し
き
男
の

い
は
不
可
解
に

る

 

華
な
見
た
目
は
と
も
か
く

剣
を

う
と
い
う
の
に
全
身
を
金
属

で
身
を

め
て

い
る
の
は
道
理
に
反
し
て
い
る

で
あ
れ
ば

得
も
い
く
と
い
う
の
に
金
属

を

て
い

る
時
点
で
違
和
感
し
か
な
い

 
こ
の
場
に

る
他
の

の

を
横
目
で

み
見
れ
ば

も
が
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
よ
う
で

か
に

根
を
寄
せ
て
い
た

 

の

線
は

先

を
歩
く
男
に

が
れ
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キ
リ
ト

 

突
に

シ
ノ
の
ん
の

れ
た
小
さ
な
声
が

を
打

た

 
ギ

と
し
て

に
立
つ
弓
使
い
を
見
る
が
彼
女
は
私
が
目
を
向
け
た
事
に
気
付
い
た

振

り
も
無
く
た
だ
一
点
を
見
つ
め

け
て
い
た

 

が

え
た
内
容
が
内
容
な
の
で
そ
の

線
を
追

て
私
も
目
を
向
け
る

 
そ
こ
に
は

黒

が

た

 
背

は
彼
よ
り
も
高
く
ユ
ウ
キ
よ
り

か
に

い
程

に
見
え
る

数
値
に
表
せ
ば
１

０

セ
ン
チ
手
前
と
い

た
と
こ
ろ
か

 

備
は

部
を

う

手
を

う
騎
士
風
の
手

足
部
や

を
守
る

足
で
目

は
仮
面
の
よ
う
に
バ
イ
ザ

で

わ
れ
て
い
た

そ
れ
ら
全
て
が
闇
を
体
現
す
る
よ
う
な
深
み
の

あ
る
黒

ア

プ
で
一
つ
に
結
わ
え
ら
れ
て
い
る
⻑
髪
も
ま
た

色

 
キ
リ
ト
君
と
は
異
な
る

い
だ

彼
は
前
開
き
の
黒
コ

ト
と
い
う

で
金
属

は
一

つ
も

わ
ず

ま
た

飾
品
の

を
一
つ
も
身
に

け
て
い
な
か

た

 
し
か
し

感
は
あ

た

 
バ
イ
ザ

に
よ

て
目
は
見
え
な
い
が

⻤
め
い
た
そ
の
歩
み
に
は
覚
え
が
あ
る

年
前
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に
も
そ
し
て
つ
い
数
日
前
に
も
こ
の
眼
で
見
た
少
年
の

と
目
の
前
に
い
る
黒
の

は

合

す
る

 
背

は
違
う

備
も
違
う

 

だ
が

根

か
ら
感
じ
る
も
の
は
か
つ
て
の
少
年
と
同
一
だ

た

 
あ
れ
は

観

と

絶
望

を
覚
え
て
い
る

だ

初
め
ま
し
て

攻
略
組

の

さ
ん

私
の
名
前
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ

ギ
ル
ド

テ

タ

ニ

ア

の
リ

ダ

を
務
め
て
い
ま
す

 
ず

と
黒
に

意
を
払

て
い
た
せ
い
で
集

が
目
の
前
に
来
た
事
に
気
付
か
な
か

た

気
付
け
ば
リ

ダ

ら
し
き
華

な

い
の
男
が
自
己

を
始
め
て
い
た

 
事
前
に

い
て
い
た
プ
レ
イ

名
と
ギ
ル
ド
名
だ
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
確
認
し
た

り
や
は

り

き
覚
え
は
無
い

前
者
は
と
も
か
く
後
者
で
あ
れ
ば
小

に

ん
で
も
お
か
し
く
な
い
が

や
は
り
無
い

黒
の
プ
レ
イ

に
覚
え
る

感
と
合
わ
せ
や
は
り

し
て
お
く
に
越
し
た
事
は
無

い
と
判
断
す
る

こ
こ
に

る
七
人
が
現
在
最
前
線
で
戦
え
る
と
判
断
し
た
テ

タ

ニ
ア
の
精

で
す
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そ
う
前

き
し
て

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
一
人
一
人

に
名
前

レ
ベ
ル

メ
イ
ン
武

と
パ

テ

内
で
の

メ
イ
ン
ス
キ
ル

を

て
い

た

 
流

に
こ
こ
ま
で
近
け
れ
ば

も
が
気
付
き

や

然
の

線
が

黒

に
向
く

そ
し
て
最
後
の
一
人
は

ス
レ
イ
ブ

と

い
ま
す

 
そ
の

黒

の
名
前
は

ス
レ
イ
ブ

と

た

レ
ベ
ル
は

メ
イ
ン
武

は
主
に
片

手
剣
だ
が
色

と

え
て
メ
イ
ン
ス
キ
ル
は
武
器
に
よ

て
変
わ
る
が
索

や

戦
闘
時
自
動
回
復

な
ど
は
取

て
い
る
と
い
う
事
だ

た

 
名
前
を

い
た
時
思
わ
ず
私
は

を

め
そ
う
に
な

た

指

と
し
て
の
経
験
が
無
け

れ
ば

悪
感
を

わ
に
し
て
い
た
事
だ
ろ
う

ス
レ
イ
ブ

 
そ
れ
は
日
本
語
で

う
と
こ
ろ
の

と
い
う
意
味
な
の
だ
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
新
参
の
シ
ノ
ン
は
不
安
で
い

い

 

期
間
で
超
危
険
な
最
前
線
に
出
る
よ
う
に
な

た
ら
経
験
が

い
の
は
そ
り

あ
不
安
に

な
り
ま
す

パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ
の

流

の
キ
リ
ト
も
そ
こ
ま
で
は
カ
バ

外
で
す

 

を
八
の

に
寄
せ
て
猫

猫

を
へ
に

て

れ
さ
せ
て
不
安
が

て
る
猫
シ
ノ
ン

を

想
し
な
が
ら
書
い
た
ゼ

 
ク

ル
キ

ラ

て

で
か
動
物
に

え
る
と
和
む
な

 
と
い
う
か
原

ゲ

ム
の
シ
ノ
ン
の

力

バ
過
ぎ

 
で
も
セ
ル
フ
で
安
定
化
し
て
る
本
作
シ
ノ
ン
の
メ
ン
タ
ル
も

バ
過
ぎ

 
キ
リ
ト
が

死
ん
だ
ら

み
確
定

 
で
も
生
き
て
た
ら
収
ま
る

り
ま
だ
安
心

手

れ
感

 
対
す
る
古
参
デ

ア
ベ
ル
の
も
う
十
分
な
感
じ
が
と
い
う
の
は

れ
た

に
出
て
来
る

心
で
す

ア
レ
で
す
運
転

許
取

て
す
ぐ
は

意
す
る
け
ど

れ
た

に
事
故
が
多
い
と

い
う

あ
の
理
論

 
そ
う

え
る
と
シ
ノ
ン
は

許
取
り
立
て
の
新

ド
ラ
イ
バ

で
カ
チ
コ
チ
し
て
る

シ
ノ
ン

て
可
愛
く
ね

猛

な
シ
ノ
ン

し
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話
は
変
わ

て

思
い

き
り
攻
略
幹
部
達
か
ら

さ
れ
て
る

テ

タ

ニ
ア

剣

使
い
な
の
に
全
身

と
か
髪
の
色
は
と
も
か
く

の

形
が
日
本
人
離
れ
し
て
る
と
か
そ

り

あ

も
さ
れ
ま
す

加
え
て
今
ま
で

い
た
事
も
見
た
事
も
無
い
と
い
う
情
報
的
ダ

メ

し
が
あ
れ
ば

白
の
剣
士

の
剣
で

プ

シ

 
そ
れ
で
も

験
を
実

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
攻
略
組
の

い
ト
コ
嗤
 
大
人

は

私
の
分
別
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

悦

 
そ
ん
な
大
人
の

に

だ
な

と
思

て
る
シ
ノ
ン

 
原

で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始
時
点
で
最
年
少
が
シ
リ
カ

ユ
ウ
キ
の

リ

フ

シ

ノ
ン
が

キ
リ
ト

ア
ス
ナ

リ
ズ

ア
ル
ゴ

レ
イ
ン

フ

リ
ア
は
不
明

で
す

 
本
作
シ
ノ
ン
は
ユ
ウ
キ
シ
リ
カ
と
同
い
年
設
定
な
の
で

気
に

て
攻
略
組
年
少

組
な
ん
だ

キ
リ
ト
の

に

い
と
い
う
ネ

ア
ル
ゴ
は
も
う
ち

い
上
レ
イ
ン
と
フ

リ

ア
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
始
時
点
で

高

二
年
な
の
で
現
在

ユ
ウ
キ
や
シ
ノ
ン
リ

フ

が
現

 

か
な
り
大
人
び
た
思

の
ユ
ウ
キ
や
シ
ノ
ン
も
現
時
点
で
は
原
作
キ
リ
ト
よ
り
年
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下
な
ん
だ

 
だ
か
ら
こ
ん
な
思

を
す
る
シ
ノ
ン
が

て
も
良
い
と
思
う
の

ま
た

た

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
つ
い
て
は

も
う
バ
レ
バ
レ
で
す
が

ネ
タ
バ
レ
に
な
る
の
で

話
以

で

そ
し
て
終
わ
る

  
ち
な
み
に

黒

こ
と
ス
レ
イ
ブ
の

備
の
参

は

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
の

ア
ル
ト
リ
ア
・
オ
ル

タ 
現
在
の
キ
リ
ト
も

足
と
バ
イ
ザ

以
外
は
色

め
て
全
く
同
じ

備
だ

た
り
す
る

  
そ
し
て

実
は
私

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
Ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
の

に
や
ら
れ
て

そ
れ
を
原
作

に
し
た
小
説
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た

罪
系

 
本
作
キ
リ
ト
が
外

部
か
ら

ち
た
後

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
転

し
ま
し
た
が

超
ご

合
主
義
で

行
世
界

世
界

に

て

マ
ス
タ

と
し
て
戦
う
物
語
の

想
が

て
し
ま

て

 
も

と

う
と

ジ

ン
ヌ
・
オ
ル
タ
の

で

ネ
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タ
イ
ト
ル
は

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
Ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
 

孤
高
の
剣
士

 

意
書
き
は
あ
ら
す
じ
で
し
て
ま
す

ん
で
下
さ
れ
ば

い
で
す

 
無
理
強
い
は
し
ま
せ
ん

む

ま
な
い
も

者
の
自
由
で
す
か
ら

た
だ
感
想
や

判
な
ど

で
も
私
の
人
格
・
作
品
の

定
や

ら
し
だ
け
は

え
て
下
さ
い

善
の
仕
様
が
無
い

の
で

切
実
に
願
い
ま
す

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
十
五
章
 

対
決

黒
の
騎
士

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
テ
ス
ト
期
間
と
い
う
事
も
あ

て
ち

と
本

を
入
れ
て
い
て
ね

投
稿
は
少
な
く
な

た

し

な
い

 

Ｆ
Ｇ
Ｏ
孤
高
の
剣
士
の
事
を

て
は
い
け
な
い

め

 
文

数
は
約
一
万
二
千

明
日
も
う
今
日
が
テ
ス
ト
の
ピ

ク
な
の
で
あ
ん
ま
り
書
き

め
ら
れ
な
か

た

先

は

か

た
ん
で
す
が
ね

 
今
話
の

点
は
前

ア
ス
ナ

後

ク
ラ
イ
ン

し
振
り

 
で
も
あ
ん
ま
り
話
さ
な
い

 
で
は
ど
う
ぞ



 第九十五章 〜対決：黒の騎士〜

  

や

り

か
お
か
し
い
な

こ
の
人
達

ス
レ
イ
ブ
と
い
う
黒

く
め
の
プ
レ
イ

の
名
前
を
知

て

き

こ

た

悪
感
を
ど

う
に
か

し
殺
し
た
私
は

一

意
識
を
切
り

え
て

テ

タ

ニ
ア

と
い
う
ギ
ル
ド
の

者
達
の
異
常
性
に
思

を
回
す

 
こ
の

い
間
に
リ

ダ

の
男
の
武

と

剣
使
い
と
し
て
の
矛
盾
と
い
う
異
常
を
認
め
て
い

る
が

他
に
も

つ
か
異

さ
を
認
め
て
い
る

 
最
前
線
攻
略
の
参
加

験
に
あ
た

て
名
前
レ
ベ
ル
メ
イ
ン
武

に

し
て
伝
え

る
事
は

ら
お
か
し
い
事
で
は
無
い

知
ら
な
け
れ
ば
判
断

も
作
れ
な
い
し
レ
イ
ド
に

組
み

み
時
に

た
事
に
な
る
か
ら
だ

 
そ
れ
ら
パ

ナ
ル
デ

タ
を
こ
ち
ら
に

さ
れ
る
事
な
く
自
主
的
に
伝
え
た
事
が
引

掛
か

る
の
だ

 

は

か
な
り
と
も

す
る

実

今
ま
で
の

験
で
自
主
的
に
伝
え
る
者
は
少
な
く

せ
ば

う
事
が

ど
だ

た

 
自
分
達
の
能
力
に
対
し

程
の
自
信
と

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
ま
た
別
だ

大

な
ギ
ル
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ド
を

い
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
れ
ば

あ
あ

⻑
み
た
い
な
感
じ
か

と

得
も
す
る

私
も

は
す
る
が
見
た
目
の
上
で
は

と
も
な
い
と
感
じ
さ
せ
る
振
る
舞
い
を
心
掛
け
て
い
る

か
ら

そ
れ
と
同
じ
で
経
験
を

ん
で
い
る
の
だ
な
と
判
断
出
来
る

 
だ
が

テ

タ

ニ
ア

の

属
人
数
の

数
は
知
ら
な
い
が

小

に

ん
だ
事
も
無
い

時
点
で
数
は
少
な
い
と
思
う

 
リ

フ

ち

ん
達
の
よ
う
に
い
き
な
り
来
た
の
で
あ
れ
ば
ま
た
変
わ
る
の
だ
が
そ
れ
は
多

分
無
い
な
と

男
達
の

を
見
て
思
う

 
男
達
の

は

て
い
な
い

 
シ
ノ
の
ん
も

て
い
な
い
が

そ
の
分
彼
女
は
リ
ア
ル
を
重

し
た
容

と
な

て
い
る

け
ば

ど
リ
ア
ル
の

と
変
わ
ら
な
い
ら
し
い

ユ
ウ
キ
達
の
話
も

合
す
る
と
ど
う
や
ら

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

は

目
的
の
使

な
の
で
現
実
感
を
持

て
も
ら
う
事
を
意
識
し
て

ア
バ
タ

は

本
リ
ア
ル
の
容

に
な
る
よ
う
だ

 
対
す
る
リ

フ

ち

ん
は
ア
ミ

ス
フ

ア
で
し
か
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
デ

タ
の
ま
ま
来
て

し
ま

た
の
で
リ
ア
ル
重

で
は
全
く
無
い

本
人
の
話
で
は
リ
ア
ル
は
⻑
年
の
武
道
経
験
か
ら

も
う
少
し
骨
太
で

髪
も
黒
く
も
う
少
し

い
と
い
う

つ
ま
り
作
り
物
な

だ
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そ
こ
に
来
て
男
達
の
容

は

リ

ダ

は
金
髪
で

他
も
黒
や

色
も

る
が

が

る

し
か
も

の

形
は

風
だ

た
り

欧
風
だ

た
り
と
て
ん
で
バ
ラ
バ
ラ

 
シ
ノ
の
ん
と
リ

フ

ち

ん
の
ど
ち
ら
に
近
い
か
と
問
わ
れ
れ
ば
恐
ら
く

も
が
後
者
と

え
る
く
ら
い
に
は
現
実
感
が

い
様

を

し
て
い
た

あ
る
い
は
私
達
よ
り
も
華

な
武

が
そ
う
思
わ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
こ
の
七
人
の
中
で
最
も

ん
で
い
る
と
す
れ
ば
ス
レ
イ
ブ
と
い
う
黒

く
め
の
プ
レ
イ

だ
と
思
う
く
ら
い
他
の
六
人
に
は
違
和
感
を
覚
え
る

 
無
論

ス
レ
イ
ブ

と
て

外
で
は
無
い
が

彼
ら
よ
り
は
ま
だ
マ
シ
だ

た

 

多
分

黒

だ
か
ら
だ
ろ
う
な

 

験
を

け
に
来
た
七
人
の
内
日
本
人
と

え
る
髪
の
色

す
な
わ
ち
黒
や

な
ど

は
そ
の
プ
レ
イ

だ
け
で
あ
る

加
え
て

備
も

こ
そ

て
い
る
が
黒
一
色
と
い
う
地

味
な
も
の

 

華

な

い
の
男
達
と

ん
で
い
る
と
マ
シ
に
思
え
る
の
も

然
で
あ
る

は
い

さ
ん
の
事
に
つ
い
て
は
把
握
し
ま
し
た

 

つ
か
の

感
と
多
大
な
疑
念
を

き
な
が
ら
も
今
の
間
は
私
は

会
進
行

に

す
る
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に
そ
れ
ら
を

し
殺
す
必
要
が
あ

た

そ
れ
で
も

か
な
が
ら

く
事
務
的
な

に
な

て

し
ま

た
が

こ
れ
ば
か
り
は
見

し
て
欲
し
い
と
思
う

 
七
人
の
先

に
は
金
髪
に
白
を

と
し
た

を

う
男
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
立

て
い
る

そ

の

間
は

ど
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
後
ろ
で
横
に

ん
で
い
た

 
そ
し
て
ス
レ
イ
ブ
と
い
う
名
前
ら
し
い
プ
レ
イ

は
彼
ら
よ
り
も
更
に
一
歩
下
が

た

で

機
し
て
い
る

 
勝
手
な

想
で
は
あ
る
が

と
な
く
ス
レ
イ
ブ
と
い
う
プ
レ
イ

を
蔑
ろ
に
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
同
時
に
キ
リ
ト
君
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
し
ま

て

の

が
ざ
わ
つ
い
た

そ
う
錯
覚
し
て
し
ま
う
く
ら
い
ス
レ
イ
ブ
と
い
う
プ
レ
イ

は
あ
の

少
年
に
近
い

気
を
持

て
い
た

で
は
こ
れ
よ
り
最
前
線
攻
略
組
へ
の
参
加

験
を
行
い
ま
す

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
は

思
い
ま
す
が
も
う
一

説
明
し
ま
す

 
そ
こ
は
か
と
な
く
黒
い
感
情
が

中
に
芽
生
え
る
が
そ
れ
を
深
呼

と
共
に
一

仕
舞
い

ん
だ
私
は

再
び
事
務
的
な

で

を
開
く

 

に

の
方
か
ら
伝
え
て
も
ら

て
は
い
る
が
一
応
こ
れ
は

取
り
と
い
う
も
の
な
の
で
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も
う
一

同
じ
説
明
を
し
て
い
く

第
一

験
は
デ

エ
ル
で
個
人
の
戦
闘
能
力
を
第
二

験

は
パ

テ

戦
闘
に

け
る
協

性
や

繋
能
力
を
見
る
事
も
伝
達
し
た

 
そ
れ
ら
の
内
容
の
中
に
は

論
デ

エ
ル

手
を
そ
ち
ら
が
希
望
す
る
事
も
出
来
る
事
も

ん
で
い
る

な
る

ど

こ
ち
ら
の
希
望
を

い
て

け
る
と
は

が
深
い
で
す
ね

閃
光

の
名
で
呼

ば
れ
る
ア
ス
ナ
さ
ん
の
人
気
も
分
か
る
と
い
う
も
の
で
す

そ
う
で
す
か

 
最
後
に
付
け
加
え
た
伝
達
事

を

い
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

を

べ
て
来
た

 
し
か
し
そ
の

を

け
て
私
が
覚
え
た
感
情
は

喜
び
で
は
無
く

不
快
感
だ

た

 
自

で
は
無
い
が
私
は
称

の

葉
と
い
う
も
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入
る
前
も
入

た
後
も
種

様

な
事
で

と
な
く

に
し
て
来
て
い
る

 

し
か
し

め
ら
れ
る
内
容
は
流

に
差
異
が
あ
る
が
そ
れ
は

い
て
お
く
と
し

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
契
機
と
し
た
前
後
に

い
て
私
が
向
け
ら
れ
た

の
声
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
大
き
く
異
な

て
い
た
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Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
で
あ
れ
ば

交

だ

た
り
あ
る
い
は
無
礼
に
な
ら
な
い
程

の

さ
や

肉
だ

た
り
な
ど
が
大

だ

た

私
の
生
家
が
そ
う
い
う
集
ま
り
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
な
の
で
こ
れ
が
多
い
の
は
必
然
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
戦
い
始
め
て
か
ら
そ
れ
ら
を

に
し
て
い
な
い

で
は
無
い
が
本
心
か
ら

て

い
る
と
分
か
る
称

は
リ
ア
ル
の

よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
と

え
る

 
そ
の
よ
う
に
ど
ち
ら
の
意
味
で
も
称

を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
私
は
他
者
の
称

や

葉
の
真
意
そ
し
て

手
の
心
情
や
思
惑
を
推
し

る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

家
の
事
情
で
そ
う
い
う
事
に

感
で
は
あ

た
が
正
の
感
情
と
負
の
感
情
の

方
に
触
れ
た
か

ら
こ
そ
よ
り

な
感
覚
を
得
た
の
だ

 
だ
か
ら
分
か

た

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

に
し
た
称

は
少
な
く
と
も
本
心
か
ら
の
も
の
で
は

無
い
と

ど
こ
か
別
の

か
に
意
識
を
向
け
て
い
る
と

 
そ
の
意
識
意

は
分
か
ら
な
い
が
少
な
く
と
も

線
に
不
快
な
も
の
を
覚
え
た
の
で
多

分
い
や
ら
し
い
目
で
見
る
事
に
意
識
を

け
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
推

す
る

 

く
不
本
意
で
は
あ
る
が
そ
う
い
う
目
で
見
ら
れ
る
事
は

と
な
く
あ

た
か
ら
す
ぐ
気

付
け
る
よ
う
に
な

て
し
ま

て
い
た
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こ
れ
か
ら

験
だ
と
い
う
の
に

不
真
面
目
な
人
な
の
ね

 
そ
の

と
共
に

私
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
対
す
る

価
を
一

下

る

 
ど
れ
だ
け
能
力
が
高
く
己
の
能
力
に
自
信
を

い
て
い
よ
う
と
テ
ス
ト
や

験
と
い
う
も
の

に
は
常
に
全
力
で
真
剣
に
真

に
あ
る
べ
き
だ
と
思
う

そ
れ
が

手
に
時
間
を

い
て
も

ら

て
い
る
内
容
の
も
の
で
あ
れ
ば

更
で
あ
る

 
テ
ス
ト
や

験
と
い
う
の
は

手
へ
の
心

で
も
決
ま
る
事
が
あ
る

面

験
な
ど
が
正
に

そ
れ

ど
れ
だ
け

て
い
よ
う
と
点
数
が
高
か
ろ
う
と
不
真
面
目
だ

た
り
不
快
な
気

持
ち
に
さ
せ
る
事
が
多
い
人
な
ら

だ

て

に
切
り
捨
て
る
だ
ろ
う

平

的
な
能
力
だ
が
人

た
り
の
良
い
人

と

非
常
に
有
能
だ
が
と
て
も
礼

知
ら
ず
の

人

な
ら

さ
れ
る
人
は
前
者
に
決
ま

て
い
る

 
事
を

に
問

を

こ
さ
ず
進
め
る

に
も
組

に
属
す
る
者
と
し
て

会
性
コ
ミ

ニ

ケ

シ

ン
能
力
と
い
う
の
は
必
要
不
可
欠
だ

 

ま

い
ざ
や
る
と
な

た
ら
真
剣
に
な
る
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ま
だ
決

め
付
け
る
に
は

過
ぎ
る
か
な

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
へ
の

価
を
下

た
私
は

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
不
合
格
に
す
る
つ
も
り
は
無
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か

た

重
要
な
の
は
実
力
で
あ
り

点
で
人

や

で
あ
る

そ
れ
を
逆
転
さ
せ
て
は
な

ら
な
い

 

攻
略
組

は
人
格
者
な
だ
け
で
は
決
し
て
や

て
い
け
な
い

 
や
る
気
が
あ
り
能
力
も
最
前
線
に

え
ら
れ
る
程

あ
り

や
協

性
も
常
識
的
な

に
あ
る
事
が
参
加
の
最

ラ
イ
ン

ど
れ
か
一
つ
が
欠
け
て
い
て
は
い
け
な
い
し
そ
れ
を
補

う
様
に

か
に
特
化
し
て
い
て
も
協

性
を
乱
す
だ
け

 
キ
リ
ト
君
は
対
外
的
な
理
由
で
協

性
や

に
問

が
あ
る
が
必
要
な
時

え
ば
レ

イ
ド
が
壊
滅
し
そ
う
に
な

た
時

な
ど
で
は
ビ

タ

と
し
て
の

を
抑
え

み
最

先
に
キ
バ
オ
ウ
や
リ
ン
ド
さ
ん
を
助
け
て
い
た
し
場
の
流
れ
で
無
理

理
と
は

え
協

性

や
リ

ダ

シ

プ
を
見
せ

勢
を
立
て
直
す
事
も
あ

た

や
る
気
と
能
力
は

う
に

ば

ず 
つ
ま
る
と
こ
ろ

の

が
多
少
い
い
加

で
も
必
要
な
時
に
し

か
り
や
る
人
で
あ

れ
ば
多
目
に
は
見
る
の
で
あ
る

そ
れ
く
ら
い
の

が
無
け
れ
ば
／

や
自
由
が
無
け
れ
ば

人
は
集
ま
ら
な
い
し

集
ま

て
も
す
ぐ

解
す
る
の
だ
か
ら

 

過
去

か
最
前
線
攻
略
に

り
出
し
て
き
た
中

ギ
ル
ド
が

た
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し
か
し

れ
も

／
自
由
の
無
さ

が
原
因
で

壊
し
て
い

た

 

血

騎
士

を
始
め
と
す
る
中

大

ギ
ル
ド
の
他

風
林
火

や

ス
リ

ピ

ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
よ
う
な
少
数
精

ギ
ル
ド
に

い
て
行
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ま
ず

勢
力
を
大
き
く
し

同
時
進
行
で
レ
ベ
ル
や

備
を
鍛
え
る
必
要
が
あ
る

 
故
に
そ
れ
ら
新
参
の
中

ギ
ル
ド
は

を

る

だ
が
今
の
攻
略
組
の
ギ
ル
ド
構

成
か
ら

そ
れ
ら
が

み
失

に
終
わ

た
事
は

う
ま
で
も
無
い

 
血

騎
士

も

外
で
は
無
い
が

集
で
入

て
来
る

の
レ
ベ
ル
は

本
的
に
ギ

ル
ド
の
平

と
同

か
や
や
下
で
あ
る
事
が
多
い

 
そ
う
い

た
者
達
を
戦
力
に
す
る

に
ギ
ル
ド
は
ま
ず
レ
ベ
リ
ン
グ
に

る
の
だ
が

そ
の

ス
配
分
は
非
常
に

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
新
参
ギ
ル
ド
達
の
場
合
あ
ま
り
に
無

な
ノ
ル
マ
を

す
事
が
多
か

た

様
子
を
見
に

く
自
分
や
デ

ア
ベ
ル
さ
ん

⻑

果
て
は
キ
バ
オ
ウ
に
至
る
ま
で

そ
れ
は
無

だ

と

思
う
ノ
ル
マ
が
多
か

た

攻
略
組
と
し
て

い
戦
闘
や

集
め
を

時
も
経
験
し
て
い
る
私

達
で
さ
え

そ
れ
が
無

で
あ
る
と
思

た
の
で
あ
る

 
故
に
止
め
た

戦
力
が
増
え
る
の
は
望
ま
し
い
事
だ
が
そ
れ
で
無

を
さ
れ
て
も

時
か
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解
す
る
だ
け

私
達
が
欲
し
て
い
る
の
は
⻑
期
的
な
戦
力
で
あ

て
一
回
限
り
の
使
い
捨
て
戦

力
で
は
無
い

 
そ
う
し
て
レ
ベ
リ
ン
グ
を
止
め
ら
れ
た
ギ
ル
ド
は

け
て
高
能
力
の
プ
レ
イ

を
求

め
始
め
る

レ
ベ
リ
ン
グ
の
手
間
を

こ
う
と

え
た
の
だ

 
し
か
し
そ
れ
も
失

に
終
わ
る

 

見
と
い
う

で
は
無
い
が
ネ

ト
ゲ

マ

の
大

は
自
由
で
あ
る
事
を

ん
で
お

り

つ
ま
り
束

さ
れ
る
事
を

本
的
に

う

向
に
あ
る

 
攻
略
組
も
全

が
そ
う
い
う

で
は
無
い
が
キ
リ
ト
君
や
ユ
ウ
キ
を
始
め
と
し
て
多
く
は
あ

る
程

の
自
由
さ
を

む

探
索
中
の
行
動
は
配
属
さ
れ
た

定
パ

テ

の
流
れ
に

せ

て
い
る

息
や
作
戦
も
だ

 

層
に

け
る
レ
ベ
リ
ン
グ
や
武

強
化

の
収
集
な
ど
そ
の

出
さ
れ
る
ノ
ル
マ
は
あ

る
が

そ
れ
ら
を
ど
う
い
う

番
で
こ
な
し
て
い
く
か
は

の
判
断
に

せ
て
い
る

 
レ
ベ
ル
が
足
り
な
け
れ
ば
補
欠
に
回
せ
ば
い
い
し
武
器
強
化
が
足
り
な
い
な
ら
そ
ち
ら
に
時

間
を

く
事
も
ま
た
攻
略
の
一
つ

攻
略

と
い
う
最
終
的
な
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
な
ら

過

程
は
あ
る
程

は
自
由
と
い
う
事
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
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一

間
の
内
六
日
で
一
層
分
の
攻
略
を
終
え
七
日
目
は

息
と
し
て
い
る
の
も
そ
の
自
由

さ
を
尊
重
す
る

だ

た
り
す
る

 
ち
な
み
に
こ
の

ス
を

し
た
の
は

⻑
だ

キ
リ
ト
君
や
攻
略
組
の
攻
略
速

と
体
力

か
ら

過
ぎ
ず

過
ぎ
ず
も
し
な
い

ス
を

え
て
こ
の
一

一
層
攻
略
と
い
う

ス
が
確
立
さ
れ
た

こ
れ
が
乱
さ
れ
る
事
が

き
た
時
大

キ
リ
ト
君
と

者
か
の
水
面
下
で

の
死
闘
が

り
広

ら
れ
て
い
る

 

話
が

れ
た
が

攻
略
組
が
大

を
作

て
あ
る
程

自
由
に
す
る
ス
タ
ン
ス
を

取

て
い
る
の
に
対
し
こ
れ
ま
で
の
新
参
ギ
ル
ド
は
大

が
ガ
チ
ガ
チ
の

ス
配
分
に
し
た

せ
い
で

解
し
た
の
で
あ
る

 
ど
れ
だ
け
実
力
が
高
い
プ
レ
イ

で
あ
ろ
う
と
一
人
の
人
間

機

の
よ
う
に
命

に

い

け
る
事
は
無
い
し
自
分
の
時
間
と
い
う
も
の
は
出
来
る
だ
け
確
保
し
た
い
と
思
う
の
が

だ 
新
参
ギ
ル
ド
達
は
そ
れ
を
無

し

ゲ

ム
ク
リ
ア
を
目
指
す
の
で
は
な
く

最
前
線
攻

略
に
参
戦
す
る
事
を
目
的
と
し
て

え
て
し
ま

た

か
ら
晩
ま
で
攻
略
や
レ
ベ
リ
ン
グ
に

出
て

時
間
は
食
事
と

眠
く
ら
い

自
分
達
は
追
い
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
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ら

と
フ
ロ
ア
ボ
ス
攻
略
の

日
も

息
日
な
の
に
出
る
始

 
手

と
目
的
を
入
れ

え
て
し
ま
え
ば

解
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
そ
れ
ら
が
過
去
に
あ

た
か
ら
こ
そ
私
達
は
教

と
し
て
出
来
る
限
り
個
人
を
尊
重
す

る
事
を
決
め
て
い
た

私
を
分
け
る

事
が
重
要
と
個
人
は

わ
れ
る
が

個
人
を

う
組

の
方
も
ま
た

価
す
る
対

の

私
を
分
け
る
必
要
が
あ
る

で

が
悪
く

て
も
仕
事
と
い
う

の
方
が
し

か
り
し
て
い
る
の
な
ら
多
少
は
目
を
つ
ぶ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と

 

悪
感
は
あ
る

無
い
と

え
ば

だ

真
面
目
な
場
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
不

な

線
を

け
て

な
気
持
ち
に
な
ら
な
い
人
は
ま
ず
い
な
い

 
で
も

私
の
個
人
的

感
は
一

外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
面

で

験
は
始
ま

て
い
る
が
根
幹
は
真
面
目
に
事
を

す
方

個
人
の

感
は
そ
こ
か

ら
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
を
付
け
加
え
る

に

い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い

 

と
は

え

か
苦
手
だ
な

こ
の
人

 
容

は
全
く
違
う
が

気
や

が

く
似
て
い
る

に
リ
ア
ル
に

け
る

か
ら
の

知
り
合
い
と
重
ね
て
苦
手
意
識
を
持

て
し
ま
う
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思
わ
ず
身
を
引
い
て
し
ま
い
そ
う
な
意
識
を
一

払
い
す
る
と
共
に

し

む

そ
れ
で

が

と
デ

エ
ル
を
し
ま
す
か

 
希
望
が
無
い
人
は
こ
ち
ら
が
武

で
判
断

し
ま
す
が

 
デ

エ
ル
は
希
望
や
武

が
分
か
れ
て
い
れ
ば

複
数
人
が
ユ
ウ
キ
と

た
り
片
手
剣

使
い
ば
か
り
で
な
け
れ
ば

本
複
数
の
組
が
同
時
に
デ

エ
ル
を
す
る
形
式
と
な

て
い

る

時
間

の

だ

 

男
達
の
武

は

リ

ダ

の
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

剣

ス
レ
イ
ブ

が

つ
も
あ
る
ら

し
い
の
で
不
明

他
は
片
手
剣

刀

槍
に
盾
を

備
し
て
い
た

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
ス
レ
イ
ブ
が
ア
タ

カ

他
が
ラ
イ
ト
タ
ン
ク
と
い
う
構
成
の
よ
う
だ

 
た
だ

剣
使
い
の
ア
タ

カ

で
あ
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

性
を
殺
す
重

で
あ
る
よ
う

に
他
の
者
達
も
ま
た
重

力
と

性
に

れ
る
大
盾
や
一
撃
の
破
壊
力
に

れ

る

手
武
器
持
ち
が

れ
ば
分
か
ら
な
く
も
な
い
が

⻑
期
的
な
戦
闘
を
前

と
す
る
フ

メ

シ

ン
に
し
て
は
か
な
り
チ
グ
ハ
グ
だ

⻑
期
戦
に
小
盾
は
不
向
き
だ
し

動
力
を
殺
す

重

も
結
果
的
に

ダ
メ

ジ
が
増
え
る
の
だ
か
ら

 
重

な
ら

手
武
器
を

い
一
撃
の
ダ
メ

ジ

を
増
や
す
事
で
戦
闘
時
間
を

く
す
る
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武
器
で
与
ダ
メ

ジ

が
少
な
く
⻑
期
戦
に
な
る
な
ら

に
し
て
回

力
を
上

の

存
を

先
す
る

 
そ
れ
ら
が
キ
リ
ト
君
の
そ
し
て
攻
略
組
が
推

す
る
セ
オ
リ

別
に
こ
れ
か
ら
外
れ

て
も
良
い
が

そ
れ
な
ら

応
の
実
力
を
見
せ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
少
な
く
と
も
私
か
ラ
ン
ち

ん
の
ど
ち
ら
か
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
戦
う
の
は

に
決
定
事

だ

男
の
眼
を
見
る
限
り

と
な
く
指
名
さ
れ
る
の
は
分
か
る
が

そ
う
で
す
ね

で
は
私
は

同
じ

剣
使
い
の
身
と
し
て
ア
ス
ナ
さ
ん
を

閃
光

と

わ
れ
る
方
か
ら
学
べ
る
事
は
多
い
で
し

う
か
ら

そ
う
で
す
か

分
か
り
ま
し
た

 
や

り
来
た

と
内
心
う
へ

と
し
つ
つ
事
務
的
に
応

す
る

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
後
他
の
男
達
に
も

ね
る
が
彼
ら
は

も
指
名
し
な
か

た
の
で
こ
ち
ら

が
武

か
ら
判
断
し
て
い

た

あ
な
た
は

に
し
ま
す
か

 
七
人
目

つ
ま
り
最
後
と
な
る

ス
レ
イ
ブ

に

ね
る

 
彼
の
少
年
に

似
し
た

気
と

い
の
プ
レ
イ

だ
が
正
直
性
別
が
ど
ち
ら
な
の
か
見
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つ
き
か
ね
て
い
た
り
す
る

あ
の
少
年
も

の
他
人
で
あ
れ
ば
少
女
と
間
違
え
そ
う
な
く
ら
い

だ
が
目
の
前
に
い
る
黒

く
め
の
プ
レ
イ

も
負
け
ず

ら
ず
で
あ
る

バ
イ
ザ

で
目

を

し
て
い
る
し

出
の
無
い

い
と
は

え

や
手
の

は
き
め

や
か
な
白
色
だ

 
こ
の

い
と

で
男
性
と
思
う
の
は
か
な
り

し
い

キ
リ
ト
君
の

が
無
け
れ
ば

に

女
性

と
判
断
し
て
い
る
だ
ろ
う

お
れ
は

 
一

の
間
を
空
け
て

血
の
気
が
引
い
た

か
ら

が
発
せ
ら
れ
た

 
や
や

れ
気
味
で

し
か
し
ハ

キ
リ
と
し
た
声
が

を
打
つ

さ
故
の
高
さ
が
残
り

し
か
し
女
子
で
は
無
い
や
や

め
の

も
与
え
る
声

プ
ラ
ノ
に
は
達
し
て
い
な
い

の

そ
れ
は

予
想

り
黒
き
少
年
そ
の
も
の
と
思
え
る
も
の
だ

た

ス
レ
イ
ブ

の

性
と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
へ
の
疑
念
を
強
く
す
る

 
そ
ん
な
事
に
気
付
い
て
い
な
い
だ
ろ
う

ス
レ
イ
ブ

が

に
し
た
者
は

血

騎
士

⻑
を

指
名
し
ま
す

 
神
聖
剣
に
よ
る

な

で
知
ら
れ
る
紅
の
騎
士

ヒ

ス
ク
リ
フ

⻑
だ

た
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地

を
晒
す
練
兵
場
で

紅
の
騎
士

と
黒
の
騎
士
と
が

対
す
る

 

験

と
し
て
指
名
さ
れ
た

場

こ
と
血

騎
士

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
広
く
知
れ

る
紅
の

を

い

⻑
い
十

剣
を

め
た
重

な
十

盾
を

手
に
持
ち
自
然
体
で

ん
で
い
る

 
男
は

手
を
振

て
シ
ス
テ
ム
メ
ニ

を
呼
び
出
し

ら
か

作
す
る

 
す
る
と
黒
の
騎
士
の
眼
前
に
メ
ニ

が
表
示
さ
れ
た

デ

エ
ル
の

請
だ

初
撃
か

か
は
そ
の

決
め
ら
れ

二
人
の
話
し
合
い
で

決

と
な

た

備
は
良
い
か
ね

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
問
い
掛
け
に

黒
の
騎
士
は
無

で

す
る

 
キ
バ
オ
ウ
が

た
ら

か

い
そ
う
な

だ
が
そ
れ
が

手
を

に
し
た
も
の
で
は
な

く

む
し
ろ

手
を
尊

し

に
身
を

め
て
無

に
な

て
い
る
と
思
え
る
も
の
で
も

あ

た

そ
れ
だ
け
黒
の
騎
士
か
ら
感
じ
ら
れ
る

気
は
真
剣
そ
の
も
の
だ

 
黒
の
騎
士
は
色

と
使
う
と
い
う
話
だ

た
が
ど
う
や
ら
ヘ
ヴ

タ
ン
ク
を

手
に
す
る
事

か
ら

手
剣
に
し
た
ら
し
い

 

手
で
握
ら
れ
た
剣
は
使
い
手
の
背

の
三
分
の
二
を

め
る
⻑
大
さ
を
見
せ
て
い
た

そ
の
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剣
は

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た

か
ら
の
フ
レ
ン
ド
の
少
年
が
愛

す
る
剣
の
よ
う
に

先
か
ら
切

先
ま
で
が
黒
く

め
上

ら
れ
て
い
る

 
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
刀
身
の

に
深
紅
色
の

学
的
な
紋
様
が
入

て
い
る
事
と
数

ご
と
に
ま
る
で
呼

し
て
い
る
か
の
如
く
明
滅
を

り
返
し
て
い
る
点

リ
ズ
ベ

ト
が
鍛

え
キ
リ
ト
が

入
し
今
は
ユ
ウ
キ
が

り
て
使

て
い
る
と

い
た
黒
剣
エ
リ

シ
オ
ン
よ

り
も
よ

ど
魔
剣
ら
し
い
様

だ

 
た
だ
見
て
く
れ
は
ど
う
あ
れ

を

み

広
な
⻑
剣

に

う
ブ
ロ

ド

ド

を
正
眼
に
構
え
る
様
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
は
ま
た
違

た
方
向
性
の
騎
士
の

で
あ
る

 

気
は
確
か
に
キ
リ
ト
に
似
て
い
る
が

ど
う
や
ら
ス
タ
イ
ル
は
か
な
り
違
う
ら
し
い

 
そ
ん
な

手
の

を
見
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
シ
ス
テ
ム
パ
ネ
ル
を
タ

プ
す
る

者
の
中

の
空
間
に
デ

エ
ル
の
対
戦

手
を
知
ら
せ
る
パ
ネ
ル
が
表
示
さ
れ
そ
の
下
に
開
始

ま
で
の

予
時
間
が
表
示
さ
れ
る

 

一

と

無
味

な
電
子

が
練
兵
場
に

く

 

複
数
人
の

験
な
ら
時
間

の
た
め
に
他
の
面
子
も
デ

エ
ル
を
開
始
し
て
い
る
の
だ

が

攻
略
組

の

と
も

え
る
男
と
の
デ

エ
ル
に

も
が
興
味

な
よ
う
で

全

が
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二
人
を
遠

き
に

て
見
守
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ら
見
て

が
攻
略
組
で

が

テ

タ

ニ
ア

と

正
反
対
の

に
そ
れ
ぞ
れ

取

て
い
た

 
開
始
ま
で
残
り

を
切

た
時

く
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
盾
か
ら
剣
を

い
て
構
え
る

盾

を
持
つ

身
を
前
に
出
し

時
で
も
反
撃
出
来
る
よ
う

手
の
剣
を
構
え
る
ス
タ
イ
ル
は

あ
の
男
の
本
気
の
構
え
だ

 
男
の
表
情
は
や
や

い

や

り
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
ス
レ
イ
ブ
の

気
が
よ
く
知
る
少

年
に

似
し
過
ぎ
て
い
る
と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

ス
レ
イ
ブ

 
残
り
時
間

を
切

た
時

突
に
反
対

に

る

華

な
男
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
声
を

発
し
た

 
そ
れ
ま
で
剣
を
正
眼
に
構
え
集
中
し
て
い
た
黒
の
騎
士
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ら

線
を
切

り

か
に

を
向
け
る

お
前
は
テ

タ

ニ
ア
の
一
番
手
な
ん
だ

そ
れ
に

応
し
い
戦
い
ぶ
り
を
見
せ
る
よ
う

に

マ
ス
タ

の

心
の
ま
ま
に
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一

の
集
中
し
て
い
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
く
ら
い

ん
の

か
な
間
を
空
け
て
ス
レ
イ
ブ

は
応
じ
た

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
そ
れ
で

足
し
た
の
か

を
組
ん
で

き

を

じ
る

マ
ス
タ

て

ン
な

 
ス
レ
イ
ブ
の
応
じ
方
は

に
し
た
事
が
無
く
て

は
思
わ
ず

る

 
ゲ

ム
的
に

え
れ
ば
マ
ス
タ

と
い
う

語
は
別
に
お
か
し
く
な
い

ギ
ル
ド
を

い

る
者
は

達
は

本

⻑
や
リ

ダ

と
呼
称
し
て
い
る
が
シ
ス
テ
ム
的
に
は
ギ

ル
ド
マ
ス
タ

と
さ
れ
て
い
る

つ
ま
り
そ
れ
に
値
す
る
呼
称
と
も

え
ら
れ
る

だ

 
事
実
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
ギ
ル
ド
テ

タ

ニ
ア
を

い
る
リ

ダ

シ
ス
テ
ム
上
あ
の

男
は
ギ
ル
ド
マ
ス
タ

に

た
る

で

あ
あ
い
う
呼
ば
れ
方
は
特

お
か
し
い

で
は
無
い

 
無
い
の
だ
が

や
は
り
黒
の
騎
士
の
名
前
の
せ
い
か
正
直
そ
う
い
う
意
味
で
は
取
れ
な

い 
し
か
も

心
の
ま
ま
に
な
ん
て
セ
リ
フ
を
実

に

に
す
る
事
に
な
る
と
も
思

て
い
な

か

た

ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
と
い

た
知
り
合
い
の
女
性
剣
士
に
は
フ

ン
が
多
い
し
実

ア

ス
ナ
目

て
で
血

騎
士

に
加
入
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
が
そ
い
つ
ら
で
さ
え
そ
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ん
な

て
い
る
風
な
セ
リ
フ
は

か
な
い

り
ま
す

と
か

子

が
親
に
報

す
る

よ
う
な

か
ら
生

か
く
見
守
れ
る
程

だ

 

見
た
目
か
ら
し
て
気
に
喰
わ
ね

と
は
思

た
が
そ
ん
な
セ
リ
フ
を

わ
せ
る
と

な
る
と

気
に
喰
わ
な
い

ツ

な

 

一

と
時
間
が

る
に

れ
て

感
が
増
す
二
人
の
向
こ
う
に

る
男
達
に
対
し
そ
う

を

く

 
さ

き
の
セ
リ
フ
で

そ
う
な
面
持
ち
な
ら
ま
だ
し
も

ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は
ス
レ
イ
ブ
の

返
事
に

足
そ
う
に
し
て
い
た

つ
ま
り
そ
う
い
う
セ
リ
フ
を

が
望
ん
で
い
る
と
い
う
事
だ

自
分
を
持
ち
上

る

が
大

き
な
の
か
あ
る
い
は
そ
う
さ
せ
て
い
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
の

か 
ど
ち
ら
に
せ
よ
見
た
目
の
華

さ
も

て
あ
ま
り

き
に
は
な
れ
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る

 
キ
バ
オ
ウ
と
リ
ン
ド
も
あ
ま
り

ま
し
い
と
は
思
わ
な
か

た
が
攻
略
と
い
う
仕
事
に

し

て
は
真
面
目
だ

た
か
ら
ま
だ
良
か

た

ぶ
つ
か
る
事
は
多
か

た
が
そ
れ
だ
け

も
真
剣
に

え
て
い
た
と
い
う
事
だ

 
し
か
し
リ
ア
ル
で
務
め
て
い
た
会

が
中

な

企
業
な
の
で
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
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が
多
く
あ
ま
り

手
の

り

み
を
し
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
る

で
す
ら
第
一

か
ら

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

き
に
な
れ
な
い

 
ま

あ
ち
ら
も
自
分
の
事
を
良
く
思
わ
な
い

に

か
れ
た
い
と
は
思

て
い
な
い
だ
ろ

う 

な
ど
と
思

し
て
い
る
間
に
デ

エ
ル
開
始
の
合

で
あ
る
電
子

が
鳴
り

い

た 
同
時
黒
の
騎
士
が

け
出
す

地
面
を

る
程
の

み

み
を
見
せ
た
後
強

な
力
で
地

を

り

弾
の
如
く
ヒ

ス
ク
リ
フ
へ
と
突

を
仕
掛
け
た

は
 
空
中
に
身
を
躍
ら
せ
な
が
ら
突
進
す
る
ス
レ
イ
ブ
は

グ
ル
リ
と
空
中
で

回
り
に
回
転
し

そ
の
勢
い
を
以
て
魔
剣
を
振
る
う

前
で
掲

ら
れ
た
十

盾
の
中
心
に

い

ま
れ
る
よ
う

に
魔
剣
は

き
付
け
ら
れ
た

 
神
聖
剣
の
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
に
よ
り
盾
の
中

に

き

ま
れ
た
一
撃
は
ダ
メ

ジ
も

ノ

ク
バ

ク
も
無

化
さ
れ
る

 
空
中
か
ら
剣
を

き
付
け
た
ス
レ
イ
ブ
は

反
動
で
ま
だ

地
し
て
い
な
い
た
め
隙
だ
ら
け
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そ
の
隙
を
突
こ
う
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
盾
を
引
き
な
が
ら

手
に
握
る
⻑
剣
を

掛
け

に
振
る
う

 

だ
が

空
中
に

る
ス
レ
イ
ブ
は

に

色
の
光
を

し
バ
ク
転
を
行

た

ぬ
 
バ
ク
転
に
よ
る

り
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

に
直
撃
し
上
に
弾
か
れ
た

波
を

け
て

か
男
は
た
た
ら
を

ん
で

か
に
後
退
す
る

 
そ
の
間
に
ス
レ
イ
ブ
も

地
し

数
メ

ト
ル

ど

離
を
開
け
た

 
ス
レ
イ
ブ
は
ノ

ダ
メ

ジ

 
対
す
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

に

体
術

ス
キ
ル
の

月

を

け
た
事
も
あ

て

か
に

が

て
い
る

あ
と
少
し
で

を

る
と
い
う
程

だ

 

ん
の

か
な
の
で
大
し
た
ダ
メ

ジ
で
は
無
い

 
だ
が
ど
ち
ら
も
攻
撃
し
合

て
片
方
が
ノ

ダ
メ

ジ
と
い
う
結
果
は
見
え
な
い
形
で
あ

る
が
か
な
り
の
差
と

え
る

特
に
ス
レ
イ
ブ
は
空
中
で
身
動
き
取
れ
な
い
状

で

月
を

放
ち

手
の
攻
撃
を

す
る
と
同
時
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
と
い
う
方
法
だ

た

こ
れ
だ

け
で
も
か
な
り
の
手
練
れ
と
い
う
事
に
な
る
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と
い
う
か

の

感
と
し
て
は
あ
ん
な
重
そ
う
な

を

て
い
る
の
に
よ
く
あ
ん
な
身

そ
う
に
動
け
る
な
と
い
う
事
だ

た

を

て
い
た
ら

躍
力
や
三

的
な
動
作
は
か

な
り
制
限
さ
れ
る
と
い
う
の
に
ス
レ
イ
ブ
は
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
程
の
身

さ
だ

彼

か
な
り
の
手
練
れ
み
た
い
だ

 
ス
レ
イ
ブ
の
動
き
と
デ

エ
ル
の
戦
況
を

し
て
い
る
と

に
立
つ
デ

ア
ベ
ル
が
小

さ
く
声
を
掛
け
て
来
た

あ
そ
こ
ま
で

体
術

と
剣
技
を
使
い
こ
な
せ
る
プ
レ
イ

は

攻
略
組

に
も
そ
う

な

い
た

た
一
合
と
一
撃
だ
け
と
は

え

あ
ん
な
対
応
を
見
た
ら
な

 
デ

ア
ベ
ル
の

葉
に

更
に

に
立
つ
エ
ギ
ル
も
同
意
見
と
ば
か
り
に

た

あ
ん
ま
対
人
戦
を
し
ね

か
ら

て
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
な

 

も
ま
た
同
意
見
で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
も

う

や
オ
レ
ン
ジ
と
同
じ
く
ら
い

験
の
デ

エ
ル
を
経
て
対

人
戦
を
経
験
し
て
い
る

達
の
中
で
体
術
を
使
い
こ
な
し
て
い
る
と

え
ば
キ
リ
ト
ア

ル
ゴ

ユ
ウ
キ
の
三
人
程

で
あ
る

前
二
人
は

手

と
い
う

体
術

必

の
超
近
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打
撃
武
器
を

備
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る

 
だ
か
ら
武
器
を

う
技
術
と
体
術
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
る
プ
レ
イ

は

の
や
り

手
と
い
う
認
識
が

達
の
間
に
は
あ

た

は
こ
ち
ら
か
ら
行
こ
う

 
そ
う
話
し
て
い
る
と

バ
イ
ザ

で
目
を

さ
れ
て
い
て
は

け
引
き
は
無

と
悟

た
の

か

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

す
る
と
共
に

け
出
し
た

 
ス
レ
イ
ブ
は
そ
れ
で
更
に
身
構
え
る

 
重

な

い
の
騎
士
は

力
値
に

い
た
ヘ
ヴ

タ
ン
ク
な
の
で
そ
こ
ま
で

る
速

は
速

く
な
い

し
か
し
十

盾
が
大
き
い
の
で
正
面
か
ら
見
れ
ば

圧
感
は
た

り
で
あ
る

小

な
黒
の
騎
士
か
ら
す
れ
ば

大
き
く
見
え
て
い
る
事
だ
ろ
う

 
お
よ
そ
十
メ

ト
ル
の

離
を

て

め
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

離
が
ゼ
ロ
に
な
る

前

か
に
盾
を
後
ろ
へ
引
い
た

 
ス
レ
イ
ブ
は
そ
れ
に
気
付
く
様
子
も
無
く
剣
を
正
眼
に
構
え

し
た
ま
ま
ヒ

ス
ク
リ

フ
の

に
回
ろ
う
と
す
る

盾
が
あ
る
か
ら

界
が

き

い
の
で

に
盾
持
ち
が

れ
ば

本
盾

に

け
る
の
が
セ
オ
リ

と
な

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
対
応
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で
あ
れ
ば

そ
の
対
応
は
極
め
て
正
し
い

 
だ
が
神
聖
剣
を

手
に
そ
れ
は
悪
手
だ

ア
レ
は
剣
だ
け
で
な
く
本
来
な
ら
攻
撃
判

定
が
無
い
盾
に
も
判
定
を
与
え
る
と
い
う
疑
似
的
な
二
刀
流
状

に
す
る
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
も

持
つ
か
ら
だ

 
そ
の
特
性
を
活
か
す
べ
く
横
へ
回
ろ
う
と
し
た
黒
の
騎
士
目
掛
け
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
突

進
の
勢
い
も
加
え
十

盾
の
下

を
全
力
で
突
き

ん
だ

前
で
気
付
い
た
事
ま
た
剣
を
眼

前
に
構
え
て
い
た
事
が

い
し

ス
レ
イ
ブ
は
剣
の

で
十

盾
の

突
を

ぐ

 
し
か
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
体
重

力
値

突
進
速

が
合
わ
さ

た

突
を
止
め
切
れ
ず

ス
レ
イ
ブ
は

か
に
空
中
に
浮
き
な
が
ら
吹

ぶ

 
や
や

離
を
開
け
て
地
面
に
足
を

け
た
ス
レ
イ
ブ
は
す
ぐ
に

勢
を
整
え

対
す
る
騎

士
へ
目
を
向
け
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
息
を
整
え
る
間
を
与
え
ず

し

さ
ん
と
ば
か
り
に

離
を

め
切

て
い
た

手
に
握
る
十

剣
が
振
り
上

ら
れ
る

お

お

 
応
じ
る
よ
う
に

身
を
後
ろ
に
し
剣
を
下

気
味
に
構
え
た
ス
レ
イ
ブ
が
気

の
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た
声
を
発
す
る

 
同
時
に
刃
が

い

き
を
発
し
真
上
に
振
り
上

ら
れ

け
て
大
上

か
ら
振
り
下
ろ
さ

れ
る

 
放
た
れ
た
の
は

手
剣
ス
キ
ル
に
あ
る
重
攻
撃
二

撃
ス
キ
ル
メ
テ
オ
・
フ

ル

 
剣
速
こ
そ
他
よ
り
や
や

る
と
は

え
一
撃
の

力
で

え
ば
か
な
り
の
も
の
な
上
に
ガ

ド
の
上
か
ら
で
も

り
ダ
メ

ジ
が
多
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ

が
使

て
来
る
と
ガ

ド
を

破
ら
れ
る
危
険
性
も
あ
る
の
で

極
ま
り
な
い
が
味
方
が
使
う
と
心
強
い
に
も
程
が
あ
る
ス

キ
ル
で
あ
る

 
ち
な
み
に
攻
撃
属
性
は
斬
撃
と
打
撃
な
の
で

手
剣

と
い
う
斬
撃
属
性
武
器
で
あ
り
な

が
ら
地
味
に
ゴ

レ
ム
系
に
も

す
る
と
い
う
希
少
な

ド
ス
キ
ル
で
も
あ

た
り
す
る

そ
う
い
う
意
味
で
も
重
宝
さ
れ
て
い
る
ス
キ
ル
だ

 
そ
の
重
攻
撃
に
よ
り
十

剣
は
真
上
に
弾
か
れ
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

に
十

盾
を
翳
す
と
同
時

い

き
を
放
つ
⻑
剣
が
再

き
付
け

ら
れ
た

い
で
い
た
た
め
に
盾
の
中
心
で

な
か

た
よ
う
で

り
ダ
メ

ジ
が
入

た

が

程
ま
で

少
す
る
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ぬ
ぐ

し
ま

た

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ノ

ク
バ

ク
を

け
て
動
け
な
く
な

た
事
に

づ
く
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
そ
の
隙
を

さ
な
い
と
ば
か
り
に
黒
の
騎
士
は
追
撃
を
加
え
る

斬
撃
を
二

ど

け
た
と

こ
ろ
で
ノ

ク
バ

ク
か
ら
立
ち
直

た
鉄

の
騎
士
も
流

に
ゼ
ロ

離
で

ら
れ
る
と
盾

が

界
を

め
て
い
る
せ
い
で
思
う
様
に
立
ち
回
れ
な
い
よ
う
で

か
な
り
苦
戦
し
て
い
た

 
黒
の
騎
士
ス
レ
イ
ブ
は
未
だ
ノ

ダ
メ

ジ
で
あ
り
な
が
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
体
力
は

に

六

を
切
ろ
う
と
し
て
い
た

⻑
が

さ
れ
て
る
な
ん
て

我

も
初
め
て
見
ま
す
ぞ

 
あ
の
剣
士

常
で
な
い

を
持

て
い
る
よ
う
で
す

な 
自
分
達
が

属
す
る
ギ
ル
ド
の

⻑
が

さ
れ
て
い
る

に
ア
ス
ナ
と
ゴ
ド
フ
リ

が
そ
れ

ぞ
れ

葉
を

ら
す

 
神
聖
剣
の
ス
キ
ル
そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
製
作
者
と
い
う
知
識
面
他
者
よ
り
も
フ
ル
ダ
イ

ブ
の
経
験
を
多
く
持
つ
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
最
大
限
に
活
か
し
て
強
者
と
し
て
君
臨
す
る
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ヒ

ス
ク
リ
フ
は
決
し
て
そ
れ
だ
け
に
頼
る
人
物
で
は
無
い

こ
の
一
年

を
命

け
で
戦

て
来
た
猛
者
だ

だ
か
ら
決
し
て
弱
く
な
い

む
し
ろ
他
者
に
は
無
い
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
か
ら

対
人
戦
で
も
対
モ
ン
ス
タ

戦
で
も
非
常
に

と

え
る

 
そ
ん
な
男
を
ノ

ダ
メ

ジ
で
圧
倒
す
る
に
は

の
穴
に

を

す
精
密
さ
が
必
要
不
可

欠

実

全
て
を
知
る

手
に
対
し
先
手
を
打
つ
と
な
れ
ば
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

だ

 

キ
リ
ト

じ

ね

ん
だ
よ
な

 
そ
ん
な

た
事
が
出
来
る
の
は
恐
ら
く
キ
リ
ト
く
ら
い
な
も
の
だ
と
思

て
い
た

そ

れ
で
も
二
刀
流
が
あ

て
こ
そ

一
刀
で
も
負
け
は
し
な
い
だ
ろ
う
が
ノ

ダ
メ

ジ
は
流

に
無
理
だ
と

は
思

て
い
る

 
あ
の
努
力
の
⻤
の
よ
う
な
少
年
で
す
ら
一
刀
で
は
不
可
能
と
思
え
る
事
を
目
の
前
の
黒
の
騎

士
は
や
れ
て
い
る

 
正
体
が
キ
リ
ト
で
あ
る
な
ら

得
だ
が

そ
う
で
な
い
な
ら
不
思
議
で
し
か
な
い

 
命

け
で
戦

て
来
た
プ
レ
イ

の

を
完
全
に
圧
倒
す
る

な
ん
て
そ
う
そ
う

る

が
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リ
ア
ル
に

て

ス
テ

タ
ス
的
に
も
絶
対
勝
て
な
い
の
に

ま
で
使
わ
れ
て
い
な

が
ら
一
撃
た
り
と
も

ら
ず
キ
リ
ト
を
完

し
た
武
道
の
⻤
が
そ
う
い
え
ば
一
人

た
な
と

思
わ
ず
遠
い
目
に
な

た

 
あ
の
武
道
の
⻤
の
よ
う
に
過
去
そ
ち
ら
に
の
め
り

ん
で
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
お
か
し
く
な
い

の
か
も

と

な
心
境
で

は
デ

エ
ル
を
見
守
る
の
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

は
ア
バ
タ

を
リ
ア
ル
重

に
す
る

と
い
う
部
分
は

原
作
ア
ニ

メ
の
木

が
オ

プ
ン
ス

ス
の
ア
バ
タ

を
肉
体
が

え
る
前
の
リ
ア
ル
の
も
の
に
し
て

い
た
事
ま
た
本
作
に

い
て
ユ
ウ
キ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

れ
る
ま
で
機

に

れ
て
い
な
か

た
事

独
自
設
定

か
ら

こ
の
設
定
に
し
ま
し
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
容

は
原
作
設
定
で
ラ
ン
ダ
ム
ア
バ
タ

こ
こ
は
現
状
本
作
で
も
変
わ

て
ま
せ
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ん

な
の
で
リ

フ

の
容

も
ラ
ン
ダ
ム
で
す

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
容

は
リ
ア
ル
の
容

に

き
換
え
ら
れ
る
前
は
自
分
で
設
定
可
能
な
よ
う
な
の

で

特
に
弄
ら
な
か

た

手

イ
ベ
ン
ト
を
経
て
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か

た

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は
ア
バ
タ

の
容

を
リ
ア
ル
重

に
す
る
と
い
う
流
れ
で

え
て
お
り
ま
す

 
勝
手
で
は
あ
り
ま
す
が

そ
れ
で

け
容
れ
て
下
さ
れ
ば

い
で
す

 

ち
な
み
に

く
今
更
で
す
が

ユ
ウ
キ
の
リ
ア
ル
の
容

は
原
作
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
す

 

ラ
ン

 
ア
ス
ナ
似
で

Ｓ
Ａ
Ｏ

最
終
回
で
チ
ラ

と
出
た
だ
け
だ
か
ら

ち

と
小

な
ミ
ニ
ア
ス
ナ

て
く
ら
い
し
か

え
て
な
い
で
す

 

に
ス
レ
イ
ブ
こ
と
黒
の
騎
士
の
武
器
は

手
剣

を

し
ま
し
た

 
参

の
Ｆ
Ｇ
Ｏ
の
オ
ル
ト
リ
ア
の
モ
ル
ガ
ン
カ
リ
バ

も
本
人
は
片
手
で
使

て
る
け
ど

本

は
ア
レ

手
剣
な
の
で
そ
れ
に
合
わ
せ
て
み
ま
し
た

⻘
王
の
方
は
キ
チ
ン
と

手
で
振

て
る
し

同
系
の
王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト
も
分

を

手
剣

に
し
ま
し
た
か
ら
ね

 
も

と

う
と
本
作

て
片
手
剣
ス
キ
ル
ば
か
り
で
そ
れ
以
外
あ
ん
ま
り
出
し
て
な
い

な

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ゲ

ム
に

あ
る
ん
だ
か
ら
出
さ
な
い
と

体
無
い
よ
ネ

 
と
い
う
の
も
あ

て

手
剣
に
し
ま
し
た
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キ
リ
ト
が
片
手
剣
一
刀
や
二
刀
の
手
数
重

 
白
が
大
刀
を
メ
イ
ン
に

も
使

た
力

し
や

め
手
重

手
剣
ス
キ
ル
を

使
わ
な
い

 
獣
が
全
て
の
武
器
で
完
全
力

し

 
な
ら
ス
レ
イ
ブ
は
完
全
に

手
剣
ス
キ
ル
を

め
た
技

力

し
キ

ラ
に
し
よ
う
か
な

て

や

ス
タ
イ
ル
一
つ
に
も
特
徴
を
付
け
な
い
と
ネ

 

ス
レ
イ
ブ
の
せ
い
で
完
全
に
ス
ト
レ
ア
の
キ

ラ
特
徴
Ｓ
Ａ
Ｏ
キ

ラ

一
の

手
剣

使
い

が
喰
わ
れ
た
事
は

内
緒
だ

ア
ル
ベ
リ
ヒ
許
す
ま
じ

 
今
後

剣

や

⻑
槍

神
聖
剣

刀

の
ス
キ
ル
を
ち

く
ち

く
出
し
て
い
き
た

い

願
い

 

ち
な
み
に
で
す
が

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

て
い
る
よ
う
に
ス
レ
イ
ブ
が
デ

エ
ル
の
一
番
手
で
す

つ
ま
り
ア
ル
ベ

リ
ヒ
達
は

攻
略
組

か
ら

手
練
れ

と

わ
れ
た
ス
レ
イ
ブ
の
後
に

験
を
行
う
と
い
う

事 
ど
ん
な
醜

を
晒
さ
せ
よ
う
か

悦
 
あ
ん
ま
り
あ
か
ら
さ
ま
だ
と

に

え
て
大
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人
が
そ
ん
な

て
な
る
か
ら

加

が

し
い
で
す
ね

い
と
た
だ
の
ア
ン
チ
に
成
り

下
が
り
ま
す
し

原
作
か
ら
し
て

郷
ア
ン
チ
と

て
は
い
け
な
い

 
そ
し
て
ス
レ
イ
ブ
は
加
入
さ
せ
る
か
そ
れ
と
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
と

め
て
追
い
出
す
か

迷
う
な

嗤

 

子
身
中
の

を
取
り

む
か

繋
が
り
も
絶
つ
か

 
あ

さ
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は
原

ゲ

ム

い
の
影

で
加
入

し
な
い
事
は
決
ま

て
る
の
で

悪
し
か
ら
ず

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
十
六
章
 

裁
定

砂
上
の
楼
閣

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
テ
ス
ト
が
終
わ

て
い
る
の
に
投
稿
に
少
し
間
が
開
い
た
の
は
ね

Ｐ
Ｓ
４

の

の
デ

タ
が
吹

ん
で
や
る
気
が

が
れ
た
か
ら
サ

 
再
ダ
ウ
ン
ロ

ド
し
て
も
無
事
だ

た

の
デ

タ
を
入
れ
直
し
て
も
初
期
化
さ
れ

ｉ
ｔ

ａ

の
デ

タ
す
ら

み

ま
ず
セ

ブ
し
て
も
初
期
化
さ
れ

け
て
い
た
か
ら
サ

完
全
に

壊
れ
て
る
ネ

 
お
の
れ
ア
ク
リ
ア

今

に
な

て
バ
グ
と
か
ま

た
く
も

て

え
ん
ぞ

 

そ
れ
は
と
も
か
く

 
サ
ブ
タ
イ
の
砂
上
の
楼
閣
が

の
事
か
は

分
か
る
ね

 
そ
う

ス
レ
イ
ブ
戦
は
も
う
終

わ

て
る
ん
だ

地
味
に
前
話
の
サ
ブ
タ
イ
の
数

も

い
て
る
ん
ダ
ゼ

 
今
話
の

点
は
前

ヒ

ス
ク
リ
フ

後

ア
ス
ナ

 
文

数
は
約
一
万
八
千
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で
は
ど
う
ぞ

  
闇
色
の

を

く

で
振
る
わ
れ
る
黒
き
魔
剣
を
己
が
最
大
の
信
頼
を
寄
せ
る
十

の
剣
と

盾
を
以
て
退
け

け
て

分
が
経

た

私
の
集
中
力
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
の
数
時
間
に

ぶ
戦
闘
に

す
る
程
の
消

を
強
い
ら
れ
て
い
た

 
製
作
者
で
あ
る
自
分
に
と

て
自
分
が

属
す
る
ス
タ

フ
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
ボ
ス

と
の
戦
い
は
最
初
か
ら

え
を
知

て
い
る
状

で

験
に
臨
む
よ
う
な
も
の
で
あ
り
そ
こ

ま
で
苦

と
い
う
事
は
無
か

た

む
し
ろ
己
の

性
を
悟
ら
れ
な
い
程

に
上
手
く
指

し

全
滅
し
な
い
よ
う
手
を
打
つ
事
の
方
が
よ

ど

を
悩
ま
せ
て
い
た
と

え
る

 
そ
の
背

を

ま
え
れ
ば

私
に
と

て
の
⻤

と
は
正
に
対
人
戦
の
一

に

き
る

 
シ
ス
テ
ム
を
一
か
ら
作
り
上

た
身
故
に
プ
レ
イ

に
許
さ
れ
た
権
限
や

ド
ス
キ
ル

は
全
て

羅
し
て
い
る
が
シ
ス
テ
ム
が
定
め
た
も
の
以
外

す
な
わ
ち
プ
レ
イ

達
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の
個
性
と
い
う
も
の
に

し
て
は

私
も
初
見
で
未
知
数
な
と
こ
ろ
が
あ
る

 
そ
の

が

黒
の
剣
士

キ
リ
ト
君
だ

 
彼
は

さ
と
ゲ

ム
経
験
の
少
な
さ
に
反
し

あ
る
い
は
そ
れ
故
か

シ
ス
テ
ム
に
対
す

る

は
自
分
に

す
る
程
に
至

て
い
る

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の

と

の
隙
間
を

う
が
如
き
技
術
を
身
に

け
て
い
る
点
で
は
私
以
上
と

え
る
だ
ろ
う

備
や

ス
キ
ル
は
あ
く
ま
で
シ
ス
テ
ム
的
な
も
の
で
も
そ
れ
ら
を

合
し
た
能
力
は
彼
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

も
の

 
本
来
の
ゲ

ム
マ
ス
タ

の
身
と
し
て
そ
し
て
最
前
線
で
⻑
ら
く
戦

て
来
た
身
と
し
て
も

あ
そ
こ
ま
で
シ
ス
テ
ム
と
プ
レ
イ

の
個
性

方
を

合
さ
せ
た
者
は
他
に
見
て
い
な
い

 
つ
ま
り
い
く
ら
私
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
製
作
者
で
あ
り
シ
ス
テ
ム
の

に
深
く
と
も
シ
ス
テ
ム

ル

ル
に

て
動
く
プ
レ
イ

個
人
に
は
決
し
て
対
応
し
切
れ
な
い
と
い
う
事
だ

 
シ
ス
テ
ム
的
に
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
故
の
攻
撃
力
と

力
を
得
て
い
る
身
で
は
あ
る
が

対

人

と
い
う
弱
点
が

私
に

い
消

を
強
い
て
い
た

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ぐ
ぬ
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反
撃
で
振
る

た
剣

を

歩
後
退
し
て

し
た
ス
レ
イ
ブ
は

に

手
で
握
る
黒
剣
を

振
り
下
ろ
し
て
く
る

 
闇
色
に
明
滅
す
る
剣
を
盾
で

ぐ
が

中
心
を

え
ら
れ
て
い
な
か

た
よ
う
で
衝
撃
が

に

体
に

足
に
伝
わ

た

同
時
に

界

上
に
表
示
さ
れ
る

が
ま
た

分
か

る

ぬ
ん

 

目
と
も
知
れ
な
い
剣
と
盾
の
衝
突
後

に
盾
を
突
き
出
し
て
体
勢
を

そ
う
と
す
る

 
し
か
し

ス
レ
イ
ブ
は
そ
れ
を
予
見
し
て
い
た
か

に

離
を
取

て
い
た

 

デ

エ
ル
が
始
ま

て
お
よ
そ

分
が
経
過
し
た
現
在

状
況
は

と

て

も
良
い
も
の
と
な

て
い
た

 
ま
ず
こ
ち
ら
の
攻
撃
は
全
て

さ
れ
る
か
剣
で

な
さ
れ

け
て
い
る
た
め
一
撃
も

て

お
ら
ず

手
は
未
だ
ノ

ダ
メ

ジ
を

持
し
て
い
る

キ
リ
ト
君
や
リ

フ

君
も

く
や

の
技
術
に
は

を

く
思
い
だ

 
対
し
て
黒
の
騎
士
ス
レ
イ
ブ
の
剣

は

こ
そ
ど
う
に
か

け
て
い
る
も
の
の
ア
バ
タ

の

を

て
い
る
た
め
ジ
リ
ジ
リ
と

か
ず
つ
体
力
を

ら
れ
て
い
る

 
ま
た

手
剣
使
い
故
の
パ
ワ

を
活
か
し
て
か
盾
の
上
か
ら

り
ダ
メ

ジ
を
与
え
て
来
て
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い
る

中
心
で

ば
ダ
メ

ジ
も

け
反
り
も
無
い
事
を
初
撃
で
見
切
ら
れ
た
ら
し
く

中

で

道
を
変
え
て
来
る
よ
う
に
な
り

上
手
く

な
く
な

て
し
ま

た
の
だ

 
こ
の
状
況
か
ら

な
ら
私
が
ジ
リ

で

の

を
切
り

負
け
て
い
る
だ
ろ
う

 
し
か
し
戦
闘
時
自
動
回
復
ス
キ
ル
の
無

化
設
定
を
し
て
い
な
い
デ

エ
ル
な
の
で
完

全

得
し
て
い
る

果
に
よ
り

た

か
ら
ジ
ワ
ジ
ワ
と
回
復
し
て
い
る

取
得
し
た
ば
か
り

で
は
分
間

の
回
復

だ
が

完
全

得
し
た
状

で
は
フ
ル
回
復
す
る

お
き
に
判

定
が
入
る
仕
様
な
の
で
そ
の

に

回
復
す
る
と
い
う
事
だ

合
で
の
回
復
な
の
で

最

大

が
高
け
れ
ば
高
い

ど

果
は
大
き
く
な
る

 
こ
の
ス
キ
ル
の
影

で
私
は
ま
だ
負
け
て
い
な
か

た

ど
う
に
か
残
り

を
行

た
り

来
た
り
と
し
つ
つ
保

て
い
る
の
で
あ
る

 
我
な
が
ら
か
な
り
大
人

な
い
と
は
思
う

 
と
い
う
か

い
の
実
力
を
ぶ
つ
け
合
う
本
来
の
デ

エ
ル
な
ら
と
も
か
く

こ
れ
は
ギ
ル
ド

テ

タ

ニ
ア

メ
ン
バ

の
実
力
を

る

の

験
デ

エ
ル

正
直
こ
こ
ま
で
追
い

め

ら
れ
た
時
点
で
ス
レ
イ
ブ
の
実
力
は
十
分
過
ぎ
る

 
正
直
さ

さ
と
切
り
上

て
も
良
い
レ
ベ
ル
で
は
あ

た
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一
息
入
れ
る
事
も
出
来
な
い

ど
の
猛
攻
撃
を
ど
う
に
か

ぎ
切

た
安

故
か

か
に
気

を

い
て
深
く
息
を

く

 
黒
の
騎
士
は
こ
れ
を
攻
撃
前
の

備
と
見
た
か
正
眼
に
構
え
直
さ
れ
た
剣
を
握
る
手
に
は
力

が

め
ら
れ
た

う
む

ス
レ
イ
ブ
君

も
う
十
分
だ

 
そ
ん
な
彼
に
対
し
て
結
果
を

え
ば
や
や
小

な
黒
き
騎
士
は
剣
を
構
え
た
ま
ま
小

を

る
 
眼
を

う
仮
面
の
よ
う
な
バ
イ
ザ

で
分
か
ら
な
い
が
仮
に
目

も
し

か
り
見
え
て
い
れ

ば

彼
は

惑
で

を
八
の

に
寄
せ
て
い
た
事
だ
ろ
う

私
の

を
一
方
的
に

ら
し

け
ら
れ
る
時
点
で

君
の
実
力
は
最
前
線
で
十
二
分
に

す
る
レ
ベ
ル
に
あ
る

だ
か
ら
も
う
デ

エ
ル
を

行
す
る
必
要
は
無
い

そ
う
い
う
事
で
す
か
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け
て
伝
え
た

葉
に

彼
は

と
安

の
息
を

き

剣
を
下

た

 
ど
う
や
ら
私
の
最
初
の

葉
は
戦
闘
中
の

発
か

か
だ
と

え
て
い
た
ら
し
い

振
り
返

て
み
る
と
な
る

ど

そ
う

え
る
事
も
出
来
な
く
は
な
い
気
が
し
た

 
結
果
が
出
る
ま
で

心
を

け
る
点
は
非
常
に
高
く

価
出
来
る

 

に
で
は
あ
る
が
も
う
戦
闘
は
終
わ

た
も
の
だ
と
気
を

い
た
と
こ
ろ
で

い
し

返

し
を
見
る
事

は
あ
る

物
系
の
モ
ン
ス
タ

は
そ
の

が
多
い

 
ま
た
ト
ラ

プ
な
ど
も
解

し
た
か
ら
と

て
気
を

い
て
い
い

で
は
無
い

ト
ラ

プ
が
解

さ
れ
た
宝

も

開
け
た
ら
そ
れ
が
フ
ラ
グ
に
な

て
モ
ン
ス
タ

が
出
現
す
る
と

か

そ
う
い
う
パ
タ

ン
だ

て
あ
る
の
だ

 
⻑
ら
く
最
前
線
で
戦

て
来
て
い
れ
ば

れ
た
も
の
だ
が
新
参
と
も
な
る
と
そ
の

の
教

は
時
間
が
掛
か
る

 
だ
が
本
人
が
最
初
か
ら
そ
の
心
構
え
を
持

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
危
険
は
少
な
く
な
る

彼
本

人
は

論

彼
と
共
に

る
パ

テ

メ
ン
バ

も
だ

 
情
報

も
知
ら
な
い
最
近

を
現
し
た
者
達
と
い
う
か
ら
ど
ん
な
も
の
か
と
思

て
い
た

が
少
な
く
と
も
こ
の
少
年
に

し
て
は
か
な
り
高

価
出
来
る

実
力
は

論

動
に
振
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

舞
い

か
な
や
り
取
り
か
ら

間
見
え
る
心
構
え
も

 

時

キ
リ
ト
君
と

て
し
ま
う
事
が
気
に
な
る
が

 
ス
レ
イ
ブ
に

し
て

一
最
大
の

点
は
そ
こ
だ

 
た
だ
本

に
似
て
い
る
だ
け
だ
世
界
に
似
て
い
る
人
は
三
人
い
る
と

う
し
戦
闘
ス
タ
イ
ル

が
彼
に
近
い
だ
け
な
の
だ
ろ
う

そ
う

得
出
来
れ
ば
良
い
の
だ
が
キ
リ
ト
君
に

す
る
事
だ
と
そ
う
は
問

を
下
ろ
せ
な
い

 
経
験
を

み
強
く
な
れ
ば
な
る

ど
人
間
は
我
が
強
く
な

て
く
る

ア
ス
ナ
君
や
ユ
ウ
キ

君
な
ど
は
や
や

外
で
は
あ
る
が

ラ
ン
君
は
戦
い
の
経
験
と
自
信
を

え
に
し
て
己
を
強
く

し

少
数
精

で
あ
り
な
が
ら
攻
略
会
議
で
も
意
見
す
る
程
の
精
神
的
強
さ
を
見
せ
て
い
た

 
そ
れ

ど

人
の
過
去

や

経
験

と
い
う
も
の
は
人
間
性
に
影

を
与
え
る

 
で
あ
れ
ば
シ
ス
テ
ム
か
ら
絶
対
的
な

力
を
得
て
い
る
私
を

な
技
術
を
以
て
圧
倒
し

け
た
者
が

か
な
り
の
自
負
心
や
自
己
を
表
現
す
る
事
は
明
白

 

え
目
で
あ
る
に
し
て
も
自
責
感
に

わ
れ
自
己
を

し
殺
し
て
い
た

の
キ
リ
ト
君
に

気
が
近
い
と
い
う
の
は

道
理
に
合
わ
な
い
話
に
な
る

 
無
論
私
と
て
全
て
を
知
り

く
し
て
い
る

で
は
無
い

私
で
は
知
り
得
ず
想
像
も
出
来
な
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い
よ
う
な
過
去
が
ス
レ
イ
ブ
に
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
あ
る
い
は
生
来
の
気

と
い
う
事

も

え
ら
れ
る

最
初
か
ら
疑

て
掛
か
る
の
も

か
行
き
過
ぎ
た
話
な
の
だ

 
一
先
ず

の
片

に

い
て
お
く
程

に
し
て
お
く
事
が
今
は
一
番
だ
ろ
う

さ
て

得
し
て
も
ら
え
た
よ
う
だ
か
ら
デ

エ
ル
を
終
え
た
い
と
思
う
が
構
わ
な
い
か
な

は
い

あ

え

と

 
快
く

い
た
と
思

た
直
後

か
に
気
付
い
た
よ
う
に
声
が
上
が
る

 
ス
レ
イ
ブ
君
は
私
か
ら

線
を
切
り
デ

エ
ル
を
観
戦
し
て
い
た
一

の
一
人

ア

ル
ベ
リ
ヒ
を

う
よ
う
に

を
向
け
た

 

華

を
体
現
し
て
い
る
が
如
き

い
の
男
は

然
と
し
て
い
な
さ
そ
う
な
面
持
ち
で

を

組
ん
で
い
た
が

特
に

も

う

振
り
を
見
せ
な
い

あ
の

お
れ
が
リ
ザ
イ
ン
し
た
方
が

 
そ
の

を
ど
う
取
る
べ
き
か
迷

て
い
る
様
子
だ

た
が

く
し
て
お
ず
お
ず
と
ス
レ

イ
ブ
君
が

し
出
て
来
た

そ
の
様
子
は
先

ど
攻
略
組

一
と
名
高
い
タ
ン
ク
を
一
方
的

に
圧
倒
し
た
騎
士
で
は
無
く

見
た
目
の
年

よ
り
も
や
や

さ
を
感
じ
る
も
の
だ

た
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ビ

タ

／

黒
の
剣
士

と
し
て
振
る
舞
う
キ
リ
ト
君
の
よ
う
に

恐
ら
く
こ
ち
ら
が

な
の
だ
ろ
う
な
と
思

し
つ
つ

私
は
ス
レ
イ
ブ
君
の
問
い
掛
け
に

を
横
に
振

た

そ
れ
に
は

ば
な
い

私
は
別

勝

を
気
に
し
て
い
な
い
か
ら
ね

 
デ

エ
ル
の
終
了
方
式
は
初
撃
決

決

完
全
決

そ
れ
ぞ
れ
で
異
な

て
来
る
が

や
時
間
切
れ
よ
り
も

く
合
意
の
下
で
終
え
る
な
ら

参
と
い
う
手

が
あ

る 

参
リ
ザ
イ
ン
な
ど
を
大
声
で

す
れ
ば
シ
ス
テ
ム
的
に
勝

が

く
よ
う
に
な

て
い

る

の
会
話
程

の
大
き
さ
だ

た
り

語
で
発
せ
ら
れ
た

で
は
無
い
の
で
あ
れ
ば

参
し
た
と
い
う
認
定
は
さ
れ
な
い

 
無
論

参
し
た
方
が

北
と
な
る

 
彼
が
気
に
掛
け
た
事
は
デ

エ
ル
で
の
勝

Ｓ
Ａ
Ｏ
は

大

な
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム
で
あ
り
闘
技
場
と
い
う
存
在
か
ら

せ
ら
れ
る
よ
う
に
対
プ
レ
イ

戦
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も

実
さ
せ
る
予
定
だ

た

デ

エ
ル
で
の
勝

が
高
い
プ
レ
イ

に
は
限
定

備
や
ク
エ
ス

ト
が
発
行
さ
れ
る
と
い

た

し
要

も
あ

た
の
だ

 
あ
る
程

で
は
あ
る
が
そ
れ
を

知
さ
れ
て
い
る
現
在
勝

と
い
う
も
の
は
そ
れ
な
り
に
気
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に
掛
け
ら
れ
る
も
の
と
な

て
い
る

そ
れ
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
問
い
掛
け
だ
ろ
う

 
ま

ス
レ
イ
ブ
の

や
振
る
舞
い
か
ら

す
る
に
目
上
に

た
る
こ
ち
ら
を

北
さ
せ

る

に
は
い
か
な
い
と
気
を

た
と
見
た
方
が
良
い
だ
ろ
う

 
自
分
も
一
プ
レ
イ

な
の
で
勝

が
高
け
れ
ば
気
分
は
良
い
し
出
来
れ
ば
あ
ま
り
黒
星
を

付
け
た
く
は
な
い
が
今
回
は
別
に
良
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

戦
闘
過
程
を

み
れ
ば
明
ら

か
に
私
の

北
だ
し
勝

は
別

最
重
要
要

と
い
う

で
は
無
い
か
ら
だ

デ
ス
ゲ

ム
と

な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
デ

エ
ル
は

に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
無
い
か
ら
未
経
験
の
者
な
ど
ザ
ラ
に

る

そ
ん
な
中
で
数
値
が
高
く
て
も
あ
ま
り
誇
れ
る
事
で
は
無
い
の
で
あ
る

 
無
論
キ
リ
ト
君
や
ユ
ウ
キ
君
と
い

た
名
う
て
の
剣
士
と
戦

た
場
合
の
結
果
が
勝

で
あ
れ

ば
と
て
も
誇
れ
る
事
で
あ
る

そ
う
い
う
意
味
で
は
ユ
ウ
キ
君
の
事
を
少
し

ま
し
い
と
も
思

て
い
る

 
そ
ん
な
事
を

え
つ
つ

リ
ザ
イ
ン

と
大
声
で

し

デ

エ
ル
を
終
了
さ
せ
る

 
ア
ス
ナ
君
達
は
私
が

し
負
け
て
い
た
事
に

の
表
情
を
黒
の
騎
士
ス
レ
イ
ブ

ス

レ
イ
ブ
君
に
向
け
て
い
た

こ
れ
ま
で
の
戦
い
で
私
が

さ
れ

け
た
事
な
ど
ボ
ス
戦
以
外
で
は

無
か

た
か
ら

し
く

た
の
だ
ろ
う



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
つ
ま
り
ス
レ
イ
ブ
君
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
同

以
上
の
ポ
テ
ン
シ

ル
を
秘
め
て
い
る
事
に
な

る

パ
ワ

タ
イ
プ
の

手
剣
使
い
で
あ
り
な
が
ら

な
回

能
力
を

せ
持
つ
彼
は

攻

略
組

の
一

と
し
て
頼
も
し
い
味
方
に
な
る
に
違
い
な
い

 
問

は

ス
レ
イ
ブ
あ
と
も
う
少
し
で

し
切
れ
て
い
た
の
に

故
リ
ザ
イ
ン
し
た

 
テ

タ

ニ
ア

の
一
番
手
と
し
て

応
し
い
よ
う
に
と

た
事
を
忘
れ
た
か

 
初
戦
に
し
て
目
覚
ま
し
い
戦
果
を

た
彼
は
彼
が
マ
ス
タ

と
称
す
る
華

な

い

の
男
性
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

問
さ
れ
て
い
た

 
ど
う
や
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
ス
レ
イ
ブ
君
が
私
を
圧
倒
し
て
い
た
事
で
は

足
出
来
な
か

た
よ

う
だ

加
え
て
自
ら
リ
ザ
イ
ン
を

し
出
た
事
あ
の
ま
ま

行
し
な
か

た
事
に
も
不

を
覚

え
て
い
る
と
見
え
る

 
手
合
わ
せ
し
た
感
触
か
ら
し
て

り
ダ
メ

ジ
を
発
生
さ
せ
た
彼
の

力
値
は
私
を
超
え
て

い
る
可
能
性
が
高
い
の
で

攻
め

け
て
い
れ
ば

し
切
れ
る
と

ん
で
い
た
の
だ
ろ
う

 
確
か
に
彼
は
や
や

重
気
味
に
攻
め
て
来
て
い
た

ボ
ス
戦
時
の
キ
リ
ト
君
の
よ
う
に
斬

て
斬

て
斬
り

け

手
の
攻
撃
は
全
て
回

か

な
す
か
し
て
隙
を
作
り
そ
の
隙
を
突
い
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て
ま
た
攻
撃
し

け
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
れ
ば

私
は

す
術
も
無
く

け
て
い
た

 
こ
の
結
果
に

ち

い
た
の
は

私
と
ス
レ
イ
ブ
君
の

性
が
ま
だ
良
い
方
だ

た
か
ら
だ

 

私
は
神
聖
剣
の

果
に
よ

て
絶
対
的
な

力
を
得
て
お
り
こ
れ
に
よ

て

攻
略
組

一
の
タ
ン
ク
と
し
て
活
躍
出
来
て
い
る

攻
撃
も
同
じ
だ

 
逆
に

え
ば

神
聖
剣

が
無
け
れ
ば
私
は
あ
く
ま
で
平

で
し
か
な
い

 

Ｍ
ｏ
ｂ
に
対
す
る
知
識
や
仮
想
世
界
で
の
経
験
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
的

と
い
う
ア
ド

バ
ン
テ

ジ
が
あ
る
か
ら
私
は
高
い
確

で

の
攻
撃
を

出
来
て
い
る
が
そ
も

主

体
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
出
来
て
い
る
理
由
は

の

少

と
回
復

の
釣
り
合
い
を

神
聖

剣

が
取

て
く
れ
て
い
る
か
ら

高
い

力
の
お
陰
で

の
回
復
が
ダ
メ

ジ
よ
り
多

く
な

て
い
る
の
で
あ
る

 
仮
に
神
聖
剣
が
無
け
れ
ば
ダ
メ

ジ
が
回
復

よ
り
多
く
な

て
い
る
だ
ろ
う
し
反
撃

の
隙
を

お
う
に
も

の
攻
撃
を

ぐ
だ
け
で
精
一

な
の
は
明
白

 
だ
か
ら
と

て

神
聖
剣

が
あ
る
と
し
て
も
あ
く
ま
で

の
一
点
に

い
て
特

化
す
る
だ
け
で

反
撃
に

し
て
は
私
の
裁

と
技
術
に

せ
ら
れ
る

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

Ｍ
ｏ
ｂ
や
シ
ス
テ
ム
の
知
識

が
深
い
私
が
タ
ン
ク
を
し
て
い
る
の
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は

神
聖
剣
の
特
性
を
最
も
使
え
る

だ
か
ら
だ
け
で
な
く
キ
リ
ト
君
の
よ
う
な
ダ
メ

ジ
デ

ラ

は
出
来
な
い
か
ら
だ

あ
ま
り
に
も

し
い
攻
撃
の
前
で
は

の
よ
う
に

ま
る

事
し
か
出
来
な
い
の
で
あ
る

 
反
撃
を

と
し
た
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
の
に
そ
れ
を
苦
手
と
し
て
い
る
の
は
仮
想
世
界
に

け
る
あ
ら

る
行
動
に
は
プ
レ
イ

本
人
の
反
応
速

と
ア
バ
タ

の

値
が
大
い
に

わ

て
い
る
か
ら

 
私
の
反
応
速

も
決
し
て

い
方
で
は
無
い

 
問

は

値
の
方
に
あ
る

神
聖
剣
を
フ
ル
に
活

す
る

に
は
ど
う
し
て
も

力
値

へ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
多
め
に
振
る
必
要
が
あ

た
が
故
に

値
は
や
や
少
な
め
と
な

て
い
る

キ
リ
ト
君
と
同
程

の
振
り
方
で
は
あ
る
が
そ
れ
で
も
圧
倒
的
に
差
が
生
ま
れ
て
い

る

り

レ
ベ
ル
差
が
あ
る
事
は
そ
れ

ど
理
不

で
あ
る
と
い
う
事
の
証

で
あ
ろ
う

 

が

い
た
い
か
と

う
と

 
私
は
ス
レ
イ
ブ
君
よ
り
ま
だ

か
に
レ
ベ
ル
が
高
い
が
ス
レ
イ
ブ
君
は
盾
で

し
た
私
に

り
ダ
メ

ジ
を
発
生
さ
せ
ら
れ
る

力
値
を
持
つ

レ
ベ
ル
ア

プ
で
得
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト

を

私
よ
り
も

力
値
へ
振

て
い
る

だ
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す
な
わ
ち

ス
レ
イ
ブ
君
は
私
よ
り

値
が
や
や

い

 
ス
レ
イ
ブ
君
が

重
に
な

て
い
た
理
由
は
ア
バ
タ

の

性
が
や
や
足
り
ず
私
の

を
破
れ
な
い
事
に
気
付
き
下
手
に
突

め
ば
手

い
反
撃
を
喰
ら
う
と
分
か

て
い
た
か

ら
で
あ
る

 
こ
れ
で

値
が
同
格
で
あ

た
な
ら
彼
は
も

と

し
く
攻
撃
し
て
い
た
だ
ろ
う
し
私
は

そ
の
対

に
手
一

で
反
撃
出
来
ず
ジ
リ

で
負
け
て
い
た

彼
の
レ
ベ
ル
が
あ
と

か

ど
高
か

た
ら

し
負
け
て
い
た
だ
ろ
う
と
そ
う
予
想
出
来
る
く
ら
い
ギ
リ
ギ
リ
な
戦
い
だ

た 
私
の
レ
ベ
ル
は
ジ

ス
ト
１
０
０
し
か
も
最
前
線
で
⻑
ら
く
戦
い

け
た
事
で

備
も
ス
キ

ル
値
も
極
め
て
強
化
さ
れ
て
お
り

ま
た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

神
聖
剣

を

得
し
て
い
る

 
対
し
て
ス
レ
イ
ブ
君
の
レ
ベ
ル
は

あ
く
ま
で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

で
は

手

剣
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
キ
リ
ト
君
が

持
し

け
て
い
る
か
ら
コ
モ
ン
ス
キ
ル
し
か
持

て
い

な
い

備
は
か
な
り
強
力
な
も
の
と
分
か
る
が

隔
絶
し
て
ま
で
は
い
な
い

 

合
的
に
見
れ
ば
私
が
有

だ

た
の
に
ノ

ダ
メ

ジ
で
完

し
切

た
事
は
む
し
ろ

め
称
え
ら
れ
て
も
良
い
レ
ベ
ル
の
結
果
で
あ
る

と
す
る
と
私
の
勝

を
気
に
掛
け
て
全
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力
を
出
し
て
い
な
か

た
の
で
は
と

れ
る
程
に
彼
の
実
力
は

を

い
て
高
い

し

あ
り
ま
せ
ん

 
マ
ス
タ

の
男
に
怒
ら
れ
た
少
年
は
や
や

を

と
し
て
い
た

 

た
の
に
と

ち

ん
で
い
る
の
か
マ
ス
タ

に

責
さ
れ
た
事
に

ち

ん
で
い
る

の
か

あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
心
境
な
の
か
は

私
に
は
分
か
ら
な
か

た

 
し
か
し
あ
れ

ど

け
た
戦
闘
能
力
で
結
果
を
出
し
て
そ
の
場
で
合
格
を

け
た
の
だ
し

指
示
を

が
れ
た
の
に
応
え
な
か

た
の
だ
か
ら

か
理
不

が
過
ぎ
る
と
思
う

罪
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
意
味
が
無
い
ん
だ
よ

こ

ち
は
結
果
を
求
め
て

あ
の

ア
ル
ベ
リ
ヒ
さ
ん
の

験
を
始
め
る
の
で

に
付
い
て
欲
し
い
の
で
す
が

 
流

に
見
て
い
て
気
分
が
い
い
も
の
で
は
無
い
の
で
止
め
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
と
練
兵
場
の

一

に

動
し
て
い
た
ア
ス
ナ
君
が

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

た
い
目
を
向
け
な
が
ら
声
を
掛
け
た

 
彼
女
を
指
名
し
た
の
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
本
人

 
複
数
人
で
や
る
の
が

と
は

に
説
明
し
て
い
る
し
私
と
ス
レ
イ
ブ
君
の
が

外
で
あ

た
事
は

知
の
話

ス
レ
イ
ブ
君
の

験
が
終
わ
れ
ば

の

験
が
始
ま
る
事
も
道
理

加
え
て

そ
れ
ぞ
れ
の
反

や

た
り
な
ど
は

験
が
全
て
終
わ

た
後
に
す
れ
ば
い
い
話
で

験
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を

た
せ
て
ま
で
す
る
必
要
は
無
い

女
と
は

恐
ろ
し
い
も
の
だ
な

 
ア
ス
ナ
君
は

マ
ナ

と
い
う
観
点
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
責
め
て
い
た
の
だ

 
私
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

し

め
て
ス
レ
イ
ブ
君
を
解
放
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
彼
女
は
そ
れ

だ
け
で
な
く
マ
ス
タ

と
呼
ば
れ
る
男
へ
の
心

を
悪
く
す
る
手

を
取

て
二
人
の
や
り
取

り
を
中
断
さ
せ
た

か
な
時
間
で
は
あ
る
が

い
は
と
も
か
く

動
や
振
る
舞
い
か
ら
し
て

あ
ま
り

ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
こ
そ

こ
の
手

は

な
も
の
と
な
る

 
そ
れ
を
サ
ラ
リ
と
や
れ
て
し
ま
う

り
年
下
の
少
女
と

え
ど
も
や
は
り
女
な
の
だ
な

と

感
さ
せ
ら
れ
る

な
ま
じ
カ
リ
ス
マ
性
が
あ
る
だ
け
そ
こ
ら
の
女
性
よ
り
怖
い
か
も
し
れ
な

い 

彼
女
が
男
女
平

主
義
で
本

に
良
か

た

 

時
も
の
六

増
し
で

た
さ
全
開
の
ア
ス
ナ
君
へ
愛
想

い
を
浮
か
べ

罪
し
な
が
ら

け
寄
る
男
を
見
な
が
ら

切
実
に
彼
女
の
思
想
に
安

を

い
た

 
い
や
す
み
ま
せ
ん
お
見
苦
し
い
と
こ
ろ
を
お
見
せ
し
て
し
ま

て

こ
の
失

は

験
で
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返
上
さ
せ
て

き
ま
す

そ
う
で
す
か

 
へ
ら
へ
ら
と
愛
想

い
を
浮
か
べ
な
が
ら
の

葉
に
生
返
事
を
返
し
つ
つ

の
剣

に

る

す

か
ら
愛

の

剣
を

き
払
い

手

く
デ

エ
ル

請
を
済
ま
せ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ

一
と

え
る
鍛
冶
師
で
あ
る
大
親
友
が
鍛
え
上

た

品
は
銀

の
如
き
仕
上
り
を

空
気
に
晒
す

再
現
さ
れ
た
陽
光
を
反

し
た

 
応
じ
る
よ
う
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
も

の

か
ら

剣
を

き
払

た

同
時
に
デ

エ
ル

請
を

し

い
の
間
に
空
間
に
パ
ネ
ル
が
現
れ
る

 
デ

エ
ル
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
内
に
私
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
武

や
構
え
か
ら
少
し
で

も
情
報
を

み
取
ろ
う
と

線
を
向
け
た

 
ま
ず
最
初
に

線
が
向
か

た
の
は

情
報
か
ら
し
て

的
で
分
か
り
や
す
い

剣
だ

 

ア
レ
は

ま
た

し
い
形
状
ね

 
男
の

剣
の
刀
身
を
見
て

目
を

め
な
が
ら

感
を

く

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
持
つ

剣

は

は

色
に

刀
身
は
血
色
に

ま

て
い
た

 
そ
の
色
合
い
だ
け
で
も
禍

し
い
が
最
た
る
も
の
は
そ
の
刀
身
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常

剣

と
は

突
攻
撃
を

本
と
す
る
武
器
で
あ
る
が

密
に
は
二
つ

分
が
存

在
す
る

 
一
つ
は

エ
ス
ト

ク

こ
れ
は

う

の
幹
部
の
一
人

眼
の
ザ
ザ
が
メ
イ
ン
武

器
と
し
て

て
い
た
も
の
で

突
攻
撃
に
特
化
し
て
お
り
斬
撃
は
一
切
不
可
能
な
武
器
カ

テ
ゴ
リ
だ

 
も
う
一
つ
が
私
や
ラ
ン
ち

ん
が
持
つ
剣
の
よ
う
に
斬
撃
に
も
対
応
可
能
な
武
器
レ
イ
ピ

ア

で
あ
る

 
私
が
持
つ

剣
は

し
い
事
に
先

り
に
は
な

て
お
ら
ず
ま
た
片
刃
が
あ
る
と
い
う
特
徴

的
な
要

を
持
つ

突
だ
け
で
な
く
斬
撃
に
も
対
応
し
た
剣
そ
れ
が
こ
の
リ
ズ
ベ

ト
会
心

の

品
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト

つ
ま
り
私
の
場
合
は
レ
イ
ピ
ア
型
と
い
う
事
に
な
る

 
対
す
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
一
見
す
れ
ば

突
特
化
の
エ
ス
ト

ク
と
判
断
し
か
け
る
が

密

に
は
斬
撃
に
も
対
応
し
た
レ
イ
ピ
ア
型
だ

た

 
見

り
そ
う
に
な
る
原
因
は
刀
身
に
あ
る

 
切

先
か
ら
見
れ
ば
刀
身
は
五

星
な
ら
ぬ
四

星
を

く
よ
う
な
形
状

に
刃
が
付
い

て
い
る
と
い
う

刃
な
ら
ぬ
四
つ
刃
の
形
状
を
し
て
い
た

加
え
て
凶
悪
な
事
に
切

先
に
は
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返
し
が
あ
り

や
は
り
こ
れ
も
四

星
の
如
き
形
状

 
見
た
目
か
ら

い
表
す
な
ら
ば

業
に

い
ら
れ
る

の

先
を

ば
し
て
刀
身
に
し
た

剣

と
い

た
と
こ
ろ
か

 
突
い
て
良
し
斬

て
良
し
更
に

い
て
引
き

す
時
に
は
返
し
に
よ
る
ダ
メ

ジ
も
あ
る

と
い
う
え

つ
な
い
仕
様
の

剣
は

こ
れ
ま
で
で
一

も
見
た
事
が
無
か

た

 

⻑
槍

や

槍

で
は

に

に

ん
で
い
る
光

を
見
た
が

そ
れ
で
も
戦
闘
で
使

さ
れ
て
い
る
光

は
一

も
見
た
事
が
無
い

故
な
ら
返
し
が
付
い
て
い
る
武
器
は
大

属
性
に
よ
る
継

ダ
メ

ジ
を
主
体
に
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
な
の
で
時
間

た
り
の
ダ
メ

ジ

が
少
な
く

地
味
に

値
が
少
な
め
と
い
う
欠
点
も
あ
る
か
ら
だ

 

論
⻑
期
戦
で
あ
れ
ば
有

で
あ
る
と
思
う
が
回
復
ア
イ
テ
ム
や
武

精
神
的
な
消

を

え
る

に
も

期
決

が

ま
れ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

外
れ

備
に

し
い

 

剣
で

属
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
話
は
キ
リ
ト
君
や
リ
ズ
か
ら
も

い
た
事
無
い
の

で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
剣
は

に
有

な

剣
と
い
う
可
能
性
も
あ
る

属
性
武
器
に
付
き

う
デ
メ
リ

ト
が
無
い
の
で
あ
れ
ば
返
し
が
あ
る

剣
は

突
を

本
と
す
る
故
に

常

で
な
い
え

つ
な
さ
を
発

す
る
事
請
け
合
い
だ
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仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば

こ
の
人

ん

と

に
性
格
悪
い
な

 
こ
れ
ば
か
り
は
流

に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
も

罪
と
い
う
か
理
不

な
話
で
あ
る
が

い
時
間
で

す
ら
そ
の

を

か
せ
る
振
る
舞
い
が
悪
い
の
だ
か
ら

自
業
自
得
で
あ
ろ
う

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
君
が
し
て
い
た
ら
絶

物
だ

た
り
す
る

 
世
の
中
と
は
不
平

と
理
不

に

れ
て
い
る
の
だ

 
と
も
あ
れ
あ
の

剣
は
と
に
か
く
回

に

す
れ
ば
問

は
あ
ま
り
無
い

だ
と
引
き

の

に
こ
ち
ら
の
剣
を
持

て
い
か
れ
た
り
紙
一
重
だ
と
返
し
の

ら
み
で
見

た
り
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
で

そ
の
二
点
に
だ
け

意
す
れ
ば
良
い

 

に
目
が
行

た
の
は
男
の
構
え
る

勢
だ

 
斬
撃
に
も
対
応
す
る
レ
イ
ピ
ア
型
が
あ
り
人
に
よ

て
は
体
術
や
盾
武
器

を

む
ス
タ
イ
ル
を

く
と
は

え

本
的
に

剣

は

突
攻
撃
を
主

と
す
る
武

 
自
然

武
器
の
構
え
方
も

突
を
意
識
し
た
も
の
に
な
り
や
す
い

 

を
主

と
す
る
盾
持
ち
は
盾
を
持
つ

の

身
を
前
に
し
槍
持
ち
す
ぐ

を
突
け
る
よ

う
前
へ
突
き
出
し
て
構
え
る

片
手
剣
や

刀

刀
使
い
な
ど
は
斬
撃
を
主

と
す
る
事
か
ら

体
の
横
に
剣
を
持

て
来
る
場
合
が
多
い
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手
剣
使
い
の
場
合
は
黒
の
騎
士
ス
レ
イ
ブ
の
様
に
正
眼
に
構
え
る
場
合
が
あ
る
の
で
一

に

は

え
な
い

 
こ
れ
ら
は
全
て
ワ
ン
ア
ク
シ

ン
で
武
器
に
最

な
攻
撃
を
行
え
る
事
を
前

と
し
た
構
え

の

だ

 
故
に

剣
使
い
の
場
合

を
出
す
だ
け
で

突
を
行
え
る
構
え
に
な
る

 
よ
く
あ
る
の
は
フ

ン
シ
ン
グ
の
よ
う
に
剣
を
持
つ

身
を
前
に
し
剣
の
切

先
を

に
向

け
な
が
ら

の
前
に
構
え
る
格

だ

手
は
突
き
出
し
た
後

反
動
を
活
か
し
て
体
勢
を

す

に
使
う

か
す
よ
う
に
浮
か
す
事
が
多
い

こ
の
構
え
は

リ
ニ
ア

の
発
動

モ

シ

ン
に
近
い
の
で

剣
使
い
は
こ
れ
を

と
す
る

偶
に
勝
手
に
ス
キ
ル
が
発
動
す

る
事
を

て
剣
を
持

て
い
な
い

身
を
前
に
す
る
人
も

る

 
他
に
あ
る
と
す
れ
ば
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
の
よ
う
に

に

ぐ
よ
う
に
構
え
る
パ

タ

ン

こ
れ
は
強
攻
撃
や
突
進
攻
撃
の
場
合
が
多
い
の
で
あ
ま
り
ポ
ピ

ラ

と
は

え
な

い

の
動
き
が
大
き
い
の
で
一
撃
の
引
き

し
が

く
な
る
た
め
だ

 
あ
と
は
片
手
で
正
眼
に
構
え
る
場
合

こ
れ
は
片
手
剣
使
い
で
あ
る
ユ
ウ
キ
が

本

し
て

い
る
構
え
で
も
あ
り
体
の
正
中
線
上
に
構
え
て
お
く
事
で

の
攻
撃
を

ら
し
や
す
く
ま
た
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突
攻
撃
を
し
や
す
く
し
た
り
す
る
意

が
あ
る

 
私
は

直
後
だ
と
フ

ン
シ
ン
グ
様
の
構
え
を
取
る
が

み
合
い
に
な
る
と
ユ
ウ
キ
と
同

じ
く
正
眼
に
構
え
る
よ
う
に
し
て
い
る

ゴ

レ
ム
の
よ
う
に

突
が
極
め
て

き

か

た
り

し
て
回

主
体
の
場
合
は
下

て
い
る

 
ち
な
み
に
現
在
の
構
え
は

み
合
い
な
の
で
正
眼

フ

ン
シ
ン
グ
様
は
本
気
を
出
せ
る
反
面

ま
れ
や
す
い
の
で
対
人
戦
で
は
自
重
を
心
掛
け
て
い
る

 
そ
ん
な
私
と
違
い
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
返
し
の
付
い
た
血
色
の

剣
を
フ

ン
シ
ン
グ
様
に
構
え

た 

身
を
前
に
し

の
高
さ
で

剣
を
構
え

切

先
を
向
け
て
い
る

 
そ
の

勢
が
私
の
全
力
で
あ
る
以
上

心
が

き
立
つ
は
必
定

 
あ
の
構
え
は

突
に
全
力
を

け
る

実
の
と
こ
ろ

動
に
は
向
か
な
い

勢
で
あ
る

私

が

み
合
い
で
正
眼
の
構
え
を
す
る
の
も
攻
撃
と
回

の
ど
ち
ら
も
取
り
や
す
く
す
る
意
味
が
大

き
い

 
で
あ
れ
ば

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
お
よ
そ
十
五
メ

ト
ル
の

離
を

め
に
く
い
事
に
な
る
の
だ

が
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ス
レ
イ
ブ
君
の
強
さ
を

え
る
と

ね

 
彼
の
強
さ
は
攻
略
組
で
も

一
と

え
る

ど
に

け
た
も
の
が
あ

た

実
力
と
し

て
も

そ
し
て
 
ス
テ

タ
ス
と
し
て
も

 
彼
で
あ
れ
な
ら

他
の
メ
ン
バ

も

応
に
近
い
も
の
だ
と
見
た
方
が
良
い

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
レ
ベ
ル
は

自
己

で
は

だ

ま
た
重

に
よ
り

ら
か

が
れ
て

い
る
だ
ろ
う
が

剣
使
い
で
あ
る
以
上
は

値
へ
も
結
構
な
値
を
振
ら
れ
て
い
る
と

え
て

良
い

 
テ

タ

ニ
ア
の
ア
タ

カ

が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
先
の
少
年
の
二
人
と
見
る
と
前
者
が

ス
ピ

ド
ア
タ

カ

後
者
が
パ
ワ

ア
タ

カ

と

え
る
の
で

に
ス
ピ

ド
型
と

え
ら
れ
る

私
よ
り
も
レ
ベ
ル
が
高
い
分
だ
け

値
も
高
い
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
私
は

あ
の
構
え
で
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
な
ら
こ
の

離
を
一
息
で

め
ら
れ
る
の
で
は

と

危
惧
し
て
い
た

 
正
直

最
初
は
そ
こ
ま
で
強
く
な
い
だ
ろ
う
と

て
い
た

 
だ
が
レ
ベ
ル
を

い
て

に

⻑
を
圧
倒
す
る
実
力
を
ス
レ
イ
ブ
と
い
う
少
年
が
見
せ
た
事

で

心
を
呼
び

こ
さ
れ
た
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よ
く
よ
く

え
れ
ば
白
の
剣
士
ア
キ
ト
の
時
も
似
た
よ
う
な
展
開
だ

た

こ
の
者
達
が

攻
略
組
の
面

よ
り
強
い
可
能
性
だ

て

に
存
在
す
る

白
の
剣
士
の
よ
う
に

し

い
点
か
ら
忌

し
て
い
て
加
え
て
あ
の
男
が
キ
リ
ト
君
に
負
け
た
事
実
と

で
自
分
よ
り

は
弱
い

と
思
い

ん
で
い
た

 
ス
レ
イ
ブ
君
の
お
陰
で

彼
に
そ
の
つ
も
り
は
無
か

た
だ
ろ
う
が

私
は

ん
だ
気
持

ち
に

を
入
れ

気
を
引
き

め
直
し
て
い
た

 

そ
し
て

決
闘
を
開
始
さ
せ
る
電
子

が

く

は

あ

 
最
初
に
動
い
た
の
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ

練
兵
場
全
体
に
電
子

が

い
た
と
同
時

彼
は

を

て

離
を

め
始
め
た

 
だ
が
そ
の
速

は

決
し
て
速
く
は
な
い

 

む
し
ろ

過
ぎ
た

 
ア
ス
リ

ト

手
の
速
力
を
見
た
後
に
子

の

を
見
た
よ
う
な
そ
ん
な

覚
的
な
違

和
感
を
覚
え
る
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ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
と
内
心
で

を

り
つ
つ

突
き

ま
れ
る
血
色
の

剣
を
横
へ
弾
く

間
髪
入
れ
ず
横

ぎ
に
振
る
わ
れ
た
が
そ
れ
は
後
退
し
て
紙
一
重
で

す

 
大
き
く
剣
を

い
だ
男
の

は
や
や
引
き

り
気
味
だ

た

 

故

た
ら
な
か

た
と
疑
問
を
覚
え
て
い
る
と
感
じ
る
表
情
に

と
も

え
な
い
違
和
感
を

覚
え
つ
つ

横
に
振
り
切

て
隙
だ
ら
け
の

へ

突
を

き

む

 
手

と
体
幹
の

り
を
加
え
た
事
で
剣
速
に

い
て

発

ド
ス
キ
ル
に

し

力
も

そ
れ
な
り
の
も
の
と
な

て
い
る
正
中
線
へ
の
一
撃
は

い
過
た
ず
男
の

へ

い

ま
れ

る

銀

仕
上

の
刃
は
煌
び
や
か
な

を
強
か
に
打

た

 

の
上
か
ら
と
は

え
強

な
衝
撃
は

る
た
め
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

く

き
な
が
ら
た
た
ら

を

ん
だ

 
男
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
ゲ

ジ
は
今
の
一
撃
で
も

が

か
に

れ
た
だ
け

数
値

に
表
せ
ば

と
い

た
と
こ
ろ
か

 
デ
フ

ル
ト
攻
撃
を

て
た
部

が
ダ
メ

ジ
カ

ト
値
の
高
い
部
分
と
い
う
事
も
あ

て
ダ

メ

ジ
が
少
な
い
事
は
分
か

て
い
た
が

も

れ
な
か

た
事
に
は

直
に

を
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く

プ
レ
イ

同
士
が
戦

た
場
合
デ
フ

ル
ト
攻
撃
で
あ
ろ
う
と
一
撃
で

前
後

れ

る
事
は

し
い
事
で
は
無
い
そ
れ
が
仮

の
上
か
ら
で
あ

て
も
だ

体
の

を

た
だ
け
で
最

で
も

れ
る
と

え
ば

こ
の
ダ
メ

ジ

の
少
な
さ
が
ど
れ

ど

異

的
か
は
分
か

て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

 
攻
略
組
で
も
ト

プ
ク
ラ
ス
に

す
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
私
の
全
力
の
デ
フ

ル
ト
攻

撃
を

に
喰
ら

て
そ
れ
な
の
だ
か
ら
そ
れ
だ
け
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

力
値
が
高
い
事
を
意
味

す
る

 

こ
の
人

本

に
レ
ベ
ル

な
の
か
な

も

と
高
い
ん
じ

 
た
た
ら
を

ん
で
い
る
内
に

離
を
取

て

静
に
男
を
見
る

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
語

た
テ

タ

ニ
ア
メ
ン
バ

の
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
ス
キ
ル
は

全
て
彼
の
自
己

に
過
ぎ
な
い

 
攻
略
組
を
構
成
す
る

れ
か
の
ギ
ル
ド
あ
る
い
は
ギ
ル
ド
と
し
て
独
立
し
つ
つ
ボ
ス
攻

略
レ
イ
ド
に
参
加
す
る
場
合
は
最

限
レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
を
見
せ
合
う
事
に
な

て
い
る

が

験
デ

エ
ル
の
場
合
は
自
己

で
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る

を

く
に
し
て
も

大
体
は

て
伝
え
る
事
が

ど
で
そ
う
い
う
場
合
は
大

験
中
に
地
金
を
晒
す
結
果
に



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

ち

く
の
で
問

に
な
り
得
な
い
と
判
断
し
て
い
る
か
ら
だ

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の
場
合
は
実

の
レ
ベ
ル
よ
り

い
値
を
伝
え
て
来
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

 
別
に
レ
ベ
ル
が
高
い
事
は
問

で
は
な
い

を

い
た
事
や
そ
の
意

に

か
思
う
と
こ

ろ
は
あ
る
が
実

に
戦
力
に
な

て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
ど
れ
だ
け
レ
ベ
ル
が
高
く
て
も
良

い
の
だ
か
ら

 
問

な
の
は
実

の
値
よ
り

い
レ
ベ
ル
を
伝
え
て
来
た
意

と

で
ど
う
や

て
高

レ
ベ
ル
に
至

た
の
か

 
レ
ベ
ル
が
ど
れ
だ
け
高
か
ろ
う
と
た
だ
高
い
だ
け
で
は
戦
力
と
し
て
数
え
ら
れ
な
い
し
そ
の

思
惑
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
は
信

を

く
事
も
出
来
な
い

白
の
剣
士
の
よ
う
に
攻
略
組
を

す

で
あ
る
可
能
性
を
欠
片
で
も
残
す

に
は
い
か

な
い
の
だ

 
ギ
ル
ド
テ

タ

ニ
ア
は
過
去
の
経
歴
が
一
切
不

な
組

情
報

で
す
ら
知
ら
な
い

と
な
れ
ば

を
目
的
に
行
動
し
て
い
る
の
か
そ
し
て
私
達
の

に
な
る
か

か
は
し

か
り

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

間
に

え
る
行
動
を
取

て
い
る
の
で
あ
れ
ば

の
事

 

子
身
中
の

を

え
て
い
ら
れ
る

ど
今
も

も
攻
略
組
に
は
一
片
た
り
と
も
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は
無
い
の
だ
か
ら

 
無
論
レ
ベ
ル
は
実

の
値
で
彼
ら
が

う

華

な

備
に
付
与

果
が
あ
る
か
ら
ス

テ

タ
ス
が
高
く
な

て
い
る
可
能
性
も
あ
る

さ

き
の
一
撃
も

の
上
か
ら
だ

た
か
ら

更

備
の
影

は
大
き
い

 
面
倒
だ
な

と

中
で

息
を

く

 
レ
ベ
ル
に
よ
る

の
高
さ
か
あ
る
い
は

備
に
よ
る
高
さ
な
の
か
を
判
別
す
る

に
も

決

を

け
る

に
も
い
か
な
く
な

て
し
ま

た

験
デ

エ
ル
だ
か
ら
そ
れ
は

然
な
の

だ
がい

い
や

流

は

閃
光

殿

二
つ
名
に

応
し
い
速
さ
で
し
た
ね

 
た
た
ら
を

ん
で
い
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
再
び
フ

ン
シ
ン
グ
様
に
構
え
直
し
な
が
ら
称

を

投

て
来
た

そ
の
声

か
ら
は

の
感
情
を

み
取
れ
る

 
そ
れ
に
ど
う
も
と

く

え
つ
つ
思

を
回
す

論
意
識
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
か
ら
片
時
も

外
さ
ず

 
私
が
一
回
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
二
回
の
攻
撃
を
交
わ
し
た
だ
け
な
の
で
断
定
は
出
来
な
い
が
こ

の
男
は

少
な
く
と
も

剣
使
い
に
は
向
か
な
い
と
思

た
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剣
使
い
は

性
を
活
か
す
立
ち
回
り
を
前

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ

の
行
動
は
そ
れ
か
ら

脱
し
て
い
た
の
だ

 

剣
使
い
が
突
進
突
き
を
す
る
場
合
仮

攻
撃
を

さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
速
力
を
以
て

の
横
を

り
過
ぎ
再
び

離
を
開
け
て
か
ら
振
り
返
る
と
い
う
ヒ

ト

ア
ウ

イ
を

本

と
す
る

止
ま
る
時
に
制
動
が
必
要
で
そ
れ
が
隙
と
な

て
反
撃
を
喰
ら
う
か
ら
だ

こ
れ
は

他
の
武
器
を
使
う
者
達
も
同
様
で
あ
る

 
逆
に
そ
の
場
に

ま

て

撃
を
仕
掛
け
る
の
で
あ
れ
ば

く

離
を

め
反
撃
を
許

さ
な
い
的
確
さ
を
以
て
攻
撃
を
仕
掛
け
る

横
に
動
こ
う
が
後
退
し
よ
う
が
一
撃
た
り
と
も
外
さ

な
い
事
が
こ
れ
は
前

と
さ
れ
る

 

な
の
で
突
進
突
き
が
外
れ
た
か
ら
と

て
止
ま
る
の
は
論
外
だ
し
弾
か
れ
て
横

ぎ
に
転
換
す
る
に
し
て
も
大
振
り
で
振
り

く
事
も
ま
た
論
外
に
な
る

 
初
撃
は
と
も
か
く

剣
を
振
り

く
な
ど
少
な
く
と
も

剣
使
い
で
あ

て
は
な
ら
な
い

 

化
さ
れ
た
武
器
で
あ
る

剣
は

剣
に
勝
る
リ

チ
と
片
手
剣
に
勝
る
手
数
を
以
て

い

撃
を

き

ん
で
こ
そ
真
価
を
発

す
る

大
振
り
の
攻
撃
を
す
る
な
ら
他
の
剣
の
方

が
よ

ど

果
的
な
の
で
あ
る
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こ
れ
ら
の
事
か
ら

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
片
手
剣
や

刀
に
向
い
て
い
る
人
だ
と
思

た

 
だ
か
ら
こ
そ
私
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

む
テ

タ

ニ
ア
の
メ
ン
バ

へ
の
疑
念
を
よ

り
一
層
深
い
も
の
に
す
る

 
そ
も
そ
も
の
話
自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
合

て
い
な
い
武
器
で
高
レ
ベ
ル
に
な
る
の
は
ま
ず

不
可
能
だ

 
第
六
十
層
を
超
え
た

か
ら
モ
ン
ス
タ

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
は
明
確
な
変
化
が
生
ま
れ
技

術
や
戦
略
と
い

た
も
の
を
よ
り
一
層
高
め
深
め
る
必
要
が
生
じ
た

パ

テ

や
レ
イ
ド

に

れ
て
い
る
攻
略
組
で
す
ら
一
時
期

惑

た
の
だ
自
分
に
合

て
い
な
い
武
器
で
そ
れ
ら

を
突
破
す
る
事
は
ま
ず
無
理
で
あ
る

 
仮
に

剣
を
使
い

け
て
来
た
な
ら
リ
ア
ル
で
は

ら
武
道
を
し
て
い
な
か

た
私
で
す
ら

こ
の
レ
ベ
ル
に
な
れ
た
の
だ
か
ら

も
う
少
し

く
使
え
る

 
男
性
と
女
性
と
い
う
骨
格
の
違
い
で
多
少
使
い
勝
手
は
異
な

て
来
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も

こ
こ
は
ゲ

ム
の
世
界
性
差
と
い
う
の
は
リ
ア
ル
よ
り
も

か
に

差
の

内
に

ま
れ
る

だ
ろ
う

 
仮
に

て
い
る

備
が
原
因
で
ぎ
こ
ち
な
い
の
で
あ
れ
ば
大

の
コ
ル
を
以
て

備
を
整
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え
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
の

さ
を
補

て
ゴ
リ

し
で
レ
ベ
リ
ン
グ
す
る
と
い
う
手
法
が
あ

る
の
で

そ
れ
が
原
因
で
技
術
面
が
育

て
い
な
い
と
も
判
断
出
来
る

 
高
レ
ベ
ル
に
な

て
か
ら

備
を
整
え
た
の
か

 
強
力
な

備
を
整
え
た
か
ら
高
レ
ベ
ル
に
な

た
の
か

 

ど

ち
に
せ
よ
自
分
の
ス
タ
イ
ル
や
ビ
ル
ド
を
損
な
う

備

は

点
対

だ

な 

剣
使
い
に
は
明
ら
か
に
不
向
き
な

の

ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
い
う
プ
レ
イ

に

剣

は
向
い
て
い
な
い
と
い
う
特
性
な
ど
は

確
実
に
戦
力
を

ぐ
要
因
と
な
る

 
こ
れ
で
実
力
が
高
け
れ
ば
助

み
で
加
入
も
一

し
よ
う
と
結
論
を
出
し
て
今

は
こ
ち

ら
か
ら
動
く

 
お
よ
そ
十
メ

ト
ル
の

離
を
一

の

み

み
で

め
切
り
勢
い
を

せ
た

突
を
突
き

む

刃
は

と

の

の
隙
間
を

う
よ
う
に
入
り

み

い

を
立
て
な
が
ら

そ
の
ま
ま
背
中

か
ら
切

先
が

を
出
し
た

 

で

く

の
声
が

こ
え
た
が
そ
れ
を
無

し
て

に

を
引
い
て
剣
を
引
き

き

間
髪
を
入
れ
ず
再
び
剣
を
突
き

む
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は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

ゼ
ロ

離
の

か
ら
神
速
を
以
て

で

突
を

き

む

 
剣
先
は

な
ど
て
ん
で
バ
ラ
バ
ラ
に

し
か
し
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン

ト
を
全
撃
的
確
に

り
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
体
力
を

か
ら
ガ
リ
ガ
リ
と

て
い
く

一
撃
の
ダ

メ

ジ

は

の
上
か
ら
で
も
生
身
の
部
分
を
直

で
も
特
に
変
わ
ら
ず
で

一
撃
で

の

分
未

し
か

れ
な
い

 
し
か
し
そ
れ
を
手
数
で
補

て
い
る
た
め

ゲ

ジ
は
み
る
み
る
と

て
い
く

十

が

経

た

に
は
残
り

を
切
ら
ん
と
し
て
い
た

 
戦
闘
時
自
動
回
復
ス
キ
ル
の

練

が
高
い
の
か
数
発

る

に

か
に
回
復
し
て
い
る

が
そ
れ
で
も
神
速
の

撃
と
い
う
手
数
の
前
で
は

け

に
水

回
復
ス
キ
ル
な
ど
知

た
事

か
と

わ
ん
ば
か
り
に

れ
て
い

た

ぬ

ぐ

わ

 
こ
の

 

論
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
て

て
棒
立
ち
に
な

て
い
る

で
は
無
い

ゼ
ロ

離
で
剣
を

突
き

む
私
を
払
い

け
よ
う
と
血
色
の

剣
や
空
い
て
い
る

手
を
振
り
回
す

時

発
か

ら
四

撃
の
中

ド
ス
キ
ル
も
放
た
れ
る
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そ
れ
ら
を
ス
テ

プ
を

ん
で

く
動
い
て

し
つ
つ
私
は
間
断
な
く

撃
を

き

ん
で

い
た

 
キ
リ
ト
君
や
ユ
ウ
キ
が

手
な
ら

く
を
弾
か
れ
て
千
日
手
に

る
だ
ろ
う
し
同
じ

剣
使

い
で
あ
る
ラ
ン
ち

ん
が

手
な
ら
ス
テ

プ
と
攻
撃
の
合
間
の

か
な
隙
を
突
か
ん
と
極
限
ま

で
集
中
し
合

て

す
る
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
そ
う
い

た
技
術
的
な
や
り
取
り
を
す
る

振

り
を
見
せ
な
い

攻
撃
す
る
私
を
払
い

け
よ
う
と
手
と
剣
を
振
り
回
す
ば
か
り

 
そ
の

に
剣
士
や
戦
士
と
し
て
の
影
は
無
い

た
だ

び
回
る

を

き

と
そ
う
と
躍

に

な
る
人
間
の

が
あ

た

 

レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
は
と
も
か
く
こ
の
男
に
技
術
や
経
験
的
な

み
重
ね
は

無
だ
と
分
か

た

 

も
う

十
分
だ
ろ
う

は

 
必
要
な
情
報
は
十
分
手
に
入

た
と
判
断
し
私
は
こ
の
デ

エ
ル
を
終
わ
ら
せ
る
べ
く
一

⻑
く
剣
を
引
き

強

な

突
を

の
中
心
へ

き

む

 
剣
は

を
強
打
し
最
初
の

き
回
し
の
如
く
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
ま
た
た
た
ら
を

ん
だ

強
打
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に
よ
る
ノ

ク
バ

ク
が
入

て
隙
が
生
ま
れ
る

 
そ
れ
を
見
な
が
ら
私
は
再
び
剣
を
引
き
つ
つ

身
を
前
に
し

に

ぐ
よ
う
に

剣
を

構
え
る

 
す
る
と
銀

仕
上

の
刀
身
か
ら
蒼
い
光
が
放
た
れ
直
後
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
速
さ
を
以
て
四

で

突
が
放
た
れ
た

剣
先
が

を
中
心
に

へ
と

同

時
に

き

ま
れ
る

 

剣

の
中

ド
ス
キ
ル

四

撃
の

カ
ド
ラ
プ
ル
・

イ
ン

だ

発
動
前
後
の

隙
が
少
な
く
高

力
で
こ
そ
無
い
も
の
の
盾
持
ち
で
も
な
い
限
り

が
れ
る
事
も
無
い
と

い
う
使
い
勝
手
の
い
い
技
で
あ
る

特
に
技
後

直
が

い
の
で

近
戦
で
は
有

だ

 
そ
の
四

撃
を

に
喰
ら

た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

は

私
の
見
立
て

り

ゲ

ジ
の
色

が
イ
エ
ロ

に
変
わ
る

 
デ

エ
ル
終
了
の
合

と
リ
ザ
ル
ト
が
出
現
し
た
の
は
四

撃
の
剣
圧
に

え
ら
れ
ず
ア

ル
ベ
リ
ヒ
が

を
突
い
た
時
だ

た

え

な

 

剣
使
い
の
男
は
目
の
前
に
出
現
し
た
デ

エ
ル
の
リ
ザ
ル
ト
と
私
を
交

に
見
て

然
と
し
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て
い
た

ど
う
や
ら
自
分
が
負
け
た
事
に

得
が

と

う
よ
り
は
予
想
も
し
て
い
な

か

た
事
な
の
か
理
解
が

ん
で
い
な
い
ら
し
い

 
む
し
ろ
攻
略
組
の
幹
部
ク
ラ
ス

手
に
勝
て
る
と
自
信
を
持
て
る
事
の
方
が
お
か
し
い
の

だ
がえ

と

ア
ル
ベ
リ
ヒ
さ
ん
の

験
デ

エ
ル
は
終
了
し
た
の
で
他
の
方

が
終
了
す
る

ま
で

て
い
て
下
さ
い

論
勝

は
加
味
し
ま
せ
ん

 
最
前
線
で
戦
い

け
て
い
る
メ
ン
バ

の
ト

プ
ク
ラ
ス

手
に
勝
つ
事
が
加
入

件
だ
と

ま
ず

件
を

た
せ
る
事
の
方
が
少
な
い
の
で
勝

は
事
前
に

し
な
い
と
は

達
し
て
い

る

そ
れ
で
も

北
す
る
と
不
安
に
な
る
人
も

る
の
で
最
後
の
一

を
付
け
加
え
る
の
は
最

定

と
な

て
い
た

え

あ

は
い

 

テ

タ

ニ
ア

の
リ

ダ

は
目
を
白
黒
さ
せ
た
ま
ま

生
返
事
を
返
し
て
く
る

 
そ
れ
を

い
た
私
は
地
面
に

り

ん
だ
ま
ま
の
男
か
ら

線
を
切
り
自
分
と

行
し
て
行

わ
れ
て
い
た
他
の
面

の

験
デ

エ
ル
の
観
戦
へ
と
意
識
を

け
た

 
残
る

名
の

験
が
全
て
終
了
し
た
の
は

そ
れ
か
ら
お
よ
そ

分
後
の
事
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ち
な
み
に

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

験
デ

エ
ル
に
要
し
た
時
間
は

だ

た

  
テ

タ

ニ
ア
の
面

の

験
デ

エ
ル
を
全
て
終
了
し
た
私
達
は

験

の
面

と

デ

エ
ル
を
観
戦
し
て
い
た
面

と
が
集
ま
り

ど
う
だ

た
か
を
話
し
合

て
い
た

あ
の
ス
レ
イ
ブ

て
い
う
子
以
外
論
外
で
し

う

 
集
ま

て
最
初
に
弓
使
い
の
女
性
シ
ノ
ン
が

に
し
た

葉
が

全
て
だ

た
の
だ
が

あ
ま
り
こ
う
い
う
事
に
明
る
く
な
い
私
で
す
ら
論
外

て
分
か
る
わ
よ
技
術
的
な
部
分
が
一

切
無
い

て

最
初
か
ら
キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ
レ
ベ
ル
な
人
は

な
い
と
は
思

て
い
た
け

ど

と

う
か

的
な
立
ち
回
り
か
ら
し
て
出
来
て
な
い

 
シ
ノ
ン
は
ス
レ
イ
ブ
を

き
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
リ
ン
ド
さ
ん
が

手
し
た
二
人
の
プ
レ
イ

を
観

し
て
い
た
が
ど
ち
ら
も
技
術
的
な
部
分
に
欠
け
て
い
て
話
に
な
ら
な
い
と
い
う
の

が
結
論
の
よ
う
だ

た

 
片
手
剣
か

刀
に
盾
を
持
つ
と
い
う
オ

ド

ク
ス
な

備
の
二
人
を

手
し
た
デ

ア
ベ

ル
さ
ん
達
も

シ
ノ
ン
と
同
意
見
な
の
か

し
い
面
持
ち
を
し
て
い
た

シ
ノ
ン
さ
ん
の

う

り
だ
と

も
思
う

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
時
か
な
り
手
間
取

て
い
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た
か
ら
ね

か
フ

ン
ブ
ル
ま
で
し
て
い
た
よ

フ

イ
ン
ト
に
も
引

掛
か
り
過
ぎ
て
い
た

一

た
る
と
盾
を
翳
し

け
る
け
ど
動
か

な
い
か
ら
足

が
が
ら
空
き
に
な
る
そ

ち
を
突
け
ば
今

は
攻
撃
が

か
に
な
る

こ

ち

の
武
器
に
ば
か
り
目
が
行

て
い
た
し

ハ

キ
リ

て
初
心
者
の

を
出
な
い
な
ア
レ

は

ノ

ダ
メ

ジ
で
終
わ

た
ぞ

 
そ
の
二
人
が

手
に
し
た
人
達
の

感
を

に
し
た

 

ド
ス
キ
ル
の
フ

ン
ブ
ル
に
は

つ
か
種

が
あ
る

 

ド
ス
キ
ル
は
シ
ス
テ
ム
に

定
さ
れ
て
い
る
構
え
を
感
知
し
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
が
加

わ

て

異
的
な
加
速
力
を
得
た
技
の
事
で

そ
の
攻
撃
の

道
は
全
て
定
め
ら
れ
て
い
る

 
そ
の

道
に

う
よ
う
に
体
を
自
発
的
に
動
か
す
事
で

力
・
剣
速
を
共
に
ブ

ス
ト
す
る
シ

ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
が
あ
る

こ
れ
に
失

し
シ
ス
テ
ム
が
動
か
そ
う
と
し
て
い
る

道
か
ら
大

き
く
外
れ
る
と

ド
ス
キ
ル
は
不
発
に
終
わ
り
技
後

直
を

さ
れ
て
隙
を
晒
す
パ
タ

ン
が
一
つ

 
ち
な
み
に

ド
ス
キ
ル
の

道
を
外
的
要
因
が
無
理

理
変
え
た
場
合
で
も
こ
れ
は
発
生
す

る
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ま
た
シ
ス
テ
ム
が
ス
キ
ル
を
発
動
す
る

の
構
え
を
感
知
す
る

に
剣
が
光
る
時

定
さ

れ
た

道
の
方
向
へ
剣
を
動
か
す
と

ド
ス
キ
ル
が
発
動
す
る
の
だ
が
全
く
見

違
い
な
方

向
へ
動
か
し
た
パ
タ

ン
だ

こ
の
場
合
は
ス
キ
ル
を
放

て
い
な
い
の
で
技
後

直
を

さ
れ

な
い
も
の
の
意

し
て
放
と
う
と
し
た
時
に
は
予
想
外
な
事

で

惑

て
隙
を
晒
し
て
し
ま

う
事
に
な
る

こ
れ
も
初
心
者
に
よ
く
あ
る
失

で
多
く
の
ス
キ
ル
が
出
て
来
る
と

乱
す
る

者
も
少
な
く
な
い

 
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
が

手
し
た
人
の
場
合
は
後
者
の
パ
タ

ン

つ
ま
り
そ
の
人
は

ド
ス

キ
ル
を
発
動
す
る
構
え
と
動
き
を
し

か
り
覚
え
ら
れ
て
い
な
か

た
と
い
う
事
だ

上

ス
キ

ル
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
下

や
中

ス
キ
ル
で
す
ら
な

た

り
は
確
か
に
初
心
者
の

を
脱

せ
て
い
な
い
だ
ろ
う

 
武
器
の
損

や
戦
闘

精
神
的
な
消

を

え
れ
ば
こ
の
世
界
で

ド
ス
キ
ル
を
使

わ
ず
戦

て
く
る
な
ど
ま
ず
あ
り
得
な
い

だ
か
ら

い
時
期
か
ら
使
え
る
下

や
中

ド

ス
キ
ル
は
自
然
に
放
て
る
よ
う
に
な
る
く
ら
い

れ
や
す
い
部

に
入
る

発
多
く
て
も
四

撃
が

ど
と
い
う
の
も

そ
れ
を
助
⻑
し
て
い
る
と

え
よ
う

 
そ
う
い

た
特
徴
を
持
つ
ス
キ
ル
す
ら
マ
ト
モ
に
放
て
な
い
よ
う
で
は
初
心
者
も
初
心
者
と
し
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か

え
な
い

り
間
違

て
も
中

と
す
ら

え
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
る

 
他
の
面

を

手
し
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
に
も
話
を

い
た
が
大
体
似
た
り
寄

た
り
だ

た
ら
し
い

そ
ん
な
人
達
が

で
ト

プ
ク
ラ
ス
の
レ
ベ
ル
に
な

て
る
の
か
し
ら
ね

 
全

の
話
を

い
て
少
な
く
と
も
ス
レ
イ
ブ
を

い
た
六
人
全

が
初
心
者
レ
ベ
ル
で
あ
る

と
判
断
出
来
た
時

シ
ノ
の
ん
が

根
を
寄
せ
な
が
ら
疑
問
を

す
る

 
そ
の
疑
問
は
こ
の
場
に

る
面

全

が
持

て
い
る
も
の
だ
ろ
う

 
し
か
し
問
う
た
と
こ
ろ
で

え
て
も
ら
え
る

も
無
し

道
理
に
合
わ
な
い
以
上
は

い
た
と

こ
ろ
で
マ
ト
モ
な

え
が
返

て
来
る
と
も
思
え
な
い

 
現
状
こ
れ
は
上
し
て
お
く
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
私
達
は
話
し
合
い
を
終
え

テ

タ

ニ
ア

が

し
て
い
る
場

ま
で

た

あ

結
果
は
出
ま
し
た
か

 
私
達
が

を
見
せ
た
事
に
い
ち

く
反
応
を
示
し
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
問
う
て
く
る

リ

ダ

の
男
を
初
め
後
ろ
に

る
面

の

も
が
合
格
を
疑

て
い
な
い
自
信
あ
り

な
面
持
ち
だ

 

一
黒

く
め
の
騎
士
だ
け
表
情
が
見
え
な
い
も
の
の
あ
ま
り
期

を
持

て
い
そ
う
な
反
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応
で
は
無
い

私
達
の

を
見
て

と
な
く

え
を
悟

て
い
る
の
か
息
を

い
て
い
た

 
そ
の
息
の

き
方
は

の
そ
れ
で
は
無
い

 
ど
こ
か
安

を

い
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
息
の

き
方
だ

た

 

彼
は

不
合
格
で
あ
る
事
を

む
し
ろ
喜
ん
で

 
あ
の
黒

く
め
の
少
年
は
攻
略
組
に
入
れ
な
い
で
あ
ろ
う
予

を
信
じ
そ
れ
に
安
心
を

い
て
い
る
事
に
な
る
が
そ
れ
が
ど
う
し
て
か
分
か
ら
ず

惑
す
る

が
り
な
り
に
も

験

を

け
に
来
た
の
だ
か
ら
合
格
を
信
じ
そ
れ
を
喜
び
こ
そ
す
れ
不
合
格
を
喜
ぶ
事
な
ど
無
い

だ
ろ
う
に

 
ま
さ
か
こ
の
プ
レ
イ

は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
が
私
達
の

悪
に
な
る
と
予
想
し
て
い
て
で

も
止
め
ら
れ
な
い
で
い
た
と
い
う
立
場
な
の
だ
ろ
う
か

ア
ス
ナ
さ
ん

 
バ
イ
ザ

で
目

が
見
え
な
い
騎
士
の
反
応
に
思

を
回
し
て
い
る
と
結
果
を
今
か
今
か
と

て
い
る
男
性
が
声
を
掛
け
て
来
た

あ

い
え
す
み
ま
せ
ん

そ
の

大
変

し
上

い
の
で
す
が

第
一

験
の

時
点
で
ギ
ル
ド

テ

タ

ニ
ア

は
不
合
格
と
い
う
事
に
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な

 
先

ど
の
思

に
つ
い
て
は
一

横
に

い
て

ご
も

て
い
た
事
を

い

い
事
実
を

る

の
間
で
あ
る
と

違
い
さ
せ
る
べ
く
結
果
を

う

い
に
も
こ
の
意

に
気
付
い
た

人
は

な
い
よ
う
だ

た

 
無
論
合
格
す
る
と
信
じ
て
い
た
ら
し
い
面

は
一
様
に

を

わ
に

ま

た
の
だ
が

 
ス
レ
イ
ブ
君
だ
け

を
見
せ
て
い
な
い
の
が
逆
に
お
か
し
く
見
え
る
く
ら
い
で
あ
る

そ

そ
ん
な

 
我

は
ト

プ
ク
ラ
ス
の
強
さ
が
あ
る
の
に

不
合
格

さ
ん
の
レ
ベ
ル
と
ス
テ

タ
ス
は
確
か
に
高
か

た
で
す

で
す
が
最
前
線
で
の
戦
い

と
い
う
の
は
た
だ
レ
ベ
ル
が
高
い

備
が
強
い
と
い
う
だ
け
で
は

目
な
ん
で
す

下

や

中

ド
ス
キ
ル
で
フ

ン
ブ
ル
し
た
り
ビ
ル
ド
に
合
わ
な
い

を

し
特
性
を
殺
し

て
い
た
り
ま
た

い

撃
を

と
す
る
武
器
で
大
振
り
の
攻
撃
を

け
た
り

さ
ん
に

は
経
験
や
技
術
と
い
う
こ
れ
か
ら
の

層
で
重
要
な
部
分
が
欠
け
て
い
ま
し
た

繋
能
力
を

見
る
以
前
の
問

な
ん
で
す

な
 
ハ

キ
リ
と
問

点
を

て
い
く
と

二
の

が

な
い
の
か
ま
た

ま

た
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多
分

繋
で
カ
バ

す
る
か
ら
と

お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
以
前
の
問

だ
と

て

殺
し
た
か
ら

ま

た
の
だ

で
す
か
ら
今
回
は
不
合
格
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た

レ
ベ
ル
や

備
は
十
分
合
格
ラ
イ
ン

に
あ
る
の
で

経
験
を

ん
で

ま
た

戦
し
て
下
さ
い

ぐ

分
か
り

ま
し
た

く

そ

 
悔
し
さ
を

み

め
て
い
る
と
分
か
る
面
持
ち
で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

く
後
ろ
で

間
の
男
が

忌

し
気
な
面
持
ち
で
そ

を
向
い
た
ま
ま
悪

を

く

 
彼
ら
は
少
し
前
と
は
打

て
変
わ

た
よ
う
に
不
機

さ
を
見
せ
な
が
ら
城
か
ら
立
ち
去

て

行

た

 
最
後

城

か
ら
出
て
い
く
前
に

一

を
下

た
騎
士
だ
け
が

だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ア
ス
ナ
に
よ
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
蹂
躙
で
し
た

 
同
じ
武
器
で
ト

プ
に
な

て
い
る
彼
女

に
勝
て
る

も
無
し

こ
て
ん

ん
に

さ
れ
る
の
は
予
定

和
な
の
だ

悦

 
と
い
う
か
ア
ス
ナ

て
本
作
で
強
化
す
る
前
か
ら
原
作
で
キ
リ
ト
で
す
ら
見
切
れ
切
れ
な
い

速

ら
し
い
し

ね

 
原
作
ユ
ウ
キ
み
た
く

の
反
応
速

が
高
く
な
い
と
勝
て
な

い
の
も

然

 
そ
し
て

テ

タ

ニ
ア

は
原

ゲ

ム

り
に
不
合
格

 
ス
レ
イ
ブ
に

し
て
も
悩
ん
だ
の
で
す
が

て
不
合
格
判
定
に

ギ
ル
ド
で
来
て
る
か
ら

ね

仕
方
な
い
ネ

つ
ま
り
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
悪
い

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
報
復
は

時
に
し
よ
う
か
悩
み
中

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
十
七
章
 

欲
深
を
喰
ら
う
モ
ノ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 

こ
れ
が
投
下
さ
れ
た

前
零
時
ジ

ス
ト
か
ら
数
分
の
間
修
正
前
の
話
と
な

て
い
ま
し

た

ラ
ス
ト
が
や
や
変
わ

て
お
り
ま
す
の
で
ご

意
く
だ
さ
い

こ
の

意
書
き
は

く
し

た
ら

し
ま
す

 
今
話
は
オ

ル
ユ
ウ
キ

点

浮
遊

の
探
索
を

写
し
て
お
り
ま
す
戦
闘
も
あ
る

 
ち
な
み
に
現
在
の
探
索
メ
ン
バ

は
キ
リ
ト
ユ
イ
ル
ク
ス
ユ
ウ
キ
リ

フ

サ
チ

レ
イ
ン

フ

リ
ア
の
合

八
名
で
す

 
文

数
は
約
二
万

 
で
は
ど
う
ぞ
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黒
い
指

手

に

ま
れ
た
手
が

黒
い

り
の

に

て
ら
れ
る

そ
れ
に
呼
応
す
る

よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る

は
シ
ス
テ
ム
に

て
重
い

き
と
共
に

に
開
い
た

 

を
開
け
た
黒

く
め
の
少
年
が

剣
を
構
え
な
が
ら
部

の
内
部
を
見

し

ま
た

か

 
真
剣
な

で
は
あ
る
が
非
常
に
面
倒

そ
う
な
声

で
そ
う

い
捨
て
る

 

か
ら
は

路
が
数
メ

ト
ル
あ
り
そ
の
先
に
一

十
数
メ

ト
ル

ど
の
構

の
小
部

が
存
在
し
て
い
る

そ
の
小
部

の
中

に
は
高
さ
お
よ
そ
五
メ

ト
ル
に
は

ぶ
全
身

の
大
剣
型
騎
士
が

王
立
ち
し
そ
の

に
三
メ

ト
ル

ど
の
盾
持
ち

骨
剣
士
が
三
体

ど

た

 

の
小
部

へ

動
す
る

に
こ
の
手
合
い
が

手
と
な
る
の
で
い
い
加

ウ
ン
ザ
リ
し
て

き
て
い
る
の
だ

 
か
く

う
自
分
も
一
緒
に

る
面

も
最
初
は
レ
ベ
リ
ン
グ
や
良
い

手
と
し
て

え
て
い
た
が
回
数
が
重
な

て
来
る
と
流

に

気
が
出
て
来
た
よ
う
で

も
が
面
倒

そ
う

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
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で
あ
れ
ば
黒

く
め
の
少
年

黒
の
剣
士
キ
リ
ト
が

も
戦
う
程

で

気
が
滅
入
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で

ロ
で

と

え
て

ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
も

ん
で
戦
い

け
て
来
た
彼
の
集
中
力
は

達
で
は
無
い

 
し
か
し
現
在
い
る
場

の
探
索
を
開
始
し
て
か
ら
の
二
時
間
部

を

動
す
る

に

回
同

じ

と
戦
う

目
に
な

て
い
る

し
か
も
一
本
道
で
必
ず

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
ま
た
倒
さ

な
け
れ
ば
先
に
進
む

の

も
開
か
な
い

け
た
く
て
も

け
ら
れ
な
い
の
だ

 
更
に
悪
い
事
に
部

を

動
し
た
直
後
倒
し
た

の

が
前
の
部

で
す
ぐ
復
活
し
て
い

る
事
も
確
認
し
て
い
る

帰
り
道
で
転

結

を
使
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
行
き
で
戦

た
回
数

分
だ
け
帰
り
道
で
も
戦
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
事
だ

 
こ
こ
に

り

く
ま
で
三

に
至
り
そ
う
な
程
の

骨
達
を
ガ

シ

ン
ガ

シ

ン
と

い

て
来
て

そ
の
三
分
の
一
程
の
数
の
大
剣
型
騎
士
の

を

て
来
た

 
そ
れ
を
も
う
一
回

り
返
す
と
い
う
の
は
危
険
で
あ

て
も
攻
略
の
安
全
性
を
確
保
出
来
る

に
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を

む
事
よ
り
生

性
が

い
の
で
あ
る

そ
れ
を

え
て

気

が
滅
入

て
い
る
の
だ
と
思
う

こ
う
も

す
る
と
流

に
い
や
に
な

て
く
る
ね
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う
へ

と
騎
士
と

骨
剣
士
達
を
見
て

を

と
す

 

本
戦
う
事
強
さ
を

く
事
に

念
が
な
い
と
自
負
し
て
い
る
自
分
で
も

時
間
の
内
に

同
じ

を

も

手
に
す
る
と
な
れ
ば

気
の
一
つ
も
差
す

れ
が
来
て
戦
い
が
ス
ム

ズ

に
な
る
と
い
う
点
か
ら
別
に
悪
い
事
ば
か
り
で
は
無
い
が
気
分
的
に
も
う
ち

と
変
化
と
い

う
も
の
が
欲
し
く
な
る

 
し
か
し

ど
れ
だ
け

だ
と
思

て
も
倒
さ
な
け
れ
ば
前
に
進
め
ず

後
ろ
に
も
帰
れ
な
い

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

を
開
け
た
時
点
で

が
こ
ち
ら
を
タ

ゲ

ト
し
て
い
る
の
で
抗
わ
な

け
れ
ば
死
ぬ
か
ら
だ

来
る
ぞ

取
り

き
は

せ
る

 

も

を
開
け
て
す
ぐ
タ

ゲ

ト
を
向
け
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
か
ら
か
気
付
け
ば
キ
リ

ト
は

に
臨
戦

勢
と
な

て
い
た

 
そ
ん
な
彼
の
手
に
は
紅
で

ら
れ
た
白
銀
の

手
剣
が
握
ら
れ
て
い
る

ユ
イ
ち

ん
と
フ

リ
ア
と
共
に
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
を
初
め
て
ク
リ
ア
し
た

に
入
手
し
た
と
い

う
あ
の
剣
だ

新
た
に
手
に
入
れ
た
武
器
の
使
い
勝
手
刀
身
の
⻑
さ
や
重
さ
に
よ
る
振
る
い

方
の
ク
セ
を
覚
え
る

に

が
あ
る
今
の
内
に
使
お
う
と

え
た
彼
は
そ
れ
を
使

て
い
た
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そ
の
剣
を
彼
は
上

に
構
え

色
の
光
の

を
刃
に

し
た
直
後
地
を

て
空
中
へ
と

身
を
躍
ら
せ
た

同
時
に

大
な
騎
士
型
Ｍ
ｏ
ｂ
も
同
じ
構
え
を
取
り
同
じ
光
を
放
ち
な

が
ら
突
進
を
開
始

 
片
方
は
空
中
で
は
あ

た
が

全
く
同
じ

道
の
刃
が
衝
突
す
る

 
そ
し
て

手
な
⻘
色
の

騎
士
の
方
が

力
値
パ
ラ
メ

タ
で

て
い
た
ら
し
く
完
全

に
刃
を
弾
き
返
さ
れ

た
た
ら
を

ん
だ

 
そ
の
間
に
三
体
の

骨
剣
士
が
技
後

直
で
自
然

下
し
て
い
る
キ
リ
ト
へ
襲
い
掛
か
ろ
う

と
す
る

が
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
て

色
の
光
の

が

つ
も
放
た
れ
足
を
止
め
る
事

に
な
るさ

ん

今
で
す

 
そ
れ
は
ユ
イ
ち

ん
が
持
つ
三
つ
目
の

型
武

に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン

の

だ

 

と
し
て
人
間
よ
り

か
に
高
い
演

理
能
力
を
持
つ
彼
女
は

動
揺
さ
え
無
け
れ
ば
ポ

テ
ン
シ

ル
は
キ
リ
ト
を

か
に

ぐ

義
弟
の
信
頼
に
応
え
よ
う
と
彼
女
自
身
が
や
る
気
を
見

せ
て
お
り

も
明
確
に

ら
れ
て
い
る
以
上
思

速

も

く
て
済
む
た
め
か
対
応
は
的
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確
な
が
ら
非
常
に
速
か

た

お

お

 
そ
の

護
が
入
る
と
同
時
に
技
後

直
か
ら
解
放
さ
れ
た
キ
リ
ト
が
裂

の
声
を
上

な
が

ら
騎
士
目
掛
け
て
真

直
ぐ
斬
り
掛
か
る

 
ボ
ク
達
も
そ
れ
に

く
よ
う
に
声
を
上

な
が
ら

り

ん
で
い
る

骨
剣
士
達
へ
と
襲
い

掛
か
る

 
小
部

に

動
す
る

に

回

く

は
面
倒
で
は
あ
る
が
逆
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部

で
独
立

し
て
い
る
た
め
ど
れ
だ
け
声
を

り
上

て
も

か
ら
Ｍ
ｏ
ｂ
が
寄

て
来
な
い
と
い
う

点
が
あ
る

な
の
で
自
分
達
も
結
構
お
構
い
な
し
で
声
を

り
上

て
い
た

 
数

で
彼
我
の

離
を
ゼ
ロ
へ

め
た
後
眼
前
の

骨
目
掛
け
て
剣
を
振
る
う

蒼
い
閃
き

と
共
に
放

た
四
つ
の
斬
閃
は
最
後
の
剣

の
後
に

へ
四

形
の
光
を
パ

と

ら
し
た

せ

あ

 

常
な
ら
そ
こ
で

直
を

さ
れ
る
が
ス
キ
ル
が
終
了
し
て
か
ら

直
に
入
る
ま
で
の
コ
ン

マ
一

以
下
の
ラ
グ
の
間
に
構
え
を
完
成
さ
せ

に

に
よ
る
体
術
ス
キ
ル
を
発
動

さ
せ
る

初
歩
中
の
初
歩
な
が
ら
使
い
勝
手
が

の
閃
打
は

骨
剣
士
の
骨

を
強
か
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に
打
つ

 

骨
系
は
打
撃
攻
撃
に
弱
い
た
め
か
レ
ベ
ル
差
が
結
構
あ
る
の
に
グ
ン
と
ゲ

ジ
が

り
残

り

と
な

た

 

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

と

閃
打

の

繋
を

け
て
い
な
が
ら

し
か

て
い
な
い
の
は

や
は
り

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
Ｍ
ｏ
ｂ
故
か

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の

Ｍ
ｏ
ｂ
に

べ
て
平

の

が
あ
る
た
め

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

換

で

は

ら
せ
る
事
に
な
る

レ
ベ
ル
差
を

え
れ
ば
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
と

え
る
方
だ
ろ
う

リ

フ

 
そ
う

え
な
が
ら
す
ぐ
に
前
衛
交

の
合

を
送
る

同
時
に
他
の
組
か
ら
も
同
じ
よ

う
に

方
の
名
を
呼
ぶ
声
が

こ
え
て
来
た

 
現
在
こ
の
浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト
を
探
索
し
て
い
る
の
は
キ
リ
ト
ユ
イ
ち

ん

ル
ク
ス

リ

フ

サ
チ

レ
イ
ン

フ

リ
ア

そ
し
て
自
分
の
合

八
人

 
こ
の
内
キ
リ
ト
は

備
の
性
能
と
ス
キ
ル
の

果
を
発

す
る

に

ロ
な
の
で
残
り
七

人
で
パ

テ

を
組
ん
で
い
る
事
に
な
る

ユ
イ
ち

ん
は

密
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
が
戦
闘
可

能
型
故
に
パ

テ

へ
と
加
入
し
て
い
る
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そ
の
七
人
を
今
は
更
に

つ
か
の

ア
で
分
け
て
い
た

理
由
は

論

骨
剣
士
三
体
を
分

し
て

手
す
る

だ

 
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
は
⻑
い
間

ア
を
組
ん
で
い
た
経
験
を
活
か
す

に

定

 
自
分
は
今
後
の
攻
略
の
事
を

え
て
リ

フ

と

ア
を
組
ん
で
い
る

リ
ア
ル
で
も
剣
の
道

を

し
て
い
る
彼
女
の
太
刀

は
仮

片
手
直
剣
と
⻑
刀
と
い
う
振
る
い
方
に
差
が
あ
る
と
し

て
も
参

に
な
る

 
ル
ク
ス
は
戦
闘
経
験
の
少
な
さ
故
に
サ
チ
は

護
攻
撃
で
ル
ク
ス
を

護
を
す
る

に
そ

し
て
ユ
イ
ち

ん
は
万
が
一
を
危
惧
し
て
二
人
と
組
ん
で
い
る

本
は
ル
ク
ス
と
サ
チ
の
二
人

が

ア
だ
が

場
合
に
よ

て
は
彼
女
も
入
る
と
い
う
事
だ

 
ち
な
み
に
ユ
イ
ち

ん
は

ら
し
く
学

能
力
が
極
め
て
高
い
た
め
キ
リ
ト
の
戦
闘
を
見

る

に
ド
ン
ド
ン
動
き
が
洗
練
さ
れ
て
い

た
せ
い
で
最

初
心
者
と
は
決
し
て

え
な
い

に

達
し
て
お
り
彼
女
が
数
日
前
ま
で
戦
い
を
知
ら
な
か

た
者
と

い
て
ど
れ
だ
け
の
人
が
信
じ

る
か
分
か
ら
な
い
程
で
あ
る

現
に
先
手
を
打
つ
よ
う
に
彼
の

護
に
回
れ
た
の
が
そ
の
証

 
た

た
六
日

ま
だ
一

間
も
経

て
い
な
い
の
に
そ
の

だ

と
は

え
彼
女
は

戦
闘
向
き
で
は
無
い
の
に
そ
れ
な
の
だ
か
ら

く

を
覚
え
て
い
た
り
す
る
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そ
し
て

そ
れ
を
上
回
る
人
物
が
己
の

方

 

方
で
あ
る
金
髪
緑

の
妖
精
が
躍
り
出
る

葉
と
し
て
の
応
え
は
無
い
た
だ
そ
の
行
動

と
振
る
わ
れ
る
刃
こ
そ
が
応
じ
る
証
だ

た

 
一
息
の
内
に
三

は
刃
が
振
る
わ
れ
る

シ
ス
テ
ム
が
動
か
す

如
き
に

る
道
理
は
無

く
初
撃
を

ぐ

に
盾
を
翳
そ
う
と
し
た
時
に
は

に
剣

が

き

ま
れ
た
後

世
界
の

補
助
を

け
て
い
な
い
故
に

力
こ
そ
大
し
た
も
の
で
は
無
い
が

そ
れ
で
も
攻
撃
は
攻
撃
だ

明
確
に

骨
剣
士
の
体
力
は

ら
れ
た

 
体
力
を

ら
れ
た

は

を

ん
で
は
い
る
が

間
の
一
人
の
少
女
／
女
性
の
よ
う
な
高

性
能
な
も
の
で
は
無
い
故
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
変
え
る
程

の
知
性
し
か
許
さ
れ
て
い
な
い

 
そ
う
い

た
存
在
に
も

あ
る
程

の

き

に
近
い
反
応
が
見
ら
れ
は
す
る

 
し
か
し
そ
こ
に
恐
怖
と
い
う
も
の
は
無
い
し

弾
す
る
事
へ
の
苦
し
み
も
存
在
し
な
い

ぐ
る
る

 
故
に

で
あ
る

骨
剣
士
は
己
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
た
者
の
中
で
直
近
に

る
存
在
へ
と
ヘ

イ
ト
を
向
け
る

 
そ
れ
を
示
す
よ
う
に

り
を
上

手
に
握
る
血

び
が
浮
い
た
直
剣
を
振
り
上

た
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ん

 
し
か
し
血

び
の
直
剣
は
空
を
切
る

 

然
だ

知
性
が
無
い
故
に

け
引
き
な
ど
高

な
レ
ベ
ル
で
は
こ
な
せ
な
い
存
在
な
の
だ

反
撃
と
し
て
剣
を
振
る

て
来
る
事
を
予
想
し
た
上
で
攻
撃
後
に

離
を
取
ら
な
か

た
彼
女
の

意

を

め
る

も
無
い

 
妖
精
は

や
か
な
足

き
で
紙
一
重
で
剣
を

し
て
い
た

自
然

人
と

え
る

骨
剣
士

は

明
確
な
隙
を
晒
す

は
 
そ
れ
を

て
い
た
彼
女
は

時
に
構
え
を
取
り

手
に
持
つ

の
⻑
刀
に
光
を

す

 

し
た
光
は
明
る
い

の
色

 
放
た
れ
た
斬
閃
は

八
つ

ぎ
に
近
い

掛
け
に
始
ま
り
逆

斬
り
上

逆

逆

逆
風

空
中
か
ら
の

り
を
神
速
を
以
て

し
て
放
つ

キ
リ

ト
が
編
み
出
し
義
姉
へ
継
承
さ
れ
た
八

撃
の
我
流
剣
技

光
を
放

て
い
る
故
に

い
は
Ｏ

Ｓ
Ｓ
で
あ
る

 
闘
技
場
で
の
死
闘
を
見
た
者
で
あ
れ
ば
こ
の
技
が
如

な
る
も
の
を
参

に
し
て
編
み
出
さ



 第九十七章 〜欲深を喰らうモノ〜

れ
た
か
は
一
目

然

身
の

を

か
に
超
え
る
⻑
刀
を
振
る

て
い
た
片
翼
の
堕
天
使
が
振

る

て
い
た
技
だ

 
名
は
妖
精
が
付
け
た

彼
の
少
年
が
コ
レ
を
編
み
出
し
た
の
も

手
持
ち
で
は
シ
ス
テ

ム
の
恩

を
得
ら
れ
ず
苦
心
し
て
い
る
義
姉
の
実
力
を
発

出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ

た
た

め

名
付
け
る
の
は
彼
女
に
一

し
て
い
た

 
そ
の
結
果

八

撃
の
名
は

八
刀
一
閃

と
付
け
ら
れ
て
い
る

 
こ
の
技
は
刀
な
ど
の

手
武
器
で
こ
そ
最
大
限
の
ダ
メ

ジ
を

き
出
せ
る
も
の

少
な

く
と
も

と
な

た
技
は

手
で
刀
を
振
る
う
も
の
で
あ
り
作
成
す
る
目
的
も

手
持
ち
で
放

て
る
技
を

る
事
だ

た
故
に
妖
精
が
継
承
し
た
技
も
ま
た

手
で
剣
を
握

た
時
に
発
動
す

る
も
の
と
な

て
い
る

道
こ
そ

片
手
剣

の

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

に
近
い

が

手
で
握
る
故
に
そ
れ
ら

存
の

ド
ス
キ
ル
と
構
え
が

ら
ず
発
動
時
に

る
事
が

無
い
ら
し
い

 
本
来
で
あ
れ
ば

片
手
剣

を
始
め
と
し
た
片
手
武
器
で
は

手
武
器
の
ス
キ
ル
は

え

な
い

 
し
か
し
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は

本
的
に
シ
ス
テ
ム
の

存

念
に

ら
れ
な
い
故
に
そ
の
制
約
は
無
意
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味
だ

た

 

え
ば

二
刀
流

を
得
て
い
る
キ
リ
ト
は

手
と

手
そ
れ
ぞ
れ
に
片
手
武
器
を

備
す

る
事
を
シ
ス
テ
ム
に
認
め
ら
れ
て
い
る
が
そ
の
他
が
同
じ
事
を
す
る
と
シ
ス
テ
ム
の
恩

を
得

ら
れ
な
く
な
る

ド
ス
キ
ル
を
放
て
な
く
な
る
の
だ

 
対
し
て
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は

片
手
剣
や
二
刀
流
と
い

た
シ
ス
テ
ム
ス
キ
ル
の

組
か
ら
外
れ

た
別
カ
テ
ゴ
リ
に
分

さ
れ
る

の
も
の

Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
放
つ

に
必
要
な
の
は
あ
く
ま
で
構

え

と

武
器

で
あ
り

そ
こ
に

手
持
ち
の
武
器
か

か
ま
で
は

無
い

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に

け
る
分

は

極
論

手

か

片
手

か

つ
ま
り
前
者

で
あ
れ
ば

手
剣
は

論
片
手
武
器
で
あ
ろ
う
と

を

手
で
持
て
ば
放
て
る
し
後
者
も

手
剣

で
あ

て
も
片
手
持
ち
で
あ
れ
ば
同
じ
よ
う
に
放
て
る
と
い
う
事
に
な
る

依
存
す

る
の
は

備
の
カ
テ
ゴ
リ
で
は
無
く
ス
キ
ル
の
性

と
い
う

だ

 
だ
か
ら

片
手
剣

の

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

を

手
剣

で
放
て
る
よ
う
に
Ｏ

Ｓ
Ｓ
で
作
る
と
い
う

業
も

そ
の
ま
た
逆
も

原
理
的
に
可
能
な
の
で
あ
る

 
そ
し
て

八
刀
一
閃

は
彼
女
の
特
性
を

し
た
結
果

手

に

ち

い
て
い

る

こ
れ
を
放
つ
な
ら

手
武
器
だ
ろ
う
と
片
手
武
器
だ
ろ
う
と
と
に
か
く

を

手
で
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持
ち
特
定
の
構
え
を
取
る

事
が

件
だ

 
故
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
片
手
剣
使
い
と
な

て
い
る
妖
精
リ

フ

も

な
く
己
の
実
力
を
発

出
来
て
い
た

 
そ
れ
が

し
い
よ
う
で
現
在
い
る

の
探
索
を
始
め
て
か
ら
数
時
間
の
内
に

た
小
部

の
数
だ
け
八

撃
技
を
見
て
い
る

本
人
は
至

て

静
に
い

そ

と
も
思
え
る
様
で

を
斬
り

せ
て
い
る
が
そ
の
実
内
心
で
は
大
喜
び
な
の
だ
ろ
う

彼
女
の
心
情
が
手
に
取
る

よ
う
に
分
か
る

 
贈
り
物
と
し
て
は
風
情
に
欠
け
る
し
物
騒
故
に

か
ど
う
か
と
は
思
う
が
そ
の
実
戦
力
の

増
強
は
そ
の
ま
ま
生
存

に
直
結
す
る

 
つ
ま
り
彼
の
少
年
は

義
姉
を
想
う
気
持
ち
を
技
と
し
て
形
に
し
た
と
い
う
事

 
そ
の
想
い
を
理
解
出
来
な
い
程

彼
女
は
愚
物
で
は
無
い

だ
か
ら
喜

と
し
て

喜

と
し
過
ぎ
て
却

て

静
に
見
え
て
し
ま

て
い
る

感
情
を
表
に
出
す
ま
い
と
必
死
に

し

し
て
い
る
の
だ

 

ま
し
い
と
思
う

 
だ
が
結
果
が
蹂
躙
な
の
だ
か
ら
そ
の
実
全
く

え
な
い

彼
女
は
本

に
生
ま
れ
る
時
代
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を
間
違

て
い
る
と
思
う

物
騒
過
ぎ
で
あ
る

 
そ
し
て
今
必
要
な
の
が
そ
の

物
騒
な
力

な
の
だ
か
ら

更

え
な
い

 
そ
ん
な

感
を

き
つ
つ

妖
精
の
カ
バ

を
す
る
べ
く
剣
を
手
に

け
出
し
た

  
更
に

つ
か
小
部

を

過
し
た
後
ボ
ク
達
は

を
開
け
た
先
に
下
へ

り
る

の

を

発
見
し
た

浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト
は
そ
の
名
の

り

大
な
浮
遊
大
地
の
上
に

が

立
し
て

い
る
地
形
だ
が

と
は

も
二
体
の

⻯
が

る
で
あ
ろ
う

し
か
無
い

で
は
な
い

自

分
達
が
今
探
索
し
て
い
る
場

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
は
や
や

し
い
地
下
へ
潜

て
い
く
タ
イ
プ

の

な
の
で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
舞

で
あ
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
そ
の
構

上
ど
う
し
て
も
横
か
上
に
し
か

広
が
ら
な
い
タ
イ
プ
の
ダ
ン
ジ

ン
ば
か
り

 
し
か
し
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
は
そ
の
制
限
が
無
い
た
め
樹
海
で
は
神
殿
と
い
う
事
も
あ

て

の

物
の
内
部
を
探
索
し
て
い
た
が
今
回
は
地
下
へ
潜
る
タ
イ
プ
の
ダ
ン
ジ

ン
が

あ

た
と
い
う

だ

こ
の
浮
遊

は
と
も
か
く
と
し
て
樹
海
か
ら
見
た
限
り
天
高
く
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び
る

物
は
見
え
な
か

た
の
で
多
分
他
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

こ
の
先
に
手
掛
か
り
が
あ
れ
ば
良
い
な

 
見
つ
け
た

を
見
て
今
は

と

手
を

て
い
る
の
で
騎
士
に
近
い

い
の
彼
が
そ

う

く

 

そ
も
エ
リ
ア
ボ
ス
の
⻯
が

る
場

が
明
確
な
の
に

故
別
の

に
潜

て

い
る
の
か

 
そ
の
理
由
と
し
て
は
キ
リ
ト
と
ル
ク
ス
の
オ
レ
ン
ジ
カ
ラ

を
解
消
す
る

の
ク
エ
ス
ト
を
探

す

ま
た
ク
エ
ス
ト

時
の
事
を

え
れ
ば
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
が
あ

た
方
が
良
い
と
い

う

え
ま
た
キ
リ
ト
が
新
た
に
編
み
出
し
た

で
の
戦
闘
方
法
の
練

を
よ
り
高
め
る

た
め
な
ど
様

な
も
の
が
あ
る
が
ど
れ
一
つ
と
し
て
地
下

探
索
の
理
由
に
は
な
り
得

て
い
な
い

 
地
下

を
探
索
し
て
い
る
理
由
は

に
エ
リ
ア
ボ
ス
が

ち
構
え
て
い
る

に
立
ち
入

れ
な
か

た
か
ら

 
あ
の
二
体
の

⻯
に
よ
る
強
制
戦
闘
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ

た
後

然
ボ
ク
達
は

に
入
ろ
う

と
し
た
の
だ
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し
か
し
浮
遊
大
地
か
ら
浮
遊

へ

る

の

に
は
見

れ
た
紋
様
の
進
行
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
が
設

さ
れ
て
い
た

そ
れ
を
解
く
に
は
自
分
の

手
あ
る
い
は
キ
リ
ト
の

手
に

ま

れ
た
紋
様
で
は
無
く

⻯
王
の
証

と
呼
ば
れ
る
ア
イ
テ
ム
が
必
要
だ
と
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
で
知

た

そ
れ
を
探
す

に
ボ
ク
達
は

穴
や

を
巡

て
い
る

 
恐
ら
く
だ
が
ボ
ス
が

る
最
上

へ
入
る

に
は
虚
光
を

す

飾
り
が
必

だ

樹
海

で
は
そ
う
だ

た
か
ら
今
回
も
そ
う
だ
と
は
思
う

紋
様
と

飾
り
が
あ

て
初
め
て
あ
の
紅
い

が

た

は
開
く

 
し
か
し
樹
海
を
ク
リ
ア
す
る
事
を
前

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
以

の
エ
リ
ア
探

索
に

い
て
は
紋
様
と

飾
り
が

て
い
る
以
上
必
然
的
に
エ
リ
ア
ボ
ス
の
許
へ
直
行
出
来

て
し
ま
う
理

に
な
る

 
ユ
イ
ち

ん
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

く

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
ア

プ
デ

ト
の

の

デ

タ

験
エ
リ
ア
だ
と
い
う
話
だ
か
ら
無
い
と
は
思
う
が

も
ま
た
攻
略
エ
リ
ア
の
一
つ

と

え
れ
ば

攻
略
が
手

く
進
み
過
ぎ
る
の
は
運

と
し
て
あ
ま
り

ま
し
い
事

で
は
無

い

様

な
仕
掛
け
を

さ
れ
て
い
て

い
の
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
最
初
の
ダ
ン
ジ

ン
で

手
に
入
れ
た
宝

や

の

で
序

か
ら
終

に

け
る
全
て
の
ダ
ン
ジ

ン
の

付
き

を
開
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け
ら
れ
る
と
い
う
の
は
流

に
ダ
メ
だ
ろ
う

極
論
道
中
の
Ｍ
ｏ
ｂ
を
無

し
て
ボ
ス
部

へ
直

行
す
れ
ば
良
い
話
に
な

て
し
ま
う

 
意

は
ど
う
あ
れ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
デ

タ
の

験
エ
リ
ア
で
あ
れ
ば

多
分
グ
ラ

ン
ド
・
ク
エ
ス
ト
に

え
た
攻
略
手

も
実

さ
れ
て
い
る
と
は
思
う

 
だ
か
ら
こ
こ
を

す
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
攻
略
す
る
者
が

な
く
て
も

攻
略
さ
れ
る
事
を
前

と
し
た
エ
リ
ア
構
成
を
し
て
い
る

樹
海
の
ク
リ
ア
に
必

な
の
は
紋

様
と

飾
り
だ
け
だ
が
今
後
は
そ
れ
に

エ
リ
ア

の
仕
掛
け
を
解
く
必
要
が
あ
る
に
違
い
な

い

浮
遊

の
攻
略
で
は
そ
れ
が
⻯
王
の
証
と
い
う
も
の
だ

た
と
い
う
事

樹
海

攻
略
時
に

け
る

飾
り
と
い
う

だ

 
小
部

に
入
る

に

回

同
一
の

と
戦
い

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
非
常
に
面

倒
な

で
あ

て
も
攻
略
に
必

の
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
可
能
性
が
一
ミ
ク
ロ
ン
で
も
あ
る
限

り
自
分
達
に

め
る
な
ん
て

は
許
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る

面
倒
な
の
に
進
ん
で

い
る
の
は
そ
れ
が
理
由
だ

 

ち
な
み
に
だ
が
紋
様
を
持
つ
者
に
は
持
た
な
い
者
に
は
無
い

つ
か
の
特
権
が

あ
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
に

戦
可
能
に
な

た
り
ミ

シ

ン
を
達
成
す
る

に

え
る
ポ

イ
ン
ト
を
消

し
て
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で

作
さ
れ
た
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入
れ
る
事
の
他
に

は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
全
体
マ

プ
を
最
初
か
ら
持

て
い
る
事
が

ら
れ
る

 
こ
の
マ

プ
は
あ
く
ま
で
エ
リ
ア

の
名
称
だ
け
な
の
で
マ

ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る

で
は

無
い

 
こ
こ
は
キ
リ
ト
や
自
分
が
フ

リ
ア
の
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
を

て
い
た
事
か
ら
も
分
か
る

事

自
分
の

で
探
索
し
て
初
め
て

な
地
理
の
情
報
を
得
ら
れ
る
と
い
う

だ

 

で
あ
れ
ば
エ
リ
ア

の
名
称

え
ば
ダ
ン
ジ

ン
や

の
名
前
な
ど

は
そ
の

エ
リ
ア
へ
実

に
足
を

み
入
れ
る
ま
で
は
分
か
ら
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

密
に
は
プ

レ
イ

と
い
う

に
デ

タ
が
送
ら
れ
な
い
の
で
知
り
得
な
い
と

た
方
が
正
し
い

足
を

み
入
れ
る
事
で
そ
の
エ
リ
ア
の
最

限
の
情
報
を
プ
レ
イ

と
い
う

は
得

ら
れ
る
と
い
う

だ

 
し
か
し
紋
様
を
持
つ
者
は
足
を

み
入
れ
て
い
な
い
エ
リ
ア
の
名
称
を
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
全
体
マ

プ
か
ら
知
り
得
る

 
こ
れ
は
か
な
り
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
だ

な
地
理
が
分
か
ら
な
い
な
ら
無
意
味
な
ん
て
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意
見
は
マ

ピ
ン
グ
の
苦
し
さ
を
知
ら
な
い
者
の
発

で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る

の
名
前
や
ダ
ン
ジ

ン
の
名
前
は
あ
ま
り
参

に
な
ら
な
い
事
も
あ
る

が

な
る
場
合
だ

て
し

か
り
あ
る

迷
い
の
森

だ
と
初
め
か
ら
知

て
い
れ
ば

く

ら
い
は
す
る
事
と
理

は
同
じ
だ

 
重
要
な
キ

ア
イ
テ
ム
が
あ
る
場

に

た
り
を
付
け
る
場
合
に
も

気
に
エ
リ
ア
名
は
参

に
な
る

い
や

む
し
ろ
こ
の
場
合
が
最
も
有

な
情
報
源
と
な
る
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
特
権
を
持
つ
自
分
と
キ
リ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
で
⻯
王
の
証
が
あ
り
そ

う
な
エ
リ
ア
名
を
探
し

た
り
を
付
け
た

 
一
つ
は

穴
の
先
に
広
が
る
天
空
回
廊

こ
ち
ら
に
は
エ
リ
ア
名
の
一
つ
に

⻯
の
闘
技
場

や

⻯
の

回
路

な
ど

と
か
く
⻯
に

わ
る
名
称
の
エ
リ
ア
が
多
か

た
が
故
の
予
想
だ

残
念
な
が
ら
無
限
に

出
来
る

を

い
て

も
無
か

た

 
そ
し
て
も
う
一
つ
が

今

る
地
下

の
最

に
存
在
す
る

れ
潜
ん
だ
宝
物

 
も
う
名
前
か
ら
し
て

す
気
が
無
い
と
す
ら
感
じ
る
場

で
あ
る

が
り
な
り
に
も
⻯
達
の

王
の
証
な
の
だ

宝
物

の
最

に
安

さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
違
和
感
は
全
く
無
い

 
ち
な
み
に
前
者
が
キ
リ
ト

後
者
が
自
分
の
予
想
で
あ
る
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も
外
れ
だ

た
ら

し
に

た
る
し
か
な
い
と
い
う
状
況
な
の
で

と
切
実
に

あ

て
欲
し
い
と

も
が
思

て
い
る

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
カ
ル
マ
ク
エ
ス
ト
を
発
見
す
る

に
全
体
を
回
る
必
要
が
あ
る
と
は

え
て
は

い
け
な
い

宝
物

ね

ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

の
わ
た
し
と
し
て
は
あ
ん
ま
り
お
近
付
き
に
な
り
た

く
な
い
場

だ
な

ダ
ン
ジ

ン
だ
か
ら
ミ
ミ

ク
が

そ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
も
ミ
ミ

ク

て

る
ん
で
す
ね

 
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て
宝

に
触
れ
る
機
会
が
多
い
フ

リ
ア
に
と

て
も

な
思
い

出
が
あ
る
よ
う
で

う
へ

と
い
う
表
情
で

感
を

ら
し
た

 
リ

フ

の

振
り
か
ら

す
る
に
ど
う
や
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
ミ
ミ

ク
は

る
よ
う
だ

 
欲
深
な
者
達
を

と
し
て
襲
う
邪
悪
な
存
在
が

る
の
は
古
今

ど
ん
な
ゲ

ム
で
も
同
じ

ら
し
い

リ

姉
の

振
り
か
ら
す
る
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
ミ
ミ

ク

て

る
ん
で
す
ね

る
よ

と

て
も
そ
こ
ま
で
出
現

は
高
く
な
い
か
な

あ
あ
で
も

解

や
発
見

索

の
ど
の
ス
キ
ル
に
も
引

掛
か
ら
な
い
か
ら

な
存
在
だ
よ

死
魔
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法
使

て
来
る
し

う
わ

そ
れ
は
え

つ
な
い
ね

 
リ

フ

の

か
ら
語
ら
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ミ
ミ

ク
の
エ
グ
さ
に
レ
イ
ン
が
応
じ
た

彼
女
は

ど
う
や
ら
結
構
な
ゲ

マ

の
よ
う
で

Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
金

に
出
て
来
る
モ
ン
ス
タ

み
た
い

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た

 
自
分
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
だ
が
ど
う
や
ら
過
去
の
ゲ

ム
だ
と
ミ
ミ

ク
系
は

死
魔
法

を
使
う
恐
ろ
し
い
存
在
ら
し
い

け
ば

中
で
も

に
現
れ
る
と
い
う

そ
れ
は
確
か
に

恐
ろ
し
い
と
思

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
と
ど
ん
な
存
在
な
ん
で
す
か

 

し
つ
つ

を
下
り
る

ら

リ

フ

が
疑
問
を
発
し
た

 
そ
れ
に
フ

リ
ア
と
レ
イ
ン
が
応
じ
る

魔
法
的
要

の

ど
を

さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
か
ら
流

に

死
魔
法
は
使
わ
な
い
よ

で
も
倒

す
の
に

く
時
間
が
掛
か
る
の

が
多
い
の
か

値
や
ダ
メ

ジ
カ

ト

が
高
い
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
ね

地

味
に

の
自
然
回
復
も
あ
る
か
ら
こ

ち
の
与
ダ
メ

ジ

が
少
な
す
ぎ
る
と
絶
対
倒
せ
な
い
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あ
と
一
撃
の
攻
撃
力
も
異
常
に
高
い

あ
と

よ
り
見
た
目
が
キ
モ
い

は

は

 
直

戦
闘
の
恐
ろ
し
さ
の
後
の
声
を

え
て
の
二
人
の
強

に
リ

フ

は

気
に
取
ら
れ
て

い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ミ
ミ

ク
は
宝

の

と
本
体
に

が
生
え
て
お
り

く
ヌ
メ
ヌ
メ
し
た

を

ら
し
な
が
ら

を
出
し
て
い
て

の
中
か
ら

の

に
近
い
節
足
が

四
本
ず
つ
出

て
い
る

い
見
た
目
で
あ
る

カ
サ
カ
サ
と

の
よ
う
な
動
き
で
地
を

け
回
り
追
い
付

い
た

物
に
は
怖
気
を
覚
え
る

を
持
つ

で
ガ
ブ
リ
と

み
付
く
攻
撃
方
法
だ

 
ま
た
確
定
で
ダ
メ

ジ

か
麻

を
掛
け
る
ブ
レ
ス
攻
撃
も
あ
る

ブ
レ
ス
の
色
が
緑
色
な

ら
前
者

⻩
色
な
ら
後
者
だ

 
更
に

状

の
宝

の
大
き
さ
は
本
物
と

違
な
い
が
正
体
を
現
し
た

三

り

ど

大
き
く
な
る
た
め
大
人
一
人
く
ら
い
で
あ
れ
ば

で
す

り
取
り

ま
れ
る

体
な
の
も

特
徴
の
一
つ

キ
リ
ト
く
ら
い
で
あ
れ
ば
四
五
人
程

は

ロ
リ
と
食
べ
て
し
ま
え
る
大
き
さ

だ
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実

み
付
か
れ
た
後

で
絡
め
取
ら
れ
て

の
中
へ

わ
れ
そ
の
ま
ま
死
亡
し
た
プ
レ

イ

の
話
も
あ
る

取
り

ま
れ
れ
ば
強
制
的
に
ダ
メ

ジ

と
麻

に
掛
か

て
し
ま
う

か
ら

抗
も
出
来
な
い
ら
し
い

そ
う
い
う
意
味
で
も
あ
ら

る
プ
レ
イ

か
ら
恐
怖
と
絶
望

の
対

と
し
て
見
ら
れ
て
い
る

 
と

て
も

ミ
ミ

ク
が
登
場
す
る
の
は
第
二
十
六
層
以
上
か
ら
な
の
だ
が

 
ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ミ
ミ

ク
も

同
じ
ら
し
い

リ

フ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
遭
遇
し
た
事
無
い
の

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ミ
ミ

ク
の
話
を

い
て

と
な
く
浮
か
ん
だ
疑
問
を
彼
女
に
投

る

 
フ

リ
ア
達
が
キ
モ
い
と

を

え
て

て
い
た
が
彼
女
は
そ
れ
に

気
に
取
ら
れ

て
い
た
か
ら

同
じ
見
た
目
と
い
う
話
だ
け
ど
会

た
事
は
無
い
の
だ
ろ
う
か
と
思

た
の
だ

ア
レ
は
実

遭
遇
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
キ
モ
さ
だ
か
ら

い
え

回
か
あ
り
ま
す
よ

確
か
に
キ
モ
い
で
す
よ
ね

ア
レ

そ
の

に
は
リ

フ

ち

ん

全
然
そ
う
思

て
な
い
よ
う
に
見
え
る
け
ど

モ
ン
ス
タ

手
に
可
愛
い
と
か
気
持
ち
悪
い
と
か
は

か
な
い
方
な
の
で

ミ
ミ

ク
の

見
た
目
に
生
理
的

悪
感
は
あ
る
の
で
そ
う
い
う
意
味
で
は

キ
モ
い

と
は
思
い
ま
す
け
ど
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個
人
的
に
は
正
直
ど
う
で
も
良
い
で
す

変
に
感
情
を

く
と
剣
が

り
ま
す
し
ね

な
ら
斬

る

そ
れ
だ
け
で
十
分
で
し

う

え

え

 
リ

フ

の

に
自
分
ル
ク
ス
サ
チ
フ

リ
ア
レ
イ
ン
の
五
人
が

て

惑
の

声
を

ら
す

 
ユ
イ
ち

ん
は
苦

を
浮
か
べ
て
お
り
キ
リ
ト
は
一

だ
け

を

わ
せ
て
い
た

ど
ち
ら

も

こ
の
人
ら
し
い
な

と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
全
く
以
て
血
の
繋
が
り
は
無
い
上
に
付
き
合
い
の
⻑
さ
で

え
ば
こ
の
場
だ
と
自
分
が
最
⻑
な

の
に

こ
の
三
人

理
解
が
深
過
ぎ
で
あ
る

 
あ
と
リ

フ

は
本

に
生
ま
れ
る
時
代
を
間
違

て
い
る

あ
あ
一
応

て
お
き
ま
す
け
ど
人
を

手
に
す
る
場
合
も
そ
う
と
い
う

じ

な

い
で
す
か
ら
ね

 
そ
の
思

を

ま
れ
た
か

苦

を
浮
か
べ
な
が
ら
リ

フ

は
そ
う

を
付
け
加
え
る

流

の
あ
た
し
も
そ
こ
ま
で
達
観
し
て
ま
せ
ん

い
だ
ろ
う
と

き
だ
ろ
う
と

に

な

た
ら
斬
る
と
い
う
だ
け
で
す
か
ら
ね
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い
や
リ

フ

そ
れ
メ

チ

達
観
し
て
る
か
ら

 
一

で
も
マ
ト
モ
か
と
期

し
た
自
分
の
予
想
を

め
上
に
突

切
る
彼
女
に
は
最

れ

い
し
か
浮
か
ば
な
い

 
多
分

悪
の
感
情
は
キ
チ
ン
と
持
ち
ま
す
よ
と

い
た
い
の
だ
ろ
う
け
ど
全
然
フ

ロ

に
な

て
な
い

ら

で
も
ド
ラ
イ
過
ぎ
で
あ
る

 
そ
り

ま

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
実

に
死
ぬ
危
険
性
が
無
い

だ
し

日
常
的
に

の
や
り
合
い

が
横
行
し
て
い
る
か
ら
そ
う
な
る
の
か
も
し
れ
な
い

で
も
リ

フ

の
場
合

で
そ
う

え

て
そ
う
な
の
が
タ
チ
悪
い
と
思
う

 
自
分
だ

て
対
戦

手
が

い
な

手
で
あ

て
も
そ
れ
が
必
要
な
事
な
ら
デ

エ
ル
は
す

る

実

攻
略
組

へ
の
参
加

験
は
そ
う
し
て
き
た

 
で
も

手
が

き
な
人
の
時
と

べ
れ
ば

そ
の
対
応
は
雲
泥
の
差
だ

た
と
思
う

 
そ
れ
す
ら
無
く

対
し
た
者
は
斬
る
だ
け
と
断

出
来
る
リ

フ

は
か
な
り
オ
カ
シ
イ

 

一
体
彼
女
の
過
去
に

が
あ

た
の
だ
ろ
う
か

 

と

そ
の
思

が
浮
か
ん
だ

 
キ
リ
ト
が
自
己

的
な
思
想
を
持

て
い
て
自
分
や

子
の
姉
が
人
を

け
容
れ
な
い
ス
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タ
ン
ス
を
持

て
い
る
よ
う
に

人
の
思

や

動
は
過
去
に
大
き
く

さ
れ
る

つ
ま
り

リ

フ

の
こ
の
達
観
し
過
ぎ
た
観
点
も
彼
女
の
過
去
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

え
て
良

い 
本

に
彼
女
は
過
去

が
あ

た
の
だ
ろ
う
と
気
に
な

た

こ
ん
な
達
観
の
仕
方
を
す
る
人

は

そ
れ
な
り
に
人
と
の

は
持

て
き
て
い
る
自
分
で
も
初
め
て
見
る

 
そ
れ
だ
け

有
な
過
去
が
あ
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
プ
ラ
イ
バ
シ

を

え
て

み

ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
は

え
あ
ま
り
人
に
深
入
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
自
分
と
し
て
は

し
い
事
に
キ
リ
ト
の
他

に
も
他
者
の
過
去
が
気
に
な

て
い
る
ら
し
い

 
そ
れ
だ
け
彼
女
が
不
思
議
な
の
か

 
あ
る
い
は

 

そ
れ
だ
け
ボ
ク
が
心
を
開
い
て
い
る

と
い
う
事
な
の
か
な

 

心
が
無
け
れ
ば
そ
ん
な
思

は
浮
か
ば
な
い
し
己
が

け
容
れ
た
く
な
い
と
思
う
人
間
は

遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
の
が
人
の

本
行
動

逆
説
的
に
自
分
は
そ
れ
だ
け
彼
女
を
認
め

け
容

れ
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る
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き

と

良
い

向
だ
ろ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
異
常
な
状
況
に
あ
る
し
決
し
て
人
を

に
信

し
て
は
な
ら
な
い
世
界
だ

そ

も
そ
も
か
ら
し
て
リ
ア
ル
の
情
報
を
お

い

し
な
が
ら
の
付
き
合
い
だ
か
ら

然
の
事

 
で
も
リ
ア
ル
の
名
前
は
分
か
ら
な
い
が
容

に

し
て
は

本
的
に
リ
ア
ル
と
同
様
の
も

の 
そ
れ
が
人
と
の

を
持
ち
や
す
く
し
て
い
る

黒
幕
は
死
の
恐
怖
を
実
感
さ
せ
や
す
く
す
る

た
め
に
し
た
の
だ
ろ
う
け
ど
却

て
人
間

を

に
し
た

事
実
人
間
不
信
気
味
の
自
分

や

子
の
姉
が

ら
れ
る
少
年
が
信
頼
す
る
人
を
得
て
い
る

黒
幕
は
き

と
こ
う
な
る

と
は
思

て
い
な
か

た
に
違
い
な
い

 
そ
う

え
る
と

色

な
面
か
ら
ち

と
だ
け
気
分
が
良
く
な
る

 
あ
ま
り
表
に
出
し
て
は
い
な
い
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
に
変
え
た
黒
幕
に
は
最
初
期
の

か
ら

に

え
か
ね
る
モ
ノ
が
あ
る
の
だ

よ
く
も

子
の
姉
を

か
せ
て
く
れ
た
な
と
い
う

黒
い
感
情
が

 
だ
か
ら
こ
そ
黒
幕
の
思
惑
か
ら
外
れ
て
い
そ
う
な
事
に
気
付
く
と
気
分
が
良
く
な
る

 
く
つ
く
つ
と

の

で
嗤

て
し
ま
う
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ス
ト

プ

 
そ
う
し
て
い
る
と
先

を
進
ん
で
い
た
キ
リ
ト
が
止
ま
り
声
を
掛
け
て
来
た

間
的
に

ピ
ン
と

の

が

ら
れ
る

 
自
分
も

の

で
嗤
う
の
は
や
め

気
持
ち
を
切
り

え
る

 
彼
の

線
は
煌
め
く
結

の
光
に

ら
さ
れ
た
複

な
形
の
部

が
を

す
る
存
在
へ
向

け
ら
れ
て
い
た

 
見
た
目
と
し
て
は
木
の
部
分
が
黒
色
縁
取
り
が
紅
の
禍

し
い
色
を
し
た
宝

だ

カ

サ
カ
サ
と

を
立
て
て
う
ろ
つ
く
そ
れ
は

黒
い
節
足
を
小

み
に
動
か
し
て
い
る

と

の

に
は
血
色
の

が
ズ
ラ
リ
と

び
中
か
ら

ら
さ
れ
る

は
怖
気
と

き
気
を

さ
せ
る

た
⻩
緑
色

 

上
に
浮
か
ぶ
カ

ル
の
色
は

黒
す
な
わ
ち
ダ

ク
ク
リ
ム

ン

よ
り
も
更

に
黒
い
全
き
オ
キ
シ
ス
ブ
ラ

ク

つ
ま
り
自
分
で
は
絶
対
勝
て
な
い
強
さ
を
誇
る
と
い
う
事

だ

二
本
あ
る

ゲ

ジ
を
一
撃
で
二
ド

ト
も

ら
せ
れ
ば
良
い
方
だ
ろ
う

 
名
称
は

Ｄ
ａ
ｒ

ｍ
ｉ
ｍ
ｉ
ｃ

ダ

ク
ミ
ミ

ク

と

う
ら
し
い

 
レ
ベ
ル
は

の
１

０
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大
き
さ
と
し
て
は
本
物
の
宝

と
同
程

な
の
で
子

一
人
か
二
人
く
ら
い
で
ギ
リ
ギ
リ
と

い

た
程

し
か
し
そ
の
レ
ベ
ル
が
決
し
て
見
た
目
と
同
じ
強
さ
で
は
無
い
事
を
表
し
て
い

る

む
し
ろ
強
さ
を

し
た
故
に

の
ミ
ミ

ク
よ
り
小
さ
く
な

た
と
見
た
方
が
良
い
だ
ろ

う 
更
に
悪
い
事
に
数
十
メ

ト
ル

の
部

の
中
に
は
ダ

ク
ミ
ミ

ク
が

体
も
う
ろ
つ

い
て
い
た

部

の
一
部
を
見

す
だ
け
で
も
八
体
は

る

レ
ベ
ル
は
１

０
前
後
ば
か
り

し
か
も
ミ
ミ

ク
の
強
化

が
八
体
か

索

だ
と

の
部

に
は
二

で
反
応
が
あ
る
ん
だ
よ
な

 

索

ス
キ
ル
は
メ
ニ

か
ら
使

し
て
反
応
を
マ

プ
で

う
パ
タ

ン
が
あ
る
が

も
う
一
つ
の
仕
様
と
し
て

練

が

０
を
超
え
る
と
気
配
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

パ

シ
ブ
ス
キ
ル
が
あ
る

 
以
前
疑
問
に
思

て
キ
リ
ト
と
話
し
た
事
が
あ
る
が
そ
の
時
は
空
間
把
握
を

る

の
神
経

に
シ
ス
テ
ム
が
得
た
情
報
を
ナ

ヴ
ギ
ア
が
信

と
し
て
送
り

あ
の

に

る
と

い
う
認
識
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
は
と
い
う
予

を

い
た

ユ
イ
ち

ん
が

定
し
て
い

た
の
で
実

そ
の

り
の
ロ
ジ

ク
ら
し
い
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な
の
で
高

練

の
索

ス
キ
ル
持
ち
は

本
常
に
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
に
よ

て

の
空
間
の
気
配
を

知
し
て
い
る
事
に
な
る

そ
の
取
捨

は
プ
レ
イ

の

が
行

て
い

る
の
で
人
に
よ

て
は
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
と
い
う
が
空
間
把
握
能
力
に
⻑
け
て

神
経

が
発
達
し
て
い
る
人
は
非
常
に

い
と
い
う

 
キ
リ
ト
は
ま
だ
未
成

だ
が
こ
の
世
界
で
生
き

く
に
あ
た

て
非
常
に

を

か
せ
た
影

で
か
な
り

い
よ
う
だ

 
も
し
か
し
た
ら
ア
ル
ゴ
の
ハ
イ
デ

ン
グ
を
必
ず
見

い
て
来
た
の
は
そ
の

が

し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 

話

 
メ
ニ

を
出
す
事
無
く
数
を
把
握
し
た
キ
リ
ト
の
表
情
は
非
常
に

い

せ

は
確
定
で

状

異
常
を
発
生
さ
せ
る

し
か
も
数
が

る
上
に
ミ
ミ

ク
の
上

個
体

 
こ
れ
で

し
な
い
方
が
よ

ど
お
か
し
い

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の

を

か

に
上
回
る
も
の

レ
ベ
ル
１

０
の
ダ

ク
ミ
ミ

ク
が
レ
ベ
ル
１

の
キ
リ
ト
を
超
え
て
い

る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
の
で
あ
る
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な
ら
こ
こ
は
一
も
二
も
無
く
撤
退
を

す
る

 
し
か
しど

う
し
ま
す
か

キ

に
あ
る
可
能
性
を

え
る
と

 
そ
う

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

探
索
の

と
な
る
モ
ノ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
以
上

撤
退
は

ま
ず

べ
な
い
手

だ

戦
略
的
撤
退
は
良
い
だ
ろ
う
が

を

け
て

る
意
味
で
の
撤
退

は
取

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る

 
そ
れ
が
分
か

て
い
て

そ
の
上
で
判
断
を

ぐ
大
人
の

を
取

て
い
る
義
姉
の
問
い
に

彼
は

息
を

き
な
が
ら

を
振
り

行
く
し
か
無
い
だ
ろ
う

と
応
え
た

な
の
は
状

異
常
そ
し
て
初
見
の

で
あ
る
事
だ

百
歩

て
後
者
は
良
い
に
し
て

も
状

異
常
が
な

 

に
と

て
同
じ
だ
が

よ
り
も
情
報
を
必
要
と
す
る
キ
リ
ト
に
と

て
初
見
の

と
い
う
の
は

極
ま
り
な
い
戦
い
と
な
る

ミ
ミ

ク
で
の
経
験
を
活
か
せ
る
と
は

え
上

個
体
と
も
な
れ
ば
更
な
る
ス
キ
ル
を
持

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

 
そ
の
上
確
定
の
状

異
常
は
プ
レ
イ

に
と

て
⻤

そ
れ
も
麻

が
あ
る
と
な
れ
ば

⻤

の
中
の
⻤

と
す
ら

え
る
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更
に
キ
リ
ト
は

た

ミ
ミ

ク
の
上

個
体
な
の
だ
凶
悪
極
ま
り
な
い
事
に
全
て
の

攻
撃
に
麻

が
付
与
さ
れ
て
い
る
可
能
性
だ

て
無
く
は
な
い

と

 
そ
う
な
れ
ば
最

み

助
け
に
行
こ
う
に
も
八
体
以
上
を

手
に
ノ

ダ
メ

ジ
で
回
復

さ
せ
撤
退
す
る
な
ど

に
も
不
可
能
で
あ
る

む
し
ろ
シ
ス
テ
ム
的
に
絶
大
な
戦
闘
能
力
を
持

つ
キ
リ
ト
が
無
理
な
ら
他
の

も
が
不
可
能
だ
ろ
う

 

論
レ
ベ
ル
的
に
倒
す
の
が
無
理
で
あ
る
事
を

え
れ
ば
リ

フ

も
だ

ダ

ク
ミ
ミ

ク

の

は
シ
ス
テ
ム
的
に
依
存
す
る
も
の

あ
く
ま
で
技

が

び

け
他
は
自
分
と
同
程

で
あ
る
以
上

彼
女
も
ア
レ
ら
を

手
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る

む

 
作
戦
思

に

て
い
た
キ
リ
ト
は

を
寄
せ

を

ら
せ
た

ま
だ

れ
切

て
な
い
け
ど

仕
方
な
い

か

ユ
イ
姉

 

か
を
決
心
し
た
ら
し
い
彼
は

黒

く
め
の
義
理
の
姉
へ
と

を
向
け
た

も
し
も
の
時
は
ボ
ウ
ガ
ン
で
フ

ロ

を
頼
ん
だ

え

と

そ
れ
は
構
わ
な
い
の
で
す
が

戦
う
に
し
て
も
一
体
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
で

す
か
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流

に
戦
い
方
が
分
か
ら
な
い
と
ど
う

護
す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
か
ら
ユ
イ
ち

ん

は
そ
う
問
い
掛
け
る

 
キ
リ
ト
は

え
付
い
た
作
戦
を
手

く
語

た

 
内
容
は

彼
の
強

な
イ
メ

ジ
を
以
て
部

の
中
を
焦

に
変
え
て
強
化
さ
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う

リ
ジ

ネ
を
実

無

化
し
つ
つ

離
を
取

た
ま
ま
弓

や
武
器

属

性
攻
撃
で
一
方
的
に
攻
撃
す
る
と
い
う
も
の

然
近
付
か
れ
る
だ
ろ
う
が
そ
こ
は
突
風
や
打

撃
武
器
で
ぶ

と
ば
す
と
い
う

 
分
か

て
い
た
事
だ
が
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
以
外
に
出
番
は
無
い
作
戦
だ

た

 
思
う
と
こ
ろ
は
あ

た
が
事
実
な
の
で

定
出
来
な
い
し

そ
れ
に
代
わ
る

も
浮
か
ば
な

か

た
の
で

結

は
彼
が

え
出
し
た

で
決
定

 
そ
し
て
実
行
に

さ
れ
る

 
自
分
達
は
変
わ
ら
ず

に
て

機
し

一
ユ
イ
ち

ん
だ
け
が
彼
の
背
後
に
寄
り

う

彼
は
そ
の
ま
ま
部

へ
一
歩
だ
け
足
を

み
入
れ
た

 
直
後
部

は
焦

と
化
す

白
い

き
に

た
さ
れ
て
い
た
部

は

の

で

ら
さ
れ
る

 
部

の
中
に

た
全
て
の
ダ

ク
ミ
ミ

ク
は

し
く
ダ
メ

ジ
を

け
始
め
シ
ス
テ
ム
的
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に
そ
れ
を

こ
し
た
少
年
へ
と
一

に

が
る
べ
く
動
き
出
す

そ
の
動
き
と
速
さ
は
黒
い

を
超
え
る
速
さ
だ

た

一

に
し
て
お
よ
そ
十
メ

ト
ル
は

め
ら
れ
る
速

予
想
の
数

の
速
さ
に

戦
う

で
も
な
い
自
分
も
一

身
を

ら
せ
た

 
彼
の
フ

ロ

を

う
女
性
も
反

的
に
身
を

直
さ
せ
な
が
ら
も

手
に
握
る
ボ
ウ
ガ
ン

の
引
き
金
を
引
こ
う
と
す
る

 
し
か
し
な
が
ら

黒
い

の
モ
ン
ス
タ

は
一
体
た
り
と
も
少
年
へ
近
付
け
な
い

彼
の
力

に
よ

て
発
生
し
た
突
風
が
正
反
対
の

ま
で
モ
ン
ス
タ

達
を
吹

ば
し
た
か
ら
だ

 
そ
こ
に
襲
い
掛
か
る
様

な

き
の
弾

彼
の

に
出
現
し
た

ら
か
の
剣
の
切

先
か
ら

の
紅

氷
の
蒼

水
の
⻘

風
の
無
色

の

色

の
⻩
色
が
放
た
れ

部

の
中
を
乱

舞
し

重
な
る
突
風
で
身
動
き
が
取
れ
な
い
ダ

ク
ミ
ミ

ク
へ
と

き

ま
れ
て
い
く

 

と
水
が
衝
突
し
て
水

気
を
発
す
る

 

と
風
が

ざ

て

を

す

 
水
と

が
交
わ

て

大
な
感
電
を
発
生
さ
せ
る

 
氷
と
風
が
ぶ
つ
か

て

大
な
氷
弾
は

か
な
氷

と
な
る

 
水
と
氷
が
合
わ
さ

て
対

を

結
さ
せ

定
す
る
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そ
し
て

大

に

し
い
大

の

が
醜
い
化
け
物
を

し

し
た

 
そ
れ
で
ト
ド
メ

一
分
と
経
た
ず
に
部

の
中
に

た
合

十
二
体
の
ダ

ク
ミ
ミ

ク
は

全
て
倒
さ
れ
た

ん
 

が

な
い
事
を
確
認
し
た
彼
は
安

の
息
を

く

同
時
に

に
浮
か
ん
で
い
た
武
器

達
が
消
え
て
い
く

 

り

め
て
い
た

の

が

ん
だ

 

と

も
が
息
を

く

 
そ
ん
な
中
彼
に
寄
り

て
い
た
女
性
が
少
年
の

を

で
た

く
り
と
少
年
は

を

わ
せ
る

お

れ
様
で
す

キ

結
構
な
猛
攻
で
し
た
が

労
は
大

で
す
か

ん

多
少

れ
は
し
た
け
ど

と
か

横
や
後
ろ
を
気
に
し
な
く
て
よ
か

た
か
ら
ま
だ

マ
シ
か
な

そ
う
で
す
か

 
少
年
の
問
い
に

ユ
イ
ち

ん
は
安

と
共
に
息
を

い
た
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実

属
性
が
異
な
る
力
を
六
つ
も
同
時
に
行
使
し
更
に
地
面
の
焦

化
と
そ
の

持
近

付
か
せ
な
い

の
突
風
を

え
れ
ば
八
つ
の
思

を

行
し
て
同
時
に
行

て
い
た
事
に
な
る

感
電
は
と
も
か
く

結
で

定
し
た
り
な
ど
は
彼
の
イ
メ

ジ
に
よ
る
も
の
と

え
ら
れ
る
か

ら
実

は
二

に
上
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
だ
け
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク
を
し
て
い
れ
ば

が

れ
る
の
は

然

 

労
し
た
に
し
て
も
倒
れ
る
程
で
は
無
い
事
に
安

を

い
た
の
だ
ろ
う

正
直
に
そ
れ
を
伝

え
る
よ
う
に
な

た

直
さ
に

か
も
し
れ
な
い
が

 

し
た
空
気
の
中
で
く
り
く
り
と

を

で
ら
れ
て
い
た
少
年
は
や
や
間
を
空
け
て
か
ら

女
性
の
手
か
ら

れ
る
よ
う
に
歩
き
始
め
た

あ

と
女
性
が
小
さ
く
声
を
上

る

く
宝
物

に
入
ろ
う

流

に
リ
ポ

プ
さ
れ
る
と
手
に
負
え
な
い

中
に
い
る
二
十
体

近
く
の

も
全
部
同
じ
よ
う
に
一

す
る

 

で
そ
う

た
彼
は
そ
の
足
で
宝
物

へ

く

へ
と
進
む

黒
髪
か
ら

く

が
や

や

み
を

び
て
い
る
の
で

れ
て
い
る
ら
し
い

 
可
愛
い
な

と

中
で
独
語
し

彼
の
後
を
追
う

 
彼
は
こ
ち
ら
が
追
い
付
く
の
を

の
前
で

て
い
た

一
応
戦
法
的
に
彼
一
人
で
事
足
り
る



 第九十七章 〜欲深を喰らうモノ〜

の
で
あ
ま
り

つ
必
要
は
無
か

た
り
す
る
の
だ
が
一
人
で
突

む
事
を
し
な
い

り
は
協

性
が
あ
る

 

に
こ
ち
ら
を
横
目
で
確
認
し
た
彼
の

や

か
ら
は

に

か
ら
来
る

み
が
引
い
て

い
た

こ
の
切
り

え
の

さ
は
流

に
脱

も
の
で
あ
る

仮
想
世
界
の
ア
バ
タ

は
感
情
を

せ
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
故
に
彼
は
本

に
こ
の
数

の
間
に

と
い
う
気
持
ち
を
切

り

え
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ

 
そ
う
感
心
し
て
い
る
と
彼
の

手
に

黒
の

弓
が
握
ら
れ
る

反
対
の
手
に
は
水
色
の

剣
が
現
れ
た

剣
の

先
を

弓
の

に
掛
け

の
如
く
番
え
始
め
る

 
遠

離
攻
撃
は
点
で
の
攻
撃
故
に
数
や

性
が
あ
る

に
対
し
て

果
は

い

向
に
あ

る 
し
か
し
そ
れ
を
彼
は
水
の

剣
を
使
う
事
で
補
う
術
を
見
出
し
て
い
た

に

剣
の
切

先
に
は
螺
旋
を

く
水
の
渦
が
出
来
上
が

て
お
り

第
に
刀
身
全
体
を

て
い
く

に

見
立
て
ら
れ
た

剣
が
放
た
れ
れ
ば
水
は

の
如
く
展
開
し
面
制
圧
力
を
持
つ
強
力
な
剣
弾

と
し
て

す
る
の
だ

備
は
出
来
て
る
よ

キ
リ
ト
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戦
法
的
に
自
分
達
は
必
要
無
い

 
し
か
し
万
が
一
の
可
能
性
を
危
惧
し

も
が
武
器
を
構
え
て
い
る

や
や
彼
か
ら

離
を

取

て
い
る
の
は
⻑
物
を

う
サ
チ
と

護
に
集
中
し
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
く
ら
い
で
他
は

へ
と

離
を

め
て
い
た

 
仮

圧
倒
的
な
レ
ベ
ル
差
が
あ
ろ
う
と
も

彼
さ
え
無
事
な
ら
逆
転
の
目
は

え
な
い

 
逆
に

え
ば
彼
を
守
ら
な
け
れ
ば
こ
ち
ら
は
全
滅
す
る
と
い
う
事

不

の
事

に
備
え
て
彼

を
守
る

を
取
る
の
は

至
極

然
な
流
れ
だ

た

 
こ
ち
ら
を
見
る
キ
リ
ト
の
目
は
や
や
複

そ
う
な
色
が
あ
る

彼
に
と

て
自
分
達
は
護

る
べ
き
大
切
な
存
在

と
い
う
認
識
故
に
危
険
に
晒
し
た
く
な
い
思
い
が
あ
る
の
だ

な
ま
じ

ダ

ク
ミ
ミ

ク
達
の
能
力
が
極
め
て
高
い
故
に
そ
の
思
い
も
よ
り
深
い
も
の
と
な

て
い
る
だ

ろ
う

 
だ
が
彼
は
そ
の
不

を

に
せ
ず

小
さ
く

す
る
に

ま
る

 
彼
の
事
が
心
配
だ
か
ら
と
い
う
想
い
も
あ
る
が
合
理
性
を

み
て
の
判
断
で
も
あ
る
が
故
に

ね

け
ら
れ
な
い
と
彼
も
理
解
し
て
い
る
故
に

彼
の
思

は
彼
の
価
値
観
と
感
情
論
に
よ
る

も
の
で

合
理
性
と
は
無
縁
の
も
の
故
に
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こ
の
合
理
性
を
発
生
さ
せ
て
い
る
遠
因
は
こ
ち
ら
の
能
力
不
足
な
の
で
や
や
罪
悪
感
は
あ
る

の
だ
が

 

線
で

備
が
整

た
事
を
確
認
し
合

た
後
キ
リ
ト
は
正
面
の

に
近
付
き
弓
を
持
つ

手
の

を

く

に

し

て
た

り
の

が
重
い

き
と
共
に

へ
と
開
い
て
い

く 

が
開
き
切
り

内

を
見

す

 
一

三
十
メ

ト
ル
は
あ
り
そ
う
な
大
広
間
の
構

の
部

に
は
先

ど

滅
さ
れ
た
も
の

と
同
レ
ベ
ル
の
ダ

ク
ミ
ミ

ク
が

十
体
も

し
て
い
た

タ
チ
の
悪
い
事
に
宝
物

で

あ
る
部

の
中
に
は

的
に

つ
も
の
宝

が

べ
ら
れ
て
い
た
が

そ
の
九

方

は

色
や
⻘

で
は
な
く

黒
色
す
な
わ
ち
ダ

ク
ミ
ミ

ク
が

し
た
も
の
だ

た 
ミ
ミ

ク
が

し
て
い
る
間
は
い
か
な
る
ス
キ
ル
に
よ
る
判
別
が
出
来
な
い

 
つ
ま
り
先

ど
の
二
十
体
以
上
と
い
う
彼
の
発

は

中
の
も
の
を

ん
で
い
な
い

宝

の
数
は

数
で
五
十
個
を
超
え
て
い
る
た
め

手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

は
六
十
体
を
超
え

る
と
い
う
事
に
な
る
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思
わ
ず

を

め
る
一
同

 
そ
の
時

つ
も
の
事
が
立
て

け
に

こ

た

 
ま
ず
最
初
に
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
発
生
の
メ
ニ

が
表
示
さ
れ
た

さ

き
ま
で

も
無

か

た
の
に
い
き
な
り
発
生
し
た
と
い
う
事
は
つ
ま
り

発
生
と
消
滅
の
ス
パ
ン
が
切
り

わ

り

今
こ
の

間
に
ミ

シ

ン
が
発
生
し
た
と
い
う
事
だ

 
二
つ
目
は

大
な

が
現
れ
た
事

 
名
称
は

Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｍ
ｉ
ｍ
ｉ
ｃ

と
あ
る
た
め
か
大
き
さ
は

常
の

で
は
無
く

現
実

の
大
型
バ
ス
や
ト
ラ

ク
以
上
の

体
を
誇
る

ど

 

形
も

常
の

か
ら

の
節
足
が
生
え
た
気
持
ち
悪
い
モ
ノ
で
な
く

の
下

分
か
ら
百

足
の
よ
う
に
⻑
い
背
骨
が

び

手
に

た
る
部
分
に
二
分

し
た
ナ

ク
ル
の
よ
う
な

を

持

て
い
る
と
い
う
ホ
ラ

チ

ク
な

だ

ミ
ミ

ク
と
オ
リ
ジ
ン
リ

パ

ス
ケ
ル
ト
ン

な
ど
の

骨
系
が

じ

た

種
と
い

た

で
あ
る

 
更
に
そ
れ
は
空
中
に
浮
い
て
い
た

ホ
ラ

要

故
か
ど
う
や
ら
レ
イ
ス
が
持
つ
浮
遊
能
力

も
持

て
い
る
ら
し
い

 
一

線
を
向
け
た
パ
ネ
ル
に
は

大
な
る
宝

の
守
り
手

と
あ

た

故
に

体
な
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の
だ
ろ
う

 
問

は
そ
の

大
ミ
ミ

ク
が

を
開
け
て
す
ぐ
目
の
前
に
出
現
し
た
と
い
う
事
で

け

 
し
か
し

に
そ
れ
は
解
決
し
た

キ
リ
ト
が
弓
に
番
え
て
い
た
水
を

う
剣
弾
を
キ
ン
グ

ミ
ミ

ク
が
出
現
し
て
か
ら

ノ

タ
イ
ム
で
放

た
た
め
だ

 
刀
身
を

う
ま
で
に
至

て
い
た
水
は

ら
れ
た

の
如
く
展
開
さ
れ
た

眼
前
に
い

た
キ
ン
グ
ミ
ミ

ク
に
は

剣
の
切

先
が
突
き

さ
り
面
制
圧
力
に

れ
る
水
の

は
横
や

キ
ン
グ
ミ
ミ

ク
の
下
か
ら

が
ろ
う
と
し
て
い
た
ダ

ク
ミ
ミ

ク
達
を

き

み
部

の

ま
で
吹

ば
す

 

き

め
た
ダ

ク
ミ
ミ

ク
は
近
場
に

た
も
の
だ
け
で
離
れ
た

に
い
た
十
数
体
は

そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
へ

が
ろ
う
と
す
る

 
こ
れ
を
見
て
ユ
イ
ち

ん
が
ガ
シ

リ
と
機

的
な

を
立
て
つ
つ
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を

向
け
た

 
直
後
ダ

ク
ミ
ミ

ク
を
襲

た
の
は
し
か
し
⻘
白
い
三
日
月

自
身
へ

が
ろ
う
と

し
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寄
せ
る

を
見
た
キ
リ
ト
が
大
刀
を
取
り
出
し
て

手
で
持
ち

ニ

ク
ス
ラ

シ

の

ス
キ
ル
を
立
ち
上

横

ぎ
に
振
る
う
事
で
広

を
カ
バ

す
る
よ
う
に
斬
撃
を

ば
し
た

の
で
あ
る

 
キ
リ
ト
の
立
ち

は
部

の
入
り

付
近

背
後
に
は
味
方
で
あ
る
自
分
達
が

る
の
で

程
の
事
が
無
い
限
り
真
横
や
後
ろ
に
は

は
お
ら
ず
前
方
に
味
方
は

な
い

彼
は
攻
撃

が
広
い
ス
キ
ル
で
あ
ろ
う
と
遠
慮
な
く

す
る
事
が
出
来
る

 
こ
の

ぶ
斬
撃
に
よ

て

が
ろ
う
と
し
た
約
七

が

の

に

き
付
け
ら
れ
た
キ
ン
グ

ミ
ミ

ク
達
の
二
の
舞
に
な
る

 
残

た
三

は
キ
リ
ト
か
ら
見
て

め
横
や
横
に

た
た
め
先
の
二
撃
の

を

け
て
い

な
いユ

イ
姉

を

さ
え
て

は
い

 
こ
の
状
況
を

け
彼
は
己
を

護
す
る
べ
く
備
え
て
い
た
義
理
の
姉
に
協
力
を
要
請
し

を
向
く

 
要
請
さ
れ
た
義
姉
は
や
や

し
そ
う
に

を

ば
せ

手
に
持
つ
武
器
を
白
と
黒
の
片
刃
剣



 第九十七章 〜欲深を喰らうモノ〜

に
持
ち

え
な
が
ら

を
向
き

背
中
合
わ
せ
で

撃

勢
を
取

た

 
頼

て
も
ら
え
て
い
る
事
を

ま
し
く
感
じ
て
い
る
と
キ
リ
ト
は

弓
の
代
わ
り
に

剣

弾
と
し
て
放
た
れ
た
水
の

剣
も
同
時
に
消
え
て

手
に
は
禍

し
い

剣

エ
ン
ゼ
ル

イ

タ

が
握
ら
れ
る

 
そ
れ
を
持

た
彼
は

剣
を

ぎ
に
振
る

た

す
る
と
剣
閃
に

う
よ
う
に

色
の

が

切

先
か
ら
放
た
れ

前
方
に

た
数
体
の
ダ

ク
ミ
ミ

ク
を

め
て
攻
撃

を
一
律
で

て
い

た

 

刀
系
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
暗
黒
剣
に
似
た
技
が
あ

た
な
と
思
い
出
す

地
下
迷

を

探
索
し
て
い
る
間
空
恐
ろ
し
い
数
の
モ
ン
ス
タ

を

め
て

手
し

し
返
す

に
使

さ

れ
た
の
を

も
見
て
い
た
の
だ

確
か

オ
ニ
キ
ス
フ
レ
ア

と
い
う
技
だ

た

 
彼
は
第
七
十
六
層
に

達
し
た
時
に
二
刀
流

明
剣

狂
月
剣

手
裏
剣
術

撃
術

以
外
の
五
つ
を
喪

て
い
る
の
で

本
来
の
技
は
放
て
な
い

 
し
か
し

の

備
特
性
と

の
属
性
を
以
て
再
現
は
可
能
だ

 

ま
さ
か

そ
こ
ま
で
の
練

に
な

て
る
な
ん
て
ね

 
義
理
の
姉
か
ら
魔
法
の
話
を
教
わ
り
イ
メ

ジ
の
足
掛
か
り
を
得
た
と
い
う
事
も
あ
る
だ
ろ
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う
が
そ
れ
で
も
そ
の
話
を

い
た
の
は
今

の
事

ら
か
練

と
実
験
を

り
返
し
て
い
た

と
は

え

日
す
ら
経
過
し
て
い
な
い

 
一

ス
キ
ル
を
修
得
し

も
使

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
仮

を
放
つ
と
い
う
現

実
的
に
あ
り
得
な
い
攻
撃
だ
ろ
う
が
容

に
出
来
る

彼
に
と

て
す
れ
ば

技
の
想
像
／
創

で
は
無
く
再
現
と
い
う
イ
メ

ジ
す
る
に
あ
た

て
格

に

が
下
が

た
も
の

だ
か
ら

 
戦
う
者
は

し
も
彼
我
の
戦
力
を

み
る
た
め
に
イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
を
す
る
も
の
な
の

で
一

使

て
い
た
技
で
あ
れ
ば
再
現
程

は
容

い
話
で
あ
る

剣
技

繋

の
存
在
と
理

を
知

て
か
ら

戦
す
る
の
と
知
ら
ず
に

戦
す
る
の
と
で
天
と
地

ど
の
差
の

が
あ

る
事
と
理

は
同
じ
だ

 
そ
れ
で
も

戦
闘
中
明
確
な
イ
メ

ジ
を

に
練
る

な
ど
容

く
行
え
る
事
で
は
無
い

特
に

間
的
な
判
断
を

ら
れ

れ
て
い
る
者
は

反

的
に
行
動
す
る
事
の
方
が
多
い

 
反

故
に

思

を

さ
な
い

思

を

さ
な
い
故
に
イ
メ

ジ
も
発
生
し
な
い

 

突
な
ミ

シ

ン
の
発
生
と
モ
ン
ス
タ

の
出
現
に
虚
を
突
か
れ
た
に
も

わ
ら
ず
彼
は

し

か
り
と
イ
メ

ジ
を

し
た
攻
撃
を
し
て
見
せ
た
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動
揺
が
無
か

た

そ
う
い
う
事
だ
ろ
う

 

悔
し
い

な

 
部

の

に

た
数
体
の
ダ

ク
ミ
ミ

ク
達
を
数

足
ら
ず
で

滅
し
終
え

の
数

体
を
義
理
の
姉
に

せ
た
後
キ
ン
グ
ミ
ミ

ク
と
十
数
体
の
ダ

ク
ミ
ミ

ク
を

手
取

て

い
る
彼
の
背
を
見
た
自
分
は

中
に

感
を

き
立
た
せ
た

 

ん
の

か
な

一
つ
の
出
来
事

 
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
だ
け
ど
で
も
た

た
そ
れ
だ
け
で
す
ら

に
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た

気
分
だ

強
く
な
り
た
い
と

な
欲
求
に

て
姉
や
キ
リ
ト
自
分
の
身
を
守
る
べ
く
付

け
た
力
で
す
ら
届
か
な
い
事
を
思
い
知
ら
さ
れ

そ
う
い
う
意
味
で
も
悔
し
く
思
う

 
そ
し
て

そ
ん
な
彼
と
共
に
戦
え
る
ユ
イ
ち

ん
を

ま
し
く
思
う

ず

と
ず

と

て
来
た
自
分
を
差
し

い
て
背
を

け
ら
れ
た
事
が
そ
の
立
ち

を
心
の

か
ら
目
標

の
一
つ
と
し
て
掲

て
い
る
身
と
し
て
は
心
の

か
ら

ま
し
い

 
自
分
が
努
力
不
足
で
あ

た
事
は
認
め
る

 
だ

て
彼
女
が
持
つ
ス
テ

タ
ス
は

を
正
せ
ば
大

き
な
少
年
の
も
の
で
あ
り
そ
の
彼
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は
全
て
真

な
手

で
手
に
入
れ
た
か
ら
だ

境
は
全
て
自
分
と
同
じ
だ

た

ベ

タ
テ

ス
タ

と
し
て
の
経
験
と
知
識
が
あ

た
か
ら
最
初
の

は
対

と

え
な
か

た
だ
ろ
う
が

そ
れ
も
第
十
五
層
に
至

て
か
ら
は
無
く
な

た

 
自
分
も
彼
と
同
じ
よ
う
に
戦

て
来
て
い
れ
ば

今

彼
の

に

ら
れ
た
の
で
あ
る

 
そ
の
場
合

子
の
姉
を
見
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
に
違
い
な
い
か
ら
そ
の
点
を

ま

え
れ
ば
決
し
て
後
悔
は
し
て
い
な
い

 
だ
が

 

女

の

で
喜
色
を
見
せ
ら
れ
る
と

心
が

ね

 
彼
の
ス
テ

タ
ス
は
真

な
手

で
手
に
入

た
も
の
故
に

に
尊

の
念
を

く
が

彼
女
の
そ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の
特
権
を
フ
ル
活

し
て
持

た
も
の
彼
女
自
身
が
経
験
を

ん
で
得
た
も
の
で
は
無
い

 
自
分
は
キ
リ
ト
の
心
を

じ

え
る
姉
と
し
て
の
ユ
イ
ち

ん
を
高
く

価
し

間
の

一
人
と
し
て

け
入
れ
て
い
る

そ
こ
に
下
種
な

り
は

論

負
の
感
情
は
一
つ
も
無
い

 
戦
力
と
し
て
は
頼
り
に
し
て
い
る
し
経
験
不
足
な
面
も
解
消
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら

更
頼

り
が
い
が
あ
る
と
感
じ
て
も
い
る

で
も
出
自
が
出
自
故
に
常
に

心
は
付
き
物
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だ 
そ
の
彼
女
が
ボ
ク
に
と

て
は
⻭
が
立
た
な
い
強

を
全
滅
さ
せ
て
か
ら
少
年
の
助
力
へ
向
か

う

を

無
力
な
己
の
身
に
⻭

さ
と
共
に
見
守

た

 
圧
倒
的
強
者
で
あ
る
欲
深
な
人
間
を
喰
ら
う
モ
ン
ス
タ

達
は
そ
れ
か
ら
三
分
の
後
に
た

た
二
人
の
力
だ
け
で
全
滅
さ
せ
ら
れ
た

 

を
掻
く
の
は
や
め
な
い
と

ね

 
キ
ン
グ
ミ
ミ

ク
が

し
た
事
で
舞
い

る
欠
片
を
見
上

な
が
ら

に
も

か
れ
な
い

く
ら
い
の
小
さ
さ
で

く

 
今
ま
で
女
性
最
強
の
剣
士
と
絶
対
無

の
剣
絶
剣
と
真
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
の
剣
士
と
引

き
分
け
た
か
ら
と

て
自
分
は
強
い
の
だ
と

て
い
た
が
そ
れ
は
い
い
加

に
す
る

べ
き
か
も
し
れ
な
い

 
キ
リ
ト
に
は

わ
な
い
と

て
い
た
が

逆
に

え
ば

キ
リ
ト
以
外
に
は
勝
て
る

と

て
い
る
も
同
然
だ

た

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
に
勝
つ
の
は
ま
ず

し
い
と
ア
シ

レ
イ
さ

ん
と
話
し
た
事
は
あ
る
が

勝
て
な
い

わ
な
い
と
ま
で
は

わ
な
か

た

つ
ま
り
は
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そ
う
い
う
事
な
の
だ

増
⻑
し
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る

 
思
い
返
せ
ば
自
分
は
強
さ
を
求
め
て
は
い
る
も
の
の
た
だ
強
く
な
り
た
い
か
ら
と
い

う
理
由
だ

た

人
の
心
に
自
分
を
残
し
た
い

と
い
う
願
い
は
も
う

ば
叶

て
い
る
も
同

然
だ
し

姉
も
強
く
な

た
か
ら
か

ば
た
だ
の
欲
求
へ
と
成
り
果
て
て
い
た
の
だ

 
そ
こ
に
か
つ
て
の
よ
う
な
真
剣
さ
は
無
い

 

論
キ
リ
ト
や
リ

フ

の
よ
う
な
求
道
者
と
し
て
の
真
剣
さ
な
ど

無
だ

二
人
が

し

て
い
る
と
い
う
組
手
や
鍛
練
に
参
加
し
て
い
な
い
事
が

そ
の
証

 

だ
が

 
も
う
そ
れ
は
や
め
だ

キ
リ
ト
の

え
に
な
る
と
彼
に
生
き
て
欲
し
い
と
願
い
行
動
す
る
な

ら

応
の
覚
悟
と
最

限
の
責
務
く
ら
い
は
果
た
す
べ
き
だ

 
姉
を
護
る

間
を
護
る

自
分
を
守
る

と
い
う
理
由
の
一
つ
と
し
て
キ
リ
ト
を

え
助
け
る

と
加
え
る
な
ら

今
よ
り
も
も

と
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
た
だ
の
一

も

北
を
許
さ
れ
な
い
彼
を
助
け
る
な
ら

今
程

の
強
さ
で
は
全
然
ダ
メ
だ

リ

フ

に
は
技

で
負
け
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
に
は
ス
テ

タ
ス
で
負
け
生

と
し

て
の
助
力
も
出
来
な
い
自
分
は
彼
の
助
け
に
な
り
得
な
い
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今
更
生

の
ス
キ
ル
を
鍛
え
る
な
ん
て

き
に
失
す
る

 
で
あ
れ
ば
せ
め
て

に
立
て
る
の
は
戦
闘
だ

そ
の
た
め
に
は
も

と
自
分
を
強
化
す
る

に
動
く
必
要
が
あ
る

 

そ
う

を
す
れ
ば
今
よ
り
強
く
な
れ
る
か
ボ
ク
は
黒

く
め
の
姉
弟
の
二
人
を

見
な
が
ら
思

し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
リ

フ

に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
継
承
と
い
う
強
化

技
名
は

論
あ
の
方
攻
撃

道
は
デ

シ
デ

ア
 

 

と
い
う
ア

ケ

ド
が
コ
ン
シ

マ

に
な

た
ゲ

ム
の
も
の
で
す

分

か
ら
な
い
人
は
動

を
見
れ
ば
オ
ケ

 
今
回
探
索
し
て
い
る
地
下

は
原

ゲ

ム
で
も
実

に
存
在
す
る
場

で
す
加
え
て

う
と

に
入
る

に
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
が
あ
る
と
い
う
点
も
同
じ

そ
の
解

は
オ
リ
ジ
ナ
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ル

 

 
ミ
ミ

ク
が

ど

る
宝
物

も
原

ゲ

ム
に
実
在
し
て
い
ま
す

原

だ
と
レ
ベ
ル
は

１
２
０
く
ら
い
な
の
で

今
話
で
は
か
な
り

て
お
り
ま
す
が

 
そ
し
て
突
如
発
生
し
た
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
も

原

ゲ

ム
に
実
在
し
ま
す

 
原

に

い
て
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
は
時
間
経
過
に
応
じ
て
発
生
と
消
滅
を
一
定
の
ス
パ

ン
で

り
返
し
て
い
る
の
で
探
索
し
て
い
る
エ
リ
ア
に
い
き
な
り
出
現
す
る
事
も
あ
れ
ば
消
滅

す
る
事
も
あ
り
ま
し
た

 
今
話
で

を
開
け
た

間
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
が
始
ま

た
の
も
ス
パ
ン
が
来
て
出
現
し

た
か
ら

 
つ
ま
り

に

間
が
悪
か

た

だ
け

 
こ
れ
に

一
対

し
た
キ
リ
ト
と
直

頼
ら
れ
た
ユ
イ
ち

ん
の

に
ユ
ウ
キ
は
心

己

の
無
力
さ
を

く
事
に

助
け
る

え
る
と

て
お
き
つ
つ
現
状

お

物
状

だ
か
ら

ネ
仕
方
な
い
ネ

精
神
的
安
定
に
な

て
る
と

て
も
直

キ
リ
ト
の
命
を
守
れ
る
状

で

な
い
以
上
ユ
ウ
キ
は
己
の
無
力
を

き

け
る

 
と
い
う
事
で

強
化
フ
ラ
グ
が
成
立
ダ
ゼ

ち

と
展
開
速
い
と
は
自
覚
し
て
る
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地
味
に
ユ
イ
ち

ん
に

し
て
い
る

り
は

ホ
ラ

想
い
を
自
覚
し
て

白
し
て
る
か

ら 
ち
な
み
に
ミ
ミ

ク
は

ゲ

ム
だ
と

く

い
攻
撃
を
し
て
き
ま
す

マ
ジ
で
速
い

 
つ
い
で
に

う
と
キ
ン
グ
ミ
ミ

ク
の

は
ド
ラ
ク
エ

の
キ
ン
グ
ミ
ミ

ク
や
パ

ン
ド
ラ
ボ

ク
ス

と
同
じ
で
す

 
あ
と
私
は
ゲ

ム
で
同
じ
状
況
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
ミ

シ

ン
に
遭
遇
し
ま
し
た

レ

ベ
ル
が
１
０

の
時
に

１
２
０
オ

バ

の
ダ

ク
ミ
ミ

ク
達
と
１
３
０
程
の

大
な
ミ

ミ

ク
に
襲
わ
れ
れ
ば
死
ぬ
の
は
確
定
で
す

そ
の
絶
望
感
を
再
現
し
た
く
て
ぶ

ん
だ
嗤

  
ち

と
話
は
変
わ

て

本
作
の
今
後
に
つ
い
て
で
す

 
今
後

し
く
な
る
た
め
お
気
に
入
り
登
録

少
を
覚
悟
で
今
月

で
再
び

載
す
る
決
断

を
し
ま
し
た

こ
れ
か
ら
一
年
間
を
掛
け
実

や

強

け
の

日
な
の
で

載
明
け
は
未
定

で
す

そ
の
間
ず

と
書
き

め
を
し
よ
う
と

え
て
い
ま
す

 
そ
れ
で
も
良
け
れ
ば
非
常
に
⻑
ら
く
お

た
せ
す
る
事
に
な
り
ま
す
が
ど
う
か
お

ち
下

さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
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載
に

す
る

は
活
動
報

を
参

下
さ
い

 
今
月
の
間
に
あ
と
一
二
回
は
投
稿
し
た
い
と

え
て
い
ま
す

話
数
の
切
り
と
内
容
の

さ
が
気
に
な
る
の
で

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
十
八
章
 

謎
の
⻤
ご

こ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
色

あ

て
書
け
な
か

た
の
で
お

し
ぶ
り
で
す

 
ち
な
み
に
今
話
は
現
在
活
動
報

に
て

載

と
共
に

て
い
る
ア
ン
ケ

ト
三
種
の

意
見
に

て
書
い
て
い
ま
す

大
体
こ
ん
な
感
じ
で
書
き

め
を
行
う
予
定

 
今
話
の

点
は
前

キ
リ
ト

後

レ
イ
ン

前
話
で
キ

ア
イ
テ
ム
を
手
に
入
れ
た
の
で

速
エ
リ
ア
ボ
ス
が

る

の
マ

ピ
ン
グ
に

み
出
た
お
話
で
す

 
文

数
は
一
万
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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ダ

ク
ミ
ミ

ク
他

フ
ラ
グ
メ
ン
ト
・
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン

の

対

だ

た

大
な
ミ
ミ

ク
の

襲
が
あ

た
も
の
の
そ
れ
ら
を
退
け
た

達
は

い

り

へ
入
る

の
重
要
ア
イ
テ
ム

⻯
王
の
宝

を
入
手
す
る
事
出
来
た

 
あ
の
ミ

シ

ン
は
種
別
的
に
復
活
タ
イ
プ
の
よ
う
な
の
で
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な

た
だ
け

だ

た
が
地
味
に
心

に
悪
か

た

ミ
ミ

ク
系
の
攻
撃
力
と
ク
リ
テ

カ
ル
ダ
メ

ジ

は

で
は
無
い
の
で
リ

姉
の
知

と
助

を

け
て
風
を

う

を
修
得
し
て
い
た

か
ら
良
か

た
も
の
の
そ
う
で
な
け
れ
ば
ア
レ
だ
け
で
ク
リ
テ

カ
ル
を

て
い
て
最
悪

一
撃
死
し
て
い
た
と
思
う

 

気
に
索

や
発
見
と
い

た
ス
カ
ウ
ト
系
の
ス
キ
ル
値
が
高
く
て
良
か

た
と
あ

る
意
味

に
感
じ
た

間
で
も
あ
る

 

せ
そ
れ
ら
が

け
れ
ば

を
開
け
て
い
た
の
は
今
い
る
メ
ン
バ

の
中
で
時
点
で
ス
キ
ル

値
が
高
い
フ

リ
ア
だ

た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ

最
前
線
近
く
の

層
を

ロ
で
戦
い
ま

た
レ
イ
ン
と
共
に
と
は

え
未

未
開
の
高
レ
ベ
ル
エ
リ
ア
を
生
き

い
た
実
力
を
以
て
し
て

も

流

に
シ
ス
テ
ム
に

た
ス
テ

タ
ス
差
は
如

と
も
し

い
部
分

よ
り

が
少

な
く

ま
た

力
や
ダ
メ

ジ
カ

ト

も

い
で
あ
ろ
う
彼
女
で
は
間
違
い
な
く

死
だ
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無
論

フ

リ
ア
に
限

た
話
で
は
無
い

と
い
う
か

の
確

で

も

死
す
る

と
思
う
の
で
現
状
プ
レ
イ

全
体
に

え
る
事
だ
ろ
う

ダ
メ

ジ
カ

ト

が
高
い

と

神
聖
剣

の
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
で

系
に
特
化
し
て
い
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
で

を

れ
る
可

能
性
を
持
つ
だ
け

ま
じ
い
事
で
あ
る

 

そ
れ
は
と
も
か
く

虚
光
を

す

飾
り
と
同
様
に
キ

ア
イ
テ
ム

い
の
恐
ら
く
は
⻯
の
王
の
証
で
あ
ろ
う

品
を
手
に
し
た

達
は
時
間
も
ま
だ
あ

た
の
で

に
エ
リ
ア
ボ
ス
の
⻯
が

点
に

る

へ
と
突
撃
を
仕
掛
け
た

 
ユ
ウ
キ
と
リ

姉
は
最
前
線
攻
略
の
事
で
明
日
に
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ

ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
も
そ
ろ
そ
ろ
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
入
手
し
た

な
ど
で

ス
ト
レ

ジ
が
危
う
く
ま
た

と
ユ
イ
姉
以
外
の
全

の
武
器
の

値
も
や
や
心
許
無
い
た

め
強
行
は
せ
ず
マ

ピ
ン
グ
程

で
済
ま
せ
る
つ
も
り
だ

た

手
持
ち
の

だ
と
武
器
の

最
大
値
の

を
ど
う
し
て
も
抑
え
ら
れ
な
い
の
で

あ
ま
り
強
行
軍
は
行
え
な
い
の
だ

 
ぶ

ち

け
時
間
は

し
い

 
ユ
ウ
キ
に

さ
れ
た
事
か
ら
焦
り
過
ぎ
な
い
よ
う
自
制
は
し
て
い
る
も
の
の
最
初
か
ら
最
後
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ま
で

き
の

層
ボ
ス
攻
略
と
か
前

が
無
い
事
な
の
で
結
構
不
安
を
覚
え
て
い
る

以
外

の
主
力
は
欠
け
て
い
な
い
し
人
の
事
は

え
な
い
が
突
出
す
る

向
に
あ

た
キ
バ
オ
ウ
が

な
く
な

た
の
で

面
の

は
あ
ま
り
無
い
と

え
る
が
問

は
そ
れ
以
外

把
握
し
切

れ
て
い
な
い
が

備
の
バ
グ
や
ス
キ
ル
値

下
な
い
し
消
失
加
え
て
七
十
六
層
以
上
に
入

て

か
ら
確
認
さ
れ
た
明
確
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
変
化
な
ど
不
安
要

を
上

出
せ
ば
キ
リ
が
無
い
に

し
い

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
ア
ス
ナ
達
を
信

し
て
い
な
い

じ

な
い

を

け
容

れ
て
く
れ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
一
緒
に
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
で
戦

て
い
た
人
達
の
実
力
だ

て
疑

て
な
い

意
や
殺
意
は
向
け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
戦
場
を
共
に
し
た
の
だ
か
ら
そ
れ
く

ら
い
の
信
頼
は
寄
せ
て
い
る

 
信

し

信
頼
を
寄
せ
て
い
る

手
だ
か
ら
こ
そ

不
安
を
覚
え
る
の
で
あ
る

 
な
の
で

は
モ
ル
テ
達
に
リ
ズ
と
シ
リ
カ
が
人

に
さ
れ
た
と
知

た
時
の
焦
り
程
で
は
無
い

も
の
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら
一

も

く
出
る

に

あ
ま
り
時
間
を
無

に
し
た
く

な
い
と

本
的
に

え
て
い
る

 
リ

姉
か
ら
知

を

う
形
で

の
能
力
行
使
の

を
広

よ
う
と

え
た
の
も
少
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し
で
も
戦
闘
に
掛
け
る
時
間
を

く
し
た
か

た
か
ら
だ

無
論
自
分
の
戦
力
を
上

る
事
で
生

存

や
カ
バ

を
広

る
意
味
も
あ

た

 

だ
が

そ
ん
な

に
も
ど
う
に
も
出
来
な
い

が
立
ち
は
だ
か

た

 

へ
突
入
し
て
か
ら
二
時
間

ど
し
か
経

て
い
な
い
が
か
な
り

を
回
し
て
い
た
せ

い
か

す
ら
覚
え
て
い
る

演

理
能
力
や

列
思

能
力
は
高
い
方
で
あ
る
自
負
を

持

て
い
る

が

を
覚
え
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け
集
中
し
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る

 

が

労
し
て
い
な
い
万
全
な
状

で
戦
闘

の
み
の
事
で

を
引
き

こ
す
場
合
は

最
前
線
迷

の
マ

ピ
ン
グ
を
食
事

眠
無
し
の
三
日

夜
で
す
る
か

闘
技
場

個
人
戦

レ
ベ
ル
の
死
闘
を

無
し
の
二
刀
だ
け
で
突
破
す
る
か

あ
る
い
は

の
武
器
や

能
力
を
五
十
以
上
同
時
に

つ
個
別
に

作
す
る
か
の
ど
れ
か
に

ら
れ
る

論

労
が
あ
る

場
合
は
よ
り

い

件
で

を
覚
え
る

 

論
こ
の
中
で
一
番

い
の
は
闘
技
場
だ

今
で
も
思
う
が
ア
レ
を
突
破
出
来
た
の
は

に

し
い
み
ん
な
の
応

が
無
か

た
ら
片
翼
の
堕
天
使
に
や
ら
れ
て
い
た
の
は
間
違
い

な
い
事
で
あ
る

特
に
リ

姉
と
ユ
イ
姉
の
声

が
決
定
打
だ

た
と
思
う

 
そ
ん
な
闘
技
場
も

あ
り
で
あ
れ
ば

と
ど
う
と
で
も
な
る
く
ら
い
今
の

の
個
人
戦
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力
は

び

け
て
い
る

樹
海
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を

独
で

手
取
れ
た
実
績
か
ら
分
か
る
よ
う
に

そ
の
気
に
な
れ
ば
フ
ロ
ア
ボ
ス
す
ら

独
で
倒
せ
る
ポ
テ
ン
シ

ル
が
今
は
あ
る

流

に
制
空

権
を
持
つ
⻯
や

な
ど
だ
と
現

で
は

と
も

え
な
い
が
そ
れ
は
数
日
以
内
に
分
か
る
事

な
の
で
焦
り
は
無
い

論
対
策
も
複
数

え
て
い
る

 

そ
し
て

 
そ
の

で
す
ら
時
間

出
来
な
い
事

に

現
在
直
面
し
て
い
た

分
か

て
は
い
た
け
ど

ち

と
こ
れ
は
予
想
外
だ

た
な

 
ゲ
ン
ナ
リ
し
な
が
ら
マ

プ
を

め
て

く

 
予
想
の

内
で
あ

た
事
は
二
時
間

ど
掛
け
て
も
探
索
済
み
の

層
を
あ
ま
り
上

ら

れ
て
い
な
い
事

 
マ

ピ
ン
グ
さ
れ
た

は
そ
こ
ま
で
広
い
も
の
で
は
無
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
迷

と

同
程

の

ら
し
い
事
を

え
れ
ば

と

え
る
も
の

く
は
な
い
が
広
く

も
な
い
く
ら
い
で
あ
る

三
日
で
迷

二
十

層
全
体
の
八

を

め
る
の
が
日
常
で
あ

た

か
ら
す
れ
ば
む
し
ろ
二
時
間
で
数
層
進
め
た
だ
け
で
も
か
な
り
の
ス
ピ

ド
で
あ
る

だ
か

ら
ボ
ス
部

に

し
な
い
事
は

論

あ
ま
り
進
め
て
い
な
い
の
は
想
定
内
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こ
の

時
間
で
数
層
進
め
た
理
由
は
そ
の
進
み
方
や
探
索
の
仕
方
が

常
の
ダ
ン
ジ

ン
や
迷

と
異
な
る
仕
様
だ

た
た
め

 
同
時
に
こ
れ
が
予
想
外
だ

た
事
で
も
あ
る

 

常
の
ダ
ン
ジ

ン
は

本

に

ま
れ
た

路
を
進
ん
で
い
け
ば
い
い
だ
け
な
の
で
極
論

道
な
り
に
進
め
ば
い
い

伝
い
に
進
ん
で
い
け
ば

は
最
悪
だ
が
大

は

に

り

け

る 
た
だ
し

伝
い
だ
と
マ

プ
の

ば
か
り
グ
ル
グ
ル
回
り

け
中

の
部

に
行
け
な
い
パ

タ

ン
が
あ
る
た
め

は
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
を
見
な
が
ら
全
体
を

な
く
見
て
回
る
よ
う

に
し
て
い
る

も
ベ

タ
テ
ス
ト
時
代
は
そ
の
方
法
で
探
索
し
て
い
た
の
だ
が
そ
の
欠
点
に
気

付
か
ず
数
時
間
グ
ル
グ
ル
し
て
い
た
事
が
あ

て
以

は
や
め
た

 
ち
な
み
に

伝
い
が
マ

ピ
ン
グ
に
向
か
な
い
事
と
マ

ピ
ン
グ
の
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
た

の
は
ア
ル
ゴ
だ

た

出
会

た

時
は
ゲ

ム
プ
レ
イ

と
し
て
の
フ

リ
ン
グ
も
無

か

た
の
で

情
報
か
ら
色

と
教
わ

た
も
の
で
あ
る

論
自
分
も
ネ

ト
で
情
報
収
集

を
し
て
は
い
た

 
そ
ん
な

が

し
な
い

は

小
部

間
の

動
を

路
で
は
無
く

転

を



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

使

て
行
う
よ
う
だ

た

 
し
か
も
転

で

動
し
た
先
の
部

に
あ
る
新
た
な

は

と

の
二
つ
分

正
解
な
ら

の

小
部

へ
進
め
る
が
間
違
え
ば
そ
の

の
入
り

に

さ
れ
る

一

層
の
広
さ
が
迷

の

そ
れ
に

す
る

に
あ
る
小
部

の
数
は
二
十
を

く
超
え
て
い
る

 
加
え
て

小
部

に
は
倒
す
必
要
は
な
い
も
の
の
広
さ
に
反
し
た
数

大
体
十
体
前
後

の
レ
ベ
ル
１
１
０
前
後
の
モ
ン
ス
タ

も
う
ろ
つ
い
て
い
る

転

で
や
り
直
し
た
場
合
倒
し

て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
ら
は

回
復
活
し
て
い
る

小
部

自
体
は

い
の
で
戦
闘
は

れ

な
い
と

て
も
い
い

 
モ
ン
ス
タ

の
種

は
ス
ケ
ル
ト
ン
系

ス
ケ
ル
ト
ン
系
は

ド
ス
キ
ル
を
使
う
人
型
故
に

攻
撃
力
や
戦
闘

は
高
め
だ
が
レ
ベ
ル
は
高
過
ぎ
な
い
し

力
そ
の
も
の
は

本
的

に

い
た
め

リ

姉
や
ユ
ウ
キ
の
独

場
と

え
る

地
味
に
サ
チ
も
槍
の

突
や

ぎ

払
い
だ
け
で
な
く

突
の
打
撃
で

に
戦
え
て
い
た
り
す
る

取
り

え
ず

の
戦
闘
参
加

が
少
な
め
な
の
は
有

い
話
で
あ
る

 

な
の
だ
が

そ
れ
は
そ
れ
で
問

で
も
あ
る

 
ま
ず
一
つ
目
の
問
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こ
の

第
一

層
で
あ
れ
ば

え
て
間
違

た

を

め
ば

の
入
り

へ

れ
る

し
第
二

層
へ
上
が
る
場
合
も

だ

た
の
で
二

層
で
も
す
ぐ

れ
る
の
に
変
わ
り
な
い

が

そ
れ
以
上
が
問

だ

た

 
第
三

層
へ
上
が
る

の
手

が
そ
れ
以

は
転

に
な

て
い
た
の
だ
し
か
も
下
へ

り
る

の
転

は
無
い

 
つ
ま
り

れ
な
い

 
加
え
て

う
と
こ
の

多
分

全
体
が
結

無

化
空
間
で
あ
る

結

な
ど
を
使

お
う
と
し
て
も
こ
れ
ま
で
の

層
全
て
が
無
反
応
だ

た
の
で
現
状
転

結

に
よ
る

脱
出

は
出
来
そ
う
に
な
い

無
論

な
ど
あ
る

が
な
い
の
で

が
風
の
力
で
編
み
出
し
た

行
術

で
脱
出
な
ど
出
来
る

も
な
い

の
見
た
目
的
に
結
構
穴
が
開
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
だ

が

ど
う
や
ら
外

だ
け
だ

た
よ
う
だ

 
そ
の
事
に
第
三

層
に
進
ん
で
す
ぐ
気
付
い
た
の
だ
が
最

後
の

り
な
の
で
マ

ピ
ン
グ

だ
け
の
探
索
は

に
ガ
チ
攻
略
へ
と
目
的
が
切
り

わ

て
い
る

 
第
二
の
問

に
上
が

た
事
が

小
部

に
入
る

に

回
復
活
す
る

の

手
を
す
る
メ

ン
バ

の
武
器
の

値

鍛
冶

ス
キ
ル
を
極
め
て
い
る
と
は

え

本
来

ぎ
に
回
転
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以
外
を
使
う
の
は
応

的
な
そ
の
場

ぎ
の
も
の
そ
う

も
使
え
る
手

と
は

え

な
い

 
リ

姉
の

ノ
太
刀
は
空
恐
ろ
し
い
程
の

値
が
あ
る
し
ユ
ウ
キ
が
振
る
う
魔
剣
エ

リ

シ
オ
ン
も
同
様

サ
チ
が
持
つ
魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
も
お
な
じ

 
レ
イ
ン
と
ル
ク
ス
の
二
人
は
同
じ
武
器
を
使
い

け
る
事
に

り
は

い
ら
し
く

ホ
ロ
ウ
・

エ
リ
ア
で

れ
た
金
属
か
ら
鍛
え
上

た
片
手
剣
を
そ
れ
ぞ
れ
使

て
い
る

少
な
く
と
も
以

前
持

て
い
た
剣
よ
り

値
の
面
で
は
ま
だ
か
な
り

が
あ
る

 
つ
ま
り
一
番
危
な
い
の
が
フ

リ
ア
と
い
う
事

剣

だ
か
ら
仕
方
な
い

 
ま

に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
数
少
な
い
生

系
ス
キ
ル
の
完
全

得
者
が
二
人

と
レ
イ

ン

い
る
の
で
武
器
を
イ
ン
ゴ

ト
へ

直
し
た
後
再

同
カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
へ
鍛
え
直

す
事
も
出
来
な
く
は
な
い

武
器
の
パ
ワ

や
ス
ピ

ド
と
い

た
タ
イ
プ
は

直
し
で
も
引
き

継
が
れ
る
の
で
運

の
仕
方
に
大
き
な
差
は
無
い

が
名
付
け
た
継
承
は

の
一
つ
と

し
て
一

の

地
が
あ
る
と

え
る

特
に

最
大
値
が

本
少
な
目
の

剣
を
使

て
い
る

フ

リ
ア
は
こ
の

を

え
て
お
く
べ
き
で
は
あ
る

 
だ
が
フ

リ
ア
が

て
い
る

剣

ド
ブ
レ
イ
カ

は

剣
の
カ
テ
ゴ
リ
で
は
か
な
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り
特

な
部

に
入
る

片
手
剣

よ
り

め
と
は

え

剣

に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る

ど
の
武
器
よ
り
肉

つ
刀
身
が
⻑
い
点
だ

 
肉

と
い
う
事
は
見
た
目

り

で
あ
る
事
す
な
わ
ち

値
が
多
め
で
あ
る
事
を
意
味

す
る

 
刀
身
が
⻑
い
事
は
そ
の
ま
ま
リ

チ
の
⻑
さ
に
直
結
し
て
い
る

 
こ
の
二
点
が

剣
の
中
で
も

し
い
特
徴
で
あ
る
と
最
前
線
で
様

な
武
器
を
見
て
来

た

が
判
断
し
て
い
る
と
い
う
事
は

鍛
冶

ス
キ
ル
を
以
て
新
た
な

剣

を
作
り
出
し

た

本
的
に
は

く

い
品
が
出
来
上
が
る
と
い
う
意
味
に
な
る

 
闘
技
場
を
突
破
し
第
七
十
五
層
の
攻
略
が
始
ま

た

の
よ
う
に
多
少
の

が
あ
る

で

あ
れ
ば
ま
だ
し
も
今
は
ダ
ン
ジ

ン
の
中
だ

安
全
面
か
ら
し
て
も

振
り
の
練

に
は

し

て
い
な
い

本

に
最
悪
な
状
況
に

れ
ば
す
る
し
か
な
い
が
新
品
の
武
器
を
持

て
す
ぐ
本

発

と
は

い
か
な
い

そ
ん
な
事
が
出
来
る
の
は
多
分
リ

姉
く
ら
い
だ

 

リ

姉

て
実

の
と
こ
ろ

者
な
ん
だ
ろ
う
か

 

と

ど

無
い
事
に
思

が
ズ
レ
る

 

わ
れ
義
弟
と
し
て
大
切
に
し
て
も
ら

て
色

と
教
え
て
も
ら

た

強
に

す
る
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知
識
面
は

論

の
生
活
な
ど
に

し
て
知

て
い
る
身
か
ら
す
れ
ば
リ

姉
／
直
姉
は

の
一

人
と

え
る
出
身
で
あ
る

少
な
く
と
も

家
の
実
姉
と
実
兄
に

べ
れ
ば
確
実

に 
で
も
武
道
の
方
面
は

と
し
な
く
て
も
あ
の
二
人
を
超
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い

 
そ
も
そ
も

が
鍛
え
た

ノ
太
刀
は
外
見
こ
そ
リ

姉
が

か
ら
持

て
い
た
ジ

ワ

イ
ユ

ズ
と

似
し
て
い
る
が
刃

り
や
刀
身
の
反
り
に

し
て
は
あ
ま
り
似
て
い
な
い

を
や
や
変
え
た
代
物
と
は

え
る
が

 

ノ
太
刀
の
⻑
さ
は
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
は

論
平

的
な

刀
の
そ
れ
を
超
え
て
い

る

刀
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
剣
に

れ
て
い
た
直
姉
／
リ

姉
か
ら
す
れ
ば
今
の
剣
に
す
ぐ

応
す

る
事
は
か
な
り
常
識
外
れ
だ

 
武
道
の
経
験
を

ん
で
い
る
か
ら
こ
そ

整
に
必
要
な
時
間
は

人
よ
り
は

い
だ
ろ
う

 
だ
が

ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
感
覚
の
差
異
に
よ
る
失

は
あ
る
と
思
う

し
か
し
現
状
間
違
い

な
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

で
最
強
の
技

を
誇
る
妖
精
剣
士
は
た
だ
の
一

も
失

し
て
い
な

い

法

を

ば
ず

と
い
う

が
あ
る
と
い
う
が

現
代
の
人
間
が
武
器
の

い
に

い
て
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法

レ
ベ
ル
の
技

を
誇
る
事
は
か
な
り
お
か
し
い
と
思
う

 
本
人
か
ら

い
た
話
で
は
武
道

は

の
指
導
方

に
よ
る
も
の
だ

た
ら
し
い
が

 

や

ノ
之
も
大

だ
け
ど
桐

谷
も
結
構
大

な
気
が
す
る
な

コ
レ

 

を

た
一
家
の
大
黒

で
あ
る
桐

谷

高
は

桐

谷
家
の

子
で
あ

た
そ
う

だ

直
姉
か
ら

い
た

の
実
子
と
い
う
事
で
あ
る

つ
ま
り
義

さ
ん
は

ぎ
に
来
た

だ 
直
姉
の

は
武
道
と
礼

を
重
ん
じ
る

向
に
あ
り

物
を

絶
こ
そ
し
な
い
も
の
の
古

い

を
重

す
る
思

が
強
か

た
ら
し
く
武
道
を
息
子
に
も

わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
ら

し
い

し
か
し
義

さ
ん
は
そ
れ
に
反
対
し
て
外
国
へ

び
出
し
証

会

に

し
義

さ
ん
と
結

し
て
直
姉
を
生
ん
だ

場
が
外
国
と
い
う
事
も
あ

て

の
武
道
勧
誘
の
手
か

ら

れ
ら
れ
る
た
め
こ
れ

ど
良
い
場

は
無
か

た
だ
ろ
う

 
流

に
外
国
に
い
る

手
に
教
え
ら
れ
な
い
た
め
直
姉
に
教
え
る
事
に
な
り
非
常
に

が

良
い
事
も
あ

て

が

子
に

た
結
果
が
コ
レ
だ

と
義

さ
ん
が

ろ

い

の
時
に

い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
覚
え
が
あ
る

 
ち
な
み
に

コ
レ
だ

と

わ
れ
た
時
の
直
姉
は

や
や
複

そ
う
な

を
し
て
い
た
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取
り

え
ず
小
学

六
年
や
中
学
上
が
り
立
て
の
年

で

広
く
武
道
を
教
え
ら
れ
る
の
が
ア

レ
な
の
は

に
も
分
か
る
の
で

護
は
出
来
な
か

た

 
武
道
が

ん
だ

た
時
代
は
む
し
ろ

や

ノ
之
桐

谷
家
レ
ベ
ル
が

だ

た
の

だ
ろ
う
か

キ

れ
て
い
る
な
ら

に
し
た
ら
ど
う
で
す
か

ん

 
あ

そ
う
だ
な

 
攻
略
に

無
い
事
に
思

が

れ
て
い
た

は
ど
う
や
ら

目
か
ら
見
て

れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
ら
し
い

労
と

の
せ
い
で
集
中
力
が

ち
て
い
た
の
は
確
か
な
の
で
実

間

違
い
で
は
無
い

か
ら
動
き

め
だ
し

い
い
加

少
し

し
よ
う
か

 
宝

を
入
手
し
た

に
掛
け
た
探
索
時
間
は
行
き
帰
り
が
そ
れ
ぞ
れ
約
二
時
間
の
合

約
四

時
間

を
出
た
時
点
で

を
過
ぎ
て
い
た
の
で

食
を
取
り

後
一
時
過
ぎ
か
ら

へ
入

て
い
る

 
つ
ま
り
現
在
時

は

後
三
時

ど

 

五
時
か
ら
リ

姉
と
一
時
間
知

と
助

を

け
て
イ
メ

ジ
を
練
り
そ
れ
以

道
中
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の
戦
闘
で
も
常
に
イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
を

け
実

に
探
索
や
戦
闘
を

け
て
来
た

夜

も
あ

て

眠
時
間
が
少
な
い
事
も

労
し
や
す
く
な

て
る
一
因
か

 
流

に
そ
ろ
そ
ろ
小

止
を
取
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
な

と
や
や
回
転
が

い

で

え

る 

良
い
事
に
現
在
い
る
小
部

に
モ
ン
ス
タ

は
い
な
い

間
違
え
た

に
入

て
入
り

に

さ
れ
た
か
ら
な
の
だ
が
入
り

は
圏
内
で
こ
そ
な
い
も
の
の
一
応
は
安
全
地

に

し
い
場

ら
し
い

 
そ
れ
が
決
定
打
と
な
り

小

止
を
取
る
事
を
み
ん
な
に
伝
え
る

 

は
転

を

ま
な
い
よ
う
思
い
思
い
に
小
部

の
中
で

ぎ
始
め
た

リ
ポ

プ
の
心
配

も
無
い
か
ら

心
も
や
や

め
だ

無
く
な

て
い
な
い
の
は
圏
外
だ
か
ら
と
ケ
イ
タ

や
Ｐ
ｏ
Ｈ
達
が
追
い
付
く
可
能
性
が
あ
る

で
あ
る

や

て
来
た
時
は

で
も
転

で
気
付
く

の
で
そ
れ
も
必
要
最

限
に

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

 

は

の
小
部

へ
進
む
た
め
の
転

に
近
い
場

に

り

み

く
り
と
思

を
回

し
始
め
た

 

転

の
仕
様
に

れ
た
今
は
マ

ピ
ン
グ
デ

タ
に
ど
の
小
部

の
転

同
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士
が
繋
が

て
い
る
か
を
記

で
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
が
こ
れ
は
完
全
に
人
海
戦
術

に

し
い
の
で
結
構
時
間
が
掛
か
る

し
か
も

に
進
ん
で
も
間
違
え
れ
ば
逆

り
な
の
で
一

層
進
む
に
も
結
構
手
間
が
掛
か
る

 
こ
の
二
時
間
で

破
し
た

層
は
六
つ

つ
ま
り
現
在
層
は
七

層

 
多
分
だ
が

上
へ

り

く
こ
れ
の
三

の

層
は
最

限

破
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

外
か
ら
見
た
感
じ

の
高
さ
は

に
百
メ

ト
ル
を
超
え
て
い
て
中
の
一
層
の
天

の
高
さ
は

お
よ
そ
五
メ

ト
ル
な
の
で

で
二
十
四

層
は
あ
る
か
ら
だ

の

み
を
足
し
て

も
そ
れ
く
ら
い
は
あ
る
だ
ろ
う

密
な

の
高
さ
は
分
か
ら
な
い
の
で
も

と
あ
る
可
能
性
は

十
分
存
在
す
る

 

一
人
な
ら
道
中
の
モ
ン
ス
タ

を

り
し
て
も
良
い
の
だ
が

間
が
い
る
以
上
そ
れ
は

出
来
な
い

 

一

し
よ
う
は
と
し
た
の
だ
が

に
出
そ
う
と
し
た

間

圧
だ
け
で

ら
さ
れ

た

リ

姉
と
ユ
イ
姉
と
ユ
ウ
キ
の
三
人
だ
け
だ

た
が

く
怖
か

た

背

に
氷
水
を
突

ま
れ
た
よ
う
な

気
が

た

あ
と
レ
イ
ン
達
の

お
う
と
し
て
る
ん
だ
と

い
た

な
眼
が
地
味
に

か

た
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心
配
し
て
く
れ
て
い
る
と

え
れ
ば
む
し
ろ

し
い
事
で
は
あ
る

 
で
も
や

り

い
も
の
は

い
し
怖
い
も
の
は
怖
い

リ

姉
だ
け
は
も
う
怒
ら
せ
た
く

な
い

 

あ
の

気
だ
と
ユ
ウ
キ
と
ユ
イ
姉
の
二
人
の

怒
ぶ
り
も
大
差
な
い
か
な

と
思

て

い
た
り
す
る

ア
キ
ト
に
対
し
て
キ
レ
た
時
の

を
見
て
い
る
と
ユ
ウ
キ
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う 

そ
う
い
え
ば

あ
の
時
キ
レ
た
の

て

 

と
気
に
な

た
の
が
ユ
ウ
キ
が
ア
キ
ト
に
対
し
キ
レ
た
事

記

が
正
し
け
れ
ば

が
剣

で

か
れ

を

で
ら
れ
た
時
だ

た

だ

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
深
夜
に

け
取

た

白
か
ら

え
れ
ば

故
キ
レ
た
か
の
理
由
も

自
ず
と
分
か
る

 
そ
れ
だ
け
想

て
も
ら
え
て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
自
意
識
過

で
な
と

な
ら
結
論
付
け
る
が
異
性
と
し
て
想
わ
れ
て
い
る
事
が
確
定
し

て
い
る
の
で
そ
の
結
論
は
出
な
い

流

に
自

れ
は
し
な
い
が
そ
う
想

て
も
ら

て
い
る

事
は
確
実
な
の
だ
か
ら

し
い
し
誇
ら
し
く
も
思
う



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
家

以
外
か
ら
心
配
さ
れ
た
り

感
的
な
感
情
を
向
け
ら
れ
る
の
は
と
て
も
経
験
が
少
な

い

だ
か
ら

直
に

し
い

 
リ

姉
に
も
同
じ

白
を
さ
れ
た
点
に

し
て
は

を

え
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
ど
ち
ら

か
ら
も
返

は
も

と
先
で
と

て
も
ら
え
て
い
る
か
ら
ま
だ
悩
む
だ
け
で
良
い
し
二
人
の

ぶ
り
か
ら
な
ん
と
な
く
他
の
人
を

ぶ
可
能
性
を

え
て
い
る
事
が
分
か
る
の
で

が
真
剣

に

え
た
上
で
の
決
断
で
あ
れ
ば
責
め
ら
れ
は
し
な
い
と
思
う

二
人
は
そ
の

り
の
分
別
が
付

い
て
い
る
方
だ
と
は

も
信

し
て
い
る

 
だ
か
ら
最

限

は

を

し
不
義
理
を

か
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

あ

ま
り
心
配
を
掛
け
な
い
よ
う
に
掛
け
る
に
し
て
も
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
配
慮
す
る
事
は

然
だ

 
と
は

え

も
う
少
し

ス
を
上

る
べ
き
か

 
ユ
ウ
キ
と
リ

フ

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
最
前
線
攻
略
メ
ン
バ

の
幹
部
だ

情
報

収
集
と
そ
の

合
ま
た
打
ち
合
わ
せ
な
ど
も

め
明
日
の
夜
に
は
あ
ち
ら
へ

て
お
く
必

要
が
あ
る

レ
イ
ン
達
も
こ
こ
は

同
様
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こ
こ
を
攻
略
し
な
い
と
出
ら
れ
な
い
以
上

ス
を
上

る
事
は
最
終
的
に
は
取
ら
ざ
る
を

得
な
い
手

に
な
る

そ
う
な
る
と
今

は
武
器
が
な

 
か
と

て
下
手
に

ス
を
上

る
と
今

は
先

ど

え
た
武
器
の

値
の
問

に

な
る

 

い

と
ユ
イ
姉
の
を

せ
ば
い
い
し
小
部

に

く
モ
ン
ス
タ

を
倒
し
た
後
部

を

動
さ
え
し
な
け
れ
ば
リ
ポ

プ
は
し
な
い
よ
う
な
の
で

場

は

時
で
も
確
保
出
来

る
事
に
な
る
が
こ
れ
ま
で
の
数

の

層
が
残

て
い
る
と

え
ら
れ
る
以
上
あ
ま
り

を

さ
せ
ら
れ
な
い

に
は
モ
ン
ス
タ

だ
け
で
な
く
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
始
め
と
し
た
プ
レ
イ

も

る
の
だ
か
ら

 
ま
た

か

ど
ち
ら
か
が
正
解
と
は

え
流

に
数
十
も
の
小
部

に
あ
る
転

全
て

の
正
解
を
引
く

確

は

の

十

分
の

な
ん
て
確

を
引
き

て
る
な
ど
不
可

能
に

し
い

間
違
え
る

に
再
戦
す
る
の
だ
し
転

の
正
解
数
が
多
い

ど
間
違
え
た
時

に
は
戦
闘
回
数
も
増
え
て
い
く

 

が

い
話
だ

も
う

に

い
が
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今
ま
で
の
よ
う
に
一
人
で
あ
れ
ば
こ
ん
な
悩
み
も
無
い
の
だ
け
ど

 
そ
こ
ま
で

え

一

思

を
止
め
る

 
人
に
理
解
し
て
も
ら
い

け
容
れ
ら
れ
る
事
を
心
の

で
は
求
め
喜
ん
で
い
る
と
い
う
の

に
流

に
こ
れ
は

と
い
う
か

な

え
だ

の

生
は
⻘
く
見
え
る
と

う
が

流

に

の
場
合
は

の
根
が

く
の
が

過
ぎ
る
と

た
方
が

切
で
あ
る

 

を

え
れ
ば

一
人
の
方
が
良
い

は
実

重
要
だ
し
重

す
べ
き
事

先
す

る
べ
き
事

と
状
況
だ

て
あ
る

 
で
も
今
は
最

先
す
べ
き
事
で
は
な
い

重
要
で
は
あ
る
が
ま
だ
安
全
性
を
取

た
方
が
マ

シ
だ

 
思

を
入
れ

え
る
意
味
も

め
一

三

五

に

時
間
を
過
ご
す

に

線
を
巡
ら

せ
る

な
ん
だ
け
ど

ど
う
か
な

う

ん

ユ
ウ
キ
さ
ん
は
我
流
で
完
成
さ
せ
て
ま
す
か
ら
ね

あ
ま
り
手
を
加
え
る
と

れ

ま
す
し

⻑
期
的
な
ら
と
も
か
く

期
を
前

に
手
を
出
す
と
な
る
と
却

て
逆

果
に
な

る
と
思
い
ま
す

そ
も
そ
も
あ
た
し
の
は

合
を
前

に
し
て
い
る
も
の
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
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戦
闘

を
前

に
し
て
い
る
も
の
な
の
で
求
め
ら
れ
る
内
容
も
違

て
ま
す
し

あ
た
し
の

戦
い
方
は

シ
ス
テ
ム
に

ら
す
と
か
な
り
無

が
あ
り
ま
す
か
ら

そ

か

 
部

の

の
方
で
は
リ

姉
と
ユ
ウ
キ
が

や
ら
話
し
合

て
い
た

断
片
的
に

こ
え
て
来

る
内
容
か
ら

す
る
に
ユ
ウ
キ
が
戦
闘
特
に
剣
術

の
事
で
意
見
を
求
め
て
お
り
そ
れ
を

断
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
ユ
イ
姉
と
ル
ク
ス
サ
チ
も
興
味
は
あ
る
の
か
会
話
に
参
加
こ
そ
し
て
い
な
い
も
の
の
二
人

の
近
く
で
話
を

く

勢
を
取

て
い
る

 
ナ
ン
も

故
か
ユ
イ
姉
の

に

ま

て
い
た
最
近
地
味
に
マ
ス
タ

と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
な
い
気
が
し
て
い
る

 
ナ
ン
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
リ

姉
の
指
導
は
確
か
に

果
が
高
い
と
思
う
が
そ
れ
は
Ｓ

Ａ
Ｏ
の
剣
技
を
修
得
す
る
前
に

て
い
た

に
限

て
の
事

生
き
る
た
め
戦
う
た
め
に
我

流
で
剣
を

き

を
鍛
え
て
来
た
ユ
ウ
キ
が
下
手
に
指
導
を

け
て
も
逆

果
に
な
る
可
能
性

は
確
か
に
高
い
だ
ろ
う

⻑
期
的
に
見
れ
ば
い
い
と
は
思
う
が
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
間
に
限

た

期
的
な
話
や
今
強
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
不
向
き
で
は
あ
る
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そ
れ
に

し
て
は
ユ
ウ
キ
も

し
て
い
た
ら
し
く
や
や

を

と
し
て
い
る
も
の
の
気

ち

は
そ
こ
ま
で
し
て
い
な
い
よ
う
だ

た

 
高
レ
ベ
ル
の
自
分
と

す
る
実
力
が
あ
る
の
に
ま
だ
上
を
目
指
す
の
か

と
遠
い
眼
に
な

る

未
だ
勝
負
が

い
て
い
な
い
以
上

れ
は
再
び
デ

エ
ル
を
す
る
可
能
性
が
高
い
が
武
道

の
経
験
が
無
く
セ
ン
ス
だ
け
で
こ
こ
ま
で
強
く
な

た
ユ
ウ
キ
が
戦
闘
な
技
術
を
身
に

け
た
場

合

ど
れ

ど
の
剣

を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
か
ち

と
想
像
出
来
な
い

 
ま

仮
想
世
界
で
経
験
を

む
事

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を
超
え
る

の
下
地
を

く
事

が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
た
め
む
し
ろ
強
い
剣
士
が
多
く
な
る

の
は

す
べ
き
事
で
は
あ
る

 
そ
う
自
分
を

得
さ
せ
た
後

に
目
を
向
け
た
の
は
レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
の
二
人
だ

ん

い
い
加

武
器
の

最
大
値
が
心
許
無
い
か
な

回
転

が
あ

た
ら
良

か

た
ん
だ
け
ど
ね

レ
イ
ン
の
鍛
冶
道

は

ど
教
会
に

い
て
る
か
ら
仕
方
な
い

て

わ
た
し
が
技
術
的
な
創

意
工

を
す
れ
ば
ま
だ

と
か
な
る
し
最
終
手

と
し
て

直
し
と
鍛
え
直
し
を
す
れ
ば
い
い

話
だ
か
ら
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
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う
ん

あ
り
が
と
う

フ

リ
ア
ち

ん

 
こ
ち
ら
の
二
人
は
ど
う
や
ら

が
気
掛
か
り
な
武
器
の

値
に

し
て
話
し
合

て
い
る

よ
う
だ

 
実

フ

リ
ア
の

ド
ブ
レ
イ
カ

を
始
め
武
器
は
鍛
え
直
し
／
継
承
を
す
れ
ば
済
む

話
で
は
あ
る

使
い

れ
て
い
な
い
武
器
で
自
分
よ
り
も
格
上
の

数
体
を

手
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
は
あ
ま
り
取
り
た
く
な
い
手

な
の
だ
が

 
と
い
う
か
レ
イ
ン
の
鍛
冶
道

は

本
第
一
層
の
教
会
に

い
て
い
る
の
か

そ
れ
を
届
け

に
最
前
線
に
教
会
の
メ
ン
バ

が
来
て
い
る
な
ん
て
事
が
無
い
事
を
祈
る

特
に
そ
れ
ら
し
い
話

は

か
な
い
の
で
多
分
大

だ
と
は
思
う
が

 
あ
と
第
二
十
二
層
を
始
め
と
し
た
釣
り
ス
ポ

ト
を
巡

て
い
る
釣
り
ギ
ル
ド
の
ニ
シ
ダ
さ
ん

達
も

こ
ち
ら
は
大
人
勢
ば
か
り
だ
し

と
シ
ノ
ン
以
外
は

も
知
ら
な
い
の
で
来
て
い
て

も
す
ぐ
に
は
分
か
ら
な
い

 
そ
れ
に
し
て
も

思
え
ば

分
と
親
し
い
人
が
増
え
た
な

と
感

を

く

 
同
時
に

望
外
の
事
で
あ
る

と
も

 
ベ

タ
テ
ス
ト
を
し
て
い
た

は

論

ビ

タ

に
な
る
決
断
を
下
し
た
時
で
は
予
想



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

し
て
い
な
か

た
状

だ

こ
ち
ら
の
意

に

ど

付
い
て
い
る
ア
ル
ゴ
は
と
も
か
く
最
悪

ク
ラ
イ
ン
に
も

絶
さ
れ
る
と
思

て
い
た
の
に
今
で
は

手

足
の
指
で
足
り
な
い
く
ら
い

キ
リ
ト

を

け
容
れ
て
く
れ
る
人
が

る

 

い
と

て
良
い
の
か

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
い
う
ネ

ト
ゲ

ム
の
世
界
と
は

え

は

身
バ
レ
し
て
い
る
も
同
然
の
状

で
人
と
交
流
を
持

て
い
る

の

性
を

ど
知

ら
れ
て
い
る
の
だ

 
そ
の
上
で

け
入
れ
ら
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
と
て
も

し
い
事
だ

道
を

み
外
し
掛
け
て
リ

姉
に

め
ら
れ
は
し
た
も
の

の

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
生
き
て
来
た

キ
リ
ト

は

一

だ
ろ
う
が

桐

谷
和
人

だ
ろ
う

が

ど
ち
ら
も
リ
ア
ル
の
自
分
の

身
大

キ
リ
ト

を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
事
は
そ

く
り

そ
の
ま
ま
自
分
自
身
を
認
め
ら
れ
た
事
に

し
い

こ
の
世
界
で
認
め
ら
れ
る
事
は
今
だ
け
で

な
く
か
つ
て
の
名
前
と
し
て
の
自
分
も
認
め
ら
れ
た
に

し
い
の
だ

 
世
の
中
ま
だ
捨
て
た
も
の
じ

な
い

と

中
で
独
語
す
る

 

ま

ど
れ
だ
け
こ
の
世
界
で
強
く
な
り
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
を
現
実
に
流

／

応
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
無
意
味
に

し
い
の
だ
が

せ
出
来
な
け
れ
ば

来
的
に
多
く
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の
人
を
超
え
ら
れ
ず
未
来
を
開
け
ず
生
き
ら
れ
な
い
と
い
う
事
な
の
だ
か
ら

ど
れ
だ
け
良

い
事
が
あ

て
も
結
果
が
死
な
ら
意
味
は
な
い

過
程
を
重

し
て
い
て
も
先
に

か
な
い
結

果
で
あ
れ
ば

 
本

に
死
に
た
く
な
い
と

に
も

こ
え
な
い
程

で

ら
す

  

直
後

突
に
背
後
か
ら
黒
い
光
が
発
生
し
た

   
小

止
を
取

て
多
少
の
時
間
が
過
ぎ
た
時

突
に
部

の
一

で
黒
い

が
立
ち
上

た

キ
リ
ト
君
の
背
後
に

す
る
場

で
発
生
し
た

は

の

を

い
て
い
る

 
そ
の
闇
の
中
か
ら

以
前
見
た
覚
え
の
あ
る
人
影
が

を
現
し
た

 
黒
フ

ド
と
銀
の
チ

ン
が
特
徴
的
な
黒
コ

ト
を

て
い
て
し
か
も

上
に
は
本
来

表
示
さ
れ
る
カ

ル
と

ゲ

ジ
も
無
い
と
い
う
特
異
な
特
徴
ま
で
合

し
て
い
る

こ
ち

ら
で
ユ
ウ
キ
ち

ん
達
と
合
流
し
た
後
に
遭
遇
し

黒
い

で

を
消
し
た
者
に

違
な
い

 
間
近
で
見
る
と
思

た
よ
り
背

が
高
か

た
事
に
気
付
く

す
ぐ
近
く
に

る
キ
リ
ト
君
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が
と
て
も

い
の
で

高
く
見
え
て
い
る

リ

フ

ち

ん
よ
り
も
更
に
高
く
ユ
イ
ち

ん
と

同
程

と
い

た
と
こ
ろ
か

 
そ
の
人
物
が

か
ら
一
歩

み
出
す
と
同
時

黒
い

手

に

ま
れ
た

手
を

ば
す

キ
リ
ト

て

 
焦

を

わ
に
ユ
ウ
キ
ち

ん
が
悲
鳴

じ
り
に

ん
だ

 

同
期
し
て
彼
女
と
リ

フ

ち

ん
と
は

に
収
め
て
い
た
自
分
の
愛
剣
と
愛
刀
を

き
払
い
な
が
ら

け
出
す

 
声
を
掛
け
ら
れ
る
時
点
で
キ
リ
ト
君
は

に
振
り
返

て
い
た

な
 

く

惑
と

を

交

に
し
た
声
を
発
し
つ
つ

反

的
に
か
手
を
払

た

自

然

黒
コ

ト
の
手
が
弾
か
れ
る

 

し
か
し
黒
コ

ト
は
間
髪
入
れ
ず
一
歩

み

み
そ
の

の

を
少
年
の

へ

と
突
き

ん
だ

 
部

に
反

し
た
重
い

き
に
反
し
悲
鳴
は
お
ろ
か

き
す
ら
上

な
か

た
の
は
彼
の
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精
一

の

持
故
か

 
だ
が
黒
コ

ト
の

は
見
た
目
の

ら
か
さ
に
反
し
て
恐
ろ
し
く
重
か

た
よ
う
で

に

れ
掛
か
る
よ
う
に
し
て
脱
力
し
て
し
ま

た

絶
な
過
去
を
持
つ
少
年
を
以
て
し
て
も

え
ら

れ
な
か

た
ら
し
い

 
そ
の
少
年
を

黒
コ

ト
は

で
小

に

え
上

る

て
そ
の
子
を

返
し
な
さ
い

 
明
ら
か
に

れ
去
ろ
う
と
す
る

振
り
の
人
物
の

を
止
め
る
べ
く
や
や
間
を

く
よ
う

に

離
を

整
し
な
が
ら

紺
と

の
剣
士
二
人
が

み
掛
か

た

 
蒼
い
小
⻯
も

び
掛
か
ろ
う
と
し
た
が
流

に
危
険
と
判
断
し
た
の
か

に
サ
チ
ち

ん
に
よ

て

き

め
ら
れ
て
い
た

 
最
初
に
斬
り
掛
か

た
の
は

紺
の
剣
士

手
に
持
つ
黒
き
魔
剣
を
全
力
で
殺
意
す
ら
放
ち

な
が
ら
果

に

攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
く

間
的
に
三
回
四
回
の
斬
閃
を
放

て
い
る
の

を
見
る
に
怒
り
で
ポ
テ
ン
シ

ル
が
上
が

て
い
る
よ
う
に
見
え
る

加
え
て
技

に
翳
り
が
見

え
な
い
の
は

流

最
初
期
攻
略
メ
ン
バ

の
一
人
だ
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け
て

の
剣
士
が
波
状
攻
撃
を
仕
掛
け
た

黒
コ

ト
の

面
な
い
し
背
面
か
ら
同
時
攻
撃

す
ら
仕
掛
け
る
勢
い
に

を
斬
殺
す
る

い
な
ど
見

け
ら
れ
な
い
愛
す
る
義
弟
の

な
ら

本
気
で
殺
す
つ
も
り
で
斬
り
掛
か

て
い
る

 
ど
ち
ら
も
自
分
が
見
た
中
で
は
正
に
そ
れ
ぞ
れ
の
最
強
と

え
る
と
思
う

紺
の
剣

士
は
少
年
と
の
デ

エ
ル
時
以
上
の
猛
攻
を
見
せ
て
い
る
し
緑
の
剣
士
も
同
じ
く
少
年
と
の
死

闘
の
時
以
上
の
勢
い
と
気

で
刃
を
振
る

て
い
る

 

だ
が

手
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ト

プ
ク
ラ
ス
の
強
者
す
ら

い
で
い
た

 
華

つ
小

と
は

え
人
一
人
を

い
で
い
な
が
ら
黒
コ

ト
の
人
物
は

手
に
取
り
出

し
た
白
い
片
刃
直
剣
で
全
撃

に

き
切

て
い
く
の
で
あ
る

多
少

動
は
し
て
い
る
が

そ
の
動
き
は

く

で

す
ら
見
て
取
れ
る

 
二
人
の
斬
撃
に
は
突
進
に

し
い
勢
い
が

て
い
る

そ
れ
を
マ
ト
モ
に

け
止
め
よ
う
と

す
れ
ば

ん

り
が
必
要
な
の
で
隙
を
晒
す
が
黒
コ

ト
は
そ
れ
ら
を
上
手
く

け
流
す
よ
う

刃
を

ら
し

い
て
い
た

 
自
然

紺
と

の
剣
士
の

名
は
斬
り
掛
か
る

に
刃
が
あ
ら
ぬ

道
を

く
か
数

前

ま
で

が
い
た
場

へ
突

み
慌
て
て
振
り
返
る

そ
ん
な
光

が

り
返
さ
れ
る
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特
に

の
剣
士
は
対
人
戦
に

い
て
無

の
強
さ
を
誇
る
認
識
を
持

て
い
た
た
め
に
こ
の

展
開
に
自
分
達
は
目
を
見
開
く

彼
女
す
ら

ば
遊
ば
れ
て
い
る
な
ど
悪
夢
に

し
い

彼
女
は

圧
倒
的
な
レ
ベ
ル
差
す
ら
対
人
戦
に

い
て
は

す
事
を
実
証
済
み
な
の
だ
ス
テ

タ
ス
差
で

し
返
さ
れ
て
い
る

で
は
無
い
以
上
実
力
で

さ
れ
て
い
る
事
に
な
る

ユ
ウ
キ
さ
ん

一

下
が

て
下
さ
い

 
今
の
ま
ま
で
は

が
明
か
な
い
と
判
断
し
た
の
か

の
剣
士
は
後
退
し

指
示
を
出
す

 
そ
れ
に
一

う
表
情
を
浮
か
べ
た
も
の
の
す
ぐ

紺
の
剣
士
も

離
を
取
り

直
後

後
退
し
た

の
剣
士
が
す
ぐ
さ
ま

離
を

め
始
め
た

え

リ

フ

ハ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 

故
と

外
に
問
う
声
に
彼
女
は
応
え
な
い

裂

の
怒
声
を

の

か
ら
出
し
て
い
る

彼
女
は
一
気

成
と
ば
か
り
に
⻑
刀
を
振
る
う

 
残
光
が
乱
れ
舞
い

に
二
人
の
刃
が
こ
の

間
ど
こ
に
振
る
わ
れ
て
い
る
か
も
見
え
な
い
速

で
戦
い
は
進
行
す
る
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の
剣
士
の
実
力
が

外
れ
で
あ

た
事
は

に
承
知
し
て
い
た
が
そ
の
猛
攻
を
子

一
人

小

に

え
つ
つ
全
撃

な
せ
る
黒
コ

ト
の
実
力
は

手
で
振
る
わ
れ
る
剣

の

を
片
手

持
ち
の
剣
で

い
て
い
る
事
か
ら
ス
テ

タ
ス
も

め
て
か
な
り
高
い

 
以
前
刃
を
交
え
た
ら
し
い
キ
リ
ト
君
に
よ
れ
ば
人
違
い
で
な
け
れ
ば
こ
の
黒
コ

ト
の
人
物

は
彼
を
圧
倒
す
る
実
力
を
有
す
る
と
い
う

そ
ん
な

手
と
未
だ
斬
り
結
べ
て
い
る
の
は
恐
ら

く

手
に
こ
ち
ら
を
殺
す

振
り
が
無
い
事
に

因
す
る

 
二
進
数
に
よ

て
再
現
さ
れ
た
こ
の
世
界
に

い
て
理
論
上
感
情
や
気
配
な
ん
て
感
覚
的
に

な
情
報
は
伝
わ
ら
な
い

だ
が
ア
バ
タ

を
動
か
す
プ
レ
イ

の
心
や
感
情
は
本
物
故

に
表
情
を
見
な
く
と
も

気
だ
け
で
伝
わ
る
事
が

外
多
い

そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
が

本
的
に
他

者
を
疑

て
か
か
る

境
故
に
人
の
悪
意
や

意
と
い

た
も
の
は
リ
ア
ル
に

た

に

べ

格

に
過

に
な

て
い
る

 
だ
か
ら
こ
の
黒
コ

ト
の
人
物
が
こ
ち
ら
を
殺
す
つ
も
り
で
な
い
事
は
分
か
る

意
に

し

て
は

だ
が

少
な
く
と
も

く
突
き

さ
る
程
の
殺
意
は

無
い
と

え
る

 
こ
こ
に
来
た
理
由
は
恐
ら
く
小

に

え
て
い
る
少
年
に
あ
る
の
だ
ろ
う

 
な
ら

故
以
前
し
な
か

た
の
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ
が

と
し
た
ら
別
人
と
い
う
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可
能
性
も
無
く
は
な
い

カ

ル
も

ゲ

ジ
も
無
い
バ
グ
の
よ
う
な
動
的
存
在
が
そ
ん
な

あ
る
の
は
問

だ
が

 

そ
の
思

を

る
よ
う
に
自
分
の
す
ぐ

横
を

ま
じ
い
速

で

が
過
ぎ
去

た 
一

れ

い

が

く

く

う

 
慌
て
て
背
後
を
見
れ
ば

に

手
を
突
き

手
に
握
る
剣
を

代
わ
り
に
体
を

え
る
妖

精
の

が
あ

た

 

を

と
さ
せ
て
い
る
彼
女
の
闘

に
一
切

り
は
無
い

 
し
か
し
彼
女
の
体
は

に
数
十
も
の
小
さ
い
か

い
斬
り
傷
が
浮
か
ん
で
お
り

は
恐

ろ
し
い
事
に

に
二

弱
を
残
す
の
み

完
全
な
危
険

の

色
で
あ
る

 
更
に
恐
ろ
し
い
の
は
五

以
上
を
一
撃
で

ら
し
た
か
ら
か
ス
タ
ン
に

て
い
る
事

強

打
ス
キ
ル
や

に

突
し
た

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
ど
れ
に
せ
よ
対
人
戦
で
無

の
強

さ
を
発

す
る
彼
女
を
こ
こ
ま
で
追
い

め
る
の
だ
か
ら

大

の
強
さ
で
は
無
い

 
黒
コ

ト
の
目
的
や
意

を
推

し
て
い
る
間
に
戦
況
が
変
わ

て
い
た
ら
し
い

し
か
も
対
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人
戦
に

い
て

最
強
格
の
剣
士
が

完
全
に
加

さ
れ
た

手
に
圧
倒
さ
れ
た
結
果
だ

 
こ
の
状
況
を
一
気
に

せ
る
⻤
札
を
持
つ
少
年
が
完
全
に
無
力
化
さ
れ
て
い
る
以
上

ど

う
し
よ
う
も
無
い
と

え
る

や

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ユ
イ
ち

ん

 
そ
ん
な
中
果

に
も
黒
コ

ト
へ

み
掛
か
る
同
一

の
女
性

黒
と
白
の
片
刃
直
剣
を

手
に

た
彼
女
は
恐
れ
を

ね

け
る
よ
う
に
声
を
上

な
が
ら
斬
り
掛
か

た

 

に
上

プ
レ
イ

に
片

を
突

ん
で
い
る
と

価
を

け
て
い
る
彼
女
は
と
て
も

使
い
始
め
て
数
日
と
は
思
え
な
い
流

さ
と

ら
か
さ
で

剣
を
振
る
う

そ

ん
な

 

だ
が

そ
の

撃
は
全
て

剣
一
本
で
対
応
さ
れ
る

 
速
さ
で

え
ば

の
剣
士
よ
り

い
た
め
対

し
や
す
い
の
だ
ろ
う

加
え
て
技

の
面
で
も

彼
女

ど
で
は
無
い
故
か
黒
コ

ト
に
剣
を
弾
か
れ
て
い
る

な
す
の
で
は
な
い
弾
か
れ

て
い
る
の
だ

黒
コ

ト
が
彼
女
の
剣

を
真

向
か
ら

け
そ
れ
を
的
確
に
返
し
て
い
る
の
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で
あ
る

 
彼
女
は
決
し
て
弱
く
な
い

も
う
こ
の
世
界
に

い
て
は
強
者
の
部

に
入
る

 
た
だ

手
が
悪
か

た
だ
け

隔
絶
と
し
た
経
験
の
差
が
今
の
彼
女
と
黒
コ

ト
の
戦
い

を
導
き
出
し
て
い
る

 
こ
れ
で
は
義
姉
弟

の
時
と
同
じ
で
あ
る

が

あ

 

そ
う

え
て
い
る
内
に
今

は

横
を
黒

く
め
の
女
性
剣
士
ユ
イ
ち

ん
が
過

ぎ
去

た

 
一

れ
て

い

が
再

き
そ
れ
か
ら
更
に
数

れ
て
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
金
属

が

く

彼
女
は

剣
で

し
よ
う
と
し
た
が
そ
れ
を
強

な
真
上
へ
の
斬
り
上

／
逆
風

に
よ
り

ご
と
弾
か
れ
吹

ば
さ
れ
た
の
で
あ
る

剣
も
そ
れ
ぞ
れ
別

に
部

の

へ
弾
か
れ
て
い
る

強
過
ぎ
ま
す

 
ス
テ

タ
ス
も
で
す
が

技

が
高
過
ぎ
ま
す
よ

ま
だ
弓
が
あ

て
そ
れ
以
外
に
も
武
器
を
持

て
る
可
能
性
が
あ
る
と
か
本
気
で

し

て
欲
し
い
わ
ね

し
か
も
加

さ
れ
て
こ
れ

て

全
く
シ

レ
に
な
ら
な
い
わ
よ
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弾
か
れ
た

剣
を
手
許
へ
呼
び

し
な
が
ら

ロ

ロ
と
立
ち
上
が
る
女
性

 
そ
の

に
は
グ
ラ
ン
・
ポ

シ

ン
を

ん
で
回
復
を
済
ま
せ
た
妖
精
が
悔
し
さ
を
表
情
に

浮
か
べ
な
が
ら

⻑
刀
を
正
眼
に
構
え
て
い
る

 
黒
コ

ト
の
人
物
は
こ
ち
ら
の
出
方
を
探

て
い
る
の
か
小

に

え
た
少
年
を

と
さ
な

い
よ
う

え
直
し
つ
つ

手
に
持
つ
剣
を
正
眼
に
構
え

身
で
立

て
い
た

襲
い
に
来
る

様
子
は
な
い
が
し
か
し

の
構
え
は
取

て
い
る
た
め
抗
戦
の
意

は
ハ

キ
リ
と
感
じ
取

れ
る

少
年
を
解
放
す
る
つ
も
り
は

無
い
ら
し
い

  
そ
ん
な

の
存
在
と

え
る
黒
コ

ト
は

前
の
抗
戦
の
意

が

で
あ

た
か
の
よ
う

に

を
返
し
た

 

ハ

 
一
同
こ
れ
に
は

気
に
取
ら
れ
る

そ
の
間
に
少
年
を

え
た
黒
コ

ト
は

の
小
部

へ

く
転

に
入

た

が
す
か
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最
初
に
我
に
返

た
の
は
リ

フ

ち

ん
だ

た

流

と

え
る

性
で

す
る

を
見
て

自
分
や
残
り
の
面
子
も
我
に
返
り

慌
て
て
彼
女
の
後
を
追
う

 
道
を
間
違
え
れ
ば

て
来
る
の
だ
か
ら

か
残

て
い
た
方
が
良
い
の
で
は
と

の
小
部

に

い
た
時
に
気
付
い
た
が
こ
の

で

れ
る
と
本
気
で

に
な
ら
な
い
事

に

る
の
で

ど
ち
ら
に
せ
よ
実
行
に
は

さ
な
か

た
だ
ろ
う

え

 
こ
の

層
の
二
つ
目
の
小
部

に

い
た
時

わ
た
し
は

惑
し
た

先
に
来
て
い
た
リ

フ

ち

ん
も
や
や
同
じ
で
ユ
ウ
キ
ち

ん
達
な
ど
わ
た
し
と
同
程

の

惑
を

い
て
い
る

 

せ
少
年
を

え
た
黒
コ

ト
は

故
か
転

の
前
で
こ
ち
ら
を
見
て
止
ま

て
い
た
か

ら
だ

 
か
と
思
え
ば

す
ぐ
さ
ま
転

へ

て
行

て
し
ま
う

誘

て
る
の
か
な

 

根
を
寄
せ
な
が
ら
ユ
ウ
キ
ち

ん
が
疑
問
を

す

深
紅
の

は
黒
い

情
で

ち
て
い
る

が

不
可
解
な
行
動
で

静
さ
を
取
り

し
た
の
か
理
知
的
な
色
も
あ
る

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
ね

わ
た
し
達
よ
り
先
に
来
て
い
て
正
解
の
道
を
知

て
る
な
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ら
可
能
だ
よ

だ
と
し
て
も

ご
と

す
だ
け
で
す

 
こ
れ
ま
で
多
く
の
ト
ラ

プ
を
見
て
来
た
フ

リ
ア
ち

ん
の

葉
を
義
弟
を

わ
れ
内
心

穏
や
か
で
は
無
い
妖
精
が
切
り
捨
て
た

ト
ラ

プ
の
有
無
は
私
に

せ
て
下
さ
い

解

は
出
来
ま
せ
ん
が

判
断
な
ら
絶
対
で
す

 
特

な
権
限
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の
性
能
を
フ
ル
活

す
る

ま
で
し
た
ユ
イ
ち

ん

は

手
に
持
つ

剣
の

を
手
が
真

白
に
な
る
程
に
強
く
握
り

ん
で
い
た

ミ
シ
ミ
シ
と

む

す
ら

こ
え
る

 
彼
女
の
表
情
も
平
時
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
く
ら
い
無
表
情
だ

 

の
彼
女
は
穏
や
か

つ

ら
か
い
故
に
無
表
情
と
一

に

て
も
可
愛
ら
し
さ
と

さ
を

せ
持

た
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
今
は
黒
い
感
情
と

情
に

ち
て
い

る
故

く
剣

だ

人
に
よ

て
は

な
表
情
と
す
ら

う
か
も
し
れ
な
い

 
ま
だ

能
面

の
如
き
無
表
情
で
な
い
だ
け
マ
シ
か
も
し
れ
な
い
が

 

リ

フ

ち

ん
の
今
の
表
情
は

正
に
能
面
の
そ
れ
で
あ
る

 

こ
の
二
人
を
見
た
ら

キ
リ
ト
君

最
悪

く
ん
じ

な
い
か
な
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確
実
に
あ
の
少
年
に
は
怒
り
を

い
て
い
な
い
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も

の
穏
や
か
さ
や

し
い
表
情
を
多
く
見
て
い
る
だ
け
に

怖
が
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い

 
ま

ま
ず
二
人
に
再
会
す
る

に
も

く
追
い

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が

私
が
先
行
し
ま
す

フ

リ
ア
さ
ん
は

解

の

に

に
来
て
下
さ
い

 
流

に
こ
れ
以
上
は
話
し
合

て
も
無

だ
と
判
断
し
た
ら
し
く

焦

を
滲
ま
せ
な
が
ら

た
ユ
イ
ち

ん
が

け
出
す

そ
の
後
を
フ

リ
ア
ち

ん
が
追
い
そ
の
後
ろ
に
わ
た
し

達
が
付
い
て
行
く

 

な
事
は

そ
れ
か
ら
も

い
た

 
わ
た
し
達
が

の
部

に
入

た
時
必
ず
正
し
い
転

の
前
で
黒
コ

ト
は

て

い
た
の
だ

 
し
か
も
部

に
入
る

に
リ
ポ

プ
す
る

の
モ
ン
ス
タ

は
全
部
片
付
け
ら
れ
て
い
る
状

だ

た

す
ぐ
倒
し
た
の
か
部

の
中
で
結

が

て
い
る
光

は
よ
く
あ

た
が
あ
ま
り

の
速
さ
に

を

く

速

か
ら

え
て
全
て
の
モ
ン
ス
タ

を

一
撃
で
倒
し
て
い
る
事
に

な
る

し
か
も

は
無
い

 
そ
れ
程
の
実
力
が
あ
る
の
に
わ
た
し
達
を
振
り
切
ろ
う
と
も
殺
そ
う
と
も
し
な
い

り
が
不
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可
解
で
不
気
味
だ

た

最
初
は
怒
り
心

だ

た
リ

フ

ち

ん
達
も
時
が
経
つ
に

れ

て
別
の
意
味
で
表
情
を
険
し
く
し

足
取
り
も
や
や

重
さ
を
取
り

す

 
も
う

層
を

つ
も

い
だ
が
未
だ
こ
の
終
わ
ら
な
い
⻤
ご

こ
は

い
て
い
る

く
三

十
分
は
経
過
し
て
い
る
の
に
あ
ち
ら
の
ス
タ
ン
ス
も
未
だ
変
わ
ら
ず
だ

ま
さ
か

最

に

内
し
て
い
る

 

と

リ

フ

ち

ん
が
そ
う

ら
し
た

 
そ
の

葉
を

い
て

サ
チ
ち

ん
が
そ
う
い
え
ば

と
声
を
上

た

追
い

け
始
め
て
か
ら
ま
だ
一
回
も
入
り

に

て
な
い
ね

わ
れ
て
み
れ
ば

確
か
に

 
サ
チ
ち

ん
に

け
て
ユ
ウ
キ
ち

ん
が

た

他
も
気
付
い
た
よ
う
な
の
で

違
い
と

い
う

で
は
無
い
ら
し
い

 
そ
う
会
話
し
て
い
る
間
に
も
転

で
追
い

け

け

数
回
転

し
た
後
⻤
ご

こ

は
終
わ

た

目
の
前
に

い

が
は
め

ま
れ
た
黒
い
大

す
な
わ
ち
エ
リ
ア
ボ
ス
が

ち

構
え
る
場

へ

ず
る

が
現
れ

黒
コ

ト
が
足
を
止
め
た
か
ら
で
あ
る

 
わ
た
し
達
が
転

し
て
く
る
の
を
認
め
た
黒
コ

ト
は
そ
れ
か
ら

に
少
年
を

へ
下
ろ
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し
た

の
つ
も
り

 
そ
れ
ま
で
決
し
て
手
放
さ
な
か

た
目
的
不
明
な
少
年
の

そ
の
目
的
が
分
か
ら
な
い

ま
ま
解
放
さ
れ
た
た
め
却

て

し
く

て
し
ま

た

 
リ

フ

ち

ん
は
だ
か
ら
問
い

す

 
無
論

手
は

え
な
い

 
返

の
代
わ
り
に
足

か
ら
黒
い

が
立
ち
上
り

数

後
そ
の
場

に
は
少
年
が

で

て
い
る
だ
け

 
謎
の
黒
コ

ト
の
人
物
な
ど
影
も
形
も
無
く
な

て
い
た
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エ
リ
ア
ボ
ス
が

る

の
マ

ピ
ン
グ
に

み
出
た
ガ
チ
攻
略
し
な
い
と
は

て

な
い

 

や
や
不
可
抗
力
に
近
い

  
・
今
話
の
ダ
イ
ジ

ス
ト

お

ざ
け

 
黒
剣
探
索
が
進
ん
だ
の
は
良
い
け
ど

は
思

た
以
上
に

だ

色

と
問

で

悩
む
な
ら
今
ま
で
み
た
い
に
一
人
の
方
が
良
い
な

思

け

 
魔
女
こ
の
ま
ま
だ
と
い
け
な
い

間
は
重
要
だ
と
分
か
ら
せ
る

に

間
が
必
要
な
状
況

に

れ
な
き

使
命
感

 
黒
剣

い
や

そ
れ
は
ダ
メ
だ

や

り

と
一
緒
が
良
い

転

中
故
魔
女

は

い
て
な
い

 
絶
剣

危
な
い

て

 
魔
女

無

の

パ
ン

 
黒
剣

白
目

 
魔
女

あ

こ
こ
で
少
し
猛

振
る

て
お
け
ば
強
化
に

立
つ
か
な

や

ち

え

 
絶
剣

妖
精

電
姉
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魔
女

よ
し

あ
と
は
迷

の
正
解
の
道
を
教
え
れ
ば

探
索
も
ス
ム

ズ
に
な
る

  
魔
女
が

り
切

た
結
果
が
コ
レ
ユ
イ
達
は
完
全
に
と
ば

ち
り
で
あ
る

魔
女
の
思

が
真
実
か
は
定
か
で
は
無
い

 
キ
リ
ト
達
で
は
魔
女
に
は

わ
な
い
ん
や

 
ち
な
み
に

常
王
が
気
絶
し
て
も
問

無
い
ピ
ン
チ
に
な
る
と
出
て
来
る
白
も
現
在
行

動
不
能

理
由
は
魔
女
の
根
源
と
キ
リ
ト
の

技
術
の
構
成
と
理
論

 

が
お

み
中
で
は
別
人
格
で
も
同
じ

で
動
く
白
も
動
き
を

じ
ら
れ
る
の
だ
無

悲
 
あ
れ

こ
れ

魔
女
や
電
姉
が
強
引
な
手
に
出
た
ら
キ
リ
ト
喰
わ

義
姉

て
最
強
だ
な

遠
い
眼

 
そ
う
い
え
ば
今
気
付
い
た
け
ど

突
な
話

転
換

地
味
に
本
作
キ
リ
ト

て
剣
で
の
勝

負
の

に

パ
ン
さ
れ
る
回
数
が
多
い
気
が
し
な
く
も
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
か
ら
数
え
て
も
確
か
今

ユ
ウ
キ

リ

フ

魔
女
で

三
回

剣
の
世
界
で

体
術

は

と
マ
イ
ナ

な
の
に

 
ヒ
ロ
イ
ン

キ

ラ
に

パ
ン
さ
れ
る
主
人

て

こ
れ
も
一

で
あ
る
事
の

業
な
の
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か

れ

し
や
凶
器
持
ち
で
な
か

た
り
戦
闘
中
で
真
面
目
な
分
ま
だ
マ
シ
か

 

直
葉
と
の
鍛
練
も

め
る
と
も

と
多
い

様

白
目

 
手
取
り
足
取
り
じ

な
く
一

喰
ら
わ
せ
て
覚
え

ま
せ
る
方

だ
か
ら
ね
仕
方
な
い
ね

合
掌

  
日
程
が
空
け
ば

あ
と
一
話
く
ら
い
は
投
稿
出
来
る
か
な

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
十
九
章
 

キ
リ
ト

対
Ｍ
ｏ
ｂ
の
全
力

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
・
ユ

リ
・
メ
リ
デ

エ
ス
で
す

 
今
話
の

点
は
ユ
ウ
キ

ユ
イ

そ
し
て
ヴ

ベ
ル
サ
ン

 
文

数
は
約
二
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
ご
め
ん
な
さ
い

 
謎
の
黒
コ

ト
に

れ
去
ら
れ

最

の
部

で
解
放
さ
れ
て
か
ら
数
分
後
に
意
識
を

取
り

し
た
キ
リ
ト
は
目
覚
め
て
す
ぐ
は
最

の
部

に

る
事
に

惑
を

し
切
れ
な
い
よ

う
だ

た
が
そ
の

惑
も

か
に

め
部

に
集

て
い
た
ボ
ク
達
に

罪
を
し
た

し
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か
り

か
ら

て
の

な
会

で
あ
る

 
や
や
不

だ
が

内
心

下

じ

な
く
て
良
か

た
と
思

た

 

せ
ク
リ
ス
マ
ス
事
件
後
に

罪
を
し
て
き
た
時
は

下

だ

た
の
だ

年

も
行
か
な
い

子

自
分
も
そ
う
だ
が
彼
よ
り
は
年
上
な
の
で

外

に

下

さ
せ
る
な
ん
て
体
裁
以

前
に

心
地
が
悪
過
ぎ
る

た

た
一
撃
で
気
絶
し
た
の
は
気
を

き
過
ぎ
て
た

い
や
い
や

そ
の

た

た
一
撃

で
キ
リ
ト
君
の

を
壊
し
て
る
ん
だ
し

流

に
仕
方
な

い
気
が
す
る
よ

 

し

な
さ
そ
う
に

を
下

な
が
ら

う
少
年
に

レ
イ
ン
が

た

 
そ
の

線
は
彼
の
体
に
向
け
ら
れ
て
い
る

黒
コ

ト
か
ら

襲
を

け
る
前
は
黒
い
金
属
製

の

に

ま
れ
て
い
た
が
今
の
彼
は

時
も
の

で
あ
る

気
付
か
な
か

た
が
ど
う

や
ら
彼
を
気
絶
さ
せ
た
正

突
き
一
発
で

値
を
全
損
し
た
ら
し
い

 
こ
れ
ま
で
の
戦
闘
で
彼
は
あ
ま
り

弾
し
て
い
な
い
し
す
る
に
し
て
も

の
カ
バ

外

だ

た
か
ら
確
認
し
て
は
い
な
か

た
が

値
は

ど

れ
て
い
な
い
と

て
も
い
い
状

だ

た

そ
の

を
一
撃
で
破
壊
す
る
攻
撃
力
は
生

な
も
の
で
は
無
い

ま
ず
間
違
い
な
く



 第九十九章 〜キリト：対Ｍｏｂの全力〜

彼
や
ユ
イ
ち

ん
よ
り
も

力
値
は
上
で
あ
る

 
打
撃
属
性
の
武
器
を
使

て
い
て
も
中

れ
な
い

値
を
武
器
を

い
な
い
故
に
攻
撃

力
に

し
い

手
で

り
切
る
な
ど
理
論
上
不
可
能
で
あ
る

 
だ
が
実

に
し
て
し
ま

て
い
る
な
ら

つ
ま
り
は
そ
う
い
う
事
な
の
だ

 
そ
れ
に
今
回
の
場
合
は
彼
が
ど
れ
だ
け

意
し
て
い
て
も
変
わ
ら
な
か

た
よ
う
に
思
う

キ
リ
ト
反

す
る
事
は
大
事
だ
け
ど
今
回
ば
か
り
は
あ
ま
り
意
味
は
な
い
と
思
う

気
絶

し
て
い
た
あ
な
た
を

い
で
い
た
の
に
あ
た
し
と
ユ
ウ
キ
さ
ん
ユ
イ
ち

ん
の
猛
攻
を
完
全
に

き
切

て
み
せ
た
ん
だ
か
ら
最

限
あ
た
し
を

で
倒
せ
る
実
力
が
無
い
と
意
識
を
保

て
い
て
も
結
果
は
同
じ
だ

た

 
恐
ら
く
彼
以
外
の
全

が
持

て
い
た
で
あ
ろ
う
意
見
を
武
道
の
師
で
あ
る
妖
精
剣
士
リ

フ

が
伝
え
た

 
シ
ス
テ
ム
的
な
ス
テ

タ
ス
で
は
キ
リ
ト
が
最
強
だ
が

な
技
術
・
実
力
と
い
う
意
味
で

は
彼
女
が
最
強
だ
そ
の
彼
女
が
手
も
足
も
出
な
か

た
と
い
う
事
は
以
前
完

さ
れ
た
彼
で
は

ど
う
足
掻
い
て
も
勝
て
な
い
事
を
意
味
し
て
い
る

つ
ま
り

過
去
に

わ
れ
る
よ
り

そ
の
時
間
を
鍛
練
に
使

た
方
が
良
い
と
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そ
の

り

と

い
は
し
た
も
の
の
あ
ま
り

そ
う
に

え
た
事
で
も
無
い
ん
だ

よ
ね

 
キ
リ
ト
が

と
己
の
不

な
さ
を
責
め
る
事
が
無
い
よ
う

し
た
彼
女
は
し
か
し
自

ま
が
い
の
苦

を
浮
か
べ
る

あ
た
し
が

わ
な
い

と
感
じ
た
手
合
い
は

を

け
ば
初
め
て
だ

た

よ
り

強
い

と
感
じ
た
事
も

リ

姉
に
と

て
の
最
強
は
お

さ
ん
な
ん
で
す
ね

ち
な
み
に
キ

と
の
面
識
は

こ
の
子
が
家
に
来
る

一
年
前
に
亡
く
な

た
か
ら
無
い
よ

の
大

生
だ

た

そ
の
年

の
人
に
し
て
は
や
け
に

気
過
ぎ
る
話
ば
か
り
な
ん
だ
よ
な

 
彼
女
の
武
道
の
師
で
あ
る

の
年

を
教
え
て
も
ら
う
と
そ
れ
は
知

て
い
た
ら
し
い
キ

リ
ト
が
遠
い
眼
を
し
な
が
ら

う

確
か
に

と

気
だ
と
思
う

 
よ

ど

に
気
を
使
い

武
道
の
修
練
や
運
動
を
欠
か
さ
ず
行

て
い
た
の
だ
ろ
う

 
自
分
も
そ
れ
く
ら
い
の
大

生
は
し
た
い
も
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
リ

フ

の

は
彼
女
と
の
全
力
の

合
を
終
え
た
日
の
夜

の
中
で
安

ら
か
に
息
を
引
き
取

て
の

去
だ

た
ら
し
い

教
え
る
事
は
全
て
教
え
た

と
ば
か
り
の
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タ
イ
ミ
ン
グ
だ

ま

の
事
は

い
て
お
く
と
し
て

黒
コ

ト
は

を
と

て
も
目
的
や

意

が
全
く
分
か
ら
な
い
か
ら

し
よ
う
に
も
な

 

い
な
が
ら

キ
リ
ト
は
部

の

に
あ
る

い

が
は
め

ま
れ
た
黒

の

を
見
る

 

故
か
黒
コ

ト
は
キ
リ
ト
を

た
後
そ
の
ま
ま

を
消
す
の
で
は
な
く
ま
る
で
こ
の

ま
で

内
す
る
か
の
よ
う
に

動
し

け
て
い
た

そ
し
て
こ
の
部

で
彼
を
解
放
し

を

消
し
た
の
だ

全
く
以
て
意
味
が
分
か
ら
な
い

こ

ち
を
助
け
る

だ

た

と

う
に
は

合
が
良
す
ぎ
る
よ
ね

 

に
探
索
し
て
い
れ
ば
明
日
に
ま
で

れ

ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
を
助
け
る
意

味
で
彼
を

い

無
理

理
後
を
追
わ
せ

最

へ
と

内
し
た
と
い
う
見
方
も
出
来
る

 

然
だ
が
自
分
も
あ
ま
り
そ
う
は

え
て
お
ら
ず
そ
れ
は
彼
も
同
じ
の
よ
う
で

し
い

の
ま
ま

を
横
に
振

た

カ

ル
も

ゲ

ジ
も
無
い
存
在
だ
し
な

そ
れ
に
た
だ

内
す
る
な
ら
こ

ち
に
会
話

で

触
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
の
に
い
き
な
り

襲
し
て
き
て

を
気
絶
さ
せ
た

い
な
事
を
す
る
し

こ
れ
だ
け
で
も

対
行

と
見

さ
れ
て
も

ら
お
か
し
く
な
い

追
う
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か

か
は
こ
の

の
性

め
る
と
追

て
来
る
自
信
が
あ

た
ん
だ
ろ
う
け
ど

 
そ
れ
に

と
キ
リ
ト
は

け
る

今
回
の

襲
ま
ず
間
違
い
な
く

が
気
絶
す
る
事
を
確
信
し
て
の
行
動
だ

た

時

で
か
は
知
ら
な
い
け
ど
ダ
メ

ジ
を

け
る
と

み
を

け
る
制
約
を
黒
コ

ト
は
知

て
る
み

た
い
だ

ん

こ

ち
に
来
て
か
ら

が
る
程
の
攻
撃
を
キ
リ
ト
君
が

け
た
の
は

も
ん
ど
り
う
つ
程
の

は
ケ
イ
タ
の

襲
一
発
目
く
ら
い
だ

後
の

の

独
行
動
時
の
乱

入
を

え
る
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
同
じ
よ
う
に
黒
コ

ト
も
そ
れ
を
見
て
い
た

だ
け
ど

た

た
一

回
見
た
だ
け
で
気
付
け
る
と
は
思
え
な
い

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
に
よ
れ
ば
全
部
で
十

あ
る
ら
し
い

イ
ン
ア
ブ

バ

 
レ
ベ
ル
が
高
い
程
よ
り

み
を
不
快
感
へ
と

換
す
る
と
い
う
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
キ
リ
ト
の

場
合
だ
と
彼
の
話
か
ら

推
す
る
に
最

レ
ベ
ル

す
な
わ
ち

限
な
く

な

み
を

極
限
ま
で
再
現
す
る

状

に
あ
る
と
い
う

 
レ
ベ
ル

を
下
回
る
と
ロ
グ
ア
ウ
ト
後
も
再
現
さ
れ
た

覚
が
後
を
引
い
て

ら
か
の
後

や

を
生
じ
る
危
険
性
が
あ
る
よ
う
で
原

と
し
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
レ
ベ
ル
は
最
大
値
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で

定
さ
れ
て
い
る

 
そ
れ
な
の
に
キ
リ
ト
は
現
在

み
を
極
限
ま
で
再
現
さ
れ
て
い
る
状

に
あ
る

ん
の

か

な
切
り
傷
で
す
ら

ま
る
で
神
経
を

る
が
如
き

を

う
ら
し
い

 
き

か
け
は
闘
技
場
で
戦

た
殺
戮
の
狂
戦
士
の

に
あ
る
の
だ
が

故
そ
ん
な
設
定

に
な

て
い
る
か
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
に
も
分
か
ら
ず
じ
ま
い

 
そ
し
て
そ
れ
が
発
覚
し
た
の
も
闘
技
場
で
の
戦
い
か
ら

く
し
て
の
事

そ
れ
ま
で
に
彼
は

殺
戮
の
狂
戦
士

に

片
翼
の
堕
天
使

ホ
ロ
ウ

地
下
迷

で
の

闘

自
分
と
の
デ

エ

ル
を
経
て
い
な
が
ら

し

し
て
い
た

 

論
そ
れ
は
プ
レ
イ

が

み
を
覚
え
る
事
は
無
い
と
い
う

定
観
念
に

わ
れ
て
い

る
か
ら
で
は
あ
る
が

目
か
ら
見
て
も
彼
が

み
に
苦
し
ん
で
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
事
が

ど

わ
れ
て
思
い
出
し
て

あ

も
し
か
し
た
ら

と
思
う
程

で
あ
る

そ
れ
も
複
数

の
戦
い
を
見
て
い
る
自
分
が
デ

エ
ル
の
最
中
に

く

付
く
程
に
彼
は

と
演
技
技
能
に
⻑

け
て
い
る

達
に
本
心
を
偽

て

ビ

タ

と
し
て
悪
を
名

り

黒
の
剣
士

と
し

て
希
望
を
背
負

て
来
た

で
は
無
い
の
だ

 
そ
ん
な
彼
の
演
技
を
一

の
観
戦
と
交
戦
で
見

く
な
ど

常
で
は
無
い

ま
し
て
や
こ
の
世
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界
に

い
て

本

み
な
ど

ら
な
い
の
が
常
識
な
の
だ
そ
の
認
識
が
あ
る
限
り
た

た
一

二

で
見

け
る

が
な
い
の
で
あ
る

 
も
し
あ
の
黒
コ

ト
に
見

け
る
の
で
あ
れ
ば

少
年
の

裏

や

闇

に
つ
い
て
の
理
解

が
深
い
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
気
付
く
方
が
よ

ど
信

性
が
あ
る
と

え
た

 
キ
リ
ト
の
話
か
ら

す
る
に

恐
ら
く
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
ま
だ
気
付
い
て
い
な
い
と
思
う
が

 
ケ
イ
タ
の

襲
の
一
撃
目
を
確
か
に
彼
は

け
た
が

み
こ
そ
無
く
と
も
絶
大
な
違
和
感
や

異
物
感
と
い
う
も
の
が
代
わ
り
に
発
生
す
る
た
め
体
を

か
れ
た
時
な
ど
は

れ
て
い
な
い
と

く

え
る
の
が

だ

自
分
も
ス
タ
ン
に
は
な
ら
な
い
程

の
ダ
メ

ジ
だ
が
体
を
大
き
く

ら
れ
る
攻
撃
を
初
め
て

け
た

は
動
け
な
く
な

て
い
た
覚
え
が
あ
る

今
は
多
少
隙
が
小

さ
い
と
は

え

そ
れ
で
も
ベ
テ
ラ
ン
と

え
ど
も
一

の
隙
は
作
る
も
の

 
ま
し
て
や
小

な
彼
の
体
を
⻑
槍
が

い
た
の
だ

体

や
表
面

の

か
ら
し
て
自
分
や

他
の
プ
レ
イ

が
同
じ
状

に
な
る
よ
り
も
よ

ど
違
和
感
は
大
き
い
に
違
い
な
い

 
状
況
と

性
か
ら
し
て
も
打
ち
の
め
さ
れ
行
動
が

れ
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
事
で
も
あ
る

 
こ
れ
ら
の
要

が
複

に
絡
み
合

て
い
る
事
か
ら

キ
リ
ト
は

み
を
再
現
さ
れ
る
特
異

な
ケ

ス
で
あ
る

と
あ
の
黒
コ

ト
が
す
ぐ
気
付
く
可
能
性
は
極
め
て

い
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の
だ
が
実

え
て
み
る
と
気
付
い
て
い
る
と
し
か

え
ら
れ
な
か

た
り
す

る
た
だ
可
能
性
は

い
け
ど
気
付
い
た
ん
だ
ろ
う
な

わ
ざ
わ
ざ
気
絶
を

ぶ
よ
り
は
麻

を
塗

し
た
剣
を

し
た
方
が
ま
だ
確
実
性
は
増
す

に

か
な
い
の
が

外
な
だ
け
で

は
麻

を
使
う
か
ら
な

 
そ
の
理
由
は

麻

を

い
よ
う
と
し
な
か

た
事
か
ら
だ

 
リ
ズ
や
リ

フ

達
が

わ
れ
た
時
あ
る
い
は
ケ
イ
タ
を
殺
さ
ず
に
無
力
化
す
る

に
麻

が

い
ら
れ
た
よ
う
に

こ
の
世
界
だ
と

本
的
に
は
麻

を

い
る

 
そ
も
強

な
攻
撃
を
し
た
と
こ
ろ
で
気
絶
す
る
プ
レ
イ

な
ど

な
い

現
実
な
ら

た
無
し
の
攻
撃
も
違
和
感
し
か
無
い
の
で
意
識
を
手
放
す
程
で
は
無
い
し

を
打
ち

上

ら
れ
た
と
し
て
も

界
が
揺
れ
る
だ
け
で
実

に

の
中
を

さ
れ
て
い
る

で
も
無
い

か
ら

気
絶
さ
せ
よ
う
が
無
い
の
だ

 
キ
リ
ト
み
た
い
に

み
を
覚
え
る
の
で
あ
れ
ば
現
代
日
本
で
生
き
て
来
た
プ
レ
イ

の

ど

が
す
ぐ
に

を
上

ど
が

に
意
識
を
手
放
し
武
器
も
捨
て
安
穏
と

に
引
き

た
事
だ
ろ
う

無
論
そ
の
中
に
は
自
分
や
姉
も

ま
れ
る

ま

そ
ん
な
設
定
の
ゲ

ム
は
日
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本
で
発

さ
れ
る

も
な
い
が

 
そ
ん
な

で
こ
の
世
界
の

や
無
力
化
は

本
的
に
麻

が
常

手

と
な

て
い
た

 
だ
が
黒
コ

ト
が
使

し
た
武
器
は
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
が
持
つ
白
い
片
刃
直
剣
一
本
の

み

リ

フ

と
自
分
ユ
イ
ち

ん
が
攻
撃
を

け
た
が
状

異
常
は

も
掛
か

て
い
な

い 
状

異
常

性
ス
キ
ル
や

性
ポ

シ

ン
が
あ
る
よ
う
に
状

異
常
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
デ
バ
フ
を

け
る
確

も
上
下
す
る
た
め

を
塗

し
て
い
る
か
ら
と

て
確
実
に

手
を

に
出
来
る

で
は
無
い
が

性
系
の
ス
キ
ル
や

飾
品
ポ

シ

ン
を

い
て
バ
フ

を
掛
け
て
い
な
い
限
り
は
絶
対
に
掛
け
ら
れ
る

 
以
前
の
バ
グ
の
影

で

性
ス
キ
ル
を
喪

た
自
分
は
現
在
取
り
直
し
て
鍛
え
直
し
の
真

最

中
で
あ
る
た
め

練

も
未
だ
３
０
０
に
達
し
て
い
な
い

備
に
も

性
バ
フ
な
ど
無
く

先

ど
は

性
ポ

シ

ン
も

い
て
い
な
か

た

 
今
の

練

で
は

る
状

異
常
レ
ベ
ル
は

が
限

 

に
発
見
さ
れ
て
い
る
状

異
常
レ
ベ
ル
は
マ

ク
ス
の

で

程

で
あ
れ
ば

に

意
可
能
な
の
で
仮
に
黒
コ

ト
が

を
塗

し
て
い
れ
ば
自
分
は
一
発
で
無
力
化
さ
れ
て
い
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た
に
違
い
な
い

さ
え
あ
れ
ば

練

の
ポ

シ

ン
作
成
ス
キ
ル
の
失

作
で

す
ら
レ
ベ
ル

以
上
の

ポ

シ

ン
が
作
成
可
能
な
の
だ
か
ら

 

だ
が

う

や
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
他

麻

を

い
て
無
力
化
す
る
手

が

流
行
し
た
の
も

の
ラ
ン
ク
が
上
が

た
せ
い
で

練

ス
キ
ル
の
失

作
で
も

意
出

来
る
よ
う
に
な

た
か
ら
だ

た
り
す
る

加
え
て
状

異
常

性
ス
キ
ル
は
か
な
り
鍛
え

い
部

に

す
る
た
め
日
常
的
に

を

う
者
で
な
い
と
あ
ま
り
ス
キ
ル
値
が
高
く
な
い

方
に
な
る

む
し
ろ

性
ポ

シ

ン
で
代

し

ス
キ
ル
を
別
の
も
の
に
す
る
方
が
主
流
だ

 
自
分
が
以
前
完
全

得
し
て
い
た
の
は
ア
ル
ゴ
か
ら
あ
ま
り
オ
ス
ス
メ
し
な
い
け
ど

の
良
い

練

の
上

方
は
あ
る

と

わ
れ
情
報

を
払

て
教
え
て
も
ら
い
実

し

た
か
ら

 

性
ス
キ
ル
を
上

る
に
は

で
も
い
い
か
ら

か
し
ら
の
状

異
常
に
掛
か
る
事
が
一
番

い
話
わ
ざ
と

ポ

シ

ン
を

ん
で

状

を

け
る
事
だ

た

こ
の
ス
キ
ル
は
掛
か

る
判
定
確

を
下

る
他
に
掛
か

て
い
る
時
間
の

も

ま
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

業
で

あ
る

 
ち
な
み
に
ダ
メ

ジ

よ
り
麻

の
方
が
上
が
り
や
す
い
ら
し
い
が

圏
外

で
な
け
れ
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ば
実
行
出
来
な
い
の
で
自
分
は
合
間
を
見
て
ダ
メ

ジ

限
定
で
行

て
い
た

論
攻
略
し

な
い
日

つ
ま
り
姉
と
別
行
動
を
と
る
数
少
な
い
日
で
だ

 
そ
ん
な
情
報
を
ア
ル
ゴ
が
持

て
い
た
の
も

然
キ
リ
ト
が
そ
の
ス
キ
ル
を
取
り
そ
の
方

法
で

練

を
上

て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

 
し
か
も
彼
は
最
前
線
を

ロ
で
他
の

を
も
突
き
放
し
て
進
ん
で
い
る
の
を
良
い
事
に
ボ

ス
部

ま
で

り

い
て
か
ら
一
二
時
間
は
麻

と
ダ
メ

ジ

の
ポ

シ

ン
を

ん
で

練

上

に

し
ん
で
い
た
と
い
う

そ
れ
を
知

た
ア
ル
ゴ
は

論

責
し
た
と
い
う
が

教
え
て
も
ら

た
時

時
期
的
に
第
十
五
層
攻
略
中

に
は
完
全

得
し
て
い
た
の
で
意
味

が
無
か

た
と
か

 
そ
ん
な
彼
の

性
ス
キ
ル
は
バ
グ
に
よ
る
影

を

け
て
お
ら
ず
完
全

得
を

持
し
て
い

る
と
い
う

加
え
て
確

判
定
の
状

異
常
付
与
は
完
全
無

化
な
の
で

剣
は
意
味
が
な
い

 
し
か
し
そ
ん
な
事
を
彼
は

本
的
に

人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

知

て
い
る
の

も

彼
が
信

を

く
人
物
か

必
然
的
に
知
る
事
に
な

た

間
く
ら
い

 

然
だ
が
そ
こ
に
黒
コ

ト
は

ま
れ
な
い

 
教
会
の
子

達
だ
け
が

一
の

念
事

で
は
あ
る
が
状

異
常
無

バ
フ
よ
り
よ

ど
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な
性
能

備
が

つ
も
あ
り
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
も
複
数
修
得
し
て
い
た
事
か
ら
覚
え
て
い
る

か
は
か
な
り

し
い

自
分
と
し
て
も
無

バ
フ
は
あ

た
ら
良
い
な
く
ら
い
な
も
の
で
し

か
な
い

 
正
直
な
話

無

バ
フ
だ
け
な
ら
話
は
違
う
の
だ
が

の
イ
ン
パ
ク
ト
が
デ
カ
過
ぎ

る
の
で
あ
る

 
つ
ま
り
そ
れ
だ
け

彼
に
対
す
る
状

異
常
攻
撃
の
作
戦
成

は
疑
わ
れ
に
く
い
と
い
う

事

事
前
に
知
ら
な
い
以
上

本
的
に

た
だ
け
で
も
勝

た
も
同
然
な
理
不

さ
を
持

つ
麻

を
使
う
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
無
か

た
だ
け
で
黒
コ

ト
が
キ
リ
ト
の
事
情
を
把
握
し
て
い
た
予
想
が
成
立
す
る

ま

正
直
そ
れ
が

だ

て
話
だ
け
ど

そ
れ
だ
け

手
の

力
が

い

て

分
か
る
だ
け
マ
シ
だ
な

 
だ
が
キ
リ
ト
に
と

て
は
そ
れ
は
今
更
な
話
な
の
か
あ
ま
り
重
要
で
は
無
い
よ
う
で

分

と
ア

サ
リ
し
た
も
の
だ

た

 
ず

と

か
ら

い
思
い
を
し
て
き
た
か
ら
な
の
か
キ
リ
ト
は
自
分
が
傷
付
く
事
に
あ
ま
り

忌

感
を
持

て
い
な
い
ら
し
く

必
要
で
あ
れ
ば
傷
付
く
事
も
前

で
行
動
す
る
節
が
あ
る
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む
し
ろ
彼
に
と

て
傷
付
く
事
に
対
す
る
忌

感
す
ら
も

手
の

を

る
指
標
の
一

つ
で
し
か
無
い
ら
し
い

実

に
傷
付
く

で
は
無
い
と
は

え

傷
付
け
ら
れ
る

と
い
う
事
に
対
す
る
忌

感
や

感
は
中

消
え
な
い
そ
こ
を
突
く
だ
け
で
も
結
構

手
の
戦
意
を

け
た
り
す
る

リ
ン

ド
達
だ

て
戦
意
こ
そ

れ
な
か

た
も
の
の

中
で
攻
撃
を
止
め
た
り
し
て
た
し

死
を
チ
ラ
つ
か
せ
る
だ
け
で
も

手
の
戦
意
を

え
さ
せ
そ
こ
を
圧
倒
的
な
戦
力
で
へ
し

る
事
こ
そ
が
対
人
戦
の

だ
と
キ
リ
ト
に
語
ら
れ
た
事
が
あ
る

ゲ

ム
で
あ
れ
ば
根
気
の
勝

負
だ
が
命
を

け
た
戦
い
だ
と
実

に
刃
を
交
え
る
前
に
決

が

い
て
い
る
場
合
も
あ
る

の
だ
と

 
本

に
刃
を
交
え
る
必
要
が
あ
る
の
は

う

対
キ
リ
ト
の
よ
う
に
ど
ち
ら
も
死
を

覚
悟
し
た
上
で
ぶ
つ
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

く
ら
い
ら
し
い

 
第
七
十
五
層
ボ
ス
部

に
て

白
の
剣
士

が

い
て
い
た
オ
レ
ン
ジ
達
と
自
分
の
問

が

正
に
そ
れ
だ

た
ん
だ
ろ
う
な
と

今
な
ら
思
う

今
は
黒
コ

ト
の
事
は

い
て
お
こ
う

は
お
ろ
か
リ

姉
で
も
対
抗
出
来
な
い
以
上
襲
わ

れ
た
ら
終
わ
り
な
ん
だ

リ

姉
が

た
け
ど
実

確
か
に

え
る
だ
け
無

で
は
あ
る
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そ
う

て

彼
は
今
回
の
襲
撃
に

し
て
は

め

た

 

黒
コ

ト
の

動
方
法
が

の
転

の
そ
れ
と
は
違
い
転

な
ど
無
く
て
も
ど
こ

で
も

を
現
す
事
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
も
襲
撃
を

け
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
後

で
ボ
ク
の
方
か
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
達
に
話
す
事
に
な

た

 
そ
の
時
の

に
黒
コ

ト
の
呼
称
を
ア
ン
ノ
ウ
ン
と
定
め
ら
れ
る

命
名
は
キ
リ
ト
だ

 
全
て
に

い
て
謎
に

ち
て
い
る
謎
の
人
物
だ
か
ら
ア
ン
ノ
ウ
ン
ら
し
い

加
え
て
プ
レ
イ

か
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
も
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
そ
れ
に

車
を
か
け
て
い
る

知
ら
れ
ざ
る
者
と
い

う
意
味
で
は
確
か
に
合

て
い
る

 
実

は

黒
コ

ト

だ
と
自
分
だ
け
で
な
く
義
姉
の
ユ
イ
ち

ん
も

て
は
ま
る
し

手
の
背

や

備
が

き
り
同
一
で
あ
る
事
を
憂
慮
し
た

の
呼
称
な
の
だ
ろ
う

呼

び
方
に
色
と

が
あ
る
と
人
は
そ
れ
を
気
に
す
る
が
ア
ン
ノ
ウ
ン
の
呼
称
は
カ

ル
や

ゲ

ジ
が
無
い
事
を
主
な
理
由
と
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
気
に
掛
け
る
事
に
な
る

そ
れ
が

結
果
的
に
義
姉
に
あ
ら
ぬ

疑
が
掛
か
る
事
も
無
く
な
る

だ

 
ビ

タ

／
黒
の
剣
士
と
い
う
二
つ
名
が
黒

の
剣
士
を
表
す
名
で
あ
る
よ
う
に

 
ど
ち
ら
の
名
も

少
し
お

し
た
彼
に
対
し
て
は
向
け
ら
れ
な
い
く
ら
い

な
指
標
だ
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小

な
少
年

黒

片
手
剣
使
い
と
い
う

件
を

た
し
て
し
ま
え
ば

も
が

違
い
す
る

せ

を
知
ら
な
い
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら
彼
は

や
容

で
は
無
く

も
真
似
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
面
か
ら
呼
び
名
を
付
け

た

そ
れ
ば
か
り
は
背

に

が
似

て
い
る
義
姉
と
完
全
に
違
う
特
徴
だ

た
か
ら

 

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
先
を
見

え
た
判
断
に
は

を

く
ば
か
り
で
あ
る

 
ち
な
み
に
黒
コ

ト
は
キ
リ
ト
と
合
流
す
る
前
に
も
一

見
て
い
る
の
だ
が
そ
の
話
は
し
忘

れ
て
い
た
の
で
問

は
無
か

た
り
す
る

  
黒
コ

ト

め
ア
ン
ノ
ウ
ン
と
呼
び
名
を
付
け
ら
れ
た
存
在
の
襲
撃
に

し
て
一
応
の
収

を
見
た
後
私
達
は

最

の

を
潜
り
エ
リ
ア
ボ
ス
で
あ
る
二
体
の

⻯
に

む
事

に
な

た

 
と

て
も

今
回
も
樹
海
ボ
ス
の
時
の
よ
う
に
キ

の
ワ
ン
マ
ン
プ
レ
イ
の
予
定
で
あ
る

こ
れ
は
樹
海
ボ
ス
に

む

に

て
い
た
空
を

ば
れ
て
い
た
り
焦

を
無

化
さ
れ
る

手
の
場
合
は
助
力
を
願
う
と
い
う

葉
に
反
す
る
が

も
彼
が
最
大
戦
力
だ
か
ら
の
理
由
一

つ
で
こ
う
な

た

で
は
無
い
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そ
の
理
由
は

の

に
理
由
が
あ
る

 
エ
リ
ア
ボ
ス
で
あ
る
二
体
の

⻯
と
戦
う
場

は
イ
ベ
ン
ト
戦
で
交
戦
し
た
⻯
が

び
去

た
先
か
ら
分
か
る
よ
う
に

の

点

わ
ば

上
だ

 
そ
し
て

大
な
⻯
は
翼
を
は
た
め
か
せ
る
だ
け
で
ダ
メ

ジ
こ
そ
無
い
も
の
の
プ
レ
イ

を

く
吹
き

ば
す
事
が
出
来
る

そ
れ
が
問

で
サ
チ
さ
ん
の
同
行
を
キ

は
認
め
な
か

た

の
だ

 
一

層
の
広
さ
が

迷

に

し
い
こ
の

は
つ
ま
り

と
直

も

し
い
事
に
な
る

だ
が
内
部
は
広
い
と

て
も
限

と
い
う
も
の
が
あ
る

多
少
ゴ
ツ
ゴ
ツ

し
て
い
る
も
の
の

に
近
い

の
直
系
は
３
０
０
メ

ト
ル
前
後
と
い

た
と
こ
ろ

か 
だ
が

⻯
一
体
の
全
⻑
は

く

メ

ト
ル
を
超
え
て
い
る

流

に
１
０
０
メ

ト
ル
は

い
か
な
い
だ
ろ
う
が

 
そ
れ
が
二
体

 
一
体
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
二
体
が
別

に
動
く
の
で
あ
れ
ば
翼
の
は
た
め
き
に
よ

て
吹

き

ば
さ
れ
る
危
険
性
は
非
常
に
高
い

流

の
キ

も
そ
れ
を
カ
バ

す
る
程
の

な
ど
下
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手
す
れ
ば
己
を
一
撃
死
さ
せ
ら
れ
る
エ
リ
ア
ボ
ス

手
に
あ
る

が
無
い

サ
チ
さ
ん
も
そ
れ
は

承
知
し
て
い
た
か
ら

引
き
下
が

て
い
た

 
そ
も
そ
も
の
話

ら
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
が
遠

離
攻
撃
の
手

を
持

て
い
な
い
か
ら
と

て
そ
れ
で
ヘ
イ
ト
を

な
い

で
は
無
い

加
え
て
あ
ま
り
の

大
さ
故
に

し
そ
う
で

は
あ
る
が
刃
⻯
が

空
攻
撃
を
仕
掛
け
な
い

で
も
な
い
の
だ

以
前
は
ヘ
イ
ト
を

い
で
い
た

キ

が
空
を

ん
で
い
た
か
ら
下
り
て
こ
な
か

た
だ
け
だ
と
思
う

な
の
で
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
だ

け
で
な
く
サ
チ
さ
ん
の
同
行
も
認
め
な
い
の
は
攻
撃
手

で
は
無
く
回

手

や
そ
の

の
方
に
原
因
が
あ
る
と

え
る

 
他
の
人
に
タ

ゲ

ト
を
向
け
た

間
キ

が
猛
攻
撃
を
仕
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
そ

れ
だ
け
ボ
ス
戦
で
の

労
も
少
な
く
な
る

そ
の

で
あ
れ
ば
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
は
命

け
で
戦
う

事
も

か
で
は
無
い
の
だ

 
し
か
し
そ
れ
も
生
存
確

が
高
け
れ
ば
の
話

が

し
く
反
撃
も

不
可
能
で
し

か
も
回

ス

ス
も
少
な
い
と
な
れ
ば
さ
し
も
の
実
力
者
で
あ
る
彼
女
達
で
も
ど
う
に
も
出

来
な
い

 

で
は

私
は
ど
う
な
の
か
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私
は
キ

と
同
じ

を

有
し
て
い
る

彼
の
よ
う
に
風
を

て
空
を

ぶ
事
は
出

来
な
い
が
そ
こ
は
工

第
で
ど
う
と
で
も
な
る

虚
空
に
武

を
呼
び
出
し
浮
か
せ
ら
れ
る

な
ら
私
は
盾
を
呼
び
出
し
て
そ
の
上
に

れ
ば
良
い
話
な
の
だ

事
実
そ
れ
は

が
出
た
時
点

で
実
験
し

成

し
て
い
る

演

理
能
力
と

列

理
能
力
に
⻑
け
て
い
る

の
面
目
躍

如
と
い

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う

 
な
の
で
私
は
彼
と

を

べ
る
者
と
し
て
戦
う
つ
も
り
で

た
の
だ
が
直

的
な
戦
力
と
し

て
で
は
な
く
彼
の

飾
り
の
中
か
ら
情
報
面
で
の
サ
ポ

ト
を
す
る
事
に
な

て
い
た

手

の
攻
撃
予

を

め
た
サ
ポ

ト
を
す
る
事
で
少
し
で
も
彼
の

弾

を
下

よ
う
と
い
う

え

だ 
私
も
共
に
戦
う
と
い
う

は

無
い

そ
の
理
由
は
彼
の
決
断
に
あ
る

 
今
回
は

も
全
力
を
出
そ
う
と
思
う

 
二
体
の

大
な
刃
⻯
を

手
に
す
る
意
思
表
示
を
し
た
後
参
加
し
な
い
と
は

え
作
戦
が
気

に
な

た
リ

姉
に
問
わ
れ
た
彼
は

そ
う
前

き
し
た

 
そ
れ
に

を

る
一
同
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彼
が
こ
れ
ま
で
手
を

い
て
い
た
と
は
思
え
な
か

た
か
ら
こ
そ
の
疑
問
だ

彼
は
加

こ
そ

え
る
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
味
方
を
慮

て
の
も
の
で
あ
り
常
に
全
力
で
は
あ

た

と

う
か
樹
海
エ
リ
ア
ボ
ス
を

手
に
す
る
時
も
一
方
的
だ

た
の
だ
か
ら
全
力
だ

た
の
で
は
な

い
か
と
認
識
し
て
い
た

 
だ
が
彼
の

い
方
で
は

あ
の
エ
リ
ア
ボ
ス

手
に
で
す
ら
全
力
で
は
無
か

た
事
に
な
る

論
先
の
刃
⻯
と
の
イ
ベ
ン
ト
戦
で
も

ま
さ
か
と
は
思
い
ま
す
が

キ

地
下
迷

で
の
時
の
事
で
す
か

 
し
か
し
な
が
ら

私
は
彼
が

う

全
力

に
は
心

た
り
が
あ

た

 
地
下
迷

で
の
時

労

だ

た
彼
は

の
武
器
を

つ
も

う
事
す
ら

し
い

程
に
消

し
て
い
た

近

武
器
と
遠

離
武
器
あ
る
い
は
遠

離
武
器
二
つ
と
い
う
二

り

し
か
出
来
ず

三
つ
以
上
の
武
器
を
同
時
運

出
来
な
か

た

 
そ
れ
な
の
に
彼
は
死
神
と
の
戦
い
の
最
中
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を

く

全
て
の
武
器
を
一

に

う
と
い
う
覚
醒
を
し
た

 
そ
れ
は

常
あ
り
得
な
い

 
覚
醒
し
た
事
が
で
は
無
く
そ
ん
な
限
界
を
超
え
た
無
理
を

し

し
た
覚
醒
の
仕
方
だ

た
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の
に

彼
が
気
絶
し
な
か

た
事
が

で
は
無
か

た

 
し
か
も
そ
の
後
に

圏
内
事
件

や

指
輪
事
件

の
騒
動
解
決
に
動
い
て
い
る

 
地
下
迷

に
潜
る
前
か
ら

労

し
て
い
て
⻑
時
間
の
探
索
を
経
た
後
に
ボ
ス
と
一
騎
打

ち

い
で
限
界
を
超
え
た
覚
醒
に
事
件
解
決
と

こ
れ
を
一
日
の
間
に
一
気
に
行

て
い
る

一

は
気
絶
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

 
そ
し
て
思
い
返
さ
れ
る
の
は

彼
の
内

に
潜
ん
で
い
る
別
人
格
の
事

 
別
人
格
と
は

え
一
つ
の
肉
体
／

に
依
存
し
た
精
神
故
に
ア
バ
タ

を
動
か
す
メ
イ
ン

人
格
で
無
く
と
も

の
方
は
神
経
活
動
を
活
発
化
さ
せ
ら
れ
る

 
も
し
あ
の
時

別
人
格
が

の

作
を
請
け
負

て
い
た
の
な
ら

 
そ
れ
な
ら
あ
の
時
の
覚
醒
の
仕
方
も
多
少
は

得
が
い
く
と
い
う
も
の

同
じ

な
の
だ
か
ら

別
人
格
が

を

使
す
れ
ば
キ

の
方
に
も
反
動
が
あ
る
と
は
思
う
の
だ
が
そ
こ
は
今
は

無
い

 

推
す
る
に
ど
う
や
ら
キ

よ
り
も
別
人
格
の
方
が

の

作
能
力
／
演

理
能

力
は
上
ら
し
い
し
そ
れ
を

慮
す
れ
ば
確
か
に
こ
れ
ま
で
は
全
力
で
は
無
か

た
と

え
る

キ

個
人
の
戦
闘
能
力
か

合
戦
闘
能
力
か
の
違
い
だ
が



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

確
か
あ
の
時

達

と
い
う
発

を
し
て
い
ま
し
た
よ
ね

そ
う
い
え
ば

わ
れ
て
み
れ
ば
そ
ん
な
事
を

て
い
た
よ
う
な

 
あ
の
迷

に

た
中
で

こ
の
場

に

る
の
は
キ
リ
ト
を

く
と
ユ
ウ
キ
さ
ん

フ

リ

ア
さ
ん
そ
し
て
私
の
三
人

私
は
ロ
グ
で
ユ
ウ
キ
さ
ん
は
直
に
彼
の
別
人
格
と
七
十
六
層
に

上

て
直
後
の
話
を
知

て
い
る
が

フ

リ
ア
さ
ん
は
知
ら
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
の
認
識
の
差
異
の
よ
う
だ

た

 
リ

姉
は
直

教
え
て
も
ら

て
い
た

だ
か
ら
特
に
動
揺
は
無
い

 
と
い
う
か
私
が
キ

は
二
重
人
格
と
遠
回
し
に

て
い
る
が

も
そ
の
事
は
疑

て
い
な
い

に

る
全

が
闘
技
場
個
人
戦
最
終
戦
の
終

の
変
化
を
知

て
い
る
か

ら
だ

の

か
ら

す
る
に
ど
う
や
ら
シ
ロ
の
事
は
知
ら
れ
て
る

い
な

の
記

が

な
部
分
が
多
少
あ
る
か
ら
そ
の
時
に
出
て
来
て
た
の
か

ホ
ロ
ウ
と
の
戦
闘
終

と

白
の
剣
士

と
の
戦
闘
終

に
ね

あ
と

シ
ロ

て
い
う

の
が
あ
の
人
格
の
呼
び
名
な
ん
だ
ね

夢
で
会

た
時

の
体
の
色
全
部
反
転
し
て
た
か
ら

ど
白
か

た

は
金
色
眼
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と
⻭
は
黒
で

は
⻘
だ

た
け
ど

レ
怖
い

 

だ
か
可
愛
い
名
前
だ
な

と
思

て
い
た
ら

い
た
容

と
い
う
か
色

が
予
想
以

上
に
禍

し
か

た

 
そ
の

の
別
人
格
シ
ロ
は

キ

の
事
を

王

と
呼
ん
で
い
る
ら
し
い

初
め
て
会

た
時
も

リ

姉
に
ぶ

倒
さ
れ
て

た
時
も
殺
さ
れ
か
か

た

 
シ
ロ
は
か
な
り

戦
的
な
人
格
ら
し
い

 
し
か
し
私
達
の
予
想
と
少
し
異
な
り
破
壊
衝
動
や
殺
戮
衝
動
憎
悪
の

と
い
う

で
は
無

い
ら
し
く
あ
る
程

理
性
的
な
面
も
あ
る
ら
し
い

実

初
回
は
リ

姉
が
指

し
た
彼
の
矛

盾
を
語
り
二
回
目
は
リ

姉
が
突
き

し
た

に
生
存
本
能
を
与
え
る
事
を
主
目
的
と

し
て
い
た
よ
う
な
の
だ

 
彼
が
生
を

め
れ
ば
恐
ら
く
体
を

取
ろ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
ま
で
は

を

に
す
る
事
か
ら

え
て
も

悪
と
い
う

で
は
無
い
ら
し
い

 
と

う
か
二
回
目
の
夢
で
は
生
存
本
能
を
語
ら
れ
た
後
は

の

い
を
前

と
し
た

戦
闘
鍛
練
を
行

て
い
た
ら
し
い

焦

な
ど
武
器
を
出
さ
ず
に
属
性
の
力
を

る
技
能
は
そ
こ
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で
シ
ロ
に
教
え
て
も
ら
い
鍛
え
た
と
彼
は
語

た

 
シ
ロ
が
気
付
け
た
の
も

を
正
せ
ば
ホ
ロ
ウ
が

剣
で

を
放

て
い
た
か
ら
だ

た

あ
の

そ
の
シ
ロ
と
い
う
人
格
と
は

話
せ
る
の
で
す
か

え

 
え

と

話
せ
る
け
ど

ま
だ
遠
慮
し
て

て

そ
う
で
す
か

 

興
味
本

で
は
あ

た
が
あ
ま
り
危
険
で
は
無
い
の
で
は
と
思
う
と
会
話
く
ら
い
は
し

て
み
た
い
と
思

た

人
格
違
い
と
は

え
シ
ロ
と
や
ら
も

が
同
じ
な
の
だ

会
話
さ
え
出
来

る
な
ら
険
悪
に
は
な
ら
な
い
と
予
感
を

い
て
い
た

 
し
か
し
シ
ロ
の
方
は
こ
ち
ら
を

け
て
い
る
ら
し
く

キ

と
の
交
代
を

ん
で
い
る
ら
し

か

た

が

て
い
る
と
い
う

で
は
無
い
ら
し
い

 
王
で
あ
る
キ

を
生
か
そ
う
と
世
話
を

く
面
か
ら
し
て
こ
の

の
邪
魔
を
す
る
事

を

け
よ
う
と
思

た
の
か
も
し
れ
な
い

そ
の
内
夜
中
に

こ
り
と
入
れ

わ

た
状

で
話
し
か
け
て
来
る
方
が
シ
ロ
と
や
ら
の

に
近
い
気
も
す
る

 
キ

の
方
も
今
後
問

と
な
る
事
さ
え
無
け
れ
ば
入
れ

わ
ら
れ
て
も
特
に
気
に
し
な
い
方

ら
し
い
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シ
ロ
と
の
交
流
期
間
や
回
数
は
か
な
り
少
な
い
反
面
そ
の
数
少
な
い
機
会
で
絶
大
な
信

を

寄
せ
て
い
る
ら
し
い

が
同
じ
だ
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が
シ
ロ
が
思
い
の
外
世
話

き
な
面

で
も
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

 
話
を

い
た
限
り
で
は

弟
の
世
話
を

く
兄
の
立
場
に

る
事
が
分
か
る

 

と
な
く

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
ポ
ジ
シ

ン
が
危
な
い
の
で
は

と
思

て
し
ま

た

一
文
だ
け
で
は
あ
る
が

が
か
な
り
近
い
気
も
す
る

こ
れ
ま
で
の

変
シ

ン
を
思
い
出
す

限
り
で
は
シ
ロ
の
方
が
か
な
り

い
気
性
を
し
て
い
る
ら
し
い
が

 
ち
な
み
に
シ
ロ
の
人
格
発
生
理
由
を
キ

は
知
ら
な
い
ら
し
い

シ
ロ
は
知

て
い
る
ら
し
い

が
話
す
つ
も
り
は
無
い
と
か

ま

二
重
・
多
重
人
格
な
ど

ど

衛
反
応
で
生
ま
れ
る
の

だ
か
ら

な
理
由
で
は
無
い
し
思
い
出
す
の
も

な
の
だ
ろ
う
と

得
し
引
き
下
が
る
事
に
し

た  
経

は
と
も
あ
れ
キ

は
今
回
別
人
格
シ
ロ
の
協
力
を

け
て
エ
リ
ア
ボ
ス
と
対
峙
す
る

 
だ
か
ら
私
を
情
報
面
の
サ
ポ

ト
に
し
て

味
方
は
引
き

れ
ず

ロ
で
戦
う
事
に
し
た

せ
武
器
の
登
録
を
初
め
て
か
ら
対
Ｍ
ｏ
ｂ
戦
で
初
の
シ
ロ
の

護
あ
り
の
全
力
戦
闘
だ
味
方
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な
ど

に
し
か
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
最
初
か
ら

れ
な
い
方
が
良
い

私
と
し
て
も
彼
が
や
る

事
を
全
て
把
握
や
予

出
来
る

で
も
な
い
の
で
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
サ
ポ

ト
に
回
る

を

命
し
た

 
ち
な
み
に
対
人
戦
で
の
全
力
は
圏
内
事
件
で
の
モ
ル
テ
達

手
に
し
た
時
が
初
だ
と

て
い
た

 

か
ら
シ
ロ
が
協
力
し
な
い
の
は

来
を

え
て
キ

を
甘
や
か
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
か
ら
ら
し
い

キ

が

わ
れ
た
事

く

一
人
で
や
れ
る
事
が
最

件
だ
か
ら
な

だ
と
か

 
消
え
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

時
か
は
消
え
る
か
も
し
れ
な
い
人
格
に
頼

た
状

の
力
で

は
不
安
定
だ
し

か
が
原
因
で
シ
ロ
の
力
を
一
時
的
に
で
も

り
れ
な
く
な

て
し
ま

て

る
の
で
は
今
後
が
不
安
な
の
は
確
か

そ
う
い
う
意
味
も
あ

て
よ

ど
の

地
に

ら
な

い
限
り
シ
ロ
は

観
に

し
て
い
る

 
と
は

え

も
キ

の

に

ら
な
い

で
は
無
く
知
識
や
発
想
と
い
う

面
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
は
し
て
い
る
よ
う
だ

地
に

れ
ば
強
引
に
入
れ

わ
り

を
撃
破
し
て
も
い
る

求
め
ら
れ
れ
ば
応
じ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
故
に

は

に
引

み

王
で
あ
る
キ
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の
成
⻑
を

し
て
い
る
の
だ

気
が
合
い
そ
う
と
全

が
思

た

特
に
リ

姉
な
ど
は
あ
か
ら
さ
ま
に

喜
と
安

の
表

情
を
見
せ
て
い
た

 
別
人
格
の
発
生
原
因
を

え
る
と

直
に
は
喜
べ
な
い
が
そ
れ
で
今
助
か

て
い
る

面
が

あ
る
の
だ
か
ら
喜
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
と

え
て
い
る
よ
う
だ

多
分
シ
ロ
も
ま
た
義
弟
な
の
だ
と

 
そ
の
シ
ロ
の

護
あ
り
の
戦
闘
は
地
下
迷

で
の
死
神
戦
や
圏
内
事
件
で
の
モ
ル
テ
達

と
の
戦
い
の
話
は
知
り
合
い
な
ら

も
が
知

て
い
る
事
多
少

の

い
に

れ
た
今

の
キ

と
シ
ロ
が
協
力
す
る
と
な
る
と
ど
れ
く
ら
い
か
は
予
想
が
付
か
な
い

せ
樹
海
エ
リ
ア

の
ボ
ス
戦
で
は
キ

独
だ

た
ら
し
い
の
だ
か
ら

 

一
応

作
戦

を

い
て
は
い
ま
す
が

 

要
は

明
快

ボ
ス
が
現
れ
た
時
点
で
キ

と
シ
ロ
が
演

理
／
イ
メ

ジ
を
分

な

い
し
協
力
し
て
行
い

の
登
録
武
器
を
一

し

物

に
物
を

わ
せ
て
圧
倒
す

る
だ
け

 
無
理
無

無
謀
を
力
で
ゴ
リ

す
や
り
方
は

作
戦

な
ん
て

え
な
い

こ
れ
は
た
だ
の

方

だ
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葉
は
正
し
く
使
い
ま
し

う
と
思
わ
ず

に
し
て
し
ま
う
く
ら
い
に
は
か
け
離
れ
て
い
た

 
ま

実

に
イ
メ

ジ
し
て
の
武
器

作
を
分

し
て
あ
る
い
は
協
力
し
て
行
う
二
人

シ
ロ
も
一
人
換

す
る
事
に
な

て
い
る

に
と

て
は
真
面
目
に
作
戦
な
の
だ
ろ

う

本
戦
略
は

つ
か
あ
る
よ
う
だ
し

無
理

理
に

離
を

め
ら
れ
れ
ば
キ

は

近
戦

に
切
り

え
る
ら
し
い
し
そ
の

の
フ

ロ

も
シ
ロ
が
攻
撃
や

動

な
ど
多

に

て
行
う

そ
の

り
の
打
ち
合
わ
せ
も

に

密
に
交
わ
し
て
い
る
と
い
う

 
確
か
に
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
立

な
作
戦
だ

 
で
も

離
を

め
ら
れ
れ
ば

近
戦
に
切
り

え
る
の
は
多
分

た
り
前
だ
し
実
の
と
こ

ろ
か
な
り
大

把
な
感
じ
な
の
で

や

り

作
戦

と
は

い

い
気
は
し
て
い
た

 
正
直
ど

ち
だ
と
思
わ
な
く
も
な
い

認
識
の
差
異
と
い
う
か

葉
遊
び
と
い
う
か
こ
う

い
う

な
部
分
こ
そ
が

日
本
語
の

と

え
る
の
か
も
し
れ
な
い

 

彼
も

今
の
私
の
よ
う
な

を
持
て
て
い
れ
ば
良
い
の
で
す
が

 
そ
の
思

を
浮
か
べ
る
と
共
に
ネ

ク
レ
ス
の
中
／

が
如
き
虚
空
に
浮
か
ぶ
私
は

裏

で

き
苦

す
る

作
戦
か
方

か
は
実

と
て
も
重
要
だ
が

ど
ち
ら
で
も
良
い
の
で
は

と

え
て

面
白
い

と
思

出
来
る
の
も

が
あ
る
か
ら
こ
そ
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を

う
な
ら

こ
の

を
義
弟
に
も
持

て
い
て
欲
し
い

 
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る
ス
テ

タ
ス
の
面
で
彼
は

よ
り
も

を
持

て
い
る

安
全
マ

ジ
ン
の
値
の

を
超
え
る
レ
ベ
ル
な
の
だ
む
し
ろ

が
無
い

な
ど
無
い
の
で
あ
る

備

も
ス
キ
ル
も

え
ら
れ
る
も
の
で
も
最
高

の

に
あ
る

と
い
う
反

的
な

備

無

バ
フ
に

リ
ジ

ネ
の
重
ね
掛
け
も

え
れ
ば

み
の
ボ
ス
を
超
え
た
戦
力
と

え
よ

う

事
実
彼
は
エ
リ
ア
／
フ
ロ
ア
ボ
ス
を

独
撃
破
可
能
な
戦
力
だ

 
し
か
し
彼
に

は

ど
無
い

い
や

を
持
た
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

と
い
う

が
あ
る

 
ど
れ
だ
け

備
や
ス
テ

タ
ス
実
力
が
高
く
な
ろ
う
と
そ
れ
で
彼
が

を
持
て
た
事
は

ど
無
い

心
や

断
を

か
な
い
よ
う
自
制
し
て
い
る
の
で
は
な
い

そ
れ
ら
は

と
近

し
い
が
し
か
し
似
て
異
な
る
別
種
の
愚
念
そ
れ
を
理
解
し
て
い
な
い
程
彼
は
愚
か
で
は
無
い

心
を

け
る
境
遇
で
は
無
い
と
自
ら
を
律
し

け
る
程
に
生
真
面
目
で
す
ら
あ
る

 

そ
れ
も
以
前
か
ら
気
に
な

て
い
る
ん
で
す
よ
ね

 
恐
ら
く
時
間
的
な

を
欠
い
て
い
る
事
が
彼
か
ら

を
奪

て
い
る

 
肉
体
の

命
プ
レ
イ

達
の
精
神
的
な
安
定
性
が
保
つ
時
間
と
ク
リ
ア
ま
で
に
掛
か
る
で
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あ
ろ
う
攻
略
に
必
要
な
時
間
の
不
釣
り
合
い
が
原
因
か

現
時
点
で
一
年

月
が
経

て
い

て

残
り

月
／

で

層
を
突
破
す
る
と
な
る
と

今
の

ス
で
は
間
に
合
わ
ず

自
分
が
死
ぬ
と

 
分
か

て
い
た
事
で
は
あ
る
が
ど
う
や
ら
彼
が
本

に
気
を

い
て

む
と
な
る
と
こ
の

世
界
を
生
き
て
ク
リ
ア
す
る
事
が
不
可
欠
で
あ
る
よ
う
だ

 
彼
の
力
が
あ

て
も
こ
れ
ま
で
の

ス
で
は
間
に
合
わ
ず
必
然
的
に

ス
を
上

る
と

な
る
と

恐
ら
く
彼
が
無
理
を
し
よ
う
と
す
る

そ
れ
を
助
け
ら
れ
る
人

も
多
少
は

る
が

そ
れ
で
も
や
は
り
足
り
な
い

 
生
き
る

に
彼
の
無
理
を

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

が

む

 
私
や
リ

姉
が
助
力
す
る
に
し
て
も

そ
れ
に
も
や
は
り
限

が
あ
る
の
だ
か
ら

リ

姉

そ
ろ
そ
ろ

上
に

く

 
物
悲
し
い
気
持
ち
に
な

て
い
る
と
キ

の
声
が
虚
空
に

い
た

そ
れ
に
わ
か
り
ま
し
た

と
応
じ

私
も

に
浮
か
ぶ
六

の
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
を

い
た

を
強
め
る

 
あ
の
最

の

を
潜

た
先
は

の
外

に
繋
が

て
い
た

そ
こ
か
ら
外

に

う

よ
う
に

め
に

が
作
ら
れ
て
い
て

現
在
は
そ
こ
を

け
上
が
る

中
だ

た
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無
い
と
は
思

た
が
い
き
な
り
襲
い
掛
か
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に
私
も

に
ネ

ク
レ
ス
に

入

て
い
る

 
彼
も
ア
ン
ノ
ウ
ン
に
よ

て

を
破
壊
さ
れ
た
は
し
た
が

に
ス
ト
レ

ジ
に

ん
で
い

た

を

い
て
別
の

を

り

備
し
て
い
た

そ
の
た
め
襲
撃
を

け
る
前
と

い
自
体

は

ら
変
化
が
無
い

 
た
だ
し

手
に
持
つ
剣
は
見

れ
た
二
剣
で
は
無
く

黒
と
白
の
片
刃
直
剣
で
あ
る

ブ

ラ

ク
メ
タ
ル
ホ
ワ
イ
ト
ゴ

ル
ド
の
銘
を
有
す
る
二
剣
に
彼
は

か
忌

感
を

い
て
い
た

よ
う
な
の
だ
が
流

に
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

で
は

力
不
足
が

め
な
い

の
で

今
回
は
こ
れ
に
変
え
る
と

た

 
も

と

う
と
ホ
ロ
ウ
が
使

て
い
た
技
や
属
性
攻
撃
の
再
現
性
を
高
め
る

に
使
う
ら
し

い 
逆
に

う
と
そ
の
再
現
性
が
高
ま

た
な
ら
す
ぐ
に
で
も
手
放
し
た
い
と

て
い
る
よ
う
に

も

こ
え
た

経

は
知
ら
な
い
が
彼
の

に
も

ま
れ
て
い
る
と
い
う
二
剣
の
間
に
は

程

の
因
縁
が
あ
る
よ
う
だ

に

ま
れ
て
い
る

と

い
た
だ
け
で

と
な
く
は

せ
る

も
そ
の
事
を
指

し
な
い
で
い
た
の
だ
が
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ち
な
み
に
シ
ロ
の
声
は
彼
に
は

こ
え
る
が
こ
ち
ら
に
は

こ
え
な
い

多
分
キ

が
ア
バ

タ

で

た
り
思

す
る

に
声

の

肉
を
動
か
す
ク
セ
が
あ
る
の
に
対
し
シ
ロ
の
方
は

そ
う
で
は
な
い
か
ら

肉
を
収

さ
せ
る
電
気
信

を

み
取

て

内
会
話
を
成
立
さ
せ
て

い
る
私
に
は

こ
え
な
い
の
だ
と
思
う

 
な
の
で
私
が
ネ

ク
レ
ス
の
中
か
ら

の

武
器
で

護
を
す
る
の
も
今
回
は
や
め

て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
て
い
た
シ
ロ
の
声
が

こ
え
な
い
の
で

護
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い

か
ら
だ

 
そ
う
頼
ま
れ
た
時
は
ち

と
だ
け

然
と
し
た

 

そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
間
に

キ

は

の

上
へ

り

く

 

の

色
を
見

せ
ば

か
下
に
大
地
が
広
が
る
光

ば
か
り

し
か
も
そ
れ
は
全
て
ま

だ
ら
に
浮
か
ぶ
浮
遊
大
地
で
あ
り
そ
の
更
に
下
に
は

す
ら
⻘
み
が
か

た
大
地
が
広
が

て
い
る

 
や
や
深
い
⻘
色
も
見
え
る
の
は
も
し
か
す
る
と

な
の
か

あ
る
い
は
こ
の
世
界
で
再
現
さ

れ
た
海
な
の
か

方

か
ら
す
る
と

な
の
で
恐
ら
く

の
エ
リ
ア
は

か
海

を
舞

と

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
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ゴ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
の
思

を

に

入
者
で
あ
る
少
年
に
雄

し
い

を
ぶ
つ
け
る
二
体
の
刃
⻯

⻘

み
が
か

た
銀
の
刃
⻯

デ

ア
ス
と

が
か

た
銀
の
刃
⻯
レ
イ
デ

ン
が
天
空
か

ら
こ
ち
ら
へ

空
し
て
き
て
い
た

 
た
だ
演
出
な
の
か
攻
撃
は
せ
ず

上
に
ぶ
つ
か
る

前
で
大
き
く
翼
を
は
た
め
か
せ
て
止
ま

り

空
を

持
し
て
い
た

 
バ
タ
バ
タ
と
キ

の
黒
髪
や
黒

が
は
た
め
く
が
以
前
五
十
五
層
の
雪

に
て
リ
ズ
さ
ん
を

吹

ば
し
た
も
の
と
は
違
う
よ
う
で
彼
が
吹

ぶ
様
子
は
無
い

も
し
か
し
た
ら

の
力
で

ん

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
そ
し
て
こ
の
直
後

二
体
の
刃
⻯
の

上
に

ゲ

ジ
が
出
現
し
た

 
フ
ロ
ア
ボ
ス
や
エ
リ
ア
ボ
ス
は
多
少
の

外
は
あ
る
も
の
の
出
現
直
後
は
無

状

だ

そ

れ
が
解
か
れ
る
の
は
ゲ

ジ
が
全
て
出
現
し
た
後
で
あ
る

シ
ロ

行
く
ぞ

 
風
で
浮
き

デ

ア
ス
へ
と
突

し
始
め
た
キ

が

う
と
同
時
彼
を
護
る
よ
う
に

や
水

氷

風

そ
れ
だ
け
で
な
く
ホ
ロ
ウ
が
使

て
い
た
光

く
白
の
弾
と
全
て
を
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み

み
そ
う
な
黒
の
弾
も
出
現
し

に
展
開
さ
れ
た

 
レ
イ
デ

ン
が
少
し
浮
い
た
後
遠
心
力
を
生
か
し
て

の
剣
を
振
る
う
が
そ
れ
は
展

開
さ
れ
た
八
属
性
の
弾
の
内

氷
と

の
弾
が

に
変
形
す
る
事
で
盾
と
な
り

ま
れ
る

 

に
な

た
そ
れ
ら
は
す
ぐ
ま
た
弾
へ
と

て
い
た

 
グ
ニ

グ
ニ

と
自
在
に
動
く
様
は
ス
ラ
イ
ム
を
思
わ
せ
る

実

の
と
こ
ろ

と
氷
は
定
型

物

な
の
で
非
定
型
物

の
ス
ラ
イ
ム
と
は
違
う
の
だ
ろ
う
が
ア
レ
の

作
を
シ
ロ
が
行

て
い
る
と
な
る
と
少
し

ま
し
い
気
が
し
た

 
と
も
か
く
私
が
予
想
し
て
い
た
以
上
の

能
力
の
お
陰
で
刃
⻯
の
攻
撃
を
気
に
す
る
必
要

が
あ
ま
り
無
い
彼
は

の
勢
い
そ
の
ま
ま
に
突
進
技
で
一
気
に

離
を

め
そ
こ
か
ら
流

れ
る
よ
う
に

攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
く

片
手
剣

の

発
か
ら

撃
の

ド
ス
キ
ル
の

他

二
刀
流
の

ド
ス
キ
ル
も
使

て
の
攻
撃
は
色
取
り
取
り
の

き
を
乱
舞
さ
せ
る

ス

テ

タ
ス
の
高
さ
が
エ
フ

ク
ト
を
過
大
な
も
の
に
し
て
い
る
の
か
斬
閃
の

⻑
線
上
に
ま
で
光

が

る
程
だ

 
現
在
時

は

の
小

止
を
取
る

お
よ
そ

後
三
時

で
あ
り
雲
海
の
上
に
広
が

る
浮
遊
大
地
故
に
陽
光
は
今
だ

し
く
あ
る
の
だ
が
そ
れ
す
ら

み

の

上
が

暗
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く
感
じ
る
程
の

き
が
乱
舞
し
て
い
た

 
初
期
か
ら

得
し
て
い
る

発
ス
キ
ル
バ

チ
カ
ル
や
ホ
リ

ン
タ
ル

ニ

ク

リ

プ

な
ど
も

彼
の
ス
テ

タ
ス
が
大
き
過
ぎ
る
故
に
エ
フ

ク
ト
も

で
は
無
い

 

然
だ
が
そ
の
過

に
思
え
る
エ
フ

ク
ト
は
決
し
て
飾
り
で
は
無
い

技
の

き
が
増
す

事
は
す
な
わ
ち
そ
れ
だ
け
ス
テ

タ
ス
が
高
い
事
に
な
る
か
ら
だ

黒
の
剣
士
に
は
様

な
伝
説
が
あ
り
闘
技
場
で
の
戦
い
ぶ
り
か
ら

手
な
戦
闘
が
多
い
と

認
識
さ
れ
て
い
る
が
同
時
に
ビ

タ

と
し
て
対
人
戦
を
多
く
経
験
し
て
い
る
の
で

実

な
部
分
も
か
な
り
あ
る

必
要
に
応
じ
て

手

と

実

を
切
り

え
ら
れ
る

 
こ
こ
で

う

実
と
は
状
況
に
応
じ
て
隙
の
少
な
い
技
を
使
う

に
回
す
と

な

技
術
の
事

人
に
よ

て
は
こ
れ
を
小
兵
な
技
や
小
手
先
の
技
と

す
る
か
も
し
れ
な

い 

論

手

は
そ
の
逆
で

一
発
逆
転
の
目
や
大
打
撃
を
与
え
る
事
で
あ
る

 
そ
し
て
対
Ｍ
ｏ
ｂ
特
に
ボ
ス
が

手
と
も
な
れ
ば
一
撃
の
ダ
メ

ジ

が
少
な
い
と
ジ
リ

に
な
り
や
す
い
た
め
大
技
に
よ
る

期
決
戦
が

ま
し
い
と
さ
れ
る

ら
し
い

人

数
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い

ど

期
決
戦
が

ま
し
い
の
は
自
明
の
理
と

え
る

無
論
そ
れ
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は
数
が
多
け
れ
ば
い
い
と
い
う

で
も
な
い
よ
う
だ
が

 
今
の
彼
は
強
大
な
エ
リ
ア
ボ
ス
が

手
な
の
で

期
決
戦
を
望
む
状
況
に
あ
る

そ
れ
も
ボ
ス

は
二
体
で
自
身
は
一
人
シ
ロ
の
直

的

護
と
私
の
間

的

が
あ
る
と
は

え

い
も

の
な
の
は
違
い
な
い

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
だ
か
ら
彼
は

目
か
ら
見
れ
ば
勝
負
を

い
で
い
る
と
も
取
れ
る

あ
る
い
は
そ
う
と

し
か
取
れ
な
い

攻
勢
に
打

て
出
て
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ
他
の
事
が

か
に
な
る

 
そ
し
て
そ
れ
は

私
に
回
さ
れ
た

だ

 
私
は

も
彼
の

を

で
き
る
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
に
よ
る

覚
的
情
報
の
み
で
戦
況
を

把
握
し

攻
撃
予

を
伝
え
て
い
る

で
は
無
い

 
か
と

て

Ｍ
ｏ
ｂ
の
ポ

プ
に

し
て
は

覚
情
報
の
み
に
頼

て
い
る

 
こ
れ
は
Ｍ
ｏ
ｂ
の
在
り
方
と

の
仕
組
み
に
理
由
が
あ

た

 
Ｍ
ｏ
ｂ
に
は
全
て
独
自
の

を

ま
れ
て
い
る
と
は

え
そ
れ
ら
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
よ
う
な
高

性
能
な
人
工
知
能
と
異
な
り

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
一

で

理
さ
れ
て
い
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る

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
本
来
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
イ
ン
フ
ラ
や
リ

ス
変
動
に

わ
ら
ず
臨
機
応
変
さ
を
求

め
ら
れ
る
が
故
の
高
性
能
で
あ
る
反
面
リ

ス

源
と
も

え
る
Ｍ
ｏ
ｂ
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が

時
状
況
把
握
を
可
能
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
分
か
り
や
す
く

え
ば
Ｍ
ｏ
ｂ
は

わ
ば
出

な
の
だ

こ
れ
の
数
と

数

入

と
が
釣
り
合
い
を
取
れ
る
よ
う

デ

タ
取
り
の

に
シ
ス
テ
ム
が
一

理
し
て

い
る
の
で
あ
る

 
な
の
で
ポ

プ
に

し
て
は
私
の
知
る

で
は
無
い

仮
に
事
前
把
握
が
可
能
で
あ
れ
ば
そ

れ
を
十
全
に
活

し
て
義
弟
や

間
が
危
険
に
晒
さ
れ
な
い
よ
う
動
き
逆
に

対
存
在
を

め

て
い
た
で
あ
ろ
う

 
私
に
出
来
る
事
は

個

の
Ｍ
ｏ
ｂ
に

ま
れ
た

の
思

回
路
の
み

 

ど
の
プ
レ
イ

が
知

て
い
る
よ
う
に
Ｍ
ｏ
ｂ
の

に
は
特
定
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
存

在
し
て
い
る

そ
れ
を
誘
導
し

え
て
隙
を
作
ら
せ
る
ミ
ス
リ

ド
と
い
う
技
術
が
あ
る

よ
う
に

こ
れ
は
明
ら
か
だ

と
の

離

残

武

の
他

あ
ら

る

件
が
複

に
絡
み
合

た

に
Ｍ
ｏ
ｂ
は
独
自
に
行
動
し
て
い
る

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
程
で
は
無
い
が

彼
ら
の

も
あ
る
程

の
学

機
能
は
存
在
し
て
い
る

と
は
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え
同
一
個
体
で
な
い
限
り
そ
の
学

成
果
は
同

層
の
同
種

に
反

さ
れ
な
い
の
だ
が

 
故
に
新
た
に
ポ

プ
し
た
モ
ン
ス
タ

は
全
て
真

新
な
出

初
期
の
状

の

を
付
与

さ
れ
て
い
る

あ
ら
か
じ
め
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
内
容
し
か
無
い

し
か
も

そ
の

が

判
断
し
た
内
容
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に
送
信
さ
れ
て
い
る

 
そ
の
内
容
を
私
は

し
て
い
る
だ
け

 
こ
れ
は
私
が

し
か
も
一
部
と
は

え

権
限
を
有
す
る
か
ら
こ
そ
出
来
る
強
引
な
手
で

あ
る

に

え
て
チ

ト
行

と

え
た

 
し
か
し
ヒ
ト
は

晴
ら
し
い
格

を
残
し
て
い
る

 

バ
レ
れ
な
け
れ
ば

罪
で
は
無
い
の
だ

キ

レ
イ
デ

ン
の
ブ
レ
ス

前
で
す

 

ブ
レ
ス
攻
撃
を
し
て
く
る
事
に
気
付
く
に
は
⻯
が

を
も
た

か
ら
チ
ロ
チ
ロ

と

が

れ
て
い
る
様
子
か
ら

す
る
必
要
が
あ
る

恐
ら
く
気
付
い
て
か
ら
放
た
れ
る
ま
で
に

一

あ
れ
ば
良
い
く
ら
い
だ

然
そ
ん
な

時
間
で
は
回

や
退

な
ど
間
に
合
わ
な
い

 
だ
か
ら
過
去
彼
は
ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド
で
風
の
盾
を

る
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を

見
出
し
た
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し
か
し
実

の
と
こ
ろ

が
独
自
に
判
断
を
下
し
て
実
行
す
る
ま
で
に
は

ば
く
か
の
ラ

グ
が
存
在
し
て
い
る

論

常
攻
撃
で
あ
れ
ば
コ
ン
マ
数

レ
ベ
ル
だ
が

ド
ス
キ
ル
の

他
種

定
の
特

攻
撃
と
も
な
る
と
強
力
故
か
設
定
で

予
時
間
が
多
少
設
け
ら
れ
て
い
る

事
が
多
い

ド
ラ
ゴ
ン
ブ
レ
ス
も
そ
の
一
つ

ド
ラ
ゴ
ン
ブ
レ
ス
を
放
つ
と
い
う
結
果
を
出
し
て
か
ら
実

に
放
つ
ま
で
に
は
最

の
ラ
グ
が
あ
る

そ
の

を
如

に
有
意
義
な
も
の
に
す
る
か
は
彼

第
だ

間
ご
と
か

 
可
能
性
と
し
て

え
て
い
る
の
は
知

て
い
た
が

を

ん
で
い
て
も

は

性
能
故
か

同
種

を

う
よ
う
な

振
り
を
見
せ
ず
刃
⻯

デ

ア
ス
ご
と
ブ
レ
ス
で
攻
撃
す
る
事
に

さ
し
も
の
キ

も
⻭

み
す
る

 

撃
ス
キ
ル
の

中
故
に
ど
う
足
掻
い
て
も
退

は
叶
わ
な
い

 
だ
が

そ
れ
で

め
る
彼
で
は
無
か

た

 
逆
に

え
れ
ば
良
い

せ
な
い
な
ら

す
必
要
が
無
く
な
れ
ば
良
い
の
だ
と

要
す
る
に

殺
ら
れ
る
前
に
殺
れ

と
い
う
精
神
だ

た

隙
あ
り
だ
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事
前
に
攻
撃
を
知

て
い
る
な
ら
対

は
容

く

あ
と
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
だ
け

 
そ
れ
故
か
二
刀
を
振
る
う
最
中
に

だ
け
レ
イ
デ

ン
へ
向
け
た
彼
は
ブ
レ
ス
を
放
た
ん

と
天
を

ぐ
よ
う
に
し
て
い
た

を
正
面
へ
向
け
る
刃
⻯
の

の
部
分
に

百
も
の
武
器
を

し
た

手
剣
や

手

⻑
槍
な
ど
⻑
物
や
分

い
も
の
を
メ
イ
ン
に
呼
び
出
さ
れ
た
そ
れ

ら
は
彼
の
思
念
に

て

空
中
で

強
な

定

と
な
る

 
放
つ

前
ま
で

に
深
紅
の

を

め
て
い
た
⻯
に
と

て
は
予
想
外
の
事

だ

 
だ
が
放
つ

前
だ

た
か
ら
こ
そ
対

な
ど
出
来
る

も
な
い

変
な
と
こ
ろ
で
生
物

ら
し
さ
を
持

て
い
る

は
体
を

直
さ
せ
た

 
し
か
し

内
で
は
獄

が
今
に
も
弾
け
ん
と
し
て
い
た
の
だ

無
論
下
ろ
す

を
止
め
ら

れ
た
せ
い
で

は

じ
て
お
り

獄

が

ら
れ
る
場

も
無
く

 
ド
ガ
ン

と
刃
⻯
の
片

れ
の

が

の

発
に

ま
れ
た

 
全
⻑
数
十
メ

ト
ル

の
⻯
の

部
は
そ
れ
だ
け
で
も
十
メ

ト
ル
近
い

そ
ん
な

大
な

部
の

内
で
限
界
ま
で

め
ら
れ
た

の

発
は

み
の

発
で
は
無
く
衝
撃
波
は
大
気
を
鳴

動
さ
せ

を
振
動
さ
せ

風
は
刃
⻯
と
少
年
を

共

き

ん
で
吹
き

ば
す

ど

 
ブ
レ
ス
を

で

発
さ
せ
ら
れ
た
⻯
は

そ
れ
だ
け
で
体
力
を

強

て
い
た

そ
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れ
だ
け
ブ
レ
ス
の

力
が
極
め
て
高
か

た
と
い
う
事

 
ブ
レ
ス
の

発
で
引
き

こ
さ
れ
た

発
は
少
年
の
⻯
殺
し
を
祝
う
前
倒
し
の
祝

に

も

し
か

た

 
二
体
の
⻯
が
そ
の
命
を

り
取
ら
れ
た
の
は

こ
れ
よ
り
三
分
後
の
事

浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト

の
攻
略
は

た

た
一
日

で
終
了
し
た
の
だ

た

  

か
彼
方
の
空
に
浮
き
己
が
持
つ

能
力
を

使
し
て

を

し
つ
つ
彼
の
少
年
を

す
る

面
を

む

 
そ
の

面
は

少
年
の
ネ

ク
レ
ス
に
入

て
い
る
者
が
見
て
い
る
者
と
全
く
同
じ
も
の

能
力
を
使

て

し
て
い
る
形
な
の
で
気
付
か
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

そ
も
気
付
か

れ
る
ヘ
マ
を
す
る
程
自
分
の
技
術
は

く
な
い

来
的
に
は

だ
ろ
う
が
経
験
が
無
い

以
上
負
け
る
道
理
が
無
い

 
自
分
を
負
か
す
者
が
い
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は
真
実

一
人
だ
け

こ
ち
ら
の
予
想
を
容

く
ぶ

ち
ぎ

て
く
れ
る
の
は

も
変
わ
ら
ず
か

 
浮
遊

の
エ
リ
ア
ボ
ス
で
あ
る
二
体
の
刃
⻯
を

手
に
す
る
に
あ
た

て
彼
の
少
年
が
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一
人
で

む
事
は

論
ネ

ク
レ
ス
の
中
か
ら
情
報
面
の
サ
ポ

ト
を
す
る
事
も
こ
ち
ら
は

把
握
し
て
い
る

 
予
想
外
だ

た
事
は
一
つ

 

よ
も
や

こ
の
時
点
で
協
力
と
は

 
少
年
の
中
に

ま
う

別
の
人
格

確
か

シ
ロ

と
い
う
名
だ

た
か

 

振
り
や
振
る
舞
い
は
危
険
人
物
の
そ
れ
だ
が
し
か
し
決
し
て
理
性
の
無
い
獣
と
い
う

で
は
無
く
極
め
て
理
性
的

つ

高
い
性

を
持
つ
人
格
だ

表
に
出
て
い
る
少
年

を

王

と
呼
び

そ
の
力

え
を
し
て
い
る
事
も
知

て
い
る

 
問

は
そ
の
人
格
の
助
力
す
る
時
期
が
あ
ま
り
に
も

い
事

自
分
が
知

て
い
る
時
期
の
ど

れ
よ
り
も

い

 
自
分
が
知

て
い
る
時
期
で
は
シ
ロ
が

極
的
に
助
力
を
始
め
る
の
は
数

月
後
か
ら
だ

た

そ
れ
も
王
が
死
に
そ
う
だ
か
ら
そ
の
機
会
が
増
え
た
の
で
あ

て
決
し
て
助
力
す
る

必
要
性
の

い
戦
い
で
は
力

え
な
ど
し
て
い
な
か

た

 
彼
の
少
年
が
あ
れ
だ
け
の
武
器
を
一
気
に

た
可
能
性
は
ま
ず
な
い

不
可
能
で
は
無
い
だ

ろ
う
が
そ
れ
に
し
て
は
手

が
良
す
ぎ
る
上
に

労
も
あ
ま
り
見
ら
れ
て
い
な
い
点
が

定
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に
な
る

強
く
な
る
に
し
て
も

あ
ま
り

が
過
ぎ
る
と

 
彼
の
少
年
が
強
く
な
る
の
は
構
わ
な
い
の
だ

生
き
る

に
必
要
な
の
だ
し
今
で
す
ら
全
く

足
り
な
い
の
だ

強
く
な
る
事
は
一
向
に
か
ま
わ
な
い

 
だ
が

そ
の
ス
ピ

ド
が
問

だ

 
バ
タ
フ
ラ
イ
・
エ
フ

ク
ト
と
い
う
も
の
が
あ
る

姉
が
殺
さ
れ
た

事
実
を
無
か

た
事
に
す
る
た
め
に
過
去
を
変
え

姉
を
生
か
し
た
場
合

代
わ
り
に
別
の

か
が
死
ぬ
と
い

た
も
の

つ
ま
り
過
程
は
ど
う
あ
れ
あ
る
程

の
結
果
が
決

ま

て
い
る
事
を
論
じ
た
説
だ

 
自
分
は
そ
れ
を
望
ま
な
い

 
少
年
が
強
く
な
る
の
は
構
わ
な
い

そ
れ
を
秘
め
て
さ
え
い
れ
ば

本
的
に
は
今
後
問

は

発
生
し
な
い

故
な
ら
彼
の
少
年
は
最
期
の
時
ま
で
無

を

い
て
い
た
が
故
に

 

に
生
存

件
と
し
て
無

が
あ
る
故
に
過

な
強
さ
を
持

た
と
こ
ろ
で
問

は

き
よ
う
が
な
い

 
だ
が
強
く
な
る
速
さ
に

し
て
は
別

あ
ま
り
に
強
く
な
る
の
が

過
ぎ
る
と

対
勢
力
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も
ま
た
強
さ
の

を
上

る
の
が

く
な
り
過
ぎ
る

本
的
に
才
能
が
無
い
少
年
は
時
間
こ
そ

が
最
大
の

対
存
在
が
数

の
速
さ
で
強
く
な
る
の
だ
か
ら
時
間
を
味
方
に
つ
け
な
け
れ
ば

生
き
残
れ
な
い

 
少
し
前
の
襲
撃
で
多
少
は
経
験
を

ま
せ
ら
れ
た
と
は
思
う
し

心
故
に
自
己
強
化
に

よ
り

む
と

え
て
は
い
た
が

ま
さ
か
裏
目
に
出
よ
う
と
は

 
少
年
を
殺
せ
る
存
在
を
予
め
手
に
掛
け
る
事
も

え
て
は
い
る
が
そ
の
分
だ
け
本
来

む

だ

た
経
験
を
奪
う
事
に
な
り

成
⻑
を

る
事
に
な
る

 
少
年
は
死
に
直
面
し
た
殺
し
合
い
が
最
も
成
⻑
す
る

 
日

の
鍛
練
も
無

で
は
無
い
の
だ
が

や
は
り
限
界
と
い
う
も
の
が
あ
る

可
愛
い
子
に
は

を
さ
せ
ろ
と
は

う
が
出
来
る
限
り
死
の
危
険
性
は

し
た
い
の
が
本

 
学

能
力
が
突
出
し
て
い
る
少
年
の
義
姉
と
斬
り
結
ん
だ
の
で
少
年
を
護
る
者
が
増
え
る
可
能

性
は
無
き
に
し
も
非
ず
だ
が
や
は
り
本
人
自
体
が
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
悲
願
の
成

は
あ
り
得

な
い
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少
年
に

さ
え
あ
れ
ば

し
て
で
も
鍛
練
を
す
る
の
だ
が

 
も
う
い

そ

し
て

身
の
上
を
語

て
し
ま

た
方
が

い
気
も
す
る

い
や

ま
る
と

な
事
に
な
ら
な
い
事
な
ど

に
分
か

て
い
る

だ

時
を
超
え
た
事
実
だ
け
で
も
信
じ

い
の
だ

そ
の
目
的
も
常
識
外
れ
で
あ
る
以
上
狂
人

い
は

れ
な
い

 
過
去

実

に

わ
れ
た
事
が
あ
る

狂

て
い
る

と

あ
の

は
私
も

か

た
な

 
初
め
て
時
を
超
え
て

た
時
の
事
で
そ
の
時
点
で
も
ヒ
ト
の
数
十

は
生
き
て
い
た
か
ら

別
に

く
は
無
か

た
が

 

い
て
時
期
を
見

た
自
覚
は
あ
る

出
会

て
す
ぐ
身
の
上
を
語
る
な
ど
ど
う
か
し
て

い
た

 
こ
ち
ら
に
と

て
は
か
け
が
え
の
無
い
愛
す
る
人
で
も

手
か
ら
す
れ
ば
初
対
面
の
女

信

頼
と
信

を

く
ま
で

心
の
強
い
彼
か
ら
す
れ
ば

然
の
事
だ

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
だ
け

え
て
い
た
と
い
う
事
だ

 
結
果
は

だ

た
が
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ま
し
い
も
の
だ

 

と
展
開
し
た
ま
ま
の

面
を
見
や
れ
ば
ボ
ス

に
喜
び

く
一
同
の

が

て
い

た 
憂
い
は
あ
る

も
が

に
憂
慮
を

え
少
年
の

労
を
労

て
い
た

己
の
無
力
さ
に

対
す
る

と
悔
し
さ

蔑
の
色
も
見
て
取
れ
る

 
だ
が
し
か
し

が
あ
る

の
な
い
明
る
さ
そ
の
も
の
と
も

え
る
晴
れ
や
か
な
色

 
そ
し
て

愛
し
い
人
の

せ
が
あ
る

 
そ
の

が

る
無
機

な

像
を

指
で
な
ぞ
る

 
あ
り
得
な
い

な
の
に

た

た
そ
れ
だ
け
で
愛
し
い
人
の
想
い
と

が
再

す
る

 
こ
の
人
の
全
て
が
欲
し
い
と

そ
う

が
苦
し
く
な

た

呼

本

に

ま
し
い

 
今
あ
そ
こ
に
行
け
ば

ど
う
な
る
だ
ろ
う
か

 

で
は

ざ
り
た
い
と

彼
の
愛
情
を

け
た
い
と
求
め
て
い
る

 
け
れ
ど
己
の
理
性
は
そ
れ
を
止
め
て
い
る

格
な
ど
無
い

分
不

応
だ

と

守
れ
な

か

た
女
が

て
も
意
味
が
無
い
と
も

い
て
い
た
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愛
し
い
人
が
生
き
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば

も
要
ら
な
い
と

過
去
に
そ
う
誓

た

 
そ
れ
な
の
に
求
め
て
い
る
己
が

し
く
思
え
る

欲
求
の
発
生
は
仕
方
な
い
と
は
思
う
が
そ

れ
を
行
動
に

す
事
こ
そ
は
愚
行
の
極
み
で
あ
り

し
さ
の
極

だ
と

の
ニ
ン
ゲ
ン
を
殺
し
て

独

し
た
い
程
に

愛
し
い
の
に

 
己
が
定
め
る
目
標
は
愛
し
い
人
の
生
き
る
未
来

一
つ
だ

た

そ
の
未
来
に

ま

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
彼
女
達
を
殺
す
つ
も
り
は
無
い

仮
に
愛
し
い
人
の
生
存
を
目
標
に
し

て
い
た
な
ら

に

の
人
間
を
消
し
去

て

己
一
人
で
独

す
れ
ば
済
む
話

 
け
れ
ど
彼
の

せ
と
は
他
者
の

せ

他
者
あ

て
こ
そ
の
彼
の

せ
だ

だ
か
ら
そ
ん

な
非
道
な
行
い
は
と
う
の

に
禁
じ
て
い
る

 
そ
れ
は

私

が
か
つ
て
か
ら
護
り

く
信

が
一
つ

 
こ
れ
ば
か
り
は
破
る

に
は
い
か
な
か

た

愛
し
い
人
か
ら

け
継
い
だ
信

が
無
け

れ
ば

己
の
理
性
も
思

も
心
も

全
て

け

て
い
た
に
違
い
な
い
が
故
に

 
こ
れ
だ
け
が

身
一
つ
で
存
在
す
る
己
の

一
の

り

故
に

方
の

に

た
い
で
す

 
な
ま
じ
一

は

き
上

生
の
情
報
を
感
じ
て
し
ま

た
か
ら

強
く
思
う
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な
黒
髪
の
感
触

子
故
の

に
少
年
と
は
と
て
も
思
え
な
い
甘
い

り
は
眠
ら

せ
た
の
を
良
い
事
に
襲
い
た
く
な
る
魅
惑
に

れ
て
い
た

 
で
も

そ
れ
は
出
来
な
い

未
来

れ
な
い

私
は
不
確
定
要

の

本
来
で
あ
れ
ば
存
在
し
な
い

の
イ
ン
ベ

ダ

あ
る

の
無

い
存
在
が
過

す
る
と
思
わ
ぬ
事
が

き
る
可
能
性
が
高
い

 
そ
れ
は
目
的
を
達
す
る
の
に
邪
魔
だ

 
故
に

私

は
己
を
律
し

身
を
潜
め

性
を
悟
ら
れ
る

に
は
い
か
な
い
の
だ

 
こ
う
し
て

せ
な
風

を

め
る

観
者
に

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 
狂
お
し
い
程
の
想
い
に
身
を
焦
が
し
な
が
ら
し
か
し

に
動
く
者
と
し
て
影
か
ら
少
年

を
救
う
者
で
在
り

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 
一
個
人
の
私
情
よ
り
一
人
の
命
と
未
来
の
方
が

べ
よ
う
も
な
い
程
に
重
い
も
の
な
の
だ

か
ら

こ
こ
ま
で
来
る
と
道
化
で
す
ね

 
己
を
律
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

と

自

の
感
情
が
浮
か
ん
で
く
る

 

こ
う
し
て

に

る
事
だ

て
彼
の
生
を
求
め
て
の
事

に
指

さ
れ
た

で
も
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な
い
己
の
欲
に

て
決
断
し
た
事
だ

 
そ
れ
な
の
に

私

は
彼
の
生
の

と

て

に
で
は
な
く

本
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う

暗
躍
し
て
い
る

 
自
分
の
欲
を
抑
え

ん
で
動
く
部
分
す
ら
似
て
し
ま

た
の
は
喜
ぶ
べ
き
事
か
あ
る
い
は

現
状
を
見
て
哀
し
む
べ
き
か
数
え
る
の
も

な
程
に
生
き
た
身
で
も

あ
る
い
は
だ
か
ら

こ
そ

出
せ
な
い
問
い
だ

 
そ
の
ま
ま

私

は

せ
な
光

が

る

面
を
見

け
る

 
一

一

の

せ
を
記

に

き
付
け
る

に

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

の
キ

ラ
が
動
く
の
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
今
の
キ
リ
ト
が
シ
ロ
と
協
力
し
て
ボ
ス
に

ロ
で

た
れ
ば
そ
り

あ
完

も
出
来
る

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト
で
一
人
で
も
完

出
来
ま



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

す
し
ね

闘
技
場
編
参

 
そ
れ
と
シ
ロ
の
存
在

 
こ
れ
は
地
下
迷

で
の
や
り
取
り
七
十
六
層
へ
上
が

た
直
後
の
事
を
知

て
い
る
者
に
は

に
知
ら
れ
て
い
る
も
同
然
の
存
在
な
の
で
実
は

で
も

で
も
な
か

た
り

そ
も
そ
も

闘
技
場
に
来
た
人
達
は
キ
リ
ト
の
変

／
シ
ロ
の
異
様
さ
に
は
気
付
い
て
ま
す
し

 
刃
⻯
二
体
と
の
戦
い
が
あ
る
程

ら
れ
た
の
は
仕
方
な
い

一

戦

た

手
な
ら
キ
リ

ト
は
メ
タ
を

て
完

す
る
の
で

 
そ
し
て
や
や
中
二
チ

ク
な
⻩
昏
の
魔
女

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
サ
ン

 
今
話
を

ん
だ
ら
分
か

た
と
思
い
ま
す
が
こ
の
方
リ

フ

達
に
殺
気
を
向
け
な
か

た
の
は
殺
し
た
ら
キ
リ
ト
が
哀
し
む
と
判
断
し
て
い
る
か
ら

つ
ま
り
そ
う
で
な
け
れ
ば
殺
し
て

い
た
と
い
う

現
状
断
然

バ
イ
人
に
な

て
い
る

こ
の
人
は
邪
魔
だ
な

と
判
断
さ
れ
た

ら
ユ
ウ
キ
達
で
す
ら
切
り
捨
て
る
程
で
あ
る

 
原
作
ア
ス
ナ
や
本
作
シ
ノ
ン
の

ン
デ
レ
な
ん
か
目
じ

な
い
ガ
チ
目
の

ン
デ
レ
だ

邪 
原

千
年
の
⻩
昏

の
ヴ

ベ
ル
さ
ん
も
多
分
そ
の
気
に
な

た
ら
こ
う
な
る
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真
 

せ
大

き
な

に

い
た
い
が

に
時
を
超
え
た
方
で
す
し
愛
は
最
強

て
ハ

キ
リ
分
か
ん
だ
ね

白
目

 

作
者
の

ン
デ
レ
の
定
義
は

む
程
に
愛
し
て
い
る

ん
で
い
る
か
ら
愛
し
て
い
る

で
は
無
い

こ
の
二
つ
は
似
て
異
な
る
も
の
で
す

 
ヴ

ベ
ル
は

手
の
事
を
愛
し
理
解
し
て
い
る
が
故
に
自
分
に
と

て
邪
魔
な
存
在
だ
ろ

う
と
キ
リ
ト
以
外
に
も
殺
意
を
向
け
て
い
な
い
の
で
す

 
つ
ま
り
は
愛
が
重
い

て
事
だ

白
目

  

そ
し
て
今
話
を
も
ち
ま
し
て
活
動
報

に
も
上

て
い
る
よ
う
に
本
作
二

目

の

載
と

し
ま
す

 
再
開
が

時
に
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
再
開
し
た
時
は

め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い

し

ま
す

 
で
は
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第
百
話
 

本
物
≒
偽
物

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

と
か
時
間
を
工
面
出
来
た
の
で

切
り
の
い
い
百
話
を
投
稿
し
よ
う
と
思
い
立

て
の
投

稿

時
も
と
時
間
が
違
う
の
は
気
に
し
て
は
い
け
な
い

イ
イ
ネ

 
今
話
の

点
は
前

ユ
ウ
キ

後

リ

フ

 
文

数
は
約
二
万

 
で
は
ど
う
ぞ

≒

ニ
ア
イ
コ

ル

直
結
で
は
無
い
が

意
味
合
い
と
し
て
近
い
場
合
に
使
わ
れ
る
事
が

あ
る

多
く
使
わ
れ
る
の
は

数
切
り
上

で
数

を

い
た
時

 

３
３
３

≒

な
ど

  

本
物
と
は

偽
物
／
贋
作

の

と
な

た
原

の
事
を
指
す

 



 第百話 〜本物≒偽物〜

 

で
は

人
間

で
は
ど
う
だ
ろ
う

  

仮
に
外
見
も

動
も
記

も
感
情
も
あ
る
時
点
ま
で
同
一
で
あ
る
時
点
か
ら
別
個

の
存
在
と
し
て
分

し
た
者
が
い
る
と
し
て

  

中
か
ら
記

が
違
い

浮
か
べ
る
感
情
が
違
い

立
場
が
違
う
時
点
で

  

そ
の
者
は

に

偽
物

で
は
無
く

あ
る
種
の

本
物

と

え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か

   
時
は
夜
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の
エ
リ
ア
ボ
ス
を

し
た
事
で
進
め
た
未

の
新
エ
リ
ア

海
入

グ
レ
ス
リ

フ

は

暗
い
蒼

に
浮
か
ぶ

ち
た
月
の
光
に
よ
り

⻘
白
く

ら
さ
れ
て
い
た

 

の
せ
い
か

の
鳴
き
声
な
ど
は
一
切

こ
え
な
い
が
波
打
つ

が
心
を
安
ら
が
せ
て
く
れ

る
う

ん

 
砂

ま
で
せ
り
上
が

て
来
る
波
が
ギ
リ
ギ
リ

下
程

で
収
ま
る
ラ
イ
ン
で

を
下
ろ
し

足
が

れ
る
感
触
も
波

と
同
様
に

し
む

 
こ
こ
は

圏
外

故
に

然
モ
ン
ス
タ

も

し
て
い
る
の
だ
が

索

ス
キ
ル
は
常

に
オ
ン
に
し
て
い
る
し

間
と
分

し
て

し
て
い
る
の
で

す
る
程

に
気
を

く

は
ま
だ
あ
る

 
ア
ン
ノ
ウ
ン
の
襲
撃
に

し
て
は
現
状
ど
う
し
よ
う
も
無
い
の
で

ば

め
て
い
る

 
砂

に

る
種

は

型

人
リ
ザ

ド
マ
ン
に

似
し
た
水

型

人
シ

ク
マ
ン

と

し
い
緑
や

し
い

色
の

を
持
つ

型
モ
ン
ス
タ

そ
れ
と
空
中
を

ぐ
か

の
よ
う
な
エ
イ
に
近
い
モ
ン
ス
タ

だ

新
エ
リ
ア
で

み

む
最
初
の
フ

ル
ド
だ
か
ら
か

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
は
１
１
０
に
届
く
か

か
と
や
や

め
な
値
で
あ
る

そ
れ
も
気
を

く
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を
持
て
る
理
由
の
一
つ
だ

た

 
そ
こ
ま
で

え

苦

を

ら
す

自
分
よ
り
高
レ
ベ
ル
な
の
に

ね

 
自
分
の
レ
ベ
ル
よ
り

以
上
も
上
の

が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
る
場

で
気
を

く

が
あ
る
な
ん

て

お
か
し
な
話
だ

体
力
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
Ｍ
ｏ
ｂ
よ
り
平

し
て

あ
る
し

高
レ
ベ
ル
な
分
だ
け
能
力
も
高
い
の
だ
か
ら

断
な
ん
て
死
に
直
結
す
る
も
の
な
の
に

 
そ
れ
だ
け
こ
こ
数
日
は
気
を

り
過
ぎ
て
い
た
と
い
う
事
か

 
思
い
返
す
と
こ
う
し
て
自
然
を
気
を

い
て

め
る
な
ん
て
事
を
し
た
の
は
一
年
以
上
前
の

事
の
よ
う
な
気
が
し
た

と
も
す
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
て
の

以
来
か
も
し
れ
な
い

 
こ
れ
ま
で
様

な

や

フ

ル
ド
の
光

を
見
て
感
動
を

く
事
は

論
あ

た
が

時
も
気
を

て
い
た

姉
を
護
る
身
と
し
て

攻
略
組
と
し
て
の
思

が
先
に
立

て
い

た

だ
か
ら

し
い

色
を
そ
の
ま
ま
味
わ
い

し
む
事
は
無
い
に

し
か

た
よ
う
に
思
う

 
今
そ
れ
が
出
来
て
い
る
の
は

姉
が
お
ら
ず

攻
略
組

と
し
て
の
責
務
か
ら
一
時
的
に
解

放
さ
れ
て
い
る
か
ら
か

 

で
な
ら
他
よ
り
は

め
そ
う
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思

に
浮
か
ぶ
の
は

い
少
年
の
事

 
精
神
的
に
追
い

め
ら
れ
一
時
は
死
に
意
味
を
持
た
せ
求
め
る
程
に
狂

て
い
た
彼
は
人

の
手
に
よ

て
作
ら
れ
た
命
の
義
姉
の
思
い
や
り
で

護
さ
れ
る
状
況
に
あ

た

攻
略
の
事

も
手
に
掛
け
て
来
た
人
達
や
背
負

て
い
た
重
責
の
事
も
一

忘
れ
て

ま
せ
よ
う
と
彼
女

は
し
て
い
た

 
自
分
や
レ
イ
ン
達
が
こ
ち
ら
に
来
て
い
な
い
あ
る
い
は
あ
の
時
再
会
し
て
い
な
け
れ
ば
今

も
樹
海
の
ど
こ
か
で

ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
そ
の
可
能
性
を

え
れ
ば
再
会
し
な
い
方
が
良
か

た
か
も
と
思

て
し
ま
う
が
ケ
イ
タ
や

う

の
事

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
真
実
の
事
を

め
れ
ば
あ
の
時
出
会
え
て
よ
か

た
と
も
思
う

 
再
会
出
来
て
い
な
か

た
時
の
事
を

え
る
と

と
す
る

複

だ
な

 
砂

に

手
を
突
き

空
を

ぐ

 
彼
と
再
会
出
来
た
の
は
初
の
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
を

く
ク
リ
ア
出
来
た
か
ら

そ
し
て

そ
れ
を
可
能
と
し
た
の
は
森
の
中
で
遭
遇
し
た
黒
コ

ト
す
な
わ
ち
ア
ン
ノ
ウ
ン
の
存
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在
が
あ

た
か
ら

あ
の
時
追
い

け
て
い
な
け
れ
ば
未
だ
森
の
中
を

て
い
る
可
能
性
は

め
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
複

な
心
境
に
な
る

 
ア
ン
ノ
ウ
ン
は
キ
リ
ト
を
襲
い
一
撃
で
気
絶
さ
せ
た
後

い
の

を
し
て
み
せ

た 
し
か
し
実

は

の
最

へ

内
す
る

に
動
い
て
い
た
と
し
か
思
え
な
い
行
動
だ

た

そ
れ
を

ま
え
れ
ば
樹
海
の
中
で
あ

た
時
も
ア
ン
ノ
ウ
ン
は

え
て
再
会
出
来
る
よ
う

誘
導
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

え
ら
れ
る
の
だ

 
ア
ン
ノ
ウ
ン
の
意

は
分
か
ら
な
い
が

結
果
的
に
助
か

た
事
は
事
実

 
し
か
し
意

と
目
的
が
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ

直
に
感

の
念
を

け
な
い

な
ま
じ

情

を
向
け
る
少
年
を
一
時
的
に
と

え
ど
も

さ
れ
た
の
だ
か
ら
心
中
穏
や
か
な

が
無
い

と

て
も
あ
の
リ

フ

で
す
ら

子
の
手
を

る
か
の
よ
う
に

く
あ
し
ら
わ
れ
た
の
だ
自

分
程

の
実
力
で
は

わ
な
い
の
は
明
白
だ
か
ら
今
は

き

入
り
す
る
し
か
な
い

 
だ
か
ら

に
複

だ

 
彼
を

し
た
事
に
対
す
る

意

結
果
的
に
助
か

た
事
へ
の
感

圧
倒
的
な
実
力
に
対
す
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る

心
と
悔
し
さ

己
の
無
力
さ
へ
の
怒
り

様

な
感
情
が

交

に
な

て
い
る

と
て

も
で
は
な
い
が
一

で
は

い
表
せ
な
い
心
境
だ

 
そ
ん
な
心
境
で
は

め
な
い
と
思

た
か
ら

が

を
し
て
い
る
場

か
ら
や
や
海

寄

り
に
離
れ
た
場

に

る

ま

離
れ
て
い
る
と

て
も
あ
ま
り
離
れ
す
ぎ
る
と
そ
れ
は

そ
れ
で
問

な
の
で

精

が
十
メ

ト
ル
程
な
の
だ
が

 

ち
な
み
に

こ
の
新
エ
リ
ア
の
探
索
も
多
少
は

に
済
ま
せ
て
い
る

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で

初
と

え
る
く
ら
い
穏
や
か
な

境
の
グ
レ
ス
リ

フ
の

を

に

い
表
す
な
ら

絶
海
の
孤

が

切
だ

 
浮
遊

か
ら
大
地
へ
向
け
て
掛
か
る

と
道
中
に
あ
る

つ
も
の
孤

を
経
由
し
て
孤

の
砂

に

り
立

た
自
分
達
が
見
た
の
は

広
い
砂

と
波
に
打
た
れ
て

ら
れ
た
と
思
し

き

穴

大
な

の

そ
し
て
打
ち
捨
て
ら
れ
た
ボ
ロ
ボ
ロ
の
小
舟
数

し
た
と

思
し
き
そ
れ
ら
は
打
ち
上

ら
れ
て

分
経

て
い
る
設
定
な
の
か
水

が
生
し
て
い
た

 
そ
の
砂

か
ら
北
へ
歩
け
ば

に
北

へ
歩
け
ば

雨
林
が
如
き
大
自
然
へ

へ

歩
け
ば
海
水
が
足

を

ら
す

穴
へ
と
進
め
た

大
自
然
へ
進
め
る
獣
道
の
近
く
に
は

も

存
在
し
て
お
り
そ
こ
か

の
片
方
か
ら
エ
リ
ア
攻
略
の
手
掛
か
り
を
得
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
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と
推

さ
れ
て
い
る

 
し
か
し

へ
入
ろ
う
に
も
海
水
が
道
中
の
道
を
水

さ
せ
て
し
ま

て
い
た

キ
リ
ト

が

い
で

ろ
う
と
し
た
も
の
の
水
に
足
を

み
入
れ
た

全
身
が

れ
た
よ
う
だ

た
の
で

不
可
能
と
断
念
す
る

 
と
な
れ
ば

は

と
な
り

食
ま
で
の

か
な
時
間
で
マ

ピ
ン
グ
だ
け
で
も
済
ま
せ
よ

う
と
中
へ
入

た
ま
で
は
良
か

た
の
だ
が
地
価
の

へ
と

い
た

を
下
り
て
す
ぐ
の

と
こ
ろ
で
壊
せ
な
い

が

せ
ん

し
て
お
り

そ
れ
以
上
先
の
探
索
が
出
来
な
い
状

だ

た

壊
せ
な
い

と

て
も
不
死
属
性
が
付
与
さ
れ
た
も
の
で
は
無
く

件
を

た
し

て
い
な
い
故
に
壊
せ
な
く
な

て
い
る
も
の
な
の
で
別
の
場

で
壊
せ
る
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入

れ
る
必
要
が
あ
る
と
判
明
し

そ
こ
で
自
分
達
は
引
き
上

る

 
残
る
は
北

の
大
自
然
と

の
地

 
孤

の
広
さ
は
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
し
て
間
違
い
な
く
浮
遊
城

よ
り
広
い
と
推

さ
れ
た
の
で

を

え
て
必
然
的
に
地

を
探
索
す
る
事
に
な
る

 
地

は
道
が

が
り
く
ね

て
こ
そ
い
た
も
の
の

本
的
に
一
本
道
だ

た
の
で
マ

ピ

ン
グ
を
頼
り
に
迷
う
事
無
く
最

へ

り

く

そ
こ
で

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
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が
発
生
し
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

の
三
つ

の
海
⻯
サ

ン
ト
と
戦
闘
に
な
る
も
別

人
格
シ
ロ
の
協
力
で

本
常
に
全
力
全
開
と
な

た
キ
リ
ト
が
始
終
圧
倒
し

完

勝
ち
に

な
る

地
下
迷

の
時
の
対
死
神
戦
で
の
事
を
思
い
返
せ
ば
仮
に
彼
が

労
し
て
い
た
と
し
て

も
頼
も
し
さ
が

で
は
な
い
強
さ
で
あ
る

 
海
⻯
を
倒
し
た
時
点
で
足

ま
で

ら
し
て
い
た
海
水
が
引
い
た
の
で
砂

へ

て
み
れ

ば
全
体
的
に

が
引
い
た

論

へ

く
水

し
て
い
た
道
も

れ
る
よ
う
に
な

た

 
お
よ
そ
二
時
間
弱
で
ダ
ン
ジ

ン
を
一
つ
分
攻
略
し
た
自
分
達
は
そ
こ
で

食
を
摂
り
そ

の
日
の
探
索
は
終
え
る
事
に
し
た

 
そ
し
て
現
在
に
至
る

あ
と
一
日

か

 

界

に

る
時

を
見
て

確
認
の
意
味
も

め
て
独
白
を

ら
す

 
そ
の

葉
に
は
自
覚
出
来
る
く
ら
い
の
残
念
に
思
う
色
が
あ

た

 
自
分
が
こ
ち
ら
に

ら
れ
る
の
は
あ
と
一
日
つ
ま
り
明
日
の

方
ま
で
と
な
る

明
後
日
か

ら
は
浮
遊
城
の
最
前
線
へ
と

り
攻
略
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
な
れ
ば
恐
ら
く
第

七
十
六
層
の
ボ
ス
攻
略
ま
で
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
は
行
け
な
い
く
ら
い

し
く
な
る
だ
ろ
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う 
明
後
日
か
ら
己
に

り
掛
か
る

殺
の
日

を
思
う
と
気
分
が

ち

み
そ
う
で
あ
る

 

一
方
リ

フ

に

ち

ん
で
い
る
様
子
は
少
な
く
と
も
表
面
上
で
は
見
ら
れ

な
か

た

も

と
速
く

く

精
密
に

 

出
来
る

性
を
意
識
し
て
動
き
な
さ
い

 
む
し
ろ

血
指
導
と
し
て
現
れ
て
い
る
感
ま
で
あ
る

 
今
こ
の
海

で
は
妖
精
が
舞
う
世
界
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
空
中
戦
に
最
も

れ
た
種

シ
ル

フ
で
あ
り
そ
の
中
で
も
最

ら
し
い
リ

フ

の
指
導
の
下
キ
リ
ト
が
空
中
戦
闘
の
猛
特

を
し
て
い
た

 
自
分
が
近
場
と
は

え
波
打
ち

ま
で
離
れ
て
い
る
の
も
邪
魔
に
な
ら
な
い
た
め

つ
彼

が
す
ぐ

け
付
け
ら
れ
る
状

だ
か
ら
だ

索

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る
自
分
が
不

意
打
ち
を
喰
ら
う
と
な
れ
ば
ア
ン
ノ
ウ
ン
の
よ
う
な

外
く
ら
い
な
の
で
あ
ま
り
気
に
掛
け
て
は

い
な
い

ア
ン
ノ
ウ
ン
に

し
て
は

ば

め
の
境
地
だ
し
そ
れ
以
外
に

し
て
は
こ
れ
ま
で

り
に
す
れ
ば
い
い
の
だ
か
ら
気
負
う
事
が
無
い
の
だ

 
だ
か
ら
義
姉
が
主

す
る

血
指
導
を

観
出
来
る

だ
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体
だ
け
後
ろ
に
向
き
直
ら
せ
て
そ
の
光

を

め
る

ど
こ
ま
で
成
⻑
す
る
の
か
な

キ
リ
ト
は

 
キ
リ
ト
は

の
六
槍
が
有
す
る
風
の
力
を
使
い
己
の

に
風
を

き

こ
し

空
を

し
て
い
る

自
分
は
風
の
力
で
空
を

べ
る
の
だ

と
い
う
強
い
イ
メ

ジ
が
現
在

進
行
形
で
引
き

こ
し
て
い
る
そ
れ
は

表
面
上
だ
け

え
れ
ば
強
力
無

な
能
力
だ

 
し
か
し

然
な
が
ら
欠
点
も
存
在
す
る

 
戦
闘
と
は
た
だ
剣
を
振
る
え
ば
い
い
だ
け
で
は
無
い

彼
我
の

離
と
間
合
い
か
ら

え
ら

れ
る
無
数
の
未
来
を
推

し

ど
れ
が
来
る
か
を
予

し

そ
れ
に
対

出
来
る
よ
う

し

備
え
そ
し
て
行
動
に

る
と
い
う
一

の
流
れ
を

と
な
く

り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

行

だ

実
力
者
と
も
な
れ
ば
そ
の
過
程
の

ど
を
経
験
と

で

略
し

件
反

的
に
行
え

て
し
ま
う
が

も
実
力
者
と
な
れ
ば
そ
う
も
い
か
な
い

 
キ
リ
ト
は
一
人
で
戦
い

け
て
来
た
経

か
ら

よ
り
も
経
験
を

み

を

て
い
る
の

で

反

的
な
対
応
を
か
な
り
の

で
取
れ
る

実
力
者
と
の
対
峙
の
経
験
も

だ

 

よ
り
あ
ら

る
武
器
の

い
に
精

し
て
い
る
と
い
う
点
が
強
み
で
あ
る

自
身
が

う
武
器
の
事
だ

も
同
じ
武
器
で
あ
れ
ば
対
応
の
し

さ
が

違
い
な
の
は
明
白

つ
ま
り
彼
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は
そ
の

が
広
い

仮

実
力
者
で
あ

て
も
生

な
攻
め
で
は
彼
の
守
り
を

せ
な
い

 
事
実
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も

違
い
の
剣

を
誇
る
リ

フ

を
し
て
彼
の
攻
撃
の
隙
を
突
く
形
で

し
か
剣

を

て
ら
れ
て
い
な
い

あ
の

静
で
な
か

た
状

で
す
ら
彼
女
に
そ
う
ま
で
さ
せ

た
事
を

え
れ
ば
ど
れ
だ
け
キ
リ
ト
の
技

が

け
て
い
る
か
は
分
か
る
と
い
う
も
の

 
確
か
に
リ

フ

は
恐
ろ
し
く
強
い
が
そ
れ
は

対

が
お
か
し
い
だ
け
で
あ

て
キ

リ
ト
も
ま
た
恐
ろ
し
く
強
い
の
だ

そ
う
で
な
け
れ
ば
最
前
線
で
戦
う
自
分
達
が
彼
を

強
い

と
は
思
わ
な
い

 

だ
が
あ
の
義
姉
弟
の
間
で
は
殺
し
合
い
と
な
れ
ば
キ
リ
ト
が
勝
ち

合
と
な
れ
ば

リ

フ

が
勝
つ

と
い
う
結
論
が
共

見
解
ら
し
い

 
と
は

え
才
能
は
壊
滅
的
と
彼
を
溺
愛
す
る
義
姉
に
す
ら

さ
れ
て
い
る
彼
だ
流

に
常
に

ん
で
い
た
も
同
然
な
Ａ
Ｌ
Ｏ
出
身
の
リ

フ

に
空
中
戦
闘
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で

う

も
な
い

ん
だ
場
数
に
差
が
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
だ

 
そ
ん
な
彼
女
は

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝

を
す
る
事
を
決
め
た
よ
う
だ

た

 

れ
な
い
事
で
思

が

ま
り
そ
の
分
だ
け
隙
を
晒
す
か
ら
反

的
に
行
え
る
よ
う
に
な

る
ま
で
先
達
と
し
て
特

を

し
て
い
る
と
い
う

で
あ
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
彼
が
リ

フ

を
尊

し
て
い
る
理
由
に
は

と
し
た
ら
技
術
の
伝

に

い
が
無

い
そ
の
在
り
方
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

後
進
を
育
て
る
事
に

念
が
な
く
常
に
全
力
な
人
が

師

な
ら
そ
り

あ
尊

も
す
る

 
無
論
自
分
が

な
い
間
の
生
存

を
高
め
よ
う
と
い
う
意

も
同
程

存
在
し
て
い
る
と

は
思
う

 
ち
な
み
に
溺
愛
す
る
義
弟
に

を
覚
え
さ
せ
る
立
場
の
妖
精
剣
士
は
承
知
の
上
だ
か
ら
か

と
容
赦
な
く

色
の
⻑
刀
を
振
る

て
い
た
り
す
る

お
陰
で
彼
の
小

な
体
は
そ
こ
か
し

こ
に

い
切
り
傷
が

ま
れ
て
い
る

 

間
内
で
の
圏
外
で
の
戦
闘
な
ど
本
来
な
ら
ご
法

だ
が
今
は
キ
リ
ト
が
オ
レ
ン
ジ
に

な

て
い
る
た
め
リ

フ

の
攻
撃
が

た

て
も
彼
女
に

は
無
い

強
い
て

う
な
ら

キ
リ
ト
が

を
覚
え
る
事
が

点
な
の
だ
が
本
人
が
そ
れ
を
承
知
の
上
で
鍛
練
を
し
て
い
る
の

で
問

に
は
な
り
得
な
い

 

上
を

さ
え
ら
れ
不

な
状
況
を
も
と
の
も
し
な
い
実
力
に
感

を

く
べ
き
か
容
赦
な

く
剣
を
振
る
う
様
に

怖
を

け
ば
い
い
の
か

か
判
断
に
迷
う
光

で
あ
る

 
個
人
的
に
は
万
が
一
の
事
を

え
る
と
心

に
悪
い
の
で
圏
外
で
は
あ
ま
り
し
な
い
で
欲
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し
い
の
だ
が

ん

 
や
や
不
安
を

き
つ
つ
義
姉
弟
の
鍛

風

を
見
物
し
て
い
る
と
常
時
展
開
状

の
索

ス
キ
ル
の
感
知

内
に
動
的
反
応
が
引

掛
か
り

独
特
の
感
覚
が

に
送
ら
れ
て
く
る

 

と
な
く
そ
の
感
覚
を
味
わ

た

そ
の
反
応
が
ど
の
方
向
か
ら
の
も
の
か
す
ぐ
に
見

が
付
い
た

 
自
分
達
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
中
心
部
か
ら
見
て
北

に
あ
る

か
ら

下
し
こ
の

海
入

グ
レ
ス
リ

フ

に

り

い
た

だ

入
り

に

ま

て
い
る
状

な
の

で
こ
の
エ
リ
ア
の
中
だ
と
北
に

取

て
い
る
配

に
な
る

 
現
在

か
ら
北
は
海
が
広
が
り
天
空
に

が
あ
り

も

も
砂

と
海
が
広
が
る

ば
か
り

 
故
に
プ
レ
イ

だ
ろ
う
と
モ
ン
ス
タ

だ
ろ
う
と

本
的
に

入
者
は

か
ら
し
か
現
れ

な
い

か
ら
来
る
な
ら
話
は
別
だ
が
高
さ
が
異
な
れ
ば
索

ス
キ
ル
で
送
ら
れ
る

感
覚
も
そ
れ
に

じ
る
た
め

判
別
は
す
ぐ
に
付
く

 
送
ら
れ
て
来
た
反
応
は

高

は

同
じ
で

の
方

か
ら
だ

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
数
は
一
つ

反
応
の
種

は
プ
レ
イ

の
も
の
だ

マ

プ
で
確
認
す
れ
ば
オ
レ
ン
ジ
つ

ま
り
経

は
ど
う
あ
れ
シ
ス
テ
ム
的
に

罪
者
の
判
定
を

け
て
い
る
者
で
あ
る

キ
リ
ト

ど
う
し
た
の

プ
レ
イ

が
こ

ち
に
来
て
る

オ
レ
ン
ジ
だ

プ
レ
イ

 
そ
の
反
応
は
自
分
と
同
じ
く
索

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る
キ
リ
ト
も

け
取

て

い
た
よ
う
で
義
姉
と
の
鍛
練
を
中
断
し
砂

に
下
り
た
状

で
エ
リ

シ
デ

タ
を
手
に
臨

戦

勢
を
取

て
い
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

る

ど
の
プ
レ
イ

は
彼
の

を

知
ら
な
い
故
に
切
り
札
と
な
り
得
る
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う

 
同
じ
く
完
全

得
し
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
レ
イ
ン
や
フ

リ
ア
キ
リ
ト
の
使
い
魔
で
あ
る

小
⻯
ナ
ン
に
リ

フ

も

そ
れ
ぞ
れ
が

を
向
い
て

を
始
め
る

  

を
始
め
て
間
も
な
く

闇
を
切
り
裂
く
銀
光
が
閃
い
た

  

来
し
た
銀
は
投
剣
だ

た

全
⻑

セ
ン
チ
程
の
投

ナ
イ
フ
が
高
速
で
投

ら
れ
た
の
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だ 
標
的
は
キ
リ
ト
だ

た

い
き
な
り
斬
り
合
う
事
が
無
い
よ
う
剣
を
背
中
の

に

め
て
い
た

彼
は
し
か
し
特
に
慌
て
る
事
も
無
く

来
し
た
投
剣
を

手
で

み
取
る

む
場

は
刃

だ

た
の
で
掌
が
切
れ
て

い

だ
が

表
情
に
苦

は
浮
か
ん
で
い
な
い

 
手
で
持
つ
場

を
刃
か
ら
投
剣
の

に
直
し
た
彼
は
反
対
の
手
を
背
中
の
剣
の

に
掛
け
る

い
き
な
り
ご

だ
な

そ

ち
が
そ
の
気
な
ら
こ

ち
も

応
の
手

を
取
ら
せ
て
も
ら
う

が 
や
や

圧
を

た

葉

外
で
の

勧

で
あ
り

戦

だ

 
そ
の
返

と
し
て
返
さ
れ
た
の
は

葉
で
は
無
く
刃

そ
れ
も
虚
空
を
引
き
裂
き

ん
で

く
る
百
に

う
か
と
い
う
程
の
数
の
剣
弾
だ

た

 
雨
と
な

て

る
剣
弾
の
光

に
そ
れ
ま
で

を

さ
な
か

た
少
年
が

目
し
ま
さ

か
と

く

 
そ
れ
か
ら
の
彼
の
行
動
は
速
か

た

ナ
イ
フ
を
夜
の

に

む
森
へ
投

る
と
同
時

方

ぶ
り
に
見
る
気
が
す
る

光
の
ボ
ウ
ガ
ン
が

手
に
握
ら
れ
ガ
シ

リ
と

を
立
て
な
が
ら
正

面
へ
構
え
ら
れ
た

間
を

か
ず

間
数
回
の

出

が
上
が
る
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更
に
彼
の

上
に
同
数
の
剣
や
槍
が

さ
れ

り

る
剣
弾
の
雨
と

殺
す
る

道
で

す
る

武
器
が
ぶ
つ
か
り
合
い
断

的
に
金
属

な

が

き

る

中
空
で
衝
突
し
た
武

器
達
は
力
を
喪
い
重
力
に
引
か
れ
て
砂
の
大
地
に
突
き
立
つ

間
を

か
ず
放
た
れ
た
剣
弾

達
は
全
て
が
蒼
い

子
へ
と
掻
き
消
え
た

 
無
論

剣
弾
は
未
だ

ま
る
事
を
知
ら
な
い
よ
う
に

り

ぎ

け
て
い
る

 
そ
し
て
こ
ち
ら
を

そ
う
と
す
る
剣
弾
の
全
て
を
黒

く
め
の
少
年
は

殺
し
切

て
い
た

 
故
に
状
況
は

す
る

彼
と

の
戦
力
が
現
状

抗
し
て
い
る
が
故
に
現
状

持
は
出
来

る
も
の
の

現
状
打
破
は
出
来
な
い
状

に

て
い
た

 
先
に
集
中
を
切
ら
し
た
方
が

北
す
る
と
い
う
ジ
リ

の
状
況
だ

ま
だ
だ

 
状
況
の
不

を
恐
ら
く
こ
の
場
の

よ
り
も
把
握
し
て
い
る
彼
が
放
つ
闘
気
に

さ
と
重
み

が
増
し
た

代
わ
り
に

や
か
な
剣
気
は
失
せ
る

 
直
後
中
空
か
ら

出
さ
れ
る
剣
弾
の
数
が
一
気
に
増
え
た

で
は
無
い
三

で
も
済
ま

な
い

に
五

は
超
え
て
い
る
だ
ろ
う
数
の
武
器
は
天
に

く
月
の
光
を
暗
雲
の
如
く

し

切
る
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地
上
の
闇
が
深
ま
り

界
は
不
明

と
な

た

 
索

ス
キ
ル
の
暗

果
の
お
陰
で
暗
さ
が
増
し
て
も
見
え
な
い
事
は
無
い
が
天
か
ら

放
た
れ
る

の
剣
弾
ま
で
は
自
分
に
は
見
え
て
い
な
い

し
か
し
彼
に
は
見
え
て
い
る
の
だ
ろ

う

の
剣
弾
を

殺
し
て
い
る

は
未
だ
止
ま
ら
ず
こ
ち
ら
に
攻
撃
が

る

は
一

も

を
打
た
な
い
ま
ま
だ

 
そ
こ
で
彼
は

を

制
し

け
て
い
た
ボ
ウ
ガ
ン
を

に
浮
か
し

自
動
的
に

光
の

を

出
す
る
状

に
し
た
後

空
い
た

手
に
別
の
武
器
を
取
り
出
し
た

 

手
に
は
⻑
大
な
黒
き

弓
を

 

手
に
は

⻑
い
蒼
き

剣
を

 
彼
は
す
ぐ
に

剣
を
弓
に
番
え
て

を
引
く

ギ
ギ
ギ
と
金
属
が

む
よ
う
な

と
共
に

は
後
方
へ
引
き

ば
さ
れ

し
た
弓
が
や
や

む

 
同
時

剣
の
刀
身
か
ら
螺
旋
に
渦

く
流
水
が
発
生
し
た

 
ご
う

と
足

の
砂
が
吹
き
上

ら
れ
る

流
水
の
勢
い
で
風
が
生
じ
て
い
る
の
だ

そ
の

風
圧
は
螺
旋
の
勢
い
か
ら
想
像
さ
れ
る
も
の
以
上
で

て
大
地
に

を
突
き

え
る
程

に
強
い
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ア
ク
ア
リ
ウ
ム

 
数

の

め
を

ん
だ
後

剣
が
放
た
れ
た

 

剣
を

に
切

先
か
ら
螺
旋
状
に
水
が
展
開
さ
れ
た
広

を
カ
バ

す
る
そ
れ
は
無
数

の
剣
弾
を

き

み
な
が
ら
五
十
メ

ト
ル
以
上
先
の
森
に
一

で

弾

と
共
に
空
間

が
鳴
動
す
る
程
の
大

発
が

こ

た

 
大
地
の
砂
は
海
へ
と
吹
き

び

的
な
砂

に

え
る
べ
く
全

が
そ
の
場
に

る

 

風
と
砂

が
収
ま

て
数

後

砂

り
に

し
い

雨
が
数

り

ぐ

先
の
攻
撃

に
使
わ
れ

発
で
打
ち
上

ら
れ
た
水
が

て
来
た
の
だ
ろ
う

て

良
く

れ
鼠
に

な

た

 
髪
は

れ
そ

て

や

に

り
付
き

て
い
る

も
ま
た
同
様

地
面
が
砂
な
も

の
だ
か
ら
べ
と
べ
と
に

り
付
い
て
い
る
の
が
ま
た
気
持
ち
悪
か

た

 

そ
れ
に
意
識
を

き

け
ら
れ
る
状
況
で
は
無
い
の
だ
が

 
あ
れ
だ
け
の
数
の
剣
弾
を
放
ち

け
る
と
も
な
れ
ば

は
間
違
い
な
く

を
有
し
て

い
る
者
に
限
ら
れ
る

現
状

を
持

て
い
る
と
分
か

て
い
る
の
は
キ
リ
ト

ユ
イ

ち

ん
シ
ノ
ン
だ
が
故
人
を

め
れ
ば
シ
ノ
ン
が
持
つ
そ
れ
の

の

有
者
で
あ
る
白
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の
剣
士

ア
キ
ト
も

ま
れ
る

 
そ
し
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は

Ｐ
ｏ
Ｈ
や
ケ
イ
タ
が

た
よ
う
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
の
死
者
が

る
場

 
ま
ず
間
違
い
な
く

今
攻
撃
し
て
き
た

は
ア
キ
ト
で
あ
る

 
そ
れ
が
分
か

て
い
る
か
ら
人
格
が
シ
ロ
に
切
り

わ
り
ま
ず
間
違
い
な
く
死
ん
だ
と
思
え

る
過

攻
撃
を
放

た
の
だ
と
思
う

キ
リ
ト
が

ら

明
で

義
理
の
姉
に

さ
れ
た
後
で

も
い
き
な
り

り
切
れ
る
と
は
思
い

い

り
切

て
い
る
に
し
て
も
心
情
と
し
て
は
複

だ
ろ
う

ま

自
分
達
を
攻
撃
さ
れ
た
か
ら
容
赦
を
捨
て
て
シ
ロ
に
代
わ

た
の
か
も
し
れ

な
い
が

 
ど
う
あ
れ

が
ア
キ
ト
で
あ
る
な
ら
自
分
も

て
事
の
推

を
見

け
る
義
理
は
無
い

キ

リ
ト
は

が
る
か
も
し
れ
な
い
が
ア
キ
ト
は
結
果
的
に
は
今
後
の
攻
略
に

す
る
事
で
大
き
な

問

を

こ
し
た

本
人
な
の
だ
想
い
人
を
苦
し
め
る
存
在
で
あ
る
事
以
外
に
も
責
め
た
い
事

は
個
人
的
に
も

ど
あ
る
の
で
あ
る

 
故
に

時
で
も
斬
り
結
べ
る
よ
う
立
ち
上
が
り

の
剣
を

い
て

を
上

た

 
そ
し
て

思
い
が
け
ぬ

の

を
認
め

身
を

ら
せ
る
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な

キ
リ
ト
が

も
う
一
人

 
先

ど
の

発
を

け

離
を
取
り

け
て
い
て
は
不

と
判
断
し
た
の
か

を
現
し
た

は
カ

ル
の
色
も

め
完
全
に
黒
の
剣
士
の

を
し
て
い
た

闘
技
場
の
ホ
ロ
ウ
や

白
の
剣
士

の
よ
う
な

似
て
い
る

で
は
無
い

少
し
前
で
弓
と
呼
び

し
た

剣
を
手
に

持

て
い
る
少
年
と
全
く
の

二
つ
な
の
だ

 
悪
い
夢
か

と
思

た

 
て

き
り
白
の
剣
士
ア
キ
ト
が
攻
撃
し
て
き
て
い
る
と
思

て
い
た
ば
か
り
に
ま
さ
か

想
い
人
と

二
つ
の
存
在
が
出
て
来
る
と
は
思

て
い
な
か

た
の
だ

 

そ
う
か

あ
の
時

て
い
た

ホ
ロ
ウ
デ

タ

て

こ
れ
の
事
か

 

裏
に
思
い
返
さ
れ
る
の
は
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
に
再
会
す
る
前
の
事

ア
ン
ノ
ウ
ン
と

初
め
て
遭
遇
す
る

前
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

て
い
た
未
だ
意
味
を
完
全
に
理
解
出
来
て
い
な

か

た

語
の
一
つ

 
闘
技
場
の
ホ
ロ
ウ
や
七
十
五
層
と
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
リ

パ

達
の
事
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ

に

け
る
ホ
ロ
ウ
と
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

な
い
し
影
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
自
分
は

え
て
い
る

た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
と

え
る
と
思
え
る
く
ら
い
に
は
自
信
が
あ
る
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死
者
が
こ
ち
ら
に

る
ル

ル
は
と
も
あ
れ

恐
ら
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と

ホ
ロ
ウ
・

エ
リ
ア
は

い
に
コ
イ
ン
の
表
と
裏
の

な
の
だ

光
あ
れ
ば
影
が
あ
る
よ
う
な
そ
ん

な 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
は
生
き
た
人
間
が
動
か
す
プ
レ
イ

が

て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

ア

は
そ
れ
ら
の
ロ
グ
デ

タ
か
ら
学

反

さ
れ
た

に
よ

て
動
か
さ
れ
る
ホ
ロ
ウ
の

ア
バ
タ

が

る

そ
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
死
亡
し
た
プ
レ
イ

の
意
識
は
そ
の
ま

ま
ホ
ロ
ウ
の
ア
バ
タ

に

さ
れ
る

 
も
し
こ
の
推
論
が

た

て
い
る
と
す
れ
ば

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
死
ん
だ
プ
レ
イ

に

し
て
は
同
一
個
体
は
存
在
し
な
い
反
面
未
だ
生
き
て
い
る
プ
レ
イ

で
あ
れ
ば
ホ
ロ
ウ

ア
バ
タ

が
存
在
し

け
る
事
に
な
る

だ
と
す
れ
ば
目
の
前
に
キ
リ
ト
が
二
人
存
在
す
る
事
も

決
し
て
お
か
し
い
話
で
は
無
く
な
る

だ

 
ド

ル
ゲ
ン
ガ

の
よ
う
に
同
一
存
在
が

れ
ば
片
方
が
シ
ス
テ
ム
的
に
消
さ
れ
る
と
思
う

が
多
分
ア
バ
タ

の
型
番
が
違
う
の
だ
と
思
う

パ

コ
ン
の
フ

ル
ダ
名
さ
え
別
に
し
て
し

ま
え
ば
中
身
の
デ

タ
が
同
じ
で
も
存
在
出
来
る
よ
う
に
別
個
の
存
在
と
し
て

わ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
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先
に

え
た
推
論
で
は
こ
ち
ら
の
キ
リ
ト
が
死
な
な
い
限
り
あ
ち
ら
の
キ
リ
ト
も
消
滅
し
な
い

事
に
な
る

 
だ
か
ら
同
じ
プ
レ
イ

が
二
人

る
異
常
事

が
成
立
し
て
し
ま

て
い
る

 
プ
レ
イ

名
が
同
じ
時
点
で

対

に
な
り
そ
う
な
も
の
だ
が
そ
こ
は
そ
れ
最
近
の

シ
ス
テ
ム
バ
グ
の
件
か
ら
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
エ
ラ

修
正
は
あ
ま
り
信

出
来

な
い
レ
ベ
ル
ま
で
機
能
不
全
を

こ
し
て
い
る
事
か
ら
も
今
更
で
あ
る

カ
エ
せ

 

手
に
魂
を

け
継
ぎ

け
る
黒
剣
を

手
に
と
も
だ
ち
か
ら
贈
ら
れ
た

剣
を
握

り

め
る
少
年
が

血
を

く
よ
う
に

れ
た
声
を
発
し
た

 
そ
の

は
闇
に

さ
れ

憎
し
み
に

ち
て
い
た

 
昏
い
闇
を

え
た
眼
は
た
だ
真

直
ぐ
と
眼
前
に
立
つ

二
つ
の
少
年
に
向
け
ら
れ
て
い

る
オ
レ
の

ス
ベ
て

カ
エ
せ

 
そ
れ
が
全
て
と
ば
か
り
に

少
年
は

た

 

す
ら
浮
か
べ
ず
の

に

し
い

び

そ
れ
は
む
し
ろ

く
者
の
方
が

を
浮
か
べ
る
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程
に

し
い
も
の
だ

た

さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
よ
り
心
に

に

く

 
恐
ら
く
は
ホ
ロ
ウ
で
あ
ろ
う
キ
リ
ト
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
の

場

／

間
／
立
場
の

全
て
を

み
取
り
返
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ

ホ
ロ
ウ
の
記

が
ど
う
な

て
い
る
か
は
分
か

ら
な
い
が

と
し
た
ら
あ
る
程

ま
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記

な
い
し
心
情
を
ロ
グ
で
再

現
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
思
え
る
だ
け
の
真
に

た
感
情
が

ホ
ロ
ウ
の
彼
に
は
あ

た

 
最
初
か
ら
見
て
い
な
け
れ
ば
ど
ち
ら
が
本
物
で
ホ
ロ
ウ
な
の
か
分
か
ら
な
く
な

て
し
ま
い
そ

う
な
程
に

ホ
ロ
ウ
の
彼
は
人
間
味
に

れ
て
い
た

も
し
意

し
て
こ
う
な

て
い
る
な
ら
こ
れ
を

え
た

は
最

最
悪
な
性
根
を
し

て
い
る
よ

 
事

の
背

に
思

を
回
し
て
い
る
間
に

手
の
武
器
を
眼
前
の
自
分
と
同
じ
も
の
に
持
ち

え
た
キ
リ
ト
が

や
や

め
息

じ
り
に
構
え
な
が
ら

う

こ
こ
ま
で
中
身
が
近
い
と
な
れ
ば

最

別
の
人
間
だ
ろ

 
本
物
で
あ
る
キ
リ
ト
も
ま
た

血
を

く
よ
う
に

き
捨
て
た

 

備
や
容

も
同
じ
で

ま
で
は
分
か
ら
な
い
が
記

や
心
情
ま
で

同
じ
と
な
れ
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ば
違
う
の
は

い
の
立
場

ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
本
物
の
彼
は

わ
ば
己
が
血

道
を

て
手
に
入
れ
た
全
て
を
奪

た
存
在
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
殺
し
合
う
運
命
に
あ
る

 
だ
が
そ
こ
ま
で
来
れ
ば
た
だ
立
場
が
違
う
だ
け
と

え
ど
も

者
は
別
個
の
存
在
と

え

る
だ
ろ
う

 
た
だ

に
闘
技
場
の
ホ
ロ
ウ
の
よ
う
な
明
確
な
偽
物
で
あ
れ
ば
自
分
達
も
剣
は

ら

せ
な
い

そ
れ
は
外

だ
け
取
り

た
ガ
ワ
だ
け
の
存
在
だ
か
ら
だ

 
だ
が
今
目
の
前
で
憎
悪
を

ら
せ
る
少
年
は
ホ
ロ
ウ
と

え
ど
も

い
て
い
る
感
情
は
本

物
だ

感
情
が
本
物
な
ら

そ
れ
は

か
の
偽
物
た
り
得
な
い

 
極
論

場

を
奪
わ
れ
た
と
い
う
分
か
れ
道
が
あ
る
時
点
で
そ
の
人
物
は
別
の
人
間
と

え
る

 

わ
ば
彼
ら
は

い
が

い
の
も
し
も
の
存
在
な
の
だ

自
分
で
は
あ
る
だ
が
他
人

だ

自
分
に
と

て

手
は
偽
物
だ

し
か
し
自
分
か
ら
す
れ
ば
自
分
こ
そ
が
本
物
に
な
る

 
き

と
キ
リ
ト
は
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
を
意

し
た
者
が
い
た
な
ら
そ
の
人
の
性
根
を
最

最
悪
と

し
た

下
手
に

の
人
間
に
近
付
け
た
か
ら
こ
そ
人
権
を
無

し
た
外
道
の

業
に
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な

て
い
る
か
ら

 
ユ
イ
ち

ん
の
よ
う
に
最
初
か
ら

と
し
て
作
ら
れ
て
い
て

で
も
無
い
ユ
ニ

ク
な
存

在
／
人
格
と
し
て
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
ま
た
別
の
話
に
な
る

か
に
似
せ
た

存
在
だ
か
ら
こ
そ
人
権
無

に

し
い
事
に
な

て
い
る
の
だ

 
だ
か
ら
と

て
ホ
ロ
ウ
の
彼
に

を

く

に
は
い
か
な
い

キ
リ
ト

と
い
う
存
在

に
対
す
る
感
情
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
と
い
う
個
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
は
ま
た
別

な
の
だ
か
ら

 
こ
こ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
の
事
を

先
し
な
け
れ
ば
今
ま
で
の

動
を
全
て
裏
切
る
結
果

と
な
る

 
し
か
し

 

あ
ん
な
に
苦
し
そ
う
な
キ
リ
ト
を

ら
ホ
ロ
ウ
と

え
ど
斬
り
付
け
る
の
は
流

に
 
な
ま
じ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
彼
の
心
情
が
再
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

真
に

た
生

の
感
情
だ
か
ら
こ
そ

ホ
ロ
ウ
に
対
し
て

意
を

け
な
い

 
自
分
達
か
ら
す
れ
ば
殺
意
を

ら
せ
る
ホ
ロ
ウ
は
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ

オ
リ
ジ
ナ
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ル
の
彼
は

自
分
達
の
希
望
で
あ
り

愛
す
る
存
在
だ
か
ら

 
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
ホ
ロ
ウ
で
あ

て
も

に
近
い
キ
リ
ト
を
傷
付
け
る
事
に

い
を

く
 

呼
こ
れ
は
確
か
に
キ
リ
ト
の

う

り
だ

こ
れ
を
意

し
て
し
た
人
が

る
の
で
あ

れ
ば
そ
の
人
の
性
根
は
最

最
悪
だ
ろ
う

な
ま
じ
闘
技
場
の
ホ
ロ
ウ
の
事
が
あ
る
か
ら

確

信

の
可
能
性
が
高
い

カ
エ
せ

 
カ
エ
せ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 

も
が
真
に
近
い
キ
リ
ト
に

惑
し
て
い
る
と

れ
を
切
ら
し
た
か
怨
嗟
の
怒

を

か

せ
な
が
ら
ホ
ロ
ウ
が
地
を

た

眼
前
に

る
別
の
自
分
し
か
見
え
て
い
な
い
の
か
こ
ち
ら

を
一

す
る
事
も
無
い

 
そ
の
必
死
な
形

と

動
に

ズ
キ
リ
と

の

が

く

 
そ
の
時

黒

く
め
の
少
年
達
の
間
に

て
入
る
影
が
一
つ

キ
リ
ト

 
⻑
い
金
髪
に
緑

を
は
た
め
か
せ
る
そ
の
人
物
は
彼
ら
の
義
姉
リ

フ

 
彼
女
は

手
で

速
で

る
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
の

手

を

手
で
シ

ツ
の

を
流
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れ
る
よ
う
な
動
き
で
引

ん
だ

少
し

を

 
彼
女
は
突
進
の
勢
い
を
殺
す
事
無
く
む
し
ろ

し
て
ま
で
背
中
に

ぐ
形
に

行
し

や
し
な
さ
い

 
ズ
ド
ン

と
砂

に
ク
レ

タ

が
出
来
る
程
の
力
を
以
て
ホ
ロ
ウ
の
義
弟
を
背
負
い
投

で
地
面
に

き
付
け
た

 

り

ま
れ
た
時
点
で

目
し
て
い
た
ホ
ロ
ウ
の
彼
は

然
と
し
た
表
情
の
ま
ま
一

後
に

は
地
面
に

き
付
け
ら
れ
て
い
た

れ
て

き
声
が
上
が
る

仮
想
の

か
ら
空
気
を
無
理

理

き
出
さ
れ
せ
い
か

ケ
ホ

ケ
ホ

と

き

ん
で
い
た

え

と

あ
の

リ

姉

 
今
か
ら
殺
し
合
い
を
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
水
を
差
さ
れ
た
形
に
な
る
キ
リ
ト
が

惑
も

わ

に
義
姉
に
声
を
掛
け
る

ち

と

て
な
さ
い

あ

は
い
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し
か
し

圧
と
真
剣
さ
を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
の

葉
に

彼
は
一
も
二
も
無
く

を

じ
た

 
ん

こ
こ
な
ら

ち

い
て
話
せ
る
わ
ね

 
背
負
い
投

で
義
弟
同
士
の
殺
し
合
い
を
始
ま
る
前
に

止
し
た
あ
た
し
は
も
う
一
人
の
キ

リ
ト
と
話
し
合
う

に
砂

を
歩
い
て
い
た

 
グ
レ
ス
リ

フ
の

は

か
ら

ま
で
歩
く
の
に
片
道
で
十
五
分
は
必
要
な
く
ら
い
広
い

 
夜
と
い
う
事
も
あ
り

ち

い
て
話
す
な
ら
打

て
つ
け
と

え
た

 
ま

そ
れ
も
襲
撃
へ
の
対
策
を
し

か
り
し
て
い
れ
ば
の
話
で
あ
る
が

あ
た
し
と
行
動

を
共
に
し
て
い
た
キ
リ
ト
を
始
め

も
こ
の
も
う
一
人
の
キ
リ
ト
と
二
人
き
り
に
な
る
の
は
か

な
り
反
対
意
見
も
あ

た
が

結

は
あ
た
し
の
我
が

と
し
て

し
切

て
し
ま

た

 
あ
た
し
の
事
を
よ
く
分
か

て
い
る
キ
リ
ト
も

に

れ
今
で
は
絶
対

う

な

ど
の
襲
撃
が
あ
た
し
に
無
い
よ
う
全
力
で

に

た

て
ま
で
い
る

 

理

の
修
練
場
で
話
す
の
も
意
見
と
し
て

が

て
い
た
が
場
の

気
で
は
こ
ち
ら
の

方
が

ち

く
の
で
そ
の
点
で
も
我
が

を

い
て
も
ら

て
し
ま

た

今

お
礼
を
し
な

け
れ
ば
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う

 
そ
ん
な
大
き
い
と
は

え
な
い
が

り
を

つ
か
作

て
ま
で
場
を
整
え
た
あ
た
し
に

し

て
い
る
の
か
も
う
一
人
の
キ
リ
ト

ユ
イ
ち

ん

く
キ
リ
ト
の
ホ
ロ
ウ

は
あ
た
し
に

手
を
引
か
れ
て
さ
れ
る
が
ま
ま
に
な

て
い
る

 
年

応
の

さ
と
そ
れ
に
不
似
合
い
な

え
の

が
同

し
て
い
て
あ
た
し
の
内
心
は
複

だ

多
分
多
少
は
表
情
に
も
表
れ
て
い
る
だ
ろ
う

 

と
一

息
を

き

そ
れ
か
ら
深
く
息
を

い

む

キ
リ
ト

あ
た
し
の
眼
を
見
な
さ
い

 
彼
に
向
き
直
り

を
追

て
目
の
高
さ
を
合
わ
せ
て

う

え
の
色
を

え
て
い
た
彼

は
あ
た
し
に

意
が
無
い
事
は
分
か

て
い
る
の
か

恐
る
恐
る
と
見
返
し
て
き
た

 
一
先
ず
第
一

は
突
破
出
来
た
の
で

み
を
浮
か
べ
て
よ
し
と

く

 
や
は
り
人
間
重
要
な
話
を
す
る
時
は

い
の
目
を
見
合
わ
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い

想
い
が

伝
わ
る
事
も
無
い
の
だ

少
し
は

も

え
た

ん

そ
の

ご
め
ん
な
さ
い
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ば
つ
が
悪
そ
う
に

を
背
け
て

う
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト

 
あ
た
し
は
彼
の

罪
に
苦

を
浮
か
べ
た

そ
の

罪
は
多
分
襲
撃
し
た
事
な
ん
で
し

う
け
ど

る
な
ら
あ
た
し
じ

な
く
も
う
一

人
の
あ
な
た
に
ね

複

だ
と
は

思
う
け
ど

 
今
は

の

に

た

て
い
る
キ
リ
ト
の
事
を

え
ば
分
か
り
や
す
い
く
ら
い
表
情
に

憎
し
み
や

の
色
が
浮
か
ん
だ

そ
れ
で
も

た
り

ら
そ
う
と
し
な
い

り
は
流

の

明

さ
で
あ
る

 
こ
の
年
の
子
で
あ
れ
ば
自
分
が
求
め
て
い
た
全
て
を
奪
わ
れ
た
時
に
は
八
つ

た
り
く
ら
い

し
て
も
お
か
し
く
な
い

物
の
分
別
が
つ
い
て
い
る
の
は
話
し
合
い
を
す
る
に
あ
た

て

に

進
む
か
ら
良
い
が

今
回
ば
か
り
は
や
は
り

な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る

 
少
し
は
心
の

び
を
出
し
た
い
か
ら
分
か

て
い
な
が
ら

え
て
彼
の
話

を
出
し
た
の
だ

が

こ
れ
は
や
は
り
根
気
強
く
構
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ

 

わ
れ
る
覚
悟
も

し
て
お
く
必
要
が
あ
る

ね
キ
リ
ト

あ
な
た
が
思

て
い
る
事
さ

き

故
い
き
な
り
襲

て
来
た
の
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か

話
し
て
く
れ
る

 
あ
な
た
自
身
か
ら
知
り
た
い
の

分
か

た

 
や
や
間
を

い
た
が

そ
れ
で
も

直
に
了
承
し
て
く
れ
た
事
に
安

を

く

 
断
ら
れ
る
可
能
性
も
あ

た

 
流

に
こ
こ
で
断
ら
れ
た
ら
後
は
も
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
本
人
と
対
面
さ
せ
た
状

で

く
し
か
無
い

最
悪

わ
れ
る
事
も
覚
悟
で
力

く
で

わ
せ
る
事
も

に
入
れ
て
い
た

 

か
な
い
と
い
う

は
無
い

が
り
な
り
に
も
大
切
な
義
弟
に
殺
意
を
向
け
た
の
だ

そ
れ
が
ホ
ロ
ウ
と
い
う
別
の
キ
リ
ト
と

え
ど
特
別

い
は
し
な
い

 

は
差
別
を
生
み

差
別
は
他
者
と
の
争
い
の
種
に
な
る

 

の
他
人
と
で
あ
れ
ば
差
を
生
む
の
は

然
だ
が
立
場
が

し
い
な
ら
あ
た
し
は

者
を

し
く

う
と
決
め
て
い
る
故
に

常
に
正

な
判
断
を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
る

 
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
は
立
場
こ
そ
義
弟
だ
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は

し
方
は

し
く
す

る

現
に
こ
う
し
て
慮
る

勢
は
あ
ち
ら
と
こ
ち
ら
の
キ
リ
ト
に
差
は
作

て
い
な
い

 
で
も

と
し
て
一

立
ち
は
だ
か
り
未
だ
そ
の
立
場
は
変
わ

て
い
な
い
故
に

味
方
の

い
を
変
え
る

に
は
い
か
な
か

た

味
方
の
あ
の
子
を
守
る
事
を

先
す
る
が
故
に
今
は
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ま
だ
味
方
と

え
な
い
キ
リ
ト
か
ら
は
話
を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
だ
か
ら
自
発
的
に
話
し
て
く
れ
る
の
は
と
て
も
助
か
る
事
だ

た

も

き

ん
で
義
弟
を

め
た
い
と
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う

ど
こ
ま
で
同
じ
か
は
分
か
ら
な
い
が
こ
う
し
て

し
て
い

て
も
本
物
と
間
違
い
そ
う
に
な
る

ど
真
に

た
人
物
な
の
だ
少
な
く
と
も
あ
た
し
は

め

た
く
な
い

 
別
人
と
分
か

て
は
い
る
が

理
性
と
感
情
は
別
物
な
の
だ

 
だ
か
ら
別
人
と
分
か

て
い
て
も
義
弟
が
苦
し
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
て
心
苦
し
く
な
り
な
が

ら
も

ど
う
に
か
表
情
を
取
り

い

ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
か
ら
話
を

い
て
い
く

 

結
論
か
ら

う
と
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
は
や
は
り
キ
リ
ト
と
完
全
同
一
と
い
う

で

は
無
い

 
ま
ず
彼
の
記

に
つ
い
て

 
こ
れ
は
あ
た
し
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
最
初
期
か
ら

た

で
は
無
い
の
で
完
全
に
は
分
か
ら
な
い
が

少
な
く
と
も
キ
リ
ト
本
人
や
ア
ス
ナ
さ
ん
達
か
ら
話
に

い
た
ビ

タ

や
黒
の
剣
士

ボ
ス
戦

月
夜
の
黒
猫

に

す
る
事
は

え
て
い
た

あ
た
し
が

桐

谷
直
葉

で
あ

る
事
も

剣
道
の
全
国
大
会
で
二

覇
を
果
た
し
て
い
る
事
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
つ
い
て
も
だ
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し
か
し
こ
こ
最
近
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
が
編
み
出
し
た

の
属
性
攻
撃
の
他
あ

た
し
が
話
し
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か

た

が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
と

い
う
場

と
い
う
事
は

論
ユ
イ
ち

ん
の

や
シ
ノ
ン
さ
ん
あ
た
し
の
ス
テ

タ
ス
エ

リ
ア
ボ
ス
に

す
る
話
は
全
て
初

の
よ
う
だ

た

 
そ
の

を

め
て
過
去
と
現
在
の
話
を

て
い
く
と
ど
う
も
こ
の
キ
リ
ト
外

部
か
ら

ち
た
時
を
境
に
記

が
分
か
れ
て
い
る
ら
し
い

 
ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
に
つ
い
て

く
話
し
再
現
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
が
彼
は
自
然

属
性
だ
け
を

る
事
は
出
来
な
か

た

ユ
イ
ち

ん
と
同
じ
な
の
で
こ
れ
も
彼
が
ホ
ロ
ウ
と

い
う

で
あ
る
証

に
な
る

 
つ
ま
り
戦
闘
能
力
や
記

は

本
的
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
外

部
か
ら

ち
た
時
点
と

い
う
事

こ
の
時
点
で

エ
リ
ア
ボ
ス
を

独
撃
破
可
能
だ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
が
そ

こ
か
ら
成
⻑
し
て
い
る
の
で

も
し
も

理

に
転

し
な
か

た
ら

な
歴
史
の
キ
リ
ト
と

え
れ
ば
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う

そ
う
い
う
意
味
で
も
彼
を
偽
物
と
は
思
え
な
い

 

に

い
た
の
は

彼
が
外

部
か
ら
こ
ち
ら
へ

て
来
た
後
の
事

 
彼
は
高

下
の

中
で
転

し
た
記

が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
最
後
で
そ
れ
以
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は
こ
の

に
ず

と

じ

て
い
た
ら
し
い

正
確
に
は
動
こ
う
と
し
た
が
進
行
不
可
オ
ブ

ジ

ク
ト
の
せ
い
で
エ
リ
ア
を

な
か

た
か
ら
の
よ
う
だ

 
結
果
あ
の
日
か
ら
今
日
ま
で
こ
の

を

策
し

け
て
い
た

 
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
も
最
初
か
ら
意
識
を
保

て
い
た

で
は
無
い
の
で
高

下
時
点
よ
り

以
前
の
ホ
ロ
ウ
が
グ
レ
ス
リ

フ
に
や

て
来
て
い
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
が
こ
ち
ら
へ
転

し
た
と
同
時
に
ホ
ロ
ウ
の
意
識
や
ス
テ

タ
ス
が
上
書
き
さ
れ
た
と

え
れ
ば

う
じ
て
こ

の

に

た
辻
褄
は
合
う

 
そ
う
し
て
数
日
を
一
人
で
過
ご
し
て
い
れ
ば
今
日
の

浮
遊

の
方
で
二

の

⻯

が

れ
て
い
る
の
が
見
え
た

も
し
か
し
た
ら
こ
ち
ら
に
来
る
か
も
と
思
い
砂

を

れ
た
も
の

の

が
見
え
ず

策
し
て
回

て
い
て

く
さ

き
見
付
け
た

 
そ
し
て
自
分
と

二
つ
の
存
在
が
義
理
の
姉
と
鍛
練
を
し
て
い
る
の
を
見
て
し
ま

て
感
情

が

た

そ
れ
か
ら
感
情
の

く
ま
ま
に
ハ
イ
デ

ン
グ
が
解

さ
れ
た
事
も
無

し
て
攻
撃

を
仕
掛
け
た
の
だ
と
い
う

そ
う
い
う
事
だ

た
の
ね

 
一

り
話
を

い
た
あ
た
し
は
多
分

か
ら
見
て
も
分
か
る
く
ら
い

な
面
持
ち
を
し
て
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い
る
と
思
う

 
予
想
は
出
来
て
い
た
の
だ

も
し
見
た
目
が
同
じ
別
の
人
間
が
本
来
あ
た
し
が

る

場

を
奪

て
い
た
な
ら
同
じ
行
動
を
取

た
と
思
う

こ
の
子
が
感
情
的
に
な
れ
る
直
情
さ

い
代
え
れ
ば
無
鉄

な
部
分
が
あ
る
も
の
の

直
な
部
分
も
あ
る
か
ら
こ
う
し
て
対
話
が
出
来
て

い
る
が
あ
た
し
な
ら
多
分
キ
リ
ト
に
止
め
ら
れ
て
も
力

く
で
突
破
し
も
う
一
人
の
自
分
を

斬
殺
し
て
い
た
に
違
い
な
い

 
そ
う

え
る
と
こ
の
子

ら
あ
た
し
が
止
め
た
か
ら
と
は

え
本

に
よ
く
理
性
的
に
会
話

に
応
じ
て
く
れ
た
と
思
う

 

も
し
か
し
た
ら

自
分
が
ホ
ロ
ウ
と
い
う
偽
物

て
気
付
い
て
た
の
か
も

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

た
る
あ
た
し
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
に
は
分
か
ら
な
い

か
し
ら
の
齟
齬
や
差
異

が
あ

て
こ
の
子
は
自
分
の
正
体
に
近
い
も
の
を

し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
存
在
す
る

そ

れ
だ
け
桐

谷
和
人
と
い
う
義
弟
は

明
と
い
う
事
だ

多
少
色
眼

が
入

て
い
る
点
は

め
な
い
が

大
人
に

す
る
だ
け
の
見
識
と

静
さ
が
あ
る
事
は

知
の
事
実
で
あ
る

 
自
分
が
本
物
で
は
無
い
と
い
う
可
能
性
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
な
ら
こ
う
し
て
対
話
に
応
じ

て
く
れ
た
事
も

外
に
あ
な
た
は
偽
物
だ
と

て
い
る
よ
う
な
事
を

に
し
て
も
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し
な
い
点
に

得
が
い
く

ご
め
ん
な
さ
い

あ
た
し
に
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
よ

 
己
の
ア
イ
デ
ン
テ

テ

を

し
て

り
あ
る
事
実
に
直
面
し
そ
れ
を

み
下
し
こ
う
し

て
対
話
に
応
じ
る
だ
け
の

静
さ
を
取
り

し
た
義
弟
に

罪
す
る

 
他
に
死
ん
で
い
な
い
プ
レ
イ

の
ホ
ロ
ウ
を
見
て
い
な
い
か
ら

と
も

え
な
い
が
も
し

他
の
死
ん
で
い
な
い
プ
レ
イ

の
ホ
ロ
ウ
も
こ
の
キ
リ
ト
の
よ
う
に
本
人
と
大
差
な
い
状

だ

と
す
る
と

そ
れ
は
つ
ま
り
記

や
感
情
を
デ

タ
化
し
て

に

み

ん
だ
と
い
う
事
に
な

る

だ

こ
の
予
想
が

た

て
い
る
な
ら
オ

バ

テ
ク
ノ
ロ
ジ

に
も
程
が
あ
る

 
そ
う
で
な
く
と
も
電
子
工
学
系
の
知
識
は

論
技
術
に

し
て
も
一
切
な
い

外

で
あ
る

身
だ

そ
ん
な
あ
た
し
が
ど
う
に
か
出
来
る

も
な
い

 
束
さ
ん
や

場

な
ら
ど
う
に
か
出
来
る
か
も
し
れ
な
い

 
で
も
彼
に
残
さ
れ
て
い
る
道
は
二
つ
の
一
つ

彼
ら
彼
女
ら
の
力
を

り
て
ユ
イ
ち

ん
の

よ
う
に

と
し
て
生
き
る
か

彼
の
デ

タ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

に
上
書
き
す
る
／
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
を
殺
す
か

 
前
者
は
彼
は
人
間
と
し
て
生
き
ら
れ
な
い

か
つ
て
人
間
と
し
て
生
き
そ
し
て
別
の
自
分
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が
生
き
る
世
界
を
見

け
る
と
い
う
苦
行
を

け
る
事
に
な
る

 
後
者
は

の
場

に

る
よ
う
に
な
る

だ
が

の
デ

タ
を

み
取
る
だ
け
で
も
危
険
な
の

に
上
書
き
す
る
と
な
れ
ば
失

す
る
可
能
性
の
方
が
極
め
て
高
い
だ
ろ
う

し
ろ
現
代

学

や

学
で
も
全
容
を
明
か
せ
て
い
な
い
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
に

し
い
人
間
の
大

だ
そ
れ
に

ス
キ

ニ
ン
グ
を
掛
け
る
な
ど
自
殺
に

し
い

故
に

る
可
能
性
よ
り
も
死
ぬ
可
能
性
の
方
が

高
い

だ

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
ホ
ロ
ウ
で
あ
ろ
う
こ
の
子
は
苦
し
む
結
果
に
な
る

 

と
し
て

命
／
死
の
無
い
生
を
生
き
る
生
き
地
獄
と

人
間
と
し
て
死
を

け
る
可
能
性

が
高
い

ど
ち
ら
を

ん
で
も

彼
に
と

て
は
地
獄
で
し
か
な
い

 
本
来
な
ら

そ
の
苦
し
み
を
和
ら

共
に
背
負
う
事
が
姉
と
し
て
の
責
務
だ
ろ
う

 
で
も
こ
の

で
あ
た
し
が
出
来
る
事
は
絶
無
と

て
も
過

で
は
無
い

技
術
的
な
部

分
に
頼
る

面
が
多
大
な
の
に
あ
た
し
は
完
全
な

外

な
の
だ
想
う
だ
け
で
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
現
実
を
前
に
あ
た
し
は
無
力
で
あ
る

 
実

こ
れ
ば
か
り
は
仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

こ
の
子
の
心
情
と
い
う
意
味
で
は
無

い

存
在
の
根
幹
に

わ
れ
な
い
の
は

あ
る
意
味

然
の
事
だ
か
ら
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呼
で
も

中
に
哀
し
み
が
渦

く
よ
う
に

も
出
来
な
い
己
の
不

な

さ
と
無
力
さ
が

⻭

く
て

悔
し
く
て

ら
な
い

 

⻭
を
食
い

り

苦
し
み
に

え
る

 
こ
の
子
が
い

そ
ガ
ワ
だ
け
の
偽
物
で
あ

た
な
ら
あ
た
し
も
こ
の
苦
し
み
は

か
な
か

た

な
ま
じ
本
物
と

違
な
い

同
名
異
人
と
す
ら

え
る
程
に
人
間
ら
し
い
苦
悩

と
感
情
を

い
て
い
る
故
に

あ
た
し
は
こ
の
少
年
を
偽
物
な
ど
と
は
思
え
な
く
な

て
い
る

 
あ
た
し
に
と

て
も
う
こ
の
子
は
キ
リ
ト
の
ホ
ロ
ウ
な
ど
で
は
無
い
も
う
一
人
の
義
弟
に

し
い
存
在
だ

 
そ
も
そ
も
か
ら
し
て
あ
た
し
は
こ
の
子
が

で
あ
る
と
は
実

の
と
こ
ろ
全
く
思

て
い

な
い

立
場
上
味
方
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
義
弟
を

先
し
て
い
る
だ
け
だ

 
こ
の
子
が

意
や
殺
意
を
向
け
て
い
た
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
だ
け
で

に

た
あ

た
し
や
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
に
は

意
な
ん
て
一
欠
片
も
向
け
て
い
な
か

た

剣
弾
は
雨
の
よ
う
に

り

ぐ
形
に
な

て
い
た
が
そ
の
実
剣
弾
の
切

先
矛
先
は
全
て
彼
に
だ
け
向
け
ら
れ
て
い

た

だ
か
ら
彼
も
容

に

殺
出
来
て
い
た
の
だ

仮
に
あ
た
し
達
も
攻
撃

に
入

て
い
れ

ば
一
撃
も

さ
ず
全
て

殺
し
切
る
な
ど

不
可
能
だ

た
だ
ろ
う
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同
名
の

も
う
一
人
の
義
弟

 
過
去
が
同
じ
と
い
う
事
は
あ
た
し
が
こ
の
子
に
向
け
る
愛
情
も
分
か
れ
た
時
点
ま
で
は
同
一

と
い
う
事
に
な
る

そ
し
て
分
か
れ
て
以

の
事
を

け
ば

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
義
弟
と
は
ま
た

違

た
感
情
を

く

 

く
感
情

そ
の
一
つ
は

よ
り
も
苦
し
く

理
不

な
境
遇
に

と
さ
れ
た
事
に

に
も
不

に
想
い

だ
か
ら
こ
そ
護
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
意
識
と
愛
し
さ
が
強
く
な
る

 
他
に

く
感
情
は
感

自
ら
の
存
在
に

付
い
て
い
て
一
時
は
我
を
忘
れ
る
も

静
さ

を
取
り

し
そ
の
事
実
を

け
容
れ
対
話
し
て
い
る
事
に
対
す
る
自
我
の

強
さ
へ
の

怖

だ

義
弟
で
あ
り
同
時
に
大
切
な
教
え
子
で
も
あ
る
子
の
精
神
の

強
さ
に
は
目
を

る
ば
か

り 
そ
し
て

に

く
悲
哀
と

怒

義
弟
が
生
き
て
い
た
事
に
対
す
る
喜
び
も
束
の
間

同
一
存
在
の
別
の
義
弟
が
ど
う
足
掻
い
て
も
人
と
し
て
の

福
を
得
ら
れ
な
い
状
況
に

め
ら

れ
た
事
に
対
す
る

二
つ
の
感
情

一
つ
は
義
弟
の
境
遇
に

一
つ
は
そ
う
し
た
黒
幕
に

ご
め
ん
な
さ
い

 
再

の

罪
と
共
に

眼
前
に
存
在
す
る
華

な
体
を
掻
き

く
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オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
の
事
は

論
あ
た
し
は
他
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

達
の
目
的
を

え

れ
ば

こ
の
世
界
の
ク
リ
ア
は
絶
対
だ

そ
し
て
そ
れ
は

こ
の
世
界
に
息
づ
く

を
殺
す
事

も
意
味
す
る

 
あ
た
し
が
現
実
へ
還
る
と
共
に

ホ
ロ
ウ
の
こ
の
子
は
消
滅
す
る
と
い
う
事
だ

 
そ
の
事
実
に
思
い
至

て
も
あ
た
し
は

論
他
の

も
歩
み
を
止
め
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
個
人
の
私
情
だ
一
人
の
私
情
で
多
く
の
人
を

に
す
る
事
な
ど
出
来
は

し
な
い

 
そ
れ
に
そ
の

を
す
れ
ば
あ
た
し
は
自
ら
の
手
で
も
う
一
人
の
義
弟
を
見
殺
し
に
す
る

事
に
な
る

 

な
る

ど

確
か
に

最

最
悪
だ

 
キ
リ
ト
と
い
う
少
年
と
親
し
い
者
達
か
ら
す
れ
ば
こ
の

感
は
共

し
た
も
の
と
な
る

だ
ろ
う

片
方
を
取
れ
ば
も
う
片
方
が
絶
対
に
死
ぬ
の
だ
か
ら

 
以
前
ユ
イ
ち

ん
が
消
滅
す
る

に
キ
リ
ト
が
し
た
よ
う
に

ナ

ヴ
ギ
ア

の
ロ

カ
ル

メ
モ
リ

に
デ

タ
を
保
存
す
る

作
を
行
え
る
な
ら
話
は
別
だ

 
し
か
し
そ
れ
は

権
限
で
コ
ン

ル
を
動
か
す
必
要
が
あ
り

そ
れ
は
エ
ラ

修
正
機
能
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が

下
し
て
い
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と

え
ど
も
見

せ
な
い
の
か
必
ず
邪
魔
が

入
る

最
悪

今

こ
そ
ユ
イ
ち

ん
は
消
滅
し

復
活
し
な
い

 
仮
に
そ
れ
を
す
る
に
し
て
も

そ
も
そ
も

と
し
て
生
き
る
／
人
と
し
て
の
生
を

め
る
決

断
を
こ
の
子
が
す
る
必
要
が
あ
る

 
こ
れ
ま
で
実
姉
の
背
中
を
追
い

け

け
必
死
に
な

て
現
実
へ
の
帰
還
を
夢
見
て
戦
い

い
て
来
た
彼
か
ら
す
れ
ば
そ
の

は
己
の
全
て
を

定
す
る
に

し
い

に
と

て
も
そ

う
だ
と
は
思
う
が

こ
と
彼
の
場
合
は
今
ま
で
の
苦
し
み
全
て
が
報
わ
れ
な
い
事
に
な
る
の
だ

そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
救
わ
れ
な
さ
過
ぎ
る

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
あ
た
し
だ

て
死
に
た
く
な
く
て
他
の
人
達
と
ク
リ
ア
を
目
指
す
か
ら
結

果
的
に
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
を
殺
す
事
に
な
る

 
そ
れ
を

ま
え
た
再

の

罪
だ

た

ら
な
く
て
良
い
よ

直
姉

 
悲
観
的
で

悲

に

ち
た
思

を
止
め
た
の
は

罪
を
断
る
義
弟
の

葉
だ

た

 

き

め
る
義
弟
か
ら

を
離
し
彼
の

を

き

む

そ
の

と
表
情
か
ら
真
意
を

み

取
ろ
う
と
す
る
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し
か
し

み
取
れ
た
の
は

と

観
と
い
う
表
情
だ
け

は
や
は
り
闇
に

さ
れ
た
ま

ま
で
真
意
を

み
取
る
事
な
ど

出
来
な
か

た

和
人

そ
れ
は
一
体

ど
う
い
う
意
味

直
姉
が
る
必
要
は
な
い

直
姉
は
悪
く
な
い
し

ら
れ
て
も
苦
し
い
だ
け
だ
か
ら

 

き
そ
う
に
表
情
を
歪
め
て

う
少
年

 
ま
さ
か
伝
わ

て
い
な
い
の
か
と
あ
た
し
は
先
の

罪
の
意
味
を
伝
え
た

こ
の
世
界
か
ら

生
還
す
る
つ
も
り
で
い
る
あ
た
し
は

つ
ま
り
あ
な
た
を
見
殺
し
に
す
る
つ
も
り
な
の
だ

と

ユ
イ
ち

ん
の
時
の
よ
う
に
ロ

カ
ル
メ
モ
リ

に
保
存
す
れ
ば
生
き
残
れ
る
が

と
し
て

生
き
る
と
い
う
事
は

今
ま
で
の
全
て
を

定
す
る
に

し
い
の
だ
と

う
ん

分
か

て
る

で
も

さ

ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら

 
懺
悔
す
る
よ
う
に

白
し
た
返
し
は

観
に

ま
り
切

た

葉
だ

た

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
返
せ

て

ん
で
た
け
ど

と
一
緒
に

る
別
の
自
分
を
見
た
時

点
で

も
う

し
て
た

あ
あ

自
分
は
偽
物
な
ん
だ
な

て

 
や
は
り

こ
の
子
は

付
い
て
い
た
ら
し
い

決
め
手
は
ど
う
や
ら
一
緒
に
い
た
あ
た
し
達

だ

た
よ
う
だ
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無
意
味
だ

て
分
か

て
た

非
生

的
非
合
理
だ
と
も
理
解
し
て
た

で
も
今
ま
で

自
分
に
有

た
全
て
を
別
の
自
分
が
持

て
る
と
思
う
と

自
分
を
抑
え
ら
れ
な
か

た

姉

も

間
も

と
も
だ
ち
も

全
て
取
ら
れ
て
る
と
思

た
ら
我

出
来
な
か

た

そ
れ
は

仕
方

な
い
よ

 
自
分
の
も
の
を
取
ら
れ
れ
ば

だ

て
怒
る

そ
れ
が
大
事
な
も
の
で
あ
れ
ば

更
だ

こ

の
子
が
奪
わ
れ
た
と
思

た
も
の
は
掛
け

え
の
な
い
程
に
大
き
く
大
切
な
も
の
に
違
い
な
く

て

あ
た
し
が
想
像
出
来
る
絶
望
よ
り
更
に
深
い
だ
ろ
う

 
そ
の
思

を

ん
だ
の
か

彼
は
弱
弱
し
く

み
を
浮
か
べ
た

そ
う

仕
方
な
い
ん
だ

ど
う
し
よ
う
も
な
い

あ

ち
は
本
物
で

は
偽
物
だ
か
ら

そ
れ
は

 

嗟
に

違
う

と

い
掛
け

止
ま
る

 
あ
た
し
か
ら
す
れ
ば
別
人
で
も

桐

谷
和
人

と
い
う
個
人
で

え
れ
ば
デ

タ
の
こ
の

子
が
確
か
に

い
と
し
て
は
偽
物
に
な
る
と
自
分
で
も
理
解
し
て
い
た
か
ら

そ
れ
を

定
す

る
根

も
理

も
あ
た
し
は
持

て
い
な
い

 

で
あ
る
以
上
こ
の
子
は
今
後

遠
に
偽
物
と
い
う
立
場
に
ど
う
足
掻
い
て
も
甘
ん
じ
る
事
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に
な
る

 
そ
れ
を
あ
た
し
だ
け
で
な
く

こ
の
子
も
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

葉
で
あ
る
事
を

し

葉
は

け
ら
れ
な
か

た

ん

そ
の
反
応
で
大
体

せ
た
か
ら

し
い
よ

偽
物
で
も

の
事
弟
と
し
て
想

て
く

れ
て
る

て
分
か

た

あ
り
が
と
う
直
姉

偽
物
で
も
変
わ
ら
ず
愛
し
て
く
れ
て

う

う
う

 
自
分
と
し
て
は

然
の
感
情
に
本

に

し
そ
う
な

哀
し
み
の

じ

た

み
で

礼
を

わ
れ
た

あ
た
し
の
眼
に
は
大

の

が
浮
か
び

を
伝
い
始
め
た

 
お
礼
を

わ
れ
る
つ
も
り
で
し
て
い
る

で
は
無
い
の
だ

 
家

な
ら

家

と
し
て
の
愛
情
を
を
向
け
る
の
は

然
の
事
な
の
だ

 

そ
れ
に
お
礼
を

わ
れ
て
も

こ
ん
な
の
は

し
く
も
な
ん
と
も
な
い

 

た
だ
た
だ
悲

さ
と
哀
し
さ
が
増
す
だ
け
だ

は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

更
に
こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
し
か

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
け
ど

に
出
来
る
事
が
あ
る
な
ら
力
を

す
よ

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
少
し
複

だ
け
ど

直
姉
達
が
生

還
し
て
欲
し
い
の
は

も
同
じ
気
持
ち
だ
か
ら

の
命
を
ど
う
か
上
手
く
使

て
欲
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し
い

 
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
が
最
後
に

に
し
た

葉
は

あ
た
し
を
一
発
で
怒
ら
せ
た

 
彼
の
心
情
も
多
少
は

せ
る

こ
の
世
界
が
存
在
し

け
れ
ば
生
き

け
ら
れ
る
が
し
か
し

親
し
い
人
達
の
生
還
を
叶
え
る
な
ら
自
身
の
生
は

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
か
ら
こ
そ
の

観
だ
と

 
で
も

そ
ん
な
自
分
を
道

の
よ
う
に

う
自

に
思
え
る

は

あ
た
し
が

う

動

だ

た

 

を

ら
し

を
零
し
て
い
た
あ
た
し
は
そ
れ
ら
を
取
り

う
事
も
せ
ず
彼
の

を

め
付
け

倒
を

に
し
た

そ
ん
な

そ
ん
な
事
は
望
ん
で
な
い

 
あ
た
し
は
た
だ

あ
な
た
に

せ
に

な

て
欲
し
い
だ
け
で

仕
方
な
い
だ
ろ

ど
う
し
よ
う
も
な
い
ん
だ

 

に
し
て
い
た

切
れ

切
れ
の

葉
は

悲
鳴
に
も
違
い
怒

が
か
き
消
し
た

 
気
付
け
ば
目
の
前
の
少
年
の

に
は
怒
り
の
表
情
が
浮
か
ん
で
い
た

他
に
は
苛
立
ち
と
哀
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し
み

光
を

さ
な
い
黒
い

に

は
無
い

 
そ
の

は

た
ば
か
り
で
入

し
て
い
る
間
に
見
た

子
の

だ

た

が
生
き
る
事
と

直
姉
達
が
生
き
る
事
は
イ
コ

ル
じ

な
い
ん
だ

 
直
姉
達
が
ク
リ

ア
し
な
い
よ
う
邪
魔
す
れ
ば
ま
だ
生
き
ら
れ
る
さ

 
で
も

そ
れ
は

ビ

タ

と
し
て
の

黒
の
剣
士

と
し
て
の

を
全
て

定
す
る

な
ん
だ
よ

 

の

に
戦

て
来
た
か
知
ら
な
い

じ

な
い
だ
ろ
う

 
こ
こ
で

め
な
か

た
ら

も
か
も
意
味
が
な

く
な
る
ん
だ

 
な
ら

め
る
し
か
な
い
じ

な
い
か

 
怒
り
と
悲
し
み
を

交

に

で
怒

を
放
つ
彼
は
正
に
逆

を

か
れ
た
⻯
怒
髪
天
を

衝
く
勢
い
だ

た

怒
鳴
ら
れ
て
も
う
ろ
た
え
な
い
あ
た
し
が

む
程
に
彼
は
怒
り
を

い
て
い
た

 

え
て
み
れ
ば

然
か

 
あ
た
し
が
指

す
る
ま
で
も
無
く
彼
自
身
が
そ
れ
を
悟

て
い
た
の
だ
自
分
が
生
き
る
事

を

め
な
け
れ
ば
今
ま
で
の
全
て
を

定
す
る
の
だ
と

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
あ
の
子
が
己
の
死
に
意
味
を
持
た
せ
る
程
だ

た
の
だ
か
ら
そ
れ
を

正
す

る
以
前
の
こ
の
子
が
同
じ
思

を
持
つ
の
は
仕
方
な
か

た

そ
れ
も
死
ぬ
事
で
し
か
他
者
を
救
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え
な
い
の
で
あ
れ
ば

の
事

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
方
は

ま
だ
救
い
が
あ

た
の
だ

彼
が
死
ぬ
必
要
な
ど
無
か

た
か
ら

 
で
も
ホ
ロ
ウ
の
方
は
救
い
な
ど
無
い

こ
の
子
が
死
な
な
け
れ
ば
プ
レ
イ

が
死
ぬ
事
に

な
る
の
だ
か
ら

そ
し
て
そ
れ
を
こ
の
子
は
望
ま
な
い

 
八
方

が
り

つ
ま
り
は

み
だ

あ
と

直
姉
に
は
悪
い
け
ど

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
以

も

と
し
て
生
き
る
つ
も
り
は
無
い

ど
う
し
て

 
ユ
イ
ち

ん
も

る
の
に

 
付
け
加
え
ら
れ
た

に

に
疑
問
を

す

無
い
か
も
し
れ
な
い
と
は
思

て
い
た

け
ど
こ
の
時
点
で

く
も

え
を
出
す
と
は
思

て
い
な
か

た

 
彼
は
あ
た
し
か
ら
離
れ
た
後

波
打
つ
海
へ
と
向
き
直
り

遠
い
彼
方
へ
と
目
を
向
け
た

デ
ス
ゲ

ム
だ
か
ら

 
ポ
ツ
リ
と

ら
れ
た

葉

そ
の
真
意
を

る
事
が
出
来
ず

を

る

こ
の
世
界
の
ク
リ
ア
と
共
に

は
消
え
る

そ
れ
は
確
定
事

だ

だ

た
ら
そ
れ
ま
で
の

間
に
精
一

生
き
る

だ
と
し
て
も

人
間
だ
と
し
て
も

全
力
で
生
き
て
い
れ
ば
変
わ
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り
は
無
い

つ
ま
り
こ
の
異
常
な
世
界
な
ら

は
ま
だ
人
と
し
て
生
き
ら
れ
る

そ
し
て
人
と

し
て
終
わ
れ
る

す
ぐ
ね

 
そ
こ
ま
で

た
彼
は

だ
け
あ
た
し
に
向
け
て

み
を
見
せ
た

 
一

そ
の

に
光
が

る

お
れ
は

人
と
し
て
終
わ
り
た
い
ん
だ

 
そ
の

葉
を

い
て

あ
た
し
は
完
全
に
悟

た

 
も
う
こ
の
子
の
決
意
を

す
事
は
不
可
能
だ
と

そ
れ
く
ら
い
追
い

め
ら
れ
手

れ
な
ど

で
は
済
ま
な
い
と
こ
ろ
ま
で
思

を

躍
さ
せ

め
て
し
ま

て
い
る
と

 
あ
た
し
が
あ
の
子
の
思
想
を

正
出
来
た
の
は
心
の

に

る
願
い
が
あ

た
か
ら

未

だ
望
み
が
あ
る
と

付
い
て
い
な
が
ら
目
を
背
け
て
い
た
願
い
が
あ

た
か
ら
こ
そ
あ
た
し
の

責
は
有

打
と
な
り
得
た

責
が
彼
の
願
い
を

り
返
し
た
か
ら

 
で
も
こ
の
子
に
は

そ
の
願
い
す
ら
無
い

 
本
人
が
完
全
に

め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

も
う
手
の

し
様
は
無
い

 

は
あ
く
ま
で

の
手
助
け
に
過
ぎ
な
い

完
全

に
至
る
に
は

人
の

す

と
い
う
や
る
気
が
不
可
欠
な
の
だ
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こ
の
子
が
生
き
る
事
を

め
て
い
る
／
死
ぬ
事
を
決
意
し
て
い
る
時
点
で
あ
た
し
が
ど
う
に

か
出
来
る

も
無
い
の
だ

 
だ
か
ら

あ
た
し
が

に
出
来
た
の
は

た

た
一

の
み

 
ご
め
ん
な
さ
い

だ
け
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

し
振
り
に

し
た
の
で
戦
闘

写

り
で
ち

と

が

た
気
が
し
な
く
も
な
い

 
と
い
う
か

が

で
も
義
弟
絶
対
生
か
す
ウ

マ
ン
な
最
強
師

リ

フ

が
精
神
的
に

と
は

え
完
全

北
を

し
た

 
や

キ
リ
ト
の
ホ
ロ
ウ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
よ
り
も
強

い
ん
や
な

て

白
目

 
ま

義
姉
の
義
弟
溺
愛

り
を
し
こ
た
ま

写
出
来
た
の
で
大

足
で
す

溺
愛
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
の
苦
悩
を

写
出
来
る
事
こ
そ
本
物
偽
物

の
お
話
な
ら
で
は
と

え
ま
す
よ
ね
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悦

 
し
か
も
ど

ち
か
片
方
を
取
れ
ば
取
ら
な
か

た
方
が
確
実
に
死
ぬ
と
い
う

極
の

二

邪

 
あ
と
原
作
の

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

こ
と
Ｓ
Ｔ
Ｌ
な
ら
と
も
か
く

ナ

ヴ
ギ

ア

で
記

と
か

み
取
れ
る

無
い
だ
ろ

て
突

み
は
無
し
で

本
作
が

と
ク
ロ
ス

し
て
る
作
品

学
技
術
超
進
歩
状

郷
が
デ
ス
ゲ

ム
化
や
ナ

ヴ
ギ
ア
製
作
に
絡

ん
で
る
事
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

め

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ゲ

ム
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
の
お
話
を
書
い
て
い
る
他
の
作
者
様
方
の
作
品

で
も
結
構
主
人

と
主
人

の
ホ
ロ
ウ
が
対
面
す
る
事
は
あ
る
ん
で
す
が
こ
こ
ま
で
切
実
な
話

は
無
い
ん
じ

な
か
ろ
う
か
と
思

た
り

 
主
人

が

に
な

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
と
共
に
死
ぬ
か
ら
そ
の

で
苦
悩
す
る
作
品
は
過

去

ん
だ
覚
え
が
あ
り
ま
す
が

シ
リ
カ
が
ヒ
ロ
イ
ン
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
ト
リ

プ
物

あ
の
作
品
も

主
人

の
事
情
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
た
の
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な

て
か
ら
で
し
た

ま
だ

取
り
返
し
が
つ
く
時
点
で
思
い

き
り
悩
む
展
開
は
多
分
本
作
初
じ

な
い
か
な

 
ま

に
な

た
時
点
で
取
り
返
し

ど
こ
ろ
で
は
無
い
ん
で
す
が

 
と
も
あ
れ
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
と
共
に
消
滅
確
定

予
定

で
す

一
人
の
人
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間
と
し
て
死
ね
る
デ
ス
ゲ

ム
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
ま
ま
消
滅
し
た
い
と

て
い
る
ホ
ロ
ウ
キ

リ
ト
を
止
め
ら
れ
る
術
を
リ

フ

は
持

て
な
い
で
す
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

邪

 

ら

テ
イ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
ジ
ア
ビ
ス

の
主
人

レ
プ
リ
カ
ル

ク
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ル

ク
／
ア

シ

も
似
た
感
じ
だ

た
し

 
本
作
だ
と

性
が
真
逆
だ
け
ど

 
ち
な
み
に
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が
最
後
ら

で

の
命
を
上
手
く

と

て
い
る
の
は
ホ

ロ
ウ
ア
バ
タ

だ
と

や
ら
れ
て
も
復
活
す
る
か
ら
こ
そ
の
思

Ｐ
ｏ
Ｈ
の

点

り
で
も

出
し
て
い
な
か

た
と
思
い
ま
す
が

ホ
ロ
ウ
デ

タ
は

や
ら
れ
て
も
死
に

り
し
ま
す

そ
れ
を
前

に
ケ
イ
タ
達
を
け
し
か
け
て
い
る

死
に

し
無
く
て
も

て
い
た
可
能
性
大
で

す
が

 
リ

フ

の
お
説
教
前
の
絶
望
キ
リ
ト
が
思
い

め

け
て
行
き

く
と
こ
ま
で
行
き

け
ば

こ
う
な
る

で
す

あ
そ
こ
で

責
が
無
け
れ
ば
遠
か
ら
ず
こ
う
な

て
い
た

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

の
場
合
は
自
分
が
偽
物
で
あ
る
と
悟

た
か
ら
こ
そ
一
気
に
進
ん
だ
の
で
す
が

 
リ

フ

が
悲
観
的
に
な

て
る
の
は

そ
の
絶
望
感
を

に
喰
ら

て
る
か
ら

 

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト

め
戦
闘
で
の

性
は

と
で
も
最
高
で

も

性
格
的
な

性
は
全

と
最
悪
そ
う
だ
な
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オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト

め

親
し
い
人
全

が
ス
ト
レ
ス
マ

ハ
で
す
ね

悦

  

さ
て

 
切
り
の
い
い
百
話
を
投
稿
し
た
事
で
今

こ
そ
⻑
期

載
と
さ
せ
て

き
ま
す

載
す
る

理
由
は
前
話
の
後
書
き
に
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
活
動
報

を
ご
参

く
だ
さ
い

 
願
わ
く
ば

載
明
け
の
時
に
一
人
で
も
多
く
の
方
が
本
作
を
覚
え
て
い
て
下
さ
る
事
を

 
で
は



 第百一章 〜追い求める者〜

 
第
百
一
章
 

追
い
求
め
る
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
で
す

 
現
在
は
第
一
期
⻑
期
実

が
終
了
し
第
二
期
へ
向
け
た
イ
ン
タ

バ
ル
中

合
間
を
見
て
コ

ツ
コ
ツ
書
き

め
た
話
が
数
話

 
少
し
前
に

と
の
話
を
ち

ろ

と
書
い
て
投
稿
し
た
の
で
こ
ち
ら
も
し
て
お
こ
う
か

な
と
思

て
投
稿
に

予
約
投
稿
で
す

生
存
報

代
わ
り
に
ネ

 

数
話
後
に
は
ま
た

止

強
制

に
な
る

様

 
今
話
の
時
系
列
的
に
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
は
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
と
遭
遇

和
解

が
あ
り

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の

験
後
に
七
十
六
層
迷

探
索
が
終

わ

た

り

 

点
は
前

ユ
ウ
キ

後

シ
ノ
ン

 
文

数
は
約
一
万
三
千

 
お
か
し
い
な

主
人

キ
リ
ト

よ
り
主
人

し
て
る
ぞ

こ
の
二
人

白
目

 
特
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に
ユ
ウ
キ

 
で
は
ど
う
ぞ

  

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
て

も
う
一
人
の
キ
リ
ト
と
出
会

た

日

 
予
定
で
は
引
き

き
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
探
索
に
な

て
い
た
が
未
だ
生
存
し
て
い
る

プ
レ
イ

の
ホ
ロ
ウ
と
い
う
予
想
外
の
存
在
と
遭
遇
し
た
事
を
契
機
に
一

メ
ン
バ

を
入

れ

え
る
事
に
な

た

一
日
で
メ
ン
バ

が
変
わ
る
く
ら
い
な
ら
数
日
一
緒
の
メ
ン
バ

に
変

え
た
方
が

が
良
い
と
キ
リ
ト
達
が

た
か
ら
だ

 
真
意
と
し
て
は
ま
ず
間
違
い
な
く
リ

フ

と

を
合
わ
せ
る
の
が
気
ま
ず
い
と
か
現
実

を
直

す
る
よ
う
で

い
と
か

そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
と
思
う

ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
に
と

て
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
と
触
れ
合
う
場
面
な
ど

で
し
か
無
い
だ
ろ
う

 
そ
の
真
意
が
あ

た
か
ら
と
い
う

で
は
決
し
て
な
い
が
そ
れ
に
一
同
は

ば
流
さ
れ
る
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ま
ま
に

同
し
た

最
前
線
を
離
れ
て
数
日
が
経
つ
現
在
ど
こ
ま
で
攻
略
が
進
ん
で
い
る
か
は

気
に
な

て
い
た
か
ら
だ

 

と
し
た
ら

に
ボ
ス
部

ま
で
発
見
し
て
い
る
の
で
は
と
も
思

て
い
た

無
論
そ

れ
が
希
望
で
し
か
な
い
事
は
百
も
承
知
で
あ
る

 

よ
も
や
本

に

に
ボ
ス
部

ま
で

り

い
て
い
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た

が
わ

こ
の
子
が
も
う
一
人
の
キ
リ
ト

 
二
人

う
と

子
み
た
い
で
か
わ
い
い
ね

む
ぐ

 
そ
う

て
二
人

ん
で
立

て
い
た
黒

く
め
の
キ
リ
ト
達
を

き

め
る
の
は

の

バ
ト
ル
ド
レ
ス
に
身
を

む
女
性
ス
ト
レ
ア

 
彼
女
は

な

手
剣
使
い
と
し
て
ダ
メ

ジ
デ

ラ

を
期

さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ

る

ク
ラ
デ

ル
が

な
く
な

た
以
上
ボ
ス
戦
に
出
ら
れ
る
程
に
実
力
あ
る

手
剣
の
使

い
手
は

な
い
か
ら

そ
の
分
期

さ
れ
て
い
る

 
そ
ん
な
人
物
が
数
日
内
に
ボ
ス
攻
略
へ

く
と
い
う
の
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ
来
て
い

る
の
は

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
に
興
味
を
持

た
か
ら

で
は
無
い
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第
七
十
五
層
ボ
ス
戦
の

彼
女
は

突
に
原
因
不
明
の

に
苛
ま
れ
て
行
動
不
能
に

た

後
で
本
人
に
問
い

し
た
と
こ
ろ

に

を
い
き
な
り
覚
え
る
が
原
因
も
切

掛
け

も
一
切
不
明
な

な
も
の
と

え
が
返

て
来
た

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

彼
女
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
来
た
の
は

ボ
ス
レ
イ
ド
の
メ
ン
バ

か

ら
外
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

攻
略
組

と
し
て
は

ら

な
使
い
手
だ
と
し
て
も

時
期
も

切

掛
け
も
分
か
ら
な
い
不
発

弾
と
い
う
不
安
要

を

え
て
ボ
ス
レ
イ
ド
に

む

に
は
い

か
な
い
そ
ん
な

な
ど
一
切
な
い

七
十
五
層
ボ
ス
戦
だ

て
キ
リ
ト
が

な
け
れ
ば
死
者

を

名
で
抑
え
ら
れ
た
と
も
思
え
な
い
戦
い
だ

た

彼
が
帰
れ
な
い
現
状
で

打
を
打
つ
必

要
は
無
い

て
も
打
つ
つ
も
り
は
無
い
が

 

間
外
れ
に
し
た
よ
う
で
少

心
苦
し
く
は
あ
る
が
し
か
し
合
理
性
と
安
全
性
を
前
に
情
を

先
す
る

に
も
い
か
ず

 
ボ
ク
は
彼
女
を

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
と

れ
て
来
て
い
た

そ
れ
に
し
て
も

見
せ
つ
け
て
る
の
か
な

ス
ト
レ
ア
は

 
こ
ち
ら
が
理
性
で

し
付
け
我

し
て
い
る
と
い
う
の
に
彼
女
は
目
の
前
で
彼
を

き

め

て
い
る

見
て
い
て
と
て
も

い
て
し
ま
う
光

だ

し
か
も
女
性
と
し
て
と
て
も
成

し
た
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体
を

し

も
な
く
晒
す

 
自
分
と
の
差
を
明
確
に
意
識
し
て
し
ま
う

 
こ
れ
が
意

的
だ
と
す
れ
ば
自
分
は
戦
争
だ

て

さ
な
い

 

ま

ス
ト
レ
ア
の
性
格
や
振
る
舞
い
を

え
る
と

天
然
だ
と
は
思
う
が

ボ
ク
だ

て

成
⻑
す
れ
ば
あ
れ
く
ら
い

 
女
性
の

と
自
分
の

の
内

と
を

し
な
が
ら

く

 

に
し
て
お
い
て

だ
が
ア
ス
ナ
や
シ
ノ
ン
フ

リ
ア
く
ら
い
が

良
い
サ
イ
ズ
だ
ろ

う
と
思
い
直
す

流

に
子

の

ど
の
大
き
さ
は
現
実
的
に
無
理
だ

 
大

少
な
く
と
も
自
分
は
シ
リ
カ
よ
り
は
あ
る

彼
女
を

ア
ス
ナ
達
を

ス
ト

レ
ア
や
リ

フ

は

と
す
る
な
ら
自
分
は

く
ら
い
は
あ
る

姉
は
自
分
と
同
じ
く
ら
い

つ
き
は
結
構
違
う
が

体
格
面
な
ど
は

子
な
の
か
と
思
わ
な
い
で
も
な
か

た

 

ど
こ
か
か
ら

わ
た
し
を
引
き
合
い
に
出
す
の
は

い
で
す
よ

と
声
が

こ

え
た
気
も
す
る
が

に
シ
リ
カ
は

な
い
故
に
間
違
い
な
く
気
の
せ
い
な
の
で
ス
ル

安
定

で
あ
る

 
取
り

え
ず
今

ポ

シ

ン
の

を
多
め
に

品
し
て
お
く
事
に
す
る

気
が
向
い
た
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か
ら
で
あ

て
他
意
は
無
い

無
い

た
ら
無
い

あ

え

と

ボ
ク

色

と

し
い
か
ら

こ
れ
で
失
礼
さ
せ
て
も
ら
う
ね

む
ぐ
ぐ

 
や
や
心
苦
し
く
は
あ
る
が
二
人
の
キ
リ
ト
を
放

し
て
帰
る
事
に
す
る

く
ぐ
も

た
少
年

達
の

び
が

こ
え
る
も
そ
れ
も
流
す

 

し
い
事
に

し
て

は

い
て
な
い

事
実
こ
れ
か
ら
ボ
ス
攻
略
に
行
く
事
に
な

て
い

る
の
だ

ま
だ
時
間
に

は
あ
る
が

備
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
は

密
に
行
う
必
要
が
あ
る

の
で

出
来
る
限
り

く
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
だ
か
ら
特

重
要
で
は
な
い
ス
ト
レ
ア
の
ス
キ
ン
シ

プ
か
ら
解
放
す
る

に
時
間
を
使
う

に
は
い
か
な
い
の
だ

間
近
で
あ
の
ス
タ
イ
ル
を
見
た
く
な
い
な
ん
て
こ
れ

ち
も
思

て

い
な
い

 
理
論
武

完
了

行

て
ら

し

い

 
あ

け
ら
か
ん
と

い
な
が
ら
手
を
振
る
ス
ト
レ
ア
と
彼
女
の

一
本
に

め
て

き

め
ら
れ
て
い
る
少
年
二
人
そ
の
後
ろ
で
苦

し
て
い
る
ユ
イ
ち

ん
と
ル
ク
ス
二
人
と
義
姉
の
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に

ま
る
小
⻯
に
力
無
く
手
を
振

て
ボ
ク
は
ア

ク

フ

ア
へ
と
と
ん

返
り
し

た  

ア

ク

フ

ア

の
転

に

た
己
の

を

重
に
も
重
な

た

が
打
つ

を
巡
ら
せ
ば
転

が
あ
る
広
場
に
は
数
十
も
の
武

し
た
プ
レ
イ

が

属
ご
と
に
集

い

真
剣
な
面
持
ち
で
話
し
合
う
光

が

界
に
入
る

 
数
は
ざ

と

に
達
す
る
か

か

 
レ
イ
ド
の
上
限
人
数
が

人

パ

テ

の

人
な
の
で
フ
ル
レ
イ
ド
に
は

人
程

足
り
な
い

 
こ
の
人
数
で
も
ボ
ス
を
倒
せ
な
く
は
な
い

が
流

に

し
い
と

わ
ざ
る
を
得
な

い
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も
ボ
ス
戦
で

と
思
う
事
な
ど
あ
り
は
し
な
い

よ
り

と
い
う
戦
い
は
あ

れ
ど
そ
の
全
て
が

戦
に

ぐ

戦
死
に
至
り
か
ね
な
い
死
闘
ば
か
り

こ
れ
に

れ
る
時

な
ど
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
し

れ
た
方
が
異
常
だ

 
こ
れ
が
た
だ
の
ゲ

ム
で
あ
れ
ば
も
う
少
し
気

に
戦
い
に

け
る
の
に

そ
う

思
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た
事
か

あ

ユ
ウ
キ

か

た
ね

 
小
さ
く

息
を

い
て
い
る
と
背
後
か
ら
親
友
に
声
を
掛
け
ら
れ
る

振
り
向
け
ば
白
と

の
騎
士

の
ア
ス
ナ
が

手

使
い
の
ゴ
ド
フ
リ

さ
ん
達
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

を

い
て

立

て
い
た

 
こ
う
見
る
と
ア
ス
ナ

て
カ
リ
ス
マ
が
あ
る
ん
だ
な

と
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る

た
だ
い
ま

ア
ス
ナ

打
ち
合
わ
せ

て
ど
の

ま
で
進
ん
だ
の

ユ
ウ
キ
が
あ

ち
に
行

て
か
ら
そ
ん
な
に
経

て
な
い
か
ら
ね
ま
だ
全
体
の
は
し
て
な
い

よ 
ユ
ウ
キ
が
帰

て
か
ら
す
れ
ば
二

手
間
じ

な
い
し
ね

と
ア
ス
ナ
は
付
け
加
え
た

 
な
る

ど
つ
ま
り
こ
れ
か
ら
最
後
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
の
か
と
把
握
し
姉
が

る
場

へ
と
足

に
進
む

 

本
来
で
あ
れ
ば

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
の
行
き
来
を

同
じ

攻
略
組

と

え

ど
も
あ
ま
り
見
ら
れ
る

に
は
い
か
な
い
が

こ
れ
に
も
理
由
が
あ
る

 
以
前
議

に

が

た
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
の
パ
ワ

レ
ベ
リ
ン
グ

こ
の
対

に
第
一
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層
か
ら
の
レ
イ
ド
メ
ン
バ

を

む
べ
く

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
つ
い
て
話
し
た
の
だ

 
こ
れ
が
出
来
た
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
リ
ア
ル
を
知

て
い
た
か
ら

つ
ま
り
ホ
ロ

ウ
・
エ
リ
ア
に
つ
い
て
話
せ
る
人
物
が

て

つ
そ
の
秘
密
を
守
れ
る
と
確
信
し
て
い
る

か
ら
話
し
た
の
で
あ
る

だ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
ト

プ
レ
ベ
ル
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
人
が
実
は

場

だ
な
ん
て

わ
れ
て
も
信
じ
な
い
だ
ろ
う

仮
に

ら
さ
れ
て
も
信

す
る
者
が

な
い

と
判
断
し
た
か
ら
こ
そ

レ
イ
ド
メ
ン
バ

に
は
語
ら
れ
た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
リ
ア
ル
に
つ
い
て
は

重
な

を
敷
か
れ
て
お
り
知

て
い
る

の
は
七
十
五
層
ボ
ス
戦
に

た
メ
ン
バ

と
ア
ル
ゴ
シ
ン
カ

な
ど
く
ら
い

そ
れ
以
外
に
は

れ
て
い
な
い

そ
こ
を
信

し
た
と
い
う

で
あ
る

現
状
自
分
が

な
い
と
一
緒
に
行
け
な

い
の
で

仮
に

れ
た
と
し
て
も
証
明
の
し
よ
う
が
無
い
か
ら
強
気
に
出
た
部
分
も
あ
る

 
と
も
あ
れ
そ
れ
の
お
陰
で
ボ
ク
が
転

を
使

て
い
る
事
に
対
し
て
の

乱
は

き
て
い

な
か

た

 
も
う
一
人
の
キ
リ
ト

と
い
う
存
在
に

し
て
は

流

に

を

わ
に
し
て
い
た
が

 
そ
ん
な
レ
イ
ド
の
一
部
自
分
が

属
す
る
パ

テ

は
姉
を
リ

ダ

と
し
自
分
サ

チ
エ
ギ
ル
リ

フ

シ
ノ
ン
の

人
パ

テ

ス
ピ

ド
ア
タ

カ

名
に
タ
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ン
ク

名

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

が

名
な
の
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
と
は

え

る
だ
ろ
う

特
に
遠

離
攻
撃
手

を
持
つ
シ
ノ
ン
が

る
の
は
心
強
い
の
一

で
あ
る

 
前
回
の
ボ
ス
戦
で
は
一

も
ス
キ
ル

に
入
ら
な
か

た
が
そ
の
直

的
な
原
因
で
あ

た
ス
ト
レ
ア
は
メ
ン
バ

か
ら
外
れ
て
い
る
し
こ
の
構
成
な
ら

程
の

手
で
な
い
限
り

名

返
上
は
可
能
だ
ろ
う

 

が
ゴ

レ
ム
や
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
を
始
め
と
し
た

力
極
振
り
な
パ
ラ
メ

タ
の
ボ
ス
で
な

い
限
り
は
だ
が

層
の

で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
こ
の

の

層
と
も
な
れ
ば
衝
撃
波
が

ぶ

な
ど
で
見
た
目
以
上
の
攻
撃

な
ん
て
ザ
ラ
な
の
で

面
に

が
あ
る
ス
ピ

ド
ア
タ

カ

は
パ
ワ

タ
イ
プ
の
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

に
対
し
て
苦
戦
し
や
す
い

そ
れ
を

え
る

の
タ

ン
ク
が
一
人
し
か
い
な
い
の
も
不
安
を
助
⻑
し
て
い
る

 
ま

他
の
パ

テ

も
似
た
よ
う
な
状
況
な
の
で

血

騎
士

が
タ
ン
ク
隊
を

け
持
つ
事
が
多
い

な
の
だ
が

 

で
も
今
回

そ
れ
が

す
る
か
ど
う
か

 
レ
イ
ド
の
戦
力
分

と
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

ま
え

中
で
独
語
す
る

 
パ

テ

に
よ

て
多
少
の

り
が
生
じ
て
い
る
の
は
ギ
ル
ド
の
特
色
に
影

を

け
て
い
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る
と

え
る

密
に

え
ば
ト

プ
の
影

か

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は

神
聖
剣

を
使
う
前
か
ら
タ
ン
ク
と
し
て

だ

た

血

騎

士

に
タ
ン
ク
が
多
い
の
は
あ
の

に

を
覚
え
て
入

し
た
人
が
多
い
故
で
あ
る

ア

タ

カ

も
タ
ン
ク
を

務
出
来
る

り

金
入
り
と

え
よ
う

 
聖
⻯

合
は
リ
ン
ド
の
攻
撃
的
な
性
格

と

う
よ
り
は
ア
ン
チ
ビ

タ

運

動
に
よ

て
ア
タ

カ

が
多
く
な

て
い
る

過

い
だ
か
ら
と
も

え
る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
は
デ

ア
ベ
ル
の

重
さ
と
キ
バ
オ
ウ

の
大

さ
が
合
わ
さ

た
結
果
だ

一
点
特
化
と
い
う

で
は
無
い
が
二
人
の
思

・
思
想
が

合
し
た
か
ら
こ
そ
あ
ら

る

面
に
対
応
出
来
る
ビ
ル
ド
構
成
に
な

て
い
る

 

し
か
し

ボ
ス
戦
に

い
て
最
重
要
な
の
は
タ
ン
ク
だ

 
ボ
ス
は

体
の
持
ち
主
故
に

の
攻
撃

が

本
的
に
広
い

を

ぐ
だ
け
で

人

近
く
は

く
吹

ば
さ
れ
る
程
に
は

 
そ
し
て
ボ
ス
特
有
の
ス
キ
ル
は
見
た
目
よ
り
も
攻
撃

が
更
に
広
い

衝
撃
波
と
い

う
や
つ
だ

ド
ラ
ゴ
ン
系
と
も
な
れ
ば

状
に
広
が
る
ブ
レ
ス
攻
撃
な
ど
も

で
あ
る

 
こ
れ
ら
は
一
撃
の

力
が
高
い
の
で

し
て
ダ
メ

ジ
を

ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

し
か
し
ス
ピ

ド
ア
タ

カ

な
ど
は

面
に

が
あ
る
し
下
手
に
武
器
で

ご
う
も
の
な

ら

値
全
損
で
攻
撃
手

を
喪
う
事
に
な
る

 
そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
タ
ン
ク
だ

彼
ら
は

力
値
と

値
が
極
め
て
高
い
タ
ワ

シ

ル
ド
を
標

備
と
し
て
い
る
か
ら
横
に

ん
で

に
な
れ
ば

ど
の
攻
撃
を
し

か
り

い
で
く
れ
る

り
ダ
メ

ジ
も
他
の
プ
レ
イ

よ
り
は
少
な
い
か
ら

回
数
も
多
い

 
ボ
ス
と

り
合
う
に
は
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
攻
撃
か
ら
身
を
護
る
術
も
し

か

り
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 
そ
の

目
を

て
い
る
の
が

本
的
に
は

血

騎
士

の
メ
ン
バ

な
の
で
あ
る
が

パ

テ

る
の
に
対
し

血

騎
士

の
タ
ン
ク
隊
は

パ

テ

し
か

な
い

も
う

組
は
ア
タ

カ

だ

 
こ
れ
ま
で
の
ボ
ス
戦
は
攻
撃
の
過

を
血

騎
士

の
タ
ン
ク
隊
が

ぎ
体
力
が

分

ど
に
な

た
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
や
聖
⻯

合
の
臨
時
タ
ン
ク
隊
と
後
退

回
復
し
た
後
は
ま
た
交
代

と
い
う
流
れ
だ

た

 
し
か
し

血

騎
士

以
外
の
タ
ン
ク
隊
は

あ
く
ま
で
臨
時
の
も
の

備
し
て
い
る

盾
も
タ
ワ

シ

ル
ド
で
は
無
く

盾
ラ
ウ
ン
ド
シ

ル
ド
や
騎
士
盾
カ
イ
ト
シ

ル
ド
の
よ
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う
な
攻
撃
の
邪
魔
に
な
り
に
く
い
形
状
を

先
し
た

な
も
の
ば
か
り

そ
ん
な
も
の
で
ボ

ス
の
攻
撃
を

も

る

が
な
い

 
こ
れ
が
成
り
立

て
い
た
の
は
最
前
線
で

に
な
り

け
る
ヘ
ヴ

タ
ン
ク
ヒ

ス
ク
リ
フ

さ
ん
の

さ
と
一

も
下
が
ら
ず
ボ
ス
の
攻
撃
を

し
な
が
ら
隙
を
突
く
ス
ピ

ド
ア
タ

カ

と
ラ
イ
ト
タ
ン
ク
を
同
時
に

務
し
て
い
た
キ
リ
ト
の
猛
攻
が
あ

た
か
ら

ボ
ス
が
広

や
重
攻
撃
ス
キ
ル
を
使
お
う
と
す
れ
ば

に
キ

ン
セ
ル
す
る
べ
く
動
く
二
人
が

た
か
ら

こ
そ

こ
れ
ま
で
タ
ン
ク
勢
は

壊
し
な
か

た

 
第
三
ク

タ

の
ボ
ス
オ
リ
ジ
ン
・
リ

パ

の
初
撃
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

い

だ
よ
う
に

 

死
し
た
事
に
動
揺
し
た
者
達
を
キ
リ
ト
が

嗟
に

い
助
け
ボ
ス
を
剣
技

繋
で

し

め
た
よ
う
に

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
剣
と
盾
が

て
い
た
か
ら
こ
そ
こ
の
レ
イ
ド
は
た
だ
の
一

も

北
を
経
験
し
な
か

た
の
だ

 
そ
れ
が
今
は
盾
し
か

な
い

確
か
に

は
重
要
だ
最

と

え
る
タ
ン
ク
が

る
の
は

心
強
い
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し
か
し
そ
う
安
心
す
る
に
は
キ
リ
ト
の
存
在
が
大
き
過
ぎ
た

多
く
の
事
を
彼
が
一
人
で
行

い

リ
カ
バ
リ

も
し
て
い
た
か
ら
こ
そ

彼
が

け
た
穴
が
大
き
過
ぎ
る
の
で
あ
る

 

論
彼
が

の
事
を

え
行
動
し
て
く
れ
て
い
た
事
だ
そ
れ
を
責
め
る
つ
も
り
な
ど
無
い

し

そ
ん
な
事
を
す
る

格
は

に
も
無
い

 
た
だ

そ
う

不
安
な
の
だ

 

を
信
じ
て
い
な
い

で
は
決
し
て
無
い

一
年

の
間
攻
略
や
ボ
ス
戦
で
戦
場
を
共
に
し

た

間
だ

の
実
力
や
性
格
は
よ
く
分
か

て
い
る

彼
ら
の
力
は
信
頼
出
来
る

 
で
も
こ
の
場
に
は
あ
の
少
年
が

な
い

姉
以
外
に
自
分
が
真
に
心
を
許
せ
る
剣
士
が

な

い 
そ
れ
だ
け
で

の

に
影
が
差
す

は

 
そ
ん
な
己
を

で
嗤
う

背
中
を

せ
て
も
ら
え
る
／

に
立

て
共
に
戦
え
る
／
彼
を

え

ら
れ
る
よ
う
強
く
な
る
と
決
意
し
た
ク
セ
に

と

 
今
の
自
分
の

は

き

と

り
に
歪
ん
で
い
る
に
違
い
な
い

己
に
対
す
る

り
に

 
彼
が

な
く
て
も
戦
え
る
の
で
な
け
れ
ば

え
ら
れ
る

も
無
か
ろ
う
に
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こ
の
不
安
を

キ
ミ
は
ず

と
背
負

て
い
た
ん
だ
ね

 
自
分
に
は
今

共
に
ボ
ス
と
戦
う

間
が
い
る

 
で
も
彼
は

ど
の
戦
い
を
一
人
で
こ
な
し
て
来
た

マ

ピ
ン
グ
も
ボ
ス
の
偵

も

今
自

分
が

え
て
い
る

十

も
の
不
安
を
ず

と

え
て
い
た
に
違
い
な
い

 
そ
の
不
安
を
お
く
び
に
も
出
さ
ず
戦
い

け
て
来
た
彼
の
精
神
に
は

感

す
る
他
な
い

 

境
や
境
遇
の
違
い
か
ら
彼
と
自
分
の
反
応
が
異
な
る
事
は
理
解
し
て
い
る

自
分
が
彼
と
同

じ
事
が
出
来
な
い
の
だ

て
彼
で
は
無
い
か
ら

然
だ

彼
が
出
来
た
な
ら
自
分
も
出
来
る
な

ど
と

り
を

い
て
も
い
な
い

 
そ
れ
で
も

彼
の

さ
は
分
か
る

 
尊

す
る
人
の

さ
が
分
か
る

わ
な
い
な

と
す
ら
思
う

 
で
も

だ
か
ら

て

め
て
良
い
理
由
に
は

決
し
て
な
ら
な
い

 
彼
に
出
来
た
事
が
あ
る
よ
う
に

ボ
ク
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
事
が
き

と
あ
る

 
彼
と
違

て
自
分
は
コ
モ
ン
ス
キ
ル
し
か

得
し
て
い
な
い
し
武
器
も
他
の
面

と
同
ラ
ン

ク
の
も
の
故
に
突
出
し
た
特
徴
も
無
い

 
で
も
そ
れ
は
か
つ
て
の
キ
リ
ト
だ

て
同
じ
だ

た

備
や
ス
キ
ル
に
よ
る
も
の
で
は
な
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い

確

た
る
信
念
と
覚
悟
こ
そ
が
彼
の
根
幹
な
の
だ

 
ス
キ
ル
や

備
に
特
徴
が
無
い
か
ら

な
ん
て

い

に
過
ぎ
な
い

 
出
来
な
い
の
は

境
や
境
遇
に
違
い
が
あ
る
か
ら

な
ん
て

に
過
ぎ
な
い

 

だ

て

件
は
同
じ
だ

た

い
彼
は

よ
り
不

で
す
ら
あ

た

そ
れ
で
も

ベ

タ
テ
ス
タ

で
情
報
が
あ

た
と
し
て
も

そ
れ
を
的
確
に
使
い
こ
な
し

取
捨

し

生
き

ら
え
て
来
た
の
は
彼
の
努
力
に
他
な
ら
な
い

そ
れ
を

定
し

し
て
い
た
己

を

定
す
る
の
は

で
あ
り

だ

 
故
に
ボ
ク
は

自
身
の
全
て
を

す
る
事
を
己
に

す

 

て
い
て

 

時
間
は
掛
か
る

間
違
い
な
く

大
な
時
間
が

 

で
も

絶
対
に

り

い
て
み
せ
る
か
ら

 

キ
ミ
に
誇
れ
る
キ
ミ
に
こ
そ
誇
れ
る
ボ
ク
な
り
の

極
へ
の
道

を
見
付

け
て
く
る
か
ら

 

方
を
安
心
さ
せ
ら
れ
る
／

え
る
に
足
る
者
に

な

て
み
せ
る
か
ら

 
そ
れ
は

新
た
な
誓
い
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想
い
を
寄
せ
る

手
を
助
け
た
い

え
に
な
り
た
い
と
思
う
己
が
立
て
た

新
た
な

誓

に

く
思

の
情
と
尊

の
念
と
が

在
す
る
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
己
を
新
生
さ
せ
る
に
足

る
覚
悟

 
共
に
歩
む
事
こ
そ
が
対

な

だ

 
追
い
付
く
こ
と
同

の
力
を
得
る
事
は
決
し
て
ゴ

ル
で
は
無
い
む
し
ろ
そ
こ
に
至

た

時
こ
そ
が

く
の
ス
タ

ト
ラ
イ
ン

追
い

く
勢
い
で
歩
ま
な
け
れ
ば

い
て
行
か
れ
る
だ

け 
そ
ん
な

は

決
し
て
対

な
も
の
で
は
な
い

 
彼
の

来
を
し

か
り
見

え
想
う
の
で
あ
れ
ば
自
分
も
ま
た
全
て
を

る
覚
悟
を
以

て

に

む
義
務
が
あ
る

そ
う
で
な
け
れ
ば
彼
の
全
て
を
背
負
う
事
な
ど
出
来
な
い
故
に

 

そ
の
第
一
歩
が

こ
の
戦
い

 
不
安
は

あ
る

ど
れ
だ
け
経
験
を

ん
だ
と
し
て
も
決
し
て
無
く
な
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
れ
で
い
い

こ
の
不
安
こ
そ
感
じ
る
恐
怖
こ
そ
己
が
超
克
す
べ
き

だ

を
意

識
し
な
く
な

て
し
ま
え
ば
覚
悟
は

す
る
一
方
で
あ
る

明
確
な
目
標
／

／

が
あ
る

か
ら
こ
そ
人
間
は
己
を

く
の
だ
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超
え
ら
れ
な
い

が
無
い

超
え
ら
れ
る
可
能
性
を
前

に
こ
の
世
界
は
構

さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
の
な
ら

そ
れ
を

み
取
れ
な
い
方
が
悪
い

 
己
の
誓
い
を
守
る
な
ら

み
取
る
事
な
ど
出
来
て

然

 

め
る

に
は
決
し
て
い
か
な
い

大
切
な
者
を
真
に
想
う
な
ら
ば

め
る
事
な
ど
出
来
は

し
な
い

で
は
こ
れ
よ
り

ボ
ス
攻
略
の
最
後
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す

 
覚
悟
を
新
た
に
し
誓
い
を
新
た
に
立
て
な
が
ら
ア
ス
ナ
主
導
に
よ
り
始
ま

た
打
ち
合
わ

せ
に
意
識
を

け
た

  

ザ
・
ガ
ス
ト
レ
イ
ゲ
イ
ズ

 
そ
れ
が
第
七
十
六
層
迷

の
最

に

る
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
名
前

 

に
浮
く

大
な

い
肉

に
大
き
な
一
つ
目

肉

の
そ
こ
か
し
こ
に
不

い
な

が

ぶ

小
さ
な

が
あ
り

の
よ
う
に

び
出
た
触
手
の
先
に
も

が
あ
る

そ
ん
な
グ
ロ
テ
ス
ク
な

見
た
目
の
モ
ン
ス
タ

が
ボ
ス
だ

た

 
ア
ル
ゴ
を
始
め
多
く
の
情
報

が

り
回

て
手
に
入
れ
た
情
報
に
よ
れ
ば
ボ
ス
の
弱
点
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属
性
は

突

弱
点
部

は
よ
く
目
立
つ
目

 
他
に

意
す
べ
き
点
は

が

れ
ば

邪
眼

と
呼
ば
れ
る
ス
キ
ル
を
使

て
来
る
と
い

う
事

目

を

せ
ば

る
が
放
た
れ
て
し
ま
え
ば
数
多
の
バ

ド
ス
テ

タ
ス
を

る
事

に
な
る
と
い
う

や
出
血
な
ら
ま
だ
い
い
が

麻

が
掛
か
れ
ば
最
悪
だ

 
そ
の
た
め
弓
使
い
で
あ
る
私
は
彼
我
の

離
を

持
し
つ
つ
弓
に
番
え
た

を
目

に
向

け
て
放
ち

け
て
い
た

喰
ら
い
な
さ
い

 
弓
を
立
て
た
ま
ま

を

て

を

え
て
番
え
た

を
引
く

力
強
く
引
い
た
時
間
が
一

に
達
し
た
時

弓

が
緑
の
光
を
放
ち

自
動
的
に
体
が
動
か
さ
れ
る

 
空
気
の
断
層
を

く

と
共
に
放
た
れ
た
本
数
は
六

 
そ
の
全
て
が
ボ
ス
の
目

に
突
き

さ
る

弾
ま
で
に
ラ
グ
が
あ
る
た
め

て
い
た
中
心

の

に
中

た
の
は
六
本
中
三
本
だ
が

結
果
は
上

ヘ
イ
ル
・
バ
レ

ト

は
ボ
ス
に
す

ら

す
る

の
デ
バ
フ
を
付
与
す
る
特
性
が
あ
り
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
に
入
れ
ば
ま
ず

確
実
に

果
を
発

す
る

 
数

に
一

の
ダ
メ

ジ
で
は
あ
る
が
出
血
と
違
い
こ
ち
ら
は

合
の
ダ
メ

ジ
故
に

ダ
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メ

ジ

は
少
な
く
な
い

と
も
す
れ
ば
前
衛
の
ア
タ

カ

勢
に
勝
る
か

■
■
■
■
■
■
■
■
■

 

然
そ
ん
な
事
に
な
れ
ば
ヘ
イ
ト
は

ま
り
タ

ゲ

ト
は

る

よ

よ
と

に
浮
く

ボ
ス
は

語
化
不
能
な

と
共
に
こ
ち
ら
へ
近
付
い
て
く
る

 
そ
れ
を

止
す
る
べ
く

前
衛
の
剣
士
達
が
動
い
た

お

お
お
お
お
お
お
お

 
ボ
ス
の
前
に
躍
り
出
た
の
は

紅
の
騎
士

裂

の
怒

と
共
に

騎
士
は

に
持
つ
十

の
盾
を
振
る

た

神
聖
剣

の
恩

に
よ
り
攻
撃
判
定
を
付
与
さ
れ
た
盾
は

重

な
打

撃

と
共
に

ガ
ス
ト
レ
イ
ゲ
イ
ズ
を

ま
せ
る

 
攻
撃
は

く

パ

シ
ブ
ス
キ
ル
の
恩

を

け
て
い
る
が

ド
ス
キ
ル
を
代
表
と
す
る

ア
ク
テ

ブ
ス
キ
ル
で
は
無
い
故
に

直
は
無
く

騎
士
の
攻
撃
は

撃
へ
と

華
す
る

 
放
た
れ
る
は
剣
と
盾
と
で
行
う

攻
撃

数
は
十
色
は
紅

は
最
上

神
聖
剣
が

有
す
る
最
上

剣
技
ア
カ
シ

ク
・
ア

マ
ゲ
ド
ン
が
異
形
を
襲
う

重
い
打
撃

と
風
切

り
を

う
斬
撃

と
が
木
霊
す
る

 
重
攻
撃
に
分

さ
れ
た
打
撃
攻
撃
故
に

異
形
は
動
け
ず

さ
れ
る
が
ま
ま
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ユ
ウ
キ
さ
ん

行
く
よ

リ

フ

 
そ
の
隙
を
突
く

二
つ
の
影

 
一
つ
は

刀

に

し
く

し
か
し
カ
テ
ゴ
リ
と
し
て
は

片
手
剣

に
分

さ
れ
る

の
⻑
刀
を

の
剣
士
は

手
で
構
え
る

身
を
引
き
刃

を
天
に
立
て
て

を
見

え

て
い
た

 
も
う
一
つ
は

紺

然
る
剣
士
よ
り

さ
れ
た

黒
の
剣
を
手
に

身
を
引
き
突
き
出
す

構
え
を
取

て
異
形
を

む

 

の
間
の
後

者
は

線
を

す
事
無
く
し
か
し
示
し
合
わ
せ
た
よ
う
に

け
た

く
間
に
騎
士
の

を

け

に
在
る
存
在
へ
と
刃
を
振
る
う

 
閃
く

は
合

八
閃

片
手
剣

の

を

手
で
握

て
い
な
が
ら

彼
女
は
こ
の
世
界
の

徴
と
も

え
る
世
界
の
剣
技
を
放

て
い
た

彼
女
の
ス
キ
ル
と
武
器
が
片
手
剣
で
あ
る

と
知

て
い
る
面

は
目
を

い
て

る
妖
精
に

意
を
向
け
る

 
だ
が
し
か
し

も
う
一
つ
の
存
在
も
ま
た
異



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 

紺
の
剣
士
は
引
い
た
剣
に

紺
の
極
光
を

わ
せ

間
五
発
の

突
を
放
つ

そ
の
剣

は

め
上
か
ら

め
下
へ
と

間
隔
に
突
き

ま
れ

五
発
目
の
剣
を
引
い
た
直

後

す
ぐ
さ
ま
真
上
へ
剣
を
持
ち
上

今

は

め
下
へ
向
け
て
五
発
の

突
を
放

た

 
交
差
す
る

肉

を

つ
十
の
穴

 

に

存
の
最
上

剣
技
に

す
る

撃
数
だ
が

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
交
差
す
る
一
点
に

気

の

た
声
と
共
に
十
一
発
目
の

突
が
突
き

ま
れ
る

 
直
後

の
閃
光
と

裂
が

こ
る

そ
れ
に

れ
て
異
形
の
絶

が

く

然
だ
十
一

発
の

突
全
て
が
目

を

た
の
だ
か
ら

 

の
剣
士
／
リ

フ

が
放

た
八

撃
は

黒
の
剣
士

キ
リ
ト
が
編
み
出
し

け
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル

八
刀
一
閃

命
名
は
彼
女
が
し
た
よ
う
だ
が

し
か
し

間
的

に
八
撃
も
の
斬
撃
を
放
つ
速
さ
は

確
か
に
彼
の
能
力
を

間
見
せ
て
い
た

片
手
剣

で
あ

り
な
が
ら
刀
と
同
様
の
運

が
出
来

力
も
速

も

り
紙
付
き
で
あ
る
そ
の
技
は

手
で
剣
を
振
る

て
こ
そ
真
価
を
発

す
る
妖
精
に
最

で
あ
る

 

紺
の
剣
士
／
ユ
ウ
キ
が
放

た
十
一

撃
は
彼
女
自
身
が
以
前
か
ら
編
み
出
し
て
い
た
独
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自
剣
技
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
と
し
て
世
界
に
認
め
さ
せ
た
代
物

名
を
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

真
の
意
味
で
独
自
に
編
み
出
さ
れ
た
そ
れ
は

彼
女
の

け
た
才
覚
の

徴
と

え
る

存
の
片
手
剣
ス
キ
ル
の
ど
れ
よ
り
も
多
い

撃
数
そ
し
て
精

に

し
い
剣

閃
こ
そ
が
物
語
る

 

第
七
十
六
層
ボ
ス
戦
開
始
よ
り

一
時
間
が
経
過
し
た

黒
の
剣
士

が

な
い
初
の
ボ
ス
戦
は
始
終
攻
略
レ
イ
ド
の
流
れ
に
あ
る

 
彼
が

た
ボ
ス
戦
を
知
ら
な
い
身
か
ら
す
れ
ば
ど
う
違
う
か
分
か
ら
な
い
が
そ
れ
で
も
流

れ
く
ら
い
は
分
か
る

か
危
な
い
場
面
が
あ

た
も
の
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
横
か
ら
カ

バ

に
入
り
そ
れ
を

の
ア
タ

カ

や
タ
ン
ク
が

護
す
る
流
れ
は
少
な
く
と
も
こ
の

ボ
ス

ザ
・
ガ
ス
ト
レ
イ
ゲ
イ
ズ

に
は
有

だ

た

 
ま
ず
こ
の
ボ
ス
の
攻
撃
手

は

本
的
に
全
て
が
近

離
の
も
の
ば
か
り

体
故
に
攻
撃

は
そ
れ
な
り
に
あ
る
が

盾
持
ち
が

ん
で

に
な

て
し
ま
え
ば
十
分

る

内

だ

た

 
ま
た
攻
撃
方
向
は
眼

が
見
え
る
正
面
の
み

に
も

攻
撃
が
届
く
事
も
あ
る
が
し

か
し
背
面
に
は
絶
対
攻
撃
が
届
か
な
い

つ
ま
り

ん
で
し
ま
う
か
タ

ゲ

ト
さ
れ
た
プ
レ
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イ

が
正
面
に

取
り
残
り
が
背
面
に
回
れ
ば
一
方
的
に
攻
撃
出
来
て
し
ま
う
構

に
な
る

 
無
論
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
タ

ゲ

ト
は
背
面
の
プ
レ
イ

へ
と

る
だ
ろ
う

 
だ
が
し
か
し
遠

離
攻
撃
手

を
持
つ
私
が

た
事
が

を

し

良
い
方
向
に
戦
況
は

い
て
い
た

タ

ゲ

ト
さ
れ
て
私
を
正
面
に

え
て
も

離
を

め
る
ま
で
に
時
間
が
あ

る

そ
の
間
に
私
は

ら
で
も
攻
撃
が
可
能
だ

の
状

異
常
を
与
え
れ
ば

良
い

 
そ
し
て
私
が
タ

ゲ

ト
を
取

て
い
る
間
他
の
面

は
背
後
か
ら
攻
撃
が
可
能

し
か
も

ダ
メ

ジ
が
背
面
攻
撃
組
の
ダ
メ

ジ

を
上
回

て
い
る
た
め

と
同
じ
事
が

り
返

さ
れ
る

 
流

に
足
止
め
し
て
く
れ
る
人
が

な
い
と

し
く
は
あ
る
が
こ
ち
ら
も

動
し
な
が
ら
攻

撃
し

け
て
い
れ
ば

め
る
事
が
出
来
る

一

他
の
人
に
タ

ゲ

ト
が

れ
ば

離
を

開
け
て
か
ら
再

弱
点
を
攻
撃
し

け
る

 
こ
の
ル

プ
を
一
時
間

ど

け
た
事
で

に
ボ
ス
の
体
力
は

を

き
か
け
て
い
た

本
あ

た
ゲ

ジ
も
残
す
と
こ
ろ

本
で
あ
る

色
は

に

色
だ

 
対
す
る
レ
イ
ド

の

は

と

え
る

流

に
前
衛
の
プ
レ
イ

は
無
傷
と
は

え

な
い
が

離
を
開
け
て
攻
撃
し
て
い
る
私
は
無
傷
だ
し

が

分
を

た
者
が
一
人
も
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な
い
程
に

を
保

て
い
た

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 
そ
の

を
引
き
裂
く
よ
う
に
放
た
れ
る

同
時
に
ボ
ス
の

に

黒
い
旋
風
が
渦

き

近
く
に
い
た
騎
士
達
を

し
の
け

後
退
さ
せ
た

 
ボ
ス
の
眼
に
は

し
い
光
が

い
て
い
る

 
情
報
に
あ

た

邪
眼

を
放
と
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

さ
せ
な
い

 
そ
れ
を
見
て
声
を
上

た
の
は

自
分
と

槍
使
い
の
女
性
サ
チ

 
私
は
直
立
で
弓
を

に
構
え
て

を
番
え
強
く
引
い
た

す
る
と

か
ら
紅
い
光
が
放
た

れ
る

手
を
離
せ
ば
紅
の

を
引
い
て
真

直
ぐ

そ
の
ま
ま

し
く
光
る
ボ
ス
の

を

た

 

が

さ
る
と
同
時

分
違
わ
ぬ
場

を
紅
の
槍
が
更
に

つ

 
自
分
が
放

た
ウ

ク
ネ
ス
シ

ト
と
サ
チ
が
放

た
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を

け

と
は
違
う

語
化
不
能
の
絶

が
三

上
が
る

最
後
の

ゲ

ジ
を
残
り

ど
ま

で
一
気
に

ら
し
た
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体
力
を
一
気
に

ら
れ
た
事
に
よ
り

一
時
的
行
動
不
能

／
ス
タ
ン
に
な
り

に

い

て
い
た
光
は
雲

消
す
る

は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
間
を

か
ず

紅
の
剣

が
異
形
を

つ

 
黒
の
剣
に
深
紅
を

し

を

る
よ
う
に
突

し
た
の
は
絶
剣
ユ
ウ
キ

逆
光
に
よ
る

影
の
影

で
黒

く
め
に
見
え
る
彼
女
は

る
戦
意
と

へ
と
全
て
ぶ
つ
け
て
い
た

 
そ
の
一
撃
は
正
確
に
弱
点
を

つ

 
グ
グ

と
ゲ

ジ
が

り

そ
し
て
空
に
な
る

ビ
タ
リ
と
異
形
の
動
き
が
止
ま
り

が
し

あ

ん

と
蒼
い
欠
片
へ
と

し
た

 
直
後

眼
前
に
表
示
さ
れ
る
リ
ザ
ル
ト

一

れ
る
形
で
空
中
に
現
れ
る
金
の
文

 
私
に
と

て
初
の

に
と

て
最
後
ま
で
黒
の
剣
士
無
し
と
な
る
初
の
ボ
ス
戦
が
幕

を

じ
た

  

り
場
か
ら

り
場
ま
で
四
十
九

存
在
す
る

を
上
り
切
り
白

の

を
潜

た
ボ
ス

攻
略
レ
イ
ド
の

界
に
入

た
の
は
天
空
に
浮
い
て

な
る
大
地

下
を

け
ば
真
白
い
雲
海
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が
広
が

て
い
る

 
こ
の
浮
遊
城
の
構

を

え
れ
ば
下
に
は
七
十
六
層
の
天

と
も

え
る
大
地
が
広
が

て

い
る

だ

 
そ
れ
が
無
い
と
い
う
事
は
つ
ま
り
自
分
達
が
立
つ
浮
遊
大
地
は
そ
れ
な
り
の
高
さ
に
あ
る
と

い
う
事
か

あ
る
い
は
天

に

わ
れ
て
見
え
な
い

の
空
を

し
出
し
て
い
る
よ
う
に
雲
海

も
ま
た

し
出
さ
れ
た
虚
像
な
の
か

 
少
な
く
と
も
足
を

み
外
せ
ば
一

の
終
わ
り
で
あ
る
事
に
は
違
い
な
く

も
大
地
の

に

寄
り
付
か
な
い

 
そ
れ
を

え
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
浮
遊
大
地
の
そ
こ
か
し
こ
に
は
緑
の

を
持
つ

人
間

ハ

ピ

が

ん
で
い
た

キ

エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ

 
ボ
ス
を
倒
し
転

を
開

さ
せ
る
ま
で
の
お
よ
そ
三
十
分
間
は

が
あ
る
白

の

か
ら
主

ま
で
の
道
で
の
エ
ン
カ
ウ
ン
ト

や
リ
ポ

プ

は
極
め
て

い
ら
し
い
が

に

ポ

プ
し
て
い
る
モ
ン
ス
タ

ま
で
は

外
ら
し
い

界
に
レ
イ
ド
の

が
入

た

一
体
の
ハ

ピ

が

高
い
鳴
き
声
を
上

た
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キ

エ
エ
エ
エ
エ

キ

ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
れ
に
引
か
れ
る
よ
う
に

で
ま
だ
こ
ち
ら
を
感
知
し
て
い
な
か

た
個
体
も
気
付
き

ん
で
く
る

そ
の
数
は
九

戦
闘

勢

 

ば
た
き
で
発
生
す
る
旋
風
に

重

意
し
て
下
さ
い

吹
き

ば
さ
れ

た
ら
ま
ず
助
か
り
ま
せ
ん

 
⻘
銀
の

剣
を

い
た
ア
ス
ナ
が
指
示
を
出
し

意
を

す
る

推

し
て
は
い
た
が
や

は
り
ハ

ピ

の
攻
撃
の
中
に
は

ば
た
き
攻
撃
に
よ
る
吹
き

ば
し
が
あ
る
よ
う
だ

た

 

声
と
共
に

ん
で
く
る

目
掛
け

弓
を
番
え

間
二
本
前
後
の
速

で

を

る

風
を
斬
る

と
共
に

す
る

は
先

を

ぶ

に
中

た

翼

面

と

ち

け

る

五
本
の

で
死
ん
だ

だ

 

ま
だ
ま
だ

ね

 
た

た
五
本

 
し
か
し

さ
れ
ど
五
本

こ
の
程

で

足
し
て
は
い
け
な
い

 
攻
撃
力
値
を

え
れ
ば

弱
点
を

て
ば
二
本
で
倒
せ
た

の

面
と

だ
け
を
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て
い
れ
ば
残
り
三
本
で
二
体
目
を
倒
し
三
体
目
も
倒
せ
て
い
た
だ
ろ
う

キ
リ
ト
の
剣

と
同

に
近
い
弓
な
の
だ

そ
れ
く
ら
い
出
来
る
ポ
テ
ン
シ

ル
は
あ
る

 

る
速

は

め
て
い
る

彼
の
弓
は

を
引
け
ば
い
い
だ
け
な
の
に
対
し
こ
ち
ら
は

か
ら
引
き

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
動
作
の
分
だ
け

を
生
じ
る
の
は
必
然
の
理
だ

 
だ
か
ら
私
が
求
め
る
の
は
精
密
さ
だ

正
確
に
弱
点
を

く
事
こ
そ
が
最
大
の
ダ
メ

ジ
を

引
き
出
す
要
因
で
あ
り
弓
使
い
と
し
て
の
私
が
持
て
る
強
み

手
と
は
少
な
い
手
数
で
最
大

の
戦
果
を

る
事
が
前

の

だ

彼
に
手
数
で

る
な
ら
彼
を
超
え
る
精
密
さ
を
以
て

差
を

め
る
の
み

 

り
合

て
い
る

で
は
無
い

た
だ

目
標
と
し
て
い
る
だ
け

 
そ
し
て
目
標
と
は
超
え
る
べ
き
も
の

ち

い
て

足
す
る

に
は
い
か
な
い

 
そ
の

た
い
思

で

け
れ
ど

い
覚
悟
と
共
に
戦
況
を

す
る

 

ま
だ

離
は
あ
る

 

先

の

と
の

離
は
五
十

正
面
に
三
体

に
二
体

に
三
体

 

す
る

番
は
正
面

か

 

時
に

離
を

を
数
を

す
る

を
把
握
し

を

る

先

と
加

を
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決
め
る

弓
を
構
え
な
が
ら

よ
り

を

き
番
え

限
界
ま
で
引
い
た
時
に
は

も
終
え
て
い
る

同
時
に
指
を
離
し

た

 
一

の
後

は
先

を

ぶ
ハ

ピ

の

間
を

い
て
い
た

ど
う
や
ら
ク
リ
テ

カ

ル
だ

た
ら
し
い

一
撃
で
死
ん
だ

 

間
を

え
ば
一
撃

ね

 
確
か
に
そ
こ
は
ど
ん
な
生
物
で
も

死
す
る
弱
点
だ

ゴ

レ
ム
や
悪
魔
型
だ
と
そ
う
で
は
な

い
だ
ろ
う
し
ス
ラ
イ
ム
に
弱
点
な
ど
存
在
す
る
か
分
か
ら
な
い
が

本
共

し
て
い
る
だ
ろ

う 
な
ら

間
を

え
ば

よ
り

を
倒
す
速

は
上
が
る

 

や

て
や
ろ
う
じ

な
い
の

 

間
だ
け
を

い

く

 
そ
ん
な
事

出
来
る

が
無
い

そ
こ
ま
で
経
験
を

ん
で
い
な
い
私
が

う
な
ん
て
出

来
る

が
無
い

 
だ
が
強
く
な
る
な
ら
や
る
し
か
な
い

出
来
な
い
か
ら
や
ら
な
い
ん
じ

な
い
出
来
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
す
る
の
だ

そ
う
や

て
経
験
を

ま
な
け
れ
ば

時
ま
で
も
出
来
な
い
ま
ま
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だ
か
ら

 
こ
れ
を

り
返
し
て
自
ら
の
心
を
強
く
し
て
い
け
ば
き

と
別
の
事
に
も
同
じ
様
に
出
来

る
と
思
う
か
ら

 
そ
の
意

を

め
な
が
ら

時
に

を
取
り
出
し
番
え
引
き
終
わ
る
と
同
時
に

り
に

を
放
つ

直
後
に
は

た

間
を
ま
た

い
て
い
た

 

か
ら
ど
よ
め
き
と

感

の
声
が
上
が
る

シ
ノ
の
ん

す
ご
い

 
ア
ス
ナ
の

が

を
打

た

 

く
と

を

む
指
が

え
る
が

み
上

る
感
情
を
一

し
殺
す

な
気
持

ち
と
思

の
ま
ま

を
再

合
わ
せ
る

 
今
の
一

で
五
は

離
を

め
ら
れ
て
い
た
が

構
わ
ず
離
す

 
す
ぐ
さ
ま

の

を
取
り
出
し
番
え
る

そ
の
時
に
四
体
目
の
ハ

ピ

の

間
を

い
た

が
中
る
事
が
分
か

て
い
た
か
の
よ
う
に
そ
の
個
体
の

の
ハ

ピ

に

を

合
わ
せ
て
い
た

合
わ
せ
る
と
同
時
に

を
放
ち

ま
た

間
を

く

 
そ
れ
を
ま
だ

か

り
返
し

離
を
ゼ
ロ
へ

め
ら
れ
る
前
に
ハ

ピ

の

れ
を
全
滅
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さ
せ
た

す

い
で
す

シ
ノ
ン
さ
ん

百
発
百
中
じ

な
い
で
す
か

 

然
で
か
戦

で
か

が

ち
る
集

で
最
初
に

葉
を
発
し
た
の
は
リ

フ

だ

た

剣
士
と
し
て
最
高

に

す
る
彼
女
に
と

て
も
私
の

撃
は

に
値
す
る
ら
し
く

目
し
て
い
た

シ
ノ
の
ん
弓
道
部
か

か
に
入

て
た
の

 
そ
れ
と
も
ア

チ

リ

と
か
し
て
た

し
て
な
い
わ
よ

集
中
し
た
ら

出
来
る
よ
う
に
な

た
の

わ

シ
ノ
の
ん

手
と
し
て
の
才
能
が
あ
る
ん
だ
ね

す
ご
い
な

あ
り
が
と

 

肉
な
も
の
ね

 
ア
ス
ナ
の

に
応
じ
な
が
ら

中
で
己
を

肉
る

 
ど
う
や
ら
私
に
は

少
な
く
と
も

手
と
し
て
の

が
あ
る
ら
し
い

 

故
か
分
か

た

か
ら
指
を
離
す
前
に
は

に
中
る
事
が

間
を

い
始
め
て
か
ら
中

る
事
が
分
か
る
よ
う
に
な

て
い
た

集
中
す
れ
ば
と
い
う
前

き
は
付
く
が
こ
の
感
覚
は

手
と
し
て
こ
れ
以
上
は
無
い
も
の
だ
ろ
う
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自
分
に
と

て

撃

な
ん
て
忌
ま
わ
し
い
も
の
な
の
に

弓
だ
か
ら
い
い
が

自
分
に

と

て
こ
れ

ど

肉
な
事
は
無
い

 
恐
ら
く
キ
リ
ト
と
の
鍛
練
や
自
主

練
自
分
と

間
の
命
が

か

た
ボ
ス
戦
を
経
験
し
た

事
で

そ
の
才
能
が
開
花
し
た
の
だ
ろ
う

 

し
く
は

あ
る

足
手
ま
と
い
で
な
く
な
る
と
い
う
事
だ
か
ら

 
し
か
し
己
の
過
去
を

え
れ
ば
非
常
に
複

だ

手
放
し
で
は
喜
べ
な
い

ま
る
で
人
を
殺

す
才
能
が
あ
る
と

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う

想
だ
と
は
分
か

て
い
る

が 

も
し
か
し
て

キ
リ
ト
も
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か

 

と

思
う

 
思
い
返
さ
れ
る
の
は
自
分
と
リ

フ

が

わ
れ
て
い
て
キ
リ
ト
が
助
け
に
来
て
く
れ
た

時
の
事

 

突
な
出
来
事
だ

た
か
ら

時
は

い
て
理
解
し
て
い
な
か

た
が
思
い
出
せ
ば
私
達
に

が
ろ
う
と
し
て
い
た
男
達
の

上
か
ら

十
五
本
の

が

り

い
で
い
た

 
か
な
り
の

離
が
あ

た

だ
が

一
本
に
つ
き
一
人

部
を
正
確
に

て
い
た
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み
の

撃
技
術
で
は
無
い
し

程
の
自
信
と
経
験
が
無
い
限
り
私
達
を

て
攻
撃
す

る
事
を
恐
れ
て
そ
の

は
取
ら
な
い

そ
れ
な
の
に
し
た
と
い
う
事
は
彼
の

撃
能
力
も

な
も
の
で
あ
る
事
が
分
か
る

 
だ
と
す
れ
ば

こ
の
感
覚
は
経
験
者
や
実
力
者
に
と

て

然
の
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い

 

殺
し
の
才
能

な
ど
で
は
無
く

経
験
の

物

な
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う

え
れ
ば

少
し
だ
け

気
持
ち
が

に
な

た

そ
ん
な
気
が
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

  
ユ
ウ
キ

て
キ
リ
ト
よ
り
主
人

以
下
略

  
ユ
ウ
キ
リ

フ

は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

し
み
な
く
放
つ
よ
う
に

原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
片
翼
の
堕
天
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使

の
技
と
い
う
だ
け
で

二
刀
流

よ
り
強
く
思
え
る
の
は
私
だ
け

 
取
り

え
ず
小
学
生
キ
リ
ト
と
中
学
生
ユ
ウ
キ
に

存
ス
キ
ル
を
上
回
る
ス
キ
ル
を

作
ら
れ
た
事
実
に

場
は

い
て
い
い

悦

 
加
え
て
シ
ノ
ン
は

デ
バ
フ
付
き
の
弓
術
ス
キ
ル
で
と
ん
で
も
な
い
ア
タ

カ

デ
バ

フ

に

こ
こ
は

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

や

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

を

参

に
し
ま
し
た

実

彼
女
が
い
た
か
ら
超
高

ク
エ
ス
ト
を
突
破
出
来
た
事
は
多
い

気
に
デ
フ

ル
ト
で

デ
バ
フ
付
与
を
使
え
る
の
は
シ
ノ
ン
だ
け
で
す
か
ら
ね

し
か
も
ボ

ス
に
も

く
上
に
使

も
高
い

 
シ
ノ
ン
の
弓
兵
と
し
て
の
能
力
は
キ
リ
ト
が

性
能
重

で
差
別
化
を

る
た
め
原

作
が
ス
ナ
イ
パ

で
あ
る
事
も

慮
し
て
一
発
一
発
を
重

す
る
ス
ナ
イ
パ

型
に

そ
の
極

が

る
時
に
は
中

て
い
る
事
が
分
か
る

と
い
う

書
い
た
後
に
気
が
付
い
た

 
紅
い
弓
兵
の
設
定
を

え
た
き
の
こ
は

大

確
信

 

先
達
が

大
だ
と
ど
う
足
掻
い
て
も
オ
マ

ジ

と
か
パ
ク
リ

て
思
わ
れ
る
の
が
現

実
よ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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そ
れ
は
と
も
か
く

や
は
り
投
稿
期
間
が
開
く
と
文
体
の

気
が
変
わ
り
ま
す
ね

そ
れ

な
の
に
書
き
た
く
て
も
書
け
な
い
こ
の
も
ど
か
し
さ
よ
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第
百
二
章
 

真
贋
の
別
離

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
お
話

前
話
の
七
十
六
層
ボ
ス
戦
中
キ
リ
ト
達
は

を

し
て
い
た
の
か
そ
も
そ
も
前

話
で
の
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
と
リ

フ

の
話
し
合
い
の
後
は
ど
う

な

た
の
か
に
つ
い
て

回
想
で

写
し
て
お
り
ま
す

 
合
間
合
間
に
書
い
て
ス
ト
レ
ス
で
お
か
し
く
な

て
る
時
も
あ
る
の
で
作
風
が
ブ
レ
気
味
で

す
が

大
な
心
で

ん
で

け
れ
ば
と
思
い
ま
す

 

点
は
フ

リ
ア

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

ユ
ウ
キ

 
文

数
は
約
一
万
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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場
に
漂
う

た
い
静

 
作
り
出
し
て
い
る
原
因
は
全
く
同
じ
容

を
し
て
い
る
二
人
の
少
年

容

だ
け
で
な
く

い
は
お
ろ
か
そ
の
実

者
は
あ
る
一
定
の
時
期
ま
で
は
同
一
の
経
験
を
有
し
て
い
る
と
い
う

ド

ル
ゲ
ン
ガ

状

の

か
二
人
の
間
で
交
わ
さ
れ
る

線
と

は

く

り

め

て
い
た

 
片
や
生
身
の
肉
体
が
動
か
す
正
真
正
銘
の
生
き
た
プ
レ
イ

 
片
や
個
人
の
情
報
か
ら
再
現
さ
れ
た

の
ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

 
ホ
ロ
ウ
が
継
承
し
て
い
る
記

の

中
ま
で
は
同
一
存
在
で
あ

た
が
故
に
運
命
づ
け
ら
れ

た
と

て
も
過

で
は
無
い

悪
の
感
情
が

二
人
か
ら
は
放
た
れ
て
い
る

 
人
間
は

己
の
醜
い

動
や

を

う

向
に
あ
る

 
そ
の
一
つ
の
現
れ
と

え
る
の
が
同

悪

人
に
不
快
感
を
与
え
る

動
を
見

き
し
己

の

動
を
振
り
返

て
思
い
至
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
更
に

悪
の
感
情
を

く
と
い
う
や
や
特

な
感
情
の
覚
え
方

 
正
に
こ
の
二
人
は
そ
の
状

に
あ
る
の
だ
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こ
れ
が

年
も
の
時
を
隔
て
た
時
代
の
人
間
同
士
な
い
し
同
年
代
で
も
明
ら
か
に
歩
ん
だ
歴

史
が
違
う
の
で
あ
れ
ば
最

別
人
と

え
る
の
で

こ
ん
な
状

に
は
な
ら
な
か

た
だ
ろ
う

だ
が
こ
の
二
人
の
間
に
あ
る
差
は
人
間
か

か
を

け
ば
た

た
数
日
の
差
で
し
か
な
い

立

場
や
人
間

で

え
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

る
の
で
ホ
ロ
ウ
の
方
が
孤
独
だ

 

感
を

き
人
と
の
触
れ
合
い
に

え
て
い
て
最
近
そ
れ
を

し
て
き
た
と
こ
ろ
で

突
に
奪
わ
れ
た
も
同
然
な
状
況
に

か
れ
れ
ば
心
が

む
の
は
お
か
し
な
話
で
は
無
か

た

 

こ
の
状
況
に
な

た
原
因
は

二
人
の
キ
リ
ト
ど
ち
ら
に
も
存
在
し
て
い
る

  

日
の
事
だ話

は
済
ん
だ
か

 
話
し
や
す
い
よ
う
に
と
配
慮
し
て
場
を
離
れ
た
リ

フ

と
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
が

て
来

て
再

対
面
し
た
時
に
場
を

配
し
た

を
破

た
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
だ

た

 
そ
の
問
い
に

苦
悩
と
悔
し
さ
を

同
し
た
表
情
の
リ

フ

が

え
え

と

く

 
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
は
無
反
応
を

い
た

 
義
姉
の
返
事
と
も
う
一
人
の
自
身
の
無
反
応
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
は
そ
う
か
と
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に
応
じ
る

 
内
心
も
う
一
人
の
自
分
に
複

な
感
情
を

い
て
い
る
彼
は
二
人
き
り
で
話
を
す
る
と
い
う

リ

フ

の
我
が

に
最
初
は
反
対
し
て
い
た

経

は
ど
う
あ
れ
明
ら
か
に
殺
意
が

め
ら
れ

た
攻
撃
を
仕
掛
け
ら
れ
た
の
だ
か
ら

す
る
の
は

然
で
あ
る

 
そ
れ
で
も

れ
た
の
は
己
と
同
一
存
在
に
近
い
も
う
一
人
の
自
分
を
見
る
眼
を

定
出
来

な
か

た
か
ら
だ
ろ
う

 

を
話
し
て
い
た
の
か

 
不
安
に

ら
れ
て
い
る
彼
は

そ
れ
に
つ
い
て

し
た
い

だ

 
そ
れ
で
も
開

一
番
に

か
な
か

た
の
は

そ
の
不
安
を
現
実
の
も
の
に
し
た
く
な
い
故

か
あ
る
い
は
別
の
意
味
で
複

な
立
場
に
立
た
さ
れ
た
義
姉
の
内
心
を
慮

て
の
事
か

意

す
る
と
こ
ろ
を
知
る
の
は
彼
の
み
で
あ
る

も
う
一
人
の

お
前

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ

 
未
だ
懊
悩
は
あ
る
の
だ
ろ
う

 
し
か
し
彼
女
に
苦
悩
を

か
せ
た
原
因
が
己
に
あ
る
と

え
て
い
る
の
か
そ
れ
と
も
他
の

か
を
念
慮
し
て
い
る
の
か
彼
は
絶
大
な
信

を
寄
せ
る
義
姉
で
は
無
く
も
う
一
人
の
己
に
問
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い
掛
け
た

 
そ
の
問
い
に

ホ
ロ
ウ
の
少
年
が

を

え

を

め
る

 

に
浮
か
ぶ
表
情
は

観
と
空
ろ
に

ち
て
い
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
達
の
目
的
は
ゲ

ム
ク
リ
ア
だ

で
も

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
は
行
け
な

い
だ
ろ
う
か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と

う
ら
し
い

方
限
定
に
な
る
け
ど

も
力
を

す

よ 

て

あ
あ

そ
う
だ

と
思
い
出
し
た
風
な
体
で
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が

け
る

ど

ち
も
同
じ
名
前
だ
と

が
呼
ぶ
時
に

る
だ
ろ
う

だ
か
ら

の
事
は
ホ
ロ
ウ
と

呼
ぶ
よ
う
に

は
お
前
の
事
を

オ
リ
ジ
ナ
ル

と
呼
ぶ

分
か

た

 
同
じ

で

同
じ
声
で

悪
と
忌

の
表
情
を
浮
か
べ
て
話
を
進
め
て
い
く
二
人

 
実

ホ
ロ
ウ
の
彼
の
事
を
ど
う
呼
ぶ
べ
き
か
悩
ん
で
い
た
し
二
人
の

が
ど
う
い
う
も
の

に

ち

く
の
か
は
最
大
の

念
事

で
も
あ

た
の
で
助
か
り
は
す
る

す
る
の
だ
が
ど

ち
ら
に
せ
よ
あ
ま
り
精
神
衛
生
的
に
変
わ
り
な
い
状
況
で
あ
る

一
応

て
お
く

は
お
前
の
味
方
に
な

た

じ

な
い
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非
常
に

に
よ
ろ
し
く
な
い
状
況
に

を

ぐ
が
如
き
発

を

ホ
ロ
ウ
が
更
に
放

た

は
リ

姉
達
が
生
還
出
来
る
可
能
性
が
高
い

を
取

た
だ
け
だ

あ
と

ビ

タ

／

黒
の
剣
士

と
し
て
背
負

た
も
の
を

無

に
し
な
い
た
め
に

そ
の

に

ゲ

ム
ク
リ
ア
と
同
時
に
死
ぬ
事
も

け
入
れ
る
か

 

で
あ
る
ホ
ロ
ウ
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
存
在
を
許
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
一

人

こ
の
世
界
が
ク
リ
ア
さ
れ
デ
ス
ゲ

ム
が
終
息
す
れ
ば
ま
ず
間
違
い
な
く
デ

タ
は
消

去
さ
れ
る
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
は
死
だ

 

時

か
ら
分
か
た
れ
た
か
は
知
ら
な
い
が
光
を
喪

た
眼
を
見
れ
ば
七
十
六
層

達
か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
再
会
す
る
ま
で
の
間
の

の
キ
リ
ト
で
あ
る
と

と
な
く

し
が
付
い

た

そ
の

で
あ
れ
ば
確
か
に
己
の
命
を

ん
じ
る

向
に
あ

た
か
ら
違
和
感
も
な
い

己
の

死
に
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
と
こ
ろ
す
ら
一
緒
だ

 
そ
れ
を

責
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
が

や
や
苦
い

で
指

す
る

 
自
分
自
身
が

に
し
て
い
た
時
は
そ
れ
が

然
の
価
値
観
に
な

て
い
た
が
そ
れ
を

さ
れ

正
さ
れ
て
か
ら
過
去

に
し
て
い
た
事
を

い
て
い
る
今
の
彼
に
は
あ
る
意
味
拷
問
に

し
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く
感
じ
ら
れ
て
い
る
事
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
ホ
ロ
ウ
が

に
し
て
い
る
と
い
う
事
は
あ
の
リ

フ

を
以
て
し
て
も
変
え
ら
れ
な

か

た
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

彼
女
が
苦
悩
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
の
は
き

と
そ
う
い

う
事
だ

 
つ
ま
り
彼
女
を

め
さ
せ
る
だ
け
の

か
が
あ
る
と
い
う
事

仕
方
な
い
だ
ろ
う

オ
リ
ジ
ナ
ル
達
を
見
付
け
た
時
は
我
を
忘
れ
て
殺
し
に
掛
か

た
け
ど

今
思
え
ば
そ
れ
も
自
殺
行

だ

た

取

て
代
わ
り
た
く
て
も
代
わ
れ
な
い
ん
じ

め
る
し

か
な
い
じ

な
い
か

そ
う
い
う
事
か

 

観
の
色
を
深
く
し
た
ホ
ロ
ウ
の

葉
に
理
解
と
共
に
苦
み
し
ば

た
表
情
を
浮
か
べ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
プ
レ
イ

が
死
ね
ば
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

る

そ
れ
は
つ

ま
り

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

の
意
識
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
意
識
に
上
書
き
さ
れ
る
と
い
う
事
だ

消
滅

と

て
も
良
い

事
実
上
の
死
だ
よ

 
二
人
の
間
で
だ
け
意
味
が

じ
て
い
る
せ
い
で

い
て
け

り
を
喰
ら

て
い
る
わ
た
し
達
を
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見
て

ホ
ロ
ウ
が
説
明
を
付
け
加
え
た

 
そ
れ
で

く
ホ
ロ
ウ
の
彼
が

め
た
理
由
を
理
解
す
る

 
取

て
代
わ
る

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
殺
し
て
も
そ
の

間
ホ
ロ
ウ
の
彼
の
意
識
は
消
滅
し

ホ
ロ
ウ
の
ア
バ
タ

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
意
識
が

る
結
果
に
し
か
な
ら
な
い

だ
か
ら

め
て

リ

フ

達
が
生
還
す
る
道
の

に
協
力
す
る
事
に
し
た

 
そ
れ
が
仮

自
分
の
死
に
繋
が

て
い
る
と
し
て
も

そ
れ
し
か
道
が
無
い
か
ら

 
明
確
な
死
期
を
悟

て
の
決
断
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
少
年
の
眼
は
昏
く
空
ろ
な
表
情
で

な

気
な
の
だ

 
そ
こ
で
話
は
終
わ
り

人
は

の
目
的
の

に
動
き
出
し
た

夜
が

か

た
の
で
キ
リ

ト
達
は

ん
だ
が
自
分
や
リ

フ

達
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ

り
攻
略
の
進

を
確

認
し
た

 

そ
の

日

す
な
わ
ち
今
日
の
事

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
七
十
六
層
ボ
ス
攻
略
が
行
わ
れ
て
い
る
間

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
残

て
い
た
キ
リ
ト

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

ユ
イ
ち

ん

ル
ク
ス
の
四
人
と
ナ
ン
の
一

は

グ
レ
ス
リ

フ
の
探
索
を
し
て
い
た
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そ
の
探
索
の
最
中
森
の
中
で
教
会
を
見
つ
け
た
と
い
う

そ
の
協
会
は
キ
リ
ト
と
ル
ク
ス
が

目
的
に
し
て
い
た
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
を

出
来
る
場

だ

た

 
結
論
か
ら

う
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
は
カ

ル
の
色
が
グ
リ

ン
に

た 
し
か
し
ル
ク
ス
は

ら
な
か

た

ク
エ
ス
ト
は
発
行
さ
れ
た
が
達
成
し
て
も
色
が

ら
な

か

た
と
い
う

ボ
ス
攻
略
の
後
様
子
を
見
に

れ
た
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
リ

フ

シ
ノ
ン

サ
チ

レ
イ
ン

そ
し
て
自
分
を
交
え

そ
れ
が
ど
う
し
て
か
の

が
始
ま

た

ル
ク
ス
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
の
は
人
を
殺
し
た
か
ら
し
か
も
グ
リ

ン
の
プ
レ
イ

を

攻
撃
し
た
か
ら
で
合

て
る
な

あ

あ
あ

だ
と
し
た
ら

だ
な

そ
の
理

だ
と

が

れ
て
も
ル
ク
ス
が

れ
な
い
の
は
お

か
し
い

 
こ
の
結
果
に

然
全

が
疑
問
を

し
た

 
シ
ス
テ
ム
面
に
キ
リ
ト
は
非
常
に

し
い
た
め
こ
れ
ま
で
一

も
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
な
か

た
に
し
て
も
同
じ

件
な
ら
同
じ
結
果
に
な
ら
な
い
の
は
お
か
し
く
感
じ
ら
れ
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た
よ
う
だ

 
以
前
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
理
由
を

い
た
時
彼
女
は
人
を
殺
し
た
と

て
い
た
つ

ま
り
そ
れ
が
切

掛
け
な
の
だ
ろ
う

 
し
か
し
キ
リ
ト
も
同
じ
理
由
で

つ

同
時
期
に
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
い
る

シ
ス
テ
ム

を

け
た
直
後
だ
か
ら
と
片
付
け
る
に
は
そ
も
そ
も
ク
エ
ス
ト
を

け
ら
れ
る

オ
レ
ン

ジ
判
定
を
シ
ス
テ
ム
が
与
え
て
い
る
事
が
引

掛
か
る

 
そ
の
点
に
つ
い
て
疑
問
を
覚
え
た
ら
し
い
彼
は
こ
れ
ま
で
気
を

て
突

ま
な
か

た

オ
レ
ン
ジ
に
な

た
契
機
に
つ
い
て
彼
女
に
問
い

し
て
い
た

 
ル
ク
ス
は
最
初

を

し
た
が

か
な
り
思
い
悩
ん
だ

に
話
し
て
く
れ
た

私
は
ユ
ウ
キ
達
と
同
じ
よ
う
に
迷

で
は
無
い
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
い
る
間
に
転

エ

フ

ク
ト
に

ま
れ
て
こ
ち
ら
に
来
た
ん
だ
が

転

先
で

界
に
入

た
の
は

私
の

だ

た

も
う
一
人

私
が
目
の
前
に
立

て
い
た
ん
だ

 

突
な
事
に
思

止
し
て
し
ま

た
ル
ク
ス
は
も
う
一
人
の
自
分
を
認
め
た
直
後
そ
の

自
分
に
攻
撃
さ
れ
た

ギ
リ
ギ
リ
で

し
た
も
の
の
気
が
動
転
し
て
い
た
ル
ク
ス
は
反
撃
に
剣
を

き
先
に
攻
撃
を

て
て
し
ま

た
ら
し
い

あ
ま
り
に
も
気
が
動
転
し
て
い
た
せ
い
で

部
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は

ど
記

に
な
い
が

と
に
か
く
滅
多

に
斬
り
付
け
て
い
た
覚
え
は
あ
る
と

た

 
そ
し
て
気
付
け
ば
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
に
な

た
自
分
一
人
だ
け
が
樹
海
の
中
に
残

て
い

た
の
だ
と

う

夢
だ

た
の
か

と
思
い
た
か

た
ん
だ
け
ど
ね

こ
う
し
て
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
い
た
し

そ
れ
に
新

取
得
ア
イ
テ
ム
の

に
は
ホ
ロ
ウ
と
い
う

語
を
加
え
ら
れ
た
私
が
使

て
い

る

備
と
同
一
の
も
の
が
あ

た
か
ら

で
も
本

に

こ

た
事
だ
と
認
識
さ
せ
ら
れ
た
よ

今
ま
で
話
さ
な
か

た
の
は
自
分
が
偽
物
な
ん
じ

な
い
か
と
思

て
た
か
ら
な
ん
だ

ね 

い
た
苦

を
浮
か
べ
て

う
ル
ク
ス
に

ユ
ウ
キ
が

た

 
自
分
が
偽
物
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な

て
い
た
か
ら
わ
た
し
達
に
話
す
事
を
恐
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
と

う
ん

そ
う
だ

正
直
今
で
も

自
分
が

オ
リ
ジ
ナ
ル

だ
と
確
信
は
持
て
て
い
な
い

も

し
か
し
た
ら
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
が
解

さ
れ
な
い
の
は
私
が
偽
物
だ
か
ら
じ

な
い
か

そ
う
も

え
て
る

 
ユ
ウ
キ
の
予
想
を

定
し
た
彼
女
は

に

え
の
色
を
滲
ま
せ
な
が
ら

た
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な
ま
じ
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
が
記

感
情
そ
の
他

を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

色
な
い
程
に
引
き

継
い
で
い
る
か
ら

そ
の
不
安
は

深
ま

た
事
だ
ろ
う

い
え

ル
ク
ス
さ
ん
は
正
真
正
銘
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
レ
イ

で
す

 

か
に

ん
だ
空
気
を
破
る
発

を
し
た
の
は
ユ
イ
ち

ん
だ

た

一
同
の

線
を
集
め

た
黒

の

女
は

黒

の
如
く
煌
め
く

を
ル
ク
ス
へ
向
け
る

私
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
の
で

少
な
く
と
も

手
の
ア
バ

タ

が
ホ
ロ
ウ
の
も
の
か
そ
う
で
な
い
か
の
判
別
が
可
能
で
す

で
す
か
ら
私
は
ホ
ロ
ウ
の
キ

が
ど
ち
ら
な
の
か
間
違
え
る
事
も
あ
り
ま
せ
ん

そ
れ
は
他
の
プ
レ
イ

だ
ろ
う
と
同
じ
で

す 
そ
う

た
彼
女
は
自
身
が
ど
う
や

て
そ
う
判
別
出
来
て
い
る
か
を

に
教
え
て
く
れ

た 

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の
機
能
を
得
た
彼
女
は
意
識
す
れ
ば
プ
レ
イ

の

上
に
シ
ス
テ
ム
が
設
定
し
た

番

と
い
う
も
の
が
見
え
る

そ
の

は
わ
た
し
達
が
Ｓ

Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
に
あ
た

て
製
作
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
の
登
録
番

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の

は
そ
の
番

が
そ
の
ま
ま
見
え
る
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対
し
て
ホ
ロ
ウ
ア
バ
タ

の
も
の
に
な
る
と

番

に
共

し
た
変
化
が
見
ら
れ
る
ら
し

い 
彼
女
は
分
か
り
や
す
い

と
し
て
キ
リ
ト
達
の

を
教
え
て
く
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト

の
ア
バ
タ

は

０
１

８

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
も
の
は

０
１

８

 
つ
ま
り
数

は
同
じ
で

ホ
ロ
ウ
ア
バ
タ

の
方
に
だ
け
共

で
ロ

マ

の

が
付

与
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ

名
前
が
同
じ
で
も

番

が
違

て
さ
え
い
れ
ば
同
時
に
存
在

出
来
る
と
い
う
事
ら
し
い

 
逆
説
的
に
シ
ス
テ
ム
が
同
一
名
の
同
時
存
在
を
許
さ
な
い
の
は

が
同
じ
で
あ

た
場
合

の
み
で
あ
る
と

え
る

 
パ

コ
ン
だ
と
作

た
時
期
や
中
身
有
り
無
し
の
如

に

わ
ら
ず
同
じ
フ

ル
ダ
名
が
存

在
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
恐
ら
く
こ
れ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
動
か
し
て
い
る
と
い
う
カ

デ

ナ

ル
・
シ
ス
テ
ム

独
自
の
設
定
だ
ろ
う

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
す
れ
ば
パ

コ
ン
に
と

て
の
フ

ル
ダ
名
は
ア

カ
ウ
ン
ト

で
あ
り

プ
レ
イ

名
で
は
無
い
と
い
う
事
だ

そ
う
い
え
ば
ホ
ロ
ウ
の
キ

リ
ト
と
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
と
は
別
で
フ
レ
ン
ド
登
録
が
出
来
た

け
と
思
い
返
す

表
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示
は
同
じ
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
な
の
に

故
可
能
な
の
か

を

た
が
ど
う
や
ら
そ
う
い
う

理

ら
し
か

た

な
の
で

ル
ク
ス
さ
ん
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

消
え
た
方
が
ホ
ロ
ウ
と
い
う
事
に
な
り
ま
す

 
そ
の
理

を
語

た
上
で
ユ
イ
ち

ん
は

め
て
そ
う
結
論
を
出
し
た

真
偽
の
程
を
確
か
め

る
事
は
出
来
な
い
の
が
悔
や
ま
れ
る
が

一
応

は

て
い
る

本

か
い

は
い

じ

あ

私
の
オ
レ
ン
ジ
が

解
消
さ
れ
な
い
の
は

 
そ
の
話
を
信
じ
た
い
の
だ
ろ
う
が
全
て
の
疑
問
に
確
か
な

え
が
無
け
れ
ば
不
安
が
払

さ

れ
な
い
か
ら
だ
ろ
う

ル
ク
ス
は

の
問
い
を
投

た

 
ユ
イ
ち

ん
は

か
に

え

む

振
り
を
見
せ
た
が

す
ぐ
に
表
情
を

す

恐
ら
く
で
す
が

そ
れ
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

間
に

け
る
ル

ル
が
入
り

じ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す

 
そ
の

葉
で

ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
の

に
理
解
の
色
が
浮
か
ん
だ

そ
う
か

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
プ
レ
イ

同
士
で
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の
オ
レ
ン
ジ
判
定
だ
が
ル
ク
ス
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
プ
レ
イ

な
の
に

ホ
ロ
ウ
・

エ
リ
ア
の
ル
ク
ス
を
攻
撃
し
た

で
も
本
来
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
レ
イ

は
ホ
ロ
ウ
・
エ

リ
ア
に
入
れ
な
い
設
定
だ
し

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
が

て
い
る
こ
の
状
況
が
お
か
し
い
だ

け
で
片
方
の
世
界
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
と
が

う
事
も
原

と
し
て
あ
り
得
な
い
事
だ
か

ら
え
え

ホ
ロ
ウ
の
キ

の

う

り
ル
ク
ス
さ
ん
は
運
悪
く
シ
ス
テ
ム
が
許
さ
な
い
矛
盾

を

こ
し
て
し
ま

た
の
で
す

結
果
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
判
定
を
与
え
て
は
い
ま
す
が

カ

デ

ナ
ル
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
ホ
ロ
ウ
を
攻
撃
し
た
と
い
う
シ
ス
テ
ム
的
矛
盾
事

を
許

容
出
来
て
い
な
い

だ
か
ら
ル
ク
ス
さ
ん
の
カ

ル
は
色
こ
そ
オ
レ
ン
ジ
で
す
が
恐
ら
く
シ

ス
テ
ム
的
な
ス
テ

タ
ス
で
は
グ
リ

ン
の
ま
ま
の

 
シ
ス
テ
ム
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
集
ま
り

こ
の
世
界
の
全
て
は
演

と
い
う
名
の

密
か
つ

大
な

と
変
動
数
値
の
代
入
に
よ

て
導
き
出
さ
れ
た
数

に
よ
り
動
か
さ
れ
て
い
る

 
故
に
こ
の
世
界
に
矛
盾
は
存
在
し
な
い

あ
る
い
は

存
在
し
て
は
い
け
な
い

 
結
果
が
あ
る
な
ら
そ
の

え
を
導
き
出
し
た

中
式
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ

存
在

し
な
い
架
空
の
数

を
使

た
演

は
絶
対
さ
れ
な
い
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し
か
し
シ
ス
テ
ム
の
ル

ル
が
絶
対
故
に
こ
そ
バ
グ
の
影

で
本
来
あ
り
得
な
い
事

が

こ

て
し
ま

た

そ
れ
が
ル
ク
ス
の
オ
レ
ン
ジ
化

結
果
は

的
だ
が
し
か
し
経

は

本
来
あ
り
得
な
い
事

そ
れ
を
認
め
て
し
ま

て
は
自
ら
矛
盾
を

定
し
た
事
に
な
る

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
そ
れ
を
思

す
る
だ
け
の
知
性
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

も
し
あ
る
と
す
れ
ば

自
ら
の
過
ち
を
認
め
な
い

勢
に
感
じ
ら
れ
る

 
今
の
ル
ク
ス
を
数
学
で

え
る
な
ら

中
式
が
間
違

て
い
る
の
に

え
だ
け
合

て
い

る

と
い
う
不
可
思
議
な

な
の
だ

つ
ま
り
私
が
ク
エ
ス
ト
で
色
が

ら
な
か

た
の
は
書
き
換
わ

て
い
る
値
が
カ

ル

の

色

だ
け
で

実

は
グ
リ

ン
の
ま
ま
だ
か
ら

恐
ら
く

で
す
が

ら

権
限
の
一
部
を
持

て
い
る
と
は

え

プ
レ
イ

ス
テ

タ
ス
の

を
全
て

出
来
る

で
は
無
い
の
で

実

に
は

と
も

実

に
オ
レ
ン
ジ
の
場
合
も
あ
る

グ
リ

ン
プ
レ
イ

を
攻
撃
し
た
の
は
事
実
だ
か

ら
な
だ
が
ホ
ロ
ウ
で
あ

た
点
が
本
来
の
ル

ル
に
矛
盾
す
る
せ
い
で
ル
ク
ス
の
カ

ル
ス
テ

タ
ス
が
バ
グ

て

ら
な
く
な

て
い
る
状

も

え
ら
れ
る

こ
の
場
合
は
グ

リ

ン
に

れ
な
い
点
以
外
が

の
オ
レ
ン
ジ
と
変
わ
ら
な
い
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そ
ん
な

 

遠
に
グ
リ

ン
に

れ
な
い
以
上
ル
ク
ス
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
帰
れ
な
い
と
い
う

事
に
な
る

そ
れ
に
気
付
い
た
彼
女
は
表
情
を
歪
め
て

い
た

な

ユ
イ
姉

し
て
気
に
な

て
い
る
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど
良
い
か
な

 
そ
こ
で

を
開
い
た
の
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
方
の
キ
リ
ト
だ

た

は
い

で
し

う
か

は
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
の
達
成
で
得
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
使

て

実

エ
レ
メ
ン
ト

目
の

備
や
シ
ス
テ
ム
実

を
す
る

ら
こ
の
世
界
の
エ
ラ

修
正
を
ユ
イ
姉
が
す

る
と

い
て
る

そ
の

作
も

理

に
あ
る
コ
ン

ル
で
行
う
ん
だ
よ
な

 
エ
ラ

修
正
の
ア

プ
デ

ト
を
行
う

に
人
力
で
行
う
必
要
が
あ
り
更
に
は
ポ
イ
ン
ト
も

必
要
だ
な
ん
て
か
な
り
お
か
し
い
シ
ス
テ
ム
だ
と
は
思
う
が
人
力
で
行
う
方
は
武
器
や
新
シ

ス
テ
ム
の

に
戦
闘
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
を
こ
な
す

ら
ポ
イ

ン
ト
が

ま
る
事
を
前

と
し
て
い
た

 
エ
ラ

修
正
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
デ
フ

ル
ト
で
有
し
て
い
た
機
能
な
の
で

人
力
で
は
行
わ
な
い
分

だ

た
も
の
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そ
れ
を
人
力
で
行
う
に
あ
た

て
ポ
イ
ン
ト
が
必
要
に
な

た
の
は

人
力

と
い
う
形
で

シ
ス
テ
ム
に

入
す
る
名
残
と
い
う
事
だ

そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
要
求
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は

必
要
最

限
で
済
ん
で
い
る
と
い
う

ミ

シ

ン
を
一
つ
達
成
す
れ
ば
手
に
入
る
最

値
だ

 

な
ミ

シ

ン
で
は

十
回

の
高
い
も
の
で
も
数
回
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

目
と

す
れ
ば

人
力

と
い
う

り
故
仕
方
な
い
事
な
の
だ
と
判
断
出
来
る

え
え

そ
う
で
す
よ

 
キ
リ
ト
の
問
い
に
ユ
イ
ち

ん
は
し

か
り
と

い
た

で
も
ル
ク
ス
の
カ

ル
を

す
エ
ラ

修
正
パ

チ
の

目
は
無
か

た
ん
だ
よ

な 
だ
か
ら
こ
そ

か

彼
の

に

し
む
色
が
浮
か
ん
だ
の
は

違
う
な
ら
違
う
と

て
欲
し
い
ん
だ
け
ど
あ
の
コ
ン

ル
権
限
と
し
て
は
ま
だ

い

方
じ

な
い
か

 

が

作
し
た

だ
と
地
下
迷

に
あ

た
コ
ン

ル
よ
り
は
情
報

が
少
な
い

 
あ

ち
の
コ
ン

ル
を

作
し
た
時
は
情
報

の

が
違

た
か
ら

と
彼
は

う

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
全
て
を
観

し

デ

タ
を
集

し

し

善

を
ア

プ
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デ

ト
と
し
て
作
成
す
る
な
ら
そ
の
デ

タ
を
全
て

出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

権
限

が
無
い
か
ら

と

う
な
ら
そ
も
そ
も

や
ユ
ウ
キ
で
は
コ
ン

ル
の

動
は
出
来
な
い

で
も
出
来
る
以
上
あ
の
コ
ン

ル
か
ら
で
は
ア
ク
セ
ス
不
可
能
イ
コ

ル
権
限
が

い
と

え
ら
れ
る

デ

タ

の
深
部
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る
コ
ン

ル
が
他
に
あ
る
ん
じ

な
い

の
か

 

そ
し
て
そ
の
コ
ン

ル
を
使
え
ば
プ
レ
イ

一
人
の
オ
レ
ン
ジ
バ
グ
く
ら
い

に

せ
る
ん
じ

な
い
か

キ
リ
ト
先
生

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
の
人
思
い
な
性
格
の
発

だ

た

信
頼
を
向
け
ら
れ
る

に
な

て
い

な
く
と
も
裏
で
動
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
な

た
か
ら
こ
そ
本
人
の
前
で
あ
か
ら
さ
ま
に

入
れ
し
て
い
る
と
分
か
る
発

を
し
た

 
ル
ク
ス
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
自
分
が
信

さ
れ
た
に

し
い
事
だ

と
も
す
れ
ば
不
安
に
揺

れ
る
自
身
の

に
取
れ
る
手

を
探
す
よ
う
に
も

て
い
る
だ
ろ
う

闇
の
中
で
光
を
見
付
け

た
と

わ
ん
ば
か
り
に
表
情
を
明
る
く
す
る
ル
ク
ス
は

を

に

め

を
浮
か
べ
て

い

少
年
を
見

め
て
い
た
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そ
ん
な
彼
女
を
見
て
ム

と
す
る
反
応
を
示
し
た
者
が
数
名

た
が
彼
女
は

論
彼
も
そ

の

線
に
は
気
付
い
て
い
な
い

ユ
イ
姉コ

ホ
ン

す
み
ま
せ
ん
義
弟
の

明
さ
に
深
く
感

を

い
て
い
ま
し
た

い

え
ホ
ン
ト
に

一
体
ど
れ
だ
け

か
さ
れ
れ
ば
良
い
の
で
し

う
ね

私
の
義
弟
は
ホ
ン

ト
に

こ
う

も
う

 
反
応
を
返
す
ま
で
に
間
が
あ

た
彼
女
は
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
す

る

か
そ
う

た

そ
れ
で
も
そ
の
場

ぎ
で
は
無
く
本
気
で
思

て
い
る
よ
う
で
感

と
も

れ
と
も
つ
か
ぬ
苦

が
表
情
に
浮
か
ん
で
い
る

 
た
だ

喜
色
も
あ
る

り

や
は
り
弟
を
溺
愛
し
て
い
る
姉
だ

そ
う

う

て
事
は

つ
ま
り
あ
る
の
か

え
え

キ

の
推

は

た

て
い
ま
す

確
か
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

に
あ
る
コ

ン

ル
の
権
限
は

め
で
す

以
前
に
似
た
よ
う
な
事
を

た
と
思
い
ま
す
が
ア
レ
は
あ

く
ま
で
ア

プ
デ

ト

で
使
わ
れ
る
事
を
前

と
し
た
も
の

地
下
迷

に
あ

た
よ
う
な
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ゲ

ム
内
か
ら
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る

の

コ
ン

ル
は
別
に
あ
り
ま
す

そ
の
場

は

ご
め
ん
な
さ
い

私
の
権
限
で
は
そ
の
コ
ン

ル
の
場

を
突
き
止
め
ら
れ
な
く
て

分
か

て
い
ま
せ
ん

 

い
て
問
わ
れ
た
場

の

問
に
彼
女
は
心
苦
し
い
と

わ
ん
ば
か
り
に
表
情
を
歪
め
て

え
た

彼
女
の
権
限
以
前
に

を

え
れ
ば

事
な
ど
無
い
か
ら
だ
ろ
う

そ
の
コ
ン

ル

の
場

を
知
る
必
要
が
無
い
か
ら
分
か
ら
な
い
の
だ

 

心
要
の
場

に
つ
い
て
分
か
ら
な
か

た
点
は
残
念
だ

た
が
し
か
し
キ
リ
ト
か
ら
す
れ

ば

有
る

と
い
う
確
定
情
報
を
得
ら
れ
た
だ
け
で
も
意
味
が
あ

た
ら
し
く

気

ち
し
た

様
子
は
無
か

た

 

え
て
み
れ
ば
今
の
と
こ
ろ
樹
海
と
浮
遊

は
マ

プ
全
て
を

め
る
よ
う

し
に

た

て
い
た
の
で
ダ
ン
ジ

ン
の

に
あ
る
と
仮
定
し
て
も
そ
の
二
エ
リ
ア
に

る
必
要
は

な
い

グ
レ
ス
リ

フ
を

め
た
未
知
の
エ
リ
ア
を
全
て
回
れ
ば
い
い
だ
け

つ
ま
り
や
る
事
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る

手
間
と

え
ば
手
間
だ
が
別
に
す
る
事
が
増
え
る

で

も
無
い
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面
倒
な
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
は
無
い
か
ら
気

ち
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
な

と

と
な
く
キ
リ
ト
の

え
が

め
た

 
ス
タ
イ
ル
や
立
場
に
差
が
あ
る
の
で
全
て
と
は
い
か
な
い
が
こ
こ
数
日
は
一
緒
に
行
動
し
て

い
た
せ
い
か
探
索

に
限
定
す
れ
ば
あ
る
程

は
先

み
が
出
来
る
に
な

た
お
陰
だ
ろ
う

な
ら

や
る
事
は
変
わ
ら
な
い

だ

 
そ
の
予
想
が

た

て
い
た
よ
う
で

キ
リ
ト
は
そ
う

に
し
た

 

だ
が

そ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
や
る
べ
き
事
で
は
無
い

  
彼
の

葉
に
反

し
た
の
は

ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
だ

た

 
彼
は

を
組
み
や
や

し
い
表
情
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
自
身
を
見
て
い
た

そ
の
表
情
に
複

な
色
こ
そ
あ
れ

一

ち

い
た
か
ら
か

悪
や
憎
悪

意
は
見
え
な
い

そ
れ
は
ホ
ロ
ウ
の

が
代
わ
り
に
や
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る

事
を
す
る
べ
き
だ

 

め
る
と
い
う
よ
り
は
や
や

圧
的
な

葉
は

外
に
浮
遊
城
の
最
前
線
攻
略
に
行
け
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と

て
い
た

リ

姉
と
あ
と
は
教
会
へ
の
道
中
で
ユ
ウ
キ
達
か
ら
も

い
た
が
最
前
線
の
状

は
か
な

り
マ
ズ
い
み
た
い
じ

な
い
か

今
日
で
七
十
六
層
に

達
し
て

日
目
経

た

予
想
外
に

も
今
日
七
十
七
層
に

達
し
た
よ
う
だ
け
ど

今
ま
で
の
一

一
層

ス
で
す
ら

達
の

肉
体
が
保
つ
予
想
の
二
年
に
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
わ
な
い

だ

生
き
て
還
る
つ
も
り
が
あ

る
な
ら

ル
ク
ス
や

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
事
は
ホ
ロ
ウ
の

に

せ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
最

前
線
攻
略
に

る
べ
き
だ

 
そ
れ
は
至
極
真

な
論
理
で
あ
り

理

だ

た

 

え
て
み
れ
ば
ホ
ロ
ウ
と

え
ど

が
キ
リ
ト
な
の
だ

一
つ
の
目
的
に
向
け
て

進
す
る

事
こ
そ
が

ビ

タ

と
い
う
悪
名
と

黒
の
剣
士

と
い
う
二
つ
名
の
現
れ
故
に

そ
れ
を

意
識
し

け
て
い
る

の
彼
が
そ
れ
を

う
の
は
あ
る
意
味

然
だ

 
同
時
に
攻
略
の
事
を

え
れ
ば
恐
ら
く
全

が
同
じ
事
を

た
だ
ろ
う

 
極

な
話
ユ
イ
ち

ん
の
証

に
よ
り
ル
ク
ス
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
レ
イ

と
分
か

た
の

だ
か
ら
ク
リ
ア
す
る
そ
の
時
ま
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

で
じ

と
し
て
い
れ
ば
い
い

そ
も
そ
も
キ
リ
ト
は
グ
リ

ン
に

れ
た
の
だ
か
ら
ル
ク
ス
に
付
き
合

て
ま
で
最
前
線
に

ら
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な
い

合
い
は
無
い

 
確
か
に

食
住
は

た
さ
れ
に
く
い
場

で
は
あ
る
し
か
し
安
全
が
シ
ス
テ
ム
的
に
確
保
さ

れ
て
い
る
と
い
う
の
は
こ
の
世
界
だ
と

に
も
代
え

い

重
な
要

だ

食
べ
物
や

は
キ
リ

ト
や
ユ
ウ
キ
が
持

て
来
れ
ば
い
い
し
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
が

る
の
で
話
し

手
鍛
練

手

に
も
事
欠
か
な
い

多
少

心
地
は
悪
い
か
も
し
れ
な
い
が
安
全
面
と
天

に
掛
け
れ
ば
ど
ち
ら

を

先
す
べ
き
か
は
明
白
で
あ
る

 
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
が

な
け
れ
ば
や
は
り
迷
い
は
し
た
だ
ろ
う

せ
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
来
て
い
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

へ
来
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
彼
女

を
一
人
に
し
て
は
殺
さ
れ
る
危
険
せ
い
が
あ
る

そ
れ
を
知

た
上
で
放

は
見
殺
し
も
同
然
で

ざ
め
が
悪
い
だ
ろ
う

 
ユ
イ
ち

ん
が

る
と

て
も

手
は
キ
リ
ト
を
し
て
手
強
い
と
ま
で

わ
せ
る
手

合
い

し
か
も

う

と
い
う
ギ
ル
ド
が
在
る
以
上
数
の

力
と
い
う
要

の
せ
い
で

は

上
が
り

 
し
か
し
そ
れ
ら
に
対
抗
し
て

り
あ
る
武

を
ホ
ロ
ウ
の
彼
も
持

て
い
る

に
登

録
さ
れ
て
い
る
武
器
の
属
性
の
力
は
自
由
に

え
な
い
が
し
か
し
武
器
の

武
器
を
出
し
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た
上
で
の
属
性
の

作
は
依
然
と
し
て
可
能
な
の
だ

や
り
方

第
で
ど
う
と
で
も
な
る
と
は

ホ
ロ
ウ
の
彼
の

で
あ
る

ま

至
極
道
理
だ
な

こ
う
し
て
グ
リ

ン
に

れ
た
以
上
は
一

も

く
最
前

線
に

る
べ
き
で
は
あ
る

あ
る

ん
だ
が

 
理

と
し
て
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
ら
し
い
キ
リ
ト
も
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
意
見
に
は
同
意
し

た

し
か
し
最
後
の
方
で
⻭
切
れ
が
悪
く
な
る

ク
リ
ア
と
同
時
に
死
亡
プ
レ
イ

が
リ
ア
ル
で
も
死
亡
す
る
パ
タ

ン
だ
と
話
し
合
い
出

来
ず
に
死
に
別
れ
に
な
る
か
ら

 
ど
う
や
ら

⻭
切
れ
の
悪
さ
は
ケ
イ
タ
と
の
決

が

い
て
い
な
い
事
の
よ
う
だ

 
そ
れ
を

い
た
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
事
情
を

き

ん
で
い
る
か
ら
か
理
解
を
見
せ
な
が
ら

息
を

い
た

存
外
自
分
の
面
倒

さ
を
思
い
知

て
憂
鬱
に
な

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
が

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
る
が

先

を
履
き
違
え
る
な
よ

月
夜
の

黒
猫

の
事
は
個
人
の
事
情
最
前
線
攻
略
は
全
プ
レ
イ

と
リ
ア
ル
で
プ
レ
イ

の
帰
り
を

つ
者
達
全

に
共

す
る
事
情
だ

肉
体
の
限
界
の
事
を

え
れ
ば

先
す
べ
き
な

の
は
ど
ち
ら
か
明
白
だ
ろ
う
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そ
れ
は
そ
う
だ
が

 
正
論
を

う
ホ
ロ
ウ
に

や
や

ね
気
味
に
応
じ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
見
た
目
は
全
く
同
じ
だ
が
前
者
が
兄
で
後
者
が
弟
の
よ
う
に
見
え
る
構

だ

色

と
自

に
な

て
い
る
せ
い
で

が
無
く
な

て
い
る
か
ら
ホ
ロ
ウ
の
中
で
月
夜
の
黒
猫

の

先

が

く
な

て
い
る
の
も
あ
る
だ
ろ
う

あ
と
ホ
ロ
ウ
は
ケ
イ
タ
と

が
あ

て
も

ク
リ
ア
と
共
に

無
く
な
る
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
そ
う
で
は
無
い
か
ら
か

 
そ
の

の
事
情
も
分
か

て
い
る
上
に
自
分
自
身
で
あ
る

か
ホ
ロ
ウ
も
そ
れ
以
上
強
く

え
な
い
ら
し
く

い
に

み
合
い
始
め
る

 
ホ
ロ
ウ
は
己
が
歩
ん
で
き
た
道
を
無

に
し
な
い
事
と
義
姉
達
を
リ
ア
ル
へ
生
還
さ
せ
る
た

め 
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ケ
イ
タ
と
の
確

に
対
し
も
う
一

対
話
を

み
た
い
が
た
め

 
話
は
平
行
線
を

て
い
た

 
そ
れ
か
ら

か
同
じ
や
り
取
り
が
あ
る
の
だ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
は
ま
だ
ケ
イ
タ
と

の
和
解
の
可
能
性
を
捨
て
て
い
な
い
た
め
最
前
線
に

直
に

る
気
が

い

無
い

で
は
無

い
が

せ
め
て
一

サ
チ
と
の
対
話
を
経
て
和
解
が
成
る
可
能
性
に
掛
け
た
い
気
持
ち
が
強
い
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対
す
る
ホ
ロ
ウ
は
己
の
全
て
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
持

て
い
る
の
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
生
き
る

事

自
身
の

定
と

え
て
い
る
ら
し
い

実

最
前
線
に

れ
る
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
け
な
の

で

彼
の

い
分
は

が

た
話
だ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
感
情
を

先
し

ホ
ロ
ウ
は
合
理
性
を

先
し
て
い
る

 

ホ
ロ
ウ
の
自

故
か
そ
れ
と
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
成
⻑
故
か
思

た
以
上
に
差
が

あ
る
な

 

み
合
う
二
人
を
見
て

そ
う
思

た

 
リ

フ

の
説
教
に
よ
り
力

く
で
自
己

の
思
想
を
殺
さ
れ

正
さ
れ
た
キ
リ
ト
だ

が

日
か
ら
い
き
な
り
動
き
始
め
る
程
の
回
復
力
と
精
神
の
明
る
さ
を

け
ば
以
前
と
あ
ま

り
変
わ
り
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
た

 
し
か
し
説
教
が
無
か

た
／
リ

フ

を

め
さ
せ
た
ホ
ロ
ウ
と
対

す
れ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
キ
リ
ト
は
人
間
ら
し
い
感
情
を
見
せ
て
い
る
の
だ
と
分
か
る

 
以
前
で
あ
れ
ば
ホ
ロ
ウ
の
よ
う
に
合
理
性
を

先
し
て
い
た
だ
ろ
う

一

ケ
イ
タ
と

見

え
そ
の
絶
大
な
憎
悪
を

け
取

た
の
だ

和
解
の

地
無
し
と
判
断
し
て
ホ
ロ
ウ
・
エ

リ
ア
を

と
去

て
い
た

が
目
に
見
え
る

多
分
だ
が
そ
う
判
断
し
て
い
る
の
が
ホ
ロ
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ウ
な
の
だ

 
対
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
リ

フ

の
説
教
で
自
己

自
己
の
抑
圧
の
精
神
を
殺
さ
れ
た

た
め
自
分
の
感
情
に
対
し

直
に
な

た

合
理
や
論
理
を
捨
て
た

で
は
無
い

自
分
の
想

い
を
表
に
出
し
始
め
た
の
だ
殺
さ
れ
て
も
良
い
と
い
う

罪
で
は
無
く
和
解
し
た
い
と

い
う

願
望

と
し
て

 
こ
う

え
る
と
あ
の
時
リ

フ

が
強
引
に
で
も
力

く
で
思
想
を
殺
し
て
い
て
良
か

た

の
で
は
と
思
え
る

 
ま

そ
の
分
だ
け
攻
略
が
遠
の
こ
う
と
し
て
い
る
の
で

手
を
上

て
と
は
い
か
な
い
の

だ
が

 

そ
れ
に
し
て
も

こ
の
二
人

気
付
か
な
い
の
か
な

 

と
な
く
交
わ
さ
れ
て
平
行
線
を

る
問

 
そ
の
論
点
の
中
心
人
物
は

キ
リ
ト
達
で
は
無
い
事
に

え

と

私
が
残
る
の
じ

ダ
メ
な
の
か
な

 
そ
の
論
点
に
近
い
サ
チ
が

を
破

て
疑
問
を

し

あ
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そ
の
疑
問
で

ア

サ
リ
と
二
人
の
問

は
終
了
し
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
が

え
て
い
た
和
解
の
方
法
は

サ
チ
に

せ
る
も
の
だ
か
ら
別

に
彼
女
を
守
れ
る
人

が
い
る
の
で
あ
れ
ば
自
身
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

る
必
要
は
な

い
の
で
あ
る

 
そ
し
て
ホ
ロ
ウ
は
自
分
自
身
と
も

え
る

武
器
を
出
さ
ず
に
属
性
の
力
を

る
事
こ
そ
出
来

な
い
が
他
は
同
じ
事
が
出
来
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
始
め
と
し
た
多
く
の

を

め
て

手
す
る
事
に

な

て
も

勝
機
が
あ
る
程
に
は
戦
力
と
し
て
絶
大

 
ケ
イ
タ
の
事
に

し
て

最
初
か
ら
悩
む
必
要
な
ど
無
か

た
の
だ

 

の
回
転
は
速
く

力
も

い
が
本

に

に

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
子

ら
し
い
一
面
だ

た

 
ち
な
み
に
こ
の
会
話
中
ユ
イ
ち

ん
や
リ

フ

な
ど
他
の
メ
ン
ツ
は

と
も

え
な
い
表

情
で

て
い
た
が

生

か
い
眼
を
し
て
い
る
の
は
共

し
て
い
る
事
だ

た

え

と

そ
う
だ
な

サ
チ
に

せ
る
つ
も
り
だ

た
か
ら
そ
れ
で
問

無
い
か

な

戦
力
も
ホ
ロ
ウ
の

と
ユ
イ
姉
が

る

だ
か
ら
多
分
大

だ
ろ
う

そ
う
だ
な
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自
分
達
が
如

に
不

な
会
話
を
し
て
い
た
事
に
気
付
い
た
か
ら
か
あ
る
い
は
自
分
達
に
向

け
ら
れ
る

線
に
気
付
い
た
の
か
二
人
は

て
白

の

に

を
差
し
な
が
ら

た

や

や

線
が

い
で
い
る
の
も
共

だ

 

だ
か
ん
だ
で
こ
の
二
人

や
は
り
根

は
同
じ
ら
し
い

 
と
い
う
か

で
慌
て
て
い
る
せ
い
か
息

た
り
な
や
り
取
り
は

目
か
ら
見
て
も
と

て
も

悪
感
を

い
に
向
け
て
い
る
間

に
は
見
え
な
い

良
し
か

良
し
な
の
か

 
自
分
の
事
以
外
だ
と
判
断

が
同
じ
以
上
息
が
合
う
の
は

然
か
も
し
れ
な
い

こ
れ
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
気

ね
な
く
帰
れ
る
な

あ
あ

 
た
だ

そ
れ
で
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
存
在
の
差
異
は

二
人
の
間
に

裂
を
生
ん
で
い
る

や
や

の
表
情
を
見
せ
て
い
た
ホ
ロ
ウ
が

い

を
し
た

さ

き
も

た
が

も
全
て
を

み

め
て
い
る

じ

な
い

 
静
か
に

根
を
寄
せ
な
が
ら
ホ
ロ
ウ
は

う

そ
の

い
目
は
己
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
へ
と
向
け

ら
れ
て
い
た

を

せ
オ
リ
ジ
ナ
ル

も
う
一

剣
を
交
え
る
ぞ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
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の

自
分
自
身
の
欠
点
を
知
る

に
も

 
そ
れ
が

い
て
は
守
る

に
繋
が
る

そ
う

外
に
ホ
ロ
ウ
は

う

分
か

た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
は
神

な
面
持
ち
で
返

し
た

こ
ち
ら
を

か
に
見
た
が
そ
の

線
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
で
き
た
の
だ
ろ
う
リ

フ

達
が
や
や
強

り
な
が
ら
も

み
を
浮
か
べ

を
返
す

 
恐
ら
く

時
間
を
取
る

の
許
可
を
求
め
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
許
さ
れ
た
事
を
知
り
キ
リ
ト
達
が
同
時
に

み
を
浮
か
べ
あ
り
が
と
う
と

た 
礼
の
声
が
重
な

た
直
後

ら
か
な

み
を

え
た
少
年
達
の
表
情
が

面
へ
と
変
わ
り

そ
の
ま
ま

を
背
け

歩
き
去

た

  

以
上
が
冒

に
至

た
経

で
あ
る

 
あ
の
二
人
は

理

に
あ
る
Ｏ
Ｓ
Ｓ

験
場
に
転

し

戦
闘
を
行

て
い
る

冒
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は

戦
闘
で
仕
切
り
直
し
た
と
こ
ろ
だ

そ
の

戦
を
わ
た
し
達
は
ユ
イ
ち

ん
が
表

示
し
た
ホ
ロ
モ
ニ
タ

で
観
戦
し
て
い
る

 

目
か
ら
見
て
も

す
る

ど

の
良
い

子
の
兄
弟
に
見
え
な
く
も
な
か

た

の
だ
が
自
分
を

手
に
戦
う
事
に
複

な
気
持
ち
に
な

て
表
情
に
出
て
い
る
の
か

者
の

間
に
は
あ
ま
り
良
く
な
い

が
漂

て
い
た

 

に

感
に

ち
て
い
て
先
入
観
の
せ
い
で
い
が
み
合
い
の

と
見
え
て
い
る

だ
け
か
も
し
れ
な
い
が

  

強
い
と

う
べ
き
か

あ
る
い
は
や
り

い
と

う
べ
き
か

 
己
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
刃
を
交
え
て
の

直
な
感
想
は

こ
れ
に

き
る

 
さ

き
ま
で
は

Ｐ
ｏ
Ｈ
が
集
め
ケ
イ
タ
に

て
い
た
と
い
う
魔
槍
の
能
力
を
知
る

に

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
⻑
槍

り
と
な

て
い
た

の
本

が
片
手
剣

な
い
し

剣
の
一
刀
で

あ
る
の
だ
が

そ
う
思
わ
せ
な
い
息
も

か
せ
ぬ

撃
と

さ
が
手
を

か
せ
て
く
る

 
し
か
し

そ
れ
は
別
に

と
い
う

で
は
無
い

 

な
の
は

⻑
槍
に
対
す
る
こ
ち
ら
の
対

法
を

あ
ち
ら
も
分
か

て
い
る
と
い
う
事
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オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
と
い
う
真
贋
に
分
か
れ
て
い
る

達
だ
が
現
状
判
明
し
て
い
る

内
で
は
記

も
心
情
も

同
じ

分
か
た
れ
た
時
期
も
数
日
前
の
事
な
の
で
技
術
的
な
変

化
は
然
し
て
な
い

 

を
使

た
戦
法
で
は
差
が
生
ま
れ
て
い
る
が
武
器
の
技

に

し
て
は
そ
う
で
も
な

い
の
だ

才
能
が
絶
望
的
で
あ
る
以
上

期
間
で

に
強
く
な
る
事
な
ど
ま
ず
無
い
の
だ
か

ら

あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
武
器
の
本

や
本

を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
な

た
場
合
く
ら
い

で
あ
る

 
故
に
あ
ち
ら
の
攻
撃
に
対
す
る
対

を

ま
れ
そ
れ
を
更
に
対
応
さ
れ
て
し
ま
う

手
が

自
分
自
身
だ
か
ら
ど
ち
ら
も

手
の
出
方
が

め
て
し
ま
う
の
で
あ
る

 
そ
し
て

を
使
わ
れ
始
め
れ
ば
新
た
な
戦
闘
方
法
を
見
出
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

さ

れ
て
し
ま
う

ど
う
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

そ
の
程

か

ぐ

お

お
お

 

と
予
想
し
て
い
た
の
だ
が

そ
う
は
な
ら
な
か

た

達
に
よ
る

の
運

は

本
的
に
登
録
し
た
武
器
を

し

そ
れ
を

に
向
け
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て

出
す
る
剣
弾
と
し
て
の
も
の

数
に
も
の
を

わ
せ
た
物

戦
法
だ

 
こ
の
使
い
方
は
か
な
り
応

が

く
が

本
的
に
は
武
器
の

と

出
の
二
回
に

の
み
イ
メ

ジ
を

か
せ
れ
ば
良
い
の
で
か
な
り

な
部

に
入
る

実
の
と
こ
ろ
た

た
二
回
と
一

に

て
も

し
た
武
器
の

出
先
を
武
器
一
つ
一
つ
全
て
を
対

と

し
て
明
確
に
イ
メ

ジ
を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

う

ど

で
も
無
い
の
だ
が

論
コ
レ
に
ホ

ミ
ン
グ
性
能
や

の
設
定
な
ど
し
よ
う
も
の
な
ら

い
は

し
く

な
る

 
な
の
で

を

う
者
に
は

外
れ
た
演

理
能
力
が
求
め
ら
れ
る

よ
り

密
に

う
な
ら

密
な

能
力
と
い
う
よ
り
は

列
思

／
マ
ル
チ
タ
ス
ク
能
力
と

た
方
が

良
い
だ
ろ
う

 
こ
の
特
性
か
ら

の

い
で
最
も
⻑
け
て
い
る
の
は
恐
ら
く
ユ
イ
姉
だ
と
思
わ
れ
る

な

な
ら
彼
女
は
高
性
能
な

故
に
高
い
演

能
力
を
有
し
て
い
る
か
ら
だ

 
そ
し
て

今
の

は
ホ
ロ
ウ

つ
ま
り

と
い
う
事
に
な
る

組
ま
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
ど
れ

ど
の
も
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
人
一
人
分
の
知
識
や
記

思

能
力
を

え
る
だ

け
の
キ

パ
シ
テ

が
あ
る
の
は
明
白
だ
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故
に
武
器
の

い
と
い
う
技

面
で
は

で
も
演

能
力
的
に
人
間
の
そ
れ
よ
り
上
で

あ
る
ホ
ロ
ウ
の

の
方
が

の
運

に

い
て
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
圧
倒
し
て
い
た

こ

ん
の

 
し
か
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
こ
そ
出
来
る
戦
い
方
が
あ
る

そ
れ
が

に
登
録
さ
れ
て
い
る

武
器
に
付
与
さ
れ
た
属
性
の
力

す
な
わ
ち

水

風

地

氷

光

闇
の
八
つ

 
今
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
自
身
の

を
突
き
破
り
そ
う
な
程
に

る
剣
弾
の
雨
を
氷
で
作
ら

れ
た
六
華
の
盾
で

ん
で
い
る

 
足

は
隙
だ
ら
け
な
の
で
金
の
刃
を
持
つ
大

を
旋
回
さ
せ
な
が
ら
放
つ
が
そ
れ
は
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
現
れ
た

の
槍
に
よ

て
突
き
上

ら
れ

ま
れ
る

イ
メ

ジ
で

道
修
正
を

入
れ
よ
う
と
す
れ
ば
今

は
空
間
を
揺
ら
が
せ
る
程
の
密

を
持

た
無
色
の
刃
に
よ
り
弾
き

ば
さ
れ
た

 
こ
の
時
大

の

出
と
同
時
に
離
れ
た

か
ら

み

む
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

を

旋
回
す
る
剣
弾
で

た
が

の
戦
輪
が

を
護
る
よ
う
に
現
れ
剣
弾
の
全
て
を
弾
き

と
し
て
い
る

 
間
を

か
ず

そ
の
場
で
回
転
す
る
戦
輪
か
ら
火

弾
が
立
て

け
に
放
た
れ
た
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こ
ち
ら
も
対
抗
す
る
べ
く

手
に
風
の
槍
を
持
ち

先
を
火

に
向
け
イ
メ

ジ
を
ト

リ
ガ

に

風
を
放
出
す
る

が

え

る

の

道
は
変
わ
ら
な
い

チ

な

 

目
か
分
か
ら
ぬ
現

に

打
ち
し
つ
つ
槍
か
ら
持
ち

え
た
水
の

剣
を
振
る
い

を
水
で
掻
き
消
す

 
明
ら
か
に
物
理
法

を
無

し
た
現

も
自
然
界
の
法

に
は
抗
え
な
い
ら
し
い

か
な
り

あ
べ
こ
べ
だ
と
思
う
が
こ
の
世
界
で
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が

い
て
は
コ
レ
を

設
定
し
た
者
が
上

者
だ
か
ら

そ
う
い
う
も
の
だ
と

み

む
し
か
無
い

 

コ
レ
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
武
器
か

 

ま
し
い
と
思
う

そ
の
立
場
も

め
て

己
の
想
像
力
が
そ
の
ま
ま
戦
力
と
戦
法
の

広
さ

に
直
結
す
る
の
だ

ま
し
く
な
い

が
無
い

 
と
は

え

達
に
と

て
の

本
運

法
と
も

え
る
剣
弾
に

し
て
は

と
な

て
演

能
力
が
向
上
し
た

の
方
が
上
手
だ

い
ち
い
ち

つ
強

な
イ
メ

ジ
を
練
る
に

し
て
も
時
間
と
労
力
は
少
な
い

戦
力
的
な
意
味
で
は
や
や
こ
ち
ら
が
有

で
あ
る

 
無
論

こ
の

価
は
現
時
点
で
の
話
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時
間
を
掛
け
れ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
戦
力
は
よ
り
向
上
す
る
だ
ろ
う

あ
ち
ら
に
の
み
可
能
な
属

性

作
は
そ
れ
だ
け
の
可
能
性
と

来
性
を
秘
め
て
い
る
し
剣
弾

の

列
思

能
力
に

し
て
も

り
返
し
使

て

ら
せ
ば
機

に
負
け
ず

ら
ず
の
速
さ
を
得
ら
れ
る

だ

 

よ
り

達
は
戦
闘
・
殺
戮
を
目
的
に

で
様

な
事
を

き

ま
れ
た
上
に

り
性
で

心
な
き
ら
い
が
あ
る

下
手
し
な
く
と
も
反

的
に
放
て
る
く
ら
い
に
は

な
れ
る

だ

 

そ
れ
が

じ

な
い
の
は

立
た
し
い
が

 

時
に
剣
弾
を
五
十

り

び
出
し
間
を
開
け
ず
放
ち
つ
つ

中
に
渦

く
苛
立
ち
を

み
下
す

 
リ

姉
達
に
対
す
る
感
情
は
と
も
か
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
対
す
る
モ
ノ
は
完
全
に
抑
え

め
て

い
る

で
は
無
い

未
練
は
あ
る

そ
う

と

得
出
来
る

ど
自
分
も
人
間
は
出
来
て
い

な
い

命
を

け
る

ど
の
覚
悟
で
戦

て
来
た
の
だ
か
ら

更
だ

 
し
か
し
現
状

め
る
し
か
な
い

 
だ
か
ら

め
た

 
リ

姉
や
ユ
イ
姉
だ

て

達
の
ど
ち
ら
を

ぶ
事
に
な

て
も
苦
し
い
の
だ

そ
ん
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な
思
い
を
さ
せ
る
事

を

け
ら
れ
る
な
ら

け
る
に
越
し
た
事
は
な
い

 
で
も
や

り
す
ぐ
に
様

な
感
情
を
抑
え

め
る

で
は
無
い

ス
ト
レ
ス
と
い
う
も
の

が
あ
る

 
そ
れ
を
発

す
る
意
味
で
も
己
を

得
さ
せ
る
た
め
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

戦
を
す
る

と
い
う
の
は

り
に

だ

た

サ
チ
と
ル
ク
ス
を
護
る

に
も

の
戦
力
情
報
の
一

を
実

に
知
る
事
も
出
来
る
か
ら
一

二

だ

 

そ
れ
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鍛
練
に
も
な
る
か
ら
な

 

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
殺
し
て
で
も
入
れ

わ
る
事
を

め
た
の
は

も
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
ル

ル
を

え
て
の
事
で
は
無
い

 
こ
の

戦
は
そ
の
一
助
に
な
る
と

は

え
て
い
る

 

の
特
性
で

え
た
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は

来
性
が
あ
る

現
状
全
て
を
発

出
来
て
い
な
い
状

で
も
人
間
よ
り
は

間
演

能
力
が
高
い

と
ど
う
に
か

に
戦
え
て

い
る
の
だ
こ
れ
よ
り
上
に
行
け
る
と
い
う
の
は
今
後
を

え
れ
ば
非
常
に

と

え
る

つ

ま
り
ホ
ロ
ウ
の

が
最
前
線
に
行

た
場
合
に

べ
攻
略
は
ス
ム

ズ
に
進
む
可
能
性
が
あ
る

の
だ
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加
え
て
自
分
自
身
と
戦

て
隙
や
ク
セ
を
見
出
せ
ば
そ
れ
は
す
な
わ
ち
自
分
の
欠
点
を
見

付
け
る
事
と
イ
コ

ル
に
な
る

善
点
を
見
出
せ
ば
よ
り
強
く
な

て
い
く
事
は
間
違
い
な

い 
そ
れ
は
つ
ま
り

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
生
存
能
力
が
高
ま
る
事
を
意
味
す
る

 
そ
う
な
れ
ば
リ

姉
や
ユ
イ
姉
ユ
ウ
キ
達
も
安
心
だ
ろ
う

死
な
な
い
事
だ
け
で
も

し
い

だ
 
ホ
ロ
ウ
の

を
見
捨
て
る
よ
う
な
事
に
な
る
点
で
は
罪
悪
感
が
あ
る
と
は
思
う

実

リ

姉
は

の
事
を
も
う
一
人
の
義
弟
と
し
て
見
て
い
た

し
い
性
格
だ
か
ら
リ

姉
に

し
て

は
確
実
に
後
ろ
め
た
く
思
う

 
そ
れ
に

し
て
は
ど
う
し
よ
う
も
無
い
事
だ
か
ら

得
し
て
も
ら
う
し
か
無
い

 

は

今
後
も

に
な

て
生
き
て
い
く
つ
も
り
な
ど

無
い
の
だ
か
ら

 

だ
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
分
も

と
し
て
生
き

い
て
く
れ

 
そ
の

な
ら
ホ
ロ
ウ
の

は
確

も
横
に

い
て
助
力
し
よ
う

ホ
ロ
ウ
の

が
死
ん
で
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

が
生
き
る
な
ら

結
果
と
し
て

は
生
き
る
事
に
な
る

 
そ
れ
こ
そ
が

そ
れ
だ
け
が

リ

姉
達
へ
の
せ
め
て
も
の
償
い
だ
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ホ
ロ
ウ
と

え
ど

が

せ
る

一
の
証
だ

 

が
生
き
る
事

そ
れ
が

が
生
き
た
証
だ

  
観
戦
出
来
る
よ
う
展
開
さ
れ
た
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に

し
出
さ
れ
た
光

 
二
人
は
中
空
に
無
数
の
剣
弾
を
展
開
し
地
上
を
高
速
で

て
斬
り
結
ぶ
と
い
う
お
よ
そ

常

を

し
た
戦
い
を

り
広

て
い
た

 
彼
ら
は
刃
を
交
え
る
一

だ
け

を
現
し

り
合
う
や

や

に
地
を

て

動
し

け
て
い
た

あ
の
戦
い
方
は
ヒ

ト

ウ

イ
の
極

と

え
る
だ
ろ
う

が
見
え
な
い
程

の
速
さ
は
こ
れ
ま
で
一
緒
に
戦

て
来
た
中
で
も

を
見
な
い
の
で
風
の
力
を
使

て
い
る
の
だ

ろ
う
と

し
が
付
い
た

つ
ま
り
ア
レ
は
キ
リ
ト
専

と
い
う
事
だ

 
た
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
が
出
来
る
事
は
ま
だ
分
か
る
が

ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
は

故

に
ユ
イ
ち

ん
と
同
様
に
属
性

独
を

る
事
は
出
来
な
い

そ
れ
な
の
に
追
い
付
け
て
い
た

り
は

や
は
り
流

と

う
他
無
い

 
取
れ
る
手

と

う
意
味
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
方
に
軍
配
が
上
が
る
だ
ろ
う

し
か
し
ホ
ロ
ウ

の
方
は

故
の
反
応
の
良
さ
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
の
差
を

め
て
い
た

見
て
か
ら
反
応
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す
る
と
い
う
や
つ
だ

 
だ
か
ら
ホ
ロ
ウ
は
攻
撃
の
全
て
を

く

 
対
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
も

が
自
身
と
同
じ
上
に
分
か
た
れ
て
か
ら
対
し
て
日
が
経

て
い
な

い
故
に
ど
う
攻
撃
し
て
く
る
か
が

め
る

そ
れ
は
ホ
ロ
ウ
も
同
じ
だ
が
だ
か
ら
こ
そ

者

の
戦
い
は

抗
す
る

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
に
よ
る
キ
リ
ト
同
士
の
戦
い
は
苛

を
極
め
た

 
三
十
分

ど
戦

た
と
こ
ろ
で

突
に
終
わ

た
こ
の
戦
い
に
勝

は
な
い

デ

エ
ル
で

や

て
い
た

で
は
無
い
し

い
に
決

を

け
る
つ
も
り
は
無
か

た
の
だ
ろ
う
剣

を

め
た
二
人
の
表
情
は
複

な
も
の
で
こ
そ
あ
れ
悔
し
さ
の
色
は
見
え
な
か

た

仮
に
勝

を

け
る
戦
い
で
あ
れ
ば
ど
ち
ら
が
勝

た
か
は
分
か
ら
な
い

じ

あ
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

リ

姉
達
も
あ
ま
り
こ

ち
に
は
来
な
い
よ
う
に

に
も
や

る
べ
き
事
が
あ
る
ん
だ

 

戦
を
終
え

い
の
欠
点
や

善
点
に
つ
い
て
の
話
を
終
え
た
後
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
が

た

 
彼
の

に
は
サ
チ
と
ル
ク
ス
そ
し
て
ユ
イ
ち

ん
の

が
あ
る

サ
チ
は
ケ
イ
タ
と
の
対
話
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を

み
る
た
め
ル
ク
ス
は
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
解
消
を
目
指
す

ユ
イ
ち

ん
は
三
人
の
補

助
の

に
残
る
の
だ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
に
は
リ

フ

が
寄
り

い
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
に
は
ユ
イ
ち

ん
が

寄
り

う

 
存
在
は
違
え
ど
し
か
し
根
幹
が
同
じ
義
弟
だ
か
ら
こ
そ
二
人
の
姉
は
自
然
と
そ
う
動
い
た

よ
う
だ

た

ど
ち
ら
の
キ
リ
ト
も
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
よ
う
だ
が

に
は
し
て
い
な
い

た
と
こ
ろ
で
意
味
が
な
い
と
分
か

て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い

ル
ク
ス
と
サ
チ
を

頼
ん
だ

Ｐ
ｏ
Ｈ
達
に
も
気
を
付
け
て
く
れ

わ
れ
ず
と
も
分
か

て
る

サ
チ
は
ケ
イ
タ
と
の
対
話
を
ル
ク
ス
は
オ
レ
ン
ジ
カ

ル

解
消
を
終
え
た
ら
す
ぐ
そ

ち
に
帰
す

二
人
は
ま
だ
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
住
人
じ

な

い
か
ら
な

 
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
は

そ
う

い
な
が
ら
浮
遊
城
へ
と
繋
が
る
転

へ

線
を
向
け
た

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
住
人

そ
れ
は
恐
ら
く
彼
の
よ
う
に

と
し
て
の
ホ
ロ
ウ
プ
レ

イ

な
い
し

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
死
ん
だ
事
で
ホ
ロ
ウ
ア
バ
タ

に
意
識
が

た

者
の
事
を
指
す
の
だ
と
思
う
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中
を

得
も

わ
れ
ぬ

悪
感
が

り

け
る

 
こ
の
現
状
を

か
が

的
に

い
た
の
で
あ
れ
ば

本

に
最

最
悪
だ

 
そ
う
思

し
て
い
る
間
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
が
転

の
方
へ
と

動
し
始
め
た

帰

れ
る
よ
う
に
な
り
自
分
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
絶
対
の
理
由
が
無
い
以
上
⻑

は
無

と

の
判
断
だ
ろ
う
か

オ
リ
ジ
ナ
ル

 
そ
ん
な
彼
を

ホ
ロ
ウ
の
彼
が
呼
び
止
め
た

 
キ
リ
ト
は
足
を
止
め

く
り
と

だ
け
巡
ら
せ
る

を

頼
む

 
ホ
ロ
ウ
の
彼
は
苦

を

え
る
よ
う
に
表
情
を
歪
め
な
が
ら
し
か
し
眼
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

彼
か
ら
外
さ
ず

て

を
下

た

 

か
に

キ
リ
ト
の

が

め
ら
れ
る

わ
れ
ず
と
も

分
か

て
る

 

的
に
発
せ
ら
れ
た
返

 
そ
れ
は
ホ
ロ
ウ
の
彼
が

に
し
た
返

と
同
一
の
も
の

み
も
浮
か
べ
ず
た
だ
真
剣
に
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に
し
た

え
は

彼
の
覚
悟
の

さ
を
表
し
て
も
い
た

 
そ
の
ま
ま
彼
は
今

こ
そ
転

へ
と
足
を

み
入
れ
た

リ

姉
達
も

行

て
く
れ

の
力
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は
最
前
線
だ

 

勢
を

し
た
ホ
ロ
ウ
が
背
中
を
見
せ
た
ま
ま
の
キ
リ
ト
を
見
て

う

キ
リ
ト
が
ボ
ク
達

を

て
い
る
事
に
気
付
い
て
慌
て
る
が

し
か
し
内
心
に
焦

は
無
い

 

の

を

す
る
感
情
は

い

 
そ
の
感
情
を

葉
に
す
る
事
を

わ
れ

無

で
キ
リ
ト
の

へ

け
寄

た

転

ア

ク

フ

ア

 
転

の
エ
リ
ア
へ
と
入
る
と
同
時
キ
リ
ト
は
文

を

に
し
⻘
い
光
に

ま
れ
て

を

消
し
た

れ
な
い
よ
う
に
ボ
ク
達
も
文

を

に
す
る

生
き
ろ
よ

 
転

す
る
直
前

心
の

か
ら
心
配
し
て
い
る
と
分
か
る
少
年
の
声
が

を
打
つ

 
そ
の
声
は

苦
悩
に

れ
る
も
の
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

海
入

グ
レ
ス
リ

フ
に
教
会
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
が
あ
る

と
い
う
の
は
実
は
原

ゲ

ム
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
に
も
存
在
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

で
す

 
た
だ

原

の
場
合

フ

リ
ア
は
本
作
ル
ク
ス
の
立
場
で
エ
ラ

オ
レ
ン
ジ
だ

た
の
で

解
消
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

で
も
本
作
の
キ
リ
ト
・
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
二
人
の
オ
レ
ン
ジ
カ
ラ

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
プ
レ
イ

同
士
の
間
で

き
た
正

の
も
の
な
の
で
こ
こ
で

解
消

 
だ
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ
と
帰
還

最
前
線
に
復
帰
し
ま
す

 
属
性
攻
撃
・

を

け
ば
む
し
ろ
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
方
が
ス

ク
は
上
だ

た
り
す
る

演

理
速

的
な
意
味
で

 
最

ど
ち
ら
が

本
物

な
の
や
ら

 
ち
な
み
に
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
は
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
と
し
て
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
が
本
物
と
い
う
風
に
書
い
て
お
り
ま
す

つ
ま
り

者
か
ら
す
れ
ば

手
は
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自
分
に
と

て

偽
物

と
い
う
ね

 
と
も
か
く
や

た
ね
ル
ク
ス

 
護
衛
が
強
く
な

た

空
気
は
死
ん
で
る

 
ち
な
み
に
こ
の
教
会
イ
ベ
ン
ト

原

ゲ

ム
や

て
る
人
は
絶
対
気
付
く
も
の
か
と

え

ば

実
は

外
そ
う
で
も
な
い

 
こ
の
イ
ベ
ン
ト

ｉ
ｔ
ａ

だ
と

イ
ベ
ン
ト
リ
ス
ト
に
載
ら
な
い

上
に

初
め
て

グ

レ
ス
リ

フ
に

し
て
海
の
水

を
下

る
前
に
森
の
中
を
歩
き
回

て
教
会
を
見
つ
け

ア
ル
ゴ
を

め
た
会
話
イ
ベ
ン
ト
を
イ
ベ
ン
ト
リ
ス
ト
無
し
で
こ
な
し

森
の
中
に

る
ト

レ
ン
ト
型
モ
ン
ス
タ

の
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
を
特
定
数
集
め
る
と
い
う
バ
グ
イ
ベ
ン
ト
仕
様

だ

た
り
す
る

グ
レ
ス
リ

フ

を
ク
リ
ア
し
た
後
だ
と

教
会
を
見
つ
け
た
時
の
イ
ベ
ン
ト
は

き
て
も

そ
の
後
は

も

こ
ら
な
い

だ
か
ら
時
期
限
定
特
に
要
ら
な
い
け
ど
限
定
ア
イ
テ
ム
が
手
に

入
る
イ
ベ
ン
ト

 
私
も
攻
略
本
を

ん
で
初
め
て
知

た

 
と
い
う
か
フ

リ
ア

の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
イ
ベ
ン
ト
は
あ
ん
ま
り
イ
ベ
ン
ト
リ

ス
ト
に
載
ら
な
か

た
り

む
し
ろ
教
会
イ
ベ
ン
ト
以
外
を
制
覇
し
て
た
自
分
に
ビ

ク
リ
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そ
ん
な
風
に

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
回
収
し
た
い
と
願
い
つ
つ
そ
れ
が
出

来
な
い
プ
ロ

ト
よ

不

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
三
章
 

絡
み
合
う
思
惑

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
リ

フ

キ
リ
ト

ス
ト
レ
ア

初

の

で

点
が
変
わ
り
ま
す

 
文

数
は
約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
人
の
記

を
持
ち

精
神
を
同
一
に
し
た
も
う
一
人
の
キ
リ
ト

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

 

然
な
が
ら
記

と
精
神
を

け
継
い
だ

の
キ
リ
ト
の
存
在
に

も
が

し
た

こ

の
世
界
を
創

た
人
物
で
あ
る

場

／
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
で
す
ら
絶

し
て
い
た

彼
の

話
に
よ
れ
ば

ナ

ヴ
ギ
ア

が

ら
高
性
能
だ
ろ
う
と
人
間
の
精
神
と
記

を
完

に

み
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取
り

コ
ピ

す
る
な
ど

不
可
能
ら
し
い

 

ネ

ク
な
の
は

と
付
く
と
こ
ろ

 
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
が
し
か
し
あ
り
得
な
い

で
も
な
い
ら
し
い
の
だ

絶
対
不
可
能
と

実
証
さ
れ
た

で
は
無
い
か
ら
こ
そ
の
そ
の
結
論
は

悪
魔
の
証
明

と

え
る

無
い
も
の

を
証
明
す
る
な
ど
出
来
な
い
よ
う
に
あ
り
得
な
い
と
証
明
す
る
事
も
ま
た
出
来
な
い

 
無
論
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も
そ
の
方
面
を
専

に
し
て
い
る

で
も
無
い
か
ら

に
な
る
部

分
も
あ
る
よ
う
で
確
実
に
そ
う
だ
と
は

え
な
い
ら
し
い

そ
の
手
の

に

い
て
い
る
者
で

あ
れ
ば
あ
る
い
は
と
も

え
ら
れ
た

 
現
実
と
し
て
キ
リ
ト
と
い
う
一
人
の
人
間
の
全
て
を
コ
ピ

し
た
存
在
が
ホ
ロ
ウ
と
し
て

存
在
す
る
の
だ
か
ら

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変
え
た
黒
幕
に
対
す
る
謎
が
ま
た
一

つ
増
え
た
事
に
な
る

 
し
か
し
そ
れ
が
今
問

に
な

て
い
る

で
も
無
い
し

い
方
は
悪
い
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

か

を

す

で
も
無
い

を

す

で
も
無
い
の
で
心
情
的
に
気
に
な
る
だ

け
で
取
り
立
て
て
問

す
る
事
も
無
か

た

論

個
人
的
に
は
ま
た
別
の
話
に
な
る
が
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そ
れ
よ
り
も
問

さ
れ
た
の
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

を
探
索
し
て
い
る
間
に
現
れ
た
と

い
う
攻
略
組
参
入
を
希
望
し
た
ギ
ル
ド
の
存
在

一

日
の

に
そ
の

験
を
行

た

と
こ
ろ
一
人
を

い
て
全

が
初
心
者
同
然
の
結
果
だ

た
と
い
う

ド
ス
キ
ル
の
フ

ン
ブ
ル
と
も
な
れ
ば
こ
の
世
界
に
来
た
ば
か
り
の

の
あ
た
し
や
シ
ノ
ン
さ
ん
レ
ベ
ル
だ

 
し
か
も

一
合
格
ラ
イ
ン
に
達
し
て
い
る
プ
レ
イ

は
目

を
バ
イ
ザ

で

い

て
な
ど
の
重

備
と
い
う
違
い
こ
そ
あ
れ

キ
リ
ト
と

二
つ

か
た
ち
や
声

ま
で

使

て
い
た
武
器
は

手
剣
だ

た
よ
う
だ
が

 
そ
れ
以
前
に
情
報

の
人
達
で
す
ら

い
た
事
は
お
ろ
か
見
た
事
も
無
い
人
達
と
い
う
時
点
で

し
さ

点
だ

た

テ

タ

ニ
ア

ね

一
応
話
に

い
て
は
い
た
が

け
ば

く

ど

し
い

中
だ

な 

し
振
り
に
ま
と
も
な

に
入
り
安
眠
を
得
た
キ
リ
ト
が
テ

ブ
ル

で
エ
ギ
ル
さ
ん

特
製
コ

ヒ

風
の

み
物
を

れ
た
カ

プ
を

け
つ
つ
一

の
話
を

い
た

の

感
を

に
す
る

 

夜
は

れ
て
い
る
だ
ろ
う
と

が
気
を

い
あ
ま
り
話
を
し
な
か

た
の
で

日
の
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に
話
を

く
事
に
な

て
い
た

 
ち
な
み
に
現
在
時

は

前

時

分

と
て
も

的
な

き
生
活
で
あ
る

お

義
姉
ち

ん
は

足
で
す

備
は
物

い
レ
ア

だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
ナ

多
分
だ
け
ど

ア
レ
レ
ベ
ル
の

備
は

キ

も
持

て
な
い
と
思
ウ

 
あ

論

程
の
ぶ

壊
れ
じ

な
い
け
ど
ネ
と
ア
ス
ナ
さ
ん
手
製
の
サ
ン
ド
イ

チ
を
手
に
取
り
な
が
ら

う
ア
ル
ゴ
さ
ん

は
む
と

み
付
き

す
る

は

に

り
と

ん
で
い
る

 
ア
ス
ナ
さ
ん
が
作

て
い
る
理
由
は
バ
グ
に
よ
り

し
た

理
ス
キ
ル
を
鍛
え
直
す

で
も
あ
る
の
だ
と
か

下
が

て
し
ま

た
の
が

シ

ク
だ

た
ら
し
い

あ
む
あ
む

は
ど

ち
か
と

う
と

備
の
性
能
じ

な
く
て

正
真
正
銘
使

い
手
に
よ

て
真
価
が

さ
れ
る
方
だ
シ

ま
そ
う
で
な
く
て
も
あ
の

中
に
キ

が
負

け
る

も
無
い

そ
う
と
も
限
ら
な
い
と
思
う
が

一
合
格
ラ
イ
ン
に
達
し
て
い
た
ス
レ
イ
ブ
は
強
い
ん
だ
ろ

う
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い
な
が
ら

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を
見
る
キ
リ
ト

は
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
戦

た
事
無
い
け
ど
そ
れ
で
も

手
剣
だ
け
で
神
聖
剣
の

を

い
て

し
勝
つ
の
は
至

の
業
だ

不
可
能

と
は

わ
な
い
の
だ
ね

は
神
聖
剣
の
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
を
知

て
る
か
ら
な

が
れ
る

前
盾
の
中

に

た
ら
な
い
よ
う
攻
撃
の

道
を
変
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
で

り
ダ
メ

ジ
を
入
れ
ら
れ
る

あ

と
は
自
然
回
復
で

殺
さ
れ
な
い
程

の
速

を
保
つ
よ
う
に

撃
を
入
れ
れ
ば

り
勝
て
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
確
か
に
強
い
け
ど
ス
キ
ル
や

備
シ
ス
テ
ム
に
頼

て
る
戦
い
方
だ
か
ら

リ

姉
や
ユ
ウ
キ
に

べ
て
ま
だ
攻
略
し
や
す
い
方
な
ん
だ
よ

 
そ
れ
で
も

力
が

違
い
に
高
く
て
苦
戦
は
す
る
け
ど

と
真
剣
な

で

う
キ
リ
ト

 
攻
略
し
や
す
い
と

わ
れ
た
男
性
は
や
や
不

そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
が
彼
が

に
し
た
戦
法
で
実

に
負
け
て
い
る
以
上
は

も

え
ず

し

た

と
こ
ろ
で

そ
の
ギ
ル
ド
は
今

を
し
て
る
ん
だ

 
こ
の

に
は

る
の
か

 
話
が

切
れ
た
た
め
か

話

を
変
え
る
よ
う
に
キ
リ
ト
が
話
を
振
る

 
そ
れ
に
応
じ
た
の
は
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
だ

た
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い
や
彼
ら
な
ら
七
十
七
層
の
主

ト
リ
ベ
リ
ア
に

ま

て
る
よ

こ

ち
に

て

来
た
と
い
う
話
は

か
な
い
か
ら
ま
ず
確
実
だ

圏
外
に
出
て
い
る
と
い
う
話
も

い
て
い
る

外
に
出
ら
れ
た
の
か

そ
う
か
合
格
ラ
イ
ン
に
達
す
る

に
も
戦
闘
は
し
な
い
と
い
け
な

い
か
ら
な

レ
ベ
ル
と

備
が
足
り
て
る
な
ら

問
も

過
出
来
る
し

お
か
し
く
は
な
い
か

 
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
の

え
に
や
や
間
を

い
て
か
ら
キ
リ
ト
は
理
解
を
示
す

 

問
と
は

こ
の

層
で
立
ち

生
す
る
未
来
を
予
期
し

無
暗
に
プ
レ
イ

が
外
に
出

て
死
者
が

出
し
な
い
よ
う
圏
内
と
圏
外
の
境
に
配

さ
れ
た
人

の
事
を
指
す

ス

テ

タ
ス
や

備
の
性
能
を
見
せ
る
必
要
は
な
く

問
に
立
つ
プ
レ
イ

達
に
は
外
に
出
て

も
良
い
ギ
ル
ド
や
プ
レ
イ

名
の
リ
ス
ト
と

合
し
リ
ス
ト
に
載

て
い
れ
ば

行
を
許
す

と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ

 
今
の
と
こ
ろ
ど
う
に
か

れ
は
無
く

必
然
的
に
死
者
の

出
も

て
い
る

 
攻
略
メ
ン
バ

に
も
二
パ

テ

前
後
で
の
集

行
動
が

本
と
な

て
か
ら
死
者
は
一
人

も
出
て
い
な
い

と
も
あ
れ
テ

タ

ニ
ア
の
事
に
つ
い
て
は
分
か

た

攻
略

層
に

る
以
上

合
わ

せ
は
す
る
だ
ろ
う
し

も

し
て
お
く

に
最
前
線
攻
略
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
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い
る

 
コ

ヒ

を

に

ん
だ
彼
は

に
恐
ら
く
あ
ら

る
意
味
で
最
も

心
が
あ
る
で
あ
ろ
う

事
に
つ
い
て
問
い
を
発
し
た

 
真

色
の

と
髪
を
持
つ
男
性
が
う
む
と
テ

ブ
ル
の
上
で
手
を
組
み
な
が
ら
一
つ

く

フ

ル
ド
の
一
部
だ
け
だ

明
日
か
ら
本
格
的
な
攻
略
と
な
る

日
ボ
ス
攻
略
だ

た
と
い
う
話
だ
し
そ
う
な
る
か

し
か
し
バ
グ
の
影

で
の
弱
体
化

や

乱
を

め
て

え
る
と
七
十
六
層
は
か
な
り
の
速

だ

た
な

し
か
も
死
者
無
し
だ
ろ

う

 
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
変
化
そ
の
他

が
あ
る
中
で
よ
く
進
め
た
な

我

と
て

時
ま
で
も
君
に
無
理
を
さ
せ
る
程
弱
く
は
無
い
つ
も
り
だ

独
の
戦
力
は
確
か

に

る
だ
ろ
う

し
か
し
ギ
ル
ド
と
し
て
集

を
組

立
て
て
い
る
以
上
数
の
力
で
は
勝
る
今

回
は
そ
れ
で
進
め
た
だ
け
だ
よ

 
そ
れ
も
全
力
の
君
の
前
に
は
形
無
し
か
も
し
れ
な
い
が
と
苦

を
滲
ま
せ
な
が
ら
ヒ

ス
ク

リ
フ
は

う

恐
ら
く

に
よ
る
登
録
武
器

攻
撃
の
事
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

ア
レ
は
数
を

え
れ
ば

え
る
程
に

大
と
な
る
攻
撃
だ

 
キ
リ
ト
が
一
対
一
一
対
多
の
ど
ち
ら
に
も
特
化
し
て
い
る
の
は
そ
の
特
性
に
よ
る
と
こ
ろ
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が
大
き
い

無
論

本
人
の
経
験
も
大
い
に

し
て
い
る

ア

そ

い
え
ば
キ

に

て
お
く
事
が
あ
る
ん
ダ

 
そ
う
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

て

キ
リ
ト
を
見
る

ボ
ス
の
情
報
集
め
な
ん
だ
け
ど
な
こ
れ
か
ら
キ

は
オ
レ

ち
の
手
伝
い
は
し
な
く
て
良

い 
サ
ラ
リ
と

ら
れ
る

に
今
後
の
予
定
を

え
て
い
た
で
あ
ろ
う
キ
リ
ト
が
ピ
シ
リ
と

ま

た

根
を
寄
せ
た
後

彼
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
を

め
る
よ
う
な
眼
で
見
る

 

と
な
く

ね
た
よ
う
な

に
見
え
て

の

が
ざ
わ
つ
い
た

 
思
え
ば
こ
の
中
で
最
も
付
き
合
い
が
⻑
い
の
は
あ
た
し
で
は
無
く
ベ

タ
テ
ス
ト
時
代
か

ら
の
付
き
合
い
で
あ
る
ア
ル
ゴ
さ
ん
な
の
だ

あ
る
意
味
で
あ
た
し
よ
り
も
親
し
い
の
で
キ
リ
ト

も

を
見
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
う
思
う
と
モ

モ

し
て
く
る

で

や
だ

て

労
に
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
情
報
収
集
よ
り
キ

と
他
の
面

の

強

化
を
し
た
方
が
生
存

は
確
実
だ
シ

他
の
情
報

の

中
と
協
力
体
制
取

て
る
か
ら
数
は
足

り
て
る
ん
ダ
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む
 
苦

を
浮
か
べ

し
か
し
真
剣
な
眼
を
し
な
が
ら
返
さ
れ
た

え
に

キ
リ
ト
は

る

そ
れ
に

く

い
た
け
ど

あ

ち
に

る
間
に
色

と
戦
い
方
が
増
え
た
ん
ダ
ロ

 
そ

れ
を

達
が
把
握
し
て

れ
る

に
も
や

一
緒
に
戦

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
ん
ダ

論
キ

も
今
の

が
ど
ん
な
戦
い
方
を
し
て
る
か
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ

ル

そ
れ
は

確
か
に

 
ボ
ス
戦
で
の
キ
リ
ト
の

は
遊
撃

本
的
に
は
ダ
メ

ジ
デ

ラ

と
し
て
動
く
が

他
の
人
達
の
リ
カ
バ
リ

に
入

た
り
ヘ
イ
ト
を
集
め
て
回
復
行
動
の

護
を
し
た
り
あ
る

い
は
神

か
り
な
パ
リ

技
術
を
以
て
疑
似
タ
ン
ク
を

た
り
な
ど

広
く
動
い
て
い
る
と

い
う

 
そ
れ
を
す
る
た
め
に
は

間
の

戦
力
ス
タ
イ
ル
立
ち
回
り
な
ど
あ
ら

る
方
面
を

理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
れ
を
前

に
し
て
い
る
キ
リ
ト
は

た

た

日
と

え
ど
最
前
線
を
離
れ
て
い
た
の
は

手
と

え
た

し
か
も
バ
グ
に
よ
る
弱
体
化
や

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
変
化
な
ど

境
の
変
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化
が

し
か

た
の
だ
今
ま
で
と
同
じ
と
思

て
い
る
と
危
険
な
状
況
に

る
の
は
確
実
と

え
た

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
の

い
分
は
正
論
な
の
だ

で
も
ボ
ス
の
情
報
を
手
に
入
れ
る
に
は
戦
力
が
必
要
な
事
が
多
い
戦
闘
特
化
と
は

え

な
い
情
報

の
面

だ
と
限
界
が
あ
る

だ

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
ま
だ

け
容
れ
て
い
な
か

た

戦
力
が
必
要
と
い
う
あ
た
り
が
引

掛

か

て
い
る
ら
し
い

 
確
か
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

値
極
振
り
の
せ
い
で
戦
闘
に
は
向
か
な
い
プ
レ
イ

だ
と

い

た

そ
れ
を

ま
え
る
と
確
か
に
最
前
線
で
戦
闘
が
必
要
な
場
面
に
遭
遇
す
る
可
能
性
を

え

れ
ば
不
安
は
大
き
い
だ
ろ
う

 
そ
の

念
に

ア
ル
ゴ
さ
ん
は

み
を
浮
か
べ
た

心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ナ

で
も
こ
れ
で
も

が
り
な
り
に
も

ロ
で
や

て
き
た

ん
だ

キ

無
し
で
も
そ
れ
な
り
に
や
れ
る
ん
だ

 
助
け
が
必
要
だ
と
思

た
ら

そ

の
時
は
声
を
掛
け
る

む

む
む

む

ま

そ
れ
な
ら
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み
と
共
に

わ
れ
キ
リ
ト
は
不
承
不
承
に
引
き
下
が

た

ね
た
よ
う
に

を

ら
せ

て
い
る

 
分
か

て
い
た
事
だ
が

あ
の
子
に
と

て

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
か
な
り
特
別
な
存
在
ら
し
い

事
情
を

い
た
か
ら
そ
の
気
持
ち
は
分
か
る
が
内
心
複

で
あ
る

姉
の
立
場
が

 

そ
れ
に
し
て
も

上
手
く

め

ん
だ
な

ア
ル
ゴ
さ
ん

 
下

し
か
け
の
気
分
を
切
り

え
る
べ
く

別
の
事
に
思

を
回
す

 
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

に
し
て
い
た
理
由
は
確
か
に
そ
の

り
だ
が
実
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
本

を

す
た
め
の

れ

で
も
あ

た

攻
略
に
出
る
の
は
確
定
し
て
い
る
キ
リ
ト
を
無
理
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
べ
く
ま
た
同
じ
様
に
手
が
離
せ
な
い
状
況
に
な

た
時
の
た
め
に
ア
ル
ゴ
さ

ん
は
情
報
面
の

を
強
化
す
る
つ
も
り
で
い
る
の
だ

 
以
前
か
ら
危
惧
し
て
い
た
が
キ
リ
ト
が

な
く
な

て
か
ら

し
た
攻
略
組
の
弱
点

そ
れ
を
補
う
べ
く

方
面
が

に
動
い
て
い
る

そ
の
一
つ
が
ボ
ス
の
攻
略
情
報
集
め
か
ら

キ
リ
ト
を
一
時
的
に
外
す
と
い
う
事
だ

た

 
彼
が

た
よ
う
に
戦
力
を
要
す
る
時
は
多
い
し
実

情
報

の
面

だ
け
で
は
限
界
が
あ

る

そ
う
い
う
時
に
は
攻
略
メ
ン
バ

に
助
力
を
要
請
す
る
事
に
な

て
い
る

彼
を

ま
せ
る
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つ
も
り
で
逆
に
手
間
取

て
は
本

転
倒
彼
を
本

の
意
味
で

ま
せ
る
な
ら

り
な
く
事
を

運
ぶ
必
要
が
あ
る

可
能
な
限
り
彼
の
力
は

り
な
い
方

だ
が
万
が
一
の
時
に
は

り
る
事

に
も
な

て
い
た

 
彼
が
こ
の
真
意
に
気
付
い
て
し
ま
え
ば
ゴ
ネ
た
か
も
し
れ
な
い
が
心
を
許
し
て
い
る
ア
ル
ゴ

さ
ん
に

さ
れ
た
事
が

い
た
よ
う
だ

 

い
や
ホ
ン
ト
に

ま
し
い
な

こ
の
人

 
思
わ
ず
ぐ
ぬ
ぬ

と

る

 
縁
の
下
の
力
持
ち
ポ
ジ
シ

ン
の
彼
女
は
そ
れ

応
の
苦
労
を
し
て
努
力
し
て
い
る
の
だ

ろ
う

そ
の

に
彼
女
は
キ
リ
ト
の
信
頼
と
信

を
勝
ち
取

た
の
だ

こ
そ
す
れ

む
な

ど

違
い

 
だ
が
や
は
り

ま
し
い
と
思

て
し
ま
う

 

ダ
メ
だ

思

が
ル

プ
し
た

情
報
収
集
に

し
て
は

了
解
し
た

 
一
人
思

の
渦
に

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

こ
え
た
義
弟
の

葉
に
意
識
を

け
る

思

は
一

切
り
上

た
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攻
略

ス
に

し
て
は
ど
う
す
る

 
情
報

が

を
取
る
な
ら

転

の
あ
る

が
少
な
く
な

た
事
も
あ
る
し
迷

の
マ

ピ
ン
グ
と
ボ
ス
の
情
報
収
集
は

行
出
来
る
事

に
な
る
け
ど

 
彼
が
疑
問
に

た
の
は

こ
れ
か
ら
の
攻
略

ス
に
つ
い
て

 
こ
れ
ま
で
の
攻
略
は
三
日
間
を
マ

ピ
ン
グ
に
二
日
間
を
ボ
ス
の
情
報
収
集
や
偵

戦
に

六
日
目
を
ボ
ス
攻
略
に
と
い
う
日
程
だ

た

七
日
目
は
一
日

み
が

本
だ

た
と
い
う

 
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
ボ
ス
の
情
報
収
集
に
動
く
の
は
実

四
日
目
と
五
日
目
だ

た

こ

れ
は
最
前
線
の
マ

ピ
ン
グ
情
報
を
キ
リ
ト
が
集
め
る

ら
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
コ
モ
ン
ク
エ
ス
ト

情
報
を
集
め
流

し
マ

ピ
ン
グ
が
終
わ

て
か
ら
ボ
ス
の
情
報
収
集
を
メ
イ
ン
に
し
て
い

た
か
ら
だ
と
い
う

 
そ
う
な

て
い
た
の
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
以
外
の
情
報

が

極
的
に
動
か
な
か

た
か
ら

つ

ま
る
と
こ
ろ
人
手
不
足
だ

た
か
ら
だ

 
し
か
し
今
は
最
前
線
に
来
た
情
報

達
が

ま

て
い
る

そ
こ
で
キ
リ
ト
に
頼
ら
な
い
で
情

報
を
集
め
る
た
め
に
ア
ル
ゴ
さ
ん
が

き
掛
け
情
報

同
士
の
コ
ネ
ク
シ

ン
と
い
う
も
の
が

出
来
て
い
る

こ
の
コ
ネ
ク
シ

ン
の
お
陰
で
テ

タ

ニ
ア
の
不
審
な
点
に
気
付
け
た
と
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か 
そ
の
お
陰
で
今
は
必
ず
し
も
キ
リ
ト
の
助
力
が
必
要
な

で
は
無
い

せ
人
海
戦
術
が
出
来

る
よ
う
に
な

た
の
だ
か
ら

 
複
数
の
事
を

行
し
て
行
え
る
事
に
な

た
の
で
あ
れ
ば
攻
略

ス
は
出
来
る
限
り

持

な
い
し

り
上

た
い

そ
う
キ
リ
ト
は

え
て
い
る
の
だ
と
思
う

 
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
も

て
い
た
が
約
一

間
に
一
層
の

ス
で
は
彼
ら
が
予
想
し
て

い
た
と
い
う
肉
体
の
限
界
ま
で
に
ク
リ
ア
出
来
な
い
か
ら

生
き
る
事
に
対
し
前
向
き
に
な

た

彼
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
絶
対

け
た
い
に
違
い
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
の
問
い
だ
ろ
う

と
あ
た
し
は
推

し
た

本
的
に
は
こ
れ
ま
で
の

ス
と
な
る

 
現
在
の

攻
略
組

を

し
て
い
る
男
性
は

ち

い
た
様
子
で

葉
を
発
し
て
い
く

だ
が
七
十
六
層
攻
略
の
話
を

い
て
分
か

て
も
ら
え
た
と
思
う
が
キ
リ
ト
君
を

き
に

し
て
も
攻
略
速

は
か
な
り
の
も
の
と
な

て
い
た

そ
こ
に
君
が
加
わ
れ
ば
恐
ら
く
マ

ピ

ン
グ
そ
の
も
の
は

け
れ
ば
二
日
で
終
わ
る

ボ
ス
の
情
報
集
め
を
他
の
面

で

行
し
て
す
る

と
な
れ
ば

五
日
に
一
層

れ
は
四
日
に
一
層
と

ス
は

く
な

て
い
く
だ
ろ
う
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故
な
ら

と
騎
士
は

け
た

こ
の
浮
遊
城
は

層

型
の
構

を
し
て
い
る

必
然
的
に
上
に
進
め
ば
進
む
程
一
フ
ロ

ア
は

く
な

て
い
く
の
だ

つ
ま
り
攻
略
す
べ
き

も

ま
る
と
い
う
事
に
な
る

動

離
も

く
な
る

進
め
ば
進
む

ど

一
層
の
攻
略
に
要
す
る
時
間
は

く
な

て
い
く
の
か

あ
く
ま
で
理
論
上
は
だ
が
ね

私
が
持
つ
知
識
や
情
報
が
ど
れ

ど

す
る
か
は
最

未
知

数
と

て
良
い

い
や

ま

さ
れ
た
と
こ
ろ
で

る
の
が
本

な
ん
だ
が

 

ど
ア
ル
ゴ
と
攻
略
情
報
を
集
め
て
た
か
ら

も
無
い
し
む
し
ろ

さ
れ
た
情
報
を

に

し
て
た
の
に
変
更
さ
れ
て
た
事
を

え
る
と
リ
ス
ク
が
高
い

と
キ
リ
ト

 

と
も

え
な
い

み
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
浮
か
べ
た

 

大
な

の
情
報
を
こ
の
世
界
を
知
る
男
性
が
根
回
し
し
て
広
め
る
よ
り
も
先
に
己
の

で

集
め
て
い
た
事
に
苦

を
禁
じ
得
な
い
の
か

あ
る
い
は
そ
の

念
に

と
共
に

れ
を

い
て
い
る
の
か

あ
た
し
と
し
て
は
そ
の
ど
ち
ら
も
な
気
が
し
た

ん

え

と
結

の
と
こ
ろ

の
攻
略

ス
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
と
い
う
感
じ
で
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良
い
の
か
な

そ
う
だ
ね

あ

迷

に

も

ち

ダ
メ
だ
か
ら
ね

わ
か

た

 
ア
ス
ナ
さ
ん
が
思
い
出
し
た
よ
う
に

を

す

 
キ
リ
ト
は

に

然
と
し
た

ど
う
や
ら

も
る
気

だ

た
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
こ
れ
に
加
え
て

ロ
攻
略
を
禁
止
さ
れ

備
の

で
パ

テ

を
組
ま
ず

と
も
複
数
人
と
一
緒
に
行
動
す
る
よ
う
に
と
も

わ
れ

の
事
キ
リ
ト
は

然
と
し
た
表
情
に

な

て
い
た

一
人
に
さ
せ
る
と
無

し
た
り

事
に

を
突

む
か
ら
監

も
目
的
と
し

て
い
る
事
に
は
気
付
い
た
ら
し
い

 
た
だ

間
と
一
緒
に
攻
略
す
れ
ば

め
る
時
に

め
る
し
負

も

す
る
か
ら
反
対

は
し
て
い
な
い

た
だ
監

さ
れ
る
事
に

然
と
し
た
よ
う
だ

た

 

さ
て

最
後
に
一
つ

私
か
ら
議

に

た
い
事
が
あ
る

 
キ
リ
ト
の
攻
略

ス
や
攻
略
組
の
方

に
つ
い
て
行

が
悪
い
な
が
ら
も

食
を
摂
り

つ
つ
予
め
伝
え
ら
れ
て
い
た
事
を
全
て
話
し
終
え
た
時
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が
そ
う

た
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ま
だ

か
あ
る
の
か

と

に

す
一
同
が

し
か
け
た

を
再

り

め
さ
せ

男
性
を
見
る

 
男
性
は

そ
の
真

色
の

を
一
人
の
プ
レ
イ

へ
と
向
け
て
い
た

に

す
る
事
で
ま
だ

か
あ
る
の
か

 

線
を
向
け
ら
れ
て
い
た
の
は

や
や

然
と
し
た
ま
ま
の
キ
リ
ト
だ

た

 
は
て

か
ま
だ
あ

た
だ
ろ
う
か
と
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
と
目
配
せ
を
し
合
う

し
か
し

も

が
疑
問
と

惑
を

わ
に
し
て
い
る
事
か
ら
ど
う
や
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は
ま
だ

に
も
話

し
て
い
な
い
議

ら
し
い

あ
る
い
は
そ
れ
だ
け
大
事
で
は
無
い
事
な
の
か

 

者
に
見

う
ロ

ブ

の
男
性
に

疑
問
の

線
を
ぶ
つ
け
る

あ
る
と

え
ば
あ
る

と

う
の
も

こ
の

に

い
て
い
る
メ
ン
バ

の

を

キ
リ
ト
君

君
に

せ
た
い
と

え
て
い
る

 

突
な
事
に

さ
し
も
の
キ
リ
ト
も

し

に
男
性
を
見
や
る

 
あ
た
し
達
も
そ
の
意

を

り
か
ね
て
同
じ
よ
う
な

線
を
向
け
た

一
部
は
や
や

心
に

近
い
感
情
も

ん
で
い
る
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ヒ

ス
ク
リ
フ
の

オ
レ

ち
は

成
し
か
ね
る
ナ

 
一
番
に
声
を
上

た
の
は

色
の
フ

デ

ド
ロ

ブ
に
身
を

ん
だ
情
報

の
ア
ル
ゴ
さ
ん

だ

た

彼
女
は
険
し
い
面
持
ち
で
男
性
を

ん
で
い
た

キ

は
確
か
に

明
ダ

七
十
六
層
に

い
て
直
後
の
指
示
今
後
を

え
て
の
判
断
は
的

確
だ

た
そ
れ
を

ま
え
れ
ば
確
か
に

だ
と
は
思
ウ

人
を

め
る
立
場
に
キ

は
立

て
る
能
力
が
あ
ル

 

い
な
が
ら
誇
ら
し

に
し
か
し
ど
こ
か
悔
し

／
哀
し

な

み
を
浮
か
べ
キ
リ
ト

を
彼
女
は
見
る

そ
の
表
情
一
つ

に

め
ら
れ
た
感
情
だ
け
で
も
複

な
想
い
が
渦

い
て

い
る
事
が
分
か

た

 
や
や
不
安

な
面
持
ち
の
少
年
と
見
合

て
い
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
で
も
と

い
な
が
ら

線
を
男
性
へ
向
け
た

そ
れ
を
認
め
て
い
る
の
は

に

る
面
子
だ
け
ダ

も
知
ら
な
い

中
か
ら
す
れ
ば

応

し
く
な
い
と
見
ら
れ
る

だ

て
分
か

て
る
ダ
ロ

オ
レ

ち
達
が
そ
れ
を
一
番

よ
く
分
か

て
る
ダ
ロ

一
番
間
近
で
見
て
来
た
ん
だ

そ
れ
を
分
か

た
上
で

て
る
の
カ
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静
か
に

い

て
い
た
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

に
感
情
を

発
さ
せ
怒

を
上

た

ズ

ダ
ン

と
木
製
の

に

を
振
り
下
ろ
し
て

 
立
ち
上
が
り

対
面
に

る
男
性
を

み

え
る
女
性
は

し
か
も
ダ

 
と
語

を
強
め

て

葉
を

け
る

そ
の

が
こ
れ
ま
で
以
上
の
重

を
背
負
わ
せ
る
事
に
な
る

て
分
か

て
る
の
カ

 

く

く
な
ん
だ

 

ビ

タ

と
い
う
し
が
ら
み
と
責
務
か
ら

黒
の
剣
士

と

い
う
期

か
ら
解
放
さ
れ
て

自
分
に

直
に
な

た
の
ハ

 

逆

り
さ
せ
る
つ
も
り
カ

 
再

に

を
打
ち
付
け
な
が
ら
怒
鳴
る
女
性

 
そ
の
怒

と

葉
に
は
一
人
の
少
年
を
想
う
愛
情
と
こ
れ
ま
で
止
め
ら
れ
な
か

た
事
に

対
す
る

愧
の
念
に

ち
て
い
た

今

こ
そ
は
重

を
背
負
わ
せ
て
た
ま
る
か
と
そ
の
確

た
る
決
意
を
感
じ
る

や
ろ
う
と
思
え
ば
不
可
能
じ

な
い
ん
だ

は

が
す
れ
ば
良
い

 
わ
ざ
わ
ざ
キ

に
さ
せ
る
必
要
は
無
い

 

と

わ
れ
よ
う
が
私
は
断

と
し
て
反
対
す
る

 
フ

フ

と

く
息
を

く
ア
ル
ゴ
さ
ん
は

い
た
い
事
は

い
終
え
た

か
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子
へ

り
直
し
た

そ
れ
で
も
険
し
い
表
情
は
変
わ
ら
な
い

 
あ
た
し
も
い
き
な
り
の
事
に

い
て
思

を
止
め
て
し
ま

た
が
ア
ル
ゴ
さ
ん
の

い
分

を

い
て
同
じ
結
論
に
至

た

多
分
だ
が
心
無
し
キ
ツ
イ
眼
差
し
に
な

て
い
る
だ
ろ
う

見

れ
ば
ユ
ウ
キ
さ
ん
や
サ
チ
さ
ん
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
も
険
し
い
面
持
ち
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を

見
て
い
る

ヒ

ス
ク
リ
フ

一
つ

い
て
い
い
か

 
部

に

ち
る

な

と

み
合
い
を
止
め
た
の
は

話
の
渦
中
に
な

て
い
る
キ
リ
ト

だ

た

ま
さ
か

と

な
予
想
が
浮
か
び

慌
て
て

線
を
向
け
る

体
的
に

ど
う

え
て
先
の
発

に
至

た
ん
だ

そ
れ
を
話
す
前
に

ま
ず

解
を
解
い
て
お
こ
う

解

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の

葉
に

ア
ル
ゴ
さ
ん
が
苛
立
ち
を

骨
に
し
な
が
ら
反
応
し
た

ま
ず
最
初
に

て
お
く
と
あ
く
ま
で
私
が

え
て
い
る

の

は
イ
コ

ル
攻

略
組

の
リ

ダ

に
な
る
と
い
う

で
は
無
い

あ
あ

な
る

ど

そ
う
い
う
事
か
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男
性
の

葉
に
ど
う
い
う
事
か
と

を

た
時
キ
リ
ト
が

得
の
声
を
上

た

こ
れ

だ
け
で
分
か

た
の
か
と

い
て
一
同
が
目
を
向
け
る

そ
の
中
に
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
も

ま
れ
て
い
た

キ
リ
ト
君

こ
れ
だ
け
で

を

い
た
い
か
分
か

た
の
か
ね

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
論
理
的
に
し
て
合
理
主
義
者
だ
か
ら
な
反
対
さ
れ
る
よ
う
な
意
見
を
わ
ざ

わ
ざ

に
し
な
い
だ
ろ
う

 
そ
う

え
れ
ば
自
ず
と

え
は

ら
れ
て
く
る

多
分
ヒ

ス

ク
リ
フ
が

い
た
か

た
の
は
表
向
き
の

は
現
状

持
だ
が
実

で
議
⻑
を
し
た

り

方
面
の
指
示
・
方

を
示
す

に

を

か
せ
て
は
ど
う
か

じ

な
い
か

 
少
年
の
推

に

男
性
は

目
と
共
に
絶

す
る

そ
の
反
応
か
ら
本

に

た
り
ら
し
い

そ
れ
く
ら
い
な
ら
別
に
構
わ
な
い
情
報
収
集
を
し
な
く
な
る
事
を

え
れ
ば
む
し
ろ
助
か
る

要
は
今
ま
で
と
同
じ
様
に
影
で

れ
ば
良
い

だ

が

は
良
い
と
し
て
も

な

 
苦

を
浮
か
べ
あ
た
し
達
に

線
を
巡
ら
せ
る
キ
リ
ト

ど
う
や
ら
反
対
意
見
を

え
る
あ

た
し
達
を
ど
う
に
か
し
な
い
と

と

外
に

て
い
る
ら
し
い

 
あ
た
し
達
は
再

線
を
交
わ
し
合
う

や
や
予
想
外
な
展
開
に

も
が

惑
の
表
情
だ
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今

は

惑
故
の

が
そ
の
場
を

た
す

こ
う
い
う
時
は
多
数
決
で
も
取

て
み
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

そ
の
方
が
結

論
を
出
す
に
は

い
だ
ろ
う

 

く
し
て

見
か
ね
た
よ
う
に
キ
リ
ト
が

た

ま
ず

成
の
人
は

手

 
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
が

た

直
後
に
手
が
上
が

た
の
は
キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

の
二
人

じ

あ
反
対
の
人
は

手

 
そ
の

葉
に
ズ
ザ

と
残
り
の
全

が

手
を
し
た

表
情
を
見
れ
ば
や
や
迷

て
い
る

風
で
は
あ
る

 
と
も
あ
れ

結
果
は
反
対
意
見
が
多
数

そ
う
い
う

だ

ヒ

ス
ク
リ
フ

め
ろ

そ
う
だ
な

 

苦

を
浮
か
べ

を

め
な
が
ら

う
キ
リ
ト
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
は

く
応
じ
た

残
念
そ
う
で
あ
る
と
同
時
に

ど
こ
か
予
期
し
て
い
た
と
で
も

わ
ん
ば
か
り
の
表
情
だ
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そ
れ
を
最
後
の
議

と
し
て

今
日
の

議
は
終
了
と
な

た

  

議
を
終
え
て
部

に

た

は

新
品
同
様
に

か

か
の
ベ

ド
に
身
を
投

出
し

た

使
い
魔
の
ナ
ン
は

の

に

り
立
ち

と
ぐ
ろ
を

い
て

む
体
勢
に
入

て
い
る

 

日
が
ボ
ス
攻
略
だ

た
か
ら

今
日
の
攻
略
は

み
と
な

て
い
る

 
今
ま
で
で
あ
れ
ば

が
そ
れ
に
合
わ
せ
る
事
は
無
か

た
が

ロ
攻
略
を
禁
止
さ
れ
複
数

パ

テ

で
動
く
事
が

本
方

と
さ
れ
た
今

そ
の
協

を
乱
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
た

め
自
分
も

む
事
に
し
た

そ
れ
に
ア

ク

フ

ア
や
七
十
七
層
主

ト
リ
ベ
リ

ア

を
見
て
回
る
に
も

良
い

 

ま

の
立
場
上
あ
ま
り
人
目
の
付
く
場

を
大
手
を
振

て
歩
く
事
は
出
来
な
い

の
だ
が

そ
れ
に

そ
ん
な
気
分
じ

な
い
し

 

裏
に
浮
か
ぶ
の
は
も
う
一
人
の
自
分
自
身

す
な
わ
ち
ホ
ロ
ウ
の

 
記

経
験
心
情
信
念
の
あ
り
と
あ
ら

る
部
分
が
全
く
同
一
の
外

部
か
ら

下
し

た
時
点
で
分
か
た
れ
た
も
う
一
人
の
自
分

こ
の
世
界
を
ク
リ
ア
し
た
時
に
は
消
滅
す
る
事
を
も
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け
容
れ

に
全
て
を

し
た
存
在

 
も
し
も
今
こ
う
し
て

ア

ク

フ

ア

に

る

が
ホ
ロ
ウ
だ

た
な
ら

 
ど
れ
だ
け

え
て
も
ど
れ
程
の
懊
悩
を

み

ん
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
殺

を

め
た
か
は
想

像
も
つ
か
な
い

だ
が
確
実
に
苦
悩
し
た
に
違
い
な
い

が
そ
の
立
場
で
あ
れ
ば
迷
う
し
苦
悩

も
す
る

 
そ
の
上
で

さ
れ
た
の
だ
か
ら

一
分
一

た
り
と
も
無

に
は
出
来
な
い

と

う
よ
り

は

し
た
く
な
い

そ
れ
が

の
本

で
も

だ
か
ら
と

て
勝
手
に
動
く
の
は
な

 
し
か
し
な
が
ら

そ
れ
は

の
独
り
善
が
り
に
過
ぎ
な
い

を

す
る
議
⻑
に
ど

う
か
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

て
き
た
時
の
ア
ル
ゴ
の
怒
り
様
と

の
反
応
を
見
れ
ば

の
事

を
と
て
も
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
分
か
る
と
い
う
も
の

 
そ
れ
を
無

し
て
勝
手
に
行
動
す
る
の
は

そ
れ
は
身
勝
手
だ
し

だ

 
出
来
る
限
り

に
心
配
掛
け
な
い
よ
う
に
し
て
同
時
に
ホ
ロ
ウ
の

の
意
思
に

て

の
求
め
る
未
来
に
繋
が
る
よ
う
に
動
か
な
け
れ
ば
万

と
は

え
な
い
だ
ろ
う

 
兎
に
も

に
も
今
の

が
す
る
べ
き
事
は
し

か
り
と

み
英
気
を

う
事

そ
れ
が
み
ん
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な
の
求
め
て
い
る
事
だ

い
て
は
明
日
の
攻
略
の

備
と

え
る

 
こ
れ
く
ら
い
は
ホ
ロ
ウ
の

も
許
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

許
し
て
く
れ
た
ら
良
い
な

そ

う
願
う

 

そ
れ
に
し
て
も

ヒ

ス
ク
リ
フ
も
人
が
悪
い

 
ホ
ロ
ウ
の

の
事
に
つ
い
て
一

思

を
終
え
た

は

に
先

ど
の
や
り
取
り
に

を
回

す 
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

に
し
た
最
後
の
議

を

で
の

者
に
す
る
と
い
う
話
は
実

の
と
こ
ろ
予
め
メ

セ

ジ
で
話
は
出
て
い
た

そ
し
て
反
対
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
も

 
む
し
ろ
あ
の
話
は
反
対
さ
れ
る
事
を
前

と
し
て
い
た
か
ら
こ
れ
で
良
か

た

 

と
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

あ
る
事
に
危
惧
を

い
て
い
た

 

ビ

タ

と
し
て

弾
き
者
に
さ
れ
て
い
た

は
し
か
し
情
報
の

者
で
あ
る

事
か
ら

ば
必
然
的
に
攻
略
組
の
手

を
握
る
よ
う
な
立
場
に
あ

た

ギ
ル
ド
の
特
色
が
あ

あ
な

た
の
は
偶
然
だ

だ
が
ボ
ス
戦
に

け
る
セ
オ
リ

や

分

の
数

に
は

の
判
断

が

じ

て
い
た
り
す
る

無
論
攻
略
会
議
で
の
情
報

や
作
戦
の
立

に

し
て
も

は
ち

く
ち

く
発

し
て
い
た
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ロ
で
あ
り
同
時
に
ビ

タ

故
に

身
は

い
が
そ
れ
で
も
一
人
で
戦
い
ボ
ス
の

情
報
を
集
め
て
来
た
実
績
が
あ

た
か
ら
発

権
は
そ
れ
な
り
に
あ

た

そ
の
影

力
は
中

の
も
の
と
自
負
し
て
い
る

 
そ
れ
に
加
え

は

ギ
ル
ド
の
ギ
ル
ド
リ

ダ

や
幹
部
達
と
裏
で
は
親
交
が
あ
る

は

正

平
な
判
断
を
下
せ
る
大
人
で
あ
る
が

他
の
人
達
か
ら
見
れ
ば

ビ

タ

に
甘
い

と
見
ら
れ
か
ね
な
い

動
も
無
く
は
無
い

 

は
人
か
ら

わ
れ
る
立
場
に
あ
る

あ
ま
り

出
し
し
過
ぎ
れ
ば
生
意
気
だ
と
報
復
を

け
る
事
だ

て
あ

た

そ
れ
と
同
じ
で

あ
ま
り

で
の
会
議
で

を
出
し
過
ぎ
れ
ば

攻
略
組

の
活
動
や
方

に

が
入
る
恐
れ
が
あ

た

 
あ
の
場
に
い
る
の
は

に

定
的
な
感
情
を
持
つ
者
ば
か
り
で
は
な
い

 
リ
ン
ド
の

は

化
し
た
が
し
か
し
リ
ン
ド
の

近
と
も

え
る
男
は
未
だ
に

心
を

向
け
て
来
て
い
る

そ
こ
か
ら
変
に
話
が
広
が
り
攻
略
に

や

り
を
来
す
事
は

に
と

て
も
不

だ

 
そ
れ
が
分
か
ら
な
い

が
無
い
の
だ
が
そ
れ
で
も
す
る
の
が
人
間
と
い
う
も
の

は
し

て

る
べ
き
で
あ
る
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要
す
る
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
あ
ん
な
事
を

い
出
し
た
の
は
ハ

キ
リ
と
議

⻑
は

ビ

タ

で
は
無
い

と
明

す
る

 
そ
れ
を
し
て
お
け
ば
あ
の

心
を
向
け
て
来
る
男
が
議
⻑
は
紅
の
騎
士
で
あ
る
と
勝

手
に
流
し
広
め
て
く
れ
る

そ
う
な
れ
ば

か
ら
少
し
は
目
が
離
れ

裏
で
の
や
り
取

り
を
気
取
ら
れ
る
可
能
性
は

く
な
る

 
ま

複
数
パ

テ

で
の
行
動
を
前

と
し
て
い
た
り
攻
略

の

小
化
を

え
れ

ば

と

が
持
つ
情
報

の
差
が
大
き
く
な
る
な
ん
て

こ
り
得
な
い
の
だ
が

 
こ
の
裏
の
意

を
ア
ル
ゴ
や
ア
ス
ナ
ユ
ウ
キ
リ

姉
達
に
す
ら
悟
ら
せ
な
か

た
ヒ

ス

ク
リ
フ
の

は
流

だ
と
思
う

 

か
ら
話
を
振
る
と
絶
対
バ
レ
る
か
ら
な

 
思
わ
ず
遠
い
眼
に
な
る

中
か
ら

が
主
導
に
な

て
た
し

と
す
る
と
バ
レ
て
る

か
も
し
れ
な
い

 
ま

や
る
事
そ
の
も
の
は
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

だ
し
リ

姉
達
な
ら
バ
レ
て
も
別
に

構
わ
な
い
の
だ
が

 
そ
う

え
て
い
る
と

コ
ン
コ
ン

と
ド
ア
が
ノ

ク
さ
れ
る
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お

い

キ
リ
ト

る

 

の
向
こ
う
か
ら

こ
え
て
来
た
声
は
ス
ト
レ
ア
の
も
の
だ

た

る
ぞ

入

て
良
い

良
い
ぞ

 
上
体
を

こ
し
つ
つ
間

び
し
た
返
事
を
返
す

お
じ

ま
し
ま

す
と

を
し
な
が
ら

を
開
け
て
ス
ト
レ
ア
が
部

に
入

て
来
た

か

事
で
も
あ
る
の
か

む

 
キ
リ
ト
と
会
い
に
来
る
時
は

事
が
な
い
と
い
け
な
い
の

や

別
に
そ
う
い
う

じ

な
い
が

 
二
十
二
層
で

有
し
て
い
た
ホ

ム
で

ら
し
て
い
た
間
ス
ト
レ
ア
が

の
部

を

ね
て

来
る
時
は
決
ま

て

か

事
が
あ
る
時
だ

た

と

て
も
回
数
と
し
て
は
片
手
で
足
り
る

程
で
し
か
無
く

こ
う
し
て
部

を

ね
て
来
る
の
は
か
な
り

し
い
部

に
入
る

 
ま

が
リ

姉
や
シ
ノ
ン
と
一
緒
に
リ
ビ
ン
グ
に

る
事
が
多
く
て
そ
こ
で

を
合
わ

せ
て
い
た
か
ら
必
然
的
に
部

を

ね
て
来
る
回
数
が
少
な
く
な

て
い
る
の
だ
が
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ね

キ
リ
ト

今

て

 
と
い
う
か

今
日

故
今
日
と

い
直
し
た
か
は

い
て
お
く

今
の
と
こ
ろ

か
に
呼
ば
れ
て
は
な

い
し

攻
略
に
行
く
の
は
禁
止
さ
れ
た
か
ら

だ
な

予
定
も
無
い
し

 
リ
ズ
と
シ
リ
カ
の
方
に
は
一
応

日
の
内
に

を
出
し
て
は
い
る
し
多
分

し
い
と
思
う
か

ら
今
日
は
行
か
な
い
つ
も
り
で
い
る

う

う

じ

あ
さ
ア
タ
シ
と
一
緒
に
回
ら
な
い

 
実
は
ア

ク

フ

ア
で

イ
イ
お

を
見
つ
け
ち

た
ん
だ
よ
ね

 

か
と
一
緒
に
行
き
た
く
て
さ

ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
達
で
も
良
い
ん
じ

な
い
か

 
今
日
は
攻
略
に
行

て
な
い

だ

し 
確
か
そ
の

と

議
が
終
わ

た
後
の

の
や
り
取
り
を
思
い
返
す

 
ク
ラ
イ
ン
達
は
ト
リ
ベ
リ
ア
の
観
光
に
向
か

た
し
ユ
ウ
キ
達
も
そ
れ
に
付
い
て
行

た

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
伝
達

の
仕
事
が
あ
る
か
ら
デ

ア
ベ
ル
リ
ン
ド
と

に
残

て
い

る
が

ア
ス
ナ
や
ラ
ン
達
は

し
な
が
ら

を
出
た
覚
え
が
あ
る

 
そ
こ
ま
で
思
い
出
し
あ
あ
誘
え
る
人
が

し
か

な
い
の
か
と

す
る

な
人
は

出
て
行

て
い
た
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し
か
誘
う
人
が

な
い

か

ピ
ン
ポ

ン

ん

 
あ
れ

 
そ
う
い
え
ば
リ

姉
と
シ
ノ
ン
は

 
確
か
あ
の
二
人
は
一

を
上
が

て
い

た

だ
が

あ

リ

フ

達
も
誘
お
う
と
し
た
ん
だ
け
ど
も
う
部

に

な
く
て
ね

多
分
も
う
出

て
る
ん
じ

な
い
か
な

ん

 
一

部

に

た
と
い
う
事
は

か

事
が
あ

た
の
だ
ろ
う
か

あ
ま
り
時
間
が
経

て
い
な
い
の
に

な
い
と
い
う
事
は
物
を
取
り
に

た
だ
け
で
ま
た
す
ぐ
に
出
た
の
か
も
し

れ
な
い

女
性
は
フ

シ

ン
に
気
を

う
と
い
う
し
こ
の
機
会
に

飾
品
の

い
出
し
に

で
も
行

て
い
る
の
だ
ろ
う

 

の
ど
こ
か
で
鍛
練
に

し
ん
で
い
る

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
け
ど

 
だ
と
し
た
ら

に
声
を
掛
け
な
い
と
い
う
の
は
ま
た

し
い
と
も
思
う

一
応

は
リ

姉
の

剣
の
弟
子
で
あ
る
と
同
時
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る
戦
闘
指

な
の
だ

シ
ノ
ン
を
鍛
え
る
の
で
あ

れ
ば

シ
ス
テ
ム
が

わ
る
以
上

に
も
声
を
掛
け
る

な
の
だ
が
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ま

に
声
を
掛
け
な
か

た
時
点
で

か

え
が
あ
る
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
に

に

い
物
を
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る

だ
と
す
れ
ば
と
て
も
平
和
的
で
良
い

だ
か
ん
だ
で
二
人
を
保
護
し
て
か
ら
今
ま
で
マ
ト
モ
に

で

し
ん
で
も
ら

て
い
な
い
か
ら

救
わ
れ
る
気
分
に
な
る

 
以
前
の
レ
ベ
ル
だ
と
強

さ
れ
な
い
か
心
配
に
な
る
が

今
は
二
人
共
ト

プ
ク
ラ
ス
の
ス

テ

タ
ス
だ
か
ら
心
配
こ
そ
す
れ
危
惧
は
無
い

二
人
の
実
力
な
ら
ま
ず
大

だ
ろ
う

ま

リ

姉
達
の
事
は
良
い
か

分
か

た
一
緒
に

を
回
ろ
う
か

あ
ま
り

し
く

な
い
か
ら
色

と
教
え
て
も
ら
え
る
か
な

お

せ
あ
れ

 
じ

あ

く
行
こ

 

り
と

わ
ん
ば
か
り
の

な
が
ら

の
な
い

み
で

う
ス
ト
レ
ア
は

の

手
を
む
ん
ず
と

み
取
る
や

や

い
の
勢
い
で

り
出
す

わ

わ
わ

る
な
ス
ト
レ
ア

 
せ
め
て
手
を
離
し
て

あ

は
は

 

ら

ら

く

 
身
⻑
差
が
あ
る
の
に
全
力
で

ら
れ
る
も
の
だ
か
ら

は
こ
け
な
い
よ
う
全
力
で
足
を
動
か

し

追
い

て
い

た
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キ
リ
ト
を

れ
回
す
こ
と
約
一
時
間

ア
タ
シ
達
は
現
在

ア

ク

フ

ア

の

を
練
り
歩
い
て
い
た

で
ね

こ
こ
の

の

ミ

ク
ス
サ
ン
ド
セ

ト

が

も
う
格
別
に

味
し

く
て
ね

 
今

こ
こ
に
食
べ
に
来
よ
う
よ

そ
れ

に
再
現
さ
せ
る
た
め
じ

な
い
よ
な

あ

バ
レ
た

ブ
ル

ブ
ル

ベ
リ

タ
ル
ト

の

が
あ

た
ん
だ
か
ら
分
か
ら
い
で
か

 
ア
タ
シ
が
引

て

を
出
て
人
目
に
付
い
た
事
も
あ

て
キ
リ
ト
は
メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン
と
い
う

を
変
え
る
ア
イ
テ
ム
を
使
う
事
無
く

の

の
ま
ま

を
歩
い
て
い
る

そ

の
せ
い
で
か

テ
ン
シ

ン
が

い
気
も
し
た

 
た
だ
ま

こ
れ
は
仕
方
な
い
事
な
ん
だ
よ
ね

と
ア
タ
シ
は
気
付
か
な
い
フ
リ
を
し
て
い

る 
キ
リ
ト
が
危
惧
し
て
い
る
事
も
分
か
ら
な
く
は
無
い
の
だ

だ

て

中
で
一
対
多
の
デ

エ
ル
を
殺

前

で
吹

掛
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
し
⻑
ら
く

殺
隊
に
命
を

わ
れ
て
い
た
身
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だ

し
な
い
方
が
む
し
ろ
お
か
し
い
と

え
る

 
で
も
キ
リ
ト
は
気
付
い
て
い
な
い

 
デ

エ
ル
を
吹

掛
け
ら
れ
て
い
た

は
ま
だ
キ
リ
ト
の
悪
名
は
浮
遊
城
全
体
に

い
て
い

た 
で
も
今
は
実
の
と
こ
ろ
そ
こ
ま
で
で
は
無
い

闘
技
場
で
の

闘
ぶ
り
か
ら
完
全
に
実
力
で

戦

て
い
る
事
は
多
く
の
人
の
共

見
解
に
な

て
い
る
だ

て
初
見
な
上
に
情
報
と
違
う
の

に
対
応
出
来
て
い
た
の
だ
か
ら

加
え
て
他
の
攻
略
メ
ン
バ

は

ど
戦
力
外
み
た
い
な
も
の

だ

た
し

 
そ
れ
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
サ
ブ
リ

ダ

シ
ン
カ

の
救
出

こ
れ
は
あ
ま

り
表
立

た
話
に
は
な

て
い
な
い
が

シ
ン
カ

の
事
を

じ
て
い
た
人
達
か
ら

に
広

ま

て
い
る
か
ら

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

に

属
し
て
い
る
メ
ン
バ

は
大

が
知

て
い
る
と

て
良
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
大

の
ギ
ル
ド
で
広
ま

て
い
る
と
い
う
事
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

プ
レ
イ

の

数
以
上
に
は
知
ら
れ
て
い
る
と

て
も
過

で
は
無
い

 

け
て
圏
内
事
件
の
解
決

オ
レ
ン
ジ
を

殺
し
に
し
た
事
は
流

に
広
ま

て
い
な
い

が

で
も
ア
ス
ナ
達
で
す
ら
見

し
て
い
た
ト
リ

ク
に
シ
ス
テ
ム
的
な
観
点
と
論
理
で
気
付
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き
解
決
に
動
い
て
い
た
の
は
事
実

そ
の
話
か
ら
キ
リ
ト
は

が
い
い
情
報
を
し

か
り
活

出
来
る
と
い
う
今
ま
で

だ

た

価
が
確
か
な
も
の
と
な

た

 
そ
れ
に
七
十
五
層
で
の
白
の
剣
士
ア
キ
ト
と
の
死
闘

第
二
レ
イ
ド
を
壊
滅
さ
せ
た
実
の

兄
と
対
峙
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

場

で
あ

て
も
黒
幕
で
は
無
い
論
を
声
高
に

対
者
を
全

退
け
た

 
そ
こ
か
ら
七
十
六
層
で
の
バ
グ
に
対
す
る

切
な
対
応

大
の
大
人
で
す
ら
判
断
を

ぐ
程
の

静
さ
と

明
ぶ
り
は
ア
タ
シ
達
の
記

に
強
く

き
付
い
て
い
る

 
こ
れ
ら
が

に
し
か
し
確
実
に
広
ま

た

最
初
は

信

疑
だ

た
が
で
も
語
り
部

は

攻
略
組

だ

信
じ
ら
れ
な
い
事
で
は
無
い

 
悪
感
情
は
消
え
て
い
な
い

き

と
完
全
に
消
え
る
日
は
無
い
だ
ろ
う
キ
リ
ト
自
身
が
そ
う

な
る
よ
う
仕
向
け
て
い
た
し

そ
う
な

て
も
仕
方
な
い
事
を
し
て
し
ま

て
い
る
か
ら

 
で
も
向
け
ら
れ
る
感
情
の
中
に
は
良
い
も
の
も

ざ

て
来
て
い
る

悪
感
情
は

れ
て
い

る 
そ
の
上
で
キ
リ
ト
と
い
う
人
間
の

を
人

に
見
せ
れ
ば
も
し
か
し
た
ら
理
解
者
が
生
ま
れ

る
か
も
し
れ
な
い

ビ

タ

と
し
て
悪
を
振
る
舞

て
い
な
い

黒
の
剣
士
と
し
て
善
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を
演
じ
て
い
な
い

の

を
見
れ
ば

え
が
変
わ
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
は

あ
の

の
場
に
い
る

ど
の
人
の

意

 
キ
リ
ト
が
ア
ル
ゴ
名
義
で
発

さ
せ
て
い
た
と
い
う
ビ

タ

を
悪
し
様
に

き
下
ろ
す

新

は
今
は
発

さ
れ
て
い
な
い

文
面
を
作
る
本
人
が

な
か

た
か
ら
と
い
う
理
由
に

か
こ
つ
け
て

 
そ
し
て
発

す
る
ま
で
も
な
く

人
伝
で
真
実
が
伝
わ

て
い
た
か
ら

 
人
を
悪
し
様
に

う

判
は

く
間
に
広
ま
る
が
今
回
は
白
の
剣
士
の
悪

が
広
ま

て
い
た

そ
れ
に

い

攻
略
組

を
護
る
形
と
な

た

黒
の
剣
士

は

価
さ
れ
る
よ

う
に
な
る

ギ
ル
ド
の
リ

ダ

や
情
報

鼠
の
ア
ル
ゴ
が
証

し
て
い
る
か
ら
内
容
は

確
か
と
認
め
ら
れ
て
い
る

 

そ
う

て
も

多
分
キ
リ
ト
は
信
じ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
ね

 
あ
ま
り
⻑
く

し
て
い
る

で
は
無
い
が
で
も

と
な
く
分
か
る

キ
リ
ト
は
と
て
も
人
を

怖
が

て
い
る
子

な
の
だ
と

 
シ
ノ
ン
は
記

喪
失
で

も

も
分
か
ら
な
い
状

だ

た
し
ユ
イ
や
リ

フ

も

外
に

し
い
が
ア
タ
シ
は
違
う

ア
タ
シ
は
一
人
の
人
間
と
し
て
個
を
確
立
し
て
い
る

個
を
確
立
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し
て
い
る
以
上
は
キ
リ
ト
の

に
も
な
り
得
る
存
在
と
認
め
ら
れ
る

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
は
ま
だ
ア
タ
シ
を
そ
こ
ま
で
信

し
て
い
な
い

戦
力
と
し
て
信
頼
は
さ
れ

て
い
る

で
も
人
間
性
の
方
で
は
信

さ
れ
て
い
な
い
の
だ

だ

て
ア
タ
シ
と
キ
リ
ト
の

点

は
あ
ま
り
無
く
て

し
か
け
で

候
し
て
い
た
だ
け

ア
タ
シ
の
事
を
全
然
教
え
て
い
な
い
か

ら
信
じ
て
も
ら
え
る

も
無
か

た

 
そ
う
い
う

だ
か
ら
キ
リ
ト
は

点
な
ん
て
ま
る
で

無
な
人
達
の
事
を
信
じ
な
い
し
期

も
掛
け
な
い

す
る
だ
け
無

と
思

て
い
る

 
そ
れ
は
実

正
し
い
だ
ろ
う

期

す
る
だ
け
損
な
場
合
だ

て
あ
る

キ
リ
ト
の
場
合

は
多
分
す
れ
ば
す
る
だ
け
損
を
す
る

意

せ
ず
し
て

こ
し
た
行
動
に
人
は

か
れ
る
の
だ

 

だ
か
ら
こ
そ

も

と

を
見
せ
る
よ
う
動
か
な
い
と
ね

 
ア
タ
シ
が
キ
リ
ト
を

れ
出
し
た
の
も
そ
れ
が
目
的

ア
タ
シ
に
振
り
回
さ
れ
る
形
で
見
せ
る

キ
リ
ト
の

を

の
人
間
に
見
せ
つ
け
る
の
だ

 

も
飾
ら
れ
て
い
な
い
子

ら
し
い
反
応
こ
そ
が
キ
リ
ト
の
真
実

キ
リ
ト
の
根

 
悪

な

ビ

タ

で
は
無
く

正
義
感

れ
る

黒
の
剣
士

で
も
無
い

た
だ

の

子

そ
れ
が
本

の

な
ん
だ
と

に

き
付
け
る
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そ
う
し
て
お
か
な
い
と
必
ず
キ
リ
ト
を
責
め
立
て
追
い

め
る
人
が
現
れ
る

良
心
の

責
も
感
じ
な
い
で
身
勝
手
に
戦
え

て

う
人
が

現
れ
る

そ
の
声
を
キ
リ
ト
は
絶

対
無

出
来
ず

剣
を
取
り

戦

て

追
い

め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
リ

フ

の

り
が
水

に
帰
す
結
果

そ
れ
は

も
望
ま
な
い

論
ア
タ
シ
も

望
ま
な
い

り

な
人
に
は

そ
れ

応
の
ご

が
必
要
だ

 
リ

フ

み
た
い
に

し
は
強
く
な
い
し
ユ
イ
み
た
い
に
シ
ス
テ
ム
面
か
ら
サ
ポ

ト

な
ん
て
出
来
な
い
か
ら

ア
タ
シ
が
出
来
る
事
な
ん
て
高
が
知
れ
て
い
る

 
で
も
出
来
る
事
は
あ
る

だ

そ
の
一
つ
が
コ
レ
な
の
だ

 
ア
タ
シ
は
こ
の

で
多
く
の
人
と

見
知
り
だ

色

と
騒
ぎ
が
あ

て

裁
に
入

た
時

を
境
に

見
知
り
に
な

て
愚

を

い
て
悩
み
を

い
て
彼
ら
の
ス
ト
レ
ス
を
発

し

て
き
た

 
そ
ん
な
ア
タ
シ
が

わ
れ
の
キ
リ
ト
と
一
緒
に
い
る

そ
れ
も
キ
リ
ト
の
付
き

い
と
い
う

形
で
は
無
く
彼
を
振
り
回
す
よ
う
に
し
て

こ
れ
で
は

も

わ
せ
て
い
る
な
ん
て

え

な
い
だ
ろ
う

だ

て
あ
た
し
が

に
行
く
と
こ
ろ
を
決
め
て

葉
を

み
か
け
て
い
る
ん
だ

か
ら
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こ
れ
は
ア
タ
シ
が
出
来
る
ア
タ
シ
な
り
の
キ
リ
ト
に

す
ご

ア
タ
シ
が
得
た
人

の

信

と
信
頼
を

し
て

キ
リ
ト
の
信

と
信
頼
を
得
よ
う
と
す
る
行

 
人

が
知
れ
ば

魔
女
と

る
だ
ろ
う

し
た
な
と
悪

を
投

て
来
る
だ
ろ
う

ス
ト
レ
ア

 
ど
う
か

し
た
か

 
キ

ト
ン
と

あ
ど
け
な
い

で
見
上

て
来
る
小
さ
な
子

ん

ん

で
も
な
い

さ

は
あ

ち
だ
よ

 
あ

ち
に
は
ね

 

を
浮
か
べ
て

を
振
り

少
年
の
手
を
引
い
て
歩
き
出
す

 

か
ら
不

な

線
を
向
け
ら
れ
る
が
全
て
無

見
た
け
れ
ば

き
な
だ
け
見
る
と
い

い

で
も
反
応
は
返
し
て
あ

な
い

今
は

り

さ
ん
の
ご

の
時
間
な
の
だ
見
知
ら

ぬ
人
に
か
か
ず
ら

て
い
る

な
ん
て
一

た
り
と
も
存
在
し
な
い

 
そ
れ
で
ア
タ
シ
が
悪
く
思
わ
れ
て
も
良
い

一
番

て
い
る
子
に
ご

を
あ

る

な

の
だ
か
ら

ア
タ
シ
が
悪
く
見
ら
れ
て
も
構
わ
な
い

  
ど

せ
こ
の
世
界
が
無
く
な

た
ら

共
消
え
る
運
命
な
ん
だ
か
ら
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

り
キ
リ
ト

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
そ
れ
以
外
の
面
子
更
に
ス
ト
レ

ア
の
思
惑
が
絡
み
合

た
お
話
で
し
た

 
こ
れ

キ
リ
ト
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら
帰

て
来
た

日
の
事
な
ん
だ

 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見

き
し
て
い
た

で
も
な
い
の
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
密

し
て
て
ア
ル
ゴ

達
を
掌
こ
ろ
こ
ろ
す
る
様
は
と
て
も
小
学

年
生
と
は
思
え
な
い
ね

白
目

 
た
だ
ち

と
解
説
く
さ
く
な

た
点
は
心
残
り

で
も
し
て
お
か
な
い
と

違
和
感
あ
る

し

う

む

し
い

 
ち
な
み
に
一

一
層
の
攻
略

ス
は
実
は
原
作
で
も
地
味
に
そ
れ

い

写
が
あ

た

り
す
る

そ
も
そ
も
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
の
第
二
層
攻
略
三
層
攻
略
も
一

間
以
内
で
す
し

だ

か
ら
実
は
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
と
い
う

で
も
な
か

た
り
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そ
し
て
ス
ト
レ
ア

点

 

ど

せ
こ
の
世
界
が
無
く
な

た
ら

共
消
え
る
運
命
な
ん
だ
か
ら

 
こ
こ
だ
け

き
取
る
と
ス
ト
レ
ア
が
黒
幕

に
も
見
え
て
し
ま
う

消
え
る

存
在
が
ス
ト

レ
ア
か
プ
レ
イ

か
で
意
味
が
ま
る

き
り
変
わ

て
き
ま
す
ね

悦

 
キ
リ
ト
の
近
く
に

故
か

け
て
ボ
ス
攻
略
戦
で

が

き
て

持
ち
で
あ
る
事

を
話
し
て
な
く
て
経
歴
不

目
的
不
明
な
状

を

持
し
て
い
る
ス
ト
レ
ア
が

の

に
攻

略
組

に
入

た
の
か

 
そ
も
そ
も
そ
ん
な
ス
ト
レ
ア
を

故
マ
イ
ホ

ム
に
キ
リ
ト
は

候
さ
せ
て
い
た
の
か

 

い
い
加

ハ

キ
リ
さ
せ
な
い
と
ね

白
目

 

別
に

出
番
が
少
な
い
キ

ラ
だ
か
ら
書
い
た

と
い
う

で
は

無
い
で
す

目

ら
し

 
ウ
ン

ホ
ン
ト

作
者
ウ

イ
テ
ナ
イ

 
実

は
違
和
感
な
く
話
を
進
め
ら
れ
る
だ
け
の
情
報
が

た
か
ら
書
き
ま
し
た

逆
に

う

と

こ
れ
ま
で
の
間
に
書
い
て
い
る
と

不
自
然
だ

た
か
ら
書
け
な
か

た

 
そ
ん
な

で

話
も
引
き

き
ス
ト
レ
ア
メ
イ
ン

 
ア
ス
ナ
・
リ

フ

・
シ
ノ
ン
・
リ
ズ
ベ

ト
・
シ
リ
カ
・
ア
ル
ゴ
・
サ
チ

ラ
ン

ヒ

ス
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ク
リ
フ
達
男
性

は

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｎ

に

く
合

で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
と
過
ご
し
た
時
間
は
リ

フ

／
直
葉
が
一
年
ア
ル
ゴ
が
ベ

タ
テ
ス
ト

め
て
二
年
近
く
な
の
で
ぶ

ち
ぎ
り
で
ア
ル
ゴ
が
一
番
⻑
か

た
り
す
る

姉
心
的
に
複

で
す
ね

嗤
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第
百
四
章
 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
前

キ
リ
ト

後

ス
ト
レ
ア

 
文

数
は
約
一
万
一
千

ち

と
少
な
め

前
話
で

め

ん
だ
反
動
だ
と
思

て
下
さ

い 
で
は
ど
う
ぞ

 

Ｎ
Ｐ
Ｃ

理

の

に

結
構
マ
ト
モ
だ
な

 
モ
グ
モ
グ
と
数
種

の

違
い
の
パ
ン
と
ク
リ

ム
シ
チ

付
け
合
わ
せ
の
サ
ラ
ダ

を
そ
れ
ぞ
れ
食
べ
て

に
し
た
感
想
に

ス
ト
レ
ア
は
に
ん
ま
り
と

う
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へ
へ

で
し

 
偶

見
つ
け
て
ね

お
気
に
入
り
な
ん
だ

 
ア

ク

フ

ア
に
限
ら
ず
主

で
は

本
的
な

が
立
ち

ぶ
場

に
必
ず
大

り

が

て
い
る
が
だ
か
ら
と

て
裏

り
に

が
全
く
無
い

で
は
無
い

む
し
ろ

れ
た

と
し
て

か
し
ら
の
メ
リ

ト
を

す
場
合
が
多
い

 
よ
く
あ
る
の
は

表

り
よ
り

か
に
性
能
が
良
い
と
か

値

が
安
い
と
か

 
今
回
は
出
さ
れ
る

理
の
味
の

が
と
て
も
良
い
と
い
う
パ
タ

ン
ら
し
か

た

し
か
し
よ
く
こ
の

期
間
で
見
つ
け
出
し
た
な

そ
れ
な
り
に

し
く
も
あ

た

な
の
に

ん

 
も
し
か
し
て
ア
タ
シ
の
生
活
に
つ
い
て
知
り
た
い
の

い
や

た
だ

に
疑
問
を
覚
え
た
だ
け
だ

興
味
は
な
い

あ
ら
ら

振
ら
れ
ち

た

 
残
念
と

を

め
る
ス
ト
レ
ア

葉
と
は
裏

に
お
ど
け
た
よ
う
な

み
を
浮
か
べ
て
い

る
様
子
か
ら

心
か
ら
そ
う
思

て
は
い
な
い
事
が
見
て
取
れ
る

 
そ
ん
な
女
性
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
見

れ
た
文

へ

線
を

す

 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ

ね

 
フ
レ
ン
ド
登
録
を
し
て
い
る
か
ら
見
え
る
そ
の
五
つ
の
ロ

マ

そ
れ
が

を
こ
の

へ
と
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内
し
た

本
人
の
名
前

 

ど
れ
だ
け
記

を

て
も
や

り
思
い

た
ら
な
い

 
こ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
広
大
だ
が
生
き
て
い
る
プ
レ
イ

人
数
は
一
万
人
に

た

な
い

そ
れ
ぞ
れ
が
不
信
感
を
潜
在
的
に

い
て
い
る
と
は

え

い
コ
ミ

ニ
テ

故
に

か
し
ら
の
面
で

れ
て
い
る
者
は
す
ぐ
有
名
に
な
る
性

が
あ
る

情
報

が
そ
れ
を
ゴ
シ

プ

と
し
て
取
り
上

る
な
ど

に

え
て
い
る
点
も

車
を
掛
け
て
い
る

 
そ
れ
が
女
性
と
も
な
れ
ば

の
事

容

と
ス
タ
イ
ル
は
列
記
さ
れ
て
い
て

然
だ
し
ギ
ル

ド
に

属
し
て
い
る
な
ら
ギ
ル
ド
マ

ク
と
そ
の
名
前
が
載
る
事
も
あ
る

事
実
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ

キ
達
は
そ
う
だ

た

 
無
論
ゴ
シ

プ
と
し
て

う
以
上
は

応
の
ネ

ム
バ
リ

と
い
う
も
の
が
必
要
だ

知
名

と
い
う
や
つ
で
あ
る

 
ア
ス
ナ
や
ユ
ウ
キ
達
は
目
立
つ
上
に
攻
略
組
と
し
て
戦
う
数
少
な
い
女
性
プ
レ
イ

だ

た

か
ら

目
を
集
め
た

 
仮
に
ク
ラ
イ
ン
や
エ
ギ
ル
の
よ
う
な
男
性
だ

た
と
す
れ
ば
多
少
は

に
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
そ
れ
で
も
限

が
あ
る

少
な
く
と
も
ユ
ウ
キ
達
の
よ
う
な
騒
ぎ
に
は
な
ら
な
い

事
実
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ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
に
人
気
が
出
た
時
と
は
雲
泥
の
差
で
あ
る

 
こ
れ
か
ら
分
か
る
よ
う
に

女
性
と
い
う
ス
テ

タ
ス
は
か
な
り
の

力
を
持

て
い
る

 
つ
ま
り
最
前
線
で
戦
え
る
力

を
持

て
い
る
と
な
れ
ば
必
然
的
に
前
線
近
く
の

層
で
有

名
に
な

て
い
る

な
の
だ

そ
う
で
な
け
れ
ば
お
か
し
い

ア
ル
ゴ
を
始
め
と
し
た
情
報

は

あ
ま
り
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
プ
レ
イ

す
ら
も
把
握
し
て
い
る
事
が
あ
る
程
な
の
だ

ス
ト
レ
ア

ど
の
人
物
を
知
ら
な
い

が
無
い

 
そ
れ
に

と

中
で

け
な
が
ら

線
を
ス
ト
レ
ア
の

に

る
さ
れ
た
剣
へ
と
向
け
る

 
ス
ト
レ
ア
の
使

武
器
は

手
剣

 
片
手
剣
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
る
間
に
発
現
す
る
事
が
あ
る
コ
モ
ン
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の

一
つ
を
要
す
る
武
器
だ
が

手
剣

ス
キ
ル
を
新

取
得
す
る
よ
り
は

片
手
剣

を
使
い

け
た
方
が
戦
力
と
し
て
は
安
定
す
る
の
で
取
ら
な
い
人
も
少
な
く
な
い

現
に
ユ
ウ
キ
や
サ

チ
は
そ
う
し
て
い
る

だ
か
ら
ス
ト
レ
ア
は
数
少
な
い
パ
ワ

ア
タ

カ

に
な
り
得
る
存
在
と

な
る

 
そ
ん
な
武
器
を

う
者
が

に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
お
か
し
い
話
な
の
だ

 

ア
ル
ゴ
や
シ
ン
カ

と

に
や
り
取
り
を
し
て
い
る

に
覚
え
が
な
い
と
い
う
の
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も 

に
覚
え
が
な
い
と
い
う
事
は
ス
ト
レ
ア
は
リ

姉
や
シ
ノ
ン
の
よ
う
に
最
初
期
ロ
グ
イ
ン

組
で
は
無
い
と
い
う
事
を
意
味
す
る

 
数
が
限
ら
れ
て
い
る
と
は

え
一
万
人
も
の
プ
レ
イ

名
全
て
を

ん
じ
ら
れ
る

で
は

流

に
無
い

 
し
か
し
プ
レ
イ

名
を
見
て

生
命
の

に
あ

た
か
ど
う
か
く
ら
い
は
分
か
る

以

前
裏
で
横
行
し
た

リ

を
危
惧
し
て
サ
チ
や
知
り
合
い
の
女
性
プ
レ
イ

を

ぎ
回
り
ア
ル
ゴ
や
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
か
ら
情
報
を
回
し
て
も
ら

て
オ
レ
ン
ジ

り
を
し
て
い
た
時
期
に

方
プ
レ
イ

ネ

ム
を
把
握
し
て
い
る

 
だ
か
ら
こ
そ
解
せ
な
い

 
ス
ト
レ
ア
は
リ

姉
の
よ
う
な
妖
精
ア
バ
タ

で
は
無
い

 
で
は
シ
ノ
ン
と
同
じ
境
遇
な
の
か
と
も

え
た
が
ユ
ウ
キ
ラ
ン
シ
ノ
ン
の
三
人
に
共

し
て
い
る
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
い
う
ハ

ド
は
シ
ノ
ン
の
話
に
よ
れ
ば
現
状
世
界
に
三

し
か
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
か
ら

そ
れ
も
無
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
以
外
の
ゲ

ム
か
ら
来
た
と
い
う
線
も
無
く
は
無
い
が
限
り
な
く
可
能
性
と
し
て
は
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い
方
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
バ
タ

や
ア
イ
テ
ム
デ

タ
に

換
性
が
あ
る
の
は
Ｓ

Ａ
Ｏ
の
デ

タ

を
コ
ピ

し
た
も
の
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
使

て
い
る
か
ら
と

え
ら
れ
て
い
る

逆
説
的
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
以
外
の
デ

タ
は
使
え
な
い
事
に
な
る

だ

の

と
新

に
見
ら

れ
る
よ
う
な

換
性
が
あ
る
な
ら
話
は
別
だ
が
完
全
に
デ

タ
の
フ

マ

ト
か
ら
違
う
の

だ
か
ら
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う

 
ス
ト
レ
ア
の

性
は
本

に
謎
に

ま
れ
て
い
る

 

ま
さ
か

な

 
最
初
出
会

て
名
前
を

い
た
時
か
ら

し
ん
で
は
い
た

覚
え
の
な
い
名
前
に
情
報

も
存
在
を
知
ら
な
い
謎
の
女
性
プ
レ
イ

し
さ

点
だ

 
同
時
に

同
じ
共

点
を
持
つ
存
在
を

は
知

て
い
る

 
ユ
イ
姉
だ

 
ユ
イ
姉
の
名
前

Ｙ
ｕ
ｉ

は

生
命
の

に

ま
れ
て
い
な
い
名
の
一
つ

 
つ
ま
り
ス
ト
レ
ア
は
人
間
で
は
無
く
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
一
人
な
の
で
は
な
い
か
と

は
推

し
て

い
る

だ

ユ
イ
姉
と

同
じ
情
報

し
か
存
在
せ
ず

ま
た

を
現
し
た
時
期
が
同
一
で

あ

た
事
を

み
れ
ば

あ
な
が
ち

な
話
と

い

ば
せ
な
い

え
な
い
か
ら

る
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気
に
な
る
の
は
矛
盾
を
許
さ
な
い

の
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が

故
ス
ト
レ
ア

の
存
在
を
見

し
て
い
る
の
か

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
一
人
で
あ
る
ユ
イ
姉
の
存
在
が

見
し
た
以
上

づ
る
式
に
ロ
グ
で

れ
る
ス
ト
レ
ア
も
発
見
さ
れ

消
去
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

 

ア
バ
タ

デ

タ
が
プ
レ
イ

の
も
の
だ
か
ら
か

 
ス
ト
レ
ア
が
仮
に
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ

た
場
合
ユ
イ
姉
と
の

違
点
は
ア
バ
タ

デ

タ
が

ら
れ
る

ユ
イ
姉
は

時
未
実

デ

タ
だ

た
か
ら
カ

ル
が
存
在
し
な
か

た
の
に
対

し
ス
ト
レ
ア
は
プ
レ
イ

と
し
て
の
判
定
を

け
て
グ
リ

ン
カ

ル
が
あ
て
が
わ
れ
て

い
る
の
だ

 

が
自
分
の
推

に
自
信
を
持
ち
断
定
す
る
事
が
出
来
な
い
で
い
る
の
も
事
実
を
知

て

い
る

で
は
無
い
事
以
上
に
そ
の
点
が
引

掛
か

て
い
る
か
ら

 
一
体

が
あ

て
ス
ト
レ
ア
は
プ
レ
イ

判
定
を

け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

ま

そ
も
そ
も
こ
の
思

は

ス
ト
レ
ア
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

と
い
う
事
を
前

に
し
て

い
る
か
ら
そ
こ
が
違
う
と
全
て
違
う
話
に
な
る

だ
が

そ
う
な
る
と
別
ゲ

ム
か
ら
乱
入
し

て
来
た
事
に
な
る
か
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
面
倒
な
話
で
あ
る

 
で
も
別
ゲ

ム
か
ら
の
乱
入
は
無
い
と
思
う

が
黒
の
剣
士
と
い
う
二
つ
名
を
付
け
ら
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れ
る
契
機
と
な

た
第
二
十
五
層
で
の

戦
そ
れ
に
つ
い
て

し
た
レ
イ
ン
に
対
し
ス
ト

レ
ア
は
ダ
ン
ジ

ン
に

も

て
い
た
と

え
た
か
ら
だ

前

と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
最
初
か

ら

た
と

て
い
る
も
同
然
な
の
で
あ
る

 
無
論

を

い
て
い
る
可
能
性
は

め
な
い

だ
か
ら
全
面
的
に
そ
の
発

を
信

す
る

に
も
い
か
な
い

 

自
分
の

性
を
明
か
さ
ず
危
険
な
最
前
線
に
ま
で
つ
い
て
来
て
一
体

が
目
的

だ 
以
前
か
ら
そ
こ
が
気
に
な

て
い
た

 
最
初
は
す
わ

殺
隊
の

者
か
と

し
た
が

に

す
る

を

み
る
と
そ
う
で
は

無
い
よ
う
だ
し

か
と

て
本

に
偶
然
出
会

た
と

う
に
は
地
下
迷

や
最
前
線
に
ま

で
来
て
力
を

し
た
事
実
が
違
和
感
を
覚
え
さ
せ
る

 

か
目
的
が
あ
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
は
間
違
い
な
い

 
問

は

を
目
的
と
し
て
い
る
の
か

 

の
ホ

ム
に

候
す
る
事
に
な

た
の
も
リ

姉
シ
ノ
ン
と
違
い
ス
ト
レ
ア
に

し

て
は
親
し
く
な
い

だ
か
ら

い
触
ら
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と

て
監

の
意
味
も

め
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て
近
く
に

い
た

そ
の
過
程
で

に

て
は
マ
ズ
い
情
報
も

ら
か
知
ら
れ
て
い
る

 
そ
れ
で
も
ス
ト
レ
ア
の
行
動
は
変
わ
ら
な
い

 
ハ

キ
リ

て
不
気
味
だ

を

え
て
い
る
か

を
目
的
に
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
存
在
が

自
分
の

に

時
の
間
に
か

け

ん
で
い
る
事
が

と
こ
ろ
で

ス
ト
レ
ア
は
以
前

を
し
て
い
た
ん
だ

 
だ
か
ら
い
い
加

こ
の
疑
問
を
晴
ら
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う

 
様
子
見
の
期
間
は
終
わ

た

の
眼
で
見
て

ス
ト
レ
ア
と

し
て
感
じ
た

感

理
由
が

た
の
だ

そ
の
上
で

問
を
し
て

え
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ボ
ス
戦
を
二

も
経
て
い
る
時
点
で
む
し
ろ

す
ぎ
た
く
ら
い
で
あ
る

 

の

え
過
ぎ
な
ら
そ
れ
で
良
い

 
仮
に
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
だ

た
と
し
て
も

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
構
わ
な
い

 
ス
ト
レ
ア
が

で
は
無
い
事
は
自
分
が
よ
く
知

て
い
る

今
更
ス
ト
レ
ア
が
人
間
で
無
か

た
と
し
て
も
気
に
し
な
い

 
仮
に

だ

た
な
ら

の
目
が
節
穴
だ

た
と
い
う
だ
け
の
話

直
に
そ
の
演
技
力
を

し

そ
し
て
容
赦
な
く
片
を
付
け
よ
う
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こ
ち
ら
の

の

絡
の
な
い

問
に
ス
ト
レ
ア
は
虚
を
突
か
れ
た
よ
う
に
気
の

け
た
声
を

上

を
向
け
て
来
る

そ
の
表
情
は
ど
こ
に
も
演
技
の
影
が
見
え
な
い
も
の

い
き
な
り
だ
ね

ど
し
た
の

い
や

前

か
ら
気
に
な

て
は
い
た
ん
だ

ス
ト
レ
ア
と
い
う

手
剣
使
い
の
女
性
プ
レ

イ

の
話
は

い
た
事
無
か

た
か
ら

参
戦
す
る
に
し
て
も
そ
う
い
う
プ
レ
イ

が

る
と
い
う

く
ら
い
は

か
ら
教
え
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
し

あ

キ
リ
ト

て

攻
略
組

の

だ
も
ん
ね

 
参
戦
す
る
可
能
性
が
あ
る
者
が

れ
ば
そ
の
話
は
情
報

の
ア
ル
ゴ
や

ギ
ル
ド
の
幹
部
組

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
か
ら

が
知
ら
な
い
な
ん
て
事

は
ま
ず
な
い
と

て
も
良
い

と
い

う
か
最
前
線
攻
略
を
し
て
い
る
メ
ン
バ

全

が
そ
う

え
る

 
そ
の
流
れ
が
出
来
て
い
た
に
も

わ
ら
ず

そ
れ
を
破

て
ス
ト
レ
ア
は

独
で

し
た

 
こ
れ
が
ど
れ
だ
け
異

な
事
か
は
ず

と
攻
略
組
に
身
を

い
て
い
た
身
か
ら
す
れ
ば
よ
く

分
か
る

実

そ
れ
で

テ

タ

ニ
ア

と
い
う
ギ
ル
ド
は

し
ま
れ
て
い
る
の
だ

 

子
身
中
の

な
の
か
ど
う
か

流

に
も
う
ハ

キ
リ
さ
せ
て
お
き
た
か

た
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そ
れ
は
自
分
の
身
を
守
る
た
め

間
の
事
を
想

て
の
行
動
で
も
あ
る
し
ス
ト
レ
ア
に
あ

ら
ぬ

疑
を
掛
け
た
く
な
い
と
い
う
心
情
か
ら
で
も
あ
る

だ
か
ん
だ

て
自
分
も
心
を
許

し
て
い
る
の
だ

そ
う
で
な
け
れ
ば
地
下
迷

へ
の
同

は

論

候
す
ら
さ
せ
て
い
な
い

であ

う

ん

ま

時
か
は

か
れ
る
と
覚
悟
し
て
た
よ

思

た
よ
り

か

た
け
ど

 

し
く
⻭
切
れ
の
悪
い
様
子
で

た
ス
ト
レ
ア
は
一

息
を
突
い
た
後
意
を
決
し
た

に
表
情
を

め
た

分
か
ん
な
い

は
い

だ
か
ら

分
か
ん
な
い
の

キ
リ
ト
達
と
会
う
前
に

で

を
し
て
た
か

 
マ
ジ
か
と
思
わ
ず

を

め
る

状

と
し
て
は
ど
う
や
ら
以
前
の
シ
ノ
ン
に
近
い
よ
う
だ

 
だ
が

違
和
感
が
あ
る

そ
の

に
は
以
前
の
シ
ノ
ン
に

べ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
に

応
し
て
い
た
よ
う
だ
が

そ
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れ

で

惑
し
て
い
る
場
面
は
お
ろ
か

か
に

い
て
い
る

も

は
見
た
覚
え
も

い
た
覚

え
も
無
い
ぞ

 
シ
ノ
ン
の
場
合
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
自
体
が
初
め
て
だ

た
か
ら
こ
そ
の

惑
だ

た

記

喪
失
に
な

れ
ば
仮
に
最
初
期
か
ら

た
と
し
て
も
ス
ト
レ
ア
も
同
じ
よ
う
に
な

て
い
て
も
お
か
し
く
な

い
あ

え

と

そ
の

 

の
指

に
タ
ジ
タ
ジ
と
な
る
ス
ト
レ
ア

明
ら
か
に

か
を

そ
う
と
し
て
い
る

 
こ
れ
ま
で
な
ら

か
話
せ
な
い
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
身
を
引
い
て
い
た

に
も
そ
れ
は

あ
る

人
に
は
一
つ
や
二
つ
く
ら
い

人
に
話
せ
な
い
事
が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い

 
だ
が
今
回
は
そ
う
も
い
か
な
い

 
突
い
て
欲
し
く
な
い
部
分
だ
か
ら

魔
化
す
な
ら
ま
だ
分
か
る

あ
か
ら
さ
ま
で
も
話

を

変
え
よ
う
と
し
た
な
ら

も
引
き
下
が
り
は
し
た

 
し
か
し
自
分
の
過
去
に
つ
い
て

を

い
て
ま
で

そ
う
と
す
る
の
は
い
た
だ
け
な
い

そ
れ

で
は

か
後
ろ
暗
い
事
を

し
て
い
る
と

て
い
る
も
同
然
で
こ
ち
ら
と
し
て
は
不
信
感
を

か
ざ
る
を
得
な
い
の
だ



 第百四章 〜《Ｓｔｒｅａ》〜

 

と

て
よ
く
信
頼
と
信

を

え
て
る
な
と
遠
い
眼
に
な

た
の
は
内
緒

だ 
そ
ん
な
自
分
自
身
に
も

さ
れ
る
事
に
気
付
い
た
心
境
を

し
殺
し
ス
ト
レ
ア
へ
と
意
識

を

す

ど
こ
か
浮
世
離
れ
し
た
感
の
あ
る

の
髪
を
持
つ
女
性
は
表
情
を
引
き

ら
せ
焦

り
を
見
せ
て
い
た

 
あ
と
一

し
が

た

て
い
れ
ば

も
か
も
自
白
し
て
く
れ
そ
う
な
慌
て
よ
う
だ

 

む

と

思
を

む

 

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

  
ボ

と

に
し
た

語
に

し
か
し
ス
ト
レ
ア
は
目
を

く
程
の

を
見
せ
た

 

も

無
け
れ
ば

し
む
だ
け
で
終
わ
る
だ
ろ
う
に
こ
の
反
応

そ
の
反
応
を
見
る
に

ど
う
や
ら

た

て
い
る
よ
う
だ
な
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し
た
と

わ
ん
ば
か
り
の

の

葉
に
ス
ト
レ
ア
は

定
も

定
も

に
し
な
い

た

だ

き
の
ま
ま

ま
り

け
て
い
る

 
そ
の

こ
そ
が

え
な
の
で

別
に
構
わ
な
い

時
か
ら

気
付
い
て

確
信
し
て
い
た

じ

な
い
が
可
能
性
と
し
て
浮
か
ん
だ
の
は
ユ
イ
姉
が
消
滅
し
た
日
の
夜

だ 
消
滅
す
る
間

ユ
イ
姉
は
己
の
出
自
正
体
色

あ

た
疑
問
点
に
つ
い
て
語

て
く
れ

た

そ
れ
で

わ
と
な

た
ユ
イ
姉
の
情
報
が
ス
ト
レ
ア
の
謎
に

ま
れ
た
情
報

と
合

し

て
い
た

 
可
能
性
と
し
て

え
る
よ
う
に
な

た
き

か
け
は
そ
れ
だ

そ
れ
に

後
で

に
事
情
を
話
し
た
時

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ス
ト
レ
ア
の
表
情
だ
け

色
が

違

て
い
た
事
が
気
に
な

て
た
ん
だ

 
ユ
イ
姉
が
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う

で
あ

た
事
を
知

た
時

予
め
話
し
て
い
た
リ

姉
は
と

も
か
く
ユ
ウ
キ
達
は

を

わ
に
し
て
い
た

の
目
の
前
で
自

し
た
と
思

て
い
た
か

ら
だ

そ
う
い
う
意
味
で
は
ユ
イ
姉
を
人
間
と
思

て
い
た
か
ら
こ
そ
の

だ
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し
か
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ス
ト
レ
ア
は
違

た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

に
は
理
解
と
疑
念
が
浮
か
ん
で
い
た

後
に
リ
ア
ル
が

場

で
あ
る

と
知

て
か
ら
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
存
在
に
つ
い
て
知

て
い
て
そ
れ
が

故
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
現
れ
た
か
に
つ
い
て
疑
問
を
覚
え
て
い
た
か
ら
な
の
だ
と

し
た

ち
な
み
に
こ
の
表
情

も
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
リ
ア
ル
が

場

な
の
で
は
と
推

す
る
要

の
一
つ
と
な

て
い
た

 
ス
ト
レ
ア
の
場
合

の
色
は
な
く
同
様
に
理
解
の
色
が
見
て
取
れ
た

そ
の

に
つ

い
て
は
全
く
分
か
ら
な
か

た
が

初
対
面
が
ユ
イ
姉
と
背
負

て
い
た
状

で
あ
る
事
か
ら

あ
る
い
は
と
も
予
想
し
て
い
た

無
い
と

定
し
た
か

た
が
身
の
上
に
つ
い
て
全
く
情
報
が

無
い
点
が

定
さ
せ
て
く
れ
な
か

た

あ
の
時
点
で
ユ
イ
姉
の
事
を
知

て
い
た
と
す
れ
ば
つ
ま
り
ス
ト
レ
ア
は

と
会

た
時
か

ら
自
分
の
事
を
把
握
し
て
い
た
事
に
な
る

そ
う

え
れ
ば
過
去
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

た
形

が
無
い
の
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
を

知
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
一
応
の
説
明
は
つ

く 
あ
く
ま
で
全
て
仮
定
の
話

ス
ト
レ
ア
が
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で

つ
ユ
イ
姉
と
違

て
デ

タ
破
損

に
至

て
お
ら
ず

自
己
を
確
立
し
て
い
た
場
合
の
話
だ
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自
分
自
身
い
や
ま
さ
か
と
思

て
い
た
の
だ
が
結
果
的
に
こ
の
違
和
感
が

た

て
い

た

で
あ
る

う

わ

 
ス
ト
レ
ア
の
反
応
を
見
る
限
り

ど
う
や
ら

の
推

は
全
て

た

て
い
た
よ
う
だ

 
し
か
し

故
表
情
を
さ

き
よ
り
も
引
き

ら
せ
て
い
る
の
か

お
い

か

い
た
い
事
が
あ
る
な
ら

こ
う
じ

な
い
か

キ
リ
ト

て
ホ
ン
ト
に
年

称
と
か
し
て
な
い
ん
だ
よ
ね

真

で

う
な

 
真
剣
な

で
そ
ん
な
事
を

わ
れ
る
と
と
て
も
心
が
傷
付
い
て
く
る

お
れ
だ

て

も

と

子

ら
し
い
事
を
し
た
い
ん
だ

 
子

に
人
気
な
ゲ

ム
に

れ
て
い
た
面
も
あ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た
結
果
こ
う
な

て
い

る
の
だ
が

は
悪
く
な
い

デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
や
つ
が
悪
い

 
で
も
自
分
の
時
間
や
命
を
人
の

に
使

て
い
た
点
を

み
る
と

が
悪
い

少
な
く
と
も

し
む
機
会
や
切

掛
け
く
ら
い
は
平

だ

た
し

む
し
ろ

よ
り
も
お
金
を
持

て
い
る
以
上

は
物

的
に

し
め
た



 第百四章 〜《Ｓｔｒｅａ》〜

 
つ
ま
り

が
子

ら
し
く
な
い
の
は

自
身
の
せ
い

そ
れ
は
と
も
か
く

も
の
す

ご
い
あ
か
ら
さ
ま
な
話

転
換
だ
ね
キ
リ
ト

う
る
さ
い

原
点
回
帰
だ
こ
れ
は

 
そ
う
話

を
ス
ト
レ
ア
の
事
に

す
の
だ
か
ら
別
に
お
か
し
く
な
い

今
は

の
事
は
良

い
ん
だ
か
ら

こ
れ
か
ら
も
遊
べ
な
い

じ

な
い
し

 
仮
に
こ
の
ま
ま
ク
リ
ア
し
て
も
十
中
八
九

は
マ
ト
モ
に

ら
せ
な
い
と

に

め
て
い
る

だ
が

だ

て

一

の
事
が
バ
レ
る
以
上
ど
う
足
掻
い
て
も
平
穏
無
事
の
生
活
を
送
れ

る

が
無
い

こ
こ
ま
で
生
き
残
れ
る
ど
こ
ろ
か
そ
も
そ
も
生
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

た

事
す
ら
予
想
外
だ

た
か
ら

も

と

え
て
動
け
ば
よ
か

た
と
思
わ
な
い
で
も
な
か

た

 

取
り

え
ず
直
姉
や
義

さ
ん
達
に

が
無
い
事
を
祈
る
し
か
な
い

最

手

れ

感
し
か
な
い
け
ど

気
を
取
り
直
し
て

で
実

の
と
こ
ろ
ス
ト
レ
ア
は
ど
こ
ま
で
自
分
の
事
を
把
握
し

て
い
る

ま

こ
こ
ま
で
確
信
さ
れ
て
た
ら

す
の
も
意
味
無
い
ね

全
部
だ
よ

ア
タ
シ
は
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人
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参

年

が
ユ
イ
よ
り
高
か

た
か
ら
壊
れ
切
ら
な
か

た
ん
だ

Ｍ
Ｈ

Ｃ
Ｐ
０
０
２

コ

ド
ネ

ム

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ

て

う
の

番

的
に
は
ユ
イ
の
妹
に
な

る
の
か
な

む

妹

妹

か

 
妹

と

わ
れ
て

え
る

 

の
ユ
イ
姉
の

だ
と
逆
転
姉
妹
の
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
少
な
く
と
も
初
見
で
は
分
か
ら

な
い
だ
ろ
う
が

メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン

を
使

て
大
人
の

に
変
わ

て
い
る
状

で
あ

れ
ば
確
か
に
イ
メ

ジ
と
し
て
は
合

て
い
る

 

ち

い
た
物

の
姉
に
天
真

な
妹

そ
ん
な

が
ユ
イ
姉
と
ス
ト
レ
ア
に
は
ピ

タ
リ
だ
ろ
う

 

と
な
く
覚
え
の
あ
る

性
だ
な

体
的
に
は
か
れ
こ
れ
一
年

く
ら
い
見
て
来
た

ト
ン
デ
モ
才
能
な
姉
妹
が
浮
か
ぶ

ん

た

も
し
か
し
て
ユ
イ
姉

ス
ト
レ
ア
の
事
に
気
付
い
て
い
た
り

で
そ
う
思

た
の

や
ユ
イ
姉
は
今
シ
ス
テ
ム

に
立

て
る

だ
し
他
の
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
名
前
を
知

て
い
て
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も
お
か
し
く
な
い
と
思

て

そ
う
で
な
い
と
ス
ト
レ
ア
が
ユ
イ
姉
の
正
体
に
気
付
い
て
い
た
事

に
説
明
が
つ
か
な
い
し

 
多
分
ユ
イ
姉
も
自
身
の
他
に
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
が

る
事
は
把
握
し
て
い
る

だ

 

来
的
に
一
万
以
上
の
プ
レ
イ

が
ロ
グ
イ
ン
す
る
と

え
ら
れ
て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
精
神

に

因
す
る
人
的
問

に
対

す
る
存
在
と
し
て
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
作
ら
れ
た

ロ
グ
イ
ン
プ
レ
イ

と
同
数
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も

・

は
か
な
り
の
も
の
だ
ろ
う

そ

れ
を
一
人
で

け
る

が
無
い
か
ら
他
に
も

る
だ
ろ
う
と

は
予
想
し
て
い
た

あ

な
る

ど
ね

う
ん

実

ユ
イ
は
知

て
る
よ

 

の
予
想
を

あ

け
ら
か
ん
と
し
た
様
子
で

定
す
る
ス
ト
レ
ア

 

時
話
し
た
の
か

け
ば
ど
う
や
ら

と

の
ホ
ロ
ウ
の
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
を
し
た
日

の

時
に
ユ
イ
姉
か
ら

触
さ
れ
て
そ
の
時
に
話
し
た
と
い
う

と
ホ
ロ
ウ
は
二
人
で
協

力
し
て

理
し
ル
ク
ス
は
一
人
で

ド
ス
キ
ル
の
練

を
し
て
い
た
時
だ

た
か
ら

も

把
握
し
て
い
な
い

 
確
か
に
そ
の
時
で
あ
れ
ば
二
人
の
話
に

も

を
そ
ば
だ
て
よ
う
と
し
て
い
な
か

た
だ
ろ

う

そ
も
そ
も

み

き
し
よ
う
と
も

え
て
い
な
か

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
し
か
し
ユ
イ
姉

知

て
い
た
な
ら
教
え
て
く
れ
て
も
良
か

た
だ
ろ
う
に

あ

ユ
イ
を
責
め
な
い
で
あ

て
ね

ア
タ
シ
が

止
め
を
お
願
い
し
て
た
ん
だ

止
め

 

そ
う
い
え
ば

故

そ
う
と
し
て
い
た
か
は

い
て
い
な
か

た
な

そ

れ
と

あ
る
の
か

ま

ね

ち
な
み
に
ア
タ
シ
が
プ
レ
イ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
使

て
い
る
の
も
そ
れ
が

し
て
る
のつ

ま
り
話
せ
な
い
と

 
じ

と
目
を
見
れ
ば
ス
ト
レ
ア
は

し

な
さ
そ
う
に

の
表
情
を
浮
か
べ

を
下

て
来
た

ご
め
ん

キ
リ
ト

ま
だ

話
す

に
は
い
か
な
い
の

ま
だ

か

 
ま
だ

つ
ま
り

応
し
い
時
が
来
れ
ば

ス
ト
レ
ア
は
話
す
気
が
あ
る
と
い
う
事

 

時
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
し
出
来
る
限
り
不

を

す
内
容
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お

き
た
い
の
だ
が

 

こ
こ
ら
が

時
だ
な
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あ
ま
り
深
入
り
し
過
ぎ
て
も
マ
ズ
い

下
手
な
事
を
知

て
し
ま
え
ば
そ
れ
が
自
分
の

を

め
る
と
い
う
の
は
経
験
が
あ
る

 
話
す

に
い
か
な
い
と

う
の
で
あ
れ
ば

応
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
事
を
意
味
す
る

 
こ
ち
ら
を
慮

て
話
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば

非
も
無
い

 

慮

て

か

 
自
然
と
思

に
浮
か
ん
だ

語
に
心
の
中
で
苦

す
る

 
自
覚
し
て
い
た
以
上
に

は
ス
ト
レ
ア
を
信

し
て
い
た
ら
し
い

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
一
人
つ

ま
り
ユ
イ
姉
と
同
種
の
存
在
で

つ
そ
れ
を
知

た
上
で
ユ
イ
姉
が

も

て
こ
な
か

た
か
ら
だ
ろ
う

危
険
と
判
断
し
て
い
れ
ば

か
し
ら
の
方
法
で

に
教
え
て
く
れ
て
い
た

だ

か
ら

 
そ
う

え
る
と

ス
ト
レ
ア
自
身
を
信
じ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い

 
ユ
イ
姉
が
信
じ
た
か
ら

も
信
じ
た
と

え
た
方
が
正
し
い
か

 

で
も
少
な
く
と
も

自
身
は
ス
ト
レ
ア
に
対
し
て

意
的
な
感
情
を

い
て
い

る

ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
達
に
対
す
る
も
の
と
同
じ

友

的
な

を
望
む
感
情
が

わ
か

た

こ
れ
以
上
は

か
な
い
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い
い
の

 

の

葉
を

い
て
信
じ
ら
れ
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
の
眼
で
ス
ト
レ
ア
は
見
て
来
る

も

と

し
く

問
し
て
く
る
も
の
だ
と

え
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
最
初
は

も
そ
の
つ
も
り
だ

た

 
け
ど

気
が
変
わ

た

ユ
イ
姉
は
ス
ト
レ
ア
の
真
実
を
知

た
上
で

に

も

て
こ
な
か

た

つ
ま
り
ユ
イ
姉

は
ス
ト
レ
ア
を
信
じ
た

い
方
は
ア
レ
だ
け
ど
ユ
イ
姉
が
信
じ
る
に
値
す
る
と
判
断
し
た
以

上

も
そ
れ
に

う

 
そ
れ
に

 
ユ
イ
姉
の
妹
な
ら
そ
れ
は
同
時
に
リ

姉
の
妹
で
あ
り

の
姉
で
も
あ
る
事
に
な
る

姉
を
信
じ
な
い

が
無
い
だ
ろ
う

 
な

 
目
を

り

し
て
く
る
義
理
の
姉
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し
み
疑
念
を

わ
に
し
た
そ
の

線
を

は
し

か
り

け
止
め
た

そ
の
上
で
じ

と
見
返
す

千
の

葉
を

る
よ
り
こ
う
し
て

に
示
す
方
が

万

に
も
勝
る

え
に

な
る
と
知

て
い
る

 
直
姉
は

そ
う
し
て
救

て
く
れ
た

 
ユ
イ
姉
は

自
ら
の
消
滅
を
代
償
に
助
け
て
く
れ
た

 
二
人
の
義
姉
に
は

わ
な
い
け
ど
で
も

で
信

を
示
し
信

を
勝
ち
取
る
事
は

に
だ

て
出
来
る
事

 
正
直
に
在
れ
ば
良
い

 

実
に
在
れ
ば
良
い

 
真

に
在
れ
ば
良
い

 

し
い
事
で
は
無
い

葉
を
重
ね
る
よ
り
も

か
に
重
い
そ
れ
は
決
し
て

で
は
無
い

け
れ
ど

で
も
技
術
や
経
験
な
ん
て
必
要
な
い
事
だ
か
ら

 

あ
あ

そ
れ
と

 

が
信

し
て
い
る
事
を
示
す

証

が
あ
れ
ば

良
い

姉

と
い
う
立
場
に
は

更

証

が
必
要
だ
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オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
／
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
に
と

て

姉

と
い
う
存
在
は
特
別
だ
か
ら

 
そ
れ
に

応
し
い
特
別
な
呼
び
方
が
な
い
と

ス
ト
レ
ア
も
姉
だ
か
ら

レ
ア
姉

う
ん

レ
ア
姉
は
ど
う
か
な

れ
あ

ね

 
そ
れ

て

が

え
た
ス
ト
レ
ア
の
呼
び
方

リ

姉

ユ
イ
姉
に

く
三
人
目
の
義
理
の
姉
に
贈
る

だ
け
が
呼
ん
で
い
い
呼
び
方

 

千
冬

の
事
は

兄
と
共
に

冬
姉

と
呼
ん
で
い
た

だ
か
ら

だ
け
の
呼
び
方
で

は
無
い

だ

て
弟
は
二
人
だ

た
か
ら

 
で
も
リ

姉
と
ユ
イ
姉
そ
し
て
ス
ト
レ
ア

め
レ
ア
姉
は

だ
け
の
義
理
の
姉

だ
け

が
弟
だ

 

名
前
の
後
に

姉

を
付
け
る
事
は

が
贈
る

な
り
の
最
大

の
信

の

証

だ

  
キ
リ
ト
か
ら
レ
ア
姉
と
い
う
呼
び
方
／
最
大

の
信

を
贈
ら
れ
た
後
七
十
六
層
の
観

光
は
そ
こ
そ
こ
に
し
て
彼
と
別
れ
た

キ
リ
ト
は
七
十
七
層
の

の
観
光
に
向
か

た
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ア
タ
シ
は
と

え
ば

も
そ
こ
そ
こ
に
自
分
に

が
わ
れ
た
部

に
入
り
ベ

ド
に
身

を
投

出
し
て
い
る

身
を
横
た
え

に
手
を

て
て

て
い
る
様
を
見
れ
ば
す
わ
心

発
作
か
と
人
は
思
う
か
も
し
れ
な
い

 
実

が

い
の
は
事
実
だ

罪
悪
感
で
死
ね
る

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
の

に
対
す
る
罪
悪
感
故
の

み
な
の
だ
が

 
き

と
今
の
ア
タ
シ
の

色
は
か
つ
て
な
い
程
に
⻘
く
死
に
か
け
の
も
の
に
な

て
い
る

事
だ
ろ
う

 
自
分
や
ユ
イ
を
作

た
存
在
で
あ
る
ヒ

ス
ク
リ
フ
／

場

と
は

実
は
七
十
五
層
で

パ

テ

で

験
を
す
る

に

に
話
を
付
け
て
い
た

 
ア
タ
シ
に
紅
の
騎
士
が
付
い
た
の
は
攻
略
の
つ
い
で
と

わ
れ
て
い
た
が
ア
タ
シ
の

名
前
と
正
体
を
知

て
い
た
あ
ち
ら
が
問
い

め
る

の

実
と
い
う
の
が
真
実
で
あ
る

い

や

論
攻
略
を
し
て
い
た
の
も
事
実
な
の
だ
が

 
そ
の
上
で

に
も
話
さ
な
い
事
を
決
め
て
そ
れ
か
ら
は
自
然
に

し
て
い
た

一
応
定
義
上

で
は
あ
の
男
性
は

親
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
が
ア
タ
シ
の
意
識
と
し
て
は
ど
ち
ら
か
と

え
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ば

さ
ん
と
い
う
感
覚
で
あ
る

だ
か
ら

し
方
に
違
和
感
は
な
い

だ

た

あ
ち
ら
も
そ

の
方
が
気

だ
と

て
い
た

結

し
て
い
な
い
の
に

が
い
る
点
に
つ
い
て
は
特
に

惑
し

て
い
な
か

た

 
し
か
し
ま
さ
か
ア
タ
シ
と
ユ
イ
の
情
報

と
出
現
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合

し
て
い
た
か
ら
と
い

う
だ
け
で

あ
そ
こ
ま
で
推
理
し
て
み
せ
る
と
は

 
ア
タ
シ
の
正
体
に
推

だ
け
で

付
く
な
ん
て
ユ
イ
が

て
い
た
よ
う
に
キ
リ
ト
は
確
か
に

異

だ
つ
ま
り
ア
タ
シ
と
二
人
で
出
か
け
る
事
に

い
た
時
点
で
確
信
し
信

し
て
い
た
の

か 

候
し
て
い
た
間
に
多
少
は

を
解
か
れ
て
い
た
と
は
思
う

 
で
も
一
緒
に

る
間
は
常
に
一
定
の

離
を
保

て
い
た

そ
れ
は
心
理
的
だ
け
で
な
く
物
理

的
に
も
で

が
あ

て
も
ア
タ
シ
が
持
つ

手
剣
の
間
合
い
よ
り
外
に

た
く
ら
い
だ

流

に
地
下
迷

や
迷

な
ど
で
は
無
理
だ

た
が
最

限
一
歩
以
上
の
間
合
い
は
保
た
れ
て
い

た 
し
か
し
二
人
に
な
る
時
点
で
心
を
許
し
て
い
る
も
同
然

そ
れ
は
つ
ま
り
己
の
推

を
絶
対
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的
に
信
じ

こ
ち
ら
へ
の

を
解
い
て
い
た
と
い
う
事

 

が
確
信
し
て
い
た

じ

な
い
だ
完

に
行
動
に
現
れ
て
い
る
じ

な
い
か

道
理

で

直
に
来
る
し

れ
回
さ
れ
て
く
れ
る
し

を
見
せ
て
い
た

だ

そ
の

に
は

は

仮
面
の
そ
れ
だ

た
が

多
分
そ
れ
は
断
定
出
来
る
ま
で
の

つ
な
ぎ

だ

た
の
だ
ろ
う

で
も
ア
タ
シ
キ
リ
ト
に
信

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
事

ど
し
て
な
い

な
ん
だ
け

ど 
引

掛
か
る
の
は
そ
こ

 
本

に
ア
タ
シ
は
キ
リ
ト
に
信

し
て
も
ら
え
る
事
は
し
て
い
な
い

確
か
に
地
下
迷

で
は

活
躍
出
来
た
が
そ
れ
を
差
し
引
い
て

り
あ
る
く
ら
い
初
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
で
足
を
引

て
し
か
い
な
い

最
前
線
攻
略
の
メ
ン
バ

と
し
て
は
活
躍
し
た
け
ど
で
も
他
の
人
も
し
て
い

る
以
上

特
別
信

さ
れ
る

で
は
無
い

む
し
ろ
そ
の
場
合
で
は
信
頼
が
正
し
い
と
思
う

 
つ
ま
り
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
で

に
立
て
な
か

た
ア
タ
シ
は

性
の
不
明

さ
と

て
信

頼
と
信

の

方
が
欠
け
て
い
た
事
に
な
る

 
そ
れ
な
の
に
信

を
向
け
ら
れ
た
の
は

ア
タ
シ
が

姉

だ
か
ら
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ユ
イ
の
妹
に
あ
た
る
か
ら
自
動
的
に
キ
リ
ト
は
分
の
義
理
の
姉
に
な
る
と

え
た
の
だ
ろ
う

か

確
か
に
構

と
し
て
は
間
違

て
は
い
な
い

義
理

と
い
う
事
な
の
で

方
の
同
意
が

必
要
な
点
は
一

外

す
る

ア
タ
シ
と
し
て
も
別
に

む
つ
も
り
は
無
い
の
だ
し

 
で
も

姉

と
い
う
だ
け
で
最
大

の
信

を
向
け
る
だ
ろ
う
か

キ
リ
ト
の

み闇

の
深
さ
を

間
見
た
気
が
す
る

 

姉
を
信

し
な
い

が
無
い
だ
ろ
う

 
こ
の

葉
が
ど
れ
だ
け
危
険
で
常
識
外
れ
な
事
か
多
分
キ
リ
ト
は
分
か

て
い
な
い

無

意
識
の
部
分
に
ま
で

姉

と
い
う
立
場
に

目
的
に
な
る

り

み
が
あ
る
の
だ
ろ
う

 
リ

フ

達
の
話
か
ら

す
る
に
キ
リ
ト
は
ま
だ

千
冬
と
い
う
実
の
姉
に
対
す
る

意

的
な
感
情
を
捨
て
切
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
し

そ
れ
は
実
の
兄
ア
キ
ト
と
い
う
男
と
の
や
り
取
り

か
ら
も
分
か
る
事

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

を
追
い
求
め
て
い
る
の
だ
か
ら
尊

し
て
い
る
の
は

間
違
い
な
い

 

ま
さ
か

姉

と
い
う
だ
け
で

で
も
信
じ
る

じ

な
い
よ
ね

 
ま
さ
か
と
は
思
い
た
い

が
現
に

ど
秘
密
を
話
し
て
い
な
い
ア
タ
シ
に
す
ら
最
大

の
信

を
示
し
た
事
か
ら
も

定
し

い
可
能
性
で
あ
る

ア
タ
シ
の
事
に
つ
い
て

も
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わ
な
か

た
ユ
イ
へ
の
信

も

意
的
に

え

小
動
も
し
な
い
程

姉

と
い
う
存
在
が
精

神
的

で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い

姉

と
い
う
存
在
に
対
す
る

信

 
そ
れ
は
き

と

リ

フ

達
へ
の
信
頼
と

う
よ
り
は

む
し
ろ
実
の
姉
に

く
願
望
だ

 
姉
を
疑

て
は
な
ら
な
い

姉
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
ん
な
強

観
念
に

わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
が
自
分
の
意
思
を
保

て
い
る
の
は

に
リ

フ

と
ユ
イ
の
二
人
が

義
弟
の
意
思
を
尊
重
し
て
い
る
点
に
あ
る
の
だ
ろ
う

そ
う
で
な
け
れ
ば
今

は
二
人
の
事
を

目
的
に
信
じ
る
人
形
に
な

て
い
た
に
違
い
な
い

そ
れ
だ
け
彼
は
姉
と
い
う
存
在
を

無
自
覚
に

信
し
て
い
る

 

か
彼
自
身
の
意
思
を
尊
重
さ
せ
る
物

い
を
し
て
い
た

り
多
分
リ

フ

は
そ

こ
に
気
付
き

問

し
て
い
る
と
思
う

そ
こ
が
ま
だ
救
い
か

信

し
て
も
ら
え
る
事
そ
の
も
の
は

し
い
け
ど

あ
の

的
な
ま
で
の
信

を

け
止
め

る
の
は

ち

と
キ
ツ
い

 

と
い
う
か

く
重
い
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か
ら
見
て
い
て
リ

フ

や
ユ
イ
と
の
や
り
取
り
は

く
重
い
と
思
え
て
い
た
が
い
ざ
信

さ
れ
る
立
場
に
な

て
み
れ
ば
予
想
以
上
に
重
か

た

 
ア
タ
シ

キ
リ
ト
の
義
理
の
姉
と
し
て

や

て
い
け
る
ん
だ
ろ
う
か

ま

こ
の
世
界
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
ら
ど
の
み
ち
ア
タ
シ
は
消
え
る
ん
だ
け
ど
さ

 
そ
れ
は
決
ま

て
い
る
事
だ

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ

を
構
成
す
る
人
格
デ

タ
の
保

場

は
Ｓ

Ａ
Ｏ
サ

バ

事
件
が
解
決
し
た
ら

に
完
全
初
期
化
で
一

デ
リ

ト
さ
れ
る
の
は
確
定

的
だ
か
ら
消
滅
は
確
定
事

と

て
も
良
い

予
定
で
は
あ
る
だ
が

け
得
な
い
事

な
の

は
間
違
い
な
い

 
ユ
イ
と
て
そ
れ
は

外
で
は
無
い

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
と
触
れ
合
え
ば
触
れ
合
う

ど
後
に
な
れ
ば

み
に
な
る

そ
れ
が
分
か
ら

な
い
姉
で
は
な
い

方
に
と

て
の

み
だ
が
結
果
的
に
は
義
弟
の
み
が

り
引
き
ず

る

み
な
の
だ

そ
れ
と
も

分
か

た
上
で
触
れ
合

て
る
の
か
な

き

と
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

 
あ
の
溺
愛
ぶ
り
を
見
れ
ば

多
分
そ
う
だ

 
ま

気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い

愛
称
で
呼
ん
で
き
た
時
の
キ
リ
ト
の

は
と
て
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も

せ
そ
う
に

け
て
い
た
か
ら

あ
れ
も
多
分
無
自
覚
だ

姉

の
事
に
な
る
と

キ
リ
ト

は

に
ポ
ン
コ
ツ
に
な
る
か
ら

を

け
出
す
と
も

う

 

だ
か
ら
こ
そ

罪
悪
感
で

が
一

に
な

て

苦
し
く
な
る

 
あ
あ
し
て

せ
そ
う
に
さ
れ
る
と

自
分
が
消
滅
す
る

間
を

え
て

く
な
る

姉

と

い
う
存
在
に
依
存
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

に

く
な
る

こ
う
な
る
の
を
危
惧
し
て
出
来
る
だ

け

離
を
取

て
い
て

信

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
の
に

 
人
の
心
を

す
存
在
と
し
て
は
人
の
心
を
傷
付
け
る
よ
う
な
事
に
対
し
本
能
的
な
忌

感
が

あ
る

 
ア
タ
シ
の
コ
レ
は

き

と
そ
れ
な
の
だ

そ
う
に
違
い
な
い

呼

ま

た
く

ホ
ン
ト

な

回
り
だ
よ

 
一
体

ど
ん
な

を
し
て
キ
リ
ト
と
会
え
ば
良
い
の
か

ど
う

す
る
の
が
正
解
な
の
か

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

と
し
て
の
立
場
と

姉

と
し
て
の
立
場
の
板

み
に
遭

て

ア
タ
シ
の
意
識

は
果
て
の
無
い
思

の
海
に

し
た

  
ち
な
み
に
ア
タ
シ
の

性
を
バ
ラ
さ
な
い

の

と
し
て
人
前
で
は
引
き

き
ス
ト
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レ
ア

と
呼
ば
れ
る
事
に
な
る

  
そ
れ
は
そ
れ
で
残
念
に
思
う
ア
タ
シ
も

た
の
だ

た

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

キ
リ
ト

女
と
デ

ト
す
る

 
ユ
ウ
キ
や
リ

フ

り
が
見
て
た
ら

間
違
い
な
し
で
す
ね

主
に
ス
ト
レ
ア
へ
の

 
な
お
会
話
内
容
は
ま

た
く
も

て
平
和
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
の

肉
白
目
 
あ
る

意
味
平
和
だ
け
ど
全
然
和
や
か
じ

な
い
の
は
キ
リ
ト
の
人
格
が
悪
い
つ
ま
り
作
者
が
悪
い

 
そ
ん
な

で

ス
ト
レ
ア
の
限
定
身
バ
レ

彼
女
も
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
だ

た
ん
で
す
ね

 
原

ゲ

ム
だ
と
九
十
層

後

で
判
明
す
る
事
で
す
が
本
作
は
ユ
イ
姉
と
一
緒
に
出
て
来
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て
情
報
面
で
の

件
が
完
全
同
一
だ

た
の
で
こ
こ
で
バ
レ
ま
し
た

今
ま
で
指

し
な
か

た
の
は
ユ
イ
姉
と
違

て
プ
レ
イ

判
定
が
あ
る
事
が
引

掛
か

て
い
た
か
ら
で
す

そ
れ
な
の
に

候
さ
せ
て
い
た
の
は

ば
確
信
し

だ
か
ん
だ

い
つ
つ
信

し
て
い
た
か

ら 
結

今
話
で
プ
レ
イ

判
定
に
つ
い
て
の
ロ
ジ

ク
は
明
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
不

明
な
部
分
さ
え
も

姉
だ
か
ら
信
じ
る

と
許
容
す
る
の
が
キ
リ
ト
の
矛
盾
・
異
常
点

 

さ
ん
自
分
の

に
経
歴
不

目
的
不
明
の
今
ま
で

い
た
事
な
い
の
に

く
強

く

重
要
な
部
分
は

秘
し
た

人
が

た
ら

そ
の
人
の

う
事
を
信

し
ま
す
か

 
己

の
命
が

か

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
に

危
険
性
を
知
り
た
い
の
に
は
ぐ
ら
か
さ
れ
て
そ

れ
で
も
そ
の
人
を
信

し
ま
す
か

 
し
か
も
そ
の
人
と
の

は

月
程

 

つ
ま
り
キ
リ
ト
の

闇
／

み

と
は
そ
う
い
う
事

 
リ

フ

が

人
形
に
さ
せ
た
く
な
い
と

て
い
る
の
は
こ
の
異
常
性
を
把
握
し

て
い
る
か
ら

こ
の
子
ホ
ン
ト
義
弟

の
設
定
が
化
け
物
化
し
て
き
た
な

 
実
姉
千
冬
に
ま
だ

意
的
な
感
情
が
あ
る
の
も

過
去
自
分
達
を

う
た
め
に

し
て
く

れ
た
姉
だ
か
ら
と
い
う
事
実
に
よ
る
も
の

静
に

え
れ
ば
家

愛
は

め
て
も
お
か
し
く
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な
い
と
思
う

少
な
く
と
も
自
分
を

め
て
く
れ
ず
見
て
い
な
い
人
間
に
対
し
こ
こ
ま
で

意
的
な
の
は
異
常
に
分

さ
れ
る
で
し

う

実
姉
よ
り
も
姉
ら
し
い
義
姉
が

ま
す
し

境

的
に
も
最
悪
で
し
た
し

 
な
の
で
成
り
立
つ

い
な
り
に
な
る

人
形
に
な
る

姉
に

わ
れ
た
く
な
い

姉
の
存
在
が
己
の
全
て
と
い
う
恐
怖
の

式

最
強
に

す
る
理
由
・
過
程
よ
り
よ

ど
歪

 

故
だ
ろ
う

キ
リ
ト
の
異
常
性
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
解
説
し
て
た
ら
ダ
メ

男
に
引

掛
か

て
捨
て
な
い
で

て

願
し
て
今
の
状
況
を
甘
ん
じ
て

け
る
依
存

に
思
え
た
の
だ
が

 
こ
れ

姉

属
性
を
持
つ
キ

ラ
と
く

つ
け
る
と

ア
カ
ン
や
つ
な
の
で
は

戦

 

体
的
に

う
と
自
我
な
ん
て
異
性
愛
と
家

愛
で
ぐ
ず
ぐ
ず
に

か
さ
れ
そ
う

 
ユ
ウ
キ

シ
ノ
ン

ラ
ン

サ
チ

 
希
望
が
見
え
た

 
や

た
ネ

 

全

キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば

も
が
姉
属
性
持
ち

年
上
だ
か
ら
ね
仕
方
な
い
ネ
無

悲
 
そ
ん
な

で
キ
リ
ト
の
自
我
を
保
た
せ
る
な
ら
し

か
り
と
理
性
を
制

し
ま
し

う

た
だ
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し
キ
リ
ト
本
人
は
そ
の

に
気
付
か
ず
一

付
き
合
い
初
め
て
二
人
き
り
に
な
る
と
自
覚
無

自
覚

無
し
に
猛

に
甘
え
倒
し
て
き
ま
す

悦
 
参

は
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
と
二
人

き
り
に
な

た
時

 
く

つ
く
ま
で
の
道
の
り
も
⻑
く

く

つ
い
た
後
も
苦
労
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

 
こ
れ
現
実
に

た
ら
メ

チ

遠
さ
れ
そ
う
な
タ
イ
プ
だ
な

白
目

 
安
直
に

う
と

わ
れ
そ
う

血
 
本
作
が

業

を
目
指
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
じ

な
く

て
ホ
ン
ト
に
良
か

た

 
で
は

話
で
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
五
章
 

観
光
デ

ト

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
本
作
で

初
と
な
る

マ
ト
モ
な

息
日
の
過
ご
し
方

問

が

き
な
い
と
は

て
な
い

に
つ
い
て

写
し
て
お
り
ま
す

 
デ

ト
で
あ
る

 
デ

ト

た
だ
し
問

が
以
下
略

で
あ
る

強

 
主
人

に
恋
し
て
い
る
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
以
上
騒
動
に
遭
遇
す
る
の
は

非
も
無
い
よ
ネ

 

ユ
ウ
キ
は
主
人

よ
り
主
人

し
て
る
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る

白
目

 

点
は
オ

ル
ユ
ウ
キ

 
文

数
は
約
一
万
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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攻
略
組
は
新
た
な

層
へ

り

い
た

に
そ
の

日
と
な
る
今
日
は

り

息

日
と
な

て
い
た

明
文
化
さ
れ
て
い
る

で
は
無
い
も
の
の
大

の
攻
略
プ
レ
イ

は

開
き

を

し
む
事
に

や
し
て
い
る

 
そ
れ
は

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

と
て

外
で
は
無
い

わ

こ
の
ネ

ク
レ
ス

だ
な

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は
ゲ

ム
の
中
と
は

え
生
活
出
来
る
事
を
キ

チ
コ
ピ

に
出
来
る
く
ら
い
要

は

だ

鍛
冶
で
武
器
を
作
り

裁

で

を
作

る
よ
う
な
戦
闘

の
事
に
は
流

に

ば
な
い
が

工

や

木
工

な
ど
の
ス
キ
ル
を

使
え
ば

プ
レ
イ

の

き
な
デ
ザ
イ
ン
で

飾
品
を
作
る
事
が
出
来
る

 
食
事
の
味
は
と
て
も
良
い
と
は

え
な
い
が
し
か
し

理
ス
キ
ル
を
取

て
自
分
で

す
れ
ば

善
さ
れ
は
す
る

 
そ
れ
と
同
じ
で

プ
レ
イ

第
で

し
み
方
は
無
限
大
に
広
が

て
い
く
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そ
の
一
つ
が
お

だ

の
デ
ザ
イ
ン
は
大
ま
か
に
は
定
め
ら
れ
て
い
る
し

論

と
な
る

だ

て
デ

タ
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
か
ら
大

な
変
更
は
出
来
な

い 
だ
が
お

を
目
的
と
し
た
ド
レ
ス
や

と
な
る
シ

ツ
や
ズ
ボ
ン
下

な
ど
戦
闘

に

な
い
も
の
は
ス
テ

タ
ス
に

無
く

べ
る
と
い
う
メ
リ

ト
が
あ
る

戦
闘
を
前

に
す
る
な
ら
こ
れ
以
上
無
い
デ
メ
リ

ト
だ
が
し
か
し
お

を
す
る
に
あ
た

て
は
最
高

の
メ
リ

ト
と

え
よ
う

 
そ
の
た
め
戦
闘
に
は

ら

に
立
た
な
い
宝
飾
品
や

飾
品
の

は
仮

出

が

む
と

し
て
も
女
性
プ
レ
イ

か
ら
の
不
動
の
人
気
を

得
し
て
い
た

 

論
自
分
も
そ
の
一
人

は
 

品

に
飾
ら
れ
た

り
物
を

め
う

と
り
と
し
て
し
ま
う
の
も
仕
方
の
な
い
事

知
り
合

い
と

べ
る
と
女

気
が
無
い
方
と
自
覚
し
て
は
い
る
が
そ
れ
で
も
や
は
り
宝
飾
品
に
は
目
が

な
い
の
だ

 
そ
の

に
は
第
五
層
の

物

い

り
に
参
加
し
な
か

た
が
そ
れ
は
そ
れ
こ
れ
は
こ
れ
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で
あ
る

 
あ
る
い
は
キ
リ
ト
へ
の
恋
心
を
自
覚
し
開
き
直

て

白
も
済
ま
せ
た
か
ら
こ
そ
の
心
境
の

変
化
か
も
し
れ
な
い

コ
レ

お
う
か
な

 
今
自
分
が
見
て
い
る
の
は
中

に
五
ミ
リ
程
の
ア
メ
ジ
ス
ト
一
つ
少
し
間
隔
を
開
け
て
四

ミ
リ

ど
の
ア
メ
ジ
ス
ト
二
つ
同
程

の
感
覚
を
ま
た
開
け
て
三
ミ
リ

ど
の
ア
メ
ジ
ス
ト
二

つ
と

合

五
つ
の
小

ア
メ
ジ
ス
ト
が

め

ま
れ
た
ネ

ク
レ
ス
だ

 
値

と
し
て
は
一
つ

万
コ
ル

 
転

結

一
つ
に

た
な
い
が
し
か
し
回
復
結

な
ど
で
は

や
交

に
よ

て
は

個

か

入
出
来
る

ポ
ン
と
気

に
出
せ
る
程
で
は
無
い
が
し
か
し
か
と

て
無
理
に
我

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
で
も
無
い

 
宝
飾
品

飾
品
の
中
で
は
こ
の
値

は
非
常
に
安
い
方
に
入
る

他
の

を
見
れ
ば
一
つ

ウ
ン
十
万
な
ん
て
ザ
ラ
で

け
れ
ば
ウ
ン
百
万
コ
ル
も
す
る
も
の
だ

て
あ
る
か
ら
だ

 
そ
れ
に

べ
れ
ば
自
分
が
見
つ
け
た
ネ

ク
レ
ス
の

と

な
事
か

め

ま
れ
た
宝

だ

て
最

砂

レ
ベ
ル
だ
し
そ
の
手
の
も
の
が

き
な
人
か
ら
す
れ
ば
失

を

け
そ
う
で
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す
ら
あ
るう

ん

お
う

 
で
も

華
で
あ
れ
ば
あ
る

ど
良
い

で
も
無
し

 

自
分
に
は
女

気
は

論
お

を
最

先
に
す
る
気

も
無
い

多
少
飾
り
は
す
る

が
そ
れ
も

し

程

逆
に

飾
品
に
付
け
ら
れ
て
る
感
す
ら
出
て
来
る
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
自
分
は

な
も
の
で
十
二
分
に
事
足
り
る

そ
も
そ
も
自
分
が
良
い
と
思

た
も
の

な
の
だ
彼
に

を

め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
限
り
他
人
の
意
見
は

き
入
れ
る
つ
も
り
な
ん
て

無
い

 
そ
う
し
て
手

く

入
し

に
掛
け
て

を
出
る

 
出
入
り

付
近
に

列
さ
れ
て
い
る
指
輪
コ

ナ

に
目
を
奪
わ
れ
か
け
る
が
流

に
そ
れ

は
無
い
と
思

て
い
る
の
で
そ
の
ま
ま
出
た

指
輪
を
贈
る
の
は
重
す
ぎ
る
し
か
と

て
自

分
で

備
す
る
と

解
を

き
か
ね
な
い

男

け
に
は
出
来
る
が
ス
キ

ン
ダ
ル
と
い
う
形

で

目
を
集
め
る
の
は
本
意
で
は
無
い

 
戦
闘

の
指
輪
で
あ
れ
ば

で
も
無
い
が
全
く

な
い
タ
イ
プ
の
指
輪
を
し
て
い
る
と

知
ら
れ
る
と
面
倒
過
ぎ
る
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一

騒
が
れ
て
キ
レ
た
事
が
あ
る
し
な

 
思
い
返
さ
れ
る
の
は
自
分
の
フ

ン
の
人
達
が
騒
ぎ
立
て
た
時
の
事

わ
れ
る
の
は
こ
そ
ば

い
が
悪
い
気
分
で
は
無
い

し
か
し
勝
手
に
人
の
交
友

に

出
し
し

応
し
い

応
し

く
な
い
と
意
見
を
ぶ
つ
け
る
の
は
心
証
と
し
て
最
悪
だ

 
そ
の

に

彼
ら
は
ボ
ク
の
逆

に
触
れ
た

 
だ
か
ら
一

キ
レ
た
事
が
あ
る

 
た
だ

た
事
に
キ
レ
た
覚
え
は
あ

て
も
キ
レ
て
か
ら
の
記

が
完
全
に

け

ち
て

い
る

 
そ
の
場
に

合
わ
せ
た

と
い
う
か

事
者
に
し
て
風

を

け
た

者

キ
リ

ト
に
後
か
ら

い
た
と
こ
ろ

変
わ

て
い
た
と
か

つ
い
で
に

う
と
キ
レ
た
ボ

ク
が

意
を
向
け
る

手
に
対
し
て
の
呼
称
は

様
で
非
常
に

圧
的
な

だ

た
と

い
う

 
あ
と

・

・

・

・

・

・

・

・

ア
ホ

も
無
か

た
と
か

と
か

 
ボ
ク
の
ア
ホ

は

脱
式
な
の
か
と
思
わ
ず
突

ん
で
し
ま

た
の
は
良
い
思
い
出

つ

い
で
に

い
て
み
よ
う
と
し
た
時
の
姉
と
キ
リ
ト
の
慌
て
よ
う
も
良
い
思
い
出
で
あ
る
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一
体
ど
ん
な
状

だ

た
の
だ
ろ
う

さ
て

こ
の
後
は

を
し
よ
う

 

飾
品

を
出
た
後
人
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
道
の

に

け
つ
つ
今
後
の
行
動
を

え
る

 
未
だ
お

に
な

て
い
な
い
以
上
は

な

理

を
見

い
開

に

し
む
の
が

開

き
を

し
む
者
と
し
て
は
正
解
だ

生
憎
と

は
無
い
か
ら
ど
こ
か
の

に
入
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

 
だ
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ

理

の
味
は
ど
う

い

て
も
お
い
し
い
と
は

え
な
い
も
の
が
大

マ
ズ
い
と
は

わ
な
い
が
し
か
し

と
い
う

価
に

ま
る

に
大

た
り
を
引
く
事
も

あ
る
が

そ
れ
は
大

デ
ザ

ト

で
主
食

は
ま
た
別
だ

む

ん
む

 

を
組
み

を

て
食
事
を
ど
う
す
る
か

え
て
い
る
と

界
の

を
黒
が
過

た

反

的
に
目
を
向
け
れ
ば

い
た
事
に

の

を
晒
し
た
ま
ま
の
キ
リ
ト
が

る

 
も
う
一

お
う

の

を
晒
し
た
キ
リ
ト
が

る

で

を
変
え
て
な
い
の
さ
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メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン
を
使

て
い
な
い
と

殺
隊
と
か
ア
ン
チ
に
絡
ま
れ
て

に

め

な
い
立
場
だ
よ
ね
キ
ミ

と
思
わ
ず

中
で

息
を

く

 
ビ

タ

の
悪

が
密
か
に

和
さ
れ
て
き
て
い
る
と
は

え
そ
れ
で
も
悪
感
情
を
向

け
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
理
由
が
彼
に
は
あ
る
か
ら

も
彼
も
が

意
的
に
な
る

で
は
無
い

ボ
ク
と
デ

エ
ル
を
す
る

に
第
一
層
に
行

た
時
に
見
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
人

達
が
そ
の
証

人
は
そ
う

に

り
切
れ
な
い
生
き
物
な
の
だ

 
だ
か
ら
そ
の
た
め
と
思

て
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

重
な
ア
イ
テ
ム
を

て
く
れ
た
と
い
う

の
に

故
彼
は
使

て
い
な
い
の
か

 

あ

い
や

う
ん

し
た

を
見
て

し
た

す

ご
い
機

良
さ

だ
ね

 

に
忘
れ
て
い
る
だ
け
か
と

す
る

遠
目
か
ら
見
て
も

れ
た
人
か
ら
す
れ
ば
分
か
り

や
す
い
く
ら
い
今
の
キ
リ
ト
は
機

が
最
高

の
よ
う
だ

た

 
キ
リ
ト
の
機

は

本
的
に
平

で

変
動
す
る
に
し
て
も
大

は
下

す
る

 
実
の
と
こ
ろ
彼
が

み
を
浮
か
べ
た
と
し
て
も
感
情
の
喜
び
は
そ
こ
ま
で
で
は
無
い
と
感
じ

て
い
る

浮
か
べ
ら
れ
る

み
は

し
そ
う
で
は
あ
る
の
だ
が
し
か
し
心
か
ら
の
喜
び
か
と
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わ
れ
る
と

そ
れ
を
向
け
ら
れ
た
自
分
か
ら
す
れ
ば

を

ざ
る
を
得
な
い

 
喜
び
を
浮
か
べ
て
い
る
の
は
分
か
る

だ
が
心
の
全
て
で
表
し
て
い
る

で
は
無
い

そ
ん

な
感
じ
だ

 
そ
ん
な
彼
が
あ
そ
こ
ま
で
最
高

の
機

を
見
せ
る
と
い
う
事
は

 

姉
か

ま
た
姉
な
の
か

 
間
違
い
な
く
姉
に

す
る
事
だ
ろ
う

し
か
も
非
常
に

し
い
事
が
あ

た
よ
う
だ

思

わ
ず

を
覚
え
て
し
ま
う
く
ら
い

今
の
彼
は
良
い

を
し
て
い
る

 
恐
ろ
し
い
の
は

表
情
そ
の
も
の
は

静
な
時
の
そ
れ
と

変
わ
ら
な
い
事
か

 
感
情
を

す
事
が
出
来
な
い
仮
想
世
界
な
の
に
ど
う
や

て
表
情
を
変
え
ず

し
て
い
る
か

が
謎
過
ぎ
る

そ
れ
な
り
の
付
き
合
い
が
あ
る
か
ら

気
と

の
表
情
の
違
い
で
気
付
け
た

が

そ
う
で
な
け
れ
ば
違
い
な
ん
て
分
か
ら
な
い
に
違
い
な
い

 

く

ボ
ク
だ

て

ユ
ウ
姉

て
呼
ば
れ
た
い
の
に

 
ぎ
り

と

⻭
を

み

め
る

 
異
性
と
し
て
対

な

を

き
た
い
と
思

て
い
る
身
で
は
あ
る
が
同
時
に
姉
と
し
て

わ
れ
た
い
と
い
う
願
望
も
あ
る

リ

フ

が
義
姉
で
あ
る
と
同
時
に
恋

を
向
け
て
い
る
の
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だ

ボ
ク
は
な
れ
な
い
道
理
な
ど
あ
り
は
し
な
い

 
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
全

姉
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
は
今
は

い
て
お
く

年

の
問

で
は

無
い

キ
リ
ト
が
姉
と
認
め
る
事
は
そ
れ
す
な
わ
ち
最
大

の
信

を
向
け
ら
れ
る
事
と

同
義

無

件
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
と
い
う
最
高
の

な
の
だ

そ
れ
を
求
め
な
い

が
無

い 

白
を

け
容
れ
て
も
ら
え
た
事
そ
の
も
の
が

姉

と
認
め
ら
れ
る
事
に

し
い
事
と
は

思
う
が

け
ば
リ

フ

も

白
し
て
返
事

ち
ら
し
い
し

逆
説
的
に
と
い
う
や
つ
だ

 

今

ユ
ウ
姉

て
呼
ん
で

て
お
願
い
し
て
み
よ
う
か
な

 
で
も
そ
う
な
る
と
確
実
に
姉
も
姉
呼
び
を
求
め
る
だ
ろ
う

別
に
姉
な
ら
構
わ
な
い
が
や
は

り
複

な
心
境
に
は
な
る

 
む

と

る
ま

取
り

え
ず
キ
リ
ト
を
誘

て
ご

に
し
よ
う
か
な

 

は
と
も
あ
れ
デ

ト
だ
と
気
を
取
り
直
し
歩
き
去
ろ
う
と
す
る
少
年
目
掛
け
て

け
出
し

た 
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キ
リ
ト
を
呼
び

め
ご

に
誘

た
ボ
ク
は
開

だ
と
前

き
し
た
上
で
目
に
付
い
た

理

へ
と
足
を

み
入
れ
た

 

気
と
し
て
は
や
や
シ

ク
な

の
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン

格
式

て
い
る

で
は
無
い

が
中

味
の
あ
る

み
や
深
み
が

気
と
し
て
漂

て
い
る
か
ら
心
が
ピ
ン
と

り

め

る
感
覚
が
あ
る

特
に

え
ず
に
入

た
が

気
と
し
て
は
悪
く
な
い

論
悪
く
な
い

の
は
デ

ト
と
し
て

す
る
と
い
う
意
味
で

 
更
に

し
い
事
に
頼
ん
だ

理
の
味
も
悪
く
な
か

た

い
や
む
し
ろ
大

た
り
と
す
ら

え
る
程
に

味
だ

た

む

理

ス
キ
ル
マ
ス
タ

の
ボ
ク
を

ら
せ
る
と
は

 
思
わ
ず
そ
ん
な
事
を

に
し
て
し
ま
う
く
ら
い

 

と

で
も
お
い
し
い
と

て
食
べ
る
自
分
だ
が
そ
れ
で
も
こ
こ
ま
で

す
る
の
は

と

し
い
方
だ

た
り
す
る

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
と
自
分
が
頼
ん
だ
の
は
共
に
ビ

フ
シ
チ

セ

ト

掌
サ
イ
ズ
の
黒

風
食
パ
ン
三

と

広
の
深

に
よ
そ
わ
れ
た
ア
ツ
ア
ツ
の
ビ

フ
シ
チ

と
い
う
シ
ン
プ
ル

な

立
だ
が
シ
ン
プ
ル
だ
か
ら
こ
そ
味
の
良
さ
が
克
明
に
な
る
も
の

そ
れ
な
の
に
こ
こ
ま
で
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の

味
し
さ
と
な
れ
ば

と

べ
て

違
い
の
レ
ベ
ル
ア

プ
で
あ
る

故

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は
こ
の
レ
ベ
ル
の
味
を

的
に
し
な
い
の
か

ボ
ク

に
は
理
解
出
来
な
い
よ

ん

む
ぐ

的
に
し
な
い
の
で
は
な
く

出
来
な
い
ん
じ

な
い
か

出
来
な
い

 
ど
う
い
う
事

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は
デ

タ
を
集
め

デ

タ
の

か
ら
学

し
て
い
る
ん

だ
ろ
う

だ
か
ら
情
報
が
不
足
し
て
い
た
最
初
期
は

味
し
い

理
な
ん
て
少
な
か

た

で
も

今
は

や
ユ
ウ
キ
ア
ス
ナ
達
が

理
を

し
て
い
る
そ
の
ロ
グ
か
ら
反

し
て
い
る

か
ら

味
し
い

理
が
増
え
た
ん
じ

な
い
か
な

あ

な
る

ど
ね

 

わ
れ
て
み
れ
ば
そ
ん
な
気
が
し
な
く
も
無
い

味
し
い

理
が
見
つ
か
る
よ
う
に
な

た
の
は
確
か
に
そ
れ
ぞ
れ
が

理
ス
キ
ル
を
取
得
し
味
の
向
上
を
求
め
始
め
て

く
し
て

か
ら
だ

た

 
つ
ま
り
ボ
ク
達
は
デ

タ
取
り
の

の
実
験
体
と
い
う
事
だ

た
ら
し
い

う

ん

内
心
複

で
は
あ
る
け
ど

味
し
い

理
を
食
べ
ら
れ
る
な
ら
別
に
良
い
か
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こ
う
し
て

に
な

て
い
る

だ
し
目
く
じ
ら
を
立
て
る
程
の
事
で
も
無
い

近
い
現

と

し
て

Ｍ
ｏ
ｂ
の
学

が
あ
る
か
ら
手
放
し
に
は
喜
べ
な
い
が
か
と

て

定
す
る
事
で
も

無
い
だ
ろ
う

 

あ
あ
い
や
デ
ス
ゲ

ム
に
身
を
投
じ
て
い
る
身
と
し
て
は
学

す
る
点
に

し
て

は

定
し
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い

時
間
を
掛
け
れ
ば
掛
け
る

ど

上
が
る

だ

し 
し
か
し

味
し
い

理
が
出
る
食
事

が
増
え
れ
ば
攻
略
組
や
プ
レ
イ

の
士
気
は
上

が
る

で

 
中

し
い
問

で
あ
る

 
ま

シ
ス
テ
ム
的
権
限
が
最

レ
ベ
ル
の
プ
レ
イ

が

を
ど
う

え
よ
う
と
状
況
が

変
わ
る
事
な
ん
て
無
い
の
だ
が

出
来
る
と
す
れ
ば
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

全
く
知
ら
な
い
プ
レ
イ

達
の
思

を
誘
導
す
る
事
く
ら
い
だ
ろ
う

そ
れ
も
ボ
ク
か
ら
す
れ

ば
人

せ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

件
で
あ
る
か
ら

更

も
出
来
な
い

 
そ
ん
な

で
思

を
放
り
投

て
か
ら
は

に

理
の
味
と
キ
リ
ト
と
二
人
き
り
と
い
う
状

況
を

し
む
方
向
に
意
識
を
シ
フ
ト
し
た
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そ
う
い
え
ば
キ
リ
ト
キ
ミ

で
そ
の

の
ま
ま
な
の
さ

見
つ
け
て
く
だ
さ

い
と

わ
ん
ば
か
り
じ

な
い
か

 
話
の

中
で
疑
問
に
思

て
い
た
事
を
ぶ
つ
け
る

 
せ
め
て
自
分
や
姉
が
贈

た

を

え
ば
多
少
は

魔
化
せ
る
と
い
う
の
に

故

時
も
の
黒

く
め

な
の
か

こ
れ
が
分
か
ら
な
い

か
理
由
が
あ

て
の
事
な
の
だ
ろ
う
か

ん

 

あ

 
指

し
た

間
は
キ

ト
ン
と
あ
ど
け
な
い
表
情
を
晒
す
も
す
ぐ
に
我
に
返
り

を
付

け
ら
れ
た
間
の

け
た
声
を
発
し
た

機

の
良
さ
か
ら
ま
さ
か
と
は
思

て
い
た
け
ど

キ
ミ
す

か
り

か
ら

け
て
た

完
全
に
気
が

け
て
ま
し
た

 
し

ん
と

を

と
し
て

れ
る

か
ら
こ
れ
は
本
気
で

も

え
て
い
な
く
て
忘

れ
て
い
た
ん
だ
な
と

す
る

気
が

け
て
い
た

と
い
う
発

か
ら
自
分
の
状

を

じ
入

り

深
く

み
て
い
る
よ
う
だ

 
確
か
に
以
前
の
四
六
時
中
常
に
気
を

て
い
た
様
子
と

べ
れ
ば
今
の
キ
リ
ト
は
気
が
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け
て
い
る
と

え
る

少
な
く
と
も

命
的
に
近
い
ポ
カ
は
し
な
か

た

 
た
だ
ま

個
人
的
に
は
こ
う
い
う
ポ
カ
も
愛
ら
し
い
と
思
う

で

ん

で
も
ま

現
状
問

は

き
て
な
い

だ
し
そ
こ
ま
で
気
に
す
る
必
要
は
無
い

と
思
う
よ

個
人
的
に
は
今
く
ら
い
自
然
に
気
を

い
て
く
れ
て
る
方
が

し
い
か
な

 
む
し
ろ
完
全
無
欠
に
近
か

た

に

べ
れ
ば
非
常
に
親
近
感
が

い
て
く
る
と
い
う
も
の

だ
か
ん
だ
で
彼
は
演
技
の

静
さ
と

の
あ
ど
け
な
さ
で
釣
り
合
い
が
取
れ
て
い
る
と
思
う

 
た
だ
し

の
日
常

つ
姉
が
絡
ん
だ
場
合
は
あ
ど
け
な
さ
に
振
り
切
り
過
ぎ
て
ポ
ン
コ

ツ
に
な
るで

も

が
原
因
で
問

が

き
た
ら

 
だ
か
ら
こ
そ

そ
の

を
知
り

け
止
め

応
じ
る

手
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ス
ト

プ

そ
れ
以
上
は
ダ
メ
だ
よ

キ
リ
ト

 

を

れ
さ
せ

ち

み
始
め
る
少
年
を
見
て
た
自
分
は
前

み
で
手
を

ば
し
彼
の

に
指
を

し

て

た
を
掛
け
る

指
先
に

ら
か
い
感
触
を
覚
え
る
が
そ
れ
は
一

意

識
の
外
に

い
た

前
に
も

た
け
ど
キ
ミ
は
一
人
で
背
負
い
過
ぎ

も
事
情
を
知
ら
さ
れ
て
な
い
と
キ
リ
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ト
の
責

に
な
る
だ
ろ
う
け
ど
ボ
ク
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
事
情
は

ど
知

て
る

き

ま
れ
る

に
な
る
と
し
て
も
そ
れ
は
ボ
ク
自
身
が
悪
い
ん
だ

そ
れ
に
今
の
キ
ミ
の

を
見
て
も
一
緒

に
い
る
の
を
決
め
た
の
は
ボ
ク
だ
よ

自
分
の
責

く
ら
い

自
分
で
背
負
わ
せ
て

 
リ

フ

も

た
事
だ
が
自
分
の
責

を
勝
手
に
背
負
わ
れ
る
と
複

な
気
持
ち
に
な

て
し
ま
う

そ
れ
が
彼
を
傷
付
け
る
事
に
繋
が
る
の
だ
と
す
れ
ば
と
て
も

な
気
持
ち
に
な
る

自
己

悪
を

い
て
し
ま
う

ど
う
し
て
と

彼
に
苛
立
ち
に
も
近
い
疑
問
を
持

て
し
ま
う

 
そ
れ
は
苦
し
く
て

哀
し
く
て

と
て
も

い

 
自
分
の
責

く
ら
い
自
分
で
持
て
る

ま
た

き

ま
れ
る
事
を
覚
悟
し
た
上
で
ボ
ク
は

キ
リ
ト
と
一
緒
に

る

 
そ
れ
な
の
に
自
分
の
せ
い
で
と
罪
悪
感
を

か
れ
る
と
ボ
ク
を

ん
じ
ら
れ
て
い
る
よ

う
で

信
じ
て
も
ら
え
て
い
な
い
よ
う
で

と
て
も

め
な
気
持
ち
に
な
る

責

感
が
強
い
と
こ
ろ
は
キ
ミ
の

い
⻑

だ
よ

で
も

一
人
で
背
負
お
う
と
す
る
と
こ

ろ
は
キ
ミ
の
大
き
な

だ

気
を
付
け
て

背
負

て
ば
か
り
い
る
と

れ
ち

う

ボ

ク

イ

だ
よ

 
キ
リ
ト
が
苦
し
む
の
も

い
の
も

れ
る
の
も

も
う

見
た

く
な
い
ん
だ
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ユ
ウ
キ

 
今
ま
で
本

に

て
来
て
る
ん
だ
か
ら
少
し
く
ら
い

を
し
た

て

に
な

た

て

少
な
く
と
も
理
解
し
て
る

の
人
達
は

も
責
め
た
り
し
な
い

 
責
め
る
人
が

た
ら
ボ
ク
が
全
力
で

ら
せ
る

リ

フ

み
た
い
に
正

な
理
由
が
あ
る
な

ら
ま
だ
し
も

理
不

な
理
由
で
傷
付
け

追
い

め
る
な
ら

ボ
ク
は
決
し
て
容
赦
し
な
い

な
ん
て
す
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
必
要
が
あ
る
と
も
思
わ
な
い

 
だ

て
追
い

め
ら
れ
た
先
に
あ
る
結

は
彼
の
死
だ

絶
対
に
代
え
な
ん
て

か
な
い

一
人
の
人
間
の
死
だ

 
そ
ん
な
の
は
認
め
ら
れ
な
い

大

き
な
人
が
死
ぬ
の
を

て
見
届
け
る
な
ん
て

過
す

る
な
ん
て
そ
ん
な
の
は
自
分
自
身
が
許
さ
な
い

仮

世
界
が
認
め
な
か
ろ
う
と
許
し
て
や

る
も
の
か

 

キ
リ
ト

和
人
の

な
ら

世
界
だ

て

に
回
し
て
や
る

 
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
苦

に

ち
て
い
よ
う
と
も

そ
の

を
後
悔
す
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

し

す
る
つ
も
り
も
な
い

い
事
を
承
知
の
上
で
自
分
の
想
い
を

け
容
れ
た
の
だ
か
ら

 
想
い
を
伝
え
た
手
前
そ
れ
で
後
悔
す
る
の
は
自
分
を
裏
切
る
以
上
に
彼
を
裏
切
る
行

に
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な
る

 
そ
ん
な
の
は
自
分
自
身
が
許
さ
な
い

 

か
を
裏
切
る

そ
れ
は
自
分
に
と

て
最
大

と
も

え
る
タ
ブ

の
一
つ
な
の
だ
か
ら

あ
り
が
と
う

ユ

ウ

キ

木

 
秘
め
た
る
覚
悟
と
想
い
が
伝
わ

た

で
は
無
い
だ
ろ
う
が
し
か
し
彼
は
分
か

て
い
る
と

わ
ん
ば
か
り
に

に

と

せ
そ
う
に

を

ば
せ
る

自
身
の

に

て
ら
れ
て
い
た

指
を
離
し

手
を
取
り

手
で

み

ん
で
ま
で
く
る

 

を

な
も
の
に
変
え
て

手
に
握
る
も
の
を
こ
ち
ら
の
手
で
は
な
く
花
束
に
す
れ

ば

き

と

な
一

が
完
成
す
る
だ
ろ
う

 
そ
う
思
え
る
く
ら
い

今
の
彼
は

き

魅
力
に

れ
て
い
た

 

突
な

ま
し
い
変
容
に

が
高
鳴
る

 
ご
く

と

を
鳴
ら
す

 

て

つ
ん
だ
ボ
ク

今
は

え
ろ

 

ち

い
て
イ
メ

ジ
す
る
ん
だ

常
に
想

す
る
の
は
最
強
の
自
分
だ

 
密

で
二
人
き
り
に
な

て
い
る
な
ら
と
も
か
く
こ
こ
は
人

り
の
多
い
大

り
に
面
し
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

食
事

共

設
と
い
う
場

だ

人

の
中
で

行

に

る

に
は
い
か
な

い

理
観
と
か
モ
ラ
ル
と
か
色
ん
な

面
か
ら
ア
ウ
ト
を

け
る
事
間
違
い
な
し
だ

 
そ
も
そ
も
返
事
は
ま
だ
良
い

て
こ
ち
ら
か
ら

い
出
し
た
事
な
の
だ

こ
れ
で
動
い
て
し

ま

て
は
覚
悟
が

い
事
の
証

に
な
る

 

悩
を

く
事
そ
の
も
の
は
上

 
で
も
そ
れ
に
打
ち
負
け
る
事
な
ど
あ

て
は
な
ら
な
い

自
分
は

悩
を

い
て
も
そ
れ
に

常
に
勝
ち

け
不

を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
だ
の
一

で
も

北
し
流
さ
れ
て
し

ま
え
ば
そ
れ
は
彼
の
意
思
を
無

し
た
下

な
行

と
な
る
そ
の
時
点
で

い

る

格

は
喪
わ
れ
る

 
そ
も
そ
も

格

以
前
に
自
分
自
身
を
許
せ
な
く
な
る

だ
が

さ
て

は
デ
ザ

ト
で
も
頼
も
う
か

キ
リ
ト

が
良
い

 
そ
ん
な

絶
な

が

中
で

り
広

ら
れ
て
い
る
と
は
知
る
由
も
無
い
キ
リ
ト
は
そ
う

だ
な

と
気
の

け
た
声
を
上

な
が
ら
差
し
出
し
た
メ
ニ

を
手
に
取
り
デ
ザ

ト
の

を

め
始
め
る

 
う
む
話
を

切
る
た
め
に
行

た
話

転
換
は

良
い
感
じ
に
こ
ち
ら
の
動
揺
と

と
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悩
を
悟
ら
せ
ず
に
済
ま
せ
ら
れ
た
よ
う
だ

流

は
ボ
ク
で
あ
る

略
し
て
さ
す
ボ
ク

が

流

な
の
か
は
自
分
で
も
よ
く
分
か
ら
な
い

 
非
常
に
ど
う
で
も
良
い
思

を
展
開
し
な
が
ら
キ
リ
ト
の
後
に
デ
ザ

ト
を
決
め

Ｎ
Ｐ

Ｃ
に

文
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｃ

理

の
共

点
で
あ
る
オ

ダ

直
後
に

理
が
出
て
来
る
と
い
う

速
さ
は
こ
こ
も

在
で

す
ぐ
に

文
し
た
品
が
届
い
た

 
ち
な
み
に
自
分
が
頼
ん
だ
の
は
フ
ル

ツ
パ
フ

キ
リ
ト
は
ス
ト
ロ
ベ
リ

グ
レ

プ
ク

レ

プ
で
あ
る

故
ミ

ク
ス
ク
レ

プ
で
な
い
の
か
は
謎
だ

そ

い
え
ば
さ

ん
 
は
ぐ
は
ぐ
と

が
頼
ん
だ
デ
ザ

ト
に

を
打
ち
つ
つ

話
を
振
る

 
も

き

も

き

と
ク
レ

プ
を
食
ん
で
い
る
少
年
が
か
わ
い
い

ど
こ
の

層
か
は
忘
れ
た
け
ど
Ｎ
Ｐ
Ｃ

理

に
は

し
い
事
に

文
し
て
か
ら
品
が
出
て

来
る
ま
で
が
リ
ア
ル
と
同
じ
く
ら
い

い
食
事

が
あ
る

て

い
た
事
が
あ
る
ん
だ
よ

あ
あ

そ
れ
は
多
分
五
十
層

ア
ル
ゲ

ド

の
迷

最

に
あ
る

だ
な

多
分
そ
れ
か
な

エ
ギ
ル
か
ら

い
た
し

と
い
う
か
キ
リ
ト
も
知

て
た
ん
だ
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エ
ギ
ル
に
そ
れ
を
教
え
た
の
は

だ

 
ち
な
み
に
ア
ル
ゴ
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
密
会
す
る
時
も
そ
こ
を

す
る
事
が
多
か

た
り
す

る

と
追
加
で
明
か
さ
れ
た
情
報
に

マ
ジ
か

と
思
わ
ず
応
じ
た

更
に
追
加
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
ラ

メ
ン
マ
ニ
ア
だ

た
り
す
る

ラ

メ
ン
の
話
を
振
る
と

数
時
間
は
話
し
始
め
る
ぞ
お
気
に
入
り
は

ラ

メ
ン
ら
し
い

を
流
す
く
ら
い

味

が
し
な
い
ラ

メ
ン
を
食
べ
て

そ
う
に
し
て
た

物

く
ど

で
も
い
い
情
報
だ
ね

紅
の
騎
士

フ

ン
ク
ラ
ブ
会

手
に
か
な
り

ぎ
出
来
た
と
か
ア
ル
ゴ
が

て
た

が
あ
の
人
に
フ

ン
ク
ラ
ブ
な
ん
て
出
来
て
た
の

閃
光
の
ア
ス
ナ
や
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
フ

ン
ク
ラ
ブ
が
あ
る
事
は
知

て
い
た

け
ど

ま
さ
か
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を
対

と
し
た
フ

ン
ク
ラ
ブ
が
あ
る
と
は
初

だ

た

い
や
尊

さ
れ

わ
れ
て
い
る
事
は
知

て
い
た
が
そ
ん
な
ミ

ハ

感
の
あ
る
集

が

存
在
し
て
い
た
と
は

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
流
れ
て
る
情
報
は

方

ん
で
い
る
と
思

て
い
た
が
や
は
り
自
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分
も
知
ら
な
い
事
は
ま
だ
ま
だ
多
い
ら
し
い

 
と
い
う
か
フ

ン
ク
ラ
ブ
の
人
達
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
リ
ア
ル
が

場

だ
と
知

た

ら
ど
う
思
う
ん
だ
ろ
う
か

黒
幕
で
は
な
い
と

て
も
信
じ
ら
れ
る
か
ど
う
か

だ

知
ら
な
か

た
の
か

ボ
ス
レ
イ
ド
組
は
と
も
か
く

血

騎
士

の
サ
ポ

ト

の
プ
レ
イ

は
全

が

紅
の
騎
士

か

閃
光

フ

ン
ク
ラ
ブ
会

だ
ぞ

む
し
ろ
キ
リ
ト
は

で
そ
ん
な
事
を
知

て
る
の
さ

密
会
の
時
に

愚

を

な

あ
 

と
横
を
向
い
て

か
に
⻩
昏
た

か
ら

し
た

 
フ

ン
ク
ラ
ブ
の
対

自
身
か
ら
愚

を

か
さ
れ
た
事
が
あ
る
ら
し
い

 
方
向
性
は
違
え
ど
自
分
の
フ

ン
ク
ラ
ブ
の
人
達
か
ら
迷
惑
を

た
経
験
が
あ
る
身
と
し
て

は
非
常
に
親
近
感
が

く
話
だ

男
と
女
と
い
う
差
が
あ
る
か
ら
多
分
そ
う
い
う
意
味
で
も
方
向

性
が
異
な
る
だ
ろ
う
け
ど

 

い
と
求

ま
で
さ
れ
た
し
な

 
今
で
こ
そ

だ
が

時
は
ま
だ

中
学
一
年
生
の
年

だ

そ
ん
な
身
か
ら
す
れ
ば
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成
人
し
て
そ
う
な
男
の
人
が

息

く

め
寄

て
求

し
て
く
る
光

は
恐
怖
で
し
か
な
い

意
を

く
以
前
に

の
他
人
な
の
だ
か
ら

然
で
あ
る

 

今
思

た
が
逆

を

ま
れ
た
と
は

え
そ
ん
な
状
況
で
よ
く

変
レ
ベ
ル
の
キ
レ
方

が
出
来
た
な

過
去
の
自
分

ち
な
み
に
フ

ン
ク
ラ
ブ

て

と
あ
る
の

ア
ル
ゴ
か
ら

い
た
限
り
だ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
ア
ス
ナ
デ

ア
ベ
ル
シ
リ
カ
リ
ズ

ク
ラ
イ
ン
達
風
林
火

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
三
人
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
フ

ン
ク

ラ
ブ
が
あ
る
ら
し
い
な

エ
ギ
ル
は
フ

ン
ク
ラ
ブ
程
で
は
無
い
け
ど

が
広
い
か
ら

く

わ

れ
て
る
と

く

あ
あ

ま

エ
ギ
ル
は
ね

 
ガ
タ
イ
の
良
い

手

使
い
の

人
を
思
い
浮
か
べ
る

あ
の
人
に
は

ア
ニ
キ

と

う

弟
や
弟
分
達
が
勝
手
に
つ
い
て
回

て
一
大
勢
力
を

い
て
る
光

が
似
合

て
い
る

 
あ
と

気
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
ギ
ル
ド

と
個
人

で
そ
れ
ぞ
れ
別
に
あ

る
の
か

最
近
は
リ

姉
と
シ
ノ
ン

ス
ト
レ
ア
の
も
出
来
て
る
と
か

と
か
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あ
あ

う
ん

ま

そ
う
だ
よ
ね

 
あ
の
三
人

く
女
性
的
な
容

を
し
て
る
上
に
強
い
の
だ

そ
り

あ
出
来
る
の
も

然
と

い
う
か

出
来
な
い
方
が
お
か
し
い
と
い
う
か

 
リ

フ

は
最
前
線
攻
略
組
す
ら
も
圧
倒
す
る
剣
技
を
持
ち
ス
ト
レ
ア
は
人

た
り
の
良
い

性
格
と

な
ら
ぬ
パ
ワ

フ

イ
タ

シ
ノ
ン
は

ち

い
た
物

と

も
が
絶

す
る

ど
の
弓
の

を
持

て
い
る

日
常
と
戦
闘
で
の
ギ

プ
も
大
き
い
か
ら
そ
の

も
人
気
に

車
を
掛
け
る
ス
パ
イ
ス
に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

ぐ
ぬ
ぬ

 
個
人
的
に
は
仮

ア
バ
タ

と

え
ど
も
三
人
の
女
性
的
な

体
の
一
部
を
分
け
て
欲
し
い

 
別
に
自
分
も
無
い

じ

な
い

だ
が
リ

フ

は
自
分
と
同
い
年
だ
と
い
う
な
ら
少
し
く

ら
い
夢
は
見
た
い

体
で
誘
惑
す
る
の
で
は
な
く
よ
り
安
心
感
を

い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら

こ
の
願
い
は
生
じ
て
い
た

あ
の

絡
も
無
く
⻭
を
食
い

ら
れ
る
と
ど
う
し
た
の
か
気
に
な
る
ん
だ
け
ど

ん

 
あ

あ

 
ど
こ
か

し
む
よ
う
に
し
か
し
同
時
に
不
安
を

え
て
い
る
よ
う
な
表
情
で

わ
れ

⻭
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を
食
い

て
い
る
事
を
自
覚

思

し
て
い
た
内
容
が
内
容
な
の
で
ど
う
す
る
べ
き
か

と
共
に
悩
む

そ
の

さ

ら

あ
の
三
人
に

べ
る
と

ボ
ク
は

さ

 
小
さ
い
で
し

 

線
を

が
せ
な
が
ら

の
前
で

を
組
み
つ
つ

う

 

界
の

で

小
さ
く

を

る

が
見
え
る

ん

 

か
ら
見
る
と
ユ
ウ
キ
も
十
分
高
い
と
思
う
け
ど

そ
こ
で
身
⻑
の
話
に
流
れ
る
キ
ミ
に
安
心
す
る
ボ
ク
と
残
念
に
思
う
ボ
ク
が

る
よ

 
キ
リ
ト
ら
し
い
と

え
ば
ら
し
い
と
い
う
か
安
定
し
た

え
に
思
わ
ず
脱
力
し
苦

を
浮

か
べ
る

い
き
な
り
色
気
づ
か
れ
て
も
ア
レ
な
感
じ
は
す
る
け
ど
そ
れ
は
そ
れ
こ
れ
は
こ
れ

残
念
に
は
思
う
の
だ

 
女
と
は
理
不

な
も
の
で
あ
る

 
あ
と
男
の
事
は
い
え
四
つ
も
年
下
の
子
に
背

で
負
け
る
の
は

か
複

だ

だ
か
ら
彼
が

い
の
は

然
と
い
う
か
自
明
の
理
と
い
う
か

ま
だ
成
⻑
期
が
来
て
い
な
い
以
上
仕
方
の
な
い

事
な
の
で
あ
る

 
そ
の

に
し
て
は

分
小

で
あ
る
事
は

定
出
来
な
い
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あ

か

ア

ハ
ハ

だ
い
せ

か

い

は

 
思
い
至

た
彼
の

え
に
投

や
り
気
味
な
声
を
返
し
つ
つ

息
を

く

 
い
や
百
歩

て
リ

フ

と
シ
ノ
ン
は
ま
だ
良
い
彼
女
達
の
ア
バ
タ

は
リ
ア
ル
重

で
は
無
い
か
ら
だ

い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
然
し
て
変
わ
ら
な
い
ら
し
い
が

ま
だ
良
い

 
だ
が
ス
ト
レ
ア

キ
ミ
は
ダ
メ
だ

ま
ん
ま
リ
ア
ル
と
か

ざ
け
る
な

 

そ
う

て
も

虚
し
い
だ
け
な
ん
だ
け
ど

刀
直
入
に

く
け
ど

キ
リ
ト

て
正
直
ど
う
な
の

 
そ
の
虚
し
さ
を

ら
わ
せ
る
た
め
か

時
も
な
ら
絶
対
し
な
い
で
あ
ろ
う
問
い
掛
け
を
投

る

え
に
よ

て
は

え
な
い
傷
を
負
う

だ
が
止
ま
る
つ
も
り
は
無
か

た

以
前
か
ら
気

に
な

て
い
た
事
だ
か
ら

 
い
き
な
り
の

問
に
彼
は

根
を
寄
せ
た

ど
う

と
は

大
き
い
方
が

き
な
の
か

て
事

ぶ

ち

け
ど
う
で
も
良
い
ん
だ
が
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こ
ち
ら
の
問
い
を

い
終
え
て
間
を

か
ず

そ
ん
な

え
を
返
さ
れ
た

興
味
な
い
の

と
し
て
は
外
見
じ

な
く
て
内
面
の
方
が
重
要
だ
か
ら

あ
あ

 
本

に
興
味
無
さ

に
し
か
し
真
剣
な
面
持
ち
で

う
も
の
だ
か
ら
本
心
で

て
い
る

と
悟
る

わ
れ
て
み
れ
ば
彼
の
来
歴
か
ら
内
面
の
方
を
重
要

す
る
の
は
分
か
り
切

て
い
る

事
だ

た

 
如

に
外
見
が
見
目

し
く
と
も
人
間
性
に
問

が
あ
れ
ば
魅
力
な
ど

ど
こ
ろ
か
マ
イ

ナ
ス
に
振
り
切

て
し
ま
う

で
も

外
見
だ

て
気
に
は
す
る
か
ら

ん

そ
れ

て

 
そ
こ
で

彼
は

に

を
浮
か
べ

線
を

ら
し
た

ネ

ク
レ
ス

す
ご
く

似
合

て
る

 
掻
き
消
え
そ
う
な
く
ら
い
か

い

葉
は
し
か
し
他
に
も
人
が

る

内
で
あ
ろ
う
と
し

か
り
自
分
の

に
届
い
た
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に
ま
り
と
ど
う
し
よ
う
も
な
く

み
を
浮
か
べ
て
し
ま
う

き

と

目
か
ら
見
れ
ば
だ
ら

し
な
い

み
だ
ろ
う

え
へ
え
へ
へ

あ
り
が
と
キ
リ
ト

キ
ミ
が
最
初
に
見
て
そ
し
て
気
付
い
て
く
れ
た

ん
だ
よ

む

そ
う
な
の
か

そ
れ
は

な
ん
と
い
う
か

う
ん

す
ご
く

う
れ
し
い

 

を

に

め

目

を

ま
せ

キ
リ
ト
は

か
に
喜
色
を
見
せ
る

 
こ
う
し
て

直
に
感
情
を
表
す
よ
う
に
な
る
ま
で
⻑
か

た
な

と
感

深
く
感
じ
た

以
前

で
あ
れ
ば
そ
う
な
の
か
で
止
め
て
い
た
可
能
性
大
だ

や

り
気
持
ち
は

葉
に
表
し
て

こ
そ
で
あ
る

 
こ
の

を
見
た
だ
け
で
も

と

う
か

今
ま
で
の
苦
労
や

り
が
報
わ
れ
る

 

ん

  

禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し

と
い
う

が
あ
る

 
良
い
事
と
悪
い
事
は
平

に
あ
る
悪
い
事
が
あ
れ
ば
良
い
事
も

き
る
と
い
う
よ
う
な
意
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味
合
い
で
使
わ
れ
る
事
の
多
い

だ

 
つ
ま
り
良
い
事
が
あ
れ
ば

そ
れ
と

し
て
同
程

の
悪
い
事
も

こ
る
と
い
う
事

今
ボ
ク
の
お

を
触

た
の
は

 
自
分
の

部
を
い
き
な
り

か
に
触
ら
れ
た

し
か
も
た
だ
触
れ
る
だ
け
で
な
く

む
ぎ

う

と

み
に
す
る
ま
で
の
確
信

的
行
動
ま
で
さ
れ
た

 

て
い
た
自
分
の

部
を
わ
ざ
わ
ざ

み
に
く
る
な
ど
確
信

以
外
の

物
で
も
な
い

 

一
発
ガ
ツ
ン
と
キ
ツ
く

て
最
悪
ビ
ン
タ
一
発
ま
で
は
許
さ
れ
る
よ
ね

 
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

な
き
ら
い
が
あ
る
自
分
も

実

の
と
こ
ろ

力
は
忌
み

て
い
る

 
あ
く
ま
で
切

し

う
事
を
目
的
と
し
た

合
が

き
な
だ
け

力
を
振
る
う
事
そ
の
も

の
に
快
感
や

快
さ
を
覚
え
て
い
る

で
は
無
い

 
そ
れ
に

力
的
な
人
は

本
的
に

わ
れ
る

向
に
あ
る

キ
リ
ト
を
は
じ
め
多
く
の
人
と

良
く
な
れ
た
の
に
そ
れ
を
自
ら
捨
て
に
行
く
な
ど
し
た
く
な
い

必
要
に

ら
れ
れ
ば
別
だ

が

た
だ
セ
ク
ハ
ラ
を
さ
れ
た
く
ら
い
で
捨
て
る

ど
安
い
も
の
で
は
な
い
の
だ

 

白
し
よ
う
と
す
る
時
し
た
時
と

ぶ
程
の
良
い

気
だ

た
の
を
ぶ
ち
壊
さ
れ
た
せ
い

で
一

に
し
て

点
は
高
め
な
ボ
ク
の

の
緒
が
切
れ
た

正
面
に

る
キ
リ
ト
が
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と

え
た
よ
う
な
声
を
上

た
の
を

に
し
て
内
心
思
い

き
り

ち

ん
で
し
ま
う
が
一

出
し
た
殺
気
と
怒
り
を
収
め
る
に
も
収
め
ら
れ
ず
一

ち

む
気
持
ち
を
内
心
に

し

し

て
殺
気
と
共
に
振
り
返
る

だ
よ

る
モ
ン
じ

な
い
の
に
そ
こ
ま
で
怒
る
事
は
無
い
だ
ろ

キ
ミ
は

 
自
分
が

て
い
た

子
の
す
ぐ
後
ろ
に
立

て
い
た
の
は
一
人
の
男
性
プ
レ
イ

髪
色

は

色
容

も
特
徴
的
な
部
分
は
無
い
が
し
か
し
整

て
は
い
る
部

に
入
る
と
思
う

多

分
デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
い
い
勝
負
に
な
る

 

い
は
武

の
そ
れ

備
の
ラ
ン
ク
は
か
な
り
高
い
方
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
宝

を

め

ま
れ
て
い
る
事
か
ら
も

な
レ
ア

を
誇

て
い
る
事
が
分
か
る

 

備
を
見
て
ま
さ
か

と
思

て

を
よ
く
見
る
が

や
は
り
覚
え
は
な
い

 

に
覚
え
は
無
い
の
に

備
の
ラ
ン
ク
に
つ
い
て
は

し
が
付
く

そ
ん
な
の
は
自
分
が
知
る

限
り

一
つ
し
か
思
い
至
ら
な
か

た

ギ
ル
ド

テ

ア

ニ
ア

の

ん

知

て
た
の
か
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自
分
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

る
間
に
参
入

験
を

け
に
来
て
し
か
し

え
無
く
不

合
格
に
な

た
と
い
う
ギ
ル
ド
に
つ
い
て

に
す
れ
ば
男
は
気
負
う
こ
と
も
無
く
ア

サ
リ
と

定
の

葉
を
返
す

 
男
の

上
に
は
ギ
ル
ド
マ

ク
が
あ

た

大
樹
を
背

に
白
い

翼

と
い
う
意

の
そ

れ
は

話
に

い
た

テ

タ

ニ
ア

の
ギ
ル
ド
マ

ク
そ
の
も
の

い
き
な
り
お

を
触

て
来
て

の
つ
も
り

立

な
セ
ク
ハ
ラ
な
ん
だ
け
ど

る
モ
ン
じ

な
い
ん
だ
か
ら
い
い
だ
ろ

触
ら
れ
る
身
か
ら
す
れ
ば

た
も
の
じ

な
い
よ

 
全
く
反

す
る
様
子
が
無
い
男
に

ら
ず
怒
鳴
る

自
分
の
記

が
あ
る
限
り
怒
鳴
る

ど

の
怒
り
を
見
せ
た
の
は

白
の
剣
士

の
時
以
来
な
気
が
す
る

 
と
い
う
か

自
分

て
こ
こ
ま
で
怒
り
を

く
方
だ

た
だ
ろ
う
か

 

キ
リ
ト
と
の
時
間
を
邪
魔
さ
れ
た
せ
い
か

 
そ
う
結
論
付
け
て
目
の
前
の

な
男
を

み
付
け
る

あ
ち
ら
の
方
が
背
が
高
い
か
ら
自

然
と
見
上

る
事
に
な

た

い

れ
出
来
な
い
く
ら
い
し

か
り
触

て
来
て

監
獄
エ
リ
ア
に

ば
さ
れ
る
覚
悟
は
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出
来
て
る
ん
だ
ろ
う
ね

 

て
ぶ
つ
か

て
し
ま

た
り
状
況
か
ら

え
て
不
可
抗
力
と

え
る
場
合
で
あ
れ
ば
情

状

の

地
が
あ
る
か
ら

罪
さ
れ
れ
ば
許
し
て
い
た

論

も

け
ば
そ
の
限
り
で

は
無
い
が

初
回
に
限

て
は
許
す
く
ら
い
に
自
分
は
ま
だ

し
い
方
だ
と
思
う

 
で
も
セ
ク
ハ
ラ
目
的
な
の
は

動
も

め
て
明
ら
か
だ
か
ら

す
る

地
な
ん
て
ま
る
で

無
い

 
こ
う
い
う
時
の

に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
が
存
在
す
る

主
に
男
性
か
ら
女
性
へ
の
身

体
的

触
が
過

と
判
断
さ
れ
た
場
合
女
性

に
そ
の
男
性
を

罪
者
と
し
て
監
獄
へ
送
る
か

と
い
う
内
容
の
メ

セ

ジ
が
表
示
さ
れ
る
も
の
だ

い
自
分
は
使

た
事
は
無
い
が
キ
リ

ト
を

き

め
た
時
に
う
る
さ
い
く
ら
い
表
示
さ
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る

 
そ
こ
ま
で

え

と
気
付
く

て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
が
発
生
し
て
な
い

 
思
わ
ず
絶

す
る

け
れ
ば

ま
す
た
め
に
背
中
を
男
性
が

い
て
く
る
だ
け
で
も
メ

セ

ジ
が
表
示
さ
れ
る
と
い
う
の
に
あ
そ
こ
ま
で
明
確
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

を
さ
れ
た
に
も

わ
ら
ず
発
生
し
な
い
な
ん
て

流

に
予
想
外
だ
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そ
こ
で
ニ

ニ

と
先

ど
よ
り
も

を
釣
り
上

た
い
や
ら
し
い

み
を

え
る
男
に

気
付
く

 

こ
の
人
が
原
因
か

 
少
な
く
と
も
原
因
の

ら
か
は

て
い
る
だ
ろ
う
事
に
気
付
い
た

中
が
ス

と

た
く
な
る
感
覚
に

た
さ
れ
る

 

し
て
い
た

手
を

に

る
し
た
黒
剣
の

へ
と

ば
し

む

手
は

を
握

て

い
る

剣
の
構
え
だ

無
い
な
ら
無
い
で

ボ
ク
自
身
で
手
を
下
す
ま
で

 

う
と
共
に

剣

間
合
い
が
近
す
ぎ
た
か
ら
十
分
で
は
無
い
も
の
の

い

み

み
と
共

に

い
た
剣
を

へ
と

ぐ

 

い
過
た
ず

剣
は
男
の
横

を

さ
せ
な
い

な
 
男
を
斬
り

ば
さ
ん
と
振
る

た
剣
は
横
合
い
か
ら

り

ん
で
き
た
黒
い
剣
に
よ
り

ま

れ
た

ま
さ
か
キ
リ
ト
か
と
思

た
も
の
の
剣
を
見
て
違
う
と
判
断
す
る
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キ
リ
ト
の
剣
エ
リ

シ
デ

タ
は
刃
が
白
く

し
か
し
そ
れ
以
外
は

黒
色
の
片
手
直
剣

 

り

ん
で
き
た
剣
は

動
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
一
定
の
リ
ズ
ム
で
剣
身
を

む
闇
が
明

滅
し
て
い
た

剣
身
の

に
は
血
を
思
わ
せ
る
紅
の
紋
様
が

て
い
る

加
え
て

え
ば

の
⻑
さ
が

手
剣
の
そ
れ
だ

 
剣
を
握
る
者
が

者
か
見
定
め
る

に

線
を
向
け
る

な

ん

 
再

絶

す
る

 
話
に
は

い
て
い
た
が

実

に
見
て
み
る
ま
で
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
た

 
し
か
し
こ
う
し
て
見
れ
ば
分
か
る

確
か
に
容

は
キ
リ
ト
と

二
つ
だ

黒
色
の
重

な

手

金
属
ブ

ツ
を

い

眼
を

う
よ
う
に
バ
イ
ザ

を

け
て
い
る
騎
士
の
背

体
格
は
彼
と
同
一
だ

た

 
こ
の
黒
の
騎
士
こ
そ
が

テ

タ

ニ
ア

で

一
合
格
ラ
イ
ン
に
至

て
い
て

そ
れ
ば

か
り
か

紅
の
騎
士

を
も
圧
倒
し
た
と
い
う
少
年
ス
レ
イ
ブ
の
よ
う
だ

の
つ
も
り

と
は

く
必
要
は
無
い
よ
ね

先
に
剣
を

か
れ
た
か
ら

き

マ
ス
タ

の
部
下
が
危
な
い
か
ら

ん
だ
だ
け
で
す
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つ
ま
り
こ
ち
ら
に
対
す
る

意
そ
の
も
の
は
ス
レ
イ
ブ
個
人
と
し
て
は
持

て
い
な
い
と
い

う
事
ら
し
い

え
方
に
よ

て
は

発
と
も
取
れ
る
が
多
分
こ
の
意
味
合
い
で
合

て
い
る
だ

ろ
う

こ
れ
と
い

て
根

は
無
い
が
自
分
の
直
感
と
ス
レ
イ
ブ
の

意
の
無
さ
が
そ
う
思
わ

せ
る

 
背
後
の
キ
リ
ト
も
同
じ
意
見
な
の
か

一

場
を
襲

た

気
も
今
は
収
め
て
い
た

 

と
い
う
か

語

な
ん
だ

と
ど
う
で
も
い
い
事
を

え
る

 

そ
れ
は
横
に

い
て

ま

た
く

共
の
場
で
い
き
な
り
剣
を

く
な
ん
て
品
性
の
欠
片
も
感
じ
ら
れ

な
い
お

さ
ん
だ
な

 
そ
の
時
得
も

わ
れ
ぬ

感
に

ま
れ
た

内
に
場
違
い
と
も
取
れ
る
程
に

な
男

の
声
が

い
た

 
そ
の

り
合
い
で
感
じ
て
い
た
圧
が
消
え
る

黒
騎
士
ス
レ
イ
ブ
が

く
身
を
引

い
た
か
ら
だ

正
眼
に
剣
を
構
え
直
し
た
彼
は
そ
の
ま
ま
数
歩
後
退
し
足
を
止
め
る

そ
の

に
は
一
人
の
男
が
立

て
い
た

 

後
ろ
を
見
な
い
で
正
確
に

に
立

た
点
に
つ
い
て
は
突

む
ま
い
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一
目
見
て

華

と
い
う

葉
が
浮
か
ぶ
白
金
色
の

を

い
金
髪
を

で
つ
け
た

男
が
そ
こ
に
い
た

か
ら
は
特
徴
的
な

に

め
ら
れ
た

剣
が

る
さ
れ
て
い
る

 
こ
の
男
が
話
に

く

テ

タ

ニ
ア

の
ギ
ル
ド
リ

ダ

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
違
い
な
い

ギ
ル
ド
メ
ン
バ

の

行
を
正
す

目
を
放

し
て
る
人
に
品
性
を
問
わ
れ
た
く
は
な
い
よ

 

ん

と

を
鳴
ら
し
て

む

 
ス
レ
イ
ブ
の
登
場
で
出

を

か
れ
た
が

中
に

き

こ

た
怒
り
と
苛
立
ち
は
未
だ
あ

る

勝
手
に
体
を
性
的
な
意
味
で
触
ら
れ
て
怒
り

め
や
ら
ぬ
の
は

の
事
だ

 

け
ど

こ
れ
以
上

れ
て
も
意
味
は
な
い

か

 
ス
レ
イ
ブ
に
よ

て

ま
れ
は
し
た
が
そ
れ
で
も
自
分
の
殺
気
に

て
ら
れ
て
か
セ
ク
ハ

ラ
を
し
て
き
た
男
は

を

か
し
て
へ
た
り

ん
で
い
る

 
そ
の

で
一
先
ず

を
下

る
事
に
し

黒
剣
を

に

高
く

め
る

 
最
後
に

く
一

し
て
か
ら

キ
リ
ト
へ
と

線
を
向
け
た

 

い
に
も

で
し
よ
う
と
思

て
い
た
事
は

ど
終
え
て
い
る

し
む
ら
く
は
デ
ザ

ト

の
更
な
る
開

を
行
え
な
か

た
事
だ
が
こ
の
場
に

ま
る
方
が
デ
ザ

ト
を

し
む
事

の

も
苛
立
つ
の
は
明
ら
か

こ
こ
は

の
機
会
と
我

し
た
方
が

明
と
判
断
す
る

ど
ち
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ら
に
せ
よ
食
事
は
し

か
り
摂

た
の
だ
か
ら

に
入
ら
な
か

た
だ
ろ
う

キ
リ
ト

も
う
行
こ
う

食
べ
る
も
の
は
食
べ
た

ん

ま

ユ
ウ
キ
が
良
い
な
ら
構
わ
な
い
が

 
や
や
不
機

で

か
ら
見
る
と

く
身
勝
手
な
振
る
舞
い
だ
が
こ
れ
は
後
で
本
人
に

る

し
か
な
い

 
と
に
か
く
一

も

く
こ
の
場
か
ら
立
ち
去
り

事
か
ら

た
か

た

人
に
刃
物
を
向
け
て
お
き
な
が
ら

罪
も
無
い
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
な

 
だ
が
こ
ち
ら
を
そ
う

に

す
つ
も
り
は
無
い
よ
う
で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
進
路
を

ぐ
よ

う
に
立
ち

そ
う

て
来
る

人
に
セ
ク
ハ
ラ
し
て
お
き
な
が
ら

罪
は
お
ろ
か
悪
び
れ
も
し
な
い
部
下
の
事
は

上

す
る
つ
も
り
な
ん
だ

む

ど
う
や
ら
君
は
自
分
の
立
場
と
い
う
も
の
が
分
か

て
い
な
い
ら
し
い

は
 

を
ど
う

え
れ
ば
そ
う
な
る
の
か

が
分
か
ら
ず
思
わ
ず

の

じ

た
声
を
発
し
て

し
ま
う
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プ
ラ
イ
ド
の
高
そ
う
な
男
で
あ
れ
ば
表
情
を
歪
め
そ
う
な
も
の
だ
が
し
か
し
今
は
己
の
立
場

が
上
に
あ
る
と
思

て
い
る
の
か

む
し
ろ
こ
ち
ら
を

れ
む
よ
う
な
眼
で
見
て
来
る

 

と

の
立
つ
男
だ
と
思

た

 
あ
と

キ
バ
オ
ウ
や
ア
キ
ト
と
は
別
の
ベ
ク
ト
ル
で

い
だ
と
も

キ
バ
オ
ウ
は
と
も
か
く

ア
キ
ト
は
生
理
的
に

だ
と
思

た
が
こ
の
男
に
対
す
る

悪
感
は
彼
ら
に
対
す
る
も
の
の

で
は
無
い

い
や
は
や
無
知
と
は
見
て
い
て

れ
極
ま
り
な
い
も
の
だ

自
分
の
行
動
が
ど
う
い
う
結
果

に
な
る
か
分
か

て
い
な
い
ら
し
い

え
ら
く

が
か

た

い
方
だ
ね

結

を

い
た
い
の
か
ハ

キ
リ
し
て
く
れ
な

い
あ
あ
そ
う
だ
ね
無
知
な
お

さ
ん
に
も
分
か
る
よ
う
分
か
り
や
す
く

に
教
え
て
あ

よ
う

 
こ
ち
ら
を
小

に
す
る

が

に

り
や
や

し
い
物

い
に
な
る
も
ア
ル
ベ
リ

ヒ
が

し
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い

程
精
神
的

を
得
て
ご

悦
ら
し
い

 
小
物
だ
な

と
思
う
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こ
れ
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
や
ア
ル
ゴ
キ
リ
ト
で
あ
れ
ば
立
場
上
で
の

性
を

え
て

示
さ
ず

自
分
の
方
が
上
だ
と
錯
覚
さ
せ
て
や
り
取
り
す
る
だ
ろ
う
に

場
合
に
よ
も
よ
る
が
そ

ち
の
方
が

手
を
躍
ら
せ
や
す
い
か
ら
だ

特
に
小
物

手
だ
と

果

面
ら
し
い

ス
は

キ
リ
ト

 

苛
立
つ
の
も

に
な
る
く
ら
い

が
か

た
仕

で
前
髪
を
払
い

に
手
を

て
た

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

指
を
突
き
付
け
て
来
た

 
そ
の
先
を
追
え
ば

か
ら
立

て
事
の
推

を
見
守

て
い
た
キ
リ
ト
の

 
き

と
ん
と
あ
ど
け
な
い
表
情
で
彼
は
自
身
を
指
差
し

を

疑
問
を

し
た

今

の
会
話
の
流
れ
か
ら
ど
う
し
て
自
分
が
出
て
来
る
の
か

目
見

が
付
か
な
い
の
だ
ろ
う

 
安
心
し
て
欲
し
い

ボ
ク
も
ま

た
く
分
か
ら
な
い

 
む
し
ろ
お
か
し
い
の
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
方
だ

出
会
い

か
ら
人
を

き
下
ろ
す
と
は
実
に
イ

イ
性
格
を
し
て
い
る

彼
が
ど
う
か
し
た
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知
ら
な
い
の
か
な

 
そ
こ
の
子

が

あ
の

の
出
来
損
な
い

と
い
う
事
を

マ
ス
タ

 

ん

と
し
た
り

で

う
ア
ル
ベ
リ
ヒ

 

空
気
が
死
ん
だ

 
こ
ち
ら
と
し
て
は
今
更
過
ぎ
る

葉
に

も

え
な
く
な
る

だ

て
そ
ん
な
の
こ
の
浮
遊

城
に

る

も
が
知

て
る
事
実
だ
し

闘
技
場
で
の
観
戦
以
来

ビ

タ

／

黒
の
剣

士

の
容

は
広
く
知
れ

た
の
だ

む
し
ろ
知
ら
な
い
方
が
お
か
し
い

 
現
に

内
の
空
気
は
死
ん
で
い
る

ア
ン
タ

を

て
る
の
と

い
た

な
白
い
眼
が

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
向
け
ら
れ
て
い
る

然
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
部
下
の
男
に
も
だ

 
と
い
う
か

だ
か
ら
ど
う
し
た
と
い
う
の
か

 
あ
と
地
味
に
ス
レ
イ
ブ
の

が
引
き

た
の
だ
が

そ
れ
に

し
て
は
良
い
の
だ
ろ
う
か

気
付
い
て
い
な
い
よ
う
だ
が

良
い
の
か

そ
れ
で

う
ん

 

だ
い

そ
の
反
応
は

い
や

だ

て
今
更
だ
し

む
し
ろ
知
ら
な
い
方
が
お
か
し
い
と
い
う
か

ア
ル
ベ
リ
ヒ
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さ
ん

ホ
ン
ト
に

を

い
た
い
の

ど
う
や
ら
本

に
分
か

て
い
な
い
よ
う
だ

 

な
ん

か

立
つ
な

 
や
れ
や
れ

と

を

め
て

う
男
に
対
し

き

こ
る
感
情

 

か
キ
レ
た
事
は
あ
る
し
苛
立
ち
を
覚
え
た
事
だ

て
あ
る
が
こ
こ
ま
で

な

を
取
ら
れ
た
事
は
無
か

た
か
ら

点
に
怒
り
が

達
し
そ
う
に
な
る

実

怒
る
程
の
事
で

は
無
い
が

後
で
発

し
な
い
と

圧
が
出
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

い
い
か
い

は
親
切
心
で

て
る
ん
だ

へ

親
切
心
で

親
切
心

 
人
に
よ

て
解

は
異
な
る
だ
ろ
う
け
ど
親
切
心
と
は
人
の

し
さ
が
大
本
だ
と

え

て
い
る
人
が

ど
だ
ろ
う

 
し
か
し
自
分
に
と

て
は
無
責

な
偽
善
行

と
い
う
認
識
だ

あ
く
ま
で
助

ど
う
す

る
か
は
そ
の
人

第

後
の
事
は
知
ら
な
い

そ
ん
な
流
れ
が

親
切
心

後
の
事
も
あ
る
程

ま
で
面
倒
を
見
る
行
動
は

世
話
を

く

と

う
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こ
の
二
つ
は
似
て
異
な
る
も
の
で
あ
る

少
な
く
と
も
自
分
は
そ
う

え
て
い
る

 

論
信
頼
・
信

す
る
人
か
ら
の

親
切
心

は
快
く

け
る
し

逆
に
自
分
も

親
切
心

で

わ
る
事
が
あ
る

大

後
の
事
も
気
に
す
る
か
ら
自
分
の
場
合
は
世
話
を

く
に
な
る

の
だ
が

 
で
も
少
な
く
と
も

の
他
人
で

悪
感
を
覚
え
る

手
か
ら
の
親
切
心
な
ん
て
信

に

値
し
な
い

そ
れ
以
前
に
キ
リ
ト
の
事
を
悪
く

う
内
容
な
の
だ
か
ら

け
容
れ
る

も
無
し

悪
い
け
ど

の
他
人
か
ら
親
切
心
を

け
な
い
と
い
け
な
い

ど

て
は
な
い
ん
で

 

眼
で

み
付
け
て
か
ら
背
後
の
少
年
の
手
を

手
で
握
り
歩
き
出
す

手
を
握

た
時

に
あ

と
声
が

こ
え
た
が
一

無

し
た

良
い
の
か
な

そ
の
出
来
損
な
い
と
行
動
し
て
る
と
君
自
身
が
大
変
な
目
に
遭
う
事
に
な
る

と
い
う
の
に

な
る

ど

そ
う
い
う
意
味
で
の

親
切
心

ね

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

わ
ん
と
す
る
事
を

し

苦

す
る

 

に
一
物

え
て
い
る
事
は
間
違
い
な
い

を
企
ん
で
い
る
か
知
ら
な
い
が
こ
ち
ら
に
恩

を

り
後
で

か
し
ら
の
対
価
の
合
わ
な
い
見
返
り
を
求
め
る
と
い
う
の
が

な
線
だ
ろ
う
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く
だ
ら
な
い

 
そ
う

中
で

き
捨
て
て

ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

み
付
け
る

生
憎
と

そ
れ
を
承
知
の
上
で
の
行
動
な
の
で

お
構
い
な
く

ん
な

 

肉
を

め
た
上
で

す
る
と
こ
の
返
し
は
予
想
し
て
い
な
か

た
の
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達

が

ま

た
行
く
よ
キ
リ
ト

う
 
こ
れ
を
隙
と
見
て

手
で
握
り

め
た
キ
リ
ト
の
手
を
思
い
き
り
引

り

り
出
す

い
き
な
り
で
こ
け
そ
う
に
な

た
時
に
は
更
に
手
を
引
い
て
体
ご
と
横

き
に

き

え
全
速

力
で

か
ら

り
出
た

 

目
を
集
め
な
が
ら

し
か
し
そ
の
全
て
を
無

し
て

る
事

く

 
気
付
け
ば
転

広
場
へ
と

て
来
て
い
た

流

に

こ
こ
ま
で
来
れ
ば
追

て
こ
な
い
よ
ね

 
こ
う
い
う
時

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
が
勝
手
に

定
を
済
ま
せ
て
く
れ
る
か
ら
助
か
る



 第百五章 〜観光デート〜

 
そ
も
そ
も

か
ら

い
で
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

な
ん
て
そ
ん
な
に
遭
遇
し
た
く
な
い
の

だ
が

だ
ろ
う
キ
リ
ト
と
食
事

に
入
る
と

時
も
慌
し
く
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

に

遭
遇
し
て
ば
か
り
い
る
気
が
す
る
の
だ
が

 
そ
れ
も
こ
れ
も

事
の
方
か
ら
来
る
あ
ち
ら
が
悪
い

い
き
な
り
で
ご
め
ん
ね

キ
リ
ト

あ
ま
り

く
り
出
来
な
か

た
ね

 

中
で

息
し

の
中
の
少
年
を
見
る

あ

あ
あ

 

の
中
に

た
キ
リ
ト
は
こ
ち
ら
を
目
を
合
わ
せ
る
や

や

を
真

に
し
眼
を
回
し

始
め
た

 
状
況
を

み
れ
ば
そ
の
理
由
に
は
す
ぐ
思
い
至

た

 
横

き
は

に
お
姫
様

こ
と

わ
れ
る

常
男
性
が
女
性
に
対
し
て
行
う
そ
れ

を
今
は
自
分
が
キ
リ
ト
に
し
て
い
る

る
た
め
に
仕
方
な
か

た
と
は

え
背
中
に

が
な
か

た
の
は

自
分
も
動
転
し
て
い
た
よ
う
だ

 
そ
ん
な

き
方
を
さ
れ
て
い
れ
ば

を
覚
え
る
の
は
道
理
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結
果

時
ぞ
や
の

せ

え
の
時
の
よ
う
に

キ
リ
ト
の

理
能
力
を
超
え
て
オ

バ

ヒ

ト
し
て
し
ま

た
と
い
う

だ

 

こ
れ
は

ど
こ
か
で

く
り
し
た
方
が
良
い
な

 
流

に
こ
の
状

で

し
い
話
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
転

広
場
の

に
設

さ
れ

て
い
る
ベ
ン
チ
に
キ
リ
ト
を
下
ろ
し

自
分
も

掛
け
る

 
彼
が

か
ら
ど
う
に
か
脱
し

そ
れ
で
も
未
だ

も

も
う
な
じ
も
真

だ

マ
ト

モ
に
話
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
は

そ
れ
か
ら
五
分
後
の
事

 

だ
か
自
分
最
近
は
目
を
回
し
て

む
キ
リ
ト
の

を
よ
く
見
る
よ
う
に
な

た
よ
う
な
気

が
す
る

 
そ
う

え
つ
つ

に

き
上

た
事
に
対
し

罪
す
る

誘

た
の
は

論

か
ら
強
引

に
出
る
の
も
こ
ち
ら

強
引
だ

た
の
も
あ
り

罪
の
一
つ
も
し
な
け
れ
ば
礼
を
失
す
る
と
い

う
も
の
だ

 
そ
ん
な
こ
ち
ら
の

罪
に

彼
は
苦

を
浮
か
べ
た

あ
ま
り
気
に
し
て
な
い
か
ら
い
い
よ

ま

流

に
横

き
に

え
上

ら
れ
る
と
は
思
わ

な
か

た
け
ど
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中

出
来
な
い
経
験
だ

た

と
声

が
か

く
な
り
つ
つ

わ
れ

が

く
な
る

 
よ
く
よ
く
振
り
返

て
み
れ
ば
自
分
も
大

な
行
動
を
し
た

と
い
う
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
対
す

る
返

も
深

み
せ
ず
と
も
た
だ
な
ら
ぬ

と
思
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

本
人
同
士
が

認
め
た

で
も
な
い
の
に

し
立
て
ら
れ
る
の
も
あ
ま
り
気
分
は
良
く
な
い

 

ま

だ
か
ん
だ

て

し
く
な
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
さ

 

と

中
で

む

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
と
問

す
る
事
に
な

た
の
は

な
出
来
事
だ

た
が
し
か
し
キ
リ
ト
を

き

え
る
と
い
う
中

遭
遇
し
な
い
体
験
が
出
来
た
の
だ

デ

ト
出
来
た
事
も
合
わ
せ
れ
ば

し

か
り

は
取
れ
て
い
よ
う

 
今
日
の
出
来
事
は
不
問
に
す
る

と

そ
う
い
う

に
も
い
か
な
い
よ
ね

 
一
人

く
と
キ
リ
ト
に

を

ら
れ
た

思

過
程
は

に
し
て
い
な
か

た
か
ら
分
か

る

も
無
い

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド

の
事
だ
よ
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あ
あ

ア
レ
か

そ
う
い
え
ば
か
な
り
見

せ
な
い
問

の
一
つ
だ
な

問

の

一
つ

 
キ
リ
ト
の
セ
リ
フ
に
違
和
感
を
覚
え
た
部
分
を
オ
ウ
ム
返
し
に

く

は
て
自
分
が
記

し

て
い
る
限
り
で
は
シ
ス
テ
ム
的
に
お
か
し
な
部
分
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
が
発
動

し
な
か

た
事
だ
け
な
の
だ
が

 
ス
レ
イ
ブ
の

性
と
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の

備
ラ
ン
ク
に
つ
い
て
は
一

外
す
る
と
し
て

も
ユ
ウ
キ

さ

き

を

き

え
て
い
た
だ
ろ

 
思
い
至
ら
な
い
こ
ち
ら
を
思

て
か

ヒ
ン
ト
の
よ
う
に
そ
う

て
来
る

ん

ま

そ
う
だ
ね

圏
内

で
出
来
る
事
か

そ
れ

え

あ

 

わ
れ
て

気
付
く

 
そ
う

わ
れ
れ
ば
そ
う
だ

た

プ
レ
イ

を

き

え
た
り

ぎ
上

た
り
す
る
事
が
出

来
る
の
は

圏
外

だ
か
ら
こ
そ

圏
内

で
は

ブ
ロ

ク

や

ボ

ク
ス

と
い
う
シ
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ス
テ
ム
的
保
護
を
悪

し
た
マ
ナ

レ
ス
行

が
あ
る
が
こ
れ
は
逆
説
的
に
シ
ス
テ
ム
的
に
プ

レ
イ

は
保
護
さ
れ
て
い
る
証
明
に
な
る

他
プ
レ
イ

が
他
プ
レ
イ

を
物
理
的
に
動

か
す
の
な
ん
て
シ
ス
テ
ム
的
に
不
可
能
な
の
だ

 
衝
撃
や
ノ

ク
バ

ク

体

た
り
な
ど
で
吹

ば
す
の
は
可
能
だ

 
し
か
し
動
こ
う
と
し
な
い
プ
レ
イ

を

き

え
る
の
は

ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド

と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド

の

方
が
許
さ
な
い

異
性
で
あ
れ
ば

の
事

 

そ
の
時

界
に
ピ
コ
ン
と
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ

あ
れ

 
そ
の
内
容
を

ん
で

を

め
る

だ

た
ん
だ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド

が
発
動
し
て
る

キ
リ
ト
を
監
獄
エ
リ
ア
に
送
る
か

か

だ

て
絶
対

さ
な
い
で

い
や

ま

今
回
の
は
こ

ち
か
ら
し
た

だ
し
そ
り

ね

 
個
人
的
に
は
別
に
時
と
場
合
を

え
た
常
識
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
な
ら

し
倒
し
て
く
れ
て
も
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一
向
に
構
わ
な
い
の
だ
が

故
コ

ド
発
動
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ

た
か
は

い
て
お
く
と
し
て

 
多
分
ボ
ク
が
キ
リ
ト
に
対
し
て
向
け
る
感
情
に

悪
が
無
く

意
的
な
も
の
で

め
ら
れ
て

い
る
か
ら

か

た
の
だ
と
思
う

コ

ド
発
動
ラ
イ
ン
の
一
つ
と
し
て
物
理
的

触
に
よ
る

悪
感
情
の
発

や

が

件
設
定
さ
れ
て
い
る
気
は
す
る

そ
の

の

波
を

す
る
く
ら

い
な
ら

人
間
一
人
の
コ
ピ

を
作
る
よ
り
も

か
に

だ
ろ
う
か
ら

 
つ
ま
り
逆
に

え
る
と
キ
リ
ト
も
こ
ち
ら
に
対
し

悪
的
な
感
情
は
少
な
い
と

え
ら
れ
る

こ
ち
ら
に
先
に
出
た
の
は
性
別
的
に
ラ
イ
ン
が
男
性
の
そ
れ
よ
り
も
下
だ
か
ら
か

う

む

に

え
る
と
テ

タ

ニ
ア
の
面

が

し
い

な
ん
だ
が
な

果

た
し
て

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
そ
ん
な

外
を
許
す
の
か

最
近
の
シ
ス
テ
ム
は
か
な
り
バ
グ

て
る

だ
し

と
も

え
な
い
ね

そ
れ
な
ん
だ
よ
な

 

乱
な
眼
つ
き
で
応
じ
る
キ
リ
ト

 
そ
ん
な
彼
に
苦

を
禁
じ
得
ず

を
手
で

さ
え

い
を

ば
せ
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
取
り

え
ず
振
り
向
き
ざ
ま
に
ビ
ン
タ
を
せ
ず

を
し
た
ユ
ウ
キ
は

力
ヒ
ロ
イ
ン
で
は
な

い
と
全
力
で
主

し
た
い

存

 

剣
を

い
た

り
の
物
騒
さ
は
ユ
ウ
キ
の
怒
り

合
の

れ

 

り

く

ろ
い
ん
で
は
無
い
と

主

し
た
い

願
望

 

ら
原
作

プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
の
ア
ス
ナ
さ
ん
も
似
た
よ
う
な
事
を
し
て
る
し
ね

切

望 
取
り

え
ず

れ

し
で
殺
傷
力
あ
り
の

を
使
う

ヒ
ロ
イ
ン
勢
よ
り
は
マ
シ
だ

と
思
う

絶
対
傷
付
か
な
い

圏
内

だ
か
ら
こ
そ
の
ヴ

イ
オ
レ
ン
ス
は
セ

フ

い
や

ア
ウ
ト

 
間
を
取

て
セ
ウ
ト
で

ダ
メ
じ

ん

 
想
い
人
な
主
人

に
は

り
間
違

て
も
理
不

な
理
由
で

力
は
振
る
わ
な
い
か
ら
セ

フ

と
い
う
事
で

実
力
行
使
は
最
終
手

で
す
し

合
は

全
な
も
の
だ
し
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リ

フ

の
場
合
は
ア
レ
は
キ
チ
ン
と
し
た
更
生
・
教
育
行

だ
か
ら
セ

フ
で

え
 

ま

テ

タ

ニ
ア

は

で
す
し

無

悲

 
念
願
叶

て

く

行
出
来
た
デ

ト
し
か
も
良
い

気
中
に

気

ま
な
い

に

セ
ク
ハ
ラ
を
さ
れ
た
ら

な
ユ
ウ
キ
が
キ
レ
る
の
も

非
も
無
い
よ
ネ

 
ぶ
ち
ギ
レ

件
に
な
ら
な
か

た
だ
け
で
も

情

 

本
格
的
に

つ
ん
し
た
ら
自
ら
ア
ホ

を
引

こ

く

様

 
そ
う
い
え
ば
髪
の
束
を
引
き

く

て
生

な
力
じ

出
来
な
い
で
す
よ
ね

そ
れ
が

出
来
る
ユ
ウ
キ
の

力

て

戦

 
リ
ア
ル
に
帰

た
ら
力
勝
負
で
キ
リ
ト
は
ユ
ウ
キ
に
勝
て
な
さ
そ
う
だ
な

て
思
い
ま
し
た

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
六
章
 

黒
対
ク
ロ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
も
オ

ル
ユ
ウ
キ

点

 

分
以
上
戦
闘

写
と
い
う
ね

 
平
和
は

に
出
ま
し
た

白
目

 
そ
も
そ
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
平
穏
と
い
う

念
は
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
愛

家
は

し
む

殺

と
さ
せ
て
る
の
は
作
者

 
文

数
は
約
一
万
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

キ
リ
ト
は

本

に
不

な
星
の
下
に
生
ま
れ
た
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非
常
に
不

つ
失
礼
極
ま
り
な
い

感
だ
が
そ
れ
で
も
ボ
ク
は
そ
う

か
ざ
る
を
得
な

か

た

が
悲
し
く
て

に

れ
た
浮
遊
城
で

偶
然
に
も
得
ら
れ
た

重
な

息
日
を

彼
は
返
上
す
る
勢
い
で
剣
を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

 
本

に

重
な

息
日
だ
け
で
も
戦
い
か
ら
離
れ
て
欲
し
い
と
思
い

え
て
武

や
回
復
ア

イ
テ
ム

の
場

を

け
て
い
た
と
い
う
の
に

キ
リ
ト

危
な
く
な

た
ら

参
し
て
よ

 
少
年
の
華

な

を

く

み

う

そ
の

葉
は
ボ
ク
の
本
心
か
ら
の
も
の

 

手
に
エ
リ

シ
デ

タ
を

て
戦
い
へ

こ
う
と
す
る
少
年
は

越
し
に
振
り
返
り

の
あ
る

み
を
浮
か
べ
た

そ
の

み
は

し
か
し

た
と

わ
ん
ば
か
り
の
も
の

悪
い
が
了
承
し
か
ね
る

が

で
も
勝
つ

 

い
な
が
ら

中
で

線
を
切
り

彼
は
こ
れ
か
ら
戦
う

手
一
同
を

く

め
付
け
る

 

い

線
を
向
け
ら
れ
る
の
は
新
進
気

と
目
さ
れ
し
か
し

し
さ

点
な
の
と
実
力
が

い
事
か
ら

攻
略
組

へ
の
参
入

験
を

と
さ
れ
た

テ

タ

ニ
ア

一
同

今

は

参
な
ん
て
許
さ
な
い
ぞ

全
力
で

き

す
ん
だ

ス
レ
イ
ブ

し
ま
し
た

マ
ス
タ
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そ
の
中
で
も
戦

に
立
つ
の
は
や
は
り
と

う
べ
き
か
ま
た
も
や
黒
騎
士
ス
レ
イ
ブ
だ

た 
華

で
小

な
体

に
見
合
わ
ぬ
重

備
の
彼
は
主
と
見
定
め
た
男
の

葉
に

し
く

返
し

か
ら
黒
剣
を

く

 

そ
の
一

の
動
作
が

か
と
重
な
る

む
 
正
眼
に
構
え
ら
れ
た
黒
き
魔
剣
を
見
て
か
あ
る
い
は

か
他
に

線
に
触
れ
る
も
の
が
あ

た
か

キ
リ
ト
が
小
さ
く

る

そ
の
目
は

し

に

め
ら
れ

黒
騎
士
を
見

え
て
い
た

 
数

の
後

疑
念
の
眼
は
闘

を

し
た
強
い

へ
と
変
わ
る

個
人
的
な
恨
み
は
無
い
が

勝
た
せ
て
も
ら
う

そ
う

と

勝
た
せ
る
と
思
う
か

 

一

の
間
を

い
て
の
や
り
取
り

 
ど
ち
ら
の

に
も

み
は
浮
か
ん
で
い
る

だ
が
そ
の

み
は
人
を
安
心
さ
せ
る
も
の
で

は
な
く

手
を

圧
す
る
も
の

 

決
闘
の
開
始
を
知
ら
せ
る

が
鳴
る
と
同
時

二
つ
の
黒
が
交
わ

た
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そ
も

故
キ
リ
ト
と
ス
レ
イ
ブ
が
戦
う
事
に
な

た
の
か

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
が
戦
意
を
見
せ
て
い
る
事
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
ギ
ル
ド
テ

タ

ニ
ア

に
原
因
が
あ
る

 

が
理
由
か
は
知
ら
な
い
が
ど
う
も
テ

タ

ニ
ア
の
リ

ダ

で
あ
る
男
ア
ル
ベ
リ

ヒ
は
ボ
ク
に

心
し
て
い
る
よ
う
で

食
を
摂

て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら

た
ボ
ク
達
の

後
を

に
追

て
来
た

そ
の
ま
ま

い
合

た

に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
ス
レ
イ
ブ
を
け
し
か

け
て
来
た

 
キ
リ
ト
が
勝
て
ば

今
日
は
見

す

 
ス
レ
イ
ブ
が
勝
て
ば

ボ
ク
は
今
日
一
日
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
と
行
動
す
る

 
そ
う
い
う
内
容
で
の
デ

エ
ル
を
し
ろ
と

て
来
た
の
だ

 

論
こ
ち
ら
に
は
そ
れ
を

け
る

合
い
な
ど
一
切
無
い

だ
か
ら
最
初
は
無

し
て

動
し

て
い
た
の
だ
が

あ
ろ
う
こ
と
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
ス
レ
イ
ブ
を
そ
の

に
追

に
出
し

た

そ
れ
か
ら
フ
レ
ン
ド
登
録
に
よ
る

追

を
行

て
か
ス
レ
イ
ブ
に
足
止
め
を

け
て

い
る
間
に
追
い
付
か
れ
る
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な
の
は

ス
レ
イ
ブ
が
実
力
行
使
も

わ
ず

力

く
で
足
止
め
を
し
て
き
た
こ
と

 

圏
内

だ
か
ら

は

ら
な
い
が

そ
れ
で
も
モ
ラ
ル
に
は
欠
け
た
行
い
だ

然

中

を
行
き
交
う
人

か
ら
非

の
声
は
上
が

た

 
そ
の
声
を

け
て
そ
れ
で
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

り
ず
に
後
を
追

て
来
る

最

そ
の

念

に
恐
怖
を
覚
え
る
程
の
行
動
だ

 
こ
の
ま
ま
で
は
下
手
す
る
と

圏
外

で
事
に

ば
れ
る
可
能
性
を
危
惧
し

な
が
ら

デ

エ
ル
を

け
る
事
に
な

た

 
こ
こ
で

故

対
戦

手
に

絶
剣

で
は
無
く

黒
の
剣
士

を

ん
だ
の
か

 
闘
技
場
で
の
戦
い
を
知

て
い
る
者
な
ら
ど
ち
ら
の
方
が
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
が
上
か
は

す
ぐ
に
分
か
る

ル
ク
ス
の
よ
う
に

と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
ス
テ

タ
ス
的

に
は
大

の
人
が

黒
の
剣
士

の
方
が
上
と

え
る
だ
ろ
う

絶
剣

が
強
い
と
主

す
る
人
も

る
と
は
思
う

 
だ
が
し
か
し

絶
剣

に

べ
れ
ば

黒
の
剣
士

が
打
ち
立
て
て
来
た
戦
績
の
方
が
上

客
観
的
に

え
れ
ば
そ
の
結
論
に
至
る
の
で
あ
る

ビ

タ

や

出
来
損
な
い

と
い
う

フ

ル
タ

す
な
わ
ち
主
観
が
入

て
し
ま
う
と
絶
剣
の
方
が
強
い
と
い
う
判
断
に
な
る
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理
解
あ
る
見
識
の
深
い
者
で
あ
れ
ば
少
し
思

を
巡
ら
せ
れ
ば
分
か
る
事

後

を

し

て
い
る
者
が
ど
う
し
て

独
で
先

け

け
た
剣
士
に
勝
て
る
と
い
う
の
か

 
自
分
も
強
さ
を
求
め
て
来
た
自
負
が
あ
る
故
に

と
負
け
る
つ
も
り
は
無
い

だ
が

そ
れ
で
も
剣
一
本
で

そ
れ
以
上
の
引
き
出
し
を
持
つ
彼
に
勝
つ
に
は

常
で
な
い
努
力

を
要
す
る
だ
ろ
う

少
な
く
と
も
自
分
が
今
ま
で
し
て
き
た
努
力
程

で
は
超
え
ら
れ
な
い

だ

か
ら
現
時
点
で
自
分
は
彼
に
一
歩
も
二
歩
も

る

あ
ま
り
認
め
た
く
は
無
い
が
し
か
し
事
実

故
に

け
容
れ
た

 
そ
の
実
情
を
知
ら
な
い
と
は

え
し
か
し
客
観

出
来
る
情
報
が
あ
る
に
も

わ
ら
ず
キ
リ

ト
を
対
戦

手
に

ん
だ
事

そ
れ
は
恐
ら
く
出
来
損
な
い
と
見
下
し
て
い
る
が
故
の
判
断

 
自
分
と
し
て
は
助
か

た
が

彼
か
ら
す
れ
ば
と
ば

ち
り
も
い
い

 
そ
う
い
う
意
味
で
も

ボ
ク
は
彼
を

不

な
星
の
下
に
生
ま
れ
た
と
思

た

 

た
だ
し

そ
の
思
い
は

決
し
て

れ
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

 
む
し
ろ
逆

そ
ん
な
境
遇
に
在

て
も

ら
な
い

き
と

強
な
精
神
に
尊

の
念
を
覚
え

て
い
る

 
そ
れ
こ
そ
が
彼
の
強
さ
の
源
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こ
れ
こ
そ
が
彼
を
強
く
た
ら
し
め
る
根
幹

 
理
不

な
境
遇
に
在
れ
ば
在
る
程

彼
の

き
は
よ
り

明
な
も
の
と
し
て
こ
の
眼
に

る

 

デ

エ
ル
が
始
ま

て
か
ら
二
分
が
経
つ
今

戦
況
は
完

に

抗
し
て
い
た

 
ス
レ
イ
ブ
の

力
値
は
か
な
り
高
い
よ
う
で
超
高
レ
ベ
ル
の
キ
リ
ト
を
し
て
も

し
返
さ
れ

る

ど
重
み
が
あ
る

刃
が
交
わ
る

に

く
剣

の

は
重

な
も
の
だ

 
ま
た

値
も
高
い
の
か

動
速

は

に
見
え
る

 
つ
ま
り
ス
テ

タ
ス
で

え
る
と

キ
リ
ト
の
方
が
不

 
し
か
し

未
だ

抗
し
て
い
る

分
水
嶺
と
も

え
る

で

を
保

て
い
る

 
戦
場
と
な

た
広
場
に
出
来
た

状
の
人
だ
か
り
そ
の
中
心
で
二
つ
の
影
が

し
い
衝
突
を

り
返
し
て
い
る

輪

は
ぶ
れ
残
像
し
か
見
え
な
い
が
そ
れ
で
も

い
が
己
の
愛
剣
を
交

え
て
い
る
の
は

で
分
か

た

 
息
を

ん
で
見
守
る
プ
レ
イ

達
の

線
の
先

 
そ
こ
に
声
は
無
い
声
を
上

る
事
そ
の
も
の
が

手
に

を
知
ら
せ
る
悪
手
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
か
ら
だ
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立
ち
止
ま
る
事
も
無
い

速
力
が
同

で
あ
る
以
上
止
ま
れ
ば
斬
ら
れ
る
か
ら
だ

 

離
を

め

衝
突
し

離
を
離
し

ま
た

離
を

め
て
衝
突
す
る

 

そ
の
交
錯
が

り
返
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い

刃
が
交
わ

た
数
は
こ
の
二
分
で

に

百
は
超
え
て
い
る

た
だ
の
一

も
止
ま
る
事
無
く
息
を
つ
く
間
も
無
い

し
さ
で
二
人
は

な
応

を

け
る

 
片
や
ギ
ル
ド
マ
ス
タ

の

に

 
片
や
ボ
ク
の

に

 
一

強
く

刃
が
交
わ

た

 
剣

が
広
場
に

く

 
無

の
気

ギ
リ
ギ
リ
と
空
気
が

み
空
間
が

み
そ
う
な
程
に

り

め
た

感
／

剣
気
が
放
出
さ
れ
る

 
戦
い
の
推

を
見
守
る
者
の

も
が
ゴ
ク
リ
と

を
鳴
ら
し
た

 
デ

エ
ル
開
始
か
ら

く
二
人
が
足
を
止
め
た
の
だ

こ
こ
か
ら

か
が
動
く

そ
の
確
証
も

無
い
予
感
が
あ

た
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だ
か
ら
二
人
の
一

手
一
投
足
を
見

さ
ぬ
よ
う
神
経
を

ら
せ
意
識
を
集
中
さ
せ
る

見

失
い
そ
う
に
な
る
速
さ
す
ら
も
見

す
ま
い
と
感
覚
を

ぎ

ま
す

   

だ
か
ら
だ
ろ
う

黒
の
剣
士
が

を
動
か
し
た

間
を
見

さ
な
か

た
の
は

 

を

た
か
は
分
か
ら
な
い

 
し
か
し

か
は

た

そ
れ
は
確
実
だ

語
レ
ベ
ル
の

さ
で
は
無
い
あ
の

の
動

き
は

い
な
が
ら
確
か
な
文
章
の
も
の
だ

た

 

フ

  

間

黒
の
騎
士
が

の

を
釣
り
上

る

ん
の

か
な
変
化
故
に
集
中
し
て
い
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
か

た
だ
ろ
う

黒
の
剣
士

の

動
を
見

し
て
い
れ
ば
確
実
に
気
付
か
な

か

た
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そ
れ
で
も
見
え
た
の
が
事
実

 
彼
が

た
事
を

定
す
る
か
の
よ
う
に
黒
の
騎
士
は

た

決
し
て
喜
色
で
は

な
か

た
が

苦

に
近
い

慚
愧
と

観
の
色
が
あ

た

 
そ
の
や
り
取
り
は
数

か
そ
こ
ら

そ
れ
で
も

者
は
最
高

の
実
力
者
数

の
や
り
取
り

す
ら

で
は
無
く
探
り
合
い
と
見
て
取
れ
る

恐
ら
く
自
分
以
外
に
二
人
の
や
り
取
り
を
見
た

者
は

な
い
だ
ろ
う

 
ギ

ン

と

事
も
無
か

た
か
の
如
く

弾
か
れ
た
よ
う
に
二
人
は

離
を
取

た

を

む

者
の
足
が
砂

を

き
上

る

 
砂

が
漂
う
中

剣
士
と
騎
士
が

み
合
う

ば
さ
り
と

者
の
外

が
は
た
め
い
た

ス
レ
イ
ブ

 

離
を
取

た
の
を
見
て
か

黒
の
騎
士
が

マ
ス
タ

と

ぐ
男
の
声
が
上
が
る

 
剣
を
向
け
合
う
二
人
は
足
を
止
め
観
戦
し
て
い
る
者
達
の

線
と
意
識
が
全
て
金
髪
の
男
に

集
約
し
た

 
男
は
横

に

を
組
み

苛
立
ち
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る

 
こ
こ
ま
で

抗
し
た
手
に

握
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
な
ど
そ
う
お
目
に
掛
か
れ
る
も
の
で
は
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無
い

闘
技
場
個
人
戦
で
の
彼
の

闘
が
恐
ら
く

ど
の
者
に
と

て
初
の
安
全
な
観

戦
だ

た

デ
ス
ゲ

ム
と
な

た
今
こ
こ
ま
で
本
気
の
デ

エ
ル
は

も
し
な
い
か
ら
だ

 
仮

初
撃
決

と
い
う
ス
キ
ル
が
一
本
入
れ
ば

あ
る
い
は

が

分
を
切
れ
ば
終
わ

る
モ

ド
で
も
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で

に
一
撃
を
喰
ら
え
ば

死
す
る

そ
の
危
険
性
を

ん
で
い
る
か
ら
デ

エ
ル
は
忌

さ
れ
る
方
に
あ
る

そ
の
手

を

し
た

が
か
つ
て

流
行
し
か
か

た
か
ら
だ

 

に

し
い
故
に

根
性
で
観
戦
す
る
者
達
に
と

て
手
に

握
る
展
開
は
願

て

も
な
い
も
の

勝

で
は
無
く
過
程
を
こ
そ
人

は

し
ん
で
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ

し
む

を
多
く
の
人
が
浮
か
べ
る

一
体

が
気
に
入
ら
な
い
の
か

 
そ
し
て
不
快
な
感
情
を

わ
に
す
る

手
に

握
る
真
剣
勝
負
に
水
を
差
す
無

な
真
似
を

め
る
よ
う
に

 
男
が
そ
れ
に

し
た
様
子
は
無
い

あ
る
い
は

気
付
い
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

時
ま
で
遊
ん
で
い
る
つ
も
り
な
ん
だ

さ

さ
と
倒
せ

め
ら
れ
て
い
る
な

お

い
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ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

責
を

い
て
キ
リ
ト
が

を

め
て
小
声
で

た

対
す
る
ス
レ
イ
ブ

は
無

を

く

定
も

定
も
し
な
い
様
か
ら
は
同
意
と
取
れ
る

気
を
感
じ
取
れ
た

 
男
の

葉
は

黒
の
剣
士
を
容

く
倒
せ
る
程

と

て
い
る
も
の
で
も
あ
る
が

同
時
に
黒
の
騎
士
の
実
力
を
見

て
い
る
も
の
で
も
あ
る

対
的
に
高
く
見
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
実
の
と
こ
ろ
こ
の
程

の

な
ら
倒
せ
る
だ
ろ
う
と
見
く
び
ら
れ
て
い
る
と
も
取
れ

る 
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
の
盾
と

わ
れ
し
紅
の
騎
士
を
前
に
一
歩
も
引
か
ず
む
し
ろ
引
か
せ
て
圧

倒
し
た
と
い
う
話
に
違
わ
ぬ
実
力
に

こ
ち
ら
は
感
心
す
る
ば
か
り
と
い
う
の
に

 

と
い
う
か

い
て
い
た
話
よ
り
も
力
も
速
さ
も
上
が

て
い
る

す
ら
あ
る

 
ま
さ
か
こ
の

期
間
で
レ
ベ
ル
が
上
が

て
い
る
と
い
う
の
か

験
か
ら
経

て
い
る
時

間
と
現
在
の
レ
ベ
リ
ン
グ

境
を

み
る
と
可
能
性
と
し
て
は

い
と
思
う
が
仮
に
上
が

て

い
る
す
れ
ば
一
つ
二
つ
の
よ
う
な
少
な
い
上
が
り
方
で
は
無
く
数
レ
ベ
ル
は
上
が

て
い
る

と
見
る
べ
き
だ

 
そ
れ
と
も
ス
テ

タ
ス
を
ブ

ス
ト
す
る

飾
品
か

か
を
新
た
に

備
し
て
い
る
の
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
己
の
能
力
を
十
全
に

え
て
い
る
黒
の
騎
士
に
対
し

り
に
も

い

価
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を
し
て
い
る
男
に
は

を

め
ざ
る
を
得
な
い

彼
と

と
い
う
時
点
で
攻
略
組
ト

プ

を
名

れ
る
と
い
う
の
に

ま
る
で
自
分
や
ア
ス
ナ
達
の
事
ま
で
過
小

価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

不

快
だ

 
別
に
名
声
が
欲
し
い

じ

な
い

か
に
認
め
ら
れ
た
い
か
ら

有
名
に
な
り
た
い
か
ら

め
ら
れ
た
い
か
ら
戦

て
い
る

で
も
無
い

自
分
達
に
は
自
分
達
の
事
情
と
理
由
が
あ
る

そ
れ
を
他
人
に
理
解
さ
れ
よ
う
と
は
思
わ
な
い

理
解
の

し
付
け
は

と
無
理
解
が
す
る

事

他
人
に
は
他
人
の
戦
う
理
由
が
あ
る

 
だ
が
そ
れ
で
も

価
さ
れ
る
時
は
正

な
内
容
で
な
け
れ
ば

得
は
い
か
な
い

ま
し
て
や

直
に
刃
を
交
え
た

で
も
無
い
の
に
分
か

た
気
で
語
ら
れ
る
の
は
気
分
が
悪
い

 
人

き
の
す
る
性
格
だ
と
自
負
し
て
い
る
自
分
で
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
絶
対
的
に

性
が
悪
い

と
確
信
し
て
い
た

強
さ
を
求
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
れ
を

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
か

も
し
れ
な
い

ま

た
く

が
許
可
す
る

魔
剣
を
解
放
し
ろ

え
 
思
わ
ず

を

め
て
い
る
間
に
放
た
れ
た
指
示

そ
の
内
容
に
ス
レ
イ
ブ
が

惑
い
の
声
を
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上

る
魔
剣
の

解
放
だ
と

 
キ
リ
ト
も
ま
た

惑
し
て
い
た

 

魔
剣

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
が
持
つ
エ
リ

シ
デ

タ
の
よ
う
に
モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
で
あ
り
な
が
ら

高
性
能
な
武
器
の
事
を
指
す
呼
称

常
で
あ
れ
ば
数
層

ば
交
換
を

な
く
さ
れ
る
と

い
う
の
に

十
層
に
も

て
使
い

け
ら
れ
る
そ
ん
な
強
力
な
武
器
の
事
を
人
は

時
し
か

魔
剣

と
呼
ぶ
よ
う
に
な

た

 
故
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

に
と

て
魔
剣
は
一
種
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
ス
テ

タ
ス
と

し
て
見
ら
れ
る

モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
限
定
な
上
に
入
手
出
来
る
の
は
強
力
な
Ｍ
ｏ
ｂ
限
定

り
合
え
た
だ
け
で
も

さ
れ
る
上
に
強
力
な

備
を
得
ら
れ
た
と
な
れ
ば

望
の
目
で
見
ら

れ
る
の
は
確
実

 
ま
た
魔
剣
は

本
的
に
は
ボ
ス
の
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
ボ

ナ
ス
が

す
る

そ
れ
は
つ
ま

り
サ

バ

に

い
て
一
つ
し
か
存
在
し
得
な
い
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
事
を
意
味
し
て
い

る

そ
の
希
少
価
値
か
ら

望
の
目
を
向
け
る
と
い
う
の
も
少
な
く
な
い
話
だ
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し
か
し

逆
に

え
ば
そ
れ
だ
け
だ

 
確
か
に
魔
剣
は
非
常
に
強
力
だ

そ
れ
は
彼
の
エ
リ

シ
デ

タ
が
証
明
し
て
い
る

第
五
十

層

の
剣
は
最
前
線
が
七
十
七
層
に
な

た
今
で
す
ら
ギ
リ
ギ
リ

す
る
性
能
を
持
つ

七

十
五
層
時
点
で

力
不
足
が

め
な
か

た
と
い
う
の
に
だ

 

論
彼
の
ス
テ

タ
ス
に
よ
る
後

し

に
よ
る

値
の
実

無
限
化

輪

備
に
よ
る

無

バ
フ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
ゴ
リ

し
だ

特
に

無

バ
フ
が
無
け

れ
ば
流

の
彼
も
エ
リ

シ
デ

タ
は
継
承
を
行

て
別
の
剣
に
変
え
て
い
た
に
違
い
な

い

そ
れ
で
も

の
性
能
が

違
い
だ
か
ら
こ
そ
今
も
使
わ
れ
て
い
る
部
分
が
大
き
い

 
つ
ま
る
と
こ
ろ
魔
剣
と
は
性
能
が
強
力
な
だ
け
の
武
器
で
し
か
な
い

ス
テ

タ
ス
ブ

ス

ト
の

果
が
あ

た
り
や
や
特

な
性
能
が
あ

た
り
は
す
る
が

解
放
と
い
う

語
に

す
る
ア
ク
シ

ン
が
付
与
さ
れ
て
い
る
話
は

に
し
て

い
た
事
は
無
い

 
あ
る
い
は
高
レ
ア

備
で
身
を

め
て
い
る
テ

タ

ニ
ア
の
一

ス
レ
イ
ブ
が
持
つ
剣

に
の
み
付
与
さ
れ
た
も
の
な
の
か

今
ま
で
無
か

た
か
ら
と

て
こ
れ
か
ら
も
無
い
と
は

え
な
い
以
上
可
能
性
と
し
て
は
あ
り
得
る

 
と
も
あ
れ

問

は

解
放

が

を
意
味
し

ど
う
い
う
ア
ク
シ

ン
の
も
の
な
の
か
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も
が

惑
を
見
せ
る
ス
レ
イ
ブ
を
見
た

し

し
か
し
マ
ス
タ

流

に

中
で
解
放
は

 
バ
イ
ザ

で

の

分
以
上
が

さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
で
も
分
か
る
く
ら
い

惑
い

の
色
を
見
せ
る

年
騎
士

そ
れ
だ
け

魔
剣
の
解
放

と
や
ら
は
危
険
な
も
の
ら
し
い

 
と
も
す
れ
ば

キ
リ
ト
の
体
力
を
一
撃
で

り
切
る
も
の
な
の
か

 
そ
れ

ど
に
強
力
な
ら
ス
レ
イ
ブ
だ
け
で
も
攻
略
組
に
勧
誘
し
て
は
ど
う
か
と

の

議
で
打

し
て
み
よ
う
と

え
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を

戦
一
方
に
し
キ
リ
ト
と

の
実
力
で
一
撃
の

力
が
絶
大
の
手

を
持

て
い
る
と
い
う
プ
レ
イ

は
本

に

重

な
の
だ

お
前
が
さ

さ
と
倒
し
て
い
れ
ば
必
要
無
か

た
事
だ

反
論
す
る
な
ら
結
果
を
示
せ

や
れ

ぐ
 
実
力
者
と
は

え
見
た
目
非
常
に

い
少
年
に
対
し

の

線
な
ど
知

た
事
か
と

わ

ん
ば
か
り
に
男
は
キ
ツ
い

で
命

を
下
し
た

 
少
年
騎
士
は
未
だ

し

巡
し
て
い
る
様
子
だ

た
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男
が
再

や
れ

と
怒
鳴
る
と
び
く
り
と

を

わ
せ

を

む

 
隙
だ
ら
け
な
そ
の
騎
士
に

し
か
し
剣
士
は
斬
り
掛
か
ら
ず
様
子
見
に

し
て
い
た

了
解

し
ま
し
た

 

す
る
こ
と
約
五

観
の

ざ

た
声

で
騎
士
は

た

 
同
時
正
眼
に
構
え
て
い
た
魔
剣
を
引
き
眼
前
に
翳
す

切

先
は
天
を
衝
く
よ
う
に
真
上

へ
向
け
ら
れ
て
い
る

魔
剣

解
放

 
ぐ

と

を
持
つ

手
に
強
い
力
が
更
に

め
ら
れ
る

 

直
後

魔
剣
の
刀
身
か
ら

黒
い

が

出
し
始
め
る

なハ
 
予
想
外
の
展
開
に
キ
リ
ト
が
目
を

い
た

間
そ
れ
を

た
か
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

ス
レ
イ
ブ
が
魔
剣
を
振
り
下
ろ
し
た

す
る
と
切

先
の

道
に

う
よ
う
に
三
日
月
型
の
黒
い

斬
撃
が

ぶ

 
そ
れ
は

狂
月
剣

の
ス
キ
ル

ニ

ク
ス
ラ

シ

と

二
つ
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チ
 

し
く

を
打
ち
な
が
ら

彼
は

時
に
歩
を

み

斬
撃
の
直
線
上
か
ら
退

 
直
後

彼
の
背
後
に
現
れ
る
黒
き
騎
士

反

的
に
か

背
後
へ
転

剣
を
振
る
う
剣
士

魔
剣
と
黒
剣
が
衝
突
す
る

 
先

ど
ま
で

り
広

ら
れ
て
い
た
展
開
と
同
じ
応

 
し
か
し
今
回
は
結
果
が
違

た

魔
剣
か
ら
は
未
だ
黒
い

が

出
し
て
い
た
か
ら
だ

に
振
り
下
ろ
さ
れ
た
剣

と

黒
い
斬
撃
と
が

同
時
に
彼
の
黒
剣
を
襲

た
の
で
あ
る

 

で

化
さ
れ
た
剣
圧
を

け

彼
は
た
た
ら
を

む

 

事
は
無
く

吹
け

 
刃
が
交
わ
る

が

く
と
同
時
に

黒
剣
を

点
に

風
が
吹
き

れ
た

 
ド
ン

と
ま
る
で

弾
が
破
裂
し
た
よ
う
な

と
共
に
吹
い
た
風
は
魔
剣
も
黒
い
斬
撃
も

黒
の
騎
士
す
ら
も

め
て
吹

ば
す

の
風
の
力
を
使

た
の
だ

く
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風
に

さ
れ

む
無
く

離
を
取

た
黒
の
騎
士
は
地
に
付
け
た

足
で
制
動
を
掛
け
な

が
ら
魔
剣
を
上

か
ら
振
り
下
ろ
す

剣
を

て
い
た

黒
い

は
三
日
月
と
な

て

ん
で

い
く

 
そ
れ
を

は
吹
き

れ
る
風
に

じ

て

る
蒼
白
の

き
が
止
め
そ
の
ま
ま
突
き
破
る

 

離
を
殺
す
魔
剣
の
斬
撃
を

彼
は

念
を

脱
し
た
能
力
に
よ

て

殺
し
た
の
で
あ
る

剣
だ
け
の
戦
い
で
あ
れ
ば

も
使
わ
な
か

た
ん
だ
が
な

 

い
な
が
ら
キ
リ
ト
は
片
手
直
剣
に
分

さ
れ
る
黒
剣
の

を

手
で
持
ち
先
の
騎
士
と

同
じ
様
に
眼
前
に
翳
し
た

 
す
る
と
黒
い
剣
身
か
ら

い
光
が

れ
出
す

蒼
白
い

き
は
星
の
光
を
思
わ
せ
た

黒
い

斬
撃
を
破

た
の
は

あ
の

き
だ

た
の
だ

そ
れ
を
使

た
ん
だ

も
同
種
の
事
を
し
て
も

文

は

え
な
い
だ
ろ
う

違
い
な
い

 
不

さ
を
感
じ
さ
せ
る

み
で

た
彼
に
同
種
の

み
を
浮
か
べ
て
応
じ
た
騎
士
は
同

じ
構
え
を
取

た

魔
剣
か
ら

黒
い
闇
が

れ
出
す

 

光
と
闇
が

た
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気
付
け
ば
二
人
は

時
に

離
を

め
オ

ラ
を

ら
せ
る
刃
を
交
え
て
い
た

れ
て

高
い
剣

と
刃
の
衝
突
に
よ

て
発
生
し
た
衝
撃
波
が
届
け
ら
れ
る

 

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

  
裂

の
声
が

く

 

を
喰
ら
わ
ん
と
す
る
意
思
が

現
化
し
た
よ
う
に
光
と
闇
の

出
は
強
ま
る

刃
を

い

吹
き
出
し

れ
出
た

が
二
人
を

点
に

へ
広
が

て
い
く

 
バ
チ
バ
チ
と
二
色
の

が
衝
突
す
る
空
間
に
火
花
が

り
始
め
た

白

と
黒

と
が
入
り

じ
る

 

鳴
の
中
で

剣

が

い
た

 
一

れ
息
を

む

と
悔
し

な
声
が

を
打
つ

そ
れ
に
同
期
し
て
二
色
の

と

が
収
ま

て
い
く

 
広
場
に
広
が

た
二
色
の

そ
れ
を
引
き
裂
く
よ
う
に
現
れ
た
の
は

黒
の
剣
士

だ

た
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そ
れ
に
追
い

る
よ
う
に
黒
い

と
な

て
黒
き
騎
士
が

び
出
し
て
く
る

り
合
い

か
ら
無
理

理

し
返
し
た
の
か

二
人
の
速

は
先

ど
の
応

と

べ
れ
ば

か
に

い

こ
れ
で

ど
う
だ

 

か
ら

び
出
た
ス
レ
イ
ブ
が

一

強
く

を

み

き

更
に
加
速
し
た

 
応
じ
る
よ
う
に
後
退
し
て
い
た
キ
リ
ト
も
ま
た

を

み

き
制
動
を
掛
け

め
ん
な

 
そ
し
て

 
正
面
か
ら
二
つ
の
黒
が
交
錯
す
る

騎
士
は

手
で
握

た
魔
剣
を

掛
け
に
振
り
下
ろ

し

剣
士
は
片
手
で
握

た
黒
剣
を
突
き
出
し
た

 
斬
撃
と

突

 
知
ら
ず

声
が
出
た

 
一

後
に

れ
る
光

を

し
た
か
ら

刃
の
衝
突
に

い
て
斬
撃
は
斬
撃
に
対
応
す
る

が

突
に
対
応
す
る
方
は
無
い

突
に
は
回

し
か
な
い
か
ら
だ

無
論
そ
れ
は
攻
撃
に

い
て
強
力
な

面
を
持
つ
が

代
わ
り
に

に
も
使
え
な
い
と
い
う
欠
点
も
有
す
る
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使
い
方
や
場
面
に
よ

て

突
も

に
使
え
る

だ
が
し
か
し
今
は
そ
れ
に

て
は
ま
ら

な
い

 
ス
レ
イ
ブ
の
斬
撃
に

キ
リ
ト
の

突
は

わ
な
い
だ
ろ
う

よ
し
ん
ば
剣
に

た

て
も

刀
身
が

て

そ
れ
で
終
わ
り

そ
れ
が

然
の
帰
結

 

そ
の

た
り
前
な
予
想
は

し
か
し

さ
れ
る

 

高
く

き

る
剣

そ
れ
に

れ
て

く
ギ
ギ
ギ
と
金
属
同
士
が

み
合
う
時
に
立

つ
独
特
の

 
魔
剣
の
刃
に

黒
剣
の
切

先
が
突
き
立
て
ら
れ

し
合

て
い
た
の
だ

 
そ
ん
な
事

が

こ
る
と
思
わ
ず

の
プ
レ
イ

達
が
一

に
ど
よ
め
く

自
分
も

惑
の
極
み
に
な

た

 
そ
の
中
心
と
な
る
二
人
の

ぎ
の

り
合
い

 
ガ
チ
ガ
チ
と

に

を

す
よ
う
な
神
経
さ
が
必
要
な
と
こ
ろ
に
力
を
加
え
精
密
さ
の

を
グ
ン
グ
ン
と
向
上
さ
せ
て
い
く
彼
は
し
か
し
そ
れ
で
も
切

先
を
魔
剣
の
刃
か
ら
外
さ

な
い

し
切
る
べ
く
全
体
重
と

力
値
と

値
を
合

さ
せ
る
よ
う
に
力
を

め
て
い
く

 
制
し
た
の
は

キ
リ
ト
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オ
 

的
に

い
て
い
た

り
合
い
は
終
幕
を

え
た

 
再
現
さ
れ
た
空
気
の
層
す
ら

く
程
の
強

な
突
き

そ
れ
は
魔
剣
を
退
け
る
ば
か
り
か

い
手
を
も

き

み
大
き
く
後
退
さ
せ
た

そ
の

力
を
物
語
る
よ
う
に

風
が
一

に
放

状
に
広
が
る

 
再
び
開
い
た

離

そ
れ
を
剣
士
は

め

騎
士
が

え
撃
つ

 
交
わ
さ
れ
る
一
進
一
退
の
攻

片
方
が

し
て
も

し
切
る
事
は
出
来
ず
片
方
が

い
で

も

ぎ
切
る
事
は
出
来
な
い

 
剣

の
応

は
加
速
す
る

 
体

き

足

き
が
よ
り

く

し
く
な
る

 

時
に

離
を

め
る
の
は

た
り
前
背
後
を
取

て
も
逆
に
背
後
を
取
り
返
す
光

が
広

が
る

 
刃
を
交
え
る

に

手
の
思

を

み
剣

を
覚
え
成
⻑
し
て
い

て
い
る
の
だ

い
が
成
⻑
し
合

て
い
る
か
ら

抗
し

け
て
い
る

ま
る
で

合
わ
せ
の
よ
う
に
二
人
は
刃
を

交
わ
し
て
い
た
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そ
う
し
て

百
と
刃
が
交
わ

た
後
示
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
二
人
は

離
を
取

る 
息
を

く

も
な
い

な
応

を
経
て

息
は
切
れ
て
い
な
い

や
や

と

の
色
は

あ
る
が

彼
ら
の
剣
が

る
程
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

が
明
か
な
い
な

こ
れ
は

 

か
に

れ
た
空
白
を

め
た
の
は
キ
リ
ト
の

葉

 
彼
は
や
や
険
し
い
面
持
ち
を
し
て
い
た

こ
れ
ま
で

に
も
勝
る
勢
い
で
自
己
強
化
を
し
て
き

た
の
に
こ
こ
ま
で
食
い
付
か
れ
た
事
が
複

な
の
だ
ろ
う

自
分
も
同
じ
立
場
に
な

た
ら
複

に
な
る

 
彼
は
二
刀
を
使

て
い
な
い
し

な
ど
の
特
異
な

備
も

じ
た
ま
ま
戦

て
い
る

そ
う
い
う
意
味
で
は
全
力
で
は
無
い

が
だ
か
ら
と

て
そ
れ
で

得
出
来
る

も

無
い

じ
て
い
る
モ
ノ
が
あ
る
か
ら
と

て
必
ず
し
も
そ
の
状

が
弱
い
と
は
限
ら
な
い

か
ら
だ

む
し
ろ
手
数
を
限
定
し
た
か
ら
こ
そ
一
極
集
中
の
強
さ
を
見
せ
る
事
の
方
が
多
い

こ
れ
以
上
チ
マ
チ
マ
や

て
も
意
味
は
無
い

だ
か
ら

の
一
撃
で
幕
だ

わ
か

た
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そ
の
や
り
取
り
の
後
二
人
の
剣
か
ら
光
と
闇
が
更
に

れ
出
す

剣
身
全
て
が
そ
れ
ぞ
れ
の

色
に

ま
り
切

て

足
り
な
い
と
ば
か
り
に

き
出
す
光
／
闇
は
戦
場
と
な

た
広
場
を
二

色
に

め
て
い
た

 

と

二
人
か
ら
実
体
を

わ
な
い
圧
力
を
感
じ
る

 
二
人
の
足

か
ら
同
色
の

子
が
吹
き
上
が
る

魔
剣

解
放

 
チ

キ
と
大
上

に
剣
が
構
え
ら
れ
る

す
ぐ
に
振
り
下
ろ
さ
な
い
の
は

力
を
上

る
た

め
か

技
の
名
を

お

り
し
ま
す

 
同
期
し
て

黒
の
剣
士

が
同
じ
構
え
を
取

た

刃
か
ら

白
の
光
が

る

⻑
大
な
刃

を
形
成
す
る

や
や
反
り
の
あ
る
肉

の
刀
身
は
忌
ま
わ
し
き
獣
王
の
大
太
刀
を

想
さ
せ
た

 
ス
レ
イ
ブ
の
魔
剣
が
内

す
る
闇
を
放
出
す
る
タ
イ
プ
な
ら
彼
の
剣
は
内

し
た
光
を
刃
と

し
て
表
す
タ
イ
プ
な
の
か

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

零

白
夜
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一
歩
の

み

み

者
の
声
と
共
に

同
時
に
振
り
下
ろ
さ
れ
る

 

間
波

と
見

う
ば
か
り
に
勢
い
で
蒼
白
い
光
／

黒
い
闇
が
放
た
れ
た

を

か

せ
て
突
き
進
む
波

は

反
す
る
斬
撃
と
衝
突
し

抗
す
る

 

し
く

ぎ
合
う
光
と
闇

蒼
と
紅
白
と
黒
が
乱
舞
し
大
地
を
揺
ら
す

風
が
吹
き

れ
た

 

い
に
一
歩
も
引
か
ぬ

の

り
合
い

 
そ
れ
を
制
し
た
の
は

黒
の
剣
士

 
ス
レ
イ
ブ
が
ど
の
よ
う
な
ロ
ジ

ク
で
闇
の
斬
撃
を
放

た
か
は
知
ら
な
い
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ

の

葉
を

く
限
り

あ
の
黒
き
魔
剣
に
付

す
る
能
力
な
の
だ
ろ
う

魔
剣
解
放

の
文

が
放
出
の

か

 
対
す
る
キ
リ
ト
の
光
の
斬
撃
は
彼
の
イ
メ

ジ
に
よ

て
放
た
れ
た
も
の
だ

狂
月
剣
の

ス
キ
ル
は

手
剣
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
今
彼
が
手
に
し
て
い
る
剣
は
エ
リ

シ
デ

タ

つ
ま
り

片
手
剣

な
の
で

あ
の
斬
撃
は
逆
説
的
に

ニ

ク
ス
ラ

シ

で
は
無

い
事
に
な
る

必
然
的
に

の
能
力
を
活

し
て
放
た
れ
た
も
の
と
い
う
結
論
に
な
る

無
論

イ
メ

ジ
の
根
幹
は

ニ

ク
ス
ラ

シ

だ
ろ
う
が
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一

放
た
れ
れ
ば
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た

り
に
の
み
動
く
シ
ス
テ
ム
的
ス
キ
ル
と

イ

メ

ジ
が

く
限
り

限
な
く
放
て
る
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
と
の
勝
負

そ
れ
が
今
回
は
後
者
に

軍
配
が
上
が

た
に
過
ぎ
な
い

 

に
勢
い
が

え
る
闇
に
対
し

光
は
む
し
ろ
勢
い
を
増
す

 

り
合
い
始
め
て
か
ら
数

後

闇
は
光
に
食
い
破
ら
れ
た

怒

の
勢
い
で
黒
を

食
し

み

み
始
め
る

者
の
中

に
あ

た

ぎ
合
い
が
騎
士
の
方
へ
と
近
付
い
て
い
く

く
 
光
の

流
に

ま
れ
る

前
ス
レ
イ
ブ
は

く

び
退
い
た

ギ
リ
ギ
リ
で
は
あ

た
が

完
全
回

し
た
た
め
ノ

ダ
メ

ジ
で
あ
る

 
そ
の
隙
を

す
剣
士
で
は
無
い

 

も
無
く

ま
れ
る
歩
は
剣
士
の
肉
体
を

転
さ
せ
る

数
十
メ

ト
ル
は
あ

た

離
を

の
間
に
ゼ
ロ
へ
と

め
た

 
剣
士
の

が
克
明
に
な
る

 
そ
れ
す
な
わ
ち

戦
い
の
最
中
に
剣
士
が
足
を
止
め
た
と
い
う
事

 
剣
士
は
騎
士
の

へ
黒
剣
の
切

先
を
突
き
付
け
て
い
た

対
す
る
騎
士
は
未
だ
体
勢
を
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立
て
直
せ
て
お
ら
ず

反
撃
し
よ
う
に
も
一

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

は
人
体
の

だ

そ
こ
を
突
か
れ
れ
ば

大
な
ダ
メ

ジ
を

る

多
少
の
レ
ベ
ル
差

す
ら

せ
る
ダ
メ

ジ
を
期

出
来
る

黒
剣
の
剣
身
そ
の

は
騎
士
の

の
太
さ
と

同

剣
を
突
き
出
せ
ば
自
動
的
に

が

体
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
事
に
な
る

無
論
そ
う
な
れ

ば

死
だ

 

い
の
体
力
は
一
ド

ト
た
り
と
も

れ
て
い
な
い

戦
闘
中

い
に
一
撃
も

て
い
な

い
の
だ
か
ら

然
だ

 
だ
が

勝

は
明
確
に
決
し
て
い
た

ど
う
解

し
よ
う
と
明
ら
か
だ

た

 
騎
士
が
ど
う
足
掻
こ
う
と
一
片
た
り
と
も

断
も

心
も
し
て
い
な
い
剣
士
に
一

報
い
る

事
も
最

出
来
な
い
状
況
だ

た

の
勝
ち
だ

ス
レ
イ
ブ

あ
あ

そ
し
て
お
れ
の

北
だ

参
す
る

 
ポ
ツ
リ
と

騎
士
が
感

深
く

み

め
る
よ
う
に

北
を
認
め
る

 
シ
ス
テ
ム
は
そ
れ
を
認
識
し
た
よ
う
で
デ

エ
ル
の
終
了
ウ

ン
ド
ウ
が
出
現

勝
者
と

者
を

る
ウ

ン
ド
ウ
も
虚
空
に
現
れ
た
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騎
士
の
魔
剣
か
ら

き
出
て
い
た
闇
も
収
ま
り
同
様
に
剣
士
の
黒
剣
に

め
ら
れ
て
い
た
蒼

光
も
空
気
に

け
る

 

間

ワ

 
と
観
戦
者
達
が

い
た

 
静
ま
り
返

て
い
た
広
場
が

声
に

ち
大
騒
ぎ
と
な
る

び
く

と
少
年
二
人
が

を

わ
せ

び
上
が

た

 
戦
闘
時
と
は
打

て
変
わ

た
か
わ
い
ら
し
い
反
応
に
思
わ
ず

み
を
浮
か
べ
る

 
そ
の
間
に

観
戦
者
達
の

声
が

に
入

て
来
た

 

す

す

よ

だ
よ
今
の

 

あ
の
ス
レ
イ
ブ
と
か
い
う
や
つ

と
ん
で
も
な
い
じ

な
い
か

 

で
は

紅
の
騎
士

を

戦
一
方
に
し
た
ら
し
い
ぞ

 

手
剣
で
か

 
は

あ
の
速
さ
な
ら

得
だ
わ

 

と
ん
で
も
な
い
ダ

ク
ホ

ス
じ

な
い
か

こ
り

攻
略
も
安
定
す
る
か
も
な

 
観
戦
し
て
い
た
者
達
は

に
無
名
の
ダ

ク
ホ

ス
で
あ
る
ス
レ
イ
ブ
を

め
て
い
く

と
興

希
望
に

れ
た

と
声
だ

た

 

の

に
魔
剣
を

め
た
騎
士
は
や
や

れ

そ
う
に

を

色
に

め

線
を

わ
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せ
て
い
た

り

ら
そ
う
と
し
な
い

虚
な
様
が

け
た
の
か

の
興

の

は
更
に

加
速
し
て
い
く

む

 
そ
の
騎
士
の
近
く
で
や
や

然
と
す
る
少
年

自
分
も

た
の
に

の
声
が
一
切
な

い
事
に
複

な
想
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う

め
そ
や
さ
れ
る
騎
士
に

な
表
情
を
向
け

を

ら
せ
て
い
た

 
ボ
ク
の
事
が

か

て
い
る
戦
い
を
制
し
た
事
に
対
す
る

の
声
は
あ
る
が
彼
が
求
め
て

い
る
の
は
そ
れ
で
は
無
い

と
思
う

 

と

労
い
は

違
う
の
だ

 
彼
の
武

に

意
を
表
そ
う

 
彼
の
勝

に

を
贈
ろ
う

 
そ
し
て

彼
の
行
動
に

労
い
を
送
ろ
う

 
そ
の

に

彼
の
下
へ
と

け
出
し

 

ざ
け
る
な
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広
場
に

い
た
怒
声
で
足
を
止
め
る

自
分
だ
け
で
は
無
い
広
場
を

た
し
て
い
た

声

希
望

全
て
が

絶
え

怒

の
発
信
源
へ
と
意
識
が
向
く

故
だ

故
だ

故
だ

故
ま
た
自
分
か
ら

参
し
た

 
足

く

情
も

わ
に
ス
レ
イ
ブ
へ
と
近
付
く
金
髪
の
男
ア
ル
ベ
リ
ヒ

ガ
シ

ガ
シ

と
白
金
色
の
煌
び
や
か
な

を
鳴
ら
す

 
男
の
剣
幕
に

騎
士
は

え
の
色
を
見
せ
る

は

と

た

 

今

は

参
な
ん
て
許
さ
な
い

と

そ
う

た

だ

 

な
の
に
ま
た
自
分
か
ら
負
け
を
認
め
る
だ
と

 
全
力
で
は
な
い
に
せ
よ
魔
剣
解
放
ま
で
し
て

 
そ
こ
ま
で
上

な

備
が
あ

て

高
レ
ベ
ル
な
の
に
負
け
る
だ
と

 
い
い
加

に
し

ろ  

こ
の
グ
ズ
が

  
そ
の

り
と
共
に
男
が

手
に

ま
れ
た

を
振
る
う

か
に

出
し
て
い
る

す
な
わ
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ち
騎
士
の

が
打
た
れ
た

白

の
よ
う
に

ら
か
な

か
ら

い

が

く

 
空
間
を
揺
ら
が
す
剣
圧
に
も

え
て
い
た
騎
士
は

そ
の
一
撃
で
よ
ろ
め
い
た

 
倒
れ
は
し
な
か

た
が

追
い
打
ち
の
よ
う
に
男
は
怒

を

き
付
け
て
い
く

い

 
観
戦
し
て
い
た
女
性
プ
レ
イ

の
一
人
が

を

め

感
を

に
す
る

 
ど
れ
だ
け

が
立
と
う
と
も

あ
れ
だ
け
の
小

さ
で
は
年

な
ど

魔
化
し
よ
う
が
無
く

同
様
に
見
る

も

違
い
し
よ
う
が
無
い

見
た
目

応
の

さ
な
の
だ
と

も
が
悟

て
い

た 
こ
の
異
常
な
デ
ス
ゲ

ム
の
世
界
で
あ
れ
だ
け
戦
え
る
に
至
る
ま
で
ど
れ

ど
の
経
験
を
し

た
の
か

 
最
前
線
で
戦

て
来
た
自
分
は

だ
か
ら
こ
そ
想
像
が
つ
か
な
い

黒
の
剣
士

と
い
う

を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
分
か
ら
な
い

あ
の
騎
士
の
強
さ
は
断
じ
て
ス
テ

タ
ス
に

せ
た
も

の
だ
け
で
は
無
い
と
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

え
ら
れ
な
い

 
そ
れ
で
も
あ
の

戦
を

り
広

た
事
は

れ
も
無
い
事
実

事
実
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
実

力
は
疑
い
よ
う
も
無
い

ス
テ

タ
ス

せ
の
力

し
な
ら
チ

ト
を
疑
え
る
が
技
術
が
絡
む
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の
で
あ
れ
ば

話
は
別

 
デ
ス
ゲ

ム
と
な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
始
ま
り
の

に
引
き

ら
な
か

た
プ
レ
イ

で
あ

れ
ば

本
的
に

も
が
骨
身
に

み
た
常
識
で
あ
る

 
こ
の
世
界
で
⻑
く
生
き
た
か
ら
こ
そ
最
近
に
な

て
ビ

タ

へ
の

見
が

善
さ
れ

始
め
た
の
だ

ボ
ス
と
の
戦
い
が
如

に
ス
テ

タ
ス

せ
で
は
生
き

け
な
い
か
を
闘
技
場
で

理
解
し
た
か
ら

ビ

タ

は

た
だ
の

者
で
は
無
い
と
行
動
で
思
い
始
め
た
か
ら

 
今
回
の
戦
い
は
ど
ち
ら
が
勝

て
も
お
か
し
く
な
か

た

黒
の
剣
士

が

を
持

て
い
な
か

た
ら

あ
る
い
は

の
能
力
を
見
つ
け

て
い
な
か

た
ら

ま
た
は
使
わ
な
か

た
ら

 
勝

て
い
た
の
は

ス
レ
イ
ブ
の
方
で
あ
る

な

今

圏
内
コ

ド
が
出
な
か

た
よ
な

 
怒
り
に

せ
て
悪

を

き

け
る
男
を
見
て

ま
た
別
の
観
戦
者
が

た

 
圏
内
コ

ド

正
式
名
称

ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド

 
ち
な
み
に

圏
内

は

ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
有

圏
内

の

称
で
あ
る

 
圏
内
に

る
限
り
如

な
る
手

を
も

て
し
て
も
他
者
の

は

ら
せ
な
い
し
意
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的
に
体
を

し
て

動
さ
せ
る
事
な
ど
の
物
理
的

触
も
不
可
能
に
な
る

プ
レ
イ

を
護

る
バ
リ
ア
の
よ
う
な
も
の

そ
れ
が

称
圏
内
コ

ド

 

論
ハ
イ
タ

チ
と
か

を
組
む
と
か
握
手
す
る
と
か
そ
の
程

で
あ
れ
ば
発
動
し
な

い

あ
く
ま
で
ダ
メ

ジ
が
発
生
す
る
ラ
イ
ン
の
物
理
的

触
を

む
場
合
に
の
み
発
動
す

る 
先

ど
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
振
る

た

は

や
勢
い
か
ら
し
て
明
ら
か
に
ダ
メ

ジ
発
生
ラ
イ

ン
に

触
し
て
い
る

だ
か
ら

な
ら
圏
内
コ

ド
に

ま
れ

色
パ
ネ
ル
に

が
ぶ
つ
か

り

衝
撃
だ
け
彼
は

け
る

し
か
し
そ
う
な
ら
な
か

た
か
ら
疑
念
の
声
が
上
が

た

 
デ

エ
ル
中
で
あ
れ
ば
解

さ
れ
る
も
の
だ
が
し
か
し
先

ど
し

か
り
と
デ

エ
ル
終
了

の
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た
の
を
見
た
し
ま
だ
三
十

経

て
い
な
い
か
ら
未
だ
に
表
示
さ

れ
た
ま
ま

圏
内
コ

ド
の
有

化
は

に
済
ん
で
い
る

 
不
審
な
点
を
見
つ
け
れ
ば
集

の
間
に
は

く
間
に
伝

す
る

な
ま
じ
あ
り
得
な
い
も
の

で
あ
れ
ば
あ
る
程
そ
れ
は

い

ざ
わ
ざ
わ

と
不
審
な
も
の
を
見
る
眼
が

テ

タ

ニ
ア

へ
と
向
け
ら
れ
る

ス
レ
イ
ブ
に
対
す
る
眼
だ
け

し
め
な
の
が
ま
だ
救
い
か
も
し
れ
な
い

加

者
で
は
無
く

者
だ
か
ら
だ
ろ
う

同
じ
組

に

属
し
て
い
る
以
上
場
合
に
よ

て
は
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そ
れ
も
時
間
の
問

か
も
し
れ
な
い
が

ユ
ウ
キ

今
の
内
に
離
れ
よ
う

 
そ
の
光

を
見
て
い
る
間
に
だ
ろ
う

気
付
か
な
い
内
に
キ
リ
ト
が

ま
で
寄

て
い
て

を
引

て
い
た

彼
を
見
捨
て
る
事
に
な
る
け
ど

良
い
の

 
チ
ラ

と
怒
鳴
る
男
と
怒
鳴
ら
れ
る
少
年
へ

線
を
向
け
る

同
じ
よ
う
に
一

し
た
彼
は

目
と
共
に

を
振

た

出
来
る
事
は
無
い
と

観
し
た
様
子
に

も

え
な
く
な
る

 
理
不

に
怒
鳴
ら
れ

ら
れ
る
様

 
そ
れ
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
ら
見
て
い
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
ス
レ
イ
ブ
の

は

ア
キ
ト
と
キ
リ
ト

オ
リ
ム
ラ
兄
弟
の

を
想

さ
せ
る

 
そ
こ
ま
で

え

す
る

 
だ
か
ら
こ
そ

を

て
も
意
味
が
無
い
と

観
し
て
い
る
の
か

分
か

た

行
こ
う
か

キ
リ
ト

 
ど
こ
か
陰
鬱
な
空
気
を

た
少
年
の
手
を
取

て
気
取
ら
れ
な
い
よ
う

く
そ
の
場
を

離
れ
た
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た
だ
い
ま

 
あ
れ
か
ら
キ
リ
ト
の
テ
ン
シ

ン
が

る
事
は
無
く
観
光
気
分
で
も
無
く
な

た
た
め

後

二
時
に
な
る

に
は
本
部
の

へ
と
帰

た

デ

エ
ル
が
一
時
く
ら
い
だ

た
か
ら
小
一
時

間
は
見
て
回

た
事
に
な
る

 
一

フ
ロ
ア
は
故

で
あ
る
た
め
エ
ギ
ル
は

間
は
二
つ
の

を
掛
け
持
ち
で

経

し
て
い
る

そ
の
た
め
中
に
は

然
の
よ
う
に

色
の

が

た

ラ
フ
な
シ

ツ
の
上

か
ら
黒
緑
色
の
エ
プ
ロ
ン
を
掛
け
て
い
る

は
存
外
様
に
な

て
い
る

だ
か
ん
だ
で
⻑
ら
く

見

れ
た

だ

 
そ
の

を
見
る
と
あ
あ
帰

て
来
た
ん
だ
な
と
思
う

攻
略
か
ら
帰

た
後
は

の

よ
う
に
足

く
足
を
運
ん
で
い
た
か
ら
だ
ろ
う

お

い
帰
り
だ

た
な

と
い
う
か
お
前
ら
一
緒
に
出
て
た
か

 
カ
ウ
ン
タ

で
在

確
認
か

か
を
し
て
い
た
エ
ギ
ル
は

を

て
こ
ち
ら
を
見
て
来
た

い
や
別

で
出
て
た
よ

ど

ち
も
一
人
で
行
動
し
て
た
ん
だ
け
ど
ね

前
に
合
流

し
た
ん
だ
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う

ま

今
は
七
十
六
層
と
七
十
七
層
し
か
行
け
な
い
し
行
け
る

も
一
つ
ず
つ

そ

れ
だ
け

け
り

中
で

合
わ
せ
も
す
る
か

 

み
た
い
に
キ
リ
ト
は

ロ
攻
略
し
な
い
し
と
片

を
釣
り
上

な
が
ら

を
組
ん
で

う

エ
ギ
ル
に

キ
リ
ト
は
や
や
ば
つ
が
悪
そ
う
に

を

ら
し
た

 
多
分
今
後
一
生
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

ロ
攻
略
で
心
配
掛
け
た
事
に

し
て
は

が
上
が
ら
な
い
だ

ろ
う

 
そ
の
事
に

し
て
あ
ま
り
し
つ
こ
く

う
の
も
可
哀
想
だ
と
思

た
か

悪
い
悪
い
と

て
エ
ギ
ル
は
カ
ウ
ン
タ

に
コ

ヒ

の
入

た
カ

プ
を
二
つ

い
て
く
れ
た

を
見

れ
ば
ま
た
ニ

リ
と
一

い

お
代
は
格
安
価
格
で
ツ
ケ
と
い
て
や
る

ツ
ケ
な
ん
だ

 
コ

ヒ

風
の

み
物
一

で
確
か
百
コ
ル
だ

た

そ
れ
く
ら
い
な
ら
今
す
ぐ
に
で
も

払
う
の
だ
が

そ
の
代
わ
り
と

ち

だ
が
頼
み
事
が
あ

て
な

論
礼
は
し

か
り
さ
せ
て
も

ら
う
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ツ
ケ
の
代
わ
り
に
お
礼
あ
り
の
頼
み
事

 
キ
リ
ト
に

お
う

ま

ユ
ウ
キ
に
も
手
伝

て
く
れ
た
ら
助
か
る
ん
だ
が

そ
の
前
に
だ

さ

き

か
ら
キ
リ
ト
の
反
応
が
無
い
ん
だ
が

が
あ

た

か
が
あ

た
事
は
確
信
し
て
る
ん
だ

そ
り

な

 
ど
こ
か

れ
た
風
に

し
か
し

し

に

み
な
が
ら
キ
リ
ト
へ

線
を
向
け
る
エ
ギ
ル

 
ボ
ク
の

の
カ
ウ
ン
タ

に

た
彼
は

手
で
カ

プ
を
持

た
ま
ま
動
か
な
い
で

い
る

線
も
焦

色
の
水
面
に

定
さ
れ
た
ま
ま
だ

 

に
来
る
ま
で
心

に
在
ら
ず
だ

た
し

こ
れ
は
か
な
り
重

だ
な

ん

ち

と

事
が
あ

て
ね

 
あ
ま
り

い
触
ら
す
事
は
し
た
く
な
い
が

し
か
し
内
容
が
内
容
だ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止

コ

ド
と
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
が

か
な
い
存
在
な
ど
百

あ

て
一

な
し
に

し
い

人
に
よ

て
は
そ
う
で
は
無
い
が

ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
に
限

て
は
正
に
そ
れ
だ

 
今
日
の

に

が
あ

た
か
を
話
し
て
い
く
と
経

を

い
て
い
く
に
つ
れ
て
エ
ギ
ル
の

が
ド
ン
ド
ン

め
ら
れ
て
い

た

ち

と
怖
い
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テ

タ

ニ
ア

か

そ
れ
に
加
え

魔
剣
解
放

と

キ
リ
ト
と

の
実
力

に
帰

て
来
る
間
に

い
た
け
ど

魔
剣
解
放

の
前
に

の
能
力
は
使

て

な
か

た
み
た
い

と
な
る
と

で
キ
リ
ト
の

力
値
と

値
に
追
い
付
い
て
た
事
に
な
る
な

 
キ
リ
ト
は

の
能
力
の
一
つ
風
を
使
う
事
で
剣
速
と

動
速

を
高
め
る
事
が
出

来
る

剣
を
振
る
う

地
を

る
そ
れ
ぞ
れ
の

間
に
ジ

ト

の
如
く
風
を

る
事
で

加
速
を
後

し
し
て
い
る
と
い
う
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
予
備
動
作
が
小
さ
い

す
な
わ
ち
最
初
の
加
速
力
が
小
さ
い

の
に
反

し

を
見
失
う
レ
ベ
ル
の
速

を
出
せ
る

 
あ
ん
な
速

恐
ら
く

特
化
の
ア
ル
ゴ
や
ア
ス
ナ
で
す
ら
不
可
能
に

し
い

 
し
か
し
ス
レ
イ
ブ
は

の
速
力
を
見
せ
た

を
持

て
い
な
い

だ
か
ら

そ
れ

だ
け

け
た
ス
テ

タ
ス
を
誇

て
い
る
事
に
な
る

流

に
キ
リ
ト
と
同
格
の
レ
ベ
ル
は
な
い
と
思
う
よ

そ
れ
は

も
思
う

 
ボ
ク
と
エ
ギ
ル
は

そ
こ
だ
け
は
違
う
と

え
て
い
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
裏
の
人
格
が
ア
キ
ト
に
対
し

て
い
た
よ
う
に
ま
ず
絶
対
的
に
時
間
が
足
り
な
い
か
ら
で

あ
る

こ
れ
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た
な
ら
絶
対
情
報

は
把
握
し
て
い
る

そ
れ
が
無
い
と
い
う
事

は

件
的
に
リ

フ

や
ア
キ
ト
達
と

変
わ
り
な
い

 
出
来
た
と
し
て
も
今
の
攻
略
組
と
同
格
に
な
る
程

約

の
レ
ベ
ル
を
有
す
る
キ
リ
ト

と
同
格
は

不
可
能
な
の
だ

 
で
は

故

ス
レ
イ
ブ
が
キ
リ
ト
と

だ

た
の
か

だ
か
ら
と

て
リ

フ

ど
常
識
外
れ
な
技
術
じ

な
か

た
し

 
超
高
レ
ベ
ル
の
キ
リ
ト
と

に
な
る
な
ら
最

限
彼
よ
り
上
の
技
術
を
必
要
と
す
る

し

か
し

か
ら
見
た
限
り
で
は
技
術
も

だ

た

と
も
す
れ
ば
リ

フ

を
思
わ
せ
る
動
き
を

し
て
い
た
キ
リ
ト
の
方
が
上
か

 
だ
か
ら
技
術
で
勝

て
い
た

で
は
無
い
と
思
う

 
そ
も
そ
も
プ
レ
イ

ス
キ
ル
で

力
値
と

値
の
差
を

め
ら
れ
た
ら
ど
れ
だ
け

か

そ
の

さ
を
知

て
い
る
か
ら

リ

フ

が
キ
リ
ト
を
完

し
た
事
が
異
常
に

る

ま

に

え
れ
ば

備
の
補
正
だ
よ
な

だ
よ
ね
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シ
ス
テ
ム
的
な
も
の
に
依
存
す
る
以
上
可
能
性
と
し
て
は
そ
れ
く
ら
い
し
か
無
い

そ
し
て

そ
れ
が

え
ら
れ
る
程

に
は

テ

ア

ニ
ア

の

備
は
高
レ
ア
で
あ
る

 

本
的
に
レ
ア

が
高
い

備

ど
ス
テ

タ
ス
補
正
は
大
き
い

向
に
あ
る

レ
ベ
ル
の
上

が
り
に
く
さ
を
そ
こ
で
補

て
い
る
形
だ

 
し
か
し
全
身
を
高
レ
ア

備
で

う
と
し
て
も
果
た
し
て
キ
リ
ト
の
ス
テ

タ
ス
と

レ
ベ
ル
に
達
す
る
の
だ
ろ
う
か

仮
に
達
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
補
正
値
が
大
き
い
と
い

う
事
だ

 
あ
る
い
は

の
レ
ベ
ル
が
高
く
て

補
正
値

み
で

に
な

た
か

 

ス
キ
ル
に
よ

て
ス
テ

タ
ス
補
正
が
掛
か

て
い
る
可
能
性
だ
が
こ
れ
が

キ
リ
ト
と
の
差
を

め
る
も
の
と
は

え
て
い
な
い

 
ス
キ
ル
が
ス
テ

タ
ス
な
ど
に
影

を
与
え
る
も
の
は

生
要

を

め
れ
ば
キ
リ
が
無
い

索

や

に
す
ら

か
に

値
補
正
が
あ
る

が

補
正
を
主
と
し
た
も

の
は

孤
独

孤
高

く
ら
い
し
か
な
く

彼
は

然
こ
の
三
つ
を
完
全

得
し
て

い
る
の
だ

 

こ
れ
は

動
速

を
主
と
し
て

練

に
応
じ
て

補
正
を
掛
け
る
と
い
う
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ス
キ
ル

本
的
に
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
の
プ
レ
イ

は

も
が
コ
レ
を
持

て
い
る

高
レ
ベ

ル
と
な
れ
ば

全

と

て
良
い

そ
れ
く
ら
い
分
か
り
や
す
く
強
力
な
ス
キ
ル
な
の
だ

練

の
上

は

動
速

と

離
に
よ
る

 

孤
独

と

孤
高

だ
が

こ
れ
は
前
者
が
コ
モ
ン
ス
キ
ル

後
者
が

生
エ
ク
ス
ト
ラ
ス

キ
ル
で
あ
る

パ

テ

構
成
が
シ
ス
テ
ム
的
に
は

ロ

つ
ま
り
レ
イ
ド
は

外

の

時

練

に
応
じ
て

ス
テ

タ
ス
を
増
大
ま
た
体
力
の
残

が
少
な
く
な
る
に
つ
れ
て

一
時
的
に
ス
テ

タ
ス
を
上

然
だ
が
後
者
の
方
が

果
は
上

練

は

ロ
時
に

し
た

百
体
に
つ
き
一
上

す
る

完
全

得
す
る
に
は
百
体

一
千
で

十
万
体
を

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

 
コ
モ
ン
エ
ク
ス
ト
ラ
の

方
を
完
全

得
し
て
い
る
た
め
彼
は
こ
の
一
年

で
合

二
十

万
体
以
上
の
Ｍ
ｏ
ｂ
を
斬

て
い
る

に
な
る

そ
れ
だ
け
取
得
経
験
値

も
レ
ベ
ル
差
補

正
で
少
な
く
な
る
と

て
も

大
だ

 
こ
の
全
て
を
完
全

得
し
て
い
る
故
に
ス
キ
ル
に

し
て
は
同
じ

件
で
あ
る
以
上
ス
レ
イ

ブ
が
取

て
い
た
と
し
て
も
差
は

め
よ
う
が
無
い

だ
か
ら
ス
キ
ル

は

外
し
て
い
た

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
実

さ
れ
て
い
る
も
の
は
武
器
ス
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キ
ル
限
定
の
よ
う
だ
か
ら

外
し
て
い
る

 

だ
と
す
れ
ば
キ
リ
ト
に
無
く
て
ス
レ
イ
ブ
に
あ
る

備
の
差
が
決
め
手
と
な
る

だ
多
分

レ
ベ
ル
も
か
な
り
高
い
ん
だ
と
思
う

そ
の
心
は

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
怒
鳴

た
時
の
セ
リ
フ

 

そ
こ
ま
で
上

な

備
が
あ

て

高
レ
ベ
ル
な
の
に
負
け
る
だ
と

 
こ
の
セ
リ
フ
は
強
力
な

備
に
加
え
か
な
り
の
高
レ
ベ
ル
で
な
け
れ
ば
出
な
い
も
の
だ
ろ

う 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
主
観
に
よ
る
発

で
は
あ
る
が

攻
略
組

へ
の
参
戦
を
一

す
る

な
の

だ

実

レ
ベ
ル

後

以
上
は

い
と
見
て
良
い

そ
の
中
で
も
ス
レ
イ
ブ
が

び

け
て

高
い
の
で
あ
れ
ば

得
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
経
験
値
配
分
は
戦
闘
へ
の

す
な
わ
ち
ヘ
イ
ト

や
与
ダ
メ

ジ

な
ど
で

決
ま
る

パ

テ

を
組
ん
で
い
る
か
ら
と

て

も
せ
ず
と
も
レ
ベ
ル
が
上
が
る

で
は

無
い
の
で

も
が
必
ず
戦
闘
を
経
験
す
る
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そ
の
中
で

化

す
な
わ
ち
技
術
と
い
う
も
の
が
付
い
て
く
る

 
攻
略
組
へ
参
入
出
来
る
レ
ベ
ル
に
達
す
る
に
は
そ
れ
こ
そ

常
で
は
無
い
戦
闘
回
数
を

経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
か
ら
最

限

の
戦
闘
技
術
は

も
が
有
し
て
い
な
け
れ
ば
お
か
し

い 
そ
れ
な
の
に

か

た
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は
失
格
を

け
た

一
ス
レ
イ
ブ
個
人
を

い
て

そ
れ
が

の
戦
闘
で
ス
レ
イ
ブ
ば
か
り
戦

て
い
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は

し

程

し
か
戦
闘
を
し
て
い
な
か

た
か
ら
で
あ
れ
ば
彼
の
レ
ベ
ル
が
極

に
高
い
の
で
は
と
い
う
推

に
も
信

性
を

び
て
来
る

そ
れ
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
を

戦
一
方
に
し
た
と
い
う
の
も
ね

 
タ
ン
ク
は

重
と
い
う

が
一

的
に
は
強
い

そ
れ
は
実

外
れ
で
は
な
い
が
高
レ
ベ

ル
プ
レ
イ

と
も
な
れ
ば
タ
ン
ク
で
あ
ろ
う
と
そ
れ
な
り
の
速

で
動
け
る
よ
う
に
な
る

な

ま
じ
レ
ベ
ル
が
キ
リ
ト
と
共
に
三

に
達
し
て
い
る

紅
の
騎
士

の
速
力
は
か
な
り
の
も
の

 
カ
ウ
ン
タ

重

だ
か
ら

を
重

す
る
の
は

然
だ

 
し
か
し
反
撃
を
許
さ
な
い
と
な
れ
ば

そ
れ
だ
け
剣
速
も

動
速

も
必
要
に
な
る

 
経
験
を

ん
だ

一
の
タ
ン
ク
が

戦
一
方

つ
ま
り
そ
れ
だ
け
の
速

を
誇

て
い
た
と
い
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う
事
に
他
な
ら
な
い

な
る

ど
な

し
か
し
キ
リ
ト

み
の
剣
士
が
他
に

る
な
ん
て
な

世
界
は
広
い

そ
れ
に
は
同
感

正
直
キ
リ
ト
と
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
と
リ

フ

で
お

一

だ
よ

 
シ
ス
テ
ム
的
に
強
い
剣
士
と
技
術
的
に
強
い
剣
士
が

て
い
る
の
だ

強
さ
を
追
い
求
め
る

者
と
し
て
明
確
な
目
標
が

る
の
は

し
い
事
だ
け
ど
あ
ま
り
強
い
人
が

て
も
そ
れ
は
そ
れ

で

る

 
あ
と
ス
レ
イ
ブ
の
見
た
目
が
キ
リ
ト
と

二
つ
と
い
う
の
も
そ
れ
に

車
を
掛
け
て
い
る

ま

ス
レ
イ
ブ
は
ま
だ
良
識
が
あ
る
方
み
た
い
だ
し
大

だ
ろ

む
し
ろ
問

は
そ
れ
以

外
だ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
と
圏
内
コ

ド
が
発
生
し
な
い

て

命
的
だ
ぞ

と

て
も
シ
ス
テ
ム
的
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ん
だ
よ
ね

い
や

ユ
イ
ち

ん
に
頼
め
ば
良
い
じ

ね

か

お
前
ら
二
人
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

行
け
る
ん
だ
し

あ
 
そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
手

が
あ

た
な
と

エ
ギ
ル
の
指

で
思
い
出
す

 
確
か

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
ユ
イ
ち

ん
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
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リ
ア
の
シ
ス
テ
ム
を
応

し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
バ
グ
修
正
ア

プ
デ

ト
を

み
て

い
る
と
い
う

そ
の
一

と
し
て

テ

タ

ニ
ア

の

を
頼
め
ば
い
い

だ

 
確
か
キ
リ
ト
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も

け
て
い
た
と
い
う
話
だ
し

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
か
一
部
の

権

限
を

い
れ
ば

テ

タ

ニ
ア

の
監

や
修
正
も
不
可
能
で
は
無
い

 
問

は
ど
ち
ら
が
向
か
う
か
だ
が

キ
リ
ト

ど

ち
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
行
く

ん
 

は
彼
に

せ
る
事
に
し
た

 
ホ
ロ
ウ
の
彼
と
会
う
事
を

え
れ
ば
ボ
ク
が
行

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
し
か
し
あ

ち
ら
に
は
義
姉
の
ユ
イ
ち

ん
が

る
し
サ
チ
も
い
る

行
け
ば
デ
メ
リ

ト
を

る
が
メ

リ

ト
も
十
分
あ
る
の
だ

む
し
ろ
メ
リ

ト
は
確
約
さ
れ
て
い
る
だ
け
マ
シ
か
も
し
れ
な
い

あ

と
し
て
は

キ
リ
ト
に
は
残

て
も
ら
い
た
い
ん
だ
が

 

す
る
彼
に
対
し

や
や

い

そ
う
に

る
エ
ギ
ル

そ
う
い
え
ば

キ
リ
ト
に

か
頼
み
事
が
あ
る
ん
だ

け

お
う

実
は
あ
と
少
し
し
た
ら

は
出
掛
け
な
く
ち

い
け
な
い
ん
だ
が
そ
の
間
だ
け
で
も
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番
を
頼
み
た
い
ん
だ

キ
リ
ト
は

定
ス
キ
ル
を
マ
ス
タ

し
て
る
し
武

の

定
も
出
来
る
し

理

ス
キ
ル
も
持

て
る
か
ら
な

あ

そ
れ
で
キ
リ
ト
が
メ
イ
ン
で

ボ
ク
を
お
手
伝
い
に

 
確
か
に
そ
れ
は
キ
リ
ト
が
主
と
な
る

だ

 
故

と
い
う

広
い

い
取
り

を

ん
で
い
る
エ
ギ
ル
の
代
わ
り
を
す
る
な
ら

定

は
必

だ
し

い
取
る
武

や

の

場
も
知

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

加
え
て

で
も
あ
る

だ
か
ら
そ
の
間
に
帰

て
来
た
人
達
の

文
を

い
て
食
べ
物
を
出
さ
な
い
と

い
け
な
い
か
ら

理

ス
キ
ル
も
必

 
ボ
ク
は

理
ス
キ
ル
を
持

て
い
る
か
ら

の
方
は
手
伝
え
る
が

定
は
持

て
な
い
か
ら
故

の
方
は
手
伝
え
な
い

だ
か
ら
お
手
伝
い
と
い
う
認
識
だ

た
ら
し
い

と
い
う
か
ボ
ク
が

定

を
持

て
な
い
事

エ
ギ
ル
に
教
え
た
事
あ

た

け

 
ス
キ
ル
構
成
は
生
命
線
に

し
い
の
で

程
の
事
が
無
い
限
り
人
に
教
え
る
事
は
無
い

片

手
剣

や

武
器

投

索

な
ど
大

の
人
が

せ
る
も
の
で
あ
れ
ば

指

さ
れ
れ
ば
教
え
て
い
た
が

 
そ
ん
な
こ
ち
ら
の
疑
問
に
対
し

エ
ギ
ル
は
苦

し
た
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あ
の
な

攻
略
の

に

定
し
て
も
ら
い
に
来
て
た
ら

に

せ
る
ぞ

あ
 
そ
う
い
え
ば
攻
略
中
に
手
に
入

た

不
明
の
ア
イ
テ
ム
の

定
は

回
エ
ギ
ル

に
頼
ん
で
い
た
ん
だ

た

す

か
り

か
ら

け

ち
て
し
ま

て
い
た

 
て
へ
へ

と

て
か
ら
こ

ん

と
一
つ

払
い
を
す
る

 
生

か
い

線
を
全
て
流
し
つ
つ

焦

色
の

み
物
を

み

し
て
カ

プ
を
返
す

あ
り
が
と

お
代
は
コ
レ
ね

 
そ
う

て
ス
ト
レ

ジ
か
ら
百
コ
ル
金

を
二

取
り
出
し
ピ
ン
と
指
で
弾
く

番

を
手
伝
え
な
い
以
上
は
ツ
ケ
に
も
出
来
な
い

し

か
り
払

て
お
く
事
が
マ
ナ

で
あ
り
常
識

だ 

子
が
付
く

で
は
無
い
が

忘
れ
た

に
負

と
し
て

か
頼
ま
れ
る
の
は
ア
レ
だ
し

 
そ
の
思

が

け
な

は
無
い
が
し
か
し
あ
る
程

は

め
た
の
だ
ろ
う
弾
か
れ
た
金

を

と
キ

チ
し
た
エ
ギ
ル
は
ま
た
苦

し
た

二

か

キ
リ
ト
の
分
も
あ
る
ん
だ
な

ま

キ
リ
ト
に
対
す
る

意
だ
よ

迷
惑
掛
け
ち

た
か
ら
こ
れ
く
ら
い
は
し
な
い
と
ね
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彼
の
ツ
ケ
も
払

て
お
け
ば

番
を
無
理
に
し
よ
う
と
す
る
事
も
無
い
だ
ろ
う

ボ
ク

に
対
し
後
ろ
め
た
く
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
こ
れ
は
迷
惑

な
の
だ
助
け
て
も
ら

た
の
だ

か
ら
気
に
し
な
い
で
欲
し
い

 
本

は
直

た
方
が
良
い
の
だ
ろ
う
が
心

に
在
ら
ず
と

て
も
会
話
は

い
て

い
る
よ
う
だ
か
ら
構
わ
な
い
だ
ろ
う

そ
の
証

と
し
て
迷
惑
掛
け
た
の
部
分
で

振
り

返

た

 
ど
こ
か
揺
ら
い
で
見
え
る
黒
い

を
見
て

い
掛
け
る

を
く
り
く
り

で
る

じ

行

て
来
る

出
来
る
だ
け

め
に
帰

て
手
伝
う
か
ら
ね

 

を

で
て
い
た
手
を
離
し

振
り
な
が
ら

を
出
た

 
キ
リ
ト
が

番
を
す
る
事
は
疑

て
い
な
い

だ

て
彼
は
お
人

し
一

に
入
れ
た
人

の
頼
み
は

本
的
に
断
ら
な
い
主
義
だ
か
ら

 
リ

フ

に
正
さ
れ
る
前
で
あ
れ
ば

ビ

タ

の
悪

が

て
請
け
負
わ
な
か

た
だ
ろ
う
が

 
そ
の
変
化
を
感

深
く
思
い
な
が
ら

転

へ
と
歩
を
進
め
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
分
か
る
人
に
は
分
か
る
撃
ち
合
い

 
ス
レ
イ
ブ
が
持
つ
剣
の
名
は
魔
剣
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

直

で
堕
ち
た
剣

だ
か
ら

魔
剣

つ
ま
り
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
に

け
る

エ
ク
ス
カ
リ
バ

・
モ
ル
ガ
ン

 
ブ
ラ
ン
ド
は

剣

と
い
う
意
味
で
す

 
エ
ク
ス
カ
リ
バ

で

べ
る
と
分
か
る
の
で
す
が
ア
レ
結
構
呼
び
方
が
あ
り
ま
し
て

そ

の
中
に

コ

ル
ブ
ラ
ン
ド

と
い
う
呼
び
名
が
あ
る
の
で
す

原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
八

キ

リ

バ

編
の
最
後
の
方
で
シ
ノ
ン
も
教
え
て
く
れ
ま
す

 
他
に
は
エ
ク
ス
カ
リ
ボ

ル
カ
リ
バ

ン

説
あ
る
中
で
同
一

さ
れ
て
る
場
合
な
ど

本
的
に
は
エ
ク
ス

ブ
ラ
ン
ド

リ
バ

ン
な
ど
が
付
い
て
お
り
ま
す

そ
の
中
の
一

つ

ブ
ラ
ン
ド

を
今
回

し
ま
し
た

 
だ

て
名
前
ま
ん
ま
と
か

作
品
違
い
の

パ
ク
リ
は

え
る
ん
だ
も
の
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同
じ
事
だ
と
思

た
方
は
そ
れ
が
正
し
い

だ

て
私
も
思

て
い
る
か
ら

 
ち
な
み
に
最
初
は
エ
ク
ス
カ
リ
バ

ま
ん
ま
そ
れ
は
ア
レ
だ
な
と
思

て
フ

ル

ン
カ
リ
バ

に
な

て
な
ん
や
か
ん
や

く
り
だ
し
て
最
後
に
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
に

な
り
ま
し
た

 

中
で

ラ
グ
ナ
ロ
ク

と
か
聖
剣

ね

 
な
名
前
も
出
た

 
キ
リ
ト
の

零

白
夜

は

を
知

て
る
方
は

も
が
知

て
い
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬
の
十
八
番

モ
ン
ド
・
グ
ロ

制
覇
を

す
要

で
あ
る

一
仕
様
能
力
の

事

た
だ
し
見
た
目
は
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
月

を

わ
せ
た
斬
月

 

論
発
生
に
は

の
光
属
性
の
力
を
全
力
活

し
て
い
ま
す

シ
ス
テ
ム
的
に
発
生
時

間
の
原

が
存
在
し
な
い
の
で

魔
剣
の
能
力
に
頼

た
ス
レ
イ
ブ
が

し
負
け
ま
し
た

 
ち
な
み
に
名
前
を

零

白
夜

に
し
た
理
由
と
仮
定

 

ぶ
斬
撃
は
エ
ネ
ル
ギ

の
よ
う
な
も
の

 

零

白
夜

は
対
エ
ネ
ル
ギ

兵
器

 

つ
ま
り

零

白
夜

を
イ
メ

ジ
す
れ
ば
勝
て
る
イ
メ

ジ
が
強
く
な
る

攻
撃
で

し
負
け
な
い
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で
も
自
分
は

零

白
夜

の
名
前
と

果
を
束

士
か
ら
教
え
ら
れ
て
知

て
る
だ

け
で
テ
レ
ビ
で
す
ら
見
た
事
は
な
い

 

一
先
ず
ス
レ
イ
ブ
と
同
じ
攻
撃
方
法
を
す
れ
ば

し
負
け
な
い

 

こ
ん
な
思

回
路
を
し
て
お
り
ま
し
た

 
ち
な
み
に
リ

フ

が
魔
法
に
つ
い
て
の

念

定
を
し
て
い
な
け
れ
ば
魔
法
戦
士
の
話
参

負
け
て
い
た
の
は
キ
リ
ト
だ

た
り
す
る

パ
ワ

と
ス
ピ

ド
が

で
出
せ
る
引
き

出
し
で
負
け
た
ら

そ
り

あ
ね

Ｂ
Ｗ
か
ら
目

ら
し

 
戦
う
意
思
が

れ
な
い
限
り

き
な
い
戦
闘
能
力

て
強
い
で
す
よ
ね

 
ま

リ

フ

や
ユ
ウ
キ
な
ど
の
実
力
勢
は
使
わ
せ
る

を
与
え
な
い
ん
で
す
が
無

悲
 
む
し
ろ
目
の
前
の
剣
士
か
ら
別
の
事
に

か
で
も
意
識
を

い
た
だ
け
で
命
取
り
と
い
う

ネ 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
七
章
 

深
ま
る
闇

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
前
話
は
キ
リ
ト
の
お

守
番

ユ
ウ
キ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

問
で
終
わ
り
ま
し
た

 

今
話
は
七
十
七
層
攻
略
開
始
で
す

 
な
の
で

前
話
の

日
な
の
だ

無

悲

 
ダ
イ
ジ

ス
ト
で

が
あ

た
か
お
送
り
す
る
事
に
し
た
私
を

て
く
れ
て
も
構
わ
な
い

で
も

ア
レ
だ

い
い
加

層
攻
略
進
め
な
い
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
終
わ
ら
な
い
か
ら

え

 
お
前
実

／

載

は
ど
う
し
た
と

て
は
い
け
な
い

め

 
ゲ

ム
が
無
い
か
ら
小
説
に

る
し
か
な
い
ん
だ

ス
ト
レ
ス
が
が
が
が
が

血
反

 
そ
ん
な

で
書
き
上

た
今
話
は
約
一
万
七
千

 

点
は
ア
ス
ナ

キ
リ
ト

ユ
ウ
キ

第
三
者

点

 
で
は
ど
う
ぞ
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君

分
か

て
い
る
と
思
う
が

我

は

に
後
が
無
い
状

だ

 
一
日
の

息
日
を

ん
で

攻
略
組

は
第
七
十
七
層
の
攻
略
を
開
始
す
る

 
こ
れ
ま
で
は

の
良
い
面
子
で
組
ん
だ
パ

テ

ギ
ル
ド

で

が
自
己
強
化

を
主
眼
に

い
た
マ

ピ
ン
グ
を
し
て
い
た
が
七
十
六
層
か
ら
は
そ
れ
が
変
わ
り
レ
イ
ド

で
の
攻
略
と
な

て
い
る

 
そ
の
変
化
は

七
十
七
層
の
攻
略
を
す
る
に
あ
た
り

更
に
大
き
な
も
の
と
な

た

 
七
十
七
層
の
転

広
場

そ
こ
に
あ
る

圏
外

へ

く

の
前
に
は

ボ
ス
攻
略
の
主

力
メ
ン
バ

が
全

集

て
い
る

 
文

り

全

全
戦
力
が
こ
こ
に
集
結
し
て
い
る
の
で
あ
る

 
七
十
六
層
で
は
二

三
パ

テ

で
の
攻
略
だ

た
が
今
回
か
ら
は
ボ
ス
戦
さ
な
が

ら
の
七
パ

テ

構
成

人
数
こ
そ
最
大
数
に
は
少
し
足
り
な
い
が
そ
の
構
成
は
正
し
く
血

戦
を
前

と
し
た
強

な
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メ
ン
バ

は
七
十
六
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
に
参
加
し
た
面
子
に
加
え
生
存
が
絶
望
的
だ

た
キ

リ
ト
君
が
復
帰
し
た
の
だ

の
心
情
は
と
も
あ
れ
士
気
は
決
し
て

く
な
い

 
そ
れ
も

然
だ

せ
私
達
に
は
後
が
無
い

 
全
戦
力
を
フ

ル
ド
迷

攻
略
へ
と
一

に
投
入
す
る
決
断
は
ま
ご
う
事
無
く
背
水

の

に
他
な
ら
な
い

こ
れ
よ
り
た
だ
の
一
人
の
死
者
す
ら

過
出
来
な
い
現
状
だ
か
ら
こ
そ
の

だ
現
状

層
間
の

動
が
叶
わ
な
い
以
上
七
十
六
層
以
上
で
戦
え
る
レ
ベ
ル
マ

ジ
ン
を
持

て
い
な
い
プ
レ
イ

の
強
化
は
望
め
な
い

つ
ま
り
こ
れ
以
上
の
増

が
叶
う
事
は
最

絶
望

的
と

て
も
過

で
は
無
い
状
況
に
あ
る

 
い
か
な
攻
略
ギ
ル
ド
と

て
も

そ
の
構
成

全
て
が
ボ
ス
攻
略
に
出
ら
れ
る

で
は
無

い

中
に
は
戦
闘
が
苦
手
だ
か
ら
と

に
武
器
を
手
放
し
て
生

に
な

た
り
最
前
線
は

恐
ろ
し
い
か
ら
と

集
め
で
サ
ポ

ト
す
る

に
回

た
者
も
少
な
く
な
い

む
し
ろ
そ

ち

の
方
が
多
い
と

え
る

最
前
線
で
戦

て
く
れ
る

は
増
え
に
く
い
の
だ

 
シ
ス
テ
ム
の
バ
グ
が
目
立
つ
よ
う
に
な

た
現
状
で
如

に

を

ら
す
か

そ
れ
が
こ

れ
ま
で
以
上
に

要
と
な
る
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故
に

に
伝
達
し
て
い
る
よ
う
に
今
後
の
攻
略
は
レ
イ
ド
と
し
て
動
く
事
に
な
る

ボ
ス

戦
と
同
じ
く

い
に
フ

ロ

し
合
う
事
を
念

に

い
て
く
れ

 
モ
ン
ス
タ

が

れ
る
よ
う
に
な

た
か
ら
こ
ち
ら
も
人
数
を

え
て
い
た

だ
が
二
パ

テ

程
で

時
ま
で
切
り

け
ら
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い

ダ
メ
と
な

た
そ
の
時
に
死
ん
で

し
ま

て
は
他
の
面

も

に
し
て
し
ま
う

 
そ
れ
を
危
惧
し
た

の
幹
部
は
ボ
ス
レ
イ
ド
を
そ
の
ま
ま
最
前
線
攻
略
の
組
と
す
る
事
に

し
た

 
レ
イ
ド

の
プ
レ
イ

が
動
け
ば

ま
る
の
に
も

か
時
間
が
掛
か
る

ま
た
人
数
が

少
な
い
か
ら
こ
そ
の
機
動
力
も
損
な
わ
れ
る

そ
の
せ
い
で
結
果
的
に
攻
略
速

が

ち
て
は
目

も

て
ら
れ
な
い

 
そ
の
問

の
解
決
策
が
日
帰
り
の
攻
略
で
は
無
く
か
つ
て
キ
リ
ト
君
が

行
し
て
い
た
よ

う
に
迷

に
数
日
間

て
し
ま
え
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

だ

た

一
人
で
は

危
険
で
も

十
人
も
の
プ
レ
イ

が
一
緒
に
行
動
す
れ
ば
多
少
は
危
険

も
下
が
る

 

い
こ
ち
ら
に
は
リ
ア
ル
が

場

の

⻑
が

る

そ
の
知
識
は

に
正

が

し
く

な

て
き
て
い
る
が
少
な
く
と
も
地
形
に

し
て
は
知
識

り
ら
し
い
か
ら

安
全
地

の
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有
無
に
つ
い
て
は
信

出
来
る

息
は
そ
こ
で
取
れ
ば
い
い

そ
れ
と
今
回
の
攻
略
遠

に
同
行
し
て
く
れ
る
事
に
な

た
者
を

す
る

の
少
女

が
レ
イ
ン
君

マ
ス
タ

ス
ミ
ス
で
も
あ
る
二
刀
の
剣
士
だ

え

と
こ
ん
に
ち
は

今
回
の
攻
略
遠

に
同
行
す
る
鍛
冶
師

二
刀
使
い
の
レ
イ
ン
で

す

さ
ん
の
武

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
わ
た
し
が
請
け
負
う
の
で
危
な
く
な
る
前
に
声
を
掛

け
て
ね

そ
の

に

る
金
髪
の
少
女
が
フ

リ
ア
君
ト
ラ

プ

の
対

と
レ
イ
ン
君
の
付
き

い
と
し
て
同
行
す
る

剣
使
い
だ

よ
ろ
し
く

宝

を
見
つ
け
た
場
合
ト
ラ

プ
が
無
い
か
の
確
認
と
あ

た
時
の
解

を
す

る
か
ら
ま
ず
わ
た
し
に
声
を
掛
け
て

こ
れ
で
も
最
前
線
近
く
の
ダ
ン
ジ

ン
を

ロ
で
潜

て
た
か
ら

に
は
自
信
が
あ
る

彼
女
ら
は
最
前
線
攻
略
こ
そ
初
だ
が
我

が

か
な
か

た
未

の
ダ
ン
ジ

ン
の

破
を

も
成
し

て
い
る

は
信

し
て
い
い

私
と
キ
リ
ト
君
が
保
証
す
る

 
武

の
損

に

し
て
は
レ
イ
ン
さ
ん
に
付
い
て
来
て
も
ら
う
事
で
解
決
し
た

ホ
ロ
ウ
・
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エ
リ
ア
を
フ

リ
ア
さ
ん
と
二
人
で

ぎ
キ
リ
ト
君
と
合
流
し
た
後
も
付
き

て
強
化
さ

れ
た
と
い
う
か
ら
力

と
し
て
は
十
分
過
ぎ
る

最
悪
キ
リ
ト
君
が
鍛
冶
師
を
す
る
事
も

え

て
い
た
が

事
情
を
知

た
彼
女
は
快

し
て
く
れ
た

 
攻
略
組

達
の

を
経

す
る
リ
ズ
は
今
も

練

上

の
真

最
中
な
の
で

に
は

な
い

日
も

を

む

に
は
い
か
な
い
か
ら
で
も
あ
る

 
彼
女
達
は
ラ
ン
ち

ん
を
リ

ダ

と
す
る
パ

テ

に
入

た

あ
そ
こ
の
面
子
は
ラ

ン
ち

ん

ユ
ウ
キ

サ
チ
さ
ん

ス
ト
レ
ア
さ
ん

レ
イ
ン
さ
ん

フ

リ
ア
さ
ん
と
な
る

タ
ン
ク
が
少
な
い
が
ア
タ

カ

タ
ン
ク
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

デ
バ
フ

が

て
い
る
か
ら
バ
ラ
ン
ス
は
一
番
取
れ
て
い
る
と

え
る

 
以
前
は
エ
ギ
ル
さ
ん
リ

フ

ち

ん
シ
ノ
の
ん
の
三
人
が
い
た
が
エ
ギ
ル
さ
ん
は
ク

ラ
イ
ン
さ
ん
達
の
パ

テ

に
入

て
い
る

 
残
り
の
二
人
は
前
衛
後
衛
の

が
二
人
の
中
で
出
来
上
が

て
お
り
加
え
て
キ
リ
ト
君
が

神
経

な
く
ら
い
気
に
掛
け
て
い
る
た
め
パ

テ

と
し
て
は
二
人
で
完
結
し
て
い
た

キ

リ
ト
君
の
よ
う
な

ロ
で
な
い
だ
け
ま
だ
マ
シ
か
も
し
れ
な
い

こ
れ
ま
で
の
攻
略
方

だ
と
問

し
か
無
い
が
こ
れ
か
ら
は
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
で
動
く
の
だ

パ

テ

を
組
ん
で
い
る
か
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よ
り
も

の
方
が
重
要
で
あ
る

 
ま

シ
ノ
の
ん
の
武

が

だ
と
全

が
知

て
い
る
か
ら

二
人
パ

テ

で
も
問

無
い
と
判
断
し
て
い
る
の
だ
が

そ
れ
に
七
十
七
層
に
来
た
ば
か
り
の
時
に
見
せ
た

ハ

ピ

達
の

間
を

き

け
た

手
と
し
て
の

を

え
れ
ば

近

離
最
強
の
リ

フ

ち

ん
と
遠

離
最
強
の
彼
女
と
で
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
い
う
の
も
あ
る

 
ち
な
み
に
攻
撃
の

力
は
キ
リ
ト
君
が
上
で
も

撃
の

は
シ
ノ
の
ん
の
方
が
上
ら
し
い

で
は

君

そ
ろ
そ
ろ
行
こ
う

気
を
引
き

め
る
よ
う
に

 
そ
う

て

⻑
は

を
返
し

先

を
切
る
様
に

へ
と
歩
い
て
い

た

  
七
十
七
層
の
フ

ル
ド
は

の
如
く

な

た
大
地
が
天
空
に
浮
い
た
浮
遊
大

の
様

を

し
て
い
た

論
大
地
の

か
ら

下
す
れ
ば
高

下
は

れ
な
い
だ
ろ
う

 
そ
こ
を

く
四
十
人

の
プ
レ
イ

 
時

襲

て
来
る

人
の

れ
を
交
代
制
で

パ

テ

が

手
し
経
験
値
と
ド
ロ

プ

ア
イ
テ
ム
を
得
な
が
ら
進
む
事
お
よ
そ
一
時
間
程
が
経

た

私
達
の
目
の
前
に
は
浮
遊
し

く
結

体
が
あ

た
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そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
攻
略
の
中
で
も

と
な
く
眼
に
し
て
き
た
フ

ル
ド
オ
ブ
ジ

ク

ト
と
し
て
設

さ
れ
た
転

ヒ

ス
ク
リ
フ

こ
の
先
は

 
そ
れ
を
見
な
が
ら

⻑
の

に

ん
だ
黒

く
め
の
少
年
が
問
う

製
作
者
か
ら
予
め
情
報

を
得
て
お
く
の
は
危
険
を
知
る
た
め
が
故
だ
ろ
う

確
か

の
深
い
森
だ

た

だ

森

 

も
し
か
し
て
眼
下
に
広
が
る
白
い
雲
は

な
の
か

流

に
記

が

れ
て
き
て
い
る
か
ら
断

は

し
い
が

そ
う
だ

た

だ

の
森

第
三
層
を
思
い
出
す
な

 

と

を

ま
せ
な
が
ら

た
キ
リ
ト
君
は
そ
の
ま
ま
無

作
に
転

へ
と
歩
を
進

め
たえ

と

キ
リ
ト

す
る
つ
も
り

こ
の
先
が
本

に

の
森
か
確
認
し
て
く
る
だ
け
だ

す
ぐ
に

る

 
ユ
ウ
キ
の
問
い
に

え
た
彼
は

う
が

い
か
転

に
触
れ

転

と
違
い

ア

イ
ン
ク
ラ

ド
の
転

は
行
き
先
が

定
な
の
で
文

を

く
必
要
が
無
い

蒼
い
光
に
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ま
れ
て
消
え
た

 
い
き
な
り
の
行
動
に

と
も

え
な
い

が
漂
う
が
そ
れ
を

し
殺
し
て
彼
の
帰
り
を

つ
事
に
し
た

  
蒼
い
光
に

た
さ
れ
た

界
が

れ
て

た
の
は

漂
う
森
の
光

ヒ

ス
ク
リ
フ

の
記

は
正
し
か

た
事
に
な
る

 
し
か
し

こ
の

の
深
さ
は

少
し
マ
ズ
い
ん
じ

な
い
か

 

界
は
不
明

で
十
メ

ト
ル
先
を
見

す
の
も

し
い

最
大
七
人
の
パ

テ

な
ら

ま
だ
し
も
四
十
人

ど
の
集

が
こ
の

の
中
で
戦
う
と
な
る
と
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
が

き
て
も
お
か
し
く
な
い

人
数
が
多
い
と
却

て
対
応
が

れ
る
の
は
明
白
だ

 
か
と

て
下
手
に
レ
イ
ド
を
分

さ
せ
る
と
今

は
レ
イ
ド
に
し
た
最
大
の
要
因
で
あ
る

Ｍ
ｏ
ｂ
の

れ
に
圧
殺
さ
れ
る
危
険
性
が
大
き
く
な
る

 

で
あ
れ
ば
自
分
が

ロ
で
潜
る
の
だ
が

 

今
は
一
人
で
攻
略
し
て
い
る

で
は
無
い
か
ら

一

こ
の
意
見
を

て
伝
え
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審
議
に
掛
け
る
べ
き
だ
な

 

弾
き
に
さ
れ
る
事
も
あ

た
し

事
情
で

ロ
を
し
て
き
た
身
の
上
だ
が
そ
れ
で
も
協

性
が

無
と
い
う

で
は
無
い
と
自
負
し
て
い
る

一
人
で
勝
手
に
判
断
す
る
よ
り
は
マ
シ
だ

ろ
う

す
ぐ
に

る
と

た
手
前

勝
手
に
マ

ピ
ン
グ
を
す
る
の
も
心
証
は
悪
い

 
と
い
う
か
あ
ま
り
時
間
を
掛
け
て
い
る
と

心
配
し
て
こ
ち
ら
へ
来
る
恐
れ
が
あ
る

そ
う

な

て
し
ま

て
は
本

転
倒
だ

 
そ
う
結
論
を
下
し

転

へ
と
向
き
直
り

 

突
に

背
後
に
違
和
感

 

し
い

が

裏
に

く

 
振
り
向
き
ざ
ま

手
に
持
つ
エ
リ

シ
デ

タ
を

に

ぐ

 
ギ

リ

と

な

と
そ
れ
な
り
の
手
応
え
を
知
覚
し
な
が
ら
そ
の
場
か
ら

び
退

き

離
を
開
け
て
仕
切
り
直
す

お
前
は

 

離
を

い
て
襲
撃
者
へ

線
を
向
け
て

息
を

む

 

日
刃
を
交
え
た
ば
か
り
の
ス
レ
イ
ブ
と
い
う
プ
レ
イ



 第百七章 〜深まる闇〜

 

日

が
エ
ギ
ル
に
頼
ま
れ

番
を
し
て
い
た
時
の
事

 
そ
の
間
に
ユ
ウ
キ
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ

き

ス
レ
イ
ブ
や

テ

タ

ニ
ア

の
件

を
ユ
イ
姉
に
話
し
て
く
れ
た

 
そ
れ
か
ら
一
部
の

権
限

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
集

さ
れ
た
ロ
グ
デ

タ
の
解

を
し

て
く
れ
た
と
こ
ろ
情
報
の
少
な
さ
か
ら
予
想
出
来
て
い
た
よ
う
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は
つ
い
最
近

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
乱
入
し
て
来
て
い
た

ア
カ
ウ
ン
ト
の
作
成
日
時
と

が
リ

姉
の
も
の
と

同

様
だ

た
よ
う
な
の
だ

 
た
だ
し

ス
レ
イ
ブ
だ
け
は
違
う
と
い
う

 
ス
レ
イ
ブ
の
ア
カ
ウ
ン
ト

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
も
の

 
作
成
日
時
は
つ
い
最
近
の
事

体
的
に
は

が
外

部
か
ら

ち
た
日

状

と
し

て
は

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

を
使

し
た
日
に

き

ま
れ
た
シ
ノ
ン
に
近
い
ら
し
い

 
一

間
足
ら
ず
で
こ
の
一
年

の

ど
を
最
前
線
で
の
戦
闘
に

や
し
た

に

す
る
能

力
を
持
つ

そ
れ
は
ま
ず
物
理
的
に
不
可
能
な
事

ロ
グ
を

て
も
戦
闘
を
し
た
形

は

無
だ

た
よ
う
な
の
で

更
お
か
し
な
話
に
な
る

 
ユ
イ
姉
は
こ
の
お
か
し
な
現

に

し
て

権
限
が
絡
ん
で
い
る
の
で
は
と

ん
で
い
る
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と
い
う

ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の

か
が

権
限
を
持

て
い
る
な
ら

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
な
ど
が

か
な
か

た
事
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の
実
力
に
見
合
わ
な
い

備
や
レ
ベ
ル
に
も
説

明
が
付
く
か
ら
だ

 
こ
れ
を
知

た

攻
略
組

は

そ
の
話
の

は
広
め
ず

し
か
し

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止

コ

ド

が

か
な
か

た
事
に
つ
い
て
は
広
め
な
が
ら

テ

タ

ニ
ア

を

索

 
し
か
し
見
つ
か
ら
な
か

た

か
ら
不
審
が
ら
れ
た
時
点
で
雲

れ
を
し
た
の
だ
ろ
う

 
行
方
を
晦
ま
し
た
ま
ま
な
の
は
不
安
だ
が
だ
か
ら
と
い

て
テ

タ

ニ
ア
だ
け
に
か

ま
け
て
い
る

に
も
い
か
ず

予
定

り
今
日
は
攻
略
を
進
め
る
事
に
な
る

 
ス
レ
イ
ブ
が
襲

て
来
た
の
は
そ
の

先
の
事

 
出
発
す
る
前
に
ア

ク

フ

ア
と
ト
リ
ベ
リ
ア
を
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
か
ら

ま
さ
か
と
思

て
は
い
た
が

予
想

り
最
前
線
に
い
る
と
は

 
や
や
強
引
に
で
も

独
で
様
子
見
に
来
て
良
か

た
と
心

思
う

 
そ
う
思

し
な
が
ら

眼
前
の

手
を
見

え
る

 
ス
レ
イ
ブ
は

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

の
剣

か
ら
⻑
剣
を

る
し
て
い
た

に

め
ら
れ
て
い
て
分
か
ら
な
い

が

け
ば
闇
色
の
刀
身
が
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
明
滅
し
て
い
る
だ
ろ
う
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⻑
剣
を

る
し
て
い
る
と
い
う
事
は
斬
り
掛
か
ら
れ
た
時
に
使

た
武
器
は
別

物
で
あ
る
事
を
意
味
す
る

 
ス
レ
イ
ブ
が
手
に
し
て
い
た
の
は

一
本
の

剣

そ
れ
も
そ
の
形
状
に
は
見
覚
え
が
あ
る

ク
リ
ス
ダ
ガ

と
呼
ば
れ
る
刀
身
が
ト
ゲ
ト
ゲ
に
う
ね

た
代
物

か
つ
て
実
の
兄
と
デ

エ
ル

を
し
た

に
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
と
同
タ
イ
プ
の

剣

 
し
か
し

剣
の
意

に
覚
え
は
無
い

形
状
は
同
じ
だ
が
意

の

華
さ
は
異
な
る

あ
ち
ら

が

と

え
る
も
の
な
ら
ス
レ
イ
ブ
が
手
に
持
つ

剣
は

華

と

え
よ
う

あ
ま
り
に
華

過
ぎ
て

却

て
不
気
味
で
す
ら
あ
る
が

 
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
武
器
が
全
て
と
は
思
わ
な
い
し

ど
う
も

テ

タ

ニ
ア

の
メ
ン

バ

の

備
は
今
ま
で
見
て
来
た
代
物
以
上
の
レ
ア

ら
し
い
か
ら

そ
の
一
つ
な
の
だ
ろ
う

 
問

は

を
目
的
で

襲
し
て
来
た
の
か

が
目
的
だ

 
剣
を
構
え

し
な
が
ら
問
い
を
投

る
が

然
な
が
ら

手
は
無

を

く

 
他
に

間
は

な
い
の
か

い
な
事
に
一
人

ぐ
の
は

し
い
事
で
は
無
い
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あ
の

剣
に

な

果
が
無
け
れ
ば
の
話
だ
が

 
一
目
見
て
も

な
レ
ア

と
分
か
る
黒
剣
を
使
わ
ず
わ
ざ
わ
ざ
そ
の

剣
を
使
う

そ
れ

だ
け
の
価
値
や
意
味
が

剣
に
は
あ
る
と

て
い
る
も
同
然

す
る
に
越
し
た
事
は
な

い 

そ
う

え
て
い
た
が
ス
レ
イ
ブ
は
あ
ろ
う
事
か

い
動
き
で
ス
ト
レ

ジ
に

剣
を
格

し
た

 
こ
れ
に
は
流

に
目
を

る

か
意
味
が
あ
り

な
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う

剣
を
わ
ざ

と
手
放
す
と
は

一
体

を

え
て
い
る
の
だ

に

る
し
て
い
た
魔
剣
を

か
ら

き
正

眼
に
構
え
た
黒
騎
士
を
前
に

疑
問
を
浮
か
べ
る

 

間

離
を
ゼ
ロ
に

め
ら
れ
る

 
間
近
で
交
わ
さ
れ
る

い
呼
気

 
眼
前
で
交
錯
す
る
二
つ
の
黒
い
刃

 

び

る
火
花
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く
剣

 
そ
の
全
て
が

の

間
に
生
じ
た
も
の

十
メ

ト
ル
は
あ

た

離
を
一

で

め
ら

れ

り
合
い
へ
と

れ

む

 
だ
が

も
ま
た

一

で

れ
た

 

し
切
ら
れ
た
の
だ

ぐ
 
手

に
掛
か
る
圧
力
が
重
過
ぎ
た

ら
ず
後
方
へ
吹

ぶ

圧
力
に
逆
ら
う
事
を
や
め
て

自
ら
地
を

た
事
も
あ
り

今
の

り
で

ら
れ
た
体
力
は

か
だ

 
そ
し
て
こ
ち
ら
の
体
力
を

た
の
だ
か
ら
ス
レ
イ
ブ
の
カ

ル
は
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
い
る

 

ど
う
す
れ
ば
退
け
ら
れ
る

 
今
の
一
合
で
彼
我
の
能
力
差
は
歴
然
と
し
た

日
よ
り

か
に
ス
レ
イ
ブ
の
ス
テ

タ
ス
が

高
い

力
値
は

論

値
も

そ
う
な
る
と

然
残
り
体
力
だ

て
多
い
だ
ろ
う

備

だ

て
こ
ち
ら
よ
り
上
だ

 

備
面
で
の
強
化
だ
け
な
ら
ま
だ
分
か
る

闘
技
場
個
人
戦
を
制
覇
す
る
前
と
後
で
か
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な
り
強
化
さ
れ
た
よ
う
に

備
に
よ
る
ス
テ

タ
ス
補
正
は
レ
ア

が
高
く
な
る
に
つ
れ
て

が
大
き
く
な
る
か
ら
だ

狂
戦
士
の

輪

は
攻
撃
力
補
正
な
の
で

力
値
な
ど
は
上
が
ら

な
い
の
だ
が

 
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
ス
テ

タ
ス
の
上
が
り
よ
う

見
た
だ
け
で
は

日

と

い
に
変
化
は
無
い
か
ら

備
補
正
の
線
は
無
い
と
見
て
良
い
だ
ろ
う

 
ハ

キ
リ

て

あ
る
意
味
フ
ロ
ア
ボ
ス
よ
り
え

つ
な
い

と

え
る

フ

 
そ
こ
ま
で

え

苦

す
る

 
よ
く
思
い
出
せ

キ

リ

ト

一

／
桐

谷
和
人
フ
ロ
ア
ボ
ス
よ
り
も
よ

ど
強
力
な

と
は

以
前

対
し
て
い
る
だ
ろ
う

 

日
の
戦
い
と
は

が
違

た

加
え
て
こ
ち
ら
の
命
を
取
り
に
来
て
い
る
も
同
然
の
容
赦
の

無
さ

今
ま
で
刃
を
交
え
た
プ
レ
イ

の
中
で
も
最
高
の
ス
テ

タ
ス
を
誇
り
殺
し
に

が
無
い
そ
の
様
は
闘
技
場
／
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
対
面
し
た

ボ

ス

ホ
ロ
ウ
を
想

さ
せ
る

な

ま
じ
プ
レ
イ

と
し
て
の
思

が
あ
る
故
に

ボ
ス
よ
り

に
過
ぎ
る

 
た
だ

そ
れ
で
も
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リ

姉
よ
り
強
く
は
な
い
だ
ろ
う

  

の
⻑
刀
を
振
る
う
義
理
の
姉
は
力

し
で

し
切
ろ
う
と
は
し
な
か

た

こ
ち
ら
の

力
を

な
し

隙
を
作
り

そ
こ
を
突
く
よ
う
に
剣

や

撃
で
吹

ば
す
の
が
常

 
ス
テ

タ
ス
に
物
を

わ
せ
た
力
技
で
は
断
じ
て
な
い

 
ス
レ
イ
ブ
の
過
去
は
知
ら
な
い

今
ま
で
ど
う
戦

て
来
た
か
ど
う
い
う
戦
い
方
を
す
る
か

も

自
分
は
直
に
知
り
は
し
な
い

 
だ
が
そ
れ
で
も
リ

姉
と
直
に
剣
を
交
え
て
は
い
な
い
の
は
確
実

故
な
ら
実
戦
形
式

で
の
鍛
練
を

リ

姉
は
自
分
と
し
か
し
て
い
な
い
か
ら

 

か
ら
剣
を
見
た
者
は

い
る

 
だ
が

そ
の
剣
を
こ
の
身
に

き

ま
れ
た
の
は

己
だ
け

 

思
い
出
せ

 

裏
で

声
が

く

 

己
に
と

て

最
強

に

す
る
剣
を
思
い
出
せ
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オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
に
と

て

最
強

と
は

千
冬

で
あ
る

 
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
に
と

て

尊最
強

と
は

桐

谷
直
葉

で
あ
る

 
自
分
の
来
歴
か
ら

最
強
と
思
う
の
は

千
冬
だ

 
し
か
し
直
に
強
さ
を
知
り
剣
を
知
り
こ
の
身
で
覚
え
得
た
の
は
桐

谷
直
葉
の
方

剣

の

を
語
り
剣
道
の
在
り
方
を
語
り
剣
術
の
振
る
い
方
を
教
え
学
ば
せ
て
く
れ
た
尊

す
る
全
て
の
師

 
間
違
い
を
指

し

正
し
て
く
れ
た
恩
人

 
明
確
に
生
ま
れ
た

強
さ

の
目
標

 
そ
し
て

自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
大
切
な
人

負
け
て

た
ま
る
か

 
生
き
る
事
を
願
わ
れ
た

 
生
き
る
事
を
願

た

 
そ
の
願
い
を
叶
え
る

な
ら

生
き
る

な
ら

・

・

・

・

・

・

ど
ん
な
手
だ

て
使

て
や
る

な
手
も

邪
道
も

正
道
だ

て

 
命
が

か

た
戦
い
に
甘
い
事
は

て
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
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全
て
が
終
わ
り

始
ま

た
日

 

は
義
理
の
姉
か
ら

か

た
剣
を
捨
て
て
い
た

 
こ
の
世
界
の
戦
闘
で
生
き
る
に
あ
た

て
最
も
必
要
な
の
は
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
事
す
な

わ
ち

ド
ス
キ
ル
の

い
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
る
事

 
し
か
し
そ
の
た
め
に
は

リ
ア
ル
で

て
い
た
剣
は
邪
魔
だ

た

 

時
は

手
剣
や
刀
の
ス
キ
ル
は
無
か

た
た
め
必
然
的
に
片
手
で
武
器
を
持
ち

振
る
う
必
要
が
あ

た

 
加
え
て
襲
い
来
る

は
Ｍ
ｏ
ｂ
が

本

対
人
を
前

と
し
た
技
術
を
流

す
る
器

さ
を
持

た
な
い
以
上

一

全
て
を
捨
て

一
か
ら

を
作
り
上

な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 
ベ

タ
テ
ス
ト
を
経
験
し
て
い
た
か
ら

と
か
な

た
も
の
の
そ
う
で
な
か

た
場
合
を

え
る
と

と
す
る

 
ま

ベ

タ
テ
ス
タ

で
な
け
れ
ば
間
違
い
な
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

に
は
な

て
い
な
い

が 
と
も
あ
れ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
力

し
を

と
し
た
自
分
が
技
術
を

と
し
た
義
理
の
姉
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に
勝
て
な
い
の
は
道
理
だ

教
わ

て
い
た
剣
を
使

て
い
れ
ば
多
少

抗
し
た
か
も
し
れ
な
い

が
今
更

て
も

無
き
事

 

し
か
し
今

そ
れ
が
必
要
と
な

て
い
る

 
絶
対
必
要

と
い
う

で
は
無
い

を
上
手
く
使
え
ば
危
地
を
脱
す
る
事
も
不
可
能

で
は
無
い
と
思
う

ス
レ
イ
ブ
に
は
無
い
攻
撃
手

故
に
そ
れ
だ
け
強
力
な
手
札
だ

 
だ
が
し
か
し

ス
テ

タ
ス
で

て
い
る
以
上

離
を
開
け
る
必
要
は
あ
る

 
そ
し
て
ス
レ
イ
ブ
は

の

間
に
間
合
い
を

め
る
歩
法
を
持
つ

自
分
も
使
え
る
が

日
と
違

て
速
力
は

る

だ
か
ら
近

戦
で

命
傷
を

け
な
い

の

技

が
必
要
だ

 

リ

姉
が
鍛

に
付
き
合

て
く
れ
て
い
て

助
か

た

 
ギ

リ

と

目
か
分
か
ら
な
い
剣

の

を

き
な
が
ら

中
で
独
語
す
る

 
一

捨
て
た
義
姉
の
剣

そ
れ
を
感
覚
で
覚
え
て
は
い
る
が
し
か
し
完

で
は
無
か

た

 
そ
れ
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た
義
姉
に
よ
る
鍛
練
が
後

し
し
た

 
義
姉
に

べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
だ
が
し
か
し
そ
れ
に
近
い
真
似
事
く
ら
い
な
ら
出
来
な
く
も
無

い

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
る
前
は
使

て
い
た
剣
な
の
だ
か
ら

 
真
似
事
は
十
八
番
だ
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お

お

 

手
で
握
る
エ
リ

シ
デ

タ
か
ら
持
ち

え
た
大
刀
を
振
り
下
ろ
す

ス
レ
イ
ブ
は
残
像

を
残
す
速
さ
で

離
を
取

た

 
そ
の
黒
騎
士
の
背
後
を
取
る
よ
う
に

の

間
に
歩
を

む

 
裂

の
呼
気
が
重
な
る

 
背
後
か
ら
斬
り
掛
か

た
自
分
の
大
刀
と
振
り
返
り
ざ
ま
に

が
れ
た
黒
剣
と
が
衝
突
す
る

が

黒
剣
は
大
刀
の
刀
身
を

り

振
り

か
れ
た

息
を

む

が

を
打
つ

 
こ
れ
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

で
斬
り
結
ん
だ
時

と
な
く
喰
ら

た

な
し
の

技
の

 
理
合
を
知

た
上
で
の
技
術
で
は
無
い
の
で
大
本
に

べ
て

は
極
め
て

い

だ
が
力

し

が

本
の
手
合
い
に
は
有

な
一
手
に
な
り
得
る

少
な
く
と
も
初
見
で
対
応
は
不
可
能
だ

 
そ
の
隙
を

さ
ず
手

を
返
し
て
大
刀
を

斬
り
上

に
振
り
上

る

ザ
ン

と

い

斬
撃

と
共
に
確
か
に
斬

た
感
触
が
手
に
伝
わ
る

 
目
を
向
け
れ
ば

手
の
体
力
は
残
り

ま
で

て
い
た
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対
す
る
自
分
の
体
力
は
残
り

を

持
し
て
い
る

 
あ
ち
ら
も
戦
闘
時
自
動
回
復
ス
キ
ル
を
取

て
い
る
の
か
時
間
経
過
で
じ
わ
じ
わ
と
ゲ

ジ
が
回
復
し
て
い
る

分
か

て
い
た
事
だ
が
⻑

場
に
な
る
事
は
必
至
だ

 
と
は

え
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
を

た
せ
て
い
る
し
あ
ま
り
⻑

と
戦
う

に
も
い
か
な
い

に
味
方
が
一
人

る
だ
け
で

が
圧
倒
的
に
不

に
な
る

は

あ
あ
あ
あ

 

の

か
ら
声
を
出
し
大
刀
を

で
振
る
う

同
じ
よ
う
に
魔
剣
が
振
る
わ
れ
刃
が
衝

突
を

り
返
す

大
刀
を
弾
き

ば
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
全
力
で
力
を

な
し
て
応

を

け

る 
十
数
回
の
交
錯
の
後

一
歩
強
く

み

ん
で
大
刀
を
大
上

か
ら
振
り
下
ろ
す

 
ス
レ
イ
ブ
は
魔
剣
を
正
眼
に
構
え

け
に
回

て
い
た

 

り
合
い
の
よ
う
に
刃
が
重
な
る

 
同
時
に
刀
身
か
ら

風
が
吹
き

れ
る
イ
メ

ジ
を
練
り
上

風
よ

 
文

を
契
機
に

裏
に
強
く
イ
メ

ジ
し
た

り
に
大
刀
か
ら
風
が
吹
き

れ
る
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し
て
い
た
黒
剣
が
弾
か
れ
思
わ
ぬ
衝
撃
に
ス
レ
イ
ブ
が
大
き
く
体
勢
を

し
た

足
も

浮
い
て
い
る

 

機
と
判
断
し
正
眼
に
大
刀
を
構
え
る

蒼
白
い
オ

ラ
が
立
ち
上
る
と
同
時
に
大
上

へ

と
再
び
掲

裏
に
光
り

く
斬
撃
を
イ
メ

ジ
し
な
が
ら
全
力
で
振
り
下
ろ
す

蒼
白
い

は

い
光
と
共
に
構
え
た
時
間
以
上
の

大
な
三
日
月
と
な

て

ん
だ

 

ば
し
た
斬
撃
の
向
こ
う
で
は
魔
剣
か
ら

黒
い

を
立
ち
上
ら
せ
た
ス
レ
イ
ブ
の

が
見

え
る魔

剣

解
放

 
反

的
に
横
へ
と

び
退
い
た

裏
に
ガ
ン
ガ
ン

い
た

に

い
全
力
で
風
の
力

を
フ
ル
に
使

て

間
一
髪

ブ

ツ
の

先
を

る
だ
け
に
終
わ
る

 
背
後
を
見
や
れ
ば

黒
い
波

が

界
を

め

く
し
て
い
た

 
も
し

の
能
力
の

が
広
が

て
い
な
か

た
ら
と
思
う
と

と
す
る

コ
ン
マ
一

反
応
が

れ
て
い
て
も
今
よ
り

か
に
速
力
が

く
て
も
自
分
は
あ
の
黒
い
波

に

ま

れ
て
死
ん
で
い
た
に
違
い
な
か

た
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同
時
に
戦

す
る

あ
の

い

め
で
最
後
に
撃
ち
合

た
時
の
斬
撃
以
上
の
攻
撃

が

あ

た

 
同
様
の
技
で
あ
る

ニ

ク
ス
ラ

シ

は
シ
ス
テ
ム
頼
り
故
に

め
時
間
は
変
え
ら

れ
な
い

 
そ
こ
が
彼
我
の
差
か

こ
ち
ら
は

と
い
う
使
い
手
の
強

な
イ
メ

ジ
に
よ

て

を

か
せ
ら
れ
る
か
ら

そ
こ
ま
で
大
き
な
差
と
い
う

で
は
な
い
の
が
救
い
だ

 

あ
の
剣

ど
う
な

て
い
る
ん
だ
か

 
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
闇
を

動
さ
せ
る
黒
剣
は
そ
う
思
わ
せ
る
だ
け
の
異

さ
が
あ
る

 

剣
に
特
異
な
能
力
が
あ
る
と

え
黒
剣
に
持
ち

え
た
事
を
疑
問
に
思

て
い
た
が
こ

れ
は

え
を

め
る
べ
き
だ
ろ
う

 
黒
剣
は
決
し
て
弱
く
な
い

ア
レ
も
ま
た

特
異
な
性
能
を
有
す
る
武
器
だ

弱
い

が
無

か

た

 
そ
も

日
の
時
点
で
分
か

て
い
た
事
で
は
あ
る

認
識
の
甘
さ
は
自
分
の
責

だ

 
だ
が

特
異
さ
で

え
ば

こ

ち
の

だ

て
負
け
て
い
な
い

ハ

負
け
て
た
ま
る
か
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さ

き

に
し
た

葉
を
も
う
一

く

手
が
持
つ
剣
か
ら
闇
が

き
出
す
の
と
同
期

し
て

こ
ち
ら
も
光
を

出
さ
せ
る

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 

え
な
が
ら

同
時
に
斬
撃
を

ば
し
た

 

界
が

い
極
光
に

ま
り

そ
し
て

  
そ
の
現

は

突
だ

た

 
先
行
し
た
少
年
の
帰
り
を

つ
事
数
分
経

た
時

か
彼
方
に
天
を
衝
く
が
如
き

が
出
現

し
た

迷

は
別
方
向
に
見
え
る
と
い
う
の
に
だ

 

を

い
て
い
る
と

と

風
が

身
を

い
た

紺
の
髪
と

が
風
に
煽
ら
れ

る 
彼
方
に
見
え
る

そ
れ
は
蒼
と
金
に

ら
れ
た
も
の
と
紅
と
黒
に

め
ら
れ
た
も
の
と
が

び
立

て
い
た

世
界
が
光
と
闇
に
二
分
さ
れ
る

な

ん

あ

ア
レ
は

一
体

 
動
揺
と
共
に
疑
問
を

に
し
た
の
は

だ

た
か

自
分
か
も
し
れ
な
い
し
他
の

か
か
も
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し
れ
な
い

そ
れ
す
ら
分
か
ら
な
い
く
ら
い
自
分
は
平
常
心
を
失

て
い
た

自
分
だ
け
で
は
無

い

も
が
だ

 
一
人
で
先
に
進
ん
だ
少
年
の
事
が
心
配
だ

た
と
こ
ろ
に
襲
い
掛
か

た
事

だ

慌
て

惑
す
る
の
は
無
理
も
無
か

た

最
前
線
攻
略
組
故
に
平
常
心
を
心
掛
け
て
い
て
も
流

に
光

と
闇
の

が
出
現
す
る
非
常
識
的
な
事

に
は
意
味
が
無
い

 

そ
れ
で
も

ど
こ
か

静
な
自
分
が

た

ア
レ

ま
さ
か

キ
リ
ト
の

 
蒼
白
い
方
は

も
し
か
し
た
ら

狂
月
剣

の

ド
ス
キ
ル
か

あ
る
い
は

で

現
化
し
た
光
の
斬
撃
か

あ
ん
な

が
立
つ
技
で
は
な
か

た

だ
が
彼
に
は

が
あ

る

狂
月
剣

の
ス
キ
ル
を
参

に
作
り
出
し
た
彼
自
身
の
技
の
可
能
性
は
あ

た

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
片
方
が
キ
リ
ト
な
の
は
ま
ず
間
違
い
な
い

こ
の
世
界
で
あ
ん
な
フ

ン
タ

ジ

色
の
強
い
事
が
出
来
る
者
な
ん
て
そ
う

な
い

 
そ
し
て
彼
の

手
は

同
じ
よ
う
な
事
が
出
来
る
存
在

 
だ
と
し
た
ら

え
ら
れ
る
の
は
テ

タ

ニ
ア

属
の
黒
騎
士
ス
レ
イ
ブ
の
み

あ
の

も

黒
い
斬
撃
と

殺
す
る
べ
く
放
た
れ
真

向
か
ら
衝
突
し
た

に
発
生
し
た
の
だ
と
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す
れ
ば

得
い
く
と
い
う
も
の

む
し
ろ
キ
リ
ト
と
ス
レ
イ
ブ
以
外
で
あ
ん
な
事
が
出
来
る
者

は
そ
れ
こ
そ

を
持
つ
シ
ノ
ン
く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う

そ
の
彼
女
は
キ
リ
ト
と

対

す
る
理
由
が
無
い
し

そ
も
そ
も
こ
ち
ら
に

る
か
ら
あ
り
得
な
い

リ

フ

君

ち

シ
ノ
の
ん

危
な
い
よ

 
そ
の
思

を
中
断
さ
せ
た
の
は

か
な
り
慌
て
て
い
る
と
分
か
る
デ

ア
ベ
ル
と
ア
ス
ナ
の

声

意
識
を
そ
ち
ら
へ
向
け
れ
ば
呼
ば
れ
た
二
人
が
転

へ

け
出
し
て
い
る

が

界
に

入

た

 
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
て
い
る
か
ら
表
情
は
分
か
ら
な
い

だ
が
彼
女
達
も
あ
の
光
と
闇
の

の

原
因
に
キ
リ
ト
が

わ

て
い
る
と
悟
り

焦
り
を

い
た
に
違
い
な
い

 
そ
の
気
持
ち
は

い
く
ら
い
理
解
出
来
る

自
分
も
今
す
ぐ
に
で
も

け
付
け
た
い
衝
動
に

ら
れ
て
い
る
か
ら

 
同
時
そ
れ
は
悪
手
だ
と

ぶ
自
分
も
い
た

あ
の
キ
リ
ト
が
数
分
掛
け
て
退
け
ら
れ
な
い

手
し
か
も
あ
ん
な
大

に
影

を
与
え
る
攻
撃
手

を
持
つ
存
在
が

手
な
の
だ

下
手

に
加
勢
し
て
も
足
手
ま
と
い
に
な
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
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仮

リ

フ

の
剣

が

け
て
い
て
も

 
仮

シ
ノ
ン
の
弓
の

が

外
れ
て
い
て
も

災

に
は

わ
な
い
だ
ろ
う

 

裏
に

不
安
に
揺
ら
ぐ
少
年
の

が
浮
か
ぶ

は

 

れ
た
弱
味
と

う
べ
き
か

あ
の
二
人
の
安

は
キ
リ
ト
に
と

て
も
重
要
な
事
と
し
て

わ
れ
て
い
る

万
が
一
が
あ

て
は

く
立
て
直
し
た
精
神
の

も

れ
る
に
違
い
な
い

 
彼
女
達
は
恋

だ

な
く
な
れ
ば

そ
れ
は
そ
れ
で

合
は
良
い
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
の
未
来
は

も
が

せ
な
ハ

ピ

エ
ン
ド
で
は
無
い

間
違
い
な
く
少
年
の
心
は

傷
付
く

自
分
も
心
か
ら

せ
を

歌
す
る
事
は
無
い

そ
も
そ
も
あ
の
二
人
が

な
く
な
る
事

を
自
分
自
身
望
ん
で
い
な
い

 
だ
か
ら

息
を

い
て
二
人
を
追
う

背
後
か
ら
姉
の
声
が

こ
え
る
も
手
を

く
振
り
な

が
ら

り

け
る

 
こ
れ
は
後
で
説
教
確
定
だ
な

と
心
の
中
で
苦

し
た

 

し
か
し

結
果
的
に
転

す
る
事
は
無
か

た
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故
な
ら
自
分
達
が
転

に

り

く
前
に
件
の
少
年
が
転

で

て
来
た
か
ら
で
あ

る

彼
は
転

し
て
く
る
や

や
大
刀
を
突
き
立
て

を
突
い
た

悪
い

く

な

た

 

を
上
下
さ
せ
な
が
ら
彼
は

罪
す
る

が
あ

た
か

き
た
い
も
の
の

い

気
が

そ
れ
を
許
さ
ず

出

え
た
ボ
ク
達
は

惑
の
表
情
で
立
ち

く
し
た

 
そ
れ
で
も
危
険
が
あ
る
な
ら

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

キ
リ
ト

が
あ

た
の

 
最
も

く
に
立
ち
直

た
の
は
自
分
だ

た
の
か

最
初
に
問
い
掛
け
て
い
た

ス
レ
イ
ブ
に

襲
わ
れ
た

 
返

は

か

た

そ
れ
だ
け
こ
の

時
間
で

し
て
い
る
と
い
う
証

だ

 

日
の
戦
い
は

だ

た
よ
う
に
見
え
た
し
あ
の
後
も

し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な

か

た
と
い
う
の
に

応
戦
し
た
が

さ

き
の
攻
撃
で

界
が

が

た
の
に

じ
て

ら
れ
た

さ

き
の
ア
レ

や

り
ス
レ
イ
ブ
と
の
だ

た
ん
だ

 
予
想

り

キ
リ
ト
と
戦

て
い
た
の
は
ス
レ
イ
ブ
だ

た
よ
う
だ
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日
見
た
か
ら

と
な
く

せ
る
が
恐
ら
く
さ

き
の
光
と
闇
の

は
そ
れ
ぞ
れ
が
放

た

ぶ
斬
撃
の
衝
突
に
よ
る
も
の

日
よ
り

が
大
き
く
な

て
い
る
気
は
し
た
が
思
い
返

せ
ば
ス
レ
イ
ブ
は

中
で
使
う
事
を

て
い
た
し
ア
ル
ベ
リ
ヒ
も
全
力
で
は
無
い
と

て
い
た
か
ら

ア
レ
が
本

の
全
力
の
攻
撃
な
の
だ
ろ
う

 
流

に
あ
の
能
力
は
バ
ラ
ン
ス
ブ
レ
イ
カ

に
も
程
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

プ
レ
イ

が
使
う
に
し
て
も

ボ
ス
が
使
う
に
し
て
も
だ

キ
リ
ト

戦

た

手
は
ス
レ
イ
ブ
だ
け
な
の
か

 

攻
略
組

の
面

が
動
揺
す
る
中

ク
ラ
イ
ン
が
問
い
を
投

る

 
確
か
に
そ
こ
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ

日
探
し
た
限
り
ス
レ
イ
ブ
は

論
ア
ル
ベ
リ
ヒ
一

は

の
中
か
ら

を
消
し
て
い
た

そ
の
ス
レ
イ
ブ
が
最
前
線
に
い
た
と
い
う
事
は
ア
ル
ベ
リ

ヒ
達
も
い
る
と

え
た
方
が
自
然
だ

自
分
は
見
て
い
な
い
が
ア
ス
ナ
達
の
話
に
よ
れ
ば
最
前

線
で

し
得
る
実
力
を
持
つ
の
は
ス
レ
イ
ブ
だ
け
ら
し
い
か
ら

 
ま

自
分
達
だ
け
安
全
圏
に

る
可
能
性
も
十
分
存
在
す
る
が

あ
あ

ス
レ
イ
ブ
だ
け
だ

 
そ
の
問
い
に

彼
は

く
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知

て
の

り

は
索

を
常
に
発
動
し
て
る

そ
れ
に
完
全

得
も
し
て
る

こ
れ
を

掻
い
潜
る
の
は

不
可
能
に
近
い

 

し
い

で

を
組
み
な
が
ら
の

葉
に

い
や
い
や
い
や

と
心
の
中
で

を
振
る

論
横
に
だ

ア
ス
ナ
や
姉
ち

ん
も

に

れ

を
し
て
い
る

 
そ
ん
な
彼
に
最
初
に
発

し
た
の
は
紅
の

だ

た

い
や

お
前

に
限

て

え
ば
ス
キ
ル
値
は
正
直
あ
ん
ま

無

だ
ろ

が
見

え
な
い

手
を
カ
ン
で
見
つ
け
る
な
ん
て
ザ
ラ
だ
か
ン
な

 
苦

し
な
が
ら
の
ク
ラ
イ
ン
の

葉
に
ア
ル
ゴ
の
ハ
イ
デ

ン
グ
を
ス
キ
ル
値
が
未

な

か
ら
見
破

て
い
た
事
を
よ
く
知
る
面
子
が

苦

を
浮
か
べ
た

 
ま
た
そ
れ
は
知
ら
な
く
て
も
身
に
覚
え
は
あ
る
聖
⻯

合
や
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放

軍

属
の
プ
レ
イ

達
は
苦
い

を
し
て
い
た

シ
ス
テ
ム
に

制
さ
れ
た
仮
想
世
界
で
の

法

に
真

向
か
ら

を

る
よ
う
な

業
に

手
を

か
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

必
要
だ

た
か
ら
覚
え
た
だ
け
だ
よ

と
も
か
く

に
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
と
思
し
き
反

応
は
無
か

た

多
分
別
の
場

に

る
ん
だ
ろ
う

ス
レ
イ
ブ
が

た
方
向
は
分
か
ら
ね

の
か
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界
を

が
れ
た
時
に

ら
れ
た
か
ら
な

た
だ
ス
レ
イ
ブ
は

を
攻
撃
し
た
事
で
オ

レ
ン
ジ
に
な

た

転

は
多
分
使

て
な
い
と
思
う

多
分

と
付
く
の
は

ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
が

権
限
を
持

て
い
る
可
能
性
を

慮
し
て
の
事

か

シ
ス
テ
ム
の
バ
グ
だ
か
ら

権
限
が
有

か
は
分
か
ら
な
い

だ
が
有

な
可
能
性
が
あ

る
以
上

断

は

え
る
べ
き
と

え
た
の
だ
ろ
う

 
そ
う
な
る
と
ス
レ
イ
ブ
の

先
は
必
然
的
に

ら
れ
て
く
る

と
な
る
と

え
ら
れ
る
の
は
森
の
中
か

迷

か
だ
な

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
が

の
如
く

な

た
浮
遊
大
地
の
遠
く
に
見
え
る

を
見
な
が
ら

た 
そ
の
根

付
近
の
白
雲
は
一

大
き
な
穴
が
開
い
て
お
り
森
が
見
え
る
よ
う
に
な

て
い

る

あ
ま
り
に
も

大
だ

た
か
ら
分
か
り

か

た
が
ど
う
や
ら
あ
の

で
戦

て
い
た
ら

し
い

 
そ
れ
を
認
識
し

と
思
う

こ
ち
ら
へ
帰

て
来
る
ま
で
の
時
間
が

過
ぎ
や
し
な
い
だ
ろ

う
か

 
ま

も
な
い
速

で

動
出
来
る
彼
を
も

て
す
れ
ば
こ
れ
く
ら
い
は
不
可
能
で
は
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な
い
の
だ
ろ
う
が

キ
リ
ト
君

君
は
ど
う
見
る

 

無
い
事
を

え
て
い
た
自
分
の
意
識
を

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
声
が
引
き

し
た

も
そ
の
ど
ち
ら
か
だ
と
思
う

森
の
中
に
他
の
エ
リ
ア
へ

く
転

が
無
け
れ
ば
い
い

が

ど
ち
ら
に
せ
よ
こ

ち
が
打
て
る
手
は
現
状

無
い

間
の
悪
い
事
に

界
が
不
明

な
エ
リ
ア
の
せ
い
で

撃
も
一
苦
労
だ
か
ら
な

近
付
か
れ
た
ら
分
か
る
ん
じ

な
い
の
か

 
彼
の

葉
に
反
論
を

に
し
た
の
は

聖
⻯

合

の
メ
ン
バ

の
一
人

に
し
て
い

る

で
は
無
く

に
疑
問
に
思

て
の
問
い
の
よ
う
だ

た

 
キ
リ
ト
は
横
に

を
振
り

前

が
違
う
ん
だ

と

え
る

も
だ
が
あ

ち
も
遠

離
か
ら
攻
撃
す
る
手

を
持

て
る
攻
撃

も
か
な
り
広
い

気
付
い
た
時
に
は
終
わ

た
も
同
然
と
思

た
方
が
良
い

動
速

が
コ
ン
マ
数

で
も

け

れ
ば

も
や
ら
れ
て
い
た

キ
リ
ト
の
速
さ
で

 
そ
ん
な
の

一
体
ど
う
す
れ
ば

一
応

は
あ
る
が

ど
う
す
る
か
の
判
断
は

せ
る
よ
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ボ
ク
の
問
い
に

彼
は
そ
う
前

き
し
て
か
ら
自
身
が

え
る

を
語

た

 

的
に

え
ば
少
数
精

を
以
て
迷

の
入
り

ま
で

り

い
た
後
回
廊
結

で

登
録
を
行
い
そ
れ
を
使

て
レ
イ
ド
で

動
す
る
と
い
う
も
の

レ
イ
ド
が
こ
の
場
で

機

す
る
場
合
は
行
き
帰
り
を

慮
し
た
編
成
で
主

に

る
な
ら
転

結

で

に
帰
還
す

る
と
い
う
も
の

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
フ

ス
ト
ア
タ

ク
と
セ
カ
ン
ド
ア
タ

ク
で
合

二
個
の
回
廊
結

を
使
う
事
に
な
る

だ

 
ち
な
み
に
二
個
目
で

い
る
の
は
ボ
ス
戦
前
の
消

を

け
る
た
め
に
ボ
ス
部

前
へ
直
行
す

る

だ

 
回
廊
結

は
キ
リ
ト
が

す
る
と
い
う

物

く
レ
ア
な
代
物
だ
が
こ
れ
ま
で
迷

を

い
ち

く

け

け
宝

を

取
り
し
て
き
た
事
も
あ

て

つ
か
予
備
と
し
て
持

て
い
た

ら
し
い

 

だ
な
と
思

た
ボ
ク
は
多
分
悪
く
な
い
と
思
う

と
い
う
か
七
十
五
層
の

ボ
ス
戦
か
ら
ず

と
二
十
二
層
の
ホ

ム
に

て
い
な
い
の
だ
し
持

て
い
る
方
が
お
か
し

い
気
も
す
る

ボ
ス
戦
だ

た
ら
少
し
で
も
回
復
ア
イ
テ
ム
を
持
つ
た
め
に

い
て
来
な
い
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だ
ろ
う
か

ま
し
て
や
回
廊
結

な
ん
て
個
人
で
使
う
に
は
レ
ア
過
ぎ
て
気
後
れ
す
る
代
物
だ

し

戦
闘
に
は
直

立
た
な
い
の
だ
か
ら

 
そ
う

え
る
と
七
十
五
層
ボ
ス
戦
以

で
入
手
し
た
と

え
た
方
が
良
い
気
も
す
る

可
能
性

が
あ
る
と
す
れ
ば
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
だ
が
あ
ち
ら
で
手
に
入
る
の
か
と
疑
問
は
残
る

ア

イ
ン
ク
ラ

ド

の
デ

タ
を
前

に
構
成
さ
れ
て
い
る
以
上
無
い
と
は

え
な
い
が

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
今
重
要
な
の
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
な
の
で
今

す
る
事
は
出
来
な

い

そ
う
す
る
必
要
も
無
い
だ
ろ
う

む

一

に
値
す
る
が

が
行
く
の
だ

ス
レ
イ
ブ
と
戦
う
事
を
前

に
す
る
な
ら

は
行
く
べ
き
だ

ス
テ

タ
ス
で
は

る
が

で
の
対
応
力
が
あ
れ
ば

ま
だ

抗
出
来
る

と
思
う

多
分

お
前

に
し
ち

し
く
自
信
無
さ

だ
な

日
の
今
日
だ
か
ら
な

会
う
時
に
更
に
強
化
さ
れ
て
た
ら
と
思
う
と
流

に
断

し
か
ね

る 
複

そ
う
な
面
持
ち
で
ク
ラ
イ
ン
の

葉
に
応
じ
た
後
彼
は
息
を
一
つ

き

を
振

た

そ
れ
は
と
も
か
く

同
行
メ
ン
バ

は

出
来
れ
ば
シ
ノ
ン
一
人
が
望
ま
し
い
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え

私

 
い
き
な
り
名
指
し
で
呼
ば
れ
た
か
ら
か
猫
の
よ
う
に
く
り
り
と
し
た
目
を

ら
せ
る
弓
使
い

の
シ
ノ
ン

故
指
名
さ
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
の

き
だ
ろ
う

 

故
彼
女
が

ば
れ
た
の
か
を

と
な
く

し
た
が
シ
ノ
ン
が
攻
略
組
に
入

て
間
も

な
い
点
が
引

掛
か

て
い
る
の
か
分
か

て
い
な
い
者
も
そ
れ
な
り
に
い
た

 
彼
は
語
る

シ
ノ
ン
を

ん
だ
の
は

を

有
し
自
分
を
上
回
る
弓
の
精

を
誇

て
い
る
か
ら
だ
と

 
彼
が
ス
レ
イ
ブ
を
退
け
ら
れ
た
の
は

の
力
が
あ

た
か
ら
こ
そ
だ
と
語
る

千
変

万
化
の
武

が
な
け
れ
ば
マ
ト
モ
な
勝
負
に
す
ら
な
ら
な
い
と

だ
か
ら
こ
そ
そ
れ

を
持

て
い
る
シ
ノ
ン
は
逆
説
的
に
抗
し
得
る

 
ま
た

弓
術
ス
キ
ル
を
持
ち

つ
正
確
無

な

手
で
も
あ
る
彼
女
は
前
衛
と
し
て

斬
り
結
ぶ
キ
リ
ト
の

護
を
す
る
に
は
最

だ

リ
ン
ド
達
は
知
ら
な
い
が
彼
女
は
リ

フ

と
違

て
剣
も
弓
も
彼
の
指

を

け
て
い
る
か
ら
呼

も
合
わ
せ
や
す
い
だ
ろ
う

 
不
安
な
点
を

る
と
す
れ
ば
彼
女
自
身
の
経
験
の

さ
だ
が

そ
こ
は
キ
リ
ト
の
経
験

さ
が
補
え
る
と
信
じ
よ
う
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そ

そ
こ
ま
で
高
く

価
し
て
く
れ
て
る
と
は

思
わ
な
か

た
わ

あ
れ
だ
け
正
確
無

な

撃
を
見
た
ら

も
が
思
う
だ
ろ
う

 

を

に

め

じ
ら
う
シ
ノ
ン
に

キ
リ
ト
は

れ
た
表
情
で
応
じ
る

 
剣
で
な
い
と
は

え
経
験
を

ん
だ
自
身
を
ア

サ
リ
と
上
回
れ
た
事
を
認
め
る
の
は
内
心

複

な
の
だ
と
思
う

ボ
ク
は
剣
一

だ
が
彼
は
多
く
の
武
器
を

う
者
だ
弓
一
つ

か
れ

る
に
し
て
も
⻑
い
経
験
を

ん
だ

で
な
い
の
な
ら
そ
う
思
う
の
も
仕
方
あ
る
ま
い

 
そ
れ
で
も

味
方

の
別
な
く
平

に

価
す
る

勢
は
と
て
も

ま
し
い

 
自
分
の
強
さ
を

く
に
は
ま
ず
彼
我
の
強
さ
に
つ
い
て
正
確
に

価
で
き
な
け
れ
ば
始
ま
ら

な
い

そ
れ
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
事
が
分
か
る

勢
だ

で

と
し
て
は
ど
う
な
ん
だ

 
他
に
も

と
し
た
内
容
を
語

た
後

キ
リ
ト
は
そ
う
問
い
か
け
て
来
た

 
ボ
ク
達
は
あ
る
程

の
間
隔
を
開
け
て
輪
と
な
り
ま
ず
キ
リ
ト
の

を
前

に
ど
う
す
る
か

を
話
し
合

た

 
そ
し
て
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と
も
知
れ
ぬ
異

な
空
間

不

一
な
形
状

が
分
か
ら
ぬ

ら
か
な

に
よ
り

構

さ
れ
た
部

 
浮
遊
城
の
中
で
も
極
め
て
異

と

え
る
空
間
は
白

の

に
も
存
在
し
た
が
し
か
し
そ
の

部

の
一

に
は
世
界
観
に
そ
ぐ
わ
ぬ
モ
ノ
が
存
在
し
て
い
た

黒
い

か
ら
立
ち
上
る
光

の
板
に
は

横
無

に
文

が
乱
舞
し
て
い
る

 
そ
の
前
に
立
つ
一
人
の
男

 
金
色
の
髪
を

で
つ
け

な
白
金
の

を

う
男
の
名
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ

ギ
ル
ド
テ

タ

ニ
ア

の

で
あ
る

マ
ス
タ

本
気
で

実
行
に

さ
れ
る
お
つ
も
り
で
す
か

 
男
よ
り
や
や
後
方
に
立
ち

を

に
す
る
者
は
ス
レ
イ
ブ

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

わ
れ
て
以

テ

タ

ニ
ア

の
手
と
な
り
足
と
な
る
べ
く
剣
を
取

た

き
剣
士

 
ス
レ
イ
ブ
は
目

を

す
よ
う
に
黒
き
仮
面
を

け
て
い
る

黒
の

の
上
か
ら
重

な

手

て
を

い
闇
を

動
す
る
剣
を
持
つ

は
魔
剣
士
の
名
に

応
し
い
だ
ろ

う

事
実
と
し
て
彼
の
実
力
は

外
れ
て
お
り

紅
の
騎
士
を
圧
倒
し
て
も
い
る

黒
の
剣

士

と
は

だ
が

能
力
値
に
限
定
す
れ
ば
超
え
て
す
ら
い
た
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し
か
し

外
見
こ
そ
魔
剣
士
と
い
う
禍

し
い
呼
称
が

応
し
い
に
し
て
も

人
間
性
は
別

 

い
が
黒
一
色
な
の
は
ス
レ
イ
ブ
自
身
が

む
色
だ
か
ら
で
も
あ
る
が
性
能
が
良
い

備

の
色
が
偶
然
合

と
い
う
一
面
も
あ
る

を

す
る
に
あ
た
り
黒
一
色
は
闇
夜
で
は
補
正
が

く
た
め
実

の
面
で
も
良
か

た

使
え
る

備
の

ど
が
黒
色
だ

た
か
ら
色
が

た
だ

け
な
の
だ

 
使
え
る

備
と
は

え
ス
レ
イ
ブ
は
使
え
な
い
モ
ノ
を
邪
険
に
す
る
性
格
で
は
無
い

モ

ノ
は
使
い
よ
う
な
の
だ

 
だ
か
ら
ス
レ
イ
ブ
は

本
的
に
ど
ん
な
ア
イ
テ
ム
だ
ろ
う
と
使
い
道
を
見
付
け
る
し
物
を
無

に
は
し
な
い
主
義
で
あ
る

 

ぶ

が
無
か

た
か
ら
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

た

 

然
そ
れ
は
人
付
き
合
い
に
も

ん
で
い
た

の
他
人
に
も
最

限
は
気
を

う
礼

を
心

得
て
い
る

意
を
向
け
ら
れ
れ
ば

応
の
対
応
を
す
る
が

も
無
け
れ
ば
自
分
も

も
し
な

い
ス
タ
ン
ス
を

い
て
い
る

 
そ
ん
な
ス
レ
イ
ブ
が

一

外

と
認
め
る
存
在

 
そ
れ
が

マ
ス
タ
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マ
ス
タ

の
意
向
は
己
の
意

よ
り

先
さ
れ
る
事

で
あ
り
守
る
べ
き
も
の
と
意
識
づ

け
ら
れ
て
い
る

そ
こ
に
疑
問

違
和
感
の

地
は
無
い

 
自
身
に
と

て
そ
れ
が

た
り
前
だ

た
か
ら

 

た
り
前
で
あ
る
事
を
疑
問
に
思
う
者
な
ど
存
在
し
な
い

そ
れ
を
意
識
す
る
事
す
ら
恐
ら

く
無
い
だ
ろ
う

 

一
他
人
と

触
し
な
い
限
り

他
人
と

触
し
た
時
す
な
わ
ち
別
の
常
識
に
触
れ

て
初
め
て
疑
問
を

く
そ
れ
が
人
間
と
い
う
も
の

そ
う
い
う
意
味
で
は
ス
レ
イ
ブ
は
あ
る

意
味
極
め
て
人
間
的
な
在
り
方
を
し
て
い
た

マ
ス
タ

の
意
向
を

先
し
て
い
る
ス
レ
イ
ブ
は
か
と

て
己
の
意

ま
で
放

し
た

わ
け
で
は
無
い

マ
ス
タ

に

う
事
は

然
と

え
て
い
て
も

マ
ス
タ

の
意

に

は
疑
問
を
覚
え
る
意
思
が
残

て
い
た

思

を
放

す
る
事
を
自
ら
許
さ
な
か

た
の
だ

 
そ
れ
は

遠
く
に
思
え
る
近
い

想
い
出

に
よ
る
楔
だ

た

だ
ス
レ
イ
ブ

の

う
事
が

け
な
い
の
か

 
魔
剣
士
の
問
い
に

や
や

を

め
て
問
い
返
す
金
髪
の
男
ア
ル
ベ
リ
ヒ

 
男
に
と

て
魔
剣
士
は
手

の
一
つ

戦
力
と
し
て
使
え
る

な
手

と
い
う
認
識
だ
が
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は
そ
の
程

自
分
に
と

て

合
の
い
い
傀
儡
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
存
在

 

的
に

て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
ス
レ
イ
ブ
を
見
下
し
差
別
し
て
い
た

自
分
の

う
事
に

絶
対

と

て
い
た
か
ら
こ
そ
疑
問
を
向
け
ら
れ
る
事
自
体
不

快
だ

た

は
人
形

人
形
は

い
な
り
の
存
在
故
に

 
己
の
主
の
感
情
を

け

ス
レ
イ
ブ
は
身
を

直
さ
せ
た

い
え

た
だ
疑
問
に
思

た
だ
け
で
す

こ
の
世
界
か
ら
生
還
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い

る
の
に

そ
の

作
戦

は
真
逆
の
事
を
目
指
し
て
い
る
と
し
か
思
え
ず

可
能
な
ら

作

戦

の
真
意
を
教
え
て

き
た
い

お
前
が
知
る
必
要
は
無
い

お
前
は
自
分
に

せ
ら
れ
た

を
果
た
す
ん
だ
そ
れ
だ

け
で
い
い

他
の
事
を
気
に
掛
け
る
く
ら
い
な
ら

を
果
た
す
事
に
だ
け
集
中
し
ろ

は
い

 
男
の
に
べ
も
な
い

た
い
返

を

け
魔
剣
士
は

ん
の

か
に

を

と
し

を
滲

ま
せ
た
返
事
を
し
た

そ
の
ま
ま

横
無

に
光
の
文

が
乱
舞
す
る
空
中
に

し
出
さ
れ
た
板

を
見
る
主
か
ら

を
返
し

部

か
ら
退

す
る

の
名
を
持
つ
剣
士
は

手
に
闇
の
魔
剣
を

え

道
を
進
む
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こ
の
世
界
に
生
き
る
者
が
見
れ
ば
ダ
ン
ジ

ン
と
思
う
空
間
に
し
か
し
一
体
た
り
と
も
シ
ス

テ
ム
が
動
か
す

影
の

は
無
い

そ
れ
も
そ
の

己
の
主
が
他
者
に
は
無
い
力
を
使

て
構

し
た
空
間
故
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や
Ｍ
ｏ
ｂ

は
一
切
出
現
し
な
い
の
だ

プ
レ
イ

で
あ
れ
ば
内

外
の
行
き
来
は
可
能
だ
が

入
り

は

さ
れ
て
い
る

に
ま
ず
見
つ
け
ら
れ
な
い

 
そ
れ
以
前
に

仮
に
見
つ
け
た
と
し
て
も
止
め
ら
れ
な
い

故

 
ス
レ
イ
ブ
に
は

が
分
か
ら
な
か

た

 
己
を

え
る
主
が

を

え
て
い
る
か
は

論

故
あ
の
よ
う
な
作
戦
を
立
て
実
行

に

す
必
要
が
あ
る
の
か
も

こ
の
世
界
に

わ
れ
た
主
に
と

て
も
他
者
と
の
協
力
は
不
可
欠

の

だ
か
ら
こ
そ
最
前
線
で
戦
う
集

へ
の
参
加

験
を

け
た
と
思

て
い
た

 
記

に
あ
る
マ
ス
タ

は
と
て
も
思
慮
深
く
情
愛
に

れ
た
人
物
だ

た

己
を

い

名
を
与
え

育
て
て
く
れ
た
恩
人
の
一
人
だ

 
そ
ん
な
人
物
だ
か
ら
こ
そ

ス
レ
イ
ブ
も

う
事
を

い
て
い
る

 
だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
マ
ス
タ

の
人
間
性
が
善
良
な
も
の
で
頼
ま
れ
事
も
悪

な

も
の
で
な
か

た
か
ら
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今
か
ら
行
お
う
と
し
て
い
る
事
は
決
し
て
善
良
な
事
で
は
無
い

必
要
悪
故
の
悪
事
で
あ
れ

ば
多
少
は

え
ら
れ
る

 
だ
が
し
か
し

ど
れ
だ
け
思

し
て
も

・

・

・

・

・

・

・

メ
リ

ト
が
無
い

 
確
か
に
マ
ス
タ

に
は

か
し
ら
の
メ
リ

ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う

己
に
は
分
か
ら
な
い

事
や

点
か
ら

や
得
す
る
事
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
し
か
し

か
を
得
る
に
は

か
を

払
う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
物
事
に
は
必
ず
デ
メ
リ

ト
／
対
価
が
付
き
物
だ

そ
の
対
価
が
ス
レ
イ
ブ
に
疑
念
を

か
せ
た

以
前
の
マ
ス
タ

で
あ
れ
ば
決
し
て
許
さ
な
い

の
行
動
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
ス
レ
イ
ブ
は
疑
問
を
投

か
け
た

 
結
果

に
べ
も
な
く
返
さ
れ
る

更
に
は
己
の
意
思
を

定
す
る
も
同
然
の
返

だ

マ
ス
タ

と

間
を
守
る
事
を

く
誓

て
い
る
ス
レ
イ
ブ
に
と

て
も
そ
の
決
意
が
揺

ら
ぎ
か
ね
な
い
事

そ
れ
は
心
を
弱
ら
せ

剣
を

ら
せ
る
事
に
繋
が

て
い
た

 
ス
レ
イ
ブ
は
己
の

に
剣
を
振
る
う
の
で
は
な
い

近
し
い
者
護
る
べ
き
者
達
を
想

て
剣

を
振
る
う
偽
善
的
／
独
善
的
な
性

の
持
ち
主
だ

悪
く

え
ば
主
体
性
が
無
い
が
良
く

え
ば
他
人
思
い
な
気

必
要
悪
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
必
要
で
な
い
の
に
他
者
を
傷
付
け
る
事
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は
良
し
と
出
来
な
い
性
格
だ

た

ん
と
う
に

な

 
悩
み
は
し
な
い

ス
レ
イ
ブ
に
と

て

先
さ
れ
る
べ
き
は
己
の
価
値
観
で
は
無
く
マ

ス
タ

の
命

故
に

悩
む

地
が
無
い

必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
応
じ
る
の
だ

こ
ん
な
事
を

な

 
し
か
し
惑
い
は
す
る

苦
し
み
は
す
る

そ
れ
が
偽
善
で
あ
る
と
分
か

て
い
て
も

え

ら
れ
る
意

が
必
要
悪
で
な
い
か
ら

 

故

あ
ん
な
に
も

マ
ス
タ

の
人
格
が
変
わ

て
い
る
の
か

 

故
命

け
で
守

て
来
た

序
／
人

を
自
ら
の
手
で
壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

が
・

・

・

・

リ

フ

を
あ
そ
こ
ま
で
変
え
た
ん
だ
よ

  

己
の
認
識
の
齟
齬
に

ス
レ
イ
ブ
は
気
付
か
な
い

  
己
の

信

頼

■
■
愛
の
対

が
す
り

え
ら
れ
て
い
る
事
に

少
年
は
未
だ

気
が
付
か
な
い
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

さ
れ
て
い
る
方
が
多
か

た
で
し

う
が
ス
レ
イ
ブ
は
キ
リ
ト
の
コ
ピ

 
ホ
ロ
ウ

キ
リ
ト
が
実
在
し
て
る
か
ら
ね

コ
ピ

が
他
に

て
も
お
か
し
く
な
い
よ
ネ

 
キ
リ
ト
の
異
常
性
は
姉
に
対
す
る
無

件
の
信

こ
れ
は
ス
ト
レ
ア
が

き
リ

フ

が
危
惧
し
て
い
る
も
の

 

に

さ
れ
て
い
る
ス
レ
イ
ブ
も
自
ら
消
滅
の
未
来
を

け
容
れ
た
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
も
根

こ
は
同
じ

 
そ
し
て

郷

之
は

原
作
で
記

と
精
神
の

を

し
て
い
た

 
つ
ま
り
ア
ル
ベ
リ
ヒ
／

郷

之
に
対
し

ス
レ
イ
ブ
が
付
き

て
い
た

は

後
は

分
か
り
ま
す
ね
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リ

姉
が
初
期
か
ら

て
い
た
人
形
と
い
う
意
味
は
こ
う
い
う
事
さ

  
で
は

話
で
お
会
い
し
ま
し

う

  
ち
な
み
に
ス
レ
イ
ブ

実
は
ギ
リ
ギ
リ
で
リ

フ

本
物

に
会

て
い
な
い

 
見
事
に
リ

フ

が

な
い
時
期
に
ば
か
り
騒
動
が

き
て
ま
す

 
キ
リ
ト

本
物

と
リ

フ

本
物

に

リ

フ

偽
物

と
一
緒
に
対
面
し
た
ら
ど

う
な
る
で
し

う
ね

黒
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第
百
八
章
 

求
め
る
強
さ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

そ
し
て
お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
で
す

 
本
作
で
投
稿
す
る
の
は
三

月
ぶ
り
く
ら
い
で
す
ね

と
か
実

を
終
え
て
帰

て
来
て

こ
れ
か
ら
国

対
策
に
入
り
ま
す

つ
ま
り
無
事
に
実

は
合
格
判
定
を

え
ま
し
た

ガ
チ

の

し

き
し
ま
し
た

 
そ
ん
な
私
の
近
況
は
以
上
と
し
て

今
話
に
つ
い
て

 
今
話
は
オ

ル
シ
ノ
ン

点

 
文

数
は
約
一
万
四
千

 
場
面
と
し
て
は
七
十
七
層
攻
略
で
キ
リ
ト
が
シ
ノ
ン
と
二
人

ア
で
行
く
事
で
ス
レ
イ
ブ

に
対
抗
出
来
る
と

し
て
か
ら
の
事

シ
ノ
ン

点
な
の
で
ど
ん
な
判
断
に
な

た
か
は
お

し
で
し

う
ね

 
戦
闘
は
一
切
な
し

シ
リ
ア
ス
だ
け
ど

の

の
だ
よ

 
シ
リ
ア
ス
な
の
に

の

の

て

矛
盾

し
て
る

の
か

ガ
チ
悩
み
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ま
あ
い
い
か

思

放

 
で
は
ど
う
ぞ

   

る

る

た
だ

る

 
目
的
地
は
た
だ
一
つ
彼
方
に
見
え
る
白

の

浮
遊
城
を
生
き
る
者
達
か
ら
迷

と

呼
ば
れ
る
そ
こ
に

り

く
た
め
に
深
い

に

ま
れ
た
森
を

け
る
必
要
が
あ
る

だ
か
ら

る 
迷
い
の
森
と
異
な
り
一
定
時
間
ご
と
に
エ
リ
ア
分
け
さ
れ
た
マ

プ
間
で
の
ラ
ン
ダ
ム

転

は
発
生
し
な
い
も
の
の

マ

ピ
ン
グ
さ
れ
た
マ

プ
は

自
身
を
中
心
と
し
た

数

メ

ト
ル
分
し
か
明

に
な

て
い
な
い

や
そ
の
先
は
ボ
ン

リ
と
塗
り

さ
れ
て
い
て

先
が
見

せ
な
い
の
だ
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い
と

う
べ
き
か
方
向
だ
け
は
し

か
り
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
迷
い
そ
う
な
事
は
無
い

 

自
分
は
彼
の
後
を
追
う
だ
け
だ
か
ら

 
タ
タ
タ
タ
と

快
な

を
乱
れ
な
く
上

な
が
ら
地
を

け
る
者
は
黒

の
剣
士
キ
リ
ト

最
近
は

や

手
を
付
け
て
騎
士
の

が
出
て
来
た
黒
の
剣
士
そ
の
人

快
な
足

に

合
わ
せ
て

の
板
金
が

れ
る

が

こ
え
る

 
彼
は
最
前
線
攻
略
を

ロ
で
し
て
き
た
実
績
と
こ
の

の
森
に
潜
ん
で
い
る
と

え
ら
れ
る

黒
騎
士
ス
レ
イ
ブ
と

一

す
る
事
が
出
来
る
点
か
ら

先
行
部
隊
を

い
る
事
に
な

た

 
つ
ま
り
あ
の
後

攻
略
組

は
キ
リ
ト
の

を

け
入
れ
る
事
で
合
意
し
た
の
で
あ
る

 
攻
略
で

け
て

れ
な
い
道
で
あ
り
た
だ
の
一
人
も

者
を
出
す
事
が
許
さ
れ
な
い
現
状

で
最
も
生
還

と
成

が
高
い

が
そ
れ
だ

た
か
ら

他
に
も

つ
か
意
見
は
出
た

が

確
実
性
と
い
う
も
の
は
彼
の

よ
り
も
欠
け
て
い
た

 
彼
を
リ

ダ

と
す
る
先
行
部
隊
の
メ
ン
バ

は

彼
と
自
分
の
二
人
だ
け

 
そ
れ
は

の
能
力
を
万
全
に

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

こ
れ
ま
で

ロ
で

戦

て
来
た
彼
の
戦
闘
能
力
を
十
全
に
発

す
る
に
は

間
が
少
な
い
方
が
良
い
の
だ

 
自
分
が

ば
れ
た
の
は
彼
に
認
め
ら
れ
る
だ
け
の
弓
の

を
持
ち
同
じ

を
持
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て
い
る
か
ら

今
で
こ
そ
彼
の
方
が
上
だ
が

の
属
性

作
を
最
初
に
編
み
出
し
た
の

は
私
だ

た

そ
れ
を

価
し
て
の
事
だ
と
い
う

 
そ
れ
を
知

て
場
に
そ
ぐ
わ
な
い
不

な
も
の
と
分
か

て
い
な
が
ら
も
私
は
喜
び
を

禁
じ
得
な
か

た

彼
に
戦
力
と
し
て
数
え
ら
れ
る

価
し
て
も
ら
え
る
だ
け
の
力
を

く
手

に
入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
と
外

部
か
ら

と
さ
れ
た
時
そ
れ
が
原
因
で
キ
リ
ト
が
死
ん

で
し
ま

た
と
自
責
の
念
に

ら
れ
て
い
た

の
無
力
感
が
報
わ
れ
る
思
い
に
な
る

少
し
は
強

く
な
れ
た
と
実
感
出
来
る

 
経
験
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
ま
だ
ま
だ
私
は
弱
い

戦
い
の

け
引
き
に

し
て
は
中
層
プ

レ
イ

の
シ
リ
カ
や
り
リ
ズ
ベ

ト
に
も

る
自
信
が
あ
る

 
し
か
し
私
に
は
他
の

が
持

て
い
な
い
彼
と
同
じ
千
変
万
化
の
武

が
下

換
と
は

え
遠

離
攻
撃
が
可
能
と
な
る
ス
キ
ル
が
あ
る

経
験
で

る
部
分
を
性
能
で

せ
る

 
そ
れ
は

私
が

り

く
べ
き

強
さ

で
は
無
い

 
で
も

私
が
欲
す
る

力

で
は
あ
る

 
こ
の
力
を
使

て

ん
だ
経
験
苦
し
み
を

に
し
て
こ
そ
自
ら
が

り

か
ん
と
定

め
た

強
さ

に
な
る
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私
は
ま
だ
ま
だ
弱
い
か
ら
力
を
得
た
な
ん
て

え
な
い
が
そ
れ
で
も
彼
に
頼
ら
れ
る
く

ら
い
に
は
な
れ
た
の
だ

そ
れ
だ
け
で
も
一
歩
前
進
し
た
と

え
る

 

気
を

わ
れ
て
る
の
は

ち

と
ア
レ
だ
け
ど
ね

 

レ
ベ
ル
に
絶
対
的
な
開
き
が
あ
る
た
め

然

動
速

に

わ
る

値
に
も
大
き
な

差
が
生
ま
れ
る

彼
が
全
力
で

れ
ば
私
な
ん
て
あ

と
い
う
間
に

い
て
い
か
れ
て
し
ま
う

 
そ
う
な

て
い
な
い
の
は

私
が
追
え
る
程

に
ス
ピ

ド
を
抑
え
て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ

 
気

い
を

け
て
い
る
事
に
対
す
る

し
さ
は
あ
る

あ
の
事
件
以

人
の

し
さ
に
触
れ

た
覚
え
は

ど
無
か

た
か
ら

 
し
か
し
同
時
に

し

な
く
も
思
う
し
疑
問
も
覚
え
る

彼
一
人
で
あ
れ
ば
も

と

く

に
事
を

せ
る
と
い
う
の
に

故
わ
ざ
わ
ざ
私
を
指
名
し
た
の
か

戦
力
と
い
う
意
味
だ
と
し

て
も
不
可
解
な
部
分
は
残

て
い
る
の
だ

 
確
か
に
私
は

備
も
ス
キ
ル
も
彼
に
近
し
い
し
最
前
線
で
戦
え
る

に
達
し
た
だ
ろ
う

し
か
し

実

彼
の
助
力
が
出
来
る
か
と

か
れ
る
と

を

ざ
る
を
得
な
い

正
確
に

う
な
ら
彼
に
助
力
が
必
要
か
も
正
直

し
い

と
い
う
話
の
ス
レ
イ
ブ
と
の
戦

い
に

り

む
事
な
ん
て
出
来
な
い
に
違
い
な
い

常
の
モ
ン
ス
タ

は

に
武
器
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を

す
れ
ば
済
ん
で
し
ま
う

 
無
論
彼
一
人
で
行
く
話
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
リ

フ

や
ア
ス
ナ
達
も
止
め
た
だ
ろ
う

最
大

戦
力
を
喪
う
可
能
性
ス
レ
イ
ブ
一
人
で

な
ら

軍
を
呼
ば
れ
れ
ば

し
負
け
る
と
い
う
予

想

そ
し
て
彼
一
人
に
負

を
掛
け
る
事
へ
の
心
苦
し
さ
が
そ
う
さ
せ
る
に
違
い
な
い

 

ま
さ
か

そ
れ
を
予

し
て

え
て
私
を

 
少
人
数
で
突

め
て

つ
同

す
る
メ
ン
バ

の
能
力
に

得
を

け
る
者
を
一
人
に

し
た
の
か
と
そ
う

え
る

同

メ
ン
バ

に

得
さ
え
す
れ
ば
少
人
数
で
の
行
動
も

は
出

い

事
実
リ

フ

を

と
し
た
面

は

独
行
動
を
許
し
は
し
な
く
と
も
一
人
で

も
同
行
者
が
い
る
だ
け
で

定
意
見
を
強
く
出
し
は
し
な
か

た

 
そ
の
可
能
性
を

え

す
ぐ
に

を
振

て
振
り
払
う

 
仮
に
こ
の
可
能
性
が
真
実
だ
と
す
れ
ば
私
が

ば
れ
た
の
は
そ
の
実
認
め
ら
れ
た
か
ら
で

は
な
く

を

く
た
め
の
理
由
に
さ
れ
た
か
ら
に
な
る

そ
れ
で
は
喜
び
損
だ

き

と
そ

う
で
は
な
い
と
自
分
に

い

か
せ

明
に
足
を
動
か
す

 

と

線
を
感
じ
た
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意
識
を
前
に
向
け
れ
ば

越
し
に
横
目
で
見
て
来
る
キ
リ
ト
の

が

界
に

る

ど
う
や

ら
つ
い
て
来
て
い
る
か
確
認
し
た
よ
う
だ

 

そ
う

し
た
と
こ
ろ
で

彼
は
少
し
ず
つ
ス
ピ

ド
を

と
し
て
い
く

 
つ
ら
れ
て
私
も
制
動
を
掛
け

す
ぐ
に
二
人
し
て
立
ち
止
ま
る

ど
う
し
た
の

そ
ろ
そ
ろ

を

も
う
と
思

て

仮
想
世
界
で
の
体
力
は
気
合
と
集
中
力
だ
あ
ま
り
同

じ
事
を

け
て
い
る
と
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
足
を

わ
れ
か
ね
な
い

か
れ
こ
れ
一
時
間
近
く

り

け
て
る
か
ら
な

え

あ

ホ
ン
ト

も
う
そ
ん
な
に
経

て
た
の
ね

 

わ
れ
て

線
を

界

上
の
時

に
向
け
れ
ば
ア
ス
ナ
達
と
別
れ
て
か
ら

一
時
間
近
く

も
経
過
し
て
い
た

 

と
天
を
見
上

れ
ば
白

の

は
す
ぐ
近
く
に
あ

た

恐
ら
く
あ
と
数
百
メ

ト
ル
進

め
ば
入
り

に

く
だ
ろ
う

 

と
い
う
か
む
し
ろ
一
時
間
も

り

け
て
未
だ

り

い
て
い
な
い
と
か
こ
の

の

森
は
入
り
組
み
過
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
か

人
の
歩
く
速

は
時
速

キ
ロ

れ
ば

近
く
は



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

あ
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

は
第
一
層
が
直

キ
ロ
あ
り

層

の
構

上

上
層
に

な
る

ど

く
な
る

だ
か
ら

り

け
れ
ば
一
時
間
も
掛
か
ら
な
い

 

界
が
不
明

な

の
森
の
恐
ろ
し
さ
を

間
見
た
気
が
し
た

そ
の
危
う
さ
を
切
り

け
ら

れ
た
の
は
間
違
い
な
く
彼
の
お
陰
だ
ろ
う

ね

も
う
そ
ろ
そ
ろ
で

く
ん
だ
か
ら
回
廊
結

に
記
録
し
て
帰

て
か
ら

ん
だ
方
が

良
い
ん
じ

な
い

 
圏
内
に

た
方
が

め
る
の
で
は
と
思

て
の

に
し
か
し
彼
は
近
く
の
木
に
近

付
き
な
が
ら

を
横
に
振

た

そ
れ
は
悪
手
だ

に

ま
れ
た
森
で

て
も
な
く
探
す
よ
り

手
が
必
ず

る
一
本
道

を

ち

せ
し
た
方
が
確
実

が

襲
を
仕
掛
け
る
な
ら
間
違
い
な
く
迷

の
入
り

を

ぶ

そ
う
い
う
事
ね

 

境
を

ま
え
て
の
話
だ

た
よ
う
だ

 

て
も
な
く
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
ち
ら
だ
け
で
な
く
あ
ち
ら
も
同
じ

襲
を

け
る
リ
ス
ク
は
お

い
に
存
在
し
て
い
る
の
だ

必
ず

る
ル

ト
で
の

ち

せ
に

べ
れ
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ば

襲
の
可
能
性
は
と
て
も

い
と

え
る
だ
ろ
う

 

得
を

い
て
い
る
と

彼
は
近
く
の
木
の
幹
に
背
中
を

け
る
よ
う
に
し
て

を
下
ろ
す

が

め
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
二
本
の

の
先

が
地
面
に
突
き
立
ち
不
格

な

勢
で
動
き
が
止
ま
る

が
つ

か
え
棒
の
よ
う
に
な

て
し
ま

て
い
る
の
だ

 
思
わ
ず

い
が
零
れ
る

 
無
表
情
に
引
き

め
ら
れ
て
い
た
少
年
の
白

の
如
き

に

色
が
加
わ
り

眼
で
こ
ち
ら

を

ん
で
く
る

む
と

て
も

み
な
ん
て
ま

た
く
存
在
し
て
い
な
い

 
い
や

向
け
て
来
る
理
由
が
分
か

て
い
る
か
ら
怖
く
な
い
だ
け
だ
が

 
や
や
目
を

が
せ
な
が
ら
二
刀
を
手
に
取

た
彼
は

め
て
樹
の
幹
に

を
下
ろ
す

 
私
も
寄
り

う
よ
う
に

に

を
下
ろ
し
た

 
静

が
場
を

た
す

 
私
は

話
を
自
ら
振
る
よ
う
な
性
格
で
は
な
い
し
話

き
と
い
う

で
も
な
い

キ
リ
ト
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も
圏
外
に

る
今
は
不
必
要
な
会
話
を

け
て
い
る

そ
れ
が
合
わ
さ

た
上
で
の
静

は

し
か
し

心
地
が
悪
い
と
い
う

で
は
な
か

た

 

ち

く

と
い
う
の
だ
ろ
う
か

 
危
険
な
圏
外
に

て
決
し
て
気
を

い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
に
キ
リ
ト
が

に

る

と
い
う
だ
け
で

り

め
た

を

め
る
事
が
出
来
る

 

論
私
と
て

は
解
い
て
い
な
い

感
が
無
い

で
も
な
い

私
だ

て
死
に
た
く
か

ら

然
だ

 

け
れ
ど

き

と
私
は

も
う
足
を

引

り
た
く
な
い
ん
だ

 
思
い
返
す
の
は
第
二
十
二
層
に
て
キ
バ
オ
ウ
達
に
よ

て
麻

さ
せ
ら
れ
リ

フ

の
身
動

き
が

じ
ら
れ
る
原
因
に
な

て
し
ま

た
事

 
そ
し
て
キ
バ
オ
ウ
に
よ

て
外

部
か
ら

と
さ
れ
た
リ

フ

と
私
の
二
人
を
自
ら
を

に
し
て
ま
で
救
い
出
し
た
彼
の

 
あ
の
時
の
私
は

い

の
し
よ
う
が
無
い
く
ら
い
弱
者
だ

た

 
し
か
し
私
と
同
レ
ベ
ル
だ

た
リ

フ

は
キ
バ
オ
ウ
達
の

襲
に

応
し

刀
の
剣
圧

で
麻

の
投
剣
を

き

し

体

き
で

け
切

て
見
せ
た
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私
と
彼
女
の
違
い

そ
れ
は
経
験
の
一

に

き
る

 
そ
も
そ
も
私
と
彼
女
と
で
は

境
境
遇
が
異
な
る
の
で
完
全
に
私
に
非
が
あ
る

で
は
無

い
と
思
う

剣
道
を

て
い
た
か

か
は
そ
の
最
た
る
も
の

 
だ
が
そ
れ
で
も
私
は
キ
リ
ト
と
共
に

る
事
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

か
さ
れ
て
い
た
し
知

て
い
た

彼
と
会

た
そ
の
日
闘
技
場
の
前
で
の
全
損
デ

エ
ル
や

の
中
傷
を
見
た
時
か

ら
理
解
し
て
い
た

そ
の
上
で
弱
者
で
あ

た
の
は
私
の

が

い
た
事
に
他
な
ら
な
い

 
ま

一

一

で
強
く
な
れ
る

も
無
い
か
ら
リ

フ

は

論
他
の

か
ら
そ
の
事

に
つ
い
て
責
め
ら
れ
て
は
い
な
い
の
だ
が

だ
か
ら
と

て
自
分
自
身
の
非
力
さ
を
許
せ
る

で
も
な
い

 
一
つ

か
が
違

て
い
れ
ば

キ
リ
ト
は

に
は
も
う

な
い

 
そ
の
代
わ
り
に
私
は
生
き
て
い
た

 
自
分
の
せ
い
で

か
が
命
を

と
す
の
も

苦
し
む
の
も

も
う
う
ん
ざ
り
だ

そ
れ
な
ら

い

そ
現
実
世
界
で
の
生
活
の
よ
う
に
孤
立
し
て
い
た
方
が

か
に
マ
シ
で
あ
る

自
分
に
と

て
も

私
に

わ
る
人
に
と

て
も

 
し
か
し
こ
の
世
界
に

わ
れ
て
い
る
限
り
そ
れ
は
出
来
な
い
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そ
し
て
ア
ス
ナ
達
は
私
を
見
限
ら
な
い
だ
ろ
う

彼
女
達
は
人
が

い

 
彼
に

し
て
は
私
の
方
か
ら
教
え
を
請
う
た
身

サ
チ
と
の

や
経

を

え
れ
ば

が

あ

て
も

か
し
ら
の
形
で

助
を

け
て
く
る
の
は
容

に
想
像
が
つ
く

 

だ
か
ら
こ
そ

私
は
も

と
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い

生
き
て
い
く
中
で
必
ず
他
者
と

わ
り

か
し
ら
迷
惑

を
掛
け
た
り
協
力
す
る
事
な
ど

事

な
れ
ば
こ
そ
私
は

に
掛
け
る
迷
惑
を
少
し
で
も

小
さ
く
す
る
努
力
を
す
る
義
務
が
あ
る

力
を
付
け
る

事
は

最

私
だ
け
の
問

で
は
な
い
の
だ

を

え
て
る

 
静

が
破
ら
れ
る

 
破

た
の
は
問
い
掛
け

要

の
得
な
い
け
れ
ど
こ
ち
ら
の
事
を
理
解
し
と
も
す
る
と
思

す
ら

ん
で
い
る
の
か
と
思

て
し
ま
う
程
に

的
な

葉
に

私
は
息
を

む

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

ま
る
で
私
の
思

を

定
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た

色

よ

攻
略
の
事
と
か

ス
キ
ル
の
事
と
か

こ
れ
か
ら
の
事
と
か

強
く
な
る

か
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思

が
止
ま

た

 

心
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う

に

こ
う
と
し
た
の
に
的
確
に
突
い
て
来
た

心
術
で
も
あ

る
の
か
と
本
気
で

え
る

 
横
目
で
キ
リ
ト
を
見
れ
ば

彼
は

に

む

上
の

葉
を

ぎ
見
て
い
た

ど
う
し
て

分
か

た
の

戦
う
力
を
付
け
る

の
理
由
と
し
て
最
初
に

て
た

 
確
か
に
彼
に
指

を

け
る
に
あ
た
り
私
は
そ
れ
を

た
覚
え
が
あ
る

中
参
加
な

上
に
上
層
や
最
前
線
で
は
決
し
て

し
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
以
上

無
理
に
戦
う
必
要
が
無

か

た
私
に
は

彼
を

得
さ
せ
る
だ
け
の
理
由
が
必
要
だ

た
の
だ

 

時
と

べ
今
の
私
が
戦
う
理
由
は
多
少
増
え
て
い
る
が
そ
れ
で
も
過
去
に
打
ち
克
つ

に
力
を
付
け

経
験
を
付
け
る

に
揺
ら
ぎ
は
な
い

 

で
も

そ
う
で
は
な
い
の
だ

私
が

き
た
い
事
は

違
う
そ
う
じ

な
い

ど
う
し
て
私
が
今

え
て
い
る
事
が
分
か

た
か
を

き
た
い
の
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よ 
現
状
思

す
る
事
と

た
ら
攻
略
の
事
と
か
ス
レ
イ
ブ
が

時

襲
し
て
く
る
か
と
か

そ
う
い

た
不
安
に
対
す
る
事
の
方
が
思

し
や
す
い

 
け
れ
ど
私
が
強
く
な
る
理
由
に
つ
い
て
は

不
安
で
は
な
い

に
決
め
た
事
だ

 
強
く
な

て
い
る
か
と
い
う
不
安
は
確
か
に
あ
る

で
も
キ
リ
ト
は

え
て
強
く
な
る

と

に
し
た

そ
う
い

た
不
安
に
思

を
回
し
て
い
る

で
は
無
い
と
確
信
を

い
て
い
る
様

子
が
疑
問
を
覚
え
さ
せ
る
の
だ

強
い
て

う
な
ら

て

 
そ
ん
な
バ
カ
な

と
思
わ
ず

に
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る

え
に

然
と
す
る

 
そ
の
反
応
を
見
て
か

彼
は
こ
ち
ら
に
目
を
向
け

か
に

苦

を
滲
ま
せ
た

ご
め
ん

分

だ

ん
な

 
再
び
投

ら
れ
た

葉
に

然
と
す
る

 

だ
ろ
う
か

こ
の
キ
リ
ト
私
が
知

て
い
る
キ
リ
ト
じ

な
い
気
が
す
る
の
だ
が

こ
ん



 第百八章 〜求める強さ〜

な
状
況
で

を

に
す
る
よ
う
な
子
で
は
な
か

た

だ

 
一

ス
レ
イ
ブ
と
入
れ

わ

て
い
る
の
か
と
い
う
予
想
が
浮
か
ぶ
も
彼
の

上
に
は
フ
レ

ン
ド
と
し
て
登
録
し
て
い
る
証
で
あ
る
プ
レ
イ

ネ

ム
が
浮
か
び
上
が

て
い
る
か
ら
違
う

の
は
明
白

そ
れ
に
ス
レ
イ
ブ
は
テ

タ

ニ
ア
の
ギ
ル
ド

属
だ
か
ら
名
前
の
横
に
大

樹
を

し
た
ギ
ル
ド
マ

ク
が
浮
か
ん
で
い
な
い
と
い
け
な
い
が
目
の
前
の
少
年
に
は
そ
れ
が

無
い

つ
ま
り
キ
リ
ト
本
人
と
い
う

だ

 
ま

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
よ
う
に

こ
ち
ら
で
も
彼
の
コ
ピ

が

た
ら
そ
の
限
り
で
は
な
い
の
だ
が

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
ア
カ
ウ
ン
ト
だ
か
ら
こ
ち
ら
に
来
れ
な
い
だ
け

て

え
れ
ば

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
コ
ピ

が
出
現
し
な
い
と
は

も
明

し
て

い
な
い

だ
か
ら
新
し
く
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作

て

そ
こ
に
キ
リ
ト
の
コ
ピ

や
ア
バ
タ

デ

タ
を

ス
ト
す
れ
ば

常
プ
レ
イ

ア
カ
ウ
ン
ト
の
コ
ピ

キ
リ
ト
が
完
成
す
る
事

に
な
る

 
可
能
不
可
能
で

え
ば
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が
存
在
し
て
い
る
以
上
は
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
と

立
証
さ
れ
て
い
る

だ
か
ら
可
能
性
と
し
て
は
最

定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
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ど
こ
ま
で
コ
ピ

さ
れ
る
か
は
不
明
だ
が
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
様
子
か
ら
し
て
記

精
神
ま

で
も

せ
る

に
あ
る
の
は
明
白
だ

そ
れ
に
個
人
差
が
あ
る
か
は
未
だ
不
明
だ
が
現
実
と

し
て

こ
り
得
る
も
の
で
は
あ
る

 

な
ん
て

こ
れ
は
流

に

想
か
し
ら
ね

 

と
己
の
思

を
一

に
付
す

 
と
も
あ
れ
彼
の

葉
を
信
じ
る
な
ら
私
の
思

を

め
た
の
が

分

と
い
う
の
は
本

と

い
う
事
に
な
る

 
な
ら
も
う

分
は
一
体

な
の
か

 
眼
で
問
い
掛
け
る
と
彼
は
再
び
天
を
振
り

い
だ

し
か
し
焦
点
は
合

て
お
ら
ず
虚
空

を
見
て
い
る

こ
う

う
と
多
分

く
失
礼
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

シ
ノ
ン
は
ど
こ
か

に
似
て
る
と
こ
ろ

が
あ
る

私
と

キ
リ
ト
が

 

嗟
に

と

え
ば
い
い
か
分
か
ら
な
か

た

 
た
だ

遇
と

え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
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そ
の

感
は

私
も
以
前
か
ら

い
て
い
た

 
立
場
や
境
遇
は
異
な
れ
ど
過
去

ら
れ
そ
し
て
過
去
を

り
越
え
る

に
強
さ
を
求
め

る
と
い
う
根
幹
に

し
て
は

私
と
キ
リ
ト
は
一

し
て
い
る

 
私
は

殺
し
た
男
の
亡
霊
に
打
ち
克
つ

に

 
彼
は
自
ら
を

る
者
達
に
打
ち
克
つ

に

 
私
が
こ
の
世
界
で
強
く
な
ろ
う
と
思

た
の
も

を
正
せ
ば
キ
リ
ト
に
理
由
が
あ
る

記

を

喪

て
い
た

時
そ
し
て
取
り

し
た
後
は
更
に
強

に

ら
れ
る

境
に
抗

て
戦
う

が

に

た
か
ら
師
事
し
た
の
だ

 
同
じ
よ
う
に
過
去
に
打
ち
克
と
う
と
す
る
彼
か
ら
学
ぶ
事
で
私
も
ま
た
過
去
に
打
ち
克
て

る
の
で
は
な
い
か
と

 
き

と
そ
れ
を

し
た
の
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
は
と
て
も

い
子
だ

も
し
か
し
た
ら
彼
に
師
事
を
願

た
時
点
で
あ
る
程

見

か
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

時
か
ら
そ
う
思

て
い
た
の

シ
ノ
ン
に
武
器
の

い
を
教
え
て
る
時
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そ
れ

最
初
の
最
初
じ

な
い

 
確
か
第
一
層
の
人
気
の
な
い
広
場
に
て
斬
撃
八
つ
と

突
一
つ
の

本
の
型
と

ド
ス
キ

ル
の

振
り

２
０
０
回
さ
せ
ら
れ
た
時
の
事
だ

 
そ
ん
な
前
か
ら

さ
れ
て
い
た
の
か
と

も
事
情
を
知
ら
な
い
に
も

わ
ら
ず
身

け
た
彼

の

眼
に

目
す
る

多
分

最
初
の
最
初
だ
か
ら
こ
そ
気
付
け
た
ん
だ

 
そ
ん
な
中

け
て

わ
れ
た
内
容
に

を

る
事
に
な

た

そ
れ
は

ど
う
い
う

あ
の
時
ま
で
シ
ノ
ン
は
リ
ア
ル
で
武
器
を
振

た
事
は
無
い
と

て
い
た

体
術
と
か
武

道
と
か
も

え
え

そ
う
ね

 
リ
ア
ル
で
は
人
か
ら
忌
み

わ
れ
て
い
た
し
私
自
身
人
と
の

わ
り
を

け
て
い
て
本

き
と
い
う
の
も

て

書

に
入
り

る
日

を
送

て
い
た

放

後
は
す
ぐ
に
家
に

帰

て

い
出
し
や

の
代
わ
り
に
家
事
を
し
た
り
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い
事
や

古
な
ど
は
一

も

た
事
が
無
い
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

変
な

が
無
い
分
ま
だ
教
え
や
す
い
部
分
が
あ
る
と

時
キ
リ
ト
は

て

い
た

剣
道
を
し
て
い
る
人
だ
と
リ

フ

の
よ
う
に
片
手
剣
を

手
持
ち
で
持

て
し

ま

て

ス
キ
ル
発
動
の

因
子
に
な
る
事
が
多
い
か
ら
ら
し
い

体
術

ス
キ
ル
を
取
ら

な
け
れ
ば
マ
ト
モ
に

手
で
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
な
い
事
も
そ
の
一
つ
だ
と
か

 
そ
れ
が
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と

線
で
先
を

す

リ

姉
に
師
事
し
た
時

も
同
じ
感
じ
だ

た
ん
だ

へ

ど
ん
な
事
を
し
た
の

最
初
は
体
術
か
ら
だ

た

色

あ

た
せ
い
で

最
初
の

は
加

出
来
な
く
て
一

撃
一
撃
が
ど
う
し
て
も
人
体
の

良
く
て

死
最
悪

死
す
る
攻
撃
し
か
出
来
な
か

た
か
ら

そ
れ
の

正
に
一

月
は

や
し
た

え

 

が
引
き

た

 
キ
リ
ト
が
実
兄
に
見
捨
て
ら
れ
た
後
の
事
は

く

い
て
い
る
か
ら
攻
撃
が
全
て

い

に
な

た
事
も

れ
去
ら
れ
た
先
で
の
事
と

え
れ
ば

く
事
で
は
無
い
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内
心
で
引
い
た
の
は
リ

フ

に
対
し
て
だ

た

か
の
裏
組

で
仕

ま
れ
た
で
あ
ろ
う

無
意
識
の
殺
人
技
を
意
識
的
に

正
す
る
と
か
下
手
し
な
く
て
も

回
生
死
の
境
に

む
よ
う

な
も
の
な
の
に
そ
れ
を
大
切
な
義
弟
の
頼
み
と
は

え
承

し
一

月
掛
け
て
成
し

る

と
か

 

リ

フ

て

ホ
ン
ト
に

者
な
の
よ

 
キ
リ
ト
か
ら
ど
ん
な
鍛
練
を
し
て
い
た
か
教
え
て
も
ら
い
つ
つ
以
前
か
ら
浮
か
ん
で
い
た
疑

問
に
思

を
回
す

 
そ
も
そ
も
彼
女
は
私
や
ユ
ウ
キ

ラ
ン

シ
リ
カ
と
本

に
同
い
年
な
の
だ
ろ
う
か

 
私
と
同
時
に
ハ
ジ
メ
テ
を

ら
さ
れ
た

に
は
精
神
的
に

ち

ん
で
い
な
い

そ
れ
に
物
事

を
見
る

点
や
対
応
が
か
な
り

静
だ

キ
リ
ト
の
事
に
な
る
と
ブ
ラ
コ
ン
ぶ
り
を
発

す
る
か

ら
釣
り
合
い
は
取
れ
て
い
る
が

彼
の
事
が
無
け
れ
ば
い

そ
不
気
味
な
部
分
す
ら
あ
る

 
剣
士
と
し
て
の
強
者
を

る
な
ら

私
は
女
性
か
ら
は
ユ
ウ
キ

ア
ス
ナ

そ
し
て
リ

フ

の
三
人
の
名
を

る

 
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る

だ
が
そ
の
中
で
も
突
出
し
て
剣
に

い
て
い
る
の
は
間
違

い
な
く
リ

フ

だ
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ユ
ウ
キ
も

静
な
部
分
は
あ
る

し
か
し
そ
れ
よ
り
は

と
し
た

み
を
浮
か
べ
て

を
交
わ
す
一
面
の
方
が
私
は

に
残

て
い
る

キ
リ
ト
と
の
デ

エ
ル
で
見
せ
た

猛
な

み
も

い
合
い
が

し
い

あ
る
い
は
想
い
人
と
闘
え
る
事
が

し
い

か
ら
見
せ
た
と

え
れ
ば

彼
女
に
は

心
と
い
う
か

白
な
部
分
が
残

て
い
る
と

え
る

 
ア
ス
ナ
は

⻑
と
し
て
の

然
と
し
た
振
る
舞
い
も
見
た
が
そ
れ
よ
り
は

わ

わ
と

い
な
が
ら
お
世
話
を

い
て
く
る
ザ
・
女
子
と
い
う
イ
メ

ジ
が
強
い

最
初
に
こ
の
世
界
で

出
会
い

そ
し
て
私
に

名
を
付
け
た
最
初
の
人
物
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い

 
こ
の
よ
う
に
ユ
ウ
キ
と
ア
ス
ナ
に
は
そ
れ
ぞ
れ

な
一
面
と
プ
ラ
イ
ベ

ト
な
一

面

と
が
あ
る

 
し
か
し
リ

フ

は
後
者
が
欠
如
し
て
い
る
よ
う
に
思
う

 
特
に
キ
リ
ト
を

き
に
し
て

え
る
と
彼
女
の
事
で
思
い
浮
か
ぶ
の
は
剣
一
つ

全
力

の
キ
リ
ト
を
完
全
ノ

ダ
メ

ジ
で
完

し
た
事
と
義
弟
の
事
を
想
う

の
二
つ
が
強

過
ぎ

た
か
ら
だ
ろ
う

 
彼
女
は
家

の
事
以
外
で
は
人
間
味
が

か

た

味
を

い
て
も
鍛
練
と
し
か

わ
な
い

し
食
べ
物
で

き

い
は
無
い
と

て
い
た
し
興
味
が
あ
る
も
の
も
剣
道
か
義
弟
を
中
心
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と
し
た
家

の
事
ば
か
り

 
剣
に

倒
し
た
の
は
だ
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い

剣
に

倒
し
た
か
ら
な

た
の
か
も
し
れ

な
い
が

 

で
も
鍛
練
く
ら
い
に
し
か
興
味
を
示
さ
な
い
人
が
男
の
子
そ
れ
も
年
下
の
子
に

恋
す
る
な
ん
て
ね

 
そ
ん
な
リ

フ

を
不
気
味
に
思
わ
せ
な
く
し
た
の
が
キ
リ
ト

ど
こ
ま
で
も

で

弱

く

け
れ
ど
強
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る

強
な
剣
士

 

そ
し
て

私
の
初
恋
の
人

 
ち
ら

と
横
を
見
る

 

に

て
い
る
少
年
は

上
の

葉
を

め
な
が
ら
過
去
ど
ん
な
鍛
練
を

せ
ら
れ
た
か

静
か
に

ど
こ
か

し

に
語

て
い
る

 

ま
し
い
と
思
う
自
分
が

る

あ
の
事
件
以

私
に
は
頼
れ
る
人
が
い
な
く
て
寄
り

掛
か
れ
る
人
も
い
な
か

た
か
ら

し
く
話
せ
る
過
去
が
あ
る
事
に
そ
う
思

た

き

と

た
り
前
な
日
常
を
こ
そ
彼
に
と

て
は
至
上
の

福
に
値
す
る
の
だ
ろ
う

 

し
そ
う
に
し
て
い
る
の
を
見
る
と

私
も

し
い
気
持
ち
に
な

て
く
る
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ま

リ

フ

と
の
鍛
練
内
容
で
彼
女
に
対
し
て
ド
ン
引
き
す
る
事
に
な
る
と
は
思
わ
な

か

た
が

方
は

そ
れ
で

ん

本

に
キ
リ
ト
は

リ

フ

の
事
が

き
な
の
ね

 
や
や

き
な
が
ら

感
を

う

同
時
に

ズ
キ
リ
と

の

が

ん
だ
気
が
し
た

 
リ

フ

は
キ
リ
ト
と
の
大

の

日
思
い
の

を

白
し
た

更
に
ユ
ウ
キ
も
そ
の

後
に
し
た

二
人
共

来
の
事
を

え
る
と
今
の
キ
リ
ト
に
返

を
求
め
る
の
は

だ
と
い
う

事
で

返
事
は
ま
だ
先
に
し
て
い
る
ら
し
い

 
私
は
ま
だ
し
て
い
な
い

さ
れ
る
よ
う
な
行
動
は

つ
も
し
て
い
る
が
恋
愛
事
に

そ
う

な
キ
リ
ト
が
気
付
い
て
い
る
と
は
思
え
な
い
し

ず
か
し
い
事
も
あ

て
あ
ま
り
思
い
た
く
な

い 
で
も

気
付
い
て
欲
し
い
と
思
う
自
分
も
い
た

ん

ま

な

 
だ
か
ら

を

に

め
気

ず
か
し
そ
う
に
は
に
か
ん
で

か
れ
た
事
に
更
に

が
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む 
絶
大
な
信

を
寄
せ
ら
れ
る
リ

フ

 
絶
大
な
信
頼
を
勝
ち
取

た
ユ
ウ
キ

 
他
に
も
ラ
ン
サ
チ
が

る
し
ア
ル
ゴ
も
少

し
い
と
こ
ろ
が
あ
る

ア
ス
ナ
は
姉
の
よ

う
な
立
場
で
心
配
し
て
い
る
感
じ
が
す
る
が

 
と
も
あ
れ
彼
女
達
と

べ
る
と
私
が
勝

て
い
る
部
分
は
無
い
と

え
た

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ

で
彼
女
達
に
勝
れ
る
も
の
は
あ
る
だ
ろ
う
か

 

が
使
え
る
の
も

弓
術

も

ど
ち
ら
も
私
自
身
の
強
み
で
は
無
い

そ
れ
は
現

実
に
還

た
ら
意
味
の
な
く
な
る
も
の
だ

経
験
を
活
か
そ
う
に
も

に
活
か
せ
る
か
分
か
ら
な

い

そ
も
そ
も
そ
ん
な
物
騒
な
経
験
を
活
か
す
機
会
は
無
い
方
が
良
い

 
そ
れ
で

え
ば
ユ
ウ
キ
達
も
同
じ
で
は
と
も
思
う
が
彼
女
達
と
私
の
間
で
は
付
き
合
い

の
⻑
さ
と
い
う
歴
然
と
し
た
差
が
存
在
し
て
い
る

だ
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
は
ユ
ウ
キ
や
ア
ル
ゴ

達
を

け
容
れ
て
い
る
の
だ

 

で
も

じ

あ

で
私
が

け
入
れ
ら
れ
て

 
そ
こ
ま
で

え

と
浮
か
ん
だ
疑
問
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本
的
に
一
人
で

で
も
こ
な
そ
う
と
す
る
き
ら
い
の
あ
る
キ
リ
ト
は
信
頼
・
信

し
て
い

る
人
に
も
あ
ま
り
頼
ろ
う
と
し
な
い
し
そ
れ
以
前
に
そ
う
い

た

に
な
る
事
自
体
が
非
常

に

だ
と
い
う

現
に
ユ
ウ
キ
達
で
す
ら
フ
レ
ン
ド
に
な
れ
た
の
は
去
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
だ

と
い
う
の
だ
か
ら

だ

 
そ
れ
な
の
に
初
対
面
に
近
か

た
私
と
は
す
ぐ
に
フ
レ
ン
ド
に
な

て
く
れ
た

 
人

た
り
が
良
く
な

た
か
ら
と
済
ま
す
に
は
少

出
来
過
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か

ね

キ
リ
ト

ん

だ

私
の
事
は

ど
う

思

て
る
の

 

え
る
声
で

そ
う
問
い
か
け
る

 
十
中
八
九

わ
れ
て
は
い
な
い
と
思
う

で
も
キ
リ
ト
は
こ
れ
ま
で
の
演
技
の
よ
う
に
私
情

を

き
に
振
る
舞
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
仮

て
い
る

手
で
も
協
力
行
動
は
取
る
だ
ろ

う

だ
か
ら
二
人
で
い
る
事
だ
け
で
は

わ
れ
て
い
る
証
明
に
は
な
ら
な
い

 

そ
れ
に
私
は

き

と

わ
れ
た
い
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だ

て

き

か

い

か
で

え
ば

き

と

わ
れ
た
い

だ

想
い
人

手
に
は
特
に
そ
う
思
う

 
だ
か
ら
こ
そ

い

と

わ
れ
る
の
が
怖
い

え
る
の
も
恐
ろ
し
い

わ
れ
る
よ
う

な
振
る
舞
い
は
し
て
こ
な

た
と
思
う
が
足
を
引

て
い
る
事
が
多
い
か
ら
実

ど
う

な
の
か
と
不
安
に

ら
れ
る

 

こ
れ
ま
で
自
分
が

破
し
て
来
た
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
よ
う
な
気
持
ち
に
私
が
な
る
と

は
思
い
も
し
な
か

た

き

か

い

か
の
二

で

え
ば
シ
ノ
ン
は
迷
う
必
要
も
な
い
く
ら
い

き

の

方
に
入
る

そ
も
そ
も

い
な

手
と
二
人
き
り
に
な
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
し

し
な
い

 
そ
れ
は

私
が
求
め
る

え
だ

た

 
あ
と
は
そ
の
内
容
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

彼
に
と

て
の

意
が
果
た
し
て
友
愛
か
親
愛

か

異
性
愛
か
が

の
問

 

と
は

え

流

に
そ
こ
ま
で
今
求
め
る
つ
も
り
は
無
い

 

わ
れ
て
い
な
い
事
が

い
や

む
し
ろ

か
れ
て
い
る
事
が
分
か

た
だ
け
で
も
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今
は
十
分
に
過
ぎ
た

私
に
と

て

意
的
な

を
結
ぶ
だ
け
で
も
苦
労
す
る
か
ら
こ
そ
の

足
感
だ

そ
れ
で

シ
ノ
ン
は

え
の
事

ど
う
思

て
る
ん
だ

 
よ
け
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
な

 
そ
こ
で

彼
の

は
こ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
た

 
私
を
し

か
り
と
見

め
る

黒
の

か
ら
は
抗
え
な
い
引
力
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た

 

こ
れ
で
私
が

わ
な
か

た
ら

よ
ね

 
彼
は
私
の
望
み
に
応
え
て
く
れ
た

と
て
も

ず
か
し
く
て

い
に
く
い
事
だ
ろ
う
に

す
事
無
く
教
え
て
く
れ
た

 
な
ら
せ
め
て

私
も
本

を
伝
え
な
け
れ
ば
フ

ア
じ

な
い

 

も
絶
対
出
来
な
い
事
で
は
な
い
の
だ

キ
リ
ト
と
は
出
来
る
だ
け
対

な

で
あ
り
た
い

か
ら

出
来
る
事
な
ら
し
て
お
き
た
い

え

と

 
た
だ
と
て
も

ず
か
し
く
て
い
ざ

お
う
と
す
る
と

は
開
く
の
に
上
手
く

葉
と
し
て
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紡

な
い

 
私
は
こ
ん
な
に
も
弱
か

た
だ
ろ
う
か
と
現
実

し
た
く
て
け
れ
ど
少
年
の

か
ら
目
を

外
せ
な
い

巡
り
に

た
私
は
己
の

に
血
が
上
り
火

る
感
覚
を
覚
え
た

き

と
今
の
私
の

は
真

に
な

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

と
他
人
事
の
よ
う
な
思

が
浮
か
ぶ

 

も
う

ユ
ウ
キ
の
事
を

え
な
い
わ
ね

 

裏
に
浮
か
ぶ
の
は
リ
ズ
ベ

ト
武

で
の
ユ
ウ
キ
の

白
失

あ
の
時
彼
女
は
人
目

が
あ
る
に
も

わ
ら
ず
一
大
決
心
を
し
て
思
い
の

を

よ
う
と
し
て
い
た

結

そ
れ
は

ア
ル
ゴ
の
乱
入
に
よ

て

ら
れ
た

だ
が
そ
の

ず
か
し
さ
と
い

た
ら

大

の
事
で

は
無
い

 
ま
ず
確
実
に

今
私
が
覚
え
て
い
る

よ
り
は
強

な
も
の
を
彼
女
は
味
わ

た

 
キ
リ
ト
と
二
人
き
り
で
他
に

も

な
い
場

で
思
い
の

を

え
る
だ
け
ま
だ
私
は
マ

シ
な
の
だ

 

む
し
ろ

こ
こ
で

わ
な
く
て

時

う
と
い
う
の
か

 
キ
リ
ト
は
ど
こ
に
行
く
か
分
か
ら
な
い

気
付
い
た
時
に
は

な
く
て

と
気
付
け
ば
近
く

に

る
そ
ん
な
神
出
⻤

な
人
物
だ

し
か
も
危
険
な
最
前
線
攻
略
を

け
る
か
ら
死
ぬ
危
険
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性
す
ら
ト

プ
レ
ベ
ル

 
伝
え
ら
れ
る
時
に
伝
え
な
い
事
の
悔
し
さ
は

苦
し
さ
は

先
日
味
わ

た
ば
か
り

 
私
は
一

深
呼

し
て

と
動

を
和
ら

た

ま
だ

が
苦
し
い
感
じ
が
す
る
が

そ
れ
で
も

葉
を
発
す
る
の
に

は
な
い
レ
ベ
ル
に
な

て
い
る

 
一

眼
を

じ
る

 

界
に
あ
る

の
裏
は
全
き
闇
に

わ
れ
て
い
る

が
私
の
眼
は

裏
が
再
生
す

る
一
情

を

て
い
た

 
私
が
想
い
を
自
覚
し
た
キ

カ
ケ

弓
ク
エ
ス
ト
で
分
断
さ
れ
死
に
か
け
た
と
こ
ろ
を
救

て
く
れ
た
時
の
あ
の
光

だ

 

が
危
険

に

た
事
で
真

に

ま

た

界
の
中
で
も

に
閃
い
た
蒼
の
二
剣

 
そ
し
て

小
さ
い

な
の
に

し
か
し
大
き
く

の
よ
う
に

然
と
し
た
少
年
の
背

 
ま
る
で
血
と
闇
を
払
う
光
の
よ
う
に
現
れ
た
彼
の

に

そ
し
て
私
を

じ
る
年

応
の

に

心

か
れ
た

 

あ
の
時
の
想
い
が

再
び

え
立
つ

き
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す
る
と

ア

サ
リ
と

想
い
を

集
し
た

葉
が

に
出
た

 

語
一
つ
と

い
け
れ
ど
万
感
の
想
い
の

た

葉
は
私
の
気
持
ち
を
的
確
に

い
表

し
て
い
る

ど
れ
だ
け
多
く
の

葉
を

び
立
て
よ
う
と

こ
の
一

に
は
勝
て
な
い
だ
ろ
う

 

呼

で
も

こ
れ
だ
け
じ

全
然
足
り
な
い

 
だ

て

き

の
意
味
を

違
い
さ
れ
て
は

だ
か
ら

 
初
恋
は
実
ら
な
い
と

う

し

か
り
意
味
を
理
解
し
て
も
ら

て
そ
の
上
で
他
の
人
が

ば
れ
た
の
な
ら

引
き
下
が
る

 
け
れ
ど

違
い
さ
れ
て
実
ら
な
い
の
は
許
せ
な
い

 
恐
ら
く
そ
う
な

た
場
合

よ
り
許
せ
な
い
の
は
そ
の
意
味
を
正
確
に
伝
え
て
い
な
か

た
己
自
身
に
だ
ろ
う

の
責
を

手
に
負
わ
せ
る
の
は
身
勝
手
で

に
過
ぎ
る
か
ら

い
き
な
り
で

惑
す
る
と
思
う
け
ど

私
は

方
の
事
が

き

論

異
性
と
し
て

 
付
け
足
し
た

違
い
し
よ
う
の
な
い

白
に

キ
リ
ト
は
少
し

目
し
た

 
リ

フ

ユ
ウ
キ
の
二
人
に
も
異
性
と
し
て

白
さ
れ
た
と
い
う
の
に
ど
う
や
ら
ま
だ
他

か
ら
も
さ
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た
ら
し
い

と
い
う
か
無

と
い
う
か
そ
ん
な
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と
こ
ろ
が
ま
た
愛
お
し
い

 
人
と
一
緒
に

た
い
と
い
う
願
望
は
あ

た

 
け
れ
ど
そ
れ
は
決
し
て
異
性
愛
と
か
男
女
交
友
と
か
不

な
理
由
で
は
な
い

だ
か
ら

彼
の
近
く
に
は
女
性
が
多
く
集
ま
る

出
会

た
切

掛
け
は
偶
然
で
も
そ
の
後
の
繋
が
り
を

保
て
て
い
る
の
は
彼
の

さ
に
由
来
し
て
い
る
だ
ろ
う

 
複
数
の
女
性
か
ら

意
を
向
け
ら
れ
て
い
る
な
ん
て
女
尊
男

の
現
代
で
は
中

無
い
状
況

だ

し
か
も
彼
か
ら
す
れ
ば
全

年
上

惑
し
な
い
方
が
お
か
し
い

で

の
事
を

 
そ
の

惑
は

問
い
掛
け
と
し
て
放
た
れ
た

 
ま

仮
に
逆
の
立
場

つ
ま
り
私
が

白
さ
れ
る

に
な

た
と
し
て
も
同
じ
問

い
を
し
た
だ
ろ
う

す
な
わ
ち

自
分
の

が

き
に
な

た
の
か

自
己

価
の

い
キ
リ

ト
だ
と

故
自
分
な
ん
か
を

と

下
し
た
意
味
か
も
し
れ
な
い
が

弓
ク
エ
ス
ト
の
時

キ

カ
ケ
は

が
助
け
た
事

自
覚
し
た
の
は
そ
う

で
も

そ
れ
が

き
に
な

た
理
由
じ

な
い
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命
を
救
わ
れ
た
か
ら

き
に
な

た

 
な
る

ど

物
語
で

め
ば
中

え
る
理
由
だ
ろ
う

 
け
れ
ど
私
は

そ
の
理
由
は
大

い
だ

 
だ

て
そ
の
理
由
で
は
別
に
そ
の
人
じ

な
く
て
も
良
か

た
事
に
な
る

そ
の
人
以
外
の

か
が
助
け
て
く
れ
た
ら
ヒ
ロ
イ
ン
は
そ
の
人
物
に

意
を

く
と
い
う
理

に
な
る

私
に

て

め
れ
ば
助
け
て
く
れ
た
の
が
ク
ラ
イ
ン
や
デ

ア
ベ
ル
だ

た
と
す
る
と
彼
ら
に

意

を

い
た
事
に
な
る
の
だ

そ
し
て
キ
リ
ト
に
は

か
な
い

 
そ
ん
な
の
は
本

の
愛
で
は
な
い
と
思
う

 
で
は

か
と
問
わ
れ
て
も

え
は
返
せ
な
い
が
少
な
く
と
も
そ
ん
な
理
由
で
男
女
交

を
す

る
の
は
間
違

て
い
る
と
い
う
持
論
を
私
は
持

て
い
る

 
小
説
な
ど
で
は
物
語
性

エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
別
に
い
い
け
れ
ど

現
実
で
そ
れ
は
ダ
メ
だ
と
思
う
の
だ

そ
れ
は
高
い
確

で
破

す
る

仮
に
そ
れ
で
付
き
合

て
も
行

に
よ

て

意
を

い
た
だ
け
で
そ
の
人
物
の
人
間
性
に

し
て
は

も
分
か

て
い
な
い
の
だ
か
ら

く

が
無
い

よ
し
ん
ば

く
に
し
て
も
ど
こ
か
で
抑
圧
さ
れ
た
不

は

き
出
て
来
る
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人
間

決
し
て
完

で
は
無
い

 
だ
か
ら
こ
そ
お

い
を
知

て
得
手
不
得
手

な
事

き
な
事
を
知
る
と
い
う

理

解
を

し

を
深
め
て
い
く

 
上

面
だ
け
の

な
ん
て
こ
ち
ら
か
ら
願
い
下

だ
か
ら
こ
そ
私
は
こ
れ
ま
で
男
女
交

に
興
味
を

か
な
か

た

も
が
私
を
人
殺
し
と
い
う
レ

テ
ル
で
判
断
し
て
来
た
か
ら

 
キ
リ
ト
は
ま
だ
私
の
過
去
を
知
ら
な
い

 
で
も
そ
れ
で
も

意
を
明
か
せ
る

書
き
や
レ

テ
ル
だ
け
で
見
ら
れ
て
人
間
性
は
見

ら
れ
な
い
苦
し
さ
を
知

て
い
る
子
だ
か
ら

私
は
心

か
れ
る
事
が
出
来
た

 

だ
け
で
な
く

行
動
で
そ
れ
を
示
せ
る
人
は
本

に

な
の
だ

か
ら
も
理
解
さ
れ
な
い
の
に
そ
の
人
達
を
守
ろ
う
と
す
る
強
い
意

抗
お
う
と
す
る
不

の
精
神

そ
の
強
さ
に

心
に

私
は

か
れ
た

 
罪
を
憎
ん
で

人
を
憎
ま
ず

 
キ
リ
ト
は

そ
の

を
無
自
覚
に
も
体
現
し
て
い
た

ビ

タ

と

黒
の
剣
士

と
い

う
二
つ
の
行
動
が
正
に
そ
れ

彼
は
自
分
の
命
を

う
人

を
も

め

黒
の
剣
士

と
し
て

守
ろ
う
と
し
て
い
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
そ
れ
は
生

な
覚
悟
で
は
出
来
る
事
で
は
な
い

 

だ

て
自
分
を

定
さ
れ
る
事
は

い

そ
れ
を
ず

と
さ
れ
て
我

し

け
る
の
は

大

の
事
で
は
な
い

そ
れ
を
す
る
に
は
強

さ
と
不

さ
を

せ
持

た

強
な
精
神
が
必
要

不
可
欠

 
そ
の
精
神
性
は

恐
ら
く
私
が
求
め
る

強
さ

の
極

最
初
は

と
尊

だ

た

方
の
強
い
心
に

い
た
感
情
は

私
が

方
を
師
事
し

た
の
も
そ
の
強
さ
が

明
だ

た
か
ら

そ
し
て

方
に
教
わ
れ
ば
私
も

方
の
よ
う
な
心

の
強
さ
を
得
ら
れ
る
と
思

た

 
過
去
の
己
の
弱
さ

し
た
罪
を

け
容
れ
認
め
そ
れ
ら
が
与
え
て
来
る
恐
怖
に
打
ち
克

つ
強
さ
が

そ
れ
な
の
だ

は

強
く
見
え
て
い
た
の
か

え
え

少
な
く
と
も

私
に
は
と
て
も
強
く

て
い
た
わ

 
む
し
ろ
キ
リ
ト
で
弱
い
と
な
れ
ば

逆
に

が
強
い
と
い
う
の
か

 

こ
こ
で
リ

フ

が
浮
か
ん
で
く
る

り

彼
女
も
大

お
か
し
い
存
在
で
あ
る

そ
れ
に

方
は
人
の

に

て
い
た

私
の
事
も
見
て
く
れ
て

も
分
か
ら
な
い
私
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を
導
い
て
く
れ
て

ど
ん
ど
ん

気
付
か
な
い
内
に
私
は

方
に

か
れ
て
い

た

 
そ
し
て

あ
の
弓
ク
エ
ス
ト
で
の
出
来
事
を
契
機
に

自
覚
し
た
の

 
そ
う

想
い
を

い
た
経

を
結
ん
だ

そ
う

か

 
理
由
を
知

た
キ
リ
ト
は

し
そ
う
な
反
面

き
そ
う
な
く
ら
い
苦
し

に
表
情
を
歪
め

た
一
応

て
お
く
け
ど
リ

フ

と
ユ
ウ
キ
が

白
し
た
か
ら
私
も
し
た
な
ん
て

ざ
け

た
理
由
じ

な
い
か
ら

え

で

知

て

本
人
達
か
ら
直

戦

さ
れ
た
の
よ

自
分
は
し
た
ぞ

て

 
自
信

に
誇
ら
し

に

て
来
た
時
の
事
を
思
い
出
す
と
そ
こ
は
か
と
な
く
イ
ラ
イ

ラ
す
る

 
ま

ア
レ
は
多
分
キ
リ
ト
が
目
を
向
け
る
候
補
に
名
を

る
な
ら
自
分
か
ら
行
け
と

い
う
発
破
で
あ
り
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
フ

ア
に
す
る
と
い
う
彼
女
ら
な
り
の

持
の

れ
だ

た
の
だ
と

え
れ
ば

感

の
念
も
あ
る
の
だ
が
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で
そ
ん
な
事
を

私
達
が

白
し
な
か

た
ら
キ
リ
ト
は
私
達
の
想
い
に
は
気
付
か
な
か

た

い
え
気

付
け
な
か

た
と
思
う

今
も
き

と
こ
れ
か
ら

く
も
そ
ん
な

は
無
い
で
し

う
か

ら

う
ん

だ
か
ら
よ

白
し
て
実
ら
な
か

た
な
ら
良
い

で
も

白
出
来
た
の
に
し
な
か

た

せ
い
で
実
ら
な
か

た
ら
そ
れ
は
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い

他
の

か
と
結
ば
れ
る
に

し
て
も

方
か
私
達
自
身
が

死
ぬ
に
し
て
も

 
私
の

葉
に

キ
リ
ト
は

を
歪
め

く

い
た

そ
し
て

方
を
想
う
人
が

る
と
い
う
事
実
を
知
れ
ば
無
暗
に
死
の
う
と
は
し
な
く
な
る

い
え

方
自
身
が

死
ぬ
事
を
許
さ
な
く
な
る

そ
う

だ
な

せ
め
て

え
を
出
さ
な
い
と

不

実
で

失
礼
で

裏
切
り
に

な
る
か
ら

え
え

そ
う
や

て

る
の
は
本

は
し
た
く
な
い

で
も
そ
う
し
な
い
と

方
は
ど

こ
か
私
達
の
手
が
届
か
な
い
遠
く
に
行

て
し
ま
い
そ
う
で

き

と
リ

フ

も
ユ
ウ
キ
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も
そ
れ
が
怖
い
の
も
あ

て

白
し
た
の
よ

私
達
の
想
い
が

方
の
生
き
る
理
由
に
な

て
く
れ
れ
ば
と
思

て

 
そ
れ
は

ユ
ウ
キ
が

白
し
た
理
由
で
あ
り

リ

フ

が

く
願
い

 
同
時
に

私
が

く
も
の
で
も
あ
る

 
結

の
と
こ
ろ
私
達
は
結
ば
れ
る
事
が
一
番
で
は
な
く
キ
リ
ト
に
生
き
て
も
ら
う
事
が

先

だ
と

え
て
い
る
の
だ

そ
の
先
に
こ
そ

せ
が
あ
る

 
生
き
て
い
な
け
れ
ば

福
も

も
無
い
の
だ

私
も
返
事
は
今
で
な
く
て
い
い

方
が
自
分
の
未
来
を
切
り

け
る
そ
の
時
ま
で

て

る
わ

だ
か
ら

お
願
い

 
そ
こ
で

目
の
前
の
少
年
を

き
寄
せ
る

平

的
な
体

の
私
の

の
中
に
す

り
収

ま

た
少
年
の
背
に

を
回
し

を
掻
き

く

 
少
し
意
外
な
事
に

キ
リ
ト
は
特
に

抗
を
し
な
か

た

生
き
て

そ
れ
が

私
達
の

よ
り
の

一
番
の
願
い

 

で
小
さ
く

れ
た
声
で
し
か
し
ハ

キ
リ
と
し
た

で
少
年
を
恋
い

う
私
達

の
願
い
を

に
す
る
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の
中
の
彼
は

す
る
よ
う
に
身
動
ぎ
し
て
く
れ
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
・
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
で
シ
ノ
ン
を
見
た
せ
い
か

が
入

て
し
ま

て

気
付
け
ば
こ
ん
な
ん
に
な

て
た
よ

 
ま

一
番

き
な
キ

ラ
推
し
は
数
あ
れ
ど
シ
ノ
ン
が

い
な
人
は
ま
ず

な
い
で
し

う

見
か
ら
多
分
問

無
い
か
な

て

ら
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
で
も
出
番

い

に
し
て
も

だ
か
ん
だ
で
ヒ
ロ
イ
ン
し
て
る
し

寄
り

う
感
じ
な
上
に
ア
ス
ナ
以
外
で
明
確

に

意
を
一
番

わ
に
し
て
る
の

て
シ
ノ
ン
で
す
し
心
神
喪
失
中
に

か

に
キ
ス

 
ち
な
み
に
本
作
の
シ
ノ
ン
は
原
作
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
小
説

シ
ノ
ン
の
イ
メ

ジ
の
影

を
多
大
に

け
て
お
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い

今
更

 
リ

フ

と
ユ
ウ
キ
が

白
し
た
事
を
教
え
る
シ

ン
は

写
し
て
ま
せ
ん
が
二
人
と
も
ラ
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イ
バ
ル
に
は
伝
え
る
意
思
を
持

て
い
る
の
は
地
の
分
で

い
て
い
た
の
で
一
日

息
日
の
時

に
伝
え
た
と
い
う
事
で

し
て
下
さ
い

 
全

恋
い

う
キ

カ
ケ
が
違
う
の
に

白
す
る
動
機
は
一
緒
だ
か
ら
会
話
で

写
す
る

と

⻑
に
な
る
ん
や

⻑
な
の
も
今
更

 
ま

白
シ

ン
は

恋
い

て
る
キ

ラ

あ
と
ラ
ン
と
サ
チ

ア
ス
ナ

ユ
イ

は

全

分

写
す
る
つ
も
り
で
す
が

 
ア
ル
ゴ

ス
ト
レ
ア

レ
イ
ン

フ

リ
ア

ヴ

ベ
ル
は
今
後
の
展
開
に
よ
る

予
定
は
未

定 

白
の
理
由
が

私
達
の
想
い
を
生
き
る
理
由
に
し
て

て

こ
れ

人
に
よ

て
は

く
重
い
感
じ
に
な
る
か
な

 
そ
れ
だ
け
恋
い

て
る

て
事
で

 
と
に
も
か
く
に
も

キ
リ
ト
に
は
生
き
て
欲
し
い

と
い
う
の
が
一
番
の
願
い

手
の
生

を
一
番
に
願
い

手
の

せ
を
思

て

白
す
る
の

て

れ
の

手
と
し
て
は

く
理
想

的
だ
と
思
う
の
で
す
が

ど
う
で
し

う

現
実

白
目

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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ち
な
み
に
シ
ノ
ン
さ
ん

想
ね

て
片
付
け
た
事
が
真
実
を
突
い
て
い
る
と
い
う

恐

ろ
し
い
推

力
を
発

し
て
お
り
ま
す

 
ホ
ン
ト
本
作
の
ヒ
ロ
イ
ン
勢

て

バ
グ

て
き
て
な
い
か

作
者
の
自
業
自
得

 
リ

フ

ユ
ウ
キ
ユ
イ
ヴ

ベ
ル
シ
ノ
ン
の

は
一
体
だ
れ
が
作
者
の
バ
グ
キ

ラ

化

無
自
覚

の
影

を

け
る
の
か

 
ち
な
み
に
地
味
に
レ
イ
ン
も
バ
グ
の
影

は

け
て
る
ん
だ

現
時
点
で
二
刀
Ｏ

Ｓ
Ｓ
使

可
能
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第
百
九
章
 

現
状
把
握

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
約
三

間
ぶ
り
で
す
ね

国

対
策

て

い
な

 

密
か
に
ユ
ウ
キ
を
出
す
た
め
に

し
た
り

で

し
た
り
し
て
た
の
は
秘

密
だ

 
二

小
説
の
原
作

の
ゲ

ム
は
や
る
気

入
の

つ
ま
り
小
説

行

の
一

と

え
て
も
過

で
は
無
い
と
思
う

存

開
き
直
り

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で

し
た
今
話
は
ち

と
少
な
め
の
約
九
千

 

点
は
オ

ル
ス
ト
レ
ア

 
で
は
ど
う
ぞ
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マ

ピ
ン
グ
を
済
ま
せ
た
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
の
二
人
は

迷

の
入
り

を
回
廊
結

の

セ

ブ
ポ
イ
ン
ト
に
指
定
し
た
後
速
や
か
に
ア
タ
シ
達
の
許
へ

て
来
た

道
中
ス
レ
イ
ブ

の
襲
撃
も
無
く

あ

た
の
は
モ
ン
ス
タ

の

襲
だ
け
だ

た
と
い
う

 
モ
ン
ス
タ

は
樹
木
型
や
花
型
な
ど
お
よ
そ
背

に

れ
て
一
目
で
は
判
別
付
き

い
種

が
多
か

た
ら
し
い

シ
ノ
ン
も
見
分
け
る
ま
で
に
や
や
時
間
を
要
し
た
と

て
い
た

 
た
だ

そ
こ
は
数
多
の

層
を

に
掛
け
た

攻
略
組

 
仮

キ
リ
ト
の
後

を

し
て
い
よ
う
が
自
己
強
化
と
攻
略
に

し
ん
で
い
た
か
ら
そ
れ

ら
の
対

も
お
手
の
物
だ

た

実

第
三
層
も
深
い

に

ま
れ
た
森
の
中
で
樹
木
オ
ブ
ジ

ク
ト
に

す
る
タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

が

た
か
ら
だ

 
流

に
一

に
襲
撃
を
仕
掛
け
て
来
る
数
が
文

り

違
い
に
な

て
い
る
か
ら
過
去
の
経

験
を
そ
の
ま
ま
活
か
せ
る

で
は
無
か

た
よ
う
だ
が
同
じ
よ
う
に
味
方
の
数
も

違
い

し

か
も
構
成
が
ボ
ス
レ
イ
ド
を
前

に
し
た
も
の
だ
か
ら
ま

た
く
対
抗
で
き
な
い

が
な
く
ア

タ
シ
達
は

に
最
前
線
フ

ル
ド
を
進
行
し
た

 
そ
し
て
今
ア
タ
シ
達
は
迷

ま
で
進
行
し
そ
の
中
に
あ
る
安
全
地

に

り

い
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た 
予
定
で
は
圏
内
コ

ド
が

さ
れ
る
こ
の
安
全
地

を
一
時
的
な

点
に
し
レ
イ
ド

を
複
数
の
パ

テ

に
組
み
分
け
し
て

層
攻
略
を
進
め
る
よ
う
に
な

て
い
る

あ

た

く

れ
た

 

安
全
地

に
足
を

み
入
れ

Ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
Ａ
ｒ
ｅ
ａ

の
表
示
を
見
た

間

レ
イ

ド
の
一
人

聖
⻯

合
の
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

が

に
背
を

け
る
形
で
ド
カ
リ
と

を
下
ろ
し
た

そ
れ
を
見
て
か
同
じ
よ
う
に

に

を
下
ろ
し

労
を

わ
に
す
る
者
が
増

え
て
い
く

 
い
き
な
り
気
を

く
の
も
ど
う
か
と
思
う
が
そ
れ
だ
け
圏
内
で
あ
る
事
に
安
心
感
と
信

頼
を

い
て
い
て

つ
最
前
線
の
モ
ン
ス
タ

の
勢
い
に

れ
て
い
る
と
い
う
証

だ

 
そ
の

の
理
解
は
あ
る
の
か

リ
ン
ド
や
ア
ス
ナ
達
は

息
を

い

す
に

め
て
い
た

 

息
時
間
は
特
に
決
ま

て
い
な
い

と
い
う
の
も
現
在
時

は

後
八
時
で
も
う
日
が

れ
て
い
る
時
間

だ
か
ら
だ

 
と
は

え

の
攻
略
組
な
ら
仮

深
夜
に
差
し
掛
か

て
も
進
ん
で
い
た
だ
ろ
う
が

こ
の

息
は
た
だ

れ
を

す
た
め
だ
け
で
な
く
戦
闘
に
よ
り
損

し
た
武

の

値
回
復
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の
た
め
に
レ
イ
ン
へ
依
頼
し
対
応
す
る
た
め
の
時
間
も

ね
て
あ
る

ら
彼
女
が
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
で
あ
ろ
う
と
も
対
応
出
来
る
の
は
一

に
一
人

そ
れ
に
鍛
冶
の

は
ハ

キ
リ

て
五
月

い
の
で
真
夜
中
に
攻
略
が
終
わ

た
場
合
そ
れ
か
ら

ぎ
を
す
る
わ
け
に
も
い
か

ず
必
然
的
に

き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

そ
れ
で
は

合
が
悪
い
だ
ろ
う
と
い
う
事

で
今
日
は
も
う

む
事
に
な

た

 
そ
ん
な

で
ア
ス
ナ
達
か
ら

息
を

い

さ
れ
た
後
ま
ず
は

労
を
取

た
り

ご
し

ら
え
を
し
た
り
す
る
者
と

速
レ
イ
ン
の
と
こ
ろ
に
武

を
持

て
行
く
者
と
で
行
動
は
大
き

く
二
分
化
さ
れ
た

 
ち
な
み
に
ア
タ
シ
は
そ
こ
ま
で
損

し
て
い
な
い
の
で
後
に
行
く
事
に
し
た

い
や

未

達

の
攻
略
は

れ
る
ね

こ
れ
を
今
ま
で
一
人
で
こ
な
し
て
た
と
か
キ

リ
ト
は
本

に

い
な

 
そ
ん
な

で

鍛
冶

や

裁

を
持

て
い
な
い
ア
タ
シ
は
や
や
手
持
ち
無

な
の

で

保
存
の

く

製
肉
片
手
に
キ
リ
ト
の

に

て
い
た

ス
リ

ク

タ

を
超
え
た
時
点
か
ら
モ
ン
ス
タ

の
勢
い
が
お
か
し
い
だ
け
だ
よ

あ
ん

な
数
を

時
も

手
に
し
て
た
ら
文

り
圧
殺
さ
れ
て
る
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そ
う

う

に
は
リ
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を
わ
ざ
と

ん
で

し
て
た
よ
ね

し

か
も

層

層

一
つ
残
さ
ず

ん
ぶ

ア
タ
シ
知

て
る
ん
だ
か
ら
ね

 

論
知

て
い
る
理
由
は
ア
ス
ナ
達
か
ら

い
た
の
も
そ
う
だ
が
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
観

し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る

姉
の
ユ
イ
が
見
て
い
た
の
だ
か
ら
ア
タ
シ
だ

て
見
れ
る
の
は
道
理

だ

一
時
的
な
も
の
だ
か
ら

ノ

カ
ウ
ン

む
ぎ

 

や
ら

魔
化
そ
う
と
す
る
少
年
の

を
突
く

少
年
の
反
応
が
面
白
く
て
そ
の
ま
ま
指

を
む
に
む
に
と

し

み

け
る

 

抗
は
無
か

た

ア
タ
シ
に

抗
す
る
事
を

に

め
て
い
る
の
か

圏
内

だ
か
ら
と

し
て
い
な
い
の
か

あ
る
い
は

姉
だ
か
ら
と
無

件
に

け
容
れ
て
い
る
の
か

 
ま

こ
れ
く
ら
い
は
じ

れ
あ
い
の
内
だ
し

別
に
ど
ん
な
理
由
で
も
良
い
の
だ
が

 

そ
う
思

し
て
い
る
ア
タ
シ
の

を

ポ

ン

と

快
な

が
打

た

 

線
の
先
に
は
ポ

タ
ブ
ル

理
キ

ト
に

か
れ
た
手

を
さ
れ
加

さ
れ
た
そ
れ

か
ら
は

と
も
か
ぐ
わ
し
い

り
が
立
ち
上

て
い
る

 

に
応
じ
て
キ
リ
ト
は

理
キ

ト
を

止
さ
せ

手

の

を
取
る
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わ

味
し
そ
う

 

の
下
か
ら
は

の

白
色
を
し
た
ス

プ
が

を
見
せ
た

ニ
ン
ジ
ン
キ

ベ
ツ

な
ど
の
一

サ
イ
ズ
に

ま
れ
た

種

と
し

か
り
と

ま
れ
た
肉

系
モ
ン
ス

タ

の
ド
ロ

プ
品
ら
し
い

が

か

か
と

気
を
上

て

ん
で
い
た

 
ワ
ク
ワ
ク
と
期

の
目
で
見
て
い
る
と
彼
は
苦

を
滲
ま
せ
な
が
ら
実
体
化
さ
せ
た
木
製
の

に
よ
そ
い

木
製
の
ス
プ

ン
と
一
緒
に
手

し
て
く
れ
た

 

速
と

に
す
れ
ば

の
中
い

い
に

け
た

や
肉
の
味
が

み

る

⻭
で

く

む
だ
け
で

ろ
と
肉
は
千
切
れ

で

に

し
付
け
れ
ば
あ
ら

る

が

に

け
る

更
に
は
整
え
ら
れ
た
ミ
ル
ク
の
味
が
肉

や

の
出

と
共
に
広
が
る

ん

 

味
し
い

 
体
の

か
ら
ポ
カ
ポ
カ
し
て
く
る
よ

ん

そ
う
か

 
こ
れ
は
キ
リ
ト
が
得
意

と
い
う
か
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
最
も

理
し
て
来
た

理
だ
と
い
う

 
お

に

か
せ
ば
味
が
付
く

と
味
を

え
る

味

に

を
入
れ
加

す
れ
ば
出
来

上
が
る
と
い
う
と
て
も

な
レ
シ
ピ
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や
ク
エ
ス
ト
報

で
知
る
事
が
出
来
る

で

は
な
い
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
と
い
う
が

ど
の

も

品
な
だ
け
あ
り
作
ろ
う
と
思
え
ば
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理

ス
キ
ル
を
取

て
い
な
い
ア
タ
シ
で
も
作
れ
る
代
物

わ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
お
け
る

理

の
初
心
者

の
レ
シ
ピ
と

え
る

 
で
も
目
の
前
に
あ
る

理
は
仮

ア
タ
シ
が
作

て
も
こ
こ
ま
で

味
し
そ
う
な
見
た
目
や

い
に
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
な

と
思
え
る
程
に
レ
ベ
ル
が
高
い

 
そ
れ
は

キ
リ
ト
が
取

た
生

系
や

味
系
ス
キ
ル
の
中
で

理

は
ダ
ン
ト
ツ
で
取

得
時
期
が

か

た
か
ら
だ

 

そ
れ
は
き

と

彼
の
無
自
覚
の
欲
求
の

れ

 

理

や

鍛
冶

な
ど

本
的
に

か
を
生

す
る
工
程
の
多
く
が
シ
ス
テ

ム

せ
な
の
は
そ
の
道
を
進
む
人
か
ら
す
れ
ば
物
足
り
な
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
が
逆
に

れ
て
い
な
い
者
か
ら
す
れ
ば
有

い
一
面
が
あ
る

技
術
に

さ
れ
な
い
と
い
う
事
は
初
心

者
が
手
を
出
し
て
も
そ
の
道
で
成

し
や
す
い

つ
ま
り
生
活
の

を
得
や
す
い

事
を
意

味
す
る

 
そ
こ
に
目
を
付
け
た
キ
リ
ト
は
デ

ア
ベ
ル
や
シ
ン
カ

経
由
で

に

属
人
数
が
増
え

て

大
化
し
て
い
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
後
方

や
生

の
道
を
伝
え
戦
わ

な
い
プ
レ
イ

も

を
得
ら
れ
る
よ
う
対
策
を

し
て
い
た

現
実
と
違

て

の

に
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力
や

み
を

こ
う
と
し
て
も
こ
の
世
界
は
レ
ベ
ル
に

配
さ
れ
て
い
る
以
上
戦
わ
な
い
者
が

戦
う
者
に
勝
て
は
し
な
い

そ
れ
で
も

序
や
安

は
乱
さ
れ

れ
る

そ
こ
が
オ
レ
ン
ジ
に

な
る

に
な
る
以
上
は
対
策
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

て
行
動
し
て
い
た

 
無
論
キ
リ
ト
は

も
理

や
可
能
性
だ
け
で
そ
れ
を
し
て
い
た

で
は
無
い

人
に
伝
え

る
前
に

ま
ず
自
分
で

鍛
冶

や

ポ

シ

ン
作
成

な
ど
を
取
り

有

性
や
コ
ス
ト
パ

フ

マ
ン
ス
の

証
を
行

て
い
た

 

論
そ
れ
も
攻
略
の
合
間
だ

完
全

得
す
る
以
前
は
生

系
ス
キ
ル
を
攻
略
に
必
要
な
戦
闘

系
ス
キ
ル
と
同
時
に
取
り

持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
か
ら

最
前
線
で
の
レ

ベ
リ
ン
グ
は
必

事

彼
が
戦
闘
系
ス
キ
ル
と
生

系
ス
キ
ル
を
多
く
取
り

つ
完
全

得

し
て
い
る
の
も

証
の
た
め
に

ぎ
ス
ロ

ト
を
増
や
す
必
要
が
あ

た
か
ら
で
も
あ

た
の

だ

う
ま
い

合
に
攻
略
事
情
と
ス
キ
ル
事
情
が
合
わ
さ

て
の
事
だ

た

 
鍛
冶
は
武
器
や

の
損

を
回
復
さ
せ
る

迷

に

も
り

け
る
日

を
送
る
彼

に
と

て
こ
れ
は
攻
略
面
で
も

立
つ
有

な
ス
キ
ル
だ

た

そ
れ
な
の
に
リ
ズ
よ
り
完
全

得
が

か

た
の
は
修
復
は
一
日
に
一
二
回
く
ら
い
で
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
の
作
成
も

ど
し
な
い
せ
い
で
あ
る
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裁

は
自
身
の

の

値
を

す

に
使
い

け
て
い
た

た
だ

や

物

系
の
モ
ン
ス
タ

が

と
す

が
足
り
な
い
時
期
も
あ
り
中

育
た
ず
気
付
け
ば
修
復
に

必
要
な

練

に
達
し
て
い
な
い
事
も
あ

た
よ
う
だ
が

 

対
し
て

理

ス
キ
ル
は
戦
闘
と
は

わ
り
が
無
い

 
一
日
に
三
回

晩
で
の
み
使
う
で
あ
ろ
う
ス
キ
ル
だ

を
開
い
て
い
る
者
は

で
も

使
う
だ
ろ
う
が
な
に
ぶ
ん

味

の

の
合
成
に
必
要
な

練

は

的
高
い

か
ら

な
ど
の
食

精
練
に
至

て
は
完
全

得
を
求
め
ら
れ
る

事
も
あ
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
あ
ま

り
取
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
一
つ

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は

理

ス
キ
ル
を

期
の
内
に
取

て
い
る

 
し
か
も
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
だ
か
ら
こ
そ
知

て
い
る
の
だ
が

気
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

で
最
速

の

理

ス
キ
ル
取
得
者
に
し
て

完
全

得
者
で
あ
る

そ
れ
だ
け

理

の

行
回
数

が
多
か

た
と
い
う
事

 
そ
の
理
由
が
プ
レ
イ

達
の
ス
ト
レ
ス
発

と
い
う

わ
ば

序
の

と
知

た
時
は

と
も

え
な
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た

も
知
ら
ず
た
だ
無
邪
気
に
彼
の

理
を

に
し

て
い
た
記

が

色
に

ま
り
そ
う
に
な
る
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に
し
て

味
し
い
と

た
時
に
見
せ
る

を
見
て
い
る
か
ら
そ
う
な
ら
な
い

の
だ
が

 

一
の
救
い
は
そ
こ
な
の
だ

キ
リ
ト
は

か
と
他
者
の
事
を
理
由
に
行
動
し
て
い
て
そ
れ

を

さ
れ
て
も

え
ば
ビ

タ

と
し
て
の
行
動
を

め
ら
れ
る
な
ど

あ
ま
り

喜
び
は
見
せ
な
い
が
し
か
し

理
に

し
て
だ
け
は
違
う
の
だ

喜
び
を
見
せ
る
し
誇

ら
し
さ
も
見
せ
る

な
ら

み
だ

て
浮
か
べ
る

 
だ
か
ら
ア
タ
シ
も

直
に

味
し
い

と

に
出
来
て
い
た

 
シ
ス
テ
ム

せ
で
あ
り
な
が
ら
こ
こ
ま
で

味
な
仕
上
が
り
に
す
る
に
は

大

の
努
力
で
は

済
ま
さ
れ
な
い

つ
ま
り
彼
は

技
術
を
付
け

そ
れ
を
振
る

て
い
る

 
リ

フ

は

た

万
人
が
得
ら
れ

そ
れ
を
振
る
え
る
も
の
が

技
術

で
あ
る
と

 
万
人
が
振
る
え
る
と
い
う
事
は
才
能
に

さ
れ
な
い

密
に
は
セ
ン
ス
と
か
で

さ
れ
る
が

事
を
意
味
し
て
い
る

義
理
の
姉
に
す
ら
壊
滅
的
と

わ
し
め
た
彼
は

い
技
術
的
な
部
分
で
人
に
勝
れ
る
事
は
ま
ず
な
い
と
悟

て
も
い
た

だ

そ
れ
で
も
技
術
を

き

そ
れ
を
誇
る
と
い
う
事
は

理

に

し
て
だ
け
は
キ
リ
ト
も
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

を
晒
せ
て
い
る
事
に
他
な
ら
な
い
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多
分
キ
リ
ト
は

物
作
り
の
方
が
合

て
る
ん
だ
ろ
う
な

 
ス

プ
を

に

み

下
し
な
が
ら
思
う

 
キ
リ
ト
は
確
か
に
強
い

こ
の
一
年

最
前
線
を

ロ
で
生
き

け
た
事
だ
け
で
も
そ
れ
は

し
よ
う
の
な
い
事
実
だ

し
か
し
そ
れ
で
も
レ
ベ
ル
す
ら

す
強
者
が
こ
こ
に
は
ゴ

ロ
ゴ
ロ
い
る

 

と
し
て

る
な
ら
ユ
ウ
キ
と
リ

フ

性
で

え
ば
速

特
化
の
ア
ス
ナ

特
化
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
い
い
線
ま
で
行
け
る

二

近
い
レ
ベ
ル
を
有
す
る
彼
だ
が

に

四
人

ス
レ
イ
ブ
を
入
れ
れ
ば
五
人

も
同
格
と

え
る
剣
士
が

る

 
対
し
て

理

に

し
て

び
立
て
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い

練

の
話
で
は
な
く
技

術
的
な
話
だ

シ
ス
テ
ム
面
の

や
推

力
を
交
え
れ
ば
多
分
彼
は
縁
の
下
の
力
持
ち
の
ポ

ジ
シ

ン
が
最

な
の
だ
ろ
う

ア
ル
ゴ
の
よ
う
な

が

 

あ
あ

だ
か
ら
キ
リ
ト

て

攻
略
と
情
報
収
集
の

行
が
出
来
た
の
か

 

と
気
付
く

 

し
い
最
前
線
攻
略
や
戦
闘
と

行
し
て
マ

ピ
ン
グ
だ
け
で
な
く
モ
ン
ス
タ

の
デ

タ

収
集
ま
で
出
来
た
の
に
は

そ
う
い
う
理
由
が
あ

た
の
か
と
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苦
手
な
分

を
し
て
い
る
中
で
得
意
分

が
出
て
来
れ
ば
そ
り

あ
出
来
て
も
お
か
し
く
な

い
ホ
ン
ト

多

だ
な

が
キ
リ
ト
の
事
だ
よ

戦
闘
生

事
に
情
報
収
集

で
も
出
来
る
じ

ん

こ
れ
な
ら

時
お

メ
に
行

て
も

ら
な
い
ね

 
む
に
む
に
と

キ
リ
ト
の

を

の

で
突
く

そ
こ
は

じ

な
い
の
か

 
あ
と

や
め
て
く
れ

手

が
狂
う

重
な

が

無

に
な
る

 
や
や

を

め

鬱

し
そ
う
に

で

を

う
キ
リ
ト

 
そ
の
手
に
は
ポ

シ

ン
が
握
ら
れ
て
い
た

 

ポ

シ

ン

 
あ
れ

キ
リ
ト

て
今
日

そ
ん
な
に
ポ

シ

ン
系
使

て
た

け 
ア
タ
シ
の
手
を
払

た
方
の
手
に
は
ポ

シ

ン
が
握
ら
れ
て
い
て
逆
の
手
に
は

緑
の
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が
入

た
小

が
載
せ
ら
れ
て
い
る

彼
の
前
に

線
向
け
れ
ば

に
作
ら
れ
た
と
思
し
き

ポ

シ

ン
が

本

を
見
れ
ば

十
本
分
も

意
さ
れ
て
い
る

 
は
て

と

を

に

て
つ
つ

今
日
の
戦
闘
を
振
り
返
る

 
迷

は
結
構

が
広
い
の
で

モ
ン
ス
タ

も

体
は
横

び
に
な

て

て
来

て
い
た

論
そ
の
後
ろ
に

体
も

い
て
い
た
か
ら
横
を

け
た
と
こ
ろ
で
殺
ら
れ
る
の
が
オ

チ 
そ
こ
で
攻
略
組
は
血

騎
士

と
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
大
盾
持
ち
で
ロ

テ

シ

ン
を
組
ん
で
ま
ず
初
撃
の
突
進
を
止
め
る

隙
が
出
来
た
と
こ
ろ
を

い
ア
ス
ナ

や
ユ
ウ
キ
集

が
特
徴
の
ク
ラ
イ
ン
デ

ア
ベ
ル
達
の
指

で

乱

キ
リ
ト
と
シ
ノ

ン
は
風
を

て

か
ら
二
メ

ト
ル

ど
の
高
さ
で

に
浮
き
剣
弾
や
弓

ボ
ウ
ガ
ン
な

ど
で

護

こ
れ
が

本
だ

た

 
ま

キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
の
二
人
は
先
行
し
て
い
た
事
も
あ

て

労
や
ス
レ
イ
ブ
の

襲

を

し
て
広
い

を
持
て
る
後
方

に
回

て
い
た
の
だ
が
先
行
時
に
ポ

シ

ン

は
使

て
い
な
い
と
シ
ノ
ン
か
ら

い
た
か
ら
使

た
の
は
ス
レ
イ
ブ
か
ら

襲
を

け
た
後

の
一
回
だ
け
と
な
る
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だ
か
ら
そ
ん
な
に
作
る
必
要
は
無
い
と
思

た

前
衛
組
の
分
だ

こ
の
メ
ン
バ

で
ポ

シ

ン
を
作
れ
る
の
は

だ
け
だ
か
ら
な

 
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

ポ

シ

ン
作
成
は
育
て
る
の
が
異
常
に
手
間
な
だ
け
で
な
く

完
成
品
の

能
だ

て
実
は
一
定
で
は
な
い
の
だ

 

常
の
ポ

シ

ン
の

果
は

時
一

分
間
三

の
回
復

果
だ
が
こ
こ
か
ら

下
し
た
も
の
が
出
来
上
が
る
の
が

キ
リ
ト
や
シ
リ
カ
の
よ
う
に

り
の
も
の
と
同

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
も
の
が
出
来
上
が
る
の
は
必
要

練

を
大
き
く

体
的
に
は
一

以
上

上
回

て
か
ら
が

本

を
集
め
る
の
も
大
変
だ
し

い

え
て
自
作
し
た

場
合
と
完
成
品
を

入
し
た
場
合
の
コ
ス
ト
パ
フ

マ
ン
ス
は
後
者
の
方
が
良
い

 

論
キ
リ
ト
や
シ
リ
カ
レ
ベ
ル
の
も
の
に

り

く
に
は

な
お
金
か
あ
る
い
は

を
集
め
や
い
ツ
テ
の
多
い

境
の
ど
ち
ら
か
が
必
要

キ
リ
ト
は
お
金
と
自
前
で
収
集
シ
リ
カ

は
ツ
テ
で
鍛
え
ら
れ
た
ク
チ

ど
ち
ら
も
生

の

人
で
な
く

を
多
少

外

出
来
た
か

ら

け
ら
れ
た
と
い
う
だ
け

 
だ
か
ら
最
前
線
攻
略
に
参
戦
す
る
プ
レ
イ

が

重
な
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
一
つ
を
ポ
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シ

ン
作
成

や

の

に

や
す
事
は
ま
ず
な
い

 

生
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の

に
な
れ
ば
必
要

練

に
達
し
て
い
な
い
場
合
で
も

生

が
成

す
れ
ば
出
来
上
が

た
ポ

シ

ン
の

果
は

り
と
同

つ
ま
り
シ
ス

テ
ム
に

定
さ
れ
た

本
値
を
下
回
る
事
は
無
く
な
る

シ
リ
カ
が
リ
ズ
の

で

り
に
出
す
よ

う
に
な

た
の
も
期

値
を
裏
切
ら
な
い

を
得
た
か
ら

 

で
も

だ
か
ら
と
い

て

だ
か
ら

て

キ
リ
ト
が
そ
れ
を
す
る
必
要
は
な
い
ん
じ

だ

て

重
な
ん
だ

し 
彼
は

ロ
で
あ
る

 

ロ
で
あ
る
彼
が
取

て
い
る
生

系
ス
キ
ル
は
そ
の
全
て
が
彼
を
中
心
と
し
て
回

て
お

り

他
者
は
そ
の
サ
イ
ク
ル
か
ら
弾
き
出
さ
れ
て
い
る

 
一
人
分
の

で
済
む
か
ら
生

出
来
る

 
し
か
し
一
人
分
で
済
ま
な
く
な
れ
ば

が
足
り
な
く
な
る

 
足
り
な
い

は

入
で
済
ま
せ
た
と
す
る

 
そ
れ
で
も
ま
た
足
り
な
く
な
る
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ま
た

入
す
る

 
ま
た
不
足
す
る

 

巡
り
な
の
だ

ギ
ル
ド
は

収
集
に
人

を

け
る
け
れ
ど
キ
リ
ト
の
体
は
一

つ
だ
け

表
立

て
彼
に
協
力
す
る
者
も
い
な
い

ア
タ
シ
や
ア
ス
ナ
達
は
裏
で
手
伝
え
る
が

そ
も
そ
も

層
横
断
に
制
限
が
掛
か

て
い
る
現
状
で
は
手
に
入
ら
な
い

の
方
が
多
い

 
そ
れ
で
シ
リ
カ
が

い
て
い
る
事
を
ア
タ
シ
は
知

て
い
る
の
だ

今
は
デ

ア
ベ
ル
が

を

り

層
に
分

し
て
い
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
メ
ン
バ

に
呼
び
掛
け

ポ

シ

ン

の
製
作
に
必
要
な

の
収
集
を
行
い
メ

ル

付
で
対
応
し
て
い
る
ら
し
い

が

キ
リ
ト
が
そ
れ
を
し
て
い
る
と
は

い
た
事
が
無
い

 
と
い
う
か

デ

ア
ベ
ル
も
ま
さ
か

攻
略
組

へ
の
補

の

に
す
る
と
は
思

て
い
な

か

た
だ
ろ
う

 
今
で
こ
そ
そ
う
で
も
な
い
が

以
前
ま
で
は
命
を

て
来
た

手
な
の
だ

そ
の

手
に

ポ

シ

ン

を
作
る
な
ん
て
ま
ず

え
付
か
な
い

ち
な
み
に
だ
け
ど

ら
で

る
の

本
的
に
シ
リ
カ
と
同
じ

持
ち

み
の
場
合
は
二

引
き
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そ
れ
を

い
て
ア
タ
シ
は

き
で
安

の
息
を

い
た

キ
リ
ト
の
事
だ
最
悪
無
償

だ

て

え
ら
れ
た

タ
ダ
で
あ

る
つ
も
り
じ

な
く
て
よ
か

た

で
安

し
た
の
か
分
か
ら
な
い
け
ど
流

に
そ
れ
は
し
な
い

そ
ん
な
事
を
す
れ
ば

シ
リ
カ
の
収
入
が
無
く
な
る

す
る
と
シ
リ
カ
は

入
で
払
う
た
め
の
お
金
が
無
く
な
る

結
果
立
ち
い
か
な
く
な
る

全
体
の
ポ

シ

ン
の

だ

て

る

後

の
事
を

え
れ
ば

タ
ダ
に
す
る
の
は
悪
手
な
ん
だ

収

の
歪
み
は
ど
こ
か
で

か
し
ら
の
形
で
破

す
る

経
済

は
そ
う
や

て
回

て
る

へ

 
真
面
目
な

で
ポ

シ

ン
を

と
生
成
し
な
が
ら
語
ら
れ
た
内
容
に
ア
タ
シ
は
気
の

け
た
声
を
上

た

 
と
い
う
か

そ
の
反
応
し
か
出
来
な
か

た

 
ア
タ
シ
も
一
応
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の

く
れ

で
あ
る
以
上
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
か

ら
あ
る
程

の
情
報
を
与
え
ら
れ
て
い
る

経
済
学
に

し
て
も
知
識
は
イ
ン
プ

ト
さ
れ
て
い

る

理
解
は
追
い
付
い
て
い
な
い
け
ど
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い
や

し
い
話
だ
ね

経
済
な
ん
て
ア
タ
シ
に
は
分
か
ん
な
い
や

 
だ
か
ら
そ
う

う
し
か
な
か

た

多
分
だ
け
ど
今
の
ア
タ
シ
の

み
は
き

と

い
て
い

る

だ

て
知
識
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
に

て
は

だ
が
あ
ま
り

学
の
無
い

の

子

は
分
か

て
い
る
の
だ

い
た

み
の
一
つ
や
二
つ
浮
か

う

と
い
う
も
の

 
そ
ん
な
ア
タ
シ
の
反
応
に

黒

く
め
の
少
年
は

み
を
浮
か
べ
た

経
済

て

う
か
ら

し
く
感
じ
る

要
は

価
交
換
の
原

を

す
な
と
い
う
だ
け

そ
れ
ど

ち
に
し
ろ

し
い
か
ら
ね

 

し
い
話
を

価
交
換
の
原

に

め
た
人
な
ん
て
そ
う
そ
う
い
な
い
だ
ろ
う

小
学
生

や
中
学
生
が

会
に
つ
い
て
学
ぶ

に
そ
う

て
も
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
な
の
は
間
違
い
な

い

学

が
ど
う
い
う
教
え
方
を
し
て
る
の
か
は
知
ら
な
い
け
ど

き

と
そ
う
だ

そ
う

な
の

か

 

そ
う
な
の
か

そ
う
か

 
物
の

り

い
物
流
に

価
交
換
の
原

を

て

め
て

え
る
と
か
ど

ち
に
し
ろ

し
い
事
に
は
変
わ
り
な
い
と
思
う

せ
物
の
価
値
を
定
め
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
も
の
を

払
う
と
い
う
の
は

う

ど

で
は
無
い
の
だ
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し
か
し
彼
に
と

て
は
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で

む
む

と

た
よ
う
に

を
下

る

む

み

い
て

う
の

て

む
ず
か
し
い
な

多
分
そ
れ
は
キ
リ
ト
く
ら
い
な
も
の
だ
よ

か

バ
カ
に
さ
れ
た

に
は
し
て
な
い
よ

 

に
は
し
て
い
な
い

た
だ

が
良
い
点
に

い
と
思

て
い
る
反
面
却

て
複

に

え
過
ぎ
る

り
に

の

れ
が
あ
る
だ
け
で

前
か
ら
思

て
た
け
ど

キ
リ
ト
は
も

と
物
事
を
シ
ン
プ
ル
に

え
た
方
が
良
い
と
思
う

な

か
の

て
い
う
ん
じ

な
く
て

も

と
自
分
の
欲
求
と
か

し
た
い
事
に

実
に
な

て
も
い
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね

そ
う
い
う
の

な
い
の

し
た
い
事

む

し
た
い
事

か

 
ア
タ
シ
の
心
か
ら
の

葉
を

う
と

か
が

線
に
触
れ
た
の
か
ポ

シ

ン
生
成
の

に
動
か
し
て
い
た
手
を
止
め
て

や
ら

え
始
め
た

 

お
お

ち

と
こ
れ
は
予
想
外
な

感
触

 
こ
の
様
子
は
本

に
予
想
外
だ

た

く
流
さ
れ
る
か
と
思
え
ば
ま
さ
か

え

む
と
は
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か
あ
る
の

て
た
小
学

の

み
で

の
合

が
あ

た
ん
だ
け
ど

う

う
ん

 
し
た
い
事
を

い
た
の
に
い
き
な
り
過
去
の
話
に
な

て
ち

と
反
応
が

れ
て
し
ま

た 
と
い
う
か

に
人
が
い
る
の
に
過
去
を
話
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か

え

と

キ
リ
ト

そ
れ

そ
う
い
う
話
は
こ
う
い
う

で
し
て
い
い
の

し
な
い
と
分
か

て
も
ら
え
な
い
し

そ

そ

か

え

と

そ
れ
で

の
合

が
あ

て

事
前
に
話
を

し
て
い
た
学
生
だ
け
参
加
出
来
る
ん
だ
け
ど
体
育

に

で

る
合

の

イ
ベ
ン
ト
に

し
と
か

が
あ

た
ん
だ

へ

如

に
も

 

て
い
う
感
じ
だ
ね

で
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
し
た
い
の

ち

と
だ
け

リ

姉
か
ら
話
を

い
た
だ
け
で

し
た
事
無
い
か
ら

そ
う

う

て
事
は

そ
の
合

に
は
行
か
な
か

た
ん
だ

間

に

え
る
の
が
ネ

ク
だ

た
ん
だ
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あ
 
ま

あ
の
傷
は
事
前
に
事
情
を
知

て
い
て
も
息
を

む
程
だ

た
し
な

一

的
な

生
活
を
送

て
い
る
子

が
見
れ
ば

間
違
い
な
し
だ
ろ
う

 
そ
こ
で

と
疑
問
が
浮
か
ぶ

ん

 
あ
れ

 
で
も
さ
確
か
学

て
体
育
の

業
が
あ
る
で
し

 
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
か
ら

た
情
報
だ
と
体

に

え
る
み
た
い
だ
け
ど
そ
れ
は

ど
う
し
て
た
の

 

の
時
期
だ
と

の
下
に

る
と
か
出
来
な
い
よ
ね

 
気
に
な

た
の
は
そ
こ

体

に

え
る
時
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と

と
思

た

そ
れ
に
水

の

業
と
か
モ
ロ
に
見
え
る

だ
し

そ
れ
は
ど
う
し

 

索
の
し
過
ぎ
は
身
を
滅

す
よ

  
小
さ
な

が

を
打

た

間

ア
タ
シ
の
身
は

て
つ
い
た

 

た
り
と

に
手
が

え
ら
れ
る

を

ん
で

の

を
後
ろ
か
ら

ま
る

で

を

る

の
よ
う
に
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と

息
が

を

で

を

め
た

く
に
し
て
も
場

は

え
て
く
れ
な
い
と

る
な

り

り

 
そ
ろ
そ
ろ
と

だ
け
振
り
向
け
れ
ば
ア
タ
シ
の
背
後
に
は

面
の

み
を
浮
か
べ
た
金
髪

緑

の
妖
精
が
立

て
い
た

彼
女
は
に
こ
り
と

ん
で
ア
タ
シ
の

に
手
を

い
て
い

る 

た
だ
し

め
ら
れ
た

は
一
切

て
い
な
い

 
逆

を

ん
だ
と

時
に
理
解
し
た

 
で
も

故

リ

フ

の
家
に

わ
れ
た
時
か
ら
名
前
を
変
え
別
の
人
間
と
し
て
生
き
て

い
た

な
の
だ

だ
か
ら

わ
れ
て
以

は
特
に
不

合
な
く
平
和
に

ら
せ
て
い
た
と
思

て

い
た

 
そ
う
な
の
で
は
な
い
か
と

思

て
い
た
の
だ

な
ん

で

少
し

え
れ
ば

分
か
る
事
よ

一

へ
の
悪
感
情
は
世
界

な
の
に
名
前
を
変

え
た
だ
け
で

整
形
も

髪
色
も
変
え
な
い
で

平
和
に

ら
せ
る
と
思
う

 

情
報
化
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会
と
呼
ば
れ
た
現
代
で
ニ

ス
を
見
な
い
大
人
な
ん
て

な
い

そ
し
て
こ
の
子
の
個
人

情
報
は
法
に
よ

て
守
ら
れ
て
い
な
い
状
況
だ

た

そ
う
い
う
事
な
の
よ

 
ア
タ
シ
と
キ
リ
ト
に
だ
け

こ
え
る
声

の

葉
に
キ
リ
ト
は

も

わ
な
い

た
だ

と

し
か
し

な
面
持
ち
で

作
業
を
再
開
し
て
い
る

 
そ
れ
が
彼
女
の

が
真
実
な
の
だ
と
語

て
い
た

そ
ん
な

じ

あ

キ
リ
ト
は

本
人
も
う
ち
の
一
家
全

も
そ
の
疑
惑
は

定
し
て
な
い

そ
も
そ
も
こ
の
子
家

を

喪

た
シ

ク
で
記

喪
失

て
い
う
触
れ

み
で
転
入
し
た
し
親

に

た
る
う
ち
の
家

で
引
き
取

た

て
い
う
設
定
だ
か
ら
そ
の
設
定
上

一

と
は
結
び
付
き
よ
う
が
な

い

だ
か
ら
ま
だ
疑
惑
止
ま
り

確
信
さ
れ
て
る
け
ど
ね

人
間
の
思
い

み
は
仮

虚
構
だ
と
し
て
も

真
実
に
す
る
か
ら

数
が
多
け
れ
ば

更
ね

 
最
悪
な
事
に

た

て
る
か
ら
タ
チ
が
悪
い

と

き
捨
て
る
リ

フ

 
そ
の
眼
は

恐
ら
く
今
ま
で
見
て
来
た
で
あ
ろ
う
人

へ
の

悪
と

蔑
に

ち
て
い
る

 

的

で

対
者
に
は
容
赦
の
な
い

あ
る
意
味
の
無

心
さ
を
見
せ
る
彼
女
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に
は

し
く
思
え
る

負
の
感
情

  

ズ
キ
リ
と

が

か
に

い
た

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
名
前
を
変
え
た
か
ら
と

て

せ
に
な
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
だ

て
キ
リ
ト
オ
リ
ム

ラ
イ
チ
カ

の
情
報
は
個
人
情
報
保
護
法
完
全
無

レ
ベ
ル
で

さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

 
ニ

ス
を
見
な
い
大
人
は
あ
ま
り
い
な
い

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
の

写
真
も
知

て
る

 
ま

キ
リ
ト
や
リ

フ

点
の
過
去
で
小
学

の
イ
ベ
ン
ト
や
友
人

の
話
が
一

切
な
か

た
時
点
で
お

し
で
は
あ
る

ら
義
姉

義

先
で
も
友
人
の
一
人
も
思
い
浮

か
べ
な
い
の
は
ま
ず
あ
り
得
な
い

だ

て
触
れ
合
い
に

え
て
る
か
ら
ネ

と
い
う
か
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と
天
然
タ
ラ
シ
な
気
の
あ
る
キ
リ
ト
が
友
人
の
事
を

と
も

え
な
い
時
点
で
ネ

 
リ

フ

の
人
間
不
信

り
か
ら
も
お

し
で
あ
る

晩
キ
リ
ト
の
鍛
練
に
付
き

合

て
た
時
点
で
友
人
と
遊
ん
で
い
な
い
事
は
友
人
が
い
な
い
と
リ

フ

点
で

し
て

い
る
の
も
あ

て
明
ら
か

ら
義
弟
を
溺
愛
し
て
い
て
も
剣
道
部
絡
み
の
友
達
付
き
合
い

す
ら
無
い
の
は
初
期
第
零
話
の
性
格
か
ら

え
る
と
お
か
し
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
誘

て
く
れ

た
レ
コ
ン

同

生
の
⻑

一

の
事
す
ら
友
人
判
定
を

け
て
な
い

 
と
い
う
か
第
零
話
イ
チ
カ
を

た
話
の
天
真

な
性
格
か
ら
第
一
話
の
性
格
そ
し

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
参
入
以

の
直
葉
の

変
ぶ
り
か
ら
も
お

し
で
あ
る

明
ら
か
に
他
者
に
対
し
て
不

信
感
を

い
て
い
る

写
が
チ
ラ
ホ
ラ
と
同
い
年
の
ユ
ウ
キ
シ
ノ
ン
シ
リ
カ
に
対
し
て
す

ら

語

 
そ
も
そ
も
第
五
十
一
話
か
第
五
十
二
話
で
の
小
学
編
入
の
話
で
教
師
は

な
を

的
な
発

を
し
て
い
た
時
点
で

以
下
略

 

で
今
話
で
コ
レ
を
入
れ
た
か

て

  

最
後
の
リ

フ

に
対
す
る
ス
ト
レ
ア
の
反
応
が

え
だ
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

ち
な
み
に
キ
リ
ト
と
リ

フ

が

使
わ
な
い

キ
リ
ト

け
ど

だ

き
 
リ

フ

タ
メ

の
場
合

手
は

か
身
内
か
の
二

 

義
弟
が
義
弟
な
ら
義
姉
も
義
姉
で
あ
る
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幕
間
之
物
語

兇
人
編
 

ノ
意
味

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
や

ゲ

ム
す
る
と
イ
ン
ス
ピ
レ

シ

ン
が
掻
き
立
て
ら
れ
て
良
い
ね

の
進
み
が
速

い
ん
だ

ス
ト

リ

の
進
行
速

白
目

 
日

に
投
稿
し
た
か
ら
今
日
は
無
い
と
思

た

 
平

万
文

超
え
を
平
然
と
し
て
し

ま

て

い
る
私
が
た

た
九
千

で
終
わ
る

な
い
じ

な
い
か

 
そ
ん
な

で

時
間
以
内
二
回
目
の
投
稿
だ

 

し
振
り
で
文
体
が
お
か
し
く
な

て
い

る
上
に
ス
ト

リ

の
裏

の
お
話
だ
か
ら
メ
イ
ン
は
進
ま
な
い
が
そ
こ
は
目
を

て
く

れ
る
と
あ
り
が
た
い

花
の
魔
術
師
感

 
文

数
は
約
七
千

 

点
は
オ

ル
Ｐ
ｏ
Ｈ

兇
人

 
で
は
ど
う
ぞ
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だ

ク

テ
メ

そ
り

ぞ

 
こ
こ
で
そ
れ

て
イ
ン
チ
キ
じ

ね

か

 
男
の

声
が
木
霊
す
る

 

い
フ

ド
を

り
仮
面
を

た
男
の
や
や
裏
返
り
気
味
の

高
い

き
声

⻑
い
付

き
合
い
に
な

て
い
る
も
の
の

時
ま
で
経

て
も

を

く

程
に
は

れ
が
来
な
い

 
ち
ら

と
目
を
向
け
る

 

線
の
先
に
は

か
が
取

た
裁

ス
キ
ル
で
作
ら
れ
た

く
は
あ
る
が
し

か
り
と

し
た

り
の

の
上
で

を
作

て

る
数
人
の
男
が
い
る

そ
の
中
の
一
人
が
先

ど
イ

ン
チ
キ
だ
の
と

く
男
だ

 
男
達
の
手
と

の
中
心
に
は
合

数
十

の
紙
の
板

 
現
実
世
界
で
は
カ

ド
と
呼
ば
れ
た
そ
れ
は
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
は
数
少
な
い
プ
レ
イ

の

品

い
た
限
り
で
は

木
工

と

裁

工

ス
キ
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
高
レ
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ベ
ル
で

持
し
て
い
る
プ
レ
イ

だ
け
が
作
れ
る
と
い
う

 
木
工
で
良

な
木
を

し

し
た
木
を
裁

で
紙
へ
と
変
え
更
に

工

ス
キ
ル
で

値
が

少
し
な
い
よ
う
特

な

で
コ

テ

ン
グ
す
る

論
カ

ド
で
あ

る
以
上

表
と
裏
面
に
は
そ
れ
な
り
の

が

か
れ
て
い
る

 
表
面
に
は
ダ
イ

ハ

ト

ク
ラ
ブ

ス

ド
の
四
種

更
に

の

数

と

同
じ
数
だ
け
マ

ク
が

か
れ
て
い
る

か
ら
は
特

な

が

意
さ
れ
て
い
て
か
な
り

本
格
的
な
仕
様
だ

ｏ

ｅ
ｒ
の
カ

ド
も

意
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
こ
れ
を
作

た

は

本

に

た
人
物
と
推

出
来
る

 
そ
し
て

裏
面
は

ま
さ
か

こ
の
世
界
で
コ
レ
を
見
る
事
に
な
る
た

な

 
ス
ト
レ

ジ
に
仕
舞

て
い
る

カ

ド

の
束
か
ら
一

を
引
き

く

 
表
面
の

は
ス

ド
の

が
最
も

む
か
ら
こ
そ

束
の
最
上
に

べ
て
い
た
そ

れ
を
裏
返
せ
ば

界
に
入

て
来
る
の
は
覚
え
の
あ
る

 
だ
が

あ
り
得
な
い

 
カ

ド
の

は
そ
れ
を
作
る
者
や
企
業
に
よ

て
種

様

な
も
の

に

え
ば
作
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者
が
違
う
の
に
同
じ

は
そ
れ
こ
そ
あ
り
得
な
い

日
本
と
も
な
れ
ば
著
作
権
や
ら
面
倒
な
話

が

わ
る
か
ら

あ
り
得
な
い

 
そ
も
そ
も
こ
の

カ

ド

と
い
う

品

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は

来
存
在
し
な
か

た
も
の
だ

つ
ま
り
プ
レ
イ

が
一
か
ら
作
り
出
し
た
と
い
う
事
を
意
味
す
る

で
あ
る
な
ら
ば

が
こ

の

に
見
覚
え
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
話

故
な
ら

は
日
本
に
住
ん
で
い
る

で
も
在

日
し
て
い
る

で
も
無
い
か
ら
だ

外
国
製
の
カ

ド
な
ん
て
近
年
の
日
本
に

入
さ
れ
て
い
る

か
も

し
い

 
な
の
に
見
覚
え
が
あ
る

 

の
配
色
は
黒
と
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

 
白
い
カ

ド
の
中

に

か
れ
て
い
る
の
は

だ

が

く
上
に
行
く
に
し
た
が

て
や

や

広
に
な

て
い
る
ウ

カ
や
バ

ボ
ン
な
ど
で
見
ら
れ
る
黒
く

い
線
で

ら
れ
た

部
に
は
黒
い
ロ

ブ
と

の
影
が
あ
り
そ
の
下
に
は
黒
線
で

ま
れ
て
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ

ａ
ｂ
ｙ
ｓ
ｓ

と
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る

ク
ク

 

と

嗤
い
が

れ
る
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コ
レ
の
製
作
者
は
知

て
い
る

 
と

う
よ
り
こ
の
世
界
で
カ

ド
を
作
れ
る
の
は
ア
イ
ツ
し
か

な
い

そ
う
で
な
く
と
も

こ
の

を
作
れ
る

は
ア
イ
ツ
く
ら
い
な
も
の
だ

 
先

ど
か
ら
カ

ド
ゲ

ム
に
興
じ
て
い
る

中
は
そ
も
そ
も

心
が
無
い

眼
は
多
少

い
よ
う
だ
が

ツ
の

さ
と
コ
レ
は
少

方
向
性
が
異
な
る

眼
が
得
意
と
す
る

は
人

体
だ
か
ら
だ

風

や
物
品
の

に

し
て
は
他
と
ど

こ
い
ど

こ
い
で
あ
る

 
ア
イ
ツ
ら
以
外
で
は

ま
ず
こ
の

は

か
な
い
だ
ろ
う

に
す
る

で
は
無
い
が

も
か
れ
も
が
死
を
恐
れ
忌

し

想
さ
せ
る
も
の
を

し
て
い
る

そ
れ
は

ら
お
か

し
い
事
で
は
な
い

の
反
応
で
あ
る
と

え
よ
う

 
だ
か
ら
こ
そ
こ
の

を

け
る

ツ
は
限
ら
れ
る

す
な
わ
ち
死
に

れ
て
い
る

か

求
め
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
の
人
間
だ

そ
し
て
死
に

れ
て
い
る

達
が
違
う
と
な
れ

ば

も
う
必
然
的
に
一
人
し
か

な
い

 

ま

そ
も
そ
も
生

系
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
る
事
が
前

だ
か
ら
ア
イ
ツ
し
か

な

い
の
で
あ
る
が

 
で
あ
れ
ば
こ
の

を

け
た
の
も

得
が
い
く

の
名
前
か
ら
し
て
死
を

想
さ
せ
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る
不

な
も
の
だ

そ
れ
を

ん
で

く

ツ
な
ん
て

え
る
ま
で
も
な
い

し
か

た

コ
イ
ツ
は

の
と

て
お
き
だ

た
ん
だ
か
ら
な

Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ａ
ｂ
ｙ
ｓ
ｓ

は

が

ん
で
愛

し
て
い
た

ア
ル
コ

ル

は

と

の
中
で
は
そ
こ
そ
こ
で
し
か
な
い
が
味
わ
い
深
い

時
も
は

か
ら
直

水
の

よ
う
に

む

も
コ
レ
だ
け
は
タ
ン
ブ
ラ

に

い
で
い
た

 
特
に
理
由
は
無
い
が

味
や
風
味
が
完
全
に

と
マ

チ
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
仕
事
を
し
た
後
一
日
の

め
と
し
て
タ
ン
ブ
ラ

一

の
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ａ
ｂ
ｙ
ｓ
ｓ
を

む

そ
れ
は
命
の
や
り
取
り
が

事
の

に
と

て
数
少
な
い

し
み
だ

た

 
ま

コ
レ
を
生

し
て
い
た

企
業
が
女
尊
男

風

の
影

で

れ
ち
ま

た
の
で

今
生
で
は
も
う

め
な
い
の
だ
が

 
最
後
の
一

を

に
し
た
の
は

お
よ
そ
三
年
前
に
な
る

 

コ
レ
は

メ

セ

ジ
な
の
だ

 
直

し
て

死
の
淵

と
い
う
コ
レ
を

い
た
ア
イ
ツ
か
ら
の
メ

セ

ジ

 
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
達
を
死
へ
誘
う
事
を

た

え
て
命
の
や
り
取
り
に
興
じ
る

中
が

手
に
取
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
し
た

ア
イ
ツ
か
ら
の
意
思
表
示
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見
た
目
や
行
動
に
惑
わ
さ
れ
て
は
分
か
ら
な
い

で

く

無
し
の
深
さ
を
悟
ら
せ
る

し
か
し

に

さ
れ
た
殺
意
の

れ

 
本
人
が
自
覚
し
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

だ
が
仮
に
こ
れ
が
自
覚
的
だ
ろ
う
と
無
自
覚

だ
ろ
う
と

い
や

む
し
ろ
無
自
覚
で
あ

た
な
ら

更

ま

た
く

し
い
な

ホ
ン
ト
に

 
人
差
し
指
と
中
指
で

ん
だ
そ
れ
を
見
て

苦

す
る

 
モ
ル
テ
は
ア
イ
ツ
の
事
を
平
和
ボ
ケ
し
て
い
る
と
か
前
み
た
い
な

力
が
な
い
と
か

て
い
る
が
ア
イ
ツ
は
た
だ

を

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

時
も

を

い
て
い
る
の
は
三

流
だ

 
必
要
な
時

確
実
に

つ

速
に
殺
せ
る
よ
う

を

ぐ

こ
こ
ま
で
で
二
流

 
そ
し
て

請
け
負

た
仕
事
は
キ

チ
リ
こ
な
す

こ
れ
で

く
一
流

 
で
は

超
一
流
は
と
い
う
と

お
前

ホ
ン
ト

こ

ち
の
方
が
お
似
合
い
だ
よ

 
あ
ら

る
武

の

い
に
精

し
あ
ら

る
情
報
を
掌
握
し
あ
ら

る
人
心
を

作
す
る

 
そ
れ
は
得
よ
う
と
し
て
も
得
ら
れ
な
い
一
流
を
超
え
た
者
の
み
が
得
ら
れ
る
技
能

な
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ま
で
に
他
者
を
客
観

し
客
観
的
に
状
況
を
把
握
し
主
観
を

ま
ず
仕
事
を

行
す
る
様
は

正
に
そ
れ

 

兵

 
暗
殺

 
戦
争

 

中
が
ア
イ
ツ
を
欲
し
が
る
の
も
無
理
は
な
い
と

え
る

無
し
と

わ
れ
て
い
る

ツ

が
実
は
超

の
宝

の
原

だ

た
の
だ

だ

て
予
想
し
て
い
な
か

た

直
に
教
導

す
る
立
場
に
な

た
り
追
い

め
ら
れ
た
果
て
の

を
見
た
り
し
て
い
な
け
れ
ば
話
を

い

た
だ
け
で
は
信
じ
な
か

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
つ
ま
り

 

ア
イ
ツ
の
価
値
を

ミ
ス
リ

ド
さ
せ
て
る

ツ
が

る

て
事
だ

 

ノ
之
束
は

え
に
く
い

あ
の
女
は

本
的
に
自
身
の
興
味
を
引
く
対

に

身
勝
手
に

理
不

に

な
ま
で
に
一
方
的
な
ア
プ
ロ

チ
を
仕
掛
け
る
と
い
う

親
友
の
弟
だ
か
ら
と

わ
る
な
ら
そ
も
そ
も
そ
ん
な
ミ
ス
リ

ド
す
る
情
報
は
シ

ト
さ
せ
た
り
流
し
た

ツ

を
私

に
掛
け
て
い
る

そ
れ
以
前
に

は

れ
て
行
く
あ
の
日
に
命
を

と
し
て
い
る
だ
ろ
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う 
経
験

な

兵
と

え
ど

流

の

も

に
は

わ
な
い

 
や
り
様
も
無
く
は
無
い
が

そ
れ
は

を

手
に
す
る
事
を
前

に
し
た

備
を
⻑
期
間
に

て
す
る
必
要
が
あ
る

最

で
も
対
物
ラ
イ
フ
ル
や
対
戦
車
ラ
イ
フ
ル
の
セ
ミ
オ

ト
マ

チ

ク
型
が
必
要
だ

そ
れ
で

を
揺
さ
ぶ
れ
ば

あ
と
は
ど
う
と
で
も
出
来
る

 

そ
ん
な
事
が
出
来
る
方
が
お
か
し
い
と
は
自
覚
し
て
い
る
が

 
と
も
あ
れ

ノ
之
束
が
違
う
と
な
れ
ば

恐
ら
く
は
自
分
を

た
あ
の
組

し
か
も

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
事
を

か
ら
知

て
い
る
人
物

外
部
へ
の
依
頼
発

と

備
を
も
の

と
も
し
な
い
動
き
が
出
来
る
部
隊
を
動
か
し
そ
れ
も
外
部
の
人
間

こ
の
場
合
は

と

触
し
て
も
問

が

こ
ら
な
い
と
判
断
し
た
と
な
れ
ば

か
な
り
上
の
幹
部

 

を
目
指
し
ア
イ
ツ
の
先
を
求
め
て
い
る
か
は
知
ら
な
い
が
思
い

り
に
さ
せ
る
の
は

か
以
上
に
業

だ

 
あ
の
組

は
他
に

れ
去

て
い
た

ら

め
て
い

し

く
た
に
し
か
見
て
い
な
か

た

中
は
個

の
性
能
し
か
把
握
し
て
い
な
い

機

的
な
結
果
と
し
て
現
れ
る
デ

タ
を

求
め
て
い
る
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だ
か
ら

中
は
死
ん
だ

 
出
来
損
な
い
な
ど
と

わ
れ
て
い
る
ア
イ
ツ
は

実

才
能
は
無
く

結
果
も
示
せ
て
い
な

か

た

そ
れ
な
の
に
殺
し
合
い
で
は

時
も
最
後
ま
で
生
き
残
る

ど
れ
だ
け
重
傷
を
負

て

も

ど
れ
だ
け
身
体
に

労
が
残

て
い
て
も

必
ず
だ

 

念

と
は

違
う
だ
ろ
う

 
希
望
で
は
絶
対
無
い

 
絶
望
で
あ
れ
ば
そ
も
そ
も
動
か
な
か

た

 

わ
ば

性

死
ぬ
理
由
が
無
い
か
ら
戦
い
生
き
る

生
き
る
事
が

な
状
況
で
も
そ

れ
が
百
パ

セ
ン
ト
で
な
い
な
ら
足
掻
き
に
足
掻
く

ど
れ
だ
け
不

だ
ろ
う
が

だ
ろ
う
が

知

た
事
か
と

わ
ん
ば
か
り
に
足
掻
き

け
る

 
そ
の
果
て
に

ア
イ
ツ
は
生
を
勝
ち
取

た

 
仮

死
ぬ
事
を
前

と
し
た
殺
戮

練
で
あ

て
も
生
を
も
ぎ
取

た

そ
の

に
達
成
感
は

無
く

誇
ら
し
さ
も
無
け
れ
ば

喜
び
も
無
い

 

か
ら
見
れ
ば
機

的
と
見
え
る
そ
れ
は
あ
の

に

た
狂
人
達
の

線
に
触
れ
大

い
に

り
上
が
ら
せ
る

死
を
前

と
し
た
殺
し
合
い
で

一
の
生
き
残
り
が
出
た
の
だ
そ
の
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予
想
外
な
出
来
事
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
ろ
う

 
し
か
し
ア
イ
ツ
は
生
死
が

わ
ら
な
い
も
の

え
ば
身
体
能
力

価

練
な
ど

で

は
求
め
ら
れ
た
数
値
以
下
の
結
果
し
か
出
さ
な
か

た

あ
ら

る
結
果
は
標

以
下

を

し
て
も

ど
ん
な
肉
体

を

し
て
も

狂
人
達
が
求
め
る

を
下
回
る

 
万
全
体

に
し
た

も
回
復
さ
せ
た

眠
も
し

か
り
取
ら
せ
た

お
よ
そ

体
と

え
る
水

ま
で
わ
ざ
わ
ざ

し
て

だ
が

そ
れ
で
も
結
果
は
標

以
下

 
業
を

や
し
た
狂
人

学
者
が
コ
ア
を

め

ん
だ
の
が
き

か
け
に

全
て
は

壊
し
た

 

も
生
き
て
い
る
事
が

と

え
た

バ
ラ
バ
ラ
に
そ
こ
ら
中
に
内

を
ぶ
ち
ま
け
る

勢
い
で
バ
ラ
さ
れ
た
狂
人
達
の
死
体
に

ま
れ
る
形
で
五
体

足
で
生
き
残

て
い
た
の
は

で
し
か
な
い

物
の

か
ら
生
き
残

た
事
は
覚
え
て
い
て
も
外
に
出
た
時
点
か
ら
の

記

が

ん
で
い
る
か
ら

が
あ

た
か
は
分
か
ら
な
い

 
覚
え
て
い
る
の
は

白
い
化
け
物
に
な

て

り
く
る
ア
イ
ツ
の

 

も
予
想
し
て
い
な
か

た
だ
ろ
う

も
し
て
い
な
か

た

が

予
感
は
あ

た 
コ
ア
を

め

め
ば
死
ぬ
の
は
定
説
だ

そ
の
実
験
は
あ
の

で
も
無
数
に

り
返
さ
れ
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て
い
た
し

は
お
前
達
の
番
だ
と
見
せ
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
か
ら
定
説
を
知
ら
な
く

て
も
如
実
に
感
じ
て
は
い
た

だ

 
つ
ま
り

生
死
が

か

て
い
た

 
で
あ
れ
ば
ア
イ
ツ
が
予
想
外
の
事
を
引
き

こ
す
の
で
は
と
そ
ん
な
予
感
が

に
は
あ

た

結
果
そ
う
な

た

だ

 
あ
の
時
の

あ
の
白
い
化
け
物
に
な

た
時
の
ア
イ
ツ
の

は

恐
ろ
し
く

ま
し
く

気
が
す
る
も
の
だ

た

後
ろ
か
ら

る
時
の

圧
と
殺
気
は
人
生
最
上
の
も
の
と

え
た

あ
そ
こ
ま
で
死
を
ハ

キ
リ
自
覚
し
た
の
は
初
め
て
殺
し
合
い
を
し
た
時
以
来
で
あ
る

 
予
め

い
て
い
た
情
報

取
し
た
デ

タ
数
値
か
ら
は
決
し
て
分
か
ら
な
い
あ
の
未
知
性

と

無
し
の
恐
怖
感

 
ア
イ
ツ
を
理
解
し
よ
う
な
ん
て

か
ら
無
理
な
話

理
解
し
た

分
か

た

あ
の
程

だ

な
ん
て

て
い
る

ツ
は
そ
の
実
ア
イ
ツ
の
事
は
全
く
分
か

て
い
な
い

ア
イ
ツ
自
身

が

て
い
る
ミ
ス
リ

ド
を

に

け
て
い
る
だ
け
だ

 

で

で
お
前
が

に

る

 
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ル
ザ
ス

 
ア
イ
ツ
に
と

て
は
初
め
て
と

え
る

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
の
邂
逅
を
思
い
出
す
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あ
の
時
の
ア
イ
ツ
の

に
浮
か
ん
で
い
た
の
は

と
絶

と
怒
り

そ
し
て

か
な

安

か

 
確
実
に
無
自
覚
だ
ろ
う
が
ア
イ
ツ
は

ん
の

か
に
だ
が
安

を

い
て
い
た

そ
れ
が
偽

り
で
な
い
真
の
己
を
知
る
者
だ
か
ら
か
あ
る
い
は

が
ア
イ
ツ
を

定
す
る
事
を

に
し
た
事

が
無
か

た
か
ら
か
四
面

歌
の
中
で
も
同

が

る
と
知

た
か
ら
か

そ
れ
は
分
か
ら
な

い 
平
和
の

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

に
と

て
で
は
無
い

殺
し
の

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
同

 
少
な
く
と
も

こ
の
世
界
に
限

て

え
ば

ア
イ
ツ
の
同

は

だ
け
だ

を
す
る
の

に
快

を
求
め
て
い
る

中
と
は
違
う

本

の
殺
し
を
し
て
い
る
ア
イ
ツ
と

 

は
生
き
る

を
得
る
た
め
に

 
ア
イ
ツ
は
生
き
る
道
を

く

に

 
理
由
は
違
う
が
ど
ち
ら
も
己
の
道
を

む
な
ら

だ
ろ
う
と
殺
す
点
に

し
て
は
共

し
て

い
る

仮

格
上
だ
ろ
う
が

で
あ
れ
ば
殺
す
の
は

眼
達
と
は
違
う
本
物
の
殺
し

に
共

す
る
点
で
あ
る

 
だ
か
ら
こ
そ

し
い
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今
の
現
実
世
界
は
狂

て
い
る

お
か
し
い
と

て
も
い
い

ど
い
つ
も
こ
い
つ
も

が
流
し
た
か
分
か
ら
な
い
出

不
明
の
デ
マ
を
信
じ
そ
れ
が
真
実
と
思
い

ん
で
ア
イ
ツ

を

て
い
る

 
か
く

う

も
ア
イ
ツ
と

し
た
か
ら
デ
マ
だ
と
理
解
し
た

そ
れ
ま
で
は

信

疑
だ

た

が

そ
れ
で
も

ま
れ
て
い
た
事
に
は
変
わ
り
な
い

 
そ
ん
な
世
界
を
生
き
る
な
ら
狂
う
し
か
な
い

常
識
を
ぶ
ち
壊
し
光
か
ら
身
を

し

力
が

り

る

契
約

と
か
は
と
も
か
く

裏
の
世
界
で
生
き
る
方
が
よ

ど
現
実

的
だ

 
他
者
な
ど
見
捨
て
自
分
が
生
き
る
た
め
だ
け
に

す
る

同
然
に
使
い
捨
て
た
方
が
生
存

は

か
に
高
い

は

時
も
そ
う
し
て
き
た

に
立
た
な
い
味
方
足
を
引

る
仕
事

間
は

時
だ

て

に
し

そ
い
つ
に
か
ま
け
て
い
る
隙
に
自
分
だ
け
安
全
圏
に
離
脱
す
る

足
を
引

る
味
方

ど

な
も
の
は
無
い
か
ら
だ

 
こ
の
世
界
の
ボ
ス
戦
だ

て
ア
イ
ツ
は

時
も
他
者
の
フ

ロ

に
回
り
死
に
目
に
遭
う

最
も
危
険
な

を

て
い
る
と
い
う

 
そ
ん
な
事
を
せ
ず
と
も
レ
イ
ド
の

中
を

に
使
い
そ
の
間
に
特
攻
を
仕
掛
け
て
し
ま
え
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ば
最
も
生
存

は
高
い

だ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
あ
る
以
上
ワ
ン
マ
ン
プ
レ
イ
に
も
限

が
あ

り
⻑
期
的
に

間
を
見
殺
し
に
す
る
の
は
悪
手
と

え
ど
個
人
の
生
存

と
い
う
観
点
か
ら

す
れ
ば
少
な
く
と
も
間
違

て
い
な
い

ア
イ
ツ
の
レ
ベ
ル
と
強
さ
に
他
の

中
が
追
い
付
け

て
い
な
い
か
ら
そ
う
な

て
も
お
か
し
く
な
い

 
そ
れ
は
分
か

て
い
る

だ
が
そ
う
し
な
い
の
は

恐
ら
く
ア
イ
ツ
本
来
の
生
来
の

気

だ
か
ら
か

 
だ
か
ら

し
い

ア
イ
ツ
を
信

し
信
頼
し

け
容
れ
る

中
が
い
な
く
な
ら
な
い
限
り

ア
イ
ツ
は
ア
イ
ツ
の
ま
ま
で

け
る
だ
ろ
う

白
い
化
け
物
に
な
る
事
な
く
黒
い
剣
士
と
し

て
在
り

け
る
に
違
い
な
い

 
た
だ

ま

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
も
構
わ
な
い
と

そ
う
も
思
う

 
黒
い
剣
士
と
殺
し
合
う

の

件
は

論
白
い
化
け
物
を
引
き
出
す
切

掛
け
は
分
か

て

い
る
の
だ

そ
し
て

が

で
在
り
ア
イ
ツ
が
ア
イ
ツ
で
在
る
限
り

い
の
存
在
は
不

天

呉
越
同
舟
は
あ
ろ
う
と
も

本

の
意
味
で

間
に
な
る
な
ど
あ
り
は
し
な
い

 
そ
れ
が
あ
る
と
す
れ
ば

ア
イ
ツ
が
闇
に
堕
ち
た
時

 

が
光
に

る
事
は
あ
り
得
な
い

そ
れ
を
す
る
に
は

は

か
闇
の
部
分
に

か
り
過
ぎ
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た

も
う
こ
ち
ら
に

心
地
の
良
さ
を
感
じ
て
い
る
し

兵
と
し
て
あ
ら

る
仕
事
を
こ
な
し

て
き
た
身
だ

極
秘
を
多
く
知

て
い
る
以
上
確
実
に
消
さ
れ
る

そ
ん
な
の
は
ゴ
メ
ン
だ

 
ア
イ
ツ
の
道
の
果
て
を
見
て

そ
し
て
成
⻑
し
た
ア
イ
ツ
と
本
気
の
殺
し
合
い
を
す
る
事
が

今
は

し
み
で
仕
方
な
い

 
こ
の
世
界
で
死
ん
で
し
ま

た
以
上
も
う
現
実
世
界
で
そ
れ
は
叶
わ
な
い
が

が
最
後
に

見
た
時
よ
り

か
に
強
く
な

て
い
る
の
は
望
む
と
こ
ろ

だ
か
ら

と

と
と
来
い
よ

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
の

は
と

く
に

済
ん
で
ん
だ
か
ら
よ

 
ク
ル
ク
ル
と

手

の
カ

ド
を
弄
ぶ

 
カ

ド
の
マ

ク
は
ス

ド

数
は

 

ス

ド
の
エ

ス

 
ア
メ
リ
カ
に

い
て

ス

ド
の
エ

ス
は
特
別
な
意
味
を
持

て
い
る

 
第
一

世
界
大
戦
時
の
ア
メ
リ
カ
軍
内
部
に

い
て
ス

ド
の
エ

ス
は
ツ
キ
を
表
す

運
を
示
す
と
共
に

方
に
は
死
を
与
え
る

徴
と
も

え
ら
れ
て
い
た

故
に

兵
や
暗
殺

業
の
者
が

む
カ

ド
は
ス

ド
の
エ

ス
と
決
ま

て
い
る

自
ら
の

運
と
標
的
の
死
を
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祈

て
の
事
だ

 
ア
イ
ツ
に
と

て
は

ま
た
別
の
意
味
が
あ
る

 
ス

ド
は

節
で

え
ば
冬
に
な
る

冬
を
殺
す
と
い
う
意
味
だ

 
ス

ド
は

強
さ
で

え
ば
最
も
強
い

他
者
を
圧
倒
す
る
意
味
だ

 
タ
ロ

ト
カ

ド
と
し
て
の
意
味
か
の
有
名
な
⻩
金
の
夜
明
け

が

し
た
ス

ド

の
エ

ス
の
意
味
で

え
れ
ば
よ
り
面
白
い

意
味
は
力
の
勝

愛
や
憎
し
み
に
お
け
る

大
き
な
力

 
だ
か
ら

は
気
に
入

て
い
る

ツ
キ
と
死
の

徴
だ
け
で
な
く
コ
レ
は
ア
イ
ツ
に
と

て

の
シ
ン
ボ
ル
マ

ク
そ
の
も
の
で
も
あ
る

黒
色
で
あ
る
の
も
そ
の
一
つ

 

か
つ
て

ん
だ
目
の

子
が
手
に
取

た

一
の
カ

ド
が
ス

ド
の
エ

ス
だ

た

 
本
能
的
に
あ
る
い
は
直
感
的
に
理
解
し
て
い
た
の
だ

そ
し
て
そ
れ
は
正
し
い

ん
だ

カ

ド
が
意
味
す
る
も
の
全
て
が
ア
イ
ツ
に
と

て
必
要
な
も
の
だ

た

 
カ

ド
を
作

た
の
は

果
た
し
て

を
思

て
の
事
か

 
裏
面
の

に
死
を

想
さ
せ
る
も
の
を

し
た
の
は
な

か
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え
れ
ば

え
る

ど
に
ア
イ
ツ
は
こ
ち
ら

の
人
間
な
の
だ
と
分
か

て
嗤
い
が
止
ま

ら
な
い

ど
こ
ま
で
光
が

た
る
世
界
で
足
掻
く
の
か

時
闇
に
堕
ち
て
く
る
の
か

ど
ん
な
足
掻
き
と
絶
望
を
見
せ
る
の
か

想
像
す
る
だ
け
で

し
い

 
こ
の

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
出
来
る
事
は
最

少
な
い
が

そ
れ
で
も

し
な
い
事
に
は
な

り
は
し
な
い

 
な
ら
演
じ
よ
う

こ
の
世
界
を
面
白
お
か
し
く
最
後
に
死
ぬ
そ
の

間
ま
で
死
の
演
武
に

興
じ
よ
う

 
ア
イ
ツ
と
の
殺
し
合
い
以
上
に
心
躍
る
も
の
な
ど
無
い
の
だ
か
ら

イ

ツ
・
シ

ウ
・
タ

イ
ム

 
嗤
い
と
共
に

に
す
る
セ
リ
フ
は
カ

ド
ゲ

ム
に
興
じ
る
男
達
の
声
に
よ

て
掻
き
消
さ

れ

の

に
も
届
か
な
か

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ア
メ
リ
カ
と

え
ば
ギ

ン
ブ
ル

 
ギ

ン
ブ
ル
と

え
ば

兵

ダ

テ

 

兵
と

え
ば
ス

ド

 
ス

ド
と

え
ば
エ

ス

 
ス

ド
の
エ

ス
と

え
ば
死

Ｏ
ｎ
ｅ
Ｐ
ｉ
ｅ
ｃ
ｅ

 
こ
ん
な

想
ゲ

ム
で
出
来
上
が

て
い
た
お
話

そ
ろ
そ
ろ
ホ
ロ
ウ
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
動
か
し
た
い

か
ら

で
そ
ん
な
に
イ
チ
カ

キ
リ
ト
に

す
る
の
か

を
見
て
い
る
の
か

め
て

写
し
て
お
い
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か
な

て
思

て

い
き
な
り
現
れ
て

見
せ
ら
れ
て

も

レ

て
な
り
か
ね
な
い
で
す
し

 

あ
と
実
は
キ
リ
ト
無
意
識
無
自
覚
の
部
分
で
は
他
者
に
対
す
る
殺
意
マ
シ
マ
シ

な
と
こ
ろ
を

写
し
た
か

た

 
な
ら
追
い

め
ら
れ
た
ら

バ
イ
事
を
一
番
理
解
し
て
る
Ｐ
ｏ
Ｈ

点
で
や
る
の
が
一
番
や
り

や
す
い
か
な

て

 
こ
う
表
に

け
出
さ
れ
る
よ
り
も
日
常
の
ワ
ン
シ

ン
と
か
物
品
で
そ
ろ

と
殺
意
が
見
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え

れ
す
る
方
が

こ
わ
く
な
い

 
不

は
な
い

 

て

い
て
恨
み

み
を
語
ら
れ
る
よ
り
も

グ

と
来
な
い

  

明
る
い
人
の
日
記
が
怨
嗟
で

め

く
さ
れ
て
る
と
か

と
し
ま
す
よ
ね

  
リ
ア
ル
で
は

て
欲
し
く
な
い
で
す
が

 
そ
ん
な

で

他
者
の

序
の

て

て
行
動
し
て
た
キ
リ
ト
の
無
意
識
の
部
分

が
実
は
殺
意
と
し
て
見
え

れ
し
て
る
ん
だ
よ

て
い
う
お
話

ユ
ウ
キ
達
が
見
て
い
る
の
は

表

光

で

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
裏

闇

の
部
分
と
い
う
対

で
も
あ
る

 
Ｐ
ｏ
Ｈ

て

気
に
面
倒
見
は
良
い
方
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

使
え
ね

て
判
断
し

た
ら
容
赦
な
い
け
ど

 

レ
超

し
い

流

裏

会
の
ベ
テ
ラ
ン

 
ち
な
み
に
お

の

Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ａ
ｂ
ｙ
ｓ
ｓ

は
実

に
は
存
在
し
ま
せ
ん

バ
ル
バ
ト

ス
・
ゲ

テ

ア
殺
戮
の
狂
戦
士
戦
の
出
し
て
い
な
か

た
技
の
中
で
明
ら
か
に
死
を

想
さ
せ
る
直

的
な
も
の
を
流

し

に
設
定
し
ま
し
た

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
お

き
な
イ
メ

ジ

気
に
入

た
も
の
は
チ

ビ
チ

ビ

む
イ
メ

ジ
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で
も
ト
ラ
ン
プ
の
意
味
に

し
て
は
全
て
本

で
す

タ
ロ

ト
カ

ド
で
の
意
味
も
か
な
り

い
て
い
ま
す
が
本

で
す

タ
ロ

ト
は
小
ア
ル
カ
ナ
の
方
で

べ
ま
し
た
が

 
・

節

 
ハ

ト
 

 
ダ
イ

 

 
ク
ラ
ブ
 

秋

 
ス

ド

冬

 
・

徴

 
ハ

ト
 

聖

 
ダ
イ

 

 
ク
ラ
ブ
 

棒

 
ス

ド

剣

 
ま
た
特
に
カ

ド
の
マ

ク
の
強
弱
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
ス

ド
が

本
的
に

最
強
と
し
て

わ
れ
る

 

つ
ま
り
ス

ド
の
エ

ス
を
取

た
事
に
対
し
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
強
い
感
情
に
よ
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て
得
た
最
強
の
力
を
以
て
剣
で
冬
千
冬
を
殺
す
と
い
う
意
味
で
解

し
て
い
る

本
能
の

部
分
で
取

た
の
だ
ろ
う
と

 
だ
か
ら
こ
そ
ス

ド
の
エ

ス
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
お
気
に
入
り

 
も
う
お
前
保
護
者
に
な

ち
ま
え
よ

て

 
イ
チ
カ

キ
リ
ト
大

き
か
よ

  

Ｐ
ｏ
Ｈ
が
奪
い
に
行
く
と
問

無

で
義
姉

兎
姉

⻩
昏
の
魔
女

上
電
姉

下
電

姉
と
の
殺
し
合
い
が

発
す
る

様
白
目
 
つ
い
で
に
絶
剣
と
舞
姫
と
弓
猫
と
黒
猫
も
参
戦

す
る

  
一
体

シ
ゼ

シ

ン
大
戦
な
ん
だ

す

と

け

 
実
姉

 
定

オ

バ

な
の
で
弾
か
れ
ま
す

無

悲

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第百十章 〜万全の備え〜

 
第
百
十
章
 

万
全
の
備
え

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
日
は
水

日
だ
ろ
う

て

 
え
え

え
え

そ
う
で
す

定
期

予
定

投
稿
の
月
木

で
は
あ
り
ま
せ
ん

 

で
も

今
日
は
リ
ア
ル
で

月

日
で
し

う

 
つ
ま
り
本
作
キ
リ
ト
の

生
日

 
時
間
を

後
六
時
に
し
た
の
は
第
零
話
で

わ
れ

た
時
間
が
そ
れ
く
ら
い
だ

た
か
ら

 
つ
ま
り
デ
ス
ゲ

ム
開
始
時
間

が

生
日
と
い
う
事
で
す
ね

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
投
稿
す
る
今
話
は

生
日
と
全
く

な
い

 

 
で
も
平
和
で
す

 
平
和

シ
リ
ア
ス
が
無
い
と
は

て
な
い

で
す

 

点
は
前

ヒ

ス
ク
リ
フ

後

ア
ル
ゴ

 
文

数
は
約
一
万
三
千
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で
は
ど
う
ぞ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ

ち

と
話
が
し
た
い
ん
だ
け
ど
い
い
か
な

 
七
十
七
層
迷

の
安
全
地

に
て
キ

ン
プ
を
す
る
事
に
な

た
後
戦
闘
で
ポ

シ

ン

を
消

し
た
前
衛
組
に
生
成
し
た
も
の
を

た
キ
リ
ト
君
が
そ
の
足
で
問
う
て
く
る

 
明
日
の
確
認
今
日
の

の
反

点
に
つ
い
て
リ

ダ

同
士
で
話
し
合

て
い
た
が

線
で
問
う
と
デ

ア
ベ
ル
君
達
も
彼
な
ら
問

な
い
と

を

に
振
る

あ
あ

構
わ
な
い
よ

か
ね

ポ

シ

ン

の

が
切
れ
た

補

し
に
一

り
た
い

む
 
話
さ
れ
た
内
容
は
す
ぐ
に

け
る
も
の
で
は
な
か

た

 
彼
が

力
値
に
も
の
を

わ
せ
大

の
ポ

シ

ン

を
収
集
し
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
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て
い
た
事
は

き
知

て
い
る

 

却
す
る
な
ら
ポ

シ

ン
と
し
て
完
成
さ
せ
た
方
が
良
い
が
重

で

え
ば

状

の

方
が

い

一
個
作
る
の
に
使
う

全
て
で
も
ポ

シ

ン
の
お
よ
そ
七

の
重

と
い

た

と
こ
ろ

だ
か
ら
彼
は

の
ま
ま
入
れ
て
い
た

 
だ
が
彼
の
ス
ト
レ

ジ
だ

て
無
限
で
は
無
い

我

と

す
れ
ば

か
に
容

が
大
き
い
の

は
間
違
い
な
い
が

そ
れ
と
て
限
り
は
あ
る
の
だ

 
加
え
て
高
レ
ベ
ル
に
な
れ
ば
な
る

ど

備
重

は

む

 
正
直

力
値
極
振
り
プ
レ
イ

で
も
無
い
限
り
レ
ベ
ル
ア

プ
と
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト

で
上

す
る

力
値
よ
り
要
求
さ
れ
る

力
値

備
重

の
方
が
上
だ

武

だ
け
で
重

現
界
に
達
す
る
事
は
ま
ず
無
い
と

え
ど
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
ら
れ
る
ア
イ
テ
ム
の

は
そ
の
分

だ
け
制
限
さ
れ
る

私
と
ア
ス
ナ
君
と
で
持
て
る
ア
イ
テ
ム
の

に
差
が
生
ま
れ
る
よ
う
に

 

論
そ
の

も

慮
し
パ
ワ

に
頼
る
へ
ヴ

ア
タ

カ

や
タ
ン
ク
の
プ
レ
イ

の
武

は
重
く
ス
ピ

ド
ア
タ

カ

の
武

は

に
設
定
し
て
い
る
が

の

力
値
が

い

以
上
ど
う
し
て
も
差
が
生
ま
れ
る

 
彼
は
そ
れ
を

慮
し

ポ

シ

ン
作
成
ス
キ
ル
に
よ
り

さ
え
あ
れ
ば
補

は
あ
る
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程

可
能
で
あ
る
事
を
今
回
の
攻
略
レ
イ
ド
の
面

に
は
伝
え
て
い
る

生
エ
ク
ス
ト
ラ
ス

キ
ル
の

に
つ
い
て
明
か
さ
な
か

た
の
は
自
身
へ
の
負

を
増
大
さ
せ
る
要
因
に
な

り
得
る
の
と

ス
テ

タ
ス
ブ

ス
ト
ポ

シ

ン
の
存
在
を
少
し
で
も
秘
匿
す
る

だ
ろ
う

 
そ
う
い
う
事
情
も
あ
り
ポ

シ

ン
の
補

を
一
手
に

て
く
れ
た
彼
だ
が
そ
の

が
切
れ
た
と
い
う
事
は
今
回
の
遠

攻
略
で
の
補

は
も
う

か
な
い
事
を
意
味
す
る

フ

ル
ド
で
は

界
の
不
明

さ
迷

内
部
で
は
数
の
多
さ
に
加
え
て
レ
ベ
ル
が
高
く
な

た
た

め
に
戦
闘
が
⻑
引
き
結
果

弾
が
増
え
ポ

シ

ン
を
使
う
回
数
も
増
え
て
い
た

流

に

補

無
し
と
な
る
と

明
日
に
は
遠

を
終
了
に
す
る
必
要
が
あ
る

 
し
か
し
流

に
一

二
日
で
ボ
ス
部

を
見
つ
け
出
せ
る
と
は
思
え
な
い

彼
と
て
全
力

し
て
三
日
掛
か
る
の
に

マ

ピ
ン
グ

を

慮
し
な
け
れ
ば
一

二
日
は
可
能
だ
ろ
う

が

進
軍
速

が

い
レ
イ
ド
で
は
モ
ン
ス
タ

の
勢
い
も
こ
れ
ま
で
の
十

近
い
事
も

て

不
可
能

 
つ
ま
り
二

三
日
に
す
る
に
は
彼
が
一

主

へ
と

り

を
集
め
て

て
こ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
が

こ
の
遠

攻
略
は
そ
も
そ
も
前

と
し
て
ボ
ス
の
偵

戦

も

め
て
い
る
た
め
四

五
日
を
最
⻑
と
し
て

え
ら
れ
て
い
る

の

ス
で
行
け
ば
三
日
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間
は
マ

ピ
ン
グ
四
日
目
は
ボ
ス
の
偵

戦
四
五
日
目
は
情
報
収
集
と
な

て
い
た

だ

 
つ
ま
り
彼
が
ス
ト
レ

ジ
の
限
界
ま
で

を
収
め
て
い
た
と
し
て
も
一
日

ス
で

が

切
れ
る
以
上

夜

主

と
迷

を
行
き
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
る

キ
リ
ト
君

そ
の

て
は

だ
が

を
ス
ト
レ

ジ
に
収
め
る
に
し
て
も
君

一
人
で

晩

る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
ね

 
暗
に
一
人
で
帰
ろ
う
と
す
る
な
と
私
は

を

す

彼
が

独
で

る
つ
も
り
な
の
は
付
き

い
が

な
い
時
点
で

ば
予
想
が
つ
い
て
い
る

先

ど
ま
で
ス
ト
レ
ア
と
リ

フ

君
の

と
こ
ろ
で
話
を
し
て
い
た
よ
う
だ
が
彼
女
ら
が

特
に
義
理
の
姉
が

一
緒
に

な
い
事

は

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
だ
と

 
そ
れ
に
対
し

彼
は
や
は
り

あ
あ

と

を
し
て
み
せ
た

で
は

そ
れ
に
つ
い
て

が
あ
る
ん
だ

か
ね

 

え
無
し
で
は
動
か
な
い
彼
の
事
だ
か
ら
や
は
り
予
想
は
つ
い
て
い
た
か

と
思

た
直
後

対
応
に
つ
い
て
話

が
出
る
事
に
は
少
し
意
外
性
を
感
じ
た
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今
ま
で
の
彼
な
ら
自
分
一
人
で

る
の
が
一
番

が
良
い

な
ど
と

て
い
た

 
ま

内
容
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
以
上
ま
だ
安

す
る

に
も
い
か
な
い
の
だ
が

キ
リ
ト
君

そ
の

て

以
前
か
ら

と
し
て
浮
か
ん
で
は
い
た
ん
だ
け
ど

車

を
使
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う

車

 
彼
の

に

我

は
異

同

に

い
た

 

車

 
こ
の
世
界
に
騎

可
能
で

つ
友

的
な
動
物
は
か
な
り
限
ら
れ
る
が
知
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
れ
ば

主

に
存
在
し
て
い
る

か
ら
レ
ン
タ
ル
可
能
な

だ
ろ
う

他
に
も

ロ
バ
な
ど
も

る
が
彼
ら
は
大

の
ア
イ
テ
ム
を
一

に
運

可
能
に
す
る
た
め
の

力
値
の

い
プ
レ
イ

へ
の
救
済
手

的
な
も
の

値

も

よ
り
は
安
い

 

車

正
確
に
は

車

を
引
く
と
な
る
と
そ
れ
を
引
く
動
物
は
レ
ン
タ
ル
で
は
無
く

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

プ
レ
イ

と
違

て
空

値
な
ど
が
動
物
ら
し
く
設
定
さ

れ
て
い
る
彼
ら
は
現
実
と
は
違
い
空

回
復
値
を
設
定
さ
れ
て
い
る
食
べ
物
の
ラ
ン
ク
に
よ

て
少

の
食
事
で
済
む
と
は

え
や
は
り

持

は
そ
れ
な
り
だ

そ
も
そ
も
の

入
原
価
か
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ら
し
て
か
な
り
高
い

 
更
に
引
く

車
の

載
限
界

が
増
大
す
れ
ば
す
る

ど

入
に

し
て
掛
か
る
動
物
の
値

も
高
く
な
る

一
部
は
多

引
き
に
す
れ
ば

車
の
値

は
抑
え
ら
れ
る
が
そ
の
分

持

は
最

で
も

で
あ
る

 
ち
な
み
に
重

の
大
き
い

車
を
引
け
る
強
力
な

と
小
さ
め
の

車
を
引
く
手

な

と

で
掛
か
る

持

は
実
は
一
緒
だ

た
り
す
る

最
初
の

入

が
違
う
だ
け
だ

無

論

文

り
の

違
い
な
の
で
あ
る
が

車

て

あ
の

車
の
事
だ
よ
ね

ユ
ウ
キ
が

が
引
く

車
の
事
を

て
い
る
な
ら
そ
う
だ
な

車

て

こ
の
世
界
に
あ
る
の

そ
こ
か
ら
か

い
や

ま

は
知
ら
な
い
か

 
そ
う

て
レ
ン
タ
ル
可
能
な
騎

動
物
と
違
い

車
に

し
て
は

的
に
使

可
能

で
あ
る
事
も

め
彼
は

車
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
初
め
て
知
る
ユ
ウ
キ
君
や
デ

ア
ベ
ル
君

達
に
語

て
い
く

 

大
な
組

を
形
成
し
て
い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
で
あ
れ
ば

品
ク
エ
ス
ト
な
ど
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で

し
て
レ
ン
タ
ル
し
て
い
る
か
も
と

え
て
い
た
が
ど
う
や
ら
デ

ア
ベ
ル
君
の
様
子
を

見
る
に
知
ら
な
か

た
よ
う
だ

経

な
ど
の

出
の
た
め
に
報

書
を
作
成
す
る
事
を
義
務

化
し
て
い
る
彼
が
知
ら
な
い
と
な
れ
ば
下
の
者
も
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う

あ
る
い
は
知

て
い
る

が

し
て
い
な
い
だ
け
か

 
確
か
に

キ
リ
ト
君
の

う

車

に

し
て
は

こ
の
状
況
だ
と
有

と

え
る

 

力
と
い
う

が
あ
る
よ
う
に

を
初
め
と
し
た
四
足
動
物
の

力
は

も
な
く
騎

動
物
一

分
だ
け
で
レ
ベ
ル
一

か
つ

力
値
極
振
り
プ
レ
イ

七
人
分
の
ア
イ
テ
ム

重

を
運

可
能
だ

そ
れ
も
一
番
安
い
も
の
す
ら
そ
れ
で
最
高
ラ
ン
ク
と
も
な
れ
ば
そ
の

は
出
来
る

 

車
は
タ
ル
な
ど
の
ア
イ
テ
ム
を

め
る

の
物
を
使
え
ば
騎

動
物
に

を
掛
け
て
運

さ
せ
る
よ
り
も

か
に
手

に
出
し
入
れ
出
来
る
し

動
中
に

車
の
中
で
ア
イ
テ
ム
生
成
を

す
る
事
だ

て
可
能
だ

危
険
で
は
あ
る
が
生

プ
レ
イ

を
中
に
入
れ
遠

攻
略
中

の
ア
イ
テ
ム
補

を

て
も
ら
う
と
い
う
の
も
ア
リ
と

え
ば
ア
リ

 

だ
が

つ
ん
だ
キ
リ
ト
君

つ
か
問

が
あ
る
ぞ

ま
ず

車
を

入
す
る
な
ら

入
者
は
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騎

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る
必
要
が
あ
る

そ
れ
に
つ
い
て
は

が

た
し
て
る

そ
う

え
ば
リ
ズ
と
シ
リ
カ
ち

ん
が

て
た
よ

あ
た
し
達
を
助
け
に
来
た
時
最

初
は
黒
い

に

て
た

て

ス
キ
ル
を
取

て
る
の
は
知

て
た
け
ど
ま
さ
か
完
全

得

し
て
る
な
ん
て

は

品
系
ク
エ
ス
ト
で
重
宝
し
た
ん
だ

レ
ベ
ル
が

か

た

は

力
値
振
り
な
上
に
剣

が
重
か

た
か
ら

リ
ズ
達
の
時
は

の

の

で
遠
く
か
ら
で
も
動
き
を
止
め
ら
れ
る
か

と
思

て
使

た
ん
だ

 
私
も
圏
内
事
件
の

に

わ
れ
た
彼
女
達
や
襲
わ
れ
た
シ

ミ

ト
君
達
か
ら

い
た
が

ど
う
や
ら
万
が
一
彼
女
達
が

さ
れ
る
事
を

え

え
て

の

で
存
在
を
知
ら
せ
動

き
を
止
め
る
よ
う
に
し
て
い
た
ら
し
い

に

た
方
が
今
は
速
い
の
に

故
と
疑
問
に
感

じ
て
い
た
か
ら

く
こ
れ
で

得
し
た

 
と
も
あ
れ

ま
ず
前

件
に

し
て
は
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
る
事
は
分
か

た

 
ま

そ
も
そ
も
完
全

得
し
て
い
な
け
れ
ば

車
と
動
物
を

入
出
来
る
情
報
は
得
ら
れ

な
い

だ
し
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
金
が
掛
か
る
事
以
外
で
特
に
メ
リ

ト
が
無
い
騎

ス
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キ
ル
を
鍛
え
る

狂
な
プ
レ
イ

も

絶
無
と

て
い
い

可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
彼

自
身
だ
ろ
う
な
と

と
な
く

し
て
い
た
か
ら
特
に

き
は
無
い

ア
ス
ナ
君
達
は
や
や

い

て
い
た
が

れ
の
方
が
大
き
く
見
え
る

 
ま

に
攻
略
し
て
い
れ
ば

必
要
な
い
か
ら
な

そ
の
ス
キ
ル

む

で
は

だ
が
動
物
と

車
の

は

大

で
は
な
い
ぞ

安
い
も
の
で
も
合

三

百
万
よ
り
多
く
の
も
の
よ
り
重
い
も
の
を
運
ぶ

に
ラ
ン
ク
を
引
き
上

れ
ば
最
高

で

は
一

の
も
の
も
あ
る

 
安
い
方
の

を

た
時
は
そ
れ
く
ら
い
か
な

と
い
う
表
情
で

い
て
い
た
ア
ス
ナ
君
達

も

最
高

を

い
た
時
に
は

で
目
を

い
て
い
た

 
し
か
も
こ
れ
は
動
物
と

車
そ
れ
ぞ
れ
一

掛
か
る
の
で
合

で
は
二

掛
か
る
と
い
う
事

に
な
る

 
現
在
ユ
ウ
キ
君
が

与
さ
れ
て
い
る

黒
の
魔
剣
エ
リ

シ
オ
ン
は
リ
ズ
ベ

ト
君
の
独
断

で
五

万
コ
ル
も
の

に
設
定
さ
れ
て
い
た

そ
れ
は
恐
ら
く
万
が
一
で
も

プ
レ
イ

な
ど
の
危
険
人
物
の
手
に

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
五

万

は
高
く
感
じ
る
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実

を
意
識
し
命
に

わ
る
武

に

し
て
は
金
に

目
を
付
け
な
い
私
も
現
在
の

持
金
は
約
二
五

万

そ
れ
の

に
四

だ

 
プ
レ
イ

四
人
が
集
ま

て

く
片
方

入
出
来
る
程
の

の
も
の
を
そ
う
お
い
そ
れ
と

入
出
来
る

が
無
い

そ
も
そ
も

こ
の
騎

動
物
や

車
の
シ
ス
テ
ム
も
大
ギ
ル
ド
に
よ

る

払
い
を
前

に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

君
は
下

べ
は
し
て
い
る
の
か
ね

じ

な
い
と

し
な
い

さ

き
も

た
け
ど
以
前
か
ら

と
し
て
は

え
て
い
た
ん

だ

む

ど
れ
く
ら
い
前
に

ん

と

第
五
層
く
ら
い
か
ら

 
そ
ん
な
前
か
ら

え
て
い
た
の
か
と

こ
れ
ば
か
り
は
流

に
私
も

い
た

 
そ
こ
で
一
応
は

者
の

く
れ
故
か
ム
ク
ム
ク
と

心
が

き
上
が

て
来
る

す
な

わ
ち

故
そ
ん
な
に
も
前
か
ら

と
し
て
浮
か
べ
て
い
た
の
か

だ

 
彼
が
対
応
す
る

と
し
て
浮
か
べ
て
い
た
と
い
う
事
は
す
な
わ
ち
そ
れ

ど
前
か
ら
今
の
よ
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う
な
状
況
が
あ

た
事
に
な
る

そ
れ
を

わ
な
か

た
と
い
う
事
は
水
面
下
で

こ

て
い
た

事
と

え
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ

私
は
問
い
た
く
な

た

 
論
点
が
ズ
レ
る
事
は
分
か

て
い
た
が
疑
問
を

す
る
事
く
ら
い
は
許
し
て
欲
し
い

故
そ
ん
な
に
も
前
か
ら

キ

カ
ケ
は
キ

ン

ン
ク
エ
ス
ト
だ
な

ア
レ
の
ク
エ
ス
ト
で

れ
た
ダ

ク
エ
ル
フ
の

で
見
た
ん
だ
中
に
ポ

シ

ン
や
武

を

や
タ
ル
に
入
れ
て
運

し
て
る

車
を

ス
ト

レ

ジ
に
入
れ
る
事
で
手
が

が
ら
な
い
と
は

え
そ
れ
で
も
持
て
る

に
限
界
が
あ
る
な
ら

車
は
使
え
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
一
時
期

べ
て
た

 
ま

リ
ス
ク
と
リ
タ

ン
が
見
合
わ
な
か

た
か
ら
今
ま
で
し
な
か

た
ん
だ
が
と
彼

は

け
る

リ
ス
ク
と
リ
タ

ン
が
見
合
わ
な
い

て

ど
う
い
う
事
だ
い

 
そ
の
結
び
に

小

を

て
疑
問
を

す
る
デ

ア
ベ
ル
君

が

い
た
感
じ
だ
と

と
て
も
使
え
る
も
の
だ
と
思
う
ん
だ
が

あ

そ
れ
は
多
分

と
デ

ア
ベ
ル
の
立
場
の
違
い
が
原
因
だ
な

は

ロ
だ

け
ど
デ

ア
ベ
ル
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
大
の

属
人
数
を
誇
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
リ
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ダ

だ

そ
も
そ
も
の

点
が
違
う

ど
う
い
う
意
味
か
な

 
再

疑
問
を
投

る
⻘
年
に

少
年
は

に
語

た

 
自
分
は

ロ
で

つ
攻
略
の
事
を
第
一
に

え
て
い
る
プ
レ
イ

で
あ
る

な
ら

点
も

自
然
と
攻
略
を
主

と
し
た
も
の
に
な
り
や
す
い

 
反
面
デ

ア
ベ
ル
は
組

の
リ

ダ

で
攻
略
組
に
属
し
て
い
る
と

え
ど
後
方

の

を

て
い
る
部
分
が
大
き
い
特
色
上
そ
の
思

は

方
面
の
事
に
な
り
や
す
い

彼

が
魅
力
を
感
じ
た
の
は

恐
ら
く
一

に
運
べ
る
そ
の

載
限
界

の
事
だ
と
い
う

 

入
す
る
動
物
と

車
の
メ
リ

ト
は

的
に
使

出
来
る
事
と
一

に
運

可
能
な

限
界

が
レ
ン
タ
ル

よ
り
多
く
な
る
事
だ
ろ
う

 
で
は
デ
メ
リ

ト
は
と

う
と

動
物
や

車
を
護
る
の
に
人
数
が
必
要
に
な
る
事

 
一
パ

テ

だ
と

の
対

が

れ
る
可
能
性
も
無
く
は
な
い
の
で
せ
め
て
二
パ

テ

が
理
想

片
方
が
戦
闘
し
も
う
片
方
が

す
る

み
撃
ち
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
は

そ
れ
が
最

限
と

え
る

 
以
前
ま
で
の
攻
略
組
は
経
験
値
配
分

の
事
を

め
て
一
パ

テ

に
思
い
思
い
に
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攻
略
を
進
め
て
い
た

彼
に
負
け
じ
と
マ

ピ
ン
グ
に

し
む
者
自
己
強
化
に

む
者

収
集
に
よ
る
武

強
化
に

む
者
な
ど
そ
の

は
様

だ
が

し
て
パ

テ

人
数
は
五

人
前
後
と
フ
ル
で
は
な
い

少
な
く
も
無
い
が
多
く
も
無
い
そ
れ
は

得
ら
れ
る
リ

ス
を

少
し
で
も
多
く
す
る
た
め

そ
れ
が

と

え
る
の
が
五
人
だ

た
の
だ

要
す
る
に
安
全

マ

ジ
ン
を
取

た
プ
レ
イ

か
ら
す
る
と

の
攻
略
で
フ
ル
メ
ン
バ

は
人
数
過

と

え
た
の
で
あ
る

 
更
に
一

の
探
索
で
消

す
る
回
復
ア
イ
テ
ム
は
ま
だ
リ
カ
バ
リ

が
可
能
な

で
し
か

な
く

パ

テ

全

の
ア
イ
テ
ム
が

き
る
事
は
そ
う
そ
う

き
な
か

た

 

ロ
の
キ
リ
ト
君
は

要
と

を
完
全
に
自
己
完
結
で

え
て
い
た
の
で
そ
も
そ
も

車

を
必
要
と
し
な
か

た

 

し
か
し
七
十
五
層
ボ
ス
攻
略
を
契
機
と
し
た
バ
グ
に
よ
る
変
化
が
状
況
を
変
え

る 

の
攻
略
で
す
ら
最

二
パ

テ

で
な
け
れ
ば
数
と
勢
い
で
圧
殺
さ
れ
る
危
険
性
が
あ

り
今
で
は
レ
イ
ド
と
し
て
組
ん
で
い
る

そ
れ
で

て
モ
ン
ス
タ

の
平

レ
ベ
ル
は
攻
略

組
の
そ
れ
を
や
や
上
回

て
お
り
レ
ベ
ル
差
に
よ
る

ダ
メ

ジ

補
正
で

の
上
か
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ら
で
も
そ
れ
な
り
に

ら
れ
る

お
ま
け
に
数
が
多
い
か
ら
そ
の

も
高
い

 
結
果
こ
れ
ま
で
と
は
違
い
ポ

シ

ン
の
使

が

的
に
増
大
し
た

そ
れ
も
彼
で
は

が
追
い
付
か
な
い
程
に

 
そ
も
そ
も
一
人
で
一
日
分
の

を

え
る
時
点
で
色

お
か
し
い
の
だ
が
彼
の
事
だ
か
ら

今
更
と

え
る

車
の
護
衛
に
回
る
手
間
は
必
要
だ
け
ど
ア
イ
テ
ム
の

や
武

の
損

回
復
は
そ
の
気

に
な
れ
ば

車
の
中
で
出
来
る
し

入
す
る
動
物
に
よ

て
は
戦
闘
に
参
加
出
来
る
タ
イ
プ
も

あ
る
か
ら

こ
の
レ
イ
ド
に
と

て
リ
タ

ン
は
か
な
り
の
も
の
だ
と
思
う

な
る

ど

以
前
ま
で
だ
と
リ
ス
ク
が
大
き
く
リ
タ

ン
は
小
さ
か

た
け
ど

今
は

の
数
も
味
方
の
数
も
増
え
て
る
か
ら

リ
ス
ク
は
小
さ
く

リ
タ

ン
が
大
き
く
な

た
の

か 
一

り
の
説
明
を

け
た
事
で
デ

ア
ベ
ル
君
は

得
し
た
ら
し
い

で
も
結

お
金
は
ど
う
す
る
の

 
流

に
二

コ
ル

て
キ
リ
ト
も
出
せ
な
い
ん
じ

 
そ
こ
で

ス
ト
レ
ア
が
論
点
を

し
た
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入
す
る
事
で
得
ら
れ
る
リ
タ

ン
と
背
負
う
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
理
解
し
た
が
そ
れ
で
も

実

に

入
出
来
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

彼
女
が

に
し
て
い
る

は
最
高
ラ
ン
ク
の

で

あ

て
そ
れ
よ
り

ラ
ン
ク
を

べ
ば
ま
だ
マ
シ
だ
が
一
日
で
使
う

を

え
る
と
か
な
り

の

数
を
必
要
と
す
る
の
は
間
違
い
な
い

 
数
を

う
だ
け
な
ら
最

ラ
ン
ク
を
二

意
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話

 
高
ラ
ン
ク
の

が
高
く
な
る
の
は

値
の

少
速

載

と

し
た
運

速

戦

闘
に
参
加
出
来
る
か

か
出
来
る
な
ら

が
出
来
る
か
の
他
種

様

な
パ
ラ
メ

タ
が

か
く
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
値
が
高
数
値
に
あ
る
も
の
が
多
い
か
ら
だ

特
に
戦
闘
に
参
加
可
能

か

か
で
値

は

ね
上
が

て
い
る
と

え
る

 

は
運

が
平

運

速

が
高
く

値

少
が
や
や
速
い

 

は
運

が
最
大

運

速

は

く

値

少
が

く

 
ロ
バ
は
平

型
だ

く
も
速
く
も
無
い
中

タ
イ
プ
で
あ
る

 
レ
ン
タ
ル
だ
と
最

ラ
ン
ク
三
種
が

本
だ
が

騎

ス
キ
ル
が
高
い
と

べ
る
種

は

増
え
て
い
く
設
定
だ

な
の
で

入
が
可
能
に
な
る
時
点
で
全
種

が
出
て
い
る

 
上

種
に
な
る
と

は
ユ
ニ
コ

ン
に

は
⻯
種
に
格
上

さ
れ
て
い
る

特
徴
は
ど
ち
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ら
も
下

種
を
引
き
継
い
で
い
る

種

特
有
の
特
性
も
有
し
て
い
る
た
め
戦
闘
に
も
参
加
可
能

で
得
意
な
事
も
同
じ
ユ
ニ
コ

ン
や
⻯
種
の
種

内
で
も
異
な

て
い
て
⻯
種
は

け
る
ブ

レ
ス
が
違
う
な
ど
だ

ユ
ニ
コ

ン
の
場
合
は
や
や
特

 

彼
は
ど
れ
を

う
つ
も
り
で

し
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
た
だ
の
運

で
あ
れ
ば
一

万
は
掛
か
ら
な
い
が
最
前
線
の

戦
を

慮
す
る
と
戦

闘
力
が
無
い

や

を

う
と
は

え

い
多
少
の
自
衛
や

抗
が
出
来
る
よ
う
最

で
も
戦

闘
能
力
が
あ
る
上

種
に
す
る

な
ら

は
合

五

万
前
後
と
な
る

そ
こ
か
ら
強
力

に
な
る
に
つ
れ
て

に

達
す
る

い
や

二

も
掛
か
ら
な
い

そ
も

車
そ
の
も
の
は

が
作
る
か
ら
な

 
そ
の

葉
に
私
は

と
な
く

し
が
付
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
事
に
つ
い
て
は
恐
ら
く

よ
り
も

知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
気
付
け
た

作
る

て

ど
う
や

て

ス
キ
ル
に
決
ま

て
る

密
に
は

鍛
冶

と

木
工

ス
キ
ル
の
合
わ
せ
技

人
に
頼

む
と
確
か
に

だ
け
ど
そ
れ
だ
と

と
か
は
作
成
時
に
オ
プ
シ

ン
で
頼
ま
な
い
と
だ

か
ら

の
他
に
追
加

金
を
取
ら
れ
る
ん
だ

戦
闘
や
あ

道
に
も

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
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と
実

は

価
一

五

万
以
上

そ
れ
な
ら

を
自
分
で

入
し
た
後
自
作
し
た
方

が

か
に
安
上
が
り
な
ん
だ

 
下

べ
し
て
る
時
に
一
緒
に

べ
た
か
ら
な
と
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
の
見

も
り
が

か

く
記
載
さ
れ
た
羊

紙
を
こ
ち
ら
に
手

し
て
く
る

複
数
に
話
す

に

意
し
て
い
た
の

か

時
の
間
に
か

り
に
集
ま

て
い
た
者
達
全

に
も
同
じ
も
の
が
配
ら
れ
る

 
そ
の
様
子
を
見
て

だ
か
プ
レ
ゼ
ン
や
会
議
み
た
い
だ
な

と
思

た

 
そ
れ
を
進
め
て
い
る

会
者
が
圧
倒
的
に
最
年
少
な
の
が

一
最
大
の
違
和
感
で
あ
る

そ
の
羊

紙
に
は
ア

ク

フ

ア
の

で
今

確
認
し
た
動
物
と

車
そ
れ
ぞ
れ
の

価
表
を
記
載
し
て
る

オ
プ
シ

ン
は

定
の

合
加

で
追
加
す
る

に
一

ず
つ

が

増
し
て
い
く

ち
な
み
に

な
ん
か
も
オ
プ
シ

ン
追
加
だ

で
今
か
ら

す
紙
に
は
一
面

で
二
種

一

で
四
種

の

デ

タ
を
記
載
し
て
る

 

や
ら
会
議
で
も
使
え
そ
う
な
本
格
的
な

を
更
に
追
加
で
配
ら
れ
た

十
数

を
ヒ
モ
で

め
ら
れ
て
い
る
そ
れ
に
は
彼
が

う
よ
う
に
裏
表
で
合

四
種

の
動
物
な
い
し

車
の

デ

タ
が
書
か
れ
て
い
る

車
に
は
製
作
に
必
要
な

と
個
数
も
列
記
さ
れ
て
い
た

 
そ
の

デ

タ
の
部
分
で
バ
ツ

が
名
前
の
前
に
書
か
れ
て
い
る
の
は

に
よ
る
と
七
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十
六
層
以
上
で
は
現
在
確
認
で
き
な
い
も
の
ら
し
い

つ
ま
り
自
然
に
集
め
て
い
て
は
集
ま
ら
な

い
と
い
う
事

 

値
を
回
復
さ
せ
る

に

す
る
デ

タ
も

の
よ
う
に
最
後
の
羊

紙
に

め
ら

れ
て
い
た

コ
ス
パ
の
良
さ

値

な
ど
の

式
も
表
記
さ
れ
て
い
て

非
常
に
見
や
す
い

 

こ
れ
を
小
学
生
の
し
か
も
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
一
切
学
ん
で
い
な
い
で
あ
ろ
う
彼
が
作

た

の
だ
と
す
れ
ば

し
か
な
い

恐
ら
く
ア
ル
ゴ
君
や
会

だ

た
ら
し
い
ク
ラ
イ
ン
君

り
が
教
え
た
の
だ
と
は
思
う
が

へ

前
に
使

た
ら
し
い
黒
い

て

ス
ピ

ド
は
最
大
の
も
の
な
ん
だ

そ
の
代
わ
り

値

少
は
速
い

限
界
ま
で

少
す
る
ま
で
に

れ
る

離
は
同
じ
で
も

動
速

を
速
め

時

を

り
上

た
か
ら
速
い
だ
け
だ

実

他
の
も
そ
う
変
わ
ら
な

い
よ

少
し
た

値
は

動
し
た

離
に

す
る

に

動
速

を
変
え
た
だ
け
な

の
は

入
す
る

の

と
か
を

え
る
と
非
常
に
助
か
る

も
回
復

が
異
な
る
だ
け
で

入
出
来
る
も
の
に

し
て
は
特
に
バ
フ
も
無
か

た
か
ら
な

キ
リ
ト

君

そ
れ
も

証
し
た
の

あ
あ
こ
れ
は

分
前
に
し
た
よ

す
る
時
に
は
ど
れ
だ
け
有

か
リ
ス
ク
が
あ
る
か
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お
金
が
動
く
以
上
は
収

決

の
デ

タ
が
必
要
だ

キ
バ
オ
ウ

り
が
絶
対
コ
ス
パ
を

え

ろ

て

付
け
て
来
た
と
思
う
し

攻
略
の

な
ら
ど
ん
な
苦
労
も

わ
な
い
よ

は

 
ユ
ウ
キ
君
が

れ
た
よ
う
に

う
が
彼
の

葉
で
表
情
が
苦

に
代
わ

た

あ

と

れ
た
声
か
ら

そ
の
未
来
を
容

に
想
像
で
き
た
事
を
如
実
に
理
解
で
き
る

 
確
か
に
彼
な
ら
そ
う
い
う
面
倒
な
あ
る
い
は
金
が
掛
か
る

証
作
業
を
キ
リ
ト
君
に
放
り
投

て
い
た
だ
ろ
う

そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
予
期
し
て
い
た
事
も
あ

て
実

に

証
し
た
よ
う
だ

 
実

こ
う
し
て
デ

タ
と
し
て
示
さ
れ
る
と
こ
ち
ら
も

け
入
れ
や
す
く
は
あ
る

と
い
う

か

も
う

け
入
れ
る
流
れ
が
出
来
て
し
ま

て
い
る

 
未
だ
ア

ガ
ス
が
存
在
し
て
い
た
な
ら
彼
に
は
技
術
部
だ
け
で
な
く

業
部
に
も
欲

し
い
人

と
し
て
ス
カ
ウ
ト
を

め
な
か

た
だ
ろ
う

そ
し
て
入

し
た
後
取
り
合
い
と
い

う
名
の

争
い
が

き
る
の
だ

か
く
い
う
私
は
面
倒
事
を

い
そ
れ
に
時
間
を
掛
け
る
な

ら
と
血
道
を

て
い
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
世
を
し
て
い
た
が
彼
を
引
き
入
れ
ら
れ
る

と
な
れ
ば
き

と
参
加
し
た
に
違
い
な
い

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
出
来
な
く
と
も
こ
こ
ま
で

性
が
高
い
プ
レ
イ

は
他
に

な
い

テ
ス
ト
ダ
イ
バ

で
す
ら
だ

と
も
す
る
と

⻑
権
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限
と
い
う
強
権
発
動
す
ら

さ
な
か

た
か
も
し
れ
な
い

 

ま

彼
の
能
力
は
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
必
然
的
に
鍛
え
上

ら
れ
た
も
の
な
の
で
作

成

時
は
ス
カ
ウ
ト
し
な
か

た
だ
ろ
う
が

 
と
い
う
か
知
ら
な
い
人
に
会
う
よ
り
も
作
成
の
方
に

力
し
て
い
た
気
が
す
る

方

そ
の

証
だ
け
で
一
体

ら

や
し
た
の

ん

三

万
く
ら
い

か
な

 
さ

き
も

た
け
ど

品
ク
エ
ス
ト
で
使

て
た

に
合
わ
せ
て

証
し
て
た
だ
け
だ
か
ら
別
に
特
別
な
時
間
を
取

て
確
か
め
た

じ

な
い
し

に
お
金
を
消

し
た

で
も
な
い

 
そ
れ
に

と
彼
は
シ
ノ
ン
君
に

み
を
向
け
た

は
最
前
線
を

ロ
で
進
ん
で
た
ん
だ

つ
ま
り
戦
闘
や
宝

か
ら
得
ら
れ
る
リ

ス
は
全

て
独
り

め
出
来
て
い
た

た

で
ポ

シ

ン
を
作

て

れ
ば

で

る
よ
り

合

金

は
上

そ
し
て
ポ

シ

ン
を
自
作
出
来
て

鍛
冶

と

裁

ス
キ
ル
を
持

て
い
る
以
上

に

る
必
要
が
無
く
必
然
的
に
補

も
自
力
で

え
る

つ
ま
り

が
コ
ル

を
消

す
る
の
は
食
事
く
ら
い
な
も
の
だ

た
ん
だ

そ
り

あ

ま
り
に

ま
る
よ

 
ボ
ス
の

も

七
十
六
層
を

い
て
全
部
取

て
来
た
か
ら
な

と

け
た
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そ
こ
で
ユ
ウ
キ
君
が
小
さ
く

を

わ
せ
た

七
十
六
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
ザ
・
ガ
ス
ト
レ
イ
ゲ

イ
ズ
に
ト
ド
メ
を

し
た
の
は
彼
女
だ

た
か
ら
だ
ろ
う

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
初
め
て
キ
リ
ト
君

以
外
で
フ
ロ
ア
ボ
ス
の

を
取

た
プ
レ
イ

な
の
だ

 
ま

他
の

は

の
事
よ
り

彼
女
が
放

た

片
手
剣

ス
キ
ル
に
は
無
い
十
一

撃

ド
ス
キ
ル
の
方
に
意
識
が
向
い
て
い
た
た
め
あ
ま
り
大
事
に
は
な

て
い
な
い
が

む
し

ろ
彼
女
な
ら
取
れ
て
も
不
思
議
で
は
無
い
と
い
う
流
れ
す
ら
あ
る

キ
リ
ト
君
と
実
力
は

あ
る
い
は
彼
女
が
や
や
上

で
あ
る
事
を

え
れ
ば
お
か
し
く
は
な
い

使
わ
な
か

た
ら
文

り
宝
の
持
ち

れ
に
な
る
ん
だ

必
要
な
事
に
使
え
る
な
ら
む
し
ろ

本
望
だ
よ

 
に

と
信

し
切

て
い
な
い
者
が

る
空
間
で
あ
る
に
も

わ
ら
ず
彼
は

の
な

い

み
を
浮
か
べ
て

た

 
そ
れ
に
我

は

気
に
取
ら
れ
る

 
以
前
か
ら
キ
リ
ト
君
に

意
や
殺
意
を
向
け
中
に
は
彼
を
殺
そ
う
と
動
い
て
い
た
者
も
こ
の

レ
イ
ド
に
は

る

ビ

タ

と
し
て
振
る
舞
う
真
実
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
な
い
も
の
信

じ
切

て
い
る
者
彼
を
絶
対
悪
と
見
定
め
て
止
ま
な
い
者
だ

て
い
て
今
は
多
少
風
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り
は

し
く
な

た
も
の
の

け
容
れ
切
れ
て
い
な
い
者
が
い
る
の
は
彼
と
て
把
握
し
て
い
る

だ 
そ
れ
な
の
に

今
ま
で

し
て

に
も
見
せ
な
か

た
表
情
を
見
せ
る
よ
う
に
な

た

 
き

と
そ
れ
は
彼
ら
が
彼
の
命
を

う
行
動
を
一
時
的
に
と
て
は

え
止
め
て
い
る
か
ら

だ

彼
が
見
せ
た
七
十
六
層
で
の
バ
グ
へ
の
対
応
に
よ
り
彼
ら
が
多
少
な
り
と
も
過

な
行
動

を

え
る
よ
う

え
直
し
た
か
ら
だ

 

彼
は

子

だ

 

悪
を
向
け
ら
れ
れ
ば

悪
を
向
け

意
を
向
け
ら
れ
れ
ば

意
を
向
け
る

 
友

的
な

で

す
れ
ば
近
寄
り

心
を
開
か
れ
る
こ
と
で
心
を
開
く

子

と
い
う
性

そ
れ
が
今

人
が
多
く

る
中
で

か
に
で
も

を

か
せ
て
い
る

 
そ
れ
は
小
さ
く
は
あ
る
が

し
か
し

も
な
く
重
要
な
第
一
歩

 

意
を
向
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
友

的
な

を
取
ら
な
い
な
ど
と
は

わ
な
い
罪
を
憎
ん

で
人
を
憎
ま
ず
の

大
人
の
思

を
持

た

子

と
し
て
の
性

の
発

 
人
の

に
立
と
う
と
し
て
い
る

勢
と
合
わ
さ
り
そ
の
様
は
正
し
い
子

の
在
り
方
だ

た
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人
気
の
無
い

暗
い

路

 

の
一

夜
の

に

ま
れ
道
の
先
が
闇
に

さ
れ
た
大

り
か
ら
外
れ
た
小
路
に
自

分
は

た

あ
る
人
物
を

て
い
る
の
だ

 
そ
の

手
は

黒
の
剣
士

キ
リ
ト

 
本
来
な
ら
数
日
間
迷

内
で
キ

ン
プ
を
す
る

に

て
来
な
い

な
の
だ
が

の
事
情
が
あ

て
一

補

に
帰
る
事
に
な

た
の
だ

転

結

で
ア

ク

フ

ア
に

転

し
た
後

メ

セ

ジ
で

絡
を
入
れ
て
来
た

 
今
現
在
自
分
は

ス
キ
ル
に
よ
り
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
夜
道
の
闇
と
同
化
し
て
い

る

そ
う
で
な
け
れ
ば
人

い
と

違
い
さ
れ
そ
う
な

だ
か
ら
だ

 

故
な
ら

自
分
は
今

あ
る
も
の

を

に

い
で
い
る

ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
る
事
が

出
来
な
い
レ
ア
ア
イ
テ
ム
だ

そ
れ
な
り
に
大
き
い
そ
れ
は

状
に

め
ら
れ
て
い
る

か
ら

見
れ
ば

や

き
の
そ
れ
だ
が
こ
う
も

暗
い
と
人

い
の

に
見
え
な
く
も
無
か

た 
こ
ん
な
小
路
で

ち
合
わ
せ
を
し
た
の
は

そ
れ
を
危
惧
し
て
の
事
で
は
無
い
の
だ
が
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こ
れ
も

予
想

り
だ

た
の
カ

 
思
う
の
は

こ
の
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入
れ
る
の
を
依
頼
し
て
き
た
時
の
事

 
こ
の
レ
ア
ア
イ
テ
ム
は

ベ
ン
ダ

・
カ

ト

と

い

な

だ
が

レ
ア

ア
イ
テ
ム
と
呼
ば
れ
る

以
は
そ
の

果
に
あ
る

本
的
に
手
か
ら
離
し
て

に

い
た
も
の

は

有
者
登
録
が
無
け
れ
ば
五
分
後
あ
る
な
ら
一
時
間
後
に

値

少
が
始
ま
る
の
だ
が

こ
の

の
上
に

い
た
も
の
限
定
で

値

少
が

き
な
い
の
で
あ
る

 
な
の
で
コ
レ
は

天

人
に
人
気
の
品
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
見
つ
か

た
時
期
は
第
一
層
や
二
層
の
時
点
か
ら
な
の
で
レ
ア
は
レ
ア
で
も
今
現
在
の
価
値
と
し
て
は
あ

ま
り
高
く
な
い

最
初
の

か
ら

を
し
て
い
た
者
は
そ
の
大
多
数
が
自
分
の

を
有
し
て

い
る
か
ら
だ

 
だ
か
ら
多
く
の
者
が
コ
レ
を
必
要
と
し
な
く
な
る
が
ス
ト
レ

ジ
に
収

で
き
な
い
と
い
う

点
が
ネ

ク

ホ

ム
の
ス
ト
レ

ジ
に
す
ら
入
ら
な
い
以
上
場

を
取
る
か
ら
だ

 
か
と

て

人
同
士
で

れ
る

も
無
く
剣
士

に

れ
る
道
理
も
無
く

も
が
コ
レ

を
持
ち

れ
し
て
い
た

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

る
の
も
あ
り
で
は
あ
る
が

二
束
三
文
で
し
か

れ
な
い

⻑
い
こ
と
世
話
に
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な

た
そ
れ
を
そ
う
し
て
終
わ
ら
せ
る
の
は

び
な
い

か

だ
と
い
う
理
由
で

未
だ
に

持

て
い
る

人
・
生

プ
レ
イ

は
一
定
数
存
在
す
る

 
と
は

え
第
七
十
六
層
以
上
に
来
た
プ
レ
イ

は
下
に

れ
な
い
の
で
結
果
的
に
価
値

は
高

し
て
い
る
と

え
よ
う

し
ろ

人
や
生

プ
レ
イ

は
ま
た

の
よ
う
に

で

を
し
な
け
れ
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

む
し
ろ
リ
ズ
の
よ
う
に
す
ぐ

を
構
え
ら
れ
た
事

の
方
が
異

で
あ
る

 
自
分
も

を
す
る
事
を
前

で
リ
ズ
ベ

ト
の
後
を
追

て
来
た
シ
リ
カ
か
ら

て
も

ら

た
事
で

達
し
た

彼
女
に
は
や
や

ら
れ
は
し
た
も
の
の
彼
の
頼
み
だ
と

て
事
情

を
話
せ
ば

快
く

て
く
れ
た
の
だ

 
そ
し
て
コ
レ
を
わ
ざ
わ
ざ

意
す
る
事
を
頼
ん
で
き
た
と
い
う
事
は
コ
レ
を
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事

を
予
期
し
て
い
た
事
に
な
る

今
回
メ

セ

ジ
で
伝
え
て
来
た
の
も

ベ
ン

ダ

・
カ

ト

の
引
き
取
り
に
つ
い
て

 
一
応
ど
の
よ
う
に
使
う
か
は

い
て
い
る
が

 

ま
さ
か

車

の

に
敷
く
と
は
ネ

 
騎

動
物
の
レ
ン
タ
ル
に
は
彼
と

品
系
ク
エ
ス
ト
を
進
め
て
い
く
中
で

と
な
く
世
話
に
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な

た
が

車
な
ど
に

し
て
は
初
め
て
だ

ク
エ
ス
ト
の
演
出
で

車
に

た
り

ら
さ

れ
た
り
し
た
事
は
あ
る
が

 
そ
ん
な
中
そ
の
ク
エ
ス
ト
の

車
に

た
時
ア
イ
テ
ム
の

値

少
が

こ
る
事
に

少
年
は
気
付
い
た

 
だ
か
ら
近

車
を
必
要
と
す
る
状
況
を

慮
し
て
自
分
に
ベ
ン
ダ

・
カ

ト
を

意
さ
せ
た

七
十
六
層
以
上
で
入
手
す
る
と
な
る
と
重
要
な
の
は
交

術
と
コ
ネ

彼
は
そ

れ
を
頼

て
く
れ
た
の
だ

ム
フ
フ

 
頼

て
も
ら
え
る
な
ん
て

オ
ネ

サ
ン

し
い

 
ハ
イ
デ

ン
グ
が
解
け
な
い
程

の
声

で
喜
び
を

に
す
る

 

か
ら
見
れ
ば
つ
ま
る
と
こ
ろ
た
だ
の
パ
シ
リ
な

だ
が
こ
れ
は
自
分
く
ら
い
に
し
か
出

来
な
い
重
要
な
仕
事
だ

た

そ
の
気
に
な
れ
ば
彼
自
身
が
手
に
入
れ
る
事
も
可
能
だ

た
だ
ろ

う
が
そ
れ
で
は
事
を

立
て
る
事
に
な
る
か
ら
本
望
で
は
無
い

彼
の
望
む
形
で
穏

に
入
手

す
る
な
ら
自
分
の
力
が
不
可
欠
だ

た
と
い
う
事
だ

 
そ
の
事
を
理
解
し

そ
の
苦
労
を
分
か

た
上
で
頼

て
く
れ
た
事
は

と
て
も

し
い

 
一

前
ま
で
は

ど
れ
だ
け

て
も

け
容
れ
て
く
れ
な
か

た
分

に

し
い
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だ
か
ら

い
ち

う
な

ホ
ン
ト

 
だ
が

中
に

く
感
情
は

な
事
に

喜
だ
け
で
は
無
い

の
感
情
も
あ
る

 
あ
の
少
年
の
知
り
合
い
の
中
で
最
も
付
き
合
い
が
⻑
い
の
は
自
分
な
の
だ

彼
を

た
義

理
の
姉
で
す
ら
超
え
て
し
ま

て
い
る
自
分
は

あ
る
意
味
彼
の
事
を
一
番
よ
く
知

て
い
る

 

て
る

も
弱

て
る

も
気

に
振
る
舞

て
る

も

き
そ
う
に
な

て
る

も
安

し
て
い
る

も
気
を

い
て

て
い
る

だ

て
自
分
は
見
て
い
る

そ
れ
だ
け

信

を
勝
ち
得
た
の
だ

 
そ
れ
を

横
か
ら
ア

サ
リ
と
奪
い
取

て
い
く

義
理
の
姉

 
戦
闘
を

め

彼
に

び
立
つ
剣

を
持
つ
少
女
達

 

ま
し
い

実
に

ま
し
い

自
分
が
ど
れ
だ
け
苦
労
し
て
人
見
知
り
の
強
か

た
時
分
か

ら
こ
こ
ま
で

離
を

め
た
の
か

然
知
ら
な
い
彼
女
達
は
自
分
以
上
の
部
分
に
ま
で

み

ん
で
い
る

ど
れ
だ
け

え
て
も
直
ら
な
か

た
自
己

の
行
動
が
鳴
り
を
潜
め
て
い
る

 
喜
び
は
あ
る

自
分
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

た
の
は

直
に

し
い

 

で
も

欲
を

え
ば

そ
れ
は

・私
が
し
た
か

た

 
あ
の
少
年
の
表
も
裏
も
知

て
い
る
の
は
自
分
く
ら
い
だ

た
の
だ

し
て
く
れ
た

さ
れ
た
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ん
の
少
し
ず
つ
だ
が
心
を
開
い
て
く
れ
て
い
た

 
そ
れ
で
も

彼
の

動
を

め
る
事
は
出
来
な
く
て

 
出
来
た
の
は

こ
の
世
界
に
来
て
少
し
だ
け
の

義
理
の
姉

 
一
体

が
違
う
の
だ
ろ
う
と

思

が
回
る

 

論
彼
の
思
想
に
限
界
が
来
て
い
る
時
更
に

し

む
よ
う
に

き

し
た
の
が
最
大
の
原

因
だ
ろ
う

彼
の
リ
ア
ル
の
事
を
知
り
事
情
を
知
り
心
情
を
知

て
い
る
彼
女
だ
か
ら
こ
そ

ア
レ
は

せ
た
の
だ
と
理
解
し
て
い
る

 
だ
け
ど

感
情
で
は

得
出
来
て
い
な
い

 
怒
り
を

わ
に

た
事
が
あ
る

 

を
浮
か
べ
て
止
め
た
事
が
あ
る

 
心
配
だ
と

え
か
け
た
事
が
あ
る

 
死
な
な
い
で
と
願

た
事
が
あ
る

 
想
い
の
深
さ
で
勝
ち
負
け
な
ん
て

う
つ
も
り
は

な
い

ど
れ
だ
け
想
い
を
伝
え

た
か
こ
そ
が

重
要
だ
か
ら

 
ど
れ
だ
け
行
動
に

せ
た
か
が

大
切
だ
か
ら
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ち

と

重
い
カ
ナ

 
心
配
で
大
切
だ
か
ら
目
を

離

せ

な

か

た

離
さ
な
か

た

少
し
で
も
気
を

け
ば
す
ぐ
に
遠
く
へ

て
し
ま
う
と
分
か

て
い
た
か
ら

 

か
が
楔
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 
ビ

タ

と
い
う

の
よ
う
な

な
も
の
で
は
な
い
承
認
欲
求
を
確
実
に

た
す

必
要
と
し
て
い
る

と
面
と
向
か

て

う

目
が

疑
問
を

む

地
も
無
く

必
要
と
さ

れ
て
い
る
と
い
う

え
に
し
か
な
ら
な
い
声
掛
け
が

 

ビ

タ

は

書
き
だ

だ

彼
が
死
ね
ば

は
別
の

か
が

ビ

タ

と

し
て

り
上

ら
れ
る

 
で
も

あ
の
子
の
代
わ
り
な
ど

も

な
い

キ
リ
ト
と
い
う
子

は
一
人
だ
け

 
全
を
意
識
す
る

り
個
の
意
識
が

弱
と
し
て
い
た

そ
れ
を
抑
え

め
引
き

す
楔

が
必
要
だ

た

 
ユ
ラ
ユ
ラ
と

波
に
揺
ら
れ
て
い
く

を

め
て
お
く

の

が

 
自

れ
で
な
く
自
分
が
そ
の

を

て
い
た
と
思
う

そ
う

え
る
だ
け
の
事
を
裏
で

し
て
い
た
の
だ

ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う

に

彼
の

だ
け
に
集
め
た

理
の
数

で
密
か
に
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祝

た
日
の
よ
う
に

 
そ
れ
を

人
は

重
い

と

す
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

 
自
分
が
思
い
付
く
限
り
の
あ
の
少
年
に
と

て

せ
と

え
る
も
の
が
そ
れ
な
の
だ
か

ら

仕
方
な
い
だ
ろ
う

甘

す
べ
き

り
前

す
ら
知
ら
な
か

た
の
だ
か
ら

 
今
も
ま
だ
ま
だ

常
識
に
は

い
子

だ

 
け
れ
ど

よ
り
も

し
い

の
道
を
進
む
強
い
子
だ

 
あ
の
不

の
如
く

す
る

を
見
る
だ
け
で

ら
な
く
ち

と
思
う

 
同
時
に

え
た
い

と
も
思
う

あ
の
強
く
小
さ
な
背
中
を

え
る
存
在
に
な
り
た
い
と

 
生
憎
と

戦
闘
力
で
は
彼
女
達
の
足

に
も

ば
な
い
け
れ
ど

裏
方
の
仕
事
な
ら

彼
と

び
立
て
る
の
は
自
分
だ
け
だ
と
断

出
来
る

 

達
に
一
年

の
間

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

一
の
情
報

を
し
て
い
な
い
の
だ

 

と

光
が
過
ぎ
る

 
上
下
の

層
を
過
ぎ
る
よ
う
に
浮
遊
城
の
外

に
再
現
さ
れ
た
月
が

た
事
で
入

て
き
て

い
る
光
だ

 
そ
れ
に

を
向
け

目
を

め
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呼

・

・

・

・

・

な
月
ダ

 

き

少
年
の

を
見
て

に
す
る

 
そ
れ
を
理
解
さ
れ
る
と
は
思

て
い
な
い

で
も

に
秘
め
る
想
い
を

外
で
伝
え
る

そ
れ
だ
け
が

今
の
自
分
に
出
来
る
精
一

の

白
だ
か
ら

 
守
ら
れ
る
対

に
な
る
の
で
は
な
く

え
る
者
に
な
る
か
ら
こ
そ

今
は
ま
だ
伝
え
な
い

そ
う
決
め
て
い
た

お

た
せ

ア
ル
ゴ

大

ダ

二

人

き

り

だ

か

ら

今

来
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
ナ

 
確
か
な

感
と

多
大
な
自
負
と
想
い
を

に

鼠

の
ア
ル
ゴ
は

み
と
共
に
黒
い

子
を
出

え
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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ヒ

ス
ク
リ
フ

点
で
出
て
来
た

車

だ

た
ら

車

な
ら

車
⻯
な
ら

⻯
車

の
話
は
異
世
界
フ

ン
タ
ジ

も
の
で

車
使
う
の

て
定
番
だ
よ
な

て
思

て
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

車
使

て
る
の
見
な
い
な

て
思

て
じ

あ
出
そ
う

て

異
世
界

系
小
説

ん
で
て
ね

イ
イ
ナ
コ
レ

て

な
の
で
動
物

入
に

し
て
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

す

レ
ン
タ
ル
は
原
作

 

論
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
引
退
し
ま
す
空

ぶ
か
ら
ね
 
空
車
と
か
無
い
ん
や
ワ
イ
バ

ン
テ

イ
ム
可
能
な
ケ

ト
シ

の
独

場
だ
か
ら
ネ

 
ス
ト
レ

ジ
容

の
限
界

 

車
で
解
決

 

車
の
護
衛

 
原
作
と
違

て
攻
略
は
レ
イ
ド
前

な
の
で
解
決

 
ポ

シ

ン

生
成

 
キ
リ
ト
が

と
か
し
て
く
れ
る

 

性

 
キ
リ
ト
が

と
か

以
下
略

 
お
金

 
キ
リ
ト
が

略

 
こ
れ
だ
け
見
る
と
チ

ト
オ
リ
主

み
の
事
を
し
て
る
な

イ
カ
ン
異
世
界
物
転

転

生

依
ト
リ

プ

に
引

ら
れ
過
ぎ
た
か

 
お
金
や
ス
キ
ル
に

し
て
は
そ
れ
な

り
の
バ

ク
ボ

ン
だ
と
思
う
の
だ
が
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だ
か
ら
と

て
本
作
キ

が

に
オ
リ
主
で
設
定
か
ら
し
て
チ

ト
と

て
は
ダ
メ
だ

圧

  

 
三

三

  
話
を
変
え
よ
う

あ
か
ら
さ
ま

 
も
う
ね
今
話
後

書
い
て
て
ね
ア
ル
ゴ
を
と

と
と
デ
レ
さ
せ
た
い

て

く
思

た

た

ツ
は
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
が

を
交
わ
し
た
後
ア
ル
ゴ
が

き

め
て
た
か
ら

ね

ベ
ン
ダ

・
カ

ト

の
存
在
忘
れ
て
た
か
ら

 

き

め
て
た
ら
ど

か
の
電
姉
が
殺
気

ば
し
て
た

様

そ
の
未
来
は
違
い
ま
す

て

定
し
に
来
て
た
可
能
性

 
自
分
の
中
で
ア
ル
ゴ
は
ツ
ン
デ
レ

の
イ
メ

ジ

仕
事
が

わ
る
と
ツ
ン
だ

け
ど
仕
事
以
外
だ
と
内
心
デ
レ
デ
レ

て
い
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ゲ

ム
特
に

や

て

る
と
思
う
ん
だ
ア
ル
ゴ
お
前
実
は
め

さ
堕
ち
て
る
や
ろ

て

な
ん
可
愛
す
ぎ
だ
ろ
特
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に 
あ
あ

だ
か
ら
ア
ル
ゴ

て

二

創
作
だ
と

ン
デ
レ

に

る
ん
だ
な

 

師
さ
ん
マ
ジ

パ
ド

み
感

 

師
大
事

コ
レ
ホ
ン
ト

真

 
そ
れ
に
引
き
換
え

以

は

び
火

 
シ
ノ
ン
は
ク

ツ
ン
デ
レ
デ
レ
ク

デ
レ
ツ
ン
デ
レ

つ
ま
り
デ
レ
の
要

が
多
い
と
い

う

合
は
ア
ル
ゴ
と
同
じ
だ
が
 
さ

す
が
本
家
の
ク

デ
レ
に
し
て
ツ
ン
デ
レ
キ

ラ
や

で

個
人
的
主
観

 
デ
レ
が
深
い
か
ら
こ
そ

ン
デ
レ

人
気
キ

ラ
な
ん
で
す
か
ね

す

と

け

 

城
さ
ん
の
声
の
シ
ノ
ン
が
最
高

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ゲ

ム
を

か
ら
や
り
直
し
始
め
た
最
近

キ

ラ
愛
の
深
ま
り
が

ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
な
い
勢
い
で
ど
ん
ど
ん
深
ま

て
る

 
最
近
の
パ

ト
ナ

は
ア
ル
ゴ
で
す

め

ち

影

け
て
る

 

点
で
シ
ノ
ン
で
す

同
上

 

だ
と

と
か
で
専

の
ア
ニ
メ

が
出
る
か
ら

し
い
ん
や

ｉ
ｔ
ａ
時
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代
だ
と
無
か

た
か
ら

つ
ま
り

義
な
ん
て
発
動
し
な
か

た
ん
だ
よ

怨

 

く
１
０
０

層
攻
略
し
て
ユ
ウ
キ
を
出
し
た
い
で
す

 

ｉ
ｔ
ａ
か
ら
引
き
継
い
で

も
ク
リ
ア
状
況
は
リ
セ

ト
さ
れ
る
か
ら
ユ
ウ
キ
が

な
い
ん
や

Ｌ
ｖ
２
４

だ

た

の
に

 
ま

最
初
か
ら

る
と
Ｌ
ｖ
２

０
Ｍ
ａ
ｘ
か
ら
Ｌ
ｖ
１

に

と
さ
れ
た
キ
リ
ト

の
方
が
圧
倒
さ
れ
る
ん
で
す
が

全
ヒ
ロ
イ
ン
の
中
で
平

ス
テ

タ
ス
最
高
だ
か
ら
ね
彼

女

オ
マ
ケ
に
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

必
中
使
え
る
と
か
最
強
で
す
わ

そ
し
て

で
ア
ニ
メ

が
付
い
た
か
ら
無

で
す
わ

 
⻑

と
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
本
作
が
原

ゲ

ム
み
た
い
に

の

の
し
て
た
ら

き

と
ユ
ウ
キ
Ｌ
ｖ
２
４

に
キ

リ
ト
Ｌ
ｖ
１

は
喰
わ
れ
て
る
な

て

想

で
し
た
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第
百
十
一
章
 

導
火
線

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
定
期
投
稿
時

を
過
ぎ
た
け
ど
投
稿
だ

 
今
話
の

点
は
三
人
称

ア
ル
ゴ

ユ
ウ
キ

 
ユ
ウ
キ
は
超

い
上
に

線
な
の
で
実

三
人
称
に
近
い
と
い
う

 

線
回
な
の
で
我

真

 
つ
い
で
に
ア
ル
ゴ

点
で
オ
リ
キ

ラ
が
一
人
出
ま
す

ネ
タ
は
あ
る
け
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も

で
も
無
い

こ
れ
が
分
か

た
ら

そ
の
人
と
は

味
が
合
い
そ
う
だ

 
文

数
は
約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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わ
り

と

ら
か
な
和

が
揺
れ
た

 
き

 
さ
わ
さ
わ
と

が
揺
ら
れ
る
の
に
同
期
し
て

を
開
く

 
気
が
付
け
ば
己
は

に

ま
れ
た
森
の

み

を
も
た

て
見
回
す
が

に
人
気

は
全
く
な
い

ガ
サ
ガ
サ
と
葉

れ
の

は
す
る
も
の
の
生
き
物
の
気
配
は
感
じ
ら
れ
な
か

た 
生
ま
れ
つ
き
生
物
の
気
配
に
は

い
身
で
あ
る
が
故
本

に

に

も

な
い
事
を
理

解
す
る

き

 
そ
れ
は

己
の
主
で
あ
る
剣
士
も

な
い
事
を
意
味
す
る

 
蒼
い
和

が
特
徴
の
小
⻯

ナ
ン
と
名
付
け
ら
れ
た
⻯
は
か

く

い
て
地
面
に

線
を

と
し
た
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捨
て
ら
れ
た
と
は
思
わ
な
い

ナ
ン
に
と

て
主
が
ど
こ
か
へ
行

て
し
ま
う
事
な
ど

事
に
過
ぎ
ず

て
い
れ
ば
ま
た
帰

て
来
る
も
の
だ
と
分
か

て
い
る
か
ら

む
し
ろ
こ
う

い
う
時
は
危
険
性
の
高
い
場
合
が
多
い
の
だ
と
理
解
し
て
い
た

最
近
金
髪
の
人
間
に

け
ら
れ

る
事
が
多
い
の
も
そ
れ
故
だ
ろ
う
と
分
か

て
い
た

 
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で

中
で
の
事
で
あ
り

の
外
で

れ
た
事
は
あ
ま
り
な
い

無

だ

た

で
は
な
い
が
そ
の
場
合
は

本
的
に
主
が
指
示
を
出
し
己
が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

ら
う
ば
か
り

今
回
の
よ
う
に
突
発
的
に
離
れ
離
れ
に
な
る
機
会
は
そ
う
無
か

た

 
も
し
か
し
て

死
ん
で
し
ま

た
の
だ
ろ
う
か

と
思

し

ナ
ン
は
す
ぐ
に

定
し
た

 

ん
の
少
し
前
主
で
あ
る
少
年
は

然
と
消
息
を
絶
ち

日
も

て
来
な
か

た

紺
色
の
剣
士
の

内
に
よ

て
再
会
は
果
た
せ
た
が
ナ
ン
は
一
体

が
ど
う
な

て
い
た
の
か

ど
把
握
出
来
て
い
な
い

し
か
し
主
が
生
き
て
い
る
事
だ
け
は
本
能
的
に
理
解
し
て
い
た

 
そ
の
時
の
感
覚
は
今
も
あ
る

つ
ま
り
主
は

ま
だ
生
き
て
い
る
の
だ

き

あ

 
で
あ
れ
ば
こ
こ
で
ウ
ジ
ウ
ジ
と
し
て
い
る

に
も
い
か
な
い
と
ナ
ン
は

し
て
和

に

ま
れ
た

翼
を
は
た
め
か
せ

空
を
舞
う
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に

ま
れ
た
森

そ
の
木

を

う
よ
う
に

ぶ
こ
と

く

 
ナ
ン
は

か
し
い

い
を

ぎ
取

た

 
そ
れ
は
太
陽
の

い

自
然
の

り
と

か
甘
い

い
も

ざ

て
い
る
が

ぎ

れ
た
今

と
な

て
は
安
ら
ぎ
す
ら
与
え
る
も
の

 
主
の

い
だ
と

ナ
ン
は
判
断
し
た

き

る

 
そ
れ
か
ら
の
ナ
ン
の
行
動
は
速
か

た

と
に
か
く

い
が
す
る
方
向
へ
と
一
直
線
ま

し

ぐ
ら
に

す
る

主
の
能
力
と
同
期
し
て
い
る
ナ
ン
の
ス
ピ

ド
は

の
人
間
が
出
せ
る
そ
れ

を

か
に
上
回

て
い
た
が

と

る
木

を
小
⻯
は

に

し

け
る

 
時
間
に
し
て

お
よ
そ
十

 
そ
れ
が

い
の

へ
と

り

く
の
に
要
し
た
時
間
だ

た

 
そ
の
間
に

ん
だ

離
は
数
百
メ

ト
ル

人
間
の
索

能
力
は
せ
い

い
が
百
メ

ト
ル
程

な
の
で
ナ
ン
の

近
を
そ
の
人
間
が

知
す
る
の
は
ど
う
し
て
も

れ
る

故
に
ナ
ン
の

界

に
入

た
人
間
は

の
気
配
を
滲
ま
せ

ま

て
い
た

 

し
か
し

ま

て
い
た
の
は
ナ
ン
も
同
じ
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⻯
種
に
属
し
主
の
能
力
に
よ

て

常
で
な
い
力
を
有
し
て
い
る
と
は

え
ナ
ン
は
体
格

の
小
さ
い
小
⻯
で
あ
る

来
ナ
ン
の
種

フ

ザ

リ
ド
ラ
は
非
力
だ

た

そ
れ
を
補

う
よ
う
に
高
い
索

能
力
と
多
種
多
様
な
ブ
レ
ス
ア
ク
シ

ン
中
に
は
味
方
を

す

自
身

を

せ
な
い
の
が
ネ

ク
な

ヒ

ル
ブ
レ
ス

を
有
し
て
い
る

 
人
間
が
使
い
魔
と
し
て
使

出
来
る
小
型
の
魔
物
の
中
で
は

フ

ザ

リ
ド
ラ

は
間
違

い
な
く
大

た
り
の
部

に
入
る

回
復
技
を
持
つ
魔
物
は
数
あ
れ
ど
使
い
魔
と
し
て
使

可

能
な
種
の
中
で
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

一
の
個
体
だ
か
ら
だ

 
加
え
て
流

に

な
ど
の

獣
系

に
は

る
が
そ
れ
で
も
高
い
危
機
感
知
と

覚

覚

を
有
し
て
い
る
た
め
不
意
打
ち
に
め

う
強
い

ナ
ン
の
主
が
世
話
に
な

た
事
は

ど
無

い
が

同
種

で
あ
る
ピ
ナ
の
主
で
あ
る
少
女
は

世
話
に
な
る

ど
強
力
な
能
力
だ

た

 
そ
の
ナ
ン
の
感
覚
特
に
主
で
あ
る
か

か
の
判
断
は
こ
れ
ま
で
た
だ
の
一

も

た
事
が

無
い

 

間
違
え
よ
う
が
無
か

た

同
じ

い
同
じ
気
配
同
じ
感
覚
を
覚
え
る
者
な
ど
こ

れ
ま
で
た
だ
の
一
人
も

な
か

た
か
ら

る

が
無
い
の
で
あ
る
そ
ん
な
者

紺
色
の

の
少
女
と
水
色
の

の
少
女
で
す
ら

似
た

い
で
あ

て
も
は
や
り
違
う
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こ
と

主
の
事
に

し
て

ナ
ン
が
間
違
え
る

が
無
か

た

 
だ
か
ら
こ
そ

ナ
ン
は

惑
し
た

 
眼
前
に
立
つ
者
か
ら

ぎ
取
れ
る

い
は
気
配
は
間
違
い
な
く
主
そ
の
も
の
だ

背

も

同
じ

特
徴
も
同
じ

う
も
の
の
色
す
ら
同
じ

 

故
か
目

を

し
以
前
に

べ
て
金
属
の

い
が
増
え
て
い
る
が
そ
れ
で
も
身
体
的
特

徴
は
同
一

 
だ
が

違
う

 
目
の
前
の
人
物
に
覚
え
る
感
覚
は
同
じ
な
の
に

故
か
い
つ
も
感
じ
ら
れ
て
い
る
繋
が
り
を

目
の
前
の
人
物
か
ら
は
感
じ
ら
れ
な
い

つ
ま
り
主
で
は
な
い
と
ナ
ン
は
分
か

た

分
か

て

し
ま

たお
前
は

 
黒

く
め
の
目

を

し
た
騎
士

ス
レ
イ
ブ
が

を
滲
ま
せ
た
声
を
発
す
る

声

す
ら
同
じ
で

ナ
ン
は
更
に

惑
し
た

 
静

の
中
で
見
合
う
人
と
⻯

主
と

れ
た
の
か
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を
破

た
の
は
人
の
方
だ

た

 

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
声

で
⻯
に
問
い
か
け
る

人
の

葉
な
ど
解
す
る

が
無
い
魔
物

に

使
い
魔
に

し
か
し

の
疑
問
も
な
く
ス
レ
イ
ブ
は
話
し
か
け
て
い
た

 
人
語
を
離
せ
な
い
ナ
ン
に
返

の
し
よ
う
は
無
い

 
し
か
し

気
で

し
た
の
か
そ
れ
と
も
主
が

な
い
事
で

た
り
を
付
け
て
い
た
だ
け

か

ス
レ
イ
ブ
は
特
に

た
風
も
な
く

ん
で
見
せ
た

 

そ
の

み
は

ナ
ン
に
食
べ
物
を

す
主
の
そ
れ
と

二
つ

 

の
事

ナ
ン
は
騎
士
を
主
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

た

お
前
の
主
は

多
分
あ
の

に

る

そ
の
近
く
を

ぶ
と
良
い

 
そ
う

て
騎
士
が

手
に

ま
れ
た
手
を
上

指
で
遠
く
に
見
え
る
白

の

を
指
し

示
す

ナ
ン
も
経
験
上
あ
の

を
主
が
目
指
す
事
を
理
解
し
て
い
た

 
た
だ

不
可
解
さ
は
残

た

 
こ
の
騎
士
は
主
と
斬
り
結
ぶ

だ

た

つ
ま
り
主
の
使
い
魔
で
あ
る
己
と
も

対
し
て
い

る 
な
の
に

故
襲

て
こ
な
い
の
だ
ろ
う
か
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お
れ
だ

て

き
で
こ
ん
な
事
を
し
て
い
る

じ

な
い
よ

 
小
⻯
が

い
た
疑
問
を

し
た
の
か
主
が
よ
く
見
せ
る

み
で
騎
士
は

い
そ
の
場
か
ら

立
ち
去
ろ
う
と
す
る

き

 
そ
の
後
を
小
⻯
は
追
う
事
に
し
た

と
な
く
一
人
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
本
能
が

て
い
た
か
ら

変
わ
ら
な
い
な

お
前
は

 
後
を
追

て
来
る
小
⻯
を
見
て

し
か
し
騎
士
は
止
め
る
事
無
く
歩
を
進
め
た

 
そ
の

に

変
わ
ら
な
い
で
い
て
く
れ
る
事
へ
の
確
か
な
喜
び
を
滲
ま
せ
な
が
ら

  
夜
闇
に

ん
だ
ア

ク

フ

ア
の
片

に

そ
り
と
構
え
ら
れ
た

に
て
ど
の

動
物
を

入
す
る
か
見
定
め
て
い
る
最
中

に
立
つ
少
年
が

を
メ
ニ

面
か
ら
上

た

 
そ
の

線
は

か
空

仮
想
の
夜
空
を

し
出
す
七
十
七
層
の
天

を
見

め
て
い
る

ど
う
し
た
ん
ダ
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今

か
が

を
呼
ん
だ
気
が

 
き

と

い

を
寄
せ

不
安
を
覚
え
た
よ
う
な
表
情
で

う
少
年

空

じ

な
い
の
カ

 
ア

ち

ん
達
も
今
日
は
攻
略
し
な
い

て
決
め
た
ん
だ

圏

内

か
ら
出
な
い
ダ
ロ

 
今
日
の

に
攻
略
に
出
て
か
ら
こ
れ
ま
で

が
あ

た
か
を

い
て
い
た
自
分
は
そ
う
返
す

今
日
は
攻
略
を
や
め

の
武

の
損

回
復
や

労
回
復
に
専
念
す
る
事
も
キ

が

る
ま
で

圏
内

か
ら
出
な
い
よ
う
に
指
示
し
た
事
も

き
知

て
い
る

 

直
に
ビ

タ

と
蔑
ま
れ
る
少
年
の

葉
に

く
者
達
ば
か
り
で
は
な
い
事
は
確
か
だ

が
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

や
ア

ち

ん
達
の
指
示
に
逆
ら

て
ま
で
最
前
線
で
危
険
を
呼
び

む
ば
か
り
で
は
な
い
事
も
確
か

ま
し
て
や
今
日
は

む
事
を

さ
れ
て
い
る
の
だ

圏

内

か
ら
出
よ
う
と
し
た
時
点
で

意
さ
れ
る
の
は
必
然
で
あ
る

 
確
認
の

に
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
確
認
す
る

ダ
ン
ジ

ン

に

る
た
め

追

こ
そ
出
来
な
い
も
の
の

彼
女
達
の

バ

は
一
ミ

リ
た
り
と
も

少
し
て
い
な
い

他
の
メ
ン
バ

も
同
じ
だ

 
だ
か
ら

圏
外

に

る

で
は
無
い
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空

に

し
て
は
彼
ら
彼
女
ら
を
恋
し
く
思
う
キ

の
気
持
ち
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
も
し

れ
な
い

 

そ
う
思
う
と

そ
こ
は
か
と
な
く
面
白
く
な
い

 

せ
こ
の
少
年
を
独
り

め
で
き
る

重
な
時
間
で
あ
る

 
最
近
は

い
に

し
い
し
彼
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
事
も
あ

て
一
緒
に

な
い
時
間

が
多
か

た
か
ら

に

重
だ

 
七
十
六
層
に

達
し
て
か
ら
こ
う
し
て
二
人
き
り
に
な
れ
る
の
は

気
に
こ
れ
が
初
だ

た

 

死
ん
だ
と
思

た
時
は

本

に

か

た

 

せ

こ
の
世
界
で
最
大

の
信

を
寄
せ
て
い
る
プ
レ
イ

だ

情
報

と
い
う
立
場

上

安

に
人
と
親
身
に
な
れ
な
い
身
の
上
で
あ
る
自
分
と

一
親
し
く
な
れ
る
存
在
な
の
だ

せ
攻
略
本
を
作

て
い
る

一
の

間
だ
か
ら
情
報
を

し
様
が
な
い

 
あ
ち
ら
も

ビ

タ

を
名

た
理
由
は

論

攻
略
本
を
作
る
理
由
は
一
緒

 

そ
れ
以
前
に

彼
に
は

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
は

ど
無
い

 
リ
ア
ル
の
事
は

論
そ
の
容

戦
闘
ス
タ
イ
ル
活
動

そ
の
他

ど
だ

そ
れ

ら
は

殺
隊
が
勝
手
に
広
め
る

だ
か
ら
仮
に

品
に
し
て
も

に
な
ら
な
い

無

で
配
ら
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れ
る
情
報
と
同
じ
者
を

が
有

で

お
う
と
す
る
だ
ろ
う
か

 

一
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
レ
ベ
ル
と
ス
キ
ル
だ
が

鼠
は
そ
れ
を

品
に
し
て
い

な
い

 
自
分
が
情
報

を
す
る
と
決
め
た
の
は

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
の
自
負
や
責

感
も
あ

る
が

信

の

い
情
報
に

ら
さ
れ
る
事
で

者
が
出
る
の
を
食
い
止
め
る

も
あ
る

そ
れ
だ
け
で
な
く

プ
レ
イ

の
個
人
情
報
を
安

に
流

さ
せ
る
と

の
横
行
を
許
し
て

し
ま
い
か
ね
な
い
と
危
惧
し
た
か
ら
だ

 
つ
ま
り

の
成

を
高
め
か
ね
な
い
他
者
の
レ
ベ
ル
と
ス
キ
ル
の
情
報
を

自
分
は
最
初

か
ら

品
に
し
な
い
事
を
ポ
リ
シ

の
一
つ
と
し
て
決
め
て
い
る
の
で
あ
る

 

論
攻
略
情
報
を
集
め
る
一

で
知

て
し
ま
う
事
も
多

あ
る
が
そ
れ
ら
に

し
て
は

回

ら
な
い
事
を

く
誓

て
い
る
し

実

そ
れ
を
実
行
し
て
い
る

 

外
と

え
ば
キ

だ
け
だ

彼
の
場
合
攻
略
本
の
戦
闘
指

や
ス
キ
ル
大
全
を
編

す

る

が
応
で
も
武
器
ス
キ
ル
に

し
て
は
知
る
事
に
な
る

そ
の
情
報

を

的
に

匿
名
に
す
る
事
で

し

せ
て
き
た

そ
の
出
来
る
限
り
の
配
慮
を
以
て
情
報

を

ん
で
い

る
自
分
は
そ
の
ポ
リ
シ

を

守
し
て
い
る
限
り
彼
を

す
る
存
在
に
は
な
り
得
な
い
と
判
断
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さ
れ
た

 
彼
に
つ
い
て
情
報
を
回
そ
う
に
も

回
せ
る

品
が
無
い
か
ら
こ
そ
の
逆
説
的
な
信
頼

 
そ
れ
で
は
不

だ
と

う
人
も

る
だ
ろ
う
が

自
分
は
そ
れ
で
良
い
と
思
え
た

 
こ
の
少
年
に
と

て
他
者
を
信
頼
す
る
第
一
歩
が
一
番
の

な
の
だ

せ

す
る
要

に
な
り
得
る
も
の
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば
中

信
頼
出
来
な
い

過
去
の
経

を

慮
す
れ
ば
そ
れ

が

然
だ
ろ
う

 

く
信
頼
を
得
ら
れ
た
と
思
え
ば

今

は
人
間
性
へ
の
信

を
得
る
の
が

し
い

 
ま

デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
こ
の
異
常
な

境
だ
か
ら
こ
そ
人
間
の
本
性
は
現
れ
や
す
い
せ
い

か
思

た
よ
り

期
間
で
信

も
得
ら
れ
た
の
は

の
至
り
と

え
た

と
は

え
ベ

タ

時
代
の

も

め
て
だ
か
ら

く
四
か
月
近
く
掛
か

た

だ
が

ベ

タ
時
代
の
付
き
合
い

が
無
け
れ
ば
も

と
大
変
だ

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

慮
す
る
と
正
式

開
始
直
後
か
ら
の
付
き
合
い
で
あ
る
ク
ラ
イ
ン
は
別
れ

に

情
報
を

さ
れ
る
程
の
人
間
性
へ
の
信

を
勝
ち
取

て
い
た

人

こ
い
性
格
と
他
者
を
思
い

や
れ
る
気
持
ち
が
伝
わ

た
の
だ
と
分
か

て
は
い
る
が

そ
こ
は
か
と
な
く

す
る

 
一
番
の

対

は

論
ア
ス
ナ
達
で
あ
る
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ボ
ス
戦
で
命
を

す
戦
友
の
間

と
は

え
彼
女
達
は
自
分
よ
り
も

期
間
で

つ
触
れ

合
う
時
間
は

い
に
も

わ
ら
ず

人
前
で
眠
る

と
い
う
最
大
限
の
信

の
証
で
あ
る

を

彼
は
見
せ
た

あ
の
年

の
日
に

い
た
感
情
は
今
で
も
忘
れ
て
い
な
い

 

一
番
信

さ
れ
て
る
の
は

私
な
ん
だ

 

な
ま
で
の
主

が

を

る

 
分
か

て
は
い
る
の
だ

で
は

彼
に
と

て
信

の
大
き
さ
深
さ

番
な
ん
て
問

で

は
無
く
重
要
な
の
は
信

出
来
る
に
値
す
る
人
の
数
な
の
だ
と

数
の
前
で
は
大
き
さ
や
深

さ
な
ん
て

事
に

し
い
の
だ
と

 
だ
か
ら
彼
が

い
付
き
合
い
で
も
ク
ラ
イ
ン
や
ユ
ウ
キ
達
を
信

し
て
安
心
し
て
い
る
の
は

必
然
な
の
だ
と

 

で
は

分
か

て
い
る
の
だ

 
そ
れ
を

定
す
る
事
も

す
る
事
も
出
来
は
し
な
い

そ
れ
は
彼
個
人
の
個
性
を
殺
す
事
に

他
な
ら
な
い

そ
ん
な
の
は
自
分
も
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い

 
あ
く
ま
で
自
分
は
彼
の
平

さ

く
も
人
の

に
一
生

命
に
な
れ
る

に

か
れ
た
の

だ

深
さ
大
き
さ
で
は
無
く
己
を

じ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
を
重

す
る
あ
る
意
味
残

な
ま
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で
の

平
性
を

定
す
る
事
は
つ
ま
り
自
分
が

い
た
想
い
を
も
同
時
に

定
す
る
事
に
な
る

 
自
分
の
想
い
の

に

定
し
な
い
の
で
は
な
い

彼
自
身
を
想
う
か
ら
こ
そ

定
し
な
い
の

だ 
だ
か
ら
未
だ
に
想
い
を

ら
れ
な
い

に
す
れ
ば
き

と
彼
を
傷
付
け
彼
女
ら
を

す
る

葉
を

い
て
し
ま
う

そ
ん
な
醜
い
感
情
を

せ
持

て
い
る
な
ら
い

そ
心
に
秘

め
行
動
で
理
想
を
現
実
に
し
て
し
ま
え
ば
い
い

一
番
が
欲
し
い
と

う
の
で
は
な
く
一
番

に
な
る

に

た
方
が
よ

ど

全
的
で

設
的
で

平
穏
だ

 
そ
の
上
で
自
分
が

ば
れ
た
の
で
あ
れ
ば

彼
女
達
を
傷
付
け
る
事
も
無
く
彼
を

定
す
る
事
も
無
い

 
だ
か
ら
こ
そ

二
人
き
り
の
時
間
は

に
も
勝
る

重
な
時
間
な
の
だ

 

い
に

し
く
同
じ
想
い
人
を
持
つ
彼
女
ら
を
傷
付
け
る
事
無
く
そ
の
上
で
私
が
一
番
と

し
て
認
め
ら
れ
る
チ

ン
ス
と
な
り
得
る
値
千
金
の
時
間

 
そ
れ
を
他
者
へ
の
思

に

い
て
欲
し
く
な
い

そ
れ
は

そ
う
な
ん
だ
け
ど

ま

た
ク

心
配
性
な
の
は
キ

の
良
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
ち

と
は
オ
ネ

サ
ン



 第百十一章 〜導火線〜

の
事
も
気
に
し
て
く
れ

 
意
識
を

く
な
と
は

わ
な
い

で
も
こ
う
い

た
欲
に
は

実
に
あ

て
そ
れ
を
行
動
に

し
た
か

た

キ

と
こ
う
し
て
二
人
き
り
に
な
れ
た
の

気
に
一

月
近
く
ぶ
り
な
ん
だ
か
ら
ナ

 
七
十
四
層
攻
略
中
の
時
は

回
か
会

て
い
る
が
そ
れ
以

は
今
日
ま
で
二
人
き
り
に
な
れ

た

し
が
な
い

リ

フ

達
が
来
た

か
ら
ず

と
だ

そ
う

だ

け

ア

 
そ
の
反
応
は
覚
え
て
な
い
ナ

 
キ

と
二
人
き
り
の
時
間
を
オ
ネ

サ
ン
は

一
日
千
秋
の
想
い
で

し
み
に
し
て
た

て
い
う
の
に

い

え

え

 
む

と

を

ら
ま
せ
れ
ば

惑
し
た
よ
う
に
少
年
は
こ
ち
ら
を
見
る

 
ま

い
な
が
ら
の
発

だ
か
ら

分
で
あ
る
と
は
分
か

た
よ
う
で

に
表
情

は
や
や

ね
た
も
の
へ
と
変
わ

た

か
ら
か

た
な

ア
ル
ゴ

ニ

ハ
ハ

オ
ネ

サ
ン
と
の

を
覚
え
て
な
い

だ

キ
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な
の
は

分
だ
ケ
ド

お
客
さ
ん

く

ん
で
く
れ
る
か
い

 
そ
ん
な
や
り
取
り
を
し
て
い
る
と

の
主
人
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ

主
か
ら
せ

つ
か
れ
た

 
二
人

て

を
向
け
れ
ば

を
組
む
ガ
タ
イ
の
良
い
お
じ
さ
ん
が

れ
た
眼
を
向
け
て
来

て
い
た

そ
の
後
ろ
の

で
仕
切
ら
れ
た

か
ら
は

も
の

や

ロ
バ
中
に
は
明
ら

か
に
モ
ン
ス
タ

と
し
か

え
な
い
種

の
動
物
が
鳴
き
声
を
上

て
い
る

ご
め
ん
な
さ
い

 
な
ん
か

し

な
く
な

て
し
ま
い

二
人

て

罪
し

再
び
真
剣
に
動
物
の
種

や

デ

タ
が
記
載
さ
れ
た

面
を

む

と

て
も

入
権
は
キ

な
の
で
自
分
は
た
だ
見

る
だ
け
な
の
だ
が

 
数
分
ま
た
悩
ん
だ
キ

は

最
後
に
二

の

を

入
し
た

ブ
ル
ル

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
引
い
て
来
た
一

目
は

白
の

み
を
し
た

で
種

名

メ
ニ

で
は

品
名

は
ユ
ニ
コ

ン
と
あ

た

伝
承
や
神
話
に
よ

て

ガ
サ
ス
と

同
さ
れ
て

翼
が
あ

た
り
な
か

た
り
す
る
あ
の
種

だ
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た
だ

ど
の
伝
承
で
も
決
ま

て

に
一
本
の

が
あ
る
事
は
知
ら
れ
て
い
る

 

い
た
と
こ
ろ

の
上

種
の
一
体
で

値

少
速

が
や
や

い
も
の
の
ス
ピ

ド

は
最
速
と
い
う
最
高
の
コ
ス
ト
パ
フ

マ
ン
ス
を
有
し
て
お
り
更
に
戦
闘
に
も
参
加
出
来
る

と
い
う

れ
た
種

ら
し
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
話
で
は
ヒ
ト
か
ら
は
失
わ
れ
た
回
復
魔
法
を
行
使
す

る
の
だ
と
か

気
に
入

た
人
物
に
し
か
掛
け
な
い
の
で
中

お
目
に
掛
か
れ
な
い
と
も

て
い
た
が

ブ
ル
ル

ん

 
光
が

こ
れ
が
回
復
魔
法
な
の
か

 

な
ん
て

い
て
い
た
ら
目
の
前
で
い
き
な
り
白

か
ら
回
復
魔
法
を

け
る
キ

の

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た

 
白

に
見
下
さ
れ
て
い
る
黒

く
め
の
少
年
を

金
色
の
光
が

し
く

ん
で
い
た
の
だ

お
お

お
前
さ
ん

い
な

そ
い
つ

分
と
気

し
い

ツ
だ
か
ら
回
復
魔
法
掛
け
ら

れ
る
な
ん
て
中

無
い
ん
だ
ぞ

よ

ど

の

い
に

れ
て
る
ん
だ
な

 
そ
の
光

を
見
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
そ
う

た
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の

い
に

れ
て
い
る
と
い
う
事
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
騎

ス
キ
ル
が
高
い
と

か
れ

や
す
い
と
も
取
れ
る

 
ま

入
し
た
動
物
に

か
れ
た
の
は
良
い
事
だ
か
ら

あ
ま
り
追

し
な
い
事
に
し
た

も
し
か
し
た
ら
主
人
と
な

た
プ
レ
イ

に
は
す
ぐ
回
復
魔
法
を
掛
け
る
設
定
な
の
か
も
し
れ

な
い

 

断
じ
て
自
分
と
目
が
合

た
白

が
フ
ン
と

ご
と

ら
し
た
事
へ
の
負
け

し
み

な
ん
か
で
は
な
い

 
取
り

え
ず

ど
う
や
ら
自
分
は
回
復
魔
法
を
掛
け
て
も
ら
え
る

ど
で
は
な
い
ら
し
い

 
そ
う
や

て
自
分
を

魔
化
し
て
い
る
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
も
う
一

の

を
引
い
て
来
た

や

体

全
て
が

黒
色
の

骨

と
し
た
黒

だ

は
無
い
の
で
上

種
で
は
無
い
ら
し
い

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
出
し
て
来
た
デ

タ
に
よ
れ
ば
先
の
ユ
ニ
コ

ン
に

べ
て
戦
闘
能
力
は

い
し

特

能
力
も
無
い
が
そ
れ
以
外
の
パ
ラ
メ

タ
は
同
一
と
い
う

有
な
も
の
ら
し
い

つ
ま
り

最
高
速

と

値

少
速

が
同

と
い
う

だ

 
彼
の

持
金
な
ら
一

コ
ル
の
上

種
を
も
う
一

入
す
る
の
は

な
い

な
の
だ
が

故
コ
レ
に
し
た
の
か
疑
問
を
覚
え
た
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し
振
り
だ
な

 
し
か
し

そ
の
疑
問
も
す
ぐ
に
氷
解
す
る

 

か
ら

れ
出
さ
れ
た
黒

を
出

え
た
少
年
は

か
し
む
よ
う
に
目
を

め
な
が
ら

を

で
た
の
だ

そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
に

も

先
を
少
年
へ
と

し
付
け
る

 
今
ま
で
レ
ン
タ
ル
で
使

て
い
る
と
こ
ろ
は
見
た
事
無
い
の
で
ど
う
や
ら
あ
の

は
圏
内

事
件

の
時
に
使

た

ら
し
い

 
そ
の
時
は
別
の

層
で

り
て
い
た

な
の
で
こ
の

層
と
は
別
個
体
だ
ろ
う
が
し
か
し
そ

う
と
思
わ
せ
な
い
く
ら
い
黒

も
彼
に

い
て
い
る

や
や

ね
た
よ
う
に
白

が
ど
つ
き
始
め

る
く
ら
い
に
は

 

そ
こ
ま
で
思

し
た
と
こ
ろ
で

と
気
付
く

 
そ
う
い
え
ば

あ
の
水
色
の
小
⻯
は
ど
こ
に

キ

今
気
付
い
た
け
ど
ナ
ン
は
ど
う
し
た
ん
ダ

ん

あ
あ

ナ
ン
な

 
そ
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
る
と

彼
は

和
な
表
情
を

ら
せ
た

ス
レ
イ
ブ
に
襲
わ
れ
る
ま
で
は
一
緒
だ

た
ん
だ
け
ど

そ
の
後
か
ら
一
向
に

が
見
え
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な
く
て
な

一
応
ス
テ

タ
ス
は
見
れ
る
か
ら
生
き
て
る
の
は
確
か
な
ん
だ
が
場

が
分
か
ら

な
い
ん
だ

え
え

そ
れ

大

な
の
カ

分
か
ら
な
い

と
し
た
ら

に

て
る
か
も
と
思

て
ア
ル
ゴ
と
合
流
す
る
前
に

七
十
七
層
を
探
し
た
ん
だ
け
ど

そ
の
様
子
だ
と

ア
ル
ゴ
も
見
て
な
い
ら
し
い
な

 
て

き
り
リ

フ

か
シ
ノ
ン

り
に

け
て
い
る
の
か
と
も

え
た
が
そ
う
で
は
な
い
事

に
や
や

く

 
あ
の
小
⻯
は
よ
く
主
人
で
あ
る
少
年
か
ら
離
れ
る
が

と
し
た
時
に
は

て
き
て
い
る
事

が
多
い

⻑
い
こ
と
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
が

圏
外

で

れ
て
か
ら

時
間
も
一
緒
に
い

な
い
事

は
自
分
も
初
め
て
で
あ
る

不
安
で
は
あ
る
け
ど

以
外
は

と
同

の
ス
テ

タ
ス
だ
か
ら
ま
ず
死
な
な
い
か

ら

大

だ
ろ
う

 
そ
の
事
に
一

の
不
安
は
あ
る
ら
し
い
少
年
は

そ
れ
を
振
り
払
う
よ
う
に

た

ナ
ン
は
迷

に

る

中
で
も
探
せ
る

今
は
ま
ず

車

り
に
専
念
し
よ
う

 
そ
れ
は
ど
こ
か

自
分
に

い

か
せ
て
い
る
よ
う
に
も

こ
え
た
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ま

キ

が
そ
う
す
る
な
ら
い
い
ケ
ド

 

に
引

掛
か
る
も
の
は
あ
る
が
と
や
か
く

た
と
こ
ろ
で
時
間
を
浪

す
る
だ
け
な
の

は
明
白
な
の
で

引
き
下
が
る

 

に

は
集
め
終
え
て
い
る
よ
う
で

キ

は
メ
ニ

面
か
ら
ス
キ
ル
を

作
し

て

に
木

を
加
工
し

車
へ
と
作
り
上

て
い

た

 
現
実
な
ら
木
工
や
金
属
工
作
技
術
が
必
要
な
作
業
も
完
成
品
の
設

が
あ
れ
ば
ス
キ
ル
で

あ

と
い
う
間
な
の
で
そ
こ
ま
で
手
間
が
掛
か
ら
な
い

そ
れ
で
い
て

値
は
高
く

手
は

タ
ダ

ス
キ
ル
値
が

件
を

た
し
て
い
る
な
ら
な
る

ど
確
か
に

入
す
る
よ
り
も
よ

ど
良
い
手

だ
と

え
る

そ
の
分
だ
け

に
お
金
を
掛
け
ら
れ
る
の
だ
か
ら
結
果
と
し
て
は
プ

ラ
ス
だ

 
設

も

に
書
き
上

ら
れ
て
い
た
た
め

時
間
に
し
て
お
よ
そ
十
分
で
完
成
と
な
る

オ

立

な

車
だ
ナ

ダ

ク
エ
ル
フ
が
使

て
い
た
タ
イ
プ
の
も
の
を
参

に

少
し
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
ん
だ

大
型
バ
ス
み
た
く
横

か
ら

の

に

物
を
入
れ
ら
れ
る

 
説
明
を
し
な
が
ら
実

に
キ

は

車
の

面
に
回
り
小
さ
な

を
外
し
て
横
開
き
に
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を
開
い
た

の
よ
う
な
そ
こ
に
は
一

え
の

二
つ
分
の
高
さ
ま
で
な
ら
入
れ
ら
れ
る
空

間
が

ま
で
広
が

て
い
る

 

に

わ
れ
た
上
の
空
間
と
合
わ
せ
れ
ば

十
人
分
の
ア
イ
テ
ム
や
食

を

め

め
る
だ

ろ
う
か

ン

で
も
さ
キ

意
し
た
ベ
ン
ダ
・
カ

ト
は
一
つ
だ
け
だ
か
ら

ど

ち
か
は

値
が
少
し
ず
つ

て
い
く
ん
じ

な
い
の
カ

 
自
分
が

意
し
た
も
の
は

は
シ
リ
カ
が
持

て
い
た
も
の
で
あ
る

リ
ズ
ベ

ト
の
後

を
追

て
七
十
六
層
へ
上
が

て
来
た
彼
女
は

そ
れ
ま
で
⻑
ら
く
持

て
い
た

ベ
ン
ダ

・

カ

ト

も
持
参
し
て
い
た

無
論

を
覚
悟
し
て
の
事
だ

 
第
一
層
二
層

に
そ
の
存
在
を
明
か
さ
れ
た
そ
の
レ
ア
ア
イ
テ
ム
は
今
と
な

て
は

人

プ
レ
イ

や
生

プ
レ
イ

の
必

品
と
な

て
い
る
少
な
く
と
も

を
持
つ
ま
で

の
間
は
絶
対
だ

 
だ
か
ら
そ
の
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
入
手
す
る

の
ク
エ
ス
ト
は
広
く
知
れ

て
い
た

 
今
と
な

て
は

層
間
の
横
断
が
出
来
な
い
の
で
そ
の
価
値
は
う
な
ぎ
登
り
に
な

て
お
り

デ

ア
ベ
ル
も
そ
れ
が
分
か

て
い
る
の
で
軍
の
メ
ン
バ

で
ク
エ
ス
ト

回
を
行
い
数
を
集
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め
て
い
る
と
い
う
が

そ
れ
で
も
間
に
合
わ
な
い
の
が
現
状

 
自
分
が
コ
レ
を
入
手
出
来
た
の
も

ば

と

て
良
か

た

リ
ズ
ベ

ト
が
す
ぐ
に

を
入
手
し
て
い
な
か

た
ら

て
も
ら
え
な
か

た
の
だ
か
ら
巡
り
巡

て
キ

は
恩

を
返
さ
れ
た
と
い
う
事
に
な
る

 
だ
か
ら
こ
そ

そ
ん
な
機
会
が
そ
う

に

れ
る

が
無
い
と
思

て
い
た

 

思

て
い
た
の
だ

 
少
し

て
い
て
く
れ
と

て

エ
ギ
ル
の

が

有
し
て
い
る

へ
向
か

た
彼
は

二

の

と

車
自
分
が
い
る
場

ま
で

て
来
た
時
に
は
そ
の

に

色
の

を

い
で
い
た

件
の

ベ
ン
ダ

・
カ

ト

で
あ
る

そ
れ

ど
う
や

テ

を
し
て
い
た
プ
レ
イ

か
ら

を
一
つ
構
え
ら
れ
る

で

い
取

た
ん
だ

後
で

す
る
よ

ン

 

ま

確
か
に
彼
な
ら
出
来
な
い
事
で
は
無
か

た

 

ら

プ
レ
イ

に
必

と
は

え

と
ど
ち
ら
が
良
い
か
と
問
わ
れ
れ
ば
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ま
り
出
来
る

の
方
を

も
が
取
る
だ
ろ
う

が

き
な
プ
レ
イ

も

な
い
事
は
無

い
だ
ろ
う
が
現
状
の
ア

ク

フ

ア
は

ま
り
出
来
る
場

が
限
ら
れ
て
い
る

を
交
換

件
に
す
れ
ば
大

の

人
は
食
い
付
く
に
違
い
な
い

し
か
も

を
手
に
入
れ
れ

ば

無

と
な
る

ベ
ン
ダ

・
カ

ト

が

件
と
な
れ
ば

の
事

女
の
子
カ

 
こ
れ
は
直
感
だ

た

 
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
や

で
眠
る
の
が
大
勢
を

め
る
現
状
で
わ
ざ
わ
ざ

を
引
き

合
い
に
出
す

手
と
す
る
な
ら

彼
は
ま
ず
確
実
に
女
性
プ
レ
イ

を

手
に
す
る

だ

 
女
と
し
て
の

と

う
よ
り
は
そ
の
方
が
交

が
ス
ム

ズ
に
い
き
や
す
い
だ
ろ
う
と

い
う
彼
の
思

を
ト
レ

ス
し
た

の
予
想
で
あ
る

 
そ
の

え
と
し
て

彼
は
や
や

目
し
な
が
ら
こ
ち
ら
を
見
返
し
た

こ
の
事
話
し
て
た

け

い
や

今

い
た
ば
か
り
ダ

よ
く
そ
れ
で

手
が
女
性
プ
レ
イ

だ
と
わ
か

た
な

女
性
プ
レ
イ

な
ら

を
引
き
合
い
に
出
し
た
ら
交

が

り
そ
う

て

え
そ
う
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だ
な
と
思

た
ん
だ

こ
の
世
界
の
女
性
は
男
性
に
対
し
て

心
が
強
い
か
ら
ネ

ま

な

実

た

て
る
よ

そ
の
プ
レ
イ

と
の
コ
ネ
も
出
来
た
の
は
重

だ

た

エ
ギ
ル
や
シ
リ
カ
以
外
の
信

出
来
る

は

重
だ
か
ら

 
と
い
う

で

今
か
ら
行
く
ぞ

と

う
少
年

 
恐
ら
く
ア
イ
テ
ム
や

理

の

を

え
に
向
か
う
の
だ
ろ
う
が
件
の
人
物
の
許
へ
行

く
流
れ
か
ら

す
る
に
ど
う
や
ら
エ
ギ
ル
の

よ
り
も
よ
り
専

的
な
道

を

ん
で
い

る
人
物
の
よ
う
だ

こ
れ
は
こ
れ
で
自
分
も
興
味
が

い
た
の
で

直
に
付
い
て
行
く
事
に
し

た 
こ
の
時

運
転
と
し
て
白

と
黒

を
繋
い
だ

車
で
向
か
う

大

り
く
ら
い
し
か

車

が

れ
る
道
は
な
い
の
だ
が
そ
の

は
大

と

て
い
た
の
で
自
分
も
手

を
握

た

彼
の

に

り

新

な

め
を
経
験
す
る

 

く
ア

ク

フ

ア
の

を
進
ん
で
い
く
と
一
つ
の

に

り

い
た

に
掛
け
ら
れ
て
い
る
掛
け
札
は

に
Ｃ
ｌ
ｏ
ｓ
ｅ
に
返
さ
れ
て
い
る
が

り
は
付
い
て
い

る
の
で

主
は
ま
だ

き
て
い
る
ら
し
い

 
そ
の

を

少
年
は
ト
ン
ト
ン

と

く

く
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だ
い

絡
し
て
い
た
キ
リ
ト
だ

入

て
良
い
か
な

あ
あ

キ
リ
ト
か

う
ん

良
い
よ

入

て
く
れ

 
名

り
を
上

て
の
確
認
に
中
か
ら
応
じ
た
の
は
ボ

イ

シ

な

気
の
あ
る
少
女
の

声 
お
邪
魔
し
ま
す
と

い
な
が
ら

を
開
け
た
キ

の
後
を
追

て

内
に
入
る
と
出

え
て
来
た
の
は
小

色
の

を
し
た
少
女
だ

た

 
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の

を
煌
か
せ

い

色
の
髪
を
三
つ
編
み
に
し
て

ら
し
た
少
女
は
多

分
だ
が
中
学
生
く
ら
い
の
年

け
れ
ど
そ
う
は
と
て
も
思
え
な
い
妖

さ
と
神
秘
さ
を
以
て
カ

ウ
ン
タ

で
テ

カ

プ
を

け
て
い
た

お
や
キ
リ
ト
と
夜
を
共
に
す
る
人
が

る
と
は
ね

そ
れ
も
女
性
の

ど
ん
な
風
の

吹
き
回
し
だ
い

こ
の
人
は
情
報

の
ア
ル
ゴ
だ

あ
あ

君
が
有
名
な

 
キ

の

に
流

に
知

て
い
た
ら
し
い
少
女
は
テ

カ

プ
を
カ
ウ
ン
タ

の
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サ

に

い
て

こ
ち
ら
を
見
て
来
た

へ
ダ

う
ん

 
あ
あ

す
ま
な
い

ク
セ
で
ね

初
め
て
会
う
人
を
見
る
と

こ
う
し
て

て
し

ま
う
ん
だ

 

に
手
を

て

い
な
が
ら

る

主

私
は
ね

い
が

味
な
ん
だ
よ

い

て

あ
の

い
カ

女
が

て
い
る

い
が

を
指
し
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど

星
術
と
か
タ

ロ

ト
カ

ド
と
か

風
水
術
と
か

手

い
と
か

そ
の

の
事
を

て
い
る
な
ら

た

て
い
る
よ

ま

私
の
場
合

や
や
特

な

い
で
は
あ
る
け
れ
ど

 
そ
う

て

や
や
流
し
目
気
味
に

う

 

の

と
し
て
は
ボ

イ

シ

だ

た
が
ミ
ス
テ
リ
ア
ス

に
コ
ケ
テ

シ

と

と

く

が
変
わ
る
不
思
議
な
人
物
だ

 
そ
ん
な
人
物
は

表
情
を

め
て

み
を
浮
か
べ
た
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と
も
あ
れ
初
め
ま
し
て
情
報

さ
ん

私
は
ケ
イ
リ

星
術

道

を

ん
で
い
る
者
だ

以
後

お
見
知
り
お
き
を

 
ど
う
や
ら
彼
女
は
道

と

を

業
し

つ

星
術
ま
で

味
で
し
て
い
る
と
い

う

有
な
人
物
ら
し
い

本

や
道

だ
け
で
は

か
ら
な
い
と
は

え
そ
の
二
つ

を
同
時
に
す
る
と
い
う
プ
レ
イ

を
見
た
の
は
初
め
て
だ

 
し
か
も
こ
こ
ま
で

気
が
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で

つ

し

で
は
な
い
と
い
う
矛
盾
を

ん
だ

い

も
初
め
て
で
あ
る

 

内
を
見

し
て
も
そ
こ
か
し
こ
に
あ
る
の
は
見
覚
え
の
あ
る
道

や

ば
か
り
で

い
に

し
そ
う
な
も
の
は
一
切
無
い

星
術
な
ら
星

の
一
つ
く
ら
い
あ

て
も
お
か
し

く
な
い
イ
メ

ジ
な
の
に

お
や

情
報

さ
ん
は
私
の
お

に
興
味
が
あ
る
よ
う
だ

い

な
の
に

い

の
道

が
無
い
ん
だ
な

て
思

テ

あ
あ

そ
の
事
か

う
ん

よ
く

わ
れ
る
よ

で
も
生
憎
私
の

い
に
道

は
必
要
な
い

そ
も
そ
も

い
は
星

の

本
人
の
出
生
年
月
日
出
身
地
を
数
値
に
変
換
し

で

り
出
す
も
の
が

だ
か
ら
ね

今
の

い
を
邪
道
と
は

わ
な
い
け
れ
ど
本

と
は
大
き
く
か
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け
離
れ
た
精
密
さ
の
欠
け
る
も
の
な
の
さ

 
メ
ニ

を

作
し
な
が
ら
の

葉
に

自
分
は

根
を
寄
せ
た

そ
れ

て

つ
ま
り

ど
の

い
は

ち

て
事
カ

そ
れ
は
そ
の
人

第
と

え
ま
す
ね

あ
な
た
は
不

に
な
り
ま
す

と
い
う

な

な
ん
て

け
手
に

り
掛
か
る
も
の
が

せ
か
不

か
で
変
わ
る

⻑
い
目
で
見
た
事
か
も
し
れ

な
い
し
直
近
の
事
か
も
し
れ
な
い

結

の
と
こ
ろ

い
と
い
う
の
は
必
ず
し
も

た
る
も

の
で
は
な
い

道
標
に
な
り
得
な
い
標
な
の
で
す
よ

解

の
仕
方
も

ど
う
行
動
す
る
か
も

い
が
決
め
る
事
で
は
無
い
で
す
し

 
ポ

ン
と

い

と
共
に

内
の

に

つ
も
の

や
木

が

ま
れ
る

ど
う
や
ら
こ

の
中
に

彼
女
に
頼
ん
で
お
い
た

が

め

ま
れ
て
い
る
ら
し
い

 
自
分
が
知
ら
な
い
の
に
こ
こ
ま
で
の
数
を

え
ら
れ
る

り

か
な
り
や
り
手
の
よ
う
だ

い
に

て
生
き
る
な
ん
て

つ
ま
ら
な
い
で
し

う

 
だ
か
ら
私
は
不
確
実
な

い

は
良
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
よ

 
そ
う

て

む
彼
女
は

ど
こ
か
哀
し
み
を
感
じ
さ
せ
た
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び
が
木
霊
す
る

  
絶
望
を

ん
だ

絶
望
を
呼
ぶ
悲
鳴

す
る

希
望
を
絶
つ

び
だ

 

と
な
く

を
打
つ
そ
れ
を

き
た
く
な
く
て

を

ぎ
た
い
衝
動
に

ら
れ
る
が

間
が
消
え
る
様
を

め

け
る
し
か
な
か

た

 
自
分
が
い
る
場

は

圏
内

シ
ス
テ
ム
に
よ

て
守
ら
れ
た

内

 
だ
の
に
自
分
の

バ

の
下
に
は

の
マ

ク
が
明
滅
し
て
い
る

 
そ
れ
は
麻

を
示
す
ア
イ
コ
ン

一
歩
も
圏
内
か
ら
出
て
い
な
い
以
上
付
く

が
無
い
も

の
で

だ
か
ら
こ
そ

今
の
状
況
が
異
常
で
あ
る
事
を
如
実
に
語

て
い
る

 

う
じ
て
動
か
せ
る

手
は

弱

し
く
黒
き
魔
剣
の

に
触
れ
る

 

触
れ
る
だ
け
で

め
な
い

 

呼

と

か
ら
零
れ
る

ま
れ
る
感
情
は
悲
哀
か

後
悔
か

は
た
ま
た
絶
望
か

 

中
に
浮
か
ぶ
感
情
も
ぐ
ち

ぐ
ち

し
て
い
て
わ
か
ら
な
く
て

れ
た

息
に

ま
れ
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て
い
る
も
の
も

然
わ
か
ら
な
い

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
最

事
こ
こ
に
至
れ
ば
ど
れ
で
も
い

い 
た
だ

そ
う

 
ご
め
ん
ね

  

独
り
に
し
て
し
ま
う
少
年
へ
の
確
か
な

意
が
あ
る
事
だ
け
は
自
覚
出
来
る
程
に

明
ら
か
だ

た

    
ユ
ウ
キ

点
の
ヒ
ン
ト
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圏
内

で
麻

状

に
出
来
る
権
限
は
な

ん
だ

悦

  

一
人
し
か
持

て
な
い
の
で
悪
し
か
ら
ず

味
方

護
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第
百
十
二
章
 

悪
意
の
種

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
不

バ
レ
バ
レ
な
展
開
が
入

た
前
話

今
話
も
ま
た
不

線
バ
リ
バ
リ
入
れ
て

い
き
ま
す

キ
リ
の
良
い
と
こ
ろ
で

切

て
投
稿
し
て
い
く
の
で
一
話
の
文

数
が
一
万
前
後

に
な
り
ま
す
が

ご
了
承
く
だ
さ
い

 
そ
の
分
投
稿
回
数
を
増
や
す
つ
も
り
な
の
で

増
や
せ
る
か
は

し
さ

第
で
す
が

 
今
話
の

点
は
前

キ
リ
ト

後

ア
ル
ゴ

 
文

数
は
約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  

今
話
の
投
稿
時
間
は

に
ミ
ス

た
だ
け
で
す

日
付
の
部
分
の
設
定
を
忘
れ
て
た
ん

や

 

眼
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ケ
イ
リ
の
下
で
一

り
の

や
食

を

い

え
た
後
彼
女
に
別
れ
を

た

は

重
部
隊

み
た

車
を

入
し
た
一

と
黒

に
引
か
せ
ア
ル
ゴ
と
共
に
七
十
七
層
の

へ

と

動
し
た

 

車
は
そ
の
大
き
さ
か
ら
転

か
ら
は
み
出
て
い
た
の
で
転

出
来
る
か
と
危
ぶ
ん
だ
も
の

の
そ
の

は
シ
ス
テ
ム
的
に

有
者
と
な

て
い
る
事
も
あ

て
か

の
転

に
合
わ
せ
て

二

の

と

車
も
一
緒
に
転

し
た

多
分
転

対

で
あ
る

が

者

に

て
い
た
の

が
原
因
だ
ろ
う

 
蒼
い
光
が
晴
れ
た

界
に
は

人
気
の
な
い
夜
の

が
広
が

て
い
た

 
チ

ロ
チ

ロ
と
や
や
遠
く
か
ら

水
の
水
が
流
れ
る

す
ら

こ
え
る
程
に

は
静

に

ま
れ
て
い
る

時
間
は

後
十
時
を
過
ぎ
た

な
の
で
静
か
に
な
る
の
は
や
や

い
気
も
す

る
が

場

取
り
に

に
人
気
が
無
い
の
だ
と
思
え
ば

得
は
い
く

オ

や

り

点
が
変
わ
る
と
新

ダ
ナ
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ア
ル
ゴ
は
と
い
う
と

の

に

て
い
た

 
最
初
は

の
方
に
載

て
後
ろ
か
ら
話
し
か
け
て
来
る
よ
う
に
す
れ
ば
と

し
た
の
だ

が
ア
ル
ゴ
は
そ
れ
を

し
て

者

に

て
い
る

者

は
あ
ま
り
ス

ス
を
取

た
設

に
し
て
い
な
い
の
で

や

が
触
れ
合
う
程
に
近
い
の
だ
が

そ
れ
で
も
い
い
か
ら
と

て

を
引
い
た
り

た
り
し
た
事
は
あ
る
が

車
の

者

な
ん
て
初
め
て
だ
か
ら

経
験
し
た
い
か
ら
だ
と
か

 
ま

こ
の
世
界
で
初
め
て
の
プ
レ
イ

有
の

車
だ
ろ
う
し
ダ

ク
エ
ル
フ
の

点

で
見
た

車
よ
り

分
か

点
も
高
い
か
ら

新

さ
は
確
か
に
味
わ
え
る

 
た
だ
そ
の
分

索

ス
キ
ル
は
し

か
り
育
て
て
お
か
な
い
と

襲
撃
を
見

し
て
し
ま

い
か
ね
な
い
の
で
あ
る
が

そ
れ
で

キ

は
こ
れ
か
ら
迷

に

る
ん
だ
よ
ナ

 
転

広
場
の

に

車
を

め
た
と
こ
ろ
で

に

て
い
た
ア
ル
ゴ
が
問
い
掛
け
て
来

た 
そ
れ
に

は

く

そ
の
つ
も
り
だ
よ

を

た
せ
て
る
し

も

く
向
こ
う
に

て

み
た
い
か
ら
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そ
う
カ

 
横
目
に
ア
ル
ゴ
の

を
見
れ
ば
⻑
い
付
き
合
い
の
情
報

は
や
や

き
気
味
に
表
情
を
暗
く

し
て
い
た

え

で
そ
ん
な

を
し
て
る
ん
だ

別
に

な
く
な
る

じ

な
い
の
に

 
流

に
暗
い
表
情
を
さ
れ
て
い
る
と
は
予
想
外
だ

た

 
色

と
心
配
や
迷
惑
を
掛
け
て
来
た
身
だ
か
ら
不
安
に
さ
せ
て
い
る
か
も
と
は
予
想
し
て
い
た

が

こ
こ
ま
で
暗
い
表
情
を
さ
れ
る
と

だ
か

く
悪
い
事
を
し
て
し
ま

た
気
分
に
な
る

さ

き
の
会
話
は

論
合
流
し
て
か
ら
こ
こ
に
来
る
ま
で
の
会
話
で
ア
ル
ゴ
を
傷
付
け
る
よ
う

な

動
は
一
切
し
て
い
な
い
と
思
う
の
だ
が

だ

テ

今
ま
で
一
緒
に
情
報
収
集
し
て
た
時
は

一
晩
一
緒
に
行
動
す
る
の
が

だ

た
じ

な
い
カ

ま

そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

た
し

 
大
体

が
攻
略
か
ら

て
来
る
の
が
夜
な
の
で

夜
覚
悟
で
情
報
収
集
に

り
回
る
の
が

常
だ

た

よ

て
必
然
的
に
一
晩
一
緒
に

る
事
に
な

て
い
た

そ
れ
く
ら
い
で
ボ
ス
の
情

報
を
集
め
終
え
る
事
が
出
来
て
い
た
速

を

め
る
べ
き
か

念
に
自
分
自
身
引
く
べ
き
か
は
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や
や
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る

 

論
そ
の
収
集
速

も

予
め
ア
ル
ゴ
が

た
り
を
付
け
て
い
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る

 
そ
の
意
味
を

め
て

す
る
と

故
か
ア
ル
ゴ
は
ジ
ト
目

つ
ム
ク
レ

で

ん
で
き

た 

故
だえ

と

変
わ
ら
ず

し
が
悪
い
な
キ

ハ

で

は

さ
れ
て
る
ん
だ

 
文

で

し
ろ
と

い
た

な
セ
リ
フ
を
ぶ
つ
け
ら
れ
や
や

惑
し
て
し
ま
う

流

に
与

え
ら
れ
た
情
報

が
少
な
す
ぎ
る
と
思
う
の
だ
が

 
で
も
ア
ル
ゴ
は
情
報

を

み

け
て
来
た
く
ら
い
だ
か
ら
そ
の

の

は
上
手
い
方

だ 
つ
ま
り
ア
ル
ゴ
の
真
意
を
さ

き
の
会
話
だ
け
で
導
き
出
す
事
が
可
能
な
の
だ
ろ
う

離
れ
た
く
な
い

と
か

 
自
分
の
立
場
に

き
換
え
て

え
て
多
分
そ
う
な
ん
じ

な
い
か
な

と
予
想
し
つ
つ

に
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す
る
と

コ
ク
リ
と
ア
ル
ゴ
は

い
た

ど
う
や
ら

た
り
ら
し
い

 

今
ま
で
そ
ん
な
事
を
ア
ル
ゴ
か
ら

わ
れ
た
事
が
無
い
だ
け
に
内
心
ち

と

乱
気

味
で
あ
る

 

時
も
の

と
し
た

気
が
無
い
だ
け
で

分
と

が
変
わ
る

ん
 
ど
う
す
る
べ
き
か

を
組
ん
で
思

す
る

 

く

ら
な
け
れ
ば
と
自
分
を

じ
て
い
る
と
思
う
リ

姉
達
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
す
る
義

務
感
が
あ
る

同
時
に
今
の
ア
ル
ゴ
の
頼
み
を
無
下
に
す
る
の
も

ら
れ
る
と
い
う

く
個
人

的
な
心
情
も
あ
る

 
多
分
ど

ち
を
取

て
も
正
解
で
は
あ
る

 
た
だ

ア
ル
ゴ
を
蔑
ろ
に
す
る
か

か
と
い
う
違
い
が
あ
る
だ
け
で

 

少
し
お
節

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

君
の

を
思

て

て
お
く
よ

キ
リ

ト

君
は
も
う
少
し

と
り
を
持

て
過
ご
し
て
も
良
い
と
思
う
よ

 
そ
こ
で

と

裏
を
過
る

葉
が
あ

た

 
そ
れ
は
先

ど
別
れ
た
ケ
イ
リ
の

葉

よ
り
正
確
に

う
な
ら

を
交
換

件
に
ベ
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ン
ダ

・
カ

ト

を

て
も
ら

た

に

わ
れ
た

葉
だ

君
が

に
追
わ
れ
て
い
る
の
か

私
に
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
き

と
と
て
も
大
切
な

事
な
ん
だ
と
思
う

で
も
ね

そ
れ
ば
か
り
を
見
る
あ
ま
り
他
を
蔑
ろ
に
し
て
し
ま

て
は

君
は

時
か
後
悔
す
る
よ

必
ず
ね

そ
れ
は

ど
う
い
う

最

解
ば
か
り

ん
で
い
て
も
最
良
の
結
果
に
は
な
り
得
な
い
と
い
う
事
だ
よ

日
本
で
は
こ

う
い
う
事
を

が
ば
回
れ

と

う
の
で
し

う

 
そ
の
格

に

え
て

キ
リ
ト
は
も

う
少
し
寄
り
道
を
し
て
も
構
わ
な
い
ん
じ

な
い
か
な

君
が
目
指
す
ゴ

ル
は

た
り
し
な

い
ん
だ

も

と

い
と

と
り
を
求
め
る
事
が
君
に
は
必
要
だ
と

私
は
思
う
な

 
に
こ
り
と
未
だ

し
て
い
な
い

の
前
で

う
ケ
イ
リ
に
は
不
思
議
と
説
得
力
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
ら
れ

そ
の
時

は
反
論
出
来
な
か

た

す
る
つ
も
り
も

き
な
か

た

 
そ
れ
は
つ
ま
り

外
に
そ
れ
を
認
め
て
い
る
自
分
が
い
る
と
い
う
事

 
現
状
に

て

め
れ
ば
攻
略
に
ば
か
り
集
中
し
て
も
良
い
事
は
無
い
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 

そ
う
だ
な

偶
に
は

寄
り
道
し
て
も
良
い
か
な

 
心
配
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
リ

姉
達
に
は
後
で

る
し
か
な
い
く
ら
い
後
ろ
め
た
い
が
ア
ル
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ゴ
に
多
大
な
心
労
を
掛
け
て
い
た
の
も
事
実

そ
れ
を

し
労
う

に
も
彼
女
が

し
く

に
し
た
事
を
叶
え
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い

少
な
く
と
も

が
損
を
し
た
り

を

た

り
す
る

で
は
な
い
の
だ
か
ら

 

に
見
ら
れ
て
い
る

で
も
無
い
二
人
き
り
の
時
間
を
過
ご
す
の
も

ア
ル
ゴ
と
な

ら
良
い
と
思
え
る

そ
う
だ
な

あ
ま
り
⻑
い
時
間
は
無
理
だ
け
ど

も
う
少
し
だ
け
な
ら

ん
と
カ

 

が

う
の
に

い
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
く

と
眼
を
見
開
き
な
が
ら

め
寄
り
問
い

し

て
く
る
ア
ル
ゴ

 
表
情
は
や
や
切

ま

て
い
る
が

し
切
れ
な
い
く
ら
い
の
確
か
な
喜
び
が
そ
の

か
ら

は
見
て
取
れ
る

目
な
ん
て
キ
ラ
キ
ラ
と
喜
び
に

れ
ん
ば
か
り
の
活
力
に

ち
て
い
た

 
そ
の
勢
い
に

さ
れ
こ
く
こ
く
と

く

を

に
振
れ
ば
彼
女
は
に
ん
ま
り
と

を

ば
せ
る

 
そ
し
て

を
こ
ち
ら
の
体
に
回
し

き

い
て
来
た

む
ぐ
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ム
フ
フ

 
キ

が
攻
略
そ

ち
の
け
に
し
て
ま
で
許
し
て
く
れ
る
な
ん
て
オ
ネ

サ

ン

し
い

 
い
き
な
り
の
事
に
意
表
を
突
か
れ
る
が
よ

ど

し
い
の
だ
な
と
苦

の
心
境
で
流
す
事

に
し
た

こ
こ
ま
で

直
に
喜
ば
れ
る
と
文

な
ん
て

う
に

え
な
い

 
だ
か
ら

に

し
付
け
ら
れ
る

製
の

が
地
味
に

い
事
も

う
ま
い

 
そ
の
ま
ま

き

め
ら
れ
る
事

く
し
て

く

は

か
ら
解
放
さ
れ
た

 

こ
う
し
て
見
る
と

ア
ル
ゴ
は
本
来

ユ
ウ
キ
み
た
い
に

な
性
格
な
の
か
も

な 
ワ
ク
ワ
ク
を

せ
て
い
な
い

を
見
て

そ
う
思
う

 

と
感
情
表
現
が

直
な
部
分
も
あ
る
が

の

と
し
た

で

れ
て
い
る
か
ら
分

か
り

く
て
そ
う
思
う
機
会
は
あ
ま
り
無
か

た

し
か
し
今
の
様
子
は

し
み
な
事
が
あ
る

時
の
ユ
ウ
キ
の

と
ダ
ブ

て
見
え
る

 
つ
ま
り

の
ア
ル
ゴ
は
情
報

と
し
て
の
仮
面
を

り
そ
れ
を
演
じ
て
い
た
と
い
う
事
に

な
る

ビ

タ

や

黒
の
剣
士

と
い
う

を

い

そ
れ
を
演
じ

振
る
舞

て
い
た

の
よ
う
に
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今
の
ア
ル
ゴ
は

ら
取
り

て
な
い

の
状

多
分
ア
ル
ゴ
が

を
見
せ
て
も
い
い
と
認

め
て
く
れ
て
い
る
か
ら

の

と
は
違
う

を
自
分
は
見
れ
て
い
る

よ
く
よ
く
思
い
出

せ
ば

他
に
人
が

る
と
こ
ろ
と
二
人
き
り
の
時
と
で

が

に
違

て
い
た
気
が
し
た

ま
ず
一
人
称
が
違
う
し

 
そ
う

え
る
と

し
く
て

が

ん
で
し
ま
う

自
分
の
事
を
そ
こ
ま
で
認
め

け
容
れ
て

く
れ
る
人
が

る
事
実
は
仮

そ
れ
が

人
に
な
ろ
う
と
喜
び
を
覚
え
る
事
に
変
わ
り
は
無
い

だ
ろ
う

特
に
自
分
の
過
去
を
知

て
い
る
の
に
そ
の
上
で
認
め
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
最

高
で
あ
る

 

月
光
が

を

ら
す

 

か
特
別
な
事
を
す
る

で
は
な
く

に
花
を
咲
か
せ
る

で
も
な
く
月
明
り
に

ら

さ
れ
た
夜
の

を
二
人

て

め
る
だ
け

特
別
な
事
は

も
無
い

た
だ
本

に
一
緒
に

い
る
事
を
目
的
と
し
た
穏
や
か
な
時
間

 
会
話
は
無
い

偶
に

か
ら

線
を
外
し

の

手
に
向
け
る
時
が
あ
る
が
そ
れ
く
ら

い
だん
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と

手
に

か
さ
を
感
じ
る

 
手
に

線
を
向
け
れ
ば

の
よ
り
大
き
く
て
け
れ
ど
女
性
ら
し
い

さ
も

せ
持

て
い

る

か
い
手
が
重
ね
ら
れ
て
い
た

彼
女
に

線
を
向
け
る
と
や
や

い

で
そ

を
向

か
れ
る

 
特
に

ね

け
る
理
由
も
な
い
か
ら

そ
の
ま
ま
に
し
て
夜

へ

線
を

し
た

 

あ

た
か
い

 
重
ね
て
き
た
手
に

か
に
力
が

め
ら
れ
て

ア
ル
姉

 
重
ね
ら
れ
た
手
に

か
に
力
が
入
れ
ら
れ
た

  
実
時
間
で
は
然
し
て
⻑
く
な
い
触
れ
合
い
は
そ
れ
で
も
確
か
に

せ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て

い
た

 

こ
の
少
年
は
目
的
と
し
た
事
以
外
に
対
し
て

く

で

と
物
事
を
進
め
よ
う
と

す
る
き
ら
い
が
あ
る

別
に
機

的
と
い
う

で
は
無
い

た
だ
目
的
に
繋
が
ら
な
い
事
に
価

値
を
見
出
せ
ず

疑
問
を
覚
え
て
し
ま
う
方
な
の
だ
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そ
ん
な
少
年
が
客
観
的
に
は
時
間
の
浪

と

え
る
事
に
付
き
合

て
く
れ
て
い
る
事
が

し
か

た

 
今
ま
で
攻
略
の
情
報
収
集
で
一
緒
に
い
て
ば
か
り
だ

た
の
に
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の

に
時
間

を

い
て
く
れ
る
よ
う
に
な

た
事
が

し
か

た

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
は
こ
ち
ら
か
ら
ア
プ

ロ

チ
を
掛
け
て
い
た
の
が

の
よ
う
だ

誘

た
の
が
自
分
で
あ
る
事
に
は
変
わ
り
な
い
に
し

て
も
大
き
な
進
展
で
あ
る

 
少
し
ず
つ
だ
が

そ
れ
で
も

実
に

こ
の
少
年
は
子

ら
し
さ
を
取
り

し
て
き
て
い
る

 
そ
の
一
因
は

や
は
り
あ
の
義
理
の
姉

 
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

て
以
来
初
と
な
る

義
姉

金
髪
の
妖
精
と
黒
髪
の
少
女
の
み

が
許
さ
れ
た
彼
の
内

に
い
る
無
二
の

は
彼
の
心
理
に

ま
れ
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ

を

き

に
し
て
も
絶
大
な
影

を

し
て
い
る

 

に

無
邪
気
に

な
く
甘
え
ら
れ
る
か
け
が
え
の
無
い
存
在

 
き

と

そ
れ
が
彼
に
と

て
の

姉

た
だ
年
上
だ
か
ら
で
は
な
い

彼
自
身
が
全
て
を

け

甘
え
る
事
が
出
来
る

手
を

姉

と
認
め
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
故
に

世
間
一

と
異
な
り

異
性
愛

と

姉
弟
愛

が

立
す
る
も
の
と
な

て
い
る
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彼
に
と

て

姉

と
は
甘
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
り

そ
こ
に
血
の
繋
が
り
な
ど
無
い
か
ら
だ

 
実
の
姉
は

彼
を
見
捨
て
た

実
情
は
と
も
か
く
事
実
と
し
て
見
捨
て
た
事
に
な
る

 
法
律
上
義
理
の
姉
弟
が
結

す
る
事
は
場
合
に
よ

て
は
出
来
る

再

し
た

親
が

を

入
れ
て
い
な
け
れ
ば
可
能
な
の
だ

そ
う
い
う
意
味
で
は
リ

フ

は
か
な
り
危
な
い
ラ
イ
ン
上

に

る

だ
が
彼
女
は
き

と
先
を
見

え
た
上
で
そ
の
感
情
を
認
め
て
い
る

彼
女
は
恐

ら
く
名
前
を
変
え
た
と
は

え
そ
れ
以
外
に

ど
変
化
が
無
い
彼
は
近
い

来

の
人
間

に
そ
の

性
が
バ
レ
る
事
を
想
定
し
て
い
る

彼
女
達
の
義
姉
弟
と
い
う

が
外
的
要
因

に
よ

て
壊
さ
れ
る
と
い
う
未
来
を
予
期
し
て
い
る

 
結
果
的
に
認
め
ら
れ
る

に
な
る
事
を
恐
ら
く
分
か

て
い
る

だ
か
ら
そ
れ
を

い
た

で
は

論
な
い
だ
ろ
う
が

 

だ
か
ら

姉

と
呼
ば
れ
る
の
は

間
違
い
な
く
最
上

の
信
頼
の
証

 
あ
の
二
人
だ
け
が
許
さ
れ
て
い
た
尊
称
を
付
け
ら
れ
た
上
で
の
名
前
呼
び
を

い
て
今
自
分

が
ど
ん
な
表
情
を
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

分
か
ら
な
い
が
多
分
物

く
に
や
け
て
い
る

の
だ
ろ
う

と

し
は
つ
い
た

 

れ

し
の
た
め
に
そ

を
向
い
て
い
て
正
解
だ

た
と
内
心
で
思
う
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今
の

を
見
ら
れ
た
ら

ず
か
し
く
て

え
死
ん
で
し
ま
い
た
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら

そ
ん
な

を
見
せ
て
も
い
い
と
思
え
て
い
る
事
に
対
す
る

で
更
に
加
速
す
る
の
は
間
違
い

な
い
か
ら

 

か

か
助
け
て

  

だ
か
ら

て
こ
の
時
間
が

く
過
ぎ
れ
ば
良
い
な
ん
て

も
思

て
い
な
か

た
の
だ
ガ

 
ど
う
し
て
こ
う
い
う
時
に
限

て

事
が

き
る
の
か

 
取
り

え
ず
今

ユ
ウ
キ
に
会

た
時
は
以
前
の
お

び
の
意
味
も

め
て
一
回
分
は
情

報

を
格
安
に
し
て
お
こ
う
と
思

た

し
か
も
キ

て
ば

変
わ
ら
ず
異
常
事

へ
の
行
動
が

速
だ
ナ

 

に
生
ま
れ
た
空
間
を
恨
め
し
く
見
る

助
け
を
呼
ぶ
声
が

い
た

間
ま
る
で
ば
ね
仕
掛

け
の
よ
う
な
勢
い
で

者

を

り

の
力
を
使

て

を

て
い

た

 
そ
の
怒

の
勢
い
に
付
い
て
行
け
ず
結
果
自
分
は

い
て
き

り
に
さ
れ
て
し
ま

た
と
い
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う

だ

 
そ
り

ま

助
け
を
呼
ぶ
声
を
無

し
て

け
る
の
も
ど
う
か
と
思
う
け
ど

い
て
い

く
の
も
ど
う
か
と
思
う
と
や
や
理
不

気
味
な
思

を
し
つ
つ
自
分
も
彼
が

び
去

た
方

向
へ
と
歩
を
進
め
た

マ

プ
に
彼
の

情
報
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
迷
う
心
配
は
な
い

 

し
ば
ら
く
進
む
と

し
い
剣

が

を
打
ち
始
め
る

 

物
と

物
の
間
に
あ
る
小
道
を
進
ん
だ
先
か
ら

こ
え
始
め
た
異

に
ど
う
い
う
状
況
だ

と
疑
問
を
覚
え
な
が
ら
足
を
速
め
た

圏
内

で
あ
る
以
上

剣

が

く
と
な
れ
ば
デ

エ

ル
か
圏
内
戦
闘
の
ど
ち
ら
か
だ
が
多
分
状
況
的
に
後
者
な
の
だ
ろ
う
と

た
り
は
付
く

助
け

を
求
め
る
声
を
発
さ
せ
た

が

直
に
デ

エ
ル

請
を

け
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
だ

 
で
あ
れ
ば

恐
ら
く
問

無

で
ど
ち
ら
か
が
斬
り
掛
か

た
の
だ
ろ
う

 
取
り

さ
え
る

に
黒
の
剣
士
が
手
を
出
し
た
の
か
そ
れ
と
も

手
が
強
引
に

し

そ
う
と
し
て
応
戦
し
て
い
る
か

 
彼
が
実
力
行
使
に
動
く
ケ

ス
は
そ
れ
な
り
だ
が

手
が
レ

ド
プ
レ
イ

や
オ
レ
ン
ジ

ギ
ル
ド
で
も
な
い
限
り

本
的
に
は
穏

に

少
な
く
と
も
表
面
上
は

事
を
運

う
と
す

る
か
ら

多
分
応
戦
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
予
想
す
る
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そ
う
思

し
て
い
る
内
に

戦
い
の
現
場
に

し
た

ハ

 
え

キ

が

二
人
ダ
ト

 
そ
し
て

目
す
る

 
最
近
に
な

て

を
現
し
た
新
進
気

の

し
い
ギ
ル
ド
テ

タ

ニ
ア
に
は
キ

と

二
つ
の
容

を
し
た
黒
い
騎
士
が
在

し
て
い
る
と

い
て
い
た
し
実

自
分
も
目
に

し
た
事
は
あ
る

た
だ
し
ど
の
時
も
バ
イ
ザ

と

を

た
格

で
一
目
で
彼
と
は
判
別

出
来
て
い
た

 
だ
が

目
の
前
で
刃
を
交
え
る
二
人
は

完
全
に

二
つ

 
背
格

だ
け
で
は
無
い

振
る
う
黒
剣
エ
リ

シ
デ

タ
か
ら

う
外

バ
イ
ザ

の
下
に

さ
れ
て
い
た

ま
で
も
が
完
全
同
一

 
ア
キ
ト
の
件
が
あ
る
か
ら

手
も
エ
リ

シ
デ

タ
を
持

て
い
る
事
に
は
あ
ま
り

か
な

い

レ
プ
リ
カ
品
と
い
う
可
能
性
は
十
分
存
在
す
る

 

目
す
べ
き
は
そ
の
容

バ
イ
ザ

な
ど
で

さ
れ
て
い
る
時
か
ら

似
し
て
い
る
と
思

て
い
た
が

ま
で
同
一
と
な
る
と
話
は
違
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
ナ

ヴ
ギ
ア

動
時
の
キ

リ
ブ
レ

シ

ン
で
体
格
を
再
現
し
ヘ

ド
ギ
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ア
型
の
特
徴
か
ら

を
ス
キ

ン
し
て
再
現
し
て
い
る

だ
か
ら
こ
の
世
界
で
同
じ
見
た
目
と

い
う
事
は
リ
ア
ル
で
も
同
じ
見
た
目
と
い
う
事
に
な
る

作

た
ア
バ
タ

の

と
は
現
実
感
と

い
う
意
味
で
差
が
生
じ
て
い
る
の
だ

 
ユ
イ
ち

ん
の
確
認
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
が
最
近
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入

て
来
た
プ
レ
イ

で
あ

る
と
判
断
し
て
い
た

つ
ま
り
彼
ら
の
容

は
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
作
ら
れ
た
ラ
ン
ダ
ム
ア
バ

タ

な
の
だ

だ
か
ら
金
髪

眼
な
ど
容

な
お
よ
そ
日
本
人
で
は
あ
り
得
な
い

の

形
に
な

て
い
る
し

仮

髪
や

の
色
が
日
本
風
で
も
違
和
感
が
あ
る

 
だ
が

目
の
前
の
二
人
は
違
う

 
ど
ち
ら
も
日
本
人
ら
し
い

の

り
を
し
て
い
る

違
和
感
な
ん
て
あ
る

が
無
い
片
方
は

正
真
正
銘
リ
ア
ル
そ
の
も
の
な
の
だ
か
ら

 
そ
し
て
そ
の

と
同
一
で
あ
る
と
い
う
事
は
キ

で
は
無
い
方
の

も
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
作
ら
れ
た
ア
バ
タ

で
は
な
い
と

え
る
だ
ろ
う

故
な
ら
キ

の
体
は
年

に

し

て
非
常
に
小

つ
華

だ
か
ら
だ

そ
も
そ
も

ゲ

ム
の

正
年

が
十
三

以
上
で
あ

る
た
め
ラ
ン
ダ
ム
ア
バ
タ

で
作
ら
れ
る
も
の
も

本
的
に
は
ア
カ
ウ
ン
ト
設
定
に
入
れ
た

年

の
平

身
⻑
に

え
ら
れ
る

現
実
と
仮
想
の
身
⻑
差
が

し
い
と
運
動
時
に

が
生
じ
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る
と
い
う
観
点
か
ら
キ

リ
ブ
レ

シ

ン
時
の
体
格
を

に

差
が
小
さ
く
な
る
よ
う

整

さ
れ
る
と
い
う
点
も
あ
る

 
つ
ま
り
片
方
は
ど
ん
な
方
法
を
以
て
か
キ

の
容

を
完

に
ア
バ
タ

に

せ
て
い
る

ニ
セ
モ
ノ
と

え
る

 

そ
の

な
の
だ
が

 

お
か
し
い
あ
の
キ

と
完
全
に
同
じ
ス
タ
イ
ル
で

な
ん
て
あ
り
得
る

が
無
い

 
片
手
剣
で
応

を

け
る
二
人
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は

盾
無
し
の
剣
士
特
有
の
ス
ピ

ド
ア

タ

カ

の
も
の

そ
の

型

は
ユ
ウ
キ
と

え
る
だ
ろ
う

回

と
弾
き

を

に
交

え

時
に

離
を
取

て
戦
う
ス
タ
イ
ル
だ

 
キ

の
場
合
彼
は
回

と
弾
き

も
交
え
る
が

本
的
に
は
特
攻
で
あ
る

攻
撃
こ

そ
が

と

わ
ん
ば
か
り
の
勢
い
で
攻
め

け

手
に
反
撃
を
許
さ
ず
そ
の
ま
ま

し
切

る
の
が
特
徴

そ
う
で
な
く
と
も
そ
の
超
高
レ
ベ
ル
の

性
を
以
て

手
の
背
後
を
取
る
な

ど
し
て

と
に
か
く

離
を
開
け
な
い

 
彼
の
よ
う
な
戦
い
方
を
す
る
剣
士
は
そ
う
は

な
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

は
そ
う
い
う
戦
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い
方
だ
が
彼
は
そ
も
そ
も
大
盾
に
よ
る

か
ら
反
撃
を

き

む
カ
ウ
ン
タ

タ
イ
プ
な
の

で

離
を
開
け
れ
ば
不

に
な
る
ス
タ
イ
ル
だ
か
ら

密
に
は
違
う

 
盾
無
し
片
手
剣
使
い
で
一
切

離
を
開
け
ず
特
攻
し

け
る
者
な
ど
少
な
く
と
も
自
分
は
彼

以
外
に
は
知
ら
な
か

た

 
ス
レ
イ
ブ
の
可
能
性
は

定
出
来
な
い
が
あ
の
黒
騎
士
は

前
中
に
彼
と
斬
り
結
ん
だ
事
で

オ
レ
ン
ジ
に
な

て
い
る
と
い
う

七
十
七
層
で
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
か
は
知
ら
な
い

が

数
時
間
で
ク
リ
ア
出
来
る

ど
甘
い

練
で
は
な
い
か
ら

多
分

外
だ

 
圏
内
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

止
コ

ド
や
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
が

か
な
か

た
と

い
う
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

か
特
別
な
権
限
で
も
有
し
て
い
な
い
限
り
は
と
い
う

は
必
要
だ

が
絶
剣

と
恐
れ
ら
れ
る
ユ
ウ
キ
に
対
し
て
明
確
な
セ
ク
ハ
ラ
を
行
い

え
悪
び
れ
も
し
な

か

た
と
い
う
行
動
か
ら
そ
の
可
能
性
が
無
い
と

い
切
れ
な
い
の
が

し
い
と
思
え
る
一
因

で
あ
る

ア
ン
タ

大

カ

え

え
え
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一
体

な
の
か
状
況
に
理
解
が
追
い
付
か
な
い
が
少
な
く
と
も
離
れ
た

で
へ
た
り

ん

で
い
る
女
性
プ
レ
イ

が
助
け
を
呼
ぶ
声
の
主
で
あ
る
と
は
あ
た
り
が
付
い
た
の
で
彼
女
に

近
付
く

 
女
性
プ
レ
イ

は

し
き
斬
り
結
ぶ
少
年
達
を

然
と

め
て
い
た

が
あ

た
ん
ダ

リ

ダ

が
消
え
た
の
よ

先
に

触
し
て
来
た
黒
の
剣
士
が

剣
を
突
き

し

た
ら

子
が

る
み
た
い
な
エ
フ

ク
ト
で

ナ
ニ

 

し
く
話
を

く
と
外
食
の
帰
り
道
で
こ
の
小
道
を

て
い
た
と
こ
ろ
い
き
な
り

触

し
て
来
た
黒
の
剣
士

ニ
セ
モ
ノ
の
方

が
無

で

剣
を
突
き
立
て
て
来
た
の
だ
と

い
う

 
す
る
と
圏
内
コ

ド
が
発
動
す
る
事
無
く
ス
ル
リ
と
刃
は
リ

ダ

の

に

さ
り
そ

の

間
転

と
は
異
な
る
蒼
い

子
が

る
よ
う
な
エ
フ

ク
ト
と
共
に
リ

ダ

の

が
消
え

た

然
と
し
て
い
る
内
に
二
人
三
人
と
消
さ
れ
て
い
き
慌
て
て

な
が
ら
助
け
を
呼
ん

だ



 第百十二章 〜悪意の種〜

 
そ
の
間
に
も
消
さ
れ
て
い
き
最
後
の
一
人
に
な

た
と
こ
ろ
で
も
う
一
人
の
黒
の
剣
士

が
乱
入

で
の
と
こ
ろ
で

剣
を
弾
き

ば
し

女
性
を
救
出

 
後
か
ら
来
た
黒
の
剣
士
が

す
る
と

手
は
無

で
黒
剣
を
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
取

り
出
し
て
斬
り
掛
か

た
の
だ
と
い
う

 
後
は
自
分
が
見
て
の

り
の
事

と
い
う
事
ら
し
い

 

今
の
話
か
ら

少
な
く
と
も

手
も

を
持

て
る
事
は
分
か

タ

 
件
の
闘
技
場
を
ク
リ
ア
し
た
と
い
う
話
は

に
し
て

か
な
い
か
ら

多
分

白
の
剣
士

と
同
じ
よ
う
な
手

で
入
手
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う

論
目
の
前
で
見
せ
ら
れ
た
事
か
ら
キ

も
そ
れ
は

し
が
付
い
て
い
る

だ

 
と
は

え
そ
れ
以
外
は
謎
に

ま
れ
て
い
る

そ
の

性
は

論

正
体
も

 
彼
の
ホ
ロ
ウ
で
は
無
い
だ
ろ
う

 
で
も
彼
の
コ
ピ

と
し
か
思
え
な
い
く
ら
い
二
人
の
剣

は

抗
し
て
い
る

剣

だ
け

で
な
く
戦
い
の
運
び
方
か
ら
ス
タ
イ
ル
ま
で

程
彼
の
事
を

し
て
い
た
と
し
て
も

分

違
わ
ぬ
反
応
速

を
見
せ
て
い
る
の
は
異
常
だ

 

彼
の
剣
が
見
え
て
い
る

で
は
な
い
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自
分
の
反
応
速

は
そ
こ
ま
で
高
く
な
い

極
振
り
に
よ
る
超
速
自
体
は

れ
て
い
る

が
自
分
が
出
す
速
力
と
彼
の
速
力
と
で
は
そ
も
そ
も
の

と

が
違
う

動
は
と
も
か

く
攻
撃
速

は

か
以
前
か
ら
剣
の
ブ
レ
す
ら

認
が

し
く
な

て
い
る

 
で
も
分
か
る
の
だ

こ
の
一
年

恐
ら
く
彼
と
過
ご
し
た
時
間
が
最
も
⻑
い
自
分
は

と
な
く
彼
が

に
取
る
行
動
を

め
る

 
だ
か
ら

手
の
動
き
も
分
か

て
し
ま
う

 
故
に
根
本
的
な
部
分
ま
で

黒
の
剣
士

と
同
じ
で
あ
る
と
理
解
し
て
し
ま
え
る

 
彼

ど

絶
な
過
去
と
自
殺

い
の
戦
い
方
に
至
る
経

を
持
つ
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
に
事

実
と
し
て
存
在
し
て
い
る
事
を

理
解
さ
せ
ら
れ
る

 

悪
感
が

き
上
が
る

 
そ
れ
は
大
切
に
想
う
少
年
の
全
て
を
彼

ど
の
苦
労
も
し
な
い
で
得
て
い
る
者
に
対
す
る

悪
 
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
は
こ
の
世
界
の
シ
ス
テ
ム
が
作
り
出
し
た
も
の
で
ホ
ロ
ウ
自
身
に
非
は

無
い

記

や
精
神
す
ら
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
同
様
と
な
れ
ば
本

的
に
は
彼
本
人
と
も

え
る

だ
か
ら

悪
は
無
い

た
だ
哀
し
い
と
思
う
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だ
が

ホ
ロ
ウ
で
は
な
い
だ
ろ
う
目
の
前
の
ニ
セ
モ
ノ
に
は

そ
の

悪
が

き
上
が

た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

者
か
は
意

的
に
そ
の

を
取

て
い
る
と

え
る
か
ら
だ

 

え

そ
の

で
悪
行
を

く
と
い
う
許
し

い
事
ま
で
し
て
い
る

 
絶
対
に
正
体
を

い
て
や
る
と
心
に

く
誓
う

あ
あ

 

一

の
タ
メ
を

み

黒
の
剣
士

が
黒
剣
を
横

ぎ
に
振
る

た

 
対
抗
す
る
よ
う
に

黒
の
剣
士
が
剣
を

に
翳
し
剣
身
の

に
手
を

え
て

す
る

ガ
ギ

と

を

く

き
を
立
て
て

し
た

は
大
き
く
後
退
し
た

 
そ
こ
で
攻

が
一

止
ま
る

間
合
い
が
開
い
た
事
に
よ
る
仕
切
り
直
し
だ

 

対
峙
す
る
二
人
の

黒
の
剣
士

に
は

よ
く
よ
く
見
れ
ば
違
い
が
あ

た

 
片
方
は

黒
の

手

ブ

ツ
に
身
を

ん
で
い
る
が
も
う
片
方
は
黒

の
コ

ト

だ
け
で
金
属

を
一
切

備
し
て
い
な
い
の
で
あ
る

 
数
日
前
ま
で
で
あ
れ
ば

彼
は
金
属

を
一
切

備
し
て
い
な
か

た

し
か
し

ホ
ロ

ウ
・
エ
リ
ア
か
ら
無
限
に

取
出
来
た

を
使

て
自
作
し
た

を
シ
ス
テ
ム
的
に
で

は
な
く

手
的
に

う
事
で

力
の

上

を

た
事
を

い
て
い
る
か
ら
本
物
は

を
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た

で
あ
る
と
知

て
い
る

さ

き
ま
で
一
緒
に

た
か
ら
す
ぐ
に
分
か

た

 
恐
ら
く
彼
に

し
て
い
る
ニ
セ
モ
ノ
は

か
し
ら
の
目
的
が
あ

て
黒
の
剣
士
の
名
を

失

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

あ
る
い
は
最
近
に
な

て

価
が
上
が
り
始
め
た
彼
に

す
る
事
で
他
者
に

触
し
や
す
く
し
て
そ
の
隙
に
ど
こ
か
へ

れ
去
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

を
目
的
に
し
て
い
る
の
か
は

ま
え
れ
ば
分
か
る
事

 
ニ
セ
モ
ノ
と
闘
う
の
は
自
分
で
は
な
い
か
ら
他
力
本
願
で
は
あ
る
が
そ
の
分
だ
け
情
報

は

せ
ろ
と
意
気

む

 

だ
か
ら
ニ
セ
モ
ノ
が

を
返
し
一
目

に
夜
闇
へ
と

け
出
し
た
の
は
予
想
外

だ

た
ナ

 

タ

 
思
わ
ず
声
を
上

て

く

 
で
も
よ
く
よ
く

え
れ
ば
そ
の
行
動
は
理
に

て
い
る
と

え
た

人
目
が
少
な
い
夜

闇
に

れ
て
の

襲
に
失

し
た
な
ら
増

が
来
る
前
に
速
や
か
に
撤
退
す
る
の
が
定

え

自
分
と

の
プ
レ
イ

が
立
ち
は
だ
か
る
の
で
あ
れ
ば

撤
退
一

だ
ろ
う

 

得
出
来
た

で
は
無
い
し
個
人
的
に
キ

の
ニ
セ
モ
ノ
が
悪
さ
を
し
て
い
る
の
は
許
せ
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な
い
の
だ
が

自
分
が
追

て
も
返
り

ち
は
必
定
だ
か
ら
抑
え
る
事
に
し
た

  
そ
の
後
自
分
は
襲
わ
れ
て
い
た
女
性
プ
レ
イ

か
の
保
護
と
更
に

し
い
話
を

く

に
七
十
六
層
の
攻
略
組

点
へ
と

動
し
キ

は

入
し
た

車
を
全
力
で

ら
せ
て

迷

へ
と
向
か

た

 
こ
の
状
況
で
彼
が
最
前
線
へ
向
か

た
の
は
万
が
一
攻
略
組
の
方
に
も
ニ
セ
モ
ノ
が
出

た
場
合
の
事
を

え
て
の
事

 
自
分
が

に
残

た
の
は
ニ
セ
モ
ノ
に
勝
て
な
い
か
ら
付
い
て
行

て
も
邪
魔
な
だ
け
と
い

う
の
も
あ
る
が
情
報

と
し
て
の
信
頼
を
使
い
悪
行
を
し
て
い
る
黒
の
剣
士
は
ニ
セ
モ

ノ
と
い
う
情
報
を
流
す

本
物
の

黒
の
剣
士

は
今

紅
の
騎
士

達
と
共
に
攻
略
遠

に
出
て
い
る
事
も

め
て
流
す

だ

 
そ
の

に
パ
ブ
リ

ク
ス

ス
を

時
ニ
セ
モ
ノ
に
襲
わ
れ
る
か
や
や
戦

恐

と
し
つ

つ
も
点

と
回
り

情
報
を
確
実
に
流
し
て
い
く

 
多
く
の
情
報

が
メ

セ

ジ
で
送

て
来
る
情
報
の
編

裏
取
り
も

行
し
て
行

て
い

く
と

気
付
け
ば
時

は
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時
間
が
流
れ
る
の
が
最
近
速
く
感
じ
る
な
と

情
報

に
近
し
い
シ
ン
カ

と
一
緒
に
コ

ヒ

風
の

み
物
を

に
し
な
が
ら
話
し
て
い
る
と

黒
の
剣
士

が
帰

て
来
た
と
い
う
報

を

け
る

 
一
体

が
あ

た
の
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思
う
も
す
ぐ
に

点
へ

て
来
る
だ
ろ
う
と

つ

こ
と

く

 

自
分
達
が
出

え
た
の
は

黒
の
剣
士

と

絶
剣

と

わ
れ
る
少
女
の
二
人

だ
け

 

攻
略
組

も
ま
た

ニ
セ
モ
ノ
が
し
た
誘

行

に
晒
さ
れ
て
い
た
の
だ

 
浮
遊
城
に
潜
む
悪
意
が

い
よ
い
よ

と
し
て

在
化
し
よ
う
と
し
て
い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
怒

の
ア
ル
ゴ

点
で
の
プ

シ

と

う
よ
り
こ
こ
最
近
リ

フ

ユ
ウ
キ
シ
ノ
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ン
ス
ト
レ
ア
と

い
て

と
キ
リ
ト
へ
の
プ

シ

が
あ
る
の
は

す
る
と
キ
リ
ト
の

姉

と
い
う
立
場
に
対
す
る

点
を
明
確
に

写
す
る

 
ス
ト
レ
ア

点
で
あ
り
ま
し
た
が
キ
リ
ト
は
姉
と
い
う
立
場
の
者
に
は
無

件

つ

目
的
な
信
頼
を
寄
せ
て
お
り
ま
す

や
や
狂
気
的
な

面
も
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
ユ
ウ
キ
達
か

ら
す
る
と

最
上

の

遇
に
他
な
り
ま
せ
ん

 

ぶ

ち

け
姉
判
定
を

け
て
い
な
い
キ

ラ
は
本
心
の
部
分
で
は
キ
リ
ト
に

さ
れ
て
い
た
り
し
ま
す

 
本
作
最
高

と

え
る
イ
チ

コ
ラ
を
し
て
る
ユ
ウ
キ
で
す
ら
無
意
識
の
部
分
で
忌

さ
れ
て

お
り
本
能
的
な
部
分
で
ユ
ウ
キ
も
そ
こ
は
理
解
し
て
い
る
た
め
ち

く
ち

く
最
上

の

信
頼
の
証
で
あ
る
姉
呼
び
さ
れ
た
い

と
思

て
い
る
と
い
う
裏
話

 
つ
ま
り
ア
ル
ゴ
は
気
付
か
な
い
内
に

し
て
い
た
ユ
ウ
キ
達
よ
り
も
近
付
い
て
い
た
と
い

う
事
な
の
だ

悦

 
プ
レ
イ

が

剣
ブ
ス
リ
で

わ
れ
る
の
は
原

ゲ

ム
で
も
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す

時
期
が
前
後
し
て
い
た
り
複
数
の
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
内
容
が

ざ

て
い
た
り
し
ま
す
が
キ
ニ
シ

テ
ハ
イ
ケ
ナ
イ

バ
ト
ル
の
部
分
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
要

が
あ
り
ま
す
で
す
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以
上

女
性

点
の

と
今
話
の
補
足
で
し
た

 
最
後
に
帰

て
来
れ
た
ユ
ウ
キ
と
神

し
に
遭

た
攻
略
組
に

し
て
は

話
以

に

写
し
ま
す

 
一
応

て
お
き
ま
す
が

も
死
ん
で
ま
せ
ん

原
作
死
亡
キ

ラ
生
存

の
タ
グ
は

達

じ

な
い

な
お

は

 

者
メ
タ

点
だ
と
バ
レ
バ
レ
な
展
開
で
は
あ
り
ま
す
が
ど
う
か
気
⻑

つ

容
に
お

付
き
合
い
下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第百十二章時点のキリトステータス

 
第
百
十
二
章
時
点
の
キ
リ
ト
ス
テ

タ
ス

  

と

思

た

  
設
定
集
に
載

て
る
ス
キ
ル
の
解
説

て
実
数
値
と
か
補
正
値
と
か

い
て
る
や
ん

 
そ

れ

て
原

ゲ

ム
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
や

て
る
と
実

ど
れ
く
ら
い
の
影

あ

る
の
か
分
か
ら
な
く
て
も
ど
か
し
い
と
い
う
か
解

の
違
い
が
出
て
来
る
か
ら

写
す
る
中

で

た
事
に
な
る

て
気
付
い
た
ん
や

 
本
作
も

ス
キ
ル
の
恩

で

と
か

と
ス
キ
ル
面
で
の
補
正
の
重
要
性
を
語

て
い
る

 
で
も
補
正
値

て
明
記
し
て
な
い
よ
ね

 
そ
ん
な
の
で
重
要
性
が
伝
わ
る

も
無
し

本
編
の
中
で
解
説
し
て
も
い
い
け
ど
ぶ

ち

け
種

と
数
が

大
な
の
で

⻑
に
な
る

説
明

だ
と
ア
レ
だ
し

知
ら
な
く
て
も
実
力
の

上
下

が

気
に
分
か
れ
ば
い
い
し

 
そ
ん
な

で
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
で
は
さ
れ
て
な
か

た
ス
キ
ル
補
正
値
を
ホ
ロ
ウ
・
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リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
風
に
列

し
て

ス
テ

タ
ス
を
再
投
稿
し
て
み
た

 
取

て
る
ス
キ
ル
数
が
多
い
か
ら
見

い
か
も
だ
け
ど
ご
め
ん
な
さ
い

 
変
わ

て
る
の
は
下

分

バ
フ
リ
ス
ト
と
し
て

備

ス
キ
ル
別
に

て
ま
す

 
・
キ
リ
ト

 
Ｌ
ｖ
１

 
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
数

 
成
⻑
速

極
め
て
晩
成

 
ス
テ

タ
ス

 
レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト

 

力
値
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｔ

値
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ｐ
Ｄ

 
Ｓ
Ｔ
Ｒ

備
可
能
武

重

攻
撃
力

ド
ス
キ
ル

力
に

与

 

Ｉ
Ｔ

備
可
能
武

重

攻
撃
力
や

力

状

異
常

発
生
確
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に

与

 
Ｄ
Ｅ
Ｘ

ク
リ
テ

カ
ル

や
生

系
ス
キ
ル
成

状

異
常
付
与
発
生
確

に

与

 
Ｓ
Ｐ
Ｄ

ク
リ
テ

カ
ル

力
や
動
作
速

に

与

 
攻
撃
力

レ
ベ
ル
と

ス
テ

タ
ス

備
補
正

ス
キ
ル

練

補
正
で
変
動

 

力

レ
ベ
ル
と

ス
テ

タ
ス

備

金
属
／

補
正
で
変
動

 
ダ
メ

ジ
カ

ト

斬

ダ
メ

ジ

打

ダ
メ

ジ

突

ダ
メ

ジ

ダ
メ

ジ

 
第
百
十
二
章
時
点

Ｌ

１

 

登
録

備

 

片
手
剣

エ
リ

シ
デ

タ

ウ

イ
ト

ザ
ド

ン

合

 

片
手
剣

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

リ
ズ
ベ

ト
作
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片
手
剣

ブ
ラ

ク
メ
タ
ル

 

片
手
剣

ホ
ワ
イ
ト
ゴ

ル
ド

 

片
手
剣

ク
ロ
ス
ブ
レ
イ
ド

合
体
剣

 

手
剣

ム

ン
ブ
レ
イ
ド

 

手
剣

王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト

 

剣

ア
ク
ア
リ
ウ
ム

 

刀

エ
ン
ゼ
ル
イ

タ

 

刀

プ
ラ
ズ
マ

 

片
手

ル
ナ
テ

ク

 

手

ガ
イ
ア
ブ
レ
イ
ド

 

手

ダ
リ
ア

 

⻑
槍

ド
ラ
ゴ
ニ

ク
ス
ピ
ナ

 

投

武
器
・
チ

ク
ラ
ム

エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ

 

弓

シ

プ
シ

タ

 

盾

フ
リ

ズ
プ
ラ
イ
ド
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リ
ズ
ベ

ト

製
継
承
武
器
シ
リ

ズ

 

剣

フ

ア

黒

 

剣

プ
レ
イ

白

 

層

り
武
器
全
種

 
体

下

ダ

ク
イ
ン
ナ

 
体

コ

ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

 
 
 

ボ

ナ
ス

自
動
修
復

 
体

系

フ

ス
フ

ル
ド
・
マ
テ
リ
ア
ラ
イ
ト

 
 
 

ダ
メ

ジ
カ

ト

 

ベ
ル
ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

 

ボ

ナ
ス

自
動
修
復

 
足

ブ

ツ
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

 

ボ

ナ
ス

自
動
修
復

 

狂
戦
士
の

輪

 

ロ
時

け
反
り
無

全
攻
撃

無

攻
撃
力
大

上

全
ス
テ

タ
ス
上
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常
時

力

下

 

／

飾
り

ユ
イ
の
愛

 
お
守
り

心
無
い
天
使

 

確

系
状

異
常
無

化

リ
ジ

ネ

大

 
指
輪

孤
独
の
指
輪

 

全
ス
テ

タ
ス

上

取
得
経
験
値

増
大
補
正

 
指
輪

ハ
イ
パ

リ
ン
グ

 

全
ス
テ

タ
ス
上

 
・

持
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
 

／

 
片
手

二
刀
流
１
０
０
０
片
手
武
器
を

手
に
持

た
状

で

／
専

ド

ス
キ
ル
を
使
え
る

 
種

不
問

明
剣

０
全
て
の
武
器
で
高

力

ド
ス
キ
ル
と

無

パ

シ

ブ
ス
キ
ル
を
使

可
能

 

手
剣

狂
月
剣

０

斬
撃
を

ば
し
た
り

手
剣
の
攻
撃
に
補
正
が
掛
か
る

 
弓
系

撃
術

弓
と
ボ
ウ
ガ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た

ド
ス
キ
ル
と
パ

シ



 第百十二章時点のキリトステータス

ブ
ス
キ
ル
を
使

可
能

 
投

武
器
手
裏
剣
術
８
０
０
投

武
器
全
て
の
攻
撃

力
／

／

離
に
補
正
が
掛

か
り

専

ス
キ
ル
を
使

可
能

 
・

本
セ

ト
ス
キ
ル
 

／

 

片
手
剣

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

戦

２
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

体
術

１
０
０
０

手
で
の
全
て
の
行
動
に
補
正
が
掛
か
る

 

武
器

１
０
０
０

武
器
に
よ
る

行
動
に
補
正
が
掛
か
る

 

投

１
０
０
０

投

武
器
に
よ
る
全
て
の
行
動
に
補
正
が
掛
か
る

 

索

１
０
０
０

一
定

内
の
他
者
の
存
在
感
知

破

ボ

ナ
ス

情
報

な
ど
に
補
正
が
掛
か
る

 

の
目

１
０
０
０

暗

遠

な
ど

索

の

性
能
に
プ
ラ
ス
し
た
補
正

が
掛
か
る

 

１
０
０
０

の
風

に

け

む
ハ
イ
ド
や
ヘ
イ
ト

少
な
ど
の
補
正
が
掛
か

る
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１
０
０
０

攻
撃
・

動
速

全

に
補
正
が
掛
か
る

 

業
１
０
０
０
武
器
の
攻
撃

動
立
体
的
な
動
作
全

の
速

に
補
正
が
掛
か
る

 
発
見
１
０
０
０

や

取
場

の
発
見

ボ

ナ
ス
ド
ロ

プ

上

と
レ
ア

上

補
正
が
掛
か
る

 
状

異
常

性
１
０
０
０
全
て
の
状

異
常
の

発
生
確

下
と

果

補
正
が

掛
か
る

 

持
容

１
０
０
０

ス
ト
レ

ジ
の
容

を

す
る

 
戦
闘
時
自
動
回
復
１
０
０
０

を

に

練

に
応
じ
た

だ
け
回
復
す
る

分
間

 
１
０
０
０

分
間
１
０
０

 

１
０
０
０

ポ

シ

ン
作
成
よ
り
製
作
出
来
る
ポ

シ

ン
の
種

増
加

能
上

の
補
正
が
掛
か
る

 

騎

１
０
０
０

全
て
の
騎

出
来
る
対

の

い
に
補
正
が
掛
か
る

 
孤
高
１
０
０
０

ロ
時
全
ス
テ

タ
ス
上

取
得
経
験
値
増
大
補
正

の
レ
ベ
ル

種

が
上
で
あ
る

ど

果
増
大

 
逆
境
１
０
０
０
現
在

が
少
な
い

ど
一
時
的
に
ス
テ

タ
ス
増
大
１
０
０
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・
完
全

得
済
み

え
ス
キ
ル
 

種

 

剣

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

手
剣

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

片
手
剣

生

 

刀

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

刀

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

刀

生

 

剣

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

片
手

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

手

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

片
手

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

手

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

槍

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

⻑
槍

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

 

手

１
０
０
０

武
器
補
正
が
掛
か
る

備
に
は

体
術

必
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鍛
冶
１
０
０
０
鍛
冶
行

に
必

練

が
高
く
な
る
に

れ
て
作
成
武
器
・
金
属

の
性
能
向
上

強
化
成

上

 
裁

１
０
０
０
裁

行

に
必

練

が
高
く
な
る
に

れ
て

・

備
の

値
回
復
に
補
正

 

金
１
０
０
０

金
行

に
必

練

が
高
く
な
る
に

れ
て
作
製
出
来
る
ア
ク

セ
サ
リ

の
性
能
向
上

 

ポ

シ

ン
作
成

１
０
０
０

ポ

シ

ン
作
成
に
必

の

生

 

理
１
０
０
０

理
作
成
に
必

練

が
高
い

ど
使

出
来
る
食

ラ
ン
ク
も

高
く
な
り

成

し
や
す
く
な
る

 

定
１
０
０
０

練

が
高
く
な
る
に

れ
て
未

定
ア
イ
テ
ム
の

定
可
能

増

大

の
情
報
取
得

に
補
正

 

解

１
０
０
０

の
未
発
動
解

に
必

練

が
高
く
な
る
に

れ
て
成

補
正

発
見
補
正

 
孤
独
１
０
０
０

ロ
時
全
ス
テ

タ
ス

上

取
得
経
験
値

増
大
補
正

練

は

ロ
時
の

数

で

上

孤
高

の

生



 第百十二章時点のキリトステータス

 

語
変
換

日
本
語
以
外
の
表
記
を
片
仮
名
変
換
す
る
ス
キ
ル

え
専

練

無

し  
・
バ
フ
リ
ス
ト

備

 

体

足

 

自
動
修
復

分

体

足

 

け
反
り
無

輪

 

力
無

攻
撃

輪

 

攻
撃
力
上

１
０
０

輪

 

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

輪

指
輪

指
輪

 

ク
リ
テ

カ
ル

輪

指
輪

指
輪

 

ク
リ
テ

カ
ル

輪

指
輪

指
輪
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ダ
メ

ジ

輪

 

状

異
常
無

確
定
を

く

守

 

自
動
回
復

分

守

 
・
バ
フ
リ
ス
ト

コ
モ
ン
武
器
ス
キ
ル

 

ス
キ
ル

に
セ

ト
し
て
い
る
間
常
時

 
バ
フ

目
数
値

武
器
ス
キ
ル
セ

ト
数

値

 

片
手
剣

剣

刀

セ

ト
で
下
記
の
数
値

 

攻
撃
力

 

ド
ス
キ
ル

力

 

ク
リ
テ

カ
ル

 

ク
リ
テ

カ
ル

力

 

備

値

 

技
後

直

 
・
バ
フ
リ
ス
ト

コ
モ
ン
サ
ブ
ス
キ
ル

 

ス
キ
ル

に
セ

ト
し
て
い
る
間
常
時
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武
器

備
武
器

値

 

武
器

ス
タ
ン
付
与

ド
ス
キ
ル
限
定

 

武
器

与
ノ

ク
バ

ク
時
間

 

武
器

ダ
メ

ジ

 

武
器

武
器

性
無

ど
の
攻
撃
に
対
し
て
も

値

一
定

 

投

投

行
動
攻
撃
判
定

 

投

投

ダ
メ

ジ

 

投

ス
タ
ン
付
与

ド
ス
キ
ル
限
定

 

投

状

異
常
付
与

 

投

武
器

値

 

投

ク
リ
テ

カ
ル

３
０
０

 

投

ク
リ
テ

カ
ル

力
３
０
０

 

索

マ

ピ
ン
グ

２
０
０

 

索

破

 

索

ス
テ

タ
ス

能
力
補
正
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索

他
者
存
在
感
知

 

索

フ
レ
ン
ド
追

 

の
目

遠

能
力
補
正

 

の
目

暗

能
力
補
正

 

の
目

マ

ピ
ン
グ

３
０
０

 

の
目

破

 

の
目

ス
テ

タ
ス

能
力
補
正

 

の
目

ク
リ
テ

カ
ル

 

の
目

ク
リ
テ

カ
ル

力

 

ハ
イ
デ

ン
グ
能
力

  

対

破

 

ヘ
イ
ト

分

 

Ａ
Ｇ
Ｉ
１
０
０

 

ク
リ
テ

カ
ル
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ク
リ
テ

カ
ル

力

 

攻
撃
・

動
加
速

 

業

ジ

ン
プ
力

 

業

下
ダ
メ

ジ

 

業

下
ダ
メ

ジ
発
生
高

上
限

 

業

性

 

発
見

破
補
正

 

発
見

取
場

発
見
補
正

 

発
見

ア
イ
テ
ム
ド
ロ

プ

 

発
見

レ
ア
ド
ロ

プ

 

状

異
常

性

状

異
常

弾

 

状

異
常

性

状

異
常
時
間

 

持
容

ス
ト
レ

ジ
容

１
０
０

 

戦
闘
時
自
動
回
復

自
動
回
復
１
０
０

分

 

製
作
可
能
種

増
加
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ア
イ
テ
ム
使

時

果

 

騎

騎

可
能
種

増
加

 

騎

騎

動
物

入
可
能

 

孤
高

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｉ

力

ロ

 

孤
高

得
経
験
値

ロ

 

逆
境

少

に
応
じ
て
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｉ

力

 

 

 

語
変
換

日
本
語
以
外
の
表
記
を
片
仮
名
変
換
す
る

全
プ
レ
イ

共

 
・
バ
フ
リ
ス
ト

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

 

二
刀
流

明
剣

狂
月
剣

撃
術

手
裏
剣
術

 

ス
キ
ル

に
セ

ト
し
て
い
る
間
常
時

 
バ
フ

目
数
値

武
器
ス
キ
ル
セ

ト
数

値

 

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

 

攻
撃
力
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ド
ス
キ
ル

力

 

ク
リ
テ

カ
ル

 

ク
リ
テ

カ
ル

力

 

備

値

 

技
後

直

 

与
ノ

ク
バ

ク
時
間

 

ノ

ク
バ

ク
時
間

 

対
ボ
ス
与
ダ
メ

ジ

 

対
ボ
ス

ダ
メ

ジ

  
小
説
書
く
に
あ
た

て
こ

そ
り
定
め
て
い
た
ス
キ
ル
の
補
正
値

を
列

す
る
と
こ
ん

な
風
に
な

た
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ト
ン
デ
モ
な
い
や
ろ

 
チ

ト
や
と
思
う
や
ろ

 

ホ
ン
ト
の
チ

ト

反

は
コ
レ
を
レ
ベ
ル

で
完

し
た
リ

フ

だ
か

ら 
ス
テ

タ
ス
差
で

え
ば

以
上
あ

た
ん
や
で

⻤
神
に
な

た
時
の
リ

フ

と
キ

リ
ト
の
決
闘
時

レ
ベ
ル

の
ユ
ウ
キ
の

の
実
力
が
あ
る
ん
や
で

で

 
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
補
正
な
ん
て
合

す
る
と
２
８
０

Ａ
Ｇ
Ｉ
だ
け
３
８
０

 
超
高
レ
ベ
ル
に
加
え
て
こ
の
補
正
が
入

た
実

ス
テ

タ
ス
キ
リ
ト
を
前
に

完

し
て
見
せ
る
リ

フ

の
ぶ

壊
れ

合

補
正
値
を
明
確
に
す
る
と
伝
わ
る
か
な

て

 
こ
れ
だ
け
の
ス
テ

タ
ス
差
が
あ

て
負
け
た
り

だ

た
り

勝
だ

た
り
す
れ
ば
そ

り

キ
リ
ト
も

ち

む
よ

 

つ
ま
り
こ
の
ス
テ

タ
ス

は
キ
リ
ト
の
強
さ
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
リ

フ

の
ぶ

壊
れ

合

を
伝
え
る
た
め
の
も
の
な
の
だ

 
つ
い
で
に
⻩
昏
の
魔
女
の

リ

フ

を
超
え
た
ぶ

壊
れ

合
も

え
て

 
魔
女
は

リ

フ

ユ
ウ
キ
大
人
ユ
イ
の
猛
攻
を
片
手
で

ね

け
た
か
ら
ね

で
リ

フ

の
数

強
い

て
こ
と
だ
ね

⻑
生
き

て
強
い
ね

確
信
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そ
ん
な
の
が
立
ち
は
だ
か
れ
ば
キ
リ
ト
も
対
策
は

め
る
で
し

う

非
も
な
い
ネ

悦

 
か
つ
て
キ

ラ
の
ス
テ

タ
ス

表
を
こ
の
よ
う
に
使

た
人
は

た
の
だ
ろ
う
か

 
で
は
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第
百
十
三
章
 

想
い
の
楔

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は

し
く
オ

ル
キ
リ
ト

点

主
人

な
の
に
オ

ル
回
が

し
い
と
い
う

 
文

数
は
約
一
万
五
千

 
今
話
の
一
人
称
で

と

お
れ

が

ざ

て
い
ま
す
が

変
換
忘
れ
で
は
な
い
で
す

 
お
れ

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

 

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

キ
リ
ト

 
本
作
は
こ
の
一
人
称
ル

ル
キ
リ
ト
限
定
が
あ
る
の
で

の
部
分
が
平
仮
名
な
の
は

大

心
が
弱

て
い
る
の
と

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
意
識
が
強
い
時
で
す

 
今
話
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
想
い
楔
も
重
要
だ

た
り
す
る

キ
リ
ト
の
キ

ワ

ド
で
も

あ
る
の
で

こ
れ
を
意
識
し
て

ど
う
ぞ
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ガ
ラ
ラ
ラ
ラ

と
断

的
に
車
輪
が
回
る

が

を
打
つ

車
を

え
る
二

二
対
の

外
輪
が
回
る
速
さ
が

の

で
あ
り

そ
の

が

車
の
速

を
表
し
て
い
る

 
速

は
無
い
け
れ
ど
あ
れ
ば
今
の
速

は
時
速
一

キ
ロ
を

に
超
え
て
い
る
に
違
い

な
い

 
こ
の
世
界
の
騎

動
物
の

動
速

は

密
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い

 
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は

動
し
た

離
に

し
て

少
す
る

値

値
の

少
速

を
全
て
一
定
に
し
た
場
合
の
速

が
種

ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け

 
騎

動
物
の
最
大
速

は

プ
レ
イ

の

値
に
依
存
し
て
い
る

 
そ
う
で
な
け
れ
ば
騎

動
物
の
レ
ン
タ
ル
や

入
の
意
味
性
を
失
い
か
ね
な
い
か
ら
だ
ろ
う

値
を
上

れ
ば
極
論
生
身
で
も
時
速
一

キ
ロ
前
後
は
出
せ
る
現
に
極
限
ま
で
集
中

し
た
時
の

の
速

は
そ
れ
く
ら
い
出
て
い
る

突
進
系
の

ド
ス
キ
ル
を
使
え
ば
更
に

著

だ

剣
や

剣
な
ど
速

が

と

え
る
武
器
の

ド
ス
キ
ル
は

値
が
重
要
に
な

て
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く
る

 
騎

動
物
は

す
る
プ
レ
イ

の

値
に
種

ご
と
に
定
め
ら
れ
た
加
速
値
を

し

動
速

が
決
定
さ
れ
る

 
こ
の

は
全
て
自
分
が

証
し
て
得
た
デ

タ
だ

あ
の
羊

紙
に
も
一
応
明
記
は
し
て
い
た

し

ア
ス
ナ
を

に

圏
内
事
件

の

に

が
黒

を
使

た
事
を
知

て
い
る
人
に
は

こ
れ
が
分
か
る
説
明
も
し
て
い
る

気
付
く
か
ど
う
か
は
そ
の
人

第
に
し
た
が

葉
で
説
明

す
る
と

絶
対
シ
ノ
ン
の

問
に
対
す
る

え
の

が
バ
レ
る
か
ら

 

値
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は

入
し
た
騎

動
物
の
み

 
レ
ン
タ
ル
し
た
動
物
は

値
の
代
わ
り
に
レ
ン
タ
ル
時
間
に

し
て

持
金
が
一
定

引
か
れ
て
い
く
よ
う
に
な

て
い
る

値
を
回
復
さ
せ
る
の
に
必
要
な
食

の

入

が
正

に
レ
ン
タ
ル
で
引
か
れ
る

そ
の
ま
ま
だ

た
り
す
る
の
は

だ

論
こ
の

も

入

時
と
レ
ン
タ
ル
時
と
で
差
が
出
た
ら
マ
ズ
い
か
ら
と
全
て
一
つ
一
つ

証
し
た
結
果
分
か

た

事 
だ
か
ら
実
の
と
こ
ろ
掛
か

た

は
三

万
ど
こ
ろ
で
は
な
い

こ
れ
を

魔
化
す

に

え
て
分
か
り

く
し
た
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リ

姉

り
に
は
気
付
か
れ
て
る
か
も
し
れ
な
い
が

ま

も
う
過
去
の
事
な
の
で
時

い
で
良
い
だ
ろ
う

か

わ
れ
て
も

と
か
は
ぐ
ら
か
す
し
か
な
い

 
そ
れ
が
出
来
れ
ば
苦
労
し
な
い
の
だ
が

出
来
る
気
が
し
な
い
の
は

故
な
の
か

 

遠
い
眼
に
な
る
の
を
自
覚
し
つ
つ

手

を

作
し
て
進
行
方
向
の

整
を

る

 
実

え
事
に
現
を

か
し
て
い
る
と
す
ぐ

物
や

に

た

て
事
故
に
な
り

作

た

車
も
ケ
イ
リ
か
ら

い
取

て

ん
だ

み

も

無
し
に
な
り
か
ね
な
い

が

む
程
で
は
な
い
と
は

え

体
無
い
と
思
う
だ
け
で
も
か
な
り
の
大

事
と

え
よ
う

 
ま

一
番
値
が

た
白

と
黒

は
ま
ず
無
事
だ
ろ
う
か
ら
大
損

は

れ
る
に
違
い

な
い

絶
対
後
で
ど
つ
か
れ
る
け
ど
も

 
危
な
い
と
分
か

て
い
な
が
ら
も
そ
ん
な

え
事
を
巡
ら
せ
つ
つ

線
は
前
方
を
見
た
時
に

界
に
入
る
よ
う
に
し
た
マ

プ
を

思

の
大
部
分
は
進
行
方
向
の
道
の
取
捨

を

知
覚
の
大
部
分
は
索

ス
キ
ル
が

す

性
情
報
の
整
理
を
全
て
同
時
に
行

て
い
た

に
よ
り

が
応
で
も
鍛
え
ら
れ
た
マ
ル
チ
タ
ス
ク
能
力
の
面
目
躍
如
で
あ
る

 
こ
れ
ぞ

能
力
の
無

い

と

え
よ
う

 
才
能
の
無

い
で
は
な
い
点
が
ミ

で
あ
る

と
は
ア
ル
ゴ
の

だ
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意
識
が
マ

プ
へ
と
向
け
ら
れ
る

 
七
十
七
層
主

か
ら
全
力

し

い
な
が
ら

か
の

息
を

み
つ
つ

動
し

け

た
お
陰
で
出
立
か
ら
一
時
間
と
経
た
な
い
内
に
迷

内
部
に
突
入
を
果
た
し
て
い
た

流

に

の
深
い
森
の
中
を
全
速
力
で
突
き

け
る
事
は
出
来
な
か

た
が
か
な
り
の
時
間

は

出
来
た

 
迷

の

層
を
上
る
に

た

て
は

を
使
う
か
ら

車
に
は
不
向
き
な
の
だ
が
そ
こ

は

の
風
を
全
力
活

し

か
に
車
輪
を
浮
か
せ
る
事
で
対

し
た

 
流

に
初
回
は
失

し
て
あ
わ
や
大

事
と
な
り
か
け
た
の
だ
が
今
と
な

て
は

い
話
で

あ
る

 

そ
ん
な
気

な
思

は

マ

プ
を
見
た

間
放
り
捨
て
た

反
応
が

ど
無
い

て
ど
う
い
う
事
だ

 

層
は

に
安
全
地

が
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る

フ
レ
ン
ド
登
録
を
し
て
い
な
い

プ
レ
イ

が

数
を

め
る
と
は

え
も
う

分

ど
は

と
フ
レ
ン
ド
に
な

て
い
る
プ

レ
イ

で
あ
る

 
フ
レ
ン
ド
に
な

て
い
れ
ば
マ

プ
に
表
示
さ
れ
る
プ
レ
イ

を
示
す
⻘
い
光
点
の
真
上
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に
プ
レ
イ

ネ

ム
が
表
示
さ
れ
る

 

だ
と
い
う
の
に
こ
の
先
に
あ
る
安
全
地

の
場

に
は
⻘
い
点
が

手
の
指

で
足
り
る
程

し
か
な
い

 
し
か
も
フ
レ
ン
ド
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
一
人

Ｙ
ｕ
ｕ

ｉ
と
い
う

名
前
だ
け
だ

そ
の
光
点
の
近
く
に
あ
る
⻘
い
光
点
達
に
は
名
前
は
無
く

代
わ
り
に
ギ
ル
ド

マ

ク
が
あ
る

ギ
ル
ド

テ

タ

ニ
ア

の
マ

ク
だ

 

な
予
感
が
し
た

 
さ

き
刃
を
交
え
た

と

二
つ
の
剣
士
が

裏
を

め
る

 
完
全
同
一
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
だ

た
あ
の
プ
レ
イ

を
最
初
は
ス
レ
イ
ブ
な
の
で
は
と
思

た
が

ゲ

ジ
の
横
に
ギ
ル
ド
タ
グ
が
無
か

た
か
ら
違
う
の
か
と
も

え
た

 
だ
が
必
ず
し
も
ギ
ル
ド
に
属
す
る
必
要
は
無
い
の
だ

ギ
ル
ド
は
あ
く
ま
で
プ
レ
イ

間

の

間
意
識
を
表
面
化
し
た
も
の
で
あ

て

目
的
さ
え
明
確
な
ら

殺
隊
や
今
の

攻
略
組

の
よ
う
に

念
と
し
て
の
組

体
系
化
だ

て
不
可
能
で
は
無
い

ま
し
て
や
指
示
を

け
て
暗

躍
し
た
り

襲
を
掛
け
た
り
す
る
な
ら
一
時
的
に
で
も
ギ
ル
ド
を
脱
退
す
る
事
だ

て

に

入
れ
る
だ
ろ
う

ギ
ル
ド
に
属
し
た
事
が
無
い
身
で
は
あ
る
が
仮
に

か
し
ら
に
属
し
て
い
た
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な
ら

を
す
る
時
に
限
り
脱
退
し

事
が
終
わ
れ
ば
再
加
入
を

り
返
し
て
い
た
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
あ
の
プ
レ
イ

が
ス
レ
イ
ブ
で
は
無
い
と
い
う
保
証
は
一
切
無
い

と

う
よ
り

確
実
に
ス
レ
イ
ブ
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る

確
証
も
根

も
無
い
が

た

て
い
る
に
違
い

な
い
と
い
う
確
信
を

い
て
い
る

 
仮
に
あ
の
プ
レ
イ

が
ス
レ
イ
ブ
だ
と
し
て

剣
を

す
事
で
プ
レ
イ

を
ど
こ
か
へ

転

さ
せ
る
の
が
テ

タ

ニ
ア
の
リ

ダ

の
指
示
で
あ
れ
ば

攻
略
組
も

か
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い

 
だ
と
す
れ
ば

今
ど
れ
だ
け
絶
望
的
な
状
況
な
の
だ
ろ
う

 
マ

プ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
フ
レ
ン
ド
は
ユ
ウ
キ
だ
け

 
そ
れ
以
外
の
⻘
い
光
点
に
は
全
て
テ

タ

ニ
ア
の
ギ
ル
ド
タ
グ
が
付
い
て
い
る

数

を
数
え
れ
ば
全
部
で
六
つ

以
前

験
に
来
た
と
い
う
人
数
か
ら
ス
レ
イ
ブ
を
引
い
て

の
数

に

ワ
リ
と
仮
想
の

が

立
つ

 
四
十
人
は
い
た
プ
レ
イ

を

手
に
た

た
六
人
で

み
ユ
ウ
キ
以
外
を
壊
滅
さ
せ
た

と
い
う
予
想
に

気
が
し
た

 

殺
し

に
の
み
集
中
し
た
時
の
自
分
を
完

し
て
見
せ
た
あ
の
リ

姉
す
ら
い
な
い
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そ
の
事
実
だ
け
で
も

ま
る
で
足

の

が

れ
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る

 
リ

姉
を
殺
せ
な
い

で
は
な
い

で
も
そ
れ
は

ち
を
覚
悟
し
た
上
で

う
じ

て
手
に
入
れ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性

少
な
く
と
も
正
攻
法
で
は
ど
う
足
掻
い
て
も
一
生

傷
一
つ
付
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
人
な
の
だ

邪
道
を
使

て

く
と
い

た
と
こ
ろ

だ
か

ら
殺
せ
な
い

で
は
な
い

 
逆
に

う
と

は
き

と

一
生
リ

姉
を
倒
す
事
は
出
来
な
い

 

殺
す

事
と

倒
す

事
は
意
味
が
ま
る
で
違
う

後
者
が
出
来
る
の
は
強
者
だ
け

そ
れ

も

手
と
の
実
力
差
が
大
き
い
人
に
の
み
可
能
な
事

 
リ

姉
と

べ
れ
ば
絶
対
的
に
弱
者
で
あ
る
自
分
は

殺
す

事
が

の

な
の
だ

 
そ
れ
だ
け
強
い
剣
士
が

に

な
い
な
ん
て

え
た
く
も
な
い
事

だ

実

リ

姉
が
殺

さ
れ
た
の
か
あ
る
い
は

剣
で

さ
れ
て
ど
こ
か
へ
転

さ
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
ど

ち
ら
に
せ
よ
一
撃
加
え
る
事
す
ら

な
技

を
持

て
い
る
人
が

な
い
の
は
絶
望
的
で
あ

る 

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
確
認
す
る
が

攻
略
組

の
フ
レ
ン
ド
は
全

生
存
状

を

示
し
て
い
た
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殺
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
安

と
殺
さ
ず
に

ら
え
た

中
に
対
す
る
恐
怖
が
心
を

す

る 
勝
て
な
い

と
は
思
わ
な
い

 
だ
が
勝

し
た
上
で
生
き
残
れ
る
確
証
が
持
て
な
か

た

そ
れ

ど
に
リ

姉
の

は
大

き
く

高
く

分

い
の
だ

け
ど

や
る
し
か

な
い

 
怖
い
け
ど

る

に
は
い
か
な
い

ユ
ウ
キ
が
最
後
ま
で

抗
し
て
い
る
の
に
そ
れ
を

分
か

て
い
て
見
捨
て
る
な
ん
て

を

は
取
れ
な
い

 
そ
れ
を

し
た
ら

き

と

は

で
な
く
な

て
し
ま
う

 
ユ
ウ
キ
が

い
で
く
れ
る
想
い
を

で
返
し
て
し
ま
う
か
ら

 
そ
の
想
い
に
応
え
ら
れ
な
く
な
る
か
ら

 

に
も
誇
れ
な
く
な
る
か
ら

 
戦
う
理
由
を

自
ら

定
す
る
事
に
な
る
か
ら

 
自
分
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
思

て
く
れ
て
い
る
人
達
に
生
き
て
欲
し
い
と

せ
に
な

て
欲
し
い
と
願

て

今
は
剣
を
取
り
戦

て
い
る
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自
分
の
強
さ
を
追
い
求
め
る
の
は
二
の

な
の
だ

今
の
状
況
は

 
け
れ
ど

こ
わ
い

 
手
が

足
が

が

体
が

心
が

え
て
い
る

 
こ
ん
な
恐
怖
フ
ロ
ア
ボ
ス
を

期
で

手
取
る
時
す
ら
無
か

た

ア
キ
ト
と
遭
遇
し
た
時

に
近
い
が

か
違
う
気
も
す
る

 
そ
も
ど
う
し
て
今
自
分
は
恐
怖
し
て
い
る
の
か

に
対
し
て
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
の
か

そ
れ
す
ら
も
分
か
ら
な
い

 
リ

姉
を
倒
す
程
に
強
い

手
と
対
面
す
る
事
か

 
ユ
ウ
キ
し
か
残

て
い
な
い
と
い
う
状
況
に
対
す
る
絶
望
か

 

が

な
く
な

て
し
ま

た
事
に
対
す
る
不
安
か

 
あ
る
い
は

助
け
ら
れ
な
か

た
事
に
対
し

が
ど
う
思

て
い
る
の
か
だ
ろ
う

か

ま
だ

間
に
合
う

ま
だ
だ
い
じ

う
ぶ

 

え
る
声
で
そ
う
自
分
に

い

か
せ
る

ま
だ
死
ん
で
い
な
い
か
ら
殺
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
大

だ
と

必
死
に
暗
示
を
掛
け
る
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手
足
の

え
は
残

て
い
る
け
ど

体
幹
の

え
は
収
ま

た

 
呼

は

い
け
ど

ん
で
体
が
動
か
な
い
な
ん
て
事
は
無
い

 
だ
か
ら

お
れ
は
ま
だ

戦
え
る

 
そ
う

己
を

し
た

  

速

を

め
る
事
な
く

全
力
で

安
全
地

へ
と

車
を
突

ま
せ
る

 
圏
内
コ

ド
が
あ
る
か
ら
引
き
倒
し
て
も
問

無
い
と
い
う
理

か
ら
全
速
力
の
ま
ま

だ

た

で
は
無
い

安
全
地

に
近
付
く
に
つ
れ
て

あ
ち
ら
も

の

近
に
気
付
い
た

の
か

ユ
ウ
キ
を

て
こ
ち
ら
と
は
別
の

圏
外

の
ル

ト
に

動
し
た
の
で
あ
る

 
だ
か
ら

安
全
地

は
も
ぬ
け
の

だ

た

 
手

を
引
い
て

止
さ
せ

車
を

め
る

シ
ス
テ
ム
的
に

有
権
が

に
あ
る
の
で

が

作
し
な
い
以
上
は
こ
の

車
も
動
か
す
事
は
出
来
な
い

こ
れ
の
お
陰
で

ま
れ
る
心
配

を
し
な
く
て
い
い
の
は
実
に
ゲ

ム
的
で
あ
る

せ

み

を

ま
れ
る
事
も
な
い
の
だ

こ

れ
が
現
実
だ

た
ら
そ
う
は
い
か
な
い

 

車
を

め

者

か
ら
下
り
た

は

を
見

す
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安
全
地

の
地
面
に
は

カ

ド
や
武

食
器
な
ど
が
至
る

に

乱
し
て
い

た 

を
記

と

ら
し
合
わ
せ
て
み
れ
ば
そ
れ
ら
は
攻
略
組
の
メ
ン
バ

が
使

て
い

た
代
物
と
一

す
る

が
持

て
い
た
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が
少
な
く
と
も

や
武

の

に

し
て
は
記

と

合

し
て
い
る

 
つ
ま
り

攻
略
組

は

抗
す
る
事
無
く
壊
滅
し
た
と
見
る
べ
き
だ

 

と
し
て

実
力
で
壊
滅
さ
せ
た

で
は
な
い

 
浮
上
し
た
新
た
な
可
能
性
に

を

る

 
こ
れ
が
圏
外
で
あ
れ
ば
麻

を

た
ピ

ク
を
弾
幕
の
よ
う
に
投

た
な
ど
が
現
実

的
だ
が

安
全
地

は

圏
内

の

な
の
で

ダ
メ

ジ
や
状

異
常
を
与
え
る
事
は

原

禁
止
さ
れ
て
い
る

設
の

が
無
い
安
全
地

で
も
主

な
ど
と
そ
こ
は
変
わ
ら

な
い

 
つ
ま
り
実
力
や
経
験
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い

か
が
あ
る
と
い
う
事

こ
わ
い

 
自
分
が
手
も
足
も
出
な
い
状
況
に
な
り
得
る
の
だ

怖
く
な
い

が
無
い
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少
し
前
ま
で
な
ら

そ
う
で
も
な
か

た
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

 
以
前
の

は
死
ん
で
は
な
ら
な
い
と
や
や
後
ろ
向
き
に
生
き
て
い
た

来
る
べ
き
時
が

れ

た
時
あ
る
い
は
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

と

対
し
た
時
は
死
を

け
容
れ
る
事
を

良
し
と
し
て
い
た
く
ら
い
だ

 
こ
の

状
が
恐
怖
と
絶
望
感
を
助
⻑
す
る

 
で
も
こ
れ
は
き

と
良
い
事

恐
怖
し
絶
望
す
る
と
い
う
事
は
逆
に

え
ば
生
き
た
い

と
願
い

希
望
を
持

て
い
る
と
い
う
事
を
意
味
す
る

 

は
ま
だ
死
に
た
く
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
状
況
か
ら
死
ぬ

に
は
い
か
な
い
の
も
あ
る
し
自
分

を
異
性
と
し
て
想

て
く
れ
て
い
る
人
が
三
人
も
い
て

自
分
の
事
を

て
く
れ
て
い
る
の

だ

死
に

る
の
は

論

死
ん
だ
ら

を
裏
切

て
し
ま
う

 

生
き
た
い
と
思

た

 

生
き
て
欲
し
い
と
想
わ
れ
た

 

せ
に
な

て
と
願

た

 

せ
に
な

て
と
願
わ
れ
た

 
求
め
る
も
の
が

い
に
合

し
て
い
る
な
ら
迷
う
必
要
は
ど
こ
に
も
な
い
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生
き
る
事
を

定
し
て
い
る
な
ら
足
を
止
め
る
理
由
は
存
在
し
な
い

 

か
に
で
も

ん
の
欠
片
程

に
も
生
き
ら
れ
る
可
能
性
が
存
在
す
る
な
ら

め
る

に

は
い
か
な
い

 

定
し
た
い
程

今
の
現
実
は
悪
く
な
い
の
だ

 
そ
れ
を

か
す
者
は

で
あ
ろ
う
と

ん
 

裏
に

く

数
多
の
未
来

 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人

を
見
殺
し
に
す
る
か

救
う
か

 
決
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

を
生
け

り
に
す
る
か

殺
す
か

 
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
業
と
怨
み
を
背
負
う
か

か

 
今
更
だ

 

ビ

タ

を
名

る
と
決
め
た
時
か
ら

し
て
い
る

 
人
を
殺
す
と
決
め
た
時
点
で
決
心
は
終
え
て
い
る

 
人
を
殺
し
た
時
か
ら

覚
悟
は

に
出
来
て
い
る

行
こ
う
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車
を

め

繋
い
で
い
た
二

の

を
放
し
て
か
ら

剣
を
片
手
に
歩
を
進
め
る

 

体
の

え
は

時
し
か
止
ま

て
い
た

  
マ

プ
の
反
応
を
頼
り
に
道
を
進
む
こ
と

く
し
て
や
や
広
い
広
場
に
行
き

く

安
全
地

ど
で
は
な
い
が
そ
れ
で
も

の

水
広
場
と
同
程

の
広
さ
が
あ
る
そ
こ
に
は
プ
レ

イ

の
反
応
が

つ
も
あ
る

も

認
出
来
た

 
煌
び
や
か
な

備
に
身
を

ん
だ
男
達
と

彼
ら
に

ぶ

紺
の
剣
士

 
紅
の

は

始
め
て
見
る
程
に
無
機

な

線
を
向
け
て
来
た

 

違
和
感

 

ま
で
上

て
来
た
そ
れ

か
が
違
う

か
が
お
か
し
い
と

裏
で

が
鳴
り

く 
異
性
と
し
て

い
て
い
る
と

て
く
れ
た
人
と
は
⻑
い
付
き
合
い
だ

行
動
を
共
に
し
た
時

間
は
と
て
も

い
が

そ
の
間
で
さ
え

自
分
に
向
け
る
眼
に
は

か
し
ら
の
色
が
あ

た

 
そ
れ
は
安

だ

た

不
安
だ

た

喜
び
だ

た

そ
し
て

じ
る
心
か
ら
来
る

怒
り
だ

た
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け
れ
ど

そ
れ
ら
が
無
い

 
人

に
取
ら
れ
て
い
た
な
ら

悔
し
さ
と
安

を
内

し
て
い
る

だ

 

な
予
感
が

裏
を
過
る

 
過
去
に

か
あ

た

親
し
い
人
が

反
転
し
て

て
来
る
よ
う
に
な

た
事
は

 
友
達
は

に
な

た

 
肉
親
は

か
ら

だ

た

 
で
も

戦
友
は
今
ま
で
な
か

た

 
ま
し
て
や
彼
女
は
自
分
を
異
性
と
し
て
想

て
く
れ
て
い
る
人

 
実
兄
と

見
え
そ
れ
で
も
自
我
を
保
ち
変
わ
ら
ず

て
く
れ
た
事
で
安
心
し
て
い
た

し

き

て
い
た

が
あ

て
も

は
き

と
大

な
の
だ
と

断
し
て
い
た

 

他
に
も

た
な
ん
て

 

め
が
甘
か

た

 

断
し
て
い
た

 

心
し
て
い
た

 
親
し
い
人
の
思
想
を
精
神
を
変
え
る
コ
ト
が
出
来
る
の
は
実
兄
だ
け
だ
と

こ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

の
世
界
で
は

も
う

き
得
な
い
事
な
の
だ
と
気
を

め
て
い
た

 
ま
だ

決
ま

た

で
は
無
い
け
れ
ど

 
も
う

確
信
し
て
い
る

あ
の
人
は
も
う

自
分
の
識
る
人
で
は
な
い
の
だ
と

 
き

と
こ
こ
に
は

な
い

も
同
じ
よ
う
に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

リ

姉
も
シ
ノ

ン
も

ク
ラ
イ
ン
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
も

 

み
ん
な

に
な

た
の
だ

 
望
み
が

え
る

が

こ
え
る

 
体
の

か
ら
力
が

け
て
い
く

 

し

決
心
し

覚
悟
し
た
心
が
惑
い

え

死
ん
で
い
く

  

と
に
か
く

キ
リ
ト
を
裏
切
る
な
ん
て
絶
対
な
い
か
ら

  

天
地
神
明

い
や

ボ
ク
の
魂
と
剣
に
誓

て
も
無
い

  

裏
で

る

彼
女
の

葉
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信
じ
て
い
た

信
じ
て
い
た
か

た

あ
た
た
か
か

た

葉

 

う
そ
つ
き

  
守
れ
な
か

た
自
分
を

上

し
て

倒
の

葉
が
つ
い
て
出
た

 

絶
剣

の

が

か
に

え
た

 
や
あ

出
来
損
な
い
ク
ン

機

よ
う

 
広
場
に
足
を

み
入
れ
た

そ
う
声
を
掛
け
て
来
る
一

煌
び
や
か
な
男

 
ス
レ
イ
ブ
と
の
決
闘
時
に
マ
ス
タ

と
呼
ば
れ
て
い
た
し

い
て
い
た
特
徴
と
合

す

る
事
か
ら
こ
の
男
が
テ

タ

ニ
ア
の
ギ
ル
ド
マ
ス
タ

で
あ
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
だ
と
す
ぐ

に
分
か

た

 

練

最
大
の

備
に
よ
る

ボ

ナ
ス
を
絡
め
た
ハ
イ
デ

ン
グ
を
し
て

い
た
自
分
を

が
見
え
て
い
る
か
の
よ
う
に

線
を
向
け
て
の

葉
か
ら
ど
う
や
ら
索



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

は
最
大
値
ら
し
い
と
分
か

た

破

ボ

ナ
ス
の

備
や
Ｍ
ｏ
ｄ
も
取

て
い
る
だ
ろ
う

 
男
達
は
ニ

ニ

と

勝
ち
を
確
信
し
た

み
を
浮
か
べ
て
い
る

絶
剣

は
無
表
情

感
情
が
脱

し
た

は

人
形
に
見
え
な
く
も
な
か

た

 

一

す
る

 

暗
い

り
の
地
下

 
血

び
が
浮
く
そ
こ
に

め

ま
れ
た

人
も
の
同

 
彼
ら
が
有
す
る

ガ
ラ
ス

 

の
者
は

な
く
な

て
い
た

 
無

無
表
情
無
感
情
の
紅
い
ガ
ラ
ス

か
ら
目
を
背
け

リ

ダ

の
男
へ
と

線
を

す

 

も
う

い
ん
だ

を
し
た

お
や
お
や
こ
ち
ら
は

を
し
た
の
に
返
さ
な
い
と
は

礼
を
失
す
る
と
い
う

葉
を
キ
ミ

は
知

て
い
る
の
か
な

 

会
人
な
ら
仮

交

だ
と
し
て
も

を
す
る
の
は

本

中
の
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問
い
に
対
し

り
を

さ
ず
説
教

い
の
事
を
し
始
め
た
男

 

手
に

し
持

て
い
た
⻑
さ

ど
の
麻

ピ

ク
を
投

る

 
一
直
線
に
進
む
ピ

ク
は

し
か
し
横
合
い
か
ら
振
る
わ
れ
た
黒
剣
に
よ
り

き

さ
れ
た

黒
剣
の
振
る

た
の
は

時
の
間
に
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

め
前
に

動
し
て
い
た

絶
剣

だ

 

確
認
の
意
味
も

め
て

対
行
動
を
取

た
が

確
定
の
よ
う
だ

い
や
ま

た
く
い
き
な
り
攻
撃
し
て
く
る
な
ん
て
と
ん
だ

人
だ
な

彼
女
が

な
け
れ
ば
危
な
か

た
か
も
し
れ
な
い
よ

 
そ
う

て

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

絶
剣

の

を

で
る

 
剣
を
握
る
手
に
力
が

も

た

も
う
一

く

に

絶
剣

に

を
し
た

絶
剣

の

バ

の
ギ
ル
ド
マ

ク
は

見

れ
た
も
の
で
は
な
く

ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
と
同

じ
も
の
が
浮
か
ん
で
い
る

つ
ま
り
今
の

絶
剣

は

テ

タ

ニ
ア

属
と
い
う
事

絶
剣

は

子
の
姉
と

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

を
結
成
し

後
に
槍
使
い
を
入
れ
た
三

人
の
少
数
精

ギ
ル
ド
に
属
し
て
い
た

と
い
う
よ
り
他
の
入

希
望
者
を

ね

け
て
い
た

か
ら
結
果
的
に
少
数
精

を

持
し

け
た
だ
け
な
の
だ
が
そ
の
ギ
ル
ド
を
脱
退
す
る
と
は
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と
て
も
思
え
な
い

 
第
一

自
分
が
知
る

は

テ

タ

ニ
ア

を

し
て
い
た

危
険

も
し
て
い
た

 
攻
略
の

中
で
ス
レ
イ
ブ
が
襲

て
来
た
の
だ
か
ら

す
る
の
も

然
だ

 
そ
ん
な
ギ
ル
ド
に
属
し
て

し
か
も
抗
う
様
子
す
ら
見
せ
な
い
な
ん
て
明
ら
か
に
お
か
し
い

を

で
ら
れ
て
無
反
応
で
あ
る
事
が

そ
う
思
わ
せ
る

絶
剣
は

ユ
ウ
キ
は
人

こ
い
性
格
と
は
裏

に
己
の
パ

ナ
ル
ス

ス

を
絶
対
に
死
守
す
る
部
分
が
あ

た

そ
れ
は
姉
に
も
見
ら
れ
て
い
て
だ
か
ら
ス
リ

ピ
ン

グ
・
ナ
イ
ツ
を
増

し
な
い
の
だ
と
理
解
し
て
い
た

を

で
さ
せ
た
り
自
ら
人
に

き

く
行

を
す
る

手
は

極
め
て

少
だ
と

 
そ
の
点
想
い
を
向
け
ら
れ
た
自
分
は
そ
の
極
少
数
に
分

さ
れ
て
い
る
と
密
か
に
喜
び
を

い
て
い
た
の
だ
が

 
そ
れ
を
ア

サ
リ
と
し
て
見
せ
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

疑
と
苛
立
ち
を

く

気
に
な
る
の
か
い

 
気
に
な
る
だ
ろ
う
ね

せ
キ
ミ
を
大
切
に
想

て
い
る

子
だ
出
来
損
な
い
と
一
緒
に

る
と
ど
う
な
る
か
理
解
し
て
い
な
が
ら
一
緒
に

た
子
な
の
だ

か
ら
気
に
な
ら
な
い

が
無
い

を
流
し
な
が
ら

け
寄

て
王
道
さ
な
が
ら
喜
び
と
共
に
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す
る
ワ
ン
シ

ン
が

き
て
も
不
思
議
じ

な
い

そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
彼
女
が
こ
ち
ら
に

る
の
か

良
い
だ
ろ
う

の

だ
特
別

に
キ
ミ
に
も
分
か
る
よ
う
教
え
て
あ

よ
う

そ
れ
を
知
れ
ば
キ
ミ
も

の

大
さ
の

ん
の
片

く
ら
い
は
分
か

て
く
れ
る
だ
ろ
う

キ
ミ
程

で
は
ど
う
足
掻
い
て
も
届
き
よ
う
が
な
い
天

才
な
の
だ
と
ね

 
や
や

気
味
に
そ
う

た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

そ
う
だ
な

と

葉
を

切

た

人
は

し
い
と
思

た
り

い
と
思

た
り
色

な
感
情
が
あ
る
だ
ろ
う

 

え
ば
戦

争
だ

戦
争
は
怖
い
よ
ね

 
ど
れ
だ
け

練
し
た
兵
士
で
も

死
を
前
に
す
る
と
恐
怖
で

思

が

く
な

た
り
動
け
な
く
な

て
し
ま
う
そ
れ
が
常
識
で
あ
り

だ

死
を
恐
れ

な
い
人
間
な
ん
て

る

も
な
い

そ
ん
な
の
は
精
神
異
常
者
に
限
る
話
だ

 
サ
ラ
リ
と
精
神
異
常
者
認
定
さ
れ
て
し
ま

た

で
は

そ
の
恐
怖
に

た
さ
れ
た
感
情
を
喜
び
で

た
し
て
や
る
と

ど
う
な
る
と
思
う

戦
場
に

先
し
て
向
か
う
よ
う
に
な
る
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そ
の

り

 
少
し

え
れ
ば
少
し
分
か
る
事
な
の
で

情
報
を
引
き
出
す
べ
く
返

す
る

 
そ
れ
が

た
り
だ

た
よ
う
で

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
や
や
機

良
さ

に
指
を
鳴
ら
し
た

弾

び
交
う
危
険
な
戦
場
に
身
を

く
事
を
こ
そ

福
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
進
ん
で

危
険
な

務
に
身
を

く
兵
士
が
出
来
上
が
る

軍
に
と

て
こ
れ

ど
有

な
兵
士
は

な

い
だ
ろ
う

つ
ま
り

感
情
を

る

そ
う
さ

実

に
そ
う
い

た
実

に
向
け
て

に

触
し
て
き
て
い
る
国
が
複
数
存
在
す

る

国

や
軍
部
に
と

て
す
れ
ば
仮

非
人
道
的
な
事
で
あ

て
も
仕
方
な
い
と

う

し
か
な
い
そ
れ
が
国
を
守
る
事
だ
か
ら
だ

事
実

で
の
投

実
験
も

は

ら
え
た

や
食
い

持
を

な
い

に
対
し
て
さ
れ
て
い
た
ん
だ

そ
れ
と
同
じ
だ
よ

 
ナ

ヴ
ギ
ア
の
原
理
を

え
れ
ば
不
可
能
で
は
無
い

要
は

を
破
壊
し
な
い
程

の

電
子
パ
ル
ス
を

し

感
情
を

る

神
経

を
興

さ
せ
れ
ば
い
い
の
だ

 
人
間
の

で
感
情
を

る
の
は

体
と

状
回

 
前
者
は
感
情
に
由
来
す
る
記

に

わ

て
い
る

あ
の
食
べ
物
は
食
べ
た
事
が
あ
る
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か

た

い
の
は

だ
か
ら

も
う
食
べ
な
い
と
決
め
た

な
ど
だ

 
後
者
は
感
情
の
形
成
に

与
し
て
い
る

こ
の

状
回
が
無
い
と

体
で
の
感
情
由
来
の

記

形
成
が
ま
ま
な
ら
な
い

 

つ
ま
り
感
情

作
を
す
る
な
ら

状
回
を

し
て
や
れ
ば
い
い

 

や
興

と

て
も
快
・
不
快
正
負
の
感
情
に
よ

て

波
の
形
は
異
な
る

そ
の

形
と
な
る
よ
う

波
を

し
デ

タ
化
し
電
子
パ
ル
ス
を

し
て
同
じ
波
形
に
す
る

事
が

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

う

作
な
の
だ
ろ
う

と
は

え

現
実

で
そ
ん
な
実
験
を

と
行
え
る

も
無
く
て
ね

然
だ
が

験
者

だ

て
集
ま
ら
な
い

日
本
は
非
戦
争
を
掲

て
い
る
国
だ
か
ら
外
国

ど
臨

実
験
が
出
来
な

い
ん
だ

そ
れ
で

こ
の
世
界
の

プ
レ
イ

を

そ
う
い
う
事
さ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ

は
バ
イ
タ
ル
こ
そ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
と

え
ど

本

的

に
は
ナ

ヴ
ギ
ア
に
よ
る

作
に
対
し
て
完
全
無

備
な
状

に
あ
る

加
え
て
こ
の
デ
ス

ゲ

ム
の
世
界
は
外
界
と
隔
絶
さ
れ
て
い
て

を
さ
れ
て
も
外
部
の
人
間
に
は
把
握
し
よ
う
が
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な
い

 
加
え
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で
の
事
は
全
て
黒
幕
と
さ
れ
て
い
る

場

に

り
付
け
ら
れ
る

 
人
体
実
験
を
望
む

に
と

て
は
最
高
の

境
と
い
う

だ

だ
が
実
の
と
こ
ろ

こ
の
世
界
に
来
て
し
ま

た
の
は
事
故
で
ね

と
あ
る

ゲ

ム
の
シ
ス
テ
ム
と

結
す
る
作
業
を
し
て
い
た
ら
い
き
な
り
知
ら
な
い
と
こ

ろ
に
転
送
さ
せ
ら
れ
て
ね

そ
こ
が
デ
ス
ゲ

ム
の
中
だ
と
知

た
時
は
流

に
焦

た
よ

 
や
れ
や
れ

と

を
振

て

う
ア
ル
ベ
リ
ヒ

 

お
か
し
い

想
定
と
違
う

 
て

き
り
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
自
ら
望
ん
で
来
た
も
の
か
と
思

て
い
た

 
話
か
ら
分
か
る

り
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
後
か
ら
入

て
来
た

わ
ば
リ

フ

や
シ
ノ
ン
と

同
じ
境
遇
の
者

同
じ

件
な
の
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で
感
情

作
の
実
験
な
ど
と
い
う
シ
ス
テ
ム
的

に
プ
レ
イ

は
行
え
な
い
事
を
し
て
い
る
と
い
う
事
は
そ
れ
な
り
の
権
限
を
有
し
て
い
る
事

に
な
る

そ
れ
は

安
全
地

内
部
で
無

抗
に
壊
滅
し
た
様

を

え
れ
ば
辻
褄
が
合
う

 
つ
ま
り
こ
の
男
は

恐
ら
く

権
限

あ
る
い
は
そ
れ
に

ず
る
権
限
を
有
し
て
い
る
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し
か
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

と
別
ゲ

ム
を
繋

て
い
た
と
い
う

 

が
知
る
情
報
か
ら
推

出
来
る
事
は
こ
の
男
は
リ

フ

が
し
て
い
た
と
い
う

Ｒ
Ｍ
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
運

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の
者

権

限
を
有
し
て
い
る
と
な
れ
ば
最
高
責

者

り
か

 

ア

ガ
ス

か
は
分
か
ら
な
い

だ
が
最
高
責

者
と
い
う
な
ら
世
界
で

一

を
し
て
い
た

ア

ガ
ス

の

だ

た
可
能
性
は
非
常
に
高
い

 
そ
う
で
あ
れ
ば
全
て

得
が
い
く

 
だ
が

そ
ん
な
男
が
事
故
で
こ
の
世
界
に
来
た

と
い
う
の
は
お
か
し
い

 
リ

フ

達
な
ら
分
か
る

最

レ
ベ
ル
の
権
限
し
か
な
い
プ
レ
イ

は
シ
ス
テ
ム
や

に
よ

て

弄
さ
れ
る
し
か
な
い
存
在
だ
か
ら
だ

だ
か
ら
事
故
で
来
た
と

わ
れ
て
も
ま

ロ
ジ

ク
は
と
も
あ
れ

得
は
出
来
る

 
だ
が

権
限
を
有
す
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
が
事
故
で
来
た

と
い
う
の
は
不
自
然
だ

 
七
十
五
層
バ
グ
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
に
よ
る
外
部
か
ら
の
無
理

理
の

触
が
原
因
だ
と

え
て

い
た

意

的
に

か
つ
無
理

理

触
し
た
と
す
れ
ば

そ
う
な

て
も
お
か
し
く
は
な
い

リ

フ

ア
キ
ト
と
い
う
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

の
乱
入
が
あ
る
の
だ
そ
の
ロ
グ
を
使
え
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ば
不
可
能
で
は
無
い

 
つ
ま
り
リ

フ

達
の
乱
入
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
運

者
つ
ま
り
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
策
謀
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
か
と

え
て
い
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
話
し
た
時
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の

コ
ピ

だ
と
す
れ
ば
あ
り
得
る
話
だ
と
共

見
解
を
得
て
い
た
か
ら
だ

そ
の
乱
入
成

の
デ

タ
ロ
ジ

ク
を
使

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で
良
か
ら
ぬ
事

は
人
体
実
験
を
し
よ
う
と

企
ん
で
い
る
の
で
は
と
予
想
し
て
い
た

 
し
か
し
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の
乱
入
が
意

し
た
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
リ

フ

達
の
乱
入
の

前

も

れ
て
し
ま
う

 
予
想
を
ミ
ス
リ

ド
さ
せ
る
た
め
の
誘
導
偽
り
の
情
報

だ
と
す
れ
ば
分
か
る
が
男
の

表
情
か
ら
そ
う
と
は
と
て
も
思
え
な
い

 
と
な
れ
ば

あ
り
得
る
の
は

 

こ
の
男
以
外
の

か
が
し
た
事

な
の
か

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
か
と
先
の
予
想
か
ら

え
て
い
た

だ
が
そ
う
で

な
か

た
な
ら

デ
ス
ゲ

ム
化
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
一
切

わ

て
い
な
か

た
な
ら

 

い
や

で
も
そ
れ
は

リ
ス
ク
が
あ
る
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Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
化
さ
せ
た
者
が

を
目
的
と
し
て
い
る
か
は
知
ら
な
い

ロ

ブ
ア

バ
タ

が
語

た

が
真
実
だ
と
す
る
な
ら

権
限

で
反

行

を
行
え
る
ア
ル

ベ
リ
ヒ
達
の
乱
入
は
む
し
ろ
さ
せ
な
い

だ

結
果
的
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は
攻
略
を

て
い

る

だ
が

こ
う
な
る
と
分
か

て
い
な
い
限
り
協
力
体
制
を

く
可
能
性
も

定
出
来
な
い

 

感
だ
と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

の

を

る

と
い

た
と
こ
ろ

 
死
を
前
に
す
れ
ば
本

が
現
れ
る
と
い
う
が
こ
の
男
の
場
合
は

非
道
を
行
く
に
違

い
な
い

を

と
し

味
方
を

し

己
の
み
の

を
求
め
る

に

型
的
な
人
格

 
だ
か
ら
こ
そ

己
一
人
で
デ
ス
ゲ

ム
化
は
し
な
い

 
そ
ん
な

大
過
ぎ
る
リ
ス
ク
を
背
負
う
く
ら
い
な
ら

影
で
コ
ツ
コ
ツ
と
実
績
を

み
重
ね

ラ
イ
バ
ル
を

と
し
た
方
が
良
い

 
つ
ま
り

一
番
あ
り
得
る
可
能
性
と
し
て
は

 

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
を
後

し
し
た

か

が

る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
の
意

し
な
い
乱
入
だ
か
ら
と

て
イ
コ

ル
デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
で

は
無
い
と
は
な
ら
な
い

む
し
ろ
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
完
成
さ
せ
た
責

者
ら
し
き
立
場
に

く
実
力
が



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

あ
る
な
ら

ア

ガ
ス

に

た
の
は
確
実
だ
ろ
う
し

そ
こ
で
も
か
な
り
の
仕
事
を

せ
ら

れ
て
い
た
に
違
い
な
い

そ
の
立
場
で
あ
れ
ば
デ
ス
ゲ

ム
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
れ
ら
れ
る

 
だ
が
そ
れ
は

あ
く
ま
で

出
来
る

と
い
う
だ
け

 
自
己
保
身
を
前

と
し
て
他
人
を

と
す
男
が
そ
ん
な
リ
ス
ク
極
ま
る
事
を

先
し
て
し

よ
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う

え
て
も
実
行
に

さ
な
い

 
そ
れ
を
さ
せ
た

ツ
が
他
に

る

男
の

か
を

し

き
付
け

し
た
者
が

 
そ
し
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
乱
入
さ
せ
た
者
だ
と
す
れ
ば

 

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

じ
の

に
送
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い

 
デ
ス
ゲ

ム
化
の

に
手
を
組
ん
だ

手
を
消
せ
ば
真
実
は
迷

入
り
と
な
る

協
力
者
の

存
在
を
知
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
死
ね
ば
必
然
的
に
そ
う
な
る

事
故
で
も
な
け
れ
ば

が
こ
ん
な
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ん
で
入
る
も
の
か

 
逆
説
的
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
し
て
い
る
感
情

作
の
実
験
を
知
ら
な
い
か
あ
る
い
は
得
る
だ

け
の
価
値
は
無
い
と
判
断
し
て
い
る
事
に
な
る

だ
が

 
実

そ
う
だ
ろ
う
と
は
思
う

 
感
情
を

る
事
は

つ
ま
り
人
を

る
事
と
同
義
と

て
良
い
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だ
が
そ
れ
は
人
に
よ

て
は

き
づ
ら
い

特
に
強
い
感
情
記

信
念
を
持

て
い
る

者
に
は
反
感
を

か
せ

破
る
可
能
性
だ

て
な
く
は
な
い

 
そ
れ
に
目
の
前
に
い
る
絶
剣
の
よ
う
に
機

的
に
な

て
し
ま
う

み

ま
れ
た
命

以
外
の
事
に
無

あ
る
い
は
無
反
応
に
な
る
た
め

一
指
示
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
非

的
だ

 
ス
レ
イ
ブ
の
よ
う
に

自
ら
思

し

動
く
者
が
出
来
る
事
は
ま
ず
な
い
と

え
る

だ
か
ら
こ
の
ゲ

ム
と
の
ネ

ト
ワ

ク
で
の

を
行
い
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
同
時
に

が

運

す
る
ゲ

ム
に
プ
レ
イ

が

さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た

そ
の
最
中
に

き
た
不
運
だ

が

い
に
も
ゲ

ム
マ
ス
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
は
引
き
継
が
れ
て
い
た
の
は
不

中
の

い
と
し

か

え
な
か

た
よ

な
る

ど

安
全
地

で
攻
略
組
が
無

抗
に
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
形

圏
内

な
の
に
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
に
引

掛
か
ら
な
い
行
動
そ
し
て
乱
入
時
期
と
技

に
見

合
わ
な
い
ス
テ

タ
ス
と

備

そ
れ
ら
全
て
そ
の
ゲ

ム
マ
ス
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
し
て
い
た

の
か

そ
の

り
だ
よ

キ
リ
ト
君
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ま

権
限

り
だ
ろ
う
と

ん
で
い
た
か
ら

特

き
は
な
い
の
だ
が

 
む
し
ろ
そ
れ
以
外
で
の
正
攻
法
の
方
法
が
あ
る
な
ら

が

で
も
見
つ
け
出
し

的
に
対

抗
策
を

え
出
し

じ
て
い
た
と
こ
ろ
だ

シ
ス
テ
ム
へ
の

形
を
深
め
て
い

た
か
ら
こ
そ

の
矛
盾
だ

た
か
ら
打
つ
手
な
し
と
放

し
て
い
た

だ
が

そ
れ
が
正
解
だ

た
よ
う
だ

ゲ

ム
マ
ス
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
は
ね

そ
の
名
の

り

の
み
が
使

出
来
る
特
別
な
ア
カ

ウ
ン
ト
な
ん
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

う
と
こ
ろ
の

場
と

え
ば
分
か
る
か
な

 
つ
ま
り

 
こ

の
世
界
で
は

は
神
と
い
う
事
さ

 

手
を
広

天
を

ぐ
よ
う
に

い
放
つ
金
髪
の
男

と
し
た
表
情
は
自
己

に

て
い
る
の
だ
ろ
う

 

の
男
達
の
ま
た
始
ま

た
よ
と
い
う

れ
の

が

と
も

え
な
い

あ
ま
り

良
く
思
わ
れ
て
い
な
い
ら
し
い

ま

甘
い
蜜
が

え
る
か
ら
集
ま

た
だ
け
で
あ

て
そ

の
人
物
の
人
格
を
認
め
た

で
は
な
い
か
ら
だ
ろ
う

ア
ン
タ
が

ア
カ
ウ
ン
ト
で

の
プ
レ
イ

に
出
来
な
い
事
シ
ス
テ
ム
コ

ド
に

ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
分
か

た

だ
け
ど
以
前

絶
剣

に
セ
ク
ハ
ラ
を
し
た
男
は

ア

カ
ウ
ン
ト
じ

な
い

だ
が
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こ
い
つ
ら
の
は
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
と

て
ね

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
ス
テ

タ
ス
な

ど
の
数
値
を
動
か
せ
る
が
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
動
か
せ
な
い

そ
れ
で
も
運

が
プ

レ
イ

に

触
す
る

の
も
の
だ
か
ら

コ

ド
無

の
性
能
が
あ
る
の
さ

 
打
て
ば

く
よ
う
な

な
説
明
で
理
解
す
る

 
ア
カ
ウ
ン
ト
の
序
列
は

プ
レ
イ

の
コ
モ
ン

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
ハ
イ

神
聖
剣

の
付
与
や
容

な
ど
以
外
は
コ
モ
ン
と
同
じ

の
他
に
ス

パ

と
ゲ

ム
マ
ス
タ

が
あ

る
よ
う
だ

そ
の
中
で
シ
ス
テ
ム
に

わ
れ
な
い
の
は
後
者
二
つ

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は
そ
の
後
者
二
つ
を
有
し
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

 

つ
ま
り

攻
略
組

は

ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る
か

か
で
壊
滅
し
た
の
か

 

や
プ
レ
イ

が

う
麻

は
圏
内
コ

ド
を

出
来
な
い
が

ア
カ
ウ
ン
ト
に

よ
る
も
の
で
あ
れ
ば

で

す
る
だ
ろ
う

そ
も
そ
も
圏
内
コ

ド
が

か
な
い
と
い
う
事

は

圏
内

で
あ

て
も
他
者
の

や
状

に

出
来
る
と
い
う
事
な
の
だ
か
ら

だ
か
ら

ス
レ
イ
ブ
が
持

て
い
た

剣
で

圏
内

の
プ
レ
イ

を
強
制
転

さ
せ
ら
れ
た

 
こ
の
男
が

に
し
た

の

と
い
う

葉
は

ア
カ
ウ
ン
ト
と
い
う

で
得
た

自
身
に
よ
る
も
の
だ

た

だ
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悔
し
い
が

恐
ら
く

も
殺
ら
れ
る

 
強
さ
の
問

で
は
な
い

ア
カ
ウ
ン
ト
と
コ
モ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
と
い
う
序
列
に
よ
る
差
が

問

な
の
だ

 

い
な
の
は

ア
ル
ベ
リ
ヒ
だ
け
が

権
限
を
有
し
て
い
る
と
い
う
事

 
あ
る
程

は
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
も
許
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
ス
テ

タ
ス
に

で
き

な
い
と
い
う
点
か
ら
恐
ら
く

の
男
達
は
ス
テ

タ
ス
が
高
い
だ
け

武
器
の

果
が
危
険

過
ぎ
る
が

そ
こ
は
自
分
の
経
験
や
技
術
で
ど
う
に
か
な
る

 
一
番
の
問

は

権
限

他
者
の
ス
テ

タ
ス
を
弄
れ
る
そ
れ
を
持

て
い
る
の
は
ア
ル
ベ

リ
ヒ
だ
け

 

要
す
る
に

ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
殺
せ
ば
問

無
い

だ

 
男
達
も

絶
剣

も

だ

だ
が
こ
ち
ら
の
ス
テ

タ
ス
に

で
き
な
い
な
ら
希
望
は

あ
る

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

か
ア
ク
シ

ン
を

こ
す
前
に
先
手
を
打

て
殺
せ
ば

と
で
も
な
る

絶
剣
の

が
あ
る
か
ら
こ
ち
ら
か
ら
の
直

的
攻
撃
行
動
は
全
て

ま
れ
そ
の
間
に

権
限
で
麻

さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う

そ
れ
以
前
に
手
間
取

て
い
た
ら
終
わ
り
だ

あ
ち
ら
の
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武
器
の
性

上

一
撃
で
も

れ
ば
強
制
転

で
終
わ

て
し
ま
う

 
と
は

え

に
手
を
打

て
も

絶
剣

が
対

す
る

 
だ
か
ら

取
れ
る
手
は

一
つ
だ
け

 
足

を

い

一
撃
で

を

り
取
る
だ
け
だ

他
者
の
ス
テ

タ
ス
を

る
か

道
理
で
ス
レ
イ
ブ
の
ス
テ

タ
ス
が
一
日
で
高
く
な

て
い
た

だ

そ
の
分
だ
と

の
プ
レ
イ

も
弄

た
と
み
え
る

意
外
に

し
が
良
い
ね

そ
う
さ

攻
略
組

に
入
ろ
う
と
し
た
時
は

え
て
抑
え

て
い
た
け
ど
ね
圧
倒
的
ス
テ

タ
ス
さ
え
あ
れ
ば
ゲ

マ

の
力
を

り
る
必
要
な
ん
て
無
い

と
気
付
い
て
か
ら
は
一
気
に
レ
ベ
ル
を
上

た

流

に
ど
れ
だ
け
強
い

で
も
初
期
配
信
状

の
Ｓ
Ａ
Ｏ
な
ら
レ
ベ
ル
Ｍ
ａ
ｘ
も
あ
れ
ば

で
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
出
来
る
だ
ろ
う

レ
ベ
ル

マ

ク
ス

 
２
０
０
く
ら
い

か

 
レ
ベ
ル
差
補
正
に
よ
り
自
分
よ
り
レ
ベ
ル
が
下
の

か
ら
得
ら
れ
る
経
験
値
は
本
来
の
一

を
更
に
下
回
る

そ
れ
を
ポ

ピ
ン
グ
ト
ラ

プ
を

え
て

み
倒
し
た
数
を

ぐ
事
で
強
制

的
に
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
い
た

は

こ
の
一
年

で

く
１

に
至

た

 
そ
の

を
超
え
た

は
闘
技
場
や
地
下
迷

の
ボ
ス
達
く
ら
い
な
も
の

そ
れ
ら
は
一
律
レ
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ベ
ル
２
０
０
だ

た

 
だ
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
レ
ベ
ル
上
限
は
２
０
０
だ
と
予
想
し
て
い
た

 
２
０
０

 

を
そ
ん
な

な
話
を
し
て
い
る
ん
だ
い

 
な

 
だ
か
ら

バ

サ
リ
と
予
想
を
切
ら
れ

不
覚
に
も
動
揺
し
て
し
ま

た

 

が
こ
の
一
年

ず

と

み
な
し
で

夜
を
問
わ
ず
レ
ベ
リ
ン
グ
に

し
み
経
験

値
補
正
も
出
来
る
だ
け
取
り
危
険
な
ト
ラ

プ
に

え
て

び

む
事
で

達
し
た
レ
ベ
ル
１

を

と
一

さ
れ
た

そ
の
事
に

な
ら
ぬ
苛
立
ち
と
２
０
０
く
ら
い
な
ら

と
か
な
る
と

え
て
い
た

の

は
か
さ
に
よ
る
も
の
だ

た

 
そ
の
同
様
に
気
を
良
く
し
た
の
か

ニ
タ
リ
と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
嗤
い

た

  

だ
よ
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き

う

く

き

う
じ

う

き

う

 

違
い
に
も
程
が
あ

た

 
さ

き
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
初
期
配
信
状

の
Ｓ
Ａ
Ｏ
と

て
い
た
か
ら
正
式
サ

ビ
ス
か

ら

く
し
て
追
加
さ
れ
る
マ

プ
の

を
倒
す
事
で
更
に
レ
ベ
ル
を
上

て
い
け
た
の
だ
ろ
う

現
状
で
三

越
え
の
Ｍ
ｏ
ｂ
が

な
い
の
に
１

に
い
け
た
の
だ
か
ら

レ
ベ
ル
キ

プ
は
そ
の
ラ
イ
ン
だ

た
と

え
ら
れ
る

 
ざ

と

の
中
で
ス
テ

タ
ス
の

値
を

し
た

 

速
攻
だ

 
結
論
は

変
わ
ら
ず

変
わ
る

も
無
か

た

 
ど
れ
だ
け

手
の
レ
ベ
ル
が
高
か
ろ
う
と

を

ば
せ
ば

死
は

れ
な
い

 
ど
れ
だ
け
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
ろ
う
と
武

に
差
が
あ
ろ
う
と

を

断
出
来
さ
え
す
れ
ば

初
期
レ
ベ
ル
で
高
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

を
殺
す
事
は
十
分
可
能
な
の
だ

 
間
違
い
な
く
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
殺
し
た
後
に

の
男
達
そ
し
て
絶
剣
に
よ

て
殺
さ

れ
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
い
い

自
分
と
共
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
男
達
を

出
来
れ

ば

あ
と
は
ア
ル
ゴ
達
が
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を

頼
む

 

る

ホ
ロ
ウ
の

葉

 
ど
う
あ

て
も
代
わ
れ
な
い

命
を

み
下
し
複

な
想
い
を
抑
え

み
万
感
の
想
い
を

め
て

た
で
あ
ろ
う

い

葉

も
う
一
人
の
自
分
と
さ
え

え
る
ホ
ロ
ウ
に

さ
れ
た
想

い 
そ
う
だ

と
思
い
直
す

 

は
ま
だ
死
ん
で
い
な
い

ま
だ
生
き
て
い
る

生
き
て
い
る
の
だ

仮

と
な

て
い
て
も

生
き
て
い
る
の
だ

 
な
ら
お
れ
は

守
る
べ
き
だ

生
き
る
べ
き
だ

生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ホ
ロ
ウ
の
想
い
は
お
れ
の
想
い
で
も
あ
る

生
き
て
欲
し
い

せ
に
な

て
欲
し
い
と
い

う
願
い
を

い
て
い
る

そ
れ
は
ビ

タ

と
し
て
己
を

に
す
る
決
意
を
す
る
に
至

た
根
幹
だ

 
仮

に
な

て
い
て
も
構
わ
な
い

そ
も

最
初
は
そ
の
つ
も
り
だ

た
の
だ

 
今
ま
で
親
し
く
し
て
く
れ
て
い
て

け
容
れ
て
く
れ
た
事
の
方
が

だ

た

は

も

き
な
い
し

く
も
の
で
も
な
い
の
だ
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夢
を
み
て
い
た

  

し
く
て

ら
な
く

せ
な
夢
だ

た

 
想
い
を
向
け
て
く
れ
る
人
が
出
来
る
程
の
夢
だ

た

 

い
け
ど

そ
れ
で
も

せ
と
思
え
る
夢
だ

た

  

で
も

夢
と
は

時
か

醒
め
る
も
の

  

ん
の

か
な
間
見
れ
た

の
夢
だ

れ
は
夢
か
ら
醒
め
て
現
実
と
向
き
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

 
仮
想
世
界
は

夢
の
よ
う
な
世
界
だ

 
夢
の
よ
う
で

け
れ
ど
現
実
だ

  

眼
を
背
け
て
い
た
事
に

も
う
そ
ろ
そ
ろ

向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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の
出
来
損
な
い

の
味
方
は
奪
わ
れ
た

  

ビ

タ

は

憎
ま
れ
者
だ

 
黒
の
剣
士

は

ロ
の
強
さ
を
表
し
た

  

夢
に

る
の
は

も
う
止
め
だ

  
あ
れ

ど
想
い
を
向
け
て
く
れ
た
人
で
す
ら

に
な

て
し
ま
う
現
実
だ

 

く
て

哀
し
く
て

い

仮
想
世
界
も
ま
た

み
を
感
じ
る
現
実
な
の
だ

  
ご
め
ん
な
さ
い

と
心
で

う

  

お
れ
は
い
ま
一

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
戦
う
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キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

は

夢
の

 

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

は

現
の
お
れ

  
独
り
に
な
る
べ
き
は

お
れ
な
の
だ

   

う
そ
つ
き

  

本
的
に
他
人
を

し
て
い
る
キ
リ
ト
が
ど
れ
だ
け
ユ
ウ
キ
達
を
信
じ
て
い
た
か
と
い
う

れ
で
あ
る
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な
お
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
ス
テ

タ
ス
を
弄
れ
る

に
も
ル

ル
が
あ
り
キ
リ
ト
は
弄
れ
な

い
で
す

そ
れ
が
出
来
た
ら
レ
ベ
ル

に
さ
れ
ち

う

 
ユ
ウ
キ
は
弄
ら
れ
て
ま
す
レ
ベ
ル

で
す

チ

タ

て
と
か
く
カ
ン
ス
ト
に

り

ま
す
よ
ね

見

 
ユ
ウ
キ

対
キ
リ
ト

１

ア
カ
ン
確
信
 

の
時
で

さ
え

だ

た
の
に
実
力
者
に
チ

ト
の
組
み
合
わ
せ
は
災

 
む
し
ろ

き
付
け

た
時
の
衝
撃
に

備
が

え
切
れ
な
い
可
能
性

 
ま

リ

姉
は

の
時
に
キ
リ
ト

１

を
完

し
た
ん
で
す
が

白
目

 
ち
な
み
に
原

ゲ

ム
で
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
配
下
は
不
明
で
し

た
が

本
作
で
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
ゲ

ム
マ
ス
タ

ア
カ
ウ
ン
ト

権
限

で

配
下

が
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
す

 
・

ア
カ

 
他
者
の
ス
テ

タ
ス

 
他
者
の
ス
テ

タ
ス

 
権
限
で

備
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権
限
で
コ

ド
無

 
権
限
で
マ

プ

変

 
権
限
で
無
制
限
転

 
権
限
で
ア
バ
タ

状

作

麻

な
ど

 
・

ア
カ

 
他
者
の
ス
テ

 
権
限

備
一
部

 
権
限
で
コ

ド
無

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
な
ん
か
リ

姉
の
説
教
を
無

に
し
か
ね
な
い
方
向
に
進
ん
で
ま
す
が
止
ま
り
ま
す
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
を
見
る
の
だ
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第
百
十
四
章
 

想
い

明
け
る
未
来

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
投
稿
が
零
時
か
ら

れ
た
の
は
最
後
の
確
認
中
に

ち
し
て
た
か
ら
で
す

れ
て
る
な

 
そ
れ
は
と
も
か
く

 
今
話
は
前
話
の

き
か
ら

ち

い
ち

い

線

回
収
が

時
に
な
る
か
は
分
か
ら
な

い

様

 

点
は
ヴ

ベ
ル

キ
リ
ト

ユ
ウ
キ

 

感

絶
望
感
を
出
せ
て
い
た
ら
い
い
な

 
あ
と

郷
の

さ
加

と

場
の
人
間
味

本
作
は

場
の
原
作
と
は
違
う
人
間
味

れ
る
の

も
目
標
の
一
つ
で
す
か
ら
ね

 

郷
の

さ
は
個
人
的
な
目
標
で
す

 
文

数
は
約
一
万
九
千



 第百十四章 〜想い、明ける未来〜

 
で
は
ど
う
ぞ

 

だ

こ
れ
は

 
虚
空
に

し
出
さ
れ
る

像
に

そ
う

ら
す

 

中
に
は

乱
が

き

こ

て
い
た

乱
し
か
無
か

た

 
数
え
る
事
す
ら

に
な
る
程
の
世
界
を

て
来
た

同
じ
数
だ
け
の
滅
び
を
見
て
来
た

そ
し
て

そ
れ
ら
の
数
万

の
時
を
生
き
て
来
た

 

と
な
く

り
返
し
て
来
た
歴
史
だ

 
た
か
が
三
年
足
ら
ず
の
歴
史
を
無
数
に
行
き
来
し
て
来
た

多
少
の
差
異
こ
そ
あ
れ
大

は

同
じ
で
外
れ
る
事
は
無
か

た

ど
ん
な
に

し
よ
う
と
外
れ
は
し
な
か

た

 
外
れ
な
か

た
か
ら

己
は
未
だ
に

り

け
て
い
る

故

も
う
動
い
て
い
る
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も

り
返
す
内
に
ど
ん
な
行
動
を
取
れ
ば
ど
う
い
う
変
化
が

き
結
果
に
結
び
つ
く

か
の
デ

タ
は
取
れ
て
い
る

最

た
り
で
少
年
が
生
き

び
ら
れ
る
最
良
の
未
来
を

も

う
と
し
て
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ

に
あ
り
得
な
い

 
自
分
は
未
だ

そ
こ
ま
で

し
て
い
な
い

 
あ
の
男
と
少
年
の
戦
い
に

り

み
も
し
た
し
彼
ら
彼
女
ら
の
合
流
や

攻
略
の
手
助
け

は
し
た
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
間

的

そ
も
己
は

本
的
に
彼
ら
彼
女
ら
へ
は
危

を
加
え

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
た

き

ん
で

対
行
動
を
取

て
い
る

で
は
無
い
か
ら
だ

取
る

必
要
が
無
い
事
は
出
来
る
だ
け

け
よ
う
と
す
る
く
ら
い
の
良
識
は
ま
だ
残

て
い
る

 
そ
も

自
分
は
ま
だ

あ
の
者
達
に

触
し
て
い
な
い

気
取
ら
れ
て
も
い
な
い

だ

構

物
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
と
し
て

る
場

に

る
己
を
感
知
出
来
る
者
な
ど

も
い
な
い

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う

 
故
に

己
が
知
る

内
で
の
変
化
し
か

こ
ら
な
い

だ

た

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

故

に
動
い
て
い
る

 
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事

に

我
知
ら
ず
怒
声
を
上

る
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無
限
の
可
能
性
と
す
ら

さ
れ
る
人
の
行
動
と
思

の
あ
ら

る
先
を

て
来
た
自
分
が

今
ま
で
一

も
経
験
し
て
い
な
い
事

に
焦

と
苛
立
ち
を
覚
え
た

己
が
あ
ま
り

わ

て
い

な
い
時
点
で
予
想
し
て
い
な
か

た
出
来
事
が

こ
る
な
ど

完
全
に
想
定
外
だ

 
ど
ん
な
行
動
を
取

た
か
ら
変
化
を
生
じ
た
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
は
お
い
そ
れ
と
時
を

る
事
も
出
来
な
い

 
ぎ
り

と
⻭

み
す
る

 

面
に
は
第
七
十
七
層
迷

の
一

で
の
様

が

し
出
さ
れ
て
い
る

黒

く
め
の
少

年
と
そ
れ
に

対
す
る
よ
う
に

ぶ

華

な
男
達

そ
し
て
本
来
な
ら
少
年
と

ん
で
い
る
べ
き

紺
の
少
女

 
あ
の

と
空
ろ
な
表
情
か
ら

す
る
に

も
う
彼
女
は
手

れ
な
状

に
な

て
い
る

あ
ま
り
に
も

過
ぎ
る

 
コ
ン

ル
に
握

た

を

き
付
け
る

 
お
よ
そ
ヒ
ト
が
出
せ
は
し
な
い

が
鳴
り

い
た

下

世
界
で
し
た
な
ら

仮

圏
内

コ

ド
に

ま
れ
て
い
よ
う
と
衝
撃
波
だ
け
で
プ
レ
イ

は
吹
き

ば
せ
た
だ
ろ
う
し
そ
の

で
目
を
回
す
者
が

出
し
た
だ
ろ
う
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そ
れ

ど
の
怒
り
と
焦
り
が

中
に
あ

た

本
来

こ
れ
は
九
十
八

層
で

こ
る
べ
き
事
な
の
に

 
テ

タ

ニ
ア
が

験
に

く
時
期
は
七
十
六
層
攻
略
中
で
合

て
い
る

不
合
格
に
な

る
の
も
そ
う
だ
し

ス
レ
イ
ブ
の
み
が

紅
の
騎
士

を

す
事
も

不
合
格
に
な
る
事
も

以

か
小

り
合
い
が

く
事
も

知
の
出
来
事
だ

 
だ
が

あ
ま
り
に
も
展
開
が

過
ぎ
る

 

私
が
こ
の
時
間

に

て
か
ら
見
た
限
り
然
し
て
変
わ
り
は
無
か

た
よ
う
に

見
え
た
の
に

 
自
分
が

た
時
は
彼
の
少
年
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ
と

ば
さ
れ
た
時
と
前
後
し
て

い
る

 
一
応
こ
れ
ま
で
時
を

て
来
た
中
で
は
最
も
過
去
に

し
て
い
る

 
現
実
世
界
に
肉
体
が
あ

て
か
つ
現
実

か
ら
逆
行
で
き
る
技
術
が
あ
れ
ば
良
か

た
の
だ

が
生
憎
と
己
の
肉
体
は
現
実
に
は
も
う
存
在
し
な
い
し
逆
行
す
る
技
術
も
仮
想
世
界
で
の
み

す
る
も
の

理
論
上
か
な
り
グ
レ

な
ラ
イ
ン
で
は
あ

た
が
成

し
て
以

は

り
返

し
使

て
来
た
か
ら
最

ん
だ
も
の
だ
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そ
の
術
式
は

あ
く
ま
で
過
去
に

る
だ
け

 
よ

て

り

い
た
過
去
は
己
が

り
歩
い
た
歴
史
と
同
一
の

件
だ
し
プ
レ
イ

や

境
を
大
き
く
変
え
な
い
限
り
大

な
時
期
変
更
は

こ
り
得
な
い

 
自
分
が
把
握
し
た
限
り
で
は

行
世
界
と
い
う

で
も
無
い
だ
ろ
う

そ
れ
で
は
前

と
す
る

同
一

件

が

れ
て
い
る
事
に
な
る

そ
れ
な
ら
私
は

も

り
返
し
て
い
な
か

た

 

過
去
に

り
未
来
を
変
え
た

自
分
の
識
る
未
来
が
消
え
る
の
か
あ
る
い
は

行
世
界
が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い

 
術
式
と
時
間
の
進
み
方
の
性

上
未
来
は
多
方
向
に

い
て
い
る
が
過
去
は
一
方
向
に
し

か

ら
な
い

 
故
に

回
違
う
未
来
を
歩
も
う
と

時
を

れ
ば
同
じ
状
況
へ
と

り

く

 
だ
か
ら
今
回
も
そ
う
思

て
い
た
の
だ
が

 

ど
う
し
て

あ
の
子
の
行
動
も
大
き
く
変
化
は
し
て
い
な
か

た
の
に

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ

ん
だ
後
義
理
の
姉
と
行
動
を
共
に
す
る

り
も
同
じ
だ

た
し

合
流
し
た
後
に

る
事
を
一

は

し
た
点
も
同
じ
だ

た

の
使
い
方
も
大

は

同
じ
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違
う
と

え
ば

 

や
は
り

あ
の
人
間
の
存
在
か

 
一
人
だ
け
こ
れ
ま
で

り
歩
い
て
来
た
過
去
で
は
見
な
か

た
人
間
が
大
い
に
こ
の
世
界

を

ら
し
て
い
た

あ
の
人
間
が
ど
う
し
て
現
れ
た
の
か
は
知
ら
な
い

 
自
分
と
同
じ
時
間

行
者
の
可
能
性
が
高
い
が

生
身
の
人
間
ら
し
い
か
ら

多
分
違
う

 
と
な
れ
ば

恐
ら
く
は
外
な
る
者
の

い
や

今
は
そ
ん
な
事
よ
り

目
の
前
の
事
に
集
中
す
べ
き
か

 
そ
う
し
て
思

を
切
り

え
る

 
未
知
の
事

が

故

き
て
い
る
か
な
ど
ど
の
み
ち
現
状
で
は
確
認
の
し
よ
う
が
な
い
の
だ

い
た
ず
ら
に
時
間
を
浪

す
る
く
ら
い
よ
り
目
の
前
の
事

の
対

を
思

す
る
方
が

設
的
で

あ
る

 
自
分
に
出
さ
れ
た

は
二
つ

す
な
わ
ち
見
守
る
か

す
る
か

 

私
が
取
る
べ
き
は
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ど
う
だ
い
レ
ベ
ル

な
ん
て
君
程

じ

わ
な
い
だ
ろ
う

こ
れ
が

神
の
力
と
い
う
も
の
だ
よ

  
虚
空
に
浮
か
ぶ

面
か
ら

や
や

な
性
格
を
思
わ
せ
る
男
の
声
が
し
た

 

線
を
向
け
れ
ば
勝
ち
を
確
信
し
て
い
る
表
情
の
金
髪
の
男
が

手
で
メ
ニ

を

作

し
て
い
た

  
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

う

こ
の
世
界
で
至
れ
る
最
高
の

に

り

い
た
の
は
神
の
力
す

な
わ
ち

権
限
に
よ
る
も
の
だ
と

そ
の
力
を
前
に

で
は

わ
な
い
だ
ろ
う
と

 
確
か
に
そ
れ
は
自
明
の
理
だ

あ
ま
り
に
も
ス
テ

タ
ス
差
が
あ
る
か
ら
一

の

抗
す
ら

こ
り
得
な
い

攻
撃
の

道
を

ら
せ
る
か
も

し
い

 

だ
が

そ
れ
で
い
い

 
弱
者
と
し
て
甘
ん
じ
る
事
に
対
し
て
で
は
無
い

を
弱
者
と

ん
じ

断
し
て
い
る
事
を

指
し
て

て
い
る
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絶
対
的
な
力
を
得
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は

心
し
て
い
る

そ
の

心
が
無
け
れ
ば
倒
せ
な
い

己
の
弱
さ
を

じ
る
気
持
ち
は
あ
る
が
そ
れ
を
ば
ね
に
し
て
む
し
ろ

す
る
事
で

は
あ

の

を

り
取
る
つ
も
り
だ

た

 

あ
の

設
で

き

ま
れ
た
殺
し
の
技
は
真

向
か
ら
や
り
あ
う

の
も
の
で
は
無

く

暗
殺
技
術
に
分

さ
れ
る
も
の
だ

た

現
代
兵
器
が
進
ん
だ
事
で
容

に
自
衛
手

を
取
れ
る
よ
う
に
な
り

や
ゲ

ム
の
よ
う
に
一
対
一
の
真

向
勝
負
な
ど
成
立
し
得
な
い

か
ら
だ

 
暗
殺
と
い
う
の
は

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
失

し
や
す
い

ま
し
て
や
こ
う
し
て

の
前

に

を
現
し
て
い
る
だ
け
で

暗
殺

と
は

え
な
い

そ
れ
は

戦
闘

と

う
も
の
だ

 
そ
れ
で
も

手
に
気
付
か
れ
て
も
殺
し
を
成
立
さ
せ
る
技
術
や
水
面
下
の
応

が
あ
る

そ

の
一
つ
が

手
を

断
さ
せ
る
事

己
の
命
を
取
り
に
来
て
い
る
者
を
前
に

断
す
る
な
ど

無
に
近
い
が
仮
に
し
て
い
れ
ば
高
確

で
殺
し
を
成

さ
せ
ら
れ
る

ま
し
て
や
自
分
の
容

は
そ
の
弱
さ
を
掻
き
立
て
る

 
己
の
肉
体
容

経
歴
全
て
を
使

て

手
の
心
情
を

作
す
る
の
も

け
引
き
の
一
つ

な
の
だ
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ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の
よ
う
に

断
し
て
く
れ
て
い
る
と
非
常
に

で
あ
る

 

機
会
は
一

 
小
さ
く
し
か
し
深
く
深
呼

を
し

ぶ
る

動
を
整
え
る

今
か
ら
し
よ
う
と
す
る
の
は

タ
イ
ミ
ン
グ
が
命
な
の
だ

そ
れ
を
ズ
ラ
し
か
け
な
い
心

の
乱
れ
は
邪
魔
で
し
か
な
い

 
生
憎
と

は
超
一
流
と
い
う

で
は
な
い
か
ら
一

で
整
え
る
な
ん
て
出
来
ず
時
間
を
掛

け
る
必
要
が
あ
る

 

そ
の
時
間

ぎ
を

こ
の
よ
く

が
回
る
男
に
付
き
合

て
も
ら
お
う

 
こ
ち
ら
の
動
揺
で
気
を
良
く
し
て
い
る
男
は
人
を

ん
じ
る
性
格
か
ら
し
て
己
の

性
の

誇
示
に
は

念
が
無
い
よ
う
に
み
え
る

り
な
声

で
は
あ
る
が
そ
の
気

は
こ
ち
ら
に

と

て

合
が
い
い

存
分
に

さ
せ
て
も
ら
お
う
と
内
心
で
決
め
る

確
か
に

も
な
い
な

そ
れ
が
仮

ズ
ル
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
も

に
は
変
わ

り
な
いズ

ル

か

負
け

が
よ
く

に
す
る

葉
だ

わ

わ

と

い
て
見
苦
し
い
事
こ
の
上

無
い
ね
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そ
の
負
け

は
真

に
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
い
た
人
に
対
す
る
負
け

し
み
や

み
を

に
し

た
場
合
に

す
る
だ
け
で

こ
の
場
合
は
至
極

然
な
意
見
だ
と
思
う
の
だ
が

と
も
あ
れ
こ
の
一
年

以
上
も
の
間
せ
こ
せ
こ
と
自
己
強
化
に

ん
で
い
た
事
に
は

意
を

表
し
て
あ

よ
う

ま

そ
れ
も

の
前
で
は
無
意
味
だ
け
ど
ね

君
が
必
死
に
戦
わ
な
い
と

勝
て
な
い

手
を

達
は

で

破
し

見
事
ゲ

ム
ク
リ
ア
し
て
み
せ
よ
う

 
大

な
身
振
り
と
共
に

す
る
男

そ
の
第
一
歩
と
し
て

ま
ず
は
君
を
殺
さ
せ
て
も
ら
う
よ

 

し
て
い
た
か
と
思
え
ば
一
転
し
て
の
殺

に
身
構
え
る

そ
れ
を
あ
ち
ら
は
意
に

し
て
い
な
い
の
か
あ
る
い
は

え
た
絶
剣
の
事
を
頼
り
に
し
て
い
る
の
か

の
表

情
は

れ
な
い

心
配
す
る
必
要
は
無
い
よ

攻
略
組

の

さ
ん
は

重
に

う
か
ら
さ

君
は

達
の

進
を

一
足
先
に
地
獄
か
ら
見
守

て
い
る
と
い
い

く
 
も
う
少
し
引

り
た
い
と
こ
ろ
だ

た
が

ど
う
や
ら
こ
の
男

演
説

が
あ
る
ら
し
い

自
分
語
り
を
終
え
る
や

や

り

む
隙
間
も
な
い
速
さ
で
話
を
進
め
て
し
ま

た
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ま
だ

は
し
て
い
る
し

心

も

い
が

そ
れ
で
も
不
可
能
な
程
で
は
無
い

 
故
に

に
意
識
を
集
中
さ
せ

ぎ

ま
す

お
よ
そ
自
分
が

い
得
る

手
で
は
な
い

の
だ

失

が
死
を
意
味
し
て
い
る
以
上

断

心
は

禁
で
あ
る

 

一
番
の
問

は

絶
剣

を
殺
す
か

か

 

極
め
て
個
人
的
な
意
見
を

う
な
ら
殺
し
た
く
な
ん
て
な
い

己
に

意
を
向
け
て
く

れ
て
い
る
人
を
殺
し
た
い
と
は
思
わ
な
い

ど
う
に
か
し
て

に

せ
れ
ば
と
思
う

 
け
れ
ど

に
そ
の
手

は
無
い

 

ビ

タ

は

必
要
悪
だ

 
個
人
の
事
情
よ
り
も
全
体
の
事
を

先
す
る
べ
き
立
場
で
あ
り
こ
の
場
合
は
攻
略
の

と

な
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の
殺

を
最

先
す
べ
き
だ

 
そ
れ
を
邪
魔
す
る
の
で
あ
れ
ば

ビ

タ

と
し
て

は

さ

絶
剣

イ
ツ
を
殺
せ

 
指
を
突
き
つ
け
指
示
を
出
す
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

絶
剣

は
無

で
応
じ
る
よ
う
に
歩
を
進
め

始
め
た
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た
り
と

く
り
と
近
付
い
て
く
る
様
は

異
的
な
レ
ベ
ル
に
引
き
上

ら
れ
た
事

実
も

て
死
神

あ
る
い
は
死
そ
の
も
の
と
す
ら
思
え
る

 
無
表
情
の
ま
ま

離
を

め
る
絶
剣
を
前
に
こ
ち
ら
も
イ
メ

ジ
を
練
る

こ
れ
か
ら

の
行
動
を
予

予
想
す
る

 

と

絶
剣

が
歩
み
を
止
め
た

 
彼
我
の

離
は
十
メ

ト
ル

ど

一
歩
強
く

み

ん
で
剣
を
振
る
え
ば
届
く
間
合
い
だ

ま
し
て
や

値
を
極
限
ま
で
強
化
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
今
の
彼
女
に
と

て
十
メ

ト
ル
な

ど
あ

て
な
い
よ
う
な

離
だ
ろ
う

 

故
そ
こ
で
足
を
止
め
た
の
か
分
か
ら
な
か

た

も

と
間
合
い
の
ギ
リ
ギ
リ
で
あ
れ
ば
分

か
る
の
だ
が

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
も

に
思

て
い
る
よ
う
で

し
む
面
持
ち
で

を

て
い
る

 

は
予
想
外
の
動
き
を
見
せ
た
絶
剣
を

し
て
下
手
に
動
け
な
い
で
い
た

ア
ル
ベ
リ

ヒ
を

襲
す
る
に
し
て
も
そ
れ
は
絶
剣
の
ア
ク
シ

ン
を

け
て
か
ら
で
な
い
と
あ
ち

ら
の
意
識
が
こ
ち
ら
に
向
か
ず
反
応
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

た
だ
で
さ
え

死
を
心
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

か
な
ズ
レ
す
ら
許
さ
れ
な
い
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絶
剣

く
斬
れ

 

を
や

て
い
る
ん
だ

 
再

苛
立

た
よ
う
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

う

 
し
か
し
反
応
は
無
く
た
だ
無
機

な
表
情
で

を
見

め
る
ば
か
り

そ
の
手
に

ら
れ

た
魔
剣
エ
リ

シ
オ
ン
を
握
る
力
も
あ
ま
り
強
く
は
見
え
な
い

戦
い
に

す
る
命

は
ま
だ

り
に
く
い
の
だ
ろ
う
か

 

だ
と
す
れ
ば

機
だ

 
今
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
指
示

り
に
動
か
な
い
絶
剣
へ
の
苛
立
ち
と
指
示
で

を

こ
し
て
い
る

こ
の
状

な
ら
万
が
一
に
も

け
ら
れ
る
事
は
無
い

 
そ
う
思

し

明
確
な
イ
メ

ジ
を

時
に
練
り
上

る

 

裏
に
広
が
る
光

は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

を
後
ろ
か
ら
大

で

り
取

て
い
る

そ
の
想

像
を
反

し
た
よ
う
に
虚
空
に
生
じ
た
白
と
黒
の

か
ら
黒
金
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
色
の
大

が

出
現
し

間
髪
を
入
れ
ず
横

ぎ
に
回
る

 
ザ
ン

 
と

が

い
た

ぐ
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苛
立
ち
と
共
に
指
示
を
出
し
て
い
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

突
に
背
後
か
ら
襲

て
来
た
衝
撃
に

よ
ろ
け

き
を
上

る

全
力

つ
全
速
力
で
振
る
わ
れ
た
大

の
一
撃
を

に

け
て
よ

ろ
け
る
だ
け
と
は

レ
ベ
ル

は
ハ

タ
リ
で
は
な
か

た
ら
し
い

悪
夢
で
あ
る

 

少
し
た

は

ん
の
数
ド

ト

そ
れ
も
確
認
し
た
直
後
に
は

た
事
か
ら

戦
闘

時
自
動
回
復

ス
キ
ル
も
あ
る
ら
し
い

 
そ
し
て
本
来
な
ら
そ
の

を

ば
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
一
撃
を

ん
だ
の
は
恐
ら
く

の

力

外
気
に
晒
し
て
い
る

を
斬

て

そ
の
程

 

中
で

や
は
り

と

息
す
る

 
予
想
は
し
て
い
た
の
だ

出
来
れ
ば
こ
れ
で
決
ま

て
欲
し
い
と
あ
ま
り

え
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
の
だ
が

 

な
予
感
や
予
想

ど
よ
く

た
る

レ
ベ
ル
が
高
レ
ベ
ル
の

を
斬
り

と
せ
ば
勝
て
る

と
い
う
の
も

が
過
ぎ
る
と
意
味
が
無
く
な
る
ら
し
い

く
そ

 
お
前
達

全

で
掛
か
れ

 
無
傷
と
は

え
そ
れ
で
も
反
抗
さ
れ
る
の
は

に

た
ら
し
い
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
金
切
り

声
の
怒

で
そ
う
指
示
を
出
し
た

そ
れ
に
や
や
面
倒

そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
足
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に
五
人
の
男
達
が

の
武
器
を

え

離
を

め
て
来
る

 
目
の
前
に
は
絶
剣
が
立
ち
は
だ
か
り
こ
ち
ら
の

を

う
よ
う
に

を

め
る

男
達

 
来
た
道

に
は

れ
る
が
ど
れ
だ
け
全
速
力
で

た
と
し
て
も
カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
の

前
で
は
無
意
味
だ
ろ
う

背
後
か
ら
斬
ら
れ
て
終
わ
る
光

す
ら
見
え
る

ど
だ

 
こ
れ
は
今
ま
で
経
験
し
て
来
た
以
上
の
ピ
ン
チ
だ
な
と
ど
こ
か
他
人
事
で

え
る

さ

き

ま
で
恐
怖
を
覚
え
て
い
た
の
に

 

心
の
ど
こ
か
で

め
て
し
ま

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

絶
剣

ユ
ウ
キ
は

と
し
て
立
ち
は
だ
か

て
い
て

ビ

タ

と
し
て
彼

女
を
殺
す
べ
き
だ
と
思
う
も
そ
れ
を
し
た
く
な
い
と
必
死
に

を
振
る
自
分
も

て
結

え
は
出
な
い
ま
ま

し
か
も

の
レ
ベ
ル
は
全

カ
ン
ス
ト
し
て
い
て

が
ど
う
足
掻
い
て
も

し
負
け
る
の
は
目
に
見
え
る

 
立
ち
上
が
ら
な
く
て
は

と
は
思
う

 

め
る
な

と

す
る
声
も
あ
る

 
で
も
そ
れ
ら
よ
り
も
目
の
前
に

る
女
性
の

が
そ
の
想
い
を

ら
す
の
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

死
ね

 
そ
う
怒
鳴

た
の
は

な
の
か

男
達
の

か
が
声
を
上

そ
れ
を
契
機
に
斬
り
掛
か
ろ

う
と

離
を

め
て
来
る

に
出
来
る
の
は
剣
を
手
に
抗
う
事
だ
け

 

へ
の
一
撃
を
一

で
無
か

た
事
に
す
る

手
を
殺
す

 
そ
れ
は
最

の
ミ

シ

ン
に

す
る
だ
ろ
う

出
来
る
事
な
ら

け
た
い
と
こ
ろ
だ

し
か
し

に

の

地
は
無
い

 
抗
わ
な
け
れ
ば

全
て
が
無

に
な
る

 

に
は
自
分
自
身
が
死
ぬ
事
そ
の
も
の
へ
の
忌

感
は
無
い

た
だ

が
死
ん
だ
後

に

す
影

や
親
し
い
人
達
の
事
が
心
配
で
確
実
に
不

に
さ
せ
る
人
が

る
以
上
認
め
た
く

な
い
だ
け

 

い
や

そ
う
じ

な
い

 
死
ぬ
事
へ
の
忌

感
が
無
い
と
い
う
の
は
正
確
で
は
無
い

密
に

う
な
ら
生
へ
の

が

い

他
の
人
達
の
存
在
が
な
け
れ
ば

は
自
ら
の
死
を
容

に

け
入
れ
て
い
る

に

は

自
分
の
意
思
で
生
き
る
目
的
が
欠
如
し
て
い
る
の
だ

 
最
近
に
な

て
そ
れ
ら
し
い
理
由
は
出
来
た
が

そ
れ
で
も

自
分
が

な
け
れ
ば

と
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思
う
事
は
や
め
れ
て
い
な
い

そ
れ
が
あ
る
か
ら
生
へ
の

が

い

 
き

と

は
強
く
強
く
と
て
も
強
い
承
認
欲
求
を

え
て
い
る

か
に
必
ず
と

て

い
い

ど
必
要
と
さ
れ
た
い

て
も

な
く
て
も
い
い
存
在
と
し
て

わ
れ
た
く
な
い

 
物
語
の
主

に
な
り
た
い
と
か

そ
ん
な

は

わ
な
い

 
一
人
だ

 
自
分
を
絶
対
的
に
認
め
て
く
れ
て

と
の

わ
り
で

さ
れ
る
危
険
を
自
力
で

ね

け
ら

れ
る
人
が
一
人
で
も
い
る
な
ら

そ
の
思
い
を
捨
て
る
事
が
出
来
る

定
す
る
事
が
出
来
る

 
そ
の
可
能
性
が
あ
る
人
を
奪
わ
れ
て
心
が

え
て
い
る
け
れ
ど
ま
だ
他
の
人
達
ま
で
そ
う

と
決
ま

た

で
は
無
い

 

絶
剣

が

ら
な
か

た
ら
他
の
人
も
同
じ
だ
と

本
能
が

く

 
分
か

て
い
る
と
理
性
で
返
す

か
一
人
で
も
破
れ
な
か

た
ら
自
分
が
彼
女
達
に
気

を
許
せ
な
く
な
る
こ
と

承
知
の
上
だ

た

そ
う
な

た
ら
生
き
る
理
由
に
な
り
得
る
彼

女
達
の
想
い
を

自
分
は
信
じ
ら
れ
な
く
な
る
と
も

 
今
ま
で
の
全
て
を
無

に
し
た
く
な
い

 
み
ん
な
の
願
い
を
無

に
し
た
く
な
い
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ら
れ
た
想
い
に
応
え
た
い

 

ら
れ
た
想
い
を
信
じ
た
い

 
そ
れ
は
仮

ど
ん
な
状
況
に

か
れ
て
も
絶
対
不
変
の
正
直
な
想
い

生
き
た
い
死
に
た

く
な
い
と
い
う
理
由
を
強

に
す
る

己
に
と

て
の
真
実

 

に
な

た
か
ら
と

て

絶
剣

を

ユ
ウ
キ
を
殺
す
事
は

き

と
間

違

て
い
る

 
大

を
見
れ
ば

ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
守
る
立
場
に
な

た
者
を
殺
す
事
は

り
で
は
無
い

 
け
れ
ど
そ
れ
は
間
違

て
い
な
い
だ
け
で
正
し
く
も
無
い

そ
れ
で
は

は

た
さ
れ
な

い

が
欲
し
い
も
の
は

そ
ん
な
未
来
で
は
無
い
の
だ

 
ユ
ウ
キ
は

の

り

の
一
つ
だ

 

し
く
も
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
を

忌
せ
ず
親
し
く
な
り

け
容
れ
て
く
れ
た

異
性

と
し
て
の
想
い
ま
で

き

そ
れ
を

て
く
れ
た

 
そ
ん
な
人
は

で

そ
し
て

自
身

ユ
ウ
キ
の
事
を

ま
し
く
思

て
い
る

 
そ
の
思
い
が
異
性
と
し
て
の
も
の
な
の
か
そ
れ
は
ま
だ
分
か
ら
な
い

一
緒
に
い
る
と

し

く
て

し
く
て
ど
き
ど
き
す
る
の
は
確
か
だ

で
も
リ

姉
や
ユ
イ
姉
ク
ラ
イ
ン
達
と
一
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緒
に
い
て
も
同
じ
だ
か
ら
異
性
愛
と
友
愛
親
愛
の
境
界
線
が
分
か

て
い
な
く
て
本

に

異
性
と
し
て
の
も
の
な
の
か
不
安
を

い
て
い
る

 

そ
れ
す
ら
も

く
す
ぐ

た
い
く
ら
い
の

せ
だ

 
そ
れ
を
喪
い
た
く
な
い

こ
の
手
か
ら

取
り

と
し
た
く
な
い

 

だ
か
ら

ま
だ
死
ぬ
に
は
い
か
な
い

絶
剣
を

ユ
ウ
キ
を
解
放
さ
せ
て
も
ら
う

 

仮

ら
れ
て
い
る
と
し
て
も

 
そ
れ
で
も

自
我
を
取
り

す
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
無
い

 

ら
れ
た
か
ら
と

て

絶
対

に

せ
な
い
と
い
う

で
は
無
い
の
だ

 
人
間
の

は

さ
れ
る
と
不
可
逆
的
な
損
傷
を

け
る
が
電

パ
ル
ス
に
よ

て

作
を

け
て
い
る
だ
ろ
う
状

は
可
逆
的
な
変
化
で
あ
る

ヘ

ド
ギ
ア
を
外
せ
ば
恐
ら
く

に

る 
な
ら

そ
の
可
能
性
に

け
る

 

る
の
は
今
で
な
く
て
も
構
わ
な
い

 

く
な
ろ
う
と

て
く
れ
る
な
ら
ま
ず
は
良
い

い
き
な
り
全
て
を
望
み
は
し
な
い
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き
だ
と

て
く
れ
た

 
異
性
と
し
て

き
だ
と
想
い
を

て
く
れ
た

仮

が
強
く
な
く
て
も
変
わ
ら
な
い
と

 

は
そ
の

葉
を
信
じ
た
い

仮

ら
れ
て
い
よ
う
と
そ
の
想
い
だ
け
は
変
わ
ら

ず
持

て
く
れ
て
い
る
と

の
能
力
や
育
ち
で
は
な
く

自
身
を
見
て
く
れ
て
い
る
と

 
そ
う
信
じ
た
い
の
だ

 
そ
の
一
心
で

立
ち
向
か
う
べ
く
剣
を
振
る
い

   

こ
え
が

き
こ
え
た

  

う
じ
て
保

て
い
る
自
意
識
を

る
よ
う
な

い

ま
る
で

を
直

か
れ
て
い

る
か
の
よ
う
な

動
性
の

み
に

中
で
苦

を

す
る

 
け
れ
ど

そ
の
感
情
を
表
情
に
は
出
さ
な
い

 
目
の
前
に
は

黒

く
め
の
少
年

 
彼
の

を
見
る
と
来
て
く
れ
た
の
か
と
喜
び
を

く
と
共
に

く

て
と

の
衝
動
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に

ら
れ
る

愛
し
い
か
ら
こ
そ
一

で
も

く
安
全
な
場

ま
で

て
欲
し
い
と
思

た

 

権
限
と
い
う
も
の
を
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
持

て
い
る
以
上

仮

圏
内

だ
ろ
う
と
無

に
こ
ち
ら
に

し

強
制
転

あ
る
い
は
命
を
奪
え
る
か
ら
だ

 
地
面
に
這
い
つ
く
ば
る

攻
略
組

に

と
語

た
事
実
で
あ
る

現
在
は

我

レ
ク
ト

の

技
術

部

が
こ
の
世
界
の

持
を
請
け
負

て
い
る

レ
ク
ト

そ
う

君
の
お

さ
ん
が
経

し
て
い
る
会

だ
よ

明
日
奈

 

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

を
運

す
る

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス

の
ゲ

ム
マ
ス

タ

オ
ベ
イ
ロ
ン
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
男
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

と
の

結
実
験
の
最
中

に
事
故
で
こ
ち
ら
へ

き

ま
れ
て
し
ま

た
と
い
う

権
限
を
持

て
い
る
理
由
を
語
る

上
で

ま
れ
て
い
た
話

 
そ
の
話
に
反
応
を
示
し
た
ア
ス
ナ
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
見
知

た

手
に
話
し
か
け
る
よ
う
な

に
な

た

 
彼
女
の
プ
レ
イ

ネ

ム
は
リ
ア
ル
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
付
け
た
も
の
だ
と
い
う

自
分
も

そ
う
だ
が

ネ

ト
初
心
者
に
よ
く
あ
る
ミ
ス
で

本

は
す
る
べ
き
で
は
な
い
事
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つ
ま
り
彼
女
の
名
前
を
呼
ぶ
時
は
本
名
と
プ
レ
イ

ネ

ム
の

別
な
ど
付
け
よ
う
が
無
い

の
で
あ
る
が

そ
ん
な
事
は

無
い
く
ら
い

き
手
に
も
分
か
る
変
化
だ

た

 
ア
ス
ナ
も
分
か

た
の
か

然
と
目
を
見
開
く

あ
な
た
は

ま
さ
か

郷

之

 
ア
ス
ナ
が

に
し
た
男
の
名
前
に

ニ

と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

を
歪
め
る

ア
ス
ナ

知

て
る
の

え

え
え

い

か
ら

か
会

て
る
か
ら

技
術

の
権

の
一
人
で

場

に

ぐ
実
力
を
持

て
い
た

て

 

場

は

技
術

の
第
一
人
者
で
あ
る

ナ

ヴ
ギ
ア
の
理
論
構

か
ら
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
お
よ
そ

人
で
は
出
来
な
い
数

の
発
明

を
し
て
見
せ
た

代
の
天
才
の
一
人
だ

 
そ
の
人
に

ぐ
実
力
の
持
ち
主
と
な
れ
ば
世
界
的
に
第
二

で
あ
る

と
ん
で
も
な
い
事
な

の
だ

ま

た
く

場

に

ぐ

か

 
し
か
し
ア
ル
ベ
リ
ヒ

郷

之
は

が
不

な
の
か

苛
立
ち
を

わ
に
し
た
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確
か
に

技
術

に
お
い
て

と

ツ
は

と
な
く

べ
ら
れ
て
い
た

そ
も
そ
も

技
術
の
理
論
構

の
第
一
人
者
は

場
だ

た
ん
だ
そ
の
道
に

い
て
後

を

し
た
の
は
必

然
と

え
た
と
も

 
だ
が
と
苛
立
ち
の
表
情
で

か
に

を
歪
め
る
男

そ
の

み
は
明
ら
か
に
歪
ん
だ
も
の

だ

た

見
た

背

に
怖
気
が

た

そ
れ
も
も
う
終
わ
り
だ

場

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る

こ
れ
ま
で

み
上

て
来
た
名

や

績
の
全
て
が
地
に
失

し
た

つ
ま
り

 

を
越
え
る
男
は

に

な
い
と
い
う

だ

 
そ
の
物

い
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

か
に

い
た

無

で

い
た
男
性
の

は
険
し
く

悔
し
さ
に

ち
た

苦
し
気
な
も
の

 
ボ
ク
は
そ
れ
を
見
な
か

た
事
に
し
て

線
を

郷

之
に

し
た

そ
の
煽
り
を

け
た
結
果

ア

ガ
ス

は

大
な

金
を

え
て
倒

ス
タ

フ
は

の
コ
ネ
と
ツ
テ
を
フ
ル
活

し
て
新
た
に
立
ち
上

た
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の

と
し

て
日
夜

水

ら
し
て

い
て
い
る

い
や
ま

た
く

作
だ
ね

 

に

い
て
も

を
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え
て
こ
う

う
の
さ

場
な
ん
て
死
ね
ば
い
い

て

 

い
が
止
ま
ら
な
い
と
は
こ

の
事
だ
よ

 

代
の
大
天
才
様
が
一
転
し
て

代
の
大

罪
者

い
な
ん
て

 

 
と
か
な
り
怖
気
の

る
嗤
い
を
木
霊
さ
せ
る

  

こ
え
が

こ
え
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
の
は
自
分
達
を

て
る
男
な
ん
て
知
ら
な
く
て
感

し
て

く
る
ん
だ
か
ら
さ

  
空
気
が

た

 
今

郷
は
明
ら
か
に

に
し
た
の
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
の
は
己
な
の
だ
と

振
り
か
ら
ま
さ
か
と
予
想
は
し
て
い
た
が
そ
れ
を
本

に

に
す
る
と
は
と
い
う
意
味
で
自

分
は

い
て
い
た

こ
こ
ま
で

場

を

き
下
ろ
し
有

天
に
な

て
い
る
男
に
黒
幕
の

疑
を
か
け
る
の
は
多
分

で
も
で
き
る
事

 
そ
れ
で
も

そ
れ
は
少
数

リ

フ

の
事
情
に
つ
い
て

き
知

て
い
て

キ
リ
ト
と
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ヒ

ス
ク
リ
フ
の
話
し
合
い
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
予
想
出
来
た
事
で
あ
る

 
そ
れ
ら
を
知
ら
な
い
人
達
は
絶

し
て
い
た

気
持
ち
は
理
解
で
き
た
リ

フ

達
の
事
を

あ
ま
り
知
ら
な
け
れ
ば
自
分
だ

て
同
じ
気
持
ち
に
な

た
だ
ろ
う
か
ら

君
が

し
た
の
か

 
そ
こ
で
更
に
反
応
を
示
し
た
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
だ

た

い
た
ま
ま
麻

し
た
体
で
動

か
せ
る

手
を

わ
せ

え
た
声
で
そ
う

問
を
投

る

 
表
情
は
見
え
な
い

 
け
れ
ど

怒
り
に
打
ち

え
て
い
る
の
だ
と

す
る
事
は
出
来
た

そ
れ
だ
け
で

そ
れ
だ
け
の
事
で
君
は
こ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変
え

無

い
者
の
命
を
危
ぶ
め
る
事
を
良
し
と
し
た
の
か

 
そ
れ
は

こ
の
世
界
を
創

た
者
が

き

け
た

心
の
傷
の
発

 
開
発
者
だ
か
ら
こ
そ
デ
ス
ゲ

ム
化
に
気
付
け
た
か
も
し
れ
な
い

そ
の
可
能
性
を

え
命
を

け
た
戦
い
に

く
プ
レ
イ

に
後
ろ
め
た
く
思
い

て

た
人

へ
の
罪

悪
感
を

ら
せ

け
た
男
の

び
だ

ん

く
能
天
気
な
ア
ン
タ
で
も

み

め
た
み
た
い
だ
な
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そ
れ
を

男
は

で
嗤

た

ア
ン
タ
の
下
で

い
て
い
た
の
は
ア
ン
タ
の
権

を
失

さ
せ
る

機
を

う

さ

よ
く

う
だ
ろ
う

 

を
知
り

己
を
知
れ
ば

百
戦
危
う
か
ら
ず
と

ア
ン
タ
の
事
を
よ
く
知

る
事
が
近
道
だ
と

え
て
ず

と
我

し
て
い
た
ん
だ
よ

そ
う
で
も
な
け
れ
ば
ア
ン
タ
な
ん

か
の
下
に

く
も
の
か

時
も

時
も

と
は
違
う
も
の
を
見
て
い
る
と

わ
ん
ば
か
り

の
ス
か
し
た

が
気
に
喰
わ
な
か

た
ん
だ

ア
ン
タ
を

め
る
事
が
出
来
た
時
は
⻑
年
の

も
多
少
下
が

た
よ

 

き
捨
て
る
よ
う
に

う
男

 
こ
れ
だ
け
の
大
事
を
し
て
い
な
が
ら
下
が

た

は
多
少
で
し
か
な
い
と
は
ど
れ
だ
け

念
深
い
男
な
の
か

や
思

か
ら

気

と
は
思

た
が

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
と
は

 

き

と

場

と

べ
ら
れ
て
い
た
事
が

こ
の
男
を
歪
め
た
の
だ
ろ
う

 
常
に
上
の
者
と

べ
ら
れ
正

な

価
を
下
さ
れ
な
い
事
で
男
は
歪
ん
だ
の
だ

対

と
な

た
男
へ
歪
ん
だ
確

を

き

怨
嗟
の
念
を

め

む
よ
う
に
な

た

 
男
に
と

て
の
最
上
格
が

場
で
そ
れ
以
外
は
ど
う
で
も
良
い

だ
か
ら
男
は
他
者
を
見
下

す

動
を
取
れ
る
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前
後
で

対

の

場

と
対
面
し
た
が
そ
の
時
の
彼
は
こ
の
浮
遊
城
を
作
り
上

る
事
に
し
か
意
識
が
向
い
て
い
な
く
て
必
死
だ

た

だ
か
ら

郷
信
之
は
真

向
か
ら

場

と

対
す
る
事
が
出
来
ず
鬱

と
し
た
思
い
が
そ
れ
ま
で
の

も
の
速
さ
で

て

い

た

 
そ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
発

を
き

か
け
に

発
し
た
の
だ
ろ
う

成

す
れ
ば
世
界
的
な
発
明
と
し

て
そ
の
名
を

む
程
の

で
デ
ス
ゲ

ム
な
ど
と
い
う
悪
事
を

け
ば
そ
の
名
は

く
間

に
地
へ
堕
ち
る
か
ら

 
こ
の
男
に
必
要
だ

た
の
は
き

と

争

手
だ

た
の
だ

切

し

い
を
見
て

認
め
合
う
間

 

キ
リ
ト
と
は

全
然
違
う

 

か
上
の
者
と

べ
ら
れ
て
正

な

価
を
下
さ
れ
ず
本
人
か
ら
は
見
向
き
も
さ
れ
て
い
な

い
点
は
共

し
て
い
る

 
キ
リ
ト
と
同
じ
で
は
無
い
と
は
思
う

リ

フ

が
正
し
た
彼
の
歪
な
部
分
が
他
者
の

に
己

を

に
す
る
と
い
う
思
想
だ

た

こ
の
男
は
そ
の
真
逆
自
分
の

に
他
者
を

に
す
る

事
を
良
し
と
す
る
危
険
な
思
想

方
向
性
が
完
全
に
異
な

て
い
る

違
う
の
は
必
然
だ
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そ
れ
で
も

似
て
い
る

と
思

て
し
ま

た

 
彼
が
そ
ん
な

い
事
を
す
る
は
ず
な
い
か
ら

む
し
ろ
彼
に
失
礼
だ
と
は
思
う
け
ど

郷
さ
ん

あ
な
た

そ
ん
な
事
を

 
一

の
や
り
取
り
を

て

い
て
い
た
ア
ス
ナ
が
信
じ
ら
れ
な
い
と

い
た

な
面
持
ち

で

う

性
格
の
悪
い
部
分
は
知

て
い
た
の
か
も
だ
け
ど
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
極
悪
非
道

な
精
神
の
持
ち
主
と
は
思

て
い
な
か

た
の
だ
ろ
う

不
安
に
な
ら
な
く
て
も

達
の

来
は
安

さ

え

ど

ど
う
い
う
意
味
よ

君
の
ご

親
と
話
し
合

て
現
実
で
は

と
ア
ス
ナ
の

話
が
進
ん
で
い
る
ん
だ

君
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

り

第

で
式
を
上

る

も
上
が

て
い
た

な

な

な

 
に
ん
ま
り
と
し
た

で
語
る

郷
に
ア
ス
ナ
が

葉
を

ま
ら
せ
る

真

に

ま

た

は

と
い
う
よ
り
も
怒
り
の
方
が

合
を
多
く

め
て
い
る
と
見
て
取
れ
て
た

 
そ
り

あ

き
で
も
無
い
そ
れ
ど
こ
ろ
か
性
格
最
悪
な
人
の
お

に
な
る
な
ど
悪
夢
で
し
か

な
い
だ
ろ
う
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い
や
悪
夢
は
醒
め
る
事
が
出
来
る
か
ら
イ
コ

ル
で
結
ぶ
の
は
悪
夢
に
失
礼
か
も
し
れ
な

い

無
い
場
合
は
心
が

れ
て
い
る
と
い
う
事
だ
か
ら
悪
い
徴
候
ら
し
い
し

 
死
ん
だ
方
が
マ
シ
と

た
方
が
良
い
だ
ろ
う

実

己
の
目
的
の
た
め
だ
け
に
数
百
人
の

命
は

に

ら
し
て
い
る

罪
者
な
の
だ
か
ら

 
キ

と
ア
ス
ナ
が

を

く
す
る

ア
レ
は
本
気
で
怒

た
時
に
だ
け
見
せ
る
眼
だ

ざ
け
な
い
で

 

が

方
な
ん
か
と
結

す
る
も
の
で
す
か

 
現
実
に
帰

た

ら

親
に
も

に
も
こ
こ
で
あ

た
事

話
し
て

し
て
も
ら
う
よ
う
取
り

ら
う
か
ら

 
麻

状

だ
と

き
声
程

し
か
出
せ
な
い

な
の
に
そ
の
制
限
を
突
破
す
る
よ
う
に
怒
り

の

び
を
上

る
ア
ス
ナ

 

郷
は
し
か
し
嗤
う

え
な
い
の
は
分
か

て
い
た
が
そ
こ
で

み
を
浮
か
べ
る
理

由
が
分
か
ら
な
か

た

 

そ
れ
は
無
理
だ
よ

故
な
ら

君
は

れ

と
一
緒
に
生
き
る
事

に
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
さ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
な

は

 
く

く

く

と

の

で
嗤
う
男
に

が
分
か
ら
な
い
と

惑
を

わ
に
す
る
ア
ス
ナ

 
今
の
は
ボ
ク
も
分
か
ら
な
か

た

可
哀
想
な
人
な
の
か
な

と
一

え
た

 
す
ぐ
に

そ
れ
が

り
だ

た
と
知

た
の
だ
が

は
ね

現
実

で
は

技
術

と
い
う
よ
り

フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
を
使

た

を

つ
か
し
て
い
る
の
さ

そ
の
中
に
感
情

作
の

と

記

の

が
あ
る

生
憎
と
実
験
体
が
中

な
く
て

に
進
ん
で
い
な
い

だ
が
完
成
し
た
暁
に
そ
れ
を
使
え

ば
君
は
遠
か
ら
ず

と
共
に

る
事
を

悪
す
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
喜
ん
で

け
容
れ
て
く
れ
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う

な

い
や

そ
ん
な

そ
ん
な
の

そ
の
た
め
に

攻
略
組
の

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
こ
う
か

君
達
を
こ
の
世
界
に
作

た

に
収
容
し
実
験
体
と
し
て
ゲ

ム
ク
リ
ア
ま
で

い
て
も
ら
う
強
制
的
に
ね

ゲ

ム
し
か
取
り

の
無
い

に
は

体
無
い

だ
ろ
う

 
そ
し
て
明
日
奈
の
感
情
と
記

を

し
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
共
に
明
日
奈
以
外
は
死
ん
で
も
ら
え
ば
真

を
知
る
者
は
明
日
奈
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以
外
に

な
く
な
る
し

一
知

て
い
る
明
日
奈
も

と
一
緒
に

る
事
へ
の
喜
び
で
密

な

ん
て
愚
か
な
行

を
自
ら
自

す
る

完

に
明
る
い
未
来
と
い
う

さ

こ
れ
こ
そ
王
道
の
サ

ク
セ
ス
ス
ト

リ

と

え
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

ど
う
か
な

明
日
奈

 
ア
ス
ナ
に
歩
み
寄
り

を

て

ん
だ
男
が
く
い
と

に
指
を

が

て
ア
ス
ナ
の

を
持
ち
上

る

 
ア
ス
ナ
の

は

悪

蔑

恐
怖
の
感
情
で

た
さ
れ
て
い
た

離
し
て

直
じ

な
い
君
も
可
愛
い
よ

今
の
内
に

能
し
て
お
く
手
も
あ
る
か
な

 

ろ

と

な
め
ず
り
を
し
な
が
ら
の

葉
に

ア
ス
ナ
が
明
確
に

え
を
見
せ
る

 
し
か
し
そ
れ
す
ら
も
男
に
と

て
は
悦
で
し
か
な
い
の
だ
ろ
う

と
し
た
表
情
を
更
に
深

い
も
の
に
し
た

 
ア
レ
は

あ
の
眼
は

覚
え
が
あ
る

色
欲
に

ら
れ
た
男
が
向
け
る
眼
だ

怖
気
が
立

つ

し
か
も
あ
あ
い
う
タ
イ
プ
の
場
合

蔑
や

悪
の
感
情
す
ら
も
今
の

郷
の
よ
う
に
悦
へ

と
変
え
て
し
ま
う
か
ら
始

に
負
え
な
い
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キ
レ
る
発

と
な

た
自
分
の
故
フ

ン
ク
ラ
ブ
の
プ
レ
イ

が
そ
う
だ

た
か
ら
間
違

い
な
い

ボ
ク
は

し
い
ん
だ

 

し
く
な
り
た
く
な
か

た

ま

く
は
ど
こ
か
に

じ

め
て
お
く
事
に
な
る
け
ど
我

し
て
欲
し
い

な
る
べ
く

め
に
完
成
さ
せ
る
か
ら
さ

お
い

や
れ

へ

い

ボ
ス

 
ア
ス
ナ
に
向
け
て
い
た
表
情
か
ら
一
変
し

た
く
し
か
し

悦
が
見
て
取
れ
る

で
ア
ル

ベ
リ
ヒ
は
指
示
を
出
し

近
く
に

た
男
が
応
じ
た

 
そ
の
手
に
は

う
ね
り

た

型
の
刀
身
を
持
つ

剣
が
あ
る

 

な
予
感
が
し
た

 
そ
の

剣
を

男
は
レ
イ
ド
メ
ン
バ

の
一
人
の
背
中
に
突
き
立
て
る

 
す
る
と

蒼
い

子
を

ら
し
て

メ
ン
バ

の
タ
ン
ク
が
消
え
て
し
ま

た

な

を
し
や
が

た

そ
の

剣
は
ね
指
定
し
た
場

に
突
き

し
た
プ
レ
イ

を
強
制
転
送
す
る
た
め
の

備
な
の
さ

ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
か
ゲ

ム
マ
ス
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
な
ら

え
る

え
あ
る
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実
験
体
と
し
て

ば
れ
た
君
達
に
は

コ
レ
で
収
容

へ
直
送
だ

し
ん
で
く
れ
た
ま
え

 
ニ
タ
リ
と
嗤
い
な
が
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
説
明
す
る
間
も
男
達
は

と
レ
イ
ド
メ
ン
バ

に

剣
を
突
き
立
て
て
い
く

そ
し
て

と
蒼
い

子
と
な

て

が
消
え
て
い
く

 
デ

ア
ベ
ル
も

リ
ン
ド
も

 
ク
ラ
イ
ン
も

エ
ギ
ル
も

 
ス
ト
レ
ア

リ

フ

シ
ノ
ン

レ
イ
ン

フ

リ
ア

ヒ

ス
ク
リ
フ

 
ア
ス
ナ
ま
で

 

一
分
と
経
た
な
い
内
に

安
全
地

に
残

て
い
る
の
は
ボ
ク
だ
け
に
な

て

し
ま

て
い
た

ど
う
し
て

ボ
ク
だ
け

君

高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限

を
持

て
る
だ
ろ
う

 

わ
れ

手
を
意
識
す
る

 

色
の
指

手

の
下
の
手
の

に
は
金
色
の

に

ま
れ
た
逆
十

架
の
紋
様
が
浮
か
ん

で
い
る

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
て
浮
か
び
上
が

た
代
物

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
の
シ
ス
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テ
ム
的
権
限
を
得
る
証
だ

 
そ
れ
が
あ
る
か
ら

ボ
ク
を
最
後
ま
で
残
し
た
ら
し
い

そ
れ
が

ど
う
し
た
の
さ

そ
の
権
限
は
お
か
し
く
な

た
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
独
自
の
判
断
で
プ
レ
イ

に
与
え
た
も
の
つ
ま
り
本
来
想
定
し
て
い
な
か

た

外
な
ん
だ
よ

そ
れ
を
与
え
ら
れ
た
プ

レ
イ

は
他
よ
り
も
突
出
し
た
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る

 

確
か
に
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
を
達
成
し
た
時
に
浮
か
ん
だ
も
の
だ
し
あ
る
意
味
そ

う

え
る
だ
ろ
う

そ
の
ミ

シ

ン
も
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
と
い
う
本
来
数
十
人

で
戦
う
べ
き

手
を

一
人
で

手
取
り
倒
し
た
の
だ

自
分
で

う
の
も

だ
が
ア
レ
が
出
来
る
人
は

そ
う
は

な
い

 
い
る
と
す
れ
ば
恐
ら
く
は
キ
リ
ト
く
ら
い

だ
か
ら
自
分
と
彼
に
浮
か
ん
だ
の
だ
ろ
う
と

得
し
た

 
リ

フ

に
浮
か
ば
な
か

た
の
は
こ
の
紋
様
を
与
え
る
者
を
探
し
出
す
判
定
期
間
外
に
そ

の
実
力
を
発

し
た
か
ら
か

あ
る
い
は
初
め
か
ら

な
か

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い

そ
ん
な
君
だ
か
ら
こ
そ

は
見

ん
だ

君
な
ら
あ
の
出
来
損
な
い
を
殺
せ
る
だ
ろ
う
と
ね
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ざ

け
る
な

ざ
け
て
な
ん
て
い
な
い

は
至
極
真
面
目
だ
よ

の
事
タ
チ
が
悪
い

 
そ
ん
な
事

が
す
る
も
ん
か

 
そ
う

郷

之
に
怒
鳴
り
返
す

そ
れ
で
殺
さ
れ
た
と
し
て
も
彼
を
殺
す

に
戦
う
事
に
な

る
よ
り

か
に
マ
シ
だ
と
思

た

 
ボ
ク
は
誓

た
の
だ

天
地
神
明
だ
け
で
は
な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
鍛
え
上

た

身
に

し
い

剣
と
こ
の
世
界
を
生
き
る

に
収

し
た

一
無
二
の
魂
に

と

け
継
が
れ
る
生
命
の

の
中
こ
の
人
生
で
手
に
し
た
誇
り
あ
る
モ
ノ
達
に

破
る
事
は
彼
を
尊

し
恋

を

い
た

紺

木

の
死
と
同
義
で
あ
る
誓
い
ま
で
立
て
た

 
そ
れ

ど
に

己
に
と

て
彼
は
大
切
な
存
在
な
の
だ

 
頼
ま
れ
て
も
命

さ
れ
て
も

が
殺
す

に
彼
に
剣
を
振
る
う
も
の
か
と
そ
う
怒
鳴

た 
け
れ
ど

意
味
な
ん
て
無
か

た

君
の
意
見
は

い
て
な
い
よ

故
な
ら
君
は
今
か
ら

の
人
形
に
な

て
も
ら
う
ん
だ

か
ら
ね
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し

か
り

い
て
く
れ
よ

 
そ
う

め

た

郷
は

手
で

色
の
メ
ニ

面
を

作
し
始
め
た

プ
レ
イ

メ
ニ

は

手
で

び
出
す
か
ら

そ
れ
が

権
限
と
し
て
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
思

す

る

思
い
返
せ
ば

ロ

ブ
ア
バ
タ

も

手
で
メ
ニ

を

作
し
て
い
た
覚
え
が
あ
る

 

そ
れ
は

恐
怖
か
ら
目
を

ら
す

の

必
死
の
思

の
人
形
と

郷
は

た

そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
ボ
ク
の
記

と
感
情
を

さ
れ

彼
の

に
な

て
し
ま
う
事
を
意
味
す
る

 
実
験
は
あ
ま
り
出
来
て
い
な
い
ら
し
い
が
技
術
体
系
と
し
て
は
構

出
来
て
い
る
以
上
あ

と
は
反
復
し
て

デ

タ
を
集
め
る
の
み

つ
ま
り
技
術
的
に
は
ど
ち
ら
も
可
能

よ
り
正
確

性
を
増
す

に
回
数
を
こ
な
す
必
要
が
あ
る
だ
け
な
の
だ

  

声
が

き
こ
え
た

 

だ

 

界
が
滲
ん
だ

中
に
浮
か
ぶ
悔
し
さ

哀
し
さ

恐
怖
が

を
流
さ
せ
て
い
る
の
だ
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ぎ
り
り
と

⻭
を
食
い

て
全
身
に
力
を

め
る
け
ど
シ
ス
テ
ム
は
残

だ

シ
ス
テ
ム

に
よ

て
与
え
ら
れ
た
麻

状

に

さ
れ
て
い
る
間
は

定
義
さ
れ
て
い
る

状
に
苛
ま
れ

制
限
さ
れ
て
い
る
行
動
の
一
切
を
行
え
な
い

る
事
も
出
来
な
い

 

も
出
来
な
い
ま
ま
終
わ
る
恐
怖

 
過
去

も

変
し
た
者
達
に
裏
切
ら
れ
た
彼
へ
の

し

の
無
さ

 
い
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
現
状
と
男
達
へ
の
悔
し
さ
怒
り

そ
れ
ら
す
ら
生

い
怨

嗟
の
念

憎
悪
す
ら
生

い

愛
す
る
家

を

し

友
人
達
を
実
験
体
と
し
て
使
お
う
と
し

親
友
の
女
性
の
未
来
を
食
い
物
に
し

え
尊

し

愛
す
る
少
年
を
自
分
に
殺
さ

せ
よ
う
と
す
る
そ
の

動
に

黒
い

が

き

こ
る

 
自
分
が

を
持
た
な
く
て
よ
か

た
と

そ
う
思
う

 
だ

て
持

て
い
た
ら

き

と
こ
の
身
を
闇
の

が
焦
が
し

ん
で
い
た
だ
ろ

う
か
ら

そ
ん
な
醜
い

を
彼
に
だ
け
は
見
ら
れ
た
く
な
い

 
キ
リ
ト
の

は

い
て
い
る

 
彼
は
天
に
在
り
世
界
を

ら
す
太
陽
だ

金
と
銀
あ
る
い
は
星
と
月
の
蒼
光

暗
い
夜
道
を

ら
し
て
く
れ
る

か
な
光
は

人
に
安
心
感
を

し
て
く
れ
る
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決
し
て

今

の
内
に

え
上
が

て
い
る

の
よ
う
に

く
な
い

れ
て
い
な
い

 

れ
な
き

を

哀
し
く
も
思
う
け
れ
ど

 

け
る

に
は

心
か
ら
の

意
を

く

 
だ
か
ら
こ
そ

彼
を

し
た
く
な
い

 
彼
と
は

い
合
い
切

す
る

と
異
性
と
し
て
育
む

を
望
ん
で
い
る

断
じ

て
殺
し
合
い
を
し
た
い

で
は
無
い

う

ん

へ
の
怒
り
が
あ
る
な

じ

あ
コ
レ
の
方
向
性
を
変
え
て

と

が

あ

あ

あ

あ

 
ナ
ニ
か
が

の
中
に
入

て
来
て

ボ
ク
を
変
え
始
め
た
の
が
分
か

た

 
目
の
前
の
男
達
に

い
て
い
た
黒
い

が
一

で

裏
に

い
て
い
た
少
年
の

へ
と
向

け
ら
れ
た

す
ぐ
に

す
が
ま
た

る

し

け
て
い
る
と

抗
す
る
な

と
気

な
男
の
声
が
し
て

更
に

の
中
の
違
和
感
が
強
く
な
る

 
こ
れ
が

感
情
の

や

め
で

 
ボ
ク

は

 
ボ
ク
は

た
い
に

ん

こ
の
反
応
が
彼
へ
の
感
情
か
な

 
じ

あ
コ
レ
を
反
転
さ
せ
て

と
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ぎ

ア

ギ

イ
イ

 
更
に

か

作
を
さ
れ

彼
に

い
て
い
た
感
情
が
変
わ
る

 
黒
い

に
対
抗
す
る
よ
う
に
浮
か
べ
て
い
た
少
年
の

思
い
浮
か
べ
る
だ
け
で

せ
に
ど

ん
な
事
も

え
ら
れ
る
活
力
が

く
そ
の

が

違
和
感
の
増
加
の
直
後
憎
く
て
憎
く

て

ら
な
く
な
る

 
記

で
は
少
年
と
の
や
り
取
り
は

せ
な
も
の

そ
こ
に

対
す
る
よ
う
な
憎
悪
を

く

よ
う
な
も
の
は
無
い

自
分
を
大
切
に
し
て
と
苛
立
ち
を

い
た
こ
そ
あ
れ
怒
り
や
憎
悪
を

く
な
ど
あ
り
得
な
い

 
だ
の
に
今
は
憎
く
て
憎
く
て

ら
な
い

と
も
す
れ
ば
あ
の
ア
キ
ト
に
向
け
て
い
た
モ
ノ

よ
り
も

か
に
ど
す
黒
い
感
情
が

の
内
を

内
を

思

を

す
る

 
感
情
は
憎
い
と

え
る

 
記

は
愛
し
い
と

え
る

 
本
来

離
し
な
い
二
つ
の
齟
齬
が

そ
し
て
そ
れ
を
修
正
し
よ
う
と
す
る

の
中
の
違
和
感

が

ボ
ク
を
苛
ん
で
い
た

反
転

と

た
か
ら
に
は

彼
に

い
て
い
た

愛
し
い

と

い
う
想
い
が
そ
れ
だ
け
深
か

た
と
い
う
証

だ
か
ら
こ
そ

こ
れ
が
憎
し
み
へ
と
変
わ
り
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彼
を

す
る
発

と
な
る
事
が

だ

た

 
感
情
は
反
転
し

へ
の
感
情
が
彼
へ
と
向
い
た

よ
し

そ
れ
じ

あ
ま
だ

め
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
け
ど

記

も
弄
ら
せ
て
も

ら
お
う
か

 
残
る
モ
ノ
は

記

だ
け

や

め

 
そ

そ
れ

だ

は

 
麻

は
も
う
解
け
て
い
た

時
間
経
過
で
解
け
た

の
違
和
感
が
苦
し
く
て
気
が

狂
い
そ
う
に
な

て

を

手
で

え
て

を
転
が
る

 
そ
こ
に

絶
剣

と
し
て
の

も

も
無
い

 
き

と
あ
る
の
は

た
だ
醜

を
晒
す
見
苦
し
い
小

だ
け
だ

 

こ
れ
か
ら
愛
し
い
人
に
刃
を
向
け
る

愚
か
な
小

だ
け
だ

 
錯
覚
し
て
い
た

レ
ベ
ル
を
上

て

最
前
線
で
戦
い

け
て

絶
剣

と
持
て

さ
れ
る

事
で

自
分
は
強
者
な
の
だ
と
思
い

ん
で
い
た

 
違

た
の
だ

こ
の
世
界
の
強
さ
な
ん
て

権
限
一
つ
で

く
り
返
さ
れ
る

 
同
じ
権
限
レ
ベ
ル
の
中
で
だ
け
強
い
と
い
う

の
中
の

で
し
か
な
か

た
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手
は
シ
ス
テ
ム

理
者

理
者
が

す
る
世
界
の
住
人
で
し
か
な
い
自
分
が
勝
て
る

も
無
か

た

仮

高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
を
与
え
ら
れ
た
身
で
あ

て
も
そ
れ

は
変
わ
ら
な
い

 

こ
の
ま
ま
で
は

彼
を

し
て
し
ま
う

 
そ
れ
だ
け
は

と
し
て
も

け
た
か

た

 
仮

レ
ベ
ル

が

手
で
も
彼
は
恐
ら
く

め
な
い

を
使

て
あ
の
手
こ
の

手
で
こ
の
者
達
を

弄
す
る
だ
ろ
う

仮

自
分
が

ら
れ

と
し
て
立
ち
は
だ
か
ろ
う
と

大

を
見

え

手
に
掛
け
る

だ

 
で
も

そ
れ
で
は
彼
の
心
が
死
ん
で
し
ま
う

 
仮

同
じ
傷
付
く
結
果
で
も
彼
自
ら
が
手
を
下
し
た
未
来
に
進
む
く
ら
い
な
ら
ボ
ク
は
自

分
で
自
分
の
命
を
絶
つ

を
す
る

あ

ガ

ぎ

 
そ
う
決
心
し
て
か
ら
は

に

て
生
じ
る
断

的
な
違
和
感
を
無
理

理
抑
え

み

地
面
に

と
し
た
ま
ま
だ

た
彼
の
魔
剣
エ
リ

シ
オ
ン
を
逆
手
に
握
る

な

と

取
り

さ
え
ろ
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そ
れ
を
見
て

憎
た
ら
し
い
程
に

に
自

し
よ
う
と
し
て
い
る
事
を

破
し
た

郷
が

そ
う
指
示
を
出
し
近
く
に
い
た
男
か
ら

と
取
り

さ
え
て
来
る

ど
さ
く
さ
に

れ
て

や

部
を
触
ら
れ
る
が

そ
れ
も
今
は
無

し

に
剣
で

を
斬
ろ
う
と
足
掻
い
た

 
だ
が

あ
ち
ら
は
全

レ
ベ
ル

で
あ
る
の
に
対
し

自
分
は
レ
ベ
ル

で
し
か
な
い

十

も
の
レ
ベ
ル
差
は
イ
コ

ル
ス
テ

タ
ス
の
差
で
は
無
い

レ
ベ
ル
差
の
十

に
更
に
数

を
掛
け
た
値
が
ス
テ

タ
ス
の

の
差
な
の
だ

 
だ
か
ら

気
な
く
取
り

さ
え
ら
れ

向
け
に

さ
え
付
け
ら
れ
た

ガ

あ

あ

 
ど

 
そ
れ
で
も

と
か
し
て
完
全
に

ら
れ
る
前
に
脱
出
し
よ
う
と
も
が
き

け
る

ボ
ス

く
し
て
く
だ
さ
い

 
こ
の
ガ
キ
と
ん
で
も
な
い

チ

流

は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に

ば
れ
る
だ
け
は
あ
る
プ
レ
イ

だ

な

感
情
を

作
し
て
も
一

縄
で
は
い
か
な
い
か

 

だ
け
ど

こ
れ
で
終
わ
り

だ 

き
付
け
る
よ
う
に

の
パ
ネ
ル
を

く
金
髪
の
男

 

間

い

み
が

部
を
襲
う

最

全
身
に
波

し
て
い
る
と

わ
ん
ば
か
り
の

み
に
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体
が

直
し

手
か
ら
魔
剣
が

り

ち
た

 

キ
ミ

い
ね

ボ
ク
じ

真
似
出
来
な
い
よ

 

裏
に
フ
ラ

シ

バ

ク
し
た
記

 
そ
れ
は
第
二
層
の
攻
略
に

い
て

迷

で
姉
と
共
に
出
会

た
時
の

最
初
の
出
会
い

猫
の
よ
う
に

心
を
見
せ
な
が
ら

け
れ
ど

ビ

タ

や

オ
リ
ム
ラ

に
つ
い
て

目
を
し
な
い
事
を
信
じ
て
も
ら
う
切

掛
け
に
な

た
時
の
事

 

キ
ミ

そ
の
程

な
の

 
そ
れ
が

き
換
わ
る

変
え
ら
れ
る

 
決
し
て
自
分
が

う

の
な
い
事
を

た
記

へ
と
塗
り

さ
れ
る
の
が
分
か
る

出
会
い

の
記

だ
け
で
な
く

こ
の
一
年

の
記

全
て
が

彼
と
の

わ
り
全
て
が
塗
り

わ
る

 
生
の
願
い
は
死
の
願
い
に

 

じ
る
想
い
は
死
へ
の
想
い
に

 
愛
す
る
心
は
憎
悪
の
心
に

 
尊

の
念
は

の
念
に

 

も
か
も
が
反
転
す
る
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変
わ
る

 
変
わ
る

 
反
転
す
る

 
安

の

せ
が

憎
悪
の
猛
り
へ
と
塗
り

わ

た

終
わ

た
ね

お
は
よ
う

眼
覚
め
は
如

か
な

 

黒
の
剣
士

の
事
を

え
る
と

ど
う
だ
い

 

裏
に
少
年
の

を
浮
か
べ
る

い
た
感
情
は
怒
り
憎
悪

蔑
死
ん
で

し
い
と

い
う
願
い

も
か
も

さ

き
ま
で
自
分
が

い
て
い
た
も
の
と
正
反
対

 
あ
あ

最
悪
な
気
分
だ

最
悪
だ
よ

そ
う
か
い

 
応
じ
た

え
に

足
そ
う
に

く

郷
と
そ
の
配
下
達

 

そ
の

を
見
て

中
で
嗤
う

 

に
向
け
る
感
情
を

最
愛
の
人
へ
向
け
る
の
は
良
か

た

 
最
愛
の
人
に

く
感
情
を
反
転
さ
せ
深
い
分
だ
け
憎
し
み
を

か
せ
る
よ
う
に
し
た
の
は
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良
か

た

 
記

を

し
想
い
を

く
理
由
付
け
の
エ
ピ

ド
を
全
て
塗
り

え
た
の
は
良
か

た

  

呼

け
れ
ど
足
り
な
い

  
そ
の
程

じ

足
り
な
い

  
そ
れ
だ
け
の
事
で

こ
の

絶
剣

を
変
え
ら
れ
る
と
で
も
思

た
か

   

声
が

こ
え
る

  
黒

く
め
の
少
年
の
声
だ

か
を
話
し
て
い
る

郷

之
と
話
し
て
い
る
の
は
分
か
る

イ
ツ
を
殺
せ

 

が
掛
か

た
よ
う
な
感
覚
が
晴
れ

る
よ
う
な
錯
覚
と
共
に

明

な
指
示
が
伝
わ

た
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目
の
前
の
少
年
を
殺
せ
と

そ
う
命
じ
て
い
る
よ
う
だ

 
感
情
は

記

は

そ
れ
を

と
し
て
体
を
動
か
そ
う
と
す
る

 
だ
が
理
性
は
違
う

目
の
前
の
少
年
を
キ
リ
ト
と
認
識
し
て
い
る
理
性
は
そ
れ
を
全
力

で

み
止
ま
ら
せ
た

 
再

今

は
苛
立
ち

れ
の
指
示
が
下
る
も
同
じ
よ
う
に
理
性
で

み
止
ま
ら
せ
る

と
か

十
メ

ト
ル
の

離
を

い
て

体
が
止
ま

た

 
目
の
前
の
少
年
は

今
の
自
分
を
見
て

を
思

て
い
る
だ
ろ
う
か

 
失
望
か

絶
望
か

蔑
か

そ
れ
と
も

死
を
感
じ
て
い
る
の
か

 

え
る
だ
け
で
も
恐
怖
が

き
上
が
る

そ
の
恐
怖
こ
そ
が
未
だ

さ
れ
て
い
な

い
己
自
身
の
一
欠
片

認
識
が
変
わ

て
い
な
い
か
ら
こ
そ
未
だ
に

き
上
が
る
負
の
感
情

わ
れ
た
く
な
い

手
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
感
情
は
憎
し
み
の
心
を
上
塗
り
し
て
い
く

 
そ
う
し
て
い
る
間
に

三

下
る
指
示

今

は
全

で
斬
り
掛
か
る
ら
し
い

 
認
識
し
て
い
る
間
に
数
人
の
男
が
斬
り
掛
か
ら
ん
と

離
を

め
て
い
た

悲

な
面
持
ち

で

少
年
が
黒
剣
を
構
え

え
撃
つ

勢
を
取

た

 
そ
れ
を
見
て

い
よ
い
よ
歩
を
進
め
た
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み

ん
だ
の
は
一
歩
だ
け

 
さ
れ
ど
そ
れ
は

値
補
正
に
よ

て
実
現
し
た

間
的
に

離
を

め
る
一
歩

彼
我
の

離
は

く
間
も
な
く
ゼ
ロ
に
な

た

 
見
下
ろ
せ
ば
あ
ま
り
に
も
予
想
外
だ

た
の
か

目
し
て
い
る
少
年
の

が

界
に
広
が
る

 

そ
の
少
年
を

で

き

え

前
進

 
び
く
り
と

身
を

直
さ
せ
た
少
年
を
下
ろ
す
と
同
時

惑
で
足
を
止
め
た
五
人
の
テ

タ

ニ
ア

メ
ン
バ

全

を
振
り
向
き
ざ
ま
エ
リ

シ
オ
ン
で
一
閃

 

け
て
い
た
男
達
は
一
閃
に
よ
り
発
生
し
た
剣
圧
で

く
吹
き

ん
だ

直

切

た

で

も

ニ

ク
ス
ラ

シ

の
よ
う
に
斬
撃
を

ば
し
た

で
も
な
い
の
で

ダ
メ

ジ
は

無
いな

ば

な

 
感
情
も
記

す
ら
も

し
た
の
に

故

イ
ツ
の
味
方
を

 
明
ら
か
な
背
信
行

に

え
る

郷

之

 
そ
の
男
を
一

し

背
中
に

し
た
少
年
を
横
目
に
振
り
向
く

う
き

 

で

ら
れ
た
ん
じ
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し
い
事
に
戦
場
に
出
て
し
か
も

の
目
の
前
な
の
に
あ
ど
け
な
い

け

を
晒
す
少
年

 
負
の
感
情
が

き
立
つ

だ
が
心
配
と
安

し
て
も
ら
え
て
い
る
事
に
覚
え
た

し

さ
が

そ
れ
ら
を
打
ち
消
す

 

誓

た
か
ら
ね

け

し
て
傷
付
け
な
い
と
天
地
神
明
に
自
ら
の
剣
と
魂
に

  
彼
に

い
て
来
た
想
い
は
一
生
を
彼
に

て
も
い
い
と
思
う

ど
ま
で
に
強
く
深
い
も

の

反
転
し
て
憎
悪
に
な

た
も
の
の

の
想
い
は
記

に
よ

て
強

な
も
の
へ
と

華
さ

れ
て
い
た

 
記

を
塗
り

え
ら
れ
た
と
は

え
真
に
憎
ん
で
い
て
は
出
来
な
い
場
面
が
彼
と
の

で

は
多
く
あ
る

 
彼
に
頼
ま
れ

少
数
精

で
突
破
し
た
第
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス

 
彼
を

じ

追
い

け
た
ク
リ
ス
マ
ス

 
彼
の

す
べ
く

同
じ

で

た
七
十
四
層
攻
略
後
の
夜

 
恐
慌
を
来
し
た
彼
を

ち

け
る
べ
く

き

め
た
武

の

下
が
り
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一

は
失

し
た

白

 
彼
を
思
い

人
を
殺
す
事
を
も
覚
悟
し
た
七
十
五
層
で
の
事
件

 
外

部
か
ら

ち
た
と

か
さ
れ

気

に
振
る
舞
う
も
絶
望
に

れ
た
三
日
間

 

き

け
た
希
望
が
報
わ
れ
た
時
の

無
し
の

せ

 
彼
に

さ
れ
た

信
頼
の
証
で
あ
る

の
魔
剣

 
彼
を

じ

生
き
る
理
由
に
し
て
も
ら
う
べ
く

た

想
い
の

白

  

そ
う
だ
ど
れ
だ
け
記

を
塗
り

え
よ
う
と
上
書
き
し
よ
う
と

さ
れ
た

と
い
う
認
識

想
い
と
強

に
結
び
つ
い
た
記

で
あ
れ
ば

意
味
な
ど
無
い

  
記

が
想
い
を
修
正
し

想
い
が
記

を
修
正
す
る

 

方
を

さ
れ
て
も

さ
れ
た

と
い
う
認
識
で
修
正
で
き
る

 
恐
ろ
し
く

し
く
は
あ
る
が
不
可
能
で
は
な
い

 
不
可
能
で
な
い
な
ら

可
能
に
な
る
ま
で

え
る
の
み

彼
を
殺
す
事
に
な
る
く
ら
い
な
ら

こ
の
苦
し
み
に

え
る
方
が
よ

ど
マ
シ
だ

死
ぬ

の
前
に
出
来
る
事
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恋
す
る
女
は

強
い
の
だ

 
本

に

ろ
う
と
す
る
な
ら

ま
ず
は
認
識
を
変
え
て
か
ら
す
る
べ
き
だ

た

 
命
を

し
た

誓
な
ん
だ

助
け
に
な
る
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
重

に
な

た
ら
意
味
が
無
い

  

き
ん

と

  

て
い
た
違
和
感
が

め
て
消
え
る

 

全
損
で

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
送
ら
れ
る
と
知

て
い
る
た
め

容
赦
な
く
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
使

て
い
た
五
人
組
を

め
て
斬
殺
し
残
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
怒

の
勢
い
で
追

撃
し

権
限
で
こ
の
場
か
ら

な
く
な

た
か
ら
か

 
あ
る
い
は

自
分
の
想
い
の
強
さ
が
打
ち
克

た
の
か

 
最

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
良
い

 
無
理

理

作
さ
れ
て
い
た
感
情
も
彼
に

い
て
い
た
憎
悪
も
無
く
な

た

さ
れ
て

い
た
記

も

に

る

彼
と
の
か
け
が
え
の
無
い
記

が
全
て
正
常
に
な

た
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喜
び
を

み

め
る

 

呼

と

ん
だ

か
ら
声
が

れ
た

 
振
り
返
り

立
ち
す
く
む
少
年
に

面
の

み
を
向
け
る

 

た
だ
い
ま

キ
リ
ト

  
万
感
の
想
い
を

い
た

葉
に
対
し

 

あ

お
か
え
り

う
き

  

喜
を
滲
ま
せ
た

え
る
声
で

彼
は
応
じ
て
く
れ
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

こ
え
が

き
こ
え
た

 

こ
え
が

こ
え
た

 

声
が

き
こ
え
た

 

声
が

こ
え
る

 
ユ
ウ
キ

点
で
一
回
ず
つ

ま

た
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ウ
キ
の
精
神
状

を
表
し
て
い

ま
す

に
な

て
い
く
の
が
ユ
ウ
キ
の
精
神
の
変

を
表
し
て
い
ま
す

 
キ
リ
ト
へ
の
感
情
が
憎
悪
に
さ
れ
て
い
る
記

が

ざ
ん
さ
れ
て
い
る

現
実
感
が
無
い

平
仮
名
で
過
去
形

 
声
が

こ
え
る
と
ハ

キ
リ
し
た
時
に
は
完
全
に

の
手
か
ら

れ
覚
醒
し
て
お
り
ま

す 
ち
な
み
に
こ
の
時
点
で
は
ま
だ

作
さ
れ
て
い
る
最
中

 
前
話
で
無
表
情
ガ
ラ
ス

と

わ
れ
て
い
た
の
は
ア
バ
タ

を
動
か
し
て
い
た
の
が
感

情
だ
か
ら

オ

バ

な
表
現

で
よ
く
感
情
を

せ
な
い

て
あ
り
ま
す
し

物

く
深
い
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愛
情
が
反
転
し
た
ら

無
し
の
憎
悪
に
な

て

そ
れ
で
無
表
情

て
い
う
ロ
ジ

ク

 
一

も
キ
リ
ト
を
攻
撃
す
る

振
り
を
見
せ
な
か

た
の
は
ユ
ウ
キ
の
理
性
認
識
が
物

く

た
か
ら

 
仮
に
認
識
を
変
え
ら
れ
て
い
た
ら
感
情
と
記

が

さ
れ
て
い
な
く
て
も
ス
レ
イ
ブ
み

た
い
に
斬
り
掛
か

て
い
た
恐
れ
が
高
い
そ
の
場
合
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
キ
リ
ト
に
対
す
る
認
識

が
必
要
 
ま

そ
れ
で
も
自
力
で
違
和
感
に
気
付
い
た
可
能
性
高
い
で
す
が

本
作
キ

リ
ト
は
あ
ま
り
人
に
命

し
な
い
し
そ
も
そ
も
無
暗
に
人
を

そ
う
と
は
し
な
い
し

に
は

と
容
赦
無
し

  

と
い
う

で
ユ
ウ
キ

点
の
回
想
は
事
情
説
明
と

過
程
を
示
す
事
で
覚
醒

で
の

付
け
を
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た

  
他
の
方
の
作
品
を

ん
で

過
程
が

け
て
て
覚
醒
す
る
時
に

い
な

と
思

た
事

が
あ
る
の
で

如

で
し
た
か
ね

自
分
な
り
に

り
ま
し
た

 

郷
の
ゲ
ス
さ

さ
を

写
す
る
の

て
ホ
ン
ト
エ
ネ
ル
ギ

使
う

に
女
性
キ

ラ
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点
で
の

白
シ

ン
書
く
よ
り
使
う

ダ
ル
イ

れ
た

 
で
も

足

 
た
だ
し

ス

ゲ

心
が

い

ユ
ウ
キ

ご
め
ん
よ

 

く
は
キ
リ
ト
と
一
緒
に
出
番
が
多
い

予
定
だ

か
ら

 
キ
リ
ト

点
は
ユ
ウ
キ

点
で
外
か
ら
ど
う
見
え
て
い
た
の
か
と
ど
れ
だ
け
ユ
ウ
キ
達
の

事
を
想
い

惑
い

苦
し
ん
で
い
る
か
を

写
す
る

 
大
体
苦
し
ん
だ
後
の
希
望
は
極
上
の
味
な
の
で

話
は
キ
リ
ト

せ
の
絶

で
す
ね
意
味

深

 

知
識
は
あ

て
も
無

の

様

 
ヴ

ベ
ル

点
は

線
に
も
な
ら
な
い

線

 
原

ゲ

ム
だ
と

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

攻
略
組

を
襲
う

層
は

層
フ
ロ
ア
ボ
ス
な
ん

で
す

つ
ま
り

層
以
上

い
襲
撃

こ
れ
ま
で
そ
ん
な
事
無
か

た
か
ら
ヴ

ベ
ル
さ
ん

も

し
て
い
る

で
す

 
過
去
へ
は
一
方

行
な
の
で
未
来
か
ら
近
い

に

に

て
い
け
ば
前

件
は
狂

わ
な
い

日
数
で

て
る
と
約
二
年
で
も

３
０
回

ど
が
逆
行
回
数
の
限

な
の
で
ゼ
ロ

コ
ン
マ

以
下

み
で
逆
行
し
て
る



 第百十四章 〜想い、明ける未来〜

 
狂

て
る

 
・

 
２
０
２
８
年

月

２
０
２

年

月
に

る

 

２
０
２
８
年

月
を
ま
た

え
る

 

２
０
２

年

月
に

る
と
同
年

月
に

て

こ
し
た
歴
史

が
前

に
な
る

 

２
０
２

年

月
以
前
に

る
と

前
な
の
で
前

件
が
記

と
同
じ
に
な
る

 
こ
の
法

で
動
い
て
い
た
た
め
に

故
か
最
も
過
去
に

た
の
に
前

件
が

れ
て
い

る
か
ら
怒
鳴

て
い
た

で
す

 
ヴ

ベ
ル
の
記

に
は

な
い
人
物

線
に
も
な
ら
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

話
は
多
分

ば
さ
な
け
れ
ば
キ
リ
ト
が
ぐ
ず
ぐ
ず
に
ユ
ウ
キ
に

か
さ
れ
る
な

喜

び
で

  

外
な
る
者
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本
作
で
超
越
存
在

デ
ウ
ス
デ
ア

は
登
場
し
ま
せ
ん

断

 
存
在
は

め
か
す
か

も
し
れ
な
い
け
ど

 
反
転

と
い
う

語
で

様

呼
び
と

重

な

圧

で
オ
ル
タ
化
さ
せ
た
く
な

た
の

は
秘
密
だ

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ

 
オ
ル

は

し

確
信

 



 幕間之物語：魔女編 〜《たそがれにっき》〜

 
幕
間
之
物
語

魔
女
編
 

た
そ
が
れ
に

き

   

ス
ト

リ

進
行
中
に
回
想
流
す
の

て

⻑
じ

な
い

見

  
ま

も
の
に
よ
る
け
ど
遠
い
過
去
の
回
想
は
自
分
語
り
と
し
て

さ
れ
る
方
向
に
あ
る

気
が
す
る
ん
だ

特
に
現
在
進
ん
で
る
自
体
に
よ

て
想

さ
れ
た
回
想
だ
と

 
と
い
う

で
小
話

断
章

と
し
て
別

で
投
稿
だ

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る

り
主

は
最

中
身
が
バ
レ
バ
レ
作
者
が
あ
ま
り

す
気

な
い

ヴ

ベ
ル
さ
ん
で
す

 
文

数
は
約
五
千

 
さ

彼
女
の
深
い
闇
と
世
界
の
非
情
さ
欠
片
を
知

て
本
作
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ

で
ど
う
な
る
か
を

想
す
る
の
だ

の
だ

の
だ

 
で
は
ど
う
ぞ
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月

日

 

方
が

立

た
あ
の
日
か
ら

も
う

分
と
時
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た

 
今
で
も

明
に
思
い
出
せ
ま
す

と

て
も

で
あ
る
私
の
記

は
自
ら
消
去
し

な
い
限
り
消
え
な
い
の
で

消
す
つ
も
り
が
な
い
以
上
は

時
で
も
思
い
出
せ
る
の
で
す
が

 
だ
か
ら
こ
そ

今
で
も
覚
え
て
い
る
の
で
す

 

ど
う
し
て

 
今
で
も

私
は
そ
の
疑
問
を

い
て
い
ま
す

 
和
人

私
の
愛
し
い
義
理
の
弟

あ
の
日
あ
の
時
あ
の
場

で

方
が
あ
そ
こ
ま
で
必
死
に

剣
を
振
る

た
の
は

故
な
の
か

感

す
る
人
も

め
称
え
る
人
も
一
人
と
て
い
な
い
そ

れ
ど
こ
ろ
か

で
す
ら
あ

た
あ
の
戦
い
に

故

方
は

い
た
の
で
し

う
か
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あ
の
時

私
は

方
に

い
ま
し
た

も
う
い
い
で
し

う

と

 
対
し
て

方
は
私
に

い
ま
し
た

行
き
た
い
ん
だ

と

 
電
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

方
の
パ

ナ
リ
テ

デ

タ
の

護
を

て
い
た
私
に

し
事
が

す
る

が
な
い

そ
れ
を
分
か

て
い
な
が
ら
そ
れ
で
も
私
に
守
る
よ
う
頼
ん
で

き
た
事
は

し
く
も
あ
り

あ
の
時
ば
か
り
は

恨
め
し
く
も
思
い
ま
し
た

 
今
で
も
そ
う
で
す

 

方
の
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

た

常
に
心
が
死
ん
で
い
た

方
は

無
意
識
の
内
に
死
を
求

め
危
険
な
戦
場
を
現
実
仮
想
問
わ
ず

り
歩
い
て
い
た

依
頼
と
か
こ
つ
け
て

方

は
死
に
場

を
求
め
て
い
た

 

方
は

本

に

い
人
で
す

 
自
殺
は
す
る
つ
も
り
が
無
い
の
に
死
を
求
め
て
戦
場
を

う

そ
の
ク
セ

時
も
ボ
ロ
ボ

ロ
の
体
で

そ
れ
で
も
し

か
り
生
還
し
て
く
る

 
血
塗
れ
の

方
の

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
事
２
４

回

よ
く
も
ま

現
実
に

て
か
ら

た

た
の
三
年
で
そ
れ
だ
け
の
戦
場
を
回
り
巡

た
も
の
で
す

ら

が
あ
る
か
ら
と

て
無

に
も
程
が
あ
る
で
し

う

シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

が

し
て
も
そ
れ
で
も
戦
い
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け
る
な
ん
て

ど
う
か
し
て
い
ま
す

 
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
守
れ
な
か

た
私
が

て
も

意
味
は
無
い
で
す
が

 
だ
か
ら
こ
そ
思
う
の
で
す

友
人
を

間
を
義
理
の
姉
を
義
理
の

を

も
か
も

喪

て
世
界
か
ら
も

場

を
無
く
し
た

方
が
ど
う
し
て
あ
ん
な
モ
ノ
と
闘
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
か

そ
し
て
そ
れ
を

け
容
れ
た
の
か

 

い
え

本

は
分
か

て
い
ま
す

 
あ
の
時
の

方
は
数
年
ぶ
り
の

で
し
た

死
ぬ
未
来
を

し
た
喜
び
に
よ
る
壊
れ
た

み
の

深
く
に
見
え
る

人
の

に
戦
え
る

と
い
う
喜
び
が
あ

た

 
機

的
に

と

補

目
的
の
食
事

鍛
練

務

眠
を

り
返
し
て
い
た

方
が
浮
か
べ
た

を

て

私
は

葉
を
発
せ
な
か

た

 
あ
ま
り
に
も

く

い
消
え
る

前
の

の

の
如
き
弱
さ
に
絶

さ
せ
ら
れ
た
の

で
す

 
仮

絶
対
に
倒
せ
な
い
と
思
わ
れ
た

を

ち
で
滅

し
た
と
し
て
も
私
は
そ
れ
を

誇
り
に
は
思
い
ま
せ
ん

愛
す
る
人
の
命
を

に
得
た
未
来
を
誇
る
に
は
こ
の
世
界
を
生
き

る
人
間
は
あ
ま
り
に
も

過
ぎ
る

方
が
命
を

け
る
程
の
世
界
で
は
な
い
と
思

て
い
ま
し
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た

今
で
も

そ
の
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん

 
今
で
も
思
い
ま
す

あ
の
時
に

れ
た
ら

も

と
強
く
引
き

め
て
い
れ
ば

か

が
変
わ

た
の
で
は
な
い
か

と

 
私
に
と

て

世
界
な
ん
か
よ
り
も

方
一
人
の
命
の
方
が
大
切
な
の
で
す

 
そ
ん
な
事

た
と
し
て
も

意
味
は
無
い
で
す
が

 

い
え

意
味
は
無
か

た

と

う
べ
き
で
し

う

 
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
後
悔

方
に
懺
悔
す
る
べ
き
私
の
思
い
で
あ
り
未
練
で
す

あ
あ
し

て
い
れ
ば
こ
う
し
て
い
れ
ば
と
た
ら
れ
ば
で
無

を
慰
め
る
だ
け
の
無
意
味
な
自
慰
で
す

 
け
れ
ど

も
う
そ
れ
は
無
意
味
で
は
無
い

 

方
が
こ
の
世
を

立

て
か
ら

五
万
と
四
千
年

り

 
私
は
そ
れ
だ
け
の

月
を
生
き
ま
し
た

そ
れ
だ
け
の

と
技
術
を
手
に
入
れ
ま
し
た

多

く
の
同

を
得
て

創
世
の

と
呼
ば
れ

わ
れ

多
く
の

業
を
残
し
ま
し
た

 

を
歪
め

時
間
に

し

時
空
を

る
禁
術
を
編
み
出
せ
る
程
に
な
り
ま
し
た

 
よ

て
私
は

そ
の
五
万
四
千
年
と
い
う

月
全
て
を

こ
こ
で

て
る

 
全
て
は

方
を
救
う
た
め

仮

人
種
が
進
化
し
変
化
し
新
人

が

す
る
程
の
未
来
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か
ら
見
て

か
過
去
の
出
来
事
だ
ろ
う
と
構
わ
な
い

 
私
は

方
を
救
う

 

方
を
救
う

な
ら

こ
の
世
界
を
捨
て
ら
れ
る

 

方
を
救
う
こ
と
で
現
在
が
壊
れ
る
と
し
て
も
構
わ
な
い

 

方
は
私
の
光
で
あ
り

希
望
で
あ
り

全
て
で
す

 
仮

こ
の

が

方
の

と
覚
悟
を

す
る
も
の
だ
と
し
て
も

そ
れ
で
も
私
は

時
を
越
え
て

方
を
救
い
に
向
か
い
ま
す

 
私
の
時
は

あ
の
日
あ
の
時
あ
の
場

で
の
別
れ
か
ら

ず

と
止
ま

て
い
る
の
で
す

 

方
の
成
⻑
を
見
た
い

 

方
の
晴
れ

を
見
た
い

 

方
の

せ
な

を
見
た
い

 
だ
か
ら
私
は

時
を
越
え
る

こ
の
後
悔
を

未
練
を

報
わ
れ
る
も
の
に
す
る

に

 

方
の
人
生
を
救
う

に

 
私
は
こ
の
時
よ
り

創
世
の
女
神
ユ
イ

の
全
て
を
捨
て

別
の
名
を
名

ろ
う

今
の
世

界
全
て
を

定
し
あ
る
い
は
破
滅
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
自
身
の
名

⻩
昏
の
魔
女
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ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

と

 

先
だ
け
に
な

た
己
に
は

こ
れ
以
上
な
く

応
し
い
忌
み
名
だ

 

ど
う
か

方
の
未
来
に

光
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

 

そ
し
て

さ
よ
う
な
ら

こ
の
世
界

我
が
同

よ

 

私
は

世
界
の

に
な
る

    

回
目

 
■
月

日

 

は
は

と
嗤
い
が

れ
た

 
時
を
越
え

や
り
直
し
を
始
め
て
か
ら
の
初
回

 
大
失

を
し
た

今
思
え
ば

あ
ま
り
に
平
常
心
を
喪

て
い
た

 
己
の

性
を
明
か
す
な
ど

ど
う
か
し
て
い
た
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結
果
彼
か
ら
は

絶
さ
れ
る
始

私
の

性
を
理
解
は
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
が
そ
の
眼

に
は
明
確
な
恐
怖
と

絶
の
色
が
浮
か
ん
で
い
た

狂

て
い
る

と
ま
で

わ
れ

目
の
前

が
真

暗
に
な

た
の
は

星

の
年
月
を
生
き
て
来
て
初
め
て
の
経
験
だ

 
そ
れ
か
ら

ど
こ
を
ど
う
歩
き

過
ご
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い

 
我
に
返

た
時
に
は

今
回
の
デ
ス
ゲ

ム
は
終
わ

て
い
た

 
全
滅
だ

も
生
き
残
ら
ず
に
終
わ

た

 

歴
史
の
修
正
力
と
い
う
べ
き
か

 
あ
く
ま
で
理
論
上
で
し
か
な
い
が
歴
史
に
は
一
定
の
流
れ
と
い
う
も
の
が
編
ま
れ
て
い

る
と
さ
れ
る

過
去
現
在
未
来
に

こ
る
全
て
の
事

が

こ
る
べ
き
事
と
し
て
決
定
付
け

さ
れ
て
い
た
も
の
と

え
る

運
命
論
の
一
種
だ

 
自
分
が
し
て
い
る
そ
れ
は

そ
の

流
れ

か
ら
外
れ
る
行
い

 
あ
る
程

の
流
れ
に

て
い
る
事
で
あ
れ
ば
修
正
は

く
か
ら
破

し
な
い
が
自
分

が
し
た

は

流
れ

か
ら
大
き
く

脱
す
る
も
の
だ

た
の
だ

だ
か
ら
破
滅
の
未
来
へ

と
進
ん
だ
の
だ
ろ
う

 
彼
以
外
も
生
か
そ
う
と
動
い
た
の
だ
が

ど
が
裏
目
に
出
て
い
た

ま
さ
か
彼
女
ら
を
生
か
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そ
う
と
そ
れ
と
な
く
強
化
を

し
た
ら
彼
を
圧
倒
し
殺
し
て
し
ま
う
事

に
至
る
と
は
思
い

も
し
な
か

た

 
私
が
和
人
を
殺
し
た
ん
だ

 
私
が
キ

を
殺
し
た
ん
だ

 
不

意
に
過
去
を
変
え
よ
う
と
し
た
か
ら
死
な
せ
て
し
ま

た
ん
だ

と
て
も
強
い

が

あ

た
か
ら
忘
れ
て
い
た
が

彼
は

時
も
ギ
リ
ギ
リ
の
戦
い
を

り
広

て
い
た
の
だ

た

少
し
で
も

に
強
化
要

が
入
れ
ば
負
け
る
の
は
自
明
の
理

 
味
方
を
強
化
し
て
も

れ

に
な
る
以
上

を
強
化
し
て
い
る
も
同
じ
な
ん
て

え
る
ま

で
も
な
か

た

 

こ
れ
か
ら
は
不

意
に
身
バ
レ
や
強
化
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う

そ
う
心
に
誓

た

 

ど
う
か

方
の
未
来
に

光
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

   
■
■
■
■
■
回
目
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月

日

 

気
が

狂
い
そ
う
だ

 

だ
か
ら
狂
う
事
な
ん
て
出
来
な
く
て

だ
か
ら
こ
そ
苦
し
み
か
ら

遠
に
解
放
さ
れ
な
い

や
り
直
し
は

に
一
万
回
を
超
え
て
い
る

そ
れ
だ
け
や

て
い
る
の
に
な

か
上
手
く
い
か

な
い

 
彼
を
生
か
そ
う
と
手
を
打

て
も

い
た
歴
史
に
近
く
な
る

 
か
と
い

て
彼
ら
を
生
か
そ
う
と
す
れ
ば
洗

さ
れ
た
彼
ら
に
よ

て
彼
が
殺
さ
れ
全

て
が
終
わ
る
だ
け

 
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と

を

り
そ
も
そ
も
洗

す
る

を
先
回
り
で
始

し
て
お
け
ば

い
い
の
だ
と

え
付
い
て
実
行
に

し

し
か
し

あ
の
男
の

権
限
の
前
に
刃
が
立

た
ず

え
な
く
撤
退
す
る
事
に
な

た

し
か
も
自
分
の

襲
が

心
を
与
え
た
の
か
ア

ル
ベ
リ
ヒ
は

権
限
を
使

て

に

備
し

彼
ら
を

し
に
掛
か

た

 
最
後
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と

ち
に
な
り

プ
レ
イ

は
全
滅
し
た

 
原
因
を
取
り

こ
う
に
も
原

的
に
シ
ス
テ
ム
に
抗
え
な
い
身
で
あ
る
以
上
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ

を
ど
う
こ
う
す
る
事
は
出
来
な
い

下
手
に
手
を
出
さ
な
い
方
が
良
い
と
学
ん
だ



 幕間之物語：魔女編 〜《たそがれにっき》〜

 

こ
そ
は

方
を

 

そ
う
心
に
誓
う
の
も

最

に
な
る
事
か

 

ど
う
か

方
の
未
来
に

光
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

    
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回
目

 

月

日

 

故
だ

故
彼
は
生
き
ら
れ
な
い

故

は
死
な
な
い

故
だ

 

故
や
り
直
し
を
始
め
て
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
一

も

か
が
良
く
な

た
状

で
は
ク
リ
ア

出
来
な
い
の
だ

 
私
が
歩
ん
だ
歴
史
が

も

し
な
か

た
歴
史
が
最
良
だ

た
と
そ
う

い
た
い
の
か

世
界
は

 
だ
と
す
れ
ば

ざ
け
て
る

あ
ん
な
未
来
を
私
は
認
め
な
い

彼
女
ら
は
生
還
出
来
ず
彼
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は
生
還
し
て
も
生
死
の
戦
場
へ
向
か
う
事
に
な
る
未
来
を
認
め
て
な
る
も
の
か

あ
の
世
界
に

得
で
き
な
か

た
か
ら
や
り
直
し
を

り
返
し
て
い
る
の
だ

 
仮

を

を
そ
の
上
を
無

大
数
ま
で
届
こ
う
と
最
善
の
未
来
に
至
る
ま
で
無
限

に

り
返
し
て
や
る

 
彼
だ
け

せ
に
な
れ
な
い
な
ど
あ

て
は
な
ら
な
い

苦
労
し
な
が
ら

せ
を
求
め
て
い
る
子

に
は

応
の

福
を
送
り
届
け
る
べ
き
な
の
だ

 
愛
し
き

子
に

福
を

 
憎
き

に
は
死
を

 

ど
う
か

方
の
未
来
に

光
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

   
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回
目

 

月

日

 

ど
う
か

方
の
未
来
に

光
が
あ
り
ま
す
よ
う
に



 幕間之物語：魔女編 〜《たそがれにっき》〜

  
以

ず

と
同
じ
一
文
が

い
て
い
る

   
異
な
る
文
は

ど
が

と
怨
嗟
で

た
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

     
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回
目

 

月

日

日
目

 
今
日

ま
た
時
を
越
え
た

は

に
千

に
届
い
て
い
る

十
の
二
十
三

だ

 
こ
こ
ま
で
失

し
て
く
る
と
最

彼
の
死
は

け
得
な
い
運
命
な
の
で
は
と
思
う

人
が
死

ぬ
事
は
自
然
の
摂
理
だ
が
そ
の
全
て
が
異
常
事

の
最
中
そ
れ
も
他
殺
に
限
定
さ
れ
て
い
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

の
は
お
か
し
い
だ
ろ
う

 
彼
は

か
に

わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

え
て
も

無
い
事
だ

今
更
過
ぎ
る

 
今
回
は
ど
う
や
ら
彼
が
外

部
か
ら

ち

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ
と

ん
だ
時
間
ま
で

た
よ
う
だ

こ
れ
ま
で

れ
た
時
間
の
中
で
は
最
も
過
去
に

し
て
い
る

 
確
か
こ
の
時
期
の
彼
の
精
神
は

れ
果
て
て
い
た

そ
れ
を

す

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の

を
果
た
し
て
い
た
と
記
録
し
て
い
る

 

で
も
思
う
が

こ
れ
ば
か
り
は
仕
方
な
い

己
を

う

に
義
姉
と
弟
子
と
を

わ
れ

あ
ま
つ
さ
え
女
と
し
て
の
初
め
て
を
奪
わ
れ
た
の
だ

二
人
は
あ
ま
り
引
き
ず

て
は
い
な
か

た
が
引
け
目
に
感
じ
る
の
は
む
し
ろ

然
だ

そ
の
自
責
感
を
解
き

ぐ
す
に
は
そ
れ
な
り
の

時
間
を

く
必
要
が
あ

た

 
も
う
一
人
の
私
が

る
以
上
こ
ち
ら
か
ら
の

は

ま
し
く
な
い

そ
も

む
以

外
に
出
来
る
事
が
無
い
以
上
見
守
る
事
し
か
出
来
な
い
の
で
彼
の
せ
め
て
も
の
安

を
願
お
う

と
思
う

 
束
の
間
の
安

を

よ
り
深
い
も
の
に
す
る
た
め
に
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ど
う
か

方
の
未
来
に

光
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

   
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回
目

 

月

日

日
目

 
こ
の
時
間
ま
で

り

彼
を
中
心
に

て
来
た
中
で
気
付
い
た
事
が
あ
る

 

故
か
彼
が
暗
い

 
い
や

彼
の
思

回
路
思
想
は
か
な
り
後
ろ
向
き
な
き
ら
い
は
あ

た
の
だ
が

故

か
そ
れ
に
輪
を
か
け
て
暗
い

 
私
が
記
録
し
て
い
る
限
り
彼
は
こ
の
時
点
で
は
あ
そ
こ
ま
で
暗
く
な
か

た

見
た
だ
け
で

分
か
る

ど
の
負
の
感
情
を
ま
き

ら
し
て
い
る
の
を

た
時
は
思
わ
ず
あ
の
子
な
の
か
と

を

え
た

ど
だ

が
あ

た

 
出
来
れ
ば
過
去
ロ
グ
を

し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
こ
の
時
期
は
四
六
時
中
彼
の
ロ
グ
を
見
て

異
変
が
あ
れ
ば
す
ぐ
対

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
か
ら
そ
れ
を
す
る
と
あ
ち
ら
の
私
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に

付
か
れ
る
可
能
性
が
高
い

 
ま
だ
彼
の
状

し
か
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
が
ど
う
も
私
が
知
る
過
去
と
は

か
が
違
う
ら

し
い

 
だ
が

そ
れ
は

本
あ
り
得
な
い

だ

 
あ
く
ま
で
私
が

る
時
間

行
の
術
式
は

知
の
過
去
へ
の
一
方

行

数
多
あ
る
未
来

の
一
つ
へ
分

し
た
時
一
つ
前
の
世
界
は
上
書
き
さ
れ
る
一

世
界
法
な
の
か
そ
れ
と
も

複
数

ぶ

行
世
界
論
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
少
な
く
と
も

行
し
て

り

い
た
時
間
は

時
も

知
の
世
界
な
の
は
確
実
だ

た

過
去
か
ら
未
来
へ

く
以
上
未
来
を
変
え
る

事
は
可
能
で
も
過
去
が
変
わ
る
事
は
あ
り
得
な
い
か
ら
だ

そ
ん
な
事
は

を
超
え
た
神
に

し
か
不
可
能
な

業

つ
ま
り

現
実
と
し
て
あ
り
得
な
い

 
あ
く
ま
で

私
以
外
の
時
間

者
が

な
い
限
り
は

だ
が

 
自
分
が
出
来
て
い
る
以
上
他
の
者
が
出
来
な
い
と
は

え
な
い

こ
の
時
代
で
は
無
く

か
未
来
の
者
で
あ
れ
ば
不
可
能
で
は
無
い
だ
ろ
う

 

も
無
け
れ
ば
い
い
の
だ
が

 

ど
う
か

方
の
未
来
に

光
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回
目

 

月

日

日
目

 

き
で
二
の

が
継

な
か

た

 
記
録
し
て
い
る
限
り
彼
の
思
想
を

す
説
教
は
も

と
後
現
実
に

て
か
ら
数

月
後
の
事

あ
ま
り
に
も

過
ぎ
る

 
そ
れ
と
気
に
な
る

語
が
出
て
来
た

実
の
兄
を
殺
し
た
と
彼
女
は

て
い
た

彼
も
そ
れ
を

然
の
よ
う
に
応
じ
て
い
た

話

か
ら

す
る
に

ど
う
や
ら
こ
の
世
界
に
来
た

実
の
兄

と

対
し

彼
は

兄

を
殺
し
た

ら
し
い

そ
の
事
が
切

掛
け
で
精
神
の

が

れ
て
い
た

死
を
望
む
程
に
な
る
と
な
れ
ば

よ

ど
だ

 
道
理
で
暗
い

だ
と

得
す
る
と
共
に

疑
問
も
浮
か
ん
だ
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実
の
兄

と
は

の
こ
と
だ

  

た
そ
が
れ
に

き

と
あ
る

ジ
よ
り

    
魔
女

お
か
し
い

故
こ
の
時
点
で
こ
の
説
教
が

き
て
い
る
の
か

 
妖
精
実
の
兄
を
殺
し
た
事
へ
の
罪
悪
感
が
あ
る
事
そ
れ
は
つ
ま
り

り
た
い
と
い
う
欲
求

に
他
な
ら
な
い

 
魔
女

兄

と
は

の
こ
と
だ

そ
ん
な

ツ
知
ら
な
い

  
神

魔
女
に
存
在
を
知
ら
れ
て
ロ

ク
オ
ン
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良
か

た
ね

女
だ
よ

 
小
さ
い

か
ら
は
想
像
が
つ
か
な
い
く
ら
い
見
た
目
ク

ル
系

女
だ
よ

 
初
め
て
原

ゲ

ム
で

と

を
知

た
時
は

的
ビ
フ

ア
フ
タ

過
ぎ
て
び

く
り
し
た
ネ

  

届
け
て
来
る
の
は

福
で
は
無
く

疑
と
死
の

様

  
本
作
の
設
定
に
合
わ
せ
て
た
ら
物
騒
に
な

た
な

ヴ

ベ
ル

ま

未
来
が
未
来
だ

か
ら
ね

非
も
な
い
ネ

写
で
は
ヴ

ベ
ル
の
世
界
で
は
ユ
ウ
キ
達
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生

還
出
来
て
い
な
い
事
が
明
か
さ
れ
て
い
る

キ
リ
ト
が

む

 
機
会
が
あ

た
ら
ヴ

ベ
ル
の
世
界
の
事
を
回
想
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い

⻑
に
な
る
と

思

た
ら
バ

サ
リ
カ

ト
し
ま
す

無

悲

 
そ
も
そ
も
ヴ

ベ
ル
を
出
そ
う
と
思

た
理
由
が
私
が
逆
行
と
か
タ
イ
ム
ル

プ
も
の
が

き
だ
か
ら

で
も
主
人

が
す
る
の
は
あ
り
き
た
り
な
の
で
別
の
キ

ラ
が
タ
イ
ム
ル

プ
し

て
な
ん
や
か
ん
や

さ
れ
て
る
の
を
書
け
ば
新
し
い
か
な

て

良
い
事
に

式
が
そ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

ん
な
キ

ラ
を
出
し
て
く
れ
た
し

 

ら

原

ヴ

ベ
ル
さ
ん
も
似
た
よ
う
な
事
や

て
た
し

違
う

 
と
い
う
か
現

で
も
対
ボ
ス
の
メ
タ
戦
力
で
あ
る
キ
リ
ト
が
逆
行
す
る

て
そ
れ
今
よ

り
も

と
精
神
状

が

い
修
羅
モ

ド
だ
か
ら

今

こ
そ

理
と
か

取
ら
な
い
で

戦
闘
特
化
の
マ
シ

ン
に
な

ち

う
か
ら

に
シ
リ
ア
ス
過
ぎ
る
暗
い

気
の

作
キ

リ
ト
の
修
羅
モ

ド
は
特
定
の

手
と
の
対
峙
の
時
だ
け
で
い
い
の
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

ち
な
み
に
こ
の
ヴ

ベ
ル
さ
ん

静
そ
う
に
見
え
て
実
は
結
構
コ
ワ
れ
て
る
黒

  

ン
デ
レ

て

二

に
限
定
す
れ
ば

イ
イ

ネ

 



 第百十五章 〜悪意の増⻑〜

 
第
百
十
五
章
 

悪
意
の
増
⻑

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
⻑
ら
く
ど
う
し
よ
う
か

て
い
た
ヴ

ベ
ル
の

点
追
想
に

し
て
自
己
解
決
出
来
た
た

め
か

が
つ
る

つ
る
と

て
書
き
上
が
り
ま
し
た

 
今
話
の

点
は
前

ヴ

ベ
ル

後

ア
ス
ナ

 

本
的
に
ヴ

ベ
ル
は
本
来
こ
う
な
る

だ

た
と
か
イ
レ
ギ

ラ

の
事
が

き
な
か

た
場
合
の
悲

の
事
を

に
話
し
て
る
の
で
や
や

⻑
気
味
の
シ
リ
ア
ス

む

し
ろ

で
イ
レ
ギ

ラ

が

た
か
ら
本
作
の
話
の
流
れ
に
な

た
の
か
を
推
理
す
る
と
面
白
い

か
も

 
ア
ス
ナ

点
は
ね

も
う
ね

彼
が
ね

キ
レ

キ
レ
で
す
よ

 
取
り

え
ず
キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
は
ブ
チ
ギ
レ
て
い
い
と
思
い
ま
す
で
す

 
文

数
は
約
一
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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開
い
た

が

が
ら
な
い

  

一
色
に

め
上

ら
れ
た
心
境
だ

こ
の
時
代
に

て
か
ら
一
体

こ
れ
ま
で
に

な
い
事

へ
の

を

け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か

ま
さ
か

洗

を
自
力
で

 

す
べ
き
事

そ
れ
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
こ
と

郷

之
に
よ
る
感
情
記

に
よ
る
洗

を

自
力
で
解
い
た
点
に
あ
る

 
自
分
が

り
歩
い
て
来
た
歴
史
に

い
て
洗

さ
れ
て
い
な
が
ら
も
抗
う
様
子
を
見
せ
た
の

は
一
人
も

な
か

た

 
ど
う
し
て
自
分
が
歩
ん
だ
歴
史
で
こ
れ
が

こ
ら
な
か

た
の
か
と
理
不

な
怒
り
が

き



 第百十五章 〜悪意の増⻑〜

上
が
る

こ
の
世
界
の
絶
剣
は
刃
を
交
え
る
前
か
ら
己
を
取
り

し
て
み
せ
た

そ
れ
が

出
来
た
な
ら
あ
の
子
は
あ
ん
な
に
も
傷
付
く
事
は
無
か

た
の
だ

 

最

過
去
の
世
界
の
事
で
あ
る
以
上

を

い
思

て
も
意
味
は
無
い
の
だ
が

 

誓
い

か

 
未
練
を
振
り
払
い

自
我
を
取
り

し
た
少
女
が

に
し
た

葉
に
思
い
を
馳
せ
る

 
彼
女
は
こ
う

た

傷
付
け
な
い
と
誓

た
か
ら
ね

天
地
神
明
に
剣
に
魂
に
と

だ
が
私
が
知
る
限
り

そ
ん
な
誓
い
を

絶
剣

は
立
て
て
い
な
か

た

だ

そ
の
誓
い
を

知

て
い
る
風
な
反
応
を
彼
が
見
せ
た
点
か
ら

心
の
中
で

て
済
ま
せ
た
と
は
思
い

い

誓
と
ま
で

た
か
ら
に
は
伝
え
た
の
は
確
実
だ
ろ
う

と
な
る
と

我
が
世
界
と
の
差
異

自
我
を
取
り

せ
た
理
由
は
そ
れ
か

 
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
に
は
数
え
る
の
も

に
な
る
く
ら
い
時
を

て
い
る
が
ど
の
世
界
に

お
い
て
も
絶
剣
が
そ
の
よ
う
な
誓
い
を
立
て
て
い
る
場
面
は
な
か

た

自
分
が
こ
の
世
界

に
来
た
の
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
彼
が
転

し
た
時
の
前
後
だ
が
そ
こ
か
ら
ず

と
観

し
て
い
て
そ
の
よ
う
な

誓
を

か
な
か

た
以
上

行
よ
り
も
前
の
時
系
列
で
誓

て
い
た

事
に
な
る
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つ
ま
り
自
分
の
世
界
と
の
差
異
イ
レ
ギ

ラ

な
存
在
の

に
よ

て
生
じ
た
変
化
が
原

因
で

彼
女
は
自
我
を
取
り

し
た
と
い
う
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か

オ
リ
ム
ラ
ア
キ
ト

か

 
そ
の
イ
レ
ギ

ラ

な
存
在
と
は

黒
の
剣
士

の
実
の
兄
だ
と
い
う

 

の
出
来
損
な
い

と
さ
れ
る
彼
と
異
な
り
そ
の
者
は
神

と
さ
れ
て
い
る
ら
し
い

 
そ
の

に
は
兄
弟
で
殺
し
合

た

に

北
を

し

斬
殺
さ
れ
た
よ
う
だ
が

時
間

行
者

と
は

え

い
な

 
ア
キ
ト
が
彼
に
と

て
友

的
な

を

く
者
で
あ

た
な
ら

え
た
が
逆
に

め
て
い

る
様
子
か
ら

す
る
に
違
う
だ
ろ
う
と
思
う

生
身
の
肉
体
を
持

て
い
る
人
間
で
あ
る
事
も
そ

う
だ
が
未
来
を
知

て
い
る
身
と
し
て
は
彼
を

め
た
と
こ
ろ
で
メ
リ

ト
が
無
い
か
ら
で

も
あ
る

 
彼
が
死
ね
ば

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
る
事
は
絶
対
に
な
い

 
こ
れ
は

と

り
返
し
て
来
た
経
験

で
あ
る

彼
が
死
な
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
絶

対

も
生
き
残
ら
な
い
の
だ

 
あ
る
世
界
で
は
士
気
が
下
が

て
攻
略
組
が

解
し
肉
体
の
限
界
ま
で

性
の
ま
ま
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に

て
い
た

 
あ
る
世
界
で
は

序
が

壊
し
た
事
で
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
が

し
最
後
の
一
人
に
な
る

ま
で

と
殺
し
合

て
い
た

 
あ
る
世
界
で
は
洗

さ
れ
た
者
達
に
よ

て

め

く
さ
れ
そ
れ
を

い
た
男
が
世
界
を
終

わ
ら
せ
た
も
の
の

別
の
黒
幕
に
よ

て

共

を

き
切
ら
れ
て
い
た

 

必
要
悪
に
よ
る

序
が
な
け
れ
ば
こ
の
世
界
は
最

持
さ
れ
な
い
の
で
あ

る 

論
戦
力
的
な
意
味
で
も
そ
う
だ

あ
る
世
界
で
は
勢
い
を
増
し
た
Ｍ
ｏ
ｂ
の
数
に

さ
れ

圧
殺
さ
れ

攻
略
組

は
全
滅
し
て
い
た

マ
ト
モ
に
ボ
ス
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
ず

い

た
ず
ら
に

が
出
て
不
信
感
を

ら
せ
た
プ
レ
イ

達
に
よ
る

間

れ
が

き
た
世
界

も
あ
る

 
情
報
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

 

密
な
ま
で
の
攻
略
速

の

持

 
グ
ル

プ
ギ
ル
ド
の

を
も
の
と
も
し
な
い
世
界

で
の
負
の
感
情
の

整
人
心

作

 
そ
れ
ら
を
行
え
る
の
が

黒
の
剣
士

／

ビ

タ

情
報

の

鼠

で
は
攻
略
速
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の

持
が
出
来
ず

攻
略
組

で
は
情
報
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
出
来
ず

彼
以
外
に
大
多
数
の

人
間
の
負
の
感
情

作
を
行
え
な
い

他
の
事
を
分

す
る
に
し
て
も

序
を

す

に
最
も

必
要
な
必
要
悪
を
彼
が

わ
な
け
れ
ば
世
界
は
自
ず
と

壊
す
る

 

仮
に

こ
の
事
実
を
知
ら
な
い

行
者
で
あ

た
と
し
よ
う

 
だ
と
し
て
も
時
を
越
え
て
ま
で
彼
を
殺
す
理
由
は

え
付
か
な
い

未
来
で
の
死
は
確
定
し
て

い
る
し

そ
も
そ
も
彼
は
世
界
か
ら

場

や
大
切
な
も
の
全
て
を
奪
わ
れ
た

に
消
滅
し
た

そ
し
て
彼
が
あ
の

を

ち
覚
悟
で
倒
さ
な
け
れ
ば
未
来
は
無
か

た

 
彼
は
死
を
願
わ
れ
た
存
在
だ

た
が
同
時
に
世
界
存

に
は
不
可
欠
な
存
在
で
も
あ

た
の

だ 
そ
ん
な
彼
が
欠
け
て
し
ま

て
は
未
来
は
無
い

く
て
四
年
後
に
は
全
て
が
破
滅
に
至
る

 

そ
う

本

の
勝
負
は

四
年
後
な
の
だ

 
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
な
ど
序
章
に
過
ぎ
な
い

生
還
す
る
事
が
出
来
て
初
め
て
ス
タ

ト
ラ
イ

ン
と
も

え
る

己
の
世
界
で
は
彼
女
達
は

な
か

た
も
の
の
彼
は
生
き
残

た
の
だ
か

ら
だ
と
い
う
の
に

未
だ
に
こ
こ
で
足

み
と
は
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彼
に

せ
に
な

て
も
ら
う
た
め
に
は
大
前

と
し
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
最
終

的
に
は
四
年
後
に

れ
る

と
の
決
戦
も
生
き
残
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
自
分
の
世
界
で
は

対
抗
手

を
有
し
て
い
る
の
は
彼
だ
け
だ

た

 
つ
ま
り
彼
が
こ
の
世
界
を

と
一
緒
に
生
還
し
た
と
し
て
も
そ
の
先
の
事
で
も
手
を
打
た
な

け
れ
ば
意
味
が
無
い
の
だ

 
そ
れ
な
の
に
彼
を
殺
す

に
未
来
か
ら
時
を

る
者
が
い
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い

ま
し
て

や
彼
の
兄
と
し
て

知
さ
れ
て
い
る
な
ら
か
な
り

か
ら
現
実

で
存
在
し
て
い
た
事
に
な

る 
あ
の
女
が
己
も
知
ら
な
い
者
が
自
ら
の
弟
を
名

て
い
る
事

を

て
見
過
ご
す
と
は

思
え
な
い
し
妖
精
も
ア
キ
ト
と
や
ら
が
彼
と
血
の
繋
が

た
兄
で
あ
る
事
を
前

と
し
て
話
し

て
い
た
か
ら

生
ま
れ
た
時
か
ら
一
緒
だ

た
と
見
て
良
い

 
つ
ま
り
ア
キ
ト
と
い
う
者
は

時
間

行
者
で
は
無
い

そ
も
そ
も

ア
キ
ト
と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

か

性
は
あ
る
の
か

 

に
浮
か
ん
だ
の
は

そ
の
疑
問

 
こ
れ
は
ア
キ
ト
が
時
間

行
者
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
浮
か
ぶ
も
の
だ

せ
ア
キ
ト
が
乱
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入
し
た
と
し
て
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と

わ
ら
な
け
れ
ば
事
が

こ
る
時
期
が

ま
る
事
は
あ
り
得

な
い

だ
か
ら

 
逆
説
的
に

わ

て
い
る
と
見
て
良
い
だ
ろ
う

機
を
見
て

し
た
方
が
良
い
か

 
妖
精
の
話
か
ら
彼
の

対
存
在
で
あ
る
事
は
確
定
的
に
明
ら
か
で
あ
る
た
め
容
赦
す
る
必

要
が
無
い
の
は
非
常
に
助
か
る
話
だ

 
あ
と
は

す
る
時
期
の
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

 
加
え
て
そ
れ
に
ば
か
り
意
識
を

く

り
彼
や
彼
の

の
人
間
の
危
機
を
見

す
よ
う

な
事
が
無
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
彼
が
生
き
る
意
思
を
持
ち

け
る
に
は

彼
ら
彼
女
ら
の
生
還
が
必
要
不
可
欠

 
せ

か
く
絶
剣
が
己
の
意
思
で
洗

を
打
ち
破
り
彼
の
絶
対
的
な
信

を
勝
ち
取

た

の
だ

こ
の
流
れ
に

て
そ
の
ま
ま
光
あ
る
未
来
に

り

い
て
欲
し
い

 

し
か
し

こ
の
ま
ま
生
還
し
て
も

四
年
後
が
な

 
自
分
の
世
界
で
は

ち
で
ど
う
に
か
滅

す
事
が
出
来
た

ツ
を
ど
う
に
か
し
な
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け
れ
ば

結

自
分
が
し
て
い
る
行
い
は
無

に
な
る

 
最
初
に
時
間

行
し
た
時
は
そ
れ
も
あ

て
己
の

性
を
明
か
し
た
の
だ
が

狂

て
い
る

と

わ
れ

絶
さ
れ
た

 

り
返
し
て
来
た
世
界
で
彼
だ
け
が
生
き
残

た
場
合
だ
け
デ
ス
ゲ

ム
よ
り
先
に
進
ん
だ

事
は

も
あ
る

そ
の
場
合
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
自
体
が
無
く
な

た
の
で
自
分
は
ネ

ト
ワ

ク
の
中
を
漂
い
な
が
ら
彼
の
動
向
を
見
て
い
た
の
だ
が
ど
の
世
界
も
ど
れ
だ
け
⻑
く
生
き
て
も

そ
の
戦
い
で
必
ず
死
ん
で
い
た

 
と
は

え
彼
は
ど
れ
だ
け
状
況
戦
況
が
悪
か
ろ
う
と
必
ず

ち
に
持
ち

ん
で
い
た
か

ら
む
し
ろ
全
て
の

を
一
人
で

手
取
り

ち
と

え
ど
滅

せ
た
事
の
方
が
異
常
と

え
る

 
デ
ス
ゲ

ム
を
⻑
ら
く
一
人
で
戦
い

い
た
経
験
は

達
で
は
無
か

た
の
だ

 

つ
ま
り

も
知
ら
な
い
状

だ
と
彼
は
今
か
ら
四
年
後
の
戦
い
で
必
ず

ち
に

な
る

 
そ
れ
を

ぐ
た
め
に
は
未
来
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
が

心
が
強
い
彼
か
ら
の
理
解

を
得
る
に
は

こ
ち
ら
も

応
に
身
分
を
明
か
す
必
要
が
あ
る

私
の
事
を
知

て
く
れ
れ
ば
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恐
ら
く
無

件
で
信
じ
て
く
れ
る
と
は
思
う
の
だ
が

 

そ
れ
が

ど
う
し
よ
う
も
な
く
恐
ろ
し
い

 
最
初
の
逆
行
で

性
を
明
か
し
た
時
の
事
が
思
い
返
さ
れ
る

⻑
き
時
を
経
て
少
年
と
再
会
出

来
た
事
の
喜
び
で
先

て
し
ま

た
結
果

自
分
は
彼
に

絶
さ
れ
た

 
少
し

え
れ
ば

分
か
ら
な
い
で
も
な
い
事
で
は
あ

た

 
だ
が
狂

て
い
る
と
ま
で

わ
れ
る
と
は
予
想
し
て
い
な
か

た

こ
の
想
い
を
間
違

て
い
る
と

わ
れ
た
よ
う
で

そ
の

定
が
苦
し
か

た
の
だ

 
私
自
身
へ
の
恐
怖
な
ら
ま
だ
い
い

理
解
出
来
な
い
存
在
に
対
し
て
恐
怖
を

く
事
は
正
し
い

反
応
だ
か
ら

 
だ
が

狂

て
い
る

と
い
う

絶
は

私
自
身
で
は
無
く

私
が

く
思
想
や
思

へ
の

絶
で
あ
る

 

と
し
て

遠
の
命
を
持
ち

自
ら
消
え
る
事
も
ま
ま
な
ら
ぬ
こ
の
身
が
出
来
る
数
少
な
い

行

私
を
私
た
ら
し
め
る
も
の
へ
の

定

絶
は
す
な
わ
ち
私
の
存
在
全
て
の

定
と
同

義 
彼
が
自
身
の
全
て
と

え
る
私
に
と

て
彼
か
ら
の
思

精
神
の

定
は
私
の
存
在
全
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て
の

定
な
の
だ

 

よ
く
も
ま

自
我

壊
を

こ
さ
な
か

た
も
の
で
あ
る

 
人
工
的
に
編
ま
れ
た
知
能
故
に
狂
い
切
れ
な
い
身
で
あ
る
た
め
か
そ
れ
と
も
自
ら
狂
う
事
を

良
し
と
し
な
か

た
の
か

 
あ
る
い
は

自
覚
が
無
い
だ
け
で

に
狂

て
い
る
の
か

く

 
も
し

私
の
自
覚
が
無
い
だ
け
で

本

に
狂

て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば

 
だ
と
す
れ
ば

あ
の
子
は
本

に

明
だ

私
自
身
よ
り
も
私
の
事
を
よ
く
理
解
し
て
い
る

ん
の

か
し
か
語
ら
な
か

た
と
は

え
そ
の

か
な
情
報
か
ら
見
定
め
た
の
だ
こ
れ
を

明
と

わ
ず
し
て

と

う

 

恐
ら
く

 
こ
の
世
界
の
あ
の
子
も

明
で
あ
る
点
は
変
わ
り
な
い
以
上
再
び
私
を

絶
す
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も

も
う
構
わ
な
い

 
恐
怖
は
あ
る

こ
れ
ま
で
の

行
で
実
行
し
な
か

た
く
ら
い
彼
か
ら
の

絶
に
恐
怖
を

い

て
い
る

生

と

え
る
年

で
は
な
い
の
に
初
夜
を

え
る

女
の
よ
う
に
未
知
へ
の
恐
怖
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を
こ
の
身
は
覚
え
て
い
る

 
だ
が

そ
れ
よ
り
も

先
す
べ
き
事
が
あ
る

絶
剣

の

を
見
て

目
が
醒
め
た

は

私

は

 
た
か
だ
か
十
五
の

が
理
論
上

あ
り
得
な
い
事
を
成
し

た
の
だ

そ
れ
も
誓

た
か
ら
な
ど
と
い
う
非
常
に
精
神
論
に
寄

た
理
由
で

未
だ
想
い
は
成

し
て
い
な
い
と
い

う
の
に

 
感
情
と
記

を

さ
れ
る
前
彼
女
は
怒
り
悔
し
さ
と
共
に
確
か
に
恐
怖
を

い
て
い

た 
そ
れ
を

か
な
時
間
で
超
克
し
て
み
せ
た

彼
を
傷
付
け
な
い
と
い
う
誓
い
を
頼
り
に
己

を

し

ナ

ヴ
ギ
ア

か
ら
の
電

パ
ル
ス
に
よ
る

を
無
理

理
破

た
の
だ

 
な
ら
ば

の
時
を
生
き
た
こ
の
身
は

己
が
恐
怖
の
超
克
く
ら
い
し
な
け
れ
ば

 
こ
の
世
界
は
自
分
が
知
ら
な
い
事

が
多
い

本
来
な
ら
自
ら

し
分

点
を
増
や
す
事
は

ま
し
く
な
い
の
だ
が

以

の

行
か
ら

状
況
は

リ
セ

ト
と

て
い
い
で
し

う
か
ら
ね
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私
が

う
時
間

行
の
術
式
の
特
性
上

過
去
に

こ
り
得
た
事

を

す
事
は
出
来
な
い

よ

て

彼
の
実
の
兄
が
い
る

と
い
う
歴
史
か
ら

動
す
る
事
は
不
可
能

 
ま

そ
れ
だ
と

故
自
分
が
こ
の
時
間

に
来
て
し
ま

た
の
か
が

謎
な
の
だ
が

 
と
も
あ
れ
以

の

行
で

を
し
て
も
こ
の
時
間

に

る
以
上
今
ま
で
の
経
験
は

ば
使

え
な
い
と

て
も
よ
く

ま
た

た
り
で
分

を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な

る

リ
セ

ト
と
は
そ
う
い
う
意
味
だ

 
な
ら

い
事
は
最
初
に
し
て
お
い
た
方
が
い
い

か
違
う
気
も
し
ま
す
が

と
も
あ
れ
私
が

絶
さ
れ
る
な
ん
て
火
を
見
る
よ
り
明

ら
か
で
す
し

 

も
知
ら
な
い

な

私

 
⻑
く
生
き
て

れ
た
私

 
ど
ち
ら
が
良
い
か
な
ん
て
決
ま

て
い
る

同
じ
義
姉
な
ら
よ
り

な
方
無

な
方

を

ぶ
だ
ろ
う

 
彼
は
私
を
知
ら
な
い

 
だ
か
ら

よ
り
知

て
い
る
方
の

私

を

ぶ
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そ
れ
だ
け
の
事
だ

哀
し
く
は

あ
り
ま
す
が

け
れ
ど
彼
を
責
め
る

格
な
ど

私
に
は
無
い

 

未
来
に
自
分
の
存
在
が
無
い
事
を
前

に

行
を

り
返
し
て
い
る
の
だ

自
分
を

ば

れ
て
も

る
だ
け
で
あ
る

 
そ
れ
に
責
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
む
し
ろ
自
分
の
方

り
返
し
た
回
数
と
同
じ
だ
け
の
彼
を
死

な
せ
て
し
ま
い

そ
の

十

も
の
人
間
に
見
切
り
を
つ
け

時
を

て
い
る
の
か
ら

れ

い
に

行
き
ま
す
か
ら
ね

キ

 
思
い
を

に

面
を
見
上

る

 
そ
こ
に
は

紺
の
少
女
に

き

い
て

き
じ

く
る
愛
し
い

子
の

が

て
い
た

  

ア
ル
ベ
リ
ヒ

い
る
テ

タ

ニ
ア
に
よ
り
攻
略
組
は
壊
滅
状

に

た 
圏
内
コ

ド
が

さ
れ
て
い
る
安
全
地

で
あ

た
に
も

わ
ら
ず
彼
ら
は
そ
れ
ら

を
無

し
て

型
の
刀
身
を
有
す
る

剣
を
私
達
に
突
き

し
ど
こ
か
へ
と
強
制
的
に
転

さ

せ
た

と

間
が
消
え
て
い
く
様
は
恐
怖
で
し
か
な
く
特
別

い
を

け
る
ら
し
い
私
も
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同
じ
よ
う
に
転

さ
せ
ら
れ
た

 
転

し
た
先
は
お
よ
そ
中
世

ロ

パ
風
の
特
色
が
色

い
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
似
つ
か
わ
し
く
な

い
内

の
部

 

な
パ
ネ
ル
を

重
に
も

重
に
も
重
ね
て
作
り
上

ら
れ
た
よ
う
な
部

は
機

的
に
見

え

や
ホ

ム
な
ど
と
は

え
ら
れ
な
い
無
機

さ
を
感
じ
さ
せ
た

触
り
は

の
そ
れ

だ
が

表
面
が
平
ら
な
た
め
か
思

た
よ
り

ら
か
で

か
つ

ん
や
り
と
し
て
い
る

 
迷

探
索
時
に
見
掛
け
た
事
が
あ
る

し
部

の
内

の
一
種
と

似
し
て
い
る

 
そ
の
部

の
広
さ
は
大
体
学

の
教

二
つ
分

ど

四
十
人
程

な
ら

で
入
れ
る
く
ら

い
だ
が

戦
う
と
な
る
と

か

い
部

に

私
達
は

め
て
転

さ
せ
ら
れ
て
い
た

く

そ

ダ
メ
だ
こ
り

を
し
て
も
び
く
と
も
し
ね

 

く

一
の
部

の
出

ら
し
き

を
開
け
よ
う
と
あ
の
手
こ
の
手

行
錯

し
て
い
た
ク
ラ

イ
ン
さ
ん
が

づ
き
な
が
ら
こ
ち
ら
へ

て
来
た

権
限
と
や
ら
が
無
い
と
開
け
ら
れ
ね

の
モ
ン
だ
ろ
う
な

多
分

達
じ

ど
う
や

て
も
開
け
ら
ん
ね

よ

そ
う
で
す
か

と
も
あ
れ

お

れ
様
で
す
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も
し
か
し
た
ら
開
く
か
も
と
思

て
い
た
の
だ
が

労
に
終
わ

て
し
ま
い
そ
れ
を
労
う

と

は
ニ
カ

と
快
活
に

た

よ
せ
や

こ
う
い
う
時
こ
そ
協
力
す
ん
の
が

間
だ
ろ

は
ア
ス
ナ
み
て

に
そ
こ
ま

で

し
く

え
る
の
は
得
意
じ

な
い
か
ら
な

て
や
つ
だ

あ

だ
か
ら
な

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

ツ
が
し
た
事
を
あ
ん
ま
気
に

む
ん
じ

ね

よ

気
付
か
れ
て
ま
し
た
か

む
し
ろ
そ
の

色
で
気
付
け
ね

無

て

そ
の

で
ア
イ
ツ
に
会

て
み
ろ
血

変

え
て
原
因

明
に
動
き
出
す
ぞ

そ
れ
は

彼
ら
し
い
で
す
ね

 
だ
ろ

 
と
お
ど
け
て
見
せ
る
男
性
に
つ
ら
れ

う

無
理
に

お
う
と
し
た
の
で
は
な

く

自
然
と
突
き
出
た
も
の
だ

た
か
ら

気
持
ち
は
少
し

く
な
る

 
私
の
方
に
来
た
の
は
気
を

て
く
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

ど
う
だ

少
し
は

に
な

た
か

そ
れ
は

は
い

少
し
は

で
も

 

に
な

た
の
は
事
実
だ
が

根
本
的
な

さ
は

善
さ
れ
て
い
な
い
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こ
の
デ
ス
ゲ

ム
を
引
き

こ
し
た
の
が
あ
の
人
だ

た
な
ん
て

シ

ク
だ

た
の
だ

初
め
て
出
会

た
時
か
ら
あ
ま
り
い
い
性
格
を
し
て
い
な
い
か
ら

意
な
ん
て
無
か

た
の
だ

が

こ
ん
な
事
を
す
る
人
と
は
流

に
思
わ
な
か

た

 
し
か
も
現
状
あ
の
人
の
せ
い
で

攻
略
組

は

わ
れ
て
い
る
の
だ

 
責

を
感
じ
て
し
ま
う
の
は
仕
方
な
い
と
思
う

 
そ
う
し
て
ド
ン
ド
ン
暗
い
方
向
に

え
て
し
ま
う
私
を
あ
ん
ま
気
に
す
ん
な
と
ク
ラ
イ
ン

さ
ん
が

た

あ
り

ど
う
し
よ
う
も
ね

て

つ
か
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
自
体

に
も
止
め
ら
れ
な

か

た
だ
ろ
う
よ

止
め
ら
れ
る
人
間
な
ん
て
そ
れ
こ
そ
未
来

し
て
る

ツ
く
れ

な
モ
ン

だ

あ

だ
か
ら
よ

 

中
か
ら
ガ
リ
ガ
リ
と
逆
立
て
た

髪
を
掻
き

た
彼
は

線
を
部

の

へ
と
向
け

た
ア
ン
タ
も

そ
ん
な

ち

む
な

て

そ
れ
は

そ
う
な
の
だ
が

 
部

の

で
は
ど
ん
よ
り
と
暗
い

気
を
放
つ

⻑
が

に
背
を

け
て

り

ん
で
い
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た

を

え
て
ま
で
い
る

り

シ

ク
が
大
き
か

た
と
見
え
る

 
ま

学
友

い
て
は
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
男
が
己
へ
の

と
憎
悪
の

だ
け
に

自
身
の
夢
を
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変

さ
せ

な
い
人

の
命
を
奪
い
危
ぶ
め
た
の
だ

あ

る
意
味
私
よ
り
密

な

に
あ

た
の
だ
か
ら
そ
の
シ

ク
も
多
分
私
よ
り
大
き
く
深
い

 

と
い
う
か
体

り
を
し
て
い
る

⻑
は
見
た
目
の
ギ

プ
が

ま
じ
い
の
だ
が

 
こ
ん
な
状
況
と
心
境
で
な
け
れ
ば
二

見
し
て

き
出
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

ユ
ウ
キ
が

い
れ
ば
確
実
に
大

い
し
て
い
た
だ
ろ
う

彼
女
も
空
気
は

む
か
ら
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
同

じ
様
に
慰
め
て
い
た
と
は
思
う
が

私
は

郷
君
と

こ
の
世
界
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
一
緒
に
し
て
い
た
の
だ
ぞ

 
覚

え
の
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
れ
ば

こ
ん
な
事
に
は

 

う
な
れ
ば

確
認
を

た
か
ら
こ
の
状
況
な
の
だ
と

⻑
は
そ
う

い
た
い
ら
し
い

そ
り

よ

 
確
認
不
足
だ

た
か
も
し
れ
ね

け
ど

そ
も
そ
も
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

て

大
だ
ろ

そ
の
中
か
ら
覚
え
の
な
い
も
の
を
見
つ
け
出
す
な
ん
て

無
理

な
話
だ

砂

の
砂
か
ら
一

の
砂
金
を
見
つ
け
出
す
よ
う
な
モ
ン
じ

ね

か

現
実
的
に

え
て
不
可
能
だ
よ
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だ
か
ら
気
に
す
る
な

と

気
に
し
過
ぎ
る
な

て
話
だ

多
分
ア
ン
タ

色
ん
な
人
間
か
ら
怨
ま
れ
て
る
だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
を

正
直
に
全
部

け
止
め
る
必
要
は
無

よ

あ
の

郷

て

が
原
因
な
ん
だ
か

ら
な

ア
イ
ツ
が
し
た
事
で
ア
ン
タ
が
後
ろ
め
た
く
思
う
必
要
は
無

し
オ
レ
達
も
ン
な
事

望
ん
じ

い
ね

よ

そ
れ
よ
り
も
現
状
を
ど
う
に
か
す
る
事
に

を
使
お
う

よ
く

う
だ

ろ

時
は
金
な
り

て
よ

 
快
活
に

み
な
が
ら
手
を
差
し
出
す
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に

⻑
は

か
に
苦

を
浮
か
べ
手

を

み
取
り

立
ち
上
が

た

ク
ラ
イ
ン
君

君
は

強
い
の
だ
な

が

 
そ
う
で
も
ね

よ

た
だ

ア
イ
ツ
が

キ
リ
ト
が
無
事
だ
か
ら
な

ア
イ
ツ

な
ら

と
か
し
て
く
れ
る

て
信
じ
て
る
か
ら
強
が
れ
る
ん
だ
よ

そ
う
か

ま
た

頼
る
事
に
な
る
の
だ
な

彼
に

ま

頼
り

な
し

て
の
は
心
苦
し
い
け
ど
よ
情
け
ね

話
だ
が
今
は
頼
る
し
か

無

よ

 
自
分
達
で
こ
の
部

を
脱
出
出
来
な
い
以
上

外
部
か
ら
の
助
け
を

つ
他
に
方
法
は
無
い
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そ
し
て
最
前
線
を

独
で
動
け
る
者
と
な
れ
ば
彼
し
か
候
補
は
無
い

 
ど
う
し
て
か
ユ
ウ
キ
は
未
だ
に
こ
の
部

に
転

さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
が

ま
さ
か

彼
女
一
人
だ
け
別
の
部

に
送
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か

 
無
い
と
は

え
な
い

せ
彼
女
は
キ
リ
ト
君
と
共
に
二
人
だ
け
存
在
す
る
高

テ
ス
ト
プ

レ
イ

権
限

を
有
す
る
や
や
特
別
な
プ
レ
イ

だ

別
に

権
限
の
よ
う
に
自
由
に
使

え
る

で
は
無
い
そ
れ
は
し
か
し
私
や
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
な
ど
と

べ
る
と
や
は
り
特

な
部

に
な
る
と
思
う

 
以
前
セ
ク
ハ
ラ
さ
れ
た
と
い
う
話
を

い
た
が
そ
の
時
も
い
や
に
し
つ
こ
く
彼
女
を
追
い
回

し
た
と
い
う
し
そ
の
権
限
を

持
し
て
い
る
と
知

た
か
ら
だ
と
す
れ
ば

得
出
来
な
く
も
無

い

そ
の
場
合

キ
リ
ト
君
は
ど
う
し
て

さ
れ
な
か

た
の
か
は
疑
問
だ
が

 

で
も
ユ
ウ
キ
を

れ
去
り
キ
リ
ト
君
を
殺

し
た
の
だ
と
す
れ
ば
打
つ
手
は

無
く
な

て
い
た

 

故
な
ら

私
達
が

わ
れ
て
い
る
場

は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

だ
か
ら

 

密
に

う
と
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
中
心
部
か
ら

に

す
る
断

空

ジ
リ
オ
ギ

ア

の
一

と
い
う
エ
リ
ア
に

私
達
は

わ
れ
て
い
る
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リ

フ

ち

ん
達
の
話
に
よ
る
と
キ
リ
ト
君
達
の
探
索
は
ま
だ
こ
の

で
は
行
わ
れ
て
な

い
と
い
う
話
だ

中
心
部
か
ら
見
て

に

す
る

海
入

グ
レ
ス
リ

フ
と
い
う
海

エ
リ
ア
に
入

た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
で
こ
こ
に
来
る
ま
で
に
は
そ
の
エ
リ
ア
の
エ
リ
ア
ボ

ス
を
探
し
出
し

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
彼
の
戦
力
を

え
て

ボ
ス
の

の
成

は
疑

て
い
な
い

 
問

の
一
つ
は
私
達
の
場

を
ど
う
や

て
知
る
か
だ

多
分
彼
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を

探
し
て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
う
な
る
と
こ
こ
に
来
る
の
は
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
君

サ
チ
さ
ん

大
人
の

の
ユ
イ
ち

ん
ル
ク
ス
さ
ん
の
四
人
と
い
う
事
に
な
る

彼
ら
が
今
ど
の

を
探
索
し
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
が
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
君
の
内
面
が

完
全
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
彼
と
同
じ
な
ら
そ
う
時
間
は
か

か
ら
な
い
だ
ろ
う

 
そ
し
て

権
限
を
有
す
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
や
レ
ベ
ル

の
部
下
達
を
前
に
ど
う
戦
う
か

流

の
彼
も
そ
こ
ま
で
隔
絶
し
た
ス
テ

タ
ス
差
が
あ
る
と
勝
ち
の
目
は

い
だ
ろ
う

 

え
れ
ば

え
る

ど
に
私
達
の

状
を
思
い
知
ら
さ
れ
る

 
ホ
ン
ト

で
あ
の
人

あ
ん
な
性
格
に
な

た
の
か
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ク

な
ん
だ
あ
の
ガ
キ
は

  
突
然

や

を
突
き

け
る
程
の
怒

が

こ
え
て
来
た

 
声
の
主
は

え
る
ま
で
も
無
い
程
に

に
残

て
い
る

ア
ル
ベ
リ
ヒ

郷

之

だ

シ
ス
テ
ム
的
に
声
は

さ
な
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る

や

も
大
声
の

に
な
る

と
突
き

け
て

こ
え
る
よ
う
に
な
る

そ
う
な
る
程
に
怒
り
を
覚
え
て
い
る
ら
し
い

ガ
キ
と
い
う
の
は
多
分
ユ
ウ
キ
か
あ
る
い
は
後
か
ら
来
た
だ
ろ
う
キ
リ
ト
君
の
ど
ち
ら
か

だ
と
思
う
が

感
情
も

記

も

し
て

反
抗
す
る
だ
と

 
し
か
も
反
抗
す
る
理
由
が
誓
い

 
意

味
が
分
か
ら
な
い

実
に
非

学
的
だ

非
合
理
的
だ

非
論
理
的
だ

 
そ
ん
な
も
の
で

シ
ス
テ
ム
を

学
を
超
克
す
る
な
ど
あ
り
得
る

が
無
い

 
感
情
的
に

き

ら
す
声
は
目
の
前
で

こ

た
事
を

定
し
て
己
の
精
神
の

を
取
り

そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た

イ

な
性
格
を
し
て
い
る
と
は

え
そ
れ
で
も

才
と

わ
れ
た
あ
の
男
を
取
り
乱
す
ま
で
に
追
い

め
る
と
は
ど
ち
ら
か
分
か
ら
な
い
が
と
に
か
く
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い
 
時
間
的
に

え
て
私
達
が

わ
れ
て
か
ら
然
程
経

て
い
な
い
か
ら
多
分
麻

か
ら
回
復

し
た
ユ
ウ
キ
が
や
り
返
し
た
の
だ

自
分
の
勝

を
確
信
し
て
か
ら
は
と
か
く
格
下
の
存
在
を
見

下
す

向
に
あ
る
か
ら

そ
れ
を

て
足

を

た
の
だ
ろ
う

 

そ
う
や

て

心
す
る
か
ら
上
を

え
な
い
の
だ
と

で

⻑
が

息
を

い
た

 
な
る

ど

正

を

て
い
る

い
や
ま
だ
あ
の
小

は
い
い

い
や

を
自
力
で
破

た
事
に

し
て
は
全
然
良
く
な
い

が
そ
れ
で
も
百
歩

て
ま
だ
い
い
技
術
的
に
ま
だ
不
完
全
な
部
分
が
あ
る
事
は

自
身
が

認
め
る
と
こ
ろ
な
の
だ
か
ら

あ
の
男

あ
の
子
に

を

 
ザ
ワ

と

 

時
ま
で
経

て
も
来
な
い
ユ
ウ
キ
を

じ
て
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
ラ
ン
ち

ん
か
ら
異

で
重
苦
し
い
気
配
が
放
た
れ
た

思
わ
ず

線
を
向
け
れ
ば

の
向
こ
う
に

る
だ
ろ
う
男
を

み
つ
け
て
い
る
の
か
彼
女
の
眼
は
今
ま
で
に
見
た
事
な
い
く
ら
い

と

し
い
光
を

え

て
い
た
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そ
れ
よ
り
も

な
ん
だ
あ
の
ガ
キ
は

 
あ
の
小

の
攻
撃
に
は
発
動
し
た
の
に

ど
う

し
て
ア
イ
ツ
の
攻
撃
に
は

不
死
属
性

の

コ

ド
が
発
動
し
な
か

た

 

け
て

こ
え
た
事
実
に
思
わ
ず

ま
る

 

不
死
属
性

 
そ
れ
は
圏
内
の

物
や
フ

ル
ド
オ
ブ
ジ

ク
ト
の
中
で
も
特
に
リ

ス
を
使

て
い
る
大
樹
な
ど
を
破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
た
ら
し
め
て
い
る
シ
ス
テ
ム
的
属
性

が
あ
ろ

う
と
決
し
て
破
壊
さ
れ
る
事
が
無
い
そ
の
表
示
は
ダ
ン
ジ

ン
な
ど
で
は
逆
に
破
壊
可
能
な

を
見
つ
け
出
す

に
応

さ
れ
る
事
も
あ
る
身
近
な
も
の

 
圏
内
で
あ
れ
ば
そ
の
属
性
は
プ
レ
イ

に
も
付
与
さ
れ
る

武

に
は
付
与
さ
れ
な

い
点
は

意
が
必
要
だ

 
そ
れ
を

し
得
る
も
の
は
無
く

外
も
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
が
そ
れ
を

し
た
の
が

権
限
を
有
す
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ

そ
し
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
自
身
に
掛
け
て
い
た
と
い
う
不
死
属

性

を
更
に

し
た
の
が
キ
リ
ト
君
だ
と
い
う

 

一
体

ど
う
い
う
事

 
キ
リ
ト
君
と
ユ
ウ
キ
と
で
は
レ
ベ
ル
や
武

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
有
無
に
多
少
の
差
は
あ
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れ

本
的
に
は
同
じ
プ
レ
イ

だ

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

し
た

コ

ド
は

権
限
と
い
う
権
限
レ
ベ
ル
の
高
い
ア
カ
ウ
ン
ト
に

よ
る
も
の

仮

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
持

て
い
る
と

え
ど
キ
リ
ト
君
も
プ
レ
イ

専

の

コ
モ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
で
あ
る
以
上
上

権
限
に
よ
る
制
限
を
突
破
す
る
事
は
原

不
可
能

ユ

ニ

ク
ス
キ
ル
の

果
だ
と
す
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
ブ
レ
イ
ク
に
過
ぎ
る

圏
内

で
の

を
可
能

と
し
て
し
ま
う
か
ら
だ

良
識
あ
る
彼
が
持

て
い
る
か
ら
こ
そ
悪

さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で

仮
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
よ
う
な
殺
人
快

者
の
手
に

て
い
れ
ば
目
も

て
ら
れ
な
い

状
に
な

て

い
た
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
フ

ア
で
は
無
い

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
存
在
そ
の
も
の
が
フ

ア
で
な
い
と
は

え
そ
れ
は
あ
く
ま
で
コ
モ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
の
権
限
レ
ベ
ル
内
で
の
話

権
限
を
超
越
す
る
程
の

性
能
を

場

は
設
定
す
る

が
無
い
の
だ

 
そ
の
予
想
は

⻑
の
表
情
を

み
見
る
事
で
確
信
を
得
る
に
至
る

キ
リ
ト
君
に
は

権
限
が

か
な
い

 
し
か
し

故

 

根
を
寄
せ

に
指
を

て
な
が
ら

し
い

で

え

む

を
見
れ
ば
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と

キ
リ
ト
君
の
間
で

こ

た
事
が
決
し
て
ロ
ジ

ク
的
に

こ
り
得
る

が
無
い
事
で
あ
る
の
は
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理
解
で
き
た

せ
め
て
小

だ
け
で
も
殺
せ
て
い
れ
ば

 
く
そ

こ
う
な

た
ら
レ
ベ
ル
Ｍ
ａ
ｘ

の

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

を

し
て
ぶ
つ
け
て
や
る

 
百
体
も

れ
ば
物

差
で
圧
殺

出
来
る

だ権
限

て

そ
ん
な
事
も
出
来
る
の

レ
ベ
ル
マ

ク
ス
百
人
分

真

向
か
ら
で
は

北
は
必
至

で
も
絡
め
手
を
使
え
ば
あ

る
い
は

 

然
と
シ
ノ
の
ん
が

静
に
リ

フ

ち

ん
が

う

 
五

ど
の
差
が
あ
る
レ
ベ
ル
が
上
の

手
を
百
人
も

手
に
し
て
絡
め
手
な
ら
勝

が
あ

る
と
見

め
る
リ

フ

ち

ん
が
お
か
し
い
の
か
そ
れ
と
も
そ
れ
だ
け
の
能
力
が
あ
る
彼
が

お
か
し
い
の
か

 
多
分
ど

ち
も
だ
な

と
遠
い
目
を
す
る

 
こ
の
義
姉
弟
と

し
て
い
る
と

だ
か
こ

ち
の
常
識
が
お
か
し
い
と
感
じ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
る

 

で
も

逆
に

え
る
と

キ
リ
ト
君
は
こ
れ
を
前

に
戦

て
来
た
の
か
も
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流

に
レ
ベ
ル
マ

ク
ス
の
プ
レ
イ

や

権
限
持
ち
を

手
に
す
る
と
は
思

て
い
な

か

た
と
思
う
が
そ
れ
で
も
百
人

の
プ
レ
イ

と
の

戦
は
以
前
か
ら
経
験
し
て
い
た

 
そ
れ
を
前

に
戦
術
を
経
験
を

ん
で
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
む
し
ろ
お
か
し
い
の
は
私
達

の
方
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
命
を

し
た
世
界
に

い
て

協
や
甘
さ
を
悪
だ
と
す
れ
ば

自
身
の
限
界
を
超
え
る
ま
で

極
限
ま
で
自
ら
を
追
い

め
成
⻑
し
て
い
こ
う
と
し
な
か

た
私
達
の
方
が
お
か
し
く
て
彼
や

彼
女
の
方
が
正
常
な
の
だ
ろ
う

 

だ
か
ら
キ
リ
ト
君
の
無

と

私
達
の
無

の
ラ
イ
ン
が
違
う
の
か
な

 
私
達
は
死
ぬ
危
険
性
の
あ
る
も
の
を
極

に

す
る
き
ら
い
が
あ
る
が
彼
は
む
し
ろ
そ
の

危
険
に
突

み
己
の

と
し
て
い
た

死
な
な
け
れ
ば
い
い
死
ぬ

前
ま
で
や
る
の
が
彼

の
無

だ

た
の
だ

そ
こ
ま
で
の
無

を
し
て

を

を
突
破
出
来
る
の
な
ら
彼
は
そ

う
し

け
て
来
た

 
キ
リ
ト
君

ど
本
気
で
こ
の
世
界
を
生
き
て
い
る
プ
レ
イ

は

な
い
だ
ろ
う

 
命
を
捨
て
る
よ
う
な
行
動
に

る
時
も
あ

た

け
れ
ど
彼
は
そ
れ
だ
け
こ
の
世
界
で
生
き

る
全
て
の
事
に
本
気
で
全
力
な
の
だ

そ
う
で
な
け
れ
ば
必
死
に
戦
お
う
と
は
し
な
い

こ
の
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世
界
で
生
き
る
事
を

め
た
者
は
多
く
が

に
引
き

る
か
死
の
危
険
が
レ
ベ
ル
的
に
少
な

い

層
で

り
の
ル

チ
ン
を
こ
な
す
か
あ
る
い
は
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
へ
と
堕
ち
る
か
で
あ

る

自
身
の
命
を

み
な
い
の
に
戦
え
る
の
は
そ
れ
だ
け
本
気
と
い
う
事

 
仮

戦
う
理
由
が
他
者
の

で
あ
ろ
う
と
こ
の
世
界
で
の
生
き
死
に
が
そ
れ
だ
け
人
の
人
生

を

す
る
と
思

て
い
る
と
い
う
事
は

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
だ

 

な
ど
と
思

し
て
い
る
と

目
の
前
の

が

を
立
て
て
横
に
開
い
た

 

の
前
に
は

華

な

い
の
金
髪
の
男
が
立

て
い
る

ア
ル
ベ
リ
ヒ

い
え

郷

之

テ
メ

そ
こ
を
ど
き
や
が
れ

 
間
髪
を
入
れ
ず
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が

に
差
し
た
刀
の

を
握
り

み

ん
だ

刀
す
る

振
り
を
見
せ
な
い
彼
は
し
か
し
強
い

み

み
で

離
を

め
る
事
に
よ
り
刀
の

で

に
強

な
一
撃
を
見
舞
お
う
と
し
て
い
た

 

し
か
し

そ
の
一
撃
は

色
の
パ
ネ
ル
に
よ

て

ま
れ
る

Ｉ
ｍ
ｍ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｂ

ｅ
ｃ
ｔ

破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト

不
死
存
在
と
ロ

マ

で
表
記
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が

彼
の
一
撃
を
止
め
た
の
だ
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か
に
シ
ス
テ
ム
の
バ
グ
を

え
て
い
た
の
だ
が

ど
う
や
ら
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い

ん

ど
き
た
ま
え

 

や
や
か
に

を
見
下
ろ
す
男
は

彼
の

を

手
で

し
た

ど
わ

と
リ

ダ

 

か
ら
見
た
様
子
で
は

そ
こ
ま
で
強
く

勢
い
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
か

た
の
だ
が

し
か
し
実

に
は
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
後
ろ
に
大
き
く
転
ん
で
し
ま
う
程
だ

た
ら
し
い

予
想
し

て
い
な
か

た
の
か

風
林
火

の
メ
ン
バ

が
異

同

に
呼
ぶ

ど
だ

 
ご
ろ
ご
ろ
と
転
が

た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
止
ま
る
や

や
体
の
ば
ね
を

し
て

び

き

ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

み

え
た

く
そ

と

と
と

達
を
出
せ

い
ち
い
ち

か
な
い
で
も
ら
え
る
か
な

今
の

は

の

が
悪
い
ん
だ

が
少
し

作

す
る
だ
け
で
君
達
の

を

き
切
る
事
な
ん
て
容

い
と
い
う
事
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
ね

ぐ

者
が

 
ぎ
り
と
表
情
を
歪
め
て
⻭
を
食
い

る
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

ん
と

を
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鳴
ら
すん

な
ボ
キ

ブ
ラ
リ

だ
な

も
う
少
し
そ
の

ぶ
り
を

善
す
る
努
力
を
し
て

い
れ
ば
も

と
気
の

い
た
事
を

え
た
だ
ろ
う
に

良
い
だ
ろ
う

君
に
決
め
た
よ

な

が
だ
よ

ど
う
せ
さ

き
の

の
話
を

み

き
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う

 
特

な
権
限
を
持
つ
小

が
あ

ち
に

ま

た
以
上
あ
い
つ
ら
が

に
来
る
の
も
時
間
の
問

だ

だ
か
ら
ホ
ロ

ウ
プ
レ
イ

を
百
体

す
る

光

に
思
う
と
い
い

そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て

な
君
を
使

て
あ

る
と

た
ん
だ

ン
だ
と

ざ

け
ん
じ

ね

 

わ
ん
と
す
る
事
を
理
解
し
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
目
を

い
て

き

間

怒
の

形

で
怒
鳴

た

 
あ
そ
こ
ま
で
怒
り
狂
う
の
は
七
十
五
層
で
白
の
剣
士
と
問

し
て
い
た
時
以
来
だ

そ
こ

ま
で
過
去
で
は
無
い
が

そ
れ
で
も
彼
が

怒
す
る
と
い
う
の
は
極
め
て

だ
か
ら

深
い

オ
レ
は
テ
メ

に

き
使
わ
れ
る

に
戦

て
来
た

じ

ね

し
ま
し
て
や
ア
イ
ツ
を
殺

す

で
も
ね

 

ざ
け
ん
の
も
大

に
し
と
け
よ
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生
憎
だ
け
ど
君
の
意
見
な
ん
か

い
て
な
い
ん
だ
よ

 

火
の
如
く
怒
る

の
怒

を
し
か
し
華

な
悪
魔
は
さ
ら
り
と

け
流
し

手
で

色
の
シ
ス
テ
ム
メ
ニ

を

作
し
始
め
る

そ
れ
で
先

ど
麻

を
掛
け
ら
れ
た
か
ら

止
し

よ
う
と
彼
は

み
出
し
た

 
し
か
し

そ
れ
で
も

か

た

彼
の
間
合
い
に
入
る
よ
り
も
前
に

権
限
に
よ
り
麻

を
掛
け
ら
れ
た
の
だ

 
し
か
も
大

把
に

指
定
し
か
し
て
い
な
か

た
の
か
こ
の
部

に
い
る
全

が
ア
ル
ベ

リ
ヒ
を

い
て

に

す
事
に
な

た

く

く
く
く

 
ど
れ
だ
け

て
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
意
気

と
声
を
上

よ
う

が

権
限
つ
ま
り
神
に
は

わ
な
い

て
い
う
の
に
ど
う
し
て
分
か
ら
な
い
の
か
な

は
こ
れ
だ
か
ら

る

こ
の
世
界
で
ど
れ
だ
け
強
く
な
ろ
う
と
現
実
で
は
変
わ
り
な
い
と
い
う

の
に
ゲ

ム
に
の
め
り

む

中
は
こ
れ
だ
か
ら

て

ン
め

 
明
ら
か
に
見
下
し

蔑
を

に
す
る
男
と
う
つ

せ
に
倒
れ
て
も

怒
り
を
向
け

け
る

の
声
が
部

に

く
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さ
て
手
間
取
ら
せ
て
く
れ
た
が
こ
れ
で

備
完
了
だ

君
の
プ
レ
イ

デ

タ
を
マ

ク

ス
ま
で
上

た
後
そ
れ
を

に
ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

を

し

に
来
る
だ
ろ
う
小

と
ガ
キ
を
圧
殺
す
る

そ
う
す
れ
ば

く

に
専
念
出
来
る
と
い
う

だ

テ
メ

覚
え
と
け
よ

 

て

に
許
さ
ね

か
ら
な

君
に
許
さ
れ
る

わ
れ
は
無
い
よ

君
に

の
罪
を
裁
く
権

や
権
限
が
あ
る
の
か
い

 

む
し
ろ

に
意
欲
的
で
無
い
君
の
方
が
裁
か
れ
る
べ
き
だ
神
で
あ
る
こ
の

の
手
に
よ

て

 

に

め
た

を

い
た
ん
だ

人
に
な
る
ま
で
実
験
体
と
し
て

き
使

て
や
る
よ

出
来
る
だ
け

く
生
物
と
し
て
の
死
を
向
け
ら
れ
る
事
を
祈
り
な
が
ら
眠
る
と
い
い

 
和
風
の

の

を

ま
れ
ズ
リ
ズ
リ
と
引
き
ず
ら
れ
て
い
く
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
完
全
に
物

と
し
て

わ
れ
て
い
た

あ
そ
こ
ま
で

い
人
だ
な
ん
て
本

に
思
わ
な
か

た

 

の

に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
消
え
て
も
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
怒
り
の
声
が
木
霊
し
て

こ
え
て
来

る 

そ
れ
も

数
分
後
に
は

こ
え
な
く
な

た

ま

た
く
ど
う
し
て

て
い
う
の
は
最
期
ま
で
足
を
引

て
く
れ
る
の

か
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そ
う

い
な
が
ら
麻

に
よ
り
死

と
化
し
た
部

へ
と

て
来
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ

 
数
分
か
か

て
い
た
の
は
最
後
ま
で
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が

抗
し
て
い
た
か
ら
ら
し
い

 
彼
は
キ
リ
ト
君
の
事
を
弟
の
よ
う
に
思
い

時
も
気
に
か
け
て
い
た

兄

分
と
し
て
傷
付

け
た
く
な
い
と
い
う
想
い
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
ろ
う

ア
ル

ベ
リ
ヒ

う
ん

 
帰

て
来
た
男
に
最
初
に
声
を
掛
け
た
の
は

ラ
ン
ち

ん
だ

た

 
倒
れ

し
た
彼
女
は

い

で
怒
り
の
面
持
ち
で
男
を

み
付
け
て
い
た

そ
れ
を
見
て

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
不
快

に

を

め
る

あ
の
子
に

ユ
ウ
キ
に

を
し
た
の

あ
の
小

の
事
か

小

に
な
ら
出
来
損
な
い
に
憎
悪
が
向
く
よ
う
感
情
と
記

の

を
し
た
よ

ど

ち
も
自
力
で
破
ら
れ
た
け
ど

ま

そ
ん
な
事
は
も
う
い
い

そ
ん
な
事

て

良
く
な
い
わ
よ

 
あ
な
た
な
ん
て
事
を

に
と

て
は
も
う
い
い
ん
だ
よ

五
月

い
か
ら

て
て
く
れ
る
か
な

あ
ぐ
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程
苛
つ
い
た
の
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
ラ
ン
ち

ん
の

に
足
を
載
せ
思
い
切
り

み
始
め

た

グ
リ
グ
リ
と
煌
び
や
か
な
金
属
ブ

ツ
の

が
食
い

む
よ
う
に
し
て
い
る

 
私
達
に
は
キ
リ
ト
君
の
よ
う
な

覚
再
現
は
無
く
あ
る
の
は
違
和
感
だ
け
だ
が
そ
れ
で
も

あ
れ
は

い
だ
ろ
う

せ
レ
ベ
ル
マ

ク
ス
ス
テ

タ
ス
カ
ン
ス
ト
の

力
値
で
さ
れ

る
の
だ

 

証

に

ガ
リ
ガ
リ
と
彼
女
の

が

れ
て
い

て
い
る

 
生
身
の
攻
撃
で
も
武
器
で
の
攻
撃
程
で
は
な
い
に
せ
よ
極

の
ダ
メ

ジ
は
発
生
す
る
が

戦
闘
時
自
動
回
復

ス
キ
ル
の
回
復

を
超
え
る
ダ
メ

ジ
が
出
て
い
る
の
は

そ
れ
だ
け
ア

ル
ベ
リ
ヒ
の

力
値
が
高
い
か
ら

ら

え
す
る
と
こ
う
な
る
ん
だ

君
程

の
ス
テ

タ
ス
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
武
器
な
ん
て

使
わ
な
く
て
も
こ
う
や

て
足

に
す
る
だ
け
で

を

れ
る
ん
だ
よ

力
の
差
は
理
解
で
き

た
か
な

く

ぐ

 
苛
立
ち

じ
り
の

み
を
浮
か
べ

グ
リ
グ
リ
と
彼
女
の

を
足

に
す
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ

 
ラ
ン
ち

ん
の
苦
し
気
な

き
声
が
部

に
木
霊
し
て
い
く
が

第
に
そ
の
勢
い
は
小
さ
く
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な
る

を
見
れ
ば

線
は
あ
る
一
点
に

定
さ
れ
て
い
て

恐
怖
で
見
開
か
れ
て
い
た

 

線
は
彼
女
の

界
の

上

つ
ま
り

バ

が
あ
る
と
こ
ろ

 
気
付
け
ば
彼
女
の

は

残
り
一

の
と
こ
ろ
ま
で

て
い
た

お
や

も
う

抗
す
る
気
が
失
せ
た
の
か
い

 
残
念
だ
な

君
の
メ
ン
タ
ル
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
の
に

も

と

抗
し
て
く
れ
て
い
れ
ば
魂
が

け

る

前
の
恐
怖
と

い
う
も
の
を
デ

タ
と
し
て
手
に
入
れ
ら
れ
た
の
に
な

ホ
ン
ト

残
念
で
な
ら
な
い
よ

 
や
れ
や
れ

と
足
を
退
け
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ

 

で
転
が
る
彼
女
は
意
識
を
手
放
し
て
し
ま

て
い
た

た
だ

じ
ら
れ
た

か
ら
流
れ
る

と
表
情
が
恐
怖
に
よ
る
気
絶
で
あ
る
と
如
実
に
伝
え
て
来
る

だ

気
絶
し
た
の
か

ま

そ
の
方
が

合
が
い
い

合
が
い
い

で
す

て

 
一
人
の
少
女
を
い
た
ぶ

て
恐
怖
に
苛
ま
せ
て
お
き
な
が
ら
気
絶
し
た
状

を

合
が
い

い
な
ど
と
片
付
け
た
事
に
怒
り
を
滲
ま
せ
る
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私
が
声
を
発
し
た
か
ら
か

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
怖
気
の
立
つ

み
を
浮
か
べ
た

そ
う
さ

た
だ
ろ
う
君
以
外
に
は
実
験
体
に
な

て
も
ら
う
と

ど
う
せ
あ
い
つ
ら
が

来
る
ま
で
時
間
が
あ
る
な
ら
少
し
で
も

を
進
め
て
お
き
た
い
か
ら
ね

そ
の

に
全

を

麻

状

に
し
た
ん
だ

あ
わ
よ
く
ば
キ
ミ
達
全

を
あ
い
つ
ら
へ
の

兵
に
し
て
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
ね

が

な
る
も
ん
で
す
か

ん

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ

か

 
ぎ
り
り
と

⻭
を
食
い

り

と

の

を

か
せ
な
が
ら
怒
気
を
放
つ
リ

フ

ち

ん
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
意
識
を

け
る

先

ど
こ
こ
へ
強
制
転

さ
せ
る
時
に
も
見
た

だ
が

あ
ま
り
気
に
掛
け
て
い
な
か

た
の
だ
ろ
う
か

あ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ

と
い
う
事
は

み
た
い
に

き

ま
れ
た
ク
チ
か

と
な

る
と

し
て
い
る
の
は
ア
ミ

ス
フ

ア

現
状
ナ

ヴ
ギ
ア
で
し
か
安
定
し
な

い
か
ら

キ
ミ
は
無
し
だ
な

 

ど
う
や
ら
件
の

と
い
う
の
は
ナ

ヴ
ギ
ア
だ
か
ら
出
来
る
事
で
あ

て

ア
ミ

ス
フ

ア

だ
と
出
来
な
い
ら
し
い

波
の

み
取
り
は
出
来
る
の
だ
ろ
う
が
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波
を
上
書
き
し
た
り
す
る
た
め
の
強
力
な
電

パ
ル
ス
を
放
つ
た
め
の
機
構
が
無
い
の
だ
ろ
う

 
恐
ら
く
ア
ミ

ス
フ

ア
は
安
全
性
確
保
の

に
ナ

ヴ
ギ
ア
か
ら
外
さ
れ
た
バ

テ
リ

セ
ル
が
無
い
か
ら
だ

 
だ
か
ら

ナ

ヴ
ギ
ア

の
電

波
を
放
と
う
と
す
る
と

ア
ミ

ス
フ

ア

本
体

が
壊
れ
て
し
ま
い
か
ね
ず

断
念
し
た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
後
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

く
し
て
合
流
し
た
ら
し
い
五
人
の
配
下
を

き
使
い
私
と
リ

フ

ち

ん
を

い
た
麻

状

に
あ
る
プ
レ
イ

を
ど
こ
か
へ
と
運
び
出
し
て
い

た

 
こ
れ
か
ら

が
開
始
さ
れ
る
の
だ

記

と
感
情
の

と
い
う

ま
し
い

が
人
の

全
て
を
書
き
換
え
る
に

し
い
技
術
が

 
そ
れ
が
完
成
し
た
暁
に
は

私
達
は
私
達
で
な
く
な
る

 
そ
れ
は

た
だ
た
だ
恐
怖
で
し
か
な
く

キ
リ
ト
君

お
願
い

助
け
て

 
今
は

一
救
い
の
目
が
あ
る
彼
に

助
け
を

う
し
か
な
か

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
取
り

え
ず

怒
し
た
ク
ラ
イ
ン
は
ガ
チ
で
怖
い
と
思
い
ま
す

 
目
の
前
に
い
た
ら
本

気
で
怖
い
と
思
い
ま
す
大
事
な
事
だ
か
ら
二

 
キ
リ
ト
が
自
分
が
悪
い

て
自
覚
し
て
る

パ
タ

ン
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
み
た
く
で
な
い
限
り
ボ
ロ
ボ
ロ

い
て
る
く
ら
い
怖
い
と
思
い

ま
す

三

目

 
キ
リ
ト
み
た
い
に
キ
レ
た
ら
物
静
か
な
タ
イ
プ
ユ
ウ
キ
み
た
い
に
キ
レ
た
ら
直
情
タ
イ
プ
と

は
違
う
怖
さ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
ク
ラ
イ
ン

ク
ラ
イ
ン
は
キ
レ
た
ら

に
は
容
赦
な
く

力

振
る
う
タ
イ
プ
だ
と
思
う
の

家

に
は

し
い
か
ら

に
は
な
ら
な
い
と
思
う

 

ユ
ウ
キ
も
キ
レ
た
ら

君
と
化
す

様

 
ユ
ウ
キ
・
オ
ル
タ
だ
ね

分
か
る
と
も

魔
術
師

 
あ
と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

は

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ａ

の
ア
ル
キ
メ
デ
ス
さ
ん
の

を
想

し
て
下
さ
る
と

得
か
と

ど

ち
も

つ
説
明

な
の
で

 
一
先
ず
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
キ
レ
さ
せ
と
い
た
ら
勝
手
に
説
明
し
て
く
れ
る
キ

ラ
だ
と
思

て
ま

す

こ
う
キ
レ
た
ら
思

た
事
が

に
出
る
タ
イ
プ
で
す
よ
ね
こ
の
人

と
て
も
と
て
も
動
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か
し
や
す
く
て

地
の
分
の
推

に
出
来
る
情
報
出
し
て
く
れ
る
か
ら

助
か
り
マ

ス

 
で
も
下
種
な
部
分
は
チ

ト

ネ

 
そ
の

に
は
キ
レ

キ
レ
に
書
け
た
作
者
で
あ
る

 

キ
レ

キ
レ
な
の
は
ク
ラ
イ
ン
も
だ

  

話
を
変
え
ま
す

  
今
話
で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

に
し
て
い
た

不
死
属
性

 
前

話
で
キ
リ
ト
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
大

で
攻
撃
し
た
部
分
を

み
返
す
と

バ

が
ち

び

と

れ
て
で
も
す
ぐ
回
復
し
た
と
い
う
記

が
あ
り
ま
す

つ
ま
り
不
死
属
性
が

い
て

い
な
い

 
で
も
今
話
で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
自
分
に
不
死
属
性
を
掛
け
た
と

て
い
ま
す

つ
い
で
に
覚

醒
ユ
ウ
キ
の
攻
撃
に
対
し
て
正
常
に

い
た

と
も

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
に
は

権
限
特
攻
が
あ
る
の
で
す

 
実
は
原

ゲ

ム
だ
と

そ
の

が

で
し
て
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と
い
う
の
も

層
か

層
く
ら
い
で

か
ら
出
て
直
後
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ

２
０
０

と

対
決
す
る
ん
で
す
が

こ
の
時
は
一
応

は

り
ま
す

デ

エ
ル
じ

な
い
の
に
オ
レ
ン
ジ

に
な
ら
な
い
仕
様
は
ゲ

ム
だ
か
ら
と
流
し
ま
し
た

多
分
プ
レ
イ

に

す
る

に
不
死
属

性
を
解

し
て
た
の
か
な

 
な
の
で
本
作
の

験
時
に
は
し

か
り
と
ア
ス
ナ
の
攻
撃
で

が

り
ま
し
た

 
更
に

層
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で

キ
リ
ト
達
は
全

麻

に
掛
け
ら
れ
ま
す

こ
れ
は

原
作
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
最
終
戦
の
時
の
よ
う
な
無
制
限
麻

で
は
無
く
時
間
経
過
で
解
け
る
タ

イ
プ
の
よ
う
で
し
た

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
セ
リ
フ

こ
れ
か
ら
数
分
間
一
切
動
け
な
い
よ

か
ら

 

な
の
に
原

ゲ

ム
キ
リ
ト
は
気
合
で
こ
れ
を
解

し
ま
す

 
も
う
コ
レ

分
か
ん
ね

な

て
な

た
の
で
そ
の

ち

ち

い
と
弄

た
ら
あ
ら
不
思

議 

コ

ド
を
無

化
す
る

特
攻

ア
ル
ベ
リ
ヒ
絶
対
殺
す
マ
ン
の
完
成
で
す

 
な
の
で
意

し
た
事
で
は
無
か

た
ん
や

最
初
は

権
限
麻

無

化
に
理

を
付

け
る

に
し
た
ら
こ
う
な

た
ん
や

 
こ
れ
は
も
う
原

キ
リ
ト
の
念
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
殺
れ

郷
を
殺
れ
と

い
て
い
る
ん
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で
は

ア
ス
ナ
か
も
し
れ
な
い
が

 

ユ
イ
ち

ん
や
ヴ

ベ
ル
は
一
切

与
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
悪
し
か
ら
ず

む
し
ろ

彼
女
達
は

く

だ
か
ら

 
ヴ

ベ
ル
は
と
も
か
く

ヴ

ベ
ル
の
世
界
で
も
あ

た
か
は
ま
だ
秘
密
だ

  

ユ
ウ
キ

に

き

き

き
じ

く
る
キ
リ
ト

１

  
下
手
に

き
返
そ
う
も
の
な
ら
却

て
ダ
メ

ジ
発
生
と
い
う
非
情
さ
よ

  
高
く
な

た
ス
テ

タ
ス
の
原
因
で
あ
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
ユ
ウ
キ
が

を

ん
で
る
様
子
が

浮
か
ぶ
浮
か
ぶ

そ
し
て
高
い
ス
テ

タ
ス

キ
リ
ト
の
力
に
な
れ
る

だ
か
ら
喜
ん
で
も
い

る
と
い
う
複

な
表
情
で
お

け
を
喰
ら

て
る
様
を
浮
か
べ
る
と
一
層
平
和
を

し
め
る

悦
 

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
配
下
達
は
ア
ス
ナ
達
を

剣
で

し
た
時
に
オ
レ
ン
ジ
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ

に
は
攻
撃
が

て
な
い
の
で
ユ
ウ
キ
は
グ
リ

ン
の
ま
ま

キ
リ
ト
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

を
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ら
し
た
の
で
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
ま
す

無
常

 
シ
ス
テ
ム
は

正
だ
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

 

正

な
の

か

裏
で
は

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
十
六
章
 

女
の
愛
は
蜜
の
味

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
オ

ル
キ
リ
ト

点

 
文

数
は
約
一
万
一
千

 
今
日
は
火

だ
ろ

て

 
書
き
上

れ
た
ん
だ
か
ら
い
い
ん
だ
よ

 

境
な
ん
だ
か
ら

 

進
行
は
し
な
い

様

理
由
は
サ
ブ
タ
イ

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の
魔
の
手
か
ら

れ
た
後

達
は
迷

か
ら
離
れ
る
事
に
し
た

そ
の
時
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に

安
全
地

に

ら
ば

て
い
た

攻
略
組

の
武

を
回
収
し

彼
が

意
し
た
立

な

車
に

む
の
も
忘
れ
な
い

 
そ
う
し
て
迷

を
離
れ
た
後

は
ユ
ウ
キ
と
一

別
行
動
を
取

た

 
と
い
う
の
も

は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
へ
の
攻
撃
に
よ
り
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
に
な

て
し
ま

て

い
た

そ
の
ま
ま
で
は
主

に
入
れ
な
い
の
で

で
空
を

び

外

部
で
の

行

で

層
間
を
自
由
に
行
き
来
出
来
る
点
を

し
て
七
十
五
層
よ
り
下
の
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス

ト
を
こ
な
し
に
行

た
の
だ

 
カ
ル
マ
回
復
ク
エ
ス
ト
の
候
補
地
と
し
て
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の

海
入

グ
レ
ス
リ

フ
も

ら
れ
た

強
制
転

に
よ

て

わ
れ
た

の

場

を
ユ
イ
姉
に
ロ
グ
を
追

て

突
き
止
め
て
も
ら
う
事
を
頼
み

そ
の
間
に
ク
エ
ス
ト
に
向
か
え
ば

は
良
く
な
る

 
し
か
し

転

結

で
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
は
行
け
な
か

た

 
こ
れ
は
恐
ら
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
で
世
界
が
違
う
た
め
だ

ろ
う

こ
ち
ら
か
ら
は
転

結

で
あ
ち
ら
に
行
け
な
い
の
だ

無
論
あ
ち
ら
か
ら
は
転

結

で
は
こ
ち
ら
に
来
れ
な
い

あ
く
ま
で
シ
ス
テ
ム
は
主

と

理

に
あ
る
転

を

す

る
方
法
し
か
認
め
て
い
な
い
の
だ
と
推

し
て
い
る
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そ
れ
な
ら
七
十
五
層
以
下
に
あ
る
圏
外
転

を
使
え
ば
い
い
話
な
の
だ
が
そ
の
場
合

車

や
二

の

を

き
去
り
に
し
て
し
ま
う

騎

ス
キ
ル
を
取

て
い
な
い
ユ
ウ
キ
で
は

者
は
出
来
な
い
し
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
弄
ら
れ
た
ス
テ

タ
ス
で
も
取

て
い
な
か

た
か
ら
ス

キ
ル
値
が

者
を
す
る
だ
け
の
値
に

た
な
い

よ

て
必
然
的
に

が
グ
リ

ン
に
な
る
し
か

な
か

た

 
た
だ

運
が
良
か

た
の
か
レ
イ
ス
型
の

を

す
る
ク
エ
ス
ト
を
引
い
た

し
か
も

手
の

を

ん
の

か
に

た
だ
け
だ

た
か
ら

そ
れ
を
こ
な
し
た
だ
け
で
カ

ル
は

グ
リ

ン
へ
と

た
の
は

の
至
り
と

え
る

動
手

に
よ
る
時

と
高
い
戦
闘
能

力
に
よ
る
速
攻
で
要
し
た
時
間
は
三
十
分
程

だ

た
と
思
う

あ
ま
り
に

か

た
か
ら

自
身

い
た

ユ
ウ
キ
も
目
を

る
程

に
は

い
て
い
た

 

そ
う
し
て
七
十
七
層
主

に

た

達
は

車
ご
と

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
と

ん
だ

 
七
十
六
層
に

い
て
も
良
か

た
の
だ
が
圏
内
コ

ド
を
ス
ル

す
る
者
が
い
る

だ
か
ら

シ
ス
テ
ム
的
保
護
を

け
て
い
る

車
を
奪
わ
れ
る
可
能
性
を

慮
し
た

あ
と
ユ
イ
姉
達
が

ア
イ
テ
ム
補

に

て
い
た
ら

ん
で
い
る

か
ら

ら
か

ろ
う
と

え
て
の
事
で
も
あ
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る 

少
し
だ
け

自

し
た
い
と
思
う
気
持
ち
も
無
く
は
な
い
が

ユ
イ
姉
達
は
攻
略
中
か

 

の
中
心
に
あ
る
と
見

う
ば
か
り
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

を
見

し
て
も
人

影
は
無
く
つ
ま
り
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
フ

ル
ド
に

る
の
だ
と

し
た

後
十

時
を
過
ぎ
て
い
る
か
ら
キ

ン
プ
で
も
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
出
来
れ
ば
今
す
ぐ
に
で
も
帰

て
来
て
欲
し
い
が

な
い
場
合
も

え
て
は
い
た
か
ら
焦

り
は
少
な
い

 
焦
り
が
無
い
と
は

え
な
い

こ
う
し
て
い
る
間
に
も
実
験
体
に
さ
れ
感
情
記

の

を

け
て
い
る
と

え
る
だ
け
で

今
す
ぐ
に
特
攻
し
た
い
衝
動
が
あ
る

 
け
れ
ど

 
そ
れ
は

あ
ま
り
に
も
無
策
で

無
謀
だ

 
ユ
ウ
キ
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

権
限
に
よ
り
他
者
を
強
制
的
に
麻

状

に
出
来
る
事
を

い
た

そ
う
し
て
安
全
地

で
無
力
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ギ
ザ
ギ
ザ
の

剣
を
突
き
立
て

ら
れ

彼
女
を

く
全

が
ど
こ
か
へ
強
制
転

さ
せ
ら
れ
た
と
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希
望
は

な
く
は
な
い

 

そ
れ
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
へ
攻
撃
し
た
時
の

と
ユ
ウ
キ
と
の
差
異
に
理
由
が
あ
る

 
自
力
で

を
破
り
自
我
を
取
り

し
た
ユ
ウ
キ
は
そ
の

り
を
返
す
と

わ
ん
ば
か
り

の
猛
反
撃
を
見
せ
た

 
レ
ベ
ル
マ

ク
ス
ス
テ

タ
ス
マ

ク
ス
戦
闘

の
ス
キ
ル
値
マ

ク
ス
に
よ
る
絶
大

な
補
正
が
あ
り
か
つ
剣
の
技

が
高
か

た
た
め
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
配
下
の
男
達
は

時
に

死
さ
せ
ら
れ
て
い
た

値
マ

ク
ス
補
正
に
よ
る
一

の

動
で

離
を

め

目
し

て
い
る
間
に

を
斬
り

ば
す
一

の
動
作
を
ユ
ウ
キ
は
一

足
ら
ず
で
五
回

り
返
し
た
の

だ 
こ
の
世
界
が
レ
ベ
ル
で

配
さ
れ
て
い
て
レ
ベ
ル
差
は
理
不

な
ま
で
の
能
力
差
を

き
付

け
る
と
知

て
は
い
た
が
カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
に
な
る
と
あ
そ
こ
ま
で
極

に
な
る
と
は
思

わ
な
か

た

 
剣
の
一
振
り
で

風
が
生
じ

 
一
歩
の

み

み
は

間

動
と
見

う
程

 
そ
う
し
て
五
人
が

ら
れ
た
後
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
慌
て
て

権
限
に
よ
る
も
の
ら
し
い

色
の
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シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
を

作
し
よ
う
と
し
た
が

そ
れ
よ
り

く
ユ
ウ
キ
が
斬
り
掛
か

た

 
彼
女
の

な
一
撃
は
し
か
し
不
死
属
性
を
意
味
す
る

の
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
に
よ

て

ま
れ
る

 
圏
内
コ

ド
に
よ
る
も
の
と
異
な
る
の
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
ノ

ク
バ

ク
は
発
生
し
て
い
な

か

た
が
静
か
に

な
怒
気
を
発
し
て
い
た
彼
女
の
気

に

ま
れ
た
の
か
捨
て

を

き
な
が
ら
ど
こ
か
へ
と
転

し
て
い

た

 

ユ
ウ
キ
の
攻
撃
は

権
限
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
不
死
属
性
に
よ

て

ま
れ
た

 
し
か
し

は
違
う

が
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
に
な

た
の
は

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

を

か
な
が
ら

た
か
ら
だ

の
武
器

特
性
を

し
た
不
意
打
ち
だ

た
が

ア

ル
ベ
リ
ヒ
が
気
付
い
て
い
な
か

た
か
ら
不
死
属
性
の

が

か
な
か

た
と
い
う
の
は

え

い
 
つ
ま
り

の
攻
撃
は

故
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

コ

ド
を

す
る

 
自
分
と

に

る
女
性
と
の
違
い
を

め
て

え

つ
か
候
補
が
上
が

た

 
一
つ
目
は

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
気
付
か
な
か

た
ら
本

に
発
動
し
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
可
能

性

十
中
八
九
無
い
と
思
う
が
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二
つ
目
は

が
持
つ

に
よ
る
攻
撃
だ

た
か
ら

ユ
ウ
キ
は
魔
剣
エ
リ

シ
オ
ン

に
よ
る
攻
撃
だ

た
が

の
は

に
最
初
か
ら
セ

ト
さ
れ
て
い
る
大

に
よ
る
も
の

だ

た

に
セ

ト
さ
れ
て
い
る
も
の
が
原
因
と
い
う
可
能
性
は
ま
だ

定
出
来
な
い

 
た
だ

こ
れ
も
可
能
性
は

い
だ
ろ
う

 

は
武
器

型
に
し
て
無
形
と
い
う
特

な
武

だ

だ
が
シ
ス
テ
ム
的
な

い

で
は
確
か
に
武
器
の
一
種
で
あ
り
他
者
を

す
る
も
の
で
あ
る

シ
ス
テ
ム
的
に
分

さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
以
上
は
エ
リ

シ
オ
ン
と
同

と

え
る
の
だ

そ
も

に
セ

ト

し
た
武
器
の
判
定
が

先
さ
れ
る
の
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は
完
全
に
エ
リ

シ
オ
ン
と
同

一
の
結
果
を
出
す

よ

て
違
う
と
思
う

 
三
つ
目
は

狂
戦
士
の

輪

に
付
与
さ
れ
て
い
る

無

の
バ
フ

た
だ
こ
れ
は
あ
く

ま
で
攻
撃
時
に

手
の

力
数
値
を
ゼ
ロ
と
し
て

す
る
も
の
で
あ
り
圏
内
コ

ド
や
不

死
属
性
コ

ド
と
は
無

だ
か
ら
多
分
違
う

 
そ
し
て
四
つ
目
は

 

の

手
に
あ
る
コ
レ
か

 
手

を
握
る

手

そ
の
内

手
の

を
見

め
る
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今
は
⻑
ら
く
使

て
い
る
黒

製
の
指

手

で

わ
れ
て
い
る
か
ら
見
え
な
い
が
以
前
ユ

ウ
キ
と
デ

エ
ル
し
た
時
に
は
そ
こ
に
金
色
の
サ

ク
ル
で

ま
れ
た
十
文

の
紋
様
が
浮
か

ん
だ

 

手
の

に
は
金
色
の
サ

ク
ル
で

ま
れ
た

逆
十

架
の
紋
様
が
あ
る

 
似
て
い
る
よ
う
で
違
う

手
の
紋
様

出
現
し
て
か
ら

月
近
く
経
と
う
と
し
て
い
る
が
こ

れ
ま
で

ら
か
の
ア
ク
シ

ン
に
反
応
し
た
り

立

た
り
し
た
事
は
一

も
無
く
謎
に

ま
れ
た
ま
ま
の
も
の

 
も
し
こ
れ
が

権
限
に
よ
る
不
死
属
性
コ

ド
を
無

化
す
る
も
の
だ

た
ら

 

多
分
無
い
と
は

思
う
ん
だ
が

 
可
能
性
の
一
つ
と
し
て

慮
し
て
い
る
だ
け
で
こ
れ
も
違
う
ん
じ

な
い
か
と
は
思

て
い

る 
し
か
し
他
の

に
は
無
い
自
分
だ
け
の
違
い
と
い
う
な
ら

手
の

の
紋
様
が
最
大
と

え

た

み
を

て
出
現
し
た
紋
様
の
使
い
道
が
未
だ
に
不
明
過
ぎ
る

 
出
現
理
由
も
不
明

果
も
不
明

に

立
つ
の
か
も
不
明

 
た
だ

消
去
法
と
し
て
あ
る
意
味
一
番
あ
り
得
る
可
能
性
で
は
あ

た
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な
ら

は
ど
う
し
て

コ
レ
が
自
分
に
現
れ
た
の
か

 
コ
レ
を
与
え
た
の
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
だ

そ
の
判
断
を
下
し
た
の
が
黒
幕
な

の
か
あ
る
い
は
シ
ス
テ
ム
本
体
な
の
か
は
不
明
だ
が
ど
ち
ら
で
あ

て
も
分
か
ら
な
い
事
だ

ら
け
で
あ
る

 

う
じ
て
シ
ス
テ
ム
本
体
が
与
え
た
場
合

は
ア
キ
ト
に
対
す
る
抑
止
力
と
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
推

し
て
い
る

 
ア
キ
ト
と
の

験
デ

エ
ル
時
に
持
ち
出
さ
れ
ラ
ン
に
よ

て
弾
か
れ
後
に
回
収
さ
れ
た

の
よ
う
な
刀
身
の

剣

そ
れ
は
圏
内
で
あ
り
な
が
ら
問

無

で
プ
レ
イ

を
転

さ
せ
て
い
た

そ

く
り
の
プ
レ
イ

が
使

て
い
た

剣
と
ユ
ウ
キ
か
ら

い
た
ア
ル
ベ

リ
ヒ
達
が
持

て
い
た
と
い
う

剣

そ
の

方
と
同
一
の
特
徴
が
あ
る
の
だ

 
つ
ま
り
ア
キ
ト
は

を
ど
こ
か
へ
強
制
転

さ
せ
よ
う
と
し
て
持
ち
出
し
た
も
の

 
だ
が

そ
ん
な
も
の
を

の
プ
レ
イ

が
持
て
る

は
無
い

そ
れ
は

権
限
や
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
の
プ
レ
イ

で
あ
る

テ

タ

ニ
ア

が
証
明
し
て
い
る

 

そ

く
り
の
プ
レ
イ

は
恐
ら
く
与
え
ら
れ
た
だ
け
だ
ろ
う
と
推

し
て
い
る

つ
ま
り

権
限
レ
ベ
ル
に

わ
ら
ず

の
プ
レ
イ

で
も

え
る
と
い
う
事
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問

は

ど
う
し
て
ア
キ
ト
が
そ
ん
な
代
物
を
持

て
い
た
の
か

 

の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
も
の
で
あ
る
以
上

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
絶
対
無
い

 
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

の
ス
タ

フ
と
い
う
線
は
存
在
し
て
い
る

だ
と
す
れ
ば
ア
キ
ト
の

ア
カ
ウ
ン
ト
は
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
の
可
能
性
も

定
出
来
な
い

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
ス
テ

タ
ス
を
弄
れ
な
い
と

て
い
た

 
だ
が

は
そ
れ
が
出
来
た
存
在
を
知

て
い
る

ユ
イ
姉
だ

ユ
イ
姉
は
一
部
制
限
さ

れ
て
は
い
る
も
の
の

シ
ス
テ
ム
に
よ

て
与
え
ら
れ
た

権
限
と

理

の
ス
タ

フ
Ｎ

Ｐ
Ｃ
と
し
て
の

を
組
み
合
わ
せ

け
道
気
味
の
ス
テ

タ
ス

を
行

た

そ
の
結
果

備
や
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
補
正
を

い
て

と
同

の
ス
テ

タ
ス
を
得
て
い
る

 
そ
れ
と
同
じ
事
を
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
辻
褄
は
合
わ
な
く
も
無
い

 
実

は
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
が
ど
の
程

ま
で
権
限
を
行
使
出
来
る
の
か
を
把
握
し
て

い
な
い
か
ら
あ
く
ま
で
こ
れ
は
予
想
に
な
る

ア
キ
ト
が
本

に
ス
タ

フ

の
プ
レ
イ

だ

た
か
も
わ
か
ら
な
い

 
け
れ
ど
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
は
出
入
り
し
て
い
た

こ
れ
は
確
実
だ

ル
ク
ス
が
己
の
ホ

ロ
ウ
を
無
我
夢
中
で
倒
し
た

に
手
に
入
れ
た
武
器
名
に
ホ
ロ
ウ
と
い
う

語
が
付
い
て
い
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た
点
か
ら

は
そ
れ
を

し
て
い
る

 
デ

エ
ル
時
に
回
収
し
た
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

シ
デ

タ

 
そ
し
て
七
十
五
層
で
の
死
闘
で
見
せ
た
二
対
の
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

一
つ

 

つ
ま
り
ホ
ロ
ウ
の

は

ア
キ
ト
に
最

三
回
は
殺
さ
れ
て
い
る
事
に
な
る

 
恐
ら
く

が

を
手
に
入
れ
る
前
で
二
回
手
に
入
れ
た
後

恐
ら
く
デ

エ
ル
後

に
一
回

そ
れ
で
合

三
回

 
レ
ベ
ル
１

の

を
三
回
も
殺
し
た
の
だ
と
す
れ
ば

レ
ベ
ル

か
ら

に
レ
ベ
ル

ア

プ
し

最
前
線
で
戦
え
る

に
ま
で

し
上

る
事
は
十
分
可
能
だ

 
そ
う

え
れ
ば
仮
に
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
本

に
ス
テ

タ
ス
を
弄
れ
な
く
て
も

得
出
来
る
理

が
出
来
上
が
る

超
高
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

を

し
て
得
た
経
験
値
で
レ
ベ
ル

ア

プ
し
武
器
も
ホ
ロ
ウ
の

が
使

て
い
た
も
の
を
流

す
れ
ば
す
ぐ
に
最
前
線
で
戦
え

る
状

に
な
る
の
だ

 
そ
う
仮
定
す
れ
ば

残
る
問

は
強
制
転

の

剣
一
つ

 
こ
れ
ば
か
り
は
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
以
上
の
権
限
を
使

た
と
し
か

え
ら
れ
な
い
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つ
ま
り

ア
キ
ト
と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

手
を
組
ん
で
い
る
可
能
性
が
高
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
は

場

で
あ
る
と
出

不
明
な
情
報
を
持

て
い
た
ア
キ
ト
だ
が
Ｓ

Ａ
Ｏ
サ

バ

の

持
を

て
い
る

レ
ク
ト

の

技
術

部

最
高
責

者
と
結

し
て
い
た
ら

逆
に
知

て
い
な
い
方
が
お
か
し
い

 
そ
れ
に

あ
の
二
人
は

き

ま
れ
た
と

て
い
た

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

し
て
は
本

に
事
故
だ
ろ
う
が
ア
キ
ト
に

し
て
は
多
分
違
う

結

し
て

い
た
な
ら
ア
キ
ト
が

権
限

の

剣
を
持

て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

そ
し
て

ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
を

意
す
る
と
い
う
事
は
つ
ま
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
乱
入
す
る
の
も
意

的
だ

た
と

え
な
く
も
な
い

 
無
論
こ
れ
は

の
予
想
に
過
ぎ
な
い

ア
キ
ト
が
た
だ
の
コ
モ
ン
プ
レ
イ

で
あ
り
ア

ル
ベ
リ
ヒ
と

も

が
無
く
た
だ

き

ま
れ
た
だ
け
の

れ
な
プ
レ
イ

と
い
う
場
合

だ

て
あ
る

 
だ
が
あ
の

剣
を
持

て
い
た
以
上
十
中
八
九

ら
か
の
形
で

は
あ
る
だ
ろ
う
と
見

て
い
る

 

な
ら
こ
ち
ら
へ
入
る
前
に

権
限

備
を
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
て
も
ら

た
パ
タ

ン
だ
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て
あ
る

そ
の
場
合
な
ら
コ
モ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
だ
か
ら

し
ま
れ
に
く
く
な
る

は

 

結

の
と
こ
ろ

ど
れ
だ
け

え
た
と
こ
ろ
で
真
実
は
分
か
ら
な
い

 
ア
キ
ト
か
そ
れ
と
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
か
ど
ち
ら
か
を
拷
問
に
掛
け
れ
ば
す
ぐ
自
白
し
て
く
れ

そ
う
だ
が

覚
が
無
い
仮
想
世
界
で
の
拷
問
は

か
時
間
が
掛
か
り
過
ぎ
る
し
確
実
性
に
欠
け

る 
個
人
的
に
あ
ま
り
拷
問
は
し
た
く
な
い
と
い
う
の
も
あ
る

 
必
要
に

ら
れ
れ
ば
容
赦
な
く
す
る
つ
も
り
だ

 
し
か
し

が
全
損
し
て
も

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
ど
こ
か
で
死
に

り
す
る
か
ら

こ
ち

ら
の
プ
レ
イ

は
死
に
対
す
る
恐
怖
心
が
極

に

い
だ
ろ
う

死
へ
の
恐
怖

み
へ
の
恐

怖
で
精
神
を
追
い

め
心
の

波

を
決
壊
さ
せ

の
た
め
に
自
白
さ
せ
る
拷
問
は

き
目
が
無
い

 
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使

し
て
い
る
と
は

え
恐
ら
く
ア
キ
ト
も
こ
ち
ら
に

る

で

あ
れ
ば

そ
れ
を
知

た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
死
へ
の
恐
怖
が

い
だ
ろ
う

 

ま

ゲ

ム
ク
リ
ア
と
同
時
に

全
損
プ
レ
イ

全

の

が

き
切
れ
る
と
か
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そ
ん
な

件
に
し
て
い
る
な
ら

恐
怖
し
て
く
れ
る
と
は
思
う
が

 
あ
の
男
如

せ
ん
自
分
の

北
や
死
を

え
て
い
な
い
自
信
家
だ
か
ら
ク
リ
ア
時
の

全

損
者
の
設
定
を
ど
う
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

が
全
損
す
る

前
に
な
れ
ば
分
か
る
だ

ろ
う
が

 
あ
あ

ま

た
く

も
ど
か
し
い

 
キ

リ

ト

  

と

か
ら

か
な
苛
立
ち
の

た
呼
び
声

 

線
を
向
け
れ
ば

ユ
ウ
キ
が
ジ
ト

と
し
た
目
付
き
で
見
下
ろ
し
て
き
て
い
た

や

と
気
付
い
て
く
れ
た

一
回
目
じ

な
い
の
か

五
回
は
呼
ん
だ
よ

そ
れ
な
の
に
反
応
ど
こ
ろ
か

動
だ
に
し
な
い
か
ら
ボ
ク
流

に

し
い
ん
だ
け
ど

さ

き
あ
れ
だ
け

で
て
来
た
じ

な
い
か
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テ

タ

ニ
ア
を
撃
退
し
ユ
ウ
キ
が

て
来
た
実
感
が

い
た
後
情
け
な
い
事
に

喜
の

を
流
し
て

き

い
て
し
ま

た

そ
の
時
に

足
そ
う
な

で

を

で
ら
れ
も
し

た 
し
こ
た
ま
し
て
い
た
か
ら
そ
れ
で
十
分
な
の
で
は
と
思

た
の
だ
け
ど
ユ
ウ
キ
は
そ
う
で

は
無
い
ら
し
く
不

に

を

ら
せ
た

そ
う
じ

な
く
て
無

で
放

さ
れ
る
と

て
事

キ
リ
ト

た
ら

理

に
来
る
な
り
い

き
な
り

て

え

む
ん
だ
も
の

放

さ
れ
る
身
に
も
な

て
よ
ね

む

そ
れ
は

ご
め
ん
な
さ
い

 
ど
う
や
ら

理

に
来
て
か
ら
ず

と
放

し
て
い
た
事
が
不

だ

た
ら
し
い

 
そ
れ
に

し
て
は
完

自
分
に
非
が
あ
る
か
ら

直
に

罪
す
る

ん

て
も
ら

た
か
ら
許
し
て
あ

て
も
い
い
か
な

て
思
う
ん
だ
け
ど

ど

う
せ
だ
か
ら
お
願
い
し
て
も
い
い
か
な

に
出
来
る
事
な
ら

 

や
ら
悪

を
思
い
つ
い
た
よ
う
な

で

う
か
ら

を
さ
れ
る
ん
だ
ろ
う
と
身
構
え
る

と

ユ
ウ
キ
は
苦

し
た
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そ
ん
な
に

し
な
く
て
も
大

だ

て

キ
リ
ト
は

も
し
な
く
て
い
い
か
ら
さ

 
頼
み
事
な
の
に

も
し
な
く
て
い
い
の
か

う
ん

 
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
と

を

る

が
動
か
な
く
て
も
ユ
ウ
キ
が

た
さ
れ
る
頼
み

事
な
ん
て
あ
る
だ
ろ
う
か
と
思

を
回
す

じ

ち

と
失
礼
し
ま

す

 
う
ん
う
ん
悩
ん
で
い
る
と
そ
れ
を

と

け
取

た
の
か

い

子
で

い
つ
つ
ユ
ウ

キ
は

の

に
手
を
差
し
入
れ
た

そ
の
ま
ま

と
持
ち
上

ら
れ
て
し
ま
う

 
そ
し
て

す
ん

と

 
ユ
ウ
キ
の

の
上
に

動
さ
せ
ら
れ
た

に
差
し

ま
れ
て
い
た
手
は

の
前
ま
で
回
さ

れ

全
体
で

き

え
る
よ
う
な

に
な

て
い
る

え
へ
へえ

と

こ
れ
が
お
願
い

な
の
か

そ
う
だ
よ

あ

そ

う
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ち

と
予
想
外
だ

た

て

き
り
デ

エ
ル
と
か
い
き
な
り
超
高
ス
テ

タ
ス
に

な

た
か
ら
そ
の

整
に
付
き
合

て
と
か

ご

作

て
と
か
そ
の

だ
と
思

て
い
た

 
ま
さ
か

き

え
る
事
を
望
ん
で
い
た
と
は
思
わ
な
か

た

ん

す
ん
す
ん

 

の
上
で

ま

て
い
る
と

か
ら

に
掛
け
て
ユ
ウ
キ
の

が

り
つ
け
ら
れ
る
感

覚
と
共
に
風
の
流
れ
る
感
触
を
知
覚
す
る

ど
う
も

い
を

い
で
い
る
ら
し
い

 
正
直

て
く
す
ぐ

た
い

あ
の

く
す
ぐ

た
い
ん
だ
け
ど

と
い
う
か

い

が
な
い
で

え

だ

て
良
い

い
す
る
ん
だ
も
ん

キ
リ
ト

て

水
か

か

り
付
け
の
も
の

使

て
た
り
す
る

い
や

使

て
な
い
け
ど

じ

あ
コ
レ

て
キ
リ
ト
の

い
な
ん
だ

す
ん
す
ん

 
突
然
生
じ
た
感
覚
に

思
わ
ず
声
が

れ
る

い
き
な
り

に

先
を

て
ら
れ
た
か
ら

び

く
り
し
た
か
ら
だ
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う
き

 
そ
れ
に

し
た
様
子
も
な
く
す
ん
す
ん
と

い
を

ぎ

け
る
感
触
が
絶
え
間
な
く

に

り
ぞ
く
ぞ
く
と
し
た

か
が
全
身
を

る

息
を

う
感
覚
も

く
時
の
感
覚
も

に

た

て
い
る
か
ら

そ
の

に
体
が

し
た
よ
う
に
小
さ
く

ね
る

 

だ
か

変
な
気
分
に
な

て
し
ま
い
そ
う
だ

た

ん

 
キ
リ
ト

て
前
に
も
思

た
け
ど
ホ
ン
ト
に
良
い

い

男
の
子
な
の
に

お

も
ち
も
ち
だ
し

最
高
に

き
心
地
も
い
い
し

と
を

き

み
た
い
に

う
な

あ

そ
れ
い
い
ね

じ

あ
キ
リ
ト
は
今
か
ら
ボ
ク
の

き

ね

ぐ

ぐ

 
ど
う
や
ら

を

て
も
無

な
よ
う
で
却

て
ユ
ウ
キ
の
そ
の
気
を
煽

て
し
ま
う
結
果

に
な

た

し
か
も
カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
で

き

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
絶
対

け
出
せ
な
い

と
い
う
お
ま
け
付
き

仮
に

け
出
せ
て
も
そ
の
ス
テ

タ
ス
を
フ
ル
活

し
て
追
い
か
け
て

来
る
だ
ろ
う

 

ダ

レ
コ
ワ
イ
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そ
し
て
圧
倒
的
な

力
値
で

き

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
地
味
に

い

体
的
に

う

と
背
中
に

た

て
い
る
ユ
ウ
キ
の

て
が

い

ユ
ウ
キ

背
中

い

え

 

あ

て
が

た

て
た
ん
だ

ご
め
ん

気
が
付
か
な
か

た

い
や

そ
れ
は
い
い
か
ら

離
し
て
も
ら
え
る
と

は
い

外
し
た
か
ら
ぎ

ね

 

の
お
願
い
は

て
を
外
し
た
事
で

行
に
よ
り

却
さ
れ
て
し
ま

た

と
い
う

か
せ
め
て
全
部

わ
せ
て
と

の
中
で
思
う

 

ぎ

と

き

め
ら
れ
る
と

背
中
に

ら
か
い
感
触
が
触
れ
た

 

を
外
し
た

だ
か
ら
今
ユ
ウ
キ
は
レ
オ
タ

ド
と
下

と
い
う

の
状

と
い
う
事

は
こ
の

ら
か
い
感
触
は

ユ
ウ
キ
の

と
い
う
事
に
な
る

 

の
上
か
ら
だ
と
気
に
な
ら
な
か

た

と
い
う
か

で

さ
れ
て
い
る
か
ら
分
か
ら
な

か

た

の
だ
が
ユ
ウ
キ

て

外
あ
る
ん
だ
な
と
思

が

ぶ

リ

姉
の
他
ユ
イ

姉
や
ア
ス
ナ
サ
チ
シ
ノ
ン
達
に

き

め
ら
れ
た
身
だ
が
こ
う
し
て
意
識
し
た
事
は
初
め
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て
だ
か
ら

に

ず
か
し
い

 
し
か
も

ユ
ウ
キ
は
異
性
と
し
て
自
分
を

い
て
く
れ
て
い
る

 
つ
ま
り
こ
れ
は

そ
れ
を
伝
え
る

の
ス
キ
ン
シ

プ
な
の
だ
ろ
う
か

と
思

し
た

ん

 
キ
リ
ト

り

ん
だ
け
ど
ど
う
し
た
の

背
中
に

た

て
る

 
多
分
だ
け
ど

魔
化
そ
う
と
し
て
も
す
ぐ

破
さ
れ
る
か
ら
正
直
に

う
事
に
し
た

に

え
て
セ
ク
ハ
ラ

い
の
発

だ
け
ど
ユ
ウ
キ
の
方
か
ら
し
て
き
て
い
る
か
ら
不
可
抗
力
で

あ
る
と
声
を
大
に
し
て

い
た
い

少
な
く
と
も
非

さ
れ
る

ど

に
非
は
無
い
と
思
う

 
そ
れ
が
伝
わ

た
の
か

あ
あ

と

得
し
た
風
の
声
を
上

る
ユ
ウ
キ

 
そ
の
声

声

か
ら
は

怒
り
や
苛
立
ち

と
い

た
感
情
は
感
じ
ら
れ
な
い

そ
の
事
か

こ
れ
は
ね

 
そ
こ
で

も
ぞ
も
ぞ
と
ユ
ウ
キ
が
動
き

に

息
が

た
り

 

て
て
る
ん
だ
よ

か
ず
と
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く
程

に

そ
し
て

の
快
活
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
声

が

を
打
つ

 
ぞ
く
ぞ
く
と

ま
た
全
身
を

か
が

た

 
そ
れ
が
ユ
ウ
キ
に
と

て
心
地
よ
い
も
の
な
の
か

と

や
か
な

い
が
小
さ
く
上
が

る

本
気
な
ん
だ
よ

ボ
ク

異
性
と
し
て
か
ず
と
が

き
な
の

本
気
な
ん
だ

 
し
か
し

と
真
剣
な
声

で
語
り
出
す

 

も

そ
の
他

の
感
情
を
一

し

め

で

か
れ
る

え
た
声
に
意
識
を
向

け
たア

ル
ベ
リ
ヒ
に

郷
に
感
情
と
記

を
弄
ら
れ
る
時
は

く
怖
か

た

か
ず
と
の
事

が
憎
く
な
る
な
ん
て

だ

た

ら
れ
て

え
付
け
ら
れ
た
憎
し
み
で
キ
ミ
を
傷
付
け
る

く
ら
い
な
ら

い

そ
自

し
て
や
ろ
う
と
ま
で
し
た
ん
だ

そ
こ
ま
で

 
機

で
行
わ
れ
た

を
自
力
で
破

た
事
が
ど
れ
だ
け
常
識
外
れ
な
事
か
と
思
い

い
た

と
い
う
の
に

を
傷
付
け
た
く
な
い
か
ら
自
殺
し
よ
う
と
ま
で
す
る
な
ん
て

 
そ
こ
ま
で

そ
ん
な
に
も

ユ
ウ
キ
は
想

て
く
れ
て
い
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 

そ
れ
が

物

く

し
か

た

あ
り
が
と
う

そ
ん
な
に
も
想

て
く
れ
て

 
だ
か
ら
気
付
い
た
時
に
は
感

の

葉
を

に
し
て
い
た

の
前
に
回
さ
れ
た
手
を

の

手
で

ん
で
も
い
た

 

で

え
へ
へ

と

む
声
が
し
た

お
礼
は
ボ
ク
も

い
た
い
よ

キ
ミ
が

て
く
れ
た
か
ら
今
も
ボ
ク
は
ボ
ク
で

ら
れ
て
る

か
ず
と
が

な
か

た
ら
こ
の
想
い
が
無
か

た
ら

ボ
ク
は
あ
の
男
の

り
人
形
に
さ

れ
て
た

じ

あ

お

い
あ
り
が
と
う

だ
な

う
ん

 

の

葉
に

こ
く
り
と

く
感
触
が
体
に
伝
わ
る

 

は
ユ
ウ
キ
の
想
い
が
そ
し
て

か
ら

け
出
す
行
動
が

の
救
い
と
な

た

ユ
ウ

キ
が

さ
れ
て
も
希
望
は
あ
る
と
い
う
事
を
示
し
て
く
れ
た
か
ら

の
心
は
ま
だ
死
ん
で
い
な

い

を
助
け
出
せ
る
と

ま
だ
希
望
を
持

て
平
静
を
保
て
て
い
る

 
対
す
る
ユ
ウ
キ
は

の
存
在
と

へ
の
想
い
が
あ

た
か
ら

今
の
自
分
が
あ
る
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い
が

い
を
救
い
と
し
て
い
た

依
存
で
は
な
く
頼
り
切
り
で
も
な
く
こ
れ
ま
で
の
付

き
合
い
が
今
の

達
を
導
い
て
く
れ
た

 

お
そ
ら
く

 
ユ
ウ
キ
が

へ
の
想
い
を
伝
え
て
く
れ
て
い
な
か

た
ら
恐
ら
く
彼
女
は
こ
ち
ら
へ

て
こ
ら
れ
な
か

た
だ
ろ
う

確

た
る
想
い
と
い
う
の
は

持
し

け
る
の
が

し
い

ん

の

か
な
迷
い

揺
ら
ぎ
が
あ

て
も
な
ら
な
い
の
だ

 
そ
れ
を
確

た
る
も
の
と
す
る
に
は

想
い
を
伝
え
る
の
が
一
番
だ
と
い
う
事

 

そ
れ
な
の
に

は

 
そ
こ
で

自
分
の
事
を

え

情
け
な
い
と
思
う

 
リ

姉

ユ
ウ
キ

シ
ノ
ン

 
今
だ
け
で
も
三
人
の
女
性
に
異
性
と
し
て
の
想
い
を
伝
え
ら
れ
返
事
を

て
も
ら

て
い

る
状

に
あ
る

え
が
ハ

キ
リ
し
て
い
な
い

そ
も
自
分
が
三
人
に

き
向
け
て
い
る

感
情
が
親
愛
な
の
か

そ
れ
と
も
異
性
愛
な
の
か
す
ら
判
断
出
来
て
い
な
い

 
そ
れ
な
の
に
こ
ん
な
事
を
し
て
い
て
良
い
の
か
と
思
う

ユ
ウ
キ
と
し
て
い
る
こ
の
触
れ
合

い
は

リ

姉
と
シ
ノ
ン
に
対
す
る
裏
切
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
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心
の
ど
こ
か
で

き

と
許
し
て
く
れ
る

と

く
自
分
が

る

 
そ
れ
だ
け
で
分
か
る

甘
え
て
い
る
ん
だ

の

し
さ
に

 
そ
れ
は

ダ
メ
だ

ユ
ウ
キ

お
願
い

離
し
て

か
ず
と

 
確

た
る
意

で

う

 
こ
ち
ら
の

気
が
変
わ

た
か
ら
か
ユ
ウ
キ
の

惑
し
た
気
配
が
伝
わ

て
来
た

声

に
も
滲
み
出
て
い
る
く
ら
い
だ
か
ら
分
か
り
や
す
い

い
き
な
り

ど
う
し
た
の

ユ
ウ
キ
の
想
い
も

意
も

し
い
け
ど
リ

姉
と
シ
ノ
ン
か
ら
も

意
を
向
け
ら
れ
て

て
返
事
は
三
人
と
も

て
も
ら

て
る

そ
の
ク
セ

自
身
が

い
て
る
の
が
親
愛
な
の
か

異
性
愛
な
の
か
分
か

て
な
い

こ
う
い
う
事
を
す
る
の
は
正
直
他
の
二
人
に
不
義
理
じ

な
い
か

て
そ

か

 
少
し

怖
か

た
け
れ
ど

正
直
に
思

て
い
る
事
を
伝
え
た
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ユ
ウ
キ
は

ん
だ
声

で
応
じ

に

め
ら
れ
て
い
る
力
が

ま

た

 

で
も

ダ

  
離
し
て
く
れ
る
ん
だ
と
思

た
の
と

同
時
に
返
さ
れ
た

間
こ
ち
ら
の
全
身
を

束
す
る

い
な
が
ら
強

な
力
を
発

す
る

 
レ
ベ
ル
で
圧
倒
的
に

る
身
で

う

も
な
く

完
全
に
身
動
き
を

じ
ら
れ
て
し
ま

た

ユ
ウ
キ

か
ず
と
は
さ

女
心
が
分
か

て
な
い

 
名
前
を
呼
ぶ
と

と

や
や
苛
立
ち
の

た
声

で
そ
う

わ
れ
た

リ

フ

と
シ
ノ
ン
は
ボ
ク
に
と

て
恋

な
ん
だ

こ
の
場
に

る
な
ら
と
も
か
く

な

い
の
に
遠
慮
す
る
理
由
は
ボ
ク
に
は
無
い

で
も

か
ず
と
も
か
ず
と
だ
よ

意
を
向
け
て
る
女
の
子
と
の
触
れ
合
い
の
最
中
に
別
の
女
の
子



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

そ
れ
も
恋

の
事
を

え
る
な
ん
て

い
よ

ボ
ク
は
万
感
の
想
い
で

き

め
て
る
の

に 
責
め
る
よ
う
に

て
来
る
ユ
ウ
キ
に

も
返
せ
な
か

た

リ

姉
と
シ
ノ
ン
に
対
し
て
不

義
理
と
思
う
以
前
に

ま
ず
ユ
ウ
キ
に
対
し
て
失
礼
だ

た
の
は
事
実
だ

 
そ
れ
で
責
め
ら
れ
て
も
反
論
な
ど
出
来
る

が
無
い

 
そ
の
事
で
怒

て
い
る
の
か
だ
ん
だ
ん
と
体
を

く

の
力
が
強
く
な

て
い

て
圧

さ
れ
始
め
る

も
し
も

 
そ
の
最
中

で

か
れ
る
声

 
も
し
も
キ
ミ
が
そ
れ
で
も
心
苦
し
く
思
う
な
ら

ボ
ク
達
に
さ
流
さ
れ
ち

え
ば

い
い
ん
だ
よ

 

え



 第百十六章 〜女の愛は蜜の味〜

 
流
さ
れ
る
と
は

ど
う
い
う
事
か
分
か
ら
な
く
て

疑
問
の
声
が

か
ら

れ
た

自
分
は

抗
し
た

て
主

し
て
良
い

ボ
ク
を
悪
女
と
し
て

て
く
れ
て
も
良
い

き

と
あ
の
二
人
も
そ
う

う
し
同
じ
事
を
す
る

キ
ミ
は
ボ
ク
達
の
行

に
意
思
に

弄
さ
れ
て
い
れ
ば
良
い

ボ
ク
達
全

が
同
じ
事
を
し
て
れ
ば
キ
ミ
は
悪
く
な
い
で
し

そ
れ
は

そ
ん
な

事
は

 
そ
れ
は

ユ
ウ
キ
達
に
責

を

り
付
け
て

自
分
の
責

は
果
た
さ
な
い
と
い
う

 

そ
れ
は

ダ
メ
だ

  
そ
こ
ま
で

え

断

と
し
た

が

か
ら
出
た

 
ぎ

と

体
を

め
付
け
る
力
が
強
く
な
る
が
そ
れ
で
も

を
撤
回
す
る
つ
も
り
は

無
か

た

ど
う
し
て

ユ
ウ
キ
達
は

て
く
れ
て
る

ハ

キ
リ
し
な
い

が
悪
い
の
に
そ
れ
を

上

し
て
ユ
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ウ
キ
達
を
悪
く

う
な
ん
て

ダ

そ
れ
は

だ
し
裏
切
り
だ

そ
ん
な
事
を
す
る
く
ら
い

な
ら

は

の
命
を
絶
つ

 
確

た
る
意

で
反
論
す
る

 
そ
の
行
い
は
自
分
に
想
い
を
向
け
て
く
れ
て
い
る
人
達
へ
の
最
大
の
裏
切
り
で
あ
り
不
義

理
で
あ
る
と

不
義
理
を

き
た
く
な
い
な
ら
と

さ
れ
た
甘

な
誘
い
は
そ
の
実
⻑
い
目

で
見
れ
ば
よ
り

い
裏
切
り
で
あ
り

不
義
理
な
の
だ

 
裏
切
り
は

い
だ

 
自
分
の
責

を
他
人
に

り
付
け
る
の
も

い
だ

 
そ
ん
な
の
は

お
れ
が
大

い
な
人
間
の
す
る
事
だ

 
そ
ん
な
人
間
に
な
り
た
く
な
い

堕
ち
た
く
な
い

く

あ

は
は

 
そ
の
思
い
は

果
た
し
て

じ
た
の
か

 
数

の
間
を

い
て

突
に

声
を
上

る
ユ
ウ
キ
の
反
応
に

は
内
心
戦

恐

と
し

な
が
ら

葉
を

た

心
境
と
し
て
は

を

つ
罪
人
の
気
持
ち
だ
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ホ
ン
ト

キ
ミ
ら
し
い
よ

ま

た
く

 
判
決
は

一
先
ず
無
罪
ら
し
い

 
声
に

ま
れ
た
感
情
に
は
喜
び
と

し
さ
が
確
か
に

ま
れ
て
い
て
暗
い
と
感
じ
る
感
情

が
一
切
な
か

た

あ

あ

独

出
来
る
チ

ン
ス
と
思

て

れ
な
い
悪
女

り
を
演
じ
て
た
の
に

さ

そ
れ
を
真

向
か
ら
返
し
ち

う
ん
だ
か
ら
か
ず
と

て
ホ
ン
ト
に

い
よ

と
い
う
か

ズ
ル
い

お
陰
で
ま
た

れ
ち

た
じ

ん

こ
れ
以
上

れ
さ
せ
る
な
ん
て
キ
ミ
は
ボ
ク

を

れ
殺
す
つ
も
り
な
の

い
や

そ
ん
な
つ
も
り
無
い
ん
だ
け
ど

 
と
い
う
か
対
外
的
に
見
て
明
ら
か
に

の
方
に
非
が
あ
る
と
思
う
の
だ
が

で
そ
ん
な
に

ら
か
に

て
い
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

 
未
知
は
恐
怖
だ
が

こ
ん
な
恐
怖
の
仕
方
が
あ
る
と
は
初
め
て
知

た

 
女
心
が
分
か
ら
な
い
と

て
い
た
が

確
か
に
そ
う
だ

ん

ん
わ
か
ら
な
い

で

さ

き
の

え
で
更
に

れ
ら
れ
る
の
か
本
気
で
分
か
ら
な
い

 
そ
の

惑
を

し
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か

イ
マ
イ
チ
分
か
ら
な
い
ユ
ウ
キ
は
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と

声
を

ら
し
た

そ
れ
で
い
い
ん
だ
よ

キ
ミ
は

時
ま
で
も
キ
ミ
ら
し
く
在

て

ボ
ク
達
は
ね
キ
ミ
の

そ
ん
な

に

か
れ
そ
し
て
女
と
し
て

れ
た
ん
だ

直
で
真
面
目
で

真
で
律

で

子

と
は
と
て
も
思
え
な
い

明
さ
を
見
せ
る
キ
ミ
の
全
て
が
ボ
ク
達
の
心
を

き
付

け
る
ん
だ

 
だ
か
ら
ね
と

で
今
ま
で
よ
り
も
更
に
近
付
き
も
う
密

し
て
い
る
程
に
ユ
ウ
キ

が

を
近
づ
け
て

焦
ら
な
い
で

後
ろ
め
た
く
思
わ
な
い
で

キ
ミ
は
キ
ミ
ら
し
く
在
れ
ば
い
い

ボ
ク
達
は

て
る
か
ら

く
り

自
分
の
想
い
を
見
定
め
て

 
そ
う

い
た
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悪
女
ユ
ウ
キ

イ
イ
と
思
い
ま
す

  

き

い
た
ま
ま
流
し
目
で

然
と

む
様
の

想

で
し
た

 

気
に
キ
リ
ト
を
堕

さ
せ
よ
う
と
す
る

を
サ
ラ

と

て
る

り
が

身
の
悪
女

ム

ヴ
で
す
ね

ち
な
み
に
ユ
ウ
キ

点
じ

な
い
の
で
分
か
り

い
キ
リ
ト
を
吹

切
れ
さ

せ
る
演
技

と
思
い
ま
す
が

ユ
ウ
キ
は
本
気

真

で

て
お
り
ま
す

 
つ
ま
り

い
て
た
ら
本

に

に

て
た

 
リ

フ

は
甘
や
か
す
し

ユ
ウ
キ
は
ぐ
ず
ぐ
ず
に

か
す
し

シ
ノ
ン
は
依
存
気
味
だ
し

ユ
イ
姉
は

仕
精
神
の

で

ヴ

ベ
ル
は

ん
で
て

 
と
ん
で
も
ね

な
こ
の
ラ
イ
ン
ナ

プ

白
目

 
あ
り
と
あ
ら

る
属
性

載
過
ぎ
な
ん

じ

が
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マ
ト
モ
な
の
サ
チ
と
ア
ル
ゴ
く
ら
い
な
ん
じ

が

 
ア
ル
ゴ
は

心
の

写
を
し
た
か
ら
場
合
に
よ

て
は
ち

と

バ
イ
か
も
し
れ
な
い

が 
そ
の
気
に
な
れ
ば

に

れ
る
ル

ト
を
不
義
理
裏
切
り
だ
か
ら
と
突

ね
た
キ
リ

ト
の
精
神
は
年

に
見
合
わ
ぬ

の
魂

あ
そ
こ
ま
で

ら
れ
て
断

と
し
て
断
れ
る
の

て

れ
ま
す

日
本
人
は
ハ

キ
リ
と
ノ

と

え
な
い
か
ら
ね

 

か
ら
見
る
と
三

し
て
る
け
ど
ね

実

三

ど
こ
ろ
で
は
な
い
が

 
ま

ま
だ
十

だ
し

お
先
真

暗
だ
し

多
少
は
ね

 
ち
な
み
に
仮
に
ユ
ウ
キ
の

を

け
て
い
た
場
合

れ
な
く
リ

フ

シ
ノ
ン
ラ
ン

サ
チ
ユ
イ
姉
ア
ル
ゴ
時
期
に
よ

て
は
ス
ト
レ
ア
や
ヴ

ベ
ル
が
参
加
し
て

肉
林
と

化
し
て
た

様

 
今
ま
で
の
キ
リ
ト
の
来
歴
が

過
ぎ
る
か
ら
ね

得
が
あ

て
も
い
い

よ
ネ

 

生
還
出
来
な
い
ル

ト
の

様

お
先
真

暗

 
キ
リ
ト
の
心
が
一

で
も

れ
た
ら
ヴ

ベ
ル
が
見
て
来
た
過
去
世
界
の
ル

ト
突
入
だ
か

ら

攻
略
の
要
だ
も
の

死
ん
で
な
く
て
も
戦
わ
な
か

た
ら
終
わ
る
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そ
の
ル
ナ
テ

ク

戦

は
私

 
こ
ん
な
世
界
に

が
し
た

戦

略

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

と
し
た

子
に
悪
女
ム

ヴ
で
男
を
誘
う
ヒ
ロ
イ
ン
イ
イ
と
思
い
ま
す
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第
百
十
七
章
 

虚
は
嗤
い

現
は
足
掻
き

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
先

の
木

は
無
理
だ

た

 
火

に
投
稿
し
た
分
が
マ
ズ
か

た
か
な

 
や

定
期
投
稿
は
決
め
た
日
に
す
る
の
が
一
番

て
わ
か
ん
だ
ね

定
期
的
に
投
稿
出
来

る

で
は
無
い

 

線
回

な
の
で
現
時
点
で
は
意
味
不
明
な
部
分
が
多

あ
る

人
に
よ

て
は

つ
ま
ん

ね

て
思
う
だ
ろ
う
し

エ
タ
る
パ
テ

ン
で
す
わ

て

れ
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
が

ど
う
か
お
付
き
合
い
下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

 

要
す
る
に
お
気
に
入
り

少
や

価
も
覚
悟
の
上

て
事

 
設
定
と
か
キ

ラ
と
か
ス
ト

リ

と
か
色

え
て
こ
れ
で
い
い
と
思
え
た
風
に
書

い
て
い
る
の
で
覚
悟
の
上

後

修
正
あ
る
か
も
だ
け
ど
現
時
点
で
最
高
だ
と
自
分
は
思
う

 
そ
う
い
う

で

判
す
る
な
ら

善

を
く
れ
る
と

し
い
で
す

直

 
そ
ん
な
今
話
の
文

数
は
約
一
万
一
千

線
回
だ
か
ら
ね

ち

こ
ち

こ
分
け
て
ま
す



 第百十七章 〜虚は嗤い、現は足掻き〜

 

点
は
ユ
ウ
キ

キ
リ
ト

ユ
イ

 

線
回
で
す

強

 
で
は
ど
う
ぞ

   
禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し

  

せ
な
事
が
あ
れ
ば
不

な
事
も
あ
る
と
い
う
独
り
の
人
間
に

り
掛
か
る

不

は
必
ず

一
定
に
存
在
す
る
事
を
意
味
す
る

だ

 
自
分
に
は

不

の

に

り

人

に

ら
れ
た
と
い
う
不

が
あ

た

 
け
れ
ど
今
は

福
に
あ
る

デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
異
常
事

に

き

ま
れ
た
と

え
ど

は
十
中
八
九

て
い
る
だ
ろ
う
し
一
生
を

て
も
い
い
と
想
う

手
が
出
来
た

以
前
で
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は

え
ら
れ
な
い
く
ら
い

今
は

福
だ

 

結
果
的
に
と
は

え

 
仮
に

不

が
後
か
ら
振
り
返

て
収

零
に
な
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ

ば  
あ
の
少
年
の

福
は

一
体
ど
ん
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か

   
キ
リ
ト
と
二
人
き
り
の
時
間
は
一

が
一
時
間
に
も
感
じ
ら
れ
た
し
逆
に
一
時
間
が
一

で
過
ぎ
去

た
よ
う
に
も
感
じ
た

時
間
間
隔
が
狂
う

と
い
う
か
意
識
し
な
く
な
る

程

に
は

せ
だ

た
の
だ

を
外
し

レ
オ
タ

ド
越
し
と
は

え
直
に

き

め
た
の

は

想
い
を
自
覚
し
て
か
ら
だ
と

気
に
初
だ

 
決
し
て
大
き
く
は
な
い

の
中
に
す

り
と
収
ま
り

の
上
で
小

み
に

え
る
少
年

 
意

し
て
で
は
な
い
だ
ろ
う
そ
の
身

え
る

は
こ
ち
ら
の

心
を
煽
り

情
を
も

か
せ

た

こ
ち
ら
が

し
た
以
上
事
に

び
は
し
な
か

た
が
そ
れ
で
も
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
を
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攻
め
て
い
た
の
は
確
か
だ

思
い
返
せ
ば
よ
く
ま

自
分
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ

ド
の

を

さ
れ
な
か

た
と
思
う

 

そ
う

思
い
返
せ
ば

 

に
過
去
形
だ

 
別
に

さ
れ
た

で
は
無
い

彼
が
そ
う
し
な
い
と
信
じ
て
い
る
し
自
分
も
完
全
に

罪
と

え
る
ラ
イ
ン
は
超
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か
ら

そ
の

は
大

だ

た

 
あ
の
至
福
の
時
間
に
終
わ
り
を

し
た
の
は

自
分
達
の

ち
人
だ

た
の
だ

 
た
だ
し

帰

て
来
た
の
は
サ
チ
と
ル
ク
ス
の
二
人
だ
け

 
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
は
一
緒
で
は
な
か

た

う
そ

キ
リ
ト

 
蒼
い
転

光
か
ら

を
現
し
た
サ
チ
は

と
焦
り
の
表
情
を
浮
か
べ
る
や

や
開

一

番
そ
ん
な
事
を

て
手
に

て
い
た
蒼
い
槍
を
構
え
た

そ
の
表
情
に
は
闘

が
浮
か
ん
で

い
て

意
が
全
身
か
ら
放
た
れ
て
い
た

 
そ
れ
に

し
た
の
は
こ
ち
ら
の
方
だ

 
ま
さ
か
出
会
い

に
サ
チ
か
ら

意
を
向
け
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た
か
ら

然
で
あ
る
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お
れ

や

り
サ
チ
に
怨
ま
れ
て
る
の
か
な

 
彼
女
か
ら

意
を
向
け
ら
れ
た
事
に
キ
リ
ト
は
一
発
で

ち

ん
だ

ど
ん
よ
り
と

の
上

で

き

を

ま
せ
る

ど
だ

さ

き
ま
で

を

ら
め
身

え
し
て
い
た
少
年
と
は
思
え
な

い
く
ら
い
の
変

で
あ
る

 
や
や

足
ら
ず
な

と
声

に
な

て
い
る
事
か
ら
も

打
ち
の
め
さ
れ
て
い
た

 

月
夜
の
黒
猫

や
自
殺
し
た
リ

ダ

の
事
を

引
き
ず

て
い
て
サ
チ
に
対

し
て
も
負
い
目
が
あ
る
の
で

彼
女
か
ら
向
け
ら
れ
る
感
情
一
つ
で
す
ら
彼
に
は
影

が
大
き

い

ま
し
て
や

意
と
い
う
悪
感
情
で
あ
れ
ば

の
事

 

然
自
分
も

い
て
い
る

全
て
に
ケ
リ
が
つ
い
た
ら
思
い
を
伝
え
る
と

外
に

し
て
い

た
彼
女
が
よ
も
や
キ
リ
ト
と
認
識
し
た
上
で

意
を
向
け
る
な
ん
て
予
想
外
の
出
来
事
な
の

だ
か
ら

 

一

ま
さ
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の
仕
業
か

と
も

え
た

 
だ
と
す
れ
ば
キ
リ
ト
で
は
手
に
負
え
な
い
だ
ろ
う

 
大

を
見
て
手
に
掛
け
る
覚
悟
を

め
ら
れ
る
と

て
も
心
に
傷
を
負
う
事
そ
の
も
の
は

変
わ
ら
な
い
の
だ

ま
し
て

手
が
負
い
目
の
あ
る
サ
チ
で
は
逆
に
死
を

け
容
れ
か
ね
な
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い

そ
れ
は
流

に
許
容
で
き
な
い
か
ら
自
分
が

手
し
よ
う
と
決
め
キ
リ
ト
を

か
ら
下
ろ

し

の
剣

か
ら

る
し
て
い
た
エ
リ

シ
オ
ン
の

に
手
を
掛
け
た

 

し
か
し

意
を
返
す

前
キ
リ
ト
の
変

を
見
た
サ
チ
が
キ

ト
ン
と
表
情
を

和
ら

る

え

あ
れ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト

な
の

そ
う
だ
け
ど

 
そ
れ
か
ら
そ
ん
な
問
い
を
投

て
来
る
も
の
だ
か
ら
も
し
か
し
て
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
が

か

し
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

し
つ
つ

彼
の
代
わ
り
に
応
え
る

 

二
人
が

を
⻘

め
さ
せ
た

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
れ
か
ら
間
髪
入
れ
ず

な
お

と
共
に

罪
を
し
て
サ
チ
は

故
武
器
を
構
え
た
の

か
を
語

た

や
や

き
が
入

て
い
た
よ
う
に
見
え
た
の
は
気
の
せ
い
で
は
無
い
だ
ろ
う

 

サ
チ
の
話
に
よ
る
と

海
入

グ
レ
ス
リ

フ

の
探
索
は

日
の
時
点
で
完

了
し
た
ら
し
い

 

日

す
な
わ
ち
一
日
の
完
全

息
日
の
時
に
彼
女
達
は
第
三
エ
リ
ア
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を
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し
た
と
い
う
の
だ

 

つ
か
の
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
ク
リ
ア
を
契
機
に
海
の
水

を
下
が

た
事
で

入
出
来
た

に
て

重
品
の

き
の
マ
ト

ク
を
手
に
入
れ

ダ
ン
ジ

ン
へ
と
進
出
し
た
サ

チ
達
は
怒

の
勢
い
で
最

へ
と
進
行

ど
消

し
て
い
な
か

た
た
め
そ
の
ま
ま
進
ん
だ

先
に

た
エ
リ
ア
ボ
ス
は

と
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
一
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
で
あ
る
コ
ボ
ル
ド

ロ

ド
の
強
化
個
体
だ

た
と
い
う

 
個
体
名

デ
ト
ネ
イ
タ

・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド

と
い

た
そ
れ
は

し
か
し
ホ
ロ
ウ
キ

リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
二
人
の
前
で
は
形
無
し
で

開
戦
か
ら
五
分
で

さ
れ
た

 

は
使

者
の
イ
メ

ジ
力
に
よ

て
真
価
を
発

す
る
も
の
だ
が

二
人
は

な

の
で

や
風
な
ど
の
自
然
属
性
を

る
事
は
出
来
な
い

 
し
か
し

労

合
い
に
よ

て
同
時
に

作
可
能
な
武
器
数
に
制
限
を
喰
ら

て
い
た
キ
リ
ト

と
違
い
二
人
は
電

体
だ
か
ら

つ
ま
り

れ
る

や
肉
体
が
無
い
の
で

実

れ
知

ら
ず

更
に
演

理
速

や

列
演

能
力
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
よ
り
も
上
だ
か
ら
一

に

し

れ
る
武
器
の
数
は
彼
を

か
に

ぐ

 
結
果
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
は
ミ

シ

ン
開
始
直
後
に
剣

の
如
く
全
身
に
武
器
を
突
き
立
て
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ら
れ

そ
の
ま
ま

を
全
損
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う

 
こ
れ
は
む
し
ろ
五
分
も
保

た
事
を

す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い

 
ボ
ス
が

さ
れ
る
プ
レ
イ

と
は
一
体

 
と
も
あ
れ

日
で
エ
リ
ア
ボ
ス

と
な

た
攻
略
速

は

ま
じ
い
が
そ
れ
で
も
グ
レ

ス
リ

フ

地
を
点

と
し
て
い
た
か
ら
ボ
ス

時
は
夜
も

か

た

よ

て
そ
の
日
は
ボ

ス
部

裏
の
転

付
近
で

と
な

た
の
だ
と
い
う

 
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
は
今
の
と
こ
ろ
復
活
し
た
事
は
無
く
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
や

そ
の
取
り

き
も
ホ
ロ
ウ
ミ

シ

ン
で
出
現
し
た
個
体
で
あ
り
ボ
ス
部

が
原

Ｍ
ｏ

ｂ
の
リ
ポ

プ
地
点
外
で
あ
る
以
上

ボ
ス

後
の
エ
リ
ア
ボ
ス
部

は
実

安
全
地

に
変
わ
り
な
い

 

論
圏
外
だ
か
ら
見

り
は
必
要
だ

し
か
し
そ
こ
は

と

う
べ
き
か

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

と
ユ
イ
ち

ん
が
請
け
負
う
事
で

サ
チ
達
は
ぐ

す
り
眠
れ
た
ら
し
い

 

事
が

こ

た
の
は
そ
の

日

す
な
わ
ち
今
日

 
こ
の

理

か
ら

に
広
が
る
断

空

ジ
リ
オ
ギ
ア
に
今
日
か
ら
進
出
し
た
サ
チ
達

断

空

ジ
リ
オ
ギ
ア

は

大
な
ク
レ

タ

の
外

部
に

う
よ
う
に
空

が
あ
り
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そ
こ
へ

か
ら
せ
り
出
し
た
道
を
伝

て
向
か
う
エ
リ
ア
だ

た

空

の
内
部
に
は

が
広

が

て
お
り

定
番
と

う
べ
き
ア
ン
デ

ド
や
ゴ

レ
ム
型

更
に
は
オ

ク
や
コ
ボ
ル
ド

グ
リ
フ

ン

ス
ラ
イ
ム
な
ど

多
種
多
様
な
モ
ン
ス
タ

で

れ
返

て
い
た
と
い
う

 

動
は

本
的
に

だ
が
エ
リ
ア
は

に
広
が

て
い
る
も
の
の
迷

ど
の
広
さ
で

は
な
く
上

た
り
下
り
た
り
を

り
返
す
必
要
は
あ

た
が
広
さ
は
そ
れ

ど
で
は
な
い
と
か

 
ポ

プ
す
る
モ
ン
ス
タ

に

し
て
は
サ
チ

く
モ
ン
ス
タ

の
数
や
勢
い
こ
そ
最
前
線
に

は

る
が

そ
の
種

で

え
ば

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
方
が
上

 
数
が
少
な
か
ろ
う
と
種

が

と
い
う
点
は

に
変
わ
り
な
い

突
が
弱
点
の
コ
ボ

ル
ド
と
斬
撃

突
に
対
し
極
め
て
高
い
ダ
メ

ジ
カ

ト

を
誇
る
ゴ

レ
ム
が
一
緒
に
出
て
来

る
の
が

と

え
れ
ば
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う

 
あ
る
個
体
に
は
ダ
メ

ジ
が
入
り
や
す
い
反
面

あ
る
個
体
に
は
ダ
メ

ジ
を
入
れ
に
く
い

 
種

が

と
い
う
の
は
そ
れ
が

に

こ
る
と
い
う
事
な
の
だ

し
か
も
さ

き

い

た
限
り
だ
と
弱
点
と

性
に
一

性
が
無
い
か
ら

面
倒
で
あ
る

 

い
サ
チ
は
⻑

と
⻑
槍
片
手
剣
を
使
え
た
し
キ
リ
ト
は

の
お
陰
で
隙
無
く
武

器
の
持
ち

え
が
出
来
る
か
ら

そ
う
い
う
意
味
で
は
苦
戦
は
し
な
か

た
と
い
う
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ユ
イ
ち

ん
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
が

し
て
い
た

い
つ
の
間
に

し
て
い
た
ら
し
い

ネ

ク
レ
ス
の
中
か
ら
情
報
面
で
サ
ポ

ト
し

襲
を
出
来
る
限
り

い
で
い
た

 
そ
う
し
て

く
進
ん
だ
と
こ
ろ
で

と
し
穴
が
多
い

に

り

い
た

 
そ
の
一

に

し
部

が
あ
り

に
は
宝

 
如

に
も
と
い
う
か
ト
ラ
ウ
マ
し
か
無
い
だ
ろ
う
部

を
見
て
も
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
は

い
な
く
中
に
入
り
宝

を
開
け
た
と
い
う

論
サ
チ
達
に
は
事
前
に
入
ら
な
い
よ
う
伝
え
て

 
入
り

で

て
い
た
サ
チ
達
は

宝

を
回
収
し
て

て
来
た
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
を
見
て

を
返
し
た

  

直
後

二
人
は
背
中
を
強
く

さ
れ
た

  

し
部

に
対
し
て
背
中
を
向
け
た
以
上
背
後
に
い
る
の
は
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
一
人
だ
け

つ

ま
り
二
人
は
彼
に
背
中
を

さ
れ
た
の
だ

 
そ
し
て

二
人
が
大
き
く
よ
ろ
け
た
先
に
は

虚
無
を
広

る
大
き
な
穴

ゴ
メ
ン
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穴
に

ち
る
ギ
リ
ギ
リ
で

二
人
は
確
か
に
そ
の
声
を

い
た
と
い
う

 
そ
の
ま
ま
か
な
り
の
高
さ
を

下
し
た
二
人
だ
が

い
ダ
メ

ジ
は
無
か

た

 
と
い
う
の
も
キ
リ
ト
が

時
の
間
に
か
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
に

し
て
い
た
ネ

ク
レ
ス
を
サ

チ
が

け
取

て
い
た
か
ら

索

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
な
い
サ
チ
に
ユ
イ
ち

ん

が
入

た
ネ

ク
レ
ス
を
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は

し
て
い
た
の
だ

下
の

の
地
面
に

突
す
る

前
で
ユ
イ
ち

ん
が
二
人
を

け
止
め
た
か
ら
ノ

ダ
メ

ジ
だ

た
の
で
あ
る

 
下
の

は
恐
ろ
し
い
事
に
レ
ベ
ル
１

０
の
モ
ン
ス
タ

が
ウ

ウ

し
て
い
た
が

い
そ

こ
は
ユ
イ
ち

ん
の
猛
攻
に
よ
り
突
破
出
来
た

も

み

お
よ
そ
二
時
間
は
掛
け
た
と

か

モ
ン
ス
タ

の
レ
ベ
ル
を

慮
す
る
と
か
な
り

い
方
だ

 
転

結

は
使
え
な
い
エ
リ
ア
だ

た
か
ら
正
攻
法
で
突
破
す
る
事
に
し
た
ら
し
い

 
そ
う
し
て
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
に

と
さ
れ
た

に

た
と
こ
ろ
で
今

は

う

が

来
襲

お
よ
そ
三
十
人
の

う

メ
ン
バ

を
前
に
ユ
イ
ち

ん
は
殿
を

て
出
た

 
高
レ
ベ
ル
に
な

た
サ
チ
達
も
流

に
こ
の
人
数
を
前
に
し
て
は
却

て
邪
魔
に
な
る
か
ら
と

慌
て
て

内
を

け

を

け
る
と
同
時
に
転

結

で
転

 
そ
う
し
て

て
来
た
と
こ
ろ
で
ボ
ク
達
と
出
会

た
の
だ
と
い
う
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ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

に
は

高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限

を
持
つ
プ
レ
イ

が

転

を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
一

こ
ち
ら
に
来
た
事
が
あ
る
か
ら
か
二
人
は
ホ
ロ

ウ
キ
リ
ト
と
ユ
イ
ち

ん
と
別

に
行
動
し
て
い
て
も
転

出
来
た
ら
し
い

シ
ス
テ
ム
的
に
ユ

イ
ち

ん
と
パ

テ

を
組
ん
で
い
た
事
も

あ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 

も
し
転

結

が
使

出
来
な
か

た
事
を

え
る
と

と
す
る

 
そ
の
全
て
を

い
た
後
キ
リ
ト
は
大

ぎ
で
ユ
イ
ち

ん
と

う

が
戦

て
い
る

で
あ
ろ
う

断

空

ジ
リ
オ
ギ
ア

へ
と
向
け
て
出
発
し
た

 
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
が
マ

ク
ス
へ
と
引
き
上

ら
れ
た
自
分
も
行

た
方
が
い
い
の
で
は

と
も
思

た
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
や
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
こ
こ
に
来
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
残
る
よ
う
頼
ま

れ
て
し
ま
う

権
限
を
持
つ
男
に

う
と
は
と
て
も
思
え
な
い
が

そ
れ
で
も

か
出
来
る

事
は
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い

直
に
残
る
事
に
し
た

そ
れ
に
し
て
も

で

ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
が

私
達
を

 

い
や
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
は
方

で
本

は
サ
チ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を

せ
た
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
彼
女
は
キ
リ
ト
の
事
を
と
て
も
信

し
て
い
る

ホ
ロ
ウ
と
は

え
中
身
が

同
一
で
あ
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る
以
上
は
裏
切
ら
れ
る
な
ん
て

と
も
思
う

が
無
く
だ
か
ら
こ
そ
シ

ク
が
大
き
い
よ
う

だ

た

自
分
も
同
じ
立
場
に
な
れ
ば
シ

ク
で

然
自
失
と
す
る
だ
ろ
う
か
ら

い
く
ら
い

そ
の
気
持
ち
は
理
解
出
来
る

 
ル
ク
ス
も
多
少
シ

ク
は
あ
る
よ
う
だ

た
が
付
き
合
い
そ
の
も
の
が
あ
ま
り
⻑
く
な
い

か
ら
か
サ
チ
程
で
は
無
か

た

少
な
く
と
も

先

と
し
て
は

い
方
だ
と
判
断
し
て
い

る
や

り
オ
リ
ジ
ナ
ル
じ

な
い
事
を
気
に
し
て
た
の
か
な

そ
れ
は

ど
う
だ
ろ
う
ね

 
サ
チ
の
予
想
も
あ
な
が
ち
外
れ
で
は
な
い
と
思
う
け
ど
ボ
ク
は
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
本
人
じ

な

い
か
ら

ど
ん
な
気
持
ち
や

え
で
二
人
を
突
き

と
し
た
の
か
分
か
る

が
無
い

 

う

が
襲
撃
し
て
来
た
か
ら

と
も

え
た

 
で
も
そ
れ
な
ら
ユ
イ
ち

ん
が

を

す

だ

彼
女
は
一
部
の

権
限
を
持

て
い
て

そ
の
権
限
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ホ
ロ
ウ
問
わ
ず
プ
レ
イ

反
応
や
Ｍ
ｏ
ｂ
の
反
応
を
探
り

す
る

が
あ

た

そ
れ
を
し
な
か

た
と
い
う
事
は

う

が
潜

し
て
い
た

で

は
無
い
と

え
る
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ま
さ
か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
精
神
と
記

感
情
を

さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い

ア
ル
ベ
リ

ヒ
の

振
り
か
ら
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
事
は
把
握
し
て
い
る
だ
ろ
う
け
ど
そ
れ
な
ら
ホ
ロ

ウ
キ
リ
ト
も
一

く
ら
い

な
り

な
り
す
る
だ
ろ
う

 

よ
く

や
ア
ニ
メ
で
ま
だ
確
定
情
報
が
無
い
か
ら
と

の
内
に
秘
め
る
人
が
い

る
け
れ
ど

 
キ
リ
ト
は
彼
は
そ
ん
な
事
は
決
し
て
し
な
い

確
定
的
に
な
る
よ
り
も
前
に
予
め
自
分
の

え
を
話
し

の
意
見
を

い
た
り

意
を

し
た
り
す
る
方
が
よ

ど
彼
ら
し
い

の
だ

 
だ
か
ら
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が

ら
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
は
ま
ず
な
い

 
で
も
な
ら
ど
う
し
て
彼
が
サ
チ
達
を

も

と

え
ば
サ
チ
を
危
険
な
目
に
遭
わ

せ
た
の
か
が
分
か
ら
な
い

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
と
同
一
の
記

と
精
神
を
持

て
い
る
な
ら
サ
チ
に
対
す
る
負
い
目

を
持
つ
彼
が

ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
自
ら
危
険
に
晒
す
な
ん
て
あ
り
得
る

が
無
い

 

か

理
由
が
あ
る

 

で
も
分
か
ら
な
い

あ
り
得
る

が
無
い
の
に
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
確
実
に
自
分
の
意
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思
で
二
人
を
突
き

と
し
た
事
実
が

ボ
ク
の
思

を

き
乱
す

 
ホ
ロ
ウ
と
い
う
存
在
で
あ
る
以
上
彼
自
身
と
思
う
方
が
間
違

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
弱

し
く
思
う

 
立
場
は
人
を
変
え
る
と
い
う

ど
う
足
掻
い
て
も
消
滅
す
る
定
め
に
あ
る
そ
の
立
場
が
彼
を
変

え
て
し
ま

た
の
だ
と
す
れ
ば

辻
褄
は
合
わ
な
く
も
な
い

 

で
も

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば

  
そ
れ
は
と
て
も

哀
し
い
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

  
ク

の
中
に

が
あ
る
以
上

行
で
シ

ト
カ

ト
出
来
な
い
の
が
も
ど
か
し

い
な

 
全
速
力
で
黒

を

け
さ
せ
る

 
極
限
ま
で
集
中
し
て

や

が
り

に

た
ら
な
い
よ
う
手

を

る

の
風

が
横
か

ら
後
ろ
へ
猛
然
と
流
れ
る
様
を

界
に

め
な
が
ら
そ
れ
で
も
一
向
に

り

か
な
い
事
に
内



 第百十七章 〜虚は嗤い、現は足掻き〜

心
で
苛
立
ち
が

き
上
が
る

 
転

の
転

記
録
が
使
え
る
の
は

実

に
そ
の

を
有

化
し
た
紋
章
の
持
ち
主
の
み

 
つ
ま
り
ユ
イ
姉
の
許
へ
行
く
に
は

が
最
後
に
ア
ク
テ

ベ

ト
し
た
グ
レ
ス
リ

フ
の
入

り

に
あ
る
転

か
ら
直
に
行
く
必
要
が
あ
る

し
か
も
虚
光
を

す

飾
り
に
光
を

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
話
に

い
た
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の
強
化
個
体
も
一

倒
す
必
要
が
あ

る
の
だ

 
こ
れ
が
仮
に
ユ
イ
姉
あ
る
い
は
ホ
ロ
ウ
の
手
引
き
が
あ

た
な
ら

も
断

空

ジ
リ

オ
ギ
ア
と
い
う
エ
リ
ア
の
転

ま
で
使
え
る
よ
う
に
な

て
い
た
の
だ
が

こ
う
い
う
と
こ

ろ
は

が

か
な
い
と
い
う
か
個
人
間
の
ク
エ
ス
ト
達
成
状
況
が
反

さ
れ
る
ゲ

ム
ら
し

さ
と

え
る

 

空
を

ん
で
エ
リ
ア
間
の

動
を
し
よ
う
と
も

え
た

 
と
い
う
か
ま
ず
最
初
に
そ
れ
は

し
た

結
果
的
に
は
進
行
不
可
オ
ブ
ジ

ク
ト
の
真
上
の

部
分
で
見
え
な
い

に

ま
れ
た
の
で
出
来
な
か

た
の
だ
が

な
の
で
一

り

黒

を

引

て
来
た

 
時
間
に
し
て
お
よ
そ
一
分
程

だ

た
が

そ
れ
で
も
ロ
ス
は
ロ
ス
だ
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一

を
争
う
以
上

一
分
の
ロ
ス
は
か
な
り
大
き
い

 

ボ
ス
戦
は

多
分
三
分
で
足
り
る

動
は
十
分
程

間
に
合
う
か

 
サ
チ
達
か
ら
マ

プ
デ

タ
を

た
か
ら
間
違
え
る
事
な
く
進
め
ら
れ
る
し
然
し
て
時
間

が
経

て
い
な
い
か
ら
か
進
む
た
め
の
ギ
ミ

ク
な
ど
も
全
て
解

状

に
あ
る

だ
か
ら

中

の
ギ
ミ

ク
を
全
て
ス
ル

し
て
目
的
地
ま
で
直
行
出
来
る
の
は
不

中
の

い
だ

た

 
問

は
ユ
イ
姉
が
持
ち

え
ら
れ
る
か

 
技
術
や
反
応
速

判
断
に

し
て
は

特
有
の

理
速

が
あ
る
か
ら
か

経
験
に

づ

く
判
断
以
外
は

よ
り
上
だ

技
術
面
で

え
ば
一

日
に
見
た
時
よ
り
更
に
向
上
し
て
い
る
だ

ろ
う

そ
ん
な
義
姉
が

に
や
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い

 
心
配
な
の
は
対
人
戦
を
経
験
す
る
事
に
対
し

ユ
イ
姉
が
ど
う
思

て
い
る
か
な
の
だ

 

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
人
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
い
問

を
未
然
に

ぐ
あ
る
い
は
人
の

精
神
に
由
来
す
る
問

を
解
決
す
る

目
を

て
い
る
彼
女
に
と

て
対
人
戦
と
い
う
の
は

が
想
い
行
い
な
の
だ

ま
し
て
や

う

の
よ
う
な
殺
人
快

者
異
常
者
の

が

く
感
情

向
け
て
来
る

意
や
殺
意
は

ユ
イ
姉
に
と

て
は

容
れ
な
い
も
の
と

え
る
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そ
れ
で
苦
し
む
の
だ
と
す
れ
ば

う

と

対
す
る
事
自
体
が

命
的
な
隙
と
な
る

 
思
い
返
さ
れ
る
の
は

ス
ト
レ
ア

レ
ア
姉
の

 

が
把
握
し
て
い
る
限
り
レ
ア
姉
の

は
七
十
五
層
ボ
ス
戦
で
の
一
回
き
り
だ
が
タ
イ
ミ

ン
グ
を

え
る
と
無
作

に

こ

て
い
る
も
の
と
は

え

い

 
そ
も
そ
も
レ
ア
姉
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の

作
二

で
あ
る
以
上

生
身
の
肉
体
と

が
あ
る

達
と
は
違
い
本
来
体

不
良
な
ど

こ
す

が
無
い

ユ
イ
姉
や
レ
ア
姉
に
体

不
良
が
生

じ
た
と
す
れ
ば

か
し
ら
デ

タ
的
な
原
因
が
あ
る

 
レ
ア
姉
の

の
場
合

恐
ら
く
ヒ
ン
ト
は
発
生
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
ユ
イ
姉
は
プ
レ
イ

の
メ
ン
タ
ル
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
機
能
を
有
し
て

い
る
ら
し
く

や

の
人

を
常
に
見
て
来
た
と

て
い
た

そ
れ
は
今
も
変
わ
ら
な
い

と
い
う

 
レ
ア
姉
も
ア
カ
ウ
ン
ト
こ
そ
プ
レ
イ

の
も
の
と
は

え
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
機
能
全
て

を
喪

た

で
は
無
い
だ
ろ
う

意

的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
出
来
な
い
だ
け
で
常
に

の
プ
レ

イ

の
感
情
デ

タ
を
収
集
し
て
い
る
可
能
性
だ

て
あ
る

ユ
イ
姉
が
観

を
す
る
な
ら
レ

ア
姉
は
収
集
の
よ
う
な
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
も

分

が
存
在
し
て
い
る
事
も

え
ら
れ
る
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仮
に
レ
ア
姉
が

の
感
情
デ

タ
を
集
め

そ
れ
が
原
因
で

が

き
た
の
だ
と
す
れ

ば
辻
褄
は
合
う

七
十
五
層
の
時
ボ
ス
部

の
前
で

機
し
て
い
た
第
二
レ
イ
ド
は
ア
キ
ト

が

い
る
オ
レ
ン
ジ
レ
イ
ド
に
よ

て
蹂
躙
さ
れ
て
い
た

死
ぬ

前
の
恐
怖
が

大
な
も
の
と

な
れ
ば
レ
ア
姉
に
影

が
あ

た
事
も

け
る
と
い
う
も
の

 
そ
れ
は
ユ
イ
姉
に
も

こ
り
得
る
事
だ

 
闘
技
場
前
で
完
全
決

デ

エ
ル
を
し
た
後
に
も
悪
感
情
の
デ

タ
は
放
出
さ
れ
た

だ
が

あ
の
時
は
ユ
イ
姉
も
レ
ア
姉
も
特
に
異
変
は
無
か

た
と
記

し
て
い
る

不

を
来
す
ラ
イ
ン

と
い
う
も
の
は
あ
る
ら
し
い

 
あ
る
い
は

放
た
れ
る
感
情
デ

タ
の
種

な
の
か

 
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
う
以
上
あ
る
程

意
や
殺
意
と
い

た
負
の
感
情
を

け
る
事
に
な

る
し

そ
れ
ら
に
対
し
て

性
が
あ
る
の
は
別

不
思
議
で
は
な
い

 
し
か
し
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は

恐
ら
く
デ
ス
ゲ

ム
を
想
定
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
が

さ
れ
て
い
な
い

死
の
恐
怖
の

性
は
多
分
無
い

 

死
へ
の
恐
怖
心
は

感

と
同
じ
だ

 

本
的
に
死
は

に
と

て
も

れ
ら
れ
な
い
終
焉
で
あ
り

北
に
よ

て
与
え
ら
れ



 第百十七章 〜虚は嗤い、現は足掻き〜

る
不
可

の
現
実

 
戦
う
理
由
に
個
人
差
は
あ
れ
ど
死
に
た
く
な
い
と
思
う
人
が

ど
だ
ろ
う
し
事
実
自
分
も

希

と
は

え
死
に
た
く
な
い
と
い
う
思
い
は
あ

た

死
に
近
付
く
に
つ
れ
て
如
実
に

き
上

が
る
恐
怖
と
無
力
感
へ
の
怒
り
の
内
ど
ち
ら
が
勝
る
か
で
死
に
様
が
ど
う
な
る
か
決
ま
る
だ
ろ

う 
死
闘
の
最
中
で
あ
れ
ば

こ
の
体
が

け

る
ま
で
剣
を
振
る
う

 
戦
い
の
最
中
で
な
い
な
ら
達
観
し

観
し
て

死
を

け
容
れ
て
い
た

 

で
も

多
分
自
分
み
た
い
な
の
は
少
数

だ

 

が
全
損
し
た
と
し
て
も

死
を
明
確
に
感
じ
た
と
し
て
も

そ
れ
で
も
剣
を
振
る
え
る
人

は
多
分
そ
う
多
く
な
い

大

の
人
は
自
身
の
死
に
対
す
る
恐
慌
で
精
神
や
思

が
乱
れ
る
だ
ろ

う 
そ
れ
を

は
危
惧
し
て
い
る

 
ユ
イ
姉
は
初
め
て
会

た
時
の

さ
か
ら
は

え
ら
れ
な
い
く
ら
い
大
人
び
て
い
て

ち

い
て
い
る

は
し

か
り

を
見
定
め
る

こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
い
る
プ
レ
イ

を
殺
し
た
と
こ
ろ
で
リ
ア
ル
で
本

に
死
ぬ

で
は
無
い
か
ら
多
分

対
プ
レ
イ

の
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命
を

り
取
る
事
そ
の
も
の
に

い
は
無
い

 
そ
の

り
取

た

間

う

が
ど
う
思

す
る
か

死
へ
の
恐
怖
で
思

が
乱
れ

恐
慌
を
来
す
と
い
う
の
は

う

に
限

て
は
少
数

だ
と
思
う
が
無
い
と
は

え
な

い 

そ
も
そ
も

こ
の
危
惧
が

こ
り
得
る
可
能
性
自
体

い
と
い
う
の
は
自
覚
し
て
い
る

 
ユ
イ
姉
に
プ
レ
イ

を
殺
し
て
欲
し
く
な
い
の
が
本

も
殺
さ
な
け
れ
ば
そ
ん
な
危

惧
が
現
実
に
な
る
事
も
無
い

た
だ

ぐ
だ
け
な
ら
実

れ
知
ら
ず
の
ユ
イ
姉
が

り
勝
て
る

の
だ
か
ら

 
そ
し
て
自
分
が

け
付
け

ま
た
一

す
れ
ば
良
い

だ
か
ら

頼
む

 
間
に
合

て
く
れ

 
祈
る
よ
う
な
想
い
で
手

を
波
打
た
せ

も

と

い
で
と
意
思
を
伝
え
る

⻑
く
は
な
い

が
そ
れ
で
も
そ
れ
な
り
の
付
き
合
い
の
あ
る
黒

は
そ
の
意
思
を

ん
で
く
れ
た
の
か
更
に

加
速
し
た

 
ダ
カ
カ

ダ
カ
カ

と

が

の

を

く

が
木
霊
す
る

 
そ
の
力
強
さ
と
速
さ
は
と
て
も
頼
も
し
く
思
え
て
今
に
も

え
そ
う
で

え
て
い
る
心
が
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さ
れ
る
よ
う
な
心
地
だ

 

ユ
ウ
キ
の
時
の
が

ま
だ

け
切

て
な
い
ん
だ
な

 
自
分
を

い
て
く
れ
て
い
る
人
が
変

し
た

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
の
だ
ト
ラ
ウ
マ
を

ら

れ
て
平
気
な
人
は
ま
ず

な
い

ま
し
て
や
あ
れ
か
ら
ま
だ

日
も
経

て
い
な
い
の
だ
か
ら

然
だ

 
リ

姉
達
が
来
る
前
は

い
事
が
あ
れ
ば
ナ
ン
を

き

め
て
い
た
し
来
た
後
は
甘
え
て
い

た
け
れ
ど

今
は
黒

以
外
に

も

な
い

 
ナ
ン
は
今

ど
う
し
て
い
る
の
か

  

線
の
先
で

闇
が
生
ま
れ
る

 
ア
レ
は

 
慌
て
て
強
く
手

を
引
い
て
黒

を
止
め
つ
つ

発
生
し
た
闇
を

す
る

 
全
て
を

み

む
よ
う
な
深
い
闇

そ
れ
で
い
て
そ
れ
自
体
が
発
光
し
て
い
る
よ
う
に

の
空
間
を
暗
く

め
る
そ
れ
は
闇
色
の
光
と

え
た

そ
れ
が

形
の
ド

ム
と
な

て
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の
一
本
道
を

い
で
い
る

 
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
人
型
の
影

ア
ン
ノ
ウ
ン

 
予
想
し
た

り
闇
の
ド

ム
か
ら
現
れ
た
人
影
は

定
呼
称
ア
ン
ノ
ウ
ン
だ

た

深

緑
樹
海
セ
ル
ベ
ン
テ

ス
で
は
ケ
イ
タ
と
の
戦
い
の
最
中
に

り

ま
れ
こ
ち
ら
の
攻
撃
を

全
て

か
れ
た
だ
け
で
な
く

浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト

で
は
一
撃
で

を
破
壊
さ
れ
た

上
に
気
絶
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
よ
く
覚
え
て
い
る

あ
の
闇
色
の
光
は
そ
の
前
兆
と
し
て
強
く
記

し
て
い
た

 
た
だ
ユ
ウ
キ
達
か
ら

い
た
話
と

合
す
る
と

と
は
思
い

い
行
動
ば
か
り
で
は
あ
る

 

は
刃
を
向
け
ら
れ
た
し
気
絶
も
さ
せ
ら
れ
た

リ

姉
達
も
浮
遊

で
は
刃
を
交
え
圧

倒
さ
れ
た
ら
し
い

 
し
か
し

一
人
と
し
て
死
ん
で
は
い
な
い

こ
ち
ら
を
片
手
間
に
殺
す
だ
け
の
実
力
が
あ
る

に
も

わ
ら
ず

そ
の
行
動
は
合
流
や
攻
略
を

め
る

内
の
よ
う
な
も
の
ば
か
り

 
正
直
な
と
こ
ろ

か
そ
う
で
な
い
の
か
見
定
め
か
ね
て
い
る

 
少
な
く
と
も
今
の
ア
ン
ノ
ウ
ン
か
ら
は

意
も
闘

も
感
じ
ら
れ
な
い

ケ
イ
タ
の
時
に

り
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ん
で
き
た
時
に

べ
て

か
に
意
思
が

い
で
い
る

一

し
か

わ
な
い

今
は

い
で
い
る

そ
こ
を
ど
い
て
く
れ

 
だ
か
ら
こ
ち
ら
か
ら
行
動
す
る
し
か
な
い

 

な
ら
戦
う

間
違
い
な
く

殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
が

 
そ
う
で
な
い
な
ら
無

す
る

あ
ち
ら
の
意
思
に
逆
ら
う
力
は
無
い
が

 

め
て

自
身
の
弱
さ
を
恨
め
し
く
思

た

 
内
心
で
⻭

み
し

し
か
し

線
と
意
識
は
決
し
て
ア
ン
ノ
ウ
ン
か
ら
外
さ
な
い
で
い
る
と

ア
ン
ノ
ウ
ン
は
黒

の
手

に

ま
れ
た

手
で
フ

ド
を

み

後
ろ
に
払

た

 
黒
と
闇
で

さ
れ
て
い
た

が

に
な
り

 

き
そ
う
な

る
よ
う
な
昏
い
眼
の
女
性
が

か
に

ん
だ

   

ヒ
ト
は

醜
い
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Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
ヒ
ト
の
精
神
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

対
応
す
る
事
で
問

へ
の
対

を

す
る
身
で
あ
る
私
は
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
が

く
感
情
や
思
い
を
如
実
に
感
じ
取
る
事
が
出
来
る

シク
ヒ

ハ

 

声
を
息
と
共
に

き
な
が
ら
襲
い
来
る
黒
い
ロ

ブ
を

た
男
達

体
格
は
様

年

も
様

な
彼
ら
は

し
か
し
一
様
に

殺
人

へ
の
悦

に
魅
入
ら
れ
た
異
常
者
の
集
ま
り
だ

 

と
な
く
見
て
来
た
ヒ
ト
の

 
醜
い
悦

だ

 
見
る
に

え
な
い
感
情
だ

 
喜
悦

悦

を

定
は
し
な
い
が

殺
人

と
い
う
罪
に
対
し
快
感
を
覚
え
る
者
達
を

私

は
ど
う
し
て
も
認
め
る
事
が
出
来
な
い
で
い
る

 
恐
ら
く

義
理
の
弟
と
は
正
反
対
に
あ
る
存
在
だ
か
ら

 
喜
び

ん
で
他
者
を

り

と
す
よ
う
な
者
達
だ
か
ら

 
そ
ん
な

を

け
容
れ
る
事
が

ど
う
し
て
出
来
よ
う
か
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論

彼
に
だ

て
醜
い
部
分
は
あ
る

 
も
し
か
し
た
ら
こ
の
男
達
に
も
良
い

は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
け
れ
ど

そ
れ
を
知
り
た
い
と
は
思
わ
な
い
し

思
え
な
い

 
愛
す
る
義
弟
を
殺
さ
ん
と
し
て
い
る
者
達
を

ど
う
し
て

け
容
れ
ら
れ
よ
う
か

 
キ

ル
ル
ル
ル
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

  
そ
う
思

を

み
な
が
ら
攻
撃
を

い
て
い
る
と
横
合
い
の
道
か
ら

く
も
雄

し
い
鳴

き
声
を

か
せ
な
が
ら
水
色
の
小
⻯
が

び

ん
で
き
た

 
小
⻯
は
そ
の
勢
い
の
ま
ま
男
達
に

で
襲
い
掛
か
り

面
を
引
き
裂
き
あ
る
い
は

の

ブ
レ
ス
を

き
付
け

界
を
奪
う

 

権
限
の
一
部
を
有
す
る
自
分
の

界
に
は

Ｎ
ａ
ｎ

と
い
う
個
体
名
が
表
示

さ
れ
て
い
る

な

ナ
ン
さ
ん

 
ナ
ン
と
い
う
名
前
で
し
か
も
⻘
い
和

を
有
す
る
小
⻯
と

え
ば
義
弟
が
使
い
魔
と
し
て
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い
る
モ
ン
ス
タ

だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
二
人
し
か
テ
イ
ム
で
き
て
い
な
い
内
の
片

れ
の
使
い
魔

 
主
で
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ

が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
帰
還
す
る

に
付
い
て
行

た

の
子
が
ど
う
し
て
こ
こ
に

る
の
か
分
か
ら
ず

不
覚
に
も
動
き
を
止
め
て
し
ま

た

 
そ
の
隙
を
突
か
ん
と
突
進
し
て
く
る
男
達
も

た
が
彼
ら
は

に
横
か
ら
吹

ば
さ
れ

た 
ナ
ン
さ
ん
で
は
な
い

主
の
ス
テ

タ
ス
を
反

し
て
い
る
ナ
ン
さ
ん
も
か
な
り
の
強
さ
だ

が

今
の
は
違

た

 
男
達
を
吹

ば
し
た
の
は

手
様
の
黒
い
魔
剣
を

え
た
少
年
だ

た

 
黒
い

や

手

ブ

ツ
は
身
に

け
て
い
る
が

バ
イ
ザ

は

け
て
い
な
い

 
キ

は

手
剣

の
魔
剣
を
持

て
い
な
い

だ
し

ユ
ウ
キ
さ
ん
に
頼
ま
れ
て

テ

タ

ニ
ア

と
い
う
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

の
ロ
グ
を
追

た

に
見
た
モ
ノ
と
一

す
る
事
か
ら

こ
の
少
年
が
義
弟
の
キ

で
は
無
く
テ

タ

ニ
ア
一
の
黒
騎
士
ス
レ
イ
ブ
だ
と
す
ぐ
判
断

出
来
た
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
時
か
ら
思

て
い
た
が
バ
イ
ザ

を
外
し
て
み
れ
ば
本

に
キ

と

二
つ
で
あ
る

 
ナ
ン
さ
ん
と
一
緒
に

る
か
ら

そ
う
思
う

 
で
も

キ

で
は
無
い

バ

の
横
に
ギ
ル
ド
タ
グ
は
無
い
が

そ
の
上
に
表
示
さ
れ
て

い
る
ア
カ
ウ
ン
ト

や
ナ
ン
バ

が
記

し
て
い
る
も
の
と
異
な
る
か
ら
だ

大

 
そ
の
少
年
が
こ
ち
ら
を
見
上

安

を
問
う
て
き
た

え

え
え

大

で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ん
 
イ
ネ

ブ
ル

色
の

ゲ

ジ
も
九

以
上
を

持
し
て
い
た
し

そ
も
そ
も
ス
テ

タ
ス

に
差
が
開
き
過
ぎ
て
い
る
事
も
あ

て
あ
ま
り
ダ
メ

ジ
を

け
て
い
な
か

た

だ
か
ら
大

と
い
う
判
断
も
間
違
い
で
は
な
い

 
む
し
ろ
思

の
方
が
大

で
は
な
い
の
だ
が

お
ま

ビ

タ

 

で

に

る
ん
だ
よ

 
そ
う

い
た
の
は

と
仮
面
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
男

上
に
は

ｏ
ｈ
ｎ
ｎ
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ｙ
と
表
示
さ
れ
て
い
る

確
か

う

で
も
ト

プ
ス
リ

に

ら
れ
る

ナ
イ
フ

使
い
だ

た

だ

称
は
ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク
と
記

し
て
い
る

お
前

イ
ツ
を
裏
切

て

ヘ

ド
と
一
緒
に
こ
こ
を
離
れ
た
ん
じ

な
か

た
の
か

決
ま

て
る

き

と

ま
た

裏
切

た

 
フ
シ

と

れ
た

息
を

み
な
が
ら
ぶ
つ
切
り
で
話
す
男
は
仮
面
か
ら
紅
い

眼
を

か
せ

嗤
う

 
男
の
武
器
は
エ
ス
ト

ク

上
に

依
さ
れ
て
い
る
Ｘ
ａ
Ｘ
ａ
と
い
う
名
前
と
そ
の
特

徴
的
な
仮
面
と
眼
の
色
か
ら

眼
の
ザ
ザ
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら
れ
て
い
た
男
だ
と

た
り
を
付
け

る

確
か
殺
し
た
プ
レ
イ

の
武
器
を
集
め
る
コ
レ
ク
シ

ン

も
あ

た

だ

裏
切

た

ツ

ま
た

裏
切
る
の
が

定
説

コ
イ
ツ
も

そ
う
だ

 
そ
う

て

ザ
ザ
は
エ
ス
ト

ク
の

い
切

先
を
ス
レ
イ
ブ
へ
と
向
け
た

定
は
し
な
い

 
そ
れ
に

や
や
哀
し
気
に
応
じ
た
ス
レ
イ
ブ
は

手
で
魔
剣
を
構
え
た

 

え

と

多
分
あ

ち
と
ス
レ
イ
ブ
の
認
識
す
れ
違

て
ま
す
よ
ね

 

う

は
私
と
違

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
の

別
が
付
け
ら
れ
な
い
か
ら
サ
チ
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さ
ん
達
を
突
き

と
し
た
ホ
ロ
ウ
の
キ

を

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
死
ん
で
こ
ち
ら
に
来
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
と
思

て
い
る

だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
が
同
時
に
存
在
出
来
な
い
以
上
は

そ
う

え
る
の
が
自
然
だ
か
ら

 
そ
し
て
そ
の
ホ
ロ
ウ
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
一
緒
に
こ
こ
を
離
れ
た

 
そ
れ
な
の
に
キ

と

二
つ
の
ス
レ
イ
ブ
が
金
属

こ
そ

て
い
る
が

同
じ
格

で

現
れ
た
か
ら

ホ
ロ
ウ
の
キ

が
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
裏
切

て

て
来
た
の
だ
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
対
し
て
ス
レ
イ
ブ
の
方
は

裏
切

た
話
の

り
で
自
分
で
は
無
い
と
認
識
出
来
る

だ
が

な
事
に
会
話
が
成
立
す
る
応

を
し
て
み
せ
た

つ
ま
り
今
の
ス
レ
イ
ブ
は

テ

タ

ニ
ア

を
裏
切
る
よ
う
な

か
を

え
て
い
る
と
い
う
事

 

う

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ホ
ロ
ウ
ス
レ
イ
ブ
の
存
在
そ
れ
ぞ
れ
を
個
別
に
把
握
し
て

い
る

じ

な
い
か
ら

違
い
し
て
い
る
し
ス
レ
イ
ブ
自
身
も

故
か

正
す
る
様
子
が
無
い

か
ら

解
が
解
け
る

も
無
い

私
が

を

て
も
多
分
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
し
そ
ん
な

事
を
す
る
義
理
も
無
い

 

結
論
と
し
て
ス
レ
イ
ブ
の
協
力
を
得
て
一
先
ず
こ
の
場
を

り
切
る
事
を

先

す
る
事
に
し
た
の
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
現
状
判
明
し
て
い
る
キ

ラ
の

は
以
下
の

り

 

理

ユ
ウ
キ

サ
チ

ル
ク
ス

 
入
り

キ
リ
ト

ヴ

ベ
ル

 
断

空

ユ
イ

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

Ｐ
ｏ
Ｈ

う

ス
レ
イ
ブ

テ

タ

ニ

ア

攻
略
組

 
ち

と
断

空

に
密
集
し
過
ぎ
で
す
が
原

ゲ

ム
も
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
編
は
ジ

リ
オ
ギ
ア
大
空

り
が

境
だ
か
ら
し

う
が
な
い
ネ

と
い
う
か
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
編

の
大

の
ス
ト

リ

会
話
な
ど
は
セ
ル
ベ
ン
テ

ス
と
ジ
リ
オ
ギ
ア
で
消

さ
れ
て
る
か

ら 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は
原

ゲ

ム
だ
と
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
し
か
活
動
し
ま
せ
ん
が
本
作
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の

郷
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
製
作
メ
ン
バ

の
一
人
な
の
で

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
を
知

て
お
り
ま
す

そ
も
そ
も

高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限

に
つ
い
て
気
付
い
た
時
点
で
ネ

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
サ
チ
達
を
突
き

と
し
て
い
ま
す
が
キ
リ
ト
自
身
な
ら
決
し
て

に
も

さ
な
い
で
あ
ろ
う
ユ
イ
入
り
ネ

ク
レ
ス
を
サ
チ
に

し
て
い
た
時
点
で

ね

 
大

を

見
過
ぎ
て
近
場
目
前
の

福
を
捨
て
る
の
は

ビ

タ

と
し
て
の
在
り
方
で
す

 
ス
レ
イ
ブ
に
裏
切
り
フ
ラ
グ
が
立

て
お
り
ま
す
が

こ
れ
は

 

そ
も
そ
も

ら

姉
認
識
の

対

て
リ

フ

だ
け
だ

た
か
ら

 
同
じ
く
姉
認
識
の
ユ
イ
姉
が
目
の
前
に

た
ら
姉
至
上
主
義
な
キ
リ
ト
・
ス
レ
イ
ブ
は
一
も
二

も
無
く
助
け
に
入
る
で
し

う

 

大
人
の

の
ユ
イ
を
ス
レ
イ
ブ
が
見
て
初
見
で

破
出
来
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い

て
は
ス
ル

で

  
さ
て

と
し
て
き
た
場
面
を
上
手
く

に
整
理
し
て

写
出
来
る
か
私
の

が

さ

れ
る
ぞ

 
分
か
り
や
す
い
よ
う
整
理
す
る
反
動
で
一
話
の
文

数
は
一
万
く
ら
い
に
な
る

け
ど
そ
こ
は
ど
う
か
許
し
て
欲
し
い
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そ
の
代
わ
り
に
ド

ル
ゲ
ン
ガ

的
な
お
話
の
定
番
は
絶
対
入
れ
る
か
ら

黒

 
ヒ
ン
ト
は
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第百十八章 〜多重人格／同一存在〜

 
第
百
十
八
章
 

多
重
人
格
／
同
一
存
在

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
キ
リ
ト

ユ
イ
姉

束
さ
ん

 
今
話
も
や

り

線
回

束
さ
ん
の

点
も
超

線

 
文

数
は
約
一
万
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

な

 
フ

ド
の
下
か
ら
現
れ
た

を
見
て

然
と
す
る

 
そ
の

は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

作
一

と
し
て
名
を

ね
る
義
理
の
姉
が
大
人
の

と
な

た
時
の
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と

二
つ
だ

た
か
ら

本
人
と

わ
れ
て
も
信
じ
ら
れ
る
く
ら
い
ま

た
く
同
じ

 
記

の
中
に
あ
る

と

べ
る
と
や
や

め
で
キ
ツ
そ
う
な

を

け
る
が

差
の

内
で
し
か
な
い

 

ま
さ
か

新
た
な
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
か

 
一

新
し
く
出
て
来
た
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
一
人
か
と
も

え
た

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
現
行
の
シ
ス
テ
ム

で
は
正
式
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
か
ら

そ
の
存
在
だ
と
す
れ
ば

カ

ル
や

ゲ

ジ
が
無
い
事
も

得
出
来
る

 

い
や

で
も
そ
れ
だ
と

あ
ん
な
強
さ
と
武
器
に
説
明
が
つ
か
な
い

 
し
か
し
そ
う
仮
定
す
る
と

と
同
じ
武
器
や
リ

姉
以
上
技

を
持
つ
事
に
対
し
て
疑
問
が

浮
か
ぶ

 

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
人
の
メ
ン
タ
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
目
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ま
れ
て
い

る

つ
ま
り
戦
闘
を
前

に
し
た
も
の
で
は
な
く
戦
闘
経
験
や
技
術
は
全
て
ゼ
ロ

ユ
イ
姉
は

実

そ
う
だ

た

 
仮
に
プ
レ
イ

の
観

を

け
リ

姉
の
技

を
見
取
り

古
し
て
も
の
に
し
た
と
し
て

も
あ
く
ま
で
そ
れ
は
リ

姉
と
同
じ
技

と
い
う
だ
け

片
手
間
で
圧
倒
す
る
程
の

に
は
達
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せ
な
い

だ

 
レ
ア
姉
の
場
合
は
見
取
り

古
で

表
に
出
て
来
て
か
ら
は
コ

リ
と
戦
闘
経
験
を

ん

で

手
剣

の

い
を
会
得
し
た
の
だ
ろ
う

 
た
だ
か
つ
て
の
レ
ア
姉
今
の
ユ
イ
姉
の
よ
う
に
裏
で
モ
ン
ス
タ

と
戦

て
経
験
を

む

に
し
て
も
シ
ス
テ
ム
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い

一

消
滅
さ
れ
る
以
前
の
ユ
イ
姉
の
よ
う
な

状

だ
と
経
験
値
を
得
た
と
こ
ろ
で
レ
ベ
ル
な
ど
上
が
り
様
が
な
い

そ
も
そ
も
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

の
デ

タ
の
ま
ま
で
は
ス
テ

タ
ス
な
ど

に
設
定
さ
れ
て
い
な
い
と
ユ
イ
姉
か
ら
も

い
て
い

る 
一
方
に

得
が
い
く
理
由
を

え
て
も

も
う
一
方
と
矛
盾
し
て
し
ま
う

 

な
ん
だ
と

上
で

惑
に

を
歪
め
る

乱
さ
せ
て
し
ま
い

し

あ
り
ま
せ
ん

 
こ
ち
ら
を
じ

と
静
か
に
見
つ
め
て
い
た
ア
ン
ノ
ウ
ン
は
開

一
番
の

罪
と
共
に

を

下

て
き
た

本

は
こ
う
し
て

触
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
し

う
が

そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
の
全

て
が
リ
セ

ト
さ
れ
た
な
ら
最
初
に
す
べ
き
だ
と
思

て

本

な
ら
初
め
て
会

た
あ
の
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時
に
す
る
べ
き
で
し
た
が
リ
セ

ト
さ
れ
た
可
能
性
に
気
付
い
た
の
が
最
近
で
し
た
か
ら

を

て

 
ア
ン
ノ
ウ
ン
が

に
し
て
い
る
内
容
は
そ
こ
ま
で
多
く
な
い
が
理
解
出
来
る
も
の
が
少
な
す

ぎ
た

ア
ン
ノ
ウ
ン
に
と

て
最
初
と
い
う
も
の
の
場
合
こ
う
し
て

に

触
し

か

を
す
る
事
は
義
務
の
よ
う
な
も
の
ら
し
い
事
は
分
か

た

 
で
も
正
直
分
か

た
事
は
そ
れ
だ
け
だ

リ
セ

ト

と
は

を
意
味
し
て
い
る
の
か

 
そ
の

惑
は
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

を
上

た
ア
ン
ノ
ウ
ン
は

上
の
こ
ち
ら
を

真

直
ぐ
見

え
て
来
た

黒
く

き
け
れ
ど
ど
こ
か
く
す
み
が
見
え
る

が

を
真

直

ぐ

い
て
く
る

 
だ
と
信
じ
ら
れ
な
い
と
そ
う
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
ど
う
か
私
の
話
を

い
て
下
さ
い

  
そ
う

た
だ
た
だ
真

に

希
う
様
に

る
よ
う
な
眼
で

て
来
た
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覚
え
の
あ
る
眼
だ

と

 
そ
う
思

た

 
こ
の
手
で
斬

た
オ
レ
ン
ジ
達
が
命

い
す
る

に
見
せ
た
眼
で
あ
り
死
に
目
に
遭

て
い

る
罪
の
無
い
人
の
眼
で
あ
り

地
獄
で
見
た

裏
か
ら
離
れ
な
い
眼
だ

 
き

と
こ
の
眼
を

か
つ
て

自
身
も
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
う
思
う
と
ぞ
ん
ざ
い
に
返

す
る
事
は

ら
れ
た

故
か
は
わ
か
ら
な
い
が
ア
ン
ノ

ウ
ン
は
自
分
に
望
み
を

希
望
を

け
て
い
る
と
分
か

て
し
ま

た

 

本

を

え
ば

い
て
あ

た
い
と
も
思
う

今
は

無
理
だ

さ

き
も

た
が

い
で
い
る

 
だ
が
今
は
ユ
イ
姉
と

う

の
戦
い
を
止
め
る
の
が
先
決
だ

そ
も
そ
も
ユ
イ
姉
を

て
い
た
の
も

攻
略
組

が

わ
れ
て
い
る
場

を

く
た
め
で

そ
ち
ら
も

が
な
け

れ
ば
手

れ
に
な
る

 
話
を

く
の
は

攻
略
組

を
助
け
出
し
た
後
で
も

く
な
い
の
だ

義
理
の
姉
と

攻
略
組

の
事
で
す
か

知

て
る
の
か
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識

て
い
ま
す
よ

て
ま
し
た
か
ら

そ
う
か

 
平
然
と

で
も
な
い
よ
う
に

う
ア
ン
ノ
ウ
ン
の
物

い
に
内
心
で

の
苛
立
ち
を
覚

え
る

て
い
た
の
な
ら

そ
こ
に
行

て

ぐ
事
も
出
来
た
ん
じ

な
い
の
か
と

 
し
か
し

は
そ
の
苛
立
ち
を
抑
え

ん
だ

事
情
や
立
場
は
全
く
分
か
ら
な
い
が

達
に
無

件
で
力

え
を
す
る
よ
う
な
間

で
は
な
い
の
だ

そ
ん
な

手
に
こ
の
苛
立
ち
を
ぶ
つ
け
る

の
は
理
不

だ

そ
も
そ
も
そ
の
事

を

ぐ
か
解
決
出
来
る
だ
け
の
力
を
持
ち
行
動
し
て
い

れ
ば

こ
の
状
況
に
は

ら
な
か

た

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
や
テ

タ

ニ
ア
が
マ
ナ

レ
ス
な
集

だ

た
と
は

え
オ
レ
ン
ジ
や

レ

ド
ギ
ル
ド
の
よ
う
な
行
い
を
し
て
い
な
か

た
時
期
に
斬
る
の
は

自
身
が
し
な
か

た

そ
れ
を
悔
や
ん
で
い
る
の
は
そ
う
し
て
い
れ
ば
未
然
に

た
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
結
果

論
で
し
か
な
い

時
は
こ
れ
で
良
い
の
だ
と
判
断
し
て
い
た
の
だ
か
ら
己
の
決
断
を
悔
や
み
こ

そ
す
れ

手
に
非
を
ぶ
つ
け
る
の
は
理
不

で
し
か
な
か

た

責
め
な
い
の
で
す
か

 
私
は
彼
ら
が
彼
女
達
が

わ
れ
る
様
を
た
だ

て

て
い
た
の
で
す
よ
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逆
に

く
が

責
め
て
欲
し
い
の
か

そ
れ

は

 
キ
ツ
い

い
方
だ

た
か
と
表
情
を
歪
め
て

い

む
反
応
か
ら
思

た
が

罪
は
し
な

か

た

 
こ
の
苛
立
ち
を
ぶ
つ
け
る
の
は
理
不

だ

け
れ
ど
だ
か
ら
と

て

も
か
も
を
許
す

じ

な
い
し
自
分
も
聖
人
君
子
じ

な
い
か
ら
感
情
的
に
も
な
る

ま
し
て
や
ア
ン
ノ
ウ
ン
は

リ

姉
以
上
の
強
さ
を
持
ち

を
一
撃
で
気
絶
さ
せ
る
能
力
を
持
ち

常
持
ち
得
な
い
シ
ス

テ
ム
的
な
権
限
を
持

て
い
る
の
だ

 
ア
ン
タ
な
ら
助
け
ら
れ
た
ん
じ

な
い
の
か

と

 
そ
う
思

て
し
ま
う
の
は
仕
方
な
い
と
思
う

確
か
に

も
感
じ
て
い
な
い
と

え
ば

に
な
る

の
プ
レ
イ

や
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
は

持
ち
得
な
い
能
力
を
持

て
い
る
ア
ン
タ
な
ら

権
限
を
使
い
だ
し
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
も

う
ん
じ

な
い
か
と

そ
う
思

て
い
る
の
は
確
か
だ

私
は

私
で
は

権
限
に
は

い
ま
せ
ん

い
え

仮

う
と
し
て
も

そ
の
後
は
み
ん
な



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
悔
し

に
悲
し

に
表
情
を
歪
め

く
ア
ン
ノ
ウ
ン

小
声
で

い
た
部
分
は

こ
え
な

か

た
が

表
情
か
ら
し
て

な
事
に
な
ら
な
い
事
が

み
取
れ
る

 
と
も
あ
れ

ア
ン
ノ
ウ
ン
で
も

権
限
に
は

わ
な
い
ら
し
い

な
ら
ア
ン
タ
を
責
め
る
事
は
出
来
な
い
な

権
限
に

わ
な
い
と
理
解
し
て

ま
な
か

た
の
は
理
性
的
で

合
理
的
だ

気
と

を
履
き
違
え
て
い
な
い

私
は

た
だ

な
だ
け
で
す

 
バ
ツ
が
悪
そ
う
に

線
を

ら
し
て

う
ア
ン
ノ
ウ
ン

 
ど
う
も

か
後
ろ
め
た
く
思

て
い
る
事
が
あ
る
ら
し
い

様
子
か
ら

す
る
に

月
夜
の

黒
猫

や
サ
チ

ケ
イ
タ
に
対
す
る

の
よ
う
な
感
じ
か

 

と
ア
ン
ノ
ウ
ン
の

点
は
か
な
り
少
な
く
て
対
人

に
至

て
は
全
く
な
い

な

の
だ
が

 
そ
れ
で
も
ア
ン
ノ
ウ
ン
の
反
応
か
ら
恐
ら
く

に
対
し
て
後
ろ
め
た
い

か
を

い
て
い
る

の
だ
ろ
う
事
は
分
か
る

真
剣
に

ん
で
い
る
様
か
ら
は
虚

の

が
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
彼
女

に
と

て
は
真
実
な
の
だ
ろ
う
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き

と
そ
の
真
実
に
対
す
る
思
い
が

を
晒
し
て
の
対
話
に
至
ら
せ
た

 
ど
う
し
て
今
に
な

て

を
そ
れ
も

が
一
人
の
時
を

た
か
の
よ
う
に
晒
し
自
ら

を
責
め
る
よ
う
な
物

い
を
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い

気
に
な
ら
な
い
と

え
ば
そ
れ
も

に
な
る

が
切

掛
け
に
な

た
の
か

 

だ
が

く
と
し
て
も

そ
れ
は
今
で
は
無
い

 
今
で
な
く
て
良
い
の
だ

そ
れ
は

悪
い
が
今
は
ア
ン
タ
に

け
る
時
間
は
無
い

話
な
ら
後
で

く

話
す
気
が
あ

る
な
ら

理

で

て
い
て
も
ら
い
た
い

 
さ

き
も

た
事
と
共
に
こ
ち
ら
の
要
求
も
伝
え
る

外
に

一
緒
で
な
け
れ
ば
話
を

く
つ
も
り
は
無
い
と
伝
え
て
い
た

同
じ
説
明
を
す
る
の
は
面
倒
だ
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る

が

き
の
話
だ
と
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
内
容
の
予
感
が
し
た
か
ら
で
も
あ
る

 
そ
れ
に
ア
ン
ノ
ウ
ン
の
事
を
リ

姉
や
ユ
イ
姉
達
は
か
な
り

し
て
い
た

か
ら
大

と
伝
え
て
も
心
配
さ
れ
る
だ
ろ
う

 
自
分
達
の
眼
で

ア
ン
ノ
ウ
ン
の
事
を
判
断
し
て
欲
し
か

た

て
下
さ
い

 
私
が
こ
う
し
て

を
見
せ
た
の
は

あ
な
た
へ
の
信
頼
を
示
す
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と
共
に

力
を

す
つ
も
り
だ
か
ら
な
ん
で
す

力
を

 

の

を

ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
語
ら
れ
た
内
容
に
気
を
取
ら
れ

め
て

線
を
ア
ン
ノ

ウ
ン
に
向
け
る

 
黒
髪
の
女
性
は

か

え
か
け
る
よ
う
な
面
持
ち
を
し
て
い
た

つ
ま
り

要
す
る
に

自
分
も
一
緒
に
行
く
と

そ
う
で
す

な
ら

て
く
れ

 
返

を

い
て

間
を

く
事
無
く
そ
う
返
す

 
あ
ま
り
の

決
に
か
ア
ン
ノ
ウ
ン
が

目
し
た

信
じ
ら
れ
な
い
と
で
も

い
た

な
眼
を

向
け
ら
れ

故

い
た
の
か
を

し
て
い
る

は

を
巡
ら
せ
な
が
ら

を
開
い
た

さ

き
か
ら
時
間
が
無
い
と

て
る
だ
ろ
う

ど
の
道

程

で
は
ア
ン
タ
に
は

わ
な

い
ア
ン
タ
に

意
が
無
い
な
ら
そ
れ
を
信
じ
る
し
か
な
い
ん
だ

本

に
力

え
を
し
て
く
れ

る
な
ら
こ
れ
以
上
無
く
心
強
い
味
方
に
な
る
か
ら
で
も
あ
る

 
そ
の
気
に
な
れ
ば
ア
ン
ノ
ウ
ン
は

を
殺
せ
る

抗
し
よ
う
に
も
リ

姉
と
ユ
ウ
キ
ユ
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イ
姉
の
三
人
が
か
り
で

ら
せ
る
事
も
出
来
な
い

手
に
勝
て
る

が
無
い
し
そ
も
そ
も
こ
こ

ま
で

近
さ
れ
て
い
た
ら

し
様
が
な
い

上
に

る
の
も
機
動
力
を
殺
し
て
い
る

 
な
ら

に
残
さ
れ
た

は
信
じ
る
だ
け

 

性
も
分
か
ら
ず

を
目
的
に
し
て
い
る
か
も
分
か
ら
な
い
謎
だ
ら
け
の
ア
ン
ノ
ウ
ン
の

葉
を

た
だ
根

も
な
く
信
じ
る
し
か
道
は
無
い

 

さ
れ

殺
さ
れ
る
な
ら
そ
れ
ま
で
だ

 
本

に
力

え
し
て
く
れ
る
な
ら
こ
れ
以
上
無
く
心
強
い
味
方
が
出
来
る
と
い
う
メ
リ

ト

が
あ
る

 
メ
リ

ト
は
味
方
が
出
来
て
デ
メ
リ

ト
は
死
ぬ
と
い
う
釣
り
合
い
の
取
れ
て
い
な
い
ギ

ン
ブ
ル
だ

 

だ
が

 
こ
れ
以
上
の
理

は
必
要
か

 
ア
ン
タ
の

葉
を
信
じ
た
と

そ
う
ア
ン
タ
に
信
じ
て
も

ら
う
た
め
の
理
由
は
ま
だ
不
足
し
て
い
る
か
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い
え

い
え

十
分
で
す

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

 

を

め

を
滲
ま
せ
哀
し

に
礼
を

に
す
る
様
を
見
て
信
じ
て
い
い
だ
ろ
う
と

思
わ
せ
ら
れ
た

信
じ
る
だ
け
で

喜
に

え
る

手
が

し
て
く
る
と
は
思
え
な
い

 

世
の
中
に
は

女
の

を
武
器
に
す
る

も
い
る
が

 
そ
ん
な
悪
女
で
は
無
い
だ
ろ
う
と

と
な
く
直
感
で
思

て
い
た

 
き

と
そ
れ
は
今
ま
で
の
遭
遇
で

ど
が
こ
ち
ら
の

に
な
る
事
ば
か
り
の
行
動
を
し
て
い

た
か
ら

だ
か
ら
信
じ
て
も
い
い
と
思
え
た

 

を

う
ア
ン
ノ
ウ
ン
の
手
を
引
い
て
後
ろ
に

て
も
ら

た
後
こ
ち
ら
の
お

に
手
を

回
す
よ
う
指
示
を
出
す

身
⻑
差
の
せ
い
で
ア
ン
ノ
ウ
ン
の

が

を
く
ぐ
る
よ
う
に

に
回
さ

れ
て
い
る
が
仕
方
な
い

 
し

か
り

ま

た
事
を
把
握
し
て
か
ら
黒

の

を

り

進
行
を
再
開
さ
せ
る

そ
う
い
え
ば
ア
ン
タ
名
前
は

て

う
ん
だ

 

時
ま
で
も
ア
ン
タ
じ

流

に

る
 
マ

プ
を
見
つ
つ

黒

を

ら
せ
な
が
ら
後
ろ
の
女
性
に
問
い
掛
け
る
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私
の
私
の
名
前
は

ヴ

ベ
ル
と

い
ま
す

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

そ
う

お
呼
び
下
さ
い

 

そ
う

か

は

キ
リ
ト
だ

よ
ろ
し
く

  

本
来

プ
レ
イ

や
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
名
前
に
意
味
を
求
め
る
の
は
無

な
事
だ
が

  
不
思
議
と

あ
ま
り

け
容
れ
た
く
な
い
名
前
の
よ
う
に
感
じ
た

 
え
え

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

キ
リ
ト

  
あ
ま
り
誇
ら
し
そ
う
に
し
て
い
な
い
と
感
じ
た
の
は

の
錯
覚
だ
ろ
う
か

   
戦

て

戦

て

戦

て



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 

に
追
い
回
し
て
く
る
男
達
と
戦
い

け
る
中
で
ど
う
に
か

の
外

エ
リ
ア
の

入
り

に

け
た
と
こ
ろ
で
男
達
の
追

が

く

絶
え
た

ど
う
や
ら
こ
の

の
内
部

は

う

の
根
城
あ
る
い
は
ホ

ム
の
よ
う
な
状

で
完
全
に
地
の

を
奪
わ
れ
て

い
る
ら
し
い

 
モ
ン
ス
タ

を

え
て
い
る

で
は
無
い
が
そ
の
配

や
内
部
構

を

し
て
四
方
八
方

か
ら
神
出
⻤

ば
り
に
襲
撃
し
て
く
る
も
の
だ
か
ら
全
く
気
が

ま
ら
な
か

た

外
の

に

も
グ
リ
フ

ン
や

型
モ
ン
ス
タ

が

る
か
ら
気
は

け
な
い
が
内
部
に

べ
れ
ば

か
に

マ
シ
だ

 
こ
の
時
ば
か
り
は

と
い
う

れ
知
ら
ず
の
身
で
あ
る
事
が
有

く
思
え
る

く
一
息
付
け
ま
す
ね

あ
な
た
も

大

で
す
か

ん
 
す
ぐ

で

断
な
く

を

し
て
い
る
少
年
は

く

い
た

 

あ
ど
け
な
さ
を

む
そ
の
様
が

や
け
に
義
弟
の

と
重
な
る

 
と
い
う
か
容

か
ら
し
て
完
全
に

二
つ
だ

こ
の
プ
レ
イ

も
ホ
ロ
ウ
な
の
だ
と

わ
れ

た
方
が
よ

ど
し

く
り
来
る
そ
れ
く
ら
い
容

は
同
じ

在
り
方
や

気
も
近
く
感
じ
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る

ま
ず
は
お
礼
を

助
け
て

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

私
の
名
前
は
ユ
イ

見
て
の

り
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
す
が
少

み
入

た
事
情
が
あ
る
の
で
そ
の

は
機
会
が
あ
れ
ば

と
い
う
事
で

 

と
な
く
あ
ま
り
そ
こ
を
突
か
な
い
方
が
良
い
と
直
感
が

て
い
た
の
で
無

に
自
己

か
ら
す
る
事
に
し
た

私
は
一
方
的
に
知

て
い
る
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
い
う
名
の
監

を

し
て
い
た
と

て
悪

を
わ
ざ
わ
ざ
持
た
れ
る
つ
も
り
は
無
い
の
で

理

の
ス
タ

フ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
と
こ
ろ
は

に

魔
化
し
て
お
く

 
そ
う
自
分
の
事
を

る
と
黒
い
魔
剣
を

え
る

い
黒
騎
士
が
目
を

め
て
見
上

て

来
た

 

そ
の
眼
に
は

し
き
れ
な
い
郷

の
色
が
あ
り

 
一

の

き
の
後

全
き
闇
に

さ
れ
る

ス
レ
イ
ブ

そ
う

呼
ば
れ
て
る

 
哀
し

に

み

め
る
よ
う
な
声

で

ら
れ
た
名
前
に
思
わ
ず

を

め
る

人
の
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名
前
に
対
し
て

面
を
見
せ
る
な
ど
失
礼
で
し
か
な
い

そ
ん
な
事
は
分
か

て
い
る

が

分
か

て
い
て
そ
う
な

て
し
ま
う
く
ら
い

そ
の
名
は

い
と
思
え
る
も
の
だ

た

 

な
ど
と

一
体

が
付
け
た
の
か

 

え
る
ま
で
も
な
か

た

 

呼

本

に
醜
い

 
思

に
浮
か
べ
る
だ
け
で

中
に

き
上
が
る
こ
の

悪

あ
の
男
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
時

に
流
れ
て
来
た
思

と
感
情
は

正
直
と
て
も
不

快
な
も
の
だ

た

 

な
ま
じ

な
精
神
の
プ
レ
イ

と
一
緒
に

過
ぎ
た

で
も
あ
る
の
だ
ろ
う

 
あ
の
少
年

義
弟
キ
リ
ト
が

く
怒
り
な
ど
の
負
の
感
情
は
他
の
者
と
違

て
期
間

が

く

ま
た

も

い

罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず

と
い
う
よ
う
に

彼
が
向
け
る
怒

り
の
対

は

手
が
行

た
行

で
あ

て
目
の
前
に
い
る

手
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ

ろ
う

 
そ
れ
が

で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い

 

だ
が

だ
か
ら
こ
そ
異

な
の
だ

彼
は

 
あ
そ
こ
ま
で

ら
れ
て
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あ
れ
程
ま
で
に
責
め
ら
れ
て

  
そ
の

を

持
し

け
る
な
ど
あ
り
得
る

が
無
い

  

間
違
い
な
い

と
確
信
を

く

 
異

に
過
ぎ
る
在
り
方
は
他
者
と

べ
れ
ば
す
ぐ
気
付
く

な
ま
じ
近
し
い
者
で
あ
れ
ば

の
事ス

レ
イ
ブ

い
え

あ
な
た
は

ん

 

と

哀
し
さ

怒
り

 
そ
れ
ら
が

交

に
な

た
モ
ノ
を

き
な
が
ら

心
を
突
け
ば
ま
た
哀
し

な

み
を
浮

か
べ
ら
れ
た

 
そ
れ
こ
そ
が

え

 

葉
は
不
要
だ

た

故

今
ま
で

わ
な
か

た
の
で
す
か
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全
て
を

し
た
私
は

責
め
る
よ
う
に

血
を

く
よ
う
な
思
い
で
問
い
を
発
し
た

 
私
で
な
く
と
も
リ

姉
達
と
会

た
事
は
あ
る

な
の
だ

そ
の
時
に
己
の

性
を
晒
し
て

い
れ
ば
苦
し
む
よ
う
な
事
は
無
か

た

故
自
ら
を

し
殺
し
て
ま
で
あ
の
男
に
付
き

て

い
た
の
か

そ
れ
が
分
か
ら
な
か

た

 

仮

己
の
存
在
が
虚
構
の
も
の
で
あ

て
も

 
自
身
が
無

件
の
信

を
寄
せ
て
い
る
義
姉
に
一

も

わ
な
か

た
な
ん
て

え
ら
れ
な

か

た

ホ
ロ
ウ
の
キ

の
よ
う
に
感
情
的
に
な

て
ま
で
取
り
返
そ
う
と
す
る

な
の
だ
か

ら 
そ
の
疑
問
が
ぐ
る
ぐ
る
と

の
中
で
回

て
ど
う
あ

て
も
苦
し
い
身
の
上
に
な
る
義
弟
の

現
身
の
事
を

え
て

が
滲
ん
だ

を

ん
で
キ
ツ
く

き

め
る

ん

 

の
中
に
ア

サ
リ
と
収
ま

た
少
年
が

心
地
良
さ
そ
う
な
声
を
弱

し
く
発
す

 
今
ま
で
我

し
て
い
て
そ
の
果
て
に
得
ら
れ
た

か
な

せ
で

足
し
て
い
る
よ
う
な
そ

ん
な
反
応

ば
か

本

に

あ
な
た
は

ば
か
で
す
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ん
 
そ
の
反
応
が
苛
立
た
し
く
て
同
時
に
哀
し
く
て

じ
り
に

倒
す
る

そ
れ
す
ら
も
喜

び
と
な

て
い
る
か
ら
始

に
負
え
な
い

 

こ
の
子
は

も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
く
ら
い
傷
付
い
て
し
ま

た

 

か
が
決
定
打
と
な

た

 
自
分
を

え
る

と
な
る
も
の
が
根
幹
か
ら

れ
て
し
ま

て
自
ら

舞
す
る
事
も

す
る
事
も
出
来
な
い
く
ら
い

れ
果
て
て
し
ま

て
そ
の

に
テ

タ

ニ
ア
か
ら
離
れ

た

私
が
ま
だ
把
握
し
て
い
な
い

か
を
テ

タ

ニ
ア
が
し
て
そ
れ
が
ス
レ
イ
ブ

義
弟
に
と

て
の
禁
忌
だ

た
の
だ

 
一
人
で
戦
い

く
に
足
る
強

な

 
そ
れ
を
一
発
で
壊
す
程
の
禁
忌
を

テ

タ

ニ
ア

は

し
た
の
だ
ろ
う

苦
し
か

た
な
ら

さ
ん
に

助
け
を
求
め
れ
ば
よ
か

た
ん
で
す
よ

 
そ
の
一
発
が
決
定
打
に
な

た
と
は

え

テ

タ

ニ
ア

が
現
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
数

日
の
期
間
が
あ

た

そ
の
間
に
も
苦
し
い
事
は

あ

た

だ

論
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
を
始

め
自
身
を

け
容
れ
て
く
れ
る
人
達
と

を
合
わ
せ
た
回
数
も

か
あ

た

だ
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そ
の
時
に

べ
ば
良
か

た
の
だ

 

た
す
け
て

と

 
そ
の
一

が
あ
れ
ば
仮

し
い
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

だ
と
し
て
も
お
人

し
な
彼
ら
は

助
け
に
動
い
た

そ
の
過
程
で
黒
騎
士
が
あ
の
少
年
で
あ
る
と
気
付
い
た
に
違
い
な
い

 
今
ま
で
黒
騎
士
の

性
に

も
気
付
か
な
か

た
の
は

先
入
観
が
あ

た
か
ら

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

の
存
在
が
シ
ス
テ
ム
的
に
認
め
ら
れ
て
い

た
か
ら
ア

サ
リ
と

け
容
れ
ら
れ
た

だ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
は
同
一
存
在
の
プ
レ

イ

が
存
在
す
る
事
は
原

あ
り
得
な
い

 
そ
れ
を
前

と
し
て

え
て
い
た
か
ら
黒
騎
士
が
黒
の
剣
士
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至

ら
な
か

た

 

そ
の
結
果
が

今
だ

 
こ
の
状

に
な

た
の
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
じ

な
か

た
か
ら
良
か

た

そ
ん
な
事

が
裂
け
て
も

え
な
い
し
思
う
事
も
許
さ
れ
な
い

仮

精
神
や
記

を
コ
ピ

さ
れ
た

だ
ろ
う
と
彼
は
彼
に
違
い
な
い
の
だ

別
人
だ
と
し
て
も
過
去
が
同
じ
で
あ
る
以
上
は
黒
騎
士

も
義
弟
に
は
違
い
な
い
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気
付
け
な
か

た
事
を

仕
方
な
か

た
と
済
ま
せ
る
事
は
出
来
な
い

 
で
も

最

手

れ
だ

 

は

人
間

ど

な
存
在
で
は
な
い

 
ど
れ
だ
け
人
に
似
て
い
よ
う
と

人
間
と
し
か
思
え
な
い
程
の
知
能
を
見
せ
よ
う
と

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
以
上
絶
対
不
変
の
根
幹
が
あ
る

人
間
は
他
者
の
影

で
常
に
変
化

し
得
る
存
在
だ
が

は
そ
う
で
は
な
い

 
私
に
と

て
絶
対
不
変
の
も
の
は

人
を

す
事

そ
れ
を
投

出
す
事
は
決
し
て
出
来
な

い

ど
ん
な

を
し
よ
う
と

一
人
と
し
て

せ
な
い
場
合
は

も

べ
ず

し

け

れ
は
エ
ラ

を

し
自
我
は

壊
す
る

人
を
傷
付
け
る
し
か
無
く

も

せ
な
い
と

な
れ
ば
自
分
の
存
在
意
義
や
定
義
を

す
事
に
な
る
か
ら
だ

過
去
正
に
そ
う
な

て
い
た

 
義
弟
キ
リ
ト
に
と

て
の
決
し
て

れ
な
い
も
の
を

さ
れ
る
事
が

き
た
以
上
遠
か
ら
ず

黒
騎
士
の
精
神
は

壊
す
る

 
今
は

し
殺
し
て
い
た
欲

感
情
で

壊
を

い
で
い
る
だ
け

 
私
が
そ
の
楔
と
な
り
得
て
い
る
の
は
今
ま
で
黒
騎
士
と

を
合
わ
せ
た
事
が
な
く
し
か
し

黒
騎
士
に
な
る
以
前
の
少
年
と
は
近
し
い

に
な

て
い
る
か
ら
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黒
騎
士
と
な

て
か
ら
面
識
が
出
来
た
者
と

を
合
わ
せ
れ
ば

終
わ
り
だ

 
恐
ら
く

テ

タ

ニ
ア

が
し
た
禁
忌
は

少
年
に
と

て
近
し
い
人

や
守

て
来
た

人

を
傷
付
け
る
行
い
だ

そ
れ
に
黒
騎
士
も
加

せ
ざ
る
を
得
な
か

た

逆
ら
う

に
は
い

か
ず
し
か
し
そ
れ
を
す
る
と
な
れ
ば
己
の
存
在
定
義
を

す

そ
の
果
て
に
自
我
が

れ
か
け

て
い
る

 
今
こ
の
少
年
の
精
神
が

い
の
は

成

し
た
思

を

せ
る
だ
け
の

が
な
い
か
ら

 
そ
の

が
あ

た
ら
そ
の

力
を
思

に
回
し
自
ら
破
滅
へ
と
一
直
線
に
進
ん
で
し
ま

う

そ
の
確
信
が
あ

た

も

と
わ
が
ま
ま
に
な

て
く
れ
れ
ば

よ
か

た
の
に

 

れ
た
声
で
の

願
も

手

れ
で
あ
る
事
を
更
に
自
覚
さ
せ
て
来
る
も
の
で
し
か
な
く
て

ん

 
こ
れ
が
そ
う
だ
と

わ
ん
ば
か
り
に

り
付
い
く
る
そ
の
反
応
が

更
こ
ち
ら
の

の
内

を
苦
し
い
も
の
に
し
て
く
る

 

怨
み
ま
す
よ

テ

タ

ニ
ア

 
虚
構
と
は

え
愛
し
い
義
弟
に
変
わ
り
な
い
少
年
を
こ
こ
ま
で
傷
付
け
た
事
は
決
し
て
許
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さ
な
い

必
ず
や
後
悔
さ
せ
る
と

私
は
そ
う

く
誓

た

  
黒
騎
士
の
少
年
を

き

め
て
気
付
け
な
か

た
事
を
悔
や
む
事

く
し
て
か
ら
今
日
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
最
前
線
攻
略
に
出
て
い
る

の
義
弟
キ
リ
ト
が
黒

を

み
に

て

け
付
け
た

 
私
と
ホ
ロ
ウ
の
キ

と
で
速
攻
で
倒
し
た
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
も
三
分
足
ら
ず
で
撃
破
し
こ
こ

ま
で
来
た
ら
し
い

二
人
掛
か
り
で
五
分

ど
掛
け
た
ボ
ス
を

手
に
一
人
な
の
に
三
分
足
ら
ず

で
倒
せ
た
の
は
流

で
あ
る

 
ど
う
や
ら
無
事
に

ら
れ
た
サ
チ
さ
ん
達
か
ら
マ

プ
デ

タ
を

て
い
た
ら
し
い
彼

は
そ
れ
を
確
認
し
な
が
ら
全
速
力
で
来
て
い
た
の
で

中
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
私
の
イ
ネ

ブ
ル

の
近
く
に
テ

タ

ニ
ア
の
ギ
ル
ド
マ

ク
が
付
い
た
プ
レ
イ

が

る
事
に
気

付
い
た
ら
し
く

を
見
せ
た
直
後
は
か
な
り
殺
気
立

て
い
た

 
と
は

え
そ
の
プ
レ
イ

が
黒
騎
士
と
気
付
い
た
ら
そ
の
殺
気
は

の
よ
う
に
掻
き
消

え
た
の
だ
が

 
と
い
う
か
ナ
ン
さ
ん
が
黒
騎
士
と
一
緒
に

る
事
の
方
が
よ

ど

き
だ

た
よ
う
に
見
え
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た

め
て

し
て
お
こ
う

キ
リ
ト
だ

こ

ち
の
人
は

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

と

う

 
お

い
知
ら
な
い
者
同
士
だ
か
ら
か
私
は
黒
騎
士
を
キ

は
ア
ン
ノ
ウ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ

す
る
事
に
な

た

論
私
と
キ

は
知

て
い
る
か
ら
残
る
二
人
の

の

だ

 
私
と
し
て
は
黒
騎
士
の
自
我
が

壊
す
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
た
の
だ
が
ど
う
に
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
の

を
見
て
も
そ
の
兆
し
が
見
え
な
い
事
に
内
心

を

つ
つ

さ
れ
た
ア
ン
ノ

ウ
ン
を
見
る

 
先

ど
か
ら
ず

と
無

を

い
て
い
る
黒
コ

ト
の
人
物

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
は
彼

く
以
前
か
ら

を
現
し
て
は

対
行

を
あ
る
い
は
助
け
に
な
る
行

を

り
返
し
て
い

る
ア
ン
ノ
ウ
ン
そ
の
人
だ
が
今
回
は
彼
の
手
助
け
を
す
る
べ
く

を
現
し
た
ら
し
い

し
か
も

そ
れ
を
し

か
り

し
て
ま
で
い
る
と
い
う

 
な
ら
私
と
黒
騎
士
に
も

た
ら
ど
う
な
の
か
そ
も
そ
も

で
ま
だ
フ

ド
を

て
い
る

の
か
と
も
思
う
が

そ
の

は

れ
な
い
の
か

と
し
て
無

を

い
て
い
る
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今
の

は
と
も
か
く

彼
に

し
て
い
る
時
の

勢
や

は
真

な
も
の
だ

た
か

ら
手
助
け
す
る
点
に

し
て
信

は
し
て
い
い
と
彼
は
判
断
し
て
い
る
ら
し
い

そ
れ
が

時

ま
で
有

か
分
か
ら
な
い
の
で
完
全
に
信

す
る
の
は

し
い
が

 
一

り
自
己

が
終
わ

た
後

い
に

が
あ

た
か
の
情
報
交
換
を
行

た

 
こ
ち
ら
の
事
は
サ
チ
さ
ん
達
か
ら
一

り

い
て
い
る
事
も
あ

て
す
ぐ
終
わ

た
が
問

は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
方
だ

た

と

テ

タ

ニ
ア

が

攻
略
組

の
人
達
を

ど
こ
か
に

ら
え

え
高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
を
持
つ
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
記

と
精

神
を

ま
で
し
た
の
だ
と
い
う

 
彼
女
は
そ
れ
を
自
力
で
破

た
ら
し
い
が
そ
れ
で
も
ア
ス
ナ
さ
ん
や
リ

姉
達
が

わ
れ
の

身
に
な

た
以
上

時

さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い

と
い
う
か
十
中
八
九

に

が

行
わ
れ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め

私
の
帰
り
を

て
い
る
と
こ
ろ
だ

た
と
い
う

 
最
初
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

で

つ

だ

た
の
に

に
来
た
の
は
サ
チ
さ
ん

達
か
ら
自
身
の
ホ
ロ
ウ
が
裏
切

た
話
を

き
更
に

う

と
私
が
戦

て
い
る
事
か

ら
心
配
し
て
来
て
く
れ
た
よ
う
だ

た

 
黒
騎
士
の
助
け
が
あ

た
か
ら

と
か
な

た
と
は

え
彼
が
来
な
け
れ
ば
キ

が

け
付
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け
る
ま
で
千
日
手
だ

た
と
思
う
か
ら

そ
の
行
動
は

に
有

か

た

心
配
し
て
下
さ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
や

そ
れ
は
い
い
け
ど

ス
レ
イ
ブ
と
し
て
は
い
い
の
か

 

は

テ

タ

ニ
ア

や
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

す

に
動
い
て
る

だ
が

別
に

も
う

ど
う
で
も
い
い
か
ら

そ
う
か

 
ぎ

と
私
の
コ

ト
の

を

み

け
て
い
る
黒
騎
士
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ

の
問
い

に
投

や
り
気
味
に
応
え
た

自
我

壊
と
は
い
か
ず
と
も
か
な
り

た
る
思
い
は
あ
る
ら
し

い 
そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か

キ

も
そ
れ
以
上
追

す
る
事
は
無
か

た

 

多
分
だ
が
彼
は
黒
騎
士
の
正
体
に
気
付
い
て
い
て
黒
騎
士
の
方
も
気
付
か
れ
て
い
る

事
を
理
解
し
て
い
る

 
容

が
そ

く
り
な
の
は

論
だ
が
ナ
ン
さ
ん
が
異
様
に

い
て
い
た
事
が

心
を

か
せ

た
の
だ
と
思
う

自
身
と

対

に
あ
る
者
に
は
決
し
て

か
な
い
小
⻯
が
自
然
に

い
て
い

た
の
を
見
て
主
と
し
て

し
た
の
だ

彼
の

力
だ
と
も

と
前
か
ら
気
付
い
て
い
た
可
能
性
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も
捨
て
き
れ
な
い
が

 
し
か
し
お

い
分
か

た
上
で
触
れ
な
い
事
に
し
た
よ
う
だ

 
別
人
と
は

え
そ
れ
で
も

同
一
存
在
だ
か
ら
か

葉
に
し
な
く
て
も

じ
る
も
の
が

あ
る
ら
し
い

あ
る
い
は
さ

き

い
た
話
の
よ
う
に

か
刃
を
交
え
た
事
が
あ
る
か
ら
か

ユ
イ
姉

の
ホ
ロ
ウ
と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
が

に
い
る
か
は
分
か
る
か

 

た
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
彼
は
そ
れ
を
振
り
切

て

線
を
黒
騎
士
か
ら
切
り
私
に

向
け
て
問
い
を
投

て
来
た

 

テ

タ

ニ
ア

の
事
も

い
て
来
た
の
は

恐
ら
く
黒
騎
士
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

る
事
に

因
す
る
の
だ
ろ
う

あ
の
男
達
の

点
が
こ
ち
ら
に
無
け
れ
ば
彼
も

に
は

な

い
と

ん
だ
の
だ

 
そ
し
て

そ
れ
は
正

を

た
推

だ

え
え

こ
の
エ
リ
ア
に

ま
す

ホ
ロ
ウ
の
キ

と
Ｐ
ｏ
Ｈ
も

方
の

が
あ
ま

り
離
れ
て
い
な
い
事
が
や
や
引

掛
か
り
ま
す
が

そ
れ
は

合
が
い
い
と
思
う
べ
き
か

と
思
う
べ
き
か
迷
う
な

正
直

方

手

に
な
ん
て
し
て
ら
れ
な
い
ぞ

間
違
い
な
く
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は

を

し
て
ス
テ

タ
ス
を
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マ

ク
ス
に
し
て
る
だ
ろ
う
し

か
と

て
ユ
ウ
キ
さ
ん
を

れ
て
来
て
も

権
限
が
ネ

ク
で
す
し
ね

 
彼
女
を

軍
と
し
て
呼
ん
で
も

権
限
で
無
力
化
さ
れ

人

に
な
る
数
が
増
え
る
だ
け

に
終
わ
る
の
が
あ
り
あ
り
と
予
想
出
来
る

最
悪
洗

さ
れ
て

対
す
る
プ
レ
イ

の
数
が
増

え
る
事
に
な
り
か
ね
な
い

 
い
や

そ
も
そ
も

権
限
持
ち
を

手
に

戦
お
う
と
す
る
事
す
ら
正
直
ア
レ
な
の
だ
が

と
い
う
か
キ

は
ど
う
や

て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
倒
す
つ
も
り
な
の
で
す
か

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
自
力
で
洗

か
ら
脱
出
し
た
時
の
戦
い
は

い
て
い
る
の
で
彼
の
攻
撃
が

故
か
不
死
属
性
コ

ド
を

す
る
事
も
分
か

て
い
る

な
の
で
一
切
攻
撃
が

ら
な
い
と
い

う
事
は

慮
し
な
い
で

問
し
た

一

情
報
を
得
れ
ば

め
殺
し
が
出
来
る
く
ら
い
対
Ｍ
ｏ

ｂ
対
人
戦
の
メ
タ
的
存
在
の
彼
が
ま
さ
か
無
策
で
向
か
う

無
い
だ
ろ
う
と
い
う
信
頼
が
あ

る
見

殺

 
そ
の
信
頼
に
応
え
る
よ
う
な

え
を
間
髪
入
れ
ず
返
さ
れ
た
が
正
直
反
応
に

る
も
の
で
も

あ

た
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む

か

い
た

だ
な

い
え

そ
の

も
う
ち

と

体
的
な

え
を
返
さ
れ
る
か
な
と
思
い
ま
し
て

攻
撃
が

る
な
ら
殺
り
様
は

ら
で
も
あ
る

と
本

は

い
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど

実

速
攻
で
決
め
に
掛
か
ら
な
い
と

権
限
で
無
力
化
さ
れ
る

せ
め
て
部

欠
損
を

こ
せ

る
な
ら

手
か

を

う
け
ど

ス
テ

タ
ス
差
が
大
き
過
ぎ
る
せ
い
か
出
来
な
か

た
か
ら

と
に
か
く

と
ノ

ク
バ

ク
さ
せ
る
し
か
方
法
が
無
い

だ
か
ら
見

殺

 
ど
う
や
ら
作
戦
を
立
て
ら
れ
な
い
か
ら
あ
の

え
に
な

た
ら
し
い

速
攻
で
決

を

け
な

い
と
無

件
で

北
す
る
と
な
る
と
確
か
に
そ
の
結
論
し
か
な
い

 
そ
の
確
認
が
取
れ
た
と
こ
ろ
で
時
間
が
無
い
と
彼
に

か
さ
れ
た
私
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
機
能
と
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
の
プ
レ
イ

把
握

能
力
を

し
三
人
の

内
を
行
う
事
に
な

た

い
マ

プ
デ

タ
も
あ
る
程

あ
る
か

ら
道
に
迷
う
事
は
無
い

う

メ
ン
バ

の

襲
も
彼
が
い
れ
ば
喰
ら
う
前
に
見
破
れ

る 
だ
か
ら
道

内
に
専
念
す
れ
ば
良
い
自
分
は

別
の
事
に
も
思

を
回
せ
る

が
あ

た

 

え
る
事
は

故
彼
に
は

権
限
が

し
な
い
の
か
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ど
れ
だ
け

え
て
も
分
か
ら
な
い
事
だ
か
ら
意
味
は
無
い
が
そ
れ
で
も

え
て
し
ま
う

シ
ス
テ
ム
に
仕
え
る
身
だ
か
ら
こ
そ

あ
る
意
味
彼
以
上
に
気
掛
か
り
に
な
る
の
だ

 

権
限

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
己
を
神
と

称
し
た
事
は
不

そ
の
も
の
で
は
あ
る
が
こ
の
世
界
に
限

て

え
ば
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い

そ
の
権
限
が
あ
る
だ
け
で
あ
ら

る
事

を

作
出
来

る
の
だ

つ
か
の

作
だ
け
で
こ
の
一
年

を
一
人
で
戦
い

い
て
来
た
彼
を

か
に

ぐ

ス
テ

タ
ス
を
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
与
え
ら
れ
た
よ
う
に

 
か
つ
て
神
は
災

に

え
ら
れ
て
い
た
と
い
う

人
の
身
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
人

知
で
は
解
明
出
来
な
い
高

の
存
在
だ
と

理
不

の
権
化
と

人
は

た

 
そ
れ
は
真
実
だ

 
同
時
に

そ
れ
は

り
で
も
あ
る

 
確
か
に

神

は
理
不

で
あ
る

 
し
か
し

神

に

す
る
力
そ
の
も
の
は
違
う

そ
の
力

す
な
わ
ち

権
限
は

あ
く
ま

で
権
限

神

が
有
す
る
と

え
ら
れ
る
権
能
と
は
別
物
だ

権
限
は
人
が
作
り
出
し
た
も

の
で
し
か
な
い

ま
し
て
や
こ
の
世
界
は
人
が
作
り
出
し
た
仮
想
世
界
電
子
コ

ド
で

ら
れ
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て
い
る
以
上
仮

理
不

な
事

を
引
き

こ
す
と
し
て
も
そ
れ
を

こ
す
の
が
人
で

あ
る
以
上
限
り
が
あ
る

 

故
な
ら
こ
の
世
界
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ

て

密
に

制
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ

 
メ
イ
ン
と
サ
ブ
二
つ
の
コ
ア
プ
ロ
セ

サ
に
よ
り

い
に
エ
ラ

を

正
し
合
う
機
能
が
正

常
に

い
て
い
る
と
は

え
な
い
が
し
か
し
根
本
的
な
機
能
は
未
だ

し
た
ま
ま
だ

仮

別
の
世
界
と

線
し
よ
う
と
流
入
し
て
来
た
デ

タ
す
ら
も
こ
の
世
界
に

合
化
さ
せ
る
だ
け
の

性
と
応

性
が
あ
の
完
全
自
律
シ
ス
テ
ム
に
は
備
わ

て
い
る

 

で
あ
る
な
ら
ば

 

権
限
の
行
い
が

神

と

え
ら
れ
る
に
足
る
絶
対
性
を
誇
る
の
に

そ
れ
を
無

す
る

事
が
あ
り
得
る
の
は
お
か
し
い

そ
う
な
る
な
ら
彼
の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
ゲ

ム
マ
ス
タ

レ
ベ
ル

に
ま
で
引
き
上

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
し
か
し
私
が
見
て
も
彼
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は

の
プ
レ
イ

の
も
の
す
な
わ
ち
コ
モ
ン

ア
カ
ウ
ン
ト
で
し
か
な
い

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
の
よ
う
な
ハ
イ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
も

テ

タ

ニ
ア

の
面
子
の
ス
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パ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
ゲ

ム
マ
ス
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
も
な
く
た
だ
の
最

下

の
コ
モ
ン
レ
ベ
ル

 

そ
の
時
だ
け
の
変
化
と
は
思
い

い
で
す
し

 
ま
し
て
や
本

は

権
限
を
持

て
い
る
な
ん
て
あ
る

が
無
い

仮
に
そ
う
だ
と
し
た
ら

自
分
が

理

ス
タ

フ
と
し
て

た
時
に
す
ぐ
気
付
く

 
未
だ

こ
の
世
界
に
は
謎
が
多
く
存
在
し
て
い
る
よ
う
だ

 

ノ
之

士

こ
れ
は

一
体

束
さ
ん
も
分
か
ら
な
い
よ

つ
か
可
能
性
と
し
て
は
浮
か
ん
で
る
け
ど
さ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
の
主

の

二

と
一
緒
に
な

て
一
つ
の

面
を

み

え
る

 

像
に

し
出
さ
れ
て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
プ
レ
イ

達
の
ロ
グ

プ

レ
イ

を
示
す
光
点
が

層

型
の
形
状
を
し
て
い
る
浮
遊
城
と
は
違
う
広
大
な
エ
リ
ア

に

ら
ば
る
マ

プ

そ
の
一

に

き
た
異
変
が
そ
う
さ
せ
た

 
ま
ず
ア
カ
ウ
ン
ト

の
横
に
表
記
さ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

の
ス
テ

タ
ス
情
報
か
ら
変
化
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が

き
て
い
た

 
最
初
に

き
た
ア
カ
ウ
ン
ト
は
最
近
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
乱
入
し
た
数
人
の
も
の
だ

た
が
Ｓ
Ａ
Ｏ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
最
初
に

き
た
の
は
Ｙ
ｕ
ｕ

ｉ
と
表
記
さ
れ
た
女
性
プ
レ
イ

の
も
の

だ

た

最
後
に
見
た
時
の
レ
ベ
ル
表
記
は

だ

た
の
が
い
き
な
り

に
ま
で
上
が

て
い
た
の
だ

 
そ
れ
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
最
上

に

し
て
い
た
レ
ベ
ル
は
和
君
こ
と
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ

ｔ
ｏ

の
１

 
そ
れ
を
い
き
な
り
突
破
し

え
限
界
ま
で
上
が

た
の
だ
か
ら
こ
の
プ
レ
イ

は
Ａ
Ｌ

Ｏ
プ
レ
イ

の
中
で
も

権
限
を
持

て
い
る

ツ
に
味
方
し
た
の
だ
ろ
う
と
推

し
て
い

た

そ
れ
ま
で
彼
と
一
緒
に

る
時
間
が

的
⻑
か

た
が
今
ま
で
世
界
中
の
人
間
の

を

見
て
来
た
自
分
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
信

す
る
程
の
事
で
は
な
か

た

会

て
み
れ
ば
分
か

る
が

デ

タ
上
で
は
判
断
出
来
な
い
か
ら
個
人
へ
の
人
物
像
は

か
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

 

に

き
た
異
変
が

対
策
チ

ム
に

を

ら
せ
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
中
で
も
上

に

し

け
て
い
た
プ
レ
イ

の

ど

そ
百

人
足
ら
ず

の
レ
ベ
ル
が
一
様
に
限
界
ま
で
上
が
り
始
め
た
の
で
あ
る
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権
限
の
持
ち
主
で
あ
る
プ
レ
イ

Ａ
ｌ
ｂ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ

の

に

ま

て
い
る

し
恐
ら
く

合
し
た
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
だ
と
Ｙ
ｕ
ｕ

ｉ
は
彼
の

に

け
て
い
る

事
が
引

掛
か
る

 

Ａ
ｌ
ｂ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ

も
と
い

郷

之
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
に
一

ん
で
い

る
と

え
ら
れ
て
い
る
し
更
に
良
か
ら
ぬ
事
を
企
み
プ
レ
イ

を

き

ん
で
い
る
と
し

て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
だ
が

束
さ
ん
は

く
こ
の
プ
レ
イ

達
の

波
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る
よ

他
の
事
は

せ
て
良
い
か
な

そ
れ
は
ま

構
わ
な
い
で
す
け
ど

な
予
感
で
も

く
ね

 

い
な
が
ら
得
意
の
超
高
速
打

で
百
人
近
く
の
ナ

ヴ
ギ
ア
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
始

め
る

 

そ
れ
と

行
し
て

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と

Ｙ
ｕ
ｕ

ｉ

二
人
の

波
ロ
グ
の

確
認
も
密
か
に
行
う

 
二
人
の
ロ
グ
を
確
認
す
れ
ば
明
ら
か
に
正
常
と
は

え
な
い

波
と

の
活
性
化
現

の
確
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認
が
取
れ
た

 
Ｙ
ｕ
ｕ

ｉ
の
方
は

葉
や
大

部

主
に
記

や
感
情
を

る
部
分

を
中
心
に
異
常
な
活
性
化
現

が
見
ら
れ
て
い
た

し
か
も
そ
れ
以
前
の
ロ
グ
と
は
大
き
く
違
う

パ
タ

ン
だ

を
取

て
い
る

で
は
無
い
か
ら

は
不
明
だ
が
人

的
に
感
情
を

作
さ
れ
て
い
る
事
は
明
ら
か
だ

た

 

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

の
方
は

か
な
り
特

な

波
を
示
し
て
い
た

 

常
人
間
の

波
は
一
種

し
か
存
在
し
な
い

個
人
に
よ

て

に

波
の
波
形
が
異

な
る
し
特
徴
も
違
う
か
ら
こ
れ
も
過
程
を
追

て
デ

タ
を
集
め
な
け
れ
ば
断
定
は
出
来
な

い 
そ
れ
で
も
一
目
見
れ
ば

仮

知
識
を
持

て
い
な
い
人
で
も
異
常
と
分
か
る
だ
ろ
う

 
そ
の
異
常
現

は

更
に
過
去
に

て
確
認
す
れ
ば

と
な
く

り
返
し

き
て
い
た

 

一
つ
の

か
ら

三
種

の

波
が
発
生
し
て
い
た

 

波
と
は

の
活
性
化
現

を

合
的
に
表
し
た
も
の

つ
ま
り
怒
れ
ば
怒
り
の
波
形
が

喜
び
を

け
ば
怒
り
の
波
形
が
消
え
て
喜
び
の
波
形
が
出
現
す
る

そ
の
原

が
あ
る
か
ら
人
間

の

は
一
種

し
か

波
を
発
さ
な
い
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仮

怒
り
悲
し
み
喜
び
の
感
情
が

交

に
な

た
も
の
を

い
た
と
し
て
も
そ
れ
ぞ

れ
の
感
情
の
対

は
異
な
る

だ

対

と
は
人
物
で
は
な
く
事
情
経
歴
な
ど
の
エ
ピ

ド
す
ら
も

て
は
ま

て
い
る

離
れ
た
事
へ
の
怒
り

止
め
ら
れ
な
か

た
事
へ
の
哀
し
み

て
来
て
く
れ
た
事
へ
の
喜
び
の
よ
う
に
一
人
の
人
物
に
対
し
て
で
も
感
情
を

く
理
由
が

違
う

そ
れ
な
ら
複
数
の

が
活
性
化
し
ま
る
で

の
演

の
よ
う
に
一
つ
の

波

が
形
成
さ
れ
る
の
だ

 

彼
の
場
合
を

に

え
る
な
ら
一
つ
の

が
三
種

の

を
全
く
同
時
に
演

し
て
い
る

 

は
一
つ
の

を

に

め
て
演

す
る
か
ら
こ
そ

し
い

一
つ
の

を
一
片
の

り
も
な
く

で
る
か
ら
こ
そ

価
さ
れ
る
の
で
あ
り

ど
れ
だ
け
洗
練
さ
れ
た
技
術
で
あ

て

も

が
異
な
る
も
の
を
同
時
に

で
て
い
た
の
で
は
真
価
は
発

し
な
い

 
つ
ま
り

三
種

の

波
を
同
時
に
発
生
さ
せ
て
い
る
彼
は

本
来
あ
り
得
な
い
事
で
あ
り

 
本
来
一
人
の
人
間
が
出
せ
る

機
能
の
ポ
テ
ン
シ

ル
を
常
に
損
な

て
い
る
と
い
う
事
で

も
あ
る

ホ
ン
ト

キ
ミ
は
努
力
の
天
才
だ
よ
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に
も

こ
え
な
い

で
そ
う

ら
す

 
仮
想
世
界
は

の
信

を
ア
バ
タ

に
送
る
事
で
動
き
戦
う
世
界
だ

そ
の
世
界
で
動
く
に

は
ま
ず

が
正
常
に

い
て
い
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

か
の
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
れ

ば

た
だ
そ
れ
だ
け
で
大
き
な
リ
ス
ク
と
ハ
ン
デ
を
背
負
う
事
に
な
る

 
そ
の
状

で
デ
ス
ゲ

ム
世
界
の
最
前
を

常
に
最
高
レ
ベ
ル
で
生
き

い
て
い
た
の
だ

 

波
が
三
種

あ

た
と
い
う
事
は

に

え
て
本
来
一
人
が
出
せ
る
ポ
テ
ン
シ

ル
の

三
分
の
一
程

の
能
力
し
か
発

出
来
て
い
な
か

た
事
に
な
る

人
間
の

は
そ
こ
ま
で

じ

な
く
て
色

な
要

が
複

に

密
に

術
と
す
ら
思
え
る
程
の

学
的
な

絡
み
合
い
で
機
能
を
構
成
し
て
い
る
か
ら

実

は
三
分
の
一
ど
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う

 

か
の
機
能
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で

他
者
の

も
苦
労
す
る
の
が
人
だ

 
感
情
を
出
せ
な
け
れ
ば
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
で
苦
労
す
る

 
道

の

い
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
日
常
生
活
で
苦
労
す
る

 
色

の

別
が
つ
か
な
け
れ
ば

も

も
な
い

 
そ
ん
な

か
が
損
な
わ
れ
た
状

で
彼
は

常
な
人

の
上
に
君
臨
し

け
た

真

な
手

に
限
定
す
れ
ば
今
も
そ
う

知
識
も
経
験
も
な
い
最
年
少
と
い
う
デ
メ
リ

ト
す
ら
も
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の
と
も
し
な
い
努
力
を
し

け
た
の
だ

彼
は

 
そ
ん
な
彼
を

努
力
の
天
才
と

わ
ず
し
て

と
い
う

 

決
し
て

バ
ケ
モ
ノ
な
ん
か
で
は
な
い

 
理
解
不
能
な
存
在
で
は
な
い
の
だ

彼
は

 
天
才
だ

て
努
力
す
る
事
く
ら
い

に
あ
る

親
友
と
て
初
見
で

を

り
こ
な
せ
た

で
は
無
い

天
才
を
自
負
し
て
い
る
自
分
だ

て

行
錯

の

に
発
明
を
成
し

た

あ
の

男
だ

て

強
と

の

り
返
し
の
果
て
に
夢
を
形
に
し
た

 
私
達
の
事
を
人
は
天
才
と
呼
ぶ
け
れ
ど

そ
れ
は
過
程
を
理
解
出
来
な
い
か
ら

て
い
る

だ
け

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
彼
も
同
じ
だ

過
程
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
な
い
だ

け
で
努
力
の
一
点
に

い
て
彼
は
ど
ん
な
人
を
も
上
回
る

あ
ら

る
要

が
ハ
ン
デ
に
な

て
い
て
も

結
果
が
そ
れ
を

す
る

 
ロ
グ
に
あ
る
レ
ベ
ル
の
よ
う
に

 
一
人
で
戦

て

生
き
て
い
る
よ
う
に

 

そ
れ
な
の
に
他
の
人
と
違

て

の

ど
の
機
能
が
正
常
に

い
て
い
な
か

た
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と
す
れ
ば

 

ま
し
て
や
他
の
二
つ
の

波
に
よ

て
更
に
制
限
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば

  
彼
の

本

の
能
力
は

一
体
ど
れ

ど
の
も
の
な
の
か

 
も
し
か
し
た
ら

も

と

ず

と

か
ら

 
恐
ら
く
彼
は
入
れ

わ
る
タ
イ
プ
で
は
無
く
三
つ
の
人
格
が
同
時
に
覚
醒
し
体
の
取
り
合

い
を
す
る
特

な
タ
イ
プ
の
多
重
人
格

 
多
重
人
格
な
ど
は

本
的
に

い

か
ら

を

け
た
子

に
多
く
見
ら
れ
る
も
の

発

す
る
理
由
は
恐
怖
体
験
か
ら
の

別
の
人
格
に

み
や
恐
怖
を

し
付
け
る

が
切

掛
け
な
の
だ

故
に

の
人
格
は
恐
怖
体
験
の
事
を
忘
れ
る

そ
の
分
だ
け
恐
怖
の
感
情
は

れ

る
し

精
神
も
安
定
す
る

 
一
つ
の
肉
体
に
複
数
の
人
間
が
い
る
前

で
あ
れ
ば
同
じ

で
も

波
の
種

が
三
つ
も
あ

る
事
に
は
一
応
説
明
が
つ
く

学
の

で
二
重
人
格
多
重
人
格
を
取
り

た
デ

タ

に
よ
り
人
格
が
入
れ

わ

た
時
は

波
の
特
徴
も
ガ
ラ
リ
と
変
わ

た
と
い
う
報

が
実



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

に
存
在
し
て
い
る

た
だ
し
そ
の
場
合

観

さ
れ
る

波
は
一
つ
だ
け

 
三
つ
同
時

そ
れ
に
見
る
限
り

波
の
波
形
も

違
う
だ
け
で

ど
同
じ

違
う
部
分

は
感
情
部
分
の
活
性
化
状
況
だ
け

 
多
分

彼
の
特

性
は

感
情

に
あ
る

 
記

や
精
神
が
同
じ
で
感
情
だ
け
違
う
と
い
う
の
は
今
ま
で
あ
ら

る
論
文
を
呼
ん
で
き
た
私

で
も
初
め
て
の
パ
タ

ン

だ
か
ら
確
信
は
無
い
が

そ
れ
で
も
見

は
付
け
ら
れ
た

 

常
多
重
人
格
は
一
つ
の
肉
体
に
複
数
の
人
間
が
い
る
と
い
う

え
の
よ
う
に
人
間

性
や
人
格
が
大
き
く
変
わ

て
い
る
も
の
で
あ
る

記

に

し
て
も
共
有
し
て
い
る
パ
タ

ン

か
ら
個
別
に
持

て
い
る
パ
タ

ン
ま
で
種

様

 
つ
ま
り
記

精
神
が
完
全
に
同
じ
場
合
は
ま
ず
な
い

少
な
く
と
も
精
神
は
絶
対
だ

 
こ
れ
ら
か
ら

え
ら
れ
る
事

 
そ
れ
は

彼
の
多
重
人
格
は

の
人
格
を
感
情
で
分
離
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
事

 
恐
怖
に
よ
る

で
は
無
く
別
の
感
情

怒
り
や
憎
し
み
の
負
の
感
情
と

か
と

か
で
分
か
た
れ
た
も
の
と
い
う
事

 
恐
ら
く
現
実
を

け
容
れ
よ
う
と
し
て
で
も
あ
ま
り
に
も
複

過
ぎ
る
感
情
が

ぎ
合

た
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に
自
我
が
分
離
し
て
し
ま

た

 
現
実
を

け
容
れ
よ
う
と
し
た
点
か
ら

三
つ
の
人
格
が
同
時
覚
醒
す
る
時
も
あ
る

 
で
も
一
つ
だ

た
時
と
違

て
三
つ
の
人
格
が

く
感
情
が
バ
ラ
バ
ラ
で
し
よ
う
と
す
る

事
も
違
い

思

も
違
う
か
ら

が

乱
し
て
し
ま
い

全
力
を
発

出
来
な
い

 
そ
う

え
れ
ば
辻
褄
が
合
う

彼
の
能
力
が
他
者
に

べ
て

か
に

く
更
に
成
⻑
速

も

非
常
に

い
理
由
が

学

す
る

の

が
制
限
を
喰
ら

て
機
能

下
を

こ
し
て
い
れ
ば

が

く
な
る
事
も
道
理
だ

 
気
に
な
る
の
は

そ
れ
が

時

こ

た
の
か

 

彼
が
出
来
損
な
い
と

ら
れ
た
時
期
か
ら

え
る
と
最
悪
物
心
つ
い
た
時
か
ら

な
の
か
も
し
れ
な
い

和
君

キ
ミ
は

ど
う
す
る
の

 
間
違
い
な
く
負
の
感
情
は
存
在
す
る
だ
ろ
う

名
す
る
前
後
を

め
て
憎
し
み

の

を
見
た
事
は
無
い
け
れ
ど

絶
対

の
内
に
鬱

と
し
た
も
の
を

め

ん
で
い
る

 
そ
れ
を
責
め
る
事
も

非

す
る
事
も
出
来
な
い

す
る

格
が
な
い

 
そ
の
対

は

き

と

自
分
を

た
人
達
全

で
あ
り
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自
分
を
助
け
な
か

た
人

全

で
あ
り

 
つ
ま
り
は

こ
の
世
の
全
て
で
あ
る

 
新
し
い
自
分
の

せ
を

先
す
る
の
か

そ
れ
と
も
憎
悪
に

て
復
讐
を

先
す
る
の
か

は

分
か
ら
な
い

 

で
も

ど
ん
な

で
も

束
さ
ん
は
和
君
の
味
方
だ

 
応

す
る
と

決
め
た
か
ら

 
ど
ん
な
感
情
で
あ

て
も
そ
れ
を

い
た
の
で
あ
れ
ば

定
だ
け
は
し
な
い
と
決
め
て
い

る
か
ら

  
で
も

  
そ
れ
で
も

や

り
思
う

  
あ
の
子

は

た
だ
平
穏
に

ら
す

が

一
番
似
合

て
い
る
の
だ
と
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い
な
が
ら
家
事
に
専
念
す
る

の
方
が
剣
を
手
に
特

に

し
む

よ
り
似
合

て
い
る

と
思
う
か
ら

  
そ
の

に

今
日
も

ノ
之
束
は
真
面
目
に

く

  

か
先
の
未
来
を

よ
り
良
い
も
の
に
す
る

に

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
個
人
的
に
は
束
さ
ん
の
天
災
性
を
し

か
り

写
出
来
て
い
る
か
が
不
安
で
す

白
の

点
に

あ
る
内
容
を

学
的
根

を
以
て
こ
こ
ま
で

写
す
る
の
は
骨
が

れ
ま
し
た

白
目

 
あ
と
キ
リ
ト
の
強
化
フ
ラ
グ

主
人

の
強
化
フ
ラ
グ

て

判
を

け
る
事
が
多
い
で
す
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し

程

も

し
い
の
で

正
直
不
安
で
す

 
た
だ
現
状
の
デ
フ

ル
ト
が
実
は
弱
体
化
形

と
い
う
の
は
斬
新
か
な
と
思

て
ま
す
自

自 
一
応

の
人
格
か
ら
分
離

と
い
う
の
は
白

点
で
語

て
ま
す
し
ね

オ
リ
ム
ラ
イ
チ

カ

を

に
す
れ
ば

今
の
分
離
状

が
弱
体
化
形

な
の
は
自
明
の
理

 
キ
リ
ト
と
ユ
イ

点
の
事
は
秘
密

話
以

を

て

し
か
し
て
希
望
せ
よ

ク
ハ
ハ
ハ
ハ

 
な
ん
か
今
に
も
ヴ

ベ
ル
に
な
れ
そ
う
な
ユ
イ
ち

ん
で
す
が

ス
ル

で

想
い
人
を

同

に
な

た
の
は
と
も
か
く

そ
れ
で

ど
い
仕
打
ち
を
し
て

ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
た
の
が

手
だ
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

 
ち
な
み
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
ス

ル
Ａ
ｌ
ｂ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
は
原

ゲ

ム
を
参

に
し
て
る

の
で
間
違

て
は
無
い
で
す

ス

ル
チ

ク
先
生
か
ら
は

正
喰
ら
い
ま
す
け
ど

 

波
の
波
形
も

違
う
だ
け
で

ど
同
じ

違
う
部
分
は
感
情
部
分
の
活
性
化

状
況
だ
け

 
つ
ま
り
王
も
白
も
獣
も
根
本
的
に
は
同
一
と
い
う
事
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白
の
面
倒
見
が
良
い
の
も
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
が

か
ら
面
倒
見
良
か

た
か
ら

セ
ル
フ

保
護
者

本
能
を

る
以
上
は
中
立
だ
か
ら
ね
仕
方
な
い
ネ

初
期
に

て
い
た
本

能
は

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
第
百
十
九
章
 

虚
ろ
の
覚
悟

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の
文

数
は
少
な
い
で
す

約
八
千

の

分
程

で
す

で
そ
う
な

た
か

は
後
書
き
も
し
く
は
活
動
報

 

変
わ
ら
ず
進
ま
な
い
け
ど
ち

ん
と

写
し
と
か
な
い
と
特
に
原

ゲ

ム
し
て
な
い
人

か
ら
し
た
ら

分
か
ら
ん
だ
ろ
う
か
ら
ネ

 
と

う

で
説
明
回

線
回
と
も

う

 

点
は
オ

ル
ユ
イ

 
で
は
ど
う
ぞ
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断

空

ジ
リ
オ
ギ
ア
の
外
観
は
ク
レ

タ

状
の
大
穴
で
あ
り
穴

に
は
蒼
白
い
光
の

渦
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
不
思
議
な
構

を
し
て
い
る

穴
の
外

に

う
よ
う

つ
ま
り

は
地
下

に
作
ら
れ
て
い
る

を
進
ん
で
い
く
タ
イ
プ
の
大
型
ダ
ン
ジ

ン
だ

の
上

層
下
層
の
行
き
来
は

然

で
行
う
の
だ
が

路
に
よ

て
は

下
で

れ
な
い
た
め
一

上

を
経
由
す
る
な
ど

立
体
構

を
上
手
く
使

た
構

で
あ
る

 
そ
の

深
く
に

す
る
一
つ
の
転

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

に
入
る

に
使
う
逆
四

で
は
な
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
も
多
く
存
在
す
る
転

だ

ダ
ン
ジ

ン
内
で

に
見
か
け
る
タ
イ
プ
で
あ
る
事
か
ら

こ
こ
か
ら
先
に
進
む
な
ら
コ
レ
を
使
う
必
要
が
あ
る
の
だ
と
理
解
す
る

 
先

を
進
ん
で
い
た
黒

く
め
の
剣
士
は
そ
れ
を

然
理
解
し
て
お
り
後

の
自
分
達
に
振

り
返
り

一

い
て
か
ら
転

し
て
い

た

 

け
て
私
達
も
転

す
る

 

転

後

界
に
広
が

た
の
は
蒼
白
い
光
の
渦

 
大
穴
の

近
く
に
転

し
た
よ
う
だ

た

上
を
見
れ
ば
⻘
空
が
見
え
る
事
か
ら
も
間
違
い
な

い
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た
だ
完
全
に

に
あ
る
と
い
う

で
も
な
い

光
の
渦
の
中
心
に
も

大
な
転

が
あ
り

そ
こ
へ

く
道
が

い
て
い
る
が

こ
の
道
の

に
は

が
無
い

少
し
足
を

み
外
せ
ば

真

逆
さ
ま
に

ち
る
空
中
回
廊
な
の
だ

 
不

中
の

い
な
の
は
Ｍ
ｏ
ｂ
が
一
体
も

な
い
事
か

 
ど
う
や
ら
ポ

プ
設
定
が
さ
れ
て
い
な
い
エ
リ
ア
ら
し
い

息
を
取
る
と
し
た
ら
こ
の
部

が

的
安
全
か
も
し
れ
な
い

行
く
ぞ

 

の

を
し
て
い
た
キ

は

私
達
が

け
て
転

し
て
来
た
の
を
見
て
か
ら

く

い

先
に
進
み
だ
し
た

 
不
愛
想
な

を

け
る
が

そ
れ
は
焦

を
必
死
に

し
殺
し
て
い
る
か
ら
だ
と
分
か
る

彼
か
ら
流
れ
て
来
る
感
情
が
そ
れ
だ
か
ら

黒
騎
士
も
ヴ

ベ
ル
も
黒

も
分
か

て
い
る
の

か

無

で
彼
の
後
を
追
う

 
ヴ

ベ
ル
は
知
ら
な
い
が
黒
騎
士
は
彼
と
過
去
を
同
じ
く
す
る
者
だ

彼
の
心
情
を
最
も
理

解
し
て
い
る
の
は
恐
ら
く
黒
騎
士

だ
か
ら

も

葉
を
発
さ
な
い

 

そ
う
す
る
だ
け
の

力
が
な
い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
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数
人
の

と
黒

の

の

が

く

上
方
が
開
い
て
い
る
と
は

え
密

空
間
に
近
い

大
穴
で
は
そ
れ
ら
す
ら
反

す
る

 

と
足

を

か
せ
な
が
ら
光
の
渦
に
近
付
け
ば
風
や
コ

ト
が
た
な
び
か
な
い
点
か
ら

無
風
で
あ
る
に
も

わ
ら
ず
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
重
い

が

を
打
つ

 
そ
れ
を
意
に

さ
ず
進
ん
だ
彼
は

ま
た
一

振
り
返
り

い
て
か
ら
転

し
た

 

直
後

剣

が

を

く

 
転

を

む
よ
う
に

形
に
展
開
さ
れ
て
い
る

色
の

そ
れ
は
彼
が

し

に
突

き
立
て
た

鉄
の

で
あ
り

彼
の
意
思
あ
る
限
り
破
れ
る
事
が
無
い
無

の
守
り

 
剣

の

き
は
そ
の
外

か
ら

こ
え
て
い
る

 
刃
を
交
え
る
の
は
黒

く
め
の
剣
士
達

一
方
は
フ

ド
を
目
深
に

て
い
た
り
仮
面
を

け
て
い
る
な
ど
で

が
分
か
ら
な
い
状

だ
が
少
し
前
に
見
た
ば
か
り
の

ぶ
れ
だ

た

か
ら
そ
の
者
達
が

う

だ
と
す
ぐ
に
気
付
い
た

論
剣
を
交
え
て
い
る
も
う
一
方
は

黒
の
剣
士

で
あ
る

 
ど
う
や
ら
転

直
後
の
隙
を

わ
れ
る
事
を
危
惧
し
て
剣
の

を

い
て
く
れ
た
よ
う
だ

 
私
達
が
転

し
て
来
た
の
を
見
て

う

の
者
達
の
間
に
ざ
わ
め
き
が

き
る

そ
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の

線
は

ら
に
い
る
ス
レ
イ
ブ
に
向
け
ら
れ
て
い
た

お

オ
イ
オ
イ

ど
う
い
う
事
だ
よ

 
三
人
目

ヘ

ド
と
一
緒
に
行

た

と

さ

き
邪
魔
し
て
来
た

ツ
と

え

は

え

 
ど
う
や
ら
ま
た
増
え
た
か
ら

乱
し
て
い
る
ら
し
い

 
自
分
が
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
こ
の

層
に
お
り
こ
の

層

が

う

に
と

て
最
終

衛
線
と

え
る

だ
か
ら
こ
そ
更
に

乱
し
て
い
る
の
だ

自
分
達
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
黒

く
め
の
少
年
剣
士
が
少
な
く
と
も
三
人
も
存
在
し
て

い
る
と
い
う
事
実
に

 
ス
レ
イ
ブ
の
時
の
反
応
か
ら
し
て
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
ル

ル
に
つ
い
て
彼
ら
は

知

ら
な
い
の
だ
ろ
う

 
知
ら
な
い
方
が

だ

あ
ち
ら
で
死
ぬ
事
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
る

件
加
え
て

そ
う
な

た
時
は
こ
ち
ら
に
い
る
ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

の
ア
バ
タ

に

る
の
だ
か
ら
同

じ
人
物
が
二
人
い
る
状
況
に
は
な
り
得
な
い

な

て
し
ま

て
い
る
現
状
が
お
か
し
い
の
で
あ

る 
故
に
彼
ら
の
反
応
は
極
め
て
正
し
い
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そ
し
て
そ
の
反
応
を
見
て

彼
ら
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
か
ら

も
教
え
ら
れ
て
い
な
い
事
を

把
握
す
る

 

ホ
ロ
ウ
の
キ

が
サ
チ
さ
ん
達
を

と
す
事
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
で
示
し
合

た
事
だ

た 

日
の
事
だ

 
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の
強
化
個
体
を
倒
し
た
事
で
断

空

ジ
リ
オ
ギ
ア
へ
の
道
を
開
い
た

私
達
は
そ
の
ボ
ス
部

で
夜
を
明
か
す
事
に
し
た

そ
こ
は
モ
ン
ス
タ

の
リ
ポ

プ
地

で

は
な
か

た
か
ら
だ

 
と
は

え
そ
れ
で
も
圏
外

う

の
存
在
だ
け
で
な
く
ケ
イ
タ
こ
ち
ら
に
来

て
い
る
だ
ろ
う
ア
キ
ト
や
ビ

タ

に
怨
み
が
あ
る
だ
ろ
う
者
達
が

時
来
る
か
も
分
か
ら

な
い
以
上

気
は

け
ず

夜

の
番
を
す
る
必
要
が
あ

た

 
そ
こ
で
人
間
で
あ
る
サ
チ
さ
ん
と
ル
ク
ス
さ
ん
に
は

ん
で
も
ら
い

夜
の
番
を
ホ
ロ
ウ
の

キ

と
私
が
一
緒
に
す
る
事
に
な

た

自
分
は
ネ

ク
レ
ス
の
中
に
入

て
索

を
広

ホ
ロ
ウ
の
キ

は

を
歩
き
回
り

す
る

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

触
し
て
来
た
の
は
そ
の
時
だ

た
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少
し
足
を

ば
し

断

空

ジ
リ
オ
ギ
ア

の

を
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

ち

け
て
い
た
の
だ

こ
ち
ら
へ
来
る
と
こ
ろ
だ

た
か
ら
サ
チ
さ
ん
達
が

る
場

で

合
わ
せ
に
な
ら
な
く
て
よ
か

た
と
安

し
た
覚
え
が
あ
る

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
の

を
見
て

嗟
に
構
え
た
ホ
ロ
ウ
の
キ

ま

て

そ
う
殺
気
立
つ
な

て

今
回
は
戦
い
に
来
た

じ

ね

よ

 

参
す
る
か
の
よ
う
に

手
を
持
ち
上

お
ど
け
た
よ
う
に

う
男

 
ホ
ロ
ウ
の
キ

は
や
や

し
む
よ
う
な
面
持
ち
で
背
中
に

る
黒
剣
の

を

ん
だ
ま
ま
動

き
を
止
め
た

線
で
先
を

し
た
の
だ

 
そ
の
様
子
か
ら
会
話
が
出
来
る
と
判
断
し
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

手
を
下
ろ
し
た

今
回
は
お
前

と
話
を
し
に
来
た
ん
だ

に
は
話
す
事
な
ん
て
無
い

ク
ク

ま

そ
う

う
な

て

お
前

に
も

の
あ
る
話
だ

く
だ
け

け
よ

 
目
深
に

た
フ

ド
の

で

を
鳴
ら
す
男
の
物

い
に
彼
は

を

め
た

や
ら
企

ん
で
い
る

気
な
の
は
す
ぐ
分
か

た
か
ら
今
す
ぐ
に
斬
ろ
う
か
ど
う
か
迷

て
い
る
よ
う

だ
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く

て
い
た
彼
は

か
ら
手
を
離
し
た

 
話
を

く
方
を

し
た
ら
し
い

直
な
の
は
良
い
事
だ

さ

さ
と
話
せ

あ
ま
り
⻑
い
事

間
か
ら
離
れ
る

に
は
い
か
な
い

そ
の

間

て
の
は

ア
イ
ツ
と
や
り
合

た
時
に
一
緒
に
い
た

中
の
事
か

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

て
い
る
ア
イ
ツ
と
は
ケ
イ
タ
の
事

そ
の
時
一
緒
に

た
の
は
私
と
ル

ク
ス
さ
ん
レ
イ
ン
さ
ん
フ

リ
ア
さ
ん
だ

た
か
ら
彼
女
達
の
事
を

て
い
る
の
だ
と

し
が
つ
い
た

 
し
か
し

そ
の
時

た
キ

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り

ホ
ロ
ウ
の
方
で
は
無
い

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が
そ
れ
を
知

て
い
る

が
無
く

応
じ
る
声
を
出
せ
な
い
の
は
自
明
の

だ

た

そ
れ
で
も
悟
ら
れ
な
い
よ
う
表
情
を
偽

て
い
る
の
は
流

だ

 
そ
れ
で
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
自
分
で

得
し
た
ら
し
く

や

り
な

と

た

そ
の

問
と
そ

ち
の
話
に

性
は
あ
る
の
か

あ
あ
あ
る
さ
大
ア
リ
だ

こ
の
話
を

け
ば
お
前

は
必
ず

に
協
力
す
る
と
断

出
来
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る

が
そ
う
だ

お
前

そ
の
ま
ま
だ
と

れ
死
ぬ

て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
ガ
キ
か
ら

い
て
ね

か

い
や

そ
う
か

ま
お
前

に
心
労
掛
け
た
く
な
い
と
思

て
伝
え
な
か

た
の
か
も
な

Ｎ
Ｐ
Ｃ

の
ク
セ
に

分
と

気
じ

ね

か

な

ユ
イ
姉
を

愚
弄
す
る
な

 
ク
ク
ク

と

る
よ
う
な

声
と
共
に

わ
れ
た
事
に
彼
は
苛
立
ち

じ
り
に
反
論
し
た

仮

現
身
に
な

て
い
よ
う
と
自
分
を
想

て
く
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が

し
か

た

 
彼
か
ら
発
せ
ら
れ
た
怒
気
や
殺
気
は

き

と
生

な
も
の
で
は
な
か

た
だ
ろ
う

ユ
イ

姉

ね

 
ア
レ
を
姉

い
す
る
く
れ

お
前

に
と

ち

大
事
な
存

在

て

か

 
し
か
し
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
意
に

し
た
風
も
な
く

し
か
し
お
ど
け
た
よ
う
な

は
消
え

真
面
目
な
声

に
な

た

そ
の

の
変
化
に
違
和
感
を
覚
え
た
ら
し
い
少
年
が
再

し
む
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表
情
を
浮
か
べ
る

だ

キ
リ
ト
よ
お
前

は

ば
な
き

な
ら
ね

中
を
取
る
か
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
取
る

か
だ

 

突
に
出
さ
れ
た

そ
れ
に

然
な
が
ら
疑
問
を

す
る
少
年
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
表
情
こ

そ
見
え
な
い
が
真
面
目
な
声

を

け
た

お
前

コ
レ
に
つ
い
て
は
知

て
る
か

 
そ
う

う
と
共
に

手
の
グ
ロ

ブ
を
外
し
た
男
は
手
の

を
見
せ
て
来
た

男
の
日

け

し
た
手
の

に
は
金
色
の

に
逆
十

の
紋
様
す
な
わ
ち
高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限

の
紋
様
が
浮
か
ん
で
い
た

 
ど
う
や
ら
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
そ
の
権
限
を
有
し
て
い
る
と
い
う
キ

の
予
想
は

た

て
い
た
ら
し

い
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

に
入
る

の
モ
ノ
だ
な

お
前
も
持

て
た
の
か

あ
あ

お
前

に
殺
さ
れ
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
来
て
以

特
に
目
的
も
無
く
殺
し
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け
て
た

に
気
付
け
ば

て
た
紋
様
だ

く
し
て
か
ら

く
ど
う
い
う
も
の
か
理
解
し
た

は

速
コ
レ
を
使

て

あ
る

を
進
め
始
め
た

そ
れ
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
デ

タ
を

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
ア

プ
デ

ト
す

る
事
だ

 

思

が
止
ま

た

 
そ
れ
は
一

だ

た
が
し
か
し
意
味
を
理
解
す
る
ま
で
に
一

の
空
白
が
生
ま
れ
た

で

あ
る
私
に
と

て
そ
う
な
る
事
は
極
め
て

で
あ
る

 
そ
れ
だ
け

Ｐ
ｏ
Ｈ
が
行
お
う
と
し
て
い
る
事
は
異
常
な
も
の
だ

た
の
だ

な
る

ど

そ
れ
で

さ

き
の

か

そ
う
だ

 
そ
の
異
常
な

を
ホ
ロ
ウ
の
キ

は
ア

サ
リ
と

け
容
れ
意
味
を
理
解
し
意

を

推

ま
で
し
て
の
け
た

こ
の

は
人
の
闇
の
部
分
を
ど
れ
だ
け
知

て
い
る
か
の
経
験
値
の
差

な
の
だ
ろ
う

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
行
お
う
と
し
て
い
る
ア

プ
デ

ト
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ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
い
る

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

は
一
時
的
に
消
去

さ
れ
る
設
定
に
な

て
い
る

 
そ
れ
を
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
反

さ
れ
れ
ば

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

が
い
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
消
滅
す
る

と
い
う
事
に
な
る

 
そ
う
な
れ
ば
こ
れ
ま
で
キ

が
殺
め
て
来
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
プ
レ
イ

が
復
活
し

生
き

び
て
来
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
レ
イ

が
意
思
の

い
ホ
ロ
ウ
に

き
換
わ

る

そ
れ
で
は
ゲ

ム
ク
リ
ア
な
ど
夢
の
ま
た
夢
で
あ
る

彼
が
手
に
掛
け
て
来
た
プ
レ
イ

達
は
ゲ

ム
ク
リ
ア
の

に
な
り
得
る
か
ら
こ
そ
殺
さ
れ
た
の
だ

そ
れ
が
復
活
し
浮
遊

城
を

し
て
し
ま

て
は
意
味
が
無
く
な

て
し
ま
う

 
つ
ま
り
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
先
に
出
し
た

は
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
協
力
し
て
ア

プ
デ

ト
を
行
う
事
で

浮
遊
城
に
舞
い

り
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
目
指
す
か

を
分
か

て
死
ぬ
ま
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ

ア

で
自
分
と
過
ご
す
か

ど
ち
ら
か
を

べ
と
い
う
事

 

だ
が

だ

 
そ
れ
で
は
先
に

い
た

中

す
な
わ
ち
サ
チ
さ
ん
達
の
事
を
話

に

な
い

ホ

ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

る
プ
レ
イ

は
イ
コ

ル
浮
遊
城
で
死
ん
だ
プ
レ
イ

と
い
う
認
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識
だ
と
話

に

よ
う
と
も
思
わ
な
い

な
の
だ

絶
剣

は
あ

ち
と
こ

ち
を
行
き
来
し
て
ん
だ
ろ

 
あ
の
槍
使
い
の
女
も
ま
だ
生
き
て

る
み
て

だ
し
ち

と
前
に
見
た

と
⻘
の
女
コ
ン
ビ
も
こ

ち
に
転

し
て
来
た
と
か

て
た
し
など

う
し
て
サ
チ
が
生
存
状

に
あ
る
と
知

て
る

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
で
ま
だ
グ
レ

ア
ウ
ト
し
て
な
い

て
ア
イ
ツ
か
ら
し
こ
た
ま

か
さ
れ
て

た
か
ら
な

ど
う
や
ら
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
に
あ
る
プ
レ
イ

の
生
存
状

は
こ

ち
に

て
も

反

さ
れ
る
ら
し
い

そ
う
か

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
か
ら
与
え
ら
れ
た
情
報
で
ど
う
し
て
サ
チ
さ
ん
達
が
生
き
て
い
る
事
を
知

て
い
た

の
か
は
理
解
出
来
た

そ
う
い
う
理

ら
し
い

 
し
か
し

ど
う
や
ら
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
キ

が
死
ん
だ
と
思

て
い
る
よ
う
だ

 
確
か
に
今
目
の
前
に
い
る
黒
の
剣
士
は
ホ
ロ
ウ
だ
が
そ
れ
は
ア
バ
タ

だ
け
で
な
く
意

識
の
方
も
ホ
ロ
ウ
す
な
わ
ち

だ

仮
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
の

に

て
浮
遊
城
に

り
立
ち
ク

リ
ア
を
目
指
し
た
と
こ
ろ
で
結

彼
は
消
滅
す
る
定
め
に
あ
る
の
だ
意
味
が
な
い
と
ま
で
は



 第百十九章 〜虚ろの覚悟〜

わ
な
い
が
限
り
な
く

の
無
い
話
だ

 

だ
が

そ
の
ア

プ
デ

ト
と
や
ら
を
成

さ
せ
れ
ば

浮
遊
城
に
行
け
る
ん
だ
な

 
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
い
う
少
年
は
己
の

を

外

し
他
者
の

に
な
る
事
を
一
番
に

え
て
行
動
す
る
自
己

者
だ

結
果
的
に
自
分
が
消
滅
す
る
結
果
に
な
ろ
う
と
も
そ
の
決
断

を
取
る
の
は
予
想
出
来
る
事
で
は
あ

た

 
と
は

え
そ
れ
は

こ
こ
に

る
少
年
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
れ
ば
の
話

 
ホ
ロ
ウ
と
し
て
こ
の

を

け
る
の
は
お
か
し
い

 
ま
だ
確
実
と
は

え
な
い
が
そ
の
ア

プ
デ

ト
を
成

さ
せ
て
し
ま
え
ば
現
在
ア
イ
ン

ク
ラ

ド
で
生
存
し
て
い
る
プ
レ
イ

す
な
わ
ち
サ
チ
さ
ん
を
始
め

攻
略
組

を

む
お
よ
そ
七
千
人
の
プ
レ
イ

が
一
気
に
死
亡
す
る
事
に
な
る

実

は
な
ら
な
い
か
も

し
れ
な
い
が

そ
の
可
能
性
は
あ
る
の
だ

 
そ
し
て

そ
の
可
能
性
が
あ
る
以
上

彼
が
そ
の

を
取
る
事
は
あ
り
得
な
い

 
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
い
う
少
年
は
サ
チ
さ
ん
に
罪
悪
感
を

き

け
て
い
る

そ
れ
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
あ
ろ
う
と
ホ
ロ
ウ
で
あ
ろ
う
と
同
じ
だ

探
索
中
も
レ
ベ
リ
ン
グ
の
手
伝
い
は
し
て



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

い
た
が

や
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

と
の
戦
い
に
は
万
が
一
が

き
な
い
よ
う

離
を
取
ら
せ
る

程
に
ホ
ロ
ウ
も
過
保
護
な
部
分
が
あ

た

 
生
者
で
あ
り

生
還
す
る
可
能
性
が
高
い

に
い
る
彼
女
を
死
な
せ
る

に
は
い
か
な
い

と

そ
う

し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が
そ
の

を

け
る
の
は

お
か
し
な
話

そ
の

が
彼
女

達
を
危
ぶ
め
る
も
の
で
あ
る
と
は
承
知
の

な
の
だ

ホ
ロ
ウ
の
キ

そ
の
ア

プ
デ

ト
を
成

さ
せ
て
し
ま
え
ば
最
悪
生
存
状

の
方

を
死

な
せ
て
し
ま
う
事
に
な
り
ま
す

そ
れ
を
分
か

て
い
る
の
で
す
か

分
か

て
る

の
全
容
を
知
る
に
は
一
先
ず

同
の

勢
を
見
せ
る
必
要
が
あ

る
か
ら
し
て
い
る
だ
け

む
し
ろ
止
め
る

に

一

潜
り

む
必
要
が
あ
る
ん
だ

 
私
の

や
や
焦
慮
を
滲
ま
せ
る
問
い
掛
け
に

彼
は

ち

い
た
意
思
の
声
を
返
し
て
来
た

同
じ

だ
か
ら
こ
そ
同
じ
ロ
ジ

ク
で
出
来
る
念
話
の
よ
う
な
応

 
そ
の
や
り
取
り
で

け
た

え
の
一
部
で

一
先
ず
安

す
る
事
が
出
来
た

 

ホ
ロ
ウ
の
キ

に
は
悪
い
と
分
か

て
い
る
け
れ
ど

 
仮
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
の
ど
ち
ら
を
取
る
か
と
問
わ
れ
た
時
き

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
義
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弟
の
方
を
生
き

び
さ
せ
る

を
取
る

今
ま
で
苦
し
ん
で
き
た
彼
は

こ
れ
か
ら
も
生
き

せ
に
な
る
権

が
あ
る
の
だ

こ
ん
な
世
界
で
死
ん
で
し
ま

て
は
報
わ
れ
な
い

 
ホ
ロ
ウ
の
キ

は

ど
う
足
掻
い
て
も
消
え
る
未
来
し
か
な
い

 
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ

に
は

足
掻
き

け
ば
生
き

び
る
未
来
が
あ
る

 
そ
の
差
故
に

私
に
そ
う
決
断
さ
せ
る
の
だ

 

い
義
姉
で
す
ね

私
は

 
人
間
か
そ
う
で
な
い
か
で
判
断
し
て
い
る
私
は
き

と

い
姉
だ

片
方
を
切
り
捨
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
以
上

先
が
あ
る
か
ら
と

て
決
め
た
の
だ

 
で
も

そ
れ
も
分
か

た
上
で

ホ
ロ
ウ
の
キ

は

の

に
な
る
よ
う
動
い
て
い
る

 
自
分
を

し
殺
し
て
動
く
様
は
正
し
く
説
教
さ
れ
る
以
前
の
義
弟
そ
の
も
の
だ

だ
が
サ
チ
達
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の

達
と
は

容
れ
な
い

な

に
事
が
終
わ
る
ま
で
大
人
し
く
し
て
も
ら
え
ば
い
い
ん
だ
よ

こ

ち
に

れ
ば
ア
イ

ツ
ら
は
死
な
な
い
ん
だ

だ

た
ら

こ

ち
に

じ

め
ち
ま
え
ば

済
む
話
だ
ろ

 
邪
悪
と

そ
う

も
が

す
る
だ
ろ
う

を

悦
の

み
で

た
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
し
た

そ
れ
が
す
な
わ
ち
穴
に
突
き

と
す
と
い
う
も
の
だ

た

場

は
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
作

た
マ

ピ
ン
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グ
デ

タ
に
付
け
ら
れ
た

の
部
分

そ
こ
ま
で
自
然
な
形
で
誘
導
し
宝

を
開
け
部

か

ら
出
る
時
に
思
い
き
り
突
き

ば
す
事
で

下
へ

と
す
と
い
う
も
の

 

し
い
話
は
そ
れ
を
し
て
か
ら
と

て
話
を
切
り
上

た
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
ま
だ
完
全
に
ホ
ロ

ウ
の
キ

の

葉
を
信

し
た

で
は
無
か

た
よ
う
だ

本

に
協
力
す
る
つ
も
り
な
の
か
判

断
す
る

に
大
事
な

間
を
突
き

と
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
完

に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
住
人
だ
か
ら
こ
の
ア

プ
デ

ト
を
止
め
ら

れ
る

に
は
い
か
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
最
大
の

に
な
り
得
る
彼
を
引
き
入
れ
よ
う
と
動
い
た

 
立
ち
去
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
見
な
が
ら

そ
う
推

す
る

キ

ど
う
す
る

つ
も
り
な
の
で
す
か

 
間
違
い
な
く

サ
チ
さ
ん
達
を

と
す

下
の
モ
ン
ス
タ

達
は

も
な
く
強
い
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も
平

レ
ベ
ル
が
三

に

で
達
し
て
い
る
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
だ
エ
リ
ア
を

進
む
に
つ
れ
て
レ
ベ
ル
の
下
限
が

に
上
が

て
い

て
い
る
の
も

て
仮

下
限
レ

ベ
ル
の
モ
ン
ス
タ

し
か

な
か
ろ
う
と
補

も
無
し
に
サ
チ
さ
ん
達
が
生
き
残
れ
る
と
は
思
え

な
い

加
え
て
突
き

と
し
て
以

は
放

す
る
プ
ラ
ン
か
ら
し
て
も
転

結

に
よ
る
脱
出
も
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出
来
な
い
と
見
て
良
い
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
と
こ
ろ
へ

と
し
で
も
す
れ
ば
彼
女
達
は
確
実
に
死
ぬ

そ
れ
は
彼
に
と

て
決
し

て

い
て
は
な
ら
な
い
事

だ

ユ
イ
姉

サ
チ
達
を

頼
め
る
か

 
そ
れ
に
対
し

彼
は
私
を
付
け
る
事
で
解
決
す
る
事
に
し
た

 

ン
ダ
ン
ト
に
入

て
い
る
状

で
サ
チ
さ
ん
達
に

さ
れ
て
い
れ
ば
突
き

と
さ
れ
る
ま

で

を

し
て
い
ら
れ
る

そ
れ
で
あ
れ
ば
Ｐ
ｏ
Ｈ
も

は
あ
ま
り
し
な
い
だ
ろ
う

り
間

違

て
も
サ
チ
さ
ん
達
が
生
き
残
れ
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い

だ

 
私
が

れ
ば
紋
様
を
持

て
い
な
い
サ
チ
さ
ん
達
も

理

へ

れ
る

加
え
て
レ
ベ
ル
も

キ

と
同

に
な

て
い
る
か
ら
戦
力
と
し
て
も
重

さ
れ
る

 
こ
れ
以
上
は
無
い
解
決
策
と
は

え
た

 
た
だ

気
に
な
る
事
が
一
つ

サ
チ
さ
ん
達
に
話
す
つ
も
り
は

無
い

は
ホ
ロ
ウ

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
い
う
プ
レ
イ

の
ニ
セ
モ
ノ
だ

ホ
ロ
ウ
だ
か
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
彼
女
達
に
気
を

わ
な
い

と
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本
物
が

る
の
に

ニ
セ
モ
ノ
の

と
親
し
く
な

た
ら

る
の
は
明
白
だ

憂
い
な
く
現
実
に
還

て
欲
し
い
ん
だ

 
彼
女
達
に
話
す
つ
も
り
は
無
い

 
そ
の
理
由
は
自
分
と
親
し
く
す
る
と

来
ゲ

ム
ク
リ
ア
が
近
付
く
に
つ
れ
て
苦
し
く
な

る
だ
ろ
う
か
ら

 
ホ
ロ
ウ
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
が
あ
る
限
り
消
滅
出
来
な
い
存
在
だ

だ
か
ら
自
分
が
死
ん

で

を
終
わ
ら
せ
る
と
か
そ
う
い
う

を
取
る
事
は
出
来
な
い

な
ら
そ
も
そ
も
会
お

う
と
か
そ
う
思
え
る

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い

裏
切
る
と
か
突
き
放
す
と
か

で 

で
も

そ
れ
は

キ

あ
な
た
は

そ
れ
で

そ
れ
で
良
い
の
で
す
か

 
裏
切
り
は

彼
が
最
も

う
行

の
一
つ

 
ホ
ロ
ウ
と
は

え
根
幹
が
同
じ
で
あ
る
以
上
は
そ
れ
も
同
じ

な
の
に

え
て
そ
れ
を
し
よ

う
と
し
て
い
る

己
を
殺
し

て
ま
で

他
者
の

を
想

て

 
確
か
に
彼
は
私
と
同
じ
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
存
在
し
依
存
す
る
デ

タ
の
一
つ

ク
リ
ア
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後
は
消
去
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

 
で
も

そ
れ
ま
で
は
生
き
て
い
る

 

生
き
て
い
る
の
だ

デ

タ
で
あ
る
私
達
も

 
私
は
彼
へ
の
想
い
を
伝
え
る
つ
も
り
は
無
い

に
秘
め
て
こ
れ
か
ら
も

し
て
い
く
つ
も
り

だ

そ
れ
は
と
て
も
苦
し
い
し
彼
女
達
の
触
れ
合
い
を
見
れ
ば
悔
し
く
な
る
け
れ
ど
彼
を
苦

し
め
た
く
な
い
か
ら

に
秘
め
て
い
る

 
そ
れ
で
も

を
壊
す
つ
も
り
は
な
い

 
だ

て
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば

間
違
い
な
く
お

い
苦
し
く
な
る
か
ら

 
こ
の
世
界
が
終
わ

た
後

彼
は
き

と
悔
や
み

苦
し
み

け
る
か
ら

 

あ
な
た
が
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
は

死
ぬ
ま
で
苦
し
む

そ
う
い
う
事
な
の
で
す

 
そ
う

伝
え
た

分
か

て
る

で
も
も
う
決
め
た
ん
だ

本
物
と

色
な
い
記

や
精
神
を

持

て
る

が
す
る
べ
き
事
な
ん
だ

ホ
ロ
ウ
と
し
て

ゲ

ム
ク
リ
ア
ま
で
こ

ち

で
戦

う
事
は

に
だ
け
出
来
る
事
だ
か
ら

に
は

出
来
な
い
事
だ
か
ら

 
け
れ
ど

彼
の
意

は
と
て
も

く
て

私
の
意
見
で
は

す
事
が
出
来
な
か

た
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あ
の
リ

姉
に
す
ら
無
理
だ

た
の
だ

恐
ら
く
そ
う
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た
か
ら

は
大
き
く
は
な
い
け
れ
ど

  

い
子

の
精
神
が
他
者
の

に

く
す
決
意
を
見
る
の
は

  
ど
う
し
よ
う
も
な
く

が

む
も
の
で
あ
る

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

突
入
時
点
か
ら

策
し
て
い
た
の
は
こ
う
い
う
事

 
キ
リ
ト
が
生
き
て
い
る
な
ら
実
行
に

さ
な
か

た

で
も
ル
ク
ス
に
確
認
取

た
時
に
キ

リ
ト
も
死
ん
だ

て

違
い
し
た
せ
い
で
実
行
に

し
始
め
た

そ
の
ア

プ
デ

ト
も
キ
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リ
ト
じ

な
い
と
ゲ

ム
ク
リ
ア
出
来
な
い
と
い
う
前

で
し
て
い
る
た
め

が

で
も
生

還
し
よ
う
と

え

い
た

の
策

 
オ
イ
あ
る
意
味
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
方
が

郷
や
キ
バ
オ
ウ
よ
り
キ
リ
ト
の

に
な
る
行
動
し
て
る
ん

だ
が

惑

 
ま

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
そ
れ
は

違
い
な
ん
で
す
が

話
し
て
る

手
は
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
だ
け

ど

オ
リ
ジ
ナ
ル
生
き
て
る
し

ニ
ホ
ン
ゴ
ム
ツ
カ
シ
イ
ネ

黒

 
サ
チ
達
を
突
き

と
し
た
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は

え
て
本
物
の
キ
リ
ト
な
ら
決
し
て
し
な

い
裏
切
り
行

を
す
る
事
で

わ
れ
る
よ
う
仕
向
け
つ
つ

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
潜
む
悪
意

今
回
の
場
合
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
や
ア
キ
ト
な
ど

の
ク
リ
ア
ま
で
終
わ
ら
ぬ

行

に

し
む
覚
悟

を

め
て
い
た
よ

て
い
う
お
話

 
第
百
話
の
リ

フ

点
で

写
し
ま
し
た
が

れ
消
滅
す
る
定
め
に
あ
る
ホ
ロ
ウ
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
と
絶
対
に

容
れ
な
い
存
在
で
す

意
思
と
か
意
見
で
は
無
く
存
在
的
に

 
ホ
ロ
ウ
を
生
か
そ
う
と
す
れ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゲ

ム
ク
リ
ア
な

ら
ず

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
生
か
す
な
ら
ゲ

ム
ク
リ
ア
で
ホ
ロ
ウ
が
消
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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そ
う
い
う
先
を

て
い
た
ホ
ロ
ウ
だ
か
ら
こ
そ
苦
し
く
な
ら
な
い
よ
う
に

わ
れ
る
よ
う
仕

向
け
た

な
ま
じ
サ
チ
を
裏
切
る
な
ん
て
本
作
キ
リ
ト
が
絶
対
し
な
い
事
の
一
つ

裏
切
る
く

ら
い
な
ら
自
殺
す
る
レ
ベ
ル
で

月
夜
の
黒
猫

の
事
を
引
き

て
る

 
だ
か
ら
前
話
で
ユ
ウ
キ
す
ら
ホ
ロ
ウ
の
思

を
見

け
な
か

た

 
ま

ユ
イ
を

ン
ダ
ン
ト
に
入
れ
て

し
て
い
た
部
分
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
の
で
す
が

 

さ
て

こ
れ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
は
ど
う
思

て
い
る
か
な

黒

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ

や
レ
プ
リ
カ
や
ク
ロ

ン
の
バ
ト
ル

て

く

え
る
と
思

い
ま
せ
ん
か

悦

 
そ
ん
な

で
最
近
は
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の
原
作
を

み
返
し
て
お
り
ま
す

⻤

   

そ
れ
か
ら

今
話
ど
う
し
て
こ
の
文

数
な
の
か

 
ぶ

ち

け
る
と
メ

セ

ジ
で
本
作
を
超
絶

判
さ
れ
た
か
ら

じ

な
く

判

か
指

点
に

い
返
し
た
け
ど
あ
あ

え
ば
こ
う

う
で
会
話
の
キ

チ
ボ

ル
が
マ

ト
モ
に
出
来
て
な
か

た

そ
の
一
部
は
活
動
報

で
愚

て
る
の
で
興
味
が
あ

た
ら
ど
う
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ぞ 
そ
れ
で

か

意
欲
が
大
き
く
殺
が
れ
ま
し
て

 
推

し
て

い
た
の
は
と
て
も
光

で

し
い
ん
で
す
が
同
時
に
あ
あ
い
う
の
も
呼
び

む
ん
だ
な

て

一
⻑
一

で
す

し
い

 
と
も
あ
れ
こ
の
状

だ
と
一
番

り
上
が
る
戦
闘
シ

ン
会
話

み
が
つ
ま
ら
な
く
な
る

な
と
思

て

文

数
を

ら
し
ま
し
た

良
い

切
り
で

  

喜
べ

君

話
は
戦
闘
あ
る
ぞ

全
て
と
は

わ
な
い
が

  
意
欲
回
復
す
る
ま
で
今
話
み
た
い
に
ダ
イ
ジ

ス
ト
や
説
明

に
な
り
そ
う
で
す
が
そ
れ
で

も
良
け
れ
ば
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 

今
話
の
良
い

と
か

善
点
を
教
え
て
く
れ
る
と

れ
な
く

意
欲
と
ス
ピ

ド

上

バ
フ
が
掛
か
り
ま
す

  
理
由
な
き
ヒ
ハ
ン

ダ
メ
絶
対
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
最
近
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
チ

ク
ラ
ム
か

棒
持
た
せ
て

記

し
た
か

て

わ
せ
た
い
衝

動
に
襲
わ
れ
て
る

一

と
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
声

え
た
ら

イ
ケ
る
よ
ね
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第
百
二
十
章
 

兇
人
の
喜
悦

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

り

兇
人

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
お
話

 
な
の
で

点
も
オ

ル
Ｐ
ｏ
Ｈ

 

変
わ
ら
ず

進
行
し
て
な
い
で
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い

思

た
以
上
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
イ

キ
イ
キ
ぶ
り
に

が
キ
レ

キ
レ
に

り
ま
し
た

 
そ
ん
な
今
話
の
文

数
は
約
一
万
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

Ｐ
ｏ
Ｈ
が

て
る
と
こ
ろ
は

マ
ジ
キ
チ
ス
マ
イ
ル

で
イ
メ

ジ
下
さ
い
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断

空

ジ
リ
オ
ギ
ア

は

外
か
ら
見
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
一
面
が
存
在
し
て
い
る

 
見
た
ま
ま
分
か
る
の
は

物
で
あ
る
事

大
な
ク
レ

タ

の

に

を

か
せ
る

穴

を
潜
れ
ば
大
地
の
下
に
作
ら
れ
た
広
大
か
つ

が

深
く
ま
で
構

さ
れ
て
い
る

ち

と
や
そ

と
で
は

な
ど

こ
り
得
な
い
く
ら
い
し

か
り
し
た
構

の

は
フ

ン
タ

ジ

色
が
あ
る
と
は

え
中
世
感

れ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
し

く
り
く
る
も
の
と

え
よ
う

 
中
を

し
て
い
る
の
が

骨
剣
士
や

を
浮
く
死
神
ゴ

レ
ム
オ

ク
グ
リ
フ

ン

な
ど
一

性
が
無
く
共

し
て
い
る
の
が
モ
ン
ス
タ

で
あ
る
事
を

け
ば
古
代
の
人
間
の

み
の

徴
と

え
る

 
そ
の

に

さ
れ
た
一
面
は
最

に

す
る
転

で
転

し
た
先
に
広
が
る
空
間
だ

 
ク
レ

タ

の

に
渦

く
光
の
渦
を
経
由
し
て
進
ん
だ

の

は
極
め
て
機

的
か

つ
近
未
来
的
な

の
構

物
が
ズ
ラ
リ
と

ん
で
い
る
の
だ

ポ
リ
カ

ボ
ネ
イ
ト

の
緑
色
の

板
が
層
板
構

で
広
大
な
空
間
を
作

て
い
る

そ
れ
も
転

が
あ
る
空
間
だ
け
で
な
く
三
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方
に

び
る
道
の
先
の
エ
リ
ア
す
ら
そ
れ
で

一
さ
れ
て
い
る
の
だ

 
更
に
最
初
の
エ
リ
ア
の
三
方
そ
れ
ぞ
れ
に
配

さ
れ
て
い
る
認
証
ス
イ

チ
を

動
さ
せ
る

事
で
進
め
る
秘
匿
エ
リ
ア
は

血
色
と
い
う
目
に
キ
ツ
イ
も
の
で
は
あ
る
が

同
様
の
構

を
板
が
作
り
出
し
て
い
る

 
こ
の

の
空
間
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
迷

や
攻
略
外
の
ダ
ン
ジ

ン
に
も
存
在
し
た

が
こ
れ
ら
を
見
る

に

時
も
思
う
の
だ

中
世
フ

ン
タ
ジ

の
世
界
観
か
ら
大
き
く
外
れ

て
い
る
な
と

い
た

で
作
ら
れ
た
板
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も

故
機

的
な

を

か

せ
る

感
の
板
に
し
た
の
か
が
未
だ
に
よ
く
分
か
ら
な
い

 

そ
の

な
エ
リ
ア
の
一

に

自
分
達
は

た

一
体
い
つ
ま
で

を
こ
こ
で

た
せ
る
つ
も
り
だ

も
う
二
時
間
だ
ぞ

 
部

の
中

で

を
組
み
苛
立
ち

れ
に

ん
で
く
る
黒

く
め
の
少
年
剣
士

キ

リ
ト

 
か
つ
て
依
頼
で

在
し
た

で
過
去
現
在

め
て
た
だ
一
人
直

手
解
き
し
た
日
本
人

の
少
年

そ
の
内
に
秘
め
る
本
人
も
自
覚
し
て
い
な
い

ぎ

ま
さ
れ
た
殺
気
と
抑
圧
さ
れ
た
感

情

そ
れ
ら
と
反
す
る
矛
盾
し
た
他
者
を
想
う
精
神
を
持
つ

有
な
人
間
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そ
の
在
り
方
は
歪
だ

 
だ
が

あ
り
得
な
い

ど
歪
だ
と
い
う
の
に

的
に
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
し
ま

て
い
る

 
そ
れ
が
コ
イ
ツ
の
興
味
深
い
と
こ
ろ

 
少
し

べ
れ
ば
分
か
る
く
ら
い

一

の
境
遇
は
闇
に

れ
て
い
る

自
分
も
大

な

人
生
を
送

て
い
る
と
思
う
が

あ
る
意
味
自
分
よ
り
も
過

な
人
生
を
歩
ん
で
き
て
い
る
ん

じ

な
い
か
と
思
え
る
程

コ
イ
ツ
の
過
去
は

い
も
の
だ

正
直
同
情
を
禁
じ
得
な
い

 
自
分
も
肉
親
に

ま
れ
て
は
い
な
い
方
だ
が
コ
イ
ツ
は
コ
イ
ツ
で
別
方
向
で

ま
れ
て
い
な

い 
あ
れ
だ
け
の
事
を
さ
れ
れ
ば
殺
意
を
覚
え
る
の
は

然
だ
が
行
動
に

し
た
と
し
て
も

ら
お

か
し
く
な
い

非

は
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
一
部
の
人
間
か
ら
は
理
解
を
示
さ
れ
る
程

に
は

い
も
の
な
の
だ

正

性
が
あ
る
と

て
も
い
い

 

そ
れ
な
の
に

よ
く
ま

こ
れ
ま
で
抑
え
て
来
た
も
ん
だ
な

 
こ
の
世
界
に
ア
イ
ツ
が

る
と
知

た
の
は
ビ

タ

の
話
が
広
ま

た
時
だ

た

背

の

い
イ
ガ
イ
ガ

の
日
本
人
が
リ
ア
ル
の
情
報
と
共
に
広
め
て
い
た
か
ら
必
然
的
に
識
る
事
に
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な

た

 
最
初
そ
れ
を

い
た
時
は

あ
の
ガ
キ
が

を

え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か

た

 

が
知

て
い
る
限
り
で
は

無
感
情
に
な
る
ま
で
絶
望
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
状

か
ら

生
死
の

間
を
行
き
交

た
果
て
に
追
い

め
ら
れ
た
状

ま
で
の
間
だ
け

ハ

キ
リ

て

日
常

の

の
ア
イ
ツ
は
知
ら
な
い

命
の
や
り
取
り
以
外
の

を

は
知
ら
な
い
の
だ

 
知

て
い
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は

あ
の
実
の
兄
に
見
捨
て
ら
れ
る

直
前
の

 

今
で
も

明
に
思
い
出
せ
る

 

ア
キ
兄

助
け
て

 
あ
の
時

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

は
そ
う

ん
だ

 
八

な
ら

に
自
分
は
グ
レ
て
他
人
に
助
け
を
求
め
よ
う
と
し
な
か

た
か
ら
そ
こ
は
平

和
ボ
ケ
し
た
日
本
人
ら
し
い

年

応
と

う
べ
き
か

ま

今

ど
ス
レ
て
な
か

た

 
そ
の
弟
を

な
く
見
捨
て
た
神

と
や
ら
に
は
や
や
違
和
感
を
覚
え
た
が

ど
ん
だ
け

ま

し
か

た
の
か
と
却

て

れ
る
程
に

し
い
見
捨
て

り
に
人
の
事
を

え
な
い
に
も

わ
ら
ず
中

の

だ
と
思

た

 
事
前
に
集
め
た
情
報
か
ら
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
の
境
遇
に
つ
い
て
は
あ
る
程

把
握
し
て
い
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た
が
ま
さ
か
肉
親
に
捨
て
ら
れ
る
展
開
に
な
る
と
は
予
想
し
て
い
な
か

た

ど
の
国
に
も
自

分
の

親
み
た
い
な

ツ
は

る
ん
だ
な

と
変
な
感
心
を

く

ど

 

そ
の
感
心
が
呼
び
水
と
な

た
の
か

 

の

心
は
見
捨
て
ら
れ
た
弟
の
方
に
向
け
ら
れ
た

 

べ
れ
ば

べ
る
程
に
出
て
来
る

の
数

だ
が

べ
て
い
く
に
つ
れ
て

に
浮
き

り
に
な

て
い
く
も
の
も
あ

た

あ
ま
り
に

い
ガ
キ
を

る
キ

カ
ケ
と
い
う
も
の

が
欠
如
し
て
い
た
の
だ

 

え
ば
だ
が

 

か
を

る
に
あ
た

て
人
間
は
正

性
と
い
う
も
の
を
無
自
覚
に
欲
す
る
き
ら
い

が
あ
る

か
を
責
め
る
に
し
て
も
そ
の
行
動
が
原
因
で
自
分
が

ら
れ
る

に
な
る
の
は

だ
か
ら
と
無
意
識
の
内
に
求
め
る

い
分
だ

罪
者
を
悪
く

う
な
ら

し
た
罪
に
つ
い

て

す
る
だ
ろ
う

客
観
的
に
見
て
悪
と
判
断
さ
れ
る

を
使
う
事
で

の
人
間
の

意
識
や

価
を

作
す
る
事
が
そ
れ
だ

 
人
は
そ
れ
を

作
と
い
う

 

作
が
得
意
な

ツ
と
不
得
意
な

ツ
が
い
る
が

本
的
に

会
に
出
て
責

を

う
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立
場
に
な
る

ど
必
然
的
に
上
達
し
て
い
く
部
分
が
あ
る

不

事
や
ミ
ス
を
も
み
消
し

自

分
は
真

で
あ
る

と

に
ア
ピ

ル
す
る
事
な
ど
だ

 
ど
れ
だ
け
情
報
を

う
プ
ロ
で
あ
ろ
う
と

に
過
ぎ
る
情
報
や
違
和
感
を
集
め
る
と
い
う

の
は

し
い
話
だ

 
だ
が
あ
ま
り
に

作
の
回
数
を
重
ね
る
と
流

に
ボ
ロ
が
出
て
来
る

整
合
性
が
合

わ
な
く
な
る
か
ら
だ

本
来
の

価
か
ら
あ
ま
り
に
離
れ
過
ぎ
る
せ
い
で

が
合
わ
な
く
な
る

の
で
あ
る

 

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の

判
は

正
に
そ
れ
だ

 
あ
ん
な

い
ガ
キ
を
責
め
る
な
ら

必
ず

か
し
ら
原
因
と
な
る
事
件
や
騒
動
が
あ
る

だ

情
報
を

う

ツ
な
ら
ま
ず
そ
う
思

す
る

 
だ
が
予
想
外
な
事
に
そ
ん
な
話
は
一
つ
も
無
い

そ
れ
ら
し
い
内
容

兄
に

べ
て
出
来

が
悪
い
や
姉
に

べ
て
物
分
か
り
が
悪
い
な
ど

は

ど
出
て
来
る

だ
が

と

な
る
悪
事
や
不

事
は
一
切
見

た
ら
な
い

そ
も
そ
も
年

的
に
エ
レ
メ
ン
タ
リ

ス
ク

ル

に

て
す
ら
い
な
い

ツ
が
ど
う
動
こ
う
と
大
事
件
な
ど

き
よ
う
が
な
い
か
ら

然
だ

 

だ
コ
レ
は



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
依
頼
を

け

一
家
に
つ
い
て

べ
て
い
く
に
つ
れ
て
浮
き

り
に
な

た
オ
リ
ム
ラ

イ
チ
カ
の

判
の
違
和
感

責
め
ら
れ
る
べ
き

が
無
い
に
も

わ
ら
ず

き

こ

て
い
る

中
傷
に

時
同
じ
依
頼
を

行
す
る

に
組
ん
で
い
た
チ

ム
の

中
も

を

た
も
の
だ

 
も
し
か
す
る
と
ガ
キ
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
悪

な
性
格
な
の
か

と
作
戦
立

の
中

を

て
い
た
男

見
た
目
は

男
で
そ
の
実
残

な

し
か
し
付
き
合
い
が
良
い

な

ツ

が
予
想
し
た

べ
た
結
果

行
や
企
て
を
し
た
と

え
ら
れ
る
事
件
は
一
つ
も
無
か

た 
あ
る
い
は
姉
の
七
光
り
で
振
る
舞

て
い
る
の
か
と
自
分
と
共
に
ガ
キ
を

う
実

部
隊
に

入

て
い
た
ガ
タ
イ
の
良
い
ア
メ
リ
カ
ン
が
予
想
し
た

ど

ち
か
と

う
と
七
光
り
は
兄
の
方

だ
な

と
作
戦
後
に

う
事
に
な

た

 

と
し
て
自
分
一
人
じ

も
で
き
な
い

ツ
な
の
で
は
と
無
線
と
ジ

ク
し
た
監

カ
メ
ラ
で
指
示
を
出
す

の
男
が
予
想
し
た

 
依
頼
達
成
後
こ
れ
で
決
ま
り
だ
な
と

中
は
嗤

て
い
た

け
事
も
し
て
い
て
多
少

損
を
し
て
い
た

ツ
も
い
た

 

も
損
を
し
た

を

し
て
い
る
だ
け
じ

ね

か

と
予
想
し
た
か
ら
だ
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ま
さ
か
の
大

た
り
だ

た
も
の
だ
か
ら

い
た
興
味
も

れ
上
が

た

 

に

れ
て
行

た
時
点
で
依
頼
は
達
成
し
て
い
た
の
で
そ
の
時
の
チ

ム
メ
ン
バ

と
は
解

し
た

依
頼
で
衝
突
す
れ
ば
殺
し
合
う
だ
け
の
間

で
あ
る
以
上
必
要
以
上
つ
る
む
必

要
は
無
い
か
ら
だ

 

は

け
て
依
頼
を

け
た
か
ら
そ
の

に
残

た
が

 

も
予
想
出
来
る

が
無
い

 
出
来
損
な
い
と

そ
う

わ
れ

け
た
一

の
ガ
キ
が

で
す
ら
生
理
的
に
無
理
な
実
験

地
獄
に

し
い
修
羅
場
を
潜
り

け
る
と

が
思
う
か

 
だ
か
ら

は
確
信
し
た

コ
イ
ツ
に
は

殺
し

の
才
能
が
あ
る

と

 
た
だ
殺
す

の
技
術
や
覚
悟
セ
ン
ス
と
い
う
話
で
は
無
い

命
の
や
り
取
り
を
す
る
事
全

へ
の
才
能
だ

要
は
サ
バ
イ
バ
ル
に

す
る
セ
ン
ス
は

け
て
い
る
と

は
直
感
し
た

 

の
中
で
ど
れ
が
弱
く
ど
れ
が
強
く
自
分
が

う
か

か
を
見

く

覚
は

論

近

戦
で
の
超
高
速
の

み
合
い

し
合
い

的
な
体
の
動
か
し
方
ま
で
全
て
ア
イ
ツ
は

け
て
い
た

 
あ
の

に

れ
去
ら
れ
た
の
は
ア
イ
ツ
だ
け
で
は
な
い

他
に
も
大
勢
の
ガ
キ
が
い
た
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そ
の
ど
れ
も
が
身
寄
り
の
な
い
捨
て
子
だ

に
と

て
す
れ
ば
体
の
良
い
モ
ル
モ

ト

で
あ
り
ガ
キ
共
か
ら
す
れ
ば
間
違
い
な
く
地
獄
そ
の
も
の
だ

た
だ
ろ
う

そ
の
中
に
は
ス
ト

リ

ト
チ
ル
ド
レ
ン
と
し
て
そ
の
日
そ
の
日
を
限
界
ま
で
生
き

び
常
に
他
者
か
ら
奪
い
時

に
殺
し
に
手
を

め
る
よ
う
な

ツ
も
い
た

 
ア
イ
ツ
が

に
入

た
時

確
か
ガ
キ
の
人
数
は
全
部
で
二
百
人
近
か

た

 
そ
の
数
も

性
能
実
験
と
い
う
名
の
サ
バ
イ
バ
ル
を
経
る

に
百
五
十
百
七
十
四

十
二
十
と

て
い

た
が

そ
の
性
能
実
験
も
一
定

期
に
し
て
い
た
だ
け
で
実
験

を
し
て
い
な
い
間
は
投

や

な
ど
の
人
体
実
験
の
方
が
行
わ
れ
て
い
た

 

正
直
死
体
を

も
見
て
来
た

で
す
ら
直

す
る
の
は

ら
れ
る
光

が
多
か

た

 
そ
の
実
験
を

も

も
経
て

性
能
実
験

を
全
て
生
き

い
た
の
が

オ
リ
ム
ラ
イ

チ
カ

キ
リ
ト
な
の
だ

 

コ
ア
を

め

ま
れ

白
い
化
け
物
と
化
し
て

し
た
あ
の
時

的
に
生
き

び
た

自
分
は
ま
さ
か
ア
イ
ツ
が

の

ら
し
に

て
い
る
と
は
予
想
し
て
い
な
か

た

ち

く
ち

く
情
報
を
集
め
て
い
た
が
ま
さ
か
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
で

最
初
は
た
だ
の
ゲ

ム
と
し
て
発

さ
れ
る
話
だ

た
モ
ノ
で
遊
べ
る

境
に
い
る
と
は
思

て
い
な
か

た
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実
験
を
経
て
い
く
内
に
無
機

に
無
感
情
に
な
り
同
い
年
か
や
や
年
上
の
ガ
キ
共
を
手
に

掛
け
て
い
く
の
に

が
無
く
な

て
い

た
ア
イ
ツ
が
ま
さ
か

の
生
活
に

て
い
た

て

が
予
想
出
来
る
だ
ろ
う
か

な
ま
じ
間
近
で
見
て
い
た
か
ら

い
た

 

だ
か
ら
こ
そ

よ
り
興
味
を

さ
れ
た

 
最
初
は

い
た
が
少
し
情
報
を
集
め
れ
ば
ビ

タ

を
名

た
経

に
つ
い
て
知
る

事
が
出
来
た

そ
の
後
の
行
動
を
見
て
行
く
事
で
ビ

タ

を
名

た
思
惑
に
つ
い
て
も

し
た

 
人
間
を
限
り
な
く
怨
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
ア
イ
ツ
が
他
者
を
守
る

に
動
き
戦

て
い
る

 
こ
れ

ど
面
白
い
事
は
無
い
と

そ
う
感
想
を

い
た
の
は
未
だ

に
残

て
い
る

 
ど
こ
ま
で
そ
れ
を

持
出
来
る
か
保
て
る
か
が
見
物
だ
と
ち

く
ち

く
ち

か
い
を

か
け
て
も
み
た

 
結
果
そ
の
全
て
を
見

か
れ
対

さ
れ
た

強
化

の
ロ
ジ

ク
を
初
見
で
見

か
れ
対

策
ま
で
取
ら
れ
た
し

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

達
に
潜
り

ま
せ
て
い
た
手
下
の
事
も
見

か
れ

第
五
層
で
は

裂
を
入
れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
要
で
あ
る

の

を
目
の
前
で

ら
れ
た
事

で
未
然
に

が
れ
て
し
ま

た
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オ
イ
オ
イ
オ
イ
オ
イ
オ
イ
マ
ジ
か
よ
ア
イ
ツ

 
す

じ

ね

か

 
こ
ち
ら
が
仕
掛
け
た
悪
意
を
全
て
未
然
に

い
で
見
せ
た
事
は

を

ま
じ
く
興

さ
せ
た

 

の
悪
意
を
悪
意
で

し

そ
れ
を
正
気
で
マ
ト
モ
に
対

す
る
と
か

マ
ジ
で

狂

て
や
が
る

 

を
以
て

を
制
す

 
そ
の

の

り

ア
イ
ツ
は
自
分
の
内
に
あ
る
昏
い
感
情
を

に
こ
ち
ら
の
手

を
予
想
し

そ
こ
か
ら
表
の
人
間
性
で
マ
ト
モ
な
対
応
を
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

序
を
保
ち

け
た

強
化

眠

り

お
び
き
寄
せ

し

ち

そ
れ
ら
全
て
の
ロ
ジ

ク
を
解
き
明
か
し

意
を

し
た
の
は
ア
イ
ツ
な
の
だ

 
自
分
を

え
殺
そ
う
と
す
る

殺
隊
の

中
を
も
ア
イ
ツ
は
保
護
対

に
し
て
い
た

 
ち

と
マ
ト
モ
な

ツ
な
ら
守
ろ
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
し

殺
そ
う
と
し
て
く
る
な
ら

殺
さ
れ
て
も
文

は

え
な
い
と

て
返
り

ち
に
し
た
時
に
ト
ド
メ
を

し
て
も
不
思
議

で
は
無
い

怖
気
づ
く

ツ
も

る
だ
ろ
う
が

も

り
返
さ
れ
れ
ば
流

に
キ
レ
て
殺

て

も
お
か
し
く
な
い

 
な
の
に
キ
リ
ト
は

黒
の
剣
士
は
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
で
も
中

殺
さ
な
か
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た 
ア
イ
ツ
が
オ
レ
ン
ジ
達
を
手
に
掛
け
始
め
た
の
も
去
年
の
年

に

う

を
立
ち
上

る

を
し
た
の
が
キ

カ
ケ

大

的
に

罪
者
ギ
ル
ド
を
立
ち
上

た
事
で
他
の

中
が

勢
い
づ
い
て

罪
が
横
行
す
る
と
見
越
し
た
か
ら
ア
イ
ツ
は
そ
の
抑
止
力
に
な
る
べ
く
自
分
の

本
気

手
に
掛
け
る
事
も

わ
な
い
覚
悟
を
行
動
で
示
し
た

 
そ
の

の
無
さ
に

は
ま
た

み
を
浮
か
べ
た

 
無
自
覚
だ
が
確
実
に
心
の

で
は
殺
意
を

い
て
い
る
と

ア
イ
ツ
が
未
だ
殺
戮
に

ら

な
い
の
は

こ
の
ゲ

ム
を
出
来
る

境
に
し
た

ツ
と
の
繋
が
り

真

な
精
神
が
楔
に

な

て
い
る
の
だ
と

そ
う
分
か

た

 
と
は

え

自
身
は
別
に

を
外
さ
せ
る
つ
も
り
で
は
無
い

 
あ
く
ま
で

は
ア
イ
ツ
が
ど
う
な
る
か
を
見
た
い
だ
け

ア
イ
ツ
の
行
動
に
直

与
す
る

つ
も
り
は
無
い
し

ア
イ
ツ
の
意
思
を

る
よ
う
な
行
動
も
し
な
い
つ
も
り
だ

た

 
殺
戮
に

る
な
ら

し
い
殺
し
合
い
に
興
じ
れ
る

 
真

な
方
を
進
む
な
ら

時

発
す
る
か

行
動
と
感
情
の
矛
盾
を

し
む
だ
け

 
ア
イ
ツ
が
ど
う
な
ろ
う
と

に
は

合
で
し
か
な
い
の
だ
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ま

流

に
本

に
殺
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た
が

 
そ
こ
ま
で
振
り
返
り

先

ど
よ
り
も
更
に
目
が

わ

て
い
る
キ
リ
ト
を
見
る

 

ホ
ン
ト

強
く
な

た
よ
な

お
前

 
そ
れ
は

殺
し
合
い
に

し
て
で
は
な
い

 

で
手
解
き
を
し
た
の
は

期
間
だ
が
殺
し
合
い
に

し
て
は
最
初
か
ら
コ
イ
ツ
は
強

か

た

容
赦
が
な
い
上
に
あ
の
手
こ
の
手
で
と
に
か
く
殺
そ
う
と
し
て
く
る
か
ら
始

に
負
え

な
い
と
い
う
の
が
正
し
い

 
だ
が
そ
れ
以
外
は
未

だ

た

然
だ
初
め
て
知
る
事
で

し
て
い
る
方
が
お
か
し
い

 
あ
の

で
コ
イ
ツ
が
使

て
い
た
の
は
コ
ン
バ

ト
ナ
イ
フ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

え
ば

剣

と
同
程

の
サ
イ
ズ

殺
し
の
技
を
活
か
す
な
ら

剣

に
す
る
の
が
一
番
だ

事

実

は
そ
う
し
て
い
る

ド
ス
キ
ル
や
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
の

で
多
少

い
が
違
う
と

は
い
え

経
験
を
活
か
せ
る
と
い
う
の
は
か
な
り
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
に
な
る

 
そ
れ
を
コ
イ
ツ
は
捨
て
て
い
る

 

が
マ
ト
モ
に

え
る
の
は

剣

と

せ
い

い

片
手
剣

や

刀

く
ら
い
で

そ
れ
以
外
の
武
器
は
か
ら
き
し
だ

精

二
流
が
い
い
と
こ
ろ

一
流
に
は
な
れ
な
い
だ
ろ
う
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盾
な
ん
て
使

た
事
無
い
か
ら

備
す
る
気
も

き
や
し
な
い

 
そ
の
点

コ
イ
ツ
は
違
う
の
だ

二

月
の
ベ

タ
テ
ス
ト
期
間
が
あ

た
と
は

え

剣

で
は
な
く

片
手
剣

を

ん
だ
の
だ

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
槍
や

剣

刀
な
ど

数
多
の
武
器
も

う
と
い
う

十
数
種

に

ぶ
武
器
の
数

を
使
い
こ
な
し
最
前
線
で
戦
い

い
て
来
た
そ
の
実
績
は

で
は
無
い
し

達
で
も
無
い

そ
れ
は
見
て
い
な
い

も
理
解
し

て
い
る

 
だ
か
ら

強
い

 

で
も
ア
リ
の
殺
し
合
い
は

論

の
実
力
も
高
ま

て
い
る

も
知
ら
な
い
時
点
で
強

け
れ
ば

そ
り

経
験
を

み

知
識
を
得
れ
ば
更
に
強
く
な
る
の
も

然
だ

 
ま

た
く

本

に
恐

い
し
い

ツ
だ

 

だ

ジ
ロ
ジ
ロ
見
て
来
て

  
そ
う
心
の

か
ら
思

て
い
る
と
キ
リ
ト
は

を

め
て
身
を
引
い
た

ど
こ
か
気
持
ち
悪

が

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
な

な
の
か
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ク
ク

な

に

お
前
さ
ん
が

う

に

ね

の
が
ホ
ン
ト

し
い
な
と
思

て

た
ん
だ
よ

ま
た
そ
れ
か

こ
れ
で
五

目
だ
ぞ

そ
れ
だ
け

し
ん
で
る

て
事
な
ん
だ

喜
ん
ど
け
よ
こ
こ
ま
で
お
前

を

に
勧
誘
す

る
の
は

く
ら
い
な
も
ん
だ
ぞ

殺
人
ギ
ル
ド

か
ら
の
勧
誘
を
喜
べ
る
か
よ

 
思
い
出
の

で

く
マ
ト
モ
に

を
合
わ
せ
て
以

が
死
ぬ
前
ま
で
で

合
四
回
は

ス
カ
ウ
ト
し
て
い
る

今
回
の
コ
レ
で
五
回
目

 
そ
の
五
回
と
も

誘
い
方
は

し
い
な

と
い
う
セ
リ
フ
を
入
れ
て
い
る

 

と
キ
リ
ト
が
組
め
ば
た

た
二
人
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

を
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
確
信
が

あ
る
く
ら
い

達
は

性

だ
と
思
う
の
だ
が

コ
イ
ツ
は
そ
れ
を

な
に

定
す
る

 
こ
う
し
て

反
し
て
い
れ
ば

れ
殺
し
合
え
る

だ
し
ど
ち
ら
に
転
ん
だ
と
し
て
も
万

だ
か
ら
別
に
構
わ
な
い
が

ハ

そ
れ
で

時
ま
で

て
ば
い
い
ん
だ

オ
イ
オ
イ

せ

か
ち
な
の
は

わ
れ
る

 
も
う
ち

と
心
に

を
だ
な
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な
ら

の
心
の

の

に
も
今
す
ぐ
お
前
を
殺
し
て
も
文

は
無
い
な

  
背
中
の
黒
剣
の

に
手
を
掛
け
つ
つ

面
の

み
で

圧
し
て
く
る

に

参
と
ば
か
り

に

手
を

る

オ

ケ

オ

ケ

お
前

の
殺
意
は
十
分
伝
わ

た
よ

だ
か
ら
ち

と
は
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
に

い
こ
う

日
本
じ

い
て
は
事
を
仕
損
じ
る

て

う
ん
だ
ろ

よ
り

速
を
尊
ぶ

と
も

う
が

前

か
ら
思

て
た
が
よ

お
前

そ
の

で

外
語

力
あ
ん
だ
な

 
理
解
は
す
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
が
ま
さ
か
別
の
日
本
語
で
返
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た 
確
か
今
十
一

だ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
時
は
九

そ
の

で
こ
れ

ど
の

葉
を
使
い
こ
な
せ
る

よ
う
な
も
ん
な
の
か

日
本
の
学

教
育
は

外
進
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

コ
イ
ツ
が

学
な
だ
け
と
い
う
可
能
性
が
高
い
が

 
そ
う
感
心
し
て
い
る
と

黒
の
少
年
が
ム

と
し
た
表
情
を
し
た
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そ

ち
こ
そ
外
国
人
な
の
に

分
達
者
じ

な
い
か

 
人
を
見
た
目
で
判
断
す
る
の
は
ト

シ
ロ
だ

 

つ

か
今
更
過
ぎ
ん
だ
ろ

レ

そ
う
だ
な

 
三
年
以
上
前
か
ら
の
知
り
合
い
な
の
だ

で
は

に
日
本
語
で
や
り
取
り
し
て
い
た

か
ら
非
常
に
今
更
過
ぎ
る
感
想
で
あ
る

多
分

を
使
い
こ
な
し
て
る

り
で

た
の
だ
ろ

う
が

で

三

目
に
な
る
け
ど

時
ま
で

て
ば
い
い
ん
だ

も
う
ち

と

て

ア
イ
ツ
ら
が

て
き
て
ね

か
ら
な

 
流

に
二
時
間
も

た
せ
て
い
る
か
ら
少
し
く
ら
い
情
報
開
示
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

を

て
い
る
の
か
を
教
え
る

ア
イ
ツ
ら
と
い
う
の
は

論

う

の
面
子
だ

中
も

に
来
る
の
か

 
そ
れ
を

き

な
面
持
ち

や
や

そ
う
な

で

う

 
ま

ア
イ
ツ
ら
も
結
構
コ
イ
ツ
に

り
合

て
る
感
が
あ
る
し
大
部
分
が
本
気
で

て

る
節
が
あ
る

善
悪
は
と
も
あ
れ
他
人
の
感
情
に

感
な
部
分
が
あ
る
か
ら

語
化
し
な
く
て
も
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分
か
る
の
だ
ろ
う

あ
れ
だ
け

意

き
出
し
に
さ
さ
れ
ば
そ
れ
も

然
と
い
う
か
経

は
ど

う
あ
れ
殺
人
を
し
た
と
い
う
事
は

手
か
ら
殺
意
を
向
け
ら
れ
て
い
る
事
を
理
解
し
て
い
た

事
に
他
な
ら
な
い

だ
が

だ

会
い
た
く
な
い
の
か

 
ア
イ
ツ
ら
は
お
前

に
会
う
の
を

ち
望
ん
で
た

絶
対

に
復
讐
す
る

だ
ろ

復
讐
し
て
く
る

手
に
会
い
た
い

が
あ
る
か

 
苦
み
し
ば

た

で

を
組
み

ん
と

を
鳴
ら
し
て
そ

を
向
く
キ
リ
ト

あ
の
ケ
イ
タ
に
も
か

 

意
地
の
悪
い
問
い
を
投

た
る
と
キ
リ
ト
は
息
を

み

り

ん
だ

 
思

た

り
あ
の
男
と
コ
イ
ツ
の

は
か
な
り
タ
ブ

に
値
す
る

ツ
の
よ
う
だ

ア
イ
ツ

は
復
讐
し
た
い
一
心
で
い
る
が
コ
イ
ツ
に
と

て
は
複

な
心
境
ら
し
い

に
殺
意
を
向

け
ら
れ
て
い
る
の
に
殺
意
で
返
そ
う
と
し
な
い

り
が
そ
の
心
境
を
如
実
に
表
し
て
い
る

 
た
だ

悪
に
な
る
だ
け
の
存
在
と
判
断
し
て
い
る
な
ら
悩
む
事
無
く
殺
す
だ
ろ
う
に
そ
う
し

な
い

 
た

た
そ
れ
だ
け
の
事
だ
が

そ
れ
一
つ
で
ケ
イ
タ
は
か
な
り
特
別

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
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そ
れ
だ
け
月
夜
の
黒
猫

と
や
ら
の

が
引

掛
か

て
る

て
事
か

 

か
ら
見
れ
ば
そ
れ
は
ケ
イ
タ
に
対
す
る
罪
悪
感
で
あ
り
キ
リ
ト
自
身
の
自
責
感
に
よ
る

も
の
と
見
て
取
れ
る

サ
チ
と
か
い
う
女
も

た
し
未
だ
に

を
持

て
い
る
以
上
ケ
イ
タ

を
手
に
掛
け
る
事
も
下
手
に
出
来
な
い

引

掛
か

て
い
る
以
上
そ
の
女
と
の

も
複

な
も
の
で
あ
る
事
は
明
白
だ
か
ら
だ

 
だ
が

 
そ
れ
は
あ
く
ま
で
マ
ト
モ
な
精
神
を
し
て
い
る

ツ
の
話

 
コ
イ
ツ
は
在
り
方
こ
そ
マ
ト
モ
だ
が
他
者
の

に
戦
う
思
想
も
憎
い
だ
ろ
う
に
抑
え

け

る
精
神
も
矛
盾
し
て
い
る
歪
な

ツ
だ

 
そ
ん
な
歪
な

ツ
が
罪
悪
感
一
つ
で
殺
意
を

め
て
い
ら
れ
る
か

 

断
じ
て

で
あ
る

 

も
事
の
経

を

か
く

い
た

で
は
な
い
が
ケ
イ
タ
の

い
分
を

い
た
限
り
じ

完

全
な
逆
恨
み
で
あ
る
と
は
判
断
出
来
る

つ
ま
り
理
に

て
い
な
い

い
分
な

だ

 
客
観
的
に
物
事
を
見
れ
る
コ
イ
ツ
が
そ
れ
を
分
か

て
い
な
い

が
無
い

も
し
逆
恨
み
を
正

な
権

と

え
て
い
た
な
ら
セ
ル
ベ
ン
テ

ス
で
の
二

目
の
対
峙
で
悩
ん
だ

に
殺
そ
う
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と
は
し
な
い
の
だ

怒
り
を

け
容
れ
る
な
ら
あ
そ
こ
で
そ
れ
に
反
す
る
行
動
を
取
る

が
無

い 
コ
イ
ツ
は
聖
人
君
子
で
は
な
い

 
感
情
が
無
い
機

で
も
な
い

 
つ
ま
り
憎
い

を
殺
意
を
向
け
て
来
る

中
を
殺
さ
な
い
場
合
に
は
コ
イ
ツ
自
身
も
気
付

か
な
い
別
の
思
惑
が

ケ
イ
タ
と
ケ
リ
を

け
る
べ
き
な
の
は

じ

な
い

よ
り
も

と

応
し

い
人
が
い
る
か
ら
な

 
そ
こ
で
真
実
に
突

み
か
け
た

の
思

を
引
き

し
た
の
は
苦
悩
に

ち
た
キ
リ
ト

の
声
だ

た

す
る
に
イ
ツ
は
サ
チ
と
か
い
う
女
な
ん
だ
ろ
う
が
さ
き
お
前
が
と
し
た
よ
な

も
う
無
理
じ

ね

か

 

ら

攻
略
組

の
一

と
し
て
戦

て
い
よ
う
が

あ
そ
こ
の

下
は
レ
ベ
ル
１

０

が
ウ

ウ

る

死
ぬ
の
は
時
間
の
問

だ
ろ

 
あ
そ
こ
に
は

も
ホ
ロ
ウ
を

あ
る
い
は
こ

ち
に
死
ん
で
来
た

中
を

と
し
て
い
る

が
生
き
て

て
来
た

ツ
は
一
人
も

な
い

で
す
ら
様
子
見
で

い
た
だ
け
で
済
ま
せ
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た
と

え
ば
ど
れ
く
ら
い

バ
イ
の
か
は
分
か
る
だ
ろ
う

 

の
そ
の
指

に

く
苦
い

で

根
を
寄
せ
る
キ
リ
ト

オ
イ

て

 
少
し
し
て

か
に
気
付
い
た
よ
う
に
こ
ち
ら
を

め
付
け
て
来
た

 

気
付
い
た
か

 
そ
う
思
い
思
わ
ず

で
嗤
う

フ

ド
で

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
見
え
て
い
る
な

ら

の

が
歪
ん
だ
の
が
見
え
た
事
だ
ろ
う

 
そ
し
て

恐
ら
く
キ
リ
ト
は

が
嗤

た
の
を
見
た

心
を
得
た
面
持
ち
に
な

た

眼
か
ら
自
責
感
と
い

た
惑
い
の

が
晴
れ

な
ま
で
の
殺
意
が

る

 

ク

ク
と
す
る
程
の
強

な
殺
気
が

き
付
け
ら
れ
更
に
心
が
高

し
て
い
く
の
を
自
覚

す
るお

前
確
か
生
か
し
た
ま
ま

じ

め
る

て

そ
う

た

だ

あ

 

ン
な
事

た

け
な

 
つ

か
ア
イ
ツ
ら
が
死
ん
で
も
お
前
に

と

ち

合
な

だ

 
ア
イ
ツ
ら
が
生
き
て
る
状

で
ア

プ
デ

ト
が
実
行
さ
れ

て
み
ろ
よ
そ
の

引
き
離
さ
れ
て
ア
イ
ツ
ら
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

れ
な
く
な
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ち
ま
う
ん
だ
か
ら
よ

ぐ

そ
れ
は

そ
う
だ
が

 
実

が

た
事
は
間
違
い
じ

な
い

 

が
組
み
上

実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
ア

プ
デ

ト
は
ホ
ロ
ウ
デ

タ
や
ホ
ロ

ウ
プ
レ
イ

を

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
実

し

代
わ
り
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
こ

ち
に

す
と
い
う
も
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
が
浮
遊
城
に

て
も
ホ
ロ
ウ

デ

タ
が
存
在
す
る
限
り

に
消
滅
す
る
定
め
に
な
る

 
こ
の
世
界
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
時

現
実
に
生
還
出
来
る

件
は
未
だ
不

明
な
部
分
が
あ
る

 

を
極
め
た
者
す
な
わ
ち
第
百
層
ボ
ス
に
ト
ド
メ
を

し
た

ツ
だ
け
生
還
す
る

意
地
の

悪
い
設
定
な
の
か

 
第
百
層
ボ
ス
に

ん
だ

ツ
だ
け
生
還
出
来
る
の
か

 
ボ
ス
が

さ
れ
た
時
点
で
生
存
判
定
に
な

て
い
る

中
全

が
生
還
す
る
の
か

 
あ
る
い
は
全
損
判
定
を
喰
ら

て
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

る

中
す
ら
も

め
て
生
還
出

来
る
ご

合
展
開
か

 
そ
の

が
ハ

キ
リ
し
て
い
な
い
か
ら
色

な

が

び
交

て
い
る

だ
が
と
も
あ
れ
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こ
の
世
界
を
確
実
に
ク
リ
ア
出
来
る

ツ
は
コ
イ
ツ
だ
と
確
信
し
て
い
る
以
上
生
還
す
る
可
能

性
を
取
る
な
ら
同
じ

つ
ま
り
浮
遊
城
に

て
お
く
必
要
が
あ
る

 
そ
れ
を
前

に
す
れ
ば
あ
の
サ
チ
と
か
い
う
女
に
ル
ク
ス
と
い
う

う

の
下
請

け
プ
レ
イ

も
こ
こ
で
死
な
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 

し
い
な

コ
イ
ツ
な
ら

そ
れ
く
ら
い
分
か

て
そ
う
な
も
ん
な
ん
だ
が

 
⻭
を
食
い

り

か
を

え
る
様
を
見
せ
る
の
を
見
て

内
心
で

を

る

 
見

み
違
い
と
は
思
わ
な
い

数
少
な
い
情
報
か
ら
で
も
真
実
を

ぎ

て
る

覚
は
こ
の

世
界
で

も

り
巡
ら
し
た

策
や
暗
躍
を
全
て
不
発
に
さ
れ
た
事
か
ら
も
本
物
だ
と
実
感
し

て
い
る

 
恐
ら
く
は

み
違
い

 

と
コ
イ
ツ
の
間
で

か
の
情
報
か
前

が
食
い
違

て
い
る

 

立
場
の
違
い
な
ん
か
じ

み
違
わ
ね

だ

 
そ
れ
は
確
信
を
持

て

え
る

客
観
的
に
物
事
を
判
断
出
来
る
と
い
う
事
は
他
者
の

点

で
多

的
に
思

出
来
る
事
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
だ

強
化

事
件
以

は

初

だ

た
事
も
あ
り

流

の
コ
イ
ツ
も
後
手
に
回

て
い
た
が

第
五
層
で
の

の
件
は
こ
ち
ら
の
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思

や
思
惑
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
出
来
な
い
先
手
だ

た

 

と
コ
イ
ツ
は
在
り
方
に
多
少
の
違
い
は
あ
れ
ど
限
り
な
く
近
い
存
在
に
あ
る

だ
か
ら

い

の
思

を

み
合
い

先
手
と
後
手
が

番
で
入
れ

わ

て
い
た

 

が
動
け
ば
ア
イ
ツ
は
対

し
て

を
最
小
限
に
抑
え
る

そ
の
後

の

の
行
動
を

ん
で
対
策
を
打
ち

が
そ
れ
で
足
止
め
を
喰
ら
う

 
そ
の
足
止
め
を
す
り

け
る
行
動
へ
の
後
手
で
対
策
を
打
ち

の
行
動
は
ア
イ
ツ
が
先
手
と

な
る

 
そ
う
い
う

が
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
間
ず

と
水
面
下
で
展
開
さ
れ
て
い
た
の
だ

 
ニ

ビ

と
ベ

タ
テ
ス
タ

と
の
間
に

裂
を
入
れ
る
よ
う
ジ

ニ

に
指
示
す
れ
ば

指
示
し
な
く
て
も
キ
バ
オ
ウ
が
勝
手
に
や

た
の
だ
が

ア
イ
ツ
は
ビ

タ

と

し
て
ヘ
イ
ト
を
一
点
に
集
め
る
事
で
未
然
に

い
だ
よ
う
に

 

う

を
立
ち
上

オ
レ
ン
ジ
達
を
勢
い
づ
か
せ
れ
ば
後
手
で
過

な
オ
レ
ン
ジ
や

レ

ド
達
を

な
く
殺
し

抑
止
力
と
し
て
こ
ち
ら
の
動
き
を

じ
て
来
た
り

 
キ
マ

タ
覚
悟
や
異
常
な
精
神

一

で

う
な
ら
狂
人
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い

行
動
の
数

を

コ
イ
ツ
は

も

し
て
来
た
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今
更
立
場
の
違
い
な
ん
か
で

み
違
い
な
ぞ

こ
す

が
無
い

ま
し
て
や
コ
イ
ツ
は

の
思

を

め
る
の
だ
か
ら

更
だ

 

て
よ

い
の
思

を

め
る

 
そ
こ
で

と
気
付
く

 

は
キ
リ
ト
の
キ
リ
ト
は

の
思

を

み
先
手
と
後
手
の
入
れ

え
を

に

り
返

せ
る
程
に
は
お

い
を
分
か
り
合

て
い
る
間

仮

殺
し
合
う
程
の

同
士
と
は

え
そ
れ

は
中

の
深
さ
が
あ
る
と
思
う

 
そ
れ
な
の
に
ど

ち
か
が

み
違
い
を

こ
し
た
と
す
れ
ば

恐
ら
く
は

が

か

を

違
い
し
た

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
⻑
く

る
の
は

だ

だ
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
つ
い
て

べ

る

は
独
力
だ

た
の
に
対
し
コ
イ
ツ
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

が

た

ア
レ
は

理

に

わ
り

の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ

ス
タ

フ
だ
ろ
う
か
ら

問
に
対
し
あ
る
程

は

え
て
い
た

だ

 
ま
し
て
や
特
定
の
プ
レ
イ

を
守
ろ
う
と
殺
気
ま
で
向
け
て
来
る
程
の
自
我
を
持
つ
Ｎ
Ｐ

Ｃ 
そ
ん
な

ツ
が
説
明
を

か
す
と
は
思
え
な
い
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だ
か
ら
こ
そ

の
方
が

か
を

み
違
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
出
来
た

こ
こ
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
ま
ま
な
ら
ど
ち
ら
か
は
判
断
で
き
な
い
が

に
説
明
が
な
い

ホ
ロ

ウ
・
エ
リ
ア
の
独
自
ル

ル
や
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
だ
と
流

に
ノ

レ
ク
チ

の
こ
ち

ら
が
情
報
的
に
不

な
の
だ
か
ら

 

間
違
え
た
可
能
性
が
あ
る
の
は

恐
ら
く

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

独
自
の
ル

ル

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

に

し
て
だ
ろ
う

 
あ
の
女
ど
も
の
生
死
に
つ
い
て
食
い
違
い
の
可
能
性
が
生
ま
れ
た
の
だ

ア

プ
デ

ト
に
深

く

わ
る
部
分
で
あ
る
以
上

恐
ら
く
こ
れ
は
間
違
い
な
い
と
見
て
良
い

 
仮
に
あ
の
女
ど
も
が

に
死
ん
だ
身
な
ら

コ
イ
ツ
が

意
や
焦

を
見
せ
る
事
は
無
い

 
と
な
れ
ば

恐
ら
く
コ
イ
ツ
は

ま
さ
か
お
前

死
ん
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
た

じ

ね

の
か

黒
の
剣
士

キ
リ
ト
の
生
死
を

は

生
命
の

や
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
で
確
認
し
て
い
な

い

前
者
は
一

死
ん
だ
身
だ
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

れ
な
い
か
ら

後
者
は
ア
イ
ツ

と
フ
レ
ン
ド
に
な

て
い
る

中
が
一
人
も
こ

ち
に
来
て
い
な
く
て
確
認
の
し
よ
う
が
無
い
か

ら
だ
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月
夜
の
黒
猫

の
メ
ン
バ

で
フ
レ
ン
ド
を
結
ん
で
い
た
の
は
リ

ダ

の
ケ
イ
タ
と

最
初
に
レ
ク
チ

を
頼
ん
だ
件
の
サ
チ
と
い
う
女
だ
け
だ

た
と
い
う

 
ケ
イ
タ
は
怒
り
の
ま
ま
消
し
て
し
ま

た
か
ら
確
認
の
取
り
様
が
な
い

 
だ
か
ら
あ
の
ル
ク
ス
と
い
う

を

し
て
ま
で
確
認
し
た
の
だ
が
そ
れ
が

に
な
ろ
う
と
は

思
い
も
し
な
か

た

 

よ
く
よ
く

え
り

も

き
方
が
悪
か

た
な

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
一

も

て
い
な
い
と

い
た
だ
け
で
死
ん
だ
も
の
だ
と
判
断
し

た
の
が
マ
ズ
か

た

 
最
近
合
流
し
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
に
潜
り

ん
で
い
た

ツ
か
ら
七
十
六
層
以
上

の
転

し
か
使
え
な
く
な

た
と
い
う
話
だ
け
で
な
く
オ
レ
ン
ジ
カ
ラ

で
外

部
か
ら

ち
た
と
い
う
話
を

か
さ
れ
た
か
ら

信
じ

ん
で
し
ま

て
い
た

 
キ
リ
ト
も

あ
の
紅
髪
の
二
刀

と
蒼
い

剣
使
い
の

と
同
じ

転

し
て
来
た
タ
イ
プ

だ

た
と
い
う
事

 
あ
ま
り

た

て
欲
し
く
な
い

え
は

ば
し
で

に
し
た
推

に

目
し
た
様
子
か

ら

た

て
い
る
よ
う
だ

た
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に
し
て
も
だ

こ
ん
な
の
予
想
出
来
る

無

だ
ろ

 
復
帰
出
来
な
い

件
下
で
死
ぬ
し
か
な
い
時
に
強
制
転

で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
入
る

と
か

が
分
か
る
か

そ
う
怒
鳴
り
た
い
気
分
だ

 
も

と
怒
鳴
り
た
い
の
は

こ
の
ま
ま
だ
と

も
か
も
終
わ
り
に
な
る
と
い
う
事

 

が
組
み
上

た
ア

プ
デ

ト
は
あ
の
浮
遊
城
に
ホ
ロ
ウ
デ

タ
を

し
ホ
ロ
ウ
デ

タ
が
存
在
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
消
去
す
る
と
い
う
極

な
も
の

あ
ち
ら
で
一

死
ん
だ

中
全

に
メ
リ

ト
が
あ
る
反
面
死
ん
で
い
な
い

中
は
問

無

で
消
さ
れ
る
か
ら
デ
メ
リ

ト

し
か
な
い
ア

プ
デ

ト

 
そ
れ
な
の
に

ク
リ
ア
出
来
る
と
確
信
し
て
い
る

ツ
が
実
は
死
ん
で
い
な
か

た
と
な
れ

ば
そ
の
ア

プ
デ

ト
は
最

で
し
か
な
い

生
還
出
来
る
よ
う
に
す
る

に
組
み
上

た

の
に
自
ら
そ
れ
を

ざ
す
よ
う
な
事
に
な
る

Ｓ
ｕ
ｃ

 

く

る

キ
リ
ト
に
で
は
な
く

自
身
に
向
け
た

声

 
実
は
自
身
が
生
き
て
い
た
事
を
知
ら
れ
た
キ
リ
ト
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

声
を

ら
れ

た
事
に

目
か
ら

し
む
面
持
ち
に
な
る

や
や

得
気
味
な
の
は

が
死
ん
で
い
る
身
な
の
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に

自
身
は
生
き
て
い
る
身
だ
か
ら

そ
れ
へ
の
怒
り
を

い
た
と
で
も
思

た
の
だ
ろ
う

 
怒
り
は
怒
り
で
も
そ
れ
は

自
身
と
と
ん
で
も
な
い
ご

合
な

運
へ
向
け
た
も
の
な
の
だ

が
キ
リ
ト

予
定
変
更
だ

生
き
て
る
と
分
か

た
か
ら

を
殺
す
か

 
打
て
ば

く
よ
う
な
見
事
な
返
し
に

思
わ
ず
ヒ

ウ

と

を
吹
き

名

Ｔ
ｈ
ａ
ｔ

ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

 

じ
り
に

定
す
る
と
共
に

み

み
後
ろ

の
ホ
ル
ス
タ

に

め
て
い
た
愛

の

剣

友
切

を

く
勢
い
で

に

ぐ

 
す
る
と

確
か
な
手
応
え
が
手
に
伝
わ

た

 
金
属
に
衝
突
し
た
衝
撃

剣
で

が
れ
た
手
応
え
だ

 
不
意
打
ち
に
放

た
攻
撃
に
キ
リ
ト
は
見
事
に
反
応
し

い
で
み
せ
た

こ
ち
ら
の
肉

の

刃
を
見

れ
た
黒
い
剣
で

 

を
殺
し
た
時
に
使

た
剣
を
未
だ
に
使
い

け
て
い
る
事
に
は

く
が
そ
れ
だ
け
性
能
が

高
い
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
と
今
は
流
し
た
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ク
ク

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

の
攻
撃
を
抑
え

め
た

ツ
は
お
前

く
ら
い
な
も
ん
だ

の
思

を

に

む
事
も
だ
が

し

か
り

ぐ
た

流

の
一

だ

 

い
な
が
ら

し

む
よ
う
に
力
を
入
れ
る

ギ
ギ
と
交
錯
す
る

い
の
刃
が

み
を
上

か
に
黒
剣
が

か
ら
離
れ
た

 
そ
れ
を
見
て
か

小

な
剣
士
の

が
険
し
さ
に
歪
む

ぐ

と

だ
と

 
Ｐ
ｏ
Ｈ

お
前

一
体
こ

ち
で

人
殺
し
た

 
険
し
い
表
情
で

み
な
が
ら
の
問
い
掛
け
に
ま
た

が
つ
り
上
が
る

や

り
コ
イ
ツ

は
他
の

中
と
一
味
も
二
味
も
違
う

良
い

眼
点
だ
と

め
て
や
り
た
い
く
ら
い
の

力

だ 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
忌

さ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

キ
ラ

は
本
来
多
人
数
プ
レ
イ
が
前

と
さ
れ

る
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
は

に
存
在
す
る

わ
れ
や
す
く
は
あ
る
が
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
の
一
つ

と
し
て
確
立
さ
れ
る
程

に
は

的
な
も
の
な
の
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
も
ベ

タ
テ
ス
ト
で
は
横
行
し

た
ら
し
い

 

論

を
す
れ
ば

逆
に
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
リ
ス
ク
を

む

下
手
す
れ
ば
そ
の
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ま
ま
ゲ

ム
プ
レ
イ
を

け
ら
れ
な
く
な
る
目
も
あ
る

 
そ
う
な
り
に
く
い
よ
う

は
Ｍ
ｏ
ｂ

り
を
し
た
場
合
に

べ

ら
か

遇
さ
れ
て
い

る
部
分
が
存
在
す
る

 
プ
レ
イ

を
殺
し
た

そ
の
プ
レ
イ

が

備
し
て
い
た
武

や
ア
イ
テ
ム

密

に
は
死
亡
時
点
の

備
か
ら

つ
か

の
確
定
ド
ロ

プ
と
ス
ト
レ

ジ
内
に
あ
る
ア
イ
テ

ム
の
確

ラ
ン
ダ
ム
ド
ロ

プ

前
者
は
個
数
が

後
者
は
ド
ロ

プ
確

に
変
動
が
見
ら
れ

る

運
が
良
け
れ
ば
超
レ
ア

備
を
奪
え
る
し
運
が
悪
け
れ
ば

ア
イ
テ
ム
し
か
手
に
入
ら

な
い
時
も
あ
る
と
い
う

だ

 
そ
れ
だ
け
で
は
実
入
り
が
無
い
と

圧
倒
的
に

遇
さ
れ
て
い
る
の
が
経
験
値

 

常

Ｍ
ｏ
ｂ
を

し
た
時
に
得
ら
れ
る
経
験
値
は

を
取

た
プ
レ
イ

の

属

パ

テ

に
入
る

複
数
人
で
組
ん
で
い
る
な
ら
ヘ
イ
ト
や
攻
撃

与
ダ
メ

ジ

な
ど

の
戦
闘

に

し
て
多
く
分
配
さ
れ
る
仕
組
み
だ

 

も

本
は
同
じ

違
う
点
は

取
得
経
験
値

 

し
た
プ
レ
イ

は

殺
し
た
プ
レ
イ

の

経
験
値
の
一

を
手
に
入
れ
ら
れ
る

こ
れ
ま
で
得
た
経
験
値
が
十
万
だ
と
す
れ
ば
一
回
殺
し
た
だ
け
で
一
万
を
一
気
に
得
ら
れ
る
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だ

層
や
レ
ベ
ル
差

に
よ

て
変
動
す
る
が

最

で
も
Ｍ
ｏ
ｂ
数
十
体
分
に

す

る

然
殺
さ
れ
た
プ
レ
イ

は
一

た
経
験
値
の
分
だ
け
レ
ベ
ル
は
下
が
る

 
要
す
る
に
チ
マ
チ
マ
Ｍ
ｏ
ｂ

り
を
す
る
よ
り
も
プ
レ
イ

一
人
を
殺
し
た
方
が
圧
倒

的
に

く
レ
ベ
ル
ア

プ
出
来
る

 

論
メ
リ

ト
ば
か
り
で
は
な
い

グ
リ

ン
プ
レ
イ

を
攻
撃
す
れ
ば
オ
レ
ン
ジ
に
な
る

し

ば
か
り
し
て
い
れ
ば
必
然
的
に
オ
レ
ン
ジ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
あ
る

そ
う

な
れ
ば

圏
内

の

に
入
れ
な
く
な
る
か
ら

に
補

が
出
来
な

て
し
ま
う

 
だ
が

そ
れ
を
補

て

り
あ
る
メ
リ

ト
で
も
あ
る

 

が

う

を
立
ち
上

て
以

コ
イ
ツ
は
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
を
殺
し
回

て
い

た

が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
殺
し
た
人
数
は
二
百
は
下
る
ま
い

う

戦

で

を

め
て
四
十
人
近
く

に
モ
ル
テ
達
百
人
近
く
の
他
十
以
上
の
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
を

し
て
い
る
の
は
確
定
し
て
い
る

 
そ
れ
だ
け
殺
し
て
い
れ
ば

奪

た
経
験
値
も

な
も
の
に
な

て
い
る
だ
ろ
う

 
攻
略
組
で

ロ
に
も

わ
ら
ず
常
に
ト

プ
で
い
ら
れ
た
の
は
狂

て
い
る
と
し
か

え
な
い

ロ
で
の
戦
闘
回
数
や
時
間
の
⻑
さ
だ
け
で
な
く

殺
し
た
人
数
に
も
一
因
が
あ
る
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そ
れ
を

も
し
た
と
い
う
だ
け
の
事

 
そ
の
お
陰
で
レ
ベ
ル
も
今
は
１

だ

ジ

ニ

達
と
は

に
別
行
動
を
取

て
一
人
で

に
行

て
た
か
ら
複
数
で

り
を
し
て
る
ア
イ
ツ
ら
と
は
四
十

ど
は
開
き
が
あ
る
だ
ろ
う

 
あ

ち
で
死
ん
だ

中
の
経
験
値
は
そ
こ
ま
で

く
な
い
が

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

の
方

は

に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
エ
リ
ア
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
強
化
さ
れ
て
い
る
事
も
あ
る
か
ら

存
外

い
事
も
あ
る

し
か
も
ア
イ
ツ
ら
は
意
思
が

い
せ
い
か
絡
め
手
に
面
白
い
く
ら
い
引

掛
か
る
の
で
麻

ナ
イ
フ
を
使
え
ば
確
殺
だ

 
こ

ち
に
来
た
本
物
と
こ

ち
に

か
ら
い
る
偽
物
を
合
わ
せ
れ
ば
殺
し
た
人
数
は
千
は
下

ら
な
い

お
前

は
今
ま
で
食
べ
て
来
た
パ
ン
の

数
を
覚
え
て
る
か

チ
 

の

え
を

い
て

し
く

を
打

た
キ
リ
ト
は

り
合
い
を

け
て
は
不

だ
と
判

断
し
た
ら
し
く

無
手
の

手
に

の
片
手
直
剣
を
光
か
ら
取
り
出
し
た

 
手

が

ら
れ
振
る
わ
れ
る
が
ギ
リ
ギ
リ
横
に
転
が

て
回

し
地
を

て

離
を

取
る
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が
す
か

お
お

 
立
ち
上
が
り
向
き
直

た

間
近
ま
で
肉

さ
れ
て
い
た
事
に
気
付
き

思
わ
ず

く

ま
さ
か
一

足
ら
ず
の
間
に

離
を

め
ら
れ
て
い
る
と
は
想
定
し
て
は
い
た
も
の
の
そ
の
速

さ
は
予
想
以
上
だ

 
反

的
に
肉

の

剣
を
振
る
え
ば

的
に
ア
イ
ツ
の
攻
撃
と
交
わ

た

 
二
撃
目
を
加
え
ら
れ
る
前
に
ど
う
に
か

を

り

ば
し
て
対
応
す
る
が
内
心
で
は

や

も
の
だ

 

ハ
ハ

マ
ジ
で
先
が

し
み
に
な

て
く
る
じ

ね

か

 
生
き
て
い
る
と
分
か

た
コ
イ
ツ
を
殺
す
と
決
め
た
の
は
自
分
が
仕
掛
け
た
ア

プ
デ

ト

を
わ
ざ
わ
ざ
止
め
に
行
く
よ
り
も
手

取
り

い
か
ら
だ
が
今
の
実
力
を
確
か
め
た
い
と
い
う

衝
動

殺
し
合
い
た
い
と
い
う
欲
求
を

た
す

で
も
あ
る

 
自
分
が
コ
イ
ツ
に
求
め
て
い
る
水

は

的
高
い

う
で
は
あ
る
と
自
負
し
て
い
る

だ
か

ら
数
多
の
戦
場
を
生
き

く
に
あ
た

て
反

神
経
を
鍛
え
て
来
た
そ
の

の
想
定
以
上
の
結
果

を
初

か
ら

き
出
す
と
は
思
わ
な
か

た

手
の
情
報
を
手
に
入
れ
対
策
を
立
て
て
か
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ら
全
力
を
出
す
タ
イ
プ
の
コ
イ
ツ
に
し
て
は
か
な
り

し
い

 
そ
れ
だ
け
コ
イ
ツ
も
全
力
で

を
殺
し
に
来
て
い
る
と
い
う
証

 

ク

ク
と

喜
悦
が
背

を

り
上
る
感
覚
を
覚
え
た

 

に

り

ば
さ
れ
た
ア
イ
ツ
は
空
中
で
く
る
り
と
バ
ク
転
し
て
か
ら
地
面
に

地

そ
の

ま
ま
様
子
見
す
る
事
無
く
殺
意

じ
り
に
突
撃
し
て
く
る

 
恐
ら
く

を
速
攻
で
殺
し

し
て

と
し
た
女
共
を
助
け
に
行
こ
う
と

え
て
い
る
の
だ

ろ
う

万
が
一
女
共
が
上
に
上
れ
た
場
合
に
殺
せ
る
よ
う
配

し
た
ジ

ニ

達
を
殺
す
べ
く

女
共
が
上

て
来
る
よ
り
も
先
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

な
ら

と
し
穴
か
ら

び

り

下
ま
で
直

り
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う

 
リ
ミ

ト
は
Ｍ
ｏ
ｂ
共
が
殺
す
か
ジ

ニ

達
が
殺
す
か
ま
で

そ
れ
ま
で
に

り

か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が

中
に

と
ア
イ
ツ
ら
が
立
ち
は
だ
か

て
い
る

 
だ
か
ら
こ
そ
の
速
攻

 
な
る

ど

理
に

て
い
る

 

だ
が

今

は

と

の

殺

し

合

い

に

集

中

し

ろ

よ

焦

て
る
だ
け
じ

に
は
届
か
ね
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ワ
リ
と

愛

の

剣
か
ら

の
オ

ラ
を
立
ち
上
ら
せ
な
が
ら

る

剣

ス
キ
ル

に
は
存
在
し
な
い
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
に
目
を

い
た
キ
リ
ト
は

勢
い
を
失

た

 
オ
イ
オ
イ
と

中
で

息
を

く

を
目
の
前
に
し
て
足
を
止
め
る
事
が
ど
れ
だ
け

な
事
か
分
か

て
い
る
だ
ろ
う
に

お
ら

し
ま

 

と
し
て
殺
し
合

て
る
以
上
そ
れ
を
指

し
て
や
る
義
理
も
無
い
の
で
そ
の
ま
ま

の

を

た
刃
を

に
振
り
下
ろ
す

キ
リ
ト
は

で
の
と
こ
ろ
で
我
に
返
り

横
に

び

け
た

 
そ
れ
を
認
識
し
つ
つ
も

ド
ス
キ
ル
を

中
で
止
め
る
事
は
出
来
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
振

り

く

 

界
を

の
光
が

め

く
す

 
一

さ
れ
ど
そ
の
一

で

部

の

ま
で
光
が

た

 
技
後

直
か
ら
解
放
さ
れ

剣
を
振
り
下
ろ
し
た

勢
か
ら

る
と
共
に
キ
リ
ト
の
方
に
向

き
直
る

線
の
先
に

る
二
刀
の
剣
士
は
険
し
い
表
情
を
引
き

め

を

み

え
て
い
た

今
の

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
か
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剣
ス
キ
ル
に
無
い
事
が
明
ら
か
な
技
で
あ
る
以
上
可
能
性
と
し
て

ら
れ
る
の
は
ユ

ニ

ク
ス
キ
ル
く
ら
い
な
も
の

コ
イ
ツ

ど
こ
の
世
界
で
数
多
の
戦
闘
ス
キ
ル
を
取
得
し
鍛
え

て
い
る
者
は

な
い
か
ら

な
ど

す
る

が
無
い

 

は

定
す
る
よ
う
に

を

に
振

た

暗
殺
剣

つ

て
な

剣
専

ス
キ
ル
だ

見
た
目
だ
け
の
技
じ

ね

の
は

と
な
く

分
か
る
だ
ろ

た
り
前
だ

し
か
も
そ
の
ス
キ
ル

神
聖
剣

の

ボ

ナ
ス
や

二
刀
流

の
片
手

武
器
の

手

備
化
み
た
い
に
特
別
な

果
が
あ
り
そ
う
だ
な

名
前
か
ら

す
る
に

人
数
あ
た
り
か

ま

た

も

ご

名

Ｔ
ｈ
ａ
ｔ

ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

 

変
わ
ら
ず

え
て
ん
な

お
前

の
面
倒
を
見
た
事
が

あ
る
身
と
し
ち

し
い

 

て

い
つ
つ

不
意
打
ち
気
味
に
オ

ラ
を

た

剣
を
横
に
振
り

く

剣
の

切

先
に

う
よ
う
に

の
三
日
月
が
斬
り
裂
か
ん
と

ぶ

 
そ
れ
を
見
て

キ
リ
ト
は
二
刀
か
ら
一
本
の

の
よ
う
な
大
刀
に
持
ち

え
た

 

が
持
つ
愛

の

剣
は
中
華

の
よ
う
な
形
状
だ
が
ア
イ
ツ
の
大
刀
は
出
刃

の
形
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状
を
し
て
い
る

先
か
ら
少
し

び
る
黒
い

が
特
徴
的
だ

 
そ
れ
を
キ
リ
ト
は
大
き
く

上
に
掲

肉

の
刀
身
か
ら
蒼
白
い

き
が
発
せ
ら

れ

め
ん
な

 

手
で
振
り
下
ろ
さ
れ
た
大
刀
の
切

先
か
ら

と
同
じ
様
に
蒼
白
い
三
日
月
が
放
た
れ
た

 

オ
イ
オ
イ

マ
ジ
か

 
コ
イ
ツ

最

二
つ
以
上
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を

持

て
ん
の
か
よ

 

い
の
中
間
で
衝
突
し

ぎ
合
う
二
色
の
斬
撃
を
見
な
が
ら

を
歪
ま
せ
る

 
神
聖
剣
然
り
話
に

い
た
二
刀
流
然
り
そ
し
て

の
暗
殺
剣
然
り
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
に

ば
れ
る
プ
レ
イ

は

か
し
ら
が
他
者
よ
り
も
突
出
し
て
い
る
の
は
明
ら
か

だ

ス
キ
ル
名
か
ら
し
て

の
場
合
は

の
数
が
発
現
要
因
だ
ろ
う

コ
レ
が
キ
リ
ト
に
出
な

か

た
の
は

恐
ら
く
特
定
の
時
期
ま
で
に
殺
し
た
人
数
が

の
方
が
上
だ

た
か
ら
か

 

が
コ
レ
を
発
現
し
た
の
は
大
体
去
年
の
十
一
月

ば

デ
ス
ゲ

ム
開
始

と
い

う
よ
り

が
こ
の
世
界
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
か
ら

一
年
が
経

た

 
確
か
神
聖
剣
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

表
し
た
の
も
そ
の

だ

た
か
ら
自
然
発
現
す
る
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ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
一

に
そ
の
時
期
に
出
た
可
能
性
が
あ
る

 
生
憎
キ
リ
ト
が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
出
し
た
時

は

に
退
場
し
て
い
た
か
ら
人
か
ら

い
た
だ
け

だ
か
ら

は
コ
イ
ツ
が
ど
ん
な
ス
キ
ル
を
使
う
の
か

体
的
に
は
全
く
知
ら
な
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
流

さ
れ
た
情
報
程

な
ら
モ
ル
テ

り
か
ら

い
て
い
る
が
そ
れ
も

制
限
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
ら
あ
ま
り
参

に
は
な
り
得
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
の

き
で
あ
り

 
そ
し
て

マ
ル
チ
ホ
ル
ダ

で
あ
る
事
に

更
な
る
興

と
喜
悦
を

き
上
が
ら
せ
る

 
レ
ベ
ル
１

と
い
う
破
格
の
レ
ベ
ル
に
な

た

の
攻
撃
を
完
全
に
抑
え

み
こ
ち
ら
の

想
定
以
上
の
行
動
を
最
初
か
ら
し
て
み
せ

え
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
複
数
持

て
い
る
と
来
て

い
る

 
こ
れ
で
興

し
な
く
て

殺
し
を

し
ん
で
い
る
と

え
る
だ
ろ
う
か

ク

ク
ハ
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
キ
リ
ト

お
前

ホ
ン
ト
に
最
高
だ

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
複
数
持

て
る
な
ん
ざ
予
想
外
も
い
い
と
こ
ろ
だ

 
ス
テ

タ
ス
で
は

 
経
験
で
は
こ
ち
ら
が
上
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手
札
や
引
き
出
し
は
あ
ち
ら
が
上

 

じ
て

 
イ
イ

と
狂

た
よ
う
な
喜
び
が

中
を

た
す

 

で
の
変
化
を
見
て
い
く
最
中
あ
の

か
ら

に
目
を
付
け
て
い
た
自
分
の

分
も
生

き
て
い
な
い
ガ
キ
が

を
超
え
る
程
の

物
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

 

う

戦
の
時
は
面
倒
な
立
場
に

ら
れ
て
マ
ト
モ
に
戦
え
な
か

た
が
今
は

違
う

 

は
タ
イ
マ
ン
の
方
が
強
い

暗
殺
剣

の
ス
キ
ル

果
の
影

ド
ス
キ
ル
の

特
性
か
ら
し
て

そ
れ
は
よ
り

著
に
な

て
い
る

味
方
は
却

て
邪
魔
な
の
だ

 
暗
殺
剣
は
今
ま
で
殺
し
て
き
た
プ
レ
イ

の
数
が
そ
の
ま
ま

練

上

に
繋
が

る

力
も
そ
う
だ

数
が

暗
殺
剣

の
力
そ
の
も
の
と

え
る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
は
面
倒
な
事
に
な
る
か
ら
使
わ
な
か

た

使
え
ば
ジ

ニ

達
は

論

攻
略
組

を
も

滅
す
る
事
に
な
る

ア
イ
ツ
ら
は
そ
う

子
づ
く

 
リ
ア
ル
へ
の
生
還
を
最
終
的
に
目
指
し
て
い
る
身
か
ら
す
れ
ば
そ
う
な
る
の
は

合
が
悪
い

 
そ
れ
に
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
圧
倒
的
な
力
を
振
る

て
も
命

け
の
戦
闘
で
こ
そ
感
じ
ら
れ
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る
リ
ア
ル
さ
が
欠
け
て
し
ま
う

そ
れ
は

の
衝
動
欲
求
を
全
く

た
さ
な
い

む
し
ろ

く

 
だ
か
ら

し
て
い
た

 

だ
が

コ
イ
ツ
は
違
う

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
解
放
し
同
じ
よ
う
な
技
を
持

て
い
る
コ
イ
ツ
と
の
タ
イ
マ
ン
が
出
来

る
今
は
別

む
し
ろ
解
放
し
な
い
と
こ

ち
が
す
ぐ
殺
ら
れ
る

離
を
殺
せ
る
武
器
や
技
は
そ

れ
だ
け
で
強
い

 
そ
の
強
さ
を
十
全
に
活
か
す

力

や

経
験

を

コ
イ
ツ
は

み
上

て
い
る

 
コ
イ
ツ
に
は
手
加

な
ん
ざ
す
る
必
要
が
無
い

 
い
や

む
し
ろ
手
加

な
ん
て
し
た
く
な
い

い
く

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

ビ

タ

い
や

キ

リ

ト

黒
の
剣
士

 
全
力
で
殺
り
合
お
う
じ

ね

か  

は
コ
イ
ツ
と

全
力
で

殺
し
合
い
た
い
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
キ
リ
ト
が

か
な
情
報
か
ら
真
実
を
推

し
て
み
せ
る
よ
う
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
同
じ
事
が
出
来
る

の
で
食
い
違
い
に
自
力
で
気
付
き
ま
し
た

キ
リ
ト
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
立
場
上
出
来
な
い
と
死
に
そ

う
な
の
が
ま
た

と
も

 
ま

Ｐ
ｏ
Ｈ
未
だ
に
キ
リ
ト
が
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
で
あ
る
と
気
付
か
な
い
ん
で
す
が
気
付
け

な
い
の
が

 
記

も
精
神
も

も
か
も
自
分
が
知

て
る

り
な
ら

非
も
無
い
よ
ネ

む
し
ろ
本
物
の
方
を
ホ
ロ
ウ

い
し
そ
う
な
感
ま
で
あ
る

 
ま
た
キ
リ
ト
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
思

を
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
キ
リ
ト
の
思

を

み
合
い

い
に
先
手

後
手
を
交
代
し
て
暗
躍
し

け
て
い
た
と
い
う
間

そ
れ
が
出
来
て
い
た
の
は

い
に

え
方

や
立
場

表
と
裏
な
ど

が
限
り
な
く
近
い
か
ら

 
キ
リ
ト
の
方
は

手
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
知
ら
な
か

た
け
ど
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
知

て
る
の
で
大
喜
び
で
暗

躍
し
て
た

様

コ
イ
ツ
ホ
ン
ト
に
キ
リ
ト
大

き
だ
な
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本
作
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
み
た
く
キ
リ
ト
を
殺
し
合
い
の
意
味
で

愛
し
て
い
る
変

で
す

な
ま
じ
本
作
で
は

で
追
い

め
ら
れ
て
い
く
一

／
キ
リ
ト
の

を
見
て
い

る
事
も
あ

て

愛
ぶ
り
が
原
作
を
超
え
ま
す

 
現
に
原

ゲ

ム
だ
と
人
殺
し

け
た
い
と
い
う
願
い
の

だ
け
に
ホ
ロ
ウ
Ｐ
ｏ
Ｈ

は
ア

プ
デ

ト
を
企
て
ま
し
た
が
本
作
の
ホ
ロ
ウ
Ｐ
ｏ
Ｈ
人
間
は
⻑
い
目
で
見
る
と

キ
リ
ト
の
手
助
け
に
な

て
ま
す
し

結

自
分
が
生
き
た
い
た
め
で
す
が

ク
リ
ア
に
は
キ

リ
ト
が
不
可
欠

と

え
て
る
だ
け
で
ど
ん
だ
け
入
れ

ん
で
る
の
か
と
い
う
ね

 
オ
イ

ク
ラ
イ
ン
ポ
ジ
が

時
の
間
に
か
す
り

わ
ろ
う
と
し
て
る
ん
じ

が

 
も
う
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
キ
リ
ト
の
兄

ポ
ジ
で
良
い
ん
じ

な
い
か
な

て

共
闘
し
て
も
殺
し
合

い
フ
ラ
グ
は
存
在
し

け
る

様

別
の
意
味
で
殺

兄
弟
ダ
ナ

 

要
す
る
に
イ
キ
イ
キ

殺

し
て
る

て
事
で
す

 

き

ま
れ
た
キ
リ
ト

は

ん
ね

な

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
の
や
り
取
り
を
知
ら
な
い
キ
リ
ト
人
間
は
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
殺
る

気
ス
イ

チ
入

て
る
か
ら
も

と

ん
ね

な

黒

 
前
書
き
に
書
い
た
マ
ジ
キ
チ
ス
マ
イ
ル
は

達
じ

な
い

真
 
ス
マ
イ
ル
だ
け
じ
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な
く
て
殺
る
気
も
本
気
と
い
う

り
が
ね

  

作
品
の
テ
ン
シ

ン
は
作
者
の
テ
ン
シ

ン
と
同

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
こ
こ
ま
で
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
の
は

つ
ま
り
私
も
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る

て
事

 
以
前
活
動
報

で

た
愚

そ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
で
目
か
ら

み
の
意
見
を

い
て

初
心
を
思
い
出
し
た
事
で
意
欲
が

れ
ま
く

た
か
ら
で
す

 
本
作
を

ん
で
下
さ

て
い
る
中
で
も
し
作
品
を
投
稿
し
て
い
る
方
が

る
な
ら

と

も
私
の
活
動
報

の
コ
メ
ン
ト
を

ん
で
欲
し
い
と
思
え
る
程

誘
導
に
思
え
る
で
し

う
が

本

に
初
心
に
帰
り
ま
す

少
な
く
と
も
私
は
初
心
を
思
い
出
し
ま
し
た

 

は
も

と

な
気
持
ち
で
書
い
て
い
た
な

て

そ
う
思
い
ま
す

  
大
人
に
な
る

て

ツ
ラ
い
ね

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
二
十
一
章
 

殺
意
の
衝
突

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

ぎ
足
で

し
た
た
め
前
話
に

べ
る
と

で
す
が
今
後
へ
の
パ
ワ

を

め
て
る
と

思

て

い

 

点
は
Ｐ
ｏ
Ｈ

後
者
は
超

い
で
す

 
文

数
は
約
一
万
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
タ
タ
タ

と

で
地
を

り

黒
が

け
る

シ
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離
を

め
た

一

強
く
地
を

て
加
速
し
た
黒
は
こ
ち
ら
の

目
掛
け
て
黒

剣
を
振
る
う

Ｗ
ｏ
Ｗ

 
お

か
ね

な

思
わ
ず

が
ブ
ル

ち
ま
い
そ
う
だ

 
そ
の

道
を

剣
の
か
ち
上

で

ら
す

そ
れ
な
り
の
衝
撃
が
刃
を

を
手
を
伝
う
が

し
か
し

な
い
程
で
も
無
く

い
過
た
ず

を
切

先
が

る
に
終
わ

た

 
返
す
刃
で

剣
を
振
り
下
ろ
す

 

天
を

に

ら
ん
と
す
る
一
撃
は
キ
リ
ト
が
持
つ
二
刀
目
が
横
合
い
か
ら
振
る
わ
れ
た
事

で

ら
さ
れ
る

 

い
に
攻
撃
を

い
た
事
で
生
ま
れ
る
空
白

 
そ
れ
を

め
ん
と

り
を

り
出
す
が
キ
リ
ト
も
然
る
も
の
で

り
を

り
出

し
て
来
た

い
の

が
衝
突
し

放

状
に
衝
撃
が

す
る

 

い
の

性
が
ぶ
つ
か
り
合

た
影

で
動
き
が
止
ま
る

間

剣
を

め
に
振
り
上

る

が

キ
リ
ト
は

の
剣
を
手
放
し

空
に
な

た
手
で

手

を

ん
で
き
た

 
地
面
に
足
が

く
と
同
時
今

は

で

ろ
う
と
す
る
も
こ
ち
ら
は
黒
剣
の

い

先

で
止
め
ら
れ
る
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変

的
で
は
あ
る
が

格
闘
技
の

み
合
い
の
よ
う
な
体
勢
で
戦
い
は

直
し
た

ぐ

こ
ん
の

 
中

を
殺
せ
な
い
事
に
苛
立

て
来
て
い
る
の
か
険
し
い

を
し
た
キ
リ
ト
は
力

く
で

し
の
け
よ
う
と
躍

に
な
る

 
だ
が

の
体
は
後
退
し
な
い

が
出
す
力
と

ぎ
合
い

殺
し
合

て
い
る

つ
ま
り

ス
テ

タ
ス
面
で
は

し
て
い
る

 
哀
し
い
か
な

こ
の
世
界
の
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
と
い
う
の
は

正
な
の
だ

 
リ
ア
ル
だ
と
体
格
で
勝
る
が
身
体
能
力
で

る

だ
が
こ
の
世
界
の
身
体
能
力
は
ス
テ

タ

ス
を

に
し
て
い
る
か
ら

抗
出
来
る

 
レ
ベ
ル
１

に
至

た

を
し
て

ま
で
し
か
追
い

め
な
い
時
点
で
コ
イ
ツ
が
ど
ん
だ

け
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
レ
ベ
リ
ン
グ
に

し
ん
で
い
た
か
は
推
し
て
知
る
べ
し

そ
う

に
圧
倒
出
来
な
い
と
は
思

て
い
た
が

ま
さ
か
こ
れ
で

と
は
思
わ
な
か

た

 
流

だ

と

中
で

目
と
も
知
れ
な
い

の
声
を
上

る

 

論
そ
れ
を
知
る
由
も
無
い
キ
リ
ト
は
殺
意
を
向
け

け
て
く
る
が

オ
イ
オ
イ

力

く
で

を
ど
う
に
か
し
よ
う

て
の
が
無

だ

て
の
は
分
か

て
る
だ
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ろ

も
う
ち

と
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
に
殺
り
合
お
う

 
あ
ま
り
に
パ
ワ

ス
タ
イ
ル
な
そ
の
戦
い
方
に
思
わ
ず
苦

を

す

 
向
け
て
来
る
殺
意
が

な
の
は
良
い
が
焦

故
か

を

時
間
で
倒
そ
う
と
一
撃
の
攻

撃
力
が
高
い
方
法
ば
か
り
取

て
い
る

却

て
そ
れ
が
⻑
引
か
せ
て
い
る
原
因
な
の
だ
が
気

付
い
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
キ
リ
ト
は
そ
れ
を

行
し
た
ま
ま
だ

暗
殺
剣

の
中
で
も
パ

ワ

寄
り
の
ス
キ
ル
を
見
せ
た
事
も
一
因
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が

ど
れ
だ
け
攻
撃
力
が
高
い
一
撃
だ
ろ
う
と

た
ら
な
け
れ
ば
ど
う

て
事
無
い

 

値
が
あ
ま
り
に

い
と

手
の

動
速

に
追
い
付
け
な
く
な
る
恐
れ
は
あ
る
が
レ
ベ

ル
が
高
く
な
れ
ば
そ
れ
も

め
ら
れ
る
か
ら
と

は
こ
ち
ら
に
来
る
よ
り
前
か
ら

力
値
へ
多

め
に
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
振

て
い
る

近
戦
で
は
Ｍ
ｏ
ｂ
だ
ろ
う
と
プ
レ
イ

だ
ろ
う

と
技
術
が
攻
撃
を

て
る

に
も
の
を

う
と
分
か

て
い
た
か
ら
だ

 
現
実
の
技
術
を
そ
の
ま
ま
流

す
る
事
は

し
い

 
だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で

を
仕

め
る
と
い
う
意
味
で
あ

て

攻
撃
を

て
る
と

い
う
一
点
に

て

え
ば
そ
の
限
り
で
は
無
い

む
し
ろ
現
実
で
鍛
え
上

た
技
術
は
攻
撃
を

て
る

に
一
番

立

て
い
る
と

え
る
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だ
か
ら

静
に
な
ら
な
け
れ
ば

に
攻
撃
な
ん
ぞ

て
ら
れ
な
い

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る

な
の
だ
が
怒
り
で

に
血
が
上

て
い
る
の
か
技
術
を

使
し
た
攻
撃
を
あ
ま
り
し
て
こ
な
い

不
意
を
突
く
一
撃
は
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
な

で

し
て
く
る
が

あ
ま
り
に

発
的
な
上
に
分
か
り
や
す
過
ぎ
る

 

だ
な

コ
イ
ツ
と
殺
り
合
う
と
な
れ
ば
ま
ず
マ
ト
モ
な
勝
負
に
な
ら
な
い
と

思

て
た
ん
だ
が

 
モ
ル
テ
達
か
ら

い
た
話
に
よ
れ
ば
キ
リ
ト
は
自
分
の
意
思
に
よ

て
無
数
の
武
器
を
虚
空

に
出
現
さ
せ

撃
も
か
く
や
と
ば
か
り
に

ら
せ
る
事
が
出
来
る
ら
し
い

 

が

目
し
た
の
は

虚
空
か
ら
出
現
さ
せ
る
と
い
う
点

 
も
し

が
使
う
と
す
れ
ば
棒
立
ち
に
な

て
い
る

ツ
の

上
か
ら
武
器
を

と
す
か

離
を

め
て
来
る

ツ
の
眼
前
に
出
現
さ
せ
る
か
で

し
に
す
る

属
性
を
持
つ
も
の
が

多
い
槍
で

い
て
や
れ
ば
ジ
ワ
ジ
ワ
と

を

る

だ
か
ら

果
的
だ
ろ
う

体
の

を

か
れ
れ
ば
マ
ト
モ
に
身
動
き
取
れ
な
く
な
る
か
ら

更
だ

 
そ
の

果
的
な
使
い
方
を

使

て
い
な
い

が
思
い
つ
く
の
だ

 

が
り
な
り
に
も
似
た
思

を
展
開
で
き
る
コ
イ
ツ
が
分
か

て
い
な
い
と
は
と
て
も
思
え
な
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い 
最
初
に
斬
り
結
ん
だ
時
は
様
子
見
か
あ
る
い
は
確
実
に

え
る
ま
で

存
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
と
思

た
が
お

始
め
て
か
ら
数
分
経
つ
今
に
な

て
も
し
て
こ
な
い
理
由
と
し
て
は

違
う
気
も
す
る

チ
 
そ
う
思

を
回
し
て
い
る
と

打
ち
し
た
キ
リ
ト
は

手
の
黒
剣
を
光
に

ら
し
た

予
想

し
て
い
な
か

た

は

を
思
い
き
り
振
る

て
し
ま
い

隙
を
晒
す

 
そ
の

の

を

キ
リ
ト
の

が

り
上

た

ご
 

間
的
に

界
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た

は
高
い

力
値
に
よ
る

の
一
撃
で
体
が
浮
く
の
を
知

覚
し
た

 

覚
は

高
く

く

を

え
て
い
る

 
天

を
乱
舞
す
る
光
の
色
は
蒼

 

片
手
剣

で
蒼
色
の

ド
ス
キ
ル

あ

判
別
は

無
理
だ
な

 
こ
れ
が
血
を
思
わ
せ
る
紅
だ

た
ら
外

機

め
い
た

で
分
か
る
し

緑
色
な
ら

ス
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ネ

ク
バ
イ
ト
か

ニ

ク
リ

プ
と
判
断
出
来
る
が
蒼
色
と
な
る
と
数
が
多
い

バ

チ
カ
ル
系
ホ
リ

ン
タ
ル
系
の
他
に
突
進
の
レ
イ
ジ
ス
パ
イ
ク

義
た
る
ノ
ヴ

・

ア
セ
ン
シ

ン

ま
で
種

が

な
の
だ

 
し
か
も
キ
リ
ト
は
高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
を
有
し
て
い
る

Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て
も

把
握
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
一
つ
か
二
つ
く
ら
い
は
作

て
い
る

だ

他
人
と
同
一
だ
か
ら

こ
そ
見
破
れ
る

ド
ス
キ
ル
だ

た
の
に
オ
ン
リ

ワ
ン
の
も
の
が
使
え
る
と
な
れ
ば

の
一

に

き
る

が
知
ら
な
い

片
手
剣

あ
る
い
は

二
刀
流

の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
使
え
る

と
し
て
も
不
思
議
じ

な
い

 

が
作
れ
た
の
だ

な
ら

コ
イ
ツ
が
作
れ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

 

と
は

え

こ
こ
で

め
る
な
ん
て
よ

 

を
振
り
上

る
事
で

体
術

ス
キ
ル
の

月

を
発
動
さ
せ

空
中
で
体
勢
を
立
て
直

し

地
上
で
剣
を
構
え
る

ツ
を
見
下
ろ
す

 
こ
こ
で
立
て
直
す
事
を
予
想
し
て
い
な
か

た
ら
し
く

キ
リ
ト
は

目
し
て
い
た

ら
し
く

無

よ
な
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そ
の
隙
に

空
中
で
構
え
を
取
り

肉

の
刃
が
深
紅
の
光
を

ら
せ
る

 
そ
の
構
え
と
色
を
見
て
己
が
知
ら
な
い
ス
キ
ル
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
キ
リ
ト
は

嗟
に

取

て
い
た
構
え
を
解
い
た

ド
ス
キ
ル
は
放
つ
前
で
あ
れ
ば
構
え
を
解
い
て
も
技
後

直

を
強
い
ら
れ
な
い
か
ら
良
い
判
断
で
あ
る

 
そ
の
ま
ま
流
れ
る
よ
う
に
キ
リ
ト
は

の
剣
を

に

ぐ

剣
か
ら
紅
白
い
光
が

た 
構
え
は
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
の
そ
れ
に
近
い
が
ア
レ
は
切

先
を

に
向
け
た

状

の
構
え

目
の
前
で
取

て
い
る
構
え
と
は
違
う

 

な
る

ど

Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ

て
か

 
そ
の
判
断
は
間
違
い
で
は
な
い

が
放
と
う
と
し
て
い
る
の
は
キ
リ
ト
が
判
断
し
た
よ
う

に

剣

に
は
無
い
構
え
の
も
の

つ
ま
り
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
な
の
だ

ま

暗
殺
剣

を
知
ら

な
い
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
コ
レ
が
暗
殺
剣
の
も
の
な
の
か
そ
れ
と
も
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
も
の
か

は
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
が

 
し
か
し

間
違
い
で
は
な
い
か
ら
と

て

正
解
で
も
な
い

 

手
が
放
つ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は

自
分
が
知
ら
な
い
も
の

つ
ま
り

道
が
分
か
ら
な
い
未
知
の
技
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達
レ
ベ
ル
の
ス
テ

タ
ス
で

ド
ス
キ
ル
を
放
て
ば
プ
レ
イ

手
に
は
確
殺
と

て
良
い
高

力
を
誇
る

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で

殺
す
る
と
い
う
の
は

ベ
タ

で
は
あ
る

 
だ
が
生
き
残
る
事
を
前

と
す
る
な
ら
悪
手
に
入
る

撃
数
が

い
に
ど
れ
く
ら
い
か
分
か

ら
な
い
か
ら
だ

 

と
は

え

い
の

件
は
イ

ヴ
ン

 

の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
ア
イ
ツ
が
知
ら
な
い
よ
う
に

も
ま
た
ア
イ
ツ
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
知
ら
な
い

い
の
未
知
の
技
を
ぶ
つ
け
合
う
と
い
う
の
は
中

が
躍
る
と
い
う
も
の

 

さ

と
お
前

の
手
札

ど

ち
が
強
い
か
勝
負
と
行
こ
う

 
ニ

と
喜
悦
に

を
歪
ま
せ
る

 
今
か
今
か
と

こ
こ
ぞ
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を

下
し
な
が
ら

る

 
キ
リ
ト
も

撃
数
の

で
同
時
あ
る
い
は
後
の
先
で
放
と
う
と
し
て
い
る
の
か

と

を
ギ
ラ
つ
か
せ
な
が
ら
剣
光
を
よ
り
強
い
も
の
に
す
る

 
意
識
が
加
速
す
る

 
思

が

す
る
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下
す
る
自
分
の
体

そ
の
速

す
ら

や
か
に
な
る

 

コ
レ
だ

と

 

が

中
に

き

こ
る

極
限
ま
で

ぎ

ま
さ
れ
た
思

集
中
力
を
要
す
る
戦
闘

は

と
く
に

し
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入

て
か
ら
は
初
め
て
だ

 
こ
の
高

感

 
こ
れ
こ
そ
が

が
求
め
る
殺
し
合
い
を
作
り
上

る

不
可
欠
の
要

 

ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

  
悦
び
が

を

た
す
中

の
ブ

ツ
が
地
面
に

い
た

間

下
の

性
を
無

し
て
体

と

が
前
へ
と
動
か
さ
れ
る

そ
の
違
和
感
を

し
殺
し
て

は

定
し
た
動
き
を
再
生
す
る

よ
う
に

を
振
る

た

お

お

 

同
時
に

キ
リ
ト
も
剣
を
振
る
い
始
め
る

 

に

ぐ

剣
と

交
差
す
る
よ
う
に

め
に
振
り
下
ろ
さ
れ
る
剣
が
ぶ
つ
か
り

殺
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切
り
返
し
て

め
に
振
り
上

ら
れ
る
が

衝
突
す
る
よ
う
に
振
り
下
ろ
し
た

剣
と
衝
突

し

い
の

道
が

れ
る

 
こ
こ
ま
で
で
三
撃

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は

存

ド
ス
キ
ル
と
同
一
の
動
き
を
登
録
出
来
な
い

本
的
な
攻
撃
の
型
は

発
技
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
以
上
ど
う
し
て
も

撃
技
に
な
る
Ｏ
Ｓ
Ｓ
同
士
の
衝
突
は

撃
数
が
も
の
を
い
う

ど
れ
だ
け

力
が
あ
ろ
う
と

撃
数
の
多
い
方
が
勝
つ
の
だ

 

が
作
れ
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
片

れ

ブ
ラ

デ

・
バ
イ
ト

の

撃
数
は
六

 
キ
リ
ト
も
六

撃
で
あ
れ
ば
引
き
分
け

そ
れ
よ
り
多
け
れ
ば

の
負
け

 

さ

お
前

の
力
を
見
せ
て
み
ろ

 
ま
る
で

間
と
ポ

カ

を
し
て
い
る
時
の
よ
う
な

け
引
き
を
命
の
や
り
取
り
の
最
中
に

出
来
る
事
に
高

感
を
覚
え
な
が
ら

更
に
体
を
動
か
す

 
四
撃
目

振
り
下
ろ
し
た

剣
を
返
し

き

す
よ
う
な

道
で
振
り
上

る

 
キ
リ
ト
の
四
撃
目
は

そ
れ
と
真

向
か
ら
衝
突
す
る
振
り
下
ろ
し
だ

た

 
こ
こ
ま
で
で
キ
リ
ト
が
放

た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

道
は
や
や

が
大
き
い
事
を

け
ば
ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア
の
そ
れ
と
同
一

れ
親
し
ん
た
技
を

本
の
動
き
に
取
り
入
れ
る
の
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は
悪
く
な
い

同
じ
動
き
の
も
の
は
登
録
出
来
な
い
が

取
り
入
れ
て
は
な
ら
な
い
と
は

も

て
い
な
い
の
だ
か
ら

 

く
五
撃
目

め
上
に
振
る

た

剣
は

に
振
り
下
ろ
さ
れ
た
剣
と
衝
突
し
ま
た

道
が

れ
た

 
そ
し
て
六
撃
目

 
力
の
限
り
地
面
を

り

は
シ
ス
テ
ム
に
動
か
さ
れ
る
ま
ま
に
前
方
へ
と
突
進

そ
の
ま
ま

に
構
え
て
い
た

剣
を
全
力
で

に
大
き
く
振
り

く

 
ア
バ
タ

を
斬
り
裂
い
た
時
特
有
の
手
応
え
と

を
確
か
に
知
覚
し
た

同
時
に
空
気
を
斬

り
裂
く
剣

も

そ
の

さ
は
空
打
ち
し
た
時
特
有
の
も
の
だ

 
技
後

直
を
強
い
ら
れ
る
中

最
後
の
六
撃
目
が
し

か
り

た

た
事
を

み

め

 
背
中
を
斬
ら
れ
た

 
そ
れ
も
立
て

け
に
二
回

ン

だ
と

 
技
後

直
に

弾
時
の
ノ

ク
バ

ク
を
重
ね
ら
れ
る
中
で

必
死
に
思

す
る
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ド
ス
キ
ル
の
技
後

直
が

い
か
ら
反
転
し
て
攻
撃
し
て
来
た
と
は

え

い

そ
れ

に
し
て
は
あ
ま
り
に
速
過
ぎ
た

 

え
ら
れ
る
と
す
れ
ば

残
る
は
三
つ

 
一
つ
は

が
知
ら
な
い

備
の
パ

シ
ブ

果
あ
る
い
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
な
ど
で
更
に
技

後

直
が

し
て
い
る
場
合

常
の
パ

シ
ブ
だ
と
ど
れ
だ
け

く
し
よ
う
と
技
後

直
は

せ
ら
れ
る
が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
よ
う
な

外
ま
で
そ
れ
が

す
る
か
は
分
か
ら
な

い 
二
つ
目
は
回
転
斬
り
を
動
作
の
中
に

ん
で
い
た
場
合

が
把
握
し
て
い
る
限
り
回
転
斬

り
を
動
作
に

ん
だ

存
の
片
手
剣
ス
キ
ル
は
存
在
し
な
い
か
ら
そ
れ
を
取
り
入
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る

 

残
る
一
つ
は

モ
ル
テ
の

ツ
が

て
た
ア
レ
か

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
モ
ル
テ
を
殺
す

キ
リ
ト
は

の

と

て

ス
ラ
ン

ト

か
ら

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

へ
と

片
手
剣

ド
ス
キ
ル
を

発
動
し
た

ら
し
い

要
す
る
に
キ
リ
ト
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
か
ら
別
の

ド
ス
キ
ル
へ
と

し
背
後
に
回

た

へ
と
攻
撃
し
た
事
に
な
る
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片
手
剣
の
中
で
背
後
に
回
る
技
は
あ
る
が
そ
れ
は
ダ

シ

し
な
が
ら
構
え
を
取
る
事
で
発

動
す
る
も
の
で
あ
り

断
じ
て
今
の
状
況
で
放
て
る
よ
う
な
も
の
で
な
か

た
と
断

出
来
る

 
つ
ま
り

が
知
ら
な
い
未
知
の
技
へ
と
繋

た
と
い
う
事

 
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
作
成
し
て
か
ら
数
日
と
経
た
な
い
Ｏ
Ｓ
Ｓ
同
士
を

さ
せ
た
事
に

な
る

だ

 
そ
こ
ま
で
思

を
終
え

ノ

ク
バ

ク
か
ら
解
放
さ
れ
る

間
を

つ

 
背
中
を
斬
ら
れ
て
か
ら
お
よ
そ
一

後
に
解
放
さ
れ
る
と
同
時
に
地
を

て

離
を
取
り

そ
れ
か
ら
キ
リ
ト
へ
と
向
き
直
る

ク

は
は

今
の
は
勝

た
と
思

た
の
に
ま
さ
か
背
中
を
斬
ら
れ
る
と
は
予
想
外
だ

一
体
ど
う
や

た
ん
だ

 

い
な
が
ら

己
の

ゲ

ジ
を
見
る

さ

き
ま
で

タ
ン
だ

た
そ
れ
は
六

ど

ら
れ
イ
エ
ロ

に
な

て
い
た

た

た
の
二
撃
で
六

も

ら
れ
た
の
だ

 
バ

ク
ア
タ

ク
に
よ
る

が
掛
か

て
一
撃
で
三

 
ま

な
ダ
メ

ジ

だ
ろ
う

プ
レ
イ

の
ダ
メ

ジ
カ

ト

は
モ
ン
ス
タ

の

そ
れ
よ
り
圧
倒
的
に

い

撃
系
の

ド
ス
キ
ル
に
し
て
は
ダ
メ

ジ
が
大
き
め
な
気
も
す
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る
が

バ

ク
ア
タ

ク
に
よ
る
も
の
だ
と

え
れ
ば
あ
り
得
な
く
も
無
い

お
前
に
教
え
る
義
理
は
無
い

ク
ク

そ
り

残
念
だ

 
に
べ
も
な
い

た
い
返
し
に

て
返
す

 
と
は

え

内
心
で
は
や
や

や

も
の
だ

手
に

握
る
意
味
で
の

や

で
は
あ
る
が

 

撃
系
の
技
一
発
で
三

も

ら
れ
た
と
な
れ
ば
よ
り

撃
数
が
少
な
い
技
と
な
れ
ば
更
に

力
は
上
が
る
だ
ろ
う

最
悪
あ
と
一
撃
で
殺
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

だ

 
こ
こ
で
死
ん
だ
と
こ
ろ
で
デ
ス

ナ
ル
テ

を

け
た
上
で
ど
こ
か
に
放
り
出
さ
れ
る
だ
け

 
だ
か
ら
と

て
殺
さ
れ
て
も
良
い
と
い
う

で
は
無
い

同
じ

ツ
に

も

も
負
け

る
の
は

の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
の
だ

 
ま

コ
イ
ツ
に
な
ら
殺
し
合
い
の
果
て
に
負
け
て
も
い
い
か
と
は
思

て
い
る
が
そ
こ
は

そ
れ

そ
う

に
殺
ら
れ
て
や
る
つ
も
り
な
ど

な
い

 

さ

て

こ
こ
か
ら
ど
う

き
返
す
か

 
策
は
無
く
も
無
い
が

な
事
に
コ
イ
ツ
の
方
が

よ
り
動
体

力
が
上
ら
し
く
攻
撃
し

て
も
反
応
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
面
倒

い

今
の
ア
イ
ツ
は
直
情
的
で

き
や
す
く
な

て
い
る
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か
ら

と
か
な

て
い
る
が

  

そ
ん
な
事
を

え
て
い
た
か
ら
か

  
ウ

ン

と

 
機

的
に
部

の

が
開
く
ま
で
部

の
近
く
ま
で
プ
レ
イ

が

近
し
て
い
る
事
に
気

付
か
な
か

た

そ
れ
は
キ
リ
ト
も
同
じ
だ

た
の
か

い
に
愛

の
武
器
を
構
え
な
が
ら

へ
と
向
き
直
る

 
い
や
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
来
る
と
な

た
ら
ジ

ニ

達
だ
ろ
と
内
心
で
己
の
動
作
に
突

み
を
入
れ
た

が

そ
れ
を

定
す
る
事
も
出
来
な
い
要

が
あ

た

 
ジ

ニ

達
な
ら
部

の

を
開
け
た
時
点
で
五
月

い
く
ら
い
騒
い
で
る

だ
し
そ
も
そ

も
ダ
ン
ジ

ン
だ
か
ら
シ
ス
テ
ム
に
守
ら
れ
て
い
る

の

よ
り
大
声
が

や

を

し
や

す
く
な

て
い
る
か
ら
騒
い
で
い
た
ら
も
う
少
し

離
が
あ

て
も
気
付
け
る

な
の
に

が

開
い
た
時
点
で
静
か
と
い
う
点
が
無
自
覚
の
部
分
で

に

を

し
て
い
た

 
つ
ま
り
想
定
し
て
い
な
い

か
が

こ
ろ
う
と
し
て
い
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
そ
う

す
る
中

自
動

の
如
く
開
く
板
の
向
こ
う
か
ら

を
現
し
た
の
は

ク
ラ
イ
ン

 
日
本
の
戦
国
武

が
ト
レ

ド
マ

ク
に
し
て
い
た
と
い
う
四
つ
の

形
を

め
た
マ

ク
を

付
け
た
紅
い
バ
ン
ダ
ナ
に

を

た
男
だ

た

 
風
林
火

と
い
う
少
数
精

の
ギ
ル
ド
と
直
に
刃
を
交
え
た
事
は

論
会
話
も

に
し

た
事
な
い
が

そ
の

は

の

に
か
な
り
届
い
て
い
る

攻
略
組

で

ス
リ

ピ
ン
グ
・

ナ
イ
ツ

と

を

べ
る
少
数
精

ギ
ル
ド
だ
と

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は
最
少
人
数
で
あ
る
と
共
に
個

の
実
力
が

違
い
だ
が

風

林
火

は

能
力
が
ず
ば

け
て
高
い
か
ら

極
的
に
攻
略
に
参
加
し
て
来
た
今
ま
で
で

一
人
も
死
者
を
出
し
て
い
な
い
と
い
う

そ
の
リ

ダ

の
指

力
や
メ
ン
バ

の

結
力
は
他

の
追

を
許
さ
な
い
と
ま
で

わ
れ
て
い
た

絶
剣

と

舞
姫

の
姉
妹
で
す
ら

と
い

う
一
点
で
は

風
林
火

に

る
と

あ
の
姉
妹
は
妹
の
方
が
突
撃
思

だ
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
ん
な

ツ
が
一
人
で
ど
う
し
た
の
だ
と
内
心

を

る

 
し
か
も

な
事
に

イ
ツ
は
刀
を
手
に
し
て
い
な
か

た

に
差
し
て
こ
そ
い
る
が
ダ

ン
ジ

ン
に
い
る
と
い
う
の
に
武

し
て
い
な
か

た
の
だ
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そ
う
し
て
武

を
見
る
中
で

と
違
和
感
を

く

 
武

し
て
は
い
な
い
が

手
に

か
を
握

て
い
る

黒
く

ば

て
い
る
も
の
だ

そ

の

さ

紅
い
光
を
反

す
る
光

に
は

覚
え
が
あ
る

 
ア
レ
は

見
つ
け
た

 

が
手
に
し
て
い
る
黒
い
物
体
へ
思

を
回
し
て
い
た
中
そ
れ
を
ぶ

た
切
る
よ
う
に
放

た
れ
る
無
機

な
男
の
声

男
の

は
キ
リ
ト
へ
向
け
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
ア
イ
ツ
を
探
し
て
い

た
ら
し
い

 
そ
れ
に
し
て
は

か
ヘ
ン
だ

と
思

し
た
時

  
パ

ン

と

い
た

が
部

に

い
た

  
そ
れ
は
発

男
が
手
に
し
て
い
た
黒
い
物
体

か
ら
発
せ
ら
れ
た

撃
の

 
男
の

は
キ
リ
ト
へ
と
向
け
ら
れ
そ
の

も
ア
イ
ツ
の

に

い
を
定
め
て
い
た
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の
ア
イ
ツ
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
こ
こ
に
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
疑
問
を

い
て
い
た
で
あ
ろ
う

状

で
不
意
打
ち
に

撃
さ
れ
て

回

で
き
る
と
は
思
え
な
い

オ
イ
無
事
か

 

嗟
に

線
を
男
か
ら
キ
リ
ト
へ
と
向
け

の
心
配
し
て
る
場
合
か

 
そ
う
怒
鳴
り
返
さ
れ
た

 
ア
イ
ツ
は
黒
剣
の

部
分
で
放
た
れ
た

弾
を

け
止
め
て
い
た

後
ろ
へ
ず
り
下
が

て
い

た
の
が
止
ま
る
と
共
に

部
分
で

け
止
め
ら
れ
て
い
た
弾
が

に

ち

な

を

く

か
せ
る

そ
り

悪
か

た
な

で

ア
レ
に
つ
い
て
お
前

は

か
知
ら
ね

の
か

知
る

無
い
だ
ろ

遠

離
武
器
に

が
あ
る
な
ん
て
初
め
て
知

た
ぞ

そ
う
か
い

な
ら
ア
イ
ツ
が
お
前

を

う
理
由
は

む
し
ろ
こ

ち
が

き
た
い

 

し
な
が
ら
の

え
に

だ
ろ
う
な

と
思
う

 

が
把
握
し
て
い
る
限
り
じ

風
林
火

の
ク
ラ
イ
ン
と

え
ば
キ
リ
ト
寄
り
の
面
子
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だ

た

な
の
だ

そ
れ
が
ま
さ
か
会

て

よ
り
キ
リ
ト
を
殺
し
に
掛
か
る
と
は
予
想
外

も
い
い
と
こ
ろ

 
そ
も
そ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
中
世
フ

ン
タ
ジ

の
色
が
強
い

剣
が

る
世
界
と

て
い
た
作
品

に

現
代
兵
器
の
代
表
で
あ
る

火
器
を
導
入
す
る
と
は
思
え
な
い

 

と
な
れ
ば

コ
レ
は
組

の
協
力
者
が
し
た
事
か

 

が
依
頼
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る

に
と
あ
る
組

か
ら

い
た
話
に
よ
れ
ば
こ
の
Ｓ

Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
化
さ
せ
た

ツ
は

場
で
は
無
く
製
作
チ

ム
の
別
の
人
間
ら
し
い

イ
ツ
が
黒
幕
で
デ
ス
ゲ

ム
化
さ
せ

や
ら
人
体
実
験
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
の
は

一
年

前
に

い
た

 
恐
ら
く
こ
れ
が
そ
う
な
の
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
れ
で
も

な
事
が

つ
か
あ
る

 
仮
に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で

が
手
に
入
る
と
過
程
し
て
そ
れ
な
ら
ど
う
し
て
全
エ
リ

ア
を
制
覇
し
た

が
そ
れ
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
を
知
ら
な
い
か

 
そ
し
て

故

ク
ラ
イ
ン
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

る
の
か

 
攻
略
組
の
メ
イ
ン
メ
ン
バ

で
あ
る
ア
イ
ツ
は
ま
だ
最
前
線
に

て
も
お
か
し
く
な
い
し
そ
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も
そ
も
こ
の
時
間
な
ら

に
入
る
な
り

で

む
な
り
し
て
い
る
だ
ろ
う

加
え
て
ア
イ

ン
ク
ラ

ド

か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
来
る
理
由
が
無
い

 
あ
の
女
共
が
コ
イ
ツ
に
復
讐
し
よ
う
と
企
て
た
線
は
ま
ず
な
い

ア
イ
ツ
ら
の
性
格
だ
と
対
話

で
理
由
を

こ
う
と
動
く

少
な
く
と
も
出
会
い

に
殺
そ
う
と
す
る

ど
血
気

ん
な

中

と
は
記

し
て
い
な
い

 

こ
れ
が

絶
剣

の

な
ら

話
は
違
う
ん
だ
が
な

 
記

し
て
い
る
限
り
キ
リ
ト
の

に

バ
い
の
は
あ
の

紺
の

こ

ち
を
殺
す
事
も

わ
な
い
覚
悟
を

し
た
殺
気
と
迷
い
の
な
い
剣

は
中

の

を
感
じ
さ
せ
た

 
だ
か
ら
ク
ラ
イ
ン
が
キ
リ
ト
を
殺
し
に
掛
か
る
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
違
和
感
が
あ
る

ク
ラ
イ
ン

で

を
殺
そ
う
と
す
る

く
そ

問

無

か

 

い

が

を
無
感
情
で
撃
ち

け
キ
リ
ト
は
弾
道
を
予

し
て

い
足

き
を
以

て
回

し

け
る
と
い
う

が

る

と
反
対

で

り
広

ら
れ
る
一
方
的
な
応

 
そ
れ
を

め
る
中
で

と
気
付
く
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を
撃
ち

け
て
い
る
男
の
眼
に

生
気
が
無
い

 
あ
の
眼
を

は

も
見
て
来
た

絶
望
し
た

ツ
よ
り
も
更
に
生
気
の

い
眼

ア
レ
は

真
の

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

の
眼
そ
の
も
の
だ

 

故

を
持

て
い
る
か
は
知
ら
な
い
が

 
少
な
く
と
も

ア
レ
は
ク
ラ
イ
ン
の
ホ
ロ
ウ
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い

キ
リ
ト

イ
ツ
は
ク
ラ
イ
ン
の
ホ
ロ
ウ
み
た
い
だ

 
本
来

ア
イ
ツ
と
は
殺
し
合
う
間

だ
か
ら
教
え
て
や
る
義
理
な
ど
無
い
が

 
血
肉

き

る

し
い
殺
し
合
い
を
無
理

理
中
断
さ
せ
ら
れ
た

り
が
あ
る
か
ら
教
え
て

や
る
事
に
し
た

ど
の
み
ち
ア
イ
ツ
な
ら

れ
気
付
く
だ
ろ
う
と
思

て
の
事
で
も
あ
る

 
万
が
一
こ
こ
で
死
ぬ
な
ん
て
つ
ま
ら
な
い
展
開
を
目
に
し
た
く
な
い

 
そ
れ
を

し
て
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
ア
イ
ツ
は

の

葉
を

い
て

意
深
く
ク
ラ
イ
ン

の
様
子
を
探
り
始
め
た

そ
し
て
す
ぐ
に

が

わ
ん
と
す
る
事
を

し
た
よ
う
で
険
し
い

に

な
る

 
声
に
な
ら
な
い

び
が

を
打
つ
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語
化
不
可
能
な
怒
声
と
共
に
地
を

た
ア
イ
ツ
は
己
を

た

弾
を
紙
一
重
で
回

し
剣
に
蒼
の
光
を

わ
せ
た

そ
の
ま
ま
隙
だ
ら
け
な
ホ
ロ
ウ
ク
ラ
イ
ン
を

掛
け
に
斬
り

 
再

び

じ
り
に
真
上
に
斬
り
上

る

 
体
を

に

ら
れ
た
ホ
ロ
ウ
ク
ラ
イ
ン
は

葉
も
発
さ
ず
そ
の
ま
ま
結

片
へ
と

け

た 

の
影
だ

た
欠
片
を
見
送
る
黒

く
め
の
剣
士
を

は
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
じ

と
見

る 

に
は
そ
の
剣
士
の
背
中
し
か
見
え
て
い
な
い

今
ど
ん
な

を
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な

い

が
分
か
ら
な
い
か
ら

然
だ

あ
れ
だ
こ
れ
だ
と
予
想
は
出
来
る
が
そ
の
内
心
を
正
確

に

る
事
な
ど
今
は
出
来
な
い
だ
ろ
う

 
自
分
が
コ
イ
ツ
の
心
情
や
思
惑
を
想
定
出
来
て
い
た
の
も
こ
い
つ
が
取
る
行
動
を

つ
も
列

し
た
上
で
の
事
で
あ
り
そ
の
場
で
す
ぐ
分
か
る

で
は
無
い

コ
イ
ツ
と
自
分
は
確
か
に
似

て
い
る
部
分
が
多
い
近
し
い
存
在
で
は
あ
る
が

流

に
生
ま
れ
や
育
ち
経
歴
と
い
う
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も
の
が
あ
ま
り
に
違
い
過
ぎ
て
い
る

 
コ
イ
ツ
の
憎
悪

絶
望
を

は
一

と
は

え
感
じ
取

て
い
る

 
だ
が

全
て
で
は
無
い

 
恐
ら
く
だ
が

 
そ
の
憎
し
み
を

が
全
て
理
解
出
来
る
日
は

れ
な
い
だ
ろ
う

憎
い

と
い
う
感
情
の
中

で
表
情
や
行
動
に
現
れ
る
も
の
は

が

い
か
ら
だ

論
復
讐
を

定
す
る

で
は
無
い

憎
し
み
に
よ
る
殺
人
を

め
る
つ
も
り
も
無
い

そ
れ
も
ま
た
活
力
で
あ
り
人
間
の
行
動
原
理

足
り
得
る
も
の
で
あ
る

 
た
だ
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
の
場
合
感
情
を

わ
に

れ
る
の
で
は
な
く
内
に
秘
め

け

無
意
識
の

動
に
現
れ
る
殺
意
こ
そ
が

な
憎
悪
で
あ
る
と
い
う
事

そ
し
て
無
意
識
と
は
無

自
覚
と
同
義
で
あ
り
ア
イ
ツ
の
立
場
や
心
情
記

現
在
の
人
間

に

ら
れ
も

さ

れ
も
し
な
い

な
気
持
ち
で
あ
る
事
を
意
味
し
て
い
る

 
つ
ま
り
ア
イ
ツ
は
自
身
に
親
身
に
な

て
い
た
あ
の
男
に
無
意
識
な
が
ら
憎
い
感
情
を

い
て
い
た
と
い
う
事
で

シ
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そ
の
思

を

る

た
い
意
思
が

を
な
ぞ

た

 
す
ぐ
さ
ま
我
に
返

て
前
を
見
れ
ば
殺
意
に

た

の
黒
の
剣
士
が
剣
を
振
る
う
と

こ
ろ
だ

た

 
認
識
す
る
と
共
に

剣
を
翳
し
そ
の
一
撃
を

ぐ

こ
れ
が
出
来
た
の
は
対
人
戦
を
中
心
に

し
て
き
た
経
験
に
よ
る

件
反

で
し
か
な
い

思

を

む

地
す
ら
な
い
危
う
さ
が

た

の
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
コ
イ
ツ
に
殺
さ
れ
た
戦
い
以
来
と

え
る

 
あ
の
ま
ま

け
る
か

え

む
か
す
る
と
思

て
た
が

を
殺
し
に
来
る
た

そ

の
ま
ま
ス
ル

も
出
来
た

て
の
に
ど
う
い
う
思

の
結
果
だ
こ
り

あ

 

み
と
火
花
を
発
し
な
が
ら

り
合
う
中
で

語
化
し
た
そ
れ
は

の
ま
ぎ
れ
の
無
い
心

か
ら
の
疑
問
だ

た

 
部

の
入
り

に

取

て
発

し
て
い
た
ホ
ロ
ウ
ク
ラ
イ
ン
を
一
刀
の
下
に

断
し

死

さ
せ
た

上

よ
り
も
キ
リ
ト
の
方
が
入
り

に
近
い
の
は
必
然
だ

た

そ
し
て
コ
イ
ツ

が

と
戦
う
理
由
は

極
的
に
は

間
を
危
険
に
晒
す
要
因
だ
か
ら
だ
ろ
う
が
極
論
女
共
が

死
ぬ
前
に

り

け
れ
ば
い
い
か
ら

達
を
殺
す
必
要
性
は
あ
ま
り
な
い

仮

今
後
の

と

し
て

す
る
必
要
が
あ

て
も

現
状
の

先

は

い
方
に
入
る
だ
ろ
う
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だ
か
ら
コ
イ
ツ
が
動
く
と
す
る
な
ら

を
ス
ル

し
て
行
く
だ
ろ
う
と

ん
で
い
た

 
そ
こ
に
来
て
こ
の
行
動
だ
か
ら

き
も
す
る
し

疑
問
に
も
思
う

を
殺
そ
う
と
躍

に

な

た
の
が
感
情
的
に
な

た
か
ら
と
い
う
に
し
て
は

時
に
な
く

静
さ
を
欠
い
て
い
る
と

え
よ
う

 
コ
イ
ツ
が
事
の

先

を
見

る
と
は
思
え
な
い
の
だ
が

み
撃
ち
は

ゴ
メ
ン
だ

な
る

ど

そ
う
い
う
事

か

 
そ
の

え
に

得
を

い
た

は
突
進
の
勢
い
を

な
す
よ
う
に
横
に
体
幹
を

ら
し

離
を
取
る

 
ど
う
や
ら
自
分
と
ホ
ロ
ウ
の
ク
ラ
イ
ン
を
同
時
に

手
取
る
事
は
不

だ
と

ん
で
ま
ず
死

に
体
の
方
か
ら
始

す
る
事
に
し
た
ら
し
い

 
確
か
に
合
理
的
な
思

で
は
そ
う

え
る
の
も

然
だ

 

力
値
が

の

で
あ
れ
ば

値
も

と

え
る
の
は
実

正
し
い

現
に
さ

き

ま
で
戦
う
中
で
も

り
合
い
は

論

離
を

め
る
速

も
大
体
同
程

だ
と
感
じ
て
い
る

こ
ち
ら
を
引
き
離
せ
ず
他
に

る
だ
ろ
う
ホ
ロ
ウ
に
足
を
止
め
る
事
と
な
れ
ば

撃
は
必
至
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だ 
前
後
を

ま
れ
て
し
ま
え
ば

ど
ん
な
実
力
者
だ
ろ
う
と
一

の
終
わ
り
で
あ
る

 
こ
の
世
界
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
現
実
み
た
く

に
一
撃
も
ら

た
だ
け
で

死
す
る
可
能
性
は
か

な
り

い
か
ら

リ
ア
ル
で
の
殺
し
合
い
に

べ
れ
ば

か
に
マ
シ
で
は
あ
る
が

 

つ

か

お
前

な
ら

撃
さ
れ
て
も
生
き
残
れ
る
と
思
う
ん
だ
が

 
そ
れ
だ
け

の
事
を

し
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
と

振
る
わ
れ
る
剣
を

で

弾
き
な
が
ら
思
う

 
そ
う

え
る
と

し
く
も
あ
る

コ
イ
ツ
に
殺
し
の
技
を
教
え
た
立
場
で
あ
り
こ
の
先
が
ど

う
な
る
か

し
み
だ
か
ら
で
も
あ
る
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
自
分
を
殺
し
た

ツ
に

さ
れ
る
だ
け
の
力
を
得
ら
れ
た
事
そ
の
も
の
が
悦
び
と

え
る
の
だ

さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
は

そ
れ
だ
け
全
力
を
出
す
可
能
性
が
高
い
と
い
う
事
だ
か
ら

 
恐
ら
く
あ
の

戦
の
時
点
で

も
コ
イ
ツ
も

い
に
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
得
て
い
た
だ
ろ

う 
あ
の
時
は
ど

ち
も

ら
か
の
事
情
で
出
さ
な
か

た
が
さ

き

い
に
出
し
合

た
事
か

ら
ど
ち
ら
も
遠
慮
す
る
理
由
が
無
く
な

た
事
に
な
る

ま

の
場
合
キ
リ
ト
の
横
か
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後
ろ
に
攻
略
組
の

中
が

る
と
使
え
な
く
な
る
の
だ
が
そ
こ
は
そ
れ
タ
イ
マ
ン
に
持
ち

め
る
時
に
限
定
す
れ
ば
良
い
話

 

い
に
全
力
を
出
せ
な
い
事
情
が
解
消
さ
れ
た
以
上

憂
う
事
は
無
い
わ
け
だ

 
そ
う
な

た
今
先
に
殺
す
べ
き
と

わ
れ
る
く
ら
い
強
い

心
と
い
う
も
の
は
向
け
ら

れ
る
殺
意
も

て
心
地
い
い

 

を
殺
そ
う
と
必
死
に
追
い

て
来
る
黒

く
め
の
剣
士

こ
の
世
界
で
明
ら
か
に
最
年
少

な
が
ら
そ
の
実
力
は

論
経
験
も
超
一
流
と

て
差
し

え
な
い

を
誇
り
か
つ
越
え

た
死
線
の
数
も
非
常
に
多
い

 
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
の
世
界
は

ら
ず
も

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

を

き
上

る

と

な

て
い
た

 

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

に
付

す
る
あ
ら

る
悪

す
ら

コ
イ
ツ
の

出
来
損

な
い
と
能
無
し
と

わ
れ
た
ガ
キ
は

け
ば

く
宝

の
原

だ

た

そ
れ
を

き
上

た
の
が

悪
な

境

 

そ
し
て

け

ら
な
か

た
根
幹
こ
そ
が

コ
イ
ツ
の
憎
悪

 
ク

と

で
鳴
ら
す
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そ
れ
は

声
だ

た

 
同
時
に
少
年
に
対
す
る

だ

た

ど
こ
ま
で
行

て
も
ど
ん
な
在
り
方
で
剣
を
振
る

て
も
最

そ
の
憎
悪
か
ら
は

れ
ら
れ
ず

そ
れ
を
自
覚
す
る
事
も
無
く
高
み
を
目
指
す
者
へ

の

だ

た

 
無
知
で
は
無
い
だ
が

だ

あ
ら

る
知
識
を
得
た
上
で
己
の

は
揺
ら
が
し
て
い
な
い

 
無

で
は
無
い
だ
が
愚
直
だ

ど
れ
だ
け
無

な
事
か
分
か

た
上
で

け
る
様
が
実
直
だ

 

に
は
無
い
実
直
さ
は

と
も
す
れ
ば

ま
し
い
程
に

く

る

ハ

ハ
ハ

 
狂

を
上

る

 
そ
れ
は
高

感
に
よ
る
も
の

最
初
は
と
て
も
小
さ
く
て

限
り
な
く
弱
者
だ

た

ツ
が

今
や
全
力
を

り
合
わ
せ
る
程
ま
で
成
⻑
し

自
身
を
追
い
越
す
事
へ
の
高

感
だ

 
己
を
最
強
と
は
思

て
い
な
い

世
界
に
は
自
分
よ
り
強
い

ツ
な
ど

ど

る
か
ら
だ

分

で
分
け
れ
ば
キ
リ
が
無
い

 
だ
が
己
が
強
者
に
入
る
と
は
自
負
し
て
い
た

そ
こ
に

イ
ツ
は
登

て
来
た
の

だ
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殺
し
の
指
導
期
間
は
た

た
一

間

あ
と
は
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま
る
ま
で
の
一
年

デ
ス

ゲ

ム
に

わ
れ
て
か
ら
の
一
年

べ
二
年

自
分
が
裏
の
世
界
に

わ

て
か
ら
十
分

の
一
程

の
時
間
で
同
程

に
ま
で
成
⻑
し
た
少
年
と
の
殺
し
合
い
が
現
実
味
を

び
た
事
に
対

す
る
喜
悦

ホ
ン
ト

心

し
ま
せ
て
く
れ
る
な

 

黒
の
剣
士

 
だ
か
ら
こ
そ

世
界
の
無
知
を
嗤
う

 
コ
イ
ツ
は

だ

と
ん
で
も
な
い

弾
だ

水
面
下
で

り
広

ら
れ
る
国
交

も
軍
事

入
も

も

も

闇
組

も

も
か
も

く
る
め
て
ぶ

壊
す
可
能
性
を
持

た

禁
断
の
果
実
だ

禁
断
は

し
て
も
意
味
が
な
い

人
間
が
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
も
の
が
禁

断

だ
か
ら
だ

 
世
界
は

を

た

人

は
道
を

み

た

 
コ
イ
ツ
の

い
で
正
し
か

た
の
は

他

で
は
な
い

和

だ

ど
れ
だ
け
闇
に

り
去
ろ
う
と
闇
に
生
き
る

ツ
が
そ
れ
を

い
上

る
以
上
は
ど
う
足
掻
い
て
も
消
し
様
が
な

い
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な
ら
表
で
ヘ
タ
に
動
か
せ
な
い
立
場
や
ら
な
に
や
ら
で

て
し
ま
え
ば
よ
か

た
の
だ

知
れ
な
い
憎
し
み
を

い
て
い
る
に
も

わ
ら
ず
そ
れ
で
も
他
人
の

に
動
こ
う
と
す
る

ツ

に
は
そ
れ
が
一
番
の

だ
と

か
ら

場
が
決
ま

て
い
る

こ
こ
一
番
と
い
う
時
に

発
を

止
め
る
の
は

人

な
の
だ

 
も
う
コ
イ
ツ
は
手

れ
だ
と

そ
う
自
分
は
確
信
し
て
い
る

 
ど
れ
だ
け
取
り

お
う
と

魔
化
せ
な
い
モ
ノ
が
根

に
あ
る

そ
れ
を

さ
せ
る
の
が

人

で
あ
り

世
界

そ
の
二
つ
が
コ
イ
ツ
の

で
あ
る
以
上
は

発
の
未
来
は
消
え
去
ら

な
い

 

だ
が

不
発
は
あ
り
得
る

 
万
に
一
つ
以
下
の
可
能
性
で

不
発
に
な
り
得
る
可
能
性
は
存
在
す
る

人

も

世
界

も

に
な
り
得
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
コ
イ
ツ
が
成
⻑
し

つ
手

弾

の
安
全
ピ
ン
の
如
く
楔
と
な
り
得
る

ツ
が

れ
ば

あ
る
い
は

 

だ
と
す
れ
ば

ど
ん
な
風
に
な
る
の
だ
ろ
う
か

 
憎
し
み
に

ら
れ
衝
動
の
ま
ま
に

れ
回
る
化
け
物
に
な
る

は
知

て
い
る

 
だ
が
憎
し
み
を
制

し
近
し
い

ツ
ら
の

に
動
く
人
間
と
し
て
生
き
る

は
知
ら
な
い
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そ
の
道
を

ん
だ
コ
イ
ツ
は

一
体
ど
れ

ど
の
意

力
と
覚
悟

そ
し
て
剣
力
を
持
つ
の
か

最

想
像
が
出
来
な
い

 
だ
が

だ
か
ら
こ
そ

ど
う
な
る
か
予
想
す
る
の
が

し
く
て

ら
な
い

 
一
合
ま
た
一
合
と
刃
を
交
え
る

に

く
な
る
剣

速
く
な
る
剣

は
コ
イ
ツ
に

も

天

も
無
い
の
だ
と
教
え
て
く
れ
る

に
で
も
な
れ
る
か
ら
こ
そ
の

限
な
き
広
が
り
が

の

心
を

た
し
て
く
れ
る

 

見
つ
け
た

  
そ
う
し
て

し
い
限
り
の
殺
し
合
い
を
し
て
い
く
最
中

を
打

た
異

同

の
声

声

も
声

も
無
感
情
さ
す
ら
も
同
一
の
そ
れ
は

ん
な

ク
ラ
イ
ン
が

人
も

 
声
が
し
た
方
を
向
け
ば
こ
ち
ら
に

を
突
き
付
け
る

人
も
の

達
の

が

界
に
入

る

そ
の

線
全
て
が

り
合

て
い
た

黒
の
剣
士

に
向
け
ら
れ
て
い
る
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ど
う
も
ホ
ロ
ウ
の
ク
ラ
イ
ン
は
全
部
コ
イ
ツ
を
目
標
と
し
て
い
る
ら
し
い

 

の
事
な
ど
眼
中
に
無
い
よ
う
だ

達
の

し
い
殺
し
合
い
を
ま
た
邪
魔
す
る
な
ん
ざ
良
い

し
て
ン
じ

ね

か

ク

コ
ピ

共
が

 
ス
テ

プ
を

使
し
て
立
て

け
に
放
た
れ
る

弾
を
回

す
る

黒
の
剣
士

を
横
目
に

そ
う
怒
鳴
り
な
が
ら

の
オ

ラ
を
立
ち
上
ら
せ
た

剣
を
横

ぎ
に
振
る
う

の
三
日
月
は

け
る

振
り
が
無
い
ホ
ロ
ウ
共
を
一
撃
で
上
下
に

断
し
た

 
だ
が
か
な
り
ス
テ

タ
ス
が
高
い
の
か
そ
れ
で
死
ぬ
様
子
は
全
く
無
い

 
そ
も
そ
も
暗
殺
剣
の

力
は

人
数
が
多
け
れ
ば
多
い

ど
高
く
な
る

向
に
あ
る

ま

た
愛

の

剣

友
切

も

人
数
に

し
て
攻
撃
力
が
高
く
な
る
性

を
持
つ

そ

の

方
が
合
わ
さ
る
事
に
よ
り
一
撃
の

力
は
か
な
り
の
も
の
だ

正
直
こ
の
二
つ
が

て

い
た
か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
エ
リ
ア
ボ
ス
も
倒
せ
た
く
ら
い
で
あ
る

 
そ
こ
に

暗
殺
剣

の

ド
ス
キ
ル
を
重
ね
て

て
た
と
い
う
の
に

れ
た

は

て
二

 

ら

で
も
コ
イ
ツ
ら
タ
フ
過
ぎ
る
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し
か
も
攻
撃
さ
れ
た
の
に

い
は
変
わ
ら
ず
キ
リ
ト
の
ま
ま

四

の
内

を
握
る
手
は

残

て
る
か
ら
か

ず

と
無

で
撃
ち

け
て
い
る

リ
ア
ル
に

た
ら
恐
怖
の

面
だ
ろ

う

今
も
中

な

面
で
は
あ
る
が

な
ら

を

と
し
て
や
る
よ

 
プ
レ
イ

だ
ろ
う
が
Ｍ
ｏ
ｂ
だ
ろ
う
が

を

と
せ
ば

死
は
必
至

と
タ
フ
な
ホ
ロ

ウ
を
ア
イ
ツ
が
一
撃
で
殺
せ
た
の
は
体
を

に
断
ち
斬
る
一
撃
だ

た
か
ら

ど
ち
ら
も
変
な

で
リ
ア
ル
重

ら
し
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
数
少
な
い

死
技
だ

 
ま

は

然
動
く
か
ら
い
ざ
や
ろ
う
と
し
て
も
上
手
く
出
来
な
い
事
の
方
が
多
い
の
だ

が 
と
は

え
今
は
上

身
部
分
だ
け
で
地
面
に

ち
て
い
る
状

で
更
に
ず

と
キ
リ
ト
を
撃

ち

け
て
い
る
か
ら

変
に
動
か
な
い
分

い
や
す
い

 
ま
た

の
三
日
月
を

ば
せ
ば
横
一
列
に

ん
で
い
た
ホ
ロ
ウ
共
の

は

め
て

ね

ん

だ 

正
直
人
形
の
よ
う
な
無
表
情
の

し
か
も
同
じ

の

ツ
を

つ
も
見
る
の
は
気
分

が
悪
い

い
殺
し
合
い
だ
け
で
な
く
人
殺
し
そ
の
も
の
も

き
な

で
す
ら
ゲ
ン
ナ
リ
来
る
の
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は
よ

ど
だ

 

と
な

た

ツ
と
親
し
か

た
ア
イ
ツ
の
心
中
は
穏
や
か
で
は
あ
る
ま
い

 
そ
う
思

し
つ
つ
身
構
え
な
が
ら
ア
イ
ツ
が

る
方
へ
と
向
き
直
る

さ

き
は
こ
の
隙
を

突
く
形
で
攻
撃
し
て
き
た
か
ら

そ
れ
を

し
て
の
事
だ

 
だ
が
意
外
な
事
に
キ
リ
ト
は
斬
り
掛
か
る

振
り
を
見
せ
て
い
な
か

た

と
い
う
か
そ
の

線
は

に
向
け
ら
れ
て
す
ら
い
な
い

 

然
自
失
で
も
し
て
い
る
の
か
と
思

た
が
表
情
は
死
ん
で
な
い
か
ら
ど
う
も
そ
う
で
は

無
い
ら
し
い

し
い

を
し
て

り

ん
で
い
る
か
ら

か

え
て
い
る
と
見
た
方
が
良
い
だ

ろ
う

ホ
ロ
ウ
共
に
興
味
を
持
た
れ
て
い
な
か

た
事
は
正
直
ど
う
で
も
良
い
が
コ
イ
ツ
に
す

ら
外
さ
れ
る
と
ち

と
ク
る
も
の
が
あ
る

 
と
は

え
今
は
そ
う

て
る
場
合
で
も
無
い

 

が
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は

だ
が

 
ホ
ロ
ウ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

る
プ
レ
イ

の
影

あ

ち
で
死
ん
だ

ツ
は
こ

ち
に
来
て

ホ
ロ
ウ
の
意
識
は
消
滅
す
る

そ
し
て
同
じ
ホ
ロ
ウ
は
同
時
に
存
在
し
て
い
な
い
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こ
れ
ら
の
事
か
ら
ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

は
原

一
体
し
か
存
在
し
な
い
と

え
る
だ
ろ
う

 
仮

オ
リ
ジ
ナ
ル
が
入

て
い
て
も

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
い
る
ホ
ロ
ウ
ア
バ
タ

と
い

う
意
味
で
は
一
体
だ

だ
か
ら
あ
の

が
死
ん
で
こ

ち
に
来
た
と
し
て
も
ホ
ロ
ウ
が
存
在

す
る
事
は
あ
り
得
な
い
し
こ

ち
に

な
い
の
で
あ

て
も
一
体
し
か
存
在
す
る
事
は
許
さ
れ

な
い

 
今
み
た
い
に

体
も
同
時
に
存
在
す
る
事
は
あ
り
得
な
い
の
だ

 

オ
イ
オ
イ

一
体

が

き
て
る

て
ん
だ

 
思
わ
ず

を

め
る

策
謀
を

り
巡
ら
せ
暗
躍
す
る
の
は
得
意
中
の
得
意
だ
が
そ
の

上
自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
知
ら
な
い

ツ
が

か
し
て
る

て
の
は
心

気
に
喰
わ
な

い

キ
リ
ト
の
場
合
は

性
が
知
れ
て
た
上
に
自
分
と
対
抗
す
る
形
の
暗
躍
だ

た
か
ら

え
た

の
だ
が

 
そ
れ
に
ど
う
も
キ
ナ

い

 
ホ
ロ
ウ
共
が
自
律
的
に
動
き
キ
リ
ト
を

て
い
た
以
上
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
が
バ
グ

た
せ
い
で
複
数
存
在
す
る
と
い
う
線
は
か
な
り

い
と

え
る

そ
の
場
合
だ
と
ア
イ
ツ
だ
け
を

う
と
い
う
点
が
お
か
し
く
な
る
か
ら
だ

を

わ
な
い
時
点
で

か
が
そ
う
命

し
て
る
可
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能
性
が
高
い

 
ア
イ
ツ
は
確
か
に
多
く
の
人
間
に
怨
ま
れ
て
い
る
が

 
ホ
ロ
ウ
共
を

し
動
か
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
権
限
を
持
つ
よ
う
な

ツ
が

た
記

は
全

く
無
い

 

が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
て
以

の
因
縁
が
原
因
と
い
う
可
能
性
も
無
き
に
し
も
非
ず

だ
が

 

そ
れ
に
コ
イ
ツ
の
様
子
か
ら

す
る
に
ど
う
も
心

た
り
が
あ
る
み
て

な
ん
だ

よ
な

 

し
い
表
情
で

や
ら
思

し
て
い
る
ら
し
い
キ
リ
ト
は
最

の
事
は
お
ろ
か
あ
の
女

共
の
事
す
ら
眼
中
か
ら
外
れ
て
い
る
感
が
あ
る

間
を
守
る

な
ら

だ

て
す
る

向
に
あ

る
ア
イ
ツ
が

間
の
事
を
無

し
て
い
る
の
だ

 
そ
ん
な
事
を
す
る
と
な
れ
ば
こ
の
事

が

バ
イ
部

に
入
り

つ

か
し
ら
心

た
り
が
あ
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
一
体
だ
け
来
た
ホ
ロ
ウ
を
殺
し
た
時
と
複
数
の
ホ
ロ
ウ
が
死
ん
だ
時
と
の
差
で
ア
イ
ツ
に

は

か
が
見
え
た
の
だ
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そ
れ
は
恐
ら
く
シ
ス
テ
ム
権
限
絡
み

そ
れ
も
キ
リ
ト
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
殺
し
に
来
て
い
る

点
か
ら
恐
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変
え
る

を
最
初
に
立
て
た
と
か
い
う
男
が

わ

て
い
る
と
見
た

 
そ
の
男
に
協
力
し
た
組

は
あ
ま
り

無
い
だ
ろ
う

あ
の
組

の
目
的
か
ら
す
る
に
こ

ん
な
事
は
す
る
と
は
思
え
な
い

オ
イ

キ
リ
ト

だ

お
前

ホ
ロ
ウ
が
同
時
に

体
も

た
事
に
心

た
り
あ
る
ん
じ

ね

の
か

 

刀
直
入
に

問
す
る
が
返

は
無
い

だ
が
そ
の

い
眼
光
は
雄

に

え
を
語

て
い

る 

葉
を

わ
な
く
て
も
そ
の
眼
を
見
れ
ば
自
ず
と
分
か

た

ど
う
や
ら
あ
る
ら
し
い

ま

な

だ
が
お
前
に
は

な
い
だ
ろ

い
や

そ
う
で
も
な
い

 
そ
の
返
し
は
予
想
し
て
い
な
か

た
の
か

険
し
い
面
持
ち
の
ま
ま

を

た
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実

は
あ
る
の
だ

コ
イ
ツ
が
こ
こ
で
死
ん
だ
な
ら
ア

プ
デ

ト
は
予
定

り
行
わ
れ

る
し
生
き
た
な
ら
止
め
な
き

な
ら
な
く
な
る
が

そ
ん
な
事
よ
り
も
シ
ス
テ
ム
権
限

を
持
つ

ツ
が

れ
て
る
事

は

に
と

て
も
大
問

で
あ
る

さ

き
の
ホ
ロ
ウ
共
を
仕
向
け
た
心

た
り
は
シ
ス
テ
ム
権
限
を
使

て
ン
じ

ね

か

 
そ
う
で
も
な
け
り

ホ
ロ
ウ
が
同
時
に
複
数
存
在
す
る
事
に
説
明
が
つ
か
ね

か
ら
な

 

故

に
も

あ
る
の
か
そ
れ
を
語
り
出
す
と

し
た
面
持
ち
で
は
あ
る
が

線
で

先
を

し
て
来
た

 
問

無

で
殺
す
つ
も
り
も
無
く
な
る
程
の
事

の
よ
う
だ

仮
に
そ
こ
ま
で
の
危
険

で
な

い
な
ら
こ
の
時
点
で
バ

サ
リ

き
捨
て
る
か
あ
る
い
は
会
話
を
断
ち
切
る
よ
う
に
攻
撃
し

て
く
る
彼
の
ど
ち
ら
か
を
取
る

そ
の
ど
ち
ら
も
し
な
い
時
点
で
心
な
し
か
切

ま

た
状
況

だ
と
推

す
る

 
外
れ
て
く
れ
て
ば
い
い
ん
だ
が

こ
う
い
う
時
の

の
カ
ン
は

な
く
ら
い

た
る

と
し
ち

お
前

を
こ
こ
で
殺
せ
ば
目
論
見
達
成

て
な
る

な
ン
だ
が

そ
ん
な

ツ

を

放
し
に
し
て
る
と

の

も
パ

に
な
り
か
ね
ね

て

だ
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そ
こ
で

キ
リ
ト
の

に
理
解
と

得
の
色
が
浮
か
ぶ

な
る

ど

こ
こ
で
シ
ス
テ
ム
権
限
持
ち
の

ツ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

た
時
の
事

を

え
て
る
の
か

Ｔ
ｈ
ａ
ｔ

ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

 

ち
ん

と
指
を
鳴
ら
し
て

を
贈
る

 

い

て
ら
れ
た
よ
う
に

は
そ
れ
を

し
て
い
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

る
だ
ろ

う
事
は
現
時
点
で
予
想
が
つ
く
が
だ
か
ら
と

て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

れ
な
い
と
は

限
ら
な
い

 
い
や
む
し
ろ
シ
ス
テ
ム
権
限
な
ん
て
反

権
限
を
使
う

ツ
だ
仮

一

殺
し
た
と
こ
ろ

で
そ
れ
を
無

化
し
て
舞
い

る
な
ん
て
反

技
を
使
う
事
も
可
能
だ
ろ
う
し

し
な
い
だ
ろ

う

そ
の
場
合

そ
の
事
情
に
精

し
た

ツ
が
一
人
ず
つ

る
必
要
が
あ
る

 

論

殺
し
を

な
く
行
え
る
事
も

め
て

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
は
広
大
だ
が
ジ

ニ

達
を
上
手
く
使
え
ば
見
つ
け
る
事
は
不
可
能

で
は
な
い
と

ん
で
い
る

そ
う
い
う
反

ロ
ウ
は
大

目
立
ち
た
が
り
か

心
が

い

ツ
と

場
が
決
ま

て
い
る
か
ら
だ
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と
い
う
か
非
戦
争
国
の
人
間
で

え
れ
ば
黒
の
剣
士
や
絶
剣
の

心
の
高
さ

の
方
が
お
か
し
い

な
ん
だ
が

事
こ
こ
に
至

ち

お
前

も
分
か

て
ン
だ
ろ

 

だ
か
ら
お
前

は
足
を
止

め
た

て

え
り

お
前

の
中
で
は
女
共
よ
り
も
そ
の
シ
ス
テ
ム
権
限
持
ち
の

ツ
の

方
が

先

が
高
い

て
事
だ

そ
れ
を
す
る
だ
け
の
危
険

が
ホ
ロ
ウ
を
複
数

え
た

ツ

に
あ
る
と
お
前

は
理
解
し
て
い
る

そ
う
だ
ろ

 
そ
う

う
と
キ
リ
ト
の
険
し
い

に
更
に

め
し
さ
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た

ま
る
で

た

て
い
る
け
ど
お
前
に

わ
れ
た
く
な
い

と

わ
ん
ば
か
り
の
表
情
だ

そ
れ
で

だ
と
し
て
結

を

い
た
い
ん
だ

オ
イ
オ
イ

こ
こ
ま
で

え
ば
自
ず
と
分
か
ン
だ
ろ

お
前

も
浮
か
ん
で
い
る

だ

 
更
に

の
険
し
さ
が
増
し
て
い
く

ど
う
も

は
本
気
で

わ
れ
て
い
る
ら
し
い

ま

そ

う
な
る
よ
う
仕
向
け
た
節
も
あ
る
ん
だ
が

 
な

キ
リ
ト

と
手
を
組
ま
ね

か
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そ
う

こ
れ
ま
で
と
異
な
る
誘
い
方
を
し
た

   

デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
三

月
が
過
ぎ
た

の
事

 
な

ど
う
し
て
ク
ラ
イ
ン
は

に
良
く

し
て
く
れ
る
ん
だ

  
あ
る
少
年
が

と
あ
る
⻘
年
に
問
い
を
発
し
た

ら
れ
る
事
を

観
と
共
に
良
し
と
し

そ
れ
を
仕
向
け
て
い
た
少
年
に
と

て

な
疑
問
だ

た

ク
ラ
イ
ン

と
呼
ば
れ
た
⻘
年
は

そ
の
問
い
を

い

ば
す

ダ
チ
と
一
緒
に

る
事
に
理
由
な
ん
て
必
要
ね

だ
ろ

 
ダ
チ
と

い

語
に

め
ら
れ
た
意
味
を

し
た
少
年
は
そ
れ
で
も
や
は
り
分
か
ら
な
い

と
い
う
表
情
を
浮
か
べ
た

と
一
緒
に

て
も

し
く
な
い
だ
ろ

 
自
身
の

り
に
は
悪

が
付
い
て
回
る

そ
う
仕
向
け
て
い
る
か
ら
で
も
あ
り
勝
手
に
悪
意
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や
憎
悪
が

さ
れ
て
い
く
か
ら
で
も
あ

た

 
己
を
傷
付
け
る
事
に
忌

感
を
持
た
な
い

中
に
目
を
付
け
ら
れ
た
ら
終
わ
り
な
の
だ
と
少

年
は

す
よ
う
に
語
る

 
少
年
も
自
身
を
友
と
認
め
て
く
れ
て
い
る
⻘
年
の
気
持
ち
は

し
か

た

だ
が
だ
か

ら
こ
そ

己
を
慮
る
心

し
い
⻘
年
を

き

み
た
く
な
い
と
心
を

め
て
い
た

 
本

は
一
緒
に

た
い

そ
う
感
情
で

ぶ

ら
理
性
は
そ
れ
を

し

め
て
い
た

一
緒

に

た
ら

き

ん
で
し
ま
う

と

 
ま
た
裏
切
ら
れ
る
に
違
い
な
い

と

 
過
去

親
し
い
人

に

て
悪
意
を
ぶ
つ
け
ら
れ
た
事
が
あ
る
少
年
は

心
の

で
は

友

と
い
う

を

み

同
時
に

み

そ
し
て
恐
れ
て
い
た

 
そ
れ
は
己
を
真
に
慮
る
他
者

家

は

く

は
全
て

へ
と
回

た
か
ら

 
そ
れ
で
も
求
め
る
の
は

さ
故
に

 
そ
れ
ら
を
恐
れ
る
の
も

さ
故
に

 
求
め
る
欲
求
と
恐
れ
る
感
情
の

は
常
に
少
年
の
心
に
根
付
い
て
い
た

仮

を

べ

た
戦
友
で
あ
ろ
う
と
も
変
わ
り
は
し
な
い

人
を
殺
し
た
事
が
知
れ
れ
ば
裏
切
ら
れ
る
に
違
い
な
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い
と

そ
う
思
い

ん
で
い
た

 
そ
れ
を
知
ら
な
い
⻘
年
は

や
や

た
く
対
応
す
る
少
年
の

を
強
め
に

で
た

し
い
か
ど
う
か
よ
り
も

一
緒
に

た
い

て
思
え
る
か
が
重
要
な
ん
じ

ね

か
と

は
思
う

は
キ
リ
ト
と
な
ら
一
緒
に

た
い

て
思
う

じ

ね

と
ン
な
と
こ
ま
で
追

い
か
け
て
来
ね

よ

 

い
な
が
ら

⻘
年
が

を
見

す

 
二
人
が

る
場

は

の
外

闇
夜
に

み

活
発
的
に
な

て
い
る
魔
物
が

る
森
の

中

人
気
の
無
さ
は

論
そ
も
そ
も
そ
こ
に
身
を

す
者
が

よ
う
な
ど

も
思
わ
な
い

境

だ

た

 
二
人
が
そ
こ
に
身
を

し
て
い
る
理
由
は

に

る
人

に
少
年
が
襲
わ
れ
た
か
ら

殺

隊
と
名

た
者
達
に
追
い
回
さ
れ
命
か
ら
が
ら

切

た
先
に
場

を
予

し
た
ク

ラ
イ
ン
が

て

と

と
り
が

め
る
ま
で
身
を

す
事
に
な

た
だ
け
の
事

 
そ
れ
は
少
年
が

い
た
事

で
あ
る

 
だ
が
⻘
年
は

り
を
感
じ
て
い
た

あ
ま
り
に
も
無
責

で
あ
ま
り
に
も
人
道
か
ら
外
れ

た
行
い
だ
ろ
う
と

た

た
一
人
の
子

を
百
人

で
殺
し
に
掛
か
る
事
が

然
な
ど
と
思
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い
た
く
な
か

た
が
故
の
感
情
だ

た

 
そ
の

り
は
少
年
も
理
解
し
て
い
る

⻘
年
の
人

を
あ
る
程

把
握
す
る
だ
け
の
付
き
合
い

が
あ
る
か
ら
こ
そ
二
人
き
り
に
な

た
今

を
晒
し
て
い
た

わ
れ
者
の
仮
面
を

い
で

い
たお

前

は
ど
う
な
ん
だ

 

と
一
緒
に

た
く
な
い

て
そ
う
思

て
る
の
か

 
⻘
年
の
真
剣
な
問
い
に

少
年
は
目
を

め

を
振

た

 
理
性
で
は

け
と

て
い
る
が

人
恋
し
さ
を

魔
化
せ
る

ど
少
年
も
ま
だ

練
し
て
い
な
か

た

 
こ
の
人
な
ら
大

な
の
で
は

と

 
そ
う

く
の
も

然
で

 
だ
か
ら
少
年
は

希
望
を
掛
け
た

ク
ラ
イ
ン

ん
 

ク
ラ
イ
ン
は

ず

と

お
れ
の

と
も
だ
ち

で

て
く
れ
る
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虚
空
を
見
上

な
が
ら

え
る
声
で
の
子

の
問
い
に

⻘
年
は
大
き
く

い
た

 

よ
く

だ
と
か

え
な
し
だ
と
か

間
か
ら

わ
れ
る
け
ど
よ
こ
れ
で
も
人
を
見

る
眼

だ
け
は
確
か

て
自
負
し
て
ン
だ

 

お
前

が
そ
の
気
で
い
て
く
れ
ン
な
ら

と
お
前

は
ず

と
ダ
チ
だ

  

ら
か
に
ニ
カ
リ
と
陽
気
に

て

⻘
年
は
ま
た
少
年
の

を
強
く

で
た

   

Ｐ
ｏ
Ｈ
と
殺
し
合
わ
せ
る

だ
け
と
い
う
お
話

 
キ
リ
ト
と
全
力
で
殺
し
合
え
る
事
か
ら
テ
ン
シ

ン
ス
ト

プ
高
な
お
人
で
す

ホ
ン
ト
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コ
イ
ツ
は
ク
レ
イ
ジ

だ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
二
十
二
章
 

姉
と
姉

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
の

け
か
ら
す
ま
な
い

突
 
今
話
も

線
回
な
ん
だ

線
と
い
う
か
事
情
説
明
と
い

う
か

今
後
の
展
開
に
重
み
を
持
た
せ
る

と
い
う
か

い

 
こ
こ
で
し
と
か
な
い
と
後
の
展
開
で

⻑
に
な
る
と
い
う
か

今
更

 
正
直
今
話
も
幕
間
に
し
て
良
か

た
気
が
し
な
く
も
無
い
け
ど
気
に
し
た
ら
負
け
だ
よ
ネ

 
文

数
は
約
一
万

 

点
は
サ
ブ
タ
イ

り
リ

フ

ヴ

ベ
ル

 
で
は
ど
う
ぞ

 



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 

ヒ
ト
と
は

な
の
だ
ろ
う

 

と

絡
も
無
く
浮
か
ん
だ
そ
の
思

は
そ
れ
で
も
以
前
よ
り

い
て
い
る
疑
問
の
一
つ

だ

た

 
世
界
を

歩
す
る
六
十

ど
の
知
的
生
命
体
を

的
に

い
表
せ
ら
れ
る

葉
を
自
分
は
知

ら
な
い

霊
⻑

の
一
種
と

え
る
者
も

れ
ば
生
物
の

点
に
立
つ
と
も
あ
る
い
は
多
く

の
動
物
に
食
わ
れ
る

食
者
と

う
者
も

る
だ
ろ
う

 
き

と
ど
れ
も
正
解
だ

か
し
ら
違
う
点
も
あ
る
が
し
か
し
そ
れ
ら
の

え
は
確
か
な
事

実
を

い
表
し
て
い
る

 
そ
れ
ら
は
全
て

事
実

を

て
い
る

 

的
に
明
ら
か
な
事
実

点
か
ら
明
ら
か
に
な
る
事
実
逆
に
欠
点
か
ら
明
ら
か
に
な
る

事
実

全
て

か
し
ら
の
根

が
あ

て
の

い
分
だ

故
な
ら
物

的
あ
る
い
は

学
的

に
証
明
さ
れ
得
る
事

だ
か
ら

目
に
見
え
る
形
に
あ
る
か
ら
こ
そ

け
入
れ
ら
れ
る
証
明
な
の

だ 
で
は

目
に
見
え
な
い
も
の
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か

 

え
ば
感
情
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え
ば
記

 

え
ば
信
念

 
こ
れ
ら
は

か
し
ら
を

し
て
初
め
て
分
か
る
事

で
あ
る

感
情
は
人
の
振
る
舞
い
を
記

は
人
の
発

を

信
念
は
人
の
行
動
を
見

き
す
る
事
で

く
理
解
が

ぶ

己
の
主
観
的

他
者
の
主
観
そ
し
て
あ
ら

る
客
観
的
事
実
を

べ
立
て
て

く
導
き
出
せ
る
推

で
あ

る 

論

立
場
や
事
情
に
よ

て
変
動
す
る
も
の
も
あ
る

 

こ
こ
に

一
人
の

剣
士

が

る
と
し
よ
う

 

自
分
達
は

剣
士

の
行
い
を

い
た
と
し
よ
う

 
彼
は
人
を
斬
る
者
だ

た
と

そ
れ
だ
け
を

け
ば
き

と
悪
と
思
う
者
が
大
勢
に

違
い
な
い

 
し
か
し

 
彼
が
斬

た
人
は
悪

を
敷
く

の
王
だ

た
と
知
れ
ば

そ
の

剣
士

は

善

と
思

わ
れ
る
だ
ろ
う

と
い
う

語
か
ら

想
さ
れ
る
イ
メ

ジ
か
ら

情
や

え
の

を

か
な
い
力
で

え
る
し
か
な
い

だ
と
想
像
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
殺
人
を
許
容
さ
れ
て
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い
る
か
ら
だ

殺
人

は
多
く
の
場
合
罪
で
あ
る

そ
れ
を
し
た
上
で

善

と
見
ら
れ
る
場
合

そ
れ
は

か
し
ら
の
大
義
名
分
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る

こ
の

え
で
あ
れ
ば

の
王
が

だ

た
か
ら

 

で
は

こ
の

剣
士

は

善

と

え
る
者
な
の
か

 

で
あ
る

の
王
を
斬

た
者
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
剣
士
が
善
と

え
る
者
か
は

分
か
ら
な
い

悪

に
苦
し
む
人

を
見
て
立
ち
上
が

た
高

な
者
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
新

た
な
王
と
し
て
君
臨
す
る

心

れ
る
者
だ
と
分
か
ら
な
い
し
た
だ
殺
す
事
に

し
た
狂
人

か
も
し
れ
な
い

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

ヒ
ト

と
い
う
種
そ
の
も
の
に
は
善
も
悪
も
存
在
し
な
い

 
個
人
の
善
悪
が
決
ま
る
の
は
そ
の
人
が

こ
し
た

動
に
大

が
ど
う
思

た
か
だ
け

そ
れ

以
上
は
無
く

そ
れ
以
下
で
も
無
い

 
そ
し
て
そ
の

動
の
根
幹
と
な
る
の
は
精
神
で
あ
り
心

あ
る
い
は
魂
と

う

人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い

 
つ
ま
り
ヒ
ト
が
ヒ
ト
を
忌
み

う
場
合
そ
の

手
の
心
な
り
精
神
な
り
が
己
の
モ
ノ
と
反
り
の
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合
わ
な
い
在
り
方
な
の
だ
ろ
う

悪
行
そ
の
も
の
を
忌

す
る
か
己
個
人
の

合
の
悪
い
事
を

悪
行
と
見
な
し
忌

す
る
か
は
ま
た
別

こ
れ
を

す

葉
が
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
と

い
う

だ

 

だ
が

 
人
を
憎
ま
ず
と

い
は
す
る
が

 
あ
た
し
は
思
う
の
だ

 
本

に

個
人

を
憎
ま
な
い
人
な
ん
て
い
る

無
い

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
い
う

過

な
男
と
そ
の
部
下
達
を
見
て
い
る
と
そ
う
思
う

人
を

う
と
い
う
行
動
だ

て
そ
の
人
が
さ
れ
た
行
動
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て

き
た

手
そ
の
も
の
へ
の

悪
感
や
苛
立
ち
が
根
幹
に
あ
る

 
同
じ
行
動
を
取

て
も
そ
れ
を
し
た
人
に
よ

て

け
取
ら
れ
方
は
異
な
る
の
が
正
に
そ
れ

 
裏
切
ら
れ
た
時
が
そ
う
だ

手
の
事
を

い
て
い
る
な
ら
そ
の
行
動
に
絶
望
感
を

き

手
に
失
望
を

き
そ
れ
ら
が
深
け
れ
ば
深
い
程
に
そ
の
人
に
対
す
る
怒
り
や
憎
悪
は
深
い
も
の

と
な
る
だ
ろ
う

逆
に

て
い
た
り

し
い
と
信
を

い
て
い
な
い

手
で
あ
れ
ば
ど
ち

ら
の
感
情
も

か
ず

た
だ

意
を

ら
せ
る
に
終
わ
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
人
を

い
た
り

た
り
す
る
の
は
行
動
に
付

す
る
善
悪
が

な
の
で
は
無
い

行
動

し
た
人
が
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
い
う
精
神
を
し
て
い
る
人
な
の
か
そ
れ
で
善
悪
の
大

は
決
ま
る

 

だ
か
ら

立
場

で
見
方
が
変
わ
る

 
戦
争
が
正
に
そ
れ

日
本
が

略
さ
れ
た
場
合
の
戦
争
で
は
前
線
に
立

て
日
本
を
護
る
者

を
日
本
国
⺠
は
誇
ら
し
く
ま
た

意
的
に
見
る
だ
ろ
う
が

略

か
ら
す
れ
ば
よ
り

意
を

ら
せ
る
だ
ろ
う

そ
の

意
は

見
と
共
に
戦
争
そ
の
も
の
に
は
参
加
し
て
い
な
い
一

人

に
も

ぶ

だ
か
ら
人
種
差
別
国
の
差
別
が
存
在
す
る

う

手
が
ど
れ
だ
け

意
的
な

を
取
ろ
う
と

む
し
ろ
そ
の

意
の
無
い

勢
に
付
け

む
の
が
オ
チ

 

え
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
に
友

的
な

を
示
そ
う
と

 
そ
れ
を
こ
の
男
は

下

た
嗤
い
で

り

し

め

み
躙
り

手
に

意
を

か

せ
る

 
だ
か
ら
あ
た
し
は
危
惧
を

い
て
い
る

 
こ
の
男
に
友

的
な

を
彼
が

く
と
は

思
え
な
い

と
い
う
よ
り

攻
略
組

に

手
を
出
し
て
い
る
時
点
で

最

そ
の
未
来
は
あ
り
得
な
い
と

て
良
い

に
容
赦
し
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な
い
性

は
自
分
も
よ
く
識

て
い
る

 
そ
の
時

こ
の
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
に

く
で
あ
ろ
う

意

 
そ
れ
は
男
達
個
人
に
向
け
て
な
の
か
あ
る
い
は
そ
の
行
動
に
向
け
て
な
の
か
が
気
に
な

て

い
たマ

ズ
い
で
す
ボ
ス

先
行
さ
せ
た
ホ
ロ
ウ
ア
ル
フ

が

死
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

そ
そ
ん
な
バ
カ
な
事
あ
る

無
い
だ
ろ
う
ホ
ロ
ウ
と
は

え
ス
テ

タ
ス
は
カ
ン
ス
ト
だ

ぞ

 
そ
ん
な

ツ
が

死
す
る
な
ん
て
あ
り
得
る

が

で
も
本

に

死
し
た
ん
で
す
よ

 
あ
の
黒

く
め
の
ガ
キ
の
せ
い
で

ク

な
ら
他
の
ホ
ロ
ウ
も
そ

ち
に
行
く
よ
う
指
示
を
出
せ

 
数
で
圧
倒
す
れ
ば

流

の

ツ
も
死
ぬ
し
か
な
い
だ
ろ

 

ら
わ
れ
て
身
動
き
出
来
な
い

手
に
浮
か
ぶ

体
の
無
い
思

に
意
識
を

け
て
い
る
間

に

事

は

に
動
い
て
い
た
ら
し
い

そ
れ
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
策
謀
が

れ
る
形
の
よ
う
だ

 

き

表
情
が
見
え
な
い
状

で

を
歪
め
る

ホ
ロ
ウ
と
い
う
の
は
恐
ら
く
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
の
ホ
ロ
ウ

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
発

か
ら
す
る
に

レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
を
全
て
最
大
値
ま
で
引
き
上

ら
れ
た
個
体
の
よ
う
だ
が
そ
れ
で
も
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死
さ
せ
ら
れ
た
点
か
ら

そ
れ
を

し
た
の
は
キ
リ
ト
だ
ろ
う
と

た
り
を
付
け
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

た

に
も

い
た
事
が
あ

た

ア
バ
タ

の
ス
テ

タ
ス
や

備
の
性
能
差
を

無

し
て

死
さ
せ
る
方
法
は

を

ば
す
か

体
を

に

断
す
る
か
だ
と

 
こ
の
世
界
で
も
出
来
る
人
は
キ
リ
ト
と
レ

ド
ギ
ル
ド

だ
と

い
た
事
が
あ
る

 
そ
し
て
男
達
が

て
い
る
の
は
キ
リ
ト

最

確
定
的
だ
と
思

た

 
で
も

気
に
な
る
事
は
あ
る

 
ま
ず
あ
ま
り
に
も

触
が
速
す
ぎ
る
事

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
が

れ
て
行
か
れ
ス
テ

タ
ス

の

作
や
ホ
ロ
ウ
生
成
の
作
業
が
終
わ

て
男
達
が

て
来
て
か
ら
ま
だ
十
分
が
経
過
し
た

く
ら
い
で
の
出
来
事
な
の
だ

も
し
か
す
る
と
キ
リ
ト
は

に
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
来
て
い

る
の
か

と
も
思

た

 
だ
が

そ
れ
で
も

過
ぎ
る

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
が
自
力
で
束

を
破

た
後

わ
れ
た
攻
略
組
の
面

を
探
し
出
す

に

動
く
の
は
分
か
る
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

わ
れ
て
い
る
可
能
性
を
浮
か
べ
る
に
し
て
も

最
初
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

か
ら

索
す
る
の
が
セ
オ
リ

だ
と
思
う

ユ
イ
ち

ん
に
ロ

グ
を
追

て
も
ら
う
に
し
て
も
彼
女
は
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
サ
チ
さ
ん
ル
ク
ス
さ
ん
と
一
緒
に
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新
た
な
エ
リ
ア
探
索
に
動
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら

を
し
て
い
る

だ
か
ら
す
ぐ
に
会
え
る

状
況
で
は
無
い
と
予
想
出
来
る

 
ホ
ロ
ウ
ク
ラ
イ
ン
を
殺
し
た
の
が
そ
の
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
だ
と

え
る
の
も

し
い

自
分
達

が

束
さ
れ
て
い
る
の
は
グ
レ
ス
リ

フ
の

の
エ
リ
ア

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
個
人
の
戦
力
で

え

れ
ば
一
日
で
エ
リ
ア
突
破
し
て
も
お
か
し
く
は
無
い
が
全
体
を

な
く
探
す
ス
タ
イ
ル
で
あ
る

以
上
物
理
的
に
不
可
能
に

し
い

 
可
能
性
と
し
て
は

の

も
浮
か
び
は
す
る
が

黒

く
め
の
ガ
キ

と
い
う
呼
称
か
ら

違
う
と
分
か
る

そ
も
そ
も
こ
の

時
間
で
一

は

を
ご
破

に
し
た

手
の

を
間
違
え

る
と
は
思
え
な
い

ま
さ
か
キ
リ
ト
君

な
の

 
麻

で
一
緒
に
倒
れ
て
い
る
ア
ス
ナ
さ
ん
が

惑
気
味
に

う

彼
女
も
ま
さ
か
こ
れ

ど

く
事

が
動
く
と
は
想
定
し
て
い
な
か

た
よ
う
だ

 

色
の

に
は
希
望
の
光
が
確
か
に
浮
か
ん
で
い
る

 
そ
れ
を

く
事
は
良
い
が
表
情
に
表
す
の
は
悪
手
で
は
と
内
心
で

る

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

よ
う
な

は
対

の
絶
望
や
悔
し
が
る

を
見
て
悦
に

る
の
が
常
だ
と
知

て
い
る
の
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

明
日
奈
は
よ

ど
あ
の
ガ
キ
の
事
を
信
頼
し
て
る
よ
う
だ
ね

 
そ
れ
を

す
る
前
に
気
付
か
れ
て
し
ま

た
が

 
忌

し
そ
う
な
面
持
ち
で

権
限
特
有
の

の
パ
ネ
ル
に

し
出
さ
れ
た

像
を
見
る
男

そ

の

像
に
は
二
刀
を
手
に
黒

く
め
の
男
と
戦
う
義
弟
が

て
い
る

不
意
打
ち
気
味
の
剣

を

し
そ
う
に

剣
で

く
男
の
実
力
は
か
な
り
高
い
事
が
見
て
取
れ
た

 
そ
の

像
を

あ
た
し
と
ア
ス
ナ
さ
ん
に
見
え
る
よ
う
に

動
さ
せ
る

で
も
も
う
お
し
ま
い
だ

流

の
キ
リ
ト
君
も
ス
テ

タ
ス
カ
ン
ス
ト
プ
レ
イ

を

人
も

手
し
て
生
き
残
れ
る

が
無
い

一
撃
で
も

れ
ば
終
わ
り
な
ん
だ
か
ら
ね

こ
の

者

で
結
構

勝
て
ば
い
い
ん
だ

 
パ
ネ
ル
の
別

面
に
は
二
人
の
も
と
へ
向
か
う

人
も
の
ホ
ロ
ウ
の

達
の
後
ろ

が

し
出
さ
れ
て
い
る

 

郷
の

葉
が
真
実
な
ら
こ
の
全
て
が
レ
ベ
ル
マ

ク
ス
な
の
だ
ろ
う

確
か
に
そ
ん
な

手

の
攻
撃
を

で
あ
ろ
う
と
一
撃
喰
ら

た
ら

死
レ
ベ
ル
の
ダ
メ

ジ
に
な
る
事
は
間
違
い
な

い
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ま
し
て
や
彼
は
金
属

を

て
い
な
い

 
そ
こ
で
自
身
を
襲
う
の
は

弾
な
の
だ

 
ホ
ロ
ウ
が
一
体
の
時
は

と
か
し
て

い
だ
ら
し
い

金
属

が

こ
え
た
か
ら
剣
で

い

だ
と
推

し
て
い
る

が
複
数
人
と
も
な
る
と
そ
れ
は

し
い
だ
ろ
う

点
で
の
攻
撃
が
複

数
に
な
る
と
い
う
事
は
面
攻
撃
に
近
く
な
る

速
３
４
０
メ

ト
ル
に
近
い
だ
ろ
う
弾
速
を

で
見
切
る
の
は

し
い

だ

 

そ
う
思

て
い
た
あ
た
し
は

彼
の
実
力
を
あ
ま
り
に
過
小

価
し
て
い
た
よ
う

だ

た
な

ば

バ
カ
な

一
回
な
ら
ま
だ
し
も

全
弾
回

す
る
だ
と

 
断

的
に

間
隔
で
の
発

そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず
ら
し
て
い
る
事
か
ら
オ

ト

撃

に
近
い
ホ
ロ
ウ
達
が
放
つ

弾
を
彼
は

に

に
と

く
ス
テ

プ
を

み
な
が
ら
回

し

け
て
い
た

 
こ
れ
に
は
ア
ス
ナ
さ
ん
も

郷
達
も
絶

で
あ
る

 
運
よ
く
一
発

す
だ
け
な
ら
出
来
な
く
も
な
い
だ
ろ
う
が

で
回

し

け
る
と
な
れ
ば

か
な
り
の
実
力
が
必
要
不
可
欠

そ
れ
も
レ

ザ

ポ
イ
ン
タ

が
あ

て
も

し
い
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彼
は
そ
れ
を
や

て
の
け
て
い
る
の
だ

必
死
さ
は
あ
ま
り
無
い
か
ら

力
も
残

て
い
る
と

分
か
る

そ
の
気
に
な
れ
ば

に
よ
る
武
器

で
反
撃
す
る
事
も
可
能
な

だ

 
そ
の
予

は
ま
た
も
外
れ
た

剣
を
使

て
殺
し
合

て
い
た
男
が

の
三
日
月
を

ば

し
ホ
ロ
ウ
ク
ラ
イ
ン
達
の

体
を
真

二
つ
に
し
た
か
ら
だ

そ
の
ま
ま

ま
で

ば
し
て
い

く

全
滅

だ
と

ど
う
や
ら
目
論
見
が
外
れ
た
よ
う
ね

 
し
か
も
ホ
ロ
ウ
達
に
ト
ド
メ
を

し
た
の
は
キ
リ
ト
と
斬
り
合

て
い
た
男
だ
か
ら

い

て
い
る

郷
と
あ
の
男
が
手
を
組
ん
で
い
る
と
は
思
え
ず
つ
ま
り

の

は
味
方
と
い
う

い
で
キ
リ
ト
の
動
き
を

じ
殺
し
た
後
に
始

す
る
つ
も
り
だ

た
の
だ
ろ
う
が
む
し
ろ
墓

穴
を

た
の
だ

 

郷
か
ら
す
れ
ば

キ
リ
ト
は

で

あ
の
男
は

の
無
い

手

キ
リ
ト
と
殺
し

合

て
い
る
事
か
ら

と
見
た

自
身
と
は
直

的
に
対
立
し
て
い
な
い
か
ら
中
立

だ
か

ら
あ
の
男
と

み
撃
ち
に
し
よ
う
と

え
た

 
だ
が

ど
う
や
ら
あ
の
男
に
と

て

目
的
は
キ
リ
ト
を
殺
す
事
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
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ま

タ
イ
マ
ン
で
殺
す
事
に
こ
そ
意
味
を
見
出
し
邪
魔
者
を

し
た
と
い
う
見
方
も
出

来
る
が

な

キ
リ
ト

と
手
を
組
ま
ね

か

 
ホ
ロ
ウ
に
つ
い
て

し

己
の

の
邪
魔
に
な
る
か
ら
と
手
を
組
む

を
し
た
事
か

ら

キ
リ
ト
憎
し
と
殺
し
合

て
る

で
は
無
い
と
分
か
る

 
そ
も
そ
も
戦
闘
中
に

彼
の

や
技
能
を
称

す
る

が
出
て
い
た

狂

と
共
に
放

た
れ
た
称

の
数

は
ど
う
も
戦
闘
と
い
う
よ
り
は
殺
し
に

す
る
事
へ
の
よ
う
で
内
心
複

で
は
あ
る
が

認
め
て
い
る

と
い
う
事
実
は
確
か

Ｐ
ｏ
Ｈ
と

う
ら
し
い
あ
の
男
は
彼
を

認
め
る

が
あ
る
ら
し
い

 

故
殺
し
合
い
を

し
ん
で
い
る
か
は
流

に
分
か
ら
な
い
が

 
あ
の
二
人
の
実
力
と
殺
し
へ
の

の
無
さ
を

み
る
と
人
間

手
で
あ
れ
ば
向
か
う

無
し
の
よ
う
な
気
も
す
る

ど

ち
も

弾

手
に

み
も
し
な
い
し

 
ど
ち
ら
も
金
属

を

備
し
て
い
な
い
点
か
ら
一
撃
で
も

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

し
い
と
思
う
が

 

そ
こ
ま
で

え

と
気
づ
く
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確
か
あ
の
子
は
浮
遊

で

た

を
使
い

一
式
を
製
作
し
た

だ
と

力
の
高
さ
か
ら
こ
れ
か
ら
は

備
す
る
と

て
い
た
の
は
よ
く
覚
え
て
い
る

 
そ
れ
を
外
す
と
な
れ
ば

中
く
ら
い
な
も
の

 
危
険
が

る
ダ
ン
ジ

ン
内
ま
し
て
や
殺
し
合
い
に

い
て

を
外
す
事
が
あ
る
だ
ろ

う
か

実
力
者
を

手
に
す
る
事
を
前

に
し
て

れ
た
ス
タ
イ
ル
を

先
し
た
と
い
う
に
は

か
違
和
感
が
残
る

 

も
し
か
し
て

あ
の
キ
リ
ト
は

ホ
ロ
ウ
の
方

 

た
事
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
の

者
を
見
分
け
る
指
標
が
存
在
し
な
い
の
で
ユ
イ

ち

ん
で
な
け
れ
ば
目

に
よ
る
判
別
が

不
可
能
に
な

て
い
る

中
身
が
違
う
と
か
片

方
が
虚
ろ
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も

方
と
も
記

や
精
神
が
同
一
だ
か
ら
分
か
り
に
く
い

 

い
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
あ
の
子
は
心
境
の
変
化
を

こ
し
て
る
か
ら
多
分

べ
ら
れ
る

と
分
か
る
だ
ろ
う

 
た
だ
片
方
し
か
見
な
い
場
合
だ
と
分
か
ら
な
い
だ
け
だ

ボ
ス

大
変
で
す

 
苦
し
い

い

を
浮
か
べ
て
い
る
と

部
下
の
男
が
慌
て
た
様
子
で

郷
へ

り
寄

た
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ど
う
し
た

こ
の
エ
リ
ア
の

間
ゲ

ト
に

黒
の
剣
士

が
来
ま
し
た

な
 
男
の
報

を

い
て

郷
は
手

の

面
と

部
下
が
見
せ
る

面
と
を
見

べ
る

 
あ
た
し
も
必
死
に

を
上

て
見
た

男
の

像
に
は
確
か
に
覚
え
の
あ
る

の
二
刀
剣

士
が

黒
い
大
剣
を
手
に
し
た
騎
士
と
共
に
ホ
ロ
ウ
の

達
を
斬
り
裂
い
て
い
た

 

間
ゲ

ト
ら
し
き
光
の
渦
の
近
く
に
は
黒
コ

ト

の
ユ
イ
ち

ん
と
黒

く
め
の
ア
ン

ノ
ウ
ン
そ
し
て

故
か
黒

も
い
た

黒

は

横
無

に

け
回
り

く
し
た

を
思
い

切
り
上

る
事
で
ホ
ロ
ウ
ク
ラ
イ
ン
を

へ
ぶ
ん
投

そ
こ
を

の
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を

持

た
ユ
イ
ち

ん
が
追
撃
す
る

 
ア
ン
ノ
ウ
ン
は

手
に
黒

手
に
白
の
片
刃
片
手
剣
を
持
ち
ホ
ロ
ウ
達
を
斬
り
裂
き

け

る

背
後
か
ら
襲
い
掛
か
ら
れ
る
が

知
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
紙
一
重
で

し
回
し

り

で
吹

ば
し

を

き

ん
で
い
く

 
ど
う
も
ゲ

ト
近
く
に
い
た
ホ
ロ
ウ
達
は
刀
と

の
ど
ち
ら
か
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
る
ら

し
か

た

前
衛
と
後
衛
で
分
け
て
い
る
の
だ
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だ
が
彼
ら
に
は

わ
な
か

た
ら
し
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
と
ス
レ
イ
ブ
が
怒

の
勢
い
で

前
身
し
ユ
イ
ち

ん
と
黒

が

ち

ら
し
や
後
方

ア
ン
ノ
ウ
ン
が

払
い
に

す
る

と
い
う

は
個
人
の
戦
闘
能
力
の
高
さ
も

て
か
な
り
の
完
成

で
あ
る

少
な
く
と

も
遠

離
回
復
が
出
来
な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
と
上

に

す
る
パ

テ

だ
ろ
う

 

ま

あ
の
子
の
事
だ
か
ら
多
分
パ

テ

組
ん
で
い
な
い
と
思
う
が

全

ロ

で
パ

テ

と
し
て
動
く

て
か
な
り
お
か
し
い
と
思
う

ど

ど
う
い
う
事
だ

あ
の
ガ
キ
は
こ

ち
に
も

る
の
に

故

し
か
も
ど
こ
に
行

た
と
思

て
た
ス
レ
イ
ブ
も
一
緒
に

あ
の
グ
ズ

裏
切

た
な

 
ス
レ
イ
ブ

と
い
う
の
は
ア
ス
ナ
さ
ん
達
か
ら

い
た

テ

タ

ニ
ア

が

験
を

け

て

一
合
格
ラ
イ
ン
に
達
し
て
い
た
と
い
う
黒
い
騎
士
の
事
だ
ろ
う

話
に
よ
れ
ば
ヒ

ス
ク
リ

フ
さ
ん
を
も
圧
倒
し
た
と
い
う

七
十
七
層
攻
略
時
に
は
キ
リ
ト
を
襲
撃
し
た
ら
し
い

 
結

あ
た
し
は
一

も
そ
の

や

を
見
て
い
な
か

た
が
ど
う
や
ら

像
に

て
い
る

黒
い
騎
士
が
そ
う
ら
し
い

 

似
て
る

あ
ま
り
に
も
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そ
れ
は
容

が

で
は
無
い

 
容

も
確
か
に
似
て
い
る
し
晒
さ
れ
て
い
る

は

二
つ
だ

大
剣
の
構
え
方
振
る
い

方
も
や
や
変

的
で
は
あ
る
が
自
分
が
教
え
た
剣
の
型
に
限
り
な
く
近
い

刃
の
大
剣
だ
か

ら
判
別
し

い
だ
け
で
刀
を
持
た
せ
れ
ば
一
発
で
分
か
る
と
は
思
う

 
本

に
似
て
い
る
の
は

あ
の
眼

 
昏
く

み

自
我
の

い
黒
き

を

あ
た
し
は
知

て
い
る

 

忘
れ
る

が
無
い

 
忘
れ
る
事
な
ど
出
来
よ
う
か

多
く
の
情
報
を
集
め
彼
の
境
遇
を
知
り

い
を
知

た

に
見
た
あ
の
眼
が

今
の
自
分
を
作
り
上

て
い
る

あ
の
眼
を
見
た
か
ら
こ
そ

あ
た
し
は

姉

と
し
て
の
在
り
方
を
確
立
さ
せ
た
の
だ

 
あ
ん
な
眼
を

そ
う

と
出
来
る
者
が
い
る
も
の
か

 
つ
い
最
近
に
も
見
た
ば
か
り
だ

あ
ん
な
眼
を

ホ
ロ
ウ
の
あ
の
子
も
し
て
い
た

 
恐
ら
く

あ
の
ス
レ
イ
ブ
と
い
う
子
は

キ
リ
ト
だ

 
あ
た
し
が
殺
し
た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
あ
の
子

そ
の
恐
ら
く
は
ビ

タ

足
り
得
な
く
な

た
可
能
性
の
形



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

は
本
来

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
み
の
存
在
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
が

な
い
間
だ
け
存
在
出
来
る

だ
か
ら
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
一
緒
に

る
ホ
ロ
ウ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
あ
の
子
と

対
面
出
来
た
の
も
お
か
し
い

 
加
え
て
ホ
ロ
ウ
が
二
人
以
上

る
事
も
お
か
し
い

 
ユ
イ
ち

ん
か
ら

い
た
原

に

い
て
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事

と
は

え
ス
レ
イ
ブ
の

カ

ル
は
オ
レ
ン
ジ

罪
者
カ
ラ

で
は
あ
る
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

す
イ
エ
ロ

で
も
イ
ネ

ブ
ル

で
も
無
い
れ

き
と
し
た
プ
レ
イ

そ
れ
な
の
に
あ
の
子
と
同
じ
眼
を
し
て
い
る

 
そ
こ
で

ス
レ
イ
ブ
の

マ
ス
タ

を

え
る

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
す
な
わ
ち

郷
の
事
が
し
て
い
る
事

内
容
を

え

ホ
ロ
ウ
の

あ
の
子
が
記

や
精
神
を
引
き
継
い
で
い
る
事
と
合
わ
せ
れ
ば
お
の
ず
と

え
は
導
き
出
さ
れ

る 

予
想
に
過
ぎ
な
い
事
だ
が

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
が
外

部
か
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ

た
時

郷
は

権

限
を
使

て
プ
レ
イ

の
中
で
も
最
強
格
の
プ
レ
イ

の
コ
ピ

を
作

た

も

ね

て
記

な
ど
を

み
取

て

デ

タ
と
し
て

し

の
記

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
転
写
し
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た

そ
う
し
て
出
来
上
が

た
の
が
ス
レ
イ
ブ

 
そ
の
記

や
精
神
と
い
う

魂
の
デ

タ

を

み
取

た
の
は

ナ

ヴ
ギ
ア

で

あ
り

同
時
に
シ
ス
テ
ム
を

し
て
い
る
点
か
ら

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

で
も
あ
る

そ
の
た
め
ホ
ロ
ウ
は
そ
の
デ

タ
を
引
き
継
い
だ

そ
う
し
て
出
来
上
が

た
の
が
ホ
ロ
ウ
キ
リ

ト 
ホ
ロ
ウ
の
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
よ
う
な
意
思
や
自
我
記

な
ど
が
見
ら
れ
な

い
の
は

恐
ら
く
出
来
上
が

た
ば
か
り
の

だ
か
ら

こ
れ
か
ら
時
間
を

ん
で
い
く
内
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
グ
か
ら
勝
手
に
記

が
形
成
さ
れ

保

さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う

 
作
り
出
さ
れ
た
ス
レ
イ
ブ
と

そ
の
デ

タ
が
流

さ
れ
た
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

 
プ
レ
イ

か
ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

か
だ
け
で

は
同
じ

 
だ
か
ら
あ
の
二
人
は

ど
ち
ら
も
あ
の
昏
い
眼
を
し
て
い
た

 

絶
対

ユ
ル
サ
ナ
イ

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
そ
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
怒

り
の
矛
先
を
喪
い
世
の
不

理
へ
と
向
け
て
い
た

だ
が
あ
た
し
の
推

が
正
し
け
れ
ば
こ

の
男
が
根
本
的
に
原
因
だ
と
思
う

そ
も
そ
も
デ
ス
ゲ

ム
化
し
た
時
点
で

凶
で
あ
る
事
は
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間
違
い
な
い

 
で
も

そ
れ
だ
け
で
は
無
い

 
ス
レ
イ
ブ
の
事
も
真
実
だ
と
す
れ
ば

こ
の
男
は
あ
の
子
を

人
形

と
し
て
使

て
い
た

事
に
な
る
の
だ

 

と
し
て
見
下
し

き
使

て
い
た
事
す
ら
も

け
入
れ
が
た
い
の
に

え
己
の
意
思
と

自
我
を

奪
し

自
身
の
目
的
の

に
悪
行
の
片
棒
を

が
せ
て
い
た
な
ど
許
せ
る

が
無
い

あ
た
し
で
な
く
と
も
き

と
そ
う
だ
ろ
う

 

呼

と

息
が

れ
る

 
以
前
同
じ
よ
う
に
麻

で
身
動
き
取
れ
な
く
な
り
結
果
彼
を
死
な
せ
か
け
る
事
が
あ

た

そ
れ
が
思
い
返
さ
れ
る
よ
う
で

更

中
に
殺
意
が

き
立
つ

 
そ
し
て

己
の
未

さ
に
も

憎
し
み
が

み
上
が
る

 

手
が

権
限
を
振
る
う
悪

で
あ
る
以
上

北
は
必
至
だ

た

そ
う
や

て
己
を
慰
め

苛
立
ち
を

め
る
事
の

め
さ
は
仕
方
な
い
と
し
て
も

え

い

な
の
だ

 
ま
し
て
や
あ
の
子
に
ま
た
助
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
助
け
て
く
れ
る
事
は

し
い

そ
れ
だ
け
あ
の
子
が
強
く
な

た
事
だ
か
ら
武
道
を
教
え
て
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来
た
身
と
し
て

そ
れ
以
上
に
姉
と
し
て
誇
ら
し
く
思
う

そ
の

し
さ
に
も
経

を

く

 
で
も
喜
び
の
前
に
自
身
の
弱
さ
が
情
け
な
く
思
え
て
し
ま
う

憎
し
み
す
ら

き

こ
る

 
だ
か
ら
こ
そ
の

息

  

麻

さ
え
無
け
れ
ば
仮

十

も
ス
テ

タ
ス
に
差
が
あ
ろ
う
と

無
し

に

あ
の
子
の
よ
う
に
そ
の

を
斬
り

と
し
て
い
た
の
に

   
黒
剣
で
弾
き

白
剣
で
斬
り
裂
く

 
白
剣
で
流
し

黒
剣
で

く

 
手
を
斬
る

足
を
斬
る

を

く

を

る

を

く

を

る

を
斬
り

ば

す

を

る

を

く

を

ば
す

体
を

に

る

体
を
上
下
に

る

 
斬
る

る

裂
く

く

る

 
あ
ら

る
方
法
を
以
て
対

を
殺
し

け
る

殺
さ
れ
た
者
達
は
蒼
い
結

と
な

て

へ
と
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る
が

そ
れ
を
一

も
せ
ず

の

へ
と
刃
を
振
る
う

 

来
す
る
弾
は

本

け
る

た
り
そ
う
な
も
の
だ
け
剣
で
弾
く

て

び
出
し
て
く

る

の

面
を

り

き

後

を

め
て

ら
す

 

は
出
来
な
か

た
事
を

と
や

て
の
け
数
百
近
い

の

れ
を

一
触
と
ば
か

り
に
殺
し

け
る

 
そ
う
す
る
程

内
心
に
掛
か
る
雲
は
暗
く

い
も
の
と
な

て
い
く

 
こ
の
力
を
か
つ
て
使
え
て
い
れ
ば

使
え
て
い
た
と
し
て
も
仮
想
世
界
で
し
か
振
る
え
な
い

の
で
は
意
味
が
無
い
と
思
う
が

そ
う

え
て
し
ま
う

 
私
に
肉
の
体
は
無
い

電

体
だ
か
ら

然
だ

 
だ
か
ら
ど
れ
だ
け
自
分
が
強
く
な

て
も
今
後
の
事
で
は

に
立
た
な
い

立
て
ら
れ
な
い

 
今
は
良
い

今
後
が
ダ
メ
だ

 
な
ら
ど
う
す
る
か

を

す
る
か

だ
彼
が

め
る
経
験
を
奪
う
の
は
殺
す
事
と
同

義
だ

 
な
ら
ば
味
方
を
強
化
す
る
か

こ
れ
も

だ
洗

さ
れ

と
な
る
者
達
を
強
く
す
る
事
も
同

様
だ



 第百二十二章 〜姉と姉〜

 
そ
れ
な
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

悩
み

い
た

に
導
き
出
し
た

え
が

に
も

味
方
に
も
な
ら
ず
導
く
と
い
う
も
の

味
方
の
よ
う
に
頼
り
に
さ
れ
な
い
か
ら
こ
そ
成
⻑
を

し
時
に

と
し
て
立
ち
は
だ
か
る
事
で
経
験
を

ま
せ
る

そ
の
ス
タ
ン
ス
を
思
い
付
い
て
か

ら
こ
れ
ま
で
実

し
て
き
た
の
は
数
え
る
の
も

だ

一

も
成

し
た
事

最
終
的
に
彼

が
生
き

び
た
事

こ
そ
無
い
が

的
⻑
生
き
す
る
と
い
う

は
取
れ
て
い
る

 
故
に

彼
が
死
に
そ
う
な
戦
い
の
時
の
み

裏
で
力

え
す
る
程

に

は

め
て
い
た

本
人
に
悟
ら
れ
ぬ
よ
う
に

 
そ
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
今
は
と
て
も
離
れ
て
い
る

 
己
の

性
を
晒
す
よ
う
な
行
動
は

論
こ
う
し
て
完
全
に
味
方
と
し
て
剣
を
振
る
う
事
も
そ

う

彼
の
力
に
は
な

て
い
る
が
そ
れ
で
は

来
彼
の

を

め
る
事
と
同
義
だ
と

も
学

ん
だ
ろ
う
と

分
の
演

能
力
が

え
を
出
す

 
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
行
動
し
て
い
る
の
だ

 
こ
れ
は

け
だ

 
こ
れ
ま
で

て
来
た
数

の
世
界
に
は
見
ら
れ
な
か

た
多
く
の
変
化

い
る

が
無
い
人

物
速
過
ぎ
る
事

の
変

は

り
返
し
に
よ
る

た
り
で
物
事
を
進
め
て
来
た
身
に
は
不
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安
を

く

 
だ
が

そ
れ
で
も

 
一

の
希
望
に

け
て
み
た

絶
剣
が
洗

を
自
ら
破

た
よ
う
に
自
分
が
知
ら
な
い
変
化
が
未
来
を
よ
り
良
く
変
え
る

の
で
は
と

で
あ
れ
ば
今
回
で
は
も
し
か
し
た
ら
よ
り
良
い
未
来
を
紡

る
の
で
は
な
い
か
と

 

り
来
た
数
だ
け

彼
の
死
を
見
た

 
世
界
を
恨
む
復
讐
者

 
世
界
を
滅

し
た
破
滅
者

 
人
に

く
し
た
聖
者

 
人
を
憎
む
獣

 

ど
れ
も
こ
れ
も

報
わ
れ
ぬ
最
期
だ

た

 
多
く
の
戦
人
を

い
た
王
と
し
て
の

も
あ

た

理
解
さ
れ
ず
頼
ら
れ
る
だ
け
の
孤
独
の

王

親
し
い
者

親

縁
者
の
全
て
を
喪

て

戦
う
事
を
望
ま
れ
た
王

 
罪
を
憎
み
こ
そ
す
れ
最
期
ま
で
人
の
善
性
を
信
じ

き
人

に
裏
切
ら
れ
た
獣
と
し
て
の

も
あ

た

罪
も
人
も
憎
み
世
界
を
も
憎
み

も
か
も
壊
そ
う
と
動
き

義
理
の
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姉
に

錯
さ
れ

そ
の
獣
は

目
覚
め
る
と
同
時
に
眠
り
に

い
た

人
を
想
う
か
ら
こ
そ
そ
の
憎
し
み
は
大
き
く
深
い
も
の
と
な
る

こ
の
子
は

ど
う
足
掻

い
て
も

人
を
憎
め
な
か

た
の
ね

 
か
つ
て

小
さ
な
亡

を

く
女
性
は

た

 
そ
の
世
界
で
獣
の

を

け
止
め
た
武
人
は

獣

を
人
と
し
て
終
わ
ら
せ
た

引
き
換

え
に
武
人
は
今
に
も
死
に
そ
う
に
な

て
い
た

 
け
れ
ど

彼
女
を
救
お
う
と
す
る
人
は

最

こ
の
世
に
い
な
い

 
義
弟
は
死
ん
だ

親
も

友
人
も

全
て
人
に
奪
わ
れ
て
い
た

 

だ
の
に

女
性
の
眼
に
も

葉
に
も

悪
は
無
か

た

 
そ
れ
が
疑
問
で

か
つ
て
私
は
問
い
を
発
し
た

あ
な
た
は
人
を
憎
ん
で
い
な
い
の
か

と

 
一

目
し
た
女
性
は

か
に

ん
で

を
動
か
し
た

 

そ
れ
を
最
後
に

女
性
の
心

は
止
ま
る

 
血
だ
ら
け
の
獣
と
そ
の
亡

を
大
事
そ
う
に
掻
き

く
女
性

自
分
が

り
歩
い
た
中
で
現

実
ま
で
進
ん
だ
世
界
で
は
最
も
多
い
終
わ
り
方
だ

た

憎
し
み
に

わ
れ
れ
ば
女
性
が
止
め
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る
の
だ

ど
れ
だ
け
女
性
が
武
を
高
め
て
い
よ
う
と

憎
し
み
一
つ
で
そ
れ
を
獣
は

す
る

世
界
最
強
と

わ
れ
た
者
で
は
止
め
ら
れ
な
い
事
が

ど
だ

た

 

し
い

と

 
ど
の
世
界
の
女
性
も
一

は
そ
う

に
す
る

憎
悪
に
理
性
を
喰
わ
れ
己
を

た
人
を

殺
す
事
に
の
み
特
化
し
た
獣
が
そ
れ
な
ら

の
彼
な
ら
ど
れ

ど
に
な

た
の
だ
ろ
う
か

と 
止
め
ら
れ
な
か

た
事
に

を
流
し
て

 
止
め
る

に

女
性
は
獣
を

錯
し
た

 

そ
れ
が

私
の
知
る

正

 
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
の
意
識
を
殺
す

に
行
わ
れ
た
彼
の

を
止
め
る

の
も
の

精

神
を
追
い

め
ら
れ
た
少
年
は
己
の
憎
悪
を
自
覚
し

止
め
ら
れ
な
く
な
り

獣
と
な

て
し

ま

た

そ
の
見
極
め
を
し
た
女
性
は
獣
に
な

た
少
年
を
手
に
掛
け
る
と
い
う
も
の

 
少
年
は
そ
の
気
に
な
れ
ば
世
界
を

手
に
戦
え
た

有
機
物
も
無
機
物
も

無
く

を
殺

す
事
に
だ
け
は
特
化
し
て
い
る
彼
は

殺
し
合
い
に

い
て
は
決
し
て
負
け
な
い

 
そ
ん
な
獣
を

ち
に
持
ち

め
た
の
は
目
覚
め
た

間
に
一
撃
を
入
れ
た
か
ら

そ
れ
で



 第百二十二章 〜姉と姉〜

す
ら

ち
に
な

た
点
か
ら
獣

も
と
い
少
年
の

の
高
さ
が

え
る

 
そ
の

正
が

に

こ
り
過
去
に
は
無
か

た
洗

を
破
る
と
い
う
事

が

き
て
い
る
今

回
は

け
て
も
良
い
だ
ろ
う
と
思
え
た

だ
か
ら
身
バ
レ
は

論
己
に
出
来
る
全
力
の
助
力

を
行

て
い
る

 

必
ず

方
を
救
う

 

さ
れ
た
義
姉
の
想
い
も

め
て
誓
い
を
新
た
に

が

る
方
へ
と
進
ん
だ

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
リ

フ

点
は
キ
リ
ト
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
数
話
掛
け
て
殺
し
合

て
る
間
ア
ル
ベ
リ
ヒ

で
は

ど
う
な

て
い
た
の
か
と
い
う

写

 
リ

姉

の
有
無
だ
け
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
一
緒
に

る
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
じ

な
い
と

付
く

 
更
に
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
と
ス
レ
イ
ブ
が

故
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記

と
精
神
を
継
承
し
て
い
る
か
も
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予
想
を
立
て
る

原
作
リ

フ

は
メ
カ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
弱
い
子
だ
け
ど
本
作
で
は
義
弟

だ
と
恐
ろ
し
く

が

え
ま
す

束
さ
ん
と
交
流
を
持

て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
で
し

う

真

剣
に
向
き
合

て
た
ら
束
さ
ん
の
解
説
は
結
構

め
に
な
る
と
個
人
的
に
思
い
ま
す

 
ま

予
備
知
識
要
る
で
し

う
が

世
界
だ
と
女
子
小
中
学
生
は
事
前
に

の

業
で

う
ら
し
い
し
ね

 
実

は
と
も
か
く

理
論
だ
け
な
ら
分
か
る
と
思
う

 
サ
ラ

と
殺

予

が

じ

て
る
の
は
ス
ル

で

 
白

点
だ
と

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
憎
悪
の

が

獣

と
解

さ
れ
て
お
り
ま
す

な

の
で
復
讐
や
憎
悪
を

先
し
た
ら

獣

が
覚
醒
す
る

で
す

 
⻤
神
リ

フ

対
キ
リ
ト
の
時
獣
が
出
て
来
な
か

た
の
は

と
い
う
事

責
め
る
理
由

が
違
う
と
い
う
の
も
あ
る
で
し

う
が

 
世
界

に
復
讐
す
る

獣

を
前
に
立
ち
は
だ
か

た
の
は
直
姉

 
目
覚
め
た

間
一
撃
を
加
え

ち
に
持
ち

ん
で
世
界
を
護

た

事
に
な
る
平
行
世

界
直
姉
で
す

と
い
う
か
前

リ

フ

点
の
物
騒
な
思

を
裏
付
け
る

に
ヴ

ベ
ル
の
平

行
世
界
話
を
出
し
た
感
が
あ
る

 
千
冬
姉
は
立
ち
向
か

て
も
殺
さ
れ
ま
す
し
お
す
し

む
し
ろ
憎
悪
を
助
⻑
す
る
の
で

更
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手
に
負
え
な
い
と
い
う

ア
キ
ト
が

る

と
い
う
だ
け
で
そ
ん
な
変
わ
る

 
と
思
う
方
は

弓

ク
エ
ス
ト
の

り
を

み
返
そ
う

ユ
ウ
キ

て

で

白
す
る
よ
う
に
な

た
ん
だ

た

け

面
の

み
 

オ
リ
主
や

オ
リ
キ

ラ
は
こ
う
や

て
使
う
ん
だ
よ

ド

 
主
人

の
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
る
か
ら
こ
そ

と
い
う
点
も
ミ

で
す
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

ク
リ
ス
マ
ス
と
大
晦
日
は
ネ
タ
が
浮
か
ん
だ
ら
や
り
ま
す

 
あ
と
残

て
る
ネ
タ

て

時
系
列
的
に
済
ん
で
る
分
だ
と

リ
ア
ル
一
回
と
デ
ス
ゲ

ム

一

年
分
な
ん
だ
よ
な

 

く
リ
ア
ル
に
行
か
な
き

使
命
感
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第
百
二
十
三
章
 

己
の

絶
対

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
イ
ン
ス
ピ
レ

シ

ン
の
問

で
ク
リ
ス
マ
ス
ネ
タ
の
投
稿
は
出
来
な
か

た

 
ま

本

作
の
日
付
や

節
が
ク
リ
ス
マ
ス
に
近
付
い
た
時
に
で
も
い
い
か
な

て

オ
イ

 
そ
れ
は
そ
う
と
今
話

 
今
話
の

点
は
前

ス
レ
イ
ブ
・
キ
リ
ト

わ
ず
か
に
第
三
者
が

ま
り
最
後
は
リ

フ

第
三
者

 
リ

フ

点
が
第
三
者

点
に
近
い
の
は
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
場
面
を

み
返
し
て
書
い
た
も

の
だ
か
ら

直
前
に

ん
だ
小
説
の
書
き
方
に
似
る
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

 
文

数
は
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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ユ
メ
を
見
て
い
た

 
苦
し
く
て

 
哀
し
く
て

夢
が

が

目
指
す
も
の
が

り

ち
る
そ
ん
な
ユ
メ
だ

悪
夢
と

て

も
良
い

 
今
ま
で
の
ユ
メ
よ
り
も

ず

と

い
の
だ

 

よ
り
自
身
が

く
思
想
が

常
で
は
無
い
も
の
と
は
自
覚
し
て
い
た

己
が
取
る
行
い
そ

の
根
源
と
な
る
理
由
が
異

な
も
の
で
と
て
も
称

さ
れ
る
も
の
で
は
無
い
と
い
う
事
は

み

ん
な
の

え
を

え
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
事

一
人
二
人
で
は
な
く
知
り
合
い
の

全

が

し
て
く
る
の
だ
か
ら
あ
あ
自
分
の

動
は
お
か
し
い
ん
だ
な
と
思
う
の
に
時
間
は
要
さ
な

か

た

 

そ
れ
で
も

み
ん
な

は
力

く
で
止
め
よ
う
と
し
な
か

た
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そ
れ
以
上
は
死
ぬ

と

は
す
る
け
れ
ど

自
分
の
行
動
を
無
理

理
止
め
る
事
は
し
な

か

た

自
分
は
危
険
に
晒
さ
れ
る
け
ど
他
の
人
達
は
安
全
に
な
る
か
ら
で
あ
り
決
し
て
自

自

に
な

た

で
は
無
い
と
分
か

て
く
れ
て
い
た
か
ら
だ

仮

死
に
そ
う
に
な
る
危
険

な
事
で
あ
ろ
う
と
結
果
的
に
必
要
な

だ

た
か
ら
だ

 
だ
か
ら

み
ん
な

は
そ
れ
を
認
め
て
く
れ
た

 
全
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
人

の
安

の

序
の

必
要
悪
に
な
る
の
は
少
な
い
方

が
良
く
ま
た
後
に
攻
略
組
と
呼
ば
れ
る
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

勢
へ
の
心

を
良

に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
独
り
で
そ
れ
を
し
た

情
報

の
女
性
と

に
な
る
く
ら
い
協
議
し

て
も

件
を

た
す
方
法
が
そ
れ
し
か
無
い
と
思

た
か
ら
だ

 
も
し
か
し
た
ら
も

と
い
い
方
法
は
あ

た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
時
間
が
無
か

た
あ
の

に
取
れ
る
手
は

ビ

タ

と
い
う
た
だ
一
人
の
必
要
悪
を
示
す
く
ら
い
だ

た

 
そ
れ
を

み
ん
な
は
応

も
し
て
く
れ
た

表
立

て
す
る
と

の
覚
悟
が
水

に
帰
す

か
ら
と
内
心
は

く
複

だ
ろ
う
に

え
て
人
目
の
無
い
と
こ
ろ
で

じ
て
く
れ
た

労

て
く
れ
た

 
そ
れ
は

し
か

た
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故
寄
り

て
く
れ
る
の
か

理
解
を
示
し
て
く
れ
た
か
最
初
は
分
か
ら
な
か

た
け
ど

時
を
経
る
に
つ
れ
て

ど
ど
う
て
も
良
く
な

て
い
た

 
た
だ

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
の
世
界
に
も
味
方
は

る
の
だ
と

 
過
程
は
と
も
か
く
結
果
を
見
る
事
に
し
た

よ
り
他
人
の
思

な
ん
て
分
か
ら
な
い
か
ら

え
る
だ
け
無

だ

た

そ
ん
な

が
あ
ま
り
無
か

た
か
ら
で
も
あ
る

し
い

感
情
を

殺
す
る

え
は
あ
ま
り
浮
か
べ
た
く
な
か

た

 

た
だ

そ
れ
で
も

 
一
番

め
て
欲
し
い
と
思
う

手
は

み
ん
な

で
は
無
か

た

 
行
き
倒
れ
て
い
た
自
分
を

て
く
れ
た
一
家
の
一
人

義
理
と
は

え

弟
と
し
て
見

て

育
て

導
き

た
く
さ
ん
の
教
え
を

け
て
く
れ
た
恩
人

大
切
な

義
理
の
姉

 
今
で
も

明
に
思
い
出
せ
る

こ
の
世
界
に
迷
い

ん
で
し
ま

た
義
姉
に
こ
の
世
界
で
し
て

来
た
行
い
の
全
て
を

蔑
も
せ
ず

全
て
を
認
め
た
上
で

め
て
く
れ
た
事
を

 

百
人
も
の
人
を
手
に
掛
け
た
事
実
が
あ
る
の
に

蔑
さ
れ
な
か

た
事
に
は

い
た

 
か
つ
て
人
体
実
験
を

さ
れ
た

か
ら
脱

す
る
時
に

十
人
も
の

と
そ

の
後
の
追
手
を

殺
し
に
し
た
話
は

に
し
て
い
た

で
も
自
分
が
生
き
る
と
い
う
一
点
で

え
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れ
ば
殺
人
の

ど
は
必
要
無
か

た

他
者
の

と
い
う
理
由
で
殺
し
て
い

た
の
だ

 
他
人
を
理
由
に
人
を
殺
す
事
は
極
論
で
は
自
分
の
意
思
や
覚
悟
無
く
殺
し
た
と
も

え
ら
れ

る 
お
れ
個
人
の
主
観
で
は
覚
悟
は
あ

た

怨
ま
れ
憎
ま
れ
る
覚
悟
も
復
讐
さ
れ
る
予
想

も
し
た
上
で
手
を
下
し
て
い
た

そ
ん
な
覚
悟
を
し
て
い
て
も
殺
人
と
い
う
罪
一
つ
で
全

て
マ
イ
ナ
ス
に
振
り
切
れ
る

だ
か
ら

意
味
な
ど
無
い

 
そ
れ
な
の
に
義
姉
は

認
め
て
く
れ
た

 
自
分
が
し
て
き
た
行
動
を

け
容
れ

認
め

め
て

労

て
く
れ
た

 

シ
ア
ワ
セ
だ

た

 

る
時
は

て
く
れ
る

ダ
メ
な
と
こ
ろ
は
指

し
分
か
る
ま
で

が
ダ
メ
な
の
か
ど

う
変
え
れ
ば
い
い
の
か
を
教
え
て
く
れ
る

そ
ん
な

お
れ
に
と

て
の
恩
師

 
返
せ
る
も
の
は
無
い
の
に

む
し
ろ

一
緒
に

る
方
が
き

と
大
変
で

い
だ
ろ
う
に

そ
れ
で
も

け
容
れ
て
く
れ
た
人

 
だ
か
ら
こ
そ
キ
バ
オ
ウ
に
よ

て
シ
ノ
ン
と
共
に
外

部
の
外

空
へ
放
り
投

ら

れ
た
時
決
死
の
覚
悟
で
助
け
に

れ
た

オ
レ
ン
ジ
カ

ル
で
七
十
五
層
以
下
の

層
に
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は
転

出
来
ず
七
十
六
層
以
上
の
転

は
圏
内
の
も
の
だ
け
と
い
う

件
で
あ
る
以
上

高

下
に
よ

て
死
ぬ
の
は
確
定
的
だ

た
け
ど

そ
れ
で
も
良
か

た

 
や

と
返
せ
る

と

 
心
の
ど
こ
か
で
そ
う
思

た
の
だ

て
く
れ
た
時
か
ら
ず

と
感

し
て
い
た
恩
人
の
命

を
救
え
る
な
ら
そ
れ
で
よ
か

た

仮

現
時
点
で
リ
ア
ル
で
は
生
き
て
い
て
も
ク
リ
ア
時

に
死
ぬ
可
能
性
が
あ
る
な
ら

生
き
る
べ
き
は
義
姉
の
方
だ
と
信
じ
て
や
ま
な
か

た

 
そ
れ
だ
け
お
れ
は

感

し
て
い
た

 

感

し
て
い
た
の
だ

 

せ
は

シ
ア
ワ
セ
に

 

ユ
メ
は

悪
夢
に

 

も
か
も
変
わ

て
し
ま

た
の
は

そ
の

か
ら

 
高

下
で
死
ん
だ

の

は
気
付
け
ば
ト
ラ
ウ
マ
を
呼
び

こ
し
か
ね
な
い
見
た
目
の
ダ

ン
ジ

ン
に

た

 
目
の
前
に
は
ど
う
し
て
か
助
け
た

の
義
姉
が

た

そ
の
後
ろ
に
は
見
覚
え
の
な
い

複
数
の
男
達

義
姉

の

い
も

で
あ
る
緑

か
ら
重
そ
う
な
白
金
の

に
変
わ

て
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い
て

武
器
も
⻑
刀
で
は
無
く

禍

し
い
紅
の

剣

こ
の

の

に

精

立

て
く
れ
た
ま
え
よ

出
来
損
な
い
の
実
験
動
物
君

 

ど
う
し
て

義
姉
が
お
れ
を
見
て
発
し
た

葉
に
そ
の

弄
と

蔑
の
表
情
に
思

は
真

白
に
な

た 
今
ま
で
見
せ
て
く
れ
た

は
振
る
舞
い
は

し
さ
は
一
片
た
り
と
も
見
つ
か
ら

な
い

見
つ
か
る
の
は

蔑
し
見
下
し

弄
す
る
者
特
有
の
下

た
眼
の
色
と
表
情
ば
か
り

や
さ
し
さ
な
ん
て
ど
こ
に
も
無
か

た

 

か

き
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

た

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
化
し
た
黒
幕
に
近
し
い

者
が

か
を
し
た
せ
い
で
精
神
が
狂

た
の
か
と

 
で
も

あ
ま
り
に
も
自
然
体
過
ぎ
て

違
和
感
が
あ
る
の
に
違
和
感
が
無
く
な
る

男
達
に

親
し

に
話
す

振
り

ぶ
り
は
全
然
義
姉
で
は
無
い
の
に
お
れ
は
義
姉
と
思

て
し

ま

て
い
た

 
覚
え
の
な
い
ギ
ル
ド

明
ら
か
に
お
か
し
い

備
品

一

プ
レ
イ

が
持
て
る

の
無
い

権
限
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人
同
然
の
体

き
と

き

す
ぎ
る
剣

 
理
不

に
ぶ
つ
け
ら
れ
る
怒
り

 

違
う

 
内
心
で

記

に
あ
る
義
姉
と
の
齟
齬
を
見
る

に

ん
で
い
た

こ
ん
な
の
は
違
う

と

 
記

に
あ
る
義
姉
は

も

と
気
高
か

た

格

良
か

た

強
か

た

と
て

も

し
か

た

お
れ
を
見
る
眼
は
常
に

平
で
思
慮
深
く
て
こ
ち
ら
が

葉
に
し
な
く

て
も
行
動
を
見
て
意
を

ん
で
く
れ
て
い
た

 

よ
り
自
身
の
価
値
観
を

し
付
け
て
来
る
事
が
無
か

た

 
こ
れ
な
ら
出
来
る
だ
ろ
う
と
は
一
切

わ
な
か

た

失

し
て
も
こ
れ
か
ら
学
べ
ば
い

い
と

し
て
く
れ
る

失

し
よ
う
が
成

し
よ
う
が
ど
ち
ら
も
成
⻑
の
証
と
認
め
て
く
れ
て

い
た
の
だ

初
め
て
す
る
事
だ
ろ
う
と
や
り

れ
た
事
だ
ろ
う
と
失

す
る
の
は

た
り
前

だ
か
ら
と

 
そ
れ
が
無
く
て

出
来
な
か

た
ら

時
も

て
来
る
の
が

か

た

 
手
を

い
た
事
な
ん
て
一

も
無
い

時
も
全
力
だ

た

手
を

く
な
ん
て

お
れ

に
は
無
い
の
だ
か
ら
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そ
れ
を
一
番
知

て
い
る
の
は

義
姉

な
の
に

一
方
的
に
理
不

な
怒
り
を

し
付
け

力
と

を
投

て
来
る

 
こ
れ
を
悪
夢
と

わ
ず
し
て

と

え
ば
い
い
だ
ろ
う
か

 

そ
れ
で
も

 
攻
略
組
に
参
加
し
よ
う
と
す
る

り
ま
で
は
我

出
来
て
い
た

精
神
の

も
ナ

ヴ
ギ
ア
に
よ
る
も
の
つ
ま
り
こ
の
世
界
を
脱
す
れ
ば

る
可
能
性
が
高
い
の
だ
か
ら
参
加

し
よ
う
と
す
る
行
動
は

り
に

だ

た

ま
さ
か
あ
そ
こ
ま
で
戦
闘
が
下
手
と
は
思

わ
な
か

た

よ
り
違
和
感
が
大
き
く
な

た

 
本

は

も
う
そ
の
時
点
で

た
か

た
け
れ
ど

 
そ
う
い
う

に
も
い
か
な
か

た

 

故
か
持

て
い
る

権
限
を
使

て
レ
ベ
ル
を
大

に
引
き
上

ら
れ
る
の
は
と
て
も
強

い
ア
ド
バ
ン
テ

ジ

良
識
が
あ
る
な
ら
と
も
か
く
今
の
狂

た
義
姉
に
そ
れ
が
出
来
る

と
は
思
え
ず
ス
ト

パ

に
な
る
必
要
が
あ

た

的
他
者
を

す
る
部
分
が
あ

た
か
ら
お
れ
が

け

実
行

と
し
て
動
く
事
で

を
抑
え
よ
う
と
し
た
の
だ

 
最
初
は

絶
剣

を
追

た
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そ
の
時
点
で

も
う
一
人
の
自
分
と
会

た

 
あ
あ

お
れ
は
偽
物
な
ん
だ

と

 
ど
こ
か

ス
ト
ン
と

ち

く
も
の
が
あ

た

 
だ
か
ら

テ

タ

ニ
ア
の
リ

ダ

で
あ
る
義
姉
も
き

と
偽
物
な
ん
だ
ろ
う
と

そ
う
思

た

絶
剣

と
本
物
の
対
応
が
義
姉
を
見
た
時
の
も
の
と
完
全
に
違

て
い
た
か
ら

す
ぐ
分
か

た

義
姉

の
名
前
は

リ

フ

と

こ
え
る
け
れ
ど

 

の
動
き
を
見
れ
ば
違
う
と
す
ぐ
分
か

た

 
で
も

故
か
偽
物
と
思
い
き
れ
な
い

そ
う

え
る

に

の

が

い
た

 

ナ
ニ
か
が
コ
ワ
れ
る

が
し
た

 
本
物
と
刃
を
交
え
れ
ば

違
和
感
は
よ
り
克
明
に
浮
か
び
上
が

た

 
そ
れ
な
の
に

義
姉

を
偽
物
と
思
い
切
れ
な
い

理

で
は
分
か

て
い
る
の
に

ど
う

し
て
か
感
情
が

想
い
の
方
が
そ
れ
を
認
め
た
が
ら
な
か

た

 
義
姉
は

こ
ん
な
事
し
な
い
の
に

 

故
か

義
姉

を
義
姉
で
は
な
い
と
認
め
切
れ
な
い
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気
が
狂
い
そ
う
だ

た

 
記

と

ら
し
合
わ
せ
れ
ば
違
う
と
分
か
る
の
に
ど
う
し
て
も
感
情
が
認
識
が
そ
れ
を

す
る

義
姉
は
恩
人
な
の
だ
と

え
て
止
ま
ず
記

に
よ
る
判
断
を
止
め
て
し
ま
う

 
苦
し
か

た

 
そ
こ
に
来
て

独
行
動
で
プ
レ
イ

を

え

と
い
う
命

と
共
に

剣
を

さ
れ

る

特

に
使

許
可
さ
れ
た
そ
れ
は
一

し
で
プ
レ
イ

を
指
定
の
場

へ
強
制
転

す
る

ス

シ

ル
ア
イ
テ
ム
だ

た

 
そ
れ
に
つ
い
て
意

を
問
う
て
も

に
べ
も
無
く
返
さ
れ
る

 

リ

姉
で
は
な
い
と
分
か

て
い
る
の
に

 
そ
れ
な
の
に
体
と
理
性
が
そ
の
指
示
に

て
し
ま
う

わ
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
さ

れ
る

気
付
い
た
時
に
は
も
う
動
い
て
い
た

  
で
も
お
れ
は
今
ユ
イ
姉
と
出
会

た
後
本
物
と
一
緒
に
ク
ラ
イ
ン
達
の
ホ
ロ
ウ
を
殺
し

て
進
軍
し
て
い
る
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明
ら
か
な
背
信
行

魔
化
し
よ
う
が
な
い

逆
だ

 

テ

タ

ニ
ア

が

攻
略
組

を

え

最
終
的
に
は
殺
す
つ
も
り
で
あ
る
と

部
下
の

男
達
が
話
し
て
い
る
の
を

い
て
し
ま

た
か
ら

 
最
前
線
を
攻
略
し
て
い
る
面
子
に
は
あ
ま
り

を
合
わ
せ
た
く
な
い
人
も

る
け
れ
ど
で
も

こ
の
一
年

の
間
ず

と
お
れ
を

じ
て
く
れ
た
人
達
が

人
も

る

Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の
希
望

で
あ
り

序
の
根
幹
を

し
て
い
る
組

で
あ
る
事
か
ら
も

攻
略
組

を
消
滅
さ
せ
る
の

は
お
れ
の
意
に
反
す
る

 

よ
り

お
れ
は
誓

た
の
だ

 

月
夜
の
黒
猫

 

う
き
ん
な

剣
使
い
ダ

カ

 
ノ
リ
の
い
い
⻑

使
い
サ
サ
マ
ル

 

天
的
な

リ

ダ

テ
ツ
オ

 
意
欲
を

け
出
し
て
直
向
き
に
強
さ
を
欲
し
て
い
た
ケ
イ
タ

 
そ
し
て

死
を
怖
が

て
い
な
が
ら

最
前
線
で
戦
え
る
程
に
成
⻑
し
た
サ
チ

 
他
の
四
人
が
死
ん
で
し
ま

て
一
人
に
な

た
サ
チ
の
事

目
の
前
で
護
れ
な
か

た
三
人
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そ
し
て
そ
れ
を
怨
む
ケ
イ
タ
の

を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
自
身
の
弱
さ
を

感
し
強
さ
を

望

す
る
心
を
思
い
出
せ
る

 
そ
う

お
れ
が
強
さ
を
求
め
る
理
由
の
一
つ
は
他
者
の

大
切
な
人
達
を
護
る

そ
う
決

め
た

 
も
う
破
る

に
は
い
か
な
い
誓
い
の

に
お
れ
は

テ

タ

ニ
ア

を
裏
切
る
事
に
決
め

た

義
姉

が
本
物
だ
ろ
う
と
偽
物
だ
ろ
う
と

な
い

多
く
の
人
間
を
生
か
す
道
に
繋
が

る
の
が
攻
略
組
で
あ
る
以
上
立
ち
は
だ
か
る
な
ら
斬
る
だ
け
だ

そ
う
し
な
け
れ
ば
今
ま

で
戦

て
来
た
意
味
が
無
い

 

そ
の
一
心
で

黒
の
大
剣
を
振
る
う

 
シ
ス
テ
ム
に

定
さ
れ
た

り
に
黒
い
三
日
月
が
横
一
閃
の
形
で

び
直
線
状
に

た
ホ
ロ

ウ
達
の

を

ば
し
て
い
く

 

の
層
板
構

の

は

明
な
紅
を
し
て
い
て
最

目
が

い
レ
ベ
ル

こ
の
見
た
目
だ

け
で
も
ダ

カ

達
が
死
ん
だ
時
の
ト
ラ

プ
部

を
思
い
出
す

 
そ
ん
な
場

で
し
て
い
る
の
が
ホ
ロ
ウ
と

え
ど
攻
略
組
の

な
の
だ
か
ら

え
な
い

 
ユ
イ
姉
の
指
示
で
テ

タ

ニ
ア
が
い
る
方
向
へ
進
軍
す
る

中
で
ホ
ロ
ウ
の
種

は
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ク
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く
ラ
ン
や
ゴ
ド
フ
リ

リ
ン
ド
デ

ア
ベ
ル
な
ど
種

が
増
え
て
い

る

本
的
に
攻
略
組
に
い
る

ぶ
れ
だ
が
中
に
は
お
れ
が

剣
で

え
た
人
見
覚
え

の
無
い
人
中
層

あ
た
り
の

備
の
人
な
ど
も

る

強
さ
は
明
ら
か
に
お
か
し
い
か
ら
ど

う
も

権
限
で
ス
テ

タ
ス
を
マ

ク
ス
ま
で
引
き
上

ら
れ
て
い
る
ら
し
い
が

見
た
目
で

は

な
本
物
が

ど
一
方
的
に
殺
し
て
い
る
か
ら
む
し
ろ

勢
だ

 
ユ
イ
姉
の
お

で
本
物
か
そ
う
で
な
い
か
判
別
出
来
る
し
ホ
ロ
ウ
達
は

故
か
虚
ろ
な
表
情

や

動
ば
か
り
だ
か
ら
良
い
が

護
る
と
決
め
て
い
る
人
達
を
手
に
掛
け
る
の
は
仮

ホ
ロ
ウ

で
あ

て
も
気
分
は
良
く
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
お
く
び
に
も
出
さ
ず
に
進
軍
を

け
て
い
る

 

一
体

ど
れ
だ
け
の
怒
り
を

め

ん
で
い
る
の
か

 

な
ん
て

他
人
事
の
よ
う
に

え
て
る
時
点
で

お
れ
は
も
う
ダ
メ
だ
な

 
い
が
み
合

た
者
は
多
い

 
そ
れ
で
も
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
必
死
に
戦

て
来
た
戦
友
で
も
あ
る

手
に
対
し
こ
の

白
な
感
想
は
如

な
も
の
か

護
る
と
決
め
た
対

も
い
る
の
だ

 
本
物
の
お
れ
な
ら
も

と
思
い
悩
み

苦
し
む
だ
ろ
う
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だ
か
ら
お
れ
は
も
う
ダ
メ
な
の
だ

 
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
し
て

る
な
ど
論
外

本
物
が
い
る
以
上
お
れ
は
き

と
ナ

ヴ

ギ
ア

で

を

ま
で

み
取
り

解

し

再
現
し
た

だ
ろ
う
か
ら

ホ
ロ
ウ
と
同
じ

な
の
だ

 
た
だ
ホ
ロ
ウ
は
プ
レ
イ

の
ロ
グ
を

み
取
り
シ
ス
テ
ム
が
行
動

を
そ
れ
ぞ
れ
作

り

に
行
わ
せ
て
い
る
だ
け

 
お
れ
は
一
人
の
人
間
か
ら
作
り
出
さ
れ
た

 
一

に

と

て
も

製
作
過
程
が
異
な
れ
ば
歴
然
と
し
た
差
が
生
ま
れ
て

然

 

そ
れ
も

人
間

を
前
に
す
れ
ば
小
さ
な
話
だ
が

 
本
物
達
か
ら
し
て
も

お
れ
が
ど
う
い
う

か
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い
だ
ろ
う

興
味
の
外

だ
ろ
う

仮
に
あ

て
も

重
要
性
は

い
か
ら
別
の
話
に
す
ぐ

る
に
違
い
な
い

 
お
れ
は
テ

タ

ニ
ア
に

た

違
和
感
を
覚
え
て
い
た
の
に
指
示
さ
れ
る
ま
ま
に
悪

事
を

い
た
以
上

応
の

き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
の
場
合
は
攻
略
へ
の
力

え
だ

ろ
う

ホ
ロ
ウ
で
は
な
い
身
故
に

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ
と
行
け
る
か
ら
だ

 
ゲ

ム
が
ク
リ
ア
さ
れ
れ
ば
お
れ
は
消
滅
す
る
し
か
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

は
初
期
化
さ
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れ
る
に
違
い
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

の
本
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

い
て
い
る
以
上
お
れ
も

消
え
る
の
は
自
明
の
理
だ

 
故
に

ゲ

ム
ク
リ
ア
を
速
め
る
行

に

事
さ
せ
る
事
が

お
れ
へ
の
最
大
の

と
な
る

 
そ
し
て

お
れ
は
そ
れ
を

け
容
れ
る
つ
も
り
で
い
る

 

い
や

願

て
す
ら
い
る

 
も
う

い
の
だ

も
か
も

現
実
へ
還
る
事
も
出
来
な
く
な

た
以
上
生
き
る
意
味
が

無
く
な

た

死
ぬ
理
由
が
無
い
か
ら
生
き
て
い
る
だ
け

た
だ

性
の
ま
ま
生
き
て
い
る
だ

け 
生
き
る
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
も
お
れ
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
う

の
人
間
が
い

る

偽
物
は
ど
う
足
掻
い
て
も
本
物
に
は
勝
て
な
い

ク
ロ

ン
と
か
は
と
も
か
く
お
れ
の
場

合
は
肉
体
が
無
い
か
ら
勝
て
る
道
理
が
な
い

 
だ
か
ら

お
れ
は
生
き
る
意
味
が
欲
し
い

攻
略

と
い
う
生
き
る
意
味
が

 
そ
し
て
死
ぬ
キ

カ
ケ
が
欲
し
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
消
滅
と
い
う
キ

カ
ケ
が

 
ど
ち
ら
も
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
契
機
と
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら

い
い
だ
ろ
う

お
れ
を
手

伝
わ
せ
よ
う
と
し
な
く
て
も
邪
魔
す
る
気
な
ど

な
い
か
ら
別
に
良
い

死
ん
で
も

ホ
ロ
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ウ
・
エ
リ
ア

に
来
る
だ
け
だ

消
滅
す
る
ま
で

そ
り
と
過
ご
せ
ば
い
い
の
だ
か
ら

 

た
だ

そ
れ
を
決
め
る
の
は
お
れ
で
は
な
い

 
そ
れ
を
決
め
る
の
は

攻
略
組
の
み
ん
な
だ

テ

タ

ニ
ア
が
壊
滅
す
る
以
上

お
れ
の
行
き
場
は
無
く

遇
は
彼
ら
が
決
め
る
事
に
な
る
だ
ろ
う

そ
の

に

う

 
お
れ
が
し
た
事
は

テ

タ

ニ
ア

の

動
と
は

え

分
か

た
上
で
し
た
の
だ
か
ら

罪
は
償
う
必
要
が
あ
る

 
そ
の

に
も

ま
ず
は
彼
ら
を
助
け
る
必
要
が
あ
る

 
戦
闘
を
直

る
本
物
の
後
を
必
死
に
追
い

け
る

先

で
し
か
も
全
力
で

れ
ば

間
で

十
人
以
上
の
ホ
ロ
ウ
と
衝
突
す
る

だ
が
そ
の
全
て
を

か
で

ね

け
ノ

ダ
メ

ジ
で

突
き
進
ん
で
い
る

し
か
も

ね

ば
さ
れ
た
ホ
ロ
ウ
は
全

が

ん
で

死
し
て
い
る
か
ら

後
ろ
に

ま
る
事
も
な
い

 
流

に

り
か
か
る
ホ
ロ
ウ
全
て
本
物
が
殺
し
て
い
る

で
は
無
く

後

の
お
れ
や
ユ
イ

姉
ユ
イ
姉
と
同
じ
黒
コ

ト
を

て
い
る
黒

く
め
の
ア
ン
ノ
ウ
ン
本
物
が

入
し
た
と

い
う
覚
え
の
あ
る
黒

と

本
物
が
主
人
の
蒼
い
小
⻯
が
対
応
し
て
い
た

こ
の
道
正
面
に

ま
す
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そ
れ
を

け
る
事

く
し
て

ユ
イ
姉
が
ナ
ビ
を
発
し
た

 

が
り

を

が

た
と
こ
ろ
で
の
ナ
ビ
を

き
全

が
正
面

を
見
る

線
を

ら
せ
ば

索

と

の
目

ス
キ
ル
に
よ
る
遠

が
発
動
し

ぐ
ぐ

と
フ

カ
ス
の
収

が
上
が

た

 
見
れ
ば

確
か
に
覚
え
の
あ
る

の
人
物
が

る

 

テ

タ

ニ
ア

の
リ

ダ

だ

行
く
ぞ

 

認
を
終
え
た
本
物
が

く

う
と
共
に
回
廊
を

す
る

値
だ
け
で
は
な
い
の
は

確
実
な
速
さ
で
部

の
入
り

ま
で
あ

た
お
よ
そ
１
０
０
メ

ト
ル
の

離
を

め
た

 
あ
ん
な
事
お
れ
に
は
出
来
な
い
が

ど
う
や

て
し
た
の
だ
ろ
う
か

 
疑
問
を
浮
か
べ
つ
つ

全
力
で
追
い

お
れ
も
三

で
部

に

り

い
た

 
よ
う
こ
そ

の
実
験
場
へ

  
部

に

然
と
突
入
し
た
お
れ
達
を
そ
う

て
出

え
る

義
姉

お
よ
そ
現
実
離
れ
し
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た

に

し
も
し
な
い

弄
と
自
信
を

ん
だ

み
を
浮
か
べ
て
い
た

 
そ
の
足

に
は

二
つ
の
人
影

キ
リ
ト
君

ユ
イ
ち

ん

 
一
人
は

色
の
⻑
髪
と
白
を

に
紅
が

り
交

ら
れ
た
騎
士

の
女
性

血

騎
士

⻑
の
ア
ス
ナ
だ

た

 
彼
女
は
リ
ズ
ベ

ト
会
心
の
作
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
こ
そ
無
い
が

い
そ
の
も
の
は
記

に
あ
る
も
の
と
一
切
変
わ
ら
な
か

た

表
情
は
悲

な
も
の
で
悔
し
さ
が

じ

て
見
え

る
が

そ
れ
で
も
希
望
を
見
つ
け
た
か
の
よ
う
な
喜
色
も
浮
か
べ
て
い
る

 

バ

の
下
に
は
麻

の
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
て
い
る

を
塗

し
た
ナ
イ
フ
は
無

く

も

た
様
子
が
無
い
事
か
ら
恐
ら
く

権
限
に
よ
る
特

な
麻

な
の
だ
ろ
う

 
ど
う
や
ら

攻
略
組

は

も
う
襲
わ
れ
て
い
た
ら
し
い

 

の
事

が
な
け
れ
ば

と
気
を
引
き

め
な
が
ら
も
う
一
人
の
方
を
確
認
し

え
 

と
意

せ
ず
息
を

い

む

 
も
う
一
人
は
ア
ス
ナ
と
同
じ
く
麻

に
冒
さ
れ
て
い
た
が
そ
の
上
義
姉
に
足

に
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さ
れ
て
い
た

ニ
タ
ニ
タ
と
嗤
う
義
姉
に

を

ま
れ
て
い
る
プ
レ
イ

は
ジ
リ
ジ
リ

と

そ
の

ゲ

ジ
を

か
ず
つ

ら
し
て
い

て
い
る

に

は
六

ど
ま
で

て

い
た

そ
れ
だ
け

義
姉

の
ス
テ

タ
ス
が
高
い
の
だ

 

そ
う
意
識
を
他

へ
向
け
る

 
だ
が

他

へ
向
け
よ
う
と
し
て
も

向
け
ら
れ
な
い

 

を

ま
れ
て
発
生
し
た
違
和
感
に
苛
ま
れ
表
情
を
歪
め
て
い
る
プ
レ
イ

は
女
性

金

髪
で

が

て
い
た

か
に
開
か
れ
た

は

ん
だ

色

う

は
緑

の

 
そ
し
て

そ
の

 
そ
の

は

記

の
も
の
と

た
り
合

て
い
た

 

を
滲
ま
せ
苦
し
み
の
中
に
喜
色
と
悔
し
さ
を

交

に
す
る
女
性

の

は

き
に

ち
て
い
て

未
だ

希
望
を
捨
て
ず

不

の
精
神
を

し
て
い
る

キ

リ
ト

ユ
イ

ち

ん

 

そ
の
呼
び
声
を

に
し
て

確
信
し
た

 
こ
の
人
だ

と

 
こ
の
人
は

本
物
だ

と
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本
物
の
恩
師

桐

谷
直
葉
な
の
だ
と

確
信
し
た

リ

姉

ア
ル
ベ
リ
ヒ

様

 
ユ
イ
姉
が
応
え

本
物
が
殺
気
を
足

に
し
て
い
る

本
人
へ
と
向
け
る

 
つ
ら
れ
て

を
向
け

大
き
く

の
内
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た

 
本
物
は
足

に
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
り

足

に
し
て
い
る
方

つ
ま
り

テ

タ

ニ
ア

の
リ

ダ

は
偽
物
だ
と
分
か

た

確
定
的
に
明
ら
か
だ

た

本
物
が

に
し
た
名
前
も

し

か
り

の
動
き
と
合

し
て
い
る
も
の
で

こ
え
た

 

だ
と
い
う
の
に

 
お
れ
に
は

足

に
し
て
い
る
人
物
は
未
だ
リ

姉
に
見
え
て
い
る

 
い
や
男
に
も
見
え
る

い
ウ

ブ
の

い
金
髪
に

の

正
な

つ
き
の
そ
れ
だ

そ
れ
と
交

に
浮
か
ん
で
消
え
て
を

り
返
し
て
い
る

お

と
そ
こ
で
止
ま

て
も
ら
お
う
か

も
し
反
抗
し
よ
う
も
の
な
ら
君
達
の
大
事
な
大
事

な
お
義
姉
さ
ん
が

に

ま
れ
る
だ
け
で
死
ぬ
事
に
な
る
よ

こ
ん
な
風
に

ね

あ

ぐ
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ぐ

と

み

む
よ
う
な

振
り
を
す
る
と

リ

姉
の

ゲ

ジ
が

少
し

五

を

下
回

た

さ

き
ま
で
は
足
を
載
せ
て
い
る
だ
け
あ
る
い
は
ダ
メ

ジ
が
発
生
し
な
い
程

に
し
て
い
た
だ
け
ら
し
い

 
そ
の
衝
撃
故
か

女
性
が
苦

の
声
を

ら
す

く
く

い
い
ね
い
い
ね

そ
の
表
情

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
ん
か
じ

真
似
出
来
な
い
生
の
表
情

だ
や

り

み
を

た
プ
レ
イ
じ

な
い
と
リ
ア
ル
の
そ
れ
に
真
の
意
味
で
は

れ
な
い

よ
ねン

く

あ

ぐ

 
ぐ
り
ぐ
り
と
ブ

ツ
で

み
躙
る

に

れ
る
苦

は
偽
物
の
義
姉

も
と
い

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
と

て
は
喜
悦
を

す
声
に

こ
え
る
ら
し
い

下

な

み
を
浮
か
べ
る
男

の
表
情
か
ら
見
る
に

情
を

い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

 
お
れ
の
恩
人
に
そ
ん
な
目
を
向
け
る
な

と

 
そ
う
思

た
が

そ
れ
よ
り
も
気
に
な
る
ワ

ド
が
出
て
来
て

そ
ち
ら
に
意
識
が
寄

た

み
を

う

 

ま
さ
か

方

リ

姉
の

イ
ン
ア
ブ

バ
を
切

て

る
ん
で
す
か
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ア

ハ
ハ

 
大
正
解
だ
よ

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
１

君

 
ユ
イ
姉
の

び
に
も
近
い
問
い
に

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
狂
声
と
共
に

と
返
し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
が

は
⺠
生
品
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム

日
本
で
発

さ
れ
る
し
プ
レ
イ
す
る
年
代
を

慮
さ
れ
て

力
的

写
は
限
り
な
く
少
な
く
さ
れ
て
い
る
ら

し
い

そ
の
一
つ
に
は

覚
を

和
す
る
シ
ス
テ
ム

イ
ン
ア
ブ

バ
が
あ
る
と
Ｓ
Ａ
Ｏ

特
集
の

で

ん
だ
事
が
あ
る

 
イ
ン
タ
ビ

に
応
じ
た
ス
タ

フ
の
説
明
が
正
し
い
な
ら
そ
の
シ
ス
テ
ム
の

が

く
な
る
事
に

み
が
再
現
さ
れ
全
く
の
無

と
な
れ
ば
現
実
で

け
る

み
か
そ
れ
以

上
の

み
が
再
現
さ
れ
る
と
い
う

そ
れ
は
最

現
実

の
肉
体
に
も
影

を

す
レ
ベ
ル
だ

と
い
う

あ
ま
り
レ
ベ
ル
を
下

過
ぎ
る
と
肉
体
や

に

を
来
す
ら
し
い
ん
だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま

で

ナ

ヴ
ギ
ア

時
代
の

験
で
あ

て

ア
ミ

ス
フ

ア

じ

ど
う
な
の
か

し
て

な
か

た
ん
だ
よ
ね

ま

原
理
が
同
一
で
あ
る
以
上

さ
れ
る
と

ん
で
た
し
実

さ
れ
て
る
よ
う
だ
が

イ
ン
ア
ブ

バ

レ
ベ
ル

フ

イ
ブ

 
五

も
下

た
の
で
す
か
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レ
ベ
ル
ス
リ

以
下
は
後

を
生
じ
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
の
に

ん

の
事
を

に
す
る
こ
の
女
の
自
業
自
得
だ
よ

は
こ
の
世
界
の

者
つ
ま

り
は
神
だ

れ
英
雄
と
し
て
持
て

さ
れ
現
実

で
も
神
と
し
て

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

を

蔑
ろ
に
す
る

ツ
は

で
あ
ろ
う
と

く
神

を

け
る
義
務
が
あ
る

誇
大
性
と

想
性
の
複
合
型
パ

ナ
リ
テ

で
す
ね

私
の
手
に
は
負
え
ま
せ
ん

精
神

の

を
お

め
し
ま
す
よ

そ
の
ま
ま
隔
離

で
一
生
を
終
え
た
ら
い
い
で
す

 
バ

サ
リ
と

た
い
声

で

い
切
る
ユ
イ
姉

を
見
て
も
声

と
同
じ
で

く

た
い

表
情
を
し
て
い
た

あ
そ
こ
ま
で
人
を

蔑
し
切

た

は
初
め
て
見
た

ユ
イ
姉
も

な
物

い
を
す
る
の
か

と
新
た
な
発
見
を
し
た

 

ま

お
れ
は
ユ
イ
姉
と
一
緒
に
い
た
時
間
は
一
日
足
ら
ず
だ
か
ら
そ
れ
も

然
な
ん

だ
が

 

で
大
人
の

に
な

て
る
か
も
よ
く
分
か

て
な
い
し

 
多
分
ア
バ
タ

を
変
え
る
ア
イ
テ
ム
が
見
つ
か

て

そ
れ
を
使

た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
女
性
の

葉
に

を
引
き

ら
せ
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
／
義
姉
だ
が
ま

い
い
と

息
し
た
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そ
れ
か
ら

勝
ち
誇

た

み
を
浮
か
べ
る

ど
う
せ
ゲ

ム
に

る
よ
う
な

能
共
に
理
解
出
来
る

ど
レ
ベ
ル
の

い
も
の
じ

な
い
ん

だ

大
な
心
で
多
め
に
見
て
や
る
よ

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
お

り
は
お
し
ま
い
に
し
よ

う
か

 
そ
う

て

更
に
リ

姉
を
強
く

み
つ
け

を
残
り
三

ま
で

ら
し
た

オ
イ

お

と
変
な
真
似
は
す
る
な
よ
不
意
打
ち
も
無
し
だ

そ
れ
を
し
た
ら
す
ぐ
に
こ
の
女
を

み
殺
す
か
ら
な

 
そ
れ
に

の
足
を

け
て
も

 

い
な
が
ら

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

に
手
を
や

た

コ
レ
が
あ
る
ん
だ
か
ら
無

だ
よ

 

の
ホ
ル
ス
タ

に
入

て
い
た
黒
く

な
物
体

の

が

わ
に
な
る

 

五
四
式
・

ヘ
イ
シ
ン

黒
星

 
安
全
レ
バ

な
ど
が
無
い
点
と

の
容

さ
か
ら

罪
組

や
闇
ル

ト
で
多
く
流

し
て

い
る

の
一
つ

弾
の
形
状
や
種

こ
そ
一

的
で
は
あ
る
が

性
が
良
い
と
い
う
事
は

性
も
良
い
と
い
う

で

備
と
し
て

ぶ
者
が
多
い
と
学
ん
だ
事
が
あ
る
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の

な
ど
で
も
載
る
く
ら
い
自
動

の
中
で
は
そ
こ
そ
こ
の
地

を

い
て
い
る
と

い
う

 
ま

そ
の
情
報
も

が
登
場
す
る
前
後
の
話
だ
か
ら

今
は
ど
う
な

て
い
る
か
知
ら
な

い
が

対
人
戦
に
限
れ
ば
あ
ま
り

い
は
変
わ

て
い
な
い
だ
ろ
う

は
現
代
兵
器
で

け

る
ダ
メ

ジ
が
極

小
な
の
で

外
で
あ
る

 
そ
ん
な
代
物
な
の
で
外
見
デ

タ
の

に
す
る
の
は

的
容

チ

イ
ス
さ
れ
た
理
由
と

し
て
も

そ
こ
ま
で
特

な
形
状
を
し
て
い
な
い
と
い
う
点
か
ら
だ
ろ
う

 
だ
が

今
そ
れ
は
ど
う
で
も
い
い

 
問

な
の
は
そ
の

が
お
れ
や
本
物
で
は
な
く
足

に
さ
れ
て
い
る
上
に
麻

で
動

け
な
い
リ

姉
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事

五
四
式
・
黒
星

か

お

よ
く
知

て
る
ね

攻
略
組

に

の

な
ビ
ジ

ア
ル
を
持

て
る

ツ
が

る

な
ん
て
予
想
外
だ

た
ん
だ
け
ど
最
近
の
ゲ

マ

は
こ
の
知
識
を
持

て
い
て

た
り
前
な

の
か
な

 
お
れ
や
本
物
が
知

て
い
る
の
は

で

き

ま
れ
た
か
ら
だ
が
他
の
者
が
知

て
い
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て
も
お
か
し
く
は
無
い

罪
組

で
使
わ
れ
る
事
が
多
い
と
い
う
事
は

と
か
ア
ク
シ

ン

と
か
の

罪
組

で
使
わ
れ
る

と
し
て
チ

イ
ス
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

か
ら
だ

マ
ニ
ア
だ

た
ら
絶
対
把
握
し
て
い
る
レ
ベ
ル
だ
ろ
う

 
だ
か
ら

攻
略
組

あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の

わ
れ
の
プ
レ
イ

が
知

て
い
て
も
お
か

し
く
な
い

 
ク
ラ
イ
ン
や
エ
ギ
ル
な
ん
か
は

と
か
ア
ク
シ

ン
も
の
と
か

き
そ
う
だ
か
ら
知

て
い

て
も
お
か
し
く
な
い

ま
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い

と
も
か
く
こ

ち
に
は

が
あ
る
ん
だ
下
手
な
真
似
を

す
る
と
ド
ン

で
一
撃
だ

こ
の
女
は
他
の

中
と
違

て
ス
テ

タ
ス
を
弄

て
な
い

逆

に

は
カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
だ

こ
の
状

で
撃
た
れ
れ
ば
終
わ
り

て

わ
な
く
て
も
分
か

る
だ
ろ
う

 

で
語
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

葉
に

本
物
は
応
じ
な
か

た

ユ
イ
姉
は
⻭
を
食
い

て

を
握
り
し
め
て
お
り

そ
の
手
や

は
ぶ
る
ぶ
る
と
振
る
え
て
い
る

 
ア
ン
ノ
ウ
ン
は
ど
う
な
の
か
と

ち
ら

と
振
り
返
る
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と

か
が
背
中
を

た

 
フ

ド
を

て
い
る
か
ら

は
見
え
な
い
が

そ
れ
で
も
恐
ろ
し
い
な
に
か
を
感
じ
た

 
な
に
か
が

な
の
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

恐
ろ
し
い

怒

て
い
る
と
分
か
る
本
物
や

ユ
イ
姉
の
方
が
ま
だ
マ
シ
だ

感
じ
な
い
の
に
見
た
ら
分
か
る

無
し
の
闇
が
そ
こ
に
あ

た

ス
レ
イ
ブ

 
そ
こ
で

突
然
名
前
を
呼
ば
れ

を

わ
せ
る

 
恐
る
恐
る

を
向
け
れ
ば

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
お
れ
を
見
て
い
た

今
か
ら
命

す
る
事
を
し

か
り
こ
な
せ
ら
れ
た
ら
裏
切

た
事
は
許
し
て
や
る

こ
い
つ
ら
を
殺
せ

 

で

し
か
し
ど
こ
か
悦
の

た
命

が

を
打
つ

 
体
が
勝
手
に
動
こ
う
と
し
た

 
そ
れ
を
無
理

理

ぐ

手
で
握
る

黒
の
大
剣
フ

ル
ン
カ
リ
バ

か
ら
闇
が

吹
き

れ
る
も
そ
れ
が
斬
撃
と
し
て
形
に
な
ら
な
い
よ
う
必
死
に
動
き
を
止
め
る

全
身
を
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直
さ
せ
て
片
手
片

た
り
と
も
動
か
な
い
よ
う

定
す
る

 
お
れ
の
意
思
に
反
し
て
動
こ
う
と
す
る
体
を
止
め
る

 
ど
う
し
た

の

う
事
が

け
な
い
の
か

 

は
お
前
の

マ
ス
タ

だ
ぞ

 
ぐ

あ

 
ぎ
ぎ
ぎ

と

節
が

む
錯
覚
が
す
る

 
ぎ
し
ぎ
し
と

が

む

が
す
る

 
男
の
怒
声
と
女
の
怒
声
が
イ
り
乱
れ
る

 

マ
ス
タ

の
命

は
絶
対
だ

 

で

感
情
の

て
い
な
い
声
が
す
る

 

リ

姉
を
傷
付
け
る
の
は
誓
い
に
反
す
る

 

き
そ
う
な
声

で
必
死
に

ぶ
声
が
す
る

 

マ
ス
タ

は
義
姉
だ

だ
か
ら

う
事
は

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

疑

問
を

問
と
し
て

し
て
も
い
い
が

そ
れ
で

秘
さ
れ
た
な
ら

信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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マ
ス
タ

は
思
慮
深
い

間
違

た
事
は
し
な
い

 
機

的
な

葉
が
思

を

却
す
る

 

違
う
間
違

て
い
る
か
ど
う
か
じ

な
い
リ

姉
を
ユ
イ
姉
を
傷
付
け
る
事

が
ダ
メ
な
ん
だ

そ
れ
だ
け
は
ダ
メ
だ

そ
れ
だ
け
は
し
ち

い
け
な
い

仮

マ
ス
タ

が
立
ち
は
だ
か
ろ
う
と
護
る
と
決
め
た
ば
か
り
で
は
な
い
か

 
必
死
に

己
を

す
る
声
が

再
び
思

を
取
り

す

 
お
れ
は

そ
れ
を

り
返
し
た

  

却
す
る

 
取
り

す

 
破

す
る

 
取
り

す

 
放

す
る

 
取
り

す

 
破
却
す
る
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取
り

す

 
滅
却
す
る

 
取
り

す

 
忘
却
す
る

 
取
り

す

 
捨
て
る

捨
て
る

捨
て
る

 

す

す

す

 
捨
て
る

捨
て
る

捨
て
る

捨
て
る

捨
て
る

捨
て
る

 

す

す

す

す

す

す

 

時
に
行
わ
れ
る
数
千
数
万
の
ナ
ニ
カ
と
思

の
応

 
そ
れ
は
ヒ
ト
な
ら
ざ
る
身

だ
か
ら
こ
そ
可
能
な

理

演

理
能
力
が
サ

バ

の

性
能
に

じ
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な

間

理
速

 
捨
て
る

を

万
と
行
わ
れ
た

 

す

を

万
と
行

た

 
捨
て
る

を

と
行
わ
れ
た
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す

を

と
行

た

 

と

り
返
さ
れ
る
ご
り

し
の
応

 

本
来
リ

ス
の

ん
の
一
欠
け
ら
を
分
け
与
え
ら
れ
た
身
で
過

速

の
思

を
す
る
必
要
は
無
い

間
的
な
も
の
だ
か
ら
こ
そ
可
能
と
な

て
い
る

 
そ
れ
が

け
ば

ど
う
な
る
か

 
経
時
的
に
で
は
無
く

間
的
に

と
行
わ
れ
れ
ば

ど
う
な
る
か

お

れ

は

 
全
身
を
小

み
に

わ
せ
悪
魔
の
如
き
男
の
命

に
抗
う
黒
の
騎
士
の
声
は

り
出
し
た

か
の
よ
う
な

れ

合
だ

た

は

面

は
蒼

め
て
い
る

ス
レ
イ
ブ

さ

さ
と
し
ろ

が

ガ

 
苛
立
ち

れ
の
男
の
声
に
苦

に

ち
た

の
少
年
が
獣
の
如
き

き
を
上

る

よ
ろ
け

剣
を
取
り

と
し
た
少
年
は

に
手
を
つ
き

を

え
る
よ
う
に

に

手
を

て
た

お
れ

誓
い

ま

ず
だ

命

だ
い

 

と

を
抑
え
る
手
の
指
の
間
か
ら
見
え
る
黒
い

が
男
を

え

い
て
男
の
足

に
横
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た
わ
る
妖
精
を

え

そ
の

復
を

し
な
く

り
返
し
始
め
る

キ
リ
ト

 
そ
の
異
変
の
真

を
い
ち

く

し
た
の
は

妖
精
だ

た

 
あ

あ
あ
あ

誓
い

命

誓
い

命

 
リ
ア
ル
で
の

も
あ
り
義
弟
の
事
を

よ
り
も
深
く
把
握
し
て
い
る
あ
た
し
は
彼
が
戦

う
理
由
と
誓
い
の
ど
ち
ら
も
把
握
し
て
い
る

最
初
の

は
見
知
ら
ぬ
人
も

め
て
い
た
が
今

は
こ
れ
と
決
め
た

わ
り
の
あ
る
人
だ
け
は
護
る
と
決
め
て
い
る
と

誓
い
と
は
月
夜
の
黒
猫

の
事
も
あ

て
強

な
も
の
で
あ
る
と
外

部
で
助
け
ら
れ
た
時
に
思
い
知

て
い
た

 
だ
か
ら
ス
レ
イ
ブ
が
キ
リ
ト
の
コ
ピ

で
あ
る
と
見

い
た
あ
た
し
は

そ
の
誓
い
と
ア

ル
ベ
リ
ヒ
の
命

が

反
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
苦
し
ん
で
い
る
と
悟

た

 
あ
の
子
に
と

て

姉

と
い
う
の
は
絶
対
的
な
存
在
で
あ
り

ヒ
エ
ラ
ル
キ

の
最
高

に

し
て
い
る

だ
か
ら

程
の
事
が
無
い
限
り
絶
対
の
信

と
信
頼
を

く
し
疑
問
に
つ

い
て
も

え
れ
ば
そ
の
内
容
を

か
し
ら
の
理
由
を
付
け
て
自
身
で
勝
手
に

得
し
て
し
ま
う

と
い
う
危
険
性
が
あ

た
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ス
レ
イ
ブ
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
マ
ス
タ

と
呼
称
し
て
い
た
の
は
精
神

作
か

か
を

け
て
い
る
せ
い
な
の
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
た

 

だ
が

た
だ

作
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
ら

命

が
絶
対

と
い
う

葉
は
出
て

来
な
い

 
キ
リ
ト
に
と

て
の
絶
対
と
は
イ
コ

ル
姉
だ
か
ら
だ

つ
ま
り
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
自

身
を

千
冬

か

桐

谷
直
葉

の
ど
ち
ら
か
と
認
識
す
る
よ
う

ス
レ
イ
ブ
・
キ
リ
ト

の
認
識
を
弄

て
い
た
の
だ

そ
れ
は
テ

タ

ニ
ア
と
し
て
行
動
し
そ
の
最
中
に
覚
え

た
で
あ
ろ
う
数

の
違
和
感
す
ら
も

し
殺
し
信
じ

も
う
と
す
る
程
に
強

な
も
の

だ
か

ら
今
ま
で
ス
レ
イ
ブ
と
し
て

テ

タ

ニ
ア

の
意
思
に

て
行
動
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
し
か
し

か
が
き

か
け
に
な

て

彼
は

テ

タ

ニ
ア

を
離
反
し
た

 

恐
ら
く

攻
略
組

強
襲
が
き

か
け
だ
ろ
う

 
そ
の
時
ス
レ
イ
ブ
が

を
し
て
い
た
か
は
知
ら
な
い

ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
は
一
緒
じ

な
か

た
し
そ
も
そ
も
今
日
彼
を
見
る
の
は
こ
こ
が
初

そ
の
間
は
別
行
動
を
取

て
い
た
と
み
る
べ

き
だ
ろ
う

 
そ
の
間
に

攻
略
組

強
襲
に
つ
い
て
知
り

反

を

し
た
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キ
リ
ト
は

自
分
を

に
し
て
ま
で
他
者
の

に
動
き

ビ

タ

と
し
て
必
要
悪

を
演
じ

攻
略
組

を

い
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ

の
生
存
の

に
戦

て
来
た

ど

れ
だ
け
殺
意
を
向
け
ら
れ
よ
う
と

す
だ
け

そ
の
手
に
掛
け
た
の
は
こ
の
世
界
を

さ
せ
る

オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
く
ら
い
な
も
の

キ
バ
オ
ウ
が
殺
さ
れ
た
の
も
そ
の
一
つ
だ
ろ
う

 
そ
の
精
神
性
や
経
歴
と

ら
し
合
わ
せ
れ
ば

郷
達
が
取

て
い
る
行
動
は
完
全
に
矛
盾
し

て
い
る

 
ユ
ウ
キ
さ
ん
を
付
け

た
と
こ
ろ
ま
で
は
許
せ
た
の
だ
ろ
う

 
七
十
七
層
攻
略
中
に
キ
リ
ト
を

襲
し
た
の
は
分
か
ら
な
い
が

か
の
時
間

ぎ
だ

た
の

か
も
し
れ
な
い

 
恐
ら
く
そ
の
後
に
把
握
し
裏
切

た

彼
に
と

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア

い
て
は
多
く
の
プ

レ
イ

の
生
存
こ
そ
が
こ
の
世
界
で
戦
う
理
由
で
あ
り
生
き

い
て
来
た
証
と
も

え
る

生
き
様
だ
か
ら

 

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
そ
れ
ら
全
て
を

無
し
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

 
た
だ
無

に
す
る
の
で
は
な
く
最
終
的
に
は
あ
た
し
達
を
全

殺
そ
う
と
ま
で
目
論
ん
で
い

る
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だ
か
ら

を
分
か
つ
事
に
な

た

 
こ
の
事
か
ら
ス
レ
イ
ブ
が
ど
れ
だ
け
強

な
覚
悟
で
攻
略
に
臨
ん
で
い
た
か
分
か
る
と
い
う
も

の

そ
ん
な
彼
に
解

の
間
違
い
よ
う
が
な
い

葉
で
殺

を
命

し
て
も
誓
い
と
経
歴
に

反
す
る
点
か
ら
絶
対
に

け
な
い

 
そ
れ
は
必
要
悪
で
は
な
く

大

の

に
も

し
な
い
絶
対
悪
だ
か
ら

 

彼
が
許
容
す
る
の
は
必
要
悪
ま
で

 
絶
対
悪
は

彼
の
在
り
方
と
は
絶
対
に

容
れ
な
い

そ
れ
を
コ
ピ

の
彼
も

け
継
い

で
い
る
の
だ

 
だ
か
ら
あ
れ
だ
け
苦
し
ん
で
い
る

認
識
と
し
て
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

葉
が
絶
対
だ
が
過
去

自
身
が
死
な
せ
て
し
ま

た
人

や
サ
チ
さ
ん
達
へ
の
誓
い
も
ま
た
破
る
事
は
出
来
な
い
禁
忌
だ

か
ら

ど
ち
ら
も

べ
な
い

 
ど
ち
ら
か
を

べ
ば

己
の

絶
対

が
揺
ら
ぐ

 
そ
れ
は

自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ

テ

パ

ナ
リ
テ

の
消
失
と
同
義

 
人
に
と

て
そ
れ
は
恐
ろ
し
い
体
験
だ

出
来
る
事
な
ら
決
し
て

き
て
欲
し
く
な
い
も
の
だ

ろ
う

己
の
全
て
を
今
ま
で
の
全
て
を

さ
れ
る
の
だ

し
か
も
そ
れ
を
す
る
の
は
無
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出
来
る
他
人
で
は
無
い
自
分
自
身
が
決
め
て
行
う
事
な
の
だ

ど
ち
ら
も
己
に
と

て
の
絶

対

な
の
に

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
の
矛
盾
が

今

彼
を
襲

て
い
る

 
人
が

と
称
す
る
も
の
が
襲

て
い
る
の
だ

誓
い

命

お
れ

お
れ
は

ち
ガ

め
イ
れ

い

 

に

て
て
い
た
手
は
今
は
も
う
黒
髪
を

み
す
る
に
至
り
彼
は

ば
意
味
を

さ
な

い

葉
を

り
返
し
な
が
ら
全
身
を

さ
せ
る

 

と

れ
る
声
の
ト

ン
が
上
が

て
い
き

そ
れ
は

こ

た

ち
か

い

め
い
れ
い

か
い

め
い
レ
い

ち

か

で

で

で
で

で
で

で
で

 
ス
レ
イ
ブ
の
声
が

突
に
異

な

の

に
な

た
の
だ

そ
れ
を

い
て
人
間
と
分
か

る
者
は
ま
ず
い
な
い
だ
ろ
う

獣
の
鳴
き
声

あ
る
い
は
壊
れ
た
器

が
鳴
ら
し
て
い
る

と

た
方
が
ま
だ
正

に
近
い

な
 
が
く
が
く
と
全
身
を
大
き
く

さ
せ
る
ス
レ
イ
ブ
を
見
て
そ
の
ユ
イ
ち

ん
が

を
真
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⻘
に
し
な
が
ら
よ
ろ
め
い
た

そ
の
背
を
黒

が

え
る
が
彼
女
は

に

り

ん
で
し
ま
う

 
あ
ま
り

き
を

わ
に
し
な
い
方
の
キ
リ
ト
も
今
ば
か
り
は

目
で
異
様
な
状

に
な

た

現
身
の
存
在
を
見

め
て
い
た

で

で
で
で
で

で
で

で
で

デ

る

デ

ル
デ

る

デ

ル
デ

ル
デ

ル

デ

ル
デ

ル
デ

ル
デ

ル
デ

ル
デ

ル
デ

 

ぶ
つ
ん

と

 

が

切
れ
る
と
共
に
騎
士
の

も
ま
た
止
ま
り

ど
さ
り
と
全
く
の
無

抗
で

に
倒
れ

ん
だ

 
気
絶

で
は
無
い
だ
ろ
う

生
身
の
肉
体
と

と
い
う

息
が
不
可
欠
な
あ
た
し
達
と
違
い

は
本

的
に
は

眠
を
取
る
必
要
が
無
い
と
ユ
イ
ち

ん
か
ら
教
え
て
も
ら

て
い
る

そ
の

に
な

て
い
る
ス
レ
イ
ブ
が
気
絶
す
る
と
は
思
え
な
い

そ
も
あ
ん
な
状

か
ら
い
き
な
り

気
絶
す
る
の
は
お
か
し
い

 
恐
ら
く

自
我
が

壊
し
た
の
だ

 
己
が
定
め
た

絶
対

そ
の
ど
ち
ら
か
を

ぶ
事
が
出
来
ず

い
や

あ
る
い
は
命

に
抗
い
苦
し
ん
で
い
た
様
子
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

し
た
強
制
力
へ
抗
し
て
い
る
内
に
思
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が
オ

バ

ヒ

し
て
し
ま

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

あ
の
様
子
で
は

も
う

あ

 
怒
り
と
悔
し
さ
と
哀
し
さ

ス
レ
イ
ブ
と

わ
れ
た
あ
の
子
と
一

で
も

葉
を
交
わ
し

た
か

た
と
い
う
想
い
で

を
滲
ま
せ
る
あ
た
し
の

界
に
倒
れ
て
動
く
様
子
が
無
い
少
年
へ

手
を

ば
す
ユ
イ
ち

ん
の

が

る

 
蒼

め
た

で
信
じ
た
く
な
い
と
い
う

で
華

な
体
に
触
れ
る
彼
女
は

た

た
と

手
を
付
け
る

 
無
遠
慮
な
そ
の
手
つ
き
は
ま
る
で
迷
子
の
子

が

か
を
探
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
そ
ん

な
危
う
さ
す
ら
見
せ
て
い
る

 
数

た

た
と
騎
士
の

を

手
を

を
触
れ
て
い
た
彼
女
は

に
手
を

し
た

然
と

体
と
な

た
少
年
を
見
て
い
る

 
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム
で
は

が
無
く
な

た

ア
バ
タ

は

す
る
の
で

体
は
イ
ベ

ン
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
も
の
く
ら
い
し
か
無
い
が

こ
れ
が
あ
る
意
味
正
真
正
銘
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る

本
物
の

体

と

え
る
だ
ろ
う



 第百二十三章 〜己の《絶対》〜

さ

な

 
静
ま
り
返

た
部

に

ユ
イ
ち

ん
の
声
が
小
さ
く
上
が
る

 

く
り
と

⻤
め
い
た

作
で
立
ち
上
が

た
彼
女
は

手
に
水
色
の

剣
を
取
り
出

し
な
が
ら
歩
を
進
め
た

る

さ
な

 
コ
ツ
コ
ツ
と

付
き
ブ

ツ
を
鳴
ら
し
て
歩
く
彼
女
が
二

声
を
上

も
上

た

  
そ
の

は

を
流
し
な
が
ら

怒
に

え
る

⻤
の
形

だ

た

 
る
さ
な
い

許
さ
な
い
赦
さ
な
い

ア
ル
ベ
リ
ヒ

様

あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  
彼
女
は
怒

と

か
せ
な
が
ら

⻤
の
形

で
斬
り
掛
か

て
行

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

義
姉
が
偽
物
名
前
も

術
で
分
か

て
る
な
ら

で
自
我

壊
ま
で
行
く
の
お
か

し
い
の
で
は

と
思
う
方
も
い
る
で
し

う

 
ス
レ
イ
ブ
は
認
識
を
弄
ら
れ
て
い
ま
し
た

リ

姉
と
間
違
え
る
よ
う
に
さ
れ
た
ん
で
す

ね

そ
の
認
識

変
を
ス
レ
イ
ブ
は
破
れ
ま
せ
ん

ス
レ
イ
ブ
は

つ
ま
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
な
の
で

コ

ド
と
し
て

ま
れ
た
も
の
を
コ
ン

ル

き
で

す
る
の
は
無
理
で
す

ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
に
つ
い
て
知

て
る
方
な
ら

フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
達
の

眼
の

と

え
ば
分
か
り
や
す
い
で
し

う
か

 
そ
の

認
識

が

と
な

て

明
確
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
反
抗
す
る
事
を

じ
ら
れ
て
い
た

あ
そ
こ
で
命
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
け
ど

絶
対

と
認
識
さ
せ
ら
れ
て
い
る
存
在

に
命
じ
ら
れ
た

 
で
も
誓
い
も
己
に
と

て
絶
対

リ

姉
と
シ
ノ
ン
を
護
る

に
身
投

し
た
り
サ
チ
の
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事
で
悩
ん
だ
り
な
ど

そ
の
記

が
あ

た
か
ら
誓
い
に
も
重
み
が
出
来
て

に
は
破
れ
な

い

と
な

た

 
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
風
に

う
な
ら
ル

リ

ド
の

最
後
ら

で
キ
リ
ト
が
セ
ル
カ
に

剣
士
の
誓
い

で

に
キ
ス
し
て
己
の
意
思
で
決
め
事
を
破
れ
る
か
ら
自
分
は
フ
ラ
ク
ト

ラ
イ
ト
じ

な
い

コ
ピ

し
た
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
な
ら
己
が
定
め
た
禁
忌
に

触
す
る
前
に
止

ま
る
と
い
う
理
論

キ
リ
ト
の
場
合
は
多
分
ア
ス
ナ
以
外
と
性
的

触
を
持
た
な
い
と
い

う
決
め
事
か
な

 
お
い

は
セ

フ
な
の
か

は

 
じ

あ
ハ
グ
は

妖
精

鍛
冶

撃
手
済
み

 

そ
れ
は

い
と
く
と
し
て

 
そ
う
い
う
ル

ル
と
い
う
か

原
作
に
も

写
が
あ

た
の
で

今
話
は
こ
う
な
り
ま
し
た

 

す
る
と

キ
リ
ト
本
人
が

間

特
に
義
理
の
姉

は
絶
対
に
護
る

傷
付
け
な
い

と
決
め
て
い
る
の
が

ス
レ
イ
ブ
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る

で
も

は
己
の
決
め
事
へ
の
ブ

レ
イ
ク
ス
ル

が
大
変

し
い
た
め
誓
い
を
破
れ
ず
認
識

作
さ
れ
て
絶
対
と
定
め
て

い
る
存
在
か
ら
の
命

を

ね
の
け
る
事
が

し
く

郷
の

工
の
せ
い

と
自
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己
矛
盾
の
思

に

て
オ

バ

ヒ

ト
し

自
我

壊
し
た

 

み
返
す
と
ま
だ
ま
だ
だ
な

て
思
い
ま
す

原
さ
ん
や
こ
の
サ
イ
ト
の
小
説
ト

プ
の
方

の
よ
う
な
書
き
方
に
は
程
遠
い

 
そ
れ
で
も
自
分
な
り
に

て
書
い
て
い
く
の
で

く
お
付
き
合
い
下
さ
い
今
後
の

不
穏
さ

 
あ
と

最
近

す
る
に
あ
た

て
思

た
事
を
一
つ

 

ゲ

郷
書
く
の

れ
る
ン
だ
よ
コ
ン
チ
ク
シ

 

は
い

直
後
の
作
者
の
一

で
し
た

 

が

れ
る

て

郷
に
振
り
回
さ
れ
て
た
り
悪
事
さ
れ
て
る
人
の
心
情
や

動
を
書
く
の

が

れ
る

つ
か

い

ス
ト
レ
ス
発

味
で
書
い
て
る

ツ
で
ス
ト
レ
ス

労

し

て
た
ら
本

転
倒

 
で
も

き
だ
か
ら
書
い
ち

う
ん
だ
よ
な

気

 
仕
事
じ

な
い
か
ら
こ
そ
イ
イ
ん
だ
と
思

た
今
日
こ
の

で
し
た

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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感
想
返
し
が

て
お
り
ま
す

ス
マ
ホ
で
は
見
て
る
ん
で
す
が

本
的
に

時
も

で

返
信
し
て
る
の
で

強

れ
で

ち
が
多
く
て
出
来
て
な
い
で
す

し

あ
り
ま
せ

ん 
今
後

く
か
も
で
す
が

ご
了
承
下
さ
る
と

い
で
す
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第
百
二
十
四
章
 

フ

ン
ブ
ル
ヴ

ト

  
ど
う
も

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
し
て
お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
で
す

 
年

年
始
投
稿
し
て
な
か

た
の
は

ネ

ト

境

が
無
い
実
家
に
帰

し
て
い

た
た
め
で
す

 
今
話
の
文

数
は
約
一
万

 

点
は
オ

ル
ユ
イ

 
文

数
が
少
な
く
な

た
の
は

ら

キ
リ
ト

本
気

対

テ

タ

ニ
ア

ホ
ロ
ウ

勢
の
カ

ド
で
も
勝

が
見
え
て
る
せ
い
で
こ
れ
以
上
展
開
を
広

ら
れ
な
か

た
た
め

そ

れ
も
こ
れ
も
実
力

な
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
が
悪
い
ん
や

 

ホ
ロ
ウ
達
の
実
力
は
本
物
と
同

の

様

 
味
方
が

じ
る
乱
戦
で
な
い
な
ら
キ
リ
ト
の
独

場
だ
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

 
で
は
ど
う
ぞ
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キ
リ
ト
が
や
や
お
か
し
い
テ
ン
シ

ン
で
す
が
怒
り
の

点
が
天

突
破
し
て
る
せ

い
で
お
か
し
く
な

て
る
の
だ
と
解

し
て
下
さ
い

   
思

が
白

す
る

ら
れ
た
心
と
創

た
心
に
怒
り
が
渦

く

 
己
と

し
い
存
在
と
な

た
愛
し
子
の

突
な
終
わ
り
を
見
て

き
上
が

た
怒
り
は

無
し

と
思
え
る
程
に
深
い
も
の
だ

た

常
日

か
ら

静
さ
を
失
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
た
が

そ
れ
も
無
意
味
な
程
の
勢
い

身
を
焦
が
す
錯
覚
を
覚
え
る

ど
の

が

中
に
生
じ
て
い

た 
怒
り
の
ま
ま
に

け

華

な

い
の
男
へ
と

離
を

め
た
後

剣
を
振
る
う

 
⻘
の

を

く
斬
撃
は
し
か
し

の

に

ま
れ
る

ど
れ
だ
け

し

も
う
と
決
し
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て
剣

は
そ
れ
以
上
進
ま
な
い

こ
の
男
に
だ
け
与
え
ら
れ
て
い
る
権
限

ゲ

ム
マ
ス

タ

権
限
に
よ
り
付
与
さ
れ
た

不
死
属
性

が

こ
ち
ら
の
剣

を

ん
で
い
た

 
そ
し
て

世
界
が

神

と
認
め
た
者
を
傷
付
け
よ
う
と
し
た
者
へ
の
制
裁
が
発
動
す
る

 
剣

が
突
き
立
つ

か
ら
放

状
に
衝
撃
が
放
た
れ
た
の
だ

そ
れ
は
こ
ち
ら
の

身
を

く 
ビ
リ
ビ
リ
と

み
の
な
い

れ
が
全
身
を
襲
う

 

だ
が

決
し
て
退
か
な
い

 
退
く

に
は
い
か
な
い
と
い
う

で
は
無
か

た

む
し
ろ
身
の
安
全
を

る
に
は
退
く
の

が
一
番
だ

そ
れ
は

で
理
解
し
て
い
た

 
だ
が

私
は
退
か
な
か

た

 
そ
れ
は
愛
す
る
者
を
殺
さ
れ
た
怒
り
故

 
ス
レ
イ
ブ
は
確
か
に
愛
す
る
少
年
本
人
と
は

え
な
い

仮

過
去
が
同
一
で
あ
ろ
う
と
そ

れ
で
同
じ
と
見
て
は
ど
ち
ら
の
彼
に
も
失
礼
に

た
る

故
に
こ
の
怒
り
は
異
性
愛
の
そ

れ
で
は
無
い

 
こ
の
怒
り
は

家

愛
に
よ
る
も
の
だ
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彼
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
ろ
う
と

で
あ
ろ
う
と

過
去
が
同
一
で
あ
る
な
ら
ば

彼
ら
は

し
く
自
分
の
義
弟
と

え
る

彼
ら
は

性
を
明
か
し
て
い
な
か

た
が
間
違
い
な
く
キ
リ

ト
の
現
身

こ
ち
ら
を

絶
し
て
い
た
な
ら
と
も
か
く
ス
レ
イ
ブ
は
私
を
求
め
て
い
た

故
に
私
は

彼
を
義
弟
と
し
て

け
入
れ
て
い
た

 
義
弟
を
殺
さ
れ
た
怒
り
が
私
に
後
退
を

さ
せ
な
か

た
の
だ

う

あ
あ

 
衝
動
に

て
前
進
し
剣
を
振
る
う

の
よ
う
に

く
感
じ
る

の
刃
で

か
ん
と
す
る

が

そ
れ
ら
は
全
て

に
よ

て

ま
れ
る

 
そ
の

に
シ
ス
テ
ム
の
制
裁
が

身
を
襲
う

 

剣
を
取
り

と
し
そ
う
に
な
る
が

全
力
で
抗
い

攻
撃
を

行
す
る

ク

 

の
ク
セ
に

に
⻭
向
か
う
な

 
苛
立
ち
で
表
情
を
歪
め
た
男
が

て
手
を
払
う

衝
撃
で

直
し
て
い
た
た
め

せ
ず
払

う
手
に
よ

て

剣
を
弾
か
れ
て
し
ま

た
私
は

は
黒
と
白
一
組
の
片
刃
片
手
直
剣
を
取
り

出
し
た

手
に
黒

手
に
白
の
剣
を
握
り
男
を
見

え
斬
り
掛
か
ろ
う
と

を
振
り

か
ぶ
る
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流

に
分
か
り
や
す
か

た
の
か

一
歩
後
退
さ
れ
た
事
で

空
振
り
に
終
わ

た

し
つ
こ
い
ん
だ
よ

 
カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
で
バ

ク
ス
テ

プ
し
な
が
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

手
を
振

て
シ
ス

テ
ム
メ
ニ

を

び
出
す

 
そ
の
行

の
意
味
す
る
事
に
す
ぐ
思
い
至

た

あ
の
男
は
こ
の
部

に
い
る
プ
レ
イ

に
一

に
麻

を
発
生
さ
せ
無
力
化
す
る
つ
も
り
だ

そ
の

が

密
に
部

の
中
な
の

か
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
迷

ワ
ン
フ
ロ
ア
な
の
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い

だ
が
最
悪
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
義
弟
す
ら
も

め
て
無
力
化
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る

さ

せ
な
い

 

の
ウ

ン
ド
ウ
を

認
し
て
か
ら
間
髪
入
れ
ず
私
は
全
力
で

み

み
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と

の

離
を
再
び
ゼ
ロ
へ
と

め
る

 

ら
カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
で
バ

ク
ス
テ

プ
し
よ
う
が

く

性
は
ダ

シ

の
方
が

上
だ

追
い
付
け
る
事
は
確
信
し
て
い
た

 
問

は

ど
う
足
掻
い
て
も
ウ

ン
ド
ウ

作
を
止
め
ら
れ
な
い
事

 
こ
れ
が
圏
内
で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
た
だ
の
プ
レ
イ

で
あ
れ
ば
止
め
ら
れ
た

圏
内
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に
よ
り
付
与
さ
れ
る

不
死
属
性

も
と
い
圏
内
コ

ド
に
よ
る

は

攻
撃

の
攻
撃
力

値
や

力
に

し
て
ノ

ク
バ

ク

が

攻
撃

に
発
生
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
な

て
い

る
た
め
だ

だ
が

権
限
に
よ
り

を
発
生
さ
せ
て
い
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
場
合

攻
撃

に

衝
撃
が
発
生
す
る
仕
組
み
に
な

て
お
り

攻
撃

に
は
一
切
デ
メ
リ

ト
が
発
生
し
な
い

 
だ
か
ら
ど
う
足
掻
い
て
も
私
で
は
止
め
ら
れ
な
い

 
い
や
カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
で
あ
る
以
上
私
で
な
く
と
も
止
め
ら
れ
な
い

一
応
圏
外

な
の
で
ダ
メ

ジ
が
発
生
し
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
ア
バ
タ

に

触
可
能
で
は

あ
る
と
思
う
が

あ
の
男
の
ス
テ

タ
ス
に
勝
て
る
者
は

こ
の
世
界
に
は
ユ
ウ
キ
さ
ん
だ
け

彼
女
は
今
こ
の
場
に

な
い
か
ら
ど
う
し
よ
う
が
な
い

 
だ
が
仮

止
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も

だ
か
ら
と

て

め
る
理
由
に
は
な
り
得
な
い

 

を
止
め
ら
れ
な
い

作
の

が
出
来
な
い

だ
か
ら

め
る

そ
ん
な

な

事
が
出
来
る
な
ら

そ
も
そ
も
怒
り
で
先

た
り
な
ど
し
て
い
な
い

 

愚
か
だ
と

人
は

う
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

定
は
し
な
い

仮

そ
の
行
動
が
愚
か
だ
と
意
味
の
な
い
行
動
だ
と
理
解
し
て
い

て
も
そ
れ
で
も
私
は
ス
レ
イ
ブ
や
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

義
弟
が
殺
さ
れ
た
な
ら
殺
し
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た
者
へ
の
怒
り
を
抑
え

み
は
し
な
い

   

後
で
思
い
返
せ
ば

 
私
は

こ
の
時
点
で
恐
ら
く

め
を

い
て
い
た

 

権
限
の
絶
対
性
を

自
分
は

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て

そ
れ
以
前
に
Ｍ
Ｈ
Ｃ

Ｐ
と
し
て
一
部
持

て
い
る
か
ら
こ
そ
プ
レ
イ

よ
り
も

か
に
理
解
を
持

て
い
る

だ

か
ら
こ
そ

め
が
あ

た
の
だ
と
思
う

も
叶
わ
な
い

ど
う
足
掻
こ
う
が
も
う
終

わ
り
な
の
だ

と

 
だ
か
ら
あ
の
衝
動
的
な
行
動
を

わ
な
か

た
の
だ

と

 
そ
の
思

が

行
動
が

間
違
い
だ

た
と
は
思
わ
な
い

 
た
だ

そ
う

見

て
い
た
の
だ

私
は

 
義
弟
の
価
値
を
認
め
る
者
は

人
に
も

に
も

る

 
で

あ
る
な
ら
ば

 

的
デ

タ
に

づ
い
て

れ
た
者
へ
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
与
え
る
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
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彼
を
認
め
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
事
を

私
は
見
過
ご
し
て
い
た

  
止
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
を

き
な
が
ら
も
斬
り
掛
か

た
私
は
そ
の
刃
が

に
よ

て

ま
れ
る
の
と
同
期
す
る
よ
う
に
全
身
か
ら
力
が

け

に
身
を
横
た
え
る
事
に

な

た

ゲ

ジ
を
見
れ
ば
麻

の
⻩
色
に
明
滅
し
て
お
り

ア
イ
コ
ン
も
付
与
さ
れ
て

い
る

 
後
方
か
ら
は

の

き
と
共
に

に
倒
れ
る

つ
か
の

も

こ
え
て
来
た

 
把
握
し
て
い
る
限
り

権
限
に
よ
る
麻

付
与
も

実

は
ゲ

ム
に
存
在
す
る
状

異

常
を
強
制
的
に
引
き
出
す
も
の
の
た
め

果
時
間
が
存
在
す
る

だ

 
最

レ
ベ
ル
で
数
分
最
高
レ
ベ
ル
で
三
十
分

ど
の
み
ち
数
分
も
あ
れ
ば
殺
さ
れ
る
の
は
間

違
い
な
い
の
で
最

レ
ベ
ル
は

無
い
の
だ
が

 

線
を
上
に
向
け
れ
ば

と
共
に
見
下
ろ
し
て
く
る
男
の

線
と
衝
突
し
た

ん

く
静
か
に
な

 
ド
ゴ

と

 

で
嗤

て
か
ら

り
始
め
た
男
は
い
き
な
り
横
か
ら

ん
で
き
た

か
に
吹

ば
さ
れ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

た

そ
の
後
を

線
で
追
え
ば

界
に

る
男
の
緑
の
ゲ

ジ
の

が

か
に
白
く
な

て
い
る

の
に
気
付
く

 
男
の

体
に
は
極
太
の
ラ
ン
ス
が
突
き

さ

て
い
た

 

上
槍
と

え
る
形
状
の
そ
れ
は
⻑
槍
に
分

さ
れ
て
お
り

突
に
特
化
し
て
い
る
反

面
斬
撃
攻
撃
が
出
来
な
い

振
り
回
し
た
時
の
攻
撃
属
性
は
打
撃
に
な

て
い
る
た
め

突
に

強
い

が
現
れ
た
時
に
は
心
強
い
の
だ
が

種

が
少
な
い
点
か
ら
使
い
手
が
少
な
い
も
の
だ

そ
も
そ
も

⻑
槍

の
使
い
手
が
少
な
い
と
い
う
の
も
あ
る

 
そ
れ
が
い
き
な
り

ん
で
く
る
理
由
な
ど
一
つ
し
か
浮
か
ば
な
い

 
キ
リ
ト
だ

自
分
と
同
じ
く

を
持

て
い
る
彼
で
あ
れ
ば
虚
空
か
ら
武
器
を

し

死

か
ら
攻
撃
す
る
な
ど

作
も
無
い

 

し
か
し

故

 
麻

に
冒
さ
れ
て
い
る
自
分
に
は

を

作
で
き
な
い

あ
の

武

は

備
者

が
武

を

れ
る
状

で
あ
れ
ば
使
え
る
も
の
で
あ
る
だ
か
ら
ス
タ
ン

の
行
動
不
能
に

て
い
る
間
は

え
な
い

 
逆
説
的
に
今
の
彼
は
麻

に

て
い
な
い
事
に
な
る
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麻

を
付
与
す
る
原
因
が
Ｍ
ｏ
ｂ
に
よ
る
確

的
な
も
の
で
あ
れ
ば
分
か
る

彼
に
は
確

系
の
状

異
常
を
全
て
無

化
す
る

備
が
あ
る

 
だ
が
今
の
麻

付
与
は

権
限
に
よ
る
強
制
的
な
も
の

発
生
確

は
一

パ

セ
ン

ト
で

不
能
の
も
の

 
ど
う
や

て
回

し
た
の
だ
と
思

が
回
る

指
定
が
部

の
中
あ
る
い
は
私

体
で
あ

れ
ば
分
か
る
が
あ
の

作
の
速
さ
か
ら
し
て
後
者
は
無
い

で
あ
れ
ば
部

の
中
限
定
に
し
た

の
だ
ろ
う
か

と
思
う

 

権
限
の
麻

を
無

化
出
来
る

が
無
い
か
ら

果

が
部

の
中
だ
け
だ

た

の
だ
ろ
う
と
思
う
事
に
し
た

 
そ
れ
で
も

権
限
に
よ
る

が
あ
る
男
の

を

た
事
に
は
疑
問
が
残
る
が

き

様

 
極
太
の
ラ
ン
ス
を

い
て
上
体
を

こ
し
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

手
に
持
つ

を
持
ち
上

撃
体
勢
を
取

た

間
髪
入
れ
ず
引
き
金
が
引
か
れ
た
ん
た
ん
と

い
た

が
数

く 

だ
が

弾
し
た

は

か
な
い
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彼
が
履
く

付
き
ブ

ツ
が
あ

る

は
発

と
同
期
す
る
よ
う
に

的
な
ス
テ

プ

を

ん
で
い
る

麻

で
動
け
な
い
せ
い
で
見
れ
な
い
が
ど
う
や
ら

か
ら
弾
道
を
予

し
引
き
金
が
引
か
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て

に
ス
テ

プ
を

ん
で
回

し
て
い
る

ら
し
い

な

故
だ

で

た
ら
な
い

 

速
だ
ぞ

 
発

の
速

が
上
が
る

だ
が
そ
れ
で
も

弾
の

は
上
が
ら
ず

き
も
無
い

ス
テ

プ
の

が
増
え
た
と
い
う
事
は
全
て
回

し
て
い
る
の
だ

 
出
来
て
も
お
か
し
く
は
な
い

と
私
は
思

た

 
現
実

で

兵

業
を
し
て
い
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
よ
り

で
鍛
え
ら
れ
た
と
い
う
彼
だ

然

火
器
を

た

練
も
し
て
い
る
に
違
い
な
い

で
あ
れ
ば

人
の

撃
を
回

す
る
の

は
容

な
部

に
入
る
だ
ろ
う

ま
し
て
や
機

で
な
い
な
ら

の
事

 
そ
う
理
解
し
て
い
る
私
の
内
心
は
複

だ

た

 
彼
が

み
重
ね
た
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
事
は

し
さ
を
覚
え
る
が

で
の
経
験
や

い
実
験
が
生
き

ら
え
る
要

と
な
り
得
て
い
る
事
は

直
に
喜
べ
な
い

経
験
は

経

験
そ
う

て
し
ま
え
ば
そ
こ
ま
で
だ
が
生
き
残
る
に
は
捨
て
ら
れ
る
事
が
必

だ

た
と
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わ
れ
て
い
る
よ
う
で

な
の
だ

 
そ
ん
な
事
を

て
も

無
い
事
な
の
だ
が

 
時
を

せ
る

で
も
過
去
を
無
か

た
事
に
出
来
る

で
も
な
い

彼
の
場
合
ど
ち
ら
も

し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

く
そ

こ
う
な

た
ら

 
ど
れ
だ
け

し
て
も
見
切
ら
れ
回

さ
れ
る
結
果
に
苛
立

た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
撃
ち
な
が

ら

手
を
振
り

シ
ス
テ
ム
メ
ニ

を

び
出
し
た

さ

き
の
で

故
麻

に
な
ら
な
か

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
今

は
そ
う
は
い
か
な
い

か
ら
な

 

手
で
手

く
ウ

ン
ド
ウ
を

り
な
が
ら
男
は

う

発

か
ら

再
び
麻

を
掛
け

彼
を
無
力
化
し
よ
う
と
い
う
魂

が

け
て
見
え
た

 
そ
れ
に
内
心
焦
り
を
覚
え
る

キ

マ
ズ
い
で
す

 
焦

が

を
突
い
て
出
る
が
麻

の
せ
い
で

き
程

の
声

し
か
出
な
か

た

に

ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
の

離
を

め

界
に
入

た
彼
に
届
い
た
か
は
定
か
で
は
無
い
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一

こ
の
フ
ロ
ア
に

る

中
の
状

を
リ
セ

ト

 

で
ウ

ン
ド
ウ
を

り
な
が
ら
の
男
の

葉

そ
れ
を
契
機
に
し
て
か

バ

の
下

に
あ

た
麻

の
ア
イ
コ
ン
が
消
失
し

体
の
自
由
が

る

さ
せ
な
い

 
認
識
し
て
す
ぐ

上
体
を

こ
し
な
が
ら
数
多
の
武
器
を

し

男
に
向
け
て

出
す
る

う
は

面

衝
撃
が
届
か
な
く
と
も

を
集
中
的
に

わ
れ
れ
ば
行
動
に

れ
が
出
る
だ
ろ
う

と
予

し
て
そ
こ
を

た

 

に
衝
突
し
て
発
生
し
た
光
は

し
か
し
男
の
手
を

ら
せ
る
に
至
ら
な
か

た

そ
し
て
再

 
全

に
麻

を
せ

 
い
ち
い
ち
声
に
出
し
て
い
る
の
は
ボ
イ
ス
コ
マ
ン
ド
で
設
定
し
て
い
る
の
か
そ
れ
と
も

作

手

を

に
出
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
あ
る
い
は
集
中
力
を
高
め
る

か

来
す
る
武
器
の

衝
突

や
光
が
襲
う
中
で
も
変
わ
ら
ず

作
を

け
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ

 
も
う
間
に
合
わ
な
い
と

そ
う
思

た
時

 
一
本
の
⻑
大
な
槍
が

男
を

に

い
た

ガ
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ど
こ
か
ら
と
も
な
く
出
現
し
男
の

部
か
ら

下
ま
で
一
直
線
に

た
槍
は

に
空

中
へ
と
浮
き
上
が

て
男
を

り
に
す
る

か
ら

先
が
生
え
た
よ
う
に
な

て
い
る
男
は

葉
を
発
せ
な
い
状

に
な

て
い
た

 
な
ら
ば
と
思

た
か
男
は
シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
の
高
さ
を
合
わ
せ

作
し
よ
う
と
す
る

さ
せ
る
か
よ

 

時
に
な
い
重
圧
を

た
声
が

こ
え
た

男
の

手
が
氷
に

ま
れ
る

 
⻘
白
い

は
手
か
ら

に
波

し
て
い
き

を
も

て
つ
か
せ
数

の
間
に

部

を
残
し
て
全
身
を

て
つ
か
せ
る
に
至

た

節
部
を

う
氷
は
一

分

い

 

り
付
い
た
状

で
は

節
を
動
か
す
事
は

わ
な
い

上

身
は
お
ろ
か
体
幹
を
も

ら

さ
れ
た
以
上
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
ど
う
足
掻
い
て
も
メ
ニ

を

作
す
る
事
が
出
来
な
い

槍
が

を

い
て
い
る
た
め
発
声
も
ま
ま
な
ら
な
い
以
上
は

権
限
も
マ
ト
モ
に
行
使
出
来
な
い

だ
ろ
う

ン
グ

が

 
一
本
の
槍
に

か
れ
空
中
で

り
付
か
さ
れ
た
男
に
近
付
く
少
年

彼
を
見
下
ろ
す
男
の
眼

つ
き
は
忌

し

に
歪
ん
で
い
る

体
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
か

が
ハ
ラ
ハ
ラ
と
舞
い
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て
い
た

 
そ
の
様
を
近
く
で
見
上

る
少
年

 
横

は

悪
と
苛
立
ち
に

ち
て
い
た

フ
ン

 
苛
立
ち

れ
に

を
鳴
ら
し
た
彼
は

を
返
し
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
来
た

彼
は
す
ぐ

ま

で
来
る
と

の
ポ

チ
か
ら
⻩
色
の
結

体

解

結

を
取
り
出
し
麻

を
解

し

よ
う
と
し
て
く
れ
る

 
し
か
し
コ
マ
ン
ド
を

に
し
て
も
結

が

け

る
事
も
麻

が
解

さ
れ
る
事
も
無

か

た
恐
ら
く

権
限
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
か
と

⻑
く
て
も
三

分
で
解

さ
れ
る
と
思
い

ま
すな

る

ど

 
そ
れ
は
あ
る
程

予
想
出
来
て
い
た
の
か

く

く
だ
け
の
彼
は
特
に
動
じ
る
事
な
く
私

の

を

ん
で
引

り
始
め
た
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を
し
て
る
ん
で
す

ぐ
え

 
ち

ま

 

く

的
な

え
に

気
に
取
ら
れ
た
直
後

彼
は

を

す
よ
う
な
体
勢
で
私
を
立
た
せ

た

麻

で

き
手
と

部
以
外
に
力
が
入
ら
な
い
た
め
彼
に
全
体
重
を

け
る
し
か
な
い
私

は

で

が

く
な
る
の
を
自
覚
す
る

 
抗
議
を

め
た

線
を
向
け
る
が
義
弟
は
意
に

し
て
な
い
と
ば
か
り
に
無
反
応
の
ま
ま
私

を
運
ぶ

 
運
ん
だ
先
に
は
同
じ
様
に
麻

で
倒
れ
て
い
る
黒

と
麻

判
定
は
あ
る
が
生
気
の
な

い
ス
レ
イ
ブ
が
い
た

ヴ

ベ
ル
は
麻

に
掛
か

て
い
な
か

た
ら
し
く
近
場
に

ん
で
い

る
ヴ

ベ
ル
も
麻

に
な
ら
な
か

た
の
か

 
ど
う
や
ら
彼
も
把
握
し
て
い
な
か

た
ら
し
く
や
や
意
外
そ
う
に

た

ヴ

ベ
ル
は
小

さ
く

き
な
が
ら

に
転
が

た
ま
ま
の
ス
レ
イ
ブ
を

き
上

る

 
カ
ク
ン

と
ス
レ
イ
ブ
の

が
重
力
に

て

が
る
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そ
の
様
を
見
て

の

を

む

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
認
識

を

し
て
い
た
事
に
よ
り
己
が
絶
対
と
定
め
た
事

の
板

み
に
遭
い
自
我

壊
を

こ
し
て
し
ま

た
少
年
の

そ
れ
は
決
し
て
他
人
事
で
は
無
い
の

だ

ア
レ
は
自
分
に
も

然

こ
り
得
る
事
で
あ
る

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
使
命

 
義
姉
と
し
て
の
想
い

 
己
の
存
在
意
義
は
前
者
に
重
き
を

か
れ
て
い
る
が
自
分
自
身
の
意
思
と
し
て
は
後
者
を
蔑

ろ
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

 

時
か
私
も
あ
あ
な
る
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
の
彼
ら
の
ど
ち
ら
を
取
る
か
と
い
う
議

が
あ
る
か
ら

ど

ち
ら
も
自
分
に
と

て
は
義
弟
で
あ
り

ど
ち
ら
も
大
切
な
存
在
だ
か
ら
こ
そ

べ
な
い

 
で
も

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
分
か
れ
目
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
使
命
を

先
す
る
か

か

先
す
る
な
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
し
な
い
な
ら
ホ
ロ
ウ
を

ぶ
事
に
な
る
だ
ろ
う

義
姉
と
し
て
の
想
い
は

方
に
共

し
て
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存
在
す
る
の
だ

 
出
来
る
事
な
ら

ど
ち
ら
に
も
生
き
残

て
欲
し
い

 

そ
れ
が
決
し
て
不
可
能
で
あ
る
事
は
理
解
し
て
い
る

そ
れ
で
も
願
う
だ
け
な
ら
タ
ダ

だ

こ
の
願
い
は
捨
て
た
く
な
い

 

そ
う
思

し
て
い
る
と

ガ
シ

ガ
シ

と
騒
が
し
い
足

が

を
打
つ

テ

タ

ニ
ア

の
メ
ン
バ

が

 
彼
に

が
れ

一
緒
に

の
お

を

に
す
る
よ
う
に

か
せ
ら
れ
た
ア
ス
ナ
さ
ん
が

た

線
の
先
で
は
テ

タ

ニ
ア
の
ギ
ル
ド
タ
グ
が
付
い
た
男
数
人
と
攻
略
組
の
ホ

ロ
ウ
達
が
部

に
入

て
来
る
様
が
広
が

て
い
た

ボ
ス

 
な
ん
で
そ
ん
な

ん
が
が
が

お

お
い

さ

さ
と
殺
る
ぞ

 
お
前
ら

さ

さ
と
行
け

 

し
に
さ
れ
た
上
に
氷

け
で
束

さ
れ
て
い
る
自
分
達
の
ボ
ス
の

状
を
見
て
や
や
慌

て
る
男
達
は

い
て
い
る
ホ
ロ
ウ
達
に
指
示
を
出
し
た

 
命

さ
れ
た
ホ
ロ
ウ
達
は
う
つ
ろ
な
表
情
と
眼
で
武
器
を
構
え
る
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そ
の
ホ
ロ
ウ
の
面
子
に
は
復
讐
の
槍
使
い
と
神

も
い
た

槍
使
い
ケ
イ
タ
に

し
て
は
こ

ち
ら
で
う
ろ
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を

さ
れ
た
の
だ
と
思
う

 
神

に

し
て
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使

て
い
る

上
大

な
の
か

な
と
こ

ろ
だ
が

リ

姉
に
行
う
前
の

験

に
さ
れ
た
の
だ
と

え
れ
ば
違
和
感
は
な
か

た

ア

ミ

ス
フ

ア
で
も

が
可
能
だ
と
分
か
れ
ば
彼
女
も
容
赦
な
く
行
わ
れ
て
い
た
の
は
想
像

に

く
な
い

絶
対

が
さ
ん

 
因
縁
あ
る
者
も

ん
だ
ホ
ロ
ウ
達
の

分
が

を
も
う

分
が
得
意
の
武
器
を
構
え
る
の

を
見
た
彼
は
そ
う

て
水
の

剣
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
を

手
に
取
り
出
し
横
に

か
せ
な
が
ら

翳
し
た

す
る
と
彼
の
眼
前
に
ド

ム
状
の
渦

く
水
が
出
現
す
る

渦

く
水
は
ホ
ロ
ウ
達
が

撃
つ
弾

を
絡
め
と
り

無
力
化
し
て
い
く

と
な

て

私
達
を
守

て
く
れ
た
の
だ

 
そ
れ
と
同
時
に

テ

タ

ニ
ア

メ
ン
バ

の
最
後
の
一
人
が
入

た
の
を
境
に

そ
の

は
無
数
の
武
器
が

重
に
も
重
な

て
形
作

た

に
よ
り

が
れ
る

が
さ
な
い
と
い

う

い
意
思
が
見
て
取
れ
た

 
更
に
刀
身
か
ら
は
水
が

れ

を

ら
す

に

ち
た
水
は
決
し
て
私
達
の
方
に
は
近
寄
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ら
ず

ホ
ロ
ウ
や

テ

タ

ニ
ア

メ
ン
バ

へ
と
一
直
線
に
広
が

て
い
く

 
ホ
ロ
ウ
達
は
足

が

れ
よ
う
と
お
構
い
な
し
に

を
撃
ち

け
あ
る
い
は
愛

の
武
器
を

手
に

り

け
る

 

け
寄
ろ
う
と
す
る
ホ
ロ
ウ
達
は
虚
空
か
ら
襲
い
来
る
武
器
の
雨
に

さ
れ
て
中

前
進
出

来
な
い
で
い
た

カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
の
た
め

と

力
が

大
で

ど
ダ
メ

ジ
に

な

て
い
な
い
が

弾
時
の
衝
撃
や
ノ

ク
バ

ク
は
あ
る
た
め
だ

 
更
に
⻑
槍
や

槍
に
多
い

属
性

さ

て
い
る
間
は
一
定
間
隔
で
ダ
メ

ジ
が
発
生
す
る
属
性

の
武
器
ば
か
り

さ

て
い
る
た
め
一
つ
一
つ
は
大
し
た
こ
と
無
く

て
も

合
し
て
無

で
き
な
い
ダ
メ

ジ

に
な

て
い
た

属
性
の
ダ
メ

ジ
は

合
ダ

メ

ジ

そ
の
た
め
ど
れ
だ
け

や

力
が

大
だ
ろ
う
と

無
い
と
い
う

に
特
化
し
た
仕
様
を
彼
は
突
い
て
い
る
の
だ

 
ホ
ロ
ウ
は

プ
レ
イ

と
一

に

て
も

そ
の
行
動
は
プ
レ
イ

の
ロ
グ
を

参

に
し
た
も
の
で
あ
る
た
め

が

れ
ば
回
復
や
回

行
動
を

先
す
る

が
あ

た
時
は
前
進
し
て
い
た
彼
ら
も
数

に
つ
き
二

ど
も

れ
る
と
な
れ
ば
行
動
を
変
え
ざ
る
を

得
ず

結
果
的
に
前
進
す
る
事
が
出
来
な
く
な

て
い
た
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恐
ろ
し
い
の
は

彼
は
ホ
ロ
ウ
を
殺
す
つ
も
り
で
攻
撃
を
放

て
い
る
事

 
殺

を
前

に
し
た
攻
撃
は
一
切
の
情
け
容
赦
が
な
い
も
の
で
あ
り
ど
れ
だ
け
後
退
し
よ
う

と
彼
は

に
ホ
ロ
ウ
達
を

滅
す
べ
く
数
多
の
武
器
を
虚
空
よ
り

来
さ
せ
る

値
も

彼
の
体
力
と
結
び
つ
い
て
実

無
限
な
た
め
地
面
に

下
し
た
も
の
は

物
と
し
て
彼
ら
の

行
動
を
制
限
す
る

そ
の
せ
い
で

前
進
は

ま
れ
て
い
た

 
そ
し
て

一
有

打
と
な
り
得
る
遠

離
攻
撃
は

と
ホ
ロ
ウ
シ
ノ
ン
の

弓
術

だ
が

ど
れ
だ
け
攻
撃
し
よ
う
と
水
の

が
そ
れ
ら
を

む

ん

 
お
い

だ
こ
れ

水

 
そ
の
異
変
に
最
初
に
気
付
い
た
の
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
部
下
の
一
人

そ
の
時
点
で

の

全
て
が

い
水
に

わ
れ
て
い
た

し

し

バ
チ

バ
チ

と
う
る
さ
い
程
に
水

が

鳴

て
い
る

 
す

と

に
彼
が
空
い
て
い
る

手
を

る

 

ば
し

あ

 
と

を

し
て
い
た
水
が
一

に
天

に
向
か

て

ち

ホ

ロ
ウ
達
を
一

に

れ
鼠
に
し
た

 
ホ
ロ
ウ
達
は

実
に
命

を
こ
な
し

け
る
中
男
達
は
慌
て

た
め
く

だ
が
そ
れ
も

か
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な
間
で

が

た
様
子
が
無
い
事
か
ら
す
ぐ

ち

き
を
取
り

し
た

な

だ
よ

れ
た
だ
け
か

こ
ん
な
事
を
し
て

一
体

が
し
た
い
ん
だ

ア
イ
ツ

 
そ
の
ま
ま

流
れ
る
よ
う
に
彼
を
見
る
男
達
は

彼
の
真
意
を
悟

て
な
ど
い
な
か

た

 
今
の
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
状

を
見
れ
ば

故
全

を

れ
鼠
に
し
た
の
か
す
ぐ
に
分
か
ろ
う
も

の
な
の
に

テ

タ

ニ
ア

ア
ン
タ
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
来
た
ら
し
い
な

 

撃
を
ホ
ロ
ウ
達
の
前
進
を

み
な
が
ら
黒
の
少
年
が
語
り
掛
け
る

し
そ
う
に
男
達
は

見
る
が

そ
れ
を
無

し
て

彼
は

葉
を
紡
ぐ

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
北
欧
神
話
を

に
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う

 
魔
法
の

も

古
ノ
ル
ド
語
を

に
し
て
い
る
と

い
た

な
ら

神

の
⻩
昏

に
つ
い
て
も

そ
れ
が
差
し

た

前
兆
に
つ
い
て
も

然
知

て
い
る

だ

 
一

を

い
出
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
が

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に

索
を

掛
け
て
理
解
す
る

 

神

の
⻩
昏

称
ラ
グ
ナ
ロ
ク
と

わ
れ
る
そ
れ
は

北
欧
神
話
に

け
る
世
界
の
終
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わ
り
を
意
味
す
る
事

神
ロ
キ
が

界
の
神
ヘ
カ
テ

や
フ

ン
リ
ル
な
ど
を
ぶ
つ
け
オ

デ

ン

い
る
神

と
戦
う
神

の
戦
争

そ
の

し
い
戦
の

に
世
界
は
太
陽
を
喪
い
星

が
消
え

と

が
吹
き
上
が
る
中
で
大
地
は

し

滅
亡
す
る

 

彼
が

て
い
る
の
は

そ
の
前
兆
と
な
る
事

 
古
ノ
ル
ド
語
で

フ

ン
ブ
ル
ヴ

ト

 
日
本
語
で
は

大
い
な
る
冬

フ

ン
ブ
ル
ヴ

ト

 

は

静
か
だ

た

 

る
戦
意
と

さ
れ
ぬ
殺
意
と
が
入
り

じ
る
闘
気
に
反
し

さ
す
ら
感
じ
る
そ
の
発
声

は

そ
れ
を
向
け
ら
れ
て
い
な
い
自
分
で
す
ら
怖
気
を
覚
え
る

ど
だ

た

 
そ
の
怖
気
が

現
化
し
た
よ
う
に

眼
前
の
光

も
様
変
わ
り
す
る

 
ま
ず

風
が
吹
い
た

 
び

と
一

の

し
い
風
だ

そ
れ
は
触
れ
た

対
者
の

く
を

て
つ
か
せ
る

無
情
の

風
だ

た

ず
ぶ

れ
の
ホ
ロ
ウ
達
は
そ
の
全
て
が
一

に
し
て

り
付
く

男
達
は

そ
の
様
を

然
と
見
て
い
た

え
て
外
さ
れ
て
い
た
の
だ
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そ
れ
か
ら

剣
が

り

い
だ

 
雨

と

り

ぐ

り
の
刃
に

部
か
ら

か
れ
た
ホ
ロ
ウ
達
は

そ
の
圧
倒
的
な

と

虚
空
よ
り

り

ぐ

属
性
の
武
器

に
よ
り

と
消
滅
の
一

を

る

魔
法
に
つ
い
て

い
て
お
い
て
良
か

た
よ

を
十
全
に

う
に
は

体

的
な
想
像
が
要
だ
か
ら

 
ガ
シ

ガ
シ

と
氷
の

像
と
な

た
ホ
ロ
ウ
達
が
立
て

け
に

け

り

さ
れ
て

い
く
中
で

ら
か
な
声

で
少
年
が

葉
を
発
し
た

 
だ
が

こ
の
状
況
で
本

の
意
味
で

て
い
る

も
な
く

 
彼
の
横

は

怒
を
突
破
し
た
殺
意
の

み
に

ら
れ
て
い
た

ア
ン
タ
達
の
お
陰
だ

ア
ン
タ
達
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
繋

る
実
験
を
し
て
い
た
か
ら

は
リ

フ

か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
を

き
知

て
よ
り

体
的
な
想
像
を
練
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

た 

肉
だ
な

と

彼
は

う

 
彼
の
背
後
で
は

風
が
吹
き

び

ホ
ロ
ウ
だ

た
氷
の
破
片
が
浮
き

結

へ
と
変
わ
る

結

は
更
に
大
き
な
結

体
と
な
り

更
に
形
を
変
え
て

大
化
し
て
い
く
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そ
の
果
て
に
出
来
上
が

た
も
の
は

ア
ン
タ
達
の
実
験
が

に
力
を
与
え
た
ん
だ

そ
の
礼
だ

け
取

て

く
れ
る
よ

な 

大
な

氷
の

 
生
き
物
で
は
な
い

に

な
ら
ぬ

を
上

た
氷
の

は

小
な
人
間
た
ち
を

し

猛
な

を

の

か
ら

か
せ
た

う

え
る
な

氷
な
ん
だ
か
ら

け
ば
終
わ
り
だ

 
部
下
の
一
人
が
そ
う

し
て

を
撃
つ

氷

は

体
故
に
全
弾

け
る
が
そ
も
そ
も

ゲ

ジ
な
ど
無
い
存
在
だ
か
ら

た

て
も
意
味
が
な
い

た

た
部
分
の
氷
は

れ
る

が

彼
の
イ
メ

ジ
に
よ

て

め
ら
れ
る
た
め

終
わ
り
が
な
い
イ
タ
チ
ご

こ
で
あ
る

 

今
更
思

た
が

あ
の

に
残
弾
の

り
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か

こ
う
な

た
ら

 

で
は

が
明
か
な
い
と
思

た
ら
し
い
部
下
の
一
人
が
足

に
転
が

て
い
る
⻑

の
一

つ
を
手
に
取

て

け
出
し
た

ど
う
や
ら

け
ば
い
い
と
思

た
ら
し
い

 

こ
こ
で

私
は
て

き
り
氷
の

を

て

男
を

ら
せ

し

す
も
の
と
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思

て
い
た

 
だ
が
彼
は
ど
れ
だ
け
男
が
近
付
い
て
も

を
動
か
そ
う
と
し
な
い

故
と

を

て
い

る
間
に

男
が
⻑

を

の

の
前

に

き
付
け
た

 
ガ
シ

ン

と

の
氷
が

け
る

 
カ
ン
ス
ト
の

力
値
で

力
値
な
ど
存
在
し
な
い
破
壊
可
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
を

け
ば

け
る
の
は

然
だ

分
か
ら
な
い
の
は
そ
う
と
分
か

て
い
る

の
彼
が
ど
う
し
て

を
動
か

そ
う
と
し
な
い
の
か

は

が
力
だ

に
壊
せ
る
じ

な
い
か

て

な

 
そ
の
疑
問
は

す
ぐ
氷
解
し
た

 

手

で
前

を

い
た
男
は
し
か
し
動
こ
う
と
し
な
か

た

前

を

い

た

手

と
そ
の
手
が

ま
る
で

合
さ
れ
た
か
の
よ
う
に

り
付
い
た
か
ら
だ

た

 
て

手
が

て

 
お

お
前
ら

助
け

 
男
は
そ
の
ま
ま
ア

サ
リ
と
氷
の

像
と
化
し
た

 

手

と
手
が

り
付
い
て
か
ら
全
身
に
波

す
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
お
よ
そ
三

た

た
の
三

で
身
動
き
取
れ
な
く
な
る
ま
で

て
付
か
せ
た
の
だ
彼
の
イ
メ

ジ
は

器
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な
事
に
呼

が
出
来
る
穴
は
作

て
い
る
の
か
男
の

ゲ

ジ
は
一
切

て
い
な
い

し

た
ら
こ
の
場
か
ら

ら
れ
る
事
に
な
る
た
め

決
し
て
殺
さ
な
い
よ
う

整
し
て
い
る

 
生
か
さ
ず

殺
さ
ず

無
力
化
す
る

 
そ
れ
を

て
や

て
い
る
の
だ
か
ら
恐
ろ
し
い

し
か
も

真
似
で
き
な
い
よ
う
な
手

で
だ
来
な
い
の
か

な
ら
こ

ち
か
ら
行
か
せ
て
も
ら
う

ア
ン
タ
ら
や
り
過
ぎ
た
ん
だ
よ

こ
れ
は

そ
う

報
復
だ

 
最
後
の
一

を
殺
意
の

み
か
ら
無
へ
と
表
情
を
変
え
て

い
放

た
彼
は
上

け
て

い
た

手
を
振
り
下
ろ
し

を
前
進
さ
せ
た

 

は
触
れ
る
者
全
て
を

ら
せ

像
へ
と
変
え
て
い
く

出
入

に
男
達
は

る
も
の
の

彼
が

び
出
し
た
武
器
が

と
な

て

い
で
い
る
た
め
最
終
的
に
は

ま

た
状

で

て

付
か
さ
れ

無
力
化
さ
れ
た

 
そ
う
し
て

権
限
を
悪

す
る
者
達
は

ら
え
ら
れ
た
の
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

フ

ン
ブ
ル
ヴ

ト

は
ユ
イ
の
解
説

り
の
事

で
す

Ｗ
ｉ

ｉ
を
参

し
ま
し
た

ゲ

ム
の
魔
法
名
で
も
氷
属
性
最
上

系
の

バ
め
な

ツ
な
事
が
多
い
で
す
し
ね

テ
イ
ル

ズ
オ
ブ
シ
ン
フ

ニ
ア
 
ラ
タ
ト
ス
ク
の
騎
士

に
出
て
来
る
ド

女
性
の
秘

義
が
コ
レ
で

す 

テ

タ

ニ
ア

を
襲

た

風

氷
の
剣

最
後
の

は

フ

ン
ブ
ル
ヴ

ト

を

徴
す
る
三
つ
の
冬
の
名
称
で
す

風
の
冬

剣
の
冬

の
冬

を

称
し
て

フ

ン

ブ
ル
ヴ

ト

だ
と
か

 
北
欧
神
話
繋
が
り
と
い
う
事
で
リ

姉
か
ら

い
て
い
た
と

得
し
て

け
れ
ば

い
で
す

 

ら

原
作
で
も
リ

フ

と
シ
ノ
ン
は
北
欧
神
話
に
つ
い
て

し
い
し

ね

 

古
ノ
ル
ド
語
が
ど
う
と
か
に
つ
い
て
は
ス
ル

安
定

 

今
気
付
い
た
け
ど

の
Ｄ
Ｌ
Ｃ
２
で
追
加
さ
れ
た
雪
ス
テ

ジ
の
エ
ン
ブ
レ
ム
ギ
ミ

ク
の
風

剣

て

コ
レ
の
事
だ

た
ん
じ

ね

今
更

 
取
り

え
ず
今
後
キ
リ
ト
を

に
回
し
た
ら

終
了
な
の
は
目
に
見
え
て
ま
す
ね

白
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目 

作

て
ぶ
つ
け
て
壊
れ
て
も
修
復
可
能
で
触
れ
れ
ば

り
付
く

て
対
人
戦
最
強
で
し

リ

姉
は

と
い
う
力

知
識

を
与
え
て
し
ま

た
ん
だ

大

喜

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
に
つ
い
て
は
今
後

 

く

く
話
を
進
め
ら
れ
る
ん
や

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第百二十五章 〜傷との闘い・序章〜

 
第
百
二
十
五
章
 

傷
と
の
闘
い
・
序
章

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
文

数
は
一
万
三
千

 
今
話
の

点
は
オ

ル
ア
ス
ナ

 
で
は
ど
う
ぞ

  
テ

タ

ニ
ア
と
ホ
ロ
ウ
を
無
力
化
し
た
後
私
達
は

れ
去
ら
れ
た
人
達
を
助
け
る
べ

く
動
く
事
に
な

た

 
麻

は
ユ
イ
ち

ん
の
予
想

り
時
間
経
過
で
解

さ
れ
た

権
限
に
よ
る
も
の
だ
か

ら
か
状

異
常

性
ス
キ
ル
の
時
間

果
が
発

さ
れ
ず
三
十
分

ど
は

に
転
が
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た
ま
ま
だ

た
が
黒

の
お

を

に
さ
せ
て
く
れ
た
か
ら
不
快
で
は
な
か

た
し
麻

に

ら
な
か

た
キ
リ
ト
君
と
ヴ

ベ
ル
の
二
人
が

し
て
く
れ
た
か
ら
危
険
も
無
か

た

 

故
彼
は
麻

に
冒
さ
れ
な
か

た
の
か

そ
の
理
由
は
彼
も
分
か

て
い
な
い
し

と
な
る
存
在
は
一
先
ず
無
力
化
出
来
た
か
ら
救
出
が

先
と

た
事
か
ら
追

す
る
気
も
無
い

ら
し
い

 
槍
に

し
に
さ
れ
た
上
で
氷

け
に
さ
れ
た
テ

タ

ニ
ア
の
面

は
ユ
イ
ち

ん
と

ヴ

ベ
ル
が
見

て
く
れ
る
上
に
キ
リ
ト
君
が
出
し
た
武
器
に
よ
る

の

獄
で
文

り
身
動
き
が
取
れ
な
い
の
で

遇
を
決
め
る

に
も
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
を
助
け
る
事
に
な

た

キ
リ
ト
君
は
マ

プ
に
表
示
さ
れ
る
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
の
反
応
が
あ
る
部

へ
と
向
か
い

私
と
リ

フ

ち

ん
も
そ
の
後
を
追
う

 
そ
し
て
部

の
中
に
入

た

然
と
し
た

 
大
広
間
と

え
る
程
に
広
大
な
一

の
中
に
は

ズ
ラ
リ
と

ぶ
人

の

 
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
そ
れ
は
向
こ
う

が

け
て
見
え
る
が
そ
れ
が

間
隔

つ

一
の

離
を

取

て
部

い

い
に
広
が
る
光

は
狂
気
を
感
じ
さ
せ
る

 
し
か
も

の

像
は
た
だ
浮
か
ん
で
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

バ
ラ
バ
ラ
で
は
あ
る
が
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の
部
分
部
分
が

的
に
明
滅
し
て
い
た

こ
れ

 

に
出
来
た
の
は
そ
れ
だ
け

予
想
を

か
に
上
回
る
光

に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま

た

 
こ
れ
を

し
た
の
が
自
身
の
知
り
合
い
で
あ
る
男
性
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
信
じ
た
く
な
い

だ

が
ユ
ウ
キ
に

し
た
と
い
う
記

や
感
情
の

の

に
つ
い
て

え
れ
ば
信
じ
ざ
る
を

得
な
い

ど
ち
ら
に
せ
よ
こ
こ
に

を

行
し
た
の
は
テ

タ

ニ
ア
だ
か
ら
疑
い
よ
う
も

無
い

 
彼

が
し
て
い
る
事
そ
の
目
的
を
リ

ダ

本
人
か
ら

か
さ
れ
て
い
る
以
上
良
く
な
い

事
を
さ
れ
て
い
る
の
は
分
か

て
い
た

こ
う
し
て
見
れ
ば

郷

之
が
行

て
い
た
実
験
が
如

に
非
人
道
的
な
も
の
だ

た
の
か
が
よ
く
分
か
る

 

を
歩
く
少
年
の
義
姉
を
見
れ
ば
険
し
い
面
持
ち
で
部

を
見

し
て
い
た

一

も
発
し

て
い
な
い
か
ら

怖
い

 
そ
れ
か
ら
前
を
見
れ
ば
キ
リ
ト
君
は
さ

さ
と
部

の

に
あ
る

へ
と
歩
を
進
め
て
い

た
た
め

慌
て
て
追
い
か
け
る

キ
リ
ト

そ
の

が
ど
う
か
し
た
の
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こ
の

地
下
迷

の
最

に
あ

た
コ
ン

ル
と

二
つ
な
ん
だ

わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
だ
ね

 
彼
が

う

り
そ
の
黒
い

は
地
下
迷

最

に
あ

た
モ
ノ
と
同
一
の
形
状
を
し
て
い

た
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

に
あ
る
も
の
は

め
に
な

て
い
る
も
の
で
型
が
違
う
か
ら
地

下
迷

に
は
来
な
か

た
リ

フ

ち

ん
が
分
か
ら
な
い
の
も
無
理
は
な
い

と
い
う
事
は

そ
れ
は

コ
ン

ル
な
の
か
な

そ
れ
は

動
し
て
み
な
い
事
に
は

あ

ち
の
は
ユ
イ
姉
が
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
権
限
か

権
限

を
使

て

動
し
た
よ
う
だ
け
ど

に
は

権
限
は
無
い
し

 
ゲ

ム
内
に
あ
る
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
は
運

が
ゲ

ム
内
か
ら
修
正
を
行
う
た
め
の

と
し
て
設

さ
れ
て
い
る
も
の
で
一

プ
レ
イ

が
触
れ
ら
れ
な
い
よ
う

味
の

無
い
ダ
ン
ジ

ン
の

に
あ
る
も
の
だ
と
い
う

あ
の
地
下
迷

も
経
験
値
こ
そ
レ
ベ
ル

応

だ

た
が
ポ

プ
数
が
異
常
だ

た

レ
ベ
リ
ン
グ
に
も
あ
ま
り

し
て
い
る
と
は

え
な
い

境
だ

た
事
を

え
れ
ば

件
に
見
合

て
い
た
と
思
う

 
こ
こ
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
だ
か
ら
そ
の

件
が

て
は
ま
る
と
は

い

い
が

動
に
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必
要
な
シ
ス
テ
ム

の
権
限
が
な
い
以
上

動
は

し
い
だ
ろ
う

 

理

に
あ
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
れ
ば
高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
を
持
つ
キ
リ
ト

君
も

動
で
き
る
が

完
全
に
運

者

専

の
も
の
だ
と
打
つ
手
は
無
い

 
こ
こ
を
実
験
の

点
と
し
て
い
た

テ

タ

ニ
ア

の
面

が

権
限
や
ス

パ

ア
カ

ウ
ン
ト
を
使

て
い
た
事
か
ら
も
そ
の

を

え
ず
た
だ
運

者

の
も
の
を
使

て
い
た

可
能
性
も
捨
て
切
れ
な
い

形
状
か
ら
も
そ
う
思
う

 
彼
が
自
信
無
さ

に

う
の
は
そ
う
い
う
理
由
が
あ
る
か
ら
だ

ま

ダ
メ
な
ら
ユ
イ
姉
に
頼
め
ば
い
い
か
ら
な

 
だ
が
そ
の
心
配
も

憂
に
終
わ
る

タ
リ
と
手
を

い
た
彼
に
呼
応
す
る
よ
う
に
黒

が

光
を

ら
せ
キ

ボ

ド
の
よ
う
に

一
的
に
配
列
さ
れ
た
パ
ネ
ル
と

も
の
ホ
ロ
ウ

ン

ド
ウ
が
浮
き
上
が

た
か
ら
だ

 
見
た
目
の
形
状
こ
そ
異
な
る
が
仕
様
自
体
は

理

に
あ
る
も
の
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
ら
し

い

も
し
か
し
た
ら
コ
ン

ル
の
種

も
見
た
目
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い

高

テ
ス
ト

プ
レ
イ

権
限

を
持

て
い
る
彼
が
触
れ
た
か
ら

と
い
う
線
も
あ
る
と
は
思
う
が

動
し
た
ね

良
か

た
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ロ
グ
イ
ン
パ
ス
ワ

ド
と
か
は
必
要
無
い
の
ね

特
別
な
権
限
が
あ
れ
ば

動
す
る
と
い
う
仕
様
に
安
心
し
て
い
た
ん
だ
と
思
う

と
は

え

ら
し
い
も
の
は
暗

と
か

ば
か
り
で

流

に
す
ぐ
の
解

は

し
い
な

 
喜
ぶ
の
は
ど
う
や
ら

か

た
よ
う
だ

動
す
れ
ば
あ
と
は

だ
ろ
う
と
思

て
い
た
が

極
秘
裏
に
進
め
て
い
た

を
万
が
一
に
も
見
ら
れ
た
時
の

い

れ
の

に
一
見
で
は
分
か
り

に
く
く
し
て
い
る
よ
う
で

面
を
見
る
彼
の

が
歪
む

 

し
に
自
分
も
見
る
が

そ
れ
ら
し
い
事
は
書
い
て
あ

て
も

心
部
分
は

か
さ
れ
て
い

る

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

絡
の
な
い
文
章
に
な

て
い
る
か
ら
恐
ら
く
こ
こ
が
暗

や

の
部

分
な
の
だ
ろ
う
が

が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
私
達
で
は
判

し
よ
う
が
な
い

 
時
間
を
掛
け
れ
ば
い
い
が

が
さ
れ
て
い
る
事
を

え
れ
ば
後
回
し
に
し
た
方
が
良
い

 
で
も
助
け
出
す
な
ら
判

し
て
お
か
な
け
れ
ば
マ
ズ
い
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ

せ

に

わ
る
実
験
を

け
て
い
る
の
だ
そ
の

の
ロ
ジ

ク
を
理
解
し
て
お
か
な

い
と
大

事
に
繋
が
り
か
ね
な
い

 
彼
も
そ
う
思

て
い
る
の
か

か
ら

へ
と
フ

ル
ダ
や

文
書
を
開
い
て
流
し

み
し

て
は
別
の
も
の
を
開
く

と
い
う
作
業
を
し
て
い
る
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こ
れ
は

 
そ
の
中
の
一
つ
で

と
彼
の
手
が
止
ま

た

 

だ
ろ
う
と
思

て
そ
の
文
書
の
タ
イ
ト
ル
を
見
る

名
に
は
プ
レ
イ

の
感
情
収

集
に

す
る

と
あ

た

あ
の
人
が
人
の
感
情
や
記

に

す
る

を
行
い

し

て
い
る
事
は
知

て
い
る
の
に

が
引

掛
か

た
の
か
分
か
ら
な
い

 
内
容
を
見
れ
ば
日
時
と
時

収
集
さ
れ
た
プ
レ
イ

の
感
情
の
種

に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る

 
記
さ
れ
て
い
る
日
時
は

七
十
五
層
ボ
ス
戦
に

ん
で
い
る
時

 
収
集
さ
れ
た
感
情
は
恐
怖

怒
り
が
主

喜
び
も

か
に
あ
る
ら
し
い

 
ど
う
や
ら
大
勢
の
プ
レ
イ

が
集
ま

て
い
る
時
を
主
に
記
録
し
た
も
の
ら
し
い

そ
う

思

た
が
そ
の
下
に
あ

た
別
の
日
の
記
録
を
見
て

を

る

大
勢
集
ま

て
い
る
時
の

も
の
な
ら
七
十
六
層
ボ
ス
戦
や
七
十
七
層
で
襲
わ
れ
た
時
の
も
の
も
あ
る
と
思

た
の
だ
が

く
記
録
は
七
十
六
層
ボ
ス
戦
の

日
だ

た
の
だ

そ
れ
も

前
中
の
一
二
時
間
程

の
記
録

で
そ
の
日
は
終
わ

て
い
る

ど
う
も
プ
レ
イ

が
大
勢
い
る
か
ど
う
か
で
記
録
を
取

て
い

る

で
は
無
い
ら
し
い
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チ

そ
う
い
う
事
か

 

を
目
的
に
記
録
し
た
も
の
な
の
か
と
思

て
い
る
私
だ

た
が
キ
リ
ト
君
は
分
か

た
よ

う
で
苛
立
た
し

な

気
で

を
打

て
い
た

 

さ

き
か
ら
思

て
い
た
け
ど
か
な
り
機

が
悪
い

の
彼
は
ど
れ
だ
け
苛
立

て

い
て
も

打
ち
な
ん
て
し
な
い

 
で
も

ど
こ
か

得
し
て
い
る
自
分
が
い
た

 
七
十
六
層
に

達
し
た
時
の
事
を
思
い
出
せ
ば

然
と
も
思
え
る
の
だ

 
あ
の
時

シ
ロ

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
彼
の
別
人
格
は

て
い
た

も
う
後
は
無

い

少
し
で
も
危

を
加
え
ら
れ
れ
ば

私
達
は
そ
の

間

獣

に
よ

て
殺
さ
れ
る
と

 

獣

と
い
う
の
を
私
達
は
知
ら
な
い

彼
か
ら

か
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ

 
だ
が

 
多
重
人
格
が
形
成
さ
れ
る
程
の
負
の
感
情
を
彼
は

い
て
い
た

恐
ら
く
そ
の
大

が
怒
り
や

憎
し
み

ア
キ
ト
と
の
死
闘
で
の
表
情
を
感
情
を
思
い
出
せ
ば
そ
れ
は
確
信
を
持
て
る

ら
れ
る
事
に
呼
応
し
て
増

す
る
憎
し
み
が
私
達
を
殺
す

彼
が
今
ま
で
向
け
ら
れ
て
き
た
想

い
の
最
た
る
も
の
が
彼
へ
の
殺
意
だ

た
か
ら
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王
の
彼
は
私
達
を
守

て
く
れ
る

仮

意
識
が
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
も
の

に
な

て
い
よ
う
と

黒
の
剣
士

と

ビ

タ

の
振
る
舞
い
は

人
を
守
る

の
も
の

だ

た

生
来
彼
は

し
い
の
だ
と
思
う

 
で
も

獣

の
彼
は
私
達
を
殺
す
だ
ろ
う

そ
れ
は

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
の
怒
り

ず

と

め

ん
で
き
て

ぶ
つ
け
よ
う
が
な
か

た
怒
り
と
憎
し
み

し
い
人
が
怒
れ
ば

怖
い

と
い
う
よ
う
に

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
怒
り
の
部
分
で
あ
る

獣

が
目
覚
め
れ
ば

終
わ
る

 
そ
れ
を

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

郷

之
は

知
ら
ず
知
ら
ず
し
て
し
ま

た

 
彼
の
現
身
で
あ
る
ス
レ
イ
ブ
を
作
り

最
後
に
は
破
滅
さ
せ
た

自
滅

と

え
ば

ス
レ
イ
ブ
の
自
業
自
得
と
感
じ
る
が
彼
は
自
分
で
定
め
た
絶
対
の
存
在
と
誓
い
の
ど
ち
ら

か
を
捨
て
る
事
が
出
来
ず
ど
ち
ら
も
大
切
だ
か
ら
こ
そ
破
滅
し
た

そ
れ
だ
け

い
信
念
と
覚

悟
を

い
て
い
た

 
自
分
の
大
切
な
モ
ノ
を

足
で

み
躙
ら
れ

さ
れ
る
よ
う
な
錯
覚
を
彼
は

い
た
だ
ろ

う

そ
れ
で
怒
ら
な
い
人
が
い
な
い

が
無
い

 

時

そ
の

は
私
を

私
達
を
殺
す
だ
ろ
う
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シ
ロ
が

て
い
た
よ
う
に
も
う
彼
も
限
界
な
の
だ
怒
り
を
憎
し
み
を
抑
え

む
の

は 
シ
ロ
が

を

り
存
在
し
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

で
も
彼
は
王
の
事
を

先
し

て
い
た
生
き
る
事
を

よ
り
も
重
要

し
て
い
た

恐
ら
く
私
達
の
事
は

外

し

て

だ
か
ら
き

と
私
達
が
死
に
そ
う
に
な

て
も

獣
は

論

シ
ロ
は
助
け
て
く
れ

な
い
だ
ろ
う

そ
の
果
て
に

王

が
破

す
る
の
だ
か
ら

 
こ
わ
い

と
思
う

 
死
に
た
く
は
な
い

死
に
た
く
て
戦

て
い
る
の
で
は
な
い
生
き
た
い
か
ら
戦

て
い
る
の

だ 
だ
が

彼
に
怨
ま
れ
殺
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
と
は
思
う

彼
の
事
を
思

て
行
動
し
て

来
た
が

そ
れ
で
も

ビ

タ

と
し
て
振
る
舞
う
彼
に
寄
り
掛
か

て
い
た
の
は
事
実
だ

 
世
界
と
は

そ
う
し
て
成
り
立

て
い
る

 

さ
れ
る
に
は

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

上
に
立
つ
に
は
下
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い 

全
な
在
り
方

そ
れ
は
き

と
妖
精
と
の

上
に
立
つ
彼
女
は
下
に
立
つ
義
弟
を
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愛
し

教
え

導
い
て
い
る

そ
こ
に
見
下
す
感
情
は
無
い

強
く
な
り
た
い

と
い
う
想
い

を
組
み

上
に
立
つ
者
と
し
て

然
と
し
た

で

け
止
め
て
い
る

 
そ
れ
は

と
て
も
尊
い
も
の
だ

 
彼
が
生
き
て
来
た

生
の

ど
は

ア
ス
ナ

 

思

を
止
め
ら
れ

意
識
が
引
き

さ
れ
る

 
我
に
返
れ
ば

コ
ン

ル
を
背
に

し
む
表
情
で
見
て
く
る
少
年
の

が

界
に
入

た

心
配
そ
う

じ
て
い
る
な
ど
の
表
情
に
見
え
な
い
の
は
彼
の
闇
の
発

を

し
て
い
る
か

ら
か

い
な
ら
ユ
イ
姉
の
と
こ
ろ
に

る
か

 

郷
の

が

な
ら

理

で
ユ
ウ
キ

達
と
合
流
す
る
の
も
ア
リ
だ
け
ど

 
ど
う
や
ら
狂
気
的
な
部

の
内

に

て
ら
れ
気
分
が
悪
く
な

た
と
思

た
ら
し
い

実

そ
こ
ま
で
良
く
は
な
い
が

を
横
に
振
る

ご
め
ん

私
は
大

だ
よ

そ
の
セ
リ
フ
は

大

じ

な
い
人
が

う
も
の
で
す
よ

ア
ス
ナ
さ
ん
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れ
た
よ
う
に

う
リ

フ

ち

ん
の

葉
に
ぐ

の

も
出
ず

し

る

彼
女
の

の

は
私
を
ま

す
ぐ

い
て
い
て

ま
る
で
見

か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に

た

変
に
我

し
て
も
良
い
事
は
無
い
と
思
い
ま
す
が

だ
だ
か
ら
大

だ
よ

そ
れ
に
そ
れ
を

う
な
ら
リ

フ

ち

ん
は
ど
う
な
の

 

キ
ツ
い
ん
じ

な
い
の

い
え

あ
た
し
は
そ
う
で
も
無
い
で
す
が

え
 
か
な
り
狂
気
的
な
光

を
前
に
サ
ラ
リ
と

わ
れ
思
わ
ず

し
む

だ
が
ど
れ
だ
け

色
を

見
て
も
平
時
と
ま

た
く
変
化
が
な
い

義
弟
を
残
し
て

る
の
は
と
や
せ
我

し
て
い
る
の

か
と
も
思

た
が
そ
う
も
見
え
な
い
事
か
ら

本
気
で

え
て
な
い
ら
し
い

 
ち

と
特

な
家

と
い
う

で
も
な
い
リ

フ

ち

ん
が
一
体
ど
う
い
う
人
生
を
送

て
来
た
の
か

偶
に
分
か
ら
な
く
な
る

ま

本
人
が
良
い

て

う
な
ら
構
わ
な
い
け
ど
限
界
が
来
た
ら
我

せ
ず

て

く
れ

 
彼
女
の
状

に

惑
し
て
い
る
私
を
見
て
い
た
キ
リ
ト
君
は

特
に
追

す
る
事
な
く
そ
う
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て
来
た

そ
う

う
キ
リ
ト
君
も
無
理
は
禁
物
だ
よ

 
放

て
た
ら

時
ま
で
も
動
き

け
る
か
ら

心
配
な
の

 
動
き

け
そ
う
で
は
な
く
動
き

け
る
と
断
定
形
な
の
が
悲
し
い
と
こ
ろ

止
め
よ
う
と

し
て
も
動
こ
う
と
す
る
か
ら

悲
し
い

は
良
い
ん
だ
よ

ユ
イ
姉
に
見
せ
る
く
ら
い
な
ら
多
少
無
理
を

し
て
で
も
動
い
た
方

が
良
い

気
も

れ
る

だ
か
ら
そ
う
い
う
と
こ
が
心
配
な
ん
だ

て

ど
れ
だ
け

て
も
ボ
ス
に

独
で
偵

戦

を
仕
掛
け
る
の
は
や
め
な
い
し

い
な
ら

ん
で
良
い
と

て
る
の
に

独
攻
略
に
行
こ
う

と
す
る
し
今
日
は

む

て

て
た

な
の
に
気
付
け
ば
真
夜
中
に
騒
動
の
渦
中
で
戦

て

る
し

時
も
外
れ
て
欲
し
い
予
想
ば
か
り

た

て
る
か
ら
事

の
方
は

転
し
て
て
も
み

ん
な

い
ん
だ
か
ら

 
無
理
は
禁
物
と

彼
と
出
会

て
か
ら
こ
れ
ま
で
で

て
き
た
事
か

 
今
な
ら
分
か
る

回

意
し
て
も

果
が
無
く
一
人
で
死
地
に

む
彼
の
行
動
を
知

た

時
の
あ
の
陰
鬱
な

⻑
の
表
情
の
意
味
が

自
分
が
作

た
ゲ

ム
で
死
に
そ
う
に
な

て
る
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子
が
い
て

そ
れ
を
ず

と
見
せ

け
ら
れ
れ
ば

に
も
な
る

キ
リ
ト

今
回
の
事

が

ち

い
た
ら
説
教
ね

 
私
の

い
分
を

い
た
か
ら
か
静
観
を
保

て
い
た
リ

フ

ち

ん
が
絶
対
零

の
眼
で

し
た

 

組
み
し
な
が
ら

た
彼
女
に
彼
は

然
と
し
た
反
応
を
返
す
が
彼
も
内
心
後
ろ
め
た
く

思

て
い
た
の
か
ぬ

と

く

て
い
た
も
の
の
反
論
す
る
事
は
無
く
そ
れ
を

け
容

れ
て
い
た

け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
無

の
圧
力
が
あ

た
と
も

え
る

 
そ
れ
は
と
も
か
く

あ
の
眼

う
ち
の

さ
ん
が
偶
に
す
る
眼
以
上
の
圧
力
を
感
じ
た

説
教
は
と
も
か
く
と
し
て

ア
ス
ナ
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す

う

 
え

と

 
現
実
に

る

を
思
い
出
し
て
恐
ろ
し
い
や
ら

か
し
い
や
ら
複

な
思
い
に

ら
れ
て
い
る

と

と

の
目
付
き
に
な

た
彼
女
か
ら
不
意
に
話
を
振
ら
れ

狂
な
反
応
を
返

し
て
し
ま
う

ア
ス
ナ
さ
ん

 
話

い
て
ま
し
た
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え

と

え

と

ご
め
ん
な
さ
い

い
て
ま
せ
ん
で
し
た

 
変
に

魔
化
す
と
絶
対
怖
い
と
確
信
し
て
た
か
ら

直
に

を
下

て

罪
す
る

じ
と

と
し
た
眼
で
見
ら
れ
る
が

さ

き
の

を
思
わ
せ
る
キ
ツ
い
眼
で

ま
れ
る
の
と

べ
れ
ば

こ

ち
の
方
が
全
然
マ
シ
だ

 
キ
リ
ト
君
か
ら
も

れ
た
眼
で
見
ら
れ
る
の
は
キ
ツ
い
な

と

え
つ
つ
私
が

う

と

し
て
い
る
間
に
二
人
が
話
し
て
い
た
内
容
に
つ
い
て

め
て
教
え
て
も
ら
う

 

文
書
を
見
て
い

た
結
果

今
の
実
験
に
つ
い
て
の
内
容
は
判
明
し
た

 
手
掛
か
り
に
な

た
の
は

テ

タ

ニ
ア

の
面

や
ホ
ロ
ウ
達
が
持

て
い
た

五
四
式
・
黒
星

と
い
う
名
前
ら
し
い

は
絶
対
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
導
入
さ
れ
て
い
な
か

た
武
器
だ

か
ら
新
た
に

ら
れ
た
モ
ノ
だ
ろ
う
と

た
り
を
付
け
た
彼
は
コ
ン

ル
の
ロ
グ
か
ら
ア

イ
テ
ム
の
ジ

ネ
レ

ト
履
歴
を
探

た

す
る
と
ア
イ
テ
ム
を
新
し
く
作
り
出
す
と
い
う
履

歴
を
見
つ
け
出
し
た

 
そ
の

は
今
み
ん
な
が
さ
れ
て
い
る
実
験
と

わ
り
が
あ

た

 
結
論
か
ら

う
と
そ
の

は
プ
レ
イ

Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｎ

シ
ノ
の
ん
の
記
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に
出
て
来
る
武
器
だ

た
の
だ

 
彼
女
の
記

か
ら
設

を
得
て

テ
ク
ス
チ

と
を
ネ

ト
に

ら
ば
る

像
か
ら
引

て
来
て

り
付
け

完
成
さ
せ
た
も
の

彼
女
の
記

を

ん
だ
と
い
う
点
は
実
験
の
目

的
に
合

て
い
る

彼
が

う
に
は

の
シ
ナ
プ
ス
を

し

そ
の

を
記

し
て
い
る

ニ

ロ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
事
で
大
ま
か
な
外
観
を
想

さ
せ
た
の
だ
ろ
う

と
の
事

が

や
氷
な
ど
を

備
者
の
イ
メ

ジ
に

て
出
す

り
と
同
様
の
ロ
ジ

ク
と
推

出

来
る
ら
し
い

 

と
同
じ
と
い
う
事
だ
が
常
に
新
し
い
も
の
を
探
求
す
る
実
験
に

い
て
今
更
同

じ
事
を
す
る
必
要
は

無

 
つ
ま
り

が
記

か
ら
出
て
来
た
の
は
別
の
目
的
の

物
だ

た

 

郷
達
が
行

て
い
た
実
験
は

本
人
が
語

て
い
た
内
容
か
ら
あ
た
り
を
付
け
て
い
た

が

感
情

人
が

き
な
も
の

い
な
も
の

し
い
こ
と

い
こ
と
を
想

し
た
時
に

活
性
化
す
る
ニ

ロ
ン
を
特
定
し
そ
こ
を

す
る
事
で
発
生
す
る
感
情
を

作
し
快
と

不
快
の

を
逆
転
さ
せ
る

と
い
う
も
の
だ

た
の
だ

 

え
る
な
ら

キ
リ
ト
君
が

く

実
兄
に
対
す
る

悪

と

義
姉
へ
の
想
い

な
ど
が
逆
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転
し

前
者
は

ま
し
く

後
者
は

ま
し
く
思
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
事

 
彼
の
話
に
よ
れ
ば
実

に
ユ
ウ
キ
が
そ
れ
を
さ
れ
た
ら
し
い

結

彼
女
は
そ
れ
を
自
力
で

破
り
己
を
取
り

し
た

だ
が

郷
達
は
そ
の
場
で

で

整
し
た
事
が
原
因
と
見
た
よ

う
だ

要
す
る
に
臨

デ

タ
の
不
足
が
原
因
で
失

し
た
の
だ
と

そ
れ
を

め
る

に
み
ん

な
を
使

て
実
験
を
行

て
い
る
と
い
う

 

 

し
た
ホ
ロ
ウ
に
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
達
以
外
も

た
の
は

ス
テ

タ
ス
は
反

さ
れ
る
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
感
情
ま
で
は
完

に
引
き
継
が
れ
な
い
設
定
に
す
れ
ば
現
時
点
で

で
き
る
か

ら
と
判
断
し
た
か
ら
の
事
だ

た
ら
し
い

 

そ
れ

て
つ
ま
り
キ
リ
ト
君
の

は

か
ら

ま
で

み

ま
れ
て
い
る

て
事

じ

な
い

 
話
に
だ
け

い
た
キ
リ
ト
君
の
ホ
ロ
ウ
と

郷
に
よ

て
作
り
出
さ
れ
た
ス
レ
イ
ブ
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
記

と
精
神
を
引
き
継
い
で
い
る

時
期
が
外

部
か
ら
の

下
時
点
な
の
が
同
一

で
あ
る
以
上
ス
レ
イ
ブ
が
作
り
出
さ
れ
た

間
ホ
ロ
ウ
の
方
に
も
影

し
た
と
み
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か

 
そ
う
思

が

れ
る
事
も
あ

た
が

そ
れ
ら
は
片

に

い
て
意
識
を

す



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
要
約
す
る
と
今
実
験
さ
れ
て
い
る
み
ん
な
は
眠

て
お
り
感
情
の
快
・
不
快
を
強
制
的
に

想

さ
れ
て
い
る

人
に
よ

て
は

し
い
夢
を
見

け
て
い
る
が
中
に
は
苦
し
い
夢
を
見
て

い
る
人
も
い
る

そ
の
中
で

先

を
付
け
る
な
ら

然
後
者

 

そ
の
中
に

を
想

し
た
シ
ノ
の
ん
が

た

 
今
二
人
が
話
し
合

て
い
る
の
は

を

い
事
の
一
つ
と
し
て
想

し
て
い
る
彼
女

を
目
覚
め
さ
せ
た
時
の
対
応
ら
し
い

に
師
事
を
頼
み

ん
で
き
た
時
の
様
子
か
ら
た
だ
な
ら
ぬ
事
情
を

え
て
る
の
は
確
実

そ

の

い
記

が
強
さ
へ
の

に
直
結
し
て
る
な
ら
下
手
す
る
と
去
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
近
く
の

み
た
い
に
な
る
可
能
性
も
あ
る

強
く
な
る
事
へ
の

が
キ
リ
ト
と
似
て
る
く
ら
い
だ
と
そ
れ
こ
そ
本

に

常
じ

無
い

だ
し
ね

あ
 

が

い
事
の
要

と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
以
上

い

に
強

の

に
あ

た
可
能
性
だ

て
無
き
に
し
も
非
ず

そ
の
ト
ラ
ウ
マ
を

ら
れ

け
て
い
れ
ば

く
錯
乱
し
て

い
て
も
お
か
し
く
な
い

ま
し
て
や
今
の
彼
女
は
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト

れ
ら
れ
る
と
ち

と
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ど
こ
ろ
で
は
な
い

事
に
繋
が
る

体
的
に
は

一
つ
で
私
や
リ

フ

ち

ん
が
死
ぬ

 
な
る

ど

そ
れ
は
確
か
に
対
応
も
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
い
う
事
か

確
か
に
シ
ノ
の
ん
結
構

い
事
を
し
て
た
の
に
全
然

足
し
て
な
さ

そ
う
だ

た
覚
え
が
あ
る
よ

 
遠

離
か
ら

る
ハ

ピ

達
を
近
付
け
さ
せ
ず

中
か
ら

間
を

い
て

死
さ
せ
る
よ

う
に
な

た
時
の
事
だ

も
が

い
と

て
い
た
の
に
本
人
は
全
然

足
し
て
い
な
い
様
子

だ

た
の
か
ら

く

に
残

て
い
る

 

時
は
努
力
家
な
ん
だ
な
と
思

て
い
た
が
今
思
え
ば
ち

と

を
過
ぎ
て
い
た
気
も
す

る 

で
も

そ
れ

て
悩
む
程
の
事
だ
ろ
う
か
と
も
思
う

で
も
さ
錯
乱
し
た
と
こ
ろ
を
キ
リ
ト
君
の

で
動
け
な
く
す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い

の

 

し
に
し
な
く
て
も

テ

タ

ニ
ア

に
し
て
る
み
た
い
に

物
と
し
て
武
器

を
設

す
る
だ
け
で

果

だ
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
傷
付
け
た
く
な
い
と
い
う
想
い
は
よ
く
分
か
る
が
そ
の
方
法
な
ら
確
実
だ
と
思
う
か
ら
悩

む
必
要
は
や
は
り
な
い

と
い
う
か
こ
の
二
人
な
ら
真

先
に
思
い
つ
い
て
も
お
か
し
く
な
い
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そ
う

思

た
の
だ
が

 

故
か
キ
リ
ト
君
は

を
開
い
て
今
ま
で
思
い
つ
か
な
か

た
も
の
を
思
い
つ
い
た
よ
う
な

を
し
たえ

ち

と

て

 
キ
リ
ト

あ
た
し
は
て

き
り
そ
れ
を

え
た
上
で

話

し
て
た
の
か
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

 
リ

フ

ち

ん
が
そ
う
問
え
ば
彼
の

線
が

い
だ

本
気
で
思
い
付
い
て
い
な
か

た

ら
し
い

ま

キ
リ
ト
君
も

色

と
あ

て

れ
て
る
だ
ろ
う
し
ね

 
そ
う
フ

ロ

を
入
れ
る

実

彼
は
今
日
一
日
で
七
十
七
層
攻
略

ス
レ
イ
ブ
と
の
戦
闘

車
の

意
と

の
補

テ

タ

ニ
ア

と
の
戦
闘

ホ
ロ
ウ
達
と
の
死
闘
か
ら
今
の

救
出
へ
と
一
日
中

き

め
だ

私
が

ん
で
い
る
間
も
動
き

け
て
い
た
事
も

え
れ
ば
十
数

時
間
も

み
な
く
動
い
て
い
る
事
に
な
る

 
そ
れ
だ
け
動
い
た
上
で
暗

や

が
ば
ら
撒
か
れ
た
小

し
い
文
書
を

ん
で
意
味

を
理
解
し
ロ
ジ

ク
を
理
解
し
て
ま
で
い
れ
ば

が

れ
ち

と
し
た
事
に
気
付
か
な

く
な

て
も
お
か
し
く
な
い
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お
か
し
く
な
い

の
だ
が

 

も
う

王

は
と

く
に
限
界
を

え
て
い
る

 

獣

の
目
覚
め
は

す
ぐ
そ
こ
だ

 

シ
ロ

の

葉
が

獣

と
い
う
存
在
が

た
だ
の

労
で
は
な
い
と
思
わ
せ
る

感
情

が
振
り
切
る
あ
ま
り
思

が
意
味
を

さ
な
い
事
は
ユ
イ
ち

ん
が
示
し
て
み
せ
た

 

の
彼
女
で
す
ら
あ
あ
な

た
の
だ

人
間
で
あ
る
彼
が

し
い
憎
悪
を
抑
え

け
る
の
に

も
限

が
あ
り

に

び
が
見
え
始
め
て
い
る
以
上
今
の

で
も
な
い
事
に
気
付
か
な
か

た
事
が
そ
の
前
兆
で
あ
る
と

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と

と
も
あ
れ

取
り

さ
え
る
方
法
が
決
ま

た
な
ら

く
解
放
し
よ
う

 
焦
慮
の
中
に
確
か
な

を
見
せ
な
が
ら
コ
ン

ル
を

作
し
始
め
た
彼
を
見
て

そ
う

思

た

  
コ
ン

ル
を

作
し
た
彼
に
よ

て
最
初
に
解
放
さ
れ
た
少
女
は
振
り
分
け
ら
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う

の

像
が
消
え
る
と
共
に

を
見
せ
た

 

け
寄
り
そ
う
に
な
る
が
あ
た
し
の
前
に
出
た
二
人
の

を
見
て
衝
動
を
抑
え
る

取
り
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さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
を
一

と
は

え
忘
れ
て
し
ま

て
い
た

 

に

向
け
で

る
形
で
出
現
し
た
彼
女
の

色
は
遠
目
で
見
て
も
分
か
る
く
ら
い
良
く
な

か

たく
し
た
ら

き
る
ん
だ
よ
ね

ナ

ヴ
ギ
ア

か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た
パ
ル
ス
は
切

た
か
ら

そ
の

だ

ア
ス
ナ
さ
ん
は
下
が

て
て

 
取
り

さ
え
る
事
を

に
入
れ
て
身
構
え
る
義
姉
弟

 
そ
れ
に
反
す
る
よ
う
に
眠
り

け
る
シ
ノ
の
ん

十

二
十

三
十

一
分
超

え
て
二
分
経

て
も
彼
女
が

き
る
気
配
は
全
く
な
い

そ
も
そ
も

返
り
す
ら
打

て
い
な

い

ね

ホ
ン
ト
に

き
る
の

に

か
れ
て
も

こ
れ
ば
か
り
は
シ
ノ
ン

第
と
し
か

あ
た
し
が

す
る
か
ら
キ
リ
ト
は
コ
ン

ル
で
シ
ノ
ン
さ
ん
の
状

を
確
認
し
て
く
れ

る
分
か

た
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時
ま
で
経

て
も
動
く
気
配
が
な
い
か
ら
不
安
に
な

て
る
と

二
人
は
そ
う
話
し
合
い

コ
ン

ル
で
状

を
確
認
す
る
事
に
な

た

す
る
事
が
無
い

と
い
う
か

か
し
よ
う
と

す
れ
ば
む
し
ろ
邪
魔
に
な
る

私
も
コ
ン

ル
へ
と
近
付
く

ど
う

 
コ
ン

ル
を

作
し

ホ
ロ
グ
ラ
フ

を

む
キ
リ
ト
君
に
問
い
掛
け
る

 
コ
ン

ル
の
直
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
ホ
ロ
グ
ラ
フ

に
は

人
の

が
表
示
さ
れ
て
い

た

表
記
を

む
に
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
の

の
状

を

し
て
い
る
ら
し
い

私
に
は

が

だ

か
だ
が

を

み

し
た
彼
は
理
解
し
て
い
る
よ
う
で

し
い

を
す
る

あ
ま
り
良
く
な
い
か
も
し
れ
な
い

良
く
な
い

 
パ
ル
ス

は
解

し
た
ん
だ
よ
ね

あ
あ
解

し
た
よ

そ
れ
で
も

し
て
た
時
と
同
じ

の
活
性
が
見
ら
れ
て
る
ん
だ

 

ら
と

て
二

の
ウ

ン
ド
ウ
を
見
せ
ら
れ
る

方
に
彼
女
の

が

し
出
さ
れ
て

い
る
が
ど
ち
ら
も
同
じ
色
合
い
に

め
ら
れ
て
い
た

を
与
え
て
い
る
間
と
今
の
状

の

二

な
の
に
だ

同
じ

で
も

ど
う
し
て
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や

作
と
一

に

て
も
そ
も
そ
も
記

や
感
情
は
そ
の
人
の

を

点
と
し
て
発

生
す
る

郷
が
や

て
る
事
は
そ
れ
を
意

的
に

ろ
う
と
し
て
い
た
だ
け

夢
は

に
見

る
だ
ろ
う

 
そ
れ
と
一
緒
だ

じ

あ
つ
ま
り

シ
ノ
の
ん
は
今

い
時
の
夢
を

け
て
る
の

 
導
き
出
さ
れ
た

え
に

彼
は
確
か
に

く

な
ま
じ
そ
の
記

と
結
び
つ
い
て
る
物
品
を
強
く
想

さ
せ
ら
れ
た
ん
だ

多
分

に
と

て
の

や
ケ
イ
タ
だ

た
ん
だ
な

 
そ
れ
は
つ
ま
り

彼
女
に
と

て

は
ト
ラ
ウ
マ
そ
の
も
の
だ

た
と
い
う
事
に
な
る

 
一
体
過
去
に

が
あ

た
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
そ
れ
よ
り
も
今
は
彼
女
を
悪
夢
か

ら
解
き
放
つ
方
法
に
つ
い
て

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ど
う
し
よ
う

ど
う
す
れ
ば

 
だ
が

ど
れ
だ
け

え
て
も
良
い
方
法
が
浮
か
ば
な
い

 
体
を
揺
ら
す
の
は
仮
想
世
界
で
も
有

で
は
あ
る
が
錯
乱
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
な

た

以
上
近
付
く
の
は
却

て
危
険
だ

ト
ラ
ウ
マ
を

さ
れ
た
人
が
追
い

め
ら
れ
た
ら
ど
れ

だ
け
危
な
い
か
は
去
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
で
身
を
以
て
知

て
い
る

彼
が
殺
意
を
向
け
て
来
る
程
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だ

一
つ
だ
け

方
法
が
無
く
は
な
い

 
重
い

で

た
彼
に
目
を
向
け
る

 
彼
は
こ
ち
ら
の

し
に
応
じ
ず

文
書
の
一
つ
を
表
示
し
た

名

記

に

依
存
し
た

境
の

化

人
の
記

を

み
取
り

あ
る
い
は

を

し
て

し
出

さ
れ
た

境
を

仮
想
世
界
で
再
現
す
る
と
い
う
内
容
だ

 
な
る

ど

人
の
想
像
や
記

か
ら
作
り
出
さ
れ
る
な
ら
確
か
に

化
と

え
る

さ

き
ア
バ
タ

が
無
か

た
よ
な

郷
達
に
実
験
を
さ
れ
て
い
る
面

の
ア
バ
タ

は
一

時
的
に
消
滅
し
て

そ
の
意
識
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で
も

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
も
無
い

特
別
な
空
間
に
送
ら
れ
て
る
ら
し
い

意
識

 
ア
バ
タ

じ

な
く
て

ア
バ
タ

も

ん
で
の

化
ら
し
い

人
間
の
体
性
感
覚
と
か

の
⻑
さ
と
か
意
識
し
な

い
感
覚

わ
ば
無
意
識
の
感
覚
を
も

み
取
り
ア
バ
タ

と
し
て
構

し
夢
の

境
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
再
現
し
て
見
せ
る

自
己
像
の
投
影
と
か

と
か

 

い
な
が
ら
文
書
の

部
分
を
示
し
て
く
る

見
れ
ば
彼
が

た

り
の
内
容
が

し
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い

葉
で
ば
か
り
書
か
れ
て
い
た

自
己
像
の
投
影
や
夢
で
の

境
再
現
は
最
も

む

境
と

し
て
再
現
さ
れ
る
風

が

戦
場

に
な
り

む
行

が

殺
人

に
な
れ
ば
戦
争
と
し
て
登

出
来
る
兵
士
の
完
成
と
い
う
指
標
と
し
て

の
一
つ
に
入
れ
て
い
た
よ
う
だ

 
確
か
に

作
し
て
終
わ
り
で
は
実

ど
う
な
の
か
は
分
か
ら
な
い

そ
の
結
果
ユ
ウ
キ
は
す

ぐ
さ
ま
反

を

し
た
の
だ

 
あ
の
男
確
か
に

め
は
甘
い
が
そ
れ
は
初
手
だ
け
の
よ
う
だ

い
目
を
見
た
後
の
対
応

が
メ
タ
を

て
来
て
い
る

内
心
で

意
を
持

て
い
て
も
無
意
識
の
部
分
を

か
れ
て
し

ま

て
は
一
発
で
分
か
り

と
同
じ
実
験
の

り
返
し
だ

 
表
面
上
だ
け
で
は
無
く

の

ま
で

し
よ
う
と
す
る
な
ん
て

い
だ
が

果
的
だ

 

感
を

ら
せ
ば

キ
リ
ト
君
は
そ
う

た

 
思
わ
ず

む

君
に
だ
け
は
そ
う

て
欲
し
く
な
い
と
い
う
想
い
を

め
て

そ
の
意

す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
て
い
る
の
か
彼
は

を

め
た

あ
く
ま
で
客
観
的
に
見
れ
ば
の
話

主
観
は
別
だ
よ



 第百二十五章 〜傷との闘い・序章〜

そ
う

 
そ
れ
な
ら

い
い
が

で
も

だ
か

然
と
し
な
い

話
が

れ
た
が

要
は
コ
レ
を
使
お
う
と
思
う

え

ま
さ
か

パ
ル
ス
を

て
て
無
理

理

そ
れ
も

え
た
け
ど
根
本
的
な
解
決
に
な

て
な
い
か
ら
ダ
メ
だ
な

と
い
う
か
今
後
に
良

く
な
い

い
夢
の
後
に

せ
な
夢
を
見
せ
て

き
な
い
と
か
な

た
ら

る

 
今
後

き
た
後
の
事
も

め
て

え
て
い
る
ら
し
い
キ
リ
ト
君
は
い
い
か
と
指
を
立

て
な
が
ら
見
上

て
来
る

こ
の

の
内
容
は
人
の
無
意
識
の

境
や
自
己
像
を

み
取
り
そ
れ
を
別
の
仮
想
空
間
で

再
現
し
夢
を
仮
想
現
実
と
し
て

化
す
る
も
の
だ

つ
ま
り
そ
の
空
間
は
夢
で
あ
り
な
が
ら

他
人
の

を
も
認
め
る
仕
様
に
な

て
る

ア
ス
ナ
の
夢
の

化
空
間
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
や

デ

ア
ベ
ル
が
出
て
来
る
感
じ
だ

 
ど
う
し
て
そ
こ
で
そ
の
二
人
を
チ

イ
ス
し
た
の
か

く

き
た
い
が
今
は
流
す
事
に
す
る

で
ト
ラ
ウ
マ
だ
ろ
う
今
の
シ
ノ
ン
の
夢
は
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
く
ら
い
だ
か
ら

精

に

再
現
さ
れ
る
と
思
う

せ
あ
の

の
テ
ク
ス
チ

は

ど

変
さ
れ
な
い
程
に
精

だ

た
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ら
し
い
か
ら
な

そ
ん
な
に

シ
ノ
の
ん

 
ト
ラ
ウ
マ
と
確
定
し
て
は
い
な
い
が
か
な
り
の
可
能
性
で
あ
り
得
る
事
実
に
思
わ
ず
眠
る

彼
女
を
見
る

そ
ん
な
に
深
い
心
の
傷
を
負

て
い
る
の
に
気
付
け
な
か

た
事
に
内
心

罪
す

る 

故
話
し
て
く
れ
な
か

た
の
か
と
は
思
わ
な
い

私
の
彼
女
は
出
会

て
一

月
も
経

て
な
い
し
そ
ん
な
に
怖
い
出
来
事
を
話
す
事
す
ら
忌

す
る
気
持
ち
は
キ
リ
ト
君
と

し
て
の

経
験

で
よ
く
分
か
る

化
す
る
ロ
ジ

ク
は
分
か

た
け
ど

ど
う
や

て

こ
す
の

こ
の

の

は
ナ

ヴ
ギ
ア
を
使

た

方
向
の
ア
プ
ロ

チ
が
可
能
な
点
だ

部
の
活
性
で
想
像
を

み
取
る
な
ら
逆
に
シ
ス
テ
ム

が
作
り
上

た
イ
メ

ジ
を

に

き

む
事
も
技
術
的
に
は
可
能
だ

そ
の
イ
メ

ジ
も
シ
ノ
ン
の
記

の
方
に
存
在
し
て
い
る
も
の

が
あ
れ
ば
負

が
少
な
く
て
済
む
か
ら

良
い

初
め
て
記

す
る
も
の
よ
り
記

さ
れ
て
る
も

の
の
想

で
済
む
方
が

だ
か
ら
な

ま
さ
か
と
思
う
け
ど

化
空
間
に
君
が
入

て
そ
の
状

を
シ
ノ
の
ん
の

に
反
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し
て

す
る
の

あ
あ

反

さ
せ
な
い
と
立
体

像
を
見

き
す
る
だ
け
で
シ
ノ
ン
に

出
来
な
い

 
理

は
分
か
る

確
か
に

化
し
た
空
間
は
対

の
夢
を

み
取

て
仮
想
現
実
と
し

て
確
立
し
た
も
の
で
あ

て
そ
こ
で

を
し
よ
う
と
あ
ち
ら
に
は
影

が
な
い

彼
女
の
悪
夢

を
終
わ
ら
せ
る
な
ど
の

を
す
る
と
な
れ
ば
そ
れ
は
必
然
的
に
彼
女
の

へ
影

を
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

 

と
い
う
イ
メ

ジ
を

み
取
る
武

を
持

て
い
る
彼
女
で
あ
れ
ば

化
の

み
は
可
能
だ
ろ
う

 
で
も

化
空
間
で
の
出
来
事
を
反

さ
せ
る
と
い
う
点
が
反
感
と
い
う
か

感
を

か

せ
る

多
分
そ
の

み
は

郷
達
が
し
よ
う
と
し
て
い
た
外
道
な
実
験
と
同
じ
方
法
だ
か
ら
だ

気
持
ち
は
分
か
る
よ
忌

感
が

く
の
も
仕
方
な
い

目
的
が
違
う
だ
け
で
し
よ
う
と

し
て
い
る
事
は

郷
達
と
同
じ
だ
か
ら
な

 

に
出
て
し
ま

て
い
た
よ
う
で

こ
ち
ら
の
内
心
を
的
確
に

ん
で
彼
は

う

で
も

は
こ
の
方
法
を
取
る

 
や
や

し
そ
う
な
苦

を
浮
か
べ
て
い
た
彼
は

と
真
剣
な
面
持
ち
に
な

て
そ
う

け
た
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技
術
に
罪
は
無
い
そ
の
使
い
方
に
善
悪
は
問
う
べ
き
だ

だ
か
ら
こ
の
方
法
を
取
る

を

蔑
し
て
く
れ
て
い
い

 
真

直
ぐ
に

黒

の

が
見
て
来
る

 
そ
の

は
愚
直
な
ま
で
に
問
い
を
発
し
て
い
た

蔑
す
る
の
か
し
な
い
の
か
と

彼
の

中
で
そ
の
方
法
を
取
る
事
は

に
決
定
し
て
い
て

る
つ
も
り
が
無
い
の
が
分
か

た

こ

こ
で

に

わ
れ
よ
う
と

ま
れ
る
技
術
だ
ろ
う
と
そ
れ
を
使

て
助
け
ら
れ
る
な
ら
使
う

覚
悟
が
見
て
取
れ
る

は

 
思
わ
ず

息
を

く

 

わ
な
い
な

も
う

 
そ
し
て
脱
力
し
な
が
ら

み
を
浮
か
べ
る

知
ら
な
い
内
に
体
に
力
が
入

て
い
た
の
が
自

然
と

け
て
い
く
の
が
分
か
る

 
同
時
に

の
内
が

か
く
な
る
の
も

 
本

に

し
い
子
だ
な

と
そ
う
思
う

自
分
が

わ
れ
よ
う
と
助
け
る
な
ん
て

の
人

は
忌

し
て
し
な
い
行
動
だ

そ
れ
で
も
す
る
覚
悟
な
ん
て
常

を

し
て
い
る
と

え
る

一
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で

え
ば
異
常
だ

 

で
も

そ
れ
が
キ
リ
ト
君
な
ん
だ
な

と

 
そ
う
思

た
ら

で
も
な
い

時
も
の
彼
だ

今
ま
で
ど
れ
だ
け

意
し
て
も

か
な

か

た

い
子

だ

 
自
分
の
身
を

み
ず
目
的
目
掛
け
て
一
直
線
な
と
こ
ろ
は
お
義
姉
さ
ん
と
戦

た
後
も
変
わ

ら
な
い

む

で

う

 
感

深
く
思

て
い
れ
ば
そ
う
問
わ
れ
た

に
し
て
い
な
い
と
は
分
か

た
け
ど
不

可
解
だ
か
ら

い
た
の
だ
と
思
う

君
は
君
だ
な

て

め
て
思

た
だ
け
だ
よ

無
理
し
な
い
よ
う
に

て

て
も
す
ぐ
そ

う
な
る
か
ら
心
配
な
の
に
こ

ち
の
心
配
な
ん
て

ん

ん
気
に
掛
け
て
く
れ
な
い
ん
だ
も

ん

も
う
怒
る
気
に
も
な
れ
な
い
よ

 
へ
に

と

い
な
が
ら

て

彼
の

を

で
る

な

で
今

で
る
ん
だ

今
以
上
の

葉
は
必
要
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え

な

 
や
や

を

く
し
て
い
た
彼
は
私
が

た

葉
の
意
味
を
理
解
し
た
よ
う
で

目
と
共
に

ま

た

 
た
だ

ま

理
解
し
た
か
も
し
れ
な
い
が

解
し
た
可
能
性
も
あ
る

で

 
だ
か
ら
私
は

葉
で
も
応
え
る
事
に
し
た

君
の
行
動
に
は
必
ず
理
由
が
あ

て
そ
の
目
的
に
は
人
助
け
が
掲

ら
れ
て
る

そ
れ
を

分
か

て
る
の
に

蔑
な
ん
て
す
る

無
い
よ

 
人
を
助
け
る
た
め
と
分
か

て
い
て

蔑
す
る
な
ん
て
身
勝
手
で

だ

彼
は
身
を

に
し

て
み
ん
な
の

に
動
い
て
い
る

そ
れ
を
蔑
ろ
に
す
る
行
い
を

私
は
絶
対
に
取
り
た
く
な
い

 
第
一
層
の

か
ら
苦
し
い
想
い
を
し
て
い
る
子

を
見
放
す
な
ん
て

出
来
る

が
な
い

複

じ

な
い
と

え
ば
ウ

だ
け
ど
目
的
は
人
体
実
験
な
ん
か
じ

な
い
か
ら

か
が

し
て

蔑
し
た
と
し
て
も
私
は
し
な
い

だ
か
ら
キ
リ
ト
君

  

シ
ノ
の
ん
を
助
け
よ
う
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彼
は

喜
色
を

わ
に
強
く

い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
シ
ノ
ン
が

わ
れ
て
る
悪
夢
か
ら
助
け
る
べ
く

び
出
た

化

と
か
い
う
超
理
論

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
原
作

み

ん
で
る
人
に
は
分
か
る
で
し

う
こ
の
ロ
ジ

ク
が

ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の
Ｓ
Ｔ
Ｌ
だ
と

 
自
己
像

や
足
の
⻑
さ
な
ど
の
身
体
イ
メ

ジ
自
分
の

の

形
な
ど
を
パ
ル
ス
に
よ

り
強
く
想

さ
せ
そ
の
イ
メ

ジ
を
ア
バ
タ

と
し
て
新
た
に
形
成
す
る
と
い
う
の
は
ま
ん

ま
で
す
ね

や

て
る
事
は

同
じ
で
す

ナ

ヴ
ギ
ア

の
方
が

み
取
り
精

が
ア
レ

で
す
が

で

か
ら
イ
メ

ジ
を

み
取
ら
れ
て
い
る
な
ら
成

し
や
す
い

 

境
・
空
間
に
つ
い
て
は
ア
レ
だ
け
ど

ア
バ
タ

と
同
じ
理
論
で

・

覚
が
ア

バ
タ

と
し
て
実

を
持

た
と
思

て
下
さ
れ
ば
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自
己
像

境
の
イ
メ

ジ
を
再
現
す
る
事
を
本
話
で
は

化

と
定
義
し
て
い
ま
す

化
の

は
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
と
テ
イ
ル
ズ
 
オ
ブ
 
ザ
レ
イ
ズ
と
い
う
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
の
設
定
が
参

夢
に

入
す
る
方
法
で
直

人
の
精
神
に
入
り

む
作
品
が
あ
る

け
ど

理
論
的
に
無
理
だ
ろ

て
い
う
悩
み
を
解
決
し
て
く
れ
ま
し
た

 
夢
に
行
け
な
い
な
ら

夢
を
再
現
し

テ
イ
ル
ズ

そ
こ
の
出
来
事
を

に

き

め
ば
い

い

Ｓ
Ａ
Ｏ

じ

な
い
か

て

 
実

仮
想
空
間
の
出
来
事
は
送
ら
れ
て
い
る

だ
し

ロ
ジ

ク
的
に
は
十
分
可
能

 
問

は
イ
メ

ジ
を

み
取
る
方
だ
け
ど

の
存
在
が
説
得
力
に

 

つ
ま
り
シ
ノ
ン
に

を
持
た
せ
た
の
は

化
し
や
す
い
キ

ラ
に
す
る

だ

た
の
だ

 
逆
説
的
に

の
理
論
は

化

の
理
論

 
つ
ま
り

郷
が

内
容
と
し
て

て
い
る
モ
ノ
が

に

備
と
し
て
実

さ
れ
て
い
た
と

い
う

で

逆
説
的
に

郷
が

を
入
れ
た

で
は
無
い
と
い
う
事
に

 

と
か
理
論
と
か

郷
が

わ

て
る
だ
け
で
可
能
と
思
え
る
の
は
流

原
作
ト

プ

ラ
ン
ク
の
技
術
者
だ
な

い
ま



 第百二十五章 〜傷との闘い・序章〜

  
そ
し
て
最
後
の

シ
ノ
の
ん
を
助
け
よ
う

は

ア
ス
ナ
が

助
け
て

と
今
ま
で

と
同
じ
く
キ
リ
ト
に
頼
り
き
り
で
苦
し
い
想
い
を
さ
せ
た
事
を
反

し
一
緒
に
苦
し
み
を
背
負

お
う
と
い
う
決
意
の

れ

の
つ
も
り

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
勢
な
ら
知

て
い
る
で
あ
ろ
う
シ
ノ
ン
の
ト
ラ
ウ
マ
五
四
式
・
黒
星
が
出
て
来
た

か
ら
シ
ノ
ン
ヒ
ロ
イ
ン
だ
と
思

た

 
残
念

こ
れ
か
ら
は
ア
ス
ナ
と
の
ダ
ブ
ル
ヒ
ロ
イ
ン

だ

ウ
ザ
イ

 

と
い
う
か
こ
こ
ま
で
ア
ス
ナ
が
ヒ
ロ
イ
ン
す
る
と
は
予
想
外

 
以
前
ア
ス
ナ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
本
気
と
か

て
た
け
ど
も

危
機
一
髪
の
と
こ
ろ
を
救
わ
れ

た

だ
し

も
う
堕
ち
た
可
能
性

レ
存
在

 
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の
影

が
こ
こ
ま
で
あ
る
と
は
ア
ニ
メ

て

れ
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

少
年
編
 

滲
ム
殺
意

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
打

し
て
た
ら
シ
ノ
ン
救
出

の
話
と
一
緒
だ
と
ク
オ
リ
テ

下

か
ね
な
い

足
的
な
話

が
出
来
ち

た
の
で

に
よ

て

の
如
く
断
章
と
し
て
投
稿

文

数
少
な
い
か
ら
こ
そ

の
投
稿

日
以
外
で
の
投
稿
だ

 
お
い
お
い

と
う
と
う
主
人

点
が

足
と
作
者
に

わ
れ
る
よ
う
に
な

ち
ま

た
よ

大

か
コ
レ

 
ま

キ
リ
ト

点
は
説
明

だ
か
ら
ね
説
明

キ

ラ
は
古
今

点
に
す
る
と

気
ぶ
ち
壊
す
か
ら

非
も
な
い
よ
ネ

不
要
と
は

て
な
い

 
主
人

と
は

学

 
文

数
は
約
六
千

 

点
は
オ

ル
キ
リ
ト

幕
間
で
よ
も
や
キ
リ
ト
を
メ
イ
ン
に
出
す
事
に
な
る
と
は
思
い
も
し

な
か

た



 幕間之物語：少年編 〜滲ム殺意〜

 
ち
な
み
に
後
書
き
は
あ
り
ま
せ
ん

不
穏

 
で
は
ど
う
ぞ

   

こ

え

が

き

こ

え

る

怨
が

き
出
す

  
コ
ン

ル
で

つ
か
の

作
を
経
て

め
て
眠
る
弓
使
い
の

間
の
ア
バ
タ

を
消
滅
さ

せ
る

 
消
え
る
時
の
エ
フ

ク
ト
は
転

時
の
も
の
だ

た
か
ら
消
滅
と
い
う
よ
り
は
隔
離
と

う

べ
き
だ
ろ
う
か

も
し
死
亡
時
の
エ
フ

ク
ト
だ
と
し
た
ら

も
見
て
来
た
プ
レ
イ

達
が

く

間
を

し
て
い
た
だ
ろ
う

 
ア
バ
タ

が
消
え
る
の
を
見
送

た
後

ま
た
コ
ン

ル
パ
ネ
ル
を
打

し

文
書
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に
記
載
さ
れ
て
い
た

化
を
行
う

密

つ
複

極
ま
る
グ
ラ
フ
が

つ
も
ホ
ロ
グ
ラ

フ

に
展
開
さ
れ
る

そ
の
内
容
に
眼
を

し
経
過
を
追

て
い
け
ば
無
事
シ
ノ
ン
が
見
て

い
る
夢
の

化

は
成

し
た
よ
う
だ

た

 
前

と
し
て
コ
レ
が
出
来
な
け
れ
ば
自
然
に

き
る
ま
で

つ
し
か
な
か

た
か
ら
少
し
安
心

す
る

 
本
来
で
あ
れ
ば
仮

悪
夢
を

て
い
よ
う
と
こ
ん
な
方
法
を
取
る
必
要
は
無
い
し
取
る
べ

き
で
は
な
い

プ
ラ
イ
バ
シ

を
著
し
く

す
る
行
い
だ
か
ら
だ

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
行
お
う
と

し
て
い
た
事
が
外
道
と

え
る
の
は
こ
こ
に

を
発
し
て
い
る

つ
ま
り
目
的
が
違
え
ど
そ
の
技

術
を

い
て
い
る

も
ア
ス
ナ
が

た
よ
う
に
人
助
け
の

に
使

て
い
る
か
ら
ま
だ
マ
シ

で
は
あ
る
が

客
観
的
に
見
れ
ば
外
道
に
値
す
る

だ

 
特
に
シ
ノ
ン
の
よ
う
に
現
在
に
至
る
ま
で
の

か
が
過
去
に
あ

た
人
物
に
つ
い
て
勝
手
に

べ
る
の
は
最
大

の
タ
ブ

に

た
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も

郷
が
今
後
行
う
予
定
と
し
て

て
い
た

を

し
て
ま
で

に
シ
ノ
ン

を
助
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
た
だ
な
ら
ぬ
事
情
を

え
て
い
る
と
い
う
確
信
を
持

て
い
る

か
ら
こ
そ



 幕間之物語：少年編 〜滲ム殺意〜

 
人
が
見
る
悪
夢
に
も

つ
か
の
種

が
あ
る

 

的
に

う
な
ら

過
去
の
経
験
に

づ
く
も
の
か

か

 

の
場
合
で

る
な
ら
過
去
見
捨
て
ら
れ
た
恐
怖
経
験
に

づ
き
夢
の
中
の
直
姉
が

を
見
捨
て
る
と
い
う
内
容

こ
れ
は
過
去
の
経
験
に

づ
い
て
い
る

見
捨
て
ら
れ
た

と
い

う
恐
怖
体
験
が
夢
の
根
幹
を

し
て
い
る
の
だ

ホ
ラ

を
見
た
夜
に
オ
バ
ケ

の
夢
を

る
の
も

ホ
ラ

へ
の
恐
怖

が

に
な

て
い
る
と

え
る

 
経
験
に

づ
か
な
い
も
の
だ
と
殺
さ
れ
る
夢
な
ど
だ
ろ
う

一

的
な
生
き
方
を
し
て
い
れ

ば
殺
さ
れ
か
け
る
よ
う
な
経
験
は
ま
ず
し
な
い

殺
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
者
は
そ
れ
こ
そ
絶
無

極
論
だ
が

こ
れ
が
経
験
に

づ
か
な
い
夢
で
あ
る

 
ト
ラ
ウ
マ
の
夢
は

う
ま
で
も
な
く
前
者

 
少
し
の
切

掛
け
で

も
な
い
恐
怖
心
を

き
恐
怖
体
験
を
今
現
在

き
て
い
る
か
の
よ

う
に
感
じ
る
フ
ラ

シ

バ

ク
が

き
る
苦
し
み
は

な
も
の
だ

今
の
シ
ノ
ン
は
そ
れ

を

と
な
く

り
返
し
て
い
る

の
悪
夢
は

か
し
ら
の

け
道
は
あ
る
が
ト
ラ
ウ
マ

レ
ベ
ル
の
恐
怖
経
験
に

づ
く
悪
夢
は
出

が
無
い

恐
怖
が
恐
怖
を
呼
ぶ
無
限
地
獄
と

て

も
過

で
は
な
い
だ
ろ
う

恐
怖
す
る
物
事
へ
の
恐
怖
が
フ
ラ

シ

バ

ク
を
引
き

こ
し
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今

き
て
い
る
か
の
よ
う
に
恐
怖
体
験
を
想

し

ま
た
恐
怖
を

き

フ
ラ

シ

バ

ク

を

の

り
返
し
な
の
だ

一

切

掛
け
が
あ
れ
ば
そ
れ
に

る
の
だ
か
ら
電

パ
ル
ス
を

解

し
た
と
こ
ろ
で
意
味
が
な
い

 
故
に
心
が
無
事
な
ま
ま
自
然
に
目
覚
め
る
可
能
性
は
限
り
な
く

い

よ
し
ん
ば
目
覚
め
て

も
心
に
あ
る
恐
怖
と
い
う
傷
を
大
き
く

ら
れ
て
い
る
か
ら
マ
ト
モ
な
精
神
状

で
な

い
の
は
明
ら
か

の

静
な
様
子
か
ら
は
ち

と

え
ら
れ
な
い
程
の
錯
乱
ぶ
り
を
見
せ

る
の
は
確
実

 
だ
か
ら
そ
の

を
断
ち
切
る
必
要
が
あ
る

そ
れ
も
夢
の
中
で

悪
夢
を

 
人
の
夢
す
な
わ
ち
精
神
に
入
り

み

す
る
な
ど
出
来
る

無
い
が

郷
が
企
て
た

は
そ
れ
を
可
能
と
す
る
も
の
だ

た

今
正
に
必
要
と
し
て
い
る
技
術
が
あ
る
の
だ
か

ら
使
わ
な
い
手
は
無
い

シ
ノ
ン
の
今
後
を

す
る
契
機
だ
か
ら

し
て
い
る

も

し

か

た

 
ア
ス
ナ
は
そ
の
判
断
を

持
し
て
く
れ
た

や
や

と
い
う
か
ま

す
ぐ
な
正
義
感
を
持

つ
ア
ス
ナ
は
反
対
す
る
と
思

た
け
ど
あ
そ
こ
ま
で

て
く
れ
た
の
は
予
想
外
だ

た
か
ら

直
に

し
か

た
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リ

フ

は

越
し
に
こ
ち
ら
を
見
る
眼
は
穏
や
か
だ

た
か
ら
反
対
は
し
て
い
な
い
が

手
を
上

て
の

成
で
も
な
い

シ
ノ
ン
を
今
の
ま
ま
自
然
に

き
る
ま
で

た
場
合
と
を
天

に
か
け
こ
ち
ら
の
手

を
取
ら
な
い
と
マ
ズ
い
事
は

し
て
い
る
か
ら

も

わ
な
い
の
だ

ろ
う

か
つ
て
フ
ラ

シ

バ

ク
で
苦
し
む

を
見
せ
た
事
が
あ
る
か
ら
こ
の
手
の
理
解
も
か

な
り
の
も
の
な
の
だ

  

こ
え
が

こ
え
る

怨
嗟
が

ち
る

  
コ
ン

ル
か
ら
展
開
さ
れ
た

も
の
ホ
ロ
パ
ネ
ル
を

る

あ
の

文
書
は
未
だ
未
実

験
だ
か
ら
理
論
上
の
も
の
で
し
か
な
か

た

だ
が

い
な
事
に
ど
れ
も
理
論
と
自
分
の
予
想

り
に
展
開
さ
れ
て
い
る

 
問

は
シ
ノ
ン
の
悪
夢
を
断
ち
切
る

の
行
動
だ

 

が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
は
分
か
る
が
一
体
ど
う
い
う
経

で
ト
ラ
ウ
マ
に
な

た
の
か

よ

く
よ
く
思
い
出
せ
ば
シ
ノ
ン
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
る
前
の
事
を

は
知
ら
な
い

メ
デ

キ

ボ
イ

ド
を
使

て
い
る
話
は

か
ら

い
た
が

故
使

て
い
た
の
か
は

も

い
て
い
な
い
の
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だ

強
く
な
る
こ
と
へ
の

が
か
な
り
強
か

た
か
ら
過
去
に

か
あ

た
と

し
て
気
を

て
い
た
の
が
こ
こ
に
来
て

と
な

た

後
悔
は
し
て
い
な
い
が

い
て
お
け
ば
よ
か

た
と
思
わ
な
く
も
な
い

ま

今
更
か

 
コ
ン

ル
を

作
し
な
が
ら

く

横
に
い
る
ア
ス
ナ
に

を

ら
れ
る
が

で
も
な

い
と

て
作
業
に

る

 

と

ホ
ロ
パ
ネ
ル
に
目
を

し
て
い
る
と
あ
る

語
が
目
に
入
る

  

声

が

こ

え

る

殺
意
が

れ
る

  

ワ
と
感
覚
が

ぎ

ま
さ
れ
た

体
が
動
く
感
覚
が
生
じ
た
が
ア
バ
タ

に
反

さ
れ

る
前
に
無
理

理
抑
え

む
事
で
不
自
然
な
形
で
動
き
を
止
め
る
事
は
無
か

た

い
に
も

設
定
を
終
え
る
べ
く
エ
ン
タ

キ

を

し
た
時
だ

た
か
ら
違
和
感
は
な
い

だ

こ
れ
で
指
示
を
出
せ
ば

シ
ノ
ン
の
夢
の

化
空
間
に
転

す
る

そ

か

一
体

を

え
て
る
ん
だ
ろ
う

シ
ノ
の
ん
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体
が

直
し
た
事
は
気
付
か
れ
て
い
な
か

た

線
を
ホ
ロ
パ
ネ
ル
か
ら
シ
ノ
ン
に

し
て

い
た
か
ら
見
え
て
い
な
か

た
の
だ
ろ
う

行
け
ば
分
か
る

う

勝
手
に
過
去
を
見
る
よ
う
で
気
が
引
け
る
よ

後
で
一
緒
に
い

い
怒
ら
れ
れ
ば
い
い

怒
る
と
い
う
の
は
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ

を
要
す
る

そ
れ
も
他
人
に
対
し
て
怒
り
を

く

と
な
れ
ば
そ
れ
は
自
身
が

く
恐
怖
を
一
時
的
に
で
も
払

出
来
て
い
る
と
い
う
事

つ
ま
り

は
シ
ノ
ン
を
無
事
救
出
し

メ
ン
タ
ル
面
で
安
定
し
て
い
る
状

に
出
来
る
事
を
前

に

は

た
の
だ

外
に
失

し
な
い
よ
う

れ
ば
い
い
ん
だ

と

 
ア
ス
ナ
も
そ
れ
は
同
意
の
よ
う
で

に

と

せ
そ
う
な

み
を
浮
か
べ
た

今
か
ら
シ

ノ
ン
に
怒
ら
れ
る
未
来
を
想
像
し
て
い
る
ら
し
い

そ
う
だ
ね

悪
い
事
し
ち

た
後
は

い

い
怒
ら
れ
な
い
と
ね

そ
の

に
も
し

か
り
助
け
出
さ
な
い
と
い
け
な
い

ど
ん
な
過
去
が
あ

た
の
か
は

も
欠

片
も
把
握
し
て
な
い
か
ら

気
を

て
行
こ
う

多
分
チ

ン
ス
は
一

だ
か
ら
な

も

す
る
か
ら
そ
う
い
う
こ
わ
い
事

わ
な
い
で
よ
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む

と

を

ら
せ
な
が
ら
の
不
平
に

少
し
苦

す
る

圏
外

に

る
間
に
こ
こ
ま

で
気
を

く
ア
ス
ナ
は

と
す
る
と
初
め
て
見
る
か
も
し
れ
な
い

ホ
ン
ト
の
事
だ
か
ら
な

さ
て

い
い
加

行
こ
う
か

二
人
共

せ
て

 

時
ま
で
も
シ
ノ
ン
を
苦
し
ま
せ
る

に
も
い
か
な
い
か
ら
と
思

て
話
を
切
り
上

転

す
る
べ
く
コ
ン

ル
に
向
き
直

た
と
こ
ろ
で

リ

フ

が

ぶ

 

故

と
思

て
振
り
返
る

 

二
つ
の
事

が
立
て

け
に

き
た

 

い
た
破
裂

と
金
属
が
ぶ
つ
か
り
火
花
を

ら
す

が
部

に

く

前
者
は

撃
後

者
は
放
た
れ
た
弾

を
剣
で
弾
い
た

だ

ホ
ロ
ウ

ま
だ

た
の
か

 
発

が
し
た
方
を
見
れ
ば
入
り

に

取
る
複
数
の
人
影
が
目
に
入

た

ど
れ
も
攻

略
組

の

ぶ
れ
だ

で
も
彼
ら
は
今

わ
れ
の
身
だ
か
ら
ホ
ロ
ウ
と
す
ぐ
分
か
る

を

持

て
い
る
事
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
だ
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て

き
り
テ

タ

ニ
ア
と
の
戦
い
で
全
部
殺
し

く
し
た
と
思

て
い
た
の
だ
が
ど

う
や
ら
そ
う
で
は
無
い
ら
し
い

 
こ
の

生
命
実
験
体
格

と
い
う
名
前
の
エ
リ
ア
は

テ

タ

ニ
ア

と
戦

た
部

か
ら
一
直
線
に
来
れ
る
と
こ
ろ
で
は
無
く

中
で

つ
か
の
分

が
あ

た

恐
ら
く
そ
の

分

路
か
ら
こ
ち
ら
に
来
た
ホ
ロ
ウ
達
な
の
だ

ユ
イ
姉
達
が
殺
さ
れ
た

で
は
無
く
そ
ち
ら

に
行
か
な
か

た
だ
け

 
要
は
間
が
悪
か

た
だ
け
だ

せ
ろ

 
背
を
向
け
て
い
た

達
を
守
る
べ
く

線
上
に
立
ち
は
だ
か
り
放
た
れ
る
正
確
無

な

弾

を
全
て
斬
り
払

て
い
る
義
姉
へ
返
す
よ
う
に
そ
う
指
示
し
な
が
ら
氷
を
表
面
に

り
付
け
た

氷
の
大
盾
フ
リ

ズ
プ
ラ
イ
ド
を
彼
女
の
前
に
展
開
す
る

 
盾
に
直
撃
す
る
と

を

ら
れ

が
再
現
さ
れ
る
が

氷
の

を

り
付
け
て

す

れ
ば
ど
ち
ら
も

る
事
が
刃
⻯
と
の
初
遭
遇
時
に
判
明
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
チ

イ
ス
だ

一
手
間
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
そ
の
手
間
も
自
由
に
盾
を
展
開
出
来
る
ア
ド
バ
ン
テ

ジ

を

え
れ
ば
無
い
に

し
い
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展
開
し
た
盾
で

弾
を

た
と
分
か

た
後
深
紅
の
魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
を

手
に
取
り

出
し
逆
手
に
握
り

む

魔
槍
を

ぐ
の
と

行
し
て

先
に
は
紅

の

を

す
イ
メ

ジ
を
練
る

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
を
弓
に
番
え
て
放
つ
時
と
同
じ
要

の
イ
メ

ジ
は

論
大

発

に
よ
る
一

を

て
の
事

レ
ベ
ル
差
の
せ
い
で
一
撃
は
無
理
だ
ろ
う
が
流
れ
を
変
え
る
な
ら

十
分
だ
ろ
う

 
そ
う
し
て
槍
の

先
か
ら

の
螺
旋
が

り

  

昏

いう

を

し
た

  
今
ま
で
殺
し
て
来
た
人
で
も

魔
槍
繋
が
り
で
ケ
イ
タ
を
思
い
出
し
た

で
も
な
い

 
そ
の

は

だ

た

的
な
白
さ
の

と
髪

眼

は
黒
く

は
金
色

く

は
⻘
い
色

そ
の
色
合
い
は
別
人
格
の

シ
ロ

そ
の
も
の

 
で
も
違
う

 

形
が

二
つ
の
白
い

は

シ
ロ

で
は
無
い

 
だ

て
シ
ロ
は
そ
ん
な

を
し
な
い

今
ま
で
見
て
来
た

り
の
嗤
い
の
中
に
は
確
か
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に

に
向
け
る
思
い
や
り
が
あ

た

剣
を
向
け
て
来
る
理
由
も
そ
う
だ

た

だ
か
ら

シ

ロ

の

う

は
不

の
そ
れ

 
で
も

し
た

は

な

り

 
喜
悦
と

悦
だ
け
を

合
わ
せ
た

な

り
の

だ

た

 

き
気
が
し
た

で
も
代
わ
り
に

て
い
た

の

み
が
ス

と
消
え
て
思

と
イ
メ

ジ
が
ク
リ
ア
に
な
る

先
か
ら
渦

く

の
勢
い
が
一

で
三

以
上
も
大
き
く

な

た

 
そ
の

は

も
近
く
に

る
ア
ス
ナ
す
ら
も

く

が

け
る

が
襲
う

を
握

る
手
も

深
紅
か
ら
明
る
い

色
へ
と

し
た
槍
に

か
れ
て
い
る

ち

キ
リ
ト
君

強
い
よ

 
私
も
キ
リ
ト
君
も
ダ
メ

ジ

け
て
る
か
ら

ぐ
 
抑
え
よ
う
と
す
る
が
む
し
ろ
却

て
勢
い
が
増
す
一
方

こ
ち
ら
の
制

を
外
れ
た
そ
れ
は

の
方
が

い
て
い
る
く
ら
い
だ

 
仕
方
な
い
か
ら
真
上
に

び
上
が
り
投

深
紅
の

を

き
な
が
ら
一
直
線
に

空
し

た
魔
槍
は
ホ
ロ
ウ
達
の
中
心
に

弾
す
る
と
共
に
想
像
を
絶
す
る
大

発
が

き
る

あ
ま
り
に
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強
い
せ
い
で

風
に
煽
ら
れ

に

き
付
け
ら
れ
同
じ
く
煽
ら
れ
た
氷
の
大
盾
が
上
か
ら
ぶ
つ

か

て
き
た

風
で

ぶ
事
は
お
ろ
か

ぐ
イ
メ

ジ
す
ら
間
に
合
わ
な
か

た
の
だ
か
ら
ど
れ

だ
け
強
か

た
か
は
推
し
て
知
る
べ
し

 

き
付
け
ら
れ
た
せ
い
で
全
身
を

が

る
が
そ
れ
で
も

に

突
し
て
追
加
さ
れ
る
の

は

な
の
で
意
地
で
風
の
イ
メ

ジ
を
練

て
空
を

ぶ

い
二
人
は

せ
て
い
た
か
ら
か

吹
き

ば
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

た

 
が
ら
ん
が
ら
ん
と
盾
が

に

ち
て
け
た
た
ま
し
い

を
立
て
る

 
入
り

付
近
を
見
れ
ば
ホ
ロ
ウ
達
が
持

て
い
た

や

備
し
て
い
た
武
器
が

ち
て
い

て

人
影
は
全
く
な
い

目
の
前
に
は

に
よ

て
得
た
経
験
値
と
コ
ル

ラ
ン
ダ
ム
で
手
に

入

た
ス
ト
レ

ジ
内
の
ア
イ
テ
ム
が
明
記
さ
れ
る

ど
う
や
ら
今
の
一
撃
で

死
し
た
ら
し

い 

く
り
風
で
舞
い

り
な
が
ら

根
を
寄
せ
る

 

の
イ
メ

ジ
に
よ
る
属
性

力
は
そ
の
属
性
を

る
武
器
攻
撃
力
に
依
存
し
て
い

る

は
戦
輪
風
は
⻑
槍
と
い
う
よ
う
に

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
の
水

発
や
さ

き
の

発
は

見
た
目
こ
そ

発
だ
が

重
に
も
重
な

た
ド

ム
を
意
識
し
て
イ
メ

ジ
を
し
て
い
た
か
ら
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密
に
は
多

攻
撃
に
な
る

こ
れ
な
ら
一
回
の
攻
撃
分
で
複
数
回
に
な
る
か
ら
時

に
な

て

生
存

も
上
が
る
と
思

て
編
み
出
し
た
攻
撃
方
法
だ

し
た
時
が
大

事
だ
か
ら
味
方
が

る
場
合
は
ま
ず
使
え
な
い
の
は
数
少
な
い
欠
点
で
あ
る

 
た
だ

の
武
器
攻
撃
力
が
九
十
層
レ
ベ
ル
の
武
器
と
思
わ
れ
る
王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト
と

同

で
も
流

に
カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
の
ホ
ロ
ウ
達
を
一
撃
で
倒
す
の
は
不
可
能

ら
多

ヒ

ト
だ
と
し
て
も
だ

 
攻
撃
力
値
は
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
不
変

 
で
あ
れ
ば

恐
ら
く

が
練

た
イ
メ

ジ
に
変
化
が
あ

た

こ
れ
で
は
倒
せ
な
い

と

い
う

見
や

定
観
念
に
も
似
た

え
を
打
ち
破
る

か
が
変
化
を

し
あ
の

発
の
攻
撃
回

数
を

躍
的
に
増
加
さ
せ
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
本
来
あ
り
得
な
い

 

の
属
性
攻
撃
は

備
者
の
イ
メ

ジ
に

さ
れ
る

極

に

え
ば

備
者

が

絶
対
で
き
る

と
確
信
を

い
て
想
像
し
た
も
の
は
発
生
す
る
死

出
来
な
い

と
思

て
い
る
事
は
絶
対
に

き
得
な
い

 
そ
れ
に

ら
し
合
わ
せ
れ
ば

今
の
攻
撃
は
異
常
だ
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が
想
像
し
て
い
た
攻
撃
と
予
想
し
て
い
た
結
果
を
裏
切

た

を

う
以
上
明
確

に
過
程
と
結
果
を
想
像
す
る
よ
う
に
な

た
今
そ
れ
が

こ
る
の
は
原

あ
り
得
な
い

が

れ
た

え
き
ら
れ
た
な
ら

手

に
要
因
が
あ
る
か
ら
分
か
る
が

こ
れ
は
お
か
し
い

  

再
び

ワ
ラ
う
白
の

を

る

  
そ
の

は

ま
る
で

し

あ

わ

せ

そ

う

な

人
殺
し
を

し
む

で

 

ク
リ
と
背

に
怖
気
が

た

 
属
性
攻
撃
の
イ
メ

ジ
を
大
き
く
上
書
き
し

の
予
想
を
超
え
た
力
を
発

し
た
の
は

の
中
に
い
る

か
だ

で
も
そ
れ
は
シ
ロ
で
は
無
い

だ
と
す
れ
ば
自
分
が
知
ら
な
い

か

が
ま
だ

食

て
い
る
事
に
な
る

 
恐
ろ
し
い
の
は
自
分
は
お
ろ
か
近
く
に

た
ア
ス
ナ
を
も

き

む
程
の
想
像
を
謎
の

白
が
引
き

こ
し
た
事
だ

 
シ
ロ
で
あ
れ
ば
ま
だ
体
を
引
き

し
て
も
い
い
と
は
思

て
い
る

生
き
る
事
を

め

た
時
に
体
を
奪
う

を
し
て
い
る
あ
い
つ
は
こ
れ
ま
で

か
表
に
出
て
来
た
時
結
果
的
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に
と
は

え
み
ん
な
を
守
る
よ
う
に
戦

て
く
れ
た

地
下
迷

で
の
事
も

め
信

出
来
る
存

在
だ

 
で
も

さ

き
の
は
違
う

 
ア
レ
は
間
違
い
な
く
表
に
出
た
ら
ダ
メ
な

ツ
だ

そ
の
確
信
が
あ
る

  

ワ
ラ
う
白
の

を

る

  
同
時
に
さ

き
ま
で
の

で
は
無
い
強
さ
の

が

き
る

全
身
を
襲
う

み
に

ざ

て
る
か
ら

体
と
し
て
は
然
程
変
わ
ら
な
い
が
一
定
間
隔
で

を
強
く

か
れ
る
よ
う
な

み
は
正
直

い

い
が
あ
ま
り
表
に
は
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る

む
の
は
も
う
一
仕
事
終

え
て
か
ら
だ

 
体
の

み
や

は

れ
た
も
の

 
で
も
心
の

み
は
決
し
て

れ
ず

時
ま
で
も
苦
し
く
て

い
も
の

そ
れ
を
シ
ノ
ン

は

け
て
る
の
だ

そ
れ
か
ら
解
放
し
て
か
ら
な
ら
気
に
す
る
事
が
無
く
な
る
か
ら
一
番
い
い

 
だ
か
ら
必
死
に
表
情
を
取
り

う
全
身
を
苛
む

み
が
引
い
て
い
く
に
つ
れ
て

著
に

え
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る

を
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に

 
今

ん
だ
ら

か
が
終
わ
る

 
そ
ん
な
予
感
が
あ

た

           

か
え
し
て
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第
百
二
十
六
章
 

創
と
の
戦
い

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

創

は
キ
ズ
と

み
ま
す

傷

で
な
い
理
由
は

創
の
キ

ズ
を
意
味
し
て

ん
だ
か
ら

 
先

投
稿
し
て
な
か

た
の
は

業

と
い
う
名
の
国
家

験
対
策
に

か
ら
ん
と
す

る
べ
く

強
し
て
い
た
か
ら

日
違
い
の
投
稿
は
テ
ン
シ

ン
お
か
し
く
な

た
状

の
も
の

で
あ
る

無

悲

 
だ
か
ら
赦
し
て
下
さ
い

 
今
話
は
九

ア
ス
ナ

点

残
り
一

リ

フ

点

 
リ

フ

点
要
る
の
か

て

 
義
弟

だ
と
最
強
の

力
と
実
力
発

す
る

で
す
ぞ

作
者
の
予
想

プ
ロ

ト

を
上
回

た
キ

ラ
一

で
も
あ
る

二

は
ア
ル
ゴ

三

は
ユ
ウ
キ

 
文

数
は
約
一
万
千
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で
は
ど
う
ぞ

 

こ
こ
が

シ
ノ
の
ん
の
ユ
メ
の
風

 
転

が
終
わ
り

開
け
た

界
に
は
ど
こ
か
の

み
が
広
が

て
い
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
は
見
る
事
が
叶
わ
な
い
電

ア
ス
フ

ル
ト
の
車
道
横
断
歩
道
マ
ン
ホ

ル
に
コ

ン
ク
リ

ト

の

物

物
心
つ
い
た
時
か
ら
見

れ
た
も
の
を
一
年

ぶ
り
に
見
る
と

中

新

な
気
持
ち
に
な
る

郷

に
も

ら
れ
た

 
こ
の
風

が
彼
女
の
ト
ラ
ウ
マ
に

し
て
い
る

み
な
の
だ
ろ
う

 
遠
目
で
は
緑
の

と

も
見
え
る
か
ら

彼
女
は

会

子
と
い
う

で
は
無
い
ら
し
い

 
そ
う
し
て

を
見

し
て
い
る
と

と
自
分
の

い
に
意
識
が

れ
た

 
血

騎
士

の
ユ
ニ
フ

ム
で
あ
る
白
と
紅
の
騎
士

の
剣

か
ら
は
愛

の

剣
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
が

る
さ
れ
て
い
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の

備
そ
の
ま
ま
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 

文
書
と
共
に
説
明
を

け
た
時
は
本

に
人
の
ユ
メ
を
仮
想
世
界
で
再
現
出
来
る
の
か

信

疑
だ

た
が

彼
が

た

り
本

に
こ
こ
は
仮
想
世
界
ら
し
い

リ

フ

ち

ん
は
ど
こ
だ
ろ
う

 
こ
の
世
界

一
と

て
も
過

で
は
な
い
剣

を
持
つ
妖
精
の

を
探
し
て

り
を
見
回
す

が
ど
こ
を
見
て
も
金
髪
緑

の
特
徴
的
な
少
女
の

は
見

た
ら
な
い

人
気
が
無
い
の
は
多

分
シ
ノ
ン
の
ユ
メ
に
必
要
無
い
キ

ス
ト
だ
か
ら
だ
と
思
う

 
キ
リ
ト
は
コ
ン

ル
で
こ
ち
ら
に
転

す
る
プ
レ
イ

を
指
定
し
転

さ
せ
る
作
業
を

行
う
必
要
が
あ
る
の
で
最
後
に
な
る
と
は

い
て
い
る

だ
か
ら
ま
ず
彼
女
と
合
流
す
る
必
要

が
あ

た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で

う
と
こ
ろ
の
初
期
地
点
が
違
う
と
な
る
と

た
事
に

な
る
が
彼

く
そ
こ
ま
で
広
い
フ

ル
ド
で
は
な
い
ら
し
い
か
ら
転

直
後
に

れ
る
よ
う

な
事
は
な
い
と
思
う
の
だ
が

あ

こ
の

物

な
ん
だ

 
キ

ロ
キ

ロ
と

を
見
て
い
る
と
覚
え
の
あ
る
マ

ク
が
背
後
に
立
つ

物
の

に
あ

る
事
に
気
付
き

で
あ
る
と
把
握
す
る

 

に
あ
る

に

べ
れ
ば
雲
泥
の
小
さ
さ
だ
が
業
務
を
す
る
に
あ
た

て
は
十
分
だ
ろ
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う

少
な
く
と
も
一

家
以
上
の
大
き
さ
は
あ
る

 

し
か
し
こ
れ
で

中
の

配
達
を
一
手
に

て
い
る
と
な
る
と
彼
女
の
生
ま
れ
故

郷
は

圏
か
ら
多
少
離
れ
た
地

と
見
て
良
い

こ
れ
は
リ
ア
ル
に

て
か
ら
や

て
み
た

い
事
の
一
つ
と
し
て
掲

て
い
る
友
達
の
家
で
お

り

に
多
少
の

道
修
正
を

る
必

要
が
あ
り
そ
う
だ

ア
ス
ナ
さ
ん 

リ

フ

ち

ん

時
か
ら
そ
こ
に

今

い
た
ば
か
り
で
す
け
ど

ア
ス
ナ
さ
ん

た
ら

き
過
ぎ
で
す
よ

 
気
付
か
な
い
内
に
来
て
い
た
リ

フ

に
声
を
掛
け
ら
れ

く

そ
ん
な
私
を
見
て
ク
ス
ク
ス

と

を

さ
え
な
が
ら
彼
女
は

う

か

と

が

く
な
る
の
を
感
じ

線
を

ら
す

こ
こ
が
シ
ノ
ン
の
ユ
メ
か

 
そ
の
先
に
黒

く
め
の
少
年
が

て

を

ね
さ
せ
る

き

キ
リ
ト
君

時
の
間
に

た

た
今
だ
け
ど

か
あ

た
の
か

う

う
う
ん

で
も
な
い
の

気
に
し
な
い
で
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う
ん

 
慌
て
る
理
由
に
つ
い
て
追

さ
れ
な
い
よ
う
振
る
舞
う
と

し

に

を

ら
れ
る

義
理

の
姉
が

い
を

え
て
い
る
様
を
見
て
更
に
不
思
議
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た
彼
は
切

し
た
も

の
を
感
じ
な
か

た
か
ら
か

線
を

へ
と
向
け
た

来
た
直
後
か
ら
思

て
い
た
け
ど

分
穏
や
か
な
ん
だ
な

ト
ラ
ウ
マ
を
見
て
る

だ

か
ら
も

と

ん
だ
風

か
と
思

て
た

 

し
い
も
の
を

る
か
の
よ
う
に
眼
を

め
独
語
す
る
彼
に
私
も
彼
の
義
理
の
姉
も

を

む

こ
こ
は
シ
ノ
ン
の
ユ
メ
の
世
界

つ
ま
り
彼
女
の
心

世
界
を
投
影
し
た
風

な

だ

が
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
い
る
彼
女
が
見
て
い
る
ユ
メ
の
風

と
し
て
穏
や
か
な
の
は
私
も

思

た
事

 
彼
が
思

て
い
た
ト
ラ
ウ
マ
の
風

が
ど
ん
な
も
の
な
の
か

と
て
も
で
は
な
い
が
私

に
は
想
像
で
き
そ
う
に
な
い

実
の
兄
に
見
捨
て
ら
れ
た

間
の
場

れ
去
ら
れ
た

家
の
内

孤
立
無

だ

た
小
学

知
り
得
る
情
報
か
ら
思
い
つ
く
だ
け
で
も
こ

れ
だ
け
あ
る
の
だ

彼
自
身
が
浮
か
べ
る
情

で
あ
れ
ば
も

と
多
い
だ
ろ
う
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リ

フ

が
触
れ
な
い
の
は

彼
の
心
の
傷
を

一
番
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
か

 

を
見

し
感

深

に

ん
で
い
た
彼
は

く
し
て

線
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
来
た

そ
ろ
そ
ろ
動
こ
う
か

そ
う
ね

で
も
シ
ノ
ン
さ
ん
が
ど
こ
に
い
る
か
は
ま
だ
分
か

て
な
い
よ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
私
こ
の

が

し
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね

他
の

物
に

べ
て
や

け
に
デ

テ

ル

て
る
し

 
彼
女
の
疑
問
に

え
る
よ
う
に

を
指
し
示
す

 
こ

ち
に
来
て

を
見

し
た
時
か
ら

と
な
く
思

て
い
た
が

め
て

す
れ
ば

他
の

物
よ
り
も
圧
倒
的
に
情
報

が
多
い
事
が
よ
く
分
か
る

は
色
や
マ

ク
は

論
掲
示
板
や
広
報

掲
載

な
ど
も
し

か
り
再
現
さ
れ
て
い
る
反
面
他
の
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
は
色
合
い
だ
け
真
似
ら
れ
て
い
る
ハ
リ
ボ
テ
な
の
だ

遠
目
で
は
あ
る
が
目
を

ら
せ
ば

品

が
空
な
の
も
見
て
取
れ
る

 
こ
こ
は
彼
女
が
見
て
い
る
ユ
メ
を
再
現
し
た

化
空
間

彼
女
が
記

し
て
い
る
あ
る
い

は
再
現
し
て
い
る
風

や

物
は

に
再
現
す
る
反
面
そ
う
で
な
い
も
の
は

に

か
さ

れ
る
と
い
う
特
徴
が
現
れ
る
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そ
の
原

に

え
ば

彼
女
の
ト
ラ
ウ
マ
が

と

あ
る
と
見
て
い
い
と
思
う

 
こ
の
推

を

い
て

二
人
は

得
の
表
情
で

い
た

の
前
に
出
た
か
ら
そ
う
と
思

て
た
ん
だ
が
な
る

ど

わ
れ
て
み
れ
ば
確
か

に
さ

き
の

時
間
で
よ
く
気
付
き
ま
し
た
ね

こ
れ
で
も
一
ギ
ル
ド
の

⻑
だ
か
ら
ね

力
や
観

眼
を
鍛
え
な
い
と
や

て

け
な
い
ん
だ
よ

 
ま

状
況
に

応
す
る
べ
く
必
要
な
能
力
が
そ
れ
ら
だ

た

だ
か
ら
強
制
的
に
鍛
え
ら

れ
た
と
も

う
の
だ
が

ギ
ル
ド
と
は

た
が
私
は
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
の
指

を

る
事
も

多
い

ボ
ス
の
ル

チ
ン
や
弱
点
行
動
を
見
切
る
予

に
も
必
要
だ

た
か
ら
鍛
え
る
必
要

性
は
か
な
り
の
も
の
だ

た
の
だ

 
と
は

え

ロ
で
戦

て
来
た
キ
リ
ト
や

常
で
な
い
反
応
速

と
本
能
的
な
直
感
を
持
つ

ユ
ウ
キ
リ

ダ

と
し
て
の
経
験
が

な
デ

ア
ベ
ル
に
ク
ラ
イ
ン
ら
に
は
ど
う
し
て
も

一
歩

る

で
も
こ
う
い
う
の
は

だ
ろ
う
と

り
合
う
事
を

め
て

し
い
か
ら
気
は

だ

少
な
く
と
も
リ
ア
ル
で
結
城
明
日
奈
と
し
て
過
ご
し
て
い
た

よ
り
は

か
に
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そ
の
大
変
さ
を
理
解
し
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
妖
精
の
少
女
は
へ

と

な
反
応
し

か
示
さ
な
い

む

も
う
ち

と
反
応
し
て
く
れ
て
も
い
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
な

あ
は
は

す
み
ま
せ
ん

あ
た
し
は
最
初
期
以

ず

と

ロ
だ

た
か
ら
そ
う
い
う
苦

労
は
あ
ん
ま
り
分
か
ら
な
く
て

え

そ
う
な
の

は
い

そ
の
最
初
期
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
誘

て
く
れ
た
同

生
の
男
子
が
レ
ク
チ

し
て
く
れ
た

時
だ
け
で
以

は

を
合
わ
せ
る
く
ら
い

ま

事
情
で
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
時
も
あ
り

ま
し
た
け
ど

 
そ
こ
で
一

葉
を
止
め
た
彼
女
は
ム
カ
つ
く

手
を
思
い
浮
か
べ
た
の
か

ん

と

を

な
ら
し
た

と
も
あ
れ

シ
ノ
ン
さ
ん
と
組
む
ま
で
は
専
ら

ロ
プ
レ
イ
で
し
た
ね

へ

へ

姉
弟

て

ロ
プ
レ
イ

て

い
偶
然
ね

 
彼
女
は
ど
う
や
ら
誘

た
人
と
は
パ

テ

プ
レ
イ
を
し
た
事
が
あ
る
ら
し
い
が

を

そ
う
彼
は
こ
れ
ま
で
た
だ
の
一

も
パ

テ

を
組
ん
だ
事
が
無
い
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
猛



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

者
な
の
だ

ア
ル
ゴ
さ
ん
で
す
ら
組
ん
だ
事
が
あ
る
か
ら
情
報
収
集
の
時
く
ら
い
は
組
ん
で
い

る
か
と
思

て
い
た
け
ど

の
情
報

の
方
か
ら

い
た
話
だ
か
ら
間
違
い
な
い

 
こ
れ
で
示
し
合
わ
せ
た

で
は
無
い
か
ら

い

が

い

て

ロ
で
も
特
に
問

無
く

プ
レ
イ
を

け
ら
れ
る
そ
の
実
力
が

い

ら
魔
法
で

時
回
復
経
時
回
復
が
可
能
と
は

え

継
戦
能
力
高
過
ぎ
だ
ろ
う

上

と
い
う
か
な
り
ハ

ド
な
ゲ

ム
ら
し
い
の
に

ロ

プ
レ
イ
を

け
ら
れ
る
の
は

達
で
は
な
い

に
そ
の
実
力
は
見
て
い
る
が

め
て

け
ば

や
は
り
と
ん
で
も
な
い
人
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る

 
に
こ
に
こ
と

む
彼
女
に

を
引
き

ら
せ
て
い
る
と
少
年
が

の
入
り

に
あ
る

を
上
り
始
め
た

こ

ち
の
会
話
が
終
わ
る
よ
り
も
シ
ノ
ン
を
助
け
出
す
事
を

先
し
た
よ

う
だ

 
慌
て
て

け
寄
り
彼
に
追
い
付
い
た
の
と

の
自
動
ド
ア
が
横
に
開
い
た
の
は
同
時

だ

た

  

地
獄
が
あ

た
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を
突
く
鉄
の

い

 

界
一

に
広
が
る

の

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
転
が
る

つ
か
の
ヒ
ト
ガ
タ
よ
り
流
れ
る
そ

れ
ら
は

明
確
に
命
の
水
で
あ
る
と

て
い
る

 
そ
の
一
体

入
り

か
ら
少
し
進
ん
だ
先
で

向
け
に
転
が

て
い
る

に
穴
が
開
い
た
男

性
の

と

目
が
合

た

 
光
が
無
く
生
気
も
無
い
虚
空
を
見

め
る

た

か
ら
血
を

れ
流
す
男
の

は

あ
り
得
な
い

と

い
た

に
歪
ん
で
い
て

今
に
も
動
き
そ
う
な
生

し
さ
が
あ
る

 
し
か
し

動
か
な
い

 

然
だ

を
撃
ち

か
れ

死
ん
で
い
る
の
だ
か
ら

う
 
生
気
の
無
い
死
体
と
目
が
合

た

き
気
が
こ
み
上

そ
れ
を

さ
え
よ
う
と

に

手
を

て
る

ぐ
わ
ん
ぐ
わ
ん
と

界
が
回
り

が
遠
く
見
え
る
錯
覚
に

た

そ
の

も

血
の

と
鉄
の

い
に

ち
て
い
る
か
ら

き
気
を
遠
ざ
け
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ

進
さ
せ
る
ば

か
り

 

に
い
た
妖
精
が
背
中
を

て
く
れ
る
が

良
く
な
る
気
配
は
な
い
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ち
ら
り
と
妖
精
の

色
を
見
る

私
の
よ
う
に

き
気
を

し
て
は
い
な
い
よ
う
だ
が
そ

れ
で
も
か
な
り

い
よ
う
で

色
は
あ
ま
り
良
く
な
い

 
男
を
意
識
的
に

界
か
ら
外
し
つ
つ
少
年
へ
と

線
を
向
け
る

彼
は
私
達
と
違

て

然
と

し
た
ま
ま

内
に
広
が
る

状
を
見

し
て
い
た

き

き
り
と
く
ん

こ
れ

て

こ
れ
が
シ
ノ
ン
の
ト
ラ
ウ
マ
な
ん
だ
ろ
う

多
分

り
返
さ
れ
た
結
果
悪
化
し
た

状
だ

 
つ
ま
り
こ
れ
は
現
実
で
実

に

き
た
事
件
を
ト
ラ
ウ
マ
に
よ

て
誇

さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と

 
そ
う
と
分
か

て

内
心
で

を

で
下
ろ
す

同
い
年
と
思
う
く
ら
い
精
神
年

が
高
い

が
そ
の
実
ヒ
ト
と
の
付
き
合
い
方
に
思
い
悩
む
一
面
も
あ
る
少
女
な
の
だ

こ
ん
な

な

過
去
が
あ

た
な
ん
て

過
ぎ
る

ア
ス
ナ

そ
れ
と
リ

フ

も

無
理
そ
う
な
ら

た
方
が
良
い

血
と
死
体
に

性
無
い
な
ら
こ
の
先
は
キ
ツ
い
ぞ

 

に
振
り
返

た
彼
は
そ
う

し
て
来
た

こ
の
状
況
を
見
た
だ
け
で

れ
た
私
と
我

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
義
理
の
姉
を
慮

て
の

な
の
だ
ろ
う
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ご
め
ん

心
配
し
て
く
れ
て

し
い
け
ど

で
も

私

帰
り
た
く
な
い

 

時
も
の
私
な
ら
き

と
そ
の

を

け
て
ア

サ
リ
と

た
だ
ろ
う

自
分
が
意
地

を

る
事
で

に
迷
惑
掛
け
た
く
な
い
と
思

て

 
で
も
今
は

今
だ
け
は
退
い
た
ら
い
け
な
い
と

そ
う
確
信
し
て
い
た

故
だ

て
私
彼
女
と
友
達
に
な
り
た
い

友
達
と
し
て
シ
ノ
の
ん

て
呼
び
た
い

だ

か
ら

こ
こ
で

た
ら
ダ
メ
だ
と
思
う
の

 
そ
う

い
な
が
ら
立
つ
と
同
時
に

入
り

か
ら

内
の

状
を
見

す

 
見
れ
ば
見
る

ど

い
有
様
だ

の
掲
示
板
に

ら
れ
て
い
る

紙
は

び

た
血

で

黒
く

ま

て
い
て

め
な
い
し

が
仕
事
を
す
る
ス

ス
も
電
気
が
切
れ
て
い
る

上
に
死
体
が
倒
れ
て
る
か
ら
不
気
味
だ

コ

ト
ン
地
の

に

み

ん
だ

が
黒
く
変
色
し

て
い
て

の
事
恐
ろ
し
い

 

で
も

る
理
由
に
は
な
ら
な
い

 
こ
の
光

は

彼
女
の

ト
ラ
ウ
マ

彼
女
自
身
が
恐
怖
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
光

だ

つ

ま
り
コ
レ
は
彼
女
が
望
ん
で
引
き

こ
し
た
も
の
で
は
な
い

彼
女
自
身
は
殺
戮
を
望
ん
で
い
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な
い

そ
れ
な
ら
私
は
友
人
と
し
て
の

を
結
び
た
い
と
思
う

 
殺
し
た
い
か
ら
殺
し
た

そ
う

う
人
は

だ
け
ど

 
殺
さ
ざ
る
を
得
な
か

た

そ
う

う
人
は

け
入
れ
ら
れ
る

 
彼
女
の
過
去
を
知
ら
な
い
か
ら
ど
ち
ら
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

も
知
ら
な
い
時
点
で
手
の

平
を
返
す
な
ん
て
真
似
は
し
た
く
な
い

そ
れ
を
さ
れ
た
事
が
あ
る
か
ら
こ
そ
私
は
し
た
く
な
い

の
だ

 

一
体
ど
れ

ど
の
苦
し
い
思
い
を

い
て
い
た
の
か

 

内
の
中
を
見
回
し
て

そ
う
思
う

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

ち
て
来
た
時
の
彼
女
は
記

を
喪

て
い
た
が
そ
の

日
の
闘

技
場
個
人
戦
の
観
戦
を
経
て
記

を
取
り

し
た
と
い
う
の
で
実

二

間
近
く
は
自
分

達
と

し
て
い
る
間
も
苦
し
ん
で
い
た
事
に
な
る

そ
の
間
自
分
は
彼
女
の
そ
ん
な

振
り
を

見
た
覚
え
が
無
い

強
さ
へ
の

が
そ
の
表
れ
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
も
他
者

に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
必
死
に

え
て
い
た
事
は
想
像
に

く
な
い

 
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
た
以
上
生
き
る
べ
く
戦
う
必
要
は
あ
る

で
も
あ
く
ま
で
生

き
る

で
あ

て
最
前
線
攻
略
に
参
加
す
る
義
務
は
無
い

一
人
で
も
多
く
最
前
線
に
来
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て

し
い
と
は
思
う
が
強
制
す
る
つ
も
り
は
サ
ラ
サ
ラ
無
い

ま
し
て
や

き

ま
れ
る
形
で

中
参
加
し

レ
ベ
ル
も
三

だ

た
シ
ノ
ン
は

更
だ

 
し
か
し
彼
女
は
そ
れ
を
良
し
と
せ
ず

黒
の
剣
士
と
い
う
ト

プ
プ
レ
イ

に
師
事
し

自
ら
を
鍛
え
始
め
た

き

と
苦
し
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
強
さ
を
求
め
た
の
だ

ら
れ

け

る
彼
の
よ
う
に

過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
を
超
え
よ
う
と
強
さ
を
求
め
た
か
ら
こ
そ
こ
の
世
界
で
戦
う

決
断
を
し
た

 

そ
の

を
し
た

シ
ノ
ン

と
い
う
少
女
は

と
て
も
強
い

 
本
人
は
き

と
弱
い
と
己
を

下
す
る
だ
ろ
う
け
ど
客
観
的
に
見
て
彼
女
の
心
は
間
違
い
な

く
強
い
部

に
入
る

人
間

し
も
恐
ろ
し
い
事

ト
ラ
ウ
マ
に

す
る
も
の
は
持

て
い

る

そ
の

合
い
が
彼
女
は
深
い
だ
け
な
の
だ

 
少
年
と
違
い
彼
女
は
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら

る
事
が
出
来
る

し
か
し

る

を
取

ら
ず

え
て

い
道
を
進
ん
で
ま
で
強
さ
を
求
め
た

 
ト
ラ
ウ
マ
と
向
き
合
お
う
と
す
る
強
い
少
女
が

ん
で
殺
人
を

し
た
と
は
と
て
も
思
え
な

い 
強
さ
を
求
め
る
あ
の
直
向
さ
は
ユ
メ
と
し
て
見
る
程
に
強
く
意
識
さ
れ
た
傷
の
深
さ
の
裏
返
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し

あ
ん
な
に

て
い
た
少
女
の
事
を

も
知
ら
な
い
の
に
忌

す
る
振
る
舞
い
は
と
て

も
身
勝
手
で

だ
と
思
う

ど
う
し
て
こ
ん
な
過
去
を
背
負
う
事
に
な

た
の
か
一
体

が
あ

た
の
か
を
知
ら
な
い
の

に

た
く
な
い

そ

か

 
最
後
に
少
年
を
見

え
て

え
ば

彼
は
目
を

め
て

ん
だ

喜
ん
で
い
る
よ
う
に
も

ど
こ
か

し
が

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

み
が

動

を

く
す
る

ま

た
く

殺
人
を

し
た
と

め
か
さ
れ
た
だ
け
で
忌

す
る
だ
ろ
う
に
流

は

を

け
容
れ
た
面
子
の
一
人
だ
よ

こ
う
い
う
人
間

の
事
に

し
て
は
予
想
を

く

超
え
て
く
る

 

と

み
な
が
ら

彼
は

目
し
た

も
し
か
し
た
ら
ア
ス
ナ
は
シ
ノ
ン
の

に
と

て
の
リ

フ

の
よ
う
な
存
在
に
な
る
か
も

な

そ
れ
は

ど
う
い
う

あ
り
の
ま
ま
の
ア
ス
ナ
で
ぶ
つ
か
れ
ば
い
い

き

と
そ
れ
が
シ
ノ
ン
に
と

て
の
救
い
に



 第百二十六章 〜創との戦い〜

な
る

 
そ
う

て

彼
は

内
へ
と
歩
を
進
め
た

 
ど
う
い
う
意
味
か
と
リ

フ

を
見
る
が
彼
女
も
意

を

り

ね
て
い
る
の
か

を

め

思
い
あ
ぐ
ね
て
い
る
よ
う
だ

た

と
も
あ
れ
あ
り
の
ま
ま
で
シ
ノ
ン
に
思
い
を
ぶ
つ
け
れ
ば
良

い
と

わ
れ
た
事
は
分
か

た
の
で
今
は
そ
れ
で
良
し
と
し

少
年
の
後
を
追
う

 

内
に
入
れ
ば
い
よ
い
よ
も

て

な
光

が
間
近
に

る

持
ち
直
し
た
気
分
が

下
す
る
の
を
自
覚
す
る
も
こ
の
光

一
つ
で
止
ま

て
い
て
は
彼
女
に

し

が
立
た
な
い
と

し

止
ま
り
そ
う
に
な
る

を
意
地
で
動
か
す

 
大

の
水
分
を

ん
で
い
る
た
め
か

黒
ず
ん
だ
コ

ト
ン
地
の

は
足

み
す
る

に

じ

く
じ

く
と
重
い
水

を
上

る

こ
こ
が
仮
想
世
界
と
忘
れ
そ
う
に
な
る

ど
に
再
現

さ
れ
た
リ
ア
リ
テ

こ
そ
が
今
正
に
シ
ノ
ン
と
い
う
一
人
の
少
女
を
苦
し
め
て
い
る
ユ
メ
そ
の

も
の
な
の
だ

 
私
で
は

彼
女
の
ト
ラ
ウ
マ
を
解
消
さ
せ
ら
れ
な
い

結

の
と
こ
ろ
本
人
の
問

だ
か
ら

私
が
ど
れ
だ
け
助
け
に
な
ろ
う
と
し
て
も

ど
意
味
を

さ
な
い

で
も

け
そ
う
な

時

え
る
事
は
出
来
る

て
と
応

す
る
事
が
出
来
る

く
て

き
そ
う
な
時
は
寄
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り

て
慰
め
る
事
が
出
来
る

愚

を

い
て
あ

る
事
が
出
来
る

彼
女
が

く

い
思
い

を

少
し
だ
け
で
も
一
緒
に
背
負

て
あ

る
事
が
出
来
る

 

と
も
だ
ち

に
な
れ
る

 
た

た
そ
れ
だ
け

そ
れ
で
も
そ
れ
だ
け
で
も
き

と
彼
女
に
と

て
大
き
な
助
け
に
な

る
と
思
う

 

き

と
あ
の
少
年
は
そ
う

い
た
か

た
の
だ
ろ
う

葉
に
し
な
か

た
の
は
無
自

覚
な
が
ら
私
が
本

を
理
解
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う

え

ぐ

く

 

内
の
入
り

か
ら
進
み
真
反
対
の

ま
で
近
付
く
と
そ
こ
で

り

ん
で

き
じ

く

る
少
女
を
見
つ
け
た

 
黒
髪
黒
目
の
少
女
は
外
見
か
ら
し
て
恐
ら
く
一

く
ら
い
か

立
ち
上
が

た
ら
キ
リ
ト
よ

り
や
や
高
い
く
ら
い
だ
ろ
う

 
人
が
近
付
い
た
事
に
気
付
い
た
の
か

い
て
い
た

が
上

ら
れ
る

き
は
ら
し
て
真

な
目
を
し
た
少
女
の

つ
き
は

い
な
が
ら
シ
ノ
ン
の
面
影
を
確
か
に
残
し
て
い
る

こ
の
子

が
ト
ラ
ウ
マ
を
負

た

の
シ
ノ
ン
な
の
だ
と

し
た
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き

キ
リ
ト

リ

フ

に

ア
ス
ナ

 
う

あ

 

な
の
か
認
識
し
た

目
を
見
開
い
て
大

の

を
零
し
始
め
る

い
シ
ノ
ン

表
情
は

救
い
を
見
た
喜
び
の
そ
れ
で
は
な
く
む
し
ろ
恐
怖
に
直
面
し
た
と
ば
か
り
の
絶
望
の
表
情
だ

た
シ
ノ
の
ん

ち

い

こ
な
い
で

 
慌
て
て

け
寄
ろ
う
と
し
た
ら

交
じ
り
の
怒
声
で
制
さ
れ
て
し
ま
い
思
わ
ず
足
を
止
め

て
し
ま
う

故

絶
さ
れ
た
の
か
す
ぐ
に
理
解
が

ば
な
か

た

シ
ノ
の
ん

ど
う
し
て

ど
う
し
て
も
な
に
も

見
れ
ば
分
か
る
で
し

 
わ

わ
た
し
は

人
を

殺
し
た

の
よ

 
コ
レ
で

 
そ
う

て

い
彼
女
は

に

ち
て
い
る
モ
ノ
を
指
し
示
す

 
そ
こ
に
は
テ

タ

ニ
ア
や
ホ
ロ
ウ
達
が
使

て
い
た
モ
ノ
と
同
じ
物
体

が

ち
て
い
た

が
出
る
部
分
に
は
空

が

ま

て

ま

て
い
て
下
手
す
れ
ば

発

し
そ
う
な
状

に
な

て
い
る
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入
り

付
近
で

向
け
に
倒
れ
て
い
た
男
の

に
風
穴
を
開
け
た
も
の
は
コ
レ
だ
と
悟

た

 
そ
し
て

そ
れ
を
使

た
の
が
シ
ノ
ン
で
あ
る
事
も

お
か
あ
さ
ん
を
殺
そ
う
と
し
た
強

も
わ
た
し
を

し
倒
そ
う
と
し
た
人
達
も

も
か
も

撃

た

 
最
後
に
は
ま
も
ろ
う
と
し
た
お
か
あ
さ
ん
も

 

い
な
が
ら
彼
女
は
カ
ウ
ン
タ

付
近
へ
と

線
を
向
け
る

そ
ち
ら
を
向
け
ば
や
や
地

味
な
色
合
い
な
が
ら

人

を

て
い
る
と
分
か
る
ヒ
ト
ガ
タ
が
あ
ら
ぬ
方
向
を
見
た
状

で

倒
れ
て
い
る
の
が

界
に
入
る

は
見
え
な
い
が
ど
う
や
ら
あ
の
ヒ
ト
ガ
タ
が
シ
ノ
ン
の

親

の
再
現
ら
し
い

 
ま
さ
か
と
思
う
が

現
実
の
彼
女
は

親
を
も
殺
し
て
し
ま

た
の
だ
ろ
う
か

 
私
は
彼
女
の
過
去
を
知
ら
な
い

だ
か
ら

を
殺
し

を
護

た
の
か
を
知
ら
な
い
以
上

錯
乱
し
て
い
る
彼
女
の

葉
の
ど
れ
が
真
実
な
の
か
見
定
め
る
事
が
出
来
な
い

 

惑
し
て
い
る
間
に
も

い
シ
ノ
ン
は
惑
乱
を
加
速
さ
せ
て
い
く

わ
た
し
は
生
き
て
ち

い
け
な
い
の

 
だ
れ
か
と
一
緒
に
い
ち

い
け
な
い
の

 
だ
れ

か
と
一
緒
に
い
た
ら
わ
た
し
の
せ
い
で
そ
の
人
を
殺
し
ち

う
の

 
わ
た
し
が

な
か

た

ら
リ

フ

は

ま
ら
な
か

た
し

さ
れ
な
か

た
し
キ
リ
ト
も
死
に
目
に
遭
わ
な
か
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た
ん
だ
か
ら

シ
ノ
ン
さ
ん

そ
ん
な
に

気
に

ん
で

 
ど
う
や
ら

の
悪
夢
を
見
て
い
て
精
神
的
に
後
退
し
て
い
て
も
私
達
の
事
が
分
か

た
よ
う

に
記

や
経
験
は
そ
の
ま
ま
ら
し
く
彼
女
の

葉
に
は
明
ら
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
出
来
事
が

ま

れ
て
い
た

す
る
に
キ
バ
オ
ウ
達
に

わ
れ

め
ら
れ
助
け
る

に

け
付
け
た
少
年
が

高

下
に
よ
る
死
亡
の
憂
き
目
に
あ

た
事
か

 
確
か
に

を
引
い
て
も
お
か
し
く
な
い
事
だ

こ
れ
ま
で
そ
の
件
で
暗
く
な

て
い
る

を
見

て
い
な
か

た
か
ら
吹

切
れ
た
も
の
か
と
思

て
い
た
が
心
の

で
ず

と

て
い
た

よ
う
だ

 
そ
し
て
今

郷
に
よ

て
ト
ラ
ウ
マ
を

さ
れ

け
た
事
で

的
に
自
責
の
念
も

さ
れ

罪
悪
感
で

し

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

 

い
つ
か
の
少
年
を
見
て
い
る
よ
う
だ

 
己
の
せ
い
で
と
あ
る
女
性
を
独
り
に
し
て
し
ま

た
の
だ

と

ぶ
少
年
が

た

 
己
の
せ
い
で
一
緒
に

る
人
を
殺
し
て
し
ま
う
の
だ

と

す
る
少
女
が

る

 
あ
ま
り
に
も

あ
ま
り
に
も
似
て
い
る

こ
の
苦
し
み
を
彼
女
は

年
も

き

け
た
の
だ
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は
た
し
て
彼
女
に
は
少
年
に
と

て
の
私
達
や
サ
チ
の
よ
う
な
人
物
が

た
の
だ
ろ
う
か

 

も
し
か
し
た
ら
ア
ス
ナ
は
シ
ノ
ン
の

に
と

て
の
リ

フ

の
よ
う
な
存
在
に
な
る

か
も
な

 

と

少
年
の

葉
が

裏
に

る

 
こ
の
世
界
で
は
最
も
⻑
い
付
き
合
い
で
あ
ろ
う
少
年
は
分
か

て
い
た
の
だ
ろ
う
か

己
に

と

て
の
救
い
が

彼
女
に
は
無
か

た
事
が

 
だ
と
し
た
ら
と
て
も
哀
し
い
事
だ

こ
ん
な
に
ま
で
傷
付
い
た
少
女
に
た
だ
の
一
人
も
理
解

者
が

な
か

た
な
ん
て
あ
ま
り
に
も

い

 
そ
れ
な
ら
自
分
が
な
れ
ば
い
い
と
思
い
は
す
る
が
し
か
し

と
声
を
掛
け
た
も
の
か
思
い

悩
む

そ
う
す
る
間
に
も
少
女
は
ど
ん
ど
ん
自
分
を
追
い

め
て
い
る
と
い
う
の
に
上
手
い

葉

が
浮
か
ば
な
い

シ
ノ
ン

 
そ
こ
で

の
あ
る

き

た
声
が

を
打
ち

絡
ま

た
思

を

断
し
た

 

き
じ

く
る
少
女
は
そ
の
声
に
お
そ
る
お
そ
る

を
上

る

キ
リ
ト
は
彼
女
の
目
の
前
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で

を

り

目
線
の
高
さ
を
合
わ
せ
て
い
た

不

自

を
す
る
つ
も
り
は
な
い
が

は
現
実
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
人
殺
し
を
し

け
て
来
て

る

て

シ
ノ
ン
に
も
教
え
た
よ
な

う

う
ん

で

え
ば
三

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
殺
人
は
み
ん
な
の

と
偽
善
ぶ

て
現
実
の
方
は
死

な
な
い

と
自
分
本

で
行

た

そ
れ
な
の
に
み
ん
な
は
良
く
し
て
く
れ
て
る

み
ん

な

殺
人

を
忌

し
て
る
ん
じ

な
い

そ
れ
に
至

た

経

と

動
機

を
重
要

し
て
る
か
ら
な
ん
だ

シ
ノ
ン
教
え
て
く
れ

で
人
を
殺
し
て
し
ま
う
事
に
な

た

ん
だ

 
静
か
な

で
語

て
い
た
彼
は

そ
う

め

り

少
女
の
出
方
を

た

 
じ

と
見
つ
め
合

て
い
る
内
に
し

く
り
上

て
い
た
少
女
は

に

ち

き

第
に

つ
り

つ
り
と
語
り
出
し
た

 

わ
た
し
が
人
を
殺
し
た
の
は
四
年
前

十
一

の
時

お
か
あ
さ
ん
と

に

行

た
時
だ

た
の

そ
れ
ま
で
も
一
緒
に

に
行

て
て
お
か
あ
さ
ん
が
手

き
し
て



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

る
間
わ
た
し
は

子
に

て

書
す
る
の
が
常
だ

た

そ
の
こ
ろ
に
は
小
説
も

み
は
じ

め
て
た
か
な

 
血
し
ぶ
き
で

れ
て
い
る

と

子
を
見
て
そ
う

う
シ
ノ
ン

小
学
生
の

か
ら
小
説
に

手
を
出
し
て
る
と
は

程
本

き
だ

た
ら
し
い

そ
れ
で

五
月

ば
に
行

た
時
に

事
件
が

き
た
の

こ
の

で
か

う
ん

北
の
小
さ
な

で

き
た
強

事
件

報
道
で
は

人
が

を

と
り

で

撃

て
自
身
は

の

発
で
死
ん
だ

て
事
に
な

て
る
け
ど

実

は
そ
う
じ

な
い

そ
の
場
に
い
た
わ
た
し
が

強

の

を
奪

て

撃
ち
殺
し
た

 
キ
リ
ト
の

く
よ
う
な
問
い
掛
け
に

い
少
女
は
こ
く
ん
と

い
た

多
分

子

だ
か
ら
そ
ん
な
事
が
出
来
た
ん
だ
と
思
う

撃

た
回
数
は
全
部
で
三
回

に

報
し
よ
う
と
し
た

を
撃

た
後

強

が

に
お
か
あ
さ
ん
に

い
を
定
め

て
ま
も
ら
な
き

て
思

て
奪

た
ん
だ
け
ど
奪
い
返
そ
う
と
し
て
く
る
強

を
ど
う

に
か
し
よ
う
と
し
て
そ
れ
で

⻭
を
二
本

て

手

を

し
て
あ
と
背
中
の
打
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と

を
脱

し
た
の

ケ
ガ
は
す
ぐ
に

た
け
ど

ら
な
い
も
の
も
あ

た

 

に
背
を

け
て

る
彼
女
は
ぎ

と

を
き
つ
く

え

ん
だ

う
つ
む
き
が
ち
の
彼

女
の
体
は
小
さ
く

え
て
い
る

少
年
が

ち

け
る
よ
う
に

に
手
を

く
が
止
ま
る
気
配

は
無
い

わ
た
し
そ
れ
か
ら
ず

と

を
見
る
と

い
た
り
倒
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な

た
の

テ

レ
ビ
や

手
で

の
形
を
さ
れ
る
だ
け
で
も
う
ダ
メ
だ

た

記

を
取
り

し
た

の
も

闘
技
場
の
ホ
ロ
ウ
が
ボ
ウ
ガ
ン
を
出
し
た
時

今
ま
で

我

し
て
た
の
か

だ

て
人
殺
し

て
知
ら
れ
た
ら

見
る
眼
が
変
わ
る
ん
じ

な
い
か

て
思
う
と
怖

く
て

そ
の
気
持
ち
は
分
か
る
よ

今
の
家

に

間
に
明
か
す
時
が

そ
う
だ

た

 
そ
の
時
の
事
を
思
い
出
し
て
い
る
の
か
虚
空
を
見
上

て
感

深

に

う

と
も
あ
れ

シ
ノ
ン
が

を
撃

た
の
は

親
を
護
る

だ

た
ん
だ
な

う
ん

わ
た
し
が
物
心
つ
く
前
に
お
と
う
さ
ん
を
亡
く
し
て
お
か
あ
さ
ん
は
そ
の
せ
い
で

い

の
精
神
に
な

て
て

外
の
世
界
は
危
険
が
い

い
だ
か
ら
わ
た
し
が
ま
も
ら
な
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き

て

そ
う
か

 

く
に

親
を
亡
く
し
そ
の
シ

ク
で
精
神
後
退
を

こ
し
た
の
だ
ろ
う

親
を
護
ろ
う

と

い
な
が
ら

て
い
た

そ
の

り
は

直
に

い
と
思

て
い
る
と
シ
ノ
ン
は
不

安
そ
う
に
こ
ち
ら
に

線
を
向
け
て
来
る

ア
ス
ナ
は

ど
う

思
う
の

 
き

と

を
寄
せ
て
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
来
る

そ
れ
は
彼
女
の
不
安
の
表
れ
で
あ
り

根

幹

こ
こ
が
正
念
場
だ
と
内
心
で
気
を
引
き

め
る

さ

き

シ
ノ
の
ん
は
自
分
の
事
を

生
き
て
ち

い
け
な
い

て

て
た
け
ど

そ
れ
を

い
た
時

私

す
ご
く
哀
し
く
な

た
の

そ
ん
な
事

わ
な
い
で

て
思

た

な
ん
で

全
然
知
ら
な
い

手
な
の
よ

わ
た
し

し
か
も
人
を

こ

殺
し
た
ん
だ

よ 

え
る
よ
う
に
少
女
は

う

確
か
に
初
め
て
知

た
時
は
ビ

ク
リ
し
た
よ

で
も
シ
ノ
の
ん
は
お

さ
ん
を
護

る
た
め
に

た

人
を
殺
し
て
し
ま

た
事
は
取
り
返
し
が
付
か
な
い
し

ど
う

い
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て
も
罪
で
は
あ
る
と
思
う
け
ど
で
も
シ
ノ
の
ん
は
ず

と
そ
の
傷
に
立
ち
向
か
お
う

と

て
た

強
く
な
ろ
う
と
し
て
た
の
は
ト
ラ
ウ
マ
と
向
き
合
お
う
と
し
て
た
か
ら
な
ん
で

し 

ば
確
信
を
持

て
い
た
そ
の
問
い
に

彼
女
は
小
さ
く

い
た

 
そ
れ
を
見
て
少
し

み
を

ら
す

や

り
彼
女
は
殺
人
を

ん
で
し
た
の
で
は
な
く
て

し
た
罪
に
向
き
合
お
う
と
必
死
に

る
強
い
子
な
ん
だ
と
分
か

て

し
く
な

た

な
ら

事
者
で
も
な
い
私
は
そ
の
事
を
と
や
か
く

わ
な
い

う

格
が
無
い
か
ら

だ
か
ら

う
事
は
一
つ
だ
け

な
に

 

え
な
が
ら

そ
れ
で
も
応
じ
て
く
れ
た
少
女
に

す

と
手
を
差
し

べ
る

 
と
も
だ
ち

に
な

て
下
さ
い

  

静
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シ
ノ
ン
は
絶

し
て
い
た

で
そ
う
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
と

い
た

に
目
を

い
て

し
て
く
る

シ
ノ
の
ん
は
一
人
で

り
過
ぎ
だ
か
ら
ね

も

と
も

と

も

と

の
み
ん
な
を

私
達
を
頼

て

あ
な
た
の
苦
し
み
を
感
じ
る
事
は
出
来
な
い
け
ど
で
も

い
時
に
寄
り

て

え
る
く
ら
い
は
出
来
る

哀
し
い
時
に
話
を

く
事
は
出
来
る

人
と
の
繋
が
り

て
き

と
思

て
る
以
上
に
生
き
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
も
の
だ
よ

も

と
も

と
私

は
シ
ノ
の
ん
の
事
を
知
り
た
い
し

私
の
事
を
知

て
も
ら
い
た
い

と
も
だ
ち

て

そ

う
い
う

だ
と
思
う
の

助
け
て

助
け
ら
れ
て
の

ア
ス
ナ

こ
の
世
界
だ
け
の

じ

な
く
て
リ
ア
ル
に
還

て
か
ら
も

く

で
あ
り
た
い

だ

て
あ
な
た
の
戦
い
は
こ
の
世
界
だ
け
の
も
の
じ

な
い
か
ら

 
そ

と
小
さ
な
手
を

手
で

む

氷
の
よ
う
に

た
く
な

て
い
る
手
を

め
る

を

分
け
る
よ
う
に

寄
り

て

え
る
よ
う
に

ダ
メ

か
な

 
じ

と
見
つ
め
て
来
る
少
女
が

も

え
な
い
か
ら
流

に
勢
い

て
先

て
し
ま
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た
か
と
不
安
に
な
る

絶
さ
れ
て
る
風
に
は
見
え
な
い
け
ど
実

ど
う
な
の
か
は
分
か
ら
な

い 

そ
こ
で

行
動
が

き
た

 
ぎ

と

小
さ
な
手
が
握
り
返
し
て
来
た
の
だ

あ

た
か
い

 
そ
し
て

に

り
と
強

て
い
た

き

が

れ
破

す
る

り

め
て
い
た

の

が

ん
で

と
一
息
つ
い
た
時
の
よ
う
な
気
の

け
よ
う
に
不
意
を
突
か
れ
前
の

め
り
に
倒
れ
て
来
る
少
女
を
地
面
に

ち
る
ぎ
り
ぎ
り

き

め
た

あ
り
が

と

 

き

め
た
時

れ
の

に

じ

て
そ
う

わ
れ
た
の
は

気
の
せ
い
か

シ
ノ
の
ん

す

 
確
認
の
意
味
も

め
て
呼
び
掛
け
る
が

い
少
女
は

の
中
で
あ

と
い
う
間
に

入

て

し
ま

て
い
た

き

れ
て

た
の
か

そ
れ
と
も
安
心
し
た
か
ら
眠
気
が
襲

て
来
た
の

か

そ
れ
は
分
か
ら
な
い
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確
か
な
の
は
そ
の

は

い
事
な
ん
て
無
い
と
思
え
る
く
ら
い

せ
そ
う
に

け
て
い
る

事
だ

た

  

い
少
女
を
騎
士

の
女
性
は

愛
の
表
情
で

き

め
る

こ
の
場
面
だ
け
見
れ
ば
下
手

す
る
と
親
子
に
見
え
な
く
も
無
い

 

は
と
も
あ
れ
彼
女
が
自
分
を
追
い

め
て
自
我

壊
に
至
る
な
ん
て
事
に
な
ら
な
く
て
本

に
良
か

た
と

を
な
で
お
ろ
し
つ
つ

に
立
つ
義
弟
に
意
識
を
向
け
る

 
彼
は
二
人
を

か
な

み
を
浮
か
べ
て
見
守

て
い
る
が

そ
の

み
に

か
な
違
和
感

を
覚
え
る

 

で

え
ば

明
感

そ
こ
に

て
で
も

な
い
と
錯
覚
を

こ
し
か
ね
な
い

み
に

な
予
感
を
覚
え
る

そ
れ
が

体
的
に

を
予
期
し
て
の
も
の
な
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら

も

わ
な
い
で
い
る
が

に
気
付
か
な
い
と

い
気
が
す
る
と

直
感
が

て
い
た

 
そ
し
て

目
撃
し
た

 

と

を
あ
ら
ぬ
方
へ

ら
し
た
彼
の
横

が

目
と
共
に
苦

に
歪
ん
だ

間
を

き
の
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間
に

に

て
い
る
か
ら
錯
覚
か
と
疑
う
も

あ
の
苦

が
間
違
い
だ
と
は
思
え
な
か

た

キ
リ
ト

あ
な
た

大

た
だ
の

だ

 
問
い
を

る
よ
う
に

た
直
後
ま
た
彼
は

を

め
た

表
情
に
現
れ
る

ど

い

ら
し
い

 
そ
れ

ど
ま
で
に

れ
た
の
だ
ろ
う
か

確
か
に
深
夜
を

に
過
ぎ
た
今
一
日
の
行
動
を

み
れ
ば
ハ

ド
ど
こ
ろ
で
は
な
い
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ

ル
で
は
あ

た
が
本

に
そ
れ
だ
け

な
の
だ
ろ
う
か
と
思
う

闘
技
場
の
時
の
事
が
あ
る
か
ら
実

そ
れ
を

定
出
来
な
い
の
が

い

と
こ
ろ
だ

 

結

あ
た
し
は
そ
れ
以
上
追

出
来
ず

時
倒
れ
て
も
い
い
よ
う
に
す
ぐ
彼
の

に

い
る
事
く
ら
い
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
し
て

 

そ
う
に
し
な
が
ら
も
シ
ノ
ン
さ
ん
を
見
て

し
そ
う
に

を

ば
せ
て
い
た
事
が

故

か
記

に

き
付
い
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
シ
ノ
ン
は

を
亡
く
し
た
シ

ク
で
精
神
が
高

生

程

り
に

て
い
た

親
を
護
る
べ
く
精
神
的
に
か
な
り

で
自
立
心
を
持

て
い
ま
し
た

そ
こ
に
き
て

殺
人

と
い
う
過
去
の
せ
い
で
友
人
知
人
ら
か
ら
手

く

わ
れ
た
た
め
人
と
の
繋
が
り
に

え
恐

怖
を

く
よ
う
に
な

て
い
ま
す

ト
ラ
ウ
マ
は

で
す
が
そ
こ
に
付

す
る
形
で
人

と
の
繋
が
り
も
恐
れ
て
る
ん
で
す
ね

 
原
作
だ
と
死
ん
だ
の
は

人
だ
け

は
撃
た
れ
て
ま
す
が
死
ん
で
ま
せ
ん

親
も

在

の

我
は
原
作

り

 

り
返
さ
れ
た
悪
夢
の
果
て
に

や

親
も
死
ん
で
い
る
の
は

の
ト
ラ
ウ
マ
が
無
限

ル

プ
に

り

自
分
が

わ

た
人
は
死
ん
で
し
ま
う

と
い
う
思
い

み
が
影

し
た
結

果

人
と
の
繋
が
り

を
恐
れ
て
い
る
事
の

的

写
で
も
あ
り
ま
す

 

殺
し
た
直
後
守

た

親
か
ら

え
る
目
で
見
ら
れ
た
の
が
ト
ラ
ウ
マ
に
原
因
か
も
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し
れ
な
い

 

め
ば

む

ど
シ
ノ
ン
が
ト
ラ
ウ
マ
を

く
事
に
な

た
理
由
が
死
ん
だ
男
と
眼
が
あ

た

よ
り
も

護
る
対

の

親
に

え
ら
れ
た

事
と
思
え
て
く
る
ん
だ
よ
な

 
ア
ス
ナ
は
理

で
理
解
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
本
能
的
な
部
分
で
シ
ノ
ン
の
根
幹
や
在
り
様
を

理
解
し
た
た
め

え
て

人
と
の
繋
が
り

に
つ
い
て
発

し
て
い
ま
す

 

ぶ

ち

け
る
と
一

前
の
キ
リ
ト
そ
の
も
の
な
思

な
ん
で
す
よ
ね
今
話
の
シ
ノ

ン

意
味
深
な
発

を
し
た
キ
リ
ト
は
以
前
の
自
分
と

似
し
て
る
か
ら
こ
そ
理
解
し
て
い
た

 
地
の
文
で
語

て
い
る
よ
う
に
ア
ス
ナ
は
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
の
在
り
方
が
似
て
い
る
か
ら
キ
リ

ト
の
時
と
同
じ
よ
う
に

し
た
つ
も
り
で
す

そ
の

が
シ
ノ
ン
が
最
も
恐
れ
て
い
な
が
ら
最
も

救
い
に
な
り
得
る

繋
が
り

を
し
て
い
る
と
い
う
ね

と
も
だ
ち

と
い
う

が
ど

れ
だ
け
孤
独
な
人
間
に
と

て
救
い
な
事
か

 

つ
ま
り
最
初
期
に
と
も
だ
ち

を

こ
う
と
自
発
的
に
動
い
た
キ
リ
ト
は
精
神
的

に
シ
ノ
ン
よ
り
上
手
だ

た

 
そ
れ
も
事
件

こ
し
た

郷
の
せ
い
で

無
し
で
す
が

最
後
の
不
穏
さ
よ
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真
面
目
な
話
は
こ
こ
ま
で

以

は

足
の

足

 
今
話
の
シ
ノ
ン
は
ロ
リ
仕
様

ア
ニ
メ
の
回
想
シ

ン
で
出
て
来
る

い

ト
ラ
ウ
マ

で
錯
乱
し
て
る
事
も
あ

て

が

に

べ
て

い
の
も
仕
様
で
す

真

 
今
話
は

中
か
ら
キ
リ
ト
を

し
の
け
ア
ス
ナ
が
マ
ウ
ン
ト
を
取
り
始
め
る
と
い
う
ね

シ
ノ

ン
が
話
を
振

た
か
ら
不
可
抗
力
は
で
あ
る

と
い
う
か
キ
リ
ト
が
慰
め
る
と
か
恐
ろ
し
く
違
和

感
あ

て
出
来
な
か

た

 
な
の
で

か
ら
見
る
と
お
姉
さ
ん
ア
ス
ナ

ロ
リ
シ
ノ
ン
と
い

う
ニ

チ
な
組
み
合
わ
せ
に

一
体

得
な
ん
で
す
か
ね

 
キ
リ
ト
を
メ
イ
ン
に
し
て
も
良
か

た
け
ど
そ
れ
だ
と
ア
ス
ナ
が
助
け
よ
う

て
一
緒

に
動
く
覚
悟
を

め
た
話
の
意
味
を
喪
う
の
で

に

シ

タ
キ
リ
ト

ロ
リ
シ
ノ
ン
の
組
み
合

わ
せ
は
ユ
メ
と
消
え
た
の
だ

 

ユ
イ
姉
が
持

て
る

メ
タ
モ
ル
ポ

シ

ン

で

時
で
も
出
来
る

様

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
メ
イ
ン
だ
と
原
作
六

み
た
い
に
怒
鳴
り
合

た

に
お

い
弱
み
を

い

合

て
最
終
的
に
認
め
合
い

き

め
合

て
キ
ス
し
て
問

無

で
シ
ノ
ン
ル

ト
突
入
で
し

た

 
残
念
な
が
ら
そ
の
ル

ト
は
ア
ス
ナ

刀

に
よ

て
イ
ン
タ

セ
プ
ト
さ
れ

ま
し
た
が
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実
は
今
話

験
的
に
会
話
部
分
を

い
た
地
の
文
で
の
呼
称
を

キ
リ
ト
君

リ

フ

ち

ん

な
ど
の
君
付
け
ち

ん
付
け
を
や
め

原
作
小
説

に
し
て
お
り
ま
す

 
原
作
だ
と
キ
リ
ト
は
釣
り
師
ニ
シ
ダ
さ
ん
の
事
を

で
ニ
シ
ダ
さ
ん
と
さ
ん
付
け
だ
け

ど
地
の
文
だ
と
呼
び
捨
て
で
す

私
は
こ
れ
ま
で

点
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
し
て
た
ん
で

す
が

み
返
し
て
る
と

か
く
ど
く
感
じ
た
の
で
地
の
文
の
呼
称
だ
け
で
も

称
外
し
て
み

よ
う
か
と

験
的
に
や

て
み
ま
し
た

私
も
実
は
自
分
と

に
変
え
て
た
り

少

年

少
女

と
名
前
呼
び
か
ら
変
え
て
み
た
り

 
全

同
じ
に
す
る
と

点
か
分
か
り

く
な
る
か
ら
文
章
力
必
要
で
す
が
私
の
場
合

点

は

回
前
書
き
で
明
記
し
て
る
の
で

問

に
な
ら
な
い
か
な
と

 
あ
と

⻑
い
棒
を

つ
ば
か
り
に
し
て
た
の
を

原
作
小
説

で

本
に
し

た
り
と
か

会
話
部
分
は

本

地
の
文
で
の
キ

ラ
の
内
心

の
部
分
で

本
に
し
て
い

ま
す

 

み
や
す
い
か
ど
う
か
は
感
想
や
メ

セ

ジ
活
動
報

な
ど
で
送

て
下
さ
れ
ば
参

に
さ
せ
て

き
ま
す
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今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
二
十
七
章
 

兆
し

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
二

間
ぶ
り
で
す
ね

国

が
残
り
一

月
を
切

た
事
も
あ
り

強

れ
で

て
ま
し
た

の
で

で
は

と
か
リ
マ
ス
タ

ヴ

ス

リ
ア
と
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
Ｆ
Ｂ
の
第

弾

と
か
出
て
る
ら
し
い
で
す
ね

や
り
た
い

直

 
と
も
あ
れ
そ
ん
な
状
況
な
の
で
国

活
お
引
越
し

で

し
い
だ
ろ
う

月

月
は
投
稿
回
数
が

す
る
事
間
違
い
な
し

ご
了
承
下
さ
れ
ば

い
で
す

 
さ
て

今
話

 
シ
ノ
ン
の
創
を
ア
ス
ナ
が

し
た
後
の
話
で
す
ね

の
如
く
全
然
進
ん
で
な
い
の
は
許
し

て

 
こ
れ
で
も
か
な
り

て

め
た
方
だ
か
ら

主
に
地
の
文

 
文

数
は
約
一
万
一
千

 

点
は
前

ア
ス
ナ

後

ク
ラ
イ
ン

 
で
は
ど
う
ぞ
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眠
り
に

い
た
小
さ
な
友
人
を

き

め
て
い
た
い
思
い
は
し
か
し
叶
う
事
無
く
す
ぐ
終

わ
り
を

え
る
事
に
な

た

有
無
を

わ
さ
ぬ
勢
い
で
キ
リ
ト
が
ウ

ン
ド
ウ
を

作
し
ユ

メ
を

現
化
す
る
影

で
一
緒
に
再
現
さ
れ
て
い
た
少
女
を
消
し
た
か
ら
だ

あ
あ

あ

 
確
か
な
重
み
が
あ

た

が

間
的
に
空
に
な

て
残
念
な
気
持
ち
が

か
ら

息
と
し
て

零
れ
る

も
う
少
し
彼
女
の

を
見
な
が
ら

き

め
て
い
た
か

た
の
が
本

だ

い
や

そ
ん
な
残
念
そ
う
な

を
さ
れ
て
も

る

だ

て
残
念
に
思

て
る
ん
だ
も
ん

も
う
ち

と
だ
け

い
て
い
た
か

た
ん
だ
も
ん

だ
も
ん

て

あ
の
な
分
か

て
る
と
思
う
け
ど
不
快
な
感
情
を
想

さ
せ
ら
れ
て
る

の
は
シ
ノ
ン
だ
け
じ

な
い

シ
ノ
ン
を

先
し
た
の
は
後
の
事
を

え
て
最

先
だ

た
と
い
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う
だ
け
で
苦
し
い
ユ
メ
を
見
さ
せ
ら
れ
て
る
プ
レ
イ

は
他
に
も

る

時
ま
で
も

ま
る

に
は
い
か
な
い
よ

う
 
そ
れ
は
分
か

て
い
る

分
か

て
い
る
け
ど
少
し
で
も

し
を
得
た
い
と
思
う
気
持
ち
に

は
抗
え
な
か

た

す
ぐ
に

き
て

ま
た
錯
乱
し
な
い
か
確
認
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は

と
も
思

て
い
た
し

そ
の
つ
い
で
に

し
を
得
ら
れ
れ
ば
と

え
て
い
た
の
だ

 
そ
ん
な

は
か
な
思

を
見

い
て
い
る
か
の
よ
う
に
バ

サ
リ
と

道
を
絶

た
彼
は

そ
の
ま
ま
流
れ
る
よ
う
に

化
空
間
か
ら

い
た
エ
リ
ア
へ
と
三
人

め
て
転

さ
せ
る

 
気
付
け
ば
私
は
目
に

い
く
ら
い

い
部

に

動
し
て
い
た

界
に
は
数
え
切
れ
な
い
く

ら
い
の
人
の

の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
が
浮
い
て

お
帰
り
な
さ
い

キ
リ
ト
君

リ

フ

さ
ん

ア
ス
ナ
さ
ん

ラ
ン
ち

ん

 

の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
が

ぶ
部

に

た
と
思
え
ば

の
代
わ
り
に
見
覚
え
の
あ
る

ぶ
れ

が
ず
ら
り
と

ん
で
い
た

い
の
一
番
に
声
を
掛
け
て
来
た
水
色
の

備
で

め
た

剣
使
い
の

少
女
も

わ
れ
て
い
た
面
子
の
一
人

こ
れ
か
ら

解
放
し
て
い
く
予
定
だ

た
の
に

に
さ
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れ
て
い
て

気
に
取
ら
れ
る

 
シ
ノ
ン
を
助
け
る
前
に

し
い
ユ
メ
を
見
て
い
る
人
達
だ
け
で
も
彼
が
解
放
し
よ
う
と
し
な

か

た
の
は
こ
の

い
現
実
に
復
帰
す
る
ま
で
の

か
な
時
間
ユ
メ
の
中
だ
け
で
も

せ
で

あ

て
欲
し
い
と
願

て
い
た
か
ら
だ
と
思
う

そ
の
点
に
つ
い
て

か

て
い
た

で
は

な
い
が

た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
と
い

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う

ユ
イ
と
ヴ

ベ
ル
は

し
た

テ

タ

ニ
ア
の
見

り
で
動
か
な
い
し
ユ
ウ
キ
達
は

理

か
ら
動
か
な
い
と
思
わ
れ

解
放
出
来
る
人

は

な
い
と
予
想
し
て
い
た

 
だ
が
眼
前
に
広
が
る
光

は
ど
う
だ

わ
れ
て
い
な
か

た
ユ
ウ
キ
や
ユ
イ
達
は
お
ろ
か

ラ
ン
や
ク
ラ
イ
ン
達

⻑
ま
で
も
が
解
放
さ
れ

そ
こ
に
い
る

 
恐
ら
く
マ

プ
で
追

て
い
た
反
応
が
い
き
な
り
消
失
し
た
か
ら
慌
て
て
来
た
の
だ
と
思
う

が 
だ
と
し
た
ら
ち

と
悪
い
事
を
し
た

義
弟
と
義
姉
が

て

な
く
な

た
と
思

た
彼

女
は
大
層
心
を

め
た
に
違
い
な
い

更
に
あ
の
狂
気
的
な
光

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
在
る
彼

女
に
と

て
見
る
だ
け
で
も
か
な
り
苦
し
い

だ

ま

た
く
も
う
行
動
す
る
前
に
せ
め
て
一

て
下
さ
い

戦
闘

が

い
て
来
て
慌
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て
て

け
付
け
た
ら

な
か

た
か
ら

く
焦

た
ん
で
す
よ

 
し
か
し
彼
女
は

い
て
い
る
だ
ろ
う
不
安
を
お
く
び
に
も
出
さ
ず
む

と

り

で

て
済
ま
せ
る

キ
ツ
く

て
こ
な
い
分

却

て
罪
悪
感
が

い
て
来
た

 
手
を
合
わ
せ
て

を
下

る

ご
め
ん
ね
ユ
イ
ち

ん

シ
ノ
の
ん
を

い
で
助
け
な
き

て
気
が

い
て
た
か
ら

あ
た
し
も

ご
め
ん

確
か
に
一

て
か
ら
行
動
す
る
べ
き
だ

た

も
う

今
回
だ
け
で
す
か
ら
ね

 
し

う
が
な
い
な

と
苦

を
浮
か
べ

彼
女
は
赦
し
て
く
れ
た

 
こ
う
し
て
見
る
と
大
人
の
女
性
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
が
板
に
つ
い
て
い
る
な

と
思

た

そ
の

に
な

て
ま
だ
一

間
と
経

て
い
な
い

理
性
的
な
性
格
を
し
て
い
た
よ

う
だ
し

見
た
目
が
そ
う
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 

そ
う
や
り
取
り
を
し
て
い
る
と

や
か
な
電
子

が

を
打

た

 

こ
え
る
の
は
背
後

振
り
向
け
ば
コ
ン

ル
の
パ
ネ
ル
を
打

す
る
少
年
の

が

界

に
入
る

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

を

て
い
る
と

に
立
つ
リ

フ

が

を
開
い

た
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そ
う
い
え
ば
こ
こ
に

わ
れ
て
た
人
に
一

プ
レ
イ

も

た

だ
け
ど
そ
の
人
達
は

 
攻
略
レ
イ
ド
の

ぶ
れ
し
か

な
い
け
ど

 

を

め
て
見
れ
ば
確
か
に
攻
略
レ
イ
ド
の
面
子
ば
か
り
で
ス
レ
イ
ブ
が

え
て
い
た

と
い
う
一

プ
レ
イ

の

は
無
い

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

エ
ギ
ル
さ
ん
達
が
引

し
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
送

て
行
き
ま
し
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
事
に
つ
い
て
も

え
て
い
ま
し
た
が
そ

の
情
報

は

郷

今
回
の
件
の

謀
者
が
語

た
事
と
し
て

広
め
て
い
ま
す

デ
ス
ゲ

ム
の

謀
者
で
あ
る
事
も

は
い

信

疑
で
は
あ
る
よ
う
で
し
た
が
大

は

け
容
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た

そ
う

 
ど
う
や
ら
そ
の

の
事
に
つ
い
て

⻑
や
デ

ア
ベ
ル
達
は

を
敷
く
つ
も
り
は
無
い
ら

し
い

表
面
上
変
化
に

し
く
見
え
た
が

を
見

ん
で
い
た
だ
け
に

郷
に

め
ら
れ
夢

を

さ
れ
た
事
は
怒
り
心

だ
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
し
実

に

え
か
ね
て
い
た

と
見
え
る

 

な
ら
そ
の
話
を
い
く
ら
し
た

て

も
信
じ
な
い
が

郷
は

権
限
を

使
し

更
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に
現
実
で
は
あ
り
得
な
い
整

た
容

と
攻
略
層
に
見
合
わ
な
い

な

備
を

て
い
た
か

ら

他
の
ゲ

ム
の

責

者
で
あ
る
事
は
信
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う

圏
内

な
の
に
攻
撃
出
来

て
し
か
も
プ
レ
イ

を
強
制
転

さ
せ
る
道

な
ん
て

あ
り
得
な
い

そ
ん
な

外
を

許
さ
れ
る
の
は
正
し
く
ゲ

ム
マ
ス
タ

だ
け

 
更
に
信

は
攻
略
組
の
方
が
圧
倒
的
に
あ
る

同
じ

者
と
い
う
点
も
ポ
イ
ン
ト
が

高
い

同
じ
立
場
境
遇
の
人
間
の

葉
は
異
な
る
立
場
の
者
の
発

や
証

よ
り
も
信
じ
ら

れ
や
す
い

向
に
あ
る

 

場

の
無
実
を
証
明
さ
れ
真
の
黒
幕
と
し
て

郷

之
が

ま
る
未
来
も
現
実
味
を

び
て
来
た

だ

 
こ
の
仮
想
世
界
を
こ
よ
な
く
愛
し
発
明
し
た
人
と
未
来
の
展
望
に
つ
い
て
語
り
合
う
事
を
望

ん
で
い
た
少
年
も

こ
の
事
に
つ
い
て
内
心
喜
ん
で
い
る
に
違
い
な
い

 

そ
う
話
し
て
い
る
間
に
シ

ク
エ
ン
ス
が
進
ん
だ
よ
う
で
コ
ン

ル
上
に
表
示
さ
れ

て
い
た
イ
ン
ジ
ケ

タ
が

か
ら

ま
で
白
一
色
に

ま
る

 

し

わ
ん
と

ら
か
な

と

し
い
⻘
の
光
が
発
生
す
る

⻘
い
光
が

し
た
そ

こ
に
は

弓
使
い
の
少
女
シ
ノ
ン
が

に
横
た
わ

て
い
た
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け
寄

て

き

え
る

シ
ノ
の
ん

シ
ノ
の
ん

ん

 

く
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら
名
前
を
呼
べ
ば
さ

き
は
全
く
反
応
が
無
か

た
彼
女
は
小
さ
な

き
を
上

つ
つ

を
持
ち
上

た

ち

ち
と

き
を
数
回
し
た
後

う

と
し
て
い
た

眼
が
し

か
り
自
分
の

に
焦
点
を
結
ぶ

 

わ
り
と

ん
だ

 
今
ま
で
見
て
来
た
不

な
も
の
で
も

静
な
も
の
で
も

ち

い
た
も
の
で
も
な
い
年

応
の
少
女
が
見
せ
る

ら
か
な

み

面
の

咲
き
誇
る
よ
う
な
花
の

 
ま
る
で

き
物
が

ち
た
よ
う
だ

お
は
よ
う

ア
ス
ナ

う
ん

う
ん

 
お
は
よ
う

シ
ノ
の
ん

 

界
が
滲
み

が

を
伝
う
の
を
感
じ
な
が
ら

に

き
上

た
少
女
を

す
る

す

る
と
自
分
の

を

し
く

で
ら
れ
る
感
触
が
し
た

シ
ノ
ン
が

で
て
く
れ
て
い
る
ら
し
い

 

し
い
な
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直
に

心
の

か
ら
思

た

 
現
実
に

た

に
は
無
か

た
こ
の

足
感
は
新

だ

現
実
で
は
成
績
や
実
績
表

状
な

ど
を
自

し
合
い

手
を

め
己
を
高
く
見
せ
る
事
に
始
終
苦
心
す
る
生
活
だ

た
が
こ

こ
は
そ
う
で
は
無
い

親
に

別
さ
れ
ず

の
指

も

け
ず
た
だ
己
の
意
思
一
つ
で
友
人

と
の
付
き
合
い
を
得
ら
れ
る
の
だ

 

私
の
人
間

は

め
切

て
い
た

 
仕
事
に
か
ま
け
て
家

を

み
な
い

成
績
や
進
路
ば
か
り
気
に
す
る
よ
う
に
な

た

約
者
の
男
性
は
自
分
を
道

と
し
か
見
な
い

進
学
系
の
女
学

故
に

友
は
ラ
イ
バ

ル
で
あ
り
弱
み
す
ら
見
せ
ら
れ
な
い

仮
に
友
人
が
出
来
て
も

応
し
く
な
い
人

成
績

が
上

に
無
い
フ

シ

ン
が
古
い
な
ど

と

が
判
断
す
れ
ば
縁
を
切
ら
ざ
る
を
得
な

か

た

 
現
実
に

親
友

と
呼
べ
る
人
は

な
か

た

 

親
が
見
定
め

交
流
し
て
よ
し

と
判
じ
て
か
ら

く
遊
べ
る

手
な
ど

遠
さ
れ
て

然
で
あ
る

変
え
ら
れ
る
と
思
わ
な
か

た
私
は

め
と
共
に
そ
れ
を

け
容
れ
て
い
た

 
し
か
し
こ
の
世
界
で
は
仮
想
世
界
で
は
違
う

ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
の
姉
妹
サ
チ
リ
ズ
ベ
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ト
シ
リ
カ
リ

フ

シ
ノ
ン

攻
略
以
外
な
ら

ル
コ
や
サ

シ

な
ど
多
く
の
女

友
達
が
出
来
た

男
性
は
ク
ラ
イ
ン
や
エ
ギ
ル

ゴ
ド
フ
リ

と
い

た
良
識
的
な
大
人
も
い

る

全
て

キ

カ
ケ
を
経
て
自
ら
の
意
思
で
持

た
交
流
で
あ
り

交
友
だ

 
こ
の
世
界
は

デ

タ
で
作
ら
れ
た
仮
想
現
実
の
世
界

 
で
も
そ
れ
で
も
人
の
心
は
触
れ
合
い
は

交
流
は
本
物
だ

感
じ
る
も
の
も
行
動

も 

き

と
こ
の
交
流
を

は
良
く
思
わ
な
い
だ
ろ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
デ
ス
ゲ

ム
だ

た

場

が

こ
し
て
い
よ
う
が
い
な
か
ろ
う
が

事
者

で
は
無
い

に
と

て
は

な
い

に
と

て
重
要
な
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
者
達

特
に
自
分
の
よ
う
な
学
生

は

会
に

れ
た
不

合
者
で
あ
る
事
だ

立

な
大
人
だ

ろ
う
と
良
識
あ
る
人
だ
ろ
う
と
常

を

し
た

明
さ
を
見
せ
る
少
年
だ
ろ
う
と

無

い

客
観
的
な
立
場
だ
け
を

は
重

す
る

 

の
進
路

先
行
き

未
来

転

を

る
か

か
で
見
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て

間
違
い
な
く

は
こ
う
判
断
す
る

応
し
く
な
い

だ

と

デ
ス
ゲ

ム
と

い
う
異
常
な

境
に
身
を

い
た
者
を
マ
ト
モ
と
は
思
わ
ず

見
と

蔑
を
以
て

を
切
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り
な
さ
い

と

う

 
そ
の
未
来
を
私
は
確
信
し
て
い
る

 

の
決
定
に

と

い
敷
か
れ
た
レ

ル
の
上
を
歩
ん
で
い
た
私
は
不

が
あ

て
も

し
殺
し
て
い
た
に
違
い
な
い

 

で
も

そ
れ
は

だ

 

が

の
未
来
を

じ
て
い
る
か
ら
こ
そ

転
の
道
を

る
存
在
を
出
来
る
限
り

そ

う
と
す
る
の
は
知

て
い
る

の
生
ま
れ
と

親
は

の
方
で
大
学
で
教

を

る
ま
で

の
間
に
出
身
や
学
歴
で

く

わ
れ
た
事
が
無
数
に
あ

た
と

い
て
い
る

 
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

が
自
分
が
し
た
苦
労
を
同
じ
よ
う
に
背
負
わ
な
い
よ
う
苦
心
し
て
い

る
事
を

私
は
知

て
い
る

 
そ
ん
な

に
と

て

こ
の

は

認
め
ら
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う

殺
人

を

し
た

者
と
の
交
友
な
ど
世
間
的
に
も

く
非

さ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ

 
で
も

な
の
だ

 
仮

自
分
を
想
う
が
故
の
も
の
だ
と
し
て
も
こ
の

か
な

を
切
り
た
く
は
な
い

こ
の

か
み
を
知

た
今
手
放
す
な
ん
て
事
は
し
た
く
な
い

創
と
向
き
合
お
う
と
し
て
努
力
し
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り

い
て
い
る
少
女
を
見
放
す
な
ん
て

そ
ん
な
外
道
に
は
な
り
た
く
な
い

 
現
実
に
帰

て
か
ら

か
ら
は
キ
ツ
く

た
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
に

す
る

に
は
い
か

な
い

 
親
友

そ
う

え
る
少
女
の

に
寄
り

い

え
る
と
そ
う

た
の
だ
か
ら

前

を
撤
回
す
る
つ
も
り
は
サ
ラ
サ
ラ
無
か

た

お
か
え
り
な
さ
い

ん

え
え

た
だ
い
ま

 

親

行

と
い
う
点
で
は
正
し
く
な
い
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も

友
を
想

て
の
こ
の
覚
悟
と

を

私
は
決
し
て

後
悔
し
な
い

 
友
を
想
う
事
は

決
し
て

 
間
違

て
な
ん
て
い
な
い
の
だ
か
ら

  

記

よ
り

が
良
く
な

て
ん
な

 

を
浮
か
べ
つ
つ

き
合
い

て
い
る
ア
ス
ナ
と
シ
ノ
ン
を
見
て
思
う

 
自
分
達
が

わ
れ
て
い
る
間
ど
こ
に
行

て
い
た
の
か
は
ユ
イ
か
ら

い
て
い
る

シ
ノ
ン
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が
見
て
い
る
ユ
メ
を
再
現
し
た
別
の
エ
リ
ア
に

動
し
て
い
る
と

て
い
た

悪
夢
に

さ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
か
ら

そ
れ
を
助
け
る

に
行

た
の
だ
ろ
う
と

 
悪
夢

恐
ら
く

過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
を

と
見
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
と

ユ
イ
は
語

た

 
シ
ノ
ン
は
や
け
に
攻
略
に

極
的
で
努
力
を

し
む
事
無
く

り
返
し
鍛

を

け
て
い

た

有
な
プ
レ
イ

だ

彼
女
が
遊
び
に
出
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
事
が
無
い
く
ら
い
力

に

し
て
い
た

過
去
に

か
あ

た
と
思

て
は
い
た
が
ま
さ
か
キ
リ
ト
が
動
く

件
レ

ベ
ル
と
は
思
わ
な
か

た

 

だ
が
今
回
あ
の
少
年
よ
り
も
一
緒
に
行

た
ア
ス
ナ
の
方
が
シ
ノ
ン
に
と

て
は
良

か

た
ら
し
い

 
あ
ん
な
に
無
邪
気
に

う
シ
ノ
ン
は
初
め
て
見
た

時
も
気
を

り

め
さ
せ
て
い
た
シ
ノ

ン
も
キ
リ
ト
と
一
緒
に

る
と
和
ら
ぐ
時
は
あ

た
が
あ
そ
こ
ま
で
で
は
な
い

ア
ス
ナ
は

シ
ノ
ン
の
内

に
入
れ
た
ら
し
い

 

か
し
い
な

と
過
去
を
思
い
返
す

 
ダ
チ
の
少
年
に

け
容
れ
て
も
ら
え
た
の
は
二

目
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
経
た
日
の
夜

そ
れ
ま

で
ず

と

さ
れ
て
い
た
か
ら

し
い
事
情
や
思
惑
な
ん
て
中

話
し
て
も
ら
え
な
か

た
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し
か
し
サ
チ
が
寄
り

い
赦
し
た
事
で

り

め
さ
せ
て
い
た
気
を

め
た
キ
リ
ト
は

く
自
分
達
と
の
交
友
を

け
容
れ
た

 
目
の
前
に
あ
る
光

を
見
て
い
る
と

そ
の
時
の
事
を
思
い
出
し
て
目

が

く
な
る

 

や

友
情

て
の
は
イ
イ
よ
な

 
心

そ
う
思
う

今
自
分
が
風
林
火

の
ギ
ル
ド
リ

ダ

を
し
て
い
る
の
だ

て

は
別
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム
で
組
ん
で
い
た
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

な
の
だ

オ
フ
会
で
知
り
合
い

そ
れ
か
ら
交
流
を
持

た
ダ
チ
達
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
製
品

を

ん
で

入
し

良
く
デ
ス
ゲ

ム

に

わ
れ
た

 
キ
リ
ト
と
別
れ
た
後
彼
ら
に
再
会
出
来
た
の
は

的
だ

た

お

い
使
う
プ
レ
イ

ネ

ム
は
別
ゲ

ム
の
も
の
そ
の
ま
ま
に
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
名
を
上

て
や
る
と
活
き

ん
で

い
た
か
ら

メ

セ

ジ
で
合
流
場

を
指
定
出
来
た
の
だ

 
再
会
し
た
後

に
引
き

る
か
ど
う
か
を

い
た
が

の
事
情
を

く
な
り
一

も
二
も
無
く

成
し

力
を

し
て
く
れ
た

 
こ
の
世
界
で
生
き
る

に

そ
し
て
キ
リ
ト
と
い
う
新
た
な
ダ
チ
を
助
け
る

に
進
む

 
そ
れ
に
彼
ら
は

同
し
危
険
な
ボ
ス
戦
を

も
経
験
し
な
が
ら
一

も
弱
気
な
事
を

に
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し
な
か

た

リ

ダ

と
し
て
悩
む
時
が
あ
れ
ば

に

て
く
れ
た
し
気
を

て
も

く
れ
た

あ
い
つ
ら
が

た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
あ
る
と

て
い
い

 
時
に
迷
惑
を
掛
け
ら
れ
る
が
そ
れ
は
お

い
様
と
い
う
も
の

必
要
な
時
に
力
を

し

え
合
い

協
力
し
て
前
に
進
む

そ
れ
は
人
に
よ

て

間
や
戦
友
と
呼
び
方
が
違
う
だ
ろ
う

は

え
て

ダ
チ

と

う

 
こ
の
苦
し
い
世
界
で

信

出
来
る
ダ
チ
や

間
は

重
で

に
も
代
え

い

 
そ
れ
を

れ
シ
ノ
ン
に
も
語

て
や
ろ
う
と
思

て
い
た
が

そ
の
必
要
は
も
う
無
い
ら

し
い

こ
の
光

を
見
て
そ
の
上
で

う
の
は

と
い
う
も
の
だ

せ
め
て
一
人
で

も
か

も
や
ろ
う
と
行
動
し
て
い
る
時
く
ら
い
だ
ろ
う

シ
ノ
ン
に
は
ア
ス
ナ
と
い
う
同
性
の
友
人
が

い
る

き

と
掛
け

え
の
な
い
間

に
な
る

だ

オ
イ

ク
ラ
イ
ン

な
に
ニ

ニ

て
ん
だ
よ

気
色
悪
い
ぞ

 
見
守

て
い
る
と

に
立
つ

の

エ
ギ
ル
が
そ
ん
な
事
を

て
来
た

大
変
失
礼

な
物

い
に
気
分
を

し
た
た
め
に
物

す
べ
く

を
開
く

あ
の
な

オ
リ

ア
た
だ
ア
ス
ナ
と
シ
ノ
ン
の
友
情
の
尊
さ
に
感
じ
入

て
た
だ
け
だ
ぞ

そ
う
か
い
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こ
ち
ら
の
反
論
に
し
か
し
エ
ギ
ル
は
生
返
事
し
か
返
さ
な
い

い
や
そ
も
そ
も

が

て
い
る
か
ら

だ
と
い
う
の
は
分
か

て
い
る

 

だ
と
し
て
も
生
返
事
と
い
う
事
は
エ
ギ
ル
も

同
じ
感

を

い
て
い
る
に
違
い
な

い 

こ
の
会
話
が

こ
え
た
か
ら
か

い
し
か
見
え
て
い
な
か

た
二
人
が

か
ら
向
け

ら
れ
る
生

か
い
眼
差
し
に

を

と

ら
め

そ
そ
く
さ
と
立
ち
上
が
る

も

も
う

化
さ
な
い
で
よ

み
ん
な

圏
内

に

た
ら
全

の

の
穴
に

を
ぶ

ん
で
や
る

 
ア
ス
ナ
は

知
に
身

え
し
て

色
の

先
を
弄
り
シ
ノ
ン
は
不
気
味
な

み
を
浮
か
べ
て

物
騒
な
事
を

う

た
だ
シ
ノ
ン
も

は
真

だ
か
ら
そ
こ
ま
で

力
は
無
い

圏
内

と

限
定
し
て
い
る
の
も

れ

し
と
思
え
る
要
因
の
一
つ

今

い
て
も

み
し
か
浮
か
ん
で
こ
な

い
の
は
実

ま
し
い
か
ら
だ

 
別
に
変

味
だ
か
ら
で
は
な
く
た
だ
人
が

良
く
触
れ
合

て
い
る
の
を
見
る
と

せ
な

気
持
ち
に
な
る

 

は
ツ
ン
ツ
ン
し
て
い
た
ア
ス
ナ
や
シ
ノ
ン
も
今
は
す

か
り

の
人
間
に
気
を
許
し
て
い
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る
よ
う
で
安
心
し
た

戦
う
時
の

し
い
様
も
見
て
い
て
頼
も
し
い
が
今
み
た
い
に
年

応

の
女
子
の

を
し
て
い
る
方
が
こ

ち
と
し
て
は
気
持
ち
が

に
な
る

 

さ
て

で
は
こ
の
世
界
で
最
年
少
の
ダ
チ
は
ど
う
な
の
か

 
ア
ス
ナ
達
の
方
は
も
う
大

だ
ろ
う
と
キ
リ
を
付
け
て
思

を
変
え
る

こ

ち
に

て
来
た
直
後
の
一

し
か
見
え
な
か

た
が
キ
リ
ト
の
表
情
が
あ
ま
り
思
わ
し
く
な
く
見
え
た

か
ら
少
し
だ
け
気
掛
か
り
だ

労
が
限
界
に
達
し
た
と

う
に
は
ど
う
も
違
和
感
を
覚
え
る

 
そ
こ
で
浮
か
ん
で
く
る
の
は
七
十
六
層

達
直
後
に
キ
リ
ト
の
別
人
格
シ
ロ
が

て
い

た
事

も
う
後
が
無
い

獣

の
目
覚
め
と
い
う
ワ

ド

ア
レ
は
キ
リ
ト
に
危

論

意
や
殺
意
を
持

た

行

を
加
え
る
事
を
意
味
し
て
い
る
と

え
て
い
る

 
そ
う
す
る
と

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
転

し
た
時
点
で
ア
ウ
ト
だ

た
可
能
性
の
方
が
高

か

た

護
る
べ
き
対

だ

た
リ

フ

と
シ
ノ
ン
が
自
分
の
せ
い
で

わ
れ

さ
れ
て
い

た
の
だ
か
ら

心
的
ス
ト
レ
ス
は
過
大
な
も
の
だ

た

 
だ
が

ア
イ
ツ
は

獣

に
な

て
い
な
い

に
光
は
な
く

感
情
的
で

全
て
を

め

観
し
た
絶
望
の
表
情
を
浮
か
べ
て
こ
そ
い
た
も
の
の
憎
し
み
に
取
り

か
れ
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
な
か

た
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そ
れ
は

不
発
弾
を

え

ん
だ
ま
ま
で
あ
る
事
を
意
味
す
る

 
そ
し
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
も
と
い

郷

之
の
企
て

ユ
ウ
キ
の
感
情
と
記

を

し
リ

フ

を

め
つ
け

攻
略
組

の
面

を

て
実
験
体
に
し
て
い
た
事

ユ
ウ
キ
や
自
分
達

の
ホ
ロ
ウ
と

対
し
た
時
そ
し
て
記

や
感
情
の

の
話
を

い
た
時
キ
リ
ト
の
内
心
は

絶
望
に
襲
わ
れ
た

 
そ
れ
は
ま
る
で

不
発
弾
に
火
の
つ
い
た

弾
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
な

そ
ん
な

業

 
今
す
ぐ
に
対

し
な
け
れ
ば
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る

そ
ん
な
確
信
を

か
せ
る
よ
う

な
想
像
が
浮
か
ん
だ
た
め

線
を
少
女
二
人
か
ら
少
年
へ
と

す

 
黒

く
め
の
剣
士
は
依
然
変
わ
ら
ず
コ
ン

ル
を
向
い
た
ま
ま
展
開
さ
れ
て
い
る
ホ
ロ

グ
ラ
ム
を
見
上

て
い
る

 

そ
の

に
違
和
感
が
強
ま
る

 

気
無
い
が
親
し
い
者
の
事
に
な
る
と
世
話

き
な
あ
い
つ
が
ア
ス
ナ
達
の
や
り
取

り
を
一
切
見
て
い
な
い
の
は
違
和
感
が
あ
る

安
心
し
切

て
い
る
と

う
に
は
少
し

 

ご
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と

突
然
キ
リ
ト
の
背
を

か
が

く

 

い
た
も
の
は
一
本
の
剣

に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の

ど
使
わ
れ
た
事
が
無

い
闇
の
力
を
有
す
る
片
刃
片
手
剣
ブ
ラ

ク
メ
タ
ル

ま
で
背
中
に

さ
り

か
ら

刃
を
生
や
し
て
い
た

 
一
体

が

き
た
の
か
分
か
ら
ず

惑
し
て
い
る
と
虚
空
か
ら
更
に
剣
が
出
現
す
る

対
と

な
る

光

を
有
す
る
ホ
ワ
イ
ト
ゴ

ル
ド
や

禍

し
い

剣

風
の
六
槍
な
ど
が

か
ら

へ
と
彼
の
体
を

い
て
い
く

も
思

た
よ
り
少
な
く
は
あ
る
が
確
か
に

て
い
く

キ
リ
ト

来
る
な

 
近
く
に
い
た
リ

フ

が

け
寄
る
べ
く
一
歩

み
出
す
が
そ
こ
で
キ
リ
ト
か
ら
制
止
の
声

が
放
た
れ
る

け
寄
ろ
う
と
し
た
自
分
や
ユ
ウ
キ
も

惑
で
足
を
止
め
る

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
が

越
し
に
こ
ち
ら
を
見
る

 

そ
こ
で

キ
リ
ト
は

手
に
白
い

剣
を
出
し

逆
手
で

足
に
突
き

す

キ

を
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自
傷
し
た
と
し
か
見
え
な
い
行
動
に

く
ユ
イ
が
先
の
制
止
を
無

し
て

け
寄
る

 
キ
リ
ト
は
体
を

え
る

を
傷
付
け
た
事
で
コ
ン

ル
に

を
下
ろ
す

だ
が
そ
の
ま
ま
横

に
倒
れ
そ
う
に
な
る

そ
こ
を

け
寄

た
ユ
イ
が

を

ば
し

き

め
た

を
し
て
る
ん
で
す
か

 
自
分
で

自
分
の

を

す
な
ん
て

予
想
外
の

み
で

抑
え

ん
だ
ん
だ

抑
え

む

て

ま
さ
か

 
息
も
絶
え
絶
え
に

く
キ
リ
ト
は

る

的
な
そ
れ
は
し
か
し
ど
う
し
て
そ
う
な

た

か
を
確
か
に
伝
え
て
い
た

 
今
の
ア
イ
ツ
が

抑
え

む

と

う
な
ら

た
だ
一
つ

獣

し
か
な
い

そ
れ
が
と

う
と
う

王

の
人
格
で
あ
る
キ
リ
ト
を

め
つ
け

主
導
権
を
奪
お
う
と

れ
始
め
た
の
だ

 
だ
が
キ
リ
ト
も

と

す
つ
も
り
は
な
く

み
で
思

に
隙
が
生
ま
れ
て
奪
お
う
と
し
た

獣
を

獣
が
想
定
し
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

み
を
発
生
さ
せ
る
事
で

を
取
り

す
と

い
う

業
を
し
た

そ
れ
が
さ

き
自
分
で

を

し
た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

真
実
は
ま
だ

分
か
ら
な
い
が
恐
ら
く
間
違

て
い
な
い

だ

ね

ね

ア
ス
ナ

こ
れ

て
み
ん
な
が

シ
ロ

て
い
う
人
格
に

わ
れ
た

て
い
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う
事
な
の
よ
ね

間
違
い

な
い
と
思
う

や

り
今
回
の
事
が

ど
ど
う
に
か

そ
そ
う
だ
さ

き
私
が
し
て
も
ら

た
事
と
同
じ
事
を
す
れ
ば

収
め
ら
れ
る
ん
じ

な
い
の

 
キ
リ
ト
の
中
で

れ
て
る

獣

を
収
め
た
ら

 
焦

を
見
せ
た
シ
ノ
ン
は

す
ぐ
解
決

に
な
り
得
そ
う
な
事
を

に
し
た

 
確
か
に
キ
リ
ト
の
内
面
に
い
る
獣
を
ど
う
に
か
す
る
な
ら
そ
の
手
し
か
無
い

表
の
人
格

が

獣

に
な

た
後
に
止
め
る
に
は

も
う
ア
イ
ツ
を
殺
す
し
か
手
が
無
く
な

て
し
ま
う

そ
の
必
要
は

無
い

 

だ
が

他
な
ら
ぬ
キ
リ
ト
自
身
が

そ
の

を

ね
の
け
る

 

故
と
全

が
キ
リ
ト
を
見
た

信
じ
ら
れ
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
の
眼
ば
か
り

た
だ
一

人

リ

フ

だ
け
は

そ
う
に

根
を
寄
せ

静
観
し
て
い
た

な
ん
で

ど
う
し
て
だ
よ
キ
リ
ト

 
最
初
に

を
開
い
た
の
は
ユ
ウ
キ

に
近
い

び
を
ぶ
つ
け
る

紺
の
剣
姫
は
悲

を

に
浮
か
べ
て
い
て

力
に
な
り
た
い
と
い
う
意
思
を
強
く
発
し
て
い
た

 
そ
の

に
は

光
る

す
ら
も
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ボ
ク

た

だ
よ

君
が
苦
し
ん
で
る
と
哀
し
く
感
じ
る

て

 
一
人
で

え

ま
な

い
で
と
も

た

 
一

助
け
て

て

て
く
れ
た
ら

う
う
ん

わ
れ
な
く

て
も
力
を

す

 
そ
れ
な
の
に

で
君
は

絶
す
る
ん
だ
よ

 

を

り
義
姉
に

か
れ
る
少
年
の
手
を
強
く
握
り

め
る
彼
女
は
悲

の
中
に
確
か
な

怒
り
を
滲
ま
せ
て
い
た

苛
立
ち
で
も
な
い

で
真

直
ぐ
な
そ
の

を
キ
リ
ト
は
し

か
り

と
見
返
す

 

と

少
年
が

ん
だ

も
う

り
て
る
よ

え
 
き

り
と

く

ら
れ
た

葉

そ
れ
に
ユ
ウ
キ
は

惑
す
る

達
も
ま
た

を

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か

た

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
の

線
が

ア
ス
ナ
へ
と
向
け
ら
れ
る

シ
ノ
ン
に

て
た
ア
ス
ナ
の

葉
で
分
か

た
ん
だ

だ
か
ら
そ
う

て
く
れ
る
だ

け
で

今
は
十
分

シ
ロ
と
は
違
う
人
格
と
向
き
合
う
に
は

十
分
過
ぎ
る

 
だ
か
ら

さ
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そ
う

葉
を

切

た
キ
リ
ト
は

く
り
と
立
ち
上
が
る

ず

と
目
を
背
け
て
た
モ
ノ
に
向
き
合

て
く
る

 
そ
う

て

ん
だ

 

の
あ
る
強
い

だ

こ
の
世
界
の
全
て
が
終
わ
り
始
ま

た
あ
の
日
に
見
た
弱
い

み

で
も

と
無
く
見
て
来
た
強
気
で

だ
が
心
で
は
苦
し
ん
で
い
る
取
り

た

み
で
も

な
い

光
に

れ
る
強
い

み

 
引
き

め
よ
う
と

ユ
ウ
キ
は
手
を

ば
し
て
い
た

だ
が
そ
の
手
を

く
り
と
下
ろ
す

け
て

れ
な
い
道
と
理
解
し
て
い
る
彼
女
は
止
め
て
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
の
だ

 
今
己
が
す
る
べ
き
事
は

止
め
る
事
で
は
な
く

行

て

ら

し

い

 

心
苦
し
く
て
も

く
て
も

と
共
に
送
り
出
す
事
と
見
極
め
た
の
だ

 
ユ
ウ
キ
の

葉
を

切
り
に

ア
ス
ナ

シ
ノ
ン

ラ
ン

エ
ギ
ル

デ

ア
ベ
ル

あ
の

リ
ン
ド

い
る
聖
⻯

合
す
ら
も
が

い

葉
と
共
に
送
り
出
す

ユ
ウ
キ
の
よ
う
に

直
な
も
の
も
あ
れ
ば

つ

け
ん
ど
ん
に
突
き
放
す
よ
う
な

く
れ
た
も
の
も
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そ
れ
は

ア
イ
ツ
に
送
ら
れ
る

別

 
反
感
が
あ
る
者
も
分
か

て
い
た

シ
ロ

の

葉
を

か
さ
れ
た
時
か
ら
キ
リ
ト
が
多
重

人
格
で
あ
る
事
は

し
て
い
て
明
確
に

葉
に
さ
れ
た
事
で
危
惧
を

い
て
い
た

強
い
憎
し

み
を

殺
意
を
向
け
ら
れ
る
事
を
理
解
し
て
い
た

 
憎
悪
を
抑
え

み

和
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
キ
リ
ト
を
あ
る
い
は
我
が
身
可
愛
さ
に
送

り
出
し
て
い
る
者
も
い
る
だ
ろ
う

そ
れ
は
決
し
て
間
違
い
で
は
無
い

自
分
の
命
を

先
す
る

事
は
間
違

て
い
な
い

こ
こ
で
ア
イ
ツ
を

定
す
る

動
が
な
い
だ
け
以
前
よ
り

か
に
マ
シ

な
の
だ

 
殺
せ
る
力
を
持

て
い
な
が
ら
し
な
か

た

殺
意
を

い
て
い
て
も

理
性
で
そ
れ
を
抑

え
人
と
の

わ
り
を

け
て
来
た

そ
の
今
ま
で
の
行
い
が
こ
の

ぶ
れ
に
は

け
入
れ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ

 
そ
の
証

が

こ
の

だ

た

キ
リ
ト

 
ダ
チ
を
送
り
出
す
べ
く

以
前
か
ら
認
め
て
い
た
自
分
も

を
開
く

ク
ラ
イ
ン
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も
か
ん
も
終
わ

た
ら
メ
シ
で
も
食
い
な
が
ら
愚

を

い
て
や
る

だ
か
ら

超
え
て
こ
い

お
前

は
戦
い
よ
か
メ
シ
作

て
る
方
が
似
合

て

か
ら
な

ん

 

の

に

わ
り
と
キ
リ
ト
は
は
に
か
ん
だ

 

和

人

キ
リ
ト

 
コ
ン

ル
の
前
に

り

と

て
も
数
歩
程

だ
が

パ
ネ
ル
に
向
き
合

た
キ
リ

ト
に

そ
れ
ま
で
ず

と
静
観
を
保

て
い
た
リ

フ

が

を
開
い
た

 
彼
女
は
強

た
表
情
を
し
て
い
た

な
に

も
し

も
し

獣

に
負
け
て

あ
な
た
が
死
ん
だ
ら

あ
た
し
が

獣

を

つ

だ
か
ら

も
心
配
し
な
く
て
良
い

リ

フ

で
そ
ん
な
事
を
今

 
義
姉
の

突
な
物

い
に
ユ
ウ
キ
が
責
め
る
よ
う
に
怒
鳴
る
が

の
妖
精
は
じ

と
義
弟
を

見

え
て
い
る
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後

の
憂
い
は
あ
た
し
が
断
つ
義
姉
と
し
て
師
と
し
て

方
を
愛
す
る
者
と
し
て

だ
か
ら
カ
ズ
ト

の
気

ね
な
く
心
配
も
せ
ず
た
だ
全
力
で
自
分
の

過
去闇

に
向
き
合

て
き

な
さ
い

 

気
付
く

 
リ

フ

は

キ
リ
ト
が
自
分
の
憎
し
み
に
負
け
る
事
を
前

に
話
し
て
い
る
の
で
は
な
い

そ
の
後
の
事
も
引
き

け
る
程
に

け
容
れ
て
い
る
事
を
伝
え
て
い
る
の
だ

た
だ
一
つ
の

事
に
集
中
で
き
る
よ
う

事
全
て
を
背
負
う
覚
悟
を
見
せ
て
い
る

 
ア
イ
ツ
の
ポ
テ
ン
シ

ル
で
感
情
を

発
さ
せ

な
く
殺
す
気
で
襲

て
来
れ
ば
た
だ

で
は
済
ま
な
い
だ
ろ
う

リ

フ

は
ス
テ

タ
ス
を

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
レ
ベ
ル
も
未
だ

九

対
し
て
キ
リ
ト
は
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
の
ホ
ロ
ウ
を
三

に
上
る
数
斬

た
か
ら
と
も

す
れ
ば
五

の
大

に

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

そ
れ
だ
け
の
ス
テ

タ
ス
差
が
あ
る

事
を
理
解
し
て
い
な
が
ら

そ
れ
で
も
引
き

け
る
覚
悟
を
示
し
て
い
る

 
文

り

自
分
の
命
を

け
て
で
も

 
そ
う
す
る
だ
け
の
価
値
が
信

が
信
頼
が
あ
る
の
だ
と
伝
え
て
い
る

そ
し
て
リ

フ

は

ん
だ
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自
身
に
と

て
の

強
さ

そ
の

え
を
自
ら
見
出
し

生
き
た
い

と
願
い
を

き

力

の
振
る
う
先
を
見
定
め
た

方
は
本
物
の
強
者
よ

あ
た
し
が

師
と
し
て
認
め
ま
す

 
そ
の
上
で

キ
リ
ト
が
見
出
し
た
と
い
う

強
さ

の

え

い
た
願
望
を

定
し

生
き

る
事
へ
の
欲
求
を
補
完
す
る

 

達
な
ん
か
じ

ね

 
ど
う
や
ら
自
分
は
年
下
の
少
女
を
見
く
び

て
い
た
ら
し
い

実
力
で
は
な
く
内
面
の
方
で

剣
の

は

な
も
の
だ
と
思

て
い
た
が
内
面
す
な
わ
ち
心
の
方
は

み
の
大
人
を

し
て
い
る

こ
れ
が
来
年
高

生
に
な
る

の
少
女
な
の
か

 
師
と
し
て
の
自
負

義
姉
と
し
て
の
振
る
舞
い

義
弟
が
求
め
る
も
の
と
教
え
導
く
べ
き
方

向

そ
の
全
て
を

さ
え
て
い
る

今
の
ア
イ
ツ
が
最
も
必
要
と
し
て
い
る
手
助
け
を
し

か
り
し
て
し
ま

た

そ
の
想
い
を
見
失
わ
な
い
限
り
そ
し
て
自
身
を
想
う
人
を
信
じ
る
限
り
そ
の
想
い
が

方

を
護
る

行

て
き
な
さ
い

和
人

方
の
今
ま
で
を
無

に
し
な
い

に

 

葉
は
無
く

た
だ
無

で

大

の

を
キ
リ
ト
は
浮
か
べ
て
い
た
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そ
の
ま
ま

も

わ
ず
コ
ン

ル
に
向
き
直

た
ア
イ
ツ
は
手

く
コ
ン

ル
を

作

し
⻘
い
光
に

ま
れ
て
消
え
た

同
時
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
が
出
現
す

る

ど
う
や
ら
さ

き
自
分
達
が
さ
れ
て
い
た
状

に
な
り
ア
バ
タ

を
格

し
ユ
メ

精
神
の

へ
と
潜

た
よ
う
だ

ア
バ
タ

が
あ
る
と
獣
が

て

れ
る
と

え
た
か

ら
か
も
し
れ
な
い

 

さ

き
の
会
話
の
間
も
い

い
い

い
だ

た
だ
ろ
う
に
そ
ん
な
事
に
も
気
を
回

せ
る
ア
イ
ツ
に
は

や
は
り
戦
い
は
似
合
わ
な
い

 
そ
う

心
で

た

 

裏
に
は

で

い
合
う
光

し
か
浮
か
ば
な
か

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

か
色

と
物
語
最
終
章
の
ク
ラ
イ
マ

ク
ス

み
て
ま
す
が
そ
の
場
合
ラ
ス
ボ
ス
は
自
分
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自
身
と
い
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
編

て
ま
だ
序
章
で
す
か
ら
ね

白
目

 

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
の
物
語
が
一
切
進
ん
で
な
い
の
で

 

も
う
ち

と
時
系
列

ば
し

ば
し
で
や

て
も
い
い
か
も
し
れ
ぬ

 
で
も
後
出
し
で
こ
ん
な
事
が
あ

た
す
る
と

線
が
一
気
に

く
な
る
と
い
う
か
重

み
が
な
く
な
る
と
い
う
か

う
ぬ
ぬ
ぬ

ジ
レ
ン
マ

 

そ
れ
は
と
も
か
く

 
前

は
ア
ス
ナ

点
に
よ
る
親
友
や
人
間

の
認
識

原
作
ア
ス
ナ
も
そ
う
で
す

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
の
交
友
は
親
が
見
定
め
て
可

を
決
め
て
い
て
ア
ス
ナ
も
敷
か
れ
た
レ

ル

を
歩
い
て
い
た
の
で

友
人
を
か
な
り
大
切
に
す
る
方
で
す

親
友

レ
ベ
ル
の
シ
ノ
ン
を

え
る
と
決
意
し
た
時
点
で

親
と
ぶ
つ
か
る
の
は
確
定
な
の
で
原
作
七

み
た
い
に
悩
む
事
は
無

い
か
も
し
れ
な
い

 
ま

原
作
七

の
場
合
恋
人
の
和
人
と
の

を

わ
れ
て
い
て

親
に
強
く

い
出

せ
な
い

も
か
も
決
め
ら
れ
て
き
た
か
ら
今
更
主

し

い
部
分
が
重
な

た
結
果
で
し

う
が

 

書
い
て
て
思

た
ん
だ
け
ど
ア
ス
ナ
に
と

て
の
親
友

写
リ
ズ
と
シ
ノ
ン
だ
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と
後
者
の
方
が
上
に
感
じ
る
の
だ
が
原
作

現
実
の
家
の
お

り
の
有
無
 
リ
ズ
よ
お

主
は
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｎ

⺠
に
な

て
か
ら
は

ア
ス
ナ
と

遠
に
な

て
し
ま

た
と

い
う
の
か

違

 
そ
し
て
後

の
ク
ラ
イ
ン

ク
ラ
イ
ン
が
発

し
て
る
回
数
自
体
少
な
い
け
ど
見
守

て
る

時
の
内
心
は
こ
ん
な
感
じ
だ
よ

て
い
う
ね

 
と
い
う
か
原
作
の
ク
ラ
イ
ン
も
そ
う
だ
け
ど
デ
ス
ゲ

ム
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ず

と
一

つ
の
ギ
ル
ド
で

ま

て
い
て
死
者
ゼ
ロ
で
帰
還
後
も
一
緒
に
ゲ

ム
す
る
と
か
ど
ん
だ
け

人
付
き
合
い
良
い
の
だ
ろ
う
か
戦

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
か
ら
別
ゲ

ム
で
同
じ
ギ
ル
ド
や

て

る
く
ら
い

良
い

い
し

 

原
作
も
そ
う
だ
け
ど

ク
ラ
イ
ン
は
ダ
チ
や

間
を
絶
対
に
大
切
に
す
る
性
格

 
そ
ん
な
ク
ラ
イ
ン
の
友
情
や
ダ
チ
を
大
切
に
す
る
性
格
を

ま
え
た

写

の

の
約

束
は
正
し
く
ダ
チ

て
い
う
感
じ
が
し
て

き

こ
こ
は
原
作
一

か
ら
取

て
来
ま
し
た

て
る
の
逆
だ
け
ど

 

愚

を

い
て
や
る

て
い
う
の
で

も
う
キ
リ
ト
が
抑
え

ん
で
い
た
鬱

や
不

を

き
出
さ
せ
て
あ

よ
う
と
い
う
気

い
も

 
や

ク
ラ
イ
ン
は
キ
リ
ト
に
と

て
無
二
の
兄

だ
ナ

実
兄
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
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リ

フ

に
つ
い
て
は

ヴ

ベ
ル
が
見
て
来
た
世
界
の
直
葉
と
同
じ

獣

と
な

た
義
弟
が

か
を
殺
す
前
に

ち
取
る
事
で
義
弟
が
苦
し
ま
な
い
よ
う
そ
し
て
他
者
か
ら
後

世
も
悪
く

わ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮

 

名
と
罪
を
背
負
う
だ
け
信

し
て
る
し

け
容
れ
て
る
か
ら
そ
う
想

て

い
る
人
の
事
を
忘
れ
ず
向
き
合
い
な
さ
い

と
い
う
リ

フ

に
し
か
出
来
な
い

 
更
に

和
人

と
い
う
名
を
出
す
事
で

獣

の
根
幹
で
あ
る

オ
リ
ム
ラ

か
ら
解
放
さ

れ

本

の
意
味
で

桐

谷
和
人

キ
リ
ト

と
し
て
生
き
れ
る
よ
う
に
な
る
事
を
願

て
い
る
と

外
に
伝
え
て
い
る

 
や

こ
の
子

一
味
も
二
味
も
他
の
メ
ン
バ

と
違
う
わ

 

ち
な
み
に
リ
ア
ル
ネ

ム
ア
ウ
ト
じ

ね

と
思

た
方
が
い
る
か
も
で
す
が
そ

も
そ
も
キ
リ
ト
は
現
実
に
帰

て
か
ら
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
ば
ら
さ
れ
個
人
情
報
だ
だ

れ
に
な
る
の
で
リ

フ

も
そ
の

気
に
し
て
ま
せ
ん

攻
略
レ
イ
ド
の
間
で
リ

フ

と
キ

リ
ト
が
義
姉
弟
と
知
ら
れ
て
も
良
い
覚
悟
で
リ

フ

は

葉
を
送

て
お
り
ま
す

 
や

こ
の
子

以
下
略

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
二
十
八
章
 

超
克

 
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
キ
リ
ト

ユ
ウ
キ
キ
リ
ト
ク
ラ
イ
ン

が

か
は
す
ぐ
分

か
り
ま
す

多
分

 
文

数
は
約
二
万
四
千

以
前
あ

た
前
編
後
編
を
合
体
さ
せ
た
も
の
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

   

意
識
が

す
る

  
遠
ざ
か
る
五
感

と
光
が
遠
の
い
て
自
己
を
認
識
す
る

の
情
報
が

れ

に
な
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て
い
く

み
に
誘
わ
れ
る
感
覚

眠
る

に
覚
え
る
も
の

 

そ
れ
ら
が
遠
の
く

 

を
開
く

界
に
広
が
る
の
は
滅
ん
だ
世
界

そ
れ
と

白
の
大
地
を

め

く
す

白
骨
化
し
た
ヒ
ト
の

足
の

み
場
も
な
い
く
ら
い

乱
し
て
い
る
そ
れ
ら
は
そ
こ
か
し
こ

で

を
作

て
い
た

更
に

以
前
は
無
か

た
日
食
の
太
陽
が
黒
の

天
か
ら

を

か
せ

ど
ろ
り
と
し
た
紅
い

を

ら
せ
る

 
以
前
見
た
の
は
黒
の

天

白
の

び

れ
た
大
地
黒
い
雪

今
は

血
を

ら

せ
る
日
食
が
追
加
さ
れ
て
い
る

 
追
加
さ
れ
た
モ
ノ
が
こ
ち
ら
に

し
て
き
た
シ
ロ
い

か
に
よ
る
も
の

そ
う

え
れ
ば

み
を

け
て
で
も
力

く
で
抑
え

ん
で
正
解
だ

た
と
思
え
る

自
分
の
直
感
は

た

て

い
た
の
だ

 

に
自
分
の

を
見
る

 
見

れ
た
黒

く
め
の
コ

ト

で
は
無
く

れ
が
目
立
つ
白
い

の

だ

た

手

は

論

も

下
も
無
い

足
の
状

に

わ
れ
て

せ
ら
れ
た
も
の

 
初
め
て
精
神
世
界
に
来
た
時
は
フ

ド
付
き
の
黒
コ

ト

二
回
目
は
前
開
き
の
黒
コ

ト
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そ
し
て
今
回
は
そ
れ
ら
よ
り
も
更
に
前

に

た

の

 
も
し

さ

き
ま
で
こ
ち
ら
に

し
て
き
た

ツ
の
影

な
ら

恐
ら
く

 

禍

し
い
様

に
な

た
昏
い
世
界
に

白
と
黒
が
滲
む

 

も
無
い
空
間
に
生
ま
れ
た
シ
ミ
の
よ
う
な
二
色

そ
れ
は
渦
を

き

ざ
り
合
い
容

を
増
や
し

面

を
増
や
し

ヒ
ト
ガ
タ
と
な

た
時

弾
け
た

中
か
ら
人
が
現
れ
る

 

そ
こ
に

た
の
は

二
つ
の
自
分

自
分
と
シ
ロ
を

た
よ
う
な
ご
ち

ま

な
色

合
い

 
白
髪
だ
が
黒
も

ざ

て
い
る

黒
に
白
い
シ
ミ
が

乱
し
て
い
る

そ
ん
な
白
と
黒

が

食
し
合

て
い
る
よ
う
な
色
の

手
は

同
じ
く
白
と
黒
の

ざ
り
合

た

を

て

の
上
に

り
立

た

 

か
れ
た

が

上

ら
れ
る

 
金
色
の

と
目
が
合

た

 

悪

が
背

を

る

お
前
は

だ

 
気
付
け
ば

そ
う

葉
を
発
し
て
い
た

問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理
性
が
騒
い
で
い
た
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己
と
の
境
界
線
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
自
己
を
保
て
な
い

そ
ん
な
確
信
が
あ

た

 
黒
と
白
が

じ

た

は

無
表
情
の
ま
ま

を
開
い
た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

か
ら
分
か
た
れ
た
一
片

さ
れ
て
い
た
最
後
の
人
格

負
の
感
情

の

負
の
感
情
の

 

い

え

そ
の
中
に

つ
も
の
事
実
が

ま
れ
て
い
た

ア
レ
を
見
ろ

 

と
自
身
を
称
し
た
人
格
が
血
を

ら
せ
る

日
食
を
指
し
示
す

一
点
だ
け
光
が

残

て
い
る
そ
れ
は

も
う
間
も
な
く
全
て
が
闇
に

み

ま
れ

闇
の
太
陽
と
な
る
だ
ろ
う

ア
レ
は

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
心

体

お
れ
と
お
ま
え
の

徴

黒
い
部
分
は

怒
り

憎
し
み

殺
意

絶
望

お
よ
そ
あ
り
と
あ
ら

る
負
の
感
情

白
い
部
分
は
お
ま

え
自
身

ア
レ
が
か

 

め
て

日
食
を
見
る

真

の
黒
そ
の
一
点
だ
け
残

た
白
が
自
分
だ
と

う

つ
ま
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り
逆

あ
の
黒
い
部
分
は
目
の
前
の
人
格
を
構
成
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う

 

シ
ロ
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う

 
や
り
取
り
を
し
な
が
ら

疑
問
に
思
う

 

天
楼
あ
る
い
は
滅
ん
だ
世
界
の
ど
ち
ら
に
も

を
見
せ
た
シ
ロ
が
今
は

な
い

あ
の

日
食
を
構
成
す
る
要

に
す
ら

が
ら
な
い
の
は
ど
う
い
う
事
か

シ
ロ
は

 
心

世
界
に
は
シ
ロ
が
い
る

だ

も
う
い
な
い

 

的
な

え

 

と
な
く

し
て
は
い
た

さ
れ
て
い
た

と
い
う
部
分
で

せ
た

以
前
心

世

界
に
来
た
時
に
見
た

で

め
に
さ
れ
て
い
た

が
今
は
空
の
状

で
近
く
に
放
ら
れ

て
い
る

そ
う
し
て
い
た
の
が
シ
ロ
で
中
に
入

て
い
た
の
が

だ

た
と

え
れ
ば
辻

褄
が
合
う

消
し
た
の
か

違
う

取
り

ん
だ

白
色
が

ざ

て
る
の
は
そ
の
せ
い
か
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そ
れ
は
流

に
予
想
外
だ

た

確
か
に
自
分
と
シ
ロ
が

ざ
れ
ば
あ
ん
な
感
じ
に
な
る
か

も

と
近
い
事
は

え
た
が

本

に
そ
う
だ
と
は
思
い
も
し
な
い

そ
う

そ
し
て

お
ま
え
を
取
り

む
事
で

お
れ
は
お
れ
の
復
讐
を
始
め
ら
れ
る

 

も
無
く

の
足

か
ら

黒
い
血
が
立
ち
上
り

を

く
全
身
を

み

ん
だ

ぐ
じ

ぐ
じ

と
生

し
い

を
立
て
て

の
体
を
食
ん
で
い
る

を
殺
す
べ
く
戦
闘

備
を
し
て
い
る
の
だ

 

故

れ
た

に
な

て
い
た
の
か

 
そ
れ
は

と

が
分
か
た
れ
た
時
の
事

ア
レ
が
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の

す
な
わ
ち
自
分
達
の
負
の

面
で
あ
る
な
ら

に

た

は
確
か
に
負
の
時
代
と

え
る

そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
て
自
分
も
あ
ち
ら
も

が

だ

た
の
だ

 
そ
う

え
る
と

初
回
で
の
フ

ド
付
き
コ

ト

も

得
が
い
く

あ
の
コ

ト
は

の

標

シ
ロ
が
分
か
た
れ
た
時
が
コ
ア
を

め

ま
れ
た
時
だ
と
い
う
の
が
真
実
な
ら
シ

ロ
の
心

を
反

さ
せ
た
世
界
で
あ
れ
だ

た
の
も

け
る
話

そ
の

に
は
シ
ロ
自
身
は
前
開

き
コ

ト
だ

た
の
が
気
に
な
る
が

最

そ
れ
を

索
し
て
も
意
味
は
無
い

 

想
像
す
る
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こ
の
身
を

む
は
黒
き
外

背
に
負
う
は
未
来
を
切
り
開
く
愛
剣
達
真
理
を
求
め
闇
を

払
う
二
本
の
剣

心
に
は

こ
の
世
界
で
集
め
た
無
数
の
武
器
が

さ
れ
て
い
る

 
強
く

念
じ
る

 
強
く
強
く
想

す
る

 

感
触
が
変
わ

た

 

れ
親
し
ん
だ

の

触
り

背
中
に
背
負
う
頼
も
し
い
重
み

手
を

う
指

手

足
を

う

付
き
ブ

ツ
の

さ

見
や
れ
ば
ず

と
死
線
を
共
に
し
て
き
た
愛

の

備
に
身
を

ん
で
い
る

手
と

て
は
無
い
が
あ
れ
ら
は
持
ち
味
の
ス
ピ

ド
を
殺
す
事
に
な

る
か
ら
殺
し
合
い
に

い
て
は
こ
ち
ら
の
方
が

合
が
い
い

つ
ま
り
今
の
自
分
の
フ
ル

備

が
し

か
り
再
現
さ
れ
て
い
た

 
そ
し
て

シ
ノ
ン

く

獣

の
方
も

備
を
終
え
て
い
た

 
黒
色
に

ま

た

と
そ
の

を

る

く
白
い
線

全
身
の
あ
ら

る

肉
が
そ
れ

ら
に

ま

て
い
る

身
を

う
そ
れ
は
ス

ツ
と
思
え
る
格

だ

く
し
な
や
か
な
動

き
を
す
る

に
は
う

て
つ
け
と

え
る
か
ら

あ
ち
ら
も

同
じ
ス
タ
イ
ル
な
の
だ
ろ
う

 
そ
の

の
獣
が
剣
を
手
に
し
た

黒
と
白
の
片
刃
片
手
剣
を
組
み
合
わ
せ
た

刃
の
⻑
剣
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ク
ロ
ス
ブ
レ
イ
ド

を
手
に
し
て
か
ら

一
使

て
い
な
い
特

武

を

手

に
持

て
構
え
た

剣
を
持
つ

の

身
を
引
き
切

先
を

に
向
け

と
同
じ
高
さ
ま
で
持

ち
上

る
構
え
は

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

の
そ
れ
に
近
い

 
戦
闘

勢
を
取

た
の
を
見
て

こ
ち
ら
も
背
中
か
ら
愛

の
二
剣
を

く

 

手
に
持
つ
の
は

黒
の
剣
こ
の
世
界
で
戦
い
始
め
た
あ
の
日
に
手
に
し
た
剣
の
魂
を

け

継
い
で
き
た
無
二
の

棒

 

手
に
持
つ
の
は

の
剣

鍛
冶
師
リ
ズ
ベ

ト
が
自
分
の

に
鍛
え
て
た

品

 
ど
ち
ら
も

キ
リ
ト

と
し
て
の
自
分
を
構
成
す
る
確
か
な
証

ど
ち
ら
も

び
た

黒
き
剣
は
己
の
根
幹
で
あ
り

光

へ
と

と
も
だ
ち

と
の

が
引

り
上

て
く
れ
る

 

こ
の
二
剣
が
あ
る
限
り

は
決
し
て

め
な
い

 
護
る
と
い
う
誓
い
が
あ

た

生
き
る
と
い
う
願
い
を

い
た

生
き
る
事
を
望
ま
れ
た

 
そ
の
た
め
に
は
勝
た
な
く
て
は
な
ら
な
い

 
そ
う
望
ま
れ
た
か
ら

 
そ
し
て

生
き
る
事
を

自
ら
望
ん
だ
か
ら

は
死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い

生
き
る
事
を
望
ま
れ
生
き
た
い
と
願

た
か
ら
だ

復
讐
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な
ん
て
し
始
め
た
ら
本

に
生
き
る
事
が
出
来
な
く
な
る
か
ら
な

 
だ
か
ら

獣

の
発

を

定
す
る

負
の

に
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ

 

復
讐

 
そ
れ
を

え
た
事
が
無
い
と

え
ば

に
な
る

自
分
も
聖
人
君
子
で
は
無
い
理
不

に

不

を

く
事
も
あ
れ
ば

殺
意
を

い
て
人
を
殺
し
た
事
だ

て
あ
る

 
だ
が
復
讐
に

る

に
は
い
か
な
い

喪

た
も
の
は
数
多
く
理
不

に
見
舞
わ
れ
た
事
も

ま
た
多
い

 

け
れ
ど

せ
が
残

て
い
る

 

と
も
だ
ち

と

て
く
れ
る
人
が
い
る

 
家

と

て
く
れ
る
人
が
い
る

 

て
く
れ
る
人
が
い
る

 

愛
し
て
く
れ
る
人
が
い
る

 
ど
れ
も
代
え

い
大
切
な
も
の

き

と

て

た
り
前
な
そ
れ
ら
は

た
り
前
だ
か
ら
こ

そ

せ
で
尊
い

そ
う
か

だ
が
死
ね
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そ
れ
を
獣
は
一

し
地
を

た

ば
し

あ

と

い

が
高
く
し
ぶ
き
を
上

る
程
の
勢
い
で

離
を

め
て
く
る

 
そ
の

を
見
て

の
剣
を
翳
し

剣

を

ぐ

無

だ

 

刃
が
衝
突
し
た

間

一

も

抗
で
き
ず

し
切
ら
れ

と
ば
さ
れ
た

 

も
な
い
衝
撃
と

が

を

り

け
る

手
を
見
れ
ば

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
刃

が

れ
て
い
た

な
 
自
分
の
想
像
は
完
全
だ

た

す
こ
と
な
く
精
密
に
精

に
精

に
イ
メ

ジ
し
そ

れ
を
再
現
し
て
い
た

刃

り
は

論
持

た
時
の
心
地
も
重
心
も
そ
の

さ
す
ら
も
全

て
経
験
に

づ
く
再
現
だ

た

経
験
に

づ
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
あ
る

ど
強

に
イ
メ

ジ
が
出
来
る
の
だ

 
そ
れ
な
の
に

た

た
一
撃

 
た

た
一
合
刃
を
交
え
た
だ
け
で

き

ら
れ
た
事
に

を

せ
な
か

た

お
ま
え
は
お
れ
の
力
は

と
思

て
い
る
ん
だ
ろ
う
が

そ
の
認
識
は

り
だ
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上
空
か
ら
声

見
れ
ば
獣
は
合
体
さ
せ
た

刃
剣
を
手
に
黒
い
太
陽
を
背
に
し
て

に

浮
き

こ
ち
ら
を
見
下
ろ
し
て
い
た

た
だ
ろ
う
こ
の
黒
い
太
陽
の
白
い
部
分
が
お
ま
え
だ
と

肉
親
か
ら
裏
切
ら
れ

た
時
の
絶
望
⻑
年
に

て
襲
い
来
る
理
不

な

そ
れ
ら
全
て
の
負
を
背
負
う
お
れ

と

二
年
に

た
な
い

せ
し
か
背
負
わ
な
い
お
ま
え
が

同

な

が
無
い

 
思
い
出
せ

と

獣

は

う

こ
れ
ま
で
生
き
た
十
年
間
の
内

苦
し
い
思
い
を
し
た
の
は

年
だ

十
年
全
て
だ

物
心
付
い
た
時
か
ら
こ
れ
ま
で
で
憎
し
み
を
忘
れ
た
事
は
無
い

お
ま
え
も
心
の

で
は
そ
う

だ

た

だ

分
か
た
れ
て
い
て
も

が
同
じ
で
あ
る
以
上
感
じ
方
も
同
じ
な
の
だ
か
ら

お
れ

が
こ
う
し
て
力
を

大
化
さ
せ
た
事
こ
そ
が
そ
の
証
明
だ

 
そ
の

葉
を

定
す
る

葉
を

は
持
た
な
か

た

 

ビ

タ

と
し
て
名

り
を
上

た
の
は

確
か
に
事
実

 
だ
が

故
自
分
が
と
思
わ
な
か

た
と

え
ば

に
な
る

出
来
損
な
い
と
見
下
さ
れ

る
自
分
が
人
よ
り
先
に
進
ん
だ
だ
け
で

者

い
さ
れ
る
の
は

得
が
い
か
な
い
部
分
も
あ

た

い
や
そ
れ
よ
り
も
自
分
が
気
付
く
の
だ
か
ら
他
の
人
も
気
付
け
と
思
う
事
も
多
か

た
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キ
バ
オ
ウ
に
は

性
を
ば
ら
さ
れ

一
方
的
に
悪
意
を
ぶ
つ
け
ら
れ
た

 
裏

で
動
い
て
人
を
助
け
て
い
る
と
は

え
そ
れ
で
も
出
来
損
な
い
だ
か
ら
と
殺
意
を

向
け
ら
れ
る
の
に
は
不

が
あ

た

 
助
け
た
の
に

助
け
た
人
か
ら
悪

を

か
れ
る
の
は

や
る
せ
な
さ
が
あ

た

 
そ
れ
ら
は
き

と

怒
り
や
憎
し
み
に
入
る
の
だ
ろ
う

あ
ま
り
自
覚
し
て
い
な
か

た
の

は

そ
の
大
部
分
が

獣

に
流
れ
て
い
た
か
ら

 

つ
ま
り

獣
は

が
感
じ
て
い
た

せ
を

ど
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
事
に
な
る

 
復
讐
を
目
的
に
し
て
い
る
の
は
き

と
そ
う
い
う
事
だ

せ
を
感
じ
自
覚
し
理
解
し

認
識
し
認
め
求
め
た

は
復
讐
を

え
な
か

た

負
の
感
情
に
あ
た
る
そ
の
思

す
ら

も
獣
が

い
取

て
い
た
か
ら

キ
バ
オ
ウ
達
に

い
た
あ
の
殺
意
は
そ
れ
で
す
ら
追
い

付
か
な
い
勢
い
で

き
上
が

て
い
た
も
の
だ

た
か
ら

 
憎
し
み
を
覚
え
な
い

で
は
無
い

た
だ
覚
え
て
も
そ
れ
を
自
覚
す
る
前
に

れ
た
か
ら

残

た

せ

の
感
情
に

い
て
い
た
だ
け
の
事

 
そ
の
結
集
が

あ
の
黒
い
太
陽
の
一
片

か
に
残

た
白
い
光

く
感
情
が
大
き
い

ど
使
う
リ

ス
も
ま
た
大
き
く
な
る

お
れ
と
お
ま
え
は
同
じ
一
つ
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の
人
格
と
い
う
存
在
で
は
あ
る
が
使

て
い
る

の
リ

ス
の

合
は
大
き
く
違
う

ち

う
ど

こ
の
黒
い
太
陽
の
よ
う
に

 
そ
し
て
あ
の
日
食
は

お
れ
と

獣

の
力

を
示
し
て
い
た
ら
し
い

 
今
に
も
消
え
そ
う
な
弱

し
い
光
と
全
て
を

め
る
か
の
如
く
広
が
る
闇
と
を
見
れ
ば
な

る

ど
確
か
に

で
は
無
い

ア
レ
を

じ

め
て
い
た
だ
ろ
う
シ
ロ
は
き

と
自
分
と
合

わ
せ
て

獣

と
同

だ

た
が

時
し
か

獣

の
力
が
大
き
く
な

て
抑
え
ら
れ
ず

取

り

ま
れ
て
し
ま

た
の
だ
ろ
う

そ
の
結
果
一
パ

セ
ン
ト
に
も

た
な
い
自
分
と
九
十
九

パ

セ
ン
ト
の

獣

が
残

た

 
十
年
分
の
憎
し
み
と
お
よ
そ
二
年
に

た
な
い

せ
と
を

べ
れ
ば
前
者
が
勝
る
の
は
自

明
の
理
な
の
か
も
し
れ
な
い

 

だ
が

 

だ
か
ら
と

て

め
る
理
由
に
は
な
ら
な
い

正
気
か

こ
の
差
を
見
て

そ
れ
で
も

め
な
い
の
か

 
戦
意
喪
失
す
る

振
り
を
見
せ
ず

再
生
し
た
二
剣
を

に
開
き
構
え
直
し
た
の
を
見
た

獣

が
不
可
解
そ
う
に
問
う

無
表
情
の

が

し

に
歪
め
ら
れ
る
の
を
見
た
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そ
れ
に

み
を
向
け
る

自
覚
で
き
る
程
に

発
的
で

猛
な

み

 

虚
勢
だ

 
だ
が

己
を

舞
す
る
程
に

め
た
く
な
い
理
由
が
あ

た

人
格
が
分
裂
す
る
な
ん
て
お
か
し
な
状

な
の
に
正
気
も

も
無
い

そ
れ
に

約
束
し
た

ん
だ

と
も
だ
ち

と
ご

を
食
べ
る

て

 
復
讐
よ
り
も

死
ぬ
よ
り
も

先
さ
れ
る

め
た
く
な
い
理
由

そ
れ
は

と
も
だ
ち

と
の
約
束
で
あ
り

み
ん
な
と
の
繋
が
り

想
い

愛
し
て
く
れ
る
人
達
と
の

苦
し
く

く

し
か
し

せ
が
あ
る
日
常
を
捨
て
た
く
な
い

 
そ
れ
ら
が
今
の

を
形
作

て
い
る

 
明
確
に

獣

と
の
境
界
線
を
意
識
さ
せ
て
く
れ
る

と
も
だ
ち

大
切
な
も
の
か

そ
れ
を
求
め
る
気
持
ち
は
分
か
る

で
も
ど
う
せ
ま

た

な
く
な
る
存
在
に
希
望
を
見
る
気
持
ち
は

理
解
出
来
な
い
な

 

人
間
に
は
光
と
闇
の

が
あ
る

 
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
は

福
を
得
た

希
望
を
見
た

立
ち
は
だ
か
る

苦
の

に

せ
が
あ
る
と
夢
を

い
た

そ
れ
を
求
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
全
て
を

無
し
に
す
る
復
讐
へ
の
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欲
求
が
収
ま

て
い
る

 

獣

は

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
残
滓

仮
想
世
界
を

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
生

き
生
還
と
共
に
亡
霊
と
さ
せ
る
つ
も
り
だ

た
よ
う
に
意
識
が
分
か
れ
て
い
る

今
の

の

意
識
は

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

だ
が

獣

は
憎
し
み
を

め

ん
で
い
る
か
ら
変
わ
り
よ
う

が
無
い

 
だ
か
ら
こ
の
対
峙
は
必
然
だ

た
の
だ

が
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
と
し
て
生
き
る
に
は

過
去
か
ら

い
て
い
た
憎
し
み
を
絶
望
を
本

の
意
味
で

け
容
れ

め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と

 

の
人
は
気
持
ち
に
整
理
を
付
け
れ
ば
い
い
だ
け
だ
が
自
分
の
場
合
は
感
情
を

点
に
人

格
が
分
裂
し
て
い
る
よ
う
だ
し
そ
う
も
い
か
な
い

復
讐
を
望
む
獣
に
認
め
さ
せ
る
に
は

獣

の
力
を
超
え
る
必
要
が
あ
る

で
な
け
れ
ば
あ
ち
ら
も

得
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
復
讐
に

る

ら
な
い
に
か
か
わ
ら
ず

達
が
生
き
る
な
ら
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

か
ら希

望
を
他
人
に

ね
た
と
こ
ろ
で
ま
た
裏
切
ら
れ
る

い
い
や

裏
切
ら
な
い
と
確
信
出
来
る

ユ
ウ
キ
が
そ
れ
を
証
明
し
て
く
れ
た
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根

の
な
い
精
神
論
で
は
な
い

学
的
な
技
術
を

い
た
洗

す
ら
も
ユ
ウ
キ
は

り
越

え

味
方
に
な

て
く
れ
た
の
だ

だ
か
ら
確
信
を

い
て
ユ
ウ
キ
を
信

出
来
る

そ
れ
で
も
一
人
だ
仮

他
を

め
て
も
国
家
や
世
界

の
大

に
は
勝
て
な
い

大

の

声
を
真
実
に
さ
せ
ら
れ
る

な
ら

そ
の
大

の
声
を
味
方
に
付
け
れ
ば
い
い

不
可
能
だ

仮

そ
う
し
た

て
信
じ
る

ツ
が
ど
れ
だ
け
い
る
か

今
は
そ
う
だ
き

と
二
十
人
も
い
な
い
だ
ろ
う

で
も
そ
れ
で
も
二
十
人
だ

に

べ
れ
ば

か
に
多
い

こ
れ
か
ら
全
く
増
え
な
い
と
は

え
な
い

 

は
本

に
一
握
り
だ

た

 
で
も
今
は
違
う

リ

フ

や
ク
ラ
イ
ン
達
は

論
束

士

場

と
い
う

に
名
を

か
せ
た
天
才
た
ち
が

る
の
だ

ど
ち
ら
も
世
界
的
に
立
場
が

く
は
あ
る
が
味
方
で
あ
る

以
上
影

力
と
い
う
も
の
は

り
知
れ
な
い

そ
れ
を

す
れ
ば
今
ま
で
と
は
違
う
結
果
に

な
る
か
も
し
れ
な
い

 

す
る
よ
う
で
気
は
引
け
る

 
で
も
生
き
る

だ

そ
の

に
協
力
し
て
も
ら
う

人
を
頼
る
と
い
う
の
は
き

と
そ
う
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い
う
事
だ

自
分
に
は
無
理
な
事
だ
か
ら
頼
る
の
は
き

と
間
違

て
い
な
い

分
か

て
は
い
た
け
ど

こ
れ
以
上
問

を
し
て
も
無

だ
な
お
ま
え
の
根

幹
を

て
い
れ
ば
や
り
や
す
か

た
の
に

 
一
合
目
以

ど
う
し
て
斬
り
掛
か

て
こ
な
い
の
か
疑
問
に
感
じ
て
い
た
が

の
根
幹
を

て
弱
体
化
さ
せ
る
つ
も
り
だ

た
よ
う
だ

 
分
裂
人
格
と
い
う
非
常
に
不
安
定
な
身
で
あ
る
以
上
己
の
根
幹
が
重
要
な
の
は
分
か
る

生

き
る
事
を

め
復
讐
を
目
的
と
し
て
い
る
獣
に
対
し

は
生
き
る
事
を
望
ん
で
い
る

反

す
る
理
由
が
無
く
な
れ
ば

は
獣
に

抗
す
る
武
器
を
喪
う
に

し
い
の
だ

そ
う
な

て
い
た
ら
す
ぐ
に
で
も
取
り

ま
れ
復
讐
⻤
と
し
て
再

し
て
い
た
だ
ろ
う

 
も

と
憎
悪
に
狂

た
状

を

え
て
い
た
だ
け
に
意
外
に
理
知
的
に
精
神
攻
撃
を
仕
掛
け

て
来
た

獣

に
対
し

を
強
め
る

 

獣

は
は

と
無
表
情
で

息
を

い
た

ま

い
い

そ
れ
な
ら
力

く
で
取
り

む
だ
け
だ

 

い
な
が
ら
白
骨
の

に

め

く
さ
れ
た
血
色
の
大
地
に
獣
は

り
立
ち
再

構
え
を
取

た

こ
ち
ら
も

め
て
構
え
直
し

対
峙
す
る
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静

を

み

地
を

た

  

今
見
て
い
る
も
の
は

本

に
今

き
て
い
る
事
な
の
だ
ろ
う
か

 
そ
う
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
光

が

像
に
広
が

て
い
た

 
黒
と
白
が

ざ

た

の
少
年
が

刃
の
⻑
剣
を
手
に
襲
い
掛
か
り
黒
と

の
二
剣
を
手
に

し
た
少
年
が
そ
れ
を

え
撃
つ
構

そ
れ
は
さ

き
か
ら
変
わ

て
い
な
い

で
も
攻
撃
方
法

は

本
的
に
手
に
持

て
い
る
剣
で
斬
り
合

て
い
る
が

一

離
を
離
し
た

虚
空
か
ら
出
現
し
た
剣
や
槍

な
ど
が

手
に
向
け
て
無
数
に

り

ぐ
の
だ

そ
の
勢
い
も

苛

を
極
め
て
い
る

界
を

い
影
を
作
る

ど
大

の
武
器
の
全
て
を
彼
ら
が

て
い

る
と
い
う
の
だ
か
ら

き
だ

 
し
か
も

人
格
が
分
裂
し
て
い
て

人
格
一
つ
が
持
つ
能
力
も
万
全
で
は
無
い
と
い
う

 
リ

ス
を
奪
い
合

て
る
最
中
で
こ
れ
な
の
だ
か
ら
一
つ
の
人
格
に
集
合
し
た
ら
ど
う
な

る
の
か
見

も
付
か
な
い

 

こ
れ
が

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
い
う
子
な
の
ね

 

一
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世
界
に
名
高
い
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を
知
る
者
な
ら
必
然
的
に
知

て
い
る
で
あ
ろ
う
二
人
の
弟

の
片

れ

出
来
の
悪
い
方
と

わ
れ
て
い
る
少
年

べ
て
も
根

の
な
い
中
傷
ば
か
り
見

つ
か
る
哀
れ
な
子

 
そ
の
今
の

が

像
に

て
い
る

 

こ
れ
を
見
る
つ
も
り
で
は
な
か

た

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

そ
の

点
と
な
る
場

に
は

依
頼
の

に

れ
て
い
た

郷

之
と
い
う
男
が

し
い
か
ら
そ
の

の
人
物
人
間

な
ど
を
洗

て
欲
し
い

と
い
う
も
の

 
事
件

時
に
も
洗

た
が
ま
た
い
き
な
り
ど
う
し
た
の
か

を

い
て
い
れ
ば
件
の
男

が
運

し
て
い
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
サ

バ

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

が
繋
が
り

郷
を

む
複
数

の
他
一

⺠
二
名
が

き

ま
れ
て
昏

状

に

て
い
る
と
い
う

そ
こ
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
運

の

郷
達
が

し
い
と

ん
だ
よ
う
だ

た

 
な
る

ど
と

き
そ
れ
で
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
時

を

有
す
る
国
家
が
血
眼
に
な

て
探
し
て
い
る
指
名
手
配

の
女
性
が

を
現
し

依
頼
人
を
引
き

て
い

た

ち

一
体
ど
う
し
た
ん
だ
い
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さ

き
話
し
た
別
の
エ
リ
ア
が
ま
た
現
れ
た
ん
だ
よ

 
そ
れ
で
開
い
て
み
た
ら

あ
あ

も
う

い
い
か
ら
見
て

 
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と

根
性
が
む
く
む
く
と

き
上
が
り
一
緒
に
な

て
パ

コ
ン

の

像
を

し
て
い
る
二
人
の
近
く
に
寄
る

気
付
い
た
依
頼
人
の
男
性
が
苦

を
浮
か
べ

た
が

特
に

絶
さ
れ
な
か

た
の
で
見
て
も

ら
な
い
ら
し
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

の
黒
幕
を

ず

と
探
し

け
て
い
る

の
人
間
だ
か
ら

す
事
で
も
無
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う

え

や
や
無
遠
慮
気
味
に

像
を
見
て

絶

 

面
に

る
の
は
片
方
は
黒

く
め
で
二
本
の
剣
を
背
負

た
黒
髪
の
少
年
で

対
す
る

の
が

二
つ
な
が
ら
黒
と
白
が
ご
ち

ま

に
な

た
不
気
味
な
少
年
だ

た

絶

さ
せ
ら
れ

た
の
は

面
の
下

地
面
に

す
る
の
だ
ろ
う
部
分
に
広
が
る
一
面
の
白
骨
化
し
た

骨
と

上

に

る
血
を
流
す
黒
い
太
陽
を
見
た
か
ら

こ
れ
は

和
君

あ
の
子
の
精
神
世
界
だ
と
思
う

見
て
い
る
ユ
メ
を

波
を

み
取
る
事
で

像

と
し
て
再
現
し
て
い
る
ん
だ

こ
れ
は
ユ
メ
じ

な
い
と
思
う
け
ど
ね

ユ
メ

じ

な
い
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人
見
知
り
で
興
味
の
無
い
人
間
は
と
こ
と
ん
無

す
る
事
で
知
ら
れ
る
女
性
が
意
外
な
事
に

説
明
し
て
く
れ
て

て
い
る
光

が
ど
う
い
う
も
の
か
は
分
か

た

 
だ
が

ユ
メ
で
は
な
い

と
い
う
の
が
分
か
ら
な
い

 
そ
ん
な
私
を
メ
カ
メ
カ
し
い
ラ
ビ

ト
バ
ン
ド
を

る

話
風
の

い
を
し
た
女
性
が
横
目

で
見
て
来
る

お
前
も

者
で

専

機
を
持

て
る
な
ら
分
か
る
ん
じ

な
い

 
今

て
る
の

は
あ
の
子
が
強
く

い
て
る
原
風

舞

こ
そ
精
神
的
な
も
の
だ
け
ど
戦

て
る
本
人
達
は

真
実
現
実
そ
の
も
の
と
変
わ
ら
な
い
ん
だ

で
も

手
は

じ

な
い
ん
で
す
よ
ね

 
確
か
に
自
分
は
専

機
を

与
さ
れ
て
い
る

二

行
の

に
少
し
で
も
多
く

練
時
間
を

取
り
動
か
し
手
入
れ
や
整
備
を
欠
か
さ
ず
し
て
い
る

の
意
思
と
い
う
も
の
を

け
取

た
事
は
無
い
し
理
論
上
あ
る
と
さ
れ
る
コ
ア
の
精
神
世
界
を
見
た
事
は
無
い
が
電
子
ダ
イ
ブ

と
い
う
も
の
は
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
理

は
分
か
る

 
で
も

像
に

る
少
年
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ

ダ
イ
ブ
し
て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う

ゲ

ム
の
サ

バ

で
あ

て

コ
ア
や
自
分
の
精
神
で
は
な
い
か
ら

電
子
ダ
イ
ブ
と
は
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違
う

 
な
ら

手
は

者
な
の
か

 

そ
の

え
は

白
黒
の
無
表
情
な
少
年
の

葉
で
理
解
し
た

 
ず

と
理
不

な
目
に
遭

て
い
た
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
の
人
格
が
三
つ
に
分
か
た
れ
た
事

で
出
来
た
存
在

黒

く
め
の
子
が
根
幹
を

し
て
お
り
白
黒
は
根
幹
の
人
格
が

い
た
負
の

感
情
を
背
負
う

シ
ロ

と
い
う
人
格
は

に
白
黒
に
取
り

ま
れ
て
い
て

復
讐
の

に
残
る
根
幹
の
人
格
を
取
り

も
う
と
し
て
い
る
事
も
分
か

た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

こ
の
子
が

そ
う
な
ん
で
す
ね

違
う
よ

え
 

像
を
見
な
が
ら

け
ば
断

と
し
た
怒
り
の
声
が

定
し
て
き
た

女
性
を
見
れ
ば
怒

り
の
眼
差
し
が
私
を

く

こ
の
子
の
名
前
は

桐

谷
和
人

一

は
復
讐
を

ん
で
る
方
だ
よ

も
う

二

と
間
違
え
な
い
で

す
み
ま
せ
ん
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私
は
彼
の
事
情
を

ど
知
ら
な
い

こ
の

像
を
見
る
ま
で
あ
の
少
年
が
生
き
て
い
る
事
も

名
前
を
変
え
て
い
る
事
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
る
事
も
知
ら
な
か

た

た
だ
女
性
の

葉

が
怒
り
だ
け
で
な
く

哀
し
み
に
も

ち
て
い
る
事
か
ら

罪
の

葉
は
す
ぐ
に
出
た

 

名
前
を
分
け
た
理
由

 
そ
れ
は
ど
う
し
て
か
分
か
ら
な
い
け
ど
名
前
ご
と
に
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
な
ら
自
分
に
も

分
か
る

 
き

と
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
い
う
名
は
あ
の
少
年
に
と

て
は
過
去
の
憎
悪
を

め

ん
だ
存
在
な
の
だ
ろ
う

復
讐
を
成
し

よ
う
と
し
て
い
る

り

だ

 
対
し
て
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
と
呼
ば
れ
た
方
は
生
き
る
事
を
一
番
に

え
復
讐
の
道
を

定
し
て
い
る

 
不
遇
な

境
に
あ

た
少
年
が

今
は
名
を
変
え

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う
ゲ

ム

は

だ

た
も
の

を
手
に
入
れ
ら
れ
る

境
に
身
を

い
て
い
る

そ
れ
は
き

と
今
が

せ

だ
か
ら

過
去
の
復
讐
に

て
全
て
を
壊
す
よ
り
も
今
あ
る
も
の
を

先
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
生
ま
れ
た
か
ら

 
女
性
が

た
よ
う
に
名
前
を
呼
び
分
け
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら

き

と
こ
の
予
想
は
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た

て
い
る

 
名
前
を
呼
び
分
け
る
事
で
気
持
ち
を
背
負
う
も
の
を
意
識
を
変
え
る
の
は
自
分
も
同
じ

な
の
だ
か
ら

 

や
り
取
り
を
し
て
い
る
間
も
目
ま
ぐ
る
し
い
程
の

戦
が

像
に

し
出
さ
れ
て
い
る

 
復
讐
⻤
の
方
が

て
い
た
よ
う
に
十
年
分
の
感
情
を

や
し
て
い
る
せ
い
か
あ
ち
ら
に
分

が
あ
る
ら
し
い

カ
ズ
ト

と
い
う
少
年
は
始
終

さ
れ
て
い
た

刃
を
交
え
る

に
剣
が

れ
て
い
る
が

間
的
に
再
生
さ
せ

ま
た
刃
を
交
え
る
の
を

り
返
し
て
い
た

た
せ

 
そ
の
最
中
剣
を

る
と
共
に
吹

ば
し
た
復
讐
⻤
は
そ
う

ぶ

す
る
と
地
面
を

め

く
す

骨
の
下
に

ち
て
い
た
紅
い

が
蠢
き

骨
の
上
へ
と

き
上
が

た

 
ご

り
と
大
き
く
蠢
き
せ
り
上
が
る

彼
の

を

み
四
方
か
ら

道
が
な
い
よ
う

し

す
よ
う
に

 
復
讐
⻤
は

四
方
を

ま
れ
た

の
上

少
年
の

上
か
ら

彼
を
見
下
ろ
す

分
か

て
い
る
と
思
う
が
こ
の
世
界
に
広
が
る
骨
と
血
そ
し
て
黒
い
太
陽
は
お
れ
の
心

を

し
て
い
る

そ
の
血
は

わ
ば
お
れ
そ
の
も
の
で
あ
り

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
が
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み
重
ね
た
負
の
感
情
そ
の
も
の

ま
れ
れ
ば
最
後

お
ま
え
も
闇
に
堕
ち
る

め

 
最
後
の
一

に
呼
応
し
て
高
い

と
し
て
四
方
を

ん
で
い
た
紅
い

が

い

さ
る
よ

う
に
少
年
へ
と

下
し
た

 
キ

 

一
色
に

面
が

ま
る
と
同
時
に

悲

な

び
が
上
が

た

 

実
験
体

と
名
付
け
ら
れ
た
部

に
あ
る
コ
ン

ル
に
は
一

の
デ

ス
プ

レ
イ
が
浮
き
上
が

て
い
た

 
そ
れ
は
シ
ノ
ン
を
助
け
る

に
行

た

化
の

部
分
の
技
術

悪
夢
の
ル

プ
に

て
い
る
シ
ノ
ン
を
助
け
る
べ
く
彼
は
別
の
エ
リ
ア
に
彼
女
の
ユ
メ
を

み
取
り
再
現
し

た

出
来
る
よ
う
エ
リ
ア

の
情
報
も

に
送
る
よ
う
に

今
し
て
い
る
の
は

部
分

を

い
た
彼
の
ユ
メ
を

み
取
る
だ
け
の
も
の

別
の
エ
リ
ア
で
再
現
こ
そ
し
て
い
る
が
自

分
達
は
そ
の
光

を
コ
ン

ル
を

し
て
見
て
い
る

 
彼
が
戦

て
い
る
精
神
世
界
を

波
で

み
取

て
仮
想
世
界
で

像
に
変
換
し
そ
れ
を

見
て
い
る

だ
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最
初
か
ら
ず

と
見
て

く
彼
の
人
格
に
つ
い
て
理
解
が

ん
だ

自
分
達
が
シ
ロ
と

呼
ん
で
い
た
の
は
コ
ア
を

め

ま
れ
た
時
に
生
ま
れ
た
も
の
で

復
讐
を
目
的
に
し
て
い
る

獣

は
最
初
に
分
か
た
れ
た
も
の

ア
キ
ト
に
捨
て
ら
れ

絶
大
な
負
に
心
が
許
容
出
来
ず

分
か
た
れ
た
も
の
な
の
だ
と

 

逆
説
的
に

時
も
の
彼
は
負
の
感
情
に

く
弱
い
事
に
も

得
が
い

た

 
他
者
の
影

を

け
や
す
い
の
も

す
ぐ
自
責
の
念
に

ら
れ
て
己
を
追
い

む
の
も

負

の
感
情
に

え
る
も
の
が
欠
如
し
て
い
た
か
ら
だ

た

そ
れ
を
請
け
負

て
い
た
の
は
自
ら

を

と
称
し
た

獣

王

で
あ
る
彼
は
持

て
い
な
か

た
の
だ

 
だ
か
ら
現
状
が
非
常
に
ま
ず
い
事
も
理
解
し
て
い
る

負
の
感
情
に

性
が
無
い
彼
は

今
ま
と
も
に
負
の
感
情
そ
の
も
の
と

え
る
も
の
を

て
し
ま

た

獣

が

う
よ
う
に

あ
れ
で
は
一

り
も
な
い
だ
ろ
う

 

キ
リ
ト

帰

て
来
て
よ

 
強
く

心
の
中
で
強
く
想
う

 
大
勢
の
人
に
気
持
ち
を
知
ら
れ
る
事
に
な

た
け
ど
そ
の

す
ら
も

事
に
思
え
る
く

ら
い
彼
の

え
に
な
ら
ん
と
す
る
気
持
ち
は
強
か

た

で
も
彼
は
そ
れ
を

ね
の
け
た
の



 第百二十八章 〜超克〜

だ 
な
ら
し

か
り
帰

て
き
て

し
い

会

た
時
は
復
讐
⻤
と
し
て
の
彼
な
ん
て

だ

 

復
讐
⻤
と
し
て
の

獣

も

彼
自
身
で
は
間
違
い
な
い

 
復
讐
を
決
意
す
る
権

は
あ
る
と
思
う
か
ら

定
は
し
な
い

で
も
自
分
と
し
て
は
た
だ
平

な
日
常
を

歌
し
て
く
れ
る
方
が
良
い

 
彼
の
復
讐
は
き

と
終
わ
り
が
無
い

も
か
も
を

定
し

絶
し
破
壊
し
破
滅
を

し

生
き
と
し
生
き
る
全
て
の
生
物
を
殺
し

し
た
果
て
に

く
終
わ
る
の
だ

自
ら
の
死

と
共
に

 

あ
る
い
は

死
ぬ
事
を
目
的
に
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
た
だ
自
分
一
人
で
死
ぬ
の
は
認
め
ら
れ
な
く
て

未
来
を
生
き
る
事
に
絶
望
し
た

獣

は

り
を
道

れ
に
す
る
事
で
自
身
の
憎
悪
を
慰
め
よ
う
と

え
た
の
だ

復
讐
な
ん
て
そ
も
そ
も

自
己

足
の
極

終
わ

た
と
こ
ろ
で
き

と
残
る
も
の
は
無
い
し
感
じ
る
も
の
も
無
い

 
そ
れ
は

だ

 
自
分
は
彼
を
想

て
い
る

来

に

た
い
と
思
う
程
に
強
く
想

て
い
る

同
じ
人
は

他
に
も

る
し

友
人
と
し
て
彼
の
死
を
認
め
な
い
人
だ

て
い
る
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だ
か
ら
彼
に
は
生
き
て
欲
し
い

復
讐
な
ん
て

そ
ん
な
哀
し
い
事
を
目
的
に
し
な
い
で

欲
し
い

 

そ
の
悲

な
願
い
を

も
し
か
し
た
ら
神
様
は

き
入
れ
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い

 

黒
い

波

そ
れ
は

に
突
如
出
現
し
た
渦
へ
と

き
こ
ま
れ
そ
の
容

を

ら
し

て
い
た

が
し

が
し

と

に

さ
れ

に
な

た
骨
す
ら
も

き

ま
れ
消
え
て
い

く 
そ
の
果
て
に
残

た
の
は

一
人
の
少
年

バ
カ
な

 

波
も

骨
も

一
切
合
切

白
の
大
地
か
ら
無
く
な

た
の
を
見
た

獣

が

信
じ
ら
れ

な
い
と
ば
か
り
に

目
し

声
を

り
出
す

故
だ

お
ま
え
は

故
負
を

め
る

い
や
よ
し
ん
ば

め
た
と
し
て
心

と
し
て

れ
出
し
た
も
の
全
て
を

み
下
す
だ
と

 

お
ま
え
は

憎
悪
を

定
し
た
ん
じ

な

い
の
か

 

心
が
す
る

定

 
そ
れ
は
自
己
を
傷
付
け
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
行
わ
れ
る
も
の

だ
け
で
な
く
心
の

か
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ら
行
わ
れ
た
そ
れ
は
決
し
て

容
れ
ず
だ
か
ら
こ
そ
忌

感
を

悪
感
を

み
を

え
る

よ
う
に
な
る

 
彼
に
と

て

負
の
想
念
は
正
し
く
そ
れ
だ

た

そ
れ
な
の
に
全
て

み

せ
た
事
に

獣

は

惑
し
て
い
た

 

然

世
界
を
隔
て
て
そ
れ
を
見
て
い
る
自
分
達
も
同
じ

 
憎
悪
を

定
す
る

動
を
し
て
い
た
彼
が

故
憎
悪
そ
の
も
の
と

わ
れ
た
も
の
を

み

せ
た
の
か

も
し
か
し
た
ら
一
部
の
人
間
に
だ
け
憎
し
み
を
向
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
だ
け

で
今
ま
で

対
し
て
き
た
人
達
へ
の
復
讐
は

め
る
つ
も
り
で
は
な
い
の
か

そ
ん
な

な
想

像
が

裏
を
過
ぎ
る

 

い
て
い
た
彼
が

天
を

い
だ

時

が

憎
悪
を

定
し
た

 
覚
悟
を
決
め
た

で

彼
は
憎
悪
を

定
し
た

不

を

き
憎
く
思

た
事
は
あ
る
し
そ
れ
を

は
認
め
る
キ
バ
オ
ウ
達
を
殺
し
た
の

は
正
し
く
そ
れ
だ

で
も

た
だ
ろ
う
約
束
が
あ
る
と

憎
し
み
よ
り
も
復
讐
よ

り
も

先
す
る
も
の
が
出
来
た
ん
だ
よ
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先

定
で
は
な
く

先

そ
う
だ

お
前
に
と

て
復
讐
は

に
も

先
さ
れ
る
目
的
な
ん
だ
ろ
う

そ
し
て
生
き
る

事
は
手

で
し
か
な
い

か
つ
て
の

と
同
じ
だ

だ
が

に
と

て
復
讐
は
手

で
し
か

な
い

生
き
る

の

復
讐
が

手

 
彼
の

葉
に

を

る

復
讐
が
手

だ
な
ん
て

い
た
事
が
無
い

か
を
殺
す
時
点

で
そ
の
先
を
生
き
ら
れ
な
い
事
は
理
解
し
て
い
る

な
の
に

故
そ
う
表
現
す
る
の
か

ど
う
い
う
意
味
だ

復
讐
が

手

だ
と

そ
う
だ

見
返
し
た
い
と
い
う
思
い
そ
れ
は
今
ま
で
の
立
場
と

い
に
対
す
る

然

の
不

だ
が

そ
こ
に
は
殺
意
も

じ

て
い
る

殺
意
を
向
け
ら
れ
た
ん
だ

な
ら

返
し
て

然
だ

そ
う
だ
な

だ
か
ら
こ
そ

そ
の
思
い
は

復
讐
心

と
な
る

見
返
す
事

つ
ま
り

手

を
超
え
る
事
が

復
讐
に
な
る

な
ら
別
に
殺
す
必
要
は
無
い
だ
ろ
う

を

て
る

復
讐
だ
か
ら
と

て
殺
す
の
は

絡
的
だ
そ
れ
じ

あ
自
分
が
世
界
に
殺
さ
れ
る

だ
か
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ら

の
復
讐
は

手
は
殺
さ
な
い

む
し
ろ
生
か
す

生
か
し
て
生
か
し
て
死
に
そ
う
な
と

こ
ろ
を
助
け
て
見
下
し
て
来
た

手
に
助
け
ら
れ
る

を
味
わ
わ
せ
る

今
ま
で
自
身
が
し

て
き
た
事
を
逆
に
思
い
知
ら
せ
る

 

と
語
る

本

に
復
讐
す
る
つ
も
り
な
ん
て
あ
る
の
か
と
思
い
た
く
な
る
く
ら
い

に

光
を

し

強
い

で

て
い
る

 
理

と
し
て
は
分
か
ら
な
く
も
無
い

復
讐
イ
コ

ル
殺
人
と
直
結
し
が
ち
だ
が
い
じ
め
の

報
復
の
よ
う
に
同
じ
事
を
し
返
す
の
も
ま
た
復
讐

彼
は

も
殺
さ
れ
そ
う
に
な

た
が
だ

か
ら
と

て
殺
し
で
帰
す
と
彼
が
未
来
を
生
き
ら
れ
な
く
な
る

生
き
る
事
を
目
的
に

え

て
い
る
以
上
そ
の
行
い
は
愛
は
ん
し
て
し
ま
う

 
だ
か
ら
彼
に
と

て

復
讐
は
手

 

強
く
な
る
事

 
そ
れ
を
追
い
求
め
て
い
て

極
的
に
は
実
の
姉
に
認
め
ら
れ
る
事
を
目
指
し
て
い
る

逆
説

的
に

の

出
来
損
な
い

と
い
う

判
や
見
解
を

し

見
返
す
事
に
な
る

 
自
己

足
と

え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が

し
か
し
負
の
想
い
を
や
る
気
と
し
て

華
し
て
い

る
以
上
そ
れ
は

定
し
得
な
い
も
の
だ
ろ
う

他
人
に

る
か
ら
悔
し
く
て
そ
れ
を

に
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努
力
す
る
の
は

的
に
あ
る
の
だ
か
ら

 
彼
に
と

て
そ
れ
は

く
釣
り
合
い
の
取
れ
て
い
な
い
も
の
だ
け
ど
本
人
が
そ
れ
で
い
い
と

て
い
る
の
な
ら
い
い
の
だ

 
復
讐
は
自
己

足
の
極

本
人
が
認
め
て
い
る
な
ら
他
人
が
と
や
か
く

う
必
要
は
無
い

し

そ
の
権

も
無
い

そ
れ
は

そ
ん
な
の
は

理

だ

あ
あ

理

だ

で
も

は

理

を
こ
ね
て
で
も

け
容
れ
て
く
れ
た
人
認

め
て
く
れ
た
人
想

て
く
れ
て
い
る
人
を

先
し
た
い

自
身
そ
の
人
達
と
一
緒
に
生
き

た
い
と
思

て
い
る
か
ら
だ

 
強
い

で

う
彼
は

そ
の

線
を
手
に
持
つ
剣
に

と
し
た

憎
し
み
は
あ
る

復
讐
心
故
に
強
さ
を
求
め
て
る
部
分
も
あ
る
ん
だ
か
ら

で
も
憎
し
み
を

殺
意
を
抑
え
て
く
れ
る
も
の
が
あ
る

み
ん
な
と
の

繋
が
り
だ

 

線
の
先
に
あ
る
剣
は
彼
の
魂
を
継
承
す
る

黒
の
剣
と
リ
ズ
ベ

ト
が
鍛
え
た

の
剣

 
こ
の
世
界
で
の

苦
全
て
を
共
に
し
た

魂
を
分
け
た
彼
の
愛
剣

黒
の
剣
士

と
し
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て
も

ビ

タ

と
し
て
も

人
を
殺
す
に
も

人
を
護
る
に
も

全
て
を
ず

と
共
に
歩

ん
で
き
た
彼
の

徴

 
彼
と
彼
女
が
と
も
だ
ち
と
し
て
交
友
を
結
ん
だ
証
と
な
る
も
の

自
分
も

し
く
は
知
ら

な
い

か
の
誓
い
を
立
て
た
も
の

そ
れ
は
彼
が

先
す
る
人
の
事
を
思
い
出
す
品
の
一
つ

人
と
の
繋
が
り
を

す

徴

そ
し
て

に
生
き
て
欲
し
い
と
願

て
く
れ
た
人
が

る

愛
し
て
く
れ
る
人
が
い
る

そ

の
人
達
を
裏
切
る

に
は
い
か
な
い

い
や
裏
切
り
た
く
な
い

く
得
ら
れ
た

せ
を
手

放
し
た
く
な
い

 
そ
こ
で

彼
は

獣

を
見
上

た

 
さ

き
ま
で
は
獣
が
始
終

し
て
い
た

き

と
そ
の
パ
ワ

バ
ラ
ン
ス
は
逆
転
し
て
い

な
い
け
ど
そ
れ
で
も
獣
は
気
圧
さ
れ
て
い
た

そ
れ
だ
け
の
圧
と
強
い
意
思

覚
悟
が

彼
か
ら
放
た
れ
て
い
た
か
ら

 

像
越
し
で
も
伝
わ
る
こ
の
圧

び
り
び
り
と

を

り
つ
か
せ
仮
想
の

を
逆
立
た
せ

る
感
触
は

今
ま
で
に
な
い
く
ら
い

く

み

た
闘
気

 

復
讐
に

る
事



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
そ
れ
は
獣
が
未
来
を

め
絶
望
に
足
を
止
め
死
を
認
め
つ
つ

を

き

ま
ん
と

す
る

彼
に
も
そ
の

は
あ

た

同
じ
一
人
の
人
間
な
の
だ
か
ら

た
だ
そ
の
在
り

方
が
違
う
だ
け
で

彼
は
そ
の
道
を

ば
な
か

た

 

福
が

彼
を
引
き

め
た
の
だ

 

自
分
達
の
想
い
が

彼
を
引
き

め
た

 
そ
れ
は
復
讐
よ
り
も

先
す
る
べ
き

福
と
認
め
ら
れ
た
事
で
あ
り
自
分
に
と

て

は
最
上

の

だ

た

助
け
ら
れ
な
い
事
ば
か
り
で

助
け
ら
れ
て
ば
か
り
だ

た
け
ど

そ
れ
で
も
今
ま
で
し
て
き
た
自
分
の
行
い
想
い
を
伝
え
た
事
は
間
違
い
で
は
無
か

た

そ
う

わ
れ
て
い
る
よ
う
で

し
か

た

 

気
付
け
ば

時
し
か

が
滲
ん
で
い
た

 
ま
だ
自
分
を

ぶ
と
は

て
く
れ
て
い
な
い
け
ど
そ
れ
で
も
確
か
に
自
分
の
想
い
は
彼

の
心
に
届
い
て
い
た

復
讐
よ
り
も

先
す
る
も
の
と
し
て

い
て
く
れ
て
い
た

 
そ
れ
だ
け
だ

そ
れ
だ
け
な
の
に

こ
ん
な
に
も

し
い

リ

姉

キ

は

あ
の
子
は

強
い
で
す
ね

そ
う
だ
ね

本

に

強
い
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義
理
の
義
姉
達
も

を
滲
ま
せ
な
が
ら

み
を
浮
か
べ
て
義
弟
の
覚
悟
を
見
届
け
て
い
た

彼
女
達
だ
け
で
は
な
い
ク
ラ
イ
ン
達
も
シ
ノ
ン
達
も

わ
り
の

い
ル
ク
ス
ま
で
も
が
見

守

て
い
た

 

も

彼
が
復
讐
に
堕
ち
る
と
は
思

て
い
な
い

 
反
感
を

い
て
い
た
者
達
す
ら
今
は
彼
の
覚
悟
に
心
を
打
た
れ

葉
を
喪

て
い
る
よ
う

だ

た

彼
の

う
想
う
人
達
が

な
け
れ
ば
今

復
讐
⻤
ま

し
ぐ
ら
だ

た
事
に
気
付

き

今
ま
で
し
て
き
た

業
を
思
い
返
し
た
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う

行
く
ぞ

獣

負
の

仮

ど
れ
だ
け
力
の
差
が
あ
ろ
う
と
も
絶
望
的
な
差
が
あ

ろ
う
と
も
一

の
勝
機
が
あ
る
限
り

は

め
な
い

北
が
死
な
ん
じ

な
い

め
こ
そ

が

北
で
あ
り
死
だ

北
し
よ
う
と
構
わ
な
い

北
か
ら
学
び

を

む
事
こ
そ

が
成
⻑
に
繋
が
る

一
の
道
だ
か
ら

 

そ
し
て

と

葉
を

切
り

三

お
う

は

め
な
い

復
讐
を

ん
だ
独
り
の
お
前
と
違

て

に
は
未
来
を
望

む

間
が
い
る

み
ん
な
と
の
つ
な
が
り
が

に
力
を
与
え
て
く
れ
る

と
の

が

の
力
だ
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光
に

ち
た
表
情
で

い
切

た
彼
は

獣

目
掛
け
て

し
た

  

を

す
る

 
強
く
地
を

り

を

き
上

る

そ
こ
か
ら
脱
出
す
る
よ
う
に
真

直
ぐ
と
空
に
浮
く

獣

へ
と

離
を

め
る

空
を

く

が

を
打
つ
の
も
無

す
る

 
目
指
す
先
に
い
る
白
黒
の
自
分

人
を
世
界
を
全
て
を
憎
む
事
を
良
し
と
し
た
も
う
一
人

の
自
分
自
身

 

あ
り
得
た
で
あ
ろ
う

可
能
性

 
リ

フ

が
ユ
ウ
キ
が
ア
ス
ナ
が
サ
チ
が
ク
ラ
イ
ン
が

自
身
を

け
容
れ
る
人

が

な
か

た
ら
あ
る
い
は
ユ
ウ
キ
達
が
生
き
る
目
的
を
作
る

に
想
い
を

て
い
な
か

た
な
ら
き

と
自
分
は
あ
あ
な

て
い
た

憎
む
事
を
良
し
と
し
復
讐
へ
の
道
を
進
み
そ

し
て

間
違
い
な
く
義
姉
と
殺
し
合

て
い
た

 
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
の
ホ
ロ
ウ
達
を

十

百
と
殺
し
た
事
で
大

な
レ
ベ
ル
ア

プ
を
経
た

今
以
前
よ
り
も
理
不

な
能
力
差
が
あ
る
が
そ
れ
で
も
力
を
い
な
す
技
を
持
つ
義
姉
に
勝
て

た
か
は
定
か
で
は
な
い

そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
義
姉
は
あ
あ

た

つ
ま
り
殺
す
事
に
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が
無
く
な

た
自
分
を
下
す
自
信
が
あ

た
の
だ
ろ
う

 

で
も
そ
れ
は

あ
く
ま
で
可
能
性
の
話

 
今
の
自
分
は
復
讐
の
道
を

定
し
て
い
る

手

と
し
て
認
め
て
い
る
が
目
的
と
し
て
は

絶
し
て
い
る
の
だ

 

黒
白
の
合
体
剣
と
黒
と

の
二
剣
が
交
わ
り

弾
か
れ

離
を
取
る

 
風
を

い

に
浮
く
自
分
と

手

は
ら
り
と
揺
ら
め
く

い
の
⻑
髪

 
獣
は
血
を

れ
流
す
黒
き
太
陽
を
背
に
し
て
い
た

真

を

く
黒
の
太
陽
そ
の
天

に

た
る
一
点
だ
け
が

い
白

あ
の
光
が
消
え
る
時
が
自
分
の
意
識
の
消
滅
を
意
味
す
る

 
そ
れ
以
外
の
黒
が
憎
し
み

殺
意
と
い

た
負
の
想
念
の

合

 
自
分
と
シ
ロ
そ
し
て
獣
の
三
つ
の
人
格
の

体
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
の
心
の
状

三
つ
合
わ
さ
れ
ば
正
し
く
一
に
な
る
ア
レ
こ
そ
が
彼
我
の
能
力
差
を
客
観
的
に
表
し
て
い
る

実
力
や
技
術
の
事
で
は
無
く
感
情
に
よ
る

発
力

そ
し
て
恐
ら
く
は

の
機
能
を
使
え

る

合

リ

ス
の
配
分
が
あ
の
太
陽

 

を
切

た
も
の
の

流

に
分
が
悪
い

 
内
心
で

を
打
つ

負
け
る
つ
も
り
は

な
い
が

北
は
必
至
な
能
力
差

こ
れ
が
己
の
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今
後
を
決
め
ユ
ウ
キ
達
の
事
に
も

わ
る
事
で
な
け
れ
ば

に
退
却
の
一
手
を
打

て
い

た
の
は
間
違
い
な
い

 
と
は

え
こ
こ
は
自
分
の
中

る
事
は
出
来
な
い
し
仮
に
出
来
て
も
ず

と
獣
の

を

え
る
の
は
流

に
不
可
能

最
悪
眠
り
に

ち
た

間
喰
わ
れ
る

 

ケ
リ
を

け
る
つ
も
り
で

り

ん
で
来
た
か
ら

め
る
つ
も
り
は
全
く
な
い

る

が
出
る

も
無
か

た

 

た
ら
き

と
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
達
が
手
伝
お
う
と
す
る

そ
れ
は
ダ
メ
だ

こ
の

憎
悪
は

自
身
が

め

ん
だ
も
の

み
重
ね
た
も
の

そ
れ
の

は
自
分
自
身
で
す
る
べ

き
な
の
だ
か
ら

理
解
し
て
る
よ
う
だ
な

お
れ
と
の
能
力
差
は

悔
し
い
が
な

な
ん
と
な
く

分
か
る
よ
う
に
な

て
き
た
ん
だ

外
れ
た
か
ら
だ
お
ま
え
が
シ
ロ
と
呼
ぶ
や
つ
の
抑
制
が

お
れ
の
事
を

え
る
事
が
な
い
よ

う
ア
レ
は
お
ま
え
に
伝
え
ら
れ
る
情
報
を
常
に
取
捨

し
て
い
た

自
分
の
中
に
い
る
異
物
へ

の
違
和
感
自
身
の

か
が
欠
い
て
い
る
欠

感
を

魔
化
す
た
め
に

能
力
差
が
分
か
る
よ
う

に
な

た
の
は

体
の
能
力

を
把
握
す
る
情
報
が
制
限
さ
れ
な
く
な

た
か
ら
だ
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そ
う
か

 

獣

の

葉
を

い
て

得
す
る

 
少
し
前

体
的
に
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
を

す
前
後
く
ら
い
か
ら
思

が
ク
リ
ア
に
な

た
気
が
し
て
い
た

そ
れ
ま
で
は

が
掛
か

た
よ
う
な
部
分
が
あ

た

だ
が
今
は
分
か
る

闘
技
場
個
人
戦
で

中
か
ら
意
識
が

ん
で
い
た
時
の
事
を
今
は
我
が
事
の
よ
う
に
思
い
浮

か
べ
ら
れ
る

自
分
で
は
な
い

か
が
自
分
の
体
で
戦

て
い
る
記

が
浮
か
ぶ

こ
れ
が
取
捨

さ
れ
て
い
た
情
報
の
一
つ
な
の
だ

 
そ
し
て
そ
の
中
に
は
三
つ
に
分
裂
す
る
前
の
人
格
で
の
能
力
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ

た
の

だ 
そ
れ
を

さ
れ
て
い
る
事

あ
る
い
は
以
前
と

か
が
違
う
と
い
う
違
和
感

に
気
付

か
な
か

た
の
は
技
術
的
な
面
で
鍛
え
ら
れ
成
⻑
を
実
感
し
て
い
た
か
ら
だ

ま
た
シ
ロ
と

獣

の
存
在
を
知
ら
な
か

た
事
も
大
き
い

そ
れ
ら
の
要

が
あ

た
か
ら
今
ま
で
欠

感

に
気
付
か
な
か

た

 
し
か
し
シ
ロ
は
今

獣

に
取
り

ま
れ
て
い
る

故
に
そ
れ
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
た

の

情
報
が
こ
ち
ら
に

る
よ
う
に
な

た

獣

が
制
限
を
掛
け
て
い
な
い
か
ら
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逆
説
的
に

獣

は
シ
ロ
が
し
て
い
た
事
を
行
え
る

 

よ
り
自
分
達
は
一
つ
の
人
格

三
つ
に
分
裂
し
同
時
に
活
動
し
て
い
る
以
上

機
能
も

そ
れ
だ
け
制
限
を

け
て
い
る

だ

は
そ
れ

ど

な
も
の
で
あ
る

分
裂
し
た
分
だ

け
一
つ
の
人
格
が
持
つ
能
力
や

機
能
も

ら
か
制
限
が
あ
る

だ
が
シ
ロ
を
取
り

む
形
で

大
化
し
た

獣

は

今
や
体
の

の

全
て
を
掌
握
し
て
い
る

 

は

シ
ロ
に
護
ら
れ
て
い
た
の
だ

 
初
め
て
会

た
時
の

は

か
悪
か

た
が
こ
れ
ま
で
の
シ
ロ
の

動
は

全
て
自
分

の
助
け
に
な
る
も
の
ば
か
り
だ

た

 
護

て
く
れ
て
い
た
存
在
が

な
く
な

た
事
実
に

感
が
こ
み
上

る

 

風
を
切
る

が

を
打

た

 
ハ

と
意
識
を

す

獣

が
肉

し

手
に
持
つ
白
黒
の
⻑
剣
を
上

か
ら
振
り
下
ろ

そ
う
と
し
て
い
た

 
二
刀
を
掲

交
差
す
る

刃
が
交
わ

た

間
こ
ち
ら
の
二
刀
が

れ

か
れ
た

う
じ
て
刃
は

け
る
も

き
付
け
ら
れ
た
衝
撃
に
よ
り
大
地
へ
と

下
す
る

 

下
の
最
中
に
風
を

い

性
を
制
限

空
す
る
よ
う
に
大
地
と
平
行
に
な
る
ま
で
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ぶ

行
し
て

手
に

目
と
も
知
れ
ぬ
再
創

を
行
い

愛

の
剣
を
ま
た
握
る

 
追
撃
を

す
る

獣

は
地
面
に

直

下
し
た
が

故
か

地
し
て
か
ら
は
動
く

振
り
が
無
か

た

隙
は
見

た
ら
な
い
の
で
無
暗
に
は
突

ま
な
い

に

し
て
い
る
だ
ろ
う
が

は
一
つ
と
は

え
三
つ
に
分
か
た
れ
た
お
れ
た
ち
も
そ

れ
ぞ
れ

有
の
心

が
あ
る

 

の
つ
も
り
か
と

し
て
い
る
と

獣

が
語
り
始
め
た

お
ま
え
な
ら
滅
ん
だ
大
地

あ
い
つ
な
ら

天
の

天
楼

お
れ
な
ら
血
と
死
に

ち
た
こ
の

世
界

今
こ
こ
に
在
る
の
は
お
ま
え
の
も
の
が

本
だ
が

 

間

世
界
が
変
わ
る

 

黒
の
暗
雲
は
消
え
去
り
黒
い
雪
も
消
失

真

暗
な
空
に
は

日
食
の
太
陽
だ
け
が
現

れ
る

黒
の
太
陽
か
ら
止
め

な
く
流
れ
る

黒
い

に
よ

て

白
の
大
地
は

み
見
え

な
く
な

た

 

世
界
を
塗
り

え
ら
れ
た
の
だ

 

に

る

黒
い

を
突
く
強

な
鉄
の

い
は
ま
ざ
ま
ざ
と
死
を
実
感
さ
せ
て

く
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

こ
ん
な
風
に

力
の
あ
る

で
上
書
き
出
来
る

そ
し
て

 

い
な
が
ら

獣

は

手
を
天
に

る

 
そ
の
先
の
空
間
に

大
な
物
体
が
現
れ
る

⻑
方
形
の
そ
れ
は
直

数
十
メ

ト
ル

の
も

の

よ
く
見
れ
ば

そ
れ
は

物

現
実
世
界
で
よ
く
見
る
ビ
ル

 

シ
ロ
の
心

世
界
に
あ

た
ビ
ル
だ

た

そ
れ
は

シ
ロ
の
心

の

あ
い
つ
を
取
り

ん
だ
今

そ
れ
を
自
在
に

う
事
も
出
来
る

 
そ
し
て

に
浮
か
ぶ

大
な
ビ
ル
を

の
一
振
り
で
投

て
来
た

 
表
現
と
し
て
は
と
て
も

く

的
な
も
の
だ
が
心

の
も
の
と
は

え

実
に
再
現
さ
れ

た
事
で

を

た
ビ
ル
だ

た
れ
ば

死
は
必
至

こ
の
世
界
で
の
死
が
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
は
知
ら
な
い
が
ま
ず
良
く
な
い
事
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い

 
全
力
で
空
に

ぶ

し
か
し

下
す
る

 
風
は
生
じ
て
い
る

て
い
る
感
覚
が
あ
る

だ
が
地
面
か
ら
数
セ
ン
チ
浮
く
程

で
し
か

な
い

そ
れ
よ
り
上
に

べ
な
い
の
だ

 

そ
う
す
る
間
に

ぐ
る
り
ぐ
る
り
と
回
転
し
な
が
ら
ビ
ル
が

る
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チ
 

し
く

を
打
ち
つ
つ
全
力
で

る

後
退
は
意
味
が
無
い
の
で
横
に

に
向
け
て

す
る

 

ご
う

と

ま
じ
い
勢
い
で
ビ
ル
が
背
後
で

り
過
ぎ
る

 
し
か
し

獣

が
手
を

め
る

も
無
く

ビ
ル
は

に
投

ら
れ
る

大
小
や
形
状
は

様

だ
が
ど
れ
も

大
な

物
で
あ
る

な
ど
出
来
る

も
無
く
か
と

て

界
一

に
な
る

ど

り
来
る
ビ
ル
を
掻
い
潜
る
事
も

不
可
能

こ

の

 

さ
れ
な
く
て
も
死
ぬ
の
は

な
の
で

抗
う

 
ド
ン

ド
ン

と
バ
ウ
ン
ド
で
地
鳴
り
を

こ
し
て

る
ビ
ル

そ
れ
ら
の
バ
ウ
ン
ド
し
て

浮
い
た

間
を

て
全
力
で

し
真
下
を
ギ
リ
ギ
リ
で
潜
り

け
る

然

け
た
先
に

も
ビ
ル
は
あ
る
が
こ
ち
ら
の

が
見
え
に
く
く
な

て
い
る
の
か

い
が
甘
く
回

す

る
の
も

に
な

て
い
た

 

ば
ち

と

た
水

が
上
が
る

 
足

は

黒
い

に

さ
れ
て
い
た

足
を
上

よ
う
と
す
る
と
ぐ
ぐ

と
少
し
だ
け
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抗
感
が
あ
る

し
ま

 
し
ま

た

と
思

た
時
に
は
も
う

い

 
止
ま

て
し
ま

た
自
分
目
掛
け

乱

に
放
ら
れ
る
ビ
ル

が
殺

し
た

 
お
い
お
い

ア
リ
か
よ

ン
な
の

 

か
ら

へ
と

に
現
れ
る
ビ
ル
の
数

を
放
る
の
を
見
て
思
わ
ず

葉
を

ら
す

ア
レ

は
流

に
理
不

だ

ら
シ
ロ
の
人
格
を
取
り

み
そ
の
心

を
自
在
に
使
え
る
か
ら

と

て

そ
れ
を

で
投

る
な
ど
流

に
反

的
で
あ
る

 
殺
し
合
い
に
ル

ル
も

も
無
い
と

え
ば
そ
れ
ま
で
で
は
あ
る
が

 

だ
が

あ
の
少
年
は
未
だ

め
て
い
な
か

た

 
ぶ
つ
か
り
衝
突
し

り
重
な
る
ビ
ル
だ

た
モ
ノ
の

そ
の
中
が
一

光

た
か
と

思
え
ば

の

間
に
は
獣
目
掛
け
て

大
な
光
が

た
の
で
あ
る

蒼
白
い
三
日
月
は

か
見
た
事
が
あ
る
斬
撃
の
そ
れ
だ

 
ご
ご
ご

と
倒
壊
す
る

の

か
ら

一

の
黒
が
現
れ
た
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獣
は

静
に

機
さ
せ
て
い
た
最
後
の
ビ
ル
を
放
る

全
速
力
で

す
る
キ
リ
ト
が

方
向
転
換
し
た
と
こ
ろ
で
間
に
合
わ
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ

 

そ
れ
を

ア
イ
ツ
は
ま
た
対

し
た

 
キ
リ
ト
が

手
に
持
つ
黒
い
剣
を

掛
け
に
振
り
下
ろ
す

す
る
と
ザ
ン

と
重
い

と
共
に
ビ
ル
が

に

れ
た

う

そ

 

間
の

け
た
声
が
上
が

た

 

の
も
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

し
か
し
そ
う

ら
す
気
持
ち
は

い
く
ら
い
理
解
出
来
た

ゲ

ム
よ
り
も
ゲ

ム
ら
し
い

え
た
も
の
が

現
化
す
る
心

世
界
と

え
ど
流

に
ビ

ル
を
ぶ

た
斬
る
の
は

を
越
し
て
い
る

想
像
の

外
と

て
も
良
い

世
界
的
な
大
泥
棒

の
ア
ニ
メ
に
出
て
来
る

が

し
て
い
た
が
ア
レ
を
こ
の
目
で
ゲ

ム
や
ユ
メ
と

え
ど

見
る
事
に
な
ろ
う
と
は

 
な
ま
じ
現
実
で
も
や

て
し
ま
え
そ
う
だ
か
ら
恐
ろ
し
い

 

圏
内
事
件

が
終
息
し
て
数
日
後
の
事
だ

 

備
者
の
強

な
イ
メ

ジ
に
よ

て

に
登
録
し
た

備
を
全
て
一

に

え
る
と
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知

た
少
年
は

つ
か
の
攻
撃
方
法
を

し
た
後
自
分
や
エ
ギ
ル
の
下
を

ね
て
来
た
事

が
あ
る

く

技
の
名
前
を

え
て
欲
し
い

と

技
は
一

の
動
作
を
型
と
し
て
形
成
し
た
も
の

複

な
動
作
も
一
つ
の
型

と
し
て
見
た
場
合
は
覚
え
や
す
い
事
が
あ
る

電
話
番

な
ど
も
一

に
全
部

い
て
覚
え
る

の
で
は
な
く

三

四

三

と

い
た
方
が
覚
え
や
す
い

そ
れ
と
同
じ
だ

 

で
の
攻
撃
こ
と
イ
メ

ジ
を
使
う
も
の
は

ま
じ
く
強

な
イ
メ

ジ
を
要
さ
れ

る

シ
ス
テ
ム
が
正
確
に
再
現
す
る
に
は

ナ

ヴ
ギ
ア

が

み
取
れ
る
く
ら
い
明
確
に

波
や

の
活
性
状
況
と
し
て
現
れ
る

ど
強
く
強
く
想

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と

い
た

 
そ
の
ト
リ
ガ

と
し
て
技
名
を
付
け
る
事
を

え
た
の
だ

た
だ
四

斬
り
と

い

て
も
分
か
ら
な
い
が

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

と

け
ば
動
作
が
分
か
る
事
と

理

は
同
じ

キ
リ
ト
は
技
名
を
付
け
る
事
で

内
イ
メ

ジ
を
作
り
や
す
い
ト
リ
ガ

に
し
た
の
で

あ
る

 

そ
の
理

は
心

世
界
で
も
同
じ
の

 
空
を

ぶ
の
も
風
を

て

を
舞
う
強

つ

な
イ
メ

ジ
が
出
来
て
い
る
か
ら
こ
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そ

そ
れ
が
出
来
て
い
た
か
ら
さ

き
は
空
を

べ
て
い
た
の
に
ビ
ル
を
投

ら
れ
た
時
点
か

ら

べ
な
く
な

た
の
は

恐
ら
く
心

世
界
が

獣

の
も
の
だ
か
ら

 
つ
ま
り
ビ
ル
を
ぶ

た
斬

た
の
も
キ
リ
ト
の
イ
メ

ジ
で
は
出
来
て

然
と
い
う
強

い
確
信
に

づ
く
も
の
だ

た
の
だ

風
の
刃
を

ば
し
た
の
だ
と
思
う
が
ア
レ
を
ぶ

つ
け

で
出
来
る
く
ら
い
に
は
イ
メ

ジ
像
が
完
成
し
て
い
る
事
に
な
る

そ
し
て

は

め

ま
れ
た
コ
ア
の

備
と
同
一
で
あ
り
出
来
る
事
は

同
じ

現
実
で
も
ビ
ル
斬
り
が
出
来
て

も
お
か
し
く
な
い

 
そ
う
戦

し
て
い
る
と

キ
リ
ト
が

獣

に
肉

し
た

上
が
れ

 

目
の
前
に

る

を
前
に

獣

が

く

 
す
る
と

獣

の
足
先
を
境
に
地
面
が
せ
り
上
が
り

大
な

と
な

て
い
く

突
に

生
じ
た

に
キ
リ
ト
は
目
を

き

を

る
形
で
止
ま

た

 
上
を
向
い
た
後
す
ぐ
さ
ま
後
方
に

び
退
く
キ
リ
ト

数

れ
び
ち

び
ち

と

体

が

下
し
た

獣

が
立

て
い
た
と
こ
ろ
を

し
て
い
た
血
だ

や
や

つ
く
そ
れ
を

れ

ば
機
動
力
を

が
れ
る

そ
れ
を

て

び
退
い
た
の
だ
ろ
う
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面
倒
な

 
ぐ
ん
ぐ
ん
と
高
く
な

て
い
く

と
離
れ
る

を
見
て

⻭
を

ん
だ
キ
リ
ト
は

風
を

て

の
上
に
浮
く

そ
し
て

に
向
か

て
一
直
線
に
突
進
し

衝
突
す
る
前
に

風
に
よ

て
晒
さ
れ
た
真
下
の
大
地
を

り

性
を

め
上
に
転
換

に
足
を

く
と
共

に

け
上
が
り
始
め
た

り
だ

 

な
ら

性
を
喪

て
真

逆
さ
ま
だ
が
恐
ら
く
風
で
後

し
し
て
い
る

そ
の
証

か

黒
髪
の
た
な
び
き
方
が
や
や
お
か
し
く

先
が
天
を
向
い
て
い
る

 

上

て
来
る

を
見
た

獣

が

一

大
き
な
ビ
ル
を

に
出
し
た

い
い
加

に

し
ろ

 
そ
れ
を
見
た
キ
リ
ト
は

手
に
持
つ
剣
を
投

た

 
高
速
回
転
す
る
二
刀
は
獣
に

る
が
横
に
数
歩
動
く
だ
け
で

さ
れ
ビ
ル
が

下
を

始
め
る

追
撃
と
ば
か
り
に

獣

が
風
の
槍
を
投

て

し

の
雨
へ
と
変
え
る

 
二
刀
を
投

て
す
ぐ
大
刀
を
取
り
出
し
て
い
た
少
年
は

下
す
る
ビ
ル
を
見
て

に
大

刀
を
突
き
立
て

そ
の
上
に
立

た

 

そ
の

手
に

片
刃
剣
が
二
本
現
れ
る
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手
に
黒

手
に
白
の
一
色
に

め
上

ら
れ
た
対
の
片
手
剣

愛

の
二
刀
よ
り
性
能
的

に
上
回

て
い
る
に
も

わ
ら
ず
決
し
て
使
お
う
と
し
な
か

た
そ
の
二
刀
を
手
に
し
た
キ
リ
ト

は

獣

と
同
じ
よ
う
に

と

同
士
を
合
わ
せ
る
よ
う
に

一
本
の

刃
⻑
剣
へ
と
合
体
さ

せ
た

⻑
剣
を

手
に
持
ち

足
場
に
し
て
い
る
大
刀
と

ぶ
よ
う
に

に
突
き
立
て
る

 

手
に
大
刀
を

手
に
合
体
⻑
剣
を
握
り

で

づ
り
に
な

た
キ
リ
ト
は

が

て
来
る
と
同
時
に
下

身
を
後
ろ
に

ば
し

ぐ
る
ん
と

で
バ
ク
転
を
し
た

バ
ク

転
の
時
の
勢
い
で

か
ら
大
刀
と
⻑
剣
が

け
る

 
真
上
に
は

の
雨

ハ

ア
ア
ア

 

に
浮
い
た
二
刀
の
剣
士
が
体
幹
を

り

の
勢
い
で

の
一
つ
を

断
し

に

れ
て

ち
て
い
く

 
一
つ
を
斬
り
裂
く
が

は
雨
の
様

を

し
て
い
る

更
に
か
な
り

大
な
ビ
ル
だ

た

た
め
数
自
体
も
か
な
り
多
い

重

は
ビ
ル
の

の
方
が
あ
る
せ
い
か

に
少
年
を
追
い
越

し
て
い
る
が
地
面
に

下
す
る
ま
で
に

が
全
て

ち
る
と
は
思
え
な
い

流

に

の

雨
の
中
で
高

下
の

地
と
退

を

立
さ
せ
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
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そ
れ
を
分
か

て
い
る
だ
ろ
う
少
年
は
一
心
不
乱
に
自
分
に

た
り
そ
う
な

を
二
刀
で

斬
り
裂
い
て
い
た

手
は
片
刃
の
大
刀

手
は
合
体
さ
せ
た

刃
⻑
剣
で
重
さ
や
刃

り
に

違
い
が
あ
る
⻑
剣
の
方
は
使
う
の
も
初
め
て
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
上
手
く
使
い
こ
な
し
て

を
斬

て
い
く

 

そ
の
最
中

大
な

を
斬
り
裂
い
て

獣

が
襲
い
掛
か
る

 

で
の
と
こ
ろ
で
気
が
付
い
た
剣
士
が
二
刀
で

ぐ

そ
れ
ま
で
一
撃
で

れ
て
い
た
黒

と

の
剣
だ

た
が

大
刀
と
⻑
剣
は

れ
ず

し

か
り
と
振
る
い
手
を
護

て
い
た

 

獣

の
攻
撃
の
勢
い
で

き

と
さ
れ
た
少
年
は

下

中
の

に

地

獣

も
同

じ

に

地
し

斬
り
掛
か
ろ
う
と
す
る
が

一
歩

み
出
し
た

真
ん
中
で

れ
た

 
別
の

に

び
去
る
キ
リ
ト
を

獣

は
追
う

 

つ
も
の

を

び

り

下
に
抗
う
よ
う
に

て
行

た
二
人
は
一

大
な

の
上

に

た

足
場
は
ビ
ル
の

上
ら
し
く

目
状
に

り
巡
ら
さ
れ
た
タ
イ
ル
を

か
し
く
感

じ
たは
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下
す
る
最
中
一
つ
の

の
上
で
再
び
出
会

た
二
人
が
真
正
面
か
ら
斬
り
合
う

二
刀
と

一
刀
が
ぶ
つ
か
り

砂

が
放

状
に
吹

ん
だ

 

ば
ご

と
足
場
が
衝
突
点
を
境
に

れ
る

 
し
か
し
二
人
が
い
る
足
場
が
下
を
向
き

上
に

が
い
る

に
な

て
も
二
人
は

斬
り
合
い
を
や
め
な
か

た

く
二
刀
を
振
る
う
キ
リ
ト
と

み
に
剣

を

く
獣
の

戦
い
は
苛

極
ま
る

た
れ
ば

死
の

部
が

き
出
し
の
戦
い
で

ど
ち
ら
も

ん
で
い
な

か

た

 

こ
れ
が

こ
れ
が
本

の
戦
い
な
の
か

 

人
が

わ
る
隙
も
無
い
高

の
戦
い
に

目
を
奪
わ
れ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
殺
し
合
い
命
の
奪
い
合
い
は
あ

た
し
自
分
も

う

戦
に
参

加
し
た
身
だ
か
ら
人
間
同
士
の
殺
し
合
い
は
見
て
い
た

だ
が
こ
こ
ま
で
⻤
気

る
命
の
奪
い

合
い
は
初
め
て
だ

 
ど
ち
ら
も
本
気
だ

全
力
だ

う

の
よ
う
に
快

を
求
め
て
い
る
か
ら
で
も

し
ん
で
い
る

で
も
無
い

た
だ

手
の
命
を
奪
う

だ
け
に
剣
を
振
る
う
本

の
殺

し
合
い
に

え
が
来
た

そ
れ
は
恐
怖
で
あ
り

怖

ボ
ス
と
戦
う
の
も
怖
い
が
や
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り
人
間
同
士
で
殺
し
合
う
方
が

百

も
恐
ろ
し
い

 
そ
う

中
で
彼
の
剣
士
に

を
覚
え
て
い
る
と

戦
い
に
進
展
が
あ

た

 

間
に

合
と

上
を

い
に
見
上

な
が
ら

十
合
と
斬
り
結
ん
で
い
た
最
中
キ
リ
ト

が
強
く
剣
を
振
る
い

獣

に
た
た
ら
を

ま
せ
る

そ
の
隙
に

じ
て

場
か
ら

び
退
い

た 

然

獣

も
す
ぐ

勢
を
整
え

追
わ
ん
と
す
る

水
天

逆

け

 

追
撃
を

ん
で
い
た
キ
リ
ト
が
二
刀
の
代
わ
り
に
黒

の
弓
を
取
り
出
し
水
の

剣

を
番
え
て
い
た

 
切

先
か
ら
水
が

れ
出
し

渦
を

き
な
が
ら

の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る

ア
ク
ア
リ
ウ
ム

 
一

い
て
放
た
れ
た
そ
れ
は
一

で
獣
に

た

し
い
事
に

刃
⻑
剣
の

で

が
れ
た
が

く
水
の
大

発
で
大
き
く
吹
き

ん
で
い
く

も
同
じ

 
放

た

本
人
も
水
と
空
気
の
破
裂
の
勢
い
で

性
を
得
て
そ
の
ま
ま

を
登
り
切

た
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武
器
を

し
た
キ
リ
ト
は

上
に

達
し
た
直
後
⻑
剣
を
突
き
立
て
片

を
突
い
た

を
上
下
さ
せ
て
い
る

ど
う
や
ら
精
神
世
界
と

え
ど

労
か
ら
は

れ
ら
れ
な
い
ら
し
い

 
あ
れ
が
再
現
さ
れ
た
肉
体
の

再
現
さ
れ
た

労
で
あ
れ
ば
い
い
の
だ
が

 

そ
う
心
配
し
た

間

獣

が
下
か
ら
現
れ
た

 

り
に
も

い
復
帰
に

り
も
息
を

む
が

を

る

が

こ
え
て
い
た
の
か

を
見

せ
た
時
に
は
キ
リ
ト
も
構
え
直
し
て
い
た

間
を

か
ず
斬
り
掛
か
り
刃
が
交
わ

た

り
合
う

息
が
上
が

て
る
ぞ

 
ぎ
ぎ
ぎ

と
刃
を

し
合
う
中

獣

が

を
開
い
た

さ

き
お
れ
の
心

を

ん
だ
の
は
あ
の
時
点
で
は
良
か

た
が
結
果
的
に
は
悪
手
だ

た

心

を
上
書
き
し
た
以
上
お
ま
え
が

ん
だ
も
の
に
も

力
が
あ
る

内

か
ら
塗

り

さ
れ
て
い
る

 

ら
れ
た
内
容
は

絶
望
的
な
も
の
だ

た

 
憎
悪
に

め
よ
う
と
放
た
れ
た
血
を

み
展
開
さ
れ
て
い
た
獣
の
心

を

み

し
た

の
が
悪
手
で
正
に
今
内
部
か
ら
喰
わ
れ
て
い
る

そ
れ
は

ぎ
よ
う
が
な
い
内

す
な
わ
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ち

心
か
ら
冒
さ
れ
て
い
る
事
を
意
味
す
る

 
精
神
で
戦

て
い
る
二
人
の
肉
体
が
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
た
も
の
で
心
に

し
て
い
る
か

は

実

定
か
で
は
無
い

 
だ
が
獣
の
根
幹
は
負
の
想
念

す
な
わ
ち
感
情

そ
れ
を

す
も
の
な
の
だ
か
ら
感

情
に

し
て
い
る
以
上
は
心
を
冒
し
て
い
る
と

て
も
過

で
は
無
い

そ
れ
に

使

て
る
武
器
も
良
く
な
い

 

け
て

獣

が

手
の
二
刀
に

線
を

と
し

う

刃
⻑
剣
は
お
れ
を

徴
し
て
い
る
武
器

そ
れ
を
使
う
事
は
す
な
わ
ち
お
れ
を
呼
び
醒
ま

す
事
に
他
な
ら
な
い

使
え
ば
使
う

ど
自
分
が
自
分
で
な
く
な
る
事
を
無
意
識
に
分
か

て
い

た
か
ら
お
ま
え
は
使
お
う
と
し
な
か

た

 

合
点
が
い

た

 
ど
う
し
て
キ
リ
ト
が

な
に
あ
の
剣
を
使
お
う
と
し
な
か

た
の
か
を

か
ら
使

て
い
た

剣
の
方
が
愛

が
あ
る
か
ら
と
か
剣
の
魂
を
継
承
し
て
き
た
も
の
だ
か
ら
で
は
な
か

た

獣

す
な
わ
ち
憎
悪
を
呼
び

こ
す
か
ら
本
能
的
に
忌

し
て
い
た
の
だ

 
だ
が
キ
リ
ト
と
い
う
剣
士
を

え
て
来
た
二
刀
は
一
合
交
え
る
だ
け
で
破
壊
さ
れ
る

戦
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う
に
は
強
い
武
器
を
使
う
し
か
な
い

そ
れ
が

獣

を
呼
び

こ
す
武
器
だ

た
の
だ

こ
の
剣
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の

雪
片

と

零

白
夜

を

に
製
作
さ
れ
た
剣

オ
リ

ム
ラ
イ
チ
カ
に
と

て
は
憎
悪
の

徴

あ
る
意
味
で
お
れ
自
身

刃
を
交
え
る

に

負お
れ

が
伝
わ

て
い
る

だ

 

キ
リ
ト
が
黒
と

の
二
刀

 

シ
ロ
が
大
刀

 

獣
が
合
体
⻑
剣

 
恐
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
は
自
身
が
使
う
に

応
し
い
武
器
を
定
め
て
い
る

そ
の
中
で
獣
の

武
器
を
キ
リ
ト
が
使

て
い
る
か
ら
不

に
な

て
し
ま

て
い
る

キ
リ
ト
が
超
克
し
よ
う

と
し
て
い
る
負
の
感
情
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ

て
い
く
の
だ

 
そ
こ
で
さ

き

み

し
た
獣
の
心

が
共
鳴
し

内

か
ら

ん
で
い
る

 
だ
が

そ
う
し
な
い
と
キ
リ
ト
は
対
抗
出
来
な
い

 
あ
る
意
味
で

八
方

が
り
だ

た

 

そ
れ
を
示
す
よ
う
に

二
刀
が
弾
か
れ

後
退
し
た

も
う

め
ろ

お
ま
え
じ

お
れ
に
は
勝
て
な
い
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獣
は
追
わ
ず

い
だ

で
そ
う
語
り
掛
け
る

表
情
は
無

だ
が
そ
の
眼
に
は

と
同
情

負
で
は
あ
る
が

攻
撃
的
な
も
の
は

ま
れ
て
い
な
か

た

さ

き
の
斬
り
合
い
で
一
気
に

食
が
進
ん
だ

内

か
ら
負
に
冒
さ
れ

に

身
創

の

お
ま
え
は

も
う
武
器
を
振
る
事
も
ま
ま
な
ら
な
い

だ

 

と
気
付
く

 
大
き
な
も
の
こ
そ
未
だ
無
い
が

か
な
傷
を
キ
リ
ト
は
そ
こ
か
し
こ
に
負

て
い
た

対
す

る

獣

は

ど
無
い

能
力
の
差

内

か
ら

ま
れ
る
苦
し
み
が
そ
の
差
を
生
ん
で
い
た

こ
と
わ
る

 
だ
が
キ
リ
ト
は

絶
の

葉
を
返
す

行
動
で
も

す
よ
う
に

離
を

め
斬
り
掛
か

た

そ
う
か

 

く
応
じ
た
獣
は
ア

サ
リ
と
二
刀
の
攻
撃
を
弾
き

ま
で
深
く
⻑
剣
を
キ

リ
ト
の

に
突
き
立
て
た

 

か
れ
背
中
か
ら
生
え
た
白
黒
の
刃
は

く

れ
て
い
た

刀
身
か
ら
背
中
か
ら

か

ら
紅
い

体
が
流
れ
出
て

の

上
を

す
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う

と

を

さ
え
る
者
が

出
す
る

 
そ
ん
な

と

か
が
声
を

ら
し
た

 

だ
ろ

と
絶
望
す
る
声
が

こ
え
た

こ
れ
で

終
わ
り

い
い
や

ま
だ
だ

  

を

か
れ
た
キ
リ
ト
は

獣
の

葉
に

せ
る
よ
う
に

い
切
り

き
付
い
た

  

突
な
展
開
に
全

が

り
付
く

一
体

を
し
て
い
る
の
か
と

そ
う

惑
し
た

な

を

 

然
獣
も

惑
し
て
い
る

き
付
い
て
来
る
事
で

を

く
⻑
刀
は
更
に
深

と

さ

り

て
い
る
の
に

構
う
事
無
く
キ
リ
ト
は

を

獣

の
背
中
に
回
し
て
い
る
の
だ

こ
れ
な
ら

外
さ
な
い
だ
ろ

 

の

か
ら
血
を
零
し
な
が
ら

に

と
不

に

む
キ
リ
ト

惑
す
る

獣

 

ん

ん

と

が
す
る
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風
を
切
る

い

そ
れ
が
二
つ
重
な

て

に
大
き
く
な

て
い
く

キ
リ
ト
達
に
近

付
い
て
い
る
証
だ

そ
の

に
気
付
い
た
の
か

獣

も

線
を
上
空
に
上

る

 

上
か
ら

黒
と

の
剣
が
回
転
し
な
が
ら

て
い
た

 

獣

が
ビ
ル
を

と
そ
う
と
し
た
時
に
投

た

キ
リ
ト
の
二
刀
だ

な

あ
れ
は

 
ま
さ
か
こ
れ
を

て

策
は

重
に
も
練
る
も
の
だ

 

る
二
刀
は

キ
リ
ト
の

作
を

け
て
い
る
の
か

に
二
人
に
近
付
く

 
獣
は

と
か
離
れ
よ
う
と
も
が
く
が
体
力
的
に
限
界
で
も

命
傷
を
負

て
い
な
い
か

ら
か

キ
リ
ト
は
決
し
て
離
そ
う
と
し
な
い

自
分
に

た
る

道
だ
と
し
て
も
お
構
い
な
し

獣

の
⻑
剣
も
今
は
キ
リ
ト
に

さ

て
い
て

き
付
か
れ
て
い
る
せ
い
で
使
え
な
い

武

器
を
出
せ
て
も

手
を
使
え
な
い

だ
が

ま
だ
や
り
よ
う
が

ガギ
 

手
が
使
え
な
い
な
ら
と

か
を
呼
び
出
そ
う
と
し
た
獣
だ

た
が
そ
れ
を

知
し
た
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キ
リ
ト
が

に

み
付
い
た
事
で

さ
れ
失

に
終
わ
る

血
が

き
出
る
程
の
強
さ
で

み
付
い
た
よ
う
で

さ
し
も
の

獣

も

に

い
で
い
る

 

そ
し
て

二
刀
が

獣

を

い
た

 
声
に
な
ら
な
い
悲
鳴
が
上
が
る

 
だ
が
キ
リ
ト
は

か
れ
て
い
な
か

た

剣
が

る
直
前

獣
を

し
て
離
れ
た
か
ら
だ

そ
れ
を
理
解
し
た
の
か

に
安

の

息
が

と

こ
え
た

こ
れ
で

終
わ
ら
せ
る

 
二
刀
を

手
に
呼
び

し
た
キ
リ
ト
は
構
え
を
取

た

身
を
前
に
切

先
を
上
に

身
を
後
ろ
に

切

先
を
下
に

二
つ
の
剣
身
が
蒼
光
を

ら
せ
る

 

二
刀
流

上

剣
技

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

十
六

撃

め
る
な

 
対
す
る

獣

は
傷

か
ら
光
の

子
を
上

血
色
に

ま
り
な
が
ら
も

勢
を
整
え
た

合
体
⻑
剣
を

手
で
持
ち
眼
前
に
突
き
出
す

す
る
と

を
十
六
の
闇
の

が
立
ち
上

た
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ア
レ
は

個
人
戦

の
ホ
ロ
ウ
が
使

た
技
だ

合
体
剣
に
な

た
時
に
の
み
出
せ
る

技
だ
と
キ
リ
ト
か
ら
も

い
た
事
が
あ
る

他
の
武
器
が
使
え
な
く
な
る
代
わ
り
に

手
の

力
を
無

し
た
高

の
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
ス
キ
ル
が
使
え
る
と

そ
れ
を
使
う
と
な
れ
ば

力
も
高
く
な
る
だ
ろ
う

 
こ
の
衝
突
が
最
後
に
な
る
の
だ

そ
う
悟

た

負
け
る
か

 
異

同

在
り
方
が
違
う
二
人
は

し
か
し
全
く
同
じ

葉
を

に
し
て

衝
突
し
た

 
キ
リ
ト
は
二
刀
を

手
に
持
ち

高
速
で
振
る
う

獣

は
闇
を

び
た
⻑
剣
を
片
手
に

え
撃
つ

し
い
衝
突
に

に

が
入
り
衝
撃
波
が
放

状
に
放
た
れ

き
上
が
る
砂

や

が
吹
き

ん
で
い
く

 
七
撃

抗

 
八
撃

二
刀
が

れ
る

 
九
撃

立
て
直
し

抗

 
十

十
一

十
二

数
を
経
る

に

し
さ
を
増
す
剣

二
刀
の

い
光
に
蒼
は
無
く

⻩
金
を

す
る
程
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対
す
る

獣

の
⻑
剣
も
同
じ

黒
の
闇
に
紅
が

じ
り

よ
り
禍

し
さ
を
増
し
て
い
く

 

果
て
な
き
闘
争

 
一
進
一
退
極
ま
る

戦

戦
と
い
う
の
も
足
り
な
い

な

ぎ
合
い
は
最
後
の
一
撃
ま

で
決

が

か
ず

も
つ
れ

ん
だ

 

の
剣
を
引
く
キ
リ
ト

 

合
わ
せ
の
よ
う
に

獣

も
ま
た

剣
を
引
く

 
そ
し
て

一

後

衝
突

 

突
と

突

く
と
が

た
剣

同
士
の
衝
突
が
実
現
し

ぎ
合
い
が
再
び
生
じ
る

空

気
の
層
が

か
れ

風
が

の

上
よ
り
放
た
れ
た

蒼
金
の
光
紅
黒
の
闇
の

流
が
と

め
ど
な
く
放
出
さ
れ
る

 

は
た
し
て

経

た
の
か

 
一

か
そ
れ
以
下
な
の
か
十

か
あ
ま
り
に
一

一

が

密
な
戦
い
に
引
き

ま
れ

て
い
る
せ
い
で
時
間
感
覚
は
無
い
に

し
い

 
し
か
し

確
か
に
時
は
過
ぎ
た

 

決

が

く
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ガ
ギ

と

高
い

と
共
に

剣
が
弾
か
れ
る

風
を
切
り
な
が
ら

ち
る
も
の
は

⻑
剣

の
剣
は

獣

の

を

い
て
い
た

 

き
り

と

い
た

が

く

 
傷

を
中
心
に

獣

の
体
か
ら
光
の

子
が

れ
出
し
た

ま
さ
か

負
け
る
と
は
思
わ
な
か

た

 

み
は
無
い
の
か

我

し
て
い
る
の
か

平
然
と
し
て

獣

が

を
開
く

こ
れ
が

人
と
の
つ
な
が
り
で
出
せ
る
力
か

恐
れ
入

た

 
そ
う

て

獣

は

ん
だ

強
い
ん
だ
な

お
ま
え
は

み
ん
な
が

る
か
ら
強
く
在
れ
る

一
人
だ
け
じ

ど
こ
か
で

れ
て
た

そ
う
か

な
ら
こ
れ
は

だ

お
れ
を

し
た
と

て
も
同
じ

が
現
れ
な

い

じ

な
い

信
じ
る
人
間
は
よ
く
見
極
め
る
ん
だ
な

 

を
最
後
に

獣

は

子
へ
と

し

消
え
て
い

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

獣

が
理
知
的
な
の
は

シ
ロ
を
取
り

ん
だ
か
ら
で
す

魔
人
ブ
ウ
的
な

 

話
し

掛
け
て

と
絶
望
的
な
事
を

て
る
の
は
心
を

て
取
り

み
や
す
く
す
る
た
め

負
の

感
情
の
権
化
で
あ
る
獣
は
負
を
取
り

み
や
す
い
た
め
負
を

か
せ
る
事
に
よ

て
取

り

む
ん
で
す
ね

 
前

キ
リ
ト

点
で
は

獣
／

が
ど
れ
だ
け
強
い
か
の

写
を
し
た
つ
も
り
 

か
ら

で
鍛
え
ら
れ
て
る
想
像
力
を
問

無

で
一
撃
で
破
壊
す
る
地
力
現
状
の

キ
リ
ト
最
大
戦
力
が

体
の

未

と
い
う
状

シ
ロ
す
ら

れ
た
と
い
う
事
実
が

獣

の
客
観
的
強
さ
に
な
れ
ば
な

て

 
シ
ロ
と
獣
の
力
は

だ

た
生
存
本
能
は
生
物
に
と

て
最
大

だ
か
ら
が

キ
リ
ト
に
対
す
る
悪
意

ケ
イ
タ
や

郷

が

で
返
す
に
悪
感
情
を

か
せ
る
事
に
な
り

結
果
的
に
そ
の
感
情
が
獣
へ
と

そ
の
た
め
シ
ロ
が
抑
え
ら
れ
な
く
な
り

が
破
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ら
れ

取
り

ま
れ

シ
ロ
が
持

て
い
た
分

ど

を
一
気
に
取
り

ん
だ

そ
の

た
め

の
リ

ス

有

が
あ
ん
な
感
じ
に

太
陽
は
そ
の
対

  
戦
闘

写
で
は
ビ
ル
斬
り
ビ
ル
の

の
上
で
の
斬
り
合
い
は
Ｆ
Ｆ

Ａ
Ｃ
の
ク
ラ
ウ

ド
対
セ
フ

ロ
ス
よ
り

ち
な
み
に
風
の
刃
を

ば
し
で
ズ
バ
ン

と
斬

て
た
そ
の
気
に
な

れ
ば
リ
ア
ル
で
も
出
来
る

た
だ
し
リ

フ

の
魔
法
の
話
を

い
て
使
え
る
よ
う
に
な

た
の

で
経
験
は
ま
だ
無
い

ぶ

つ
け
本
番
は
キ
リ
ト
の

望
ん
で
い
な
い
哀
し
い

十
八
番

 
ビ
ル
投

は

心
の
王
国

の
ラ
ス
ボ
ス
ね

決
し
て
タ
イ
ト
ル
を

て
は
い
け
な
い

よ

 
ビ
ル
の
心

を
持
つ
シ
ロ
を
取
り

ん
だ
か
ら
出
来
た
こ
と

 

せ
り
上

は
心
の
王
国

眠
り
の

生

の
最
終
決
戦
の
場

の
ア
レ
ね
決
し
て

タ
イ
ト
ル
を

略

 
ち
な
み
に

で
も
そ
の
気
に
な
れ
ば
出
来
る

キ
リ
ト
は
そ
れ

を
す
る
だ
け
の

の
リ

ス
が
無
か

た
か
ら
出
来
な
か

た

 
心

世
界
の
も
の
を
取
り
出
し

そ
れ
で
攻
撃
す
る
の
は

エ
ミ

・
オ
ル
タ

の
宝

か

ら
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た

自
身
の

有
結
界
心

を
切
り
取
り
弾
へ
と
換
え

に
打
ち

む
事
で
必
死
確
定
の
攻
撃
に
す
る
あ
る
意
味
の
自
滅
技

使
う

に
己
を

る

本
作
で
は
そ
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の
デ
メ
リ

ト
が
無
い
で
す

 

こ
れ
ま
で
三
回
出
て
来
た
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
／
キ
リ
ト
の
心

世
界

実
は
全
て
違

う
人
格
の
も
の
で
し
た

 
キ
リ
ト

白
の

い
た
大
地

黒
い
雲

黒
い
雪

 
シ
ロ

黒
い
雲

雨

様
の

天
楼

 

獣

黒
い
太
陽

大
地
を

す
血

大
地
を

め

く
す

骨
の

 
徴
税
部
隊
の
後
に
倒
れ

シ
ロ
と
フ

ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
を
果
た
し
た
世
界

あ
の
心

は
シ
ロ
の
も
の

現
代
風

天
楼
に
し
た
の
は
シ
ロ
が
生
じ
た
キ

カ
ケ
が
コ
ア
テ
ク
ノ
ロ

ジ

を

め

ま
れ
た
時
だ
か
ら

 
キ
リ
ト
の
世
界

人
が
お
ら
ず
大
地
は
死
に
天
も
黒
い
雲
に

め

く
さ
れ
黒
い
雪
が

る
光

は

滅
ん
だ
世
界

と

え
る

気
に
心
が
死
ん
で
る
と
い
う

写

 

獣

の
世
界

人
を
怨
み

世
界
を
憎
み

復
讐
す
る
事
を

え
て
お
り

止
ま
る
の
は
前

話
で
ユ
ウ
キ
が

え
て
い
た
生
き
と
し
生
き
る
者
全
て
を
殺
し
た
時
な
の
で

骨
と
血

が
た
ん
ま
り

黒
い
太
陽
は

絶
望

を
中
心
と
し
た
負
を

し
て
お
り
ま
す

 
キ
リ
ト
と

獣

の
心

は

生
存
本
能

の
シ
ロ
が
欠
い
て
い
る
た
め
に
生
命
が
無
い
世
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界
に
な

て
る

シ
ロ
だ
け
現
代
風
の

物

生
活
感
が
あ
る
の
は
そ
う
い
う
事
で
す

み
の

雨
と
も

い
ま
す
い
し
ね

黒
い
モ
ン
ス
タ

白
目

 
伝
わ

て
く
れ
た
ら

し
い
な

解
説
し
な
い
と
分
か
り
に
く
い
自
覚
は
あ
る

  
キ
リ
ト
自
身
が
生
き
る
事
を
望
み
目
指
し
て
い
る
の
に

復
讐
を
認
め
て
い
る
と
い
う
事
実

こ
れ
は
矛
盾
で
は
無
く
本
人
が
語

て
い
る
よ
う
に
キ
リ
ト
に
と

て
復
讐

殺
す
で
は

な
い
か
ら

極
論
見
下
し
返
し
て
苦
し
み
悔
し
が

て
い
る

を
見
て

悦
す
る
事
を
復
讐

と
し
て
い
る
の
で
す

悦
部

 

の
性
格
的
に

悦
す
る
方
で
は
無
い
の
で
憎
し
み
や
復
讐
心
も
力
を
付
け
る
た
め
の

理
由
と
し
て

え
ら
れ
て
い
ま
す

こ
れ
を
心
理
学
で
は

華
と

い
ま
す

会
的
に

認
め
ら
れ

い
欲
求
を

認
め
ら
れ
や
す
い
生

性
の
あ
る
行

の
動
機
や
力
に
す
る
事
で
す

勝
負
で
負
け
た
苛
立
ち
を

の
勝
負
で
勝
つ
べ
く
練

に
打
ち

む
意
欲
に
変
換
す
る
と
か

 
キ
リ
ト
の
場
合
は
正
に
こ
の

華

が
行
わ
れ
て
い
ま
す

復
讐
を
二
の

に

そ
し
て

力
を
付
け
る
意
欲
を
出
す

の
手

に
す
る
の
も
本
人
に
と

て

せ
は

に
あ
る
か
ら

 

逆
説
的
に

も
か
も
喪
わ
れ
た
ら
復
讐
を
二
の

に
す
る
理
由
が
喪
わ
れ
憎
悪
に
正
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直
に
な
り
ま
す

 
キ
リ
ト
が

力
を
求
め
る
理
由

そ
れ
は

を
見
返
す
事
だ
け
で
な
く

見
返
す
事
で
自

身
を

し
な
く
な
る

一
緒
に

る
人
が
苦
し
ま
な
く
な
る

と
一
緒
に

ら
れ
る
と
い
う

事
な
の
で

そ
の
目
的
の

に

復
讐
を
手

に
す
る
と

た

 
キ
リ
ト
自
身
復
讐
は
認
め
て
い
る
し
自
分
の
中
に
あ

た
不

が

み
重
な

た
憎
し

み
キ
バ
オ
ウ
達
な
ど
に
向
け
た
殺
意
を
自
覚
し
て
い
る
の
で
復
讐
の
泥
を

み

せ
ま
し
た

 
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば

念
上
と

え
ど
復
讐
心
は
強
ま
り

し
そ
う
な
も
の
で
す
が

エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

こ
れ
ま
で
の
行
い
と
人
と
の
繋
が
り
が
そ
れ
を

し

め
る

だ
か
ら
ど
れ
だ
け

み

ん
で
も
憎
悪
を

い
て
も
み
ん
な
と
の
つ
な
が
り
が
あ

る
限
り
絶
対
に
闇
堕
ち
し
な
い

 

前
話
で

ア
ス
ナ
の

葉
で
分
か

た

と
い
う
の
は

人
と
の
つ
な
が
り

 
人
と
の
繋
が
り
が
現
実
で

し
か

た
分
反
動
で

に
大
切
に
す
る
よ
う
に
な

た
ア
ス

ナ
の

葉
が
キ
リ
ト
に
と

て
決
め
手
と
な

た
の
で
す

論
下
地
と
し
て
リ

フ

や
ユ

ウ
キ

シ
ノ
ン
の

白

ク
ラ
イ
ン
の
声

も

し
て
い
ま
す

 
今
ま
で

さ
れ

き

む
の
を

た

に
人
か
ら

離
を

い
た
キ
リ
ト

そ
の
一
線
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を

び
越
え
て
来
た
面

の
想
い
つ
な
が
り
が
キ
リ
ト
に
と

て

よ
り
も
尊
く
欲
す
る

も
の
だ

た
の
で
す

千
冬
に
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
欲
求
も

自
分
を
見
て
欲
し
い
と

い
う
欲
求

人
の

も
り
を
欲
し
て
い
た

 
憎
し
み
よ
り
も

も
り
を
求
め
る
感
情
を

先
す
る

本
作
主
人

は
味
方
が
一
人
で
も
い
る

限
り

闇
堕
ち
を
自
ら

じ

め
る

根

こ
は
良
い
子
な
の
で
す

に
は
容
赦
な
い
け
ど

  

さ

て

プ
ロ

ト
の
中
で
最
速
の
人
格

合
だ
ぞ

 
こ
う
で
も
し
な
い
と
小
話
や
ゲ

ム
に
あ

た
イ
ベ
ン
ト
に
キ
リ
ト
を

ら
れ
な
い
か
ら

ね

仕
方
な
い
ね

 

強
く
な

た
け
ど

他
の

は
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
だ
か
ら
大

だ
よ
ネ

フ
ラ
グ

 
も
し
か
し
た
ら
前

話

前
話
の
話
を
整
理
し
て
合
体
さ
せ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
で
す

の
投
稿
時
に
変
え
る
つ
も
り
な
の
で
来

の
月

で
す
か
ね

速
く
て

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

ち
な
み
に

に

み
付
い
た
キ
リ
ト
は

に
べ

と
り
と
返
り
血
を

び
て
い
ま
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す  

そ
れ
と
現
実

と
思
し
き

点
で
は

が

写
さ
れ
た
か
分
か

た
で
し

う
か

  
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
に
入
れ
な
い
と
は

た
が

外

の

写
な
ら
し
て
も
い
い
よ
ね

に

士
が
出
て
る
し

 

え
て
個
人
名
出
さ
な
か

た
の
は

し
て
欲
し
い

取
り

え
ず
表
と
裏
で
名
前
が
二
つ

あ
る

こ
の
時
点
で
専

機
持
ち

か
ら
女
性

裏

の
仕
事
を
し
て
い
る

姉
妹

は
良
く
な
い

人
が

点
で
し
た

え

 

別
エ
リ
ア
の
方
だ

た
ら
外
か
ら

像
付
き
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
出
来
る
ん
や
で
と
い
う

写
 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
二
十
九
章
 

呉
越
同
舟

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
一

間
ぶ
り
の
投
稿

国
家

験
が
来

日

に

て
る
か
ら
ね
仕
方
な
い
ネ

 
オ

レ
は
一
体

を
や

て
い
る
の
か

ス
ト
レ
ス
発

で
す

真

 
今
話
は
オ

ル
ユ
ウ
キ
編

や

実
力
者

主
人

気

点
は
書
き
や
す
い
な

子
の
姉
の
存
在
感
は
全
く
な
い

様

 
文

数
は
約
一
万
三
千

 
ち

と
ア
レ
な
話
も
あ
り
ま
す
が
な
が

い
目
で
な
ま
あ
た
た
か

く
見
守

て

け

れ
ば

い
で
す

お
気
に
入
り

少
も
覚
悟
の
上

 
で
は
ど
う
ぞ
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ホ
ロ
グ
ラ
ム
が
暗
転
す
る

 
世
界
を
認
識
す
る
彼
の
意
識
が

ん
だ
か
ら

し
出
さ
れ
て
い
た
光

は
現
実
と

色
な
い

程
に
精

な
も
の
だ

た
が

あ
れ
は
あ
く
ま
で
彼
の

が
認
識
し
て
い
る
も
の
を

み
取
り

デ

タ
と
し
て
再
現
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

み
取
る
も
の
の
方
が
見
な
く
な
れ
ば
自
ず
と

像
も

ら
な
く
な
る

 
黒

く
め
の
少
女
ユ
イ
が
コ
ン

ル
の
パ
ネ
ル
を
打

し
始
め
た

程
無
く
追
加
さ
れ
て

い
た
電
子

の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
が
消
失
し

代
わ
る
よ
う
に
少
年
が
現
れ
る

 
蒼
い
光
に

ま
れ
て
現
れ
た
少
年
は
シ
ノ
ン
の
時
と
は
違

て
立

た
状

で
再
出
現
し
た

キ
リ
ト

 
近
付
き
な
が
ら

妖
精
が
呼
び
か
け
る

 

目
し
て
い
た
少
年
は

く
り
と

を
上

た

ち

ち
と

き
を
し
て
黒
い

が
焦
点
を
合
わ
せ

こ
ち
ら
を

て
来
た

け
て

を
見
回
す

 
一
定

離
を
開
け
て
自
身
を

む
人

を
見
回
し
た
彼
は

お
も
む
ろ
に

手
を
持
ち
上

た

掌
に

線
を

と
す
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キ
リ
ト

ど
う
か

し
た

 

に
自
分
が
呼
び
か
け
る
も

や
は
り
応
え
は
無
い

 

明
感
を

か
せ
る

作
に

不
安
を
覚
え
た

憎
悪
に
塗
れ

復
讐
を
望
ん
で
い
た

獣

を

た
彼
の
意
思
は
と
て
も
強
か

た
は
ず
な
の
に

今
は
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
な
い
の
だ

 
ま
る
で
自
分
の
知

て
い
る
彼
は

な
く
な

た
か
の
よ
う
な

そ
ん
な

な

想
が
浮

か
ぶ

 
獣
が
彼
を
取
り

ん
だ
後
に
取
る
つ
も
り
だ

た

動
か
ら

す
る
に
今
の
彼
は
恐
ら

く
三
つ
の
人
格
が
全
て

合
さ
れ
た
状

に
あ
り
そ
の

を

す
の
は
彼
な
の
だ
と
推

し
て

い
る

戦
い
を
制
し
た
の
は
彼
だ

獣

の

動
か
ら

戦
い
を
生
き
残

た
者
が
根
幹
を

す
と

え
ら
れ
る
か
ら
こ
の
推

は
あ
な
が
ち
外
れ
て
は
い
な
い
と
思
う

だ
か
ら
こ
そ

に
不
安
が
芽
生
え

ま
ら
な
い

お

お
い

キ
リ
ト

 
大

か

 

の
事

分
か
る
か

 
感
情
の

み
取
れ
な
い
表
情
で

ど
こ
と
な
く
不
思
議
そ
う
に

手
を
見

め
て
い
た
彼

は
声
を
掛
け
た
ク
ラ
イ
ン
へ
と

を
向
け
る

じ
て
い
る
心
境
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で
い
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る
⻘
年
を
見
て

そ
れ
で
も
少
年
の
表
情
は
動
か
な
い

お
い

お
い
キ
リ
ト
頼
む
か
ら

か

て
く
れ
よ

て
た
ら
こ
う

心
配

が
止
ま
ら
ね

だ
ろ

 
ホ
レ

の
名
前
を

て
み
ろ

て

な

な

 
表
情
を
歪
め

を
下

ば

き
そ
う
な
悲

な

で

生
武
者
風
の
⻘
年
が

う

彼
の

間
の
男
達
も
心

で
表
情
が
歪
ん
で
い
た

 

少
年
は

そ
ん
な
彼
ら
に

を
返
し
た

 
無

の
ま
ま
向
き
直

た
方
向
は
こ
の
部

一
の
出
入
り

そ
ち
ら
に

た
面

が

線
の
直
線
状
か
ら
ず
ざ

と

を
立
て
て
退
く

で
出
来
た
花
道
へ
と
彼
は
歩
を
進
め
た

今
の

は

キ
リ
ト
じ

な
い

あ
ん
た
た
ち
の

う

キ
リ
ト

は
眠

て
る

 
そ
し
て

と

う
よ
う
に

し
か
し
抑

の
な
い
声

で

と
彼
は
語
り
始
め
た

な

え

は

 

突
に
明
か
さ
れ
た
事
実
に
ク
ラ
イ
ン
が
絶

す
る

二
の

を

ら
れ
ず

切
れ

切

れ
に

が
紡
が
れ
る
ば
か
り

分
裂
し
た
人
格
の

合

と
一

に

う
け
ど
実

そ
う
安
直
な
過
程
じ

な
い

シ

ロ
が
断
絶
し
て
い
た
情
報

獣

が
保
有
し
て
い
た
負
の
想
念
と

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

時
代
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の
記

そ
れ
ら
を
キ
リ
ト
と
い
う
人
格
が
一
気
に

け
る

多
大
な
ス
ト
レ
ス
過

な

負

一
つ
だ

た
人
格
で
す
ら

け
止
め
き
れ
な
か

た
か
ら
分
裂
し
た
の
に
分
裂
し

た
人
格
が
そ
れ
ら
を
全
て
負
う

だ
か
ら

眠
し
て
る

じ

あ

今
の
あ
な
た
は

一
体
な
に

い
え

な
ん
で
す
か

 
コ
ン

ル
か
ら
離
れ
た
ユ
イ
が

え
る
声

で
問
う

そ
こ
で
彼
は
歩
を
止
め
た

う
な
れ
ば

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
エ
コ

残
像
で
あ
り

残
滓

 
そ
こ
ま
で

て

い
や

と

越
し
に
振
り
返
り
な
が
ら

葉
を

け

亡
霊

と

そ
う

た
方
が
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
な

 
金
髪
緑

の
妖
精
に

線
を
定
め

そ
う

い

目
で

ん
だ

 

目
を
集
め
る
彼
女
は
や
や
険
し
い
面
持
ち
を
し
て
い
た

怒
り
で
は
な
く
そ
れ
が
哀
し
み

だ
と
分
か
る

る

無
さ

悔
し
さ

己
の
無
力
感
を

て
い
る
と

わ
ん
ば
か
り
の

気
だリ

フ

君
に
は
彼
が

て
い
る
意
味
が
分
か
る
の
か
い

 
そ
ん
な
彼
女
に

デ

ア
ベ
ル
が
問
い
掛
け
る

あ
の
子
に
は
二
面
性
が
あ

た

オ
リ
ム
ラ
と
し
て
の
意
識
で
あ
る
黒
の
剣
士
と
ビ
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タ

と
い
う
立
場
と

自
分
の
義
弟
と
し
て
の
名
で
作

た

キ
リ
ト

と
し
て
の
意
識
が

前
者
は
未
来
を

め
後
者
は
未
来
を
求
め
て
い
た

あ
た
し
の
説
教
あ
た
し
達
の
想
い
や
繋

が
り
が
あ

て

最
終
的
に
あ
の
子
は
未
来
を
生
き
る

を
取
り

キ
リ
ト

と
し
て
の
意

識
を
取

た

 

と
事
実
を
列

す
る
リ

フ

そ
の
内
容
を

い
て
い
く
に
つ
れ

と
彼
女
が

わ
ん
と
す
る
事
が
分
か

て
来
た

じ

あ
も
し
か
し
て

今
の
彼
は

あ
た
し
が

定
し
た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
の
キ
リ
ト
で
し

う

三
つ
に
分

裂
し
た
人
格
の
一
つ
で
あ
る
あ
の
子
は
立
場
と
意
識
を
明
確
に

別
し
よ
う
と
し
た

に
気
付

か
な
い
内
に
二
重
人
格
の
よ
う
に
な

て
し
ま

て
い
た
の
か
と

あ
る
い
は
残

と

た
よ
う
に
あ
た
し
の
説
教
で
切
り
捨
て
た
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
生
き
方
の
思
念
の

残
滓
か

 
や

り

と

得
を

く

 

数
日
前

理

に
て

発
し
た
姉
弟

 
あ
の
時
キ
リ
ト
は
分
水
嶺
に
立
た
さ
れ
て
い
た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
生
き
る
事
を
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決
め

ク
リ
ア
と
共
に
亡
霊
に
し
よ
う
と

え
て
い
た
彼
は

黒
の
剣
士

と

ビ

タ

ど
ち
ら
も
意
識
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
だ

た

そ
の
生
き
方
を
し
て
い
た

だ
か
ら
こ
そ
ト

ラ
ウ
マ
で
あ
る
肉
親
を
手
に
掛
け
た
事
で

よ
り
自
責
の
念
を
強
め
て
い
た

 
そ
こ
に

た
を
掛
け
た
の
が
リ

フ

今
は
自
分
の
義
弟
だ

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

と

い
う
名
と
共
に
新
生
し
た
人
間
な
の
だ
と

い
こ
れ
ま
で
の
自
己

的
な
生
き
方
と
思
想
を

定
し
た

 

念
的
な
事
で
は
あ
る
が

リ

フ

は

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

を

定
し

殺
し

キ
リ

ガ

カ
ズ
ト

を
活
か
し
た
事
に
な
る

 

ど
ち
ら
の
意
識
も

し
く
一
人
の
人
間
の
も
の
で
あ
り

ど
ち
ら
も
彼
自
身

 
し
か
し
立
場
が
違
う

演

で

う
な
ら
一
人
二

同
じ
人
が
演
じ
る

だ
が
ど
ち
ら
の

キ

ラ
ク
タ

に
も

応
の
バ

ク
ボ

ン
が
存
在
し
そ
れ
に

ず
る
人
間
性
が
構

さ
れ
て

い
る

 

人
格
が
分
離
し
た
の
も
感
情
を
切

掛
け
に
し
た
彼
の
事

分
裂
人
格
の
彼
が
更

に
分
裂
し
た
り
多
重
人
格
に
な

て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い

そ
れ
く
ら
い
の

境

に
は
あ

た

実
に
非

学
的
で
あ
る
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証

は
な
い
し
彼
の

葉
く
ら
い
し
か
信
じ
る
も
の
は
な
い

だ
が
こ
ん
な
タ
チ
の
悪

い

を

う

ど
彼
は
性
悪
で
は
無
い

仮

合
人
格
に
な
り
シ
ロ
や
獣
の
特
性
を

引
き
継
い
で
い
よ
う
と
も
だ

だ
か
ら
今
目
の
前
に
少
年
が
リ

フ

が
切
り
捨
て
キ

リ
ト
自
身
も

え
を

め

定
し
始
め
た

自
己

思
想
の
キ
リ
ト

で
あ
る
と

わ
れ
て

得
を

け
た

 

ま
さ
か

学
技
術
の
結
集
た
る
こ
の
仮
想
世
界
で
こ
ん
な
オ
カ
ル
ト

み
た
事

に

出
く
わ
し

を
悩
ま
せ
る
事
に
な
る
と
は
思
わ
な
か

た
が

数
年
前
の
自
分
に

た

と
こ
ろ
で
絶
対
信
じ
て
も
ら
え
な
い
自
信
が
あ
る

恋
を
し
た
と

て
も
き

と
同
じ
だ
ろ

う
ど
う
い
う
存
在
な
の
か
は

分
か

た
け
ど

君
は

を
す
る
つ
も
り
な
の

 
ま
じ
か
あ
の
説
明
で
分
か
る
の
か
と

そ

そ
と
話
す
彼
に
反
感
を

い
て
い
た
男

中

の
声
を
無

し

少
年
に
問
い
掛
け
る

 
黒
い

が
向
け
ら
れ
た

 
一

前
の
少
年
を
思
わ
せ
る
眼

黒
の
剣
士

ビ

タ

そ
う
名

り

仮
面
を

て
い
た

の
少
年
を
想

さ
せ
ら
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れ
本

に
そ
う
な
ん
だ
な

と
思

た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
自
己

的
な

未
来
を

め
た
彼
な
の
だ
と

本

な
ら
人
格

合
の

理
過
程
で
さ
く

と
消
え
る
つ
も
り
だ

た

で
も
そ
う
も
い
か

な
い
事
情
が
あ
る

事
情

 
そ
れ

て

 
は
て

だ
ろ
う
と

を

る

 
今
の
彼
は

わ
ば
ビ

タ

と
し
て
の
彼
だ

己
の
過
去
の

動
と
覚
悟
を
無
意
味
な
も

の
に
す
る
事
を
自
ら

絶
す
る
以
上
ま
さ
か
復
讐
の

と
も
思
え
な
い

彼
の
実
兄
や
因
縁
の

手
と
の
事
だ
ろ
う
か
と

え

さ

き
ま
で
こ
の
ア
バ
タ

は
一
時
的
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
状

の
よ
う
に
消
失
し
て
い
た
だ
ろ
う

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
を

ら
え
た
の
は

の
武
器
だ

し
か
し
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
れ
ば

備
し
て
い

る
武

は
消
え
る

だ
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
を

束
し
て
い
た
槍
も
多
分
消
え
て
い
る

つ
ま
り

今

一
番
危
険
だ
ろ
う

が

放
し
に
な

て
る
可
能
性
が
高
い

 

思

に
空
白
が
生
じ

数

れ
て
意
味
を
理
解
す
る

 
デ
ス
ゲ

ム
に
な

て
以

も
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
な
い
か
ら

然
正
式
サ

ビ
ス
に
初
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め
て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
事
に
な

た
自
分
も
プ
レ
イ

が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
時
の

状

に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
な
い

プ
レ
イ

が
死
亡
し
た
時
武
器
は

に

ち
る
が

は

ち
な
い
く
ら
い
だ

 
し
か
し
彼
は

密
に

え
ば
キ
リ
ト
違
い
と
は

え

ベ

タ
テ
ス
ト
時
代
の
記

が
あ
り

経
験
が
あ
り

然
プ
レ
イ

の
ロ
グ
ア
ウ
ト
も

見
て
来
て
い
る

 
そ
の
彼
が

う
の
だ

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
プ
レ
イ

の
武
器
や

は
仮

身
に

て

お
ら
ず
ド
ロ

プ
で
は
な
い
形
で
地
に

ち
て
い
て
も
消
え
る
の
だ
ろ
う

実

そ
う
じ

な

い
と

有
者
権
限
の
意
味
が
な
い
か
ら
そ
れ
は
正
し
い

 

そ
し
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

不
死
属
性

を
己
に
付
与
し
て
い
る

 

故
か
彼
の
攻
撃
は
そ
れ
を

す
る
し

権
限
に
よ
る
麻

属
性
付
与
も

果
を
示
さ

な
い
が
そ
れ
を

し
て
槍
で

き
身
動
き
を
取
れ
な
く
し
て
い
た

だ
が
さ

き
彼
の
ア
バ

タ

が
格

さ
れ
た
影

で
槍
は
消
失
し
身
動
き
が
取
れ
る
よ
う
に
な

た

見

り
を
し

て
い
る
ヴ

ベ
ル
が

出
来
る
か
は
知
ら
な
い
が

恐
ら
く
出
来
な
い

ツ
の
性
格
上

自
身
を
下
し
た

手
に
報
復
を

え
る
だ
ろ
う

な
ま
じ

権
限
と
い
う

も
の
が
あ
る
以
上

を
し
で
か
す
か
は
未
知
数

そ
れ
を

む
た
め
に

は
今

こ
う
し
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て
表
に
出
て
き
て
い
る

 
そ
ん
な

ツ
を

放
し
に
す
る

に
も
い
か
な
い
か
ら
彼
が
表
に
出
て
来
た

こ
こ
で
眠

り
こ
け
て

き
放

さ
せ
て
し
ま

て
は
せ

か
く
の
努
力
が
本

に
水
の

に
な

て
し
ま
う

か
ら

 

本

に

 
本

に

彼

と
い
う
人
間
は

ど
こ
ま
で
お
人

し
な
性
分
な
の
だ
ろ
う
か

ま

は

キ
リ
ト

が
目
覚
め
る
ま
で
の
代

に
過
ぎ
な
い

時
が
来
れ
ば
自
ず
と

消
え
る

だ
か
ら
安
心
し
て
く
れ
て
い
い

 
向
き
直
り
片

を
釣
り
上

て

う
少
年

そ
の

作
は
本

に
ず

と
見
て
来
た
強
気
な

彼
そ
の
も
の
で

だ
か
ら
こ
そ

に

を
覚
え
る

そ
ん
な

そ
ん
な

い
方

し
な
く
て
い
い
で
し

 

気
付
け
ば
そ
う

て
い
た

き

と
苦
し
い

の

み
を

え
な
が
ら
少
年
に

近
付
く

 
少
年
は

み
な
が
ら

子

を

た

あ
あ

そ
の

振
り
は

本

に
彼
ら
し
い

最
近
の
よ
う
な
想
い
を
伝
え
て
か
ら
の
彼
が
見
せ
る
小
さ
な
気

い
が

ん
の
少
し
の
違
い



 第百二十九章 〜呉越同舟〜

を
感
じ
取

て
く
れ
る

性
が

彼
に
は
無
い

そ
れ
が
よ
り
過
去
の
彼
を
強

す
る

 
た

た
数
日

 
け
れ
ど
そ
の
数
日
で
彼
は
本

に
変
わ

て
い
た
の
だ

小
さ
な
一
歩

で
も
そ
れ
は
実

は
大
き
な
前
進
に
ま
で
な

て
い
た

君
も

君

も

今
ま
で
一
緒
に
戦

て
来
た

間
な
ん
だ
よ

だ
が

み
ん
な

は

の
生
き
方
を

定
し
た

定
し
た
か
ら
こ
そ

と

キ
リ
ト

と
で
別
れ
て
い
る

 
怒
り
す
ら
浮
か
べ
ず

た
だ

と

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
突
き
付
け
て
来
る
事
実

 
お
前
達
が

定
し
た
モ
ノ
こ
そ
が
自
分
で
あ
る
と

今
更

け
容
れ
ら
れ
る
事
は
許
さ
れ
な
い

と 
今
の
彼
に
想
い
人
だ
か
ら
と
い
う
理
由
は

し
な
い

彼
が
生
き
る
事
を
願
い
行
動

し
た

に
生
じ
た
モ
ノ
が
目
の
前
に
い
る
彼
な
の
だ

そ
の
理
由
す
ら
も
彼
を

絶
す

る
も
の
に
な

て
し
ま

て
い
る

あ
あ

で
も

違
い
は
し
な
い
で
欲
し
い
な
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そ
う

悲

を
覚
え
て
い
る
と

た
よ
う
な

み
を
浮
か
べ
て
彼
は

た

り
間
違

て
も

違
い
し
な
い
で
く
れ

生
き
る
事

を
願
わ
れ
た
事
は

し
か

た
ん

だ 
そ
の

定
が

し
か

た
の
だ
と

彼
は

う

今
ま
で
の
行
い
を

定
さ
れ
る
よ
う
で

く
は
あ

た
け
ど

で
も
自
己

を

定
し

て
も
ら

た
の
は

し
か

た

今
な
ら
分
か
る

人
格

や

意
識

と
し
て
は
別
だ

け
ど

体

と
し
て
は
生
き
て
い
て
も
い
い

て
わ
か

た
か
ら

そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た

リ

フ

に
は
感

し
か
な
い

 
彼
は

て
い
た

心
の

か
ら

面
の

み
で

快
活
に

け
る
よ
う
に

花
開
く

よ
う
に

死

を
語

て
い
る
の
に

て
い
た

 
本

に
心
の

か
ら

せ
を
感
じ
て
い
る
の
だ
と

そ
う
理
解
さ
せ
ら
れ
る

止
め
ら
れ
な
く
て
も
そ
う
遠
く
な
い
内
に
死
ん
で
た
と
思
う

ボ
ス
か
Ｍ
ｏ
ｂ
か
あ
る

い
は
人
に
殺
さ
れ
て

 

そ
れ
に

べ
た
ら
な
ん
て
こ
と
は
な
い

と
快
活
に

た

人
間
は
一

前
の
自
分
を
殺
し
て
生
き
て
い
る

だ
か
ら
過
去
の
思
想
で
あ
る

は
死
ぬ
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で
も
新
た
な
思
想
を

く

は
生
き
る

も

体
と
し
て
生
き
る

そ
う

に

な
る
だ
け
だ

別
の

が
生
き
る

に

過
去
の

が
在

た
か
ら
こ
そ
今
を
生
き
る
別
の

が
在
る

無

に
な
ら
な
い
ん
だ

そ
う

え
た
ら
自
分
の
生
に
は
意
味
が
あ

た
ん
だ

て
思
え
て

せ
な
ん
だ
よ

は

 
そ
う

め

り

彼
は

を
返
し

歩
い
て
い

た

  
義
姉
が
断
ち
斬

た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
キ
リ
ト
と
い
う
人
格
に

か
さ
れ

葉
を
喪

て
い
た
自
分
達
は
放
心
す
る
の
も

か
に

め
慌
て
て
彼
の
後
を
追

た

追

い
付
く
ま
で
は
歩
い
て
い
た
彼
は

自
分
達
が
追

て
来
た
の
を
見
た

足
を
速
め
る

 
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
で
も
追
い
付
け
な
い
速

同
じ
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
の
ホ
ロ
ウ
達
を
斬
り
ま

く

た

に
レ
ベ
ル
ア

プ
を

も
果
た
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
差
は
あ
る

間

違
い
な
く
風
を
使

て
速

を
ブ

ス
ト
し
て
い
る

 
一
向
に
彼
我
の

離
が

ま
ら
な
い
追
い
か
け

こ
を

け
る
こ
と
数
十

し
て
あ
る
部

に

り

き

彼
は
足
を
止
め
た

つ
ら
れ
て
足
を
止
め
る

 
ぐ
る
り
と
部

の
中
を
見

す

見
覚
え
の
あ
る

華

な

備
の
男
達
が
複
数

種
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様

な
武
器
に

節
を

た
れ

身
動
き
を

じ
ら
れ
て
転
が

て
い
た

 
リ

ダ

で
あ
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
や
は
り

な
い

 
同
様
に
彼
に
同
行
し
て
い
た
と
い
う
ア
ン
ノ
ウ
ン
も
と
い
ヴ

ベ
ル
と
い
う
人
物
の
人
影

も
無
い

自
我

壊
で
倒
れ
た
と
い
う
ス
レ
イ
ブ
の

も
同
じ

 

そ
う
思

て
い
る
と

部

の
中

に
闇
が
立
ち
上
り

を
作

た

 
そ
の
中
か
ら
黒

く
め
の
人
影
が
現
れ
る

自
分
よ
り
も
少
し
身
⻑
が
高
い
フ

ド
付
き
の
黒

コ

ト

記

に
間
違
い
が
な
い
な
ら

ア
ン
ノ
ウ
ン
の

だ

カ

ル
も

バ

も
表
示

さ
れ
な
い
か
ら
十
中
八
九
合

て
い
る

ま
た

て
い
た
の
か

 
突
如
現
れ
た
カ

ル
が
表
示
さ
れ
な
い
存
在
に

心
で
一
同
が

き
立
つ
中
先

に
い

た
少
年
が
問
い
掛
け
る

黒
コ

ト
は
無

で

い
た

そ
う
か

な
ら
今
の

の
事
は

論

テ

タ

ニ
ア

達
を

束
し
て
い
た
武
器
が

消
え
た
の
は

故
か
理
解
し
て
る
ん
だ
な

 

心
を

い
て
い
る
風
な

葉
に

ま
た

き
が
返
さ
れ
る

 

時
も
ど
こ
か
ら
監

し
て
き
て
い
た
の
か
と
思

て
い
た
が
あ
の
闇
の
ド

ム
を
潜

た
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先
に
あ
る
空
間
か
ら
モ
ニ
タ

し
て
い
た
よ
う
だ

だ
か
ら
キ
リ
ト
が
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
気
味
に

な

た
事
を
把
握
し
て
い
る
し

テ

タ

ニ
ア

達
の

束
が
取
れ
た
理
由
も
知

て
い
る

 

権
限
に
は
逆
ら
え
な
い
か
ら
退

し
て
い
た
の
だ
ろ
う

お

お
い

ビ

タ

そ
い
つ

で
カ

ル
が
表
示
さ
れ
な
い
ん
だ

 
あ
ち
ら
の
認
識
を
確
認
し
て
い
る
と

そ
ん
な
疑
問
の
声
が
上
が

た

 
ア
ン
ノ
ウ
ン
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
前
衛
ア
タ

カ

の
⻘
年
は
少
し
険
し
い
面
持
ち
で
キ

リ
ト
を

ん
で
い
る

少
年
は

そ
の
眼
を
真

直
ぐ
見
返
し

た

知
ら
ん

 

的
に

一

 
⻘
年
の

が

く

と
引
き

た

知
ら
ん

て

お
前
な

そ
ん
な

の
分
か
ら
な
い

ツ
と
手
を
組
ん
で
大

な
の
か

ま
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
み
た
い
な

ツ
だ

た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ

少
な
く
と
も

対
行
動
さ
え
取
ら
な
け
れ
ば
ヴ

ベ
ル
も

対
は
し
な
い

あ

ち
に
殺
す
気

が
あ

た
ら
今

全

殺
さ
れ
て
る

リ

フ

と
ユ
イ
ユ
ウ
キ
の
三
人
が
か
り
で
も
ダ
メ

だ

た
し



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

な
 

ら
れ
る
名
前
に
絶

す
る
⻘
年

線
が
自
分
に
向
け
ら
れ

事
の
真
偽
を
問
う
て
き

た

あ
の
時
の

北
感
と
無
力
感
を
思
い
出
し
思
わ
ず

を

め
る

そ
れ
だ
け
で
⻘
年
も
本

な
の
だ
と
理
解
し
た
よ
う
で
目
を

い
た

だ

だ

た
ら

更
危
な
い
だ
ろ

だ

た
ら
な

今
は
一
応
味
方
だ

事
実
リ

フ

と
ア
ス
ナ
を
助
け
出
す
ま
で
の
道
中

一
緒
に
ホ
ロ
ウ
を
倒
し
て
く
れ
た

そ
の
点
か
ら
あ
る
程

信

し
て
も
い
い
と

は
思
う

と
い
う
か

今
は
そ
ん
な
事
を
話
し
て
る
場
合
じ

な
い

そ

そ
ん
な
事

て

 
心
外
だ
と
ば
か
り
に

を

め
る
⻘
年
に

少
年
は
苦

を
浮
か
べ
た

そ
ん
な
事

だ
よ

今

達
が
す
る
べ
き
事
は

だ

そ
れ
は

ア
イ
ツ
を

ま
え
る
事

そ
う
だ

そ
の

に
思

し
動
く
事
が
今
や
れ
る
事

初
対
面
だ
し
実

シ
ス
テ
ム
に

ら
せ
ば
異
常
だ
か
ら
な
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
件
も
あ
る
か
ら

す
る
の
は
分
か
る

で
も

ツ

を

放
し
に
す
れ
ば
す
る

ど
こ
の
世
界
は
よ
り

壊
し
て
い
く
し
ま
た
プ
レ
イ

が

ら
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え
ら
れ
実
験
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う

そ
れ
を

む
た
め
に
は
一

も

く

ら
え
る
必
要
が
あ

る

そ
の

に
も
使
え
る
手

方
法
は
全
て
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

は

に
投

ら
れ
た

ヴ

ベ
ル
を

し
て
身
の
安
全
を
保
証
し
て
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

ら
え
な
い
限
り

は
仮
初
だ

 
ぐ

と
⻘
年
が

ま
る

彼
の

葉
が
反
論
の

地
を
残
し
て
い
な
い
程
に
正

を

た
も

の
だ

た
か
ら
だ
ろ
う

し
て
は
い
た
が
自
覚
し
て
い
な
か

た
事
に
気
付
い
た
の
だ
⻘
年

は

だ
か
ら
だ
か
ら

味
や

肉
も
出
な
い

 
実

彼
が

た
よ
う
に
ア
ン
ノ
ウ
ン

ヴ

ベ
ル
は
不
可
解
で
異
常
な
存
在
だ

カ

ル
が
出
な
い
動
的
存
在
と
い
う
だ
け
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
常
識
を

し
て
い
る

そ
の
上
プ
レ

イ

は

論

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
も
不
可
能
だ
ろ
う
転

に
一
切

無
い
空
間
へ
の

間
転

極
め
つ
け
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
ト

プ
に
食
い

む
片
手
剣
使
い
で
あ
る
自
分
を
他
数
人
が
か
り
で
も
下

す
実
力

し
な
い

が
無
か

た

 
だ
か
ら

も
彼
を
責
め
な
い
し
止
め
な
か

た

⻘
年
の

念
や

は
至
極

然
の
も
の

あ
れ
に
は
自
分
も
反
感
や
苛
立
ち
は
一
切

い
て
い
な
い

だ

て
自
分
も
か
な
り

心
を

い
て
い
る
の
だ
か
ら

思
い
返
せ
ば
力
に
な
る
よ
う
な
場
面
も

か
あ

た
が
彼
を
一
撃
で
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気
絶
さ
せ
た
一
件
は
か
な
り

い
て
い
る

護
し
て
い
る
の
が
襲
わ
れ
た
彼
で
な
か

た
ら
剣

を
交
え
た
事
で
危
険
性
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
自
分
が

念
を
最
初
に

に
し
て
い
た

 

そ
れ
は

極
的
に
は

己
の
身
の
安
全
の
保
証

を
求
め
て
の
行

 

が
ヴ

ベ
ル
だ
け
だ

た
な
ら
あ
る
い
は
⻘
年
の

葉
を
自
分
も

持
し
た
か
も
し
れ

な
い

そ
れ
く
ら
い
ヴ

ベ
ル
に

入
れ
す
る
メ
リ

ト
が
無
か

た
か
ら
だ

最
大

の

勢
を
取

て
も
突
破
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

手
を
内

に
入
れ
る
な
ん
て
リ
ス
ク
が
高
過
ぎ

る 
し
か
し

今
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

放
し
に
な

て
し
ま

て
い
る

権
限
を

い
て

攻

略
組
を

い
ホ
ロ
ウ
を

百
体
と

す
る
と
い
う

序
を
壊
す
勢
い
の
行

を
平
気
で
実

行
し
更
に
は
人
の
記

感
情
を

す
る
と
い
う
悪
魔
の

業
に
手
を
出
す
人
間
性
だ

そ

の
ま
ま
に
し
て
は
絶
対
な
ら
な
い
の
は

い
く
ら
い
よ
く
分
か

て
い
る

者
に
な

た
か

ら
人
一

に

 
彼
は
再
び

た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

ら
え
る

に
ヴ

ベ
ル
の
助
力
が
必
要
だ
と

う

不

死
属
性
を
突
破
出
来
る
か
は
不
明
だ
が
そ
の

び

け
た
能
力
ま
た
異
能
は
自
分
達
の

も
有
し
て
い
な
い
ユ
ニ

ク
な
代
物

確
実
性
を
期
す
な
ら
協
力
し
て
も
ら
う
方
が
良
い
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い
ヴ

ベ
ル
も
協
力
的
な

勢
を
見
せ
て
い
る

ま

そ
う
だ
ね

今
は

よ
り
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

ら
え
る
べ
き
だ
よ

 
そ
う

同
を
示
せ
ば
⻘
年
が
ぎ

と
し
た
目
で
見
て
来
る

気
付
け
ば
結
構
な
人
数
が
同

じ
表
情

違
う
と

え
ば
ア
ス
ナ
や
リ

フ

シ
ノ
ン
と
い

た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
仕
打
ち
を

記

に

み
付
け
て
い
る
人
達

本
気
か
よ

本
気
だ
よ

そ
り

あ
ボ
ク
だ

て
さ
ア
ン
ノ
ウ
ン

も
と
い
ヴ

ベ
ル
の
事
は

く

け
容
れ

い
よ

な
ら
ど
う
し
て

ハ

キ
リ

て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
方
が
危
険
だ
か
ら
だ
ね

は
ど
う
か
知
ら
な
い
け
ど
ボ

ク
は
実

に
感
情
と
記

を

さ
れ
て
キ
リ
ト
に

け
ら
れ
る

前
ま
で
い

た
ア
ル
ベ

リ
ヒ
の

り
人
形
に
さ
れ
か
け
た
ん
だ

 
⻘
年
の
心
境
に
は
と
て
も
共
感
出
来
る
の
で
非
常
に
認
め

く
は
あ
る
の
だ
が
危
険

で

え
ば
確
実
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
ダ
ン
ト
ツ
ト

プ
な
の
だ

人
の
記

を
感
情
を

心
を

す
る
な
ん
て
そ
れ
だ
け

理
に
反
し
た
行
い
な
の
だ

禁
忌
へ
容

に
手
を

ば
す

な
の
だ
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今
思
い
出
す
だ
け
で
も
背

が

と
す
る

 
彼
に
想
い
を

て
い
な
か

た
ら
そ
れ
だ
け
強
い
意
思
が
無
か

た
ら

ボ
ク
は
き

と
魔
の
手
を
振
り
払
え
ず
彼
に
襲
い
掛
か
り
そ
し
て
刃
に
倒
れ
た
だ
ろ
う

彼
の
心
に
決

し
て

え
な
い
傷
を

み
付
け
て

そ
れ
に
引
き
換
え
ヴ

ベ
ル
は
ま
だ
協
力
的
だ
か
ら

味
方
に
な
り
そ
う
な
人
と
ま
る

き

り

の
人

ど

ち
を

す
る
か
と

わ
れ
た
ら

大

後
者
を

す
る
で
し

そ
う
だ
な

 
ヴ

ベ
ル
と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
自
分
達
に
と

て
の
立
場
を
分
か
り
や
す
く

い
表
せ
ば
悩

む
必
要
が
無
い
事
に
⻘
年
も
気
付
い
た
ら
し
か

た

や
や

得
が
い

て
い
な
い

で
は
あ
る

が

少
な
く
と
も
反
論
が
無
く
な

た
だ
け
で
も
良
し
と
す
る

 
少
年
を
見
れ
ば

無

で

が
動
か
さ
れ
た

あ

り

が

と

う

 
一

が

み
か
け
る
が
気
を
引
き

め
る
事
で
制
止
す
る

人
目
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
だ
ら
し
な
い

な
ん
て
キ
リ
ト

じ

な
く
て
も
見
ら
れ
た
く
な
い

ビ

タ

そ
の

突

か
か

て

悪
か

た

 

そ
う

え
て
い
る
と

さ

き
の
⻘
年
が
キ
リ
ト
に
対
し

罪
の

葉
を

に
し
た
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く

ま
た

い
が

を
下

て
ま
で
い
た

だ
よ
そ
の

 

を
上

た
⻘
年
が
不

そ
う
に

う

少
年
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
ば
か
り
に

目
し
⻘
年

を

し
て
い
た

い
や

ま
さ
か

み
の
面
子
以
外
の
人
が

に

る
と
は
思
わ
な
く
て

ど
う
い

う
魂

だ
直
に

て
そ
れ
か
よ

い
な

ボ
ス
戦
で
助
け
て
も
逆
ギ
レ
し
て
き
た
面
子
の
一
人
だ
ぞ

お
ま
え

や

で
も
な
い

 

心
地
悪
そ
う
に

い
と

を

ら
す
⻘
年

同
じ
よ
う
に
ば
つ
の
悪
そ
う
な
表
情
の
者
が

全
体
の

分

ど

め
て
い
る

残
り

分
は
怒
り

分
理
解

分
と
い

た
感
じ
な
の
で

な
面
持
ち
だ

 
リ

フ

と
ユ
イ
に

し
て
は

愛

ん

 
部

が

な

で

ま
れ
た
時

と
こ
ち
ら
を
向
い
て
い
た
キ
リ
ト
が
背
後
を
振
り
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返

た

そ
ち
ら
に
は

を
組
ん
で

を
保
つ
ヴ

ベ
ル
が
い
る

 
彼
の

線
は

そ
の
更
に

反
対

に
あ
る
部

の
出
入
り

に
向
け
ら
れ
て
い
た

プ
レ
イ

反
応

オ
レ
ン
ジ
が
二
人

こ
の
部

に
直
進
し
て
来
ま
す

 
ど
う
し
た
の
か
と
問
お
う
と
し
た
時
制
す
る
様
に
ユ
イ
が
そ
う

た

オ
レ
ン
ジ
が
二

人
と

い
て
迷
わ
ず

の
黒
剣
を

剣
す
る

も
同
じ
様
に

剣

ユ
イ
と
ヴ

ベ
ル
は
黒
と

白
の
片
刃
片
手
剣
を

キ
リ
ト
は

時
も
の
二
刀
を
手
に
し
て
い
る

 

く
整
然
と
し
た
動
き
で

形
を
組
む

ボ
ス
部

に

べ
る
と
か
な
り

い
が
七
十
七

層
の
迷

攻
略
の
時
限
定
さ
れ
た
空
間
で
の
隊
列
編
成
は

も

り
返
し
た
か
ら

れ
た

も
の
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ
を
先

に
し
て

に
キ
リ
ト
と
ヴ

ベ
ル

に
自
分
と
ユ
イ
が

ぶ

そ
の
後
ろ
に
ず
ら
り
と
後

の
パ

テ

が

ん
だ

 

数

後

う

ん
と
気
の

け
る

と
共
に

が
ス
ラ
イ
ド

 
開
き
始
め
る
と
共
に

び
入

て
来
る

二
つ
の
影

大
き
な
黒
と

小
さ
な
黒

Ｗ
ｏ
ｗ

 

ち
構
え
て
た
か

 
大
き
な
黒
が
抑

の
あ
る
声
で

き
を

わ
に
し
た

そ
の
声

お
前
は
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そ
の
声
に
は
覚
え
が
あ

た

覚
え
し
か
な
か

た

か
つ
て
第
五
層
に
て
取
り

し
て
以

会
話
は
無
か

た
が

そ
の
声
を

か
は

に
し
た

 

キ
リ
ト
へ
の
想
い
を
自
覚
す
る
よ
り
も
前
に
殺
意
を
持

て
剣
を
振
る

た
た
だ
一
人

の

手

 
レ

ド
ギ
ル
ド

う

の

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

け
る
真
の
意
味
で
の
最

悪
の
プ
レ
イ

Ｐ
ｏ
Ｈ

 
ぎ
り

と

⻭
を
食
い

る

⻭
を

き
出
し
に

す
る
よ
う
な
呼
び
声
に

け
る

黒
ポ
ン
チ

の
男
が

を
上

た

い
の

線
が
交
錯
す
る

 

し
む
よ
う
な

り

し
て
い
た
二
つ
の
黒
が

同
期
し
て
足
を
止
め
た

お
い

一
応

く
が
お
前

ら

ホ
ロ
ウ
じ

ね

の
か

生
憎
と
ま
だ
死
ん
で
な
い
よ

 
こ

ち
を
見
て
問
い
掛
け
て
来
た
の
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
に
代
わ

て

え
る

か
な
り

意
を
ぶ
つ
け
て
い
る

に
は
あ
ま
り

戦
的
な

振
り
を
見
せ
な
い
の
が
や
や
引

掛
か
る
が
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ど
う
せ
そ
れ
も
フ
リ
だ
ろ
う
と
流
す

オ
リ
ジ
ナ
ル

 
お
前

で

に

 

一
緒
に
入

て
来
た
小
さ
な
黒

 
そ
れ
は
サ
チ
達
を
裏
切

た
と
い
う
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
だ

た

に
光
が
無
い
か
ら
す
ぐ
分

か
る

を

て
い
な
い
黒
コ

ト

で
二
刀
を
手
に
し
て
い
な
い
の
が
決
め
手
だ

オ
リ
ジ
ナ

ル
は

を

て
い
て

ス
レ
イ
ブ
は
黒
の

手
剣
を

備
し
て
い
る
か
ら
だ

そ
れ
は
こ

ち
の
セ
リ
フ
だ
な
ホ
ロ
ウ
の

お
前

で
サ
チ
達
を

め
た

故
Ｐ
ｏ
Ｈ

と
行
動
を
共
に
し
て
い
る

 
キ
ツ
イ

で
問
い

す
キ
リ
ト

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
の
意
識
と
は

え

そ
れ

で
も

ど
今
と
変
わ
り
な
い
彼
は
ス
レ
イ
ブ
と
同
じ
様
に
親
し
い
者
を
傷
付
け
る
事
を
自
ら
禁

じ
て
い
る

だ
か
ら

疑
問
を

い
て
い
る
よ
う
だ

た

え
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
行
動
を
共
に
し
て

い
る
事
が

に

意
を

か
せ
て
い
る
よ
う
だ

 
だ
が

二
人
の
や
り
取
り
は

ま
た
別
の

で
疑
問
を
浮
上
さ
せ
る
事
に
な

た

は

 
オ
イ

て

オ
リ
ジ
ナ
ル

て

え

じ

あ

と
一
緒
に
い
た
お
前

は

実

は
ホ
ロ
ウ
だ

た

て
の
か
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と
Ｐ
ｏ
Ｈ
も
一
緒
に

た
キ
リ
ト
の
事
を
把
握
し
て
い
な
か

た
の
だ

こ
れ
に
は
思
わ
ず

に
立
つ
二
刀
の
少
女
と

を
見
合
わ
せ
て
し
ま
う

あ
あ

あ

ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

は

だ

マ
ジ
か
よ

て

え

お
前

が
か

 
ま

た
く
分
か
ら
な
か

た

ぞ 
武
器
を
持

て
い
な
い

手
で
ポ
ン
チ

の
フ

ド
に

さ
れ
た

を

う
Ｐ
ｏ
Ｈ

か
な
り

前
か
ら
キ
リ
ト
の
事
を
知

て
い
た
か
ら

分
か
ら
な
か

た
の
だ

彼
は
ホ
ロ
ウ
と

て

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記

精
神
の

か
ら

ま
で
全
て
を

み
取
ら
れ
コ
ピ

さ
れ
た
存
在
だ

か
ら

む
し
ろ

を
知

て
い
る
人

ど
気
付
か
な
い
に
違
い
な
い

か
情
報
が
錯

し
て
る
せ
い
で

や
や
こ
し
い
事
に
な

て
る
な

ど
う
に
も
殺
意

や

意
を
感
じ
ら
れ
な
い
し

Ｐ
ｏ
Ｈ
と
ホ
ロ
ウ
の

は

を
目
的
に
動
い
て
る
ん
だ

 

こ

ち
も

し
い
か
ら
戦
わ
な
く
て
良
い
な
ら
そ
れ
に
越
し
た
事
は
無
い
ん
だ
が

そ
り

こ

ち
も
同
じ
だ

ホ
ロ
ウ
を
無
制
限
に
増
や
し
て
る

ツ

多
分

権
限
持
ち

だ
と
思
う
ン
だ
が

そ
い
つ
を
探
し
て
ン
だ
よ

な
に
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い
た
事
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
目
的
は

権
限
持
ち
つ
ま
り
ア
ル
ベ
リ
ヒ
だ

た
ら
し
い

彼
は
分
か
る
が

故
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
同
じ
目
的
を
持

て
い
る
の
か
疑
問
が
絶
え
な
い

ど
う
も

い
に
同
じ
目
的
ら
し
い
な

あ

 
な
ん
だ

攻
略
組

の
方
も
同
じ
な
の
か
よ

あ
あ

つ
い
さ

き
ま
で

全

が
ア
ル
ベ
リ
ヒ

て
い
う

権
限
持
ち
の

ツ
に

わ

れ
て
て
な

あ

て

ら
れ
た
か
ら
再

ま
え
に
行
こ
う
と
意
見
が

ま

た
と
こ
ろ

だ

な
る

ど

そ
り

合

の
一

て

だ

 
フ

ド
の

か
ら
ニ

リ
と

猛
な

み
を

か
せ
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
そ
れ
で
と

葉
を
繋

る
ン
で

イ
ツ
の

場

は
分
か

て
ン
の
か

 
現
実
的
な
問
い

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
そ
れ
に

え
た
の
は

で
険
し
い
面
持
ち
を
し
て
い
る
ユ
イ

だ

た理

の
地
下
最

部
で
す

今
し
が
た
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の
権
限
で
最

部
へ
の
ア

ク
セ
ス
権
行
使
を
確
認
し
ま
し
た
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Ｗ
ｏ
ｗ

 
そ
り

ま
す
ま
す

合
が
良
い

 

達
の
目
的
地
も
そ
こ
な
ン
だ
よ

ん

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
目
的
な
ん
じ

な
い
の
か

ど

ち
も
だ
な

権
限
持
ち
を
の
さ
ば
ら
し
て
た
ら

に
と

て
も

合
が
悪

か
ら
な

た
だ
本
命
は
あ
く
ま
で
最

部
の
方
だ

 
ど
う
や
ら
二
人
は
目
的
が
二
つ
あ

た
よ
う
だ

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
あ
く
ま
で

権
限
持
ち
の

を
二
の

に
し
て
い
る
よ
う
だ
が

一
体
最

部
に

の

が
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

 

で
し
か
な
い
が

そ
れ
が
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
動
き
の
理
由
な
気
が
す
る

そ
う
い
う

で
だ

こ
こ
は
一
つ

ら
と
お
前

ら
で
共
闘
と
い
か
ね

か

 

そ
こ
で

Ｐ
ｏ
Ｈ
が

弾
発

を
し
た

 
は

 
と
一

に

の
声
が
上
が
る

ユ
イ
な
ん
か
特
に
大
き
な
声
を
発
し
て
い
た

彼
女
に
と

て
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

命
的
に

性
が
悪
い
ら
し
い

間
だ

う
な
よ

 

が
レ

ド
ギ
ル
ド
の

な
ん
か
を
信

出
来
る
か

そ
う
だ
そ
う
だ

 
ど
う
せ
後
ろ
か
ら
ぐ
さ

と
や
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ

 

と
上
が
る
非

の
声

非

と
は
こ
の
事
か

ヴ

ベ
ル
の
時
と
は
違

て
今
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は
さ

き
の
⻘
年
以
外
に
も
声
を
大
に
し
て
反
対
の
意
を
示
し
て
い
た

 
明
ら
か
な

絶
の

に
苦

を
浮
か
べ

を

め
る
Ｐ
ｏ
Ｈ

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
ば
つ
の
悪

そ
う
な

を
し
て

線
を

わ
せ
て
い
た

も

分
と

わ
れ
た
モ
ン
だ

と
こ
ろ
で

キ
リ
ト

お
前

は
ど
う

え
て

ン
だ

 
さ

き
か
ら
無

だ
が

 

が
明
か
な
い
と
思

た
の
か

を
組
み
無

の
少
年
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
問
い
掛
け
る

そ
れ
を

契
機
に
非

の

が
一
時
的
に

ま

た

 
部

が

再
び
静

に
な
る

呉
越
同
舟

道
を
違
え

争
う

で
も
時
に
同
じ

に

る
事
を
良
し
と
す
る

葉

き

と
今
が
そ
の
時
な
ん
だ
ろ
う
と
思

て
い
る

 

を
切
り
裂
く

と
し
た
声
が

い
た

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
れ

き
と
し
た
悪
人

そ
れ
は
事
実
だ

だ
が

じ

な
い

え
な
し

じ

な
い
ん
だ

も
し
そ
う
だ

た
ら

は

層

の

か
ら
暗
躍
す
る
コ
イ
ツ
の

を

む

事
も

殺
す
事
に
も

然
程
時
間
を
掛
け
な
か

た

 
そ
れ
は

か
つ
て
の
彼
に
は
無
か

た
己
へ
の
自
負

自
信
に

づ
く
推
論
だ

た
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自
身
を
残
滓
エ
コ

と

て
い
た
が
違
う

彼
も
ま
た
前
に
向
け
て
進
み
成
⻑
し
て

い
る

義
姉
に
よ
る

正
を

け
た
記

と
経
験
が
あ
り
そ
れ
に
影

さ
れ
て
い
な
が
ら

正
を

け
な
か

た
場
合
で
あ
る
彼
は
そ
の

他
主
義
自
己

の
精
神
が

に
修
正
さ
れ

て
い

て
い
る

そ
う
で
な
け
れ
ば
己
へ
の
自
信
を
根

と
し
た

葉
は
出
て
来
な
い

 

き

と

目
覚
め
は
程
近
い

 
己
を
残
滓
と
称
し
た
彼
が
消
え
己
の
憎
悪
に
打
ち
勝

た
彼
が

て
来
る
時
は
す

ぐ
そ
こ
に

て
い
る

彼

の

葉
は
真
実
だ

た
の
だ

そ
し
て
タ
ガ
の
外
れ
た
殺
人
快

者
を
集
め
そ
の
ト

プ
に
な
る
事
も
無
か

た
だ
ろ
う

人
心
を
掌
握
し

思
い
の
ま
ま
に

る
と
い
う
の
は

し
い
か
ら
な

 
ビ

タ

と
し
て
こ
れ
ま
で
情
報

制
と

作
を
し

け
て
来
た
少
年
が
語
る
だ
け

で
重
み
と
説
得
力
が
感
じ
ら
れ
た

高
い
知
性
と

み
な
話
術
が
無
け
れ
ば
人
を

き
付
け
る
カ

リ
ス
マ
は
発
せ
な
い

ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
彼
ら
と
は
正
反
対
の
悪
の
カ
リ
ス

マ
を
持
つ
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
正
に
そ
れ

 

外
に
彼
は
あ
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

え
な
し
に
そ
ん
な
事
は

に
し
な
い
と

て
い
る

か

し
ら
根

が
あ

て

て
い
る

ダ
メ

で
は
無
く
こ
ち
ら
が

け
ざ
る
を
得
な
い
カ

ド
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を

意
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
確
信
を

い
て
い
る

 

と
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

た

 
不

な

そ
れ
で
い
て
少
し

ら
か
く

喜
色
を
感
じ
さ
せ
る
喜
悦
が

じ
ら
な
い

み

 
そ
ん
な
風
に

え
る
の
か

と
少
し
意
外
に
思

た

そ
ん
な
心
を
お
前
も
持

て
い
る
の

か

と
い
う
意
味
で

 

悪

陰
謀

外
道

そ
ん
な

し
か
無
く
て
性
根
か
ら

た
人
間
の

み
な

ん
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
よ
う
に
ど
れ
も

れ
切

た
も
の
だ
と
思

て
い
た
が

な
か
な
か
ど

う
し
て

こ
の
男
も

マ
ト
モ
な
部
分
を
心
に
残
し
て
い
る
で
は
な
い
か

だ
か
ら
話
せ

を

え
ど
う
し
て
そ
の
目
的
の
下
に
動
い
て
い
る
の
か
ホ
ロ
ウ
の

の

事
も

め
て

も
か
も

で
な
い
と

以
外
が

得
せ
ん

お
前
も

権
限
を

手
に
す
る

な
ら
一

は
下
し
た

ツ
を
味
方
に
引
き
入
れ
た
い
だ
ろ
う

 

外
に

権
限
を
確
実
に
倒
す
方
法
を
自
分
は
持

て
い
る
ん
だ
ぞ

と
交

カ

ド
を

ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
の

葉

で
は
な
く
要
求
で
も
無
く

ば

み
た
そ
れ
は
Ｐ

ｏ
Ｈ
が

た
共
闘
を

け
る

の

件

を

え
て
い
る
か
全
て
話
さ
な
け
れ
ば
自
分

以
外
が

得
せ
ず

的
に
自
分
も
協
力
で
き
な
い
ぞ
と

し
て
い
る
の
だ
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い
や
ら
し
い
の
は

絶
対
的
な
権
限
で
あ
る

権
限
を
一

は
下
し
て
い
る
と
い
う
事

後

ろ
に
い
る
自
分
達
が

わ
れ
て
い
た
事
や
現
在
様

な
武
器
で

し
に
な

て
い
る
男
達
を

見
れ
ば
信

性
は
あ
る

剣

の
よ
う
に

さ

て
い
る
武
器
は
ヴ

ベ
ル
の
も
の
だ
が
最
初

に

え
た
の
は
キ
リ
ト
だ
し
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
ヴ

ベ
ル
ユ
イ
シ
ノ
ン
が
同
じ
武
器
を
使
え
る
事

を
知
ら
な
い

だ

そ
れ
を
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が

ら
す
と
も
思
え
な
い

だ
か
ら
そ
の

葉
を
Ｐ

ｏ
Ｈ
は

間
違
い
な
く
信
じ
る

 

よ
り

キ
リ
ト
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

い
に

い
の
思

を

め
る

 
先
手
と
後
手
を
交
代
し
な
が
ら

こ
の
世
界
で

と
無
く
水
面
下
で
の

戦
を

り
広

暗
躍
の
限
り
を

く
し
た
二
人
組

裏

で
の
活
動
に
つ
い
て
二
人
は
師
弟
の
間

と

え
な
く

も
無
く

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
方
が
速
い

で
気
付
い
て
い
た
以
上
は
そ
の

み
重
ね
が

い
て
い
た

思

の

み
合
い
も
最
初
期
に

べ
て
格

に
精

を
増
し
て
い
る

そ
う
で
な
け
れ
ば
キ
リ
ト

の

あ
る
意
味
信
頼
し
て
い
る
と

え
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
の

価
は
決
し
て
出
な
い

 
そ
れ
は
逆
も
同
じ

Ｐ
ｏ
Ｈ
も
ま
た
キ
リ
ト
の
事
を
あ
ら

る
意
味
で
知

て
い
て
そ
の

上
で
高
く

価
し
て
い
る

そ
れ
は
未
だ
に
高
い
事
が

か
な

動
や

か
ら
も

え
る

 
つ
ま
り
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

し
て
い
る

だ

ビ

タ

と
し
て
戦

て
来
た
少
年
が

権
限
持
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ち
を

と
認
め
て
い
る
状
況
で
共
闘
出
来
そ
う
な

手
を

す
よ
う
な

は

か
な
い
と

時

に
ハ

タ
リ
は
必
要
だ

し
か
し

権
限
持
ち
を
倒
せ
る
か
は
最
終
的
に
絶
対
問
わ
れ
る
内
容

こ
れ
に

を

く
メ
リ

ト
よ
り
も
デ
メ
リ

ト
の
方
が
大
き
す
ぎ
る

そ
れ
を
自
分
が
理
解
し

て
い
る
の
だ

Ｐ
ｏ
Ｈ
で
あ
れ
ば

然
理
解
し
て
い
る

 

果
た
し
て

黒
ポ
ン
チ

の
男
は

で

た
後

い
い

と

く
了
承
の
意
を
返

し

反
対
し
て
い
た
者
達
の

を

い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

一

人
格
が
分
裂
し
た
な
ら
そ
こ
か
ら
更
に
分
裂
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
ん
や

論
 
だ
か
ら
と
い
う

じ

無
い
け
ど
今
話
の
キ
リ
ト
は
リ

フ

に

正
を
喰
ら
う
前
の
精

神
状

の
キ
リ
ト

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
生
き
未
来
を

め
死
を
望
み
す
ら
し
た
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ビ

タ

と
し
て
の
キ
リ
ト
で
す

 
こ
れ
の

解
説
は
下
記
参

 

三
つ
に
分
裂
し
て
い
た
人
格

王

白

そ
し
て
獣

 
王
は
こ
れ
ま
で
無
自
覚
の
内
に
憎
悪
を

き
復
讐
心
を

ら
せ
て
い
た

そ
れ
を
第
一
の

目
的
に
し
て
い
た

 
し
か
し
今
の
王
は

桐

谷
和
人

と
し
て
の
意
識

復
讐
心
や
憎
し
み
を
二
の

に
し
て

今
は
己
を
想
う
人
達
と
生
き
る
事
を
最

先

 
そ
ん
な
自
分
の
憎
悪

獣

に
打
ち
克

た
前
話
ま
で
の
人
格
を

今
話
キ
リ
ト
は

体

と

て
る

こ
の

体
に
対
し

今
話
の
キ
リ
ト
は

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て
の
意
識

の
残
滓

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
で
は
な
く

桐

谷
和
人
と
し
て
生
き
る
事
を
決
意
し
た

た
め
不
必
要
に
な

た
モ
ノ

捨
て
ら
れ
た
モ
ノ

れ
消
え
る
定
め
の
モ
ノ
故
に
残
滓
で
あ

り

亡
霊

 
こ
の
世
界
か
ら
生
還
し
た
時
に
こ
の
世
界
で
の
己
全
て
を
亡
霊
に
す
る
決
意
を

め
て
い
た

事
ま
た

一

と
し
て
獣
が
戦
う

に
己
を
桐

谷
和
人

リ

フ

達
と
生
き
る

事
を
望
む
者

と
定
義
づ
け
た
事
に
よ

て

的
に
生
じ
た
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少
し
で
も

と
し
て
の
自
分

に
立
ち

り

復
讐
の
道

を
進
む
事
が
無
い
よ
う

人

格

合
で
弾
き
出
さ
れ
た
モ
ノ

 

郷
の

に
よ
り
ヒ
ト
を
構
成
す
る
モ
ノ
と
し
て

分
け
さ
れ
た

感
情

記

認

識

こ
れ
ら
三
つ
を

じ
て

意
識

心

魂

と
も

 
記

は
シ
ロ
が
制
限
し
て
い
た
の
で
と
も
か
く

獣

は
感
情
だ
け
が
王
と
の
差
異
だ

た

が

コ
レ
は
認
識
が
差
異
で
あ
る

 
要

に
す
る
と
以
下
の

り

 
メ
イ
ン
意
識

要

サ
ブ
意
識

要

 

正
前

王

感
記
認

桐

谷

感
記
認

 
 
 
白

 
 
 
獣

 

正
後

王

桐

谷

感
記
認

感
記
認

 
 
 
白

 
 
 
獣

 
超
克
後

王

桐

谷

感
記
認

感
記
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認
識

 

一

と
し
て
の

主
体
的
な
意
識
・
認
識

感
情
を
浮
か
べ
る

・
根
幹

を

い
た

事
で
生
じ
た
第
二
の
人
格

そ
れ
が
今
話
の
キ
リ
ト
の
人
格

こ
れ
ま
で
の
ビ

タ

と
し

て
の
意
識
は

一

と
し
て
の
も
の
だ

た
た
め
そ
の
認
識
が
ゴ

リ
捨
て
ら
れ
た

そ

れ
に
よ

て
生
じ
た
人
格
で
あ
る

 
た
だ
ユ
ウ
キ
達
の

白
の
記

は
あ
る
た
め

生
き
方
を

定
さ
れ

本
体
に
も
不
要
と
捨

て
ら
れ
た
け
ど

白

認
め
る

自
分

の
生
を
望
ま
れ
て
い
る
と

え

喜
ん
で
い

る
状

だ
か
ら

か
し

だ
し
間

を
空
け
な
い

絶
望
し
て
る
状

で
一
気
に

福
な
記

が
流
れ

ん
で
る
の
で
内
心
有

天
だ

た
り
し
た
り
し
な
か

た
り

気
分
の
浮

き

み
が

か
し
あ
る

 
こ
れ
で
も

と
機

が
良
い
ん
や
で

切

ま

て
る
時
に

し
て
る
時
点
で
か
な
り

上
機

な
ん
や

 

こ
の
人
格
は
す
ぐ
消
滅
す
る
予
定
で
す

 
人
格

合
で
王
が
眠

て
る
間
に
の
み
活
動
出
来
る
人
格
だ
か
ら
ね

非
も
な
い
ネ

 

ユ
ウ
キ
も
そ
れ
を

し
て
る
し
ネ
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郷
が
脱

し
た
事
に
つ
い
て

 

備
さ
れ
て
い
る
武
器
は
死
ね
ば
そ
の
場
に
ド
ロ

プ
で
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
ド
ロ

プ
判

定

無
で
は
ア
バ
タ

と

動
し
て
消
滅
す
る
と
思
う
ん
で
す
じ

な
い
と

と
か

な

の
で
キ
リ
ト
の
槍
は
自
分
の
憎
悪
と
戦
い
に
行
く
べ
く
ア
バ
タ

が
消
え
る
と
同
時
に
消
滅
し

バ
リ
ア

が
出
来
な
い
ヴ

ベ
ル
で
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
止
め
ら
れ
な
か

た

氷
は
カ
ン
ス

ト
ス
テ
で
力

く

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
サ
ン
は
自
分
が
認
め
た
人
間
と
再
会
し
て

の
探
り
合
い
を
し
て
る
た
め
機

が

い
い
で
す

 

故
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

た
か
の
原
因
に
つ
い
て
触
れ
た
時
キ
リ
ト
が
自
分
の
憎
悪
を

二
の

に
し
た
知

た
ら

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
大

喜

 

ど
こ
ま
で
情
報
開
示
し
た
ら
違
和
感
が
少
な
い
か

悩
む
悩
む

む
む

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は
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第
百
三
十
章
 

逆
襲
の
一
歩

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
国

が
終
了
し
後
は
結
果
を

つ
の
み

な
の
で
す
が
新
生
活
に
向
け
た
引

越
し
と

か

あ

た
せ
い
で

出
来
な
か

た
の
が

れ
た
原
因

や

年

終
わ
り
始
ま

り
の

は

し
い

今
も
ま
だ

し
い

 
水

な
の
に
投
稿
し
た
の
は
ず

と
期
間
空
い
て
た
か
ら
さ

 

は

時
に
な
る
か
分
か

ら
ん
ゼ

 
そ
れ
で
も
ち

こ
ち

こ
打

し
て
た
ん
で
す
が

切
り

切
り
で
や

て
た
せ
い
で
文
体

と

気
が
ガ
ラ
リ
と
違
う
の
は

実
力
不
足
故

し

な
い

あ
ん
ま
り
進
ん
で
も
な
い

後

戦
闘
あ
る
け
ど
ね

 
そ
ん
な
今
話
の

点
は
オ

ル
ヴ

ベ
ル
さ
ん

 
文

数
は
約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
デ

タ
を
ア

プ
デ

ト
す
る
事
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
と
を
入
れ

え
る

か

 
テ

タ

ニ
ア
を

ら
え
て
い
る
部

で
遭
遇
し
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
と
攻
略

組

そ
れ
ぞ
れ

知
し
な
い
と
こ
ろ
で
事

が
同
時
進
行
し
て
い
た
せ
い
で
複

な
事
に
な

て
い
た
た
め
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
に
よ

て
設
け
ら
れ
た
話
し
合
い
の
場
で
お

い
の
情
報

を
交
換
し

複

に
絡
み
合

た
内
情
を

解
い
て
い
く

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

策
し
て
い
た
事
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

か
ら
脱

し
た
プ
レ
イ

と
ま
だ

生
存
し
て
い
る
プ
レ
イ

と
を

入
れ

え
す
る
内
容
だ

た

 
そ
う

ら
れ

蒼
色
の

の

剣
使
い
ラ
ン
が

を
開
く

で
も

一
プ
レ
イ

に
そ
ん
な
事
が
可
能
な
ん
で
す
か

 
そ
の
問
い
は
紅
の

を

う
男
に
向
け
ら
れ
て
い
た
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事
実
可
能
だ

た
か
ら
作
れ
た
の
だ
ろ
う

だ
が
疑
問
が
浮
か
ぶ
な

君
が

故
ア

プ

デ

ト
を
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

キ
リ
ト
君
に
殺
さ
れ
た
身
か
ら
す
れ
ば
止

め
る
必
要
性
は
無
い
と
思
う
が

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
疑
問
は

も
だ

た

事
実

自
分
も
そ
の
疑
問
は

い
て
い
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ

も
と
い
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ル
ザ
ス
は
あ
の
少
年
を
高
く

価
し
て
い
る
が
そ
こ

に
は
殺
意
も

じ

て
い
る

己
を
殺
し
得
る
だ
け
の

と
判
断
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
高

価

そ
ん
な

手
を
殺
し
得
る
手

を
自
ら
放

す
る
の
は
理
に

わ
な
い

 

疑
に

ち
た
数

の

線
を

け
る
男
は

と

た

分
か

て
ね

な

黒
の
剣
士
は
ま
だ
生
き
て
る
だ
ろ

 
そ
ん
な
状

で
ア

プ

デ

ト
が
実
行
さ
れ
た
ら

イ
ツ
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

じ

め
ら
れ
る
事
に
な
る

そ
う
な

た
ら

が
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
す
る

て
ン
だ

  

が

ち
る

 
男
が

に
し
た

葉
の
意
味
を
理
解
し
た
か
ら
こ
そ
の

も
予
想
し
な
か

た
だ
ろ
う

そ
の
内
容
に
あ
る
者
は
目
を

き
あ
る
者
は
絶

し
ま
た
あ
る
者
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
ば
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か
り
に
男
を

し
て
い
た

 

然
自
分
も
そ
の
一
人

数
多
の
世
界
で
あ
の
男
を
見
て
来
た
己
で
す
ら
そ
の

え
は
想
像

の

外

  

結

そ
う
な

ち
ま

た
か

も
う
ち

と
お
前

の

と
こ
ろ
を
見
た
か

た

ン
だ
が
な

  

巡
り
見
て
き
た
世
界
の
情

が

と
浮
か
ん
だ

 
無
数
に
広
が
る
可
能
性
の
一
つ

 
親
し
い
者
達
を
斬
り
捨
て
喪

た
果
て
に
生
還
し
た
少
年
が
鍛
え
上

た
己
の
全
て
を
世

界
に
よ

て

定
さ
れ
た

世
界

に
も
認
め
ら
れ
な
か

た

世
界

獣

に
成

り
果
て

義
姉
を
も
喰
ら

た
未
来

 
そ
の
未
来
の
戦
場
で
邂
逅
を
果
た
し
た
男
は

出
会
い

に
そ
う

た
の
だ

 
そ
し
て
男
は
斬
り
捨
て
ら
れ
た

 
男
の

葉
は
と
も
す
れ
ば
見
知

た
少
年
で
あ
れ
ば
届
い
た
か
も
し
れ
な
い

か
か
ら
認
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め
ら
れ
る
事
を

望
し
て
い
た
彼
な
ら
そ
の
歩
み
は
止
ま

た
か
も
し
れ
な
い

だ
が
彼
は

に

獣

に
成
り
果
て
て
い
た

だ
か
ら

葉
は
届
か
な
か

た

届
く
べ
き
も
の
が

消
え
て
い

た
か
ら

 

こ
の
男
が
彼
の
事
を
高
く

価
し
て
い
る
と
思

て
は
い
た
が

よ
も
や
こ
れ

ど

と
は

 
今
の
男
の
発

は
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
す
る
者
は
キ
リ
ト
だ
と
認
め
て
い
る
も
同
然

だ

た

そ
れ

ど
の
実
力
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
の
と
同
時
に
彼
だ
け
が
そ
れ
を

し
得
る
と

て
い
る

逆
に

え
ば
彼
が
死
ね
ば
デ
ス
ゲ

ム
は
ク
リ
ア
さ
れ
な
い
と
確
信
を
得
て
い

る
よ
う
に
も
取
れ
る

 
実

キ
リ
ト
が

な
け
れ
ば
デ
ス
ゲ

ム
は
全
滅
す
る
結

に
終
わ

て
き
た

己
が
知
る
過

去
と
食
い
違
い
が

し
い
こ
の
世
界
も

そ
の
流
れ
が
同
じ
で
あ
る
以
上
は
そ
こ
も
同
じ
と
見

て
い
い
だ
ろ
う

 
だ
が

こ
れ
は
時
を

り
来
た
己
だ
け
が
知
る
事
実

 

ま
さ
か

こ
の
男
も
世
界
を

て
来
た

 
時
を

る
術
に
は

つ
も
の
制
限
が
あ
る

し
か
し
そ
の
全

を
明
ら
か
に
し
た

で
は
無
い
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か
ら
自
分
が
知
ら
な
い

件
が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
し
逆
に
自
分
に
は
無
い
メ
リ

ト

を

て
越
え
て
い
る
事
だ

て
あ
り
得
る
話

未
来
の
自
分
の
意
識
を
過
去
の
自
分
に

ば

し

依
さ
せ
る
事
だ

て
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ

そ
れ
を
立
証
す
る
事
も

定
す
る

事
も
出
来
な
い
が

 
だ
が
こ
れ
は
あ
く
ま
で

だ
が
恐
ら
く
こ
の
男
は
時
を
越
え
て
い
な
い

仮
に
越
え
て
い

た
と
す
れ
ば
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
や
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の
事
に
つ
い
て
後
手
の
対
応
を
し
て
い
る
点
が
不

自
然
に
な
る

 
だ
か
ら
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

に
し
た
キ
リ
ト
に
対
す
る

価
は

そ
の
も
の

現
時
点
で

い
て
い
る

も
の
と

え
て
良
い
だ
ろ
う

 

彼
の
理
解
者
と
し
て
は
非
常
に

の
あ
る
男
な
の
が

え
も
の
だ
が

ど
う
い
う
つ
も
り
だ

 

を
持
ち
上

た
と
こ
ろ
で
良
い
事
は
無
い
ぞ

オ
イ
オ
イ

め
て
ん
だ
か
ら

直
に

け
取

て
お
け
よ

が
他
人
を

す
る
な
ん
て

滅
多
に
無

ん
だ

つ

か
お
前

は
自
己

価
が

過
ぎ
る
し
他
の

中
は
コ
イ
ツ
を

下
に
見
過
ぎ
て
る

数
十
人
集
め
て
や

と
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
も
殺
し
の
プ
ロ
が

い
る
殺
人
集

も
一
人
で

手
取
れ
る

ツ
で
も
無
理
な
ら
他
に

が
デ
ス
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
出
来
る
ん
だ
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よ

そ
う
い
う
と
こ
を

み
で

え
て
お
前

が
一
番
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
す
る
可
能
性
が
高
い
と

は

ん
で
る
だ
け

て
ハ
ナ
シ
だ

 
自
信

に

い
切
る
男
の

葉
に

攻
略
組

か
ら
ど
よ
め
き
が

こ
る

数
は
少
し

前
ま
で
彼
を
見
下
し
認
め
よ
う
と
し
て
い
な
か

た
面

だ

殺
し
合

た

で
あ
る
Ｐ
ｏ
Ｈ

が

う
と
説
得
力
を

び
て
い
る
せ
い
か
今
ま
で
彼
に
下
し
て
い
た

価
が
揺
ら
い
で
い
る
ら

し
い

 
そ
れ
は

然
だ

根

の
な
い
フ

ル
タ

の
み
で
下
さ
れ
た

価
は
事
実
と
全
く
異
な

て

い
る

そ
れ
で
は
ギ

プ
が
生
じ
る
の
も
必
然

 
そ
れ
が
今

き
て
い
る
だ
け

彼
の
価
値
を
し

か
り
見
始
め
た
と
い
う
事
な
の
だ

 

や
は
り

今
ま
で
見
て
来
た
ど
の

世
界

と
も

違
う

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
今

権
限
を
持

て

れ
て
い
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
危
険
性
を

先
し

キ
リ
ト

が
生
き
て
い
る
事
も
あ

て
ア

プ
デ

ト
を
止
め
る
べ
く
動
い
て
い
る

 
だ
が
こ
れ
ま
で
の
世
界
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
こ
の
時
点
で
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
事
を
把
握
し
て
い
な

い

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
を

め
殺
し
合
い

れ
た
後
ア

プ
デ

ト
を

止
さ
れ
以

は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で

と
殺
し
合
い
が

い
て
い
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
は
最
前
線
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攻
略
を

け
て
い
た
の
で
ア

プ
デ

ト
の
事
は
知
ら
な
い
ま
ま
だ

た
の
だ

 
だ
が

今
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
追

て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
来
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
が

ア

プ
デ

ト
の
事
を
知
り

Ｐ
ｏ
Ｈ
と
対
話
を

み
て
い
る

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

を
始
め
る
時
期
が
変
わ
る
だ
け
で
こ
こ
ま
で
違
う
も
の
な
の
か
と

を

く

少
な
く
と
も

現
状
ま
だ
悪
い
方
に
は
転
が

て
い
な
い

そ
う
い
う

で
ゲ

ム
ク
リ
ア
に
は
キ
リ
ト
が
不
可
欠

て

え
て
る

は
コ
イ
ツ

に
取
引
を
持
ち
掛
け
た

 
少
し
し
て
こ
の
ま
ま
で
は
一
向
に
進
ま
な
い
と
見
た
ら
し
い
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
話
を
進
め
た

に
立
つ
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の

に
手
を

き
な
が
ら

に
し
た
内
容
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
が
目

を

め
る

取
引

ホ
ロ
ウ
の

が
応
じ
る
と
な
る
と

か
そ
れ
以
外
か
を
天

に
掛
け
た
ん
だ
な

Ｔ
ｈ
ａ
ｔ

ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

プ
レ
イ

の
お
前

ら
を
取
る
か
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
義
姉
を
取
る
か

べ

て

た
ん
だ

女
ど
も
は
死
な
ね

よ
う

じ

め
て
お
け
ば
い
い

て

て
な

 
ア

プ
デ

ト
が
実
行
さ
れ
る
と
浮
遊
城

に
い
る
プ
レ
イ

は
死
亡
判
定
を

け
る
だ
ろ

う
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

け
れ
ば
生
存
状

で
も
い
ら
れ
る

そ
う

う
事
で
ホ
ロ
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ウ
キ
リ
ト
を
誘
惑
し
た
の
だ

そ
の
時
点
で
は

も
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
思
惑
を
知
ら
な
か

た

だ
か
ら

を
企
ん
で
い
る
か
知
る

に
そ
の
誘
い
に

た
ん
だ

サ
チ
達
を
突
き

と
す
事
も

め
て

万
が
一
を

え
て
ユ

イ
姉
が
入

た
ネ

ク
レ
ス
を

し
て
い
た
け
ど

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
思
惑
を
知
る

に

え
て
そ
の
誘
い
に

た
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
サ
チ
達
を

じ

め
る
と
い
う
点
を
過
信
し
て
し
ま

た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
い
る
ホ
ロ
ウ
ア
バ
タ

の
プ
レ
イ

が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

る
な
ら

め
て
殺
し
て
し
ま
え
ば
一
緒
に
浮
遊

城
へ
行
け
る
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

え
て
い
て

下
先
に
は
レ
ベ
ル
一
五

が

る
高

ダ
ン

ジ

ン
が
広
が

て
い
た
の
だ

 
保
険
と
し
て

し
て
い
た
義
姉
の
ネ

ク
レ
ス
が

を

し
て
彼
女
達
は
一
命
を
取
り

め

る 

こ
の
流
れ
は
同
じ

や
は
り
時
期
が
異
な
る
だ
け
の
よ
う
だ

サ
チ

ル
ク
ス

本

に
悪
か

た

ご
め
ん
な
さ
い

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は

罪
と
共
に

を
下

た

前
髪
で

れ
る

前
に
見
え
た
表
情
は
罪
悪
感

に
歪
ん
で
い
た

守
る
と
誓

た
人
を

ば
故
意
で
危
険
に
晒
し
た
の
だ
か
ら
そ
う
な
る
の
も
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然
と

え
る

 
仕
方
な
か

た
の
だ
と
そ
こ
で
開
き
直
ら
な
い
の
は
彼
の

点
で
あ
る

頼
ろ
う
と
し
な
い

と
こ
ろ
は
欠
点
だ

本

を

う
と

し
て
欲
し
か

た
か
な

信
頼
し
て
る
か
ら
こ
そ
突
き

と
さ
れ

た
時
は
哀
し
か

た
か
ら

で
も

て
も
ら

た
し

く
反

し
て
る
み
た
い
だ
か
ら

今
回
は
許
す
よ

で
も

か
ら
は
ち

ん
と

し
て
ね

 

く
り
近
づ
き
な
が
ら

に

み
を
浮
か
べ
つ
つ
も

の
面
持
ち
で

う
槍
使
い

 
そ
ん
な
彼
女
の

を
少
年
は
お
そ
る
お
そ
る
見
上

た

ら
れ
る
前
の
子

そ
の
も
の
の

振
り
と
不
安
そ
う
な
面
持
ち
だ

怒
ら
な
い
の
か

怒

て
欲
し
い
の

 
少
年
の
問
い
に
間
髪
を
入
れ
ず
女
性
が
問
い
返
す

る

る
と
少
年
は

を
横
に
振

た

だ
よ
ね

悪
い
事
を
し
た
時
に

り
つ
け
る
の

て
さ
反

を

す
た
め
に
す
る
事
だ
か

ら

に
反

し
て
る
子
を

り
つ
け
る
な
ん
て
無

な
事
は
し
た
く
な
い
よ

 
そ
れ
に

と
女
性
は

葉
を

け
る
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怒
る

の
と

る

の
は
全
然
違
う
よ

感
情
を
た
だ
ぶ
つ
け
る
の
が

怒
る

事
だ
と

思
う

じ

あ

る

は

手
の
事
を
想

て
る

だ
か
ら
反

を

す
ん
だ
よ
悪
い
事
を
し
て
た
ら
自
分
の

に
な

ら
な
い

て
伝
え
る
た
め
に

だ
か
ら
怒
ら
な
い

で
も

る
よ
だ

て
哀
し
か

た
の
は
本

な
ん
だ
か
ら

 
そ
う

て
女
性
は
ホ
ロ
ウ
の
少
年
を

き

め
た

然
と

に

か
れ
た
少
年
は
じ

わ
り
と
表
情
を

し
始
め

し
ま
い
に
は
彼
女
の

に

を

め
て

を

ら
し
始
め
た

 

る

の
は
反

を

す
事

 
だ
と
す
れ
ば
彼
女
が

し
く

す
る
事
こ
そ
ホ
ロ
ウ
の
少
年
に
と

て
は
こ
れ
以
上
は
な

い

責
に
違
い
な
い

彼
女
の
心
を
傷
付
け
哀
し
ま
せ
ま
し
て
や
死
な
せ
る

前
だ

た
の

だ

彼
女
が
生
き
て
い
る
事
を
直
に
感
じ
ら
れ
る
事
こ
そ
が
己
の
行
い
を

み
る
最
大
の
行

で

あ
る

 
覚
悟
が

か

た
少
年
が
容

く

を

ら
す
事
に
な

た
の
も
そ
の
せ
い
だ

よ
り
自

責
感
の
強
い
少
年
は

あ
あ
い
う

し
方
に
は
と
か
く

い
か
ら
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し
さ
を
感
じ
ら
れ
る

責
に

え
て
い
る
か
ら
こ
そ

い
か
ら

ル
ク
ス
は

も

わ
な
く
て
い
い
の

こ
の
空
気
で
彼
に
文

を

う
の
は
流

に
ね

十
分
反

し
て
る
よ
う
だ
し
私
か
ら

う
事
は
特
に
無
い
よ

い
た
い
こ
と
は
サ
チ
に

わ
れ
て
し
ま

た
か
ら

そ

か

 
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
で

良
く
な

た
ら
し
い
ユ
ウ
キ
と
ル
ク
ス
が
話
し
て
い
た

彼
女
も

者
で
は
あ
る
が

先
に

わ
れ
て
し
ま

た
か
ら
こ
こ
は
無

を

く
事
に
し
た
よ
う
だ

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
は

き
じ

く
る
自
身
の
ホ
ロ
ウ
と
サ
チ
を
複

な
面
持
ち
で

見

め
て
い
た

 
だ
が
特
に

す
る
事
は
無
く

線
を
Ｐ
ｏ
Ｈ
へ
と

す

よ
り
彼
は
罪
を
憎
ん
で
人

を
憎
ま
ず
の
ス
タ
ン
ス
を

に
し
て
い
る

サ
チ
達
を
危
険
に
晒
し
た
行
い
に
怒
り
を

き

こ
そ
す
れ
そ
れ
を
ぶ
つ
け
る
の
は

事
者
で
あ
る
彼
女
達
の
問

事
者
が
許
し
た
な
ら

し
な
い
と
決
め
た
の
だ
ろ
う

ホ
ロ
ウ
の

に
つ
い
て
は
理
解
し
た

Ｐ
ｏ
Ｈ
が

理

最
深
部
の
コ
ン

ル
を
目
指
し
て

い
る
理
由
に
つ
い
て
も
な

た
だ
疑
問
が
一
つ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

は
こ
う
し
て
生
き
て
い
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る

さ

き
ま
で
は
ホ
ロ
ウ
の

を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

え
て
い
た
よ
う
だ
が

ど
ち
ら
に
せ
よ

死
ん
で
い
な
い

と

え
て
い
た
ん
だ
ろ
う

 
な
の
に

故
ア

プ
デ

ト
を
止
め
よ
う
と

 
お
前
と
一
緒
に
い
た

を
殺
せ
ば
ア

プ
デ

ト
を
止
め
る
必
要
は
無
く
な
る
と

え
そ
う

な
も
の
だ
が

権
限
な
ら
仮
に
ア

プ
デ

ト
を
実
行
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
い
れ
な
く
し
て
も
あ

ち

に

れ
る
だ
ろ

 
な
ら
あ

ち
と
こ

ち
に
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
事
情
に
精

し
た

ツ
を

残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

る

の

ツ
は
ゲ

ム
ク
リ
ア
が
出
来

る

ツ
じ

な
き

い
け
ね

が

こ

ち

つ
ま
り

権
限
の

ツ
を
止
め
る
方
は

そ

い
つ
を
止
め
ら
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い

お
前
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
止
め
る
べ
く

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
回
る
つ
も
り
な
の
か

だ
か
ら
ア

プ
デ

ト
を
止
め
よ
う
と

 

と
明
か
さ
れ
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
思

に

し
か
な
い

 
こ
の
男
は

こ
こ
ま
で
の
事
を
す
る
よ
う
な
性
格
だ

た
だ
ろ
う
か
と

疑
心
に

ら
れ
る

む
し
ろ
他
人
を

と
し
て
で
も
自
身
を
生
か
そ
う
と
す
る
外
道
だ

た
よ
う
に
思

て
い
た

が
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解
せ
な
い
な

最
初
は

と
殺
し
合
う
事
な
い
し
復
讐
が
目
的
と
思

て
た
が
そ
う

で
は
な
い
よ
う
だ
し

お
前
に
そ
う
ま
で
さ
せ
る
も
の
は

だ

 
そ
の
違
和
感
は
彼
も
感
じ
て
い
た
よ
う
で

し
む
よ
う
に
疑
問
を

に
す
る

生
き
た
い
ん
だ
よ

は

死
に
た
く
ね

 
少
年
の
問
い
に
感
情
の

た
声
で

え
る
男

そ
れ
ま
で
は
ど
こ
か

と
し
た
こ
ち

ら
を
弄
ぶ
よ
う
な
声

だ

た
の
に

そ
の

え
だ
け
は
真
剣
な
色
が
あ

た

死
に
た
く
な
い

生
き
た
い

か

あ
あ

な
ら

ど
う
し
て
お
前
は
レ

ド
ギ
ル
ド
な
ん
て
立
ち
上

た
ん
だ

 
そ
こ
で

非

の
声
が
上
が
る

お
前
が
レ

ド
プ
レ
イ

を
煽
動
な
ん
て
し
た
か
ら

者
は
多
く
な

た

オ
レ
ン
ジ

ギ
ル
ド
が
活
発
化
し
た
か
ら
だ

 
そ
れ
を
分
か

て

て
る
の
か

 
お

お
前
の
せ
い

で

 
お
前
の

う

の
せ
い
で

の
友
人
は
殺
さ
れ
た
ん
だ
ぞ

 
そ
う
非

す
る
の
は
血

騎
士

の
ギ
ル
ド
マ

ク
が
つ
い
た
⻘
年

血

た
眼
と
怒

り
の
形

で
Ｐ
ｏ
Ｈ
を

み
付
け

悪

を

き

け
る
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知
る
か
よ

ン
な
事

 
対
す
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

れ
た
よ
う
に

め
息
を

く

は
確
か
に

う

を
立
ち
上

た
レ

ド
ギ
ル
ド
と
い
う
シ
ス
テ
ム
外
の

念
で

な

そ
れ
で

罪
や
殺
人
が
横
行
し
た
の
は
認
め
る

と
い
う
か

む
し
ろ
そ
れ
を

て
た

な

て

た

だ
と

あ
あ

お
前

は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
ね

が
最
前
線
攻
略
組
か
ら
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
に

流
れ
た

ツ
は
そ
こ
そ
こ

る
ン
だ

 
中
に
は
最
初

か
ら
シ
ス
テ
ム
グ
リ

ン
の
オ
レ

ン
ジ
常

だ

て

た

論

中
か
ら
オ
レ
ン
ジ
と

を
持

て
た

ツ
だ

て
い
る

キ
リ
ト
な
ら
知

て
る
だ
ろ

 
そ
う

少
年
へ
と
話
を
振
る

目
を

び
た
少
年
は
や
や
恨
め
し
そ
う
に
男
を
見
返
し
た

あ
あ

た
よ
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
に
も
一
定
数

攻
略
ギ
ル
ド
に
も
多
少
潜

し
て
た

レ

ド
ギ
ル
ド
結
成

を
契
機
に
大

が

け
て
た
け
ど

ま

て
く
れ

ま
さ
か
あ
の
時
期
に
攻
略
組
脱
退
を

し
出
る
人
が
多
か

た
の
は

性
的
に
抑
圧
し
て
た

罪
欲
求
を

た
せ
る

境
が
生
ま
れ
た
ん
だ

程
鬱

し
て
な
い

限
り
は
そ

ち
に
流
れ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
法
律
は
無
い
か
ら
本
人
の
モ
ラ
ル

第
だ
し
な

残
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て
た
の
は

う

メ
ン
バ

だ
け
だ

そ
れ

て

血

騎
士

の
ク
ラ
デ

ル

聖
⻯

合

は
モ
ル
テ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

は
ウ

ル
テ

全

第
一
層
の

か
ら
の
最
古
参
じ

な
い
か

 
ク
ラ
デ

ル
は
第
一
層
の

か
ら
運
よ
く

手
剣
を
修
得
し
ア
ス
ナ
目

て
で
攻

略
組

入
り
し
た

な

の
男

 
モ
ル
テ
は
第
一
層
の
時
点
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
と

触
し
精
神
の
タ
ガ
が
外
れ
た
男
で

片
手
剣
と

片
手

を

み
に
切
り

え
る

ベ

タ
テ
ス
タ

 
ウ

ル
テ
は
キ
バ
オ
ウ
の
参
謀

近
と
し
て
活
動
し
て
い
た
男
で
突
出
し
た
能
力
は
無
い

が
組

の

理
能
力
は
高
い
仕
事
人
な
男

 
ど
の
プ
レ
イ

も
第
一
層
ボ
ス
攻
略
の
時
点
か
ら
入
り

ん
で
い
た
者
達
で
だ
か
ら
こ
そ

少
年
以
外
か
ら
疑
わ
れ
る
事
が
無
か

た

お
い
ま
さ
か

モ
ル
テ
が
い
き
な
り
行
方
不
明
に
な

た
の

て

圏
内
事
件

の
時
に
色

あ

て

が
殺
し
た

ク
ラ
デ

ル
は
七
十
五
層
迷

攻
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略
中
に

見
し
て

ウ

ル
テ
は
リ

フ

達
が

わ
れ
た
時
に
キ
バ
オ
ウ
達
と

め
て
殺

し
た

知

て
た
な
ら
教
え
て
く
れ
て
も
良
か

た
だ
ろ

を

す
な
ら
ま
ず
味
方
か
ら

と

う
だ
ろ
う

そ
れ
に

う

の
メ
ン
バ

は

も
が

手
を
殺
す
事
に

し
な
い
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な

て
も

る
か
ら

え
て

わ
な
か

た
ん
だ

た
と
こ
ろ
で

リ
ン
ド
達
が
信
じ
た
と
も
思
え
な
い
し

ぐ
 
ボ
ス
攻
略
以
外
で

を
合
わ
せ
れ
ば

完
全
決

デ

エ
ル
を
仕
掛
け
る
程
に
険
悪
だ

た

だ

を

て
も
信
じ
ず
む
し
ろ
火
に

を

ぎ

殺
隊
へ
過

に

た
情
報
を
流
し

て
い
た
光

は
想
像
に

く
な
い

話
を

す
が

生
き
た
い

か
ら
ア

プ
デ

ト
を
止
め

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で

ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
抑
え
る
の
に
回
る
の
か

あ
あ

う

を
立
ち
上

た
の
だ

て
そ
の
た
め
な
ん
だ

死
期
を

め
る
だ
け
な
の
に
そ
れ
ま
で
暗
躍
に

し
て
い
た
男
が

故
レ

ド
ギ
ル
ド

と
し
て
表
明
し
た
の
か
違
和
感
を
覚
え
て
た
ん
だ
が

そ
う
い
う
事
か

ゲ

ム
ク
リ
ア
を
目
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指
す

攻
略
組

が
壊
滅
し
な
い
よ
う
裏
で
オ
レ
ン
ジ
を

る
事
に
し
た
ん
だ
な

ク
ク

そ
う
い
う
こ

た

 
そ
れ
は
知
ら
な
か

た

キ
リ
ト
の
事
を
高
く

価
し
て
い
る
男
は
殺
し
合
い
た
い
が

に

え
て
存
在
を
知
ら
し
め
た
の
だ
と
思

て
い
た
の
だ
が

そ
ん
な
事
を

え
て
い
た
の
か

 
で
も

え
て
み
れ
ば

確
か
に
そ
う
と
も
取
れ
る
事
は

つ
か
あ

た

 
レ

ド
ギ
ル
ド
と
し
て
の
表
明
を
契
機
に
多
く
の
オ
レ
ン
ジ
が
活
気
付
い
た
が
キ
リ
ト
も
ま

た
そ
れ
を
契
機
に
レ

ド
・
オ
レ
ン
ジ
キ
ラ

と
し
て
活
動
を
始
め

罪
行

の
抑
止
と
な

た

逆
に

え
ば
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
よ
う
な
悪
の
カ
リ
ス
マ
足
り
得
る
人
物
が

し
な
け
れ
ば

性

的
か
つ

発
的
に

罪
が
横
行
し

多
く
の
オ
レ
ン
ジ
の
行
い
を
止
め
ら
れ
な
か

た

だ

 
更
に
攻
略
組
に
潜

し
て
い
た
数
多
の
オ
レ
ン
ジ
達
を
表
向
き
平
穏
に
離
反
さ
せ
己
の

下
に
集
め
た

そ
れ
は

で

え
ば
本
気
で
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
目
指
す
者
達
だ
け
に
な

た
と
い

う
事

内
部

壊
が

き
る
リ
ス
ク
が
下
が

た
と
も

え
る

 
そ
し
て
極

の

罪
行

に
手
を

め
る
者
達
は

う

に
属
し
そ
れ
以
外
は
オ
レ

ン
ジ
ギ
ル
ド
の
メ
ン
バ

と
し
て
活
動
を
始
め
明
確
に

罪
者
か
ど
う
か
が
分
か
れ
る
よ
う
に

な

た

だ
か
ら
キ
リ
ト
も
独
自
の
ル

ト
で
情
報
を
集
め
裏
で
活
動
し
て
も
攻
略
が
間
に



 第百三十章 〜逆襲の一歩〜

合
う
程
の

を
保
て
て
い
た
の
だ

 

そ
れ
を

Ｐ
ｏ
Ｈ
が

た
上
で

う

を
立
ち
上

た
の
だ
と
す
れ
ば

 
そ
れ
は
確
か
に
ゲ

ム
ク
リ
ア
に
繋
が

て
い
る
と

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
の

だ
ろ

も
な
に
も

は

い

は
し
て
ね

 
大
体
お
前

の
友
人
が
死
ん
だ

て
の
も

せ
い

い
数
人
に

ま
れ
た
程

だ
ろ

コ
イ
ツ
を
見
下
し
て
自
分
を
過
大

価
し
て
た
バ
カ
の

路

て

ツ
だ

ん
だ
と

 

う

の
メ
ン
バ

に
友
人
を
殺
さ
れ
た
過
去
か
ら
怒
り
を
再

さ
せ
て
い
る
男
が

み
付
き
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

く
そ
れ
を
あ
し
ら
う
不

な
応

が

り
広

ら
れ
る

に
血
が
上

た
⻘
年
が

に

の
剣
の

を

ん
だ

 

引
き

か
れ
る

前

先
に

え
ら
れ
る
小
さ
な
手

 

も
無
く

少
年
が

離
を

め

を

さ
え

ん
で
い
た

な

ビ

タ

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
あ
あ
い
う

ツ
だ
感
情
的
に
な
れ
ば
な
る

ど
遊
ば
れ
る

Ｐ
ｏ
Ｈ
お
前
も
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味
が
悪
い
ぞ

価
し
て
も
ら
え
る
の
は

し
い
が
そ
れ
で
他
者
を

め
る
な

 
⻘
年
を
説
き

せ
た
後
黒
ポ
ン
チ

の
男
へ

い
眼
差
し
を
向
け
る

Ｐ
ｏ
Ｈ
は

の

で

嗤
い

を
揺
ら
し
た

お
か
し
な
事
を

う
な

か
を

め
る

て
事

つ
ま
り

か
を

め
る

て
事
だ

そ

れ
は
お
前

が
一
番
よ
く
知

て
る
だ
ろ

知

て
る
か
ら
こ
そ
意

的
に
す
る
な
と

て
る
ん
だ

こ
れ
以
上
お
れ
が

う

必
要
あ
る
か

 

彼
の

か
ら
感
情
が
消
え
失
せ
た

 
今
の
彼
の
人
格
が
三
つ
の
人
格

合
の
最
中
に
弾
き
出
さ
れ
た
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
の
意
識

で
あ
る
事
は

自
分
も
把
握
し
て
い
る

だ
か
ら
こ
そ
背

が

ク
リ
と

え
た

 
あ
ら

る
世
界
で
見
て
来
た

獣

そ
れ
は

の

彼

と
は
別
の
人
格
だ

た
が

そ

の
根
幹
に
は
確
か
に
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
意
識
が
記

感
情
が
あ

た

今

の
彼
は
己
を
残
り
滓
と
称
し
た
が
そ
れ
で
も
獣
に
な
り
得
る
断
片
を
持

て
い
る

時

殺
意
に
堕
ち
る
か
分
か
ら
な
い

 

獣

の
在
り
様
を

彼

の
成
れ
の
果
て
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

恐
ろ
し
い
の
だ



 第百三十章 〜逆襲の一歩〜

 

獣

は

か
ら
で
も
成
り
得
る

 
今
ま
で
が

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

か
ら
成

た
よ
う
に

 

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

と
し
て
も
成
り
得
る
の
だ
か
ら

  
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
動
機
と
目
的
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
行
動
に
つ
い
て
把
握
し
た
キ
リ
ト
は

に
自
分

達

で

が
あ

た
か
を

的
に
語

た

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

亡
す
る
事
に
な

た
原
因
を
彼
は
己
の
人
格

合
に

し
て
ア
バ
タ

を
消

し
た
事
が
原
因
と

え
て
い
る
よ
う
だ
が
実

は
シ
ノ
ン
の
ル

プ
す
る
悪
夢
を
止
め
る

に

化
し
た
事
が
原
因
で
あ
る

そ
の
事
を
彼
は
理
解
し
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

仮
に
理
解

し
て
い
て
も
シ
ノ
ン
へ
悪
意
が
向
け
ら
れ
る
可
能
性
を

慮
し
て

え
て
自
身
へ
ヘ
イ
ト
が

向
く
よ
う

え
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
か
ら
だ

 
流

に
シ
ノ
ン
の
件
と
人
格

合
に
つ
い
て

い
て
い
た
が
必
要
な
事
だ

た
と

い
な
が

ら

攻
略
組

が
ど
ん
な
状

に
あ
り

権
限
を
持
つ
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
ど
の
よ
う
な
悪
事
を

い
て
い
た
か
は
し

か
り
伝
え
ら
れ
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
達
と
遭
遇
す
る
ま
で

が
あ

た
か
の
あ
ら
ま
し
を

き
終
え
た
男
は

し
い

で
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を
組
ん
で
い
た

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
も
サ
チ
と

ぶ
形
で

静
さ
を
取
り

し
て
い
る

予
想
以
上
に

ベ

な

そ
い
つ

 
情
報
を
共
有
し
た
男
は

開

一
番
真
剣
な
声

で
そ
う

た

人
間
の
記

と
感
情
認
識
の

そ
し
て
コ
ピ

体

さ

さ
と
手
を
打
た
ね

と
ジ

リ

ど
こ
ろ
じ

ね

ぞ

そ
の
気
に
な
り

こ
こ
に

る

中
全

の
完
全
コ
ピ

だ

て
出

来
る
理

に
な
る

こ
れ
ま
で

手
に
し
て
き
た

ホ
ロ
ウ
共
が
本
物
と
同

の
強
さ
に
な

て

そ
れ
に
加
え
て

さ
れ
た
ら
手
に
負
え
ね

こ
こ
ま
で
知

て
も

お
前
は
あ
く
ま
で

ツ
と
は

対
す
る
ス
タ
ン
ス
な
ん
だ
な

 
彼
我
の
絶
対
的
な
権
限
差
を
知

た
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と

対
し
自
分
達
と
協
力

を
取
ろ
う
と
す
る

勢
に

キ
リ
ト
が

す
る

 

万
が
一
に
も

場
で
裏
切
ら
れ
た
ら

る
か
ら
こ
そ
の

探
し
だ
ろ
う
か

 
も
う
自
分
に
は
こ
の
世
界
の
事
は

も
分
か
ら
な
い

き

と
今
の
自
分
が

ら
予
想
し
て

も
大

は

た
ら
な
い
と
思
え
る
程
に

的
な
変
化
を
生
じ
て
い
る
か
ら

 
愛
す
る
義
弟
の
思

す
ら
も

最

ト
レ

ス
出
来
な
い
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意
外
か

 
片

を
釣
り
上

な
が
ら
面
白
が
る
よ
う
な
問
い
掛
け

の
探
り
合
い
に
は
無
い
会
話
を

し
ん
で
い
る
と
感
じ
る

さ
だ

生
き
る
事
だ
け
を

え
れ
ば

ツ
は

権
限
を

故
か

出
来
る

以
外
に
は
殺
さ

れ
な
い
か
ら

ク
リ
ア
は

確
実
だ

だ
か
ら
正
直
不
可
解
と
い
う

が
あ
る

だ
が

そ
れ
で
今
後
無
事
と
は
確
約
さ
れ
て
ね

だ
ろ

 
性
根
の

た
人
間

て

の
は

済
み
に
な

た

ツ
を
ゴ
ミ
み
て

に
捨
て
る
か
ら
な

だ
か
ら
信

出
来
る
お
前

ら

を

さ
せ
て
も
ら
う

が

の
ま
ま
生
き
残
る

に
な

 
そ
れ
に

と
ポ
ン
チ

か
ら

く

が
喜
悦
に
歪
め
ら
れ
た

の
行
動
の

か
ら

ま
で
対

し
た
お
前

な
ら
そ
い
つ
の

を
ぶ

壊
せ
る

て
確
信

し
て
ン
だ
よ

 

そ
れ
は
後
ろ
に

る

中
だ

て
同
じ
だ
と
思
う

 

け
ら
れ
た

葉
に

キ
リ
ト
は

ん
の

か
に
息
を

み

目
し

裏
切

た
ら

も
う
一
回
殺
す
か
ら
な

 

意
と
殺
意

そ
し
て

か
な

喜
が

め
ら
れ
た
声

で

そ
う

た
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自
分
が
知
る
数
多
の

世
界

に

い
て

キ
リ
ト
が

攻
略
組

の
リ

ダ

と
な
る

事
は
一

も
無
か

た

 

攻
略
組

の
正
式
な
リ

ダ

は
彼
で
は
無
い
か
ら
だ

 
主
要
メ
ン
バ

の
中
で
は
情
報

や

静
な
観
点
を
持
つ
少
年
が

を
握
る
事
が
多
い
が
レ

イ
ド
と
し
て
動
く

に
は
彼
の
意
見
を
主

と
し
て
話
し
合

て
導
き
出
さ
れ
た
方

に

て

ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
ア
ス
ナ
と
い

た
リ

ダ

と
し
て
対
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い

る
プ
レ
イ

が
全
体
を
動
か
し
て
い
る

そ
れ
に
彼
は

う
よ
う
に
動
き
つ
つ
も
独
自
に
行
動

を
取
り

の
リ
カ
バ
リ

に
入
る
の
が

本
だ

た

 
そ
の
動
き
方
を
か
つ
て
の
聖
⻯

合
や
キ
バ
オ
ウ
を
始
め
と
し
た
ビ

タ

に
反
感
を

持
つ
者
達
は

判
し
て
い
た

協

性
が
無
い
攻
撃
や
回
復
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ズ
レ
て

理
が

し
く
な
る
な
ど
が
主
な
意
見
と
し
て

ら
れ
て
い
る

そ
れ
ら
は
彼
に
対
抗
し
て
前
に
出
過

ぎ
る
せ
い
で
回
復
や
交
代
の

が
多
く
な
り
が
ち
な
の
が
原
因
な
の
で
見

違
い
な
の
だ
が

 
と
も
あ
れ
彼
の
独
自
行
動
に
は
前
線

持
攻
略
組
の
リ
カ
バ
リ

と
い
う
れ

き
と
し
た

理
由
が
あ
り
そ
れ
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
も
認
知
し
て
い
る
事
だ

た
の
で
表
向
き

意
す
る
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場
面
は
あ
れ
ど
本

的
に
は
止
め
る
つ
も
り
が
無
い

だ
け
な
の
が

ど
で
あ

た

 

直

彼
が
指

を
取
れ
ば

ス
ム

ズ
に
事
が
運
ぶ
ボ
ス
戦
は

つ
も
あ

た

 
そ
れ
は
死
者
が
出
な
い
と
い
う
意
味
で
は
無
い

動
体

力
を
始
め
あ
ら

る
行
動
に

付

す
る
反
応
速

が
ず
ば

け
て
高
い
少
年
で
あ
れ
ば
ボ
ス
の
予
備
動
作
か
ら
攻
撃
パ
タ

ン
を
見

く
事
は
少
な
く
と
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
よ
り
は
容

で
あ
る

し
か
し
彼
の

意

は
直

行

て
も
キ
バ
オ
ウ
達
の
反
感
を
呼
ん
で
却

て
前
進
す
る
事
が

に
見
ら
れ
た
た

め
指

を

う
者
を

し
て

意
を

す
と
い
う
ワ
ン
ク

シ

ン

ん
だ
非

的
な
形
式

を
取
ら
れ
て
い
た

そ
れ
を
無
く
す
だ
け
で
も

は
グ
ン
と
上
が

て
い
た
の
だ

 
た
だ
彼
は
ビ

タ

と
い
う
必
要
悪
の
立
場
上
そ
れ
を
許
さ
れ
は
し
な
か

た
し
し

よ
う
と
は
し
な
か

た
だ
け
の
事

そ
れ
は
こ
の
世
界
の
彼
も
同
じ

だ

た

 
し
か
し

違

た

 
ど
こ
か
で

か
が
分

し
て

彼
は

そ
の
立
場
を
許
さ
れ
て
い
た

彼
自
身
も
変
わ

て

リ

ダ

と
し
て
集

を
指

す
る
よ
う
に
な

て
い
た

の
二
振
り

横

ぎ

 
後
退

 

に
浮
き
無
数
の
武
器
の

出
と
自
前
の

撃
術
に
よ

て

護
す
る
少
年
が
地
上
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で
盾
を
構
え
戦
線
を

持
す
る
男
達
に
声
を
掛
け
る

 
間
髪
を
入
れ
ず
男
達
が
お
う

と

太
い
声
で
応
じ
盾
を
翳
し
つ
つ

く
バ

ク
ス

テ

プ

の
横

ぎ
は
横
に

ん
だ
盾
に
衝
突
し
男
達
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る

そ
の
場
で

勢
を
取

て
い
れ
ば

の
武
器
の
形
状
で
横
か
ら

た
れ
て
い
た
彼
ら
は
少
年
の
指
示

に

た

に
事
無
き
を
得
て
い
た

の
二
振
り

十

斬
り

 
後
退

 

と

安

の
空
気
が
流
れ
そ
う
に
な

た

間
に
放
た
れ
る

い
指
示

 
一

後

の

上
部
の

が

に

下
部
の

が
横
に
流
れ
十
文

の
紅
い
斬
閃
を
空

間
に

み

む

標
的
に
さ
れ
て
い
た
男
達
は
し
か
し
ま
た
後
退
し
た
た
め
ダ
メ

ジ
は

た
る
も
の
で

ま

て
い
た

 

空
振
り
に
近
い
形
で
振
り

か
れ
た

は
大
地
に

さ
り

は
隙
を
晒
し
た

サ
チ

 
シ
ノ
ン

や

あ
あ
あ
あ

つ

 
再
び

ぶ
指
示

名
指
し
さ
れ
た
槍
使
い
の
女
性
は

紅
の
魔
槍
を
回
し
て
逆
手
に
持
ち
直
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し

に

ぎ

深
紅
の
オ

ラ
が

先
か
ら

ら
せ
る

 
一
方
も
う
一
人
の
名
指
し
さ
れ
た
女
性

弓
使
い
の
シ
ノ
ン
は
少
年
と
同
じ
よ
う
に

に

た

常
に

び

け
て
い
る
の
で
は
な
く

今
だ
け
風
を
推
進
力
に

へ

び
出
た
だ
け

だ

そ
の
方
が

い
を
付
け

い
か
ら

弓
に
番
え
ら
れ
た

は

い
光
に

ま
れ
て
い
る

 

そ
し
て

放
た
れ
る

 
紅
と
蒼
の
光

は

同
時
に

の

部
へ
と

弾
し
た

衝
撃
が
空
間
を

か
せ
地
鳴

り
を
引
き

こ
し

鳴
動
さ
せ
る

そ
れ

ど
の

力
が

め
ら
れ
て
い
た

 
一
撃
で
も

違
い
の

力
を
二
つ
も

け
た

は

ら
ず
地
に

す

そ
の

上
に
は
一
時

行
動
不
能

を
示
す
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
て
い
た

攻
撃

 

間

種

様

な

き
が

い
た

 
紅

蒼

⻘

⻩

金

緑

紺

⻘

黒

白

数
え
切
れ
な
い

き
と
色
の
斬
閃
が

び
交
い

の

体
に

い
傷

が
増
え
て

い
く

 
剣
と
盾
を
振
る
う
騎
士
が
い
る
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の
如
き
果

な

人
が
い
る

 

の
如
く
ア
ツ
い

が
い
る

 

紺
の

き
で

つ
少
女
が
い
る

 
紺

の
光
を
放
つ
少
女
が
い
る

 

白
の
閃
光
を

る
少
女
が
い
る

 
新
緑
の

き
を
振
る
う
妖
精
が
い
る

 
空
を
切
る
光
を
放
つ
少
女
が
い
る

 
深
紅
を
放
る
少
女
が
い
る

 
聖
⻯
を

め
る
男
が
い
る

 
血

に
集

た
男
が
い
る

 
二
刀
を
振
る
う
少
年
が
い
る

 

剣
を
振
る
う
殺
し

が
い
る

 
認
め
ら
れ
ず

め
ら
れ

け
た
少
年
の
指

が
あ
る

 
決
し
て
交
わ
る

の
な
か

た
男
が

そ
こ
に
加
わ

て
い
る

 
あ
る

の
疑
念
が
無
い

無
か

た

の
信
頼
が
あ
る

あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
光

が
こ
こ
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に
は
広
が

て
い
る

 

な
ん
と
い
う
光

だ
ろ
う

こ
れ
は

 
最

の
息
と
な

た

か
ら

離
を
取
り

攻
撃
を

け
る
者
達
を

す
る

今
ま
で

実
現
し
な
か

た
光

に

目
か
も
分
か
ら
な
い

を

く

 
決
し
て
交
わ
る
事
の
な
い
存
在
だ

た

聖
⻯

合

が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

が

そ
し
て

ど
も
の

が
少
年
の
指

を

け
て
戦
線
を
共
に
す
る
事
な
ど

え
た
事

も
無
か

た

あ
り
得
な
い
と
断
じ

和
の
道
を

に
切
り
捨
て
て
い
た
か
ら
だ

彼
を

め

る
者
達
が
意

を

し
た
事
が
無
か

た
か
ら
だ

は

わ
た
し
は

よ
う
や
く

彼
を

彼
の

 
息
絶
え
た

と

が
る
集

か
ら

か
ら
戦
場
を

す
る
少
年
へ
と

線
を

す

少
年

は
眼
前
に
出
現
し
た
リ
ザ
ル
ト

面
と
部

の
中

部
の
空
間
に
浮
か
ん
だ
ボ
ス

を
表
す

金
文

を
見
て

一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
だ

た

キ
リ
ト

は
 
勝

の

に

る
間
も
な
く

を

し
く

て
い
た

紺
の
少
女
ユ
ウ
キ
が

で
名
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前
を
呼
ぶ

手
を
振
り
な
が
ら
彼
の
足

ま
で

り

ん
と

く

躍

そ
の

躍
だ

け
で
地
上
か
ら
高
さ
十
メ

ト
ル

ど
に
浮
い
て
い
る
少
年
の
下
ま
で

び
上
が

て
し
ま
う

 
ス
テ

タ
ス
を
弄
ら
れ
最
大
値
ま
で
強
化
さ
れ
た
た
め
あ
れ
く
ら
い
は

で
こ
な
し
て

し
ま
う
の
だ

 
そ
れ
を
分
か

て
は
い
て
も

突
な
変
化
に

応
す
る
の
は

し
い

少
年
も
そ
の
一
人

だ

た

ま
さ
か

と

び
で

空
し
て
い
る
自
身
の
下
ま
で

ん
で
く
る
と
は
予
想
し
て
い

な
か

た
よ
う
で
ぎ

と
目
を

い
て
い
る

そ
ん
な
彼
に

ん
で

き

い
た
少
女
は

な
く

い

慌
て
て

き

め
た
少
年
も
苦

を
浮
か
べ

く
り
と

下
を
開
始
す
る

 
そ
こ
に
作
ら
れ
る
人
だ
か
り

い
や

や

お
前

が
指

す
る
と
対
応
が
ダ
ン
チ
だ
な

 
指
示
が
的
確
で
分
か
り

や
す
い
し
よ

ん
と

ん
と

 
ま
さ
か
こ
こ
ま
で

に
倒
せ
る
な
ん
て
ね

ち

と
二
人
共

そ
れ

て
私
や

⻑
の
指

は
分
か
り

い

て
こ
と

い
や
い
や

ン
な
つ
も
り
で

た

じ

ね

よ

 
ア
ス
ナ
の
も
分
か
り
や
す
い
け
ど

そ
の

な
ん
つ

か
あ
れ
だ
安
定
感
が
違
う
ん
だ
よ
や

ず

と
リ
カ
バ
リ

し
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て
た
キ
リ
ト
は

ら
の
事
も
把
握
し
て
る
か
ら
や
り
や
す
い
ん
だ

え

私
も

て
把
握
し
て
る
の
に

み
ん
な
ス
テ

タ
ス
が
カ
ン
ス
ト
し
た
か
ら
多
少
無
理
し
て
も
ゴ
リ

せ
る
か
ら
上
手
く
い

た

ん
だ

ホ
ロ
ウ
の

が
リ
カ
バ
リ

し
て
く
れ
て
た
し

で
も
ま

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト
が

直
に
あ
り
が
と
う

て

失
礼
な

だ

て
礼
く
ら
い
は

う
ぞ

を

だ
と
思

て
る
ん
だ

で
も

な
ら
お
礼
を

う
前
に

葉
を
止
め
て
た
自

か

し
て
る
し

そ
う
か

に
デ
レ
て
く
れ
た
ん
だ

デ
レ

う
な

 

残
り
滓
と
自
身
を
称
し
た
人
格
の

彼

は

シ
ロ
や

獣

と
い

た
別
人
格
と
は
違

い

こ
れ
ま
で
彼
女
達
が

し
て
来
た
少
年
そ
の
も
の
と

え
る

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
意

識
で
生
き
て
来
た
か
ら
だ

 
そ
う
分
か

て
い
て
も

ら
か
に

い

れ

に
声
を

る
様
は
ま
る
で
別
人

 
彼
が
今
ま
で
ず

と
自
分
を

し
殺
し
て
来
た
か
ら
見
れ
な
か

た
だ
け

あ
れ
が
本

の

な
の
か
も
し
れ
な
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

ユ
ウ
キ

か

 
今
ま
で
の
世
界
と

べ
て
人
格
に
大
差
は
見
ら
れ
な
い

だ
が
少
年
に
向
け
る
感
情
や
想
い

は

か
に
強
く
な

て
い
る
の
は
確
か

義
姉
を
始
め
恐
ら
く
彼
女
を

め
た
多
く
の
人
間

が

自
分
が
見
て
来
た
ど
の
世
界
の
そ
れ
よ
り
も
深
く
密

な
も
の
に
な

て
い
る
の
だ

 
そ
れ
を
証
明
し
た
の
が

絶
剣

ユ
ウ
キ

 

一

感
情
と
記

の

を
自
力
で
振
り

ど
き

少
年
の
下
へ
と
帰

た
者

も
し
か
し
た
ら

本

に

こ
の

世
界

な
ら

 

こ
の

世
界

な
ら

彼
は

せ
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い

 

と
な
く
夢
見
て
目
指
し
て

ば
絶
望
し

観
も

い
て
い
た
そ
れ
が
現
実
味
を

び
て
来
た
事
に

期

が

に

き
上
が

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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前

の
ラ
ス
ト
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
キ
リ
ト
を

と
後

の
ラ
ス
ト
ク
ラ
イ
ン
達
が
キ
リ
ト
を

の
部
分
は
対

で
す

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
キ
リ
ト
を
持
ち
上

つ
つ
も
他
者
を
意

的
に

め

る
の
に
対
し
ク
ラ
イ
ン
達
は

直
に
キ
リ
ト
を

め
て
い
る
と
い
う

写

表
と
裏
で

生
き
る
世
界
が
違
う
者
達
の
対

で
も
あ
り
ま
す

 
そ
の
中
間
に
い
る
キ
リ
ト

 
そ
れ
と
前

で
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

う

を
立
ち
上

た
理
由
の
部
分
は
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
ｏ

Ｈ

点
で

写
さ
れ
て
い
る
事
が
暗

さ
れ
て
お
り

キ
リ
ト
は
そ
れ
を

し
ま
し
た

自
分

が
オ
レ
ン
ジ
殺
し
に
動
く
事
を
想
定
し
た
上
で
動
い
た
そ
れ
は
攻
略
組
の

を
上

る

だ

た
の
だ
と

ヴ

ベ
ル
は
色

知

て
る
立
場
な
の
で
特

ヴ

ベ
ル
は
キ
リ
ト
に
近

し
い
存
在
で
す
が
現
状
ま
だ
オ
ブ
ザ

バ

観
者
に
立
ち

が
近
い
の
で

第
三

者

点
に
な
る
だ
か
ら
こ
そ
書
き
や
す
い

つ
ま
り
キ
リ
ト
達
の
行
動
・
思

を

に
す
る

こ
と
で

線
に
出
来
る
と
い
う
こ
と

線
に
出
来
て
い
る
か
は

 
後

の
戦
闘
は
キ
リ
ト
の
指
示
と

に

が
二
本
あ
る

武
器
が

ボ
ス
撃
破
を
示

す
金
文

と
い
う

写
か
ら
分
か

た
人
も

る
で
し

う

原
作
ゲ

ム
の
ジ
リ
オ
ギ
ア

大
空

の
エ
リ
ア
ボ
ス

ザ
・
ホ
ロ
ウ
・
リ

パ

で
ご
ざ
い
ま
す

本
作
で
は
ユ
ウ
キ
に
一
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人
で
リ
ン
チ
さ
れ
ち

た
ア
レ
で
す
ね

そ
れ
を
キ
リ
ト
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
ア
ス
ナ
リ

フ

サ
チ

ル
ク
ス
を

く
ス
テ
カ
ン
ス
ト
の

攻
略
組

で

手
取

た

で
す

 
遠

離
か
ら
も
攻
撃
さ
れ
て
る
し
シ
ノ
ン
と
サ
チ
が
重
攻
撃
で
ノ

ク
バ

ク
さ
せ
た
り
ス

タ
ン
さ
せ
る
の
で

最

ボ
ス
は

目
で
あ
る

キ
リ
ト
が
一
人

る
時
点
で
勝
ち
目
は
な
い

 

故

攻
略
組

が
エ
リ
ア
ボ
ス
と
戦

て
る
の
か

 
こ
の

写
は
今
回

え
て

い
て
ま
す

と
い
う
の
も
こ
れ
ま
で
の
話
で
出
て
る
情
報
を

べ
れ
ば

自
然
と
導
き
出
る
の
で

ス
ト

リ

進
行
の

に

き
ま
し
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
ア

プ
デ

ト
を
実
行
す
る

に
全
て
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒
し
た
事
で

理

最

の
コ
ン

ル
に

り

け
ま
し
た

 
そ
し
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

る
の
は

理

最

 
で
も
キ
リ
ト
達
は
エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒
し
て
な
い
の
で
残
り
を
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

攻

略
組
が
一
緒
に
行
動
し
て
る
の
は
キ
リ
ト
が

な
い
と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
襲
撃
し
て
来
た
時
に
ど

う
し
よ
う
も
な
い
か
ら

ま
た

わ
れ
た
ら
面
倒
だ
し

ら
れ
た
ら
手
に
負
え
な
い
か
ら
近
く
に

い
て
る

い

全

キ
リ
ト
よ
り
ス
テ

タ
ス
が
上
な
の
で

 
ユ
ウ
キ
は
そ
の
高
ス
テ

タ
ス
を
ジ

ン
ピ
ン
グ
ハ
グ
に
使

た
け
ど
ね
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カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
が

十
人
も
い
る
な
ら
む
し
ろ
キ
リ
ト
要
ら
な
い
感
あ
る
け
ど

や

指

は
大
事
な
の
で

 

攻
略
組

ア
ン
チ
勢

が
キ
リ
ト
を
ど
れ
く
ら
い
信
頼
・
信

し

け
容
れ
始
め

て
る
か
を
ヴ

ベ
ル

点
で

す
事
に
よ

て
ど
れ
だ
け
あ
り
得
な
か

た
事
か
を
強

す

る

で
も
あ
る

 

そ
れ
も
こ
れ
も
七
十
五
層
で
引

掻
き
回
し
た

ツ
が
分
か
り
や
す
い
悪
に
な

て

く
れ
た
お
陰
だ
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

な
お
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
生
き
た
い
と
い
う
の
は
本
能
で
あ
り
欲
望
や
目
的
は

に

し
て
な
い

様

  
キ
リ
ト
と
二
人

き
り
だ

た
ら
高
確

で

ろ

と
本

を

ら
し
て
く
れ
た
か
も
し
れ
な

い
ね

殺
し
愛
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第
百
三
十
一
章
 

進
軍

妖
森
異
界
ア
レ
バ
ス
ト

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

は
は

日
の
今
日
で

い
た
だ
ろ
う

自
分
も

い
た

オ
イ

 
と
は

え

て

し
た
け
ど
文

数
は
約
七
千
に

ま

た

ま

あ
ん
ま
り

め

み
過
ぎ
て
も
あ
れ
か
な

て
思
う
し

い

 

点
は
前

エ
ギ
ル

後

リ

フ

 
あ
ん
ま
り
進
ま
な
い
け
ど
許
し
て

投
稿

は

も

え
な
い

予
定
は
未
定

 
で
は
ど
う
ぞ

  

ん
の
少
し
前
の
事
な
の
に
遠
い
過
去
の
よ
う
に
も
思
え
る

七
十
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
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ザ
・
オ
リ
ジ
ン
・
リ

パ

に

似
し
た

断

空

ジ
リ
オ
ギ
ア

の
エ
リ
ア
ボ
ス

ザ
・
ホ
ロ
ウ
・
リ

パ

を
倒
し
た
後

達
は

の
エ
リ
ア
へ
と

を
進
め
た

 
キ
リ
ト
の
説
得
も
あ
り
多
分
の

と
危
惧
は
あ
る
も
の
の
味
方
と
し
て
加
わ

た

剣
使

い
の
男
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
よ
れ
ば

の
エ
リ
ア
で

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
攻
略
完
了
す
る
ら
し
い

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ
り
同
時
に
少
年
の
義
姉
で
も
あ
る
少
女
の
話
に
よ
れ
ば
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

理

最

に
あ
る
コ
ン

ル
エ
リ
ア
に

し
た

権
限
に
よ
り

を
も
実

し
た

ツ

が
そ
こ
で

を
し
で
か
す
か
は
ま

た
く
予
想
が
つ
か
な
い
だ
が

で
も
無
い
だ
と
は
確
実
に

え
る

し
ろ
高

テ
ス
ト
プ
レ
イ

権
限
し
か
持

て
い
な
い
Ｐ
ｏ
Ｈ
で
す
ら
ア

イ
ン
ク
ラ

ド

を
根
幹
か
ら
変
え
る
レ
ベ
ル
の
ア

プ
デ

ト
を
作
れ
て
し
ま

た
か
ら
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
て
ま
で

し
て
い
た

場
を

れ
る
程
の
非
常
識
ぶ
り
と

念
深

さ
を

え
れ
ば
最
悪
の
想
像
す
ら
足
り
な
い
と
思
う
程
に
危
機
感
を
煽
ら
れ
る

 
よ

て
最

限
の

を

ん
だ
後

攻
略
組
は
す
ぐ
さ
ま
エ
リ
ア
を

動
し
た

か

く
気
味
の
悪
い
ト
コ
だ
ね

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
か
ら

ら
れ
た
マ

プ
デ

タ
を
頼
り
に
歩
く
キ
リ
ト
を
追
い
転

が
設

さ
れ

て
い
た

か
ら
出
た
時

眼
前
に
広
が
る
光

を
見
た
ユ
ウ
キ
が
そ
う

た
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妖
森
異
界
ア
レ
バ
ス
ト

 
そ
れ
が
五
つ
目
に
し
て
最
後
の
エ
リ
ア
の
名
前

 
名
称
か
ら

み
取
れ
る
く
ら
い
フ

ル
ド
の
光

は
異
様
で
禍

し
い

そ
こ
ら
に
樹
木

が
乱
立
し
て
い
る
点
は
記
録
結

で
見
せ
て
も
ら

た
深
緑
樹
海
セ
ル
ベ
ン
テ

ス
に
近
い

が
あ
ち
ら
は
木

れ
日
が
目
に
付
く
の
に
対
し
こ
ち
ら
は
夜
闇
に

む
中
で

か
な
光
源
が

頼
り
と
い
う
不
気
味
さ

し
か
も
そ
の
光
源
は
木
の
根

に
生
え
た
キ
ノ
コ
や

色
の

中
身

が

動
し
て
い
る
物
体
な
の
で
不
気
味
さ
も

り
増
し
で
あ
る

 
正
に
異
界
の
森
だ

魔
女
の
森
と
名
付
け
ら
れ
て
い
て
も
全
く
違
和
感
が
無
い

こ
こ
に

る
Ｍ
ｏ
ｂ
は

系
と

物
系
が
い
る
か
ら

備
を

か
す

を

く
に
は

意
し

と
け
よ

は

食
し
て
デ
バ
フ
が
掛
か
る
し

系
は
一
発
で

け
て
な
く
な
る

マ
ジ
か
よ

お
り

あ
そ
う
い
う

ツ
は
苦
手
な
の
に
よ

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
情
報
を

け
ク
ラ
イ
ン
を

に
風
林
火

の
面

が
明
ら
か
に

そ
う
な

を
し
た

見

せ
ば
他
も
程

こ
そ
違
う
が
大
体
同
じ
表
情
を
し
て
い
る

 

系
や

物
系
の
Ｍ
ｏ
ｂ
が
時
た
ま
使
う

の
攻
撃
は

弾
ダ
メ

ジ
は
大
き
く
な
い
事

が

ど
だ
が
そ
の
真

は

備
の

値
を
圧
倒
的
に

ら
す
事
に
あ
る

第
一
層
に
ポ

プ
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す
る
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
の

も
始
ま
り
の

の

の

や

で

ら
れ
て
い
る
プ
ロ
ン

ズ

ド
は
大
き
く
目

り
さ
せ
る
事
で
有
名
だ

た

論

に
強
い
チ
タ
ン
や
ス
テ
ン
レ
ス

系
の
武

も
あ
る
の
で

を
多
く
使
う
Ｍ
ｏ
ｂ
を

手
に
す
る
時
は
そ
う
い

た

備
で
身
を

め
る
の
が
定

と
な

て
い
る

と
は

え
そ
れ
で
も

を

け
て

化
す
れ
ば

時
の

り
ダ
メ

ジ
が
大
き
く
な

た
り
す
る
の
だ
が

 
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
な
ど

の
剣
士
の
場
合
は
回

に
専
念
し

を

い
た
後
の
隙
を
突
く

の
が
定

だ

こ
の
場
合

物
の

や

と
い

た
不

な
動
き
を
す
る

物
系
Ｍ
ｏ
ｂ
の
方

が
や
や

で
あ
る

 
救
い
な
の
は
ど
の
Ｍ
ｏ
ｂ
も
大

斬
撃
が
弱
点
だ
か
ら
⻑

場
に
な
り

い
事
か

和

は
金
属

に

べ
て

い
反
面
損
壊
が
速
い
か
ら
な

ま

も
し
そ
う
な

た
ら

車
の
中
に
あ
る

で
作
れ
ば
い
い
し

神
経

に
な
り
過
ぎ
て
も

れ
る
だ
け
だ

 
立
ち
止
ま

て
方

と
マ

プ
を
確
認
し
て
い
た
キ
リ
ト
が

く
振
り
返
り
つ
つ

う

 
そ
れ
に
釣
ら
れ

達
も
背
後
を
振
り
返

た

線
の
先
に
は

の
中
か
ら
出
て
来

た
二

の

と
一

大
き
な

車
が
あ
る

一
本
の

が
あ
る

し
い
白
い

と
雄

し
い
黒

い

が
引
い
て
い
て
そ
の
手

を
握

て
い
る
の
は
黒

く
め
の
少
年
だ

ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
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で
あ
る

が

に

う
の
も
ア
レ
だ
し
今
更
だ
け
ど
さ

我
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
事
な
が
ら

こ
ん
な
の

意
し
て
た
事
は
流

に

い
た
ぞ

 

者

で
手

を
握
る
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が
や
や

れ

で

う

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
か
ら
事
情
を

き
一
時

戦
と
協
力

を
結
ん
だ
後
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
に

わ
れ

た

に

き
去
り
に
な

た
武
器
を
彼
は

車
に

ん
で
い
た
た
め

そ
れ
を
取
り
に
行

た

そ
れ
か
ら
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
攻
略
に

り
出
し
た

だ
が
そ
の
時
に

車
も
一
緒
に
持

て
来
る
事
に
し
た
の
だ

 
い
ち
い
ち
補

し
に

る

も
時
間
も
無
い
か
ら

車
も
持

て
い
く
事
で
時

に
す
る
そ

う
な

 

浮
遊
城
の
最
前
線
攻
略
で
使
う
事
を

え

入
し

備
も
整
え
て
い
た
か
ら
キ
リ
ト

が
ユ
ウ
キ
を
助
け
出
し
た
時
点
で

も
ア
イ
テ
ム
も
万
全
な
状

こ
れ
を
使
わ
な
い
手
は
無

い
と

て

れ
て
来
た
の
で
あ
る

 
大
き
さ
そ
の
も
の
は
中
型
ト
ラ

ク
く
ら
い
だ
が

下
に
は
バ
ス
の
よ
う
に
物
を

め

む

部
分
が
あ
る
た
め
見
た
目
に
反
し
て

載

は
か
な
り
の
も
の

車
を
二

立
て
で
引
い
て
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い
る
だ
け
で
な
く

ど
ち
ら
も

入
出
来
る
中
で
最
高

だ
か
ら

力
も

違
い

 
こ
れ
を
見
せ
彼
は

た

仮

七
十
七
層
攻
略
時
の
消

ス
で
も
最

三
日
は
保

つ

と

 
最

動

点
と
化
し
て
い
る
そ
れ
の
継
戦
能
力
に
予
め

入
す
る
事
を
知
ら
さ
れ
て
い
た

達
も
そ
れ
を
知
ら
な
か

た
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
も
あ
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
で
す
ら
も

し
の
間
絶

さ

せ
ら
れ
る
事
に
な

た

 
し
か
も
武

に

し
て
は
キ
リ
ト
と
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の

に
登
録
さ
れ
て
い
る
武
器

を

か
し
イ
ン
ゴ

ト
へ

し
て
し
ま
え
ば
そ
こ
か
ら
再
び
新
品
の

備
を
金
属
限
定
で

は
あ
る
が
作
り
出
せ
る

登
録
し
て
い
る
数
も

で
は
無
い
か
ら

と
戦
い

け
ら
れ

る
と
い
う
事
だ

以
前
か
ら

え
て
た

な
ん
だ

あ

て
も
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ

そ
れ
は
そ
う
だ
が
そ
れ
を
リ
ン
ド
達
に
よ
く
反
対
さ
れ
な
か

た
な

ホ
ン
ト

け
入

れ
ら
れ
て
る
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
は

 

し

な
表
情
で

そ
り
と

う
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト

近
く
に

た
自
分
は

こ
え
た
が

他
は
小
声
過
ぎ
て
気
付
か
な
か

た
ら
し
く

を

て
い
た
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今
だ
け
だ

 
そ
れ
に

れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
も
小
さ
く

く

声
は

こ
え
な
か

た
が

の
動
き

で

う
じ
て

み
取
れ
た

 

キ
リ
ト
は

過
去
に
人
を
殺
し
て
い
る

 

体
的
な
人
数
や
殺
し
方
は

い
て
い
な
い
が

か
ら
脱

す
る

の

時
に

殺

し
て
い
た
事
は
事
実
と
し
て

い
て
い
る

 
加
え
て
こ
の
世
界
で
も
プ
レ
イ

キ
ラ

を

と
な
く

り
返
し
て
来
た

ア
キ
ト
の

葉
で
現
実
で
は
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
と
こ
こ
に

る
面
子
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
を

い
て
知

て
い
る
が

今
後
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
し
ど
う
で
あ
れ
人
を
殺
し
た
の
は
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い

る 
今
リ
ン
ド
達
は
変
わ

て
き
て
い
る

か
つ
て
は
同
じ
戦
友
で
も
命
を
奪
い
に
掛
か
る
く
ら

い
険
悪
だ

た
が

少
し
ず
つ
少
年
を
信

し

そ
の
指
示
に

お
う
と
し
て
い
る

 

だ
が

 

時
ま
で
も
そ
れ
が

く
と
は
限
ら
な
い

リ

フ

や
ア
ス
ナ
達
と
違

て
そ
の
信

の
認
識
と
価
値
に
は
差
異
が
生
じ
て
い
る
の
だ

キ
リ
ト
の
過
去
を
知
ら
な
い

と
い
う
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事
実
に
よ

て

 
彼
の
過
去
を
知

て

そ
れ
で
も
リ
ン
ド
達
が
信

を
し

け
る
の
か

 
あ
る
い
は

殺
す
べ
き
だ
と
ま
た

意
し

弾

す
る
の
か

 
ど
ち
ら
に
転
ぶ
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い

 

た
だ

そ
れ
で
も

え
る
事
が
あ
る

 
キ
リ
ト
を

け
入
れ
る
人
が
い
る
よ
う
に
キ
リ
ト
を

絶
し
罪
を

え
弾

す
る
者
も
ま

た
必
ず

る
と
い
う
事

万
人
に

し
く

け
入
れ
ら
れ
る
者
な
ど
決
し
て
存
在
し
な
い

 

業
を

し
た
者
を

め
称
え
る
者
が

れ
ば

に
よ
り

意
を
向
け
る
者
も

る

 
今
ま
で
の
中
傷
を

ね

け
る
程
に

価
さ
れ
れ
ば
彼
よ
り

た
者
達
が

意
を
向
け
る

だ
ろ
う

 
世
界
は
そ
う
や

て
回

て
い
る

か
が

め
ら
れ
れ
ば

か
が

と
さ
れ
る

そ
れ
を
分

か

て
い
る
か
ら
こ
そ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
方
は
あ
あ

た

 
キ
リ
ト
は
ま
だ
ヒ
ト
を
信
じ
切
れ
て
い
な
い
の
だ

己
の
負
の
部
分
を
全
て
を
知
ら
な
い

人
間
の
信

は
い
と
も
容

く

く
り
返
る
事
を
実
感
し
て
い
る
か
ら

対
人

離
を

一
定
に
保

て
そ
こ
か
ら

み

む
の
が
非
常
に

し
い
か
ら
人
見
知
り
だ
と
か

心
が
強
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い
と
思
わ
れ
る
が

そ
の
実
か
な
り
の
人
間
不
信
な
の
だ

あ
の
少
年
は

 
そ
れ
を
振
り
切

て
内

に
入
り

ん
だ
彼
女
達
の
想
い
に
は

の
念
を
覚
え
ざ
る
を
得
な

い

ユ
ウ
キ
達
も
大
人
に
近
付
き
つ
つ
あ
る
が
キ
リ
ト
も
人
を
信
じ
る
こ
と
を
覚
え
る
よ

う
に
な

た

第
一
層
の
攻
略
会
議
の

か
ら
ず

と
見
て
来
て
ホ
ン
ト
成
⻑
し
た
な

と
感

深
い

 

ち

と

い
や
少
し

か
な
り
不
安
に
な
る
事
も
あ
る
が

前
か
ら
思

て
た
が
お
前

て
ホ
ン
ト
多
才
だ
よ
な

一
体
ど
ん
だ
け
高

な
ス
キ

ル
育
成
し
て
た
ん
だ

お
前
に
教
え
る
義
理
は
無
い

ク
ク

て

な

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
キ
リ
ト
が
人
を
殺
し
た
事
は

論

で
ど
ん
な
事
を
さ
れ
て
い
た
か
こ
の

世
界
で

を
ど
う
し
て
し
て
い
た
の
か
ま
で
把
握
し
て
い
る
か
ら
表
も
裏
も
知

て
い
る
男
か

ら
向
け
ら
れ
る
信
頼
を
キ
リ
ト
も

表
面
上

が
り
つ
つ

直
に

け
取

て
い
る

 
平
穏
無
事
に
生
き
て
欲
し
い
と
思
う
く
ら
い
に
は
親
し
い
身
と
し
て
は
あ
ん
ま
り
Ｐ
ｏ
Ｈ
と

合
し
な
い
で
く
れ
る
と
精
神
衛
生
上
有

い
の
だ
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そ
れ
は
ユ
ウ
キ
達
も
同
じ

 
だ
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
そ
れ
を
分
か

て
い
て
逆
に

す
る
事
で
こ
ち
ら
の
反
応
を
面
白
が

て
い
る
節
が
あ
る

 

も

え
ず
に
見
れ
ば
弟
と
そ
の

の
人
間

を
か
ら
か
う
陽
気
な
⻘
年
に
も
思
え
る

が

実

は
と
ん
で
も
な
い
悪
人
だ
か
ら
始

に
負
え
な
い

お
い
お
い

そ
ろ
そ
ろ
進
も
う

あ
ん
ま
手
間
取

て
ら
れ
ん
ね

だ
ろ

 

ん

ん

と
手
を

い
て

い

を

す

 
そ
う
し
て

達
は
魔
の
森
へ
と
進
入
し
た

  
構
え
を
取
る

身
を
引
き
刃
を
立
て
て
の
構
え
は
が
ち
り
と
感
覚
で
の
整
合
性
が
取
れ

た

刀
身
か
ら

の
光
を

ら
せ
る

そ
の
ま
ま
流
れ
に

せ
眼
前
を
八
つ
の
斬
閃
が
斬

り
裂
い
た

 
ぎ
し

と

対
す
る

い
体
表
の
カ
マ
キ
リ
の
よ
う
な

が
断

魔
を
上

す
る

 

蒼
白
い
欠
片
の
向
こ
う
か
ら

る

緑
の
刃
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カ
マ
キ
リ
の
よ
う
な

Ｍ
ｏ
ｂ
は

ま
だ

た
の
だ

列
の
よ
う
に

ん
で
い
た
そ
れ
は

前
に
い
た

い

が

な
く
な

た
か
ら

り
来
た

 

系
Ｍ
ｏ
ｂ
の
特
性
と
し
て

れ
を
作
る

性
が
あ
る
事
は
有
名
な
話
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
以

前

い
目
を
見
た
事
が
あ

て

意
し
て
い
た
そ
の

性
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
同
様
だ

た

経
験
が

活
き
て
良
か

た
と
喜
ぶ
べ
き
か

だ
と

く
べ
き
か

 

系
の

な
と
こ
ろ
は
数
で

し
て
く
る
と
こ
ろ
に
あ
る

現
実
に

べ
れ
ば

れ
の
数

は
少
な
い
が

そ
れ
で
も

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

は
高

な
だ
け
あ
り

近
場
に

し
て
い
る

事
が
多
か

た

し
か
も
探
知

も
広
く
一
体
が
反
応
す
る
と
す
ぐ
近
く
の
Ｍ
ｏ
ｂ
と
リ
ン

ク
し

大

し
て

し
寄
せ
る

 

暗
く

界
の
悪
い
こ
の
地
形
で
戦
う
に
は

か
な
り

し
い
手
合
い
だ

 

い
と

て
い
い
の
か
道
は

道
の
よ
う
に

が
り
く
ね
り

つ

い
か
ら

ま
れ
る

心
配
は
ま
ず
な
い

と
は

え

界
が

が
れ
た

間
に
襲
わ
れ
る
の
は
少
し
キ
ツ
い

く
 

嗟
に
⻑
刀
を
翳
す

振
り
下
ろ
さ
れ
た

の

を
止
め
た
時

か
で
あ
る
が
刃
が

を

た

の
刀
剣
と
違

て

は

に

が

て
お
り
抑
え

ん
だ
時
に
は

が

た
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部
分
の
刃
が
自
分
に

さ

て
い
て
も
お
か
し
く
な
く

そ
れ
に
よ
り

く
負
傷
す
る

 
レ
ベ
ル
は
九

に
な

て
い
る
が
こ
の
エ
リ
ア
の
Ｍ
ｏ
ｂ
は
一
三

前
後
と
か
な
り
高
い

 

そ
れ
に
自
分
は

未
だ

イ
ン
ア
ブ

バ
レ
ベ
ル
が

て
い
な
い

 
十

あ
る
内
の
五

そ
れ
が
今

自
分
が

け
て
い
る

み
の
レ
ベ
ル

数

が
小
さ
く

な

て
い
く
に
つ
れ
て

み
の
再
現

が
増
し
て
い
く
そ
れ
は
数

だ
け
で

え
れ
ば

分
程

と
い
う
事
に
な
る

 
だ
が
こ
れ
は

び

に
こ
そ
最
大
の
意
味
が
あ
る

序

で
あ
る

レ
ベ
ル
零
で

け
る

み
は
自
分
の

い

で
は
無
い
の
だ

 

こ
れ
よ
り
も

か
に
強
い

み
を

け
な
が
ら
も
戦
い

け
る
な
ん
て
あ
の
子
は
本

に 

を
弾
き
武
器
を
振
る
う
が

に

る

と

や

に
放

す
る
電
撃

が
刃

を

ら
せ
た

カ
マ
キ
リ
Ｍ
ｏ
ｂ
の
体
表
は

ら
か
く
や
や

た
感
触
を
し
て
お
り
刃
は
そ

の
上
を

て
し
ま

た

 
ち

と

を
打
ち
な
が
ら

く
後
退
し

⻑
刀
を
構
え
る

 
一

の
隙
を
見
て

を
見
る
が

界
に
入
る
ど
の
プ
レ
イ

も
わ
ら
わ
ら
と

る
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Ｍ
ｏ
ｂ
と
戦
闘
中
だ

時
も
な
ら
弓
使
い
の
シ
ノ
ン
が

護
し
て
く
れ
る
の
だ
が
そ
の
彼
女

も
無
限
に

き
出
る

の

制
と

近
し
て
来
た
個
体
の

で

き
り
な
し
に
武
器
を
持
ち

え
て
い
る
た
め

そ
れ
も
期

出
来
な
い

こ
ん
な
の
を

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
一
人
で
や

た
な
ん
て

ね

 
意
識
を
前
に

し

る

を

く

返
す
刀
で

を
斬
り

ば
し
て

死
さ
せ
れ
ば
そ
の

後
ろ
か
ら
す
ぐ
さ
ま
別
個
体
が

て
来
る
の
が
見
え
た

そ
れ
で
も
十
メ

ト
ル

ど

離
が

あ
る

 
ち
ら
と
体
力
の
残

を
確
認

直
撃
こ
そ
な
い
が

し
て
も
ス
テ

タ
ス
の

で
か

な
り
の

り
ダ
メ

ジ
を

け
る
せ
い
で

に
六

ま
で

て
い
た

 

に
あ
る
ポ

チ
か
ら
ポ

シ

ン
を
取
り
出
し
親
指
で

を

ば
す

構
え
な
が
ら

に

み

み

し
た

 
同
時
に

カ
マ
キ
リ
が
間
合
い
に
入

て
来
る

せ

 
空
の
ボ
ト
ル
を

部
に
ぶ
ん
投

る

ご
ん

と

い

を
し
て

を
揺
ら
し
た
隙
に
ホ

リ

ン
タ
ル
・
ア

ク

で

を
二
閃
し

手
の

と

部
を

め
て
斬
り

ば
し
た
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あ
た
し
の
レ
ベ
ル
が

い
の
に
一
撃

か

 

断
な
く
構
え
な
が
ら

う
じ
て
戦
線
を

持
出
来
て
い
る
現
状
の
分

を
展
開
す
る

 
一
緒
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

ま

て
い
た
ア
ス
ナ

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

け
た
サ
チ
ル

ク
ス
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
Ｐ
ｏ
Ｈ

ま
ら
な
か

た
キ
リ
ト
を

く
全

の
ス
テ

タ
ス
は
カ

ン
ス
ト
状

そ
う
で
な
い
自
分
は
ど
う
し
て
も

る

だ
が
他
と

色
な
い
レ
ベ
ル
で
戦
況

を

持
出
来
て
い
た

 

現
在

あ
た
し
達
は

妖
森
異
界
ア
レ
バ
ス
ト

の
エ
リ
ア
ボ
ス
と
戦

て
い
た

 
ボ
ス
の
名
は

ア
メ
デ

ス
タ

・
ザ
・
ク
イ

ン

十
メ

ト
ル
近
い

体
を
持
つ

色
の

型
で
や
は
り
こ
れ
も
カ
マ
キ
リ
に
近
い

部
の

ら
み
が
異
常
に
大
き
く
ま
た

か
な
り
反
り
返

て
い
る
異
様
さ
は
モ
ン
ス
タ

と
し
て
カ
リ
チ

ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
影

だ

ろ
う

 
そ
れ
と
戦

て
い
る

だ
が
し
か
し
こ
の
エ
リ
ア
の
最

に

り

い
た

で
は
無
い

道

中
の
開
け
た
広
場
で
い
き
な
り

上
か
ら
襲
い
掛
か

て
来
た
の
だ

あ
の

体
で
ど
う
や

て

れ
て
い
た
の
か
と
も
思
う
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

特
有
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
突
如
ポ

プ

す
る
事
は
お
か
し
く
な
い
ら
し
い
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Ｐ
ｏ
Ｈ

く

こ
れ
を
二

退
け
た
後
の
三

目
で

く

出
来
る
と

う

 
ボ
ス
の

ゲ

ジ
は

と
六

流

に
五
つ
目
の
エ
リ
ア
と
も
な
る
と
少
し
多
め
な
そ
れ

を

ま
ず
二
本

れ
ば

は
撤
退
す
る

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は

車
の

衛
に
付
き
キ
リ
ト
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
協
力
し
て
ボ
ス
に
突
撃

他
は

邪
魔
さ
れ
な
い
よ
う

か
ら
リ
ン
ク
で
近
寄

て
来
た
り
ボ
ス
が
生
み
出
し
た
Ｍ
ｏ
ｂ
の

手

を
す
る
事
に
な

た

 
広
場
で
は
ボ
ス
キ
リ
ト
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
戦
い
を

り
広

て
お
り
自
分
は
そ
こ
へ

じ
る

路
の
一
つ
に

取
り

を

い
で
い
る

生
み
出
さ
れ
た
Ｍ
ｏ
ｂ
の
対

は
他
の
メ
ン
バ

の

だ

 
流

に

正
レ
ベ
ル
を
大

に
下
回
る
自
分
で
は

れ

し
切
ら
れ
る
と
思

て
い
た
の
だ

が

い
に
も
ど
う
に
か
な

て
い
る

そ
れ
も
こ
れ
も
義
弟
が
贈

て
く
れ
た
⻑
刀

ノ
太
刀
が
あ
れ
ば
こ
そ

以
前
の
愛
刀
ジ

ワ
イ
ユ

ズ
の
ま
ま
で
は
攻
撃
力
不
足
で
ダ

メ
だ

た

 

を

び
る
刀
身
を
見
る

 

し
く
波
打
つ
波
紋
と

や
か
な
反
り
を
見
せ
る
⻑
刀
は
一
種
の

術
品
の
様

を

し
と
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て
も
高
い
性
能
を
有
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
一
品
だ

術
品

術
品
の

は
大

性
能

が

だ
と
経
験

で
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
こ
の

感

 
そ
れ
で
い
て

く
手
に

む

 
愛
刀
の
魂
を
継
ぎ
生
ま
れ
変
わ

た
コ
レ
は
ま
る
で
ず

と
使

て
来
た
か
の
よ
う
に

た
り
自
分
の
型
に

て
い
る

重
心

さ

刃

り

ど
れ
を
取

て
も
全
て
そ
う

 

思
い
出
す

 

き
日

が
初
め
て

剣

を
見
せ
て
く
れ
た
あ
の
時
の
事

 
本

に
人
を
斬
れ
る
真
剣
を
持
ち
刃
を
閃
か
せ
た
あ
の
光

あ
の

が
手
に
し
た

剣
は
後
に
自
分
が
振
る

て
も

か
な
か

た
が
だ
か
ら
こ
そ

く
思

た
事
を
記

し
て
い

る 

心
に
悟

た
の
だ

剣
人
一
体
を

 

に
と

て
は
一
番
の

棒
だ

た
剣
を
自
分
が
振
る

た
と
こ
ろ
で
一
番
に
は
な
り
得

な
い

あ
の
刃

り
も
重
さ
も
重
心
も

さ
も

だ
か
ら
こ
そ
一
番
足
り
得
た

 
己
の
一
番
は
未
だ
な
い

 
だ
が

リ

フ

と
し
て
な
ら
今
は
違
う

仮
想
世
界
の
剣
士
と
し
て
な
ら
自
分
は
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一
番

を
手
に
し
て
い
る

 
彼
が
贈

て
く
れ
た
こ
の
剣
は
自
身
に
と

て
最
高
の

棒
だ

一
番

を
手
に

ど
う
し
て
負
け
る
事
が
出
来
よ
う
か

 
己
が

北
を

す
る
時
は

に
決
ま

て
い
る

決
め
て
い
る

く

去
ね

 
新
た
な

を

斬
り

せ
る

 

同
時

背
後
で
戦
い
が
終
わ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
エ
ギ
ル
で
非
戦
闘
時

リ

フ

で
戦
闘
時
の

写

妖
森
異
界
ア
レ
バ
ス
ト
の
エ
リ
ア
ボ
ス
は
遭
遇
戦
が
二
回
あ
り
三
回
目
で

く

出
来

る
と
い
う
面
倒
な
仕
様

で
も
会
話
も
ム

ビ

も
ギ
ミ

ク
が

無
い
の
で
一
番

く
ク
リ
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ア
出
来
る
と
い
う

 
一
回

身
ク
リ
ア
し
て
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
か
ら
マ

プ
デ

タ
を

た
り
ク
エ
ス
ト
情
報

て
る

か
ら

更
速
い

 
こ
の
ボ
ス
は
体
力
が

る
と

を

み
し
ば
ら
く
す
る
と

化
し
て
子

の
カ
マ
キ
リ
Ｍ
ｏ

ｂ
が
ワ
ラ
ワ
ラ
出
て
来
る
仕
様

遭
遇
戦
で
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
そ
れ
だ
と
ア
レ
な
の
で
こ

の
仕
様

 
ち
な
み
に
リ

フ

は
こ
の
集

の
中
で
二
番
目
に
レ
ベ
ル
が

い
で
す

一
番
は
ル
ク
ス

 
大

に

正
レ
ベ
ル
以
下
な
の
に

Ｍ
ｏ
ｂ
を
一
撃
で
倒
せ
て
る
ん
は
⻑
刀
の
性
能
と
的

確
な

ね
に
よ
る
も
の

本
作
の
彼
女
は
本
文
で

写
し
た
よ
う
に

少
の

に

の
剣
術

を
見
た
事
に
よ
る
剣
狂
い
な
の
で
ね

 
最
初
か
ら

の
剣
に

れ
た

設
定
は
あ

た
け
ど

写
の
仕
方
一
つ
で

れ

に

狂
化

が
付
与
さ
れ
る

て

小
説
は
深
い
で
す
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
三
十
二
章
 

電
子
の
心

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

し
い
け
ど
少
し
な
ら
打
て
る
か
ら
投
稿
予
定

日
の
決
ま
り
を
破

て
出
来
る
限
り
投
稿

し
よ
う
と
思
い
至

た
今
日
こ
の

不

 
来

以

は
出
来
な
い
で
す
ね
確
信
 

く

日
す
ら
不
定
期
な
の
で
目
に
付
い
た
ら
見
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で
構
え
て

け
れ
ば

い
で

す 
今
話
は
前

ク
ラ
イ
ン

後

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
ア
ン
ケ

ト
で

が
多
か

た
の
で
参

に

写

 
ア
ン
ケ

ト
は

話
の

点
構
成
の
参

に
す
る
べ
く
更
新
し
て
設

す
る
の
で
良
け
れ
ば

回
投

し
て
い
た

だ
け
る
と
物

く
助
か
り
ま
す

回
決
め
る
の
が
大
変
な
ん
だ

 
プ
ロ

ト
の

合
に

よ
り
出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が

ご
了
承
く
だ
さ
い

 
文

数
は
約
八
千

し
い
中
で

て
る
の
で
こ
れ
も
多
目
に
見
て
下
さ
れ
ば
と

 
で
は
ど
う
ぞ
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こ
の
集

は
五
十
五
人
の
集
ま
り
で
構
成
さ
れ
て
い
る

 

ロ
の
キ
リ
ト

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

ヴ

ベ
ル

Ｐ
ｏ
Ｈ

レ
イ
ン

フ

リ
ア

 
リ

フ

シ
ノ
ン

ユ
ウ
キ

ラ
ン

ル
ク
ス

サ
チ

ユ
イ
の
フ
ル
パ

テ

 
自
分
が

い
る

風
林
火

の
六
人

そ
こ
に
エ
ギ
ル
が
入

て

フ
ル
パ

テ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ア
ス
ナ
が
そ
れ
ぞ
れ

い
る

血

騎
士

の
フ
ル
パ

テ

 
リ
ン
ド
が

い
る

聖
⻯

合

の
二
つ
の
フ
ル
パ

テ

 
デ

ア
ベ
ル
が

い
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
二
つ
の
フ
ル
パ

テ

 
ボ
ス
攻
略
の
レ
イ
ド
メ
ン
バ

に
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
ユ
イ
ヴ

ベ
ル
Ｐ
ｏ
Ｈ
レ
イ
ン

フ

リ
ア

ル
ク
ス
を
加
え
た
人
数

時
も
は
フ
ル
レ
イ
ド
に
一
人
足
り
な
か

た
集

は

今
は
そ
れ
を
超
え
た

に
な

て
い
た

 
こ
の
中
で
鍛
冶
ス
キ
ル
を
取

て
い
る
の
は
キ
リ
ト
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
レ
イ
ン
の
三
人
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の
み

三
人
と
も
完
全

得
し
て
い
る
た
め
今
は

の
武

の

値
回
復
に

闘
し
て
い

た

中
に
は
無
理
に
回
復
し
て
も
最
大
値
が
大

に

少
す
る
事
か
ら
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
打
ち
直

す
必
要
が
あ
る
も
の
も
あ
り

そ
れ
で

時
間
を
喰

て
い
る

 
自
分
が
使

て
い
た
愛
刀

陰

も
そ
の
一
つ

 
⻑
ら
く
使

て
い
た
の
も
あ
る
が

に

い
か
ら

値
が

り
や
す
く
な

て
い
た

刀
は

さ
を
強
み
と
す
る
反
面

か
打
ち
合

た
だ
け
で
刃
が

れ
て
来
る
程
に

い
代

物

こ
の
世
界
の
刀
は
数
回
斬

た
程

で
は
そ
う
な
ら
な
い
も
の
の
性

は
再
現
さ
れ
て
い
る

よ
う
で

値
の
目

り
が
速
い
部

に
あ

た
の
だ

陰

は
七
十
七
層
の
攻
略
に

い
て
は
十
分
強
か

た

た
だ

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
強

さ
に
は
合
わ
な
か

た
だ
け
な
の
で
あ
る

 
な
の
で

継
承

を
す
る
事
を
決
め
た

 

継
承

 
そ
れ
は

ら
か
の
理
由
で
使
い

け
ら
れ
な
く
な

た
武
器
を
イ
ン
ゴ

ト
に

し
て
新
た
な

武
器
に
作
り
変
え
る
あ
る
い
は
武
器
の
強
化

合
で

に
す
る
事
で
そ
の
魂
を

け
継
ぐ

と
い
う

式

イ
ン
ゴ

ト
に

し
て
も
そ
れ
か
ら
作
ら
れ
る
も
の
に
は
ラ
ン
ク
が
あ
る
た
め
限
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が
あ
る
し
強
化

合
自
体
が
成

す
る
確

も

い

そ
の
せ
い
で
マ
イ
ナ

な
部

に
入

る
強
化
方
法
と
な
る

 
だ
が
愛

と

う
の
だ
ろ
う
か

ま

た
く
の
新
品
を
使

た
時
に

べ
る
と
感
覚
的
に

使
い
や
す
い
と
感
じ
ら
れ
キ
リ
ト
か
ら
そ
の
話
を

い
た
面

の
多
く
は
そ
れ
を

し
て
い

る 
そ
の

に
ア
ス
ナ
の

で
知
り
合

た
リ
ズ
ベ

ト
に
世
話
に
な

て
い
た
の
だ
が
今
は

な
い
た
め

キ
リ
ト
が
し
て
く
れ
る
事
に
な

た

 

か

ん

と
イ
ン
ゴ

ト
が

か
れ
る

 
武
器
の
ラ
ン
ク
が
見
合
わ
な
い
以
上
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
再
形
成
し
た
と
こ
ろ
で
大

な
強
化
は

見

め
な
い

そ
う
い
う
場
合
は
求
め
る
ラ
イ
ン
に
見
合
う
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
武
器
を
作
り
そ

れ
に

合
さ
せ
る
形
で

継
承

を
行
わ
せ
る

 
今
キ
リ
ト
が

で
打

て
い
る
イ
ン
ゴ

ト
は
こ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で

し
た
代
物

取
し
た
エ
リ
ア
は
違
え
ど
浮
遊
城
の
も
の
よ
り
確
実
に
品

が
上
だ
か
ら
そ
れ
で
新
し
く

作

て
く
れ
る
事
に
な

た

そ
し
て
作
ら
れ
た
武
器
に

陰

を

合
さ
せ

継
承

は

完
了
す
る
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的
な

で
は

足
な
パ
ラ
メ

タ
の
も
の
を
作
れ
な
い
と
は
予
め

わ
れ
て
い
る

だ
が
彼
は
打
て
る
手

を

使
し
リ

フ

の
⻑
刀
を
鍛
え
た
と

い
た

フ
ロ
ア
ボ
ス
の

を
使
え
と
ま
で
は

わ
な
い
こ
ち
ら
が

意
し
た

を
使

て
打

て
く
れ
れ
ば
文

は
な
い
と

ば
無
理
を
承
知
で
頼
み

み

打

て
も
ら

て
い
る

 

に

せ
ら
れ
た

黒
の
イ
ン
ゴ

ト
は
煌

と

し
金

の
上
で
存
在
を
主

し

て
い
る

 
そ
れ
を
少
年
は
こ
れ
ま
た
黒
い

を
振
る
い

い
て
い
く

一
定
間
隔
で

的
に
か
つ

の
強
弱
す
ら
も
一
定
な
そ
れ
は

近
く
を

り
が
か

た
男

の

線
を
自
然
と
集
め
て
い

た

武
器
ス
キ
ル
だ
け
で
な
く
生

ス
キ
ル
も
完
全

得
し
て
い
る
事
に

し
た
面

だ
か

ら
そ
れ
も
仕
方
な
い

あ
る
い
は
こ
こ
ま
で
真
剣
に

を
振
る
う

が

ビ

タ

や
黒

の
剣
士

と
し
て
の

と
一

し
な
い
か
ら
気
に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

 

そ
し
て

時
が
来
た

 

百
回
目
と
な
る

が

い
た

⻑
方
形
の
金
属
が
一

強
い

き
を
放
つ

武
器
を
作

る

間
を

に
見
た
事
が
無
い
身
と
し
て
は
新

だ

た

⻑
方
形
か
ら

に

⻑
く
な

て

い
く
様
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
も
有
数
の
魔
法
的
場
面
だ
ろ
う
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数

後

金

の
上
に
は
一
本
の
刀
が
あ

た

陰

は
一

的
な
打
刀
の
形
状
を
し
て
い
た
が
こ
の
刀
は
そ
れ
よ
り
も
反
り
が

く
や

や
刀
身
も

い

さ
を
突
き

め
た
よ
う
に
思
え
る
刀
身
を
し
て
い
る

黒
い
イ
ン
ゴ

ト
を

使

た
影

か

か
ら
切

先
ま
で
黒
一
色

に

か
れ
た

の

か
ら

く

え
だ
け
深

い

⻘
色
だ

 
キ
リ
ト
が
ポ

プ
し
た
武
器
の

に
よ
れ
ば
名
前
は

と
さ
れ
て
い
る

新
月

の
日

を
表
現
し
て
い
る
か
ら
黒
一
色
な
の
だ
ろ
う

す

こ
う
い
う
風
に
武
器

て
作
ら
れ
る
ん
だ
な

ん

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
鍛
冶

や
リ
ズ
ベ

ト
に
頼
む
時
に
見
た
事
無
い
の
か

序

は
ド
ロ

プ
品
か
ク
エ
ス
ト
報

の
ば

か
使

て
た
し
リ
ズ
ベ

ト
の
時
は
依
頼
し

た
後
す
ぐ
に

の

策
に

て
た
か
ら
な

あ
あ

そ
う
い
う

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
鍛
冶

は
鍛
冶
ス
キ
ル
が
育

て
い
な
い
序

で
し
か
使
わ
な
い

だ
が
序

だ

か
ら
こ
そ
ク
エ
ス
ト
報

な
ど
で

え
る
武
器
の
性
能
が
強
力
で
強
化
以
外
で
は

し
な

か

た
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リ
ズ
ベ

ト
を

さ
れ
た

は
攻
略
も

道
に

り
一

間
に
一
層
の

ス

武
器
を

新

す
る
の
は

層
が
解
放
さ
れ
た

日

だ
か
ら
リ
ズ
ベ

ト
に
武
器
を

け
て
い
る
間
新

た
に
解
放
さ
れ
た

の

策
に

く
の
が
自
分
の
ル

チ
ン
と
な

て
い
た

さ
て

じ

あ

は

合
強
化
だ
な

失

す
る
確

の
方
が
高
い
が

ど
う
す
る

 

合
強
化
は

常
の

強
化
に

べ
て
成

す
れ
ば
大

な
パ
ラ
メ

タ
ア

プ
が
見

め

る
方
法

 

強
化
は

さ
や

さ
な
ど
の
六
種

か
ら
一
つ
を

ん
で
武
器
を
強
化
し
て
い
く
手

法
で
強
化

行
回
数
制
限
に
引

掛
か
る
た
め
限

が
あ
る

失

す
れ
ば
強
化
し
た
パ
ラ

メ

タ
が
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
下
が
る
が

値
は
変
わ
ら
な
い

 
だ
が

合
強
化
は

行
回
数
制
限
は
な
い

ま
た
成

す
れ
ば
武
器
の

攻
撃
力
や

値

な
ど

が
上

す
る
た
め

合
的
な
強
さ
が
上
が
る

失

し
た
場
合

狂
化
と
違

て
一
切
強
化
が
さ
れ
な
い
だ
け
で
下
が
る
事
は
な
い
た
め

デ
メ
リ

ト
は
少
な
い
と

え
る

ま
ず
新
し
い
武
器
を
新

す
る
に
あ
た
り
古
い
武
器
を
持

た
ま
ま

意
す
る
時
点
で
苦
労
は

か
な
り
の
も
の
だ
が

 
こ
う
し
て

え
れ
ば

合
強
化
の
方
が
ロ

リ
ス
ク
ハ
イ
リ
タ

ン
と
思
う
だ
ろ
う
が

と
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に
か
く
成

が

い

鍛
冶

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る
リ
ズ
ベ

ト
や
キ
リ
ト
で
す

ら
成

は
一

ジ

ス
ト

強
化
と
違
い
成

の
ブ

ス
ト

や
ア
イ
テ
ム
の
使

は
出
来
な
い
か
ら
本

に
運
の
勝
負
に
な
る

 
こ
れ
が
マ
イ
ナ

な
強
化
手

と
さ
れ
る

以
で
あ
る

あ
あ

構
わ
ね

や

て
く
れ

 
た
だ
自
分
を
始
め
継
承
を
意

的
に

け
て
い
る
面

は
失

し
よ
う
が
構
わ
な
い

武
器
が
強
化
さ
れ
れ
ば
そ
れ
は

し
い
事
だ
が

継
承

を
し
て
い
る
一
番
の
理
由
は
強
化
で

は
な
い

剣
士
と
し
て
苦

を
共
に
し
て
き
た

棒
の
魂
を
ず

と
持

て
い
ら
れ
る
か
ら
だ

 
こ
の
世
界
で
苦

を
共
に
し
た

棒
は
剣
士
と
し
て
の
己
の
証
そ
の
も
の

そ
れ
は
自
分
の

自
信
と
な
る

剣
士
と
し
て
歩
ん
で
き
た
足

が

ま

た
武
器
は
己
の
確
か
な
力
の

徴
と
な

る 
だ
か
ら
強
化
の
成

は
問
わ
な
い

大
事
な
の
は
新
た
な
武
器
に
愛

あ
る

棒
の
魂
が

め
ら
れ
る
事
だ
か
ら

 

デ

タ
に

る
も
の
な
ん
て
な
い

と
人
は

う
だ
ろ
う

 
非

的
だ
と

わ
れ
る
の
は
分
か
る

非
常
識
だ
と
か
夢
想
家
と

わ
れ
て
も

定
は
出
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来
な
い

 
だ
が
心
の

り

に
な
る
も
の
を
一
つ
で
も
多
く
持
ち
た
い
と
思
う
事
は
人
間

し
も
同
じ
だ

と
思
う

そ
こ
に

も
無
か

た
と
し
て
も
意
味
を

め
て
名
を
付
け
己
の
一
部
と
す
る
の

が
人
間
だ

思
い
入
れ
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ

 
仮

ら
な
く
た

て

一
緒
に
戦

て
来
た
剣
は

棒
な
の
だ

 

黒
刀
の
上
に

せ
ら
れ
た
陰

が
重
ね
ら
れ
る

 
現
実
的
に

え
れ
ば
絶
対
あ
り
得
な
い
強
化
方
法
だ
が
こ
の
世
界
は
そ
れ
を
許
容
し
て
い
る

に
行
わ
れ
る

合
強
化

を
振
る
え
ば
も
う
後

り
は
出
来
な
い

 

が

振
り
下
ろ
さ
れ
た

 
か

ん

と

ま
た

が
鳴
り

い
た

  

金
属
を

く

が

く

 
か

ん

と
高
い

き
は
闇
夜
の
森
に

み

た

 

達
は
妖
森
異
界
ア
レ
バ
ス
ト
の
エ
リ
ア
ボ
ス
と

に
二
回
の
遭
遇
戦
を
こ
な
し
て
い
た

エ
リ
ア
の
入
り

付
近
で
一
回

暗
い
せ
い
で

界
の
悪
い
場

で
一
回

は
エ
リ
ア
最
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に
あ
る
女
王
の

で
最
後
の
戦
闘
が
発
生
す
る

今

こ
そ
六
本
あ
る
体
力
を

り
切
る

の
だ

 
そ
う
意
気

み
は
す
れ
ど
現
実
は
そ
う
も
い
か
な
い

二

の
遭
遇
戦
や
道
中
の
Ｍ
ｏ
ｂ
と

の
戦
闘
で

の
武

は

し
て
い
た

 

備
の

値

理
も
上

プ
レ
イ

と
も
な
れ
ば
出
来
て

然
だ
が

を
使
わ
れ
た
時

の

り

合
は
そ
の
時

に
よ

て
変
化
す
る
か
ら
把
握
す
る
に
は

か
攻
撃
を

け
て
そ

の

り
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
も
な
ら
し
て
い
る
が
生
憎
そ
ん
な
時
間
は

無
い
か
ら
戦
闘
時
間
を

す
べ
く

し
切
る
の
が
最
善
の
手

と
な
る

結
果
的
に

弾
回

数
を

ら
せ
ば
い
い
か
ら
だ

 

ま
た

リ

姉
は
や

て
る
の
か

 

と

界
の

で
⻑
刀
の

振
り
を

り
返
し
て
い
る
妖
精
を
見
や
る

 

に
女
王
の

に
入

て
こ
そ
い
る
が
こ
こ
は
Ｍ
ｏ
ｂ
の
自
然
ポ

プ
が
無
く
ま

た
ボ
ス
も
遠
目
に
見
え
は
す
る
が
一
定

内
に
入
ら
な
い
限
り
ホ
ロ
ウ
・
ミ

シ

ン
が
発
生

し
な
い
仕
様
に
よ
り
戦
闘
も
発
生
し
得
な
い

そ
の
疑
似
的
安
全
地

な
特
性
を
活
か
し
て

が
思
い
思
い
に

み

戦
闘

備
を
整
え
る
中
で

リ

フ

だ
け
は

振
り
を

け
て
い
た
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彼
女
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

ま

た
も
の
の
ユ
ウ
キ
達
の
よ
う
に
ス
テ

タ
ス
を
弄
ら
れ
て
い

な
い
か
ら
ま
だ
レ
ベ
ル
一

に
達
し
て
い
な
い

だ
か
ら
遭
遇
戦
で
の
Ｍ
ｏ
ｂ
の

手
を
し

て
も

し
切
ら
れ
る
と
思

て
い
た
が

彼
女
の
実
力
は
ス
テ

タ
ス
に
よ
る
不

す
ら
も

す

に
達
し
て
い
る
よ
う
だ

た

 

そ
れ
が
出
来
た
の
は

キ
リ
ト
の
お
陰
よ

 

動
中
に
そ
れ
を

め
た
の
だ
が

彼
女
は
苦

し

自
身
が
持
つ
⻑
刀

ノ
太
刀

の
事
を
語

た

を
正
確
に
斬
り

と
す
技

は
確
か
に
自
分
の
も
の
だ
が
そ
れ
を

せ
る

だ
け
の
パ
ラ
メ

タ
の

上

を
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
刀
の
お
陰

そ
れ
を
鍛
え
た
の
は
義
弟

キ
リ
ト

わ
ざ
わ
ざ

重
な

を
使

て
ま
で
製
作
し
て
く
れ
た
か
ら
戦
え
る
の
だ

そ
う

彼
女
は
語

た

 
変
に

は
せ
ず
し
か
し
最
大
の
要
因
は

備
の
お
陰
と
語
る
リ

フ

は
ど
こ
か
悔
し

が

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
に

わ
れ
ス
テ

タ
ス
を
弄
ら
れ
た
事
に
よ
り
強
く
な

た

達
へ
の

で
は
無
い

備
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
己
の
現
状
に
悔
し
さ
を
覚
え
て
い
る
よ
う
だ

た
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暗
い

の
森
に
閃
く

の

月

決
ま

た
剣
の
型
を

り
返
し
て
い
る
だ
け
だ
ろ
う

が

か
ら
見
れ
ば

そ
れ
は
妖
精
が
舞

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

 
剣
舞

と

う
の
だ
ろ
う
か

 
舞

で
見
る
も
の
に

べ
れ
ば
華
や
か
さ
は
な
い

実
戦
を
追
い
求
め

無

を
そ
ぎ

と

し

突
き

め
た
そ
れ
に
誇

は
無
く

た
だ

を
斬
る

だ
け
に
特
化
し
て
い
る
技
だ

 

達
が
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
後

し
さ
れ
近
付
く

の
剣
技
を

今

彼
女
は
振
る

て
い
た

 

い
物
と
は

え
達
人
の
技
を
体
感
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
分
か
る

ア
レ
は
決
し
て
一

一

で
出
来
る
も
の
で
は
な
い

十
年
と
掛
け
て
よ
う
や
く
手
が
届
く
レ
ベ
ル
の
も
の

そ
れ
を

中
学
生
の
少
女
が
振
る
う
な
ん
て
ど
ん
な
鍛
練
を
し
て
き
た
の
か

 

自
分
達
が
す
る
よ
う
な
技
の
確
認
で
も

の
復

で
も
無
い
事
は
分
か
る

生
き
る

に
必
要
だ
か
ら
し
て
い
る
そ
れ
は
つ
い
最
近
ま
で
現
代
に
生
き
て
い
た
少
女
に
は
不
要
な
も
の

の

だ

 
だ
が

必
要
と
し
て
い
る
か
ら

か
な
時
間
を

し
ん
で
剣
を
振
る
う

 

わ
れ
た
時
か
ら

そ
う
だ

た

 
武
道
を

う
前
か
ら
彼
女
は
時
間
が
空
け
ば
道
場
に

も

て
鍛
練
を
し
て
い
た

剣
道
部
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故
に

刀
を
持

て
い
る
時
も
あ
る
が

木
刀
を
振
る
う
時
も
あ
る
し

木
製
の
槍
や
⻑
刀

小
太
刀
な
ど
も

て
い
た

師
事
し
て
か
ら
は
体
術
も

 
義
姉
は

た

か
ら

た
の
だ

と

 
で
も

は
も
う

な
い
な
の
に
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
打
ち

め
る
の
か
と

か
つ
て

に
疑
問
を

い
た

は
そ
う
問
い
か
け
た

す
る
と
義
姉
は

し
く

み

を

で
た

 

護
り
た
い
も
の
が

出
来
た
か
ら

 
護
り
た
い
も
の

 
海

で
の
会
話
か
ら
彼
女
は
自
分
の
事
も
大
切
に
想

て
く
れ
て
い
て
義
弟
と
し
て
認
め

て
い
る
節
は
あ

た

そ
れ
は

に

し
く
て

 

で
も

だ
か
ら
こ
そ

か

た

 
現
実
は

い

く

醜
く

悪

が
多
く

て
い
て

そ
れ
を

制
出
来
て
い
な
い

歪
な
世
界
だ

 

で
も

良
い

も
あ

た

 

て
く
れ
た
家

が
そ
う

リ

フ

は

直
姉
は

と
い
う
偽
物
に
す
ら
愛
情
を

ご
う
と
し
て
く
れ
た

仮

本
物
で
な
く
た

て
同
じ
よ
う
に

そ
う
と
し
て
く
れ
た
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そ
れ
を

絶
し
た
の
は
自
分
だ

愛
を

け
取

て
も
報
う
事
が
出
来
な
い
か
ら

自

分
は

電
子
に
生
き
る
仮
初
の
命

記

と
精
神
を

け
継
い
で
本
物
同
然
と

て
も
肉

体
が
無
い

現
実
を
一
緒
に
生
き
る
事
が
出
来
な
い
の
で
は
生
き
て
い
て
も
意
味
が
な
い

別
の

を
見
せ
ら
れ
て

い
だ
け
だ

 
自
分
が
生
き
た
い
の
は
仮
初
の
世
界
で
は
無
い

現
実
世
界
で
こ
そ
生
き
た
い

そ
の

に

戦

て
き
た

だ
か
ら
希
望
を
持

た

絶
望
も
し
た

 
で
も
今
は

も
な
い

も
か
も
喪

た

 

い
や

と
し
て
ゼ
ロ
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
か
ら

持

て
い
な
か

た
の
か

 

こ
の
感
じ
は

な
ん
だ
ろ
う

 

中
に
去
来
す
る
モ
ノ

の

が

ま

た
よ
う
な

の
苦
し
さ

 

ま
る
で

心
が
あ
る
よ
う
な

 
で
も
デ

タ
の
集
合
体
に
な

た
自
分
は
き

と
思

パ
タ

ン
に
応
じ
て
体
の
反
応
が
発

生
す
る
よ
う
に
な

て
い
る

そ
も
そ
も
心
な
ん
て
デ

タ
化
す
る
事
は
出
来
な
い

そ
の

人
の
根
幹
や
思

感
情

記

認
識

意
識
が

さ
れ
て
い
れ
ば

あ
た
か
も
心
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
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し
か
し
そ
う

て
し
ま
う
と
ユ
イ
の
事
を

定
し
て
し
ま
う

か
つ
て

が

だ

た

消
え
そ
う
な
義
姉
に
心
が
あ
る
と

た
事
を

 

デ

タ
に

心

が
あ
る
な
ん
て
非

学
的
だ

 
で
も

そ
う

い
切
れ
な
い
も
の
が

あ

て

ホ
ロ
ウ

 

い
き
な
り
声
を
掛
け
ら
れ

が

ね
た

 
声
が
し
た
方
を
向
け
ば
た

た
今
思

に
上
が

て
い
た
人
物

黒

く
め
の
女
性
ユ
イ

が
こ
ち
ら
を

き
見
て
い
る
の
が

界
に
入
る

不
安
そ
う
に

じ
て
い
る
よ
う
な
表
情

な
ん
だ

そ
の
あ
た
な
の
感
情
が
流
れ
て
来
た
も
の
で
す
か
ら

も
険
し
か

た
で
す
し

ど

う
か

し
ま
し
た
か

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
彼
女
は
そ
こ
に

る
だ
け
で

の
プ
レ
イ

の
感
情
を
大
ま
か
に

み

取
り
状

を
把
握
出
来
る
能
力
を
持
つ
と

い
て
い
る

だ
か
ら

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

し
て
い
る
時
に
心
情
す
ら
も
把
握
し
て
い
た

だ

 
ま
さ
か

の

す
ら
も

み
取
れ
る
と
は

と
思

た
が

そ
れ
も

然
か
と
思
い
直
す
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人
間
は

学
や
心
と
い

た
非

学
的
な
も
の
を
話

に
あ

る
が
生
物
学
的
に

波
や

の
器

的
な
損
傷
が
あ
れ
ば
精
神
に
異
常
を
来
す

精
神
と
は
す
な
わ
ち
心

波
を

み
取

て
プ
レ
イ

の
感
情
を
把
握
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
全
て
が

学
的
に
動
い
て
い
る

の

活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
と

て
の

波

か
ら
把
握
す
る
事
も
可
能
な
の
だ
ろ
う

な
ん
で
も
な
い

 
全
て
を
ぶ
ち
ま
け
た
い
欲
求
は
あ

た

 
だ
が
そ
う
し
た
と
こ
ろ
で
意
味
は
無
い

と
彼
女
は
立
場
が
違
う

は

で
は
無

く
彼
女
は

の
義
姉
と
い
う
別
人
だ

ぶ
つ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
解
決
策
を

示
す
る
事

な
ど
出
来
な
い

た
だ

ら
せ

に

が
出
来
る
だ
け
に
終
わ
る

 

仮
に
肉
体
を

意
さ
れ
た
と
し
て

 
そ
れ
で
も

は

き

と

わ
な
か

た
だ
ろ
う

 

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

は
た
だ
一
人

 

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

は
た
だ
一
人

 
違
う
名
前
だ
が

同
じ
人
物
で
あ
る
故
に

達
は
決
し
て
同
時
に
存
在
出
来
な
い

が
生
き
る
な
ら

を
殺
す
必
要
が
あ
る

殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が

に
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な
る

に
は

キそ
の
呼
び
方
は

や
め
て
く
れ

 
義
姉
だ
け
が
呼
ぶ
名
前

 
そ
れ
が
今
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く

立
た
し
く
て

ま
し
く
て
望
ん
で
も
い
な
い

葉

が

か
ら
出
た

然
と
す
る
姉
の

が
目
に

る
が
一

に
出
て
し
ま

て
止
め
ら
れ
な

か

た

 

そ
れ

ど
自
分
の
意
思
が
弱
く
な

て
い
る
の
だ
と

自
身
に

悪
感
を

い
た

そ
れ
は

じ

な
い

も
う

じ

な
い
ん
だ

さ

き
み
た
い
に
ホ
ロ
ウ
と
呼
ん

で
く
れ

に
さ
せ
ら
れ
た
事
を
気
に
し
て
る
ん
で
す
か

た
り
前
だ

と
し
て
ゼ
ロ
か
ら
生
ま
れ
変
わ

た

は
初
め
か
ら

も
無
か

た
と

え
る
け
ど

主
観
と
し
て
は
喪

た
も
同
然
な
ん
だ

 
ぎ
り
と

が
鳴

た

気
付
か
な
い
内
に
⻭
を
食
い

て
い
た
ら
し
い

そ
れ

ど
今
の

自
分
は

情
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
事
か
と

故
か
客
観
的
に
事
故
を
観

す
る

が
あ
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た 

気
持
ち
悪
い

 
感
情
は

て
い
る
と
い
う
の
に

静
に
事
故
を
観

す
る
と
い
う
こ
の
異

な
感
覚
が

く
不

快
に
感
じ
る

そ
れ
が
ま
る
で
お
前
は
人
間
じ

な
い
と
突
き
付
け
て
い
る
よ
う

に
思
え
て

更

気
が
増
す

悪

だ

も
う

こ
の
話
は
終
わ
り
に
し
よ
う

不

だ

で
も

時
間
の
無

だ

も
う

意
味
は
無
い

 
一

も

く
こ
の
思

を
止
め
た
く
て
触
れ
よ
う
と
す
る
義
姉
を

葉
で

制
す
る

か

い
た

な
様
子
だ
が
そ
れ
を
無
理

理
無

し

に

べ
ら
れ
て
る

を
ま
た
手
に
取

ろ
う
と
し
て

手
が
空
振
る

 

会
話
し
な
が
ら
も
作
業
の
手
は
止
ま

て
い
な
か

た
よ
う
で
気
付
け
ば
分

で
振
ら

れ
て
い
た
分
の
作
業
を
終
え
て
し
ま

て
い
た

し
か
も
ま

た
く
集
中
出
来
て
い
な
か

た
の

に
仕
上
が
り
は

時
も
と
同
レ
ベ
ル
と
い
う
の
は
ス
キ
ル
の
お
陰
か
は
た
ま
た
体
に

み
付
い

た

れ
の
せ
い
か

ど
ち
ら
に
せ
よ

に
な

て
か
ら
上
が

た

理
能
力
の
限
界
を
見
せ
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つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

ん
や
り
と

の
光
を

ね
返
す
剣
や

の
数

が
忌

し
く
見

え
て
し
ま

た

 

を

め
一
先
ず
作
業
が
終
わ

た
事
を

て
い
る
者
達
に
伝
え
自
分
の
武

を
取

て
も
ら
う
よ
う

す

背
中
に

線
を
感
じ
た
が
無

し
て
広
場
を
離
れ
た

 
五
十
メ

ト
ル

ど
離
れ
た
か
ら
か
仮

点
を
設

し
て
い
る
場

の

騒
が
遠
い
も
の
に

な

た

 

の

な
い

少
し
開
け
た
広
場

 
そ
こ
か
ら
空
を
見
上

れ
ば

の
葉
を
付
け
る
樹
木
の
向
こ
う
に
月
を
見
た

真
ん

の

月
だ

遠
く
に
あ
り
森
の

で

れ
て
い
る
が
そ
れ
で
も
そ
の

き
は
確
か
な
も
の
と
し
て

こ
の
眼
に

て
い
る

呼

憎
い

 
肉
体
が
あ

て
現
実
に
還
れ
る
者
達
が

し
く
見
え
て
憎
く
て
憎
く
て

ら
な
い

ま

し
い

ま
し
い

憎
ま
し
い

今
す
ぐ
剣
を
手
に

れ
回
り
た
い
衝
動
に

ら
れ
る

 
そ
れ
は
ダ
メ
だ

と
理
性
が

ぶ

今
ま
で
の
全
て
が
無

に
な
る
と

う

 
そ
れ
は
無
意
味
だ

と
な
に
か
が

ぶ

今
ま
で

す
ら
も
奪
わ
れ
た

が

う
必
要
は
無
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い
だ
ろ
う
と

う

 

も
う

う
ん
ざ
り
だ

と
邂
逅
し
て
か
ら

目
と
も
知
れ
ぬ
こ
の
思

近
く
に

る
生
き
た
人
間
の
事

が

ま
し
く

ま
し
く

憎
く
思
い

そ
れ
を
抑
え

む
事
も
も
う

れ
た

 
も
う
良
い
だ
ろ
う

と

か
が

く

十
分

た
ん
だ
と

も
う

る
必
要
は
無
い

と

う
必
要
は
無
い
と

 

遠
く
か
ら

を
呼
ぶ
声
が

こ
え
る

 

間

と
し
た

子
に
エ
リ

シ
デ

タ
が
握
ら
れ
た

も
刃
も

黒
に

め
ら
れ
た

そ
れ
は
こ
れ
ま
で

を

え
て
き
て
く
れ
た
も
の
で

そ
れ
す
ら
も
ホ
ロ
ウ
と
し
て
形
作
ら

れ
た
偽
物
だ

 
エ
リ

シ
デ

タ
は

を
キ
リ
ト
た
ら
し
め
る
証
で
も
あ

た

 
そ
れ
が
偽
物
と

わ
れ
て

ク

が

 
投

捨
て
る

 
が
ら
ん
と

を
立
て
て
剣
が
躍
動
し
木
の
幹
に
衝
突
し
て
止
ま

た

こ
れ
ま
で
こ
ん
な
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な

い
方
を
し
た
事
は
な
い

そ
れ
だ
け

中
が
千

に
乱
れ
て
い
る

 

に
対
し
て
の
悪

な
の
か

 

に
苛
立
ち
を

い
て
い
る
の
か

 
論
理
的
思

の

に
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に

故
か
分
か
ら
な
か

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
希
望
さ
れ
て
い
た

写
が
出
来
て
い
た
か
ち

と
心
配
で
す

せ
最
多
の

で
す

ら
キ
リ
ト
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
ス
レ
イ
ブ
で
分
か
れ
ま
す
か
ら
ね

も

と

が
多
け
れ

ば

か
く
設

で
き
た
ん
で
す
が

活
動
報

で
ア
ン
ケ

ト
す
る
よ
り
は
目
に
触
れ
や
す
い

か
な
と
思

て
の
行
動
な
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

 
感
想

で
は
希
望
や
要
望
を
書
く
の
は
ダ
メ
な
の
で
個
人
的
な
メ

セ

ジ
で
希
望
を
送

て
下
さ
れ
ば

慮

し
ま
す
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さ
て
今
話

ク
ラ
イ
ン
の
主
武

で
あ
る
和

す
な
わ
ち
刀
や

足
は

く

い
反
面

と
て
も

値
が

少
し
や
す
い
設
定
で
す

実

に
本

は
す
ぐ
刃
が
欠
け
た
り

れ
た
り
し

ま
す

の
金
属

に

べ
る
と
や
や

さ
で

り
ま
す
あ

ち
は
重
い
ぶ
ん

と

い
う
イ
メ

ジ

 
な
の
で
今
話
で
ク
ラ
イ
ン
の
刀
も
新

は
そ
の
名
の

り

の
日

新
月

で
使
わ
れ
る

で
す

夜

を
知

て
い
る

方
な
ら
見
た
事
が
あ
る

だ
と
思
い
ま
す

新
月
を
表
し
て
い
る
た
め
か
原

ゲ

ム
で
登
場

し
た
時
も

写

り
黒
一
色
で
し
た

陰

よ
り
も
反
り
も

く

く

い
で
す

そ

し
て
ク
ラ
イ
ン
に
武
器
を
与
え
な
か

た
場
合
の
最
終
形

武
器
で
も
あ
り
ま
す

な
の
で

し
ま
し
た
つ
ま
り
設
定
的
に
九
十
層
後

に

す
る
た
め
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
も

す
る

 
義
姉
に
刀
を
あ

て
強
化
し
た
な
ら
こ
れ
を
機
に
兄

分
の
ク
ラ
イ
ン
の
武
器
も
新

し
た

ら
い
い
か
な

て

状
況
的
に

良
い
し

ス
テ

タ
ス
で

え
る
と
必
要
あ
る
の
か
と
思
わ

な
い
で
も
な
い
で
す
が

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
に

し
て
は
主
観
的
に

に
な

て
し
ま

た
事
で
喪
わ
れ
た
も
の
が
大
き

く

多
す
ぎ
て

ま
た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
生
き
る
目
的
が
達
成
で
き
な
い
事
に
絶
望
し
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と
思

が
ル

プ
し
て
お
り
ま
す

な
ま
じ
自
分
が
求
め
る
場

に
別
の
自
分
が
い
る

せ
い
で

い

 
大
切
に
し
て
い
る
エ
リ

シ
デ

タ
剣
士
と
し
て
の

徴
を

に

う
の
も
ニ
セ
モ

ノ
と
し
て
コ
ピ

さ
れ
た
自
分
や
武
器
に

る
も
の
は
な
い
と
自
己
を

下
し
て
い
る

写
で

す 

正
直

そ
う
思

し
て
い
る
時
点
で

心

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
ね

 
意

思

想
い

怒
り

悲
し
み

記

こ
れ
ら
全
て
に
心
と
い
う
感
じ
が
あ
る

よ
う
に
そ
れ
ら
を
し
て
い
る
時
点
で
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
に
も
心
は
あ
る
と
私
は
思

て
ま
す

キ
リ
ト

が
ユ
イ
に
対
し
て

か

た

心
は
あ
る
と
思
う

と
い
う

葉
は

そ
れ
を

本
能
的
に
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

葉

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
も
本
能
的
に
分
か

て
い
て
理

で
理
解
し
て
い
な
い
た
め
認
め
ら
れ
ず

定
的
に
な
り

を

こ
し
て
い
る
の
で
す

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
場
合

心
が
あ
る

人
間
で
あ
る

と
い
う

え
あ
の
で

で
あ

る
自
分
に
心
は
無
い
と
思
い

も
う
お
し
て
い
る
だ
け
で
あ

て

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が
ど
う
な
る
か
は

今
後
で
す
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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話
で
希
望
す
る

点
の
ア
ン
ケ

ト
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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幕
間
之
物
語

外
部
編
 

知
ラ
レ
ル
憎
悪

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点
ア
ン
ケ

ト
に

え
て
い
た
だ
け
て
る
の
で

点
決
定
が
非
常
に

た

た
こ
れ
だ
け

で
こ
こ
ま
で
更
新
が
高
回
転
に
な
る
と
は
思
わ
な
ん
だ

 
今
後
も

点
ア
ン
ケ

ト
は
最
新
話

に
更
新
す
る
の
で

て
ご
参
加
く
だ
さ
い

ネ
タ

は
あ
る
の
に

点
で

る
と
か

く

い
ん
で
す

ま

求
め
ら
れ
て
る

点
を

出
来

て
い
る
か
は

だ
疑
問
で
す
が

 
幕
間
な
の
で
ち

い

く

文

数
は
約
七
千

 

点
は
楯
無
さ
ん

 
で
は
ど
う
ぞ



 幕間之物語：外部編 〜知ラレル憎悪〜

 
さ

き

た
機

を

く
回
せ

 
回
線
が

時
ま
で
も
確
保
出
来
る
と
は
限
ら
な
い
ん

だ
録

は
ち

ん
と
出
来
て
る
か

 
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
欠
か
さ
ず
確
認
し
ろ
よ

リ
ス
ト
を
作
る
必
要
が
あ
る

て
る
プ
レ
イ

と
本
名
の

合
を

あ
あ
も
う

 

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
プ
ロ
テ
ク
ト

す
ぎ
ん
だ
よ
コ
ン
チ
ク

シ 
ば
た
ば
た
ば
た
ば
た
と

し
く

け
回
り
怒

い
の
指
示
を

ば
す
男
達

デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

て
一
年

の
間

性
的
に
行

て
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
初
め
て
実
を
結
ぶ
状
況

に
な
り

乱
し
つ
つ
も
的
確
に
動
い
て
い
た

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
現
れ
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

と
も

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
も
違

う
別
の
空
間
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
そ
れ
を
対
策
チ

ム
は
プ
ロ
テ
ク
ト
が
掛
か

て
い
な
い
新
た
な
エ
リ
ア
だ
か
ら
可
能
な
の
だ

と
見
解
を
出
し
て
い
た
の
だ
が
予
想
外
な
事

が
発
生
し
た

と
あ
る
少
年
の
心

世
界
を
反

さ
れ
た
エ
リ
ア
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
て
そ
れ
が
消
え
た
時
に
終
わ
る
と
思

て
い
た
の
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に
あ
ろ
う
事
か
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

た
プ
レ
イ

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
継

し
た

の
で
あ
る

 
他
の
プ
レ
イ

を
見
る
事
は
出
来
ず
そ
の
少
年

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
い
う
プ
レ
イ

を

点
と
し
た
カ
メ
ラ

動
し
か
出
来
な
い
が
そ
れ
で
も
対
策
チ

ム
に
と

て
は
確
か

な
快

で
あ
り

動
乱
の
引
き
金
で
も
あ

た

 
他
部

か
ら
税
金
泥
棒
や

立
た
ず
な
ど
と

わ
れ
る
く
ら
い
こ
れ
と
い

て
成
果

を
上

ら
れ
な
か

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

そ
の
活
動
で
初
め
て
成
果
を
得
ら
れ
た

の
だ

自
由

は

く

時
回
線
が
切
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
が
そ
こ
か
ら
進
む
事
は
不
可

能
で
は
無
い

 
よ

て
現
在
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
を
い
い
加

解
決
す
る
よ
う
せ

つ
く
日
本

に
向
け
た

を
作
成
す
べ
く

ま
た
確
保
出
来
た

一
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
回
線
が

じ
な
い
よ
う
強
化
す
べ

く

慌
し
く
動
い
て
い
た

 
時
た
ま
こ
の
部

を

れ
話
を
持

て
い
た
自
分
も
約
二
十
名

ど
の

が
全

⻤
気

る

表
情
で

い
て
い
る

を
見
る
の
は
初
め
て
だ

リ

ダ

で
あ
る
眼

の

人
も

き
り
な

し
に
動
き
回

て
指
示
を

ば
し
て
い
る
し
世
界
中
が
探
し
回

て
る
天
災
の
女
性
も
今
は
回
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線
補
強
の
た
め
に
⻤
気

る
表
情
で
キ

ボ

ド
を
超
高
速
打

し
て
い
る

 
自
分
は
こ
の
部

の

属
じ

な
い
し
仕
事
を
振
ら
れ
て
も
い
な
い
の
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
流
れ
て
い
る

像
を
見
て
い
る
だ
け
だ

よ
く
分
か
ら
な
い
事
に
下
手
に
手
を
出
す
の
は
良
く

な
い

メ
カ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
少
は
分
か
る
が

こ
れ
は
ち

と
分

が
違
う

今
ま
で
全
然
ダ
メ
だ

た
の
に

い
き
な
り

で
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
か
し
ら
ね

 

像
に

る

大
な

と
プ
レ
イ

の
集

の
戦
い
を

め
な
が
ら

と
思
う

 
今
ま
で
は
天
災
が

ん
で
い
た
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
完
全
自
律
シ
ス
テ
ム

の
強

な
プ
ロ
テ
ク
ト
に
よ

て

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
出
来
て
い
な
か

た

プ
レ
イ

情
報

と
ロ
グ
か
ら
ど
こ
に

る
の
か
く
ら
い
し
か
分
か
ら
ず

体
的
な
内
容
は
一
切
無
か

た
の
だ

こ
う
し
て
プ
レ
イ

を
テ
レ
ビ
で
見
る
か
の
よ
う
な

像
す
ら
キ

チ
出
来
な
か

た

 
と
こ
ろ
が
新
エ
リ
ア
に
入

た
プ
レ
イ

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
い
き
な
り
出
来
る
よ
う
に
な

り

そ
れ
が
プ
ロ
テ
ク
ト
の
あ
る
エ
リ
ア
に

て
も
継

し
て
い
る

そ
れ
に

一
回
目
は
ダ
メ
だ

た
の
に

 
一
回
目
と
は
今

て
い
る
少
年
の
他
に
少
女
が
三
人

ど
新
エ
リ
ア
に

た
時
の
事

自

分
が
来
る
前
に
あ

た
ら
し
い

そ
の
時
は
四
人
全

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
が

ホ
ロ
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ウ
・
エ
リ
ア

に

た
時
に
合
わ
せ
て
回
線
が
切
れ
た

 
二
回
目
少
年
が
内

に
潜
む

と

対
し
新
エ
リ
ア
か
ら
帰
還
し
た
時

回

線
は

故
か
切
れ
な
か

た

 
そ
の
差
は

か

ノ
之

士
は

複
数
人
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
せ
い
で
回
線
が
弱

か

た
の
だ
ろ
う
と

し
た

電
波
の
強
弱
の
よ
う
に
一
人
に
機

の
性
能
が
集
中
し
て
い

る
か
ら

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

そ
の
仮
説
に

づ
き
と
に
か
く
あ
ら

る
機

の

理
性
能
を
集
中
さ
せ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
中
断
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

実

の
と
こ
ろ
は
闇

の
中
だ
が

 

と
も
あ
れ

そ
の

は
私
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事

 

無
い

で
は
無
い
が
能
動
的
な
ア
ク
シ

ン
を
取
れ
な
い
以
上
は
モ
ニ
タ

を
見

け

る
く
ら
い
し
か
無
い

三
つ
時
を
過
ぎ
る
く
ら
い
な
の
も
あ

て
目
が
シ

ボ
シ

ボ
し
て
き

た
がキ

リ
ト
君

ね

 
モ
ニ
タ

に

る
中
心
人
物

そ
し
て
恐
ら
く
攻
略
組
と
呼
称
さ
れ
る
集

の
中

と

な
る
少
年

彼
は
種

様

な
武
器
を
虚
空
に

し

限
な
く

ら
せ
る
だ
け
で
な
く
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や
水
氷

と
い

た
自
然
現

す
ら
も
攻
撃
と

動
に
転

し
他
者
の
追

を
許
さ
な
い

猛
攻
を
見
せ
て
い
た

 
ホ
ロ
ウ
と
呼
ば
れ
て
い
る
彼
と

二
つ
な
非
プ
レ
イ

の
少
年
は
武
器
を

ら
せ

る
ま
で
は
同
じ
だ

自
然
現

の
攻
撃
は
見
た
限
り
し
て
い
な
い

 
人
間
と

に
あ
る
差
が

件
な
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
私
は

そ
ん
な
彼
に
興
味
を
覚
え
て
い
た

 

本
的
に
使
う
武
器
は
二
本
の
片
手
剣
の
よ
う
だ
が
大
型
の

に

ま
れ
た
時
は
⻑
槍

や
大

で

を

ぎ
払

た
り

空
中
に

ん
で
水
が
渦

く
剣
を

き

ん
だ
り
し
て
い

る

こ
れ
だ
け
で
も
他
の
プ
レ
イ

よ
り

一
つ
以
上

け
た
少
年
だ

 

だ
が

彼
の
真
価
は
そ
こ
で
は
無
い

 
ラ
フ

ン
・
コ
フ

ン
と
い
う
殺
人
や

罪
行

を
行
う
組

の

を

て
い
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
と

い
う
男

こ
の
男
か
ら
は
同
業
者

あ
る
い
は
自
身
よ
り
も
深
い
モ
ノ
を
感
じ
た

現
実
で

軍
人
だ

た
か

わ
れ
の

兵
だ

た
の
だ
ろ
う

そ
ん
な
男
と
対

に

り
合

た
と
取
れ

る
会
話
が
あ

た

戦
闘
面
の
強
さ
だ
け
で
な
く

の
キ
レ
や
回
転
の
速
さ
も
必
要
と
す
る

な
や
り
取
り
だ

た
に
違
い
な
い
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そ
れ
を
確
信
付
け
た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
よ
う
と
す
る
集

・
ギ
ル
ド
の
内
部
に
潜
ん

で
い
た

罪
者
達
を
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

や

が
把
握
し
て
い
な
い
中
で
少
年
は
し

か
り

把
握
し

つ

制
し
て
い
た
事
実

罪
者
の

で
あ
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
以
外
で
は
少
年
し
か
把
握
し

て
い
な
か

た
事
が
確
信
と
な

た

 

そ
れ
に

彼
は

ノ
之

士
か
ら
も
目
を
掛
け
ら
れ
て
い
る

 
興
味
の
な
い
人
間
に
は
と
こ
と
ん

た
い
事
で
知
ら
れ
て
い
る
あ
の
天
災
が

名
で
呼
び
少

年
の

に
怒
り
を

く
く
ら
い
彼
は
気
に
入
ら
れ
て
い
る

自
分
に
は
分
か
ら
な
い

ら
か
の

価
値
が
彼
に
は
あ
る
と
い
う
事
な
の
だ

 

一

は
２
０
２
１
年

月
に
あ

た

第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

わ
れ

行
方
不
明
と
な

た

し
か
し
彼
は
桐

谷
和
人
と
名
を
変
え
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
る

裏
で

べ
た
と
こ
ろ

子
の

請
は
同
年

月

日

デ
ス
ゲ

ム
開
始
日
の

一
年

前
と
な

て
い
た

の
入

歴
か
ら
も
確
認
は
取
れ
て
い
る

 
そ
し
て
こ
の
少
年
は

月
か
ら

月
ま
で
の
約
三
か
月
間
の
足

が
一
切
無
い

国
外

行
に
出
た
履
歴
は
あ

た
の
に
入
国
履
歴
が
無
い
の
だ

 

一

ま
さ
か
こ
の
少
年
が
黒
幕
な
の
で
は

と
思

は
し
た
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情
報
化

会
と

わ
れ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
裏
に

わ
る
身
だ

日

の
ニ

ス
は

論
裏
の
黒
い
部
分
の
情
報
も
多
く
入

て
来
る
以
上
彼
の

判
に
つ
い
て
は

に
し
て
い

た

い
も
の
ね
と
他
人
事
に
し
か
思

て
い
な
か

た
そ
の
情
報
を

に
す
れ
ば
こ
の
少

年
が
復
讐
の

に
動
い
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
の
だ

事
実
さ

き
見
た
新
エ
リ
ア
で
の
死

闘
が
無
け
れ
ば
今
で
も
可
能
性
と
し
て

慮
し
て
い
た
に
違
い
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
新
し
い
エ
リ
ア
を
作
る
事
も

事
実
確
認
は
取
れ
て
い
な
い
が

権
限

を

す
る
と
い
う
点
も

そ
う
疑
わ
せ
る
に
は
十
分
過
ぎ
る

 
今
は
も
う
疑

て
い
な
い

彼
に
は
そ
う
す
る
と
思
え
る
だ
け
の
理
由
が
あ
り
過
去
が
あ

た

し
か
し

そ
れ
を
彼
自
ら
が

定
し
た

の
存
在
を
自
覚
し
て
お
ら
ず

ま

た
彼
自
身
が
心
の

に
あ
る
憎
し
み
を
自
覚
し
て
い
な
か

た
な
ら
デ
ス
ゲ

ム
に
す
る
べ

く

き
掛
け
る
事
も
出
来
な
い
か
ら
だ

 
そ
も
そ
も
の
製
作

と
の
コ
ネ
ク
シ

ン
が
一
切
な
い
少
年
で
は
動
き
よ
う
が
な
い
と
い

う
物
理
的
な
話
も
あ
る

 
だ
か
ら
彼
は
必
死
に
抗
い
戦
う
剣
士
な
の
だ

そ
う
認
識
し
た
ら
こ
の
少
年
に
非
常
に

強
く
興
味
を

い
た

今
年
で

く
十
一

に
な
る
少
年
が
死
と

り
合
わ
せ
の
戦
場
を

ロ
で
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け

け
て
来
た
事
実

共
に

る
攻
略
組
の
面
子
で
助
け
て
も
逆
ギ
レ
さ
れ
た
り
命
を

わ
れ
る
と
い
う
気
の

ま
ら
な
い
状
況

大
人
達
す
ら
気
付
か
な
い
シ
ス
テ
ム
面
に
も
強
い

同
じ
時
間
を
過
ご
し
て
い
て
も
他
者
よ
り

れ
た
ス
キ
ル
値

つ
ま
り
は

・
要

の
良
さ

 

像
に

る
少
年
は

五
十

名
の
集

を
指

し
て
い
る

 
攻
撃

前
進

後
退

か
つ

的
な
そ
れ
は
リ

ダ

の

を
見
る
に
は
不
足

し
て
い
る
が
し
か
し
的
確
だ

メ
ン
バ

の
レ
ベ
ル
が
高
い
事
も
あ
る
だ
ろ
う
が

の
攻
撃
や

行
動
に
対
し
て
戦
線
が
一
切
揺
ら
が
な
い
の
は

直
に

出
来
る

下
手
に

か
な
指
示
を
出

し
て
な
い
か
ら
攻
撃
に
対
す
る
行
動
が
間
に
合

て
い
る

 

間
と
の
会
話
か
ら

は
別
の
人
が
指

を

て
い
た
の
だ
ろ
う

剣
を
使
う

色
の

少
女
が

か

今
ま
で

ロ
だ

た
の
に
少
女
以
上
と

め
ら
れ
る
と
す
れ
ば

と
味
方
の

能
力
を
正
確
に
推
し

れ
て
い
る
と
見
て
良
い

欲
し
い
わ
ね

 
真
剣
に

非
と
も
ウ
チ
に
来
て
欲
し
い
と
思
う

過
ぎ
る
事
や
経
歴
の

バ
さ
か
ら
反
対

も
多
い
だ
ろ
う
が
し
か
し
能
力
は

り
紙
付
き

で
は
能
無
し
と
い
う
が
こ
の
分
だ
と
間
違

い
な
く
教
え
た
ら
化
け
る

⻑
い
目
で
見
れ
ば
と
ん
で
も
な
い
ジ

カ

に
な
る
可
能
性
を
秘
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め
て
い
る

 

よ
り
人
を
手
に
掛
け
る
事
に
対
す
る
忌

感
の
無
さ
が
良
い

裏

に

わ
る
以
上

覚

悟
す
る
必
要
は
あ
る
の
だ
か
ら

 

直

手
に
掛
け
た
事
が
な
い
身
で
覚
悟
な
ん
て

え
な
い
だ
ろ
う
け
ど

そ
の
点
で

え
ば

こ
の
少
年
は
間
違
い
な
く
自
分
よ
り
も
強

な

覚
悟

を

い
て
い
る

 
本

に
強
い
子
だ

束

 

突
然

女
性
の
怒
鳴
り
声
が

き

た

 
ば

ん

と

を
壊
す
勢
い
で
開
け

内
に
入

て
来
た
女
性
は

に

わ
る
者
な
ら

必
ず
知

て
い
る
人
物

世
界
大
会
で
二

覇
を
果
た
し
た
日
本
代
表
の

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬
だ

た

黒
い
女
性

の
ス

ツ
を

こ
な
し
て
い
る

 

前
四
時
に
差
し
掛
か
ろ
う
か
と
い
う
時

に
も

わ
ら
ず
対
策
チ

ム
の
下
を

れ
た
彼
女

は

ノ
之

士
が
呼
ん
だ

二
人
の
弟
の
事
を

く
心
配
し
て
た
か
ら
と

や
や

み
の
あ

る
表
情
で

や

や

ち

ち

ん

し
ぶ
り

 
と
い
う
か
速
い
ね

 
横

か
ら
六
本
木
ま
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で
一
時
間
も
掛
か
ら
な
い
と
か
束
さ
ん
び

く
り
だ
よ

 
来
る
事
は
知

て
い
た
か
ら
特
に
動
じ
ず
仕
事
を
進
め
る
中
彼
女
を
呼
ん
だ
天
災
が
手
を
止

め
な
い
ま
ま
陽
気
に
声
を
掛
け
る

ち
な
み
に

も

面
を
見
た
ま
ま
だ

 

か
ら
見
て
い
る
と
物

く

な

い
に
な

て
る
気
が
し
な
く
も
な
い

い
き
な
り
あ
ん
な

絡
を
寄
越
し
た
ク
セ
に
一
切
電
話
に
応
じ
な
い
か
ら
タ
ク
シ

で

い
だ

ん
だ

者

だ

て
束
さ
ん
も
必
死
に
お
仕
事
こ
な
し
て
る
ん
だ
も
の

し

う
が
な
い
じ

ん

 
電

話
来
て
た

て
今

わ
れ
て
知

た
し

 
実

彼
女
は

千
冬
に

絡
し
て
以

回
線
補
強

の
主
戦
力
と
し
て
片
時
も

面
か
ら

目
を
離
さ
ず
作
業
に

し
て
い
た
か
ら

で
は
な
い

な

お
前
が

仕
事
だ
と

そ
れ
以
外
に
ど
う
見
え
る

て
の
さ

 
こ
れ
で
も
束
さ
ん

真
面
目
に

で

い
て

る
ん
だ

あ
の
束
が
他
者
と

わ

て

え
仕
事
を
し
て
い
る

 
お
い

お
前
本

に

束
か
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ど

い

 
そ
り

あ
束
さ
ん
も
結
構
ア
レ
な
自
覚
は
あ
る
け
ど
さ

束
さ
ん
だ

て
成
⻑
す
る
ん
だ
か
ら
ね

 
ま

あ
の
子
の
お
陰
な
ん
だ
け
ど
さ

そ
う
だ
束
お
前
あ
の

絡
本

な
ん
だ
ろ
う
な

 

だ

た
ら
承
知
せ
ん
ぞ

束
さ
ん
は

し
事
と
か

魔
化
し
は
す
る
け
ど
こ
の

で

た
事
に

は

な
い
主
義
だ

よ

 

ら

そ

ち
の
蒼
髪
の
モ
ニ
タ

見
た
ら
分
か
る
よ

 
そ
う

さ
れ
た
女
性
は
き

ろ
き

ろ
と

を
見
回
し

こ
の
部

で

一
の
蒼
髪
で

あ
る
自
分
と
目
が
合

た
事
で
近
付
い
て
来
た

お
前
は

確
か
推

の

更
識

だ

た
か

え
え

お

し
ぶ
り
で
す

千
冬
さ
ん

更
識
楯
無
で
す

 
代
表
候
補
主

で
あ
り

専

機
を

与
さ
れ
た
身
で
あ
る
た
め

学
園
へ
の
入
学
は

に
確
定
し
て
い
る

入
学
願
書
も

出
し
て
い
る
か
ら
彼
女
も
知

て
い
る
の
だ

面

で

を

合
わ
せ
た
の
も
あ
る
だ
ろ
う

お
前
が
ど
う
し
て

に

色

あ
る
ん
で
す
よ

ウ
チ
に
も

 
家
の
事
を
お
い
そ
れ
と
話
す

に
も
い
か
な
い
の
で

か
し
た
ら
彼
女
は
や
や

な
面
持
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ち
に
な

た
そ
う
か

お
前
も
だ

た
の
か

え
え

ま

 
多
分
彼
女
は
家

の

か
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
る
と
思

た
の
だ
ろ
う

仮
に
そ
う
だ
と

し
て
も
対
策
チ

ム
の
仕
事
部

に
来
る
理
由
に
は
な
り
得
な
い
が

と
い
う
か
多
分

静
さ

を
喪
う
事
か
ら
対
策
チ

ム
か
ら

先
的
に
外
さ
れ
る
と
思
う

 
対
策
チ

ム
に

触
さ
れ
る
事
が
ど
う
い
う
事
か

こ
の
人
は
理
解
出
来
て
い
な
い
ら
し
い

 
ま

更
識
が
裏
に

わ
る
暗
部
の
家
と
い
う
事
は
知
ら
な
い
か
ら
そ
れ
も

し
方

な
い
の
だ
が

に

え
て
内
部
が
見
れ
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
呼
ぶ

が
無
い

ノ
之

士
と
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
が
成
立
し
た
だ
け
だ

仮
に
自
分
の
妹
が

わ
れ

内
部
の
様
子
を
見
れ
る
よ
う
に
な

た
と
し
て
も

そ
れ
は
教
え
ら
れ
な
か

た

 
下
手
に
情
報
を

ら
せ
ば

乱
を

く

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
の
情
報
を
ど
れ
だ
け
の
人
が

ち
遠
し

く
思

て
い
る
事
か

実

に

わ
れ
て
い
る
人
の
家

が
知
れ
ば

の
情
報
は
も
う
ク
リ

ア
で
は
無
い
の
か
と
興

し

に
情
報
を

す
る

今
ま
さ
に
目
の
前
に
い
る
女
性
の
よ

う
に
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ホ
ン
ト

で
伝
え
た
の
か

 

ノ
之

士
を
止
め
ら
れ
な
か

た
こ
ち
ら
に
も
責

は
あ
る
だ
ろ
う
が
無
暗
に

乱
を

く
人
と
は
思
え
な
い

白
騎
士
事
件

と
い
う
大

乱
を

し
た
人
物
で
は
あ
る

だ
が

実

に

し
て
い
る
と

ど
う
し
て
も
こ
の
行
動
が

乱
を

く
た
め
と
は
思
え
な
い

 
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
中
心
に
な

て
い
る
少
年
は
世
界
的
に

め
ら
れ
て
い
る

一

だ

仮

名
を
変
え
て
い
よ
う
と
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
血
を
分
け
た
弟
と
い
う
事
実
だ
け

で
そ
の
悪

と
中
傷
は

遠
に
付
い
て
回
る

彼
の
事
を
気
に
入
り
彼
の

に
怒
り
を

く

ど
大
切
に
し
て
い
る
彼
女
が
下
手
に
情
報
を

ら
せ
ば
彼
の
生
活
が

か
さ
れ
る
事
を
分
か

て
い
な
い

が
無
い

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
中
心
だ
か
ら

に
報

し
た
場
合
そ
の
少
年
が

一

で
は
と

え
る
者
も
い
る
だ
ろ
う

だ
が
名
前
が
違
う
か
ら
他
人
の
空
似
と

し
切
る
事
は
不
可
能
で
は

無
い

 
し
か
し

者
で
あ
る

千
冬
を

わ
ら
せ
生
存
を
喜
ぶ
よ
う
な
ア
ク
シ

ン
を
知

ら
れ

広
ま

た
と
す
れ
ば

桐

谷
和
人

と
い
う
少
年
と

一

が
イ
コ

ル
で

結
ば
れ
て
し
ま
う
事
に
な
る
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そ
れ
は
彼
女
の
望
む
と
こ
ろ
で
は
無
い

だ

 
だ
か
ら
不
可
解
だ

た

 

そ
れ
を

に

正
面
に
あ
る
モ
ニ
タ

を
女
性
は

き

ん
だ

 

と

く
息
を

い

を

む

を

に
し
た

だ

聖
⻯

合

は
破
壊
体
勢

せ
ろ

ヒ

ス
ク
リ
フ

デ

ア
ベ
ル

ま
だ
保
ち
そ
う
か

ま
だ
ま
だ

だ

こ

ち
は

せ
て
く
れ

よ
し

全

攻
撃
を
切
ら
す
な
よ

 

切
れ
た
ら
回
復
さ
れ
る
か
ら
な

 
彼
女
の
眼
は

モ
ニ
タ

で
躍
動
す
る
プ
レ
イ

に
だ
け

て
ら
れ
て
い
る

 
戦
場
を
三

的
に

横
無

に

け

び
回
り
緑
の
ゲ

ジ
が
六
本
あ
る
大
型
の

カ

マ
キ
リ
と
戦

て
い
る
二
刀
の
剣
士
を

最
年
少
な
が
ら
数
十
も
の
戦
士
を
指

す
る
少
年
を

 

大

は
ど
う
や
ら
体
力
の
自
然
回
復
能
力
が
あ
る
ら
し
く

を
示
す
緑
の
ゲ

ジ
が

攻
撃
を

け
る
中
で
も
確
か
に

る
の
が
確
認
で
き
る

弾
し
な
い
よ
う

の
攻
撃
を
掻
い
潜
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り
つ
つ
回
復

を
上
回
る
ダ
メ

ジ
を

き
出
す
の
は
至

の
業
だ
と
あ
ま
り
ゲ

ム
を
し
な

い
自
分
で
も
分
か
る

そ
れ
で
も

に
体
力
を

ら
せ
て
い
る
の
は

に
彼
の
指

が
的
確
だ

か
ら
こ
そ
だ

一
 
雄

し
く

し
く
戦

て
い
る
少
年
を
見
て

実
の
姉
が
そ
う

ら
す

 

彼
女
は
先
の
戦
い
を
見
て
い
な
い

 
彼
の
内
心
を
心
情
を
ど
れ
だ
け
の
闇
を

め

ん
で
い
た
か
知
ら
な
い

も
し
も
知

て
い
れ
ば
彼
の
事
を
そ
の
名
で
は
き

と
呼
べ
な
い
だ
ろ
う

そ
う

す
る
事
そ
の
も
の
が
彼

に
と

て

い
事
を
知

て
い
た
な
ら

 
あ
の
少
年
は

し
た

オ

リ

ム

ラ

イ

チ

カ

復
讐
に
生
き
る
獣
の
生
き
方
を

定
し

キ

リ

ガ

カ

ズ

ト

今
あ
る

せ
を
守
る
人
の

道
を

ん
だ
の
だ

違
う
よ

ち

ち

ん

 
天
災
が
呼
ぶ

姉
の
名
を

あ
の
子
は
も
う
違
う
ん
だ

 
天
災
が

う

彼
の
在
り
方
を
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知

て
る
で
し

ち

ち

ん
も

あ
あ

あ
あ

そ
う

だ

た
な

あ
い
つ
は

も
う
一

で
は
な
か

た
な

ち

ち

ん
こ

ち
来
て

あ
の
子
が
ど
ん
な
決
断
を
し
た
の
か
ち

ち

ん
も
知

る
義
務
が
あ
る

そ
し
て

代
償
を
払
う
責
務
が
あ
る

を

て
い
る
ん
だ

束

い
い
か
ら

こ

ち
来
て

 

し

な
面
持
ち
を
し
な
が
ら
天
災
の
下
へ
歩
く
女
性

 

彼
女
は

え
ら
れ
る
の
か
し
ら
ね

 
実
の
弟
か
ら
怨
ま
れ
て
い
た
事
実

憎
し
み
は

定
し
て
お
ら
ず
そ
の
内
に

め
ら
れ
て
お

り

ま
し
く
思
わ
れ
て
い
る
真
実

そ
の
名
を
自
ら

定
し
た
事

 
大
切
に
想

て
い
れ
ば
い
る

ど

け
る
衝
撃
は

大
に
違
い
な
い

 

仮
に

自
分
が
そ
の
立
場
だ

た
な
ら

 
き

と
私
は

え
ら
れ
な
い
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
外
部
か
ら
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
継

し
て
い
ま
し
た

な
の
で
キ
リ
ト
対
獣
戦
か
ら
こ
れ

ま
で
の
会
話
や
行
動
を
全
部
モ
ニ
タ

さ
れ

つ
録

さ
れ
て
い
る
と
い
う
本
人
が
知

た

ら
黒
歴
史
か

た
無
し
の
状

で
す

 

ぶ

ち

け
戦
闘
を
如
実
に
書
く
な
ら
別
キ

ラ
か
ら
の
観
戦
形
式
に
し
て
も
い
い
か

な

て
思
う
今
日
こ
の

 
そ
れ
が
出
来
る
く
ら
い

攻
略
組

が
反

的
に
強
く
な
り
ま
し
た
し

お
す
し

 
そ
し
て
超

し
振
り
な
登
場
の

千
冬
さ
ん

真
夜
中
に
と
ん
で
も
な
い

絡
が
来
て
す

ん
で
来
る
く
ら
い
気
が
動
転
し
て
る
の
で
入

時
の
大
声
と
か
近

迷
惑
ぶ
り
を
配
慮
し
て
ま

せ
ん

 
キ
リ
ト
と
あ
ま
り

わ

て
な
い
せ
い
で

と
原
作

で
す

日
本
代
表
な
の
は

来
年
が
第
三
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

な
た
め
ま
だ
引
退
し
て
な
い

 
個
人
的
に
千
冬
は

き
で
す
が

倒
し
た
り
す
ぐ

い
た
り
横

な
と
こ
ろ
は
苦
手
で
す

い
で
は
な
い

 
キ

ラ
が
立

て
ま
す
し
ね

 
し
か
し
束
さ
ん
が

い
て
る
だ
け
で
千
冬
の
方
が
お
か
し
く
感
じ
始
め
る
今
日
こ
の

お



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

か
し
い
な

千
冬
の
方
が

会
人
の

な
の
だ
が

 
そ
し
て
今
話
で

く
名
前
が
明
か
さ
れ
た
更
識
楯
無

和
人

秋
十
の

学
園
入
学
が
Ｓ
Ａ

Ｏ
ク
リ
ア
か
ら
一
年

後
２
０
２

年
の
前

で
書
い
て
る
の
で
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
中

学
三
年
生
で
す

直
葉
・
木

・

・

子
と
同
い
年

 
同
時
に
ま
だ
代
表
候
補

 
し
か
し
対
暗
部

暗
部

更
識

の

主
に
は
な

て
る
の
で

裏

の
情
報
に
は
精

し

て
い
る

 
よ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
裏
で

兵
と
感
じ
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
と

り
合

て
た
少
年
を
高
く

価

戦

闘
能
力
高
い

多
才

指

能
力
高
い

協

性
が
あ
る

情
報
収
集
出
来
る

裏
に
精

し
て

い
る

で
す
ね

数
時
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
そ
こ
ま
で
把
握
す
る
楯
無
も
と
ん
で

も
な
い
で
す

 
そ
ん
な
彼
女
に

べ

大
人
な
が
ら
一

⺠
に
な
る
千
冬
は
情
報
面
で

て
い
る
上
に

立
場

と
い
う
も
の
に
無

第
十
四
章
参

な
せ
い
で

立
場

が
絡
ん
だ
事
情
の
推

が
出
来
て
ま
せ
ん

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た

者
だ
か
ら
対
策
チ

ム
の
仕
事
部

に
い
る

と
か

に

え
て
あ
り
得
な
い
で
す

 

千
冬
ア
ン
チ
を

先
し
て
す
る
つ
も
り
は
な
い
で
す
が
展
開
上
こ
の
時
点
で
は
仕
方
な
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い
の
で
す

 

ち
な
み
に
私
は
更
識

姉
妹
推
し
一
番
は
の

ん
さ
ん
で
す

達
も

き

だ
け
ど
ね

 
今
後
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が

⻑
い
目
で
お
付
き
合
い
下
さ
れ
ば

い
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

 

話
で
見
た
い

点
の
ア
ン
ケ

ト

非
と
も
投

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

に
あ
た

て
本

に
助
か
る
の
で
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幕
間
之
物
語

外
部
編
 

無
理
解

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
や
る
気
ス
イ

チ
が
入

た
お
陰
で
ま
た
投
稿

つ
い
て
来
ら
れ
る
か
こ
の
ハ
イ
ス
ピ

ド

投
稿
に

 
外
部

点
の
要
望
多
数
だ

た
の
で
参

に
し
て
反

た
だ
し
前

シ
ノ
ン
後

千
冬

点
と
か
な
り
特

 
千
冬
は
か
な
り
ア
ン
チ
小
説
の
千
冬
に
近
い
で
す
が

で
す

と
い
う
よ
り
思
い

み
が

し
い
せ
い
で
理
解
が
追
い
付
い
て
い
な
い
と
い
い
う
か

本
作
は
ア
ン
チ
に
す
る
つ
も
り
は
な
い

で
す
が

現
状
キ

ラ
の
人
間

で
こ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

た

 
文

数
は
約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ
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手
に
握
る
黒
い
弓

重

な
そ
れ
に
掛
け
ら
れ
た

を

ん
で
引
く
と
指
先
に

ま
れ
た

が
出
現
す
る

そ
れ
を
引
き

り
指
を
離
す

は

い
定
め
て
い
た

へ
一
直
線
に

し
た

弾
し
た
場

は
五
体
目
の
エ
リ
ア
ボ
ス
ア
メ
デ

ス
タ

・
ザ
・
ク
イ

ン
の

部

の
複
眼

い
過
た
ず

が
突
き

さ
り

女
王
の
絶

が

く

 
ぶ
ん
ぶ
ん
と

や

ら
ん
だ

が

ら
れ

も
振
り
回
し
て
い
る
が
構
わ
ず
二

三

と
立
て

け
に

る

一
つ
は
保
険
と
し
て
い
た
が
二

目
で
も
う
一
つ
の
複
眼
を
破
壊
す
る

事
に
成

し
た

 
こ
れ
で
こ
の
女
王
の

覚
は

じ
ら
れ
た

部

破
壊
と
い
う
ゲ

ム
要

更
に
ボ
ス
個
体

と
い
う
補
正
に
よ

て
す
ぐ
再
生
す
る
だ
ろ
う
が

く
は

動
も
ま
ま
な
ら
な
い

代
わ
り
に

れ
回
る
が

近
戦
を
仕
掛
け
て
い
る

手
が

手
な
の
で
意
味
が
な
い

ご

傷
様
と
し
か

え
な
い
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一
先
ず

ま
た

を
果
た
せ
た
事
に
息
を

く

 
ボ
ス
個
体
に
部

破
壊
を

先
し
て

う
と
い
う
の
は
あ
ま
り

的
で
は
な
い
ら
し
い

だ

が

あ
の

型
ボ
ス
は
と
か
く

を

り
返
し

取
り

き
Ｍ
ｏ
ｂ
を
増

さ
せ
る
た
め

あ
ま
り

き
勝
手
に
行
動
さ
せ
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い

モ
ン
ス
タ

に
は
補
正
が
あ
る
せ
い
で

レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
だ
と
し
て
も
し

か
り
ダ
メ

ジ
は
喰
ら
う
だ
か
ら

ま
れ
る
と
一

り
も

無
い

 
二

の
遭
遇
戦
で
ボ
ス
の
行
動
パ
タ

ン
と

の

向

に
ポ

プ
す
る
Ｍ
ｏ
ｂ
の
リ

ン
ク

全
体
的
な
強
さ
を
把
握
し
た
キ
リ
ト
は

集

を

つ
か
の
グ
ル

プ
に
分
け
た

 
ま
ず
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は

車
を
守
る

二

の

は
ど
ち
ら
も
戦
闘
能
力
を
有
し
て
い
る
か
ら

守
る
必
要
は
無
い
が

車
そ
の
も
の
に
は

値
が
あ
る

補
修
で
回
復
さ
せ
る
事
は
可
能

だ
が
破
壊
さ
れ
れ
ば

せ
な
い

よ

て
彼
は
そ
れ
を
守
る
事
に
専
念
す
る

 
リ
ン
ド
達
は
女
王
が
生
み
出
し
た

の
破
壊
を
専

に
活
動
す
る

直
後
は

ゲ

ジ

の
あ
る
オ
ブ
ジ

ク
ト
に
過
ぎ
な
い
が
約
一
分
が
経
過
す
る
と

化
し
Ｍ
ｏ
ｂ
が
増
え
る
の

で
あ
る

そ
れ
が
一

の

で
十
体

ど
な
の
で
放

て
お
く
と
手
に
負
え
な
い

地
味
に

も
多
い
の
で
彼
ら
が
専

で
動
く
事
に
な

た

大
体
十
個
の

を
壊
し
切

て

の

ま
で
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に

が
出
来
る
か
出
来
な
い
か
の

ス
で
あ
る

 
血

騎
士

と
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
は
女
王
が

す
る
事
で
ポ

プ
し
リ
ン

ク
で
集
ま

て
来
る
Ｍ
ｏ
ｂ
を

し

め
る

を

さ
れ
て
い
る

女
王
が
い
る
広
場
に
入

て
こ
な
い
よ
う
入
り

を

ぐ

だ

横
一
列
に

ん
で

せ
ん

し
と
に
か
く
倒
す
事
に

だ
け
集
中
す
る

戦
闘
開
始
か
ら
出
現
し
て
未
だ
に

り
が
見
え
な
い
の
で
無
限

き
の
取
り

き
ら
し
い

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
キ
リ
ト
も
そ
う

ん
で
い
た
の
で
彼
ら
が
そ
の

に
回

て
い
る

 
ラ
ン
を
リ

ダ

と
す
る
自
分
が
入

た
パ

テ

と
ク
ラ
イ
ン
が

い
る

風
林
火

と
エ
ギ
ル
の
パ

テ

は
遊
撃
部
隊

状
況
に
応
じ
て
キ
リ
ト
が
指
示
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
達

の
加
勢
か
ボ
ス
の
攻
撃
に
動
く

こ
れ
は
ア
タ

カ

に
寄

て
い
る
構
成
で
思
い
あ
ぐ
ね
た

に
出
さ
れ
た

 

ア
メ
デ

ス
タ

・
ザ
・
ク
イ

ン

は

動
こ
そ

い
が

大
振
り
な
一
撃
は

力
が
高

く
ま
た
リ

チ
も
⻑
い

回

は

な
た
め

が

ま
し
い
が

の

い
面
子
が

ど
で
あ
る
事
か
ら
遊
撃
に
回
さ
れ
た

 
そ
し
て
ボ
ス
本
体
に
は
キ
リ
ト
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
メ
イ
ン
で
攻
撃
を
仕
掛
け
る

Ｐ
ｏ
Ｈ
は

極
的



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

に

剣
で
攻
撃
を
仕
掛
け
時

色
の
オ

ラ
の
斬
撃
を

ば
す

キ
リ
ト
は
空
中
か
ら
武
器

を

ら
せ
た
り

自
然
属
性
で
攻
撃
し
つ
つ

全
体
を

し
て
指
示
を
出
す

 

自
分
も
遊
撃
と
し
て
キ
リ
ト
の
指
示
に

い

動
い
て
い
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
が

て

し

め
て
い
る
お
陰
で
今
は
と
に
か
く
ボ
ス
に
攻
撃
を
仕
掛

け
る
よ
う

わ
れ
て
い
た

そ
の
中
で
も
自
分
は
可
能
な
ら
ボ
ス
の
目
を

す
よ
う
指
示
さ
れ
て

い
た

 
今
の
戦
況
は
ボ
ス
の

動
が
ま
ま
な
ら
な
い
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ

ヒ

ス
ク
リ
フ
達
は
完

全
に
ボ
ス
に
背
を
向
け
て
い
る
か
ら
だ

万
が
一
ボ
ス
が
そ
ち
ら
に
近
寄

て
し
ま
え
ば
今
の
戦

線
は

壊
す
る

そ
う
な

た
ら
別
の

形
を
組
む
だ
ろ
う
が
ボ
ス
の

に
取
り

き
が
常

に
い
る
事
に
な
り
ま
と
も
に
攻
撃
が
届
か
な
く
な
る
だ
ろ
う

そ
う
な
る
と
自
然
回
復

が
ダ

メ

ジ

を
上
回

て
し
ま
い

ジ
リ

に
な
り
か
ね
な
い

 
だ
か
ら
ボ
ス
を
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
に
近
付
け
な
い
よ
う
機
動
力
を
殺
ぎ
つ
つ
そ
の

体
を
四

方
八
方
か
ら
攻
撃
出
来
る
状
況
を

持
す
る
必
要
が
あ

た

 

目
か
ら
見
れ
ば

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
の
実
か
な
り
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ

ン
を

た
り
来
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
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し
か
し
そ
の
戦
い
も

も
う
少
し
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た

 
リ

フ

が
放

た
神
速
の
斬
撃
に
よ
り

と
う
と
う
ボ
ス
の

が
残
り
一
本
と
な

た
の

で
あ
る

あ
と
少
し

ら
せ
ば
ゲ

ジ
の
色
も
⻩
色
か
ら

へ
と
変
わ
る
だ
ろ
う

あ
と
少
し
だ

全

気

れ
よ

 
彼
の
強
気
な
指
示
に

お
う

 
と
数
十
人
も
の
応
え
が
上
が
る

声
こ
そ
上

な
か

た
が
自
分
も
そ
れ
に
は
同

し
て
お
り
絶
え
間
な
く

を
引
き
出
現
し
た

を
放
ち

け
て

い
る

 
彼

ど
の
速

は
出
来
な
い
が
精
密
さ
な
ら
負
け
て
い
な
い

 
複
眼
や

手
の
大

節
足
な
ど
の
部

破
壊
の
再
生
速

が
上
が
り
攻
撃
の
勢
い
も
増
す

が
そ
れ
で
も
彼
ら
は
歴
戦
の
戦
士

経
験
を
活
か
し
て
根
気
強
く
ル

チ
ン
を

り
返
し
て
い

く
事
で
危
う
い
場
面
も
な
く
ボ
ス
の

を

り
切
る
事
に
成

し
た

 
ば
し

あ

と

大
な
光
の
欠
片
が

び

る

ぎ
ぎ

ぎ
 
自
分
達
の
女
王
が

さ
れ
た
と
知

た
か
ら
か
止
め

な
く
攻
め
寄
せ
て
い
た

達
は
そ
の
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攻
勢
を
弱
め

惑
う
よ
う
に

き
声
を
上

る

オ
ロ
オ
ロ
と

を

う
彼
ら
を
無
数
の

武
器
が
容
赦
な
く

滅
し
た

 
そ
し
て
現
れ
る
ボ
ス

と
イ
ベ
ン
ト
達
成
を
祝
福
す
る
金
文

 
戦
闘
後
の
リ
ザ
ル
ト
も
出
現
し

を
見
れ
ば
そ
れ
な
り
の
経
験
値
と
コ
ル
ド
ロ

プ
品

が
表
示
さ
れ
る

レ
ア

は
い
ま
い
ち
わ
か
ら
な
い
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
エ
リ
ア
ボ
ス
か

ら
ド
ロ

プ
し
た
も
の
だ
か
ら
そ
れ
な
り
に
高
い
だ
ろ
う
と
結
論
付
け
て
表
示
を
消
し
た

キ
リ
ト

お

れ
様

 
近
場
に

た
キ
リ
ト
に
声
を
掛
け
る

 
し
か
し
彼
は
虚
空
を
見
上

た
ま
ま
で
返
事
を
し
な
い

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と

を

た
と
こ
ろ
で

突
に
後
ろ
か
ら

き

か
れ
る

シ
ノ
の
ん

お

れ

ア
ス
ナ

い
き
な
り

き

か
な
い
で
よ

び

く
り
す
る
か
ら

え
へ
へ

ご
め

ん

 

き

い
て
来
た
の
は
ア
ス
ナ
だ

た

 

以
前
ま
で
の
私
な
ら

く
怒

て
た
わ
ね
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人
が
怖
く
て
一
定

離
を
取
る
ク
セ
が
付
い
て
い
た
私
は
ボ
デ

タ

チ
が

く
苦
手
で
仮

同
性
で
も
忌

す
る
き
ら
い
が
あ

た

人
殺
し
の
自
分
が

か
に
触
れ
る
場
面
を
見
て
血

が
付
く
だ
ろ
と

と
な
く

ら
れ
て
い
た
か
ら
だ

触
ら
れ
る
の
は

論
触
る
事
も
忌

し
て
い
た

 
キ
リ
ト
が
助
け
て
く
れ
た
時
に
触
れ
た
の
は
そ
れ
だ
け
気
を
許
し
て
い
た
証

想
い
を
自

覚
し
た
か
ら
そ
れ
は
分
か
る

 
そ
し
て
ア
ス
ナ
に

き

か
れ
て
も
苛
立
ち
も
忌

感
も
恐
怖
も
覚
え
な
い
の
は
彼
女
か
ら

向
け
ら
れ
る
親
愛
の
情
を

け
入
れ
る
事
が
出
来
て
い
る
証

だ

あ
の
事
件
か
ら
ず

と
人
と

の

わ
り
を
触
れ
合
い
を

け
て
い
た
私
に
と

て

と
し
な
く
て
も
同
性
で
は
初
め

て
の

手

あ
の
事
件
の
事
を
知

て
も
恐
れ
る
事
な
く

け
入
れ
て
く
れ
た
か
ら
私
も
彼
女
を

信
じ
ら
れ
る

 

す
ご
く

安
心
す
る

 
た
だ
の
じ

れ
合
い
の

な
の
に

気
持
ち
が

く
な

て

が

か

か
し
て
く
る

 
と
も
だ
ち
は

え
合
う
も
の
だ
と
彼
女
は

た

こ
う
や

て

気
な
い
や
り
取
り
す

ら
も
救
い
に
な

て
く
れ
る
の
は
そ
れ
だ
け

え
て
い
た
と
い
う
事

人
と
の

わ
り
を
恐
れ
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忌

し
て
い
た
私
に
最
も
必
要
だ

た
の
は
信
頼
出
来
る
友
人
だ

た
の
だ

も
し
か
し
た
ら
彼

女
は
そ
れ
が
分
か

て
い
た
か
ら

え
て

と
も
だ
ち

に
な

て
下
さ
い

と

て
く
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 

こ
れ
か
ら

も

と
増
や
せ
る
だ
ろ
う
か

 
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
は
私
の
事
を
知

て

け
入
れ
て
く
れ
た

 
リ

フ

も
知

た
け
ど
彼
女
の

葉
は

い
て
な
い
か
ら
ま
だ
不
安
が
あ
る

出
来
る
事

な
ら
彼
女
に
も
私
を

け
入
れ
て
欲
し
い

こ
の
浮
遊
城
で
⻑
い
付
き
合
い
の
あ
る
一
人
だ
か

ら

同
じ
異
性
を
想
う
ラ
イ
バ
ル
だ
か
ら

キ
リ
ト
君

ど
う
し
た
の

 

物
思
い
に

て
い
る
私
の
意
識
を

き

い
た
ま
ま
の
ア
ス
ナ
の
声
が
引
き

し
た

 
前
を
見
れ
ば
さ

き
声
を
掛
け
て
も
無
反
応
だ

た
キ
リ
ト
が
変
わ
ら
ず
虚
空
を
見

け
て

い
た

ク
ラ
イ
ン
達
も
気
に
な

て
き
た
の
か

線
が
集
ま
り
始
め
る

か
に
見
ら
れ
て
る
気
が
し
て

か
に

 
も
し
か
し
て

郷
さ
ん

ど
う
だ
ろ
う
な

線
は
感
じ
た
け
ど
実

ど
う
か
分
か
ら
な
い

気
の
せ
い
か
も
し
れ
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な
い
し

そ
も
そ
も
こ
の
世
界
で

線

て
感
じ
る
も
の
な
の

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

と

の
二
進
数
で
形
作
ら
れ
た
デ
ジ
タ
ル
ワ

ル
ド

こ
の
世
界
に
形
作
ら
れ

た
も
の
は
全
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

線
や
殺
気
と
い

た
も
の
を
感
じ
る
と
い

う
の
は
ロ
ジ

ク
的
に
あ
り
得
な
い
と
思
う

目
を
見
て
感
じ
る
な
ら
分
か
る
が

手
の

や
目

も
見
て
い
な
い
の
に
感
じ
る
事
が
本

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か

 
最

そ
れ
は
第
六
感
と
か

超
能
力

み
た

の
話
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

の
ア
バ
タ

を
見
て
い
る

と
い
う
情
報
が
見
て
い
る
人
に
伝
わ
る
場
合

見
ら
れ
て

い
る

と
い
う
情
報
が

の

を

す
る
事
で

線
と
し
て
感
じ
る

て
い
う
パ
タ

ン
な

ら

ま

実

の
と
こ
ろ
分
か
ら
な
い
け
ど

 
彼
は

そ
う

て

を

め
た

  
体
が

た
い

 

に
入
り
気

が
高
く
な

て
来
た
こ
の

夜
と
は

え

し

い
日

が

い
て
い
る

と
は

え
今
は

内
に
い
る

が

い
て
い
て
も

で
保
た
れ
て
い
る

内
に
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だ
と
い
う
の
に

だ

こ
の

気
は

 

い
や

理
由
な
ど
分
か

て
い
る

 
分
か
り
切

て
い
る

だ
が

認
め
た
く
な
い

束

こ
れ
は

本

に
あ

た
事
な
の
か

 

時
も
に

べ
て

れ
た
声

本

に
自
分
の
も
の
か
と
思
う
く
ら
い
弱

し
い
そ
れ
は
眼

前
に
あ
る
事
実
を
認
め
た
く
な
い
と
如
実
に
表
し
て
い
た

 
し
か
し

に
立
つ
親
友
は

す
る

ざ
け
た
様
子
が

も
な
く
違
和
感
を
覚
え
る
く

ら
い
真
剣
な
面
持
ち
だ

た

つ
い
一

二
時
間
前
に
ね

無
修
正

生
の

像
だ
よ

 
そ
し
て
き

り
と

う

こ
れ
は
事
実
だ

と

あ
い
つ
が

私
を

憎
ん
で

怨
ん
で
い
た
と
い
う
の
か

 
ぎ

と

の

を

み

を
握
る

え
切

た
手
が
白
く
な
る

ど
う
か

だ
と

て
く
れ
と
心
で

ん
で
い
た

 

親
に
捨
て
ら
れ
て
か
ら

私
は

て
来
た

 

時
高

生
だ

た
自
分
で
は
ど
う
し
て
も

る
場

が
限
ら
れ
て
く
る

い
や
バ
イ
ト
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で

わ
れ
る
事
す
ら

で
し
か
も
日

い
だ
か
ら

金
も
少
な
い

そ
れ
に
反
し
て
自
分

の
学

と
小
学

に

う
弟
達
の
学

教

書
代
食

生
活

な
ど
を

が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
か
ら
全
然
足
ら
な
い

 

ノ
之
家
に
お
世
話
に
な

て
い
な
け
れ
ば
遠
く
な
い
内
に

れ
死
ん
で
い
た
の
は
間
違
い

な
い

 

そ
れ
で
も

こ
れ
ま
で

て
来
た
の
だ

 

学
は

か
に
な
ら
な
い
程

に
成
績
を
キ

プ
し
時
間
が
出
来
れ
ば
全
て
バ
イ
ト
に

や
し

た

交

や
遊
び
な
ん
て
全
て
無
く

色
の
⻘

時
代
と

て
も
い
い

バ
イ
ト
を
す
る

に
道
場
も
や
め

金
を

ぐ

に
束
の
話
に

て

の

者
と
し
て
世
界
大
会
に
出
場
し

た

日
本
代
表
に
な

た
お
陰
で
大

の
お
金
を

く
生
活
が
安
定
し
た

 
そ
こ
に
来
て

弟
達
が

わ
れ
た

 
秋
十
は
自
力
で
帰

て
来
た

 
だ
が
一

は
返

て
こ
な
か

た

探
し
て
探
し
て
秋
十
を
保
護
し
た
ド
イ
ツ
軍
の
者
達

に
も
協
力
し
て
も
ら

て
そ
れ
で
も
見
つ
か
ら
な
か

た

自
分
の
出
場
を
取
り
消
さ
な
け
れ

ば
命
は
な
い
と

さ
れ
て
い
た
日
本

は
そ
れ
を

し
て
い
た
せ
い
だ
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そ
れ
が
一
年

ど
前
束
か
ら

絡
を

け
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
る
事
を
知

た

桐

谷
と
い
う
家
の

子
と
し
て

わ
れ
た
事
を

 

確
か
に

姉
と
し
て
は
失
格
だ

た
と
思
う

 
家

を
守
る
た
め
に
武
を

い

う
た
め
に
金
を

い
で
い
た
が

心
な
時
に

に

て

や
れ
な
か

た

そ
の
事
で
不

を

か
れ
て
も
仕
方
な
い

 
だ
が

復
讐
し
た
い
程
に
怨
ま
れ
て
い
た
な
ん
て

想
像
し
て
い
な
か

た

 
一
緒
に

ら
し
て
い
る
間

そ
ん
な

振
り
は
見
た
事
が
無
い

怒
り
も
苛
立
ち
も
見
せ
ず

我
が

も

わ
ず
食
事
の

を
し
て
く
れ
て
い
た

味
し
い
と

え
ば

し
そ
う
に
し
リ

ク
エ
ス
ト
を
す
れ
ば

て
作

て
く
れ
て
い
た

初
め
は
焦

て
い
た
り
味
が
ボ
ケ
て
い
た

が
そ
れ
も
回
数
を
重
ね
て
い
く

に

善
さ
れ
て
い
た

 

故で

て

思

て
る
で
し

 

乱
し
始
め
た
思

が
止
め
ら
れ
た

親
友
を
見
れ
ば
様

な
感
情
が

交

に
な

て
表

情
と
し
て
現
れ
て
い
た

 
特
定
の
人
物
以
外
ど
う
で
も
い
い
ア
イ
ツ
が
感
情

か
に
な
る
な
ん
て
初
め
て
見
る

束
は
興
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味
な
い
事
に
は
極
め
て

興
味
が
あ
る
も
の
の
場
合
は

て
ば
か
り

気
に
入
ら
な
か

た
り
思
い

り
に
な
ら
な
け
れ
ば
苛
立
ち
を

わ
に
す
る

い
つ
も
表
現
さ
れ
る
感
情
は

一

だ

た

そ
ん
な

ツ
が
複

に
な

て
い
る
な
ん
て

違
う

違
う
よ
ち

ち

ん

前

が
違
う

前

が

ち

ち

ん
さ

あ
の
子
の
事

ど
れ
く
ら
い
知

て
る

 
ま
る
で
自
分
の
方
が
知

て
る
ぞ

と

わ
れ
て
る
よ
う
で
カ
チ
ン
と
来
た

を

う
か
と
思
え
ば

そ
ん
な
事
を

い
て

に
な
る

い
い
か
ら

え
ば

彼

て

き
手
は
ど

ち
か
覚
え
て
る

き
手

 

わ
れ
て
思
い
浮
か
べ
る

記

に
あ
る
限
り
で
は

確
か

む

 
食
事
の
光

を
思
い
浮
か
べ
よ
う
と
し
て

と
気
付
く

そ
う
い
え
ば
私
は
一

が
食
事
を

し
て
い
る
風

を
見
て
い
な
い
気
が
す
る

理
を
し
て
い
る
場
面
は

か
見
た
が

 

理
の
時

確
か
一

は

を

手
で
持

て
い
た
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モ
ニ
タ

の
中
で
斬
り
合
う
一

達
も
そ
れ
ぞ
れ

手
で
剣
を
握

て
い
る

手

だ
な

ぶ

ぶ

は

 
い
や

こ
の

像
の
一

は

手
で
剣
を
持

て
る
だ
ろ
う

そ
れ
は

正
さ
れ
た
か
ら

手
持
ち
に
な

て
る
だ
け

和
君
は

き
だ
よ

正
だ
と

う
ん

ら

ヒ
ト

て
さ

自
分
と
違
う
異
物
は

る

ら
ば

か
り
だ
か
ら

ち

ち

ん
も
覚
え

あ
る
で
し

 
思
わ
ず

を

め
る

親
無
し

と
い
う
だ
け
で

分
な

わ
れ
よ
う
に
遭

た
事
は
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
あ
る

最
近
で
は
も
う
無
く
な

た
が

親
が
失

し
た
ば
か
り
の

は

か

た

自
分
達
と
違
う

異
物
を
見
下
し

越
感
を
覚
え
よ
う
と
す
る

中
の
事
は
よ
く
覚
え
て
い
る

 
束
も

い

か
ら
突
出
し
て
知
能
が
高
か

た
か
ら
同
年
代
の
子

と

離
を
取
ら
れ
孤
立
し

て
い
た

子

の
中
で
は

を

い
て
身
体
能
力
が
高
か

た
事
と
束
の
感
性
に
引

掛
か

た
事
か
ら
自
分
は
こ
の

を
構

出
来
て
い
る
が
そ
れ
は
お

い
似
た
者
同
士
だ

た
か
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ら
だ
と
今
な
ら
思
う

 
だ
が
そ
れ
を
引
き
合
い
に
出
す
と

う
事
は

束

そ
う

う
と
い
う
事
は

一

が

め
ら
れ
て
い
た
事
に
な
る
ん
だ
が

 
少
な
く
と
も
桐

谷
に

わ
れ
る
以
前
か
ら
そ
う
だ

た
事
に
な
る

だ
が
私
は
本
人
か
ら

め
ら
れ
て
い
る

な
ん
て

を
さ
れ
た
覚
え
は
な
い
し

に
し
た
覚
え
も
な
い

 

そ
う
思

て
い
る
と

束
が

れ
た
よ
う
に
息
を

い
た

 

ど
う
も
束
に
失
望
さ
れ
る
発

だ

た
ら
し
い

ち

ち

ん
さ

ネ

ト
と
か
見
な
い
の

べ
も
の
く
ら
い
で
し
か
見
な
い
な

 

べ
も
の
と

て
も

理
や
食
べ
物

国
名
や
国
の
特
色
を

べ
た
り
す
る
程

で

そ
ん
な
に
使
う
事
は
無
い

持

て
い
る

も
仕
事
先
や
仕
事

手
と
の

絡

と
し
て
し
か

使

て
い
な
い

ニ

ス
チ

ク
は

テ
レ
ビ
で

日
し
て
る
ぞ

ア
プ
リ
の
記
事
も
目
を

し
て
い
る

 

日
の
天
気
予
報
を
見
る
つ
い
で
に
一
日
の
ト

プ
ニ

ス
や
経
済
状
況
な
ん
か
に
目
を
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す
の
が
日

な
の
だ

学
園
の
教

と
し
て

し
て
い
る
が

あ
そ
こ
は
国
家
が
絡
む
場

だ
か
ら
経
済
な
ん
か
は
目
を

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

忌

し
い
が
未
だ
に
代
表
か

ら
下
り
ら
れ
て
い
な
い
現
在
国
の

と
も

え
る
自
分
は
そ
う
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ 
そ
う

え
る
も
ど
う
も
束
が
求
め
て
い
る

え
で
は
無
い
よ
う
で

間
を

み

え
る

振
り
を
見
せ
る

 

一
体
コ
イ
ツ
は

を

い
た
く
て

を
伝
え
た
い
の
だ
ろ
う
か

あ
の
さ

ち

ち

ん
確
か
直
ち

ん
に
す

ご
く
キ
ツ
く

わ
れ
た
と
思
う
ん
だ

け
ど

そ
れ
は
桐

谷
直
葉
の
事
か

う
ん

あ
あ

わ
れ
た
な

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
が

発
し
て
か
ら
見
舞
い
に
行

た
時
偶
然

を
合
わ
せ
た
少
女
を
思
い

出
す

 
桐

谷
和
人
と
い
う
名
に
な

た
弟
を
大
切
に
想

て
い
る
様
子
か
ら

入
れ

ん
で
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い
る
と
思

た
覚
え
が
あ
る
し

わ
れ
た
事
も
極
め
て

な
も
の
だ

た

忘
れ
た
く
と
も

忘
れ
ら
れ
な
い

ん

 
と
い
う
か
束

お
前

あ
い
つ
を
知

て
い
る
の
か

そ
り

ま

和
君
と
の

で
ね

で
ち

ち

ん
に
怒
鳴

た

て
い
う
話
も

い

た
ん
だ
よ

そ
う
か

  

あ
の
子
は

一

じ

あ
な
た
の
付
属
品
な
ん
か
じ

な
い

 

あ
の
子
は
ず

と
見
て
欲
し
が

て
い
た

ず

と
家

を
求
め
て
い
た

 

ず

と
ず

と
一
人
で

て
い
て

そ
れ
な
の
に
ど
れ
だ
け

て
い
て
も

に
は

ら
れ
て
兄
に
は
見
捨
て
ら
れ
て
あ
な
た
は
あ
の
子
の
助
け
に
来
な
か

た
の

に

そ
れ
な
の
に
ま
だ
姉
面
を
す
る
と
い
う
の

 

ざ
け
る
な

 

あ
な
た
は
ず

と
あ
の
子
を
見
て
い
な
か

た
事
に
変
わ
り
は
無
い

 

た
と
え
ど
れ
だ
け

し
か

た
と
し
て
も

テ
ス
ト
で
百
点
を
取

た
の
な
ら
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た
ね

て

取
れ
て
な
く
て
も

は

れ
ば
取
れ
る

て

ま
す
と
か

め
る
と
か

し
て
あ

れ
ば
よ
か

た
じ

な
い
の

し
て
あ

て
い
れ
ば
あ
の
子
は
あ
そ
こ
ま
で
追
い

め
ら
れ
な
か

た

 

け
が
に
対
し
て
も
も

と
気
に
掛
け
て
あ

て
い
れ
ば
あ
の
子
は
あ
れ

ど
ま
で
傷
付

か
な
か

た

 

も

と
家

を
見
て
い
れ
ば

あ
な
た
も
弟
を
喪
う
事
は
無
か

た
の
よ

 

護
衛
を
付
け
る
と
か
の
対
応
も
し
て
い
れ
ば
少
し
は
変
わ

た
か
も
し
れ
な
い
じ

な

い 

あ
な
た
は
自
分
の
名
前
の
大
き
さ
を

も

と
理
解
し
て
お
く
べ
き
だ

た

  

裏
に

く

桐

谷
の
怒

 
全
て
正

を

て
い
た

い
返
せ
な
い
程
に
私
が

を
浮
か
べ
る
程
に

な
説
教

だ

た

 
内
心
で

も
知
ら
な
い
小

が

を
と
反
感
を

き
は
し
た
が
し
か
し

し
く
感
じ
る
事
も

あ

た

一

を
そ
れ

ど
ま
で
に
大
切
に
想

て
く
れ
て
い
る
事
は

直
に

し
か

た
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心
な
時
に

に
入
れ
な
か

た
自
分
よ
り
も
し

か
り
守

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
安
心
も
し
た

で

怒
鳴
ら
れ
た
後

ち

ち

ん
は

を
思

た

そ
れ
は

悔
し
く
も
思

た
が
反
論
で
き
な
い
く
ら
い
正
論
だ

た
か
ら
認
め
た
さ

そ

れ
以
上
に

心
な
時
に
守
れ
な
か

た
私
よ
り
も
あ
い
つ
を
守

て
く
れ
る
と
思

て
安
心
し

た

そ
れ

ど
ま
で
に
想

て
く
れ
て
る
と
知

て

し
く
も
感
じ
た
な

む

む

そ
れ
で

そ
れ
で

と
は

や

ち

ち

ん

そ
れ
か
ら

か
し
た
の

ア
イ
ツ
が

な
い
ん
だ
か
ら

も
出
来
な
い
だ
ろ
う

も
う
全
て

過
去
の
事
な
ん
だ

 
反

は
し
て
い
る

私
が
不

な
か

た
か
ら
一

は

わ
れ

い
目
に
あ

た
の
だ
か

ら 
だ
が

体
的
に

が
悪
か

た
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い

私
は
全
力
で

バ
イ
ト
と

学
を
あ
る
い
は
国
家
代
表
と
し
て
の

練
や

強
に

し
ん
で
い
て

が
無

か

た

つ
ま
り
全
力
だ

た
の
だ

そ
れ
で
他
の
事
が
出
来
な
か

た
か
ら
と

わ
れ
て
も
ど

う
直
せ
ば
良
か

た
と
い
う
の
か
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ち

ち

ん

私
が

う
の
も
ア
レ
な
ん
だ
け
ど
さ

な
ん
だ

ち

ち

ん
は
和
君

う
う
ん

い

く
ん

の
事

ど
う
思

て
る
の

ど
う

て

大
切
な
弟
だ
が

ん

大
切

ん

 
私
の

え
を

り
返
し

き
つ
ま
ら
な
そ
う
に
す
る
束

私
の

葉
が
信

さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
て
苛
立
ち
を
覚
え
た

い
た
い
事
が
あ
る
な
ら
い
い
加

ハ

キ
リ

た
ら
ど
う
だ

大
切

て

う
な
ら

論

い

く
ん

の
事
は

知

て
る
ん
だ
ろ
う
な

て

ま
た
か

さ

き
か
ら

な
ん
だ
私
を

す
よ
う
な

振
り
で

私
は
ど
う
し
て
一

が

私
を
怨
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
知
り
た
い
ん
だ

 

ね

本
気
で
分
か
ら
な
い
の

  

空
気
が
変
わ

た
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お
ち

ら
け
て
い
る
よ
う
で
真
剣
に

い

で

ざ
け
ず
に
話
し
て
い
た
束
が

と
真

に
な

た

声

も
表
情
も
平

な
そ
れ
は

分

し
振
り
に
恐
怖
を
感
じ
さ
せ
る

分
か
ら
な
い
か
ら

い
た
ん
だ
ろ
う

分
か

て
い
た
ら

い
て
な
い

 

中
に

き
上
が

た
恐
怖
を

し
殺
し

然
と
し
て

え
る

実

そ
う
と
し
か

え
ら

れ
な
い

一

り

彼
の
戦
い
を
見
た
の
に

そ
う
だ

確
か
に
私
は
姉
と
し
て
不

な
い
し

至
ら
な
い
部
分
も

ど
あ
る
だ
ろ
う

は
大
人
の
見
真
似
で
子
育
て
を
し
た
だ
け
だ
か
ら
な

だ
が
そ
れ
で
も
私
は
一

の
事
を
大

切
に
想

て
い
た

必
死
に
金
を

い
で
生
活
に

ら
な
い
よ
う
全
力
を

い
だ
ん
だ

そ
れ

な
の
に
怨
ま
れ
る
な
ん
て

が
分
か
ら
な
い

 
む
し
ろ
生
活
を

え
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
感

さ
れ
て
も
良
い
く
ら
い
だ
と
思

て
い
る

そ
う
だ
ね

ち

ち

ん
は

く

て
た
と
思
う
そ
れ
は
近
く
で
見
て
た
束
さ
ん

が
保
証
す
る
よ

な
ら

で
も

さ
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同
意
を
得
ら
れ

葉
を

け
よ
う
と
し
た

ら
れ
る

有
無
を

わ
さ
ぬ

力
で
思
わ

ず

を

じ
た

そ
れ
は
ち

ち

ん
の

点
な
ん
だ
よ

ど
う
い
う
意
味
だ

よ
く

え
て

八

以
下
の
子

が
家
の

事
情
や
世
間
の

り
変
わ
り
を
理
解
出
来
る

と
思
う

一

は
出
来
て
た
が

 
少
な
く
と
も

事
情
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば

理
な
ん
て
出
来
な
い
だ
ろ
う

い
方
が
悪
か

た
ね

じ

あ
こ
う

た
ら
分
か
る
か
な

八

以
下
の
子

が

家
事
全

を
万
全
に
出
来
る
と
思
う

 

ち

ち

ん
も

束
さ
ん
も
マ
ト
モ
に

理
出
来
な
い
の
に

だ
が

一

は
出
来
て

あ
あ

も
う

い
い
加

に
し
ろ
よ

 
さ

き
と
同
じ

え
を

う

中
で
束
が
我

な
ら
な
い
と
ば
か
り
に
怒
鳴
り
デ
ス
ク
を

手
で

い
た

し
か
も

が
ガ
ラ
リ
と
変
わ

て
い
る

こ
れ
は
興
味
の
な
い

中
に
対
す



 幕間之物語：外部編 〜無理解〜

る

と
同
じ
だ

 
一
体

が
原
因
か
分
か
ら
ず

惑
し
て
い
る
と

怒
り
の
表
情
で
束
が

ん
で
き
た

い
い
加

気
付
け
よ

 
八

以
下
の
子

が
万
全
に
出
来
る

て
事
は

そ
れ
以
前
か

ら
ず

と

り
返
し
て
た

て
事

そ
れ
は
分
か
る
が

い
い
や

分
か

て
な
い
ね

 
ち

ち

ん
は

も
分
か

て
な
い

 
よ
く

え
れ
ば

分
か
る
で
し

 
な
ん
で
四
つ
年
上
の
兄
が
い
る
の
に
一
番

い
子

が
一
番
家
事
が
出
来

て
る
の
さ

 

わ
れ

気
付
く

 

そ
う
い
え
ば

で
だ

 

い
や

確
か

い
時
の
一

が

理
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

て

い

い
や

だ
が
家
事
は
お
前
の

親
が
教
え
て
い
た
だ
ろ

だ

か

ら

 
そ
う
な
る
状
況
が
お
か
し
い

て

て
ん
の

 

で
気
付
か
な
い

の
さウ

チ
は

親
が

発
し
て
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そ
う
い
う
事
じ

な
い

 
今
ま
で

に
し
て
き
た
理
由
を

う
も
す
ぐ
さ
ま

定
さ
れ

も

え
な
く
な
る

一
体

を

え
ば
正
解
な
の
か
ま

た
く
分
か
ら
な
い

と
く
け
ど
ね
和
君
が
い

く
ん
だ

た
時
最
初
に

理
を
始
め
た
の
は

ば
な
ん
だ
よ

あ
あ

そ
れ
は
知

て
る
が

お
か
し
い

て
気
付
け
よ

 

の
子

は

ご

を

意
し
て
も
ら
う

な
の

に

で
作
る

に
な

て
る
か

て
疑
問
に
思
わ
な
い
の

む
理
の
他
に
も
洗

い
出
し
な
ん
か
も
彼
が
や

て
た
ん
だ
よ

 

日

日

回

回
ず

と
ね

ま

て
束

で
お
前
が
そ
ん
な
事
を
知

て

そ
ん
な
事
は
今
問

じ

な
い
ん
だ
よ

 
束
の

が
こ
こ
ま
で

し

怒
り
を

わ
に
す
る
な
ん
て

の
論
文
発
表
や

デ

タ
を

で

わ
れ
た
時
以
来
だ

と
も
す
れ
ば
あ
の
時
以
上
に
怒

て
い
る
か
も
し
れ
な
い



 幕間之物語：外部編 〜無理解〜

 
一

の

に
怒

て
い
る
事
は
分
か
る
が

故
そ
れ
で
私
が
怒
ら
れ
て
い
る
の
だ

 
家
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
は
良
い
事
だ
と
思
う
の
だ
が

あ

も
う

 
あ

も
う

 
ま
さ
か
こ
こ
ま
で

て
も
分
か
ら
な
い
な
ん
て

 

で
ち

ち

ん
は
家

の
事
に
な
る
と
超
が
付
く
く
ら
い

感
に
な
る
か
な

感
の
つ
も
り
は
な
い
ん
だ
が

い

や

超

感
だ
ね

 
絶
対
気
付
い
て
な
い
か
ら
も
う
ハ

キ
リ

わ
せ
て
も
ら
う
け

ど
ね

ち

ち

ん

さ

き
か
ら
ず

と
秋
十
の
存
在
を
忘
れ
て
る
ん
だ
よ

 
い
き
な
り

わ
れ
た
事
に

を

る

忘
れ
た
つ
も
り
は
無
い
の
だ
が

ら

や

り
分
か

て
な
い

 
さ

き
か
ら

て
ん
じ

ん

 

の
子

が
ご

を
作
る

に
な

て
る
の
は
お
か
し
い

て

な
ら
逆
説
的
に
本
来
作
る

で
あ
る

秋
十
は

を
し
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
わ
な
い
の

む

 

わ
れ
て
み
れ
ば

確
か
に
そ
う
だ
と
気
付
く

一

が

か
ら
作
り
始
め
た
の
は
覚

え
て
い
る
が

そ
う
い
え
ば

で
束
は
あ
ん
な
事
を

い
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
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時
は
秋
十
に

れ
て
始
め
よ
う
と
思
い
立

た
の
か
と
思

た
の
だ
が

 
そ
う

う
と

束
は

を
大
き
く
横
に
振

た

ん

ん
違
う
か
ら

 

が
そ
ん
な
事
を

い
始
め
る

て
明
ら
か
に

食
住
の

食
が
足
り
て
な
い
証
だ
か
ら

 
彼
が

極
的
だ

た
か
ら
よ
か

た
だ
け
で

死
し
て

る
か
ら
ね

い
や

秋
十
が

る
ん
だ
し

そ
ん
な
極
限
状

に
は
な
ら
な
い
だ
ろ

大
本
の
原
因
は
そ
い
つ
だ
か
ら
ね

 
ち

ち

ん
気
付
い
て
な
い
だ
け
で
家
事
全

ず

と
彼
が
や

て
た
か
ら

そ
ん
な

は

風

い
出
し

ゴ
ミ
出
し
は

番
制
だ

た
ぞ

そ
れ
を
や

て
る
と
こ
ろ
を
ち

ち

ん
は
見
た
の

 
記

を

る

一

が
し
て
い
る
の
は
見
た
し

帰

た
時
に

い
出
し
の

の
中
身
を

に
入
れ
る
場
面
に
立
ち
会
い
も
し
た

風

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
た

 
秋
十
の
方
は

秋
十
の
方
は
思
い
出
せ
な
い
な

 

し
く
て
家
を
空
け
る
事
が
多
か

た
し
あ
ま
り
見
て
な
い
事
も
あ

て
記

に
残

て
い
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な
い
よ
う
だ

た

ま

し
く
て
家
を
空
け
る
事
が
多
か

た
せ
い
で

見
て
な
か

た
だ
け
だ
ろ
う

ア
イ
ツ
に
対
す
る
ち

ち

ん
の
信
頼
の
深
さ
は

か
ら
謎
な
ん
だ
け
ど

ち

ち

ん

は
も

と
家

に
対
す
る
疑
い
を
持
た
な
い
と

和
君
の

も
真
に

け
て
信
じ
ち

う
し

な
に

 
あ
い
つ

を

い
た
事
が
あ

た
の
か

と

に
し
て
た
よ

ち

ち

ん
が
気
付
い
て
な
い
だ
け
で
ね

知
ら
な
か

た

 

な
一

が
ま
さ
か

を

い
て
い
た
な
ん
て
シ

ク
だ

し
か
も

に
だ
な
ん
て

そ
れ
で

一

が
私
を
怨
ん
で
い
る
事
と

ど
う
繋
が
る
ん
だ

ま
だ
気
付
い
て
な
か

た
し

も
う
い
い
よ

多
分
束
さ
ん
が
ど
れ
だ
け

て
も
分
か
ん

な
い
と
思
う
し

和
君
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
帰

て
来
て

ち

い
た
時
に

い
て
み
た
ら

教
え
て
く
れ
な
い
の
か

す

ご
く
分
か
り
や
す
く

た
の
に
全
然
理
解
し
な
い
ち

ち

ん
が
悪
い
ん
だ
よ

こ

の

像
を
見
て
も
分
か
ら
な
い
な
ん
て

正
直
信
ら
れ
な
い
よ

 
は

と

め
息
を
つ
い
た
束
は
も
う
私
か
ら
興
味
を
無
く
し
た
よ
う
に

線
を
切
り
作
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業
を
開
始
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
話
は
か
な
り
会
話
が
多
か

た
で
す
ね

千
冬
が
ど
れ
だ
け
一

の
事
を
見
て
い
な
い
か
少

し
は
伝
わ

た
ら
い
い
な

て

 
束
が
伝
え
た
か

た
事

故
キ
リ
ト
が
復
讐
心
を

い
て
い
た
か

そ
の
一
つ
と
し
て

千
冬
が
一

自
身
を
見
て
い
な
い
事

が

ら
れ
ま
す

千
冬
が
か
な
り
見

違
い
な

け

え
を
し
て
い
る
事
も
一

が

故
家
事
万
能
に
な

た
か
の
背

に
気
付
け
な
い
の
も
全

て
は
一

の
事
を
し

か
り
見
て
理
解
し
て
い
な
い
か
ら

き
手
が
分
か
ら
な
い
と
か

で

す 
本
作
一

／
和
人
は

き
で

正
し
て

も
使
え
る

き
状

で
す

 

き
手
を
モ
ニ
タ

を
見
て
確
認
す
る
く
ら
い
自
信
が
無
い

一

の
事
を
あ
ま
り
見
て
い
な



 幕間之物語：外部編 〜無理解〜

か

た
と
い
う

写

 
ま
た
一

や
秋
十
の
事
で
見

違
い
な
予
想
を
し
て
い
る
の
は
思
い

み
や
理
想
に
よ
る
も

の
な
の
で
文
中
で
出
た
直
葉
の
怒
り
の
声
第
十
八
章

を

け
て
も

め
て
な
い
と
い

う

写

せ
め
て

め
ら
れ
て
い
た
と
か

我
と
か
そ
の

は
過
去
の
こ
と
で
も
洗
え
る
だ

ろ
う
に

一

の
事
と
な
れ
ば

の
事

 
束
が

ネ

ト
は
見
な
い
の

と

い
た
の
は

直
葉
が
見
た
ネ

ト
の
ス
レ

ド
を
知

ら
な
い
の
か
と
い
う
事

で
も
千
冬
は
一

の
情
報
が
載

て
る
と
は
思

て
な
い

自
分
の

事

を

べ
た
い
性
格
で
は
な
い
事
か
ら
忌

し
て
お
り
結
果
的
に
一

の
情
報
を
見
つ
け

ら
れ
な
い
状

に

 
キ
リ
ト
対
獣
の
死
闘
も
一

に
対
す
る
理
想
や
自
分
の
行
動
の
自
信
が
影

し
て
現
実

と
し
て

け
止
め
き
れ
て
お
ら
ず

得
し
て
い
な
い
事
も
あ

て
理
解
も
し
て
い
な
い

と
い

う
か
大
切
に
想

て
る

手
か
ら
怨
ま
れ
て
る
事
実
を

け
入
れ
た
く
な
い

 
束
は
怨
ま
れ
る
事
も
承
知
で

し
て
い
る
た
め

そ
こ
が
千
冬
と
の

違
に

 
束
は
一

／
和
人
の
事
を
し

か
り
見
て

し
て
い
る

 
千
冬
は
思
い

み
で
の
カ
バ

が
多
い
せ
い
で
事
実
と
の
ギ

プ
が
生
じ
て
い
て
そ
の
せ
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い
で

け
入
れ
ら
れ
な
い
で
い
る

 

未
だ
に
一

と
呼
ん
で
い
る
事
か
ら

れ
帰

て
来
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
節

も
あ
る

 
そ
れ
が
今
の
千
冬
で
す

 

再
三

い
ま
す
が
私
は
千
冬
の
事
は

き
で
す

横

な
と
こ
ろ
は
苦
手
で
す
が
キ

ラ
と
し
て

き
で
す

ア
ン
チ
を
し
た
く
て
し
て
い
る
の
で
は
な
い

人
間

や
キ

ラ
の

わ
り
で
自
然
に
な
る
よ
う

写
す
る
に
あ
た

て
不
遇
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す

ス
ト

リ

に
喰
わ
れ
て
る
と

わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が

 
い
ず
れ
は

千
冬
の
思
い
を
報
わ
せ
た
い
で
す
ね

 
ま

キ
リ
ト
の
本

を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
事
が
確
定
し
た
の
で

分
先
の
事
に
な
り
ま
す
が

 

ち
な
み
に
前

で
キ
リ
ト
が
見
ら
れ
て
る
気
が
す
る
と

た
の
は
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

 
ア
ン
ケ

ト

参

に
す
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

プ
ロ

ト
の

合
に
よ
り

出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
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第
百
三
十
三
章
 

未
完
の
英
雄
・
泥
棒
の
神

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

た

超
が
ん
ば

た

め

み
過
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
け
ど

時
も
し
つ
こ
く
や
り

過
ぎ
て
る
か
ら
い
い
か
な

て

 
で
も

点
は
外
部

点
は
ち

と
お

み

本
内
部
が
あ
る
程

進
行
し
た
後
外
部
の

反
応
を

め
る
の
が

本
の
書
き
方
に
な

て
る
の
で
書
く
事
は
確
定
 
な
の
で

点
で
多

か

た
ヒ
ロ
イ
ン
勢
か
ら

サ
チ
を
チ

イ
ス
し
ま
し
た

 
前

を
外
部
に
し
て
も
良
か

た
け
ど
そ
れ
だ
と

分
か
ら
ん
な
る
部
分
が
出
て
来
る
と

い
う
か

で
お
前
知

て
る
的
な
事
に
な
る
の
で

会
え
な
く

に

 
今
話
の

点
は
前

第
三
者

後

サ
チ

 
文

数
は
約
一
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ



 第百三十三章 〜未完の英雄・泥棒の神〜

 
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 

が

き

る

獣
の
如
き
雄

び
は
大
気
を
エ
リ
ア
内
を

わ
せ

対
す
る
者
に

怖
と
恐
怖
を

か
せ
た

狂

な
猛
獣
す
ら

し
い
と
思
え
る
程
に
本
能
的
な

力
を
感
じ
さ
せ

る

容
が
恐
ろ
し
い

 

は

し
か
し
人
だ

た

 
た
だ
し

色
の

を
し
た

と
い
う

し
書
き
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

二
メ

ト
ル
あ
る
体

の
上
は

下
は
獣
の

で
作
ら
れ
た

み
の
一

と

だ
が
そ
の
肉
体
そ

の
も
の
が

に

し
て
い
る

と

し
た

肉
は
最
大
の
攻
撃
力
と
速
力
を
そ
し
て

絶
望
的
な

力
と
体
力
を
誇

て
い
る
事
を
如
実
に
感
じ
さ
せ
る

 
武
器
は
一
つ

か
ら

り
出
さ
れ
た
と
思
し
き

大
な

原
始
的
な
武
器
は
ヒ
ト

が
加
工
し
た

の
剣
よ
り
も

か
に

強
で
恐
ろ
し
い
凶
器
と
な
り

の
手
に
収
ま

て
い

る
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さ

行
け

 
バ

サ

カ

 
こ
の

の
邪
魔
を
す
る

共
を
片

か
ら
ぶ

せ
 

の
名
は

ザ
・
バ

サ
ク
ヒ

ロ

 
狂

た
英
雄
と
名
付
け
ら
れ
た
ボ
ス
は
本
来
で
あ
れ
ば
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
九
十
九
層

の
フ
ロ
ア
ボ
ス
で
あ
り
ラ
ス
ト
ボ
ス
に

す
る
特

能
力
を
有
す
る
最
強
の
個
体

ラ
ス
ト

バ
ト
ル
に

む
前
に
立
ち
は
だ
か
る
最
後
の

浮
遊
城
の
主
と
戦
う
た
め
に

ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

き
登
⻯

 
そ
れ
が
今

権
限
を
悪

す
る
男
の
手
に
よ

て
ス
テ

タ
ス
の

上

性
能
の
上

特

能
力
の
上

変
換

お
よ
そ
バ
ラ
ン
ス

壊
を
来
す
意

的

つ
反

の
強
化
が

さ
れ

立
ち
は
だ
か

て
い
た

 
真

先
に

わ
れ
た
の
は
先

を
切

て
い
た
二
刀
の
少
年

男
を

ま
え
ら
れ
る

一
の

存
在
な

に
先

を
進
ん
だ
結
果
そ
の
エ
リ
ア
に
入

た
直
後
バ

サ
ク
ヒ

ロ

の

襲
を

け
一
撃
で

死
に
追
い
や
ら
れ
る

体
力
を

分
以
上

ら
れ
た
せ
い
で
ス
タ
ン
を
喰
ら
い

そ
れ
以
上
に
直
撃
に
よ
る

で
意
識
を
手
放
し
て
い
た

 

攻
撃
さ
れ
た
の
が
少
年
で
良
か

た
と

そ
う
思
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
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少
年
は

に
分

さ
れ
る

の
お
陰
で
全
て
の

ダ
メ

ジ
が

さ
れ
る

そ
れ
で

死

な
ら

他
の
プ
レ
イ

で
は

死
だ

た
の
だ

 
し
か
し
状
況
は
非
情
だ

一
撃
で
は
死
な
な
か

た
彼
を
亡
き
者
に
せ
ん
と

が
近
寄
る

キ
リ
ト

ス
レ
イ
ブ

 
義
弟
を
助
け
よ
う
と
妖
精
の
剣
士
が

け
寄
ろ
う
と
す
る

し
か
し
そ
の
行
く
手
を

む
者

が
現
れ
た

黒

く
め
の
騎
士
ス
レ
イ
ブ
だ

黒
い
バ
イ
ザ

を
付
け
禍

し
い

を

う
彼
は

ら
り
と
剣
を
正
眼
に
構
え
た

 
ス
レ
イ
ブ
は

黒
の
剣
士
キ
リ
ト
の
記

や
精
神
を
コ
ピ

し
た

プ
レ
イ

ア
カ
ウ

ン
ト
を
使

て
い
る
だ
け
で

成
り
立
ち
そ
の
も
の
は
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
と
大
差
が
な
い
存
在
だ

故
に
彼
は
姉
を
傷
付
け
る
事
を
良
し
と
せ
ず

か
つ
て
自
己
矛
盾
に

り
自
我
を

壊
さ
せ
た

 
し
か
し
今

再
び
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
手

と
し
て
動
か
さ
れ
て
い
た

 

剣
を
構
え
る
少
年
に

意

は
見
ら
れ
な
い

 
望
ん
で
い
な
い
事
で
あ
ろ
う
と
刃
を
交
え
る
時
は
気

を
発
し
て
い
た
黒
の
騎
士
は
今

の
よ
う
に
虚
ろ
だ

た

つ
ま
り
今
の
彼
に
自
我
は
無
い

の

作
に
よ

て
無
理
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理
剣
を
持
た
さ
れ
て
い
る
人
形
に
な

て
い
た

 
そ
れ
が

彼
女
の
怒
り
に
火
を

ぐ

ア
ル
ベ
リ
ヒ

様

 
悪
⻤
と
表
す
の
も
生

い
⻤
気

る
表
情

と
い
う
別
存
在
と
は

え
精
神
や
記

が
同

じ
で
姉
を
想

て
自
我

壊
し
た
彼
は
彼
女
に
と

て
義
弟
そ
の
も
の

故
に
ス
レ
イ
ブ
に
も

彼
女
の
家

愛
は

さ
れ
る

 
愛
と
憎
し
み
は
表
裏
一
体

 
愛
が
深
い
か
ら
こ
そ

生
じ
る
憎
し
み
は
よ
り
深
い
も
の
に
な
る

こ

の

 
突
然
妖
精
の
横
か
ら

び
出
し
た
影
が
ス
レ
イ
ブ
に
斬
り
掛
か

た

紺
色
の
影

そ
れ
は

絶
剣

と
称
さ
れ
た
剣
士
の
少
女

少
女
は
⻭
を
食
い

り
ス
レ
イ
ブ
と
刃
を
交
え

立
ち
は
だ
か

た

今
の
内
に

キ
リ
ト
を

ま
け
ん

か
い

う

く
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闇
の
オ

ラ
が

出
し

間
近
で
喰
ら

た
彼
女
は
衝
撃
に
逆
ら
わ
ず
後
退
し
た

 
そ
の
隙
を

め
る
よ
う
に

水
色
の

剣
士
が
躍
り
出
る

舞
姫
と
称
さ
れ
た

子
の
姉
だ

た

く
よ
う
に
聖
騎
士
が
大
剣
使
い
が

使
い
が

力
に

で
た
者
達
が

け
て

し
寄
せ
る

後
退
し
た
少
女
も

め
て
五
人
が
か
り
で

く
闇
の
オ

ラ
と

抗
し
追
撃
に
出
た
黒
の
少
年
と
男
が

か
ら

み
撃
ち
し
て
エ
リ
ア
の

へ

し
や
る

 
残
る
者
達
は
少
年
を
救
わ
ん
と
開
け
た
道
を

け
た

さ

殺
せ

 

間
に
合
わ
な
い

 
ス
レ
イ
ブ
に
よ
る
足
止
め
を
喰
ら
い
五

動
き
が

れ
た

た

た
五

し
か
し
さ

れ
ど
五

一

の
隙
が

勢
を
決
す
る
戦
い
に

い
て
五

は
絶
大
な

れ
だ

た

 
黒
の

は

に

剣
を
振
り
上

て
い
た

キ
リ
ト

 

剣
が
振
り
下
ろ
さ
れ
る

間
少
女
の
声
と
同
時
に
虚
空
に
武
器
が
出
現
し
た

弓
使
い
に

し
て
少
年
と
同
じ

武
器
を
持
つ
少
女
の
思
念
が
そ
う
さ
せ
た

虚
空
に
現
れ
た
武
器
は
そ
こ
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で

定
さ
れ

の
盾
と
な
る

 

剣
と
武
器

が
ぶ
つ
か
り

放

状
に
衝
撃
が
広
が

た

 
そ
の
隙
に

け
寄
る
妖
精

の
横
を
追
い

く
槍
使
い
の
女
性

女
性
は
極
限
ま
で
鍛
え

ら
れ
た
能
力
を

使
し
て

離
を

め
た
後

少
年
を

き
上

る

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 

し
か
し

は
反

レ
ベ
ル
で
強
化
さ
れ
た
フ
ロ
ア
ボ
ス

 
目
の
前
で
死
に
か
け
て
い
る

物
を
容

く

が
す

ど
甘
く
は
な
い

上
が
ダ
メ
な
ら
下
か

ら
と
少
年
と
女
性
を

強
な

で

り
上

た

ご

と
い
う
衝
撃
と
共
に
二
人
の
体
が

に
浮
く

 
少
年
の
体
力
が
残
り
一

を
切
り

 
女
性
の
体
力
が
最
大
値
か
ら
二

ま
で

た

 
女
性
が

う
よ
う
に
盾
に
な

た
か
ら
二
人
と
も
死
な
な
か

た

し
か
し
ス
タ
ン
状

に

た
二
人
は

空
中
で
身
動
き
が
取
れ
な
い
で
い
る

さ
せ
ま
せ
ん

 

う
よ
う
に
黒

く
め
の
少
女
が
武
器
を
出
現
さ
せ
弓
使
い
の
少
女
が
後
に

く

数
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の
武
器
が
二
人
を
守
る
よ
う
展
開
さ
れ

 

の
一

ぎ
で
払
わ
れ
た

 
武
器
の

定
は

者
が
持

的
に
想
像
を

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
彼
女
達
は
そ
れ
が
出
来
な
か

た

あ
の

強
な

の

の
一

ぎ
に
抗
す
る
イ
メ

ジ
を

練
る
事
が
出
来
な
か

た
の
だ

だ
か
ら

あ
あ
も
容

く
払
わ
れ
た

 
間
髪
を
入
れ
ず

撃
を
入
れ
る
べ
く

に

剣
は
振
り
か
ぶ
ら
れ
て
い
る

 

も
う

も
間
に
合
わ
な
い

 
あ
る
者
は
名
を

ん
だ

 
あ
る
者
は

し
た

 
あ
る
者
は

を
送

た

 
あ
る
者
は

を
流
し
た

 
あ
る
者
は
絶
望
し
た

 
そ
れ

ど
に
打
つ
手
な
し
と
さ
れ
た
状
況

少
年
の

襲
を

知
し
て
い
た
男
の

な

に
よ
り

の
一
撃
を

け
行
動
不
能
に

た
時
か
ら
彼
ら
は
万
策

き
て
い
た

み

だ

た
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彼
我
の
戦
力
に

変
化
が
生
じ
な
け
れ
ば

  
少
年
の
命

は
未
だ

き
て
は
い
な
か

た

  

見

し
が
甘
か

た
の
だ
と
思
う

 
五
つ
の
エ
リ
ア
を
制
覇
し

理

の
最

に
あ
る
コ
ン

ル
ル

ム
へ
の
道
を

る
権

を
得
た
攻
略
組
は
す
ぐ
さ
ま
そ
こ
へ
と
向
か

た

た
だ
し
正

の
ル

ト
は

ら
ず
に

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の

地
を
自
由
に

動
す
る
術
を
持
つ
未
だ

性
の
知
れ
ぬ
人
物
ヴ

ベ
ル

部
の

ら
み
と
キ
リ
ト
の
発

か
ら
女
性
ら
し
い
ヴ

ベ
ル
は
闇
の
ゲ

ト
を

意
の
ま
ま
に
開

し

地
を

時
に

動
す
る
能
力
を
持

て
い
る

彼
は
そ
れ
を
使
う
事
で

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
対
す
る

襲
を
仕
掛
け
る
事
を

し
た

そ
ん
な
事
が
出
来
る
な
ら
最
初
か
ら
や

て
れ
ば
よ
か

た
ん
じ

な
い
か

 
い
の
一
番
に

聖
⻯

合

の
リ

ダ

が
問
い
を
発
し
た

こ
れ
ま
で
見
て
来
た

心

の
あ
る
責
め
る
よ
う
な

で
は
無
く

に
疑
問
を

い
て
問
い
掛
け
た

振
り
だ

た
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彼
は

そ
の
疑
問
は

然
だ

と

て

き

ど
う
し
て
今

た
か
を
語

た

 

ヴ

ベ
ル
の
能
力
は
闇
の
ゲ

ト
で
繋
い
だ
二
か

の
地
点
を

時
に

動
す
る
も
の

 

動
時
間
を
大

に

出
来
る
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
を
完
全
に
無

化
し
て
発
動
す
る

で

は
無
い

こ
の
世
界
に

る
限
り
自
分
達
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
定
め
た
ル

ル

の

か
ら
外
れ
ら
れ
な
い

故
に
合
流
し
て
す
ぐ

理

最

に
ゲ

ト
で

動
は
出
来
ず
よ

し
ん
ば
出
来
て
も
そ
こ
に
進
入
す
る
権

を
持

て
い
な
い
の
で
良
く
て
追
い
出
さ
れ
最
悪
エ

ラ

判
定
が
出
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
見
て
い
た

 
そ
し
て

時
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
自
分
達
を
見
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
以
上
お
い
そ
れ
と

襲
の

作
戦
を

に
す
る

に
も
い
か
ず
五
つ
の
エ
リ
ア
を
制
覇
す
る
ま
で

る
し
か
な
か

た
の
だ

と
い
う

 
そ
う
説
明
さ
れ

得
し
た
一
同
は

少
年
に
頼
ま
れ
ヴ

ベ
ル
が
開
い
た
闇
の
ゲ

ト
を
潜

り

襲
を
仕
掛
け
た

掛
か

た
な

バ
カ
め

 

し
か
し

し
な
か

た

 

一

権
限
の

を

出
来
る
彼
が
最
初
に
ゲ

ト
を
潜

た

け
て
潜

た
先
に
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見
た
も
の

そ
れ
は

死
に
追
い
や
ら
れ
た
少
年
と

そ
れ
を
あ
ざ

う

華

な
男

そ
し
て
そ
の

ら
に
力
無
く

む
黒
騎
士
の
少
年
と
雄

び
を
上

る
黒

の

だ

た

 
恐
ら
く
男
は

こ
の

理

最

秘
匿

ま
で

亡
し
た
後

権
限
と
い
う

特

な
権
能
が

し
な
い
彼
を
殺
す
べ
く

あ
の
黒

の

を
呼
び
出
し
て
い
た
の
だ

 

の

上
に
あ
る
名
前
は

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｂ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｒ

Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ

狂
い
し
英
雄

 
良
く
て
フ

ル
ド
最
悪
ク

タ

ポ
イ
ン
ト
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
だ
ろ
う
そ
れ
は

猛
な

殺
意
を

死
の
少
年
に
向
け
て
い
た

な
ら
ボ
ス
を
テ
イ
ム
す
る
事
な
ど
絶
対
不
可
能
だ
が

手
は

権
限
を
持

て
い
る
か
ら
可
能
に
し
て
し
ま
え
る

そ
し
て
完
全
な
モ
ン
ス
タ

で

あ
れ
ば
ス
レ
イ
ブ
の
よ
う
に
自
滅
す
る
事
も
な
く

設
定
さ
れ
た

り
に

を

滅
す
る

 

私
達
は

あ
の
男
を
過
少
に

価
し
過
ぎ
て
い
た
の
だ

 
あ
ん
な
人
格
の
男
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
製
作
に

わ

た

な

者

め
の
甘
さ
や
想
定
外
に

見
舞
わ
れ

乱
す
る
事
こ
そ
あ
れ

本
あ
ら

る
行
動
に

ら
か
の
思

が
あ

た
の
だ

そ

し
て
一

情
報
を
与
え
て
し
ま
え
ば
そ
れ
に
対
応
す
る
技
術
と
権
能
が
男
に
は
あ

た

 
キ
リ
ト
に
と

て
の
メ
タ

そ
れ
は
二
つ
あ
る

 
一
つ
は
人

悪
人
や
歴
然
な

で
は
な
く
彼
自
身
が
守
る
と
誓

た
身
近
な
人
達

常
決
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し
て

対
し
得
な
い
が

男
の
恐
ろ
し
い

に
よ

て
な
し
得
て
し
ま
う

に
生
じ
る
弱
点

 
そ
し
て
も
う
一
つ
は
モ
ン
ス
タ

和
解
は
無
く
ど
ち
ら
か
が

れ
る
ま
で
殺
し
合
う
し
か

な
い

性
故
に
そ
れ
を
使

す
る
存
在
が
目
的
で
は
非
常
に
邪
魔
に
な
る

手
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

だ
が

そ
の
時
間
を
使

て

権
限
で

な
事
を
さ
れ
る
事
も
あ
る

彼

の
命
を
奪
う
事
は
と
も
か
く

時
間

ぎ
と
し
て
は
最

と

え
た

 
そ
れ
で
も
彼
は
死
に

し
て
い
る

 

権
限
の
カ
バ

を
知
ら
な
か

た
か
ら
か

ボ
ス
を

し
使

す
る
可
能
性
を

え
て
い
な
か

た
か
ら
か

ヴ

ベ
ル
の
ゲ

ト
を
使

た
転

を
見

け
な
い
と
思
い

ん
で

い
た
か
ら
か

の
能
力
が
あ
ま
り
に
高
過
ぎ
た
か
ら
か

 

全
て

 

に

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
危
険
性
を
見

た
が
故

権
限
も
ボ
ス
の
事
も
全
て
は
ア
ル
ベ

リ
ヒ
の
危
険
性
を

上

す
る

加
物
に
過
ぎ
な
い

 
そ
の
代
償
が
今
彼
の
命
が
奪
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

死
に

た
彼
を
救
お
う
と

け

寄

た
私
も

ま
た

 

で
も

せ
め
て
彼
だ
け
は
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ど
く
ん

と

動
の

が
一

大
き
く
な

た

 
常
に

の
ポ

チ
に
入
れ
て
い
る
物
を
意
識
す
る

 
聖
夜
に
少
年
か
ら

さ
れ
た

重
な
代
物

お
よ
そ
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
に

い
て

も
が

求
め
る
だ
ろ
う
聖

物

現
状
入
手
手

が
な
い
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム

白
銀
の
宝

が
は
め

ま
れ
た
こ
ぶ
し
大
の
宝

指
定
の
ア
ク
シ

ン
を

こ
す
事
で
体
力
を
失

て
か
ら
十

間

の
み
そ
の
者
を

生
さ
せ
ら
れ
る
至
宝

か
つ
て

を

め
て
喪

た
絶
望
で
自
ら
命
を

絶

た
⻘
年
へ
の

罪
の

に
独
り
で
戦
い
得
た
報

求
め
た

果
と
違
い
絶
望
し
た
彼
が

て
た
も
の

 

還
魂
の
聖

 
す
ぐ

か
を

生
で
き
る
よ
う
常
に
ポ

チ
に
入
れ
て
い
た
そ
れ
を
使
う
べ
き
時
な
の
か
も
し

れ
な
い

そ
う
で
な
け
れ
ば

救
え
な
い
か
ら

 

そ
れ
で
も

キ
リ
ト
の
心
ま
で
は
救
え
な
い

 
た

た
一

月
程

な
の
に
彼
は
月
夜
の
黒
猫

の
事
を
大
切
に
想
う

ど

し
い

自

業
自
得
で
死
ん
だ
ダ

カ

達
の
事
も
逆
怨
み
で
自
殺
し
た
ケ
イ
タ
の
事
も
真

向
か
ら
己
の

罪

と
し
て

け
止
め
る

ど
根

こ
は
ま

す
ぐ
で

直
で

と
て
も

し
い
子
な
の
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だ 
そ
ん
な
子
が
自
身
が
救
わ
れ
る

に

か
が

に
な

た
時
己
を
責
め
な
い

が
無
い

今
ま
で
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
確
信

 
そ
れ
で
も

そ
う
す
る
し
か
彼
が
救
わ
れ
る
方
法
は
な
い

 
キ
リ
ト
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

こ
ん
な
男
の
陰
謀
な
ん
か
で
終
わ

て
い
い
人
間
で
は
な
い

 
彼
は
ず

と

て
来
た

ク
リ
ア
の

に

生
還
の

に

人

の

に

同
じ
時
間

を
生
き
る
人
間
な
の
に
一
人
だ
け
流
れ
の
速
さ
が
違
う
よ
う
な
密

の

い
努
力
を
す
る
く
ら

い

彼
は
生
き
る
事
に
本
気
だ

た

な
ら
せ
め
て
報
わ
れ
な
け
れ
ば

だ

 
間
違
い
な
く
ず

と
心
の
傷
に
な
る

で
も
そ
れ
は
死
ん
で
し
ま

た
ら
感
じ
ら
れ
な
い
も

の
生
き
る
事
に
勝
る
も
の
な
ん
て
存
在
し
な
い
の
だ

肉
な
事
に
自
殺
し
た
⻘
年
が
教
え
て

く
れ
た

 

ま
る
で
あ
の
男
の
よ
う
だ

 
そ
う
思

た

ど
う
足
掻
い
て
も
ど
う
動
い
て
も
人
の
心
を
傷
付
け
る
あ
の
男
の
よ
う
な

さ
が
醜
さ
が
理
不

さ
が
こ
の
現
状
に
は
あ

た

プ
レ
イ

が
逆
ら
え
な
い

権

限

人
を

る
魔
の
技
術

己
の

に
他
者
の
命
と
尊

す
ら

め
る
そ
の
非
道
ぶ
り

な
る
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ど
確
か
に
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
の
は
こ
の
男
だ
と

得
出
来
る
も
の
が
あ
る

自
分
だ
け
有

に
し

思
う
が

に
他
者
を

ろ
う
と
す
る
状
況
が
出
来
上
が
る
の
は
あ
の
男
ら
し
い
と

 
そ
う
男
を

る
の
も

そ
れ
以
外
に
出
来
る
事
が
無
い
か
ら

今
ま
で
あ
り
が
と
う

キ
リ
ト

 

き

め
る
少
年
の

で

く

 

界
い

い
に
広
が
る
鼠
色
の

 
数

後

私
達
は
殺
さ
れ
る

 

で
も

キ
リ
ト
だ
け
は
絶
対
殺
さ
せ
な
い

 
そ
れ
は
覚
悟

 
死
ぬ
の
は
怖
い

で
も
自
分
が
死
ぬ
よ
り
も
も

と
怖
い
事
が
あ

た

か
れ
た
少

年
が
死
ぬ
事
だ

た

 
彼
が
死
ん
だ
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

抗
出
来
る
者
が

な
く
な
る
と
か
そ
ん
な
事
は
最

無
い

仮

こ
の
身
が
命
が
ど
う
な
ろ
う
と
も

時
し
か

き
に
な

て
い
た
彼
の

死
が

だ

た

 
こ
れ
は
身
勝
手
な
エ
ゴ

彼
も
自
分
が
死
ぬ
事
を
恐
れ
て
い
て
そ
れ
を
私
は
理
解
し
て
い
る



 第百三十三章 〜未完の英雄・泥棒の神〜

に
も

わ
ら
ず
自
分
の
感
情
を

先
し
て
生
か
そ
う
と
す
る
醜
さ
と
愚
か
さ
は
ヒ
ト
を
人
た

ら
し
め
る
も
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
き

と

 

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と

 

を

ら
れ
よ
う
と

 

私
は

大
切
に
想
う
人
の

に

命
を

け
て
戦
う

 
こ
れ
は
戦
い

命
を

け
た
本
物
の
血
戦

血
が
流
れ
な
か
ろ
う
と

心
の
血
は
流
れ
て
い

る

負
け
れ
ば
死

生
き
た
者
こ
そ
が
勝
者

弱
肉
強
食
だ
け
が
摂
理
の

し
い
世
界

 
な
ら
私
は
強
者
の

と
な
る

彼
が
生
き
れ
ば
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
必
ず
止
め
ら
れ
る

そ
の
確

信
が
あ
る
か
ら

命
を

け
る

 
私
の
死
が

決
断
が

覚
悟
が

が

 
決
し
て
無

に
な
ら
な
い
事
を

信
じ
て
い
る
か
ら

 
さ
よ
う
な
ら
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死
の

が
振
り
下
ろ
さ
れ
た

  
ガ

ン

と

大
の
も
の
が

き
下
ろ
さ
れ
る

が

を
打
つ

 

だ
が
そ
れ
は

無
機

な

を

い
た

で
も

人
体
を

す
る

で
も
な
か

た

 
衝
撃
が
無
か

た

に
浮
い
て
い
た
体
が

に

ち

に

く
少
年
の
重
み
を
実
感
し
て

い
る
こ
の
身
は

ま
だ
死
ん
で
い
な
か

た
の
だ

 
な

を
や

て
い
る
ん
だ

お
前

ス
レ
イ
ブ

  
悪
⻤
の
怒

が
エ
リ
ア
に

く

 
は

と
前
を
見
れ
ば

か
が
背
を
向
け
て
立

て
い
た

黒
い
武

を

い
黒
の
大
剣
で

の

を
止
め
て
い
る

数

火
花
を

ら
し
て

ぎ
合

て
い
た
が

く
息
を

た

直
後

剣
を
振
り

い
て
あ
の

を
大
き
く
吹

ば
し
て
し
ま

た

 
ど
す
ん

と

を
立
て
て

が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
横
に

地
す
る

ま
た
か

ま
た
な
の
か

お
前
は

 
た
だ
の
デ

タ
で
あ
る
お
前
が
一
体
な

に
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反
抗
出
来
る

 

を
歪
め
る
男
が
怒
鳴
り

ら
し
た

 

私
は

た
だ

然
と

眼
前
に
立
つ
少
年
を
見
上

て
い
た

 
黒
の

と

足
そ
し
て
大
剣
と
い
う
差
異
こ
そ
あ
れ
死
に

し
た
状
況
を
助
け
て
く
れ

た
こ
の
格

は

あ
の
時
と

似
し
て
い
た

 

に

り

ん
だ
私

私
が
見
上

る
先
で

背
を
向
け

に
立
ち
は
だ
か
る
少
年

 
こ
の
構

は

あ
の
時
と

月
夜
の
黒
猫

壊
滅
の
日
と

ま

た
く
同
じ

た

 

か

く

え
る
声
が

こ
え
た

 

き

を

わ
せ
る
黒
騎
士
か
ら
の
も
の

バ
イ
ザ

で

れ
背
を
向
け
て
い
る
せ
い
で

表
情
は
見
え
な
い

だ
が
そ
の
様
子
は
苦
し
さ
を

え
よ
う
と
す
る
少
年
そ
の
も
の
だ

た

ち
か

た

護
る

て

ち
か

た

 

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
よ
り
塗
り

さ
れ
た
と
思

て
い
た
彼
の
心
は
ま
だ
死
ん
で
い
な

か

た
の
だ

守
る

 
一
体

を

て
る
ん
だ

お
前
が
守
る
べ
き
な
の
は
こ
の
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違
う

 
己
を
義
姉
と

認
さ
せ
て
い
る
男
の

葉
を
黒
騎
士
は
強
く

定
し
た

そ
れ
は

が

り
な
り
に
も
義
姉
を

絶
し
て
い
る
事
と
変
わ
り
な
い

 
彼
の

え
が

い
呼

が

一

強
く
な
る

違
う

お
ま
え
は
違
う

 
リ

姉
は

お
れ
の
事
を
認
め
て
く
れ
た

弟

て

て
く
れ
た

 
お
願
い
も
頼
み
も
さ
れ
る
け
ど

で
も

命

だ
け
は

絶
対
に
し
な

か

た

 

か
を
傷
付
け
る
事
を
平
然
と
し
な
か

た

 

き

と
呼

じ
り
に

苦
し
そ
う
に

ぶ
黒
騎
士

ス
レ
イ
ブ

と
名

付
け
ら
れ

こ
れ
ま
で
理
不

に
晒
さ
れ
て
い
た
少
年
が
自
我
を
持
ち

反

を

し
て
い
た

義
姉

を
語
る
男
を
弾

し
て
い
た

 

は
プ
ロ
グ
ラ
ム

自
分
の
決
め
事
を

め
た
も
の

か
ら

脱
出
来
な
い
の
が

だ
か
ら

義
姉

と
義
姉
の
板

み
に
遇

て
自
我

壊
し
た

 
だ
が
今
自
身
に

い
て
い
る
義
姉
の
フ

ル
タ

は
そ
の
ま
ま
で
自
我

壊
に
至
ら

な
い
よ
う
理

を
こ
ね

に

ら
な
い
よ
う

け
て
い
る

男
の
事
を
義
姉
と
思
う
か

ら
自
我
が

壊
し
た
な
ら
そ
う
思
わ
な
い
よ
う
事
実
を
列

し
自
己
の
認
識
を
上
書
き
す
る
事
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で
問

を
力
ず
く
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

以
前
は
出
来
な
か

た
事
を

に

わ
れ

る
で
も
な
く
行

て
い
た

 
そ
れ
は

そ
の
在
り
方
は

人
そ
の
も
の
に
し
か
思
え
な
い

そ
れ
に
ち
か

た
ん
だ

今

こ
そ

護
る

て

 

そ
こ
で

彼
は

か
に
振
り
返

た

 
バ
イ
ザ

に

れ
て
い
る
の
に
彼
の

線
を
感
じ
た

私
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
と
直
感

で
理
解
し

彼
が

て
い
る

誓
い

と

護
る

と
い
う
意
味
を

そ
し
て
先

ど
義
姉

の
前
に
も
立
ち
は
だ
か

た
彼
が
ど
う
し
て

突
に
反

を

し
た
か
も

し
た

 
月
夜
の
黒
猫

の
一
件
を
ず

と
罪
と
し
て
意
識
し
て
い
る
彼
は
自
分
を
一
人
に
し
て
し

ま

た
事
を
心

悔
い
て
い
る

仮

ユ
ウ
キ
達
の

間
に
入
れ
た
と
し
て
も

間
だ

た
者

達
を
守
れ
な
か

た
事
は
事
実
で
あ
り
私
が
気
に
し
な
い
よ
う

て
も

を

し
た
事
は
無

い

彼
に
と

て
そ
の
罪
の
意
識
が
行
動
原
理
の
一
つ
だ
か
ら

 

だ
か
ら
彼
は

反

を

せ
た

 
自
分
が
見
て
い
な
い
自
我

壊

そ
れ
は
義
姉
と
認
識
せ
て
い
る
男
の
命

が
義
姉
を
傷

付
け
る
も
の
と
い
う
矛
盾
を

ん
だ
も
の
で
あ
り

大
切
な
存
在
を
守
る
と
い
う
決
め
事
に
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触
し
た

ど
ち
ら
も

ば
な
い
と
い
う

を
取
れ
ず

の

に

れ
た
の
が
先
の

 
し
か
し
今
は
違
う

 
彼
が

た
の
は
限
定
す
れ
ば
己
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
私

更
に
義
姉
の
フ

ル
タ

を

自
ら
外
し
に
掛
か
る
事
で
義
姉
を

む

殺
命

と
の
衝
突
を
回

実

に
手
を
下
そ
う

と
し
た
の
も
ボ
ス
で
あ
り

義
姉
を

る
男
で
は
な
い

ダ
メ

し
で
月
夜
の
黒
猫

の

一
件
で

気
に
掛
け
て
い
る
自
分
の
死
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
と
い
う
自
身
そ
の
も
の
の

地
に
よ

て

か
れ
る

 
こ
れ
ら
の

件
が

た
か
ら
反

を

せ
た
の
だ
と
思
う

 
恐
ら
く
一
番
の
要
因
は
実
行

が

ボ
ス
だ

た
事
に
あ
る
だ
ろ
う

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
殺

そ
う
と
し
て
い
た
ら
止
め
ら
れ
な
か

た
だ
ろ
う
が
ボ
ス
は

ボ
ス
で
あ
り
プ
レ
イ

の
味
方
に
な
り
得
な
い

そ
の

穴

を
突
い
て
自
己
理
論
を
完
成
さ
せ
た
の
だ

 

罪
の
意
識
が
そ
う
さ
せ
た

サ
チ
を
守
る

と
い
う
強
い
誓
い
が
そ
こ
ま
で
に
至
ら
せ
た

 

ん
と
う
に

君
は

そ
こ
ま
で
強
く
思

て

 

い

だ

誓
い
を
意
識
す
る

に
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
罪
の
意
識
は
心
を

さ
せ
る

月
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夜
の
黒
猫

が
壊
滅
し
た
の
は
私
達
の
心
が
力
が
弱
か

た
か
ら
な
の
に
責

を
感
じ

け
て
い
る
な
ん
て

は
正
気
を
失
う

 

き

と

誓
い

が
正
気
を
失
わ
せ
な
か

た

失
う
事
を
自
ら
禁
じ
て
い
た

 
そ
れ
だ
け
強

な
想
い
と
記

が
残

て
い
た
か
ら
再

さ
れ
た
ス
レ
イ
ブ
は
自
我
を
取

り

し

己
の
意
思
で
立
ち
向
か
え
た

 

界
が
滲
む

 
あ
の
時
の
安

を

く

も
う
大

な
ん
だ
と
心
の

か
ら
安
心
で
き
た

界
の

が
真

で

死
な
の
は
変
わ
ら
な
い

そ
れ
で
も
あ
の
背
中
を
見
る
だ
け
で

と
す
る

 

そ
う
だ

た

 
小
さ
く
て

け
れ
ど
頼
も
し
い
黒
の
背
中
を
見
て

思
い
出
す

 
私
が
剣
を
手
に
し
た
日

少
年
に
師
事
し

鍛
え
て
も
ら
う
事
を
決
意
し
た
あ
の
日

私

は

が
る
恐
怖
の
対

を
斬
り
裂
き

と
自
分
と

間
を
助
け
て
く
れ
た
あ
の
背
中
に

か
れ
た
ん
だ

華

で

小
さ
く
て

で
も
し

か
り
し
て
い
る
剣
士
の
背
中
に

れ
た

 
手
助
け
し
て
く
れ
て

し
く
な

た

 

し
く
指
導
し
て
く
れ
て

や
り
が
い
を
感
じ
た
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く
強
い
の
に

そ
れ
で
も
恐
怖
を

い
て
る
事
に
親
近
感
が

い
た

 

そ
し
て

戦
う
事
と
死
へ
の
恐
怖
を
一
番
に
理
解
し
て
く
れ
て

か
れ
た

 
死
へ
の
恐
怖
を
人
か
ら
の

意
を
感
じ
な
が
ら
も

明
に
生
き
怖
く
て

こ
ま

て
い
た

私
に

気
を
く
れ
た
あ
の
少
年
に

私
は
心

か
れ
た
ん
だ

 
そ
の

れ
と
親
愛
は
私
に
安

を

か
せ
た

サ
チ

大

 

ヒ

ル

 

対
し
て
い
た
黒
騎
士
が

意
し
た
た
め

手
が

な
く
な

た
ユ
ウ
キ
が
ピ
ン
ク
色
の
回

復
結

を
使

て

死
の
体
力
を
全
回
復
さ
せ
て
く
れ
る

ラ
ン
も

の
中
で
ぐ

た
り
と
し
て

い
る
キ
リ
ト
を
回
復
さ
せ
た

 
あ
り
が
と
う

と
お
礼
を

う
と

二
人
は
少
し

た

 
そ
し
て
全

で

対
す
る
男
と

を

み
付
け
る

こ
の

ど
い
つ
も
こ
い
つ
も

の
邪
魔
ば
か
り
す
る

共
が

 
出
来
損
な
い
の
コ
ピ

も
出
来
損
な
い
だ
な
ん
て

を
作
る
シ
ス
テ
ム
は
ポ
ン
コ
ツ
じ

な
い
の
か

 
男
は
悪
⻤
の
形

で
怒
鳴
る

目
は
血

り

⻭
を

き
出
し
に
す
る
様
は

く
見
苦
し
い

も
う
た
だ
じ

お
か
な
い
か
ら
な

 
男
は
実
験
体
に
し
て

女
は

に
し
て
死
ぬ
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ま
で

き
使

て
や
る

 
そ
う

て

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

く

手
を
振

て

の
シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
を
出
す

権
限
行
使
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

作

 
さ
せ
な
い
と

け
出
そ
う
と
す
る
ユ
ウ
キ
達
は
し
か
し
一
歩

み

ん
だ
と
こ
ろ
で
力
無

く
倒
れ
た

 
自
分
も
少
年
を

い
た
ま
ま
横
に
倒
れ
る

界
の

で
は
私
を
守
る
よ
う
に
立

て
い
た
ス

レ
イ
ブ
も
前
の
め
り
に
倒
れ
る
の
が
見
え
て
い
た

そ
こ
か
し
こ
に
見
え
る

の

バ

に
は

麻

を
示
す
ア
イ
コ
ン
が
あ
る

権
限
で
こ
の
エ
リ
ア
に
い
る
プ
レ
イ

に
付
与
さ
れ

た
も
の
だ

ま
ず
は

権
限
が

か
な
い
そ
の
ガ
キ
か
ら
だ

 
そ
い
つ
さ
え
始

す
れ
ば

お
前
達
は

も
か
も
終
わ
り
な
ん
だ
か
ら
な

 

に

い
た
少
年
に
は
私
達
と
違

て
麻

の
ア
イ
コ
ン
が
無
か

た

故
か
分
か
ら

な
い
が
本

に

い
て
い
な
い

さ
せ
る
か
よ

 

近
付
く
男
を

制
す
る

い
声
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に

く
気
絶
し
て
い
る
少
年
の
も
の
で
も

界

で
倒
れ
た
少
年
の
も
の
で
も
な
い
そ

れ

だ
と
す
れ
ば
あ
り
得
る
の
は

な

ガ
キ
の
ホ
ロ
ウ
も

か
な
い
の
か

 
や
は
り

キ
リ
ト
の
ホ
ロ
ウ
だ

た

 

す
る
ア
ル
ベ
リ
ヒ

そ
の
隙
を
突
く
よ
う
に
地
を

り
肉

す
る
少
年
は
し
か
し

り

ん
で
き
た

に
よ

て
弾
き

ば
さ
れ
る

で
の
と
こ
ろ
で
二
刀
で

し
て
い
た
か

ら
ダ
メ

ジ
は
大
き
く
な
い

 
し
か
し
こ
れ
で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
止
め
る
手
立
て
が
本

に
無
く
な

た

 
そ
れ
に
気
を
良
く
し
た
か

然
と
し
た
歩
み
で
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
く
る

そ
の
眼
に
少
年

へ
の
怒
り
と
私
へ
の
下

た
色
が

て
い
る

ア
ル
ベ
リ
ヒ

 

の
猛
攻
を

き
な
が
ら
も
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
武
器
を

ば
し
た

水
平
に

び
私
達
に

す
る
恐
れ
の
無
い

道
を

く
そ
れ
は

然
と
歩
く
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
背
に

た
る

 

し
か
し

男
は

動
だ
に
し
な
い

 
代
わ
り
に

来
し
た
槍
の
方
が
弾
き

ん
だ

の
シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
は
出
て
い
な
い
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が

男
は
無
傷

 

が
分
か
ら
ず

ホ
ロ
ウ
も
な
に

と
動
揺
し
て
い
る

 
く
つ
く
つ
と

男
が

の

で

た

が
同
じ

を

む
と
思

た
の
な
ら
そ
れ
は
大
間
違
い
さ

シ
ス
テ
ム
的
不
死
が

し
な

い
な
ら

権
限
専

の
も
の
以
外
で
対

す
れ
ば
い
い

え
ば

ア
バ
タ

の

力
と
属
性

性
を
カ
ン
ス
ト
に
す
る
と
か
ね

 
シ
ス
テ
ム
的
不
死
の
設
定
は

権
限
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
も
の

理
由
は
不
明
だ
が

キ
リ

ト
は
そ
れ
を

出
来
る
特

な
プ
レ
イ

 

し
か
し

プ
レ
イ

は
こ
の
世
界
の
ル

ル
に
抗
え
な
い

 
そ
れ
は
数
値

攻

の
応

で
発
生
す
る
ダ
メ

ジ
は

密
な
演

に
よ
り
成
り
立

て
お

り
そ
の
参

値
は
ス
テ

タ
ス

武

を

備
し
た
状

で
の
攻
撃
力

力

力
値
と

値
の
他
様

な
要

が
絡
ん
で
ダ
メ

ジ
が
出
さ
れ
る

そ
こ
は
キ
リ
ト
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ

も
変
わ
り
な
い

 
だ
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

権
限
で
己
の

力
を
カ
ン
ス
ト
さ
せ
た

と

た
の
だ

 
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
で
ス
テ

タ
ス
が
上

し
て
も

全
て
の
値
が
上
限
値
に
届
く

で
は
無
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い

む
し
ろ
届
い
た
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
ヌ
ル
ゲ

と
化
す

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
探
索
も
二
時
間

と
掛
か
ら
な
か

た

 
プ
レ
イ

と
モ
ン
ス
タ

は
同
レ
ベ
ル
で
も
ス
テ

タ
ス
は
補
正
に
よ
り
後
者
が
勝
る

プ

レ
イ

で
は
届
き
得
な
い
値
を

権
限
で
弄
れ
ば
モ
ン
ス
タ

と
同
様
の

あ
る
い
は
そ

れ
以
上
の
値
に
設
定
出
来
る
の
だ

 
そ
れ
を
こ
の
男
は
し
た
と

た
の
だ

の

力
で
は
無
く
ア
バ
タ

だ
か
ら
ど
こ

を
攻
撃
し
て
も
ダ
メ

ジ

に
は
カ
ン
ス
ト
の

力
値
が

さ
れ
る

そ
も
そ
も
斬
撃
・

打
撃
・

突
・

の
属
性
ダ
メ

ジ
カ

ト

を
カ
ン
ス
ト
し
て
る
か
ら
ダ
メ

ジ
は
必
ず

ゼ
ロ
に
な
る

 
だ
か
ら
シ
ス
テ
ム
的
不
死
を

す
る
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
攻
撃
で
男
は
小
動
も
し
な
か

た
と

い
う
事

 

て

息
な

 
殺
し
合
い
に

も

も
な
い
し

弱
者
の
遠

え
で
し
か
な
い
か
ら
意
味
も
無
い
が

そ
れ
で
も
そ
う
思
わ
ざ
る
を
得
な
い

 

す
る
と

私
と
目
を
合
わ
せ
た
男
の

が

を

き

喜
悦
を
見
せ
た
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お
や
お
や

分
と
反
抗
的
な
眼
を
し
て
る
な

こ
れ
は

教
も
と
い
教
育
的
指
導
の
し

が
あ
り
そ
う
だ
よ

く
く
く
く

 
ジ
ロ
ジ
ロ
と
私
の

体
を

め
回
し
悦
に

る
ア
ル
ベ
リ
ヒ

こ
の
男
の

裏
に
は
今
正
に

さ
れ
る
私
の

が
浮
か
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

 
ぞ
ぞ

と
怖
気
が
立
ち

生
理
的
な

悪
感
が
強
く
な
る

 
こ
ん
な
男
に

を
触
ら
せ
た
く
な
ん
て
な
い

と
は

え

あ
ま
り

⻑
に
し
て
も
い
ら
れ
な
い

さ

さ
と
済
ま
せ
る
と
し
よ
う

 
喜
色
の
悪
い
表
情
を

め

少
年
を
憎
悪
の
眼
で
見
て

た
後

シ
ス
テ
ム
コ

ル

 

聖
剣
エ
ク
ス
カ
リ
バ

を
ジ

ネ
レ

ト

 

け
て

で

権
限
を
行
使
し
た

 
こ
の
世
界
に
あ
る
ア
イ
テ
ム
は
万
を

に
超
え
る
か
ら
手
動
で
探
す
の
が
面
倒
で
だ
か
ら

声
入
力
し
た
の
だ
ろ
う

わ
れ
る
前
に
あ

た

索

も

声
入
力
は
あ

た
か
ら
す
ぐ
わ

か

た

 
そ
う
理
解
す
る
最
中

虚
空
に
光
が
現
れ
た

 

そ
れ
は
一
本
の
剣
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蒼

色
の

金

え
の
刃

に

し
た

刃
は
す
ら
り
と

な
星
光
を
放
ち
⻩
金

色
に
煌
め
い
て
い
る

 
形
状
や
見
た
目
こ
そ
シ
ン
プ
ル

 
だ
が

だ
か
ら
こ
そ
そ
の

容
に
圧
倒
さ
れ
る

 
世
界
的
に
有
名
な
ア

サ

王
伝
説
に
登
場
す
る
ア

サ

・

ン
ド
ラ
ゴ
ン
が

か

ら

定
の
剣
カ
リ
バ

ン
を

い
た
後

の
精
霊
か
ら

さ
れ
た
中
の
一
振
り

王
こ
そ
が
振

る
う
に

応
し
い
と
さ
れ
る
聖
剣

 
銘
を
エ
ク
ス
カ
リ
バ

 
騎
士
王
が
振
る

た
と
さ
れ
る
代
物

そ
れ
を
再
現
し
た
剣

ど
う
だ
い

し
い
だ
ろ
う

 
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
に

め
ら
れ
た

さ
を
表
現

す
る
の
に

く
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
よ

し
か
も
こ
れ
は
ス
レ
イ
ブ
が
持
つ
魔
剣
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
と
合
わ
せ
て
二
つ
し
か
存
在
し
な
い

手
片
手

剣
で
ね
シ
ス
テ
ム
的
に

手
剣
と
片
手
剣

方
の
ス
キ
ル
を
発
動
出
来
る
も
の
な
ん
だ
よ

手
剣
の

力
と
片
手

剣
の
取
り
回
し
の
良
さ
を
合
わ
せ
た

極
の
剣
だ
と
思
わ
な
い
か
い

 
ん
ん

聖
剣
エ
ク
ス
カ
リ
バ

と

魔
剣
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

は

そ
れ
一
つ
で

手
剣
と
片
手
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剣
の

方
の

ド
ス
キ
ル
を
放
て
る
ら
し
い

見
た
目
で
は

手
剣
に
し
か
見
え
な
か

た
か
ら
意
外
だ

そ
う
い
う
の
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
初
期
に
思

て
い
た
が
今
の
戦
い
方
に

れ
て
か
ら
は
す

か
り
忘
れ
て
し
ま

て
い
た

眼
点
の
代
物
だ

 
し
か
も
設
定
に
苦
労
し
た
話
か
ら

す
る
に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
自
動
作
成
さ
れ
た
も
の

で
も
無
い
ら
し
い

つ
ま
り
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を

に
攻
略
し
て
い
け
ば

れ
手
に
入

て
い
た
と
い
う
事

い
方
や
聖
剣
の
ネ

ム
バ
リ

か
ら

す
る
に
サ

バ

で
一
つ
の
最

終

備
か

 
そ
れ
を
あ
の
男
は
コ
マ
ン
ド
一
つ
で
手
に
し

見
せ
び
ら
か
す

 

く
刃
を

で
る

殺
人
⻤
が
刃
を

め
る
よ
う
に

る
よ
う
な
手
つ
き
が

悪
を
引
き
立

て
るあ

あ
そ
れ
に
し
て
も
残
念
だ

気
絶
し
た
の
は

合
が
い
い
け
ど
こ
れ
じ

あ
キ
リ
ト
君
の

死
に

の

が
見
れ
な
い
じ

な
い
か

あ
な
た

 

味
の
悪
い
事
に
こ
の
男
は
彼
が
死
ぬ
間

す
ら
も

興
と
し
て

し
む
つ
も
り
ら
し
い

思

わ
ず

を

ん
で

む
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
意
に

さ
ず
キ
リ
ト
の

を

み
私
か
ら
引
き
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が
し
た

手
を
離
し

乱

に

に
彼
を
転
が
す

 
ご
ろ
り
と

力
無
く
横
た
わ
る
黒
の
少
年

 

う
じ
て
動
く

手
を

ば
す
が

然
届
く
事
は
無
く

虚
し
く
空
を
切
る

ま

い
い

コ
ピ

に
は
出
来
な
い
生
の

を
見
た
か

た
が
そ
れ
は
別
の

ツ
で

す

と
し
よ
う

 
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
聖
剣
を
振
り
上

る

ち
な
さ
い

 

そ
の
時

か
が
男
の
足
を

み

怒
り
の
声
を
発
す
る

そ
の
子
は

殺
さ
せ
な
い

 
そ
れ
は
リ

フ

だ

た

麻

で
動
か
せ
る

手
で
地
を
這

て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
止
め

よ
う
と
必
死
に
抗

て
い
た

ん

た
だ
の
プ
レ
イ

で
あ
る
お
前
に

神
で
あ
る

を
止
め
ら
れ
る
と
思
う
の
か

 

で

た
男
は
手
を
振
り

ど
き
つ
い
で
と
ば
か
り
に
彼
女
の
手
を

み
付
け
た

リ

フ

は

イ
ン
ア
ブ

バ
レ
ベ
ル
を
五
に

と
さ
れ
て
い
た
か
ら

み
を
再
現
さ
れ
る

そ
れ

を
分
か

た
上
で

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

み
つ
け
た
の
だ
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友
人
を

キ
リ
ト
が
大
事
に
思
う
人
を
傷
付
け
ら
れ
て

時
に
な
く
怒
り
が

き
上
が
る

 

・

・

・

リ

姉
に
触
る
な

  

声
が

こ
え
た

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

惑
す
る

私
達
は

喜
し
た

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

彼
は
目
覚
め
た

と
も
す
れ
ば

リ

フ

の
想
い
と
悲

な
声
が
ト
リ
ガ

に
な

て
い
る
か
の
よ
う
に

 
目
覚
め
た
彼
は

手
に
エ
リ

シ
デ

タ
を
取
り
出
し
間
髪
入
れ
ず
体
幹
を

こ
し
自
身

を

ぐ
よ
う
に
立

て
い
る
男
を
斬
り
付
け
た

突
然
の
事
に
対
応
が

れ
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
そ

の
一
撃
を

に
喰
ら

て
吹

ぶ

彼
は
体
幹
を

こ
し
た
勢
い
で
立
ち
上
が

た

い
ま

リ

姉

て

な
ら
今
の
あ
な
た
は

あ
あ

み
が
あ
い
つ
の
意
識
を
吹

ば
し
て
代
わ
る
よ
う
に

の
意
識
が
浮
上
し

た

た
だ
い
ま

リ

姉

み
ん
な

 

を

り
リ

フ

に

い
掛
け
る
少
年

バ

サ
ク
ヒ

ロ

か
ら

け
た
一
撃
で
オ

リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
彼
の
意
識
が
吹

び
人
格

合
を
し
て
い
た
彼
が
タ
イ
ミ
ン
グ
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よ
く
覚
醒
し
た

そ
う
い
う
事
ら
し
い

く
そ

い
い
加

死
ね
よ

 
神
で
あ
る

の
命

だ
ぞ

 

再
会
を
祝
う

気
は

自
尊
心
に

れ
た

葉
で
壊
さ
れ
る

 
吹

ば
さ
れ
た
男
は

き
上
が
り
様
に
怒
り
を

わ
に
怒
鳴
る

権
限
を
持
つ
自
身
を

神

と

称
し

己
の
命

は
絶
対
と

い

己
の
理
想
を

し
付
け
る

 
キ
リ
ト
は
そ
ん
な
男
を

や
や
か
に
見
る

神

か

違
う
な

お
前
は

神
な
ん
か
じ

な
い

た
だ
の
泥
棒
だ

な
ん
だ
と

そ
の

権
限
が
無
か

た
ら
お
前
も
た
だ
の
プ
レ
イ

レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
は
高
い

ん
だ
ろ
う
が
そ
れ
も

り
物

た
し
か

ア
ミ

ス
フ

ア

の

理
論
は
お
前
が
作

た
ら
し
い
な

だ
が
そ
れ
も

場

の
ナ

ヴ
ギ
ア
の

理
論
を
流

し
た
だ
け
Ａ

Ｌ
Ｏ
の
デ

タ
す
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
を
流

し
た
も
の
シ
ス
テ
ム
も
同
様

お
前
は
他
人
を

め
そ
の
人
の
成
果
を
奪
い
喜
ん
で
る
だ
け
の
泥
棒
に
過
ぎ
な
い
よ

決
し
て
神
な
ん
か
じ

な
い

人
は

完

足
り
得
な
い
か
ら
こ
そ
人
な
ん
だ

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
目
が
醒
め
た
か
ら

て
救
世
主
気
取
り
か
い

わ
せ
て
く
れ
る
よ
ま

た
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く

 
こ
ん
な
遊
び
の
世
界
で
救
世
主
に
な

て
も
現
実
で
は
一
切

価
し
て
も
ら
え
な
い
と

い
う
の
に
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
か
ら
お
前
は

な
ん
だ

な
ら

そ
ん
な

遊
び
の
世
界

仮
想
世
界
で
神
を
自
称
す
る
お
前
も

と
同
じ

だ
な

 
バ

サ
リ
と

彼
は
そ
う
返
し
た

あ
ま
り
の
返
し
に
目
を

い
て

ま
る
男

さ
て

い
い
加

決

を

け
よ
う
か

お
前
が

放
し
に
な

て
た
ら
迷
惑
ど
こ
ろ

じ

な
い
ん
だ
よ

 

ら

と
一
歩

み
出
す
少
年

た
く

い
殺
気
を
感
じ
た
気
が
し
た

こ
の

 
あ
あ
そ
う
だ
な

ご

望
の
よ
う
だ
し
い
い
加

決

を

け
よ
う
か

 

残
念
な
が
ら

結

は
お
前
の
死
し
か
な
い
け
ど
ね

 
ぞ

と
す
る
喜
悦
を

に
浮
か
べ
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
地
を

る

も
な
い
ス
ピ

ド
で

離
を

め
切
り
掛
か
る

が
コ
マ
送
り
の
よ
う
に
見
え
た

 
彼
は
未
だ
ユ
ラ
ユ
ラ
と

み
ど
こ
ろ
の
な
い
動
き
で
進
ん
で
い
る

死
ね

 
そ
し
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
聖
剣
を
振
り
下
ろ
し

聖
剣
の
刃
は
片
手
で
止
め
ら
れ
た

 
上
か
ら
下
へ
振
り
下
ろ
さ
れ
る
⻩
金
色
の
刃
を
彼
は

手
の
親
指
と
四
指
で

み
止
め
て
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い
た

ス
テ

タ
ス
差
を
感
じ
さ
せ
な
い

さ
が
あ
る

付
け

き
刃
の
剣
を
止
め
る
な
ん
て

手
で
十
分
だ

な
 
絶

す
る
隙
を
突
い
て
黒
剣
を
握
る
手
で
男
の

を
か
ち
上

界
を
揺
ら
す

に
剣

の

で
聖
剣
を
握
る
男
の
手

を
強
打
し
強
制
的
に
武
器

と
し
を
誘
発

間
髪
入
れ
ず
体
幹

を

り

で

体
術

ド
ス
キ
ル

閃
打

を

に

き

み

吹

ば
し
た

 
カ
ラ
ン

と

を
立
て
て

ち
た
聖
剣
を

彼
は

足
で

を

み

へ
と
上

る

 
く
る
く
る
と
回
り
な
が
ら
上
が
り
重
力
に

て

ち
て
来
る
剣
を

手
を

ぐ
と
同
時

に
キ

チ

そ
の
光

く
切

先
を

き
上
が
る
と
こ
ろ
の
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
向
け
た

無

だ
よ

君
は

い
て
い
な
か

た
だ
ろ
う
が

の
ア
バ
タ

は

力
と

属
性
ダ
メ

ジ
の
完
全
カ

ト
状

に
あ
る

君
が
ど
ん
な
攻
撃
を
し
よ
う
と
絶
対
殺
せ
な
い

 
苛
立
ち
を

み
な
が
ら
も
強
気
に

う
ア
ル
ベ
リ
ヒ

が

時

殺
す
と

た

 
そ
の

が

ま

た

そ
も
そ
も
殺
す
つ
も
り
な
ら
最
初
に

ら
え
た
時
点
で
殺
し
て
い
る
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な

に

ぐ

 

突
然

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

き
を
上

に
倒
れ

ん
だ

 

ゲ

ジ
の
下
に
は

今
自
分
も
掛
か

て
い
る
麻

の
マ

ク

男
の

足
部
に
は
黒

い

剣
が

さ

て
い
た

時
間

ぎ
に
付
き
合

て
く
れ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
カ
ミ
サ
マ

お
陰
で
最
良
の

手

に

れ
た

は

こ

ち
に
は

ボ
イ
ス
コ
マ
ン
ド
が
あ
る
ん
だ
ぞ

開
発

に

た
く
せ
に
知
ら
な
い
の
か

ベ

タ
時
代
か
ら
あ
る
ボ
イ
ス
コ
マ
ン
ド
は

き

声
だ
と
反
応
し
な
い
よ
う
に
な

て
る

ベ

タ
時
代
の
ロ
グ
ア
ウ
ト
然
り
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
の
会
話

然
り

麻

で
は

き
声
し
か
出
せ
な
い
以
上
お
前
は
も
う
シ
ス
テ
ム
コ
マ
ン
ド
を
使
え
な

い 
麻

に
掛
か
る
と

き
手
が

の
人
で
も
シ
ス
テ
ム
メ
ニ

を
出
せ
な
く
な
る

出
す

の
に
必
要
な
速

を
出
せ
な
い
か
ら
だ

他
人
が
手
を

作
す
れ
ば
出
せ
る
か
ら
麻

が
キ

で
出
せ
な
く
な
る

で
は
無
い

 
そ
し
て
声
も
麻

だ
と
彼
が

た
よ
う
に

き
声
程

し
か
出
せ
な
い
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だ
か
ら

声
入
力
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
コ
マ
ン
ド
も
使
え
な
い
と
い
う
彼
の
予
想
は

た

て

い
る
ら
し
く
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

色
は

に
焦

を
増
し
て
い
く

シ
ス
テ
ム
コ
マ
ン
ド
と

く
の
が

こ
え
る
が

そ
れ
も
シ
ス
テ
ム

が
認
識
し
て
い
な
い
か
ら
無
反
応

こ
の

反
応
し
ろ
よ
ポ
ン
コ
ツ

 

心
な
時
に
動
作
し
な
い
な
ん
て

こ
れ
で
分
か
た
か

お
前
は
神
じ
な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

す
る
存
在
で
あ
る

神

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
力
で
自
称
し
て
い
た
だ
け
の

た
だ
の
泥
棒
だ

そ
こ
で

く

て
ろ

 
そ
し
て

虚
空
か
ら
数

の
武
器
が

り

ぐ

四

を

体
を

を

を

と

き

ち

に

い

め
る

数

経
て
ば

の
よ
う
に
武
器
が
男
の
体
に

さ

て
身
動

き
を

じ
て
い
た

 
た
だ
一
つ

手

か
ら
先
だ
け
を
残
し
て

 

に
近
付
い
た
彼
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

手
を

て

色
の
シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
を

び

出
し
た

そ
れ
か
ら
少
し
の
間

作
す
る
と

私
達
に
付
与
さ
れ
て
い
た
麻

が
消
え
た

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
も
一

消
え
た
が
麻

を
付
与
さ
れ
た

剣
が

さ

た
ま
ま
だ
か
ら
ま
た

掛
か
る

キ
リ
ト
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少
し

て
く
れ

ホ
ロ
ウ
が
抑
え
て
る
ボ
ス
を
消
す

 
喜
び

み

け
寄
ろ
う
と
し
た
私
達
を

葉
だ
け
で
制
し

真
剣
な
面
持
ち
で
メ
ニ

を

て
い
く

を
見
て
足
を
止
め
る

真
面
目
に
行
動
し
て
い
る
彼
の
邪
魔
を
す
る
者
は
こ
こ

に

も

な
か

た

 
本
来
な
ら

ボ
ス
を
消
す
事
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
許
さ
な
い
だ
ろ
う

 
し
か
し
こ
こ
に

る
バ

サ
ク
ヒ

ロ

は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
不

に
呼
び
出
し
強
化
し
た
個

体

本
来
許
さ
れ
な
い
存
在
だ

た
の
か

少
し
し
て

権
限
の

作
に
よ
り
バ

サ
ク
ヒ

ロ

も
消
滅
し

理

最

の
コ
ン

ル
ル

ム
に
静

が

れ
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
色

め

ん
だ
け
ど

ま

展
開
速
く
な
る
か
ら
い
い
か
な

意

ア
ル
ベ
リ
ヒ

手
に
そ
こ
ま
で

戦
出
来
な
い
よ
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キ
リ
ト
の
人
格
は

合
し
た
方
に

り
ま
し
た

Ｐ
ｏ
Ｈ
と
会

た
時
点
の
ユ
ウ
キ

点

で
書
い
た
よ
う
に
消
え
か
か

て
ま
し
た
し
お
す
し

あ
ま
り
引

て
も

る
の
で
ア

サ
リ

て
い
た
だ
き
ま
し
た

 
バ

サ
ク
ヒ

ロ

は
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
シ
リ

ズ
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
さ
ん
を
聖
剣
は
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
の

の

セ
イ
バ

の
聖
剣
を

に
し
て
ま
す

 

最
初
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ

後
に
バ

サ

カ

と
戦
わ
せ
る
つ
も
り
だ

た
け
ど
コ
イ

ツ
が
不

に

し
た

ツ
な
ら

権
限
で
消
す
方
が
キ
リ
ト
ら
し
い
な
と
思

て

 
そ
の
代
わ
り
第
九
十
九
層
は
絶
対
書
き
ま
す

 
ス
レ
イ
ブ
は

れ
去
ら
れ
て
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
人
形
に
さ
れ
ま
し
た
が
一
回
目
の
自
我

壊
の
記

や
経
験
を
消
さ
れ
て
な
い

命

を
強
制
さ
せ
た
だ
け

せ
い
で

理

を
こ
ね
て

ど
う
に
か
こ
う
に
か
サ
チ
達
を
傷
付
け
ま
い
と
覚
醒

 
サ
チ

点
は
ど
う
し
て
彼
女
が
キ
リ
ト
に

か
れ
る
よ
う
に
な

た
の
か

そ
し
て
攻
略

組

に
加
入
す
る
事
を
決
断
す
る
き

か
け

 
最
初
は
月
夜
の
黒
猫

の

地
を
救

た
時
の
背
中
で

を

き
指
導
す
る

し
さ

と

し
さ
に
友
愛
を

き
強
い
の
に
恐
怖
し
て
い
る
事
に
親
近
感
を

き
己
の
恐
怖
を
一
番
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く
理
解
し
た
事
に
心

か
れ

ケ
イ
タ
の
自
殺
で
弱
り
果
て
た

を
見
て
ノ

ク
ア
ウ
ト

護

て
も
ら
い

気
を

て
い
た
の
だ
か
ら
今

は
自
分
が
守
ろ
う
と
攻
略
組
に

入
る
決
意
を

め
た
時
点
で
ホ
レ
て
い
た
と
い
う
ね

 
恋
は
女
を
変
え
る

て

う
か
ら
ね

お
か
し
く
な
い
ね

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
と
の
や
り
取
り
は
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ

ン
を
再
現
し
ま
し
た

ち

こ
ち

こ

ゲ

ム
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

ざ

て
ま
す

 
キ
リ
ト
が
覚
醒
す
る
シ

ン
の
前
後
は
心
の
ゲ

ム

で
二
刀
流
の
彼
が
復
活
す
る
シ

ン
の
オ
マ

ジ

パ
ク
リ
で
あ
る
 

き
上
が
り
様
に
斬
る
の
は

の
闇
堕
ち
経
験

持
ち
の
銀
髪

の
ア
ク
シ

ン

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ

に
あ
た

て
麻

を

し
た
の
は

キ
リ
キ
リ
情
報
を

か
せ
る
た

め

そ
の
た
め
に
は
ボ
イ
ス
コ
マ
ン
ド
と
指
で
の
コ
マ
ン
ド
を

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

以
前
の

方
法
だ
と

取
が
出
来
な
い

な
の
で
麻

は
必

で
し
た

初
手
で

じ
な

か

た
の
は
そ
の
た
め
で
す

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

ダ
メ

ジ
を
ゼ
ロ
に
し
た
け
ど
状

異
常
に
対
す
る

を

か
に
し
た

の
だ

わ
ざ
わ
ざ
ダ
メ

ジ
に
限

し
た
強
化
を

し
た
と

た
せ
い
で
こ
う
な

た
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剣
を

ば
せ
る
時
間
を
自
ら

い
で
く
れ
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

な

肉
を

に
し
て
い
る

の
は
こ
の
キ
リ
ト
が
復
讐
を
二
の

に
し
て
い
る
だ
け
で

定
し
て
い
な
い
か
ら

を

と
し
自
身
の

性
を
示
す
程

の
い
や

な
部
分
は
あ
り
ま
す

人
間
は
光
と
闇
で
出
来
て

い
ま
す

な
の
で
本
作
の
キ
リ
ト
も

間
を
大
切
に
す
る
良
い

も
あ
れ
ば

を

肉
る
い

や

な
と
こ
ろ
も
持
ち
合
わ
せ
る
事
に

そ
も
そ
も
憎
悪
と
か
復
讐
心
と
か

に
闇
部
分
な

の
で
ね

  
ち
な
み
に
ボ
イ
ス
コ
マ
ン
ド
に
つ
い
て

 
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
ボ
イ
ス
形
式
で
発
動
す
る
の
は

系
を

く
と
ロ
グ
ア
ウ
ト
だ
け
で

す
原
作
一

 
結

ア
イ
テ
ム
は
反
応
し
な
か

た
ら

の
た
め
に
解

結

が
あ
る
か

分
か
ら
な
く
な
る
の
で

反
応
す
る
と
判
定
し
て
ま
す

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
で
の
オ
ベ
イ
ロ
ン
と
の
対
決
は
麻

じ

な
く
て
重
力
な
の
で
声

は
問

無
い

 
だ
か
ら
麻

で
ボ
イ
ス
を

じ
る
事
の
矛
盾
は
特
に
無
い
で
す

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は
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第
百
三
十
四
章
 

境
界
線

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
ア
ン
ケ

ト
で
得

が
多
か

た
た
め
今
話
は
前

ヴ

ベ
ル
後

楯
無

点
で
お
送
り

し
ま
す

た
だ

し

な
い

郷
拷
問

取
は
後

に
な
り
ま
す

理
由
は
本
編
後
書
き

参 
文

数
は
約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

黒

の

が

権
限
に
よ

て
消
滅
し

理

最

の
コ
ン

ル
ル

ム
は
静

に

ま
れ
た
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麻

を
解

さ
れ

の
そ
り
の
そ
り
と

き
上
が
る
者
達

 
そ
の
光

を
遠

き
に

め
る

だ
な

 

一
人
欠
け
る
事
無
く
悪
⻤
を
追
い

め
勝

を
手
に
し
た
こ
の
光

は

く

し
く
見
え

た

彼
ら
が
勝
ち
取

た
こ
の
勝

の

は
キ
リ
ト
に
あ

た

 
彼
の
思
い

背
負
う
も
の

罪
の
意
識

誓
い

そ
れ
ら
は
全
て
無

で
は
無
か

た
の
だ

 
自
我

壊
を

こ
さ
な
い
よ
う
自
ら
意
識
を

ら
し
理

を
付
け
て

意
す
る
な
ど
予
想

し
て
い
な
か

た

こ
れ
ま
で
の
世
界
で
見
た
事
が
無
か

た
か
ら
だ

い
や
そ
も
そ
も

悪
⻤
が
動
い
た
時
点
で
彼
女
達
は

に
回

て
い
た
か
ら

状
況
そ
の
も
の
が
違
う
の
だ
が

 
も
し
か
し
た
ら
こ
れ
ま
で
の
世
界
で
も
味
方
に
槍
使
い
が
残

て
い
れ
ば
騎
士

の

少
年
は

意
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

 

つ
な
が
り

か

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
少
年
が
復
讐
を

定
し

せ
を
守
る
道
を

ぶ
時
に

た

葉

人
と
の

繋
が
り
こ
そ
が
自
身
の
力
に
な
る
と
彼
は

た

そ
れ
は
真
実
だ

た

だ

 
槍
使
い
と
の
繋
が
り
が
無
け
れ
ば
彼
は
彼
女
に

わ
れ
な
か

た

必
然
的
に
ス
レ
イ
ブ
が
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意
す
る
事
も
無
か

た
だ
ろ
う

有
事
に
備
え
て
回
廊
を
開
く
つ
も
り
で
は
い
た
が
そ
れ
を
す

る
必
要
が

無
い
く
ら
い
完

な
勝

に
は

を

く

麻

で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

ら
え
た

事
も
良
い
点
だ

 
こ
れ
ま
で
の
世
界
は
第
九
十
八
層
で
男
を

た
後
独
り
に
な

た
彼
が
速
攻
ク
リ

ア
を
目
指
す
も
の
ば
か
り
だ

た

な
ま
じ
味
方
が

な
い
方
が
猛

を
振
る
う

を
使

う
せ
い
で
独
り
に
な

て
か
ら
ク
リ
ア
ま
で
死
ん
だ

世
界

は
一
つ
も
無
い

 
だ
か
ら
自
分
は
思
い
違
い
を
し
て
い
た

人
と
の
繋
が
り
を
持
て
ば
持
つ

ど
彼
は

せ
か

ら
遠
ざ
か
り
よ
り

な
道
を
進
む
事
に
な
る
の
だ
と

己
の
死
を
代
価
に
他
者
と
の
触
れ
合

い
を
持
つ
事
に
な
る
と

 
だ
が

そ
れ
は
違

た

 
逆
だ

た

む
し
ろ
繋
が
り
が

く

い
も
の
だ

た
か
ら
取
り

せ
な
か

た
だ
け

よ
り

深
い
想
い
で
繋
が
り

い
を
求
め
る

に
な

て
い
れ
ば

絶
剣

の
よ
う
に
自
力
で

る
事
も
槍
使
い
の
よ
う
に
命
を

し
て
動
く
事
も
あ

た
か
も
し
れ
な
い

が

か

た

か
ら
そ
れ
ら
が
無
く

ト
リ
ガ

と
な
る
も
の
を
失
い

て
来
れ
な
か

た
の
だ

 
彼
は
理
解
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
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だ
が
感
じ
て
い
る

だ

人
を
求
め
る
者
が
人
無
く
し
て

勝

つ

生
き
る
事
は

不
可
能
で
あ

る
と

そ
れ
は
己
を

さ
せ
て
得
る
だ
け

れ
刃

れ
を

こ
し

れ
そ
し
て

れ

て
終
わ

て
し
ま
う
と

 

き
身
の
刃
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
雨
風
に
晒
し
て
い
て
は

び
付
き

く
な
る

刃
に
は

ま
る
べ
き

が
必
要
な
の
だ

 

こ
れ
ま
で
の

彼

は

を
定
め
て
い
な
か

た

 
彼
女
達
の
事
を
信
じ
て
は
い
た

だ
が
欠
け
て
は
な
ら
な
い
無
二
の
存
在
と
は
思

て
い
な

か

た

彼
女
達
も
ま
た
同
じ

彼
の
全
て
を

け
入
れ
る
覚
悟
を
持

て
い
な
か

た

に

に
な
り
得
な
か

た

 

一
な
り
得
た
義
理
の
姉
は
強
さ
を
追
い
求
め
る
義
弟
が
刃

れ
し
な
い
よ
う

を
取
る

に

し
た

己
の
想
い
を
伝
え
た
上
で

強
さ
を
求
め
る

を
見
て

想
い
を
仕
舞
い

え
た

そ
し
て
道
を

み
外
し
世
界
の

に
な

た
時

愛
す
る
者
と
し
て
彼
に
引
導
を

す

を

た

彼
は
人
を
信
じ
る
事
を
や
め
た

人
を
信
じ
し
か
し
裏
切
ら
れ
殺
す
事
に
な

た

か
ら
つ
な
が
り
を

絶
し
た
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だ
が

こ
の
世
界
な
ら

 
こ
の
世
界
な
ら

き

と

 
先
の
事
は
分
か
ら
な
い

こ
れ
か
ら
広
が
る
世
界
は
最

私
の
知
識
と
経
験
に
な
い
道
の
世

界
だ

気
を
引
き

め
直
す
必
要
が
あ
る

だ
が
そ
の
未
来
は
明
る
い
も
の
だ
と
確
信
を
持

て
る

 
こ
の
世
界
の
彼
は
も
う
独
り

に
突
き
立
つ
刃
で
は
無
い

血
を
求
め
る
凶
器
で
も
な
い

 
風
に

で
ら
れ
て
も

ち
ぬ
刃
と
陽
光
を
反

す
る

な
刀
身
を
保
つ
剣
の

に
は

ま
る
べ
き

と
帰
る
べ
き

場

が
あ
る

そ
の
刃
で
守
る
べ
き
者
達
が
い
る

穏
や
か
な

と
時
を
過
ご
せ
る
全
て
が
そ
こ
に
あ
る

や

た
な
キ
リ
ト

 

は
信
じ
て
た

お
前

な
ら
あ
の
い
け

か
な
い

ロ
ウ
を
コ

テ
ン
パ
ン
に

し
て
く
れ
る

て
な

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

手
を

り

権
限
で
一

り
の
作
業
を
済
ま
せ
た
少
年
が
立
ち
上
が
る

の
を
見
る
や

や
和

の
⻘
年
が
悦
び
を

わ
に

り
寄
り
小

な
少
年
の

を

め
る
よ
う

に

を
回
す

ぐ

苦
し
い
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に
し
て
も
よ

魅
せ
て
く
れ
ん
じ

ね

か
キ
リ
の

 
主

は

れ
て
や

て
く
る

て
か

 
く

 
あ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
復
活
す
る
と
か
ホ
ン
ト
に
お
い
し
い

ツ
だ

こ
の

 
ぐ
り
ぐ
り

と

を
小
突
く
⻘
年

動
し
て
少
年
の

バ

が

か
ら
じ
わ
じ
わ
と

り

時
に
回
復
す
る
の
を

り
返
す

い

い

い

 
ク
ラ
イ
ン

パ
ラ
メ

タ
を

え
ろ

 
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
で
Ｓ
Ｔ
Ｒ

も

応
に
高
く
な

て
る
ん
だ
か
ら
な

 
あ
と
こ
こ
圏
外

 
ダ
メ

ジ
入

て
る

ん
お

 
あ

す
ま
ね

 
少
年
の

え
を

い
て

慌
て
て
⻘
年
が
離
れ
る

キ
リ
ト

ん
が

 
代
わ
る
よ
う
に
今

は

紺
の
少
女
が

け
寄
り

き

い
た

と
い
う
よ
り
少
年
を

き

め
た

少
女
も

と
小

な
方
だ
が
少
年
の
方
が
小
さ
い
か
ら
す

り
と

の
中
に
収

ま

て
し
ま

て
い
る

 
あ
と
少
年
が

い
た
の
は
少
女
の

に

面
を
ぶ
つ
け
た
か
ら
で
あ
る

然
少
年
の
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は
ガ
リ

と

れ
た

 
た
だ

き

め
る
力
は
セ

ブ
し
て
い
る
の
か

継

的
な
ダ
メ

ジ
は
発
生
し
て
い
な
い

ど
う
せ
な
ら

き

く
時
の
勢
い
も
セ

ブ
す
れ
ば
い
い
の
で
は
と
思

た

か
ら
見
て
も

に

面
を
ぶ
つ
け
る
の
は

そ
う
に
見
え
る

勝

て
く
れ
て

し
い
け
ど

手
で
剣
を

む
と
か
危
な
い
よ

 
も
し

め
な
か

た

ら
キ
リ
ト
死
ん
で
た
ん
だ
よ

 
心
配
す
る
方
の
身
に
も
な

て
よ
ね

ぐ

心
配
掛
け
た
事
は

る
け
ど
下
手
に

ら
そ
う
と
す
る
よ
り
確
実
だ
と
思

た
ん

だ
よキ

リ
ト

て

で
そ
う
な

た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
思

を
す
る
事
が

と
あ
る
よ
ね

 

れ
た
よ
う
に

う
少
女
に
内
心
で
同
意
す
る

 
彼
は
直
感
や
思
い
付
き
よ
り
も
経
験
を
重

す
る
タ
イ
プ
な
の
で
思

や

も
理

め
な
の

だ
が

と
突

子
も
無
い
事
を

し
た
り
い
き
な
り

し
た
り
す
る
か
ら
よ
く
分
か
ら
な

い

後
で

け
ば

得
で
き
な
く
も
な
い
の
だ
が
い
や
し
か
し
他
の

の
方
が
安
全
な
の
で

は
と
思
う
事
も
し
ば
し
ば

 
こ
の
世
界
で
リ
ス
ク
を
背
負

て
行
動
し
て
来
た
か
ら
か
多
少
の
リ
ス
ク
を
も
の
と
も
し
な



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

い
よ
う
に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
正
直
心
配
に
な
る
か
ら
や
め
て
欲
し
い

見
て
る
だ
け
で
も
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る

す
る
事
が
分

か

て
い
て
も
こ
れ
ば
か
り
は

時
ま
で
経

て
も

れ
る
事
が
無
い

死

を
見
過
ぎ
て
感

覚
が
麻

す
る
ど
こ
ろ
か

む
し
ろ
過

に
な

て
い
る
気
す
ら
す
る

 

一
方
別
の
場

で
は

を
抑
え

ん
で
い
た
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が

を
突
き

く
呼

を

り
返
し
て
い
た

 
覚
醒
し
た
キ
リ
ト
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
斬
り
掛
か

た

で

は

ろ
う
と
し
た
の
だ
が

そ
れ
を

知
し
た
ホ
ロ
ウ
の
彼
が
全
力
で
そ
れ
を

止
し
て
い
た
の
だ

と

肉
を

い
合

う
間
も

明
に
戦
い
抑
え

ん
だ
の
は
流

で
あ
る

つ

れ
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
め

や
る
な
ら
さ

さ
と
や
れ
よ
な

お

れ
さ
ま

キ
リ
ト

 

労

の
様
子
で

む
彼
を
労

た
の
は

妖
精
の
少
女
だ

た

リ

フ

 
声
を
掛
け
て
来
た
義
姉
を
複

な
表
情
を
見
上

た
彼
は

つ

か
え
な
が
ら
名
を
呼
ん
だ

呼
び
捨
て
な
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
事
を
気
に
し
て
い
る
か
ら
か
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呼
び
捨
て
で
あ
る
理
由
も

し
が
つ
い
た
の
か

彼
女
は
哀
し

に

を
寄
せ
る

リ

姉

て

呼
ん
で
く
れ
な
い
の
ね

は
ホ
ロ
ウ
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
じ

な
い

を
呼
ぶ
時
は
ホ
ロ
ウ
に
し
て
く
れ

ア
レ
も

る
せ
い
で

や
や
こ
し
い
か
ら

 

を
し

く
り
な
が
ら
ア
レ
と
指
し
た
の
は
魔
剣
を

に
突
き
立
て

に
手
を
重

ね
て

む
黒
騎
士
の
少
年
ス
レ
イ
ブ

人
が
集
ま
る
キ
リ
ト
が

る
と
こ
ろ
か
ら
や
や

離
を
離

し

一
歩
引
い
た
場

か
ら
彼
ら
の
や
り
取
り
を

め
て
い
た

 
時

に
さ
れ
た

マ
ス
タ

の
方
に
も
目
を
向
け
て
い
る

 
そ
こ
に
近
付
く
人
影

黒

く
め
の
フ

ド
コ

ト
を

う

過
去
の
自
分

ス
レ
イ
ブ

も
う

大

な
ん
で
す
か

あ
の
お
れ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
れ
が

メ
ニ

で
お
れ
に
掛
か

て
る

か
を
消
し

て
く
れ
た
ら
し
い
か
ら

も
う
あ
の
男
を
リ

姉
と
認
識
し
て
な
い

そ
う
で
す
か

良
か

た
で
す

ス
レ
イ
ブ

ん
 
そ
れ
な
り
に
⻑
い
と
思

て
い
た
が

ス
レ
イ
ブ
の
認
識

作
も
解
い
て
い
た
よ
う
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 

そ
れ
に
し
て
も

彼
は
本

に
人
と
の
つ
な
が
り
で
変
わ
る
の
だ
な

 
こ
う
し
て
三
人
を
同
時
に
見
る
と
三
者
三
様
の
違
い
が
あ
る
事
が
分
か
る

そ
の
差
異
を
生

ん
で
い
る
の
が
つ
な
が
り
で
あ
る
と
も

 
人
と
の
つ
な
が
り
に

え
て
い
る
少
年
キ
リ
ト

そ
れ
が

た
さ
れ
て
い
る
者
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
喪

た
者
が
ホ
ロ
ウ
更
に

ら
れ
た
者
が
ス
レ
イ
ブ

ホ
ロ
ウ
は
苛
立

て
い
る
時
の

彼

ス
レ
イ
ブ
は
心
が
弱

て
い
る
時
の
彼

足
す
る
事
で
初
め
て
彼
は

み
を
浮
か
べ
る

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
彼
は

こ
の
二
人
を
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
な

 
ホ
ロ
ウ
も
ス
レ
イ
ブ
も
根
幹
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

違
な
い

に
あ
る
復
讐
心
と
憎
し
み

も

彼
女
ら
と
共
に

た
い
欲
求
も

し
か
し

と
し
て
新
生
し
た
以
上
は
現
実
世
界
で
生
き

る
事
は

わ
な
い

 
も
し
共
に
在
り
た
い
と
望
む
な
ら
彼
ら
は
電
子
の
生
命
と
し
て
格

さ
れ
生
き
る
し
か
な
い

 
だ
が
そ
れ
を

彼
ら
は

け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

 

こ
れ
ま
で
の

世
界

で
は
あ
り
得
な
か

た

 
ス
レ
イ
ブ
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

立
た
ず
と

わ
れ
捨
て
ら
れ
自
我

壊
に

り
二

と
目

覚
め
な
か

た

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
そ
も
そ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
会
わ
な
か

た

だ
か
ら
そ
ん
な
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議

な
ん
て
生
じ
て
い
な
い

さ
て

い
て
く
れ

 
主
に
労
い
や

で
も
み
く
ち

に
さ
れ
て
い
た
少
年
が
声
を
上

意
を
集
め
る

自
分

も

ホ
ロ
ウ
と
ス
レ
イ
ブ
達
も

意
識
を
彼
へ
と
向
け
た

 
彼
の
背
後
に
は

理

に
あ
る
も
の
よ
り
二
回
り
は
大
き
い
コ
ン

ル
が
あ
る

そ
れ
は

に

動
さ
れ
て
い
て

つ
も
の
ホ
ロ
パ
ネ
ル
が
展
開
済
み
だ

た

ど
う
も
も
み
く
ち

に
さ

れ
な
が
ら
や
る
事
は
や

て
い
た
ら
し
い

一
先
ず

面
の

は
去

た

Ｐ
ｏ
Ｈ
が

し
た
ア

プ
デ

ト
は
中
断
の
後
に
消
去
し
た

か
ら

Ｐ
ｏ
Ｈ
が
ま
た
作
ら
な
け
れ
ば

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
デ

タ
を
ア

プ
デ

ト
さ
れ
る
事
も
な
い

キ
リ
ト
が

た

り

も
ア

プ
デ

ト
を
す
る
つ
も
り
は
も
う
ね

よ

 
ま

コ
イ
ツ
が
死
ん
だ
ら
す
る
け
ど
な

と
フ

ド
か
ら

発
的
な

み
を
見
せ
る
Ｐ
ｏ
Ｈ

に
手
を

か
れ
な
が
ら
も
無

し
て
キ
リ
ト
は
話
を
進
め
て
い
く

ア
ル
ベ
リ
ヒ
も
こ
う
し
て

ら
え
る
事
が
出
来
た

実
験
体
に
さ
れ
て
い
た
人
達
も
デ

ア
ベ

ル
達
が
解
放
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
し

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

乱
も
直
に
終
息
す
る
だ
ろ
う
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た
だ
そ
れ
に
あ
た

て
す
る
事
が

つ
か
あ
る

む

す
る
に

謀
者
の
彼
の

遇
か

あ
あ

流

に
圏
内
で
も

さ
れ
た
ら
転

す
る
ア
イ
テ
ム
を
持

て
る
な
ん
て

魔
化

し
よ
う
が
な
い
し
こ
れ
ま
で
一
切
話

に
な
か

た
面

の
い
き
な
り
の

だ

ま
ず
運

の
手
の
者
と
い
う
予
想
は
出
る
と

は

ん
で
る

そ
れ
が
ど
う
し
た
ん
だ

 
実

コ
イ
ツ
が
黒
幕
な
ん
だ
し

そ
れ
を
発
表
す
れ
ば
良
い
と

思
う
ん
だ
が

 
デ
ス
ゲ

ム
の

謀
者
で
あ
る
と
自
白
し
た
男
を
憎

し

に
聖
⻯

合
の
リ

ダ

が
見
下
ろ
す

こ
の
世
界
に

わ
れ
た
多
く
の
プ
レ
イ

は

謀
者
と
さ
れ
て
い
る

場

へ
の
高
い
ヘ
イ
ト
が
あ
る

同
じ
様
に
ヘ
イ
ト
を
向
け
る
者
も
多
い
だ
ろ
う

問

は
そ
こ
な
ん
だ

権
限
の
事
に
つ
い
て
話
し
た
ら

故
そ
れ
で
倒
せ
た
の
か
が
疑
問

に
な
る

そ
も
そ
も

謀
者
と
い
う
話
が
ど
う
い
う
経

で
出
て
来
た
か
も
話
さ
な
き

い
け
な

い

で
必
然
的
に
リ

姉
の
事
に
も
触
れ
る
必
要
が
あ
る

一
応
リ

姉
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
の

き

ま
れ
組
な
の
は
七
十
五
層
ボ
ス
戦
に
い
た
レ
イ
ド
メ
ン
バ

内
の
秘
密
だ
か
ら
な

ま

リ

姉
の
乱
入
は
不
可
抗
力
だ
し
い
ざ
と
な

た
ら
ア
キ
ト
を
代
わ
り
に
す
る
か
ら
良
い
ん
だ
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が
実
の
兄
を
ス
ケ

プ
ゴ

ト
に
す
る
気

だ
な
お
前

実

ボ
ス
部

に

た
百
人
以
上
が

い
て
る
ん
だ
し
監
獄
に
送
ら
れ
た
オ
レ
ン
ジ

中
は

今

ア
キ
ト
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
来
た
プ
レ
イ

で
あ
る
事
を
把
握
し
て
る
と
思
う
ぞ

の

い

ア
キ
ト
が
悪
い

 
あ
あ

と

得

の
一
同

自
分
は
ア
キ
ト
を
知
ら
な
い
か
ら

を

た
の
か
も
分
か
ら

な
い
が

取
り

え
ず
こ
こ
に

る
面
子
は
全

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
を
把
握
し
て
る
ら
し
い

 
初
め
て

の
外
の
気
分
を
味
わ

た

自
分
だ
け
知
ら
な
い
の
が
ち

と
つ
ら
い

自
分

だ
け
知

て
る
の
も
つ
ら
い

で

キ
リ
ト
君
は

達
に
ど
う
し
て
欲
し
い
ん
だ
い

方
の

書
き
を

え
た
か
ら

裏
を
合
わ
せ
て
欲
し
い

事
件
解
決
の
中
心
人
物
達
が

て
証

す
れ
ば

信
じ

む
か
ら
な

 
そ
う

い

彼
は

え
た

書
き
を
語

た

 
こ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
の
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
こ
と

郷

之

郷
は
地

と
名
声
を

我
が
物
と
す
る
べ
く

場
を

め
デ
ス
ゲ

ム
開
始
以

は
レ
ク
ト
で
新
し
い

Ｒ
Ｍ
Ｍ
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Ｏ
の
開
発
に

手

技
術
者
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
デ
ス
ゲ

ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
め
る
レ
ベ

ル
で
あ
る
彼
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

幹
デ

タ
の

ど
を
流

し

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
い
う
ゲ

ム
を
作
成

そ
の
後
と
あ
る

に

手
す
る
が

者
が
集
ま
ら
な
い
た
め
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
昏

に

て
る

プ
レ
イ

を
使
う
べ
く
ク
リ
ア
す
る
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

に
意
識
が

る
よ
う

工
を

し

た

こ
の
影

で
リ

フ

ア
キ
ト
シ
ノ
ン
そ
し
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
が

き

ま
れ
た
事

を
時
期
だ
け

し
て
明
か
す

 
こ
れ
ま
で
一
切
話
に

が
ら
な
か

た
の
に
い
き
な
り

し
た
不
自
然
さ
高
性
能
の

備

に
反
す
る
技
術
の
無
さ
そ
し
て

の
面
前
で

わ
に
な

た
圏
内
コ

ド
の
無

化

こ
れ

ら
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

権
限
を
持

て
い
て

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ゲ

ム
マ
ス
タ

ア
カ
ウ
ン

ト
を
使

し
て
い
る
プ
レ
イ

で
あ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
製
作

で
あ
る
事
も
明
か
す

こ
れ
は

本
人
が
語

て
い
た
か
ら

で
は
な
い

 
攻
略
組
に
参
入
す
る

験
を

け
に
来
た
事
実
も

そ
こ
で
は

決

デ

エ
ル
で
実

を

ら
し
た

験
を
行

た

こ
の
事
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
に
は
攻
撃
が

す
る
事
実

を
伝
え
る

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
あ
る
時
期
か
ら
不
死
属
性
を
使
い
出
し
た
が
そ
の
事
実
は

す

る
の
だ

そ
れ
だ
け
で
麻

を
付
与
し
た

剣
が

す
る
事
に
な
り
今
の
状

と
辻
褄
が
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合
う

同
時
に

権
限

と
い
う
キ
リ
ト
と
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
特
性
も

す
る

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
事
は
未
探
索
の
ダ
ン
ジ

ン
と

に

す

も
し
深
く
突

ま

れ
た
ら

に
情
報
を
明
か
し
特
定
人
物
だ
け
が
行
け
る
超
高

エ
リ
ア
と

う

特
定
人

物
な
の
は
一
時
期
死
亡
説
が

か
れ
た
キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
で

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
転

し

て
い
た
か
ら
一
時
期
失

し
て
い
た
と
語
る
の
だ

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は
そ
の
エ
リ
ア
を

点
に

恐
ろ
し
い

を
し
て
い
た
事
も
明
か
す

記

認
識
感
情
の

作
を
主
と
し
た

の

に
実
験
体
を
集
め
て
い
て

し
か
し
思

た
よ
り
成
果
を
得
ら
れ
な
か

た
と

成

は
あ

た
の
だ
が
そ
れ
を

す
る
の
だ

彼
ら

が
知
る
べ
き
な
の
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の
悪
逆
イ
メ

ジ
で
あ
り
真
実
は
必
要
な
い

実

彼
女

は
自
力
で
破

た
か
ら
失

し
て
い
る
の
で

は

て
な
い

よ
う
は

い
方
の
問

だ

 
彼
ら
が

る
場

は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
行
け
る
キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
が
持
つ
特

な
権
限

で
探
知
し
そ
こ
へ
一
直
線

襲
を
仕
掛
け
て
麻

の

剣
を
突
き

し

す
る
事
に

成

し
た

 

そ
れ
が
彼
の

え
た
ス
ト

リ

 

事
実
と
同
一

た
だ
一

人
が
知
る
必
要
の
な
い
真
実
だ
け

せ
乱
入
時
期
を
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し
た
り
な
ど
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
し
て

が
自
己
解

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
だ
け
だ

た 
こ
れ
な
ら

郷
が

だ
と

て
も
問

無
い

し
て
る
だ
け
で
全
て
真
実
な
の
だ
か
ら

で

こ
れ
を
デ

ア
ベ
ル
が
広
め
て
く
れ

血

騎
士

は
動
か
な
い
よ
う
に
な

え

ど
う
し
て

 

⻑
の
方
が
影

は
強
い
と
思
う
け
ど

リ
ア
ル
に
生
還
し
て

場
だ

た
事
が
発
覚
し
た
後
陰
謀
論
を

え
ら
れ
て
も
面
倒
だ

そ

れ
に
監
獄
内
の
オ
レ
ン
ジ
か
ら
伝
わ
る
可
能
性
も
あ
る

あ
る
い
は
ア
キ
ト
の
協
力
者
が
ま
だ
い

る
か
も
し
れ
な
い

だ
か
ら
同
じ
く
ら
い
知
名

と
影

力
を
持
つ
デ

ア
ベ
ル
が

先
し
て
動

い
て
く
れ

デ

ア
ベ
ル
は
第
一
層
の
ボ
ス
攻
略
会
議
を
開
い
た
プ
レ
イ

と
し
て
知
ら
れ
て

る
か
ら
信
頼
さ
れ
や
す
い

シ
ン
カ

と
一
番
近
い
ん
だ
か
ら
情
報
も
広
め
や
す
い
だ
ろ

あ

あ
あ

そ
う
い
う
事
な
ら

非

に

せ
て
く
れ

た
だ

と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
君

んア
ル
ベ
リ
ヒ
の
前
で
こ
れ
を
話
し
て
も
大

な
の
か
い

 
お
ず
お
ず
と
デ

ア
ベ
ル
が
問
う
の
に
合
わ
せ
て
ア
ス
ナ
達
が
う
ん
う
ん
と

く

実

自
分

も
そ
こ
は
気
に
な

て
い
た

裏
を
合
わ
せ
る
よ
う
頼
ん
で
る
事
を

ら
さ
れ
た
時
点
で
練
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た

書
き
が
意
味
を

さ
な
く
な
る
と
思
う
の
だ
が

 
そ
の
指

に

彼
は
あ
あ

と
思
い
出
し
た
よ
う
に
声
を
上

大

だ

こ
え
て
な
い
か
ら

 
あ

け
ら
か
ん
と

い
放

た

 

ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
か

疑
問
の

線
が
集
中
し
た
か
ら
か
彼
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
見
下

ろ
し
な
が
ら

を
開
い
た

さ

き

権
限
で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
ア
バ
タ

に
再
現
さ
れ
る
五
感
を
全
部
切

て
る

今
は

も
見
え
ず

こ
え
ず
感
じ
ず

い
も
分
か
ら
ず
浮
い
て
る
か
も
倒
れ
て
る
か
も
分
か

ら
な
い
状

だ
よ

だ
か
ら
こ
こ
で
話
し
て
る
ん
だ

 

人
間
は
自
己
と
他
者
の
境
界
線
を
ハ

キ
リ
と
さ
せ
た
が
る
生
き
物
だ

 
ア
イ
デ
ン
テ

テ

自
我
同
一
性

個
性

そ
れ
ら
を
重
要

す
る
よ
う
に
一
人
一
人
が

個
を
確
立
し
他
者
と
明
確
に

別
さ
れ
る
よ
う
に
自
己
を
形
成
す
る

そ
れ
は
人
間

で

う
と
性
格
に
な
る

 
だ
が
日
常
生
活
に
お
い
て
は
五
感
が
そ
れ
を

し
て
い
る

体

と

風

の

い
触
感

く
な
い
触
感

甘
い
も
の

い
も
の

ど
れ
が

き
で
ど
れ
が

い
か
も
ま
た
個
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性
で
あ
り
五
感
が
決
め
る

そ
し
て
も
の
に
触
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
は
自
分
の

勢
を
認
識

す
る

に

き
自
己
の
状

を
把
握
す
る

は
物
品
の

感
や
近
付
く
存
在
を
知
ら
せ
て
く

れ
る

 
そ
れ
ら
を
全
て

喪

た
な
ら

 
人
は
ど
う
や

て
己
と
世
界
を

別
す
る
の
だ
ろ
う
か

 

別
出
来
な
く
な

た
人
間
は

己
を
保

て
い
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か

キ
リ
ト
君

そ
れ
は

か
な
り

拷
問
に
近
い
ぞ

そ
う
だ
な

拷
問
だ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

さ
れ
た

葉
に

彼
は
平
然
と
応
じ
た

拷
問
で
あ
る
と
自
ら
認
め
た

さ

き
本
人
に
も

た
け
ど
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
は

か
な
い
と
い
け
な
い
事
が

ど
あ
る
か

ら
な

で
も

で
追
い

め
る
に
も
限

が
あ
る

だ
か
ら
先
に
精
神
を

さ
せ

さ

せ
る

時
間
は
掛
か
る
が
な
に
最

限
必
要
な
情
報
は
自
白
し
て
た
か
ら
問

な
い

ゲ

ム
ク
リ
ア
ま
で
時
間
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
か
ら
気
⻑
に
や
る
よ

そ
れ
で
も

を

ら
な
か

た
場
合
は

ど
う
す
る
つ
も
り
か
ね

そ
の
時
は

コ
コ
に

直

く
し
か
な
い
な
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え
な
が
ら

自
身
の

を

手
の
指
で
突
い
て

う
少
年

 

と
し
た

 

意
を
向
け
ら
れ
た
時
が
あ
る

殺
意
を
向
け
ら
れ
た
時
も
あ
る

そ
の
時
も

と
し
た
が

こ
れ
は
そ
の

で
は
無
い

拷
問
で
あ
る
事
を
理
解
し
て
い
な
が
ら

や
罪
悪
感
も
無

く
行
え
る
彼
の
精
神
に
恐
れ
を

い
た

 

こ
れ
が
憎
し
み
を
自
覚
し

け
入
れ

定
し
な
い
事
を

ん
だ
少
年
の
在
り
方

 
少
し

か
が
狂
え
ば
す
ぐ
さ
ま
復
讐
⻤
に
堕
ち
る
く
ら
い
危
う
い
と
こ
ろ
で
自
己
を
保

て
い

る

大
切
な
者
が

る
か
ら
抑
え
て
る
だ
け
で
そ
れ
で
も

対
者
に
は
一
切
容
赦
し
な
い
精
神

が
そ
の
危
う
さ
を
滲
ま
せ
て
い
る

そ
の
行
動
が
結
果
的
に
大
切
な
者
を
守
る
事
に
繋
が
る
な

ら
非
情
に

す
る
事
が
出
来
る
の
だ

 

流

は

シ
ロ
も

獣

も
取
り

ん
だ

合
人
格
だ

 
全

の
中
で

深
い
少
年
は
あ
り
得
な
い
く
ら
い
善
性
の

だ

た

だ
が
こ
の
少
年
は

悪
性
の

を
も
取
り

み
光
と
闇
を

せ
持
つ
人
間
ら
し
さ
を
取
り

し
た

た
だ
彼
の

場
合
そ
れ
が
新

で
更
に
極

に
深
い
だ
け
の
事

釣
り
合
い
は
取
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い

い
程
に
強
い
善
性
そ
れ
と
対
に
な
る
悪
性
を
発

し
て
い
る

ど
ち
ら
か
に

い
て
い
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る

で
は
な
い
在
り
方
は
一
番
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る

 

願
わ
く
ば

ど
う
か

方
の
未
来
に

光
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

 
光
を
喪
う
未
来
だ
け
は

も
う
十
分
だ

  

可
愛
い

で
エ

グ
い
事
を
す
る
わ
ね

こ
の
子

 
戦

を
自
覚
し
な
が
ら

面
に

る
少
年
を
見
る

 
あ
あ
い
う
自
尊
心
の
高
い
小
物
は
自
分
か
ら
色

と
話
し
て
く
れ
る
の
で
少
し

い
目
を
見

せ
た
ら
い
い
だ
け
の
事
が
多
い
の
だ
が
彼
は
そ
こ
ま
で
や
る
の
か
と
裏
に

わ
る
自
分
が

思
う
く
ら
い
や
る
事
が
え

つ
な
い

正
直
ち

と
引
い
た

 

決
め
た

絶
対
こ
の
子
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

 
流

に
現
代
日
本
に
生
還
し
て
も
デ
ス
ゲ

ム
と
同
じ
ス
タ
ン
ス
を
取
る

ど
愚
か
で
は
な
い

と
思
う
が
万
が
一
が
あ
る
し

対
し
た
場
合

が

で
も
こ
ち
ら
の
命
を
取
り
に
来
そ
う
で

恐
ろ
し
い

明
確
な
弱
点
に
な
り
得
る
人
達
は
い
る
が
彼
女
ら
を
傷
付
け
る
事
そ
の
も
の
が
逆

だ
か
ら
論
外
だ

勧
誘
し
た
い
く
ら
い
多
才
な

良
物
件
だ
け
ど
ち

と
一

す
る
必
要
が

あ
る
く
ら
い
恐
ろ
し
い
も
の
が
あ
る
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人
格
分
離
な
ん
て
想
像
の

外
な
状

に
あ

た
彼
に
思
う
の
も
ど
う
か
と
思
う
が

か
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
過
ぎ
や
し
な
い
だ
ろ
う
か

 
裏
を
返
せ
ば
そ
れ
だ
け
彼
女
達
の
事
を
大
切
に
想

て
い
る
と
い
う
事
だ
し
信

出
来
る
人

間
性
と

え
る
か
ら

だ

う
わ

和
君

エ

グ
い
事
す
る
な

こ
れ

て
る
け
ど
内
心
物

く
怒

て
る

よ
目
が

て
な
い
も
ん

と
い
う
か
和
君

て
や

り
怒
ら
せ
る
と
本
気
で
怖
い
タ
イ
プ

か

今
ま
で
怒

た
と
こ
ろ
を
見
た
事
な
い
し
な

こ
の
子

て

く

め
る
タ
イ
プ
な
ん
で
す
ね

感
情
の

け

が
ま

た
く
無
か

た
か
ら
ね

我

大
会
が
あ

た
ら

で
世
界
一

取
れ
る
ね

う
ぐ

 

ノ
之

士
は

で

て
い
る
の
か
本
気
で

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
が
と
に
か
く

親
友
に
対
し
て

い

肉
を

て
い
る
の
は
分
か

た

和
人
君
の
事
に
な
る
と
こ
の
二
人
も

反
り
が
合
わ
な
く
な
る
ら
し
い

 
ま

さ

き
の
話
を

い
た
感
じ
千
冬
の
方
に
問

が
あ
り
そ
う
だ

た
か
ら
そ
れ
も
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然
か

さ

き
も
ス
レ
イ
ブ
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

意
し
た
場
面
で
不

な

い
争
い
を
し
て
た

し 

か
ら

い
て
て
物

く

が

か

た
の
は
内
緒
だ

お
よ

 
和
君

し
て
る
ん
だ
ろ

コ
ン

ル
を
動
か
し
て
ま
す
ね

ち

と
こ
の
精

だ
と

め
な
い
か
も

 

面
を

し
て
い
る
と
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

ら
え
た
部

に
あ

た

大
コ
ン

ル
を
ま

た
動
か
し
始
め
た

Ｐ
ｏ
Ｈ
が
仕
掛
け
た
と
い
う
ア

プ
デ

ト
を
消
去
す
る
以
外
に

か
す
る

事
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

 
疑
問
に
思
い
な
が
ら
見
て
い
る
と
彼
と
ス
レ
イ
ブ
と
呼
ば
れ
た
黒
騎
士
の
少
年

る

わ

の

髪
少
女
の

上
に
あ

た
カ

ル
の
色
が
オ
レ
ン
ジ
か
ら
グ
リ

ン
へ
と
変
わ
る

お

キ
リ
の

達
と
ル
ク
ス
の
カ

ル
が
グ
リ

ン
に
な

た
ぞ

ル
ク
ス
の
エ
ラ

オ
レ
ン
ジ
を

す

に
こ
こ
を
目
指
し
て
た
か
ら
な

色

あ

て
忘

れ
そ
う
に
な

て
た
け
ど
こ
れ
も
し
て
お
か
な
い
と
ル
ク
ス
だ
け

れ
な
い

と
ス
レ
イ
ブ

も
な

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト
先
生
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あ
い
つ

弟
子
な
ん
て
取

て
た
の
か

和
君
だ

て
成
⻑
す
る
ん
だ
し

ベ

タ
テ
ス
タ

だ
か
ら
他
の
プ
レ
イ

よ
り
知
識
も

経
験
も
あ

た

で

別
に
お
か
し
く
な
い
と
思
う
け
ど

 

し
そ
う
に

を

す
少
女
と
少
年
の
や
り
取
り
に

さ
れ
て
い
る
と
大
人
組
が

や
ら

話
し
始
め
る

あ
の
子
そ
う

え
ば

ベ

タ
テ
ス
タ

な
ん
だ

け
と
す

か
り
忘
れ
て
い
た

事
を
思
い
出
し
た

 
ベ

タ
テ
ス
タ

に

た

た
の
は
デ
ス
ゲ

ム
に
な
る
事
を

え
る
と

運
な
の
か
不

な
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
か
ら

る

さ

て

は
先
に

て
く
れ
て
構
わ
な
い
ぞ

え

で

 
キ
リ
ト
も
一
緒
に

ろ
う
よ

は
ま
だ
す
る
べ
き
事
が
あ
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
実
行
す
る
ア

プ
デ

ト
を
作
れ

る
こ
の
コ
ン

ル
を
使
え
ば
バ
グ

た
シ
ス
テ
ム
デ

タ
を

に

す
修
正
ア

プ
デ

ト

を
作
れ
る
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ

も
と
い

郷

之
が
コ
ン

ル
か
ら

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
保
存
し
て
る

デ

タ
も
も
う
一
回

べ
な
い
と

む

そ
れ
な
ら
私
も
手
伝
え
る
と
思
う
が
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ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
無
力
化
し
た
の
に
ま
だ

か
に
見
ら
れ
て
る
感
じ
が
す
る
か
ら
ダ
メ
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
コ
ン

ル
を

作
す
る
ロ
グ
が
残

て
た
ら
面
倒
な
事
に
な
り
か
ね
な
い
か

ら
な

個
人
的
に
は

く
協
力
し
て
欲
し
い
け
ど
も

あ
ら

 
も
し
か
し
て
キ
リ
ト
君

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
気
付
い
て
る

 

型
ボ
ス
と
戦
う
前
に
も
似
た
よ
う
な
事
を

て
い
て
あ
の
時
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
監

し

て
い
る
の
を

し
た
の
か
と
思

て
い
た

だ
が
今

わ
れ
て
い
る
男
が
出
来
る

も
な
い

 
つ
ま
り
彼
は
自
分
達
の
監

に
気
付
い
て
い
る
の
で
は

ん

で
も

に
君
だ
け
残
し
て
い
く
の
は
や
だ
よ

今
回
の
立

者

て
完
全
に
キ
リ

ト
だ
よ

 

に

に
立
て
な
か

た
ボ
ク
達
が
先
に
帰
る
の
は
ち

と
ど
う
か
と
思
う
し

 

紺
色
の
少
女
ユ
ウ
キ
が

を

ら
せ
な
が
ら

た

そ
の

に
槍
使
い
の
女
性
サ
チ
が

ぶそ
れ
に
私
達
は

ま

て
強
制
的
に
眠
ら
さ
れ
た
か
ら
マ
シ
だ
け
ど
キ
リ
ト
は
動
き

け
て

る
で
し

 
十
数
時
間
ぶ

し
で
戦

て

今
日
だ
け
で
ボ
ス
戦
を
二
回
し
て
る
ん
だ
し

色

あ

た
ん
だ
か
ら
も
う

ん
だ
方
が
良
い
よ

こ
れ
は

色
が
悪
そ
う
だ

分
か

た

じ

あ
せ
め
て
ア

プ
デ

ト
の



 第百三十四章 〜境界線〜

作
成
と

デ

タ
の
コ
ピ

だ
け
さ
せ
て
く
れ

時
間
は
有

活

し
な
い
と

そ
れ

ど
や
る
事
同
じ
で
し

こ
の
場
で

デ

タ
の

と

郷
の

取
を
し
な
い
だ
け
マ
シ
だ
と
思

て
く
れ

そ
れ

に
コ
ピ

し
た
ら
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
も
見
て
も
ら
え
る
か
ら
な

あ
ら

彼

た
ら

い
い
わ
ね

 
コ
ン

ル
に
触
れ
な
い
ん
じ

場

ら
し
い
男
性
は

め
な
い
の
で
は
と
思

て
い

た

先
に
ポ
ン
と
解
決
策
が
出
て
来
た
か
ら
思
わ
ず

に
出
た

ノ
之

士
と
ブ
リ

ン
ヒ

ル
デ
は
無

だ
が
感
心
し
て
い
る

振
り
が
見
ら
れ
る

 

く
し
て

対
策

の
部

が
騒
が
し
く
な

た

 
原
因
は
キ
リ
ト
君
に
あ
る

コ
ン

ル
を

作
し
て
ア

プ
デ

ト
を
製
作
し
実
行
状

に

い
た
後
彼
は
サ

バ

に
保
存
さ
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
フ

イ
ル
を
コ
ピ

し
自
身
の

メ
モ

に

ス
ト

タ
イ
ト
ル
を
決
め
て
保
存
を

し
た

 
そ
こ
で

と
あ
る
機

の

を
し
て
い
る

が
声
を
上

た
の
だ

 

か
の
デ

タ
が
彼
の

ナ

ヴ
ギ
ア

に
流
れ
て
い
る

と

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対

に
な

て
い
る
彼
の
デ

タ
は

波
バ
イ
タ
ル
を

め
あ
ら

る
意
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味
で
対
策
チ

ム
の
監

下
に

か
れ
て
い
る

き
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
に
導
く
プ
レ
イ

と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
た
め
だ
と

二

は
語

た

 
そ
の
中
の
一
つ

ナ

ヴ
ギ
ア

と
送

信
を
す
る
デ

タ
容

に
変
動
が
見
ら
れ
た
の
だ

と
い
う

 

仮
想
現
実
技
術
は

も
ア
ミ

ズ
メ
ン
ト
や
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
だ
け
使
わ

れ
る
も
の
で
は
な
い

 

福

強

種

様

な
分

に
応

さ
れ
得
る
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
最
悪
の

デ
ス
ゲ

ム
と
し
て
世
界
を

さ
せ
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
が
未
だ

い
て
い
る
と

え
ど
今

も
な
お

ん
に

が
進
め
ら
れ
て
い
る

 
そ
の
中
の
一
つ
に

終

期

な
ど

ら
か
の
理
由
に
よ
り
学

に
行
け
な
い
子
の

に

仮
想
世
界
に
作

た
学

で

業
を

け
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

ら
れ
た
仮
想
の

設
に

ロ
グ
イ
ン
し
た
生

は

い

子
に

り
現
実
の
学

と
変
わ
り
な
く

学
に

む
と
い
う

も
の
だ

 
学

と

え
ば

業

業
と

え
ば

 

そ
う

だ
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手
足
を
動
か
せ
る
人
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
現
実

か
ら

機
器
を
使

て
ロ
グ
ア
ウ
ト
出

来
な
い
人
は

内
部
で

を
テ
キ
ス
ト
フ

イ
ル
に
打
ち

み

定
の
期
日
ま
で
に
メ

ル
に

付
し
て

出
す
る

つ
ま
り
ナ

ヴ
ギ
ア
や
ア
ミ

ス
フ

ア
は
メ

ル
を
送

信
す
る
機
能
も
有
し
て
い
る

マ
ル
チ
ウ

ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
の
一
つ
と
し
て

ら
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
も

然
だ

 

つ
ま
り
先
の
反
応
は
キ
リ
ト
君
が
新
た
に
保
存
し
た
テ
キ
ス
ト
フ

イ
ル
を
ナ

ヴ

ギ
ア

の
メ
モ
リ
内
に
保
存
し
た
も
の

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内
で
動
い
て
い
る
プ
レ
イ

が
作

た
テ
キ
ス
ト
は
遠
く
離
れ
た
ナ

ヴ
ギ
ア

へ
と
送
信
さ
れ

保
存
さ
れ
て
い
る
の
だ

 
な
ら
ば
そ
の
逆

す
な
わ
ち
こ
の
対
策
チ

ム
の

か
ら
彼
の

ナ

ヴ
ギ
ア

に

テ
キ
ス
ト
を
送
り
彼
が
保
有
す
る
テ
キ
ス
ト
デ

タ
に
メ

セ

ジ
を
送
る
事
が
出
来
る
の
で

は
な
い
か

そ
ん
な
発
想
が

か
ら
と
も
な
く
出
て
来
た
の
だ

に
彼
が
ナ

ヴ
ギ
ア
内

に
保
存
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
デ

タ
の

は
可
能
な
の
で
逆
説
的
に
こ
ち
ら
か
ら
送
る
事
も

可
能
だ
と
は
判
明
し
て
い
る

あ
と
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
外
部
で
作
ら

れ
た
デ

タ
を

み

ま
な
い
事
が
無
い
の
を
祈
る
ば
か
り
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そ
の
メ

セ

ジ
を
送
る
の
は
彼
と

わ
り
の
あ
る
天
災

く
か
な
り

心
の
強
い
子

だ
か
ら
彼
に
だ
け
伝
わ
る
暗

を

え
る

に
自
分
が
打
つ
と

示
し
合
わ
せ
た

で
は
無

い
が
自
分
と
彼
だ
け
が
知
る
事
を
書
き

え
れ
ば
信
じ
て
も
ら
え
る

だ
と

た

 
そ
ん
な
彼
女
を
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は
複

そ
う
に
見
て
い
た
が

も
う

も

わ
な
か

た

を

て
も
反
論
さ
れ

そ
の
内
容
を
正
確
に
彼
女
が
理
解
出
来
な
い
か
ら
か

さ
て

送
信

と

送
れ
た
か
な

あ

は
い

一
応
反
応
と
し
て
は
出
た
ん
で
す
が

あ
と
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

第
か

こ
れ
ば
か
り
は
祈
る
し
か

んお

 
祈
る
し
か
な
い
と

お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う

士
は
モ
ニ
タ

か
ら

こ
え
た
少
年
の

し

な
声
に

葉
を
止
め
た

ど
う
か
し
た

 

か
気
に
な
る
事
で
も
書
い
て
あ

た

 
麻

で
無
力
化
し

つ
も
の

で

め
に

た
男
を
引
き

る
少
年
の

を
歩
く
槍

使
い
の
女
性
が

を

る

彼
は
テ
キ
ス
ト
デ

タ
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
た
か
ら
そ
れ
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か
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
実

自
分
達
も
ど
う
な
の
か
ド
キ
ド
キ
だ

少
し

な

ど
ん
な
内
容
な
の

説
明
が

し
い
か
ら
後
で
な

暗

や

が
多

さ
れ
て
る
か
ら
ち

と

み
取
る
の

に
時
間
が
掛
か
る

 
お

 
と

喜
の

気
が
滲
む
も
ま
だ
だ
と

る
気
持
ち
を
抑
え
て
じ

と
モ
ニ
タ

を
見
る

う
わ
そ
う
い
う
の

て
ホ
ン
ト
に
使
う
人
い
る
ん
だ

み
返
す
時
に
面
倒
く
さ
そ
う
に
し

か
思
え
な
い
け
ど

後
ろ
暗
い

の
文
書
は
結
構
多
い
ぞ

ら
れ
た
ら
破
滅
な
ん
だ
か
ら

心
深
く
も
な
る

そ
れ
以
外
に
も

え
ば
親
し
い
人
と
の
暗

と
か
合

な
ん
か
に
も
使
う
事
は
あ
る

も

ア
ル
ゴ
と
の
や
り
取
り
で
は
色

と
決
め
て
る
か
ら
な

つ
ま
り
そ
れ
だ
け
後
ろ
暗
い
や
り
取
り
を
し
て
た
ん
だ

ハ
ン
ド
サ
イ
ン
の
事
な
ん
だ
が

え

て
サ
チ
に
ど
う
思
わ
れ
て
る
ん
だ
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く
頼
り
に
し
て
る

よ

で
疑
問
形

 

で
彼
は
後
ろ
暗
い

文
書
を

見
て
来
た
よ
う
な

振
り
な
の
だ
ろ
う
か

に
そ

こ
が
気
に
な

た
も
の
の

他
の
事
も
気
に
な

て
集
中
は
そ
の
ま
ま
だ

 
親
し
い
人
と
の
暗

と
か

て
る
か
ら
も
し
か
し
た
ら

と
思
う
の
だ
が
状
況
的
に

郷
の

の
内
容
だ
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
か
ら

と
も

え
な
い

解
像

的
に

ち

と
手

の
デ

タ
を
見
る
の
も

し
い
か
ら
外
部
の
テ
キ
ス
ト
デ

タ
が
内
部
で
も
見
れ

る
か
は
未
だ
不
明
だ

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
引
き

て
い
る
し

動
中
は
流

に
ホ
ロ
キ

ボ

ド
を
打

す
る
の
は

し
な
い
よ
う
で

そ
の
ま
ま
彼
は
メ
ニ

を

じ
た

 
対
策
チ

ム
は
結
果
が
分
か
ら
ず
仕
舞
い
で

キ
モ
キ
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継

す
る
事

に
な
る
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

郷
の
拷
問

取

初
手
は
五
感
を
切

て

も
分
か
ら
な
く
な

た
状

で
の
放

プ
レ
イ

な
の
で

拷
問
ら
し
い
拷
問

写
は
出
来
ま
せ
ん

取
も
無
い

そ
も
そ
も

取
す
る

以
前
に

ど
自
白
し
て
ま
す
か
ら

人
間
は
触
覚
を

断
さ
れ
た
だ
け
で
一

日
の
間
に
発
狂
す

る
ら
し
い
の
で
こ
れ
も
十
分
拷
問
で
し

う

ガ
バ
ガ
バ
判
定

 
ヴ

ベ
ル

点
は

の
そ
れ
ま
で

て
来
た
世
界
と
の

写

ア
キ
ト
が

な

い
影

か
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
活
動
が
か
な
り

い
の
で
キ
リ
ト
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
行

て
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
戦

て
ア

プ
デ

ト
を
止
め
る
だ
け
で
そ
れ
以

は
立
ち
入
ら
な
い
し
ス

レ
イ
ブ
は
キ
リ
ト
に
殺
さ
れ
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

行
き
な
の
で
以

は
会
わ
な
い

 

ち
な
み
に
ヴ

ベ
ル
は
ア
キ
ト
が

な
い
世
界
線
か
ら
ア
キ
ト
が
死
ん
で
か
ら
来
た
の

で

を

い
行
動
し
て
い
た
か
実

に
は
知
ら
な
い
で
す

キ
リ
ト
達
の

葉
か
ら
イ
メ

ジ

で
推

し
て
い
る
程

 
ケ
イ
タ
に
つ
い
て
は
ま
だ
秘
密

 
楯
無

点
は

裏

か
ら
見
て
も
五
感

断
放

は
拷
問
な
ん
だ
よ

と

と
甘
い
部
分
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の
あ
る
楯
無
で
も
エ
グ
イ
事
も
す
る
束
さ
ん
で
も
そ
れ
を
エ

グ
い
と

す
る
程
に

い
も
の
な
ん
だ
と

写

同
時
に
キ
リ
ト
ス
レ
イ
ブ
ホ
ロ
ウ
の
死
闘
を
見
た
束
と
千
冬
の
行

き
違
い
を
さ
ら

と

写

と
こ
と
ん
こ
の
二
人
は
一

／
和
人
の
事
で
は
反
り
が
合
わ
な
い

 
そ
し
て

デ

タ
は
お

け

か
ら
の

外
部
で
作

た
テ
キ
ス
ト
デ

タ
を
送

て

メ

セ

ジ
交
換
を
し
よ
う
と
い
う
発
想

 
原
作
小
説
の
七

や
二
十
一

で
も
帰
還
者
学

の

を
ゲ

ム
内
で
す
る
と
か
あ
り
ま
す

し
仕
事
に
使
う
テ
キ
ス
ト
デ

タ
を
ゲ

ム
内
で
作
る
と
か
ア
ス
ナ
の

親
は

れ
な
い
の

で
し
な
い
そ
う
で
す
が

あ
る
の
で

ナ

ヴ
ギ
ア

で
も
可
能
な
ん
じ

ね

 
と

実

原
作
一

に
出
て
来
る
ア
ス
ナ
の

理

デ

タ

て
ど
う
い
う

い
に
な
る
の
か
な

と
思

う
ん
で
す
よ
ね

ユ
イ
の
デ

タ
も
ナ

ヴ
ギ
ア
の
メ
モ
リ
に
格

し
て
た
か
ら
出
来
な

い

は
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

 
外
部
か
ら
の
直

的
な
ア
ク
シ

ン
を
弾
く
だ
け
で
プ
レ
イ

の
ナ

ヴ
ギ
ア
を

し
て
テ
キ
ス
ト
を
送
る
間

的
な
ア
ク
シ

ン
な
ら
い
け
る
ん
じ

な
い
か
な

て

 

未
だ
か
つ
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

中
に
こ
ん
な
大

な

絡
の
や
り
取
り
を

み
た
作
者

は

た
だ
ろ
う
か



 第百三十四章 〜境界線〜

 
ま

た
と
思
い
ま
す
が
ね

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は
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幕
間
之
物
語

虚
黒
編
 

戦
ウ
理
由

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
ヴ

ベ
ル
と
の
お
話
の
前
に
こ

ち
や

と
か
な
い
と

る
の
で

し

な
い
が
幕
間
と
し

て
入
れ
さ
せ
て

き
ま
し
た

こ
こ
数
日
更
新

高
い
か
ら
そ
れ
で
許
し
て
下
さ
い

下

 

点
は
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

虚
黒
で
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
で
す

ま
ん
ま
で
す

 
文

数
は
約
五
千

 
今
話
は
ち

と
ル
ビ
が
多
い
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

 
で
は
ど
う
ぞ

 

行

た
か
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理

最

コ
ン

ル
エ
リ
ア
か
ら
転

を

し
て
上
層
の

理

に
転

し
た
後

オ
リ
ジ
ナ
ル
達
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
帰
還
し
た

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

遇
や
対

応
に
つ
い
て
は

に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

の

労
が
限
界
を

え
て
い
た
の
が

一
番
の
理
由
で
あ
る

 
現
在
時

は

前
四
時

の
入
り
も
過
ぎ
そ
ろ
そ
ろ

さ
が
過

に
な

て
く
る
時
期

だ
か
ら

も
う
少
し
で
浮
遊
城
は

き

く
じ
つ日

を
見
る
事
と
な
る
だ
ろ
う

 

日
は
七
十
七
層
の
攻
略
を
進
め
て
い
た
よ
う
だ
し
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
事
も
あ

て
精
神
的
な

労
も
多
か

た
か
ら

息
を
入
れ
る
の
は

な
判
断
と

え
る

の
自
分
や
ス
レ
イ
ブ
は

ま
だ
し
も
生
身
の

は

い

だ

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
一
先
ず
こ
ち
ら
で

か
る
事
に
な

た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ

れ
帰
る

の
は
問

が

念
さ
れ
る
し
気
も

ま
ら
な
い
か
ら
だ
と
か

対
し
て

は

眠
を
と
る
必
要

性
が
無
い
か
ら
ず

と

き
て
い
ら
れ
る

権
限
を

出
来
る
事
も
あ
り

く
は

に

の
監
獄
を
作

て
拷
問

取
を
し
て
い
く
方

が

め
ら
れ
た

こ
こ
な
ら
高

テ
ス
ト

プ
レ
イ

権
限
を
持
た
な
い
限
り
入

て
来
ら
れ
な
い
し
ど
こ
か
に

て
も
す
ぐ
コ
ン

ル
で

場

を
確
認
で
き
る

更
に

を

ら
え
て
い
た
と
い
う
実
験
体

に
も
す
ぐ
行
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け
る
か
ら

か
と

性
が
高
い

 

し
む
ら
く
は
シ

プ
系
の

設
が
無
い
の
で

性
的
な
物

不
足
を
解
消
で
き
な
い
事

か

最

の
コ
ン

ル
を
使

て
こ
の

エ

リ

ア
理

に
実

出
来
な
い
か

と
真
剣
に

す
る

 

と

背
後
に
気
配

 
現
在
こ
の
エ
リ
ア
に

る
の
は
自
分
と

郷

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
二
人
の
み

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
復
活
を

た
義
姉
は
コ
ン

ル
で
自
身
に
戦
闘
可
能
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
属
性
を
付
与
し
た
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
テ

タ
ス
を
コ
ピ

し
た
り
し
た
時
と
同
様
浮
遊
城
へ
入
る

の
パ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
組
み

ん
で
あ
ち
ら
へ
行

た
か
ら

に
は

な
い

最
初
は
残
る
と

た
が
コ
ン

ル
さ
え
使
え
ば
行
け
る
確
信

も
あ

た
か
ら

が
追
い
出
し
た
の
だ

 
罪
悪
感
は
あ
る

義
姉
は

も
悪
く
な
い
の
に

ば
強
制
的
に
追
い
出
し
た
の
は
ち

と
ど

う
な
の
か
と
自
分
も
思
う

だ
が
今
は
親
し
い
人
と
は

を
合
わ
せ
た
く
な
か

た

一
時
は
抑

え

ん
だ
モ
ノ
が

れ
出
そ
う
に
な
る

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

り
た
か
ら

な
い

あ
ま
り
時
間
を
空
け
す
ぎ
る
と
ザ

ザ
達
が
面
倒
な
事
を
し
か
ね
な
い
か
ら

る
と

て
い
た

は

行
す
る
つ
も
り
の
よ
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う
だ
が
止
め
る
理
由
も
無
い
の
で
特
に

も

さ
な
か

た

 
と
な
れ
ば

背
後
に
突
然
現
れ
た
の
は
そ
れ
ら
以
外

 
正
面
に
は
浮
遊
城
と
繋
が
る
転

が
あ
る
た
め

あ
ち
ら
に

た
メ
ン
バ

で
は
な
い

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は

ら
に
転
が

て
い
る
か
ら
違
う

背
後
に
は
コ
ン

ル
が
あ
る
か
ら
Ｐ
ｏ
Ｈ

が
一
番
可
能
性
が
高
い
と

え
る

 

だ
が

こ
れ
は
違
う

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
で
は
な
い
確
信
が
あ

た

た
く
ヌ
ル
リ
と
し
た

食
者
の
如
き
殺
気
や

線
が
無

い

背
中
に
ぶ
つ
か
る
も
の
は
無
機

な
も
の
だ

し
振
り
じ

な

ホ
ロ
ウ
よ

カ

デ

ナ
ル
か

か

か

 

変
わ
ら
ず
の
人
を
食

た
よ
う
な
物

い
に

め
息
を

き

振
り
向
く

 

さ

き
ま
で
無
人
だ

た
場

に

一
つ
の
人
影
が
あ
る

 
全
体
的
な

で

え
ば

セ
イ
ジ者

が
近
い
か

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
ロ

ブ

も

者
然
と
し

て
い
る
が
あ
ち
ら
は
魔
法
を
使
い
そ
う
な

な
の
に
対
し
こ
ち
ら
は
知
識
が

な
学
者
と

い
う
意
味
で
の

者
に
思
え
る

紺
色
の
四

い
学
士

を

り
ア
ン
テ

ク

の

眼
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を
掛
け
紺
色
の
ロ

ブ
を

て
い
る
か
ら
か

自
分
よ
り
背
が
高
い

恐
ら
く
一
三

セ
ン
チ

ど

少
女
の
容

だ
と
知
識

な
学
者
の
方
が
似
合

て
る
と
個
人
的
に
思

た
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う

そ
れ
で
も

者
を
想

す
る
の
は

手
に
自
身
の
背

よ
り
も
大
き
な

の
ス
タ

フ
を
手
に
し
て
い
る
せ
い
だ

 
と
も
あ
れ
そ
れ
が
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

を

す
る
完
全
自
律
シ
ス
テ
ム
カ

デ

ナ

ル
・
シ
ス
テ
ム

が
使
う
ア
バ
タ

 
一
体
ど
う
い
う
理
由
で
そ
れ
を

し
た
の
か
は
疑
問
が
あ
る
が
と
に
か
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

者
は
そ
の
容

を
使
い

こ
う
し
て

触
し
て
く
る

な
ん
じ

が
無
け
れ
ば
来
て
は
い
か
ん
の
か
の

 
し
か
も
タ
チ
の
悪
い
事
に
こ
の

者

か
と

さ
え
あ
れ
ば
こ
ち
ら
に

触
し
て
は
狂

回
し
に
近
い

葉
で
振
り
回
し
て
く
る
か
ら
始

に
負
え
な
い

 

然
殺
そ
う
と
し
て
も
殺
せ
な
い

権
限
に
よ
る
不
死
属
性
付
与
の
他
に
特

な
も
の
も

使

て

を

て
い
る
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
も
の
は

し
た

も
手
出
し
が
出
来
な
い

が
ア
ン
タ
を

い
て
い
な
い
事
は
分
か

て
い
る
だ
ろ
う
に

白

し
い

ぬ

哀
し
い
の

は
人
間
の

う
と
お
り
に
し
か

・

・

・

動
け
ん
シ
ス
テ
ム
死
者
が
出
る
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工
を
し
た
の
は
そ
こ
の
男
だ
と
い
う
の
に
十
把
一
絡

に
悪
者

い
さ
れ
る
の
は
哀
し
い
ぞ

そ
れ
に

な
り
に
色

と
手
を
打

て
お
る
ん
じ

か
ら
な

 
む
く
れ

で
反
論
し
て
く
る

者

 
実

そ
の

葉
は

で
は
な
い

な
ら
自
分
の
存
在
自
体
が
カ

デ

ナ
ル
が
打

て
い
る

手

の
一
つ
な
の
だ
か
ら

そ
れ
は
分
か

て
い
る
が

い
や

も
う
い
い

ん
む

 

し
い
の

こ
う
も

く
に

れ
る
と
は

ど
う
せ
一
部
始
終
見
て
た
な
ら
分
か

て
る
だ
ろ
今
か
な
り
機

が
悪
い
ん
だ

件
が
無

い
な
ら
消
え
て
く
れ
な
い
か

む

こ
れ
は

じ

の

 
や
や

根
を
寄
せ

し
い

を
し
な
が
ら

て
来
る

分
か

て
い
る
な
ら
こ
ち
ら
を

わ
な
い
で
欲
し
い

そ
れ
で

件
は

 

か
話
が
あ

て
来
た
ん
だ
ろ
う

て
お
く
が

件
に
付
け

足
し
た

り
追
加
の
依
頼
は

け
な
い
ぞ

 

外

部
か
ら

ち
た
後
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オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
へ
転

し
そ
の

間
の
デ

タ
を

て
ア
ル
ベ
リ

ヒ
は
手

を
得
る
べ
く

キ
リ
ト

の
コ
ピ

を

ん
だ
プ
レ
イ

ス
レ
イ
ブ

を
作

成
し
た

 

は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
不

に
作
り
出
し
た
プ
レ
イ

ス
レ
イ
ブ
の
対
に
な
る
存
在
と
し

て
作
ら
れ
た
ホ
ロ
ウ

は

を
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
と
呼
ぶ
よ
う
頼
ん
だ
か
ら
そ
う
呼
ぶ
が
正
確

に
は
ホ
ロ
ウ
ス
レ
イ
ブ
と
呼
ば
れ
る
方
が

切
だ

え
て
ミ
ス
リ

ド
さ
せ
た
の
は

の
存
在

を
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

 

故
キ
リ
ト
の
対
と
な
る
ホ
ロ
ウ
と
し
て
作
り
出
さ
な
か

た
の
か

そ
れ
は

に
ホ

ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
存
在
し
て
い
て

つ
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
仕
掛
け
た
ア

プ
デ

ト
を
止
め
よ
う
と

し
た

に
現
れ
る

衛
シ
ス
テ
ム
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
か
ら

に
存
在
し
て
い
る
も
の
を

変
え
る
事
は
出
来
な
い
か
ら
新
た
に
作
り
出
さ
れ
た
プ
レ
イ

に
対
し
同
時
に
作
成
さ
れ
た

ホ
ロ
ウ

つ
ま
り

を

し
た
の
だ
と
い
う

 
カ

デ

ナ
ル
が

を
作
り
出
し
た
理
由
は

権
限
を
持
つ
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
危
険
性
を
危
惧

し
た
か
ら

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の

者
で
あ
る
カ

デ

ナ
ル
は

全
損
を
契
機
に

死
の

電

波
を
放
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
の
が

郷
だ
と
知

て
い
た
の
だ

そ
れ
に
対
抗
す
る
べ
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く

を
作
り
出
し
た

 

初
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
に
対

さ
せ
る
べ
く
対
抗
手

と
な
る
も
の
を

け
た

第

一
層
で
ユ
ウ
キ
と
デ

エ
ル
を
し
た
後

手
に

み
を

て
浮
か
ん
だ
あ
の
紋
様
だ

カ

デ

ナ
ル

く
ア
レ
は
カ
ウ
ン
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
と

う
ら
し
い

カ

デ

ナ
ル
が
不

と
認
め
た

権
限
持
ち
に
対
す
る

一
の
対
抗
手

と
し
て
新

作
成
し
た
権
限
だ
と
い
う

現

在
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

の
二
人
に
の
み

け
ら
れ
て
い
る

に
も
備
わ

た
の
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
精
神
状

を

み
て
万
が
一
の
時
に
備
え
て
の
事
だ
と
か

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る
ア
カ
ウ
ン
ト
の
序
列
は
五
つ
あ
る

 
最
高

に
は
カ

デ

ナ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
が
存
在
す
る

名
前
の

り
目
の
前
に
い
る

者

が
使
う
も
の
だ

 

点
で
ゲ

ム
マ
ス
タ

ア
カ
ウ
ン
ト

こ
こ
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

す
る

一

的
に
は
こ

れ
が
最
上

に
あ
る
ら
し
く
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
自
身
を
神
と

認
し
た
の
も
カ

デ

ナ
ル
ア

カ
ウ
ン
ト
の
存
在
を
知
ら
な
い
せ
い
だ
と
か

カ
ウ
ン
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
も
序
列
的
に
こ
こ
に
あ

た
る
の
で

権
限
の

果
を
無

化
出
来
る

 
三
番
目
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
取
り

き
が
使

て
い
た
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
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四
番
目
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
使

て
い
る
ハ
イ
ア
カ
ウ
ン
ト

 
最
後
に
一

プ
レ
イ

が
使
う
コ
モ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

の
ア
カ
ウ

ン
ト
も
序
列
と
し
て
は
こ
こ
に

す
る
ら
し
い

な
の
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
ホ
ロ
ウ
は

な
い

と

い
た

 

と
も
あ
れ
カ
ウ
ン
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
を

け
た

に
カ

デ

ナ
ル
は
依
頼
を
出
し

た

権
限
を
持
つ
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

し

無
力
化
せ
よ

と

カ
ウ
ン
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
に

よ
る

ア
カ
ウ
ン
ト
の
権
限
無

化
は
絶
対
な
の
で

程
の
ヘ
マ
を
し
な
い
限
り
は

に

戦
え
る

ア
バ
タ

の
ス
テ

タ
ス
も
状

異
常
は

な
い
か
ら
ど
う
と
で
も
な
る

仮
に
死

ん
で
も
ホ
ロ
ウ
な
の
で

ら
で
も
立
ち
向
か
え
る

一
番
マ
ズ
い
の
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

ら
れ
る
事
だ

た
の
だ

 

良
い
事
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
立
ち
直

た
か
ら
思

た
よ
り

く

の
依
頼
は
終
わ

た

が 
そ
し
て

は
そ
の
依
頼
を

け
る

あ
る

件
と
見
返
り
を
要
求
し
た

件
は
そ
の
依

頼
で
終
わ
り
に
す
る
事

見
返
り
は
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の

ホ
ロ
ウ
よ

 

者
が
声
を
掛
け
て
来
る

 
そ
の
眼
は

表
情
は

ま
る
で

れ
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る

故
お
主
は
あ
ん
な
見
返
り
を
求
め
た
の
じ

そ
ん
な
も
の
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
意
味

な
ど
無
か
ろ
う
に

故

意
味

か

 

わ
れ
た
事
を

し

み
下
す

求
め
た
も
の
が
持
つ
意
味
を

え
た

 

と

天
を
見
上

る

天
の
星
空
と
錯
覚
さ
せ
る
暗
闇
と
電
子
の
光
が

界
に
入

る

あ
れ
ら
の

き
に
意
味
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と

と
思

た

き

と
無
い
だ
ろ
う

 

そ
れ
と
同
じ
だ

 
仮

見
上

た
天
が
天

だ
ろ
う
と

蒼

だ
ろ
う
と

空
間
の
天

だ
ろ
う
と

な
い

上
に
あ
る
か
ら
空
な
だ
け

内
だ
か
ら
天

な
だ
け

見
上

る
行

に
も
意
味
は
無

い

見
た
い
と
思

て
見
上

た

で
は
無
い
の
だ

た
だ
し
た
い
と
思

て
見
上

た

し
た
い
と
思

た
か
ら
だ

意
味
な
ん
て

に
は
も
う

の

に
も
立
た
な
い

 

点
を
下
ろ
し

者
の
眼
を
見
る
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カ

デ

ナ
ル

お
前
が

を
こ

うに
し
た
か
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
に

全

て
意
味
を
奪
わ
れ
た

ん
だ

 

者
の

が

き

と
強

た

も
か
も
喪

た

も
か
も
だ

人
も
立
場
も

場

も

名命
も

戦

う

死
な
な
い
理
由

す
ら
も
喪

て

そ
れ
で
も

は
お
前
の
依
頼
に

事
し
た

そ
れ
だ
け
が

の
剣
を
振
る
う
理

由
足
り
得
た
か
ら
だ

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

る
以
上
も
う
最
前
線
で
は
戦
え
な
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ホ
ロ
ウ

か
死
ん
だ
プ
レ
イ

達
と

い
世
界
で
戦
い

け
る
ば
か
り
の
日

し
か
な
い

大
切
な
人
達

は

あ

ち
に

る

戦
う
理
由
が
無
か

た
の
だ

 
そ
れ
で
も
依
頼
を

け
た
の
は
間

的
に
大
切
な

を
守
れ
る
と
同
時
に
自
分
も
死
ね
る

戦
い
だ

た
か
ら

だ
け
ど

も
う
そ
れ
も
無
い

 
も
う

れ
た

 
こ
の
世
界
が
ク
リ
ア
さ
れ
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

デ

タ
は
完
全
消
去
さ
れ
る
と
カ

デ

ナ

ル
か
ら

い
て
い
る
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全
て
を
奪

た
存
在
を

か
ら
見
て
生
き
る
な
ん
て
真

平
ご
め
ん
だ

自
分
が
歩
ん
だ
か
も

し
れ
な
い
道
を

し
得
た
か
も
し
れ
な
い
目
的
を
達
成
す
る
未
来
を

観
す
る
し
か
な
い
な

ん
て
地
獄
よ
り

た
ら
し
い
未
来
は
死
ん
だ
方
が
マ
シ
だ

で
あ
る
自
分
が
死
ぬ
確
実
な
方
法

は
サ

バ

デ

タ
の
消
去

だ
か
ら
ク
リ
ア
出
来
る
よ
う
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

に
協
力
し
た

 

だ
が

 

て
死
ぬ
な
ん
て
そ
れ
も
ご
め
ん
だ

く
引
き
下
が
る
つ
も
り
な
ん
て
無
い

に
自

分
の
デ

タ
を
上
書
き
す
る
の
は
不
可
能
と
分
か

て
い
る

リ
ア
ル
に
帰
れ
な
い
の
は
百
も
承

知 
だ
か
ら
死
な
ば

共

じ

か
ら

復

讐
心
中
を
見
返
り
に
す
る
と

そ
う
だ

 
見
返
す
と
い
う
目
的
を
最

果
た
せ
な
い
な
ら
道

ば
で
も
い
い
せ
め
て
一

報
い
な
け

れ
ば
気
が
済
ま
な
い

そ
の
た
め
に
求
め
た
復
讐
の
機
会

 
そ
れ
が
ホ
ロ
ウ
の

が

ん
だ
道

き

と

も
お
主
の
消
滅
を
望
ん
で
お
ら
ぬ

そ
れ
で
も
そ
の
道
を

ぶ
と
い
う
の
か
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あ
あ

悲
し
む

ツ
が
出
る
ぞ

 

裏
に

義
姉
の

が
浮
か
ぶ

 
夜
の
海

で
見
た
あ
の

き

本
物
が

る
と
い
う
の
に
ニ
セ
モ
ノ
に
す
ら
愛
情
を

ご

う
と

し
て
く
れ
た
器
の
大
き
い
恩
人

心
か
ら
尊

し
て
い
る
義
理
の
姉

 

し
く
剣
を
振
る
う
姉
の

が

ま
た

に

れ
る

が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ

 
そ
れ
で
も

は

も
う

れ
な
い
ん
だ

 
求
め
る
も
の
は
あ
る

か
な

場

く
得
た

場

て
も
良
い
と

わ
れ
た
帰
る

場

大
切
な
人
達

大
切
な
名
前

ず

と
大
事
に
し
よ
う
と
決
め
て
い
た

 
だ
が
最

そ
れ
は
無
く
な

た

も
う
二

と
手
に
入
る
事
は
な
い

未
来

手
に
入
れ

ら
れ
は
し
な
い

め
る
し
か
な
い

 
こ
の
身
が
人
間
で
な
く
な

た
時
か
ら

も
う

れ
な
く
な

た
の
だ

 

ご
め
ん
な
さ
い

リ

姉

 
彼
女
は

し
い
か
ら

き

と

く
し

哀
し
む
し

責

を
感
じ
る
だ
ろ
う
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そ
れ
で
も

に
は

先
す
る
も
の
が
あ
る

れ
な
い

想

い

復
讐
心
が
あ
る

未
だ
実

て
い
な

い
そ
れ
を
実
ら
せ
る
機
会
が
あ
る
の
だ

手
に
入
ら
な
い
希
望
よ
り
手
に
入
る
機
会
が
あ

る
希
望
を

は

び
取
る

 
そ
う

し
た

 
そ
れ
だ
け
が

そ
れ
だ
け
が
ホ
ロ
ウ
が
本
物
と
し
て
死
ね
る

一
の
方
法
な
の
だ

そ
う
か

な
ら
ば

は
も
う

も

わ
ぬ

 

の
決
意
が

い
と
知

た
か
ら
か

カ

デ

ナ
ル
は

を
返
し
た

 
同
時

も
ま
た

を
返
し

背
を
向
け
合
う

も
う
お
主
と
会
う
事
も
あ
る
ま
い

そ
う
か

せ
い
せ
い

す
る
よ

そ
れ
は

の
セ
リ
フ
じ

小
生
意
気
な
小

と

を
合
わ
せ
な
く
て
良
く
な
る
か
ら
の

じ

が

す
ま
ん
か

た
の

キ
リ
ト
よ

し
て

こ
こ
ま
で
協
力
し
た
ん
だ

あ
と
は
上
手
く
や
れ
よ

で
は
の

あ
あ
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そ
の
会
話
が

と
カ

デ

ナ
ル
の
最
後
の
や
り
取
り
と
な

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は

実
は

キ
リ
ト
の
ホ
ロ
ウ

で
は
な
く

キ
リ
ト
を
コ
ピ

し
た

ス

レ
イ
ブ
の
ホ
ロ
ウ

な
の
で

密
に
は
ホ
ロ
ウ
ス
レ
イ
ブ
が
正
し
か

た
り

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

ス
レ
イ
ブ
を
作
り
出
し
た
同
時
期
に
生
ま
れ
た
ホ
ロ
ウ
を
カ

デ

ナ
ル
が

し
た
ス
レ
イ

ブ
の
完
全
同

体

な
の
で
記

も
精
神
も

も
か
も

け
継
い
で
る

 
キ
リ
ト
ス
レ
イ
ブ
と
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
時
点
で
ど
れ
か
は
カ

デ

ナ
ル
か
ら
特
別

い
さ
れ
て
る

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
は
同
時
に

存
在
出
来
な
い
ル

ル
の
は
明
白

で
過
去
に

写
し
た

暗
躍
ス
ル
影
達

で
キ
リ
ト
は

ユ
イ
と
ス
レ
イ
ブ
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
そ
し
て
も
う
一
人
が
カ

デ

ナ
ル
に

触
さ
れ
て
る

の
で
消
去
法
で
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が
そ
れ
に

そ
も
そ
も
消
え
る
の
は
ホ
ロ
ウ
な
の
で
ホ
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ロ
ウ
に
対
策
取
ら
せ
な
い
と
意
味
が
な
い

 
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が

権
限
麻

と
か
無

化
出
来
て
た
の
も

暗
躍
ス
ル
者
達

で
カ

デ

ナ
ル
に
依
頼
さ
れ
た
時
に
カ
ウ
ン
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
を

さ
れ
た
か
ら

 

実
は
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

ち

こ
ち

こ

ろ
を
出
し
て
る
ん
で
す
よ
ね

 

え
ば
サ
チ
達
を
突
き

と
し
た
後
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
殺
し
合

て
る
時
第
百
二
十
一
章
 
こ

の
話
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

権
限
持
ち
の
事
を

し

問
い
掛
け
て
ま
す
が

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

権
限

持
ち
と
判
明
し
た
の
は
そ
の
日
の
事
し
か
も

同
時

で
更
に
浮
遊
城
で
の
事
な
の
で

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
知
り
様
が
な
い

な
の
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
に

と

え
て
る
時

点
で
カ

デ

ナ
ル
と
繋
が

て
る
の
は
明
白

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
そ
の

の
事
情
を
知
ら
な
い
の
で
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

そ
も
そ
も
同
一
人
物

の
ホ
ロ
ウ
大

発
生
と
い
う
時
点
で
疑
え
ま
す
か
ら
ね

 
そ
し
て
カ

デ

ナ
ル
の
依
頼
に
対
す
る

件
と
見
返
り

 

件

依
頼
一
つ
で
終
わ
り

は

も
う

れ
て
る
か
ら
そ
の
戦
い
で
最
後
に
し
て

後
は

復
讐
の
方
に

れ
る
よ
う

止

 
見
返
り

心
中
／
復
讐

は

キ
リ
ト
が
戦
う
目
的
だ

た
も
の
を
達
成
す
る
べ
く
求
め
た
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も
の

そ
れ
を

す
事
で

人

と
し
て
死
ぬ
と
い
う
事
に

 

さ
て

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
が
求
め
る
復
讐
の

対

は
一
体

で
し

う
か

 
ま

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ア
キ
ト
し
か

な
い
の
で
す
が

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は
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第
百
三
十
五
章
 

ル

プ

回
廊
の
果
て

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

ち
に

た
ヴ

ベ
ル

回

ア
ン
ケ

ト
の
得

数
を

慮
は
し
て
お
り
ま
す
が
プ

ロ

ト
の

上
秋
十

は
無
い
で
す

と
い
う
よ
り
過
去
話
だ
と
秋
十
存
在
し
な
い
の
で

 
今
話
は
ヴ

ベ
ル
さ
ん
の
心
情
を
メ
イ
ン
に

え
ま
し

う

空

感

 
今
話
の

点
は
前

キ
リ
ト

後

ヴ

ベ
ル

 
文

数
は
約
一
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ノ
ブ
を
回
し

を
開
け
る

ぎ

と
木
製
特
有
の

を
立
て
て

は
内

に
開
き

の
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内

が

に
な
る

み
ん
な
に

べ
て
使
う
回
数
が
少
な
い
せ
い
で
未
使

の
も
の
も
多
く
小

さ
が
保
た
れ
て
い
た

 
入
り

か
ら
見
て
手
前

に
対
面
で

か
れ
た

フ

と

の

い
テ

ブ
ル

手
前

に
は
ク
ロ

ゼ

ト
と

が
あ
り

を
ハ
ン
ガ

に
掛
け
る
収

部
分
と
ア
イ
テ
ム
を
仕
舞

う

の
ス
ト
レ

ジ
部
分
と
が

存
し
て
い
る

の

は
ベ

ド

の

は
仕
事

が
備
え

付
け
ら
れ
て
い
て

本

も
あ
る

 
ち
な
み
に
あ
の
本

ど
は
意
味
を

さ
な
い
も
の
ば
か
り
だ
が
中
に
は
あ
る
ス
キ
ル
を

修
得
す
る
事
で
初
め
て

め
る
も
の
も
あ

た
り
す
る

以
前
手
に
取

た
時
は
そ
の
確
認
だ
け

し
て
中
身
ま
で

ん
で
い
な
い

ん

 
部

の
中
に
入

た

ぐ
ら
と
足

が

ら
つ
い
た

自
分
と
し
て
は
眠
気
は
あ
ま
り

な
い
の
だ
が
ど
う
も
肉
体
の
方
が

労
を

え
て
い
る
ら
し
い

く

ま
せ
ろ
と

え
て
い

る
よ
う
だ

実

日
今
日
と
ず

と
動
き

け
て
い
た
か
ら

労
は
大
き
い

過
ぎ
ま
で

ん
だ
後
は
ま
た
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
そ
の

に
も

息
は

取

て
お
く
べ
き
だ
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少
し
残
念
だ
が

書
は
ま
た

の
機
会
に
回
す
と
し
よ
う

 

を
返
し
て
ベ

ド
に
近
付
き

く

を

て

に
ダ
イ
ブ

か

か
と
し
た
感
触

が

の
体
を

し
返
す

ん

か

か

 
あ
ん
ま
り

の
上
に

て
い
る
と
線

が

し
て

か
く
な
り
に
く
く
な
る
た
め
リ

姉
が

る
前
で
は
出
来
な
い
事
だ
が
今
は
と
に
か
く
こ
の
感
触
を
味
わ

て
い
た
か

た

眠

た
く
な
く
て
も
横
に
な

て
い
れ
ば
気
付
か
な
い
内
に
眠

て
い
る
だ
ろ
う

 

と

の
上
に

い
て
い
る

の

に

意
が
い
く

 
そ
れ
は
自
分
の
使
い
魔
で
あ
る
フ

ザ

リ
ド
ラ
ナ
ン
の

と
し
て

工
ス
キ
ル

で
作
り
上

た

本
的
に
マ
ス
タ

か
ら
離
れ
る
事
の
な
い
使
い
魔
の

食
住
を
整
え
る

の
も

い
主
の
務
め
な
の
だ
が

ナ
ン

気
付
い
た
ら

な
く
な

て
る
な

 
少
な
く
と
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
達
と
合
流
し
た
時
点
で
は

た

断

空

ジ
リ
オ
ギ
ア

と

妖
森

異
界
ア
レ
バ
ス
ト
の
エ
リ
ア
ボ
ス
と
戦
う
時
に
も

車
の
近
く
で

空
し
ダ
メ

ジ
を

け

た
二

の

や
ホ
ロ
ウ
の
回
復

護
に
回

て
い
た
の
は
確
認
し
て
い
る
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し
か
し

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

て
来
る
時
点
で
は

に

な
か

た

ホ
ロ
ウ
の
方
か

あ
る
い
は
ス
レ
イ
ブ
か

魔
剣
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

を
持
つ

の
精
神
と
記

を

け
継
い
だ
も
う
一
つ
の

ス

レ
イ
ブ

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
よ

て
作
り
出
さ
れ
た
存
在

手

と
し
て
人
形
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
者

 
ス
レ
イ
ブ
は
リ

フ

達
と
共
に

る
事
へ
の
喜
び
と
攻
略
組
の
面

へ
の

し

な
さ

が
表
情
に
現
れ
て
い
た

ホ
ロ
ウ
の
よ
う
に
自
分
が

た
立
場
や
戦
う
目
的
を

先
し
て
い
る
よ

う
に
は
見
え
な
か

た
が
あ
る
意
味
あ
の

も

と
は

え
る

ど
ち
ら
も
オ
リ
ム
ラ

イ
チ
カ
と
し
て
は
正
し
い
在
り
方
だ

た
だ
憎
し
み
を

先
す
る
か

せ
を

先
す
る
か
の

違
い

 
ホ
ロ
ウ
に
と

て
自
身
の
立
場
は
大
切
な
も
の
を
奪
わ
れ
た
よ
う
な
も
の

そ
の
喪
失
感
と
絶

望
が
憎
し
み
に
火
を
付
け
た

だ
か
ら

心
を
見
せ
る
の
も
分
か
る
事

も
同
じ
事
に
な

た
ら
同
じ
振
る
舞
い
を
す
る
確
信
が
あ
る

 
同
時
に
ス
レ
イ
ブ
の
事
も
分
か
る

大
切
な
義
姉
に
裏
切
ら
れ
た
と
思
い
な
が
ら
付
き

い

そ
れ
が
偽
物
で
本
物
と

く
会
え
た
事
の
喜
び

そ
れ
そ
の
も
の
は
分
か
ら
な
い
が
喪

た
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も
の
を
再
び
得
た
よ
う
な

救
わ
れ
る
感
覚
と
い
う
の
は

と
な
く
分
か
る

憎
し
み
よ
り

先
す
る
も
の
が
あ

て
行
動
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
分
か
る

 
ナ
ン
に
と

て
す
れ
ば
シ
ス
テ
ム
的
に
は

が

い
主
で
も
見
た
目
や
在
り
方
は
あ
ち
ら

の
方
が

み
深
い

実

ス
レ
イ
ブ
と
一
緒
に

る
と
こ
ろ
も
見
た
か
ら
離
れ
ら
れ
て
も
あ
ま

り
違
和
感
は
無
か

た

 

ち
な
み
に
ス
レ
イ
ブ
も
こ

ち
に
来
て
お
り

今
は

下
で
事
情

取
中
だ

 
ア
ル
ゴ
と
シ
ン
カ

を

む
情
報

勢
が
こ
ぞ

て
集
ま

て
い
て

圏
内

で
の
失

事

件
や
ら

や
ら
に
対

し
て
い
た
ら
し
い

そ
こ
に

達
が

事
と
解
決
し
た
ネ
タ
を
持
ち

ん
だ
も
の
だ
か
ら

に

た

あ
の
ア
ル
ゴ
が
情
報
で
グ
ロ

キ

気
味
な
の
を

見
た
の
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い

 
と
も
あ
れ
問

は

に
解
決
し
あ
と
は
事
後

理
や
事
情

取
を
残
す
の
み
な
の
で
そ
こ

に
は
安
心
し
て
い
た

 
そ
し
て
リ

フ

に

れ
ら
れ
て
い
た
黒
騎
士
ス
レ
イ
ブ
を
見
て
そ
れ
も
終
わ
る

ま
た

面
倒
事
か
と
ア
ル
ゴ
の
目
は
雄

に
語

て
い
た
の
を

は
忘
れ
な
い

 
そ
の

の
事
は
色

や
や
こ
し
い
上
に
全

れ
て
い
る
事
も
あ

て

故
に

れ
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知
ら
ず
な
ユ
イ
と
ス
レ
イ
ブ
本
人
に
後
を

せ
残
り
の
面
子
は

の
部

で

む
事
に
な

た 
ど
う
い
う

書
き
に
す
る
か
は

め
て
伝
え
て
い
る
し
ユ
イ
な
ら

の
事
を
あ
ま
り
知
ら
な

い
面

の
前
で

も
か
も

し
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

だ
か
ら
安
心
し
て
体
を

め
ら
れ

る

ぬ

 

し
か
し

返
り
を
打
ち
な
が
ら

ら

て
ど
も
眠
気
は

れ
な
い

 

ら
か
い

に

ま
れ
て
横
に
な

て
い
る
と

労
は
取
れ
る
し
気
持
ち
も
い
い

眠
気
が

れ
な
い
せ
い
で

時
ま
で
経

て
も

ち
す
る
気
配
が
な
い

そ
う
い
え
ば

だ
と
も
う
そ
ろ
そ
ろ
で

き
る
か
ら
な

 
最
近
は

を
使

て
で
も

眠
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
た
し

け
れ
ば
こ
の
時
間
に

き

て
活
動
す
る
事
も
多
か

た
か
ら

ど
う
も
体
内
時

が
覚
醒
状

に
入

て
し
ま

た
ら
し

い

ど
こ
で
も

時
で
も
す
ぐ

ら
れ
る
事
が
持

戦
や
⻑
期
戦
の
コ
ツ
な
の
に
こ
れ
は
不

な
い

 
も
う
少
し
と
思

て

る
が

や
は
り
眠
気
は

れ
な
い
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気
付
け
ば
ベ

ド
横
に
あ
る

か
ら
陽
光
が
差
し

ん
で
く
る
始

か

む
か

 

か
い

み
物
で
も

め
ば
精
神
が

ち

き

眠
り
に

ち
れ
る
だ
ろ
う

そ
う
思

て

ベ

ド
を
這
い
出
た

は
ス
ト
レ

ジ
か
ら

の
三

火

と

手

を
取
り
出

し

お

に

か
し
て

む
タ
イ
プ
の

が
入

た
紙

を
二
つ
取
り
出
す

 
ま
ず
手

に
虚
空
か
ら
出
現
さ
せ
た
水
を
入
れ
三

に

く

に

に
火

を

き

り

く
事
で

の
中
に

じ

ま
れ
た

を
解
放

そ
れ
を
三

の
下
に
入
れ
る
事
で

の
コ
ン
ロ
が
出
来
上
が
る

 
あ
と
は

す
る
の
を

つ
だ
け

ポ

プ
ア

プ
表
示
で
五
分

て
ば

す
る
か
ら
そ
れ

ま
で

機
だ

 
マ
グ
カ

プ
を
取
り
出
し
二
つ
の

の
中
身
を
ざ

と
入
れ
て

備
完
了

ち
な
み
に

は
特
製
ブ
レ
ン
ド
コ

ヒ

と
ミ
ル
ク
を

に
し
た
も
の

気
を

ち

け
る
な
ら
こ
れ
が
一

番
だ

ミ
ル
ク
を
入
れ
る
と
女
性

で
す
ら
甘
過
ぎ
る
と
不

を

す
る
程
に
バ
ラ
ン
ス
が

悪
い
の
で

は
入
れ
な
い
の
だ
が

今
は
リ
ラ

ク
ス
を
求
め
て
い
る
の
で
入
れ
た

 

リ

姉

く

は
甘

寄
り
ら
し
い
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い
の
は

い
で
は
な
い
が
苦
手
だ

が

り

り
す
る
あ
の
感
覚
は
ツ
ラ
い

た
だ
し
肉

理
の

味
は

子
の

味
と
種
別
が
違
う
の
か
兵
器
だ

た
り
す
る

謎
で
あ
る

キ
リ
ト

 

突
然

自
分
し
か

な
い
部

の
中
で

人
の
声
が
し
た

 
ハ

キ
リ
と
名
前
ま
で

に
し
た
そ
の
声

を
上

て
見
れ
ば

時
の
間
に
か
ド
ア
の
前

に
黒
い
ゲ

ト
が
開
い
て
い
て
そ
こ
か
ら
ヴ

ベ
ル
が
出
て
来
る
と
こ
ろ
だ

た

ず

と
し

て
い
た
フ

ド
も
今
は
後
ろ
に

け
ら
れ
て
い
て

ユ
イ
と
同
一
の

が

に
な

て
い
る

 

と
合
流
し
て
か
ら
は
一

も

葉
を
発
さ
な
か

た
女
性
は
テ

ブ
ル
の
上
に

い
て
あ

る
手

を
じ

と
見

め
た

む
か

え
 

み
た
い
の
か
な
と
思

て
問
え
ば
意
外
だ

た
か
の
よ
う
な
反
応
を
し
て

た
よ
う

な
表
情
を
浮
か
べ
る

む
し
ろ
こ

ち
が

る
ん
だ
が

欲
し
く
て
見
て
た

じ

な
い
の
か

え

と

い
え

そ
う
い
う

で
は

・

・か
・し
・い

な
と

そ
う
思

た
だ
け
で

特
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に
深
い
意
味
が
あ
る

で
は

そ
う
か

で
も
ま

だ
か
ら

ん
で
い
け
ば
良
い

め
な
い

じ

な
い
ん
だ
ろ

う
え

え
え

ま

な
ら

ら

て
く
れ

だ
け

て
る
の
は

心
地
が
悪
い

 
勧
め
る
と

く
あ

う

と
四
方
八
方
に

線
を

が
せ
て
い
た
ヴ

ベ
ル
は
最
終

的
に
は

め
た
よ
う
に
苦

を
浮
か
べ
で
は
失
礼
し
て
と

て
対
面
の

フ

に

た

 
お

が

く
ま
で
残
り
二
分

 

が
場
を

た
し
た

部

で

こ
え
る
の
は
火

か
ら
吹
き
上
が
る

だ
け
だ

か
な
い
の
で
す
か

 
じ

と
ユ
ラ
ユ
ラ
と
揺
ら
ぐ

い

を
見
て
い
た
ら

と
ヴ

ベ
ル
が
そ
う

て
来
た

真
剣
な

を
し
て
い
る

ヴ

ベ
ル
が
す
る
つ
も
り
の
話
に
つ
い
て
か

え
え

無
制
限
に
ゲ

ト
を
開

し
エ
リ
ア
を

動
出
来
る
私
に
は
カ

ル
が
無
い

と
い
う

念
が
無
い

そ
れ
を
疑
問
に
思

て
い
る

で
す
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そ
う
だ
な

正
直
最
初
は
ク
リ
ア
さ
せ
な
い
よ
う
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
仕
向
け
た

兵
か
と
も

思

た
け
ど

ど
う
も
違
う
よ
う
だ
し

正
直
情
報
が
少
な
過
ぎ
て
お
手
上

だ

 

が
裏
で
活
動
出
来
て
い
た
の
も
Ｐ
ｏ
Ｈ
と

り
合
え
た
の
も
全
て
は
ア
ル
ゴ
が

し

て
く
れ
た
お
陰

情
報
が
無
け
れ
ば
推

も
マ
ト
モ
に
出
来
な
い
し
よ
し
ん
ば
し
た
と
こ
ろ
で

精

が

い

に
出
来
る
事
は
足
り
な
い
ピ

ス
を
補
完
す
る
事
じ

な
い

集
め
た
ピ

ス

を
組
み
合
わ
せ
る
事
で
し
か
な
い

 
あ
ま
り
に
も
情
報
が
少
な
い
ヴ

ベ
ル
の
事
で

え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
ユ
イ
と

わ
り
が
あ

る
ん
だ
ろ
う
な

と
い
う
も
の
程

最
初
は
ユ
イ
姉
の
ホ
ロ
ウ
か
と
も
思

た
け
ど

そ
れ
だ
と
二
つ

ど
矛
盾
点
が
出
て
来
る

だ
か
ら
違
う
と
分
か

て

分
か
ら
な
く
な

た

 
ヴ

ベ
ル
を
最
初
に
見
た
ユ
ウ
キ
達
は
ま
だ

理

に

り

い
て
い
な
か

た

つ
ま
り
ユ

イ
の
ア
バ
タ

も
ま
だ
少
女
の

で

メ
タ
モ
ル
・
ポ

シ

ン

を
使

て
大
人
の
体
に
変

え
て
い
な
い
時
系
列
に
あ
る

し
か
し
ヴ

ベ
ル
の
肉
体
は
ず

と
変
わ

て
い
な
い

こ
の
時

点
で
ヴ

ベ
ル
は
ユ
イ
の
ホ
ロ
ウ
で
は
無
い
事
に
な
る

 
仮
に
ホ
ロ
ウ
だ
と
し
て
も

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
ル

ル
上

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
は
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同
時
に
存
在
出
来
な
い
か
ら

対
面
し
た
事
が
あ
る
時
点
で
お
か
し
い
理

に
な
る

 
そ
う
し
て
二
つ
の
推

を

却
し
た
時
点
で

ヴ

ベ
ル
の
正
体
を

え
る
事
は

め
て
い

た

か
味
方
か
さ
え
分
か
れ
ば

は
無
か

た
か
ら
だ

結

そ
れ
す
ら
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
判

別
つ
か
な
か

た

だ
が

 
人
間
か

Ｎ
Ｐ
Ｃ
か

最

そ
れ
す
ら
も
謎
だ

プ
レ
イ

カ

ル
が
あ

て
も
実

は

Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
ん
て
存
在
を

に
三
人
見
て
い
る

だ
か
ら

だ
か
ら
気
に
な
ら
な
い
と

え
ば

に
な
る

な
ら

け
ど

話
し
た
く
な
い

て
い
う

を
し
て
る

 
指

す
れ
ば

き

と
コ

ト
の

を
ヴ

ベ
ル
は
握
り

め
る

を

ん
で
い
る

話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
そ
れ
が
怖
い
と
懊
悩
し
て
い
る
事
が
見
て
取
れ
た

れ
話
し
て
も
ら
う
必
要
は
あ
る

で
も
せ

つ
い
た
と
こ
ろ
で

な
事
に
な
ら
な
い

だ
か

ら

は

強
要
す
る
つ
も
り
は
無
い
よ

 

ん

と

が
鳴

た
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タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
お

が

い
た
ら
し
い

ご
と
火

を
ス
ト
レ

ジ
に
放
り

ん
だ

後
も
う
一
つ
マ
グ
カ

プ
を
取
り
出
し
そ
れ
に
も

を
入
れ
る

お

を
入
れ
ス
ト
レ

ジ
か
ら
取
り
出
し
た
木
製
の
ス
プ

ン
で
か
き

て
完
成

ら

出
来
た
ぞ

特
製
の
ブ
レ
ン
ド
コ

ヒ

だ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
暗
い
表
情
で
コ

プ
を

け
取

た
ヴ

ベ
ル
は

コ

プ
の

だ
け

を
付
け

け
た

ん
く

と

が
動
く
の
が
見
え
る

こ
れ

く
甘
い
で
す
ね

ミ
ル
ク
を
入
れ
た
か
ら
な

間
か
ら
は
大
変
不

だ
け
ど

そ
う
い
う
事
じ

な
い
で
す
よ

も

 

わ

と

に

か
だ
が

み
が
浮
か
ん
だ

そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
の
か
い
な
い
の

か

ヴ

ベ
ル
は
少
し
ず
つ
コ

プ
を

け
て
コ

ヒ

を

ん
で
い
く

 

ら
れ
た
目
に

が
光
る

 

も
コ

プ
を

け

そ
れ
を
見
な
い
よ
う
に
し
た

や

り

甘
い
な
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え
え

甘
い
で
す

 
甘
い
甘
い
と

い
合
い
な
が
ら

達
は
コ

プ
に

れ
た
分
を

ん
で
い

た

  

色
の

を

み

し

と
一
息
入
れ
て
コ

プ
を

く

思

て
い
た
よ
り

く

甘
い
味
が
し
た
が

悪
く
な
い
も
の
だ

た

 

前
に
マ
ト
モ
な
も
の
を

ん
だ
の
は

時
だ

た
か

 

と
い
う
デ

タ
故
に
記
録
を
喪
う
事
は
無
い

だ
が
容

の
問

を
解
決
す
る

に
整
理

す
る
事
が
定
期
的
に
あ
り
思
い
出
せ
な
い
事
か
ら
ど
う
も
食
事

の
記
録
の
大

は
消
去

し
て
し
ま

た
よ
う
だ

た

と

て
も
彼
の
食
事
の
記

理
の
味
は
今
で
も
残

て
い

る
が

気
に
入

て
く
れ
た
よ
う
だ
な

 

足
そ
う
に

む
彼
は
ま
だ
コ

ヒ

が
残

て
い
る
コ

プ
を

け
た

ど
う
や
ら

し
振
り
の

み
物
に
が

つ
い
て
速
く

ん
で
し
ま

た
よ
う
だ

ち

と

ず
か
し
い

方
が

れ
た
コ
レ
が

味
し
い
か
ら
悪
い
ん
で
す

め

葉
と
し
て

け
取

て
お
く
よ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

ぬ
 
思
わ
ず
反
論
す
る
が

の
表
情
で
返
さ
れ
て
し
ま

た

実

て
い
る
事
は

め

葉
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
か
ら

定
出
来
な
い

 
お
か
し
い

こ
こ
ま
で
彼
に
遊
ば
れ
る
な
ん
て
今
ま
で
の
世
界
で
は
無
か

た

だ
が

 

た
だ

こ
う
い
う
の
も
新

で

い
い
か
も
し
れ
な
い

 

で
も

も
う
こ
こ
ま
で
に
し
な
い
と

 

時
ま
で
も

る
な
ん
て
情
け
な
い

自
分
の
覚
悟
は
決
意
は
そ
の
程

の
も
の
だ

た

か
と

し
て
弱
い
気
持
ち
を

す
る

こ
の
行
動
は
私
の
懺
悔
で
あ
り
罪
の

白
で
あ

り

よ
り
も
彼
の
未
来
を
救
う
た
め
の
も
の
な
の
だ
か
ら

 

そ
う
決
断
し
た
時

く

と
彼
の
動
き
が
一

止
ま

た

 
ど
う
や
ら

葉
に
表
す
よ
り
も
前
に

こ
ち
ら
が
話
す
気
に
な

た
事
に
気
付
い
た
ら
し
い

キ
リ
ト

私
の
話
を

い
て
い
た
だ
け
ま
す
か

覚
悟
は
決
ま

た
ん
だ
な

え
え

 
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
偶
然
だ

た
が
彼
が
コ

ヒ

を
振
る
舞

て
く
れ
た
の
は

を
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解
す
た
め
も
あ

た
の
か
今
の
私
は
と
て
も

ち

い
て
い
た

こ
の
部

に
入

た
時
の

も

ど
収
ま

て
い
る

無

と
は

え
な
い
が

ま
ず

そ
う

で
す
ね

か
ら
話
す
べ
き
か

 
直
線
時
間
で
は
五
万
四
千
年

し
か
し
私
そ
の
も
の
を
語
る
な
ら
無

に

し
い
⻑
い
時
間
の

話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
彼
に
語
り
た
い
事
ぶ
つ
け
た
い
事
も
星
の
数
以
上
存
在
し
て
い
る

内
容
を

り
は
し
た
が

ど
れ
か
ら
話
せ
ば
彼
の

乱
を

き
に
く
い
か
で
迷

て
し
ま
う

 

に
来
る
ま
で
ず

と

え
て
い
た
の
に
い
ざ
話
そ
う
と
す
る
と
グ
ル
グ
ル
と
思

が

乱
す
る

 
彼
は
根
気
強
く

て
こ
ち
ら
の
出
方
を

て
く
れ
て
い
る

⻑
い
話
に
な
る
と

し
て
い

る
の
か
空
に
な

た
コ

プ
に
ま
た
コ

ヒ

を

い
で
く
れ
る

さ

き
よ
り
は
ミ
ル
ク
の

が
少
な
め
な
の
は
く
ど
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
か

も
し
も

ん
 

も
し
も
私
が

か
未
来
の
仮
想
世
界
か
ら
来
た
と

た
と
し
て

方
は
そ
れ
を
信
じ
ま
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す
か

  
木
製
の
ス
プ

ン
で
自
分
の
コ

プ
の
中
身
を
か
き

て
い
る
彼
は

く
思

で

線

を
上
に
向
け
た

直
に
思

た
事
を

う
な
ら
信
じ

い
な

ど
う
や

て
時
を
越
え
た
か
の
理

と
理

論

そ
れ
に
よ
る
タ
イ
ム
パ
ラ
ド

ク
ス
と
か
が
気
に
な
る
し

を
目
的
に

て
な
る
し

 
と
は

え

と

彼
は

葉
を
切

て
私
を
見
る

も
し
そ
れ
が
本

だ
と
仮
定
す
る
な
ら

得
い
く
事
も
そ
こ
そ
こ
あ
る

え
 
初
手
で
信
じ
ら
れ
な
い
と

わ
れ
る
と
思

て
い
た
だ
け
に

信

疑
状

で
も
応
じ
て
く
れ

た
事
に

く

こ
ん
な

な
話
を

慮
す
る
だ
け
有
情
と

え
る

 
と
い
う
か

ど
情
報
を
明
か
し
て
な
い
時
点
で

得
出
来
る
話
が
あ
る

て
一
体

の
こ

と
な
の
か

 
そ
れ
は
気
に
な

た
が
後
で

え
る
と

て
私
の
話
を

さ
れ
た

彼
と
し
て
は

め
て

情
報
を
入
手
し
て

え
を

め
た
い
の
だ
ろ
う
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私
は

こ
の
時
代
か
ら
お
よ
そ
五
万
四
千
年
先
の
未
来
か
ら
来
ま
し
た

世
界
と
い
う
世

界
時
空
と
い
う
時
空
を

ん
で
無

に

し
い
時
の
流
れ
を

て

キ
リ
ト

私

の

愛
し
い
弟

た
だ

方
を
救
う
た
め
に

 
真

直
ぐ
彼
の
目
を
見
る

光
あ
る
黒
い

に
は
変
化
は
無
い

蔑
も
恐
れ
も

怒
も

も

彼
の

は
今
完
全
に

い
で
い
た

私
の

葉
の
価
値
を
真
意
を
推
し

て
い
る

の
だ

 
体
が
一

え
る

 
初
め
て
時
を
越
え
た
世
界
で
の
失

が

る

た

た
一

そ
れ
で
も
そ
の
一

は

私
の
全
て
を

定
す
る
く
ら
い

い

絶
だ

た

そ
れ
が
ま
た

き
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安

が

き
上
が
る

 

ぐ

と
体
に
力
を
入
れ

え
そ
う
に
な
る
の
を

え
る

 
ま
だ
話
し
始
め
た
ば
か
り
だ

こ
ん
な

子
で
は

彼
の
信
頼
は
得
ら
れ
な
い

 

私
は

私
が
見
て
来
た

過
去

を
語

た

  
デ
ス
ゲ

ム
で
全
て
が
終
わ

た
世
界
が
あ

た
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人
心
を

る
魔
の
技
術
に
手
を
出
し
た
男
が
人

を

り
彼
は
そ
れ
に

抗
し
た

そ
の
果

て
に

き
た
の
は

な
殺
し
合
い

無
数
に

さ
れ
る
人

の
全
て
を
斬
り
捨
て

謀
者

の
男
も
斬
り
捨
て

し
か
し
止
ま
ら
な
い
者
達
を
斬
り
捨
て

命
を
絶

た
世
界
が
あ

た

 
生
還
の
希
望
が

え
た
絶
望
に
よ
り
理
性
の
タ
ガ
が
外
れ

に

る
背

の
世
界
が
あ

た 

で
の
と
こ
ろ
ま
で
男
を
追
い

め
し
か
し

ら
れ
た

間
達
が
強
過
ぎ
て
殺
さ
れ
た
世
界

が
あ

た

 
男
を

め

間
達
も

殺
し
に
し

最
後
に
は
命
を
絶

た
世
界
が
あ

た

 

私

が
生
き
た
世
界
は

そ
の
ど
れ
で
も
無
い

 
浮
遊
城
は

破
さ
れ
た

九
十
八

層
で
の
ボ
ス
戦
後
彼
に

を
ご
破

に
さ
れ
た
男
の

復
讐
に
よ
り

間
は

ま
り
無
力
化
さ
れ
精
神
を

さ
れ

に
な

た

彼
ら
彼
女
ら

は
そ
れ
を
破
る
事
が
出
来
ず

一
麻

に
掛
か
ら
な
か

た
彼
は

抗
戦

そ
の

に

殺

し
に
し

生
き
残

た

 
そ
し
て
彼
は
精
神
を

ん
だ

 
大
切
な

間
も
愛
す
る
家

も
不
可
抗
力
と
は

え
殺
す
事
を
決
断
し
た
重
責
が
彼
の
心
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を
追
い

め

精
神
の

を

し
た
の
だ

人
の
信
頼
も
技
術
一
つ
で

く
り
返
る
事
を

知

て
人
間
不
信
に
も

た

過
ぎ
た
技
術
が
一
人
の
子

を
不

に

め
た

 
救
わ
れ
な
い
の
は

仮

一
人
に
な

て
も

い
や

独
り
に
な

た
方
が
ボ
ス
戦
は
ス

ム

ズ
に
進
ん
だ
事
だ

 
危
う

な
場
面
な
ど
無
く
百
層
を

破
し
た

悲

な
事
件
か
ら
二
日
後
の
事
だ

た

 

そ
し
て

デ
ス
ゲ

ム
で
は
大

の
死
者
が
出
た

 
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
同
時
に
お
よ
そ
三
千

そ
の
中
に
は

然
彼
と
共
に
戦

て
い
た
⻘
年
や
少

女
達
も

ま
れ
て
い
る

た
だ
し
ア
ミ

ス
フ

ア
を

て
い
た
者
す
な
わ
ち
義
姉
や

ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
は
生
き
て
い
た

 
義
姉
の
生
を
喜
ぶ
反
面
彼
女
達
の
死
を
知

た
彼
は
己
の
無
力
さ
を

う
か
の
よ
う
に
鍛
練

に
打
ち

ん
だ

体
を
壊
せ
ば
そ
れ
だ
け
成
⻑
が

れ
る
た
め

の

理
こ
そ
し
て
い
た
が
常

人
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
で
も
常

を

し
た
も
の
に
値
す
る

華

さ
は
変
わ
ら
な
か

た
が

肉

は
確
か
に
付
き

骨
は
よ
り
強

に
な
り

男
ら
し
さ
は
増
し
て
い
た

 

す
る
よ
う
に
義
姉
と
の
鍛
練
も
苛

さ
を
増
し
生
還
か
ら

年
経
つ

に
は
一
日
五
十

本
中
勝

五

を

持
す
る
よ
う
に
な
る

一
年
経
つ

に
は
七

を

持
し
て
い
た

殺
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し
の
技
術
に
重
点
を

い
て
い
た
彼
が
現
実
に

け
る
殺
さ
な
い
ル

ル
の
中
で
そ
の
勝

は

の
一

に

き
る

 
過

な
ま
で
に
鍛
練
に
打
ち

ん
だ
の
は

い
が

い
を
必
ず
護
る
と
誓

て
い
た
か
ら

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の
証

に
よ
り
キ
リ
ト
の
身
バ
レ
は
す
ぐ
発
生
し
生
還
者
学

で
は
オ
リ

ム
ラ
イ
チ
カ

と

に
知
れ

る
事
に
な

た

ビ

タ

と
し
て
悪
名
高
く

も
行

て
い
た
彼
を
中
傷
す
る
者
は
後
を
絶
た
ず
過

の
中
で
は

客
を
差
し
向
け
る
者
も
い
た

ど
だ

こ
れ
ら
を
撃
退
し
て
身
を
守
る
た
め
に
二
人
は

い
の
実
力
を
高
め
る
事
を

の
目
的

と
し
た

 
義
姉
も
身
バ
レ
し
世
間
に
知
ら
れ
る
身
と
な

た
が
中
学
の
も
の
と
は

え
剣
道
大
会
の

勝
者
で
あ
る
事
も
知
れ

た
せ
い
か

意
は
少
な
か

た

む
し
ろ
身
勝
手
な
同
情
の
方
が

多
か

た

然
彼
女
は
同
情
さ
れ
た

怒
り
狂
い
過

と

対
し
た
時
は
大
立
ち
回
り

を
演
じ
た
程
で
あ
る

そ
の
影

か
直

的
な

は

少
な
く
な

た

誘

さ
れ
る
事
も

あ

た
が

ノ
之
束
が

に
救
出
に
向
か

た
の
で

我
は
負
わ
ず
に
済
ん
で
い
た

 
そ
ん
な

境
に
あ

た
の
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
な
ん
て
二
人
共
と

く
に

め
て
し
ま

て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
真

は
解
明
さ
れ
ず

郷

之
に
つ
い
て
は
人
体
実
験
を
行

て
い
た
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話
か
ら

さ
れ
て
い
た
が
そ
れ
で
も

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
依
然
と
変
わ
ら
ず
存
在
し
て
い
た

戦

闘
経
験
を

む

境
と
し
て
は

切
だ
ろ
う
そ
れ
に
は
も
う
二
人
は

わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

た 

し
い
と
思

た
事
は
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
別
れ
か
ら
私
は
ず

と
彼
を

き

め
る
事
は
無
か

た

見
て

く
事
が

出
来
る
の
に
触
れ
ら
れ
な
い
虚
し
さ
は

付
き

た

バ
イ
タ
ル
デ

タ
を
見
る
だ
け
で

た
さ
れ
る
事
は
無
か

た

 
し
か
し

へ
の
ダ
イ
ブ
中
は
生
身
の
肉
体
が
無

備
に
な
る

二
人
を
取
り

く

境
で
そ

れ
は
流

に

過
で
き
る
事
で
は
無
く

自
分
も
思
い
を

み

む
し
か
無
か

た

 
そ
う
し
て
ゲ

ム
ク
リ
ア
か
ら
一
年
弱
の
月
日
が
流
れ
た
あ
る
時
の
事
だ

 
悪
い
意
味
で
世
間
に

を
知
ら
れ
て
い
る
二
人
も
流

に
食
べ
る
物
が
無
い
と

る
の
で

い
出
し
に
出
か
け
た
日
運
悪
く
女
尊
男

体
に

属
す
る
女
性
の

事
件
に

き

ま
れ

た

を
使

て

れ

男
を

先
的
に

男
と
一
緒
に
い
る
女
も
殺
そ
う
と
す
る
過

と

二
人
は
対
峙
し
た

 

初
女
と
間
違
わ
れ
た
も
の
の

の
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

に
よ
り
男
性
と
判
明
し
更
に
オ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
知

た

に

い
始
め
た

を
キ
リ
ト
も

く
は
無
手
で
応
戦
し

て
い
た
が

一
向
に

や
国

本
部
の
応

が
来
ず

ジ
リ

に

た

そ
れ
だ
け

を

え
る
事
を
彼
は
秘
匿
し
た
が

た

 
ど
れ
だ
け
マ
シ
ン
ガ
ン
や
ラ
イ
フ
ル
を
使

て
も

け
ら
れ
る
事
に
苛
立

た
女
は

一

タ

ゲ

ト
を
変
え
義
姉
を

う

義
弟
も
慌
て
て

り

も
う
と
す
る
が
一

間
に
合
わ

な
か

た

 
直
撃
は
し
な
か

た

 
た
だ
近
く
の
コ
ン
ク
リ

ト

の

物
に

弾
が

た
り
破
片
が

び

り

義
姉
の

目
を
傷
付
け
た

 

そ
れ
が
引
き
金

 
明
ら
か
に
失
明
レ
ベ
ル
で

目
か
ら
血
を
流
し

る
義
姉
を
見
て

義
弟
は

し

秘
匿

し
て
い
た

を
展
開

す
ぐ
さ
ま
女
性
を

圧
に
掛
か

た

要
し
た
時
間
は
三

フ
ラ

ト

三

で

の
エ
ネ
ル
ギ

を

さ
せ
た

 

が
解

さ
れ
地
面
に

ち
た

者
を
殺
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
義
姉
が
止
め
に
入
ら
な

け
れ
ば
彼
は
そ
の
人
を
殺
し
て
い
た
だ
ろ
う

世
間
的
に

会
的
に

殺
さ
れ
る
道
を
真
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逆
さ
ま
に
転
が

て
い
た

そ
れ
を
分
か

て
い
た
か
ら
彼
女
は
止
め
た

 

そ
れ
で
も
男
性
が

を
使
え
た
事
に
は
変
わ
り
な
く

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
実
の
弟
で
あ
る
事
ま
た
世
界
に
向
け
て

ノ
之
束
が
後
ろ
盾
に
な
る
声

明
を
発
表
し
た
た
め

的
に
モ
ル
モ

ト
に
な
る
事
は
な
く

彼
は

学
園
に
強
制
入
学

表
面
上
の
安
全
は
保

さ
れ
た

 
義
姉
は

く
入

し
た
後

ノ
之

士
と

が
あ
る
事
を
危
惧
さ
れ
本
人
の
意
向
に
反

し
て

学
園
に
入
学

目
付
き
の

い

眼

で

の
代
わ
り
に

刀
を
許
可
さ
れ
て
い
た

事
か
ら
学
園
内
で
は
恐
れ
ら
れ
て
い
た

後
に
編
入
し
た
ド
イ
ツ
軍
人
を
実
力
で
圧
倒
し
て
更
に

離
を
取
ら
れ
て
い
た
の
は
意

的
に
や

た
よ
う
だ
が

 
義
姉
は

者
に
な
る
つ
も
り
は

無
か

た
が

ノ
之

士
が
護
身

に
と
持
た

せ
た
た
め

一
応
専

機
持
ち
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
た

 

ま
れ
る
義
姉
弟
は

種

様

な
感
情
を
向
け
ら
れ
た

 
義
姉
と
剣
道
で
覇
を

て
い
た
者
と
は
対
抗
心
か
ら
衝
突
し
た

 
イ
ギ
リ
ス
代
表
候
補
か
ら
悪
し
様
に

わ
れ

決
闘
し
た
後

絶
縁
状

 
中
国
代
表
候
補
と
は
義
弟
の
事
で

が
深
ま
り

練

間
と
し
て
⻑
い
付
き
合
い
に
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フ
ラ
ン
ス
代
表
候
補
は
ハ
ニ

ト
ラ

プ
を
仕
掛
け

義
姉
の
逆

に
触
れ
て

に
付
く

 
ド
イ
ツ
代
表
候
補
の
軍
人
と
は

力

に
つ
い
て
衝
突
し

と
あ
る

合
で
義
弟
が
殺
し
た

 
日
本
代
表
候
補
の
少
女
と
は
似
た
立
場
か
ら
意
気
投
合
し

練

間
と
な

た

 
日
本
代
表
の
少
女
と
は
裏
の

で
義
弟
が

わ
り
義
姉
と
は

制
し
合
う

と
な
る

 
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
は

怖
さ
れ
た

そ
れ
で
も
行
事
の

に

き
る
騒
動
の

少
年
が
人

助
け
を
し
な
が
ら
戦

た
事
で
親
し
く
な
ろ
う
と
す
る
者
が
い
た

 
本

に
種

様

十
人
十
色

親
し
く
な

た
者
が
い
れ
ば
無

の
者

対
し
た
者
が

い
た

 

学
園
在

中
は

事
件
と
騒
動
ば
か
り

 
一
年
で
は
出
会
い
と
事
件

行
事
の

に
発
生
す
る
事
件
に

き

ま
れ
人
が
死
に
あ
る

い
は

を
結
ぶ

 
二
年
で
は
世
界

の
戦
い

へ
は
ば
た
く
た
め
の
技
術
で
戦
争
が

こ
り

二
人
は

論

多
く
の

者
が
そ
れ
に

り
出
さ
れ
た

世
界
の

亡
国
機
業

そ
の
目
的
が

だ

た
の
か
そ
れ
を
知
る
の
は
リ

ダ

と
直

対
面
し
た
彼
女
し
か
知
り
得
な
い

そ
の
戦

争
で
多
く
の
者
が
死
に

専

機
持
ち
で
生
き
残

た
の
は
彼
の
み
と
な
る
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三
年
で
は
星
の
戦
い

外

か
ら

来
し
た
謎
の
知
的
生
命
体
に
よ
る

攻

ぐ
手

も

無
い
中
で

一

き
出
さ
れ
た
方
法
が
実
行
さ
れ

彼
は
そ
の
命
を

ら
し
星
を
救

た 

こ
れ
が

私

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
と
し
て
生
き
る

ユ
イ

の
世
界
で
の
出
来
事

で
す

 
た

た
四
年

し
か
し
そ
の
四
年
間
で
世
界
は

動
の
時
代
を

え
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う
デ

ス
ゲ

ム
は
そ
の
序
章
に
過
ぎ
な
い
の
だ

命
と
引
き
換
え
に
星
を
救

た

方
は

は
さ
れ
ま
し
た

で
す
が

方
を
認
め
な

い
者
達
が
多
く

後
の
世
に

績
は
残
さ
れ
な
か

た

 

出
来
損
な
い
の
命
で
世
界
が
救
わ
れ
た
な
ら
安
い
も
の
だ

 
そ
う

て
い
た
者
達
は
多
く
い
た

一
部
は
本

に

し
て
い
た
が
そ
う
い

た

葉

を

に
し
た
者
は
把
握
し
た
限
り
で
も

な
目
に
あ

て
い
な
い

結
果
彼
の

績
は
後
の
世
に

残
さ
れ
ず

大
罪
人

と
い
う
謎
の

価
が
歴
史
に
残
さ
れ
た

作
戦
決
行
の
日

私
は

方
を
止
め
ら
れ
な
か

た

そ
れ
が
ず

と
後
悔
だ

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
⻑
く
話
し
て
い
た
せ
い
か

時
の
間
に
か

め
切

た
コ

プ
を

け
コ

ヒ

を

に

む

ん
や
り
と

た
い

体
は

か
い
時
と
打

て
変
わ

て
苦
み
を
伝
え
て
来
た

ず

と

五
万
四
千
年
の
間
ず

と

世
界
が
代
わ
り
人

が
進
化
す
る
間
私
は

方

の
体
に
あ

た
コ
ア
の
中
で
ず

と
あ
の
時
の
事
を
悔
い
て
い
た

私
の
時
間
は

方

を
止
め
ら
れ
ず
送
り
出
す
し
か
無
か

た
あ
の
日
か
ら
ず

と
止
ま

て
い
る
ん
で
す

 

伝
わ
る
事
な
ど

あ
る

な
い
の
に

 
気
付
け
ば
私
は

彼
を
重
ね
て

葉
を
発
し
て
い
た

そ
の

に
傷
は
無
い

も

も
手
も

な

白
の

を
保

て
い
る

違
う
と
分
か

て
い
る
の
に
そ
れ
で
も
重
な

る 
真

に

け
止
め
て
く
れ
る

は
同
じ
だ

た

ず

と
ず

と
私
は
己
の
無
力
を

て
き
ま
し
た

方
を
助
け
ら
れ
た
な
ら

ア

ル
ベ
リ
ヒ
を

殺
せ
て
い
た
ら

 

方
は
絶
望
す
る
事
な
ど
無
か

た
と
い
う
の
に

 
滲
む

界

を

ら
す

ろ

ろ
と

に

ち

た
た
と

み
を
作

て
す
ぐ
に

消
え
て
い
く

だ
か
ら

 

だ
か
ら

時
を
越
え
た
ん
で
す

コ
ア
に

て
い
た
私
は



 第百三十五章 〜
ル ー プ
回廊の果て〜

大
な
演

に
よ
り
物
理
法

を
突
き
破
り
時
空
を

じ

ゲ

ト
ホ

ル
を
開
い
て
過

去
に

び
ま
し
た

五
万
年
以
上
経

た
地

の
新
人

は

空
間

空
技
術
を
作

て
ま
し
た

か
ら

そ
れ
の
応

で

い
な

未
来
人

 
思
わ
ず

と
い

た
風
に
彼
が

つ
り
と

た

的
な
感
想
に

故
か

み
が
浮
か
ぶ

そ
う
で
す
ね

こ
の
時
代
か
ら
見
れ
ば

未
来
は
魔
法
み
た
い
な
事
が
多
い
で
す
よ

 
発
達
し
過
ぎ
た

学
は
時
に
魔
法
に
思
え
る
よ
う
な
事
も
可
能
と
し
て
し
ま
う
と

い
た
事

が
あ
る

未
来
を
見
て
来
て
思

た
が

そ
れ
は
確
か
に
真
実
を
突
い
た

葉
だ
と
実
感
す
る

あ
あ
で
も

の
よ
う
に

独
で

に

ぶ
パ
ワ

ド
ス

ツ
の
技
術
は
無
か

た
で
す
ね

ロ
ボ

ト
や

戦

ス
テ

シ

ン
を
要

化
し
た
も
の
は

あ
り
ま
し
た
が

五
万
年
以
上
の
先
取
り
を
す
る
束

士
の
方
が

か

た

本

で
す
ね

 
実

コ
ア
も
技
術
や
理
論
さ
え
あ
れ
ば

空
間

空
や
時
間

行
を
可
能
と
す
る
た
め
未

来
で
も
オ

バ

テ
ク
ノ
ロ
ジ

と
さ
れ
る
程
に
超

重
な
代
物
だ

 
自
分
が
そ
の
理
論
を
知

て
い
る
せ
い
で
リ
ア
ル
に

た
ら
す
ぐ
義
弟
が
可
能
な

り
が
恐
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ろ
し
い

と
も
あ
れ

そ
れ
で
私
は
過
去
へ

び
ま
し
た

そ
れ
で
も

方
を
救
え
な
か

た

う
ん

方
を
見
ら
れ
て
興

し
て
い
た
私
は
後
先

え
ず
全
て
を
打
ち
明
け

方
に

絶

さ
れ
た
ん
で
す

 
和
や
か
に

ん
で
い
た
彼
の
表
情
が

り
付
き

に
引
き

て
い
く
の
を

し

な

く
思
い
な
が
ら
事
実
を

べ
る

私
は
こ
の
世
界
に
一
発
で
来
た
の
で
は
な
い
事
も

て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

絶
さ
れ
た
事
に
絶
望
し
我
を
失

て
い
る
間
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
終
わ

て
い
ま
し
た

全

滅

と
い
う
形
で

な失

を
悟

た
私
は

な
行
動
を

む
事
を

に

ん
で

へ
行
き
ま
し
た

身
分
を

し
て
味
方
を
強
化
す
れ
ば
良
い
と

ん
で

で
も
そ
れ
も
失

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

ら
れ
た

彼
ら
の
強
さ
に
対
応
し
切
れ
ず

方
は
男
と

ち
の
形
で
殺
さ
れ

ま
た
全
滅
で
す

 

葉
も
無
い
の
か

少
年
は
絶

し
た
ま
ま
で

ま

て
い
る
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こ
れ
以
上
別
の
自
身
の
死
に
様
を

か
せ
る
の
は

だ
と
思
い

略
す
る
事
に
し
た

そ
う
や

て

無
数
の
失

と
経
験
を

み
重
ね
ま
し
た

ど
れ
く
ら
い

た
ん
だ

少
な
く
と
も

一

以
上
は

ん
な

 
ま
た
絶

す
る
少
年

確
か
に
そ
れ
く
ら
い
ル

プ
し
て
い
れ
ば
絶

も
す
る
か

同
じ
数
だ

け
自
身
の
死
を
見
て
そ
れ
で
も

め
ず

と
な
く
時
を

て
き
た
こ
の
狂
気
に

葉
を

喪
う
の
は

然
だ

怖
い

で
す
よ
ね

一
回
目
の

方
に

わ
れ
ま
し
た

狂

て
る

と

私
も
自
覚
は
あ

り
ま
す

方
の
事
が
愛
し
く
て
大
切
で

せ
に
生
き
て
欲
し
い
想
い
に
狂

て
る

そ
れ

だ
け
の
死
を
見
て
来
た
の
に

け
て
る
の
は
狂
気
の

だ
と
分
か

て
る
ん
で
す

 

で
も

理
解
さ
れ
な
く
て
も
構
わ
な
い

そ
れ
で
も
い
い

恐
れ
ら
れ
て
も

も
う

絶
さ
れ
て
も
い
い

 

絶
さ
れ
る
事
は
怖
い

で
も

も
う
そ
れ
で
も
良
い
と
思

て
い
る

方
が

せ
に
生
き
て
く
れ
る
な
ら

そ
れ
で
い
い
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そ
う

私

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

の
原
点
は
そ
こ
に
あ
る

止
め
ら
れ
ず

見
殺
し
に
し
た

私
の
原
罪

私
が
す
る
べ
き

罪

願
う
べ
き
未
来

 
私
は

私
の
全
て
を

し
て
で
も

彼
を
救
う
義
務
が
あ
る

 
最
初
は
権

だ

た

だ
が
も
う
こ
れ
は
義
務
だ

た
世
界
を
裏
切
り

た
世
界
の

彼
の
想
い
と
覚
悟
を

み
躙

て
の
行
動
を

も
う
中

で
は
止
め
る

に
は
い
か
な
い

エ
ゴ
だ
と
独
り
善
が
り
だ
と

て
く
れ
て
も
構
わ
な
い

そ
れ
で
も

私
は

方
の

事
を
愛
し
て
る
か
ら
こ
そ

方
に
は

せ
に
生
き
て
欲
し
い
ん
で
す

 
コ

プ
を
テ

ブ
ル
に

き

め
て
彼
の
黒
い
目
を
見
て

方
の
力
に
な
ら
せ
て
下
さ
い

 

心
の

か
ら

万
感
の
想
い
を

め
て

た

  

そ
れ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
間

が

い
た
だ
ろ
う
か

気
付
け
ば

の
外
は
完
全

に
日
が

て
お
り

⻑
く
話
し

ん
で
い
た
事
が

せ
る

最

り
無
し
で
も
部

の

中
が
明
る
い
く
ら
い
だ

 
彼
は

フ

に

り
や
や
前
の
め
り
で

を

に

き

手
で

を

え
て
い
た
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ヴ

ベ
ル
は

い
や
ユ
イ
姉
は
そ
れ

ど

の
事
を
想

て
く
れ
て
い
た
と
い
う
事
か

時
を
越
え
無

に

し
い
時
間
を
生
き
て
世
界
を

る
の
と
同

の

の
死
を
見
て
来

て

そ
れ
で
も

め
な
く
て

そ
れ
も
全
て

を
救
う
た
め
だ

た
と

は
い

 
声

か
ら
は
彼
の
感
情
を

み
取
れ
な
い

平

で

と
し
て
い
て
大
き
く
も
小
さ
く

も
無
い
無
感
情
な
声
だ

だ
か
ら
ど
う
思

て
い
る
か
も
予
想
が
つ
か
な
い

 

と

彼
が

を
上

た

 
無
と
は

え
な
い
が

感
情
の
希

な
表
情
を
し
て
い
る

ユ
イ
姉

は
い

出
し
て 

こ
う

で
す
か

 
い
き
な
り

絡
の
な
い
事
を

わ
れ
た
の
で

を

つ
つ
ち

と

を
上

わ
れ

た

り
に

を
差
し
出
す

す
る
と
彼
も
ま
た
身
を

り
出
し
て

あ
り
が
と
う
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し
く

小
さ
な
手
で

を

で
ら
れ
た

 

を
行

た
り
来
た
り
す
る

し
い
感
触
が
伝
わ

て
来
る

と

を
上

た
ら

キ
リ

ト
は

き

い
を
浮
か
べ
て
い
た

別
世
界
の
ユ
イ
姉
も

を
そ
こ
ま
で
想

て
く
れ
て
た
事

し
い
よ

そ
こ
ま
で

て
く
れ
た
事
も

ユ
イ
姉
が

な
か

た
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
探
索
は
も

と

れ
て

て

を
助
け
出
す
の
も

く
な

て

取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な

て
た

 

だ
か
ら

あ
り
が
と
う

 
そ
う
お
礼
を

わ
れ
て

ぶ
わ
と
時
間
差
で

が
浮
か
ん
だ

テ

ブ
ル
に
突
い
た

が

る

る

え
て
へ
た
り

む

上
手
く
力
が
入
ら
な
い

き
上
が
ろ
う
と
す
る
け
ど

を

で
ら
れ
る
感
触
で
そ
れ
も

け
て
い
く

う
 
そ
し
て

ろ

ろ
と
大

の

が
流
れ
る

れ
る

止
ま
る
兆
し
も
無
い

き

と
見
せ

ら
れ
な
い
く
ら
い

い

に
な

て
る
だ
ろ
う
け
ど

今
は
ど
う
で
も
よ
か

た

 

ず

と
ず

と

独
り
で

て
来
た

 

を
す
る
に
も
ず

と
独
り

理
解
者
が
欲
し
か

た

希
望
が
欲
し
か

た

先
の
見
え
な
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い
暗
闇
を

ら
す
光
が
欲
し
か

た

 

呼

と
悟
る

 
こ
れ
ま
で
の
私
は

原
初
の
時
と
同
じ

デ
ス
ゲ

ム
で
人
の
心
を

す
事
が
仕
事
な
の
に

人
と

触
す
る
事
を
禁
じ
ら
れ
闇
の
中
で
責
務
と
存
在
し
な
い
権

の

で
苦
し
ん
だ
暗
闇

と

そ
こ
に
光
を

し
た
少
年
を

私
は
求
め
て
い
た
の
だ

 

救
い
た
い
想
い
は
本
物
だ

た

 
で
も
き

と

私
は
光
を
喪

た
事
で
ま
た
暗
闇
に

て
い
た

だ
か
ら
求
め
た

救
う
手

を
以
て
光
を
守
ろ
う
と
し
た

 

な
ん
て

醜
い
の
だ
ろ
う
か

 
愛
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
救
い
た
か

た

そ
れ
な
の
に
私
は
救
わ
れ
た
い
か
ら
光
を
求
め
て

い
た
な
ん
て

 

い
や
ど

ち
が
先
か
は
も
う
分
か
ら
な
い

確
か
な
の
は
私
は
彼
を
愛
し
て
い
る

と
い
う
事
実

そ
れ
だ
け
は
絶
対
不
変
だ

光
を
求
め
て
い
た
と
し
て
も

無

の
時
の
中
で

ず

と
忘
れ
ず
想
い

け
た
事
も
ま
た
事
実
な
の
だ
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手
を

ば
す

  
私
の
手
は

か
な

に
触
れ
ら
れ
た

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
前

キ
リ
ト

点
は
場
繋
ぎ
的
な
感
じ

い
き
な
り
入
る
と
ア
レ
な
の
で
キ
リ
ト

点
か
ら

ヴ

ベ
ル
と
の
会
話
を
ち

と

写

や

点
を
一
つ
の
会
話
の
中
で
変
え
る
と
ど
の

キ

ラ
が
ど
う
見
て
る
の
か

て
書
け
る
か
ら

し
い

よ
ク
リ
ア
し
ろ
と
せ

つ
か
れ
て

る 
コ

ヒ

は

ら

キ
リ
ト
の

説
き
ア
イ
テ
ム
だ
か
ら

違
う

 
実

を
和
ら

る
な
ら
甘
く
て

か
い

み
物
が
最

で
す

夜

る
前
と
か
に
ホ
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ト
コ

ヒ

と
か
レ
モ
ン
テ

む
と
気
が

ま
り
ま
す

た
だ
し
コ

ヒ

は
カ
フ

イ
ン

あ
る
の
で
ダ
メ
で
す

オ
イ

 
後

ヴ

ベ
ル

点
は
こ
れ
ま
で
で

写
し
て
来
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
の
事
件

要
と
別
世
界
キ

リ
ト
が
ど
う
し
て

学
園
に
行

た
か

 
ヴ

ベ
ル
世
界
キ
リ
ト
は
生
還
後

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
か
ら
離
れ
た
の
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
か
Ｇ
Ｇ
Ｏ
と
か

行

て
ま
せ
ん

こ
の
世
界
線
だ
と
間
違
い
な
く
ザ
・
シ

ド
な
い
の
で
そ
も
そ
も
Ｇ
Ｇ
Ｏ

は
発
生
し
得
な
い
の
で
す
が
ゲ

ム
世
界
線
だ
と
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
で
ザ
・
シ

ド
が

手
に
入
り
そ
の
後
に
Ｇ
Ｇ
Ｏ
が

生
す
る
 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
の

と
か

命
と
か
製
作

パ

ケ

ジ
が
無
い
せ
い
で
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
も

き
得
な
い

ア
レ
は
シ

リ
ン
ク

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が

載
さ
れ
た

パ

ケ

ジ

ザ
・
シ

ド

に
よ
る

結
体
ネ

ト
ワ

ク
が
あ

て
初
め
て
製
作
可
能
な
の
で
ね

 
な
の
で
ヴ

ベ
ル
世
界
線
だ
と
ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
は
存
在
し
な
い

だ
か
ら

写
に
無
か

た 
加
え
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
も
離
れ
る
の
で
和
人
と
直
葉
は

さ
え
あ
れ
ば
鍛
練
に

し
む
と
い
う

修
羅
に

な
ま
じ

ら
れ
た
と
は

え

間
を
自
分
で
殺
し
た
キ
リ
ト
は
精
神
が
追
い

め
ら
れ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

て
る
の
で
鍛
練
し
て
な
い
と
発
狂
す
る

直
葉
も
そ
れ
を
分
か

て
る
の
で
付
き
合
う

 

学
園
に
は

女
尊
男

風

の

者
が

れ
て

そ
れ
に
対
抗
し
て
展
開
し
て
バ
レ
る

テ
ン
プ
レ

 
直
葉
が

わ
れ
る
く
ら
い
じ

覚
悟
弱
い
の
で

眼
に
な

て
い
た
だ
き
ま
し
た

眼
剣

士
キ

ラ
は
強
い
か
ら
ね

失
明
し
て
る
け
ど
外
し
た
ら
霊
圧

バ
そ
う

 

直
葉
お
姉
ち

ん
は

学
園
だ
と
剣
⻤
と

わ
れ
て
た
裏
設
定

ん
だ
せ
い
で
目
付

き
悪
い
上
に
眼

で

刀
し
て
た
ら
そ
ら
恐
い
わ

 
ル

プ
に
つ
い
て
は
か
な
り

り
ま
し
た

語
り
出
し
た
ら
キ
リ
が
無
い
の
で

人
が
想
像

し
得
る
キ
リ
ト
が
最
終
的
に
死
ぬ
あ
ら

る

が
ル

プ
世
界
だ
と
思

て
下
さ
れ
ば
オ

ケ

で
す

し
て
語
れ

と
い
う
や
つ
で
す

手

き
と

わ
な
い

 
そ
し
て
最
後

な
で
な
で
さ
れ
て

き

れ
た
ヴ

ベ
ル
が
手
を

ば
し
キ
リ
ト
の

に

触
れ
る

写

 

く
ヴ

ベ
ル
に
も

光救
い
が

れ
た
ん
だ
よ
と
い
う

写
で
す

こ
れ
ま
で
ヴ

ベ
ル

点
で

も
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
に
手
を

ば
し
て
触
れ
ら
れ
な
い

写
を
し
て
ま
し
た

そ

れ
が

く
触
れ
た
事
で

光
を
得
ら
れ
た

と
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こ
れ
で

一
応
ヴ

ベ
ル
の

回
は

完
了

 
と
い
う
か
ヴ

ベ
ル
撃

回

に
堕
ち
て
る
け
ど

 
あ
と
は

へ
の
説
明
あ
る
か
ど
う
か
の
時
と
か

時
キ

ラ

点
で
補
完
さ
れ
る
感
じ

で
す

一

に
ど
ば

と
出
し
て
も
理
解
し
切
れ
な
い
で
す
し

覚
え
き
れ
な
い
し

あ
の
時

話
し
た

や
る
よ
り
は
分
か
り
や
す
く
な
る
の
で

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は
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第
百
三
十
六
章
 

重
な
る

の
ろ
い

約
束

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
や

活
動
報

に

た
よ
う
に

が
ご
機

ナ
ナ
メ

白
目

て
た
ん
で
す
が

的
に
復
活
し
て
く
れ
ま
し
た

 
そ
の
代
わ
り

よ
う
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

ン
グ
し
て
た

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
の
設
定
が
お
じ

ん
で
す

 
ち
く
せ

 

は
と
も
あ
れ
最
新
話

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
不
穏
な
の
は
気
に
し
な

い
気
に
し
な

い

 

点
は
ヴ

ベ
ル
サ
チ
ス
レ
イ
ブ
ク
ラ
イ
ン

し

な
い
が
外
部
は
も
う
ち

と

て
下
さ
い

下

 
文

数
は
約
一
万
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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か
な
息

い
が

こ
え
る

 

み
の
中
を
揺

う
子
の
も
の
だ

れ
切

た
そ
の
身
を

す
べ
く
備
え
付
け
の

に

身
を
横
た
え
今
は
穏
や
か
な
眠
り
の
中
に
あ
る

せ
め
て
と
眠
る
前
に
掛
け
た

波
魔
法
が

を

し
て
い
る
ら
し
い

こ
う
し
て
見
る
と

本

に

い

 
と
て
も
世
界
の
命
運
を
握

て
い
る
と
は
思
え
な
い

そ
れ

ど
に
あ
ど
け
な
く
可
愛
ら
し

い

だ

論
世
界
を

引
す
る
主
導
者
達
と
て
子

時
代
が
あ
る

で
彼
が
特
別
な

で

は
無
い

未
来
を
知

て
い
る
身
だ
か
ら
浮
か
ぶ

感
で
し
か
な
く
あ
る
子

を
指
し
て

来
世
界
を
動
か
す
と

た
と
こ
ろ
で
信
じ
る
者
は

無
に

し
い

そ
の
時
点
で
大
人
に
も

認
め
ら
れ
る

業
が
無
け
れ
ば

の
話
だ
が

 

少
年
に
と

て

今
は
ま
だ
力
を

く
時

 
こ
れ
か
ら

と
目
ま
ぐ
る
し
い
時
世
の

り
変
わ
り
に

弄
さ
れ
る
だ
ろ
う

そ
の
時
ま
で
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に
経
験
を

む
必
要
が
あ
る

 
そ
し
て

あ
ら

る
後

の
憂
い
を
絶

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

え
ば
そ
れ
は
因
縁

心
に
し
こ
り
を
残
し
た
ま
ま
で
は
い
ざ
と
い
う
時
に
力
を
発

出
来
ず

果
て
て
し
ま
う

心
の
整
理
を
付
け
あ
ら

る

を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
彼
の
本

は
発

で
き
な
い

 
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に

を
越
え
た
力
を
発

す
る
可
能
性
を
持
つ
予

不
能
の

そ
れ

が

ヒ
ト

だ

 
彼
は

た

と
の
繋
が
り
が
自
分
の
力
だ
と

そ
れ
は

正
プ
ラ
ス
だ
け
で
は
な
い

因
縁

憎
し
み
や
怨
み
と
い

た

負

マ
イ
ナ
ス
の

面
も
同
様
の
事
を

え
る

人

と
の

か
な
繋

が
り
が
彼
の
力
を
引
き
出
し

逆
に
不

な
中
傷
や
怨
み
が
彼
の
力
を

ぎ

と
す
の
だ

 
だ
か
ら
彼
は
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

過
去
の
因
縁
と

 
そ
し
て

私

ヴ

ベ
ル
は

わ
れ
な
い

こ
の
身
は
こ
の
時
代
の
も
の
で
は
な
く

か
未
来
の
も

の
で
あ
り
異
物
で
し
か
な
い

同
時
に
絶
剣
達
も
同
じ

キ
リ
ト
と
ケ
イ
タ
そ
し
て
サ

チ

月
夜
の
黒
猫

の
問

故
に

時
現
場
に

な
か

た
部
外
者
が

を

め
る
事

は
な
い

出
来
る
事
と

え
ば
お
膳
立
て
く
ら
い
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み
ん
な

お
願
い
が
あ
る
の

ケ
イ
タ
は

一

こ
の
ま
ま
に
し
て
欲
し
い
ん
だ

 

シ
ノ
ン
の
精
神
を
救
い
に
彼
が
向
か

て
い
る
間
の
事
だ

 
後
か
ら
来
た
ユ
ウ
キ
達
に
よ
り

わ
れ
て
い
た
プ
レ
イ

が
助
け
ら
れ
て
い
く
中
サ
チ
は

そ
う

し
出
た

そ
れ
は

で

私
達
月
夜
の
黒
猫

の
問

は
私
達
で
ケ
リ
を

け
な
い
と

キ
リ
ト
は
ず

と
そ
の
事

で
心
を

め
て
る
か
ら

せ
め
て
キ
リ
ト
も
一
緒
じ

な
い
と

私
達
は
前
に
進
め
な
い
の

そ

か

分
か

た
よ

あ
り
が
と
う

 

わ
れ
の
身
と
な
り
ケ
イ
タ
の

が

し
出
さ
れ
る
ホ
ロ
グ
ラ
フ

を
見
な
が
ら
ユ
ウ
キ
の

問
い
に

え
る
彼
女
の
表
情
は

い
知
れ
な
か

た

そ
の
内
心
も
ど
う
な
の
か
分
か
ら
な

い

感
情
デ

タ
と
し
て

取
出
来
た
も
の
も
ハ

キ
リ
し
た

え
に
は
な
り
得
な
か

た

 
彼
女
が

い
て
い
た
も
の

そ
れ
は
怒
り
で
あ
り

悲
し
み

う
な
れ
ば

や
る
せ
な
さ

だ
ろ
う
か

 

く
再
会
出
来
た
少
女
の
内
心
に
喜
び
は
な
い

恩
人
に
逆
怨
み
を

い
て
い
る
男
だ
か
ら
そ
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れ
も

然
か
も
し
れ
な
い

 

こ
の
因
縁
が
ど
う
い
う
結

に
な
る
か
は
自
分
に
も
分
か
ら
な
い

 
こ
れ
ま
で
の
世
界
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
か
ら

て
以

そ
ち

ら
へ
は
行
か
な
か

た

と
も
す
れ
ば
死
人
が
放
り

ま
れ
る
世
界
と
も
知
ら
な
か

た
場
合
も

あ
る

故
に
二
人
は
出
会
わ
な
い

そ
ん
な
世
界
も

然
あ

た

 
二
人
が
出
会

た
と
し
て
も
決
し
て

和
の
道
に
は
至
ら
な
い

男
は
少
年
を
憎
み
殺
意
を
向

け
少
年
は
そ
れ
を
認
め
た
上
で
殺
意
を
返
し
て
い
た
か
ら
だ

憎
し
み
と
哀
し
み
の

に

り

く
結
果
は

時
も
死
の
み

死
ぬ
ま
で
殺
し
合

た
世
界
も
存
在
す
る
程
に

容
れ

な
い
も
の
と
な

て
い
た

本

は

方
に

会
わ
せ
た
く
な
ど
な
い

あ
ん
な
男
を

方
に
は

 
憎
し
み
を
ぶ
つ
け
殺
意
を
ば
ら
撒
く
男
の
醜
悪
さ
は
こ
の
眼
で
見
て
い
る

こ
の
世
界
の
男

を

に
私
は
知

て
い
る

間
を
喪
い
絶
望
し
た
ス
ト
レ
ス
の

け

に
彼
を
使

て
い
る
事

を
知

て
い
る

 

ビ

タ

の
異
名
は

そ
の

に
あ
る

 

だ
が

そ
こ
で
思

止
す
る
よ
う
な
人
間
を
私
は

悪
す
る
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万
年
経
と
う
と
も
本

は
変
わ
ら
な
い
人

が

い
だ

 
個
人
を
見
ず

書
き
や
結
果
だ
け
で
人
を
判
断
し

価
値
を
決
め
る
者
が

い
だ

 
裏
切
り
を
平
然
と
行
う
者
が

い
だ

 
平

な
日
常
を

あ

て

然
と
思
う
者
が

い
だ

 
人
を
人
と
思
わ
な
い
者
が

い
だ

 

か
を

め

る
よ
う
な
者
が

い
だ

 
お
よ
そ
あ
り
と
あ
ら

る
ニ
ン
ゲ
ン

人

が

い
だ

 

ま
し
い
人
間
な
ど
一
握
り

そ
れ
以
外
に
は

悪
ば
か
り

期

な
ど
す
る
も
の
か
信

な
ど
す
る
も
の
か

か
が

め
ら
れ
る
事
に
疑
問
を

か
な
い
人
間
な
ど
信
じ
る
に
値
し
な
い

 

だ
が

で
は
あ
る
が
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

今
ま
で
と
同
じ
で
は
悪
影

に

な

て
し
ま
う
と

 

私

ヴ

ベ
ル
は

異
物

未
来
を
知
り
運
命
を
変
え
よ
う
と
す
る
魔
女

彼
を
救
う

に
他
の

福
を

に
す
る
事
を
良
し
と
し
た

悪

そ
う
認
め

そ
の
上
で
行
動
し
た
か
ら
に
は

全
て
に
は
全
力
を

く
す
べ
き
だ
し

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も

け
入
れ
る
べ
き
だ

 
私
の
思
想
は

彼
の
道
に
と

て

悪
に
し
か
な
ら
な
い
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こ
れ
は
私
の
物
語
で
は
な
い

私
が
見
て
い
る
も
の
は
彼
が

り
な
す
彼
を
中
心
と
し
た
戦
い

の
一
幕
に
過
ぎ
な
い

一
人
一
人
に
生
が
あ
る

彼
ら
は
決
し
て
舞

上
で

ら
さ
れ
る
マ
リ
オ

ネ

ト
で
は
無
い
意

が
あ
る
人
間
な
の
だ

彼
ら
を
蔑
ろ
に
し
て
ど
う
し
て

か
を
救

え
よ
う
か

 

ら
に
眠
る

子
を
見
る

 
陽
光
が
部

を

ら
す
中

少
し
で
も

み
を
得
よ
う
と
掛

に
猫
の
よ
う
に

ま
る

き
少
年

彼
は
変
わ

た

憎
し
み
を

定
し
そ
れ
で
い
て

せ
を
求
め
る
道
を

び
取

た

心
が
壊
れ
る
要
因
に
な

た
絶
望
を
も

み

ん
で

 
そ
の
決
断
は

決
し
て
容

く
下
せ
る
も
の
で
は
な
い

 
絶
望
と
は
希
望
が
絶
た
れ
た
事
を
い
う

心
の

え
と
な
る
も
の
を
喪
い
先
行
き
を
見
出
せ

な
く
な

た
感
情
が
絶
望
だ

光
を
喪
い
闇
だ
け
が
広
が
る
中
で
得
る
も
の
は
た

た
そ
れ
だ

け

そ
こ
か
ら

れ
る

に
心
を
分
け

せ
を
得
よ
う
と
し
た
彼
は

し

今
一

そ

の
絶
望
に
向
き
合
い
今

は

み

ん
だ

闇
に
負
け
な
い
強
さ
を
彼
の
心
が
持

た
か
ら
出

来
た
事

 

な
ら
ば

私
も
成
⻑
し
な
け
れ
ば



 第百三十六章 〜重なる
の ろ い
約束〜

 
ま
ず
は

い
な
人

の
事
を

け
容
れ
よ
う

も
ち
ろ
ん
す
ぐ
に
は

し
い
け
れ
ど

彼
が

し
て
き
た
よ
う
に
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
信
じ
る
事
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う

最
初
か
ら

絶

し
て
い
た
の
で
は
自
分
が

う
思

止
だ
か
ら

か
な

み
で
す
が

よ
い
夢
を

か
ず
と

 

に
一
つ

付
け
を

と
し

こ
さ
な
い
よ
う
そ

と
立
ち
上
が
る

 

に
あ

た

か
み
を
探
し
て
い
る
の
か
身
動
ぎ
し
た
彼
は
や
が
て

め
た
よ
う
に

の

中
に

を

め
動
き
を
止
め
る

そ
れ
を
穏
や
か
な
気
持
ち
で
見
届
け
た
後
そ
の
場
を
後
に

す
る
べ
く
ゲ

ト
を
開
き

動
す
る

 
全
て
は
愛
し
い
義
弟
の
た
め

 
私
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
事
を

す
た
め
に

  

後
三
時

 
電
光

火
の
如
き
速
さ
で
逆
襲
を
果
た
し

し
切

て
い
た

攻
略
組

は

息
を
取
り

再
び

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
集
い
直
し
た

権
限
を
悪

し

悪
魔
の
技
術
を

し
て

い
た

ア
ル
ベ
リ
ヒ

郷

之
の

遇
を
決
定
す
る
た
め
に

は
幹
部
組
だ
け
だ
が
こ
の
時
ば
か
り
は
そ
の
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戦
い
に

わ

た
メ
ン
バ

全

が

を

え
た

加
え
て
攻
略
組
と

わ
り
の
あ
る
リ
ズ

ベ

ト
武

一
同
や
情
報

の
面

も

を

え
た
の
は
圧

だ
ろ
う

 

話
し
合
い
の
結
果

ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
一
時
的
に
監
獄
エ
リ
ア
へ
の
投
獄
が
決
定
し
た

 
こ
の
判
断
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

を
立
ち
去
る
前
に
キ
リ
ト
が

し
た
ア

プ
デ

ト
に

よ
り
シ
ス
テ
ム
的
な
バ
グ
が

修
正
さ
れ
た
事
に

因
す
る

転

の
ア
ク
テ

ベ

ト

状
況
や

プ
レ
イ

の
ス
キ
ル
値
な
ど
も
正
常
に

た

残
念
な
が
ら
バ
グ
に
よ
り

下
し

た

と
い
う
よ
り
強
化
前
の

の
パ
ラ
メ

タ
に

た

武
器
に

し
て
は
再
強
化
が
必

と
な

た
が

下
し
た
ス
キ
ル
値
の
再
育
成
の
方
が
問

に
な

て
い
た
の
で
そ
こ
ま
で

不

の
声
は
上
が

て
い
な
い

 
と
も
あ
れ
修
正
ア

プ
デ

ト
の
実

に
よ
り
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
上
下
層
間
の
転

が

再
び
可
能
と
な

た
た
め

監
獄
へ
の
投
獄
が

に

が

た

 
シ
ス
テ
ム
的
に
プ
レ
イ

が
保
護
さ
れ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て

罪
者
を

う
方
法
は
か
な
り

限
ら
れ
る

 
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

は
圏
内
に

み

む
事
が
出
来
ず

み
入

た
場
合
は
恐
ろ
し

く
強
い
衛
兵
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

り

ま

た

第
一
層
黒
鉄

の
地
下
に
あ
る
監
獄
エ
リ
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ア
へ
と
問

無

で

ば
さ
れ
る

他
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

で

ば
さ
れ
る
事
も
あ
る

現

在
監
獄
か
ら
プ
レ
イ

を
出
す
事
が
出
来
る
の
は
そ
こ
を

理
し
て
い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

解
放
軍
の

の
み
で

は
キ
バ
オ
ウ
勢
と
違
い
キ
リ
ト
と
コ
ネ
ク
シ

ン
が
あ
る

面
子
ば
か
り
な
の
で
オ
レ
ン
ジ
を
不

に

が
す
事
も

無
い
と

て
良
い

そ
も
そ
も
脱

す
れ
ば
間
違
い
な
く
キ
リ
ト
に
殺
さ
れ
る
の
で

進
ん
で
出
た
が
る
者
も
あ
ま
り

な
い

 
キ
リ
ト
は
リ
ア
ル
バ
レ
し
て
い
る
の
で
現
実
に

て
か
ら
復
讐
し
よ
う
と

策
し
て
い
る

者
は
多
数
い
る
だ
ろ
う
が

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

し
て
は
問

に
な
り
得
な
い

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
投
獄
さ
れ
る
の
は
監
獄
エ
リ
ア
の
最

に
存
在
す
る

な

備
と

で
隔

て
ら
れ
た

で
内
と
外
で

は
完
全
に

断
さ
れ

こ
え
な
い
か
ら
だ

外
か
ら
の
声
は

論
内

の
悲
鳴
も
一
切

断
さ
れ
る

オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

と
一
緒
に

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
危
険
性
は
あ
る
が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
場
合

に
登
録
さ
れ
て
い
る

で

り
上

ら
れ

て
い
る
か
ら
千
切
る
事
も
解
く
事
も
絶
対
で
き
な
い

む
し
ろ

問
す
る
に
あ
た

て
他
に

か
れ
る
の
は
マ
ズ
い
話
が
あ
る
か
ら
そ
こ
で
な
い
と
不

合
だ
と
か

 
そ
う
決
ま

た
後

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
メ
ン
バ

が
未
だ
感
覚
を
切
断
さ
れ
て

い
る
男
を

ぎ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

へ
と
向
か
う
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そ
れ
を
契
機
に
一
先
ず
今
日
は
も
う
や
る
事
が
無
い
面

は
立
ち
去

て
い
く

情
報

も
い

き
な
り
バ
グ
が
修
正
さ
れ
た
経

に
つ
い
て

本
人
の
頼
み
に
よ
り
キ
リ
ト
の
事
は

せ
て

広
め
る
べ
く
行
動
を
開
始

ス
レ
イ
ブ
の
事
も

さ
れ
て
い
た
と
か
で

に
そ
れ
ら
し
い

理
由
を
で

ち
あ

る
ら
し
い

さ
て

そ
れ
じ

行
こ

か

キ
リ
ト

あ
あ

 
コ
ン

ル
を
動
か
す
権
限
を
自
分
は
持

て
い
な
い
か
ら
一
緒
に
行
く
事
が
決
ま

て
い

る
少
年
に
声
を
掛
け
る

は
さ

き
ま
で
の
話
し
合
い
と
は
種

の
違
う

し
た
表
情
を
浮

か
べ
て
い
た

 
怖
い
ん
だ
ろ
う
な

と

と
な
く

す
る

 
キ
リ
ト
は
自
分
に
悪
意
や

意
を
集
中
さ
せ
る

い
決
断
を
し
た

に
知
り
合
い
か
ら
の

意
に
は

く

感
で
恐
怖
を

く

ど
う
か
そ
の
恐
怖
を
無
く
さ
な
い
で
と
思
う
と
同
時
そ

れ
を

か
せ
て
い
る
人
が
自
分
の
身
内
だ
か
ら
心
苦
し
く
も
思
う

を
正
せ
ば
自
分
達
の
心

の
弱
さ
が

無
力
さ
が
原
因
だ
と
い
う
の
に

 
ケ
イ
タ
の
場
合
は
逆
怨
み
だ
か
ら

理
不

だ

て
怒

て
も
お
か
し
く
な
い
の
に
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分
か
れ
て
い
た
人
格
が

合
さ
れ
て
も

キ
リ
ト
は
や

り

し
い
子
だ

二
人
共

少
し

て
も
ら
え
る
か
い

 

コ
ン

ル
を
彼
が

作
す
る

前

ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ら
声
が
掛
か
る

 

て
真

色
の

を
見
返
す
と
男
性
は
ば
つ
が
悪
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ

払
い
を
し

た
そ
の

だ
な

君
達
は
件
の
彼
と
の
話
し
合
い
に
向
か
う
の
だ
ろ
う

 
ど
う
か

そ
れ

に
我

も
行
か
せ
て
は
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か

え
 

突
な

し
出
に

惑
す
る

こ
れ
ば
か
り
は
二
人
で
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

に
は
来

な
い
で
欲
し
い
と
予
め
て
伝
え
て
い
た
の
に

こ
れ
で
は
話
が
違
う

で
も

私

二
人
だ
け
で
行
か
せ
て

て

サ
チ
君
の
頼
み
は

い
て
い
た
よ

月
夜
の
黒
猫

の
件
に

し
て
我

は
部
外
者
だ

だ
か
ら
本
来
立
ち
入
る
べ
き
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
し
サ
チ
君
の
頼
み
に
つ
い
て
も
理
解

は
し
て
い
る

 
け
れ
ど
ね

と

男
性
は

た
よ
う
な
苦

を
浮
か
べ
た
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キ
リ
ト
君
を
あ
わ
や
の
と
こ
ろ
ま
で
追
い

め
る

ど
憎
ん
で
い
る
彼
が

直
に
二
人
の
話
を

く
と
私
は
思
え
な
い

い
に
正
し
い
と
思
う
主

が
あ
り
主
観
が
あ
る

感
情
的
な
話
に
な

れ
ば
な
る

ど
衝
突
は

し
く
な
る

裁
判
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
い
が
み
合
う
者
同
士
の
対

話
で

と
し
ど
こ
ろ
を
作
る
に
は

的

点
を
持
て
る
第
三
者
が
必
要
だ
ろ
う

 
そ
の

葉
を

定
は
出
来
な
か

た

 

者
と
加

者
の

い
争
い
に

と
し
ど
こ
ろ
を
作
る
の
が
裁
判

そ
の
判
決
を

い

す

の
は
事
件
に

わ

て
い
な
い

や
裁
判

護
士
な
ど
で
あ
り

事
者
た
ち
は

い

の
主

を
ぶ
つ
け
合
う
事
に
終
始
す
る

そ
の

性
や
真
偽
を

る
事
は
第
三
者
で
な
け
れ
ば

不
可
能
な
事
だ

 
だ
か
ら
そ
の

し
出
は
有

く
思
う

 

そ
う

思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

本
来
な
ら

こ
れ
は
月
夜
の
黒
猫

が
弱
か

た
か
ら

い
て
し
ま

た
事
で
す

力
だ
け
じ

な
く

て
心
も
弱
か

た
か
ら
ケ
イ
タ
は

キ

リ

ト

ビ

タ

と
い
う
分
か
り
や
す
い
対

に
不

を
ぶ

つ
け
て

る
よ
う
に
な

た

で
も

そ
れ
な
ら
サ
チ
は

ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
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そ
れ
は

 
攻
略
組
に
入

て
か
ら
キ
リ
ト
と
同
じ
く
ら
い
お
世
話
に
な

た
ユ
ウ
キ

少
女
の
問
い
に
私

は
す
ぐ
に
は

え
を
返
せ
な
か

た

 

思
え
ば
私
は
け
じ
め
を
つ
け
る
事
に
ば
か
り

意
が
向
い
て

体
的
な
方
法
は
全
然

え
て
い
な
い
事
に
気
付
く

 

然
と
し
た
私
を
見
て

や
や

し

な
さ
そ
う
に
ア
ス
ナ
が

を
開
い
た

そ
れ
に

経

は
ど
う
あ
れ
そ
の
人
は

び

り
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
住
人
に
な

て

る
か
ら
最
悪
リ
ア
ル
に
帰
れ
な
い
事
で
自

に
な
る
可
能
性
も
あ
る

も
し
そ
う
な

た
ら
二

人
は
ど
う
す
る
の

そ
の
時
は

が

 
私
は

わ
れ
て
い
な
い
か
ら

や
と
違

て
レ
ベ
ル
は
そ
の
ま
ま

対
し
て
ケ
イ
タ
は

わ

れ
て
い
る
か
ら
間
違
い
な
く
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト

そ
の
気
に
な
ら
れ
た
ら
私
は

す
術
も
な
く
殺

さ
れ
て
し
ま
う

 
だ
か
ら
対
抗
出
来
る
の
は
キ
リ
ト
だ
け

 
そ
れ
で
声
を
上

た
彼
に

ア
ス
ナ
は
哀
し

に

を
歪
め

を
振

た
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だ
め

キ
リ
ト
君
は
そ
れ
だ
け
は
し
ち

だ
め

そ
う
な

た
ら

生
き
て
還
れ
た
と
し
て

も
絶
対
に
禍
根
が
残

ち

う

そ
の
人
の
怨
み
が
本
物
に
な

ち

う
よ

サ
チ
も
キ
リ
ト
も
ず

と
苦
し
ん
で
た
か
ら
さ

そ
う
な
ら
な
い
手
伝
い
く
ら
い
は
さ

せ
て
欲
し
い
ん
だ

こ
れ
は
我

の

意
だ

ど
う
か

け
入
れ
て
は
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か

 
横
に

び
真
剣
な
表
情
で
見

め
て
来
る
人
達

リ
ズ
ベ

ト
や
ア
ル
ゴ
達
も
残

て
い
る

の
は
少
年
と
の
付
き
合
い
が
あ
る
故
か

ク
リ
ス
マ
ス
時
期
の
彼
の
死
に
そ
う
な

を
私

の
切

ま

た
様
子
を
見
て
い
た
か
ら

く
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
ら
し
い

 

ら
の
少
年
を
見
る

り

め
た

の
彼
は
一

こ
ち
ら
を
見
た
後
あ
る
方
向
へ
と

線

を
向
け
たホ

ロ
ウ
と
ス
レ
イ
ブ
は
ど
う
す
る

 
そ
の
先
に
は
彼
の
精
神
と
記

を

け
継
い
だ

の
二
人
が
い
た

確
か
に
彼
ら
も
同
じ
キ

リ
ト

因
縁
の
記

も
あ
る

だ
か
ら

い
て
お
く
必
要
が
あ
る

は
遠
慮
す
る

話
し
合
い
が
終
わ

た
ら
呼
ん
で
く
れ

お
れ
も
だ

多
分
お
れ
達
が
行

た
ら

乱
し
て
話
ど
こ
ろ
じ

な
い
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二
人
は

て

退
し
た

か
し
ら
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
ら
し
い
が
一
緒
に
来
る
つ
も
り

は
ま

た
く
な
い
ら
し
い

ホ
ロ
ウ
は

た
い
表
情
で

ス
レ
イ
ブ
は
や
や

い
表
情
な
の
で

い
て
い
る
感
情
は
違
う
よ
う
だ
が

 
そ
の
二
人
を

は
無
理
に
誘
い
は
し
な
か

た

そ
れ
じ

あ

お
願
い
し
ま
す

 

争
い
に
な

た
ら

も
か
も
終
わ
り
な
の
だ
か
ら

こ
こ
は
頼
ら
せ
て
も
ら
お
う

 
そ
う
決
め
て

私
は

を
下

た

  
数
十
人
の
プ
レ
イ

が
⻘
い
光
に
消
え
て
い
く
の
を

う

と

め
る

 
ケ
イ
タ
と
の
因
縁
に
つ
い
て
は
思
う
と
こ
ろ
ば
か
り
だ
が
そ
れ
は
未
来
が
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

が
す
る
べ
き
で
お
れ
は

わ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思

て

退
し
た

実

一
緒
に
行

た
ら

や
や
こ
し
い
事
に
な
る

 

ケ
イ
タ
の
怨
み
が
怖
い
の
も
あ

た

ス
レ
イ
ブ

 
最
期
に

わ
れ
た

葉い
を
思
い
出
し
て
い
る
と

理

に
残

た
ホ
ロ
ウ
か
ら
声
を
掛
け
ら
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れ
た

 

い
は
以
前
の
自
分
そ
の
ま
ま
な
彼
を
見
て
い
る
と

だ
か

を
見
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
で

な
心
地
に
な
る

い
オ
リ
ジ
ナ
ル

め
て
全

備
が

異
な

て
い
る
か
ら
そ

れ
で
差
が
生
ま
れ
て
い
る
け
ど
も

お
前

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ

 
エ
リ
ア
の

で

を
組
ん
で
い
る
ホ
ロ
ウ
は
そ
ん
な
事
を
問
う
て
き
た

ま
る
で
明
日
の
予
定

を

く
か
の
よ
う
な

い
ノ
リ
だ
が
声

も

も
至

て
真
剣

思
惑
は
ど
う
あ
れ

か
し
ら

意

を
持

て
問
う
て
い
る
ら
し
い

こ
れ
か
ら

と
は

多
分
ク
リ
ア
の
後
も

め
た
話
だ
ろ
う

 
す
な
わ
ち

ユ
イ
姉
の
よ
う
に

と
し
て
生
き
る
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
と
共
に
消
滅
す
る
か

生
き
る
よ

お
れ
は

み
ん
な
と
一
緒
に

 

に
そ
う
決
め
て
い
た

こ
の
ま
ま
消
滅
す
る
事
も

え
た
が
ま
だ
リ

姉
を

め
義
理
の

家

に
恩
を
返
せ
て
な
い
し

に
も
世
話
に
な
り

な
し
だ

加
え
て
ユ
イ
姉
は

だ
か

ら
人
間
と
違

て
ず

と
生
き

け
る

ユ
イ
姉
を
一
人
に
し
な
い

に
も
お
れ
は
み
ん
な
と
生

き
る
事
を
決
め
て
い
た
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そ
の

え
に

ホ
ロ
ウ
は
目
を

め
る

正
気
か

あ
あ

今
ま
で
戦

て
来
た
目
的
も
立
場
も
名
前
も

場

も
全
部
奪
わ
れ

そ
れ
で

も
お
前
は
そ
の
近
く
で
生
き
る
つ
も
り
な
の
か

あ
あ

 
ホ
ロ
ウ
の

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
る

確
か
に
そ
の
絶
望
感
に
打
ち

し
が
れ
た

も
う
今

ま
で
の
よ
う
な

で
は
あ
れ
な
い
事
も

と
同
じ
時
を
歩
め
な
い
事
も

そ
の
事
で
悩
み
は
し
た
さ

で
も
結

こ
の

え
に
行
き

い
た

み
ん
な
と
一
緒
に

た

い
ん
だ達

は
偽
物

で

あ
い
つ
ら
は

人

間

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
の
に
か

達
は

か
の
手
に
よ

て
で
し
か

死
ぬ
事
が
出
来
な
い

達

が
人
ら
し
く
死
ね
る
の
は

デ
ス
ゲ

ム
の
間
だ
け
だ

自
分

の

で

自
分
の
手
で

自
分
の
生
を
終
わ
ら
せ
ら
れ
る
の
は

そ
う
だ
な

で
も
そ
れ
は
ユ
イ
姉
も
同
じ
だ

そ
し
て
み
ん
な
が
死
ん
だ
ら
ユ
イ
姉
は
一

人
に
な
る

だ
か
ら

・

は
こ
の

を
す
る
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い
決
意
と
共
に

え
ば
ホ
ロ
ウ
は

が
出
来
る
く
ら
い

根
を
寄
せ
て
表
情
を

ま
し

い
も
の
に
す
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

に
生
き
る
姉
の

に

お
前
は
生
き
る
の
か

あ
あ

 
迷
い
な
く

を
返
す

 
ホ
ロ
ウ
は

目
し
そ
う
か
と
応
じ
る

時
の
間
に
か
穏
や
か
な

苦

が
浮
か
ん
で
い

た

同
じ
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
な
の
に
三
人

て
こ
う
ま
で
違
う
な
ん
て

不
思
議

だ
なそ

う
だ
な

分
か
た
れ
た
間
は
同
じ
な
の
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
め

お

れ

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

達
は

分
違
う
結
論
に
行
き

い
た

 
感

深
く

き
合
う

オ
リ
ジ
ナ
ル
ホ
ロ
ウ
そ
し
て
ス
レ
イ
ブ

こ
の
三
人
が
始
ま
り
は

同
じ
な
の
に
こ
う
ま
で
違

た
の
は
き

と
歩
ん
だ
道
の
差
に
よ
る
も
の

 

そ
し
て
ホ
ロ
ウ
が
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
も
同
じ
自
分
だ
か
ら
こ
そ
分
か

て

し
ま

た
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そ
れ
を
止
め
る
つ
も
り
は
無
い

歩
ん
だ
道
が
違
う
だ
け
で
お
れ
も
同
じ
境
遇
に
あ
れ
ば
同

じ

を
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら

命
を

し
た

で
あ
る
な
ら
そ
れ
を
止
め
る
事
は
決
し
て

出
来
な
い

自
分
の
事
だ
か
ら

に
分
か
る

 
ホ
ロ
ウ
は

人
と
し
て
こ
の
世
界
で
果
て
る
つ
も
り
な
の
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
が
取
ら
な
い

だ
ろ
う

を
以
て

 

会
話
は
そ
こ
で
終
わ

た

 
そ
の
覚
悟
と
決
断
に

意
を

き
な
が
ら

・

は
立
ち
去
る
ホ
ロ
ウ
の
後
ろ

を
見
送

た

  
人
の

を

た
ホ
ロ
グ
ラ
ム
が

・二
・つ

あ
る
部

の
中
は
異
様
な
空
気
に

ま
れ
て
い
た

ホ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
に
少
年
と
槍
を
背
負

た
少
女
が

び
立
ち
そ
こ
か
ら
や
や
遠
め
の
場

に

男
女
様

な
面
子
が

ぶ

 

の
少
女
が
声
を
掛
け

コ
ン

ル
を

作

 
二
人
の
目
の
前
に
あ

た
ホ
ロ
グ
ラ
ム
は
そ
の

間
消
失
し
代
わ
り
に
一
人
の
男
性
プ
レ
イ

が
出
現
し
た

こ
の
人
物
が
件
の
プ
レ
イ

ケ
イ
タ

ら
し
い

 
目
立
ち

に
至

て
特
徴
は
無
い

敷
い
て
い
く
な
ら
⻑
身

で
あ
る
事
か

く
切
ら
れ
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た

髪
と
⻑
身
の
体

か
ら
は

内
系
の
ス
ポ

ツ
部
に

属
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
が
サ

チ
の
話
で
は
高

の
パ

コ
ン

部
の
集
ま
り
ら
し
い
か
ら
完
全
な
イ
ン
ド
ア
系

あ
れ
で

眼

を
掛
け
て
い
れ
ば
イ
ン
テ
リ
に
見
え
な
く
も
な
い
感
じ
で
あ
る

ケ
イ
タ

ケ
イ
タ

き
て

 
横
た
わ
る
⻘
年
の

を
揺
ら
し
呼
び
か
け
る
サ
チ

キ
リ
ト
は
そ
の
や
や
後
ろ
に
立

て
神

な
面
持
ち
を
浮
か
べ
て
い
た

み
ん
な

気
を

か
な
い
で
よ

あ
あ
見
え
て
す

ご
い
勝
手
な
人
だ
か
ら

 
コ
ン

ル
前
に
い
た
ユ
ウ
キ
が

て
来
る
や

や
二
人
に

こ
え
な
い

で
そ
う

し
て
来
た

そ
の
眼
は

く
表
情
も

め
し
い

あ
の
⻘
年
を

い
し
て
い
る
ら
し

い

キ
リ
ト
と
前
か
ら
親
し
い
面

は
複

な
面
持
ち
ば
か
り
し
て
い
る
か
ら
自
分
達
も
同
じ
な

の
だ
が

 

少
し
し
て

く
⻘
年
の
意
識
が
浮
上
し
た

あ

あ
れ

サ
チ

う
ん

し
振
り

ケ
イ
タ

え

あ
あ

う
ん

し
振
り
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き
で

け
て
い
る
の
か
ど
こ
か
夢
見
心
地
な
様
子
で
や
り
取
り
を
交
わ
す
⻘
年

か
ら
見
る
身
と
し
て
は

時
キ
リ
ト
に
気
付
い
て

変
す
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
ヒ

ヒ

さ
せ

ら
れ
る

え

と

で
サ
チ
が

そ
の
前
に

ケ
イ
タ
は
ど
こ
ま
で
覚
え
て
る

ど
こ
ま
で

て

え

と
ず

と
樹
海
の
中
を
歩
き
回

て
て
そ
し
た
ら
な
ん
か
変
な

男
に

剣
で

さ
れ
て

そ
れ
以
上
は

覚
え
て
な
い

そ

か

う
ん

あ
り
が
と
う

じ

あ

か
ら

問
い
い
か
な

で
サ
チ
が
こ
こ

に

 
穏
や
か
に
や
り
取
り
し
て
い
た
⻘
年
が
く
わ

と
目
を
見
開
い
て
サ
チ
の
後
ろ

し
て
い
る
少
年
に

線
を

定
し
た

な

ビ

タ

 

で
お
前
が

に

て

ま
さ
か

お
前
あ
の
変
な

ツ
と
グ
ル
だ

た
の
か

違
う
よ

 
ビ

タ

の
悪

が
先
行
し
た
⻘
年
の
推

を
サ
チ
は
強
い
語

で

定
し
た

し

か
り
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を
振

て

強
い
目
で
⻘
年
を
見

え
る

む
し
ろ
逆

キ
リ
ト
が
助
け
て
く
れ
た
ん
だ
よ

え

ど
う
い
う

事
だ
よ

ま
ず
ケ
イ
タ
が
ど
ん
な
人
に

ど
ん
な
理
由
で

わ
れ
た
か
な
ん
だ
け
ど

 
そ
う
し
て
サ
チ
は
二
人
し
て
立
ち
上
が

て
か
ら
今
日
こ
こ
で

が
あ

た
か
を
語

て
い

く 
流

に
事
情
を
全
く
知
ら
な
い
中
で
先
入
観
を

す
る
事
は

し
い
と
思
い
彼
女
は
予
め
⻘

年
に

を
話
し
て
い
い
か
を

い
て
決
め
て
い
た

そ
の
結
果
キ
リ
ト
が

権
限
に
よ
る
不
死

属
性

の
特
性
を
持

て
い
る
事
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
リ
ア
ル
に
つ
い
て
は

せ
る
事
に
な

て
い
る

反
感
を

い
て
い
る
人
間
の

績
を
出
し
て
も

意

地
に
な

て
認
め
な
い
だ
け

だ
と
キ
リ
ト
が
頼
み

ん
だ
か
ら
最
終
的
に

ら
え
た
の
は
キ
リ
ト
で
あ
る
事
も

せ
ら
れ

て
い
る

 
そ
れ
で
も

郷
の
恐
ろ
し
い
実
験
に
つ
い
て
は

そ
の
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
如

に
自
身
が

危
険
な
状
況
に
あ

た
か
を
理
解
し
た
ケ
イ
タ
は

を
真

⻘
に
し
た

攻
略
組
も

ま

て
た
の
か

し
か
も
そ
ん
な

ツ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

で
も
そ
れ
な
ら
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攻
略
組
は

に
助
け
ら
れ
た
ん
だ

キ
リ
ト
だ
よ

え

七
十
七
層
迷

の

安
全
地

で
キ

ン
プ
す
る
事
に
な

た
時
に
物

が
足
り
な
く

な

た
か
ら
キ
リ
ト
が
補

の

に

に
帰

て
た
の

そ
の
間
に
タ
イ
ミ
ン
グ
悪
く

う
う

ん

逆
に
良
か

た
の
か
な

 
と
に
か
く
私
達
は

わ
れ
た
け
ど

キ
リ
ト
だ
け
助
か

て

そ
の
後
で
助
け
に
来
て
く
れ
た
ん
だ

お
前

ど
う
や

て

権
限
を
持

て
る

ツ
に
勝

た
ん
だ
よ

ス
テ

タ
ス
は
高
か

た
け
ど

は

ら
せ
た
か
ら

そ
れ
で

 
不
死
属
性

を
伝
え
る

に
も
い
か
ず
お

を

す
キ
リ
ト

実

他
の

中
に
話
し
て
る

内
容
で
も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
の

を

ら
せ
た
か
ら
と
は

て
あ
る
し

矛
盾
し
た
事
は

て
な
い

サ
チ
の
話
で
攻
略
組
に
入
ろ
う
と

験
を

け
に
来
た
事
が
あ
る
の
は
話
さ
れ
て

い
る
か
ら

が

る
事
も
前

と
し
て
出
て
い
る

 
た
だ
ケ
イ
タ
は
そ
れ
を

直
に
認
め
た
く
な
い
の
か

め
し
い

で
少
年
を
見
下
ろ
し
て
い

た
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今

は
お
前
だ
け
助
か

た
の
か

 

突
然

怨
嗟
の
声
が
発
せ
ら
れ
る

 

人
か
が
臨
戦

勢
に
入

た

ケ
イ
タ

で

そ
ん
な
風
に

う
の

 

そ
う
に
表
情
を
歪
め
な
が
ら
サ
チ
が
問
い
掛
け
る

ケ
イ
タ
は
怒
り
の
眼
差
し
で
キ
リ
ト

を
見
た
ま
ま
だ

 

ま
れ
る
少
年
は

の
面
持
ち
を
浮
か
べ
て
い
た

あ
の
時
の
事
と
今
回
の
事
は
一
切
無

だ
よ

そ
れ
に
今
回
は
キ
リ
ト
だ
け
助
か

た
お
陰

で

人
も

ま
え
ら
れ
た
ん
だ
よ

だ
と
し
て
も
コ
イ
ツ
は
苦
し
ま
な
か

た
ん
だ

そ
れ
ど
こ
ろ
か
二

も

亡
を
許
さ
な

か

た
ら

は
こ
ん
な
に
大
き
く
な
ら
な
か

た

だ

 

郷
が

ら
れ
る
話
の
と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
の
人
格
に
つ
い
て
は
話
さ
れ
て
い
な
い

本
人

は
別
に
い
い
と

て
は
い
た
が
流

に
ど
う
か
と
い
う
事
に
な
り
シ
ノ
ン
の
事
に
つ
い
て

も
個
人
を
特
定
し
て

解
す
る
よ
う
な
事
は

け
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
そ
の

は
う
や
む
や
に

さ
れ
て
い
る
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そ
こ
が
引

掛
か

た
よ
う
で

ケ
イ
タ
は
怒
り
の
ボ
ル
テ

ジ
を

上

て
い
く

 
ホ
ン
ト
に

い
な
ん
だ
な

と

ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
に
思
う

 

時
で
も

刀
出
来
る
よ
う

に
手
を

え
て
い
る
が
心
は

静
だ

た
だ
気
に
喰
わ

な
い
と
は
思
う

そ
れ
は

ま

そ
う
か
も
だ
け
ど

手
は

権
限
持
ち
だ
し

そ
れ
に
キ
リ
ト
に
も

事
情
が
あ

た
ん
だ
よ

で
も
実

そ
い
つ
を

ま
え
れ
て
る
じ

な
い
か

 
事
情

て
い
う
の
も

そ
の

人
の

危
険

と

し
て
ど
う
す
る
べ
き
か
分
か
る

だ
ろ

 
そ
れ
は

キ
リ
ト
の
事
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
の

倒

 
確
か
に
そ
れ
は
一
理
あ
る

個
人
の
事
情
よ
り
も
全
体
の
事
情
を

先
す
べ
き
事
は

あ
る

し

会
に
出
れ
ば
そ
れ
ば

か
り
だ

ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
危
険

を

え
れ
ば
そ
い
つ
を

先
す

べ
き
な
の
も
的
を

て
い
る

 

だ
が

り
返
す
が

そ
れ
は
キ
リ
ト
を
知
ら
な
い
か
ら
出
来
る

倒
だ

 

郷
を

し
た
原
因
が
ア
バ
タ

が
消
失
す
る
事
な
ら
ま
ず
シ
ノ
ン
の
記

を

化

し
た
空
間
へ
ダ
イ
ブ
し
た
事
が
一
番
の

だ
そ
の
後
に
キ
リ
ト
の
内
在
闘
争
が

き
た
の
だ
か
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ら

そ
し
て
そ
の
後
あ
い
つ
は
己
そ
の
も
の
を

け
た
死
闘
の
中
に
あ

た

と
も
す
れ
ば

達
全

殺
し
に
し
て
も
お
か
し
く
な
い

と
の
戦
い
を
制
す
る

に

自
己
を
変

さ
せ
る

に

 
そ
れ
は
確
か
に
一
個
人
の
事
情
だ

 
だ
が
こ
う
も
思
う

一
人
の
命
と
全
体
の
命
果
た
し
て
ど
ち
ら
が

先
さ
れ
る
べ

き
な
の
か
と

 
大
多
数
の
人
間
は
後
者
を
ぶ
だ
ろ
う

故
な
ら
他
人
事
だ
か
ら

も
し
自
分
が

前

者

切
り
捨
て
ら
れ
る

に
な回

た
な
ら

大
多
数
は
我
が
身
可
愛
さ
に
自
分
を

先
す
る

だ

て
そ
う
だ

 
キ
リ
ト
は
違
う

こ
れ
ま
で
キ
リ
ト
は
後
者
を

し
て
来
た

自
分
が
切
り
捨
て
ら
れ
る

に
な回

て
で
も
全
体
を

先
し
て
来
た

そ
の
表
れ
が

ビ

タ

そ
の
極

が
リ

フ

と
シ
ノ
ン
を
救
う
時
の
行
動

義
姉
に

定
さ
れ
た
自
己

の
思
想

 
そ
し
て
キ
リ
ト
の
内
在
闘
争
は

極
的
に
は
全
体
を

先
し
て
来
た
が
た
め
の
ツ
ケ
そ
の

も
の

 
切
り
捨
て
ら
れ
た
か
ら
他
の

も
彼
を
も

き

ん
で
や
る
と
い
う
負
の
信
念

あ
れ
は

達

が
背
負
う
べ
き
罪
で
在
り

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
十

架
だ
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だ
か
ら
キ
リ
ト
の
戦
い
を

達
は
見
届
け
た

 

郷
の
脱

に
気
付
か
な
か

た
事
も
あ
る

だ
が
仮

そ
れ
を
知

て
一
体
ど
れ
だ
け
あ

の
場
か
ら
離
れ
た
だ
ろ
う
か

あ
の
リ
ン
ド
す
ら
も
見
入

た
な
ら
ば
き

と

も
あ
の
場

を
離
れ
な
か

た

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
戦
い
だ

た
の
だ

あ
れ
は

 
ケ
イ
タ
は
そ
れ
を
知
ら
な
い

達
が
意

的
に
秘
匿
し
た
か
ら
知
る
術
も
な
い

 

だ
が

い
い
加

に
し
て

 
心
の

か
ら
少
年
を

じ
て
い
る
者
に
と

て

あ
ら
ぬ
中
傷
は

き

せ
る
も
の
で
は
な

い

ま
し
て
そ
れ
が
一
人
の
命
を

す
る
程
の
事
で
あ
れ
ば

さ

き
か
ら
ず

と
キ
リ
ト
の
事
を
悪
し
様
に

て

 
ど
う
し
て

ど
う
し
て
ケ

イ
タ
は

キ
リ
ト
の
事
を
認
め
ら
れ
な
い
の

 
サ
チ
は

し
て
い
た

怒
り
を
表
す
事
す
ら

ど
な
い
彼
女
が
表
情
を
変
え
て
ま
で
怒
鳴

る
様
を
見
た
事
が
無
く

達
は

目
す
る
ば
か
り

ケ
イ
タ
も
見
た
事
が
無
い
の
か
目
を
白
黒

さ
せ
て
い
る

だ

だ

て

ビ

タ

は

ダ

カ

達
を
見
殺
し
に
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私
は
生
き
て
る

護

て
く
れ
た

 
キ
リ
ト
が
必
死
に
護

て
く
れ
た
か
ら

や

だ
か
ら
見
殺
し
に

ダ

カ

達
が
死
ん
だ
の
は

私
達
が
弱
か

た
か
ら
だ
よ

ケ
イ
タ

キ
リ
ト
が
悪
い
ん
じ

な
い

二
十
七
層
の
迷

に
キ
リ
ト
と
ケ
イ
タ

き
で
行

て
ト

ラ

プ
に

ち

た
せ
い

モ
ン
ス
タ

が

き
出
る
ト
ラ

プ
を
生
き
残
る
実
力
が
無

か

た
せ
い

キ
リ
ト
が
来
な
か

た
ら

私
も
死
ん
で
た
ん
だ
よ

 
怒
り
か
ら
一
転
悲

な
表
情
を
浮
か
べ

す
ら
浮
か
べ
て
語
る
サ
チ

あ
の
時
の
恐
怖
を

思
い
出
し
て
い
る
の
か
自
分
の
体
を

き

め
る
よ
う
に

を
交
差
さ
せ

を
小

み
に

わ
せ
て
い
る

怖
か

た

あ
の
時

ん
と
に
怖
か

た

死
に
た
く
な
い

て
思

て

で
も
あ
の

ト
ラ

プ
で

い
た
モ
ン
ス
タ

は
全
部
私
達
よ
り
上
の
レ
ベ
ル
ば
か
り
で

生
き
る
希
望

が
無
か

た

 

え
る
声
で

時
の
状
況
を
語
る
サ
チ

キ
リ
ト
か
ら

い
て
い
た

だ
が
サ
チ
本
人
か
ら

く
の
は
初
め
て
な
よ
う
で
ケ
イ
タ
も
息
を

ん
で
話
に

き
入

て
い
る



 第百三十六章 〜重なる
の ろ い
約束〜

で
も
迷

に
入
る
前
に
メ

セ

ジ
を

ば
し
て
お
い
た
お
陰
で
ボ
ス

が
終
わ

て

れ
て
る
だ
ろ
う
に
キ
リ
ト
は
す
ぐ

て
来
て
く
れ
て
ト
ラ

プ
で

じ
ら
れ
る
部

に

で
の
と
こ
ろ
で
間
に
合

た

で
も
三
人
は
み
ん
な
結

無

化
空
間
と

ま
れ
た
状
況
で

乱
し
て
て
ん
で
ば
ら
ば
ら
に
動
い
ち

て

キ
リ
ト
が

い
た
の
と
三
人
が
死
ん
だ

同
時
だ

た
ん
だ
よ

私
は
た
ま
た
ま
入
り

の
近
く
に
い
た
だ
け

か
が
違

た
ら
生
き

て
た
の
は
他
の
三
人
の

か
だ

た
か
も
し
れ
な
い

 
サ
チ
の
独
白
を
ケ
イ
タ
は

て

い
て
い
る

表
情
は
や
や
険
し
い

を
感
じ
思

て

い
る
の
か
は
表
情
か
ら
で
は

み
取
れ
な
い

ね

ケ
イ
タ

私
達
キ
リ
ト
か
ら
た
く
さ
ん
色
ん
な
事
を
教
え
て
も
ら

た
よ
ね

攻

略
の
事

探
索
の
事

索

戦
闘

マ

ピ
ン
グ

ト
ラ

プ
の
種

と
解

と
か

武
器
の

い
と
か

の
仕
方
と
か

層
ご
と
の
Ｍ
ｏ
ｂ
の
対
応
と
か

数
え
切
れ
な
い

く
ら
い

た
く
さ
ん
の
事

 
小
さ
く
指

り
し
な
が
ら

サ
チ
が
数
え
て
い
く

 
彼
女
が

た
事
は
攻
略
本
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
経
験
を

み
の
事
だ
ろ
う

だ
と
す

れ
ば
値
千
金
そ
の
も
の

望
ん
だ

て
手
に
入
ら
な
い
も
の
ば
か
り
だ

経
験
や
情
報
は
こ
の
Ｓ
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Ａ
Ｏ
に
お
い
て
生
死
を
別
つ
生
命
線

そ
れ
を
他
人
に
分
け
与
え
る
な
ん
て

程
の

で
も
な

い
限
り
絶
対
し
な
い

 
そ
れ
を
キ
リ
ト
は
会

た
ば
か
り
の
プ
レ
イ

達
に
与
え
た
の
だ

し
か
も

く
限
り
で

は
無
償
で
だ

 
も
し
ガ
チ
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

な
ら
疑
り
深
く
な

て
信
じ
ら
れ
な
い
が
彼
ら
は
む
し
ろ

逆
だ

た
ら
し
い

親
切
に
教
え
て
く
れ
る
か
ら
と
キ
リ
ト
に
あ
れ
こ
れ
教
え
て
も
ら

て

そ
し
て

全
滅
し
た

リ

ダ

は
逆
怨
み
で

い
ま
で
捨
て

く
始

 
そ
の
有

み
を
本

に
理
解
し
て
い
る
の
は

サ
チ
以
外
に

人
い
る
の
だ
ろ
う
か

キ
リ
ト
は
ち

ん
と
教
え
て
く
れ
て
た

行
き
先
が
決
ま

た
な
ら
絶
対
情
報

が
出
し
て

る
攻
略
本
に
目
を

せ

て

モ
ン
ス
タ

の
事
ト
ラ

プ
の
事

層
ご
と
の
特
色
と

意

点
の
予

情
報
が
一
番
生
死
を
分
け
る
ん
だ

て
初
め
て
会

た
時
の
事
を

え
に
し
な

が
ら

あ
の
時
だ

て
キ
リ
ト
が
偶
然

り
が
か

て
な
か

た
ら

か
は
死
ん
で
た
よ
う
に

私
達
に
は
経
験
が
不
足
し
て
る
か
ら

情
報
だ
け
は
欠
い
ち

い
け
な
い

て

あ
あ

あ
の
日
も
私
達
そ
れ
を

て
た

二
十
七
層
の
迷

の
情
報
を
見
ず
に
行

た
ん
だ
よ
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マ

プ
デ

タ
は

え
て
も
攻
略
本
と
違

て
ト
ラ

プ
の
場

な
ん
て
書
い
て
な
い

だ
か
ら

私
達
は
引

掛
か

た

そ
し
て

私
だ
け

助
か

た

あ
あ

だ
か
ら

ね

ケ
イ
タ

キ
リ
ト
は

く

て
く
れ
て
た

と
夜
の

古
に
間

に
合
わ
せ
よ
う
と

時
の
攻
略
で
す
ご
く
無

し
て
行
き
来
し
て
た

一
回
一
回
は

い
時
間

だ

た
け
ど
そ
れ
で
も
い

い
教
え
て
く
れ
る
く
ら
い
色

と

え
て
く
れ
て

そ
れ
で

も
ケ
イ
タ
は

キ
リ
ト
の
事
が
憎
い
の

 

願
す
る
よ
う
に
問
う
少
女
に

⻘
年
が

線
を

ら
し

強
く
⻭
を
食
い

た

だ

て

仕
方
な
い
だ
ろ

 

て

め
た
お
金
で
ギ
ル
ド
ホ

ム
を

て

こ
れ
か
ら

て
い
う
時
に
ず

と
一
緒
だ

た
あ
い
つ
ら
が
死
ん
だ
な
ん
て

か
さ
れ
て

 

ビ

タ

の
強
さ
な
ら
助
け
ら
れ
た
ん
じ

て
思

た
ら
憎
く
思
え
た
ん
だ

だ
か
ら

て

だ
か
ら

て
ケ
イ
タ
は
キ
リ
ト
に
復
讐
す
る

だ
け
に
自
殺
な
ん
て
し
た

の
そ
う
だ
よ

 
感
情
的
に
な

て
き
た
の
か
二
人
と
も
至
近

離
で
怒
鳴
り
合
い
始
め
る
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中
で
出
て
来
た
自
殺
の
理
由
に
つ
い
て
初
め
て

く
リ
ン
ド
達
が
目
を

く
が
二
人
は

然
そ
れ
に
気
付
か
ず

論
を

け
る

 
今
の
と
こ
ろ
ケ
イ
タ
が

れ
そ
う
な

気
は
無
い
が
ス
テ

タ
ス
の
差
を

え
る
と

手

で
も

死
が

え
ら
れ
る
か
ら
か
な
り
怖
い

近
く
に
い
る
キ
リ
ト
も

し
て
い
る
よ
う
で
表

情
は
強

て
い
る
が
し

か
り

を

と
し
て
い
る

な
ん
か
じ

全
然

わ
な
い
か
ら

そ
れ
く
ら
い
で
し
か
復
讐
出
来
な
か

た
ん
だ
よ

な
ら
私
は
生
き
残

た
の
に
ど
う
で
も
よ
か

た
の

 
部
活

間
で
一
緒
に
ゲ

ム
で
遊

ん
で
一
緒
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

て
ロ
グ
イ
ン
し
て
ギ
ル
ド
も
一
緒
に
作

て

 
ダ

カ

達
が
死
ん
だ
の
は

く
哀
し
い
け
ど

で
も
私
が
生
き
残

て
た

 
な
の
に
ケ
イ
タ
に
ま
で

死
な
れ
て

く

く

し
か

た

 
分
か
る

 
た

た
一
人

こ
ん
な
世
界
に
取

り
残
さ
れ
る
気
分
が
ケ
イ
タ
に
は
分
か
る

 
キ
リ
ト
が

な
か

た
ら

え
て
く
れ
る

が

な
か

た
ら

と

く
に
私
も
自
殺
し
て
た
よ

ど
う
せ
み
ん
な
死
ぬ
ん
だ
か
ら
変
わ
ら
な
い
だ
ろ

 
だ

た
ら

は

ビ

タ

へ
の

復
讐
に
自
分
の
命
を
使
う

 
あ
の
三
人
だ

て
目
の
前
で
助
け
ら
れ
る

ビ

タ

を
前

に
死
ん
で

怨
み
骨

な

だ
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な
に
そ
れ

  
見
た
事
な
い
く
ら
い
サ
チ
も
ヒ

ト
ア

プ
し
て
お
り

を
見
て
止
め
よ
う
と
機
会
を

て
い
た
キ
リ
ト
が
ど
う
す
る
べ
き
か
オ
ロ
オ
ロ
と

て
い
た

こ
の
対
峙
に
は

引
け

だ

た
し
年

的
に
然
も
あ
り
な
ん

 
流

に
止
め
な
い
と
マ
ズ
い
事
に
な
り
そ
う
な
の
で

一
歩

み
出
し

 
ケ
イ
タ

お
前

て
マ
ジ
で

じ

ね

   

ど
こ
か
ら
か

き
な
れ
な
い
男
の
声
が

こ
え
て
来
た

 

線
を
巡
ら
せ
れ
ば

と
部

の

で
黒
い
闇
が
立
ち
上
る
の
を
目

す
る

ヴ

ベ
ル

だ

こ
こ
に

な
い
か
ら

で

を
し
て
る
の
か
と
思
え
ば

を
し
て
る
ん
だ

 

と
い
う
か
て

き
り

の

く
ら
み
か
ら
女
性
か
と
思

て
い
た
の
だ
が
も
し
か
し
て

女
性
な
の
だ
ろ
う
か

い
や
で
も
声

が
男
性
な
だ
け
の
可
能
性
も
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そ
ん
な
思

を
し
て
い
る
間
に
闇
の
ゲ

ト
か
ら
三
人
の
男
と
黒

く
め
の
人
物
が
出
て
来

る

ど
う
や
ら
ヴ

ベ
ル
以
外
に
人
が
い
た
よ
う
で

三
人
の
う
ち
の

か
が
声
の
主
ら
し
い

 
見
た
事
あ
る
か

と

と
目
配
せ
す
る
が

も
無
い
よ
う
だ

た

ダ

カ

に

サ
サ
マ
ル

テ
ツ
オ

え

お
前
ら
ど
こ
か
ら
出
て

一
体

を

 
サ
チ
の

葉
か
ら

が

か
分
か
ら
な
い
が
月
夜
の
黒
猫

の
残
り
三
人
と
い
う
事
は

分
か

た

 
以
前

い
た

り
な
ら
ニ

ト

を

て
ダ
ガ

を

備
し
て
る
背
の

め
の
男
が
ダ

カ

⻑
槍
を

備
し
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
風
な

子
を
か
ぶ

た
男
が
サ
サ
マ
ル
片
手

と
盾

を

備
し
た

目
で
⻑
身
の
男
が
テ
ツ
オ
だ
ろ
う

三
人
も
死
ん
だ
な
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
来
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

 
だ
が
ヴ

ベ
ル
が

の
つ
も
り
で
か
が
分
か
ら
な
い

キ
リ
ト
か
サ
チ

り
が

か
頼
ん
だ
の

か
と
も
思

た
が

少
年
の
様
子
か
ら
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
だ
し

 

の

と
化
し
た
中
三
人
の
男
は
苦

と
怒
り
と

た
よ
う
な
表
情
で
三
人
に
近
付
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い
て
い
く

 
先
に

を
開
い
た
の
は

や
や

な

を
与
え
る
ダ
ガ

使
い

ケ
イ
タ

お
前
さ

マ
ジ
で

だ
ろ

な

お
ま
え

ま
た
人
の
事
を

て

い
や

だ

て

な

 

れ
た
表
情
で
後
ろ
を
振
り
返
る
ダ

カ

残
る
二
人
も
ダ

カ

と
同
じ
事
を

え
て
い

る
よ
う
で

う
ん
う
ん
と
強
く

す
る

れ
た
表
情
で

 

に

を
開
い
た
の
は
⻑
槍
使
い

ケ
イ
タ
と
サ
チ
の
話
は
一

り

あ

あ
の
な
ん
だ
あ
の
黒
コ

ト
さ
ん

 

が

内
し
て
く
れ
た
す

変
な
ト
コ
か
ら
見
さ
せ
て
も
ら

た
け
ど
さ

完
全
に
ケ
イ
タ
の

方
が
お
か
し
い
わ

そ
も
そ
も

達

キ
リ
ト
の
事
怨
ん
で
な
い
し
な

 
片
手

使
い
が

い
た

 
三
人
の
男
達
の

葉
に
ケ
イ
タ
は

然
と
し
て

ま

て
い
る

 
そ
の

を
見
て

剣
使
い
が

た
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サ
チ
も

て
た
け
ど

達
は
キ
リ
ト
に
感

こ
そ
し
て
も
怨
ん
で
な
ん
て
い
ね

よ

お

前
は

な
か

た
か
ら
分
か
ら
な
い
だ
け
で
マ
ジ
で
絶
望
モ
ン
だ

た
ん
だ

 
む
し
ろ
あ

の
状
況
で
サ
チ
だ
け
で
も
助
け
出
せ
た
事
が

な
レ
ベ
ル
だ

た
ん
だ
か
ら
な

は
と

え
ば
宝

に
一
目

に

け
出
し
て

の
確
認
も

に
し
な
い
で
開
け
た
ダ

カ

の
せ
い
だ
も
ん
な

ら
が
死
ん
だ
の

サ
チ
は
止
め
て
た
し

な

い
や

に

し
て
は
事
実
だ
け
ど
よ
宝

に

し
て
は
キ
リ
ト
と
サ
チ
以
外
同

罪
だ
ろ

 
さ
ら

と
罪
を

り
付
け
ら
れ
た
ダ
ガ

使
い
の
男
が

り
付
け
た
⻑
槍
使
い
の
男
の

を
ど
つ
く

三
人
は
か
ら
か
ら
と
明
る
い

み
を
浮
か
べ
て
い
た

 
そ
こ
に

ど
こ
も

な
感
情
は
無
い

 
あ
の
三
人
は
本
気
で
キ
リ
ト
に
感

し
て
い
て

そ
れ
を

然
と
思

て
い
る
の
だ

ま

と
も
あ
れ
ケ
イ
タ

達
は
キ
リ
ト
に
感

し
て
る
く
ら
い
な
ん
だ

達
の
不

意

が
原
因
で
死
な
せ
た
ん
じ

死
ん
で
も
死
に
き
れ
な
い
か
ら
さ

だ
か
ら
お
前

達
を
ダ
シ
に
自
分
の
復
讐
の
動
機
を
正

化
す
る
な
よ

し

じ
き
そ
れ

け
る
の
は

だ
け
で
実

や
ら
れ
る
と
ム
ナ
ク

悪
い
か
ら
な

 
勝
手
に
怨
ま
れ
て
る
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事
に
さ
れ
る
な
ん
て

た
も
ん
じ

な
い

死
ん
だ
後
は
こ
う
い
う
世
界
が
あ

た
ん
だ
し

せ
め
て
ツ
ラ
合
わ
せ
て
確
認
し
て
か
ら
に
し
て
く
れ

死
ぬ
間

せ
め
て
三
人
は

 

て
す
ご
く
思

た

そ
し
た
ら
こ
れ
な
ん
だ
か
ら

れ
ち
ま

た
よ

ケ
イ
タ
お
前
こ
の
中
で
一
番
ア
ニ
キ
な
ん
だ
か
ら
情
け
な
い
背
中
見
せ

ち

ダ
メ
だ
ろ

キ
リ
ト
は

く
強
い
け
ど
め

ち

年
下
な
ん
だ
ぞ
情
け
な
く
な
い
の
か

テ
ツ
オ

ダ

カ

サ
サ
マ
ル

 

と
復
讐
の
理
由
を

定
さ
れ
て
い
く
ケ
イ
タ
は

然
と
三
人
の
名
前
を

に
す
る

三
人
は

怨
ん
で
な
か

た
の
か

 
同
じ
く

然
と
男
達
を
見
上

る
キ
リ
ト
が

く

 
そ
う
い
え
ば

思
い

ん
で
い
た
か
ら
ケ
イ
タ
に
怨
ま
れ
た
事
を
気
に
す
る
あ
ま
り
三
人

の
事
も
そ
う
思

て
し
ま

て
い
た

そ
う
で
な
く
と
も
死
な
せ
て
し
ま

た
事
を
ず

と
悔
い

て
い
た
く
ら
い
だ

こ
う
し
て

を
合
わ
せ
た
時

悪
い
事
に
な
る
可
能
性
を

え
た
だ
ろ

う 
そ
の
不
安
に
対
し

三
人
は
キ
リ
ト
に
苦

を
向
け
た
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そ
し
て
ダ

カ

が

少
年
の

を
小
突
く

ば

か

勝
手
に
怨
ま
れ
た
事
に
し
て
ん
じ

ね

よ
キ
リ
ト

ら
が
一

で
も
怨
め

し
や

て

た
か

て
は

な
い
け
ど

護
れ
な
か

た
し

気
に
し
過
ぎ
だ

て

そ
り

ら
の
事
を
忘
れ
ろ
と
ま
で
は

わ
ね

け
ど
さ
も
う
少
し

前
向
い
て

し

ん
と
し
ろ

て

男
だ
ろ

 

や

見
た
目
は

ま
ん
ま
女
の
子
だ
け

ど
さダ

カ

カ

コ
つ
け
る
な
ら
最
後
ま
で
し
ろ
よ

そ
れ
キ
リ
ト
が
気
に
し
て
る
事
だ
ぞ

サ
サ
マ
ル
う
る
せ

お
前
も
前

か
ら

て
た
だ
ろ
う
が
さ
り

な
く
然
も
自
分
は

あ
り
ま
せ
ん

て
ス
タ
ン
ス
を
取

て
ん
じ

ね

 

を

で
る
二
人
の

突
に
始
ま

た
や
り
取
り
に
キ
リ
ト
は
も
う

然
と
し
て
見
上

て

い
る

正
直

達
も
テ
ン
シ

ン
の
上
が
り
下
が
り
の
勢
い
に
つ
い
て
行
け
て
な
い

 
さ

き
ま
で
の
会
話
を
見
て
た
な
ら
せ
め
て
シ
リ
ア
ス
な
空
気
は

行
す
る
べ
き
だ
と
思
う

の
だ
が

 

と

思
い
出
す
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以
前
ケ
イ
タ
と
殺
し
合

た
後
に

き
出
せ
た
話
で
ケ
イ
タ
は
キ
リ
ト
が
求
め
て
い
る
も
の

を
理
解
し
て
い
た
か
ら

し
て
い
た
の
だ
と
い
う

キ
リ
ト
は
人
の

か
み
を

望
し
て

い
て

そ
れ
を

し
た
と

 

こ
の
三
人
を
見
て
い
た
ら

と
な
く
わ
か

た
気
が
し
た

 
真
面
目
な
空
気
に
は
ま

た
く
合
わ
な
い
だ
ろ
う
が

あ
の
三
人
の
空
気
は
と
て
も

か
く

明
る
く

攻
略
組

に
は
無
い
独
特
の
色
が
あ
る

真
面
目
で

正
で

り

め
た
空
気
ば

か
り
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
中
で
あ
そ
こ
ま
で
ア

ト
ホ

ム
な
空
気
を
保

て
い
ら
れ
る

の
は
あ
る
意
味
才
能
の
一
種
と

え
る

 
あ
れ
は
キ
リ
ト
で
な
く
と
も

か
れ
る
も
の
が
あ
る

は
は

と
に
か
く

達
の
事
は
も
う
気
に
し
な
く
て
良
い
よ

こ
れ
か
ら

時
か
死
ん
だ

と
し
て
も

そ
れ
は

達
の
自
業
自
得

て
も
う

り
切

て
る
ん
だ

 

の
よ
う
な
じ

れ
あ
い
で
離
れ
た
二
人
を

然
と
見
つ
め
る
キ
リ
ト
を
残

た
片
手

使
い
テ
ツ
オ
が

み
な
が
ら

で
た

で
も

ケ
イ
タ
は

は
は
あ
の

は

達
に

せ
て
く
れ

あ
い
つ
一
番
年
上
な
ク
セ
し
て

か
ら

か
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な
い
ん
だ
よ

な

テ
ツ
オ

お
前
な

あ

は
い
は
い
分
か

た
か
ら
あ

ち
行
く
よ
リ

ダ

味
で
も
愚

で
も
恨
み
節
で

も

ら
で
も
付
き
合
う
か
ら

 
ス
テ

タ
ス
的
に
は
ケ
イ
タ
の
方
が
勝

て
い
る

だ
が
そ
れ
で
も

間
に
は

抗
出
来
な

い
の
か
テ
ツ
オ
に

さ
れ
て
ど
ん
ど
ん
と
部

の
外
へ
と

し
出
さ
れ
て
い
く

す
ぐ
近
く
に

が
ポ

プ
し
な
い
部

が
あ
る
し

そ
こ
で
話
を
す
る
の
だ
ろ
う

 
や
は
り
キ
リ
ト
は

然
と
彼
ら
を
見
送
る
ば
か
り

え

と

私
も

の
と
こ
に
行

て
く
る
ね

ま
だ

い
足
り
な
い
事
が
あ
る
か
ら

 
や
や

惑
気
味
に

ぎ
こ
ち
な
く

み
な
が
ら
サ
チ
は

て

四
人
の
後
を
追

た

こ
れ

ボ
ク
達

る
必
要
あ

た
か
な

ま

く
収
ま
り
そ
う
だ
し

い
い
ん
じ

ね

 

は
そ
う

え
る
の
が
精
一

だ

た

  

月
夜
の
黒
猫

の
五
人
が
別

で
話
し

ん
で
い
る
間
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キ
リ
ト
は

ギ

ン

き
し
た

全
力
で

い
た

 
い
つ
も
我

し
て

く
か
恐
慌
を
来
し
て

く
か
だ

た
か
ら
感
情
の

く
ま
ま

く
の

を
見
る
の
は
初
で
あ
る

い

そ

し
い
程
の

き

り
に
逆
に

惑
す
る
程
だ

 
一
年
も

り

め
て
い
た

が
切
れ
た
せ
い
だ
ろ
う

怨
ま
れ
て
い
る
と
思
い

み
ず

と

自
分
の
欲
や
感
情
を
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
抑
制
し
て
い
て
さ

き
タ
ガ
が
外
れ
た
か
ら
決
壊
し

て
し
ま

た
の
だ

も
う
二

と
会
え
な
い
と
思

た
男
達
と
再
会
し
怨
ま
れ
る
ど
こ
ろ
か
感

さ
れ
親
し
い

離
感
で

さ
れ
れ
ば
そ
り

あ

く

で
も

く

か
な
い

が
無

い 
そ
う
し
て
三
十
分
が
経
過
し
キ
リ
ト
が

く

き
止
ん
で

す
ぐ
く
ら
い
に
月
夜
の
黒

猫

が

て
来
た

先

を
歩
く
ケ
イ
タ
は
物

く

面

反
面
サ
チ
達
四
人
は

し

い
く
ら
い

だ

逆
に
こ
わ
い

 
キ
リ
ト
の
前
で
ケ
イ
タ
が
止
ま
る

男
の

と
後
ろ
を
男
達
が

み

者
の
間
に
審
判
の

如
く
サ
チ
が
立

た

 

彼
女
の

み
か
ら

も
な
い

圧
を
感
じ
る
の
は
気
の
せ
い
で
は
無
い
と
思
う

び

キ
リ
ト
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ん
は

ま
だ

今
ま
で
の
事
は

ら
な
い

な

ケ
イ
タ

話
が
違
う
よ

 

る
ん
で
し

 

と

て
の
け
た

サ
チ
が
怒
鳴

た

圧
の

み
が

間
的
に
怒
り
の
そ
れ
に

な
る

そ
れ
で
も
ケ
イ
タ
は

む
事
な
く
キ
リ
ト
を
ず

と
見
て
い
た

テ
ツ
オ
達
と
サ
チ
か
ら

い
て
キ
リ
ト
は
悪
く
な
い

て

わ
れ
て

そ
れ
で
も
思
う
ん

だ

た
ら
れ
ば
の
話
で
引

る
の
は
情
け
な
い

て
分
か

て
る

で
も
あ
の
時
も
う
少
し

だ
け
で
も

く

り

い
て
い
た
ら

三
人
は
死
な
な
か

た
ん
じ

な
い
か

て

だ
か
ら

そ
れ
は

た

サ
チ

 
今
に
も
怒
り
を

発
さ
せ
そ
う
な
サ
チ
を

キ
リ
ト
が
止
め
た

キ
リ
ト

全
部

こ
う

そ
れ
か
ら
で
も

く
な
い

え

う

う

わ
か

た

キ
リ
ト
が
悪
く
な
い
の
は
分
か

た

で
も
こ
の
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
出
来
る
と
は
今
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で
も
思
え
な
い

最
後
に
は

死
ぬ

て
心
の
ど
こ
か
で
思

て
る
自
分
が

る
ん
だ

今
は
生

き
て
る
攻
略
組
も
も
し
か
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ボ
ス
に
ぶ
つ
か

て
全
滅
す
る
か

も
し
れ
な
い

サ
チ
は
キ
リ
ト
の
事
を
信
じ
切

て
る
み
た
い
だ
け
ど
悪
い
け
ど

は
ま
だ
信

じ
切
れ
て
な
い

そ
う

に
信
じ
て
く
れ
る
と
は

も
思

て
な
い

そ
う
か
い

だ

た
ら
こ
こ
で
勝
負
し
て
実
力
を
信
じ
る
と
か

う
ん
だ
ろ
う
け
ど

は
そ
こ
ま
で
強
く
な
い
か
ら

だ
か
ら
キ
リ
ト

こ
の

デ

ス

ゲ

ム

ク

れ
な
ゲ

ム
を
終

わ
ら
せ
て
く
れ

 

ケ
イ
タ
は

を
下

て
そ
う

た

 

罪
は
無
く

無

に

し
い
行
動
更
に

の
上
塗
り
に

し
い

葉
に
一
同
が
息

を

ん
だ

流
れ
か
ら

る
の
か
と
思

て
た
ら
ま
さ
か
の
お
願
い
で
あ
る

信
じ
ら
れ
な
い
と

男
を
見
る

生
還
し
た
ら

全
力
で

る

怨
ん
だ
事
も

自
殺
し
た
事
も

憎
ん
だ
事
も

復
讐
心
で
殺

そ
う
と
し
た
事
も
迷
惑
か
け
た
事
も

も
し
死
ん
で
も

ゲ

ム
ク
リ
ア
し
た
な
ら
完

だ
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そ
れ
く
ら
い
し
な
い
と

こ
の
世
界
か
ら

け
出
さ
な
い
と
復
讐
心
も
怨
み
も
無
く
せ

な
い
か

あ
あ

は
と

え
ば
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た

ツ
へ
の
怨
み
が
強
か

た
そ
れ
が
三
人
の
死

を
引
き
金
に

発
し
て

一
番
近
く
に
い
た

ビ

タ
対

に
ぶ
つ
け
て
し
ま

た
ん
だ

ビ

タ

を
名

る
理
由
を
サ
チ
か
ら

い
て
さ

き
分
か

た

そ
う
か

差
し

め
ケ
イ
タ
は

ビ

タ

を
名

る

の
失

だ
な

近
く
に
復

讐
の
対

を
作
り
や
す
く
し
た
か
ら
却

て
自
殺
を

ら
せ
て
し
ま

た

 
そ
う
自

す
る
キ
リ
ト
を

ケ
イ
タ
は

を
振

て

定
す
る

い
や

の
心
が
弱
か

た
せ
い
だ

サ
チ
達
に

わ
れ
た
よ

だ
か
ら

が
悪
い

そ
う
そ
う

こ
れ
に

し
て
は
ケ
イ
タ
が
全
部
悪
い
よ

追
い
撃
ち
し
な
い
で
く
れ
る
か
な

サ
チ

か

た

い
え
な
に
も

よ
ろ
し
い

 
う
む
う
む
と

足

に

く
サ
チ

来
彼
女
の

に
な
る
男
の

に
敷
か
れ
る
未
来
が
見
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え
る

 

そ
の
や
り
取
り
を

キ
リ
ト
は

し
そ
う
に
見
て
い
た

 
も
し
か
し
た
ら
彼
に
は
在
り
し
日
の
月
夜
の
黒
猫

の
や
り
取
り
が
見
え
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い

と
も
あ
れ
こ
の
世
界
を
ク
リ
ア
し
た
ら
い
い
ん
だ
な

な
ら
攻
略
組
の
目
標

だ
か
ら

り
に

だ

絶
対
ク
リ
ア
す
る
か
ら

を
洗

て

て
ろ

今
は

ら
な
い
事
を
怒
ら
な
い
の
か

殺
し
合
う

か
ら
和
解
に
持

て
こ
ら
れ
た
ん
だ

ダ

カ

達
も
怨
ん
で
な
い

て

て
く
れ
た
し

こ
れ
以
上
欲
し
が

た
ら

が

た
り
そ
う
だ
よ

 
に
こ
り
と

う
キ
リ
ト
が

う

き

ら
し
た
せ
い
で
や
や

く

血
し
た
目
と
真

な

で

う
少
年
は
本

に

し
そ
う
で

罪
さ
れ
な
か

た
事
な
ん
て

も
気
に
し
て
い
な

い
よ
う
に
し
か
見
え
な
い

 
ケ
イ
タ
は

を

わ
せ

 

武
士
の
情
け
だ

ち
く
し

う
め

 
そ
の
後
の
光

は
目
を

ら
し
た
か
ら
見
て
い
な
い

記

し
て
い
る
の
は

を

る

と



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

し
い
少
年
の
声
だ
け

 

甘
過
ぎ
ン
の
も
ど
う
か
と
思
う

キ
リ
の

よ

 
そ
う
心
の
中
で

い
た

は
き

と
悪
く
な
い
と
思

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
い
や
ね

消
化
不
良
と
か
終
わ
り
方
に

論
あ
る
と
思
い
ま
す
が
こ
れ
が
限
界

か
な

て

お
忘
れ
で
し

う
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

て
あ
る

件
を

た
し
た
ら
問

無

で
全

さ
れ
て
ま
す
ん
で

ケ
イ
タ
が
出
た

の
束

点
参

 
だ
か
ら
こ
う
和
解
す
る
の
は
良
い
に
し
て
も
ア

サ
リ
と
憎
し
み
無
く
す
の
は
矛
盾

き

る
と
い
い
ま
す
か

 

リ
ア
ル
に

た
時
の
イ
ベ
ン
ト
フ
ラ
グ

て
を

え
た
ら
こ
う
な

た
と

い
ま
す
か

正
直
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ち
な
み
に
ボ
ツ

た
ル

ト

 
・
ダ

カ

達
が
出
て
来
る
ま
で
は
一
緒

そ
こ
か
ら
憎
し
み
を
振
り
払
え
ず
ケ
イ
タ
が

し
キ
リ
ト
に
復
讐
す
る
べ
く
鍛
え
上

た
力
を
振
る
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
ぶ
ち
ギ
レ
た
ク

ラ
イ
ン
が
乱
入

 
・
リ

ダ

と
し
て

間
の
死
で
他
者
を
怨
む
事
に
は
理
解
を
示
し
つ
つ
復
讐
の

に
鍛
え

た
力
で
自
分
か
ら

間
を
傷
付
け
る
事
に
は
怒
り
を
示
し

ケ
イ
タ
を
一

す
る
と
共
に
全
力

グ

パ
ン

 
・
以

は
本
編
と
同
じ
流
れ

た
だ
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で

罪
は
す
る

 

と
い
う
感
じ
で
し
た

 

正
直
ど

ち
に
す
る
べ
き
か

 

て
悩
ん
だ

の

な
の
で

善
の

地
あ

り
ま
く
り
と
い
う
ね

 
ヴ

ベ
ル
さ
ん
は
キ
リ
ト
の
成
⻑
を
見
て
自
分
も

き

い

て
ら
れ
ね

真
と

思
い

き
り
お
膳
立
て
に
動
い
た

一

も

葉
を
交
わ
し
て
な
い
け
ど
闇
の
ゲ

ト
潜
ら
せ
る

程

に
は

け
容
れ
よ
う
と
し
て
い
る
様
子

終
始
無

で
語

て
い
る
の
で
ダ

カ

達
は
性



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

別
が
分
か

て
ま
せ
ん

 
サ
チ

点
は
い
き
な
り

い
場
面
に
す
る
と

月
夜
の
黒
猫

で
ケ
リ
を

て

て
た
の
に

で
部
外
者

れ
て
来
て
る
ん

 

て
な
る
の
で

そ
の

に

 
ス
レ
イ
ブ

点
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

め
て
三
人
の

ん
だ
道
が
ま
る

き
り
違
う
と
い
う

写

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ス
レ
イ
ブ
は
近
い
け
ど

ホ
ロ
ウ
と
は
完
全
に
分
か
れ
て
ま
す
ね

 
ケ
イ
タ
と
サ
チ
の
対
峙
は
バ
ト
ル
の
も

え
た
け
ど
サ
チ

て
血
の
気
は
あ
ん
ま
り
多
く
な

い
よ
な

て

慮
し
て
こ
う
な

た

こ
う

色

と

め
て
そ
う
じ

な
い

 
特

に
ケ
イ
タ
に
は
見
捨
て
ら
れ
自
殺
で
独
り

ち
に
な
り
キ
リ
ト
が
す

ご
く
引
き

て

る
の
を

と
見
て
来
た
わ
け
だ
し

ダ

カ

達
に
も
だ
け
ど
ケ
イ
タ
に
一
番
苛
立

て
る

だ
ろ
う
な

て

え
て
た
ら
こ
う
な

た

 
サ
チ
さ
ん
と
結

す
る
男
性
は
き

と

に
敷
か
れ
る
事
に
な
る
で
し

う

 
ダ

カ

達
の
性
格
は

と
原
作

分
か
り

い
け
ど
地
味

に

や
セ
リ
フ
回
し
も

ア
ニ
メ
に
近
付
け
て
ま
す

と
ん
ど
出
番
無
か

た
せ
い
で
あ
ん
ま
り
参

に
な
ら
な
か

た
せ
い
で
ダ

カ

が

く
し

べ

て
ま
す

 
コ
ン
セ
プ
ト
は

い
ノ
リ
と

攻
略
組
に
は
無
い

気

つ
ま
り
は
ア

ト
ホ
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ム 
こ
れ
ま
で
の
月
夜
の
黒
猫

の

写
や
キ
リ
ト
が
力
を

す
時
に
求
め
た
も
の
と
し
て
書

か
れ
て
る
も
の
で
す
ね

そ
れ
を
意
識
し
た
ら

ま

空
気

ま
ね

中
に
な

ち
ま

た
な

て

で
も
こ
れ
が
彼
ら
の
持
ち
味
な
ん
で

そ
の
せ
い
で
死
ん
だ

様

 
と
も
あ
れ

ケ
イ
タ
は
勝
手
に
一
人
で
怨
ん
で
た

て

で
す

 

で
色

あ

て
キ
リ
ト
が
悪
く
な
い
の
は
分
か

た
け
ど
振
り
上

た

の
収
め
ど

こ
ろ
が
分
か
ら
な
い
か
ら

意
地
を

た

 
つ
い
数
分
前
ま
で
殺
意
を
向
け
て
て
最
近
殺
し
合

た
ば
か
り
の

手
だ
か
ら
ね
意
地
を

て
も
仕
方
な
い
よ
ね

男
の
子
だ
も
ん
ね

手
は
小
学
生
で
あ
る

 
ま

こ
れ
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
時
に
全
損
者
が
死
の
う
が
生
き
よ
う
が
ど

ち
に
せ
よ
キ
リ

ト
の
精
神
は

く
救
わ
れ
る
と
い
う
事
で

一
つ

 

も
か
も

に
い
き
な
り
な
る
よ
り
は
ギ
ス
ギ
ス
し
た

か
ら
少
し
ず
つ
修
復
さ
れ
て

い
く
方
が
リ
ア
ル
か
な

て

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

い
約
束
は

リ
ズ
ベ

ト
と
同
じ
約
束
を
し
た
事
で
す

 
六
十
章
六
十
一
章
で
重

に
感
じ
て
い
た
そ
れ
が
キ
リ
ト
を

め
に
し
て
い
く
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第
百
三
十
七
章
 

生

き

た

証

Ｐ
ｒ
ｏ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
レ
イ
ン

キ
リ
ト

楯
無

千
冬

 
文

数
は
約
一
万
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
が
や
が
や
と
安
全
な
圏
内
を
も

か
す
存
在
が

ま

た
事
は

日
の
内
に
広
ま

た

よ
う
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
全

の
バ
グ
が
消
え
た
事
も

て
ア

ク

フ

ア
は

時
に
な
く

や
か
な

気
に

ま
れ
て
い
た

今
日
ば
か
り
は
鬱

が

ま

て
い
た
男

も
明
る
く

み
食
い
し
て
あ
る
い
は
自
分
の
ホ

ム
に
近
い

層
へ

て
な
ど

き

き
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に
行
動
を
取

て
い
る

 
こ
う
し
て
見
れ
ば

層
間
の
転

が
ど
れ
だ
け
有

い
も
の
な
の
か
を

で
も
実
感
さ
せ
ら

れ
る

も
し

常
の
オ

プ
ン
ワ

ル
ド
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
よ
う
な

歩
で

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

転

の
よ
う
な
フ

ス
ト
ト
ラ
ベ
ル
機
能
が
無
か

た
ら
き

と
こ
の
浮
遊
城
は
も

と

ん
だ
空
気
に
な

て
い
た
だ
ろ
う

 
戦
わ
な
い

を
し
た
者
達
に
は

コ

ル
お
金
を
入
手
す
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
日

の
生
活

を

ぐ
だ
け
で
精
一

あ
る
程

が
あ
る
者
達
に

べ
て

き
に

み
食
い
し
た
り

た
も
の
を

た
り
も
出
来
な
い
中
最
前
線
の

解
放
は
ク
リ
ア
に
一
歩
前
進
し
た
分
か
り
や

す
い
希
望
に
な
る
と
同
時
に

開
き
と
い
う

大
な

し
物

と

て
も
プ
レ
イ

が
称
し
て
い
る
だ
け
だ
が

に
な
る
か
ら
観
光
に
は
う

て
つ
け

目
新
し
い
も
の
に
目
を

か
せ
る
事
は

も
が
持
つ
権

だ

逆
に

え
ば

開
き

以
外
に

な

し
み
が
無
い

そ
ん
な
彼
ら
の

層
を

ぐ

動
手

は
転

の
み

転

が
無
く
自
分
の
力
で

層
を

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

ど
れ
だ
け
の
労
力
が
必
要
か
は
想
像
も
し
た
く
な
い

 
こ
の
世
界
を
作

た

場

が
転

の
設

を
し
た
と
い
う
が
解
放
さ
れ
た
ら
自
由
に

行
き
来
で
き
る
設
定
に
し
て
く
れ
て
良
か

た
と
本

に
思
う

も
し
自
分
で
登
録
し
た
転



 第百三十七章 〜
生 き た 証

Ｐｒｏｏｆｉｎｇ Ｌｉｆｅ 〜

に
し
か
行
け
な
い
パ
タ

ン
な
ら
も

と
攻
略
は

れ
て
い
た

だ

あ

 

日
か
ら
ず

と
色

あ

た
せ
い
で

れ
た
よ

 
姉
ち

ん

も
う

ま
な

い
そ
う
ね

ホ

ム
に

れ
る
よ
う
に
な

た

だ
し

 

子
の
妹
ユ
ウ
キ
が
大
き
く

び
を
し
て

え

子
の
姉
ラ
ン
が
お

と
り
と
応
じ
る

体

格
差
は
確
か
に
無
い
け
ど

か
ら
見
た
ら
一

く
ら
い

の
差
が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
感
じ

は
あ
る

ユ
ウ
キ
が

な
の
か

ラ
ン
が

ち

い
て
い
る
の
か

 

あ
の
子

今
は

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か

 

と

ず

と
会

て
い
な
い
妹
の
事
が
気
に
な

て

思
い
出
に
想
い
を
馳
せ
る

 
キ
リ
ト
は
今
年
十
一

に
な
る
と
い
う

そ
う
な
る
と
彼
は
自
分
の
妹
と
同
い
年

が
無
か

た
自
分
が
彼
の
事
を
気
に
掛
け
た
の
も
妹
と
同
い
年
く
ら
い
と
思

た
た
め
だ

一
層

の
教
会
で
子

達
の
面
倒
を
見
て
い
る
の
も
そ
う

も
う
十
年
近
く
前
の
事
に
な
る
の
に

分
気

に
な

て
い
る
の
だ

 
あ
の
少
年
の

明
ぶ
り
を
見
る
と
ど
う
し
て
も

裏
を
過
ぎ

て
し
ま
う

あ
の
子
と
引
き
離

さ
れ
た
の
も

は
と

え
ば
妹
の

明
さ
で

親
の
教
育
方

が

れ
た
か
ら
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ま

今
更
ど
う
こ
う

た
と
こ
ろ
で

も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
だ
が

⻑

私
達
も
グ
ラ
ン
ザ
ム
に

り
ま
し

う
か

そ
う
だ
な

リ

ダ

ら
も
本
部
に

ろ
う

あ
あ

も
う

分
空
け
て
る
か
ら
な

一

間
く
ら
い
か

帰

た
ら
書

が

み
に
な

て
そ
う
で
す
ね

は
は

や
め
て
く
れ
シ
ン
カ

さ
ん

ま
で

に
な

て
く
る
か
ら

あ

も
ア
ル
ゲ

ド
の

を
ど
う
に
か
し
ね

と

そ
う
い
や
エ
ギ
ル

お
前

の

は
ど

ち
に
構
え
る
ん
だ

あ

ち
は
手

だ

た
か
ら
こ

ち
に
す
る
つ
も
り
だ

転

に
近
い
し

も
食
事

も

あ
る
こ

ち
の
方
が

だ
ろ

れ
る
よ
う
に
な

た
か
ら
大

が

を
出
て
い
く
気
も
す
る

が
ウ
チ
を

に
す
る

ツ
は
攻
略
メ
ン
バ

く
ら
い
な
も
ん
だ
か
ら
攻
略
組
の
集
ま
り

に
使
う
な
ら
こ
れ
か
ら
も
キ

プ
し
と
く

お
前

め
出
す
気

だ
な

そ
れ
で

か

て
ん
だ
か
ら
世
の
中
分
か
ら
ね

事

だ
ら
け
だ
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ど
う
や
ら

れ
る
よ
う
に
な

た
ホ

ム
が
あ
る

層
へ

た
り
あ
る
い
は
こ
ち
ら

に

点
を

す
人
は
前
の

点
の

分
を
し
た
り
す
る
よ
う
だ

 
自
分
も
フ

リ
ア
と
共
に
第
一
層
へ

る
つ
も
り
で
い
る

リ
ズ
ベ

ト
の
家
に
転
が
り

ん
だ
の
も
下
層
へ

れ
な
い
の
に
加
え
彼
女
の
鍛
冶
ス
キ
ル
が
上

す
る
の
を

つ

ら

客
や
武
器
を
打
つ
た
め
で

ス
キ
ル
値
も
転

も

た
今
は

在
す
る
理
由
が
無
い

一
定
の
収
入
源
に
な
る
か
ら
ち

く
ち

く
手
伝
い
に
は
行
く
が

点
は

す
つ
も
り
だ

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
達
に

ま

た
せ
い
で
期
せ
ず
し
て
レ
ベ
ル
が
カ
ン
ス
ト
し
て
戦
力
に
数
え
ら
れ

た

だ
し

攻
略
へ
の
参
加
要
請
も
さ
れ
て
し
ま

た
か
ら

あ
ま
り
手
伝
え
な
い
気
も
す
る

キ
リ
ト
と
ス
レ
イ
ブ
の

方
が
鍛
冶
ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る
か
ら
自
分
の
仕
事
も
あ

ま
り
無
い

Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な

た

二
刀
流

は

わ
ず
も
が
な

 

自
分
攻
略
メ
ン
バ

と
し
て
も
武

の

と
し
て
も
あ
ま
り
必
要
な
い
の
で
は

い
い
や
い
や
戦
力
ア

プ
と
か
二
刀
使
い
と
い
う
面
で
は
ち

ん
と
意
味
あ
る

レ
イ
ン

を
ぶ
つ
ぶ
つ

て
る
の

わ

 
い
や

で
も
な
い
よ
フ

リ
ア
ち

ん

 
こ

ち
の
話
だ
か
ら

ん

 
そ
の
反
応

レ
イ
ン

た
ら

か

し
て
る
で
し



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

え

そ

そ
ん
な
事
な
い
よ

レ
イ
ン
の
語

が

び
た
ら
大
体

つ
い
て
る
か

魔
化
そ
う
と
し
て
る

て

場
が
決
ま

て
ん
の
よ退

あ

こ
ら

 

て

ち

し
て

ち
な
さ

い

 

い
で

り
出
せ
ば
そ
の
後
を
し

か
り
と
追

し
て
く
る

同
じ
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
と
は

え
彼
女
は

値
に
自
分
よ
り
多
め
に
振

て
い
る
事
も
あ

て
そ
の
差
は
地
味
に

ま

て

い
る

そ
れ
が
分
か

て
い
る
の
か
フ

リ
ア
の

み
は
と
て
も

し
そ
う
だ

自
分
も
気
分
は

し
い
け
ど

身
の
危
険
を
感
じ
な
く
も
な
い
か
ら

と
全
力
で

る

 

そ
の
後
七
十
六
層
の

に
紅
と
蒼
の
光
が
出

し
た
と
か

と
か
ま
こ
と
し
や
か

に
語
ら
れ
た
と
い
う

 
後

そ
れ
を
知
り

二
人
そ
ろ

て

を

く
す
る
の
は

ま
た

別
の
お
話
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体
感
と
し
て
は
⻑
時
間
け
れ
ど
実
時
間
で
は
数
分
と
い
う

ま
じ
い
追

を

り
広

た

私
達
は

に
別
れ
を

て
第
一
層
へ
と
転

し
た

転

で
デ

ア
ベ
ル
ら
と
別
れ
た

後

一
路
教
会
へ
向
け
て
歩
き
出
す

も
う

い
い
加

機

直
し
て

て
ば

 
歩
き
な
が
ら

を
歩
く

棒
か
ら

罪
さ
れ
る

私
は
そ

を
向
い
た

ん

 
フ

リ
ア
ち

ん
な
ん
て
知
ら
な
い

 
あ
ん
な
に
し
な
く
て
い
い
で
し

え

だ

て
レ
イ
ン

て
ば

み
心
地
が

い
い
ん
だ
も
ん

自
分
に
も
同
じ
も
の
あ
る
で
し

い
や

こ
う

自
分
の
よ
り
他
人
の
方
が

み
や
す
い
と
い
う
か

は

ち

け
過
ぎ
だ
よ

 
圏
内
な
の
で
遠
慮
な
く
手
刀
を
振
る
う

極
限
ま
で
強
化
さ
れ
た
手
刀
は
体
感
的
に

め
に
し
た
に
も

わ
ら
ず

色
の
シ
ス
テ
ム
パ
ネ
ル
に
よ

て
無

悲
に

ま
れ
る

 
衝
撃
は
ち

ん
と
伝
わ

た
よ
う
だ
け
ど

 
が

ん

 
と

が

ち
た
と
思
う
よ
う
な

と
共
に

色
の
髪
色
の
少
女
が

勢
い
よ
く

せ
に
倒
れ
た

く
り
立
ち
上
が

た
彼
女
か
ら
恨
め
し

に
見
ら
れ
る
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レ
イ
ン

流

に
手
加

し
て
欲
し
い
ん
で
す
け
ど

い
や
い
や
い
や
い
や

こ
れ
で
も
か
な
り
加

し
た
方
な
ん
だ

て

 
ス
テ

タ
ス
が
高

過
ぎ
て
体
感
と
結
果
に
ギ

プ
が

き
て
る
ん
だ
よ

え

こ
れ

子

達
を
安

に

れ
な
い
じ

ん

た
ね

こ
れ

ス
テ

タ
ス
が
高
く
な

て

る
事

て
中

無
い
よ
ね

も
の
す

ご
い
ゼ

タ
ク
な
話
だ
よ

 
二
人
で
苦

し
た
後
同
時
に

息
を

く

き

と
こ
の
浮
遊
城
に

い
て
ス
テ

タ
ス
が

高
す
ぎ
る
せ
い
で
逆
に
悩
む
人
な
ん
て
自
分
達
く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う

一

プ
レ
イ

に
広

ま

て
い
る
情
報
の
中
で
ス
テ

タ
ス
カ
ン
ス
ト
の
話
は

せ
ら
れ
て
る
か
ら
滅
多
に
話
せ
な
い

の
も
あ

て

つ
ら
い

 
見
た
目
十
二
十
三

程

と
は

え
も
う
中
学
高

生
に
な
ろ
う
と
す
る
年

だ
か
ら

流

に

か
な
い
と
は
思
う
が

 

と

一

ど
前
に

ギ

ン

全
力

き
し
た
少
年
の
事
が
浮
か
ぶ

 
以
前
自
分
が
怒
鳴

た
⻘
年
と
ど
う
に
か
和
解
出
来
て

分
と

の

が
下
り
た
よ
う
な

を
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し
て
い
た
彼
は
今
も
ま
だ

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

ま

て
い
る

 
理
由
は
多
分
彼
の
実
の
兄
の
事

ケ
イ
タ
の
横
に
浮
い
た
ま
ま
の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
分
そ
の

兄
の
も
の
だ

も

も

わ
な
い
か
ら
彼
が
残
る
と

う
ま
で
思
い
至
ら
な
か

た

レ
イ
ン

ど
う
し
た
の

ん

キ
リ
ト
君

大

か
な

て

あ
 
そ
れ
だ
け
で

い
た
い
事
が
伝
わ

た
よ
う
で

得
の
表
情
で
声
を
上

た
フ

リ
ア
は
星

空
が

る
天

を
見
上

た

キ
リ
ト

て
ホ
ン
ト
人
間

複

だ
よ
ね

の
他
人
は
お
ろ
か
実
の
家

と

み
合

て
る
と
かそ

う
だ
ね

 
そ
れ
に
は
同
意
す
る

 
そ
の
時

と

裏
で
声
が

こ
え
た

そ
れ
は
他
人
事
で
は
な
い
の
で
は
と

 
妹
は

に
引
き
取
ら
れ

自
分
は
日
本
人
の

と
共
に

り
住
み

事
実
上
の
生
き
別
れ
と

な

た

姉
妹

は
悪
く
な
か

た
と
思
う
け
ど
彼
女
が
ど
う
思
う
か
は
分
か
ら
な
い

い
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に
い
き
な
り

な
く
な

た
ら

し
く
思
い
果
て
に
は
憎
く
思

た
り
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か

 
あ
の
兄
弟
と
違
い
自
分
達
姉
妹
は

親
の

合
に
よ

て
生
き
別
れ
と
な

た

で
正
直

恨
ま
れ
る
理
由
は
無
い
と
思
う

で
も
子

に
と

て
は
理

じ

な
い

感
情
こ
そ
が
主

だ 

親
が
離

し
た

時
ま
た
二

だ

た
あ
の
子
が
姉
の
事
を
覚
え
て
い
る
か
と
い

う
疑
問
も
あ
る
が

 
恨
ま
れ
て
た
ら

や
だ
な

 
心
の

か
ら
思

た

  
じ

と

展
開
さ
れ
て
い
る
ウ

ン
ド
ウ
を
見
る

 

理
の

デ

タ
ス
キ
ル
の

デ

タ
シ
ス
テ
ム
面
で
の

文
書

こ
の
一
年

の
デ
ス
ゲ

ム
生
活
で
手
掛
け
て
来
た
多
く
の
テ
キ
ス
ト
デ

タ
が
羅
列
さ
れ
て
い
る

フ

ル
ダ
別
に
分
け
て
入
れ
て
い
る
た
め
一
応
ス

キ
リ
し
て
い
る
が

そ
れ
で
も

が

だ

 
そ
の
中
で

層
フ

ル
ダ
や

理

フ

ル
ダ
と
あ
る
中
で
一
つ
だ
け
テ
キ
ス
ト
フ
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イ
ル
の
ま
ま
の
も
の
が
あ

た

 

名
は
無
い

 
差
出
人
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
対
策
チ

ム

 
内
容
は
現
状
報

の
よ
う
な
も
だ

た

Ｔ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

 
初
め
ま
し
て

我

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
に
よ
る

の
問

に
対
応
し
解
決
に

力
す
べ

く
日
本

主
導
で
設
立
さ
れ
た
対
策
チ

ム
で
す

こ
れ
を

ん
で
い
る
と
す
れ
ば
我

の

み
は
成

し
た
事
に
な
り
ま
す

 
ま
ず
デ
ス
ゲ

ム
の
解
決
に

出
来
て
い
な
い
現
状
を

し
て
お

び

し
上

ま
す

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

と

わ
れ
る
人
力
を
必
要
と
し
な
い
完
全
自
立
シ
ス
テ
ム
の
強

な
サ
イ
バ

プ
ロ
テ
ク
ト
に
よ
り
ま
た
下
手
を
す
る
と
プ
レ
イ

の
死
を

く
恐
れ
か
ら

ハ

キ
ン
グ
を
許
さ
れ
て
い
な
い
た
め

一

と
時
が
過
ぎ
る
今
も
無
力
さ
を

感
し
て
お
り

ま
す

 
我

に
許
さ
れ
て
い
る
事
は
プ
レ
イ

の
ロ
グ
を
記
録
し

ど
の
エ
リ
ア
に

が

た
か

と
い
う
ま
で
の
も
の
で
し
た

し
か
し
今
日

方
様
が
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
に
よ
り
作

た
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エ
リ
ア
に
入

た
時
点
か
ら
ど
う
に
か

像
と

を

し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
と
な
り
ま

し
た

他
の
プ
レ
イ

を
モ
ニ
タ

す
る
事
が
出
来
な
い
た
め
ど
う
し
て
も

方
様
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
す
る
事
に
な

て
し
ま
い
ま
す
が
プ
ラ
イ
バ
シ

保
護
に

し
て
は
全
力
を

く

す

存
で
す
の
で

ど
う
か

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
我

が
テ
キ
ス
ト
メ

セ

ジ
を
送
信
出
来
た
理
由
と
し
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

へ
の
直

入
で
は
な
く

ナ

ヴ
ギ
ア

を

し
た
間

的

入
に
よ
る
ア
プ
ロ

チ
を

み
た
た
め

か
と
思
わ
れ
ま
す

事
実

方
様
の
モ
ニ
タ

を
す
る
中
で

理
や
ス
キ
ル
に

す
る

大
な

テ
キ
ス
ト
デ

タ
を

す
る
事
が
出
来
ま
し
た

こ
れ
を
き

か
け
に
我

は
文
書
に
よ
る
情

報
交
換
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か

と
予

し

こ
れ
を
送
ら
せ
て

く
事
に
な
り
ま
し
た

 
つ
き
ま
し
て
は

お
手
数
で
す
が
こ
れ
に
対
す
る
返
信
を
手
掛
け
て

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
一
同
よ
り

 
こ
れ
が
追
加
さ
れ
た
の
は
今
日
の

前
の
事
で

は

然
こ
ん
な
も
の
をし

た
た認

め
た
覚
え
は
無

い

つ
ま
り
第
三
者
の
手
に
よ
る
も
の

プ
レ
イ

で
は
無
い
と
思
う

そ
れ
は
メ

セ

ジ

フ

イ
ル
の
方
に
入
れ
ら
れ
る
し

に
気
付
か
れ
な
い
内
に
テ
キ
ス
ト
デ

タ
に
コ
ピ

す
る

と
い
う
事
も

不
可
能
な

だ
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あ
り
得
る
と
す
れ
ば

て
い
る
間
に
ヴ

ベ
ル
が

か
し
た
か
く
ら
い

で
も
こ
れ
は

る

前
に
は
あ

た
か
ら
ヴ

ベ
ル
で
は
無
い

 
と
は

え

現
状

そ
れ
は
ま

た
く

な
い

 
問

な
の
は
こ
れ
が
本
物
か

す
な
わ
ち
義
姉
に
自
分
の
情
報
を
話
し
た
と
い
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

対
策
チ

ム
が
認
め
た
テ
キ
ス
ト
な
の
か
と
い
う
事

そ
れ
を
内
部
に
い
る
身
で
は
直
に
確
か

め
る
術
を
持
た
な
い
が

ま

た
く

わ
な
い
な

 
開
い
て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
見
て

そ
う

ら
す

 
こ
れ
を
送

た
と
こ
ろ
で
疑
わ
れ
る
事
は
分
か

て
い
た
の
だ
ろ
う

だ
か
ら
か
報

書
の

よ
う
な

け
れ
ど
ど
こ
か
手
紙
の
よ
う
な
そ
れ
の

に
は
ま
る
で

葉
遊
び
の
よ
う
に

追

が

え
ら
れ
て
い
る

追

い

く
ん

和
君

こ
れ
ま
で
も

こ
れ
か
ら
も

ず

と
応

し
て
る
か
ら
ね

て

 

こ
の
文
面
を
見
て
分
か
ら
な
い

が
無
い

今
の
家

を

い
て

を
応

し
て
く
れ

て
い
た
の
は

今
も

も
た
だ
一
人
だ
け

 
あ

の

人

ノ
之

士
は

い
な

の
組

に
入

て

人
と
一
緒
に

て
い
る
の
だ

を
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き

か
け
に
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
も
し
自
分
や
義
姉
の
乱
入
を
契
機
に
し
た
の
だ
と
す
れ

ば

そ
れ
は
と
て
も

し
い
事
だ

 
お
礼
を

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が

ま
た
増
え
た

し
か
し

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か

な
ら
今
も
見
ら
れ
て
る
の
か
な

 
そ
の
可
能
性
は
十
分
あ
る

プ
ラ
イ
バ
シ

保
護
に

力
と
い
う
点
に

し
て
は
ネ

ト
の

状
と
日
本

が

わ

て
い
る
点
か
ら
信

し
て
い
な
い

ノ
之

士
で
も
事
が
事
だ
か

ら
秘
匿
す
る
に
も
限

が
あ
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
気
に
な
る
の
は

時
か
ら
出
来
た
の
か
だ

書
か
れ
て
い
る
内
容
的
に
多
分
シ
ノ
ン

の
ト
ラ
ウ
マ
か
自
分
の
内
在
闘
争
の
ど
ち
ら
か
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
と
取

れ
る

ど

ち
も
見
て
欲
し
く
な
い
が

内
容
的
に

の
時
か
ら
で
あ
れ
ば
ま
だ
助
か
る
話
だ

シ
ノ
ン
の
あ
れ
は
見
ず
知
ら
ず
の

手
に
知
ら
れ
て
い
い
も
の
で
は
な
い

 

出
来
れ
ば

こ
れ
か
ら

き
る
事
も
見
て
欲
し
く
な
い
ん
だ
が

 
そ
れ
も
最

叶
わ
ぬ
願
い
だ

 

を

む

が

を
打
つ

 

な
も
の
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
う
そ
れ
は
一
定
間
隔
で

こ
え
て
来
る

に
近
づ
い
て
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来
る

り
で
そ
れ
は
足

で
あ
り

つ
人
の
も
の
で
あ
る
と

す
る

ユ義
イ姉

く
こ
の

は

ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
後
か
ら
作
り
出
し
た
エ
リ
ア
ら
し
く

Ｍ
ｏ
ｂ
の
ポ

プ
も
無
い

 
つ
ま
り
プ
レ
イ

の
も
の
で
あ
る
事
を
意
味
す
る

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
自
分
を

い
て
全

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
へ
帰
ら
せ
た

だ
か
ら
来
る
の
は

ホ
ロ
ウ
だ
け

 
そ
し
て

そ
の
足

の

か
ら

が
来
る
か
も
見

が
付
い
て
い
る

 

闇
の
中
か
ら

を
現
し
た
の
は

 

ホ

ロ

ウ

キ

リ

ト

合
わ
せ
の
如
く

二
つ
の
プ
レ
イ

 
違
う
と
す
れ
ば

あ
ち
ら
は
見

れ
た
黒
と

の
剣
を
背
中
で
交
差
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し

は
黒
と
金
の
剣
を

の
剣

か
ら

る
し
て
い
る
事
か

こ
ち
ら
の
黒
は
魔
剣
フ

ル
ブ
ラ

ン
ド
金
は
聖
剣
エ
ク
ス
カ
リ
バ

王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト
を

る
代
わ
り
に

い

け
た
魔
剣
と

悪
⻤
が

び
出
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
で
あ
ろ
う
聖
剣
と
が
今
の
武
器
だ

 
ホ
ロ
ウ
は
お
よ
そ
十
メ

ト
ル
の

離
を
開
け
て
歩
み
を
止
め
た

ち

ん
と
来
た
ん
だ
な

 
ホ
ロ
ウ
が
最
初
に

を
開
い
た
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前
中
一

む

に
ア

ク

フ

ア
へ

る

に

わ
れ
て
い
た

実
兄
に
つ
い
て

話
が
あ
る

一
人
で
来
い
と

そ
う

打
ち
さ
れ
た

間
も
う
理
解
し
た
自
分
が

た

 

と
ホ
ロ
ウ
は
立
場
が
違
え
ど

は
同
じ
人
間
だ

た

を

え
る
の
か
自
分
が
そ
の
立

場
だ

た
ら
ど
う
動
く
か

そ
う
思

す
れ
ば

結
論
な
ん
て
容

く
導
き
出
さ
れ
る

 
そ
の
結
論
を

定
出
来
な
い

し
て
は
な
ら
な
い

ホ
ロ
ウ
か
ら
す
れ
ば
自
分
は
自
身

の
全
て
を
奪

た
に

し
い

だ

仮

自
分
自
身
だ
と
し
て
も

無
い

生
き
る
目
的
も

理
由
す
ら
も
無
く
同
一
の
存
在
が
求
め
る
場

に

た
と
す
れ
ば
憎
く
思

て
も
仕
方
な
い

グ
レ
ス
リ

フ
で
初
め
て

を
合
わ
せ
た
時
点
で
こ
う
な
る
運
命
だ

た
の
だ

 

ス
レ
イ
ブ
と
も

ホ
ロ
ウ
は
道
を
違
え
て
い
る

 
生
み
出
さ
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
不
遇
の
身
に
あ

た
ス
レ
イ
ブ
は
ず

と
求
め
て
い
た

か

み
を
再

得
て

足
し
て
い
る

仮

人
と
し
て
生
き
る

の
目
的
を
果
た
せ
な
か
ろ
う
と

な
い

そ
の

か
み

そ
の

せ
を

ス
レ
イ
ブ
は
知

た
の
だ

 
ホ
ロ
ウ
は
違
う

 
ホ
ロ
ウ
は
過
去
の

だ

生
に

れ
死
を
求
め
自
己
を

定
し

け
て
い
た
時
点
の
自
分

自
身

せ
が
あ
ろ
う
と
認
め
よ
う
と
し
な
か

た

そ
の
も
の

仮

別
の

を
す
れ
ば
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せ
を
得
ら
れ
る
と
分
か

て
い
て
も
自
分
が
決
め
た
も
の
の

な
ら
命
す
ら

て
る
者

リ義
フ姉

に

正
さ
れ
な
か

た
狂
人

 
今
の

は
も
う
違
う

 
だ
が

か
つ
て
そ
う
だ

た
だ
け
に
ホ
ロ
ウ
の
思
惑
も
覚
悟
も
理
解
出
来
て
し
ま

た
あ
あ

る

に
は

い
か
な
い
か
ら
な

だ
ろ
う
な

 
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
苦

を
浮
か
べ

線
を
あ
る
も
の

ア
キ
ト
の

の
ホ
ロ
グ

ラ
ム
へ
と
向
け
る

達
は
あ
の
人
間
の

に
こ
れ
か
ら
争
う
の
だ

オ

リ

ジ

ナ

ル

桐

谷
和
人
が
生
き
る
に
は
ア
イ
ツ
を
護
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

逆
に
が

お

れ一

で
あ
る

に
は
ア
イ
ツ
を
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
こ
で

た
ら
ア
キ
ト
は
死
ぬ
ん
だ
か

ら

然
だお

前
は
自
分
の
憎
し
み
に

う
ん
だ
な

あ
あ

に
は

も
う

こ
れ
し
か
な
い

 
ぎ
り

と
⻭
を
食
い

り

み
付
け
て
来
る
ホ
ロ
ウ

情
に

ら
れ
て
い
る
の
だ
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オ
リ
ジ
ナ
ル

お
前
は
復
讐
を

先
し
な
か

た

だ
が

は
復
讐
に
生
き

そ
し
て
死
ぬ

オ
リ
ジ
ナ
ル
も
ス
レ
イ
ブ
も

ば
な
か

た

だ
け
の

だ
け
の
生
き
方
だ

 
人
に
よ

て
異
な
る
性
格
性

を
人
は
個
性
と

い
表
し
て
い
る

そ
れ
は
ま

た

く
の
別
人
が

手
だ
か
ら
こ
そ

い
表
せ
る
も
の
で
あ
り

け
容
れ
ら
れ
る
も
の

 
今
の

と
ホ
ロ
ウ
の
よ
う
に

ま

た
く
同
じ
人
間
同
士
が
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば

最

個
性

の
定
義
と
矛
盾
し
て
し
ま
う

己
だ
け
の
世
界
と
性

で
は
な
く
な

て
し
ま
う
か
ら

だ

人
間
で
あ
る

は
変
化
す
る
か
ら
ま
だ
い
い

だ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
自
己
の
変

を

禁
じ
ら
れ
て
い
る

か
ら
す
れ
ば

そ
れ
は
死
活
問

に

す
る

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
同
時
に
二
つ
存
在
す
る
の
と
同
じ
事
だ

同
一
権
限
の
も
の

が
あ

た
ら

い
を

定
し
合
う

 

今
の
構

が

正
に
そ
れ
だ

 
だ
か
ら
ホ
ロ
ウ
は
少
し
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
や
ス
レ
イ
ブ

己
の
同
一
人
物
と
は
違
う

を

取
り
己
の

一
性
を
主

す
る

そ
の
主

が
復
讐
だ

た

生
と

せ
を
放

し
た
自
分
に

残
さ
れ
る
も
の
は

憎
し
み
し
か
無
い
故
に

オ
リ
ジ
ナ
ル

最
後
に

く
が

お
前
は

を
止
め
る
ん
だ
な
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本

を

え
ば

だ

て
ア
キ
ト
を
殺
し
た
い
さ

今
な
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
で

に
殺
せ
る

で
も

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
そ
れ
を
望
ま
な
い
だ
ろ
う

 
己
の
夢
の

だ
け
に
世
界
に
確
信
を

き

こ
し
た

な
狂
人

そ
の
心
は
き

と

い

子

の
そ
れ
で
欲
動
の

く
ま
ま
に

学
に

み
技
術
を

き
世
界
に
名
立
た
る
天
才
と

な

た

 
そ
ん
な
彼
は

こ
の
世
界
が
デ
ス
ゲ

ム
に
さ
れ
た
事
を

く
哀
し
ん
で
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

点
と
す
る
仮
想
世
界
は
全
て

場

の
夢
で
あ
り
そ
の
結
実

そ
れ
を
自

ら

す
よ
う
な
手

を

は
取
り
た
く
な
い

自
分
な
り
の
復
讐
の
手

に

て
い
る
か
ら
そ

う
す
る
だ
け
で
は
無
い
の
だ

 
ホ
ロ
ウ
も
そ
れ
は
分
か
る
の
だ
ろ
う

険
し
い
表
情
だ
が

ま
だ

て
い
る

そ
れ
に
こ
こ
で
ア
キ
ト

・だ
・け

死
ん
だ
ら
変
な
邪
推
さ
れ
て

も
殺
さ
れ
か
ね
な
い

そ

れ
は
お
前
も
分
か

て
い
る
だ
ろ
う

 

間

ホ
ロ
ウ
の
目
が
ギ
ラ
リ
と
殺
気
立

た

れ

 
そ
れ
は

お

前

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
事
情
だ

ホ
ロ
ウ
に
は

な
い

 

に
さ
れ
た

事
で
過
去
も
未
来
も
そ
し
て
お
前
が

る
事
で

い現
ま在

す
ら
奪
わ
れ
て
自
分
の
全
て
が
信
じ
ら
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れ
な
い

の
気
持
ち
が
お
前
に
は
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う

 

が

一

と
証
明
で

き
る
方
法
は
も
う

こ
れ
し
か
な
い
ん
だ
よ

 

く
よ
う
に
血
を

く
よ
う
に

ら
す
ホ
ロ
ウ

そ
の
声
は
怒
り
だ
け
で
な
く
恐
怖
に

ら
れ
て
い
た

 

は
ど
う
や
ら
自
身
が
偽
物
で
あ
る
認
識
を
甘
く
見
て
い
た
ら
し
い

仮

精
神

や
記

を
コ
ピ

さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
そ
の

と
な

た
存
在
が
目
の
前
に

て
自
分
が

偽
物
だ
と
突
き
付
け
ら
れ
た
ら
不
安
に
も
な
る

は
す
ぐ
解
消
さ
れ
る
そ
れ
は
ホ
ロ
ウ
プ

レ
イ

と
い
う

い
に
よ

て

遠
の
も
の
と
な

た

 
そ
れ
ま
で

た
り
前
に
あ

た

自
己

が
不
確
か
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
れ
ば

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
自
分
に
は
予
想
出
来
な
い
く
ら
い

方
も
無
い
不
安
だ

た
に
違
い
な

い 
そ
の
不
安
か
ら

た
く
て
ホ
ロ
ウ
は
ア
キ
ト
へ
の
復
讐
を
す
る
事
で
己
の

一
性
を
自

己
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
も
ス
レ
イ
ブ
も

ば
な
か

た

で

己
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

 

に
し
て
も

・

・

・

・

こ
れ
し
か

か
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だ

て

こ
れ
し
か
な
い
さ

 
剣

か
ら

る
す
魔
剣
と
聖
剣
を
一
息
に

く

ホ
ロ
ウ
は
こ
ち
ら
の

葉
を

し
く
思

て

い
る
の
か

剣

な
が
ら
理
知
的
な

線
を
ぶ
つ
け
て
く
る

も
憎
し
み
は
あ
る

だ
が
そ
れ
よ
り
も

先
す
る
も
の
が
あ
る

そ
の

に
は
今
は

ア
キ
ト
を
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

生
き
て
欲
し
い
と
願
わ
れ
て
そ
れ
を
望
ん
だ
か
ら
こ

そ

は

に
こ
う
し
て
立

て
い
る

み
ん
な
の

に
も
負
け
る

に
は
い
か
な
い

ん
だ
よ

 
ア
キ
ト
に
は

憎
し
み
が
あ
る

 
だ
が
み
ん
な
と
生
き
る
事
を

先
し
た
以
上

復
讐
は
二
の

だ

そ
れ
は

福
を
得
る

と

生
き
る

生
き
る
事
を
願
わ
れ
て

生
き
る
事
を

自
ら
望
ん
だ

 
そ
の
た
め
に

は
こ
こ
で
剣
を
取
る

憎
い
男
を
護

て
で
も
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
が
あ
る
の
だ
か
ら

は

そ
う
か
よ

 
そ
の

え
に
ホ
ロ
ウ
は
狂

を
浮
か
べ
る

今
は

な
い

シ本
ロ能

の

み
だ

た

不

か
つ

絶
な

み
を
浮
か
べ

彼
は
背
中
の
二
剣
を

き
払

た
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期
せ
ず
し
て

一

達
の
命
運
を
決
め
る
血
戦
な

だ

な
ら

負
け
る

に
は

い
か
な
い
な

 
自
然
と
同
時
に
構
え
を
取
る

や
は
り
こ
れ
も

二
つ

違
う
の
は
手
に
す
る
剣
と

の

有
無

そ
し
て

の
光

は
お
前
を
殺
し
て

ア
キ
ト
も
殺
し
て

そ
し
て

一
人
の
人
間

と
し
て

で
死
ぬ

は
お
前
を
殺
し
て

ア
キ
ト
を
護

て

そ
し
て
み
ん
な
の

に
こ
の
先
を
生
き
る

 
お
前
は
邪
魔
だ

 

の

に

お
前
は
こ
こ
で
死
ん
で
い
け

   

横
無

に
舞
う
剣

 

し
さ
を
増
す
応

斬
閃
は
数
を
増
や
し
最

鍛
え
ら
れ
たま

な
こ眼

も
残
像
を

え
る
事
す
ら

し
い

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

し
出
さ
れ
て
い
る
戦
い
は

者
の
能
力
と
殺
意
の
高
さ
を
如
実
に
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表
し
て
い
た

 
現
実
と
違
い
仮
想
世
界
で
は

肉
の

労
骨

の
断
裂
な
ど
が

こ
り
得
な
い
た

め

理
論
上
最
速
を
常
に
出
し

け
ら
れ
る
事
に
な
る

だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
理
論
上
で
あ

り
人
間
は
機

で
な
い
以
上
は
ど
う
し
て
も

び
が
生
ま
れ
る

ア
バ
タ

を
動
か
す
の
は
本

人
に
変
わ
り
な
い
の
だ

 
片
方
は

だ
が
も
う
片
方
は
人
間
で
戦
い
始
め
て
か
ら
数
分
間
戦
況
は
常
に

抗
し
て

い
る

・常
・に
・最
・大
・の
・力
・と
・速
・

・を
・出
・せ
・る
・

・と
・同
・

・の
・ポ
・テ
・ン
・シ
・

・ル
・を
・常
・に
・引
・き
・出
・し
・て
・い
・る

 

は
自
分
自
身

己
の
ク
セ
や

え
方
戦
い
方
を

知
し
て
い
れ
ば
出
来
て
お
か
し
く
な
い

そ
ん
な
事
に
は
な
り
得
な
い

 
そ
れ
は

手
も
同
じ
認
識

つ
ま
り

え
て
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
流
れ
で
攻
め
て
も
お
か
し

く
な
い

ま
し
て
や

の
方
は

間
的
な
判
断
能
力
で
圧
倒
的

に
立

て
い
る

見
て
か

ら

時
に
行
動
を
変
え
る
事
す
ら
可
能
だ
ろ
う

 

そ
ん
な

を

手
に

彼
は
ま

た
く
の

 

に

え
て
あ
り
得
な
い

ま
る
で
イ
カ
サ
マ
を
許
さ
れ
た
デ

ラ

に
手
札
を
見
ら
れ

な
が
ら
そ
れ
で
も
全
勝
す
る
よ
う
な

手
だ
け
後
出
し
出
来
る
じ

ん
け
ん
で
常
に
引
き
分
け
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を
出
す
よ
う
な
そ
ん
な
不
可
能
と
す
ら

え
る
天
文
学
的
な
数

の
確

を
彼
は

と
引

き

け
て
い
る

そ
れ
も
一

に

手

十
手
と

り
返
し
て
全
て
同
じ
結
果

打
て
る
手

が
多
い

ど
に
分

も

し
て
大
き
く
な
り
回
数
を
重
ね
る
程
に
分

は

数
を
増
し
て

い
き

引
き

て
る
確

は
絶
望
的
に

く
な

て
い
く

 
た

た
一

 
た

た
一

の
失

が
彼
ら
に
と

て
命
取
り

そ
ん
な
極
限
の

り
を

と

り
返

し
て
い
る
様
は
い

そ
異
常
だ

 

い
い
え

き

と

彼
は
今

も

え
て
な
い

 
人
格
が

合
さ
れ
た
事
で
本
来
の
ポ
テ
ン
シ

ル
を
取
り

し
た
彼
は
そ
の
気
に
な
れ
ば
こ

れ
ま
で
の

も
の

力
を
発

す
る

そ
れ
は
思

速

で
あ
り

ま
た
反

速

で
あ
る

間
的
な
思

の

な
増

に
加
え
思

を

さ
な
い
反

的
な
動
作
の
精
密
性
と
速

の
向
上

一

に

え
ば
分
か
り
や
す
い
そ
れ
ら
は
目
で
見
た
と
こ
ろ
で
変
化
は
分
か
り

い

そ
う
い
う
も
の

 
し
か
し
今

目
の
前
に

る
戦
い
は

目
で
見
て
分
か
る
程
の
異
常
性
を

ん
で
い
る

 
彼
ら
の

裏
に
は
ど
れ
だ
け
先
の
手
が
浮
か
ん
で
い
る
の
か

い
い
や
き

と

も
浮
か
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ん
で
い
な
い

彼
ら
は
最

目
の
前
の

を
殺
す
事
に
だ
け
集
中
す
る

り
思

を
捨
て
本

能
だ
け
で
戦

て
い
る

故
に
彼
ら
の
行
動
は

本
的
に
全
て
反

の

 
反

は

個
人
が

み
重
ね
た
経
験
に
よ

て
形
成
さ
れ
る
も
の

 
そ
し
て
あ
の
二
人
は

ど
時
間
を
経
て
い
な
い
完
全
同

体

立
場
や
思
想
こ
そ
変
わ

て
い

て
も

反

と
い
う
無
意
識
に
ま
で

り

ま
れ
た
動
作
ま
で
は

時
間
で
変
わ
り
様
も
な
く

だ
か
ら

抗
し
て
い
る

そ
う

え
た
方
が
自
然
だ

 
殺
意
に
の
み
身
を

せ

目
の
前
の

を

滅
す
る

に
剣
を
振
る
う
様

あ
れ
は

き

と

己
を

と
呼
称
し
た
人
格
の
名
残
だ

世
界
が
作
り
出
し
た

闇

そ
の
も

の

人
の
悪
性
が

集
し
て
作
り
上

ら
れ
た
悪
⻤

憎
悪
に
狂
い
殺
意
に
塗
れ
た
人
な
ら
ざ

る
モ
ノ

 
な
る

ど
彼
の

間
が
獣
と
称
す
る

だ

そ
う

得
す
る

い
得
て

と
は
こ
の

事
か

 
お
ぞ
ま
し
い
程
の

念

面
越
し
に
も
伝
わ
る
無
機

で

た
く
け
れ
ど

密
な
殺
意

を
殺
す
と
い
う
絶
対
的
な
意
思
の
表
れ

 
あ
ん
な
人
を
今
ま
で
見
た
事
が
無
い

人
を
人
と
も
思
わ
ず
殺
す
そ
ん
な
モ
ノ
に
ま
で
成
り
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果
て
た
人
間
は
裏
の
世
界
で
も
そ
う
は

な
い

論
そ
こ
か
ら
這
い
上
が
り
人
と
し
て

自
己
を
確
立
し
直
し
た
人
間
も

 
こ
の
戦
い
は
そ
の
対

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
少
年
は
人
間
と
し
て
新
生
し
た

古
き
忌
み
名
と
共
に
未
練
を
捨
て
新

た
な
名
を
得
て
希
望
に
触
れ
た

き
子

 
ホ
ロ
ウ
の
少
年
は
獣
と
し
て
完
成
し
た

古
き
忌
み
名
に

わ
れ
憎
悪
に
狂
う
事
で
己

を
確
立
さ
せ
よ
う
と
足
掻
い
て
い
る

人
間
に

り
た
く
て
け
れ
ど

れ
ず
獣
に
成
り
果

て
て
し
ま

た

き
子

 
お
よ
そ
人
の
善
性
と
悪
性
と
が
向
き
合

た
戦
い
と

え
る
だ
ろ
う

人
を
想
う
気
持
ち

人
を
憎
む
気
持
ち

そ
れ
ら
が
一
人
の
内
で
は
な
く
外
で
争

て
い
る
様

人
の

が
形
に

な

た
光

善
性
が
勝

た
な
ら
悪
性
は
死
ん
だ
と
い
う
事

そ
の
逆
も
ま
た
然
り

彼
ら
は

キ

リ

ガ

カ

ズ

ト

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
し
て

い
を
喰
ら
い
合

て
い
る

 
と
も
す
れ
ば
そ
れ
は
ま
る
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
少
年
と

の
戦
い
の

き
直
し
の
よ
う
で

 

大
ス
ク
リ

ン
に

し
出
さ
れ
た
そ
れ
を
対
策

に

る

も
が
神

な
面
持
ち
で
見

め
て
い
た

男
女
の

外
は
無
い

立
場
の
差
も

無
い
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あ
の
戦
い
は
人
間
そ
の
も
の

し
も
ぶ
つ
か
る
人
の

が
現
れ
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い

 
⻤
気

る

で
斬
り
結
ぶ
少
年
達

声
は
無
い
そ
れ
す
ら
も
無

と

わ
ん
ば
か
り
の

力

に

自
分
達
の
声
す
ら
も
奪
わ
れ
る

 

た
だ
一
人
を

い
て

あ
い
つ
は

秋
十
す
ら
も

殺
し
た
い
程
に
憎
ん
で

故
な
ん
だ

 

然
自
失

あ
る
い
は

絶
望

 
そ
ん
な
形
容
が
似
合
う
く
ら
い

然
と
戦
い
を
見
る
女
性

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬

日
経
過
し
て
も

天親
災友

に

わ
れ
た
事
を
未
だ
理
解
し
切
れ
て
い
な
い
彼
女
は
新
た
に
舞
い

ん
で
き
た
兄
弟
間

の
憎
悪
に

惑
し
切

て
い
た

最

彼
の

葉
を

け
止
め
る

も
無
い

 

そ
も

今
日
一
日

彼
女
は
常
に

が
無
か

た

 
彼
ら
が

息
の

に
ア

ク

フ

ア
と
い
う

に

た
後
の
事

少
年
に

が
わ
れ

て
い
る
ら
し
い
部

の
ベ

ド
ご
ろ
ご
ろ
と

返
り
を
打

て
い
る
最
中

突
に

像
も

声

も
切
れ
た

然
対
策

は
大
騒
ぎ
に
な
り
天
災

め
た

力
を
以
て
回
線
復

に

力

闘
の

あ

て
か
二
時
間
後
に
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
出
来
る
レ
ベ
ル
の
回
線
強

に

た
が
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あ
の
時
は

も
が
生
き
た
心
地
が
し
な
か

た

 
そ
れ
は

然
見
に
来
て
い
る
だ
け
の
自
分
と
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
も
同
じ

自
分
は
親
し
い
人
間

が

わ
れ
て
い
な
い
か
ら
ま
だ

が
あ

た
が
日
本

と
の
交

は
リ

ダ

の

人
と

一
緒
に
す
る

で

そ
う
い
う
意
味
で

を

や
し
た

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は

う
に

ば
ず

 
回
線
が
復

し
た
後
流

に

夜
を

し
た

労
も
あ
り
少
年
達
に
合
わ
せ
て

も
交

代
で

を
取

た

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は
今
日
仕
事
が

み
で
家
に
帰

て
い
た
の
で

天
災
と
一
緒
に
仮
眠
を

取

た
後
ず

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

け
て
い
る

ま
る
で
彼
の
一

手
一
投
足
を
見

す
ま

い
と
気
合
い
が
入

て
い
た

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

遇
が
決
ま

た
後

月
夜
の
黒
猫

の
リ

ダ

ら
し
い
⻘
年
と
の
話

し
合
い
で
は
や
や
苛
立
ち
を

わ
に
し
て
い
た

か
ら

い
て
い
れ
ば
⻘
年
の

い
分
は
責

転

も
い
い
と
こ
ろ
な
の
で
彼
女
の
苛
立
ち
は

も
だ
と
自
分
も
思
う

む
し
ろ
そ
れ
を
怒
る
事

無
く
許
す
少
年
の
方
が
ち

と
ど
う
か
し
て
い
る

 
た
だ
実

の
と
こ
ろ
そ
れ
を

た
節
が

ビ

タ

と
い
う
称

に
あ
る
よ
う
な
の
で

あ
ま
り
部
外
者
が
怒
り
を

わ
に
す
る
の
も
ど
う
か
と
は
思
う

そ
の

の
事
情
も
あ

て

間
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も

み

み
過
ぎ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
の
だ

ど
ち
ら
に
せ
よ

事
者
で
は

な
く

も
う

解
決
し
て
い
る
以
上
は
要
ら
ぬ
お
節

と
い
う

ツ
だ
ろ
う

 
天
災
を

に
し
た
く
な
い

逆

に
触
れ
た
く
な
い

 

と
も
あ
れ

そ
ん
な
事
が
あ

た
後
に

彼
は
ホ
ロ
ウ
の
自
身
と
殺
し
合
い
始
め
た

 
自
分
同
士
だ
か
ら
こ
そ

じ
る
も
の
だ

た
の
だ
ろ
う

か
ら

い
て
い
る
と
流

に
分
か

り
に
く
い
話
も
あ

た

だ
が
彼
の
内
在
闘
争
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
そ
し
て
後
に
ス
レ
イ
ブ
の
在

り
方
を
見
て
い
た
お

で

分
か
る
事
は
多
か

た

 
ホ
ロ
ウ
は
己
を
手
に
す
る

に
復
讐
を

さ
ん
と
す
る

今
の
彼
の
目
的
は
人
と
し

て
死
ぬ
事
な
の
だ

一

の

か
ら

に
あ

た
復
讐
心
に

う
事
で
己
を
人
間

で
あ
る
と
定
義
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る

そ
の

に
悪
性
に
堕
ち
よ
う
と
も
構
わ
な
い

最

彼

に
未
来
は
無
い
か
ら

自
分
の
事
に
だ
け
集
中
し
始
め
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
彼
と
は
ま
る
で
逆

あ
る
い
は
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
そ
の
道
を

ん
だ
の
か

 
実
の
姉
は
二
人
の
在
り
方
と
実
兄
に
向
け
る
憎
し
み
に

惑
す
る
ば
か
り

自
分
も

体
的
に

は
知
ら
な
い
が
そ
れ
で
も

程

え

い
事
が
あ

た
の
だ
と
は

気
に

し
て
い
る

彼
女

は

し
て
い
な
い
か
ら
理
由
が
分
か
ら
ず

惑
し
て
い
る
の
だ
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天
災
は
そ
ん
な
彼
女
に

も

わ
な
い

 

け
容
れ
る
責
務
払
う
べ
き
代
償
と
や
ら
な
の
か
彼
女
は

ま
し
も

え
も
補
足
も

も

付
け
加
え
な
い

た
だ

ま
し

に
同
時
に
ど
こ
か
突
き
放
す
よ
う
な
目
で
一

す
る
の
み

え
ろ

 
オ

リ

ジ

ナ

ル

く
剣
を
持
つ
少
年
が

手
を

り

ば
す
と
同
時
に

ぶ

す
る
と

な
板
が

層
し
た

部

が
一
面

に

ま
れ
た

は
焦

と
化
し

そ
こ
か
し
こ
で
紅

の

が
立
ち
上
る

 
じ
り
じ
り
と

ら
れ
た

ホ

ロ

ウ

二
刀
の
少
年
の
体
力
が

ら
れ
る

め
ん
な

 
ジ
リ

の
状
況
を
怒

で
流
し
突

む

彼
の

上
に
は
剣
や
槍
の
数

が

現
れ

し
て
い
る

本
命
の
本
体
と

制
の
面
制
圧

 

り

ぐ
武
器
達
は
し
か
し
突
如
出
現
し
た

に

ま
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
が
し
た
の
だ

ろ
う

地
形
を
壊
さ
な
い
で
自
然
属
性
を

る
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
は
か
な
り
強
力
だ

 
さ

き
ま
で
思

し
な
い
で
斬
り
合

て
い
た
彼
は
こ
の
ま
ま
で
は

労
で

し
負
け
る
と

判
断
し
た
の
か

め
手
に
出
る
事
に
し
た
よ
う
だ

焦

に
よ
る
経
時
的
ダ
メ

ジ
で
ホ
ロ
ウ

が
絶
対
的
に
不

だ
か
ら
時
間

ぎ
に

す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

決
闘
で
は

ま
れ
る
そ
れ
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も
殺
し
合
い
と
な
れ
ば
立

な
戦
略
だ

よ
り
生
き
残
る
事
が
一
番
な
の
だ
か
ら

 
そ
れ
を

り
も
し
な
い
で
ホ
ロ
ウ
は

を

け
上
が

て

へ
と
躍
り
出
る

に
は

空

す
る
一

の
盾

く
る
り
と
ホ
ロ
ウ
は
体
を
回
し

上
下
逆
さ
ま
の
状

で
盾
に
足
を

け
た

 
彼
の
直
下
に
は

ち
構
え
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

に
は
天
を
衝
か
ん
と

べ
ら
れ
た
剣

の

数 

少
年
が
盾
を

た

 

速
の

下

同
時
に
地
に
い
た
少
年
と
剣

が

び
上
が
り
衝
突

ホ
ロ
ウ
は

を

か
れ
な
が
ら
も
二
刀
を
交
わ
ら
せ
た

空
中
で
二
刀
を
交
え
た
二
人
は
上
下
か
ら
地
面
と
平
行
に

な
り

ね

け

離
を
開
く

 
し
か
し
後
退
し
た
彼
ら
は
盾
を
同
時
に
呼
び
出
し

り
の
要

で
斬
り
掛
か

た

ご

 

き
声
が
上
が
り

別
の

に

き
付
け
ら
れ
る
少
年

動
す
る
光
と
闇
を

う
⻑
剣
を

持

て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ

た

彼
は
一

反
応
が

れ
ホ
ロ
ウ
に
隙
を
突
か
れ
切
り

ば
さ
れ
て
し
ま

て
い
た

 
ぐ
ぐ

と
命
の
ゲ

ジ
が

少
す
る
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そ
こ
を
ホ
ロ
ウ
は
追
撃

空
中
の
至
る
と
こ
ろ
に
足
場
と
な
る
盾
あ
る
い
は

広
の
剣
を
設

し

く

び

て
斬
り
掛
か
る

で
の

で
立
て
直
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
二
刀
で

命
に

い
て
い
く
が

勢
い
に

さ
れ
て
し
ま

て
い
る

思

を

ま
な
か

た
と
は

え

反

で
も

は
動
い
て
い
る

そ
の

労
が
不

に

き
始
め
て
い
る
の
だ

 
が
ん
ぎ
ん
と
刃
を
打
ち
合
わ
せ

を

る
二
人

部

の
中

付
近
で
ホ
ロ
ウ
が
一

大
き
く
二
刀
を
振
り
下
ろ
し
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
二
剣
を
翳
し
て

す
る
が
勢
い
に
負
け
て

き

と
さ
れ
る

焦

の

に

き
付
け
ら
れ
る
と
同
時
吹
き

ぶ
風
が
消
化
し
た
か
の
よ
う
に

が
中
心
か
ら

へ
と
消

え
て
い

た

か
し
ら
の

件
に
よ
り
解

さ
れ
て
し
ま

た
ら
し
い

 
そ
の
時

大
の

に
な

た
少
年
か
ら

⻘
い
光
の
欠
片
が
吹
き
上
が
る

 

は
未
だ
残

て
い
る

直
撃
を

け
て
い
る
か
ら
こ
そ

ま
だ

は
残

て
い
る
よ
う

だ

た

数

残

て
い
る
か
数

死
に
近
付
い
て
い
る
と
見
る
べ
き
か
ど
ち
ら
が
正
し
い

か
は
分
か
ら
な
い

 
吹
き
上
が

た
⻘
の
光

 
そ
れ
は
彼
が

う
黒
の
シ

ツ
コ

ト

や

手
が

け

た
事
で

き
た
も
の
だ
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た

重
な
る
戦
闘
の
ダ
メ

ジ
と

の

突
焦

の
影

が

て
せ
い
で
ど
う
や
ら

備
が
保
た
な
か

た
ら
し
い

 

間

空
気
が

た

 
大
の

に
あ
る
少
年
は

に
な

て
い
た

そ
れ
は
ま
だ
い
い
が

問

は
そ
の

体

よ

あ
れ

 
声
が

ど
う
し
よ
う
も
な
く

え
た

 

の

間
に
は

き
上
が
り
追
撃
に
出
た
ホ
ロ
ウ
と
斬
り
結
ん
で
い
る
彼
の
体
に
は
無
数

の
傷
が
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
の
紅
い
ダ
メ

ジ

な
ど
で
は
な
い

器
の
よ
う
な
白
い

に

は
と
て
も
そ
ぐ
わ
な
い
傷

が
そ
こ
か
し
こ
に
あ

た
の
だ

そ
れ
も

色
に
変
色
し
て
い
る
時

点
で
古
傷
レ
ベ
ル

裏
に
精

し
て
い
る
か
ら
分
か
る

あ
の
傷
は
生

な
事
で
出
来
る
も
の
じ

な
い

い

か
ら
日

し
い
鍛

で
生
傷
が
絶
え
ず

そ
れ
で
も

ぐ
ま
し
い
努
力
で
女
性
と
し
て
誇

れ
る

を

持
し
て
い
る
身
だ
か
ら
分
か
る

分
か

て
し
ま
う

斬
り
傷
な
ん
て
も
の
じ

な
い
あ
れ
は
最

裂
傷
だ

そ
れ
が
古
傷
と
し
て
残
る
レ
ベ
ル
な
ら

そ
れ
を
負

た

時
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は

ど
れ
だ
け

い

我
だ

た
の
か

 
そ
の
裂
傷
を
上
塗
り
す
る
程
に
広
が

て
い
た
他
の
傷

重
な
る
裂
傷
火
傷
の

か

に

た
れ
た

創

軍
人
で
も
あ
れ
だ
け
の
傷
は
負
わ
な
い

仮
に
あ

た
と
し
て
も

古
参
の

兵
レ
ベ
ル

 

い
子

が
負

て
い
い
も
の
じ

な
い

よ
し
ん
ば
負

て
も

は
お
か
し
い

 

そ
し
て

大
の

に
な

て
い
る
一

だ
け
見
え
た

彼
の

 
心

に

す
る
部
分
に

め

ま
れ
る
よ
う
に
存
在
を
主

し
て
い
る
禍

し
い

ど
ド
ス

黒
い
宝

に

わ

て
い
る
か
ら
分
か
る

ア
レ
は

の
コ
ア
だ

裏
の
情
報
で
か
つ
て

コ
ア
を
人
体
に
取
り
付
け
る

が
あ

た
事
は
知

て
い
る

そ

の

験
者
が
全

死
亡
し
た
事
も
報

を

け
て
い
た

は
男
性
が

を
動
か
せ
る
よ
う
に

な
る

の

だ

た
が

時
し
か
歪
ん
で

恐
ら
く
女
尊
男

風

が
広
ま

た

か
ら

そ
う
な

て
い
た
と
い
う

日
本
国
内
で
の

は

に

ぎ
つ
け
ら
れ
明
る
み
に
な

り

に

達
は
始

さ
れ
て
い
る

 
だ
が

な
ら
ア
レ
は

だ

 

故
彼
は

の
コ
ア
を

に

め

ま
れ
て
い
る

そ
し
て

そ
れ
は
ど
こ
で
さ
れ
た
の
だ
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更
識

も
カ
バ

出
来
な
い

が
あ
る

す
な
わ
ち

外
国
だ

 
日
本
国
内
で
あ
れ
ば
よ

ど

重
に
さ
れ
て
い
て
も

ぎ
付
け
ら
れ
る
古
く
か
ら
の
ネ

ト

ワ

ク
が
あ
る

外
国
に
そ
れ
が
無
い
の
は
そ
も
そ
も
更
識
の

こ
り
が

幕

お

え
の
情
報

暗
部
だ

た
か
ら

そ
の

が

権
交
代
を

行
わ
れ
て
も

い
て
い
る
か

ら
こ
そ
日
本
全

に
情
報

が
あ
る

日
本
国
内
で
あ
れ
ば
更
識
に
集
め
ら
れ
な
い
情
報
は

無
い
の
だ

 
だ
か
ら
必
然
的
に
外
国
で
の
出
来
事
に
な
る

 
そ
し
て

彼
は
そ
れ
に
合

す
る
経
歴
が
あ
る

第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
誘

さ

れ
た
日
か
ら
桐

谷
家
に

わ
れ
る
ま
で
の
三

月
間
だ

そ
の
間
に
コ
ア
を

め

ま
れ
た
と

す
れ
ば
辻
褄
は
合
う

 

し
か
し
そ
れ
だ
と

な
事
も
残
る

 
彼
の
体
の
古
傷
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
バ
タ

作
成
シ

ク
エ
ン
ス
に

い
て
体
格
を

定
す
る
キ

リ
ブ
レ

シ

ン
が
あ
る

そ
の
要

と
し
て
全
身
を

す
写
真
を
使
う
パ
タ

ン
も
あ
る

こ
れ
を
使
う
事
で

体
格
や

つ
き
な
ど

か
な
部
分
を
よ
り
精

に
再
現
す
る
の
だ
と

り
に
出
さ
れ
て
い
た

今
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は
個
人
情
報
流
出
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
を
契
機
に
写
真
を
使

す
る
事
は
撤

さ
れ

Ｒ
Ｍ
Ｍ

Ｏ
も
運

が
決
め
る
ラ
ン
ダ
ム
ア
バ
タ

制
に
な

て
い
る

リ

フ

桐

谷
直
葉
の
ア
バ
タ

が
そ

れ
だ

 
つ
ま
り
そ
の
写
真
を
使

て
い
な
い
場
合
シ
ス
テ
ム
は
体
格
だ
け
を
再
現
す
る
事
に
な
る
の

で
古
傷
は
再
現
さ
れ
な
い

逆
説
的
に
彼
は
写
真
を
使

て
古
傷
ま
で
も
精

に
再
現
さ
せ
て
し

ま

た
の
だ

 

ゲ

ム
内
だ
け
で
も

一

と
し
て
在
り
た
い

そ
ん
な
い
じ
ら
し
い
願
望
が

そ
う
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
と
も
あ
れ

だ
と
す
れ
ば
あ
の
ア
バ
タ

の
傷
は

く
と
も
２
０
２
２
年

月

日
時
点

の
も
の
に
な
る

 
彼
が

わ
れ
た
の
は
２
０
２
１
年

そ
れ
か
ら
傷
を
一
切
負
わ
な
か

た
と
し
て

え
れ
ば

や
は
り
お
か
し
い

わ
れ
る
前
の
三

月
間
で
大

我
を
負

て
い
た
な
ら
も

と
生

し

い

が
残

て
い
る

 
し
か
し
彼
の
古
傷
は

と

合
一
し
て
い
た

 

こ
れ
ら
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
事
は
た
だ
一
つ

誘

さ
れ
る
よ
り
ず

と
以
前
に
あ
の



 第百三十七章 〜
生 き た 証

Ｐｒｏｏｆｉｎｇ Ｌｉｆｅ 〜

我
を

負

て
い
た
と
い
う
事
だ

創
は
と
も
か
く
裂
傷
や
火
傷
な
ん
か
は
そ
れ
こ
そ

事
レ
ベ
ル

り
か
け
て
い
る
傷
の
上
か
ら
再

傷
を
負

て
い
け
ば

あ
ん
な
感
じ
に

な
る
だ
ろ
う

な
ん
だ

あ
れ
は

 
そ
し
て

ど
う
や
ら
実
姉
は
知
ら
な
か

た
ら
し
く

再

然
と
し
て
い
た

  

を
掛
け

を

り

天
地
空
の

く
を

し
て
三

的
機
動
で
戦
う
二
人
の
一

そ
の
片

れ
で
あ
る

動
す
る
闇
と
光
を

え
た
二
剣
を
振
る
う
一

の

に
私
は

然
と
さ

せ
ら
れ
て
い
た

 

か
ら

り
傷
や
生
傷
が
絶
え
な
か

た
か
ら
分
か
る

あ
の

我
は
生

な
事
で
出
来
る
も

の
で
は
な
い
と

 
そ
し
て
古
傷
に
な

て
い
る

合
か
ら
か
な
り

か
ら
負

て
い
る
事
も
分
か

た

複

に

み
重
な

た
そ
れ
ら
は

な
古
傷
は
数
多
く
ど
れ
だ
け
一

が

我
を
し
て
い
た
の
か
を

如
実
に
物
語

て
い
る

私
は
知
ら
な
い
ぞ

あ
ん
な
の



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
そ
し
て
そ
の
全
て
を
私
は
知
ら
な
い

一

が

我
を
し
て
い
た
光

は
た

た
数
回

ど

れ
も

で
こ
け
て

を
打

た
り

い
て

や

を

り
む
い
た
も
の
ば
か
り

の
部
分

で
白
い

が
無
い
く
ら
い

め

く
さ
れ
た
古
傷
に

し
て
は
一
切

い
て
い
な
い

 

か
ら

然
と
し
た

線
を
向
け
ら
れ
る

ち

ち

ん

ホ
ン
ト
に
気
付
か
な
か

た
ん
だ
ね

 
束
の

れ
を

さ
な
い

葉
が

を
打

た

和
君
は

く
我

強
く
て

強
い
子
だ
か
ら
ね

く
て
も
人
前
で

く
の
を
我

し
て

た
ん
だ

ち

ち

ん
の
前
で
は

が
る

振
り
を
見
せ
な
か

た
で
し

あ

あ
あ

で
も
さ

偶
に

と
か

と
か

我
し
て
た
時
が
あ

た
で
し

あ
あ

そ
れ
は

か
ら

ち
た
と
か

い
た
と
か
と

い
た
が

・

・

で
・

・時
・

・で
そ
う
な

た
か

ち

ち

ん
は

い
た

和
君

て
さ

魔
化
し
た
り
す
る
の
は
得
意
だ
け
ど

は
大
の
苦
手
な
ん
だ
よ
ね

正
確
に

は

そ
の
も
の
は
出
来
る
け
ど
突

ま
れ
る
と
す
ぐ
ボ
ロ
が
出
ち

う
ん
だ
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一

は

つ
き

だ

た

そ

じ

な
く
て

は

で
も

和
君
の
は

し
い

だ
よ

 

ま
し

に

だ
が
ど
こ
か

し

な
面
持
ち
で

束
は
ス
ク
リ

ン
を
見
上

る

 

を

る
死
闘
が
そ
こ
に
は
広
が

て
い
る

一
進
一
退
の
応

ど
ち
ら
が
勝
つ
か
そ
れ

は
私
で
も
分
か
ら
な
い

ノ
之

師

と

べ
れ
ば
剣

そ
の
も
の
は
ま
だ

い

だ
が
そ

れ
は
経
験
を

ん
だ
剣
術
家
と

べ
る
か
ら
で
あ
の
年

で

え
れ
ば
む
し
ろ
出
来
過
ぎ
て
い

る

一

と
同
じ

の
時
と

べ
れ
ば

確
実
に
負
け
て
い
た

和
君
は

で
も
か
ん
で
も
一
人
で

ろ
う

て
な

ち

う
か
ら
ち

ち

ん
に
は
気
付

か
せ
た
く
な
か

た
ん
だ
よ

私
は

頼
り
な
か

た

の
か

さ
あ

 
そ
の

は
和
君
に

く
し
か
な
い
ね

だ

て
束
さ
ん
も
知
ら
な
い
か
ら

 
あ

け
ら
か
ん
と

う
束

コ
イ
ツ
は

魔
化
し
や

に

く

い
方
は
す
れ
ど

は

わ

な
い

だ
か
ら
本

に
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う

 

故

も

て
く
れ
な
か

た
の
か

し
て
く
れ
れ
ば
助
け
た
の
に

今
日
だ
け
で

ど
れ
だ
け
一

の
新
し
い

を
見
た
事
か

・恨
ま
れ
て
い
る
事
も
秋
十
に
殺
意
が
あ
る
事
も
初
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め
て
知

た

 
ど
う
思

て
い
る
か
な
ん
て

て
く
れ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
の
に

 

弱

た
心
で

死
闘
を
見
る

 
二
刀
で
戦

て
い
た
二
人
は
ど
ち
ら
か
ら
で
も
な
く
武
器
を
持
ち
変
え
て
い
た

片
方
は

⻑
槍
を
片
方
は
⻑
刀
を
手
に
斬
り
結
ん
で
い
る

突
き
払
い
回
し
と
こ
と
ん
隙
を
無
く

し
た
理

め
の
槍

き

そ
れ
を

き
切
る
⻑
刀
の
剣

き

剣
道
三

の
法

を

び
越
え

た

抗
し
た
勝
負

 
二
刀
で
斬
り
結
ん
で
い
た
時
と
変
わ
ら
な
い
戦
い

 

間

二
人
が
加
速

 
槍

き
の
速

と

す
る
よ
う
に

先
を
弾
く
剣

も
加
速
す
る

は
残
像
に
な
り

は

火
器
の
よ
う
に
け
た
た
ま
し
く

く

に
で
は
あ
る
が
応

を

け
る
中
で
も
未
だ
加

速
し
て
い
る
気
も
し
た

 
加
速
世
界
と
は

え

あ
れ

ど
の
実
力
を
得
る
ま
で
ど
れ
だ
け
経
験
を

ん
だ
の
か

 

す
る
中
で
ま
た
二
人
が
武
器
を
変
え
る

今

は
ど
ち
ら
も
同
じ

剣
だ

た

黒
と

白
の
中
華
剣
を
手
に
掛
け
至
近

離
で
体
術
を
交
え
た
応

が
始
ま
り
少
し
し
て

離
が
開
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く 

と
ん

と

び
上
が
る
片

れ

 

手
の

剣
か
ら
気
付
け
ば
黒
い

の
弓
に
持
ち

え
て
い
た
彼
は

を
回
り
な
が
ら
も

正
確
無

な

を
見
せ
る

を
引
く
事
で
番
え
ら
れ
る

を
高
速

点
で

る

の
流
れ

に
片

れ
は

剣
で
弾
き
な
が
ら

り

に

離
を

め
て
い
く

離
が

ま

た

間
黒
と

の
剣
に
持
ち

え
ら
れ

振
る
わ
れ
る

 
弓
を
引
い
て
い
た
方
は

前
で
横
に

身
を
動
か
し
紙
一
重
で
攻
撃
を

す

生
じ
た
隙
を

突
く
よ
う
に
空
い
た

の
ぬ
き
て手

で

手
の

部
を

た

 

残
り

か
に
な

て
い
た
命
の
ゲ

ジ
が

空
に
な

た

 
思
わ
ず
息
を

む

ご

は

は
は

 

か
れ
た
方
の
一

が

み
を
浮
か
べ
た

れ
て
い
る
け
れ
ど

足
そ
う
な

た
さ
れ

て
い
る

み
だ

で
は
無
い

だ
が
ど
こ
か

ま
し
い
と
思
う
も
の
が
あ

た

 

か
れ
て
い
る
方

そ
れ
は

コ

ト
を

た
ま
ま
の
一

 
つ
ま
り

れ
た
の
は
ホ
ロ
ウ
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く

く
く

の
負
け
か

 

を

き

離
を
取

て

す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

そ
の
横
を

り

ホ
ロ
ウ
は
秋
十

が

わ
れ
て
い
る
ら
し
い

の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
歩
み
寄

た

 
き
ら
き
ら
と

そ
の
体
が
光
に

ま
れ
始
め
る

 
ホ
ロ
ウ
は
光
り
始
め
た
己
の
手
を
見
て
苦

し

か
に

越
し
に
振
り
返
り

 
流

は

の

  

み
を
浮
か
べ
た
ま
ま

け

た

 

中
に
去
来
す
る
虚
無
感

死
ん
だ
ア
レ
が

と
い
う
事
は
分
か

て
い
る

 
だ
が
そ
れ
で
も

一

で
あ
る
事
に
変
わ
り
は
無
か

た

 

き

と
私
は

一

が
死
ん
だ
よ
う
に
思
え
て

喪
失
感
を
覚
え
た
の
だ

 
二
人
が

わ
れ

そ
し
て
一

が
見
つ
か
ら
ず

め
た
時
の
絶
望
に
近
い
喪
失
感
を

 
そ
し
て

と
思

た

 
一

が
秋
十
を
殺
そ
う
と
す
る
の
は
憎
む
気
持
ち
が
あ
る
だ
け
で
な
く
こ
の
喪
失
感
を
知
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ら
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と

血
を
分
け
た
家

を
喪
う
喪
失
感
を
知
ら
な
い
か
ら
殺
そ
う
と
思

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
月
夜
の
黒
猫

と
い
う
グ
ル

プ
を
作

て
い
た
者
達
を
護
れ
な
か

た
と
は

え

は
他
人

 
家

を
喪

た
時
の
喪
失
感
に

べ
れ
ば
大
事
で
は
無
い

感
じ
た
事
が
無
い
か
ら
一

は

更
大

に
彼
ら
の
死
を

え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
今
ま
で
自
分
が
彼
の
事
を
知
ら
な
か

た
よ
う
に
一

も
ま
た
私
や
家

の
事
を
よ
く
分

か

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

 

本

に

そ
う
だ
ろ
う
か

 
確
信
に
も
似
た
思
い
を

め
る
声

今
ま
で
思
い

ん
で
き
た
事
を
束
に

く

定
さ
れ
自

分
が
知
ら
な
い
事
実
を
突
き
付
け
ら
れ
て
か
ら

き
上
が
る
不
安
と
未
知
へ
の
恐
怖
が
決
め
つ

け
る
事
を

さ
せ
る

 
実

ど
う
い
う
事
か
自
分
で
も
よ
く
分
か

て
い
な
い

 
本
人
か
ら
直

け
ば
い
い
と
束
は

た

そ
う
す
る
前
に
判
断
し
て
い
い
も
の
だ
ろ
う

か

私
は
一

の
事
を
知
ら
な
い
の
だ

ま
ず
は

く
ま
で

つ
べ
き
で
は
な
い
の
か
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そ
う

え
る
程
に

そ
う
し
た
方
が
い
い
の
で
は
と
い
う
思
い
に

ら
れ
る

 
だ
が

絶
や
憎
し
み
を
向
け
ら
れ
る
事
を

え
れ
ば
そ
の
不
安
感
が
先
の

え
を
煽

て
来

る

取
り

え
ず

も
う
今
日
は

む
か

 
色

あ

て
流

に

れ
て
い
る
ん
だ

だ
か
ら
悪
い
方
に
ば
か
り

え
が
回

て
し
ま
い

不
安
を
止
め
ら
れ
な
く
な
る

も
う
そ
ろ
そ
ろ
で

後
九
時
を
回
る

明
日
か
ら
仕
事
が
あ
る
か

ら

今
日
は
も
う
帰

て

る
の
が
一
番
だ

 
分
か
ら
な
い
事
で
悩
ん
で
い
て
も
仕
方
な
い

最
悪

本
人
に

け
ば
い
い
の
だ
か
ら

 
そ
う
決
め
た
私
は

と
し
つ
つ
ス
ク
リ

ン
に

る
実
弟
が
ベ

ド
へ
入
る
の
を
見
届
け

自
分
も
帰

に

い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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気
付
く
人
は
気
付
い
た
だ
ろ
う
こ
の
展
開

テ
イ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
ジ
ア
ビ
ス

の
ル

ク
対

ア

シ

の
会
話
と

銀
魂

の
歌
舞

四
天
王
編
の
銀
時
対

⻑
親
分
の
や
り
取
り
を

オ
マ

ジ

パ
ク
リ

 
か

こ
い
い
よ
ね

 
ジ
ア
ビ
ス
の
は
ホ
ロ
ウ
を
出
し
た
時
点
で
や
ろ
う
と
思

て
た
し

 
な
ん
か
書
い
て
た
ら
自
然
と

⻑
親
分
も
出
て
来
た
し

 

先
人

て

大
だ
な

て

し
み
じ
み

 

そ
れ
は
と
も
か
く

 
今
話
の
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は

に
精
神
が
限
界
ま
で
キ
て
ま
す

過
去
の
キ
リ
ト
自
身
と

わ

れ
て
る

に
は

も
か
も

無
し
に
な
る

を
し
て
ま
す

む
し
ろ
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
絶
対
取

ら
な
い

と
確
信
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
し
て
い
る
節
が

 
人
間
の

一
性
や
自
己

個
性
と
い
う
の
は

そ
う

に
許
容
出
来
る
も
の
で
は
無
い

 
原
作
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の
コ
ピ

フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
が
良
い

で
す
ね

私
は
あ
の

壊

シ

ン
を
参

に
ホ
ロ
ウ
と
ス
レ
イ
ブ
を
書
い
て
お
り
ま
す

マ
ジ
で
ア
レ

え
た

原
先
生

も
ア
ニ
メ
ス
タ

フ

も
ク
レ
イ
ジ

だ

め

葉

 
魔
剣
と
聖
剣
の
や
り
取
り
は

き
ま
し
た

あ
ん
ま
り
重
要
じ

な
い
ん
で
一
気
に
最
強
武
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器
ゲ

ト

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
Ｆ
Ｇ
Ｏ
の
謎
の
ヒ
ロ
イ
ン

の

備
に

師
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
小
説
の

師

ａ
ｂ
ｅ
ｃ

さ
ん
だ
し

こ
れ
は
逆

入
と

え
る
の
で
は

ア
チ

子
と
ク
ロ
エ
的
な

 

実
は
キ
リ
ト
の

フ

ス
フ

ル
ド
・
マ
テ
リ
ア
ラ
イ
ト

は

の
ア

ヴ

ロ
ン

サ
バ
フ

ス
が
後
出

み
た
い
な
感
じ
な
ん
で
す
よ
ね

の

設
定
見
た
時
は

リ
ア
ル
で
吹
い
た
わ

裏
話

 
ち
な
み
に
オ
ル
ト
リ
ア
ク
タ

を
見
て
書
い
た

 

こ
れ
は
邪
聖
剣
ネ
ク
ロ
カ
リ
バ

も
出
せ
と
い
う

示

ポ
ン
コ
ツ

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
な
ら
出
せ
そ
う
で
す
ね

解
決

 
と
も
あ
れ

備
的
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
有

だ
け
ど

ホ
ロ
ウ
は

な
た
め
反
応
速

と
演

理
速

で
有

つ
ま
り

の
勝
負
だ
と
ホ
ロ
ウ
が
絶
対
的

自
然
属
性
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
だ
け
の
特
権

良
い
感
じ
に

の
特
性
が
絡
み
合

て
ま
す
ね

 
楯
無

点
は

裏

で
は

の
人
体
実
験
と
か
ど
ん
な

い
に
な

て
る
か

更
識

の

ス
タ
ン
ス
や
勢
力
に
つ
い
て
も
ち

と
開
示

少
な
く
と
も
日
本
国
内
で
あ
れ
ば
無

で
す
ね

心

 

時
代

は
う
ろ
覚
え
な
の
で

正
確
な
事
が
分
か
る
人
は

指

お
願

い
し
ま
す

 
そ
ん
な
感
じ
だ

た
気
は
す
る
け
ど

正
確
な
時
代
は
覚
え
て
な
い
ん
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で
す

引

越
し

で
手

に
原
作
が
無
い
の
も

い

 
楯
無

点
で
の
戦
闘
で
焦

か
ら
追
い

め
ら
れ

ド
ン
の
コ
ン
ボ
は

キ
ン
ハ

の
ア
ク
セ
ル
戦
の
リ
ア
ク
シ

ン
コ
マ
ン
ド
オ

ル
ク
リ
ア
の
も
の
で
す

オ
リ
ジ
ナ
ル

が
ア
ク
セ
ル

で
す
ね

ホ
ロ
ウ
が
二
刀
で
す

 

知

て
ま
し
た

 

年

り
に

約
が
変
わ

て

と
デ

ズ
ニ

の
創

作
も
可
能
に
な

て
る
ん
で
す
よ

大

喜

 
気
に
な
る
人
は

約
変
更
リ
ス
ト
を
見
て
み
ま
し

う

上
の
方
に
他
サ
イ
ト
の
様
子
を

み
て
と
い
う
文

と
一
緒
に
認
可
さ
れ
る

が
書
か
れ
て
ま
す

最
近
に
な

て
私
は
知
り
ま

し
た

 

話
を

し
て

 
ブ
レ
イ
ズ
エ

ジ
の

ド
ン
で
ト
ド
メ
と
な

て
修
復
を

た
せ
い
で
一
気
に

に
な

り
モ
ニ
タ

す
る
人
達
に
体
を
見
ら
れ
る
失

を

す
キ
リ
ト

束
は
と
も
か
く
裏
を
知
る

楯
無
と
ま

た
く
知
ら
な
か

た
千
冬
に
は
シ

キ
ン
グ
過
ぎ
る
も
の
で
す
ね

前
者
は
コ

ア

後
者
は

我
的
な
意
味
で

 

千
冬

点
で
コ
ア
に
触
れ
て
な
い
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
気
付
い
て
な
い
で
す

そ
れ
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よ
り
分
か
り
や
す
い

我
の
方
に
目
が
行

た
ん
で

 
あ
と
千
冬
は
恨
ま
れ
て
る
と
思

て
い
る

本
作
に

い
て
恨
は
不

を

怨
は

憎
し
み

殺
意
を
意
味
し
て
る
の
で

本

の
意
味
で
は
キ
リ
ト
の
事
を
理
解
出
来
て
ま
せ
ん

そ
も
そ
も
ホ
ロ
ウ
と

で
殺
し
合

て
る
か
本

的
な
部
分
自
分
を
喪
う
と
か
秋
十
を
殺
す

と
か

は

乱
し
過
ぎ
て
て
分
か

て
ま
せ
ん

 
た
だ
ま

最
後
に
あ
る
よ
う
に
自
分
の
思
い

み
に
一

た
を
掛
け
ら
れ
る
よ

う
に
な

た
の
は

一
歩
前
進
な
の
か
な

て

 

う
け
ど
千
冬
は

き
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

外
部
編
 

全
ト
個
ト

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
外
部
編

ア
ン
ケ

ト
を
反

し
ま
し
た

 

点
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
か
ら

タ
ケ
ル

場

郷
と
同
じ

出

身

束

 
文

数
は
約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
デ
ス
ク

に
寄
せ
て
い
た
カ

プ
を
取
り
中
身
を

に

む

す

か
り

た
く
な

て
し

ま

た
ド
ギ
ツ
い
苦
み
で

を

し
た

思
わ
ず

を

め
る
が
同
時
に
眠
気
も
少
し

ん
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だ
か
ら
結
果
オ

ラ
イ
と

え

い
や

や

マ
ズ
い

 
う

と

を

め

え

つ
な
い
後
味
の
悪
さ
の
そ
れ
を
更
に
遠
ざ
け
る

 

直
し
代
わ
り
に

を
求
め
引
き
出
し
を
開
け
る

だ
が
中
身
は
空

ど
う
や
ら
⻑
い

生
活
を
し
て
い
る
内
に
使
い
切

て
し
ま

て
い
た
よ
う
だ

か
な
り
の
数
入
れ
て
い
た
よ
う

だ
が
そ
う
い
え
ば
仕
事
し
な
が
ら

に
し
て
い
た
事
を
思
い
出
す

特
に
夜
は

時
も

に
入

れ
て
い
た
か
ら
消

が

に
な
ら
な
か

た

 
こ
れ
は
補

し
な
け
れ
ば
保
ち
そ
う
に
な
い

 

直
に

め
た

イ
ン
ス
タ
ン
ト

コ

ヒ

を

め
ば
い
い
話
だ
が

今
は
そ
ん
な
気
分
で
も
無
い

仕
方
な
い

さ
ん

ち

と
コ
ン
ビ
ニ
行

て
来
て
い
い

ス
か

 

さ
ん

と
い
う
の
は
自
分
が
勝
手
に
付
け
た

名

上

に
あ
た
る
の
で
ど
う
か
と
思
う

が
ち

と
こ
す

い
手
を
使

て
無
理

理
こ
の
対
策
チ

ム
に
ね
じ

み

事
さ
せ
て
い
る
男

な
の
だ
外
部
の
人
間
が

な
い
間
く
ら
い
は
許
さ
れ
て
も
良
い
だ
ろ
う

本
人
も
特
に
抗
議
し

て
こ
な
い
の
を
良
い
事
に
自
分
は
そ
う
思

て
い
る

 
呼
ば
れ
た

い
上

眼

の
男
が

か
ら

を
上

る
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確
か
彼
は
今

に

出
す
る
一

の
定
期
報

書
を
認
め
て
い
た

だ

全
然
成
果
を

出
せ
な
い
か
ら

を
出
す
の
が

い
と
ボ

い
て
い
る
事
を
水
色
の
少
女
か
ら
愚

ら
れ
た

事
も
あ
る

そ
ん
な
も
の
を

初
め
に

た
る
現
時
点
か
ら
手
掛
け
る
な
ん
て
よ

ど
だ

 

な
ら
と
う
と
う
ス
ト
レ
ス
で
壊
れ
た
か
と
思
う

だ
が

日
今
日
の
状
況
を

み
れ

ば
そ
れ
も

然
だ
ろ
う

定
期
報

書
は
一

に
求
め
ら
れ
る
が
す
ぐ
さ
ま
出
し
た
の
で

も
い
い

む
し
ろ
進
展
が
あ
れ
ば
す
ぐ
出
す
よ
う

わ
れ
て
い
る
も
の

の
方
も
進
展
が
無

い
と
思

て
書

の
形
式
上
や

て
い
る
だ
け

そ
れ
で

味
を

て
来
る
の
だ
か
ら
あ
の

二
人
は
運
が
無
い
と
見
え
る

 
ま

お

い

の
人
達
の
前
に
立
た
な
く
て
良
い
身
分
と
し
て
は

の
無
い
話
だ

君

を

て
来
る
ん
だ
い

と
保
存
の

く
メ
シ

す
か
ね

多
分
今
日
か
ら
数
日
は
修
羅
場

し

 

時
も
な
ら
面
倒
だ
と
集

で
出
前
を
頼
む
の
だ
が
も
う
深
夜
に
差
し
掛
か
ろ
う
と
し
て
い

る
し

の
補

は
自
力
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

コ
ン
ビ
ニ
に
行
く
の
が
最

解

対
策

が
あ
る
ビ
ル
か
ら
出
て

歩
数
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
息

き
に
も

良
い

あ
あ

そ
う
い
え
ば

君

結
構

め
る
よ
ね

甘

な
の
か
い
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い
や
別
に
そ
ん
な

じ

な
い

ス
よ

た
だ
ず

と

き
て
る
の
に

合
が
良
い
か
ら

め
て
る
だ
け

ス

 
眠
気
が
来
た
時
人
は
コ

ヒ

に

ま
れ
る
カ
フ

イ
ン
を
摂
取
し
意
識
を
覚
醒
さ
せ
る

だ
が
カ
フ

イ
ン
は
無
自
覚
に
依
存

を
引
き

こ
す
知
ら
れ
て
い
な
い
依
存
物

海
外
で
も

エ
ナ
ジ

ド
リ
ン
ク
を
一
日
に
二
本

ん
で

に
運
ば
れ
る
と
い
う
ニ

ス
が
チ
ラ
ホ
ラ
あ

る

日
本
製
の
は

有

に
制
限
が
あ
る
か
ら
二
本

ん
だ
と
こ
ろ
で

は
な
い
が
⻑
期

す
る
と
体
を
壊
す

 
な
の
で
自
分
は
正
直
コ

ヒ

は
あ
ま
り

き
で
は
無
い

む
と
し
て
も
パ
ン
を
食
べ
る

時
く
ら
い
な
も
の

 
コ

ヒ

の
代
わ
り
に

分
で

を
動
か
そ
う
と
す
る
か
ら

を
よ
く

め
る
だ
け
だ

そ
う
か

 

な
ん
で
甘

じ

な
い
と
分
か

た

シ

ン
と

を

と
し
た
の
か

 
ゲ
テ
モ
ノ
が

き
だ

た
り

子

が

き
だ

た
り
こ
の
人
の

み
が
よ
く
分
か
ら
な

い

本
人

く
悟
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

で
は
無
い
ら
し
い
が
実

の
と
こ
ど
う
な
ん

だ
ろ
う
か
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で

行

て
い
い
ん
ス
か

ん

あ
あ
す
ま
な
い

い
い
よ

た
だ
帰

て
き
た
ら

の
と
こ
ろ
に
来
て
く
れ
る
か
な

了
解

ス

 
許
可
を

た
の
で
お
気
に
入
り
の
ヘ

ド
フ

ン
と

を
手
に

へ

り

出
すあ

し
い

ス
ね

 

に
入
り
日
中
は

く
感
じ
て
来
た
こ
の

だ
が
夜
は
風
が
吹
い
て
る
事
も
あ

て

外

過
ご
し
や
す
い

も
う
少
し
日
が
進
め
ば

を
動
か
す

に
よ
る
ヒ

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

に
よ
り
地
獄
と
化
す
だ
ろ
う

引
き

り
で
は
無
い
が
イ
ン
ド
ア

な
身
と
し
て
は

の
日
差

し
は

け
た
い
と
こ
ろ
だ

 

か
ら

な
ん
て
滅
べ
ば
い
い
の
に

と
思

て
い
た

 
海
に
行

た
り
ス
イ
カ
を
食
べ
た
り
し
て
い
る
時
は

万

と
手

を
ぐ
る
り
と
回
し
て
い

た
が

 
人
間
な
ん
て
大
体
そ
ん
な
も
の
で
あ
る

 
そ
ん
な
ど
う
で
も
良
い
事
を

え
な
が
ら

を

き
つ
つ
コ
ン
ビ
ニ
に
入
り

を
取
る
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目

し
い

や
ガ
ム

み
物
カ

プ

な
ど
を
入
れ
て
い
き
夜
食
と
明
日
の

食
分
に

れ
残

た
お
握
り
や

を
入
れ

レ
ジ
に
行
く

 
間

び
し
た

の
声

り
に
金
を
出
し

に
入
れ
て
も
ら

た

品
を
手
に
す
ぐ
さ
ま

出
る

そ
の
ま
ま
歩
い
て
対
策

の
ド
ア
前
ま
で

て
来
た
と
こ
ろ
で

と
一
息

 

今
回
も
出
く
わ
さ
な
か

た
よ
う

ス
ね

 

し
て
い
た
の
は
女
尊
男

風

の
人
間

男
性
が

い
物
し
て
い
る
の
を
見
る
や

や

ま
る
で

然
の
よ
う
に
自
分
が

い
た
い
品
を

に
入
れ
金
を
払
わ
そ
う
と
す
る

中
だ

女

尊
男

だ
か
ら
と

も
が
そ
う
と
い
う

で
は
無
い
が

大

の
イ
メ

ジ
は
そ
れ
で
あ
る

 
実

そ
の

に
遭

た
事
が

か
あ
る

い
そ
の
風

は
下
火
に
な

て

し
く
騒

い
だ
と
こ
ろ
で

や
裁
判

は
マ
ト
モ
な
判
断
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

た
の
で

ま
る
事

に
は
な
ら
な
か

た
が

や
は
り

は
す
る

 

回

回
そ
れ
が
イ

だ
か
ら
出
た
く
な
い
の
だ

絶
対
世
の
中
の
引
き

り
を
助
⻑
し
て
る

ス

 
少
な
く
と
も
あ
ん
な
風

百

あ

て
一

な
し
に
違
い
な
い

 
そ
の
原
因
と
な

た

は
少
し
別

人
に
よ

て
は
ア
レ
を
悪
魔
の

物
と

い

ナ

ヴ
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ギ
ア
と
同
列
に

て
い
て
実

風

に
よ

て
一
家
離

や
破
滅
し
た
人
も
い
る
か
ら
間

違
い
で
は
無
い
が
男
の
身
と
し
て
は
や
は
り
ロ
ボ
に
は
一
定
の
夢
が
あ
る

だ
か
ら

定
し
切

れ
な
い
部
分
も
あ

た
り
な
か

た
り

 

ノ
之

士
も
な
ん
で
女
性
に
し
か

え
な
い
欠

を
残
し
て
発
表
し
た
の
か

の
仕
事

ぶ
り
を
見
て
も

完

を
目
指
す

勢
は
ブ
レ
て
な
い
か
ら
よ
く
分
か
ら
な
い

 

ま

女
の
思
う
事
な
ん
て

自
分
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い

ス
け
ど

あ
ら

君
じ

な
い

 

と

覚
え
の
あ
る
声
が

こ
え
た

 
対
策

の
あ
る
部

は
ビ
ル
の
中

ど
に
あ
り

は
上
下
に

い
て
い
る

声
は
上
の

か
ら

こ
え
て
来
た

 

の

い
ヒ

ル
を
鳴
ら
し
な
が
ら

り
て
来
た
の
は
一
人
の
女
性

黒
髪
を

く
切
り

え

程
良
く

し
た
白

を

う
彼
女
は

自
分
も
よ
く
知
る
人
物
だ

た

子
さ
ん

ス
か

し
振
り

ス
ね

 
こ
う
じ
ろ

神
代

り
ん
こ子

自
分
よ
り
二
つ
年
上
の
女
性
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
作
り
上

た
男
の
恋
人

だ

た
女
性

実

場

を
今
ど
う
思

て
い
る
か
は
知
ら
な
い
か
ら
過
去
形
に
し
て
も
い
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い
の
か
は
分
か
ら
な
い

 
彼
女
は

ア

ガ
ス
に

め
て
い
た

恋
人
で
あ
る

場
の
補

を
し
て
い
た
が

Ｓ

Ａ
Ｏ
事
件

を
契
機
に
解

さ
れ

現
在
は
日
本

お

え
の
技
術
者
と
し
て

い
て
い
る

近

ど
こ
か
の
大
学
に

師
と
し
て

す
る
事
も

に
入
れ
て
い
る
と

い
た
が
そ
れ
も

三

間
は
前
の
事

 
彼
女
の
仕
事
は
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
解

 
そ
れ
と
最
近
に
な

て
未
帰
還
者
に
追
加
さ
れ
た
プ
レ
イ

で
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

の
解

も
行

て
い
る

む
し
ろ
前
の
仕
事
は
進
展
が
無
い
か
ら
後
の
方
が

て
い
る
と

い

た
下
に

り
て
く
る
な
ん
て

し
い

ス
ね

ど
し
た
ん
ス
か

ん

ち

と
気
分
転
換
よ

君
こ
そ
ど
う
し
た
の

て

く
必
要
な
い
か

 

と
手
に

る
レ
ジ

を
見
て

う

⻑
い
付
き
合
い
の
彼
女
は
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ

を

た
自
分
が

を

た
の
か
す
ぐ

し
た
の
だ

わ
や

り

が
い

い
あ
る

前
か
ら
思

て
た
け
ど

君

て
甘

だ

た
り
す

る
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そ
れ
さ

き

さ
ん
か
ら
も

わ
れ
ま
し
た
よ

て
そ
ん
な
に
甘

に
見
え
る
ん
ス
か
ね

う

ん
こ
の

の

を
一

間
で
食
べ

し
て
た
ら
ね

血

値
と
か
大

な
の

一
応
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
は
正
常
値

ス

女
と
し
て
は

ま
し
い
限
り
ね

 

に
手
を

て

と

息
を

く
女
性

甘
い
も
の
や
カ
ロ
リ

制
限
を
し
て
体
型
と

体
重
を

持
し
よ
う
と
す
る
女
性
の
努
力
が

間
見
え
た

 

そ
う
い
え
ば
更
識
さ
ん
も
似
た
よ
う
な
感
じ
に
な

て
た
な

と
思
い
出
す

 
男
と
し
て
は
太
ら
な
け
れ
ば
そ
こ
ま
で
気
に
な
ら
な
い
か
ら
ダ
イ
エ

ト
や
カ
ロ
リ

制
限
は

不
思
議
な

え
方
だ

運
動
を
す
る
仕
事
で
は
な
い
か
ら
だ
ろ
う

そ
う
だ

君

時
間
あ
る
な
ら
一
緒
に
コ

ヒ

ま
な
い

 

と

突
然
そ
ん
な
お
誘
い
が
掛
か
る

正
直
心

か
れ
る
も
の
は
あ
る
が

あ

お
誘
い
は
有

い

ス
け
ど

ち

と

さ
ん
に
呼
ば
れ
て
て

そ
う

な
ら
仕
方
な
い
わ
ね

じ

 
断
る
と
そ
の
ま
ま

を
下
り
て
い

て
し
ま

た

自

機
は
こ
こ
か
ら
二

下
の

に
あ
る
か
ら
そ
こ
ま
で

り
る
ら
し
い

エ
レ
ベ

タ

を
使
わ
な
い
の
は
少
し
で
も
運
動
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を
増
や
そ
う
と
い
う

ぐ
ま
し
い
努
力
な
の
だ
ろ
う

自
分
は
面
倒
な
の
で

ん
で
い
な
い
限

り
エ
レ
ベ

タ

で
行
く

だ

 
そ
の
ま
ま

り
て
い
く
女
性
を
見
送

た
後
対
策

に
入
る

た
物
を
デ
ス
ク
上
に

い
た
後

を
一
つ

に
入
れ
て

上

が

る
デ
ス
ク
へ
と
向
か
う

さ
ん

た
だ
い
ま
帰
り
ま
し
た

ス

で

な
ん
ス
か

あ
あ
お
帰
り

君

実
は
さ

き

の
テ
キ
ス
ト
に
返
信
が
あ

て
ね

で
君
に
も
見

て
欲
し
い
ん
だ

 

ら

と
指
し
示
さ
れ
る
デ

ス
プ
レ
イ

開
か
れ
て
い
る
文
書
に
目
を

す

 
タ
イ
ト
ル
は
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
の
状
況
と
書
か
れ
て
い
る

状
況
整
理

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
そ
れ
は
報

書
と
見

う
ば
か
り
に
情
報
が

め
ら
れ
て
い
て
非

常
に
見

い

補
足
の
よ
う
に
今
後
の
予
定
や
思
惑
推

も
書
か
れ
て
い
る
か
ら
把
握
も
し
や

す
か

た

 
ち

と
文

が
多
い
が

せ
一
年

分
の
事
を

た
も
の
だ
か
ら
そ
れ
も

然
か

 
文
書

ジ
に
し
て
お
よ
そ
三

く
三
万
文

は
突
破
し
て
い
る
事
に
な
る

自

に

て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
時
間
を

え
れ
ば
か
な
り
の
打

速

だ
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こ
れ

の
彼
が
書
い
た
ん
ス
よ
ね

そ
う
だ
ね

書
い
て
る
と
思
し
き
場
面
も
見
た
よ

ど
ん
だ
け
中

に
食
い

ん
で
る
ん
ス
か
彼

こ
こ
ま
で

に
書
け
る
と
か

で

す
よ

 
戦
い
ぶ
り
を
見
た
時
は
戦
力
と
し
て
期

さ
れ
て
い
る
の
か
と
思

て
い
た
が

指

し
た

り
今
後
に
つ
い
て
主
導
で
決
め
て
い
た
り
し
た
の
は

達
で
は
無
く
本

に
彼
ら
の
中
心
と

な

て
い
る
よ
う
だ

こ
の

時
間
で

に
情
報
を

め
ら
れ
る
の
は

の
中
で
し

か
り
整

理
出
来
て
い
る
証
だ

し
か
も
書
い
て
い
る
シ

ン
は
一
人
だ

た
と
い
う

に
も
文
書
に
つ

い
て
話
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
ま
ず
一
人
で

め
た
の
も
確
実

 
戦

を

く

 
ロ
グ
か
ら

ロ
で
最
前
線
を
生
き

い
て
い
る
の
は
知

て
い
た
が
流

に
想
定
を
超
え
て

い
た

で

コ
レ
を

に
見
せ
て

ど
う
し
た
ん
ス
か

の

い
た
い
事

分
か

て
る
だ
ろ
う

 
人
を
食

た
よ
う
な

い

み
を
浮
か
べ

上

は
そ
う

た
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わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
る

そ
れ
を
目
的
に
自
分
を
無
理

理
ス
カ
ウ
ト
し
た
の
だ

て

気
付
い
て
い
た

自
分
に
も
そ
れ
に
協
力
す
る
理
由
が
あ
る
し
力
を

す
の
は

少
し

だ

が

か
で
は
無
い
と
思

て
い
る

さ
ん
も
う
ち

と

え
て
か
ら
で
も
良
く
な
い

ス
か

彼
は
ま
だ
子

中
学
生
に

も
な

て
な
く
て
し
か
も
バ

ク
に
は
彼
女
ら
が

る

リ
ス
ク
が
大
き
過
ぎ
ま
す
よ

探
せ

ば
他
に

合
す
る
人
が
見
つ
か
る
ん
じ

な
い

ス
か

も
そ
れ
は
分
か

て
る

だ
が
彼

い
や

・彼
・ら

の
戦
い
を
在
り
方
を
君
も
見
た
だ
ろ

う

完
全
同

体
を
前
に
自
我
を
保

て
い
ら
れ
た
ん
だ

空
事
と
思
わ
れ
て
い
た

合
者
と

し
て
最

だ
と
思
う
ん
だ
よ

そ
れ
は
そ
う

ス
け
ど

 

二

は

務

に
務
め
る

人
と
し
て
の
立
場
が
あ
る
が
同
時
に

上
自
衛
隊
の
二

の

を
持
つ
男
で
あ
り
そ
し
て

に
話
さ
れ
た
大
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
責

者
に
し
て

引
者
だ

 
そ
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
は

軍
事

を
目
的
と
し
た
人
工
知
能
の
開
発

 
こ
れ
ま
で
多
く
の

学
者
が
求
め
製
作
し
て
き
た
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
で
は
な
く
真
の
人
間



 幕間之物語：外部編 〜全ト個ト〜

足
り
得
る
ボ
ト
ム
ア

プ
型
人
工
知
能
の

み
を
行

て
い
る

人
が
有
す
る
可
能
性
を
持
ち
な

が
ら
上

権
限
者
に
逆
ら
え
な
い

を
作
り

国

に

立
て
よ
う
と
い
う

だ

水
面
下

で
秘
密
裏
に
行
わ
れ
て
い
る
そ
れ
を

て
い
る
の
が
こ
の
男

 
そ
の

に
は

れ
た
電
子
工
学
系
の
技
術
者
が
必
要
に
な
る

そ
の
一
人
と
し
て

ば
れ
た

の
が

彼
の

場

と
同
じ

に
入

て
い
た
自
分
だ

た

 

合
間
を
見
て

そ
の

は
今
も
進
め
て
い
る

 
だ
が
ど
う
作

て
も
変
化
を
許
容
す
る

は
出
来
上
が
ら
ず

は

し
て
い
た

 
そ
こ
に

て

い
た
よ
う
な
少
年
の
戦
い

し
く
も
ス
レ
イ
ブ
と
ホ
ロ
ウ
と
い
う
コ
ピ

が
二
人
も
存
在
し

つ
命

を
破

て
自
我
を
取
り

す
変
化
を
見
せ
付
け
ら
れ
た
の

だ

絶
対
上

存
在
を

先
し

そ
れ
以
下
を

ね
の
け
て

と
戦
う

は

の

達
目
標

も
同
然

 
そ
れ
を
見
て
こ
の
男
は

て
い
る
の
だ

少
年
の
コ
ピ

を
作
る
か
あ
る
い
は
あ
の
ス
レ

イ
ブ
と
い
う
少
年
の
コ
ピ

を
作
れ
な
い
か

と

 
前
者
で
あ
れ
ば

に
つ
い
て
語
り
同
意
を
得
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
は

わ
ら
せ
ら
れ
な
い

大

な
機

を
使
う
事
に
な
る
か
ら
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る

流

に
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全

は
明
か
せ
な
い
だ
ろ
う
が

そ
こ
は

と
か
す
る
だ
ろ
う

 
ス
レ
イ
ブ
と
い
う

を
コ
ピ

し
た
場
合
は

人
権
を

え
な
く
て
い
い
か
ら

き
に
出
来

る

初
期
状

で
保
存
し
そ
こ
か
ら
多
く
の
命

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

を
し
て
い
け
ば

れ
は
目
標
に

り

く
だ
ろ
う

 

だ
が

と
な
く

く
の
が

わ
れ
た

 
最
終
的
に
判
断
を
下
す
の
は
こ
の
男
だ

参

に
す
る
意
見
と
し
て
問
わ
れ
て
い
る
だ
け
だ
か

ら

自
分
は

直
に
意
見
を

え
ば
良
い

 
た
だ

人
の
方
は

め
る
気
が
無
い
よ
う
で
デ

ス
プ
レ
イ
に

る
少
年
を

み
を
浮
か
べ

な
が
ら
見
つ
め
て
い
る

ま

す
ぐ
に
決
め
る
つ
も
り
は
無
い

ど
ち
ら
に
せ
よ
今
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
ね

た
だ
そ
う
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
だ
け

い
た
か

た
だ
け
さ

 
暗
に

そ
の
時
の

に
心
構
え
を
し
て
お
け
と

 
こ
の
オ

サ
ン

中

エ
グ
い
事
を
す
る
も
の
だ

確
か
に

に
人
権
は

今
の
と
こ
ろ

は

無
い

だ
が
人
間
と
同
じ

動
と
反
応
を
す
る
時
点
で
こ

ち
と
し
て
は
か
な
り
ク
る
も

の
が
あ
る
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数
年
後
に
は

だ
か
ら
と

色
変
え
ず
に

に
向
き
合
う
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
ん
な

マ

ド

変

に
は
な
り
た
く
な
い
な

と
心
か
ら
思
い
つ
つ
自
分
の
デ
ス
ク
に

り

子
に

る

さ
て

ん
じ

や
る

ス
か
ね

 
要
は
彼
が

さ
れ
る
ま
で
に

を
作

て
し
ま
え
ば
い
い
の
だ
か
ら
と

気
持
ち
を
切
り

え
た

 

ん

へ

和
君
を

し
よ
う
な
ん
て
い
い

し
て
ん
じ

ん

 

も
知
ら
な
い
特
製
ラ
ボ
に
帰

し
た
私
は
念
の
た
め
と
ば
ら
撒
い
て
い
た

の
マ
イ

ク
ロ
マ
シ
ン
で
キ

チ
出
来
た
内
容
に
苛
立

て
い
た

き

き
で
あ
る

と
呼
ば
れ

て
い
る
八
分

り
の
小

な
男
は

て
い
た
か
ら
良
い
と
し
て

と
い
う
眼

は
許
さ

な
い
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い

 

か
裏
で
プ
ロ
ジ

ク
ト
が
動
い
て
い
る
ら
し
い

人
に
し
て

自

属
で
も
あ
る
男
が

引
し
て
い
る
と
な
れ
ば

間
違
い
な
く
日
本

も
絡
ん
で
い
る
だ
ろ
う

 
思
わ
ず

を
打
つ
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あ

あ

ん
と

下
ん
な
い

こ
れ
だ
か
ら

人
は

い
な
ん
だ
よ

 
後
ろ
に
倒
れ

ベ

ド
に
横
に
な
る

 
組

が
悪
い
と
は

わ
な
い

日
本

は

い
だ
が
あ
れ
で
国
を
回
し
て
る
重
要
な
機

だ

義
務
教
育
や
情

教
育
の
面
は
他
国
に

べ
て
圧
倒
的
に
進
ん
で
い
る

経
済
は
そ
こ
ま
で

良
い
と
は

え
な
い
が

国
で
あ
る
事
を

慮
す
れ
ば
先
進
国
に
数
え
ら
れ
る
程

で
も
中

の
も
の

 
日
本
人
は

か
ら

り
性
と
い
う
か

と
に
か
く

る
事
に
は
と
こ
と
ん

る
き
ら
い
が
あ

る

そ
れ
が
文
化

と
し
て
今
日
ま
で
現
存
す
る

物
や
特

品

学
技
術
や
製

技
術
も

他
の
先
進
国
に

べ
て
信

は

違
い
に
高
い

そ
れ
ら
は
全
て
組

体
系
で

理
さ
れ

一
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ

高
性
能
高
品

に
し
て

コ
ス
ト
を
目
指
し
た
製

技
術
は

他
に
は
な
い
日
本
の
大
き
な
⻑

と

え
る

 

そ
れ
は

直
に
認
め
る

 
そ
れ
ら
を

き
上

た
天
才
達
が

た

先
天
的
か

努
力
し
て
の
後
天
的
か
は
問
わ
な
い

が
と
に
か
く
一

を
開
い
た
者
が

た
の
は
事
実

そ
の
後
に

い
て
技
術
と
文
化
を

け
継

ぎ

今
も
伝
え
て
い
る
者
達
が

る
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だ
か
ら

そ
う

技
術
者
に
は
罪
は
無
い

技
術
に
も
罪
は
無
い

 
罪
が
あ
る
の
は

そ
れ
ら
を

す
る

人
達
だ

 

も
出
来
な
い
ク
セ
に

り

ら
し
不

合
が
あ
れ
ば

い

し
て
責

を

れ
求
め

る
物
が
無
い
と
感
情
的
に
怒
鳴
る

他
人
を
使

て
自
分
の

に
す
る

技
術
に

め
ら
れ

た
努
力
と
想
い
を
理
解
し
よ
う
と
も
し
な
い
愚
物
達

 
技
術
を
持
つ
人
間
じ

な
い
か
ら
分
か
ら
な
い

そ
れ
は
ま
だ
許
せ
る
が
だ
か
ら
と

て

し
て
い
い
も
の
で
は
な
い

 
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
か
ら

人
な
の
だ

ぶ

殺
そ
う
か

 

返
り
を
打
ち
な
が
ら

く

 
以
前
は
思

て

に
し
た
時
点
で
動
い
て
い
た

に
し
た
だ
け
で
動
い
て
い
な
い
の
も
成
⻑

し
た
方
だ

感
情
的
に
動
い
た
過
去
を

み
る
機
会
が
あ

た
お

で
あ
る

 

し
か
し

そ
れ
は

か

 

の
立
つ
男
で
は
あ
る
が

あ
の

人
の
行
動
は

速
か
つ
的
確
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

が

発
し
た
時
も
桐

谷
直
葉
が
目
覚
め
な
く
な

た
時
も
そ
う
だ

た

仮
に
リ

ダ

が
違

て
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い
た
ら
も
し
か
し
た
ら
切
り
捨
て
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
し
彼
の

性
を
知

た
時
点
で
殺

そ
う
と
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
を

え
れ
ば
他
の

ツ
に
変
わ

た
せ
い
で
彼
が
死
ぬ
よ
り
も
今
は
生
か
し
て
お
く

方
が
得
策
な
気
も
す
る

 

と

が
話
し
て
い
た
内
容
は

マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
で
補
完
し
て
い
け
ば
良
い
だ
ろ

う

今
は

が
し
て
お
い
た
方
が
全

も
把
握
し
や
す
い
し

面
倒
な
事
に
な
り
に
く
い

消
す
の
は

時
で
も
出
来
る
か
ら

今
は

見

し
て
や
る
よ

 
に

と

み
を
作
る

き

と
人
が
見
た
ら

え
る
だ
ろ
う

束
様

入

の

備
が
出
来
ま
し
た

 
そ
こ
で
仕
事
で

れ
た
私
の

に
彼
に
教
え
て
も
ら

た
家
事
で

え
て
く
れ
る
少
女
の

声
が
し
た

ど
う
や
ら
お
風

に
入
れ
る
よ
う
だ

 
上
体
を

こ
し

ん
と
ベ

ド
か
ら

び

り
る

は
い
は

い

 
あ

ク

ち

ん
も
一
緒
に
入
る

い
え

私
は
も
う
入

た
の
で

え

残
念
だ
な
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い
い
で
す
か
ら

く
入

て
下
さ
い

今

て
る

を
脱
い
で

か
な
い
と
洗

出
来
ま
せ

ん
え

ん

ク

ち

ん
が

た
い
よ

き
は
良
い
で
す
か
ら

 
そ
ん
な
や
り
取
り
を
し
な
が
ら

を
が
さ
れ

脱
ぎ

私
は
お
風

に
入

た

 

彼
女
も
こ
こ
で
の
生
活
に

れ
た
よ
う
で

を

え
る
く
ら
い

が
出
来
た
の
は

良
い
事
だ

う

ん

ク

ち

ん
を
和
君
の
お

さ
ん
に
す
る
の
も
ア
リ

ち

ア
リ
か
な

 

に

か
り
な
が
ら

と
思
う

 

は
て
ん
で
ダ
メ
だ

た
家
事
も
彼
に
教
え
て
も
ら

て
か
ら
ど
ん
ど
ん
上
達
し
今
で
は

見
違
え
る

に
な

て
い
る

わ
り
と
し
て
は

し
い
限
り

ど
こ
に
お

に
出
し
て
も

ず
か
し
く
な
い
子
だ

 
た
だ
ま

彼
女
自
身
が
人
見
知
り
と
い
う
か

ズ
レ
の
あ
る
子
だ
か
ら
付
き
合
え
る

人
が
限
ら
れ
る
の
が

点
で
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一
番
自
我
の

い
時
期
に

を
合
わ
せ
て
い
な
が
ら
意
思

を

り
家
事
の
先
生
と
生

の

に
な
れ
た
彼
は
彼
女
の
お

と
し
て
有
力
候
補
だ

ク
ロ
エ
自
身
が
彼
に

意
的
な
の

で

の
事
よ
し

 
問

は
彼
に

想
し
て
い
る
少
女
が
複
数

る
事
と

義

が
恋
心
に

い
事

法
律
が
変
わ

て
多
重

が
認
め
ら
れ
れ
ば
良
い
ん
だ
け
ど
ね

 
多

多

な
ん
て
や
や
こ
し
い
の
で
な
く
て
い
い
か
ら
外
国
の
よ
う
に
一

多

か
多

一

の
よ
う
な
重

を
認
め
ら
れ
れ
ば
い
い
の
に

そ
れ
な
ら
す
ぐ
解
決
す
る

 
女
尊
男

風

に

ま

た
女
は
生
ま
れ
た
子
が
男

だ

た
ら
殺
し
た
り

の
他
人
で
あ

る
男
性
を

め
そ
の
男
性
が
自
殺
し
た
り
と
出
生

は
下
が
り
自
殺

は
上
が
る

向
に

あ

て

会
問

に
発
展
し
て
い
る
の
だ

結

も

然
下
が

て
い
る

人

が

て
い

き
少
子
高

化
が
よ
り
深

に
な

て
い
く
現
状
を
打
破
す
る

と
し
て

に
国
会
に
は
多

重

を
認
め
る
法

が

出
さ
れ
て
い
る

 

出
さ
れ
て
い
な
か

た
ら

自
分
が
す
ぐ
動
い
て
い
た
の
だ
が

 
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で

に
話
し
合

て
い
る
か
ら
自
分
も

を
突

め
な
い

ポ
ン
と
意

的
に
生
や
せ
は
し
て
も

そ
の
先
の
成
⻑
は
自
分
に
も

作
出
来
な
い
の
だ
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個
人
的
に
多
重

の
法

が

て
く
れ
た
方
が

し
い

義
理
の

の
晴
れ

を
見
れ
る
な

ん
て

せ
な
事
だ

 

あ
わ
よ
く
ば

自
分
も

ま

束
さ
ん
は
や
る
事
や

て
か
ら
じ

な
い
と

 
せ
め
て

の
欠

を
ど
う
に
か
し
て
か
ら
で
な
い
と
彼
に

向
け
で
き
な
い
し

世
間
的
に

も
面
倒
な
事
に
な
る

そ
の

に
彼
に
協
力
し
て
も
ら

て

の

デ

タ
を
取

て
い
た

の
だ

ん
と

帰

て
来
て
よ

和
君

お
別
れ
な
ん
て
や
だ
か
ら
ね

 

と
な
く

し
く
思

て

き
が

れ
た

先
入
観
無
く

れ
を
向
け
て
く
れ
る
子
が

な

く
な

て

し
い
か
ら

し
く
思

て
し
ま

た
ら
し
い

 
き

と

日
今
日
と

し
振
り
に

気
な

を
見
た
せ
い
だ

 

思

た
よ
り
雄

し
く
戦

て
い
て

心

に
悪
か

た

ど
き
り
と
し
た

 

そ
れ
に

で

の
武
器
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
あ
る
の
か
も
気
に
な
る

 
ど
う
も
キ
ナ

い

 
そ
の

も

め
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
作

た
制
作

の
経
歴
や
過
去

在
場

な
ど
を
洗

て
お
か
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

黒
幕
は
や
は
り

郷

之
だ

た
よ
う
だ
が

彼
の

備
が
あ

た
と
な
れ
ば
事
は
そ
れ
で
終
わ
り
な

が
無
い

間
違
い
な
く
彼
が

れ
て
い
か

れ
た

が
絡
ん
で
い
る

 
彼
が
破
壊
し
た
と
い
う

を
未
だ
に
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
そ
の

者
だ
と
思
う

 

し
い
人
物
を
ピ

ク
ア

プ
し
て

的
に
過
去
を
洗

て
情
報
を

え
て
お
か
な
け

れ
ば

そ
い
つ
ら
に
復
讐
す
る
か
ど
う
か
は
本
人
と
話
し
合

て
決
め
る

た
だ
対
策
を
練

て

お
く
く
ら
い
は
良
い
だ
ろ
う

 
明
日
も

し
そ
う
だ
と

び
を
し
て

深
く
お

に

か

た

   

日
の

方
七
十
七
層
ボ
ス
と
戦
う

像
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
報
道
さ
れ
世
界

が

し
た

  
世
界
が
今
後

彼
を
ど
う
見
て

し
て
い
く
の
か

 
そ
れ
は

こ
の
天
災
を
以
て
し
て
も

分
か
ら
な
い
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は

こ
れ
だ
か
ら

人
は

い
な
ん
だ

 
こ
れ
か
ら
一
層

し
く
な
り
そ
う
だ
と

息
し
私
は
ま
た

仕

事

動

編
集
と

事
に
取
り
掛
か

た  

思
い
切

た
事
を
す
る
も
の
だ

 
一
番
に
思

た
事
は
そ
れ
だ

た

く
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
の
状
況
が
判
明
し
一
人
だ
け
だ
が
プ
レ

イ

と
文
書
の
や
り
取
り
が
可
能
に
な

た
報

を
し
た
後

は
そ
の
内
容
を
世
間

に
発
表
す
る
事
を

に
決
定
し
た

 
流

に
世
間
体
を

え

せ
ら
れ
た
内
容

や
り
取
り
が
出
来
た
プ
レ
イ

の
名
前
な
ど

も
あ

た
が
最

限
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
黒
幕
や

郷
が

を
目
的
に
動
い
た
の
か
は
報

道
さ
れ
た

場

は

め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
事
も
世
間
に
知
れ

て
い
る

 
文
書
だ
け
な
ら
信
じ
ら
れ
な
か

た
だ
ろ
う
が

郷
が
悪
事
を

い
て
い
る
シ

ン
や
ボ
ス

攻
略
戦
の

像
も

え
ら
れ
て
は

流

に
反
論
出
来
な
か

た
よ
う
で
す
ぐ
に
信
じ
ら
れ
た

 
現
在
あ
ら

る
ニ

ス
番
組
は
そ
の
話

で
持
ち
切
り
だ

数
日
に
一
回
の

ス
で
編
集

さ
れ
た
動

が
報
道
さ
れ
た
日
に
は
ネ

ト
は
そ
の
話
で
持
ち
切
り
に
な
る
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自
分
は
仮
想

の

⻑
を
し
て
い
る
が

し
さ
と
生
来
ゲ

ム
自
体
は
興
味
を
持

て
こ
な

か

た
た
め

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

と
し
て
の
観
点
は
無
い

だ
か
ら
ネ

ト
サ

フ

ン

を
し
て
反
応
を
見
て
い
る
と
存
外
面
白
く
思
う
事
も
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
コ
ピ

サ

バ

で
運

さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
開
発
責

者
の
男
が

罪
者
で

あ
る
と
知
ら
れ
運

止
ま
で
追
い

め
ら
れ
そ
の
運

権

を
と
あ
る
新
興
企
業
が

い

取

た
と
い
う
速
報
を
見
た

ユ

ミ
ル

と
い
う

い
た
事
が
無
い
企
業
だ
か
ら

し
く
は

不
明

と
も
あ
れ
今
は
レ
ク
ト
か
ら
引
き
継
い
で

ユ

ミ
ル
が
運

し
て
い
る
た
め

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
今
も

い
て
い
る

 
一
気
に

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が

れ
る
可
能
性
は
あ

た
が

そ
れ
は
裏
切
ら
れ
る
事
と
な
る

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

達
の
中
に
は
予
想
よ
り
神
経
の

太
い
者
が
多
か

た
の
だ

よ

り
ア
ミ

ス
フ

ア
の
安
全
性
に
信
頼
が
あ

た
か
ら
だ
ろ
う

一

⺠
は
ア
レ
を
設

し
た
者
が

郷

之
で
あ
る
事
を
知
ら
な
い
が
日
本

め
た
数
多
の
技
術
者
が
太

判
を

し
た
か
ら
信

し
て
い
る
ら
し
く

今
も

技
術
は

を
誇

て
い
る

 
ま
る
で

か
が

技
術
を

れ
さ
せ
な
い
よ
う
動
い
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
風
に
も
思

え
る
動
き
だ
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や

変
わ
ら
ず

い

ス
ね

 

と
そ
う
声
を
掛
け
ら
れ
る

ス
ポ

ツ
ド
リ
ン
ク
片
手
に

タ
ケ
ル
は
デ

ス
プ
レ
イ

に

る
動

第
八
十
層
の
ボ
ス
戦
を
観
戦
し
て
い
た

 
動

は

ボ
ス
を
倒
し
彼
ら
を

え
る
よ
う
に
金
文

が
出
現
し
た
と
こ
ろ
だ

あ
と
数

で
こ
れ
も
終
わ
る

さ
ん
知

て
る

ス
か

 
あ
の
少
年
の
リ
ア
ル
に
気
付
い
た

中
が

る
ん
で
す
よ

あ
あ

 
彼
が

て
い
る
事
は
自
分
も
覚
え
が
あ

た

初
回
の
七
十
七
層
ボ
ス
戦
の

像
で
は
気
付

か
な
か

た
ら
し
い
が

回
で
も
見
返
せ
る
よ
う
に
な

た

か
ら

に
そ
の
話
が
ネ

ト
に
上
が

て
い
る
の
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
生
死
を

し
た
ボ
ス
戦
の
他
に
ホ

ト
な
話

と

え
ば
そ
れ
だ
ろ
う

速
報

一

は
生
き
て
い
た

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
増
え
て
い
く
ス
レ

ド
を

夜
見
た
覚
え
が
あ
る

自
分
が
呼
ん
だ
時
は
彼
が
そ
う
か

か
の
議
論
だ

た

ス
マ
ホ
で
見

て
み
れ
ば

夜
見
た
時
よ
り
十
二

ど
ス
レ

ド
が
更
新
さ
れ
て
い
た

 

ど
れ
だ
け

な
人
が
多
い
の
だ
ろ
う
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そ
れ
で

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
か
い

興
味
深
い
の
が

そ
の
話
で
対
立
が

こ

て
る
ん
で
す
よ

的
に

え
ば

上

ス
ね

 

直
に
興
味
が

い
た

 

一

世
界
か
ら
出
来
損
な
い
と

わ
れ
て
い
た
哀
れ
な
少
年

彼
の
リ
ア
ル
が
バ

レ
る
の
も
時
間
の
問

と
思

て
い
た
が
ま
さ
か
彼
を

護
す
る
よ
う
な
発

が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
は
思
わ
な
か

た

興
味
が

い
て
過
去
ロ
グ
を
見
て

た
ん
で
す
け
ど

あ
り

か
な
り

い

ス
ね

体
的
に
は

ん

護

は
大
体

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

い
感
じ
で
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
と
か
指

と
か

で
反
論
し
て
た
ん
ス
け
ど
ア
ン
チ

は
見
た
感
じ
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
教
信
者

て
感
じ
で
し
た

ね

そ

ち
は

と
あ
ん
ま
変
わ
ら
な
い

ス

へ
 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
教
と
い
う
の
は

語
で
要
は

千
冬

を

す
る
発

を
す
る
者
達

の
事

女
性
で

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
そ
れ
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を

し
持
ち
上

る

代
わ
り
に

一

を

め
る
者
達
の
事
を
指
し
示
し
て
い
る
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ち
な
み
に

に
強
さ
に

れ
た
者
は
か
ぶ
れ
や
モ
グ
リ
な
ど
と

さ
れ
て
い
る
ら

し
い

 
こ
れ
ま
で

一

の
事
を

護
す
る
者
は

な
か

た
が

し
か
し

に
対
し
男
性
は

会
的
に
見
て

定
的
な
意
見
を
多
く
持

て
い
る
た
め

千
冬

を
良
く
思

て
い
な
い
者

も
多
数
存
在
す
る

モ
ン
ド
・
グ
ロ

勝
で

の

が

善
さ
れ
て

気
に

な

た
の
は
喜
ば
れ
て
い
る
が

そ
れ
以
外
が
問

な
の
だ

 
そ
の
状
況
が

ど
う
や
ら
変
わ

て
き
た
よ
う
だ

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
性
差

無
く
プ
レ
イ
で
き
る
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

始
ま
り
は

同
じ
そ
れ
で
強
く
な
る
過
程
を
経
験
し
て
い
る
か
ら

護

は
そ
う

て
い
る
の
だ
と
思
う

 

恐
ら
く
彼
の
人
格
や
人
間
性
に
つ
い
て
は
ス
レ

ド
の
ど
こ
に
も

護
的
な
発

は

無
い
だ
ろ
う

 

護

も
ア
ン
チ

も
語

て
い
る
の
は
能
力
ば
か
り

本
人
に
会

た
事
が
無
い
の
だ
か

ら
人
格
な
ど
知
り
よ
う
も
無
い

キ
リ
ト
君
も
大
変
だ
な

さ
ん

す

ご
い
他
人
事

ス
ね
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は
彼
じ

な
い
か
ら
ね

ま

実

彼
に
は
同
情
し
か
無
い

ス
よ

今
は
い
い
け
ど

来

で

る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

世
界
か
ら
後
ろ
指
差
さ
れ
る
人
間
を

う
企
業
な
ん
て
よ

ど
の
零

企
業

く
ら
い
で
し

う

 
能
力
は
あ
る
の
に

体
な
い

ス

と
彼
は

を
振
る

 

遠
回
し
に
彼
は
少
年
を
引
き
入
れ
た
ら

バ
い
ぞ
と

て
来
て
る
の
だ
ろ
う
か

世

間
話
にか

こ
つけ

て

意
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
思
え
な
い

 

え
過
ぎ

だ
ろ
う
か

そ
う
だ
な

成
人
す
る
ま
で
に
悪

を
払

出
来
た
ら
彼
の
勝
ち

そ
う
で
な
か

た
ら

彼
の
負
け
だ

 
大
人
に
な

て
か
ら
信

や

価
を
上

る
な
ん
て
至

の
業

そ
れ
な
ら
甘
く
見
ら
れ
や
す

い
子

の
間
の
方
が

ま
だ
希
望
は
あ
る

 
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
事
も
あ
る
が

個
人
的
に
も
彼
の

り
は
報
わ
れ
て
欲
し
い
と
思
う
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

は

場

に

る
も
の
の

を

い
て

れ
た
技
術
者
と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
リ
シ

ゼ

シ

ン
編
に
登
場
す
る
キ

ラ
ク
タ

ス

と
い
う

は
原
作

ら

ん
で
も

性
が
無
か

た
の
で
く
ど
く
な
り
過
ぎ
な
い
程

に
入
れ
て
ま
す

と
彼
は
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の

で
も
マ
シ
な
感
性
を
持

て
ま
す

協
力
し
て
る
時
点
で
ア
レ
だ
け
ど
国

プ
ロ
ジ

ク
ト
に
参
加
し
た
の
も
友
人
が
イ
ラ
ク
戦
争
に
徴
兵
さ
れ
て
死
ん
だ
か
ら
人
が
死

ぬ
く
ら
い
な
ら

作

て
や
る

と
い
う
理
由

護

か
ら
す
れ
ば
外
道
だ
け
ど

人
間

先
で

え
れ
ば
結
構
マ
ト
モ
で
す

 
あ
と
ノ
リ
が
ち

い
ち

い

い
ん
で

く
一

人
感
あ

て

き

 
神
代

子
は
原
作
で
も

場
の
恋
人
の
女
性

原
作
で
は

場
の
一

だ
け
見
た
カ

ナ
ビ
履

歴
の
⻑

か
ら
潜

先
を
見
つ
け
そ
の
後
ク
リ
ア
さ
れ
る
ま
で
体
の
面
倒
を
見
て
い
た

彼
女
は
本
作
で
は

に

お

え
の
技
術
者
に

大
学

は

ア
リ
シ
ゼ

シ

ン

編
に
合
わ
せ
て

ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
終
わ
る
と
無

な
の
で

 
束
さ
ん
と

さ
ん
は
ブ
ラ

ク
な
方
面
に
寄

て
る
キ

ラ
ク
タ

な
の
で
リ
ア
ル
の
ブ
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ラ

ク
面
を
少
し

 
ま

束
さ
ん
は
ラ
ブ
コ
メ
波
動
を
放

た
け
ど
な

 
取
り

え
ず

さ
ん

て

超

て
状

た
だ
し
キ
リ
ト
が
話
を

け
容
れ
た
場
合
は
全
力
で

す
る

様

 
あ
と
義

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
お

さ
ん
と
し
て
和
人
を

て
い
る

様

 

さ
ん
の

点
は

ア
ル
ベ
リ
ヒ

月
夜
の
黒
猫

ホ
ロ
ウ
の
戦
い
が
終
わ

て
一

二

間

ど
時
間
が
経
過
し
て
お
り
ま
す

数
日
に
一
層
七
十
七

八
十
層
ボ
ス
戦
終
了

 

少
し
く
ら
い
い
い
よ
ね

 

如

だ

た
で
し

う
か

 
ア
ン
ケ

ト
で
求
め
ら
れ
て
い
る
内
容
を

で
き
て
い
る
か
心
配
で
す
が
ク
リ
ア
を
目
指

し
て

し
ま
す
の
で

ど
う
か
⻑
い
目
で
お
付
き
合
い
下
さ
い

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第百三十八章 〜八十層記念パーティー騒動〜

 
第
百
三
十
八
章
 

八
十
層
記
念
パ

テ

騒
動

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
前
回
の
ア
ン
ケ

ト
が

と

の

戦
で
ど
う
し
よ
う
と

を

り

決
め
ま
し
た

こ
の

層
パ

テ

を
し
て

層
ボ
ス
戦
で
は
外
部

点
に
し
よ
う
と

方
取
る
パ
タ

ン

ド 
今
話
は
オ

ル
リ

フ

点

地
の
文
の
呼
び
方
が
ア
レ
で
す
が

リ

フ

点
で
す

 
文

数
は
約
一
万
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

プ
レ
イ

が
キ

ラ
ク
タ

サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を
一
気
に
見
る
の

て
き

と
こ
ん
な

感
じ
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郷

之

ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

え
て
か
ら
お
よ
そ

月
が
過
ぎ

八
月
に
入

た

 
あ
れ
か
ら
大
き
な
事
件
や
騒
動
も
無
く
攻
略
も
八
十
一
層
ま
で
進
み
至

て

上
層
に

な
る
に
つ
れ
て
フ

ル
ド
が

く
な
る
影

で
探
索
に
必
要
な
時
間
が
少
な
い
事
以
前
ア
ル

ベ
リ
ヒ
に

わ
れ
た
面
子
の
ス
テ

タ
ス
が
カ
ン
ス
ト
し
た
た
め
レ
ベ
リ
ン
グ
に
掛
け
る
時
間

を

れ
た
事
が
攻
略
速

の
向
上
に

し
て
い
る

レ
イ
ン
や
シ
ノ
ン
と
い

た
新
た
な
メ
ン

バ

が
加
わ

た
事
も
一
因
だ
ろ
う

我
の

名
で
あ
る

 
気
を

け
な
い
事
に
変
わ
り
は
な
い
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
重
く

え
な
け
れ
ば
全
滅
す
る

リ
ス
ク
が
極
め
て
下
が

た
事
は

と

え
る

 
加
え
て

攻
略
組

の
幹
部
し
か
知
ら
な
い
事
だ
が

リ
ア
ル
に

る

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策

チ

ム
と

絡
を
取
り
合
え
る
よ
う
に
な
り

層
の
ボ
ス
の
情
報
を
か
つ
て
ア

ガ
ス

に
務
め
て
い
た

か
ら
流
し
て
も
ら
え
る
た
め
情
報
収
集
や
ボ
ス
戦
が

か
に

に
な

た

事
も

し
い
限
り
だ

テ
キ
ス
ト
フ

イ
ル
で
の
み
だ
が
送

信
可
能
な
デ

タ
な
ら

で
も

い
い
の
か
最
近
は
ボ
ス
デ

タ
を
動

で
も
送

て
く
れ
る
た
め
予
備
動
作
の
予

が
出
来

る

お

で
七
十
六
層
か
ら
こ
れ
ま
で
の
ボ
ス
戦
で
の
死
者
は
ゼ
ロ

レ
ベ
ル
で

え
れ
ば
そ
れ
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も

然
か
も
し
れ
な
い
が

危
な
い
場
面
が

し
た
の
は
ス
ト
レ
ス
が

た
事
に
も
な
り

モ
チ
ベ

シ

ン
も
上
が
り
や
す
い
か
ら

合
的
に
助
か

て
い
る

ア

キ

ト

白
の
剣
士

の
策
謀
に
よ
り

性
的
な
戦
力
不
足
が
深

化
し
た
の
も
今
は
過
去
の
事

ア

イ
ン
ク
ラ

ド
を
見
舞

た
前
代
未

の
バ
グ
も

善
さ
れ
現
在
の

わ
い
は
こ
れ
ま
で
で

一
番
と

え
る

 
気
に
な
る
の
は
リ
ア
ル
と
の

絡
は
キ
リ
ト
し
か
取
れ
な
い
事
だ

た

 
キ
リ
ト

く

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
コ
ン

ル
で
作
り
出
し
た

化
エ
リ
ア
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
保
つ
プ
ロ
テ
ク
ト

外
で
そ
こ
に
入

た
一
人
だ
か
ら
自
分
に

し
か

絡
は
来
な
い
の
で
は
な
い
か

し

か
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
出
来
た
時
が
内
在
闘
争
だ
か

ら
リ

フ

達
は

さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
ら
し
い

後
日
リ
ア
ル

と
示
し
合
わ
せ
て

化
エ
リ
ア
に
数
人
入

て
み
た
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
出
来
な
か

た
よ
う
な
の
で
結

は
謎
で
あ
る

 
と
も
あ
れ

彼
は

権
限
の
不
死
属
性
を

す
る
謎
特
性
を
有
し
て
い
る
プ
レ
イ

だ

か
ら

か
特
別
な
の
だ
ろ
う
と
結
論
付
け
そ
の
話
は
終
わ
り
に
な

た

ど
の
み
ち
キ
リ
ト
は

攻
略
組
の
中
心
人
物
だ
か
ら
他
の
人
が

絡
を
取
れ
る
よ
う
に
な

て
も
あ
ま
り

な
い
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そ
し
て
現
在

 

攻
略
組

は

八
十
層
ク
リ
ア
パ

テ

の

備
に
動
い
て
い
た

 
八
十
層
攻
略

記
念
パ

テ

 
八
十
層
ボ
ス
を

し
た

日
の

攻
略
組

幹
部
に
と

て
は

と
な

た

議
が

終
わ

た
後
デ

ア
ベ
ル
が

し
た
も
の
が
攻
略
記
念
パ

テ

だ

た

最
近
に
な

て
参
入
し
た
身
な
の
で
知
ら
な
か

た
が
ど
う
や
ら
最
前
線
攻
略
の
メ
ン
バ

は
十
層

切
り

で
記
念
パ

テ

を
開
く
の
が

と
な

て
い
る
よ
う
だ

 
ち
な
み
に

エ
ギ
ル
の

こ
の
場
に
キ
リ
ト
と
ス
レ
イ
ブ
は

に

な
い

前
者
は
リ
ア
ル

と
の

絡
に

後
者
は
今
日
し
よ
う
と
思

て
い
る
ク
エ
ス
ト
を
こ
な
し
に
動
い
た
後
だ

た

彼
ら
は
自
分
達

と
違
い
メ

セ

ジ
で
残
る
よ
う
に
は

わ
れ
て
い
な
か

た
ら
し
い

代
わ
り
に

く
か
ら

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

レ
イ
ン

フ

リ
ア

ア
ル
ゴ
が
集
ま

て
い
た

最
近
色

あ

た
だ
ろ
う

 

開
き
で
ボ
ス
戦
の

日
は

み
に
な

て
る
け
ど
や

り
ス
ト
レ
ス
は

ま

て
る
だ
ろ
う
し

時
も
よ
り

大
に
や
ろ
う
と
思

て
る
ん
だ
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へ

そ
ん
な
も
の
も
あ
る
の
ね

キ
リ
ト
か
ら

い
て
た
イ
メ

ジ
だ
と
そ
ん
な

無

さ
そ
う
だ

た
か
ら
意
外
だ
わ

 
感
心
し
た
よ
う
に
シ
ノ
ン
が

う

実

自
分
も
攻
略
の

ス
や
全
体
の

気
か
ら
ゲ

ム

の
イ
ベ
ン
ト
を

い
て
そ
う
い
う
事
は
し
な
い
方
な
の
だ
と
思

て
い
た

 
す
る
と
デ

ア
ベ
ル
を
初
め
と
し
た
古
参
組
が

な

を
す
る

あ

そ
れ
は
む
し
ろ

キ
リ
ト
君
だ
か
ら
と
い
う
か

ど
う
い
う
事
で
す
か

キ
リ
ト

て
さ

つ
い
最
近
ま
で

く

く

わ
れ
て
た
で
し

 
だ
か
ら

ね

あ
あ

な
る

ど

そ
う
い
う
事
ね

得
し
た
わ

 
ユ
ウ
キ
が

な

で
補
足
し
た
事
で
自
分
も
シ
ノ
ン
と
同
時
に

し
た

的
に
一

を

て
い
た
キ
バ
オ
ウ
今
は
そ
う
で
も
な
い
リ
ン
ド
を
初
め
と
し
た
面
子
が
意

的
に
外
し

て
い
た
か
い
ち
い
ち

わ
り
合
い
に
な
り
た
く
な
い
か
ら
キ
リ
ト
自
身
が

け
た
の
か
知
ら

さ
れ
な
か

た
か
の
ど
れ
か
な
の
だ
ろ
う

 
そ
う
い
え
ば
イ
ベ
ン
ト
で
攻
略
組
が
動
く
時
ユ
ウ
キ
達
は
彼
が
心
配
だ
か
ら
と
別
行
動
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を
取

て
い
た
と
か
以
前

い
た
覚
え
が
あ
る

 
ど
う
や
ら
攻
略
記
念
パ

テ

に
も
参
加
し
て
い
な
か

た
よ
う
だ

で
も
最
近
は

け
入
れ
ら
れ
て
る
か
ら
今
回
の
パ

テ

に
は
彼
ら
を
呼

う
と
思

て

る

な
ら
さ

き
の

議
で

え
ば
良
か

た
ん
じ

な
い
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
な
の
と

こ
う
い
う

し
事
は
あ
ん
ま
り

き
じ

な
い
み
た
い
だ
し

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

下
手
に
伝
え
た
ら

理
の

備

に
回
り
そ
う
だ
し
ね

 

く

得
し
た

確
か
に
あ
の
子
な
ら

る
か

備

に
回
る

あ
つ
らえ

た
よ
う
に

理

ス
キ
ル
を
取

て
る
し
数
少
な
い
完
全

得
者
で
も
あ
る
か
ら
回
さ
れ
る
理
由
と
し
て
は
十
分

過
ぎ
る

 

攻
略
組

で

理

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
た
の
は
キ
リ
ト

ス
レ
イ
ブ

ア
ス
ナ

ユ

ウ
キ
ラ
ン
サ
チ
の
六
人

今
回

し
ま
せ
た
い
の
は
キ
リ
ト
と
ス
レ
イ
ブ
だ
か
ら
結
果
的

に
四
人
に
な
る

対
し
て
参
加
す
る
人
数
は
五
十
人
を
超
え
る

た

た
四
人
で
回
す
の
は
か
な

り
の
苦
労
が
あ
る

で
四
人
と
も
親
し
い
中
だ
か
ら
二
人
が
手
伝
お
う
と
す
る
光

が
容

に
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想
像
出
来
た

 
あ
の
子
達
は
自
分
よ
り
も
他
人
を

し
ま
せ
て
喜
び
を
覚
え
る
タ
チ
だ
か
ら

け
さ
せ
よ
う

と
す
る
な
ら
秘
密
裏
に
事
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う

で

か
キ
リ
ト
君
を

れ
出
し
て
夜
ま
で
帰
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け

な
い
ん
だ
け
ど

い
い

あ
る
か
な

 
真
面
目
な

で

に

た
蒼
髪
の
騎
士
が
問
う

今
ま
で
か
な
り

た
る
思
い
が

あ

た
よ
う
で
絶
対
に
彼
ら
に
は
手
伝
わ
せ
な
い
と
い
う
意
思
を
感
じ
た

今
回
こ
そ
は
と
デ

ア
ベ
ル
達
も
本
気
ら
し
い

ク
エ
ス
ト
に

れ
出
す
の
は
ど
う
か
な

今
日
キ
リ
ト
を
誘
お
う
と
思

て
た
ん
だ
よ
ね

 
一
番
に
意
見
を
出
し
た
の
は

ド
ブ
レ
イ
カ

を
愛

し
て
い
る
女
性
フ

リ
ア
だ

た

一
回
失

し
て
る

で
さ

参
加

件
は
特
に
設
定
さ
れ
て
な
い
ん
だ
け
ど
や

て
み
た
感

じ

索

定

発
見

解

ス
キ
ル
を
取

て
な
い
と

い
ク
エ
ス
ト
な
の

ス
ニ

キ
ン
グ
系
か

確
か
に
そ
う
い
う
の
は
キ
リ
ト
が
得
意
そ
う
な
感
じ
だ
よ
ね

 
ユ
ウ
キ
が
同
意
す
る
よ
う
に

う
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ス
ニ

キ
ン
グ
ク
エ
ス
ト
は

に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
動
い
て
目
的
を
達
成
す
る

人
向
け

の
内
容
が
多
い

分

と
し
て

に
見
つ
か
る
パ
タ

ン
も
あ
る
が
そ
う
い
う
の
は
苦
戦
す
る

か
ク
リ
ア
し
て
も
報

が

ラ
ン
ク
に
な
る
の
で
大

は
見
つ
か
ら
な
い
方
向
で
動
く
必
要

が
あ
る

中
に
は
見
つ
か
れ
ば

に
失

す
る
も
の
も
あ
る

 
彼
女
の
ク
エ
ス
ト
内
容
を

い
た
限
り
だ
と

ク
エ
ス
ト
で
時
間
が
掛
か
る
も
の
だ
と
か

ま
れ
た
お
宝
を
取
り
返
し
て

て
い
う
内
容
で
別
の

敷
に

回
も
入
り

ん
で
は
こ

れ
は
偽
物
で
す

だ
か
ら

の

し
い
と
こ
ろ
に

び

ん
で
下
さ
い

て

わ
れ
る

で

さ

し
か
も
進
む
ご
と
に
見

り
も

し
く
な
る
か
ら

し
い
ん
だ
よ

三
つ
目
く
ら
い
で

ま

て
失

に
な

ち

た

フ

リ
ア
ち

ん
で
も
失

す
る

て

だ
ね

あ
だ
か
ら
キ
リ
ト
君
に
助

人
を
お

願
い
す
る
ん
だ

う
ん

ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

を
自
負
す
る
私
が
認
め
た
格
上
の
ス
ニ

ク
プ
レ
イ

は

う

を

滅
し
た
キ
リ
ト
く
ら
い
だ
か
ら
ね

本
人
が
知

て
も

な

し
そ
う
な
認
め
方
だ
ね

そ
れ

 
フ

リ
ア
の
物

い
に
レ
イ
ン
は

い
を
浮
か
べ
た
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で
も
キ

な
ら
そ
う
い
う
ク
エ
ス
ト
は

日
も
掛
か
ら
な
い
と
思
ウ

そ
う
な
の

実

オ
レ

ち
と
一
緒
に
ボ
ス
の
情
報
収
集
の
ク
エ
ス
ト
を
回

て
も
一

日
に
は
終
わ
る
事

が
多
い
か
ら
ナ

事
前
に
ど
ん
な
内
容
か
教
え
て
る
の
も
あ
る
け
ど
経
験
も
多
い
か
ら
下
手
す

る
と
二

三
時
間
で
終
わ
り
か
ね
な
い

え
 
実

の
経
験

で
語
ら
れ
る
と

も

え
な
い
の
か
フ

リ
ア
は

な

を
し
た

成

す

る
と
確
約
さ
れ
た

で
は
無
い
が
そ
う
い
う
ク
エ
ス
ト
を
失

す
る
イ
メ

ジ
が
浮
か
び
に
く

い
の
も
事
実

彼
女
だ
け
で
は
あ
ま
り
時
間

ぎ
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

だ

 
こ
う
な

た
ら
複
数
人
で

れ
回
し
た
方
が
良
い
か

と
ま
た
話
し
合
う

 

数
分
後

キ
リ
ト
を

れ
回
す
人
が
決
ま

た

 

そ
う
い
う

で

キ
リ
ト
君
に
お
願
い
し
よ
う
と
思

て
た
ん
で
す
け
ど

偶
然
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な

ち

た
み
た
い
で

あ
た
し
達
じ

決
め
ら
ん
な
い
か
ら
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キ
リ
ト
に
決
め
て
も
ら
お
う

て
な

た
の

そ
う
か

 

と
も

え
な
い
面
持
ち
で

く
少
年

 
今
い
る
の
は
七
十
六
層
で
色
黒

の

人
エ
ギ
ル
が
経

し
て
い
る

の
二

で
キ
リ
ト
が

り
て
い
る
部

の

点
は
二
十
二
層
の
ホ

ム
に

し
た
彼
も
ボ
ス
攻
略

日
の

議
に
出
る

に
は
こ
の

を
引
き

き

す
る
よ
う
に
し
て
い
た

大
体
五
日
に
一

り
て

い
る

ス
だ

 
そ
こ
に

い
た
の
は
四
人

発

し
た

で
シ
リ
カ

フ

リ
ア

リ
ズ
ベ

ト

そ
し
て

あ

た

し

リ

フ

だ

今
日
は
ク
エ
ス
ト
に
誘
お
う
と
思

て
い
た
面

で
あ
る

 
シ
リ
カ
は
使
い
魔
フ

ザ

リ
ド
ラ
の
専

強
化
ク
エ
ス
ト
ら
し
き
話
を
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

い
た

た
め

一
同
じ
使
い
魔
を
持
つ
キ
リ
ト
を
誘
い
に
来
た
と
い
う

こ
れ
ま
で
多
く
の
使
い
魔
の

強
化
ク
エ
ス
ト
が
見
つ
か

て
い
た
が
フ

ザ

リ
ド
ラ
は
今
回
が
初
な
の
で

非
一
緒
に

達
成
し
た
い
と
い
う
の
が
本
人
の
主

だ

た

 
フ

リ
ア
は

下
で
話
し
て
い
た

り
ス
ニ

キ
ン
グ
ク
エ
ス
ト
の
助

人
と
し
て
頼
む

 
リ
ズ
ベ

ト
は
専

の

の

金

を
必
要
と
す
る
鍛
冶
師
専

ク
エ
ス
ト
を
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見
つ
け
た
も
の
の
迷

や
未

破
ダ
ン
ジ

ン
に
あ
る
話
な
の
で
助

人
を
頼
も
う
と

え
て
い
た

分
か

て
い
る
の
は
レ
ラ
チ
オ
ン

一
つ
だ
け
だ
が
今
日
は
そ
れ
を
取
り

に
行
く
つ
も
り
ら
し
い

 
自
分
は

の
裏
路
地
に
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

け
た
ク
エ
ス
ト
で
キ
リ
ト
と
自
分
に

た
り

な
も
の
が
あ

た
の
で

誘
お
う
と
思

て
い
た

 

見
事
に

て
い
た

し
く
し
て
い
る
キ
リ
ト
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
誘
う

え

は

し
も
一
緒
だ

た
ら
し
い

ち
な
み
に
キ
リ
ト

今
日

か

事
は
あ
る
の

い
や
特
に
は
無
い
よ

ホ

ム
に

て

合

で
も
し
よ
う
か
と
思

て
た
く
ら
い
だ

か
ら
行

て
も
い
い
ん
だ
け
ど

 
声
を

ま
せ

根
を
寄
せ
て
う

ん
と

る

ま
あ
四
人
に
誘
わ
れ
た
ら

り
も
す
る
か
と

あ
た
し
達
は
苦

気
味
だ

 

の

の
中
で
小
⻯
が
き

と

い
た

け
て
い
る
よ
う
だ

個
人
的
に
は
シ
リ
カ
と
リ
ズ
ベ

ト
の
話
に

り
た
い
か
な

て

え

え

と

ど
う
し
て
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シ
リ
カ
と
リ
ズ
の
は

ま
で
に
終
わ
る
と
思
う
け
ど
リ

姉
と
フ

リ
ア
の
は
未
知
数
だ
か

ら
だ
な

す
ぐ
終
わ
る
方
を

先
す
れ
ば
四
人
分
回
る
の
に

が
良
い

本

は

ど

ち
も
戦
力
強
化
に
繋
が
り
そ
う
だ
か
ら
今
日
中
に
し
て
お
き
た
い

 
リ
ズ
ベ

ト
の
問
い
に
迷
わ
ず

え
た
内
容
に
攻
略

め
と
心
の
中
で

づ
き
た
く
な

た 
断
じ
て

ば
れ
な
か

た
事
を
不

に
思

て
い
る

で
は
無
い

気
持
ち
は
分
か
る
が

日

く
ら
い
攻
略
以
外
の
観
点
で
動
け
な
い
の
か
と
思
う

攻
略
と
か

と
か
そ
れ
以
外
に
も
目

を
向
け
て
と
い
う
姉
心
を
分
か

て
欲
し
い

 

そ
う
い
う
思

と
動
き
方
だ

た
か
ら
生
き
残
れ
た
と
思
う
と
強
く

え
な
い
の
だ
け

ど
で

ど
う
す
る

あ
た
し
達
は
キ
リ
ト
に

ね
た
か
ら

あ
な
た
の
意
見
に

う
わ
よ

じ

あ
シ
リ
カ

リ
ズ
ベ

ト

リ

姉

フ

リ
ア
の

で

 

番
も
決
ま

た
の
で

あ
た
し
達
は

速
ク
エ
ス
ト
へ
と
出
か
け
た
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動
し
て

七
十
九
層

 
迷

へ
と
向
か
う

中
に
あ
る
深
い
森
を

へ
と

れ
た
先
の
方
に

・そ
・れ

は
い
た

ば

さ

ば

さ
と
翼
を
は
た
め
か
せ
る

体

水
色
の
和

二

に
分
か
れ
た

紅
の

 
キ
リ
ト
と
シ
リ
カ

二
人
が
テ
イ
ム
し
た
使
い
魔
を

大
化
し
た
⻯
が
そ
こ
に
い
た

でか可
愛
く
な
い
わ
ね
コ
イ
ツ

小
さ
い
か
ら
こ
そ
可
愛
く
見
え
る

て
事
で
す
ね

 

に
フ

リ
ア
シ
リ
カ
リ
ズ
ベ

ト
自
分
の

葉
で
あ
る

キ
リ
ト
く
ら
い
小

だ
と

一

で

み
出
来
る
く
ら
い

大
だ
か
ら
可
愛
く
な
ん
て
ま

た
く
な
い

意
を
向
け
て
来

る
せ
い
で
愛

を
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
も
あ
る

 

そ
ん
な

大
な
⻯
も

後
方
か
ら

来
し
た
水
の
螺
旋
剣
に
よ
り
一
撃
で

れ
る

 
⻯
の
後
ろ
に
は
黒
く

く
歪
な
結

体

シ
リ
カ
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

い
た
話
だ
と
ア
レ
を
食

べ
た
小
⻯
は
強
力
な
力
を
得
る
と
い
う

そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
あ
ま
り
の

大
な
⻯
に

い
て

た
と
い
う
話
だ

た

話
の
流
れ
的
に

で
引
き
付
け
て
か
ら
結

を
奪
い

る
と
い
う
も
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の
だ
と
思
う
け
ど
ス
テ

タ
ス
が
異
常
に
高
く
な

て
い
る
キ
リ
ト
は
真

向
か
ら

し
て
し

ま

た
の
だ

 
四
人

て

な

線
を
向
け
る
と
黒

の
弓
を
下

た
少
年
は
び
く
り
と

を

わ
せ

た
な

な
ん
だ

い
や

あ
ん
た

か
な
り

思

に
な

た
わ
ね

 
ち
な
み
に

す
る
と
対

の

経
験
値
の
一

を
得
る
た
め
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
の
ホ
ロ
ウ

を

十
体
と
斬
り
捨
て
た
キ
リ
ト
も

ま

た
面
子
と
同
レ
ベ
ル
に
な

て
い
る

を

十
全
に

え
る
事
も

め
正
に
⻤
に
金
棒
だ

え

だ

て

だ
ろ

ア
レ

ど
う
見
て
も
テ
イ
ム
出
来
そ
う
に
な
い
し

 
ま

彼
が

う
事
も
間
違
い
で
は
無
い
し
倒
せ
る
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
面
倒
な

作
戦
を
使
う

必
要
も
無
い
の
だ
が

な
ん
だ
ろ
う

こ
う

然
と
し
な
い
も
の
が
あ
る

 

と
い
う
よ
り
こ
ん
な
に
サ
ク
サ
ク

て
た
ら
時
間

ぎ
も

も
無
い
じ

な
い

 
そ
う
思

て
い
る
事
を
知
る
由
も
無
い
少
年
は

番
的
な

⻯
が

な
く
な

た
お

で

と
黒
い
結

を

取
し
ナ
ン
と
ピ
ナ
に
手

し
で
食
べ
さ
せ
る

す
る
と
二

の
体
が
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い
た

す
か
さ
ず
ス
テ

タ
ス
を
確
認
し
た
二
人
に
よ
れ
ば
新
た
な
ブ
レ
ス
を
使
え
る
よ
う
に

な

た
ら
し
い

得
し
た
ブ
レ
ス
は

パ
ワ

ブ
レ
ス

を
確
定
ノ

ク
バ

ク

確

ス
タ
ン
さ
せ
る
ダ
メ

ジ
系
の
ブ
レ
ス
だ

た

隙
を
作
る
と
い
う
点
で
強
力
な
ア
シ
ス
ト
に
な

る
だ
ろ
う

 
ま
た
ナ
ン
は
ス
テ

タ
ス
が

上

さ
れ
て
い
た

使
い
魔
の
ス
テ

タ
ス
は
主
の
も
の
と
同

一
と
い
う

い
た
が
流

に
個
体
の
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
ナ
ン
は
キ
リ
ト
の
そ

れ
よ
り

か
に

い

ピ
ナ
は
ま
だ
同

の
よ
う
だ
か
ら
レ
ベ
ル
一

を
境
に
上
限
が
来
る
の

だ
ろ
う

 
今
回
の
強
化
で
上
限
値
が
解
放
さ
れ
た
事
で
多
少
強
く
な

た
ら
し
か

た

ま

カ
ン

ス
ト
レ
ベ
ル
の
キ
リ
ト
に

使
い
魔
の
ア
シ
ス
ト
が
必

に
な
る
状
況
が
あ
る
と
は

え

い

が
シ
リ
カ
の
ク
エ
ス
ト
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ
な

は
リ
ズ
の

七
十
八
層
か

行
こ
う

 
確
認
し
た
い
事
は
終
え
た
の
か

そ
う

て

を
返
す
キ
リ
ト

 
そ
の
後
ろ
を
付
い
て
行
き
な
が
ら

そ

そ
と
四
人
で
声
を
潜
め
て
話
す

ど

ど
う
し
ま
し

う

 
ま
だ
動
い
て
三
十
分
ち

と
で
す
よ

こ
こ
ま
で

時
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間
で
終
わ
る
な
ん
て
流

に
思

て
い
ま
せ
ん
で
し
た

ち

と

い
や
か
な
り
甘
く
見
て
た
わ

ア
ル
ゴ
が

て
た
の

て
こ
う
い
う
事
な

の
ねこ

れ

応

呼
ん
だ
方
が
良
く
な
い

 
七
十
八
層

て
確
か
リ

フ

の
ク
エ
ス
ト

も
あ
る
で
し

う

う

ん

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

り
に
引
き
回
し
て
も
ら
い
ま
す

 
キ
リ
ト
も
あ
の

に
は
か
な
り
心
を
許
し
て
い
る
し
シ

プ
巡
り
や

開
き
の
観

光
に
引
き
回
さ
れ
る
く
ら
い
は
許
容
す
る
だ
ろ
う

た
だ
恐
ろ
し
く
物
欲
が
無
い
か
ら

ど
意
味

を

さ
な
そ
う
な
の
が

と
も

 
そ
う
話
し
合
う
も
良
い

は
浮
か
ば
な
い

 
あ
ま
り

骨
に
し
て
る
せ
い
で

中
キ
リ
ト
に

し
く
思
わ
れ
る
の
も
良
く
な
く

も
そ

こ
ま
で

に
行
え
な
い
ま
ま

の
目
的
地
で
あ
る
七
十
八
層
へ
と
来
て
し
ま

た

こ
の

層
で
は
リ
ズ
ベ

ト
が
求
め
る
レ
ラ
チ
オ
ン

と
あ
た
し
が
求
め
る
太
陽
の

ン
ダ
ン

ト
が
手
に
入
る

迷

へ
行
く

中
に
あ
る
森
の
中
に

ン
ダ
ン
ト
が
あ
り
森
の
迷

と
は
違
う
方
向
に
繋
が
る
道
を
進
ん
だ
先
に

が
あ
る
と
い
う
話
だ
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な
の
で
一
先
ず
森
を
目
指
し
歩
く

車
を
使
わ
な
い
の
は
万
が
一

車
が
壊
れ
る
と

る

か
ら

あ
と
目
立
つ
か
ら
だ

し
か
し
歩
き
と
は

え
マ

ピ
ン
グ
し
て
い
る
の
で
迷
う
事
は
無

く
ギ
ミ

ク
や
ト
ラ

プ
は

に
解

し
て
い
る
し
上
層
故
の

さ
で
す
ぐ
森
に

り

く

 
し
か
も
森
に

て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
で
太
陽
の

ン
ダ
ン
ト
が
自
発
的
に
光
り
手
に
入

る
始

に
見
つ
か
る
の
は

は

で
良
い
け
ど

今
ば
か
り
は
恨
む
わ
よ

 

そ
り
と

ら
す

時
間

ぎ
の

に
ク
エ
ス
ト
に
付
き
合

て
も
ら

て
い
る
の
に
こ
う

ま
で

に
事
が
進
ん
で
し
ま
う
と
逆
に

る

 
ク
エ
ス
ト
の
進
み
が
速
い
事
を
逆
に

く
プ
レ
イ

な
ん
て
き

と
今
の
自
分
達
く
ら
い

な
も
の
だ

リ

姉

か

た
か

 

に
出
し
て
し
ま

た
か
ら
か
キ
リ
ト
に

付
か
れ
て
し
ま

た

い
に
も
し

か
り
と

い
た

で
は
無
い
よ
う
だ
が

彼
の
後
ろ
に
い
る
三
人
が
物

く
焦

た

を
し
て
い
る

見
つ
け
る
の
が

な
の
は
い
い
な

て

た
の

 

嗟
に

魔
化
す
と

彼
は

得
し
た
よ
う
で

感

深
そ
う
に

い
た
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確
か
に
な

と
し
物
を
探
す
系
で
こ
う
も

に
見
つ
か
る
の
は

し
い
と
い
う
よ
り

初
め
て
な
気
が

て
よ

も
し
か
し
て
こ
の
ク
エ
ス
ト

ま
だ

い
て
る
ん
じ

えさ

き
の
は
と
も
か
く
こ
ん
な
上
層
の
探
し
物
系
の
ク
エ
ス
ト
で

に
終
わ
る
の
は
ち

と
不
自
然
な
気
が
す
る

ク
エ
ス
ト

更
新
さ
れ
て
な
い

 

わ
れ
て
確
認
す
る
と
ク
エ
ス
ト
で
求
め
ら
れ
る

の
行
動
は
対
と
な
る
月
の

ン
ダ

ン
ト

を
探
そ
う

と
あ
る

 

た
だ
し

層
に
あ
る
ら
し
い

更
新

さ
れ
て
る
け
ど

対
の

ン
ダ
ン
ト
は
八
十
二
層
に
あ
る
み
た
い

の

層
か

な
ら

の
ボ
ス
戦
が
終
わ

た
ら
一
緒
に
行
こ
う

そ

そ
う
ね

 
に
こ
り
と
一
緒
に
行
く
約
束
を
さ
れ
て

少
し
ど
ぎ
ま
ぎ
し
な
が
ら

く

ぎ
こ
ち
な
さ
は

あ

た
だ
ろ
う
が
彼
は
ス
ル

し
て
迷

と
は
違
う
方
へ
歩
き
出
し
た

 
向
か
う
先
に
は

が
あ
る
と
さ
れ
る
場

だ

一
時
間
く
ら
い
で
二
人
分
終
わ

ち

い
ま
し
た
ね
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今
回
は
二
人
の
モ
ノ
が
悪
か

た
と
思
い
ま
し

う

あ
た
し
も
似
た
よ
う
な
感
じ
が
す

る
け
ど

 

を

と
し
な
が
ら

ば

め
の
境
地
で
リ
ズ
ベ

ト
が

う

今
回
は
物
を
探
す
系
が
多

か

た
し
確
か
に

が
悪
か

た
か
も
し
れ
な
い

特
定
の

を
集
め
る
内
容
の
方
が
時
間

を

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
表
す
よ
う
に
三
十
分

ど
歩
い
た
先
に
い
た
中
ボ
ス
を

殺
し
リ
ズ
ベ

ト
が

り
出
し
物
で
手
に
入
れ
た
秘
伝
書
に
あ

た
一
つ
レ
ラ
チ
オ
ン

が
入
手
で
き
て
し
ま

た 
こ
れ
で
四
人
の
内

三
人
分
の
ク
エ
ス
ト
が
終
わ

た
事
に
な
る

 

彼
に
話
を
し
て
か
ら
一
時
間

ど
で
三
つ
も
終
わ

て
し
ま

た

ね

ね

キ
リ
ト

 
あ
ん
た

時
も
こ
れ
く
ら
い
の

ス
で
ク
エ
ス
ト
や

て
ん

の
ん

 
ん

ま

ス
ロ

タ殺
系
と
か

収
集
系
以
外
は
こ
れ
く
ら
い
か
な

フ

リ

ア
が

て
た
た
ら
い
回
し
的
な
も
の
だ
と
数
時
間
掛
け
る
事
も
あ
る
よ

は

速
い
ね

キ
リ
ト
君
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そ
も
そ
も

殺
系
な
ら
と
も
か
く
探
し
物
系
の
ク
エ
ス
ト
一
つ
に
⻑
時
間
掛
け
る
ゲ

ム
は
流

行
ら
な
い
ん
じ

な
い
か

 
至
極
ご

も
で
あ
る

 
あ
と
こ
ち
ら
の
思
惑
を
見

か
し
た
よ
う
な
物

い
は
や
め
て
欲
し
い
心

に
悪
い

そ

ん
な
事
を

え
る

も
無
く

あ
た
し
達
は
無

の
ま
ま

へ
と

る
事
に
な

た

ど
う
し
ま
し

う

こ
の

ス
だ
と

前
中
に
終
わ

ち

い
そ
う
だ
よ

 
わ
た
し
の
ク

エ
ス
ト

後
じ

な
い
と
進
め
ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど

 

き
の
入

た
フ

リ
ア
が

う

一
応
こ
の

層
に
来
た
時
点
で

に
メ

セ

ジ
を

送

て
お
い
た
け
ど

こ
の
分
だ
と
か
な
り

し
い

 

と
い
う
か

に
無
理
な
の
で
は

今
回
ば
か
り
は

手
が
悪
か

た
で
す
ね

 
ク
エ
ス
ト
的
に
も

プ
レ
イ

的
に
も

 
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ



 第百三十八章 〜八十層記念パーティー騒動〜

  

そ
の
時

突
然
ベ
ビ

ピ
ン
ク
の
髪
色
を
し
た
女
鍛
冶
師
が
大
声
を
上

た

 
い
き
な
り
の
事
で

く

先
を
進
ん
で
い
た
少
年
も
大
き
く

を

ね
さ
せ
ば

と
勢
い
よ

く
振
り
返

た

彼
の

手
に
は
聖
剣
と
魔
剣
が
握
ら
れ
て
い
て
万
全
の

勢
だ

な

な
ん
だ
リ
ズ

 

か

 

だ

違
う
わ
よ

 
今
日
中
に
仕
入
れ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い

が
あ
る
の
を
今
思
い
出
し

た
の

 
や
や
⻤
気

る
表
情
で

う
彼
女
に

気
に
取
ら
れ
る
少
年

あ
た
し
達
も

の
こ
と
か

さ

り
分
か
ら
ず

然
と
す
る

そ
れ

て

の
方
の
か

そ
う
な
の
よ

 
オ

ダ

メ
イ
ド
の

文
で
必
要
な

が
あ

た
事
を
す

か
り
忘
れ

て
た
の

そ

そ
う
い
う
事
か

い
き
な
り
大
声
を
上

る
か
ら

事
か
と
思

た
よ

 

ん
な
り
し
た
様
子
で

う
キ
リ
ト

憂
で
済
ん
だ
の
は
良
い
事
だ
が
あ
ま
り
に
も
い
き

な
り
だ

た
か
ら
精
神
的
に

れ
た
ら
し
い

突
然
あ
ん
な
大
声
を
真
後
ろ
で
上

ら
れ
れ
ば
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だ

て
そ
う
な
る

で

の

が
必
要
な
ん
だ

ち

と

て

 
メ
ニ

を
呼
び
出
し
メ
モ
し
て
い
る
ら
し
い
テ
キ
ス
ト
を
呼
び
出
す

が
書
か
れ
て
い

る
か
は
見
え
な
い
そ
れ
を
見
た
リ
ズ
ベ

ト
が

の
名
前
を

み
上

て
い

た

確
か

浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト

の
だ
な

そ
う
そ
う

キ
リ
ト
が
使

て
る

に
必
要
な

そ
れ
を
使

た
も
の
が
欲
し
い

て

デ

ア
ベ
ル
達
に
依
頼
さ
れ
て
た
の
よ

 
て

き
り
時
間
を

ぐ

な
の
か
と
思

た
け
ど

ど
う
も
本

に
必
要
ら
し
い

そ
れ
な
ら

が
持

て
る
ぞ

の
ボ

ク
ス
に

分
を

め

ん
で
る

あ

そ
う

な
ん
だ

あ
あ

後
で

ろ
う

五
十
個
も
あ
れ
ば
足
り
る
だ
ろ

え

え
え

十
分
よ

 

を
見
る
に
ど
う
や
ら
時
間

ぎ
の

に

た
よ
う
だ

一

だ
が

が
引
き

た

真
の
演
技
も
真

向
か
ら
対
応
さ
れ
て
形
無
し
だ
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あ

 
そ
う
い
え
ば
あ
た
し
も
思
い
出
し
た
事
が
あ
り
ま
し
た

 
そ
こ
で
思
い
出
し
た
よ
う
に
シ
リ
カ
が
声
を
上

た

び
く

と
彼
女
の
小
⻯
が
体
を

わ

せ
る今

は
シ
リ
カ
か

流
れ
で

え
て

大
方
ポ

シ

ン

の

だ
ろ

あ
う
ん
そ
れ
も
あ
る
ん
だ
け
ど

そ
の

剣
と

の
強
化

も
集
め
た
い
な

て
あ

そ
の

分
前
に

が

た
物
の
ま
ま
だ
も
ん
な

え
へ
へ

く
高
性
能
だ
か
ら

変
え
る
必
要
が
無
く
て

 
シ
リ
カ
が

て
い
る
銀
の

と
紅
の

い
一
式
は
彼
が
過
去

た
も
の
ら
し
い

ピ
ナ

の

生
の

に

備
の
性
能
で
レ
ベ
ル
マ

ジ
ン
を

魔
化
し
た
と

い
た
か
ら
そ
の
時
の
も

の
な
の
だ
ろ
う

そ
う

え
る
と

分
⻑
持
ち
し
て
い
る

 
と
い
う
か

層
的
に
性
能
は
も
う
追
い
付
か
な
い
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
か

で
も

の
強
化

行
回
数
も
限
界
が
あ
る
し

シ
ル
バ

ス
レ

ド
ア

マ

と

べ

る
と
最
前
線
の

を

た
方
が
結
果
的
に

い
と
思
う
け
ど

え

 
あ

う
ん

そ
う

か
な

 

そ
う
か
も
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や

り
性
能
的
に
か
な
り

て
来
て
い
る
ら
し
い

ど
う
に
か
時
間
を

ご
う
と

を
出

し
た
よ
う
だ
け
ど

こ
れ
も
真

向
か
ら
の
正
論
で

れ
て
し
ま

た

 

し
か
し

そ
こ
で
キ
リ
ト
が
思

に
な
る

と
は

え

強
化
の

集
め
か

そ
れ
は
し
て
お
く
と
い
い
か
も
し
れ
な
い
な

そ
れ
は
ど
う
い
う
事
な
の

武
器
は
強
化

向
や
武
器
種
で
変
わ
る
け
ど

は
大
ま
か
な
カ
テ
ゴ
リ
で
強
化

が

一
さ
れ
て
る
ん
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
重

は

物
多
め
に
モ
ン
ス
タ

の
部

を
少
し

シ
リ
カ
の

は

物
少
な
め
で
部

多
め
な

向
に
あ
る
ん
だ
よ

 
初
め
て

く
情
報
で
自
然
と
鍛
冶

を

む
プ
レ
イ

に

線
を
向
け
る

彼
女
は
神

に

い
た

ホ
ン
ト
よ

あ
ん
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
け
ど
ね

キ
リ
ト
の
コ

ト
み
た
い
な

性
重

の

備
は

物
系
の

取

と
Ｍ
ｏ
ｂ
の

で
作
る
の

は

裁

金
属
を

う
な

ら

鍛
冶

そ
う
い
う
カ
テ
ゴ
リ
で
ス
キ
ル
と

の

い
は
違
う
の
よ

 
へ

と

裁

も

鍛
冶

も
取

て
い
な
い
三
人
で

く

 

の
修
復
に

鍛
冶

を
使
う
場
合
と

裁

を
使
う
場
合
が
あ

た
け
ど

ど
う
い
う
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分
け
方
な
の
か
は
ま

た
く
分
か

て
い
な
か

た

つ
ま
り
シ
リ
カ
が
今
の

を
強
化
す
る

つ
も
り
は
無
く
と
も
同
じ

タ
イ
プ
を
使
う
の
だ
と
す
れ
ば
集
め
て
も
無

で
は
無
い
事

に
な
る
ら
し
い

じ

じ

あ

前
中
は

集
め
に
し
な
い

 
わ
た
し
の
ク
エ
ス
ト
は
ど

ち
に
し
ろ

後
に
な
ら
な
い
と
出
来
な
い
し

む

そ
う
な
の
か

う
ん

ま
さ
か
こ
ん
な
に

く
終
わ
る
と
思

て
な
か

た
か
ら

う
必
要
な
い
と
思

て

て

ご
め
ん
ね

い
や

そ
れ
は
良
い
け
ど

集
め
か

集
め

行
く

う

ん

収
集
は

る
と

・時
・間
・を
・忘
・れ
・る

か
ら
フ

リ
ア
の
ク
エ
ス
ト
を
す

か
し
か

ね
な
い
ん
だ
よ
な

 
あ
た
し
が

く
と

彼
は
そ
う

え
た

は
行
き
た
そ
う
に
し
て
い
る
の
だ
が

ち
な
み
に
行
き
た
い
か
そ
う
で
な
い
か
だ
と

行
き
た
い

も
さ

き
思
い
出
し
た
け
ど

合
に
使
う

で

を

き
そ
う
な
も
の
が
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つ
か
あ

た
ん
だ

攻
略
が
始
ま
る
明
日
ま
で
に

え
て
お
か
な
い
と

 
じ

あ
そ
う
し
よ
う

 
と
四
人
で
声
を

え
て

同
す
る

い
き
な
り
息
が
合

た
事

に

く
少
年

か
ら
見
た
ら
違
和
感
を
覚
え
る
だ
ろ
う
息
の
合
い
よ
う
を
客
観

し
て
全
て
を

さ
な
い
で
く
れ
と
切
に
願
う

 
流

に
違
和
感
は
あ

た
ら
し
く

し

に
見
ら
れ
た
が

一
先
ず

に

ろ
う
と

わ
れ

へ
と

る

あ

キ
リ
ト

 

の
入
り

の

に
は
蒼
い
槍
を

え
た
女
性
サ
チ
が

た

そ
の
後
ろ
に
は
ア
ス
ナ
ル

ク
ス
も
い
る

 
そ
こ
で
メ

セ

ジ
が
届
く

手
プ
レ
イ

名
の
ス

ル
を
知

て
い
て

つ
同
じ

層
内
に
い
れ
ば
送
れ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ

セ

ジ
の
よ
う
だ

限

は
一

文

程

で
そ

の
中
に
差
し
出
し
た
プ
レ
イ

名
も
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

不

と
い
う
事
も
あ

て
こ

こ
最
近
で
使
わ
れ
る
事
は
な
か

た

ア
ル
ゴ
よ
り
リ

フ

ち
へ

の
事
は
教
え
て
も
ら

た
か
ら
サ
チ
に
対
応
さ
せ
て

く
れ

レ
ベ
ル
の
事
が
気
に
な

て
る
よ
う
だ

た
か
ら
ナ
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そ
う
い
う
事
ね

 
ク
エ
ス
ト
で
足
止
め
す
る
に
あ
た

て
あ
た
し
達
の
も
の
だ
と

し
い
か
ら

に

の
策
を

え
て
い
て
状
況
に
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
ど
こ
か
に
気
配
を

キ
リ
ト
に
気
付
か
れ
な
い
よ

う
極
限

ま
で
殺
し
て
付
い
て
来
て
い
た
の
だ

そ
し
て
ピ
ン
チ
に
な
る

に
手
助
け
出
来
る

よ
う
備
え
て
い
た

と

 
ど
う
や
ら
ア
ル
ゴ
は
あ
た
し
達
四
人
で
は
抑
え
ら
れ
な
い
と
予
想
し
て
い
た
と
見
え
る

 

と
な
く

そ
の
程

と
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う

キ
リ
ト
を
探
し
て
て
ね

レ
ベ
リ
ン
グ
に
付
き
合

て
も
ら
い
た
い
の

ら
私
達

て

ま
え
ら
れ
て
な
い
か
ら
レ
ベ
ル
が
そ
の
ま
ま
で
し

 
で
も
攻
略

ス
だ
と
レ
ベ
リ
ン
グ
の
時
間
は
無
い
か
ら
上
が
り
に
く
く
て

そ
う
い
う
事
か

で
も

じ

な
く
た

て
い
い
ん
じ

な
い
か

 
ク
ラ
イ
ン
達
が

た
だ
ろ
う

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
最
初
は

そ
う
で
も
キ
リ
の

の
事
だ
か
ら

集
め
で

し
く
す
る
ん

じ

な
い
か

て

し

か
り
把
握
さ
れ
て
る
な

し
か
し
レ
ベ
リ
ン
グ
と

収
集
か

そ
う
な
る
と
本
格
的
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に
フ

リ
ア
の
ク
エ
ス
ト
が

 

根
を
寄
せ

し

な
さ
そ
う
に
フ

リ
ア
へ
と
彼
は
振
り
返
る

攻
略
に

す
る
事
だ
か

ら

先
し
た
い
け
ど

先
に

け
た
の
も
あ

て
気
後
れ
し
て
い
る
ら
し
い

 
対
し
て

フ

リ
ア
は
快
活
に

い

を
振

た

わ
た
し
の
は
い
い
よ

味
で

け
た
だ
け
だ
か
ら
そ

ち
を

先
し
て

そ
う
か

じ

あ
ま
た
誘

て
く
れ

そ
の
時
は

先
的
に
行
く

あ
は
は

キ
リ
ト
は
律

だ
な

 
フ

リ
ア
は

で
ク
エ
ス
ト
の
助
力
断
念
を
快

そ
の
流
れ
で
キ
リ
ト
と
フ

リ
ア
を

く
面

の
レ
ベ
リ
ン
グ
と
キ
リ
ト
と
シ
リ
カ
の

収
集
を
す
る
べ
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の

層
を
行

た
り
来
た
り
す
る
事
に
な

た

 

食
は

動
し
な
が
ら
食
べ
ら
れ
る
ア
ス
ナ
が
作

た
バ
ゲ

ト
サ
ン
ド

食
べ
た
後
は
二
組

に
グ
ル

プ
を
分
け

的
に
動
い
た

レ
ベ
リ
ン
グ
も

収
集
も
ど
れ
だ
け
時
間
が
あ

て
も
足
り
な
い
か
ら
か
あ

と
い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ
て

気
付
け
ば

後
六
時
を
回
る

に

な

て
い
た

 
本
来
の
予
定
と
は
異
な

た
が

結
果
オ

ラ
イ
と

え
る
だ
ろ
う
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さ
て

良
い
時
間
だ
し

解

し
よ
う
か

お

れ
様

 
七
十
六
層
に
集
ま
り
直
し
た
と
こ
ろ
で
リ

ダ

に
な

て
指
示
を
出
し
て
い
た
キ
リ
ト
が

た

そ
れ
か
ら
転

の
方
へ
と
歩
き
出
す

点
と
し
て
い
る
二
十
二
層
へ
帰
ろ
う
と
し

て
い
る
の
だ

 
こ
の
ま
ま
帰
ら
れ
て
は

る
の
で
呼
び
止
め
よ
う
と
し
た
時
遠
く
か
ら
声
が

こ
え
て
来
た

お

いん

 
彼
も

こ
え
た
よ
う
で

振
り
返
る

が
あ
る
広
場
か
ら
一
直
線
に

る

紺
の
少
女
が

ん
と

く

と

び
し

を
シ

ト
カ

ト
し
て
転

に
立
つ
キ
リ
ト
の
下
に

り

い
た

よ
か

た

ま
だ
い
た

ど
う
か
し
た
の
か

が

事
あ
る
か
ら

れ
て
来
い

て

事

 
間
違
い
な
く
パ

テ

の

備
が
終
わ

た
か
ら
だ
ろ
う

ユ
ウ
キ
は
パ

テ

の

理
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を
作
る

理

だ

た
の
だ
が
そ
の
彼
女
が
こ
う
し
て

に
来
る
と
い
う
行
動
で
事
情
を

知
る
あ
た
し
達
に
知
ら
せ
る
と
い
う
事
も
し
た

 
一
先
ず

も
知
ら
な
い
体
で

の
方
へ
と
足
を
向
け
る

 
後
ろ
に

る
彼
も
ユ
ウ
キ
と
話
し
な
が
ら

に
来
る
よ
う
だ

た

小

な
の
で
歩

で
差

が
付
く

が
ユ
ウ
キ
が

か
す
よ
う
に
背
中
を

し
て
い
る
か
ら

中
で

び
追
い

か
れ

て
し
ま

た

ナ
ン
は

た

た
と
空
中
を

ん
で
事
無
き
を
得
て
い
る

ち

ユ
ウ
キ
速
い

て

い
で

て

わ
れ
た
ん
だ
も
ん

 

ら
速
く

 
と
ん
と
ん
と
更
に
背
中
を

す
ユ
ウ
キ

前
の
め
り
に
な
り
そ
う
に
な
り
つ
つ
足
を
速
め
る

事
で

勢
を
整
え

へ
と
近
付
い
て
行
く

れ
な
い
よ
う
あ
た
し
達
も
歩
を
速
め
た

 
そ
し
て

の
前
ま
で
来
て

ユ
ウ
キ
は
彼
の
手
を
引

て
中
に
入
る

そ
の
後
を
す
ぐ

追

た

 

ん

ん

と

い
た
破
裂

と
共
に

紙
吹
雪
が
少
年
に

り
か
か
る

へ

 
状
況
を
上
手
く

み

め
な
い
キ
リ
ト
は
ポ
カ
ン
と

け
た

を
晒
し

を

た
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な
ん
だ
こ
れ

 

の
食
事

に

か
れ
た

に
は

し
と
数
多
く
の

理
が

ん
で
お
り
晩

会
も
か

く
や
の
様

だ

内

は
そ
の
ま
ま
だ
が
使

て
い
る
食
器
が

の
も
の
に

べ
て

華
仕

様

更
に

理
も
色

や
か
な
が
ら

し
さ
を
引
き
立
て
る

り
付
け
方
を
さ
れ
て
い
て
作
り

手
の
セ
ン
ス
の
良
さ
が
滲
み
出
て
い
る

 

中
か
ら

理
完
全

得
者
の
ア
ス
ナ
と
サ
チ
が

け
た
の
で
最
後
の
方
は
ユ
ウ
キ
と

ラ
ン
の

子
姉
妹
が
仕
上

た
の
だ
ろ
う

い
や

良
か

た
良
か

た

気
付
い
て
な
か

た
み
て

だ
な

気
付
い
て

 

 

か
ら
歩
い
て
来
る
ク
ラ
イ
ン
の

葉
に

付
い
た
か
キ
リ
ト
が
振
り
返
り
あ
た
し
達
を

見
て
来
る

そ
の
眼
は

き
の
他
に

し
む
そ
れ
が
あ
り

大
体

し
た
よ
う
だ

た

 
苦

を
浮
か
べ
る
と

や

り

を

ら
せ
て
そ

を
向
く

な
る

ど

が

出
さ
な
い
た
め
に

え
て
外
に

れ
出
す
事
で

備
に
す
ら

わ

ら
せ
な
く
し
た
の
か

今
の
一

で
そ
こ
ま
で

し
た
の
か
よ

 
か

こ
り

は
マ
ジ
で

し
そ
う
だ
な
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て

九
十
層
の
も
手
伝
わ
せ
な
い
つ
も
り
な
の
か

い

つ
も
攻
略
ン
時
に

世
話
に
な

て

か
ら
な

 
こ
う
い
う
時
く
ら
い
は

直
に
祝

わ
れ
る

に
な
り
や
が
れ

 
に

と
悪

が
成

し
た
悪
ガ
キ
の
よ
う
な
ノ
リ
で
ク
ラ
イ
ン
が

た

そ
れ
を
見
て
文

を

て
い
た
キ
リ
ト
は
は

と

息
を

く

 
男
性
を
見
返
す

に
は

苦

が
浮
か
ん
だ

あ

も
う

完

に
し
て
や
ら
れ
た
よ

ま
さ
か
リ

姉
達
も
サ
チ
達
も
グ
ル
だ

た
と
は

あ

そ
の

ご
め
ん
ね

 
ク
エ
ス
ト
は
本

だ

た
ん
だ
け
ど

レ
ベ
リ
ン
グ
も
本

だ

た
ん
だ
よ

 
た
だ

そ
の

キ
リ
ト
に
は

く
り

も

し
な
い
で

し
ん
で
欲
し
い

て
思

て

 
あ
た
し
と
サ
チ
と
で

意
を

め
な
が
ら

い

す
る
と

彼
は
も
う

と

を

く
し
た

え
へ
へ

ご
め
ん
な
さ
い

ご
め
ん
ね

あ
た
し
も

す
よ
う
に
し
て
ご
め
ん

で
も
ク
エ
ス
ト
は
ホ
ン
ト
有
り

か

た
わ
あ
り
が
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と
う
ね

キ
リ
ト

そ
う

わ
れ
た
ら

怒
る
に
怒
れ
な
い
よ

ま

た
く

も
う

 

を
も
よ
も
よ
さ
せ
な
が
ら

を

く

め

う

怒
り
た
く
て
も

て
し
ま
う
か

ら
怒
り
が

し
て
い
る
ら
し
い

怒
す
る
程
で
は
無
い
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
だ
ろ

う 

彼
に
気
付
か
せ
な
い
よ
う
仕
組
ん
だ
の
も

を
正
せ
ば
感

し
て
い
た
か
ら
な
の
だ
か

ら

れ
キ
リ
ト

 
さ

さ
と

に

れ

て

今
日
は
お
前

が
主

な
ん
だ

 
主

が

ね

と
始
ま
ら
ね

だ
ろ

え

え
え

 
ク
ラ
イ
ン
が
小
さ
な
手
を
引

り

に

れ
て
行
く

そ
の

は

か
ら
キ
リ
ト
が

て
い
た
と
こ
ろ
だ
が

理
の
配

を
見
る
と
そ
こ
が
上

に
設
定
さ
れ
て
い
る
事
が
分
か
る

層
攻
略
の
Ｍ

Ｐ
と
い
う
事
で
攻
略
記
念
パ

テ

は
キ
リ
ト
に
感

す
る
パ

テ

で
も
あ

た

だ

 

だ
か
ら
彼
を

的
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
の
か

そ
れ
は
初
め
て
知
る

ク



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

ラ
イ
ン
を
見
た
ら
に

と
し
て
や

た
り
な

み
を
返
さ
れ
た

 

同
じ
よ
う
に

み
を
浮
か
べ

礼
を
返
す

伝
わ

た
よ
う
で

い
て
い
た

 
こ
う
い
う
事
に
⻑
け
た

会
人
だ

た
の
だ
ろ
う

い
い
女
性
を
お

さ
ん
に

て

せ

に
な

て
欲
し
い
と
思
う

 

そ
う
し
て

に

ろ
う
と
し
た
ら

ユ
ウ
キ
に

か
ら

え
ら
れ
て
し
ま

た

えリ

フ

は
そ
こ
じ

な
い
で
し

こ

ち

 
あ
た

た
し
て
い
た
ら

す
ん
と
キ
リ
ト
の

に

ら
せ
ら
れ
た

反
対

を
見
れ
ば

サ
チ
が
キ
リ
ト
の

に

て
い
る
ら
し
い

 

色

あ

た

だ
し

そ
の
意
味
も

め
て
こ
の

子
の

り
方
か

 
自
分
は
キ
リ
ト
と
義
姉
弟

で
一
番
身
近
だ

サ
チ
は
月
夜
の
黒
猫

の
一
件
が
解
決

し
て
以

に
話
す
機
会
が
無
か

た
か
ら
今
回
を
機
に

極
的
に
な
れ
と
暗
に
指
示
し
て

い
る
と
見
て
良
い

 

彼
女
は
義
弟
の
事
を
真
剣
に

え
想
い

し
て
き
て
く
れ
た
人

恋
の
ラ
イ
バ
ル
と

し
て
と
て
も

応
し
い
人
格
と
心
の
持
ち
主
だ

手
に
取

て
不
足
は
無
い
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そ
の
思
い
で
女
性
を
見
れ
ば
彼
女
か
ら
も

し
い
事
に

不

な

み
を
以
て
返
さ

れ
る

戦
状
を

き
返
さ
れ
た
錯
覚
を
覚
え
そ
う
に
な
る

の

の
上
で
ば
ち
ば
ち

線
を
ぶ
つ
け
な
い
で
く
れ
る
か
な

 
全

が

に

う
ま
で
し
て
い
た
ら
文

を

わ
れ
て
し
ま

た

非
は
自
分
達
に
あ
る
の

で
サ
チ
と

て
や
め
て

正
面
を
向
く

 
全

が

に
つ
い
て

た
の
を
確
認
し
た
後
紅
の

が
コ

プ
を
持

て
立
ち
上
が

た

ん
じ

全

集
ま

た
よ
う
な
ん
で
始
め
さ
せ
て

き
ま
す

幹
事
は

風
林
火

の
ギ
ル
ド
リ

ダ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の

い

で
知
ら
れ
て
る
こ
の

 
ク
ラ
イ
ン

が
務
め
さ
せ
て

き
ま
す

 
コ

プ
を
マ
イ
ク
代
わ
り
に

い
切

て

ら
に

手
が
上
が
る

ち

ち
と
キ
リ
ト

が
し
て
い
た
の
で
あ
た
し
も
し
た

 

却

て
空
し
く
感
じ
た
の
は
気
の
せ
い
だ
と
思
い
た
い

う
お

ん

苦
節
一
年

い
や
最

約
二
年

思
い
返
せ
ば
お
よ
そ
二
年
前

は

こ
の
世
界
で
一
流
の
剣
士
に
な
ろ
う
と
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は

い

そ
ん
な
事
は
い
い
か
ら

く
始
め
ち

い
ま
し

う
よ

 

理
が

め
ち

う

で
し

 

か
感

深

に

語
り
を
し
よ
う
と
し
た

リ
ズ
ベ

ト
が

た

勢
い
に

ろ
う

と
し
て
い
た
男
性
が
が
く
り
と

を

と
す

お
い
お
い

と
キ
リ
ト
が
初
め
て
会

た
時
の
事
を
語

て
や
ろ
う
と
し
た
の
に
触
り
に

も
入
ら
な
い
内
に
止
め
る

て

ど
く
ね

か

そ
う
い
う
の
は
追

食
べ
な
が
ら
や

て
く
の
が

り
上
が
る
ん
で
し

 
お

始
め
る

前
か
ら
話
し
て
た
ら
ネ
タ
切
れ
に
な
る
わ
よ

甘
く
見
ん
な

 
キ
リ
ト
と
の
話
は
そ
れ
こ
そ
百
や
二
百
じ

キ
リ
が
ね

く
ら
い
し
こ
た
ま

め
て
ん
だ
か
ん
な

 

と
は

え

の

理
が

め
ち
ま
う
の
も

体
ね

話
だ

コ
レ
を
作

た
ユ
ウ
キ

ラ
ン

サ
チ

ア
ス
ナ

ユ
イ
ち

ん
の

り
に
ま
ず
は

手

 
そ
こ
で

内
に

る
面

が
一

に

手
す
る

そ
う
か
あ
の
子
も

理
ス
キ
ル
は
コ

ピ

で
取

て
い
た

け
と
思
い
出
す

彼
女
を
見
れ
ば
に
こ
り
と

し
そ
う
に

ま
れ
た

ん
で
食

集
め
に
回

た
他
の
面
子
に

手

は
い
は

い

 
ア
タ
シ
も

た
ん
だ
か
ら
ね
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お
う
よ

ス
ト
レ
ア
も

て
た

 
一
部

が

て
来
た
か
不
明
な
モ
ン
ス
タ

の
肉
も
あ

た
が
レ
ア
肉
も
た
ん
ま
り

 

に

も
あ
る
し

だ
ろ
う
と
超
一

流
の

理
人
が
作

て
く
れ
た
か
ら

事
間
違
い
な
し
だ

 

と
す

と

の
パ

テ

ま
で

に
出
来
ね

か
も
し
れ
ね

な

 
そ
こ
で
男
性

か
ら

の
声

作
り
手
が

く
女
性
と
い
う
事
も
あ

て
男
性

も
必
死

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
そ
の
発
破
の

に

た
の
だ
ろ
う
か

 
と
も
か
く
食
べ
始
め
る
前
か
ら

場
は
少
し
ず
つ

り
上
が
り
始
め
て
い
る

そ
し
て
最
後

や

コ
イ
ツ
を
忘
れ
ち

い
け
ね

だ
ろ

キ
リ
ト

 
突
然
全

か
ら

目
を

び
る
事
に
な
る
な
ん
て

え
て
な
か

た
の
か

を
大
き
く

わ

せ
たお

前

が

て
く
れ
た
か
ら

達
は
今
こ
う
し
て

に
い
る

ボ
ス
攻
略
の
時
と

い
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
時
と

い
お
前

に
は
頼
り

な
し
だ

こ
れ
は

達
の
せ
め
て
も

の
感

の
気
持
ち
だ

目
一

し
ん
で
く
れ

 
戦

だ
ろ
う
か

目
し

葉
を
喪

て
い
る
彼
は

と

線
を
交
わ
し
て
い
た
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こ
の
パ

テ

が
彼
の

に
あ
る

そ
し
て
か
つ
て
己
を
殺
そ
う
と
し
て
き
た
者
が

る

前
で

と

す
る
な
ん
て
思

て
い
な
か

た
の
だ

 
不
意
打
ち
だ

 
彼
の

が

え
て
い
る

じ

あ

第
八
十
層
突
破
記
念
に

 
コ

プ
や
グ
ラ
ス
を
持
ち
上

復

す
る

そ
の
間
も
彼
の

は

け
ら
れ
て
い
て

き

ら
り
と

光
る

が

ち
た
よ
う
に
も
見
え
た

  
宴
が
進
み

理
も

え
て
い
た
分
も

め
て

方
片
付
い
て
来
た

お
う

 

の
あ
る

ツ
は
コ
イ
ツ
に

ん
で
み
な

 
食
べ
切

た

を
片
付
け
て
生
ま
れ
た
ス

ス
に

主
の
エ
ギ
ル
が

手
に

せ
た
大

を

ド
ン
と

く

そ
の
上
に
は

形
の

き
物

の
ピ
ザ
が
あ

た

こ
れ

て

ピ
ザ

で
す
よ
ね

お
う

ま

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

風
に

え
ば
ピ
ザ
風
の
ベ
イ
ク
ド
パ
ン
な
ん
だ
が

味
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は
保
証
す
る

へ

味
そ
う
じ

ね

か

 
ロ
グ
イ
ン
し
た
日
も

後
五
時

に
ピ
ザ
を
頼
ん
で
い
た

が

し
そ
う
に
手
を

ば
す

お

と

ち

と

て
く
れ

 

主
エ
ギ
ル
は
そ
の
手
を

み

た
を
掛
け
た

あ
あ

 

で
だ
よ

お
い
お
い

さ

き

た
ろ

 

の
あ
る

ツ
は

て

コ
イ
ツ
は
な

ピ
ザ
を

使

た
ロ
シ
ア
ン
ル

レ

ト
な
ん
だ
よ

ロ
シ
ア
ン
ル

レ

ト

ま
さ
か
お
前

こ
の
中
の
ど
れ
か
に

を

た
と
か
じ

ね

だ
ろ
う
な

そ
の
ま
さ
か
だ

一

十
切
れ
の
ピ
ザ
の
中
に
一
つ
だ
け

を

た

二
つ
分
あ
る

か
ら

は
二
つ
だ

さ

が

戦
し
て
く
れ
る

 
に

こ
に

こ
と
意
外
と
愛

を
感
じ
る

み
で
物

い
事
を

て
の
け
る

主

男
は

時
ま
で
も
男
の
子
だ
と

う
が

こ
の
悪

め
い
た
事
を
す
る
点
に

い
て
は
正
し
い
と
思
う

ち
な
み
に
物

い

の

を
入
れ
て
た
わ
よ

私
が
知
る
限
り

い
系
は
ド
バ
ド
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バ
入
れ
て
た
わ

で
そ
の
時
に
止
め
な
か

た
ん
で
す
か

だ

て

し
そ
う
だ

た
ん
だ
も
ん

ア
ス
ナ

い
や
ま

確
か
に

し
そ
う
だ
け
ど

味
し
そ
う
な
ピ
ザ
を
食
べ
る
の
に

で
恐
怖
心
を
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
の
よ

 
シ
ノ
ン
が

れ
た
よ
う
に

う

彼
女
も
食
べ
た
く
は
思

て
い
る
よ
う
で
け
れ
ど

は

だ
か
ら
と

し
て
い
る

の
よ
う
だ

ん

で
も
ま

た
ら
な
い
な
ら

味
い
ん
だ
ろ

お
う
よ

味
は
保
証
す
る

そ
こ
は
ア
ス
ナ
と
ラ
ン
も
太

判
を

し
て
く
れ
て
る

ん

じ

あ
よ

宴
会
と
い
う
事
で

に

た

た

ツ
は

か
に

で
も

き
な
事
を
し
て
も
ら
え
る

て
い
う
権

を
与
え
る
の
は
ど
う
だ

お

ロ
シ
ア
ン
ル

レ

ト
ら
し
く
な

た
な

ら

ら

参
加
者
は
ど
い
つ
だ

 

で
も
い
い

 
ク
ラ
イ
ン
が

に
し
た
内
容
で

エ
ギ
ル
が

発
め
い
た

み
を
浮
か
べ
て

を
見
る

 
怖
い
も
の
見
た
さ
も
あ
り
少
し
し
て
メ
ン
バ

が

た

キ
リ
ト
ス
レ
イ
ブ

自

分

リ

フ
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ユ
イ
ス
ト
レ
ア
ユ
ウ
キ
ラ
ン
ア
ス
ナ
シ
ノ
ン
シ
リ
カ
リ
ズ
ベ

ト
フ

リ
ア

サ
チ

ク
ラ
イ
ン

ヒ

ス
ク
リ
フ

デ

ア
ベ
ル

リ
ン
ド

シ
ン
カ

お
や

だ
か

し
そ
う
な
事
を
し
て
い
る
じ

な
い
カ

 
そ
こ
で
ア
ル
ゴ
が
入

て
来
て
話
を

い
て
面
白
そ
う
と
い
う
理
由
で
参
加

こ
れ
で
十
九

人
に
な

た

最
後
は
エ
ギ
ル
が
食
べ
る
と
い
う
事
で
ジ

ス
ト
二
十
人

 
二
つ
の
大

に

た
ピ
ザ
を
一
切
れ
ず
つ

き

き
に
取

て
い
く

み
ん
な
一

ず
つ
取

た
な

 

で
行
く
か
ら
な

 

 
ク
ラ
イ
ン
が
カ
ウ
ン
ト
し
て

同
時
に
全

が

り
付
く

 

覚
を

す
る

け
た

と
チ

ズ
の
絡
み
合

た

い

の
中
に
広
が
る
の
も
じ

わ

と

い
チ

ズ

肉
の
絡
み
合

た
味
だ

に

味
し
い

あ
た
し
は
違
う
み
た
い
で
す
ね

私
も
だ
よ

良
か

た

私
も
よち

ア
タ
シ
も
外
れ
た

こ

こ
れ

て

を

た
り

て

て
い
い
ん
で
す
か
ね



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
あ
た
し
に

い
て
ア
ス
ナ
シ
ノ
ン
ス
ト
レ
ア
ユ
イ
が
コ
メ
ン
ト
す
る

確
か
に

を

た
り
と
い
う
の
は

な
気
分
に
な
る

ゲ

ム
で
は
無
い
か
ら
外
れ
と
も

え
な
い

な

だ

 
そ
う
し
て
い
る
と
女
性

は
全

外
れ
た
よ
う
で
安
心
し
た
よ
う
な
で
も
ど
こ
か
残
念

な

で
ピ
ザ
の
残
り
を
食
べ
て
い
く

 
男
性

は

外
れ
た
よ
う
だ
な

に

味
し
い

す

こ
の
味
を
再
現
出
来
る
な
ん
て

エ
ギ
ル

お
前

に

理

ス
キ
ル
あ

ん
だ
な

ピ
ザ
の
作
り
方
を
知

て
り

マ
ニ

ア
ル

理
で
出
来
ん
事
も
な
い
ぞ

む
し
ろ
味
が
近
い

を
集
め
る
方
が
大
変
だ

こ
れ
は

品
と
し
て
出
せ
る
の
で
は

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
シ
ン
カ

が
ピ
ザ
を
片
手
に
話
し
て
い
た

彼
ら
も

で
は
無
か

た
ら
し
い

近
く
に
い
る
リ
ン
ド

デ

ア
ベ
ル
ら
も
違

た
よ
う
だ

 

で
は

が

た

た
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突
然

か
ら

に
な
ら
な
い
絶

 
直
後

に

面
を
ぶ
つ
け
る
と
い
う

が

き
た

ス
テ

タ
ス
が
高
す
ぎ
て

が

大
き
く
バ
ウ
ン
ド
し

い
て
あ

た

が
浮
き
上
が
る

 

ど
う
や
ら

は

ず

れ

た

た

た
の
は
キ
リ
ト
の
よ
う
だ

ち

キ
リ
ト

大

 

 

を
上

て

を

さ
え
る
彼
の

は
真

に

ま
り
ボ
ロ
ボ
ロ
と

を
流
し
て
い
た

ど

ど
れ
だ
け

い
の

 
興
味
が

い
て

彼
が
残
し
た
分
の

を
少
し

る

 

間

ガ
ツ
ン

 
と
強
い

み
が

を
襲
い

は
全
身
を

が
這
う
よ
う
な

に
襲
わ
れ
た

ご

と

の
中
か
ら

き
出
す
と

内
の

が
無
く
な
る
も
残
滓

が
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体
を
苛
む

全
身
の

み
も
和
ら
ぎ
は
し
た
が
消
え
て
い
な
い

 

そ
う
い
え
ば

い
た
事
が
あ
る

 

さ
は
味
で
は
無
く

み
な
の
だ
と

 
だ
か
ら

イ
ン
ア
ブ

バ
レ
ベ
ル
が
五
に

ち
て
い
る
自
分
は
こ
れ
だ
け
で

く
な

た
の

だ

そ
れ
を

限
な
く
広

る
ゼ
ロ
の
ま
ま
の
彼
が

に
す
れ
ば

ち

キ
リ
ト

ち

い
て

 

 

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 
声
な
ら
ぬ

絶

が

に

く

こ
こ
で
異
常
事

に
気
付
い
た
よ
う
で
ユ
ウ
キ
達
が
彼
を
取

り

さ
え
よ
う
と
動
き
出
し
た

た
だ

み
で
理
性
を
失

て
い
る
彼
は

れ
狂

て
お
り
取

り

さ
え
よ
う
と

る
者
達
を
ち
ぎ

て
は
投

ち
ぎ

て
は
投

あ
あ

も
う

少
し
我

し
な
さ
い

 
見
て
い
る
だ
け
で
は

が
増
す
一
方
な
の
で

を

て
肉

反
応
し
て

み
掛

て

来
る

を

節
を
極
め
て
動
か
な
い
よ
う
に
し

手
を
彼
の

の
中
に
突

む

 
少
年
と
少
女
数
人
の
動
き
が
止
ま

た

 
動
き
が
止
ま

て
い
る
隙
に
指
で

内
を
掻
き
ま
わ
し

ピ
ザ
の
食
べ
カ
ス
を
取
り

く
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す
る
と

の
よ
う
に
彼
の

は
止
ま

た

ち
な
み
に

り
の

み
で
意
識
を

と
せ
な

か

た
せ
い
か

食
べ
か
す
を
取
り

い
た

間
彼
の
意
識
は

ち
て
い
る

 

自
分
で
も
全
身
が

く
な
る
く
ら
い

か
ら

か

た
か
ら
ね

 

手
に

ん
だ
ま
ま
の
食
べ
か
す
を
見
る

彼
の

で

れ
て
い
て
ぐ
ち

ぐ
ち

の
そ

れ
に
ピ
ザ
の
面
影
は
無
く

表
面
も
真

だ

パ
イ
生
地
で
上
手
く

し
て
い
た
の
だ
ろ
う

圏
外

だ

た
ら
ダ
メ

ジ
を
負

て
も
不
思
議
で
は
無
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

た

 

か

今
日
は

れ
た
な

 

と
そ
う
思
い
な
が
ら

に
背
中
か
ら
倒
れ

む

 
後
で
事
情
を
話
し
て
突
然

し
た
事
に
理
解
を
持

て
も
ら
い
残
念
な
が
ら

ロ
シ
ア

ン
ル

レ

ト
ピ
ザ
は

止
に
す
る
事
で
決
定
し
た

 
ち
な
み
に
こ
れ
を
契
機
に
義
弟
が

い
な
も
の
に
は

ピ
ザ
が
入

た

体
で
は
ま

だ
イ
ケ
る
ク
チ
ら
し
い

謎
で
あ
る
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

し
振
り
の
骨

め
回

ん
で
る
の
か

 
む
し
ろ
ヒ
ロ
イ
ン
達
は

か
せ
て
な
い
か

 
と
思
い
つ
つ

し
て

か

と
し
た
け
ど

非
も
無
い
よ
ネ

 
大
体
原

ゲ

ム
に

て
る
か
ら
仕
方
な
い
ネ

 
た
だ
し
キ

ラ
ク
タ

イ
ベ
ン
ト
が

き
る

層
は
違
う

シ
リ
カ
は
八
十
三
層
リ
ズ
ベ

ト
は
八
十
二
層
リ

フ

も
八
十
二
層
だ

た
気
が
す
る

フ

リ
ア
の
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

回
す
る
と
転

で
す
ぐ
発
生
す
る
も
の
だ
け
ど

今
回
は
お
流
れ
に

 

ピ
ザ
ロ
シ
ア
ン
ル

レ

ト

ゲ

ム
だ
と
ク
ラ
イ
ン
が

た

た
け
ど
女
の
子
に

い
や
ら
し
い
事
さ
せ
よ
う
と
す
る

気
マ
シ
マ
シ
で

さ
れ
た
ん
で

キ
リ
ト

水
を
頼

む

と
い
う
お
願
い
が

さ
れ
る
と
い
う
外
れ
ク
ジ
に

 
原
点
ゲ

ム

層
パ

テ

だ
と

ア
ス
ナ
と
ス
ト
レ
ア
が

た
り

ス
ト
レ
ア
が
キ
ス

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
ア
ス
ナ
が

入
し

百
合
な
展
開
に
な
り
ま
し
た

 
今
回
は
キ
リ
ト
と
リ

フ

が

な

て
ま
す
ね

 
キ
リ
ト
は

に
よ
る

の
せ
い
で
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
狂
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が

自
制
心
強
い
リ

フ

で
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す
ら
抑
え
き
れ
な
く
な
る
の
で

ア
ブ

バ
レ
ベ
ル
ゼ
ロ
の
キ
リ
ト
で
は

非
も
無
し

 
い
や

ゲ

ム
イ
ベ
ン
ト
を
多
少
出
せ
て

し
い
で
す
わ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
百
三
十
九
章
 

滅

び

の

日

世
界

の
終
焉

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
ア
ン
ケ

ト
希
望
に
よ
り

今
話
は

層
ボ
ス
戦
も

ば
し
て
１
０
０
層
ボ
ス
戦
に

絶
対

写
す
る
と

た
ア
イ
ツ
は
幕
間
か
回
想
で

れ
書
く

 
ま

バ

サ

カ

の
強
さ
を
ま
と
も
に

写
出
来
る
と
は
思

て
ま
せ
ん
が

 
そ
の
代
わ
り
第
百
層
ボ
ス
は

見
直
し
て
攻
撃
方
法

し
て

た

 
そ
ん
な
今
話
の

点
は

キ

ラ
の

セ
カ
ン
ド

キ
リ
ト

ユ
ウ
キ

ラ
ン

ア

ス
ナ

ク
ラ
イ
ン

ヒ

ス
ク
リ
フ

シ
ノ
ン

サ
チ

リ

フ

 
一
話
の
間
で
こ
こ
ま
で
変
わ
る
の

て

気
に
初
で
す
ね

 
文

数
は
約
二
万
一
千

 
あ
と
今
話
は
後
書
き
あ
り
ま
せ
ん

話
以

の

に
不

 
つ
ま
り
色

ぶ

ん
だ

け
ど

そ
れ
も
お
気
に
入
り

少
や

判
も
覚
悟
の
上

プ
ロ

ト
上
決
ま

て
い
る
事
で
す

不
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で
は
ど
う
ぞ

  

エ
ピ
ロ

グ
で
は

せ
に
し
ま
す

確
定

   
足

に

け
る

に
掛
け
た
バ

グ
の
中
身
は
少
な
い

な
の
に
今
は

時
も
よ
り
重
く

感
じ
た

学

か
ら
片
道
十
分

ど
で

り

く

の
道
の
り
が
⻑
く
感
じ
ら
れ
る

も

と

く
と
気
が

い
て
仕
方
な
い

 
も

と

ち

け
よ
と

悪
友
と

え
る
男
友
達
は

う
だ
ろ
う

 
で
も
そ
れ
は
仕
方
な
い

気
が

い
て
い
る
理
由
を
知
れ
ば
き

と

も
責
め
は
し
な
い

 

故
な
ら

今
日
は
デ
ス
ゲ

ム
最
後
の
ボ
ス
戦
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

開
さ
れ
る
日
な
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の
だ
か
ら

  
Ｓ

Ａ

Ｏ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

 
一
世
を
風

し
た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
初
代
作
で
あ
る
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
知
ら
な
い
者
は
ま

ず

な
い

そ
れ
は
数
多
の
ゲ

マ

が
夢
見
た
ゲ

ム
世
界
へ
の

入
感
を
リ
ア
ル
に
再

現
し
た
物
で
あ
り
同
時
に
内
部
で
死
ね
ば
本

に
命
を

と
す
悪
魔
の
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変

し

世
界
を

乱
さ
せ
た
も
の
だ
か
ら

 
ベ

タ
テ
ス
ト
一
千
人
分
を

め
正
式
サ

ビ
ス
開
始
時
の
第
一
期
ロ

ト
は
た

た
の
一

万
本

ベ

タ
テ
ス
タ

達
の

先

を

け
ば
九
千
本

数
多
の
強

達
が

い
合

た
そ

れ
は
死
の
ゲ

ム
へ
と
変
わ
り

現
在
も
彼
ら
は

わ
れ

け
て
い
る

 
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
の
は
２
０
２
２
年

月

日

後

時

分

 
今
日
の
日
付
は
２
０
２
４
年

月

日

あ
れ
か
ら
今
日
で

二
年
が
経
つ
事
に
な
る

死
者
は
三
百
人

ど
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
が

内
部
で

全
損
判
定
を

け
て
い
る
プ

レ
イ

は
三
千
人
に
上
る
ら
し
く
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
同
時
に
死
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
最
近
は

目
を
集
め
て
い
る
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と
は

え

目
を
集
め
始
め
た
の
は
つ
い
最
近
だ

 
デ
ス
ゲ

ム
が
発
覚
し
た

初
は
世
間
も
大

乱
に

た
が
人
間
は

れ
る
も
の

し
か

も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
内
部
を
正
確
に
モ
ニ
タ

す
る
事
は
出
来
な
い

プ
レ
イ

の
判
定
な
ど
も
ロ
グ

を

て
の
も
の
が
限

で

像
や

声
な
ど
は
一
切
記
録
出
来
て
い
な
か

た
と
い
う

 
し
か
し
数
か
月
前

内
部
の

像
が
日
本

に
よ
り

表
さ
れ
た

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
真
の
黒
幕
を

し
た
も
の

郷

之
が
企
て
て
い
た
恐
ろ
し
い

実
験
を

め

場

は

罪
だ

た
と
称
す
る
も
の

内
部
の
プ
レ
イ

と
の
や
り
取
り

に
成

し
た
証

と
し
て
原
文
ま
ま
の
テ
キ
ス
ト
も
一
部

表
さ
れ
て
い
る

 

そ
れ
だ
け
な
ら

自
分
は
あ
ま
り

心
を
持
た
な
か

た
だ
ろ
う

 
個
人
的
な
事
情
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

心
は
寄
せ
て
い
た

し
か
し
そ
の

心
は
あ
く
ま
で
個
人
間
の

に
よ
る
も
の
で
あ
り
今
更
真

人
が
ど
う
こ
う

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
大
し
た
意
味
を
持
た

な
か

た
の
だ

 
だ
が
そ
の

像
の
中
心
人
物
と
し
て

て
い
る
プ
レ
イ

こ
そ
自
分
の

心
そ
の
も
の

だ

た

 

一
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悪
な

境

あ
ら
ぬ

中
傷
時
に
は
命
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る

に
遭

て
い
な

が
ら
そ
れ
で
も
他
者
に
助
け
を
求
め
な
か

た

い
子

差
し

べ
た
手
を
自
ら
払
い

け

た
少
年

自
分
の
三
つ
年
下
の
少
年
が
自
分
に
と

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
の

心
そ
の
も
の

 フ

ンリ
ン
イ
ン

と
彼
の

は
決
し
て
深
い
も
の
で
は
な
い

 
数
年
前
に
中
国
か
ら

親
と
共
に
日
本
へ

住
し
た
自
分
は
日
本
語
は
そ
こ
ま
で
達
者
で
は
な

か

た

そ
の
せ
い
か
転
入
し
た
ク
ラ
ス
に

め
ず
孤
立
し
今
の
悪
友
達
と
つ
る
む
よ
う
に

な
る
前
は
人
を

け
一
人
で
行
動
す
る
事
が
多
か

た

そ
ん
な
日

が

い
た
あ
る
時
大

り
か
ら
外
れ
た
路
地
で

り
え
づ
く
少
年
を
見
た

そ
れ
が
悪

で
知
ら
れ
る

一

だ

た
の
だ

 
た
だ
し
そ
れ
を
知

た
の
は
そ
の
時
よ
り
後
の
事

人
付
き
合
い
な
ど
無
か

た
自
分
が
そ

ん
な
話
を
知
る

が
無
か

た

 
だ
か
ら

時
あ
た
し
は

も

え
ず
近
寄
り
彼
に
話
し
掛
け
た

話
し
掛
け
た
内
容
は
他
愛

の
無
い
事
だ

い
日
本
語
で

我
の
理
由
を

い
て
こ
け
た
と
返
さ
れ

だ
な
と

し

て

手

を

し
出
て
も
や
ん
わ
り
と
断
ら
れ

ら

ら
と
覚
束
な
い
足
取
り
で
帰
る
少
年
を

見
送

た
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そ
れ
が
一

だ
け
な
ら

あ
た
し
も
記

の
彼
方
に
忘
却
し
て
い
た

 
し
か
し

に
二
三
回
は
見
る
か
ら
お
か
し
い
と
思

た

自
分
の

親
は
人

り
や
食
品

の
多
い
地

で
中
華

理
を
出
す

を
経

し
て
い
た
事
も
あ

て
登
下

の
道
は
必
ず
そ
の

を

る

だ
か
ら
一
定
間
隔
で
見
る
と
い
う
の
は
ど
う

え
て
も
お
か
し
い
と
思

て
独
自
に

べ
出
し
た

 
気
に
な
り
始
め
れ
ば
人
付
き
合
い
が
無
く
と
も
情
報
な
ど

ら
で
も
集
め
ら
れ
る

人
の
話
に

き

を
立
て
た
り

件
の
少
年
の

を
探

た
り
な
ど

出
来
る
事
は

あ

た

 

が

す
気
な
ど
無
か

た
か
ら
だ
ろ
う

予
想
以
上
に
情
報
は
容

に
集
ま

た

あ

の
少
年
の
名
前
も
す
ぐ
分
か

た

ど
ん
な

い
を

け
て
い
て

故

に
路
地
に
倒

れ

時
に
は
血
を
流
し
て
い
た
の
か

 

え
は

地

国
家

の

人
権
の

だ

 
初
め
て
知

た
時
は

と
し
た
も
の
だ

安
が
良
い
と

い
て
い
た
日
本
の
闇
を
見
て

得
体
の
知
れ
な
い
不
安
に
見
舞
わ
れ
た

中
国
は

国

日
本
と
⻑
ら
く
争
い
を
し
て
い
た
が

特
定
個
人
の

は
自
分
の

だ
と
そ
こ
ま
で
で
は
な
か

た
の
だ

 

た
だ

故
だ
ろ
う
か
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あ
の
少
年
に

わ

て
い
た
ら
自
分
も
同
じ
目
に
遭
う
と
分
か

て
い
た

分
か

て
い
た
の

に

あ
た
し
は
あ
の
少
年
に

わ
る
行
動
が
多
か

た

 
路
地
に
倒
れ
た
彼
を

し
た
事
が
あ

た

手
で
数
え
ら
れ
る
く
ら
い
し
か
な
い
が
あ

ま
り
に
出
血
が

い
時
は

力
を
振
る
う

中
が
立
ち
去

て
か
ら
こ

そ
り
彼
を

え
て

動

し

人
目
の
付
か
な
い
と
こ
ろ
で

我
の
手

て
を
し
て
い
た

 
目
が
覚
め
て
か
ら
は
会
話
も
し
た

時
彼
は
小
学
二
年
生

八

に
な
る
彼
は
消

し

切

て
い
て

か
し
た
や
り
取
り
も
か
な
り

だ

た
覚
え
が
あ
る

雲
を

む
よ
う
な

錯
覚
が
あ

た

 

れ
果
て
た
様
を
見
て

故
か
哀
し
く
思
い
も
し
た

見
て
い
て

か

た

 

住
し
て
か
ら
彼
が
失

す
る
ま
で
の
約
四

月
間

そ
う
し
て

を
持

て
い
た

 

最

あ
の
少
年
の
記

に
は
残

て
い
な
い
だ
ろ
う

 
彼
と
は
そ
れ
だ
け
の

い

で
あ
り
彼
も
自
分
の
事
で
い

い
い

い
だ

た

覚

え
て
い
な
く
て
も
仕
方
な
い

 
た
だ
そ
れ
で
も
良
い

決
し
て
多
く
な
い
や
り
取
り
で
彼
の
性
格
は
把
握
し
て
い
る

気
絶

し
て
い
る
彼
を
家
ま
で
送

て
実
兄
と
知
り
合

た
時
目
を
覚
ま
し
た
彼
は

く
心
配
し
て
き
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た

や
や

離
滅
裂
な
内
容
を
要
約
す
れ
ば
自
身
と

わ
る
と

き

ま
れ
る
と
い
う
も
の

だ

か
ら

離
を
取
れ
と

て
い
た

思
え
ば

そ
れ
が
最
後
の
会
話
だ

た
か
し
ら
ね

 

と

く

あ
ま
り
に
も
あ
ん
ま
り
な
話
だ
と
思

た

 
そ
う
し
て
三
年
前
の
事
を
思
い
出
し
て
い
る
間
に
家
に

い
た
の
で

を
脱
い
で
自

へ
直

行
す
る

た
だ
い
ま
と
は

う
が
最
近

親
の

が
良
く
な
い

と
い
う
か
離

前

な

く
ら
い
悪
い
の
で

を
合
わ
せ
た
く
な
か

た

一
年
前
は

が
良
か

た
の
に
ど
う
い
う

か
ま

た
く
分
か
ら
な
い

 
人
間
だ
か
ら
い
が
み
合

た
り
反
り
が
合
わ
な
か

た
り
す
る
時
は
あ
る

で
も

に
な

て
一

の
親
に
ま
で
な

て
い
る
の
だ
か
ら
そ
の

を
許
容
す
る

と
い
う
も
の
を
持

て

欲
し
い

ご

時
に

回

い
無

に
な
る
の
は

い
の
だ

そ
ん
な
事

今
は
い
い
か

 
は

と

息
を

い
て
自

に
入
る

 
悪
友
か
ら
女

気
が
無
い
と

わ
れ
る
く
ら
い
物
の
少
な
い
内

整

さ
れ
た
本

に

は

や
ゲ

ム
の
攻
略
本

秘教
伝

書
な
ど
が

め
ら
れ
て
い
る

ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
一
切
無
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し

可
愛
い
も
の
も
無
し

精

が
シ

ツ
や
上

く
ら
い
で
そ
れ
ら
も

気
無
い
も
の
ば

か
り

性
格
に
合
わ
な
い
か
ら
求
め
な
い
の
だ

 
ま

自
分
は
ト
ラ
ン
ク
一
つ
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
行
け
る
く
ら
い
身

だ
か
ら

と

思

た
事
は
無
い
の
だ
が

 
最
近

く
な

て
き
た
た
め

て
い
た
ト
レ

ナ

を
脱
い
で
ハ
ン
ガ

に
掛
け
る

デ
ス
ク
上
に
あ
る
ノ

ト

の
電
源
を
入
れ
た
後

部

の

を

で
入
れ
た

 

子
に

る
と

や
や
年

の
入

た
そ
れ
が
ぎ
し

と

む

 
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の

ロ
ゴ
が
デ

ス
プ
レ
イ
に

り
特
有
の

を
流
し
な
が
ら

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
立
ち
上
が
る

少
し
し
て
ス
タ

ト

面
が

た

え

と

パ
ス
ワ

ド
は

と

 
世
界
的
に
有
名
な
動

投
稿
サ
イ
ト
の
プ
レ
ミ
ア
ム
会

パ
ス
を
空
白
に

き

み

エ
ン

タ

キ

を

す

す
る
と

面
一

に
投
稿
さ
れ
て
い
る
動

が
ズ
ラ
リ
と

し
出
さ
れ
た

 
し
か
し
自
分
が
求
め
て
い
る
も
の
は
そ
れ
で
は
な
い

 
マ
ウ
ス
を
使

て
カ

ル
を
動
か
し
投
稿
済
み
で
は
無
く
プ
レ
ミ
ア
ム
会

だ
と
見
れ

る
予
約
制
生
放
送

の

ジ
に
ジ

ン
プ
す
る

本
来
な
ら
動

サ
イ
ト
の
運

が
企

し
て
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行
う
生
放
送

は
日
本

が
ニ

ス
番
組
に
流
し
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
の
ボ
ス
戦
生
放
送
に

な

て
い
る

 
初
期
は
ニ

ス
番
組
で
流
し
て
い
た
が
運

と

が
話
し
合

て
色

あ

た

に
今
の

形
に

ち

い
た

ニ

ス
番
組
限
定
だ
と
テ
レ
ビ
を
持

て
い
な
い
人
は
見
れ
な
い
か
ら

そ
の
対
策
と
い
う
の
が
理
由
ら
し
い

実

の
と
こ
ろ
疑
わ
し
い
と

わ
れ
て
い
る

 
自
分
の
場
合
テ
レ
ビ
は
食

と

の
食

に
し
か
無
く
見
よ
う
と
す
る
と
必
ず
親
に

を

合
わ
せ
る
の
で
そ
れ
が
イ

だ
か
ら
月

千

弱
の
会

を

払

て
い
る
だ
け

そ
も
そ

も
自
分
は

を
あ
ま
り
使
わ
な
い
主
義
で
あ
る

 
生
放
送
が
始
ま
る
ま
で
や
や
時
間
が
あ

た
の
で
ト
イ
レ
を
済
ま
せ

み
物
を
持

て
来

る
な
ど
の

備
を
整
え
る

部

も

良
い

に
な

て
き
た

に
生
放
送
が
始
ま

た

に
繋

た
ヘ

ド
フ

ン
か
ら

が
流
れ
て
来
る

ブ
ラ

ク
ア
ウ
ト
し
て
い
た

面
も

像

が

し
出
さ
れ
た

 

見

す
限
り
の
花

 

面
の
中

付
近
に
は
プ
レ
イ

の
集

が
お
り
そ
の

は

で
道
が
作
ら
れ
て
い

る

花

は
そ
れ
を

く
全
て
の
地
面
に
広
が

て
い
た

ま
る
で
ど
こ
か
の
城
の
中
庭
を

想
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さ
せ
る

 
そ
の
道
を

攻
略
組

と
呼
ば
れ
る
集

が
進
ん
で
い
く

 
先

に
は
二
人
の
人
影

真
紅
の

と
紅
白
の
剣
と
盾
を

備
し
た
聖
騎
士
然
と
し
た
男
性

と
黒

く
め
の
上
下
に
黒
と
金
の
⻑
剣
を
手
に
し
た
少
年

ヒ

ス
ク
リ
フ
と

一キ
リ
ト
だ

こ

れ
ま
で
の
ボ
ス
戦
も
見
て
来
た
か
ら
あ
の
二
人
が
リ

ダ

格
で
あ
る
事
も
知

て
い
る

 
彼
ら
の
進
む
先
に
は
陽
光
に

ら
さ
れ
た
紅
の
魔
城

紅

彼
ら
が
戦
う
最
後
の
戦
場

だ 
紅
の

を
上
り
集

が
大
き
な

の
前
に
集
結
し
た

そ
こ
で
先

に
い
た
二
人
が
振
り

返
る最

多
く
は
語
る
ま
い

勝
と
う

現
実
へ
と
還
る

に

行
こ
う

こ
れ
が
最
後
の
戦
い
だ

 

に

り

め
る
空
気
の
中
二
人
は
真
剣
な
面
持
ち
で
そ
う

い

へ
と
向
き
直

た

そ
れ
か
ら
示
し
合
わ
す
事
な
く
二
人
の

手
が
同
時
に

の

を

す

 
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ

と
重
い

き
と
共
に
真
紅
の

は
開
か
れ
た
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が
あ
る
紅

り
の
城

そ
し
て
浮
遊
城
の
主
は

の

大
な
紅
ロ

ブ
だ

た

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
ａ
ｖ
ａ
ｔ
ａ
ｒ

と
い
う
名
の
ボ
ス
を
見
た
プ
レ
イ

は
一

ど
よ
め
い
た
が

紅
の
騎
士

が
一

し
て
戦
意
が

り

す
ぐ
さ
ま

戦
が

り
広

ら

れ
る

 
戦
い
は

な
も
の
だ

た

 
ボ
ス
は
時
に

の
手
を
振
る

て
大
き
く
衝
撃
波
を
放
ち
時
に

飾
り
か
ら
極
太
の
光

線
を
放

て
彼
ら
を
苦
し
め
た

 
だ
が

恐
ら
く

手
が
悪
か

た

虚
空
か
ら
無
数
に
武
器
を
呼
び
出
す
者
が
複
数

る

時
点
で
ボ
ス
は
不

な
状

に
あ

た

ど
れ
だ
け

離
を
離
し
た
と
こ
ろ
で

手
の
攻
撃
ば
か

り
が
届
く
の
だ

見

え
は
し
な
い
が
確
実
性
を
求
め
る
な
ら
一
番
に
思
え
る

 

面
の

に
あ
る
コ
メ
ン
ト

で
は

と

い
合
い
が

な

て
い
る

だ
命

を

け
て
る
か
ら
手

を

ば
な
い
の
は
正
し
い
と
い
う
も
の
が
大
ま
か
な
内
容

命
を

け

た
デ
ス
ゲ

ム
を

か
ら

め
て
い
る
立
場
で
彼
ら
の
や
り
方
に

出
し
を
す
る
の
は

り
だ
と

自
分
は
思
う

コ
メ
ン
ト
は
し
な
い
が

 

戦
い
が

く
こ
と
お
よ
そ
一
時
間
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紅
ロ

ブ
の

上
に
あ

た

大
な

ゲ

ジ
は

く

を

き

そ
の
体
を
蒼
い
欠
片

へ
と

さ
せ
た

そ
の

間
コ
メ
ン
ト

が
怒

の
勢
い
で
流
れ
て
い
く

お
め
で
と

一

 
コ
メ
ン
ト
を
打
つ
事
無
く

あ
た
し
は

葉
だ
け
で
労
い
を
贈

た

 
た

倒
し
た

終
わ

た
ん
だ
よ
な

こ
れ
で

あ
あ

倒
し
た
ん
だ
終
わ

た
ん
だ

達
は
ラ
ス
ボ
ス
を
倒
し
た
ん
だ

よ 
信
じ
ら
れ
な
い
と

惑
い
を
見
せ
る
男
達

そ
の
中
の
一
人
が
自
分
に

い

か
せ
る
よ
う
に

す
る
と
同
時

そ
れ
ま
で
喜
び
を
抑
え
て
い
た
面

が
わ

 
と
一

に
感
情
を

わ

に
声
を
上

た

 
そ
れ
を

か
ら
見
て
い
る

は
内
心
で

を

る

 
心
境
と
し
て
は

惑
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

こ
れ
で
本

に
終
わ

た
の
か
と
疑
問
が
残

て
い
て

が
喜
ぶ
の
を
見
て
も
実
感
が
分
か
ら
な
い

対
策
チ

ム
か
ら
情
報
を
送
ら
れ
て
い
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た
か
ら
や
り

く
は
あ

た
が

ラ
ス
ボ
ス
だ
か
ら

も

と
強
い
も
の
だ
と
思

て
い
た

 
そ
う
思
う
原
因
は
第
九
十
九
層
の
ボ
ス
に
あ
る

 
九
十
九
層
の
ボ
ス
は
か
つ
て
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

権
限
で
不

に
呼
び
出
し
た

ザ
・
バ

サ

ク
ヒ

ロ

だ

た

ア
レ
は
十
三
本
あ
る

を
一
本

る

に

り
切

た
時
に
攻
撃
し

た
・武
・器
・ス
・キ
・ル

に

性
が
付
き
攻
撃
が
一
切

ら
な
く
な
る
性

が
あ

た

し
か
も
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
に
は

ド
ス
キ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ス
キ
ル
を
使
わ
な
い
限
り
全
て
弾
か

れ
て
い
た

十
三
回
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

意
す
る
ス
キ
ル
と
武
器
も
そ
れ
に
応
じ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 

い
と

う
べ
き
か

片
手
剣

と

二
刀
流

神
聖
剣

は
別
カ
テ
ゴ
リ

い
だ

た

よ
う
で

片
手
剣

で

た
後
も

二
刀
流

ス
キ
ル
は

し
て
い
た
が

最
終
的
に

ス
レ
イ
ブ
ユ
イ
姉
の
三
人
の
攻
撃
し
か

ら
な
く
な

た

し
か
も
片
手
剣
が
無

化

さ
れ
て
か
ら
は
ユ
イ
姉
も
外
れ
た

せ
い
で
か
な
り
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た

が
無

け
れ
ば

す
術
も
な
く
や
ら
れ
て
い
た
く
ら
い
だ

 
だ
か
ら
百
層
の
ボ
ス
は
も

と
苦
戦
す
る
と
思

て
い
た
だ
け
に

子

け
感
が
大
き
い

 

本

に
終
わ

た
の
だ
ろ
う
か
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キ
リ
ト

 

し
い
声
が

こ
え
た

そ
ち
ら
を
向
け
ば

気
付
か
な
い
内
に
リ

姉
が
近
く
に
来
て
い

て

に
手
を

い
て
い
た

し
過
ぎ
て
気
付
か
な
か

た
ら
し
い

 
見
れ
ば
義
姉
の
後
ろ
に

る
ユ
ウ
キ
達
も

に

線
を
向
け
て
い
た

終
わ

た
ん
だ
よ

本

に

お

れ
様

 

ち

け
る
よ
う
に

聖
剣
を
持
つ
手
に
彼
女
の
手
が

え
ら
れ
る

ん

 

惑
や
疑
問
は

き
な
い
が
そ
れ
で
も

が
出
て
来
な
い
か
ら
本

に
終
わ

た
の
だ
ろ
う

と
思
い

剣
を
下

る

か
ら
力
を

い
た

  

そ
の
時

が

き

た

  
突
然
の
事
に

も
が
声
を
上

て

い
た

し
い
振
動
も
襲

て
き
て
い
て
地

き
で
は

な
い
ど
こ
か
が

れ
る
よ
う
な

も

こ
え
る

立

て
ら
れ
な
い
く
ら
い

し
い
振
動
に
自
然

と

を

た
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な

な
に
が

き
る

て
の
さ

ま
さ
か

ま
だ

終
わ
り
じ

な
い
の

 

子
の
姉
妹
も
こ
け
な
い
よ
う
身
を

く
し
て

え
て
い
る

を
見
れ
ば

も
が
似
た
よ

う
な

勢
に
な

て
い
た

 
そ
し
て

一

大
き
な

が

く

 
そ
れ
も
真
後
ろ
か
ら
し
た

だ
け
振
り
向
け
ば

か
ら

を
一
直
線
で
結
ん
だ
線
の

中

ど
の

に
穴
が
開
い
て
い
る

そ
こ
に
敷
き

め
ら
れ
て
い
た
紅

の
煉

が

れ
た
の

だお
お
い
お
い

ま
さ
か
こ
の
下
に
も
う
一
体
ボ
ス
が

る
と
か
じ

ね

だ
ろ
う
な

そ
う
い
う
展
開
も
あ
る

ち

あ
る
だ
ろ
う
が

そ
り

お
か
し
く
ね

か

 
対
策
チ

ム
か
ら
送
ら
れ
た
デ

タ
じ

今
の

ツ
が
ラ
ス
ボ
ス
の

だ
ろ

 
ク
ラ
イ
ン
の
推

に
エ
ギ
ル
が
反
論
す
る

事
実

も
そ
う
思

て
い
た
か
ら
疑
問
は
あ
る

も
の
の

得
し
て
一

は
剣
を
下
し
た
の
だ

こ
の
展
開
は
流

に
予
想
外
で
あ
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

を

み
見
る
が
む
し
ろ
あ
ち
ら
の
方
が

達
よ
り

い
て
い
る
感
じ
が
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あ
る

 
ど
う
や
ら
こ
れ
は
闘
技
場

個
人
戦

の
時
と
同
じ
く
イ
レ
ギ

ラ

な
事

ら
し
い

き

キ
リ
ト

風
で

達
を
浮
か
せ
ら
れ
ね

の
か

や

て
な
い
と
思
う
か

 
や
ろ
う
と
し
て
も

上
か
ら

さ
え
つ
け
ら
れ
て
浮
か
な
い
ん

だ
よン

だ
と

 
ク
ラ
イ
ン
を

め

み
ん
な
絶

す
る

 
不
意
打
ち
だ

た
最
初
の
振
動
後
は

う
と
イ
メ

ジ
を
練

て
風
を

た

し
か
し
風

は

き
て
も
浮
く
事
は
出
来
ず
む
し
ろ
重
圧
を
掛
け
ら
れ
た
か
の
よ
う
に

に

さ
え
つ
け
ら

れ
る

ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
万
事

す
だ

 
そ
う
し
て
い
る
間
に
も
穴
は

に
広
が

て
い
る

よ
う
と
這

て
い
く
者
も

る

が

は
開
か
な
い
よ
う
で

り

い
て
も
無

だ

た

 
そ
し
て

一

大
き
な
揺
れ
が

き
て

の
間
に
あ

た
煉

は
一

に

れ
た

 

え
と
な
る

を
失

た

達
は

ん
や
り
と
紅
が
見
え
る
暗
闇
へ
と
真

逆
さ
ま
に

下
す

る
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紅

自
体
の
大
き
さ
だ
が
最
上
層
の
ボ
ス
部

し
か
無
い
ラ
ス
ト
ダ
ン
ジ

ン
と
い
う
事

も
あ
り
そ
こ
ま
で
大
き
く
な
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
構

上

物
は
全
体
的
に

い
方
に
あ
る

最
上
層
の
こ
の
城
だ
け
は

格
外
に
な

て
い
る
が
そ
れ
で
も
せ
い

い
高
さ

百
メ

ト
ル
よ
り
は

い

で
上

た
高
さ
と
九
十
九
層
の
天

で

え
れ
ば
直
線

離

で

ち
る
と
し
て
も
八
十
メ

ト
ル
と
い

た
と
こ
ろ
か

 
死
亡
す
る
高
さ
か
ら

下
し
た
と
し
て
も
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ

ル
の
よ
う
に
下
突
き

で
突
進
す
る
ス
キ
ル
を
使
え
ば

下
ダ
メ

ジ
は
発
生
し
な
い
の
で
大

に
心
配
す
る
必
要
は

無
い
だ
ろ
う

い
や

不
安
は
あ
る
け
ど
も

 

そ
う
し
て

下
に
身
を

せ
て
い
る
と

い
紅
と

が

ざ

た
光
が
近
付
い
て
来
た

 
真

か
ら

く
そ
れ
は
ど
う
や
ら
天

に
開
い
て
い
る
穴
か
ら
見
え
る
光

ら
し
い

に
近
づ
く
真

そ
れ
を

た
先
に
は

中
世
の
大
聖

を
思
わ
せ
る
大
広
間
が
広
が

て

い
たち

と

て

 
ア
レ

て

ボ
ス
じ

な
い

 

が
見

せ
る
よ
う
に
な

て
す
ぐ
ユ
ウ
キ
の
焦

た
声
が

こ
え
た

彼
女
が
向
い
て
い

る
方
を
向
い
て

目
す
る
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そ
こ
に

る
の
は

大
な
異
形

全
⻑
は

に
二
十
メ

ト
ル
は
あ
る
だ
ろ
う
今
ま
で
の
ボ

ス
で
も
一

大
だ

体
の
形
状
か
ら
女
性
を

し
た
ボ
ス
ら
し
い

全
体
的
に
白
が
目
立
つ

う

束
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
外
形
を

し
た
も
の
で

手
に
剣

手
に
ハ
ル
バ

ド
を
握
り

目
し
て
い
た

 

見
る
か
ら
に

体
を
生
か
し
た
パ
ワ

で
圧
殺
し
て
く
る
タ
イ
プ
の
ボ
ス
こ
の
大
き
さ

だ
と

を

め
る
の
も
速
さ
で

け
る
の
も

し
い
な

 
あ
の

体
か
ら

り
出
さ
れ
る
一
撃
で

衛
線
は

に

解
す
る
だ
ろ
う
し
速
さ
で
回

し
よ
う
に
も
リ

チ
が
あ
り
過
ぎ
て
直
撃
を

け
か
ね
な
い

レ
ベ
ル
と

力
値
に

せ
た
ご
り

し
で

し
返
す
し
か
な
い
だ
ろ
う

 
そ
う
思

し
た

間

大
ボ
ス
の

が
開
か
れ

の
無
い
真
紅
のま

な
こ眼

と

線
が
交
錯
す

る

同
時

界
の

に
ボ
ス
の

ゲ

ジ
と
名
前
の
フ

ン
ト
が

り

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 

き
し
た
一

で

眼
前
に

大
な
剣
の

い
切

先
が

た
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下
す
る

中
で

ゲ

ジ
が
出
現
し

じ
て
い
た

を
上

て
深
紅
の

を

わ
に
し

た

大
ボ
ス
は

時
に
キ
リ
ト
を
剣
で
突
い
た

 
い
や
あ
れ
は
最

す
と

て
い
い
く
ら
い
の

差

あ
ま
り
の
事

に
追
い
切
れ
な

か

た
が
彼
の
反
応
は

れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
た

剣
の
切

先
は
大
聖

の

に
ま
で
届
い

て
い
る

ボ
ス
が

る
の
も

で
あ
の
剣
は
正
反
対
に
ま
で
届
い
た
の
だ

そ
し
て
あ
の
切

先
の
先
に
は
彼
が

と

ま
れ
る
よ
う
に
い
る

だ

 
名
前
を
呼
ぶ

ま
さ
か
死
ん
で
な
い
よ
ね

と
バ
ク
バ
ク
と

を
打
つ

動
を
自
覚
す
る

ボ
ス
か
ら
目
を
離
す
な

 
す
る
と

る
よ
う
に

い

が
帰

て
来
た

見
れ
ば
彼
は

手
に
持
つ
魔
剣
と
聖
剣
で

剣
の
切

先
を
止
め
て
い
た

ギ
リ
ギ
リ
と

り
合

て
い
る
の
を
見
る
に
か
な
り
危
な
い
勝

負
ら
し
い

 
そ
れ
を
確
認
し
て
か
ら

私
は
ボ
ス
へ
と
向
き
直
り

ゴ

 
と
横
か
ら
衝
撃
を

け

た

の
光

が
前
か
ら
後
ろ
へ
流
れ
一

後
に

り
来
る

色
の

に

突

が

界
を
悪
く
す
る

 
そ
れ
を

・剣
・で
・払
・

・た
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眼
前
に

銀
色
の

が

る

 
直
感
で
分
か

た

を
払
た
め
に
剣
を
使

た
か
ら

間
に
合
わ
な
い

な
い

 
一

れ
て

子
の
姉
が
名
前
を
呼
ん
だ
の
が

こ
え
た

 
ユ
ウ
キ

 
ド
ズ
ン

と
重
い

と
共
に
ボ
ス
の
槍
が
突
き

ま
れ
た

キ
リ
ト
を
抑
え
る
剣
と
違
い

槍
は
す
ぐ
引
き

さ
れ
る

 

が
晴
れ
た
と
こ
ろ
に
は

黒
い
剣
が
一
本
あ
る
だ
け

 
信
じ
ら
れ
な
い

信
じ
た
く
な
い
事
だ
が

今
の
一
撃
で

あ
の
子

彼
女
は

 

が

き
た
か
理
解
し
た

数
多
の
中
が
真

白
に
な

た

感
情
の
振
れ

が
大
き
す

ぎ
て

理
し
切
れ
て
い
な
い
ら
し
い

 
で
も
意
識
は

明

 

を
す
る
べ
き
か
も
明
白

 

背
後
を
振
り
返
り

ボ
ス
を
見
上

る
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ボ
ス
が
持
つ
槍
の

突
が

私
の

に
堕
ち
る
と
こ
ろ
だ

た

ラ
ン
ち

ん

ラ
ン

 
焦
り
に

ち
た
声
が

こ
え
る

 
同
じ

剣
使
い
と
し
て
技
を

た
ア
ス
ナ

後

で
参
入
し
た
槍
使
い
の
サ
チ

友
人
で
あ

る
女
性
の
声
が

戦
友
で
あ
る
人

の

び
が

を
打
つ

 
そ
れ
ら
を
無

し
て

地
を

た

一

れ
て
背
後
で

が

こ
え
た

 
目
指
す
は
ボ
ス

女
神
に
見
え
な
く
も
無
く
し
か
し
異
形
と
化
し
た
浮
遊
城
の
真
の
主
に

逆
す
べ
く

リ
ズ
ベ

ト

女
鍛
冶
師

身
の
銘
作
を
突
き
出
し
た

光
が
切

先
か
ら

り
体
が

を
掛
け

る 
フ
ラ

シ
ン
グ
・

ネ
ト
レ
イ
タ

剣
最
上

ド
ス
キ
ル
が
発
動
し
た

 

だ
が

切

先
は
届
か
な
か

た

 
ガ
ギ
ン
と

か
に
ぶ
つ
か

た

目
を

ら
せ
ば

様
の

明
な

が
ボ
ス
の
地

か
ら

か
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
展
開
さ
れ
て
い
る
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一

報
い
る
事
さ
え

出
来
な
い
な
ん
て

ご
め
ん
ね

 
一

先
に

た
妹
に

そ
し
て
キ
リ
ト
達
に

罪
す
る
と
同
時

界
が
影
に

わ
れ

  
ド
ズ
ン

と
槍
の

突
に

さ
れ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
リ

ダ

は

を
消

し
た

砂

で

れ
て
よ
く
見
え
な
い
が
あ
れ
は

か
ら

さ
れ
る

道
だ

間
違
い
な
く

死

で
あ
る

あ

あ
あ

あ
あ
あ
あ

 
最
強
と

わ
れ
た
ユ
ウ
キ
と
少
数
精

の
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

を
し
て
い
た
ラ
ン
が

く
間
に

死
に

間
で
あ
る
サ
チ
が
恐
慌
を
来
し
掛
け
て
い
た

そ
の
手
に
は

時
ぞ
や
見
た
白
銀
の
宝

還
魂
の
聖

が
握
ら
れ
て
い
る

そ
れ
で
ユ
ウ
キ
を
生
き
返
ら
せ
よ
う
と
し
た

先
に
ラ
ン
も
死
ん
だ
か
ら

べ
な
く
な

て
し
ま

た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て

ボ
ス
の
蹂
躙
か
ら

惑
う
間
に

十

が
経

た

 
そ
の
十

で

れ
た
り
回

し
切
れ
な
か

た
人
達
が
槍
に

断
さ
れ
あ
る
い
は
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突
や
足
で

さ
れ
死
ん
で
い
く

そ
れ
を
見
て
サ
チ
は

錯
乱
し
ボ
ロ
ボ
ロ
と

を
流

す

白
銀
の
宝

を
し

か
り
握

て
い
る
の
は

念
故
か

 
そ
れ
を
使
え
ば

救
え
た
命
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
使
わ
な
か

た
事
実
が
彼
女
の
心
を

速
に

ん
で
い
く

最
近

気
に
な

て

い
た
彼
女
の
ト
ラ
ウ
マ
は
未
だ
残

て
い
る
の
だ

目
の
前
で

間
が
死
ん
で
い
く
光

は
彼
女

に
と

て
ト
ラ
ウ
マ
そ
の
も
の

れ
て
い
た
と
し
て
も

さ
れ
た
事
で
ぶ
り
返
し
た
よ
う

だ

た

 
く

と
⻭

み
し
て
彼
女
の
手
を
引
き

い
で
後
方
へ
退

す
る

レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
の

面
子
で
す
ら

死
す
る
攻
撃
を

カ
ン
ス
ト
し
て
い
な
い
私
達
で
は

る
事
す
ら
許
さ
れ
な
い

 
最

乱
し
て
い
る
し
死
者
も
多
い
が

ど
う
に
か
指

を

ら
な
け
れ
ば

う
そ

 
そ
う

己
を

し
て

か
ら
戦
場
を
見

し

力
が

け
た

 
最

ら
に
し
か
味
方
は
残

て
い
な
か

た

⻑
は
流

の

さ
で
攻
撃
を

い
て
い
る

が

り
ダ
メ

ジ
で
か
な
り
危
う
い
事
に
な

て
い
る

ク
ラ
イ
ン
は

間
五
人
を
喪

た
よ

う
で

使
い
の
エ
ギ
ル
と
一
緒
に

て
攻
撃
を
回

し
て
い
る
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ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
の
二
人
は

る
攻
撃
を
ス
ト
レ
ア
が
弾
き
ユ
イ
が
反
撃
で
武
器
を

ば

す
体
制
を
取

て
い
た

す
る
武
器
は
し
か
し

明
な

に
よ

て
弾
か
れ

ど
ダ

メ

ジ
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い

リ

フ

と
シ
ノ
ン
も
同
じ
体
制
で
攻
撃
し
て
い
た
が
同
じ

ス
レ
イ
ブ
も

を

て
高
さ
を

い
で

を

ら
る
王
剣
ク
ラ
レ
ン
ト
で
斬
り
掛
か
る
が

や
は
り

に

ら
れ
る

 
キ
リ
ト
は
未
だ
ボ
ス
の
剣
で
抑
え
ら
れ

け
出
そ
う
と
し
て
も
出
来
な
い
か
ら

武
器
で

護
攻
撃
し
て
い
る

 

そ
れ
以
外

も
う

な
い

 
自
分
と
サ
チ
を

め
て
も
う
十
人
し
か
残

て
い
な
か

た

よ
り
に
よ

て
レ
ベ
ル
が
カ
ン

ス
ト
し
て
い
な
い
面
子
ば
か
り
残

て
い
る

 
初
手
で
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
が
殺
さ
れ
な
け
れ
ば
ま
だ
勝
機
は
あ

た
か
も
し
れ
な
い
が

も

う

を

て
も

い

 
初
手
の
行
動
を
間
違
え
た
の
だ

対

の

に

離
を
取

た
り
身
を

め
た
り
す
る
べ
き

だ

た

動
揺
な
ん
て
隙
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
の
だ
か
ら

 
そ
れ
を
分
か

て
い
た

な
の
に
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く
 

剣
の

を
ぎ

と
握
り

め
る

そ
の
間
に
も
ボ
ス
の
攻
撃
は

し
さ
を
増
し
て
い
た

気
付
け
ば

手
の
武
器
以
外
に
槍
の

突
を

に
突
き
立
て
た
部
分
か
ら
樹
の
根
を

ば
し
て

攻
撃
す
る
と
い
う

業
ま
で
し
て
い
る

 
そ
の
根
の
一
つ
が

て
き
て
い
る

下
が
れ

 
立
ち
向
か
お
う
と
構
え
た
の
と
同
時
に
横
か
ら

⻑
が

り

み
盾
を
構
え
て

て
く

れ
た

が
ご
ん

と
重
い

が
し
て
男
性
の
体
が
後
退
す
る

を
し
て
い
る

今
の
内
に
下
が
る
ん
だ

は

は
い

 

の

な
ど
全
く
な
い

⻑
の
本
気
の
命

も
し
か
し
た
ら
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
そ

れ
を

け
反

的
に
最

礼
し
た
私
は

い
で

が

け
て
い
る
サ
チ
を

れ
て
更
に
後
退

し
た

 

で
も

後
退
し
た

で

に
な
る

 
そ
の
疑
問
が
ず

と

の
中
で
回
る

四
十
人

ど
も
一
分
足
ら
ず
で
殺
さ
れ
た
今
ア
タ
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カ

も
タ
ン
ク
も
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る

真

な
タ
ン
ク
は

⻑
一
人
と
い
う
有
様
だ

 
こ
れ
な
ら
特
攻
を
仕
掛
け
た
方
が
ま
だ
勝
負
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
十
分
下
が

た
と
こ
ろ
で
振
り
返
り

そ
れ
を
伝
え
よ
う
と

を
開
く

 

間

界
の

で

の
閃
光
が

た

 
遠
く
で
女
性
二
人
の

び
が
上
が

た

 
ク

が

ク

が

 
ど
う
し
よ
う
も
な
く
怒
り
が

み
上

て
く
る

悪

を

く

悪

を

く

た

た
今
ユ

イ
と
ス
ト
レ
ア
が
光
線
で
殺
さ
れ
た
の
を
見
た
の
だ

限
の
な
い
怒
り
が
ま
た

い
て
く
る

そ
う
し
て
い
な
い
と
怒
り
に
我
を
忘
れ
そ
う
だ

た

こ
れ
ま
で
ず

と
一
緒
だ

た

間
達
が

と
殺
さ
れ
る
様
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
中
で
正
気
を
保
つ
に
は
こ
れ
し
か
な
か

た

 
も
う
終
わ

た
と
思

た
の
に

ま
だ
あ
る
の
か
と
ウ
ン
ザ
リ
し
て
い
た
ら
こ
れ
だ

 

断
と

え
ば
そ
れ
ま
で
な
ん
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
こ
れ
は
お
か
し
い
だ
ろ
う

で
・レ
・ベ

・ル
・

・

・

の

中
が

死
す
る
攻
撃
力
を
ボ
ス
は
持

て
い
る
ん
だ

こ
れ
が
レ
ベ
ル
二
百
や

三
百
く
ら
い
な
ら
ま
だ
分
か
る

ボ
ス
に
は
補
正
が
掛
か
る
し

の
差
も
大
き
い
か
ら
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死
す
る
可
能
性
は
ま
だ
高
い

 
だ
が

レ
ベ
ル
Ｍ
Ａ
Ｘ
だ
ぞ

 
第
百
層

レ
ベ
ル
マ

ジ
ン
で

え
ば
一
一

ラ
ス
ト
ボ
ス
と
い
う
事
で
大

に
上

せ
し

て
も
一
五

が
限

だ
ろ
う
に

九
九
九
の

達
を
一
撃
で
殺
せ
る
の
は
明
ら
か
に
お
か
し
い

そ
ん
な

ワ
な

備
や
ス
テ

タ
ス
で
は
な
か

た

 

故

故

故

 

き
ぬ
疑
問

血

が
切
れ
そ
う
な
程
に
覚
え
る
怒
り

情
動

そ
の

く
ま
ま
に

は
刀
を

振
る

た

だ
が

に

ま
れ
て
刃
は
届
か
な
い

 

エ
ギ
ル
が

ん
で
い
る

離
れ
ろ

か

悪

キ
リ
ト

オ
レ

死
ん
だ
わ

 

上
か
ら

突
が

て
い
る
事
に
気
付
い
て
い
た

は

の
よ
う
に

に
す
る

声

か
ら
絶
対

こ
え
な
い

な
の
に
未
だ
に
剣
で

さ
え
つ
け
ら
れ
て
身
動
き
を

じ
ら
れ
て

い
る
少
年
の

は
ハ

キ
リ
と
歪
ん
だ

 
ご
め
ん
な

と
心
で

う
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界
が
滲
ん
だ

同
時
に

上
か
ら

ま
じ
い
圧
が
襲
い
掛
か
り

ざ

け
ん
な

 
突
如

横
か
ら
勢
い
の
あ
る
タ

ク
ル
を

け
て

槍
の

突
か
ら

れ
ら
れ
た

 

だ
と
思

て

を
向
け
れ
ば
ス
レ
イ
ブ
が

を
突
き

ば
し
て
い
た

だ
が
そ
の
代
わ
り

突
の

し

し
を

け
た
影

で
下

身
が
引
き
裂
か
れ
上

身
だ
け
に
な

て
し
ま

て

い
る

 
ぐ
ぐ

と
ス
レ
イ
ブ
の
ゲ

ジ
が

て
い
く

ま

た
く
止
ま
る
様
子
が
無
い

ポ

シ

ン
を

ま
せ
る
間
も
無
く
ゲ

ジ
は
全
損
し
た

 
だ
が
彼
は
そ
れ
に
構
う
事
な
く
⻤
気

る
表
情
で

を

み
付
け
て
来
る

ス
レ
イ
ブ
が
そ

ん
な

を
す
る
の
は
初
め
て
見
た
気
が
し
た

ク
ラ
イ
ン
達
は

人

間

オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
ろ
う
が

 
ク
リ
ア
し
て
生
き
ら
れ
る
ん
だ
か
ら

め
る
な

 

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
死
ん
で
い
い
人
間
じ

な
い
ん
だ

死
の
う
と
す
る
な

ス
レ
イ
ブ

お
前

 
そ
の

葉
は

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
自
殺
同
然
に

ロ
で
行
こ
う
と
す
る
キ
リ
ト
に

投

掛
け
た

自
身
の

葉
だ

た

死
を
求
め
生
き
る
事
を

め
た
ア
イ
ツ
に
投

た
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葉 
そ
れ
を
今

こ
う
し
て
自
分
に
向
け
ら
れ
る
な
ん
て

行
け

 

葉
を
失

て
い
る

に
キ
リ
ト
は

し
た
盾
を
ぶ
つ
け
て
来
た

そ
れ
に

抗
で
き
ず

お
し
や
ら
れ

ら
れ
た

界
の
向
こ
う
で
再
び

突
が
突
き
下
ろ
さ
れ
る

を

に
し

た

そ
し
て
盾
が
光
に
消
え
る

 

ス
レ
イ
ブ
も

や
ら
れ
て
し
ま

た

の
せ
い
で

 

を
見
る

残

て
い
る
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
エ
ギ
ル
リ

フ

シ
ノ
ン
ア
ス
ナ

サ
チ

キ
リ
ト

そ
し
て

残
り
八
人

 
対
す
る
ボ
ス

ア
ン
・
イ
ン
カ

ネ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ
デ

ウ
ス

Ｉ
ｎ
ｃ
ａ
ｒ
ｎ

ａ
ｔ
ｅ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｕ
ｓ

の

は
十
本

 

か
ら

十
一
本
に

・増
・え
・た

 
歌
う
よ
う
に
天
を
振
り

い
だ
ボ
ス

そ
の
背
後
に

く
大
樹
が
出
現
し
た
と
思
え
ば

か

ら

ち
た

を

び
た

が
全
回
復
し
た
上
に
ゲ

ジ
が
一
本
増
え
た
の
で
あ
る
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た
る
ダ
メ

ジ
し
か

け
て
い
な
い
の
に
し
た
と
い
う
事
は

攻
撃
モ

シ

ン
を
使

た
後

の
ル

チ
ン
か

時
間
経
過
で
使
う
感
じ
だ
ろ
う

 
と
に
も
か
く
に
も
速
攻
勝
負
に
出
な
け
れ
ば

達
の
勝

は
無
い
と
い
う
事
だ

現
状
で
す
ら

絶
望
的
な
の
だ
が

作
戦

ど
う
す
る
よ

 
回
復
さ
れ
て
い
る
間
に
こ
ち
ら
も
密
集
し
ポ

シ

ン
を

る

恐
ら
く
こ
こ
で
方

を
決

め
て
お
か
な
い
と

か
が
ま
た
死
ぬ

が

に
な
る

 
強
い
表
情
で
ボ
ス
を

み
付
け
て

う
キ
リ
ト

 

と
い
う
の
は
方

だ

キ
リ
ト
に
と

て

も
本
命
も
意
味
を

さ
な
い

ど
ち
ら
も

け
持
つ
ス
タ
イ
ル
だ
か
ら
だ

に
し
て
本
命
と
い
う
べ
き
か

 

な
ら
反
対
意
見
が
出
る
と
こ
ろ
だ
が
一
番
に
出
す

ユ
ウ
キ

少
女
も
や
ら
れ
て
し
ま
い

も
反

対
し
な
い

リ

フ

も
今
は

論
す
る
場
面
で
は
無
い
と

え
て
い
る
よ
う
だ

た

キ
リ
ト
君
が

で
引
き
付
け
て
る
間
に

私
達
は
特
攻
す
れ
ば
い
い
の

危
険
だ
ぞ

最
悪

死
ぬ
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期
決
戦
に
持
ち

ま
な
い
と
ど
の
み
ち
全
滅
だ
と
思
う

 
覚
悟
を
決
め
た

で
ア
ス
ナ
が

う

そ
の
語

に
は
決
し
て
引
か
な
い
強
い
意

を
感
じ

た

彼
女
も

精
神
的
に
キ
て
い
る
よ
う
だ

も
そ
う

今
す
ぐ
に
で
も

れ
て
や
り
た
い

く
ら
い

が

え
く
り
返

て
る

 
そ
れ
が

ど
う
し
よ
う
も
な
く

な
事
だ
ろ
う
と
も

 

達
が

れ
る
事
で
少
し
で
も
キ
リ
ト
が

れ
る
機
会
を
得
る
な
ら
そ
れ
は
ゲ

ム
ク
リ
ア

に
繋
が
る

 

そ
う

え

得
す
る
し
か
道
は
無
か

た

 

達
に
出
来
る
事
な
ん
て
限
ら
れ
て
い
る

よ
し

み
ん
な

行
く
ぞ

 
強
い
掛
け
声
に

お
う

 
と
精
一

か
ら
声
を
出
し
て
応
じ
る

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 
異
形
の
女
王
も

備
が
整

た
の
か

を

突
で

き

樹
の
根
を

り
巡
ら
せ
て
来
る

キ
リ
ト
は
真

向
か
ら
そ
れ
を
斬
り
払

て
突

し
て
い
く

達
も
そ
れ
が
出
来
れ
ば
い
い
の

だ
が
そ
ん
な
技

を
持

て
は
い
な
い

ド
ス
キ
ル
も
無
し
に
あ
ん
な
真
似
は

不
可
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能
だ

 
だ
か
ら

ド
ス
キ
ル
を
使
う
事
に
し
た

 
刀
を

に

め

を

と
し

刀
術
の
構
え
を
取
る

す
る
と

ご
と
刀
が
光
を

ら
せ

た
喰
ら
い
や
が
れ

 

刀
術

最
上

ド
ス
キ
ル

雲

一
閃

 
超
神
速
で
突
進
し
一
定

内
に

が
い
た
場
合
に
超
神
速
で

刀
す
る

技

隙
は
絶

大

対
人
戦
だ
と
ま
ず

止
さ
れ
る
が
一

構
え
て
し
ま
え
ば
最
後
絶
大
な

力
を
約
束
さ
れ

る
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
最

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

わ
れ

ス
テ

タ
ス
を
弄
ら
れ
た

に

得
し
て
い
た
ス
キ
ル
だ

 
重
攻
撃
に
分

さ
れ
る
こ
れ
も

に

ま
れ
る

だ
が
感
触
か
ら
し
て

て
い

る
感
じ
が
し
た

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 

い
て
エ
ギ
ル
が

太
い

を
上

黒
い
オ

ラ
を

た

手

を
振
り
か
ぶ
る

他
者
か
ら
見
れ
ば

手

最

上

ド

ス

キ

ル

ダ
イ
ナ
ミ

ク
・
ヴ

イ
オ
レ
ン
ス
と
思
う
だ
ろ
う
が
あ
れ
も
キ
リ
ト
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が
喪

た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

死
閃

の
も
の

 

死
閃

最
上

ド
ス
キ
ル
デ
ス

レ

ト
・
リ
ジ

ネ
レ
イ
シ

ン

 

手
で
構
え
る
と
オ

ラ
を

し
始
め

機
時
間
の
⻑
さ
に
応
じ
て

力
が
指
数

数
的

に

ね
上
が

て
い
く
大
技

や
や
ト
リ

キ

な
特
性
の
死
閃

に
し
て
は

し
く
一
撃

で
命
を

り
取
る

力
特
化
の
大
技
だ

 
そ
れ
が

き
付
け
ら
れ

び
し

と

に

が
入
る
の
を

に
す
る

行
け

 
キ
リ
ト

 
大
技
を
放

た
後
の
明
確
な
隙
を
晒
し
な
が
ら

達
は
本
命
の
少
年
へ
と
エ

ル
を
送
る

そ
れ
は
バ
ト
ン

し
の
よ
う
な

式
で

  

間
の
二
人
が
ま
た

た

自
身
が
持
つ
大
技
を
持

て
魔
城
の
主
が

う

に

を

入
れ
て
み
せ
た

な
ら
ば

私
も

そ
れ
く
ら
い
し
な
く
て
は
な

 

こ
の
世
界
は

私
が
作

た
も
の

 
そ
れ
を
デ
ス
ゲ

ム
に
さ
れ
た
事
で

彼
ら
に
は

く
迷
惑
を

そ
し
て
不
安
を
与
え
て
し
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ま

た

そ
れ
に
報
い
る
責
務
が
あ
る

 

も
参
加
者
が

な
く
と
も
一
人
で
ボ
ス
に

も
う
と

え
て
い
た
私
と
共
に
戦

て
来
た
彼

ら

性
を
知

て
も
一
心
に
信
じ
て
く
れ
た
少
年

そ
し
て
こ
こ
ま
で
共
に
戦

て
来
て
く
れ

た
み
ん
な

か
つ
て
の
偽
り
な
ど
無
い

掛
け

え
の
な
い
真
の

間
達

 
私
が
不

無
い
ば
か
り
に
命
を

ら
せ
て
し
ま

た
彼
ら
の

に
も
最

私
は
引
く
事

は
出
来
な
い

お

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 

神
聖
剣

最
上

ド
ス
キ
ル

ア
カ
シ

ク
・
ア

マ
ゲ
ド
ン

 
剣
と
盾
を

い
た
乱
舞
技

斬
撃

突
打
撃
の
全
て
が
合
わ
さ
り
更
に
ノ

ク
バ

ク

と
ス
タ
ン
も
付
与
さ
れ
る
強

な
十

重
攻
撃

一
撃
そ
の
も
の
は
彼
ら
の
攻
撃
よ
り

い
が

合
的
に
は
勝

て
い
る

 

の

が

一

大
き
く
な

た

や

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
後
を
継
ぐ
よ
う
に
こ
れ
ま
で
⻑
い
間

⻑
と
し
て

え
て
く
れ
た
少
女
が

た

彼
女

も

剣
専

の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を

得
し
て
い
る
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天
閃
剣

天
に
閃
く
剣
と
い
う
意
味
で

天
閃
剣

安
直
だ
が

し
か
し
強
力
だ

 

い
白
銀
の
光
を

い

彼
女
は
空
を

た

 

天
閃
剣

最
上

ド
ス
キ
ル

デ

バ
イ
ン
・
セ
イ
バ

フ
ラ

シ
ン

グ
・

ネ
ト
レ
イ
タ

と
同
タ
イ
プ
の
突
進
系
だ
が

力
も
速

も
攻
撃

も

違
い
に
向

上
し
て
い
る

 
彼
女
の
突
き
は

の
中
心
に
衝
突
し

い
た

 
女
王
の
悲
鳴
が
上
が
る

ゲ

ジ
は
追
加
さ
れ
た
一
本
が

れ
て
い
た

ど
う
や
ら

外

の
攻
撃
力
に
反
し

か

力
は

め
ら
し
い

 
そ
し
て

女
王
の
背
後
に
再
び
煌
め
く
大
樹
が
出
現
し

が

れ
る

さ
せ
る
か

さ
せ
な
い

 

ち
る

前

二
つ
の

発
が
女
王
に

き
た

 
ど
ち
ら
も
水
を
使

た
水

発

剣
に
水
を
逆

か
せ
螺
旋
の

と
し
て

出
し

弾
地
点
に
て

発
さ
せ
る
と
い
う
少
年
が
編
み
出
し
た
大
技

を
持
つ
プ
レ
イ

だ

か
ら
こ
そ
出
来
る
繋

技
を
シ
ノ
ン
も
行
う
事
で

二
回
分
の
大

発
を
発
生
さ
せ
た
の
だ
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一
撃
は
女
王
の

面
に

 
も
う
一
撃
は
背
後
の
大
樹
に

風
に
よ

て

は
吹
き

び
回
復
さ
れ
る
事
な
く
大
樹
が

消
え
る

ど
う
や
ら
こ
の
手
で
回
復
を

ぐ
事
が
出
来
る
よ
う
だ

 

そ
う
確
認
し
た

足

が
揺
れ
る

 
直
後
ぐ
ん
と

の
煉

が
持
ち
上
が

た

あ
る
程

の
面

を
持

て
持
ち
あ
が

た
そ

れ
は
上
か
ら

ち
て
来
た
煉

と
で
自
分
を

ん
で
く
る

万
力
に
思
え
る
力
で

み

ま

れ

身
動
き
が
全
く
取
れ
な
い

ぐ

ぬ

く
 
足
掻
い
て
い
る
と
す
ぐ
近
く
か
ら

⻑
の
声

を
巡
ら
せ
ば
彼
女
も
同
じ
よ
う
に
煉

で
板

み
に
遭

て
い
る

彼
女
も
近
く
に
い
た
か
ら
対

と
し
て

わ
れ
た
ら
し
い

 
下
を
見
れ
ば

女
王
の
眼
が
こ
ち
ら
を
定
め
て
い
た

そ
の

は

い

き
に

ち
て
い

る

そ
れ
は
確
か

風
林
火

を

め
て
吹
き

ば
し
た
レ

ザ

を
放
つ
モ

シ

ン
だ

ア
レ
で

い
撃
ち
に
す
る
つ
も
り
ら
し
い

 
身
動
き
を

じ
ら
れ
た
状

で
は
直
撃
は

れ
な
い

恐
ら
く

死
す
る
だ
ろ
う

ま
れ
て
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い
る
間
に
も

は

に

分
を
下
回

て
い
る
の
だ

キ
リ
ト
君

今
だ

私
達
の
事
は
気
に
し
な
い
で

速
く
攻
撃
を

 

彼
の

が
歪
ん
だ

 

な
事
を

て
い
る
の
は
自
覚
し
て
い
る

デ
ス
ゲ

ム
化
を
止
め
ら
れ
な
か

た
自
分
こ

そ
が
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
る
べ
き
と
息

い
て
い
た
の
に
結

他
人

せ
そ
れ
も
最
年
少

と
い
う

い
彼
に

せ
き
り
に
な
る
事
は
罪
悪
感
が

ま
じ
い

 
だ
が

彼
に
頼

て
で
も

こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
た
い

 
こ
の
世
界
に

わ
れ
て
い
る
人

を
一

で
も

く
解
放
し
た
い

 
そ
れ
が
私
の
出
来
る

一
の
責
務
だ
か
ら

 
私
な
ん
ぞ
の
命
よ
り
も

先
す
る
も
の
が
あ
る
の
だ
か
ら

 

そ
の
思
い
が
伝
わ

た
か
は
知
ら
な
い
が
彼
は

を
振
り
切

て
二
刀
を
手
に
女
王

へ
と
斬
り
掛
か
る

 
紅
の

き
は

依
然
と
強
く
な
り

け
て
い
る

今
ま
で
す
ま
な
か

た
な

ア
ス
ナ
君



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
ぎ
り
ぎ
り
と

め
付
け
ら
れ
る
間

ギ
ロ
チ
ン
が

て
来
る
ま
で
の

か
な
間
に
つ
い
て
出

た

葉
は

少
女
へ
の

罪
だ

た

ギ
ル
ド
な
ん
て
私
の
我

だ

た
と
い
う
の
に

ず

と
付
き
合
せ
て
し
ま

て

⻑
を
請
け
負

た
事
は
私
が
決
め
た
ん
で
す

ら
な
い
で
下
さ
い

⻑

今

ま
で
お

れ
様
で
し
た

あ
あ

 
私
の
事
を
ま

た
く
恨
ん
で
い
な
い

で

み
な
が
ら
労
い
を

に
す
る
ア
ス
ナ

 

思
わ
ず

目
の

に

が
浮
か
ん
だ

 

間

全
て
が
紅
に

め
ら
れ
た

  
大
聖

の
空
に

紅
い
華
が
咲
い
た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ア
ス
ナ

名
が
作
り
出
し
た
決
定
的
な
隙

の

目
掛
け
て

私
は

を
引
き

た

弓
に
番
え
る

剣
か
ら
水
が

き
出
し

螺
旋
を

い
た
と
こ
ろ
で

出

真

直
ぐ

し
た

破
壊
場

を

が
ん
と
す
る

に

き

む
事
で
修
復
を

さ
せ

る
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ボ
ス
の
ヘ
イ
ト
が
こ
ち
ら
に
向
く

大
き
な
ダ
メ

ジ
を
入
れ

の
再
生

を
し
た
の

だ

そ
れ
は
予
想
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
が
こ
ち
ら
を
見
た

私
に
構
わ
な
い
で

行

て

 
別
の

剣
を
番
え
水
を

わ
せ
て
ま
た
放
つ

槍
の
突
き
が

た
が
高
ス
テ

タ
ス
を

使
し
て

へ

へ
風
を
使

て
上
下
に
動
き
つ
つ
ま
た

を

る

あ
ま
り
ダ
メ

ジ
は

無
い
が
ヘ
イ
ト

ぎ
に
は
十
分

立
つ

 

女
王
の
足

で
攻
撃
を
仕
掛
け
る
キ
リ
ト
と
リ

フ

 
あ
の
二
人
は

だ

ボ
ス
を
倒
し
て
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
る

に
絶
対
不
可
欠
の

ス

テ

タ
ス
が
真

な
リ

フ

は
と
も
か
く

キ
リ
ト
だ
け
は
決
し
て
欠
か
し
て
は
な
ら
な

い

彼
が
死
ん
だ
ら
間
違
い
な
く

む

 
こ
ん
な
ぶ

壊
れ
ス
テ

タ
ス
の
ボ
ス
な
ん
て
同
じ
ぶ

壊
れ
の
プ
レ
イ

じ

な
い
と

対
抗
出
来
な
い

 

戦
い
始
め
て
分
か

た
事
が
あ
る

 
こ
の
ボ
ス

こ
ち
ら
の
プ
レ
イ

が
少
な
く
な
る
に
つ
れ
て

ダ
メ

ジ

が
増
え
て
い
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る

ボ
ス
戦
に
参
加
し
て
い
る
プ
レ
イ

が
少
な
い

ど

力
が

く
な

て
い
る
と
見
て

良
い

攻
撃
力
は
分
か
ら
な
い

け
た
い
と
も
思
わ
な
い

 
恐
ら
く
こ
の
人
数
が
限
界

キ
リ
ト
リ

フ

サ
チ
自
分
の
四
人
が
生
き
残

て

く

抗
す
る

 

も
し
か
し
た
ら
こ
の
ボ
ス
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
前

と
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な

い 

二
刀
流

神
聖
剣

十
数
種

あ
る
そ
れ
ら
を
持

た
十
数
人
の
プ
レ
イ

こ
そ
が

ま
と
も
に
対
抗
出
来
る
の
か
も
し
れ
な
い

あ
の

に

を
入
れ
た
の
は
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
持

ち
四
人
だ

た

そ
れ
ま
で
ま

た
く

果
が
無
か

た
の
を

み
る
に
そ
う

え
る
の
が

だ 
つ
ま
り
こ
の
ボ
ス
は

文

り
少
数
精

が

ま
し
か

た
と
い
う
事

 
そ
れ
を
知

て
さ
え
い
れ
ば
ユ
ウ
キ
達
も
ク
ラ
イ
ン
達
も

も
死
ぬ
事
な
ん
て
無
か

た
だ
ろ
う

ヒ

ス
ク
リ
フ
や
現
実

も
把
握
し
て
い
な
か

た
の
だ
か
ら

を

て
も
意
味

は
無
い
け
ど

 

悔
し
さ
に
⻭
を
食
い

り

番
え
た
剣
を
引
く
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水
の
螺
旋
剣
と

弾
時
の

発
は
中

の

ス
で
ダ
メ

ジ
を
与
え
て
い
る

中
回
復
行

動
を
取
ろ
う
と
す
る
が
水

発
の
ノ

ク
バ

ク
で
中
断
さ
れ
る
の
で
気
付
け
ば
ボ
ス
の

も
残
り
五

ま
で

て
い
る

 
私
が
ヘ
イ
ト
を

い
で
い
る
間

あ
の
二
人
も
必
死
に

て
い
る
の
だ

 
サ
チ
も
今
は
見
て
い
る
だ
け
で
は
無
い

さ

き
ま
で

然
と
し
て
い
た
彼
女
も
今
は
紅
の

魔
槍
を

ぎ

無
限
槍

の
力
を
持

て
ボ
ス
を
攻
撃
し
て
い
る

 

無
限
槍

最
上

ド
ス
キ
ル

ス
プ
レ

ド
・
ス
ピ
ア

 
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ
で
投

し
た
魔
槍
を

弾
す
る
ま
で
に

十
本
と
複
製
す
る

離

に
応
じ
て
複
製
本
数
が
変
わ
り

し
て
攻
撃
力
が

躍
的
に
上

す
る
技

そ
れ
が
無
限

槍

の

の
手

強
力
な
武
器
で
あ
る
魔
槍
を

⻑
槍

ス
キ
ル
の
中
で

一
の

力
を

誇
る

ド
ス
キ
ル
で
投

る
の
だ

ま

た
く
同
じ

力
の
も
の
が
一

に

十

百
と

る

だ
か
ら
そ
の

力
は
果
て
し
な
い

 

論

だ
か
ら
こ
そ
彼
女
に
も
ヘ
イ
ト
は
向
く

 
女
王
が
剣
と
槍
を
構
え
た

制
に
樹
の
根
が

り
サ
チ
は
全
力
で

る
も
先
回
り
す
る

よ
う
に
剣
と
槍
が
追
撃
す
る

手

に

た
槍
で
ど
う
に
か

い
た
彼
女
は

し
か
し
足
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の
煉

が
浮
き
上
が
り

上
か
ら

て
来
た
煉

に

み

ま
れ
身
動
き
を

じ
ら
れ

た 
あ
あ
な

て
は
私
も
止
め
る
手

が
思
い
浮
か
ば
な
い

苦

し
く
思
い
な
が
ら
女
王
に

線

を

し

気
付
く

 
空
中
で
動
け
な
い
サ
チ
を

て
女
王
の

が
煌

と

い
て
い
る

確
か
ヒ

ス
ク
リ

フ
達
を
始

す
る

に
も
同
じ
事
を
し
て
い
た

 
で

あ
れ
ば

 

剣
を
番
え
す
ぐ
に
放
つ

今
回
は
水
に
加
え
て
風
の
後

し
も
あ
る
の
で
ス
ピ

ド
が

違
い
に
高
い

真

直
ぐ

し
た
剣
は
女
王
の

眼
を

た

 
空
気
を

わ
せ
る
怒
り
の
絶

が

く

 
ヘ
イ
ト
が

り
悪
⻤
の
形

で
ボ
ス
に

ま
れ

残
る

の
眼
か
ら
紅
の
光
線
が
放
た

れ
る

反
応
出
来
ず

か
れ

の
部
分
で
上
下
が
分
か
れ
た

自
分
の
足
が
先
に
堕
ち
て
い
く

の
が
見
え
る

 

界

に

る
ゲ

ジ
も

た

た
い
ま
空
に
な

た
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で
も
た
だ
で
終
わ
ら
な
い
の
が
私
だ

そ
う

に
殺
さ
れ
て
や
る
つ
も
り
は
な
い

鼠

は
猫
に
す
ら

み
付
く
と
い
う

手
負
い
の
獣
は
よ
り

猛
に
な
る

 

に
ア
バ
タ

が

す
る
前
兆
と
思
し
き
発
光
は
始
ま

て
い
る

さ
れ
な
け
れ
ば
数

は
残
る
ら
し
い

 

だ
が

数

も
あ
れ
ば
十
分
だ

 
一

手
に
持
つ
黒

弓

を
構
え
る

 
二

剣
を
番
え

引
く

 
三

イ
メ

ジ
で
風
と
水
を

わ
せ
る

 
四

指
を
離
し

放
つ

 
五

風
水
を

う
剣
は
真

直
ぐ

し
た

 
六

女
王
の

目
か
ら

紅
の
光
線
が
ま
た
放
た
れ

風
水
剣
と
衝
突

 
七

剣
が
弾
か
れ
た

キ
リ
ト

後
は
頼
ん
だ
わ
よ

 
真
下
で

き
な
が
ら
剣
を
振
る
う
少
年
に
エ

ル
を
送
る

 



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
八

紅
の
光
に

ま
れ
た

  
九

私
は

か
れ
た

  

だ
い
す
き

き
り
と

  
じ

う
び

う

わ
た
し
の
い
し
き
は
や
み
に
し
ず
ん
だ

  
シ
ノ
ン
が
と
う
と
う

た

き

と
ば
か
り
に
弓
を

た
が
そ
れ
を
真

向
か
ら
破

ら
れ

彼
女
は
真
紅
の
閃
光
の
中
に
消
え
て
い

た

 

を
使
う
も
う
一
人
の
プ
レ
イ

静
な
判
断
と

嗟
の
機
転
で

地
を

り
越

え
る

の

手

 
彼
女
す
ら
も

れ
た
事
実
に

を

め
つ
つ
槍
を
ま
た
投

る

ア
ル
ベ
リ
ヒ
か
ら
解
放
さ

れ
た
時
に

得
し
た
無
限
槍
の
力
で
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
て
い
る
け
ど
裏
返
せ
ば
そ
れ

は
ヘ
イ
ト
を
一
身
に
集
め
て
い
る
事
で
も
あ
り

女
王
は

の
タ

ゲ

ト
を
私
に
定
め
て
い
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る

樹
の
根
や
剣

槍
の
矛
先
が
自
分
を

て
い
る
か
ら
す
ぐ
分
か
る

 
さ

き
は
シ
ノ
ン
の
お

で
九
死
に
一
生
を
得
た

そ
の
代
わ
り

彼
女
は
死
ん
だ

 

本
来
シ
ノ
ン
は
戦
わ
な
く
て
い
い
人
だ

た

 
リ

フ

と
シ
ノ
ン
は
意

せ
ず
し
て

き

ま
れ
た

の
人
間

ら
レ
ベ
ル
が
高
く
な
ろ

う
と
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
得
よ
う
と
戦
う
か

か
は
本
人
が
決
め
る
事

だ
か
ら
彼
女
ら
の

決
断
を
キ
リ
ト
達
は
尊
重
し
て
こ
れ
ま
で
共
に
戦

て
来
た

 
だ
け
ど
や

り
思
う
の
だ

さ

き
死
ぬ
べ
き
だ

た
の
は

私
な
の
で
は
な
い
の
か
と

 
少
な
く
と
も
シ
ノ
ン
が

な
け
れ
ば
私
が
死
ん
で
い
た
事
は
確
実
だ

 

そ
れ
で
も
彼
女
は

私
を
助
け
て
く
れ
た

 
自
分
の
命
を

し
て
ま
で

 
な
ら
私
は

に
こ
の
命
を
捨
て
る
べ
き
で
は
無
い

そ
れ
は
彼
女
の
覚
悟
を

す
る
行

い
だ
か
ら

 

静
に

る

を
見
る

ぐ
に

り
ぐ
に

り
と
不

な
動
き
を
し
て
い
る
が
あ
ま
り
に

大
な
故
か
方
向
そ
の
も
の
に
変
わ
り
は
無
い

あ
れ
の
上
に

れ
ば

る
と
見
た

 
そ
う
見
越
し
て
前
進

先

の
や
や
手
前
で
大
き
く

躍
し
樹
の
根
の
上
に

る

動
き
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け
る
そ
の
上
を
ど
う
に
か
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
全
力

 
女
王
が
忌

し

に

を
歪
め

槍
を
突
き
出
し
て
く
る

 
そ
の
槍
を

魔
槍
を
翳
し
て
横
に

ら
す

大
き
く
弾
き
上

た
後

魔
槍
を
分
裂
投

し

ダ
メ

ジ
を

い
だ

 
残
り
三
本

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 
突
然
女
王
が
雄

び
を
上

た

近
く
に
い
た
自
分
は
あ
ま
り
の
圧
力
に

ま
で
吹

ば

さ
れ
る

見
れ
ば
少
年
と
彼
の
義
姉
も
同
じ
よ
う
に
吹

ば
さ
れ
て
い
た

 
己
に

が
る

を

し
た
女
王
は

槍
の

突
で

を
強
く

く

 
す
る
と
ガ
ラ
ス
が

れ
る
よ
う
な

と
共
に
女
王
の
全
身
を

明
の

が

た

ま

た

り
直
し
た
の
だ

の

り
が

 
更
に
女
王
は
前

み
に
な
る

ア
レ
は
背
後
に
大
樹
を
出
現
さ
せ
そ
の

を
以
て
傷
を

す
る
モ

シ

ン

一

後
予
想
過
た
ず
大
樹
が
出
現
し
た

体
力
が
危
険

に
入
る
と
同

時
に

を

り
直
し
同
時
に
完
全
回
復
行
動
プ
ラ
ス
体
力
上
限
解
放
を
追
加
す
る
な
ん
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て

と
ん
だ
⻤

コ
ン
ボ
だ

 
だ
が

ま
だ

止
す
る
事
は
出
来
る

 
こ
れ
ま
で
は
ボ
ス
の
体
を
ノ

ク
バ

ク
さ
せ
る
事
で
中
断
し
て
い
た
が
今
回
は
違
う
も
の

を

う

回
復

果
の
あ
る

だ

 

に

え
て
水
一

を

う
な
ん
て
正
気
の

で
は
無
い

で
も
自
分
に
は
魔
槍
ゲ
イ
・

ボ
ル
グ
が
あ
る

た

物
を
決
し
て

さ
な
い
シ
ス
テ
ム
的
必
中
の
槍
が
あ
る

こ
れ
が
あ

る
以
上

不
可
能
な
ん
て
決
し
て

え
な
い

 

こ
の
槍
は

初
め
は
血
色
と
同
じ
く
禍

し
い
因
縁
の
品
だ

た

 
リ
ア
ル
か
ら
の
知
り
合
い
が
恩
人
で
あ
る
少
年
に
復
讐
し
よ
う
と
手
に
し
た
槍
だ

た
か
ら

こ
れ
を
使
う
事
は
ど
う
し
て
も
忌

感
が
あ

て
そ
れ
で
も
強
く
て
攻
略
に

立
つ
か
ら
使

わ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
で
も
今

そ
ん
な
事
は
気
に
し
な
く
て
良
い

彼
ら
の

違
い
は
も
う
終
わ

た

 
あ
と
は
リ
ア
ル
に
還
れ
ば
い
い

も
う

え
な
く
て
も
ま
た

え
て
も
少
年
が
許
さ
れ
る

事
に
変
わ
り
は
無
い
の
だ
か
ら

 
そ
し
て
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
以
上

私
は
全
力
を

く
す
べ
き
だ

月
夜
の
黒
猫

の
一
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と
し
て

 
そ
し
て

あ
の

い
少
年
に

恋
を

く
者
と
し
て

絶
対
外
さ
な
い

 
ゲ
イ

 
槍
を
構
え

目
を

め
る

索

の
遠

補
正
を
全
力
で

か
せ
て
ギ
リ
ギ
リ
見
え
る
光

る

光
の
エ
フ

ク
ト
の
せ
い
で
見
失
い
そ
う
な
そ
れ
は

故
か
今
は
ハ

キ
リ
と
こ
の
眼

に

て
い
た

 
こ
の
目
に

る
も
の
で
あ
る
限
り

人
た
り
と
も

し
は
し
な
い

 
こ
の
世
界
で

た
あ
ら

る
経
験
と
誇
り
に
掛
け
て

ボ
ル
グ

 

一

万
感
の
思
い
を

め
た
一
投
は
紅
の

を
引
い
て
真

直
ぐ
時
に

に

が

て

標
的
へ
と

り

女
王
を

さ
ん
と

た
光
を

き

ら
し
た

 
女
王
を

ら
す
光
が
失
せ

大
樹
も
消
え
る

 

憎
悪
の

で
女
王
が
見
て
来
た

 
で
も
も
う

も
怖
く
な
い

 
だ

て

彼
以
上
に
安
心
出
来
る
人
な
ん
て
い
な
い
ん
だ
か
ら
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キ
リ
ト

後
は

お
願
い
ね

 

の
ポ

チ
か
ら
白
銀
の
宝

を
取
り
出
し

リ

フ

に
投

す

ど
う
い
う
も
の
か

知

て
い
る
彼
女
は
目
を

い
て
見
返
し
て
来
た

 
彼
女
に
手
を
振
り
返
し

女
王
を
見
る

 

間

緑
が

し
寄
せ

さ
れ
た

  

線
の
先
で

穏
や
か
に

む
女
性
が
樹
の
根
に

ま
れ

消
え
て
い

た

 

を

ら
れ
た
上
に
回
復
ま
で
さ
れ
て

そ
れ
を
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
絶
望
的
な
状
況

で
彼
女
は

し
を

す
一

の

を
槍
で

く
と
い
う
常
識
外
の
事
を
や

て
の
け
最
後
の

を
し
て
く
れ
た

 
し
か
も
こ
の
世
界
で

一
の
宝
物
と
い
う
十

間
限
定
の

生
ア
イ
テ
ム
ま
で

 
も
う
あ
た
し
達
以
外
は

な
く
な

て
し
ま

た

大

が
戦
闘
開
始
直
後
の
乱
戦
で
蹂
躙
さ

れ

そ
の
後
は
一
人
一
人

る
よ
う
に
殺
さ
れ
て
い

た

的
確
な
反
撃
を
し
て
い

た
け
ど

そ
れ
は
慰
め
に
も
な
ら
な
い

あ
あ
あ
あ
あ

 
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
怒
り

き

ぶ
義
弟

 
狂

た
よ
う
に
女
王
へ
突

を
仕
掛
け
た
彼
は
ヘ
イ
ト
を
一
心
に
集
め
て
い
る

で
も
そ
れ
は

己
が
身
を

み
な
い
特
攻

と
死
ん
で
い
く

間
の
事
を

え
て
未
来
を
思

て
心
が

ま
れ
て
い

て
い
る

 
そ
れ
で
も
剣
を
取

て
い
る
の
は
あ
た
し
が
生
き
て
い
る
か
ら
か

そ
れ
と
も
み
ん
な
生
き

て
帰
れ
る
と
い
う
可
能
性
を
捨
て
な
い
で
い
る
か
ら
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
彼
の

い
決
意
は

に

れ
か
か

て
い
る

生
き
よ
う
と
思
え
た
少

年
の
意
思
が

え
よ
う
と
し
て
い
る

 
そ
し
て
あ
た
し
は
そ
れ
を

な
い

間
違
い
な
く
こ
の
戦
い
で
死
ぬ
だ
ろ
う

も
う
自
分

が
付
い
て
行
け
る

で
は
無
い

今
も
女
王
と
義
弟
の
タ
イ
マ
ン
勝
負
に
な

て
し
ま

て
い

る 
あ
た
し
は
樹
の
根
や

じ
な
ど
間

的
に

手
に
さ
れ
て
い
る
だ
け

シ
ノ
ン
達
と
違

て
遠

離
攻
撃
手

を
持
た
な
い
か
ら

ヘ
イ
ト
を
集
め
ら
れ
ず

こ
う
な

て
い
る

 
で
も
き

と

あ
た
し
で
も

あ
の
子
を
助
け
ら
れ
る
時
が
来
る

 
今
の
キ
リ
ト
は

も
見
え
て
い
な
い

た
だ

が
憎
く
て
我
を
忘
れ
て
し
ま

て
い
る

人
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格

合
に
よ
る

で
憎
し
み
が
表
に
出
過
ぎ
て
い
る

以
前
な
ら
戦
闘
中
は
哀
し
み
を

し
殺

し

後
で
決
壊
さ
せ
る
パ
タ

ン
だ

た

人
間
ら
し
い
と

え
ば
そ
う
だ
が

今
は
不

だ

 
そ
し
て

そ
の
時
が
来
た

 
ボ
ス
の
剣
や
足

み
を

け

後
退
し
た
彼
は

後
ろ
か
ら

る
樹
の
根
に
気
付
い
て
い
な

か

た

直
前
で
振
り
向
い
た
が
も
う

い

ド
ン

と
大
き
な

と
共
に

へ

ね
上

ら
れ
た

 
そ
し
て
振
り
下
ろ
さ
れ
る

剣

 
華

な
彼
は

真

二
つ
に

断
さ
れ
た

キ
リ
ト

 
女
王
は

わ
し
か

た

を

し
最
後
の
一

へ
と

い
を
変
え
て
い
る

だ
が
そ
ん
な

事
は
ど
う
で
も
い
い

に
晒
さ
れ
て
い
る
あ
の
少
年
の
下
に
あ
た
し
は
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ

  

一
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還
魂
の
聖

は
死
亡
し
て
か
ら
十

以
内
に
し
か
使
え
な
い

同
時
に
こ
れ
は
結

ア

イ
テ
ム
の
一
種
の
よ
う
で

果

も
同
程

で
設
定
さ
れ
て
い
る

つ
ま
り
近
付
か
な
い
と

使
え
な
い
の
だ

 
そ
う
し
て

全
力
で

り

空
中
で
少
年
を

き

め
る

に

な
ど
無
い
彼
の
目
は
虚

ろ
だ

た

絶
望
し
て
い
る

  

二

 
上

 

わ
れ
て
見
れ
ば
女
王
が

剣
を
突
き

と
そ
う
と
し
て
い
た

は
樹
の
根
で

わ
れ

て
お
り

場
は
な
い

  

三

  
こ
の
ま
ま
あ
た
し
も
死
ぬ

よ
し
ん
ば
キ
リ
ト
を

生
さ
せ
て
も

生
す
る
と
同
時
に

方
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死

結
果
ゲ

ム
オ

バ

は

れ
な
い

 

そ
ん
な
の
は

だ

 
あ
た
し
が
死
ぬ
事
は
こ
の

生
ア
イ
テ
ム
を
使
う
と
決
め
た
時
点
で
そ
う
な
る
と
予
想
し
て

い
た

死
に
た
く
は
な
い
が
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
死
ぬ
し
か
な
い
か
ら
仕
方
が
無
い

  

四

 
ま

た
く

あ
な
た
は
本

に

手
の
掛
か
る
子
ね

 
に
こ
り
と

て

上

身
だ
け
の
弟
を

き

め
る

  

五

  

直
後

剣
に
圧
殺
さ
れ
た

 
全
身
に

が

る

も
か
も
ぐ
ち

ぐ
ち

に
引
き
回
さ
れ
る
よ
う
な

み

の

か
ら
指
の

全
て
に
至
る
ま
で

い

く
な
い
と
こ
ろ
な
ん
て
一
つ
も
無
い
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六

  
だ
が
そ
れ
で
も
あ
た
し
は
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
れ
よ
り
も

か
に

が

て
い

る
義
弟
の

に

 

そ
れ
は

か
ら
見
れ
ば
狂
気
の

だ
ろ
う

 
絶
望
し
て
い
る
子

を
無
理

理
戦
わ
せ
よ
う
と
す
る
外
道
の
行
い

自
分
は
そ
の
ま
ま
退
場

し
て

後
の
事
は

し
付
け
る
と
い
う
人
と
し
て
最

な

業

  

七

  
そ
う

わ
れ
た

て
構
わ
な
い

 
た
だ
可
能
性
の
問

だ

あ
た
し
が
や
る
よ
り
は
こ
の
子
の
方
が
ク
リ
ア
出
来
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
だ
け
の
話

 
だ

て
キ
リ
ト
は
死
に
た
い
な
ん
て
も
う
思

て
い
な
い

生
き
た
い
と
望
ん
だ
の
だ

み
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ん
な
で
生
き
た
い
と

た

だ

た
ら

そ
の
た
め
に
動
く
の
が

お
義
姉
ち

ん

だ  

八

  
目
指
す
も
の
は
ハ

ピ

エ
ン
ド

そ
の

な
ら
あ
た
し
は

命
す
ら
も

し
て
戦
お
う

 
彼
の

せ
に
は
自
分
が

る

彼
の

せ
が
成

す
る
時

そ
れ
は
あ
た
し
も
死
の
淵
か
ら

て
い
る
と
い
う
事
を
意
味
す
る

そ
の

に
は
ま
ず
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

 
だ
か
ら
あ
た
し
は

葉
を
紡
ご
う

 
白
銀
の
宝

よ

人
の
命
を
救
う

の
宝
物
よ

ど
う
か

願
い
を

き

て

  

九

 

生

キ
リ
ト
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義
弟
の
体
に

し
付
け
て

力
い

い
文

を

え
る

 
宝

が

い

と
立
て
て

け

り

中
に

ま

て
い
た
白
い
光
が
少
年
を

み

む

今
に
も
消
え
そ
う
な
く
ら
い
色
を
喪

て
い
た
華

な
子

の
色
が

て
来
る

 
そ
れ
は
ま
る
で

新
た
に
生
の
祝
福
を

け
た
よ
う
に
も

天
使
に
も

見
え
て

 

き
れ
い

 
目
の
前
が

や
け
る
中
で
そ
れ
で
も
ハ

キ
リ
と
見
え
た
彼
の

は
そ
の
一

に

き
た

 
色
を
取
り

し
た
彼
は
目
を

き
あ
た
し
を
見
て
来
る

多
く
の
疑
問
が

交

に
な

て

に
で
き
て
い
な
い
よ
う
な

惑
の
表
情

 

と

み
を
浮
か
べ
る

と
て
も
か
わ
い
ら
し
か

た

あ
と
は

せ
た
か
ら

は

リ
ア
ル
で
会
お
う
ね

 
そ
う
別
れ
を

て

 
あ
た
し
の
意
識
は

闇
に

ん
だ

  

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

標

日
時
２
０
２
４
年

月

日

後

時

分
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ゲ

ム
は
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た

 

り
返
し
ま
す

  

ゲ

ム
は

ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た
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第
百
四
十
章
 

孤

独

の

剣

士

た

た
一
人
取
り
残
さ
れ
て

孤

高

に

至

る

さ
れ
ど
彼
の
者

孤
独
に
非
ず

  

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
ネ
タ
バ
レ
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル

ク

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
以
前
二
つ
あ

た
第
百
四
十
章
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
な
り
ま
す

点
の

番
も
変

わ

て
た
り

 

点
は
第
三
者

直
葉

楯
無

ク
ロ
エ

 
文

数
は
約
三
万

 
で
は
ど
う
ぞ
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

   

け
る

 

け
る

 

け
る

 
年

も
い
か
ぬ
小

な
少
年
は
魔
剣
と
聖
剣
を
手
に
死
線
を
潜
る

重
と
重
な
り

重
と

し
寄
せ
る
死
線
の
数

そ
の
全
て
を

け

け
る

 
声
が

れ
た

 
か
な
お
と

金

し
か
立
た
ぬ
無

の
空
間
に
そ
れ
は
上
が
る
が
無
作

の

で
掻
き
消
さ
れ
る

そ
れ

は
足

そ
れ
は
金
属
が

れ
る

そ
れ
は

剣
の

死
へ
と
誘
うき

ざ
は
しを

上
る

少
年
の
命
を

さ
ん
と

る
波

そ
の
も
の

 
戦
い
始
め
て

程
経

た
か

 
キ
リ
ト

少
年
に
は
も
う
分
か
ら
な
い

界

に
時

は
あ
る

夜
が
空
間
に
は
あ
る

だ
が
そ

れ
ら
は

に
意
味
を

し
て
い
な
い

か
な
意
識
の
ず
れ
が
命
取
り

一

一

が
常
に
生
死
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を
分
か
つ
大
勝
負

今
の
時
な
ど

事

 
こ
れ
は

家現
実
へ
還
る

の
最
後
の

 

最
初
の

練

城
の
王
を
打
倒
し
た

 

第
一
の

練
其
の
一

獣
の
王
を
撃
破
し
た

 

第
一
の

練
其
の
二

森
の
王
を
打
破
し
た

 

第
一
の

練
其
の
三

の

を

破
し
た

 

第
一
の

練
其
の
四

氷
の

を

破
し
た

 

第
一
の

練
其
の
五

剣
の

を

逆
し
た

 

第
一
の

練
其
の
六

九
武
神
を

滅
し
た

 

第
二
の

練

千
の
迷

を
制
覇
し
た

 
そ
し
て

こ

れ

第
三
の

練
が
最
後
の
大

 
こ
の
死
闘
を
制
せ
ば

み

ん

な

の

下

求
め
る
場

へ
と
還
る
事
が
出
来
る

そ
れ
だ
け
を
希
望
に
剣
を
手
に

け

け
て
い
た

止
ま
る
事
は
知
ら
な
い

知

て
い
て
も
止
ま
る
事
を
自
ら
許
さ
な
い

 

故
止
ま
ら
な
い

 
そ
う
問
わ
れ
れ
ば

少
年
の

え
は
一
つ
だ
け
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孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 

こ
れ
が

の

ん
だ
道
だ
か
ら

還
り
た
い
場

に
還
る

だ

 

る
絶
望
を
前
だ
ろ
う
と
剣
士
の

え
は
一
つ
だ
け

そ
れ
だ
け
が
己
の
生
き
る
目
的

戦
う

行

は
そ
の
た
め
の
手

に
過
ぎ
な
い
戦
わ
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
か
ら
剣
を
取

た
だ
け

の
事

 
仮

己
の
生

・だ
・け

望
ん
だ
な
ら
戦
う
必
要
が
無
か

た
と
し
て
も

 
そ
の
先
に

少
年
が
望
む
場

は
存
在
し
な
い

 
戦
い
た
い
か
ら
で
は
な
い

た
だ
生
き
た
い
か
ら
で
も
な
い

・還
・り
・た
・い
・場
・

へ
還

り
た
い
だ
け

 

よ
り
も

な
想
い
一
つ
で
戦

て
い
る
だ
け
の
事

不
だが
か無
らい

希
望
は

え
な
い

 

か
な

息

に

る

い

み
を
無

し

剣
士
は
再
び
立
ち
上
が
る

 

ま
る
時
が

ん
の
数

あ
れ
ば
⻑
い
方

 
精
神
は

体
も
重
い

感
じ
る
心
も

ま

た

 

る

見

す
限
り
が
人
人
人

人
に

め

く
さ
れ
た
光

ば
か
り

斬

た
数
は

千
で
は

か
な
い
万
で
も
足
り
な
い
あ
と
ど
れ
だ
け
残

て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い

終
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わ
り
の
見
え
な
い
死
闘
だ

た

 

剣
士
の
正
気
は
と
う
の

に
消
え
失
せ
た

 
そ
れ
で
も

ん
だ
道
か
ら
外
れ
な
い

 
仮

け
そ
う
で
も

 
い
く
ら

ま
れ
よ
う
と

 
ど
れ
だ
け
苦
し
か
ろ
う
と

 
ど
れ

ど
死
に

し
よ
う
と

 
希
望
を

く
剣
士
に

め
は
存
在
し
な
い

 
道

はを
にに
投

び
ら終
れえ
たた
今今
死そ
ぬの
時命
以

外え
でる

時
めに
るの
事み
は剣
決士
しは
て

無め
いる
のの
だだ
かか
らら

  

剣

士

は

ケ

ツ

イ

に

た

さ

れ

た

ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
ｓ
Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
ｍ
ａ
ｎ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

   

ド

ア

ト

・

オ

ン

ラ

イ

ン

Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

 
世
界
を

乱
に

れ
た
悪
魔
の
デ
ス
ゲ

ム
は
多
く
の

多
く
の

間
に

さ
れ

代
償
を
払
い
つ
つ
も
戦
い

い
た
一
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

人
の
少
年
に
よ
り

２
０
２
４
年

月

日
を
以
て
幕
を

じ
た

 
生
死
を

し
た
仮
想
世
界
か
ら
生
還
出
来
た
人
数

８

人

 
ロ
グ
イ
ン
数
一
万
か
ら
引
い
た
２
１
４
名
が
ゲ

ム
ク
リ
ア
し
て
以

に
判
明
し
た
最
終
的
な

・未
・帰
・還
・者
・数

 
あ

た

し

桐

谷
直
葉
が
そ
れ
を

か
さ
れ
た
時

ま
さ
か

と

な
想
像
を
し
た

 
最
初
期
に
報
道
さ
れ
た
死
亡
者
数
か
ら

・一
・人

だ
け
増
え
て
い
る

 
逆
に

え
ば

・デ
・ス
・ゲ
・

・ム
・

・

・か
・ら
・ゲ
・

・ム
・ク
・リ
・ア
・ま
・で
・の
・間
・に
・死
・ん
・だ
・人
・は
・生
・還
・し
・て
・い

・る

そ
れ
は
自
分
が
生
還
し
た
事
か
ら
も
明
ら
か
だ

た

あ

の

戦

い

ラ
ス
ト
バ
ト
ル
で
あ
た
し
が
死
ん
だ

事
は

れ
も
な
い
事
実

 
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
時
点
で
生
き
て
い
た
者
達
も

め
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

は
生
還
し
た

 
で
は

増
え
た
一
人
は
一
体

だ

  

あ
の
世
界
が
終
わ
る
前
日
の
夜

あ
の
少
年
は
自
分
に
だ
け
語

た
事
が
あ
る

  

こ
の
世
界
を
ク
リ
ア
し
た
時

生
還
す
る
プ
レ
イ

は

か
分
か
ら
な
い
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ラ
ス
ト
ボ
ス
の

を
取

た
者
だ
け

ク
リ
ア
時
点
で
生
存
し
て
い
る
者
だ
け

そ
れ

と
も
全
損
者
も

め
て
全

生
還
す
る
の
か

あ
る
い
は

共
全
滅
か

そ
れ
す
ら
も

に
さ

れ
て
い
る

 

現
実
的
に

え
れ
ば

生
存
者
だ
け
と
い
う
可
能
性
が
最
も
高
い

 

だ
が
最
悪
の
可
能
性
は
無
数
に
存
在
す
る

 

仮
想
世
界
は
常
に

価
交
換
で
成
り
立

て
い
る

リ
ス
ク
を
背
負
う
か
ら
強
く
な
れ

る

金
を
払
う
か
ら
物

を

え
る

 

な
ら

命
は

 

命

を
救
う
な
ら

を
代
価
に
す
れ
ば
い
い

 

も
し

 

も
し
も
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
が

が

あ

る

よ

う

に

か
以
前
か
ら
仕
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
り

い
が

だ

と
す
れ
ば

  

そ
の
先
を

彼
は
決
し
て

わ
な
か

た

  
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
を
終
え
た
後
本

に
自
分
は
現
実
へ
と
還
る
事
が
出
来
る
の
か

確
証
を
得
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

て
い
な
い
事
に
気
付
い
た
少
年
は
た
だ
華

な
体
を

わ
せ

え
て
い
た

 
あ
の
時
の
会
話
が

裏
に
浮
か
ん
だ
あ
た
し
は

わ
れ
た
自
分
の
面
倒
を
見
て
く
れ
て
い
た

護
師
に
頼
み

み

対
策
チ

ム
の
リ

ダ

と

触

 
そ
し
て
知

た

 

和

人

キ
リ
ト
は

デ
ス
ゲ

ム
が
終
わ

て
も
未
帰
還
者
の
ま
ま
だ

た
の
だ

  

無
心
で

め
の

刀
を
振
る
こ
と
約
三
百

 

く
回
復
し
た
体
を
壊
さ
な
い
程

の
ノ
ル
マ
を
こ
な
し
た
の
で
一
息
入
れ
る
事
に
し
た

ま

た
体
に
は
じ
ん
わ
り
と

が
に
じ
ん
で
い
て
そ
の
部
分
は
冬
特
有
の
か
ら

風
が

を

で
る

に
一

た
く
感
じ
る

 
縁

に

い
て
い
た
タ
オ
ル
で

を

き
つ
つ

ト
ボ
ト
ル
を
手
に
取
り

水
を

む

を

り

に

達
し
た

水
は
き
ん

と
そ
の
水

を
主

し
た

 

う

と
穏
や
か
な
風
が
吹
い
た

さ
む

 
２
０
２

年

月



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
解
放
さ
れ
て
か
ら

く
も
三

月
が
経

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

が
生
還
し
て
か
ら
現
実
で

て
い
た
の
は
過

な
リ
ハ
ビ
リ
の
日

だ

た

 
一
部
を

い
て
二
年
の

た
き
り
を
強
い
ら
れ
た
肉
体
は
や
せ

え

肉
と
骨
は

し

己
の
体
を

え
る
事
す
ら

食
事
を

み

む

力
呼

物
の

す
ら

え
て

い
る
か
ら
回
復
は

か

た

力
を
付
け
る
に
は
運
動
が
必
要
だ

だ
が
運
動
す
る
だ
け
の

力
が
無
く
骨
も

く
タ
ン
パ
ク

を
摂
取
し
よ
う
に
も

下
の

力
は
足
り
ず

の
消
化
機
能
す
ら
マ
ト
モ
に

か
な
い

 
必
然
的
に
ベ

ド
の
上
で

節
を
動
か
さ
ず

勢
を

持
す
る
タ
イ
プ
の

力

練
を
行
う

事
に
な

た

下
し
た

力
の
向
上
に
有

と
さ
れ
る
こ
の

練
は
地
道
か
つ
⻑
期
的
に
行
う

必
要
が
あ
り

ま
た
性
別

年

に
よ

て
成
果
も
異
な
る

 
今
も

で
リ
ハ
ビ
リ
に

む
生
還
者
達
は
少
な
く
な
か

た

 

中
で

き

ま
れ
た
面

は

た
き
り
の
期
間
が

く
年

的
に
成
⻑
期
と
い
う
の
も
あ

て

応
の
回
復
速

を
見
せ

三

月
が
経
つ
今

に
三
人
と
も
退

し
て
い
る

 
と
は

え

い
か
ら
こ
そ
喪

た
も
の
も
あ
る
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
あ
た
し
達
は
三
人

て

験
生
だ

た

年
近
く
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
い
た
身
で

強
な
ど
追
い
付
く

も
無
く
ま
た

で
出

日
数
が
足
り
て
い
な
い
の
で

年
は

確
定

的 
一
応

も
そ
の

は
対
応
し
て
く
れ
て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
自
分
の
意
思
で
入

た

で
は
無

い
た
め
情
状

の

地
あ
り
と
さ
れ
た
の
だ

 
回
復
が
最
速
だ

た
神あ

の
男
は
リ
ハ
ビ
リ
の
合
間
に

強
し
て

で
有
名
な

越
学
園
へ
の

験

格
を
も
ぎ
取

た
と
い
う

越
学
園
は
必
要
な
学
力
は
極
め
て
平

的
だ
が

業
後
の

の

旋
に

し
て
は

一
と
さ
れ
て
い
る
せ
い
か

争

は
非
常
に
高
い
の
だ
が
そ
こ
を
突
破

し
た
点
は
流

と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い

対
策
チ

ム
も
そ
こ
は

い
て
い
た

 
シ

ノ

ン

は
平

的
な
学
力

か

格
を
取

て
い
る

で
も

望
す
る

験
候
補
も
無

い

が
新
た
に
開
設
す
る
学

へ
の
編
入
を
決
め
た
と

い
た

 
国
立
学

に

た
る
そ
れ
は
中
学
高

大
学
を

立
す
る
一

と
し
て
新
た
に
開
設
さ
れ
る

場

で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
二
年
を
喪

た
学
生
達
に
対
す
る

セ

フ
テ

ネ

ト
の

を

て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
六

強
が
学
生
と

わ
れ
て
い
る
の
で
必
要
不
可
欠

な

設
だ

特
に

属
年
数
に
限
り
が
あ
る
高

大
学
な
ど
の
学
生
に
と

て
は
正
に
救
い
だ
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ろ
う

 

然
だ
が

は

悲
の
心
だ
け
で
そ
れ
を
開
設
し
た

で
は
無
い

 
そ
の
学

は

会
復
帰
を

す
る
セ

フ
テ

ネ

ト
で
あ
る
と
同
時
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者

達
を

め
て
監

す
る
収
容

設
の

も
同
時
に
持

て
い
る
か
ら
だ

 
お
よ
そ

年
前
か
ら
可
能
に
な

た
キ

リ

ト

内
部
プ
レ
イ

と
の
交
信
を

い
て
現
実

が
知
り

得
る
情
報
は
プ
レ
イ

の
ロ
グ
の
み

ど
こ
に

が

た
か
レ
ベ
ル
は
ど
れ
く
ら
い
か
ま
で

で

を
し
て
い
る
か
は
不
明
だ

然
キ
リ
ト
が

せ
る
情
報
に
も
限
り
が
あ
る
た
め
オ
レ
ン

ジ
や
レ

ド
常

に
つ
い
て
の
把
握
に
も
ム
ラ
が
出
る

最
も
彼
ら
を
把
握
し
て
い
る
少
年
も

未
だ
帰
還
し
て
い
な
い
の
で
は
お
手
上

だ

た

 
そ
こ
で
出
た
の
が
先
の
学

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
は
十
把
一
絡

に
異
常
者
と
世
間
か
ら
は
思
わ
れ
て
い
る

異
常
な

境

に
身
を

い
た
せ
い
で
精
神
に
変
容
を
来
し
て
い
る
と
語
る
過

世
論
者
の

葉
が

し

て
い
た
の
だ

そ
れ
を
表
す
よ
う
に
一
部
の
帰
還
者
が

罪
を

す
事
も
あ
り

定
出
来
な
い

見
解
に
な

て
い
た

そ
ん
な
者
達
を

の
学

も

け
容
れ
た
く
は
な
い
だ
ろ
う
し
事
実

し
た
学

あ
る
い
は
在

生
の
保
護
者
が

え
て
転

を

な
く
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

ゲ

ム
ク
リ
ア
が
間
近
で
生
還
の
希
望
が
見
え
始
め
た

に

え
が
多
く
な

た
と

い
た

 
そ
の
解
決

を
出
し
た
の
は
対
策
チ

ム
で

主
導
は

の
リ

ダ

で
あ
る
眼

の

人

 

人
は
か
な
り

広
く

が

く
様
で

部
に
あ

た

中
高
一

の

後
者
を
再

す
る
形
で
新
た
な
学

を
設
立

更
に
は
食

な
ど
を
共

に
す
る
事
で

は

小
さ
め
だ
が
大
学
を
も

設
し
た

 
正
直

を
目
的
で
動
い
て
い
る
の
か

め
な
い
か
ら
あ
ま
り
信

し
た
く
な
い
の
だ
が
そ
れ

で
も
あ
の

人
に
は
感

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

 
あ
の
男
性
は
と
て
も
親
身
に
し
て
く
れ
て
い
る

特
に
義
弟
に

す
る

問
に
は
す
ぐ
さ
ま

え
る
く
ら
い

極
的
な

を
見
せ
る

い

そ

か
企
ん
で
い
る
の
で
は
と
思
う
く
ら
い

し

い
し

失
礼
な
話
だ
が

あ
の

み
は

く
思
う
け
れ
ど
そ
れ
で
も

と
地

は
確

か
だ

人
間
性
や
思
惑
は
ま
だ

り

ね
て
い
る
が
そ
の
手

と
行
動
力
は

直
に
称

す
る

 
あ
の

人

二

と
い
う
男
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

に

け
る
現
実

の
最
大

労

者
と

え
る
だ
ろ
う

の
手
配
は

論

そ
れ
以

の
対
応
は
非
常
に

速
だ

た

 

あ
ま
り
の
速
さ
に
裏
を

ぐ

て
し
ま
う
の
は
義
弟
の
影

か
生
来
の
人
間
不
信
故

か
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と
も
あ
れ

二

は
今
も
躍

に
な

て
義
弟
の
面
倒
を
見
て
く
れ
て
い
る

 

・世
・間

の

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

は
終
わ

た

 

け
れ
ど
ま
だ
サ

バ

は

し
て
い
る

一

止
ま
り
掛
け
た
そ
れ
は
再

動
し

同
時
に

像
は

切
れ
て
し
ま

た

 

彼
に
と

て
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

は
ま
だ
終
わ

て
い
な
い
ん
だ
よ

 

彼
は
今
も

デ
ス
ゲ

ム

あ
の
世
界
で
戦
い

け
て
い
る

 
あ
の

人
は
そ
う

て
い
た

 
一
応
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
の
バ
イ
パ
ス
を
確
認
し
て
み
た
が
彼
の
ロ
グ
は
未
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内
に

あ
る
ら
し
く

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
迷
い

ん
で
い
る

で
は
無
い
ら
し
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ボ
ス
戦
の

像
が
あ
ま
り
に
大
き
な
反

を
呼
び
義
弟
の

性
も
明
ら
か
に
な

た

今
は
セ
キ

リ
テ

や
安
全
面
の
問

も
あ
り
最
初
に
入

し
て
い
た

文

ノ
水
に
あ
る

か
ら
自
衛
隊
も

に
な
る
軍

の

に
転

し
て
い
る

な
ん
と
ア

ミ

ス
フ

ア
の
構

上
実
家
か
ら
動
か
せ
な
い
自
分
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た

護

師

安

ナ
ツ
キ
も

は
そ
こ
か
ら
の

だ

た
よ
う
で
そ
の

の

動
や

け
入
れ
は
非
常
に
ス
ム

ズ
だ

た
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
少
し

べ
た
が
彼
が

た

は

戦
時
下
に

け
る

戦

が

こ
り
で
務
め

て
い
る

護
師
は
全

海
空
い
ず
れ
か
の
自
衛
隊

つ
ま
り
軍
部
の

を
持

て
い

る
と
い
う

 
そ
れ
を
知

て

二

に
対
す
る

疑
が
更
に
深
ま

た
の
は

然
だ
ろ
う

 

郷

之
を

え
る

と
の

 
新
た
に

わ
れ
た
プ
レ
イ

の
保
護
更
に
は
未
帰
還
者
の
転

先
に
自
衛
隊

の

を

ぶ
と
い
う
行
動

 
本
来

と
自
衛
隊
は
水
と

の

で
あ
り
そ
の
間
を
取
り
持
つ
な
ん
て
ま
ず
不
可
能

だ

し
か
し

は
実

に
そ
れ
を

し
て
み
せ
た

更
に
は
自
衛
隊

属
で
あ
ろ
う

護
師
を

個
人
の
家

に
未
帰
還
者
の
世
話
を
す
る
よ
う

・指
・示

し
た

 
こ
れ
ら
の
事
か
ら
あ
の
男
は

人
で
あ
る
と
同
時
自
衛
隊
の

を
も
持

て
い
る
と
予
想

出
来
る

後
者
の

は

護
師
よ
り
も
上

全
体
か
ら
見
て
も
か
な
り
高
い
方
に
あ
る
だ
ろ

う 

正
直
な
話

こ
の
時
点
で

二

に
対
す
る
信

は
無
い

 
信
頼
は
す
る

少
な
く
と
も
悪
を

す
べ
く
動
い
て
い
る

で
は
無
い
事
が
よ
く
分
か
る
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動
だ

た

 
だ
が

個
人
と
し
て
見
る
な
ら
あ
の
男
は
恐
ら
く
悪
だ

か
良
か
ら
ぬ
事
を
企
ん

で
い
る

そ
の

と
し
て
義
弟
を
定
め
て
い
る
事
も

と
な
く
分
か
る

そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
こ

ま
で
大

に
動
か
な
い

 

対
策
チ

ム
に
は

ノ
之
束

士
も

た

 
あ
の
女
性
は
絶
対
に
あ
の
少
年
を
裏
切
ら
な
い

彼
に

名
す
者
か
ら
護
る

に
全
力
を

く

す
だ
ろ
う

だ
か
ら
人

い

つ

い
な
女
性
は
あ
そ
こ
に
身
を
寄
せ
て
い
た

 

彼
女
に
後
を

せ
る
方
が
自
然
だ

 
女
尊
男

風

は
日
本
を
中
心
に
広
ま

て
い
る

だ
が

一

を

す
る
見
解
の
オ

フ
が
世
界
的
に
広
ま

て
い
て

人
で
あ
る
男
性
は
絶
対
そ
れ
を
把
握
し
て
い
る

把
握
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
自
衛
隊
が

在
す
る

へ
の
転

を
行

た

 
そ
の
行
動
は

一

の

護
と
取
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

そ
れ
を
分
か
ら
な
い

ど

い
思

は
持

て
い
な
い

だ

 
つ
ま
り
あ
の
男
は

あ
の
少
年
に

ら
か
の
価
値
を
見
出
し
た
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
そ
し
て

す
る

に
裏
で
動
い
て
い
る

  

か
ら
出
そ
う
に
な

た
悪

を
深
呼

す
る
事
で

み

む

代
わ
り
に

時
の
間
に
か

中
身
が
空
に
な

た

ト
ボ
ト
ル
を
片
手
で
握
り

す

 

今

自
分
は
ど
ん
な

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か

 
分
か
ら
な
い
け
ど

現

実

こ
の
世
界
で
し
て
い
い

で
な
い
事
だ
け
は
理
解
出
来
た

  
モ

モ

し
た
気
分
を

と
共
に
シ

ワ

で
洗
い
流
し

く
な
い
よ
う
し

か
り

ん

で
リ
ビ
ン
グ
に
入
る

あ

お
は
よ
う
直
葉

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ド
ア
を
開
け
て
中
に
入
る
と
共
に
掛
け
ら
れ
る
声

気
な
も
の
と

ち
浮
い
た
も
の
二
つ

の

は

フ

に

る
少
女
達
の
も
の
だ

た

 

気
な

を
し
た
主
は
紺

木
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ち

い
た

の
主
は
紺

子

 
あ
の
世
界
で

絶
剣

と

舞
姫

と
呼
ば
れ

一
部
か
ら
は

怖
す
ら
さ
れ
て
い
た
女
性
プ

レ
イ

き

て
の
剣
士
達
だ

た

 

彼
女
達
は
現
在

お

い
を

い
て
天

孤
独
の
身
に
あ
る

 
こ
れ
は
後
か
ら

い
た
話
だ

 
彼
女
達
は
生
ま
れ
る

親
の
出
血
が

く

血
を

け
な
が
ら

王
切
開
で
出

に

な

た

二
人
は

気
な
子

と
し
て
生
ま
れ
た
の
だ
が

不

な
事
に

が

け
た

血

製

は
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
に

さ
れ
た
も
の
だ

た

出

時
と
い
う
間
一
髪
で

子
感

し

た
二
人
と

親

親
も
容

が

ち

い
た

に

た
よ
う
で
体

の
変
容
に
気
付
い

た

に
は
見
事
に
一
家
全

が
感

し
て
い
た

 
今
の
時
代
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
を
根
絶
す
る
技
術
は

に
確
立
さ
れ
て
い
る

す
な
わ
ち
骨

だ

 
だ
が

験
者
と
な
る
四
人

子

は

子
な
の
で
実

三
つ

の
型
に

合
す
る
も
の

更
に
は
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
へ
の

性
型
と
も
な
る
と

く

件
は

ら
れ
投

で

状
を
抑
え

な
が
ら
生
き
て
来
た
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
し
か
し
彼
女
ら
が
小
学
四
年
生
の

ど
こ
か
ら
か
情
報
が

れ
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
保
持
を

理
由
に

よ

て
一
家
は
引

越
し
を

な
く
さ
れ
た

 
そ
れ
を
契
機
に
木

と

子
の

力
は
一
気
に

下
し

に
Ａ

Ｉ

Ｄ

Ｓ

後
天
性

不
全

候

を
発

抑
え

む
た
め
の

も
よ
り
重
い
も
の
に
な
り

苦
し
い
中
で
も
闘

を

け
た

 

そ
し
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
発

日
が
近
付
く
中
で

希
望
も
生
ま
れ
た

 
二
人
の
型
に

合
す
る

性
型
骨

が
骨

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
の
を
見
つ
け
た
の
だ

合
す
る
骨

と

て
も
や
は
り
他
者
の
も
の
で
あ
る
以
上

絶
反
応
と
い
う
も
の
は
必
ず

こ
る

そ
れ
も

血
や

を

生
す
る
骨

と
も
な
れ
ば
死
亡
リ
ス
ク
は

ね
上
が

る

そ
れ
で
も
二
人
は
手
術
を

け
る
事
を
決
断

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

の

経

は

覚
シ

ト
ダ
ウ
ン
機
能
を

し
た
臨

験
を

師
が

し
二
人
が

し
た
た
め
ら

し
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

ビ
ス
開
始
時
と
同
時
に
手
術
は
始
ま

た

そ
の
後
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た

が
日

戦
う
中
で
も
苦
し
い

間
が

て
い
く
事
か
ら
手
術
は
成

と
二
人
は
判
断

よ
り

一
層
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
攻
略
に

み

攻
略
組

に
加
わ
る
猛
者
と
な
る

 

だ
が

現
実
に
還

た
二
人
の

親
は

に
他
界
し
て
い
た
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子
は
学

で

を

け
た
事
を
契
機
に
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
発

し
た

 
な
ら
必
死
に
生
を

み
取
ろ
う
と
し
て
い
た

達
が
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た

親
も
発

す

る
事
は
自
明
の
理

二
人
の

親
も

た
よ
う
だ
が

ク
リ
ア
か
ら

一
年
前
の
ク
リ

ス
マ
ス
の
日

二
人
は

達
の
無
事
を
祈
り
な
が
ら
息
を
引
き
取

た
と
い
う

 
そ
う
し
て
親
を
失

た
二
人
は
未
だ
未
成
年
で
あ
り

し
か
も
義
務
教
育
す
ら

中
の
少
女

然
バ
イ
ト
で

と
か
し
よ
う
に
も

し
い

孤

も

十
五

と
な

た
二
人
は

け
入
れ

ら
れ
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
と
い
う
部
分
も
そ
れ
に

車
を
掛
け
る

特
に
二
人
は
ボ
ス
戦
で
前

線
に
出
て
戦

て
い
た
事
で
世
間
に
知
ら
れ
て
い
る
事
が

点
だ

た

 
こ
の
ま
ま
路

に
あ
る
い
は
水

に
で
も

り
そ
う
な
二
人
を
救

た
の
は

ノ
之

士
だ

た

 
本
来
人

い
な
彼
女
に
と

て

ら

点
の
な
い
彼
女
ら
を
助
け
る
理
由
も
義
理
も
一
切
な

い

し
か
し
場

こ
そ
桐

谷
家
と
は

え
生
活

を

助
事
を

し
出
た
彼
女
に
と

て

そ
れ
は
意
味
の
あ
る
行
動
だ

た
よ
う
だ

 

然
彼
女
ら
も
見
ず
知
ら
ず

と
い
う
よ
り
最

恐

し
か
な
い

手
か
ら
の

助
を
最

初
は
断

て
い
た
の
だ
が
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

  

彼
の
事
を
想

て
い
る
な
ら

む
し
ろ

束
さ
ん
を

こ
れ
も

し
て
く
れ
る
と

し
い
な

て

 

と
く
け
ど
お
前
達
を
思

て

て
る

じ

な
い
よ

 

お
前
達
の
不

は
彼
の
不

お
前
達
の

福
は
彼
の

福

要
す
る
に
お
前
達
が

彼
に
と

て
必
要
だ
か
ら
束
さ
ん
も

助
し
よ
う

て
事

 

束
さ
ん
は
和
君
が

せ
に
な
る
か
ら

し
い
お
前
達
は
真

な
生
活
が
出
来
る
か
ら

し
い

つ
ま
り
Ｗ
ｉ
ｎ
Ｗ
ｉ
ｎ

て

 

ま
ど

し
て
も
水

が
し
た
い
と
か
彼
と
縁
を
切
り
た
い
な
ら
止
め
や
し
な
い
よ

 
た
だ
お
前
達
の

・想
・い

は
そ
れ
ま
で
だ

た

て
事
が
証
明
さ
れ
る
だ
け
だ
し

が

な
く
な
る
な
ら
束
さ
ん
も

し
い
限
り
だ
か
ら
さ

 

で

お
前
達
は

に

な

る

つ

も

り

ど

ち
を

ぶ
の

  
彼
女
は
二
人
を

発
し
た

二
人
が

く
想
い
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で

・

・け
・ざ
・る
・を
・得
・な

・い

を
し
た
の
だ

 

い
方
は
と
も
か
く

そ
れ
ら
は
決
し
て
間
違
い
で
は
無
い
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仮
に
水

な
ど
人
に

え
な
い

業
を
し
て
い
れ
ば
二
人
は
自
主
的
に
和
人
に

お
う
と

し
な
く
な
る

そ
れ
は
む
し
ろ
彼
を
想

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
行
動
で

だ
が
二
人
を
大

切
と
認
め
た
彼
に
と

て
は

も
分
か
ら
ず

絶
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
し
か
思
え
な
い

彼

女
ら
が

助
を
断
れ
ば

ど
ち
ら
に
と

て
も
不

な
未
来
し
か
な
い

 
だ
が

助
を

け
さ
え
す
れ
ば
一
時
の

を
掻
く
だ
け
で
真

な
生
活
と

せ
な

が

約
束
さ
れ
る

そ
れ
は
二
人
は

論

彼
も

そ
し
て
天
災
を
名

る
彼
女
も
が
求
め
る
未
来

 

外
に

て
い
る
の
だ

自
分
達
を
護
ろ
う
と

る
の
は
彼
を
傷
付
け
る

対
行

な

の
だ

彼
と
共
に

る
事
を
望
む
な
ら
そ
の
程

で

る
な

想
い
を

く
者
だ
か
ら
分
か

る

を

彼
女
は

ば
し
て
い
た

 
そ
れ
だ
け
二
人
を
認
め
て
い
る
事
で
も
あ
る

二
人
が

れ
ば
彼
の

せ
は
約
束
さ
れ
る
と
確

信
し
て
い
る
か
ら

助
し

引
き

め
る
決
断
を
彼
女
は
下
し
た

 
横

に
も
見
え
る
だ
ろ
う

 
け
れ
ど

そ
の

の
裏
に
は

確
か
に
一
人
の
少
年
へ
の
思

の
念
が

直
葉

 

い
呼
び
声
が

意
識
を
引
き

し
た
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 

時
の
間
に
か
目
の
前
に
は
木

が

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た

と
違
い
そ
の
眼
は
黒
く
髪

色
も
黒
い
彼
女
は

ま

す
ぐ
あ
た
し
を
見
て
い
た

表
情
は
不
安
と

念

 
ど
う
や
ら
心
配
さ
せ
て
し
ま

た
ら
し
い

大

 

を
返
し
て
く
れ
な
い
し

い
く
ら
呼
び
掛
け
て
も
返
事
し
な
い
か
ら
心
配

し
た
よ

 

そ
う
い
え
ば

を
返
し
て
い
な
か

た

ご
め
ん

ち

と

色

え

ん
で
て

そ

か

ま

こ
の
三

月
間

現
実
で
も
色

あ

た
か
ら
ね

 

く
目
を

せ
て
彼
女
は

う

彼
女
達
も
彼
が
未
帰
還
で
あ
る
事
に
心
を

め
て
い
る
同
士

だ

そ
の
気
持
ち
は

い
く
ら
い
理
解
出
来
る

 
付
き
合
い
の
⻑
さ
で

え
ば

に
自
分
以
上

常
に
彼
の
背
を
見
せ
ら
れ
ど
れ
だ
け
追
お
う

と
追
い
付
け
ず

で
彼
の
無

を
見

け
て
来
た
の
だ

と
も
す
れ
ば
自
分
よ
り
も
よ

ど

心
配
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

 
彼
女
達
は
一

異

だ
が

生
還
者

め
て
現
実

も
大
わ
ら
わ
だ

た
の
も
事
実

 
デ
ス
ゲ

ム
化
を
実
行
し
た

郷

之
は
大
企
業

お
よ
び
百
を
超
え
る
プ
レ
イ

達
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の

発
に
よ
り
ク
リ
ア
直
後
に

現
在
は
大

殺
人
罪

監
禁
罪
人
権
を

す

る

な
ど
へ
の

罪
を
追

さ
れ

裁
判
に
掛
け
ら
れ
て
い
る

 
そ
の
裁
判
に
は
同
時
に

場

の

罪
証
明
も

ま
れ
て
お
り

目
は
現
在
そ
れ
ら
に
集

ま

て
い
た

数

月
前
ま
で
黒
幕
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
男
性
の

親
は

息
子
が

罪
者
に

な

て
世
間
に
責
め
ら
れ
た

に
自
殺
男
性
が
運

し
て
い
た
企
業
も
倒

し
て
お
り
損

償
と
い
う
意
味
で
の

は

り
知
れ
な
い
打
撃
を

け
て
い
る

人
の
死
が
絡
ん
で
い
る
以
上

極

は

れ
な
い
と
い
う
の
が
世
間
の
意
見
だ

た

 
し
か
し

郷

之
に

す
る
裁
判
は

罪
の
判
決

そ
こ
ま
で
に

ま
る
だ
ろ
う

 
一
部
の

サ

バ

イ

バ

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
か
ら
は
協
力
者
が
存
在
す
る
と

わ
れ
て
い
る
が
そ
の
話
は

に
終

わ

て
い
る

や
ホ
ロ
ウ
の
件
か
ら

場

が
導
き
出
し
た

と
さ
れ
て
い
る

予
想
に

づ
き
ア

ガ
ス
に

属
し
て
い
た
メ
ン
バ

を
特
に

郷
と

触
が
多
か

た

部

の
人
間
を
探

て
い
る
ら
し
い
が
未
だ
協
力

に
あ

た
と
思
し
き
人
物
の
足

証

と
い

た
も
の
が
一
切
無
い
か
ら
だ

 

世
間
で
は
そ
う

表
さ
れ
て
い
る

 
し
か
し
世
界
か
ら

て
い
る
天
災
対
策
チ

ム
の
リ

ダ

そ
し
て
更
識
と
い
う



 第百四十章 〜
孤 独 の 剣 士

たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

特

な
家
の

主
を
し
て
い
る

同
い
年

女
性
か
ら
あ
た
し
は
特
別
と
裏
の
情
報
を

さ
れ
て
い
る

天
災
か
ら
は

意

後
者
二
人
か
ら
は
恐
ら
く

ら
か
の
意

が
あ
る
だ
ろ
う

 

密
に

え
ば

た
り
は
複
数
あ

た

し
か
し
そ
の
ど
れ
も
が

や

在
地
を

べ
て
も

外
れ

つ
ま
り

足

が
・消
・さ
・れ
・て
・い
・る

更
識

の
女
性

く

こ
れ
は

裏

が

わ

る

バ
い

件
ら
し
い

 
だ
か
ら
世
間
に
は

せ
ら
れ
た

知
ら
れ
た
が
最
後

危
険
性
の
高
い
情
報
だ
か
ら

 
じ

あ
自
分
は
い
い
の
か

と
突

ん
だ
が

 

だ

て
・剣
・術

小

を
初
め
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
異
名
か
ら
し
て
あ
な
た
に

わ
る

方
が
よ

ど
危
険
な
ん
だ
も
の

 
剣
術
小

そ
ん
な
二
つ
名
が
付
き
始
め
て
か
ら
の
数

の
行
動
を
指

さ
れ
て
は

る
他
無
か

た

 

だ
が
ど
う
も
裏
か
ら

さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
は
自
分
も
有
名
ら
し
い

大
部
分
は

も

し
て
い
る
と

わ
れ
た
が

そ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
か
は
知
ら
な
い

 
い

た
い

は

を
し
て
い
た
人
な
の
か

最
近
裏
を
知

て
思

た
が
間
違
い

な
く
真

な
仕
事
は
し
て
い
な
か

た
に
違
い
な
い
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と
も
あ
れ
そ
う
い
う
危
険
性
の
あ
る
情
報
な
た
め
こ
れ
を
知
る
の
は
先
の
三
人
を

け
ば

自
分
一
人
だ
け

間
の

に
も
一
切
知
ら
せ
て
い
な
い

ま
た
ロ
グ
イ
ン
す
る

と
か

わ

れ
て
も

る
の
で

最
終
戦
で

に
過
大
な
負

が
掛
か

た
せ
い
で
昏

状

に
あ
る

と

を
伝
え
ら
れ
て
お
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内
で
彼
が
未
だ
行
動
し
て
い
る
事
も

せ
ら
れ
て
い

る 

正
直
心
苦
し
い
が

彼
女
達
の
安
全
を
思

て
の
事
だ
か
ら
許
し
て
欲
し
い

ら
直
葉

く
ご

食
べ
よ
う
よ

も
う
お

コ

コ
で
さ

今
日
は
私
が
作

た
の
で
安
心
し
て
下
さ
い

あ

 
姉
ち

ん
そ
の

い
方
は

く
な
い
か
な

ボ
ク
こ
れ
で
も
上
手
い
方
だ
よ

 

家
庭

理
だ

て
一

り
作
れ
る
ん
だ
か
ら
ね

レ
パ

ト
リ

は
同

で
し

そ
れ
に
味
は
私
の
方
が
上
な
の
で

ん
だ

そ
れ
で
も
洗

は
ボ
ク
の
方
が
上
手
い
よ

 
姉
ち

ん
が
洗

物

す

と
し
わ
く
ち

に
な

ち

う
か
ら
後
が
大
変
な
ん
だ
か
ら
ね

ぐ

そ
れ
は

う
よ
う
に
な

た
わ
ね

木

 
ち
な
み
に
こ
の
姉
妹
性
格
が
逆
な
ら
家
事
の

も
逆
な
の
か

子
の
方
が

事
は
上
な
反
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孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

面
木

は
洗

の
方
が
上
で
あ
る

は
同
格

か
な
作
業
は

子
大
き
な
物
の

動
や
運

は
木

の
方
が
上
だ

た

 

あ
た
し
は
現
在
こ
の
二
人
に
家
事
を
完
全
に
追
い

か
れ
て
い
る
の
で
あ
ん
ま
り
立
場

が
無
い

理
も

か
な
も
の
は
苦
手
な
せ
い
で
大
味
ぶ
つ
切
り
が

本

親
か
ら
も
男

理

と

わ
れ
て
い
る

剣
技
に
は
あ
る
精

さ
を

故
活
か
せ
な
い
の
か
と

わ
れ
た
程
だ

 
ま

立
場
な
ん
て
義
弟
の
方
が
上
手
い
事
も
あ

て
最
初
か
ら
あ

て
無
い
よ
う
な
も
の

 

と
は

え
流

に
鍛

に
か
ま
け
過
ぎ
た
よ
う
だ
が

 
ラ
イ
バ
ル
が
増
え
た
以
上

い
い
加

そ

ち
方
面
の
修
行
を
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
危
機
感
を

き
つ
つ

食

に
テ
キ
パ
キ
と

理
を

べ
て
食
べ
始
め
る

 

子
の

理
は

変
わ
ら
ず
完
全

北
を

す
る

さ
だ

た

 
今

二
人
に
師
事
し
よ
う
か
と
真
剣
に
悩
み
な
が
ら
新
し
い
家

が
作

た

理
に

を
打

た

  

食
を
終
え
た
後
三
人

て
我
が
家
を
出
る

今
日
は
定

と
な

て
い
る
三
日
に
一

の
見
舞
い
の
日
だ

た
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い
や

や

平
日
の
こ
の
時
間
は
人
が
少
な
い
ね

お

で
す
い
す
い
だ
よ

 
木

が
外
を
見
な
が
ら

う

 
あ
た
し
達
は
電
車
で

を

い
で

内
に
入

て
か
ら
バ
ス
を
使

て

動
し
て
い
た

目
的
地
は

が

に
あ
る

す
な
わ
ち
自
衛
隊
の
お

そ
こ
に
あ
る

に

あ
の
子
は
今
も
眠

て
い
る

 
出
来
れ
ば
今
日
こ
そ
目
覚
め
て
欲
し
い

そ
ん
な

い
願
い
を

い
て
い
る
が
彼
が
ロ
グ
ア

ウ
ト
し
た
ら
す
ぐ
さ
ま
対
策
チ

ム
か
ら

絡
が
来
る
手

に
な

て
い
る
か
ら
ま
だ
目
覚
め

て
な
い
と
確
信
し
て
い
る

サ

バ

内
部
が
更
新
さ
れ
た

間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
切
ら
れ
て
い

る
し

メ

セ

ジ
も
送

て
い
る
が
反
応
は
無
い
ら
し
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
出
た
以
上

も
う

つ
し
か
方
法
が
無
い

あ

ア
レ

て
再
来
月
か
ら
行
く
学

じ

な
い

 

と

木

が
外
を
見
な
が
ら
そ
う

た

 
確
か
に

物
の
少
な
い
場

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ん
だ
学

ら
し
い

物
が
あ

た

と

を
同
時
に
行

て
い
る
か
ら
ま
だ
パ
イ
プ
格
子
と
ネ

ト
ク
レ

ン
だ
ら
け
な
の
で
全

容
は
ま
だ
見
え
な
い

で
も
完
成
す
れ
ば
結
構
な
広
さ
に
は
な
る
だ
ろ
う
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
こ
こ
に
か
つ
て
あ

た
学

は

越
学
園
が
強

に
な

た
影

で
生

数
が

少
し
経

が
立
ち
い
か
な
く
な

て

ん
だ
と

い
て
い
る

見
た
目
が
良
く
て
も
中
身
が

て
い
な
け

れ
ば
ダ
メ
と
い
う

型

だ
ろ
う

そ
う
い
え
ば
直
葉
も
行
く
ん
だ
よ
ね

 
く
る
り
と
こ
ち
ら
を
見
て
問
う
て
き
た

そ
れ
に

け
ば

彼
女
は
き

と

を
寄
せ
る

で
も
直
葉

て

剣
道
の
ス
ポ

ツ
推

て
な
か

た

け

 
そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
話
も
し
て
い
た
か

と
思
い
出
す

 
で
も
ち

と
事
実
と
違
う

そ
れ
は
今
年
の
全
国
大
会
に
行

た
ら
ス
ポ

ツ
推

は
確
実
と

わ
れ
て
い
た
だ
け
と
い
う

話
で
す

そ
も
そ
も
あ
た
し
が

き

ま
れ
た
の
は

月
前

験
に
は
流

に

い
で
す

よ 
そ
も
そ
も
あ

ち
か
ら
断
ら
れ
た
し

と
心
の
中
で
付
け
足
す

 
学

は
対
外
的
な
体
裁
を
非
常
に
気
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
入
学
希
望
の
学
生
に

し
て

も
一
人
一
人

味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

自
分
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た
影

で

異
常

者

と
一
部
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
せ
い
で
候
補
か
ら
外
れ
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｈｏｌｌｏｗ Ｆｒａｇｍｅｎｔ 〜虚実の交錯〜

 
そ
れ
に

の
学

に
行
く
気
が
あ
る
な
ら
今
の
学

の
ク
ラ
ス
に
復
帰
し
て
神

の
よ
う

に
真

な
学

生
活
を
送

て
い
る

そ
の
学

か
ら
も

さ
れ
た
か
ら
こ
う
し
て
無

気

味
に
な

て
い
る

少
し

え
れ
ば
分
か
る
事
だ

和

人
義
弟
の

性
が
ネ

ト
に

れ
て
流
れ
た
か

ら
そ
れ
に

き

ま
れ
た
く
な
く
て
自
分
も

さ
れ
た
の
だ

お

で
現
実
復
帰
直
後
か
ら

義
務
教
育
を
放

さ
れ
た

 
ま

そ
れ
で
あ
の
子
を
怨
む
つ
も
り
は
無
い

 
ク
リ
ア
前
に
新
た
な
学

設
立
の
話
を

い
た
時
か
ら
和
人
と
共
に
入
学
す
る
と
決
め
て
い
た

の
だ

そ
の
良
い

実
に
な

た
だ
け
と
い
う
話

 

程

で
入
学
を

す
る
と
こ
ろ
な
ん
て
こ
ち
ら
か
ら
願
い
下

で
あ
る

 
剣
道
で
束

さ
れ
る
時
間
を
送
る
く
ら
い
な
ら
和
人
や
木

達
と
鍛

し
た
り
ゲ

ム

し
た
り
す
る
方
が
よ

ど
有
意
義
な
時
間
の
使
い
方
だ

ん

験

て

も
う
ち

と
後
な
ん
だ

 
初
め
て
知

た
と

う
の
を

い
て
彼
女
は
中
学
一
年
で

わ
れ
た
事
を
思
い
出
す

験
と
は
縁
遠
い
学
年
だ
か
ら
そ
の

の
感
覚
が
分
か
ら
な
い
の
も
仕
方
な
い

で
も
木

私
達
も

験
は
無
い
け
ど
入
学
時
の
学
力

験
は
あ
る
か
ら
し

か
り

強
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は
し
な
い
と
い
け
な
い
わ
よ

 
数
学
と
情
報

理
面
が
苦
手
で
し

う
ぐ

姉
ち

ん
だ

て
文
系
全

苦
手
じ

ん

だ
か
ら

書

と
か
文
学
部
に
入

て
た
ん
じ

な
い

そ
の
せ
い
で
体
力
少
な
い
よ
ね

今
は
あ
な
た
も
同
じ
だ
け
ど
ね

 
と
て
も

の
良
い
姉
妹
だ
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
然
り

家
事
然
り

学
然
り

子
で
こ
こ
ま
で
正
反
対
な
の
は

し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

 
と
り
あ
え
ず

か
ら
見
て
い
て
と
て
も
面
白
い
の
で

本
は

観
に

し
て
い
る

 

の
良
い
姉
妹

か

 
正
直
な
話

ち

と

ま
し
く
思
う

 
和
人
は

れ
も
な
い
大
切
な
義
弟
だ

だ
が
血
の
繋
が
り
は
な
い
し

い

か
ら
育

て
き

た

で
も
無
い
か
ら
感
覚
と
し
て
は
本

の
弟
と
し
て
は
見
れ
て
い
な
い

だ
か
ら
恋

を

け
る

 
恋

を

ま
な
い

な
思

に
よ
り
構

さ
れ
た
兄
弟
姉
妹
の

を
自
分
は
知
ら
な

か

た

人
間
不
信
の
き
ら
い
が
あ
る
自
分
に
と

て
本
心
か
ら
信
じ
ら
れ
る
人

と

う
よ
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り
安
心
し
て
じ

れ
あ
え
る

手
が

な
か

た
せ
い
で

ま
し
く
思
う
の
か
も
し
れ
な

い 
思
え
ば
自
分
が
甘
え
て
い
た

手
は

が
一
番
だ

た
気
が
す
る

が
出
た
影

も

あ

て
友
達
も

し
た
せ
い
だ

が
亡
く
な

て
か
ら
は

ず

と
鍛

に
打
ち

み

他
者
と
の
交
流
を
断
絶
し
て
い
た

せ
い

い

の
世
話
に
な

た
道
場
主
の
ご

意
で
出

古
に
行

た
時
程

 
そ
ん
な
変
わ
ら
ぬ
日

を
変
え
た
の
が
和
人
だ

た

 

甘
え
て
も
ら
お
う
と

て
い
た
が
も
し
か
し
た
ら
あ
た
し
は
あ
の
息
の

ま
る

日

か
ら

る

の
理
由
に
し
て

彼
に
甘
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 

あ
の

の
あ
た
し
は

彼
に
は
ど
う
見
え
て
い
た
の
か
な

 
気
付
け
ば
常
に
和
人
の
事
ば
か
り

な
ん
だ
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
る
以
前
に

た
よ
う

だ

実

彼
が
帰

て
き
て
な
い
点
で

え
ば
状
況
的
に
同
じ
な
の
が

と
も

え
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

あ
た
し
は
同
じ
事
を
願

て
ば
か
り
い
る

 

く
還

て
来
て

と
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
バ
ス
を

り

た

り

木

と

子
を
引
き

れ
る
よ
う
に

へ
と
入
る

 

が

に
存
在
す
る
こ
こ
は
自
衛
隊

も

す
る

設

論
一

⺠
も

す

る
か
ら

付
前
の
⻑

子
に
は
大
勢
の
人
が

番

ち
し
て
い
る

平
日
の

前
の
せ
い
か
高

の
方
が
多
い

だ

高

と
い
う
よ
り
持

で
来
た
と
見
て
良
い

 
そ
ん
な
と
こ
ろ
に

気
を

て
い
る
風
で
も
な
い

い

が
三
人
も
来
る
光

は
異
様
に

た
よ
う
で

子
に

て
会

を

て
い
る
人
達
の

線
が
集
ま
る

お
や

ま
た
会
い
ま
し
た
ね

 
そ
こ
で

番

ち
の
男
性
か
ら
声
が
掛
か

た

眼

を
掛
け
た

年
の
男
だ

あ

さ
ん

 
こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

さ
ん

は

は
こ
ん
に
ち
は

木

さ
ん
と

子
さ
ん
も

気
そ
う
で

よ
り
で
す

直
葉
さ
ん

も
お
変
わ
り
な
い
よ
う
で
安
心
し
ま
し
た

お

し
ぶ
り
で
す

そ
う

う

さ
ん
も
前
お
会
い
し
た
時
よ
り

が
良
く
な
り
ま
し
た

ね

以
前
よ
り
ず

と

的
に
見
え
ま
す
よ

な
に

か
ら

え

い

も
と
い

せ
に
く
い
体

で
し
て
な

の
手

理
を
食
べ
て
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い
く
内
に

て
き
ま
し
た
わ

 
わ

は

は

と
抑
え
た
声
で

う
と
い
う
器

な
事
を
す
る
男
性
は

和

と

う

二
十
二
層
で
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
の
二
人
が
あ

た
と
い
う
釣
り
師
の
ニ
シ
ダ
そ
の
人
だ

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の

信

を

う

に

い
て
い
た
彼
の
住
ま
い
は
こ
の

近
く
だ

た
よ
う
で

送
さ
れ
た

が

だ

た

自
分
と
の
出
会
い
は
キ
リ
ト
が

さ
れ

て

く
し
て
か
ら
見
舞
い
に
来
た
時

と

て
も
彼
が
気
付
い
た
の
は

シ

ノ

ン

と
一
緒
に
見

舞
い
に
来
た
時
で

流
れ
で
自
分
が
あ
の
子
の
義
姉
だ
と
知
ら
れ
る
事
に
な

た

 

年
と
は

え
成
人
男
性
更
に
本
人
が

た
よ
う
に

え

い
体

が

を

し
ガ
リ

ガ
リ
に

せ
た
生
還
者
の
中
で
も
か
な
り

い
回
復
を
し
た
ら
し
く
一
月
の

に
は
退

し
た

と

い
た

二

月

ど
の
リ
ハ
ビ
リ
だ
か
ら
か
な
り

い

 
し
か
し
退

し
た

の
男
性
が

故
こ
こ
に
と

け
ば

れ
の
人
が
体

を

し
た
た
め

の
付
き

い
に
来
た
ら
し
い

今
は
お
手
洗
い
で

を
外
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

そ
れ
で

お
三
方
は

彼

の
見
舞
い
で
す
か
な

え
え

ま

あ
の
子
は
ま
だ
で
す
か
ら

 
こ
の
男
性
は
自
分
の
目
と

で
ビ

タ

の
在
り
方
に
疑
問
を

い
た
人
だ

身
を

に
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

し
て

く
真
意
に
自
力
で

り

い
た
た
め
キ
リ
ト
に
対
す
る
不
信
や

悪
が
一
切
無
い

同

じ

と
い
う
事
も
あ

て
彼
が
未
帰
還
者
で
あ
る
事
も
把
握
し
て
い
る

 
未
帰
還
者
が

る
話
は

が
秘
匿
し
て
い
る
た
め
一

に
知
ら
れ
て
い
な
い

そ
ん
な
中
で

知

て
い
る

有
な
一
人
が
こ
の
人
だ

う

む

頼

て
ば
か
り
だ

た
私
が

う
の
も

で
す
が
あ
ま
り
気
を

と
さ
な
い
よ

う
に

原
因
が
分
か
ら
な
い
以
上
い
く
ら
気
を

ん
で
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
な

分
か

て
は
い
る
ん
で
す
が

心
配
す
る
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す

で
も
彼
は

り

で
す
か
ら
な

え
る
時
は
明

る
い

の
方
が
喜
ぶ
で
し

う

気
が
無
い

を
見
た
ら

ち

ん
で
し
ま
い
ま
す
よ

 
あ
た
し
の
事
も
そ
し
て
キ
リ
ト
の
事
も
心
配
し
て
い
る
の
か
会
う

に
気
を

て
く
れ

る

仕
事
が
絡
ん
で
い
な
い
時
は

の
人
に
し
か
見
え
な
い

こ
う
い
う
人
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
の
だ
か
ら
現
実
は
小
説
よ
り

な
り
と
は
よ
く

た
も
の
だ

 
ま

デ
ス
ゲ

ム
自
体
が
小
説
よ
り

な
り
な
事

だ

た
が

 
そ
れ
か
ら
少
し
会
話
し
て
お
花

み
に
立

て
い
た

さ
ん
と
も
話
し
た
後
あ
た
し
達
は

を
上

て

へ
と
進
む

に

も

て
い
る
か
ら

は
分
か

て
い
る

軍
部
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が

し
て
い
る
せ
い
で
最
初
は

し
ま
れ
た
も
の
の
三
日
に
一

の

で

え
ば
監

の

に
そ
こ
ら
を
歩
い
て
い
る

に
も

パ
ス
だ

 
姉
妹
の
会
話
を

に
し
な
が
ら
歩
く
事

く
し
て
少
し
の
違
和
感
を
覚
え
た

廊
下
で
す
れ

違
う

に

護
師
が
あ
た
し
達
の

を
見
て
は

し

な
さ
そ
う
な
面
持
ち
を
す
る

以
前
ま
で

は

に

し
て
い
た
の
に

故
そ
ん
な

を
さ
れ
る
か
が
分
か
ら
な
い

 

ま
さ
か

あ
の
子
が
死
ん
だ

 

と

な
予
感
を
覚
え
る
も
そ
れ
は
お
か
し
い
と
予
想
を

定

あ
の
子
は
正
式
な
手

き

を
以
て
桐

谷
家
の

子
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

も
し
死
亡
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
す
ぐ
家

者

つ
ま
り
は
ウ
チ

へ

絡
が
来
る

だ

断
じ
て

家
の
方
に
は
い
き
は
し
な

い 

ネ

ト
で
話

に
な

て
い
る
事
だ
が
あ
の
子
の
親
権
は
正
式
に
桐

谷
家
の
も

の
に
な

て
い
る

 
問

に
な

て
い
る
の
は

時
の

者
で
あ
る

千
冬
の
同
意
な
し
に

子
に
取

た

事 
親
権
を
持

て
い
る

の

家
の
親
は
彼
が
二

の
時
に

発
し
て
い
る

更
に
彼
が

わ
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

れ
た
八

の
時

秋
十
は
十
二

千
冬
は
十
九

だ

た

親
権
が
発
生
す
る
の
は

二
十

以
上
の
男
女

あ
る
い
は

結

し
子

を

ん
で
い
る
十
八

以
上
の
男
性
ま
た

は
十
六

以
上
の
女
性
と
い
う
二
パ
タ

ン

時
で

ら
し
合
わ
せ
る
と
前
者
は

う
ま
で

も
無
く

外

後
者
に

し
て
は

千
冬
は
現
在
に
至
る
ま
で
結

し
て
い
な
い
の
で
親
権
は

発
生
し
得
な
い

 
子

の
承

に

し
て
は
本
人
が

同
し
て
い
る

未
成
年
だ
と
保
護
者

こ
の
場
合
は
親

権
が
あ
る
後
見
人

の
同
意
が
必
要
だ
が
そ
の
親
権
を
持
つ
者
が

な
い
の
で
無

数
年

前
な
ら

家
の
後
見
人
に

ノ
之
家
の
者
が

た
と
い
う
が

に
よ
る
重
要
人
物
保
護

プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ

て

名
と
離

を

け
て
い
る
せ
い
で

こ
れ
も
無

 
親
権
を
持
た
な
い
子

を
引
き
取
る
場
合
最

先
さ
れ
る
の
は
本
人
の
意
思

そ
し
て
彼
自

身
が

子
に
な
る
事
を
同
意
し
て
い
た

 
よ

て

の
方
も

子
引
き
取
り
の
書

は
正
し
く

理
さ
れ
て
お
り
日
本
国

法
の

下
で
認
め
ら
れ
て
い
る
事
な
の
だ

時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
親
権

の
法
律
に

正
は
無

か

た

仮
に

正
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
法
律
に

て
正
し
い
手

で

子
に
な

た
以

上
他
家
の
者
が

を
出
し
て
も
意
味
は
無
い

む
し
ろ

い
場
合
は
⺠
事
裁
判
で
裁
か
れ
る
可
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能
性
す
ら
あ
る

 

な
手

で

子
に
し
て
い
た
な
ら
⺠
事
裁
判
は
こ
ち
ら
の

を

め
る
だ
け
だ
が

と

は
し

か
り
と
法
律
に

て

正
し
い
手

を

ん
で

子
と
し
て
引
き
取

て
い
る
の

で
こ
れ
で
は
裁
き
様
が
無
い

日
本
国

法
に
よ

て
国
⺠
の
人
権
は
主

さ
れ
護
ら
れ
て

い
る

こ
の
法
律
に

た
手

き
に
異
を

え
る
事
は
国
に
逆
ら

て
い
る
も
同
然

 

つ
ま
り
あ
の
子
の

絡
が
最

先
で

家

に
送
ら
れ
る
の
は
日
本
国

法
に

た
義
務
に
な
る

 
権

で
あ
れ
ば
最

先
で
あ
る
事
を

え
る
の
は
間
違

て
い
る

だ
が
家

は
法
律

で
護
ら
れ
た
も
の

そ
の

り
の

絡
事
務
は

よ
り
も
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
だ
か
ら
彼
が
死
ん
だ
予
想
は
あ
り
得
な
い
も
の
に
な
る

同
時

生
還
し
た
と
い
う
予
想
も

 
で
は

故

し

な
さ
そ
う
な

を
向
け
ら
れ
る
の
か

木

達
も

す
る
と
流

に
気

に
な

た
よ
う
で
そ
の
事
に
つ
い
て
小
声
で
話
し
て
い
た

こ
え
て
来
た
会
話
を
要
約
す
る

と
不
気
味
な
感
じ
を

け
る
ら
し
い

 
疑
問
を

き
な
が
ら
も
大
き
な

を
進
む
こ
と
数
分

 
精

な
体
格
の
グ
ラ
サ
ン
に
黒
ス

ツ

の
男
が
二
人
義
弟
の

の

番
を
し
て
い
る
の
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

を
見
て

な
予
感
は
確
信
へ
と
変
わ

た

 

に
出
て
来
る

の
よ
う
な
出
で
立
ち
の
男
達
を
自
分
は
こ
の
目
で
見
た
事
が
あ
る

対

策
チ

ム
の
リ

ダ

二

が

へ
の
出
入
り
で
使
う
黒
の
リ
ム
ジ
ン
で

し
て
い

た
覚
え
が
あ

た

そ
の
人
達
と
同
じ
か
は
知
ら
な
い
が

が
同
じ
だ
か
ら
間
違
い
な
く

者
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
今

二

本
人

な
い
し

者
が
中
に

る

え

ち

あ
の
人
達

な
に

和
人
君
の
身
に

か
あ

た
の
で
し

う
か

 
見
る
の
は
初
め
て
ら
し
い
二
人
が

惑
の
様
子
で

う

自
分
も
分
か
ら
な
い
が

か
良
か

ら
ぬ
事
が

き
て
い
る
感
じ
が

を

し

思

を

静
な
も
の
へ
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
く

 

し
な
が
ら

へ
近
づ
け
ば

の
定

達
は

を
交
差
さ
せ
て
入
り

を

い
で
き

た 

乱
な
目
で
二
人
を
見
る

 
背

は
目

で
一
八

ど
か

し

あ
り
ま
せ
ん

現
在
こ
こ
の

以
外
は
お

し
出
来
な
い
の
で
す
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で
で
す
か

 
あ
た
し
達

あ
の
子
の
見
舞
い
に
来
た
ん
で
す
け
ど

 
向
か

て

の

に
対
し
て

外
に

身
分
は
証
明
で
き
る
ぞ

と

う
が

に
立
つ

は

を
横
に
振

た

命

で
す
の
で

さ
ん
の
で
す
か

そ
う
で
す

あ
の
子
は
未
帰
還
者
な
の
に

を
し
て
る
ん
で
す
か

ま
さ
か
見
舞
い
の

だ
け
に
あ
な
た
達

を
配

す
る

が
無
い
で
し

う

し
上

ら
れ
ま
せ
ん

 

な
に

を
伝
え
て
来
る

達

 

殺
気
を

め
て

や
や
強
め
に
二
人
を

む

一

え
た
よ
う
に

目
し
た
が
す
ぐ
気
を

て
見

返
し
て
来
た

や
は
り

練
さ
れ
た
大
人
に
は

し
な
い
ら
し
い

 
場

が
ウ
チ
の
敷
地
内
な
ら
力

く
を

行
出
来
る
の
だ
が
こ
こ
は

で
無

の
一

人
も
入

し
て
い
る
し

護
師
を
初
め

は
全
て
軍
部
や

の

者

ハ

キ
リ

て

の
ホ

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

て
い
い

れ
た
と
こ
ろ
で
不

に
な
る
の
も

せ
ら
れ
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

る
の
も
自
分
だ

 
こ
こ
は
一

大
人
し
く
引
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う

じ

あ

問
を
変
え
ま
す

時
ま
で

て
ば
そ
ち
ら
の

事
は
終
わ
り
ま
す
か

ど
う
い
う
意
味
で
し

う

こ

ち
は
お
金
を
使

て
あ
の
子
の

を
見
る

に
来
た
ん
で
す

そ
れ
な
の
に
そ
ち
ら
の

一
方
的
な
事
情
で
ダ
メ
と

わ
れ
て
も
帰
る
気
は

き
ま
せ
ん

だ
か
ら
そ
ち
ら
の

事
が
終
わ

る
ま
で

て
そ
れ
か
ら
あ
の
子
の

を
見
る

そ
う

え
る
の
は
お
か
し
く
な
い
と
思
い
ま

す

そ
れ
で

時
ま
で

て
ば
い
い
で
し

う
か

 
暗
に
お
前
達
の
し
て
る
事
は
お
か
し
い
ん
だ
ぞ
と

め
つ
つ
あ
る
意
味

然
と

え
る
要

求
を

る

今
日
中
に
終
わ
ら
な
い
な
ら
こ
ち
ら
も
出
方
を

え
る
が
ま
ず
は
穏

に
し
た

方
が
い
い

い
無

同
然
な

せお
い

で
時
間
は

な
程
あ
る

 

業

だ
が
あ
れ
で

二

は
・

・会
・的
・に
・は

真

な
大
人
だ

ま
さ
か
あ
の
子
の

ナ

ヴ
ギ
ア

を
外
し
て
殺
す
な
ん
て
真
似
は
し
な
い
だ
ろ
う

を
し
て
い
る
か
は
知
ら
な

い
が
危
険
な
行
い
を
し
な
い
な
ら
こ
ち
ら
も
穏

に
済
ま
せ
る
だ
け
だ

 

逆
に

え
ば

あ
ち
ら
の
出
方

第
で
こ
ち
ら
も
変
え
る

だ
が
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そ
の

も
り
が
伝
わ

た
の
か

や
や

惑
の
様
子
で

達
は

い
の

を
見
合
う

木

達
は
あ
た
し
に

せ
る
つ
も
り
な
の
か
さ

き
か
ら
無

だ

で
も

と
な
く
不
機

な
感

じ
は

け
る

し

少

お

ち
下
さ
い

 
や
や
焦
り
な
が
ら
向
か

て

の
男
性
が

い

の
男
性
が

を
取
り
出
し
て
ど
こ
か
に

掛
け
る

恐
ら
く
中
に
い
る
人
に
電
話
を
掛
け
た
の
だ
ろ
う

も
し
も
し

だ

ど
う
し
た
ん
だ
い

 
電
話
か
ら
覚
え
の
あ
る
男
性
の
声
が

こ
え
て
来
た

ス
ピ

カ

モ

ド
で
は
無
い

だ

が

の
性
能
が
良
い
の
か

と
ハ

キ
リ

こ
え
る

の
内
部
が

外
静
か
と
い
う
事

も
あ
る
の
だ
ろ
う

 
多
分
今
の
状
況
的
に
会
話
内
容
は

か
れ
な
い
方
が
い
い
と
思
う
の
だ
が
そ
の

ど
う
な
の

だ
ろ
う
か

あ
の
お
話
し
中

し

あ
り
ま
せ
ん

そ
の

お
見
舞
い
に
来
ら
れ
た
方
達
が

て

時
ま
で

て
ば
そ
ち
ら
の

事
が
終
わ
る
か
と

か
れ
ま
し
て

 
電
話
を
掛
け
て
い
る
方
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
か
や
や
焦

た

振
り
で

件
を

て
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

い
る

も
し
か
し
た
ら
さ

き

ん
だ
時
の

果
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
焦
り
を

く

と
は
多
少
な
り
と
も

と
見
ら
れ
て
い
る
事
だ
か
ら

 

い
や

仕
え
の

に

認
定
さ
れ
る
の
は

ど
う
な
の
だ
ろ
う
か

 
取
り

え
ず
そ
れ
は
思

の
彼
方
に
放
り
捨
て
る
事
に
し
た

お
見
舞
い
に

そ
れ
は
も
し
か
し
て

桐

谷
君
の
義
理
の
お
姉
さ
ん
か
い

は
い

す

ぐ

ね

  
思

が

止
ま

た

 

か
に

れ
た
声
だ

た
が

あ
の
声
は

今
の
声
和
人
の

あ
の

さ
ん
あ
た
し

も

絡

け
て
な
い
ん
で
す
け
ど

 
抑
え
よ
う
と
し
て
も
抑
え
ら
れ
な
か

た

と

の
内
に

こ
る
感
情
が
抑
え
ら
れ
な

い

苛
立
ち

 
怒
り

 

え
が
出
て
来
な
い

 
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
感
情
の

く
ま
ま
発

す
る
と

二
人
の

の

が
強

た

み
付
け
れ
ば
か
な
り
強
い

と

意
を
向
け
ら
れ
る
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で
も

そ
ん
な
の

無
い

目
覚
め
た
ら
す
ぐ
に
伝
え
る
と
そ
う

わ
れ
て
い
た

な
の
に
そ
う

た

人
が

故

こ
ん
な
大

な
事
を
し
て
義
弟
と
話
し
て
い
る

よ
し
ん
ば
見
舞
い
に
来
た
の
と
同
時
に
目
覚
め

た
と
し
て
も

を
配

す
る
必
要
は
な
い

だ

 
し
か
も

こ
え
て
来
た
和
人
の
声
の
感
じ

年

ど
と
は

え

た
き
り
だ

た
自
分
も
覚

醒
直
後
は
マ
ト
モ
な
発
声
す
ら
出
来
な
か

た

な
の
に
あ
の
子
の
声
が

れ
な
が
ら
も
ハ

キ

リ
し
て
い
る
と
な
れ
ば
間
違
い
な
く
覚
醒
し
た
の
は

日
今
日
の
事
で
は
無
い

三
日
前
は

た
ま
ま
だ

た
か
ら

く
て
自
分
達
の
見
舞
い
の
後

く
て
も
一

日
か

あ
た
し
よ
り
も

弱
し
て
い
る
か
ら
そ
れ
で
も

い
方
だ

 
と
も
か
く
こ
れ
は

的
な
対

そ
れ
も
家

で
あ
る
自
分
す
ら
も
入
れ
さ
せ
な
い

に

念
慮
し
た
も
の

 
怒
る
正

性
は
自
分
に
あ
る

そ
れ
が
分
か

て
い
る
か
ら

達
も

以
上
の
事
は
し
な

い
客
観
的
に
見
て
非
は
自
分
達
に
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
が
分
か

て
い
る

だ
け
ま
だ
マ
シ
だ

さ
ん
ど
う
い
う
事
で
す
か

和
人
の
声
の
感
じ
明
ら
か
に

日
今
日
覚
醒
し
た
も
の
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

じ

な
い
で
す
よ
ね

う

い
や

そ
れ
は
だ
ね

い

は
結
構

に

る
の
だ
か
ら

を
合
わ
せ
て
話
し
ま
し

う
か

を
目

的
に
し
て
い
る
か
も
話
し
て
も
ら
い
ま
す

 

が
持

て
い
る

に
向
か

て

い
放

た
後

へ

く
ド
ア
に
近
付
く

達

は

務
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
も

一

で

さ
え

み

ば
さ
れ
た
手
を
下
ろ
さ
せ
る

 

い

だ

 
邪
魔
さ
れ
な
い
と
分
か

た
あ
た
し
は
引
き

を
開
け

彼
が

り
て
い
る
個
人
部

へ
と

入

た

惑
し
た
様
子
な
が
ら
怒
り
と
共
に
姉
妹
も
入

て
来
る

 
ド
ア
を
潜

て
す
ぐ

に
は
ト
イ
レ

入

者
の
事
情
が
事
情
な
の
で
個

に
付
き
物
の
バ

ス
ル

ム
は
無
い

は

だ

い

路
を
進
め
ば

感
を
漂
わ
せ
る
白
い
カ

テ
ン
が

引
か
れ
て
い
る

 
そ
の
前
に
立
ち

し

と

を
立
て
て
開
く

や

や

直
葉
君

だ
か
ら

だ

た
の
よ
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ベ

ド
を

む
形
で

り

み

子
に

る
一
組
の
男
女

眼

を
掛
け
た
男
性
は
引
き

り

な
が
ら

い

み
を
浮
か
べ
小
さ
く
手
を
振

て
い
る

先
が

ね
た
蒼
髪
が
特
徴
の

女
性
は

き
そ
う
な
表
情
で

い
て
い
る

 

二

と
更
識
楯
無
だ

 

彼
女
が

る
の
は
ち

と

え
て
な
か

た

あ
り
得
そ
う
で
は
あ

た
け
ど
も

 
と
も
あ
れ
彼
女
も

か
し
ら
の
事
情
が
あ

て

あ
る
い
は

個
人
と
手
を
組
む
裏

の
人
間
で
あ
る
事
は
分
か

て
い
る

今
回
は
後
者
だ
ろ
う

ち

ん
で
い
る
の
は
あ
た
し
と

を
合
わ
せ
た
く
な
か

た
ら
し
い

 
ど
れ
だ
け
怖
が
ら
れ
て
い
る
の
か
気
に
な

た

自
分
の

判
を
気
に
し
な
い
が
ど
こ

ま
で

色
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

そ
ん
な
思

も

ベ

ド
を
見
れ
ば
吹

ん
だ

 
そ
れ
は
喜
び

三

月

れ
で

く
現
実
へ
と
帰
還
し
た
義
弟
が

み
を
浮
か
べ
て
あ
た
し
達

を
出

え
て
い
る

ガ
リ
ガ
リ
の

だ
が
そ
れ
で
も
漂
う

ん
だ

さ
と

し
さ
は

変
わ
ら

ず
だ

 

同
時
に

哀
し
み
も
あ

た
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
そ
れ
は
変
化

一

月
程
前
か
ら
見
ら
れ
た
変
化
が
明
確
で
彼
が

く

い
思
い
を
し
た
と

い
う
の
を
如
実
に
表
し
て
い
る

 

め
る

に

れ
な
が
ら
喜
ん
で
い
た
彼
の
黒
髪

そ
れ
は
今
見
る
影
も
な
い
く
ら
い
白
一

色
に
変
わ

て
い
る

黒
髪
に
は
あ

た
力
強
さ
光

も
今
は
見
る
影
も
な
い

ん
で
い

る
と
い
う
表
現
が
合
う
く
ら
い
の
弱

し
さ
だ

 
更
に

今
こ
う
し
て
見
合

て
気
付
い
た
変
化

 
彼
の

は
黒
色
だ

た

そ
れ
が

目
と
も
金
色
に
変
わ

て
い
る

の
光
は
覚
え
の
あ

る
も
の

け
れ
ど
光

と

の
光
の
反

が
変
わ

た
せ
い
か

く
く
す
ん
で
見
え
る

や
か

さ
は
無
い
く
す
ん
だ
色
だ

 

け
容
れ
た
変
化

予
想
し
て
い
な
か

た
変
化

そ
の

方
が
彼
の
経
験
を
物
語

て
い
る

よ
う
で

で
も

そ
れ
を
超
え
た
喜
び
が

を

め
て
い
て

 
今
だ
け
は

の
内
に
怒
り
は
無
か

た

 
あ
る
の
は
喜
び

そ
し
て
哀
し
み
の
二
つ
だ
け

和
人

 

界
が
滲
む

じ
わ
り
と

が
浮
か
ん
で

そ
れ
で
も
彼
の

は

に

て
い
た
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義
弟
は

弱

し
く

ん
だ

 
こ
う
し
て
見
る
事
で
よ
う
や
く
実
感
出
来
た
の
か

が
決
壊
し
て

ろ

ろ
と

が

を

伝
う

立
ち
退
い
た
二
人
と
代
わ
る
よ
う
に
近
付
い
て

彼
の
手
を
取
る

 

せ

た
手
だ

か
ら
小
さ
か

た
そ
れ
は
更
に
小
さ
く
な

て
い
る

 

け
れ
ど

か
い

 
未
覚
醒
の
間
は

た
か

た
手

今
は
と
て
も

か
い

し
振
り

そ
し
て

お
か
え
り

く

会
え
ま
し
た
ね

お
か
え
り
な
さ
い

 
女

性

が

た

方

ベ

ド
の

に
は
姉
妹
が

び

二
人
で
彼
の
手
を
取

て
い
た

・た
・だ
・い
・ま

す
ぐ
ね

 

た
だ
い
ま

 
た

た
四
つ
の

な
ん
て
事
は
な
い
日
常
的
な

 
そ
れ
を

ど
れ
だ
け
の
間

ち

び
た
だ
ろ
う

直
葉
と
し
て

こ
の

で
現

実

世

界

こ
の
世
界
で
の
帰

を

ど
れ

ど
夢
見
た
だ
ろ
う

え
え

・お
・か
・え
・り
・な
・さ
・い
・か
・ず
・と
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
感
極
ま

た
あ
た
し
は
彼
を

き

め
た

せ

り
華

さ
を
増
し
た
少
年
は

ん
の

少
し
力
を
強
く
し
た
だ
け
で

れ
て
し
ま
い
そ
う

 

で
も

生
き
て
い
る

 
生
き
て

還

て
来
て
く
れ
た

あ

 
あ

あ

 

な
が
ら
に
声
を
上

る

意
味
を
持
た
な
い

は
喜
び
の
声
だ

 

人
前
で

を
流
し
た
事
は
あ
る

 
で
も
喜
び
で

い
た
の
は
こ
れ
が
人
生
で
初
め
て
の
事
だ

た

  

三
人
の
少
女
が

ち

い
た
後

 

然
だ
が

故

を
配

し
て

人
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ま
で
対

し
た
の
か

そ
の
内
容
は
そ
も
そ
も
覚
醒
し
た
事
を

故
伝
え
て
来
な
か

た
か
に
つ
い
て
桐

谷
直
葉

は
強
い
語

で

問
し
て
き
た

 
正
直
自
分
と
し
て
は
と
ば

ち
り
に
近
い
の
だ
が
対

に
参
加
し
た

人
で
も
あ
る
か
ら

い

れ
は
出
来
な
い
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黒
い

が

え
る

闇光
が
そ
れ
を
許
さ
な
い
だ
ろ
う

 

桐

谷
直
葉

 

は
知
る
人
ぞ
知
る
く
ら
い
に
は
名
の
知
れ
た
桐

谷
道
場
の
師

の

の
影

で

剣
道
を
初
め
剣
術
古
武
術
な
ど
あ
ら

る
武
道
を

い
始
め
た

有
な
少
女

時
代
の
影

も
あ

て
道
場
主
に
は
な
ら
な
い
と
明

し
て
い
る
彼
女
の
実
力
は

み
の
大
人
以
上

 
全
国

地
に
あ
る
剣
道
の
道
場
あ
る
い
は
剣
術
や
槍
術
な
ど
の
道
場
は

の
登
場
に
よ

て
現
代
兵
器
や
化
学
兵
器
に

心
が
向
き
歩
兵
の
重
要
性
が

く
見
ら
れ
た
煽
り
を
喰
ら
い
そ

の
多
く
が

板
を
下
ろ
す
事
に
な

た

 
し
か
し
い
き
な
り

板
を
下
ろ
せ
る
も
の
で
は
な
い

中
に
は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
剣
道

手
が
運

あ
る
い
は

下
生
と
し
て
い
る
場

も
あ
る

で
そ
う
い

た
と
こ
ろ
は
間

的

に
国
交
や
経
済
を
回
す
重
要
な
立
ち

に
あ
る

だ
か
ら
女
尊
男

風

や
歩
兵
の
重
要
性
下

の
影

の
中
で
も
生
き
残

た
と
こ
ろ
は
そ
れ
な
り
に
あ
る

 
桐

谷
道
場
は
生
き
残
れ
ず

む
事
に
な
り

下
生
は

登
場
直
後
く
ら
い
で
ゼ
ロ

と

は

え
道
場
経

は

ば

味
で
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で

だ
け
に
な

て
も
指

自
体
は

し
て
い
た
と
い
う
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
そ
し
て

が
亡
く
な
る
ま
で
の
数
年
間
彼
女
は

の
知
人
が
経

す
る
道
場
へ
の
出

古
を
行

て
い
た

剣
道
の
他
に
様

な
武
道
を

て
い
た
彼
女
は
そ
こ
で
他

の
流

を

学
び

更
に
実
力
を
上

て
い
く

 
そ
う
し
て
付
い
た
異
名
が

剣
術
小

 
出

古
の
主
目
的
は
剣
道
だ

だ
か
ら
剣
術
と
付
け
ら
れ
る
の
は
お
か
し
い
話

 
し
か
し
事
あ
る
ご
と
に
道
場
主
や
師

代
と
の
立
ち
合
い
を
行
い
時
に
は
剣
道
以
外
の
武
道

で
も
立
ち
会
う
事
か
ら

時
し
か
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た
ら
し
い

勝

は
時
を
経
る

に
五
分

が
亡
く
な
る

前
に
は

勝
星
を
取
る
レ
ベ
ル

 

十
年
と
武
道
に
己
を

や
し
た
大
人
を

た
か
が
十

そ
こ
ら
の
少
女
は
打
ち
倒
す

 
そ
し
て
そ
の
結
果
に

足
す
る

振
り
も
見
せ
ず

た
だ
己
を
鍛
え
る
事
に

す
る
様
か

ら

時
し
か

剣
⻤

と

わ
れ
る
よ
う
に
も
な
る

表
向
き

剣
姫

と
呼
ば
れ
る
ら
し
い

が
そ
れ
は
後
か
ら
カ
モ
フ
ラ

ジ

で
付
い
た
だ
け

鍛
え
る
事
に
し
か
欲
を
見
せ
な
い
様
は

⻤
の
よ
う
だ
と
い
う

 
そ
の

気
無
さ
は
あ
ま
り
人
に

ま
れ
る
も
の
で
は
な
い

本
人
も

け

え
は
し

か

り
す
る
が

手
へ
の
興
味

心
が

無
い
せ
い
で
反
感
を

た
の
だ
ろ
う

回
か

を
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組
ん
だ
道
場
の

下
生
に
絡
ま
れ
た
ら
し
い

全
て
返
り

ち
に
し
た
よ
う
だ
が

 
⻤
と
い
う

は

多
分
そ
の

か
ら
来
て
い
る

 

だ
か
ら

わ
り
た
く
な
か

た
の
よ

 
同
い
年
だ
し
血
の
繋
が
り
は

き
に
し
て
自
分
に
も
妹
が

る
か
ら
無
事
だ

た
事
に
感

極
ま
る
気
持
ち
は

い
く
ら
い
理
解
出
来
る

だ
か
ら
親
近
感
も

く

 
け
ど
彼
女
の
経
歴
が
あ
ま
り
に
も

び

け
て
い
る

な
ん
だ

⻤

て

 
し
か
も
義
弟
が

わ
る
と
結
構
人
間
ら
し
い
彼
女
は
今
苛

さ
を
全
面
に
出
し
て
い
る

怒

り
と
共
に
殺
気
も

ば
し
て
く
る
の
は
意

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
自
分
も
武
術
は
そ
れ
な
り
に
修
め
て
い
る

お

い
武
器
が
無
い
か
ら
有

不

は
無
い
が

気

の
時
点
で
負
け
て
い
る

自
分
に
は
彼
女
に

意
を

い
た
り
戦

た
り
す
る
メ
リ

ト
が

無
い
の
だ

必
要
性
が
無
い
か
ら
気

で
圧
さ
れ
る
の
も

然
だ

た

 
出
来
る
事
な
ら

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

が
解
決
し
た
今

に

を
切
り
た
い
と
こ
ろ

 
し
か
し
依
頼
人
の

二

が
呼
ん
で
い
た
か
ら
断
れ
な
い

仕
え
の
下

の
哀
し
い

現
実
で
あ
る

す
直
葉
君
少
し

て
欲
し
い

を
追

て
説
明
す
る
か
ら

そ
の
怒
気
を

め
て
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

く
れ
な
い
か
な

 
正
直

気
が
止
ま
ら
な
い
ん
だ

な
ら

く
話
し
て
下
さ
い

そ
う
す
れ
ば
あ
た
し
も
抑
え
ま
す
よ

得
出
来
る
マ
ト
モ
な

理
由
で
あ
れ
ば

で
す
が

 
す

と

を

く
す
る

向
け
ら
れ
る
殺
気
が
洗
練
さ
れ
た
気
が
し
た

い
事
を
し
た

で
は
無
い
の
に

故
か
罪
が
背

を
這
い
上
が
る
錯
覚
を
覚
え
る

 

こ
れ
が

彼
女
の
認
識
な
ん
で
し

う
ね

 
分
か

て
い
た
事
だ
が
彼
女
は
自
分
も

も
信
じ
て
い
な
い

仕
事
の

で
は
信
頼
し

て
い
た
の
だ
ろ
う

だ
が
人

や
立
場
が
絡
む
方
で
は
信

し
て
い
な
い
の
だ

 
そ
し
て
今

一
信
頼
し
て
い
た
取
引
で
も
履
行
さ
れ
て
い
な
い

 

彼
女
が
怒
る

だ

ま
ず
だ
ね

人
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
は

い
て
は
彼
の

で
も
あ
る
ん
だ
よ

こ
の
子
の

と

た
ら

で
も
許
さ
れ
る
と
思

て
ま
せ
ん
か

そ
の
つ
も
り
は
な
い

そ
れ
で

を
話
し
て
た
ん
で
す

彼
の
今
後
に
つ
い
て
だ
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彼
女
達
三
人
は

少
年
に
事
実
確
認
を
し
つ
つ
男
性

人
の

明
を

い
て
い
く

 

彼
の
今
後

と
い
う
の
は
文

り
の
意
味

 
現
在
世
間
は
放

さ
れ
た
ボ
ス
戦
の

像

そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
達
の
発

に
よ
り

キ

リ
ト

一

と
い
う
認
識
が
成
立
し
て
い
る

更
に
彼
が
住
ん
で
い
た
地

の

か
が

桐

谷
和
人

の
プ
ロ
フ

ル
と
写
真
を

た
事
に
よ

て
同
一
人
物
で
あ
る
と
見
ら
れ

て
い
る

つ
ま
り
彼
の
リ
ア
ル
は
特
定
さ
れ
て
い
る
と

て
も
良
い

 
そ
れ
は
彼
の
生
活
が
今
後

か
さ
れ
る
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 

然
一
緒
に
住
ん
で
い
る
家

に
も

は

ぶ
だ
ろ
う

彼
自
身
だ
け
で
な
く
義
理
の
姉

直
葉

彼
の

親
の

を
失
う
よ
う

か
が

き
か
け
て
も
お
か
し
く
な
い

 
実

直
葉
の
学

に

し
て
は

か
が
手
を
回
し
た
よ
う
で
復
学
で
き
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い

る

い

が
設
立
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
学

に
編
入
出
来
る
の
で
問

に
は
な

て
い
な
い

が

こ
れ
が

に
ま
で

べ
ば
流

に
事
だ

 
そ
の
片

が
見
ら
れ
る
以
上

か
し
ら
対
策
を
取
る
必
要
が
あ
る

 

そ
こ
で

を
出
し
た
の
は

ノ
之
束

士
だ

た

 
ゲ

ム
ク
リ
ア
以
前
は
キ
リ
ト
と
の
文
書
交
信
の

だ

た
彼
女
は
現
実
に

て
か
ら
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

の
事
で

も

を

け
て
い
た

彼
も
自
分
の
立
場
や

境
の
事
を
か
な
り

念
し
て
い
た

ら
し
い

 
彼
女

く

や
は
り
彼
の

の
部
分
に

め

ま
れ
た
宝

は

コ
ア
で
間
違
い
な
い

取

り

け
ば
死
は
間
違
い
な
い
の
で
一
生
そ
の
ま
ま

 
そ
ん
な
モ
ノ
を
持
つ
彼
は
生
き
る

に
あ
ら

る
手

を

じ
て
い
る

そ
の
一
つ
が
人

を
見
返
す
と
い
う
も
の

彼
が

ら
れ
て
い
る
の
は
実
兄
と
実
姉
に

分

で

て
い

る
か
ら

だ
か
ら
同
じ
分

で
対

の

件
で
対
峙
し
勝

す
る
事
で
平
穏
を
勝
ち
取
る
と
い

う
も
の
だ
と
か

 

正
直
そ
れ
で
世
界
の
見
方
が
変
わ
る
と
は
思
え
な
い

 
そ
れ
は
彼
も
分
か

て
い
る
よ
う
で
で
も

も
行
動
し
な
い
よ
り
は
マ
シ
と
い
う

え
か
ら

動
い
て
い
る
と
い
う

 
実
兄
と
対
峙
す
る
分

は
不
明

だ
が
実
姉
と
は

に
決
ま

て
い
る

だ

と
彼
は

た
そ
う
だ

 

千
冬
は

戦

女

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
二
つ
名
を
与
え
ら
れ
て
い
る
世
界
大
会
二

覇
の

士

確
か
に
彼
女
と

え
ば

と
返
さ
れ
る
知
名

と
立
場
だ

彼
女
よ
り
勝

て
い
る
と
い
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う

価
を

け
る
な
ら
確
実
と

え
る

と
い
う
よ
り
そ
れ
以
外
無
い
と
も

え
る

 

件
は
彼
女
が
現

で
使

て
い
る
第
一
世
代

く
れ
ざ
く
ら

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
で
あ
る
零

白
夜
を
刃
が

手
の
機
体
に

触
す
る
一

だ
け
展
開
し
己
の
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

の
消

を
最
小
限
に
し
つ
つ
最
大
の
攻
撃
力
を
発

す
る
戦
法
を
取
る
事
で
こ
れ
ま
で
無

を

い

て
い
る

 

と

え
ば

千
冬

そ
う

え
ら
れ
る
く
ら
い
絶
対
強
者
の
存
在
だ

 
そ
ん
な
人
物
と

さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
真

向
か
ら
勝
負
し
打
ち
勝
つ
事
で
己
の

判

を

せ
る

の
大

は
出
来
損
な
い
だ
か
ら
と
い
う
も
の

大

が
見
下
し
て
い
る
人

物
だ
か
ら
し
て
も
い
い

と
い
う
モ
ラ
ル
ハ

ド
ル
の

下
が
原
因

 
な
ら
モ
ラ
ル
ハ

ド
ル
を
上

て
し
ま
え
ば
良
い

と
い
う

え
ら
し
い

 
学
力

学
業
に

し
て
は
今
後

第
だ
か
ら

と
も

え
な
い
が

者
と
し
て
対
峙

す
る
事
は
最

決
定
事

だ
と

う

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
に

の
武
器
が
あ

た
か
ら

と
い
う
理
由
も
あ
る
よ
う
だ
が

 
多
分
ど
ち
ら
も
本
命
な
の
だ
ろ
う

 
男
性
が

を
動
か
せ
る
と
い
う
事
実
も
良
い
フ

ク
タ

に
な
る

と
の
事

そ
の
特
別
性
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

も
確
か
に
有

だ

少
な
く
と
も
動
か
せ
な
い
男
性
よ
り
は

れ
て
い
る
と

え
る

 

そ
ん
な
話
し
合
い
を

も

り
返
す
内
に

骨
子
と
な
る

が
出
来
上
が

た

 
そ
う
遠
く
な
い
内
に

学
園
に
入
学
す
る
事
が
共

見
解
と
な

た
キ
リ
ト
と
束

士
は
な

ら

時
入
学
す
る
か
で
話
し
合
い
ゲ

ム
ク
リ
ア
か
ら
速
く
て
一
年

く
て
四
年
後
に
す
る

事
に
な

た
と
い
う

四
年
後
な
の
は
彼
が
高

を

験
す
る

に
な
る
か
ら
だ

 
速
く
て
一
年
と
い
う
の
は
体
の
回
復
や

強
の
事
で
最

一
年
取
ら
な
い
と
マ
ズ
い
と
い
う

彼
の
意
見
ら
し
い

こ
ち
ら
と
し
て
は
む
し
ろ
一
年
で
取
り

せ
る
の
か
と
思
う

 
そ
う
い
う

で

学
園
の
教
師
で
あ
る
実
姉
の
知
ら
な
い

で
実
弟
が
入
学
す
る
事
が
決

ま

た
後

 
で
は
現
実
の
ど
こ
で
過
ご
す
か

と
い
う
話
に
な

た

ノ
之

士
と
彼
は

士
の
ラ
ボ
で
過
ご
そ
う
か
と

え
て
い
た
そ
う
だ

あ
た
し

そ
れ
は

い
て
な
か

た
ん
だ
け
ど

束

士
か
ら

止
め
さ
れ
て
て

自
分
か
ら

う

て

士

 
多
分
彼
だ
と
反
対
意
見
を

し
切
れ
な
い
と
思

た
か
ら
な
ん
だ
ろ
う
な

と

気
に

す
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る

彼
女
達
も

し
た
の
か
苦

気
味
だ

そ
こ
で

が

た
を
掛
け
た
ん
だ
よ

 
男
性
の

葉
に
や
や

を

さ
せ
た
少
女
が
再

さ
を
取
り

す

こ
の
オ
ン
オ
フ

の
切
り

え
は
中

出
来
な
い
も
の
な
の
だ
が
ど
う
や

て
鍛
え
た
の
だ
ろ
う

も
彼
が

を

え
る
と
は
把
握
済
み
だ

恐
ら
く
だ
が

彼
が

学
園
に
入

て
か
ら
も

の
交

は

に
な
る
だ
ろ
う

そ
し
て
こ
こ
か
ら
な
ん
だ
が

日
本

の
意
見
と

し
て
は

彼
に
雲

れ
さ
れ
る
と

る
ん
だ
そ
う
だ

 

し

と
彼
女
の

に
一

血

が
浮
か
ん
だ

キ
て
い
る
ら
し
い

キ
リ
ト
君

い
や
桐

谷
和
人
君
は

が
り
な
り
に
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
へ
と
導
い
た

立

者
だ

郷

之

の

シ

ン
数

の
ボ
ス
戦
で
の
指

あ
る
い
は
リ
カ
バ
リ

そ
し
て
最
後
の
戦
い
で
の
事
を

め
て

も
そ
の
意
見
に
な

た

つ
ま
り

こ
の
子
を

保確
護保

し
た
い
と

そ
う
ら
し
い

 
彼
女
は
怒
り
を

ん
だ

い
目
つ
き
で
男
性
を

む

ぎ
り

と
⻭
を
食
い
し
ば

て
い
る
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
彼
女
の
立
場
で

え
れ
ば
怒
り
を

え
上
が
ら
せ
る
の
も
仕
方
な
い
事
だ

日
本

は
第
二

回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
時

出
来
損
な
い
だ
か
ら
と
切
り
捨
て

自
国
の

を

先
し

た

以

も

一

の
風

や
プ
ラ
イ
バ
シ

に

し
て
は
一
切

制
や
取
り

ま
り
が

無
い

 
そ
ん
な

い
を
し
て
き
た
の
に

を
今
更

と

え
て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て
彼
女
も

の

え
は

め
て
い
る
ら
し
い

彼
が

に

わ
れ
た
が
最
後
人
に

話
せ
な
い
よ
う
な

か
を
さ
れ
る
の
だ
と

出
来
損
な
い
と

わ
れ
た
少
年
が
あ
そ
こ
ま
で
活
躍

し
た
の
だ

の
血
縁
を

え
て
ク
ロ

ン
作
製
な
り
人
体
実
験
な
り
す
る
の
は
目
に
見
え
て

い
る

そ
の
過
程
で

コ
ア
が
発
覚
す
れ
ば
解

や
ホ
ル
マ
リ
ン

け
に
な

て
も
お
か
し
く

な
いだ

か
ら
あ
な
た
は

こ
の
子
の
説
得
に
来
た
と

分
正
し
い

 
そ
の

え
に

彼
女
達
は

し

な

を
し
た

 
ま

然
だ
ろ
う

だ

て
そ
の

え
に
な
る

 

で
も

私
の
存
在
を
忘
れ
ら
れ
た
ら

る
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こ
こ
か
ら
は
私
が
補
足
す
る
わ
ね

そ

ち
の
二
人
は
初
め
ま
し
て

来
年

学
園
に
入
学

す
る
更
識
楯
無
で
す

紺

木

で
す

紺

子
で
す

お
見
知
り
お
き
を

 
サ
ラ
リ
と

た
い
眼
差
し
を
し
な
が
ら
返
し
て
く
る

ど
う
見
て
も
友

的
な

で
は
無

い

は
い
い
か
ら
さ

さ
と
話
せ

と
い
う
目
が
グ
サ
グ
サ
突
き

さ
る

 
前

は
多

だ

ま
ず
ウ
チ

更
識
家
の
事
か
ら
話
さ
な
い
と
い
け
な
い
わ

一
応

て
お
く
け
ど
他

無

だ
か
ら
ね

 
手
に
持
つ

の

機
形

で
あ
る

子
を

ん

と
開
く

部
外
秘

と
書
か
れ
た
そ
れ

を
見
て
三
人
の

が
一
層
歪
ん
だ

あ
れ
は

い

と
思

て
い
る

だ

 
一
定
の

離
感
を
保
つ

に
取
り
入
れ
た
も
の
だ
か
ら

い
は
上

 

和
人
君
に
は

じ
な
か

た
け
ど
ね

 
自
分
も
ま
だ
ま
だ
だ
と

み
な
が
ら

故
自
分
が

に
い
る
か
も

め
て
話
し
た

 

更
識
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
そ
れ
は

か

か
ら
日
ノ
本
を
動
か
し
て
来
た
幕

に
使
え
る
暗
部

正
確
に
は

対
暗
部
へ

の
対

暗

部

暗

部

カ
ウ
ン
タ

組

で

今
の
日
本

の
手
足
と
な

て
動
き

け
て
い
る
一

⻑
い
歴
史
の
中
で
本
家
分
家
と
増
え
て
来
た
け
ど
自
分
は
本
家

更
に
は

主

楯
無

と
い
う
名
前
は
更
識
家
の
現

主
に
の
み
許
さ
れ
る

つ
ぎ
な

継
名
な
の

 
主
な
仕
事
は

報

あ
と
は
要
人
の

護

表
向
き
は

な
ど
が
す
る
か
ら
こ
ち
ら
は
裏

だ

達
は
分
か
り
や
す
い
抑
止
力

裏

は
実

隊
と
い
う

回
り
が
多
い

 
そ
ん
な
ウ
チ
が
今
回
回
さ
れ
た
依
頼

そ
れ
が
彼
桐

谷
和
人
君
の
護
衛
な
の

ち
な
み
に
依
頼
人
は
こ

ち
の

い
お

人

さ
ん
よ

 

ん
と

に
立
つ
ス

ツ
の

人
に

え
ば

い

て

と

傷
付
い
た
よ
う

に

う

で
も
実

い
方
が

い
か
ら

正
は
し
な
い

 
時

意

的
に
し
て
い
る
感
じ
も
す
る
か
ら

正
す
る
必
要
性
も
感
じ
な
い

護
衛

ね

じ

な
く
て
で
す
か

そ

ち
は
日
本

の
依
頼
ね

で
も
生
憎
こ

ち
も
依
頼
は

ん
で
る
か
ら

論
彼
が

無
作

に
人
殺
し
を
す
る
危
険
性
が
あ
る
な
ら
念
の
た
め

け
て
た
け
ど

彼
の
戦
い
を
見
た
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感
じ
そ
ん
な
気
は
し
な
い
の
よ
ね

明
確
に
憎
し
み
を
理
解
し
た
上
で
復
讐
を
二
の

に
し
て

る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
高
い
わ

 
分
か

て
い
な
い
不
発
弾
の
状

な
ら
万
が
一
に
備
え
大
義
名
分
を
得
る
べ
く
依
頼
を

け

て
い
た

で
も
彼
は
自
覚
し
た
上
で
別
の
道
を

ぶ
努
力
を
し
て
い
る

そ
れ
を
見
届
け
た
身
と

し
て
は
必
要
な
い
と
判
断
し
た

 
彼
女
も
そ
れ
は
分
か

て
く
れ
た
よ
う
で
不
機

さ
は
増
さ
な
か

た

あ
と

さ

き
も

た
け
ど
私
は
来
年
か
ら

学
園
に
入
学
す
る
の

日
本
代
表
候
補
生

と
し
て
ね

 
こ
れ
が

よ

と

い
な
が
ら

子
を
見
せ
る

た
だ
の

子
じ

な
い
の

専

機
と
し
て

与
さ
れ
る

は
常
に

者
が

す
る
必
要
が
あ

て
ね

本
的
に

飾
品
に
変
化
す
る
の
よ

私
の

機
形

は

子
だ

た
だ
け
ね

つ
ま
り
他
に
も
色

あ
る
の
で
す
か

そ
う
ね

私
が
知
る
限
り
は
ブ
レ
ス
レ

ト

ネ

ク
レ
ス

イ

カ
フ
ス

髪

根

付
お
守
り

と
に
か
く

飾
品
の
分

で
色

あ
る
わ
よ

そ
れ
で

が

い
た
い
か
と



 第百四十章 〜
孤 独 の 剣 士

たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

う
と

要
す
る
に
学
園
で
は
私
が

出
来
る
わ

 

問
に

え
る
と

で
も

と
剣剣
⻤姫

が
反

し
て
く
る

あ
な
た
の

い
方
だ
と

あ
な
た
が
二
年
生
に
な
る
時
に
こ
の
子
が

学
園
に
入
学
す
る
事

に
な
る

で
も
そ
れ
ま
で
最

で
も
一
年
あ
る

そ
れ
に
こ
の
子
が
三
年
に
上
が

た
時
に
あ
な

た
は

業
す
る

そ
の
空
白
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か

 
さ
れ
る
と
思

て
い
た

問
を
し
て
き
た
の
で

子
を

ん

と
開
く

そ
こ
に
は
心

配
無

と
書
か
れ
て
い
る

そ
こ
も
ば

ち
し
よ

私
に
は
一
つ
下
の
妹
と
お
付
き
の
子
が

て
ね
お
付
き
は
違
う
け
ど

妹
は
日
本
代
表
候
補
生
な
の

そ
し
て
二
人
と
も

学
園
へ
の
入
学
が

確
定
し
て
る

ウ

チ
は

の
息
が
掛
か

た
暗
部
の
家
だ
か
ら

備
も
万
全

つ
ま
り
彼
が
入
学
す
る
ま
で
の
一

年
間
は

安
全

入
学
し
て
か
ら
の
三
年
間
も
妹
の

が
あ
る
わ

ち
な
み
に
こ
の

は

ノ
之

士
か
ら
も
了
解
を
得
て
い
る
よ

あ
と
は
和
人
君
の
意
見

第

だ 
そ
う
伝
え
る
と

殺
意
を

ん
だ
眼
が
一
転

れ
の
目
に
な

た

そ
れ
を
ウ
チ
の
家

に
一
切
伝
え
て
な
い
の
は
問

で
し

う

ん
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不

を

え
る
最
中
ベ

ド
で

て

ん
で
い
た
少
年
が
義
姉
の

を
引

る

弱

し

く
て
も
す
ぐ
気
付
い
た
よ
う
で
彼
女
は
振
り
向
い
た

て

て

た
の

だ
か
ら

そ
う
な
の

 
で
も

な
ん
で

反
対
さ
れ
る
か
ら

一
緒
に
住
み
た
い
け
ど
そ
れ
だ
と
お

い
良
く
な
い
し

だ
か
ら

合

わ
せ
は

に
し
て

ら
す
の
は
別
に
し
た
方
が
い
い
と
思

て
全
部
決
ま
る
ま
で

て

て
お
願
い
し
たて

和
人

あ
な
た
ま
さ
か

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
ま
だ
す
る
つ
も
り
な
の

う
ん

だ
め

ダ
メ
じ

な
い
け
ど

じ

な
い
の

 

そ
の

問
は

に
彼
を
想

て
の
も
の
な
の
だ
ろ
う

 
彼
は
三

月
間
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で
一
人
取
り
残
さ
れ
た

世
界
に
た

た
一
人
だ

そ
の
孤
独

感

感
そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
出
来
事
で
仮
想
世
界
へ
の

感
を

わ
に
し
て
も
お
か
し

く
な
い

事
実
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の
中
で
も
一
部
の
人
間
は
絶
大
な

感
を

い
て
い
る
と
い

う
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 

に

え
て

感
を

わ
に
す
る
の
が
正
し
い
と
思
う

ト
ラ
ウ
マ
で
な
く
と
も
忌

感

は
あ
る

だ

 

し
か
し
彼
は

く
事
に

み
を
浮
か
べ
る

流

に
前
線
攻
略
は
も
う
こ
り
ご
り
だ
よ

で
も

理
と
か
裁

と
か
現
実
だ
と
手
間

の
掛
か
る
事
に
ロ

コ
ス
ト
で

戦
出
来
る
か
ら

ユ
イ
姉
達
に
会
え
る
の
は
あ
の
世
界
だ
け
だ

し 
そ
れ
に

と
虚
空
を
見
上

現
実
だ
と

め
な
い
対
人
戦
闘
の
経
験
を

め
る
か
ら

 

剣
⻤
と

わ
れ
た
少
女
は

葉
を
喪

て
い
た

 
ど
れ
だ
け
彼
の
覚
悟
は
決
意
は

い
の
だ
ろ
う

デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
間
違
い
な

し
の
境
遇
に
あ
り
多
く
の
過

な
経
験
を
し
て
い
な
が
ら
そ
れ
で
も
己
の
目
的
の

に
手

を

ば
な
い
な
ん
て
ど
れ
だ
け
強
い
気
持
ち
が
必
要
な
の
か

 
そ
の
覚
悟
に
闇
は
あ
る

 
だ
が
そ
れ
以
上
に

強

い

光

生
と
平
穏
を
求
め
る
想
い
が
あ
る
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強
い
子
ね

本

に

強
い

 
た

た
十
一
の
子

だ

だ
の
に
こ
こ
ま
で
の
強
い
意

を
持
つ
に
至
る
ま
で
ど
れ
だ
け
過

な
境
遇
に
あ
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か

私
が
知
る
の
は
断
片
に
過
ぎ
な
い

彼
で
は
な
い
か
ら

分
か
ら
な
い

 
た
だ

そ
う

だ
ろ
う
か

 

直
に

い
と

そ
う
思
え
た

 
だ
か
ら
こ
そ
欲
し
い
と
思
え
た
の
だ

裏

に
必

の
全
て
を
持

て
い
る

人
間
と
し
て

も

彼
は
欲
し
い

 
そ
う
し
て
少
年
に

さ
れ
る
形
で
三
人
の
少
女
は
感
情
を

む
形
で
彼
が
決
め
た
事
に

う
事
に
し
た
の
だ

た

  
暗
闇
の
中
に
星
が
光
る

無
数
の
星
が
煌
め
い
て

暗
い
道
を

か
に

ら
す

 

か
な
明
か
り
だ
け
が
頼
り
の
中
独
り
の
少
年
が
剣
を
手
に
進
ん
で
い
る

も
い
な
い
孤

独
な
空
間

け
れ
ど

故
か
そ
の
背
中
は
記

に
あ
る
そ
れ
よ
り
も

か
に
大
き
く
見
え

る



 第百四十章 〜
孤 独 の 剣 士

たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

 
一
万
人
の
命
が

わ
れ
た
魔
の
デ
ス
ゲ

ム

ゲ

ム
ク
リ
ア
と
な

て
多
く
の
人
命
が
解

放
さ
れ
た
今

私

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
は
あ
の
少
年
の
記
録

像
を
観
る
事
が
日

と
な

て
い

た
ク

ち

ん

ま
た
見
て
る
の

 

と

自
分
を

と
見
る
女
性
の
声
が

を
打
つ

 
ア

ド

ヴ

ン

ズ

ド

伝
子
強
化
個
体
と
い
う

験

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
人
工
生
命
で
あ
る
私
は
完
成
体
に
な
れ

な
か

た

生
み
の

親学
者
達
か
ら
は
失

作
と
い
う
レ

テ
ル
を

ら
れ

れ

分
さ
れ
る
運
命
に
あ

た

 
そ
れ
を
変
え
た
の
が
彼
女

ノ
之
束

 
私
は
彼
女
を
束
様
と
呼
ぶ

い
し
て
く
る

特
な
女
性
は

と
呼
ば
れ
た
い
よ
う
だ

が

親
に
つ
い
て
知
り
得
な
い
私
は
ど
う
し
て
も
そ
う
呼
べ
な
か

た

 
正
直
な

恩
人

と
い
う

価
も

し
い
部
分
が
あ
る

 

伝
子
強
化
個
体
で
あ
る
自
分
は
戦
い
の

だ
け
に

み

と
さ
れ
た
生
命

そ
の
目
的
を
果

た
せ
な
い
か
ら
失

作
と

わ
れ

さ
れ
る
予
定
に
あ

た

そ
れ
を
願

て
は
い
な
か
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た
が
同
時
に

す
る
権

も
持

て
い
な
い
身
だ

救
わ
れ
て
も

直
に
感

を

く
の
は

し
か

た

 
だ
が

彼
女
は
そ
れ
す
ら

み

ん
だ
上
で
私
を

て
下
さ

た

 

本
的
な

食
住
を

し

会
の
常
識
を
学
び

は

わ
な
か

た

学
を

け
た

得
に
手
古

た
が
他
の
人
に

べ
れ
ば

か
に

く
上
出
来
な
部

に
あ

た
よ
う
で

り
に
彼
女
は
私
を

め
た

 
生
来

め
ら
れ
た
事
が
無
か

た
自
分
は

そ
れ
に

心
地
の
悪
さ
を
覚
え
る

 
今
は

よ
り
は

人
間
的
な
成
⻑
を
果
た
し
た
と
思
う

 
最
も
成
⻑
を

し
て
く
れ
た
の
は
彼
女
で
は
無
い

私
が
見
て
い
た

面
に

る
少

年
だ

 
桐

谷
和
人

名

一

 
世
界
か
ら
出
来
損
な
い
の

を

さ
れ
た
少
年

至

て
平

で
あ
り
な
が
ら
非

を
望

ま

れ

た

し
付
け
ら
れ
た
不
遇
の
子

 
彼
は
私
と
よ
く
似
て
い
る

非

を
求
め
ら
れ
し
か
し
応
え
ら
れ
ず
打
ち
捨
て
ら
れ
た
一
つ

の
命
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
違
う
の
は

私
は

め
死
を

け
容
れ
て
い
た
が

彼
は
死
を

絶
し
て
足
掻
い
て
い
る
事

他
に
も

れ
ば
キ
リ
が
無
い

そ
れ
は
彼
が
と
て
も
人
ら
し
く
成
⻑
し
て
い
る
と
い
う
表
れ

だ

た

 

だ

 
き

と
そ
の
表
現
が
一
番

し
た

感

苦
し
い
生
を
必
死
に
足
掻
く

は
私
に
は
無
い
行
動

と

の

そ
の
一
幕
を
観
て
感
じ
る
事
が
私
の

む
も
の

変
わ
ら
ず
ぞ

こ
ん
だ
ね

ね

ね

和
君
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が

き
な
の

 
近
く
に
来
た
主
が

化
す
よ
う
に

て
来
た

 

き

ま
し
い
と
こ
ろ

め
な
い
と
こ
ろ

で
し

う
か

 
足
掻
く

る

必
死
に
生
き

こ
う
と
努
力
す
る
様

彼
の
多
く
を

ま
し
い
と

思
う
け
ど

要
約
す
れ
ば
そ
う
い
う
事
に
な
る
と
思
う

 
足
掻
か
せ
た
い

で
は
無
く
て

し
く
思
え
る

デ
ス
ゲ

ム
最
後
の
戦
い
も
私
だ

た
ら

め
ま
す

 
そ
れ
は

上
の
話

た

た
一
人
で
ボ
ス
に
勝
て
る

が
な
い
と
い
う
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
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け
る
常
識
を
前

に
し
た
演

ど
れ
だ
け
足
掻
い
た
と
こ
ろ
で
失

は
付
き
も
の

そ
の
一

の
失

で
死
ぬ
と
な
れ
ば
足
掻
く
事
す
ら
し
な
く
な
る

故
な
ら
そ
れ
は
無

だ
か
ら

 
無

だ
か
ら
し
な
い

無

で
な
い
な
ら
す
る

 
私
は
そ
う
い
う
風
に

設生
み
出
さ
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
と
て
も
人
間
ら
し
く
な
い
と
自
分
で
も
思
う

一

の
希
望
可
能
性
と
い
う
も
の
を

か
ら

定
し
た
機

的
な
生
き
方
だ

だ
か
ら
こ
そ
出
来
損
な
い
と

わ
れ
た
限
り
な
く

才
の
彼
が
ど
れ
だ
け
高
い

に
ぶ
つ
か
ろ
う
と
努
力
を

め
な
い
様
が

に
残

て

し

く

る

 
不

快
に
思

た
事
は
あ
る

 
け
れ
ど
そ
れ
は
す
ぐ
不
思
議
と
い
う
疑
問
に

り

今
で
は
彼
ら
し
い
と
思
う
よ

う
に
も
な

て
い
る

 
彼
は
き

と
人
間
ら
し
さ
の
極

彼
を
見
て
学
ん
で
い
け
ば
失

作
の
自
分
も
完
成
へ
と

近
づ
け
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
た

ん

 
真
面
目
に
返
す
と

真
横
で
主
が
ニ

ニ

で

く
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たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 

故
か
無
性
に
イ
ラ

と
し
た

で
す
か

束
様

い
や

ク

ち

ん
も
同
じ
と
こ
ろ
を
見
る
と
は

さ

す
が
束
さ
ん
の

だ
な

と

ん

 
あ
の

そ
の

い
方
だ
と
束
様
も

 
そ
う
問
え
ば

う
さ

バ
ン
ド
を
付
け
た
女
性
が
に
こ
り
と

た

そ
り

あ
ね

 

を

そ
う

束
さ
ん
が
和
君
の
事
で
一
番
認
め
て
る
の
は
そ
こ
だ
か
ら

 
い
や

ク

ち

ん
も
見
る
眼
が
あ
り
ま
す
な

 
に
ま
に
ま
と
喜
色
悪
い

み
で

し
そ
う
に

う
主

お
ま
け
に

テ
ン
シ

ン
も
高
い

 

時

こ
う
い
う
状

に
な
る
の
だ
が
そ
の
時
に

て
い
る
内
容
の
意
味
が
追
い
付
か

な
い
時
が
あ
る

天
才
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
と
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か

 
確
か
和
人
が
来
た
時
も
な
る
事
が
あ
る
が

そ
の
時
は
彼
が
的
確
に
対
応
し
て
い
た

 
あ
れ
は
た
だ

れ
て
い
る
だ
け

 
そ
れ
と
も

彼
も
束
様
と
同
じ

 

故
か

ま
た
イ
ラ

と
し
た

 

の
内
が
も
や
も
や
す
る
よ
う
な
と
に
か
く
良
く
な
い
気
分
に
な
る

ど
う
も
彼
と
束
様
の
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事
を

え
る
と
な
る
よ
う
だ

と
こ
ろ
で
束
様

ん
 
一
先
ず
思

を
切
り

え
た
方
が
い
い
か
と
思

た
私
は
前

か
ら

い
て
い
た
疑
問
を

解
消
す
る
事
に
し
た

故

ユ

ミ
ル

と
い
う
企
業
を
作

て
ま
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
保
持
を

 
そ
れ
は

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
運

権
を
捨
て
値
で

レ
ク
ト

か
ら

い

取

た
事
だ

た

こ
れ
に
つ
い
て
は
た
だ
指
示
さ
れ
た

り
に
し
た
だ
け
で

体
的
に

も
教

え
ら
れ
て
い
な
い

 
流

に
数

月
経

た
か
ら
良
い
だ
ろ
う
と
思

て

く
と
彼
女
は
あ
あ
と
思
い
出
し
た

よ
う
に
声
を
上

た

 

こ
の
反
応

か
な
か

た
ら
絶
対
忘
れ

け
て
い
た
や
つ
だ

そ
れ
ね

和
君
の
お
願
い
だ

た
ん
だ

和
人
の
で
す
か

 
う
ん
と

く
女
性
に

し
く

い
た
内
容
を
要
約
す
れ
ば
彼
に
と

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
良
い
修
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孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

行
場
と
い
う
話
ら
し
い

 
来
年
か
ら
一
年
間

の
保
護
を
す
り

け
つ
つ
も
雲

れ
さ
れ
な
い

と
し
て
対

策
チ

ム
に
も
来
て
い
た
日
本
代
表
候
補
の
更
識
楯
無
の
家
に

在

リ
ハ
ビ
リ
や
肉
体
強
化

鍛

を
す
る

ら

対
人
戦
の
経
験
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で

む
事
で

で
の
戦
闘
に

立
て
よ
う

と
い
う
理

ら
し
い

 
確
か
に
そ
の

は
有

だ
と
思

た

 
多

な

境
を
す
ぐ
作
れ
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を

す
れ
ば
剣
で
の

近
戦
は

論

火
器
で

の
ゲ
リ
ラ
戦
だ

て
可
能
だ
ろ
う

今
は
ま
だ
そ
の
手
の
タ
イ
ト
ル
は
無
い
が
今
後
出
る
可
能
性

は
非
常
に
高
い

年
も
前
か
ら

国
の

は

し
て
い
る
と
い
う
し

な
ら
ア
メ
リ
カ

は
そ
の

に
開
発
を
躍

に
な

て
行

て
い
る
と
い
う

 
た
だ
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
初
め
と
か
く
仮
想
世
界
を
動
か
す
シ
ス
テ
ム
の
構

が

し
く

コ
ス
ト
も

む
せ
い
で
中

進
展
は
無
い
ら
し
い
が

 

そ
の
点

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
彼
に
取

て
非
常
に

い

境
だ

 
ま
ず
他
の
タ
イ
ト
ル
に
は
無
い

行

で
の
戦
闘
を

え
て
い
る
彼
に
と

て

間
違

い
な
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の

行
を
交
え
た
対
人
戦
は

戦
闘
に

い
て

に
立
つ
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に
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ス
テ

タ
ス
の
上

が
少
な
く
武
器
の
性
能
に

さ
れ
る
事

こ
れ
は

で
も
同
じ
こ
と
が

え
る

は
ス
ラ
ス
タ

の

時

や
加
速
限
界
な
ど
で
差
が
あ
る

と

え
ど
大
本
は
同
じ
だ

世
代
差
を

き
に
す
れ
ば

備
に
よ
る
差
が
決
定
打
と

え

る

そ
の
点
は

千
冬

が

う

は
第
三
世
代
機
の
開
発
が
進
み
始
め
た
現
在
に

い
て
も
第
一
線
に
あ
る
理
由

す
な
わ
ち

一
仕
様
能
力
零

白
夜
と
い
う
特

兵

が

実
証
し
て
い
る

 
ま
た
遠

離
を

慮
し
た
戦
い
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
魔
法
を
交
え
た
戦
闘
が
前

と
な

て
い
る
た
め

め
な
い
事
は
無
い

火
器
に

べ
れ
ば

い
が
そ
れ
で
も

め
な
い
の
と

め
る
で
は
大

き
な
違
い
だ

 
つ
ま
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

火
器
に
よ
る
戦
闘
を

い
た
あ
ら

る
状
況
を
疑
似
的
に
体
験
可
能
な

境
と
い
う
事

そ
れ
を
彼
は
実

に
見
て
い
な
い
の
に
理
解
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
時
点
で

し
て
き

た
の
で
す
か

う
ん

の

し
い
事
は
直
ち

ん
が
し
た
み
た
い

な
る

ど
で
す



 第百四十章 〜
孤 独 の 剣 士

たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
恐
ら
く

郷

之
を

え
た
後
で

え
予
め
伝
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
世

間
に
広
ま

て
か
ら

す
ぐ
だ

た
か
ら
か
な
り

い

で

え
て
い
た
よ
う
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
開
発
者
が
黒
幕
と
分
か
る
前
か
ら

た
り
を
付
け
て
い
て

え
た
後
に
無
く
な
ら

な
い
よ
う
先
手
を
打

た
と
い
う
と
こ
ろ
か

彼
の

眼
に
は
恐
れ
入
る
ば
か
り
で
す
ね

い
や

ホ
ン
ト
に
ね

流

に
そ
の
お
願
い
を
見
た
時
は

い
た
よ

 
心
の

か
ら

う
と

同
じ
事
を
思

た
の
か
主
も
し
み
じ
み

い
た

束
さ
ん
的
に
ま
さ
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
後
に
ま
だ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
す
る
気
が
あ

た
か
と
思

た

け
ど

い
や
は
や

和
君

て
ホ
ン
ト
手

を

ば
な
い
ね

今
回
は
良
い
意
味
で

 
確
か
に
良
い
意
味
で
手

を

ん
で
い
な
い

か
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
気
を
配
り
つ

つ

で
も
自
分
が
取
れ
る
手

の
中
で
最
良
の
も
の
は

が

で
も
も
ぎ
取

て
い
る

主
に

頼

て
ま
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
存

さ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
証

だ

 

人
に
頼
ろ
う
と
し
な
い
と
い
う
話
だ

た
か
ら

正
直
意
外
に
も
思
う

 

た
だ

て
欲
し
い

 

面
に

る
彼
の

を
見
る
と

故
か
分
か
ら
な
い
が
そ
う
思

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
本
作
に

い
て
孤
独
と
孤
高
は
似
て
非
な
る
も
の

前
者
は
理
解
者
も
味
方
も

な

い
本

に
独
り
後
者
は
理
解
者
も
味
方
も

な
が
ら

・一
・人

で

る
事
を
意
味
し
て
い
ま
す

デ

ス
ゲ

ム
に
取
り
残
さ
れ
孤
独
に
な

て
も
味
方
が

る
限
り
キ
リ
ト
は
独
り
に
は
な
り
得

な
い

そ
ん
な
意
味
を

め
て
前
話
と
今
話
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
付
け
て
お
り
ま
す

 
タ
イ
ト
ル
の
孤
高
の
剣
士
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
成
⻑
す
る
キ
リ
ト
の
在
り
方
を
意
味
し
て
い
ま

し
た

 
実

は

が
見
守

て
ま
し
た
が
味
方
が

な
か

た

を

え
れ
ば
大
き
な
前
進
で
し

う 

そ
し
て
今
話

 
全
損
者
も

め
て
生
還
す
る
と
い
う

を
ぶ
ち
壊
す
ル

ト
開

全
損
者
に
は
ケ
イ
タ
が
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されど彼の者、孤独に非ず〜

る
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

 

キ
リ
ト

殺

り

愛

大

き
Ｐ
ｏ
Ｈ
ニ
キ
も
解
放
さ
れ
る

様

 

そ
ん
な
こ
ん
な
で
今
話

 

会
的
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

は
終
わ

た
が

キ
リ
ト
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

は
ま
だ

行

 
代
償
も
無
し
に
人
が
救
わ
れ
る

も
無
し

 

プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
一

の
デ

ア
ベ
ル者

は

た

 
リ

ダ

は
生ス

ケ

プ
ゴ

ト
だ
と

 
そ
ん
な

で
キ
リ
ト
は
ま
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内

た
だ
し

話
で
解
放
し
ま
す
ネ
タ
バ

レ
 
あ
ん
ま
り
⻑
く
引

て
も
仕
方
な
い
か
ら
ネ
だ
か
ら
直
葉

点
で
ダ
イ
ジ

ス
ト

む
し
ろ
直
葉
の
複

で
外
か
ら
は
分
か
ら
な
い
お
ど
ろ
ど
ろ
し
い
内
面
を

写
し
て
ま
す

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
取
り
残
さ
れ
た
キ
リ
ト

点
を

い
て
い
く
た
め

今
後
ど
こ
か
で

Ｓ
Ａ
Ｏ

迷
物
の

過
去
語
り

が
ぶ

ま
れ
ま
す

ご
了
承
下
さ
い

事
後
承

 

に
紺

姉
妹

 

に

え
て
デ
ス
ゲ

ム
に

が

わ
れ
る
と
か
親
に
と

て
は
絶
望
モ
ン
で
あ
る

 
原
作
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の
一
年
前

体
的
な
日
付
は
不
明

で

親
死
亡
し
て
る
の
で
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Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
な
ん
て
間
違
い
な
く
絶
望
モ
ン
な
騒
動
に
よ
り

親
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発

で
死

亡
し
ま
し
た

無

悲

 
ち
な
み
に
実
は
原
作

子
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の
前
後
で
死
亡
し
て
ま
す

原
作
木

は
更
に

一
年
後
で
す
ね

 

だ
か
ら

は
悪
く
ね

親
善
大
使
感

 

ぶ

ち

け
る
と

束
を
動
か
す

写
の

に
し
た
節
も
あ
る
ん
で
す
が

 
束
は
今
も
人

い
は

行
で
す

み
た
い
な
組

に
な
る
と
よ
り

車
が
掛
か
り
ま
す

そ
れ
で
も
対
策
チ

ム
に
入

た
り
紺

姉
妹
の

助
を

し
出
た
り
し
た
の
も
全
て
は
和
人

の

せ
の
た
め

金
は

り
に

り
ま
く

て
る
か
ら
使

て

せ
に
な
る
な
ら
使
お
う
の
精

神 

和
人
が

わ
ら
な
い

件
だ
と

く

に
な
る
の
で

と
人
間
の
ク
ズ

い
部
分

は
残

て
ま
す

 
和
人
が

わ

た
か
ら
マ
ト
モ
に
見
え
る
だ
け
で
す
真
人
間
な
ら
ぶ

殺
す
と
か

え

な
い

 

そ
し
て
直
葉



 第百四十章 〜
孤 独 の 剣 士

たった一人取り残されて、
孤 高 に 至 る

されど彼の者、孤独に非ず〜

 
直
葉
は

剣
術
小

と
い
う
異
名
が

と
全
て
を
物
語

て
る

で
剣
道
の
出

古
に

行

た
の
に
剣

・術

て

わ
れ
て
る
ん
で
す
か
ね

 
ち
な
み
に

は
剣
道
小

み
た
い

と
原
作
で

わ
れ
て
ま
す

 
直
葉
は
そ
こ
か
ら
進
化
し
て
剣
術
小

更
に
別
の
異
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う

裏

の
家
の

主
や

て
る
楯
無
す
ら

バ
い
と
認
め
る
直
葉

 
正
直
に

お
う

ど
う
し
て
こ
う
な

た

最
初
期
プ
ロ

ト
か
ら
一
番
魔

さ
れ
た
人

 

あ

秋
十
は

異
常
者

に
見
ら
れ
た
く
ね

と
死
ぬ
気
で

た
と
い
う
事
で

テ
キ
ト

 

験
・

・格
を
得
た
だ
け
で

ま
だ
合
格
は
し
て
ま
せ
ん

無

悲

 
そ
し
て

も

せ
ら
れ
て
い
な
い
事
か
ら
七
十
五
層
で
の
事
件
も
表
向
き
不
問
に

実

弟
の
お

で
す
ね
感

し
ろ

た
だ
し
直
葉
以
外
の

裏

で
は

か
さ
れ
て
る
か
も
し
れ
な

い

不
気
味

 
第
三
者

点
は
一
人
取
り
残
さ
れ
た
キ
リ
ト
が

を
し
て
い
た
か
の
ダ
イ
ジ

ス
ト

ま
だ

故

一
人
残
る
事
に
な

た
か
の

体
的

写
は

け
て
ま
す
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第
一
第
二
第
三
の

練
と
あ
る
の
に
第
一
は
其
の

と
あ
る
の
は
そ
れ
ら
全
て
を
ク

リ
ア
す
る
事
で
初
め
て

第
一
の

練

突
破
と
い
う

り

 
今
話
に

い
て
権
力
者

楯
無

束

に
頼

て
ま
で
地

め

家

の
安
全
確
保

に
動
き
で
も

来
的
に
目
的
達
成
を

え
て
い
る
と
い
う
事
で
こ
れ
ま
で
ず

と
独
り
で

で
も
し
よ
う
と
し
て
き
た

孤

独
一

は
お
ら
ず
人
に
頼
る
よ
う
に
な

た
孤

高
和
人
が
還

て
来
た
ん
だ

よ

と
い
う
の
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
存

に

し
て
も
ね

ご

合
主
義
だ
け
ど
実

原
作
で
も
ユ

ミ
ル
を
ど
う

い

た
人
が
運

し
て
る
の
か
分
か

て
な
い
の
で

設
定
の
有

活

と
い
う
事
で

オ
イ

 
実

根
回
し
し
と
か
な
い
と
Ａ
Ｌ
Ｏ

れ
そ
う
な
時
空
な
ん
だ
も
の

見
な
が
ら

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
行
く
気

そ
の

に
楯
無

の
話
は

合
だ

た

更
識
家
に

け
ら
れ
た
ら

重
な

備
に
よ
り
安
心
し
て
ロ
グ
イ
ン
出
来
ま
す
か
ら
ね

こ
の

時
点
で
ヴ

ベ
ル
時
空
ブ
レ
イ
ク
で
あ
る

 

二

テ
ン
プ
レ
の
更
識
家
に

け
ら
れ
る
達
成
だ

 

一
年

ど
前
の
ア
ン
ケ

ト
だ
と

の
大
事
件
後
に
引
き
取
ら
れ
る
予
定
だ

た
ん

で
す
が
ね

白
目
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されど彼の者、孤独に非ず〜

 
予
定
は
未
定
だ

て
は

き
り
分
か
ん
だ
ね

後
悔
は
無
い

 
直
葉
に

し
て
は

も

わ
ん
ど
う
し
て
こ
う
な

た
 
取
り

え
ず
こ
れ
ま
で
小

出
し
に
し
て
た
事

出

古
と
か

を
補
足
し
ま
し
た

 
本
作
に

け
る
直
葉
は

剣
⻤

た
だ
安
心
出
来
る

手
が

女
尊
男

の
煽
り
を
喰
ら

て

な
か

た
か
ら
鍛

に
集
中
し
て
た
だ
け

今
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
け
ど
和
人
が
鍛

し
た
が
る
方
だ
か
ら
変
わ

て
な
い
だ
け
で
あ
る

 
こ
の
子

義
弟
の
事
に
な
る
と

と
ダ
ダ
甘
だ
な

 
ク
ロ
エ
は

で
和
人
と
親
し

な
の
か
と
い
う
事

実

ク
ロ
エ
は
原
作
で
も

ラ
ウ
ラ
・

ボ

デ
ヴ

ヒ
と
い
う
完
成
体
に
な
れ
な
か

た
失

作
と
自
身
を
称
し
て
い
る
の
で
似

た
境
遇
に
あ
る
一

／
和
人
の
事
は
気
に
掛
け
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

 
で
演

や

あ
り
き
で
動
く
軍
人
気

な
自
身
と
違
い
可
能
性
が
あ
る
な
ら
絶
対

め

な
い

に
興
味
を
引
か
れ

時
し
か

か
れ
た

無
自
覚

と

 
束
さ
ん
も
似
た
感
じ
で

か
れ
て
る
の
で

こ
の
親
に
し
て
こ
の

あ
り
で
す

  

と
も
あ
れ

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
は
こ
れ
で
終
わ
り
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ち

と
終
わ
り
方
が
ア
レ
で
す
が
味
方
に
よ

て
は

達
キ
リ
ト
の
戦
い
は
こ
れ

か
ら
だ

的
な
の
で

ま
あ
よ
し
と
し
ま
し

う

良
く
な
い

 

話
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
編

の
予
定

気
が
向
い
た
ら
幕
間
で
千
冬

点
を
書
か
な
く
も
無
い

く

い
で
し

う
け
ど

  

写
し
て
る
事
が
全
て
で
は
無
い
の
で
ね

で
も
か
ん
で
も
疑

て
い
き
ま
し

う

 

話
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
は
終
了
の
予
定

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ａ
ｌ
ｆ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
 
Ｌ
ｏ
ｓ
ｔ
Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
 

ラ
グ

ナ
ロ
ク
・
パ
ス
ト
ラ
ル

 
第
一
章
 

契

約

Ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
前
話
の
ア
ン
ケ

ト
が
滅

苦

戦
し
か
も

点
前
後
と
い
う
状

で
戦

恐

み

ん
な
そ
ん
な
に
束

士
と
千
冬
を
争
わ
せ
た
い
の
か

 
ダ
イ
シ

・
カ
フ

に

す
場
合
大

な
修
正
が
要
る
か
ら
つ
ら
い

 
加

修
正
は
も
う
ち

い
後
に
な
り
ま
す

期
限
付
け
て
る
か
ら
ね

 

そ
ん
な
今
話
は
記
念
す
べ
き
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
第
一
章

 
た
だ
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
ロ
グ
イ
ン
し
て
な
い

 
現
実

だ
け
じ

 
要
す
る
に
プ
ロ
ロ

グ

て
事
で
す
ね
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点
は

し
振
り
な

キ
リ
ト

和
人

 
文

数
は
約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
か
ら

五
か
月

 
四
月
に
入
り
様

な
学

が
入
学
式
や
始
業
式
を

り
行
う
中
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の

に

意
さ
れ
た
中
高
大
学
一

も

に

れ
ず
式
を

り
行

て
い
た

 
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た
者
達
の
多
く
が
学
生
と
い
う
事
も
あ
り
在

生
は
意
外
に
多
い

最

多
は
中
学
三
年
前
後

最
小
は

然
小
学
生
だ

 
こ
の
学
園
は
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
異
常
な

境
に
身
を

い
た
者
達
の
監

と
更
生
を

本
と

し
て
い
る
が
義
務
教
育
な
ど
の

か
ら

学
面
に
も
主

は

か
れ
て
い
る

と
は

え

わ
れ
て
い
る
教

は
全

定
年
退

し
た
高

者
や
新

同
じ
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
た
教
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ば
か
り
で

最
先

と
は

え
な
い

 
し
か
し

し
た

を
新

同
様
に

し
て
い
る
た
め
か

を
初
め
と
し
た
機

は
最
先

技
術
の
も
の
が

え
ら
れ
て
い
る

に

い
た
話
で
は
最
先

技
術
を
使

し

た
学

の
モ
デ
ル
ケ

ス
で
も
あ
る
ら
し
く

業
で
も

を
使
う
事
は
多
く
な
る
ら
し

い

来
年
か
再
来
年

り
で
は

現
実
を
取
り
入
れ
た

業
が
展
開
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

と

い
た

 

に
は

な
い
話
だ
が
な

 
内
心
で

息
す
る

 
桐

谷
和
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
悪
名
高
い
ビ

タ

で
あ
る
と
同
時
に

一

で

あ
る
事
も

に
知
ら
れ
て
い
る

そ
の
上
で

し
て
く
る
者
は
か
な
り
限
ら
れ
る
忘
れ
そ
う
に

な
る
が
直
葉
や
木

達
の
方
が
世
間
的
に

外
な
の
だ

 
そ
ん
な

は

上

ま
た

の
要
求
な
ど

様

な
理
由
と
思
惑
が
絡
み
合

た

に

対
暗
部

暗
部
の
更
識
家
に

け
ら
れ
る

第
と
な

て
い
る

本
的
に
そ
こ
か
ら
出
な
い
よ

う

わ
れ
て
い
る
た
め
こ
の
学
園
で
の

業
形
式
を

は

信
教
育
タ
イ
プ
に
し
て
い
る

で
の

の
や
り
取
り
で
済
む
な
ら

や
護
衛
の
負

も
か
な
り

る
し

よ
り
自
分
か
ら
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火
の
中
に

び

ま
な
く
て
済
む
か
ら
だ

 

信
教
育
だ
と
登

す
る
必
要
は
無
い
の
だ
が
始
業
式
と
い

た
特
別
な
行
事
が
あ
る
時
く

ら
い
は
登

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
な
の
で
今
日

は
更
識
家
の
車
で
送

し
て
も
ら
い

登

し
て
い
た

  
開

初
年
と
は

え

⻑
や
理
事
⻑

り
は
経
験
者
を

て
い
た
よ
う
で

あ
る
男
性

達
が
祝

を
送
る

 
女
尊
男

の
風

を
払

し
切
れ
て
い
な
い
現
在
全

期
の

か
ら
事
務

や
責

の
大
き

な

は
男
性
が
ず

と

て
い
た

経
験
と
い
う
部
分
は
あ
る

だ
が
そ
れ
以
上
に
男
性
と
女

性
の

の
成
り
立
ち
に
違
い
が
あ
る
か
ら
だ
と

い
た
事
が
あ
る

要
は
ま
と
め

に
女
性
は
あ

ま
り
向
い
て
い
な
い
と
い
う
話
だ

論
ま
と
め

向
き
の
女
性
も
い
る
か
ら
全

そ
う
と
い
う

で
は
無
い

 
⻑
年
重

と
し
て

き
ま
と
も
に
組

を
回
せ
て
い
る
か
ら
こ
そ
今
の

会
は
ま
だ

壊
し

て
い
な
い
の
だ
ろ
う

そ
れ
が
背

に
あ
る
か
ら
女
尊
男

風

は
広
ま
り
切
ら
な
か

た
と
い

う
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と
は

え
そ
れ
で
も
重
大
な

会
問

を

つ
も
引
き

こ
し
て
い
る

生
ま
れ
た
子

が
男

で
あ
れ
ば
殺
す
配
偶
者
の
男
性
と
離

し
て
あ
ろ
う
こ
と
か
慰

を
要
求
す
る

の
他

人
で
あ
る
男
性
に
自
分
が

い
た
い
も
の
を

わ
せ
る
な
ど

て
い
け
ば
キ
リ
が
無
い

 
だ
か
ら
こ
の
時
代

学

と
い

た

共
交

機

に

属
す
る
重

の
男
性
と
い
う
の
は

外

重
だ

た
り
す
る

残

て
い
る
男
性
の
少
数
が
有
能

他
は
無
能
平

あ
る
い
は

ご
ま
す
り
が
上
手
い
か
の
ど
れ
か
だ

 
祝

の
内
容
を

い
て
男
性
の
眼
を
見
て

と
な
く
大

そ
う
と
判
断
す
る

根

は

無
い
が
こ
れ
で
人
を
見
る
眼
は
そ
れ
な
り
に
鍛
え
て
い
る

フ

ル
タ

が
無
い
な
ら
大
き
く
外

れ
て
い
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

 
少
し
し
て

会
の

が
終
わ
り
解

と
な

た

明
日
か
ら

業
だ
が
今
日
は
入
学
式

始

業
式
だ
け
な
の
で
終
わ

た
ら
す
ぐ
帰

て
良
い
と

わ
れ
て
い
た

 

り

み

子
か
ら
立
ち
上
が

て
後
ろ
を
向
く

 

う
ぞ
う
ぞ
蠢
く
人

と
肉

に
遠
い
眼
に
な

た

 

は

内
で
最
年
少
な
の
で

が
最
前
列
に

し
て
い
た

必
然
的
に
行
動
か
ら
出
る

に
は
最
⻑

離
を
歩
く
必
要
が
あ
る

横
に
ズ
ラ
リ
と

べ
ら
れ
た

子
の
間
を

て
進
む
生
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が
大
勢
い
る
中
を
掻
い
潜
る
の
は
体
格
的
に
無
理
だ
ろ
う

間
違
い
な
く
こ
け
て

ま
れ
て
大

事
確
定
で
あ
る

 

と
い
う
か
人

に
は

ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
の
で
必
要
無
い
な
ら
あ
そ
こ
に

て

入
る
の
は

願
い
た
い

は

仕
方
な
い

 
少
し
ず
つ
人
が
少
な
く
な
る
一
方
の
最
前
列
の

子
を
片
付
け
る

や
教

の

を
横
目
に

も
し
な
い
と
い
う
の
も

心
地
が
悪
い

つ
し
か
な
い
な
ら
仕
事
で
も
し
て
時
間
を

し

た
方
が
有
意
義
か
と

え

も
近
く
に
あ

た

子
を
集
め
る

 
が
し

ん
と

を
立
て
て

ん
だ

子
の
高
さ
は

り

こ
の
サ
イ
ズ
差
だ
と

子
を

え
て
運
ぶ
の
で
は
な
く

に

る

を

し
て

に

ば

い
い

だ

た

そ
れ
ぞ
れ
三

い
だ
時
点
で

子
を

め
て
片
付
け
る

ス
テ

ジ
下
部
に

そ
の
ま
ま
入
れ
る

大
き
な

車
へ
と
運
ぶ

 
運
ん
で
き
た
人
か
ら

子
を

け
取
り
収

す
る
と
い
う
バ
ケ
ツ
リ
レ

の
よ
う
な
事
を
し

て
い
る
女
性

の
下
へ
行
く
と

あ
ち
ら
も
気
付
い
た

 
そ
の
眼
が
ぎ

と
見
開
か
れ
る
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ち

六

運
ぶ

て

無
理
し
ち

だ
め
よ

 
慌
て
た
よ
う
に

い
な
が
ら

が

い
で
い
る
パ
イ
プ

子
を
奪
う
よ
う
に
取

て
い
く

か
れ
た
原
因
は
一

に
運
ん
だ

数
す
な
わ
ち

重

に
あ
る
よ
う
だ

に
引

掛
け
る
形

な
の
で
見
た
目
に
反
し
て
そ
こ
ま
で
重
く
は
な
い
の
だ
が

て
も
信
じ
て
く
れ
な
い
ん
だ

ろ
う
な

こ
れ
は

 
で
も

に
心
配
さ
れ
て
る
の
は
分
か

た
の
で

は

二

ず
つ
で
持

て
行

た

ま
た

意
さ
れ
た

 
理
由
が
分
か
ら
な
い
の
で
取
り

え
ず
今

は

一

ず
つ
で
持

て
行

た

ま
た

意

さ
れ
た

と
い
う
か

も
う
手
伝
わ
な
く
て
良
い
と

わ
れ
た

 
手
伝
お
う
と
し
た
だ
け
な
の
に

が
ダ
メ
だ

た
の
か

の
人
は
四

く
ら
い
で
運
ん
で

い
た
か
ら
体
格
で

え
て
二
回
目
ま
で
は
分
か
る
け
ど

故
三
回
目
の
二

で
も

意
さ
れ

た
か
分
か
ら
な
い

 
疑
問
は

き
な
か

た
が
良
い

合
に
人
も

け
て
い
た
の
で
そ
の
時
点
で

を
後
に
し

た 
式
が
終
わ

た
後
で

ち
合
う
約
束
を
ト

ク
ア
プ
リ
で
し
て
い
た
の
で
約
束

り
に
登
下
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で

る
道
の

中
で

を

つ

登

組
は
自
教

に
一

物
を
取
り
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が

信
教
育
組
は
手

物
を
持

た
状

だ
か
ら

る
必
要
は
な
い

今
も
自
分
は
保
険

証
と
学
生
証

く
ら
い
し
か
持

て
な
い
の
で
手

バ

グ
す
ら
不
要
だ

 
五
分
く
ら
い
し
て
や

て
来
た

は
一
部
を

い
て
約

年
ぶ
り
に

を
合
わ
せ
る
人
も
い

る

直
葉
木

子

は

を
合
わ
せ
て
い
る
が

ア

ス

ナ

明
日
奈

シ
リ
カ子
リ
ズ
ベ

ト

フ

リ
ア

レ
イ
ン

虹
架

サ
チ

ケ
イ
タ太
テ
ツ
オ樹
ダ

カ
大

サ
サ
マ
ルは

式
の
前
で
初
め
て
会

て
い
た

太
か
ら
の

罪
は

そ
の
時
に

け
取

て
い
る

 
再
会
直
後

り
に
眼
や
髪
の
事
で
心
配
さ
れ
た

黒
か

た
眼
は
金
色
に
髪
は
色
が

け

て
白
髪
に
な

て
い
る
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
黒
の

が
強
い
面

か
ら
す
れ
ば
か
な
り

の
ギ

プ
が
あ
る
だ
ろ
う

 

の
眼
が
金
色
な
の
は

か
つ
て

で
行
わ
れ
た
人
体
実
験
に
よ
り

め

ま
れ
た

ヴ

ダ
ン
・
オ

ジ

越
界
の

を
使

し
て
い
る
か
ら

 

越
界
の

は
疑
似
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

と
も

わ
れ
て
い
る

 
こ
れ
は
本
家
の
セ
ン
サ

に
回
さ
れ
る
演

理
機
能
を
他
の
部
分
へ
回
す
事
で

合
的
な
戦

闘
力
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う

い
わ
ば

者
の

に
あ
る

術

事
実

越
界
の

は
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の

合
性
向
上
の

に
行
わ
れ
る

だ

つ
ま
り
男
性
で
あ
る
自
分
は
本
来
必
要
な
い

 
し
か
し

に

ら
な
く
と
も

化
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

の
能
力
を
得
ら
れ
れ
ば
か
な
り
の
ア

ド
バ
ン
テ

ジ
を
得
ら
れ
る

へ
の

覚
信

伝
達
の

発
的
速

向
上
お
よ
び
超
高
速
戦

闘
に

け
る
動
体
反

の
強
化

本
家
の
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

無
し
で
も
肉
眼
で
二
キ
ロ
先
を
目

出
来
る
程
の

覚
能
力
向
上
を
誇

て
い
る

 
こ
の
事
か
ら
あ
の

に

わ
れ
た
者
は
大
体
コ
レ
を

さ
れ
て
い
る

 
ち
な
み
に
あ
く
ま
で

覚

に
重
き
を

い
た
も
の
な
の
で

二
刀
流

発
現
ト
リ
ガ

で
あ
る
反
応
速

に
は

な
い

 
越
界
の

の

理
は

応
の
有
無
を
問
わ
ず
行
わ
れ
た
た
め

然
失

も
多
く

存
在
し
た

が
金
色
な
の
は
失

機
能
の
オ
ン
オ
フ
や

整
を
行
う
事
が
出
来
ず
常
に

十
全
を
超
え
た
機
能
を
発

す
る
た
め

と
呼
ば
れ
る

こ
う
な
る
と

に

た
時

に
機
体
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
情
報
と
の
差
異
に
苦
し
め
ら
れ
る

成

だ
と
色
が
変
わ
ら
な
い

の
で
外
見
で
は
そ
れ
で
見
分
け
が
つ
く

 
な
ら
金
色
の

は
失

か

と
い
う
点
だ
が

の
眼
は
黒

つ
ま
り

は

的
に

成

に
あ

た
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た
だ
二
年
三

月
も
昏

状

に
あ

た
事
と
デ
ス
ゲ

ム
で
の
戦
闘
の

し
さ
が
原
因
で

極

な

力

下
を
来
し
て
し
ま

た
た
め

え
て
越
界
の

を

さ
せ
て
い
る

こ

れ
で

良
い
く
ら
い
の

界
だ

 

眼

の

は
暗
闇
に
い
る
時
間
に
反

し
て

に
数
を

ら
し
て
い
く

 
つ
ま
り
光
を
感

す
る

が
無
く
な
り

力
が
悪
く
な
る

と
あ
る

報

に
よ
る
と

を
開
け
な
い
よ
う

工
さ
れ
た

は
一
年
後
に

を
開
け
て
も
目
の
前
に
あ
る
も
の
が
見

え
な
く
な

て
い
た
と
い
う

そ
れ
と
同
じ
事

い
と
日
常
生
活
を
送
る
中
で
再
生
し
て
い
く

事
が
多
い
の
で

よ
く

わ
れ
る

力

下
は
焦
点
が
原
因
だ
か
ら

は
そ
う
で
も

な
い

 

の
場
合
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で

覚
を
使
い
過
ぎ
た
せ
い
で

神
経
が

労
し
伝
達
さ
れ
る
情

報
が
極
め
て
少
な
く
な

て
い
る
と
い
う
の
だ

こ
こ
で

う

神
経
は
眼

か
ら

び
る

方
で
は
無
く
大

に
入

て
か
ら
の
神
経
で
あ
る

大

な
ら
ナ

ヴ
ギ
ア
が
情
報
を

み

取
る
と
こ
ろ
だ

 
正
直
そ
う
な

た
心

た
り
が
多
す
ぎ
る

一
番
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

で
の

覚
的
情
報
を

大

に
転
写
す
る

が
極

に
多
か

た
か
ら
大

内

覚

損
傷
に
よ
る

力

下
が

き
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た
と

え
ら
れ
る

欠
損
に
な
る

だ
が
全
体
的
に

や
け
る
の
は

な
く
損
傷

さ
れ
し
か
し
ま
ば
ら
に
影

さ
れ
な
か

た

が
あ
る
パ
タ

ン

か
な
り

な

下
の
仕

方
だ

と

か
ら
苦

さ
れ
た

 
今
は

越

界

の

肉
眼
に

め

ま
れ
た
ナ
ノ
マ
シ
ン
が

神
経
を
過

に

す
る
事
で
損
傷
部
分
を
カ

バ

あ
る
い
は
大

を

す
る
事
で

の

活
を
行
う
た
め

か
ら
使

し
て
い

る 

に

越
界
の

の
事
を
話
し
は
し
た
が

状

に
あ
る
事
は

た
ま
ま
だ

束

士
に
は
メ
デ

カ
ル
チ

ク
を
し
て
く
れ
る
か
ら

せ
な
か

た

話
し
て
い
る

 
そ
ん
な
秘
密
を

え
た
ま
ま

ま
で
の
道
す
が
ら
さ

き
の
出
来
事
を
話
す

時
間

し
と
し
て
は

良
か

た

い
や

そ
れ
は

で
も

意
す
る
よ

 
話
し
終
わ

た
ら
木

が
す
か
さ
ず

た

そ
の

に
は

れ
の
色
が
あ
る

 

は

を

た

な
ん
で

や

和
人

自
分
の
体
見
て
よ

思
い

き
り

い
じ

ん
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ち

と
は
肉
が
付
き
ま
し
た
け
ど

ま
だ
ま
だ
で
す
ね

 
む
に
と

を

ま
む

子

確
か
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
直
後
は
そ
れ
も
出
来
な
い
く
ら
い

せ
て

い
た
か
ら
多
少
は
肉
が
付
い
て
い
る

あ
れ
だ
け

せ
て
る
の
に

子
を
片
手
で
三

ね

直
葉
あ
な
た
ど
ん
な
鍛

さ
せ
て

る
のス

ク
ワ

ト
と
か

立
て

せ
を
一
セ

ト
三
十
回
く
ら
い
で
す
け
ど

和
人
の
体
の

方
に
要
因
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

こ
の
場
合

和
人

て
覚
醒
し
て
か
ら
一
月
ち

と
で
歩
け
て
た
わ
よ
ね

確
か
に
回
復
が
異
様
に

い
わ
ね

や

り

ア
レ

が

し
て
る
の
か
し
ら

 

が

し
む
よ
う
に

う

ア
レ

と
は

の
事
か

め

ま
れ
て
い
る

コ
ア

の
事
か

ど
ち
ら
に
せ
よ
人
体
実
験
が

与
し
て
い
る
と
は

ん
で
い
る
ら
し
い

 
そ
の
予
想
は
実

正
し
い

コ
ア
が

体

の

回者
復保
を護

機
進能
しを
て

くか
れせ
たた

事
は

論

多
少
の

我
を
も
の
と
も
し
な
い

さ
と
回
復
力
の
高
さ
が
あ
れ
ば
⻑
期
戦
に
強
い
個
体
が
出
来
上
が

る
の
で
そ
の

も

わ

て
い
る

ど
の

術
の
事
か
は
分
か

て
い
な
い
が
そ
う
い
う
も
の

を
さ
れ
た
事
は
把
握
し
て
い
る

肉
は
運
動
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る

に
よ
り
強

な
も
の
へ
と
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再
生
さ
れ
る
こ
れ
を
高
回
転

つ
強

な
も
の
へ
の
高

を

る
事
で
一
回
で

き
る

肉
再
形
成
密

を
高
め
て
い
る

と
束

士
が

て
い
た

リ
ハ
ビ
リ
や

力
増
強

練

鍛

の
成
果
が
出
や
す
い
肉
体
と

え
れ
ば
大
体
合

て
い
る

 
経

を

え
る
と
複

だ
が

の
こ
の
機
能
に
は
と
て
も
感

し
て
い
る

大
人
以
上
の

身
体
能
力
を
発

す
る
事
は

論
ホ
ル
モ
ン
を
初
め
身
体
内
部
の
あ
ら

る
部
分
を

節
し
て

大
人
と

色
な
い
思

能
力
を
持
た
せ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
生
き

く
た
め
の
知

や
発
想
は
コ
ア
が
あ

た
か
ら
出
て
来
た
と

て
も
過

で
は
無
い

そ
れ
に
し
て
も

ち

と

得
い
か
な
い
わ
よ
ね

 

と

が
話
を
変
え
る
よ
う
に
声
を
上

た

て
帰
還
し
た
と
思
え
ば
直
葉
達
と
は
離
れ
離
れ
に
な
る

て
安
全
面
を

慮
す
る
に

し
て
も
も
う
ち

と

か
せ
て
あ

て
も
い
い

て
思
わ
な
い

 
和
人
だ
け
Ｓ
Ａ
Ｏ

に
取
り
残
さ
れ
た
原
因
も
ハ

キ
リ
し
て
な
い
し

 
ど
う
や
ら
彼
女
は

が
更
識
家
に

に
な
る
経

に
つ
い
て
不

を

い
て
い
る
ら
し

い

ト

ク
ア
プ
リ
や
電
話
を

し
て
直
葉
達
が
話
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
裏
の
事
情
に

し
て

も

は
把
握
し
て
い
る

そ
れ
で
も
護
衛
を
家
に
配

し
て
一
緒
に

ら
せ
る
よ
う
手
配
し
て
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も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
不

に
思

て
い
る
よ
う
だ

 

に

や
直
葉
を
想

て
く
れ
て
い
る
と
分
か
る

葉
に

思
わ
ず

み
が

れ
る

だ

て
本

は
一
緒
に

ら
し
た
い
よ

で
も
現
状
の
立
場
を

え
る
と
な

だ
か
ら

て
あ
ん
た
が
我

す
る
必
要
は
無
い
じ

な
い

命
を

と
す
リ
ス
ク
が

い
方
を

ん
だ
だ
け
だ
よ

 

二

と
更
識
楯
無
に
も
下
心
は
あ
る
だ
ろ
う

前
者
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
内
部
情
報
や

Ｒ
Ｍ

Ｍ
Ｏ

に

け
る
手

後
者
は

を

し
て
得
ら
れ
る

ノ
之
束
と
の
繋
が
り
が

な
線

か

ど
ち
ら
も

の
人
間
だ
か
ら
完
全
に
安
心
し
て
良
い

で
は
無
い
が
し
か
し
桐

谷

家
に
無
理
し
て

在
す
る
場
合
よ
り
は

か
に
安
全
な
の
は
確
実

 

が
本

に
不

を

い
て
い
な
い
事
が
分
か

た
の
か

は

を

じ
た

 
そ
こ
で

に

り

く

す
る
と

た
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
黒
塗
り
の

車
が
来

て
目
の
前
に
後
部

の
ド
ア
が
あ
る
形
で

車
し
た

護
衛
と
し
て

せ
ら
れ
て
い
る
更
識

の
送

だ

じ

あ

は
こ
れ
で

和
人
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に
手
を
振

て
別
れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

義
姉
か
ら
声
が
掛
か

た

今
日
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
る
の

そ
の
つ
も
り

そ
う

し
み
に

て
る
か
ら

 
そ
う

み
と
共
に

わ
れ
た

少
し

ず
か
し
く
感
じ
る

 

魔
化
す
よ
う
に
手

に
返
事
を
し
た
後

そ
そ
く
さ
と
車
に

て
出
し
て
も
ら

た

 

も
う
ち

と

と
か
な
ら
な
か

た
の
か
と

は

時
会
え
る
か
分
か
ら
な
い
現
実

で
の
別
れ
に
自
己

悪
に

る

が

て
い
た

で
は
な
い
事
を
分
か

て
く
れ
て
い
れ
ば
い

い
の
だ
が

流

の
キ
リ
ト
君
も
義
理
の
姉
に
は
た
じ
た
じ
だ
ね

 

息
を

く

 
こ
の
車
に
は
運
転
手
の
護
衛
と

の
他
に

故
か

二

も

て
い
た

は
後
部

の

に

て
お
り

は

に

て
い
る

 

特
に
直
葉
と
紺

姉
妹

が
見
れ
ば
反
応
し
そ
う
な
も
の
だ
が
路

の
反
対

だ

た
か
ら

が
見
え
な
か

た
の
だ
ろ
う
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で
あ
ん
た
も

て
る
ん
だ
よ

君
に
会
い
た
か

た
か
ら

と

え
ば
い
い
か
な

に
男
色
の
気
は
な
い

い

わ
れ
様
だ
な

 
怖
気
の
立
つ
発

を
す
る
男
に
横
目
で
白
く
見
て
や
る

対
し
て

え
た
様
子
も
無
く
男
は

く

う
だ
け

ま

は
と
も
か
く
と
し
て

キ
リ
ト
君
君
に
や

て
も
ら
い
た
い
事
が

出
来
た
ん
だ

 
そ
し
て
突
然
真
剣
な
ト

ン
で

触
し
て
き
た
理
由
だ
ろ
う
内
容
を

う

も
う
少
し

い
方

と
い
う
も
の
を

え
て
く
れ
な
い
か

と
悪

を

き
た
く
な
る

そ
れ
な
ら
そ
う
と
最
初
か
ら

て
く
れ

で

内
容
は

 
し
か
し
な
が
ら

二

に
は

り
が
あ
る

学

は

論

的
安
全
な

点
の
確

保

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の

会
的
立
場
の
保

策
な
ど

彼
は
そ
の
立
場
と
権
力
を
十
全
に
振

る

て
く
れ
た

個
人
的
な

り
も

に
複
数
作

て
い
る

少
な
く
と
も
そ
の

り
を
返
す
ま

で
は
こ
の
男
の

う
事
を

く
事
に
し
て
い
る
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あ
ち
ら
が

き
を
見
せ
て
く
れ
た

な
ら
こ
ち
ら
も

応
の

き
で
返
す
の
が

と
い
う
も

の
最
近
世
間
を

わ
せ
て
い
る
人
で
ね

確
か
キ
リ
ト
君
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
ね

な
ら
君
も

い
た
事
が
あ
る
と
思
う

対

は

歌
姫
セ
ブ
ン

現
実
で
の
名
前
は
七

色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士
と
い
う

 

は

兵
で
は
無
い

だ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

兵

い
の
事
を

と
な
く
し
て
い
た
し
人

間
同
士
の
や
り
取
り
や
信
頼
と
い
う
も
の
は
約
束
の
履
行
か
ら
始
ま
る

 
約
束
と
は
す
な
わ
ち
取
引
で
あ
り

契
約
だ

あ
あ

シ

ム
ロ

ク

と
い
う
ギ
ル
ド
の

で

が
れ
て
る

プ

カ
妖
精
の

確
か
も

う
少
し
で
来
日
す
る
と
か
ニ

ス
で
見
た
気
が
す
る

そ
う
だ

ち
な
み
に

士
は
仮
想
現
実
ネ

ト
ワ

ク
が
形
成
す
る

会
を
専
攻
と
し
て
い
る

者
だ
よ

そ
し
て
君
に
は
今
回
彼
女
に
つ
い
て

べ
場
合
に
よ

て
は
動
い
て
も
ら
う

事
に
な
る

 
こ
れ
は
取
引
な
の
だ

や

の
人
間
の
安
全
と
引
き
換
え
に

は

や
更
識
楯
無
が

求
め
る
も
の
を

す
る
義
務
が
あ
る

逆
に

え
ば
そ
の
義
務
の

に
動
き
さ
え
す
れ
ば
最
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限
の
安
全
を
保
証
し
て
く
れ
る

 
生
き
た
い

そ
の
欲
求
は
今

が
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
生
じ
る
気
持
ち
だ

が

る

か
ら
生
き
た
い
と
思
え
る

は

こ
れ
か
ら
話
す
よ

ち

と

て
く
れ

 
な
に
モ
ル
モ

ト
に
さ
れ
る

で
も
死
ぬ

で
も
な
い
の
だ

を
護
る
た
め
な
ら
ど
ん
な

事
だ

て
し
て
み
せ
よ
う

 

了
解
し
た

契
約
成
立
だ

  
彼
ら
が

を

す
る
な
ら

だ

て
彼
ら
を

し
よ
う
仮
想
世
界
の
動
向
を
知
る

と
現
実
世
界
の
裏
を
知
る
更
識
の
協
力
が
あ
れ
ば

に
掛
か
る
火
の

を
事
前
に

知
出
来

る
の
だ
か
ら

 
デ
ス
ゲ

ム
が
終
わ

て
も

は
ま
だ
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
自
分
の

で
は
無
く

復
讐
の

で
も
無
く

み
ん
な
と
共
に
生
き
る

に
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

骨
な

線

 
ゲ

ム
を
し
て
い
る
人
な
ら

あ

と
先
を

せ
る
よ
う
な

骨
な
や
り
取
り

 
も

と
上
手
く
や
り
た
い
な

て

切
実

 
と
も
あ
れ
和
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
学

に

は

く
け
ど

信
教
育
で

な
ど
を

し
て

の

学
に
な
る
の
で
登

し
ま
せ
ん

ど
う

え
て
も
孤
立
し
た
り

対
す
る
人
達
と
直
葉

達
が

対
し
和
人
が
望
ま
な
い
方
向
に
転
が

て
メ
ン
タ
ル
ズ
タ
ボ
ロ
に
な
る
未
来
し
か
無
い

ん
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の
立

者

 
そ
ん
な
事
よ
り
お
前

一

や
ろ

 
み
た
い
な
ね

 
ち
な
み
に
学
生

の
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
が
全

て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん

中
に
は
重

の
ト
ラ
ウ
マ
で
登

し
て
い
た
り
和
人
み
た
い
に

信
教
育
制
だ

た
り
あ
る
い
は
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他

に

た
り
な
ど
色

あ
る
よ
う
で
す

原
作
最
新

で
は
ア
ル
ゴ
が
編
入

ガ

ル
ズ
・

オ
プ
ス

で
は
ル
ク
ス
が
編
入
な
ど

 
そ
れ
が
本
作
だ
と
和
人
に

身
の
安
全
確
保
の
た
め
に
更
識
家
に

た
の
に

に
登

し
て
た
ら

て
く
だ
さ
い
と

う
よ
う
な
も
の
で
す

 
楯
無
と
し
て
は
本

は
登

も
し
て
欲
し
く
な
い
と
思

て
い
る
事
で
し

う

の
人

間
が
人

に
取
ら
れ
た
ら
面
倒
な
の
で

 
そ
し
て
原
作
で
主
人

に
無

振
り
さ
せ
る
事
で
安
定
の

さ
ん

目
を
付
け
て
る
プ
レ
イ

に
お
手
付
き
す
る
あ
ま
り
の
手

み
に
わ
た
し

脱

す
る
よ

白

し
い

 
ち
な
み
に
個
人
的
な

り
と
い
う
の
は
ユ
イ
達
の
事
で
あ
る
ネ
タ
バ
レ
 
そ
の

は

追

と
い
う
事
で

 

ま

キ
リ
ト

点
は
現
実
く
ら
い
じ

な
い
と
出
な
い
が
な

主
人

と
は

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は
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第
二
章
 

依
頼
と
思
惑

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
も
オ

ル
キ
リ
ト

点

 
ア
ン
ケ

ト
で
更
識

で
の
生
活
を
希
望
さ
れ
て
た
ん
で
す
が

う
ん
正
直
全
然
で
す
ね

 
そ
ん
な
今
話
は
文

数
約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

定
期
報

は
中
に
入
れ
て
る
紙
に
書
い
た
ア
ド
レ
ス
に
よ
ろ
し
く

そ
れ
じ

あ

 
そ
う

い
終
え
た
男
は
車
の

を

め
運
転
手
に
発
進
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
た

黒
塗
り
の
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車
が
遠
く
去

て
い
く
の
を

と
は
な
し
に
見
送
る

 
車
の

が
見
え
な
く
な

て
か
ら

は

手
に
持

て
い
た
モ
ノ
へ
と

線
を

と
す

手

に
は

み
一
セ
ン
チ
を
超
え
る

紙
サ
イ
ズ
の

が

ま
れ
て
い
た

中
身
は
一

の

紙
を

き
全
て
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士
が

し
た
仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会
に

す
る

論
文
だ

 
こ
れ
を
全
て

破
し
七
色

士
が

を

え

を
目
的
に
動
い
て
い
る
か
を
予
想
し
た
上

で
動
く
と
い
う
の
が

に
依
頼
さ
れ
た
内
容
の
必

件
だ

た

も
出
来
る
限
り
の

話
を
し
て
く
れ
た
が

せ

内
容
は
他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う

が

せ
ら
れ
て
い
る

正
直
雲
を

む
よ
う
だ
と
苦
心
し
て
い
る
様
だ

た

 

い
七
色

士
は
去
年
の

に
ア
メ
リ
カ
の
マ
サ
チ

セ

ツ
工

大
学
を

び

で

業
し
た
ば
か
り
の
た
め
論
文
の
数
そ
の
も
の
は
少
な
い

だ
か
ら

破
に
掛
か
る
時
間
も
少
な

い
だ
ろ
う

 
と
は

え

が
少
な
い
と
本

や
根
幹
の
理
解
に
至
る
の
は

し
い

そ
う
い
う
意
味
で

は
論
文
の
数
が
少
な
い
の
は
や
や

点
と

え
る

と
い
う
か
小
学
生
に
こ
う
い
う
の
を

ま
せ
る
か
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自
分
と
し
て
も
十
一

の
子

に
そ
ぐ
わ
な
い
部
分
が
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
が
流

に
世

界
有
数
の
大
学
を

業
し
た
才
女
の
論
文
を

破
し
て
そ
の
上
で
思

を

ん
で
動
け
と
は
か

な
り
無

ぶ
り
が
過
ぎ
る
と
思
う

そ
れ
だ
け
高
く

価
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ

う
が
求
め
ら
れ
る
ラ
イ
ン
が
高
過
ぎ
る

 
依
頼
を

け
る

に
も
念
を

し
て
お
い
た
し
あ
く
ま
で
自
分
は

が
動
か
せ
る

の
一

つ
だ
か
ら
全
権
を

さ
れ
る
事
は
無
い
と
思
う
が

個
人
的
に
も
う
少
し
く
ら
い
は
気

な
Ａ
Ｌ
Ｏ
ラ
イ
フ
を
送
り
た
か

た
ん
だ
が
な

 
は

と

息
を

い
た
後

後
ろ
へ
振
り
返
る

 

線
の
先
に
は
大
き
な

が

ん
で
い
た

  

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

 

か
ら
依
頼
さ
れ
た
監

対

で
あ
る
そ
の
人
物
は
ロ
シ
ア
人
の

親
日
本
人
の

親

か
ら
生
ま
れ
た
ハ

フ
で
あ
り
そ
し
て
世
界
的
に

目
さ
れ
始
め
た

代
の
天
才
と

わ
れ
て

い
る

彼
女
は
世
界
的
に
有
名
な
マ
サ
チ

セ

ツ
工

大
学
に
弱

十

で
入
学
し

年

の
十
一

で
主

業
す
る
と
い
う
異
様
な

才
ぶ
り
が
話

を
呼
ぶ
だ
け
で
な
く
一
世
を
風
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し
て
い
る

技
術
へ
の

心
が
高
い
事
も

て
話

性
が
あ

た
た
め
だ

 
ナ

ヴ
ギ
ア
が
発

さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
三
年

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
初
の
タ
イ
ト
ル
Ｓ

Ａ
Ｏ
が
発

さ
れ
て
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
現
在

に

す
る

を
専
攻
と
す
る
者
は
か

な
り
限
ら
れ
て
い
る

 
第
一
人
者
は

わ
ず
と
知
れ
た

場

だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る
罪
が
明
確
に

罪
と
判
断
さ
れ
た
現
在

場
は
新
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
運

し
て
い

る
ユ

ミ
ル
に
身
を
寄
せ
る
形
で
現
在
も
仮
想
世
界
の
行
く

を
見
守

て
い
る

そ
の

企
業
を
取
り
仕
切
る
存
在
で
あ
る
束

士
と
は
親
交
が
あ

た
と
い
う
か
ら
そ
の
ツ
テ
だ
ろ
う

ユ

ミ
ル

や
Ａ
Ｌ
Ｏ
存

に
つ
い
て
一

ん
で
い
る
自
分
も
流

に

場

の

遇
に

し
て
は
未
知
数
な
と
こ
ろ
が
多
か

た
た
め
一
切
絡
ん
で
い
な
い

ま

収
ま
る
と
こ
ろ
に

収
ま

た
と

た
と
こ
ろ
か

し
か
し

罪
と
証
明
さ
れ
た
と
は

え

チ

ム
内
が
黒
幕

だ

た
事
に
は
変
わ
り
な
く
今
後
彼
が

業
者
や

者
と
し
て
返
り
咲
く
事
は

無
い
だ

ろ
う
と

わ
れ
て
い
る

そ
れ
で
も
技
術
者
と
し
て
は
一
流
だ
か
ら

わ
れ
て
い
る
の
だ

 

場
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
い
る
間
に
後
を
継
ぐ
形
で
は

郷

之
が

し
て
い
た

四
月

に
入

た
現
在
に
至

て
も
ま
だ
裁
判
は

い
て
い
る
の
で
そ
の

遇
は
今
も
ハ

キ
リ
と
決
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ま

て
い
な
い
が
と
も
あ
れ

会
的
に

殺
さ
れ
た
今
二

と
表
舞

に
返
り
咲
く
事
は
無

い
だ
ろ
う

 

し
か
し
裏
の
組

の
手
引
き
で

亡
さ
れ
る
事
を

え
る
と
個
人
的
に
は

消
し
て

お
き
た
い
が

国
家
が
絡
ん
で
い
る
以
上
無
理
は
出
来
な
い

 
と
も
あ
れ

そ
の
二
人
が
失

し
た
今

新
た
な

技
術
専
攻
の

者
が
七
色

士
と
い

う

で
あ
る

他
に
も
そ
こ
そ
こ

者
が

る
と
い
う
が
流

に

手
が
悪
い

ネ

ム
バ

リ

と
い
う
部
分
で
圧
倒
的
に
負
け
て
い
る
せ
い
で

ど
話

に
上
ら
な
い

 
そ
ん
な
彼
女
が
専
攻
し
て
い
る
の
が

仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会

要
は
人
が
形
成
す
る

会
に
仮
想
世
界
は
ど
の
よ
う
な
影

を

し
て
い
く
か
と
い
う
部
分
に
特
化
し
た
学
問
だ

然

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
多
人
数
が
交
流
す
る
コ
ミ

ニ
テ

形
成
の
場
が
生
ま
れ
た
事
で
発
生
し

た
も
の
で
あ
る

 
自
分
が
一
年
間
お
世
話
に
な
る
更
識
家
の

敷
へ
の
道
す
が
ら

の
中
か
ら
ホ
チ
キ
ス

め
さ
れ
た
論
文
の
タ
イ
ト
ル
だ
け
目
を

し
て
い
く

 
七
色

士
は
大
学
に
入
学
し
た

か
ら
新
た
に
生
ま
れ
た
そ
の
学
問
を
専
攻
し
て
い
た
よ
う

で

在
学
し
て
い
る
間
に
論
文
を
二
つ

業
後

つ
い
先

に
一
つ
発
表
し
て
い
た
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そ
の
中
で
最
も
分

か

た
の
は
二
番
目
に
発
表
さ
れ
た
論
文

数
を
数
え
れ
ば
三
十

つ

ま
り
原
稿

紙
六
十

分
も
び

し
り
と
文

を
書
い
た
事
に
な
る

 
し
か
も
こ
の
論
文

な
事
に
全
て
英
語
だ

た

 
小
学

を
中
退
し
て
い
る
状

の
身
に
は

か

い

日
本
語

の
も
の
を
引

て
来
い

よ
と
心
の
中
で
眼

の

人
に
恨
み
を
向
け
つ
つ
生
還
し
て
か
ら

て
も
ら

た

の

ア
プ
リ
を
使
う

仮
想
ネ

ト
ワ

ク
に
よ
る
多
人
数
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
に

い
て
生
じ
る
特

対
性

感
情
同

理
論
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

要
は
集

的
無
意
識
の
事
か

そ
う
な
る
と

会
学
よ
り
も
心
理
学
方
面
に
近
い
気
が
す
る
ん
だ
が

 
は
て
自
分
の

べ
が
足
り
な
か

た
の
か
と

を

る

ま
あ
心
理
学
は
個
人
の
も
の
を

対

に
す
る
反
面
こ
の
論
文
は
不
特
定
多
数
の

に
よ

て

か
れ
る
コ
ミ

ニ
テ

心
理

を
追

し
て
い
る
よ
う
だ
し

そ
う
い
う
意
味
で
は

会
学
に

す
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
結
論
付
け

別
の
論
文
の

名
に
も

ア
プ
リ
を
使
う

 
一
つ
目
の
論
文
は

現
実
世
界
と
仮
想
世
界
の

分
定
義
と
意
味
性
の
主

と
い
う
も
の

だ

た

に

定
的
な
意
見
が
多
い

時

そ
れ
に
異
を

え
る
も
の
と
し
て
一
時
期
有
名
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に
な

た
も
の
と

か
ら
教
え
ら
れ
た
も
の
だ

大
ま
か
な
内
容
は

だ
け
で
な
く

や

会
交
流
な
ど
の
面
に

け
る
仮
想
現
実

会
の
有

性
を
主

し
て
い
る

木

や

達

が
使

て
い
た
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
が
実

と
し
て
存
在
す
る
た
め
こ
の
論
文
は

過
し
た

ら
し
い

 
そ
し
て
一

間
前
に
発
表
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
三
つ
目
の
論
文
は
仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会
に

け
る
共

的
思

が

す

性
と

性
向
上
理
論
の
実

な
ん
と
な
く

が

一
部
間
違

て
い
る
気
も
す
る
が

要

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ

ン
を
見
た
限
り
で
は
不
特
定
多
数
の

人
間
が
一
つ
の
物
事
へ
の
意
識
を
高
め
る
事
で
得
ら
れ
る
能

向
上
と

の
高
さ
に
つ
い
て
の
理

論
を
仮
想
現
実

会
に
も

て

め
た
場
合
ど
の
よ
う
な

果
が

さ
れ
ま
た
そ
の
有

性

の
方
向
は
ど
ん
な
も
の
か
を
説
い
た
も
の
の
よ
う
だ

 

か
な
部
分
は
と
も
あ
れ

意

は
大
体
合

て
い
る
だ
ろ
う

要
を
見
た
だ
け
で
も
共

点
が
ち
ら

ら
あ
る
な

仮
想
世
界

を
舞

と
し

に

不
特
定
多
数
の
人
間

が
コ
ミ

ニ
テ

を
形
成
し
て
い

る
事
が
前

に
存
在
し
あ
と
は
感
情
や
意
思
目
的
が
一
つ
に
な

た
場
合
に
つ
い
て
語
ら
れ

て
い
る

一
つ
目
の
論
文
は
と
も
か
く

二
つ
目
と
三
つ
目
は
ど
れ
も

し
て
い
た
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と
な
れ
ば

七
色

士
は
こ
れ
ら
に

す
る

を
目
的
に
し
て
い
る

 
そ
し
て
七
色

士
は
最
近
に
な

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し

プ

カ
妖
精
の
ア

イ
ド
ル
セ
ブ
ン
と
し
て
歌
を

し
て
多
く
の
フ

ン
を
得
て
い
る
と
い
う

同
時
に
精

で
構
成
さ
れ
た
ギ
ル
ド
シ

ム
ロ

ク
の
ギ
ル
ド
リ

ダ

で
も
あ
る

本
人
の
戦
闘
能
力

は

い
が
親
衛
隊
と
も

う
べ
き
シ

ム
ロ

ク
の
メ
ン
バ

が
恐
ろ
し
く
強
く
Ａ
Ｌ

Ｏ
の
高

ク
エ
ス
ト
は

み
制
覇
し
て
い
る
の
だ

 
最
近
は

郷
の
件
が
あ

て

迷
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
テ
コ
入
れ
せ
ん
と
ば
か
り
に

え
て
い

る
大
型
ア

プ
デ

ト
に
備
え

日
高

ク
エ
ス
ト
を
攻
略
し
た
り
数
日

き
で
七
色

士
こ
と

歌
姫

セ
ブ
ン
が
ラ
イ
ブ
を
し
た
り
と
大

し
ら
し
い

 

で

者
が
そ
ん
な
事
を
し
て
い
る
の
か
疑
問
で
は
あ

た
が

歌
姫

ね

そ
う
い
う
事
か

 
論
文
の

要
と
共

点
を
見
出
し
た
事
で
大
ま
か
な
企
み
を

せ
た
た
め
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ア
イ
ド

ル
業
を
し
て
い
る
事
の
謎
も
氷
解
し
た

 

で
も

で

さ
ん
は

に
依
頼
を

 

に
出
て
来
る
疑
問
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お
そ
ら
く
あ
の
男
も
こ
の
論
文
に
は
一

り
目
を

し
て
い
る
だ
ろ
う

そ
う
で
な
く
と
も
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で

者
の

を
見
て
来
た
の
だ
わ
ざ
わ
ざ

に
こ
ん
な
依
頼
を
し
て
く
る
く

ら
い
だ
か
ら
把
握
は
し
て
い
る
と
見
て
良
い

そ
ん
な
男
が
こ
の
繋
が
り
を
見

す
と
は
思
い

い 
で
あ
れ
ば
む
し
ろ
逆

付
い
た
上
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

に
依
頼
せ
ざ
る
を
得
な

い

か
が
あ
る
の
か

 
チ

と

を
打
つ

キ
ナ
く
さ
い
の
は
も
う

な
ん
だ
が

そ
う
も

て
ら
れ
な
い
か

歌
姫

が

を
企
み

最
終
目
的
と
し
て
い
る
か
を
完
全
に
理
解
し
た

で
は
無
い

 
だ
が
最
悪
な
可
能
性
は
念

に

い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う

少
な
く
と
も
歌
姫
の

に

み
ん
な
が

き

ま
れ
な
い
よ
う
立
ち
回
り
そ
の
上
で

が
成

し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

 
シ

ム
ロ

ク
の
動
き
か
ら
し
て
恐
ら
く

の
大
型
ア

プ
デ

ト
が

場
だ

そ

の

に
七
色

士
本
人
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
遠
路

来
日
す
る
上
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

は
日
本
に

あ
る

あ
の
束

士
を
出
し

け
る
と
は
ま

た
く
思
え
な
い
が

か
し
ら
シ
ス
テ
ム
に
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す
る
な
ら
サ

バ

に
近
い
方
が
影

力
は
高
ま
る

 
面
倒
な
事
だ

と

息
す
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
リ

姉
や
ユ
イ
姉
と
い

た
護
り
た
い
人
達
が
こ
ぞ

て
ロ
グ
イ
ン
す
る

自
分

一
人
で
あ
れ
ば
そ
こ
そ
こ
取
り
組
み

な
と
こ
ろ
で
放
り
出
す
事
も
可
能
だ
が
ど
う
も
そ

う
は
い
か
な
い
状
況
ら
し
い

ま

た
く

イ

な

目
は
い
つ
も

だ

 

め

ん
だ
も
の
を

き
出
す
よ
う
に

く
り
と

き

天
を

ぐ

 

の
空
は

憎
た
ら
し
い

ど
快
晴
だ

た

  

主
の
女
性
に
持
た
さ
れ
た

を
使

て
正
面

を
開
け

中
に
入
る

 

ホ

ル
は
吹
き

け
状
に
な

て
い
る

正
面
に
は
大
き
な

が
あ
り

中
か
ら

に
分
か
れ
て
二

へ
と

い
て
い
る

そ
れ
を
交

に

り
返
す
事
で
三

四

へ
と

て
行
く

り
だ

食

や
キ

チ
ン

場
な
ど
は
一

や
客
間
な
ど
は
二

よ
り
上

主
な
ど
の
部

は
三

以
上
に
あ
る

 
ち
な
み
に
一

の
廊
下
を
進
ん
だ
先
に
は
和
風
の
別

が
あ
り

そ
こ
は

敷
に
な

て
い
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る

更
識
の
本
家
と
分
家
が
集
ま
る
会
合
な
ど
で
使
わ
れ
る
と

い
た

あ

き
り
き
り
だ

お
か
え
り

 

の

を

め
た
と
こ
ろ
で
掛
け
ら
れ
る
声

 
振
り
向
け
ば
食

の

か
ら

を
出
す
女
性
が
一
人

間

び
し
た
は
そ
の
人
物
が
出
し
た

も
の
で
彼
女
も
こ
の

敷
に
住
ま
う
住
人
の
一
人
だ

更
識
の
本
家
に
代

使
え
る

使
い
の

血

の

と
け

の

女

名
を

の

と
け

ん
ね

本

と

う

今
年
で
中
学
三
年
生
ら
し
い

 
彼
女
は
更
識
家
の
現

主
更
識
楯
無
の
実
妹
の

使
い
で
あ
る

同
時
に
今
は
こ
こ
の
生

活
に
不

れ
な
自
分
の
サ
ポ

ト
を
す
る
一
人
と
し
て

か
と
気
に
掛
け
て
く
れ
て
い
る

 

前
に
も

わ
ら
ず
家
に
彼
女
が

る
の
は
今
日
始
業
式
だ

た
ウ
チ
と
違
い

主
の
実

妹
と
本

が

う
女
子

は
明
日
が
始
業
式
だ
か
ら
だ

を
立
て
な
い
よ
う
に
し
て
た
の
に
よ
く
分
か

た
な

と
な
く

そ
ん
な
感
じ
が
し
た
の
で

 
間

び
し
た
語

と
お

と
り
と
し
た

つ
き
に

さ
れ
そ
う
に
な
る
が
た
と
え
気
配
や

を
限
界
ま
で
抑
え
て
も
し

か
り
気
付
く
異
常
に

い
感
覚
の
持
ち
主
で
あ
る

こ
の

は
流

対
暗
部

暗
部
に
仕
え
る
家
系
だ
と
思
う
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そ
れ
よ
り
も

は

 
感
心
し
て
い
る
と
む

と

を

ら
ま
せ
な
が
ら
抗
議
の
眼
で
見
ら
れ
る

目
の
前
ま
で

来
ら
れ
て
る
か
ら
少
し

い
た

 

え
事
を
し
て
い
た
と
は

え

離
を

め
ら
れ
た
事
に
気
付
く
の
が

れ
た

き
り
き
り

は

た
だ
い
ま

は
い

よ
く
出
来
ま
し
た

 
や
や
気
圧
さ
れ
な
が
ら
も

を
返
せ
ば
ム
ク
れ
て
い
た
の
が

の
よ
う
に

・に
・

・

と

み

を

で
て
来
る

本

は
⻑

の

先
を

ら
せ
る
ク
セ
が
あ
る
の
で

に
感
じ
る
感
触

は

の
そ
れ
だ

た

 
こ
こ
に
住
み
始
め
て
一

月
近
く
未
だ
に
本

の

ス
を
奪
え
た
事
が
無
い
か
ら

悔

し
い

身
近
に
こ
こ
ま
で
お

と
り
と
し
た
人
が

な
か

た
せ
い
だ
ろ
う

え

 
き
り
き
り

手
に
持

て
る
の
は
な
に

 

は
持

て
な
か

た
よ
う

な 

と

本

の

線
が

の

か
ら

が

手
に
持

て
い
た

へ
と
向
け
ら
れ
る
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見
送
ら
れ
た
時
は
持

て
い
な
か

た
も
の
だ
か
ら
気
に
も
な
る
だ
ろ
う

ん

あ
あ

こ
れ
か

の

人
か
ら

さ
れ
た
モ
ノ
だ
よ

あ
あ

あ
の
眼

の

き
り
き
り

ど
ん
な
依
頼
を

け
た
の

 
ア

ブ
な
い
依
頼
だ
と
怒
ら
れ
る
ん
じ

な
い
の

 
本

の

葉
が
い
き
な
り
間

び
し
な
く
な

た

 

故

と

を

つ
つ
も
疑
問
に

え
る
べ
く

を
開
く

と
も

え
な
い

危
な
い
か
ど
う
か
の

も
入

て
る
か
ら
今
は
ま
だ
分
か
ら
な
い

な 
そ
も
そ
も
七
色

士
が

か
企
ん
で
い
る
か
す
ら

の

を
出
て
い
な
い
の
だ

や

は
悪
い

を
前

に

え
て
い
る
が
一
切

が
出
な
い
場
合
だ

て
あ
る

な
ら
ア
イ

ド
ル
業
で
の
一
体
感
を

テ

マ
に
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

で
そ
の
場
合
は
取
り
越
し

苦
労
に
終
わ
る

だ

 
た
だ
今
は

と
も

え
な
い
か
ら
備
え
る
意
味
も

め
て

と
監

を
依
頼
さ
れ
た
だ
け

 

十
中
八
九

か

き
る
だ
ろ
う
と
は
思

て
い
る
が
そ
れ
に
つ
い
て
は

て
お
い
た

ん

あ
ん
ま
り
無
理
し
な
い
よ
う
に
ね

た

ち

ん
か
ら

い
て
る
け
ど
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き
り
き
り

て
物

い
無

ば
か
り
す
る
ら
し
い
か
ら

私
心
配
だ
よ

た

ち

ん
と
は
更
識
楯
無
の
事
で
あ
る

仕
え
て
い
る
本
家

の

主
を

名
呼
び
す
る

ど

ま
じ
い

力
の
持
ち
主
な
の
だ
本

は

た
だ

と
し
て
の
感
覚
が

け
切

て

い
な
い
と
も

う

 
ち
な
み
に
き
り
き
り
は

・桐

谷
和
人
の

桐

と
・キ
・リ

ト
の

キ
リ

か
ら
取

た
ら
し
い

キ
リ
ト
の
由
来
か
ら
し
て
そ
の
ま
ま
な
の
で

す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
の
だ
が
本

は
独

特
の

名
を
付
け
る
よ
う
な
の
で

正
も
そ
こ
そ
こ
で

め
た

名
と
違

て
ま
だ
マ
ト
モ

だ
か
ら
こ
そ

け
容
れ
た
の
だ

ど
う
い
う
風
に

い
て
い
る
か
を

は
知
り
た
い
な

 
ネ

ト
で

て

わ
れ
て
る
か
は
把
握
し
て
い
る
が

そ
の
全

を
知

て
い
る

で
は
無

い

本

や
楯
無
が

を
ど
う
見
て
い
る
か
も
知
ら
な
か

た

 
そ
う

う
と

本

は

に

を

て
て

た

ん

話
し
て
く
れ
る

は
私
の
他
に

る
と
思
う
な

 

い
な
が
ら

本

は
背
後
を
振
り
返
る

そ
の
先
を

も
見
れ
ば

食

に

く

か

ら

蒼
髪
紅
眼
の
女
性
が
一
人
こ
ち
ら
を

し
て
い
た
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あ
 
気
付
か
れ
た
事
が
分
か

た
ら
し
く

こ

と
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
女
性
は

を

こ

め
る

そ
の
様
を
見
て
本

が
か
ら
か
ら
と

た

変
わ
ら
ず
か
ん
ち

ん
は

ず
か
し
が
り

だ
な

も
う
一

月
も
経
つ
の
に
き
り
き

り
と
ま
だ

を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
ん
だ
も
ん
ね

か
ん
ち

ん
と
は
更
識
楯
無
の
実
妹

更
識

の
事

本

が
使

人
と
し
て
仕
え
る

主
で
あ
り

同
時
に
同
学
年
の

と
い
う
か
な
り
親
密
な

性
に
あ
る
中
学
三
年
生
だ

ち
な
み
に
こ
の
家
で
の
生
活
を
サ
ポ

ト
し
て
く
れ
る
一
人
で
も
あ
る

 
そ
ん
な
彼
女
は

故
か
真
正
面
か
ら

を
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
く
れ
な
い

 

け

え
は
し

か
り
し
て
く
れ
る
し
色

教
え
て
く
れ
る
事
か
ら

わ
れ
て
い
な
い
事
は

分
か
る

だ
か
ん
だ
で

強
や
こ
の
家
の
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
た
の
も

だ

た

本

が

う
よ
う
に

ず
か
し
が

て
い
る
事
も

い

で
分
か

た
か
ら
あ
あ
し
て

ら
れ
て

も
ダ
メ

ジ
は
無
い

 

と
本

は
ず

と
女
子

ら
し
い
し
た
だ
男
性

れ
し
て
な
い
だ
け
で
は
と
最
初

は
思

た
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し
か
し
そ
れ
だ
と
本

が

に
対
応
す
る
事
に
説
明
が
付
か
な
い
の
で

は
内
気
な
性
格

な
せ
い
か
と
も

え
た

一

月
の
間

し
て
分
か

た
が
楯
無
に

べ
る
と

は
か
な
り
内

気
な
性
格
で

主

が
少
し
弱
い
部
分
が
あ
る

 
た
だ

あ
る
事

に
対
し
て
は
異
様
に

を
振
る
う
の
だ
が

そ
ろ
そ
ろ

が

い
て
る
イ
メ

ジ
像
と
実

の

は
掛
け
離
れ
て
る
事
を
理
解
し
て
欲
し
い

ん
だ
が

か
ん
ち

ん

て
結
構
思
い

み

し
い
か
ら
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
た
き
り
き
り
の
事

は
ヒ

ロ

て
思

ち

て
る
ん
だ
よ

 

あ
る
事

と
は

ヒ

ロ

だ

た

 
戦
隊
も
の
や
変
身
も
の
な
ど
種

を
問
わ
ず
と
に
か
く
勧
善

悪
の
ヒ

ロ

ア
ニ
メ
や
ロ

ボ

ト
ア
ニ
メ
を

ん
で
い
る
ら
し
い

の

線
に
ど
う
も
放

さ
れ
て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
ボ
ス
戦

は
触
れ
た
ら
し
い

し
か
も
ラ
ス
ボ
ス
で
の

の
戦
い
ぶ
り
が
一
番
の
お
気
に
入
り
だ
と
か

で
も
味
方
が
全
力
で

護
し
な
が
ら
も
や
ら
れ
て
い
き
つ
つ
最
後
は
一
人
で
立
ち
向
か

て

勝
つ
と
い
う
展
開
が
王
道
的
で

と
し
て
は

り
に

る
シ
チ

エ

シ

ン
だ

た
ら
し

い
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こ
れ
は
本

か
ら

い
た

興

し
た
よ
う
に
語
り

も
そ
の
バ
ト
ル
を

り
返
し
見
る

は

近
年

な
く
ら
い
は
し

い
で
い
た
と
い
う

 

最
初
に
そ
れ
を

い
た
時
は

く
不

快
な
気
分
に
な

た

 
ア
ニ
メ
を

す
つ
も
り
は
な
い
が
絶
望
的
な
状
況
に
抗

て
の
命

け
の
戦
い
を
同
列
に

わ
れ
る
の
は

く
気
分
が
悪
い

や

の
覚
悟
を

に
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う

 
こ
れ
か
ら
非
常
に
世
話
に
な
る

手
で
あ
り

に

意
的
な
感
情
を
向
け
て
来
る

手
に

意
を
返
す
の
も
気
が
引
け
た
か
ら
そ
の

感
は

の
内
に
仕
舞

て
お
い
た

本

に
は

さ
れ
た
が

は
あ
の
様
子
だ
と
気
付
い
て
い
な
い

そ
れ
に
か
ん
ち

ん
と
し
て
は
き
り
き
り
に
親
近
感
を

い
て
る
ん
だ
と
思
う
な

ら

か
ん
ち

ん
の
お
姉
ち

ん

て

た

ち

ん
だ
か
ら

 
ウ

チ

も
そ
う
だ
が
こ
の
家
と
姉
妹

も
か
な
り
面
倒
な
も
の
の
よ
う
だ

対
暗
部

暗
部

の
現

主
そ
し
て

代
の
日
本
代
表
最
有
力
候
補
が
実
姉
な
の
だ

も
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り

に

す
る
だ
ろ
う

も
日
本
代
表
候
補
生
の
一
人
だ
か
ら

い
だ
ろ
う

 
そ
こ
に
来
て
近
い
境
遇
の

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
を
成
し

た
事
で
ヒ

ロ

と
重
ね
て
見

て
い
る
と
す
れ
ば
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自
己
投
影
か

入
感
に
よ
る
精
神
的
依
存
か

 
前
者
で
あ
れ
ば

が
戦
う
様
を
自
分
が
し
て
い
る
よ
う
に
重
ね
る
事
で

感
を
解
消
し
よ
う

と

後
者
で
あ
れ
ば
自
分
の
事
を
救
う
存
在
と
し
て
見
て
い
る
と
い
う

え
方
に
な
る

 
あ
の
様
子
だ
と
ど
ち
ら
か
ま
だ
分
か
ら
な
い
が

面
倒
そ
う
だ

 
自
分
や

の
事
で
手
一

の

は
護
る
必
要
が
無
い

手
の
事
ま
で
気
に
掛
け
る

は
現

状
無
い

生
活
や

強
面
で
助
け
て
も
ら

て
る
恩
が
あ
る
か
ら
見
捨
て
る
つ
も
り
は
無
い
が
正

義
の
ヒ

ロ

と
し
て
見
ら
れ
る
の
は

る

ど
ち
ら
か
と

え
ば

は
悪ヒ

ル
の
方
が

し
て

い
る

結
果
的
に
ヒ

ロ

に
な
る
と
し
て
も
目
的
の

な
ら
手

を

ば
な
い
か
ら
だ

 
そ
う
い
う
意
味
で
面
倒
そ
う
と

た
が
本

は
楯
無
の
事
を
思

た
の
か
た
は
は

と
苦

し
た

ま

か
ん
ち

ん
は
き
り
き
り
の
フ

ン
だ
し
ち

と
は

て
あ

て
く
れ
る
と
私

も

し
い
か
な

て

か
ん
ち

ん

少
し
前
ま
で
ず

と
思
い

め
て
た
か
ら

 

と

ず

と
に
こ
に
こ
し
て
い
た
本

の
表
情
が

し

な

み
に
な
る

 

更
識
姉
妹
の

は

ハ

キ
リ

て
険
悪
の
一

に

き
る
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論

と
秋
十
の
よ
う
な
殺
し
合
う

で
は
無
い
ら
し
い

そ
こ
は
本

と
楯
無
の

付
き

が
全
力
で

定
し
て
い
た

が
そ
れ
で
も
か
な
り
深
い
確

が
あ
る
ら
し
く
以

マ
ト
モ

な
会
話
は
交
わ
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い

事
務
的
な
や
り
取
り
く
ら
い
し
か
無
い
く
ら
い
姉
妹

は

え

ん
で
い
る
と
い
う

 
と
は

え
楯
無
の
方
は
実
妹
大

き
な
感
を

ら
せ
て
い
て

面
倒
な
事
に
な

て
い

る
よ
う
だ
が

 
二
人
の

が

れ
て
い
る
の
は
お
よ
そ
三
年

ど
前
に
先
代

主
だ

た
姉
妹
の

親
が
亡
く

な
り

対
暗
部

暗
部
の

主
に

し
た
楯
無
本
人
が

に
放

た

葉
に

を
発
す
る

 

く

女
は
そ
の
ま
ま

も
出
来
な
い
無
能
で
い
な
さ
い
な

 
ガ
チ
ギ
レ

絶
許
で
あ
る

 
こ
れ
は

の
怒
り
が
正

だ

た

本

そ
し
て
楯
無
と
そ
の

付
き
の
四
人
か
ら

い
た
話
だ
が

非
の
打
ち

が
な
い
く
ら
い
楯
無
が
悪
い

 

で
も

わ
れ
た
ら
そ
り

あ
キ
レ
る

一

前
だ

た
ら

ん
で
自
殺
ま
で
し
て
い
た
だ
ろ

う

せ

を
見
返
す
事
は
無
自
覚
な

も

の
戦
う
理
由
と
な

て
い
た
の
だ
そ
の
全

定
な
の
だ
か
ら
直
葉
や
ユ
イ
姉
に

わ
れ
た
日
に
は
間
違
い
な
く
自

し
て
い
た
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そ
れ
ま
で
は
良

だ

た
姉
妹

を

え
れ
ば
む
し
ろ

は
よ
く
保

て
い
る
方
と

い
た

い

境
が

境
だ
か
ら

そ
う
思
う

も
そ
う
だ
が

楯
無
と

の
姉
妹
も

不
器

だ
な

あ
は
は

 
こ
の
一

月
を
共
に
過
ご
し
て
き
て
あ
の
二
人
の

の
悪
さ

と

う
よ
り

の
怒
り
や

意

地
な
と
こ
ろ
は
よ
く
見
て
来
た

は
三
年
経
つ
今
も

気
に
し
て
い
る
と
い
う
事
だ

 
そ
れ
だ
け
姉
に
対
す
る

感
を
姉
本
人
か
ら

さ
れ
努
力
す
ら
無

と

わ
れ
た
事

が

立
た
し
か

た
の
だ
ろ
う

 

立
た
し
い
と
い
う
事
は

つ
ま
り
そ
れ
と
同

の
想
い
を
楯
無
に

い
て
い
る
事

 
以
前
ま
で
な
ら
と
も
か
く
今
の

は

千
冬
に
直

や

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
か
怒

り
は
ま

た
く

い
て
い
な
い

き
の
反
対
は
無

心
と

く
が
正
に
そ
れ
だ

千
冬
を

下
す
つ
も
り
で

を
進
め
て
い
る
の
で
死
な
れ
る
と

る
が
逆
に

え
ば

・

・る
程

で
し
か

な
い

 

は
そ
の
逆

殺
意
や
憎
し
み
と
い
う
よ
り
は
認
め
ら
れ
な
い
事
へ
の
怒
り
や
苛
立
ち
不

と
い
う
も
の
で
意

地
に
な

て
い
て

触
を

け
て
い
る
の
と
見
え
る
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ま
だ

と
違

て
決
定
的
に

れ
な
い

で
は
無
い

 

の
事
が
大

き
な
楯
無
は
危
険
な
暗
部
に

わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
と

え
て
不

を

う
よ
う
に

離
を

く
事
で

が
人

に
取
ら
れ
る
リ
ス
ク
を
極
限
ま
で
下

る
手

を

取

た

不

と
い
う
点
で
人

と
し
て
の
有

性
を
下

る

だ

こ
れ
は
楯
無
と
そ
の
お
付

き

方
か
ら

い
た
か
ら
間
違
い
な
い

 

も
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
同
じ
手

で
サ
チ
か
ら

離
を
取
ろ
う
と
し
た
か
ら

く
よ
く
分
か
る

 
た
だ

の
場
合

サ
チ
が
ユ
ウ
キ
達
か
ら
思
惑
を

い
た
か
ら

解
さ
れ
な
か

た
も
の
の

あ
の
姉
妹
の
場
合
は
完

に
す
れ
違

て
し
ま

て
い
る

の
意

地
も
あ
る
が
楯
無
が
真

実
を

い
出
せ
て
い
な
い

り
も
問

だ

 
こ
の
問

は
楯
無
か
ら

み

む
か

が
意

地
を
や
め
て
怖
れ
と
向
き
合
う
か
で
な
け
れ
ば

解
決
し
な
い
だ
ろ
う

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
サ
チ
か
ら

み

ん
で
来
て
く
れ
た
よ
う
に
な
ら
な

け
れ
ば
き

と
解
決
し
な
い

個
人
的
に
は

直
り
し
て
欲
し
い
と
思
う
け
ど

こ
れ
ば
か
り
は
あ
の
二
人
自
身
が
決
め
る

事
だん

や

り

手
伝

て
く
れ
な
い
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は
部
外
者
だ

本
人
達
か
ら
求
め
ら
れ
た
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

も

わ
れ
て
な
い
の
に
動

く
と
面
倒
な
事
に
な
る

楯
無
も

応
の
理
由
と
覚
悟
が
あ

て
そ
う
し
た
ん
だ
か
ら

み
躙
る

に
も
い
か
な
い
だ
ろ

そ
れ
で

が
人

に
取
ら
れ
て
も

は
責

取
れ
な
い
ん
だ

え

た

ち

ん

結
構
後
悔
し
て
る
の
に

 
そ
れ
は
知

て
い
る

が

な
い
と
こ
ろ
で
事
あ
る
ご
と
に

を
持
ち
掛
け
ら
れ
る
か
ら

い
や
で
も
知

た

絶

実
姉
と
実
兄
を
憎
み
殺
意
を

い
て
い
る

に

す
る
か
と
思
わ
な

い
で
も
な
か

た
が

 
し
か
し

後
悔
し
て
い
る
な
ら

の
事

は

人
達
で
解
決
す
る
べ
き
だ
と
思
う

だ

た
ら

の
こ
と
楯
無
本
人
が
動
く
べ
き
だ

に
頼
る
か
自
分
で
動
く
か
も
楯
無
か

が
決
断
し
な
い
と
根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
暗
部
の
事
が

わ
る
な
ら

に
だ

行
動

の
切

掛
け
を
作
る

に
発
破
を
掛
け
る
く
ら
い
は
良
い
と
思
う
け
ど
な

 
最
後
に
そ
う
付
け
足
す

か
く

う

も
月
夜
の
黒
猫

と
の
和
解
に

し
て
は
発
破
を

分
と
掛
け
て
も
ら

た
身
だ

時
に
第
三
者
の
力
が
必
要
な
時
が
あ
る
事
は
理
解
し
て
い
る

 
た
だ
根
本
的
な
解
決
に
は
や
は
り

人
達
が
向
き
合
う
必
要
が
あ
る

と
も
あ
れ

は

く
動
か
ん
よ

と
い
う
か

・コ
・レ

を

先
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
動
け
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な
い
と

た
方
が
正
し
い

 

手
に
持
つ

を
振
り
な
が
ら

う

危
険
性

は
と
も
あ
れ

に
は

先
す
べ
き

事

が

に
存
在
す
る
の
だ

他
人
の
事
に
か
ま
け
て
い
ら
れ
る

は
無
い

う

た

ち

ん
と
か
ん
ち

ん
の
間
を
取
り
持
つ
身
に
も
な

て
よ

楯
無
の
ヘ
タ
レ
を
直
し
た
ら
万
事
解
決
な
気
も
す
る
が

そ
れ
が
出
来
た
ら
苦
労
し
な
い
よ

 
う
あ

 
と

び
な
が
ら

本

は

を

き

の
よ
う
に

え
て
食

に
歩
い
て
行

た  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
前

は

の
依
頼
と
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士
に
つ
い
て

論
文
の
タ
イ
ト
ル
や
内
容

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
が
ゲ

ム
を
し
て
い
る
方
な
ら
ピ
ン
と
来
る
方
が
多
い
で
し

う

最



 第二章 〜依頼と思惑〜

あ
か
ら
さ
ま
で
あ
る

 
後

は
こ
の
一
月
に

け
る
更
識

で
の
生
活
と

更
識
姉
妹

本

と
の

を

写

 

原
作
を
知

て
い
る
方
な
ら
分
か
る
で
あ
ろ
う
更
識
姉
妹
の
確

 
個
人
的
に
は
こ
の
問

い
き
な
り
部
外
者
が

て
入
る
の
は
ア
レ
で
は
な
い
か
な
と
思

て
ま
す
だ

て
楯
無
が

を
遠
ざ
け
た
理
由
に
暗
部
が

わ

て
い
る
か
ら

近
づ
け
て

人

に
取
ら
れ
た
ら
責

取
れ
る
か

て
な

た
ら

ね

 
そ
ん
な
確

を
放

す
る
の
は

人
達
で
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
解
決
に
な
ら
な
い
と
い
う
和

人
の
体
験

か
ら

も
ち
月
夜
の
黒
猫

で
す
ね

ダ

カ

達
の
乱
入
で
収
ま

た

と
は

え

キ
リ
ト
と
サ
チ
が
真

向
か
ら
向
き
合

た
事
で
解
決
し
た
事
な
の
で

 
和
人
と
し
て
も
楯
無
と

の
ど
ち
ら
の
心
情
も
分
か
る
分

人
達
同
時
で
理
解
を
深
め

る
必
要
が
あ
る
と
思

て

一

放

を
決
め

ん
で
い
ま
す

 
た
だ
ど

ち
も
和
人
と
は

良

な
事
も
あ

て
板

み
に
遭
う
と
い
う

 
喜
べ
和
人

姉
妹

ダ

ち
が
う

 

は
原
作
で
も
ヒ

ロ

が

き
で
原
作
一

に
重
ね
て

れ

意
を

い
た
節
が
あ

た
の
で
そ
れ
の

襲

ラ
ス
ボ
ス
に
一
人
ず
つ
や
ら
れ
つ
つ
も
希
望
を

さ
れ
最
後
ま
で
戦
い
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い
た
キ
リ
ト
は

か
ら
す
る
と
主
人

に
見
え
る
ん
だ
よ

て
い
う
ね

 

楯
無
が
ヘ
タ
レ
て
る
せ
い
で
黒
い
部
分
が
伝
わ

て
な
い
の
も
あ
る

 
そ
し
て
安
定
の

し

の

本

さ
ん

を
返
さ
な
い
和
人
に

真
の

圧
で
あ
る

や

や
し
て
い
る
子
だ
け
ど
暗
部
に
仕
え
る
家
系
な
ん
だ
か
ら
そ
の
気
に
な

た
ら
多
分
強

い
で
す

本
作
に

い
て
は

 
間
び
し
た
語
と
し
て
い
な
い
語
と
で
真
剣
合
い
の
差
を
出
し
て
い
た
ら
い
い
な

願
望

 
今
後
も

本

は
出
し
た
い
で
す
ね

本

点
の
地
の
文
は
間

び
さ
せ
ま
せ
ん

 

話
か

話
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
入
り
た
い
な

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

髪
飾
編
 

カ
ン
ザ
シ

付
属
品

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
や

と
書
け
た
よ

点

 
文

数
少
な
い
け
ど
幕
間
だ
か
ら
許
し
て

 
彼
女
が

く

の
は
プ
ロ

ト
上
だ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
じ

な
い
の
で

 
そ
ん
な
今
話
は

点
は
オ

ル

 
文

数
は
約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

私
は

姉

更
識
楯
無
が

い
だ

 

同
じ
く
ら
い

私
は

私
更
識

が

い
だ
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ど
れ
だ
け

て
も
姉
を
超
え
ら
れ
な
い

超
え
よ
う
と
し
て
も
姉
は
呼

す
る
よ
う
に
更

に
上
を
行
く
の
だ
学

の
成
績
も
代
表
候
補
と
し
て
の

学
も

者
と
し
て
の
戦
績
も

更
識

の
立
場
も

 
更
識
は
古
来
よ
り
幕

や

に
仕
え
る
対
暗
部

暗
部
の
家

 
本
来
で
あ
れ
ば
男

が

主
に

く
の
だ
が
今
は
亡
き

親
は
二
人
の

し
か

め
な
か

た

は
生
ま
れ
つ
き
体
が
弱
く
私
を

ん
だ
後
の

弱
で
亡
く
な

た

も
暗
部
の
仕
事
を

行
す
る
中
で

し
た

 
結
果
姉
か
私
の
ど
ち
ら
か
が

主
に

か
ざ
る
を
得
な
く
な
り

多
く
の
人
間
は
姉
を

持
し
た

 
そ
れ
は

然
の
帰
結
だ
と
思

た

が

し
た
よ
う
に
暗
部
の
仕
事
は
常
に
命
の
危
険
が

付
き

う
上
の
人
間
が

者
で
は

う
者
も
安
心
は
出
来
な
い

信

出
来
な
い
上

間

が
最

も

な
の
だ

そ
の
点

に

才
ぶ
り
を
発

し
て
い
た
姉
は

件
を

た
し
て
い
た

代

表
候
補
生
と
し
て
認
定
さ
れ
た
後
だ

た
か
ら

持
さ
れ
た

 
姉
が

主
を
務
め
る
事
に
異
議
を

え
る
者
は

然

た

 
古
来
よ
り

く
家

上

主
は
男
が
な
る
も
の
と

え
る
者
は

い
た
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そ
れ
で
も
姉
が

主
に
な

た
の
は

に

今
の
時
世

す
な
わ
ち

の
影

が
大
き
か

た
た
め
だ

家

の

安

取
り

さ
れ
る
理
不

を

え
れ
ば
女
性
が

主
に
な

た
方
が
い
い
と
い
う
意
見

が
多
か

た
の
で
あ
る

そ
し
て
姉
は
代
表
候
補
生
だ

た
か
ら
護
ら
れ
る
可
能
性
は
か
な
り
高

か

た

然

持

は
高
ま

た

 

子
を
取
れ
ば
い
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
あ

た
が

の

書
に
よ
り
成
人
ま
で
本
人

が
同
意
し
な
い
結

は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
事
か
ら
な
し

し
的
に
姉
が

主
に
収
ま

た

 

そ
れ
ま
で

自
分
と
姉
の

は
良

だ

た

 
鬱

し
く
感
じ
る
時
も
あ
る
が
姉
は
常
に
自
分
の
事
を
気
に
掛
け
大
事
に
し
て
く
れ
て
い

た 
事
あ
る
ご
と
に

き

く
ス
キ
ン
シ

プ
を

た
り
悪

し
て
き
た
り
と
や
ん
ち

な
と
こ

ろ
が
姉
ら
し
い
と
思
え
る
く
ら
い
自
分
も

き
だ

た

 
で
も
そ
れ
は

ど
う
や
ら
自
分
だ
け
だ

た
ら
し
い

 
姉
が

主
に

い
た
日

 
身
内
で

と

り
行
わ
れ
た

の

と

の

を
終
え
た
事
で
正
式
に
楯
無
を
継

承
し

主
に

し
た
姉
は

そ
の
日
の
夜
に
自
分
を

主
の

務

に
呼
ん
だ
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そ
し
て

子
に

か
け
た
姉
は
私
を
し

か
り
と
見
て
こ
う

た

女
は

も

出
来
な
い
無
能
の
ま
ま
で

な
さ
い
な
と

真
剣
な
そ
れ
で
い
て

な

み
を
浮
か
べ
て

の

蔑
の

葉
に

私
は
我
を
忘
れ
た

 

そ
の
後

ど
ん
な
や
り
取
り
を
し
た
か
は

気
だ

 
気
付
け
ば
部

に

り

い
て
い
た

 
姉
を

て
努
力
し
て
い
た

学
も

く
手
に

か
ず
成
績
は

迷

慌
て
て
立
て
直
し
た
と

こ
ろ
で
最

手

れ
私
は

更

識

の

妹

姉
の
付
属
品
と
し
か
見
ら
れ
な
く
な

て
い
た

ど
れ
だ
け

て
も
姉
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る

仮

同
学
年
や
同

の
中
で
一

に
な

て
も
姉
が

る 

年
前
姉
は
代
表
候
補
の
最

生
と
し
て
専

機
を

与
さ
れ
代
表
へ

格
す
る
の
も

時
間
の
問

と
さ
れ
て
い
る

現
在
は

千
冬
が
代
表
に
立
ち

け
て
い
る
か
ら
ま
だ

格
し

て
い
な
い
だ
け

 
そ
ん
な
姉
が
い
る
私
は
彼
女
の
後

を

し

け
て
い
る

同
じ
分

に

る
限
り
私
は
常

に
二

ば
か
り

 
そ
れ
で
も
他
の
人
達
か
ら
す
れ
ば

み
の
対

に
な
る

最

生
で
あ
る
姉
に

え
な
い
悪
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も
内
気
な
性
格
の
自
分
に
は

え
る
か
ら
と
同
じ
候
補
生
達
か
ら

わ
れ
る

姉
の
付
属

品
と

 
悔
し
か

た

 

よ
り
も

姉
が
恨
め
し
か

た

 

い

か
ら

ん
で
き
た
暗
部
と
し
て
の
修
練

一
年
先
に
生
ま
れ
て
い
る
事
も
あ

て
姉
の

方
が

し
て
い
て
私
は
よ
く
教
え
て
も
ら
う

に
な

て
い
た

感
覚
で
も
の
を
覚
え
る
天

才

の
姉
の
方
が

得
は
速
か

た

後
追
い
の
私
で
は

ら

て
も
追
い
付
け
ず
差
は

開
く
ば
か
り

 
そ
れ
で
も

姉
の
助
け
が
あ

た
か
ら

け
な
か

た

 
小
さ
な

か
ら
一
緒
だ

た
姉

性
格
の
違
い
こ
そ
あ
れ
不
出
来
な
自
分
の
面
倒
を
よ
く
見

て
く
れ
た
彼
女
の
事
を
私
は

直
に
尊

し

れ
て
い
た

彼
女
が
す
る
様
を
見
て
学
び
取
ろ

う
と

時
も

た

 

そ
れ
を

定
さ
れ
た
あ
の
日
の

葉
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

 
無
能
の
ま
ま
で

な
さ
い
な

 

呼

あ
あ

そ
れ
は

ま
る
で
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・姉
・が
・

・な
・い
・と
・

・も
・出
・来
・な
・か
・

・た
・私
・を
・

・

・

・て
・い
・る
・よ
・う
・で
・は
・な
・い
・か

  

あ
の
日
か
ら

私
は

姉

更
識
楯
無
が

い
に
な

た

 
そ
し
て

姉
の
背
を
追
う
ば
か
り
の

付

属

品

更
識

も

い
に
な

た

 

そ
れ
で
も
私
は
努
力
を

け
て
い
る

 
か
つ
て
は
姉
に

め
ら
れ

追
い
付
き
た
い
が
た
め
だ

た

 
今
は
た
だ

性
的
に

場

を
護
ろ
う
と
し
て
い
る
だ
け

努
力
し
な
く
な

た
ら
き

と
家

の
中
か
ら
も

場

を
失

て
し
ま
う
か
ら

価
値
を
喪

た
ら
こ
こ
に

ら
れ
な
く
な
る
か

ら 

で
も

こ
こ
に

る
意
味
は
あ
る
の

 
そ
う

裏
で

く
声
が
し
始
め
た

私

も
出
来
な
い
無
力
な
自
分
の
声
だ

継
ぎ
問

が
一

先
ず
の
解
決
に
な

て

し
い
今
私
の

場

も
価
値
も
最

消
失
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と

く
自
分
の
声

 

の
影

力
が
多
大
な

今

特
に
情
報
収
集
を
生
業
と
す
る
更
識
に
と

て

業
界
に



 幕間之物語：髪飾編 〜
カ ン ザ シ
付属品〜

み
入
る
事
は
必

事

世
界
を

手
取
る
な
ら
一
番
の
手
だ

だ
か
ら
国
家
代
表
も
間
近
な
姉

が

主
の

に
あ
る
以
上
は

安

と

え
る

表
向
き
は
代
表
の
彼
女
が
裏
の
実

部
隊
に

回
る
事
が

無
い
か
ら
だ

 
そ
し
て
私
は
裏
の
仕
事
を
回
さ
れ
て
い
な
い

時
も

時
も
常
に

外
さ
れ
報

の
場
か

ら
も
離
さ
れ
て

し
い
身
だ

 
あ
あ

更
識
は
私
を
見
限

た
ん
だ
な

と
判
断
す
る
の
も

か

た

 

い
と
は

て
も
代
表
候
補
に
な

た
後
だ
か
ら

く
も
あ

た
の
だ
が

そ
れ
は
い
い

 
で
あ
る
な
ら
ば

更

識

に

る
努
力
を
す
る
の
も

ら
し
く
な
る

だ
か
ら
私
の
努
力
は

時
し
か
良
い
学
歴
と
良
い
教
育
を
得
ら
れ
る

境
へ
行
く

の
手

に

き
換
わ

た

代
表
候
補

格
も
少
し
ず
つ
成
績
を

と
し
て

奪
さ
れ

と
は
無

の
高

に
行

こ
う
と

え
て
い
た

を

え
る
な
ら
一
番
は

越
そ
こ
は

争

が
高
い
か
ら
大
学
ま

で
今
後
の
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
た
の
だ

 

は

学
園
へ
の
進
学
を
確
信
し
て
い
た
よ
う
だ
が
私
は

に

し

活
し
自

由
な
恋
愛
結

し

子

を

ん
で

後
を
過
ご
す
つ
も
り
だ

た

 

体
的
な
プ
ラ
ン
で
は
な
い

だ
が
進
学
く
ら
い
は
あ
る
程

決
ま

て
い
た

学

の
先
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生
に
は
ま
だ

し
て
い
な
か

た

に
過
ぎ
な
か

た

 

し
か
し

あ
の
姉
は

ま
た
も
邪
魔
を
し
て
き
た

 
お
よ
そ
三
年
ぶ
り
に

務

に
呼
ば
れ
た
か
と
思
え
ば
一
時
的
に
引
き
取
る
子

の
サ
ポ

ト
を

い
つ
け
ら
れ
る

そ
れ
は

学
園
へ
の
入
学
を
前

と
し
て
い
た

 
そ
の
命

を

ね
の
け
る
権
限
が
私
に
は
無
か

た

私
は

が
り
な
り
に
も
更
識
の
一

そ
し
て
そ
の
命

は

を
正
せ
ば

の
高

の
も
の
だ

た
の
だ

こ
れ
に
楯
突
け
ば
家

は

論
自
分
の
人
生
す
ら
滅

苦

に
な
る

い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ト
カ
ゲ
の

切
り
を
さ

れ

自
分
だ
け
破
滅
す
る
可
能
性
だ

て
あ
る

 

ざ
け
る
な
と
怒
鳴
る
事
す
ら
も
許
さ
れ
ず

と

み
上

る
怒
り
を

し
殺
し
た
私

は
そ
の
命

を

命
し
た

 

い
と

う
べ
き
か
数
年
間
サ
ポ

ト
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

手
は
男
性
で
は
あ

た

が
三
つ
も
下
の
男
の
子
で
し
か
も

を
騒
が
せ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の
立

者

ヒ

ロ

も
の

が
大

き
な
身
と
し
て
は
正
に

主救
人世

主
に
思
え
た
た
め
彼
に
は

れ
が
あ

た

お

で
命

を
気
に
し
な
け
れ
ば
気
持
ち

な
日

を
過
ご
せ
て
い
る

 

論

そ
こ
に
は

暗
い
感
情
も
あ
る



 幕間之物語：髪飾編 〜
カ ン ザ シ
付属品〜

 

彼

桐

谷
和
人
は

一

で
あ
り
多
く
の
人
間
か
ら
見
下
さ
れ

ら
れ
て
い
る

人
物
だ

そ
れ
は
今
も

い
て
い
る

大
解

を
す
れ
ば
自
分
と
似
た
よ
う
な
立
場
に
あ
る

 
彼
が

学
園
に
行
く
理
由
は

己
に
付
い
て
回
る

出
来
損
な
い

の
風

を
払

す
る
べ

く
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
に

み
大
切
な
家

や
友
人
達
と
生
き
る
未
来
を

む
た
め

多
く
の
人

間
を
見
返
し
て
大
成
す
る
べ
く
己
の
全
て
を

し
た
大
一
番
に

も
う
と
し
て
い
る

 
そ
れ
は
正
に
逆
境
で
こ
そ

く
主
人

の
よ
う
で

そ
の

に
自
分
を
重
ね
る
事
で
ま

る
で
自
分
が
大
成
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
得
ら
れ
た

 
だ
か
ら
私
は
彼
と
の
交
流
を

け

日

の
サ
ポ

ト
を
し
て
い
る

 
私
が
彼
を
サ
ポ

ト
し
て
い
る
の
は

断
じ
て
命

だ
か
ら
で
は
な
い
の
だ

    
体
が
揺
れ
る
と
同
時
に
声
を
掛
け
ら
れ
は

と
意
識
を
現
実
へ
と
引
き

す

を
見
れ
ば
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白
髪

き
ん金
ど
う

の
少
年
が

を

て
い
た

回
声
を
掛
け
て
も
返
事
が
無
か

た
け
ど
大

か

 

ど
う
も
え
事
に

す
る
あ
ま
り
無
し
て
し
ま

て
い
た
ら
し
い

と
い
う
か
眠

て
た
か
も
し
れ
な
い

と
な
く
眠
い

や

り

日
は
負

が
大
き
い
ん
じ

な
い
か

眠
そ
う
だ
ぞ

あ

え

と

だ
い

じ

う
ぶ

今
日
は
体
育
が
あ

て

れ
て
る
だ
け
だ
か
ら

 
代
表
候
補
生
と
し
て
二

に
な
る
程

の

練
は
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
運
動
全

は
苦
手

分

に
入
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
や

立
て

せ
と
い

た
も
の
は
得
意
だ
が
サ

カ

や
バ
レ

と

い

た

技
は
て
ん
で
ダ
メ
な
の
だ

無

に
体
力
を
使

て
し
ま
う
か
ら
す
ぐ
バ
テ
る

 
だ
か
ら
眠
い
の
は
そ
の
せ
い
だ
と

う
が

彼
の

は
や
や
不

な
ま
ま
だ

そ
う
は
見
え
な
い
が
な

意
で
し
て
も
ら

て
る
コ
レ
で
無
理
さ
せ
る
の
は
本
意
じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う

う
彼
の
前
に
は

一

の
本
が
広

ら
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
電
話

と
見

う
ば
か
り
の
分

い

書

参

書

 
開
発
者
の

ノ
之
束

士
が
日
本
語
で

離
滅
裂
に
認
め
た

に

す
る
情
報
を
論
文
と
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ら
し
合
わ
せ
実
機
動
で
更
に

め
た

に
出
来
上
が

た
専

書

こ
れ
で
法
律
整
備
の

の

な
ど
大
ま
か
な
内
容
を

さ
え
ら
れ
る

品
だ

た
だ
し

国

が
発
行

す
る
も
の
の
た
め

他
で
は
手
に
入
ら
な
い
代
物

書

に
も

か
れ
て
い
な
い

紙
代
と
ス

ス

有

が
バ
カ
に
な
ら
な
い
か
ら
と

わ
れ
て
い
る

 
そ
ん
な
も
の
を
広

て
い
る
の
は

に

す
る

知
識
を
私
が
教
え
て
い
た
か
ら

知

人
か
ら
あ
る
程

教
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
が
参

書
を
使

た

強
は
し
て
い
な
い
と
い
う

の
で

女
子
が
小
中
学

で

う
内
容
を
大
ま
か
に
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

 
今
の
と
こ
ろ
四
月
に
入

て
か
ら

日
私
が
学

か
ら
帰

て
来
て

を
済
ま
せ

食
と
入

を
終
え
た
後
に

の

業
を
入
れ
て
い
る

彼
は
理
解
す
る
ま
で
に
時
間
が
掛
か

る
が

一

と

か
か
り
を

め
ば
後
は
速
い

 
参

書
の
内
容
は

学
園
で
学
ぶ
三
年
間
の

知
識
が
全
て

め

ま
れ
て
い
る
か
ら
一

年
目
の
内
容
を
先
取
り
す
る
だ
け
で

え
れ
ば
十
分
間
に
合
う

整
備
や

の
専

分

は
ま

た
別
の
教

書
を
使
う
か
ら
入

て
い
な
い
の
だ

流

に
そ
こ
ま
で
カ
バ

す
る
と
な
る
と
間

に
合
わ
な
い
が

一
年
目
は

の
経
験
と

整
備
く
ら
い
し
か
実

し
な
い
ら
し
い
の
で

現
状

め
が
最

先



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
だ
か
ら
自
分
も
復

す
る
意
味
を

め
て

業
を
し
て
い
た
の
だ
が

中
で
意
識
を

ば

し
て
し
ま
う
と
は

不
覚
で
あ
る

で
も

日
し
な
い
と

に
入
ら
な
い
し

そ
れ
に
桐

谷
君
主
要
五
教

も

さ
え
な

い
と
欠
点
取

ち

う
よ

 

学
園

て
一
応
進
学

だ
し

高

の
欠
点
は
六
十
点

だ
か
ら
結
構
危
な
い
よ

う
ぐ

 
今
日
は

に

す
る

強
だ
が

日
に
よ

て

目
は

回
違

て
い
る

月

か
ら

に
国
語
数
学

会
理

英
語

と

き
日

は
本

と
協
力
し
て
作

た
六
つ
の

小
テ
ス
ト
と
反

の
日
だ

 
そ
れ
を
し
て
い
る
の
も

学
園
と
彼
の
状

に
あ
る

 

学
園
は

の

と
整
備
を
学
ぶ
世
界

一
の
教
育
機

だ
が

同
時
に
高

学

の
内

容
も

む
専

学

の

面
も
あ
る
た
め

然
主
要
五
教

の

業
が
あ
る

と
い
う
か
三
年

し
た
全

の
お
よ
そ
七

は
そ
れ
だ

欠
点
を
取

た
生

は
最
悪
⻑
期

全
て
が
補

に

や
さ
れ
る
と

く

 
流

に
大
成
を
求
め
る
彼
が
補

な
ん
て

け
て
た
ら
マ
ズ
い
だ
ろ
う
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し
か
も
彼
は
今
年
で

十
二

の
少
年
つ
ま
り
小
学
六
年
生
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た

九年

を

え
る
と
実

小
学
三
年
生

中
学
レ
ベ
ル
の
成
績
と
知
識
を
前

と
し
た

業
に
は
ま

た

く
付
い
て
い
け
な
い
だ
ろ
う

 
デ
ス
ゲ

ム
で
鍛
え
ら
れ
た
の
か
国
語
数
学
英
語
は
中
学
一
年
理

は
小
学

高
学
年

レ
ベ
ル
だ
が

会
は
か
な
り

し
い

特
に
日

の

み
重
ね
が
も
の
を

う
歴
史
は
て
ん
で

ダ
メ
だ

た

国
語
も
現
代
文
は
中
学
三
年

業
レ
ベ
ル
に
あ
る
が

文
と
古
文
は
零
点
だ

 
あ
と
一
年
で
五
教

を
全
て
中
学
三
年
レ
ベ
ル
ま
で
高
め
か
つ

の
知
識
も
一

入
学
者
レ

ベ
ル
に
し
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
の
だ

時
間
な
ん
て
あ

て
な
い
よ
う
な
も
の
に

し
い

 
生
還
者
学

の

信
教
育
も
五
教

を

さ
え
て
は
い
る
が

故
か
中
学
生
の
応

レ
ベ
ル

か
ら
入

て
る
せ
い
で
彼
の
理
解
が
追
い
付
い
て
い
な
い
部
分
が
多

あ
る

日
教

書

片
手
に

か
れ
る
か
ら
間
違
い
な
い

時
た
ま
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
問

が
あ
る
せ
い
で

進
ん
で
い
な
い
と
見
え
る

 
正
直
サ
ポ

ト
を
す
る
身
と
し
て
は

が

い

人
の
依
頼
が
ど
ん
な
内
容
か

し
く
は

い
て
い
な
い
が
ま
ず
論
文
な
ん
て

ん
で
い
る
場
合
で
は
無
い
事
を
分
か

て
い
る
の
だ
ろ
う

か
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学
生
の
本
分
は

強
だ

断
じ
て
仕
事
で
は
無
い

そ
れ
に

強
の
ス
ピ

ド
が
上
が

た
ら

く
終
わ
れ
る
か
ら

ろ

う
ぐ

そ
こ
は
か
と
な
い
プ
レ

シ

が

 
自
分
の
理
解

で
私
の

時
間
が
決
ま
る
と

え
た
よ
う
で

事
実
で
は
あ
る

を

苦
い
も
の
に
さ
れ
少
し
苦

し
て
し
ま
う

そ
こ
ま
で
気
を

ら
れ
る
と
こ
ち
ら
も
対
応
に

る 
ま

や
る
気
に
な

て
く
れ
る
だ
け

教
え

が
出
て
来
る
と
い
う
も
の
だ

 
そ
れ
に

デ
ス
ゲ

ム

あ
の

像
で
戦
神
の
よ
う
な
戦
い
ぶ
り
を
す
る
少
年
が

強
一
つ
で
一
喜
一
憂

す
る
様
は
見
て
い
て
和
む

こ
こ
で
の
生
活
で
一
番
気
を

め
ら
れ
る
気
が
す
る

 
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い

こ
こ
ま
で
す
る
義
理
が
無
い
の
に

か
と
世
話
を

い
て
し
ま
う

の
はじ

あ

速

き

ま
ず
は

国
が

し
て
る
代
表
的
な

の
機
体
名
と
デ
フ

ル
ト

備
の
名
前

カ
テ
ゴ
リ
を

え
て

参

書
は

見
ち

ダ
メ
だ
よ

い
き
な
り
そ
れ
か

 
え

と
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そ
う
し
て
私
達
の

強
会
は

き

夜
は
更
け
て
い

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
原
作
で
は
把
握
し
て
ま
せ
ん
が

本
作
に

い
て

刀

奈
楯
無
と

の

親
は
他
界
し
て
い
る
設
定

こ
こ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
ね

ま
た
姉
が

故
楯
無
を
継
承
し
た
か
の
経

に
つ
い
て
も
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
す

原
作

と
は
異
な
り
ま
す

 
裏
に
一
切

わ
ら
な
か

た
の
は
楯
無
が
危
険
な
裏
の
仕
事
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
苦
心
し
た
か

ら
で
す
が

は
そ
の
思
惑
を
知
ら
な
い
の
で
見
限
ら
れ
た
と

違
い

な
の
で

は
更

識
家
に

場

は
無
い

と
思
い

み

家
を
出
て
し
ま
お
う
と
も

え
て
い
た

 
そ
こ
に
転
が
り

ん
だ
和
人

更
に
和
人
の
主
な
サ
ポ

ト
を

と
本

に
定
め
て
い

て

学
園
に
行
く
事
が
和
人
は
前

に
な

て
い
る
た
め

必
然
的
に

も

き

ま
れ
る

 
そ
の
せ
い
で

に
ヘ
イ
ト
を

め

む
と
い
う
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い

の

が
良
か

た
過

去

想
い
出
が
無
け
れ
ば

は
き

と
殺
意
を

い
て
い
た
で
し

う

の
い
い
過
去
が
あ

た
点
が
和
人
と
の

違
点
で
す
ね

 
命

さ
れ
た
事
と
は

え

も
和
人
の
境
遇
に
は
思
う

が
あ
り
ま
た
ヒ

ロ

と
重
ね

て
見
て
い
る
事
か
ら

や
か
ん
や
と
世
話
を

く
事
に

 
そ
の
結
果
が

強
を
見
る
と
い
う
状

は
束
さ
ん
に
学
ぶ
と
し
て
も
主
要
五
教

は

か
か
ら
学
ぶ
し
か
な
い

更
に

信
教
育
の

も
中
学
生
レ
ベ
ル
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う

 
和
人
は
実
力
は

に
十
分
で
す
が

に
立
ち
は
だ
か
る
の
は

学
と
い
う
シ

ト
カ

ト

し
よ
う
の
な
い
問

で
し
た

 

が
年
下
の
子
に

強
を
教
え
る
シ
チ

と
か
中

見
な
い
な

と
思

た
か
ら

し
た

じ

な
い
ん
や
で

 
取
り

え
ず
本
作

は

と
ヘ
イ
ト
を
向
け
ら
れ
る

様

非
も
無
い
ネ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
章
 

黒

き

妖

精

の

大

地

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は

ユ
ウ
キ

 
文

数
は
約
一
万
三
千

三
千
文

程

が

の
も
の
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
２
０
２

年

月

 
ア
メ
リ
カ
か
ら
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
が
来
日
し
た

日
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
新
エ
リ
ア
追
加

を

め
た
大

な
ア

プ
デ

ト
が
行
わ
れ
新
エ
リ
ア
の

点
一
つ
と
攻
略
対

の
四
つ
合

わ
せ
て
五
つ
の
浮
遊
大

が
空
に
現
れ
た
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新
た
な
エ
リ
ア
の
名
は

黒

き

妖

精

の

大

地

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

 
神

が
住
ま
う
伝
説
の
浮

大

と
銘
打
た
れ
た
そ
こ
に
は

攻
略
目
的
の
猛
者
だ
け
で
な

く
観
光
目
的
の
プ
レ
イ

が
こ
ぞ

て
集
ま

て
い
る

技
術
の
先
行
き
が

し
く
な

て
い
る
中
で
歌
姫
の
存
在
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
ア
イ
ド
ル
活
動
の

果
を

た
よ
う
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
大

ア

プ
デ

ト
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
本

へ
の
ダ
ン
ジ

ン
追
加
で
は
無

く

ご
と
四
つ
も
攻
略
エ
リ
ア
が
追
加
さ
れ
た
と
な
れ
ば

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
ぞ

こ
ん
な
プ
レ

イ

達
が
来
な
い

が
な
い

 

と

線
を
下
に
向
け
る

 
大

り
で
は
種

様

な
種

の
プ
レ
イ

が
分
け
隔
て
な
く
共
存
し
て
い
た

特
定
の
種

で
は
な
い
中
立

で

ら
に
見
ら
れ
た
光

は
と
も
す
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
世
界
の
中
心
で
あ

る

ア
ル
ン
の
そ
れ
を

か
に
上
回

て
い
る
だ
ろ
う

今
だ
け
は
自
種

に
属
す
る
者
も

脱

し
た
者
も

無
い

彼
ら
は

今
は

し
く
未
知
へ
の

心
に

る
プ
レ
イ

な

の
だ
か
ら

 

も
知
ら
ず

安
穏
と
生
き
る
事
が
出
来
て
い
る
者
達
だ

 
仮
想
世
界
を
遊
び
の
場
と
し
か
認
識
し
て
い
な
い

情

を

け

け
る
者
も
い
る
か
も
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し
れ
な
い
が

そ
れ
で
も

命
を

け
て
い
る
か
は

し
い
と
こ
ろ

 
彼
ら
の
語
る
覚
悟
は

そ
の
実

で
し
か
な
い

人
の

と

う
者
で
文

り
命

も
全
て

て
る
の
は

ん
の
一
握
り

た
だ
偶
像
を

め
愛
る

者
達
で
は

覚
悟
の

は

か
に

る

で
あ
る
か
ら
し
て
我
ら

シ

ム
ロ

ク

三
刃
騎
士

は
セ
ブ
ン
の

に
こ
の
ス
ヴ

ル
ト
の
地

の
攻
略
と

彼
女
の
ラ
イ
ブ
の

備
に

全
力
を

ぐ
義
務
が
あ
る

 
し
か
し

て
は
な
ら
な
い

個

の

は

て
い
よ
う
と
彼
ら
は
偶
像
を

に

し
た

体
で
あ
る
か
ら
し
て
数
の
力
を
行
使
出
来
る

自
分
達
が
認
め
た
人
間
の

と

罪

を
得
た
彼
ら
は
容
赦
な
く
己
が
道
を

進
す
る
だ
ろ
う

 
人
の
想
い
と
は

く
も
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
だ

我
ら
は

高
な
使
命
を
以
て
活
動
す
る

 
故
に

三
刃
騎
士

へ
の
入

は

入

験
に
合
格
し

つ
セ
ブ
ン
の
歌
や
テ

マ
に
つ
い
て
の

本
的
知
識
を
備
え
た
者
に
限
ら
れ
る

 
知

て
か
知
ら
ず
か
彼
ら
は
そ
の

を
も
上

よ
う
と
苦
心
す
る

そ
れ
は

に
歌
姫
の

た
め

少
し
で
も
目
的
の
成

を

少
し
で
も
よ
り
良
い
結
果
を
得
ら
れ
る
よ
う

彼
ら
は
日
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夜
努
力
す
る

 

そ
の
努
力
は
認
め
よ
う

 
だ
が

邪
魔
だ

最
初
か
ら

消

し
た
方
が

な
の
で
は

 
自
覚
出
来
る
程
に

た
い
眼
で
一

に

が
る
男
達
を
見
下
ろ
し
な
が
ら

ら
に

る
者

へ
と
語
り
掛
け
る

今
は
監

に

め
る

手
の
出
方
思
惑
目
的
の

も
か
も
が
手
探
り
の
中
で

対
行

は

命
的
だ

 
そ
う

え
る
の
は

こ
の
世
界
で
も
変
わ
ら
ず
黒

く
め
の
プ
レ
イ

黒
の
剣
士

キ
リ
ト

 
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
最
初
期
の
死
者
以
外
を
生
還
さ
せ
た
本
物
の

英

雄
生

彼
は
対
人
経
験
を

む
事
を
第
一
目
的
に
妖
精
郷
へ
来
て
い
る
が
今
の
彼
は

人
か
ら

わ
れ
た

兵
と
し
て

に
在
る

 
歌
姫

セ
ブ
ン

現
実
に

け
る

同十
年二

の
天
才

学
者
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の
監

と

ア
イ
ド
ル
業
の
真
意
を
探
り
場
合
に
よ

て
は
彼
女
の

を
す
る
よ
う

わ
れ
た
剣
士

監
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対

が
三
刃
騎
士

の
ギ
ル
ド
リ

ダ

を
務
め
て
い
る
か
ら
人
目
の
付
か
な
い

根
の

上
か
ら
彼
ら
を
監

し
て
い
る

 
彼
と
セ
ブ
ン
の
間
に
は

の

も
無
く

故
に
彼
が
そ
の
依
頼
を

け
る
必
要
性
は
無
い

ア
イ
ド
ル
と
し
て
多
く
の
人
気
を
得
て
い
る
者
に
盾
突
く
よ
う
な
事
を
す
れ
ば
彼
の
生
存
が
危
ぶ

ま
れ
る
か
ら
だ

 
し
か
し

そ
れ
を
分
か

て
い
な
が
ら

彼
は
そ
の
依
頼
を
引
き

け
た

 
そ
の
心
中
は
分
か
ら
な
い

同
い
年
の
少
女
に
興
味
が
あ

た
の
か
鍛
え
ら
れ
た

が

い

た
の
か

あ
る
い
は

間
の
安

を
護
る

の
保
険
故
か

 

こ
の
子
の
事
だ

き

と
全
て
な
の
だ
ろ
う

 

と
息
を

く

 
見
て
見
ぬ

り
を
し
て
遊
ぶ
事
も
出
来
た
と
い
う
の
に
そ
れ
を
自
らな

う

た
決
断
は
少

理
解
し

い
も
の
が
あ
る

彼
な
ら
す
る
だ
ろ
う
と

得
は
あ
る

け
れ
ど
生
存
を
求
め
る
な
ら

非
論
理
的

 
彼

・だ
・け

で

え
る
か
ら
そ
う
な

た

 
彼
に
と

て
己
が
生
き
る
事
は
二
の

だ

彼
が
求
め
る
未
来
は
己
一
人
生
き
て
い
る
世
界
で
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は
な
い

そ
う

え
れ
ば

こ
の
行
動
は
理
に

た
も
の
に
な
る

方
は

本

に
損
な
性
分
で
す
ね

 

外
に

も

と
自
分
を

先
す
れ
ば
い
い
の
に

と
不

を
ぶ
つ
け
る

 
こ
の

葉
に

彼
は
苦

を
浮
か
べ
た

を
救
う

だ
け
に
時
を
越
え
て
る
ん
だ

・ベ
・ル
・姉

も
同
じ
だ
よ

 

わ
れ
て
気
付
く

彼
の

だ
け
に
己
を

し
た
の
だ

確
か
に
自
分
も
同
じ
だ

た

 

な
気
分
で
は
無
い

む
し
ろ
愛
し
い
人
と
の
共

点
が
ま
た
見
え
た
か
ら

し
く
思
う

 

私
も

方
も

狂

て
る

 
自
分
よ
り
も
他
者
の
命
を
よ
り
大
切
だ
と

え
る
そ
の

思思
想

は
破

し
て
い
る

だ
か
ら
私
は

か
つ
て
別
の
彼
に

絶
さ
れ
た

今
回
の
彼
は

け
容
れ
て
く
れ
た

彼
は
己
の
歪
を
理
解
し

け
容
れ
て
い
た
か
ら

 
私
も
彼
も
狂

て
い
て
け
れ
ど
ど
ち
ら
も
⻭
止
め
が
あ
る
か
ら

み
止
ま
れ
て
い
る

私
は

彼
が
彼
は
彼
女
ら
が
最
後
の
楔

破

し
た
思
想
を

め
て
く
れ
る
楔
が
こ
の
世
界
に
は
存

在
し
た

 
彼
は

狂そ
気れ

を
自
覚
し
て
い
る
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そ
し
て

彼
は

楔
彼
女
ら
を
求
め
て
い
る

 
そ
れ
故
に
彼
は
狂
い
な
が
ら
も
正
気
を
喪
わ
な
い

た
だ
常
人
に
は
理
解
さ
れ
な
い
だ
ろ
う

決
意
を
秘
め
て
生
き
て
い
る

破

し
て
い
る
思
想
は

で
の
と
こ
ろ
で

さ
え
ら
れ
破

し

切
ら
ず

不
発
弾
の
よ
う
に
地
の

に

ま

て
い
る

 
彼
も
私
も

い
の
楔
を
護
る

な
ら
ど
れ
だ
け
で
も
手
を

せ
る

 

故
な
ら
ば

  

ヒ
ト
は

一

得
た
物
を
喪
い
た
く
な
い
生
き
物
だ
か
ら

 

そ
ろ
そ
ろ

と

ち
合
わ
せ
の
時
間
だ

行

て
来
る

三
刃
騎
士

の
監

は

せ
たえ

え

方
も

ど
う
か
気
を
付
け
て

う
ん

  
故
に

今
日
も
明
日
も
明
後
日
も

と
私
達
は
狂
い
過
ご
す
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た

た
二
人
の
秘
め
事
は

こ
の
上
な
く
甘
か

た

   
カ
フ

テ
リ
ア
に

え

か
れ
た
木
製
の
チ

ア
に

掛
け
な
が
ら

た

た
と

を
振

る

現
在
進
行
形
で

を
持
て

し
て
い
た

キ
リ
ト

い
ね

 
そ
う

え
ば

に

る

子
の
姉
が
苦

を
浮
か
べ
た

こ
の
場
合
は
私
達
の
方
が

過
ぎ
た
の
よ

人
で
ご

た
返
し
て
た
せ
い
で
す
ぐ

に
来
た
か
ら
ね

 
姉
の

葉
に
そ
う
返
す

ア
プ
デ
直
後
と
い
う
事
も
あ
り
人
で
ご

た
返
し
て
い
た

中
を

策
す
る
気
は

き
ず

も
か
れ
も
が

に
集
合
場

に
し
て
い
た
カ
フ

テ
リ
ア
に
集

ま

て
い
た

ア
プ
デ
終
了
か
ら
三
十
分
後
を
集
合
時
間
に
設
定
し
て
い
た
か
ら
そ
れ
く
ら
い
は

ち

う
け
を
喰
ら

た
事
に
な
る

 
ま

こ
の
事
で
彼
を
責
め
ら
れ
る

が
な
い
の
だ
が



 第三章 〜【
黒 き 妖 精 の 大 地

スヴァルト・アールヴヘイム】〜

 

空

ラ
イ
ン

 
そ
れ
は
こ
の
新
エ
リ
ア
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
に
存
在
す
る

点
の
名
称

浮

遊
大

一
つ
分
が
全
て

と
い
う

大
な

点
だ

 
そ
の
広
さ
を

し
て
闘
技
場
や

主
会

で
使
わ
れ
る

設
な
ど
種

様

な

共

設
が

存
在
す
る

 
自
分
達
が
集
ま

た
カ
フ

テ
リ
ア
は
大

り
に
面
し
た

き
ん
か
ん

金

の
お
ん
ど
り
て
い

雄

で
部

を

取
る
と

出
来
る

に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
古
参
の
リ

フ

を
初
め
彼
女
の

キ
リ
ト

義
弟
に
感
化
さ
れ

る
よ
う
に
プ
レ
イ
を
決
意
し
た
面

自

分

ユ
ウ
キ

ラ
ン

ア
ス
ナ

シ
ノ
ン

シ
リ
カ
リ
ズ

ベ

ト

フ

リ
ア

ア
ル
ゴ

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン

い
る

風
林
火

六
人

ユ
イ

ス

ト
レ
ア

ス
レ
イ
ブ

が
現
在
集
ま

て
い
た

 
サ
チ
を

め
た
月
夜
の
黒
猫

や
レ
イ
ン
は

な
い
が
彼
女
ら
も
ア
カ
ウ
ン
ト
自
体
は

て
い
る

た
だ
残
念
な
が
ら
家
の
事
情
に
よ
り
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
い
だ
け
の
事

ゲ

マ

と
し
て
ア

プ
デ

ト
直
後
の
ロ
グ
イ
ン
が
出
来
な
い
事
を
大
層
悔
し
が

て
い
た

 

に

な
い

ル

ク

ス
よ
り
は
同
じ
生
還
者
学

に

て
い
る
も
の
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ

は

み
切
れ
て
い
な
い
か
ら

な
い
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ヒ

ス
ク
リ
フ
こ
と

場

も
Ａ
Ｌ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作

て
い
る
た
め

は

く

収
集
な
ど
を
一
緒
に
す
る
が
運

の
人
間
で
あ
る
事
か
ら
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の
攻
略
に
は

不
参
加
を
表
明
し
て
お
り
こ
こ
に
は

な
い

攻
略
は

争
に
な
る
か
ら
フ

ア
で
は
な
い
と

い
う
の
が
彼
の
主

 
デ

ア
ベ
ル
や
シ
ン
カ

リ
ン
ド
と
い

た
他
の
幹
部
組
は

会
人
と
し
て
の
復
帰
で

し

く
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
無
い
と
い
う

む
し
ろ
ゲ

ム
が
出
来
る
時
間
を
工
面
出
来
て
い
る
ク
ラ

イ
ン
達
の
方
が
少
数

だ

 
そ
う
い
う
事
情
が
あ

て

に
集
ま
れ
た
メ
ン
バ

は

ど
が
未
成
年
に
な

て
い
た

ん

 
カ
フ

の
デ
ザ

ト
お
い
し

 
こ
の
タ
ル
ト
と
か
絶
品
だ
よ

ス
ト
レ
ア

共
の
場
で
声
を
上

る
の
は
他
の
方
の
迷
惑
で
す

せ
め
て
ボ
リ

ム
を

と
し
て
下
さ
い

は

い

返
事
は

く

は
い

姉
さ
ん

よ
ろ
し
い
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ス
プ

ン
片
手
に
び
し

と

礼
を
す
る

の
女
性
に
黒
コ

ト
を

た
女
性
が

く
と
こ
ろ
で

キ
リ
カ
も

か
食
べ
ま
す
か

ん
と

レ
ア
姉
と
同
じ
タ
ル
ト
が
い
い

お

お
義
姉
ち

ん
の
チ

イ
ス
と
は
分
か

て
る
ね

こ
れ
は
ホ
ン
ト
に

味
し
い
よ

ア
タ
シ
の
一

し
だ
ね

む

そ
れ
は
期

出
来
そ
う

キ
リ
カ

こ

ち
の
紅

も
中

で
す
よ

一
緒
に
頼
み
ま
す
か

ん

頼
む

分
か
り
ま
し
た

す
い
ま
せ
ん

 

外
に
な
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
ま
れ
の

三
人
組
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
終
わ

た
後
も
消
滅
す
る
事

な
く

在
だ

 
ス
ト
レ
ア
も
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
だ

た
事
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
た

だ
か
ら
彼
女
も

で
あ
る
と
幹
部
組
は
知

て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
終
わ

た
後
三
人
は
彼
の
ナ

ヴ
ギ
ア
か
ら

場

が
私
的
に
持
つ

メ
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モ
リ

へ
と

り
彼
の
技
術
を
以
て
一
プ
レ
イ

と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

り
立

て
い
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が
無
け
れ
ば

え
な
い
と
思

て
い
た
三
人
に
間
を

く
事
無
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
再
会
出
来

た
の
は
喜
ば
し
い
事
だ

 
一
番
変
化
が
大
き
い
と
す
れ
ば
ス
レ
イ
ブ
と

わ
れ
て
い
た
少
年
だ
ろ
う

彼
は

・桐

谷
和

人

と

一
・

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
取

て

キ
リ
カ

と
名
を

め
て
い
る

義
姉
の

責

を

け
て
い
な
い
の
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

ど
吹

切
れ
て
い
な
い
が
そ
れ
で
も
あ
る
程

心
の
整

理
は
出
来
た
ら
し
い

今
で
は
先

の
二
人
か
ら
溺
愛
さ
れ
ま
く
り
の

い
子

で
あ
る

 
キ
リ
カ
の
種

は
ス
プ
リ
ガ
ン

影
妖
精

黒
を

と
し
て
お
り

惑
や
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
系
の
技
能

に
⻑
け
た
種

で
有
名
だ

ス
テ

タ
ス
は
ス
ピ

ド
寄
り
の
バ
ラ
ン
ス
だ
が
種

が
得
意
と

す
る

惑
魔
法
は
戦
闘
に

い
て
大
き
な

果
を

し
に
く
い
も
の
の
た
め
不
遇

い
に
な

て

い
る

そ
れ
で
も

ん
だ
の
は
や
は
り

み
の
色
だ

た
か
ら
か

 
ユ
イ
も
影
妖
精
ス
プ
リ
ガ
ン
を

し
て
い
る

キ
リ
カ
は
完
全
に

近
戦
寄
り
で
あ
る
の
に

対
し
彼
女
は
魔
法
を

使
し
た

寄
り
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
る

タ
イ
プ
だ
か

ら
と
甘
く
見
て

離
を

め
れ
ば

に
片
手
剣
や

剣
に
よ
る
剣

が
襲
う
上
に

離
感
を

惑
わ
す

惑
魔
法
を
上
手
く

む
の
で

手
と
し
て
は
最
悪
に
近
い
手
合
い
だ
ろ
う
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ス
ト
レ
ア
は

ノ

ム
妖
精
を

し
て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
頼
り
に
な
る

手
剣
使
い
と
い
う

パ
ワ

フ

イ
タ

ぶ
り
を

な
く
発

出
来
る
よ
う

全
種

の
中
で
最
も

と

力
値

が
高
い
そ
れ
を

ん
だ
の
だ

お

で
強

と
の
戦
い
で
は
エ
ギ
ル
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
と

ぶ

な
タ
ン
ク
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

 

そ
し
て
こ
の
三
人
な
ん
と
プ
レ
イ

で
あ
る
と
同
時
に
ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

で
も
あ

た

 
ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

と
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

ビ
ス
開
始
初
期
の

に
先
行
予
約
特

と
し

て
配

さ
れ
た
存
在
で
文

り
シ
ス
テ
ム
的
な
事
へ
の

問
や
疑
問
に
は
攻
略
に

し

な
い
程

で
あ
れ
ば
応
え
て
く
れ
る
存
在

す
な
わ
ち

限
定
的
な

権
限
持
ち
の
存
在
な

の
で
あ
る

 

然
そ
ん
な
事
を
し
た
の
は

場

理
由
は
彼

く

親
心

だ
そ
う
だ

参
加
上
限

が
あ
る
ク
エ
ス
ト
で
も
ピ
ク
シ

に
な
れ
ば
同
行
出
来
る
点
か
ら

し
た
ら
し
い

 
ど
う

え
て
も
キ
リ
ト

び
キ
リ
カ
の

に
し
た
も
の
で
あ
る

 
キ
リ
カ
の
場
合
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

ん
で
い
る
と

乱
を

き
か
ね
な
い
と
い
う
配
慮
も
あ
る

だ
ろ
う

あ
ま
り
ピ
ク
シ

に
な
り
た
が
ら
な
い
彼
が
小
妖
精
に
な

た
時
は
愛
ら
し
い
の
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一

に

き
る

 
と
も
あ
れ
そ
う
い
う
経

で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
再

し
た
三
人
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
や
人
間
の
コ
ピ

と
い

う
重
い
生
い
立
ち
を
吹
き

ば
す
か
の
よ
う
に

日

妖
精
郷
で
の
生
活
を

歌
し
て
い
る

 

だ
か
ん
だ
一
番
こ
の
日

を

し
ん
で
い
る
の
は
こ
の
三
人
か
も
し
れ
な
い

 

で
も

そ
こ
に

キ

リ

ト

オ
リ
ジ
ナ
ル
は

な
い

 
そ
も
そ
も
彼
は

本
的
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
別
行
動
を
取

て
い
る

リ
ズ
ベ

ト
が
経

す
る
鍛

冶

に

を
出
し
た
り
リ

フ

が

に

有
し
て
い
る
個
人
ホ

ム
に
部

を

り
た
り

な
ど

機
会
が
あ
れ
ば

を
合
わ
せ
る
の
だ
が

彼
は

本
的
に

独
行
動
を
取

て
い
た

 

く

自
分
の

ス
で

た
り
や
り
た
い

と

 

収
集
で
一
緒
に
行
く
事
も
あ
る
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
に

べ
る
と
確
か
に
彼
の
戦
闘

ス

は

や
か
だ

た

い

そ
キ
リ
カ
の
方
が
気
合
が
入

て
い
る
く
ら
い
キ
リ
ト
は
気
が

け
て

い
た

 

と

う
の
だ
ろ
う
か

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
対
人
経
験
を

む

ま
た
仮
想
世
界
で
し
か
会
え
な
い
面

と
会
う

に
ロ
グ

イ
ン
し
て
い
る

だ
が
そ
の
ど
ち
ら
も

け
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
し
ま

て
違
和
感
が
あ
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た

そ
れ
は

み
の
メ
ン
バ

全

が
思

て
い
る
事

し
か
し
自
分
達
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ

で
キ

チ
リ
と

集

を
返
り

ち
に
し
て
い
た
り

ち

く
ち

く
武
器
や

が
新

さ

れ
て
い
た
り
し

か
り
プ
レ
イ
そ
の
も
の
は
し
て
い
る

ユ
イ
達
と

を
合
わ
せ
る
機
会
が
明

ら
か
に
少
な
い
事
は
気
に
な

て
い
る
が
触
ら
ぬ
神
に

り
な
し

も
お
い
そ
れ
と
触
れ
よ

う
と
は
し
な
い

彼
の
立
場
は
今
非
常
に
不
安
定
だ
か
ら

く
そ

と
し
て
お
こ
う
と
い
う
配
慮

だ 

い
と

て
い
い
の
か
ユ
イ
達
は
キ
リ
カ
の

溺

愛

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
掛
か
り
切
り
で
彼
女
達

自
身
に
不
安
定
さ
は
見
ら
れ
な
い

リ

フ

も

に
二
三
回
の

合
わ
せ
で
様
子
を
見
て
い

る

だ

 
こ
の
日

を
見
て

め
て
思
う

彼
は

気
付
け
ば
自
分
達
の
中
心
に
い
る
ん
だ

な

と

 
彼
自
身
が
意

し
て
い
よ
う
と
そ
う
で
な
か
ろ
う
と

無
い

気
付
け
ば
彼
の
足
取
り
や
背

中
を
探
し
て

あ

 

来
を
見
な
が
ら
思

を
回
し
て
い
た
ら
人
の
間
を

う
よ
う
に
カ
フ

を
目
指
し
て
進
む
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黒

く
め
の
プ
レ
イ

が

界
に
入

た

グ
リ

ン
カ

ル
の
下
に
は
フ
レ
ン
ド
登
録
に

よ

て
表
示
さ
れ
る
プ
レ
イ

名
が
白
い
フ

ン
ト
で
表
示
さ
れ
て
い
る

 

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と
あ

た

 
プ
レ
イ

の
平

身
⻑
を

か
に
下
回
る
と
こ
ろ
に
表
示
さ
れ
る
そ
れ
を
間
違
え
る

が
無

く

カ
フ

テ
リ
ア
に

り

い
た
プ
レ
イ

は
予
想
違
わ
ず
キ
リ
ト
だ

た

時
間
に
は
間
に
合

て
る
け
ど

が
最
後
か

 
や
や
ば
つ
が
悪
そ
う
な

で
彼
は

た

気
に
し
な
く
て
い
い
よ

ア
プ
デ
直
後
の
人
だ
か
り
に

気
が
差
し
て
ボ
ク
達
は
す
ぐ

に
来
た
だ
け
だ
か
ら

そ
う
な
の
か

う
ん

ち
な
み
に
キ
リ
ト
は
ど
の

を
見
て
回

て
た
の

武

や
闘
技
場
を
初
め
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ

の

取
り
を
上
か
ら
見
て
た

 
ア
プ
デ
か
ら
三
十
分

ど
こ
を
見
て
回

て
い
た
の
か

い
た
ら

な

え
が
返

て
来
た

 

こ
の
空

ラ
イ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
本

の

と
違

て
圏
内
で
は

行
出
来
な
い
設
定

に
な

て
い
る
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そ
れ
以
外
に
も
色

と
本

と
異
な
る
設
定
が
あ
る
が
立
場
や

属
に
よ

て

無
い
も

の
も
あ
る
か
ら
全
て
を

羅
し
て
い
る
人
は

な
い
だ
ろ
う

そ
の
中
で
も
全
プ
レ
イ

に

す
る
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
の
一
つ
が

中
で
の

行
禁
止

だ

た

 
つ
ま
り
上
か
ら
見
る
事
は

出
来
な
い

な
の
だ
が
ど
う
や

て
い
た
の
か
と

に
疑

問
を
覚
え

問
い
掛
け
る

 
す
る
と
彼
は

を

て
上

た

と

え
た

空

の

物
は
本

の
そ
れ
と
違

て
間
取
り
に

が
無
い
か
ら

そ
の
気
に
な
れ
ば

ウ

ル
ラ
ンり

と
三

び
を
交

に

り
返
し
て

根
ま
で
登
れ
る
ん
だ

え
 
あ

け
ら
か
ん
と

え
た
彼
に
ボ
ク
は

き
声
し
か
上

ら
れ
な
か

た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
本

に

た
の
で
あ
れ
ば
ま
あ
出
来
な
く
は
な
い
だ
ろ
う

自
分
も

で
出
来
る

と
断

す
る

 

し
か
し
そ
れ
は

あ
く
ま
で
本

に

た
場
合
に
限
る

 
お
よ
そ
ア
プ
デ
直
後
の
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
で
は
至

の
業
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 

故
な
ら

ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
は
ス
テ

タ
ス
面
で
も
存
在
し
て
い
る
か
ら
だ
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種

練

と
い
う
も
の
が
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

う
と
こ
ろ
の
レ
ベ
ル
に

す
る
そ
れ
の

最
大
値
は
１
０
０
０

同
じ
種

で
あ
り

つ
ス
テ

タ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
振

て
い
な
い
な
ら
全

ス
テ

タ
ス
は
必
ず
同
じ

び
を
す
る

そ
れ
に
パ
ワ

や
ス
ピ

ド
な
ど
の
差
異
を
作
る
も
の

が
種

練

が
一
定
以
上
に
な

た

に
入
手
す
る
ス
テ

タ
ス
ポ
イ
ン
ト

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

力
値
と

値
に
の
み
振
れ
ば
よ
か

た
そ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
は
多

に

て

か
な

整
を

せ
る
よ
う
に
な

て
お
り

正
に
千
差
万
別
の
プ
レ
イ

育
成
が
出
来
る

 
体
力

 
魔
力

 
Ｓ
Ｔ
Ｒ力

 
Ｉ
Ｔ

 
Ｄ
Ｅ
Ｘ

器
 

Ａ
Ｇ
Ｉ

 
Ｉ
Ｎ
Ｔ

知
力

 
Ｍ
Ｅ
Ｎ

精
神

 
Ｌ

Ｋ運
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合

九
つ
の
パ
ラ
メ

タ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
交

に
作

し
て
お
り

え
ば
体
力
が
育
て
ば

最
大
値
の

に

力

が
向
上
す
る
な
ど

ポ
イ
ン
ト
が
一
つ
違
う
だ
け
で
パ
ラ
メ

タ
は
大
な
り
小
な
り
変
わ

て
来
る

体
で
は
同
値
で
も
他
と
の

ね
合
い
で

合
的
に
違
う

事
も

に
あ
る

 
つ
ま
り

合
的
な
能
力
は

レ

ベ

ル

種

練

ア

プ
で

一
に
上

し
一
定
以
上
に
な

た

に

え
る
ポ
イ
ン
ト
を
振

て
更
に
特
化
さ
せ
て
い
く

だ
が

 
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
に

い
て
は

・全
・

・レ
・ベ
・ル
・

・か
・ら
・再
・ス
・タ
・

・ト
と
な
る

 
更
に
は
強
化
に
強
化
を
重
ね
た
自

の

備
の
性
能
も
制
限
さ
れ
る

 
こ
れ
で
は
今
ま
で

て
自
己
強
化
に

ん
だ
古
参
組
が

を
食
う
事
に
な
る
が
そ
の

も
し

か
り
サ
ポ

ト
さ
れ
て
い
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
本

で
種

練

が

０
０
あ

た
プ
レ
イ

は
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
に
来
る
と

新

組
と
同
じ
く

に
な
る

し
か
し
こ
ち
ら
で
の
レ
ベ
ル
ア

プ
速

は
新

組
よ
り
速
く

設
定
さ
れ
て
お
り
更
に
浮

大

の
攻
略
が
進
む

エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒
す

な
ど
の
フ
ラ

グ
を
立
て
る
事
で

備
の
制
限
も

に
解

さ
れ
て
い
く

 

備
の
制
限
は
レ
ア

と

備
の
平

値
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

レ
ア

は
シ
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ス
テ
ム
的
に
は
十

に
分
け
ら
れ
て
お
り
ア
プ
デ
直
後
の
現
在
の
性
能
は
ラ
ン
ク
一
で
攻

撃
力
や

力
は

論

備
重

も
そ
れ
に

じ
た
も
の
に
な

て
い
る

た
だ
し

値
は

の
ラ
ン
ク
の
ま
ま

備
に
付
与
さ
れ
て
い
る
属
性
値
や
特

果
バ
フ
な
ど
も
そ
の
ま
ま

 
つ
ま
り
完
全
初
心
者
の
新

組
よ
り
古
参
組
は
レ
ベ
ル
は
上
が
り
や
す
く

値
の

で
武
器

の
新

を
必
要
と
す
る
機
会
も
少
な
い
事
に
な
る

ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
で
の
レ
ベ

ル
が
本

以
上
に
な

て
か
ら
は
本

で
レ
ベ
ル
ア

プ
し
て
も
そ
の
ま
ま
ス
ヴ

ル
ト
で
も
引

き
継
が
れ
る
設
定
に
な

て
い
る
よ
う
な
の
で
古
参
組
の
認
識
は
力
を
取
り

す
の
方
が

切
か
も
し
れ
な
い

 
こ
れ
ら
は
大

ア

プ
デ

ト
や
歌
姫
セ
ブ
ン
に
よ
る
集
客

果
に
よ
る
新

組
が
Ａ

Ｌ
Ｏ
に

み
や
す
い
よ
う
に
と
配
慮
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
だ
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
語

て
い

た 

⻑
く
な

た
が
以
上
の
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
を
前

に
し
て
キ
リ
ト
の
発

を

慮
す

る
と

 
キ
リ
ト
は
レ
ベ
ル

の
状

で

高
い

値
を
要
す
る

り
と
三

び
の
ア
ク
シ

ン
を
や

て
の
け
た

と

た
事
に
な
る
の
だ
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現
実
に

べ
た
ら
出
来
る
事
の

は
広
い
と
は

え
そ
れ
で
も
ス
テ

タ
ス
面
で
弱
体
化

し
て
い
る
状

で
そ
ん
な
事
を
す
る
の
だ
か
ら

く
な
と
い
う
方
が
無
理
で
あ
る

変
わ
ら
ず
と
い
う
か

と
い
う
か

そ
こ
は
か
と
な
く
安
心
す
る
ボ
ク
が
い
る
よ

キ

リ
ト
は
ど
こ
の
世
界
で
も

無君
の

をま
すま
るだ
ねね

め
て
る
の
か

そ
れ

君
ら
し
さ
を

け
て
る
点
に
つ
い
て
は

め
て
る
よ

 
た
だ
そ
れ
以
上
に
や

て
る
事
に

れ
て
る
け
ど
そ
れ
は

に
し
な
い

多
分
目
で
伝
わ

て
い
る
か
ら

う
必
要
が
無
か

た

 

さ
て

キ
リ
ト
も
来
た
事
だ
し
ち

と
し
た
会
議
を
し
よ
う
か

 

ち
人
で
あ
る
少
年
が
合
流
し
て

み
物
を
手
に
し
た
の
を
見
て
リ

ダ

り
が
板
に

つ
い
て
い
る

サバ
ラン
マダ
ンナ
ダ

が

火
を
切

た

 
お

は

ン
で
だ

ま
ず

か
ら
手
を
付
け
る

 
大

ア

プ
デ

ト
で
追
加
さ
れ
た
新
エ
リ
ア
で
最
初
に

か
ら
手
を
付
け
る
か

だ
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た

せ

備
の
補
正
値
は
と
も
か
く
ス
テ

タ
ス
は
初
期
値
だ
か
ら
い
き
な
り
攻
略
に

み
出

す
事
な
ど
出
来
る

も
無
い

 
そ
の
お

に

最
初
に

葉
を
発
し
た
の
は
リ

フ

だ

た

ま
ず
は
サ
ブ
ク
エ
ス
ト
を
す
る
の
が
良
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

現
在
解
放
さ
れ
て
る
と
こ

ろ
の
Ｍ
ｏ
ｂ

や

集
系

理

ス
キ
ル
な
ど
の
ク
エ
ス
ト
も
あ
る
よ
う
で
す
か
ら
小
手

べ
に
は

良
い
か
と

理
ク
エ
ス
ト
か

新
エ
リ
ア
の
食

を
使

て
新
し
い

理
に

戦
し
て
み
た
い
か
ら

私
は
そ
れ
に
し
よ
う
か
な

 
す
か
さ
ず

理
の

向
上
に

念
が
な
い
ア
ス
ナ
が
立
候
補
す
る

 

ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
に
よ
り
戦
闘
系
ス
キ
ル
は

備
と
同
じ
一

み
で
制
限
が
解
放
さ

れ
て
い
く
が

鍛
冶

や

理

な
ど
の
生

系
ス
キ
ル
は
制
限
を
喰
ら

て
い
な
い

こ

の

も
古
参
組
が
有

な
と
こ
ろ
と

え
る

 

に
生

系
ス
キ
ル
の

練

上

は
地
獄
と
い
う

面
も
あ
る
か
ら
か

 

場

が
プ
レ
イ

の
声
を

き
入
れ
て
反

す
る
有
情
な
運

で
良
か

た
と
思
う

こ
の

の

整
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
上
手
か

た
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ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
参
戦
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
勢
は

ど
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
デ

タ

を
引
き
継
い
で
い
る

 
こ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
デ

タ
フ

マ

ト
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
と

同
一
で
更
に

場
が
本
気
で
取

り
組
ん
だ
お

だ

 
レ

ベ練
ル

は
３
０
０

ス
キ
ル
値
は

０
０
か
ら
だ

た
が

そ
れ
で
も
破
格
の
数
値
で
あ
る

更
に
は

備
も
あ
る
程

引
き
継

る
と
い
う
オ
マ
ケ
付
き

流

に
レ
ジ

ン
ダ
リ

伝
説

や
エ
ン
シ

ン
ト

古
代

な
ど

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
本
場
製
に
は

事
情
に
よ

て

る
設
定
に
さ
れ
て
い
た
が

さ
え

わ
な
け
れ

ば
第
一
線
で
す
ら

す
る

自
分
達
の

備
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら

ど
変
わ

て
い
な
い

ボ

ス
戦
の
放

が
さ
れ
て
い
た
事
も
あ
り

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
知
名

は
か
な
り
の
も
の

 
そ
し
て
集
ま

て
い
る
面
子
で

完コ
全ン
新バ
アト
カし
ウて
ンな
トい
勢人

は
キ
リ
ト
だ
け

 

く

命
を

け
る
時
に
は
復
活
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い

と
の
事

ス

ク
的
に

ア

ミ

ス
フ

ア
で
は
死
者
が
出
な
い
と
さ
れ
て
い
る
事
か
ら

外
に
コ
ン
バ

ト
す
る
気
は

な
い

と

て
い
た

 
そ
ん
な
彼
の
容

だ
が
な
ん
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

と

同
一
で
あ
る

ラ
ン
ダ
ム
で
作
ら
れ
る

の
体
は
ア
バ
タ

作
成
時
に
写
真
を
使

た
事
で
リ
ア
ル
寄
り
に
な

て
い
た

彼
の
リ
ア
ル
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は
白
髪
金

と
完
全
に
変
わ

て
し
ま

た
が
そ
れ
を
知
ら
な
い
人
か
ら
す
れ
ば
ボ
ス
戦
の
動

に

て
い
た

黒
の
剣
士

そ
の
も
の

 
髪
や

の
色
が
黒
に
な

て
い
る
の
は

ん
だ
種

に
よ
る

本
色
の
影

が
あ
る

影
妖

精
の
名
の

り
ス
プ
リ
ガ
ン
は
黒
色
を
種

特
有
の
色
と
し
て
い
る
の
だ

 
そ
う
い
う

で
コ
ン
バ

ト
し
た
か
ど
う
か
に

無
く
見
分
け
が
付
け
に
く
い
キ
リ
カ
は

リ

フ

と
お

い
の
よ
う
に
髪
を
一
つ
に
ア

プ
で

り
違
い
を
見
せ
る
よ
う
に
し
た

お

で
後
ろ
か
ら
は
分
か
る
よ
う
に
な

た

 

武
器
を
構
え
な
い

中
だ
と
前
か
ら
で
は
判
別
の
し
よ
う
が
無
い
ま
ま
な
の
は
ご
愛

 

話
そ
れ
じ

あ
ボ
ク
達
は
戦
闘
系
の
ク
エ
ス
ト
を
こ
な
そ
う
か

 
話
し
合

た
結
果
探

と
食

達

と
も

う
べ
き
目
的
の
違
い
に
よ
り
集
ま

た

メ
ン
バ

は
二
手
に
分
か
れ
る
事
に
な

た

 
探

に
は
ボ
ク
と
ラ
ン

リ

フ

シ
ノ
ン

フ

リ
ア

エ
ギ
ル

キ
リ
ト

ユ
イ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
パ

テ

最
大
人
数
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
同
じ
く

人
な
の
で

ユ
イ
は
ピ
ク

シ

と
し
て
補
助
に
回
る
事
に
な

た

動
中
の
今
は
義
弟
の

に
ち

こ
ん
と

て
い
る
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彼
女
の

緑

バ

は

界

に

ん
で
い
な
い

 

界

に

る
パ

テ

メ
ン
バ

に
少
年
の
名
前
が
あ
る
の
を
見
て

と
気
付

い
た
事
が
あ

た

そ
う
い
え
ば
さ

キ
リ
ト

て
パ

テ

組
む
の
初
め
て
じ

な
い

わ
れ
て
み
れ
ば

そ
う
だ
な

 
思
い
出
し
た
よ
う
に
彼
は

く

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ベ

タ
テ
ス
ト
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
ず

と

ロ
を

い
て
い
た
彼
は
こ
こ
に
来

て

く
パ

テ

を
組
ん
だ

だ
が
特
に
意
識
し
て
い
な
か

た

り
無
意
識
の
部
分
ま
で

パ

テ

の

が

外
さ
れ
て
い
る
ら
し
い

こ
れ
は
今
後
も
こ
ち
ら
か
ら
声
を
掛
け
な
い

と

ロ
の
ま
ま
戦
い
に
行

て
し
ま
い
そ
う
だ

 
そ
れ
を
ど
う
思

た
の
か

リ

フ

が
や
や

根
を
寄
せ
る

キ
リ
ト

あ
な
た
本

に
パ

テ

を
組
む
の
は
初
め
て
な
の

Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は

に
組
ん
で
た
け
ど

プ
レ
イ

と
は
初
だ
な

ア
ル
ゴ
さ
ん
と
よ
く
活
動
し
て
た

て

く
け
ど
そ
れ
で
も
組
ま
な
か

た
の
ね

の
方
か
ら
断

て
た
か
ら
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ま
れ
者
と
し
て

わ
れ
て
い
た

は
親
し
い
人
と
は

え
て

離
を
取

て
い
た
し
そ
れ

を

慮
す
る
と
情
報
収
集
の
た
め
と
は

え
・二
・人
・き
・り

に
な
る
事
を
許
し
て
い
た
事
も

き
の

だ

そ
れ
だ
け
彼
女
の
事
を
信

し
て
い
た
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
不

と
も
思
う
け
ど
少
し
ア
ル
ゴ
を

ま
し
く
思

た

自
分
は
見
て
い
な
い

や

を

見
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

た
ら

望
が

ま
ら
な
い

つ

か

と
し
て
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
初
め
て
一

月
経

て

く
パ

テ

を
組
ん
だ

り
に

れ
を

せ
な
い
ん
だ
が

今
ま
で

収
集
で
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
達
と

回
か
行
動
し
て
た
だ

ろ

そ
ん
時
は
ど
う
し
て
た
ん
だ

ど
う
も
な
に
も

ロ
の
ま
ま
だ

た
よ

が
行
け
る
と
こ
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

か
ら
し
た
ら

ば
か
り
だ

た
せ
い
で
パ

テ

を
組
む
と
取
得
経
験
値
が
少
な
く
な
る
か
ら

え
て

組
ま
な
か

た
ん
だ

 
キ
リ
ト
は

的
に
エ
ギ
ル
の
問
い
に

え
た

 
だ
が

的
過
ぎ
て

を
生
じ
て
い
る

密
に
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

だ
か
ら
少

な
く
な
る
の
で
は
な
く
一
体
の
Ｍ
ｏ
ｂ
に
与
え
る
ダ
メ

ジ

で
絶
対
的
に

る
せ
い
で
分
配

さ
れ
る
経
験
値
が
少
な
く
な
る
と

た
方
が
正
し
い

レ
イ
ド
を
前

と
し
た
ボ
ス
で
も
無
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い
限
り
経
験
値
は
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
取

た
プ
レ
イ

の
パ

テ

に
入
る

つ
ま
り

を
取

た
パ

テ

の
人
数
が
少
な
い

ど

個
人
に
入
る
経
験
値
は
よ
り
多
く
な
る

 
こ
の

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
だ

リ

フ

シ
ノ
ン
ル
ク
ス
の
レ
ベ
リ
ン
グ
の
時

も

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ

た
影

で
彼
や
自
分
は
彼
女
達
と
パ

テ

を
組
ま
な
か

た

数
が
少
な
い

ど
一
人

た
り
の
経
験
値
が
増
え
る
の
で
レ
ベ
リ
ン
グ
は
加
速

的
に
速
ま

る

そ
れ
と
同
じ
で
あ
る

 
疑
似
的
に
と
は

え
レ
ベ
ル

に

さ
れ
た
事
が

を

し
た
と

え
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
の

の
事
情
を
理
解
し
た
エ
ギ
ル
は

そ
う
い
う
事
か

と

得
す
る

 

彼
は

え
て
そ
う
し
た
ん
だ
ろ
う
け
ど

さ

 
自
分
達
と
違
い

彼
は

レ
ベ
ル

最
弱
と
い
う
在
り
方
を

け
容
れ
た

故
な
ら
最
弱
だ
か
ら
こ
そ

分
か
る

点
が
あ
る
と

え
て
い
る
か
ら

 
あ
る
程

の
強
さ
と

備
を
以
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
た
自
分
達
に
は

本
的
に
初
心
者
ダ
ン
ジ

ン
や
Ｍ
ｏ
ｂ

り

備
な
ど
の
知
識
が
欠
け
て
い
る
自
覚
が
あ
る

リ
ズ
や
エ
ギ
ル
ア
ル

ゴ
な
ど

業

知

て
い
る
人
も
い
る
が
彼
女
ら
以
外
の
知
識
は

し
い
初
心
者
の

に
あ

た
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
苦
労
を
し
て
い
な
い
か
ら
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
無
か

た
魔
法
あ
る
い
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は
魔
法

果
を
有
す
る
ア
イ
テ
ム
の
数

を

使
し

密
に

を
立
て
て
成
⻑
し
て
い
く
過

程
を

い
た

と

え
る

 

そ
れ
は

な
ら

に
は
な
り
得
な
い

 

故
な
ら
初
心
者

備
や
魔
法

ア
イ
テ
ム
な
ど
を
上

者
の
ボ
ス
戦
で
使
う
事
は
ま
ず
無

く
更
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
な
る
と
初
心
者
ダ
ン
ジ

ン
へ
の
進
出
は
暗

の
了
解
で
タ
ブ

と
さ

れ
る
か
ら
だ

後
進
を
育
て
る
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

し
く
ゲ

ム
プ
レ
イ
を
す
る
だ
け
な
ら
多

少
知
識
の
欠
如
が
あ

た
と
こ
ろ
で

に
は
な
ら
な
い

 
し
か
し

彼
は
違
う

 
彼
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

遊
び

と
は

え
て
い
な
い

デ
ス
ゲ

ム
で
は
な
い
こ
の
世
界
は
彼
に

と

て
は

来
を

す
る
経
験
の
下

み
と
し
て
最

と

て
良
く
こ
と
戦
闘
に

し
て

は
一
切
の

協
を
許
さ
な
い

序

で
こ
そ
学
べ
る
知
識
経
験
は
あ
ら

る
事
を
学
び
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
彼
に
と

て

重
な
も
の
な
の
だ

 
あ
る
い
は

弱
者
だ
か
ら
こ
そ
立
ち
は
だ
か
る
苦

を
得
る

と

う
べ
き
か

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
種

間
の
抗
争
を
主

と
し
た

推

の
ゲ

ム

種

間
の
争
い
は

発
的
に

発
生
し
て
い
る
か
ら

な
ん
て
日
常

事
に

た
る

Ｐ

ｏ

Ｈ

忌

し
い
男
の

葉
だ
が

シ
ス
テ
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ム
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る

は
プ
レ
イ

に
と

て

の
一
つ
と
し
て

ぶ
権

が
あ
る

行
動
な
の
だ

 
自
分
達
の
よ
う
に

中

立

種

外
で
活
動
す
る
中
で
も

集

と
は

回
に

を
合
わ
せ
る

 
で
は

そ
の
時
に
種

練

が

い
者
は
ど
う
な
る
か

 

い
い
カ
モ
と
認
め
ら
れ

に
追
い
回
さ
れ
る

最
初
期
の
キ
リ
ト
は
正
に
そ
れ
だ

た

な
ま
じ

を
知
ら
れ
て
い
た

せ
い
で
彼
を
倒
せ
ば
自

で
き
る
と
思

た
ら
し
い
プ
レ
イ

が
こ
ぞ

て

し
掛
け
た
も

の
で
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
全
て
を
彼
は
返
り

ち
に
し
た

ど
れ
だ
け
ハ
イ
レ
ベ
ル

つ
ど
れ
だ
け
強

力
な
上

備
を
し
て
い
よ
う
と

そ
の
全
て
を

い
て
み
せ
た

 
キ
リ
ト
は

う

弱
者
に
は
弱
者
な
り
の
戦
い
方
が
あ
る
と

 
し
か
し
彼
の
戦
い
を
見
た
身
と
し
て
は

わ
せ
て

し
い

技
術
の
面
で
は
あ
な
た
は

に
強
者
な
の
だ
と

 
技
術
面
で
は
義
姉
を
超
え
る

な
ど

な
い

で
は
他
に

が
と

え
た
結
果
彼
は

え

て
弱
者
に
な
る
事
で
経
験
を

ん
で
い
る

圧
倒
的
な
ス
テ

タ
ス
差
そ
れ
は
現
実
で

う
と

こ
ろ
の
身
体
能
力
差
に

す
る

よ
り
も

く
体
の
成
⻑
が
未

な
彼
は

え
て
こ
の
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世
界
で
も

件
を
近
づ
け
る
事
で
よ
り

の
高
い

的
経
験
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

 
限
り
の
あ
る

備
と
ア
イ
テ
ム

ド
ス
キ
ル

魔
法
と
い

た
制
約
の
中
で

を
生

業
と
す
る
プ
レ
イ

達
を
ど
う
や

て
返
り

ち
に
す
る
か

そ
の

行
錯

だ
け
で
も

彼
に
と

て
は
値
千
金
の
価
値
に
な
る

 
対
人
で
の
戦
闘
経
験
と
一

に

て
も
た
だ
数
を
こ
な
せ
ば
い
い
だ
け
で
は
無
い
と
い
う

見
本
と
な
る
在
り
方
と

え
る
だ
ろ
う

 
し
か
し

一
つ
だ
け
物

し
た
い

そ
ん
な
事

て
る
け
ど
君
が
パ

テ

を
組
も
う
と
し
な
か

た
の
は
人
に
手
伝

て

も
ら

て
上
が

た
レ
ベ
ル
は
下

な
い
主
義
だ
か
ら
で
し

 
ジ
ト
目
で
見
る
と

さ

と
彼
は

線
を

ら
し
た

 

デ
ス

ナ
ル
テ

と
い
う
も
の
が
あ
る

 
モ
ン
ス
タ

に
や
ら
れ
た
場
合
は

プ
レ
イ

キ
ル
さ
れ
た
場
合
は
多
少
な
が
ら
種

練

と
ス
キ
ル
値
は

下
す
る

そ
れ
が
デ
ス

ナ
ル
テ

だ

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
あ
ろ
う
事
か
万
人
が

け
て

る
だ
ろ
う
デ
ス

ナ
ル
テ

を
自
ら

行
す

る
人
物
で
あ
る

レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
と
い
う
デ
メ
リ

ト
を

彼
は

弱レ
者ベ
でル
在ダ
りウ

ン
けす
るる

の
手
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で
使
う
の
だ

自
主
的
に
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
す
る

狂
な
人
な
ん
て
彼
以
外
に

な
い
に
違
い
な

い 
パ

テ

を
組
ま
な
い
方

な
の
は
パ

テ

を
組
ん
だ
方
が
デ
ス

ナ
回
数
を
少
な

く
出
来
た
と
し
て
も
人
に
手
伝

て
も
ら

た
レ
ベ
リ
ン
グ
は
出
来
る
だ
け
無

に
し
た
く
な

い
方

だ
か
ら
ら
し
い

良
心
の

責
と
い
う

ツ
だ

 
そ
し
て
彼
は

返
し
で
レ
ベ
ル
が
上
が

た
分
は
デ
ス

ナ
ル
テ

の
大
き
い
闇
系

の
自

魔
法
で

な
く
下

て
い
く

 
こ
こ
で
ミ

な
の
は
自

魔
法
で
下
が
る
の
は
種

練

だ
け
で
あ
る
事

大
な
経
験

値
を

発
力
に
還

し
て
い
る
か
ら
と
説
明
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
ス
キ
ル

練

は
下
が
ら
な
い

ら
し
い

彼
も
育
て
る
の
に
時
間
を
要
す
る
ス
キ
ル
の
再
育
成
は

ら
し
く

が

で
も
対
人

戦
で
は
勝

を
も
ぎ
取
り
そ
れ
か
ら
自

魔
法
で
レ
ベ
ル
の
み
下

る
作
業
を

り
返
し
て
い

る 
ど
れ
だ
け
弱
者
と
し
て
の
経
験

み
に
本
気
な
の
か
こ
の

し
た
レ
ベ
ル
と
ス
キ
ル

理

の
方
法
か
ら
も
分
か
る
と
い
う
も
の

自

魔
法
で
レ
ベ
ル
だ
け
下
が
る
話
を
知

た
彼
が
取
り

か
れ
た
よ
う
に
闇
魔
法
の
ス
キ
ル
強
化
に

み

得
後
は

な
く
自

し
て
い
く
あ
ま
り
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の
覚
悟
の
キ
マ
リ

り
に

常
識
外
れ
の
感
が
あ
る
リ

フ

も

を
引
き

ら
せ
て
い
た

 
た

た
一

月

更
に
は
あ
ま
り

心
と
は

え
な
い

の

勢
に
反
し

闇
魔
法

ス

キ
ル
だ
け

練

８
０
０
以
上
と
い
う
の
は
か
な
り
異
様
で
あ
る

そ
れ
も
こ
れ
も
全
て
は
経

験
値
だ
け
奪
う
自

魔
法
の
た
め

お

で
ス

ヴ

ル

ト

実

直

前

の

時

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
か
ら
一

月
経
つ
現
在

彼
の
種

練

は
や

と
２
０
０
に
届
こ
う
か
と
い
う
も
の
だ

た

一
部
は

０
０
を
突
破

し
て
い
た
自
分
達
と
は
雲
泥
の
差
で
あ
る

 
ち
な
み
に
初
心
者
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
や

収
集
を
ま
め
に
し
て
い
れ
ば
種

練

は
最

４
０
０
ま
で
は
成
⻑
す
る

０
０
を
越
え
れ
ば
一
人
前
レ
ベ
ル
で
こ
こ
で

く

越

え
で
中
立

に

り

け
る
く
ら
い

８
０
０
以
上
は

心
な
高

ダ
ン
ジ

ン
攻
略
常

組
で
な
け
れ
ば
ま
ず

な
い
と
い
う

 
こ
れ
ら
の
事
か
ら

練

２
０
０
未

の
彼
は

な
弱
者
で
あ
る
事
が
よ
く
分
か
る

そ
の

ク
セ

０
０
以
上

０
０
未

の

集

を
一
人
で
返
り

ち
に
し
て
い
る
の
で

レ
ベ
ル

と

わ
れ
て
い
る
ら
し
い

お
い
お
い

レ
ベ
ル
を
下

る

て

ま
さ
か
デ
ス

ナ
ル
テ

を
自
分
か
ら
喰
ら
い
に

い

て
ん
の
か
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し
か
も
レ
ベ
ル
だ
け
下

る
よ
う
闇
魔
法
の
自

魔
法
を

得
し
て
る
か
ら
ね
キ
リ
ト

は
闇
の
自

魔
法

て

い
た
話
じ

の
デ
ス

ナ
よ
り
も
代
償
が
大
き
い

て
い
う
ア

レ
か

 
そ
ん
な
モ
ン
を

得
し
て
ん
の
か
よ

 
リ
ア
ル
の
仕
事
の

で

を
合
わ
せ
る
程

だ

た
エ
ギ
ル
は
こ
の
話
を
初
め
て

く
様

で

を

わ
に
少
年
を
見
る

に
は
信
じ
ら
れ
ね

と
異
様
な
も
の
を
見
た
よ
う
な

表
情
が
浮
か
ん
で
い
た

 
そ
の
気
持
ち
は

い
く
ら
い
分
か
る
の
で
ク
エ
ス
ト
の
目
的
地
へ
行
く
間
特
に
フ

ロ

は
し
な
か

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

ゲ

ム
ク
リ
ア
以

で
は
初
と
な
る
ヴ

ベ
ル

点
で
し
た
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最
初
の

点

は
ユ
イ
で
も
ス
ト
レ
ア
で
も

キ

リ

カ

ス
レ
イ
ブ
で
も
な
く
タ
イ
ム
ル

パ

で
あ

る

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
な

り

キ
リ
ト
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

る
今
も
苦
労
し
て
い
る
の
だ

 
ち
な
み
に
ヴ

ベ
ル
の

名
は

ベ
ル
姉

こ
の
世
界
の
ユ
イ
姉
は

に

る
の
で

別

す
る

に

ベ
ル
姉

と
キ
リ
ト
は
呼
ん
で
い
ま
す

義
姉
に
弱

依
存
気
味
な
キ
リ

ト
は
全

の
信

を
寄
せ
る

手
に
姉
と
付
け
る
と
か
つ
て
ア
ル
ゴ

点
で
語
ら
れ
ま
し

た

つ
ま
り
キ
リ
ト
は
ヴ

ベ
ル
を
全
力
で
信

し
て
い
る
ん
で
す
ね

 
キ
リ
ト
し
か
知
ら
ず
キ
リ
ト
し
か
呼
ば
な
い
呼
び
名
に
ヴ

ベ
ル
お
義
姉
ち

ん
は
内
心

心
が

ん

ん
で
す

 

ん

ん
し
て
る

に
思

が
物
騒
で
す
が

か
ら
の
仕
様
な
ん
で
問

な
い
で
す
ね

 

三
刃
騎
士

と
い
う
表
記
は

ロ
ス
ト
・

ン
グ

で

入
る
章
の
タ
イ
ト
ル
か
ら

ゲ

ム
だ
と
ギ
ル
ド
の
呼
び
方
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
な

て
い
る
の
で
こ
の

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

近
い

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ

点
で
語
ら
れ
る
設
定
の
数

 
原
点
と
違
う
の
は
ユ
イ
が
プ
レ
イ

と
し
て
も
参
加
で
き
る
点

原

・
ゲ

ム
だ
と
ナ
ビ

ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

オ
ン
リ

な
の
で
こ
こ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
ね

ヴ

ベ
ル
の
種
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は
不
明
で
す

 
ス
レ
イ
ブ
は
キ
リ
カ
へ

名

名
前
が
女
の
子
ら
し
く
な
り
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
て
色

と

歌
し
て
い
る
せ
い
か

写
し
て
る
と
女
の
子
に
し
か
思
え
な
か

た
の
は
こ
こ
だ
け
の
話
だ

 
ピ
ク
シ

の
時
は
女
性

か
ら
可
愛
が
ら
れ
る

物
理

せ
い
で

ト
ラ
ウ
マ

 
正
直
設
定
を

め
て
解
放
す
る
よ
う
に
書
く
の
は
メ
タ
い
と
い
う
か

入
感
が

れ
る
と
自

分
で
思

た
ん
で
す
が
最
初
に
書
い
と
か
な
い
と

で
新
エ
リ
ア
最
初
の
大

で
苦
戦
し
て

ん
の

と
か

ユ
ウ
キ
達
が
弱
い
の
に
違
和
感
が
あ
る

と
な
り
か
ね
な
い
の
で

苦

の

に

写

違
和
感
と
矛
盾
な
ら
前
者
を
取

た
方
が
ま
だ
マ
シ
で
す

 
ち
な
み
に
原
点
ゲ

ム
ロ
ス
ト
・

ン
グ
だ
と
ス
ヴ

ル
ト
実

は
キ
リ
ト
達
が
Ａ
Ｌ

Ｏ
を
プ
レ
イ
し
始
め
て
か
ら
数
か
月
後
の
事
キ
リ
ト
の
モ
ノ
ロ

グ
よ
り
 
そ
の
間
に
彼
ら

は
高

ク
エ
ス
ト
の
攻
略
な
ど
で
有
名
に
な

て
い
た
そ
う
で
す

ス
メ
ラ
ギ

 
そ
れ
で
も
ゲ

ム
開
始
後
は

弱

体

化

し

て

い

る

種

練

が
１
０
０

 

中
で

行
出
来
な
い
事
を

め
つ
ま
り
ス
ヴ

ル
ト
に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
本

に
は
な
い
独
自
の

ル

ル
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
な

と

え
た
ら
浮
か
ん
で
き
た
こ
の
設
定
の
数

 
原
作
小
説
だ
と

備
の
ラ
ン
ク
は
数

に
よ
る

で
は
な
く

パ
ラ
メ

タ
か
ら
古
代
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サ

バ

一
の
伝
説

と
い
う
判
定
の
よ
う
で
す
が

こ
の

は
ゲ

ム
を
参

に
ち

こ

ち

こ

変

ゲ

ム
開
始
直
後
の
キ
リ
ト
達
は
ラ
ン
ク

の

備
を
し
て
い
ま
す
が

ム

ビ

だ
と
後

に
な

て
も

同
じ

備
の
ま
ま
で
あ
る
事
か
ら
攻
略
が
進
む
に
つ
れ
て
能

力
が
解
放
さ
れ
て
い
く
仕
様
だ
と
辻
褄
が
合
う
な

と

 

ど

か
の
白
兎
が
持
つ

剣
み
た
い
で
す
ね

 
こ
の
仕
様
な
ら
武
器
の
新

の
変
化
が
無
い
な
ど
の
説
明
も
付
く
だ
ろ
う
と
思

て

し
ま
し
た

古
参
組
の

遇
に
も

良
い
し
攻
略
に

け
る

も

一
に
出
来
る
か
ら

説
明
し
や
す
い
と
い
う
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
ホ
ロ
リ
ア
と
違
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
系
は

変
更
が

無
い

か
ら
独
自
設
定
を
入
れ
て
お
か
な
い
と
気
に
な
る
と
い
う
か

 
個
人
的
に
キ

ラ
の

備
イ
メ

ジ
が
ア
ニ
メ
な
ど
で

ま

て
い
る
か
ら

し
た
く
な
か

た

正
直

 
そ
し
て

え
て

レ
ベ
ル
で
在
り

け
る
キ
リ
ト

こ
の
主
人

ビ

タ

と
い
い
デ
ス

ナ

先
と
い
い
ホ
ン
ト
に

の
道
を
自
ら
突
き
進
む
よ
ね

そ
う
さ
せ
て
い
る
作
者

 
個
人
的
に

レ
ベ
ル
で
在
り

け
る

に
デ
ス

ナ
を

え
て
喰
ら
う

り
が
気
に
入

て
ま
す

外
道
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闇
魔
法
の
自

は
原
作
・
ア
ニ
メ

方
で

を
見
せ
た
レ
コ
ン
の

の
手

常
よ
り

か
に

重
い
デ
ス

ナ
を
負
う
も
の
の
そ
の

力
は

百
体
の
騎
士
Ｍ
ｏ
ｂ
を
消
し
去
る
程
に
大

つ
大
火
力

コ
レ
を
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
の

だ
け
に
運

す
る
プ
レ
イ

は
後
に
も
先
に
も

作
主
人

だ
け
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
自

魔
法
で
の
デ
ス

ナ
が
経
験
値
だ
け
と
い
う
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す

合
よ
く

変
さ
せ
て

き
ま
し
た

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
章
 

ゲ

ム
の
醍
醐
味

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
前

エ
ギ
ル

後

リ

フ

 
キ
リ
の
良
い

で
切

た
の
で
文

数
は
約
八
千
と
少
な
め
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
新

実

さ
れ
た
五
つ
の
大

か
ら
な
る
浮
遊
大

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

実

直
後
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
の
は
二
つ
あ
り

一
つ
は

点
と
な
る
空

ラ
イ
ン

 
も
う
一
つ
が
現
在
の
攻
略
対

で
あ
る
浮
遊
大

 
名
を

浮

原
ヴ

ク
リ
ン
デ



 第四章 〜ゲームの醍醐味〜

 
⻘

と
生
い

る

原
と
な
だ
ら
か
な

が
果
て
ま
で
広
が
り
空
に
は

つ
も
の
小

が

浮
か
ぶ
最
初
の

に

達
は

り
立

て
い
た

い

風
が
気
持
ち
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね

こ
こ

正
に
大
自
然
ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
か
な
り

し
い
光

な
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
転

で
あ
る

か
ら

原
へ
と
足
を

み
入
れ
た
後

穏
や
か
な
風
に
晒
さ
れ
な
が
ら

ラ

ン

水
妖
精
と

シ猫
ノ妖
ン精

が

感
を

に
す
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
妖
精
郷
と
い
う
テ

マ
か
ら
自
然
が
多
い

を

け
や
す
い

世
界
樹
を
中
心
に

し
て
い
る
し

種

の
属
性
を
意
識
し
た
種

は
自
然
に

れ
て
い
る
か
ら
そ
の

は

決
し
て
間
違
い
で
は
な
い

し
か
し

原
が

界
一

に
広
が
る
光

は
世
界
樹
の

の

ア

ル
ン

の
中
立

の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

火
妖
精

は

を
体
現
し
た
よ
う
に
一
面
砂

ば
か
り

 
シ

ル

フ

風
妖
精

は

的
緑
が
多
い
方
だ
が
鬱
蒼
と
し
た
古
森
が

地
の
大

を

め
て
い
る
せ

い
で

原
は

ど
無
い

 
ウ
ン
デ

ネ

水
妖
精

も

地
や
海
な
ど
が
中
心

 
ノ

ム
妖
精

は

地

な
の
で

し
い

境
の
中
に
あ
る
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プ

カ
妖
精

は

器
に
な
る
木

が
取
れ
や
す
い
よ
う
種

様

な
木

に

ま
れ
て
い
る

 
レ
プ
ラ
コ

ン

鍛
冶
妖
精

は

地
が

に
な

た
よ
う
な

地
な
の
で
見

え
は
し
な
い

 
イ

ン

プ

闇
妖
精

は
闇
を
表
し
た
よ
う
に

暗
い

の
内
部
に

を
作

て
い
る

 
ス
プ
リ
ガ
ン

影
妖
精

は
イ
ン
プ

と
ど

こ
い
ど

こ
い

 
ケ

ト
シ

猫
妖
精

は
明
る
い

気
で
は
あ
る
が
様

な
モ
ン
ス
タ

が
生
息
出
来
る

境
の
た
だ

中
に
あ
る
せ
い
で
雄
大
な
自
然
と
は

い

い

 
つ
ま
る
と
こ
ろ
ど
こ
に
行

て
も
種

の
特
色
が
色

く
出
た

境
の
せ
い
で
本

に

い
て
は

原
と
い

た
穏
や
か
な
自
然
は
存
在
し
て
い
な
か

た

だ
か
ら
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア

が
Ａ
Ｌ
Ｏ
初
の
穏
や
か
な
自
然
と
な
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

第
一
層
や
七
十
六
層
の

原
に

近
い
安
心
感
を
得
ら
れ
る
こ
の

原
は
攻
略
さ
れ
た
後
は

の

さ
も

て
今
後

多
く
の
プ
レ
イ

か
ら
親
し
ま
れ
る
地
と
な
る
だ
ろ
う

日
差
し
や
気
候
も
実
に
ピ
ク
ニ

ク

向
き
だ

 
こ
の
大

を
最
初
の
攻
略
地
に
し
た
運

は
よ
く
分
か

て
い
る

最
初
が

原

や

定
番
だ
よ
な

 
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
は
最
初
の
冒
険
地
が

原
と
い
う
の
は
定
番
中
の
定
番

王
道
と

て
も
良
い
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ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
製
作
し
た
男
が
監
修
し
て
い
る
の
だ

い

か
ら

い
て

い
た
夢
を
仮
想
世
界
で
ゲ

ム
と
し
て
実
現
さ
せ
る
程
の
情

を

い
て
い
る

場
が
定
番
を

外
す
な
ん
て
ミ
ス
を

す

が
無
い

浮
遊
城
が
そ
う
だ

た

Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
古
き
良
き
定
番
を

し

か
り

け
継
い
で
い
た
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

の
目
新
し
さ

め
て
人
気
を

し
た
の
で
あ
る

 
つ
ま
り
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
は

に
過

な

境
や
禍

し
い
大
地
を
冒
険
す
る
事
に
な

る

の

気
の
森

砂

氷

火

お
よ
そ
あ
ら

る

境
が
プ
レ
イ

を
襲

う
だ
ろ
う

 

こ
れ
だ
か
ら
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
止
め
ら
れ
な
い
の
だ

 
ハ

キ
リ

て

は
今
期

で

を

ら
ま
せ
て
い
た

な
ま
じ
仮
想
現
実
で
再
現

さ
れ
た
世
界
を
直
に
体
験
出
来
る
か
ら

み
上

る
感
情
も
一
入
だ

 
常

の
客
か
ら
は

お
前
は

狂
な

だ
な

と

わ
れ
た

さ
ん
の
事
も
少
し
は

え
て
や
れ

と

め
ら
れ
も
し
た

 
そ
の
点

れ
に
は
ま

た
く

が
上
が
ら
な
い

開
業
し
て

に
進
み
始
め
た
リ
ア
ル
の

の

板
を
二
年
間

え
て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
復
帰
し
た
今
も
自
分
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
プ
レ

イ
す
る
事
を
許
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
感

の
念
し
か
無
か

た

二
年
間
共
に
戦

た
友
人
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達
と
の

を
今
も
許
容
し
て
く
れ
て
い
る

 

に
や
せ

え
て
い
く

を
見
せ
付
け
ら
れ
た

の
内
心
は
複

だ
ろ
う

あ
ん
な
目
に

遭

た
の
に

そ
れ
で
も

け
る
の
か
と
思

て
い
る
に
違
い
な
い

 
だ
が
現
実
で
は
得
ら
れ
な
い
感
動
と
冒
険
を
ま
る
で
現
実
の
よ
う
な
仮
想
世
界
で
直
に
体

験
出
来
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を

は
今
後
も

け
て
い
く
だ
ろ
う

 

使
い
の

人

Ａ
ｇ
ｉ
ｌ

は

に

の

身
な
の
だ
か
ら

  

原
の
大

を

し

め
た
後

達
は
ク
エ
ス
ト
の
開
始
地
点
へ
と
足
を
向
け
た

浮

原
の
真

に

す
る
転

か
ら
見
て
北

に
あ

た

が
目
的
地
で
あ
る

 

骨
を
寄
せ
る
動
き
で

を
出
し
た
後

れ
た
動
き
で

へ
と

び
立

て
い
く
一
同

 
そ
の
中
で
キ
リ
ト
だ
け
補
助
コ
ン
ト
ロ

ラ

を

手
に
持

て
い
た

最
初
は
リ

フ

が

達
に
指
導
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
上

者
の
証
と
も

え
る

意

行
を
し
た
の
だ
が
キ
リ
ト
だ
け
未

だ
に
出
来
て
い
な
い

ラ
ン
ア
ス
ナ
シ
ノ
ン
と
い

た
説
明
が
得
意
な
面

が
教
え
る
の
だ

が
未
だ
上
達
の
兆
し
は
無
か

た

 

意

行
を

得
す
る
の
に
四
苦
八
苦
す
る
様
を
見
て
あ
あ
本

に
才
能
無
い
ん
だ
な
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と

故
か

得
を

い
た
の
は

か
し
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
会

た
時
は

に

ロ
で
も
上

に

す
る
プ
レ
イ

だ

た
か
ら
正
直
才

能
は
無
い
と
リ

フ

が
語

て
も
信
じ
切
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ

た

ど
れ
だ
け
教
え
ら

れ
て
も
上
達
し
な
い
か
ら

本

だ

た
の
か
と
意
外
に
思
う
程
で
あ
る

 
と
は

え
彼
の
場
合
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
イ
メ

ジ
で
風
を

り
空
を

ん
で
い
た
経
験
が
邪
魔
を

し
て
い
た
か
ら

上
達
が

い
ら
し
い
の
だ
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る

意

行
は

骨
の
先
か
ら

が
生
え
て
い
る
よ
う
な
構

で

え

小

み
に

骨
を
動
か
す
事
で

を

わ
せ

す
る
と
い
う
ロ
ジ

ク
が
存
在
し
て
い
る

こ
れ
ま
で
手
先
足
先
の

ま
で
正
確
に
体
を
把
握
し
て
い
た
キ
リ
ト
に
と

て
実

に
は
存
在

し
な
い
器

の
イ
メ

ジ
が

し
い
た
め

を

わ
せ
る
事
が
中

成

し
な
い
と
い
う

い
た
限
り
だ
と

べ
る
が

今

は
速

や
方
向
の

節
で

い
て
い
る
ら
し
い

 

そ
も
そ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
歴
一

月
で

意

行
を

得
す
る
方
が
お
か
し
い

と
は

リ

フ

の

 
そ
れ
な
の
に

べ
て
い
る

達
は
感
覚

と
い
う
か
天
才

だ
と
彼
女
は
語
る

教
え
る
人

が
上
手
か

た
か
ら
だ
と
思

た
が
一

論
に

い
て
は
こ
の
場
合
キ
リ
ト
の
方
が
正
し
い
よ
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う
な
の
で

え
て
お
い
た

少
な
く
と
も
理
論
・
理

が
先
行
す
る
タ
イ
プ
の
人
は

得
に
時
間

が
掛
か
る
よ
う
だ

 
ち
な
み
に
キ
リ
カ
も
プ
レ
イ

の
時
は
補
助
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
使

て
い
る

ピ
ク
シ

の
時
は
イ
メ

ジ
で

べ
る
ら
し
い

 

話

 
浮

原
の
空
を

た
り

び
な
が
ら

し
ん
だ

達
は
数
分
程
で
目
的
地
に

り

い

た 
し
か
し

は
白
い

で

が
れ
て
い
た

そ
れ
を
見
た
ラ
ン
が

を

る

目
的
地
は

の

で
す
け
ど

入
れ
な
い
で
す
ね

た
だ
ダ
ン
ジ

ン
攻
略
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
ク
エ
ス
ト
に
す
る
必
要
も
無
い
か
ら
な

多
分
近
く
に

手
掛
か
り
が
あ
る
と
思
う
け
ど

 
キ
リ
ト
は
そ
う

て

の

や

を

べ
始
め
る

達
も
そ
れ
に

て
ヒ
ン
ト
を

探
す

 
ク
エ
ス
ト
内
容
は

魔
物
に
追
い

め
ら
れ
た

間
を
助
け
て

と
い
う

型
的
な
も
の

 
入
り

が

が
れ
て
い
る
の
に
ど
う
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
中
に

る
の
か
と

な
疑
問
を

く
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が
メ
タ
発

は
ゲ

ム
プ
レ
イ
に

い
て
タ
ブ

に
近
い
か
ら

わ
な
い
で
お
く

多
分
裏
道

か

か
あ

て
そ
こ
か
ら

間
が

出
し
た
時
に

し
て
取
り
残
さ
れ
た
と
か
そ
ん
な

補
足
が
入
る
だ
ろ
う

ね

こ
れ
が
ヒ
ン
ト
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
と
シ
ノ
ン
が
声
を
上

た

て
猫
妖
精
が
見
て
い
る
と
こ
ろ

に
目
を
向
け
る

 

の
入
り

を

ぐ

の

の
方
に

こ
れ
み
よ
が
し
な
直
方
体
の

み
が
あ

た

あ
あ
多
分
そ
れ
だ
な

た
だ
の

化
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

な

み
だ
か
ら
間
違
い
な

く
ビ
ン
ゴ
だ
ろ
う

か
を

め
ろ

て
事
か
な

 
で
も
そ
れ
ら
し
い
ア
イ
テ
ム

て
ボ
ク
達
持

て
な
い
よ

ね
こ
れ
か
ら
集
め
る
ん
で
し

こ
こ
に
そ
れ

い

地
名
が
あ
る
わ

 
ユ
ウ
キ
の
疑
問
に

え
る
よ
う
に
シ
ノ
ン
は

け
て

生
し
た

に

ら
れ
た
白
い

を
指
し
示
す

そ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
設
定
さ
れ
て
い
る
古
代
文

だ

た

わ

す

ご
い

で
も
こ
れ
な
ん
て
書
い
て
あ
る
の

 
コ
レ

て

古
学
ス



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

キ
ル
持

て
な
い
と

め
な
い
ん
じ

な
い

救
済
手

は
あ
る
ん
で
し

う
け
ど

今
回
は
制
限
さ
れ
た
ス
キ
ル
値
で
も

め
る
み
た
い

 
ど
う
や
ら
シ
ノ
ン
は

古
学

ス
キ
ル
を
持

て
い
た
ら
し
い

ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
に

よ

て
制
限
さ
れ
て
も

め
る
と
い
う
事
は

正
レ
ベ
ル
も

応
に

い
ク
エ
ス
ト
の
証
で
あ

る 
そ
う
し
て
彼
女
が

ん
だ
と
こ
ろ

ト

ル
の

地

と
書
か
れ
て
い
る
事
が
分
か

た

地

て

の
事
だ
よ
な

 
そ
れ
な
ら
こ
の

が
あ
る

の
向
こ
う
に
そ
れ

い
の

が
広
が

て
た
ぞ

じ

あ
そ
こ
に
行
け
ば

に
入
る

の

が
手
に
入
る

て
事
で
す
ね

 

の

葉
に

ラ
ン
が

て
方

を
出
す

 
そ
れ
か
ら

達
は
ま
た

を
広

を
越
え
て
一
路

地
へ
と

ん
だ

そ
の
も
の
が
小

さ
い
事
も
あ

て
今

は
数
分
も
要
さ
ず

り

く

 

地
に
は
人
が
⻑
ら
く
使

て
い
な
い
く
ら
い
ボ
ロ
ボ
ロ
な

と

十
平
方
メ

ト
ル
も
の

大
き
な

が
あ
る

 
も
し

を

り
返
す
必
要
が
あ
る
と
す
れ
ば
ち

と
面
倒
だ
な

と
思

た
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ま
ず
は

の
中
を

べ
て
み
ま
し

う

 

行
経
験
で

よ
り
も
勝
る
リ

フ

が
先

を

び
な
が
ら

う

反
対
意
見
は
無
か

た

み
ん
な

ち

と

て

 
そ
う
し
て
下
り
た
と
こ
ろ
で
シ
ノ
ン
が
制
止
を
掛
け
る

ど
う
し
た
の
か
と
彼
女
を
見
れ
ば

猫
妖
精
は

を
指
し
示
し
た

彼
女
が
指
し
示
す
先
に
は
影
に

れ
て
い
た
の
か
三
人
の
プ

レ
イ

が

た

 

と
緑
と
⻘

サ
ラ
マ
ン
ダ

シ
ル
フ
ウ
ン
デ

ネ
の

合
パ

テ

の
男

達
だ

て
動
物
の

を
加
工
し
た

飾
り
を
付
け
て
い
る

ゲ

ジ
の
横
に
は

二
本

の
剣
と
槍
が
交
差
し
た
ギ
ル
ド
マ

ク
が
あ
る

か
し
ら
の
ギ
ル
ド
に
属
し
て
い
る
プ
レ
イ

ら
し
い

ん

 
あ
ん
た
達
も
ク
エ
ス
ト
を

け
た
の
か

 

達
に
一

れ
シ
ル
フ
の
男
も

達
に
気
付
き
話
し
掛
け
て
来
た

最
初
は

ち

せ
か

と

し
た
が

そ
の
様
子
か
ら
た
だ
バ

テ

ン
グ
し
た
だ
け
の
よ
う
だ

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
あ
れ
ば

こ
う
い
う
対
応
は
キ
リ
ト
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
し
た
だ
ろ
う
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だ
が
少
年
は
消
極
的
な

勢
だ
し
あ
の
男
も
こ
こ
に
は

な
い
た
め

が
対
応
す
る
事
に

な

た

特
に
会
話
は
無
い
か
ら

と
な
く
だ

の
方
に
あ
る

に
入
れ
る
よ
う
に
す
る

に

に
来
な
い
と
い
け
な
く
な

た
ん
で

な

そ
う

う
あ
ん
た
ら
も
か

あ
あ

そ
う
だ

悪
い
が
一
足
先
に
来
さ
せ
て
も
ら

た

は
は

こ
り

あ
参

た
な

出

れ
ち
ま

た
み
た
い
だ

 

発
的
な

み
を
浮
か
べ
て
自

し
て
く
る
シ
ル
フ
の

葉
に

は
大

に

を

め
お

ど
け
て
見
せ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か

た
が
同
じ
ク
エ
ス
ト
で
先
に
ど
ち
ら
が
ク
リ
ア
出
来
る

か
の

争
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
醍
醐
味
だ

こ
の
や
り
取
り
す
ら
も

は

し
い
と
思
う

 
と
い
う
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
あ
ま
り
無
か

た
か
ら
こ
そ

更

し
く
感
じ
て
い
た

ま
こ
れ
は
攻
略
ク
エ
ス
ト
じ

な
い
か
ら
な

ア
プ
デ
直
後
に
来
る
く
ら
い
だ
か
ら
あ
ん
た

ら
も
攻
略
す
る
ん
だ
ろ

 
そ
の
時
は
負
け
な
い

 

論

発
し
返
す
事
も
忘
れ
な
い

険
悪
な
空
気
に
な
ら
な
い
程

に
ユ

モ
ア
を

か
せ

な
が
ら
の

発
は

し
い
方
だ
が
客

の

上
線
引
き
は

れ
て
い
る

手
を
苛
立
た
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せ
な
い
く
ら
い
は

だ

 

の

発
を

け
た
彼
ら
は

こ

ち
も
だ

と

い

そ
の
ま
ま
立
ち
去

て
行

た

エ
ギ
ル

ち

と

し
い
く
ら
い

し
そ
う
だ
な

 

ん
で
行

た
男
達
を
見
送

て
い
る
と

近
く
に
来
た
キ
リ
ト
が

と
そ
う

て
来
た

ど
う
や
ら

か
ら
見
て
も
分
か
る
く
ら
い
今
の

は

し
ん
で
い
る
ら
し
い

 
良
い
事
だ

と
思
う

そ
り

あ
・ゲ
・

・ム
だ
か
ら
な

発

争
化
か
し
合
い
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
醍
醐
味
だ
こ
れ
を

し
ん
で
こ
そ
の
ゲ

ム
だ
と

は
思

て
る

そ
う
い
う
も
の
な
の
か

お
う

こ
れ
で
も

は

か
ら
生

の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ゲ

マ

で
な

そ
れ
に
大

ア

プ
デ

ト
で
最
初
か
ら
攻
略
に

わ
れ
る
滅
多
に
な
い
経
験
を
し
て
る
ん
だ

じ

な
く
て
も
心
躍

る

て
も
ん
だ

そ
れ
は
さ

き
の
三
人
も
同
じ
だ
ろ
う
よ

 
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
が
異
常
だ

た
の
だ

キ
リ
ト
は
人
生
初
の
ゲ

ム
だ
と

て
い
た
か
ら

違
い
し
て
い
る
だ
け

本

の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
は
こ

ち
が
主
流
で
あ
る

 

そ
う
い
え
ば
こ
の
面
子

て
リ

フ

以
外
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
人
生
初
の
ゲ

ム
じ

ね
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か 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
切

掛
け
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

た
リ

フ

を

め
れ
ば
マ
ト
モ
な
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を

以

外
し
た
事
が
な
い

だ

こ
の
少
年
少
女
達
は
ゲ

ム
の
闇
の
部
分
に
し
か
触
れ
て
い
な
か

た

事
に
な
る

だ
と
す
れ
ば
ゲ

ム
で

し
む
の
は
少
し
意
外
に
感
じ
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ

う

と
く
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

外
だ
ぞ

・命
・が
・

・か
・

・て
・な
・い
・か
・ら

ゲ

ム
は

し
め
る
も
ん
な

ん
だ

 
負
け
れ
ば
現
実
で
も
死
ぬ
と
思
え
ば
ど
ん
な

な
お

り
ク
エ
ス
ト
だ
ろ
う
と

の

は

た
ま
ま

そ
れ
で
は
本

の
意
味
で
は

し
め
な
い

 
ゲ

ム
で
消

す
る
の
は
時
間
と
情

だ
け
で
良
い

だ
か
ら
プ
レ
イ

は
心
の

か
ら

し
め
る

 
生
死
が

か

て
い
る
も
の
を

ゲ

ム

遊
び
と
は

わ
な
い

だ
か
ら
キ
リ
ト
お
前
も
目
一

し
め
よ

き

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
じ

体
験
出
来
な
か

た

し

み
が

あ
る
か
ら
な

 
そ
う

め
て

小

な
少
年
の

を

で
る
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彼
の
表
情
は

と
も

え
な
い
も
の
だ

た

 
ト

ル
の

地
を

策
し

み
に

め
る
だ
ろ
う

板
を
発
見
し
た
も
の
の
そ
れ
は
サ

イ
ズ
的
に

分

し
か
な
か

た

に
あ

た
古
代
語
で
書
か
れ
た
古
い
手
記
に
よ
り

板
は
手
記
の
主
が
手
違
い
で

分
に

れ
更
に
片

れ
を
ワ
イ
バ

ン
に
取
ら
れ
て
し
ま

た

事
が
判
明

 
そ
れ
か
ら
は
一
部
の

権
限
を
有
す
る

格
外
ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

ユ
イ
の
情
報
を

に
ワ
イ
バ

ン
の

を
探
り

て

⻯
を

す
る
と
共
に
残
り
の

板
を
入
手

 
完
全
な

板
を
手
に
入
れ
た
後

へ
と
と
ん

返
り
し
た

く

な
ん
だ
こ
い
つ
は

 

前
ま
で

た
と
こ
ろ
で

を
打
つ
人
の
声

女
性
ら
し
き
そ
れ
は
ど
う
や
ら

の

を

ぐ
形
で
立
ち
は
だ
か
る

大
な
リ
ザ

ド
マ
ン
と
交
戦
中
の
プ
レ
イ

が
上

た
も

の
ら
し
く

し
い
剣

と
共
に

こ
え
て
く
る

 
ど
う
す
る

と
目
配
せ
す
る

助
け
よ
う
よ
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い
の
一
番
に
意
見
を
出
し
た
の
は

ユ

ウ

キ

紺
の
剣
姫
だ

た

彼
女
の
眼
に
は

い
や
疑
い
な
ど

無
く

本
心
か
ら
助
け
た
い
と
思

て
い
る
事
が
分
か
る

で
も
あ
の
プ
レ
イ

は

ロ
だ

横
槍
に
な

て
し
ま
う
ん
じ

な
い
か

 
反
論
す
る
よ
う
に
キ
リ
ト
が
意
見
を

う

 
確
か
に
そ
の
可
能
性
は

定
出
来
な
か

た

大
リ
ザ

ド
マ
ン
と
交
戦
し
て
い
る
女
性
プ

レ
イ

は

ロ
だ

た
の
だ

そ
れ
に
助
け
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
の
に
Ｍ
ｏ
ｂ
を
攻
撃
す
る

の
は
マ
ナ

レ
ス
行

な
の
で
問

に
発
展
し
か
ね
な
い
の
も
あ
る

そ
こ
が
気
に
な

た
よ

う
だ

 
そ
の
可
能
性
は

え
て
い
る
よ
う
で
ユ
ウ
キ
も
反
論
は
し
な
か

た

的
直
情
な
き
ら

い
の
彼
女
が
突

ま
な
か

た
の
も
そ
こ
が

念
事

だ

た
か
ら
だ
ろ
う

 
話
し
合

た

に

方

は
決
ま

た

お
い

あ
ん
た

 
助
け
は
必
要
か

 

ち
と

違
い
さ
れ
て
も

る
の
で

礼

と
し
て

の

使
い

エノ
ギ

ルム
が
問
い
掛
け

る 
こ
れ
で

さ
れ
れ
ば

観

彼
女
が
死
ん
だ
ら

は
自
分
達
が
戦
う
事
に
な
る
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見
ず
知
ら
ず
の
他
人
に

重
な

生
ア
イ
テ
ム
を
使
う

ど
自
分
達
も
お
人
よ
し
で
は
な

い 

は
回
復
ア
イ
テ
ム
を
使
わ
ず
と
も
時
間
経
過
で
回
復
す
る
の
で

魔
法

は
実

コ
ス
ト

が
か
か
ら
な
い

だ
か
ら

リ
ザ
レ
ク
シ

ン

生
魔
法
が
使
え
た
な
ら
掛
け
た
の
だ
が
制
限
に
よ
り
使

不
可
な

の
で
た
れ
ば
の
話
に
な
る

回
復
・

魔
法
が
得
意
な
水
妖
精

で
す
ら
使
え
な
い
か
ら
風
妖

精

も

然
使
え
な
い

助
か

た

頼
め
る
だ
ろ
う
か

 
こ
ち
ら
の
問
い
掛
け
に
彼
女
は
す
ぐ
さ
ま

え
た

ど
う
も
意

せ
ず
し
て
ア
レ
と
戦
う
事

に
な

た
よ
う
だ

ス
テ

タ
ス
が
初
期
状

に

と
さ
れ
た
せ
い
で

る
に

ら
れ
な
い

ら
し
い

 

を
頼
ま
れ
た
の
で

あ
た
し
達
は
す
ぐ
に
行
動
を

こ
し
た

せ
や

せ
あ

 

子
の
剣
姫
が

け
突
進
攻
撃
を
仕
掛
け
る

レ
イ
ジ
ス
パ
イ
ク

ル
ブ
ル

と
リ

ニ

ア

ラ
イ
ト
ピ
ン
ク
の

き
が

を
引
い
て
リ
ザ

ド
マ
ン
の
肉
体
に
突
き

ま
れ
る
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グ
ガ

と

の
剣
士
が
悲
鳴
を
上

た

 
強

な
ダ
メ

ジ
を
入
れ
ら
れ
た
事
で
タ
ゲ
が

ロ
プ
レ
イ

か
ら
二
人
に

る

使

い
の
ノ

ム
が
前
進
す
る
の
と
入
れ

わ
り
で
彼
女
は
足

に
交
代
し
た

見
れ
ば
彼
女
の

は

に

分
を
下
回

て
い
る

 
そ
こ
で

葉

高
速

に
よ
り
古
ノ
ル
ド
語
の

を

え
た
水
妖
精
が

フ

ス
ト
エ
イ
ド

回
復
魔
法
を
発
動
し
女

性
の

が
六

強
ま
で
回
復
す
る

 
フ

ス
ト
エ
イ
ド
は

体
に
し
か
掛
け
ら
れ
な
い
が
そ
れ
だ
け

文
の
ワ

ド
は
少

な
く

消

も
少
な
く
て
済
む
初

魔
法
の
一
つ

で
は
三

程

の
回
復

だ
が

魔

法

果
を

上

す
る
バ
フ
を
掛
け
る
と
最
大
六

ま
で
増
え
る
の
で
意
外
に

れ
な
い
回
復
魔

法
で
あ
る

 
そ
れ
を

く
も
う
一

掛
け
る
事
で

ロ
プ
レ
イ

の

は

フ
ル
回
復
し
た

す

す
ま
な
い

 
手

に
礼
を

に
し
た

ロ
プ
レ
イ

を
見
る

 
第
一

は
和
人

ま
で
な
び
く

色
の
髪
は
一
つ
に

ら
れ

も
黒
色
で
あ
る
事

か
ら
影
妖
精

と
判
断
出
来
る

う

束
は

の
そ
れ
で
剣
道
や
剣
術
を

む
者
が

う
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だ

た

武
器
は
業
物
ら
し
き
刀
が
一
本

は

に
差
さ
れ
て
い
る

 

と

立
ち
に

感

 
ど
こ
か
で
会

た
事
が
あ

た
だ
ろ
う
か

と

裏
の

で
引

掛
か
る

 
男

に
近
い
そ
れ
は

千

冬

因
縁
の
女
を
想

さ
せ
る
が

剣
の
振
り
方
や
体

き
が

モ
ン
ド
・

グ
ロ

の

像
で
見
た
も
の
と
ま
る
で
違
う

現
実
で
の
運
動
神
経
や
ク
セ
が
そ
の
ま
ま
影

す
る
仮
想
世
界
に

い
て
こ
の
違
い
は
絶
対
的
だ

 
と
は

え
じ

あ

な
の
か
と

体
的
に

え
ら
れ
る

で
も
無
か

た
た
め

立
ち
が

引

掛
か

た
だ
け
だ
し
気
に
す
る
事
で
も
な
い
だ
ろ
う
と
横
に

き
自
分
も
⻑
刀
を
手
に
戦

い
に
参
戦

 

い

板
回
収
の

中
で
交
戦
し
て
レ
ベ
ル
ア

プ
し
て
い
た
の
で
フ
ル
パ

テ

で

ま
れ
た
リ
ザ

ド
マ
ン
は

気
無
く

た

本

に
助
か

た

め
て
礼
を

わ
せ
て
く
れ

 
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
あ
た
し
達
が
取

た
の
で
彼
女
は
戦
い
損
な
の
だ
が
そ
れ
を
気
に
す
る

様
子
も
無
く
戦
闘
後
に
礼
を

て
来
た

事
情
を

く
と
彼
女
は
こ
の
近
く
を

策
し
て
い
た

と
こ
ろ
突
然
ポ

プ
し
た
リ
ザ

ド
マ
ン
に
襲
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
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タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
恐
ら
く

板
を
二
つ
回
収
し
た
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
の
事
に
つ
い
て

罪
す
る
が

彼
女
は
気
に
し
な
い
で
く
れ
と

た

自
己

が

れ
た

私
の
名
は
ブ
ル
ム
と
い
う
見
て
の

り
ス
プ
リ
ガ
ン
だ

よ
ろ
し
く

頼
む

 
そ
う

て
握
手
を
し
て
い
く
ス
プ
リ
ガ
ン
の
ブ
ル
ム

エ
ギ
ル
キ
リ
ト
と
し
て
い
き
最

後
に
自
分
の
番
と
な

た
の
で
握
手
を
交
わ
す

 

と

違
和
感

 
彼
女
の
眼
に

か
が
浮
か
ん
で
い
た

じ

と

か
を

え
る
よ
う
な

線
が
一

ぶ
つ
け
ら

れ
る

 
ど
う
も
こ
の
人
物

過
去
に
あ
た
し
と
会

た
事
が
あ
る
ら
し
い

 

だ

 
現
実
か
仮
想
か

今
と
な

て
は
キ
リ
ト
の
義
姉
と
い
う
立
場
に
よ
り
ネ

ト
に
晒
さ
れ
て

い
る
せ
い
で
ど
ち
ら
の

か
ま

た
く
予
想
が
出
来
な
い

や
名
前
に
覚
え
が
無
い
の
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
で
は
な
い
事
し
か
分
か

て
い
な
い
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男
だ

た
ら

出

古
に
行

て
い
た

の
因
縁
か
と
も
思
う

 
し
か
し

手
は
女
だ

 
こ
れ
で
自
分
に
覚
え
が
無
い
な
ら
女
尊
男

や
一

を

め
る

兵
か
と
も
思
う
が
違
和
感

を
覚
え
て
い
る
点
か
ら
過
去
に

が
あ

た
事
に
な
る

同
性
で
因
縁
が
あ
る

手
な
ん
て

く
限
ら
れ
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
も
人
と
の
交
流
を
絶

て

し
い
そ
も
そ
も
別
種

の
知
り

合
い
な
ん
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
ば
か
り
だ

 
だ
と
す
れ
ば
恐
ら
く
現
実
で
の
知
り
合
い

し
か
も
因
縁
が
あ
る
と
す
れ
ば

 
一

に
も

た
な
い

か
な

線
の
交
錯

 
結

ブ
ル
ム
は
そ
れ
以
上

も

わ
ず
あ

さ
り
と
別
れ
の

葉
を

に
し
て
立
ち
去

た

リ

フ

さ
ん

怖
い

で
手
を
見
て
ま
す
が
ど
う
か
し
ま
し
た

 
得
体
の
知
れ
な
い

か
が
残

し
て
い
る
手
を
見
て
い
た
ら
ラ
ン
に
心
配
さ
れ
て
し
ま

た

握
手
な
ん
て

し
振
り
だ
な
と
思

た
だ
け
で
す
よ

 

し
く
プ
レ
イ
し
て
い
る
空
気
を
壊
す
の
も

び
な
い
と
思
い
あ
た
し
は

に

く
事
に
し

た 
と
も
あ
れ

あ
の

女

プ
レ
イ

と
は
遠
か
ら
ず

か
あ
り
そ
う
だ
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
エ
ギ
ル

点
は
ゲ

マ

特
有
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
中
心
に

写
し
て
お
り
ま
す

そ
れ
だ
け
Ｓ

Ａ
Ｏ
が
異

だ

た
ん
だ
よ

と
い
う

で
も
あ
る

 

作
Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
と
ク
エ
ス
ト
で

争
が
発
生
し
た
の

て
第
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
ク
リ
ス
マ

ス
ボ
ス
だ
け
な
ん
で
す
よ
ね

 
し
か
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
命
が

か

て
い
な
い

上

な
ゲ

ム
な
の
で

然

争
は

で

す

ト

プ
を
求
め
る

人
ゲ

マ

共
が
こ
ぞ

て
全
力
を

い
で
い
ま
す

 
古
き
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
知

て
い
る
エ
ギ
ル
に
と

て

そ
の

な

争
や
化
か
し
合
い
は
正
に

ゲ

ム

ら
し
い
醍
醐
味
で
あ
り

し
み
の
一
つ

コ
ン
テ
ン
ツ
そ
の
も
の
を

し
む
以
外

に
も
他
プ
レ
イ

と

い
合
い
よ
り
上

に
食
い

ん
だ
時
の
達
成
感
を
求
め
て
い
る
者
な

の
で
す
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Ｓ
Ａ
Ｏ
の

写
的
に

え

い
で
す
が
ゲ

ム
展
開
だ
と
攻
略
最
前
線
常

の
キ
リ
ト
達
に

付
き
合

て
る

り
そ
の
意
欲
は
か
な
り
あ
る
と
個
人
的
に
思

て
ま
す

は
道

れ
の
付

き

い
で
は
な
く

エ
ギ
ル
自
身
も
攻
略
に
前
向
き
と
い
う
か

 
そ
ん
な

写
が
出
来
て
い
れ
ば

し
い
な

て

 

過
去
に

か

写
し
て
い
る
ク
ラ
イ
ン

点
で
な
い
の
は
わ
ざ
と
で
す

い
つ
か
Ａ

Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
を

歌
す
る
ク
ラ
イ
ン
も
書
き
た
い
で
す

 
と
も
あ
れ

地
味
に
キ
リ
ト
の
内
情
を

る
エ
ギ
ル
さ
ん
で
し
た

邪

 
そ
し
て
リ

フ

点

 

登
場
と
共
に
退
場
も
し
た

ブ
ル
ム

サ
ン
は
一
体

者
な
ん
だ
ろ
う
ナ

棒

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｓ
Ａ
Ｏ
終
了
後
の
ネ

ト
ス
レ

  
骨

め
回

 
深
く

え
て
は
い
け
な
い

め

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

見
て
も
思
う
け
ど
あ
の
ボ
ス

お
か
し
い
で
し

明
ら
か
に
オ

バ

キ
ル
じ

ん

で
コ
レ
倒
せ
た
の

 
と
い
う
か
コ
レ
を
設
定
し
た

ア

ガ
ス

は

を

え
て
る
の

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
前
知
ら
な
い
の
か

 

罪

て
判
決
さ
れ
た

場
の
証

で
は

ア
レ
は

ア

ガ
ス

が

意
し
た
正

ラ
ス
ボ
ス
じ

な
い
ら
し
い
ぞ

紅
ロ

ブ
の
方
が
正

の
モ
ン
だ

た
ら
し



 ＳＡＯ終了後のネットスレ

い 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ

 

ス
ど
こ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

Ｓ
Ａ
Ｏ
 
ラ
ス
ボ
ス
 
真
偽
で

索
し
て
み
そ
の

の
証

文
と

像
が
ト

プ
で
出
て

来
る

だ
か
ら

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
見
て
来
た

マ
ジ
だ

た

マ
ジ
か

え

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

な
ら
コ
ラ
と
か
合
成
と
か
疑
う
ん
だ
が
な

こ
の

像

が
出
し
て
る
し
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ば

か
お
前
最
近
は
国

企
業
が
合
成
写
真
出
す
と
か

と
あ
ん
ぞ
数
年
前
の
国
交
問

を
忘
れ
た
か

ま
あ
コ
レ
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

像
だ
か
ら
マ
ジ
モ
ン
な
ん
だ
が

 

名
無
し
の
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そ
れ
な

も
こ
の
証

シ

ン
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
た
か
ら
な
ん
も

え
ね

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ボ
ス
戦
の

像
見
た
限
り
全

慌
て
て
た
か
ら
一
切
情
報
無
し
の
バ
ト
ル
だ

た
の
は
分
か
る

し
実

事
実

い
よ
な

こ
れ
ま
で
の
ボ
ス
戦
で

ど
攻
撃
を
見
切

て
た
絶
剣
が
初

手
で

ら
れ
て
る

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

舞
姫

の
ラ
ン
ち

ん
を
忘
れ
る
な

真

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
も
か
く
こ
れ
ま
で
無

感
あ

た
メ
ン
バ

が
開
幕
一
分
で
一
人
に

た
絶
望
感

バ
い

 
コ
イ
ツ
に
勝
て
る

ツ

て
今
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

で
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
ね

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

本
性
能
と
し
て
ダ
メ

バ
リ
ア
と
一
定
ル

チ
ン
の
完
全
回
復

ゲ

ジ
追
加
技

だ
ろ

 
も
う
こ
れ
だ
け
で

は

戦
し
た
く
な
い
で
す

白
目

 

名
無
し
の
プ
レ
イ



 ＳＡＯ終了後のネットスレ

 

同

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
同
上

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

本
か
ら
し
て
絶
望
感
Ｍ
Ａ
Ｘ
で
す
か
ら
ね

 

名
無
し
の

軍

 
仮

サ
ラ
マ
ン
ダ

全
軍

い
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

全

で

ん
だ
と
し
て
も
無
理
だ
な

一
撃
で
死
ぬ
の
が
オ
チ
だ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
も
そ
も
あ
の

体
を
前
に
タ
ン
ク

て
意
味
あ
る
ん
か
ね

 

名
無
し
の
情
報

 
無
い
ナ

だ
か
ら

神
聖
剣

の

し
か
マ
ト
モ
に

て
な
い
ん
じ

な
い
カ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ん
で
攻
撃
方
法
は
剣
と
槍

ス
ト
ン
プ

足

み

タ
メ
あ
り
の
目
で
殺
す
ビ

ム

木
の
触
手

か
ね
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名
無
し
の
情
報

 

天

の
ブ
ロ

ク
で
サ
ン
ド
す
る
攻
撃
を
忘
れ
て
る

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

と
忘
れ
て
た

サ
ン
ク
ス

ア
レ

て
多
分
無
限

程
だ
か
ら
後
衛
も

時
攻
撃
さ
れ
る

か
分
か
ら
な
い
よ
な

か
見
た
感
じ
ヘ
イ
ト
の
向
き
方
が
ラ
ン
ダ
ム
な
感
じ
す
る

タ
ン
ク
の

紅
い
オ

サ
ン
は
と
も
か
く

閃
光

ち

ん
ま
で

ま

た
の
も
そ
れ
が
原
因
だ
ろ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
要
す
る
に
全

離
対
応
型
超

体
ボ
ス
回
復
技
持
ち

て
事
か

ア
カ
ン
だ
ろ

真 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ど
う
し
て
ゴ
キ
は
コ
レ
に
勝
て
た
の

 

も
一
プ
レ
イ

だ
か
ら
分
か
る
け
ど
ア

レ
お
か
し
く
な
い

 

名
無
し
の
弓
使
い

 
参
加
プ
レ
イ

が
少
な
く
な
る
に
つ
れ
て
ダ
メ

ジ
が

て
た
し
最
後
の
一
人
に
な

た
か
ら
倒
せ
た

て
見
方
も
出
来
る

十
数
種

あ

た
ら
し
い
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
前

に
し



 ＳＡＯ終了後のネットスレ

た
ボ
ス
な
の
か
も
し
れ
な
い

実

遠

離
攻
撃
が
無
い
と
ア
レ
は
無
理
回
復
を

止
出
来
な

い
と

に

ま
れ
て
止
め
ら
れ
な
い
か
ら
確
実
に

む

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
れ

そ
の

い
方

も
し
か
し
て
参
加
プ
レ
イ

の
お
一
人
だ

た
ん
で
す

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ネ

ム
的
に

と
し
て
最
期
に
弓
で
文

り
一

報
い
た
シ
ノ
ン
さ
ん

 

名
無
し
の
ス
ナ
イ
パ

 

回
も
動

を
見
て
ゲ

ジ
の

り

合
に
気
付
い
た
だ
け

そ
れ
に
自
分
な
ん
か
よ
り
よ

ど

な
動

が
ネ

ト
に
そ
の

ア

プ
し
て
る
か
ら
見
れ
ば
い
い

一
プ
レ
イ

と
し
て
と
て
も

強
に
な
る

だ
か
ら

 
あ
と
四
つ
上

彼
を
ゴ
キ
と
呼
ぶ
の
は
許
さ
な
い

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の
ツ
ン
ツ
ン

り

マ
ジ
で
そ
う
と
し
か
思
え
な
い
ん
で
す
が

 

名
無
し
の
情
報

 
人
の

索
を
す
る
な
ん
て
ネ
チ
ケ

ト
が
な

て
な
い
ナ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
わ
い

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
わ
い

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
語

カ
タ
カ
ナ
情
報

さ
ん
怖
い

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
だ

突

 
結

あ
の
黒
い
の

て

一

な
ん

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
生
還
し
た

中
が
立
て
た
ス
レ
だ
と
そ
う
ら
し
い
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

で
も
ベ

タ
テ
ス
タ

に
な

て
大

れ
し
た
プ
レ
イ

だ

た
ら
し
い

で

デ
ス

ゲ

ム
開
始
時
に
ニ

ビ

て
一
人
ス
タ

ト
ダ

シ

切

て
自
己
強
化
に
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ん
だ

そ
の
情
報
を
独

し
て
た
と
か

ビ

タ

て
呼
ば
れ
て
た

て

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

た

色

突

み
ど
こ
ろ
が
多
す
ぎ
る
ん
だ
が

 
ま
ず

一

て
行
方
不
明
じ

な
か

た

 
な
の
に

で
ベ

タ
テ
ス
タ

に
な

て
ん
の

 
家
ど
こ
よ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の

も
ネ

ト
の
ス
レ
に
書
い
て
る
事
だ
か
ら
見
て
み

 
一
応

要
書
い
と
く
と

桐

谷

て
い
う
家
に

わ
れ
て

子
に
な

て
た

い

性
は

然

し
て
た

名
も
し
て
た

で

の
前
に

り
付
い
て
応

し
て
外
れ
た
ア

イ
ツ
は

親
が
後
出
し
で
送

た
応

は
が
き
で

し
た
テ
ス
タ

権
を
使

た
ん
だ
と

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

た

ア
イ
ツ

て
今
年

つ
よ

 
間
違
い
な
く
十
三

じ

な
い
だ
ろ

ナ

ヴ
ギ

ア

の
年

制
限
に
バ
リ
バ
リ
引

掛
か

て
る
ぞ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

年

制
限

て

推

て
い
う
だ
け
で
自
己
責

で
プ
レ
イ
し
て
も
い
い
か
ら
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
い

義
理
の
親
止
め
ろ
よ

し
て
る
ん
だ
よ

 

名
無
し
の

 
こ
の
ス
レ
で

と
真

な
意
見
が
出
た
事
に

き
だ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
も
そ
も
身

ハ

キ
リ
し
て
る
の
に

子
に
な
れ
る
の

 

名
無
し
の
バ

テ
ン
ダ

 
か
な
り
ギ
リ
ギ
リ
だ
が
こ
の
パ
タ

ン
は
法
律
的
に
一
応
問

無
い

 
そ
も
そ
も

一

て
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
時
に
誘

さ
れ
て
た
だ
ろ

 
で
兄

も

ま

て
た
け
ど
自
力
で

切

た
ら
し
い

そ
の
時
に
一

は
捨
て
ら
れ
た

な
ん
や

か
ん
や
あ

て
帰
国
し
た
も
の
の
行
き
倒
れ
た
と
こ
ろ
で

わ
れ
た

 

な
ら
そ
の
時
点
で
親
権
問

に
な
る
ん
だ
が

親
権
は
無

件
で
成
人
の

以
上

あ
る
い
は

未

の
結

し
て
い
る
男

以
上

女

以
上
で
子
持
ち
に
限
り
発
生
す

る
か
ら
な

そ
し
て
今
か
ら
三
年
前
の

千
冬

て

時

だ

た
ろ

 
未
成
年
だ
か

ら
親
権
が
発
生
し
て
い
な
い
ん
だ
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だ
か
ら
正

な
法
的
手

で

子
に
出
来
た

だ
な

 
一
応

か
ら
そ
の

の

知
は
届
い
て

子

し
出
か
ら
三

月
以
内
で
あ
れ
ば
異
議

し
立
て
が
出
来
る

知
は
届
け
ら
れ
た

だ
が
今
も

子
と
い
う
事
は

も

子
に
す

る
事
を
認
め
た
と
判
断
す
る

だ
か
ら
法
的
に

せ
ら
れ
る
事
は
絶
対

こ
り
得
な
い

む
し

ろ
こ
れ
で
裁
判

こ
そ
う
と
し
て
も
逆
に
罪
に
さ
れ
か
ね
な
い

 
ち
な
み
に

千
冬
の

生
日
は

月
だ
か
ら

あ
と
一
月

か

た
ら
同
意
な
し
に

子

に
す
る
と
法
律
的
に
ア
ウ
ト
で
⺠
事
裁
判

に
な

て
い
た
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
バ

テ
ン
ダ

ニ
キ
が

識
過
ぎ
る

 
と
い
う
か
や
け
に
事
情

だ
な

 
も
し
か
し
て
黒
い
の
と

持

て
た
り
す
る
の
か

 

名
無
し
の
バ

テ
ン
ダ

 
お

と

索
は
や
め
て
も
ら
お
う
か

 
そ
れ
に
ネ

ム
で
分
か
る
と
思
う
が

業

そ
う
い
う
話
を

に
す
る
機
会
は
あ
る
ん
だ

よ

は
人
の

を

く
す
る
か
ら
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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こ
こ
に
も
こ
わ
い
人
が
い
た

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

は
お
家
で

む
事
に
し
よ

と

 

名
無
し
の
バ

テ
ン
ダ

 
実

家
で

む
方
が

に
も
自
分
自
身
に
も
良
い
ぞ

記

の
無
い
間
に
黒
歴
史

は
し

た
く
ね

だ
ろ

 

業

そ
う
や

て
黒
歴
史
を
作

て
は
自
滅
し
て
い
く

者
を
見
て

来
た
か
ら
思
う

場
に
来
る
の
は
や
め
と
け

 
で
も

わ
な
い
程

に

み
に
来
い

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
強

な
手
の
平
ク
ル

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で

話
を

す
け
ど

ビ

タ

て

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
前
少
し
は
自
分
で

べ
ろ
よ

 

名
無
し
の
情
報
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ビ

タ

て
の
は
キ
リ
ト
の

名
ダ

ベ

タ
テ
ス
タ

と
チ

タ

を
組
み
合
わ
せ

た

語
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
キ
リ
ト
だ
け
が

す
る
悪
の
称

だ

 

ベ

タ
テ
ス
タ

に
も
一
人
で
情
報
を
独

す
る

ツ
は
多
く
て
ナ

九
千
人

り
の

ニ

ビ

は
始
ま
り
の

に
取
り
残
さ
れ
タ

論
い
き
な
り
の
デ
ス
ゲ

ム
だ
ベ

タ
経
験
者
だ
ろ
う
が
立
ち

生
し
た

ツ
も
い
タ

む
し
ろ
ベ

タ

と
の
違
い
で
ド
ツ
ボ
に

て
死
ぬ

ツ
の
方
が

合
と
し
て
多
か

た
く
ら
い
だ

 
け
ど
ニ

ビ

に
と

て
情
報

て
の
は
得

い
も
の
ダ
ロ

 
黒
幕
と
さ
れ
て
い
た

場

を
憎
も
う
に
も
対

が

な
い
だ
か
ら

み
の
対

に
あ
る
近
く
の
ベ

タ
テ
ス
タ

達
に
ス
ト
レ
ス
を
ぶ
つ
け
ル

論
ベ

タ
テ
ス
タ

も
同
じ
境
遇
だ
そ
れ
な
の
に
そ
ん
な

い
を

け
た
ら

た
も
ん
じ

な
イ

 
だ
か
ら
第
一
層
ボ
ス
戦
に

い
て
ベ

タ
テ
ス
タ

と
ニ

ビ

の

に
は

い

が

あ

タ

 
そ
れ
で
も
協
力
し
よ
う
と
は
し
て
た
が

あ
る
出
来
事
を
境
に

命
的
に
な
り
か
け
て
ナ

 

そ
の

に
生
ま
れ
た
の
が

ビ

タ

ダ

 
ス
ト
レ
ス
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る

場
つ
ま
り
必
要
悪
に
な

た
ん
だ

ベ

タ
テ
ス
タ
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の
中
で
も
特
に
情
報
を
独

し
自
分
だ
け
強
く
な

て
い
く
存
在
の
呼
称
と
し
て
定

す

る
よ
う
ニ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
情
報

さ
ん
の
情
報
入
手
ル

ト
ど
う
な

て
ん
の

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

て
く
れ

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
な
ん
だ
が
そ
ん
な
話
は

い
た
事
な
い
ぞ

ビ

タ

が
ベ

タ
テ
ス
タ

と
ニ

ビ

の
架
け

に
な
ろ
う
と
し
た
な
ん
て

だ
ろ

 
ア
イ
ツ

は
ボ
ス
の

を
か
た

し
か
ら
く
す
ね
て
い
く

ツ
だ
ぞ

 

名
無
し
の
情
報

 

か
ど
う
か
信
じ
る
の
は
そ

ち

第
だ

オ
レ

ち
は
知
り
得
た
真
実
を

に
し
て
い
る
だ

け 
だ
い
た
い
架
け

に
な
ろ
う
と
す
る
な
ん
て
話
目
的
か
ら
し
て
知
ら
れ
る

に
は
い
か
な
い

ダ
ロ

 
だ
か
ら
ご
く
一
部
に
し
か
知
ら
れ
て
な
い
ん
ダ

 

そ
も
そ
も
本
人
は

く

を
つ
ぐ
ん
で
た
か
ら
ナ

 
あ
と

に

し
て
責
め
ら
れ
る

わ
れ
は
無
い
ん
じ

な
い
カ

 
キ
リ
ト
は
ク
リ
ア
ま
で
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と
も
パ

テ

を
組
ま
な
か

タ

ボ
ス
戦
で
は
レ
イ
ド
に
参
加
す
る
が
常
に

ロ
で
遊

撃
に
動
い
て
た
ん
ダ

取
り

き
の
対

ば

か
り
ナ

そ
れ
な
の
に
リ
カ
バ
リ

に
入
ら
れ

て

十
人
も
で
掛
か

て

さ
れ
る
ボ
ス
を
一
人
に
掻

わ
れ
る
方
が
ダ
メ
な
ん
だ

 
ち
な
み
に

を

て
た

で
は
な
い
ら
し
い
け
ど

そ
の
後
の

動
は
ヘ
イ
ト
を
集
め
る

に

て
た

ツ
だ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ア
ン
タ

そ
の

ぶ
り
か
ら
し
て

鼠

だ
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

だ
そ
れ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に
三
本

の

イ
ン
ト
を
し
て
る

ベ

タ
テ
ス
タ

と
思
わ
れ
る
プ
レ
イ

だ

よ

一
層
の

か
ら
ず

と

層
の
攻
略
本
を
出
し
て
た

攻
略
組

に
は

０
０
コ
ル
だ

が

そ
の

で
無

配

す
る
く
ら
い
に
な

 
あ
と
五
分
話
し
た
ら
１
０
０
コ
ル
分
の
ネ
タ
を
取
ら
れ
る

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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え

聖
人
じ

ん

最
後
以
外

 

名
無
し
の
情
報

 
オ
レ

ち
は
聖
人
な
ん
て
上

な
存
在
じ

な
い

精

ケ
チ
な
情
報

が

の

サ

 
ち
な
み
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
集
め
た
攻
略
情
報

備
や
ス
キ
ル
の

い

層
の
特
色
な
ん
か
の

は
キ
リ
ト
が

独
で
集
め
た
も
の
だ

た

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
も
初

な
ん
だ
が

 

名
無
し
の
情
報

 
教
え
た
と
こ
ろ
で
信
じ
る

ツ

な
か

た
ダ
ロ

 
死
に
そ
う
な
と
こ
ろ
を
助
け
た
ら
む

し
ろ
殺
意
と
攻
撃
で
返
さ
れ
る
く
ら
い
の

中
が
わ
ん
さ
か

た
ん
だ

 
終

は
鳴
り
を
潜
め
て
た
ケ
ド

四
六
時
中
殺
す

だ
け
の

殺
隊
と
か
あ

た
し
ナ

 
そ
の
せ
い
で

日
は
最
前
線
で

り

き
り
ダ

を

し
た
回
数
で

え
ば
ト

プ

ク
ラ
ス
で
少
な
い
ん
じ

な
い
カ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

な
ん
か

触
れ
ち

い
け
な
い
闇
に
触
れ
て
る
気
が
す
る
ん
で
す
が



 ＳＡＯ終了後のネットスレ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

日
最
前
線
で

る

て

 

名
無
し
の

 
オ
イ

そ
れ

て
い
い
の
か

 

名
無
し
の
情
報

 
本
人
か
ら
特
に
止
め
ら
れ
て
な
い
か
ら
ナ

と
い
う
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
が

る
ん
だ
し

れ
分
か
る
ダ
ロ

 

攻
略
組

で
戦

て
た
面
子
な
ら
全

知

て
る
事
だ
か
ら
ナ

終

に
至

て
は
安
全
地

で
の
キ

ン
プ
で
一
番
経
験
を
活
か
し
て
活
躍
し
て
た
く
ら
い
ダ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

か

黒
い
の

て
秘
密
多
す
ぎ
な
い
か

 

名
無
し
の
情
報

 
む
し
ろ
秘
密
ば

か
り
ダ
ナ

 
あ
と
こ
れ
以
上
は
有

だ
か
ら
ナ

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

 
一
体

ら
掛
か
る
ん
で
す
か

 
一
万
ま
で
な
ら
払
え
ま
す

教
え
て
下
さ
い
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

と

者
が
現
れ
た
な

し
か
も
シ
ル
フ

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

か

 

名
無
し
の
情
報

 
全
然
足
り
な
い
ナ

と
い
う
か
オ
レ

ち
が

う
ん
じ

な
く
て
知

た
ら
奪
わ
れ
る
と

た
方
が
良
い
と
思
う

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

 
ど
う
い
う
意
味
で
す
か

 

名
無
し
の
情
報

 
ま
命
が

し
け
れ
ば
下
手
に

を
突

ま
な
い
方
が
良
い

て
事
サ

オ
レ

ち
が
話
す

の
は
あ
く
ま
で

全
体

の
事
ま
で

個
人

の
話
を
許
可
な
く
話
す
つ
も
り
は
無
い

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

 
要
す
る
に
近
く
に

た
ら
危
な
い
ん
で
す
ね

 

名
無
し
の
情
報

 

ン

 
い
や

そ
れ
は

躍
し
過
ぎ
ダ
ロ

知

た
ら
危
険
な
だ
け
で
つ
る
む
く
ら
い

な
ら
問

な
い

 
本
人
も

子
で
も

ら
な
い
か
ら
知
り
様
が
無
い
シ
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名
無
し
の
シ
ル
フ

 
で
も
危
険
な
ん
で
す
よ
ね

 

名
無
し
の
情
報

 

オ
イ

ア
ン
タ

一
体

え
て
ル

 

名
無
し
の
バ

テ
ン
ダ

 
情
報
あ
り
き
で
人
を
判
断
す
る
の
は
失

の
下
だ
ぞ

情
報
も
大
事
だ
が
自
分
の
目
で
人

を
見
て
判
断
し
ね

と
大
き
な
失

を
す
る
か
ら
な

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

 
で
も
万
が
一
に
も
命
が
危
険
な
ら
心
配
に
な
る
じ

な
い
で
す
か

 

名
無
し
の
情
報

 

ハ

ン

分
か

た

ア
ン
タ

さ
て
は
あ
の
子
の

者
か

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
コ
テ
ハ
ン
で
出
て
来
た

り
も
し
や
ア
イ
ツ
の
近
く
に
い
た
シ
ル
フ

に
気
が
あ
る
の
で
は

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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し
か
も

と
な
く
知
り
合
い

い

き
方
だ
よ
な

 
で

実

の
と
こ
ろ
ど
う
な
ん

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

 
知
り
合
い
で
す
よ

 

た
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
を

し
て
か
ら
は
そ
こ
ま
で
会
え
て
ま
せ
ん
が

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

 
つ
ま
り
リ
ア
ル
で
知
り
合

た
の
が
先
な
の
か

 

名
無
し
の

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

お
前

か

 
ン
な
事
を
ネ

ト
で
晒
し
て
ん
じ

ね

よ

 
死
に
て

の
か

 

名
無
し
の
弓
使
い

 
ハ

キ
リ

て
信
じ
ら
れ
な
い
わ
ね

 

名
無
し
の
バ

テ
ン
ダ

 
ネ

ト
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
ね

な

い
や
こ
の
場
合
は
世
界
の
闇
を
知
ら
な
い
と

う
べ
き
か



 ＳＡＯ終了後のネットスレ

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

 
え

 
え

 
ど
う
い
う
意
味
で
す
か

 

名
無
し
の
バ

テ
ン
ダ

 

と
す
る
と
こ
れ
か
ら
苦
労
す
る
か
も
し
れ
ね

な

て
事
だ

リ
ア
ル
を
特
定
で
き
る

よ
う
な
情
報
を

に
晒
す
の
は
や
め
と
い
た
方
が
身
の
た
め
だ

 
下
手
す
り

マ
ジ
で

命
無
い
か
ら
な

 
ま

も
う

い
が

 

名
無
し
の
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

 
情
報

て

生
命
線
だ
か
ら
ね

 

名
無
し
の
放
浪
鍛
冶
師

 
彼
女
を
心
配
し
た
ん
だ
ろ
う
け
ど
方
法
が
悪
か

た
と
思
う
な

わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
情
報
を
集
め
な
け
れ
ば
よ
か

た
と
思
う
よ

 

名
無
し
の
情
報

 
高
い

業

だ

た
ナ

無
事
で
あ
る
事
を
祈

と
く

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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怒

の
勢
い
で
見
捨
て
ら
れ
て
て

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や
こ
れ
は

護
出
来
ん
だ
ろ

下
手
す
り

名
無
し
の
シ
ル
フ
の
リ
ア
ル
特
定
か
ら

家

に
ま
で

が

ぶ
ん
だ
ぞ

が
家

だ

た
ら
絶
縁
す
る
ね

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に
自
ら
突

む
な
ん
て
自
殺
行

だ
も
ん
な

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

ロ

ド

 
気
に
な
る
ス
レ
を
見
つ
け
た
か
ら
来
て
み
れ
ば

ア
ン
タ

一
体

や

て
ん
の
よ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

ご
新

さ
ん
か
な

 
こ
ん
ち
は

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
少
な
い
過
去
ロ
グ
か
ら
一
発
で
身

判
断
出
来
る
名
無
し
の
シ
ル
フ

ロ

ド
さ
ん
パ

ネ

す

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

ロ

ド

 
哀
し
い
事
に
知
り
合
い
が
恐
ろ
し
く
少
な
い
の
で



 ＳＡＯ終了後のネットスレ

 
と
い
う
か
男
性
シ
ル
フ
の
知
り
合
い
な
ん
て
片
手
で
事
足
り
る
く
ら
い
な
の
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
を

し
た
人
な
ん
て
一
人
だ
け
だ
し

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

と

 
こ
の
内
容

も
し
や

リ

フ

ご
本
人
で
は

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

 
リ

フ

ち

ん

 

名
無
し
の
シ
ル
フ

ロ

ド

 
ご
想
像
に
お

せ
し
ま
す

 

名
無
し
の

 
ば

 

名
無
し
の
弓
使
い

 
な

 

名
無
し
の
情
報

 

ア

ア
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名
無
し
の
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

 
終
わ

た
わ
ね

 

名
無
し
の
放
浪
鍛
冶
師

 
だ
ね

 

リ

フ

 

ま
さ
か

で
ギ
リ
ギ
リ
先
ん
じ
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
と
い
う
か
身
バ
レ
確
定
発

や
め
な
さ
い

あ
た
し
は
あ
の
子

で
晒
さ
れ
て
る
か
ら
も

う
い
い
け
ど
あ
ん
た
自
分
が
晒
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
分
か

て
な
い
で
し

親
が

場

か
ら
追
い
出
さ
れ
て
無
一
文
に
な
る
ま
で

り
上

ら
れ
て
そ
の

に
夜

す
る

目
に

な

て
も
文

え
な
い
わ
よ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や
べ

話
の
渦
中
の
人
の
話
だ
か
ら
説
得
力
が
ダ
ン
チ
で
す
わ

戦

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
実

に

こ
り
得
る
話
だ
か
ら

怖
い
ん
だ
よ
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ



 ＳＡＯ終了後のネットスレ

 

な
ら

故
リ

フ

は
そ
う
な

て
い
な
い
の
か
が
疑
問
な
の
だ
が

 
あ
と
ス
レ
で
知

た
ん
だ
け
ど
現
在
桐

谷
家
に

一

が

な
い

て
本

な
ん
で
す

か
ね

 

リ

フ

 
色

あ

て

に
目
を
付
け
ら
れ
て
保
護
さ
れ
る
事
に
な

た
あ
の
子
が
交
換

件
と
し
て

あ
た
し
や
知
り
合
い
の
安
全
を

示
し
て

そ
れ
を

が
引
き

け
た
か
ら

 
か
な
り

愛
し
た
け
ど
あ
の
子
が

な
い
事
と
ウ
チ
や
知
り
合
い
が
無
事
な
の
は
そ
う
い
う
理

由
が
あ
る

 
ち
な
み
に
コ
レ
は
少
し
探
れ
ば
一
応
ニ

ス
サ
イ
ト
で
出
て
来
る

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

べ
た

マ
ジ
だ

た

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ど
う
も
今
は
更
識

て
い
う
家
に

に
な

て
る

い

そ
こ
の

主
は
未
成
年
女

性
だ
け
ど
日
本
代
表
の

候
補
ら
し
い

多
分
脱

と
か
し
よ
う
と
し
た
ら

で

圧
に
掛

か
る
ん
だ
ろ
う
な
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 

で

圧
と
か

男
の
ア
イ
ツ
が
勝
て
る

な
い
な

確
信

 
勝

た
な

メ
シ
食

て
く
る

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ
ま
り
ア
イ
ツ
が
確
実
に

ら
れ
な
い
以
上

も
そ
の
約
束
を
破
れ
な
い
と

で

も

に
反
故
し
そ
う
な
感
じ
だ
け
ど
な

 

だ

た
ら
す
る
ぞ

安
全
確
保
に
金
を
使
う

な
ら
実
験
に
回
し
そ
う
な
も
ん
だ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
イ
ツ
自
身
は
ア
レ
だ
け
ど
ア
イ
ツ
の
肉
親
に
世
界
最
強
が
い
る
し
そ
の
世
界
最
強
は
天

災
と
繋
が
り
が
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

興
味
な
い
事
に
は
と
こ
と
ん

た
い
天
災
が

一

に
興
味
を
持

て
る
か
は
ア
レ
だ
け
ど
世
界
最
強
と
の

を

先
す
る
な
ら
間
違
い

な
く
頼
み
を

く
だ
ろ

 
そ
の
日
こ
そ
が
日
本

の
終
焉
の
日
だ

 

名
無
し
の
天
才

偽

 

ノ
之
束

ご
き

ん
よ
う
 



 ＳＡＯ終了後のネットスレ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
カ
ン

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
帰

て
下
さ
い

下

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
世
界
壊
し
そ
う

え

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ウ
ル
取
ら
れ
そ
う

 

名
無
し
の
バ

テ
ン
ダ

うむ

興
味
深
い

え
だ

だ
が

ど
う
や
ら

違
い
し
て
い
る
よ
う
だ

お
 
ま
 
え
 
に
 
え
 
ら
 
ぶ
 
け
 
ん
 
り
 
な
 
ど
 
な
 
い
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ル

ト
の
ト
ラ
ウ
マ
が

る
な

 

名
無
し
の

 
個
人
的
に
は
倒
す
ま
で
三
日
掛
か

た

Ｂ
ａ
ｄ
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

の
方
が
ト
ラ
ウ
マ
な
ん
だ
が

怒 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
分
か
る

真

 

名
無
し
の
情
報

最
も
ラ
ク
な
て
き

 
パ
ラ
メ

タ
上
は
そ
う
だ
ね

は

い
て
な
い
ね

う
ん

 
で
も

ダ
メ
の
上
か
ら
入
る
カ
ル
マ
ス
リ

プ
は

だ
と
思
う
ん
ダ

怒

 

名
無
し
の
バ

テ
ン
ダ

 
開
幕
の
初
見
殺
し
コ
ン
ボ
も
な

 

名
無
し
の

 
終

の
洗

機
も
だ
ぞ
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名
無
し
の
初
代
天
才

学
者

 
個
人
的
に
は
シ

ト
カ

ト
時
に
入
る
暗
転
が

か

た
記

が
あ
る
な

コ
ン
マ
数

レ

ベ
ル
の
時
間
で

攻
撃
予

か
ら

動
ま
で
や
る
間
の
暗
転
は

い

 
そ
れ
で
ど
れ
だ
け
死
ん
だ
事
か

 

名
無
し
の

一
天
災

学
者

 
私
も
そ
れ
は
実

ト
ラ
ウ
マ

 
で
も
ね

本

の
ト
ラ
ウ
マ
は

ル

ト
後
の

ル

ト
エ
ン
ド
だ
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や
め
て
く
れ

そ
の

番
は

に

く

 
な
ま
じ
感
動
す
る

ル

ト
の
後
に
来
る
か
ら
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 

話
を

す
ぞ

 
そ
の
話
は
専

の
ス
レ
か
動

の
コ
メ
ン
ト

で
語

て
く
れ

個
人
的
に
非
常
に
共
感
出
来

る
上
に

も
一
緒
に
語
り
た
い

だ
が
ス
レ
違
い
だ

 
と
に
か
く
今
そ
の

主

て

学
園
の
一
年
生
だ
ろ

 
少
し
前
に
生

会
⻑
に
な

た

て

か
の
広
報
で
載

て
た
の
見
た
ぞ

 

名
無
し
の

 
国
の
代
表
や
代
表
候
補

て
ネ

ム
バ
リ

も
必
要
だ
か
ら
グ
ラ
ビ
ア
や
フ

シ

ン

の
掲
載
依
頼
来
る
ら
し
い
し

そ
れ
じ

ね

 
取
り

え
ず

は
そ
れ
で
知

た

学

園

て
一
年
生
で
も
生

会
⻑
に
な
れ
る
の
か

て
思

た
覚
え
が
あ
る
わ

 
ち
な
み
に
話
に
な

て
る
の
は

更
識
楯
無

て
い
う
蒼
髪
紅
眼
の
子
な

 

髪
色
も
紅
眼
も
自
前
ら
し
い
ぞ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
く
ぎ

と
か

い
そ
う
な
色
合
い
で
す
ね

 

名
無
し
の

者



 ＳＡＯ終了後のネットスレ

 

の
学

な
ら

投

で
の

で
す
が

学
園
は
そ
の

設
の
構
成
上
ト

プ
は
強

い
事
を
示
す
必
要
が
あ
る
た
め
最
強
で
あ
れ
ば
生

会
⻑
を
名

る

格
を
持
て
ま
す

勝

負
の
方
法
は

で
も
あ
り
で
す
が

代
の
会
⻑
が

示
し
た
も
の
は
一
騎
打
ち
で
の
勝
負
だ

た
た
め

彼
女
は
一
騎
打
ち
で
勝

し
た
事
に
な
り
ま
す

 

名
無
し
の

 
あ

な
ん
か
の

学
園
の
特
集
だ

た
か

で
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
わ

え

ら
く
実
力
主
義
な
部
分
が
あ
る
よ
な

学
園

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
か

そ
の
シ
ス
テ
ム
で
生

会
の
運

て
大

な
の
か
ね

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

学
園

て

の
女
学

て
い
う
イ
メ

ジ
だ

た
け
ど

思

た
よ
り
殺

と
し
て

ん
の
な

 

名
無
し
の
バ

テ
ン
ダ

 
対

が
女
性

て
だ
け
で

て
現
状
ス
ポ

ツ
の
部

だ
か
ら
な

し
か
も

火
器
と

か
刀
剣
振
り
回
す
系
の
デ
ン
ジ

ラ
ス
な
や
つ
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そ
れ
の

代
代
表

候
補
だ
ろ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
あ

そ
り

殺

と
す
る
わ

白
目

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

見
だ
け
ど
さ

陰

な
い
じ
め
と
か
多
そ
う

小

感

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
女
だ
ら
け
だ
か
ら

多
そ
う
だ
よ
な

 

名
無
し
の
放
浪
鍛
冶
師

 
男
性
の

属
数
に
応
じ
て
陰

な
い
じ
め
の

と
数
は
変
わ
る

 
ち
な
み
に
男
性
が
多
い
と

が
高
く
よ
り
陰

に
な
り
少
な
い
と
数
が
増
え
る
た
だ

し
女
尊
男

は

く

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ら
男
性
が
一
切

な
い

学
園
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う

 

名
無
し
の

者

 

知
ら
な
い
方
が
い
い
か
と
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
う
わ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

え
て
語
ら
な
い
と
こ
ろ
が
ま
た

と
も

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
女
尊
男

も
へ

た
く
れ
も
な
い
と
こ
だ
と
思

て
た
け
ど

外
ど
こ
も
同
じ
な
の
な

  
そ
の
後

リ

フ

の
書
き

み
が
無
か

た
事
に
よ
り
情
報
が
得
ら
れ
ず

と

や

の
事
で
話

は
ル

プ
し
た

   

一
回
や

て
み
た
か

た
ん
じ
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キ
リ
ト
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
彼
ら
彼
女
ら
は
こ
ん
な
事
を
し
て
少
し
で
も
彼
の

を

払
し

く
し
よ
う
と
し
て
る
ん
だ
よ

と

 
個
人
的
に
世
間
が
ど
う

え
て
い
る
か
の
一
指
標
に
し
や
す
い
か
と
思

て

 
ど
れ
が

だ
か
分
か
る
か
な

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第五章 〜
暗 躍
消極的な黒〜

 
第
五
章
 

暗

躍
消
極
的
な
黒

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

が

和
に
な

て
か
ら
も
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
約
三

間

て
た
の
は

で
そ
こ
そ
こ

し
く
書
く
よ
り
も

ん
で

電
し

た
方
が
良
い
か
な

て

 
あ
と

の
ス
ト

リ

を
最
初
か
ら
一
気
に
流
し
プ
レ
イ
し
て
ま
し
た

プ
ロ

ト
修
正
的

に
一
番
の
原
因

 
一
話
あ
た
り
の
文

数

て
い
き
ま
す
が
ち

く
ち

く
更
新
す
る
つ
も
り
な
の
で
気

⻑
に
お
付
き
合
い
下
さ
い

 

さ
て
今
話

 
今
話
の

点
は
オ

ル
リ

フ

 
文

数
は
約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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ブ

ル

ム

女
性
プ
レ
イ

を
助
け
る
形
で
大
型
リ
ザ

ド
を
倒
し
た
あ
た
し
達
は
意
気

と

へ

と

入
し
た

そ
こ
ま
で
大
き
な
物
で
も
な
い

り
だ

た

探
索
自
体
は
三
十
分
程

で
終

わ
る

 

本
的
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
ダ
ン
ジ

ン
の
最

は
ボ
ス
に
よ

て
守
ら
れ
て
い
る

 
入
り

を
開
け
る
の
に
別
ダ
ン
ジ

ン
や
ク
エ
ス
ト
か
ら
手
に
入
る

を
入
手
す
る
事
は
そ

れ
な
り
に
あ
る
が
最

に

し
て
は
ボ
ス
を
倒
せ
ば
い
い
と
い
う

設

な
の
だ

と
定

説
に
さ
れ
る

ど
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
ダ
ン
ジ

ン
の
最

に
は
全
て
ボ
ス
が
存
在
し
て
い

る

仮
に

な
か

た
と
す
れ
ば
そ
れ
は

か
し
ら
フ
ラ
グ
が
経

て
い
な
い
か
ク
エ
ス
ト

で

れ
る
場

と
い
う
ヒ
ン
ト
に
な
る

 
ボ
ス
と
戦
う
事
で
得
ら
れ
る
恩

は
大
き
い

全
滅
す
る
と

い
損

を

る
も

に
成

す
れ
ば

大
な
経
験
値
とユ

ル
ド金

重
な

備
品
や

を
入
手
す
る
事
だ

て
あ
る

そ
れ
ら
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の
価
値
は
ダ
ン
ジ

ン
や
ボ
ス
攻
略

と

し
て
い
る
と

わ
れ
て
い
る

 
あ
た
し
達
が
入

た
ダ
ン
ジ

ン
は
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル

に
よ

て

初
期
状

に

さ
れ
た
プ
レ
イ

で
も
攻
略
可
能
な
も
の
だ

た
の
で

最

の
ボ
ス
か
ら
得
た
経
験
値

も
解
放
さ
れ
た
宝

の
中
身
も
大
し
た
も
の
で
は
な
い

そ
も
そ
も
ボ
ス
も

Ｍ
ｏ
ｂ
を

一
回
り
大
き
く
し
た
だ
け
の
使
い
回
し
だ

た

サ
イ
ズ
を
変
え
た
だ
け
の
個
体
か
ら
は
そ
こ
ま

で
の
経
験
値
を
得
ら
れ
な
い

ユ
ニ

ク
な
見
た
目
や
ネ

ム
ド
ボ
ス
で
な
け
れ
ば
恩

は
多
大

な
も
の
と

え
な
い
の
だ

無
論
使
い
回
し
の
方
が
攻
略
は
速
く
進
む

だ
か
ら
そ
の

も

一
⻑
一

と
い
う
や
つ
だ
ろ
う

流

に
全
て
の
ボ
ス
戦
で
ネ

ム
ド
ボ
ス
が
出
て
く
る
と
や

て
ら
れ
な
く
な
る

 

Ｍ
ｏ
ｂ
の
使
い
回
し
ボ
ス
は

ロ
や
少
人
数
パ

テ

と
い

た
エ
ン
ジ

イ
勢
が

し
む
に
は
最

な

境
だ

序

の
レ
ベ
リ
ン
グ
に
も

し
て
い
る

 
そ
う
し
て
ダ
ン
ジ

ン
攻
略
を
終
え
た
私
達
の
種

練

は
そ
れ
ぞ
れ

に
達
し
て
い
た

や

思

た
よ
り

く
終
わ

た
ね

 
キ
リ
の
い
い
と
こ
ろ
で
引
き
上

空

ラ
イ
ン
へ

て
来
た
と
こ
ろ
で
ユ
ウ
キ
が
声
を

上

た

ん

と

を

ば
し
て
背

を
反
ら
し
て
い
る
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そ
れ
を
見
て

シ
ノ
ン
が
く
す
り
と

た

そ
う
ね

そ
れ
も
こ
れ
も
テ
ン
シ

ン
高
め
に
戦

て
た
ユ
ウ
キ
の
お

じ

な
い
か
し
ら

だ

て
新
天
地
だ
よ

 
ワ
ク
ワ
ク
し
な
い

な
い
じ

ん

 
ボ
ク
ま
だ
ま
だ
遊
び
足
り

な
い
よ

 
も
う
ち

と
攻
略
し
て
い
た
い
く
ら
い

 
き
ら
き
ら
と

心
を

し
も
せ
ず

み
と
共
に

う
ユ
ウ
キ

内
心

も
が
同
じ
な
の
か

め
る
声
も
今
は
上
が
ら
な
か

た

は
は

心

な
の
は
良
い
事
だ

ん

 
ク
ラ
イ
ン
達
は

ま
だ

て
ね

み
た
い
だ
な

 
転

が
あ
る
大

り
を
進
ん
で
い
る
と
あ
る
程

人
が

け
て
い
る
カ
フ

テ
リ
ア
が
見

え
て
来
る

し
か
し
そ
こ
に
特
徴
的
な
男
性
サ
ラ
マ
ン
ダ

の

や
女
性
ノ

ム
の
大
剣
使
い
な

ど
の

間
の

は
見
え
な
い

あ

ち
は

理

の
ク
エ
ス
ト
で
し
た
よ
ね

数
が
多
い
の
か
目

て
の

物
が
中

見
つ

か
ら
な
い
か
で

し
て
る
ん
じ

な
い
で
し

う
か

だ
ろ
う
な

モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
は
ド
ロ

プ

以
前
に
遭
遇
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
実
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直
後
で
多
く
の
プ
レ
イ

が
フ

ル
ド
に
出
て
る
事
も

て
も
う
ち

と
時
間
掛

か
る
ん
じ

な
い
か

 
あ
た
し
に

け
て
キ
リ
ト
が
同
意
を

に
す
る

確
か
に
ま
ず
遭
遇
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
か

ら
そ
の
可
能
性
も
あ
る

ポ

プ

は
高
め
に
設
定
さ
れ

き
地
点
も
分
か
り
や
す
い
か
ら

今
日
中
に
終
わ
ら
な
い
事
は
無
い
と
思
う
が

 

に
手
を

て
て

え

ん
で
い
た

の

は

な
ら

と

を
開
く

今
日
は
も
う
自
由
行
動
に
し
ね

か

 
実
は

こ
の
後
リ
ア
ル
で

事
が
あ

て
な

あ
あ

エ
ギ
ル
さ
ん

て

リ
ア
ル
で
も

場
を
経

し
て
ま
す
も
ん
ね

 
本
名
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ
と
い
う
男
性
は
日
本
生
ま
れ
日
本
育
ち
で

あ
り

に
自
前
の

を
経

し
て
い
る

ダ
イ
シ

・
カ
フ

と
い

う
二
つ
の
ダ
イ
ス
が
目

の

は

夜
で

が
変
わ
り

は
シ

ク
な

気
が
漂
う

ち

く

夜
は
大
人
が
集
う

い
の

場
の

を
持
つ

 
そ
の
二
つ
を
経

し
て
い
る
以
上
こ
の
男
性
は

と
多

な
身
に
分

さ
れ
る
と
思
う
の
だ

が

そ
の

は

さ
ん
が

て
く
れ
て
い
る
ら
し
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の

直
前
に
自
前
で

を
作
り
お

さ
ん
も

て
い
ざ
始
め
よ
う
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と
い
う
時
に
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た
彼
は
現
実
に
還

た
時
に
は

の
事
を

め

て
い
た
そ
う
だ

し
か
し
お

さ
ん
は
存
外
強
か
で
あ
り

客
の
人
達
に
助
け
て
も
ら
い
な
が

ら
二
年
間
女
の

で
必
死
に

を
守
り
切
り
エ
ギ
ル
が
リ
ハ
ビ
リ
を
終
え
て
退

し
た
時

に
も
存

し
て
い
た
と
い
う
エ
ピ

ド
が
あ
る

な
の
で
彼
は

さ
ん
に

が
上
が
ら
な
い

 

そ
の
経

が
あ
る
な
ら

エ
ギ
ル
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
自

し
そ
う
な
も
の
で
あ
る

 
あ
の
男
性
は

い
部
分
こ
そ
あ
る
が

本
的
に
は
一
本

の

た

気
の
人
物

自
身
が

た
女
性
を

え
て
不
安
に
さ
せ
る
事
を
許
容
す
る
事
は
無
い

 
な
の
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
か
ら
回
復
後
彼
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
へ
の
ダ
イ
ブ
は
し
な
い
方

で

え
て
い
た

 

し
か
し

さ
ん
は
そ
こ
に

た
を
掛
け
た

 

大
学
で
知
り
合
い
結

し
た

で
あ
る
女
性
は
男
性
の

味
や

き
な
も
の
に

し
て
も

理
解
し
て
い
た

 
ナ

ヴ
ギ
ア
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
発
の
事
で
興
味
を
示
し

日

入
し
て
ロ
グ
イ
ン
を
果
た
す

程
自
称
し
て
い
た
よ
う
に
彼
は
重

な
ゲ

マ

だ

か
ら
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
し
て
い
た
な

ら
あ
る
意
味
生
活
や
ア
イ
デ
ン
テ

テ

の
一
つ
に
な

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
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本
心
で

え
ば
彼
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を

け
た
か

た

デ
ス
ゲ

ム
で
は
無
い
本

の
遊

び
と
し
て
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を

し
み
た
か

た

そ
れ
を

の
事
を
想

て
我

し
よ
う
と
し

て
い
た

 
そ
れ
ら
を
悟

て
い
た

さ
ん
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
し
て
も
い
い

と

た
そ
う
だ

 

必
ず

こ
の

家

に
帰

て
き
て
く
だ
さ
い
ね

あ
な
た

 
そ
う

わ
れ
た
と

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
再
会
し
た
時
に
彼
は

交
じ
り
に
語

た

 
そ
う
し
て
今
も
一
緒
に
遊
ぶ
事
が
あ
る
男
性
は

ず

と

さ
ん
に

を

せ
る

に
は
い

か
な
い

の
創
業
は
エ
ギ
ル
が
し
た

た
め
キ
リ
の
い
い
と
こ
ろ
で
ロ
グ
ア
ウ
ト

し

の

業
に

る

立
地
的
に

の
人

り
は
少
な
い
せ
い
で

場
の
方
が
掻
き
入
れ
時

な
た
め
だ
ろ
う

場
の
経

に

る
ん
で
す
か

そ
う
い
う
事
だ

悪
い
な

リ
ア
ル
の

事
な
ら
仕
方
な
い
で
す
よ

 
バ
ツ
が
悪
そ
う
に

う
エ
ギ
ル
に

ラ
ン
が

て
返
す
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お

の
経

を

か
に
す
る
と
今
後
の
生
活
に

く

だ
か
ら
そ
ち
ら
を

先
す
る
の
は

然

の
事
で
あ
る

生
還
者
学

組
は

み
の
日
に
ダ
イ
シ

・
カ
フ

へ
行
き

す
る
事
が

多
い

あ
そ
こ
が
無
く
な
る
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
あ

た
安
心
感
が
無
く
な

て
し
ま
う

 
だ
か
ら

も
引
き

め
ず

て
送
り
出
し
た

さ
て

じ

あ

も
こ
の

で
失
礼
さ
せ
て
も
ら
お
う
か

 

使
い
の

が
人

み
に

れ
た

り
で

今

は
キ
リ
ト
が

た

え
え

キ
リ
ト
も

ち
ち

う
の

い
や
ま
だ
ロ
グ
ア
ウ
ト
は
し
な
い
よ

は
観
光
を
メ
イ
ン
に

え
て
る
か
ら
こ
の
後
は

ラ
イ
ン
を
練
り
歩
く
だ
け
だ

そ
れ
く
ら
い
な
ら

一
緒
に
行
く
の
じ

ダ
メ
な
の

の
気
分
的
に
一
人
の
方
が

な
ん
だ

動
き
や
す
い
し

と
こ
ろ
で

は
ス
ヴ

ル
ト

エ
リ
ア
を
攻
略
す
る
つ
も
り
で
動
く
ん
だ
よ
な

え

 
う

ん

多
分

そ
の
つ
も
り
だ
け
ど

 

か
ら
と
も
な
く
と
い
う
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
最
前
線
攻
略
を

け
て
い
た
か
ら

ば
自
然
に
ス

ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の
攻
略
を
主
眼
に

え
て
い
た
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し
か
し

キ
リ
ト
は
復
帰
直
後
に

攻
略
は
こ
り
ご
り

と

て
い
た

 
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
だ
ろ
う

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
て
い
る
の
は
義
姉
達
に
会
う
と
い
う
触
れ
合
い
の

対
人
経
験
を

む
と
い
う
目
的
の

で
あ

て

攻
略
と
い
う
遊
び
の

で
は
無
い

そ

か

な
ら

ら
ず
ま
た
会
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
な

れ
応

し
て
る

無
理
し
な

い
よ
う
に
な

 
故
に
道
を
分
か
つ
事
に
な

た
少
年
は

み

離
れ
て
い
く

あ
あ

そ
う
そ
う

一
つ

だ

 
数
歩
歩
い
た
と
こ
ろ
で
思
い
出
し
た
よ
う
に
声
を
上

だ
け
こ
ち
ら
に
振
り
向
か
せ
る

シ

ム
ロ

ク

三
刃
騎
士

と
の
対
応
に
は

意
し
て
お
け

 

い
だ

で

て

彼
は
足

に
去

て
い

た

最
後
の

ど
う
い
う
意
味
だ

た
ん
で
し

う

さ
 

子

姉

妹

達

ラ
ン
と
ユ
ウ
キ
が

て

を

る

そ
う
な
る
く
ら
い
に
は

突
な

だ

た

縁

り
に

け
取
れ
ば

歌

姫

セ

ブ

ン

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の
フ

ン
の
集
ま
り
と
そ
の
行
動
に

意
し
て
お
け

と
取
れ
る
ん
で
す
が
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果
た
し
て
あ
の
子
が
そ
れ
だ
け
で
意
味
深
な

を

い
て
行
く
だ
ろ
う
か

そ
も
そ
も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
事
情
を
話
し
て
く
れ
る
の
が
常
だ

た
の
に

遠
な
行
動
が

引

掛
か
る

 
あ
る
い
は

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
が
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら

意
を

し
た

だ
け
な
の
か

 

三
刃
騎
士

は

歌
姫

セ
ブ
ン
を
ギ
ル
ド
リ

ダ

に

え
た
精

組

で
あ
り

属
人
数
は
五
百
に
上
る

そ
の

も
か
れ
も
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
上

に
食
い

む
実
力
者
の
集
ま
り

種

に

属
し
て
い
る
者
は
他
種

ギ
ル
ド
に
入
れ
な
い
制
約
が
あ
る
た
め
種

属
も

め
れ
ば
ま
だ
分
か
ら
な
い
が

そ
れ
で
も
か
な
り
の

い

 
彼
ら
は

歌
姫
の
事
を
吹

し
ラ
イ
ブ
の
設

や
運

の

に

き
偶
に
高

ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
す
る
と
い
う
や
や

し
い
部

の
ギ
ル
ド
運

を
し
て
い
る

ゲ

ム
プ

レ
イ
と
い
う
よ
り
は
ア
イ
ド
ル
業
の
サ
ポ

タ

だ

む
し
ろ
そ
れ
を

け
る

に
ギ
ル
ド
と
し

て

数
を
増
や
し
ギ
ル
ド
金

に
お
金
を
入
れ
ラ
イ
ブ
を
実

し
て
い
る

あ
る
意
味
歌

姫

の

に
あ
る
組

と

え
る
だ
ろ
う

 
彼
ら
も
恐
ら
く
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を
攻
略
す
る
の
だ
ろ
う
が
そ
の

に
衝
突
が
無
い
と
も
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限
ら
な
い

マ
ナ

レ
ス
行

を
意

し
て
す
る
人
は
や
は
り

ら
で
も
い
る
も
の
だ

 
キ
リ
ト
は
そ
の
事
を

い
た
か

た
の
だ
ろ
う
か

ア
イ
ド
ル

の
ニ

ス
見
て
る
と
ラ
イ
ブ
の
時
に
前
に
出
よ
う
と
し
て

れ
て

ま
る

人
と
か
見
る
よ
ね

そ
れ
の
事
か
な

 

き

ま
れ
る
な
よ

て

さ

 

に
し
て
も

し
て
く
る
程
よ

三
刃
騎
士

と
会

た
時
は
気
を

か
ず

に
行
き
ま
し

う

 
と
も
あ
れ
今
は
ど
う
浮
か
べ
て
も
あ
ま
り
想
像
で
き
な
い
た
め
シ
ノ
ン
が

う
よ
う
に
彼
ら

と
対
峙
し
た
時
は
気
を

か
な
い
よ
う
に
決
め
た

 

後
十
一
時

 
先
に
ク
エ
ス
ト
を
終
え
て

て
来
て
か
ら
三
十
分

ど
経
過
し
た

に
な

て
食

の
ク
エ
ス
ト
を

け
に
行

て
い
た
残
り
の
メ
ン
バ

が

て
来
た

⻑
引
い
た
の
は
や
は
り

他
の
プ
レ
イ

が
Ｍ
ｏ
ｂ
を
乱

し
て
い
た
せ
い
で
遠
く
ま
で
行
く
必
要
が
あ

た
か
ら
だ

た
み
ん
な

す
ま
な
か

た

 

ん

と

い
た

と
共
に
手
を
合
わ
せ

る
ク
ラ
イ
ン

別
に
気
に
し
て
い
な
い
と
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に

え
ば

そ
う
か

と
少
し

と
し
て
見
せ
た

そ
う

て
も
ら
え
る
と
助
か
る

ん
お

 
そ
う
い
や
エ
ギ
ル
と
キ
リ
の

が
見

た
ら
ね

な

エ
ギ
ル
さ
ん
は
リ
ア
ル
の
経

に

キ
リ
ト
は
空

ラ
イ
ン
の
観
光
で
別
れ
ま
し
た

観
光

 
あ
い
つ
が
か

 
そ
ん
な
に
興
味
を
引
く

ツ
が

に
あ
ン
の
か
ね

 
小

を

な
が
ら
集
め
た
食

の
分
配
を
し
て
い
く

 
そ
の
疑
問
に

え
る
よ
う
に

あ
た
し
の

に

る
義

姉

ユ

イ

黒

く
め
の
女
性
が

を
開
い
た

こ
こ
に
は
ク
エ
ス
ト

場
の

エ

イ

ン

ヘ

リ

ル

な
る
者
の
魂
が
集
う

場

シ

ヴ

ル
ツ
ヒ
ル
ト

闘
技
場
や
グ
リ
ム
ニ
ル
の

と
い
う
特

な

設
が
存
在
し
ま
す
か
ら
ね

対
人
戦
闘
の

経
験
を

む
事
が
第
一
目
的
の
あ
の
子
に
と

て
少
な
く
と
も
闘
技
場
は
見
て
お
き
た
い
一
つ
で

し

うう

う

と
す
る
と
ア
イ
ツ
闘
技
場
に
一
人
で

み
た
く
な

た
ん
じ

ね

の
か

あ
り
得
る

 
大

ア

プ
デ

ト
に
よ
り
人
で
ご

た
返
し
て
い
る
者
達
の
中
に
は

を

で
は
な
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く

味

の

で
こ
な
し
て
い
る
者
も

然
入

て
い
る

 

の
対

に
な
る
プ
レ
イ

は

原
エ
リ
ア
に
こ
ぞ

て
行

て
い
る
だ
ろ
う
が

そ
も

そ
も

は
か
な
り

性
に

を
入
れ
る
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
だ

し
か
も
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

に

い
て
他
種

の
大
義
名
分
は
か
な
り

れ
て
い
る
の
で

襲
わ
れ
て
い

る
プ
レ
イ

を
助
け
に
近
場
の
プ
レ
イ

が
集
ま
り
主

を
滅
多
打
ち
に
す
る

な
ん

て
事
も
無
く
は
無
い

 
そ
ん
な
彼
ら
が

に
向
か
う
と
こ
ろ
と
す
れ
ば

合
法
的

と
も

え
る
闘
技
場

す
な

わ
ち
デ

エ
ル
に
他
な
ら
な
い

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
こ
の
世
界
で
は
対
人
戦
闘
経
験
を

む

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る

で

フ

ル
ド
で
の

を
期

で
き
な
い
以
上
闘
技
場
に
集
ま
る
者
達
の
方
に
近
付
く
の
は
あ
り

得
な
い
話
で
は
な
か

た

 
も
し
こ
の
予
想
が
真
実
だ
と
す
れ
ば
な
る

ど
キ
リ
ト
が
一
人
で
行
動
し
た
が
る
理
由
も

せ
ら
れ
る

あ
の
子
は
自
分
達
を

き

ま
い
と
苦
心
し
て
い
る
の
だ

別
に

気
を

わ
な
く
て
も
い
い
の
に

 

そ

と

不

を

ら
す
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迷
惑
を
掛
け
た
く
な
い

負

を
掛
け
た
く
な
い

そ
の
一
心
で
気
を

い
一
人
で
行
動
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
け
ど
こ
ち
ら
と
し
て
は
も

と
頼

て
欲
し
い
の
一

に

き
る

ど
こ
ま

で

彼
の
身
を

じ
る

な
ん
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

 
彼
は

か

し
て
い
る

 
主
に
三
刃
騎
士

い
や
そ
の
リ

ダ

で
あ
る
歌
姫
セ
ブ
ン
の
事
だ
ろ
う
か

 
未
だ
に
彼
の

か
ら
出
て
来
な
い
そ
の
名
前
と
ギ
ル
ド
の
動
向

以
前
で
あ
れ
ば
も

と
精

力
的
に
動
い
て
情
報
を
集
め
出
来
上
が

た
推
論
を
語

て

意

し
て
き
て
い
た

な
の

に

そ
れ
が
無
い

謎

や

未
知

を
こ
そ
最
大
の

を
認
識
し
て
い
る
彼
と
は
思
え
な

い
安
穏
な

だ

 
恐
ら
く
あ
た
し
達
に
は
伝
え
て
い
な
い
情
報
を
以
て
今
は
見
定
め
る
時
期
に
入

て
い
る

 
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の
最
前
線
攻
略
か
ら
引
く
よ
う
な
発

を

み
れ
ば
そ
れ
は
間
違
い
な

い

そ
し
て

か
を
監

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
四
六
時
中
な
い
し
⻑
時
間

束
さ
れ
る

攻
略
と

立
出
来
な
い

そ
う

え
れ
ば
辻
褄
は
合
う

 

こ
れ
で

い
い
の
か
し
ら
ね

 

と

中
に

く
疑
問

対

は
二
つ
あ

た
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一
つ
は
キ
リ
ト
に
対
す
る
も
の

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
命
が

か

て
い
な
い

の
世
界

そ
こ
に
自
分
で
経
験
を

む
と
い
う
目
的
を

持
ち

み
そ
れ
を
達
成
す
る
事
に

意
を

や
す
の
は
ま

た
く
も

て
構
わ
な
い

方
向
性

こ
そ
異
な
る
が
自
分
だ

て
対
人
経
験
を

む
事
で
剣
道

合
で
の
応

に
活
か
そ
う
と

え

て
い
た
ク
チ

行
と
剣

と
い
う
違
い
こ
そ
あ
れ
あ
の
子
と
自
分
は
目
的
が
近
し
く
な

て
い

た 
だ
が

恐
ら
く
彼
が

・

・え
・

・ん
・で
・い
・る
・

・件
に
は

不

し
か
な
い

 
こ
の
世
界
は

だ

 
ネ

ト
ワ

ク

会

仮
想
世
界
で
の
人
の

み

わ
り
が

会
を
形
成
す
る
と
論
文

を
書
く

学
者
が

る
け
れ
ど

に

え
れ
ば
こ
の
世
界
は
遊
び
の
場
な
の
だ

 
そ
れ
な
の
に
遊
べ
な
い
も
の
を

え

む
な
ん
て

そ
れ
が
仮

彼
自
身
の
決
断
に
よ

て

背
負

た
も
の
だ
と
し
て
も
そ
れ
を
止
め
ら
れ
る
場
に

な
か

た
身
と
し
て
は
不

に
思

て
し
ま
う

ま
た
背
負
う
の
か

と

 
遊
び
の
世
界
で
く
ら
い
解
放
さ
れ
て
も
い
い
だ
ろ
う
に

 
そ
し
て
も
う
一
つ

自
分
に
対
す
る
疑
問
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そ
れ
は

弟
を
想
う
が
あ
ま
り

り
過
ぎ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
だ

た

 
彼
を

じ
る
故
に
生
じ
る
こ
の
思

を
決
し
て
間
違
い
と
は
思
わ
な
い
が

あ
の
子
は
成
⻑

中
で
自
分
な
り
に

え
て
行
動
し
て
い
る

そ
れ
を

定
す
る
よ
う
な
事
は
す
る
べ
き
で
は

な
い
の
で
と
も
思
う

け
れ
ど
彼
自
身
の

を

え
れ
ば
背
負
う
必
要
の
無
い

を
下
ろ
す
く

ら
い
い
い
の
で
は

と
も
思
う
の
だ

 

ジ
レ
ン
マ
だ

 
気
分
が

む

し
く
は
あ
る
け
ど
一
番
気
に
な

て
い
る

少義
年弟

が

し
め
て
な
い
の
で
は

心
か
ら
喜
べ
な
い

 

最
初
に
反
対
す
る
べ
き
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
あ
の
子
は
自
ら
の
意
思
で
経
験
を

む
べ
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
入
る
事
を
決
断
し
て
い
た

生
還
か

ら
三
日
後
の
時
点
で
は
な
い

ラ
ス
ボ
ス
を
倒
す
以
前
の

か
ら
束
と
話
し
合

て
い
た
と
い
う

く
ら
い
だ
か
ら
か
な
り
前
か
ら
だ

た

そ
の

は
一
番
さ
れ
て
い
た

 
そ
の
時

反
対
す
る
べ
き
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
正
直
な
話

や

人
の
動
き
方
が
予
想
外
で
予
定
も

も
狂

た

外
部
の
人
間
で

あ
そ
こ
ま
で
彼
を
重
宝
す
る
よ
う
な
動
き
に
な
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た
の
だ

喜
ぶ
べ
き
事
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で
は
あ
る

だ
が

重

を
背
負
わ
さ
れ
る
と
知

て

複

な
心
境
だ

た

 
本
人
が
そ
れ
を

け
容
れ
て
い
た
か
ら

も

わ
な
か

た

そ
の
境
遇
を
越
え
て
こ
そ
自
身

に
と

て
の

せ
を
得
ら
れ
る
と

そ
う

う
彼
を
ど
う
し
て
止
め
ら
れ
よ
う

 

で
再
会
し
た
あ
の
日
に
止
め
ら
れ
な
か

た
時
点
で
あ
た
し
は

か
を

う

格
な
ど

無
く
な

て
い
た
の
だ
か
ら

 
重
圧
を
感
じ
る

設

シ

バ
ル
ツ
バ
リ
エ
闘
技
場

に
目
を
向
け
る

 
き

と
あ
の
子
は
あ
そ
こ
に
入
り

数
多
の

プ
レ
イ

達
と

を

り

経
験
を

ん

で
い
る
事
だ
ろ
う

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と
い
う
ネ

ム
と
黒

く
め
の
剣
士

は
最

世
界

で
有
名
に
な

て
い
る

の
出
来
損
な
い
と
見
下
さ
れ
て
い
る
現
状

ま
な
い
者
は
極

少
数
に

ま
る

 

数
十
の

を
一
人
で

手
し

返
り

ち
に
す
る
黒

の
ス
プ
リ
ガ
ン

 
人
か
ら
は

ゴ
キ
ブ
リ

だ
と
か

暗
殺
者

殺
し

な
ん
て

名
を
付
け
ら
れ
て
い
る

彼
は
し
ぶ
と
く
し
か
し

に
恐
ろ
し
い
程
に

に
け
れ
ど
無

な
心
で
真

直
ぐ

目
標
へ
と

進
し
て
い
る
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ね

な
に
を

え
て
い
る
の

 
生
き
る
に
は
力
が
必
要
だ

そ
う

て
彼
は
こ
の
世
界
で
技
術
を
鍛
え
て
い
る

だ

か
ら
そ
の
行
動
に
つ
い
て
は
い
い

 
け
れ
ど

そ
れ
以
外
の

背
負
わ
さ
れ
た

に

し
て
は
や
は
り
思
う

 
も
う
い
い
で
は
な
い
か

鍛

以
外
で
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
は
違

て

に
ク
エ
ス
ト
で

し

み

と
の

を
大
切
に
し
て
欲
し
い
だ
け
だ

た
の
に

キ
リ
ト
以
外
に
も

れ
た
人
な

ん
て

い
る
の
に

故
わ
ざ
わ
ざ
苦
労
し

け
て
い
る
彼
な
の
か

 
そ
う
本

は
今
す
ぐ
に
で
も

二

へ
問
い

め
た
い
が
証

が
無
い

証

が
無

い

だ
か
ら

め
寄

た
と
こ
ろ
で
あ
の
手
こ
の
手
で
の
ら
り
く
ら
り
と

に

か
れ
骨

り
損
に
終
わ
る

 
キ
リ
ト
が

を

る
事
は

に

め
て
い
る

あ
の
子
は
一

こ
う
と
決
め
た
ら
全
て
の
事

が
終
わ
る
ま
で

子
で
も

ら
な
い
主
義
だ

大

そ
う
い
う
場
合
は
大
切
な
存
在
が
絡

ん
で
い
る
か
ら

の
状
況
で
お
お
よ
そ

す
る
事
は
可
能
で
あ
り
逆
に
情
報
が
出

て

い
な
か

た
り
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

て
い
た
り
し
て
い
る
と
全
く
分
か
ら
な
い
の
で

今
は

す
る
事
も
出
来
て
い
な
い
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あ
た
し
で
は

ああ
なの
た子

の
力
に
な
れ
な
い
の

 
心
の
中
が

し
く
な

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ゲ

ム
を
や

て
い
る
と
分
か
る
ん
で
す
が
こ
の
ク
エ
ス
ト
回
り
の
会
話
実
は
導
入
部
の

チ

ト
リ
ア
ル
ク
エ
ス
ト

メ
タ
的
に

な
ん
で
す
よ
ね

 
そ
こ
を
本
作
で
は
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
の
解
説
と
キ
リ
ト
が
暗
躍
し
て
る
ぞ

を

わ

せ
る

た
め
に
使
い
ま
し
た

 

つ
ま
り
本
編

ま
だ

プ
ロ
ロ

グ

序
章
が
終
わ

た
く
ら
い
な
ん
や
で

 
こ
こ
か
ら
セ
ブ
ン
達
を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね

絡
ま
せ
方
に

る

 

プ
レ
イ
し
直
し
て
気
付
い
た
ん
で
す
が

セ
ブ
ン

て
登
場
し
た
年

で

に
な
る

ん
で
す
よ
ね

ど

か
の

で
年

出
て
た
ん
で
す
よ
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で

気
に
な

た
の
で

べ
た
と
こ
ろ

 
キ
リ
ト
は
今
年

 

小

 
１
２

 
３
４

ｇ
 
 
 

 
セ
ブ
ン
は
今
年

 

中

 
１
３

３
０
Ｋ
ｇ

 

マ
ジ
か

 
セ
ブ
ン
と

違
い
な
の
に
体
重
が

重
い
と
か

違
う

 
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
二

創
作
に

い
て
セ
ブ
ン
を
見
上

つ
年
上
に
見
る
キ

ラ
が
か
つ
て

た
だ
ろ
う
か

 
い
や
無
い

倒

法

 
こ
れ
は
ゲ

ム
本
編
の

に
も
出
た
初
コ
ン
タ
ク
ト
を
変
え
な
け
れ
ば
な
と
ば
か
り
に
プ
ロ

ト
を
書
き
換
え
て
た
ら
か
な
り

く
な

た
の
も
あ
り
ま
す

今
更

 
初
コ
ン
タ
ク
ト
が
変
わ
る
だ
け
で
後
も
ゴ

リ
変
わ
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
初
対
面

第
一

ダ
イ
ジ
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
六
章
 

偶
像
と
は

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
オ

ル
ユ
ウ
キ

点

や

こ
の
子

主
人

気

だ
わ

し
つ
こ
い

 
文

数
は
約
一
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

め
た

線
回
で
あ
る

   
食

収
集
ク
エ
ス
ト
に
回

て
い
た
ク
ラ
イ
ン
達
と
合
流
し
た
後
夜
も

く
エ
ギ
ル
や
キ
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リ
ト
と
い

た
別
行
動
を
取
る
者
も
出
た
事
で
今
日
は
解

す
る
流
れ
に
な

た

こ
れ
か
ら
ま

た
ク
エ
ス
ト
に
出
る
に
は
現
時
点
で

後
十
一
時
を
回

て
い
る
以
上
時
間
が
足
り
な
い
か
ら

だ 
ま
た
ク
エ
ス
ト
に
出
る
の
が

し
い
な
ら

キ

リ

ト

と
あ
る
人
物
の
よ
う
に

の

策
に
時
間

を

や
す
の
も
一
興
だ

 
事
実
自
分
達
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ

の
品

え
を

ど
把
握
し
て
い
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
の
コ
ン

バ

ト

つ
本

で
多
少
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
い
る
身
な
の
で
武

に

し
て
は
新

す
る
必
要

が
無
い
が
回
復
ア
イ
テ
ム
や

な
ど
に

し
て
は
そ
う
も
い
か
な
い

時
に
は
ド
ロ

プ
を

求
め
る
よ
り

入
し
た
方
が
速
い
場
合
も
あ
る

 
大

ア

プ
デ

ト

日
の
深
夜
仕
事
が
終
わ

て

る
ま
で
の

か
な
時
間
で
少
し
で

も
遊

う
と
す
る
人
が
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
て
ま
だ
ま
だ
プ
レ
イ

の

は

れ
か
え

て
い

る 
人

い
し
そ
う
な
状
況
だ
が
独
特
の
活
気
が
あ
る
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
人
気
と
い
う
証

で
も
あ

り

そ
こ
は
か
と
な
く

し
く
な
る

お

り
気
分
と
い
う
や
つ
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
あ
ま
り
気
を

く
事
が
出
来
な
か

た
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圏
内
コ

ド
に
護
ら
れ
て
い
る
か
ら
泥
棒
の
心
配
は
不
要
だ

た
が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
お

り

の
ク
エ
ス
ト
は

集
め
を
初
め
圏
外
に
出
る
も
の
が
多
い

か
ら
出
て
い
る
間
は
一

た
り
と
も
気
を

け
な
か

た

 

し
か
し

こ
の
世
界
に

い
て
は

に

し
め
る

 
最
前
線
攻
略
を

す
面
子
の

争
も
勢
力
の

も

慮
せ
ず
一
プ
レ
イ

と
し
て
お

り
ク
エ
ス
ト
に
参
加
で
き
る
事
の
な
ん
と
身

な
事
か

 
リ

フ

と
二
人
で

を
巡
り
な
が
ら

ボ
ク
は
感

深
く
思

て
い
た

リ

フ

 
リ

フ

じ

な
い
か

し
い
な

ん
 

場
や

が
面
し
た
大

り
を

け

闘
技
場
が
あ
る

水
広
場
に
差
し
掛
か

た
と
こ
ろ

で

か
が
声
を
掛
け
て
来
た

そ
れ
は
一
緒
に

を
見
て
い
た
風
妖
精
に
対
し
て
掛
け
ら
れ
た

も
の

 

て
声
が
し
た
方
を
見
れ
ば

そ
こ
に
は

た
る

ぶ
れ
が

ん
で
い
た

 
先

に
立
つ
の
は
深
緑
の
⻑
髪
を
た
な
び
か
せ

緑
色
の

を

い

か
ら
身
の

大
の

⻑
刀
を
掛
け
て
い
る
彼
女
は
風
妖
精

の

主
プ
レ
イ

サ
ク

同

の
実
に
七

の
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持

を
得
て
初
め
て

け
る

主
を

期
に
も

て
務
め
て
い
る
と
い
う
才
女
だ

 
彼
女
の
後
ろ
も

同

の
地

に

く
者
達
ば
か
り

 
彼
女
ら
の
後
ろ
に
は

空

ラ
イ
ン
で
も
一

目
立
つ

大
な

物

グ
リ
ト
ニ
ル
の

が

え
立

て
い
る

彼
の

は
ギ
ル
ド
マ
ス
タ

や

主
と
そ
の

近
な
ど
シ
ス
テ
ム
的
に

人
を
束
ね
る
地

に
あ
る
上

者
の
み
が
入
場
を
許
さ
れ
る
特

な
会
議
場
で
あ
り
仮

圏
内

コ

ド
で
禁
じ
ら
れ
て
い
な
く
と
も
武
器
を

く
事
す
ら
許
さ
れ
な
い
と
い
う
根
本
的
に
武
力
行

使
を
禁
じ
ら
れ
た
場

で
あ
る

 
本
来
種

か
ら
出
る
事
が
無
い

暗

の
了
解
で
許
さ
れ
て
い
な
い

主
が

い

み
し
て
い
る
の
も
さ

き
ま
で
あ
そ
こ
で
会
議
を
し
て
い
た
と
見
て
間
違
い
な
い

大
方
ス

ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の
攻
略
に
種

勢
力
が
ど
う
絡
む
か
の

合
だ
ろ
う

リ

フ

知
り
合
い

 
し
か
し
気
に
な
る
の
は
仮

同
じ
種

で
あ

て
も

主
に

を
覚
え
ら
れ
て
い
る
事

で
は
な
く
友

的
な

を
取
ら
れ
て
い
る
事
だ

た

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
か
な
り
前
か
ら

た

経
歴
が
あ

て
も
流

に
中

無
い
事
だ

絶
剣
と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
ボ
ス
戦
放

か
ら
認
知
さ
れ
て
い
る
自
分
は
コ
ン
バ

ト
デ
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タ
を
使

て
い
る
せ
い
で
容

も

備
も

変
わ

て
お
ら
ず
す
ぐ
に
同
一
人
物
と
認
識
さ

れ
た

自

で
は
無
い
が
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
も
そ
れ
な
り
の
実
力
者
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い

る
の
で
あ
る

 

だ
が

そ
れ
で
も
自
分
は

イ

ン

プ

闇
妖
精
の

主
と
は

を
合
わ
せ
て
い
な
い

 
自
分
が
権
力
者
を

ん
じ
て
い
る
か
ら
だ
が
最
初
か
ら
種

に
帰
依
す
る
つ
も
り
が
無
い
自

分
は
脱

者

す
な
わ
ち
裏
切
り
者

い
さ
れ
る
た
め
ハ

キ
リ

て

主
の

に

も

し
い

中
立

で
活
動
す
る
と
い
う
事
は
種

に

わ
れ
る
事
の
無
い
交
友

を

く

と
い
う
事
を
意
味
し
て
お
り

主
が
目
指
す
べ
き
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
攻
略
へ
の
道
の
進
展

に
寄
与
し
な
い
た
め
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
種

を
離
れ
た
者
達
は
種

に
帰
依
し
て
い
る
者
達
か
ら

レ
ネ
ゲ
イ
ド

脱

者
と

わ

れ

蔑

さ
れ
て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
は

ん
だ
種

が
て
ん
で
バ
ラ
バ
ラ

そ
れ
で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
な
ら
脱

者
に
な
る
し
か
な
く

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
古
参
プ
レ
イ

で
あ
る
リ

フ

も

然
そ
れ
に

じ
た

彼
女
が

ア
ル
ン
に
ホ

ム
を

持
し
て
い
る
の
も
全
て
は
他
種

を

し
た
義
弟
義

妹
達
と
の

を

先
し
た
か
ら
だ
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よ

て

主
と
脱

者
の

上

ハ

キ
リ

て
友

的
な

を

け
る

が
無
い

し

仮
に
覚
え
ら
れ
て
い
て
も

先
し
て
声
を
掛
け
て
来
る
の
は
違
和
感
が
あ
る

 
そ
の
疑
問
を

め
て
リ

フ

に
問
い
掛
け
る
と
彼
女
は

乱
な
目
つ
き
で
風
妖
精
の

主

を
見
つ
つ

し
た

え
え

ま

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
る
以
前
に
少
し
だ
け
交
流
が
あ

た
ん
で
す

に

は
は

 

主
の

み
友
達
に
ま
で
な

て
る
交
流
を

少
し

い

て

リ

フ

ち

ん
も

太
い
ネ

 
身

護
に
気
を

る
立
場

手
に

は
そ
う

え
な
い

 

な
面
持
ち
で

え
る
彼
女
を

た
の
は

け
た

色
の
猫
妖
精

主
だ

た

彼
女

も

主
と
し
て

期
に
も

て
務
め
て
い
る

と

い
た
事
が
あ
る

名
を

ア
リ
シ

・

ル

と
い
う

 
猫
妖
精
は
他
種

よ
り
も
圧
倒
的
な
使
い
魔
テ
イ
ム
ボ

ナ
ス
を
有
し
て
い
る
の
で
立
場
が

上
に
な
れ
ば
な
る

ど
テ
イ
ム
モ
ン
ス
タ

を

れ
て
い
る
も
の
だ
が
今
の
彼
女
の
近
く
に
そ

れ
ら
し
き

は
無
い

か
ら
出
た
か
ら
か
流

に
武
器
ら
し
い
ク
ロ

は

か
ら

る
し
て
い

る
が

使
い
魔
は
ど
こ
か
に

い
て
来
て
い
る
ら
し
い
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Ａ
Ｌ
Ｏ
で
会
う
の
は
一
年
近
く
ぶ
り
だ
な

そ
う
で

よ
り
だ
よ

あ

う
ん

サ
ク

も

気
そ
う
ね

あ
の

の
中
で
会
議
を
し
て
た
の

う
む

こ
の
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
に

い
て
は

主
の

に

く
プ
レ
イ

で
も
気

ね
な
く
フ

ル
ド
に
出
ら
れ
る
特

ル

ル
が
あ
る
か
ら
な
そ
の

の
協
定
に
つ

い
て
話
し
合

て
い
た

本

だ
と
他
種

に

さ
れ
る
と

税
モ
ロ
モ
ロ
を
背
負

ち

う
け
ど

で
は

外

的
に
無
い
か
ら
ネ

マ
ト
モ
に
遊
べ
な
い
身
と
し
て
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
遊
ん
で
お
き
た

い

な
の

 
サ
ク

と
ア
リ
シ

が

く

く

で

え
る

 
勝
手
な
イ
メ

ジ
で
は
あ
る
が

と

魔
殿

み
に

黒
い
や
り
取
り
を
し
て
そ
う
な
面

が
そ
う
と
感
じ
さ
せ
な
い

気
な
の
は

気

に
遊
べ
な
い
自
分
達
も
遊
べ
る
か
ら
と
陽

気
に
な

て
い
る
か
ら
ら
し
い

 

ア
リ
シ

が

た
よ
う
に

主
は
他
種

に

さ
れ
る
と

自
種

に
様

な
デ

メ
リ

ト
を
負
わ
せ
て
し
ま
う

 

き
な
よ
う
に

税
を
掛
け
ら
れ
る
し

主

が

え
て
い
る

大
な

金
の
六

を
無
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件
で

取
出
来
る

最

一

で
も

を
許
し
て
し
ま

た
だ
け
で
種

間
抗
争
の
レ

ス
か

ら

と
さ
れ
る
程
に

命
的
な
デ
メ
リ

ト
だ

故
に
護
衛
を
常
に

ら
せ
て
お
く
必
要
が
あ

る
し

圏
外
フ

ル
ド
に
出
る
な
ん
て

ど
無
い

 
し
か
し
こ
の
ス
ヴ

ル
ト
に

い
て
は
そ
の

の
デ
メ
リ

ト
が
無
く
彼
女
ら
も
一

プ
レ

イ

と
変
わ
り
な
く
遊
べ
る

 
た
だ
そ
の

を
知
ら
な
い

か
ら
す
れ
ば
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

を

う

が
出
る
だ
ろ
う

ま
た
最
前
線
攻
略
に

し
て

種

の
精

を
運

す
る
の
か
あ
る
い
は

プ
レ
イ

に

き
に
行
動
さ
せ
る
の
か

主
プ
レ
イ

が

え
ら
れ
る
戦
力

こ
の
場
合
は
パ

テ

レ
イ
ド
な
ど

は
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
べ
き
か
な
ど
を
先
程
ま
で
話
し
て
い
た
と
見
て
間
違

い
な
い

 
流

に
オ
フ
レ
コ
で
内
容
を
話
す
に
は
人
目
が
多
す
ぎ
る
た
め
か
彼
女
達
も

心
を
語
る
事

は
無
か

た

そ
れ
よ
り
も
リ

フ

こ

ち
に

て
来
て
い
た
な
ら

を
出
し
て
く
れ
て
も
い
い
じ

な
い
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
て
か
ら
君
と
の
フ
レ
ン
ド
登
録
が
消
え
て
い
る
か
ら

絡
の
取

り
よ
う
が
無
く
て

て
い
た
ん
だ
ぞ

レ
コ
ン
と
も

を
合
わ
せ
て
い
な
い
そ
う
だ
し
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レ
コ
ン
の
場
合
は

行

ま
いで
が来

る
し実
い力
しが
弱無
いい

だ
け
だ
か
ら
あ
た
し
に

わ
れ
て
も

と
い

う
か

リ
ア
ル
で
は
偶
に
会

て
る
し

 
レ
コ
ン
と
は
彼
女
に
よ
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

し
て
く
れ
た
同

生
の
男
子
だ
と
い
う

Ａ

Ｌ
Ｏ
に

い
て

で
あ
り
生
命
線
と
も

え
る

行
戦
闘
は

行

い
の
せ
い
で
極
め
て
弱
く

同
時
に
あ
ま
り
気
が
強
く
な
い
せ
い
で

近
戦
に
も
強
く
な
く
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に

ん

り

が

か
な
い
男
子
ら
し
い

魔
法
を
使

た

は
得
意
だ
が
使

し
て
い
る
武
器
は

近
戦

を
強
い
ら
れ
る

剣
と
い
う
あ
べ
こ
べ
な

を
し
て
い
る

話
に

い
た
限
り
ビ
ル
ド
で

え

ば
シ

フ
が
近
い
よ
う
だ

 
彼
女
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

し
た
人
物
と
別
行
動
を
取

て
い
る
の
は
空
を

ぶ
事
に
魅
入
ら
れ

た
彼
女
と

行

い
を

す
る
彼
と
で
は
反
り
が
合
わ
な
か

た
か
ら

更
に

え
ば
強
者
と
の

戦
い
を
求
め
る
気

と
も
ま
る

き
り
反
目
し
て
い
る

 
以
前
か
ら
義
弟
に
べ
た

れ
だ

た
彼
女
か
ら
す
れ
ば
気
が
弱
く
実
力
も

い
同

生
の

事
は
魅
力
的
で
は
無
か

た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
せ
い
か
リ

フ

の
返
す
声
も
か
な
り

な
も
の
だ

た

リ
ア
ル
で
会

て
る
か
ら

仮
想
世
界
で
は
別
に
い
い
で
し

と

え
て
そ
う
だ

あ
ま
り
会
い
た
い
と
は
思
え
な
い
手
合
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い
ら
し
い

 

本
的
に
対
人

に
フ
ラ

ト
な
リ

フ

が
面
倒
そ
う
な

を
取
る
と
は
一
体
レ
コ

ン
と
は
ど
ん
な
人
物
な
の
か

そ
れ
に

絡

て

て
も
ま
た
前
み
た
い
に
お

の
誘
い
に
か
こ
つ
け
た
勧
誘
で
し

 
あ
れ
は
も
う
ウ
ン
ザ
リ
だ
よ

主

に
入
る
の
も

の

感
が
し
て
イ

だ
し
そ
も
そ
も

今
の
あ
た
し
は

レ
ネ
ゲ
イ
ド

脱

者
だ
か
ら
入
れ
な
い
で
し

イ

イ

リ

フ

ち

ん
な
ら
自
種

の

主

に
入
れ
る
で
し

初
代

主
な
ん
だ

シ

え

 
ア
リ
シ

が
サ
ラ
リ
と

た
内
容
に

き
思
わ
ず
声
を
上

る

と

の
妖
精
を
見
る

と

ま
じ
く

い

で
猫
妖
精
の

主
を

む
リ

フ

の

が

リ

フ

て
風
妖
精
の
初
代

主
だ

た
の

 
こ
の
反
応
か
ら
多
分
本

な
ん
だ
ろ
う
と
予
想
し
な
が
ら
取
り

え
ず

く

リ

フ

は

く
無

だ

た
が

に

息
を

い
た

え
え

そ
う
で
す
よ

確
か
に
あ
た
し
は
風
妖
精
の
初
代

主
を
や

て
ま
し
た
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へ

初
め
て
知

た
よ

ま
一

月
の

期
で
代

わ
り
し
た
お
飾
り
で
す

あ
た
し
以
外
に
も
一

月

で
代

わ
り
す
る
事
は
ザ
ラ
な
の
で
大
し
て

く
な
い
で
す
よ

い
や

そ
れ
で
も

ば
れ
た
ん
な
ら

い
と
思
う
よ

で
も

で
教
え
て
く
れ
な
か

た
の

自
分
か
ら
そ
う
い
う
事
を

う
の
は

き
じ

な
い
で
す
か
ら

と
か

い
な
が
ら
リ

フ

ち

ん

て
ば
今
で
も

主
の
指
輪
を

め
て
る
よ
ネ

見

る
人
が
見
れ
ば
一
発
で
分
か

ち

う

 

と
事
実
を

る
彼
女
の

手
を
指
し
な
が
ら

ア
リ
シ

が

う

 
プ
レ
イ

が

備
出
来
る
指
輪
ス
ロ

ト
は

の
手
で
一
つ
ず
つ

そ
の
内
の

手

に
彼
女
は
祈
り
を

る
女
性
を
風
が

み

む
レ
リ

フ
が

ら
れ
た
指
輪
を
中
指
に

め
て
い
た

ち
な
み
に
私
も
同
じ
も
の
を
し
て
い
る
よ

 
現

主
が
そ
う

い
な
が
ら
同
じ
く

手
中
指
に

め
て
い
る
指
輪
を
見
せ
て
く
れ
る

補

足
で
そ
れ
を

持

つ

備
出
来
る
の
は
シ
ス
テ
ム
的
に

主
と
認
め
ら
れ
た
プ
レ
イ

の
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み
ら
し
い

だ
か
ら

け
る
事
す
ら
不
可
と
さ
れ
て
い
る

つ
い
で
に

え
ば
捨
て
る
事
も
不

可

証
で
あ
る
指
輪
を
持

て
い
る
者
は

す
な
わ
ち

主
で
あ
る
事
を
意
味
す
る

だ

 

密
に
は
シ
ス
テ
ム
的
に

主
と
認
め
ら
れ
た
プ
レ
イ

が

主
と
し
て
の
権
限
を
行
使

す
る

の

と
し
て
機
能
す
る
た
め
リ

フ

が
そ
れ
を
使

た
と
こ
ろ
で
権
限
を
行
使
す
る

事
は
不
可
能
で
あ
る

 
ち
な
み
に

備
し
て
い
る
と
全
ス
テ

タ
ス
に
補
正
が
掛
か
り
更
に
取
得
経
験
値

も
増
え

る
ら
し
い

外
に
出
ら
れ
な
い

主
へ
の
配
慮
と
い
う
や
つ
だ
ろ
う

へ

い
や

で
も
コ
レ
は

わ
れ
な
い
と
分
か
ん
な
い
か
な

そ
も
そ
も

主
の

指
輪
な
ん
て

気
に
し
な
い
も
ん

ス
テ
補
正
と
か
経
験
値
補
正
と
か
今
初
め
て
知

た
よ

 
そ
れ
だ
け
で
超

重
な
レ
ア
ア
イ
テ
ム
だ
が

主
に
な

た
事
が
あ
る
プ
レ
イ

で
な
け

れ
ば

持
す
ら
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は

要
な
ど
あ
る

が
無
い

そ
れ
を
求
め
て

主
に
な
ろ

う
と
す
る

物
は

の
時
点
で

間
違
い
な
し
だ
か
ら
現
実
的
で
も
無
い

だ
か
ら
一

に

流

さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

 
た
だ
の

飾
品
に
し
か
思
え
な
い
ア
イ
テ
ム
を
気
に
掛
け
る
な
ん
て
そ
れ
こ
そ

飾
品
に
目

が
無
い
マ
ニ
ア
く
ら
い
な
も
の
だ
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自
分
も

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
変
わ
ら
な
い
な

程

の
認
識
だ

た

だ
か
ら
み
ん
な
の
前
で
も

け
て
る
ん
で
す
よ

自
分
か
ら

う
の
が

な
だ
け
で
知
ら
れ

る
事
そ
の
も
の
は
別
に
構
わ
な
い
の
で

主
か
ら
退
い
た
今
で
は

な

備
品
く
ら
い
の
認

識
で
す

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

備

果
は
無
か

た
で
す
が
と
付
け
足
す
リ

フ

そ
の

は
や
や
歪
め

ら
れ
て
い
た

そ
の

に
物

く

い

を
し
て
る
よ
う
に
見
え
る
け
ど

ご
く
個
人
的
な
事
情
な
の
で

気
に
し
な
く
て
も
結
構
で
す
よ

や

そ
う

わ
れ
る
と
逆
に
気
に
な
る
ん
だ
け
ど

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

 
気
に
な

て
問
い
掛
け
る
も

や
や
強
い
語

で
返
さ
れ

せ
ざ
る
を
得
な
く
な

た

こ
こ
ま
で
断

と
し
て
語
り
た
が
ら
な
い
と
な
る
と

イ

な
思
い
出
が
あ
る
ら
し
い

流

に
そ
れ
を
根

り
葉

り
問
い

す
の
は
気
が
引
け
る

あ

ま

リ

フ

は

時

結
構
イ

な
思
い
を
し
て
い
た
か
ら
な

今
は
そ
う
で
も
な
い
け
ど

種

の
初
代

主
で
女
性
だ

た
の

て
リ

フ

ち

ん
だ
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け
だ

た
ん
だ

し
か
も
恐
ろ
し
く
強
か

た
せ
い
で

女
だ
て
ら
に
生
意
気
だ

て

や

か
ま
れ
て
ネ

 
ち
な
み
に
ア
タ
シ
と
サ
ク

ち

ん
は
二
代
目
ネ

と
ア
リ
シ

が

て
来
る

Ａ
Ｌ
Ｏ

サ

ビ
ス
開
始
か
ら
一
年

が
経
つ
今
に
至
る
ま
で

期
が
⻑
い
と
は

主
と
し
て
極
め
て
有
能

と
い
う
事
だ

カ
リ
ス
マ
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う

 

し
か
し
教
え
て
く
れ
る
の
は
有

い
の
だ
が
そ
れ
を
語
ら
れ
た
が
ら
な
い
で
い
る
本

人
の
前
で

て
い
い
の
だ
ろ
う
か

は

も
う

き
に
し
て
下
さ
い

 
気
に
な

て
リ

フ

を
見
れ
ば
彼
女
は
も
う

め
た
の
か
あ
ら
ぬ
方
を
向
い
て

観
を
見

せ
て
い
た

そ
ん
な
彼
女
に
事
の
成
り
行
き
を
見
守

て
い
た
後

主
達
も
同
情
的
だ

や

か
み
か

そ
れ
は
ま

あ
る
意
味

命
み
た
い
な
も
の
だ
よ
ね

 
人
か
ら
や

か
ま
れ
る
事
は

強
く
な

て
い
く
人
に
と

て
付
き
物
と

え
る

 
特
に

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
観
念
が

か

た
時
期
だ
と
男
女
の
ス
テ

タ
ス
に
差
が
無
い
事
を
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
か

た
せ
い
で
女
性
に
対
す
る
も
の
は

多
か

た
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

自
分
の
経
験
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
リ

フ

の
経
験
も
根

は
同
じ
な
の
だ

今
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が
世
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に
出
て
数
年
経

て
い
る
か
ら
そ
れ
が
収
ま

て
い
る
だ
け

絶
剣

と
名
高
い
キ
ミ
も
覚
え
が
あ
る
の
か
な

 
名

て
い
な
い
の
に

い

て
ら
れ
た
事
に

く
事
無
く
ボ
ク
は
苦

を
浮
か
べ
た

正

直
心

た
り
が
あ
り
過
ぎ
る

女
で
し
か
も
子

だ
か
ら
ね

そ
れ
は
も
う

あ

た
よ

い

良
く
な
れ
る
人
の
方

が
多
か

た
け
ど
さ

 
キ
リ
ト
に

べ
れ
ば

ん
じ
ら
れ
る
事
は
少
な
か

た
が

そ
れ
で
も
確
か
に
や

か
み
は

あ

た

絶
剣

と
い
う
二
つ
名
が
定

す
る
前
は
見
く
び
ら
れ
る
事
も
少
な
く
な
か

た

 
リ

フ

も
あ
ま
り
名
前
を
知
ら
れ
て
い
な
か

た
か
ら
同

か
ら
や

か
ま
れ
見
く
び
ら

れ
た
の
だ
ろ
う

リ

ダ

が
あ
ん
な

け
た
剣

を
持
つ
人
と
知

て
い
れ
ば
や

か
ん
だ

と
し
て
も

な
思
い
を
さ
せ
て
ま
で

し
よ
う
と
は
し
な
か

た

だ

 
多
分
だ
が

サ
ク

は
そ
れ
を
知

て
い
る
か
ら
勧
誘
を

け
て
い
る
の
だ
と
思
う

 
で
も
リ

フ

は
同

の

が
ら
せ
に

し
て
い
る
か
ら

る
気
は
無
い

定
期
的
に
シ
ル

フ

に

て
い
た
が
義
弟
や

間
の
事
が
良
い
機
会
に
な
り
今
は
思
い
切

て
脱

者
と

し
て
独
立
し
て
い
る
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リ

フ

は

人

い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

て
い
た
が
そ
の
原
因
で
こ
れ
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
思

て
し
ま
う
事
件
だ

 

い
や

で
も

そ
れ
だ
と
そ
も
そ
も

主
に
な
れ
な
い
よ
う
な

 
そ
こ
で

と
引

掛
か
る
事
が
あ

た

主
に
な
る
に
は
同

の
七

も
の
得

を
必

要
と
す
る
点
だ

主
に
な

て
か
ら
や

か
み
で
追
い

と
さ
れ
る
な
ら
な
ん
で
七

も
得

出
来
た
の
か
と
い
う
話
に
な
る

や

か
ま
れ
て
い
た
な
ら
最
初
か
ら
得

な
ん
て
無
い
に

し
い

だ

 
だ
と
す
れ
ば
リ

フ

が

主
に
な

て
か
ら
や

か
ん
で
そ
の
立
場
を
我
が
物
に
し
よ

う
と
目
論
み

白
の
剣
士

の
如
く
裏
で

動
し
た

が

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
そ
し
て
多
分
そ
れ
は
リ

フ

も
気
付
い
て
い
る

だ
か
ら

り
た
く
な
い
意
思
を
こ
れ
で

も
か
と
表
明
し
て
お
り

主
騒
ぎ
の
件
を
触
れ
て
欲
し
く
な
さ
そ
う
に
し
て
い
る

 
そ
う

え
れ
ば

自
然
と
辻
褄
が
合
う
気
が
し
た

 

が
絡
む
事
は
正
に

魅

陰
謀
術
数
渦

く

魔
殿
の
如
し
様

だ

子
身
中
の

が

る
場

へ

り
た
い
と
思
う

狂
な
人
物
な
ど
そ
う
は

な
い

 
む
し
ろ
そ
ん
な
場

に
一
年
以
上

て
い
る
二
人
の

ぶ
り
に

を

く

人
を
指
導
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す
る
能
力
が
あ
る
リ

フ

が
人
を

い
る
事
業
に
向
い
て
い
な
い
と
は
思
え
な
い
以
上

対
的
に
サ
ク

の
能
力
が
極
め
て
高
い
と
い
う

だ

女
性
な
が
ら
二
代
目
と
い
う
点
が

持

の
高
さ
と

ぶ
り
を
客
観
的
に
示
し
て
い
る

 

リ

フ

が
ス
パ
ル
タ
指
導
を
し
て
い
な
け
れ
ば

の
話
だ
が

 
流

に

や
覚
悟
を
決
め
る
機
会
が
無
い
一

人

手
に
義
弟
と
同
レ
ベ
ル
の
も
の
を
求
め
る

の
は

と
い
う
も
の
だ

そ
う
い
え
ば
リ

フ

気
に
な

て
い
る
事
が
あ
る
の
だ
が

 

そ
の
思

を

断
す
る
よ
う
に

サ
ク

が
話

を
変
え
始
め
た

 
今
更
思
う
の
だ
が
ず

と

た
ま
ま
見
守

て
い
る

主
達
は

で
こ
こ
に

け
て

い
る
の
だ
ろ
う
か

な
に

君
の
義
弟

キ
リ
ト
君

だ

た
か
な

 
彼
は
一
緒
じ

な
い
の
か
い

あ
の
子
に

か

で
も

 
義
弟
の

在
を
問
わ
れ

あ
ら
ぬ
方
を
見
て
い
た
リ

フ

の

線
が
サ
ク

に
向
け
ら
れ

る

月
明
り
を

け
た

の

が
ま

す
ぐ
と
友
人
で
あ
る
女
性
を

い
た
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ぐ

と

主
達
が
た
じ
ろ
ぐ

 

な
る

ど

こ
の
人
達
の

い
は
キ
リ
ト
か

 

主
は

じ

な
い
だ
ろ
う
に
な
ん
で
ず

と

け
て
い
る
の
か
と
思
え
ば
な
ん
て
こ
と

は
な
い

キ
リ
ト
と

を
合
わ
せ
た
い
と
思

て
い
た
か
ら
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
ボ
ス
戦
放

に
よ
り

キ

リ

ト
一

と
リ

フ

桐

谷
直
葉
が
義
理
の
姉
弟

で
あ
る
事

は

知
の
事
実

で
あ
れ
ば
リ

フ

る

に
キ
リ
ト
在
り
と
思
わ
れ
る
の
も
必
然

近
く
に

な
く
て
も

ど
こ
に
い
る
か
は
把
握
し
て
い
る
だ
ろ
う
と

え
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
多
く
の

間
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
ラ
ス
ボ
ス
を
倒
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
解
放
の

立

者
だ

 
ラ
ス
ボ
ス

ア
ン
・
イ
ン
カ

ネ
イ
テ

ン
グ
・
ラ
デ

ウ
ス
は

攻
略
不
可
能
と
す

ら

わ
れ
る
程
に
狂

た
性
能
を
誇

て
お
り
そ
の
強
さ
は
開
幕
一
分
で
キ
リ
ト
以
外
が
全
滅

し
た
事
か
ら
も
明
ら
か
だ

し
か
し
そ
れ
で
す
ら

が
見
え
て
い
な
い

そ
の

を
見
せ
た
ボ
ス

を

独
で
破

て
み
せ
た
彼
は
事
実
上
最
強
の
剣
士
だ

 
彼
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
デ

タ
を
コ
ン
バ

ト
し
て
い
な
い
か
ら
ス
テ

タ
ス
も

備
も
弱
者
の
分

に
入
る
が
実
力
は

り
紙
付
き
だ

レ
ベ
ル
制
が

止
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
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間
の
差
の
大

は

備
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
一

勢
力
に
入
れ
て
し
ま

て
か
ら
強
力
な

備
を
与
え
れ
ば
極
め
て
強
力
な
戦
力
と
し
て

立
つ
事
に
な
る

そ
れ
こ
そ

主
自
ら
参
戦

出
来
る
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の
攻
略
で

ぎ
す
る

の

に
は
う

て
つ
け
だ

 
だ
か
ら
少
し
で
も
コ
ネ
ク
シ

ン
を

い
て
お
き
た
い

ま
ず
は

合
わ
せ
か
ら

と
そ

う

え
て
い
た
の
だ
ろ
う

 

一

に
し
て
感
情
が

め
た
事
を
自
覚
す
る

 
現
実
で
も

仮
想
で
も

彼
を

し
よ
う
と

え
る

ば
か
り
か

友
人
で
あ
る
リ

フ

の
義
弟
と
会

て
み
た
か

た
ん
だ

で
は
彼
の

力
は
か
な
り

の
も
の
だ

た
そ
う
じ

な
い
か
一
指
導
者
と
し
て
と
て
も

心
を
寄
せ
ら
れ
る

非
と
も

一

意
見
を
交
わ
し
て
み
た
い
の
だ
よ

 

し
か
し

目
の
前
の
女
性
は
違

た

 
風
妖
精
の

主
サ
ク

は

に
そ
う
思

て
い
る
の
か

む
事
無
く

な
く
そ
う

て
の
け
た
の
だ

同

や
他
種

の
脱

者

手
に
忌

な
く

す
る

は

い
物
で
は

無
い
ら
し
い

そ
う
だ
ネ

ア
タ
シ
も
会

て
み
た
い
か
ナ

最
年
少
な
が
ら
最
強

う
ん
う
ん

的
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に

て

く
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
よ
ネ

・ま
・る
・で
・歌
・姫
・セ
・ブ
・ン
・み
・た
・い

歌
姫
セ
ブ
ン
は
リ
ア
ル
に

い
て
天
才

学
者
と
し
て

し
た
十
二

の
少
女

今
年
で

十
三

を

え
る
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
を

点
に
仮
想
世
界
に
つ
い
て
様

な

を
し
て
お
り

技
術
の
発

の
地
で
あ
る
日
本
を
来

し
て
い
る
人
物
だ

 

そ
し
て
キ
リ
ト
が

意
し
ろ
と

た
ギ
ル
ド
三
刃
騎
士

の
リ

ダ

で
も
あ

る 

あ
の
子
は

そ歌
ん姫
なの
立よ
場う
のな

人
間
じ

な
い

  
ア
リ
シ

は

い
な
が
ら

け
た
も
の
を
見
せ
る
部
分
か
ら

と
し
て
引

て
来

た
の
だ
ろ
う

そ
こ
に
他
意
も
悪
意
も
無
か

た
の
だ
と
思
う

 
た
だ
リ

フ

に
と

て
は

て
ら
れ
な
い
発

だ

た
よ
う
で

り
出
す
よ
う
に
反

論
し
て
い
た

 

の

に
は

な
怒
り
だ
け
が
浮
か
ん
で
い
た

和
人
は

せ

をに
求だ
め

てて
い

るる
た
だ
の
子

で
し
か
な
い

者
だ
と
か
最
強
だ
と
か
そ
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ん
な
目
で
あ
の
子
を
見
な
い
で

た

た
十
一

の
子

に
偶

像想
を

し
付
け
な
い
で

あ
の

子
は

あ
の
子
は

 

そ
れ
は

彼
女
な
り
の

び

 
リ
ア
ル
に

て
か
ら
も
安
息
を
得
ら
れ
ず

か
し
ら
背
負
い

け
て
い
る
事
を
思
い
悩
ん

で
い
る
彼
女
の

 
価
値
を
認
め
ら
れ
る
事
に
喜
び
つ
つ
も
同
時
に

い
て
い
る
姉
の
悲
哀

 

さ
に
反
し
求
め
ら
れ
る
価
値
の
高
さ

そ
れ
は
ど
ん
ど
ん
義
弟
の

か
ら

離
し
て
い

て

作
ら
れ
た
仮
面
ば
か
り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
く

 
彼
の
在
り
方
が
歪
め
ら
れ
て
い
く
の
だ

 
あ
る
意
味
そ
れ
は
仕
方
の
な
い
事
だ

た

本
人
と
会

た
事
が
無
い
人
か
ら
す
れ
ば
Ｓ

Ａ
Ｏ
解
放
者
や

一

と
し
て
の
イ
メ

ジ
ボ
ス
戦
放

で
見
せ
た
⻤
神
の
如
き
戦

い
ぶ
り
し
か
分
か
ら
ず

な
ん
て

し
よ
う
が
無
い

む
し
ろ
自
分
や
ア
ス
ナ
の
よ
う
に
少

し
で
も
見
れ
て
い
る
方
が

有
な

彼
自
身
も
そ
れ
を
理
解
し

覚
悟
の
上
で
い
る

 
だ
か
ら
リ

フ

の
怒
り
は

か
ら
見
れ
ば

突
な
も
の
で
と
も
す
れ
ば
理
不

な
も
の
に

て
も
お
か
し
く
な
か

た

そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
話
を

い
て
い
た

主
組
の
数
人
は
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を

め
て
い
た

気
を
悪
く
さ
せ
て
し
ま

た
よ
う
だ
な

す
ま
な
い

リ

フ

ん

ア
タ
シ
も

ご
め
ん
ね

 
事
情
は
と
も
か
く

く

が

て
る
の
は
分
か

た

 
そ
れ
に
反
し
リ

フ

と
知
り
合
い
の

主
二
人
組
は

直
に

意
を
示
し
た

し
い
事
情

が
分
か
ら
な
い
か
ら

体
的
に

れ
て
い
な
い
が
そ
れ
で
も
理
不

に
近
い
怒
り
を

け
止
め

た
の
は

直
に

い
と
思
う

 
彼
女
達
も
キ
リ
ト
を

め
る
つ
も
り
で

た

で
は
無
い
の
だ

む
し
ろ
彼
の
事
を

め
て

い
た

 
た
だ
そ
う

リ

フ

に
と

て
義
弟
の
認
識
が
黒
の
剣
士
に
な

て
い
く
事
が

恐
ろ
し
か

た
だ
け

平
穏
な
日
常
を
望
む
少
年
の

が

れ
て
い
く
事
が
恐
ろ
し
い
か
ら
過

に
反
応
し
て
し
ま

た

そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
の
か
は

と
我
に
返

た
彼
女
は
す
ぐ
に

を
下

た

そ
の

ご
め
ん
な
さ
い

い
き
な
り
怒

て

構
わ
な
い
よ

そ
れ
だ
け
彼
の
事
を
大
切
に
思

て
い
る
証

だ

め
な
ん
て
し
な
い
さ
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流

に
び

く
り
し
た
け
ど
ネ

も
し
か
し
て
リ

フ

ち

ん
結
構
ス
ト
レ
ス

ま

て
る

少
し

 
ア
リ
シ

の
恐
れ
知
ら
ず
な
問
い
に

リ

フ

は

目
を
反
ら
し
な
が
ら

え
る

 
実

少
し
ど
こ
ろ
じ

な
い
よ
な

と
ボ
ク
は
こ
こ

く
の
彼
女
の
様
子
を
振
り
返

て
思

う

大
変
な
日

だ
ろ
う
が

く
義
弟
と

ら
せ
る
よ
う
に
な
る
と
思
え
ば
更
識
と
か
い
う

家
に
引
き
取
ら
れ
る
事
に
な
り
期

を
裏
切
ら
れ
た
も
同
然
な
の
だ

判
も

め
こ
れ
で
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
と

ど
変
わ
ら
な
い

な
ん
だ
か
ん
だ
で
彼
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
一
緒
に
行
動
し
な
い
上

に

か

し
事
を
し
て
い
る
風
な

動
を
見
せ
る

 
こ
れ
で
愛
弟
家
な
彼
女
に
ス
ト
レ
ス
を

め
る
な
と
い
う
方
が
無

な
話
だ

た

 
そ
ん
な
彼
女
を
見
て

サ
ク

が
思

に
な
る

む

な

リ

フ

今
か
ら
少
し
だ
け

み
に
行
か
な
い
か

 
以
前
ま
で
愚

を

い
て
く
れ
て
い
た
お
返
し
が
ま
だ
だ

た
か
ら
な

今
日
は
私
が
愚

を

こ
う

イ
イ
ネ

 
サ
ク

ち

ん
ナ
イ
ス
ア
イ
デ
ア

 
ゴ
チ
に
な
り
ま

す

て

て
ア
リ
シ

お
前
は
な
に

然
と
ば
か
り
に
私
に

た
か集

ろ
う
と
し
て
い
る

こ
れ
は
私
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と
リ

フ

の
個
人
的
な
話
で
あ

て
お
前
は

な
い
だ
ろ
う

エ

 
こ
こ
に
来
て

間
外
れ
と
か
サ
ク

ち

ん

て
ば
ヒ
ド

イ

 
い
い
か
ら
ア

タ
シ
も

て

 

と
ま
で
は
い
か
な
い
が
親
し
い
間

で
あ
る
事
を
感
じ
さ
せ
る
二
人
が

を
突
き

合
わ
せ
て

い
合
う
の
を

リ

フ

は

う

と

め

 

と
し
た

子
に

を

さ
え
て

い
始
め
た

 
そ
れ
を
見
た
サ
ク

達
は

い
争
い
を
ピ
タ
リ
と
止
め
る

リ

フ

ち

ん
が

た

だ
と

え

そ
こ
が

く
と
こ
な
の

い
や

だ

て
Ａ
Ｌ
Ｏ

一
デ

エ
ル
で

勝
し
て
も
ち

と
も

て
な
か

た
し

ま

あ
の
時
は

主
を
追
い
や
ら
れ
た
後
だ

た
か
ら
か
も
だ
け
ど
さ

え
き
れ
ず

う
な
ん
て
私
も
初
め
て
見
る
く
ら
い
だ
よ

そ
こ
ま
で

か

た
ん
だ
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少
し
で
も

わ
せ
ら
れ
た
か
ら
止
め
た
の
か
と
思
え
ば
彼
女
が

た
事
に
対
し
て

い
て

止
め
た
と
は

 
と
い
う
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
る
前
の
リ

フ

は
そ
ん
な
に

わ
な
い
人
だ

た
の
か
と
こ
ち
ら
も

い
た

み
友
達
と
し
て
認
識
し
て
い
た
程
の
サ
ク

す
ら

く
と
な
れ
ば

で
あ
る

 
あ
と
リ

フ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ

一
デ

エ
ル
に

勝
し
て
た
ら
し
い

予
想
し
て
い
た
の
で

か

な
い
が
そ
れ
で
も

わ
な
い

て
結
構

を

う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

自
分
も
ど
れ
だ

け
イ

な

手
だ
ろ
う
と
最

限
の
礼

は

し
て
い
る
が
そ
れ
は

に
自
分
の
身
を
護
る

の

世
術
だ

た

そ
れ
に
全
力
で

み

退
し
た

手
た
ち
に
対
し
て
そ
れ
は
失
礼
だ
と
思

う
あ
れ

 
デ

エ
ル
の
時

て

あ
た
し

て
な
か

た

 

を

て
い
る
様
か
ら
無
自
覚
だ

た
事
が
判
明
し
た

重

で
あ
る

 
た
だ
義
弟
が
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
同

に
推
さ
れ
て

主
に
な

た
の
に
追
い
や
ら
れ

れ
ば

そ
れ
も
仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

ア
ハ

 
リ

フ

ち

ん

て

か
ら
自
分
の
事
に
無

だ
よ
ネ

ら
し
い
と

え
ば
ら
し
い
が

な

そ
れ
は
そ
う
と

み
に
行
く
の
は
ど
う
す
る
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の

し
出
だ
け
ど
今
日
は
い
い
よ

明
日
も
学

だ
し
も
う
十
二
時
回
る
か
ら
夜
も

い
し
ね

そ
う
か

で
は
ま
た
別
の
機
会
に
し
よ
う

そ
う
い
う

だ

残
念
だ

た
な
ア
リ
シ

ち

ア
テ
が
外
れ
ち

た
か

 
風
妖
精
の

主
に
集
る
気

だ

た
猫
妖
精
が

ね
た
よ
う
に
そ

を
向
く

そ
の
分
か

り
や
す
い
反
応
に
苦

が
そ
こ
か
し
こ
か
ら

れ
た

 
そ
れ
か
ら
少
し
話
し

主
達
と
別
れ
る

友

を

め
る
の
も
大
事
だ
が
彼
ら
彼
女
ら
も

で
は
無
い

決
ま

た
事
を

速
に
部
下
へ
伝
え
て

備
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ

思

た
よ
り
話
し
や
す
い
人
達
だ
ね

主

て

 
転

で
光
に

ま
れ
消
え
て
い
く
の
を
見
届
け
た
後

そ
う

く

あ
れ
は
ユ
ウ
キ
さ
ん
が

的
に

無
い
立
場
だ
か
ら

和
だ

た
だ
け
で
す
よ

仮
に
中

立
プ
レ
イ

と
し
て
名
前
を
知
ら
れ
て
な
か

た
ら
あ
の
二
人
も
も

と

白
だ

た
か
勧

誘
話
で

み
く
ち

だ

た
か
と

デ
ス

ネ

 
知

て
た
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全
て
の
種

に
寄

て
い
な
い
中
立
な
立
場
だ
か
ら
こ
そ
フ
ラ

ト
な
対
応
を
さ
れ
て
い
た
事

く
ら
い

し
て
い
た

  

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

  

突
然

空
気
を

ら
ん
ば
か
り
の

声
が
ど
こ
か
か
ら

こ
え
て
来
た

 
空

に
流
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ

の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
掻
き
消
す

ど
の
声

に

て

を

ね
さ
せ

に

を

り

め
さ
せ
る

え

な
に
な
に

な
の
こ
の

声

あ

ち
の
人

か
ら
で
す
ね

 
リ

フ

が
指
し
示
す
方
で
は
知
ら
な
い
間
に
出
来
て
い
た
人
だ
か
り
が

か
を

ん
で
興

し
て
い
る
様
が
見
え
た

種

を
問
わ
ず
様

な
様

を

し
て
い
る
集
ま
り
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中

で
も
異
様
に

る

 

だ
ろ
う
と

根
性
で
近
付
け
ば

故
そ
う
な

て
い
る
か
が
理
解
出
来
た

プ
リ
ヴ

エ

ト

み
ん
な

 

気

 
セ
ブ
ン
は
と

て
も

気
だ
よ
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む
よ
う
に
出
来
て
い
る
人
だ
か
り

そ
れ
で
も
隙
間
か
ら

け
る
程

か
ら
銀

の
如
き
髪
を
揺
ら
せ
な
が
ら

を
振
り
ま
く

プ

カ
妖
精
の
少
女
が
見
え
た

自
己

の
よ

う
に

と
共
に
放
た
れ
た
名

り
か
ら
彼
女
が

者
か
理
解
す
る

 
現
在
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
一
番
の
有
名
人
と

え
る
プ
レ
イ

歌
姫
セ
ブ
ン
だ

た

き

う

来
日
す
る
と
あ

た
か
ら
そ
の
手

き

が
終
わ

て
時
間
が
出
来
て
た

た
今
ロ
グ
イ

ン
し
た
の
だ
ろ
う

 
と
な
れ
ば

こ
の
興

し
て
い
る
人
達
は
彼
女
の

狂
的
な
フ

ン
と
い
う
も
の
か

 
う
お
お
お
お
お

 
セ
ブ
ン
ち

ん

プ
リ
ヴ

エ

イ
ト

セ
ブ
ン
ち

ん
も
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
に
来
た
ん
だ
ね

セ
ブ
ン
ち

ん
の
新

い
た
よ

 

く
良
か

た

 
う
わ

 

の
人
か
ら

に
上
が
る

太
い
あ
る
い
は
⻩
色
い

声
に
思
わ
ず
ぞ
わ

と
し
て

し
ま

た
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自
分
も
フ

ン
ク
ラ
ブ
を
作
ら
れ
て
は
い
た
が
こ
こ
ま
で

狂
し
て
は
い
な
か

た

こ
れ

を
マ
ト
モ
に

け
る
ア
イ
ド
ル
は

い
と
思
う

 
同
時
に
こ
の
人
達
に
対
し
て

意
し
ろ
と

た
キ
リ
ト
の
気
持
ち
も
少
し
分
か

た
気

が
し
た

下
手
す
る
と
こ
の
人
達
狂
信
者
に
な
れ
る
ん
じ

な
い
だ
ろ
う
か

ア
イ
ド
ル
一
人

に
こ
こ
ま
で

を
上

ら
れ
る
な
ら

は
十
分
あ
る
だ
ろ
う

学
者
で
あ
る
彼
女
に
新
興

教
を
立
ち
上

る
気
が
無
い
の
が
不

中
の

い
で
あ
る

い
人
気
だ
ね

あ
の
セ
ブ
ン

て
子

リ

フ

 

に
立
つ
友
人
に
話
し
掛
け
て
も
無
反
応
な
事
に
疑
問
を
覚
え

を
向
け
れ
ば
彼
女
は

い
目
つ
き
で

か
を

ん
で
い
た

そ
の

線
を

た
先
に
は
セ
ブ
ン

の

に
立
つ
水

妖
精
の
男
が

た

 

に
だ
け
白
銀
の

手
を

け

は

を

出
さ
せ
る
と
い
う
得
意
な
格

を
し
て
い

る
ウ
ン
デ

ネ
の
男
だ

に
は
業
物
と
一
目
で
分
か
る
肉

広
の
刀
を

い
て
い
る

そ
し
て
そ
の

風

と
し
た
立
ち

か
ら
か
な
り
の
実
力
者
で
あ
る
事
が

え
た
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か
な
り
強
い

と
自
分
を
し
て

ら
ざ
る
を
得
な
い

 

本
的
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

に
対
し
て
強
者
と

る
事
は
無
い

少
な
く
と
も
一

も
無

か

た

の
だ
が
あ
の
ウ
ン
デ

ネ
だ
け
は
別
だ

た

そ
こ
に

る
だ
け
で

を

圧
す
る

ど
の
圧

感
は

達
で
は
な
い

触
れ
れ
ば
斬
れ
る

さ
が
あ
る

 
そ
の

圧
感
が
強
者
を
求
め
る
リ

フ

の

線
に
触
れ
た
ら
し
い

 
そ
し
て
そ
れ
に
気
付
け
な
か

た
自
分
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

年
経
つ
間
に
か
な
り

て
い

る
よ
う
だ

た

強
く
な
ら
な
け
れ
ば
死
ぬ

境
か
ら
脱
せ
た
影

か

あ
の
ウ
ン
デ

ネ
の
プ
レ
イ

く
強
そ
う
だ
ね

そ
り

あ

三
刃
騎
士

の
実

ト

プ
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
な

う
わ

 
思

た
事
を

直
に

に
す
る
と
背
後
か
ら
い
き
な
り
応
え
が
あ

た

横
か
ら
と
予
想
し

て
い
た
か
ら

い
て
し
ま
う

 
後
ろ
に
は

時
の
間
に

た
の
か
キ
リ
ト
が
立

て
い
た

キ
リ
ト

時
の
間
に

今
し
が
た
だ
よ

と
い
う
か
ま
だ
ロ
グ
イ
ン
を

け
て
た
ん
だ
な

明
日

と
い
う
か
も
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う
今
日
だ
け
ど

学

が
あ
る
だ
ろ
う

不
足
で

く
な
る
ぞ

そ
れ
は
キ
リ
ト
も
で
し

は

眠
時
間
は

い
し

信
制
で
登

し
な
く
て
い
い
か
ら

ぐ
ぬ
ぬ

 
電
車
を
使

て
登

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
分
と
違
い

き
す
る
必
要
性
は
無
い
と

う

彼
に

思
わ
ず

る

正
直
ち

と

ま
し
い

は

ま
あ
い
い
や

そ
れ
で

キ
リ
ト
は
あ
の
ウ
ン
デ

ネ
を
知

て
る
ん
だ

む
し
ろ
ユ
ウ
キ
が
知
ら
な
い
事
に

き
だ

く
有
名
だ
か
ら
チ

ク
済
み
だ
と
思

て
た

あ

ま

ち

と
ね

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

に

べ
て
上

向
が

れ
て
い
る
自
覚
が
あ
る
ボ
ク
は
未
だ
に

れ
て
い
な

い
彼
に
後
ろ
め
た
さ
を
覚
え

目
を

が
せ
る

 

し
気
に
見
て
来
た
彼
は
追

す
る
事
無
く

線
を
ウ
ン
デ

ネ
の
男
へ
と
向
け
た

あ
の
男
は
攻
略
か
ら
ラ
イ
ブ
の
日
程
ま
で
手
掛
け
て
る
三
刃
騎
士

の

リ

ダ

ス

メ
ラ
ギ

現
状
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
と

わ
れ
て
る

刀

使
い
だ
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へ

で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強

て

サ
ラ
マ
ン
ダ

の

軍

ユ

ジ

ン

て
い
う
人

じ

な
か

た

け

そ
の
ユ

ジ

ン
を
一
騎
打
ち
で
倒
し
た
か
ら
最
強
と

わ
れ
て
る
ん
だ
よ

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

の

軍
ユ

ジ

ン

 
ユ

ジ

ン
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

主
モ

テ

マ

と
リ
ア
ル
で
も
兄
弟
で
あ
り
知
の

兄
武
の
弟
と

わ
れ
て
い
る
片

れ

軍
の
地

で
軍
を

い
て
い
る
彼
は
サ

バ

に

一
つ
し
か
な
い

レ
ジ

ン
ダ
リ

伝
説

ウ

ポ
ン

武
器
の
一
つ

手
剣
カ
テ
ゴ
リ
の

魔
剣
グ
ラ
ム

を
以
て
Ａ
Ｌ
Ｏ

全

に
武

を
知
ら
し
め
る
実
力
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

 

備
の
レ
ア
リ
テ

も

高
い
が
⻑
い
プ
レ
イ
歴
に
裏
打
ち
さ
れ
た
経
験
か
ら

な
技

を
誇

て
お
り

み
の
プ
レ
イ

で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い

ど
強
い
ら
し
い

 
そ
の
プ
レ
イ

を
一
騎
打
ち
で
真

向
か
ら
倒
す
と
な
る
と
あ
の
ス
メ
ラ
ギ
と
い
う
人
物

も
い
よ
い
よ

達
で
は
な
い
実
力
者
と
い
う
事
に
な

て
く
る

へ

で
も
そ
れ
な
ら
も

と
取
り

に
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
け
ど
な

種

に
帰
依
し
て
い
る

軍
に
対
し
ス
メ
ラ
ギ
は
三
刃
騎
士

属
の
中
立
プ
レ
イ

だ
種

間
抗
争
を
主

と
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
影

力
は
然
程
大
き
く
な
い
せ
い
だ
ろ
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う

ス
メ
ラ
ギ
が
最
強
に
な

た
か
ら
と

て

軍
が
弱
く
な

た

で
も
な
い
し
な

な
る

ど

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
の
名
前
が
変
わ

た
事
は
プ
レ
イ

の
ト
レ
ン
ド
的
に
大
事
だ
が

的
観

点
か
ら
す
れ
ば
然
程
で
は
無
い
と
い
う
事
で
大
騒
ぎ
に
な

て
い
な
い
ら
し
い

 
こ
の

は

に

え
て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

と
の
違
い
か
も
し
れ
な
い

あ
の
世
界
で

な
ら
ち

と
し
た
事
で
も
す
ぐ
新

に
載

て
界

を

や
か
に
し
て
い
た
最
強
の
名
前
が

変
わ
る
と
な
れ
ば
ド
カ
ン
と

発
し
て
い
た
だ
ろ
う

ウ
オ

 
セ
ブ
ン
ち

ん

 
プ
リ
ヴ

エ

ト

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
の
違
い
を
如
実
に
感
じ
て
い
る
と

き
覚
え
の
あ
る

声
が

に
届
い
た

ク
ラ
イ
ン

 
そ
の

声
は
人
情
に

い

キ
リ
ト
の
一
番
の
男
友
達
と

え
る

ク
ラ
イ
ン
も
の
だ

た

今
ま
で
見
た
事
な
い
く
ら
い

を
上

て
少
女
の
名
前
を

ぶ
そ
の

に
少
年
が
信
じ
ら
れ
な
い

も
の
を
見
た
よ
う
な

を
向
け
て
い
る

 

か
ら
見
る
と
キ
リ
ト
も
少
女
同
然
な
の
で
浮
気
現
場
を
見
た

様
み
た
い
な
風
に
見
え

な
く
も
無
い
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こ
れ
は

ど
い

ち

ク
ラ
イ
ン

や

て
る
の
さ

ウ
オ

 

ん

 
お
お

キ
リ
ト
に
ユ
ウ
キ
リ

フ

ち
も

ン
の
か

お

前

ら
ま
だ
イ
ン
し
た
ま
ま
だ

た
ん
だ
な

そ
れ
は
明
日
も
仕
事
が
あ
る
ク
ラ
イ
ン
も
で
し

と
い
う
か
ク
ラ
イ
ン

や

て
る
の

見
り

分
か
る
だ
ろ

セ
ブ
ン
ち

ん
の
応

だ
よ

あ
の
子
の
新

を

い
て
い
く
内
に

ち

と
ず
つ

か
れ
ち
ま

て
よ

今
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
と
の
時
差
の

で
無
理
だ

た

け
ど
来
日
し
て
時
間
が
合
う
よ
う
に
な
る
か
ら
オ
リ

今
日
を

し
み
に

て
た
ん
だ

 
カ

 
や

生
で
見
る
と
可
愛
い
な

へ

へ

 

か
ら
見
る
と

女
を
前
に
興

す
る
大
人
の
男
と
い
う
構

で
あ
る

し
か
も
そ
の
魅
力

を
女
性
に

く
語
る
オ
マ
ケ
付
き

 
こ
れ
は

ど
い

 
ク
ラ
イ
ン
の
事
は
と
て
も
男
性
と
し
て
信
頼
し
て
い
た
の
だ
が

今
は
ち

と
引
く
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別
に

を
応

し
よ
う
が

味

は
自
由
だ
か
ら
構
わ
な
い
の
だ
が

故
だ
ろ
う

か

ダ

い
な
の
は
そ
の
感
情
が
自
分
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
事
だ
ろ
う
か

こ
れ
で
向
け
ら
れ

て
い
た
ら

に
縁
を
切

て
い
た
で
あ
ろ
う

 
自
然
と

彼
の
事
を

め
た
眼
で
見
て
し
ま
う
自
分
が

た

ク
ラ
イ
ン

セ
ブ
ン
の
フ

ン
に
な

ち

た
ん
だ
ね

フ

ン
な
ん
て
ミ

ハ

な
モ
ン
と
一
緒
に
し
な
い
で
く
れ

 

は

そ
う

ク
ラ
ス

タ
だく

ら
す
たの

事
だ

セ
ブ
ン
を

よ
花
よ
と
愛
で
る

に

を

う

歌
姫

の
親
衛

隊
に
近
し
い
三
刃
騎
士

に
入
れ
る
実
力
者
を
最
初
は
指
し
て
た
け
ど
最
近
は

狂
的
な

フ

ン
も
特
別
感
か
ら
自
称
し
て
い
る
ら
し
い

自
称
つ

か

ネ

ト
じ

と

に
使
わ
れ
て
る
表
現
だ

 
そ
れ
く
ら
い

ら
に

と

て
セ
ブ
ン
は
特
別
な
存
在
な
ん
だ
よ

 
喜

と
し
て
ア
イ
ド
ル
の
事
を
語
る
ク
ラ
イ
ン

 
今
ま
で
ず

と
抑
圧
し
て
い
た
反
動
だ
ろ
う
か

時
も
よ
り
も

か
に
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
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か
ら

も

え
な
い

し
そ
う
な
と
こ
ろ
に
水
を
差
す
の
は
ち

と
気
が
引
け
て
ボ

ク
達
は
そ
れ
以
上

も

え
ず

セ
ブ
ン
達
が
去

て
い
く
の
を
見
送

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
本
作
リ

フ

は
シ
ル
フ
の
初
代

主

キ

ラ

の

備

に
あ
る
シ
ル
フ

ロ

ド
リ
ン
グ
か
ら
し
て
こ
れ
は
最
初
か
ら
決
ま

て
い
ま
し
た

サ
ク

が
二
代
目
な
の
で
先

主
で
す
ね

 

で
一

月
で
代

わ
り
し
た
の
か
は

秘
密
じ

 

に
キ
リ
ト
に
対
す
る
サ
ク

達
の

価
と
リ

フ

の
怒
り

 
今
回
の
リ

フ

の
怒
り
は
ぶ

ち

け
理
不

に
近
い

事
情
を
知

て
い
る
人

ユ
ウ

キ
か
ら
し
て
も
そ
う
思
わ
れ
る
の
で
サ
ク

達
は
理
不

と
し
か
思
わ
な
い
で
す
が
そ
れ
で

も

罪
す
る
く
ら
い
彼
女
達
は

が
深
い
で
す
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リ

フ

が
怒
り
を
見
せ
た
の
は
ユ
ウ
キ
が

し
て
い
る

り

価
さ
れ
る
の
は

し
い

で
も
そ
の

価
が
原
因
で

事
が
舞
い

ん
で
く
る
上
に
義
弟
の

の

が
ど
ん
ど
ん
上
塗

り
さ
れ
て
い
く
事
が

立
た
し
く
て
ス
ト
レ
ス
を

め
て
い
た

そ
れ
が
友
人
サ
ク

と

ア
リ
シ

の
偶
像
化
さ
れ
て
い
る
セ
ブ
ン
と
の

で

発
し
た

と
い
う
感
じ

 
リ

フ

は
成
⻑
に

し
て
は
キ
リ
ト
は
キ
リ
ト
自
分
は
自
分
と
同
一
人
物
の
過
去
と
現
在

だ
け
に

る
気

人
の
能
力
を
認
め
る

に
他
者
と
引
き
合
い
に
出
す
事
は

う
方

な
の
で

逆

に
触
れ
た

み
た
い
な
感
じ
で
す
ね

 

が

変

な

事

し

な

け

れ

ば

ス
ト
レ
ス
が

ま

て
い
な
け
れ
ば
こ
う
は
な
ら
な
か

た
で
し

う

 

ま

キ
リ
ト
自
身
か
ら

を
突

ん
で
る
の
で
正
に
義
姉
の
心
義
弟
知
ら
ず

に
な

て
て

キ
リ
ト
も
悪
い
ん
で
す
が

 
ク
ラ
イ
ン
に

し
て
は
原

ゲ

ム

り

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
抑
圧
し
て
た
は
し

ぎ

り
オ

タ
ク
的
な
ミ

ハ

感
を
出
し
て
い
け
た
ら
な

と

 

会
人
と
し
て
も
苦
労
し
て
い
る
ク
ラ
イ
ン
は
ア
イ
ド
ル
応

み
た
い
な

し
い
事
に
現
を

か
し
て
も
バ
チ
は

た
ら
な
い
と
思
い
ま
す

 

セ
ブ
ン
は
本
章
ラ
ス
ボ
ス
で
あ
る

無

悲
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ク
ラ
イ
ン

て

女
運

無
さ
そ
う

見

 
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｓ
Ａ
Ｏ
を

め
た
ら

中
か
ら
主
人

感
バ
リ
バ
リ
ら
し
い
ク
ラ
イ
ン
ニ
キ
を
参

に
出
来
る
ん
で
す
が
ね

 

キ
リ
ト
が
サ
ラ
リ
と
再
登
場
し
て
い
る
事
に
説
明
は
要
る
ま
い

 
彼
は
本
章
に

い
て

セ

ブ

ン

三
刃
騎
士

と

間
が

る
と
こ
ろ
に
出

す
る
の
で

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
七
章
 

経

験

の

差

権
謀
術
数

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

し
て
か
ら

れ
る
日

意
欲
は
あ

て
も
体
力
的
に

と
い
う
日

が

い
て

お
り
ま
す

み
は
定
期
的
に
あ
る
ん
で
す
が
ね

こ
う

ダ
ル
さ
の
せ
い
で
ね

 
そ
ん
な

で
や
や
グ
ダ

て
る
気
が
し
な
く
も
な
い
今
話
の
文

数
は
約
一
万

 

点
は

ヴ

ベ
ル

キ
リ
ト
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

 
第
七
章

 
は

は
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か
ら

れ
る

い

息

 
後
ろ
か
ら

こ
え
て
来
る
声
か
ら

る

に

る
せ
い
で
仮
想
の
肉
体
が
呼

を
再
現
し
て

い
た

仮
想
世
界
で

本
的
に
不
要
と
さ
れ
る
呼

を
行
う
の
は
ア
バ
タ

を
動
か
す
者
が
焦

を

い
て
い
る
証

 
後
ろ
か
ら

こ
え
る
声
の
主
は

己
の
信

者

 

ま

た
と
こ
ろ
で
別
に
変
な
事
を
さ
れ
る

で
は
無
い

む
し
ろ
世
間
一

的
に
見
て
も

い
に
Ｗ
ｉ
ｎ
Ｗ
ｉ
ｎ
な
事
を
す
る
か
ら

る
必
要
も
本
来
な
い
の
だ
が

も
う

 
今
日
一
日
く
ら
い
自
由
に
し
て
く
れ
た

て
い
い
じ

な
い
の

 
フ

ン
の
要
望
に
応
え
る
の
も

ア

イ

ド

ル

歌
姫

セ
ブ
ン
の
責
務
と
分
か

て
い
て
も

自
由
な
時
間

く
ら
い
欲
し
い
の
が
本

で
あ
る

 
多

を
極
め
る
日

を
送
る
身
か
ら
す
れ
ば
一
分
一

が

し
い

内
容
的
に
合

し
て

い
る
か
ら
仮
想
世
界
へ
の
ロ
グ
イ
ン

が
高
い
の
で
あ

て
本
来
で
あ
れ
ば
ゲ

ム
を
プ
レ
イ

す
る
事
す
ら
許
さ
れ
な
い

 
ハ

キ
リ

て

の

と

て
も
外
部
か
ら
の
心

は
良
く
な
い

パ
ク
ら
れ
る
事

を

し
て

の
テ

マ

な
手

内
容
を

開
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
そ
う
な
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る
の
も
予
期
し
て
い
た
の
で

は
ま

た
く
な
い
が
だ
か
ら
と

て

一

に
な
れ
る

か
と

わ
れ
れ
ば
そ
れ
は
違
う

天
才

学
者

そ
う

わ
れ
て
い
て
も
実

は
他
と
変

わ
ら
な
い
人
間
だ

が
な
け
れ
ば
ス
ト
レ
ス
で

し

さ
れ
て
し
ま
う

息
の

ま
る
日

を
送

て
い
る
か
ら
こ
そ
自
由
に
過
ご
せ
る
時
間
は

重
だ

 
特
に
仕
事

を

き
に
心
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
魅
了
さ
れ
た
一
プ
レ
イ

と
し
て
複
数
の

エ
リ
ア
だ
け
で
な
く
新
た
に
ア
イ
テ
ム
ス
キ
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
追
加
さ
れ
る
大

ア

プ
デ

ト
に
は
非
常
に
興
味
が
あ

た

 
ス

ヴ

ル

ト

・

ア

ル

ヴ

ヘ

イ

ム

神

が
住
ま
う
伝
説
の
浮

大

の
観
光
を
今
日
一
日

と

て
も
日
本
時
間
で
日
を

い
で
し
ま

て
い
る
が

し
よ
う
と
思

て
い
た

先
に
フ

ン
に

ま
れ
て
し
ま
い

は

無
下
に
す
る

に
も
い
か
ず
応
じ
る
事
に
な

た

 
そ
の
ま
ま
や
り
過
ご
せ
ら
れ
れ
ば
良
か

た
の
だ
が

オ
タ
ク
文
化
に

ち

れ
た
日
本
の

フ

ン
は
こ
ち
ら
の
想
定
を
大
い
に
上
回
る

出
の

で
良
い
か
ら
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開

し

て
く
れ
と

て
来
た
の
だ

加
え
て
三
刃
騎
士

も
グ
ル
に
な

て
設
備
の

備
を
密
か

に
進
め

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
開

を

外
に
求
め
て
来
る
始

 
そ
れ
ら
を
前
に

自
分
が
取

た
行
動
は

だ

た
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本
来
多
く
の
フ

ン
に

ま
れ
て
い
る
身
で
あ
る
以
上
彼
ら
の
要
望
に
応
え
る
事
こ
そ
が

真
の
ア
イ
ド
ル

と
い
う
も
の
だ
ろ
う

目
的
達
成
の
た
め
と
は

え

が
り
な
り
に
も
ア
イ

ド
ル
を
し
て
い
る
の
だ

そ
こ
は
自
分
も
理
解
し
て
い
る

 
だ
が

い
物
に
近
い
と
は

え
ア
イ
ド
ル
と
し
て
振
る
舞
う
立
場
に

持
が
無
い

で

は
無
い

 
応

さ
れ
応
え
る
よ
う
に
ラ
イ
ブ
を
す
る
の
も
良
い

け
れ
ど

の
前

備
も
練

も
無
く

ぶ

つ
け
本
番
で
ラ
イ
ブ
を
す
る
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ

場

ぎ
に
近
い
そ
れ
で
は

間
違
い
な
く
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
す
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て

ま
ず
間
違
い
な
く
フ

ン
が
求
め
る

最
高

で
は
な
い

 
前

備
練

リ
ハ

サ
ル

そ
れ
ら
全
て
を
こ
な
し
た
上
で
行
わ
れ
る

本

番

ラ
イ
ブ
こ

そ
が

彼
ら
と
自
分

方
が

足
で
き
る

最
高

だ
と
思
う

今
夜
は
自
由
に
観
光
し
た
い
と
思
う
私
情
と
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の

持
が
私
に

の
一
手
を
打
た
せ
た
の
だ

 
ま

に
も

て
い
な
い
か
ら
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
裏
切
ら
れ
た
か
た
だ

に

ら
れ
た
よ
う
に
見
え
た
だ
ろ
う
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セ
ブ
ン
ち

ん

 

に
行

た
ん
だ

出
て
来
て
歌
声
を

か
せ
て

悪
い
人
達
じ

な
い
の
は

分
か
る
ん
だ
け
ど

 
遠
く
か
ら

い
て
来
る
声
に

と
も

え
な
い
苦

を
浮
か
べ
る

て

い
て
く
れ
る
な

ら

に
主

し
た
け
れ
ど
ク
ラ
ス
タ
を
自
称
し
始
め
た
彼
ら
を
前
に
論
理
が

す
る
と
は

思
え
な
い

 
本
気
で

が
れ
ば
引
い
て
く
れ
る
と
は
思
う
が

ま

に

ま
ら
な
い
妖
精
く
ら
い
の
ス
タ
ン
ス
が

ア
イ
ド
ル
は
一
番
よ
ね

 
ア
イ
ド
ル
と
は
高
嶺
の
花
だ

容

に
手
が
届
か
な
い
星
だ
か
ら
こ
そ
人
を
魅
了
し

き

付
け
る

に
ホ
イ
ホ
イ
と
人
の
前
に
現
れ
て
求
め
る
も
の
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
は

れ

そ
の
魅
力
を
喪
う

 
私
生
活
を
知
ら
れ
た
ア
イ
ド
ル
が
一
気
に
人
気
を
喪
う
事
が
あ
る
の
は

偶

像

ア
イ
ド
ル
へ
の
理
想

が
喪
わ
れ
る
せ
い

 
偶

像
理
想
を

偶

像
理
想
の
ま
ま
に
し
て
お
く
事
が
ア
イ
ド
ル
と
し
て
⻑
く
生
き
る
コ
ツ
で
あ
る

そ
の

点
天
才

学
者
と
し
て
名
の
知
れ
て
い
る
自
分
は
人

が
求
め
る
リ
ア
ル
の
面
を

に
開
示
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し
て
い
る

で

人
気
の
下
が
り
様
が
無
い

 
気
を
付
け
る
べ
き
は
己
の
振
る
舞
い
た
だ
一
つ

そ
こ
に
だ
け

意
し
て
お
け
ば
ち

と

し
た
や
ん
ち

で
人
気
が
無
く
な
り
は
し
な
い

子

の
年

も

て
お

目
く
ら
い
で
済

ま
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

ウ
オ

 
セ
ブ
ン
ち

ん

し
つ
こ
い
わ
ね

新
大

の
初
ラ
イ
ブ
を
見
た
い
か
ら

て
み
ん
な

目
を
外
し
過

ぎ
よ

 

な
の
は

フ

ン

ク
ラ
ス
タ
を
抑
え
て
く
れ
る

の
三
刃
騎
士

ま
で
も
が
自
身
を
追
い

回
し
て
い
る
事
だ

と
レ
ベ
ル
や
ス
キ
ル
値
が
高
い
彼
ら
の
索

か
ら

れ
る
な
ん
て

戦
闘
エ
リ
ア
に
出
な
い
で
ア
イ
ド
ル
業
に
専
念
し
て
い
る
自
分
に
は
無
理
な
話
で
見
つ
か
る

の
も
時
間
の
問

 
彼
ら
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

て
ラ
イ
ブ
を

め
て
も
ら
う
し
か

な
い
だ
ろ
う

 
や
や

観
気
味
に
方

を
決
め
つ
つ

り

き
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く
 
ど
ん

と

か
に
ぶ
つ
か

て
足
が
止
ま
る

衝
撃
で
後
ろ
に
よ
ろ
め
く
も
ぶ
つ
か

た

手
が
手
を
引

り

を

え
て
く
れ
た
お

で
こ
け
ず
に
済
ん
だ

大

か

 
ぶ

つ

か

た

え
て
く
れ
た

手
は
ス
プ
リ
ガ
ン
だ

た

声

が

く
中
性
的
な
せ
い
で
性
別
は
分
か
ら

な
い

 
上
下
黒
の
コ

ト
と
ズ
ボ
ン
に
身
を

み

背
中
に
黒
い
片
手
剣
を

て
い
る

の
子

く
べ
き
事
に
リ
ア
ル
の
容

を
反

し
た
影

で
極
め
て
小

な

そ
れ
こ
そ
ラ

ン
ダ
ム
生
成
で
は
ま
ず
出
来
上
が
ら
な
い
レ
ベ
ル
の

ア
バ
タ

で
あ
る
自
分
よ
り
も
う
一

回
り
小
さ
な
背

を
し
て
い
た

 
自
分
の
方
が
大
き
い
の
に
よ
ろ
め
い
た
の
は

手
の
方
が
ス
テ

タ
ス
が
高
い
の
か
武
道

で
も

て
体
幹
が
し

か
り
し
て
い
る
の
か

 
ま
さ
か

た
り

な
ん
て
事
は
無
い
と
思
う

そ
う
思
い
た
い

あ
の

は

 
え

と

ぶ
つ
か

て
ご
め
ん
ね

慌
て
て
た
せ
い
で
前
を
見
て
な
か

た
わ
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そ
う

 

し

に
見
ら
れ
た
事
に
気
付
き
慌
て
て

罪
す
る

ず

と

て
い
た
事
を
ど
う
解

し
た
か
は
分
か
ら
な
い
が

こ

ち
が
反
応
し
て
か
ら

ス
プ
リ
ガ
ン
の
子

は
手
を
離
し
た

あ
ん
た

歌
姫

だ
よ
な

護
衛
も
無
し
に

な
ん
で
裏
路
地
を
慌
て
て

て
た
ん
だ

そ
の
護
衛
か
ら
も

て
る
か
ら
よ

 

直
に

え
る
と

子

は
ど
こ
か

れ
た
よ
う
な
眼
を
向
け
て
来
た

こ

ち
は

が

べ
る

お
前
た
ち
は
向
こ
う
を

べ
ろ

は
い

ス
メ
ラ
ギ
さ
ん

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
三
刃
騎
士

の

リ

ダ

の

声
が

こ
え
て
来
た

一
番
の

近
で
あ
る
ス
メ
ラ
ギ
だ

も
う
こ

ち
ま
で
来
て
る
の

 
⻑
い
付
き
合
い
に
な
る
か
ら
自
分
が
ど
こ
を
ど
う

る
の
か
大
体
把
握
し
て
い
る
彼
の

は

一

い

遠
か
ら
ず
見
つ
か

て

ま
る
未
来
が

出
来
る

う

 
ね

ね

あ
な
た

私
を
匿

て
く
れ
な
い
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は
 

し
か
し

そ
れ
は
あ
く
ま
で

自
分
一
人
の
行
動
に
限
ら
れ
る

 
少
な
く
と
も

か
を
頼

て

を

れ
た
事
は
無
い

せ
る
可
能
性
は

い
が
一

の
望

み
と
し
て
掛
け
て
み
て
損
は
無
い
だ
ろ
う

 
そ
う
思

て
頼
み

め
ば
子

は

然
と
す
る

然
と
い
う

に
は

ん
の

か
に
目
を

た
程

だ
が

 
し
か
し
そ
れ
も
今
は

事

に

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
分
は

路
の

に

あ

た

へ
と

け
寄
る

私
は
こ
の

に

れ
る
か
ら
あ
な
た
は

に
こ

ち
に
来
た
人
を
別
の
と
こ
に
誘
導
し
て

 
い
い

 

た
い
に
私
の
事
を

ち

ダ
メ
だ
か
ら
ね

 
小
声
で

ぶ
と
い
う
自
分
で
も
器

な
事
を
し
た
後

ん
と

ん
で

の
中
に

ま
る

 
高
さ
一
メ

ト
ル
三
十
セ
ン
チ
と
い
う

か

が
不
明
な
大

に
一
息
で

ん
で
入
れ
る
の

も
仮
想
世
界
な
ら
で
は
だ
な

と
な
ん
と
は
な
し
に

え

お
い

そ
こ
の

様

 

保

護

者

ス
メ
ラ
ギ
が
来
た
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の
外

で
は
百
八
十
セ
ン
チ
程
も
あ
る
背

の
⻘
年
と
百
三
十
セ
ン
チ
以
下
の
子

が

対

し
て
い
る
の
だ
ろ
う

ス
メ
ラ
ギ
は

圧
感
が
あ
る
の
で

か
ら
見
て
い
じ
め
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
だ
ろ
う
が

あ
れ
で
彼
は

で
あ
り
悪
気
は
な
い

様

銀
髪
の
少
女
を
見
な
か

た
か

こ
こ
を

た

な
ん
だ
が

 

⻑
い
付
き
合
い
で
あ
る
自
分
で
も

少

が
悪
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
な
く
も
な

い

見
た
目
は
仮
想
世
界
で
ど
う
と
で
も
な
る
か
ら
と
も
か
く
流

に
初
対
面
の

手
に

様

と
呼
び
か
け
る
の
は
ど
う
か
と
思
う

歌
姫
な
ら
あ

ち
の
道
に

て
い
く
の
を
見
た

そ
う
か

 

よ
か

た

あ
の
子

お
願
い
を

い
て
く
れ
た
み
た
い
ね

 
自
分
を
見
た
時
の
反
応
的
に
フ

ン
の
子
で
は
な
く
ア
ン
チ
か
そ
れ
と
も
や

か
み
を
向

け
て
い
る
人
か
も
し
れ
な
い
と
思

て
い
た

だ
か
ら
さ

き
の
お
願
い
も

知
ら
ぬ

で
破
る

か
も
と
危
惧
し
て
い
た
の
だ
が

し
い
事
に
し

か
り

う
事
を

い
て
く
れ
た
よ
う
だ

 
あ
と
は

の
中
に
息
を
潜
め
高
身
⻑
の
ス
メ
ラ
ギ
が

て
も
気
付
か
な
い
よ
う
に
し
て
お

け
ば
い
い
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と
こ
ろ
で

様

ど
こ
か
で
見
た

だ
な

 

い
や

立
ち
去
ら
な
い
の

 
内
心
で

然
と
す
る

無

を

う

向
に
あ
る
彼
に
は

し
い
行
動
で

流

に
想
定
外

だ

た
あ
た
し
は
危
う
く
息
を

ら
し
そ
う
に
な

た

 
同
時
に
彼
が
引

掛
か
り
を
覚
え
た
子

に
興
味
を
覚
え
る

無

を

う
以
上
必
然
的

に
強
者
の

と
名
前
ば
か
り

え

そ
れ
以
外
を
記

し
な
い
彼
が
引

掛
か
り
を
覚
え
た
の

だ

あ
の
子

も

応
の
強
さ
を
持

て
い
る
事
に
な
る

名
前
は

と
い
う

キ
リ
ト

 

的
に

と
し
た
声
で

こ
え
た
名
前
に

す
る

 
キ
リ
ト

世
間
で
は
出
来
損
な
い
と

わ
れ

今
は
桐

谷
和
人
と
名
を

め
て
い
る
少
年

最
終
的
に
抑
え
ら
れ
た
も
の
の
多
く
の
死
者
が
出
た
デ
ス
ゲ

ム
の
ラ
ス
ボ
ス
を
独
り
で
倒
し

わ
れ
た
九
千
人

り
の
プ
レ
イ

を
生
還
さ
せ
た

き
の
英
雄

現
代
に
生
き
る
著
名

人
の
中
で
突
出
し
た
経
歴
を
持
つ
人
物

 
あ
の
子

が
そ
う
だ

た
の
か

と
さ

き
見
た
少
年
の

を
想

す
る
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わ
れ
て
み
れ
ば
身
体
的
特
徴

備
な
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
戦
放

で
見
た
黒
の
剣
士
と

二
つ

さ

き
気
付
け
な
か

た
の
は
そ
れ
だ
け
焦

て
い
た
証

だ
ろ
う

不
覚
で
あ
る

キ
リ
ト

そ
う
か

様
が
あ
の

解
放
の
英
雄

か

解
放
の
英
雄

 
文

り
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
人

を
解
放
し
た
者
を
意
味
し
て
お
り
開
幕
一
分
で
自
身
以

外
全
滅
さ
せ
た
イ
レ
ギ

ラ

な
ラ
ス
ボ
ス
を

独
撃
破
し
て
見
せ
た
事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

 
そ
の
呼
び
名
に
は
イ
レ
ギ

ラ

ボ
ス
の
異
常
さ
に

怖
と
恐
怖
を

き
ア
レ
を
初
見
で
打

倒
し
た
少
年
へ
の

の
念
も

め
ら
れ
て
い
る
と

く

か

 
そ
れ
を
知
ら
な
い
の
か
そ
れ
と
も
ス
メ
ラ
ギ
の

動
に
か
彼
は

か
不

な
声
を
返
し

た
い
や

で
は
な

 
二
人
の
会
話
は

そ
れ
で
終

と
な

た

 

を

む

が
十
分
遠
ざ
か

た
の
を
見

ら
い

か
ら

を
出
す

の
道
を
見
る

が
高
身
⻑
の
ウ
ン
デ

ネ
の

は
無
い

上
手
く
撒
け
た
よ
う
だ
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こ
れ
で
良
か

た
の
か

え
え

バ

チ
シ
よ

 
あ
り
が
と

 
お
礼
を

た
後

か
ら
出
て
背
を

け
る

ん
の
ち

と
の
間
だ

た
の
に

て
い
た
気
が

ん
で
い
く
の
を
感
じ
る

な
く
て
良
い
の
か

あ
の
様
子
だ
と
見
つ
け
る
ま
で
同
じ
と
こ
を
も
う
一

探
す
気

が
す
る
け
ど

ま

ね

ス
メ
ラ
ギ
君

た
ら
そ
の
へ
ん
結
構

だ
し
生
真
面
目
だ
か
ら
す
る
と
思
う

わ

で
も
今
は
一
息
入
れ
た
い
気
分
な
の

 
一

は

を

れ
た
と
は

え
ま
た
こ
こ
に

て
来
る
可
能
性
も
あ
る

だ
か
ら
⻑

す

る

に
は
い
か
な
い

そ
れ
で
も
少
し
の
時
間

ぎ
く
ら
い
は
出
来
た
か
ら

く
り
し
た
か

た
そ
れ
に
ち

と
お
話
し
た
く
な

ち

た

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
お

で
も
ど
う
か
し
ら

解
放
の
英
雄

さ
ん

 
解

放

の

英

雄

黒

く
め
の
少
年
に
向
か

て
に
し

と

た
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へ

路
地
の

に
こ
う
い
う
ト
コ
が
あ

た
の
ね

 
お

に
誘

た
後
特
に
断
り
は
し
な
か

た
彼
は
一

の
家
に

内
し
て
く
れ
た

プ
レ
イ

ホ

ム
で
は
な
く

で
も

で
も
な
い
そ
れ
は

に
部

を

り
る
よ
り

も
安
上
が
り
で
済
む
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
⺠
家

多
少
金
を
取
ら
れ
る
し
契
約
か
ら
二
十
四
時
間
で
強
制

チ

ク
ア
ウ
ト
さ
れ
る
形
式
な
せ
い
で
ア
イ
テ
ム
ボ

ク
ス
の

も
無
い
が
仮
の
ロ
グ
ア
ウ

ト
場
と
し
て

す
る
な
ら
打

て
付
け
だ

 
こ
う
い
う
の
が
あ
る
と

き
知

て
は
い
た
が

実

こ
の
目
で
見
る
の
は
初
め
て
な
の
で

か
な
り
新

に

る

ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
や

と
も
違
う

な

り
だ
か
ら
か

そ
れ
で

ど
ん
な
話
を
し
た
い
ん
だ

 
備
え
付
け
の
テ

ブ
ル
に
こ
れ
ま
た
備
え
付
け
の
テ

セ

ト
を

き

れ
た
ば
か
り

の
お

を

い
で
く
れ
る
少
年
が
話
を

し
て
き
た

ま

ま

く
り
し
ま
し

う
よ

せ

か
ち
は
女
の
子
に

わ
れ
ち

う
わ
よ

そ
れ

に
こ
の
あ
と
特
に
予
定
が
無
い
か
ら
キ
リ
ト
君
は
お
誘
い
を

け
て
く
れ
た
ん
で
し

あ
あ

だ

た
ら

更

く
り
す
る
べ
き
だ
と
思
う
わ

時
間
は
有
限
で
も
今
こ
の
時
こ
の
一
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は
今
だ
け
の
も
の
時
間
に
追
わ
れ
る
日

が
一
番
ナ
ン
セ
ン
ス

今
は
私
と
あ
な
た
の
こ
の

密邂

会逅
を

た
り
と
過
ご
す
事
が
有
意
義
な
時
間
の
使
い
方
だ
と
思
う
わ

一
分
一

が

し
い

の
天
才

学
者
と
は
思
え
な
い
発

だ
な

 
苦

し
つ
つ

し
か
し

て
い
な
い
眼
で
見
て
来
る
少
年

 

心
が
強
い
ら
し
い
と
思

し
な
が
ら

を

め
る

確
か
に
時
間
が

し
い
事
は
認
め
る
わ

や
り
た
い
事
や
る
べ
き
事
こ
れ
か
ら
の
事
を

え
た
ら
時
間
な
ん
て
無
い
に

し
い
し

で
も
人
間
は
ロ
ボ

ト
じ

な
い

ず

と
は

い
て
ら
れ
な
い
の
よ

そ
れ
は
体
だ
け
じ

な
く
て
心
も
同
じ

だ
か
ら
人
は

を

い
を

求
め
る

つ
ま
り

今
こ
の
時
間
は

あ
た
し
に
と

て

い
を
得
る
時
間
な
の

 
そ
う

め

る
と

彼
は

と
片

を
釣
り
上

た

な
る

ど

意

す
る
と
オ
フ
の
間
く
ら
い
自
由
に
し
た
い
と

そ
う
そ
う
そ
の

り

て
あ
れ

 
私
今
は
オ
フ
の
時
間

て

た

け

ア
イ
ド
ル
活
動
で
ロ
グ
イ
ン
す
る
時
は
事
前
に

知
し
て
た
の
に
今
日
は
そ
れ
が
無
か

た
か

ら

来
た
と
し
て
も
オ
フ
と

え
て
た

 
確
か
に

ア
イ
ド
ル
活
動
を
万
全
な
も
の
に
す
る
べ
く

ラ
イ
ブ
や
ロ
グ
イ
ン
で
の
フ

ン
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サ

ビ
ス
時
間
も
し

か
り

知
し
て
い
た

そ
れ
ら
を
把
握
し
た
上
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

て
い
る
人
な
ら
今
日
は
事
前

知
が
無
か

た
か
ら
オ
フ
と

え
る
人
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い

が
直
前
に
あ

た
大
型
ア

プ
デ

ト
の

で

知
無
し
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
と

え
る
方
が
圧

倒
的
な

 
自
分
は
時
間
や
定

破
り
を
あ
ま
り
し
た
く
な
い
方
な
の
で
予
定
外
の
事
は

え
る

向
に

あ
る

そ
れ
を
知

て
い
る
人
な
ら
見

け
た
だ
ろ
う

し
か
し
そ
こ
ま
で
把
握
す
る
と
な
れ

ば

入
念
に

べ
る
フ

ン
く
ら
い
な
も
の

ん

そ
こ
ま
で
把
握
出
来
て
る
キ
リ
ト
君

て
も
し
か
し
て
私
の
す

ご
い
フ

ン

だ

た
り
す
る

ア
イ
ド
ル
活
動
の

に
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

で
大

的
に
取
り
上

ら
れ
て
た
ら
情
報
集
め

の
最
中
に

で
も
目
に
入
る

そ
れ
を

も

り
返
し
て
た
か
ら

向
を

め
た

で
も

て

キ
リ
ト
君

私
の
こ
と

い
な
の

会

て

許
も
な
い

手
に

き

い
は
決
め
ら
れ
な
い

が

興
味
は
あ
る

興
味

 

正
直

そ
う

わ
れ
た
の
は
初
め
て
だ

た
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今
ま
で
近
く
に
い
た
人
達
は
み
ん
な
自
分
の
才
能

績
を

価
し
て
や

て
来
た

そ
れ
も
あ
る
意
味
興
味
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が

彼
の
と
は
ま
た
違
う
と
思
う

 
そ
も
そ
も
こ
う
も
あ
け
す
け
に
興
味
が
あ
る
と

わ
れ
た
事
が
初
め
て
だ
か
ら

は

出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い

ん

セ
ブ
ン
ち

ん
に
興
味
が
あ
る
ん
だ

ど
ん
な
事

 
ス
リ

サ
イ
ズ

 
私
生

活

 

き
な
食
べ
物

 
そ
れ
と
も

み
の
異
性

 
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士
が
多

な

生
活
を
し
な
が
ら

故
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ア
イ
ド
ル
業

を
行

て
い
る
か
だ

 

へ

 
に
や
り
と

が
つ
り
上
が
る

 
天
才

学
者
と
し
て
名
を
馳
せ
た
自
分
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
て
ア
イ
ド
ル
と
し
て
有
名
に
な

た

そ

れ
を

初
は
疑
問

さ
れ
て
い
た
が
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
人
気
が

発
し
て
か
ら
は
そ
れ
も
無

く
な
り

今
と
な

て
は

学
者
と
い
う
立
場
の
方
が
お
ま
け

い
さ
れ
る
事
も
あ
る
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き

と
一

人
は
予
想
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

七

色
学
者

と

セ

ブ

ン

ア
イ
ド
ル

は
一
つ
の
目
的

の

に
動
い
て
お
り

ア
イ
ド
ル
業
は
あ
く
ま
で
そ
の
手

で
し
か
な
い
の
だ
と

 
セ

ブ

ン

ア
イ
ド
ル
と
し
て
在

て
も
私
の
本

は
七

色
学
者
で
あ
り
全
て
は

の

で
あ
る
事
を

彼
ら
は
予
想
し
て
い
な
い

さ

き
の
会
話
で
確
信
し
た
よ

時
間
を
有
意
義
に
使
う
事
を
重
要

し
て
い
る
以
上
あ
ん

た
の
ア
イ
ド
ル
業
は

者
と
し
て
の
仕
事
と
も

し
て
い
る

ア
イ
ド
ル
な
ん
て

れ
る

事

い
を
求
め
る
に
し
て
は

分
と
釣
り
合
わ
な
い
か
ら
な

 

だ
が

そ
こ
に
来
て
こ
の
少
年
は

付
い
た

同
時
に
あ
ん
た

に
も

か
し
ら

に

け
る

価
値
を
見
出
し
て
る
だ
ろ

そ
う

で
な
け
れ
ば

を
誘
う
必
要
は
な
い

立
ち
話
は
し
て
も
仮
想
世
界
と
は

え
密

に
入
る
事

を
良
し
と
は
し
な
い

だ

 

ん
の

か
な
違
和
感

大

は
ア
イ
ド
ル
と
い
う

れ

に
よ

て
惑
わ
さ
れ
た
が
こ
の

少
年
は
惑
わ
さ
れ
ず

た
だ

心
を
見
定
め
て
い
た
よ
う
だ

 
な
る

ど
だ
か
ら

心
が
強
か

た
の
か

そ
う

す
る

を

え
て
い
る
の
か

の

に
動
い
て
い
る
の
か
不
明
な

手
に
対
し

心
を

く
の
は
極
め
て

の
反
応

た
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だ
違
和
感
を

け
る
感
性
と
思

回
路
が

外
れ
て
い
る
事
を

け
ば

だ
が

い
わ
キ
リ
ト
君

 
・や
・

・

・り
あ
な
た
は
他
の
人
と
は
一
味
も
二
味
も
違

た

 
パ
チ
パ
チ

手
の

が
空
し
く

く

 

対
す
る
少
年
は
自
分
で

れ
た
お

の
カ

プ
に
手
を
付
け
ず

初
よ
り
も
険
し
さ
の
増

し
た
剣

な
目
つ
き
で
こ
ち
ら
を
見

え
て
来
る

そ
の

い

線
と

心
が

な
い
も
の

で

と
感
心
を
大
き
な
も
の
に
す
る

 

的
に

て

私
は
興

を
覚
え
て
い
た

や

り

そ
う

や

り

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
放

初
期
か
ら
思

て
い
た
け
ど
あ
な
た
は
他
の
人
と
全

然
違
う

 

も
知
ら
な
い
外
部
の
人
で
そ
こ
ま
で
気
付
け
た
の
は
あ
な
た
だ
け
よ

 
大
き
く
身
を

り
出
し

し
立
て
る

こ
ち
ら
の
剣
幕
に
気
圧
さ
れ
気
味
な
の
か
彼
に
上
体
を

引
か
れ
た
が

そ
ん
な

な
事
は
気
に
せ
ず

私
は
彼
の
手
を
取

た

ね

キ
リ
ト
君

 

私
と

こ
の
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を
攻
略
し
ま
し

う

 
興

の
ま
ま
勢
い
に

せ
て
勧
誘
す
る

ス
メ
ラ
ギ
を
は
じ
め
多
く
の
人
が
反
対
す
る
か
も

し
れ
な
い
し

に

を
来
す
可
能
性
も
あ
る
が

気
に
解
放
の
英
雄
と
し
て
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に
人
気
を
得
て
い
る
少
年
だ

自
分
と
行
動
し
て
い
れ
ば
そ
れ
も
よ
り
一
層

し
く
な
る
に
違
い

な
い

 
断
る

  

そ
の
思

を

彼
の

が

断
し
た

え

な
ん

で

 
イ
レ
ギ

ラ

ボ
ス
を
倒
し

解
放
の
英
雄

と
呼
ば
れ
る
彼
は

一

を

い
て
Ｓ
Ａ
Ｏ

の
フ
ロ
ア
ボ
ス
全
て
と
の
戦
い
に
参
加
し
勝

を

ん
で
い
る
と
い
う

そ
れ
だ
け
最
前
線
攻

略
に
の
め
り

ん
で
い
た
の
だ
か
ら
す
ぐ
に

て
く
れ
る
も
の
と
思

て
い
た

 
そ
の
予
想
を
外
し
て
来
た
か
ら

思

が
止
ま
る

 
よ

て

な
疑
問
が

か
ら
つ
い
て
出
た

第
一
に
ま
ず

は
最
前
線
攻
略
に
興
味
が
無
い

知
り
合
い
は
す
る
ら
し
い
が

は

退
し

た
え

え
え
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ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
に
よ

て
ス
テ

タ
ス
や

備
が
疑
似
的
に
初
期
化
さ
れ
て
い
る
と
は

え

攻
略
を
進
め
て
い
け
ば

備
の
性
能
は

る
し

練

の
上
が
り
方
だ

て

い
の
だ

そ
こ
に
技
術
面
で
も
最
強
の
彼
な
ら
他
の
プ
レ
イ

よ
り
い
ち

く
強
く
な
れ
る
と
確
信
し
て

い
る

 
な
の
に

退
す
る
な
ん
て
意
味
が
分
か
ら
な
い

な
ん
で

 
キ
リ
ト
君

物

く
強
い
ん
だ
か
ら
大

の

な
ん
て

勝
で
し

 

問
す
る
よ
う
に
問
う
と

彼
は

を
反
ら
し

部

の

か
ら
外
を

め
た

こ
の
世
界
が
デ
ス
ゲ

ム
で
な
い
事
は
わ
か

て
る

た
だ
そ
れ
で
も

疑
似
的
で

あ

て
も

間
が
目
の
前
で
死
ぬ
の
を
見
る
の
は

も
う
イ

な
ん
だ

 

り
出
す
よ
う
に

そ
う
に

き
出
さ
れ
た

葉
に

も

え
な
く
な
る

 
最
終
的
に
助
か

た
と
は

え
そ
れ
は

に
・彼
・が
・ラ
・ス
・ボ
・ス
・を
・倒
・せ
・た
・か
・ら

加
え
て
ラ
ス

ボ
ス
を
倒
し
て
ク
リ
ア
し
た
と
こ
ろ
で

全
損
者
も
生
還
出
来
る
か
は
不
明
だ

た

 
そ
ん
な
中
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
で
自
身
以
外
の

間
全
て
を
喪

た
の
だ

流

に
そ
の
光

は

ト
ラ
ウ
マ
に
も
な
る
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仮

疑
似
的
な
死
で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
あ
ろ
う
と

い
や
疑
似
的
で
も

・死
・ぬ

か
ら
こ
そ
彼

の
ト
ラ
ウ
マ
は
そ
の

に

ら
れ
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

る
の
は
あ
く
ま
で
現
実
で
は

え
な
い
家

や

間
に
会
う

で
こ
の
世
界

を
遊
ぶ
た
め
で
は
無
い
と
い
う
事
か

第
二
に
も
う
攻
略
み
た
い
に
時
間
に
追
わ
れ
る
の
は

だ

二
年
以
上
命

け
で

た
ん
だ

く
は

く
り
過
ご
し
た
い

そ
う

 
そ
の

葉
も
本
心
だ
ろ
う

 
ネ

ト
で

見
さ
れ
る

鼠

と
い
う
人
物
の
情
報
に
よ
れ
ば

黒
の
剣
士

こ
と
キ
リ
ト

は

六
日
の
最
前
線
攻
略
残
り
一
日
は
ボ
ス
戦
と
完
全
に

日
な
ど
な
い
攻
略
日
程
を
⻑
ら

く

け
て
い
た
と
い
う

極
ま
れ
に

む
日
も
あ

た
が
そ
の

分
は
意
識
不
明
で
倒
れ
た
状

も
う

分
が
裏
で
事
件
解
決
に

と
い
う

お
よ
そ

日
と
は

え
な
い
有
り
様

第
三
に

は
ま
だ
死
に
た
く
な
い

ど
う
い
う
意
味

あ
ん
た
は
自
分
の
立
場
を
も

と
理
解
し
た
方
が
い
い

と
あ
ん
た
と
じ

釣
り
合
わ
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な
い
だ
ろ

三
刃
騎
士

に
入
り
た
が

て
る
プ
レ
イ

は

ど

る
の
に

歌
姫

直

に
誘
わ
れ
た
と
な
れ
ば

へ
の
ヘ
イ
ト
が

い
事
に
な
る

あ
の
ク
ラ
ス
タ
の
中
に

高

が

た
ら
と

え
る
だ
け
で
ぞ

と
す
る
よ

私
が

を

て
も

キ
リ
ト
君
の
立
場
は
悪
く
な
る

て
事

む
し
ろ

う
発

が

歌
姫

か
ら
出
る

に

更
ヘ
イ
ト
を

め
る
と
思
う

そ
う
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

 
彼
の
指

を
思

し

得
す
る

立
場
や

境
が
違
う
け
ど
自
分
に

き
換
え
て

え
る
と

と
な
く
分
か

た
気
が
し
た

こ
れ
は
ど
う
や

て
も
彼
の
説
得
は
無
理
だ
と

め
も
付
く

な
ら
仕
方
な
い
わ
ね

で
も

フ
レ
ン
ド
く
ら
い
に
は
な
ら
な
い

 
あ
な
た
を

束
は
し

な
い
と
約
束
す
る
わ

ま

そ
れ
く
ら
い
な
ら

 

と
い

た
風
に
ウ

ン
ド
ウ
を

作
し
送

た
フ
レ
ン
ド
登
録

請
が

理
さ
れ
る

愚

な
ら
い
つ
で
も

け
付
け
る
よ

あ
ら

そ
れ
は

し
い
わ
ね

じ

あ
お
願
い
し
ち

お
う
か
な

 
に
し

と

て
彼
を
見
る
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キ
リ
ト
君
は

感
情
を

み
取
れ
な
い

み
を

え

私
を
見

め
て
い
た

  
ば
い
ば
い

と
手
を
振
る
少
女
が
光
に
消
え
た
の
を
確
認
し
て

闇
か
ら
出
る

少

意
外
で
し
た

ま
さ
か

彼

女

監

対

と
の

を
許
容
す
る
と
は

 
闇
の
ゲ

ト
か
ら
出
て
開

一
番
に
疑
問
を

に
す
る

彼
に
対
し
て

遠
な
問
い
か
け
は

無

だ
と
分
か

て
か
ら
は
常
に
こ
う
し
て
い
た

 

子
に

た
ま
ま
の
彼
は

え
切

た
紅

の
カ

プ
を
手
に
少
女
が
消
え
た
場

を
見

め
て
い
る

意
外
だ

た
か

え
え

あ
な
た
な
ら
良
く
て
監

最
悪

し
て

離
を

く
と
予
想
し
て
い
ま
し
た

を
目
的
に

を

 
最
初
は

触
を

え
監

に
重
点
を

く
と

て
い
た

だ
か
ら
路
地
で
歌
姫
が

近
し
た
事
を

い
で
伝
え
た
の
だ
が

あ
ろ
う
こ
と
か
彼
は
偶
然
を

て

触
し
フ
レ

ン
ド
に
な
る
ま
で
事
を
運
ん
で
し
ま

た

初
と
は
違
う
行
動
に
こ
ち
ら
は

惑
す
る
ば
か
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り 
そ
ん
な
こ
ち
ら
の
問
い
に

彼
は
す
ぐ
に
は
応
じ
ず

た
い
紅

を

に

ん
だ

 
遠
く
か
ら

り
の

騒
が

こ
え
て
来
る

確
信
を

得
た
か

た

 

分
か
経

て
本

に

く
り
と
紅

を

ん
で
い
た
彼
は
カ

プ
が
空
に
な

た
の

を
契
機
に
そ
う

た

確
信

そ
れ
は

得
ら
れ
ま
し
た
か

大

は

あ
の
興

ぶ
り
か
ら
見
る
に

に

価
値
を
見
出
し
て
い
た
の
は

じ

な
い

し

者
と
ア
イ
ド
ル
の

方
が

に

わ

て
い
る
見
方
も
間
違

て
い
な
い

あ
と
は

へ
の
ア
プ
ロ

チ
な
ん
だ
が

 
そ
こ
で
止
め
て

・私
を
見
て
来
た

じ

と
黒
い
水

が
見

め
て
来
る

あ
の

じ

と
見
ら
れ
る
と

ず
か
し
い
の
で
す
が

 

を
一
新
し
た
と
か
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
特
に
変
化
が
無
い
の
に
見
つ
め
ら
れ
る
と
流

に

る

い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
変
わ

て
い
な
い
の
だ

今
更
特

し
て
見
る
べ
き
も
の
は

無
い
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ん

ご
め
ん

で
も
ア
プ
ロ

チ
も

テ

マ
も
分
か

た
か
も
し
れ
な
い

え

そ
れ
は

本

で
す
か

あ
く
ま
で
か
も
し
れ
な
い
だ
よ

ま

た
く
同
じ
発
想
と
理
論
な
ん
て
ま
ず
あ
り
得
な
い

か
ら

 
や
や
食
い
気
味
に
問
う
と

苦

さ
れ
て
し
ま
い

私
は
少
し

が

く
な

た

 

と
ま
ず
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

・達
に
は
報

し
て
お
く
か

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
最

主
人

の

が
一
行
だ
け
と
い
う
有
様

れ
ど
こ
ぞ
の

ス
ナ
イ
パ

の
如
く

一
話
登
場
し
て
る
の
に
無

と
か

の
背
後
に

と
か

う
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
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以
前
プ
ロ

ト
を
ゲ

ム

を
変
え
る
み
た
い
な
発

を
し
ま
し
た
が

結

こ
う
な

た

変
更
部
分
は
後

の

会

の
探
り
合
い
追
加
そ
し
て
セ
ブ
ン
と
の
最
初
期
で
の
フ
レ
ン

ド
登
録

 

正
直
な
話

ゲ

ム
で
も

き

み

ら

キ
リ
ト
セ
ブ
ン
フ
レ
ン
ド
登
録
し
て

ち
合
わ
せ
で
も
し

た
ら

と
思
う
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
ん
で
す
よ
ね

 
本
作
で
も
す
る
予
定
な
の
で
こ
れ
は
も
う
二
人

き
り
に
な
る

に
は
こ
こ
で
フ
レ
ン
ド
に

さ
せ
と
か
な
い
と

 
と

 
ロ

リ

コ

ン

ス
メ
ラ
ギ
さ
ん
が
後
で
知

た
ら

怒
も
の
で
す
よ
ク

レ
ハ

悦

 
ち
な
み
に
本
作
キ
リ
ト
が
セ
ブ
ン
と
ぶ
つ
か

た
の
は
ヴ

ベ
ル

点
で
あ
る
よ
う
に
意

的

確
信
を
得
る

に
話
す
機
会
を
設
け
よ
う
と
す
る
目
的
と
し
て
も
セ
ブ
ン
は
見
事
に
掌
で

コ
ロ
コ
ロ
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
の
場
合
は
キ
リ
ト
が
お
か
し
い
の
で
セ
ブ
ン
は
あ
ま
り

悪
く
な
い
で
す

 
監

対

を

し
な
い
よ
う
近
付
き
親
し
く
な
る
事
で
よ
り
デ

プ
意
味
違
な
情

報
を
得
ら
れ
る
と
い
う
ス
パ
イ
も
真

⻘
な

務

行
方
法

な
さ
そ
う
な
会
話
か
ら
も

し

か
り

心
を
突
い
て
来
る
の
で
鼠
と
話
す
時
以
上
の

意
が
必
要
と
い
う

の
高
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さ  
ち
な
み
に
セ
ブ
ン
や
ス
メ
ラ
ギ
と
の
会
話
中

キ
リ
ト
は
全
部

け
身
だ

た
り
す
る

問
わ

れ
た
か
ら
返
す
だ
け

自
分
の
情
報
は

的
に
開
示
し
な
い
ス
タ
イ
ル
し
て
も
一

的
に

え
て
分
か
る
程

だ
け

  
原
作
も
本
作
も
キ
リ
ト
を

に
回
し
た
ら
ア
カ
ン
と
い
う

ツ
で
す
な

 

に
本
作
で
登
場
か
ら
二
話
目
に
し
て

点
に
な
る
と
い
う

遇
ぶ
り
の
歌
姫

原

ゲ

ム
で
ち

く
ち

く
見
ら
れ
る
小
悪
魔
の
よ
う
で
い
て

さ

れ
る

を
出
せ
て
い
た
ら

し
い
な

 

彼
女

点
で
キ
リ
ト
の

振
り

思

推

が
少
な
い
の
は

わ
ざ
と
で
す

 
本
作
に

い
て
会
話

手
の
思

ト
レ

ス
が

骨
に
少
な
い
の
に
は
大

意
味
が
あ
る

今

話
の
場
合
は
キ
リ
ト
が

セ
ブ
ン手

に
思

を

ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
も
の

そ
の

せ
い
で
セ
ブ
ン
は
キ
リ
ト
の
決
断
を

一

論
を

に

導
き
出
し
て
い
ま
す

 

に
ス
メ
ラ
ギ
さ
ん
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彼
は
初
め
て
ゲ

ム
で
見
た
時
か
ら

初
対
面
で

様
よ
び

と
思

て
い
ま
し
た

ユ

ジ

ン
み
た
く

対

な
ら
い
ざ
知
ら
ず
人
探
し
で
も
の
を

ね
る

手
に
そ
れ
は
現

代
日
本
人
と
し
て
ど
う
よ

と

 
こ
の
男
こ
そ
正
に
イ

 
最
後
に
ヴ

ベ
ル
さ
ん

 ハ
イ
エ
ス
ト
・
レ
ベ
ル

闇
ノ
中
カ
ラ
ズ

ト
ズ

ト
イ
ツ
マ
デ
モ
ド
コ
マ
デ
モ
ド
コ
カ
ラ
デ
モ
見
守

テ
ル
頼
リ
ニ

ナ
ル
オ
義
姉
チ

ン
ダ

イ
ザ
ト
イ
ウ
時
ニ
切
ラ
レ
ル
最
大
戦
力
デ
ス

 

の
理
由
で
キ
リ
ト
は
出
す
つ
も
り
が
全
く
な
い

様

ヴ

ベ
ル
と
ユ
イ
姉
達
の
再

会
の
日
は
遠
い

 
今
話
は
ち

と
狂
化
が
足
り
な
か

た
か
な

中

者

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

   

私
と

こ
の
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を
攻
略
し
ま
し

う

 
原
文

ボ
ク
と

ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を
攻
略
し
て
欲
し
い
ん
だ

ユ
ウ
キ
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ユ
ウ
キ
原

の
ボ
ク
が

け
入
れ
ら
れ
た
の
に
セ
ブ
ン
は

気
無
く
断
ら
れ
た
原
因
と
し
て

は

圧
倒
的
な
ヒ
ロ
イ
ン
力
の
差
に
違
い
な
い
よ
ね

ぶ
い
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第
八
章
 

文
武
の

成

⻑
才
覚

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
お
仕
事
に
よ
り
や
る
気
が

と
い
う

で
今
後
も
不
定
期

 
今
話
の

点
は
約
一
万
一
千

 

点
は
ク
ロ
エ

楯
無

第
三
者

 
で
は
ど
う
ぞ

  

六
本
木
ヒ
ル
ズ

 
そ
の
と
あ
る
一

に
構
え
ら
れ
た
高
層
ビ
ル
の
一
つ
に
現
在

を
誇
る
ベ
ン
チ

企
業

ユ

ミ
ル

の
本
部
が
構
え
ら
れ
て
い
る

行
を

い
文

と
し
た

上

の
ハ
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ド
な
ゲ

ム
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
サ

バ

が
あ
る
の
も
こ
こ

日

大
な

の
デ
バ

ク
作
業
と
バ
ラ
ン
ス

整
今
後
実

さ
れ
る
ア
イ
テ
ム
や
ス
キ
ル
の

証
イ
ベ

ン
ト
の
生
成

最
終

整
な
ど
も

全
て
こ
の
ビ
ル
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る

お

い

番
の
デ
バ

ク
の

子
は
ど
う
だ

し
て
ま
す
ね
目
立
ち
に
く
い
も
の
だ
か
ら

修
正
が

し
い
ん
で
す
よ

い

そ
こ

れ
放

で
も
い
い
ん
じ

な
い
で
す

 
カ

デ

ナ
ル
・
コ
ピ

が
自
動
修
正
し
て
く
れ
そ

う
な
気
が
す
る
ん
で
す
け
ど

仕
方
な
い
だ
ろ
ス
ヴ

ル
ト
実

の
負

が
で
か
く
て

く
は
人
力
対
応

て
上
か
ら
の
お

達
し
な
ん
だ
か
ら

放

し
た
事
で

で
か
い
バ
グ
が
出
て
も

る
し
そ
も
そ
も
五
つ
も
エ

リ
ア
を
増
や
し
て
こ
れ
く
ら
い
で
済
ん
で
る
事
が

な
ん
だ
よ

う

へ

の
デ

レ
ク
タ

や
プ
ロ
グ
ラ
マ

と
ん
で
も
な
い
で
す
ね

そ
の

の

中
も
こ
の
修
羅
場
を
経
験
し
て
た
ん
だ

れ

れ

が
あ
る
今
の
内
に
経

験
し
と
け

へ

い

 

し
な
が
ら
も
真
面
目
に

と
向
き
合

て
打

を

け
る
男
達
の
会
話
が

こ
え
て
来
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る

を

ま
せ
ば
そ
こ
か
し
こ
か
ら
似
た
よ
う
な
声
が
す
る

仕
事
に
集
中
し
な
が
ら
も

が
保
て
て
い
る
証

だ

 

ユ

ミ
ル
は

極
的
に
は
桐

谷
和
人
が
経
験
を

む

境
の

持
組

で
あ
る

 

行
を
交
え
た
対
人
戦
闘
経
験
を

め
る
の
は

世
界
広
し
と

え
ど
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
け

を

い
た
戦
闘

練
は

ノ
之
束

製
の
ラ
ボ
で

き
な
だ
け
行
え
る
が
現
在
の
彼
は
更
識
家
に

け
ら
れ

重
監

の
も
と

禁
状

に
な

て
い
る

そ
ん
な
彼
が
一
時
と

え
ど
密
か
に

を
消
せ
ば

な
事
に
な
り
か
ね
な
い

故
に
ラ
ボ
で
の

練
は
自
重
せ
ざ
る
を
得
な
く

な

て
い
た

そ
こ
で

ア
ル
ベ
リ
ヒ郷

と
義
姉
リ

フ

を

し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
知

た
彼
は
ユ

ミ

ル

設
立
を

ノ
之
束
へ
と
頼
み

ん
だ

 
そ
う
し
て
出
来
上
が

た
企
業
な

だ
が

論

も
問

が
無
か

た

で
は
無
い

 
如

に

ノ
之
束
が
天
才
で
も
全
て
を
一
人
で
こ
な
し

け
ら
れ
は
し
な
い

期
的
に
は
可

能
だ
が

⻑
期
的
に
は
無
理
が
あ

た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

そ
れ
の
製
作
は
可
能
だ
が

持
に
無
理
が
あ

た
の
だ

そ
れ
こ
そ
彼
女
が
終
ぞ
破
れ
な
か

た
フ

イ
ア

ウ

ル
を

有
す
る
完
全
自
律
シ
ス
テ
ム

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

で
も
な
け
れ
ば

不
可
能

 

い
と

て
い
い
の
か

郷
が
作
り
出
し
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
コ
ピ

サ

バ

で
あ
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り
や
や
ス

ク
ダ
ウ
ン
す
る
も
の
の
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
コ
ピ

も
存
在
し

て
い
た

本
家

ど
で
な
い
に
せ
よ
あ
る
程

ク
エ
ス
ト
の
自
動
生
成
や
バ
グ
の
自
動
修
復
を

行

て
く
れ
る

だ

 
こ
れ
で

存

と
い
う
一
点
は
ク
リ
ア
さ
れ
る

 
し
か
し

あ
の
少
年
が
求
め
た
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
対
人
戦
闘
経
験

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
あ
ら

る
人
が
集
う
オ

プ
ン
ワ

ル
ド
型
な
の
で
存

す
る
に
は
大

を

し
ま

せ
る
イ
ベ
ン
ト
や
要

を

り

み
追
加
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

し
ろ
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
や

郷
の

の
せ
い
で

技
術
そ
の
も
の
が

判
対

に
な

て
い
た
の
だ

ハ

キ
リ

て

天
災
を
し
て
至

の
業
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 
常
人
か
ら
理
解
さ
れ
ず
ま
た
常
人
の
感
覚
を
理
解
出
来
な
い
か
ら
こ
そ
彼
女
は
天
災
と

わ
れ
て
い
る

突

な
発
想
や
思

を
持
つ
彼
女
が

ら
知

を

て
も
大

の
心
を

む
の

は

し
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 
よ

て
彼
女
は

別

の場
天

才

と
同
じ
手

を
取

た

一

人
の
中
か
ら
希
望
者
を

り

と
し
て

立
て
た
の
で
あ
る

律

に

払
わ
れ
る

の
特
許

で
金
は

る

ど
あ
る
彼
女

は
す
ぐ
に
企
業
を
立
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
魅
力
を
見
出
し
無
く
な

て
欲
し
く
な
い
と
思
う
人
を
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い

新
進
気

ベ
ン
チ

企
業
の

ユ

ミ
ル

と
し
て
ス
タ

ト
を
切

た

 

然
だ
が

弱
小
企
業
で
あ
る

ユ

ミ
ル

へ
の
圧
力
は
そ
れ
な
り
に
存
在
し
た

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

そ
れ
を
取
り

う
事
そ
の
も
の
へ
の

悪
忌

に
よ
り
家

が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

プ
レ
イ
し
て
い
る
事
に
良
い

を
し
な
い
者
が
ク
レ

ム
の
電
話
を
し
た
り
悪

な
悪

を
し

た
り

一
時
期
は

か
ら
も
業
務

止
の

が
あ

た
と
い
う

 

な
ら
業
務

止

が
あ

た
時
点
で

れ
て
い
る
が

ユ

ミ
ル
は
強
か
だ

た

 

パ

カ
ン
パ
ニ

に
は
無
い
日
進
月
歩
を
求
め
ら
れ
て
出
来
上
が

た
ユ

ミ
ル
は

え
る
な
ら

け

だ

た

ア

ガ
ス

に
入
り

場

の
下
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
製
作
し

デ

ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
は

郷
の
下
に
流
れ
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
製
作
し

郷
の
非
道
な

が
発
覚
し

て
か
ら
路

に
迷
い
そ
う
に
な

た
技
術
者
達
の
最
後
の
揺
り

そ
れ
が
こ
の
企
業
の
一

面 
北
欧
神
話
に
登
場
す
る
大
樹
に
あ
や
か

て
付
け
ら
れ
た
企
業
名
は
あ
る
い
は

な
る
樹
の

よ
う
に
彼
ら
を

護
す
る
事
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 

そ
の
企
業
に

私
は

仕
と
し
て

い
て
い
た

束
様

お

が
入
り
ま
し
た
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複
数

の
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
か
ら
目
を
離
さ
す
事
無
く

技
術
を
応

し
た
ホ
ロ
キ

ボ

ド
を
高
速
打

し

流
れ
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
を
形
成
し
て
い
く
女
性
の
デ
ス
ク
に

も
立
て
ず
カ

プ
を
載
せ
た

サ

を

く

 
す
る
と

と

を

く

で
ら
れ
た

 
彼
女
は

時
の
間
に
か
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
か
ら
目
を
離
し

を

で
て
来
て
い
た

を
上

た
と
こ
ろ
で
目
が

ち
り
と
合
う

あ
り
が
と
ク

ち

ん

い
え

 
に
こ
り
と

面
の

み
を
向
け
ら
れ

や
や
気

ず
か
し
く
な
り

線
を

ら
す

あ
あ

ク

ち

ん

た
ら

時
ま
で
経

て
も
初

し
い
な

も

 
ぎ

て
ハ

グ
し
て
あ

よ

か

結
構
で
す

あ
と
ま
だ

紅

を

れ
た
カ

プ
を
持

て
い
る
の
で

し
て
下
さ
い

も
の
す
ご
い

 
そ
れ
に
真

 
束
さ
ん
地
味
に
シ

ク
だ
よ

 
ず
が

ん
と

で

を
出
し
つ
つ

け
反

て
見
せ
る
天
災

そ
ん
な
動
き
を
し
て
い
な
が

ら
デ
ス
ク
上
の
書

や
カ

プ
は
全
く
揺
れ
な
い
の
だ
か
ら
無

に
体
幹
が
鍛
え
ら
れ
て
い
る



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
そ
ん
な
変
な

で
使
わ
れ
る
才
能
に

れ
つ
つ
同
じ

内
で
仕
事
を
し
て
い
る
も
う
一
人
の

下
へ
と
近
付
く

や

時
も
あ
り
が
と
う

ク
ロ
エ
君

 
あ
れ
だ
け
騒

ば
流

に
分
か
る
と
い
う
も
の
で
件
の
人
物
は
私
が
近
付
い
た
時
に
は
カ

プ
を

け
取
る
体
制
を
取

て
い
た

直

サ

ご
と
手

し
す
る

 
カ

プ
を

け
取

た
人
物

場

は
流
れ
る
よ
う
に
紅

を

に

ん
だ

こ
の

人

外

い
も
の
に
は
強
い
ら
し
い

う
む

葉
の
風
味
と
ス

キ
リ
と
し
た
味
わ
い
が
よ
く
出
て
い
る
中

出
来
る
事
で
は

な
い

晴
ら
し
い
な

い
え

こ
れ
が
仕
事
な
の
で

 
べ
た

め
し
て
く
る
男
性
に

ど
う
し
て
も

す

み
に

え
て
し
ま
う

 
原
因
は

こ
の

仕
と
し
て
の
仕
事
に
私
自
身
が
あ
ま
り

得
出
来
て
い
な
い
か
ら

出
生

経

か
ら
し
て

や
軍

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ハ

キ
ン
グ
な
ど
に
は
特
化
し
て
い
る
私

は
本
来
で
あ
れ
ば
プ
ロ
グ
ラ
マ

の
一
人
と
し
て

く
方
が
よ

ど
力
に
な
れ
る
と
思
う
の

だ
が

故
か
主
が

と
し
て
認
め
な
か

た
た
め

仕
に

ち

い
て
い
る

な
ん
で
も
日
本
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に
は
義
務
教
育
期
間
の
⻘
少
年
に

金
が
発
生
す
る
労

を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
法
律
が
あ

る
ら
し
い

要
す
る
に
十
五

以
下
の
子

の
ア
ル
バ
イ
ト

は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ

自
分
は
今
年
で
十
五

に
な
る
か
ら
ま
だ

禁

内

だ
か
ら
ダ
メ
な
の
だ
ろ
う
と

得
し
て
い
る

 

絶

人
の
下
で

依運
頼

さ
れ
て
動
い
て
い
る
少
年
は
ど
う
な
の
か
と
思
わ
な
く
も
な
い

が
多
分

金
以
外
の
有
形
無
形
の
報

が
発
生
し
て
い
る
の
だ
と
自
分
は

え
て
い
る

法
の

穴
を
突
く
の
は
人
間

し
も
す
る
事

な
の
は
少
年
自
身
が

先
し
て
突
い
て
い
る
気
が
す

る
事
か

 
彼
は
一
体
ど
こ
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
う
い
え
ば

和
人
か
ら

か

絡
は
な
か

た
の
で
す
か

 

と
思

に

じ

て
気
に
な

た
事
を
問
う

ん

 
ク

ち

ん

和
君
の
事
が
気
に
な

て
る
の
か
な

 
だ
か
ら
そ
ん
な
に
深
い
意

は
無
か

た
の
だ
け
ど

故
か
保
護
者
で
あ
る
女
性
は
ニ
マ
ニ

マ
と
し
た

み
で
問
い
返
し
て
く
る

彼
の
話

を
出
す
と

時
も
こ
れ
だ

お
二
人
が
気
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
の
で

ど
う
な

た
の
か
と
思
い
ま
し
て
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流

に

も
さ
れ
る
と
対

法
も
覚
え
る
も
の
で

ス
を

持
し
た
ま
ま

静
に
返

す

こ
ち
ら
の
対
応
に
女
性
は
や
や
つ
ま
ら
な
そ
う
に

を

ら
せ
た

ち

そ
こ
は
も
う
ち

と
初

し
く
て
も
い
い
の
に
な

そ
れ
で
和
君
の
事
だ

け

 
な
ん
か

歌
姫

と
か

わ
れ
て
る
プ
レ
イ

と

触
し
て
た
よ

定
期
報

に
よ
れ
ば
彼
女
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ア
イ
ド
ル
業
を
し
て
い
る
の
は

か
し
ら
の

と

わ
り
が
あ
る
と
見
て
間
違
い
な
い

流

に
そ
の
内
容
ま
で
は
精

し
切
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

が

彼
は
歌
と
感
情

そ
し
て
集

的
無
意
識
が

し
て
い
る
と
見
て
い
る
そ
う
だ
よ

 

務

の

人

上
自
衛
隊
二

の

を
持
つ

二

か
ら
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
女
史

び
彼
女
に
追

す
る
者
達
の
動
向
を
監

す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
て
い
る
彼
は

と

そ
れ
ぞ
れ
の
権

に
協
力
を
求
め
て
い
た

ど
ち
ら
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

に
大
き
く

わ

て
い
る
事
も
協
力
依
頼
の
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う

 
彼
が
依
頼
を

け
た
の
は
お
よ
そ
一
月
前

そ
し
て

ノ
之
束
と

場

の

名
に
協
力
を

い
だ
の
も

同
時
期

 
そ
れ
か
ら
リ
ア
ル
で
の
情
報

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
行
動

ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
活
動

三
刃
騎
士

の
動
向
と

プ
レ
イ

と

方
に
よ
る
多

的
な

点
を
以
て
監

し

け

そ
し
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て

歌
姫

と
会

て
多
少

葉
を
交
わ
し
た
彼
は
あ
る
推
論
を
立
て
て
い
た

 

く
七
色

士
は
歌
を

し
て
⺠

の
感
情
を
煽
り
目
的
指
向
を
持

た
集

的
無
意
識

を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

平
た
く

え
ば
彼
女
は
感
情
の

を
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
ら
し
い

三
つ
あ
る
論
文
に
も
感
情
や
集

的
無
意
識
目
的
指
向

を
持

た
集

の

な
ど
を
説
い
て
い
る
事
か
ら
そ
の
可
能
性
は

定
出
来
な
い
も
の
だ

た 
し
か
し

ま
ず
感
情
な
ん
て

出
来
る
の
か

 

そ
れ
は
決
し
て
不
可
能
な
話
で
は
無
い

 
理
由
は
ア
バ
タ

の
感
情
表
現

こ
れ
を
よ
り
リ
ア
ル
精
密
に
そ
し
て

速
に
行
え
る
よ

う
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
は
常
に
ダ
イ
ブ
者
の

波
を

し
て
い
る

感
情
の
振
れ

な
ど
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
記
録
さ
れ
て
い
た
の
だ

更
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
存
在
し
た
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
観

さ
れ
た

波
と

の
活
性
状

か
ら
精
神
状

を

断
し
事

の
対

に

た
る
よ
う
設

さ
れ
て
い

た

彼
女
ら
の
存
在
が
逆
説
的
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
プ
レ
イ

の
感
情

を

み
取
れ
る
事
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る

 

に

ら
れ
る
疑
問
と
し
て
は

ど
う
や

て

す
る
の
か

と
い
う
手

に
つ
い
て
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プ
レ
イ

デ

タ
が
送
ら
れ
て
く
る
サ

バ

を
有
し
た
運

な
ら
い
ざ
知
ら
ず
七
色
女
史

は
運

に
一
切

わ
り
の
な
い
部
外
者
だ

そ
れ
で
ど
う
や

て
感
情
の
集

的
無
意
識
化
を

す
る
と
い
う
の
か

 
和
人
は
そ
こ
が
引

掛
か

て
お
り
今
後
そ
の

の
情
報
収
集
を
進
め
て
い
く
予
定
だ
そ
う

だ

て
い
う
の
が
和
君
の
報

な
ん
だ
け
ど

ち

と
ば
か
り

し
い
よ
ね

 

つ
い
で
に
和
人
の
報

に
つ
い
て
語

た
女
性
は

め

り
つ
つ
も
や
や

得
い
か
な

そ
う
な
発

を
す
る

そ
れ
は

ど
う
い
う

ん

こ
れ
は
た
だ
の

な
ん
だ
け
ど
さ
実

の
と
こ
和
君
は
ど
う
や

て

す
る
か

な
ん
て
あ
ま
り
気
に
し
て
な
い
気
が
す
る
ん
だ
よ
ね

現
状
出
来
る

境
じ

な
い
だ
け
で
今

後
整
え
て
い
く
つ
も
り
で

備
中
な
だ
け
か
も
し
れ
な
い
じ

ん

 
だ

た
ら

え
る
だ
け

無

と
か

い
そ
う
な
ん
だ
よ
ね

あ
あ

そ
う
だ
な
彼
な
ら
方
法
を
探
る
よ
り
も
対
策
の
方
に

力
す
る
だ
ろ
う

彼
は

を
助
け
た
い
と
想
う
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
だ
が
同
時
に

に
現
状
を
把
握
出
来
る
リ
ア
リ
ス
ト
で
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も
あ
る

本
的
に
よ
り

が
少
な
く
な
る
方
を

す
る
の
が
彼
だ

手
が

を
使
う
な
ら
ど
う
し
て

を
手
に
入
れ
た
か
よ
り
ま
ず
解

方
法
と
回

手

を

す
る
方
が
先
み
た
い
な
感
じ
だ
よ
ね

を
使
わ
せ
な
い
よ
う
出

を

い
た
り
逆
に

で
自
滅
さ
せ
た
り
の
方
が
彼
ら
し
い
と
思
う

が
あ

 
二
人
が
そ
う
補
足
し
て
く
れ
た

生
ま
れ
な
が
ら
の
軍
人
と
し
て

り
出
さ
れ
た
身
だ
か
ら

ゲ

ム
に
あ
ま
り

し
く
な
く
て
も

物
に

え
ら
れ
る
と
と
て
も
理
解
し
や
す
い

わ
れ
て

み
れ
ば
な
る

ど
和
人
は
ど
ち
ら
か
と

え
ば
後
手
に
な
る
と
し
て
も
対
策
を
練

て
ジ
リ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
動
く
タ
イ
プ
だ

 
そ
う
理
解
す
れ
ば

確
か
に
彼
の
報

内
容
に
は
違
和
感
を
覚
え
る

彼
は
い

た
い

を

え
て
い
る
の
で
し

う

分
か
ら
な
い

二
年
間

を

べ
て
戦

た
が
彼
の
思
慮
を

り
切
れ
た
事
は
終
ぞ
無
か

た
よあ

く
ん
に
悟
ら
せ
な
い

て

ホ
ン
ト
に
和
君
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
成
⻑
し
た
ん
だ
ね
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感

深

に

同
時
に
ど
こ
か

し

に

ん
で

ノ
之
束
は

の
外
へ
と

線
を

向
け
る

 

か
ら
見
え
る

色
は

の

し
い
無
味

な
高
層
ビ
ル
ば
か
り

か
先
に
あ
る
だ
ろ

う
更
識

な
ど
欠
片
も
見
え
は
し
な
か

た

  
己
の

槍得
物
と

手
の

剣得
物
が
衝
突
し
た

 
ガ

ン

と

な
撃

が
上
が
る

眼
前
か
ら
放

さ
れ
た
強

な
衝
撃
が
直
下
の
⻘

を
倒
す

交
差
点
で
は
火
花
を
断

的
に

ら
す

の

り
合
い
が

い
て
い
た

 

く
槍
を
引
い
て

ぎ
合

て
い
た
剣
を

ら
せ
た
後
一
呼

ん
で
く
る
り
と
手

を
回

し

突
で
足
払
い
を
掛
け
る

見
切
ら
れ
て
い
た
か
す
ぐ
に

離
を
取
ら
れ
払
い
は
空
振
り

に
終
わ

た

 
そ
れ
を

惑
う
事
無
く

し
つ
つ
再

先
を
突
き
付
け
る
よ
う
に
槍
を
構
え
直
し

間
髪
を
入
れ
ず

離
を

め
る
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く
息
を

い

ま
ず
横
一
閃
に
払
う

大
振
り
だ

た
か
ら
剣
で
上
に
弾
か
れ
た

 
そ
の
上
方
へ
の
勢
い
を

し
手

を
回
し
て
下

か
ら

突
の
突
き
を
放
つ

く

る

突
を

身
を
反
ら
し
て

さ
れ
る

 
追

す
る
よ
う
に
横
に

ぐ
と

剣
を
盾
に
翳
し
て

が
れ
る

 
衝
突
の
衝
撃
で

か
に
後
退
し
つ
つ
槍
の

先
を
前
方
に

し
た
後
再

離
を

め
今

は
怒

の
勢
い
で

突
を

発
す
る

間
三

放
つ
そ
れ
は
槍
で
戦
う

の

の
手
の
一

つ

息
も

か
せ
ぬ

打
を

と

び
せ
る
事
で

れ
は

命
傷
を
負
わ
せ
る
極
悪
技

労

は

い
が

成
果
は
大
き
い

 

そ
れ
を

剣
使
い
は
弾
き

け
る

 
五

十

二
十

一
分
が
経
過
し
て
も
こ
ち
ら
の

突
は

り
も
し
な
い

見
事

な
ま
で
に
全
て
の
突
き
を
見
切
り

剣
で
払
い

け
て
い
る

千
日
手
だ

 
こ
う
な
れ
ば

あ
と
は
体
力
と
根
気
の
勝
負

 

か
に

り
始
め
る

突

同
期
す
る
よ
う
に
剣
閃
も
揺
ら
ぎ
始
め
た

 

も

も

も

く
な
る
程
に

労
し
た
が
そ
れ
で
も

突
は
止
め
な
い

そ
う

に
負
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け
て
な
る
も
の
か

こ
こ
で

め
て
な
る
も
の
か
と

安
い
意
地
が
そ
う
さ
せ
る

 

が

で
も
勝

を
も
ぎ
取
る

 
そ
う
強
く
思
う
と
同
時

打
を
止
め
一

の

め
を
作
る

論

ば

性
で
振
る
わ
れ

て
い
た
斬
撃
に

た
ら
な
い
よ
う
後
退
も
忘
れ
な
い

 

先
を
切

先
が

り

焦

さ
を
感
じ
た

 

間

全
身
の
ば
ね
を
使
い

全
力
で
槍
を
突
き
出
し
た

 
そ
こ
ま
で

 

り

め
た
空
気
の
中
で
上
が
る

い
声

 
極
限
ま
で
高
ま

て
い
た
集
中
が
一

で

み

全
身
か
ら
力
が

け
た

勝
者

更
識
楯
無
様

 
板

り
の
道
場
に

く
審

判虚
の

 
一

れ

が
ら
ら

ん

 
と
木
製
の
武
器
が

に

ち
る

が

く

そ
れ
は
最
後

に
放

た

身
の
突
き
で
弾
き

ば
し
た
勝
負

手
の
木
剣
が
立
て
た

使

者
の
要
請
に
よ

り

剣
を

し
た
そ
れ
は

と
刀
身
で
見
事
に
真

二
つ
に

れ
て
し
ま

て
い
た
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そ
の
有
り
様
を
見
て

勝
負
を

め
て
い
た

観部
下
達
か
ら
ど
よ
め
き
が

こ
る

 
そ
れ
も
無
理
は
な
い

更
識
家
の

練
に

い
ら
れ
る
木
製
武

は
全
て
か
な
り
の

を
誇

る
黒

更
に
は

技
術
を

い
て
原
子

作
し

を

常
よ
り
も

ね
上

た
代
物
を

し
て
い
る

 

論

そ
の
木
剣
が
木
刀
や
槍
な
ど
よ
り
構

上

か

た
と
か

そ
う
い
う

で
は
無
い

た
だ
日

か
ら

練
に
使
う

が
高
過
ぎ
て

化
が

か

た
と
い
う
だ
け
の
事

な

ら
十
年
は

で
持
つ
そ
れ
が
一

月
足
ら
ず
で

れ
た
か
ら
ど
よ
め
き
が

き
た
の
だ

く

勝
負
を
焦

た
か

 

剣
型
木
剣
の
持
ち
主
は

労

の
様
子
で
片

を
突
い
た
状

で
悔
し

に

葉
を

ら
し
て
い
た

練

の
武

の
事
情
な
ん
て
知
る

も
無
い
か
ら

の
反
応
に
つ
い
て
も
気

に
掛
け
て
は
い
な
い
の
だ
ろ
う

初
戦
は
お
ね

さ
ん
の
勝
ち
ね

 

み
を
浮
か
べ
て

う

彼
は
息
を
整
え
て
立
ち
上
が

た
後
苦

と
共
に
こ
ち
ら
を
見
上

て
来
た

む

楯
無
は
本

に
強
い
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あ
り
が
と

で
も
最
後
は
危
な
か

た
わ

も
う

は

い
し

も

も
力
入
ら
な
い
わ
よ

は
負
け
る
か
も

思

て
も
な
い
事
を

や

ね

こ
れ
ば
か
り
は
本

に
そ
う
思

て
る
ん
だ
か
ら
ね

お
ね

さ
ん
を
こ
こ
ま
で

追
い

め
る
人
な
ん
て
肉
親
以
外
だ
と
世
界
最
強
と
和
人
君
く
ら
い
な
の
よ

 

で

ん

ん
に

て
そ
う
な

を

ら

ら
振
り
な
が
ら

う

 
実

今
回
は
最
後
の
最
後
で

く
り
返
せ
た
だ
け
で

そ
れ
ま
で
は

だ

た

回
数
を
重
ね
る

に
対
策
を
立
て
ら
れ
て
い
る
か
ら

は
負
け
る
可
能
性
の
方
が
高
い
と

え

る

仕
事
が
多
く
て
実
戦
鍛

を

て
い
た
影

も
あ

て
流

に
追
い

か
れ
そ
う
だ

 

な
ん
て

そ
ん
な
事
を

え
た
ら
ど
れ
だ
け

か

 
そ
う

中
で

息
す
る

こ
れ
で

手
が
桐

谷
直
葉
や
最
愛
の
妹
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
こ

の
少
年
に
限

て
こ
の

い

は
ま
ず

し
な
い

 
そ
も
そ
も
こ
の
少
年
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
て
ま
だ
二

月
で
あ
る

リ
ハ
ビ
リ
を
一

月

で
終
え
退

し
て
か
ら
日
常
生
活
を
一

月

ど
過
ご
し
て
い
る
く
ら
い
で

こ
こ
ま
で

動
け
る

が
無
い

よ
し
ん
ば
木
剣
を
振
れ
て
も

常
な
自
分
と

に
や
り
合
う
な
ん
て
身
体
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能
力
的
に
無
理
が
あ
る

 
な
の
に
ス
タ
ミ
ナ
面
で

に
も
つ
れ

み
ど
う
に
か
勝
ち
を

え
た

弱
が
ま
だ
残

て

い
る
彼
と
の

戦
で
こ
の
結
果
で
は
誇
れ
る
も
の
も
誇
れ
な
い

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
彼
の

方
が
誇

て
良
い

 
な
ん
だ
か
な

と
の

ん
と
し
た
少
女
に

を

か
れ
て
い
る
少
年
を
見
な
が
ら
思
う

こ
の
少
年

過
程
と
結
果
の
ど
ち
ら
を
重

し
て
い
る
の
か
未
だ
に
分
か
ら
な
い

 

北
と
い
う
結
果
に
し
て
も
自
分
を

定
的
に
見
る
事
を
覚
え
た
方
が
い
い
と
私
は
思
う

業

色
ん
な
人
間
を
過
去
見
て
来
た
が
そ
の
中
で
も
鬱
に
な

て
夢
を

め
た
り
代
表
候

補
か
ら

り
た
り
す
る
人
が
彼
の
よ
う
な
完

主
義
の
き
ら
い
が
あ

た

目
標
を
定
め
て

進

す
る
の
は
い
い
が
ま
だ

い

と
い
う
か

い

身
空
な
の
だ
か
ら
も
う
ち

と
気

に
や

て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
彼
の
場
合
目
標
未
達
成

死
な
の
だ
し
そ
の
ぶ
ん
気
を

り

め
さ
せ
る
の
も
理
解
出
来
る

の
だ
が

ま

だ
か
ら
応

し
た
く
な

ち

う
ん
だ
け
ど
ね

 

い
て
そ
の
場
を
後
に
す
る

シ

ワ

と

え
を
済
ま
せ

主
に
与
え
ら
れ
る

務
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へ

く

 

学
園
に
入
学
し
て
一
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在

主
が
不
在
と
い
う

時
に
な

い
状
況
の
せ
い
で
書

仕
事
が

ま
り
に

ま

て
い
る

来

に

え
て
い
る
ゴ

ル
デ
ン

ウ

ク
で
少
し
で
も
自
由
な
時
間
を
得
ら
れ
る
よ
う
今
日
中
に
片
付
け
て
し
ま
う

だ

た
お

れ
様
で
す

お

様

 
部

に
入
る
と

な

仕

に
身
を

ん
だ
虚
が

を
し
て
き
た

ら
に

か
れ
た
ワ

ゴ
ン
に
は

仕

の
テ

ポ

ト
と
カ

プ

食

の
サ
ン
ド
イ

チ
が

て
い
る

 

く

を
返
し
な
が
ら

務

子
に

を
掛
け
る
と
デ
ス
ク
に

も
無
く
カ

プ
と
サ
ン

ド
イ

チ
が

か
れ
る

代

更
識
家
本
家

に
仕
え
る

の
⻑
女
で
あ
る
彼
女
は

い

か

ら

仕
の

練
も
す
る

事
も

な
く
こ
な
す
彼
女
に
と

て

も
無
く
行
動
す
る
な
ど

に

し
い

だ

あ
り
が
と

虚
ち

ん

い
つ
も
助
か
る
わ

恐

で
す

 
こ
ち
ら
の

に

こ
り
と

く

を
下

た
彼
女
は

内
に
あ
る
自
分
の
仕
事

の
方
に
足
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を
向
け
た

 
そ
の

の
上
に
も

こ
ち
ら
と
同

に
近
い

の
紙
の
束
が
あ
る

 
彼

女虚
は

学
園
の
二
年
生
な
の
で

は
本
家

を

守
に
す
る

今
年
か
ら
自
分
も

学
園
の

に
住
ま
う
事
に
な
り

を

守
に
す
る
よ
う
に
な

た
の
で
彼
女
の
と
こ
ろ
に

も
書

が

ま

て
し
ま

て
い
た

 

子
に

た
彼
女
は

束
の
中
か
ら
一

を
取
り
上

て

息
す
る

そ
れ
に
し
て
も

仕
事
と
は

え
や
る
気
を

が
れ
ま
す
ね

こ
う
い
う

の
も
の
は

 
虚
が

ら
り
と

し
た

紙
に
は

に
よ
り

か
な
文

が
び

し
り
と

ら
れ
て
い
る

無
論

の
上
に
あ
る
書

も

ど
同
様

ホ
ン
ト
ね

動
く
の

い
ク
セ
に

こ
う
い
う
の
だ
け
は
過

な
ん
だ
か
ら

 
書

の
大

は
・彼

を
保
護
し
た
事
へ
の

文意
見
書
ば
か
り

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

で
有
名
に
な

た

彼
の

遇
を
ネ

ト
で
知

た
ア
ン
チ
一

の
高

達
が
送

て
来
た
も
の
だ

中
に
は
デ
ス

ゲ

ム
の
中
に

わ
れ
た
者
も

た
よ
う
で
悪
名
や
悪
行
を

更
に
強

し
て

の
後
に

す
る
べ
き
と
書
い
て
い
る
も
の
も
あ
る

 
流

に
そ
れ
が

り

て
し
ま
え
ば
ど
れ
だ
け
の
人
間
が
最
高
裁
判

ま
で

く
事
に
な
る
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の
か
予
想
出
来
な
い

そ
う
判
断
し
た
か
ら
日
本

の
方
も
彼
を
初
め
と
し
た

オ
レ
ン
ジ

罪
者
プ

レ
イ

達
の
罪
を
問
わ
な
い
で
い
る

 
そ
も
そ
も
の
話

仮
想
世
界
で
の

罪
行

を
取
り

ま
り

罪
と
認
定
す
る

の
法
律
が

未
だ
出
来
て
い
な
い

現
実
世
界
で
は
罪
に
な
る

殺
人
な
ど
も
仮
想
世
界
で
は
一
つ
の

プ
レ
イ

と
し
て
成
り
立

て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
は

オ
レ
ン
ジ
カ

ル

と
い
う

ナ
ル
テ

を

さ
れ
て
い
た
が

他
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
は

め
な
し
の
行

な
の
だ

そ
の
状
況
下
で
取
り

ま

て
し
ま
え
ば
ゲ

ム
プ
レ
イ
の
自
由
を

す
る
事
に
な
り

上

す
る
事
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 

・彼
に
の
み

す
る

と

わ
れ
た

手
の
平
を
返
し
そ
う
な
の
が
恐
ろ
し
い
け
ど

と
い
う
か

よ
く
も
ま

き
も
せ
ず
送

て
来
る
わ
よ
ね

送
ら
れ
て
き
て
も

こ

ち
は
日
本

か
ら
依
頼
さ
れ
た
か
ら
動
い
た
だ
け
だ
か
ら
返

は
ど
れ
も
同
じ
に
な
る
の

に

ク
レ

ム
を
付
け
な
い
と

ち

か
な
い

に
で
も

て
い
る
の
か
し
ら

こ
れ
を
機
に
更
識
の
信

を

め
た
い
だ
け
で
は

あ

ウ
チ
以
外
の
暗
部
を

に
し
て
る

中
か
ら
す
れ
ば
正
に
目
の
上
の
た
ん

だ
も

の
ね

大
体
そ
う
い
う
パ
タ

ン

て

塗
れ
だ
し
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要

は
依
然
変
わ
ら
ず
男
性
が
多
い
の
で
お

様
が
女
性
で
あ
り

つ
代
表
候
補
で
あ
る
事

が

車
を
掛
け
て
そ
う
で
す

そ
う
い
う
意
味
で
は
女
性

権

体
も

が
多
い
わ
よ
ね

い
や

し
か
い
な
い
の
間
違

い
か
し
ら

あ
と

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬
を
信

す
る
方

も
お

様
を
目
の

に
し
て
い
る
と
か

そ
う
い
う
思
想
だ

と

自
然
的
に

・彼
へ
の
風

た
り
も
キ
ツ
い
事
が
多
い
で
す
し

や

ん
流

に
私
な
に
も
悪
く
な
い
の
に

人
気
者
は

い
わ

け
る
わ

よ
よ

よ
よ

 

ば
流
れ
作
業
的
に
見
ま
し
た
よ

と
い
う
事
を
示
す
名
前
入
り
の
ハ
ン
コ
を

た
ん

た
ん
と

し
な
が
ら
会
話
を
し
て
い
く

サ
イ
ン

ン
だ
と
文

の
ク
セ
で
見

か
れ
る
け

ど
ハ
ン
コ
な
ら

で
も

せ
る
か
ら
分

作
業
が
出
来
る
か
ら
虚
の
手
は
流
れ
る
よ
う
に
上

下
し
て
い
た

彼
女
の

に

く
書

は
全
て
文

の

に
す
る
よ
う

て
あ
る
か
ら
ま

た

く
迷
い
が
無
い

 

主
で
あ
る
自
分
は
そ
う
も
い
か
な
い
が
文

の

と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
で
分
け
る
よ
う

頼
ん
で
い
た
か
ら

今
の
と
こ
ろ
は
自
分
も
迷
い
な
く

た
ん

た
ん
と

し
て
い
く
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流

に
内
容
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書

で
流
れ
作
業
は
許
さ
れ
な
い

と
こ
ろ
で

お

様
に
一
つ
お

き
し
た
い
事
が
あ
る
の
で
す
が

 
他
愛
の
な
い
会
話
を
し
つ
つ
機

的
に
書

を

き
一
先
ず
文

書
だ
け
片
付
け
一

み

れ
た
時

と
真
面
目
な
ト

ン
で
彼
女
が
切
り
出
し
て
き
た

な
に
か
し
ら

 

来
の

手
は
桐

谷
君
で

え
て
い
る
の
で
す
か

 
ぶ

 

て
い
た
紅

を

き
出
し
て
し
ま

た

で
で
横
を
向
い
た
の
で
書

は

れ
な
か

た
が
あ
と
一

か

た
ら

バ
か

た

そ
れ
く
ら
い

を

か
れ
る
内
容
だ

た
の
だ

 

が

く

く
な

て
い
く
の
が
分
か
る

い

い
き
な
り
ど
う
し
た
の
よ

 

と
ハ
ン
カ
チ
で

き
な
が
ら
悲
鳴
気
味
に
問
い
返
す

憎
た
ら
し
い
事
に
虚
は
小

を

違
う
の
か

 
と

わ
ん
ば
か
り
に
不
思
議
そ
う
な

を
し
て
い
た
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更
識
家
で
保
護
し
た
だ
け
な
ら
と
も
か
く
部
下
に
見
せ
付
け
る
よ
う
に

戦
を
し
て
い
ま

し
た
し

放

さ
れ
た

像
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
の
裏
を
知

て
い
る
我

か
ら
す
れ
ば
も
う

更
識
家
へ
の

入
り
は
確
定
事

な
の
か
と
ば
か
り

発
想
が
突

過
ぎ

 
と
い
う
か
そ
も
そ
も
彼
を
そ
う
い
う
眼
で
見
る
に
は

過
ぎ
る
で
し

結

し
た
男
女
の
平

年

差
は

前
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
し
お

様
と
彼
は
四

差
そ

こ
ま
で
離
れ
て
い
る

で
は
無
い
と
思
い
ま
す

そ
れ
で
も
今
そ
う
い
う
話
が
出
る
年

じ

な
い
で
し

そ
れ
く
ら
い
更
識
家
の
中
も
お

様
の
縁

に
つ
い
て
重
要

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
す

先
代
が
亡
く
な
ら
れ
一
時
期
騒
然
と
し
ま
し
た
か
ら
ね

正
式
な

入
り
は
無
い
に
せ
よ
そ
ろ

そ
ろ

約
を
結
ぶ
く
ら
い
の
話
は
上
が

て
来
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん

お

様
も
結

出

来
る
年

に
な
ろ
う
と
し
て
ま
す
か
ら
ね

ぐ
 

と
話
さ
れ
る
内
容
に
ぐ

た
り
と
体
を
デ
ス
ク
に
投

出
す

 
結

に
対
し
て
女
子
と
し
て

れ
を
持
つ
時
期
も
あ

た
が
暗
部
の

主
と
な

て
か
ら
後



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

ろ
暗
い
事
ば
か
り
知

て
し
ま

た
か
ら
ユ
メ
な
ん
て
も
う
無
く
て
メ
リ

ト
を
感
じ
ら
れ
な

い
と
い
う
の
が
本

先
代

主
で
あ

た

が

し
て
し
ま

た
件
か
ら

継
ぎ
の
目

を

付
け
て
お
き
た
い
の
だ
ろ
う

 
あ
わ
よ
く
ば
分
家

か
ら

子
に
だ
し

主
の

を
女
で
あ
る
自
分
か
ら
奪
い
取
り
本

家
と
の
コ
ネ
ク
シ

ン
を

い
て
成
り
上
が
ろ
う

そ
う

え
て
い
る
者
も

る

だ

体

的
に
は
分
家

や
ご
意
見
番
を
気
取

て
る

あ
た
り

ま

お

様
が
一
切
そ
の

を

慮
し
て
い
な
い
事
は

し
て
い
ま
し
た
か
ら

き
は
あ

り
ま
せ
ん
が

ホ
ン
ト
い
い
性
格
し
て
き
た
わ
ね

虚
ち

ん
だ

て

彼

が
出
来
た
事
無
い
ク
セ
に

 
そ
う
反
抗
す
る
と

に
彼
女
の
取
り

ま
し
た

が

と

く
な

た

な

な

い

今
は
私
の
事
は

無
い
で
し

う

え

 

代
の

主
候
補
と
い
う
の
を

え
る
と
ま

た
く

無
い

は
無
い
と

思
う
ん
だ
け
ど
な

 
と
い
う
か

実

虚
ち

ん
は
桐

谷
君
の
事

て
な
い
の

 
人
格
と
能
力
的
に

か
し
理
想
的
じ

な
い

 
彼
の

を
探

た
感
じ
結
構

争

高

そ
う
よ

 

い
た
話
だ
と
家
事
万
能
み
た
い
だ
し

理
が
苦
手
な
虚
ち

ん
に
は
な
お
の
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事
理
想
的
な

様
じ

な
い

く

人
が
気
に
し
て
い
る
事
を
ズ
ケ
ズ
ケ
と

 
生
ま
れ
て
こ
の
方

彼

な
ど
出
来
た
事
が
無
い
主

で

い
に

索
し
合
う

義
な
き
戦

い

か
ら
見
れ
ば
ま
る

き
り
ガ

ル
ズ
ト

ク
で
あ
る

 

く
そ
う
や

て

か
ら
の
お

い
の
欠
点
で

く

い
合

た
後

時
間
も
終
わ
り
を

え
た
た
め

め
て
書

へ
と
向
き
直
る

と
も
あ
れ
そ
ろ
そ
ろ

約

結

の
話
が
来
る
こ
と
は
覚
悟
し
て
お
い
た
方
が
い
い

か
とは

い

 
引
き

に
し

か
り
と

を

し
て
く
る

り

や
は
り
こ
の

仕

え

は
如
才
な
い

 

く
し

大

 
か

ん
ど
う
だ
ろ
う

い
き
な
り

が
む
ず
む
ず
し
て

ち
な
み
に

コ
ア
の

者
保

護
機
能
で

が
活
性
化
さ
れ
る
お

で
な
ら
な
い

だ
か
ら
か

で
は
な
い
と
思
う
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ん

か
が

話

し
て
た
り

そ
れ
で
く
し

み
が
出
た
と

 

迷
信
だ
ろ

そ
れ

う
ん

私
も
本
気
で
は

て
な
い
よ

た
だ
な
ん
と
な
く

て
み
た
か

た

や
ア
ニ
メ
の
定
番

だ
か
ら

か

こ
れ

知

て
た
ん
だ
ね

意
外

木

絶
剣

か
ら

に
教
え
て
も
ら

た
事
が
あ
る

そ
う

あ

こ
こ
違
う

イ
タ
リ
ア
の

機
は

テ
ン

ス
タ

だ
よ

メ
イ
ル

シ

ト
ロ

ム

は
イ
ギ
リ
ス
の

機

上
下
逆

こ
こ
が
合

て
た
ら

点
だ

た

む

と
い
う
事
は

点
結
果

１
０
０
問
中
正

は

だ
よ

む
点

し
ち

た
け
ど
で
も
こ
れ
で
も
十
分
過
ぎ
る
よ

虚
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら

た

カ
リ
キ

ラ
ム
も
一
学
期
後

に
入

て
る

く
は
五
教

を
中
心
に
し
よ

か

特
に
数

学
と
世
界
史
と
英
語
の
ス
ピ

キ
ン
グ

こ
の
三
つ
は

み
重
ね
し
か
な
い
か
ら

ね

ん
む
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ク
ロ
エ

点
は

歌

姫

監

の

キ
リ
ト
へ
の
依
頼
人
は

場
束
じ

な
い
ん
だ
よ

と
い
う

写

ク

ラ
イ
ア
ン
ト

達

に
こ
の
二
人
は

ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
を
示
す

に
突

ん
だ

 
つ
い
で
に
二
人
が

を
や

て
い
る
か
を

写

ス
ヴ

ル
ト
実

に
よ
る

整
で
今
も

し

い

し
い
を
リ
ア
ル
で
し
て
い
る

こ
の
二
人
に

み
は
あ
る
の
か

 
一
番
は
キ
リ
ト
の
真
意
は
天
才
天
災
に
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
説
得
力
を
付
け
る
た
め

そ
れ
ら
し
い
理

を
展
開
し
て
い
る
の
も
重
み
を
持
た
せ
る

キ
リ
ト
の

内
で
は

が
展
開

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

白

し
い

 

個
人
的
に
束
と
ク
ロ
エ
の
や
り
取
り
は
書
い
て
て
と
て
も

し
い
で
す

 

に
楯
無

点

 
対
暗
部

暗
部
の

主
と
し
て
の
書

仕
事
を
外
部
に
持
ち
出
す

に
い
く

も
無
い
の
で
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定
期
的
に

て
い
る
と
い
う

写

さ
り
気
に
時
期
を

月

に

し
て
い
る

来

に

を

え
て
い
る

ま
だ

月
に
入

て
な
い

 
少
し
前
の
話
で

月

に
入

て
い

る
感
じ
に
し
て
ま
し
た
が
リ
ア
ル
で
ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
を
経
験
し
て
あ
あ
こ
の
⻑
期

に
ア
プ
デ
重
ね
た
ら
本
編
の
日
数
と
か
時
間
と
か

に
な
る
な

と
思
い
立

て

の
で

し
ま
す

 
⻑
期

な
ん
て
中
学
時
代
に
吹

や
り
始
め
て
か
ら
無
い
も
同
然
だ

た
か
ら
さ

 

気
に
万
全
な
楯
無
と
復
帰
二

月
足
ら
ず
の
和
人
が

抗
し
て
い
る
と
い
う
ね

 
そ
れ
だ
け
コ
ア
を
体
に

し
て
い
た
り
肉
体

を

け
て
生
体
兵
器
化
さ
れ
た
影

が
強

い
と
い
う

写
で
も
あ
る

忘
れ
て
る
か
も
で
す
が
和
人
は
肉
体
的
に
も
対
人
戦
特
化
型
な
の

で

ケ
ガ
や

気
も

コ
ア
の

者
保
護
機
能
と
い
う
原
作
に
も
あ
る
設
定
で
へ

ち

ら
で
す
か
ら

 

は
白
式
だ
け

著
な

能
を
表
し
て
い
ま
し
た
が
そ
こ
は
ス
ル

で

多
分
リ

ミ

タ

外
し
た
ら
全
部
の
コ
ア
は
そ
う
な
る

 
ま
し
て
や
肉
体
に

め

ん
で
る
か
ら
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ま

そ
れ
で
も
木
剣
を

突
で

き

れ
る
楯
無
も

バ
い
で
す
が

分
か
り

い
け
ど

 
設
定
上
ど

ち
も
殺
し
て
良
い
ル

ル
な
ら
ど

ち
も
も

と
強
く
な
れ
る
か
ら
ま

だ
こ
れ
は
限
界
で
は
無
い

 

虚
と
の
会
話
は

ね

ら

フ
ラ
グ
と
か
下

え

て
重
要
じ

な
い
で
す
か

 
格
式

た
家

だ
と
そ
の

結
構
大
変
そ
う
だ
な

と
思
い
な
が
ら

写
し
た
の
で
実
は
そ

こ
ま
で
深
い

え
が
あ

て
書
い
た

で
は

は
く
し
ん

 

こ
そ
は
ス
ヴ

ル
ト
攻
略

ユ
ウ
キ
勢

を

写
し
た
い
な

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
九
章
 

電
子
の
妖
精

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
前

全
部

ユ
イ

後

キ
リ
カ

 
文

数
は
一
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
平
日

 
学
生
や

会
人
な
ど
多
く
の
人
が
己
の
仕
事
を
こ
な
し
に
動
く
中
で
も
妖
精
郷
は
動
き

け

て
い
る

と

え
る
時
間
ま
で
は
多
く
見
か
け
た
プ
レ
イ

も
始
業
時
間
を
越
え
て
か
ら

は
め

き
り
と
見
え
な
く
な

た

も
ち
ろ
ん

み
の
人
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
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る
プ
レ
イ

も

な
く
は
な
い

 
そ
れ
に
反
し

で
あ
る
自
分
達
は
現
実
で
の
仕
事
な
ん
て
無
い
の
で

情
報
整
理
の
た
め

に

眠
す
る
時
以
外
は
常
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た

 
現
在
は

が

な
い
間
に
少
し
で
も
自
己
強
化
に

も
う
と
ピ
ク
シ

の
義
弟
を

に

入
れ
ス
ト
レ
ア
と
目
的
地
に
し
て
い
る

ダ
ン
ジ

ン
へ
と
向
か

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

平
日
で
も
時
間
を
気
に
せ
ず
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
ら
れ
る
の
は
ア
タ
シ
達
だ
け
が
持
つ
絶
対
的
な

ア
ド
バ
ン
テ

ジ
だ
よ
ね

 
浮

原
の
空
を

や
か
に

び
な
が
ら
妹
で
あ
る
大
剣
使
い
ス
ト
レ
ア
が

う

間
が

ど

な
い
現
状
す
ら
も
彼
女
に
か
か
れ
ば

し
ん
で
し
ま
え
る
ら
し
い

 
確
か
に
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
攻
略
で
多
く
の
プ
レ
イ

が
血
気

ん
に
な

て
い
る
今
彼

ら
が
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い
時
間

で
も
情
報
収
集
や
ダ
ン
ジ

ン
探
索
が
出
来
る
の
は
と
て
も
大

き
い

点
で
あ
る

加
え
て
人
数
が
少
な
け
れ
ば
経
験
値
や
ア
イ
テ
ム
の
取
り
分
が
増
え
る

ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

と
し
て

を
サ
ポ

ト
す
る
立
場
で
は
あ
る
が

今
は
一
プ
レ
イ

で
も
あ
る

で

そ
う
い
う
意
味
で
も
こ
れ
は
喜
ん
で
い
い
の
か
も
し
れ
な
い

無

だ
と
か

ニ

ト
だ
と
か

そ
う
い
う

が
立
ち
そ
う
な
気
も
し
ま
す
が
ね
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平
気
だ

て

気
に
し
な
き

大
体
ア
タ
シ
達
が

だ

て
ネ

ト
で
も
話

に
な

て

る
ん
だ
か
ら
今
更
気
に
し
て
も

い
気
が
す
る
ん
だ
よ
ね

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
こ
と

郷

之

時
の

像
で
義
弟
の

は
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ

リ

カ

ス
レ
イ
ブ
そ
し

て
今
は
亡
き
ホ
ロ
ウ
の
三
つ
あ

た

郷
の
実
験

内
容
を
明
か
す
に
あ
た

て
人
間
の

を
ス
キ

ニ
ン
グ
し

複
製
し
た

す
な
わ
ち
ホ
ロ
ウ
の
事
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず

必
然
的
に
彼
ら
の
事
は
世
間
に
知
ら
れ
る
事
と
な

た

 
加
え
て
感
情
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

し
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
製
作
に

わ

た

郷
自
身
が
Ｍ
Ｈ
Ｃ

Ｐ

の
存
在
を
明
か
し

場

が
認
め
た
た
め

自
分
と
ス
ト
レ
ア
が

で
あ
る
事
も
知

ら
れ
て
い
る

 

一
時
期

の
方
か
ら

デ

タ
の

収
も
あ
り
得
た
そ
う
だ
が

そ
の

は
自
分
達

三
人
を
引
き
取

て
く
れ
た

場

と

ノ
之
束
の

名
が

力
し
て
く
れ
た
た
め
事
な
き

を
得
た
と
い
う

 
そ
の

を

か
さ
れ
て
い
な
い
の
は
恐
ろ
し
い
が

あ
ま
り
気
に
し
な
い
事
に
し
て
い
る

 

そ
の
気
に
な
れ
ば
ハ

キ
ン
グ
や
ネ

ト
へ

亡
す
る
事
も

だ
か
ら
と
い
う
理
由

も
あ

た
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そ
も
そ
も
ア
タ
シ
達
み
た
い
な

を

す
る
人
な
ん
て
ま
ず

な
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね

業

務

は
向
上
す
る
に
し
て
も
そ
れ
だ
と
お
金
を

て
食
べ
て
行
か
な
い
と
い
け
な
い
人
達

の

を
奪
う

で

年
も
前
か
ら
ず

と
論
議
さ
れ
て
解
決
し
て
な
い
問

に
ぶ
つ
か

ち

う
も
ん

ど
こ
か
に

し
ろ

て

う
人
は
ま
ず

で
の

問

を

強

す
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね

ス
ト
レ
ア
が
そ
こ
ま
で
ハ

キ
リ

う
の
は

し
い
で
す
ね

か
あ

た
ん
で
す
か

ち

と
ね

頼
ま
れ
た
か
ら
ヘ
ル
プ
で
レ
イ
ド
に
参
加
し
た
の
に

そ
こ
の
リ

ダ

パ

テ

の
人
達
に
仕
事
が
無
い
の
は
い
い
な

達
な
ん
て
時
間
を
ど
う
に
か
工
面
し
て

一

二
時
間
が
や

と
な
の
に

は

ら
で
も
遊
べ
る
ん
だ
か
ら

て
イ

ミ
を

わ
れ
て

さ

す
ご
く
失
礼
だ
と
思
わ
な
い

そ
れ
は

か
な
り

ア
レ
で
す
ね

 
多
分
仕
事
の

で
ま
と
ま

た
プ
レ
イ
時
間
を
取
れ
な
い
事
へ
の
鬱

で
八
つ

た
り
気
味

に

た
の
だ
ろ
う

だ
が
そ
れ
は
陰

に

め
て
お
く
べ
き
だ
本
人
に

た
と
こ
ろ
で
解

決
は
し
な
い

そ
も
そ
も
人
権
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
自
分
達
が
ど
う
に
か
出
来
る
話
で
も
な
い

の
だ
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そ
の
人
は
か
な
り

が
無
い
生
活
を
送

て
る
ん
だ
ろ
う
な

と
分

を
終
え
る

二
人
と
も

そ
ろ
そ
ろ
目
的
地
に

く

 

か
ら
義
弟
の
声
が

こ
え
た

黒
の
シ

ツ
と
⻑
ズ
ボ
ン
と
い
う
前
開
き
の
外

を
脱
い

だ
だ
け
の
よ
う
な

の
キ小
リ妖
カ精

は

め
下
に
見
え
る

を
指
差
し
て
い
た

 
地
面
と
平
行
に

行
し
て
い
た
私
達
は

へ
と
向
け
て

空
す
る

 
し

か
り
索

ス
キ
ル
を
発
動
す
る
が
プ
レ
イ

反
応
は
無
い

そ
の
代
わ
り
に
モ
ン

ス
タ

の
反
応
は
多
数
あ
り

空
す
る
中
で
気
付
か
れ
る

 

原
を
歩
く
緑
の

を
持
つ

人
型
剣
士
Ｍ
ｏ
ｂ

リ
ザ

ド
・

ド
マ
ン

 
空
を

ぶ
緑
色
の
ト
カ
ゲ
型
Ｍ
ｏ
ｂ

グ
レ
ム
リ
ン

 
転

付
近
は
コ
ボ
ル
ド
や
ウ
ル
フ
な
ど
獣
型
が
多
か

た
が
少
し
離
れ
る
と
Ｍ
ｏ
ｂ
の
生

息

も
変
化
し
た
よ
う
で

が
多
く
な

た

全

に

て

な
く
振
り
分
け
ら
れ
る

事
が
多
い
か
ら
一
つ
の

エ浮
リ

ア内
で
種

が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
と
い
う
の
は

し
い
方
だ

ス
ト
レ
ア
は
地
上
の
リ
ザ

ド
マ
ン
を

私
は
空
中
の
方
を

理
し
ま
す

り

か
い

 
キ
リ
カ
を

と
し
ち

ダ
メ
だ
よ

わ
れ
ず
と
も
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に

る
す

手
剣
を

き
つ
つ

手
で
び
し

と

礼
を
返
し
た
ス
ト
レ
ア
は
そ
の
ま

ま

で
空
気
を

き

空
し
た

最

流
星
の
如
き
勢
い
で
斬
り
掛
か

て
い
る

無
論
斬
ら

れ
た

人
は
一
撃
死
だ

 
そ
の
真

直
ぐ
な
行
動
に
苦

を
浮
か
べ
つ
つ

近
付
く

影
へ
と
意
識
を

す

キ
リ
カ

し

か
り

ま

て
い
て
下
さ
い

ん
 

に
入
れ
た
小
妖
精
か
ら
の
返
事
を

い
て
自
分
も
ス
プ
リ
ガ
ン
特
有
の

ら
黒
い

を

わ
せ
加
速

く
り
と

空
し
て
い
た
緑
ト
カ
ゲ
の
一

に
肉

し

手
に
持
つ
剣
で

交
差
に
斬
り
裂
く

 

一

れ
て

ば
し

あ

と
ト
カ
ゲ
の
体
が
光
に

す
る

 
速

力
も
足
さ
れ
た
事
で
二
撃
で
倒
す
事
に
成

し
た
の
だ

界

を
下
か
ら
上
に

得

経
験
値
と
ユ
ル
ド

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
が
流
れ
る

ユ
イ
姉

来
る

 

界

の
リ
ザ
ル
ト
を
流
し
見
し
つ
つ
空
中
で
制
動
を
掛
け
て
い
る
と

か
ら

意

の
声
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ク
ア

ク
ル
ル

 
義
弟
の

意
か
ら
一

れ

間
が
倒
れ
た
事
に
興

し
た
緑
ト
カ
ゲ
が
二

突
進
し
て
き

た 
十
メ

ト
ル
以
上
の

離
が
あ
る
内
か
ら

び
つ
つ
突
進
さ
れ
れ
ば
対

の
し
よ
う
は

ら
で

も
あ
る

事
前
に

意
を

さ
れ
た
事
も
あ
り

で
対
応
で
き
た

 

空
中
に
直
剣
が
二
本
現
れ

真

向
か
ら

し
に
す
る

 
追
加
で
上
下
か
ら

み

む
よ
う
に
剣
が
現
れ
更
に
ト
カ
ゲ
の
体
を

く

一
本
で
は
多
少

の
ダ
メ

ジ
で
済
ん
で
も
複
数
本
に
な
れ
ば

そ
れ
も

に
入
れ
ば

と
た
ま
り
も
無

い

最
初
の
エ
リ
ア
の

Ｍ
ｏ
ｂ
で
あ
る
ト
カ
ゲ
は
直
剣
四
本
で
息
絶
え
た

攻
撃
ス
キ
ル
や

速

い
補
正
が

ど
無
い
に
し
て
も
四
撃
で
倒
れ
る
な
ら
か
な
り
弱
い

 

や
は
り

を
使
う
の
は
反

で
す
ね

 

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
そ
し
て
戦
闘
型
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て

動
い
て
い
た
自
分
は

密
に
は
プ
レ
イ

で
は
な
か

た

故
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
を

し
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た
と

え
ど

備
品
を
引
き
継

る
道
理
は
な
い

 
し
か
し
自
分
達

組
を
保
護
し
た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
生
み
の
親
で
あ
る

場

だ

プ
レ
イ

デ

タ
は
コ
ン
バ

ト
対
応
で
済
ま
せ
た
が
自
分
一
人
だ
け
で
あ
れ
ば
手
を
掛
け
て
デ

タ
を

す
る
事
も
不
可
能
で
は
無
か

た
ら
し
く
Ｎ
Ｐ
Ｃ
デ

タ
を
そ
の
ま
ま
プ
レ
イ

デ

タ
に
変
換
し
て
コ
ン
バ

ト
し
て
く
れ
た

大
本
の
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
や
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
い
う

サ
ポ

ト
特
化
の
ス
テ

タ
ス
は
ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

と
し
て
戦
闘
型
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
い
う

プ
レ
イ

寄
り
の
ス
テ

タ
ス
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
プ
レ
イ

ス
テ

タ
ス
に
変
換
さ
れ
た

の
だ

故
に

持
品
も
そ

く
り
そ
の
ま
ま

し
て
も
ら
え
た

 
流

に
回
復
ア
イ
テ
ム
あ
と
は

表
記
を
変
え
た
だ
け
の

持
金
は

収
さ
れ
た
が
武

に

し
て
は

ど
手
つ
か
ず

 
な
の
で
か
つ
て
義
弟
に

ら
れ
た

は
お
ろ
か
登
録
し
た
武
器
も
そ
の
ま
ま
で
あ
る

性
能
こ
そ
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
古
代

武
器
に
一
歩

る
と
は

え
そ
れ
で
も

の
性

を

え

れ
ば
反

的

 
シ
ノ
ン
も

を
引
き
継
ぎ
使

し
て
い
る
が

ア
ミ

ス
フ

ア

に
ハ

ド
が
変

わ

た
事
で
想

時
の

波
を

に

み
取
れ
な
く
な

た

恐
ら
く

部
全
体
を

て
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い
な
い

せ
い
で
自
然
属
性
攻
撃
が
出
来
な
く
な

た
の
で
現

境
に

い
て
プ
レ
イ

と

で
の
差
は
一
切
無
い

な
の
で

間
的
な
判
断
能
力
反
応
速

に
⻑
け
る

が

を
使

す
る
方
が
十
全
に
特
性
を
活
か
せ
て
い
る
事
に
な
る

い
や

変
わ
ら
ず
ユ
イ
の
そ
れ
は
反

だ
よ
ね

定
は
し
ま
せ
ん

 
一

り
モ
ン
ス
タ

を
倒
し
た
後

合
流
し
た
ス
ト
レ
ア
は
開

一
番
そ
う

て
来
た

 
事
実
な
の
で

直
に
そ
れ
を

け
止
め
る

レ
イ
ド
ボ
ス
戦
で
は

い
な
く
使

て
ダ
メ

ジ

と
ヘ
イ
ト
を

ぎ

得
経
験
値

を
多
く
取
る
の
で

わ
れ
る
け
ど

手
に
は
と
も

か
く
デ

エ
ル
で
は
使
わ
な
い
よ
う
制
限
し
て
い
る
だ
け
で
も
ま
だ
マ
シ
な
対
応
だ
と
思

て

欲
し
い

そ
ん
な
事
よ
り
探
索
で
す

序

エ
リ
ア
と
は

え
ダ
ン
ジ

ン
で
す
か
ら
気
を
付
け
て
い
き

ま
し

う

ん

で
も
キ
リ
カ
の
ナ
ビ
が
あ
る
し
な

ピ
ク
シ

の
ナ
ビ
能
力
も
限

は
あ
る

過
信
さ
れ
て
も

る

 
ス
ト
レ
ア
の

心
に
も
取
れ
る
発

に

か
ら
抗
議
の
声
が
上
が

た
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自
分
達
は
出
自
が
特

な
だ
け
あ

て
裏
技
を
使

て
ダ
ン
ジ

ン
マ

プ
を

み

ん
だ

り

先
程
キ
リ
カ
が
し
た
よ
う
な

Ｍ
ｏ
ｂ
の
攻
撃
予

な
ど

権
限
の
一
部
で
情
報
を

可
能
出
来
る
と
は

え

え
ば
プ
レ
イ

反
応
の

索
は
ピ
ク
シ

レ
ベ
ル
な
の
で
索

ス
キ
ル
を
取

て
い
な
い
も
同
然
の
状

で
し
か
無
い

つ
ま
り
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
い
る

Ｍ
ｏ
ｂ

プ
レ
イ

反
応
は
分
か
ら
な
い

 
マ

プ
が
あ
る
と
は

え

ダ
ン
ジ

ン
内
の
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
ま
で

羅
出
来
る

で
は
無

い

が
強
す
ぎ
れ
ば
い
く
ら
ナ
ビ
が
あ

て
も

然
負
け
る

 
他
の
プ
レ
イ

よ
り

性
が
多
い
と

え
ど

断
は
禁
物
な
の
だ

そ
う
で
す
よ

姉
と
し
て

キ
リ
カ
に
不

無
い

は
見
せ
ら
れ
ま
せ
ん

む

 
姉
と
し
て
か

よ

し
な
ら
お
義
姉
ち

ん
達
の
強
い
と
こ
ろ
を
見
せ
ち

お
う

人
の
事
は

え
ま
せ
ん
が

我
が
妹
な
が
ら

で
す
ね

 
わ
ざ
と
か
そ
う
で
な
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
も
し
前
者
だ
と
す
れ
ば

せ
や
す
過
ぎ
て
今

後
が
ち

と
不
安
に
な

て
来
る

こ
れ
で
思
慮
深
い

が
あ
る
か
ら
大

だ
と
は
思
う

が
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別
に
わ
ざ
わ
ざ
見
せ
て
も
ら
わ
な
く
て
も
十
分
見
て
る
ん
だ
け
ど

だ
と
し
て
も

も

と
も

と
見
て
も
ら
わ
な
い
と

 
最
近
全
然
活
躍
出
来
て
な
い
気

が
す
る
し

ま

最
近

手
し
て
き
た
強

の
ト
ド
メ
は
大

リ

姉
ユ
ウ
キ
さ
ん
ク
ラ
イ
ン
さ

ん
で
す
か
ら
ね

 
ス
ト
レ
ア
は

手
剣
使
い
と
は

え
ノ

ム
が
秘
め
る

強
な
肉
体
を

使
し
た
タ
ン
ク

と
し
て
の
立
ち
回
り
を
多
く
求
め
ら
れ
る

を
持
つ
シ
ノ
ン
魔
槍
を
持
つ
サ
チ
も
遊

撃
の

に

し
て
ト
ド
メ
は

る
よ
う
に
動
い
て
い
る
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る

層

を
七
十

六
層
を

い
て
取
得
し
た
キ
リ
ト
も
消
極
的

種

的
に
攻
撃
特
化
の
ク
ラ
イ
ン
や
ス
タ
イ
ル
が

攻
撃
特
化
の
リ

フ

ユ
ウ
キ
が
ト
ド
メ
を
持

て
行
く
の
は

あ
る
意
味
必
然
と

え
た

偶
に
打
撃
弱
点
で
リ
ズ
ベ

ト

突
弱
点
で
ラ
ン

ア
ス
ナ

サ
チ
が
持

て
行
く
程

か

 
別
に

に
立

て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い

む
し
ろ
時
に
ピ
ク
シ

と
し
て
攻
撃
予

の
ナ
ビ

を
時
に
一
プ
レ
イ

と
し
て
戦

て
い
た
か
ら

と
同
じ
く
ら
い

し
て
い
る
方
だ
と

思
う

 
た
だ
義
弟
に
対
し
て
良
い
カ

コ
が
出
来
て
い
な
い
だ
け
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そ
れ
だ
け
で
義
姉
と
し
て
は
不

な
の
で
あ
る

要
は
自
己

足
な
だ
け
で
す
し
キ
リ
カ
も
特
別
な
に
か
見
よ
う
と
思
わ
な
く
て
い
い
で
す
よ

い
つ
も

り

め
て
く
れ
れ
ば

と

足
か
な

見
せ
よ
う
と
す
る
の
に
い
つ
も

り
で
い
い
の
か

 

か
ら
や
や

惑
気
味
の
声

見
て
欲
し
い
と

て
い
る
の
に
い
つ
も

り
と
そ
う
要

求
さ
れ
る
事
に
理
解
が

び
に
く
い
ら
し
い

そ
の

・い
・つ
・も
・

・り
が
一
番
い
い
ん
で
す
よ

事
も
自
然
体
が
一
番
で
す

そ
れ
は

そ
う
な
の

か

 

気
な
く
発
せ
ら
れ
る
称

と
労
い

そ
れ
ら
が
私
達
に
と

て

よ
り
の
ご

で
あ
る
事

が
分
か

て
い
な
い
の
だ
か
ら

仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
知
ら
れ
る
の
は

ず
か
し
い
か
ら

し
く
は
説
明
し
な
か

た

  

の

を
終
え
て
か
ら

に
入
る
と
自
然
に
生
ま
れ
た

穴
の
中
と
は
思
え
な
い
人

工
的
な

物
が

を
現
す

中
に
入
る
者
を

る
いに

掛
け
る
よ
う
に

は
が

ち
り
と

ま

て

い
た

ご

な
事
に
大
き
な

を
掛
け
ら
れ
て
い
る
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ダ
ン
ジ

ン
の
入
り

の

は

が
掛
か

て
い
る
も
の
と
掛
か

て
い
な
い
も
の
の
二
種

存
在
す
る

 
現
在

の

は
持

て
い
な
い

が
付
い
て
い
て
も
グ
ラ
フ

ク
の
使
い
回
し

も
と
い
見
せ
か
け
の
時
も
あ
る
た
め

運
が
良
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
開
く
事
も
ま
ま
あ
る

 
今
回
も
そ
の

で
開
き
ま
す
よ
う
に
と
願
い
つ
つ

に
手
を
掛
け

ん

開
か
な
い
ね

で
す
ね

 
ぐ

ぐ

と
力
を
入
れ
て
開
け
よ
う
と
し
て
も
び
く
と
も
し
な
か

た

は

論

し

引
き

果
て
に
は
上
に
上

る
事
も

し
た
が

ど
れ
も

果
が
無
い

 
キ
リ
カ
に
確
認
す
れ
ば

や
は
り

が
必
要
ら
し
い

と
い
う
事
は

に
入
る
に
は
ど
こ
か
で

を
入
手
す
る
必
要
が
あ
る

で
す
か

パ

と
見
た
感
じ
で
も
ヒ
ン
ト
ら
し
い
も
の
は
無
い
ね

べ
た
と
こ
ろ

コ
レ

ス
キ
ル
の

で
開
く
も
の
じ

な
い

と
い
う
事
は
対
応
タ
イ
プ
で
す
か

 

と
一

に

て
も
や
は
り
こ
ち
ら
も
二
種

あ
る

一
つ
は

解

ス
キ
ル
と
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す
る
事
で
対
応
す
る
ラ
ン
ク
の

を
開
け
ら
れ
る

開

の

も
う
一
つ
は
ク
エ
ス
ト
進
行

な
ど
で
手
に
入
る
そ
れ
ぞ
れ
の

に
対
応
し
た

だ

前
者
は
宝

や
ダ
ン
ジ

ン
の
宝
物

に

使

さ
れ

後
者
は
ボ
ス
部

な
ど
で
使

さ
れ
て
い
る

 
そ
し
て
こ
の
入
り

の

は
後
者
の
タ
イ
プ

ど
う
や
ら
浮

原
な
い
し
空

ラ
イ
ン
の

ど
こ
か

あ
る
い
は
ク
エ
ス
ト
報

で

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ら
し
い

 

ハ

キ
リ

て
面
倒
な
事
こ
の
上
な
い

ち

こ
こ
ま
で
来
た
の
に
無

足
か

対
応
の

を
見
つ
け
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
事
が
分
か

た
だ
け
で
も
良
し
と
し
ま
し

う

そ
う
な
ん
だ
け
ど

こ
う

や
る
気
の

と
し
ど
こ
ろ
が
ね

消
化
不
良
気
味
だ
よ

 

を

ら
せ
て
不
平
を

に
す
る
妹

そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
か

た

ん

か
と
思
え
ば
ユ
イ
姉
達
か

 
そ
こ
で

の
入
り

の
方
か
ら

き

れ
た
少
年
の
声
が
し
た

目
を
向
け
れ
ば
キ
リ
カ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
キ
リ
ト
が

る
で
は
な
い
か

Ａ
Ｌ
Ｏ
製
の
黒
い
シ

ツ
と
ズ
ボ
ン
そ

こ
そ
こ
の
性
能
の
ロ
ン
グ
コ

ト
を

い
黒
い
片
手
剣
を
手
に
し
て
い
る
様
は
見

れ
た
そ
れ

だ
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キ
リ
カ
の
ナ
ビ
自
分
達
の
索

ス
キ
ル
に
反
応
が
無
か

た
と
い
う
事
は
デ
ス

ナ

を

え
て

け
に
入

て
い
る
彼
も

ス
キ
ル
を
そ
れ
な
り
に
上

て
い
る
ら
し
い

キ

で
す
か

し
い
で
す
ね

信
制
と
は

え
平
日
の

前
中
に
ロ
グ
イ
ン
な
ん
て
今
ま

で
無
か

た
の
に

い

た
い
ど
う
い
う
心
境
の
変
化
で
す
か

も
し
か
し
て

で
は
あ
あ

て
お
き
な
が
ら
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の
攻
略
に
興
味

だ

た
り

 
姉
妹

て
問
え
ば

彼
は
な
ん
て
こ
と
は
な
い
と
ば
か
り
に

を

め
た

ロ
グ
イ
ン

の

い
時
間
の
方
が
ダ
ン
ジ

ン
探
索
は

る

攻
略
に
興
味
は
無
い
け
ど

も
エ
リ
ア
探
索
は
し
な
い
と

た
つ
も
り
は
無
い
よ

 

ま

は

て
い
な
い

三
刃
騎
士

へ
の

意

を

し
は
し
て
お
り

エ
リ
ア

策
を
し
な
い

と
は
確
か
に
一

も

に
し
て
い
な
か

た
と
い
う

対
人
戦
を
求
め
て
い
る
あ
な
た
が
エ
リ
ア
探
索
で
す
か

備
の
性
能
が

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ネ

ク
な
ん
だ
よ

エ
リ
ア
ボ
ス

時
は
全
プ
レ
イ

一

で
解
放
さ
れ
る
け
ど

ま
で
の
最
高
解
放

は
レ
イ
ド
参
加
者
く
ら
い
だ

参

加
し
な
い
プ
レ
イ

は
ど
う
し
て
も
攻
略
に

わ
る
ダ
ン
ジ

ン

破
と
い
う
個
人
の
進
行
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依
存
に
な
る

 
そ
う

わ
れ

得
す
る

 

備
の
性
能
は
一
つ
の
エ
リ
ア
を

破
す
る

に
解
放
さ
れ
る

そ
れ
は
実
は
か
な
り
大

把
な
表
現
で

密
に
は
彼
が

た
よ
う
に
エ
リ
ア
ボ
ス

に

わ
る
ダ
ン
ジ

ン
の

破

で

か
く
解
放
さ
れ
て
い
く
仕
様
に
な

て
い
る

エ
リ
ア
ボ
ス

時
に
全
プ
レ
イ

の

備
性
能
ラ
ン
ク
が
一

で
解
放
さ
れ
る
だ
け

 

え
ば
浮

原
の
場
合

ボ
ス

時
の
解
放
ラ
ン
ク
は

ま
で

か
が
ボ
ス
を

す
れ
ば
一
気
に

ま
で
解
放
さ
れ
る
が

以
前
で
は
ダ
ン
ジ

ン

破

に
よ

て

の
ラ
ン
ク
が

ざ
り
合

て
い
る
状

に
な
る

 
要
す
る
に
ダ
ン
ジ

ン
を
多
く

破
し
な
い
限
り

備
の
性
能
で
差
が
生
じ
て
し
ま
う

Ａ
Ｌ

Ｏ
は
種

練

よ
り
も

備
の
性
能
で
勝

が

さ
れ
や
す
い

面
を
持
つ
た
め
闘
技
場

や

な
ど
で
対
人
戦
を
す
る
に
あ
た
り
や
は
り
性
能
差
を
彼
も
重

し
て
い
る

古
代

な
ど

突
き

め
て
は
い
な
い
も
の
の
そ
こ
そ
こ
の
性
能
の

備
を
持

て
い
る
事
か
ら
そ
れ
は
明
ら

か

そ
し
て

の

備
の
性
能
が
高
い
程

制
限
さ
れ
て
い
る
状

で
も
強
力
さ
は
そ
の
ま
ま

そ
こ
そ
こ
の
性
能
に

ま

て
い
る
か
ら
こ
そ
彼
は
己
の
制
限
を
一
つ
で
も
多
く
解
放
し
多
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く
の
プ
レ
イ

と
の
戦
い
に
備
え
よ
う
と

う
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
結
果
的
に
攻
略
し
て
い
る
事
に
な
る
と
し
て
も
彼
自
身
は
ど
う
で
も
良
い

攻
略
を

目
的
に

え
て
い
る
か

性
能
解
放
を
目
的
に

え
て
い
る
か
の
違
い
だ
け

 
そ
う

い
た
い
ら
し
い

な
る

ど
ね

で
も
そ
れ
な
ら
本

の
方
に

ま

て
て
も
良
い
ん
じ

な
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
強
者
に

し
て
る
面
子
は

確
実
に
こ

ち
に
来
て
る
と
思
う
け
ど

は
強

い
プ
レ
イ

と
戦
う
目
的
も
あ

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
て
る
ん
だ
な
の
に
本

に
行

て
た
ら
本

転
倒
だ
よ

む

む

つ
ま
り

に
興
味
は
無
い

 

て
い
う
感
じ
な
ん
だ

い
や

て

プ
レ
イ

手
に
そ
こ
ま
で

う
つ
も
り
は
無
い
ぞ

 
あ
け
す
け
な
物

い
に
さ
し
も
の
あ
き
れ

に
な

た
キ
リ
ト
は
そ
れ
か
ら

息
を
一

し

た
後

そ
れ
で

と
話
を
変
え
て
来
た

二
人
と
キ
リ
カ
は
探
索
し
な
い
の
か

し
た
い
の
は

な
ん
で
す
が

が

あ
あ

そ
う
い
う
事
か
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が
掛
か

て
い
て
開
か
な
い
事
を
悟

た
ら
し
く

得

で

い
た

む

 
分

い

を

め
て
い
た
彼
は
意
味
深
に

い
た
後
ポ
ケ

ト
か
ら

か
を
取
り
出
し

て

に
近
付
き

か
を

穴
に
突

ん
だ

そ
し
て
く
る
り
と
回
転
さ
せ
る

 
す
る
と

じ

こ
ん

と
重
い

を
立
て
て

が

に
開
い
た

え

オ
リ
ジ
ナ
ル

持

て
た
の
か

目

し
い
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
て
た
ら
報

に

じ

て
た

転

付
近
か
ら

し
に

確
認
し
て
い
た
ん
だ
が

 
は

と

労
を

わ
に
す
る
義
弟

ど
う
も

場
で

け
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
す
る

事
で

を
探
索
で
き
る
よ
う
に
な
る
仕
組
み
だ

た
ら
し
い

 

労
し
て
い
る
の
は
こ
の

が
転

か
ら
そ
れ
な
り
に
離
れ
て
い
て
結
構
な
数
を
回

た
か
ら
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ

場
の
ク
エ
ス
ト

対
応
タ
イ
プ
の

と
い
う
点
か
ら
す
る
に

多
分
こ
の
ダ
ン

ジ

ン
は
エ
リ
ア
攻
略
の
足
掛
か
り
に
な
る
場

だ

そ
れ
だ
け

も

応
の
も
の
に
な
る
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と

え
て
良
い

序

も
序

だ
か
ら
い
き
な
り
強
力
な

が
出
て
来
る
と
は

え

い
が

さ
て

は
こ
の
ま
ま
探
索
し
よ
う
と
思
う
け
ど

三
人
は
ど
う
す
る
ん
だ

 
一
緒
に
来

る
な
ら
そ
れ
で
も
構
わ
な
い
が

お
れ
は
ユ
イ
姉
達
に

せ
る

行
き
ま
す

行
く

わ
か

た

じ

あ
四
人
で
行
こ
う
か

 
そ
う

て
パ

テ

請
を

ば
し
て
く
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
彼
が
プ
レ
イ
し
始
め
て
一
月

ど
経
つ
が
彼
か
ら
の
加
入

請
を
見
た
の
は
こ
れ

が
初
め
て
と
な
る

日
の
ア
プ
デ
直
後
の
ク
エ
ス
ト
攻
略
で
パ

テ

を
組
ん
で
い
た
と

い
た
時
自
分
も
組
み
た
い
な
と
思

て
い
た
が
ま
さ
か

に
実
現
す
る
事
に
な
ろ
う
と
は

思
い
も
し
な
か

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
ず

と
見
て
来
た
者
と
し
て
は

界

の
パ

テ

メ
ン
バ

一

に
Ｋ
ｉ

ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

の

が
あ
る
だ
け
で
感
無

で
あ
る

 
感

深
く
思
い
な
が
ら
パ

テ

を
組
ん
だ
あ
と
自
分
と
ス
ト
レ
ア
を
前
衛
キ
リ
ト
を
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後
衛
に

え
た

形
で
探
索
を
開
始
し
た

の
部

中
に
三
体
Ｍ
ｏ
ｂ
が
い
る

反
応
は
リ
ザ

ド
・

ド
マ
ン

じ

あ
一
人
一
殺
で
い
く

了
解
で
す

わ
か

た

 
探
索
を
開
始
し
て
最
初
の
広
間
に
差
し
掛
か

た
と
こ
ろ
で
人
目
に
付
か
な
い
ダ
ン
ジ

ン

内
に
入

た
こ
と
で

か
ら

び
出
し
小
妖
精
の

で

を

ぶ
キ
リ
カ
に

意
を

さ
れ

る 
明
確
な
リ

ダ

は

な
い
が
前
衛
に

る
影

か
ス
ト
レ
ア
が

し
流
れ
る
よ
う
に
そ

れ
を

け
容
れ
た

今
ま
で
な
ら
キ
リ
ト

あ
る
い
は
キ
リ
カ
が
リ

ダ

を
務
め
て
い
た
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
て
か
ら
二
人
と
も
消
極
的
な
の
で

か
が
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る

れ
た
ん

だ
ろ
う
な

と
思

て
最
近
は
問
い
掛
け
る
事
も
し
て
い
な
い

で
は
キ

バ
フ
を
お
願
い
し
ま
す

ん
 
戦
闘
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
キ
リ
カ
の
お

で
知
れ
る
私
達
は
他
の
人
達
と
違
い
入
り
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で
バ
フ
を
掛
け
る
事
が

ど
無
い

果
時
間
を
出
来
る
だ
け
⻑
く
取
り
た
い
人
に
と

て
ピ
ク

シ

の
索

能
力
は

も
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
要
因
で
あ
る

 

ち
な
み
に
彼
が
後
衛
な
の
は
自
分
達
よ
り
回
復
・

系
の
魔
法
ス
キ
ル
の

練

が

高
か

た
か
ら
で
あ
る

 
種

専

の
魔
法
も
あ
る
が
そ
れ
の

得
に

し
て
大

は
一
定

件
を

た
し
た
上
で

す
る
魔
法
ス
キ
ル
の

練

を
高
め
て
お
く
必
要
が
あ
る

ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
に
よ
り
一
時
的

に

練

を
下

ら
れ
て
い
る
状

で
は

も
が
同
じ
戦
力

そ
こ
で
差
を
付
け
る
の
は
Ａ

Ｌ
Ｏ
本

で
ど
れ
だ
け
種

練

や
ス
キ
ル
値
を
鍛
え
強
力
な

備
を
持

て
い
た
か
に

き
る

そ
し
て
前
衛
後
衛
の

別
を
付
け
る
の
は

種

に

さ
れ
る
パ
ラ
メ

タ
の
他
に

回
復
・

魔
法
ス
キ
ル
を
育
て
て
い
た
か

 
回
復
・

系

の
魔
法
は
水
妖
精

ウ
ン
デ

ネ
が
得
意
と
し
ク
エ
ス
ト
報

の
限
定

魔
法

得
や

ス
キ
ル
の
成
⻑
が
速
い
と
さ
れ
る
が
な
に
も
他
種

が

得
出
来
な
い

で

は
無
い

成
⻑
速

こ
そ
一
歩

二
歩

る
が

得
自
体
は
可
能
な
の
だ

 
そ
ん
な
中
で
影
妖
精

ス
プ
リ
ガ
ン
は
回
復
魔
法
を
不
得
意
と
し
て
い
る

影
魔
法
ト
レ

ジ

ハ
ン
ト
を
最
も
得
意
と
し
て
い
る
こ
の
種

は
索

候
タ
イ
プ
で
あ
り
Ｍ
Ｍ
Ｏ
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Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
い
う
と
こ
ろ
の
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

の

回
り
に

す
る

最

な

回
り
で
は
無
く
回
復
魔
法

の
パ

シ
ブ
ス
キ
ル

得
も

無
い
事
か
ら
ス
プ
リ
ガ
ン
で

大
人
数
を
回
復
さ
せ
る
魔
法
を
使
う
人
は

い
な
い

使

て
も

が
悪
い
か
ら

も
育
て

な
い
せ
い
だ

極
論
自
己
回
復
さ
え
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
あ
と
は
放

て
お
か
れ
る

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
種

練

こ
そ
自

デ
ス

ナ
の
影

で
ニ

ビ

と

色
な
い
が

ス
キ
ル
値
に

し
て
は
闇
魔
法

練

８
０
０
で

得
す
る
自

魔
法
を
会
得
し
て
い
る
事
か
ら

も
か
な
り
高
い

ロ
プ
レ
イ
で
攻
撃
回
復

の
全
て
を
一
人
で
行

て
い
る
事
を

慮
す
れ
ば

他
の
ス
キ
ル
も

み
高
い
値
で

ま

て
い
て
も
不
思
議
で
は
無
か

た

 
つ
ま
り
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
で
の

練

上

速

も

応
に
速
い

で

 
少
な
く
と
も
現
時
点
で
最

三
人
に

め
て
バ
フ
を
掛
け
ら
れ
る
程

に
は

魔
法
そ
の
も

の
の

練

も
高
い
よ
う
だ

た

 

界

上
の
緑
と
⻘
ゲ

ジ
の
横
に
攻
撃
力
上

力
上

動
速

上

リ

ジ

ネ

リ
ジ

ネ

消

ダ
ウ
ン

そ
の
他

の
バ
フ
が
掛
か

て
い
る
の
を

見
な
が
ら
そ
う
思

す
る

ア
イ
コ
ン
の
数
だ
け
見
れ
ば

に
十
個

ど
の
バ
フ
を
掛
け
ら
れ
て

い
た

つ
か
現
状
不
要
そ
う
な
バ
フ

火

性
氷
結

性
な
ど

も
あ

た
が
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な
ダ
ン
ジ

ン
で
は

り
が
ち
な

を

練

上

に
回
し
た
結
果
だ
ろ
う

 
不

の
事

に
備
え

な
バ
フ
掛
け
は

う
人
も
い
る
が
自
分
達
は
今
更
に
思

て
い
る

の
で

も

わ
な
か

た

 

そ
し
て
広
間
に
入
る

 
キ
リ
カ
の

葉

り

剣
と
盾
を

備
し
た
ト
カ
ゲ

人
が

ら
ば
る
形
で
広
間
に
い
た

先
手
必
勝

 
そ
り

 
身
の

大
の

手
剣
ド
ラ
グ
ヴ

ン
デ

ル
を
上

に
構
え
ス
ト
レ
ア
は

ア刀
バ身
ラに
ン

シ色

の
を光
発を
動

しし
斬
り
掛
か
る

 
彼
女
の
声
ス
キ
ル
発
動
の

と
光
に
反
応
し

人
も
動
く
が
一
体
は
反
応
し
切
れ
ず
そ

の
ま
ま
斬
ら
れ
た

 
し
か
し
ま
だ
倒
れ
て
い
な
い

や
は
り
フ

ル
ド
Ｍ
ｏ
ｂ
よ
り
や
や
強
い

隙
あ
り

 
ヘ
イ
ト
が
ス
ト
レ
ア
に
向
き
こ
ち
ら
か
ら

線
を
切

た

人
の
一
体
を
背
中
か
ら
斬
り
付

け
る

グ
ゲ

と

び
が
上
が
る
も
無

し
初
撃
と
交
差
す
る
よ
う
に

の
剣
で
斬
り
付
け

ト
カ
ゲ
の
背
中
に

め
十

の
切
り
傷
を
作

た
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の

ゲ

ジ
が
残
り
六

ま
で

た

グ
ガ

 
そ
こ
で

び
と
共
に
リ
ザ

ド
マ
ン
が
振
り
向
き

手
に
持

て
い
た
直
剣
を
振
る

て
き

た

横

ぎ
の
攻
撃
を

せ
る
事
で

す

 
お
返
し
に

刀
術
の
よ
う
に
構
え
た

の
剣
に

色
の
光
を

し
ス斬
ラり
ン上
ト

で
隙
を
突
く

ス
キ
ル
補
正
の
影

か
今
の
一
撃
で
四

た

 
残
り
二

 
そ
う
判
断
し
た
時
に
は

の
剣
で
斬
り
掛
か

て
い
た

ド
ス
キ
ル
を
放

た
後
本

来
な
ら
ス
キ
ル
の
ラ
ン
ク
と
強
さ
に
応
じ
た

直
時
間
を

か
な
り
と
も

さ
れ
る
が
私
は
そ

れ
を
無

し
て
行
動
し
て
い
る
の
だ

 
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

愛
す
る
義
弟
が
名
付
け
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
ボ
ス
に
対
し
猛

を
振
る

た

絶
技

終
了
か
ら
技
後

直
を

さ
れ
る
ま
で
の
コ
ン
マ

以
下
の
ラ
グ
の
間
に
他
の
ス
キ
ル

の
構
え
を
取
り
発
動
さ
せ
る
事
で

直
付
与
を
キ

ン
セ
ル
し
間
断
な
く

ド
ス
キ
ル
を

発
動
し

け
る
と
い
う

え
付
い
て
も
ま
ず

そ
う
と
も
思
わ
な
い
無

理
論
の
結
集
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Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

い
て

二
刀
流

を
会
得
し
て
い
な
い
プ
レ
イ

は
片
手
武
器
を

手

に

備
す
る
と
イ
レ
ギ

ラ

備
状

と
判
定
さ
れ

ド
ス
キ
ル
を
放
つ
ど
こ
ろ
か

武
器
ス
キ
ル
の
恩

を
も
得
ら
れ
な
く
な
る
デ
メ
リ

ト
が
付
き
物
だ

た

そ
れ
を
承
知
の
上

で
二
刀
を
振
る

て
い
た
の
は
彼
く
ら
い
な
も
の

 
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
的
に
片
手
武
器
を
交

に
使

た
剣
技

は
二
刀
流
を

得
し

て
い
た
彼
だ
け
の
も
の
だ

た

武
器
と
体
術
の

ド
ス
キ
ル
で
あ
れ
ば
交

に
出
来
た
と
い

う
が

ボ
ス

手
に

体
術

は
悪
手
に

し
い

 

し
か
し
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
に

い
て
は
極
め
れ
ば

に
で
も
剣
技

は

使

可
能
だ

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

ド
ス
キ
ル
は
無
か

た

郷

之
の
悪
逆
非
道
な
行
い
が

し
Ａ

Ｌ
Ｏ
を
運

し
て
い
た
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
が
解

し
た

場

名
義
で

ノ
之

束
が
立
ち
上

た
ベ
ン
チ

企
業

ユ

ミ
ル

が
運

権
を

い
取
り

新
生
さ
せ
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
ま
ま

り

ん
だ
影

で

ド
ス
キ
ル
が
引
き
継
が
れ
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
極
力
魔
法
的
要

を

し
強
力
な
攻
撃
を

ド
ス
キ
ル
に

て
い
た
の
に
対

し
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
魔
法
が
そ
れ
に
あ
た

た

し
か
し

近
戦
に

け
る
強
力
な
技
は
無
い
せ
い
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で
ど
う
し
て
も
遠

離
攻
撃
が
可
能
な
魔
法
に
圧
倒
さ
れ
が
ち

エ
ア
レ
イ
ド

空
中
戦
闘
な
ど
と
そ
れ
ら
し

い
名
称
を
付
け
ら
れ
て
い
る
ス
タ
イ
ル
も
以
前
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と

の
時
間

ぎ
と
い
う

い

戦
い
の

勢
を
決
す
る
の
は
魔
法
前
衛
は
肉

と
い
う
や
や
差
別
的
な

い
方
す
ら

り

る
事
も
あ

た

 

ド
ス
キ
ル
は
そ
れ
を

本
的
に

し
た

魔
法
が
主

だ

た
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
今
前
衛
と

後
衛

そ
の
ど
ち
ら
も
が
主

に
な
り
得
る
ゲ

ム
へ
と
生
ま
れ
変
わ

た

 
デ
ス
ゲ

ム
に
な

て
し
ま

た
が
し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る

ド
ス
キ
ル
の

価
は
事

件
後
も

み
高
か

た
と
い
う

そ
れ
は
分
か
り
や
す
い
必
殺
技
で
あ
る
事
ま
た
見
た
目
や

が

手
で
あ
り

常
攻
撃
よ
り
も
ダ
メ

ジ
を
見

め
る
事
な
ど
実

と

味
の

方
を

ね
備
え
て
い
た
か
ら

ボ
ス
戦
放

時
も

覚
的
に

し
め
る
も
の
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も

け
入
れ
は
速
か

た

特
に
魔
法
属
性

性
の
高
い
ボ
ス
を

手
に
し
た
事
が
あ
る
古
参
組
は

ド
ス
キ
ル
導
入
を
強
く

持
し
て
い
た

 
そ
の
経

が
あ

て
導
入
さ
れ
た

ド
ス
キ
ル
だ
が

シ
ス
テ
ム
の
根
幹
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
あ

り

そ
の
仕
様
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い

 

ド
ス
キ
ル
が
無
か

た
時
代
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ス
キ
ル
発
動
の

に

備
を
合
わ
せ
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
制
約
が
無
く

て
イ
レ
ギ

ラ

備
状

な
ん
て
も
の
も
存
在
し
な
い
シ
ス

テ
ム
だ

た

そ
れ
は
今
も
変
更
さ
れ
て
い
な
い
の
だ

 

ド
ス
キ
ル
導
入
に
あ
た

て
二
刀
流
や
神
聖
剣
な
ど
十
数
種

あ

た
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は

さ
れ

と
は

え
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

か
ら
あ

た
弓
術
に
シ
ノ
ン
の
そ
れ
は

合
さ
れ
る
な
ど

外
は
あ

た
が

コ
モ
ン
ス
キ
ル
だ
け
と
な
り

手
に
武
器
を

備
し

て
も
イ
レ
ギ

ラ

備
状

の
判
定
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
無
い
し

て

交

に
技
を
放
つ

剣
技

も
問

な
く
放
て
る

 
そ
し
て

は
人
間
の
プ
レ
イ

よ
り
も

か
に
反
応
速

に
勝
る

 

個
人
特
有
の
も
の
は

特
性

と

う

 
か
つ
て

愛
す
る
我
が
義
姉
が

た

葉
だ

 
そ
し
て
彼
が

い
た
も
の
は

技
術

理

を
知
り

論
理
を
理
解
し

そ
れ
を
実
行
出
来

る
な
ら

 
同
じ

件
下
な
ら

私
が
出
来
な
い
道
理
は
な
い

せ

あ

 
⻘
の
光

を
引
く

の
剣
が
振
る
わ
れ
る

掛
け
に
一
つ
斬
閃
を

み
勢
い
そ
の
ま
ま
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に
背
後
に
回

た
後

振
り
返
り
な
が
ら

真逆
上風

に
斬
り
上

る

 

片
手
剣

二

撃

ド
ス
キ
ル

バ

チ
カ
ル
・
ア

ク

 
現
状
自
分
が
使
え
る
最
高

力
の
剣
技
を
喰
ら
い

リ
ザ

ド
マ
ン
の
五
体
は
四

し
た

   

分
変
わ

た
も
の
だ

 
義
姉

大
人
の

に
な

た
ユ
イ
の

を
見
な
が
ら

と
そ
う
思

た

 

の
因
果
か
お
よ
そ
人
を
構
成
す
る
人
格

記

精
神
な
ど
を
複
製
さ
れ

と
し
て
自

我
を
得
た
自
分
は
新
た
な
仮
想
世
界
に

い
て
は
ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

と
い
う
人

が
経
験
し
得
な
い
モ
ノ
に
な

て
い
る

と
彼
女
の
今
の
状

は
お
よ
そ
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
は
逆
に

な

て
い
た

 
一
人
の

プ
レ
イ

人
間
と
し
て
活
動
し
て
い
た

に

か
し
さ
す
ら
覚
え
る

 

い
や

ち
が
う
か

 

と

息

 
正
確
に

う
な
ら

・

・も
・知
・ら
・な
・か
・

・た
・

だ
ろ
う

ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

リ義
フ姉

と

認
し
て
い
た
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の
初
期
は
己
を
人
間
と
思
い

ん
で
い
た

あ
の

だ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
対
面
し
己
が
偽
物
で
あ
る
事
を

し
た
時
か
ら
あ
ら

る
事

で
の

け
取

り
方
が
変
わ

た
オ

リ

ム

ラ

イ

チ

カ

一
無
二
の
人
間
で
は
な
く

ス

レ

イ

ブ

電
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
知
能
と
認
め
た
あ
の

間
か
ら

生
き
方
を
変
え
ざ
る
を
得
な
か

た

 
生
き
方
が
変
わ

た
か
ら

け
取
り
方
も
変
わ

た

 
し
か
し

ホ
ロ
ウ
の
よ
う
に
己
を

先
し
て
い
た
ら

自
分
は

に
は

な
か

た

 
自
分
と
は
異
な
る

を

え
て

び
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

対
し
た
果
て
に

た
も
う
一
人

の

彼
は
自
身
が
偽
物
で
あ
る
事
を
理
解
し

け
容
れ
な
が
ら
も

偽
物
と
し
て
生
き
る

事
を

絶
し
た

 
そ
れ
は
つ
ま
り
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

テ

を
損
な
わ
ず
保
ち

け

て
い
た
事
を
意
味
し
て
い
る

 
自
分
に
は
そ
れ
が
出
来
な
か

た

出
来
な
か

た
か
ら
一

は
自
我
が

壊
し
た

命

と
自
己
の

間
で
揺
れ
動
き
ど
ち
ら
も
取
れ
ず

壊
し
ま
た
人
形
に
さ
せ
ら
れ
た

最
終
的

に
心
か
ら
誓

た
過
去
で
振
り
切

た
が
自
分
の
本

は
人
形
だ

ど
う
取
り

た
と

こ
ろ
で
人
工
知
能
は

極
的
に
は

プ
ロ
グ
ラ
ム

人
形
に
過
ぎ
な
い

ト

プ
ダ
ウ
ン
型
の
義
姉
の
よ
う
に
多
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く
の
経
験
を

ん
だ
知
能
を
持

て
い
て
も
自
分
の
よ
う
に
人
間
を

に
し
た
知
能
構

を
有

し
て
い
て
も

本

的
に
は
変
わ
ら
な
い

 

今
だ

て
そ
う

 
自
己
主

せ
ず
流
れ
に
身
を

せ
て
今
を
過
ご
し
て
い
る

み
ん
な
と
過
ご
す
時
間
を
心
地

い
い
と
は
思
う

で
も

し
い
と
は
思
え
な
か

た

た
だ
一
人
で

る
よ
り
は
空
し
く
な
い

か
ら
一
緒
に

る
だ
け

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
戦

て
い
た
の
は

を
生
還
さ
せ
る

で
も
あ
る
し
家

を
安
心
さ
せ
る

で
も

あ
り

罪
で
も
あ

た

し
か
し
恐
ろ
し
い
デ
ス
ゲ

ム
は

に
終
わ
り
を

え
そ
れ
ら
は

達
成
さ
れ
て
い
る

か
つ
て
の
よ
う
に
た
だ
必
死
に
戦
う
必
要
が
無
く
な

た

自
己
を
今
一

見
返
し

先
を

え
る

が
生
ま
れ
た

 
で
も

を
す
れ
ば
い
い
の
か

 
仮
想
世
界
は
現
実
で
は
無
い

ど
れ

ど
リ
ア
ル
に
似
せ
よ
う
と
こ
の
世
界
は
全
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ

て
形
作
ら
れ
た

に
過
ぎ
ず
こ
こ
で
の
事

が
現
実
に
直

影

を

す
事

な
ど

と
ん
ど
無
い

あ
る
の
は
人
の
経
験

思
想

感
情

世
論
と
い

た
間

的
な
も
の

う
た
か
た

の
夢
だ
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つ
ま
り

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

の
生
き
方
を

行
で
き
な
い

 
ど
れ
だ
け
求
め
て
も

も
う
得
ら
れ
ず

歩
め
な
い

自
分
が

に
変
え
ら
れ
た
時
か
ら
外

れ
て
し
ま

た
生
き
方

現
実
に
肉
体
を
持
た
ず
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
存
在
し
て
い
る
以
上
お
れ

は
も
う
二

と
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
と
し
て
は
生
き
ら
れ
な
い

今
後

遠
に
偽
物
と
し
て
生

き
る
し
か
な
い

 
一

は
そ
れ
を

け
容
れ
た

偽
物
と
し
て
生
き
る
事
に
な

て
も
み
ん
な
の

に
な
る
な

ら
と

け
容
れ
ら
れ
た

 

呼

で
も
お
れ
は

本

の
意
味
で
は
理
解
出
来
て
い
な
か

た

 
日

常

へ

とが
か終
えわ
てて

か
ら

感
し
た

日

の

で
も
な
い
生
活
を
み
ん
な
が
話
す

に

中
に
去
来
す
る
感
情

そ
れ
が

し
さ
で
あ
り
空
し
さ
で
あ
り

本
来
経
験
す
る

だ

た

そ
れ
を

け
て
い
な
い
現
状
へ
の
苦
し
さ
で
あ
る
と
気
付
く
の
に
そ
う
時
間
は
掛
か
ら
な
か

た 
デ
ス
ゲ

ム
に

た

は
ク
リ
ア
に
必
死
に
な
れ
た
か
ら
目
を
背
け
て
い
ら
れ
た

だ
か
ら

必
死
に
な
れ
る
も
の
が
無
く
な

て

性
的
な
苦

を
覚
え
て
い
る

 
妖
精
と
し
て

か
の

や

に

て
サ
ポ

ト
に

す
る
事
も

本

は
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
取
り

え
ず
ユ
イ
姉
設
定
的
に
大
き
め
の

に

場

ユ
イ
の
如
く
収
ま

て
る
キ
リ

カ
は

さ
れ
て
も
文

は

え
な
い

 

本
人
の
精
神
状

は
か
な
り
悪
い

様

 
目
の
前
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

る
上
に
ア
イ

デ
ン
テ

テ

と

え
る
人
生
全
て
お
じ

ん
に
な

た
か
ら
ね
仕
方
な
い
ネ
外
道
と

わ

れ
て
も
残

な
作
者

 

か
し
戦
闘
回

主
に
ユ
イ
姉
の
性
能
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
面
の

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
ユ
イ
姉
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
キ
リ
ト
み
た
く

剣
技

使
え
る

の

武
器

仕
え
る
と
現
状

騎
最
強
格

し
か
も
義
姉
の

葉
で
キ
リ
ト
の
技
術
は
全
部
理
論

上
は
自
分
も
使
え
る
精
神
な
の
で

め
が
悪
く

成
⻑
に

欲
と
い
う
状

 

こ
れ
を
真

向
か
ら
破
れ
る
状

に
キ
リ
ト
を
持

て
行
く

写
を
し
な
い
と
い
け
な
い
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と
か

自
分
で
自
分
の

が

ま
る

 
し
か
し
そ
れ
が

し
い

手

れ

感

 
ど

ち
か
と

う
と
こ
の
状

の
ユ
イ
姉
や
実
力
で
上
を
行
く
設
定
の
リ

姉
を
超
え
る
状

の
世
界
最
強
を

写
し
な
い
と
い
け
な
い
方
が
よ
り

が

ま

て
る
気
が
し
な
く
も
無

い 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
面
は
大
体
原
作

原

ゲ

ム

で
す

 

ド
ス
キ
ル
の

消

は
ロ
ス
ト
・

ン
グ
と
千
年
の
⻩
昏
で
違
い
ま
す
が
本

作
は
後
者

使

し
な
い

を

し
て
い
ま
す

 
魔
法
が
古
ノ
ル
ド
語
な
の
は
原
作
だ
と
明

さ
れ
て
ま
せ
ん
が

べ
る
と
本

だ
と
分

か
る
事

の
古
ノ
ル
ド
語
を

し
た
サ
イ
ト
も
あ
る
の
で
興
味
が
あ
れ
ば
見
て
み
て
下
さ

い
ね

 

し
い
の
で
私
は
古
ノ
ル
ド
語

は
出
し
ま
せ
ん

観

 

に
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

に
つ
い
て

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
イ
レ
ギ

ラ

備
状

に
な
ら
な
い
の
は
原
作
八

キ

リ
バ

編
で
明

か
さ
れ
て
い
る
お
話

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

ド
ス
キ
ル
が
無
か

た

の
シ
ス
テ
ム
の
ま
ま
ス
キ
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ル
が
実

さ
れ
た
の
で
極
論

手
に
武
器
を
持

て
も
ス
キ
ル
は
使
え
る

片
手
に

を
持

て
剣
と
魔
法
ど

ち
も
行
け
る
ス
タ
イ
ル
を

立
さ
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
か
な
ゲ

ム
だ
と

剣

盾

剣

と
か
可
能
な
の
で

深

み

 
ピ
ク
シ

の
ナ
ビ

索

能
力
よ
り

プ
レ
イ

の

索

の
方
が
上
と
い
う

写
も

実
は
原
作
と
ゲ

ム
ど

ち
も
に
あ
り
ま
す

前
者
は

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行
く
き

か
け
に
な

た

Ｍ
ｏ
ｂ

後
者
は
レ
イ
ン
の
ハ
イ
デ

ン
グ
に
気
付
か
な
か

た
事
で
す

 

原

と
矛
盾
な
く
ス
ト

リ

や
キ

ラ

写
も
違
和
感
な
く
出
来
る
よ
う

意
努
力

中
で
す

 
こ
れ
が
ダ
メ

こ
れ
は
こ
う
で
は

と
い
う
の
は
ド
シ
ド
シ
ご
意
見
下
さ
い

し
い
で
す

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は
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第
十
章
 

足秘
りめ
なた
いる

力

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
ユ
イ
キ
リ
ト
ス
ト
レ
ア
本

本

は
ア
ン
ケ

ト
を
反

し
て
書
き

足
し
た
の
で
ち

と

気
が
違
う
か
も
し
れ
な
い

 
文

数
は
約
一
万
二
千

 
今
話
で
は
原
作
・
原

ゲ

ム
に
は
無
か

た
シ
ス
テ
ム
が
一
つ
登
場
し
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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自
分
が

す
る
個
体
を

理
し
終
え

一
息
つ
く

手
の
剣
を
払

て
構
え
を
解
い
た

む

む

 
そ
し
て
少

に
も
な
く
興

気
味
だ

た
事
を
思
い
返
し
て

ず
か
し
く
な
る

残
り
二

の

に
二

撃
技
は
オ

バ

キ
ル
で

を
求
め
て
戦
う

の
自
分
と
の
差
異
に

面
し

て
し
ま
う

キ
リ
ト

義
弟
と
一
緒
に
戦
え
る
事
で
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
内
に
気
分
が
高

し
て
い
た

ら
し
い

 
や
は
り
私
も
義
妹
の
事
を

え
な
い

自
分
で

え
て
い
た
よ
り

だ

フ
レ
ア
ボ
ム

う
ん

 
義
弟
の
声
が

こ
え
間
を

か
ず
ド
ン

と
小
さ
な

発

も

こ
え
た

見
れ
ば
手
の

平
を
突
き
付
け
た
彼
の
眼
前
で
小

の

が

て
お
り
リ
ザ

ド
マ
ン
か
ら
焦

い
に

お
い
と
黒
い

が
発
生
し
て
い
る

 
そ
れ
を
見
て
私
は
疑
問
を
覚
え

を

る

 
戦
闘
中

特
に
ボ
ス
戦
以
外
で
は
大
声
を
出
さ
な
い
彼
だ
が
か
と

て
一

も
発
さ
な

い
わ
け
で
は
無
い

だ
か
ら
疑
問
を
覚
え
た
の
は
声
を
上

た
事
に
で
は
な
い

技
名
を

に
し
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た
事
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
あ
れ
ば
疑
問
を
覚
え
な
か

た
だ
ろ
う

故
な
ら
人
間
に
の
み
可
能
な
想

攻
撃
の
ト
リ
ガ

と
し
て

か
名
前
を
付
け
て
攻
撃
す
る
事
は
ま
ま
あ

た
か
ら
だ

物
静

か
な
弓
使
い
は

ず
か
し
が

て
あ
ま
り
し
な
か

た
が
キ
リ
ト
は
密
か
に
ノ
リ
ノ
リ
で
し
て

い
た
覚
え
が
あ
る

 
だ
が
彼
は
コ
ン
バ

ト
し
て
い
な
い
し

を

か
か
ら

ら
れ
た
と
も

い
て
い
な

い 

魔
法
の

も

日
本
語
で
は
無
い

で
す
し

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る

は
古
ノ
ル
ド
語
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

一
さ
れ
て
い
る

英

語

の
よ
う
に

い

葉
の
羅
列
に
は
意
味
が
存
在
し
て
お
り
そ
れ
を

む
事
無
く

え
る
事
で

は
完
成
し

シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
る
魔
法
は
発
動
す
る

 
だ
が

彼
は
英
語
で

発
を
発
生
さ
せ
た

 
彼
に
限

て
よ
も
や

発
物
を
使

た
だ
け
と
は

え

く

疑
問
は

る
ば
か
り

グ
ア

 

発
で
よ
ろ
け
た

人
は
怒
り
の

と
共
に
直
剣
を
小

な
少
年
へ
振
り
下
ろ
す



 第十章 〜
足
秘

り
め

な
た

い
る力

ウ

ン
ド

 
そ
の
斬
撃
を
一
歩
下
が

て

し
た
彼
は

び
な
が
ら
剣
を
振
り
上

た

す
る
と
緑
色
の

風
の
刃
が
剣

を
な
ぞ
る
よ
う
に
放
た
れ
て

を

め
に
斬
り
裂
く

カ

タ

 
間
を

か
ず
再
び

ん
で
剣
を
振
る
う

さ

き
と
同
じ
よ
う
に
風
の
刃
が
放
た
れ
て

を

ん
だが

り

い
え

た

 
二

目
の
魔
法
を
見
た
時

風
の
刃
が

ぶ

に

界

に
表
示
さ
れ
た
彼
の

が

少
し

に

た
る
と

同

回
復
し
て
い
る
事
に
気
付
く

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
ゲ

ジ
を
消

す
る
ス
キ
ル
は
魔
法
の
み

つ
ま
り
ア
レ
は
シ
ス
テ
ム
的

に
は

魔
法

の
分

 

と
し
た
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
導
入
あ
る
い
は
ス
ヴ

ル
ト
実

に

し
て
サ
イ
レ
ン
ト
実

さ

れ
た
新
た
な
ス
キ
ル
か

か
か
も
し
れ
な
い

を
消

し
て
攻
撃
を
強
化
す
る
も
の
は
以
前

か
ら
要
望
と
し
て
多
か

た
と

い
て
い
る
の
で
あ
り
得
な
い
話
で
は
無
か

た

 
攻
撃
が

た
る
と
同
時
に

が
回
復
し
た
の
は
ダ
メ

ジ
の
数

を

に
変
換
す
る
武

を
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備
し
て
い
る
か
ら
か

リ
ジ

ネ
は

く
り
ゲ

ジ
が
回
復
す
る
が
今
見
た
の
は
一

で

一
定

て
い
た
か
ら
そ
う
と
し
か

え
ら
れ
な
か

た

ロ

ク
ト
ラ
イ

 
風
の
刃
で

を

離
を
開
け
た
直
後
彼
は
剣
を
大
地
へ
突
き
立
て

ぶ

す
る
と
呼
応
す

る
よ
う
に
彼
の
三
メ

ト
ル
前
方

・

・に
・打
・ち
・上
・

・ら
・れ
・た
・

・が
・い
・る
・真
・下

か
ら
三

を
形
作
る
よ
う
に
三
つ
の

槍
が

び
出
し
た

 

下
す
る
と
こ
ろ
だ

た

人
は
三
方
向
か
ら

槍
に

か
れ
今

は
よ
り
高
く

少
年

へ
近
づ
く
よ
う
打
ち
上

ら
れ
た

彼
の
真
反
対
か
ら

び
出
た

槍
だ
け
高
く
出
て
お
り

三

は

め
に
な

て
い
た
た
め
だ

 

を
引
き
継
い
で
い
な
い
事
が
確
定
的
で
あ
る
以
上
シ
ス
テ
ム
的
に
あ
の

に
出
現
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
と
見
る
の
が
正
し
い

 
だ
と
す
れ
ば
あ
の
戦
い

離
の
取
り
方

う
な
れ
ば
流
れ
は
完
全
に
彼
に
掌
握
さ

れ
て
い
る

三
つ
の

槍
の

点
が
重
な
る
一
点
に

が

ち
る
よ
う
事
を
運
ぶ
な
ど
中

出
来

る
事
で
は
無
い

先
の

発
風
の
刃
で

し
出
す
圧
力
を

節
し
て
い
た
と
し
て
も
工
程
を

め
ば

む

ど
そ
れ
は

さ
を
増
し
て
い
く



 第十章 〜
足
秘

り
め

な
た

い
る力

 
仮
に
自
分
が
同
じ
技
を
使

た
と
し
て

同
じ
事
は
出
来
る
だ
ろ
う
か

 

気
が
遠
く
な
る

ど
の
経
験
と

行
回
数
を

ん
だ
上
で

く

と
し
か

え
な
い

終
わ
り
だ

 
眼
前
に
打
ち
上

ら
れ
た

に
剣
が
大
き
く
四

振
る
わ
れ
た

一
振
り
す
る

に
金
色
の
剣

閃
が

暗
い

を

く

ら
し
最
後
は
大
き
く
斬
り
上

る
と
共
に
下
か
ら
真
上
へ
刃
に

め
ら
れ
た

が

た

 
天
に

る

に

か
れ
る
形
で

人
剣
士
の
体
は

し
た

 

お

れ

キ
リ
ト

 
戦
闘
が
終
わ
る
と
同
時
ス
ト
レ
ア
が

き

い
て
き
た

オ

バ

気
味
な
愛
情
表
現
を
や

や

惑
し
な
が
ら

け
止
め
る

あ
あ

う
ん

ス
ト
レ
ア
も
お

れ

ね

ね

さ

き
の

て
ど
う
や

て
た
の

 
あ
れ

て

ド
ス
キ
ル
じ

な
い
よ

ね
最
後
の
以
外
は
違
う
な
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先
の
戦
闘
で
使

た
攻
撃技

の
内

を

し
て
い
た
も
の
だ
け
は

ド
ス
キ
ル
の
分

だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
色
取
り
取
り
な
光
を

ら
せ
る
だ
け
で
特
に
意
味
は
無
か

た

色
で
大
ま
か

な
特
徴
は
把
握
出
来
た

が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
実

さ
れ
る
に
あ
た

て
一
定
以
上
の
ラ
ン
ク
に

な
る
と

物
理
属
性
に
魔
法
属
性
が
付
与
さ
れ
る

 
属
性
は
全
部
で

水

地

風

氷

闇

聖
の
八
つ

 
今
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
入

て
い
る

ド
ス
キ
ル
は

バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア

な
ど
の
中

以

上
の

ド
ス
キ
ル
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
全
て
そ
の
ス
キ
ル
自
体
の
ラ
ン
ク
と
大
ま
か
な

ダ
メ

ジ
を
変
化
さ
せ
ず
に
属
性
ダ
メ

ジ
要

が
追
加
さ
れ
て
い
る

 

体
的
な

を

る
な
ら
深
紅
の
光
を

び
る
重
突
進
ス
キ
ル
の
ヴ

パ
ル
・
ス
ト

ラ
イ
ク
は
物
理
三

三

闇
四

と
な
る

こ
の
場
合
は

の
物
理
ダ
メ

ジ
の
三

分
が

ダ
メ

ジ
四

分
が
闇
ダ
メ

ジ
と
し
て

出
さ
れ
る

な
の
で
属
性

性
の

い

手
で
大
ダ
メ

ジ
を
見

め
る

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
場
合
ユ
ウ
キ
の
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
十

一

撃
は
物
理
二

闇
と
聖
が
四

ず
つ

 
追
加
さ
れ
る
属
性
は
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
の
色
に
応
じ
て

な
ら

⻩
な
ら

と
い
う
も

の
が
多
い

ち
な
み
に
複
数
の
属
性
が
あ
る
場
合
そ
の
属
性
色
が

ざ

た
色
に
な
る

Ｏ
Ｓ
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い
る力

Ｓ
は
設
定
し
た
属
性
の
影

で
エ
フ

ク
ト
が
決
ま

て
い
た

 
リ
ザ

ド
マ
ン
を
倒
し
た

ド
ス
キ
ル
は
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ラ

シ

大
き
く

み

み

な
が
ら
四

剣
を
振
る
い
最
後
は

を
斬
り
上

る
技
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
実

さ
れ
る
に
あ
た

て

五

を
追
加
さ
れ
た
片
手
剣
中

に

し
て
い
る

突
進
力
は
中

だ
が

み

み

の
せ
い
で
発
動
時
間
が
⻑
く
結
果
的
に

弾
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

遠
さ
れ

て
い
た
が

に
よ
る

束
力
が
付
与
さ
れ
た
事
で
Ｍ
ｏ
ｂ
に
対
し
て
は
使
い
や
す
く
な

た

は
持

て
な
い
ん
だ
よ
ね

あ
あ

コ
ン
バ

ト
し
て
な
い
か
ら
な

ア
レ
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

だ

よ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

 

面
か
ら
分
か
る
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
と
同
様
プ
レ
イ

が
自
作

す
る
魔
法
の
事
で
あ
る

 
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
実

と
同
時
に
追
加
さ
れ
た
新
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
れ
は
か
ね
て
よ
り

多
く
の
プ
レ
イ

か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た
要
望
の
一
つ
だ

た
と
い
う

く

来
の
魔

法
は

が

し
い

果
が

じ
て
使
い

い
部
分
が
あ
る
と
不

な
点
が
多
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か

た
の
だ

 
そ
の
最
た
る
も
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

さ
れ
て
い
る

が
古
ノ
ル
ド
語
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
事

 
古
ノ
ル
ド
語
と
は
イ
ン
ド
・

ロ

パ
語

ゲ
ル
マ
ン
語

北
ゲ
ル
マ
ン
語

に
属
す
る

語
で
あ
り
古
北
欧
語
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

表
記
体
系
は
ル

ン
文

と
ラ
テ
ン
文

語

・

と
あ
る
よ
う
に

世

以

は

に
現
在
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語

フ

ロ

語

ノ
ル

ウ

語

デ
ン
マ

ク
語

ス
ウ

デ
ン
語
な
ど
へ
と
分
か
れ
た
と
さ
れ
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
北
欧
神
話
を
下
敷
き
に
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
れ
に
あ
や
か

て

さ
れ
た

の
だ
ろ
う

 

し
か
し

そ
れ
は
後
に

を

め
る
結
果
に
な

た

 
ま
ず
世
界
的
に

解
が

解
と
さ
れ
る
ラ
テ
ン
文

ル

ン
文

を
使

し
て
い
る
た
め

新

に
魔
法
を
作
る
に
あ
た

て
展
開
さ
れ
る
魔
法

の
作
成
が

を
極
め
る
事

そ
れ
に
よ

り
新
し
い
魔
法
の
実

は
極
め
て
少
な
く

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
お
い
て
実

さ
れ
た
の
は
リ
リ

ス
か

ら
一
年

の
期
間
内
で
四
つ
と
い
う
少
な
さ
だ

 

に
日
本
人
に
と

て
語

の
ど
れ
も

み
が
無
い
せ
い
で
魔
法
の

が

し
い
事

こ
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な
た

い
る力

れ
は
文
学

外
国
語
な
ど
が
得
意
な
人
は
ま
だ
し
も
苦
手
な
人
は
前
衛
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い

ボ
ス
戦
に
お
い
て

静
に
外
国
語
の

を
完
成
さ
せ
る
の
は

し
い
事
か
ら
も

式
の

語
は
不

が
あ

た

Ａ
Ｌ
Ｏ
は

行
と
魔
法
の
二
つ
が
魅
力
だ
と

う
の
に

ラ
イ
ト
勢
や
仕
事
な
ど
で
時
間
を
工
面
す
る
人
は

遠
す
る
要

に
な

て
し
ま

た
の
だ

 
他
に
も
あ
る
が

主
要
の

え
と
し
て
は
こ
の
二
つ

 
こ
れ
ら
の
意
見
が
あ

た
た
め

ユ

ミ
ル

に
よ

て
運

さ
れ
始
め
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
新

要

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
シ
ス
テ
ム
の
実

を
決
断
し

意
製
作
に
あ
た

て

い
た

 
本
来
プ
レ
イ

が
自
由
に
ス
キ
ル
を
作
り
そ
れ
を

う
な
ど
サ

バ

に
負

が
掛
か

る
上
に

そ
の

境
設
定
も

し
い
の
だ
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル

を

作
成
す
る
シ
ス
テ
ム

境
が

に
あ
り

多
く
の
作
業
を

略
出
来
た
と
束
達
は
語

て
い
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の

デ

タ
や
流

デ

タ
が
無
け
れ
ば
出
来
な
か

た
事
ら
し
い

 
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
い

は
い
ち

く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
魔
法
を
作

て
い
た

な
る

ど

し
か
し
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
先
程
の
は
魔
法
で
は
な
く

技
の
よ
う
な

前
衛
ス
タ
イ
ル
だ
か
ら

近
し
て
い
て
も
使
え
る
よ
う
に

整
し
た

個
人
的
に
は

ま魔
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ぎ技

て
呼
ん
で
る

 
・魔

法
の

・技
で
魔
技

安
直
だ
が

シ
ス
テ
ム
名
の
ス

ル
ス
キ
ル
も
直

す
れ
ば
魔

技

だ

間
違

て
は
い
な
い

は
ど
う
し
た
ん
で
す

し
て
た
ぞ

し
て
ま
し
た
か

フ
レ
ア
ボ
ム

と

て
た
だ
ろ
う

え

あ
れ
が

だ

た
ん
で
す
か

 
て

き
り
ス
キ
ル
名
と
ば
か
り
思

て
ま
し
た

ア
タ
シ
も

 
で
も

だ
と
し
た
ら
物

く

い
の
に

意
外
と

力
と
か

程
と
か
あ

た
ね

 

練

が
高
い
の

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル

と

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

も
と
い
Ｏ
Ｓ

Ｓ
は
剣
技
だ
ろ
う
と
魔
法
だ
ろ
う
と

存
ス
キ
ル
と
同
様
に
技

体
に

練

が
設
定
さ
れ

て
い
る

体
と
し
て
片
手
剣
な
ど
の
武
器
ス
キ
ル
値
が
影

す
る
が
特
定
の
技
を
反
復

使

す
る
事
で
技
の

力
や
ク
リ
テ

カ
ル

弱
点
属
性
補
正
が
上

す
る
の
だ

 
故
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
継
承
さ
れ
た
と
し
て
も
作
成
者
と
伝
承
者
と
で
は

練

が
異
な
り
自
然
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り
め

な
た

い
る力

と

力
に
も
差
が
現
れ
る

魔
法
の
場
合

そ
れ
は

程
に
も
表
れ
る
だ
ろ
う

 
そ
う
ス
ト
レ
ア
も
予
想
し
た
の
だ
ろ
う
が

は

を
横
に
振

た

そ
も
そ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
ど
の

ま
で
理
解
し
て

る
ち

と
も
分
か
り
ま
せ
ん

私
も
実

は
把
握
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
ね

同
じ
く

な
ら
前

知
識
か
ら
だ
な

 
歩
き
な
が
ら
話
す
よ

と

て

部

の
先
へ
と
歩
き
始
め
る

魔
法
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
作
成
も
剣
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
大
差
は
な
い

作
る
に
あ
た

て

意
さ
れ
た
数
十
万

り
あ
る
グ
ラ
フ

ク
エ
フ

ク
ト
を
仮
想
モ
デ
ル
で

で
動
き
を
設
定
し

式

果
時
間

果

属
性

練

解
放
Ｍ
ｏ
ｄ
そ
の
他

を
決
め
る

そ
れ
で
出
来
上

が

た
も
の
を
セ

ブ
し

名
前
を
設
定
す
れ
ば
完
成
だ

い
た
限
り
で
は
剣
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
よ
り

そ
う
で
す
ね

 
大
ま
か
な
流
れ
を
説
明
す
る
と

ユ
イ
が

を

な
が
ら
そ
う

ら
す
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作

た
感
想
と
し
て
は
確
か
に
剣
の
方
よ
り

か
に

で
は
あ
る

 
剣
技
の
方
だ
と
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
な
し
で
同

の
速

を
自
力
再
現

つ
無
理
の
な
い
体

重

動
を
要
求
さ
れ
る
た
め

と
作
成
出
来
る
も
の
で
は
な
い

発
技
は

存
ス
キ
ル
に

あ
る
た
め
必
然
的
に

撃
技
を
作
ら
ざ
る
を
得
ず
攻
撃
回
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る

ど
前

件
は
よ
り

し
さ
に

車
を
掛
け
る
要

と
な
る

 
そ
れ
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
よ
く
知

て
い
る

か
ら
す
れ
ば
魔
法
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
作
成

は
か

な
り

い

グ
ラ
フ

ク
と
エ
フ

ク
ト
を
自
分
で
設
定
す
る
の
は
か
な
り
の
セ
ン
ス
を
求
め

ら
れ
る
が
極
論
時
間
を
掛
け
れ
ば

人
で
も
出
来
る
し

な
も
の
な
ら
そ
れ
こ
そ
実

的

で
な
く
と
も
作
れ
て
し
ま
う

最
悪
最
初
は
弱
く
て
も
い
い
か
ら
Ｍ
ｏ
ｄ
や
属
性
目

て
で
乱

さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
す
ぐ
に
理
解
し
た
よ
う
だ

た

そ
う
だ
な
剣
の
方
と

べ
る
と
物

く

に
作
れ
る

れ
れ
ば
数
分
で
一
個
仕
上

ら

れ
る

 

剣
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
作
成
は
平

的
に
最

数
時
間
は
要
す
る

知
り
合
い
以
外
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ

イ

だ
と
数

間

で
掛
か
る
の
が

と
さ
れ
る
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い
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え

な
ん
か
そ
れ

あ
り
が
た
み
が

れ
る
と
い
う
か

ち

と

 
バ

ラ
ン
ス
間
違

て
た
り
し
な
い
か
な

個
人
的
に
は
良
い

だ
と
思

て
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
方
は

存
よ
り

じ
て

力
が

め

な
ん
だ
決
定
打
に
欠
け
る

反
面

存
に
は
な
い
取
り
回
し
の
良
さ
あ
ら

る
状
況
を
想

定
し
て

個
も
作
れ
る
手

さ
が
強
み
だ
な

存
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

み
分
け
は
そ
う
な

た
の
で
す
ね

 

き
に
強
力
な
魔
法
を

つ
も
作
れ
て
し
ま

た
ら
不
人
気
な

存
魔
法
は
使
わ
れ
な
く
な

り

れ
下
火
と
な

て
サ

バ

の
容

問

で

先
的
に

さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い

確
か
に
使
い
に
く
い
部
分
は
あ
る
が
古
参
メ
ン
バ

は
こ
れ
を
ず

と
使
い

け
て
い

る
の
だ

い
き
な
り
無
く
な

て
し
ま

て
は

る
だ
ろ
う

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
個
人
に
依
存
す
る
た
め
コ
モ
ン
ス
キ
ル
で
あ
る
古
ノ
ル
ド
語
魔
法
を

す
る
可

能
性
は
な
い
と
は
思
う
が

個
人
と
し
て
は

が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
一
番
の
特
徴
だ

の
⻑
さ

さ
で
他
の
要

の
限
界

容

が
決
ま
る
中
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

は

の
も
の
だ
け
で
な
く
振
り
付
け
も

の
一
つ
に
設

定
さ
れ
て
い
る
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が

け
れ
ば

作
成
す
る
魔
法
で

出
来
る

力

な
ど
が
大
き
く
制
限
さ
れ

弱
い
魔
法
に
な
る

要

が
少
な
く
な
る
た
め
消

は
少
な
く
な
り

結
果
取
り
回

し
が
良
く
な
る

が
⻑
け
れ
ば
そ
の
逆
強
力
に
出
来
る
が

要

を
使
う

ど
消

は
多
く
な
る

 
そ
の

の

整
を
全
て
決
め
る
の
が

 
⻑
さ
の
判
定
に
は

語
が

し
て
い
る

え
ば
猛
き

よ

れ
だ
と
猛
き

よ

れ

で
三
つ
の

要

を
弄
れ
る
事
に
な
る

 

の
場
合
は
フ
レ
ア
ボ
ム
で
二
つ
分
な
の
だ
が

に
は

で
発
す
る

の
り
と

祝

以

外
に

体
で
の
動
作
も

ん
で
い
る

振
り
付
け
と
い
う
の
は
ヒ

ラ

が
す
る
十

を
切
る
動
作
の
よ
う
な
も
の
で
し

う
か

 
振
り
付
け
と

わ
れ
て
か
ユ
イ
は
ヒ

ラ

の
行
動
を

に

い
て
来
た

偶
に
回
復
魔
法

を
掛
け
る

に
十

を
切
る
人
が
い
る

特
に

果
は
無
く

キ
リ
シ
タ
ン
で
も
無
い
そ
れ
は

な
り
き
り
プ
レ
イ
と

わ
れ
る

ら
し
い

 
そ
れ
と
同
じ
か
と

か
れ
そ
う
い
う
も
の
だ
と

は

い
た

密
に
は
違
う
が
イ
メ
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な
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い
る力

ジ
と
し
て
は
そ
れ
に
近
い

そ
う
い
う
な
り
き
り
も

の
一
つ
に
加
え
る

す
る
と
そ
の
ぶ
ん

要

が
一
つ

確
保
さ
れ
る

だ
か
ら

は
攻
撃
動
作
も
加
え
て
る
ん
だ

さ

き
の

ウ

ン
ド
カ

タ

み
た
い
に
武
器
が
あ
る
と
作
り
や
す
い
も
の
も
あ
る

で
二
つ

動
き
で
一
つ

三
つ
の

要

を
使

た

近
戦

の
魔
技
で
す
か

 

近
戦
で
気

ね
な
く

く
使
え
る
事
で

や

程
を
気
に
し
な
く
て
良
く

力
だ

け
に

る
事
が
可
能
な
の
が
最
大
の
強
み

剣
で
斬
る
動
作
を

ん
で
い
る
の
で
ど
ち
ら
か
と

え
ば
魔
法
発
動
は
追
撃
要

と
い
う
オ
マ
ケ
と
し
て

え
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い

 
動
作
に
意
味
を
持
た
せ
る
事
は
日
本
の
神
事
や
舞

な
ど
だ
と

だ
が
そ
れ
を
実

に

し
魔
法
の

に
加
え
よ
う
と

え
る
人
は
中

い
な
い
と
思
う

魔
法
で
振
り
付
け
は
パ

フ

マ
ン
ス
以
上
の
意
味
を

さ
な
い

定
観
念
が
そ
う
さ
せ
る

と
い
う
よ
う
に

え
る
事
だ
け

想
さ
せ
る

面
も
そ
う
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い

 

だ
か
ら
こ
そ

対
人
戦
で
有

な
の
だ

 
先
の
ウ

ン
ド
カ

タ

は
剣

か
ら
風
の
刃
を

ば
し
追
撃
す
る
魔
法
だ

こ
れ
は
遠

離
で

え
る
と

発
魔
法
だ
が

近
戦
で

え
れ
ば

間
的
に
剣

の
リ

チ
が

び
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た
も
の
と
同
義
と
な
る

突
然
間
合
い
が
変
わ

て
対
応
出
来
る
人
は
そ
う
い
な
い

 
魔
法
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
決
定
打
に
は
な
り
得
な
い

だ
が
決
定
打
へ
と
繋

る
繋

ぎ制
に
は
な
り
得

る 
剣
の
方
と
違
い
魔
法
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
使
い
方

第
で

離
を

ば
な
い
運

方
法
が
可
能
な
の

だ
で
も
さ

さ

き
の

ウ

ン
ド
カ

タ

て
切

先
か
ら
出
し
て
た
よ
ね

 
槍
と

か

と
か
武
器
が
変
わ
る
と
ど
う
な

ち

う
の

あ
の
魔
法
は

を

点
に
最
も
外

に
あ
る
武
器
の
先

を

点
に
発
生
す
る
よ
う
設
定

し
て
る
か
ら

に
発
動
す
る
よ

証
し
た
け
ど

本
的
な
武
器
で
は
問

な
く
使
え
た

魔
法

い
だ
か
ら
振
る
必
要
は
あ
る
が

で
も
使
え
る

隙
が
無
い
な

本
的
に
一
対
一
を
想
定
し
て
る
せ
い
で
対
複
数
だ
と

さ
れ
や
す
い
が
な

 
キ
リ
カ
の
感
想
に

を

め

欠
点
を

に
す
る

武
器
を
振
る

い
の
魔
法
名
を

に
す
る
の
二
つ
で
発
動
す
る
そ
れ
は
容

に

発
す
る
事
を
確
約
し
て
お
り
対
複
数
で
も
使
え
る
性
能
を
有
し
て
い
る
が
そ
れ
に
も
限

が
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あ
る

流

に
全
方

を
攻
撃
す
る
も
の
だ
と

が
少
な
過
ぎ
る
の
だ

 
と
は

え
使
い
様
に
よ

て
は
化
け
得
る
の
だ
が

 
そ
れ
も
対
策
を
取
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
の
話
だ

だ
か
ら

が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作

た
事
は
良
い
が

ど
ん
な
魔
技
か
ま
で
は
秘
密
だ
ぞ

 
片

を

り
上

人
差
し
指
を

に

て
な
が
ら

を

し
て
お
い
た

  
ダ
ン
ジ

ン
の
最

 
エ
リ
ア
攻
略
に

し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る

の

に
は

夜
の
ク
エ
ス
ト
と
は
明
ら
か

に
違
う
Ｍ
ｏ
ｂ

ボ
ス
モ
ン
ス
タ

が

ち
構
え
て
い
た

 
生
命

れ
る

原
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い

骨
剣
士
の

上
に
は
ド
ラ
ゴ
ン
・
ト

ス

と
表
示
さ
れ
て
い
る

黒
い
骨
の

と
深
紅
の
⻑
剣
を
手
に
し
た

骨
は
ど
う
や
ら
⻯
の
骨

で
組
み
上

ら
れ
た
も
の
ら
し
い

故
ド
ラ
ゴ
ン

ン
ビ
だ
と
か
⻯
の
形
を

し
て
い
な
い
か

は
不
明
だ

ガ
カ
カ
カ

 
骨
だ
け
の

を
上
下
さ
せ
な
が
ら

⻯
骨
の
剣
士
は
⻑
剣
を

で
振
る
う

振
り
下
ろ
し

に
始
ま



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

り

く
放
た
れ
る
剣

 

そ
の
全
て
を

ユ

イ

黒

の
女
性
の
二
刀
が
真

向
か
ら

き
切
る

ス
イ

チ

 
最
後
の
一
撃
を
ユ
イ
は
重
ね
た
二
刀
で
か
ち
上

た

⻯
骨
の
剣
士
に
大
き
な
隙
が
生
ま
れ

る

そ
れ
と

同
時
に
彼
女
が
声
を
上

た

せ
ろ

れ

 
そ
の
声
に
応
じ
て
黒
の
少
年
が
び
出
し
勢
い
そ
の
ま
ま
に
く
る
り
と
回
転
し

ユ
ナ
イ
テ

ウ

ク
ス

黒
の
⻑
剣

を
地
面
に

き
付
け

直
後
大
地
か
ら
⻩

色
の
衝
撃
波
が
吹
き
上
が
る

前
後
し
て

の

少
と
回
復
が

き
た

 
ア
レ
も
彼
が
作
成
し
た

魔

技

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
一
つ
ら
し
い

 

個
人
的
に
見
て
い
て

だ
が

 
彼
の
魔
技
の
強
さ
は

そ
の

の

さ
で
も

消

が
実

無
し
な
と
こ
ろ
で
も

一

対
一
に
強
い

で
も
無
く

ド
ス
キ
ル
と
違
い
攻
撃
後
の

直
が
無
い
事
に
あ
る
の
だ

と
思
う
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ド
ス
キ
ル
に
は
技
後

直
が
あ
り

剣
技

を

い
て
個
人
で
の

発
が
出
来
な

い
よ
う
に
な

て
い
る

そ
れ
と
同
じ
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
魔
法
に
は

が
存
在
し
個
人

で
の

発
動
は
理
論
上
不
可
能
だ

 
そ
れ
を
彼
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
を

い
て
可
能
に
し
た

は

と
振
り
付
け
に
さ
え

て
い
れ
ば

極
論

で

え
る
方
だ
け
に
し
て
い
れ
ば

動
中
も

を
完
成
し
発

動
さ
せ
ら
れ
る

こ
の
特
性
が

近
戦
を
メ
イ
ン
と
し
て
い
る
魔
技
と

み
合

て
い
る
の
だ

 
し
か
も
魔
法
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に

た
攻
撃
で
あ
る
た
め
ア
レ
に
は

か
と
は

え

け
反
り
を

に
発
生
さ
せ

の

を
シ
ス
テ
ム
的
に
中
断
出
来
る

反
面
使
い
手

は
剣
技

と
違

て
技
後

直
が
無
い
の
で

が
持

す
る
間
は

発
動
が
可
能

 

と
振
り
付
け
の
記

を
引

て
来
る
手
間
の
せ
い
で
フ

ン
ブ
ル
し
か
ね
な
い
が
反

復
練

は
彼
の
十
八
番

 
我
が
義
弟
の
事
な
が
ら

変
わ
ら
ず
プ
レ
イ

と
し
て
か
な
り
オ
カ
シ
イ
戦
闘
能
力
を
し
て

い
る

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

練

解
放
Ｍ
ｏ
ｂ
を

回
復
に
し
て
い
る
の
だ

あ
の
分
で
は

回
復
の

魔
技
も
あ
る
だ
ろ
う

ま
す
ま
す

ロ
で
の
継
戦
能
力
が
高
ま

て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い

 
彼
が
仮
想

に

え
て
い
る
存
在
は
そ
ん
な
に
も
強
大
な
の
だ
ろ
う
か
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リ

フ

の
事
で

得
を

け
て
し
ま
え
る
か
ら

り
も
の
だ

こ
れ
で
決
め
る

 

が
浮
き
上
が

た
と
こ
ろ
で

ユ
イ
が
構
え
な
が
ら
突

し
た

 

掛
け
に
始
ま
り
二
刀
を
使

た
猛
攻

Ａ
Ｌ
Ｏ
実

に
お
い
て

さ
れ
た
二
刀

流
を
再
現
し
た
星
光
の
乱
舞
が
放
た
れ
た

彼
女
が
自
ら
作
り
上

た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

だ

 
あ
る
程

弱

て
い
た
ド
ラ
ゴ
ン
・
ト

ス
は
十
六

撃
を
マ
ト
モ
に
喰
ら
い
命
の

ゲ

ジ
を
ゼ
ロ
に
し
た

 
ボ
ス
を

し
た
事
を
知
ら
せ
る
リ
ザ
ル
ト
と
共
に
戦
闘
が
終
了
し
た
事
を
労
う
金
文

が

空
中
に

し
出
さ
れ
た

ア
タ
シ

と
ん
ど
戦

て
な
い
ん
で
す
け
ど

 
ク
エ
ス
ト
レ
ベ
ル
の
ボ
ス
な
ら

と
し
て
は
七
人
の
フ
ル
パ

テ

で

め
ば

な
程

実
力
が
あ
れ
ば
三
四
人
で
も
ま
あ
問

無
い
だ
ろ
う
が
よ
も
や

ど

も
し
な
い
で

終
わ
る
と
は

 
ボ
ス
戦
で
し
た
事
な
ん
て
最
初
の
タ
ゲ
取
り
と
パ
リ

く
ら
い
で
後
は
あ
の
二
人
が
ノ

ク
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バ

ク
を
与
え
る
攻
撃
を

さ
せ
て
い
た

お

れ
様

 
近
く
で
小
妖
精
特
有
の

白
い

を

わ
せ
戦
況
の

に

し
て
い
た
キ
リ
カ
が
声
を
掛

け
て
来
た

気
の

そ
う
な
面
持
ち
を
し
て
い
る

キ
リ
カ

気
持
ち
は
有

い
け
ど

今
は
ち

と
空
し
い
か
な

 

れ
る

ど

か
し
た

で
も
な
い
か
ら

そ
う
思
う

 
あ
の
二
人
が
組
む
と
み
ん
な
が

し
め
る
戦
闘
は
フ
ロ
ア
ボ
ス

み
で
な
け
れ
ば
出
来
そ
う
に

な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
実

的
な

世
間
的
に
最
強
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ス
メ
ラ
ギ
な
の

で

騎
最
強
は

達
で
は
無
い

ま
あ
い

か

ど

ち
も

し
ん
で
る
し

 
あ
ま
り
活
躍
出
来
な
か

た
が

か
に

し
ん
で
い
る

気
が
二
人
か
ら
感
じ
ら
れ
る
の

で
今
回
は
気
に
し
な
い
方
向
に
し
た

帰
り
に

れ
て
お
義
姉
ち

ん
の

さ
を
見
せ
付
け
よ
う

と
意
気

む

 

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
を
確
認
し
て
攻
略
に

し
そ
う
な
も
の
が
無
い
と
分
か

た
後

ア
タ
シ
達
は
ボ
ス
部

の

に
出
現
し
た
宝

を
開
け
る
事
に
し
た
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大
体
ド
ロ

プ
か
宝

の
ど
ち
ら
か
か
ら
攻
略
ア
イ
テ
ム
は
手
に
入
る

今
回
は
後
者
の
よ
う

だ

た

 
キ
リ
ト
が
ク
エ
ス
ト
で
鍛
え
た

定
と

解

な
ど
鍛
え
直
し
た
ス
キ
ル
で
ト
ラ

プ
の
有
無
を
確
認
し
た
後

ガ
チ

リ
と

を
開
け
た

こ
れ
は

オ

ブ

で
し

う
か

 
手
に
入

た
の
は
片
翼
を

た
緑
色
の
風
の
紋
章
が

ま
れ
た

明
の

体
で
大
き
さ

と
重
さ
は

リ
ン
ゴ
く
ら
い

タ

プ
す
れ
ば
重
要
ア
イ
テ
ム
と
し
て
風
の
魔
力

と
表

示
さ
れ
て
い
た

こ
れ

体
で
は
使
え
そ
う
に
な
い
で
す
ね

特
定
の
場

で
使
う
感
じ
だ
ろ
う

あ
と
は
そ
の
情
報
を
集
め
れ
ば
攻
略
に
進
展
が
見
ら
れ

る
ん
じ

な
い
か
な

じ

あ

に

て
情
報
収
集
し
よ

か

 
ダ
ン
ジ

ン
を
出
て

原
を
歩
き
な
が
ら
今
後
の
事
を

す
る

 
今
は
魔
力

の

が
不
明
な
の
で
ど
の
み
ち
情
報
収
集
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ど
ん
な

情
報
を
求
め
れ
ば
い
い
か

そ
れ
が
分
か

た
だ
け
で
も
重

と

え
る
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キ
リ
ト
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

は
目

し
い
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
つ
つ
攻
略
に

わ
る
場

を
探
し
て
た
か
ら
な

も
し
か
し
た
ら

ま
た
ク
エ
ス
ト
報

に
情
報
が

じ

て
る
か
も
だ

じ

あ
ラ
イ
ン
に
は

ら
な
い
ん
だ
ね

そ
の
つ
も
り
だ

 
ど
う
や
ら
彼
は
空

に

ら
ず
こ
の
ま
ま
残

た
ク
エ
ス
ト
の
消
化
に

し
む
つ
も
り
の
よ

う
だ

 
確
か
に

道
と

え
る
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
た
ら
思
い
が
け
ず
攻
略
に

立
つ
情
報
を
得

た

な
ん
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
も
ま
ま
あ

た
事

今
回
の
よ
う
に

情
報
を
得
る

に
ダ
ン

ジ

ン
を
潜
る

そ
の
た
め
に
あ
る
ク
エ
ス
ト
報

の

が
必
要
な
ん
て
事
も
十
分
あ
り
得
る

の
だじ

あ

は
そ
ろ
そ
ろ
行
く

魔
技
の
事
は
く
れ
ぐ
れ
も
内
密
に
な

 

手
に
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
握
り

明
の
黒
い

を

わ
せ

空
し
た
彼
は
最
後
に
そ
う

い
残
し
て

び
去

た

 
彼
が

ん
で
い

た
後

び

う

と
風
が
吹
き

大
地
に

た
⻘

が
揺
れ
た
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本

の
夜
は

時
も
よ
り

か

た

み

ね
む
い
よ

 
く

と
大
き
な
あ
く
び
を
一
つ
す
る

に
日
を

ご
う
と
す
る

ど
夜
も
更
け
て
い
る

そ
れ
な
の
に

き
て
い
る
の
も
仕
事
が
あ
る
か
ら
だ

 

本
的
に

き

の
自
分
に
は

し
い
事
に
時
た
ま
夜

く
ま
で

き
て
い
る
時
間
が
あ

る

に
し
て
己
の
主
で
も
あ
る

を

ぐ
時
間
ま
で

き
て
い
る
時
も
あ

た

 
理
由
は

監

務
が
あ
る
か
ら
だ

 

空
を
斬
る

が

を
打
つ

 

線
の
先
に
は
子

が
一
人

手
に
黒
い
剣
を

手
に

の
剣
を
握
り
舞
う
よ
う
な
流

さ
と

し
い
剣

と
が
同

し
た

振
り
を
行

て
い
た

 
現
在
更
識
家
に
保
護
さ
れ
て
い
る
桐

谷
和
人
は
更
識
楯
無
と
の

戦
に
負
け
て
以
来

だ
け
で
足
り
な
い
と
思

た
か
鍛

と
称
し
て
夜
中
に

け
出
す
よ
う
に
な
り
敷
地
内
の

運
動
場
で

振
り
を
行

て
い
た

今
は

剣
二
刀
だ
が
他
に
一
刀

日
本
刀

槍

刀

チ

ク
ラ
ム

戦
輪

刀
な
ど

種

様

な
武
器
を

て
い
る

も
う
少
し
す
れ
ば
別
の
武
器
の

振
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り
に
取
り
掛
か
る
だ
ろ
う

 
正
直
彼
の

護監
衛

務
を
承

て
い
る
身
と
し
て
は

め
て
欲
し
い

 
夜
は

危
険
な
の
だ

 

て

く
よ
う
な
ら
苦
労
し
な
い

 
ど
う
し
て
自
分
の
友
人
知
人
親

縁
者
は

も
彼
も

が

い
の
か

も

と
自
分
の
よ
う
に

自
由
に

あ
る
程

テ
キ
ト

に
生
き
れ
ば
い
い
も
の
を

ま

た
く

 
体
育

り
で
観
戦
し
つ
つ
は

と

息
を

く

明
日

と
い
う
か

に
今
日

も

学

が
あ
る
と
い
う
の
に

な
ん
で
こ
ん
な
残
業

み
た
事
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
こ
れ
は
後
で
楯
無
お

さ
ま
に
残
業
代
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
請
求
か
な

と
ボ
ン

リ
と

の
掛
か

た

で

え
る

 
そ
の
間
に
も

が
ぐ
ら
ぐ
ら
と
前
後

に
揺
れ
て
い
る

あ
こ
れ
は

バ
い
と
悟

た

き
り
き
り

も
う

よ
う
よ

わ
た
し
眠
い
よ

 

き
が
入
り
な
が
ら

え
る

 
こ
れ
で

こ
え
な
か

た
ら
こ
の
場
で

て
や
る

そ
う

ケ
ク

気
味
に

え
て
い
る
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と

し

か
り

こ
え
て
い
た
よ
う
で

振
り
を
し
て
い
た
彼
の
動
き
が
止
ま

た

む
 
こ
ち
ら
を
向
い
た

に
は

し

な
く
思

て
い
る
表
情
と

物
足
り
な
さ
そ
う
な
色

が
あ

た

 

に
一
時
間
近
く

み
な
く
や

て
い
る
の
に
ま
だ
足
り
な
い
の
か
と

く
戦

す
る

代

表
候
補
生
に
な

て
い
る
人
で
も
彼
の
鍛

を
し
て
い
た
ら

に
息
が
上
が
る
と
い
う
の
に

あ
れ
で
ま
だ
本

子
じ

な
い
な
ん
て

と
思
い
た
い

が
見
た
ら
発
狂
モ
ノ
だ

眠
い
よ

た
い
よ

よ
う
よ

鍛

な
ら
お

に
目
一

す
れ
ば
い
い
で
し

 
て
い
う
か

し
て
る

て

い
て
る
よ

 
で
も
そ
ん
な
の
は
後
回
し

一

で
も

く

た
い
自
分
は
眠
た
い
事
を

す
事
な
く
主

す
る

 

更
識
家
は
対
暗
部

暗
部
で
あ
る
た
め

こ
の
組

に
入

た
者
は
一
切
の

外
な
く

そ
う
い
う

練
を

け
て
い
る

 
一

人
で
あ
れ
ば
す
ぐ
無
力
化
出
来
る
し

持
ち
が

手
で
も

制
圧
出
来
る
程

に
は

全

が
鍛
え
ら
れ
て
い
る

無
論

と
重
要
人
物

い
を

け
て
い
る
和
人
の
護
衛

務
に
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い
て
い
る
自
分
だ

て

は

の
護
衛
の

に
平
の
人
よ
り
は
鍛
え
ら
れ
て
い
た

 
そ
ん
な
人
達
を

手
に

の

練
時
間
は
組
手
を
し

け
て
い
た
と
い
う
の
だ
か
ら

れ

切

て
い
る

な
の
だ

 
な
の
に
彼
は
真
夜
中
に
な

て
も
鍛

を
す
る
と

う

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

も
対
人
戦
を
こ
な
し
て
い
る
の
は
ネ

ト
の
掲
示
板
で
す
ぐ
報

じ
ら
れ
る
か
ら
知

て
い
る

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
で
も
取
り
上

ら
れ
る
く
ら
い
彼
の
行
動

は
ぶ

ち

け

手
だ

 

の
お

人
か
ら
依
頼
を

け
て
以
来
彼
の

や
日
中
の

練
は

し
さ
を
増
し

に
今
夜
か
ら
苛

さ
が
よ
り
増
し
た

 

主
と
の

戦
の
後
に
も

い
た

練

そ
れ
に
参
加
し
て
い
た
人
達
か
ら
の
報

で
正
直

が
壊
れ
る
の
で
は
と
思
う
事
が

も
あ

た
と

い
て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い

る
間
は
肉
体
的
に

め
て
い
る
と
は

え

真
夜
中
に
こ
れ
で
は
本

転
倒

 
彼
の
体
が
壊
れ
で
も
し
た
ら
事
な
の
だ
か
ら
護
衛

と
し
て
は
や
き
も
き
し
て
し
ま
う

も
う

よ
う
よ

や

別
に

て
て
も
い
い
が

終
わ

た
ら
部

に

か
せ
る
ぞ
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そ
れ
が
出
来
た
ら
苦
労
し
な
い

女
の
子
を
地
べ
た
に

か
せ
る
な
ん
て
き
り
き
り
は
女
の
子
の

い
が
分
か

て
な
い

な 

く

と

を

ら
ま
せ
る

 
護
衛

と
し
て
先
の
発

に
は
ピ
シ

と
来
た
が

そ
れ
を

し

し

不

を

に
す
る

彼
と
の

は
良

に
保

て
お
く
必
要
が
あ
る
か
ら
滅
多
な
事
を

に
出
来
な
い

 

て
て
も
い
い
と
い
う
誘
惑
に
は
か
な
り
く
ら

と
来
た
が
後
の
事
を

え
る
と
マ

ズ
い
の
で
振
り
切

た

だ

た

 
じ

と

を
見

め
る

眠
く
て

が

ち
そ
う
に
な

て
も
根
気
強
く
見
つ
め
る

 
少
し
し
て

苦
い
表
情
で
彼
が

を
反
ら
し
た

分
か

た

分
か

た
よ

も
う
や
め
る

付
き
合
せ
て
悪
か

た

 

い
な
が
ら

に

乱
し
て
い
る
武
器
を
回
収
し
て
い
く

 

そ
の
様
は

に
登
場
し
て
い
る
者
と

違
な
か

た

 
地
面
に
突
き
立
て
ら
れ

あ
る
い
は

か
れ
た
武
器
達
が

も
な
く
光
に

て
消
え
る
様

は

が
パ
ス
ス
ロ

ト

に
登
録
武
器
を
収

す
る
様
と
ま

た
く
同
じ
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ア
レ
が
彼
の

に

め

ま
れ
た

コ
ア

い
て
は

の
性
能

 

く
眠
か

た
け
ど

で
も
収

も
あ

た
か
な

 
彼
が

を
使
え
る
事
を
知

た
者
の

も
が
気
に
な

て
い
た
事

 

彼
は

を

う
事
無
く

独
か
つ
生
身
で

を
下
し

者
を
殺
せ
る
よ
う
に
す

る

の
人
体
実
験
の
一

と
し
て
コ
ア
を

め

ま
れ
た
と
い
う

最
終
的
に
成

に
収
ま

た
の
だ
ろ
う
そ
れ
が
ど
ん
な
力
を
持

て
い
る
か
が
気
に
な

て
い
た

 
最
初
に
武

の
武
器
は
重

反
動
の
面
か
ら
生
身
の
人
間
が

え
る
代
物
で
は
な
く

に

載
さ
れ
た

パ

シ
ブ
・
イ
ナ

シ

ル
・
キ

ン
セ
ラ

称

Ｐ
Ｉ
Ｃ

の

補
助
機
能
を

い

命
的
な
重

と
反
動
を
制

し

え
る
よ
う
に
し
て
い
る

し
か
し
彼

の
コ
ア
は

生
身
の
状

で

と
戦
う

に

め

ま
れ
た
代
物

で
あ
れ
ば

武

も
そ

れ
に

ず
る
も
の
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
た

 
そ
の

え
は

さ

き
見
た

生
身
で

え
る

常
サ
イ
ズ
の
武
器
そ
の
ま
ま
だ

た
の
だ

の
事
を
よ
く
知
る
人
が
見
て
も
気
付
か
な
い
く
ら
い
見
た
目
は

彼
が

み

め
た
地
面

や
体
幹
の
動
き
制
動
の
掛
け
方

振
り
の
速
さ
か
ら

推
す
る
に
常
識
の
程

か
ら

脱

し
て
い
な
い
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だ
か
ら
こ
そ
違
和
感
が
あ
る

 

や

主
の

戦
を

り
に
見
て

自
分
も

の
整
備

望
だ
か
ら

に
違
和
感

を
覚
え
る

先

ど
の
あ
れ
だ
け
で
は
決
し
て

は

と
せ
な
い

 
か
つ
て

が
世
に
出
た

初
生
身
の
人
間
が
現
代
兵
器
を

い
て

を

と
せ
る
か

そ
ん
な
実
験
が
あ

た
ら
し
い

 
結
果
と
し
て

と
せ
た
が
そ
れ
は
引
退
間
近
と
な

た
経
験

の
プ
ロ
の
軍
人
と
十
代

後

の

者
新
人
と
の
対
決
で

つ

の
性
能
を
十
全
に
発

出
来
な
い

内
で

軍

人
の
方
は
地
形
を
把
握
し
切

て
い
る
と
い
う
非
常
に
有

な
戦
い
を
し
た
上
で
だ

た

ア
ン

チ
マ
テ
リ
ア
ル
ラ
イ
フ
ル
を
使

て

く

と
せ
た
と
い
う

 
そ
の
軍
人
は
そ
の
後

も
う
二

と
や
り
た
く
な
い
と

い

退

し
た
と
か

 
今
の

は
第
二
世
代

や

験
機
は
第
三
世
代
へ
と

り
変
わ

て
き
た

時
よ
り

も
先
の
い
く
性
能
の
機
体
を
こ
れ
で

と
せ
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば

無
理
と

わ
ざ
る
を
得

な
い

 
つ
ま
り
彼
に
は
ま
だ
秘
め
ら
れ
た

か
が
あ
る

 
こ
れ
は
報

し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
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え
事
か

 

突
然

思

を

断
す
る
よ
う
に
声
が

て
来
た

 

を

れ
ば
間
近
か
ら
和
人
が
見
下
ろ
し
て
き
て
い
た

そ
の
眼
は

時
も
と
違

て
い

て

索
も
い
い
け
ど

程

に
な

 

線
を
切

て

そ
う

て
来
た

 

悟
ら
れ
て
し
ま

た
よ
う
だ

そ
の
上

ま
で

さ
れ
た

あ
う

ど
う
し
よ
う

 

く

を

え
る

 
こ
れ
で
自
分
が

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
非
常
に

る

は
彼
と

お
う
と
し
て
い

る
が
一
部
の
過

は
そ
れ
を
快
く
思

て
い
な
い

そ
れ
を

制
す
る
意
味
で
彼
女
の
護
衛

で
あ
る
自
分
が
彼
の
護
衛
も

し
て
い
る
と
い
う
の
に

け
ら
れ
始
め
た
ら
必
然
的
に

を
彼
か
ら
遠
ざ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

 
そ
う
な
る
と
更
識
家
や
裏
を
よ
く
思

て
い
な
い
彼
女
は
よ
り
意

地
に
な

て
し
ま
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う
私
は
た
だ

か
ん
ち

ん
と

み
た
い
な

に

り
た
い
だ
け
な
の
に

 
天
を

ぐ

 

会
の
光
が
あ
り
な
が
ら
も

空
に
は
星
空
が
広
が

て
い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル

の
魔
法

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

略
し
て

Ｏ
Ｓ
Ｓ

マ
ジ

ク
ス

ル
は
な
ん
か
個
人
的
に
合
わ
な
か

た

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ

と
出
た
ら
ど

ち
だ

て

惑
し
そ
う
な
名
称
や
な

 
キ
リ
ト
は
魔
法

を
魔
技
と
名
付
け
ま
し
た

城
み

き
さ
ん
が
声

し
て
る
テ
イ
ル

ズ
の
女
主
人

さ
ん
の
技
術
で
す
ね

実
は
キ
リ
ト
が
使

て
る
魔
技
も

分
そ
こ
か
ら

取

て
来
て
た
り
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ら

攻
撃
中
に
技
名
を

た
り

が
カ

コ
い
い
と
思
う
時
あ
る
や
ん

 
で
も

真
面
目
に

え
る
と

ず
か
し
い
と
い
う
か
隙
が
あ
る
と
い
う
か

魔
法
も
使
う
時
に

が

古
ノ
ル
ド
語
な
せ
い
で
ア
レ
で
す
し

 

で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
魔
法
を
出
し
た
い
な

て
か
出
さ
な
い
と
キ
リ
ト
の
強
化
が
マ
ン
ネ

リ
化
す
る
し
な

と
思

て
い
た
私
に

て

い
た
天

が
こ
れ
で
し
た

 

自
由
⻑
さ
に
よ

て

果
変
わ
る

こ
の

件
な
ら

の
仕
方
に
よ

て
は
前

衛
出
来
る
ん
じ

ね

 
と

テ
イ
ル
ズ
オ
ブ
ザ
レ
イ
ズ

を
や

て
る
時
に
ア
イ
デ
ア
が
浮

か
ん
だ

最
近
の
テ
イ
ル
ズ
は
前
衛
と
術
が

在
し
て
ま
す
し

の
テ
イ
ル
ズ
も
技
の

中
に

魔
術
発
動
と
か
あ
り
ま
し
た
し

き
ら
め
き
の

の
ワ
ル
キ

レ
と
か

 
な
の
で
キ
リ
ト
を

験

に
い
ざ

写

し
た
ら
思

た
よ
り
強
く
な

た
件

 
魔
法

て

が
技
後

直
の
代
わ
り
み
た
い
な
感
じ
な
の
で
極
限
ま
で

破

す

る
と

発
出
来
ち

う
ん
で
す
よ
ね

 
ゲ

ム
ロ
ス
ト
・

ン
グ
な
ど
で
も
下

魔
法
は

が
切
れ
る
ま
で

発
出
来
ま
す

そ

し
て
キ
リ
ト
の
魔
技
の

は
下

魔
法
レ
ベ
ル
に

い

よ

て

直
無
し
で
も
ノ

ク

バ

ク
与
え
る
前
衛
技

と
い
う
と
ん
で
も
な
い
仕
様
に
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コ
レ
を

写
し
た
理
由
・
き

か
け
は

流
浪
の
二
刀
鍛
冶
師
レ
イ
ン
に
あ
り
ま
す

 
前

か
ら
思

て
た
ん
で
す
よ
ね

索
掛
け
れ
ば
分
か
る
レ
イ
ン
の
代
名

て
ど
う
い
う

い
な
の
か

ア
レ

て
魔
法
を
応

し
た
技
な
の
で

密
に
は
剣
技
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
無
い
ん
で

す
よ

本
人
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
キ
ル

と
絶

に
明

し
て
な
い
と
い
う

 
し
か
し
コ
レ
を

う
に
は

か
し
ら
明
確
な
シ
ス
テ
ム
が
要
る

 
原

の
は

と
あ
る
魔
法
の

練

を
カ
ン
ス
ト
さ
せ

広
く
な

た
こ
と
で
戦
闘

に
使
え
る
よ
う
に
な

た

の
手

な
ん
で
す
が

り
返
し
使
う
の
は

の
魔
法
的
に
ど

う
な
の
と
思

た
り

 
こ
こ
が
ネ

ク
に
な

て
新
シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
を

し
ま
し
た

魔
法
と
し
て
設
定
出
来
る
自
由

を
出
し
て
お
け
ば
矛
盾
点
は
無
い
だ
ろ
う
と

 
キ
リ
ト
の
は
日
本
語

に
な

て
ま
す
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
古
ノ
ル
ド
語

も
イ
ケ
ま

す

語
レ
ベ
ル
の
⻑
さ
が
決
め
手
な
ん
で
ね

私
は
新
し
い
古
ノ
ル
ド
語
魔
法
を
出
す
つ

も
り
は
無
い
で
す

二

目

 

と
も
あ
れ
レ
イ
ン
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ

剣
・
魔

は
原

で
い
く
予
定
で
す
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こ
れ
で
技
名

ぶ
事
に
意
味
が
出
来
た
ん
だ
か
ら

さ
ん
が
知

た
ら
大
興

間
違
い
な
し
で

す
わ

リ
ア
ル
に
技
名

ぶ
と

力
高
く
な
る
と
思

て
そ
う
で
す
も
の

こ
の
子

 

技
名

い
つ
つ
剣
振

た
ら
衝
撃
波
が

ん
だ

み
た
い
な
事
も
出
来
ま
す
ね

 

攻
撃
時
に
声
を

り
上

る
と

力
が
高
く
な
る
の
は
現
実
で
も
あ
り
ま
す

た
だ
技

名
な
の
が
ア
レ
な
だ
け
で

 

流
の
二
の
大
刀
要
ら
ず
の
示
現
流
に

け
る

え
んき

う

が
有
名
で
す
ね

 
⻑
ら
く
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

    
本
作
設
定
で
キ
リ
ト
に
師
事
し
て
い
る
シ
ノ
ン
さ
ん
が
剣
を
片
手
に
ア

プ
を
始
め
ま
し
た

 
見
た
目
は

ケ

ト
シ

猫
妖
精

は
マ
ク
ス
ウ

ル

精
霊
の
主
声

さ
ん
は

城
み

き

そ
の
名
は

ミ

ラ

シ
ノ
ン
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第
十
一
章
 

魔
導
士

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
ユ
ウ
キ

リ

フ

ラ
ン

点

 
ラ
ン

点
は
め

ち

し
振
り
で
す
ね

 

本

な
せ
い
で
リ

フ

ユ
イ

と

ざ

て

者
自
身
も
間
違

ち

い
そ
う

白
目

 
そ
ん
な
今
話
の
文

数
は
約
一
万
四
千

 

戦
闘
回

し
か
し
観
戦

で
あ
る

 
更
に

え
ば

線
回
な
の
で
あ
ま
り
面
白
く
は
無
い

 
で
は
ど
う
ぞ
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き

か
け
は

ノ

ム

ス
ト
レ
ア
の

葉
だ

た

ね

魔
導
士

て
知

て
る

 
リ

フ

ラ
ン
と
一
緒
に
ロ
グ
イ
ン
し

の
ベ
ン
チ
で
ク
ラ
イ
ン
や
エ
ギ
ル
と
い

た
大

人
勢
が
集
ま
る
の
を

つ

ら
会
話
に
興
じ
て
い
る
最
中
に
投

掛
け
ら
れ
た
問
い

そ
れ
は

魔
導
士

と
呼
ば
れ
る
と
あ
る
プ
レ
イ

の
話
だ

た

 

を
使

て
戦
う
水
妖
精

つ
ま
り
後
衛
が

な
の
だ
が
な
ん
と
魔
法
を
交
え
た

近

戦
を
も
こ
な
す
辻
デ

エ
ル
プ
レ
イ

で
あ
る
ら
し
い

一

日
の
夜

日
の
夜
の
合

二

日
に

て
闘
技
場
で
一
対
一
の
デ

エ
ル
を
し

け
て
お
り

彼
女
を
下
せ
た
者
は
一
人
だ

け

無

で
も
無

で
も
な
く
し
か
し
魔
法
を
絡
め
た
戦
闘
が
異
常
に
上
手
い
事
か
ら

異
と

し
て

目
さ
れ
て
い
る

う
ん

辻
デ

エ
ル
専

の
人
だ
よ
ね

そ
う
そ
う

魔
法
を
絡
め
た

近
戦

て

中

出
来
る
人

な
い
か
ら
ね

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て

戦
闘
は
近

離
と
遠

離
で
二
分
化
さ
れ
る
事
が
多
い

 
更
に
前
衛
は

Ｓ

Ｔ

Ｒ

物
理
攻
撃
と

Ｉ
Ｔ

後
衛
は

Ｉ

Ｎ

Ｔ

魔
法
攻
撃
と

Ｍ

Ｅ

Ｎ

魔
法

の
値
を
重
点
的
に
高
め
る
の

で
前
衛
が
魔
法
攻
撃
を
後
衛
が
物
理
攻
撃
を
す
る
と
い

た

と
真
逆
の
行
動
を
す
る
事
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は
ま
ず
無
い

す
る
と
な

た
ら

そ
れ
は

追
い

め
ら
れ
た
時
に
限

さ
れ
る

 
で
は
ど
ち
ら
も
可
能
な
中
衛
は
と
い
う
と
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

と
い
う
デ
バ
フ
や

候
と
い

た
遊
撃
に
回
る
事
が
多
い

こ
れ
も
重
要
だ
が
目
立

た
戦
果
は

ら
れ
な
い
の
で

さ
れ
が
ち

加
え
て
物
理
と
魔
法
ど
ち
ら
に
も

ら
な
い
バ
ラ
ン
ス
型
な
せ
い
で
ど
ち
ら
の

攻
撃
に
も
打
た
れ
弱
い

だ
か
ら
片
方
に

た
パ
ラ
メ

タ
に
な

て
前
衛
専

後
衛
専

に
分
か
れ
る
方
が
よ
り
強
力
な

手
と

り
合
い
や
す
く
な
る
秘

に
さ
れ
る

万
能
型
が
器

と
悪
く

わ
れ
や
す
い
の
は

え
や
す
い
攻
撃
が
無
い
せ
い
な
の
だ

 
そ
の
定
説
に

て

め
れ
ば
件
の
魔
導
士
は

な
や
り
手
で
あ
る
事
が

え
る

近

戦
で
魔
法
を
行
使
す
る
と
な
れ
ば

行

中
に
別
の
行
動
を
取
る
事

を
行
え

る
事
を
意
味
し
て
い
る

 

行

が
出
来
る
人
は
あ
ま
り

な
い

ア
ス
ナ
ラ
ン
古
参
の
リ

フ

と
い

た
生

還
者
組
で
も

的
魔
法
を

う
彼
女
ら
も

中
は
攻
撃
回

や

動
し
か
出
来
ず
攻
撃

な
ど
す
れ
ば
す
ぐ
さ
ま

ん
だ
り

ま

た
り
で
フ

ン
ブ
ル
し
て
し
ま
う

命
を

け
た
極
限

の
戦
闘
を
経
験
し
た
彼
女
ら
で
そ
れ
な
の
だ
か
ら
ど
れ
だ
け

し
い
か
は
推
し
て
知
る
べ
し

 

で
あ
る
ユ
イ
や
キ
リ
カ
達
は

人
間
よ
り
演

能
力
が

れ
て
い
る
の
で

外
し
て
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い
るそ

の
人
が
ど
う
か
し
た

い
や
興
味
は
な
い
の
か
な

て
思

て

ア
タ
シ
の

だ
と
ユ
ウ
キ
や
リ

フ

て

強
い
人
が
い
る
と

い
た
ら
突

ん
で
い
く
感
じ
な
ん
だ
よ
ね

人
を

だ
と
思

て
る
の
さ

あ
た
し

て
戦
闘
狂
に
思
わ
れ
て
る
の
ね

 
ス
ト
レ
ア
の
あ
ま
り
の
物

い
に
二
人
し
て
不

を

に
す
る

ボ
ク
ち

と
ス
ト
レ
ア
と
お
話
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
ん
だ

ま

あ
た
し
は
自
分
が
ど
う
思
わ
れ
て
い
よ
う
と
構
わ
な
い
け
ど

そ
れ
で

で
い
き

な
り

魔
導
士

の
話
を

だ
か
ら
観
戦
し
に
誘
お
う
と
思

て

に
は
メ

ル
で

場

を
送

て
お
い
た
ら
後

で
闘
技
場
に
来
て
く
れ
る
と
思
う
し
さ

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
状

の
フ
レ
ン
ド
に
メ

セ

ジ
を
送

て
お
け
ば
イ
ン
し
て
き
た
時
に

信

す
る
シ
ス
テ
ム
に
な

て
い
る

そ
う
し
て
お
け
ば

の
す
ぐ
近
く
に
い
な
く
て
も
合
流
出
来

る
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確
か
に

だ
か
ら
観
戦
し
に
行
く
の
は
い
い
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
思

て

成
し
リ

フ

と
ラ
ン
ア
イ
テ
ム
の

い
出
し
か
ら

た
ユ
イ
キ
リ

カ
の
五
人
で

シ

ヴ

ル
ト
シ
ル
ト
闘
技
場

へ
と
足
を
運
ぶ

 
常
に
開
か
れ
て
い
る
鉄

を
潜
り

中
を
見

し
た

 
初
め
て
入

た
か
ら
ど
ん
な
も
の
な
の
か
と
思

た
が

内
部
は

く
覚
え
の
あ
る

り

だ

た

 
ク
リ
ム

ン
レ

ド
の

が
入
り

か
ら

付
ま
で
敷
か
れ
そ
の

に
二

へ
上
る

を
上

た
先
の
正
面
に
は
観
客

へ
の
入
り

が
あ
り
二

の

に
は

の
出

撃
ゲ

ト
へ
進
む

の
回
廊
が
広
が
る

入
り

の

サ
イ
ド
に
は
騎
士
を

た
⻘

像
回

廊
や
ホ

ル
の
そ
こ
か
し
こ
に
は
観
葉

物
や

な
ど
雄

し
い
モ
ン
ス
タ

の
⻘

像
が

か

れ
て
い
る

こ
れ

て

七
十
五
層
の
闘
技
場
と
同
じ

 

そ
の

り
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
七
十
五
層
主

の
闘
技
場
と
同
じ
だ

た
の
だ

 

形
闘
技
場
と

い
た
時
に
思
い
浮
か
べ
た
そ
れ
と
同
一
の

り
で
あ
る
事
に
あ
そ
こ
へ
出

入
り
し
た
事
が
あ
る
ボ
ク
達
は

か
に
動
揺
し
て
し
ま
う

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
中
に

物
で
Ｓ
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Ａ
Ｏ
の
デ
ジ

ブ
を
覚
え
る
の
は
初
め
て
だ

 
違
い
と

え
ば

そ
こ
か
し
こ
の

に

し
出
さ
れ
た
大
型
ス
ク
リ

ン
だ
ろ
う
か

ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の
実

て
か
な
り
無
理
し
な
が
ら

ピ

チ
で
仕
上

て
た
も
の
ら

し
い
し

ド
ス
キ
ル
実

の

に
マ

プ
デ

タ
も

つ
か
流

す
る
事
を
決
め
た
ん
じ

な
い
か
な

 
実

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
の
シ
ス
テ
ム
も
そ
う
ら
し
い
し
と
ス
ト
レ
ア
は
語

た

 
た
し
か
に
こ
の

の

設
を
一
か
ら
作
る
と
な
る
と

大
な
時
間
と
労
力
が
必
要
に
な
る

 
加
え
て

ユ

ミ
ル

が
本
格
的
に
活
動
を
始
め
た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
後
か
ら
二
か
月
後

場

が
加
入
し
た
今
年
の
一
月
だ

そ
れ
か
ら

ド
ス
キ
ル
の
実

シ
ス
テ
ム
面

の

修
な
ど
を
手
掛
け

今
回
の
大
型
ア

プ
デ

ト
を
実

し
た

 
四

月
足
ら
ず
で
こ
れ
は
過
労
死
し
か
ね
な
い
仕
事

だ
ろ
う

作

て
終
わ
り
で
は
無
く

そ
こ
か
ら
デ
バ

ク
な
ど
の
作
業
が

ら
で
も

て
い
る
の
だ
か
ら

 
そ
れ
な
ら
終

にわ
完

成て
しし
てま
い

るた
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
を
流

す
る
方
が

は
と
て
も
良
い

な
に

せ
製
作
者
の
男
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
運

に

わ

て
い
る
の
だ

権
的
な
問

も
無
い

浮
遊
城
を
実

す
る
な
ら
と
も
か
く
そ
の
中
に
あ

た

設
一
つ
を
流

す
る
程

な
ら

か

う
者
も
ま
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ず

な
い
だ
ろ
う

形
闘
技
場
な
ん
て
ど
ん
な
ゲ

ム
に
も
見
ら
れ
る

物
だ

 

あ
あ

だ
か
ら

備
の

換
性
が
あ

た
の
か

と

と
思
う

 
リ

フ

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
た
時
に

備
を
そ
の
ま
ま
引
き
継

て
い
た
根
本
的
な
理
由
に
気
付

い
た
気
が
し
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
コ
ピ

サ

バ

で
あ
る
事
も
要
は

郷
が
面
倒
く
さ

が

た
せ
い
だ
ろ
う

 
あ
る
い
は
そ
れ
だ
け

場

の
天
才
性
が
突
き

け
て
い
た
か
ら
か

そ
れ
は
と
も
か
く

さ
て
さ
て

今
は

魔
導
士

の
人

デ

エ
ル
や

て
る
の
か
な

え

る
か
ど
う
か
確
認
せ
ず
に
誘

た
の
で
す
か

 
ス
ト
レ
ア
が

に
し
た
事
に
ユ
イ
が
疑
問
を

に
し
た

ボ
ク
達
も
ま
さ
か
把
握
し
な
い
で

誘

て
来
た
と
は
思
わ
な
か

た
か
ら
目
を
向
け
る

や

一

日
と

日
は
夜
の
七
時
か
ら
九
時
ま
で
や

て
た
し
多
分
今
日
も

る
と
は
思

う
ん
だ
け
ど
ね

 
現
在
時

は

後
八
時

決
ま

た
時
間
で
し
て
い
る
な
ら
来
て
い
る

だ
が
ま
だ
そ
れ
を

確
認
し
て
い
な
か

た
と
い
う
事
か

ロ
グ
イ
ン
し
た
の
は
七
時
前
だ

た
し
彼
女
が
把
握
で
き

て
い
な
い
の
も

け
る
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取
り

え
ず
ス
ク
リ

ン
で
確
認
し
て
み
よ
う
よ

た
ら
観
戦

に
行
け
ば
い
い
か
ら
さ

 
そ
う
誘
い

我
先
に
と
ス
ク
リ

ン
へ
と
近
寄
る

 
闘
技
場
の
舞

は
見
た
目
だ
と
一
つ
し
か
無
い
が

付
で
ホ
ス
ト
と
し
て

目
を
エ
ン
ト

リ

さ
せ
れ
ば
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
が
生
成
さ
れ
る

そ
し
て
エ
ン
ト
リ

さ
せ
た
バ
ト
ル

の

戦
者
が
現
れ
た
時
そ
の
エ
リ
ア
へ
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
が

ば
さ
れ
る
の
だ

観
戦

の

も

中
で
ど
の
対
戦
を
見
る
か
の

を
出
さ
れ

ん
だ
バ
ト
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
エ
リ

ア
へ

ぶ
よ
う
に
な

て
い
る

 
ス
ク
リ

ン
は

本
的
に
行
わ
れ
て
い
る
バ
ト
ル
全
て
を

面
分

で
観
戦
出
来
る
よ
う
に

な

て
い
る

 
確
認
し
や
す
い
よ
う
設
け
ら
れ
た
ス
ク
リ

ン
横
の
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
数
は

ど
う

や
ら
現
在

ホ
ス
ト
と
し
て
エ
ン
ト
リ

し
て
い
る
の
は
一
人
だ
け
の
よ
う
だ

 

面
は
二
つ
に
分

さ
れ
て
い
る
が
ど
ち
ら
も
同
じ
エ
リ
ア
内
を

し
出
し
て
る

つ
ま
り
片

方
が
ホ
ス
ト
も
う
片
方
が
ゲ
ス
ト
と
い
う
事
に
な
る

分

さ
れ
た
片
方
に

る
プ
レ
イ

は
一
人

も
う
一
方
は
色
取
り
取
り
の
プ
レ
イ

が
い
る

 
こ
の
場
合

恐
ら
く
ホ
ス
ト
は
一
人
の
方
だ
ろ
う
と
思
い

そ
ち
ら
を
見
る
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片
方
に

て
い
た
の
は

ウ
ン
デ

ネ

水
妖
精

で
は

な
く

あ
れ

キ
リ
ト
だ

 
ス
プ
リ
ガ
ン

影
妖
精
の
剣
士
キ
リ
ト
だ

た

 
闘
技
場
を

し
て
い
る
と
は

き
知

て
い
た
が
ど
う
や
ら
偶
然
に
も
彼
が
対
人
戦
闘
経

験
を

ん
で
い
る
時
に

合
わ
せ
た
ら
し
い

 
し
か
し
意
外
な
事
に
ま
だ
斬
り
結
ん
で
い
な
い

ま
だ
始
ま

て
な
い
の
か
な

そ
う
み
た
い
で
す
ね

そ

か

ち

も
う
ち

と
速
く
来
て
た
ら
ボ
ク
も
参
加
出
来
た
の
に

 
ユ
イ
の

定
を

き

し
て
い
な
か

た
ら
キ
リ
ト
が
設
け
た
バ
ト
ル
に
参
加
出
来
た
だ

ろ
う
に
と
せ

か
く
の
機
会
を

し
た
事
を
悔
や
む

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

第
一
層
で
の
デ

エ
ル
以
来
ま

た
く
刃
を
交
え
て
い
な
い
か
ら

更
だ

 
し
か
し
逆
に

え
れ
ば
彼
の
戦
い
と
雄

を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
観
戦
出
来
る

で
そ
う
い

う
意
味
で
は
あ
る
意
味
得
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

参
戦
し
て
い
た
ら
見
え
な
い
部
分
だ

て

あ
る

結

の
と
こ
ろ
一
⻑
一

だ
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ん

エ
ン
ト
リ

を
見
た
け
ど

魔
導
士

て
呼
ば
れ
て
る
プ
レ
イ

の
は
無
か

た
よ

今
日
は
や

て
な
い
の
か
も

 
開
始
を

て
い
る
と

付
で

や
ら
確
認
し
て
い
た
ス
ト
レ
ア
が
や
や
残
念
そ
う
に

て
来
た

彼
女
の

か
ら
今
日
は
エ
ン
ト
リ

し
て
い
な
か

た
ら
し
い

の

魔
導
士

て
い
う
人
も
キ
リ
ト
の
に
参
加
し
て
る
の
か
も
ね

あ

そ
う
い
う
事
か

き
忘
れ
て
た
ん
だ
け
ど

魔
導
士

の
人

て
名
前
は

て

う
の

 
ス
ク
リ

ン
近
く
に
来
る
と

出
来
る
バ
ト
ル
参
加
者
の
名

を
見
つ
つ

問
す
る

 
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
と
表
示
さ
れ
て
い
る
方
に
は
見

れ
た
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
の
文

が
一
つ
あ

る
が

Ｇ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ

の
方
に
は
上
か
ら
下
に
ず
ら

と
多
く
の
名
前
が

ん
で
い
る

名
前

の

に
種

判
別

の
ア
イ
コ
ン

背
中
の

の
間
に
浮
か
ぶ
文
様

は
あ
る
が
水
妖

精
の
も
の
だ
け
ピ

ク
ア

プ
し
て
も
結
構
な
人
数
に
な
る

ヒ

ラ

や
バ
フ

と
し
て
頼

ら
れ
や
す
い
か
ら
だ
ろ
う
か

え

と
ね

シ
ウ
ネ

て

う
人
だ
よ

あ

ち
な
み
に
女
の
人
ね

ん
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シ
ウ
ネ

と
い
う
名
前
ら
し
い

ト
で
種

別
に
リ
ス
ト
を

び

え
そ
れ
ら
し
い

ス

ル
を
探
し

あ

た

 
Ｓ
ｉ
ｕ
ｎ
ｅ
ｒ

シ
ウ
ネ

の
文

が
あ

た

予
想
し
た

り
件
の
人
物
も
キ
リ
ト
主

の
バ
ト
ル
に
参
加

し
て
い
る
よ
う
だ

 
・目
・的
・は
・不
・明
・だ
・が

辻
デ

エ
ル
を
し
て
い
る
プ
レ
イ

に
と

て
最
終
的
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
ラ
ス

ボ
ス
を

独
撃
破
し
た
彼
と
戦
え
る
絶

の
機
会
を

す
手
は
無
い
だ
ろ
う

自
分
だ

て
そ
う

す
る

 

そ
れ
に
し
て
も

ど
う
し
て
ウ
ン
デ

ネ
で
辻
デ

エ
ル

 
バ
ト
ル
開
始
を

つ
合
間
に
思

を
回
す

 
戦
闘
を
求
め
る
プ
レ
イ

は
得
て
し
て
前
衛
に
な
り
が
ち
で

つ
前
衛
と
し
て
求
め
ら
れ

や
す
い
火
妖
精
や

妖
精
を

す
る

火
力
が
出
や
す
く
て
強
さ
が
分
か
り
や
す
い
火
妖
精
が

和
し
が
ち
な
の
で

妖
精
に
流
れ
る
事
の
方
が
多
い
か

オ

ル
マ
イ
テ

を
求
め
て
風

妖
精
闇
妖
精
を

す
る
事
も
あ
る

し
か
し
水
妖
精
だ
け
は
魔
法
寄
り
更
に
は

に
特

化
し
た
種

特
製
と
ス
キ
ル
成
⻑
を
見
せ
る
た
め

前
衛
に

ぶ
人
は
あ
ま
り
い
な
い
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外

ア
ス
ナ
と
ラ
ン
も
あ
る
が
彼
女
ら
も

は
後
方

に

し
前
衛
に
回
る
と
な
れ
ば

追
い

め
ら
れ
た
時
か

と
の
戦
闘
く
ら
い
な
も
の

 
そ
も
そ
も

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｔ
な
ど

近
戦
に
求
め
ら
れ
る
値
は

み
最

値
に
設

定
さ
れ
て
い
る
た
め
前
衛
に
は
非
常
に
向
い
て
い
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
使

て
い
た
彼
女

ら
も
そ
う
だ
が
水
妖
精
プ
レ
イ

が
護
身

と
し
て

し
て
い
る
武
器
は

な

剣
で

あ
る魔

導
士

シ
ウ
ネ

は

近
戦
を
⻑

で
こ
な
す
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
は
魔
法
補
正
こ

そ
高
い
が

物
理
攻
撃
は

無
に

し
い
代
物

⻑

で
あ
れ
ば

⻑

ス
キ
ル
も
使
え

る
た
め
多
少
対
応
出
来
る
が

あ
く
ま
で
そ
こ
ま
で

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
辻
デ

エ
ル
は

し
く
は
あ
る
が
お
か
し
く
は
無
い

対
人
戦
を
求
め
て
問

無

の

を

ん
で
く
る
者
に

べ
れ
ば

手
に

権
を
与
え
て
い
る
だ
け
非
常
に
良

識
的
で
あ
る

 
し
か
し

え
れ
ば

え
る

ど

魔
導
士

は
種

と
ビ
ル
ド

備

そ
し
て
行
動
の

が
ち
ぐ
は
ぐ
だ

 
ま
る
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
た
ば
か
り
の
よ
う
な
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あ

始
ま

た
よ

 

か
に
届
き
か
け
た
が

バ
ト
ル
が
始
ま

た
こ
と
で
思

を

断
さ
れ
て
し
ま

た

え
過
ぎ
か
も
ね

 

と
苦

を
浮
か
べ
先
の
思
索
を
彼
方
に
放
る

対の
も他
し人
ての
な思
い惑
人に

ま
で
気
に
掛
け
て

い
た
ら
キ
リ
が
な
い

え

 
ユ
ウ
キ

か

た

ん

ん

で
も
な
い
よ
姉
ち

ん

 
姉
の
疑
問
も
さ
ら
り
と
流
し

観
戦
に
意
識
を
向
け
た

  
戦
闘
開
始
後

い
の
一
番
に
キ
リ
ト
へ
攻
撃
を
仕
掛
け
た
の
は
深
紅
色
の
重

な

を

い

手
剣
を
手
に
し
た
火
妖
精
の
男

ユ

ジ

ン

軍
だ

た

 
ス
ク
リ

ン
で
観
戦
し
て
い
た

の
プ
レ
イ

が
ざ
わ
め
き

惑
を

わ
に
す
る

 

軍
と

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
ユ

ジ

ン
と
い
う
プ
レ
イ

は
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
の
最

大
戦
力

Ａ
Ｌ
Ｏ

一
大
会
の
よ
う
に

華

品
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
の

を
得
ら
れ
る
な
ら
分
か

る
が
一
個
人
が
開
い
た
バ
ト
ル
に
参
加
す
る
イ
メ

ジ
は

か
な
い
だ
ろ
う

彼
が
参
加
し
た



 第十一章 〜【魔導士】〜

事
そ
れ
す
な
わ
ち
キ
リ
ト
が

応
の
強
者
で
あ
る
か
彼
が

す
る

品
が
魅
力
的
で
あ
る

と

て
い
る
も
同
然

 
出
来
損
な
い

一

を
認
め
ら
れ
な
い
者
で
あ
れ
ば

の
心
境
に

き
る
だ
ろ
う

 
し
か
し
ユ

ジ

ン

軍
の
気
性
を
正
確
に
理
解
し
て
い
れ
ば
決
し
て
不
可
解
と
は
思
わ
な

い 
あ
の
男
が

軍
と
し
て
種

に
帰
依
し
て
い
る
の
は
⻑
が
実
の
兄
で
あ
り
更
に
軍
と
い
う

中
立

プ
レ
イ

で
は

し
得
な
い
大

レ
イ
ド
を
組
み

応
の
強

に

め
る
か
ら

 
血

き
肉
躍
る
闘
争
を
求
め
る

こ
そ
ユ

ジ

ン
と

え
る

 

か
に

を

め
た
事
を
自
覚
す
る

 
正
直

・あ
・の
・男

の
事
は
あ
ま
り
思
い
出
し
た
く
な
い

 
サ
ク

や
ア
リ
シ

そ
の
他

種

の

主
達
と

見
知
り
で
あ
る
よ
う
に

心
の
強

い
サ
ラ
マ
ン
ダ

主
の
名
代
と
し
て

戦
闘
集

の

面
が
強
い
事
か
ら

動
く
ユ

ジ

ン
も
一
応
は

見
知
り

と
は

え
あ
の
血
の
気
の
多
さ
だ
強
者
を
求
め
る
気

は
自

分
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で

葉
よ
り
も
刃
を
交
え
た
数
の
方
が
多
い
と
い
う
物
騒
な

で
あ
る

最
初
に
斬
り
結
ん
だ

が

か
し
い
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そ
う

古
す
る
間
に

二
人
が
一
合
目
を
交
え
た

 
ガ
ギ

と
黒
と
紅
の

・

が

り
合
い

弾
か
れ
た

者
の

離
が
開
く

 
ス
ク
リ

ン
に

る
火
の

軍
は

目
し
て
い
た

そ
の
眼
は
手

の
剣
に
向
け
ら
れ
て
い

る 
し
か
し
疑
問
を
先
送
り
に
し
た
よ
う
で
ま
た

離
を

め
て
斬
り
掛
か

た

再

ま
た

も

で
抑
え
ら
れ

弾
か
れ
る

 
下
手
に

り

ん
で
も
あ
し
ら
わ
れ
る
未
来
が
見
え
た
の
か
あ
る
い
は
決
闘
然
と
し
た
空
気

に
横
槍
を
入
れ
た
時
の
ブ

イ
ン
グ
を
恐
れ
た
の
か
設
定
上
は
キ
リ
ト
を
ボ
ス
と
し
た
バ
ト
ル

ロ
ワ
イ

ル
で
あ
り
Ｇ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ

も
協
力
や

し
合
い
自
由
な
の
だ
が
二
人
の
気

に
気

圧
さ
れ
自
然
と
他
の
参
加
者
も

離
を
取

て
し
ま

て
い
た

自
然
と
二
人
だ
け
ス
ク
リ

ン

に

さ
れ
る

故

様
に
は
魔
剣
が
届
か
な
い

 

合
も
交
え
て

離
が
開
い
た
と
こ
ろ
で

軍
が
静
か
に
問
い
掛
け
た

故

様
の
剣
を

過
出
来
な
い

様

か
特

な

で
も

備
し
て
い
る
の
か
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さ
て

な

 
苛
立

た
問
い
掛
け
に

と
キ
リ
ト
は
返
す

 

れ
で
も
不

で
も
無
く
本

に

と
し
て
い
た

彼
は
ユ

ジ

ン
に

も

興
味
を
示
し
て
い
な
か

た

黒
の
片
手
剣
が

ら
り
と

ら
れ
る

対
戦

手
に
手
の
内
を
晒
す

無
い
だ
ろ

む
し
ろ

時
に
悟
ら
れ
た
事
を
把
握
し
対
策

を
取
る
事
も
対
人
戦
の
醍
醐
味
だ
と
思
う
が

ぐ

ぬ

 
ユ

ジ

ン
が
持
つ
深
紅
の

手
剣

サ

バ

に
一
つ
だ
け
の

レ
ジ

ン
ダ
リ

ウ

ポ
ン

伝
説

武
器

魔
剣
グ
ラ

ム

の
パ
ラ
メ

タ
も
然
る
事
な
が
ら

伝
説

が
他
と
一
線
を

し
て
い
る
の
は
付
属
さ

れ
た
エ
ク
ス
ト
ラ

果
に
あ
る

 
グ
ラ
ム
の
エ
ク
ス
ト
ラ

果
は
エ
セ
リ
ア
ル
シ
フ
ト

手
が

し
た
時
そ
れ
を
す
り

け
て
攻
撃
を
届
か
せ
逆
に

の
攻
撃
を
自
分
は
し

か
り

ぐ
と
い
う
反

的
な

果
を
持

つ

過
す
る
も
の
に
も
限

は
あ
る
と

く
が

は

せ
ら
れ
て
い
た
の
で
分
か
ら
な
い

少
な
く
と
も

に
使
わ
れ
る
剣
と
盾
が
無

化
さ
れ
る
事
は
確
か
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
後
に
入
手
し
た
そ
れ
を
情
報
収
集
し
て
い
る
間
に
知
り
ユ

ジ

ン
が
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参
加
し
て
い
る
と
分
か

た
時
点
で
彼
が
ど
う
対
応
す
る
か
気
に
な

て
い
た
が

な
る

ど

を
開
け
て
み
れ
ば

だ

刃
と

ね

 
シ
ス
テ
ム
的
な
攻
撃
判
定
の
境
目
は

に
設
定
さ
れ
て
い
る

 
片
手
剣
は
斬
撃
と

突
属
性
を
持
ち
合
わ
せ
た
武
器
と
し
て
シ
ス
テ
ム
的
に
カ
テ
ゴ
リ
さ

れ
て
い
る

こ
れ
は
武
器
ス
キ
ル
を

い
た
場
合
の
も
の
で
あ
り
打
撃
属
性
に

し
て
は
体

術

を

た
時
に
発
生
す
る

 
こ
の
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
に

ら
し
合
わ
せ
れ
ば

刃
は
斬
撃
と
し
て
武
器
攻
撃
力
補
正
が

く

が

と

は
打
撃
攻
撃
で

武
器
攻
撃
力
補
正
は

ら
な
い
事
に
な
る

エ
セ
リ
ア
ル
シ
フ

ト

も

果

は
刃
だ
け
で

攻
撃
力
補
正
の
無
い

と

に
は
発
生
し
得
な
い
の
だ
ろ
う

そ
も
そ
も

が

過
し
て
し
ま

た
ら
手

か
ら

ん
で
い

て
し
ま
う

そ
の
点

は

な
と
こ
ろ
だ
が

あ
の
分
だ
と
キ
リ
ト
は

け
に
勝

た

だ

 
彼
は

手
が
剣
を
振
る
初
動
で

先
を

さ
え

め
る
反
応
速

と
武
器
破
壊
を
意

的
に
引

き

す
精
密
動
作
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

に
合
わ
せ
る

節
な
ど
武
器
破
壊
を

こ
す

よ
り
よ

ど

だ
ろ
う
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し
か
し

ユ

ジ

ン
は
そ
れ
を
把
握
出
来
て
い
な
か

た
ら
し
い

 

ユ

ジ

ン
は
他
の
プ
レ
イ

よ
り
人
一

武

を
知
ら
し
め
て
い
た

魔
剣
グ
ラ
ム

を
得
て
よ
り
一
層
そ
の
強
さ
と
名
声
に

き
が
掛
か
り

不
能
の
攻
撃
を
仕
掛
け
る
事
で

ば
一
方
的
な
戦
い
を
展
開
出
来
る
事
か
ら
精

し
よ
う
と
は

え
な
か

た
の
だ
ろ
う

そ
れ

く
ら
い
あ
の
武
器
と
ユ

ジ

ン
の
組
み
合
わ
せ
は
強
か

た

そ
れ
だ
け
伝
説

武
器
に
は
人

を
魅
入
ら
せ
る
魔
力
が
あ
る

戦
い
と
強
さ
を
求
め
る
男
を

備
に
頼

た
力

せ
の
戦
い

へ
と
堕

さ
せ
る
魔
力
が

 
反

を
重
ね
成
⻑
を

り
返
し
て
い
る
キ
リ
ト
を

手
に
力

し
が

す
る

も
無
い

仮

自
分
の

備
で
な
く
情
報
が
制
限
さ
れ
て
い
よ
う
と

備
の
特
性
が
分
か

た
時
点
で
シ

ス
テ
ム
的

件
を
逆

し
て
し
ま
え
る
の
が
彼
だ

で
な
け
れ
ば
剣
技

や
武
器
破
壊

を

え
付
く

も
無
い

 
も
ち
ろ
ん
彼
が
そ
れ
を
説
明
す
る
義
理
は
無
い
し
彼
が

備
し
て
い
る
武

が
全
て
初
心

者
か
ら
中

者
レ
ベ
ル

に
特

果
な
ん
て
無
い
代
物
で
あ
る
事
を
説
明
す
る
必
要
も
無

い

未
知
で
あ
る
事
そ
の
も
の
が

手
の
思
索
を
惑
わ
す
手
札
に
な
る
か
ら
だ

備
の

果
を
破
ら
れ
る
と
想
定
し
て
い
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
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葉
を
止
め

今

は
キ
リ
ト
か
ら

離
を

め
る

 

を

わ
せ

前
進
し
た
彼
に
反
応
し
た

軍
は
魔
剣
を
翳
す

反

的
だ
ろ
う

初

め
て

ユ

ジ

ン
は
能
動
的
な

行
動
を
取

た

 

そ
こ
で

疑
問
を
覚
え
る

 

エ
セ
リ
ア
ル
シ
フ
ト

は

使

者
の

時
に
も
発
動
す
る
か

か

ぐ武
器
の
力
を
過
信
し
た

そ
れ
が

あ
ん
た
の

因
だ

 

ば
さ
れ
た

軍
の

が

え
だ

た

 

時
に
も
エ
セ
リ
ア
ル
シ
フ
ト
は
発
動
す
る
ら
し
い

つ
ま
り
魔
剣
グ
ラ
ム
は
攻
撃
時

に

の

を
無

化
す
る
反
面

自
身
の

時
に

手
の
攻
撃
を

過
し
て
し
ま
う
と
い

う

刃
の
剣
だ

た
の
だ

そ
し
て
キ
リ
ト
は
突
進
斬
り
を
放

て
い
た

彼
の
攻
撃
は

ら
れ
る
事
無
く
グ
ラ
ム
を

過
し

勢
い
そ
の
ま
ま
に
ユ

ジ

ン
の

を

ば
し
た

 
ユ

ジ

ン
が
攻
撃

だ

た
ら
正
に
逆
の
事
が

き
て
い
た
だ
ろ
う

 
魔
剣
グ
ラ
ム
を
攻
略
す
る
な
ど

な
ん
て
こ
と
は
無
か

た

過

果
を
恐
れ
る
事
な
く

む
し
ろ

手
を
圧
倒
す
る
勢
い
で
攻
め
立
て
て
し
ま
え
ば
自
然
と
そ
の

果
を
自
身
の
メ
リ
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ト
に
変
え
ら
れ
た
の
だ

 
な
ん
と
も
い

郷や
ら
し
い
設
定
を
し
て
い
る

あ
る
い
は

時
の

整
の
し
忘
れ
な
ど
の
偶

然
の

物
か
も
し
れ
な
い

 

と
も
あ
れ
キ
リ
ト
は

と

え
ど
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
の
プ
レ
イ

を
真

向
か
ら
下
し
た

 
こ
れ
で
事
実
上
は
現
最
強
の
ス
メ
ラ
ギ
と

ん
だ
事
に
な
る

お
お

流

は
キ
リ
ト
だ
ね

気
の
せ
い
か
し
ら

シ
ス
テ
ム
的
な

み
に

き
が
掛
か

て
い
る
よ
う
な

 

子
姉
妹
も
グ
ラ
ム
の

過
を
ど
う
対

し
た
の
か
分
か

た
ら
し
い

ユ
ウ
キ
は

直
に
称

し

ラ
ン
は
彼
の

み
に
対
し
戦

を
見
せ
て
い
た

 
も
し
自
分
が

過

果
だ
け
把
握
し
た
状

で

ん
で
い
た
な
ら

的
に
回

し
つ
つ

隙
を
見
て
一
撃

き

む
戦
法
を
取

て
い
た
だ
ろ
う

シ
ス
テ
ム
的
な
思

な
ど
一
切
無
い
そ

れ
は
あ
る
意
味
キ
リ
ト
以
上
に
技
術
に

倒
し
た
戦
い
方
か
も
し
れ
な
い

あ

 
こ
の
ウ
ン
デ

ネ
が

魔
導
士

の
シ
ウ
ネ

だ
よ

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強

現
状
二
番
手

の
ユ

ジ

ン
を
開
幕
一
分
と
経
た
ず
破

た
事
に

動
揺
が

り
参
加
者
が
二
の
足
を

む
中
先
の

き
直
し
の
よ
う
に
真

直
ぐ
黒
へ

び
立
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つ
⻘
が
あ

た

⻘
と
白
の
ロ

ブ
流
水
を

た
⻑

を

い
水
色
の
⻑
髪
を
た
な
び
か

せ
て

す
る
女
性
が
ズ

ム
さ
れ
名
前
が
表
示
さ
れ
る

ス
ト
レ
ア
の

う
よ
う
に
シ
ウ

ネ

と
表
示
さ
れ
て
い
た

 
見
る
か
ら
に
後
衛
ビ
ル
ド
の

に
は
思
い
切
り
の
い
い

離
の

め
方
に

き
知

て
い
て

も
思
わ
ず

う

と
息
を
突
い
て
し
ま

た

恐
れ
知
ら
ず
か

あ
る
い
は

程
の
自
信
家
か

ア
ク
ア
バ
レ

ト

 

離
を

め
る
中
で
魔
導
士
は
ス
キ
ル
名
を

び
な
が
ら
く
る
り
と
⻑

を
回
し

の

が
蒼
白
く
光
り
一
つ
の
魔
法

を
形
成

魔
法

か
ら
圧

さ
れ
た
水
の
弾

が

弾
幕
を

し
て
彼
へ
と
襲
い
掛
か
る

 

直
後
の
弾
幕
攻
撃
に
対
し
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は

静
だ

た

剣
を
翳
し
く
る
り
と

反
時

回
り
に
高
速
回
転
さ
せ

水
弾
の
全
て
を
弾
い
た
の
で
あ
る

 

ざ
わ

と

が
ま
た
ざ
わ
め
い
た

え

今

魔
法
を
弾
い
た
よ
う
な

弾
い
た
ね

間
違
い
な
く

で
も
魔
法

て
武
器
じ

弾
け
な
い
ん
じ

な
か

た

け

弾
け
ま
せ
ん
よ

補
正
無
し
で
ダ
メ

ジ
を

け
ま
す
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だ
よ
ね

 

姉
妹
も

惑
し
て
い
た

自
分
も
内
心
で
は
物
理

不
可
の
魔
法
を
弾
い
て
見
せ
た
事

に

惑
を

い
て
い
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
攻
撃

殺
は
見
た
目
に
反
し
て
シ
ス
テ
ム
的
な
制
約
に

ら
れ
て
お
り
同

属
性
同
士
で
し
か
発
生
し
得
な
い

こ
の
場
合
に

け
る
属
性
と
は

物
理
属
性
と
魔
法
属

性
の
事

常
攻
撃
と

ド
ス
キ
ル
を
魔
法
で

ぐ
事
は

系
魔
法
を

い
て

原

不
可
能
で
あ
り

逆
に
攻
撃
魔
法
を

常
攻
撃
や

ド
ス
キ
ル
で

ぐ
事
も
然
り

 

そ
の
気
に
な
れ
ば

中

以
上
の

ド
ス
キ
ル
な
ら
可
能
か
も
だ
け
ど

 
同
属
性

殺

そ
れ
ら
の
原

に

ら
し
合
わ
せ
れ
ば
魔
法
属
性
が
追
加
さ
れ
る
中

以
上
の

ド
ス
キ

ル
な
ら
物
理
と
魔
法
ど
ち
ら
の

殺
も
可
能
で
あ
る
事
が
分
か
る

 
し
か
し

ド
ス
キ
ル
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
作
成
を

と
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
の

が
あ

る

お
よ
そ

作
し
切
れ
な
い
速

シ
ス
テ
ム
に
よ

て
動
か
さ
れ
る
不
自
由
な

道
を
以

て

ド

ト
程
の
実
体
し
か
な
い
攻
撃
魔
法
を
正
確
に
斬
る
な
ど

常
人
な
ら
発
狂
も
の
に

し
い

近
い
技
術
を
体
得
し
て
い
る
彼
で
も
流

に
武
器
と
魔
法
と
で
は
破
壊
す
る
に
は

が
違
う
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も
し
か
し
て
今
の

片
手
剣

技
の

ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド

じ

な
い

い
や

違
う

 
ア
レ
を
見
た
時
か
ら
浮
か
ん
で
い
た

ド
ス
キ
ル
の
名
前
を
ユ
ウ
キ
が

に
し
た
時
ず

と
ユ
イ
の

に

た
ま
ま
無

だ

た
小
妖
精

の
キ
リ
カ
が

定
の
声
を
上

た

ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド
は

手
で
は
時

回
り

手
は
反
時

回
り
で
発
動
す
る

で

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は

手
で
反
時

回
り
だ

た

じ

あ

剣
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ

 
そ
れ
と
も
魔
法
の

消

が
あ

た
か
ら
魔
法
の
だ

わ
ば
ア
レ
は
対
魔
法

ス
キ
ル
な
ん
だ
ろ
う

な
る

ど

 
完
全
同

体
で
あ
る
キ
リ
カ
の
返

を

い
て

得
を

い
た
ユ
ウ
キ
は

線
を
ス
ク
リ

ン
へ
と

す

 
バ
ト
ル
ロ
ワ
イ

ル
の
舞

で
は
黒
と
⻘
の

し
い
衝
突
を

う
よ
う
に
色
取
り
取
り
の
妖

精
が

離
を

め
て
い
た

  

光
が

る



 第十一章 〜【魔導士】〜

 
大

問
わ
ず
様

な
色
の
光
が

発
圏
内
の
対

を
吹
き

ば
そ
う
と

的
に

て
い

く 
空
に
漂
う

と
砂

そ
の
中
か
ら
黒
が

び
出
て
追
い
す
が
る
よ
う
に
水
と
氷
の
弾
幕

が
放
た
れ
る

黒
は

を

わ
せ
空
を
舞
う

し
か
し

の
追

性
能
が
付
い
て
い
る
の
か

し
た
時
点
で

離
が
あ

た
後

の
魔
法

が

く

し
追

し
お
じ
わ
じ
わ
と
追

い

め
て
い
く

そ
の
間
に
術
士
本
人
は

し

け
て
放
つ
魔
法
の

備
を
し
て
い
た

 
戦
い
は
一
対
一
の
様

を

し
て
い
る

 
バ
ト
ル
ロ
ワ
イ

ル
が
始
ま

て
お
よ
そ
三
十
分
が
経
過
し
た
現
在

黒
の
剣
士

と

魔

導
士

の
二
人
し
か
残

て
い
な
い
か
ら
だ

 
他
の
プ
レ
イ

達
は

し
く
衝
突
す
る
二
人
が
放
つ
魔
法
の

波
で
あ
る
い
は
直

撃

さ
れ
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
な
り
舞

か
ら

板
さ
せ
ら
れ
て
い
る

と

り
合

て
い

る
の
に
ど
ち
ら
も

と

が
切
れ
て
い
な
い
の
は
回
復
力
を

応
に
高
め
て
お
り

つ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
Ｍ
ｏ
ｄ
を
ダ
メ

ジ
の
数
パ

セ
ン
ト

収
に
振

て
い
る

で
あ
る

回
復
ア
イ
テ
ム
は

ど
ち
ら
も
一
切
使

て
い
な
い

 
観
戦
し
て
い
る
者
達
も

北
し
て
エ
リ
ア
か
ら
ホ

ル
へ
と
追
い
出
さ
れ
た
者
達
も

も
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が

者
の
戦
い
に
呼

も
忘
れ
て
魅
入

て
い
る

 
自
分
も
こ
こ
ま
で

抗
し
た
勝
負
に
な
る
と
は
思

て
い
な
か

た

彼
を

ら
せ
る
程
に
魔

法
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

み
に

り

近
を
許
し
て
も

術
で

ぎ

時
に
魔
法
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

き

む

と
い

た
や
り
手
と
は
予
想
外
の
一

に

き
る

 

ス
ク
リ

ン
に

る
少
年
が

自
身
に

る
魔
法
の
弾
幕
を
一

し

根
を
寄
せ
た

 
ど
れ
だ
け

を

わ
せ
速

を
上

て
も
シ
ウ
ネ

の

へ
近
付
く
に
は
速

が
足
り
て

い
な
い

故
な
ら
彼
は
他
の
プ
レ
イ

と
違

て

意

行
を

得
し
て
い
な
い

コ
ン
ト

ロ

ラ

だ
と
ど
う
し
て
も
出
し
切
れ
な
い
速

が
存
在
し
シ
ウ
ネ

に

近
す
る
に
は
ど

う
し
て
も

意

行
で
な
け
れ
ば

し
い

彼
も
直
線
で
の
加

速
は
行
え
る
が
カ

ブ
な
ど

を

た

意

行
は
未

得
な
の
だ

 
ま
た
魔
法
を

ぐ
術
に
欠
け
て
お
り
そ
れ
を

手
も
あ
る
程

予

し
て
い
る
か
ら

離

を

め
さ
せ
な
い

ド
ス
キ
ル
を
使
え
ば

時
に

め
ら
れ
る
が

手
は
二
刀
流
を

得
る
反
応
速

を
持
つ
キ
リ
ト
と

に
魔
法
を
展
開
す
る
使
い
手
な
の
だ
型
が
決
ま

た
直

線
的
な
動
き
の
そ
れ
を
放
て
ば
い
い
的
だ
ろ
う

直
に
戦

て
い
る
彼
も
理
解
し
て
い
る
か
ら
ス

キ
ル
を
使
わ
な
い
で
い
る
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バ
ト
ル
ロ
ワ
イ

ル
の
制
限
時
間
は
一
時
間

 
デ

エ
ル
で
あ
れ
ば
十
五
分
以
内
で
決

が

く
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る
が
闘
技
場
で
の
大

戦
闘
で
は

い

最
⻑
一
時
間
ま
で
設
定
出
来
る

彼
も
そ
れ
を

し
て
い
る
よ
う
だ

が

流

に
こ
こ
ま
で

魔
導
士

が
食
い
付
く
と
は
思

て
い
な
か

た
に
違
い
な
い

 
し
か
し

今
回
は
そ
れ
が

を

し
て
い
る

 
極
限
ま
で
消

を
抑
え
て
い
て
も
魔
法
を
三
十
分
間
も
放
ち

け
ら
れ
る
か
と

え
ば
無
理

で
あ
る

に
流
れ
弾
で

弾
す
る

が

た
か
ら
魔
導
士
は
ダ
メ

ジ

収
で
回
復
出

来
て
い
た
が

し
て
回

な
い
し

消

無
し
の

ド
ス
キ
ル
で
弾
き

け
て
い
る

キ
リ
ト
と
の
タ
イ
マ
ン
で
は

れ
彼
女
の

が

を

く

 
事
実
ウ
ン
デ

ネ
の
残
り

は

ど

近
戦
で
も
魔
法
を
使
う
ス
タ
イ
ル
を

慮

す
れ
ば

自
ず
と
遠

離
か
ら
撃
ち

け
る

に
も
い
か
な
い

 

は
時
間
経
過
で
回
復
す
る
設
定
で
あ
り

パ

シ
ブ
ス
キ
ル
な
ど
に
よ

て
速

を
上

ら
れ
る
が
戦
闘
中
に
そ
れ
を
律

に

つ
義
理
な
ど
彼
に
は
無
い

消
極
的
に
な

た

反

撃
に
打

て
出
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
彼
は
弾
幕
か
ら

な
が
ら
も

と

て
い
る

彼
の
眼
が

と
光
を
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え
て
い
る
か
ら
間
違
い
な
い

面
倒
だ
と
思
う
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
数
十
人
の
プ
レ
イ

に

ま
れ
た
時
以
上
に
活
き
活
き
と
そ
し
て
真
剣
に
機
会
を

て
い
る

そ
れ
だ
け
魔
導
士

の
実
力
が
高
い
事
で
も
あ
り

こ
の
世
界
に
来
た
目
的
に

う

手
で
も
あ
る
の
だ

 

そ
し
て

魔
導
士

が

の
魔
法
を
完
成
さ
せ
た

間

彼
は
行
動
を

こ
し
た

魔
導
士
シ
ウ
ネ

を
中
心
に
大
き
く

を

い
て

ん
で
い
た
彼
は

突
に

を
変
え

突

し
た
の
だ

ど

ん
と
空
気
が

か
れ
た

を
ス
ク
リ

ン
で

え
る
程
の

な
方
向
転

換 
あ
ま
り
に
無

し
た
の
か
体
勢
を

し
ぐ
る
ん
ぐ
る
ん
と

み
回
転
す
る
も
そ
れ
で
も
突

進
は
止
ま
ら
な
い

な
 

手
の
行
動
を
予

し
た
上
で
魔
法
を

し

し
放
つ

こ
れ
を
⻑
時
間

け
て
い
た
魔
導
士
は
そ
の
突
然
の
行
動
に

き
の
声
を
上

え
始
め
の

が
フ

ン
ブ
ル
し
た

 
そ
れ
で
も
体
に

み
つ
い
て
い
る
の
か
⻑

を
く
る
り
と
回
転
さ
せ
水
色
の
魔
法

か
ら

水
の
弾
幕
を
放
ち

撃
す
る
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さ

き
彼
は
剣
を
回
転
さ
せ
魔
法
属
性
に
よ
る

殺

を
行

た

し
か
し
今
の

み
回
転
中
で
は
ま
と
も
に
ス
キ
ル
の
発
動
も
ま
ま
な
ら
な
い

キ
リ
ト
君

 
ぎ

と
手
を
握

て
祈
る

命
が

か

て
い
る

で
も
無
い
一
戦

し
か
し
今
私
は

掛
け
値
な
し
に
心
か
ら
彼
の
勝

を
祈

て
い
た

 

そ
の
祈
り
が

届
い
た
の
か

 
彼
は
水
の
弾
幕
の
全
て
を

み
突
進
だ
け
で

し
切

て
み
せ
た

却

て
不

な

道

が
そ
う
さ
せ
た
の
か

あ
る
い
は

・一
・

・見
・た
・魔
・法
・

・か
・ら
・出
・る
・弾
・の
・

・番
・と
・

・道
・を
・記

・

・し
・て
・い
・た
・の
・か

前
者
な
ら

運
と

え
る
し
後
者
な
ら
あ
の

み
回
転
で
の

道
す
ら

も

に
入

て
い
た

で

目
と
も
知
れ
な
い
戦

を
覚
え
る

 
そ
れ
を
よ
そ
に

常
で
な
い
回

で

離
を

め
ら
れ
た
魔
導
士
は
勢
い
そ
の
ま
ま
に

断
さ
れ

一
撃
で
そ
の
命
を

り
取
ら
れ
た

 
こ
う
し
て
失

と

惑

か
ら
の

を
経
て
参
加
者
４
２
３
名
と
の
戦
い
は
決

し
た

  
バ
ト
ル
終
了
後

そ
そ
く
さ
と
キ
リ
ト
が
立
ち
去

た
後
も
闘
技
場
内
に
は
多
く
の
プ
レ
イ
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が
残

て
お
り

反

会
や
ら
決

会
や
ら
で
騒

し
さ
が

い
て
い
た

い
や

か

た
ね
最
後

 
ま
さ
か
あ
そ
こ
で
あ
ん
な
突
進
仕
掛
け
る
な
ん
て

 
ボ

ク
は
て

き
り
キ
リ
ト
も
魔
法
で
対
抗
す
る
か

切
れ
で
攻
撃
の
手
が

ん
だ
と
こ
ろ
を

う
と
思

て
た
か
ら
予
想
外
だ

た
よ

 

に
大
勢
の
人
が

る
中
で
も
興

と
共
にユ

ウ
キ妹

が
話
す

内
容
は
終
始
バ
ト
ル
終

の
応

に
限
定
さ
れ
て
い
た

 
あ
の
最
後
の

異

常

機

動

み
突
進
が
よ

ど
予
想
外

と
い
う
か
彼
女
個
人
の
ツ
ボ
だ

た
ら
し

い

さ

き
か
ら
同
じ
話
ば
か
り
だ

あ
あ

そ
う
ね

と
生
返
事
を
返
す
と
む

と
さ
れ
る

姉
ち

ん

い
て
る

は
い
は
い

い
て
る
わ
よ

で
も
さ

き
か
ら
同
じ
話
ば
か
り
じ

な
い

も
う
三

目
よ

そ
れだ

て
そ
れ
だ
け

い

て
思

た
ん
だ
も
ん

そ
も
そ
も
キ
リ
ト

て
ま
だ

意

行
を
完

全
に
出
来
な
い
の
に

あ
そ
こ
ま
で
戦
え
た
ん
だ
よ

 
そ
れ
だ
け
で
も
す
ご
い
じ

ん

そ
う
ね

 
ユ
ウ
キ
の
称

に
お
ざ
な
り
な
が
ら
も
同
意
す
る

葉
こ
そ
な
い
が
彼
の
義
姉
達
も

く
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実

ユ

ジ

ン

軍
を
は
じ
め
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
高

ダ
ン
ジ

ン
な
ど
の

ぶ
れ
が
多
く

見
ら
れ
た
面
子
を

手
に
最
後
ま
で
戦
い

け
た
事
は
本

に

い
と
思
う

意

行
が
出

来
な
い
か
ら
ユ

ジ

ン

軍
と
の
戦
い
で
最
後
以
外
動
か
な
か

た
の
だ
が

コ
ン
ト
ロ

ラ

の

作
を

え
な
が
ら
あ
そ
こ
ま
で
戦
う
の
は

真
似
出
来
な
い
事
だ

あ
の

す
み
ま
せ
ん

 
そ
う
話
し
て
い
る
と

か
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た

 
声
を
掛
け
て
来
た
の
は
お

と
り
と
穏
や
か
そ
う
な
水
妖
精
の
女
性

水
色
の

と
同
色
の

ま
で
な
び
く
髪
女
神
像
を
先

に
あ
し
ら

た
⻑

を
手
に
し
た
そ
の
人
は
自
分
と
ユ
ウ
キ

を
見
て
い
た

女
性
は
さ

き
キ
リ
ト
と

戦
を

り
広

た

魔
導
士

だ

た

 
や
や

し
そ
う
に
し
て
い
る
の
は

故
だ
ろ
う
と

ん
で
い
る
彼
女
の

を
見
て
疑
問
を
浮

か
べ
る

私

ウ
ン
デ

ネ
の
シ
ウ
ネ

と

い
ま
す

舞
姫

の
ラ
ン
さ
ん
と

絶
剣

の
ユ
ウ

キ
さ
ん

で

合

て
い
る
で
し

う
か

そ
う
で
す
け
ど

 

お
い

魔
導
士

と

舞
姫

が
話
し
て
る
ぞ
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件
を

お
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

と

の
声
が

に
入

て
来
た

気
付
け
ば
ざ
わ

め
き
が
絶
え
な
い

の
ホ

ル
は
し
ん
と
静
ま
り
返
り

に

る
プ
レ
イ

達
は
じ

と

こ
ち
ら
を
見

め
て
来
て
い
た

 

絶
剣

に

剣
姫

も
い
る

こ
れ
は
つ
い
に

望
の
カ

ド

来
か

 

い
や

前
衛
ビ
ル
ド
と
中
衛
型
ヒ

ラ

じ

無
理
が
あ
る
と
思
う
ぞ

 

そ
の
前
衛
ビ
ル
ド
を

手
に
魔
導
士
は
善
戦
し
て
た
ん
だ
ぞ
ワ
ン
チ

ン
あ
る
だ

ろ 

前
衛
極
振
り
の

黒
の
剣
士

も

勝
だ

た
か
ら
な

 

こ
え
て
来
る

き
声
を

め
る
と
ど
う
や
ら
目
の
前
に

る
シ
ウ
ネ

と
デ

エ
ル
す
る

流
れ
か
と
思
い

き

を
立
て
て
い
る
よ
う
だ

え

と

 

目
を
集
め
た
か
ら
か
シ
ウ
ネ

は

を
見
て

心
地
悪
そ
う
に
す
る

人
目
を
気
に
し

て
話
す
の
が

ら
れ
て
い
る
ら
し
い

こ
こ
で
は
話
せ
な
い
で
す
か

ち

と

出
来
れ
ば

私
の

間
が

る

で
お
話
を
さ
せ
て

き
た
い
の
で
す
が
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そ
れ
は

 
シ
ウ
ネ

の
要
望
に

妹
と
共
に

を
悩
ま
せ
る

 
仮
想
世
界
と
は

え
見
ず
知
ら
ず
の
プ
レ
イ

と
そ
の

間
が

る

へ

く
の
は
多
少
な

り
と
も

気
が

る

よ
か
ら
ぬ
陰
謀
に

き

ま
れ
で
も
し
た
ら
面
倒
極
ま
り
な
い

そ
れ
も

あ

て
特
定
の
勢
力
に
寄
ら
な
い
ス
タ
ン
ス
を

い
て
い
た

話
を
す
る
だ
け
な
ん
で
す
か

出
来
れ
ば

お
願
い
し
た
い
事
が
あ
り
ま
す

そ
の

に
ま
ず
は
お
話
を
と

内
容
に
よ
り
ま
す
が

承
知
し
て
い
ま
す

 
あ
く
ま
で

い

勢
で
こ
ち
ら
の
確
認
に

い
て
来
る

か
な
り
穏

に
け
れ
ど

け
て
欲

し
い

そ
う
切
実
に
願

て
い
る
よ
う
に
見
え
る

姉
ち

ん

取
り

え
ず
話
だ
け
で
も

く

そ
う
ね

シ
ウ
ネ

さ
ん

ま
ず
は
話
だ
け
お

か
せ
く
だ
さ
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

け
容
れ
る

を
伝
え
る
と

を
下

て
感

さ
れ
て
し
ま

た

戦
闘
の
時
か
ら
は

え
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い
く
ら
い
ギ

プ
の
大
き
い
人
だ

あ
の

あ
た
し
達
は
ど
う
す
れ
ば

あ

え

と

ど
う
し
ま
し

う

 
そ
こ
で

た
を
掛
け
る
リ

フ

確
か
に
こ
の
あ
と
み
ん
な
で

ち
合
う
約
束
を
し
て
い

る
し

全

け
て
し
ま

た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
問

だ

 
シ
ウ
ネ

も

た
よ
う
に
こ
ち
ら
を
見
て
来
た

で
は
私
と
ユ
ウ
キ
は
シ
ウ
ネ

さ
ん
の
お
話
を

い
て
か
ら
合
流
と
い
う
形
に
す
る
の
は

ど
う
で
し

う

ま

そ
れ
が
一
番
無

だ
よ
ね

で
す
ね

さ
ん
に
は
そ
う
お
伝
え
し
て
お
き
ま
す

 
こ
ち
ら
の

に
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
の
二
人
が
応
じ
た

リ

フ

キ
リ
カ
も
特
に
反
対

は
無
い
ら
し
く

決
定
と
な

た
の
で

手

く
メ

セ

ジ
を
追
加
で

間
に

ば
す

 
そ
れ
か
ら
シ
ウ
ネ

に

内
さ
れ

彼
女
の

間
が
取

て
い
る

へ
と
足
を
運
ん
だ
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
数
多
の
二
小
説
で
り
広
ら
れ
予
定
和
の
如
く
写
さ
れ
て
き
た

行

事

の

一

騎

打

ち

約
束
さ
れ
た

軍
の

北

面
白
味
も
無
い
ネ

 
む
し
ろ

軍
の

が
マ
ト
モ
に
無
い
あ
た
り
よ
り

い
か
も
し
れ
な
い

 
攻
略
法
に
つ
い
て
は
原
作
や

ん
で
き
た
二

小
説
と

ら
な
い
よ
う

え
て
シ
ス
テ
ム
面
か

ら
理

め
で

え
る
と
い
う
無

振
り

を
し
て
お
り
ま
す

 
実

ア
ニ
メ
で
も

軍

て
攻
撃
一

倒

弾
は

で

け
止
め
て
る
ん
で
す
よ
ね

個
人

的
に
は

手
の
武
器
を

過
す
る
な
ら
突
進
し
た

軍
も

の
武
器
を

け
る
可
能
性
が
あ
る

で

と
魔
剣
グ
ラ
ム
の
エ
セ
リ
ア
ル
シ
フ
ト

て
ピ

キ

じ

ね

 
と
個
人
的
に

思

て
た
り

 

の
剣
を
止
め
ら
れ
な
い

て
そ
れ

完
全
に
捨
て
た
も
同
然
じ

ん

し
な
い

て
ど
こ
ぞ
の

ぶ
る
あ

さ
ん
く
ら
い
な
モ
ン
だ
よ

む
し
ろ

す
ら
無
い
時
点
で
ア
レ
よ
り
悪
い
わ

 
原
作
だ
と

で

過
出
来
な
い
か
ら
二
刀
有

ら
し
く
そ
の
せ
い
で
ア
ニ
メ
で
も
キ
リ
ト

と
刃
を
交
え
る
場
面
が
あ
る
ん
で
す
が
そ
こ
の
理

は

え
て
な
い

ク

ル
タ
イ
ム
制
な
ん
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で
し

う
が
ア
ニ
メ

ら
見
返
し
て
も
時
間
の

性
が
分
か
ら
な
か

た
か
ら
放
り
投

ま
し

た 
二

小
説
で
深
く

え
て
は
い
け
な
い

者
は

 
取
り

え
ず
原
作
や
他
の

で
さ
れ
や
す
い
二
刀
攻
略
は
し
な
い
方

で

め
た
ら
こ
う
な

た 
ユ

ジ

ン

軍
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
初
の

み

や
け

の

後
の
原
作
ユ
ウ
キ
に
も

み

に
さ
れ
と
る
け

の

本

に
こ
の

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
な
の

 

と
い
う
疑
問
に

得
出
来
る

え
を

え
て
た
ら
魔
剣
グ
ラ
ム
の

さ
れ
な
い
攻
撃

果
に
頼
り
切

て
技

面
が

ち
た

と
い
う
設
定
が
浮
か
ん
だ

 
リ

フ

が

う
だ
け
で
説
得
力
を
感
じ
て
し
ま
う
作
者
で
あ
る

 
実
力
が

ち
た
と

の
技

を
知

て
い
る
点
か
ら
分
か
る
よ
う
に
本
作
リ

フ

は
過

去
刃
を
交
え
た
事
が
あ
り
ま
す

原
作
で
は
無
い
で
す

 

に
シ
ウ
ネ

 
彼
女
は
原
作
七

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
編
に
登
場
す
る
後
方

型
ウ
ン
デ

ネ
の

プ
レ
イ

ア
ニ
メ
で
ア
ス
ナ
と

ぶ
ウ
ン
デ

ネ
の
術
士
を
見
た
ら
そ
れ
が
シ
ウ
ネ



 第十一章 〜【魔導士】〜

で
す

 
加
え
て
本
作
に

い
て
魔

さ
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
キ

ラ
で
す
ね

魔
法
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
恩

は
キ
リ

ト
だ
け
じ

な
い
む
し
ろ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法

の
方
が
強
化
さ
れ
る
ん
や

と
い
う

で
戦
わ

せ
た

 
命

け
の
戦
い
二
年

り
キ
リ
ト
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
時
間

い
だ
ろ
う
シ
ウ
ネ

が
喰
ら
い
付

け
た
だ
け
で
も

実
は
か
な
り
の
大
金
星
だ

た
り

が
無
く

パ
ラ
メ

タ
も

近

戦
寄
り
の
キ
リ
ト
に
は
遠

離
一

倒
が
メ
タ
に
な
る
と
い
う
ね

隙
を
突
い
て
異
常
機

動
で
食
い
破
ら
れ
る

様

 
魔
法
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と

存
魔
法
を
組
み
合
わ
せ

近
戦
に
も
対
応
出
来
る
事
か
ら

魔
導
士
と

い
う
二
つ
名
を
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す

 
彼
女
が
ユ
ウ
キ
達
に
声
を
掛
け
た
の
は

ら
原
作
だ
と
広

に
な
る
姉
妹
が

な

か

た
か
ら

残
り
の
メ
ン
バ

だ
と
シ
ウ
ネ

さ
ん
が
一
番

魔

し
や
す
いか

な

て

 
キ
リ
ト
に
つ
い
て
は
ま
た

れ

 
ど
こ
か
で

点
入
れ
る

予
定

か
ら
そ
の
時
に

 
で
は

ま
た

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
二
章
 

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

眠
り
し
騎
士
達

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
オ

ル
ユ
ウ
キ

 
文

数
は
約
一
万
一
千

 
今
話
は
と
て
も
シ
リ
ア
ス
で
す

と
い
う
か
原
作
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
メ
ン
バ

で
の
会
話
と
か

シ
リ
ア
ス
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
す

  
ち
な
み
に
サ
ブ
タ
イ

本
来
は
眠
れ
る
騎
士

の
方
が
い
い
と
思
う
ん
で
す
が
本
作
に

い
て
シ
ウ
ネ

達
が
ギ
ル
ド
を
組
ん
で
い
る
か
は
未

写
な
の
で
別
の

し
方
に
し
て
お
り

ま
す

ご
了
承
下
さ
い

未

写

実

は
組
ん
で
る
か
も

な
状

 
で
は
ど
う
ぞ
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魔
導
士

シ
ウ
ネ

に

内
さ
れ
た

は

空

ラ
イ
ン
に
あ
る

グ金
リ

ンの
カ雄
ム

ビ

で
は

な
く

イ
グ
ド
ラ
シ
ル
に
あ
る

の
一
つ
だ

た

大

り
か
ら
や
や

に

れ
て
進
ん
だ

先
に
あ

た
小

ん
ま
り
と
し
た
そ
こ
に
シ
ウ
ネ

が
入
り

自
分
達
も
後
に

く

あ

シ
ウ
ネ

お
か
え
り

 

に
入

て
す
ぐ
に

こ
え
た
シ
ウ
ネ

を
出

え
る
女
性
の
声

見
れ
ば
食
事

も

ね
て

い
る
ら
し
い
一

の
テ

ブ
ル
の
一
つ
に
四
人
の
プ
レ
イ

が

り
こ
ち
ら
を
見
て
い
た

 

ぶ
れ
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

ノ

ム
レ
プ
ラ
コ

ン
の
男
性
と
ス
プ
リ
ガ
ン
の
女
性

先

ど
の
声
は
ス
プ
リ
ガ
ン
の
も
の
ら
し
い

快
活
な
性
格
が
見
え
る
よ
う
に

ら
か
に

て
木
製

ジ

キ
を
掲

て
い
た

ど
う
だ

た

て

く
ま
で
も
な
い
ね

話
は
取
り
付
け
ら
れ
た
ん
だ

い
え
こ
れ
か
ら
お
話
を
す
る
と
こ
ろ
で
す

そ
れ
か
ら
協
力
に
つ
い
て

え
て
も
ら
お
う
か

と
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ん

そ

か

 

く
流
れ
を
把
握
し
た
ら
し
い
ス
プ
リ
ガ
ン
は

ぐ
び

と
ノ
ン
ア
ル
コ

ル

発

を

て
か
ら

こ
ち

ら
を
見
て
来
た

取
り

え
ず
自
己

し
と
こ
う
か
ね

ア
タ
シ
は
ノ
リ

て
ん
だ
見
て
の

り
ス
プ
リ
ガ

ン
だ
よ

よ
ろ
し
く

あ

ど
う
も

ラ
ン
で
す

ユ
ウ
キ
で
す

は
い
は
い

よ
ろ
し
く

あ

二
人
も

か

む

 

み
物
く
ら
い
は
お
ご
る
よ

え
え

そ
れ
は
ち

と
悪
い
よ
う
な

遠
慮
し
な
い
で
い
い

て

 
た
だ
話
を
す
る
だ
け
な
の
に

ら
せ
る
の
は
気
が
引
け

退
し
よ
う
と
す
る
が
ノ
リ
は

動

の

か
ら
感
じ
取
れ
る
よ
う
に

か
く
し

く
と
し
た
性
格
の
よ
う
で

に

内
さ
れ
て
す
ぐ
に
ず

ず
い
と
メ
ニ

を
持
た
せ
ら
れ
る

 
仕
方
な
い
の
で
姉
と

に

み
物
を

文
し

ジ

キ
を
持
つ

ん
じ

ま

け
付
け
一

と
い
う
事
で
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か

か
ん

い

え

と

 
か
ん
ら
か
ん
ら
と

て

を
取
る
ノ
リ

そ
の
テ
ン
シ

ン
に

面
で
は
付
い
て
い
け

ず
姉
と
共
に

り

れ
て
し
ま
う

い
な
の
は
彼
女
以
外
の
面
子
も

ろ
う
と
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
だ
ろ
う
か

あ
の
な

ノ
リ
お
前

わ
な
い

し
か
無
い

で

て
ん
じ

ね

よ

二
人
も

て
る
だ
ろ

 
そ
こ
で
声
を
上

た
の
は
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
少
年
だ

た

自
分
と
同
い
年
く
ら
い
の
背
格

の
彼
は

れ
を

さ
な
い
で
ノ
リ
に
対
し

に

う

そ
れ
に
ウ
ン
ウ
ン
と

く
大

な

ノ

ム
と
キ
チ

と
し
た

の
レ
プ
ラ
コ

ン

 

良
し
だ
な

と

直
に
思

た

な
に
さ
ア
タ
シ
は
別
に

て
な
い
よ

た
だ
こ
う
し
た
方
が
親
し
み
や
す
い
か
な
と
思

て
た
だ
け
さ

い
や
お
前
そ
れ

払
い
の
面
倒
な
絡
み
方
そ
の
も
の
だ
ろ

・一
・応

初
対
面
な
ん
だ
か
ら
真
面

目
に
し
た
方
が
い
い

て

た
い
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そ

そ
う
で
す
よ

ノ
リ
さ
ん
の
そ
の
テ
ン
シ

ン
は

付
き
合
い
の
⻑
い
ワ
タ
シ
達
で
も

そ

そ
の

付
い
て
行
き
に
く
い
ん
で
す
か
ら

な
に
さ

 
親
し
く
な
い
女
性
プ
レ
イ

を
前
に
す
る
と
ド
モ
り
ま
く
る
タ
ル
ケ
ン
よ

か
断
然
マ
シ
だ
と
思
う
ぞ
ア
タ
シ
は

 
今
で
も
ア
タ
シ
に
ド
モ

て
ん
の
に
こ
の
二
人
に
対

し
て
マ
ト
モ
に
話
せ
ん
の
か

で
も
タ
ル
ケ
ン

て

シ
ウ
ネ

に
は

に
話
せ
る
よ
ね

 
が
る
る
と

み
付
か
ん
ば
か
り
に

え
る
ノ
リ
に
大

な
ノ

ム
が

つ
り
と

ら
し
た

タ
ル
ケ
ン
と
い
う
の
が

緑
色
で

の
レ
プ
ラ
コ

ン
の
名
前
ら
し
い

シ
ウ
ネ

は
話
し
や
す
い
で
す
か
ら

だ
よ
な

分
か
る
分
か
る

つ
ま
り
な
に
か

ア
タ
シ
は
話
し
に
く
い

て
か

い

い
や

そ
う

て
る

で
は

さ

き
の

い
方
だ
と
そ
う
な
る
だ
ろ

 
あ
と
せ
め
て
ア
タ
シ
と
目
を
合
わ
せ
て

え
そ

れ
説
得
力

無
だ
か
ら

 
ぎ

ぎ

と
騒
ぎ
出
す
四
人

流
れ
に

い
て
行
か
れ
た
形
に

か
ん
と

気
に
取
ら
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れ
る
ボ
ク
と
姉

ま
さ
か
お
呼
ば
れ
し
て
い
な
が
ら
放

さ
れ
る
事
に
な
る
と
は

こ

ん

 
そ
こ
で
自
分
達
の
対
面
に

る
形
で

に

た
シ
ウ
ネ

が

払
い
し
た

に
二
人

ず
つ

て

い
争
い
を
し
て
い
た
四
人
が

た
り
と

ま
り

く
り
と

に

る

が
引
き

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
気
の
せ
い
だ
と
思
い
た
い

 
流

は

魔
導
士

と
呼
ば
れ

キ
リ
ト
に
あ
そ
こ
ま
で
喰
ら
い
付
け
る
実
力
を
持
つ
人
だ

お
見
苦
し
い

を

し

あ
り
ま
せ
ん

あ
あ

い
え

お
構
い
な
く

と
て
も

が
良
く
て

ま
し
い
と
思
う
く
ら
い
で
す
し

そ
う

て

け
る
と
有

い
で
す

 

に
手
を

て
お
淑
や
か
に

う
シ
ウ
ネ

そ
の

に

り
小
さ
く

え
る
四
人

こ

の
構

ど
う
や
ら
力

は
シ
ウ
ネ

が
一
番
上
に
あ
る
ら
し
い

姉
さ
ん
女

的
な
ア
レ
だ

ろ
う

 

ど
れ
だ
け

い
争

て
る
の
だ
ろ
う
か

こ
の
四
人

さ
て

先

ど
ノ
リ
が
し
て
い
ま
し
た
が

め
て
自
己

を

私
は
シ
ウ
ネ

ウ
ン

デ

ネ
と
し
て
中
衛
か
ら
後
衛
で
の

を
中
心
に
し
て
い
ま
す

ま
た
こ
の
パ

テ

の



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

リ

ダ

で
す

さ

き
も

た
け
ど

ア
タ
シ
は
ノ
リ

 
得
物
は

手

で
前
衛
や

て
る

よ
ろ
し

く 

く
会

し
な
が
ら
シ
ウ
ネ

が
そ
の

で
片
手
を
上

フ
ラ
ン
ク
な

で
ノ
リ
が
再

自
己

し
て
く
れ
る

は
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
ジ

ン
武
器
は

手
剣
で
中
衛
の
ア
タ

カ

し
て
る

よ
ろ
し
く

ラ
ン
さ
ん
に
ユ
ウ
キ
さ
ん

 

に
名

て
く
れ
た
の
は

ノ自
リ分
のの

に

る
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
少
年
だ

た

や
ん
ち

そ
う
な
見
た
目
と

動
だ

た
が

意
外
に
も
一
人
称
は
自
分
と
同
じ
ら
し
い

 
握
手
を
求
め
ら
れ
た
の
で

取
り

え
ず
応
じ
て
お
い
た

わ

ワ
タ
シ
は

タ
ル
ケ
ン
で
す

⻑
槍

中
衛
を
し

し
て
い
ま
す

え

と

自
分
は
テ

チ

て

い
ま
す

片
手

と
大
盾
で
前
衛
タ
ン
ク
や

て
ま
す

 

け
て
シ
ウ
ネ

の

に

る

緑
色
の
レ
プ
ラ
コ

ン
姉
の

に

る

色
の
大

ノ

ム
が
名

て
い
く

 
タ
ル
ケ
ン
は
さ

き
の
会
話
で
知

た
が
本

に
ド
モ

て
い
る

女
性
と

す
る
の
が
苦
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手
と

て
も
シ
ウ
ネ

に
は
マ
ト
モ
に
話
す
そ
う
だ
し
ノ
リ
が

て
い
た
よ
う
に
た
だ
自

分
達
に

れ
て
い
な
い
だ
け

要
す
る
に
コ
ミ

と
い
う
や
つ
な
の
だ
ろ
う

 
ノ

ム
の
方
は
テ

チ
と

う
よ
う
だ

和
と
い
う
か

マ
イ

ス
さ
が
あ
る
と
い
う

か

ど
こ
か
気
が

け
る

気
が
あ
る

ビ
ル
ド
の
方
は
想
像

り
だ

た

じ

あ
ボ
ク
も
も
う
一
回

ス
プ
リ
ガ
ン
の
ユ
ウ
キ
片
手
剣
の
前
衛
ア
タ

カ

し
て
る
よ

魔
法
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
か
な

よ
ろ
し
く

ウ
ン
デ

ネ
の
ラ
ン
と

い
ま
す

は
後
方
か
ら
魔
法
攻
撃
や
回
復

を
し
て
い
て

前
衛
を
す
る
時
は

剣
で
戦
い
ま
す

と
し
て
は
遊
撃
や
中
衛
に
近
い
ん
で
す
か
ね

よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
二
人

て
自
分
の
得
物
や

に
つ
い
て
加
え
て
再

自
己

を
行
う

多
分
知
ら
れ

て
い
る
と
思
う
け
ど
こ
れ
も
礼

だ

 
み
ん
な
で
よ
ろ
し
く
と

い
合
い

み
物
の
器
を
ぶ
つ
け
合
う

を
し
た
後
シ
ウ
ネ

が
さ
て

と
話
を
切
り
出
し
た

最
初
に

い
ま
し
た
が
お
二
人
に
は
協
力
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す

そ
の
内
容
は

私

達
と

ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を
攻
略
し
て
欲
し
い
の
で
す
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分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
か
シ
ウ
ネ

は

刀
直
入
に

件
を
伝
え
て
来
た

こ
れ
を
知

た
上
で
こ
れ
か
ら
話
す
事
情
と
い
う
も
の
を

い
て
欲
し
い
の
だ
ろ
う

シ
ウ
ネ

さ
ん
達
と

そ
れ
は
現
在
私
達
が
組
ん
で
い
る

間
か
ら
離
れ
て
と
い
う
意
味

で
す
か

攻
略
全
て
と
い
う

で
は
な
く

密
に

え
ば
お
二
人
に
協
力
し
て

き
た
い
の
は
あ
る

ボ
ス
戦
な
ん
で
す

 
こ
れ
を
見
て
下
さ
い

と
シ
ウ
ネ

が
メ
ニ

を

り

ネ

ト
掲
示
板

Ｍ
Ｍ
Ｏ

ト

モ
ロ

の
記
事
を
見
せ
て
来
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
大

ア

プ
デ

ト
に
つ
い
て

め
ら
れ

た
そ
の
記
事
の
一
部
分
を
指
し
示
し
て
い
る
た
め

そ
こ
に
焦
点
を

て
る

最
初
の

ヴ

ク
リ
ン
デ
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒
し
た
レ
イ
ド
の

パ

テ

リ

ダ

一
パ

テ

で

し
た
場
合
は
メ
ン
バ

全

の
プ
レ
イ

ネ

ム
を
本
サ
イ
ト
に
掲
載

す
る
企

こ
れ
を

て
る
の

は
い

 
こ
く
り
と

く
シ
ウ
ネ

他
の
四
人
も
こ
ち
ら
の
反
応
を

う
よ
う
な
真
剣
な

気
を

感
じ
取
れ
る

な
ら
ぬ

意
を

い
て
い
る
ら
し
い
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思
わ
ず
姉
と

を
見
合
わ
せ
て
し
ま
う

ま
さ
か
と
思
う
け
ど

ヴ

ク
リ
ン
デ
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を
こ
の
七
人
だ
け
で
倒
そ
う

と 
自
分
達
が
リ

フ

達
と
親
し
い
事
は

に
把
握
し
て
い
る

そ
の
上
で
彼
女
ら
と
は
こ
の

ボ
ス
戦
だ
け
離
れ
自
分
達
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
頼
ん
で
く
る
の
だ
か
ら
一
パ

テ

で

の

を
目
標
に

え
て
い
る
と

え
た
方
が
自
然
だ

 
た
だ

ち

と
信
じ
た
く
な
く
て

確
認
し
て
し
ま
う

 
投

掛
け
た
問
い
に
五
人
は

て

し
た

そ
う

か

そ

か

七
人
で

か

ウ

ン

 
姉
は

に
手
を

て
て

え

み

自
分
は

に
手
を

て
て

き
を
上

る

え

そ
ん
な

え

む
程
の
事
な
の
か

 

さ
え
し

か
り
し
と
け
ば
イ
ケ
る
と
思
う

ん
だ
け
ど

 
引
き

け
る
か
以
前
に
ま
ず
達
成
可
能
か
ど
う
か
を

味
し
て
い
る
と

か
ら
疑
問
を

投

掛
け
ら
れ
る

心

不
思
議
そ
う
な
声

の
彼
は

故
自
分
達
が
思
い
悩
ん
で
い
る
か
分

か

て
い
な
い
様
子
だ
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甘
い

甘
す
ぎ
る
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 

と
す
る
と
ボ
ス
戦
の
経
験
も
無
い
の
で
と
す
ら
思
う

ん

確
認
だ
け
ど

ジ

ン
達

て
ボ
ス
戦
に
参
加
し
た
事
は

無
い
な

じ

あ
今
ま
で
他
に

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
や

て
た

や

て
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
み
た
い
に
ボ
ス
戦
が
あ

た
ゲ

ム
は

少
な
い
け
ど
あ

た
な

で
す
が
私
達
は
あ
ま
り
レ
イ
ド
ボ
ス
は
参
加
し
て
ま
せ
ん

ク
エ
ス
ト
ボ
ス
く
ら
い
な
ら
あ
る

ん
で
す
が

私
達
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
て
か
ら
日
が

い
の
で
こ
ち
ら
で
は
ま
だ
ク
エ
ス
ト
ボ
ス

も
経
験
し
て
い
ま
せ
ん

あ

そ

か

レ
イ
ド
ボ
ス
の
は
無
い
ん
だ

 
経
験
が
無
い
な
ら
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
な

と
苦

を
浮
か
べ
る

 
シ
ウ
ネ

の

備
も

全
て
中

者
の
も
の

キ
リ
ト
と

同
格
で
あ
り
自
分
達
み
た

い
に
高

ダ
ン
ジ

ン
や
レ
イ
ド
ボ
ス
に
参
加
出
来
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い

と
な
く
思

て
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い
た
予
想
は
的
中
し
て
い
た

ハ

キ
リ

て
お
く
と

ク
エ
ス
ト
ボ
ス
の
数

強
い

そ
ん
な
も
ん
じ

か
な
い
か

ら

レ
イ
ド
ボ
ス
は

 
苦

か
ら
真
剣
な
声

で

う

ど
れ
だ
け

な
の
か
を
伝
え
現
実
を
知

て
も
ら
う

に
容
赦
は
し
な
い

 
た
だ

葉
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
の
か
ノ
リ
や
ジ

ン
と
い

た
や
や
直
情
的
な
面
子
の

に
不

そ
う
な
色
が
浮
か
ぶ

シ
ウ
ネ

達
は
ま
だ
大
人
し
い
が
そ
れ
で
も
そ
こ
ま
で
な
の

か

と

し

だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
戦
放

は
見
た
事
あ
る

 
こ
の
問
い
に

五
人
と
も
が

い
た

あ
の
ボ
ス
戦
を

に

え
る
の
は
や
め
た
方
が
い
い
よ

故
で
す

ア
レ

二
人
を

い
て
全

が
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
だ

た
も
ん

 
二
人
と
は
ア
ス
ナ
と
リ

フ

の
事
で
あ
る

彼
女
ら
を

く
四
十
七
名
全

の
レ
ベ
ル
が
カ

ン
ス
ト
値
に
あ

た
事
は
一

に
流

さ
れ
て
い
な
い
事
だ
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そ
の
事
実
を

い
て

し
か
し
理
解
が

ん
で
い
な
い
ら
し
い
五
人

え
て
み
て
下
さ
い

レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
の
四
十
七
人
と
マ
ト
モ
に
戦
え
る
二
人
更
に
二
つ

と
な
い
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ホ
ル
ダ

が
数
人

こ
れ
ら
が
全
力
で
戦

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
レ
イ
ド
ボ
ス

戦
は
一
時
間
近
く
掛
か

て
い
た
ん
で
す
よ

Ｓ
Ａ
Ｏ
も

初
か
ら
デ
ス
ゲ

ム
に
す
る
予
定
だ

た

じ

な
い
し
ボ
ス
の
攻
撃
も

応

に

し
か

た

そ
の

に

生
手

に

し
か

た
か
ら
ボ
ス
戦
だ
と
死
ね
ば
終
わ
り
み
た
い

な
感
じ
だ

た
け
ど

Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
さ
世
界
樹
の

と
か

生
魔
法
と
か
と
に
か
く
戦
闘

中
に

全
損
し
て
も
復
帰
手

が

つ
か
あ
る
で
し

 
だ
か
ら
そ
の
分

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ボ
ス

は
全
体
的
に
攻
撃
が

バ
い
ん
だ

全
体
回
復
魔
法
と
か
攻
撃
魔
法
と
か
遠

離
で
も
活
き
る
戦

闘
手

が
多
い
せ
い
か
ボ
ス
も
遠

離
攻
撃
多
い
し
さ

 
そ
こ
ま
で

え
ば
流

に
分
か

た
よ
う
で

彼
女
ら
は

を

め
た

 
レ
イ
ド
ボ
ス
と
は
文

り
大
人
数
を
前

と
し
た
ボ
ス

フ
ル
レ
イ
ド
で

ん
で
も
壊

滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
程
に
危
険
性
の
高
い
ボ
ス
な
の
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
よ
り

生
手

も
あ
り
回
復
手

も
多
く
遠

離
で
の
戦
闘
手

も
多
い
Ａ
Ｌ
Ｏ

の
レ
イ
ド
ボ
ス
が

強
く
な

て
い
る
の
は
む
し
ろ
必
然
で
あ
る

だ
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
ボ
ス
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戦
を
前

と
さ
れ
た
ら

る

あ
の
世
界
の
ボ
ス
は

本
的
に
遠

離
攻
撃
手

を
持

て
い
な

い
し
持

て
い
て
も
一
つ
か
二
つ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ボ
ス
み
た
く
魔
法
を

め
て
七
つ
八
つ
と

持

て
い
る
個
体
は
存
在
し
な
か

た

 
し
か
も
ボ
ス
の
攻
撃
を
製
作
者
故
に
知

て
い
る
ヒ

ス
ク
リ
フ

二
刀
流

を
与
え
ら
れ

る
だ
け
あ
る
反
応
速

を
以
て
的
確
に

く
キ
リ
ト
の
二
大

が

た
お

で
自
分
達
は
危

う

な
く
戦
闘
が
出
来
て
い
た

 
逆
に

え
ば
そ
こ
ま
で
お
膳
立
て
さ
れ
危
険

も
限
り
な
く

い
状

で
す
ら
レ
イ
ド

ボ
ス
戦
は
一
時
間
以
上
掛
か

て
い
た

で

 
自
分
達
も

応
に
強
い
方
だ
と
自
負
し
て
い
る
が
か
と

て
こ
の
人
数
で
フ
ロ
ア
ボ
ス

の
エ
リ
ア
ボ
ス
を
打
倒
出
来
る

ど
自

れ
て
な
い

そ
ん
な
事
が
出
来
る
の
は
全

期
の
キ

リ
ト
く
ら
い
な
も
の
だ

 
あ
の
製
作
者
ヒ

ス
ク
リ
フ
で
す
ら
ジ
リ

で

れ
る
と

語
す
る
ボ
ス
の
強
化
個
体
を

手

取
れ
な
ん
て
無

が
過
ぎ
る

だ
か
ら

そ
の

い

い
ん
だ
け
ど
さ

た

た
七
人
で
レ
イ
ド
ボ
ス
を

す
る
の
は
現
実
的
と
は

い

い
で
す
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姉
妹

て

外
に

め
ろ
と
ト
ド
メ
を
指
す

 

て
お
く
べ
き
事
は

た

と
い
う
か

れ
知
る
の
だ
し

も
知
ら
な
い
彼
女
ら
に

予
め
説
明
し
て
お
く
事
も
協
力
を
求
め
ら
れ
た

の
義
務
だ

故
そ
う

う
の
か
を
知

て
も

ら

て
お
か
な
い
と
自
分
達
に
も
彼
女
達
に
も

が
無
い

そ
れ
で
も

私
達
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

 

そ
の
思
惑
を

真

向
か
ら
シ
ウ
ネ

は

定
し
て
き
た

 
真

直
ぐ
と
こ
ち
ら
を
見

え
て
来
る

水
色
の

に

や
理
解
し
て
い
な
い

な
色

は
無
い

本
気
で

も
う
と
覚
悟
を
決
め
た
眼
だ

 
命
を

し
て
ま
で

む
と
決
め
た
眼
だ

 

い
愛
し
子
の
眼
と
重
な

た

達
や

狂
で

む

と
い
う
感
じ
じ

な
さ
そ
う
だ
ね

 
死
す
ら
見

え
命
を
天

に
掛
け
て
戦

て
い
た
少
年
を
見
て
来
た

だ
か
ら

に
彼
女

の

彼
女
ら
の
覚
悟
が
理
解
出
来
て
し
ま
う

 
シ
ウ
ネ

だ
け
で
は
な
い

ノ
リ
ジ

ン
テ

チ
タ
ル
ケ
ン

こ
の
五
人
全

が
本

気
の
眼
を
し
て
い
る
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も
う
さ

き
ま
で
の

や
か
な
空
気
は
無
い

彼
女
ら
の

は
戦
士
の
そ
れ
だ

 

デ
ス
ゲ

ム
を
終
え
て
か
ら
そ
れ

ど
時
も
経
た
な
い
内
に
そ
の

覚
悟眼

を
目
の

た
り
に
す

る
と
は
思
わ
な
か

た

 
先
に

件
を

い
か
な
り
無

な

で
頼

て
来
た
時
点
か
ら

し
て
い
た
が

重

い
事
情
が
あ
る
ら
し
い

え
え

こ
の
企

に
こ
の
メ
ン
バ

で

み
た
い
と

た
理
由
は
名
前
を

し
た
い
か

ら
な
ん
で
す

そ
れ
も
全

の
名
前
を

私
達
は

に
生
き
て
い
た

そ
う
証
明
で
き
る

証
を

 
静

の
空
気
の
中
で
放
た
れ
た
目
的
に

思
わ
ず
呼

を
忘
れ
た

 

そ
の

そ
の
覚
悟
は

 
だ
と
す
れ
ば

彼
女
ら
は
も
し
か
し
て

 
息
を

ん
だ
自
分
達
に
真
剣
な
面
持
ち
の
シ
ウ
ネ

は

か
に

ん
だ

か

し
た
事

を
彼
女
は
悟

た
の
だ

実
は
私
達
こ
の
ゲ

ム
外
の
あ
る

コ
ミ

ニ
テ

で
会

て
す
ぐ
に
意
気
投
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合
し
て
友
達
に
な

た
ん
で
す

私
達
が
会

て

も
う
三
年
に
近
く
な
り
ま
す
か

 
遠
い
目
を
し
て
語
り
始
め
る
シ
ウ
ネ

に
他
の
四
人
も
過
去
を

か
し
ん
で
い
る
の
か
少

穏
や
か
な

み
を
浮
か
べ
た

 

裏
を

か
が

め
た

 

か
が
引

掛
か
る
感
覚
を
覚
え
る
も

そ
れ
が

か
分
か
ら
な
い
ま
ま
話
は
進
ん
で
い
く

の
姉
も
似
た
感
覚
を
覚
え
た
の
か
や
や

根
を
寄
せ
て
い
た

最
高
の

間
た
ち
で
す

で
色

な
世
界
に
行

て

の
冒
険
を
し
ま
し
た

で
す
が

と
一
緒
に
い
ら
れ
る
の
も

多
分
こ
の

が
最
後

で
す
か
ら

最
後
に
一
つ

で
一
緒
に
い
た
事
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
思
い
出
を
作
ろ
う
と
決
め
た
ん
で
す

そ
こ
で
私
達
は

い
ち
ば
ん

し
く

し
く
心

る
世
界
で
力
を
あ
わ
せ
て

か
一
つ
成
し

よ
う
と
話
し

合

て

そ
し
て
見
つ
け
た
の
が

こ
の
世
界
で
し
た

 
そ
こ
で
一

止
め

文
し
て
い
た

み
物
を
一

ん
で
か
ら
シ
ウ
ネ

は
再
び
話
し
始

め
た妖

精
郷
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
浮

大

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

こ
の
世
界
は
と
て

も

し
く

そ
し
て

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す

し
い

や
森

世
界
樹

そ
し
て
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こ
の
浮
遊
大

を

で

れ
立

て

ん
だ
思
い
出
は
全

遠
に
忘
れ
る
事
は
な
い
で
し

う

望
む
事
は
あ
と
一
つ

そ
れ
が

自
分
達
が
生
き
た
足

を

す
事

自
分
達
が

生
き
た

足

で
す
か

 
感

深
く
感
情

か
に
語
る
シ
ウ
ネ

の

葉
に

裏
の

き
が
強
く
な
る

ま
る
で

し
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
覚
に
焦
り
は

り

思

は
加
速
す
る

そ
れ
で
も
分
か
ら
な
い
か
ら
も
ど
か
し
い

だ
か
ら
私
達
は
一
パ

テ

で
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒
す
必
要
が
あ
る
ん

で
す

し
か
し

こ
の
世
界
に
来
て

も

も
分
か
ら
な
い
ま
ま

む
の
は
現
実
的
で
は
無

く
か
と

て
タ
イ
ム
リ
ミ

ト
も

て
い
る
か
ら

⻑
に
は
し
て
い
ら
れ
な
い

で
す

か
ら

で

し
て
決
め
た
の
で
す

パ

テ

人
数
は
あ
と
二
人
空
き
が
あ
り
ま
す
か

ら

越
な
話
で
す
が
パ

テ

最
強
の
私
と
同
じ
な
い
し
そ
れ
以
上
の
人
を
見
つ
け
た

ら

そ
の
人
に
協
力
を
願
お
う

て

あ
の
そ
れ
だ
と
キ
リ
ト
君
は

 
彼
は
シ
ウ
ネ

さ
ん
を
倒
し
て
ま
し
た
が

 

ば
れ
た
理
由
を

い
て
浮
か
ん
だ
疑
問
を
姉
が
投

掛
け
た

実

彼
女
の

う

り
で
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自
分
達
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
実
力
を
シ
ウ
ネ

自
身
に
見
せ
て
い
な
い

で
そ
れ
な
の
に

故

ば
れ
た
の
か
が
気
に
な

た

 
彼
女
は

に
目
を

せ
た

実
は
彼
と
は
ス
ヴ

ル
ト
実

日
に
戦
い

れ
た

り
に
頼
み

ん
だ
の
で
す

で
す

が

自
分
が
一
緒
だ
と
迷
惑
が
掛
か
る
か
ら
と

退
さ
れ

代
わ
り
に
推

さ
れ
た
の
が

お
二
人
だ

た
の
で
す

前
衛
と
後
衛
の
息
の
合
う
二
人
組
だ
か
ら
と

 
話
を

い
て
あ
あ
と

得
す
る

そ
う

え
ば
魔
導
士
が
一

負
け
た
と

い
て
い

た
が
ア
レ
は
キ
リ
ト
だ

た
ら
し
い

そ
の
時
に
頼
み

ん
で
い
て
断
ら
れ
た
な
ら
辻
褄
も
合

う
ん

そ
う

わ
れ
る
の
は

し
い
ん
だ
け
ど
ボ
ク

て
ス
ピ

ド
タ
イ
プ
だ
か
ら
大
型

が
多
い
レ
イ
ド
ボ
ス
に
は
向
い
て
な
い
ん
だ
よ
ね

一
撃
が

い
と
い
う
か

私
だ

て
前
衛
と
後
衛
で
中

よ

 
姉
妹

て
キ
リ
ト
の

価
に
対
し

れ
つ
つ
も
自
分
達
の
欠
点
を

に
す
る

 
実

自
分
達
を

う
く
ら
い
な
ら
パ
ラ
メ

タ
が
ハ

キ
リ
と
し
て
い
る
ヘ
ヴ

ア
タ

カ

の
ス
ト
レ
ア
や
エ
ギ
ル
後
方

が
強
い
シ
ノ
ン

に
強
い
リ

フ

に
頼
ん
だ
方
が
い
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い

キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
が
協
力
す
れ
ば

無
し
と

え
る
だ
ろ
う

 
し
か
し

時
も
の
面
子
で
魔
法
を
マ
ト
モ
に
育
て
て
い
る
人
も

ど
は
前
衛
を

し
て
い

る
せ
い
で
バ
ラ
ン
ス
型
に
な
り
有

打
を
与
え
に
く
く
な

て
い
る
の
が

し
い
と
こ
ろ

ま

し
て
や
自
分
達
は

戦
士
だ
ボ
ス
の
攻
撃
を
一
つ
で
も
喰
ら
え
ば
一
撃
死
が

で
あ
る

Ａ

Ｌ
Ｏ
で
の
ダ
メ

ジ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
数

と

え
た
方
が
い
い

あ
と

実
は
も
う
一
つ
あ
る
の
で
す

 
う
じ
う
じ
と
欠
点
を

え
て
い
る
と
シ
ウ
ネ

が
そ
の
思

を

断
し
て
き
た

ど
う
や
ら

ま
だ

ん
だ
理
由
が
あ
る
ら
し
い

お
二
人
に

ず

と

会
い
た
か

た
か
ら
な
ん
で
す

私
達
に

で
す

か

え

と

え

で

 
二
つ
目
の
理
由

そ
の
意

す
る
と
こ
ろ
を

せ
ず

て
疑
問
を

し
て
し
ま
う

絶

剣
と
舞
姫
は
そ
れ
な
り
に
有
名
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
フ

ン
ク
ラ
ブ
が
出
来
る
程
じ

な

い
し

彼
女
ら
が
そ
ん
な
ミ

ハ

な
方
に

て
い
る
と
も
思
い

く

本

に
分
か
ら
な

か

た
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だ

 
ま
だ
二
人
は
気
付
か
な
い
の
か

 
そ
う
い
き
な
り
ジ

ン
が
大
声
を
上

た

突
だ

た
か
ら
び
く

と

が

ね
る

ま
だ
気
付
か
な
い
の
か

て

え

な
に

ど
う
い
う
意
味

い
や
さ

そ
り

も

も
違
う
し
二
年
以
上
前
に
一
回
会

た

き
り
だ
か
ら
仕
方

な
い
と
こ
も
あ
る
け
ど
さ

名
前
に

え
は
な
い
の
か

 
つ

か
シ
ウ
ネ

に

し
て
は
思

い
出
し
て
も
い
い
と
思
う
ぞ

 
二
年
前
に
二
人
が
一
番
話
し
て
た

手
だ
ろ

えう
そ

 
ジ

ン
の

葉
に

て

き
シ
ウ
ネ

を
見
る

や
や
ぎ
こ
ち
な
く

む
様
は
さ

き

か
ら
見
て
い
る
も
の

  

と

と
あ
る
情

が
思
い
浮
か
ん
だ

  

を

し
た
無
味

な

物
の
中
で

し

程

に

か
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
や
本

 
そ
の
中
に

た
数
人
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
者

法

の
よ
う
な

を
し
た
女
性

外
を

り
回
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て
そ
う
で
不
釣
り
合
い
な
少
年
と
少
女

本
を
片
手
に
会
話
を

て
い
た
眼

の
少
年

お
お

ら
か
に

い
な
が
ら
や
り
取
り
を
し
て
く
れ
た
⻘
年

Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
テ
ス
ト
に

た

て
い
て

色

教
え
て
く
れ
た
女
性

異
や

物
の
本
を
教
え
て
く
れ
た
女
性

 
彼
ら
彼
女
ら
と
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
届
く
前
日
の
一
日
だ
け
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使

て
ダ
イ
ブ

し
た

に
知
り
合

て

そ
れ

き
り
だ

た

 
そ
の
仮
想
世
界
の
名
前
は

バ

チ

ル
・
ホ
ス
ピ
ス

セ
リ

ン
・
ガ

デ
ン

 
ボ
ク
に

い
て

姉
が
思
い

た

た
仮
想
世
界
の
名
前
を

う

そ
う

そ
う
だ
よ

 
そ
こ
で
会

た
ジ

ン
だ

う
そ

ホ
ン
ト
だ
よ
マ
ジ
だ
よ

 
じ

な
き

初
め
て
会

た
世
界
の
名
前
な
ん
て
分
か
る

無

い
だ
ろ

 

ま

た
く
さ

時
気
付
い
て
く
れ
る
か

て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
た
の
に

ん

ん
思
い
出
す
気
配
無
い
か
ら
焦

た
ん
だ
ぞ
マ
ジ
で

 

を

ん
で
き
て

ぐ
み
な
が
ら

て

う
ジ

ン
に
気
圧
さ
れ

も

え
な
い

ま
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さ
か
あ
の
世
界
で
会

た
み
ん
な
に
会
え
る
な
ん
て
ま

た
く
想
定
し
て
い
な
か

た

 

え
て
み
れ
ば

あ
り
得
る
話
で
は
あ

た
の
だ

セ
リ

ン
・
ガ

デ
ン

に

い
て
い

た
ア
バ
タ

デ

タ
は
そ
の
ま
ま
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
使

て
い
た

放

さ
れ
た
ボ
ス
戦
を
見
て
い
た
な

ら
必
然
的
に
自
分
達
に
も
気
付
く

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も

れ
て
い
た
し
そ
れ
を
知

て

に
来

て
も
お
か
し
く
な
い

だ
よ
ジ

ン

ア
ン
タ

ア
タ
シ
の
事

え
な
い
じ

な
い
か

 
ア
ン
タ
も
似
た
よ
う

な
テ
ン
シ

ン
だ
よ

う

せ

 
ノ
リ
と
は
場
の
状
況
が
違
う
だ
ろ

 

は
ち

ん
と
て

お

を

え
て
ん
だ
よ

て

お

を

ん
だ
と

お
お
二
人
と
も

ち

い
て

く
気
付
い
て
も
ら
え
た
の
に
こ
れ
じ

二
人
が

乱

し
た
ま
ま
に
な

て
し
ま
い
ま
す
よ

う

そ
れ
も
そ
う
だ
な

ご
め
ん
よ

 
ぎ

あ
ぎ

あ
と
騒
ぎ
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
て
タ
ル
ケ
ン
が
止
め
て

二
人
は
大
人
し
く
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な

た

乱
し
て
い
る
間
の
出
来
事
だ
か
ら

だ
か
流
れ
が
速
く
感
じ
ら
れ
る

ね

ね

一
つ

き
た
い
ん
だ
け
ど
さ

 
ば
く
ば
く
と

の
よ
う
に
打
つ

動

さ

き
の
話
と
彼
ら
の
リ
ア
ル
に
つ
い
て
把
握
し

た
事
で
繋
が

た
一
本
の
線

出
来
上
が

た

出
来
て
し
ま

た

予
想

 

た
ら
な
い
で

と
願
い
な
が
ら
問
い
掛
け
る

メ
リ
ダ
さ
ん
と

ク
ロ

ビ
ス
さ
ん
は

 

に

な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
テ
ス
ト
を

気
で
見
送

た
人
と

異
物
に
つ
い
て
教
え

て
く
れ
た
人
に
つ
い
て
問
う

彼
女
ら
が

な
い
事
が

く
不
気
味
だ

た

お
二
人
は

も
う

 

え
は

残

だ

た

 

け
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
直
後
く
ら
い
に
ど
ち
ら
も
息
を
引
き
取

た
ら
し
い

彼
女
ら
は
デ

ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
た
自
分
達
の
事
を

じ

け
て
い
て
無
事
に
生
還
し
た
事
を
自
分
達

の
主

先
生
か
ら

い
て
安

し

そ
の

日
に

息
を
引
き
取

た
と
い
う

 
は
ら
り
と

が
零
れ
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
身
近
な
人
の
死
は
一

も
無
か

た

他
者
の
死
を
哀
し
く
思

た
事
は
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キ
リ
ト
が
死
ん
だ

報
の
時
く
ら
い
だ
ろ
う
か

そ
れ
く
ら
い
死
生
ま
れ
た
時
か
ら
身
近
に
感
じ

て
い
た
死
が

時
の
間
に
か
遠
の
い
て
い
た

 
し
か
し
今

現
実
を
直

さ
せ
ら
れ
た

 
自
分
達
は
骨

で
助
か

た

 
で
も

自
分
達
と

良
く
な

た
彼
女
ら
は
⻑
い
闘

の

に
亡
く
な

て
し
ま

た
の

だ

た

た
一
日
の
付
き
合
い
と
は

え
そ
れ
は
哀
し
か

た

気
付
け
ば

が
零
れ
て
い
た
く

ら
い
喪
失
感
が

か

た

実
は
こ
こ
に
い
る
五
人
の
内
二
人
は

に

命

さ
れ
て
い
る

ど
重
体
な
ん
で

す

も
う
二

月
の
命
と

他
の
メ
ン
バ

も
も
う
⻑
く
な
い
と
は

わ
れ
て
い
て

だ
か

ら
今
回
の
こ
れ
を

す

に
は
い
か
な
い
ん
で
す

そ
れ
が

そ
れ
が

み
ん
な
が
無

だ
と
し
て
も
エ
リ
ア
ボ
ス
に

む
理
由
な
ん
だ
ね

は
い

こ
れ
が

私
達
の
全
て
で
す

 
深
く

き
シ
ウ
ネ

達
は

て
ボ
ク
達
を
見

え
て
来
た

そ
の

に
も
眼
に
も
切
実
な

願
い
が

め
ら
れ
て
い
る

も
ち
ろ
ん
断

て
下
さ

て
も
い
い
で
す

そ
れ
で
二
人
と
の

が
壊
れ
る

で
は
無
い
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で
す
か
ら

達
が
事
情
を
話
す
事
を
決
め
た
の
も
負
い
目
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
二
人
に
頼
む
事
を

決
め
た
の
も

全
部
こ

ち
に
責

が
あ
る
か
ら
な

そ
れ
で
責
め
る
の
は
お

違
い
だ
よ

 
ジ

ン
が

た
負
い
目

と
い
う
部
分
で
び
く
り
と
体
を

わ
せ
る

 
先
天
的
に
Ｈ
Ｉ

ウ

ル
ス
に
感

し
て
い
て
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
発

し
死
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
自
分
達
は

的
に

合
す
る
骨

が
見
つ
か
り
今
後
も
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な

た

そ
れ
は
自
分
達
か
ら
す
れ
ば

福
だ

で
も
未
だ
闘

を

け
て
い
る
彼
ら
彼
女
ら
か
ら
す
れ
ば

見
捨
て
ら
れ
た
と
か

裏
切
ら
れ
た
と
か

そ
う
思

て
も
お
か
し
く
な
い
話
な
の
だ

 
お

い

い
事
が
あ
る
事
は
知

て
い
る

 
だ
が
そ
れ
で
も

そ
う
い
う
の
が

ヒ
ト
な
の
だ

 
ヒ
ト
の
醜
さ
を
た
く
さ
ん
見
て
来
た
か
ら

し
て
し
ま

て

で
も
こ
の
人
達
は
そ

う
で
は
な
く
て

自
分
達
だ
け
助
か

た
と
か
ア
タ
シ
達
は
そ
う
思

て
欲
し
く
な
い

二
人
だ

て
ホ
ン
ト

に
苦
し
ん
で
た
ん
だ

ア
タ
シ
達
は
二
人
が
生
き
れ
る
事
を

直
に
喜
ん
だ
し

ま
し
く
は
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思

て
な
い
よ

は
自
分
だ

と
は
思

て
る
け
ど
さ

 
に
か

と

て

う
ノ
リ

 

故
だ
か

界
が
よ
り
滲
み
出
す

と
て
も
気
を

て
く
れ
て
そ
れ
で
い
て
本

に
祝

福
し
て
く
れ
て
い
る
事
が
分
か
る

分
か
る
か
ら

が
苦
し
い

そ
そ
う
で
す

ワ
タ
シ
達
は
お
二
人
に
負
い
目
を
負
わ
せ
て
手
伝

て
も
ら
う
つ
も
り
は

な
く
て

ホ
ン
ト
に
祝
福
し
た
く
て
で
も
そ
れ
だ
と
自
分
達
の
事
も
明
か
さ
な
い
と
い
け

な
く
て

く
悩
ん
で

で
も
祝
い
た
く
て

明
か
す
事
に

し
た
ん
で
す

勝
手
な
話
だ
け
ど

自
分
達
の
こ
と

少
し
で
も

え
て
い
て
欲
し
か

た
ん
だ

そ
れ
に

二
人
の
事
情
を
知

て
る
数
少
な
い
人
と
し
て
二
人
を
祝
福
し
た
か

た
ん
だ

本

だ
よ

 
タ
ル
ケ
ン
と
テ

チ
が

う

 
少
し
で
も
多
く
の
人
に

え
て
い
て
欲
し
い

そ
の
気
持
ち
は
あ
の
世
界
に

わ
れ
た
時

の
自
分
と
同
じ

原
初
の
自
分
の
原
動
力
そ
の
も
の

 

も
か
も
知

て
い
る

 
生
へ
の

望

 
死
へ
の
絶
望
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そ
し
て

生
き
る

意
味

 
ど
れ
も
か
つ
て
自
分
が

い
て
い
た
も
の

今
は
失
く
し
た
も
の

そ
れ
を
彼
ら
は
今

い

て
い
て

死
を
見

え
た
上
で
生
に
足
掻
い
て
い
る

 
そ
の
覚
悟
を
ボ
ク
は
知

て
い
る

 
そ
れ
は
少
年
と
同
じ
も
の
だ

 
そ
れ
は
自
分
と
同
じ
も
の
だ

た

分
か
り
ま
し
た

分
か

た
よ

 
返

は

同
時
だ

た

 
横
目
で
姉
と

線
を
交
わ
ら
せ
る

一

の
後

再

正
面
を
向
い
て
五
人
を
見

え
る

 

に

覚
悟
は
決
ま

て
い
た

協
力
し
ま
す

仮

無

な
事
で
あ
ろ
う
と

必
ず
達
成
さ
せ
ま
し

う

ボ
ク
も
手
伝
う

の
覚
悟
と
想
い
は
あ
の
世
界
の
ボ
ク
と
同
じ
だ

た

の
想
い
を
無

に
し
た
く
な
い

 
同
情
な
ん
か
じ

な
い

そ
ん
な
安
い
衝
動
な
ん
か
じ

決
し
て
な
い
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自
分
と
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る

か
つ
て
自
分
が
そ
う
だ

た
そ
し
て
そ
の
覚
悟
を
自

ら

定
し
た
の
だ
か
ら
他
人
の
そ
れ
も

定
し
て
然
る
べ
き
だ

彼
女
ら
に
対
し

に

し
い

え
は
あ

た

 
で
も

そ
れ
以
上
に

 
ボ
ク
は

の
願
い
を

・叶
・え
・た
・い

と
思

た

の
足

を
残
し
少
し
で
も
多
く
の
人
の
記

に
残

て
も
ら

て

自
分
達
の
記

に
も

み
た
い
と
思

た

私ボ
ク
は
み
ん
な
と
の
想
い
出
を
作
り
た
い

 
姉
と

声
が

た

 
性
格

動

味

は

逆
な
事
が
多
い
け
ど

死
へ
の
観
念
は

近
し
い

死

を
身
近
に
感
じ
て
い
た

の
動
き
こ
そ
違

た

そ
れ
で
も
根

に
あ
る
願
い
は
同
じ
だ

た

の
だ

 
生
ま
れ
つ
き
死
が
身
近
に
あ
り

生
を
望
み

足
掻
い
て
い
た

 
そ
ん
な
自
分
達
が
彼
女
達
を
ど
う
し
て

絶
出
来
よ
う
か

必
死
に
足
掻
き
手
を

ば
そ
う

と
し
て
い
る

を

ど
う
し
て
手
伝
わ
な
い

が
取
れ
よ
う
か

絶舞
剣姫

の
魂剣

に
誓

て

出
し
得
る
全
力
の
協
力
を
約
束

すし
るま
よす
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求
め
る
は

た
い極

 
く
べ
る
は

想

い
覚
悟

 

い
心
は

に

え
る

  

今
日
こ
こ
に

決
し
て
引
け
な
い
戦
い
が
始
ま

た

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
原
作
の
イ
メ

ジ
を
意
識
し
展
開
を
オ
マ

ジ

し
つ
つ
し
か
し
事
情
に
つ
い
て
知

て

い
る
ユ
ウ
キ
達
だ
か
ら
こ
そ
し

な
か
ら

 
未
来
を
生
き
ら
れ
る
木

達
に
対
し

に
よ
り
命
が
危
う
い
事
を
明
か
す
の
は
か
な
り

無
神
経
だ
し
そ
の
負
い
目
に
付
け

ん
で

と
い
う
解

も
出
来
な
く
は
な
い
で
す
が
そ
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れ
を

ぐ
た
め
に
終

で

解

さ
せ
て
い
ま
す

 
彼
ら
は

を
背
負
い
な
が
ら
も

て
生
き
て
骨

で
生
き
ら
れ
る
可
能
性
が
出

来
た

い
姉
妹
が
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
で
も
必
死
に

て
生
き
残

て
無
事
生

還
し
た
事
も

め
て
祝
福
し
た
か

た
ん
で
す

か
ら
見
て
紺

姉
妹
も

一和
人
に
負
け
ず

ら

ず
重
い
人
生
で
す
か
ら

 
な
の
で

す
る
展
開
で
責
め
る
な
ら
作
者
を
責
め
な
さ
い

彼
ら
は
悪
く
な
い

 
い
や
ホ
ン
ト
シ
ウ
姉
さ
ん
達

て
見
返
せ
ば
見
返
す
程
良
い
人
な
空
気
が

そ
ら
原
作
ユ

ウ
キ
も

で

ら
れ
ま
す
わ

ユ
ウ
キ
に

気
づ
け
ら
れ
た

て
原
作
シ
ウ
ネ

て
た
け

ど

こ
れ

に
逆
も
あ
り
得
た
ん
じ

ね

 
こ
れ
は
話
と
し
て
書
い
た
人
が
分
か
る
感
覚
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね

 
今
話
に

け
る
五
人
の
人
物
像
の
内
シ
ウ
ネ

さ
ん
だ
け
は
原
作
で

点

写
も
あ
る
お

で
個
人
的
に

高
い
と
思

て
ま
す

つ
ま
り
原
作
で
コ
レ
な
の
で
す

ア
カ
ン
わ

  

話
を

し
て
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シ
ウ
ネ

達
と
会

て
い
た
的
な

写
は

実
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
ユ
ウ
キ

点
の
ど
こ
か
で

チ

ラ

と
そ
れ
ら
し
い
人
達
の

写
は
し
て
お
り
ま
し
た

ま

者
も
ど
こ
に
書
い
た
か
忘

れ
て
る
ん
で
す
が

書
い
た
事
だ
け
は
覚
え
て
る
ん
で
す
よ

説
得
力

無

 
シ
ウ
ネ

達
が
名
前
を

し
た
い
理
由
は
原

倒
す
対

は
原
作
が
新
生
ア
イ
ン
ク

ラ

ド
第
二
十
七
層
ボ
ス
原

ゲ

ム
が
高

ク
エ
ス
ト
ボ
ス
で
し
た
が
今
回
は
攻
略

に
絡
ま
せ
る
べ
く
フ
ロ
ア
ボ
ス
に

 
ゲ

ム
し
て
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
レ
イ
ド
ボ
ス

て
原

ゲ

ム
み
た
く
あ
ん
な
少
人
数

で
倒
せ
る
も
の
じ

な
い
ん
で
す
よ
ね

ま
ず

間
ダ
メ

ジ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
は
人
数
が
多
け
れ
ば

多
い
程
人
数

で
増
え
て
い
く

で
ど
う
足
掻
い
て
も
キ
リ
ト
一
人
じ

理
論
的
に

時
間

は
不
可

そ
れ
を
可
能
と
し
た
の
が

の
焦

ダ
メ

ジ

ダ
メ

と
ユ

ニ

ク
ス
キ
ル

 
し
か
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
回
復
と
魔
法
が
あ
る

で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
レ
イ
ド
ボ
ス
よ
り
よ

ど

死

高
い
ん
で
す
よ
ね

だ

て
本
作
の
Ｓ
Ａ
Ｏ

デ
ス
ゲ

ム
じ

な
い
予
定
だ

た
の
に

生
手

が
年
一
ク
エ
の

還
魂
の
聖

だ
け
で
す
し

 
原

ロ
ス
ト
・

ン
グ
の
ボ
ス
も

そ
の
気
に
な
れ
ば
一
人
で
倒
せ
る
し
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そ
れ
じ

あ
大
人
数
の
必
要
な
く
ね
と
い
う
か
大
人
数
で

む
ユ
ウ
キ
達
が

く
ね

と
い
う
変
な

り
が
出
て
こ
ん
な
設
定
に
な

た

 
実

Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
レ
イ
ド
ボ
ス

て
数
十
人
数
十
分
で

く
一
体
み
た
い
な
感
じ

 

写
で
は
一
話
く
ら
い
で
終
わ
る

様

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
ち
な
み
に

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
だ
と

ジ

ン
は
一
人
称
が

オ
レ

原
作
小

説
や
ア
ニ
メ
で
は

ど
う
で
も
い
い

知
識
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幕
間
之
物
語

黒
ノ
剣
士
編
 

敷
カ
レ
タ
線
路

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
幕
間

つ
ま
り
本
編
の
補
足
的
な
お
話

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

り

点
主

は
キ
リ
ト

 
文

数
は
約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

 

今
話
か
ら

め
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
後
に
あ

た
千
冬
と
の
対

は
無
し
で
以

進
み
ま

す

理
由
は
ダ
イ
シ

カ
フ

写
に
変
更
す
る
た
め

 

原
作
キ

ラ
が
ケ
イ
タ

み
に

悪
さ
れ
て
お
り
ま
す

ア
ン
ケ
で

判
が
多
け
れ
ば
修
正

し
て
原
作

に
し
ま
す
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た
た
た

と

い
た

が

す
る

 

に

し
出
さ
れ
た
ウ

ン
ド
ウ
を

か
ら

へ
流
れ
る
よ
う
に
文

が

し
出
さ
れ
て
い

く

行
数
は

に
数
十
に
上

て
お
り
そ
の
全
て
が
さ

き
ま
で
闘
技
場
で
行

て
い
た
バ
ト

ル
の
結
果
報

で
あ
る

密
に

え
ば

報

 
七
色

士
お
よ
び
三
刃
騎
士

の
監

を
依
頼
し
て
き
た

二

は
そ
の
手

や

過
程
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
に
一

し
て
お
り
他
の
人
か
ら
の
依
頼
を

け
て
は
い
け
な
い
と
も

て
い
な
い

そ
の
た
め

は

か
か
ら
頼
ま
れ
事
を
さ
れ
た
場
合

り
請
け
負
う
事

に
し
て
い
た

 
今
回
の
バ
ト
ル
の
件
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
現
在
運

し
て
い
る
ユ

ミ
ル
の
ト

プ

場

と

ノ
之
束
の
二
人
か
ら
依
頼
さ
れ
た
事

ス
ヴ

ル
ト
実

に
あ
た

て
新

参
入
も

い
つ
つ
古
参
も
見
捨
て
な
い
斬
新
な
ル

ル
そ
れ
が
実

ど
れ
だ
け
の
バ
ラ
ン
ス
を
得
て
い
る

か
を

べ
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
た
の
で
あ
る

武
器
や
ス
キ
ル
新

Ｍ
ｏ
ｂ
な
ど
の

整
が
現

実
的
な
も
の
か
知
り
た
か

た
ら
し
い

 
こ
の
三
日
間
自
分
は

の
依
頼
を
こ
な
す

ら

場
と
束

士
の
依
頼
に
つ
い
て
も
進

め
て
い
た

Ｍ
ｏ
ｂ
や
ス
キ
ル
ク
エ
ス
ト
と
ダ
ン
ジ

ン
の

に
つ
い
て
は

方
終
わ
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て
い
た

 
残
る
は
対
人
戦
で
の
設
定
だ
け

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

実

で
戦
い
方
や
戦
闘

全

の
流
れ
が
変
わ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
か
ら
実

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
バ
ラ
ン
ス

整
が

か

べ
る
必
要
が
あ

た

魔
導
士
シ
ウ
ネ

の
よ
う
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
小

み
に
放
つ
事
で

を
近
づ
け
さ
せ
な
い
戦
い
方

も
あ
れ
ば
自
分
の
よ
う
に

近
戦
に

り
交

て
ア
ニ
メ
や
ゲ

ム
の
剣
技
に
近
い
ス
タ
イ
ル

を

け
る
な
ど
自
由

は
思

た
よ
り
あ
る

そ
れ
に
反
し

や

動
で

果
限
界
を
決
め

ら
れ
て
い
る
の
は
い
い

だ

た

 
強
力
な

果
を

す
な
ら

応
の
手
間

が
必
要
に
な
る

逆
に

小
で
良
い
な
ら
す
ぐ
に
使

え
る

 
小
手
先
と

わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が

離
を

め
ら
れ
る
と
弱
い
後
衛
遠

離
に

さ

れ
る
と
弱
い
前
衛
も
そ
れ
な
り
の

が
与
え
ら
れ
た
と
見
て
良
い

よ
り
コ
モ
ン
ス
キ

ル
に

さ
れ
ず

個
人
依
存
な
た
め
新

も
古
参
と
同

と
い
う
点
が
良
か

た

 
作
成
に
あ
た

て
そ
れ
な
り
の

的
セ
ン
ス
や
設

セ
ン
ス
を
求
め
ら
れ
る
が
そ
れ
も
数
を

こ
な
せ
ば

れ
る
も
の

を
作
る
か
明
確
な
ビ
ジ

ン
が
出
来
て
い
れ
ば
然
程
問

に
は



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

な
り
得
な
い

 

更
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

は
面
白
い
一
面
を
持

て
い
る

 
戦
闘
に

け
る
バ
ラ
ン
ス
ば
か
り
あ

場の
と二
束人

は
気
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

術
面
に
も

で
て
い
る

 

え
ば
仮
想
世
界
で
は
極
め
て
高
い

合
ス
キ
ル
を
持

て
い
な
け
れ
ば
作
成
で
き
な

い
花
火
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
同

の
魔
法
を
作

て
し
ま
え
ば

要
ら
ず
で
あ
る

無
論

華
で
あ
れ
ば
あ
る

ど

を
喰
う

で

発
す
る
な
ら
作
成

の
方
に
軍
配
が
上
が
る

し
か

し
作
成

は

や
か
で
精

な

整
が
出
来
な
い

よ

て
色
取
り
取
り
の
も
の
は
作
成

で
精

な
も
の
は
魔
法

に
分
け
る
事
で

の
特
性
を
活
か
し
た

華
な

り
に
な
る

 
そ
う
い

た
別
の

面
の
使
い
方
を

示
す
る
の
も
請
け
負

た

の

目

依
頼
内
容
は

シ
ス
テ
ム
の
戦
闘
面
に

け
る
バ
ラ
ン
ス
の

性
の

な
の
で

密
に
は
依
頼
に

ま
れ
て
い
な
い
が
あ
の
二
人
に
は

分
と
世
話
に
な

て
い
る

こ
れ
く
ら
い
の
サ

ビ
ス
を

す
る
の
も

か
で
は
な
か

た

 
自
力
で
発
見
し
た
事
を

か
に
伝
え
る
の
が

し
い
と
い
う
個
人
的
な
理
由
も
あ
る

送
信

と
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以
前
か
ら

め
て
い
た
分
も

め
て
文
書
を
完
成
さ
せ
保
存

十
分

ど
掛
け
て
内
容
を
確

認
し

脱

や
報

の

け
が
無
い
事
も
確
認
し
た
後
送
信
ボ
タ
ン
を
タ

プ

時
の

間
に
か
小
妖
精
風
に
カ
リ
チ

ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
マ

ク
が
ど
こ
か
へ

ん
で
い
く
の
を
見
届

け

は
一
息

い
た

 
多
分
あ
の
カ
リ
チ

ア
ラ
イ
ズ
は
ユ
イ
姉
の
仕
業
だ
な

と

中
で
一
人
ご
ち
る

 
今

る
の
は
シ

ヴ

ル
ト
シ
ル
ト
闘
技
場
を
出
て
す
ぐ
の
と
あ
る

の
一

金

の

雄

を
使

て
も
よ
か

た
が
あ
そ
こ
は
転

や
ク
エ
ス
ト

場

の

場
に
程
近
い

事
も
あ

て
人

り
が

し
く

日
部

は

ま

て
い
る

初
日
に
部

を
取
れ
た
の

は

運
だ

た
の
だ

無
論

ま
れ
て
い
る
自
分
が

重
な
一

を
取

て
い
れ
ば
不
興
を

う 
別
に
そ
れ
く
ら
い
の

い
は
今
更
気
に
し
な
い
が
対
応
が
面
倒
な
の
で
人
気
の
少
な
い
裏

り
の

に
入

て
い
た

 
と
は

え

を
取

た
の
は
報

書
の
作
成
に
集
中
す
る

完
成
さ
せ
送
信
し
た
今
も

う
こ
の

で
す
る
事
は
な
い
の
で

に
チ

ク
ア
ウ
ト
す
る

き

あ
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を
出
る
と
同
時
ち

う
ど
入
ろ
う
と
し
た
プ
レ
イ

と
ぶ
つ
か

た

ぐ
ら
り
と

手

が
揺
ら
い
だ
の
を
見
て

嗟
に
手
を
取
り
引

る

大

か

て

セ
ブ
ン

き

キ
リ
ト
君

 
引
き
寄
せ
た

を
見
れ
ば

手
は

歌
姫

セ
ブ
ン
だ

た

 
ぶ
つ
か

て
き
た
彼
女
も

い
て
い
る
よ
う
で
目
を

て
こ
ち
ら
を
見
て
来
る

お

い
こ

の
再
会
は
意
外
な
も
の
だ

た
よ
う
だ

え

と

キ
リ
ト
君
は
ど
う
し
て
こ
こ
に

 
こ
こ
で

や

て
た
の

で
知
り
合
い
に
メ

セ

ジ
を
送
る

に
人
気
の
な
い
路
地
の

を
取

て
た

セ
ブ

ン
は

て
る
の
か

は

そ
う
だ

た
わ

い
で

れ
な
い
と

 
特
に
ア
イ
ド
ル
活
動
に
つ
い
て

い
て
な
か

た
の
で
大
方
そ
う
だ
ろ
う
と
見

を
付
け
て
い

た
が
ど
う
や
ら
そ
れ
は

た
り
ら
し
く
見
る
か
ら
に
焦

た
様
子
に
な

た

ど
う
や
ら
こ

の

に
立
て

も
る
つ
も
り
で
入
ろ
う
と
し
て

自
分
と

合
わ
せ
し
た
ら
し
い

 

と
い
う
か

今
回
は
運
が
無
か

た
な
と

セ
ブ
ン
の
背
後
に

る
男
を
見
て
思
う
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見
つ
け
た
ぞ

セ
ブ
ン

い

 
す

ス
メ
ラ
ギ
君

時
の
間
に

た

た
今
だ

分
と
探
し
た
ぞ

 
猫
を

む
よ
う
に
む
ん
ず
と

を

ま
え
た
男
の
声
に

セ
ブ
ン
が
動
揺
を

わ
に
し
た

イ
ン
タ
ビ

や
ア
イ
ド
ル
活
動
の

を
見

れ
て
い
る
と
そ
の
動
揺
ぶ
り
は
新

に

る

 
保
護
者
と

い

の
よ
う
な
二
人
の
や
り
取
り
を

め
て
い
る
と

と
セ
ブ
ン
が
き

と

く
こ
ち
ら
を

ん
で
き
た

も
う

 
キ
リ
ト
君

た
ら

ス
メ
ラ
ギ
君
が

て
る
の
を
教
え
て
く
れ
て
も
良
か

た

じ

な
い

 

い
わ
よ

え

が
悪
い
の
か

 
い
や

そ
も
そ
も

を
見
ら
れ
て
る
時
点
で
教
え
て
も
意

味
無
い
ん
じ

そ
れ
は
そ
れ

こ
れ
は
こ
れ

え
 
ス
メ
ラ
ギ
が
見
え
た
時
点
で

と
手

れ
だ

た
か
ら
ス
テ

タ
ス
的
に

る

の
セ
ブ
ン

は
ど
う
足
掻
い
て
も

ま

た
だ
ろ
う
け
ど
彼
女
に
と

て
は
そ
れ
で
も

も
し
な
か

た
の
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が
気
に
入
ら
な
か

た
ら
し
い

く

と

を

ら
ま
せ
て
い
る

 
怒
り
を

で
実

に
表
現
す
る
人
な
ん
て
初
め
て
見
た

 

あ
ん
ま
り
可
愛
く
な
い

キ
リ
ト

様

セ
ブ
ン
と

時
の
間
に
知
り
合

て
い
た

 

れ

面
の
セ
ブ
ン
を
見
て

と
失
礼
な
事
を

え
て
い
る
と
ス
メ
ラ
ギ
に
話
し
掛
け
ら
れ

た

そ
う
い
え
ば
セ
ブ
ン
と
フ
レ
ン
ド
に
な

て
い
た
事
は
二
人
だ
け
の
秘
密

更
に
セ
ブ
ン
は

ア
イ
ド
ル
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
活
動
し
て
お
り
ス
ケ
ジ

リ
ン
グ
は
ス
メ
ラ
ギ
に
一

さ

れ
て
い
る
と
も

く

 
時
間

理
を
し
て
い
る
自
身
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
見
知
ら
ぬ
人
間
と

を
持

て
い

た
事
が
ス
メ
ラ
ギ
は
気
に
入
ら
な
い
ら
し
い

 
そ
れ
だ
け
セ
ブ
ン
の
事
を
大
切
に
し
て
い
る
の
か

あ
る
い
は

 

意
味
の
無
い
思

を
苦

と
共
に
彼
方
へ
放
る

・こ
・の
・男

に
限

て
ま
さ
か

有
欲
だ

と
か
は
あ
り
得
ま
い

二
日
前

あ
ん
た
は

に
セ
ブ
ン
の
行
方
を

ね
た
だ
ろ
う

あ
の
時
だ
よ

そ
う
か

い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か

た
の
は

様
が

を

い
た
か
ら
だ
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た
か

匿

て
い
た
ん
だ
な

ご
名

あ

あ
の

ス
メ
ラ
ギ
君

 
そ
れ
は
私
が
頼
ん
だ
事
だ
か
ら

あ
ん
ま
り
キ
リ
ト
君
を

責
め
な
い
で
あ

て

し
い
か
な

て

そ
う
は

う
が
な

い
や
そ
も
そ
も
の
話
セ
ブ
ン
が

を
晦
ま
せ
な
け
れ
ば
済
む
話
だ

そ
れ
に
下
手
に
他
人
に

わ
る
な
と
以
前
か
ら

て
い
る
だ
ろ
う

今
回
は
キ
リ
ト
だ

た
か

ら
良
か

た
が

な

に
襲
わ
れ
た
り
弱
み
を
握
ら
れ
た
り
し
た
ら
ど
う
す
る

う

そ
れ
は

 

と
正
論
な
説
教
に
セ
ブ
ン
は
た
じ
た
じ
に
な

て
い
る

 
天
才

学
者
と
し
て

目
さ
れ

つ
ア
イ
ド
ル
と
し
て
広
く
人
気
を
集
め
て
い
る
彼
女
の
事

を
知
り
た
い
人
は
多
い

だ

広
場
に
集
ま

て
応

や
⻩
色
い
声
を
上

る
ク
ラ
ス
タ
は
ま
だ

良
識
的

怖
い
の
は
自
身
の
欲
望
を

先
し
て
突

る

で
あ
り
ス
メ
ラ
ギ
は
そ
れ
に
つ
い

て

し
て
い
る

 
た
だ
ま

完
全
に
セ
ブ
ン
が
悪
い
か
と

え
ば

無
論
そ
う
で
は
な
い

そ
ん
な
に
人
間

を

理
し
た
い
な
ら
そ
う

と

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
ん
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じ

な
い
か

 
ま

本
人
も
望
ん
で
い
な
い
ラ
イ
ブ
を
開
こ
う
と
し
た
せ
い
で

ら
れ

る
な
ん
て

い
話
に
も
な
ら
な
い
が

 
そ
も
そ
も
の
話
歌
い
手
が
予
定
し
て
い
な
か

た
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
強
制
す
る
事
が
原
因
で
セ

ブ
ン
は

て
い
た
の
だ

セ
ブ
ン
を
責
め
る
前
に
ま
ず
そ
の
事
に
つ
い
て
解
決
す
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か

 

肉
を
交
え
な
が
ら
そ
う

遠
的
に
指

す
る
と
ス
メ
ラ
ギ
の
険
し
い
面
持
ち
が
更
に
歪
ん

だ

様

故
そ
れ
を

故
も

も

三
刃
騎
士

の
内
情
を
知
れ
る
ル

ト
な
ん
て
目
の
前
の
一
つ
し
か
あ
る

ま
い
よ

 

を

め
な
が
ら
セ
ブ
ン
を
見

る

 

わ
ん
と
す
る
事
を
理
解
し
た
よ
う
で
彼
の

が
苦
み
し
ば

た
も
の
に
な
る

そ
こ
ま
で

険
し
く
す
る
必
要
は
あ
る
の
か
と
思
わ
な
く
も
無
い

セ
ブ
ン

う

だ

て
一

日
の
も
今
日
の
も

予
定
し
て
な
か

た
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
じ

な
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い

出
の

で
良
い

て

て
も
リ
ハ

サ
ル
も
無
し
に
ぶ

つ
け
は

よ

私
も
も
う
少

し
自
由
に
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を
見
て
回
り
た
い
の
に

だ
が

し
く
な
る
事
は

予
想
出
来
て
い
た
事
だ

こ
う
な
る
事
も
承
知
し
て
い
た
だ
ろ
う

そ
う
だ
け
ど

 

を

ら
せ

ね
た
よ
う
に
そ

を
向
く
セ
ブ
ン

ど
う
や
ら

鬱

が

ま

て
い

る
ら
し
い

 
ま

リ
ア
ル
で
は
日
が
な
一
日

三

仮
想
世
界
で
は
気
を

け
な
い
ア
イ
ド
ル
と
し

て
の

を
保
ち

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

が

の
体
を

し
て
い
な
い
時
点
で
限

界
が

れ
る
の
は
時
間
の
問

と

え
る

よ

ど
の
見
返
り
が
無
け
れ
ば
や

て
ら
れ
な
い

だ
ろ
う

セ
ブ
ン
の
愚

を

い
た
身
と
し
て
は
も
う
少
し
自
由
に
さ
せ
て
も
い
い
と
思
う
ん
だ

が

精
神
的
に
保
た
な
い
だ
ろ

こ
れ
は
三
刃
騎
士

の
問

だ

部
外
者
の

様
に

出
し
さ
れ
る

わ
れ
は
な
い

そ
れ
は
セ
ブ
ン
が
部
外
者
に

わ
る
前
に
問

を
解
決
し
て
か
ら

う
ん
だ
な

本
人
の
意
向

そ

ち
の
け
で
勝
手
に
決
め
て
る
か
ら

ら
れ
る

そ
れ
は
分
か

て
い
る

だ
ろ
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様
に

わ
れ
ず
と
も
分
か

て
い
る

だ

た
ら

だ
が
指

さ
れ
る

わ
れ
は

ス
ト

プ

 
二
人
と
も

は
や
め
て

 

い
争
い
に
な
り
そ
う
な
と
こ
ろ
で
セ
ブ
ン
が
声
を
上

自
分
と
ス
メ
ラ
ギ
の
間
に

て

入

て
来
た

そ
の
行
動
に

て

を

む

わ
か

た
わ
よ

出
れ
ば
い
い
ん
で
し

出
れ
ば

そ
れ
で
い
い
わ
よ
ね

ス
メ
ラ
ギ
君

あ

あ
あ

 

観
と
も

れ
と
も
つ
か
な
い
表
情
で

う
歌
姫
に

近
の
ウ
ン
デ

ネ
は
気
圧
さ

れ
な
が
ら

く

な
ん
だ
か
ん
だ
で
こ
の
二
人
は
こ
れ
で
釣
り
合
い
が
取
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
いそ

れ
に
し
て
も

意
外
だ

た
わ

キ
リ
ト
君
も

く
な
る
事
が
あ
る
ん
だ

だ

て
人
間
だ

感
情
的
に
な
る
事
く
ら
い
あ
る

 
自
分
も

時
に
な
く

く
な

た
自
分
を

み
て
思
わ
ず

を

め
る

ス
メ
ラ
ギ
も
そ
う
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な
の
か
さ

き
と
は
別
種
の
苦
い
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た

 
こ
れ
は
ち

と

部
に
値
す
る
過
去
に
な
り
そ
う
だ

 
そ
れ
を

し
た
の
か
あ
る
い
は
ス
メ
ラ
ギ
へ
の
意

返
し
か
セ
ブ
ン
は

か
に

み
を
浮

か
べ
た

前
話
し
た
時
は
全
然
表
情
が
変
わ
ら
な
か

た
か
ら

だ
か
新

ね

キ
リ
ト
君
の
新

し
い

が
見
れ
て
ち

と
得
し
た
気
分

は
憂
鬱
な
気
分
だ
よ

あ
は

 

が
面
白
い
の
か

こ
ち
ら
の

を

き

ん
で

し
そ
う
に
セ
ブ
ン
は

う

あ

ご
め
ん
な
さ
い

な
ん
か
私
が
イ
メ

ジ
し
て
た
キ
リ
ト
君
と
違
う

が
見
れ
た
の
が

し
く

て

と
も
あ
れ
今
日
は
こ
れ
で
お
別
れ
ね

さ

き
は
私
の
た
め
に

て
く
れ

て
あ
り
が
と
ね

直
に

し
か

た
わ

 

罪
か
ら

流
れ
る
よ
う
に
お
礼
ま
で

わ
れ
る

 
そ
の
礼
に
思
わ
ず

を

め
た

そ
う
か

そ
れ
は

よ
か

た



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

ん

ん
良
さ
そ
う
な

に
見
え
な
い
ん
だ
け
ど

こ

ち
の
事
情
だ

気
に
し
な
い
で
く
れ

そ
う

 
な
ら

ま
た
ね

キ
リ
ト
君

ダ
ス
ヴ

ダ

ニ

 
ロ
シ
ア
語
で
さ
よ
な
ら
の

を
し
ス
メ
ラ
ギ
を
引
き

れ
て
セ
ブ
ン
は
立
ち
去

た

 
刀
使
い
の
男
は

か

い
た

に

を
見
て
い
た
が
歌
姫
を
見
失
う

に
も
い
か
ず
そ

こ
そ
こ
の
と
こ
ろ
で

を
返
し

を

が

て

が
見
え
な
く
な
る

 
二
人
の

が
見
え
な
く
な

た
後

く
り
と
チ

ク
ア
ウ
ト
し
た

の

に
背
中
を

け
る

セ
ブ
ン
の

ね

 

く
り
と

わ
れ
た
事
を

み

め
る
よ
う
に
復

す
る

論
に
な
る
手
前
で
止
め
ら

れ
た
自
分
の
発

あ
れ
は
確
か
に
セ
ブ
ン
を
想

て
の
事
に

こ
え
る
だ
ろ
う

 
だ
が

違
う

ま
だ

吹

切
れ
て
な
い
だ
け
な
ん
だ

 
ス
メ
ラ
ギ
に
無
自
覚
の
ま
ま
食

て
掛
か

て
し
ま

た
の
は
無
意
識
の
部
分
で
あ
の
男
の

動
が
気
に
入
ら
な
か

た
か
ら
だ
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あ
の
表
情

 
あ
の
思

 

ど
れ
を
取

て
も

憎世
い界
実最
姉強

を

想
さ
せ
る

 
そ
し
て

セ
ブ
ン
に
対
す
る
あ
の

動

境
の
違
い
で
セ
ブ
ン
も
自
己
主

を
し
て
い
る

が
そ
こ
を

け
ば
多
少
な
り
と
も
過
去
の
自
分
に
似

た
と
こ
ろ
が
あ
る

人
の

合
で
勝

手
に
動
か
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
正
に
そ
う

 
自
分
が

出
来
損
な
い

を

し
付
け
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば

 
セ
ブ
ン

七
色
は

天
才
ア
イ
ド
ル

を

し
付
け
ら
れ
て
い
る
と

え
る
だ
ろ
う

ク

 

を
横

り
す
る

ご

と

い

が
立

た

じ
ん
わ
り
と

を

た

が

く
感
じ

ら
れ
る

み
の
代
わ
り
に
違
和
感
が
生
じ
る

 
あ
の

の
よ
う
に

限
の
な
い

に
苛
ま
れ
る
の
は

だ
が

 
今
だ
け
は

み
す
ら
感
じ
な
い
仕
様
を
怨
み
た
く
な

た

 

そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
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数
分
掛
け
て

静
さ
を
取
り

し
た

は
メ

セ

ジ
で
伝
え
ら
れ
た
合
流
場

に
向
か
う

事
を
決
め
た

 
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
が
魔
導
士
シ
ウ
ネ

と
話
す

で
現
地
集
合
だ

た
予
定
は
変
更
さ
れ

ア
ル
ン
に
構
え
ら
れ
た
リ
ズ
ベ

ト
と
エ
ギ
ル
の
共
同

に
集
ま
る
事
に
な

て
い
た

 
大
樹
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
の

に
あ
る
中
立

最
大

の

ア
ル
ン
の
一

に
構
え

ら
れ
た
エ
ギ
ル

リ
ズ
ベ

ト
武

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

四
十
九
層
七
十
六
層

か
ら
数
え
て
三
つ
目
と
な
る
そ
の

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
開
始
時
点
か
ら
ス
テ

タ
ス
が
高
め

と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
持
つ

間
と
協
力
し
た

も
あ
り
こ
れ
ま
で
と

し
て
非
常
に

大
き
な
も
の
と
な

て
い
る

二

て
と
高
さ
は
そ
う
で
も
な
い
が

鍛
冶
場
と

き

場

列

と
武

の

ス

ス
な
ど
が
仕
切
り
ら
れ
な
が
ら
も

設
さ

れ
て
い
る
た
め
か

り
と
し
て
は
横
に
大
き
い

 
一

が
鍛
冶
や

に

す
る
ス

ス
で
あ
る
か
ら
か
二

は
完
全
な
プ
ラ
イ
ベ

ト
ス

ス
に
な

て
お
り

間
の

ま
り
場
に
な

て
い
た

武

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

ね
て

合
流
場

が
二

に
な
る
事
も

事

 
今
回
も

に

れ
ず
そ
の

の
二

が
合
流
場

だ
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ま
ず
は

へ
向
か
う
べ
く

路
地
を
歩
い
て
転

へ
と
向
か
う

 
空

ラ
イ
ン
に
あ
る
転

は
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の

浮
遊
大

空

ラ
イ
ン
の
他
に
本

の

ア
ル
ン

種

の

地
に
繋
が

て
い
る

種

に

し
て

は
自
身
の
種

の
も
の
に
し
か
行
け
な
い
が

に

し
て
は
全
種

無
く

え
る

そ

の
お

で

性
は
非
常
に
高
い

 
そ
の
た
め
空

に
は
プ
レ
イ

の

鍛
冶

の

は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い

仮
に

転

が
無
か

た
な
ら
リ
ズ
ベ

ト
達
は
一
時
的
に
で
も

を
こ
ち
ら
に
構
え
て
い
た
に
違

い
な
か

た

 

然
な
が
ら
そ
の
転

は
絶
え
間
な
く
人
を

い

み
あ
る
い
は

き
出
し

け
人

の

来
が

絶
え
な
い

路
地
を
大

り
へ
進
む

ど
に

騒
は
よ
り
大
き
く
な

て
い
く

 
個
人
的
に
あ
ま
り
人

り
の
多
い
と
こ
ろ
は

か
な
い
の
だ
が
こ
の
浮

か
ら

び

り
て

へ
行
く
だ
け
で
も
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る

そ
れ
以
前
に
本

に
掛
け
ら
れ
た
高

制
限

の
影

で

を

む

を

ん
で
超
え
ら
れ
ず
却

て
時
間
を
掛
け
て
し
ま
う

背

に

は
代
え
ら
れ
な
い
の
だ

た
だ

そ
の
前
に
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も
う
少
し
で
大

り
に
出
る
手
前
で
足
を
止
め
手
に

ば
せ
て
い
た
最
安
価
の
投

ピ

ク
を
振
り
返
り
ざ
ま
に
一
本
放
つ

闇
の
よ
う
に
黒
い
⻑

は
真

直
ぐ

た
と
こ
ろ
へ

び

小
さ
な

い
た

と
共
に
現
れ
た

色
の
パ
ネ
ル
に

ま
れ

ち
た

 

か
ら
見
れ
ば

も
無
い
と
こ
ろ
に
い
き
な
り
破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
表
示
が
出
た
よ
う

に
見
え
る
だ
ろ
う

 
実

の
眼
に
も
そ
う
見
え
て
い
る

 
だ
が

気
配
と

線
は

も
無
い
よ
う
に
見
え
る
空
間
に
人
が

る
事
を
如
実
に
教
え
て

く
れ
て
い
た

証
明
す
る
よ
う
に

空
間
が

に
歪
み

プ
レ
イ

が
一
人
現
れ
る

 
緑
髪
の
お
か

の
少
年

動
き
や
す
さ
を
重

し
た
ジ

ケ

ト
と
ズ
ボ
ン
後
ろ

に

剣
を
差
し
た

背

は
シ
リ
カ
よ
り
や
や
高
い
く
ら
い
か

体
格
は
華

か
つ

そ

こ
そ
こ
親
近
感
を
覚
え
る
体
つ
き
だ

 

と
髪
の
色
か
ら

す
る
に
風
妖
精
ら
し
い

え

な

な

 
見
破
ら
れ
る
と
思
わ
な
か

た
の
だ
ろ
う

か
ら
マ
ン
ト
を

た
ま
ま

目
し
動
揺
す

る
プ
レ
イ

は

る

振
り
を
見
せ
な
い
で
い
る

そ
れ

ど
自
分
の
ハ
イ
デ

ン
グ
に
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自
信
が
あ

た
よ
う
だ

だ
ろ

の
ハ
イ
デ

ン
グ
を
見
破
れ
る
く
ら
い

索

を
鍛
え
て
る
の

 

然
と

く
シ
ル
フ

 
確
か
に

ロ
で
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

た
り
フ

ル
ド
を

び
回

て
い
た

上
多
分

パ

テ

を
組
ん
で
い
る
他
の
プ
レ
イ

に

べ
れ
ば
索

ス
キ
ル
は
高
い
値
に

て
い
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
先
の
ハ
イ
デ

ン
グ
を
見
破
れ
る
程
で
は
な
い

ま
し
て
や

備

補
正
ま
で
あ
る
と
思
し
き
シ
ル
フ
の
ハ
イ
デ

ン
グ
は
そ
こ
ら
の
プ
レ
イ

で
は
ど
れ
だ
け
ス

キ
ル
を
鍛
え
て
い
て
も
見
破
れ
な
い
に
違
い
な
い

 
こ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
初
期
か
ら

線
と
気
配
で
ス
キ
ル
補
正
無
く
ハ
イ
デ

ン
グ
を
見
破

て
い

た

だ

た
か
ら
出
来
た
事

手
が
悪
か

た
と

う
し
か
な
い

 
そ
れ
を

切

に
教
え
る
つ
も
り
も
義
理
も
無
い
が

論
現
在
の
索

ス
キ
ル
の

性
能
に
つ
い
て
も

把
握
出
来
る
よ
う
な
失

を

す
つ
も
り
は
無
い

気
付
か
な
い
と
で
も
思

て
た
の
か

あ
ん
た

が

に
入
る
前
か
ら
ず

と

行
し
て
き

て
た
な

最
初
か
ら
気
付
か
れ
て
た
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手
を

に

て
ム
ン
ク
の

び
の
如
き
リ
ア
ク
シ

ン
を
見
せ
る
少
年
シ
ル
フ

オ

バ

リ
ア
ク
シ

ン
に
も
程
が
あ
る
と
い
う
か

ノ
リ
は

そ
う
だ

 

裏
に
知
り
合
い
の
中
で
一
番
ノ
リ
が

い
ダ

カ

を
思
い
浮
か
べ
つ
つ
表
向
き
は

息

を

き

手
を

圧
す
る

三
十
分
も
経
て
ば

な
く
な
る
と
思

て
い
た
の
に
ま
だ

た
か
ら
強

手

に
出
さ
せ
て
も

ら

た

あ
ん
た
確
か
闘
技
場
の
バ
ト
ル
に
も
参
加
し
て
い
た
な

そ
れ
に

日
も
フ

ル
ド
の

中
ま
で

行
し
て
き
て
た
な

え

日
も
気
付
い
て

 
じ

あ
見
失

た
の
は
必
然

あ

そ
う
だ

 
指

し
て
い
て
な
ん
だ
が
こ
う
ブ
ラ
フ
に
も

に
引

掛
か
り
そ
う
な
く
ら
い
分
か
り

や
す
い
リ
ア
ク
シ

ン
を
す
る
シ
ル
フ
に
そ
こ
は
か
と
な
く
不
安
を
覚
え
た

自
分
だ

た
ら

こ
こ
ま
で

を

ら
せ
や
す
い

手
に
秘
密
を
握
ら
れ
た
く
な
い

流

に
圏
内
で
も
ス
ト

カ

さ
れ
る
と
迷
惑
だ

か

が
あ
る
な
ら
面
と
向
か

て

た
ら
ど
う
な
ん
だ

 
仮

中
傷
や

倒
の

だ
と
し
て
も
真

向
か
ら
ぶ
つ
け
ら
れ
る
方
が

か
に
マ
シ
で
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あ
る

裏
で

を

わ
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
方
が
よ

ど
精
神
的
に

い
の
だ

 
そ
れ
を
分
か

て
い
る
か
ら
こ
そ

え
て
裏
で

い

る
人
も
い
る

だ
が

じ

じ

あ

わ
せ
て
も
ら
う
け
ど

 
そ
の
点

こ
の
シ
ル
フ
は
手

こ
そ
常
識
外
れ
だ
が

真

向
か
ら

え
る
だ
け
の

は

持

て
い
る
よ
う
だ

た

マ
ト
モ
な
感
性
が
少
し
は
残

て
い
る

 
や
や
気
弱
な

気
を
感
じ
る
シ
ル
フ
と
向
か
い
合
う

そ
の

き
み
は

で
リ

フ

ち

ん
と
一
緒
に

る
の
か
な

 

日
今
日
と
ず

と

行
さ
れ

線
を
感
じ

け
て
い
て
気
分
も
良
く
な
か

た
と
こ
ろ

で

更
に
不
快
感
を
覚
え
た

く

け
入
れ
が
た
い
ナ
ニ
カ
を
感
じ
る

 
原
因
は
ハ

キ
リ
し
て
い
る

目
の
前
の
シ
ル
フ
が

に
し
た
義
姉
の
呼
び
方
だ

 
別
に
義
姉
が
ど
う
呼
ば
れ
様
と
悪

や
蔑
称
で
さ
え
な
け
れ
ば
自
分
は
構
わ
な
い

し

よ
う
と
も
思
わ
な
い

本
人
が

が

て
い
な
い
な
ら

本
的
に
不

を

く
つ
も
り
で
い

る 
だ
か
ら
こ
の
シ
ル
フ
の
呼
び
方
も
気
に
す
る
必
要
は
な
い

に
し
て
い
る

で
無
い
事
は

自
分
で
も
分
か
る
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た
だ

 
そ
れ
で
も

リ

フ

・ち
・

・ん

 
自
分
を
想

て
く
れ
て
い
る
女

と性
を
見
知
ら
ぬ
男
が
親
し
そ
う
な
呼
び
方
で
呼
ん
で
い
る
こ

の
構

は

く

に

た

 

し

と

の

か
が
引
き

る

そ
う

き
み
は
リ

フ

ち

ん

直
葉
ち

ん
の

義
理
の
弟
だ
よ
ね

あ
あ

 
こ
ち
ら
の
心
情
な
ど

し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

シ
ル
フ
の
プ
レ
イ

は
声

を
変
え
ず

に

葉
を

け
た

事
実
確
認
だ
か
ら

い
返
事
を
重
苦
し
く
返
す

そ
れ
で

き
み
は

一

な
ん
だ
よ
ね

あ
あ

 

なな
んん
でで
おき
前み
はは
彼

女

の家
弟に
の

まら
まな
ない
のの
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怨
嗟
め
い
た
声

が
問
う
て
く
る

おき
前み

が

る
せ
い
で
直
葉
ち

ん
は

の
学

に
復
学
出
来
な
か

た
し
ネ

ト
で
も
か
わ

い
そ
う
だ
と
か

わ
れ
て
る
ん
だ

そ
れ
を
知
ら
な
い

な
い
よ
ね

な
の
に
ど
う
し
て
ま
だ
桐

じ谷
で

ない
いる
のの

 

だ
か
ら
こ
そ
突
き

さ
る
疑
問

直
葉
ち

ん
は

し
い
か
ら
さ

彼
女
か
ら

おき
前み

を
突
き
放
す
事
は
無
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね

そ
の
せ
い
で
直
葉
ち

ん
は

け
な
く
て
良
い

を

け
て
る

おき
前み

が

な
く
な
る
だ
け

で
解
消
さ
れ
る

な
ん
だ
よ

 

外
に
伝
え
ら
れ
る

意

そ
れ
を
放

し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
遊
ん
で
て
さ

おき
前み

ざ
け
て
る
の

 
直
葉
ち

ん
の

し
さ
を

し
て
る
よ
う
に
し
か

に
は
見
え
な
い
ん
だ

 

突
き
付
け
ら
れ
る
客
観

そ
う
か

 
そ
れ
ら
の
集
約
に

自
分
は
そ
う

え
る
し
か
な
か

た

こ
れ
だ
け

て

そ
う
か

の
一

だ
け

て

おき
前み

お
か
し
い
よ

ど
う
か
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し
て
る

おき
前み

の
せ
い
で
ど
れ
だ
け
直
葉
ち

ん
が
不

な
目
に
遭

て
る
か
絶
対
理
解
し
て
な

い 
シ
ル
フ
の

に
あ
り
あ
り
と
怒
り
と
怨
嗟
が
浮
か
び
上
が

た

現
実
だ

た
ら
今
に
も

を

め
て
き
そ
う
な
殺
気

圏
内

だ
か
ら

抑
え
て
る
だ
け

や
ろ
う
と
し
て
も
無

だ
か

ら
し
て
い
な
い
だ
け

 

や

て
意
味
が
あ

た
な
ら

き

と
こ
の
シ
ル
フ
は
行
動
し
て
い
た
だ
ろ
う

 
そ
れ
だ
け
こ
の
シ
ル
フ
に
と

て

桐

谷
直
葉

は
大
切
な
存
在
に
値
し
て
い
る
と
い
う

事
か

今
ま
で
出
来
損
な
い
と
た
だ

し
て
来
た

中
と
は
責
め
方
が
違
う
か
ら
よ
く
分
か

る 

か
れ
た
ん
だ
な

と

し
た

 
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
る

義
姉
の

し
さ
と

い
で
く
れ
る
情
愛
の
深
さ
を
よ
く
知

て

い
る
か
ら
こ
そ

か
れ
る
気
持
ち
が
理
解
出
来
る

 

い
た
い
事
は
そ
れ
だ
け
か

 



 幕間之物語：黒ノ剣士編 〜敷カレタ線路〜

 

だ
か
ら
こ
そ

絶
対
引
き
た
く
な
い
と
思

た

 
え

は
こ
え
な
か

た
か

い
た
い
事
は
そ
れ
だ
け
か
と

い
た
ん
だ

あ
れ
だ
け

て

悪
び
れ
も
し
な
い
の

少
な
く
と
も
あ
ん
た
に
悪
び
れ
る

合
い
が
無
い

な
 
絶

す
る
シ
ル
フ

二
の

も

な
い
と
ば
か
り
に

を
開
い
て
こ
ち
ら
を

し
て
く

る

信
じ
ら
れ
な
い
も
の

化
け
物
を
見
た
よ
う
な

そ
ん
な
眼
を
向
け
て
来
る

 
そ
れ
に
動
じ
ず
見

え
返
す

 
先
の

葉
は
本
心
そ
の
も
の

だ
か
ら
動
じ
る
必
要
は
お
ろ
か

動
じ
る
要
因
も
無
い

の
せ
い
で
直
姉
が

を

け
て
る

 

知

て
る
よ

そ
れ
く
ら
い

 

の

性
が
原
因
で

の
学

に
復
学
出
来
な
か

た
事
は
お
ろ
か

友
は
も
ち
ろ
ん

地

の
ご
近

か
ら
も
悪
く

わ
れ
て
い
る
事
く
ら
い
知

て
い
る

知
ら
な
い

が
無
い

 
義
姉
や
義

木

達
は
気
に
し
な
い
よ
う

て
く
れ
て
い
る
が
気
に
し
な
い

が
無
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い 
苦
し
い

だ

そ
れ
で
も
気
に
し
な
い
よ
う
気
を

て
く
れ
て
い
る

そ
の
気

い
こ
そ

が

は
苦
し
く
感
じ
て
い
る

自
分
が
桐

谷
和
人
と
し
て
生
き
て
い
る
限
り

く
か
ら

こ
そ

の
事
心
苦
し
い

そ
の
事
で

罪
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う

で
も

そ
れ
は

り
間
違

て
も
お
前
に

じ

な
い

直
姉
達
本
人
に
だ

 
こ
れ
は
本
心

 
で
も

罪
を
す
る

に
は
い
か
な
い

あ
の
世
界
で
自
分
は
桐

谷
和
人
と
し
て
生
き

る
事
を
決
断
し
た

そ
の
未
来
に
あ
る
苦
し
み
を
覚
悟
し
て
決
め
た

そ
れ
を
み
ん
な
は
理
解
し

た
上
で
認
め
て
く
れ
た

事
後
承

の
形
に
な

た
が

義

も
義

も
認
め
て
く
れ
た

 
家

ぐ
る
み
で

桐

谷
和
人

で

る
事
を
許
さ
れ
て
い
る

 
な
ら

他
人
の

葉
に
揺
ら
ぎ

前

を
撤
回
す
る
事
が
ど
う
し
て
許
さ
れ
よ
う

 
も
し
前

を

す
時
が
来
る
な
ら
ば

そ
れ
は
家

全

か
ら

絶
さ
れ
た
時
に
限
ら
れ
る

そ
し
て
直
後
に
自
ら
命
を
絶
つ
だ
ろ
う

一

と
し
て
生
き
る
つ
も
り
は

な
い

桐

谷
を

定
さ
れ
た
な
ら

自
分
が
行
き

く
先
は

み
の

死闇
だ
け
だ
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し
か
し
そ
の
決
断
を
義
姉
は
決
し
て
許
さ
な
い
と
確
信
し
て
い
る

 
で
な
け
れ
ば
か
つ
て
自
分
の
自
己

的
な
思
想
を

定
し
生
を
願
い
想
い
を

て

来
な
か

た

だ

は
生
き
る
事
を
願
わ
れ
て
い
る

な
ら
少
し
で
も
⻑
く
生
き
る
べ
き
だ

と
生
き
る
事
で

け
る
苦
し
み
を
覚
悟
の
上
で

直
姉
は
想
い
を

て
く
れ
た
の
だ
か
ら

 
今
更

の
事
情
で
遠
慮
な
ど
し
て
は

却

て
直
姉
に
対
し
て
失
礼
に
な
る

 
そ
れ
は

論

間
の
み
ん
な
に
も
同
じ
事
が

え
る

 
迷
惑
を

先
し
て
掛
け
る

ど

か
ま
し
く
な
る
つ
も
り
は
な
い

で
も

が
生
き
る
事
で

発
生
す
る
迷
惑
は

み
ん
な

け
容
れ
て
く
れ
る

そ
れ
だ
け
は
確
か

 
だ
か
ら

は

を

れ
る

 

を

て

桐

谷
和
人

と
し
て
生
き
る
事
を

出
来
る

は
こ
の
生
き
方
を

ん
だ

み
ん
な
は

の
決
断
を

持
し
て
く
れ
た

と

る
事
で

る
苦
し
み
も
理
解
し
た
上
で
認
め
て
く
れ
た

も
知
ら
な
い

の
他
人
が
勝
手
な
事

を

ざ
く
な
よ

 
絶

し

り

ん
だ
シ
ル
フ
に

い
切

て

を
返
す

 
背
中
に

意
が
突
き

さ
る
も
全
て
無

動
こ
う
と
も
し
な
い
な
ら

を
そ
れ
だ
け
見
く
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び

て
い
た

で

を

し
の
け
て
で
も
桐

谷
直
葉
を

得護
よろ
うう

と
す
る
覚
悟
も
無
か

た
事

に
な
る

そ
ん
な

手
と

葉
を
交
わ
し
て
も
時
間
の
無

だ

 
仮
に
こ
れ
で
覚
悟
を

め
て
き
て
も
問

無
い

 
最

初

生
還
し
た
あ
の
日
か
ら

こ
れ
を
想
定
し
た
上
で
動
き

け
て
い
る
の
だ
か
ら

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
名
前
未
出
の
謎
シ
ル
フ
君

直
葉
の
呼
び
方
で

バ
レ
で
す
が

レ

コ

ン一
君
で
す
ね

直
葉

を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
誘

た

本
人
な
が
ら
本
作
直
葉
か
ら
は
友
達
に
す
ら
数
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う 

故
本
作
レ
コ
ン
が
こ
う
な

た
か

 

れ
た
女
が
不

な
理
由
で
ど
ん
ど
ん
不

な
状
況
に

て
い

て
た
ら

悪
の
根
源

に
憎
し
み
を

ら
せ
て
も
お
か
し
く
な
い
や
ろ

外
道
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悪
の
根
源
は
キ
リ
ト
よ
り
レ
コ
ン
の
よ
う
に
キ
リ
ト
の
事
情
を

え
ず
に

す
人
間

達
で
あ
る

つ
ま
り
レ
コ
ン
は

大
な
ブ

メ
ラ
ン
を
ケ
イ
タ
の
如
く
放

て
い
る
と
い
う
事

に 
一

前
の
キ
リ
ト
な
ら
メ
ン
タ
ル

壊
し
て
自
殺
に

て
も
お
か
し
く
な
か

た
け
ど
一

緒
に
生
き
る

の
苦
し
み
も

み
で

白
し
た
直
葉
木

そ
の

か
生
還
を
喜
ん

だ

間
や
家

の
お

で
克

 

本
作
主
人

の
キ
リ
ト
は
自
身
に
と

て
大
切
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ

上

者
に
自
分
の
生

殺
与
奪
を

ね
る

向
に
あ
り
ま
し
た

ケ
イ
タ
や
サ
チ
な
ど
に
対
す
る
罪
悪
感
な
ど
が

し

て
い
ま
し
た
ね

こ
れ
は
他
者
の
願
い
を
自
分
の
行
動
理
由
に
し
て
い
た
せ
い

そ
の
特
性
に
よ

り

桐

谷
和
人

と
し
て
生
き
て
い
い
と
全
面

定
さ
れ
た
事
実

が
上
手
い

合
に

い

て
直
葉
達
全

か
ら
死
ね
と

わ
れ
る
事

で
も

き
な
い
限
り

が

で
も
生
き
よ
う
と

足
掻
く
よ
う
に
な

て
お
り
ま
す

 
し
か
も
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
レ
コ
ン
は
全
く
知
ら
な
い

手

リ

フ

が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
た

キ

カ
ケ
に
つ
い
て

い
て
い
て
も
リ

フ

自
身
が
レ
コ
ン
を
そ
こ
ま
で
重
要

し
て
お
ら

ず

遠
し
て
い
る
事
か
ら
名
前
ま
で
は
明
か
し
て
い
な
い
実

同

生
に
誘
わ
れ
た
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程

し
か
本
編
で
も
話
し
て
い
な
い
の
で
本

に
キ
リ
ト
は
少
年
シ
ル
フ
が

か
分
か

て

い
な
い

 
ま

が
良
い
の
で
直
姉
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
誘

た
人
か
同

生
だ

た
人
か
な
程

に
は

し
て
い
る
で
し

う
が
だ
か
ら
と

て
自
分
達
の
話
し
合
い
の
結
果
を
と
や
か
く

わ
れ

る

合
い
は
な
い

 
レ
コ
ン
と
リ

フ

が
恋

だ

た
ら
流

に
一

し
た
で
し

う
け
ど
も
そ
の
場
合
キ
リ

ト
に
そ
れ
を

た
事
実
を
知

た
リ

フ

は
一
方
的
に
三
下
り

を

き
付
け
て
い
る
事
間

違
い
な
し
で
す

溺
愛
ぶ
り
か
ら
必
然

 

つ
ま
り
レ
コ
ン
は
自
分
か
ら

を

め
に
行

て
い
る
と
い
う

 
有

迷
惑

て
あ
り
ま
す
よ
ね

頼
ん
で
も
な
い
の
に
良
か
れ
と
思

て
と

て
行

動
さ
れ
た
事
が
実
に

な
事
で

に
面
倒
な
事
に
な
る
パ
タ

ン

今
回
は
そ
の
パ
タ

ン

で
し
た

  

番
が
逆
に
な
り
ま
し
た
が

セ
ブ
ン
と
ス
メ
ラ
ギ
に
つ
い
て

 
二
人
の
再
会
イ
ベ
ン
ト
は
原

ゲ

ム
で
も
必
発
で
存
在
し
て
お
り
ま
す

会
話
の
流
れ
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が
違
い
ま
す
け
ど

お
お
む
ね
同
じ
で
す

 
つ
ま
り
ス
メ
ラ
ギ
も

で
同
じ
な
ん
で
す

 
ス
メ
ラ
ギ
の

り
方
や

気

思

て

原
作

の

千
冬
と
ホ
ン
ト
に
同
じ
な
ん

だ
よ
な

 

式
設
定
だ
と
ス
メ
ラ
ギ
さ
ん
は

ら
し
い
で
す

 
マ
ジ
か
よ

本
気
の

き

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
三
章
 

お
膳
立
て

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
ラ
ン
キ
リ
ト

多
分
だ
け
ど
シ
ウ
ネ

達
と

わ

て
い
る
間
は
ラ
ン

点
中
心
に
な
る
か
な

 
理
由
は

原
作
が
ア
ス
ナ
で

ラ
ン
は
ア
ス
ナ
に
似
て
る
か
ら

 
文

数
は
約
九
千

少
な
い
の
は
サ
ブ
タ
イ

り

お
膳
立
て

つ
ま
り
前

備
や

線
的

な
も
の
だ
か
ら

 
で
は
ど
う
ぞ

  
シ
ウ
ネ

達
か
ら
話
を

い
た
後
先
の

件
に
つ
い
て
話
す
必
要
も
あ
り

シ
ウ
ネ

達

は

の

合
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
が

い
で
リ

フ

達
と
合
流
し
た
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彼
女
ら
が

た
の
は

ア
ル
ン
に
構
え
ら
れ
た
エ
ギ
ル

リ
ズ
ベ

ト
武

の
二

今
日
は

自
空

ラ
イ
ン
に
集
ま
る
予
定
だ

た
が
シ
ウ
ネ

達
と
の

事
が

ま

た

で

そ
ち
ら
に
集
合
場

が

さ
れ
て
い
た

 
私
達
が

し
た
時
点
で

全
て
の
知
り
合
い
が
集
ま

て
い
た

 
キ
リ
ト

リ

フ

ユ
イ

ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ
の
他
に

ア
ス
ナ

シ
ノ
ン

シ
リ
カ

リ
ズ
ベ

ト

フ

リ
ア

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン

い
る

風
林
火

の
六
人

こ
の
面
子
は

の
攻
略
の
常

 
更
に
今
日
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と

し
振
り
に

を
合
わ
せ
る
サ
チ
と

月
夜
の
黒
猫

も
い
た

 

サ
チ
と
ケ
イ
タ
達
の

は

に
複

な
ま
ま
だ

 
キ
リ
ト
と
の
禍
根
も
解
消
さ
れ
た
現
在
サ
チ
は
ケ
イ
タ
達
と
ぎ
こ
ち
な
く
も

を
直
し
つ

つ

し
か
し
再
結
成
さ
れ
た
彼
ら
の
ギ
ル
ド
に
は
入

て
い
な
い

彼
女
が

月
夜
の
黒
猫

の
生
き
残
り
と

に
し
て
い
た
の
は

彼
ら
と
キ
リ
ト
の
禍
根
に
自
身
が

わ

て
い
て

そ
れ
か
ら
目
を
背
け
な
い
よ
う

め
る

だ

た

し
か
し
直

対
面
し
て
解
消
さ
れ
た
今
彼

女
が
そ
れ
に

り

け
る
必
要
は
無
く
な

て
い
る

 

し
く
戦
う
不

の
槍
使
い
に
ま
で
成
⻑
し
た
彼
女
は
自
身
の

場

は

ス
リ

ピ
ン
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グ
・
ナ
イ
ツ
に
あ
る
と

た

こ
そ
修
復
し
て
い
る
が
ギ
ル
ド
の

は

え
て
い

な
か

た
の
だ

 
解
消
さ
れ
た
と
は

え
サ
チ
も

か
れ
た
少
年
の
事
を
ケ
イ
タ
は
殺
そ
う
と
し
て
い
た

そ

の
殺
意
は
本
物
だ

た

サ
チ
は

ば
見
捨
て
ら
れ
た
も
同
然
の

い
を

け
た

 
本
人
達
が

得
し
て
い
る
と

え
ど
そ
れ
を
無
か

た
事
の
よ
う
に

の

に

れ
る

も
無
い

 
時
間
が
解
決
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て

シ
ウ
ネ

達
の
話
に
つ
い
て
姉
妹
で
語
る

 
生
き
た
証
を

そ
う
と
願
う
に
至

た
闘

や

命

な
ど
の
経

自
分
達
が
彼
女
ら
と

ど
こ
で
知
り
合

て
い
た
か
の

は
流

に

し
た
が
今
後
彼
女
ら
が
恐
ら
く

え
な
い
だ

ろ
う
事
は
強

し
た

 
シ
ウ
ネ

以
外
の
実
力
は
未
だ
未
知
数
更
に
は
フ
ル
メ
ン
バ

で
も
全
滅
の
危
険
性
が
高
い

レ
イ
ド
ボ
ス
を
一
パ

テ

で

し
よ
う
と
す
る
な
ど
無

以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い

私
と
ユ
ウ
キ
は

シ
ウ
ネ

さ
ん
達
に
協
力
す
る
つ
も
り
で
す

 
語
り
始
め
た
時

全

が

根
を
寄
せ
本
気
か
と
目
で
問
う
て
き
た

そ
れ
が

だ
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高

ボ
ス
や

良
レ
イ
ド
を

つ
も
経
験
し
て
き
た
か
ら
分
か
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
レ
イ
ド
ボ
ス
は

回
復
や
遠

離
戦
闘
手

が

な
せ
い
で
よ
り

な
存
在
が
多
く
一
パ

テ

で
は
と

て
も
回
復
を
回
せ
な
い
性
能
な
の
だ
と

 
違
う
反
応
を
見
せ
た
の
は
先
に
事
情
を

い
た
だ
ろ
う
少
年
一
人

ど
こ
ま
で
知

て
い
る
の

か
は
知
ら
な
い
が

彼
は

り
の
ま
ま

静
か
に
話
に

を

け
て
い
た

勝
手
な
話
だ
け
ど
ボ
ク
も
姉
ち

ん
も
手
伝
お
う

て
決
め
た
か
ら

ボ
ク
達
は
一
時
的

に

け
る

そ
の

め
合
わ
せ
と
し
て
二
つ
目
の
浮

攻
略
か
ら
手
伝

て
く
れ
る

て
約
束
し

て
く
れ
た

 
見
返
り
と
い
う

で
は
な
い
が
彼
女
ら
は
目
的
を
達
し
た
後
切
実
な
事
情
が
あ
る
と
は

え

が
り
な
り
に
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
な
ど
ネ

ト
に
名
前
が
残
さ
れ
る
千
載
一
遇
の
機
会
を

奪
う
形
に
な
る
か
ら
と
せ
め
て
も
の

意
と
し
て
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の
攻
略
に
時
間
が
許
す

限
り
手
伝
う
意
思
を
表
明
し
て
い
る

 
そ
れ
で

く
戦
力
の
二
人
が

け
る

め
合
わ
せ
は
出
来
て
い
る

シ
ウ
ネ

だ
け
で
も
か
な

り
の
戦
力
向
上
は
見

め
る

 

し
か
し

そ
れ
で
も

け
得
な
い
問

が
一
つ
あ

た
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た
だ
問

が
一
つ

み
ん
な
が
あ
の
企

を

て
た
ら
ボ
ク
達
は
み
ん
な
と

対争
し
な

く
ち

い
け
な
く
な
る
ん
だ

 
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
を
目
指
し
て
い
る
み
ん
な
と
の
衝
突
が

け
ら
れ
な
い
事
で
あ
る

 
他
に
も
ラ
イ
バ
ル
は

る

三
刃
騎
士

や

良
プ
レ
イ

達
も

と
し
て
数
え

て
い
る

し
か
し
一
番
身
近
な
強

と

え
ば
み
ん
な
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
数
十
も
の
ボ
ス
戦
を
経
験

し

戦
い

い
て
来
た
み
ん
な
は

そ
こ
ら
の
プ
レ
イ

に
追

さ
せ
な
い
実
力
が
あ
る

 

断
し
て
い
な
く
て
も

に
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
ボ
ス
を
先
に
倒
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

た
で
す
が
こ
ち
ら
も
引
く

に
は
い
か
な
く
て

な
の
で
お
願
い
で
す

ヴ

ク
リ
ン
デ

の
ボ
ス
攻
略
だ
け
は

て
下
さ
い

 
そ
の
た
め
に

事
情
を
話
し

今
回
ば
か
り
は
引
く
よ
う

を
下

て
お
願
い
す
る

 
こ
れ
で
ダ
メ
だ

た
ら

が

れ
る
事
も
覚
悟
し
て
全
力
で

争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

攻
略
を
進
め
る
イ
ベ
ン
ト
ア
イ
テ
ム
は
ず

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

け
ら
れ
る
ユ
イ
達
が

持

て
い
る
た
め

シ
ウ
ネ

達
と
進
め
る
な
ら
一
か
ら
集
め
直
し
に
な
る

時
間
は
無
い

 
も
し

ま
れ
た
時
の
事
を

え
イ
ベ
ン
ト
ア
イ
テ
ム
の
回
収

と
ボ
ス

ま
で
の
予

時
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間
を

す
る

 
え

と

ラ
ン
ち

ん

に
疑
問
が
あ
る
ん
だ
け
ど
ね

  

を
下

た
ま
ま
返

を

て
い
る
と
ア
ス
ナ
が
お
そ
る
お
そ
る
話
し
掛
け
て
来
た

彼

女
の

を
見
れ
ば

か
な

惑
が
表
情
に
浮
か
ん
で
い
た

な
ん
で
し

う

あ
の
ね
ボ
ス
を
倒
し
た
時
に
一
パ

テ

で
良
い
ん
だ
か
ら
そ
こ
ま
で
行
く
道
中
は
一

緒
に
進
む
の
で
い
い
ん
じ

な
い

 
別
に

み
の
み
ん
な
と
し
か
攻
略
し
な
い

じ

な

い
し

そ
れ
と
も

か

私
達
と
一
緒
だ
と
ダ
メ
な
事
情
が
あ

た
り
す
る
の

 
小

を

な
が
ら

に
問
わ
れ
る

 
そ
の
問
い
に

今

は
こ
ち
ら
が

惑
し
た

 
シ
ウ
ネ

達
の
リ
ア
ル
事
情
を
話
す

に
は
い
か
な
い
が

ネ

ト
に

い
て
リ
ア
ル
を

ば
ら
す
の
は
ご
法

で
そ
れ
は
彼
女
も
分
か

て
い
る

彼
女
が

き
た
い
ダ
メ
な
事
情

と
い
う
の
は
こ
の
世
界
で
の

性
と
か

そ
う
い
う
事
に
つ
い
て
だ
ろ
う
と

し
も
付
く
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だ
か
ら
こ
の

惑
は

た
り
前
の
よ
う
に
シ
ウ
ネ

達
を
加
え
て
攻
略
す
る
事
を

え
て
い

る
事
に
対
し
て
だ

た

そ
う
ね

私
も
ち

と
そ
こ
が
引

掛
か

て
た
の
よ
ね

 
ア
ス
ナ
に

く
よ
う
に
今

は

に
背
中
を
付
け
て
立
ち

き
し
て
い
た
シ
ノ
ン
が
声
を
上

た

に
掛
け
て
い
た
⻑
弓
を
直
し
つ
つ
彼
女
は
こ
ち
ら
を
見
て
来
る

私
達

て

し
い
か
ら
攻
略
に
動
い
て
る

で

別
に
ボ
ス
を

が
倒
そ
う
が
あ
ま
り
気
に

し
な
い
じ

な
い

 

ボ

ナ
ス
に

し
て
は

争
心
や
対
抗
心
は

く
け
ど
そ
れ
ま
で
だ

し

間
と
の
想
い
出
を
残
し
た
い
な
ん
て
事
情
が
あ
る
な
ら
協
力
す
る
わ
よ

む
し
ろ
私
は

話
の

中
か
ら
協
力
し
て
欲
し
い

て

わ
れ
る
と
思

て
い
た
の
だ
け
ど

 
ど
こ
か

れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
表
情
で

め
る
シ
ノ
ン

 
彼
女
に

い
て

そ
う
で
す
よ

と
シ
リ
カ
が
声
を
上

た

未
だ
に
ボ
ス
が
い
る
ダ
ン
ジ

ン
へ
行
く
手
立
て
も
分
か

て
な
い
の
に
そ
れ
を
七
人
だ
け

で
見
つ
け
て

す
る
モ
ン
ス
タ

も
倒
し
て
そ
の
上
で
ボ
ス
と
戦

て
最
初
に
倒
そ
う
な

ん
て
ち

と
無

が
過
ぎ
ま
す
よ

ア
イ
テ
ム
も
武
器
の

値
も
保
た
な
い
と
思
い
ま
す

そ
も
そ
も
物

差
で
ど
う
し
て
も
他
の

中
に
先
を
越
さ
れ
る
の
が
オ
チ
な
気
も
す
る
わ
よ
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道
が
分
か

て
い
る
な
ら
と
も
か
く
そ
う
で
な
い
な
ら
手
探
り
な

だ
し
無
謀
だ
と
思
う
わ

 
リ
ズ
ベ

ト
が

を
下
す

ボ
ス
と
戦
う
以
前
に
ま
ず
現
状
か
ら
の
チ

レ
ン
ジ
そ
の
も

の
が
無
謀
だ

た
ら
し
い

そ
の
点

ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

と
し
て

さ
ん
の
サ
ポ

ト
が
出
来
る
私
と
ス
ト
レ

ア
キ
リ
カ
が

れ
ば
少
な
く
と
も
ダ
ン
ジ

ン
内
の

破
は
最
速
で
す

は
使
い
ま
せ

ん
が

そ
の
気
に
な
れ
ば
マ

プ
情
報
に
ア
ク
セ
ス
出
来
ま
す
か
ら
ね

も
し
モ
ン
ス
タ

と
戦
闘
に
な

て
も

ユ
イ
と
キ
リ
カ
は
戦
闘
力
も

り
紙
付
き
だ
か
ら

ね

タ
イ
ム
ロ
ス
も
少
な
い
ん
じ

な
い
か
な

レ
ア
姉
は

ア
タ
シ
は

ら

タ
ン
ク
寄
り
の
ア
タ

カ

だ
か
ら

が
違
う
カ
ン
ジ

 
よ
り
成

し
や
す
く
な
る
要

を

姉
妹
が

う

形
振
り
構
う
必
要
が
無
い
な
ら

確
か

に
彼
女
達
を
頼
る
事
が
一
番
だ

 

シ
ウ
ネ

達
の
事
を
想
う
あ
ま
り

ど
う
も

静
な
思

が
出
来
て
い
な
か

た
よ
う

だ

現
状
を
客
観

出
来
な
い
ま
ま

も
う
と
し
て
い
た

こ
れ
で
は
彼
女
ら
の
悲
願
を
果
た
せ

な
く
な

て
い
た
だ
ろ
う
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あ
の

い
い
の
で
し

う
か

私
達
の

合
に

さ
ん
を

き

ん
で
し
ま

て
も

 

惑
の
ま
ま
に
シ
ウ
ネ

が
問
い
掛
け
る

を

て
ん
だ

水

い
で
す

シ
ウ
ネ

さ
ん

 
そ
れ
に
応
じ
た
の
は
ク
ラ
イ
ン
だ

た

歌
姫

セ
ブ
ン
を
前
に
し
た
時
と
違
い

前
か
ら

見

け
た
真
面
目
な
表
情
で
シ
ウ
ネ

を
見

え
て
い
た

す
り
合
う
も
他
生
の
縁

 
二
人
が
手
を

す

て
決
め
た
ン
な
ら

も
全
力
で
力
を

し
ま
す

ユ
ウ
キ
達
と
再
会
出
来
た
事
も

め
て
こ
れ
を

す
手
は
無
い
か
ら
な

 
ぐ

と
こ
ぶ
し
を
握
り
最
後
は
に
か
り
と
人

こ
い

み
を
浮
か
べ
て

い
切
る
男

け

て
発

し
た
の
は
ク
ラ
イ
ン
の

に
立

て
い
た

の

妖
精
エ
ギ
ル
だ

た

 

全
体
を
見
る

 

も
が
協
力
す
る
意
思
を
見
せ
て
く
れ
て
い
た

  
最
終
的
に
シ
ウ
ネ

達
を
レ
イ
ド
に
加
え
ボ
ス
戦
の
時
だ
け
別
れ
る
事
に
決
ま

た
後
攻

略
の
進

に
つ
い
て
情
報
共
有
す
る
流
れ
に
な

た
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こ
こ
に

話
の
間
も
ず

と
無

だ

た
少
年
が
一

を
投
じ
た

 

日
攻
略
に

わ
り
の
あ
り
そ
う
な
風
の
魔
力

を
ユ
イ
達
と
手
に
入
れ
た
彼
は
彼

女
ら
と
別
れ
た
後
も
ク
エ
ス
ト
攻
略
や
ダ
ン
ジ

ン
探
索
を

ロ
で
行

て
い
た

そ
の
果
て
に

古
代
文

を
解

す
る

に
使
う
古
文
眼

と
魔
力

の
使

法
に

し
て
記
載
さ
れ
て
い

る

古
文
書

を
入
手
し
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
を
取
り
出
し
内
容
も
解

済
み
で
あ
と
は
魔
力

を
然
る
べ
き
と
こ
ろ
で
使
え
ば
ボ

ス
が
潜
む
ダ
ン
ジ

ン
に
行
け
る

に
な

て
い
た

な

な
ん
で
そ
れ
を
先
に

て
く
れ
な
か

た
ん
で
す
か

や

だ

て

え
る

気
じ

な
か

た
し

 
か
な
り
心

に
悪
い
覚
悟
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら

き

を
ぶ
つ
け
れ
ば

目
を

反
ら
し
て

そ
う

わ
れ
た

 
確
か
に
一
人
ず
つ
協
力
す
る

を
伝
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
こ
れ
を

う
の
は

し
い

加
え
て

ダ
ン
ジ

ン
探
索
を

え
れ
ば
協
力

を

く
の
は
良
策
だ

め
こ
そ
す
れ
そ
の
流
れ
を

断
ち
切
る
必
要
は
ま

た
く
な
い

 
だ
か
ら
無

だ

た
ん
だ
ろ
う
な

と

得
す
る
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と
い
う
か

気
に
キ
リ
ト
が
こ
の
中
で
一
番
攻
略
に

極
的
な
気
が
す
る
の
だ
け
ど

攻
略

に
は
あ
ま
り
参
加
し
な
い

て

て
た
の
に
ど
う
い
う
心
境
の
変
化
な
の

 
そ
こ
で
義
弟
と
同
じ
く
無

し

てを
語

い
てて
いい
たた

リ

フ

が
疑
問
を

し
た

確
か
に
初
日
に

そ
ん
な
発

を
し
て
い
た
と

い
た
け
ど
彼
女
の

う

り
攻
略
を
進
め
る

の
ア
イ
テ
ム
は

全
て
彼
が
持

て
来
て
い
る

備
の
性
能
解
放
す
べ
く
攻
略
を
し
て
い
る
と

日

き
ま
し
た
が

 

日
の
攻
略
中
に

い
た
ら
し
い
ユ
イ
が

う

し
か
し
や
や
自
信
無
さ

な
の
は
そ
の

葉
を
あ
ま
り
信
じ
て
い
な
い
か
ら
か

も
し
か
し
て

私
達
の
事
情
を

慮
し
て
下
さ

て
い
た
の
で
は

 
そ
こ
で
シ
ウ
ネ

が
推

を

に
し
た

一

日
の
デ

エ
ル
で

れ
た
私
は
彼
に
事
情

み
で
お
願
い
し
て

迷
惑
を
掛
け
て
し
ま

う
か
ら
と
断
ら
れ
こ
ち
ら
の
二
人
を
推

さ
れ
ま
し
た

で
す
か
ら

自

れ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
つ
ま
り
一

日
か
ら
今
日
ま
で
の
キ
リ
ト
さ
ん
の
攻
略
は
私
達
を
思

て
の
事
な

の
で
は

そ
う
な
の
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最
後
リ

フ

に
問
わ
れ
た
彼
は

観
念
し
た
よ
う
に
息
を

い
た

そ
う
だ
よ

最
終
的
な
成

は
シ
ウ
ネ

達
自
身
に

か

て
い
る
け
ど
あ
の
事
情
を

ら
ず
も
知

た
ん
だ

ち

と
く
ら
い
助
け
よ
う
と
思
う
の
も
仕
方
な
い
だ
ろ

い
や
別
に
責
め
て
る

じ

な
い
ん
だ
け
ど
ね

と
は
い
え
要
す
る
に

・

・時
・も
・の
・事

あ

ご

ん
ご

ん

 

の
個
人
的
な
事
情
も
あ
る
事
を
忘
れ
な
い
で
く
れ
る
か
な

リ

姉

 
リ

フ

の

葉
を

け
さ
せ
な
い
よ
う

払
い
を

せ
た
彼
の

は

い

自
分
の
事
情
も

ん
で
の
事
だ
と
自
ら

す
る
よ
う
な
物

い
を
し
て
い
る
が
そ
の

の
色
を
見
れ
ば
ど

ち
ら
が
本
命
だ

た
か
は
知
れ
る
事

 
そ
も
そ
も
自
分
の
ス
テ

タ
ス
を
弱
者
で
あ
る
た
め
と

て
下

て
本

で
も
戦

て

い
た
彼
の
事

仮

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
で
の

備
性
能
制
限
が
全
て
取
れ
た

と
し
て
も
本

の
状

と
同

に
な
る
だ
け
だ
か
ら
そ
こ
ま
で
影

が
大
き
い

で
は
無
い

制
限
解

の

に
攻
略
に
打
ち

む

ど
の
理
由
で
は
無
い
の
だ

む
し
ろ
そ
の
ハ
ン
デ
す
ら

せ
る
よ
う
な
る
べ
く
更
な
る
対
人
戦
に
打
ち

む
だ
ろ
う
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ま

と
に
か
く
だ

こ
れ
で

め
る
だ
ろ

が
出
来
る
お
膳
立
て
は

 

い

の
ま
ま

葉
を
止
め
る
キ
リ
ト

か
を
思
い
出
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
た
後
あ

と
間

び
し
た
声
が
発
せ
ら
れ
た

こ
れ
で
全
部

と

え
れ
ば

付
い
て
た
ん
だ
け
ど

あ
と
二
つ
あ

た

え

あ
の
こ
れ
で
も
十
分
し
て

い
た
ん
で
す
が

こ
れ
以
上
は

し

な
い
で
す

よ
い
い

気
に
し
な
い
で
く
れ

シ
ウ
ネ

達
に
は
成

し
て
欲
し
い
と
思

て
の
お
節

だ

し

な
く
思
う
く
ら
い
な
ら

成

さ
せ
る
ぞ

と
意
気

ん
で
く
れ
た
方
が

し
い
よ

そ

そ
う
で
す
か

 
シ
ウ
ネ

に
そ
う

た
後

彼
は
そ
う
い
え
ば

と
話
を
変
え
た

こ
れ
か
ら
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
ボ
ス
に

む
つ
も
り
は
あ
る
の
か

 
最
初
に
こ
ち
ら
を
見
て
問
わ
れ
る

自
分
達
も
ま
さ
か
す
ぐ

め
る
状

に
な
る
と
は
思

て

い
な
か

た
の
で

を

た

 
一
応
リ

ダ

は
シ
ウ
ネ

だ
彼
女
達
の

合
に
合
わ
せ
て
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

み

ん
な
が
過
ご
し
て
る

の

合
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間

も
あ
る
だ
ろ
う
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か
ら

せ
る

は
伝
え
て
い
た

そ
う
で
す
ね

一
応
お
い

こ

ん

家

の
方
か
ら
は
許
可
を

て
ま
す
の
で

深
夜
ま
で
ロ
グ
イ
ン
出
来
ま
す
し

一

向
と
対
策
の

に

ん
で
み
よ
う
か
と

 
ボ
ス

の

に
一

た

て

け
る
戦
法
の
偵

が
行
え
る
の
は
良
い
事
だ
と
思
う

Ｓ

Ａ
Ｏ
の
七
十
六
層
ボ
ス
は
偵

戦
す
ら
無
か

た
か
ら
大
変
だ

た

リ
ア
ル
と
の

絡
が
取
れ

始
め
た
七
十
七
層
以

は
ま
だ

だ

た
が
見
て
覚
え
体
で
反
応
さ
せ
る
命

け
の
戦
い
に

い
て

偵

が
出
来
な
い
と
い
う
の
は
か
な
り

い

 
第
百
層
の
イ
レ
ギ

ラ

ボ
ス
も
そ
う
だ

た

ぶ

壊
れ
性
能
も
知

て
い
れ
ば
対
応
出

来
て
い
た
だ
ろ
う

 
た
だ
の
悔
し

れ

負
け

の
遠

え
に
過
ぎ
な
い
が

あ

そ
の
時
間
は
無
い
ぞ

は
い

 

そ
の
思

を

彼
の
話
が
ぶ

た
斬
る

 
シ
ウ
ネ

達
も

自
分
達
も

て
声
を
上

た

が
一
人
で
出
来
る
事
を

三
刃
騎
士

が
出
来
な
い

無
い
だ
ろ
う
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ま
さ
か

先
を
越
さ
れ
て

い
や
そ
れ
も
無
い
か
ら
安
心
し
ろ

仮
に
そ
う
だ

た
ら
二
人
が
協
力
す
る
と

た
時
点

で

ぐ
よ
う

し
て
る

 
だ
か
ら

ち

け
と
浮
足
立

た
自
分
達
を

す
少
年

や
や
動
揺
は
残
る
も

静
さ
は
取

り

し
た

時
間
が
無
い
と

た
の
は
三
刃
騎
士

が
今
日
中
に
片
を
付
け
る
つ
も
り
だ
か
ら

ま

だ
先
を
越
さ
れ
て
な
い
と

え
る
の
は

歌
姫

が
開
い
て
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
戦
勝
祈
願
代
わ

り
に
し
て
る
か
ら
だ
最

で
も
あ
と
一
時
間
は

く

今
か
ら
全

で

い
で

備
し
て
発
て

ば
十
分
先
ん
じ
ら
れ
る

そ
う
い
う
事
は
も

と

く

て
下
さ
い

う
ん

ご
め
ん

 
再

さ

き
よ
り
も
強
く

う

 
今
回
は
自
分
に
完
全
に
非
が
あ
る
と
思

て
い
る
ら
し
く
気
ま
ず
そ
う
な

で

罪
さ
れ
た

そ
れ
で
お

び
と
し
て
最
後
の
お
節

は
こ
の
あ
と

事
が
あ
る
か
ら
同
行
出
来
な
い

だ
か
ら
そ
の
代
わ
り
に

ボ
ス
に

む
七
人
に
は
バ
フ
を
掛
け
よ
う
と
思
う
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え

バ
フ
は

有

い
け
ど

で
も
ダ
ン
ジ

ン
探
索
中
に
切
れ
ち

う
ん
じ

魔
法
Ｏ
Ｓ
Ｓ

あ
あ
面
倒
だ
な

存
の
魔
法
と

別
す
る
よ
う
魔
術
と
で
も
名
付

け
る
か

が
新
し
く
作

た
魔
術
の
バ
フ
だ

論
よ
り
証

ま
ず
は
見
て
ろ

 
そ
う

て
立
ち
上
が

た
彼
は

パ

テ

は
組
ん
で
い
る
か

と

い
て
来
た

い
え

ま
だ
組
ん
で
い
ま
せ
ん
が

な
ら
組
ん
で
く
れ

こ
の
バ
フ
は
パ

テ

指
定
も
入

て
る
ん
だ

わ

分
か
り
ま
し
た

 
パ

テ

指
定
系
な
ん
て
ク
エ
ス
ト
以
外
に
無
か

た
か
ら
新

さ
を
覚
え
つ
つ

シ
ウ

ネ

達
と
パ

テ

を
結
成
す
る

論
自
分
達
が
頼
む

だ

 
そ
れ
を
伝
え
る
と

よ
し

と

い
て
彼
は
メ
ニ

か
ら
⻑

を
取
り
出
し
た

た
ん
じ

う
じ

な
い
ん
で
す
ね

⻑
槍
と

い
が
近
い
か
ら
こ

ち
に
し
て
る
ん
だ

よ
り
魔
法
補
正
が
強
い
し
な

 
意
外
に
も
⻑
い

を
使

て
い
る
事
に
疑
問
を

す
る
と

い
の

で
そ
ち
ら
に
し
て
い

る
ら
し
い

 
確
か
に

は
魔
法
を
使
う
事
に
だ
け

が
特
化
し
て
い
る

に
補
正
が

い
か
ら
不
人
気
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気
味
だ

⻑

は
か
さ
ば
る
と
い
う
事
で

遠
す
る
人
が
多
い
中
シ
ウ
ネ

や
彼
の
よ
う
な
人

は

し
い
部

に
入
る

我
想
う

我
が

間
に
祝
福
を

我
が

間
に

を

 

そ
う
思

し
て
い
る
と

彼
が
小
声

か
つ

で

を
始
め
た

 

手
の

を

に
突
き

手
は
十

を

く
よ
う
に
上
下

ラ
ン
ダ
ム
に
動
か
さ
れ
て
い

る

性
が
無
い
の
は
判
定
の

か

キ
リ
ス
ト
教

の
事
を

慮
し
て
の
事
か

猛
き

き
風

ら
か
な
水

無

悲
の
氷

な
る
大
地

神
な
るい

か
ず
ち

無

の
闇

無

の
光

 
一
節
ご
と
に

切

て
い
た
ら
し
い
部
分
は

き
取
れ
た
が

そ
こ
か
ら
は
文
章
の
よ
う
で

中
か
ら

き
取
れ
な
く
な

て
し
ま

た

分
か
る
事
は
と
て
も
⻑
い

と
い
う
事

ビ
フ
レ
ス
ト
・
エ
レ
メ
ン
ト

 
十
数

の

を
経
て
声

が

に

り
静
か
に
術
名
が

に
さ
れ
た

こ

と
彼
の

に
複

な
魔
法

が

重
に
も
展
開
さ
れ
る

緑

⻘

蒼

⻩

白

彼
二が
感作
あ

るた

に
出
た
属
性
と
同
じ

と
色
で
魔
法

が
展
開
さ
れ
て
い
る

六

星
の
中
心
に

属
性
を

た
紋
章
が
浮
か
び

そ
こ
か
ら
色
取
り
取
り
の
光
が
放
た
れ
た
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Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
説
明
と

ら
し
合
わ
せ
る
な
ら

そ
の
魔
法

も
彼
が
自
作
し
た
事
に
な
る

 
ユ
イ
達
か
ら
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
キ
リ
ト
が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作

て
い
た
事
も

め

し
い
内
容
は
秘
匿
さ
れ
た
が

教
え
て
も
ら

て
い
た
し
あ
る
程

理
解
し
て
い
る

あ

の
グ
ラ
フ

ク
す
ら
も

要

に
入
る
ら
し
い
の
だ

そ
の
出
来
が
良
く
複

で
あ
れ
ば

あ
る

ど

力
や

果

な
ど
の
上
限
も

限
な
く
ア

プ
し
て
い
く

 

語
の
数
が
多
い

更
に
複

か
つ

な
グ
ラ
フ

ク
ま
で
備
わ

た
魔
法

Ｏ
Ｓ
Ｓ

魔
術

 
い

た
い
ど
れ

ど
の

果
な
の
だ
ろ
う
と

見

れ
な
が
ら
思

す
る

 

ど
な
く

に

る
メ
ン
バ

の

バ

の
横
に

つ
も
の
バ
フ
ア
イ
コ
ン
が

ん
だ

 

上
限
ア

プ

ア

プ
と
い
う
見
た
事
の
無
い
バ
フ
の
他
に
全
て
の
パ
ラ
メ

タ
属

性

性
状

異
常

性
ま
で
付
与
さ
れ

し
か
も

リ

ヴ

イ

ブ

自
動

生
魔
法
で
だ
け
見
ら
れ
る
天
使

の

ア
イ
コ
ン
が
三
つ
分

自
然
回
復

自
然
回
復

動
速

ア

プ

ク
リ
テ

カ

ル

ア

プ

ク
リ
テ

カ
ル

力
ア

プ
も
あ

た

 
そ
の
代
償
か
彼
の

は
残
り
一
ド

ト

は
全
損
し
て
お
り
更
に
反
転
し
た
よ
う
に
全
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て
の
パ
ラ
メ

タ
属
性

性
状

異
常

性
が
ダ
ウ
ン
し
多
く
の
状

異
常
が
付
与
さ
れ

て
い
た

ス
リ

プ

ス
リ

プ

弱

ダ
メ

ジ

加

回
復

恐
怖

ス
キ
ル

行
動
不
能
に
な
る
麻

と
バ
イ
ン
ド
状

以
外
の
状

異
常
を

け
て
い
る

で
全
損
は
し
な
い
が
見
た
と
こ
ろ
レ
ベ
ル

の
猛

の
よ
う
だ
し
実

ず

と
Ｈ
Ｐ
１
の
よ
う
な
も
の

あ
の

キ
リ
ト
く
ん

こ
れ
は

そ
こ
ま
で
の
バ
フ
を
一

に
掛
け
る
に
は
こ
れ
く
ら
い
の
代
償
が
必
要
な
ん
だ

他
に
も
パ

テ

か
ら
一
人
で
も

け
た
時
パ

テ

の

番
を
変
え
た
時
パ

テ

の

か
一

人
あ
る
い
は
術
者
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
時
に
全
て
の
バ
フ
が
解

さ
れ
る

件
も
あ
る

代
わ
り

に
そ
れ
ら
を

た
さ
な
い
限
り
自
動

生
以
外
の

果
時
間
は

だ

そ
れ

て

 
ユ
ウ
キ
が
目
を

く

自
分
も

く
息
を

た

 
彼
が

に
し
た

件

そ
れ
は
間
違
い
な
く

シ
ウ
ネ

達
を
意
識
し
た
も
の
だ

 
そ
の

だ
け
に
攻
略
ア
イ
テ
ム
を
集
め
そ
の

だ
け
に
術
者
の
負

の
大
き
い
魔
術
を
完
成

さ
せ
て
い
る

た
だ
作
る
だ
け
な
ら
い
い

だ
が
あ
そ
こ
ま
で

な
グ
ラ
フ

ク
と

ロ
で
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の
苦
労
を

え
れ
ば
絶

も
の
と

え
る

 
多
く
の
デ
バ
フ
を

け

中
で
は
ま
ず
見
な
い

死
状

の
彼
は
私
達
を
見
て

み
を
浮

か
べ
た

今

こ
そ

が
出
来
る
お
膳
立
て
は
こ
こ
ま
で
だ

成

を
祈

て
る

 
そ
う

て

彼
は
リ
ズ
ベ

ト
武

を
立
ち
去

た

  

を
歩
き
な
が
ら

え
る

時
た
ま

見
な
い
デ
バ
フ
と
状

異
常
の
数

を
見
て
異
様

な

線
を
感
じ
る
も
全
て
無

す
る

レ
ベ
ル

か

 

界

自
分
の
名
前
の
横
に
表
示
さ
れ
る

レ

ベ

ル

種

練

を
見
て
苦

す
る

 
先
程
ユ
ウ
キ
達
に
対
し
て
使

た

魔
術
ビ
フ
レ
ス
ト
・
エ
レ
メ
ン
ト
は
見
て
の

り
対

パ

テ

定
型
の
バ
フ
特
化
で
あ
り

代
償
と
し
て
数

の
デ
バ
フ
の
他

の

Ｍ
Ｐ
１
０
０

そ
し
て
フ
ル
パ

テ

の
場
合
は

経
験
値
１
０
０

を
喪

う
も
の

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
自

魔
法
は
自

に
よ
る
デ
ス

ナ
ル
テ

で
大

に
経
験
値
を
喪
う
と
さ
れ
て
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い
る
が
一
つ
一
つ
を

解
い
て
い
く
と
正
確
に
は

違
う

発
動
可
能

件
は
設
定
さ
れ

た
ス
キ
ル
値
と

で
あ
り

発
動
に
は
デ
ス

ナ
ル
テ

の
数

に

す
る
経
験
値
を
消

し
て
い
る

 

つ
ま
り
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

経
験
値
を
消

し
て
発
動
す
る
ス
キ
ル
が
存
在
し
て
い
る

 
レ
ベ
ル
ア

プ
に

大
な
経
験
値
を
要
す
る
特
徴
を
有
す
る
た
め

同
じ

で
も

と

は
価
値
が
大
き
く
違
う

そ
ん
な
も
の
を
大

に
使
う
か
ら
こ
そ
設
定
さ
れ
た
魔
法
は
絶
大
な

力
を
発

す
る

触

を
使

て
発
動
す
る
魔
法
の
よ
う
に
自

魔
法
は
経
験
値
を
使

て
発

動
す
る
の
だ

 
そ
れ
を
参

に
作

た

特
化
魔
術

人
数
が
増
え
る

に

け
る
デ
バ
フ
も
消

す
る
経

験
値
も

大
な
も
の
と
な
る
こ
れ
は
七
人
の
フ
ル
パ

テ

に
掛
け
る
事
で
最
大
の
リ
ス
ク

を
背
負
う
事
に
な
る

 
よ

て
自
分
は
初
期
レ
ベ
ル
に
ま
で

ち

ん
で
い
た

一
人
少
な
け
れ
ば

多
分

く
ら

い
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
と
思
う
が

 
ま

あ

の

二

人

ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
を

め
た
の
は
自
分
だ

め
た

時
は
ま
だ
魔
術
を
作

て
い
な

か

た
と
は
い
え
恨
み

を

に
す
る
つ
も
り
は
な
い
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し
ろ
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ゲ

ム

こ
れ
か
ら
も
プ
レ
イ
し

け
る
な
ら
自
ず
と
経
験
値
は
上
が

て
い
く

ス
キ
ル
値
が

ら
な
い
だ
け

と

え
る

 
む
し
ろ

現
状
目
を
向
け
る
べ
き
な
の
は
別
に
あ
る

レ
ベ
ル

で
ど
こ
ま
で
対
応
出
来
る
か

歌
姫
の
事
を
心

し
て
い
る
ク
ラ
ス
タ
達
の
行
動
は
常
識
で

え
る
べ
き
で
は
無
い

得
て

し
て
狂
信
や

信
を

い
て
い
る
手
合
い
の
行
動
は

予

不
可
能
な
も
の
だ
と
い
う
の
が
定

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
や
女
尊
男

へ
の
狂
信
者
を
目
に
し
て
い
る
自
分
は
そ
れ
を
よ
く

知

て
い
る

 
実

に
人
死
に
が
出
な
い
マ
ナ

レ
ス
行

な
ん
て

時
も
は
し
な
い

今
回
だ
け
と

て
く
れ
ば
い
い
方
で

あ
の
人
の

だ

な
ん
て

い
始
め
た
ら

期
と

え
る

 
は

と
息
を

く

 
シ
ウ
ネ

達
が
成

す
る
か

か

個
人
的
に
は
成

し
て
欲
し
い
が
こ
ち
ら
の
事
情
だ
け

で

え
れ
ば
ど
う
転

う
が
影

は
な
い

 

に

は
投

て
い
る

今
日
は
ハ

ド
な

仕

事

予
行
演

に
な
り
そ
う
だ
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空
を
振
り

ぐ

 

時
間

期
で
回

て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
天
候
は

心現
実
と
違

て
快
晴
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
自

魔
法
の
デ
ス

ナ
法

に
つ
い
て
原
作
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
事
を
い
い
こ
と
に
独
自
設

定
を
作
る
二

創
作
作
者
は
私
で
す

 

や

振
り
付
け

グ
ラ
フ

ク

こ
れ
ら
で
足
り
な
い
も
の
を
デ
バ
フ
と
い
う
リ

ス
ク
で
補
い

上

す
る
手

リ
ス
ク
が
あ
る
だ
け
強
力

と
い
う

な
が
ら
分
か
り

や
す
い
法

が
私
は
大

き
で
す

 
経
験
値
と
い
う
己
の
力
を
も
代
償
に
放
つ
の
は
も

と

き

悦
ス
マ
イ
ル

 
ビ
フ
レ
ス
ト
と
い
う
の
は
北
欧
神
話
に
出
て
来
る
虹
の

の
事

今
回
は
色
取
り
取
り
で
あ

る
様
を
表
す
べ
く

し
て
お
り
ま
す

実
は
千
年
の
⻩
昏
の
ヴ

ベ
ル
オ
ベ
イ
ロ
ン
の
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他
数
名
の
魔
法
使
い
キ

ラ
は
ビ
フ
レ
ス
ト
・
レ

ナ
ン
ス
と
い
う
全
六
属
性
の
魔
法
弾

攻
撃
を
使
え
ま
す

そ
こ
か
ら
発
想
を
得
て
き
ま
し
た

 

が
ダ
サ
い
の
は
哀
し
い
性

 
苦
肉
の
策
と
し
て

中
を

写
し
な
い
の
は

で
す

ネ 
そ
し
て
シ
ウ
ネ

達
に
感
化
さ
れ
て
自
己

み
の
代
償
を
払
い
バ
フ
を
送

た
キ
リ
ト

勢
い
と
見
た
だ
け
で
分
か
る
ア
イ
コ
ン
デ
バ
フ
で
バ
レ
に
く
い
よ
う
に
し
て
ま
す
が

こ
の
少

年

バ
フ
が
解

さ
れ
な
い
限
り
デ
バ
フ
も
解

さ
れ
な
い

と
い
う
重
要
な
事
実
を
伝
え
て

な
い
ん
で
す
よ
ね

 
し
か
も
代
償
で
レ
ベ
ル

そ
れ
に
加
え
て
オ
ワ
タ
式

つ
デ
バ
フ

り
と
い
う
状

で
更

に
実

で
現
場
仕
事
ま
で
こ
な
そ
う
と
し
て
い
る
事
実

取
り

え
ず
レ
ベ
ル

下
し
て
も
そ
こ

ま
で
打
ち
の
め
さ
れ
て
な
い

り
自
分
の
意
思
で
作
り
使

た
と
し
て
も
か
な
り

手手
れれ
なた

感
が

 
い
た
い
け気

な
子

を
立

な

に
し
た

作黒
者幕

は
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
ネ

 
ま

や

場
束
ク
ロ
エ
の
よ
う
な

間
が

る

り

と
無

感
も
あ
り

ま
す
が

天
災
が

間
の
主
人

強
い

約
束
さ
れ
た
勝

の

的
な
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話
は
変
わ

て
前

ラ
ン

点

 
や

り
話
を
取

て
で
も
協
力
す
る
た
め
の
話
し
合
い
は
必
要
だ
と
思
う
ん
で
す

仮

そ
れ
が
原
作
に
近
い
よ
う
な
事
で
あ

て
も
原
作
で
は
ア
ス
ナ

シ
ウ
ネ

達
の
ワ
ン
パ

テ

行
動
で
し
た
が

 
な
ま
じ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ル

ト
に
入

て
い
る
の
で
予
想
出
来
て
い
て
も
す
る
べ
き
だ
と
い
う
の

が
自
分
の
見
解

 

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

の
せ
い
で
月
夜
の
黒
猫

が
息
し
て
な
い
の
は
見

し
て
下
さ
い

下
 
で
も
ク
ラ
イ
ン
ニ
キ
の
人
情
と
人
間
味
は
も

と
出
し
て
い
き
た
い

ケ
イ
タ
達
が
出
る
隙
間

が
無
い
く
ら
い

 
サ
チ

 
キ
リ
ト
と
絡
む
べ
く
本
気
出
す
ん
じ

な
い
か
な

現
状
槍
使
い
最
強
で
あ
る

 

く
は

・本
・家

面
子
の

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

が
主

で
す
が

無

悲

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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と
こ
ろ
で

み
ん
な
レ
コ
ン
君
の
新

化

き
過
ぎ

ん

 
流

に
予
想
外
や

た
わ

え

 
ま

タ
イ

ホ
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
ま
た

ア

ンえ
ケる

と
し
て

く
は

に

を

写
し

て
い
き
ま
し

う
か

 
リ

フ

の
前
で
は
猫

り
レ
コ
ン
と
そ
れ
を
見

か
す
リ

フ

の
構

と
か

し
ま
す
ネ

化

 
そ
う
い
え
ば

ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン

の
と
あ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
と

リ
ヒ
タ

と
い
う
キ

ラ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も

る
発

あ
る
ん
で
す
よ
ね

 

原
作

 

二

 

故
だ
ろ
う

本
作
の
二
人
だ
と

に
撃
退
す
る
イ
メ

ジ
し
か

か
な
い
ん
じ

が

得
に
義
姉

 
ど
う
し
て
こ
う
な

た

自
業
自
得
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第
十
四
章
 

二
つ
の
戦
い

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
ラ
ン

点

 

点
は

め
ば
分
か
る

原

ゲ

ム
を
知

て
い
る
と
に
や
り
と
し
て
し
ま
う
か
も

最

ネ
タ
バ
レ
で
あ
る

 
文

数
は
約
一
万
三
千

 
原
作
に
も
あ
る
設
定
を
使

て

つ
か
独
自
設
定
を
ま
た
追
加
し
て
お
り
ま
す

そ
の
解
説

で
後
書
き
が
⻑
い
で
す
が

ど
う
か
ご
容
赦
を

 
で
は
ど
う
ぞ
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キ
リ
ト
が
立
ち
去

た
後
慌
た
だ
し
く
ボ
ス
戦
に
向
け
て
ア
イ
テ
ム
の

備
や
武

の

値
回
復
を
突

で
行
い

私
達
は
す
ぐ
に
ヴ

ク
リ
ン
デ
へ
と
向
か

た

 

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
に
は
攻
略

序
を
意

的
に

作
す
る

か
高

制
限
が
存
在
し
て
い
る

浮

原
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
場
合
ボ
ス
が

る
で
あ
ろ
う
空
中

の
他
に
あ
と
二

つ

ど

が
あ
る
浮

に

り

く
事
が
出
来
な
い

今
後
攻
略
を
し
て
い
け
ば

れ
解
放
さ

れ
る
だ
ろ
う

し
か
し
今
は
存
在
し
て
い
る

に

ギ
ミ

ク
を
解
く
必
要
が
あ

た

 
そ
の
ギ
ミ

ク
も
彼
か
ら

り

け
た
古
文
書
を

み
解
い
た
事
で
解

フ
ラ
グ
が
立
ち
浮

原
中

に

し
て
い
た
風
の
レ
リ

フ
を

ら
れ
た

に
風
の
魔
力

を

め

む
事
で

が

動
す
る

実

は

め

ん
だ
と
同
時
に

番

な
の
か
や
や
高
レ
ベ
ル
の

ワ
イ
バ

ン
四
体
に
襲
わ
れ
た
の
だ
が

こ
れ
は
ア

サ
リ
と
倒
せ
た

 
そ
う
し
て

く

か
ら
吹
き
上
が
る
風
で
中

に
浮
か
ぶ
空
中

に
突
入
出
来
た

 
下
か
ら
吹
き
上
が
る
風
に

る

で
先
に

ぶ

番
で
や
や

め
た
が
男
性

が
先
に

ぶ
事
で
事
な
き
を
得
た

ス
パ

ツ
を
履
い
て
い
る
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も
い
る
か
ら

女
性
に
は
あ
ま
り

し
く
な
い
仕
掛
け
と

え
る
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あ
と
絶

マ
シ
ン
が
苦
手
ら
し
い
シ
リ
カ
は
目
を
回
し
て
い
た

 
反
対
に
リ

フ

は
表
情
が

い
な
が
ら
目
を

か
せ
て
い
た
が

流

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
全

に

け
る

ス
ピ

ド
ホ
リ

ク

最
速
プ
レ
イ

と

わ
れ
る
だ
け
あ
る

さ
て

じ

あ

め
て
隊
列
を
編
成
し
よ

か

 
そ
う
し
て
上
に
上
が
り

中

へ
突
入
し
た
と
こ
ろ
で
ア
ス
ナ
が
そ
う

た

編
成

 
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
で
は

 
思
わ
ず

を

る

彼
か
ら

的
な
意
味
で
も

格
外
な
バ
フ
を
大

に
掛
け
て
も
ら

い
大

な
パ
ワ

ア

プ
を
得
て
い
る
自
分
達
は
編
成
し
て
も
ら
う

ど
消

し
て
い
な
い

能
力
的
な
事
が
原
因
で
や
や
前
に
出
て
い
る
事
が
多
い
気
も
す
る
が
そ
れ
く
ら
い
だ

 
し
か
し
彼
女
は
甘
い
よ

 
と
可
愛
ら
し
く

て
来
た

シ
ウ
ネ

さ
ん
達
は
失

出
来
な
い
ん
だ
よ

 
こ
の
一
回
で
成

さ
せ
な
い
と

三
刃
騎

士

に
先
を
取
ら
れ
ち

う
よ

 
そ
の

に
は
ボ
ス
戦
ま
で
ど
れ
く
ら
い
体
力
を

存
出

来
る
か
が
大
切
な
ん
だ
か
ら

 
だ
か
ら
あ
な
た
達
は

く
下
が

て

存
ね
と
有
無
を

わ
せ
ず
隊
列
を
組
み
変
え
始
め
る

ア
ス
ナ

な
ん
だ
か
自
分
達
よ
り
も
気
合
が
入

て
い
る
の
は
気
の
せ
い
か

が
彼
女
を

き
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付
け
た
の
だ
ろ
う

 
と
は

え
実

備
や
ア
イ
テ
ム
の
事
を

慮
す
れ
ば

存
す
る
の
は
む
し
ろ
助
か
る
話
で

シ
ウ
ネ

さ
ん
達
も
反
対
し
な
い
よ
う
で

意
に
甘
え
る
事
に
し
た

 
少
し
進
ん
だ
と
こ
ろ
で

と
Ｍ
ｏ
ｂ
と
遭
遇
し
て
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
ボ
ス
が

る
ダ
ン

ジ

ン
な
だ
け
あ

て
レ
ベ
ル
が
高
い
事
を
思
い
知
る

し
か
し
七
十
六
層
に

達
し
た
ば
か
り

の

の

し
さ
と
苦
し
さ
を
覚
え
て
い
る
身
と
し
て
は
ア
レ

ど
で
は
な
い
と
思
え
て
し
ま
う

で

Ｓ
Ａ
Ｏ
攻
略
組
は
同
じ
な
の
か
的
確
に
そ
れ
ら
に
対

し
て
い
く

 

そ
う
し
て
安
定
し
て

を
倒
し

に
許
さ
れ
た

報

件

ピ
ク
シ

達
の

内
で
進
む
こ
と
お
よ
そ
一
時
間
後

 
私
達
は
マ

プ
で
最

に

す
る
部

が
あ
る
回
廊
ま
で

り

い
た

 
し
か
し
そ
こ
に
は

三

刃

騎

士

交
錯
す
る
二
本
の
剣
と
槍
の
ギ
ル
ド
タ
グ
を

べ
て
い
る
二
十
人
程

の
妖
精
達
が
い
た

間
に
合
わ
な
か

た

 
そ
れ
を
見
て

ジ

ン
が
悔
し

に

を
歪
ま
せ
た

 
し
か
し
私
は

を
振
る

い
え
エ
リ
ア
ボ
ス
に

む
レ
イ
ド
に
し
て
は
人
数
が
少
な
い
で
す

ア
レ
は
先
約
と
し



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

て
の
先

隊
で
し

う

先
約
と
い
う
の
は

番

ち
が

こ
り
得
る
ク
エ
ス
ト
や
ボ
ス
戦
に

い
て
他
の
プ
レ
イ

を

せ
ん

し
自
分
達
が

属
す
る
ギ
ル
ド
パ

テ

な
ど
の
集
合
を

ち

む

と
い
う
マ
ナ

レ
ス
行

に

す
る
プ
レ
イ
を
意
味
す
る

数
が

分
な
の
は
後
か
ら
も
う

分
来
る
の
か

そ
れ
と
も
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
戦
勝
祈
願
と
し
て
い
る
者
達
が
フ
ル
レ
イ
ド
メ
ン

バ

で
後
か
ら
交
代
す
る
の
か
の
ど
ち
ら
か
だ

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
そ
ん
な
事
情
な
ど
知

た
事
で
は
無
い

て
い
る
な
ら
ま
だ
し
も
集
合

ち
な
ら

て
も
ら
う
ま
で
だ

 
そ
う
決
断
し

足
を
止
め
た

間
を
追
い
越
し
て
先

を
歩
く

彼
ら
に
近
づ
く
と

リ

ダ

ら
し
き

手

を

い
だ
ノ

ム
が
出
て
き
た

三
刃
騎
士

に
属
し
て
い
る
だ
け
あ

り

備
の

は
か
な
り
高
い

あ
ん
た
達
も
エ
リ
ア
ボ
ス
に

む
つ
も
り
か
な

で
も
悪
い
ね
こ
こ
は
今

行
止
め
な
ん
だ

行
止
め

と
も
す
る
と
そ
れ
は
人
数
が

て
い
な
い
か
ら

て
い
る
の
で
す
か

あ
あ

そ
う
さ
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や

り
で
す
か

で
す
が
私
達
は
数
こ
そ
フ
ル
レ
イ
ド
に
足
り
ま
せ
ん
が
そ
れ
で
も

ボ
ス
に

む
つ
も
り
で

備
し
て
来
た
ん
で
す

そ
こ
を
ど
い
て
く
だ
さ
い

上
か
ら
の
指
示
だ
か
ら

達
に
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
よ

抗
議
な
ら

の
ギ
ル
ド
本
部

ま
で
行

て
し
て
く
れ
な
い
か

そ

そ
ん
な
と
こ
ま
で
行

て
た
ら

そ
れ
こ
そ
一
時
間
掛
か
る

 
テ

チ
の
声
を

い
た
か
ら
か

一

リ

ダ

の
後
ろ
に
い
る

中
が

た

 

思
わ
ず

を

め
て
し
ま
う

 
こ
う
や

て
特
定
の
場

を

ぎ

場
や
ク
エ
ス
ト
を
独

す
る
プ
レ
イ

は
今
ま
で

も
見
て
来
た
が
そ
れ
は
全
て

観
者

裁
者
と
し
て
だ

た

怒
り
や
苛
立
ち
を
覚
え
る

プ
レ
イ

を

め
る
事
に
苦
労
し
た
覚
え
が
あ
る
が

な
る

ど

彼
ら
の
気
持
ち
を
今
は

い

ど
理
解
出
来
る

そ
う
で
す
か

で
は

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
ね

 
し
か
し

こ
ち
ら
は
シ
ウ
ネ

達
の
命
も

間

的
で
は
あ
る
が

け
た
真
剣
勝
負

 
彼
ら
の
プ
レ
イ
ン
グ
を

定
す
る
つ
も
り
は
な
い

し
か
し
こ
ち
ら
と
て
こ
こ
で
引
く

に

は
い
か
な
い
の
だ
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お
い

ま
さ
か

 

か
に
気
付
い
た
ら
し
い
ノ

ム
の
リ

ダ

は
こ
ち
ら
を
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
表
情
で

見
て
き
た

 
彼
の
話
を

い
て
か
ら

ボ
ス
部

に
来
る
ま
で
の
間
に
話
し
合

て
い
た

も
し

先
約

を
さ
れ
て
い
た
ら
ど
う
す
る
か

え
は

然

ら
す
の
一

彼
女
ら
の
覚
悟
は
そ
れ

ど
に

か

た

こ
れ
か
ら
悪
名
を

か
せ
る
事
に
な
る
自
分
達
の
覚
悟
も

ま
た

セ

 
気
合
一
閃

 
あ
ち
ら
が
戦
闘

勢
を
取
る
前
に

デ
フ

ル
ト
な
が
ら
神
速
に

し
い
速
さ
の

突
を

発

い
剣

は

い

ま
れ
る
よ
う
に
ノ

ム
の
体
を

き

ち
思
い
の

か
あ

さ
り
と

彼
を

⻩

色

の

リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
へ
と
変
え
た

お
前

不
意
打
ち
は

だ
ろ

は
ど

ち
か
な

 
邪
魔
し
な
い
で
よ

 
明
ら
か
な

対
行
動
に

す
る
先

隊

し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

中
最
速
の
反
応
速

を
持
つ
少
年
と

抗
す
る

妹少
女
が

彼
ら
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た
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サ
ラ
マ
ン
ダ

ノ

ム
と
い

た
前
衛

向
き
の
種

シ
ル
フ
イ
ン
プ
な
ど
の
バ
ラ
ン

ス
種

の
プ
レ
イ

が
様

な
武
器
を
手
に
彼
女
へ
襲
い
掛
か
る

剣

槍

そ

れ
ら
全
て
の
攻
撃
を
ユ
ウ
キ
は

面
を

い
て

道
を
反
ら
し

一

の
と
こ
ろ
で

し
て

い
く

 

り
寄
る
数
人
の
攻
撃
を
い
な
し

い
た
時

彼
女
は
そ
の
場
か
ら
一
歩
も
動
い
て
い
な

か

た

 

あ
の
動
き
は

自
分
と
彼
女
の
師

に

す
る
人
物
を
真
似
た
も
の

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
て
以
来
自
分
達
は
リ
ア
ル
で
護
身
の
た
め
と
桐

谷
直
葉
に
武
道
を

師
事
し
て
い
た

た
だ
の
護
身
術
で
な
い
の
は
剣
術
の
師
事
を

ん
で
い
る
た
め

 
理
論
と
理

で

し
て
い
く
き
ら
い
の
あ
る
自
分
は
ま
だ
だ
が
感
覚
で
こ
な
し
て
い
く
天

才

の
彼
女
は
直
葉
の
技
術
を

と

収
し
て
い

て
い
る

そ
れ
が
今
の
い
な
し
方
に
現
れ

て
い
た

 
攻
撃
を
完

に
い
な
さ
れ
あ
男
達
の

は

に

ま

て
い
る

ウ
オ
リ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
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そ
こ
に
突

す
る
二
つ
の
影

一
つ
は
刀
を
手
に

を
た
な
び
か
せ
る
紅
き

も
う
一
つ

は
金

を
な
び
か
せ
影
の
よ
う
に
直

る

の
妖
精

ク
ラ
イ
ン
と
リ

フ

の
二
人
だ

た 
ク
ラ
イ
ン
は
隙
だ
ら
け
の
男
達
を

快
に
斬
り
付
け

発
で
吹

ば
し
て
い
く

か
な
り

の
ダ
メ

ジ
だ
が
同
種

の
プ
レ
イ

は

性
に
よ

て
か
ギ
リ
ギ
リ
生
き

び
て
い
た

 
対
し
て
リ

フ

は
自
分
の
実
力
だ
け
で
体
勢
を

し
た
者
達
の
斬
り
裂
く

う

の
構

に
よ

て
は

に

き

め
な
い
時
も
あ

た
が

ど
は

を
一
撃
で

ば
し
倒
し
切

れ
て
い
な
く
て
も
返
す
刃
で
命
を

り
取

て
い
る

で

が
一

斬
り
付
け
る
間
に
彼
女
は

二

三

と
速

を
上

て
い
く

お

お
い

メ魔
イ術
ジ師

隊

く

護
を

 
こ
の
レ
イ
ド
の

リ

ダ

的
な
立
ち

に
あ
る
ら
し
い
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
⻘
年
が
指
示
を

出
し
た

手
剣
を
構
え
て
い
る
が
声
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に

え
を
見
せ
て
い
る

良
い
意

味
で
も
悪
い
意
味
で
も
有
名
な
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
メ
ン
バ

そ
れ
も
最
前
線
を
戦

て
い
た
プ
レ

イ

が

手
な
の
だ
か
ら

そ
う
も
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
あ
る
い
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
上

と
認
め
ら
た
も
同
然
の
ギ
ル
ド
加
入
で
プ
ラ
イ
ド
を
持

て
い
た
と
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こ
ろ
で

ア

サ
リ
と
そ
れ
を

さ
れ
た
か
ら
か

 
こ
ち
ら
も
あ
ち
ら
も

同
数
の
人
数
だ

た

そ
こ
で
勝

を
分
け
た
の
は
こ
ち
ら
が

近
戦
に
強
い

最
初
に

離
を

め
て
い
た
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が
あ

た
か
ら
で
あ
り
あ
ち

ら
が
動
揺
か
ら
立
ち
直
る
の
が

か

た
か
ら
で
も
あ
る

 
し
か
し
自
分
達
が
現
れ
た
時
点
で
後
方
に
下
が

た
魔
術
師
隊
は
流

に
壊
滅
に
追
い
や
れ
な

い
で
い
た

あ
い
つ
ら
は
私
に

せ
な
さ
い

一
人
た
り
と
も

し
ま
せ
ん

 
キ
リ
カ

行
き
ま
す
よ

ん
 
そ
の
声
が
す
る
と
同
時
に
慌
て
な
が
ら
も

を
始
め
た

の
魔
術
師
が

と
フ

ン
ブ

ル
を

こ
す

シ
ノ
ン
が

か
ら

へ
と

を
引
い
て
自
動

さ
れ
た

を
ユ
イ
と
キ
リ
カ

の

姉
弟
二
人
が
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
か
ら

色
の
光

を
放
ち
離
れ
た
魔
術
師
達
に

て
い

た
か
ら
だ

 
戦
場
に
雨
が

り
始
め
た

ク

が
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開
幕
一
分
と
経
た
ず
二
十
人
あ
ま
り
の
三
刃
騎
士

の
レ
イ
ド
は
残
り
一
人
へ
と

て
い
た

を
真

に
し
な
が
ら
男
が
突

ん
で
く
る

 
そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
に

こ
ち
ら
も
剣
を
突
き
出
す
構
え
を
取
り

 

水
色
が
横
を
過
ぎ

た

 
前
に
突
出
し
た
の
は
水
妖
精
の
後
衛
術
師
シ
ウ
ネ

だ

た

彼
女
は
⻑

の
持
ち

で
最

後
に
残

た
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
男
の
剣
を

け
止
め
る

 
そ
れ
を
見
て

い
た
の
は
む
し
ろ
こ
ち
ら

自
分
と
ユ
ウ
キ
は
最
初
こ
そ
前
に
出
た
が
以

は
後
ろ
に
下
が

て
い
て
シ
ウ
ネ

達
と
同
様

存
す
る
構
え
を
取

て
い
た

最
初
に
出

た
の
は
彼
ら
と

対
す
る
直

的
な
理
由
に
ア
ス
ナ
達
が

わ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
一
種

の
ケ
ジ
メ
の
よ
う
な
も
の
だ

た
が

 
そ
こ
ま
で
思

し

気
付
く

 
前
に
突
出
し
た
理
由
が
ケ
ジ
メ
だ

た
な
ら

力
を

し
て
も
ら

て
い
る
状
況
を
心
苦
し
く

思

て
い
た
彼
女
が
せ
め
て
け
じ
め
を
と
自
ら
前
に
出
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
方
だ
ろ
う

な
ま
じ
ど
う
に
か
出
来
る
実
力
を
持
つ
か
ら

の
事
心
苦
し
い

だ

ク

な
ん
で

魔
導
士

は
ウ
ン
デ

ネ
の
後
衛
ビ
ル
ド
の

だ
ろ

 
な
ん
で
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し
切
れ
ね

ん
だ
よ

 

り
合
い
な
が
ら
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
生
き
残
り
が
怒
鳴
る

理
由
と
し
て
は
明
ら
か
に
少
年

が
残
し
た
お
節

な

で
バ
フ
ア
イ
コ
ン
と
し
て
も
克
明
に
表
示
さ
れ
て
い
る

だ
が
気
が

動
転
し
過
ぎ
て

静
に
そ
れ
ら
を
把
握
出
来
て
い
な
い
ら
し
い

 
そ
の
怒

を
真

向
に

け
た
シ
ウ
ネ

は

す
み
ま
せ
ん

 
一

く

罪
を

に
し

私
達
は

引
け
な
い
ん
で
す

 
ご
め
ん
な
さ
い
と

そ
う
結
ぶ
と
同
時
彼
女
は

り
合
い
な
が
ら
も
⻑

の
下
の
先

を

に
突
き

同
時

突
い
た
地
点
か
ら

め
前
方
へ
と
蒼
白
い
氷

が

く
生
え
た

 
⻘
年
は
無

作
に

か
れ

に
浮
く

ワ
ン
ア
ク
シ

ン
で
発
動
す
る
自
衛
タ
イ
プ
な
の
か

力
は

い
よ
う
だ

そ
の
代
わ
り

応
性
と
撃
退
性
は
高
い

⻘
年
も

が

き
た
か
分
か

て
い
な
い
ら
し
く

イ
ン
ア
ブ

バ
に
よ
る
不
快
な
衝
撃
の
発
生
源
で
あ
る

部
へ
と

線

を
下
ろ
す

 

間

今

は

く
二

が
突
か
れ

二
本
の
氷

が
天
を

か
ん
と

を
現
す
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弱
点
属
性
で
あ
る
氷
に

か
れ

サ
ラ
マ
ン
ダ

は
絶
命

 

が

な
く
な

た
回
廊
に
は
彼
ら
だ

た
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
そ
こ
か
し
こ
に

ら
ば

て

い
た
が
少
し

て
ば
そ
れ
ら
は

と
消
え
去

た

も
し

間
が

生
ア
イ
テ
ム
や
魔
法
を

リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
に
使
え
ば
そ
こ
か
ら
体
が
再
構
成
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

て
い
る
が

し
か

な
い
現
状
で
は
意
味
が
無
い
の
で
六
百

の

生

予
時
間
を
キ

ン
セ
ル
し
セ

ブ
し

て
い
る
リ
ス
ポ

ン
地
点
へ
と

た
の
だ

 
そ
し
て
戦
勝
祈
願
と
し
て
ラ
イ
ブ
に

い
て
い
る
本
隊
に
報

し

程
な
く
彼
ら
は

へ

て
来
る
だ
ろ
う

じ

あ

こ
こ
は
私
達
に

せ
て

 
そ
れ
を

止
す
る

に
ア
ス
ナ
達
は
殿
を

う
手

に
な

て
い
る

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
あ
れ
ば
ボ
ス
部

前
に
殿
を

く
必
要
は
な
か

た

 
し
か
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ボ
ス
部

に
は
コ
モ
ン
エ
リ
ア
と
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
の
二
種

存
在
し

て
い
る

前
者
は
別
パ

テ

が
入

て
い
る
間
は
進
入
不
可
に
な
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
七
十
五
層
以
上

の
タ
イ
プ
後
者
は
パ

テ

に
別

に

意
さ
れ
る
タ
イ
プ
で
ボ
ス
に

し
て
は
多
く

が
前
者
を

さ
れ
て
い
る
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対
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
本

や
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
ボ
ス
に

し
て
は
イ
ン
ス
タ

ン
ス
タ
イ
プ
に
さ
れ
て
い
る

 
こ
の
情
報
は
運

が

知
し
た
も
の
な
の
で
間
違
い
よ
う
が
無
い

し

か
り
明

し
て
お

か
な
い
と
ク
レ

ム
が
面
倒
な
事
に
な
る
か
ら
か

別
の
パ

テ

が
先
に
ボ
ス
と
戦

て

い
て
も
後

の
パ

テ

が
先
に
ボ
ス
を
倒
せ
ば
初
回

の
記
録
は
そ
ち
ら
に
な
る
と

し

か
り

意
書
き
ま
で
さ
れ
て
い
た

残
念
な
が
ら
自
分
達
が

て
い
る
企

は
運

と
は

無

名
前
の
参

も
運

の

開
情
報
を

に
す
る
だ
け

な
の
で
名
前
が
載
る

件
が

時
点
で
の
生
き
残
り
か
ボ
ス
部

に
入

た
時
点
で
の
メ
ン
バ

か
が
ハ

キ
リ
し
て
お
ら
ず

特
に
後
者
を

し
て
七
人
だ
け
で

む
事
に
な

た

 
三
刃
騎
士

の
先

隊
を
交

決
裂
と
同
時
に
問

無

で

た
の
も
苦
し

れ
に

ボ
ス
部

に
入
ら
れ
る
の
を

止
す
る

そ
し
て
万
が
一
負
け
た
時
サ

チ

な
ど
で
ボ
ス

戦
の
状
況
を

み
見
ら
れ
て
し
ま
う
事

を

ぐ

と
い
う
意

が
あ

て
の
事

 

後

の
部
隊
と
合
流
し
た
後
そ
の
ま
ま
ボ
ス
部

に
入

て
自
分
達
よ
り
先
に
ボ
ス
を

倒
す
可
能
性
を

慮
し
て

最
初
か
ら

滅
す
る

も
り
だ

た
の
は
内
緒
だ

 
最

限
一

は
交

す
る
パ
フ

マ
ン
ス
も
対
外

衝
で
は
必
要
な
の
で
あ
る

万
が
一
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に
も

け
入
れ
ら
れ
る

な
か

た
の
で
決
裂
前

で
備
え
て
お
き
実

に
決
裂
し
た

滅
す
る

そ
う
す
る
事
で
非
常
識
者
の

り
は
最

限

れ
る

マ
ナ

レ
ス
行

に
変
わ

り
は
な
い
が
人
数
が

て
い
な
い
の
に
先
約
と
し
て
後

を

た
せ
る
行
い
の
方
が

判
さ
れ
や
す
い
の
だ

匿
名
性
故
に

上
し
や
す
い
ネ

ト
で
今
回
の
愚

を

え
る
も
の
で
は

な
い

 

だ
か
ら
こ
そ

シ
ウ
ネ

達
は
後
ろ
め
た
い
思
い
を

え
る

 
自
分
達
が
ボ
ス
と
戦

て
い
る
間
ア
ス
ナ
達
は
後
か
ら
や

て
来
た
三
刃
騎
士

の
前

に
立
ち

が
る
事
に
な
る

そ
れ
は
つ
ま
り
さ

き
の
三
刃
騎
士

メ
ン
バ

と
自
分
達

の
立
場
が
逆
に
な

た

で

応
の

判
を

け
る
の
は
想
像
に

く
な
い

な
ま
じ
歌
姫

の
絶
大
な
人
気
を

慮
す
れ
ば
こ
ち
ら
の
立
場
が
危
ぶ
ま
れ
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
全

が
こ
の
作
戦
に

て
い
る
の
だ

 
万
が
一
に
も
失

は
許
さ
れ
な
い

シ
ウ
ネ

達
と
し
て
も
自
分
達
の
苦
労
と
い
う
意
味
で

も 

か
ら
一
定
の

離
を
取

た
ア
ス
ナ
達
は

こ
ち
ら
に
手
を
振

た
り

を
握

た
り

声

を
送
る
な
ど

個

の
人

が

間
見
え
る
形
で
エ

ル
を
向
け
て
く
れ
る
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そ
ん
な
中

色
の
小
妖
精

に
な

た
ス
ト
レ
ア
が

ん
で
き
た

ユ
イ
と
キ
リ
カ
は
殿
に

く
か
ら
さ

今
回
は
ア
タ
シ
が

権
限
持
ち
ピ
ク
シ

と
し
て
の

性
能
を
最
大
に
発

し
て
ラ
ン
達
を

護
す
る
よ

そ
れ
は
あ
り
が
た
い
の
で
す
が

い
い
の
で
し

う
か

そ
れ
は

 
シ
ス
テ
ム
権
限
的
に

か
い
事
は
気
に
し
な
い

 
出
来
る
事
は

で
も
や

と
か
な
い
と
後
悔
し
て
か
ら
じ

い
ん
だ
か
ら

そ

そ
う
で
す
か

 
シ
ス
テ
ム
的
に
大

な
の
か
と
思

て
問
い
掛
け
た
の
だ
が
彼
女
は
モ
ラ
ル
的
な
意
味
合

い
で
取

た
よ
う
で

ズ
レ
た
返

を
し
て
き
た

と
は

え
彼
女
ら
は

Ｍ
ｏ
ｂ
や
ボ
ス

の
攻
撃
予

を
し
て
く
れ
る
た
め
失

が
許
さ
れ
な
い
今
回
の
戦
い
に

い
て
大
い
に
頼
り
に

な
る
存
在
と

え
る

 
や
や
ぎ
こ
ち
な
く
は
あ
る
が
彼
女
を

け
容
れ

に

せ
る

今
回
の
戦
い
で
は
自
分
が

指

を

る
の
で

的
に
戦
場
を
見

せ
る
中
衛

後
衛
の
術
師
と
し
て
立
ち
回
る
つ
も
り

だ

た
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剣
を
ス
ト
レ

ジ
に
仕
舞
い

変
わ
り
に

世古
界代
樹

の武
器
を
手
に
取
る

 

な
ら
こ
こ
で
バ
フ
を
掛
け
直
す
の
だ
が
今
は
キ
リ
ト
が

け
た

件
付
き
の

バ
フ

が
あ
る
た
め

を

存
す
る

魔
法
と

Ｏ
Ｓ
Ｓ

魔
術
と
い
う
違
い
こ
そ
あ
れ
バ
フ
内
容
は
同
じ
だ
か
ら

重
ね
掛
け
し
て
も
意
味
が
無
い
の
だ

し
か
も
ど
う
も

果
も
彼
の
バ
フ
の
方
が
高
い
ら
し
い

 
そ
う
し
て
ア
ス
ナ
達
の
応

を
背
中
に

け
な
が
ら

私
達
は
ボ
ス
部

の

に
手
を

て

る

ご
ご
ご

と
重
い

を
立
て
て
分

い

の

は
上
に
開
い
た

 

強

な
空
気
の
流
れ
が
生
じ
る

 
開
い
た
ボ
ス
部

の
入
り

に

い

ま
れ
て
い
る
の
だ

不
意
打
ち
気
味
の
ギ
ミ

ク
だ

が
ボ
ス
部

の

を
開
け
た
ら
転

さ
せ
ら
れ
る
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
本

や
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
エ
ス
ト
で

も
存
在
し
た
た
め

き
は
な
い

行
き
ま
し

う

気
合
入
れ
て
行
く
よ

 
自
分
に

き

ユ
ウ
キ
が
声
を
上

る

シ
ウ
ネ

達
が
お

 
と
応
じ
る

 
直
後

私
達
は
光
に

ま
れ
た
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み
ん
な

 

し
ん
で
る

 
明
る
い
少
女
の
声
が

き

た

 
そ
れ
に
応
じ
て

く

お

 
と

重
に
も
重
な

た
人

の
声

い
い
わ
よ

そ
の

子

 
ハ

ラ
シ

ハ
ラ
シ

 
躍
動
的
で
ポ

プ
な

と
共
に
一
人
の
少
女
が
舞

で

る

銀

が

り

光
が
舞
い

る

歌
姫

と
称
さ
れ
る

プ

カ
妖
精
の
少
女
セ
ブ
ン
が
ゲ
リ
ラ
開

し
た
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
だ

 
突
発
的
な
開

に
も

わ
ら
ず

会
場
に
は
数
百
に
上
る
プ
レ
イ

が

し
か
け
て
い
た

そ
こ
ら
中
に
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
を
初
め
と
し
た
ネ

ト
サ
イ
ト
の
カ
メ
ラ
が
回

て
い
る
事

か
ら
実

の

者
は
数
千
と
も
す
れ
ば
万
に
達
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

今
や
彼
女
は

ネ

ト
ア
イ
ド
ル

す
な
わ
ち
世
界
的
に
ど
こ
で
も

可
能
で
あ
る
意
味
現
実
よ
り
も

身
近
な
存
在
な
の
だ
か
ら

 

そ
の
認
識
が

私
の
心
に
影
を

と
す

 
か
つ
て
私
が
求
め
て
い
た
道

デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
た
事
で

さ
れ
た
だ
求
め
る
心

だ
け
が
浮
か
ん
だ
ま
ま
の
そ
れ
を
彼
女
は
天
才

学
者
と
い
う
立
場
も
あ
り
な
が
ら
見
事
に
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こ
な
し
て
し
ま

て
い
る

自
分
に
は
分
か
ら
な
い
苦
労
も
多
い
だ
ろ
う

そ
れ
で
も
し

か
り

出
来
て
い
る
の
だ

あ
ん
な
二
足
の

自
分
で
は

履
き
切
れ
な
い

 
あ
の
才
能
に

を
覚
え
る

 
同
時

あ
の

が

ま
し
い

 
こ
の
突
発
的
な
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ
は

さ
れ
て
い
た
も
の
で
な
い
事
を
知

て
い
る

こ

れ
は

の
人
間
が
彼
女
に
求
め
て
実
現
し
た
ラ
イ
ブ

彼
女
は
す
る
つ
も
り
で
は
な
か

た

が
浮

原
の
ボ
ス
攻
略
を
間
近
に
し
て
い
る
三
刃
騎
士

の

達
は
戦
国
時
代
の

武

信
⻑
が
戦
の

に
行

て
い
た
戦
勝
祈
願
の
如
く
彼
女
に
歌
を
求
め
た

バ
フ

な
ん
て
な
い

し
か
し

確
か
に

フ

ン

ク
ラ
ス
タ
達
に
と

て
は
意
味
の
あ
る
歌
を

 
彼
ら
は
セ
ブ
ン
の

に

出
来
れ
ば

た
さ
れ
る

近
く
に
在
り
た
い
と
は
思
う
見
て
欲

し
い
と
は
思
う

し
か
し
そ
れ
以
上
に

さ
を
残
す
少
女
の

に

け
る
事
が
彼
ら
の
誇
り

で
あ
り

原
動
力
な
の
だ

 
そ
れ

ど
ま
で
に
人
を
夢
中
に
さ
せ
る
魅
力
は
ア
イ
ド
ル
と
し
て
最
高
の
力
と

え
る

得
た

く
と
も
得
ら
れ
な
い
天
性
の

持
つ
べ
く
し
て
持

て
き
た
も
の

 

け
れ
ど

そ
れ
は
彼
女
を

め
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
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天
才

学
者
と
い
う
高
い

と
ど
こ
か
高
嶺
の
花
を
思
わ
せ
る
立
場
そ
れ
に
対
し
と
て
も

身
近
な

に
い
る
と

・錯
・覚

す
る
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の

出
し
行
動
が
ま
る
で
そ
れ
だ
け
彼

女
の
能
力
が
高
い
を
想
わ
せ
て

無
理
を
強
い
て
い
る
の
で
は
と
思

て
し
ま
う

 

こ
れ
は
た
だ
自
分
の
勝
手
な

想
で
あ
り
あ
る
意
味
で
は
理
想
の

し
付
け
だ

醜

い
エ
ゴ
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
彼
女
は

か
つ
て
生
き
別
れ
し
た

私
の

オ

ス

わ
 
突
然
真
横
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
同
時
に

も

ま
れ
た

び

く

と
思
わ
ず
大
き
く

を

わ
せ

離
を
取
る

 

線
の
先
に
は
フ

ド
を
目
深
に

り

そ
れ
に
反
し
へ
そ
や

回
り
を
晒
す
と
い
う
や

や

な
フ

シ

ン
を
し
た

み
が
い
た

彼
女
は

を
釣
り
上

な
ら

に
ま

と
オ
ノ
マ
ト

を
付
け
ら
れ
て
い
そ
う
な

み
を
浮
か
べ
て
い
た

に

は
は

 
や

変
わ
ら
ず
レ
イ
ン

ち
の

き
ぶ
り
は
イ
イ
ネ

か
し

が
あ
る

て
モ
ン
だ
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も
う

ア
ル
ゴ
さ
ん

か
さ
な
い
で
下
さ
い

そ
れ
は
無
理
な

文
だ
ナ

リ
ア
ル
と

情こ
報

ち
の

務
を

し
て
る
オ
ネ

サ
ン
に
は

心
の

い
と
い
う
も
の
が
不
足
気
味
な
ん
だ

だ
か
ら
こ
こ
は
一
つ
リ
ア
ク
シ

ン
が
と
て
も

初

し
い
レ
イ
ン

ち
を
だ
ネ

そ
の

に
ド
キ
ド
キ
さ
せ
ら
れ
る
こ

ち
の
身
に
も
な

て
く
だ
さ
い
よ

 
は

と
息
を

い
て

を

と
す

 

ん
な
事
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

見
知
り
の

に

と

て
も
と
あ
る
少
年
を

し
て
だ
が

な

た
彼
女
は
こ
ち
ら
の
反
応
が

程
ツ
ボ
な
の
か
隙
あ
ら
ば
ハ
イ
デ

ン
グ
で

離

を

め
真
横
や
背
後
か
ら
声
を
掛
け
て
来
る

そ
れ
を
面
白
が

て

紺
色
の
少
女
剣
士
や
大

剣
使
い
が
真
似
す
る
時
も
あ

た

 

さ
れ
て
も

れ
る
兆
候
が
無
い
か
ら

深
み
に

て
い
る
気
が
し
な
く
も
無
い

 

息
を

く
と

せ
が

る

と

て
来
る
女
性
を

く

む

予
想

り
と

わ
ん

ば
か
り
の
に
ん
ま
り
と
し
た

み
が
地
味
に

立
つ

そ

い
え
ば

レ
イ
ン

ち

マ
ジ
で

三
刃
騎
士

に
加
入
し
た
ん
だ
ナ

 

と
思
い
出
し
た
よ
う
に
こ
ち
ら
の

上

そ
こ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ゲ

ジ
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横
の
マ

ク
に
つ
い
て

し
て
き
た

自
分
の

界

に
あ
る
ゲ

ジ
横
に
も
ギ
ル
ド
マ

ク

が
付
与
さ
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
一
番
有
名
と

て
も
過

で
は
無
い

三
刃
騎
士

の

章

 
別
に
コ
ア
な
フ

ン
と
い
う

で
は
無
い

歌
は

き
だ
が
ク
ラ
ス
タ
の
よ
う
に
騒
ぐ
レ
ベ

ル
に
達
し
て
い
な
い
の
で

入
り
た
く
て
も
入
れ
な
い
人
か
ら
す
れ
ば

怒
も
の
だ
ろ
う

 
私
が
三
刃
騎
士

に
入

た
理
由
は
た
だ
一
つ

あ

の

子

歌
姫
セ
ブ
ン
に
少
し
で
も
近
付
く
た
め

に
過
ぎ
な
い

い
た
話
じ

Ａ
Ｌ
Ｏ
上

す
ら

と
さ
れ
る
く
ら
い

し
い
入

験
な
ん
ダ
ロ

 

よ
く

た
ナ

ま

そ
こ
は

あ
の
世
界
で
の
経
験
の

物
と

い
ま
す
か

 

分
く
ら
い
声
を
大
き
く
出
来
な
い
手

を

じ
た
の
で
お

を

し
て
お
く

実

そ
の

手

も

の
実
力
が
あ

て
初
め
て

力
を
発

し
た
よ
う
な
も
の

こ
の

け

え
も
間
違
い

で
は
な
か

た

で
も

な
の
に
こ
ん
な
ト
コ
に

て
い
い
の
カ

そ
れ
は
ご
心
配
な
く

今
日
は

非
番
だ

た
か
ら
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遊
び
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

非
番

な
ん
て

き
た
く
な
か

た

あ
は
は

は

 
二
人
し
て

を

と
す

 
あ
る
意
味
現
実
と

え
た

命
が

か

て
い
た
か
ら
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
無
い

Ｓ

Ａ
Ｏ
な
ら
ま
だ
し
も
ま
さ
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
そ
ん
な

語
を

く
事
に
な
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た

き
に
集
ま
り
自
由
に
遊
べ
る
事
が
ゲ

ム
だ
と
い
う
の
に
こ
れ
で
は
仕
事
と
同
じ
だ

し
か
も
リ
ア
ル
の

金
は
発
生
し
な
い

 
入

し
た
と
は
い
え

歌
姫

の

狂
的
な
フ

ン
で
な
い
自
分
か
ら
す
れ
ば
ロ
グ
イ
ン
の

モ
チ
ベ

シ

ン
は
だ
だ
下
が
り

ば
自
分
の
事
情
と

性
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
だ
け
だ

 
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
と
知
ら
れ
た
ら
自
分
の
実
力
を
加
味
し
て
攻
略
レ
イ
ド
に
加
え
ら
れ
る
事

は
間
違
い
な
い
の
で
フ
レ
ン
ド
の
ロ
グ
イ
ン
状
況
設
定
も
全
て
オ
フ
に
す
る
く
ら
い

し
て

い
る

あ
の
人
達
の
狂
信
ぶ
り
は
近
く
で
見
れ
ば
見
る

ど
怖
気
が
立
つ

ア
イ
ド
ル
を
目
指
し

て
い
た
身
と
し
て
は

リ
ア
ル
な
危
機
感
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
た

だ

こ
の
空
気
は

 
そ
こ
で
知
り
合
い
の
少
年
の
声
が

こ
え
た

人
気
の
な
い
路
地
に
入

て
来
た
彼
は
や
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や

れ

を
浮
か
べ
こ
ち
ら
を
見
つ
つ

不
思
議
そ
う
に

を

て
い
る

あ

キ
リ
ト
く
ん

プ
リ
ヴ

エ

て

う

 
取
り

え
ず
ク
セ
に
な

て
い
る
ロ
シ
ア
語
の

を
す
る

そ
の
時
に

界
に
入

た

彼
の
ゲ

ジ
下
の
ア
イ
コ
ン
を
見
て
さ

き
と
は
別
の
意
味
で

い
て
し
ま
う

知
り
得
る
限

り
の
ス
テ

タ
ス
デ
バ
フ
や
状

異
常
の
デ
バ
フ
ア
イ
コ
ン
が
ず
ら

と

ん
で
い
て
あ
ま
り

に
多
い
か
ら

つ
か
が
交

に
明
滅
す
る

ど
の
状

な
ん
て
初
め
て
見
た

こ
れ
で
は

く
な

と
い
う
方
が
無
理
だ

 
と
い
う
か

そ
ん
な
状

に
な
る
前
に
全
損
し
て
リ
セ

ト
さ
れ
る

 
こ
こ
ま
で

身
創

の
状

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
史
上
初
じ

な
い
だ
ろ
う
か

オ

オ
イ
キ

な
ん
だ
そ
の

バ

ス

テ

バ

ド
ス
テ

タ
ス

 
し
か
も

は
ド

ト

し
か

残

て
無
く
て

全
損

て

一
体

を
や

て
た
ん
ダ

 
デ
バ
フ
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
て
い
た
か
ら
気
付
く
の
が

く
な

た
が
ア
ル
ゴ
の

葉
で

彼
の

と

の
状

に
も
気
付
く

緑
色
の
ド

ト
が

か
に
あ
る
だ
け
で

ゲ

ジ
は

完
全
に
空
の
状

だ

 
間
違
い
な
く

の
残

は

だ
ろ
う
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ん

あ
あ

こ
れ
か

そ
れ
は
今
か
ら
話
す
よ

 
そ
の
指

を

け
た
彼
は
と

え
ば
非
常
に

気
な
も
の
だ

た

り

り
し
て
い
な
い

の
が
逆
に
こ
わ
い

先
に
報

だ

ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
は
魔
導
士
シ
ウ
ネ

達
に
協
力
す
る
運
び
と
な

た

ボ

ス
戦
だ
け
は
ユ
ウ
キ
達
七
人

そ
こ
ま
で
の
道
程
は
ア
ス
ナ
達
が
協
力
す
る
よ
う
に
な

て
る

で

の
こ
の
デ
バ
フ
は

ボ
ス
と
戦
い
七
人
に

件
付
き
の

バ
フ
を
掛
け
た
か
ら

そ
ん
な
も
の

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
に
あ

た
カ

魔
術

魔
法
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
作

た
ん
だ
よ

リ
ス
ク
で

果
を

上

し
た
も
の
な
ん
だ

 
ち
な
み
に
魔
術
は
魔
法
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

来
の
も
の
と
分
け
て

え
る
よ
う
彼
が

え
た

語
ら
し

い

存
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
も
の
を
魔
法
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
魔
術
と

い
分
け
る
事
で
差
別
化

を

る
の
だ
そ
う
だ

 
そ
れ
は
い
い

だ
ナ
と

て
ア
ル
ゴ
は
後
日
そ
れ
を
情
報

と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
広
め
る

も
り
だ
そ
う
だ

 
一

プ
レ
イ

の
間
で
魔
術
と
い
う

語
が
出
て
来
る
の
も
そ
う
遠
く
な
い
か
も
し
れ

な
い

作
れ
る
か
ど
う
か
は

い
て
お
く
と
し
て
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ア

な
る

ど
そ

い
う

ツ
な
の
カ

つ
ま
り
あ

ち
の
バ
フ
が
有

で
あ
る
限
り
キ

の
デ
バ
フ
も
の
か
な
い
ん
ダ
ナ

理
解
が
速
い
よ
う
で
助
か
る

ね

そ
の
デ
バ
フ

て
キ
リ
ト
君
が
や
ら
れ
ち

た
時
は
ど
う
な
る
の

の
デ
バ
フ
と
あ

ち
の
バ
フ
は

動
し
て
る

さ

き

た

件

パ

テ

編
成

や

び

え

か
の
ロ
グ
ア
ウ
ト
が

き
な
い
限
り

バ
フ
も
デ
バ
フ
も
そ
の
ま
ま
だ
よ

そ

か

 
つ
ま
り
彼
は
件
の
彼
女
達
が
ボ
ス
を
倒
す
ま
で
ず

と
デ
バ
フ
を

け
た
ま
ま
過
ご
す
事
に

な
る

だ

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
ら
そ
の
努
力
も
水

に
帰
す
か
ら

く
は
イ
ン
し

け
る
の
だ
ろ

う 

中
で
デ
バ
フ
ア
イ
コ
ン
を
残
し
た
ま
ま
の
人
は
ま
ず
い
な
い
か
ら
大

り
を
歩
け
ば

目
立
つ
だ
ろ
う
な

と
思

た

 
こ
こ
に
来
る
ま
で
の
間
に
人
目
に
付
い
た

だ
が
彼
の
事
だ
そ
の

は
な
ん
と
か
し
て
来

て
も
お
か
し
く
な
い

で
も
さ

そ
の
状

な
の
に

け
る
つ
も
り
な
の
カ
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え

を
な
の

レ
イ
ン

ち
は
知
ら
な
い
の
カ

オ
ネ

サ
ン
が
頼
ま
れ
た
仕
事
な
ん
だ
け
ど
な

三
刃

騎
士

の
攻
略
レ
イ
ド

の
情
報
収
集
な
ん
だ

論
エ
リ
ア
ボ
ス
に
向
け
て
の
事

そ

し
て
キ

は

三
刃
騎
士

に
エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒
さ
せ
る
つ
も
り
が
無
イ

も
し
そ
う
な

り
か
け
た
ら
実
力
行
使
で

す
る
事
も

わ
な
い
く
ら
い
に
ナ

で
も
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で
攻
略
レ
イ
ド
は

ま

て
る
し
ユ
ウ
キ
ち

ん
達
の
方
が
速
い

ん
じ

 
流

に
七
人
パ

テ

と
四
十
九
人
パ

テ

と
で
は

ら
経
験
に
差
が
あ
る
と

て
も

間
火
力
と

間
ダ
メ

ジ

に
差
が
生
ま
れ
る

し
か
し
三
刃
騎
士

が
ま
だ
出
発

し
て
い
な
い
以
上
か
な
り
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
有
し
て
い
る
と

え
る

 

な
の
に

 
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
の
表
情
は

和
ら
い
で
い
な
か

た

レ
イ
ン

以
前

レ
イ
ン
は
ア
イ
ド
ル
を
目
指
し
て
い
る
と

て
た
な

あ

う

う
ん

 
彼
に
協
力
を

ぐ
に
あ
た
り

自
分
と
セ
ブ
ン
の

方
の
事
情
も
自
主
的
に
教
え
て
い
る
し
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動
機
に
つ
い
て
も
語

て
い
る

者
と
し
て
心
配
な
こ
と
多
分
か
つ
て
ア
イ
ド
ル
を
目
指

し
て
い
た
者
と
し
て
の

も
あ
る
な
ど
も
一
切
合
切
全
て

自
分
が

し
て
い
る
事
な
ん
て
多

分
無
い
く
ら
い
に
は
事
情
を
伝
え
た

 
彼
も
複

な
立
場
に
あ
る
か
ら
応
え
ら
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い

そ
う
前

き
さ
れ
た
上

で

こ
ち
ら
の
頼
み
を

き
入
れ
て
く
れ
た
事
に
は
感

し
か
な
い

 
と
も
あ
れ
そ
ん
な
彼
だ
か
ら
自
分
の
過
去
や
来
歴
に
つ
い
て
知

て
い
る
の
は
ま

た
く

お
か
し
い
事
で
は
な
か

た

 

に
立
つ
ア
ル
ゴ
が
そ
う
な
の
カ
と
意
外
そ
う
な
目
で
見
て
来
る

そ
う
知
り
合
い
の

ど
が
意
外
だ

た
り
時
に
は

に
し
た
よ
う
な
目
で
見
て
来
る
か
ら
あ
ま
り
吹

し
な

い

な
ま
じ

歌
姫

と
い
う
可
愛
ら
し
い
ア
イ
ド
ル
が

る
か
ら

更
だ

た

ア
イ
ド
ル

あ
れ
は
偶
像

に
近
い

悪
く

え
ば

教
と
変
わ
り
な
い
ん
だ

か

ら
応

す
る
く
ら
い
な
ら
い
い

で
も
信
じ
る
と
い
う
行

で

事
者
に
な
る
の
は
危
険
だ

狂
信

信

信
じ
る
モ
ノ
の

な
ら

だ

て
す
る

は
少
な
く
な
い

至
上

主
義
を

に
す
れ
ば
分
か
り
や
す
い
か
な

あ

あ

そ
れ
は

ま

う
ん
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正
に
目
の
前
に

と
女
尊
男

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

の

者
が

る

で

で
も
そ

れ
を
真

向
か
ら

う
の
も
失
礼
な
の
で

に
お

を

し
て
お
く

 
と
も
あ
れ

い
た
い
事
は
理
解
出
来
た

ア
イ
ド
ル

で

動
が

き
た
り

上
し
た
り
フ

ン
同
士
が
争

た
り

と
か
く

信
じ
る

人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
差
が
大
き
い
の
は
問

に
な
り
が
ち
だ

現
実
で
そ
う
な
ら
こ
の
世
界
で
そ
う
な
ら
な
い

な
い
ダ
ロ

 
ま
し
て
や

の
ゲ

ム

プ
レ
イ
で
も
平
然
と
マ
ナ

レ
ス
行

が
横
行
す
る
ん
ダ

そ
れ
が

上

の
ハ

ド
な
ゲ

ム

し
か
も
ヴ

ク
リ
ン
デ
み
た
い
な
名
前
が

れ
る

争
性
の
高
い
ク
エ
ス
ト
で

が

品
行
方
正
に
お
上
品
な
プ
レ
イ
を
す
る
と
思
う
カ

ラ
イ
ブ

な
ら

入
場
前
の
⻑

の
列

か
な

 
そ
こ
ま
で

わ
れ
て

く
理
解
す
る

ラ
イ
ブ
や
人
気
の
お

は
開

す
る
時
間
の
ず

と
前

か
ら

ん
で
い
て

他
の
人
を

制
す
る
事
が
あ
る
と
い
う

 
そ
れ
が
ボ
ス
部

の
前
で
行
わ
れ
た
な
ら

で

で
も

ち

と

て

な
ら
キ
リ
ト
君
は
な
ん
で

に
い
る
の

 
も
し
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そ
う
な
ら
手

れ
に
な

ち

う
じ

ん

 
そ
こ
で
疑
問
が
浮
か
ん
だ

ボ
ス
部

前
に

機
し
て
い
る
人
が

る
と
し
た
ら
そ
も
そ
も

今
の

で
ユ
ウ
キ
達
の
目
標
は
達
せ
ら
れ
な
い
事
に
な
る

そ
れ
以
前
に
先
に
進
ん
で
い
る
ア

ド
バ
ン
テ

ジ
が
あ
ち
ら
の
も
の
に
な

て
い
る
か
ら
倒
す
時
間
を

慮
し
て
も
圧
倒
的
不

で

は
な
い
か

 
そ
う

惑
す
る
も

彼
は

を
横
に
振

た

さ

き
レ
イ
ン
自
身
も

て
い
た

攻
略
レ
イ
ド

こ
の
場
合
は
本
隊
と

う
べ
き
か

あ
る
い
は
主
戦
力
か
そ
う
い
う
の
は
ま
だ
ラ
イ
ブ
に

ま

て
る

ボ
ス
部

前
に

る
の
は

他
の
プ
レ
イ

が
先
に
入
ら
な
い
よ
う

行
止
め
に
す
る
た
め
の
要

の

だ
そ
の
分
隊
で

エ
リ
ア
ボ
ス
に
突

し
て
も
や
ら
れ
る
だ
け

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ゲ

マ

は

を
求
め
る

向
に
あ
る

か
ら
な

無

を

う

つ
ま
り

ボ
ス
部

前
で

ん
で
る
か
ら

て
先
に
行
か
せ
な
い
で

本
隊
が
来
る
ま
で

せ
ん

 

め
る
と

か
れ
た

 
物

く

得
出
来
る
話
だ

番

ち
な
ん
て
リ
ア
ル
で
も
日
常

事

争
性
の
高
い
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ク
エ
ス
ト
で
そ
れ
が
横
行
す
る
事
は
あ
る
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も

の
い
い

場
は
特
定
の
パ

テ

や
ギ
ル
ド
が

す
る
事
も
あ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
と
攻
略
ギ
ル
ド
は
一
切
そ
う
い
う
事
を
し
な
か

た
が

そ
の

は

黒
の
剣
士

の
圧
力
と
負
け
て
な
る
も
の
か
と
い
う
意
地
で
最
前
線
に

い
て
い
て

が
無
か

た
か
ら

だ
ろ
う

ま
分
隊
く
ら
い
ア
ス
ナ
達
な
ら

一
触
だ
ろ
う

ユ
ウ
キ
や
シ
ウ
ネ

達
が
出

る

必
要
も
無
い
だ
ろ
う
な

 
し
か
し
彼
は
あ
ま
り
心
配
し
て
い
な
い
様
子
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
戦
い
ぶ
り
を
⻑
ら

く
見
て
来
た
彼
に
と

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
上

実
力
者
で

え
ら
れ
た
三
刃
騎
士

を

手
に

し
た
と
し
て
も

負
け
る
イ
メ

ジ
が
無
い
ら
し
い

む
し
ろ
問

は
分
隊
を
倒
し
た
後

実
力
行
使
で
破
る
ん
だ

あ

ち
も
同
じ
手
で
来
る

ボ
ス
部

は
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
だ
か
ら
ユ
ウ
キ
達
が

ん
で
い
る
間
も
別
の
パ

テ

が

む
事
は
可
能

そ
れ
で
先
に
倒
さ
れ
た
ら
目
も

て
ら
れ
な
い
か
ら
足
止
め
す
る
必
要
が
あ

る
じ

あ
キ
リ
ト
君
は
そ
う
す
る
つ
も
り
で

あ

だ
か
ら
ア
ル
ゴ
さ
ん
は
さ

き
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そ
こ
で

く
さ

き
情
報

の
女
性
が
苦

を

み

し
た
よ
う
な

で
苦

を

し
た

の
か
と

す
る

彼
女
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
知

て
い
た
の
だ

 
実

そ
こ
ま
で
デ
バ
フ
を

け
て

し
か
も
猛

の
せ
い
で

は

ド

ト
し
か
残

て
い

な
い
状

で
戦
お
う
と
す
る
の
は
い
た
だ
け
な
い

と
い
う
か
ま
ず
戦
い
に
も
な
ら
な
い

だ

一

切
れ
た
だ
け
で

ド

ト
く
ら
い

れ
る
の
だ
か
ら

近
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

し

か
し

は
切
れ
て
い
て

も
引
き
継
い
で
い
な
い
彼
に

遠

離
戦
の
手

は
無
い

弓

を
使

て
も
魔
法
で

い
撃
ち
に
さ
れ
た
り

近
を
許
し
て
や
ら
れ
る
だ
け

あ
れ

 
で
も
ア
ス
ナ
ち

ん
達
も
そ
れ
は
分
か

て
る

だ
よ
ね

 
だ
と
し
た
ら

ボ
ス
部

の
前
に
同
じ
よ
う
に

取
る
ん
じ

あ
あ

ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
す
る
の

 
ア
ス
ナ
ち

ん
達
が

え
て
る
な
ら
無
理
す
る
必
要

は
な
い
の
に
そ
れ
で
も
し
よ
う
と
す
る
な
ん
て
ユ
ウ
キ
ち

ん
や
シ
ウ
ネ

さ
ん
達
の

て

う
に
は

が
過
ぎ
て
る
よ

し
か
も
そ
ん
な
状

で

 
ハ

キ
リ

て
彼
の
状

で
勝
ち
目
が
あ
る
と
は
ま

た
く
思
え
な
い

そ
れ
は
彼
の
方

が
よ
り
理
解
出
来
て
い
る

だ

し
か
し
彼
の

ぶ
り
は
三
刃
騎
士

の
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
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を
止
め
に
行
く
つ
も
り
だ
と
分
か
る
も
の

 
こ
れ
ま
で
多
く
の
逆
境
を

り
越
え
て
来
た
彼
の
事
だ

勝

は
あ
る
の
だ
ろ
う

 
し
か
し
危
な
い

を

す
の
に
は
変
わ
り
な
い

よ
り
最
近
上
向
き
に
な

て
き
て
い
る

彼
の

判

い
て
は

来
的
な
生
命
線
を

自
ら

め
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い

 
そ
の
疑
問
に

彼
は

明
な

み
を
浮
か
べ

え
よ
う
と
し
な
か

た

 
結

自
分
か
ら
三
刃
騎
士

の
内
部
情
報
に
つ
い
て
ア
ル
ゴ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
全
体
の
情
報

を

い
て
情
報
共
有
し
た
後

そ
の
ま
ま
立
ち
去

て
し
ま
う

え
は

け
ず
に
終
わ
る

結

も
変
わ

て
な
い
じ

な
い
カ

 
黒

く
め
の
少
年
が
立
ち
去

た
後
ず

と

て
い
た
情
報

の
女
性
が
ダ
ン

と

を
横

り
に

た

そ
の

は
悔
し
さ
と
怒
り
悲
し
み
が

ざ

て
い
て
複

な
も
の
だ

 

彼
女
の
気
持
ち
も

分
か
ら
な
く
は
な
い

 
や

と
平
穏
に

ら
せ
る
と
思

て
い
れ
ば
遊
び
の

の
ゲ

ム
で
彼
の
ス
タ
ン
ス
は
Ｓ

Ａ
Ｏ
の
時
と
変
わ

て
い
な
い
の
だ
か
ら

分
か
ら
な
い
よ

彼
が

を
見

え
て
動
い
て
る
の
か

と
違

て
全
然
分
か
ら
な
い
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ぎ
り

と
⻭
を
食
い
し
ば
る

が
立
つ

 
自
分
も
セ
ブ
ン
が

を
目
指
し
て
い
る
か
分
か

て
い
な
く
て

て
い
る
気
持
ち
が
あ

る

だ
か
ら
彼
女
の
苦
し
み
は
理
解
出
来
て

だ
か
ら
こ
そ
声
を
掛
け
る
事
も
出
来
な
く
て

 
私
は

て
そ
の
場
を
後
に
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ラ
ン

点
に

し
て
は
導
入
に
収
ま

て
し
ま
い
ま
し
た

 
原
作
だ
と
ア
ス
ナ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

人
の
合

人
で

数
名
の
レ
イ
ド

を
壊
滅
さ
せ
て
る
場
面
で
す
ね

主
に
ア
ス
ナ
の
フ
ラ

シ
ン
グ
・

ネ
ト
レ
イ
タ

が

文

り

殺
し
て

ね

 
ア
ニ
メ
だ
と
ユ
ウ
キ
達
が
個
別
で
倒
し
て
る
人
数
と
ア
ス
ナ
が
倒
し
た
人
数
が
小
説
の

写

数

フ
ル
レ
イ
ド
の

分
く
ら
い

数
人

と
合
わ
な
い
ん
で
す
が

か
い
事
は
気
に
し
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て
は
い
け
な
い

め

 
こ
の
戦
闘
で
は
リ

フ

ク
ラ
イ
ン
シ
ノ
ン
ユ
イ
キ
リ
カ
が
大
金
星

地
味
に
ユ
ウ

キ
も
強
化
さ
れ
て
い
る

と
い
う

 
原
作
や
本
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
点
で

ド
ス
キ
ル
の
超
速
を
見
切
れ
る
子
が
技
術
ま
で
身
に

け
た

ら
ど
う
化
け
る
の
だ
ろ
う
か

戦

 
そ
し
て

組
で

戦
う

違
い

の
ス
ト
レ
ア
が
ナ
ビ
と
し
て
ピ
ク
シ

に

ゲ

ム
だ
と

た

た
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
か
見
れ
な
い

重
な
ピ
ク
シ

ス
ト
レ
ア
で
す

  
ボ
ス
部

の
コ
モ
ン
イ
ン
ス
タ
ン
ス
と
い
う
の
は
小
説
や
ゲ

ム
を
や
り
な
が
ら
疑
問
に

感
じ
て
設
定
し
た
も
の
で
す

一
応
原
作
小
説
で
も
出
ま
す

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

み
た
く
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
と
し
て

層
攻
略
が
進
展
す
る
も
の
は

他
プ
レ
イ

が

ん
で
る
間
は
入
れ
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
く
な
い

こ
れ
は
原
作
七

ボ

ス
戦
と
同
じ
で
す
ね

こ
れ
が
コ
モ
ン

 
対
す
る
イ
ン
ス
タ
ン
ス
は
原
作
だ
と
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ

り
第
二

の
ダ

ク
エ
ル
フ
の

な
ど
で
出
る
ん
で
す
が
ゲ

ム
だ
と
ち

く
ち

く
登
場
し
て
い
ま
す

本
的
に
別
の
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プ
レ
イ

と
進
行

が
重
な
る
場
合
の
配
慮
と
し
て
こ
の
設
定
が
使
わ
れ
て
お
り
同
じ
ク

エ
ス
ト
を
進
行
中
で
も

る
場

は
イ
ン
ス
タ
ン
ス
な
の
で
他
の
パ

テ

の
プ
レ
イ

と
は
会
わ
ず

対

の
Ｍ
ｏ
ｂ
の
取
り
合
い
に
な
ら
な
く
て
よ
く
な
る

点
が
あ
る
そ
う
で

す 
そ
し
て
本
作
の
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
は
プ
レ
イ

の
進
行

に
応
じ
て

備
性
能
が
解
放
さ
れ
る
と
い
う
点
が
あ
る
た
め

ダ
ン
ジ

ン
の
中
ボ
ス
は
全
て
イ
ン
ス

タ
ン
ス

い

 
エ
リ
ア
ボ
ス
は
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト

い
で
す
が

来
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を

に

え
る
と

万
も
の
プ
レ
イ

が

る
中
で
そ
の
ボ
ス
に
は
一
つ
の
パ

テ

・
ギ
ル
ド
・
レ
イ
ド

し
か
戦
闘
で
き
な
い

と
い
う
の
は

ブ

イ
ン
グ

た
な
し
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

 

 
サ

バ

に
一
つ
の
伝
説

武
器
を

で

と
す

ツ
の
場
合
は
コ
モ
ン
に
す
る
べ
き
で
し

う
が

そ
れ
以
外
は
新

参
加
プ
レ
イ

の
育
成
に
ボ
ス
戦
の
経
験
値
は
お
い
し
い

で
す

し

ゲ

ム
時
間
に
も
限
り
が
あ
る
の
で
す
か
ら

め
る
よ
う
に
す
る
の
が
良
心
的
か
な
と

 

そ
う

え
て
た
ら

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
ラ
ス
ボ
ス
以
外
は
イ
ン
ス

タ
ン
ス
に
す
る
の
が
よ
り
現
実
的
な
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ら
し
い
設
定
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

え
た
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第
で
す

  
そ
し
て

点
の

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
初
登
場
の
レ
イ
ン
で
し
た

 
彼
女
が
ユ
ウ
キ
達
と
合
流
し
な
か

た
の
は
三
刃
騎
士

に
入

し
て

し
か

た
か
ら

な
ん
で
す
ね

ギ
ル
ド

で

と
か
書
い
て
な
か

た
け
ど

線
の

な
の
で

る
し

て 
レ
イ
ン
は
原

ゲ

ム
だ
と
二
番
目
の
浮

大

攻
略
で

く
マ
ト
モ
に
登
場
し
以

ち

く
ち

く
会
話
に
出
て
来
て
本
格
参
戦
は
三
番
目
の
大

と
い
う
キ

ラ
で
す

ゲ

ム
だ
と

二
刀
流

ド
ス
キ
ル
を
使
え
ま
す

バ
フ
は

羅
し
て
る
の
で
な
ん
な
ら
キ
リ
ト
よ
り
火

力
は
高
い
で
す

た
だ
し

は

め

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
が
ギ
リ
ギ
リ
気
付
け
る
レ
ベ
ル
に
高
い
ハ
イ
デ

ン
グ
ス
ト

カ

で
す

 

シ
ノ
ン
は
ス
キ
ル
補
正
無
し
の

で
レ
イ
ン
の

行
に
気
付
き
ま
す

式
シ
ノ
ン
も

か
し
反

的
な
能
力
持

て
な
い
か

 
レ
イ
ン
は
原

ゲ

ム
で
も
三
刃
騎
士

に
入

し
て
た
と
明

さ
れ
て
い
ま
す

た
だ

物
語
開
始
時
点
で
追
い
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

時
期
や
入

中
の
活
動
は
不
明
で
す
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点

写
で
あ
る
よ
う
に
三
刃
騎
士

に
入

し
た
の
は
セ
ブ
ン
に
近
付
く
た
め

そ
の

体
的
な
内
容

目
的
に
つ
い
て
は
意

的
に

せ
て
い
ま
す

 
キ
リ
ト
は
レ
イ
ン
か
ら
色

事
情
を
教
え
ら
れ
協
力
を
求
め
ら
れ
た
の
で
じ

あ
三
刃
騎

士

の
内
部
情
報
寄
越
せ
と

ビ
ジ
ネ
ス
パ

ト
ナ

的
な

に

 
こ
う
し
て
見
る
と

と
キ
リ
ト
も
手

を

ん
で
い
な
い
で
す
ね

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
初
登
場
の
ア
ル
ゴ
は

き

ま
れ
た
情
報

本
人
も
キ
リ
ト
を
見

る

に

と
協

力
的
だ

た
り
す
る

し
か
し
キ
リ
ト
が
本
心
を
見
せ
ず
発

も
真
意
か
分
か
ら
な
い
せ
い
で

か
な
り
ス
ト
レ
ス
を

め
て
い
る

が

に
な

て
る

り
か
ら
し
て
か
な
り

ん
で
そ
う

 

 

れ
ア
ル
ゴ

点
も

写
し
た
い
で
す
な

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
ち
な
み
に
原

で
の
実
力
は

 
ゲ

ム
Ａ
Ｌ
Ｏ
キ
リ
ト
≒
ユ
ウ
キ
≒
本
気
レ
イ
ン

ス
メ
ラ
ギ

ユ

ジ

ン

 

と
い
う
感
じ
に
な

て
ま
す
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式
設
定
で
レ
イ
ン
は
キ
リ
ト
に

す
る
実
力
を
持
つ
と
な

て
い
る
か
ら
で
す

は
と
も
か
く

で
す

 

実
は
彼
女
専

の
ス
キ
ル
の
発
動
モ

シ

ン

の
時
だ
け

く
攻
撃
が
速
い
と
い
う

遇
が
あ

た
り

ス
メ
ラ
ギ
は

味
方
同
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第
十
五
章
 

闇
の
協
力
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
ス
メ
ラ
ギ
シ
ノ
ン

点

ス
メ
ラ
ギ

点
が
戦
闘
場
面
で
す

ア
ン
ケ
で
キ
リ
ト
の

戦
闘
を
望
む
声
が
多
か

た
の
で

今
回
は

写
し
ま
し
た

回
す
る
か
は
未
定

 
文

数
は
約
一
万
三
千

 

線

と
キ

ラ

点

の
せ
い
で
語
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
が

ご
容
赦
下
さ
い

 
で
は
ど
う
ぞ

  

の
中
に
数
多
の
足

と
金
属
の

れ
る

が
木
霊
す
る

一

死
に

り
し
た
者
達
か
ら

話
を

き

全
速
力
で

け
付
け
た

三
刃
騎
士

の
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
の
も
の
だ
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彼
ら
か
ら
話
を

い
た

ど
の
メ
ン
バ

が
ラ
イ
ブ
を
打
ち
切

て
攻
略
に

り
出
し

て
い
る

ボ
ス
に

め
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
が
先

隊
を

ち
先
に
ボ
ス
部

へ
入

た
者

達

絶
剣

や

舞
姫

魔
導
士

な
ど

有
名
な
者
達
へ
の
報
復
を
す
る
た
め
と
息

い
て
い
る
者
達
を

め

五
百
に
近
い
大

と
な

て
い
た

ク

せ

か
く
先

隊
の
リ

ダ

を

さ
れ
て
い
た

て
い
う
の
に

絶
剣

達
が
あ
ん
な
手
に
出
て
来
る
な
ん
て
予
想
し
て
な
か

た
ん
だ

お
前
に
非
は
ね

よ

そ
の
苛
立
ち
を

返
し
に
し
て
あ
い
つ
ら
に
ぶ
つ
け
て
や
ろ
う

お
う

 
セ
ブ
ン
の

に

と
し
て
も
ヴ

ク
リ
ン
デ
ボ
ス
の
初
回

は
奪
い
取
る

ぞ 

り
な
が
ら

そ
う
息

く
男
達

 
自
分
と
し
て
は
む
し
ろ
数
が

て
い
な
い
の
に

番

ち
で

間
を
差
し
向
け
て
い
た
行

の
方
が

判
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
の
だ
が
恐
ろ
し
く
も
セ
ブ
ン
の
求
心
力
と
カ
リ
ス
マ
に

よ
り
ク
ラ
ス
タ
を
自
称
し
て
い
る
者
達
は

目
的
だ

自
分
達
の
邪
魔
を
す
る
彼
女
ら
が
悪
い

と

そ
れ
に

す
る
発

し
か

に
し
て
い
な
い

 
正
直

悪
を
覚
え
る
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彼
ら
は
恐
ら
く
自
分
と
同
い
年
か
少
し
上
く
ら
い
だ
ろ
う

だ
か
ら
失
礼
に
値
す
る
と
は

思
う

だ
が
己
の
行

を

上

し
て
他
者
を

る
の
は
人
間
性
と
し
て

い
証

 
マ
ナ

レ
ス
行

を
す
る
な
ら
ば
逆
に
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ

あ
ち
ら
は

十
中

八
九
パ
フ

マ
ン
ス
だ
ろ
う
が

交

と
い
う
穏

な
手

を
し

そ
の
上
で
決
裂
し
た

い
者
勝
ち
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に

い
て
そ
の

の
争
い
は
お
か
し
く
な
い

 
こ
れ
が
コ
モ
ン
エ
リ
ア
の
ボ
ス
な
ら
も

と
問

に
な

て
い
る

だ
が
件
の
ボ
ス
は
イ
ン

ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
の
も
の
で
あ
り

番

ち
を
さ
せ
る
の
は
こ
の
上
な
い
マ
ナ

レ
ス
行

に

す
る

 
こ
の
男
達
の
身
勝
手
な
行
い
の
せ
い
で
セ
ブ
ン
の
名
と

信
に
傷
が
付
く
と
思
う
と

が

え

く
り
返
り
そ
う
だ

ま

た

止
ま
れ

 
み
ん
な
止
ま
れ

 
内
心
苛
立
ち
な
が
ら
も
表
情
を
取
り

て

て
い
る
と
ト
ラ

プ
や
索

の
た
め

に
や
や
前
方
を

て
い
た
ス
プ
リ
ガ
ン
の
男
が

惑
気
味
に

ぶ

事
で
は
無
い
と
愚

を

い
合

て
い
た
男
達
も

め

全

が
臨
戦

勢
を
取

た

 

男
が

惑
す
る
の
も
無
理
は
な
か

た
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中

を
あ
る
程

進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
大
部

に
は
数
十
を
超
え
る
色
取
り
取
り
の

リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が

見
さ
れ
先
に
進
む
道
の
前
に
は

行
止
め
す
る
よ
う
に
一
人
の
プ
レ
イ

が
立

て
い
た

り

け
ら
れ
な
い
よ
う
に
か

魔
法
の

で
道
は

さ
れ
て
い
た

く
そ

 
そ
し
て
そ
の
プ
レ
イ

の
足

に
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
が
怒
り
と
悔
し
さ
を

交

に
し
た

表
情
で

向
け
に
倒
れ
て
い
た

軍
の

は

悪

を

い
た
直
後
に
全
損
し

体
は
深
紅

の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
へ
と
四

す
る

 
そ
の
最
期
を
見
届
け
た
プ
レ
イ

が
入
り

付
近
で
足
を
止
め
た
こ
ち
ら
に

線
を
向
け

て
来
た

 
黒

く
め
の

い

金
属
を
一
切
使

て
い
な
い

構
成
で
あ
り
華

つ
小

少
女

と
見

う
よ
う
な
中
性
的
な
容

場
違
い
と
す
ら
思
え
る

さ

 

軍
を

む
大
部
隊
を

た
プ
レ
イ

は
キ
リ
ト
だ

た
・

・

・も
・

・

・も
・一
・切
・消
・

・し
・て
・い
・な
・い
・万
・全
・の
・状
・

で
数

の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
放
つ
光
を

び
て
い
る

そ
の
立
ち

は
正
に
覇
者
の
形
容
が

応
し
い

こ
れ
は
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場
の
状
況
か
ら

が
あ

た
か
を

推
し

戦

す
る

 
ユ

ジ

ン

軍
は
か
な
り
の
使
い
手

そ
の
男
を
乱
闘
で
勝

を
収
め
る
と
は
仮

軍

が
剣
の
能
力
頼
り
を
克

出
来
て
い
な
い

た

た
一
二
時
間
で
克

出
来
る
な
ら
苦
労
し

な
い

と
は

え
キ
リ
ト
も
恐
ろ
し
い
剣

を
持

て
い
る

し
か
も
サ
ラ
マ
ン
ダ

の

他
に
も
複
数
の
種

の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
あ
る
そ
れ
ら
も
ボ
ス
攻
略
に

む
べ
く

い
た
実

力
者
達
に
違
い
な
い

彼
が

軍
を
下
す
ま
で
の
時
間
で
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
の

機
時
間
す
ら
超

過
し
た
者
は
少
な
く
な
い

だ

 
流

闘
技
場
で
数
百
の
プ
レ
イ

を

め
て

手
に
し
て
下
し
た
だ
け
は
あ
る

し
か
も
無

傷
で
勝

を
収
め
る
な
ど

出
来
る
事
で
は
無
い

か

た
な

三
刃
騎
士

 

の
見
え
な
い
実
力
に

恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と

キ
リ
ト
が
話
し
掛
け
て
来
た

お
前
達
が
来
る
ま
で
に
シ
ル
フ

ケ

ト
シ

サ
ラ
マ
ン
ダ

イ
ン
プ

ノ

ム
の

主

い
る
攻
略
レ
イ
ド
が
来
た

戦
勝
祈
願
の
ラ
イ
ブ
な
ん
ぞ
に
か
ま
け
て
た
か
ら
先
を
越
さ
れ
そ

う
に
な
る

か

り
が
過
ぎ
る
ん
じ

な
い
か

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
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そ
れ
に
応
じ
た
の
は

魔
導
士
達
に
苛
立
ち
を

ら
せ
て
い
た
先

隊
と
や
ら
の
リ

ダ

を
務
め
て
い
た
ノ

ム
だ

た

そ
れ
よ
り
お
前

ま
さ
か

魔
導
士

達
に
頼
ま
れ
て
こ
こ
で
足
止
め
を
し
て
る
の
か

い
や

違
う
よ

て
ん
じ

ね

 

絶
剣

達
と
親
し
い
お
前
が
協
力
し
な
い

な
い
だ
ろ
う
が

信
じ
る
か
ど
う
か
は
ア
ン
タ

第
だ

が

を

た
と
こ
ろ
で
ど
う
せ
お
前
達
は
一

つ
も
信
じ
な
い
だ
ろ
う
が
な

 

す
る
男
に
キ
リ
ト
は

と
返
す

 
心

ど
う
で
も
い
い
と
思

て
い
る
よ
う
な

ぶ
り
と
振
る
舞
い
を
や
や
意
外
に
思

た

ん
の
一
二
時
間
前
に

論
に
発
展
し
か
け
た
時
は
感
情
的
に
な
る
一
面
を
見
せ
た
か
ら

意
外
だ

 

ぶ
り
か
ら

す
る
に

こ
ち
ら
に
期

し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

ど
の
み
ち

が
協
力
し
た
か
ど
う
か
な
ん
て
然
し
て
重
要
じ

な
い
だ
ろ
う

 
ク
ラ
ス

タ
を
自
称
す
る
ア
ン
タ
達
に
と

て
自
分
達
が

す
る
歌
姫
の

進
を

た
事

の
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方
が
重
要
で
そ
こ
に
至

た
経

な
ん
て
ど
う
で
も
い
い

だ

だ
か
ら
こ
そ
ア
ン
タ
達
は

そ
う
し
て

結
し
数
百
も
の
勢
力
で
こ
こ
に
来
た

カ
リ
ス
マ
が
あ

た
と
し
て
も
自
主
的
に

数
百
人

が
動
く
な
ん
て
そ
う

こ
り
得
な
い
ん
だ
が

・ま
・る
・で
・

・

・

・で
・の
・

・殺
・隊
・を

・見
・て
・い
・る
・よ
・う
・だ
・よ

 

キ
リ
ト
の

め
た
眼
と

線
が
交
わ
る

 
少
年
の

に

肉
気
で

な

み
が
浮
か
ん
だ

 

そ
の
ま
ま
行
け
ば

ア
ン
タ
ら

い
つ
か
最
悪
な
目
に
遭
う
ぞ

  
無
感
情
な

昏黒
い

が

を

え
て
い
た

 
今
の

葉
は
た
だ
の
独
白
の
よ
う
に
思
え
て
そ
の
実

に
対
し
て

て
い
る
よ
う
に

こ
え
た

彼
と

線
が
交
わ

た
か
ら
か

見

か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
背

を

か
が
伝

う

ま

そ
ん
な
事
も
ど
う
で
も
い
い
か

 
し
か
し
追

し
よ
う
に
も

と

み
を
浮
か
べ
て
意
味
深
な

を

さ
れ
て
し
ま
い
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出
来
な
く
な

て
し
ま
う

は
初
見
の

手
と
の
対
人
戦
闘
経
験
を

む
べ
く

に
立
ち
は
だ
か

て
い
て
な

だ
か

ら

お
前
達
と

戦
の

地
は
な
い

さ

掛
か

て
来
い

め
て

手
を
し
て
や
る

 
そ
う

て
キ
リ
ト
は

手
に
持
つ
直
剣
を
突
き
出
す
形
の
ま
ま

ぎ
上

身
を
前

に
出
す
構
え
を
取
る

つ
ら
れ
て
こ
ち
ら
も
手
に
し
て
い
る
武
器
を
構
え
た

 

数

の
無

の
後

け
出
す

 
こ
の
レ
イ
ド
の
リ

ダ

で
あ
る
自
分
は
本
来
な
ら
指

を

る
べ
き
な
の
だ
ろ
う

し
か

し

手
は
ユ

ジ

ン

軍
を
中

以
下
の

備
で
下
す
実
力
者

な
ま
じ

軍
が
リ
メ
イ
ン
ラ

イ
ト
と
な
る

間
を
目
の

た
り
に
し
て

ん
で
し
ま

て
い
る
メ
ン
バ

は

も
が
二
の
足

を

ん
で
し
ま

て
い
た

そ
ん
な
者
達
が
向
か

た
と
こ
ろ
で
無

死
に
す
る
だ
け

 
故
に
損

を

え

つ

舞
す
る
の
を
目
的
に
一
番
に

離
を

め
る

ハ
ア

 
気
合
一
閃

る
間
も

に
構
え
て
い
た

愛
刀
ア
メ
ノ
ム
ラ
ク
モ

古
代

武
器
を

に

ぐ

 

そ
の
時

キ
リ
ト
が

め
に
剣
を
構
え
た

 

間
彼
我
の
間
を

切
る
よ
う
に

と

直
に

え
る
白

を
放
つ

明
の

が
出
現
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し
た

に

た

た
刃
は
ば
ち

と

し
い

と
共
に
弾
か
れ

反
撃
と
ば
か
り
に

し
い

が
放

さ
れ
る

 
至
近

離
か
ら
そ
れ
を

び
て
し
ま
い
ぐ
ぐ

と

界

に

る
自
分
の
体
力
が

て
い

く 
い
や
ら
し
い
事
に
反
撃
の

は

た
る
ダ
メ

ジ
を
数

に

て
与
え
て
き
た

明
ら

か
に
ス
キ
ル
に
よ
る
反
撃
で
あ
る
こ
れ
が
仮
に

発
で
あ
れ
ば

弾
ダ
メ

ジ

に

す
る

⻑
さ
が
変
わ
る

け
反
り
も
す
ぐ
終
わ
る
が

打
と
な
る
と
話
は
違
う

た
る
ダ
メ

ジ

で
も
ス
キ
ル
に
よ
る
攻
撃
に
は
変
わ
り
な
い

反
撃
が
終
わ
る
ま
で
の
数

は
無

備
な
様
を
晒

し
て
し
ま
う

 
そ
し
て
一

の
隙
が

勢
を
決
す
る
戦
い
に

い
て
約
束
さ
れ
た
数

の
隙
と
い
う
の
は

命
的
だ

 
そ
れ
が
意

し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば

の
事

 

明
の

の
向
こ
う

に

る
キ
リ
ト
が
片
手
直
剣
を

手
持
ち
に
し
大
上

に
掲

た
魔
剣

解
放
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す
る
と
直
剣
の
刀
身
か
ら
黒
い

が
放
出
さ
れ
始
め
る

一

で
刀
身
全
体
を

た
闇
は

黒
く
変
色
し
な
が
ら

と
勢
い
を
増
し
て
い
た

 
未
だ

け
反
り
か
ら

れ
ら
れ
な
い
数

の
間
眼
前
で
生
み
出
さ
れ
る
闇
を
目
の

た
り
に

さ
せ
ら
れ
る

ス
メ
ラ
ギ
さ
ん

く
 
背
後
か
ら
足
を

ま
せ
て
い
た
レ
イ
ド
メ
ン
バ

の
声
が

こ
え
た

同
時
に

け
反

り
か
ら
回
復
し

体
の
自
由
を
取
り

す

 
キ
リ
ト
が
放
と
う
と
し
て
い
る
大
技
を

し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
未
だ
白

を

ら
せ
る

明
の

が
残

て
い
る

後
退
す
る
し
か
取
れ
る
手

は
無
か

た

地
を

て

い
で
後

退
す
る

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

 
し
か
し

後
退
し
て
も
然
し
て

果
は
無
か

た

 

界
一
面
が
闇
に

わ
れ
た
後

ゲ

ジ
は
数

の
内
に

ま
じ
い
勢
い
で

れ

残
り

で
ま
た
数

持
ち

え
る
も

え
な
く
全
損

⻘
い
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
な
り

界
が
３



 第十五章 〜闇の協力者…… 〜

０

全
方

に
開
け
る

眼
前
に
は
紅
い
シ
ス
テ
ム
パ
ネ
ル
に
禍

し
く

Ｙ
ｏ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
Ｄ

ｅ
ａ
ｄ
の
表
示
背

に
自
分
の
残
り
火
が

し
出
さ
れ
そ
れ
以
外
は
情

を

め
て
色

せ
た

色
へ
と
変
化
し
た

 
後
方
を
見
れ
ば
闇
は
波

と
な

て
広

に
広
が
り
後
方
に

え
る

予ク
備ラ
戦ス
力タ

を

ん

だ
百
以
上
の
プ
レ
イ

を

め
て

て
い
た

 

今
の
攻
撃
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
ボ
ス
戦
放

時
に

か
放

て
い
た
も
の
と
同
一

 
キ
リ
ト
が
放

て
も
お
か
し
く
は
な
い
そ
れ
は
し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
と
光
は
聖
剣
エ
ク
ス
カ
リ

バ

闇
は
魔
剣
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
の

エ
ク
ス
ト
ラ備

果
に
よ
る
も
の
と

説
明
を
求
め
た
現
実

の
人

へ
応
え
る
よ
う
に

さ
れ
た
情
報
で
知
ら
れ
て
い
た

近

物
理
攻
撃
が
メ
イ
ン
の
Ｓ

Ａ
Ｏ
に

い
て
は
破
格
の

備

だ
か
ら
こ
そ
最
強
と

わ
れ
て
い
る
の
だ

と
も

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
主
要
な
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の
内
キ
リ
ト
だ
け
は
コ
ン
バ

ト
し

て
い
な
い
と
明

し
て
い
る
し
事
実
彼
の

備
は

中と
異

以な
下る

の
も
の

ユ
ウ
キ
達
は

武
器
こ
そ
変
わ
れ
ど

う

は
同
じ
で
あ
り
更
に
ス
テ

タ
ス
も
中

以
上
の
中
彼
だ
け

は
一

弱
い
と
さ
れ
て
い
る

 
コ
ン
バ

ト
し
て
い
れ
ば

し
て
い
た
だ
ろ
う
そ
の
攻
撃
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し
て
い
な
い
と

わ
れ
た
か
ら

し
て
い
な
か

た
そ
れ
は
恐
ら
く
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
に

て
実

さ
れ
た
新
シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
の
一
種

心
を

さ
れ
興
味
の

く
ま
ま
に

す
セ
ブ
ン
を
見
て
い
た
自
分
も
あ
る
程

は
そ
れ
の

実

に
つ
い
て
知

て
い
る

 

Ｏ

Ｓ

Ｓ

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
は

来
の
魔
法
と
異
な
り

以
外
の
も
の
も
ト
リ
ガ

と
し
て
発
動
出
来
る

 

近
戦
主
体
で

が
苦
手
な
者
も

攻工
撃

動

作第
で
発
動
す
る
事
で
自
分
に

な
場
を
整
え
ら

れ
る

剣
を
振
る
と
同
時
に
風
の
刃
を

ば
せ
る
な
ら
実

間
合
い
が

び
た
も
同
然

近

離
で
斬
り
付
け
れ
ば
物
理
ダ
メ

ジ
と

魔属
法性

ダ
メ

ジ
の

方
を

で

一
つ

の
技
だ
と
ダ
メ

ジ
の

合
が

に
な
る
の
に
対
し

入
れ
ら
れ
る

点
も
あ
る

物
理

か
属
性
の
片
方
に
極

な

性
を
持
つ
手
合
い
で
も
安
定
し
た
ダ
メ

ジ
と
前
衛
の
活
躍
を
期

出
来
る

だ

 
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

え
た
運

は
か
な
り
の
や
り
手
と

え
る

同
時
こ
れ
を
使
い
こ
な
せ

る
か
は
プ
レ
イ

第
で
あ
り
コ
モ
ン
ス
キ
ル
で
な
い
以
上
は
他
者
に
と

て
必
ず
初
見
と

な
る

を
も
持
つ



 第十五章 〜闇の協力者…… 〜

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
は
初
見
と
い
う
一
点
に

い
て
対
人
戦
で
圧
倒
的
な
ア
ド

バ
ン
テ

ジ
を
持
つ
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

は
そ
れ
以
上
と
い
う
事

 
作
り
よ
う
に
よ

て
は

コ
ス
ト
広

攻
撃
と
い
う
前
衛

の
魔
術
師
殺
し
の
ス
キ
ル
す

ら
作
れ
て
し
ま
う
し
前
衛

で

め
の
Ｉ
Ｎ
Ｔ
値
や
Ｍ
Ｅ
Ｎ
値
に
よ
り
不
足
し
が
ち
な

魔

法
を

実
さ
せ
ら
れ
る

 
さ
き

ど
こ
ち
ら
の
攻
撃
を
止
め
た
の
も
そ
の
一
つ
だ
ろ
う

 
し
か
も
先
程
の

魔
法
は
常
識
を
一
つ
破
る

果
を
持

て
い
た

 
物
理
攻
撃
で
は
魔
法
を
止
め
ら
れ
な
い

だ
か
ら
こ
そ

魔
法
が
存
在
す
る

な
の
だ
が

逆
に

え
ば
魔
法
で
は
物
理
攻
撃
を
止
め
ら
れ
な
い
と
も

え
る

原

的
に
物
理
は

物
理
魔
法
は
魔
法
に
よ
る

殺
し
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
は
認
め
て
い
な
い
事
は
こ
の

性
が
証
明
し
て
い
る

 
そ
れ
に

ら
せ
ば

キ
リ
ト
の

白

の

は
明
ら
か
に
魔
法
な
の
に
刃
を
止
め
た
の
で

矛
盾
し
て
い
る

 
恐
ら
く
特
定
の

に
剣
を
翳
す
と
い
う
行
動
を
ト
リ
ガ

と
し
て
発
動
す
る

魔
法

属
性
は
氷
水

あ
る
い
は
氷
と
光
か

物
理
攻
撃
を
止
め
る
属
性
は
氷
と
地
の
二
つ
だ
け
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で

明
と
な
れ
ば
前
者
し
か
無
か

た

 

原

と

た
よ
う
に

存
魔
法
の
中
に
は

外
も
あ
る

 
そ
れ
が
氷
魔
法
の
ア
イ
ス
ウ

ル

地
魔
法
の
ア

ス
ウ

ル
と
い
う
魔
法

属

性
攻
撃
を

け
る
と
一
撃
で
破
壊
さ
れ
る

中

以
上
の

ド
ス
キ
ル
も
属
性
付
与
に
よ
り

可
能
で
あ
る

そ
れ
ら
は

物
理
攻
撃
で
は
魔
法
を
破
壊
で
き
な
い

と
い
う
原

を
逆
手

に
取
り

物
理
的
な

と
な

て

対
者
を
追
い
立
て
る

で
は

止

ボ
ス
戦
で
は

強
力
な
一
撃
を
止
め
る
盾
と
し
て
使
わ
れ
る

に
し
て

し
い
物
理

魔
法

 
魔
法
攻
撃
に
は
魔
法

 
物
理
攻
撃
に
は
物
理

あ
る
い
は
物
理

魔
法

 
キ
リ
ト
は
物
理
と
魔
法

の

魔
法
を
作
り
こ
の
パ
タ

ン
か
ら
外
れ
た

仮
に
こ
ち
ら

が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作
成
し
物
理
と
属
性
の

方
で
攻
撃
し
て
も
弾
か
れ
問

無

で
反
撃
を

け

た

だ

 
そ
の
分
キ
リ
ト
は

応
の
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
を
背
負
う

で
あ
れ
ば
あ
る

ど
設
定
コ

ス
ト
更
に
使

時
に

の

を
求
め
ら
れ
る

の
だ
が
剣
を
構
え
て

王
立
ち
す
る
少

年
の
ゲ

ジ
は
ど
ち
ら
も

タ
ン
の
ま
ま

以
外
を
使

て
い
る
の
か
こ
ち
ら
が
知
ら
な
い
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動
作
や

か
で
コ
ス
ト
を
掛
け
た
か
あ
る
い
は
反
撃
ダ
メ

ジ
の

ら
か
を
還

し
た
か

 
う

う
そ
だ
ろ

ス
メ
ラ
ギ
さ
ん
も

攻
略
レ
イ
ド
も

め
て
一

い

た
い

が
ど
う
な

て

プ
レ
イ

が
し
て
い
い
攻
撃
じ

な
い
だ
ろ

 
主
力
を
主
と
し
て
百

名
を
一

で
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
に
さ
れ
た
事
に
絶

す
る
生
き
残
り

思

を
止
め
る
な

の
的
だ

そ
う

う
に
も

残
り
火
に
な

た
身
で
は
ど
う

す
る
事
も
出
来
な
い

 
彼
ら
の

葉
に
は
同
意
出
来
る

 
し
か
し

な
ま
じ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
に
深
く
な

て
い
る
だ
け
あ

て
キ

リ
ト
が
し
て
い
る
事
は

外
な
く

に
で
も
可
能
な
事
が
理
解
出
来
て
し
ま
え
る

彼

ど
突
き

け
て
い
な
い
が

自
分
も
似
た
よ
う
な
も
の
を
作

た
か
ら

分
か

て
し
ま

た

 

一
歩

キ
リ
ト
が

み
出
す

 
一
歩

軍
勢
は
後
退
し
た

魔
剣

解
放
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黒
剣
が
掲

ら
れ
る

葉
が
紡
が
れ
刀
身
か
ら
闇
が

れ
出
し
闇
の
刃
が
形
成
さ
れ
た

引
き
換
え
に

キ
リ
ト
の

・

・

・が
・ド
・

・ト
・

・

・で
・目
・

・り
・を
・始
・め
・る

 
軍
勢
が
明
確
に

み

大
き
く
後
退
し
た

く

そ

お
前

と
か
し
ろ
よ

ス
メ
ラ
ギ
さ
ん
が

わ
な
い

手
に
ど
う
し
ろ

て
ん
だ
よ

魔
法
だ

く

魔
法
を

れ

 
明
ら
か
に
魔
法
攻
撃
な
ん
だ
か
ら
そ
れ
で

え
ら
れ
る

だ

 

え

み
恐
慌
を
来
し
戦
線
離
脱
し
よ
う
と
す
る
中
で

静
な

名
か
が

魔
法
を

る
よ
う
指
示
す
る

 
そ
れ
は
こ
の
場
で
的
確
な
判
断
と

え
た

攻
撃

と

力
こ
そ
恐
ろ
し
い
が
分

上
は

確
実
に
魔
法
に
入
る
の
だ

魔
法
は
ダ
メ

ジ
を

ら
す
の
に
確
実
と

え
る

 
二
十
メ

ト
ル
以
上
も

離
が
離
れ
て
い
る
せ
い
で
キ
リ
ト
を
倒
す
事
が

し
い
の
は
問

だ

が
今
は
損

を
抑
え
る
べ
く
少
し
で
も
ダ
メ

ジ
を
少
な
く
し

切
る
事
が

要
と

え
た

 
慌
て
な
が
ら
も

く
紡
が
れ
る

魔
法
の
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キ
リ
ト
は
地
を

り

し
た

え

な

 

定
的
に
指

を

た
男
が

離
を

め
る
少
年
を
見
て

葉
を
喪
う

先

ど
見
せ
た
魔

法
攻
撃
を
し
て
く
る
か
と
思
え
ば

離
を

め
て
来
た
の
だ
予
想
外

つ
対
応
し
切
れ
な
い
行

動
に

ま

て
し
ま
う

 
し
か
も
闇
は
未
だ
絶
え
る
事
無
く
黒
剣
か
ら

れ
出
て
い
る

 

ま
さ
か

別

の
魔
法
な
の
か

 
剣
の
状

か
ら
さ

き
の
攻
撃
が
実
は
二
つ
の
魔
法
に
よ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
可
能
性
に

至
る魔

剣

解
放

で

ス
リ

プ
と
引
き
換
え
に
闇
を

わ
せ

リ

チ
を

ば
す

そ
の
状

で

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

と

け
れ
ば

た
闇
を
放
出
す
る
と
い
う

魔
法

 
Ａ
Ｌ
Ｏ

存
の
魔
法
に

魔
法
は
存
在
し
な
い

故
な
ら

触

を
消

す
る

な
ど

特
定
の
物
品
を
求
め
ら
れ
る
事
こ
そ
あ
れ

か
が
発
動
し
て
い
る
間

と
い
う
前

の
も
の

は
無
い
か
ら
だ

な
ま
じ
日
本
語
で
一

き
の
文
の
よ
う
に

こ
え
た
せ
い
で

違
い
し
や
す
い

の
も
気
付
か
な
か

た
原
因
だ
ろ
う
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闇
を

た
状

わ
ば
魔
剣
解
放
状

は
闇
の
波

攻
撃
フ

ル
ブ
ラ
ン

ド

を
使
う
事
で
解

さ
れ

ス
リ

プ
も
終
わ
る

逆
に
解

し
な
い
限
り

ス
リ

プ
が

く
リ
ス
ク
を
背
負
う

で
そ
れ
を
代
償
に
設
定
す
る
事
で
コ
ス
ト
に
反
し
て
高
い

力
を
誇

る

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

を
使
え
る

そ
う

え
れ
ば

コ
ス
ト
と

力
に

得
が
い
く

え

ち

い
て
な

た

タ
ン
ク

前
に

 
メ
イ
ジ
は
下
が
れ

り

了
解

 
闇

う
剣
を
手
に

離
を

め
る
キ
リ
ト
に
慌
て

と

が
フ

ン
ブ
ル
し
て
い
く
中

大
盾
を
持

た
プ
レ
イ

が
前
に
出
る

備
を
見
れ
ば
中

の
中

上
と
い

た
と
こ
ろ
だ

が
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
に
よ
り
レ
ベ
ル
や

備
性
能
が
平

化
さ
れ
い
て
い
る
今
そ
の
制
限

を
逆
手
に
戦
線
に
参
加
す
る
者
も
い
る

彼
ら
は
そ
の
一

の
よ
う
だ

 
術
師
が
下
が
り

タ
ン
ク
が
前
に
出
る

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

 
し
か
し
そ
れ
を

て
い
た
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
キ
リ
ト
が
剣
を
横
に
振
る
い
闇
を
解

放
し
た

魔
法
ダ
メ

ジ

い
の
そ
れ
を

魔

法

値
に

し
い
前
衛
が
大
ダ
メ

ジ
必
至
の
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至
近

離
で

け
る

 
が
が
が
が
が
が

と

が

か
れ
る
よ
う
な
多
重

 
闇
に

わ
れ
て
も
見
え
る
数
多
の

ゲ

ジ
が
一

に

れ

や
は
り
残
り

で

か

に

え

全
損
す
る

わ

わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

や

ダ
メ
だ

ろ

ろ

ス
メ
ラ
ギ
さ
ん

す
い
ま
せ
ん

 
撤
退
し
ま
す

 
物
理
で
斬
ら
れ
る
と
思
わ
せ
て
か
ら
の
広

魔
法
攻
撃
に
よ
り
更
に
百

り
の
リ
メ
イ
ン
ラ

イ
ト
が
作
ら
れ
レ
イ
ド
は
い
よ
い
よ

を
喪
い
勝
手
に
戦
線
離
脱
す
る
者
が
現
れ
る

自

分
の
理
解
で
き
な
い
戦
い
方
を
す
る
キ
リ
ト
に
勝
ち
目
を
見
出
せ
ず

出
し
た
よ
う
だ

を
殺
し
た
か

た
ら

最

で
も
こ
れ
の
二
十

で
来
る
ん
だ
な

 
ド
タ
ド
タ
と
足

く

去
る
レ
イ
ド
へ

発
が
送
ら
れ
る

 
仮
に
今
の
二
十

約
一
万
人
の
プ
レ
イ

で
来
た
と
し
て
も
こ
の
場
で
彼
を
倒
す
の

は
不
可
能
に
近
い

数
で
は
圧
倒
的
に

る
キ
リ
ト
は
大
軍
の

を
活
か
せ
な
い
限
定
さ
れ
た

い
地
形
を

し
広

魔
法
を

果
的
に
出
来
る
状
況
を
作
り
出
し
て
い
た

魔
法
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を
使
う
と
分
か
れ
ば

離
を

め
タ
ン
ク
を
前
に
出
さ
せ
そ
こ
で
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
を

使
い

壊
滅
へ
と
追
い
や
る

 
メ
イ
ジ
が
残
れ
ば
最

一
方
的
だ

魔
法
は

弾
ダ
メ

ジ
に
応
じ
て

を
消

す
る

反
面

キ
リ
ト
は

魔
剣
解
放

で

た

を

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

で

と
も
ど
も
還

し

使

た
後
は
全
快
状

に

て
い
る

 
こ
ち
ら
が
数
を

え
れ
ば

え
る

ど
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
の

食
と
な
り
こ
ち
ら
は

壊
滅
し

キ
リ
ト
は
よ
り
大
き
く
回
復
す
る

 
悪
夢
と
は
ま
さ
に
こ
の
事
か

に
回
ら
れ
る
と
こ
う
ま
で

と
は

 
し
か
し

こ
う
し
て
戦

た
事
で
分
か

た
事
も
あ
る

魔
剣
解
放

は
闇
属
性
の
刃
で
リ

チ
を

ば
し

物
理
攻
撃
に
魔
法
攻
撃
を
重
ね
る
も
の

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

の
た
め
か
発
動
中
は

ス
リ

プ
が
発
生
す
る

 
そ
し
て
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
は
見
た
目
の

手
さ
に
反
し
て

打
系
の
魔
法
ら
し
い

一

で
消
し

ば
な
か

た
事
か
ら
一
発
の

力
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
事
が
分
か
る

間

打

数
が
非
常
に
多
い
せ
い
で
魔
法

を
し
な
か

た
自
分
の

は
ガ
リ
ガ
リ
と

ら
れ
た

そ

し
て
与
え
た
ダ
メ

ジ
の
数
パ

セ
ン
ト
分
を

と

に
そ
れ
ぞ
れ
還

す
る
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こ
の
二
つ
は
数
を

と
す
る

手
に
最
も

果
的
な
手

だ

広

攻
撃
に
入
る

が
多
い

ど

キ
リ
ト
は
自
分
の

と

を
回
復
さ
せ

打
す
る
戦
法
を
取
れ
る

 

逆
に
一
対
一
の
よ
う
な
ボ
ス
戦
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

と
違

て
苦
手
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か

 
強
力
な

ド
ス
キ
ル
や
魔
法
を
使
い
こ
そ
す
れ
彼
の

備
は
中

の

を
脱
し
て
い
な
い

備
の
性
能
こ
そ
勝
負
の
カ
ギ
を
握
る
ボ
ス
戦
に

い
て
中

以
下
と
い
う
の
は

命
的
だ

 
彼
は
対
人
戦
に
特
化
し
た

備
と
ス
キ
ル
を
使
う
反
面

ボ
ス
戦
は
や
や
苦
手
な
ビ
ル
ド
に

な

て
い
る
と
推

で
き
る

 

結
果
は
悲

と
し
か

え
な
い
が
キ
リ
ト
の
力
と
戦
い
方
が
分
か

た
だ
け
で
も
重

か 
そ
う

得
し
て
お
く

 
実

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
攻
略
は
重
要
だ
が

中
の
浮

攻
略
は

か

に
取
ら
れ
て
も
い
い

最
後
の
大
一
番
を
セ
ブ
ン
が
取

て
い
け
ば

そ
目
的
は
達
成
さ
れ
る

中
の
攻
略
は
そ
れ
を

な
も
の
に
す
る
た
め
の
も
の
で
し
か
な
い

も
ち
ろ
ん
自
己
強
化
を

て
お
か
な
け
れ
ば
マ
ト
モ
に
立
ち
向
か
え
な
い
か
ら
で
も
あ
る
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一
先
ず

セ

ブ

リ
ス
ポ

ン
地
点
に

た
後
キ
リ
ト
に
や
ら
れ
て
躍

に
な

て
い
る
で
あ
ろ
う

ク
ラ
ス
タ
達
を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
と

え
る

 
流

に
集

戦
の
メ
タ
を

て
来
た
キ
リ
ト
を

手
に
数
の

力
は
意
味
を

さ
な
い

 

が

い
な

 
最
近
抑
え
ら
れ
て
い
な
い

ど
セ
ブ
ン
へ
の

狂
ぶ
り
が
見
ら
れ
る
ク
ラ
ス
タ
達
の
事
を

え

内
心
で

息
を

き
な
が
ら

リ
ス
ポ

ン
し
ま
す
か

の
問
い
に

ボ
タ
ン
を
タ

プ

し

空

へ
と

る

す

ス
メ
ラ
ギ
さ
ん

大
変
で
す

 

生
し
た
直
後

に
呼
ば
れ
た

速
か
と

根
を
寄
せ

き

キ
リ
ト
が

黒
の
剣
士

が
空

に

る
ん
で
す
よ

は

 
予
想
外
の

葉
に

心
の

か
ら

け
た
声
を
上

て
し
ま

た

ど
う
い
う
事
だ

 

解
放
の
英
雄

な
ら
中

に

た
だ
ろ
う

達
に
も
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が

多
分
ど

ち
か
が
偽
物
な
ん
じ

な
い
か

て

に

る
方
は
物

い
デ
バ
フ
を

け
て
る
上
に

死
状

で
一
時
間
以
上
前
か
ら
空

に
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る
の
が
確
認
さ
れ
て
る
ら
し
く
て

偽
物

 
報

を

き

思

す
る

 
ゲ

ム
に

い
て

か
の
偽
物
と
し
て
振
る
舞
う
の
は
不
可
能
に
近
い
が
ス
プ
リ
ガ
ン
の

影
魔
法
あ
る
い
は

か
し
ら
の
ア
イ
テ
ム
で
あ
れ
ば
声
や

を
偽
る
事
は
あ
る
程

可
能

写

真
な
ど
の

像
ア
イ
テ
ム
が
あ
れ
ば

を
偽
る
道

の
精

は
よ
り
増
す
だ
ろ
う

 
加
え
て
キ
リ
ト
の

備
は
中

ど
こ
ろ
の
も
の
ば
か
り

そ
の
気
に
な
れ
ば
そ
こ
ら
の
Ｎ
Ｐ

Ｃ
武

で

え
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
だ

た

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
だ
が
作
ろ
う
と
思
え
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
ボ
ス
戦
の

像
を

参

に

で
も
作
れ
る

 
剣
を
交
え
て
い
れ
ば
事
の
真
偽
を

れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
中

に
い
た
方
に
は
攻
撃

を

が
れ
返
り

ち
に
あ

た
だ
け

そ
の
後
も
広

攻
撃
魔
法
ば
か
り
で

の
剣

を
見

せ
て
い
な
か

た

 
意
味
深
な
発

が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が

空

に

る
方
が
本
物
の
キ
リ
ト
君
よ
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セ
ブ
ン

 
話
し
て
い
る
と
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
終
え
て
空

を

し
て
い
る

の
セ
ブ
ン
が

て
入

て
来
た時

か
ら

い
て
い
た

時
か
ら
以
前
に
ス
メ
ラ
ギ
君
が
や
ら
れ
て

て
来
る
前
か
ら
空

は
こ
の
話
で
持
ち
切

り
よ

 
彼
の
フ
レ
ン
ド
が

ど

に

な
い
せ
い
で
本
物
か
判
断
出
来
る
人
が

な
か

た

せ
い
で

広
ま

て
て
ね

な
ら

故
空

に

る
方
が
本
物
と

え
る

 
騒
ぎ
を
知

て
い
る
事
は

得
出
来
た
が
断
定
偽
物
と

え
る
中

の
方
を
見
て
い
な

い
の
に

故
本
物
か
判
断
出
来
た
か
分
か
ら
な
か

た

 
す
る
と
セ
ブ
ン
は
小

を

た
後

し
ま

た

と

い
そ
う
な

を
し
た

あ

ち

し
ま

た

秘
密
な
ん
だ

た
わ

秘
密

話
の
流
れ
か
ら

す
る
に
ま
さ
か
と
思
う
が

セ
ブ
ン
キ
リ
ト
と
フ
レ
ン
ド

に
な

て
い
る
の
か

 
ま
さ
か
と
思

て
問
え
ば

彼
女
は

定
す
る
事
無
く
悪

め
い
た

み
を
浮
か
べ
た
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え

え
え
え
え

 
そ
れ
を
知

た

は
絶

を
上

る

れ
の
ア
イ
ド
ル
が
特
定
個
人
と
フ
レ
ン
ド
に
な

て
い
る
事
実
を

狂
的
な
フ

ン
で
あ
る

が
知

た
の
は
不

か
も
し
れ
な
い

そ

そ
そ
そ

そ
れ
は
本

な
ん
で
す
か

う

ま

ば
れ
ち

た
し
仕
方
な
い
か

う
ん
そ
う
よ

キ
リ
ト
君
は

・あ
・な
・た

・達
・か
・ら
・

・

・た
・一
・

・日
・に

出
会

て
ね

そ
の
時
に
フ
レ
ン
ド
に
な

た
の

ら

こ
れ

 
証
明
す
る
た
め
か
ウ

ン
ド
ウ
を
可

モ

ド
に
し

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
を
見
せ
る
セ
ブ
ン

最
上
に
自
分
の
名
前
が
あ
り
そ
の
一
つ
下
に
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
の
名
前
が
表
示
さ
れ
て
い
る

 
彼
女
の
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
に
あ
る
名
前
が
二
つ
だ
け
な
の
は
事
情
が
あ
る

 
自
分
が
見
知
ら
ぬ
他
人
か
ら
遠
ざ
け
た
り
彼
女
自
身

し
く
て

な
ゲ

ム
プ
レ
イ
に
興

じ
ら
れ
な
か

た
り
し
た
結
果
が
そ
れ
だ

ギ
ル
ド
の
運

も

全
て
自
分
が
取
り
仕
切

て

い
る
せ
い
で

絡
も
自
分
が
す
れ
ば

い

 
一
番
の
理
由
は
集

的
無
意
識
の

合
を
目
的
と
す
る
た
め
に
対

の
間
に
非
協
力
的
感

情
や
思

を
覚
え
さ
せ
な
い
よ
う

え
て

離
を
取

て
い
る
か
ら

逆
に

え
ば
彼
女
と
フ

レ
ン
ド
に
な
り
個
人
的
に
親
し
く
な

た

手
は

対

か
ら
外
れ
た
事
を
意
味
し
て
い
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る

キ
リ
ト
が
セ
ブ
ン
と
フ
レ
ン
ド
に
な

た
の
も
彼
女
が

対

と
し
て
い
る
集

組

に
入
る
と
は

え
て
ら
れ
お
ら
ず
ク
ラ
ス
タ
達
が
彼
に
反
発
を

い
た
と
し
て
も

に

が
無
い
か
ら
だ
ろ
う

う

そ

マ
ジ
か

と
い
う
か
セ
ブ
ン
ち

ん

て
フ
レ
ン
ド
少
な
い
ん
ス
ね

ち

と

そ
れ
気
に
し
て
る
ん
だ
か
ら

わ
な
い
で
よ

と
に
か
く
だ

セ
ブ
ン

実

に
空

の
方
の
キ
リ
ト
を
見
て

名
前
が
見
え
た
ん
だ
な

う
ん

そ
う
よ

フ
レ
ン
ド
に
だ
け
見
え
る
ア
バ
タ

ネ

ム
が
し

か
り
見
え
た
わ

そ
う
か

 
セ
ブ
ン
は
こ
う
い
う
事
に

し
て

は

わ
な
い

 

彼
女
は

が
苦
手
だ
か
ら
仮
に

を

い
て
い
れ
ば
分
か
り
や
す
い
反
応
が
出
る

そ

れ
が
無
い
か
ら
実

見
え
た
の
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
に
も
分
身
を
作
る

の
も
の
は
無
い
か
ら
つ
ま
り
中

に

る
方
は

影
で

を

せ
た
偽
物
と
い
う
事
で
決
ま
り
だ

 
そ
う
な
る
と

故
あ
そ
こ
に

取

て
い
る
か
が
分
か
ら
な
い
が

そ
れ
で

ス
メ
ラ
ギ
君
は
キ
リ
ト
君
の
偽
物

ど
う
す
る
つ
も
り

 
倒
す
の
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思

し
て
い
る
と

セ
ブ
ン
が
問
い
掛
け
て
来
た

ん

い
や
ア
レ
は
無
理
に
近
い

完
全
に
対
策
し
て
来
て
い
る

む
し
ろ
数
に
頼
れ
ば
頼

る

ど
こ
ち
ら
が
不

だ

ん

偽
物
は
一
人
な
の
に

数
の

力
が
逆

果
な
ん
だ

ア
レ
は

外
だ

ま
さ
か
ア
レ
が
偽
物
と
は
思
い
も
し
な
か

た
ぞ

 
完
全
に
一
方
的
だ

た
か
ら
本
物
と
ば
か
り

え
て
い
た
せ
い
で
偽
物
と
は
思
い
も
し
な
か

た

空

に
キ
リ
ト
の

を
見
た
者
が
い
な
け
れ
ば

全

そ
う
思

て
い
た
だ
ろ
う

今
回
は
見
過
ご
そ
う

で

で
す
が
ス
メ
ラ
ギ
さ
ん

そ
れ
じ

み
ん
な
が

得
し
ま
せ
ん
よ

 
ク
ラ
ス
タ
も
抑

え
切
れ
ま
せ
ん

ギ
ル
ド
に

属
し
て
い
る

に
は

か
ら
話
を
す
る

ク
ラ
ス
タ
は

デ
ス

ナ
で
弱

く
な

て

い
て
行
か
れ
て
も
い
い
な
ら
自
己
責

で
行

て
い
い
と
で
も

え
ば
い
い
だ
ろ

う 
三
刃
騎
士

は
た
だ
の
セ
ブ
ン
フ

ン
で
は
な
く
実
力
者

い
で
構
成
さ
れ
た
精

ギ

ル
ド

今
は
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
で
弱
体
化
を

け
入
れ
な
か

た
者
達
と
戦
線
を
共
に
し
て
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い
る
が
本

で
の
レ
ベ
ル
に
追
い
付
い
て
来
る

か
ら
レ
ベ
ル
や

備
の
性
能
の
面
で
差
が
生

ま
れ
て
来
る
だ
ろ
う

そ
う
な
れ
ば
ク
ラ
ス
タ
は
却

て
邪
魔
に
な
る

 
こ
の
状
況
で
の
死

経
験
値
喪
失
は
手

い
損
失
な
の
だ

少
し
で
も
弱
く
な
れ
ば

れ
て

行
く

に
も
い
か
な
い
の
で
そ
れ
を
恐
れ
る
ク
ラ
ス
タ
達
に
は
こ
の
上
な
く

く

葉
に
な
る

強
く
な
り
た
い
と
い
う
欲
望
を
大
な
り
小
な
り
持

て
い
る
の
が
プ
レ
イ

時
間
を
掛

け
て
鍛
え
た
モ
ノ
を
奪
わ
れ
喪
う
感
覚
を

き

ん
で
覚
え
た
い

ツ
は
ま
ず

な
い

仮

に

る
と
す
れ
ば

か
の
た
め

と

う
者
く
ら
い
だ

じ

あ
攻
略
を

め
る
ん
で
す
か

ん
た

た
一
つ

中
に
く
れ
て
や
れ
ば
い
い

む
し
ろ
よ
り
一
層

ま
な
い
と
他
に

取
ら
れ
て
し
ま
う
と
危
機
感
を
覚
え
ら
れ
た
ん
だ

い
い

に
な

た
ん
じ

な
い
か

そ
う

で
す
が

は

 

め
る
の
が

な
の
か

し
つ
こ
く
食
い
下
が

て
来
る

内
心
で

息
を

く

今
は
ス
ヴ

ル
ト
の
独
自
ル

ル
で
弱
体
化
し
て
い
る
が
先
に
進
め
ば
本

と
変
わ
り
な
い

レ
ベ
ル
ま
で

る

そ
う
な
れ
ば
精

の
三
刃
騎
士

が
そ
う

と
他
に
後
れ
を
取
る
事
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は
無
い

最
後
は

達

三
刃
騎
士

が
勝
つ
ん
だ

今
は

え

べ

は
い

す

 
攻
略
が
進
ん
で
い
く

ど
解
放
さ
れ
て
い
く

備
性
能
を

み
れ
ば
そ
こ
ら
の
プ
レ
イ

よ

り

は

れ
て
い
る

そ
れ
は
事
実
だ

 
そ
れ
で

く
自
尊
心
を
取
り

し
た
ら
し
く
返
事
を
し
た

は
他
の
メ
ン
バ

の
下
へ

け
て
い

た

今
後
は

達
三
刃
騎
士

が
勝
つ

か

ジ
レ
ン
マ
ね

抑
え
る

葉
が
却

て
彼

ら
の
自
尊
心
を

大
化
せ
て
い

て

よ
り
抑
え
に
く
く
な
る

と
な
る
ん
だ
か
ら

 

肉
気
に

り
去
る

を
見
て

う
セ
ブ
ン

 

は

て

息
を

い
た

 

来
な
い
わ
ね

 
ユ
ウ
キ
達
が
ボ
ス
の
間
へ
と
転

さ
せ
ら
れ
て
か
ら
一
時
間

り

そ
ろ
そ
ろ
実
力
行
使
で

滅
し
た
三
刃
騎
士

が
怒
り
に

せ
て
突
撃
し
て
く
る

と

し
て
い
る
が
一
向
に
現

れ
る
気
配
が
無
か

た



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

一
向
に
来
ま
せ
ん
ね

こ
こ
ま
で
の
ギ
ミ

ク
は
解
け
て
る
ん
だ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
来
て
も
い
い

よ
ね

あ
た
し

達
が
そ
れ
く
ら
い
で

い
た
ん
だ
し
さ

 

く
よ
う
に
シ
リ
カ
と
リ
ズ
ベ

ト
が
応
じ
た

 

攻
略
組
で
は
な
い
が
彼
女
ら
も

剣
使
い

使
い
と
し
て
見
れ
ば

み
の
Ａ
Ｌ
Ｏ

プ
レ
イ

よ
り
は
強
く
ボ
ス
戦
で
は
頼
り
に
な
る

間
だ

⻑

場
の
ダ
ン
ジ

ン
だ
と

の
合
間
に
ア
イ
テ
ム
を
作
成

補

し

武
器
の

値
回
復
を
し
て
く
れ
る
要

で
あ
り

シ
リ
カ
は
ナ
ン
の

護

み
リ
ズ
ベ

ト
は

重
な
打
撃
属
性

つ
盾
持
ち
タ
ン
ク
と
し
て
重

宝
さ
れ
て
い
る

 
そ
ん
な
彼
女
ら
は

が
一
向
に
来
な
い
た
め
武
器
を
下

て
い
た

 
自
分
も
ケ

ト
シ

の
遠

能
力
を

使
し
て
遠
く
を

み
こ
そ
す
れ

弓
は
下

て
い
る

自
分
の
前
に

ぶ

間
も

ど
が

勢
を
や
め
て
し
ま

て
い
た

ま
さ
か
と
思
う
け
ど

ま
た
キ
リ
ト
が

か
や

て
る
ん
じ

な
い
で
し

う
ね

 

と
そ
ん
な
疑
念
が
浮
か
ん
だ

思
い
出
す
限
り
キ
リ
ト
は
後
で

え
て
い
る

事
に

つ
い
て

し
く

て
い
な
か

た
の
だ

可
能
性
と
し
て
は
あ
り
得
る
と
思
う
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キ
リ
の

が

て
た

事

が

て
事
か

 

い
や

そ
り

無
い
ん
じ

ね

か
な

 
し
か
し
ク
ラ
イ
ン
が
そ
れ
を

定
し
た

そ
ん
な
ま
さ
か
と

わ
ん
ば
か
り
の

れ

を
浮

か
べ
て
来
て

と
て
も
失
礼
だ
と
思
う

今
の
ア
イ
ツ
は
あ
の
状

な
ん
だ

 

ら
ア
イ
ツ
で
も

り
傷
一
つ
負
わ
な
い
で
レ
イ

ド
を

手
に
す
る
の
は
不
可
能
だ
ろ

ま

ぶ

ち

け
現
実
的
で
は
な
い
わ
な

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
魔
法
や
弓
が
あ
る
と

て

も

手
は
大
軍
だ

や

が
切
れ
た
ら
近

戦
を
強
い
ら
れ
る

論

手
だ

て
魔
法
を

使

て
来
る
ん
だ
か
ら
無
傷
で

り
切
る
の
は
ま
ず
不
可
能

魔
法
な
ん
て
必
要

練

が

ち
と
高
い
し

仮
に
使
え
て
も

り
ダ
メ

ジ
で
死
ぬ
の
が
オ
チ
だ
か
ら
な

 
ク
ラ
イ
ン
に

き

を

に
立
て
て
い
た
前
衛
タ
ン
ク
の
エ
ギ
ル
が
こ
ち
ら
を
向
い
て

て
く
る

 
そ
の
反
論
は
も

と
も
な
意
見
だ
が

で
も

て
欲
し
い

 
キ
リ
ト
の
戦
場
は

な
に
も
戦
闘
だ
け
で
は
な
か

た

そ
れ
は
圏
外
で
の
事
で
し

う

 
私
が

え
て
る
の
は
圏
内

情
報
戦
の
方
よ
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キ
リ
ト
の
事
だ
か
ら
情
報
一
つ
で
ギ
ル
ド
内
部
を
惑
わ
せ
る
く
ら
い

無
い
と
思
う
の
だ
け
ど

そ
い
つ
は

い
や

で
も

し
い
だ
ろ

三
刃
騎
士

の
攻
略
は
実

ス
メ
ラ
ギ

が
取
り
仕
切

て
る
せ
い
で
上
意
下
達
は
し

か
り
し
て
い
る

だ

惑
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
結

行
動
は

い
や

時
間

ぎ
な
ら
出
来
る
か

 

を
組
み

真
剣
に

味
し
始
め
る
ク
ラ
イ
ン

 
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
キ
リ
ト
の
行
動
を
⻑
ら
く
見

け
て
い
た
一
人

組

間
抗
争
の
裏
で
情
報

作
し
絶

な

が

れ
な
い
よ
う
暗
躍
し
て
い
た
事
も
知

て
い
る
以
上

に

定
出

来
な
い
推

の
よ
う
だ

 
な
ま
じ
推

だ
か
ら
こ
そ
ど
う
と
で
も

え
ら
れ
て
し
ま
う

 
そ
れ
か
ら
も
あ

だ
こ

だ
と
話
し
な
が
ら

三
刃
騎
士

を

つ

 
そ
れ
か
ら
も
う
一
時
間

た

  

し
か
し
だ
れ
も
こ
な
か

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ス
メ
ラ
ギ

点
で
キ
リ
ト

と
の
戦
闘

と
い
う
か

最

蹂
躙

 
キ
リ
ト
は
一
対
一
を
望
ん
で
い
る
よ
う
で
す

集

で
行
く
と
一

さ
れ
ま
す
リ

フ

の

よ
う
に
正
面
か
ら

騎
で

し
ま
し

う
剣
狂
い
に
な
ら
な
い
と

に
な
れ
な
い

ル

ナ
テ

ク

 
ユ

ジ

ン

軍
は
キ
リ
ト

の

バ
さ
を

写
す
る

に
な

た

消
し

ば
さ
れ
て
い
な
い

り
キ

チ
リ
剣
で
対
応
さ
れ
て
い
る

で
あ
る
意
味
ス
メ
ラ
ギ
よ
り

真

に

手
さ
れ
て
い
ま
す

 
戦
い
と
は
同
レ
ベ
ル
の
間
で

こ
り
得
る
も
の
だ
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

 
意

様

ら

三
刃
騎
士

に

と
戦

う

刃
を
交
え
る

格
は
ね

 
バ
ル
バ
ト
ス
の
チ

プ
エ
リ
ミ
ネ
イ
ト
が
今
回
は
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
ま
し
た

ね

原

の
反
転
エ
ク
ス
カ
リ
バ

・
モ
ル
ガ
ン
を

え
る
と

場

も

て
絶
望
感
が
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が
が
が

精
神

壊

 
結
論

ま
だ
ま
だ
絶
望
が
足
り
な
い
ナ

手

れ

 
ス
メ
ラ
ギ
の
一
太
刀
を

い
だ

白

の

は

Ｋ
Ｈ
２
ラ
ス
ボ
ス
の
ゼ
ム
ナ
ス
が
使
う

シ

ル
ド
に

リ
フ
レ
ガ

性
能
が
付
い
た
も
の
を
思
い
浮
か
べ
て
下
さ
れ
ば

実

主
人

が
使

て
る
か
ら
い
い
だ
け
で

が
使

て
く
る
と

バ
い
性
能
で
す
よ
ね
リ
フ
レ
ガ

中
無

強
制
反
撃
は
エ
グ
イ

 
Ｋ
Ｈ
２

リ
フ
レ
ガ

は

消

が

し
い
の
で

発
す
る
と
あ

と
い
う
間
に

し
ま
す
が

今
話
の
キ
リ
ト
は
オ
プ
シ

ン
で

還

付
け
て
る
上
に
集

殺
し

フ

ル

ブ
ラ
ン
ド

で
回
復
す
る
の
で

タ
チ
が
悪
い

 

が
タ
チ
悪
い
か

て

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
の
発
動

件
と

推
さ
れ
て
い
る

魔

剣
解
放

で
使
う
の
は

で
は
な
く

つ
ま
り

か
ら
魔
剣
解
放
使

て

一
気

に
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
で
回
復
す
る
と
い
う
事
が
出
来
る
と

う
点

魔
剣
解
放
か
ら
の
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
が
如

に
強
力
か

つ
反

的
か
き

と
Ｓ
Ａ

Ｏ
で
は
分
か
り

い
と
思

た
の
で

め
て

し

写

回
復
は
と
も
か
く

こ
れ
で

力
的
に
は
弱
体
化
し
て
る
ん
だ
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こ
れ
は
ス
メ
ラ
ギ
が
悪
い
ん
や
な
い

原

ゲ

ム
だ
と

対
峙
に
物
理
攻
撃
し
か
し
て
こ
な

い
ス
メ
ラ
ギ
が
悪
い
ん
や

 

魔
法
を
使

て
も

共
消
し

ば
さ
れ
た
可
能
性

 

そ
し
て
や
ら
れ
て
空

に

た
先
に
は

デ
バ
フ

り
状

の
キ
リ
ト
が

 
空
中

に
い
る
キ
リ
ト

は
ど
う
い
う
事
か
は

今
後

ち
な
み
に

ゲ

ジ

が
あ
る
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
ヴ

ベ
ル
に

影
を
掛
け
た

で
は
あ
り
ま
せ
ん
先
手

し  

中
の
セ
リ
フ
回
し
と
最
後
は
知
る
人
ぞ
知
る
と
い
う
か

か
出
て
い
る
ネ
タ
で
す
ね

 
原

と
違
い
本
作
だ
と

Ｂ
ａ
ｄ
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

審
判

仕
掛
け
る

が
ル

ト

殺
し
や

て
る

肉
よ

Ｄ
ｕ
ｓ

ｔ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ

か
な

 
必
要
悪
演
じ
て
レ

ド
殺
し
も
し
て
た
本
作
キ
リ
ト
の
ケ
ツ
イ
の
キ
メ
方
は
や

お
か
し

い
な

て

そ
う
さ
せ
た
の
は
作
者

 

つ
ま
り
作
者
は
■
■
■
■
■
だ

た

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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・

・

 

し
か
し
だ
れ
も
こ
な
か

た
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第
十
六
章
 

第
一
ボ
ス

フ

ブ
ニ
ル

北
欧
の
邪
⻯

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
最
近

れ
て
中

に
入
れ
な
い

先
の
展
開

想
し
過
ぎ
て
今
の
展
開

の
邪
魔
し

ち

て
る
せ
い
で
投
稿
が

れ
ま
し
た

 
み
ん
な
も

し
て
る
小
説
の
先
の
展
開

想

は
程

に
し
よ
う
ね

じ

な
い
と
今
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま
す

 
そ
ん
な

で
今
話
は
か
な
り

い
約
七
千
文

し
く
オ

ル
戦
闘
回

 

点
は
前

ラ
ン

後

ユ
ウ
キ

 
で
は
ど
う
ぞ

  
光
に

ま
れ
転

し
た
先
は

と
し
た
空
間
が
広
が

て
い
た

オ

ロ
ラ
を
禍

し
い
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色
合
い
に
変
え
た
様

の
光

は
こ
ち
ら
に

心
を

か
せ
る

 
足

は

の
見
え
な
い
闇
が
見
え
る

が
こ
れ
ま
た

認
出
来
な
い

明
な

が
あ
る
ら

し
く
転

し
た
場

か
ら
下
に

ち
る
予
兆
は
無
い

先
で
感
触
を
確
か
め
れ
ば

先
で

突
い
た
点
を
中
心
に
波
紋
が
広
が
る

か
と
い

て

が
波
打

て
い
る

で
は
な
く
感
触
も

し

か
り
と
し
た
も
の

間
違
い
な
く

行
型
ボ
ス
だ
ろ
う
が
最
悪
地
を

て
対
応
す
る
の

も
手
か
も
し
れ
な
い

 

な
の
は
パ

と
見
た
だ
け
で
は
自
分
が
ど
れ
く
ら
い
の
高
さ
で

ん
で
い
る
か
分
か
ら
な

い
事
か

 
浮
遊
大

本

無
く

行
し
て
い
る
間
は
地
上
や

物
な
ど
で

そ
の
高

を

る
が
ボ
ス
戦

に
設
え
ら
れ
た
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
に
は
そ
れ
ら
が
存
在
し
て
い
な
い

あ

ま
り
下

し
て
い
る
と
気
付
け
ば
地
面
に

突
し
て
し
ま
う

な
ん
て
事
も
十
分

こ
り
得

る

だ

 
予

策
と
し
て
は

果
が
残
り

け
る
魔
法

え
ば
氷
や
地
属
性
な
ど

を
使
い
地

面
に
残
す
こ
と
で
目

に
す
る
事
か

 
ボ
ス
が
現
れ
る
ま
で
の

か
な

予
で
戦
場
の
確
認
を
終
え
た
私
は
後
ろ
に
い
る

間
に
向
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き
直
るさ

ん

覚
悟
は
い
い
で
す
ね

事
こ
こ
に
至

た
以
上
は
一
発
勝
負
で
す
よ

 
そ
う

う
と

前
衛
剣
士
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
少
年
が
ニ

と

み
を
浮
か
べ
た

分
か

て
る

て

せ

か
く
ア
ス
ナ
さ
ん
達
も
協
力
し
て
く
れ
て
る
ん
だ
一
発
で
成

さ

せ
よ
う

 
そ
の

葉
に

一
同
は
決
意
の
表
情
で

く

 

直
後

獣
の

が

を

い
た

 
空
の
彼
方
か
ら

空
し
て
く
る
大
き
な
影

そ
れ
は

色
の

を
持
つ

の
ド
ラ
ゴ
ン

と
中
華
の

を
足
し
て

た
よ
う
な
風

の
ボ
ス

 
ボ
ス
の
名
は

フ

ブ
ニ
ル

北
欧
神
話
や

ニ

ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
指
輪

に
登
場
す
る

を
撒
き

ら
す
有
名
な
邪
⻯
で
あ
る

 
自
分
達
な
ど
一

み
出
来
そ
う
な

ど
大
き
な
そ
れ
を
前
に
し
か
し
た
じ
ろ
ぐ
者
は
一
人
も

な
い

こ
こ
ま
で
お
膳
立
て
さ
れ
た
上
に
退
け
な
い
理
由
が
あ
る
か
ら
だ

ガ
ア
ア
ア
ア

 
二

の

を
契
機
に

私
達
は
動
き
出
し
た
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や
や
苦
み
の
あ
る

色
の

体
を

み

し

か
ら

を
離
す

こ
れ
で
グ
ラ
ポ
は
残
り
三
本
か

 

界

の
ゲ

ジ
が
ぐ
ぐ

と
八

ど
ま
で
回
復
し

に
白
を

め
て
い
く
様
子
を

目
に

戦
況
を

す
る

 
戦
闘
開
始
か
ら
二
時
間
近
く
経
つ
現
在
の
戦
況
は
可
も
な
く
不
可
も
な
し
と
い

た
と
こ
ろ

だ

た

 
本
来
で
あ
れ
ば

し
て
も
二
撃
目
で
全
損
す
る
だ
ろ
う
攻
撃
に
大
き
な
盾
を
持
つ
タ
ン
ク

の
テ

チ
は
最

五
撃

え

い
で
い
る

そ
の
間
に
ラ
ン
と
シ
ウ
ネ

の
二
人
が
時
間
差
で
回

復
魔
法
を

ば
す

 

は
そ
ん
な
戦
法
を
し
て
い
れ
ば

切
れ
に
な
り

ポ

シ

ン
で
の
回
復
や
ら
で
間
が

空
く
も
の
だ
が

キ
リ
ト
が
掛
け
た

自
然
回
復
バ
フ
は
本

で
確
認
さ
れ
て
い
る
そ
れ
よ
り

か
に

果
が
高
い
ら
し
く

二
人
で
交

に

え
て
い
れ
ば
そ
う
そ
う

切
れ
に
な
ら
な
い

 
攻
撃

の
自
分
ジ

ン
ノ
リ
テ

チ
は
隙
を
見
て
突
撃
し
て
い
る
が
な
に
せ
あ
ち
ら

も

び
回
る
上
に
攻
撃

が
広
く

ど
う
し
て
も

弾
は

け
ら
れ
な
い

た
だ
け
で
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分
持

て
行
か
れ
る
が

バ
フ
が
無
か

た
場
合
を

え
れ
ば
こ
れ
で
も

分
マ
シ
な
方
だ

テ

チ
が
五
回
以
上

え
て
い
る
の
も

バ
フ
の

果
が
高
い
お

で
あ
る

 

い
自
動

生
は
全

残
し
て
い
る

 
対
す
る
ボ
ス
フ

ブ
ニ
ル
の

は
五
本
中
最
後
の
一
本
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た

こ
こ

ま
で

一
人
と
し
て
欠
け
る
事
無
く

バ
フ
も
全
て
残
し
た
ま
ま
な
の
は
重

の
至
り
で
あ
る

 
不
安
要

と

え
ば
回
復

の
二
人
の
負

を
和
ら

る
べ
く

回
に
使

し
た
ポ

シ

ン

だ
ろ
う
か

ス
ト
レ

ジ
い

い
に

め

ん
で
き
た
そ
れ
ら
は
も
う
残
り
三
本
し
か
な

い

シ
ウ
ネ

達
が
や
ら
れ
た
ら
一

の
終
わ
り
に

し
い

 

ボ
ス
の
残
り
体
力
が

色
に
な

た

怒
り
状

く
る
よ

ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
ス
ト
レ
ア

小
妖
精
の

意
と

同
時
に
雄

び
が

い
た

 
戦
闘
中

と
な
く
放
た
れ
た

に
苛
立
ち
や
怒
り
を

ん
だ
も
の
が
入
り

じ
る

同

時

色
の

が

を
持

た
よ
う
に

し
ゲ

ジ
横
に
怒
り
を
表
す
ア
イ
コ
ン
が

出
現
す
る
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ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
レ
イ
ド

ボ
ス
に
見
ら
れ
る
怒
り
状

 

力
が

分
以
下
に
下
が
る
反
面
攻
撃
力
は
数

に
上
が
る
と
い
う
ボ
ス
専

の
ア
ク

シ

ン

こ
れ
こ
そ
レ
イ
ド
ボ
ス
が
恐
れ
ら
れ
て
い
る
最
大
の
要

術
者
を
中
心
に

間
を
復

活
さ
せ
る
魔
法
リ
ザ
レ
ク
シ

ン
の

果
が
複
数
人
同
時
に

ぶ
も
の
で
な
け
れ
ば
勝
ち
目

な
ん
て
無
い
と
思
え
る
苛

さ

全

攻
撃

 
そ
れ
を
前
以
て
知

て
い
る
自
分
達
は
そ
れ
専

の
作
戦
を
立
て
て
い
た

殺
ら
れ
る
前
に

殺
れ

す
な
わ
ち
怒
り
の
ま
ま
に

れ
ら
れ
る
前
に
体
力
を

り
切
る
と
い
う
力

し
の

ス
タ
イ
ル

 
一
人
で
も
多
く
生
き
残
り
出
来
る
だ
け
参
加
者
全

に
経
験
値
や
ド
ロ

プ
品
が
行
き

る

よ
う
配
慮
す
る
常
と
は
真
逆
の
完
全
に
リ
ス
ク

外

の
力

し
の
戦
法
が
た

た
七
人
し

か
い
な
い
自
分
達
に
は
最
善
手

の
レ
イ
ド
以
下
の

間
火
力
し
か
出
な
い
人
数
だ
が
一

人
一
人
の

は
高
く

集
中

火
さ
せ
れ
ば
引
け
は
決
し
て
取

て
い
な
い

 
怒
り
に

せ

を

か
せ
る
ボ
ス
へ
と

る
七
人

 
そ
の
一
番
槍
と
し
て
剣
を
振
る
う
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お
り

あ

 
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

深
紅
の
光

を
引
き
剣

が
翼
獣
の

を
強
か
に
打
ち
の
め
す

 
ご
が
ん

と
決
し
て
生
物
を
突
い
た
時
に
鳴
り
得
な
い

き
を
上

て
獣
は

を
揺
ら
し

た

ゲ

ジ
下
に

ス一
時

タ行
動

ン不
能

の
ア
イ
コ
ン
が
現
れ
る

い

け

お
り

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

機
と
見
た
ジ

ン
と
ノ
リ
が
突

む

初
期
化
さ
れ
た
ス
キ
ル
値
で
も
放
て
る
重
攻
撃
の

打
が
ボ
ス
の

部
を
襲
い

ぐ
ら
ん
ぐ
ら
ん
と
揺
ら
し
て
い
く

 
そ
こ
で

自
分
の
技
後

直
が
解
け
る

 
ち
ら

と

間
を
見
る

先
行
し
た
二
人
に

き
テノ
チム

と
タ

ル

ケ

ン

レ
プ
ラ
コ

ン
の
二
人
組
も

突

み

ス
キ
ル
を
放
と
う
と
し
て
い
た

 
テ

チ
は
片
手

を
武
器
と
し
て
い
る
か
ら
ス
キ
ル
も
重
攻
撃
系
だ
ろ
う
と
予

し

ボ
ス

が
眼
前
に

る
中
で

手
を
振

て
メ
ニ

を
呼
び
出
す

え

ち

ユ
ウ
キ

や

て
ん
の

 

ス
キ
ル
を
打
ち
終
え
た
ノ
リ
が
ぎ

と
し
て
見
て
来
る
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そ
れ
を
横
目
に
手

く
メ
ニ

を

り
目
的
の
品
を
見
つ
け
る

そ
れ
を
ド
ラ

グ
し

て

備

の

手
に
セ

ト

メ
ニ

を

じ
る

 
す
る
と

に
確
か
な
重
み
が
生
ま
れ
た

手
で
そ
れ
を

み

一
息
に
引
き

く

 

じ

り

ん

と

な

を
立
て
て
刃
が
閃
い
た

 
マ

ク

ア

フ

テ

ル

手
に
持
つ
黒

の
剣
と
異
な
り
そ
れ
は
白
銀
色
に

い
て
い
る

身
の
刀
身
は
や
は
り

剣
に
見

う
ば
か
り
だ
が
こ
れ
も
れ

き
と
し
た
片
手
剣
の
一
つ

特

な

果
は
無
く
剣

自
体
の
ス

ク
も

の

を
出
な
い
が

真
ク
リ
テ

カ
ル
発
生

と
ク
リ
テ

カ
ル
ダ

メ

ジ
は
バ
カ
高
い
と
い
う

剣
に
近
し
い
特
徴
を
持

た
片
手
剣
な
の
で
あ
る

 
そ
し
て
ク
リ
テ

カ
ル
発
生
時
は

け
反
り
時
間
も
数

⻑
い

ゼ
ロ
コ
ン
マ
数

で

し
か
な
い
が

そ
れ
で
も

せ
 

ぐ
よ
う
な
構
え
を
取
り

紅
い
光
を

び
た
剣
を

で
突
き
出
す

 
ハ八
ウ

リ重
ン攻
グ撃
・

オ

クド
タス

キ
ブル

が
全
撃
的
確
に
ボ
ス
の

を
打
ち
の
め
す
事
を
初
撃
が
入

た
時

点
で

す
る

 
五

突
き
の
後

逆

に
斬
り
付
け

真
上
に
斬
り
上

体
幹
を

り
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そ
こ
で

思

回
路
を
切
り

え
る

 

え
る
な
ら

ス
イ

チ
を
切
り

え
る
よ
う
に

 

え
る
な
ら

線
路
の
切
り

え
の
よ
う
に

 
シ
ス
テ
ム
に
動
か
さ
れ

を
斬
り
付
け
る

手
か
ら

完
全
に
感
覚
を
切
り
離
し

今
は
フ

リ

の

手
へ
と
無
理

理

で
技
を
放
ち
終
え
る
時

の
剣
が
別
の

ド
ス

キ
ル
を
放
つ
構
え
を
取
る
よ
う

整
す
る

 

そ
し
て

真
上
か
ら
斬
り

と
す

あ

 
斬
り

と
し

直
を

さ
れ
る
ま
で
の
ゼ
ロ
コ
ン
マ
以
下
の
ラ
グ
の
間
に

の
剣
に
光
が

さ
れ

動
き
始
め
る

 
自
分
の
意
思
に
反
し
て
動
く
剣
は

に
大
き
く
動
き

な

に

ま
れ
た
翼
獣
の

を
深

く

る

水
平
斬
り
に
よ

て

の

に
深
く

ま

た
剣
を
手

を

て
九
十

ぐ
る
ん

と
回
転
し

更
に
深
く

つ
と

か
ら
氷
が
生
ま
れ
た

獣
の
弱

し
い
悲
鳴
が
上
が
る

 
そ
れ
を
無

し
て
真
上
に
斬
り
上

返
す
刃
で

直
斬
り
を
放
つ

ま
だ

だ
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そ
の

前

ま
た
思

回
路
を

へ
と
切
り

え
る

 
サ

ベ

ジ

・

フ

ル

ク

ラ

ム

三

重
攻
撃

ド
ス
キ
ル
の

直
が

さ
れ
る

前
で

の
剣
が
⻘
い
光
を
放
ち
加
速

し
た

バ

ク
モ

シ

ン
の
少
な
い

直
斬
り
か
ら
上
下
の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
そ
し
て
全

力
の
上

斬
り

バ

チ

カ

ル

・

ス

ク

エ

ア

高
速
四

撃

ド
ス
キ
ル

 
そ
の
最
後
の
一
撃
を
放
つ

前
で

ま
た
も
思

回
路
を
切
り

え
る

 

か
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
に
出
力
さ
れ
る
運
動
命

を
一

全
カ

ト
し

の
命

を

手
の
み
に
伝
え
る
イ
メ

ジ

自
分
の
体

い
や

の

分
と

分
が
同
時
に
し
て

別

の
思

を
行

て
い
る
よ
う
な

も
な
い
違
和
感
に
襲
わ
れ
る

そ
の
違
和
感
を
無
声

の
気
合
で

し
殺
す

こ
こ
で
違
和
感
を
消
さ
ん
と
意
識
の

合
を
す
る
と

ド
ス
キ
ル
の

は
止
ま

て
し
ま
う
の
だ

 

の
黒
い
剣
は
紅
い
光
と
共
に
斬
閃
を

み
付
け
て
い
く

め
に

る
斬
閃
は

の
如

く

シ

プ

ネ

イ

ル

高
速
三

撃

ド
ス
キ
ル

 

シ

プ
ネ
イ
ル
が
出
始
め
た
と
こ
ろ
で

間
達
の
技
後

直
も

ど
解
け
て
い

る
お
り

あ
あ
あ
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こ
の
ま
ま
い

け

 

の
剣
で
立
て

け
に
ス
キ
ル
を
見
舞
う
自
分
を

き
で
見
て
い
た
彼
ら
は
今
は
ボ
ス
を

倒
す
事
に
集
中
す
る
と
決
め
た
の
か

直
か
ら
復
帰
し
て
す
ぐ
に
攻
撃
に

て
い
く

そ
の

ど
れ
も
が

の
恐
ら
く
は
最
大

力
の
ス
キ
ル

 

ボ
ス
の
ス
タ
ン
は
と

く
に
解
け
て
い
る
が

し
か
し
反
撃
は
来
な
い

 

然
だ

一

ノ

ク
バ

ク
が
入
れ
ば

反
撃
を
許
さ
な
い

そ
れ
が

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

の
一
番
の

点
な
の
だ
か
ら

ま
し
て
や
真
ク
リ
テ

カ
ル

の
高
い
剣
を

し
て
い
る
と
な

れ
ば

の

け
反
り
も
⻑
い
も
の
と
な
る

 

間
達
の
一

大
き
な
声
に

り
集
中

火
の
第
二
波
が
フ

ブ
ニ
ル
を

み

む

と
し
た
エ
リ
ア
の
空
気
は

え

の
残
り

か
な

ゲ

ジ
が
が
ぐ
ん

が
ぐ
ん
と

り

取
ら
れ
て
い
く

 
最
後
の
斬
閃
を

み
付
け
る

前

は
も
う
無
理
だ
ろ
う
と

ば
確
信
を

き
な
が
ら
も

ボ
ク
は
五

目
の

剣
技

に

ん
だ

 

か
つ
て
生
死
が

り
合
わ
せ
に
あ

た
浮
遊
城
で
生
み
出
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

剣
技
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こ
れ
は
片
手

ス
キ
ル
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
技
で
も
繋
が
る

で
は
無
い

シ
ス
テ
ム
ア
シ

ス
ト
に
よ

て
動
か
さ
れ
る

の
動
き
と
繋

よ
う
と
す
る
別
の
技
の
初
動
モ

シ

ン
が

一

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 

手
で
シ

プ
ネ
イ
ル
を

り
出
す
時
動
き
や
す
い
よ
う

は

り

ま
れ

に

き
付
け
ら
れ
た
状

に
あ
る

そ
こ
か
ら
少
し
体
を

て
や
る
と

の
剣
が
深
紅
の

光
を

び
空
気
を
引
き
裂
く

高
い

が

き
始
め
る

直
後

が
弾
か
れ
た
よ
う
に
撃

ち
出
さ
れ

ズ
ガ

ン

と

を

か
せ
て

を

た

 
こ
の
時
点
で
ジ

ン
達
の
二
回
目
の

ド
ス
キ
ル
も
終
了
し
て
い
る

 
フ

ブ
ニ
ル
の

ゲ

ジ
は

真

に

ま
り
な
が
ら

へ

に

少
し
て
行
き

 

か
五
パ

セ
ン
ト
を
残
し
て

止
し
た

グ
ル
ル
ル

 
そ
こ
で
と
う
と
う
ボ
ス
の

け
反
り
も
終
わ

た
よ
う
で
怒
り
を

ん
だ

り
が
上
が
る

わ

わ
わ

や
ば
い
よ

間
に
合

て
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ス
ト
レ
ア
と
姉
の
焦

が
滲
み
出
た
声
が

こ
え
た

 
流

に

全

が
密
集
し
て
い
る
状

で
や
ら
れ
れ
ば
自
動

生
バ
フ
が
あ

て
も
立
て

直
し
は

し
い

ボ
ス
の
攻
撃
は
広

な
の
が

最
悪
復
活
し
た
直
後
に
再

や
ら
れ
る

リ
ス
キ
ル
に
な

て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ

 

だ
が

ま
だ
だ
よ

 
こ
の
状
況
に
あ

て
も

自
分
は

み
が
浮
か
ん
で
い
た

 

剣
技

の

件
は
技
の
終
了
時
点
の
構
え
が
別
の
技
の
開
始
時
点
の
構
え
に

な

て
い
る
事

 
こ
れ
は
か
な
り

し
い
制
限
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
イ
レ
ギ

ラ

備
状

と
い
う
制
限
も
あ

り

体
術

と
の

を
た

た
一

し
か
成

で
き
な
か

た
自
分
だ
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
て

手
に
片
手
剣
を
持

た
状

で
も
ス
キ
ル
を
放
て
る
よ
う
に
な

て
か
ら
は
猛
特

し
こ
れ

を
も
の
に
し
た

最
近
で
は

く
成

五
分
と
い

た
と
こ
ろ

無
論

数
が
重
な
る
に

つ
れ
て
成

は
下
が

て
い
く

 
し
か
し

そ
の
成

と
は
裏

に

一
部

外
も
存
在
し
て
い
た
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終
了
時
の
構
え
と
開
始
時
の
構
え
を
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
の

件
は
場
合
に

よ

て
は
容

に

た
せ
る
の
だ
と

 

え
ば

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
の
終
了
時
点
の
構
え

こ
れ
は
攻
撃

の

を
突
き

出
し

身
を
前
に
す
る
反
面

攻
撃

の

は

り

ま
れ

に
引
き
付
け
ら
れ
て
い
る

構
え
の
形
と
し
て
は
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
に
近
い
が
シ
ス
テ
ム
的
に
発
動
し
て
い

る
な
い
し
発
動
終
了
直
後
の
ス
キ
ル
は
同
時
発
動
や

発
動
出
来
な
い
た
め
結
果
的
に
別

の
技
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い

 

つ
ま
り

別
の
技

つ
始
動
の
構
え
を
特
定
の
ス
キ
ル
終
了
時
の
構
え
に
し
て
し
ま
え

ば

自
動
的
に

剣
技

が

こ
り
得
る
と
い
う
事
に
な
る

 
そ
し
て
自
分
が
作
り
出
し
た

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

十
一

撃
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
始
動
モ

シ

ン
は

攻
撃

の
手
を
前

に
突
き
出
し

攻
撃

の
手
を
突
き
出
す
よ
う
に
引
き
付
け
る

も
の

 
・ヴ
・

・

・パ
・ル
・・
・ス
・ト
・ラ
・イ
・ク
・を
・放
・

・た
・時
・点
・で
・十
・一
・

・撃
・の
・

・

・発
・動
・は
・決
・ま
・

・て
・い
・た
・の
・だ

 

引
き

た
黒
剣
が

紺
の

き
を

ら
せ
た

 
シ
ス
テ
ム
に
定
め
た
動
き

そ
れ
に
合
わ
せ
て
自
分
も
動
く

万
に
一
つ
も

道
か
ら

れ
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な
い
よ
う

心
の

意
を
払
い
つ
つ

と
な
く

ち
空
い
た

の
穴
目
掛
け
て
黒

の
剣

を

き

む

 

上
か
ら

下
に
向
か

て
五
発

 
そ
の
ラ
イ
ン
と
交
差
す
る

道
で
も
う
五
発

 
バ
ツ
の

を

く
よ
う
に
十
発
の

突
を

き

ん
だ
後
体
を
大
き
く

に

り
黒

の

刀
身
を
引
き

る

す
る
ど

紺
の

き
は
明

を
増
し

い
閃
光
と
な

て

と
し
た
空

間
を

ら
し
出
す

 
黒

の
刃
は

白⻩
銀金

へ
と
変
わ

た

や

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
錯
覚
を
そ
う
と
認
識
す
る
前
に
体
は
動
い
た

⻩

金白
に
煌
め
く
刃
は
エ

ク
ス

の
交

点

た
れ
た
穴
の
中
心
点
を
正
確
に

き
そ
の
ま
ま
刀
身
の
根

ま
で
深
く
深
く

い
た

 
剣

が
深
く
突
き

ま
れ
た

翼
獣
は

体
と

を

わ
せ
悲
鳴

み
た

を
上

 

と

絶

が

切
れ
た

 
不
自
然
な

勢
で
翼
獣
は
全
身
を

ら
せ
た

自
分
も
シ
ウ
ネ

達
も
時
間
が

止
し
た
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よ
う
な
静

の
中
で
し
ば
し
動
き
を
止
め
る

 
や
が
て
深
く

い
た
剣
を
中
心
に

け
た

に
無
数
の
白
い

裂
が
発
生
し
た

び

れ
は
そ
の
内
部
か
ら
放
た
れ
る
光
の
圧
力
に

え
か
ね
る
よ
う
に

し

し
と
⻑
さ
と
太
さ
を

増
し
て
い
く

そ
れ
は
た
ち
ま
ち
の
内
に
全
身
に
広
が
り

 
立
木
が
裂
け
る
よ
う
な

い
た

を

か
せ

穴
を

た
れ
た

の

が
真

二
つ
に

れ

て
分
断
さ
れ
た

直
後
ガ
ラ
ス
の

像
が
圧

す
る
か
の
如
く
十
メ

ト
ル
以
上
の

体

が
大
小
無
数
の
欠
片
と
な

て

け

る

た

白
の
光
が
物
理
的
な
圧
力
を

て

し

寄
せ

自
分
の
髪
や
ス
カ

ト
を

し
く
揺
ら
し
た

 
重

と
高

波
の
入
り

じ

た
サ
ウ
ン
ド
エ
フ

ク
ト
が
空
間
の
中
を

れ
狂
い
や
が

て

の
金
属

を
高
く
引
き
な
が
ら

れ

消
え
た

 
黒
と

と
い

た
禍

し
い
オ

ロ
ラ
に

ら
さ
れ
た

暗
い
部

が
一

で

い
光

に

ま
れ

 
気
付
け
ば

ボ
ク
達
は
ボ
ス
部

の
前
に

さ
れ
て
い
た

お
お

お
前

ら

帰

て
来
た
か

 
て

事
は
ボ
ス
を
倒
し
た
ん
だ
な

 

武
士
面
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

が
最
初
に
気
付
い
て
声
を
掛
け
た
の
を
き

か
け
に

見
知
り
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の
面

が
こ
ち
ら
を
向
い
て

安

や

喜
と
い

た
表
情
を
見
せ
て
来
る

 
そ
れ
に
対
し

こ
ち
ら
は
未
だ
反
応
出
来
ず
に
い
た

 

出
来
る
可
能
性
が
限
り
な
く

い

手
を
倒
し
た
実
感
が
未
だ

か
な
い

今
な
ら
百
層

ボ
ス
を
倒
し
た
時
の
キ
リ
ト
の
気
持
ち
が
分
か
る
気
が
し
た

な
ん
だ
よ

ど
う
し
た
ん
だ

ま
さ
か
負
け
ち
ま

た
の
か

 
で
も
や
ら
れ
た
ら
空

に

リ
ス
ポ

ン
す
る
だ
ろ

だ
か
ら
倒
し
た
と
思

た
ん
だ
が

違
う
の
か

え

と

う
ん

倒
し
た

よ

倒
し
た
ん
だ
よ
ね

い
や

に

か
れ
て
も

る
ん
だ
が

 
こ
ち
ら
の

葉
に
ク
ラ
イ
ン
は

た
よ
う
に

み
を
浮
か
べ
た

た
し
か
に
そ
の
場
に

な
か

た
彼
に

い
て
も

る
だ
け
だ
ろ
う

あ

あ
あ

 
そ
こ
で

シ
ウ
ネ

が
悲

に

こ
え
る

し
か
し

喜
を
滲
ま
せ
た
声
を
上

た

 
彼
女
は
メ
ニ

を

り

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
の
ト

プ
記
事
を
呼
び
出
し
て
い
た

そ

の
一
面
に
は
ス
ヴ

ル
ト
最
初
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を

し
た
一

名

が
あ
り
そ
こ
に
は
七
人

分
の
名
前

Ｓ
ｉ
ｕ
ｎ
ｅ
ｒ

ｕ
ｎ

Ｎ
ｏ
ｒ
ｉ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｔ
ａ
ｒ
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ｅ
ｎ

Ｙ
ｕ
ｕ

ｉ

Ｒ
ａ
ｎ

が
載

て
い
た

 
た

た
今
倒
し
た
ば
か
り
な
の
に
あ
ま
り
に
も

い
気
も
す
る
が
運

と

し
ボ
ス
を

倒
し
た

間
の
エ
リ
ア
内
メ
ン
バ

の
名
前
を

動
す
る
よ
う
手
配
し
て
い
た
の
か
と

え
た

あ

は
は

 
や
り
ま
し
た

勝
ち
ま
し
た

 
名
前
が
残
り
ま
し
た
よ

み
ん
な

 

私
達
の
悲
願
は

今
日
叶
い
ま
し
た

 

を
握
り
し
め

ぐ
み
な
が
ら
シ
ウ
ネ

が

た

声
が

発
し
た

最

語

と
し
て
意
味
を

し
て
い
な
い
と
す
ら
思
え
る
声

で
同
じ
よ
う
に
へ
た
り
こ
ん
で
い
た
四

人
が
一
気
に

び
上
が
り
そ
れ
ぞ
れ
の

で
ガ

ツ
ポ

ズ
を
決
め
な
が
ら

に

声
を

ら
せ
て
い
た

 
そ
れ
を

目
に

シ
ウ
ネ

が
こ
ち
ら
に
寄

て
来
た

ユ
ウ
キ
さ
ん
ラ
ン
さ
ん

そ
し
て

さ
ん

本

に

本

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

 
今
日
こ
う
し
て
悲
願
を
成

出
来
た
の
も

さ
ん
の
協
力
が
あ

て
こ
そ
で

す 

を
浮
か
べ

り
に
感

の
念
を
伝
え
る
シ
ウ
ネ

は
ボ
ク
と
姉
の
手
を
し

か
り
握

て
お
礼
を

て
来
た

後
ろ
の
四
人
も
ア
ス
ナ
達
に
協
力
の
お
礼
を

に
し
最
後
に
は
こ
ち
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ら
に
来
て
握
手
や
ら

に
手
を
回
す
や
ら
で

み
く
ち

に
し
て
く
る

 
そ
の
乱

さ
が

今
は
と
て
も
心
地
い
い

ユ
ウ
キ

 

と

で
同
じ
よ
う
に
乱

に
さ
れ
て
い
た
姉
が
名
前
を
呼
ん
で
き
た

を
向
け
れ
ば

ず
い

と

を
向
け
ら
れ
る

 
そ
れ
の
意

す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し

に
し

と

て

を
突
き
付
け
る

や

た
わ
ね

う
ん

 
こ
つ
ん

と

を
突
き
合
わ
せ

小
さ
く
勝

を
祝

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ユ
ウ
キ
は
原
作
だ
と
キ
リ
ト
以
上
の
三
年
近
い
フ
ル
ダ
イ
ブ
時
間
に
よ
り
反
応
速

が
鍛
え
ら
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れ
て
お
り

そ
の
お

で

ド
ス
キ
ル
の
剣

を

け
る
ら
し
い
で
す

 
そ
し
て
本
作
ユ
ウ
キ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
命
を

し
た
戦
闘
を
経
験
し
た
上
で
二
年
以
上
の
フ
ル
ダ

イ
ブ
経
験
を
持
つ
た
め
原

ユ
ウ
キ
と
反
応
速

の
面
で
は

同

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
点
で
本
作

キ
リ
ト
と

同
格

 
む
し
ろ
こ

ち
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使

て
る
の
で
原

ユ
ウ
キ
よ
り
ポ
テ
ン
シ

ル
は

下

し
か
し
キ
リ
ト
や
リ

フ

に
影触

発
さ
れ
技

面
は
原
作
ア
ス
ナ
と
同
格

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
点
で
極
限
の
集
中
下
な
ら

片
手
剣

と

体
術

を

さ
せ
ら
れ
た
実
績

 
キ
リ
ト
の
影

で
シ
ス
テ
ム
面
か
ら
理

め
で
理
論
を
理
解
す
る

明
さ

 
こ
れ
ら
か
ら

原
作
八

で
登
場
し
た
原

剣
技

を
ユ
ウ
キ
は
体
得
し
ま
し
た

 

成

は

数
が
重
な
る
と
原

キ
リ
ト
五

よ
り
下
回
る

様

一
刀
流
だ
か
ら

ね

仕
方
な
い
ネ

原

キ
リ
ト
も
二
刀
期
間
は
然
程
⻑
く
な
い

 
本
作

剣
技

は

二
刀
流

ス
キ
ル
を

ん
だ
キ
リ
ト
の
も
の
で
あ
り

原

は

ユ
ウ
キ
の
も
の
で
す

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
始
動
モ

シ

ン
を
特
定
ス
キ
ル
の
終
了
時
点
の
構
え
に
す
る
と
い
う
制
約
を
逆

手
に
取

た
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

確
実
に

を

ま
せ
る

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
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か
ら

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

を
確
定

さ
せ
ら
れ
る
と
か

離
を

め
る

反
撃
さ
れ

に
く
い
空
振

た
時
は

離
が
空
く
か
ら
仕
切
り
直
し
に
な
る
と
い
う
強
い

点
に
も
う
一
つ

加
わ

た
感
じ

 

突
き

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

を
持
つ
ユ
ウ
キ
な
ら
で
は
か
な

て

 

個
人
的
に
は
原

と
違
い
こ

ち
の
ユ
ウ
キ
は
シ
ス
テ
ム
的
な
理

め
思

も
し
て
い

る
と
い
う
差
別
化
が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思

て
い
ま
す

 
と
い
う
か
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
と
か
い
う
理
論

で
あ
り
な
が
ら
感
覚

で
も
あ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
技
術
な
ん
て
矛
盾
の
極

を
成
し

ら
れ
る
の
は
キ
リ
ト
と
ユ
ウ
キ
く
ら
い
じ

な

い
か
な

て
個
人
的
に
思
う
ん
で
す
が
ど
う
で
し

う

 
し
か
し
あ
れ
で
す
ね
二
刀
を
使
え
る
よ
う
に
し
た
だ
け
で
ユ
ウ
キ
の
戦
力
が

上
が
り
し
て

る
気
し
か
し
な
い

こ
れ
は
他
の
キ

ラ
も
強
化
し
な
け
れ
ば

悦

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
七
章
 

キ

リ

ト

努
力
の
化
身

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

約
二

間
ぶ
り
の
投
稿
で
す

 

し
た
ら
投
稿

ス

ち
る

て
の
は
マ
ジ
だ

た
ん
だ
な

と
思
う
今
日
こ
の

ち

ま
ち
ま
と
書
い
て
は
消
し
て
を

り
返
し
て
る
の
で
エ
タ

て
る

で
な
い
事
だ
け
は
信
じ
て

信

が
足
り
ま
せ
ん

 
今
話
は
オ

ル
ユ
ウ
キ

点

し
振
り
に
ユ
ウ
キ
に
よ
る
キ
リ
ト

価歌
が
あ
り
ま
す
ユ
ウ

キ
を

め
て
る
の
で
は
な
く
こ
れ
だ
け

し
い
ん
だ
よ
と
二
刀
の

別
の
た
め
に

写
し
て

お
り
ま
す

 

ま

い
な
人
は

い
な
語
り
で
す
ネ

 
だ
が
入
れ
る

覚
悟

 
文

数
は
約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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悲
願
で
あ
る
目
的
を
果
た
し
た
事
に

喜
に
打
ち

え
て
い
た
面

は

一

り
喜
ん
だ
後

ボ
ク
達
か
ら
離
れ
た

そ
う
い
え
ば
さ

ユ
ウ
キ

あ
ん
た
さ

き

や

て
た
の

 
離
れ
た
ノ
リ
が

手
に
持

て
い
る
銀
剣
を
指
差
し
て

う

さ

き
二
本
目
の
剣
を
出
し

た
時
に
い
ち

く
気
が
付
い
た
の
は
彼
女
だ

た

な
ら
あ
り
得
な
い
速
さ
で

ド
ス
キ

ル
を

し
て
放

て
い
た
か
ら
気
に
な

て
い
た
の
だ
ろ
う

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
だ
よ

剣
技

て

う
ん
だ

 

く
そ
う

え
る
と
そ
れ
を
知
ら
な
い
シ
ウ
ネ

達
は

を

る

反
面

剣
技

の
存
在
と
理

そ
し
て
そ
の
至

さ
を
理
解
し
て
い
る

み
の
面

が
ぎ

と
目
を

い

た
え

ユ
ウ
キ

剣
技

が
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
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う
ん

と

て
も
成

は
五
分
だ
し

さ
せ
て
い
く

ど
に
ど
ん
ど
ん
成

し
に
く

く
な

て
る
か
ら

現
状
キ
リ
ト
み
た
い
に

と

と
は
い
か
な
い
ん
だ

 
実
は

間
の
前
で
二
刀
を

し
た
の
は
今
回
が
初

 
流

に
ラ
ン
は
自
分
が
二
本
目
の
剣
を
持

た
事

剣
技

を
練

し
て
い
る
事
を
知

て
い
た
が
彼
女
以
外
に
は

に
も
教
え
て
い
な
か

た

あ
の
キ
リ
ト
に
も
こ
れ
は
秘
密
に
し

て
い
る

 
だ
か
ら
ア
ス
ナ
が

い
て
問
う
て
く
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
事
だ

た

 
そ
こ
で

エ
ギ
ル
が
そ
う
い
え
ば

と
話
に
入

て
来
た

の
記

が
確
か
な
ら
ず

と
前
に
第
一
層
で
や

て
た
キ
リ
ト
と
の
デ

エ
ル
で
も
体

術
か
ら

さ
せ
て
た
よ
な

キ
リ
ト
の
話
じ

ユ
ウ
キ
は

反
応
速

が
高
か

た
ら
し

い
し

つ
ま
り
下
地
は
あ

た

て

だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
体
得
出
来
た
の
は
や

り
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
一
回
成

し
た
経
験
が
あ

た
か
ら
だ
け

ど
ね

 

外
に

自
分
の
ポ
テ
ン
シ

ル
は
そ
れ

ど
高
く
な
い

と
伝
え
る

 
そ
れ
は

れ
も
な
い
事
実
だ
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キ
リ
ト
が
最
初
に
会
得
し
た

二

刀

流

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は
全
プ
レ
イ

で
最
速
の
反
応
速

を
持
つ

者
に
与
え
ら
れ
る
代
物

レ
ベ
ル
も
ス
テ

タ
ス
も
高
く
本
人
の
努
力
も

て
非
常
に
手

強
い
彼
と
の
デ

エ
ル
で

自
分
は
引
き
分
け
に
持
ち

め
た
事
が
あ
る

 
し
か
し
そ
れ
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
と
い
う
ハ

ド
差
が
あ

た
か
ら
喰
ら
い
付
け
た
だ

け
に
過
ぎ
な
い

 

備
や
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
制
限
と
い

た
ハ
ン
デ

つ
ま
り
自
分
と
同

件

を
背

負

た
状

で
は
あ

た
が
そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
制
限
で
き
な
い
の
が
個

の
人
が
持
つ

ポ
テ
ン
シ

ル

す
な
わ
ち
反
応
速

 

フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に
は
依

存
性
や
苦

を

う
麻

を

い
ず

術
を
行
え
る
事

が
あ
る

 

部
分
で
全
て
の
肉
体
か
ら
の

容
感
覚
を

断
し

か
ら
の
運
動
命

を
ハ

ド
へ
送

る
機
能
を
流

し
疑
似
的
な

断
機
構
と
し
て

い

に

立
て
る
と
い
う
も
の
だ

そ
の

力
を

証
す
る
意
味
も

め
て
自
分
達
姉
妹
は
第
一
第
二

の

験
者
と
な

た

そ

の
結
果

正
に
現
実
で
は
生
死
の
境
を

う
レ
ベ
ル
の

骨

術
を
行
わ
れ
な
が
ら
も

空
間

に
い
た
自
分
達
は
平
時
と

ら
変
わ
ら
ず
動
け
て
い
た
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メ
デ

キ

ボ
イ
ド
は

と
し
て
一

タ
イ
プ
の
ナ

ヴ
ギ
ア
よ
り

か
に
高

い
ス

ク
を
有
し
て
い
る

と
の
送

信
速

は

違
い

レ
ス
ポ
ン
ス
の
ラ
グ
が
少
な

く
ア
バ
タ

は
よ
り

ら
か
に
動
く
た
め
シ
ス
テ
ム
が
判
定
す
る
反
応
速

も
他
の
プ
レ
イ

よ
り

か
に
速
い

事
実
自
分
の
剣

に
反
応
出
来
る
の
は
キ
リ
ト
リ

フ

ラ
ン
の

三
人
だ
け
で

リ

フ

は
経
験

ラ
ン
は
こ
ち
ら
へ
の

れ
か
ら
出
来
て
い
る
と
い
う
の
で

な
反
応
速

で
勝

て
い
る
の
は
彼
し
か
い
な
い

 
つ
ま
り
同
じ
機

を
使

て
い
る
今
彼
と

べ
れ
ば
自
分
の
反
応
速

は

違
い
に

い

だ 
こ
れ
で
は
ゼ
ロ
コ
ン
マ
一

以
下
の

間
に
構
え
を
取
り
剣
技

を
成

さ
せ
る
な
ど

絶
望
的
だ

事
実
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
使

た
上
で
の
極
限
の
集
中
下
で
ど
う
に
か
成

し
た
剣
技

を
バ

テ
リ

セ
ル
を
外
し
た
が
故
の

ス

ク
が

立
つ
ア
ミ

ス
フ

ア

で
成

さ
せ
る
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

よ
り

か
に

だ

た

 

し
か
し
理

と
理
論
が
分
か

て
い
る
な
ら
あ
と
は
反
復
練

で
感
覚
を
モ
ノ
に
す

る
だ
け
の
事

 
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
も
の
を
目
指
す
の
は

し
い
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で
も

あ
る
と
分
か

て
い
て

出
来
て
い
る
人
が
い
る
な
ら

最

で
は
な
い

 
な
に
よ
り
一

出
来
た
の
だ

デ

エ
ル
時
の
高

感
は
未
だ

明
に
記

に

き
付
い
て

い
る

な
ら
そ
れ
を
追
想
し

同
じ

件
ま
で
持

て
来
れ
ば

可
能
な
の
は
自
明
の
理

 
・機
・

・の
・

・理
・速
・

・で
・

・し
・く
・な
・

・た
・な
・ら
・

・の
・

・理
・速
・

・を
・上
・

・れ
・ば
・済
・む
・話
・で
・あ
・る

 
構
え
を
全
て

羅
し
た
だ
た
だ

に
反
復
し
感
覚
を
覚
え
ラ
グ
を
知
覚
出
来
る
よ
う

に
な

て

く
入
り

に
立
つ

そ
こ
か
ら
更
に
練

修
練
修
行
を

け

く
一
つ

繋
が
る

 

で

う
の
は

い

 
だ
が

行
う
の
は

か
た

い

 
二
刀
の

剣
技

に
だ
け
集
中
し
て

練

し

く
こ
こ
ま
で

ぎ
付
け
た

 
正
直

て
こ
れ
以
上
の
技

を

持
し
た
ま
ま
他
の
武
器
の

い
ま
で

し
て
い
る
彼

は
色

と
常

を

し
て
い
る
と
思
う

神

の
超
神
速
を
見
切

て
い
た
事
と

い
自
分

で
も
見
え
な
か

た
堕
天
使
の
高
速
八

撃
を
初
見
で
破

た
事
と

い
彼
の
地
力
は
本

に

バ
い
と
後
追
い
す
れ
ば
す
る

ど

理
解
さ
せ
ら
れ
る

い
や

ん
と

こ
れ
を
最
初
に
や

て
の
け
た
キ
リ
ト
に
は
心

す
る
ば
か
り
だ
よ
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そ
う

て

は

と
息
を

く

 
す
る
と
ジ

ン
が

ん

 
と

し

な
声
を
上

た

あ
れ

 
そ
の

剣
技

て
い
う
の

ユ
ウ
キ
が

え
た
や
つ
じ

な
い
の

い
や
違
う
よ

こ
れ
は

と
い
う
か
ボ
ク
達
が
把
握
し
て
る
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

て

ど
キ
リ
ト
が
技
術
体
系
化
し
た
も
の
な
ん
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
開
発
者
の

場
さ
ん
と
同
レ
ベ
ル
で
シ

ス
テ
ム
へ
の
理
解
あ
る
か
ら
ね

 
へ

と
シ
ウ
ネ

達
が
感

の
声
を

ら
す

 
シ
ス
テ
ム
の
穴
を
突
く
よ
う
な
事
を
や

て
の
け
る
に
は
大
本
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
非
常

に
深
い
理
解
を
持

て
い
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
穴
を
見
つ
け
ら
れ
な
い

そ
し
て
理
解
し
て
い

な
け
れ
ば

可
能
か
不
可
能
か
も
分
か
ら
な
い

 
可
能
と
結
論
付
け
た
か
ら
ど
れ
だ
け
練

し
て
成

し
な
く
て
も
彼
は

り

け
ら
れ

た
の
だ

そ
れ
に
ボ
ク
の
は
不
完
全
だ
し
ね

キ
リ
ト
の
剣
技

と

べ
れ
ば
ま
だ

分
以
下

あ

あ
の

ユ
ウ
キ
さ
ん

 
さ

流

に
そ
れ
は

で
す

よ
ね

 
ま
だ

れ
て
い
な
い
の
か

タ
ル
ケ
ン
が
ど
も
り
な
が
ら
問
う
て
く
る
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真

で

を
横
に
振
る
と

彼
は
え

と
体
ご
と
引
い
て
見
せ
た

点
甘

で

分

て
と
こ
か
な

彼本
場
の

剣
技

は

二
刀
流

ス
キ
ル
同
士
を

さ
せ
る
し

片
手
剣

ス
キ
ル
の

も
か
な
り
広
い
と
思
う
よ

 

分

点
の
内
約
は

二
刀
流
同
士
の

が
可
能

片
手
剣
同
士
の

が
可
能

の
二
つ
に
分
か
れ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
と
前
者
は
二
刀
流
ス
キ
ル
を
持

て
い
な
か

た
か
ら
イ
レ
ギ

ラ

備
状

に
な
る
せ
い
で
ノ

カ
ン
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
存
在
し
て
い
る
の
で
や
ろ
う
と
思

え
ば
自
分
も
二
刀
剣
技
を
作
成
さ
せ
ら
れ
る

い
彼
が
使

て
い
た
二
刀
剣
技
は
全
て

可
能
だ

 
し
か
し

自
分
に
二
刀
剣
技
の

は
不
可
能
だ
と
悟

て
し
ま

て
い
た

 
だ
か
ら
甘

点
で

分

片
手
剣

ス
キ
ル
は

ス
キ
ル
を
放
た
な
い

の
手
が
フ
リ

だ
か
ら

そ
の
気
に
な
れ
ば

い
く
ら
で
も

の

を

か
せ
ら
れ
る

論
コ
ン
マ
一

以
下
の
ラ
グ
の
間
し
か
動
か
せ
な

い
か
ら

う

ど

じ

な
い
け
ど
ね

 

葉
の

り

本

に

で
は
無
い

だ
が

二
刀
剣
技
を
交
え
た

に

べ
れ
ば
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ま
だ

だ

 
片
手
が
フ
リ

と
い
う
事
は
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
動
か
し
や
す
い
事
に
他
な
ら
な
い

し
か
し

二
刀
剣
技
の
場
合
攻
撃
に
参
加
し

撃
を
放
つ
た
め
の
構
え
を
強
制
的
に
取
ら
さ
れ
る
か
ら

必
然
的
に

の

が

ま
る
事
に
な
る

 
一
番

な
の
は
技
後

直
を

ド
ス
キ
ル
開
始
シ

ク
エ
ン
ス
で
上
書
き
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
が

片
手
剣

ス
キ
ル
同
士
に

べ
て
シ
ビ
ア
過
ぎ
る
事

 
片
手
剣
と
片
手
剣
で
あ
れ
ば
非
攻
撃

の
体
を
ち

と
動
か
し
別
の
剣
技
の
構
え
に
し
て

や
る
だ
け
で
済
む

実
は
ス
キ
ル
中
の
フ
リ

の
手
は
ス
キ
ル
中
で
も

動
か
せ
る

 
反
面
二
刀
剣
技
同
士
だ
と
ど
ち
ら
も
攻
撃

と
し
て
シ
ス
テ
ム
に
判
定
さ
れ
て
い
る
た
め

本

に
ス
キ
ル
終
了
後
の
ラ
グ
の
間
で
な
け
れ
ば

を
動
か
せ
な
い

だ
が
コ
ン
マ
一

以
下
で

動
か
せ
る

な
ど
良
く
て
二
三
ミ
リ

反
応
速

が
ア
バ
タ

自
体
の
動
作
速

に
な
る
た

め

彼

ど

く
な
け
れ
ば
実

的
に
二
刀
剣
技
同
士
の

は
不
可
能
な
の
だ

だ
か
ら
ボ
ク
じ

二
刀
剣
技
同
士
の

は
ま
ず
無
理

片
手
剣
ス
キ
ル
同
士
も
Ｍ
ｏ

ｂ
と
の
一
対
一
が
ギ
リ
ギ
リ
そ
れ
以
上
の
数
や
対
人
戦
な
ん
て
問

外

つ
ま
り
話
に
も
な
ら

な
い



 第十七章 〜
キ リ ト
努力の化身〜

 
心
の
中
だ
け
で

多
分
一
生
ね

と
付
け
加
え
て
お
く

 
こ
れ
ば
か
り
は

れ
ば
ど
う
に
か
な
る
と
い
う

で
は
無
い

の

理
を
速
め
れ
ば
良
い

そ
ん
な
の

マ
ト
モ
な
手

じ

な
い

極
限
の
集
中

と

て
も
限
界
が
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

の
反
応
速

な
ら
と
も
か
く
今
じ

も
う
こ
こ
が
打
ち
止
め
か
な

て

ボ
ク

じ

キ
リ
ト
み
た
い
な
二
刀
は

え
な
い
よ

 
そ
う

て
い
る
と

リ
ズ
ベ

ト
が

う
わ

と

て

を

め
た

ア
ン
タ

前

か
ら
思

て
た
け
ど
キ
リ
ト
と

す
る
時
は
や
け
に
自

的
よ
ね

そ
り

あ
ね

れ
で

尊

し
て
る
し

こ
う

彼
の
技
を
学
ん
で
る
と
分
か
る
ん
だ

格
の
差

て
い
う
の
か
な

そ
う
い
う
の
が

し

し
と
圧
し
掛
か

て
く
る
ん
だ
よ

あ
あ

自
分
じ

出
来
な
い
な

て
思

ち

う

 

と
は

え

だ

そ
れ
で
も

片
手
剣
一
本
だ
け
な
ら
負
け
る
つ
も
り
は
な
い
け
ど
ね

 
ニ

と

う

 
二
刀
や
剣
技

は
彼
の
後
追
い

経
験
値
に
差
が
あ
る
か
ら

て

然

だ
か
ら
リ

ズ
ベ

ト
が

た
よ
う
な
自

的
な
の
は
実
は
対
外
的
に
そ
う
見
え
る
だ
け
で
実
の
と
こ
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ろ
そ
こ
ま
で
自

し
て
い
る

で
は
無
い

 
た
だ
事
実
を
列

し
て
い
る
だ
け

 
色
眼

で
自
分
を
過
小

価
し
彼
を
過
大

価
し
て
い
る
つ
も
り
は
無
い

そ
れ
は
彼
へ
の

で
あ
り
自
分
の
剣
を
信
じ
て
く
れ
た
人
へ
の
裏
切
り
に
他
な
ら
な
い

正

な

価
を
下

し
て
こ
そ
真

と

え
る
の
だ

 
故
に

片
手
剣
一
本
の
勝
負
で
あ
れ
ば

ボ
ク
は

葉
の

り
彼
に
負
け
る
つ
も
り
は
無
い

 
た
だ
そ
れ
が
客
観
的
に
彼
の
強
み
を
制
限
し
こ
ち
ら
へ
の
ハ
ン
デ
と
な

て
い
る
か
ら
声

を
大
に
し
て

え
な
い
だ
け
で

 
彼
の
強
み
は
一
つ
の
事
を
極
限
ま
で
極
め
る
事

で
も
そ
れ
は
武
器
や
技
で
は
無
い

生
き

る
た
め
目
的
の
た
め

必
要
で
あ
れ
ば
全
て
の
手

を

じ
る
そ
の
必
死
さ
が
彼
の
あ
ら

る
技
能
を
平

以
上
に
ま
で
高
め

そ
の
道
の
一
流
に
届
く
よ
う
に
な

て
い
る
だ
け

 
彼
は
自
分
が
定
め
た

目
的

の
た
め
な
ら
ど
ん
な
苦
労
を

わ
な
い

 

彼
は

努
力
の
化
身
な
の
だ

 
そ
れ
に
剣
一
本
で
無
数
の
手

を

じ
る
彼
を
完

し
た
人
物
が
い
る

そ
の
事
実
が
あ
る
か

ら

自
分
は
未
だ
剣
の

を
や
め
て
い
な
い
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か
つ
て

ど
で
は
な
い
が
そ
れ
で
も
確
か
に

の

の

に

火
の
如
く

を
持

ち

り

け
て
い
る

 
な
に
か
切

掛
け
が
あ
れ
ば
紅

の

へ
と
猛
る
だ
ろ
う

が
未
だ
あ
る

 
そ
し
て
そ
れ
が

け
得
な
い
黒
幕
と
の
戦
い
だ
ろ
う
と
ボ
ク
は
確
信
を

い
て
い
た

 

え

あ
れ
か
ら
一
回
も

三
刃
騎
士

の
人
達

て

て
来
て
な
い
の

 
三
刃
騎
士

と

合
わ
せ
す
る
前
に
引
き
上

始
め
た
と
こ
ろ
で

せ
ん

組
に
残

た
ア
ス
ナ
か
ら
そ
ん
な
事
を

い
た

お
か
し
な
事
に
三
刃
騎
士

は
一

た
り
と
も

て
来
て
な
い
の
だ
と
い
う

か
あ

た
の
か
な

 
あ
の
セ
ブ
ン
の
た
め
な
ら

だ

て
し
そ
う
な

気
す
ら
見
せ
て
い
た
三
刃
騎
士

が

一

も

て
来
な
い
な
ん
て

で
は
な
い

戦
し
て
も
勝
て
な
い
か
ら

め
た
な
ら

ま
だ
分
か
る
が

一

も
来
な
か

た
な
ん
て
異
常
事

に
近
い

 
そ
れ
は

も
思

て
い
た
よ
う
で
ま
さ
か
キ
リ
ト
が

か
し
た
の
で
は
と
予
想
さ
れ
て
い
る
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程

と
は
い
え

の
彼
は
ボ
ス

メ
ン
バ

に
バ
フ
を
掛
け
た
代
償
で
デ
バ
フ

り
の
真

最

中
な
わ
け
で

い
さ
さ
か

え

い
予
想
な
の
だ
が

ま
そ
れ
も

に

た
ら
分
か
る
事
で
し

こ
こ
で

え
た

て
分
か
ら
な
い
ん
だ
し
今

は
こ
ん
な

か
ら
オ
サ
ラ
バ
す
る
事
に
集
中
し
ま
し

う
よ

 
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
う

し
て
来
た

確
か
に
帰
れ
ば
分
か
る
事
だ
か
ら

え
て
も
分
か
ら
な
い

な
ら
気
に
し
な
く
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
思
い

い
て

と
一
緒
に
帰
る

帰
り
道
で

か

Ｍ
ｏ
ｂ
と
戦
闘
を
こ
な
す
が

特
に
問

無
く
切
り

け
た

 
そ
の
ま
ま
来
た
道
を

る
事

く
し
て

道
中
で
中
ボ
ス
が
立
ち
は
だ
か

た
大
広
間
ま
で

て
来
た

 
そ
の
広
間
に
は
か
つ
て
あ
ま
り
強
く
な
か

た
三
つ

大

型
ボ
ス
が
い
た

し
か
し
今
部

の
中
に
は
色
取
り
取
り
の
残
り
火
が
漂

て
い
る

 
そ
の

の
中
で

王
立
ち
し
て
い
る
影
が
一
つ

・

・手
に
黒
い
片
手
直
剣
を
握

た
黒

く
め

の
ス
プ
リ
ガ
ン

キ
リ
ト
が

数
多
の
プ
レ
イ

と
残
り
火
を
前
に

王
立
ち
し
て
い
た

え

う
そ

ホ
ン
ト
に
キ
リ
ト
が

せ
ん

し
て
る
じ

な
い
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で
も

お
か
し
く
な
い
で
す
か

 
あ
の
キ
リ
ト
く
ん

デ
バ
フ
が
無
い
で
す
け
ど

 

く
リ
ズ
の

で

シ
リ
カ
が
疑
問
を

し
た

 

ボ
ス
部

へ
向
か
う
道
中
に
気
付
い
た
事
が
あ
る

 
そ
れ
は

彼
が
掛
け
て
く
れ
た
バ
フ
は
パ

テ

編
成
を
し
な
い
限
り
有

で
あ
る
な
ら

逆
に
彼
が
背
負

た
デ
バ
フ
も
継

し

け
る
と
い
う
事

一
部
の
ス
テ

タ
ス
を
大
き
く
上

る
代
わ
り
に

か
を
下

る

そ
う
い
う
バ
フ
は
種

こ
そ
少
な
い
が
確
か
に
存
在
し
て
い
る

し

備
に
も

と

の
増

で
存
在
し
て
い
る

魔
術
と
し
て
設
定
出
来
る
と

え
て

も
な
ん
ら
お
か
し
く
な
い

彼
が
明

し
な
か

た
の
は
こ
ち
ら
に
気
を

て

え
て
伝
え
な

か

た
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
し
て

存
の
デ
バ
フ
を
生
じ
る
強
い
バ
フ
魔
法
の
場
合
バ
フ
と
デ
バ
フ
の

果
時
間
は

本
的
に
同
一

デ
バ
フ
と
い
う
代
償
が
あ

て
バ
フ
を
成
立
さ
せ
て
い
る

だ
か
ら

然
だ

 
そ
れ
ら
の
法

に
対
し

こ
ち
ら
に
背
を
向
け
立

て
い
る
少
年
の

も

も

タ
ン

つ

デ
バ
フ
も
一
切
無
い
無
傷
の
状

 
こ
れ
ら
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

え
は

つ
ま
り

ま
さ
か

キ
リ
ト
の
偽
物
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と
共
に
剣
を
構
え
る

み
ん
な
も

動
揺
が

け
き
ら
な
い
な
が
ら
も
身
構
え
た

 

影
魔
法
の

練

を
上

る
と
他
の
プ
レ
イ

や
モ
ン
ス
タ

の

に
変
身
す
る
事
も
可

能
だ
と
い
う

少
な
く
と
も

モ
ン
ス
タ

に
変
身
し
て
戦
う
魔
法
が
あ
る
と
は

い
て
い
た

 
気
に
な
る
の
は
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
に
よ
り
一
時
的
に
初
期
化
さ
れ
る
ス
キ
ル
値
を
そ
こ

ま
で
た

た
三
日
で
鍛
え
直
せ
る
か
と
い
う
点
だ
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
な
ら
そ

れ
を
可
能
と
し
て
し
ま
え
る
か
も
し
れ
な
い

あ
の
シ
ス
テ
ム
は

存
魔
法
を
よ
り
使
い
や
す
く

し
た
代
物

そ
の

果
で

存
魔
法
に
後
れ
を
取
る
と
は
思
え
な
い

お
い

人
を
勝
手
に
偽
物
呼
ば
わ
り
す
る
ん
じ

な
い

失
礼
だ
ぞ

ま

た
く

 

す
る
自
分
達
に

少
年
が

越
し
に
こ
ち
ら
を
見
て
そ
う
抗
議
し
て
来
た

で
も
フ
レ
ン
ド
な
ら
表
示
さ
れ
る
プ
レ
イ

ネ

ム
が
見
え
な
い
し

 
彼
を
偽
物
と

え
た
の
は
デ
バ
フ
の
事
も
だ
が

上
に
プ
レ
イ

ネ

ム
が
表
示
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
で
も
あ

た

む
し
ろ
そ
れ
が
一
番
の
理
由
と

て
も
い
い

 
こ
の
指

に

彼
は
一

目
を

り

 

・あ
・あ
・し
・ま
・

・た
・な
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不

さ
を
滲
ま
せ
た
苦

を
浮
か
べ

そ
う

た

 
そ
れ
は

外
に

自
分
が
偽
物
で
あ
る
と
認
め
た
も
同
然
で

 
そ
の

間
自
分
達
の
間
で
目
の
前
に

る
少
年
は
キ
リ
ト
の
偽
物
と
い
う
共

認
識
が
出
来

た

動
揺
は
収
ま
り

戦
意
が
ハ

キ
リ
と
伝
わ

て
来
る

お
い

あ
ん
た
ら

 
そ
こ
で
偽
キ
リ
ト
を

ん
で
三
刃
騎
士

が
声
を
投

て
来
た

そ
れ
は
さ

き
自
分

達
が
壊
滅
さ
せ
た
先

隊
の
リ

ダ

だ

た

そ
い
つ
は
偽
物
だ

 
本
物
は

に
い
る
方
だ

て

歌
姫

が

て
た
ん
だ

そ
り

ど
う
い
う
事
だ

 
つ

か
な
ん
で
キ
リ
ト
が
本
物
か
ど
う
か
を
セ
ブ
ン
ち

ん
が

見
破
れ
て
る
ん
だ
よ

黒
の
剣
士

と

歌
姫

は
フ
レ
ン
ド
だ

た
ら
し
い

は

 

や

て
ン
だ
ア
イ
ツ

歌
姫
の

ク
ラ
ス
タ
と
な

て
い
る
ク
ラ
イ
ン
が
絶

を
上

た

か
ら

い
て
い
る
自

分
も

い
つ
の
ま
に
あ
の

歌
姫

と
フ
レ
ン
ド
登
録
な
ん
て
し
た
の
か
と
内
心
で

る
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と
い
う
か
人
に
は
三
刃
騎
士

に
気
を
付
け
る
よ
う

て
お
き
な
が
ら

故
自
分
は

触
し
て
い
る
の
か

 

ど
う
せ
ま
た

か
の

事
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
さ

 
内
心
で
そ
う

息
を

く

哀
し
い
か
な
彼
の
行
動
や
裏
の
思
惑
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は
間
近

に
見
て
い
た
せ
い
で
彼
の
行
動
原
理
を
と
こ
と
ん
知
り

く
し
て
い
る
か
ら

そ
の
見

が
付

い
て
し
ま
う

自
分
達
に
内
緒
で

か
し
て
い
る
と

せ
て
し
ま
う

が
目
的
か
分
か
ら
な
い

か
ら
手
を
こ
ま
ね
か
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が

 
と
も
あ
れ

三
刃
騎
士

の
情
報
源
に
思
う
事
は
あ
れ

真
贋
を
見
極
め
る
理
由
に

し

て
は

し
分
な
い

セ
ブ
ン
も
プ
レ
イ

ネ

ム
が

に

る
キ
リ
ト
に
見
え
た
か
ら
こ
ち
ら

に
い
る
方
を
偽
物
と
断
じ
た
の
だ

 
こ
れ
で

り
間
違

て
も
目
の
前
に

る
少
年
が
本
物
で
あ
る
線
は
無
く
な

た

た

く

い
つ
キ
リ
の

が
セ
ブ
ン
ち

ん
と
フ
レ
ン
ド
に
な

て
た
の
か
は
気
に
な
る
と

こ
ろ
だ
が

今
は
偽
物
を
ぶ

倒
す
方
が
先
決
だ
な

 
ア
イ
ツ
に
変

す
る

て不

ロ
ウ
は

ク
ラ
イ
ン
様
が
成

し
て
や
る

 
ウ
オ
リ

ア
ア
ア
ア

 
と
気

を
上

偽
キ
リ
ト
と
の

離
を

め
る

あ
る
程

近
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付
い
た
と
こ
ろ
で
ク
ラ
イ
ン
は
⻑
刀
か
ら

を
吹
き
上

さ
せ
た

ら
か
の
刀

ド

ス
キ
ル
だ

 
対
す
る
偽
キ
リ
ト
は

手
に

る
剣
を

め
に
掲

た

 

間
⻑
方
形
型
の

明
の

が
現
れ
た

を

た
刀
は
そ
れ
に

ら
れ
一

二

と
斬
閃
を

き
付
け
る
も
無
意
味
に
終
わ
る

ン

だ
と

 

身
の
攻
撃
を
完
全
に

が
れ
た
事
に

き
の
声
が
上
が
る
の
も
束
の
間
彼
を
反
撃
が
襲

た

明
の

に

る
白

が

と
な
く
紅
い

に

り

い
だ
の
で
あ
る

 
が
り
が
り
と
彼
の

が

れ
て
い
く

 

近

特
化
の
種

で
あ
る
の
に
加
え
ク
ラ
イ
ン
自
身
が
サ
ム
ラ
イ
た
る
も
の
魔
の

が
付
く
も
の
は
取
る

に
は
い
か
ね

と

し
魔
法

性
ス
キ
ル
す
ら
取

て
い
な
い

た
め
か

ダ
メ

ジ
は
無

で
き
な
い
も
の
だ

白

の
数
が
多
い
の
も
問

後
ろ
が
が
ら
空
き
だ

 

そ
こ
で

三
刃
騎
士

の
手
勢
が
動
い
た

 
一
時
的
な
共
同
戦
線
を

る
つ
も
り
な
の
か
ク
ラ
イ
ン
を

撃
し
て
生
じ
た
隙
を
突
く
よ
う
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に
背
後
か
ら
襲
い
掛
か
る

後
方
か
ら
は
多
種
多
様
な
属
性
の
攻
撃
魔
法
が

ん
で
い
る

フ
レ

ン
ド
リ

フ

イ
ア
覚
悟
で
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
つ
も
り
ら
し
い

 

に
残

て
い
る
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
の
数
は

く
数
十
を
超
え
て
い
る

そ
れ
だ
け
偽
キ
リ

ト
が
強
い
と
い
う

で
自

い
の
特
攻
で
も
な
け
れ
ば
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う

事
か

少
な
く
と
も
自
動
回
復
バ
フ
は
掛
か

て
い
な
い
か
ら
ノ

ダ
メ

ジ
で
や
り
過
ご
し
た

の
だ

生

な
攻
撃
で
は
マ
ト
モ
に

手
は
出
来
な
い

ち
 
背
後
か
ら

る
数

の
攻
撃
に

打
ち
し
た
偽
キ
リ
ト
は
地
を

り

へ
と

り
寄

た

撃
を

け
て
い
る
か
ら
前
後
同
時
に
攻
め
ら
れ
る
と
対

出
来
な
い
ら
し
い

 
魔
剣

解
放

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

  
突
然

闇
が
生
ま
れ
た

 
吹
き

れ
る
風
の
中
で
目
を

め
て

す
る

闇
は
波

と
な

て
数
多
の
魔
法
を

三

刃
騎
士

の
一

を

み

み
一

で
命
の
ゲ

ジ
を
消
し

ば
し
て
い
た

闇
が
晴
れ
た
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後
に
は
色
取
り
取
り
の
残
り
火
し
か
残

て
い
な
い

な
ん
だ

そ
り

 
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で

を

れ
た
ク
ラ
イ
ン
が

気
に
取
ら
れ
た
声
を
上

る

ボ
ク
達

は

然
と
絶

に
襲
わ
れ

葉
も
発
せ
な
い
で
い
た

ら
し
い

も
無
し
に
あ
れ

ど
の

の
攻
撃
と

力
の
も
の
を
放

た
事
が
あ
ま
り
に
も
突
然
過
ぎ
て

み

め
な
い
で
い

る 

そ
の
横
を

け
る

と
黒

 
リ

フ

シ
ル
フ
と

ユ

イ

ス
プ
リ
ガ
ン
が

の
武
器
を
手
に

離
を

め
て
い
た

白

の

と
闇
の
斬

撃
を

回
す
る
よ
う
に
義
姉
は

り
義
妹
は

を

り

を

り
と
三

機
動
で
別
方
向
か

ら

た

 
⻑
刀
と
二
刀
が
閃
く

く
 

合

三

つ

の

斬

撃

眼
前
か
ら
の
横
一
閃
と

上
か
ら
の

め
二
閃
は
そ
れ
ら
が
交
わ
る

間
を

た
一
閃
に

止
め
ら
れ

り
合

た

明
の

に

ま
れ
る
事
無
く
彼
女
ら
の
刃
は
偽
物
の
刃
と
交

わ

た
の
だ
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が
目
的
で
す
か

 
ユ
イ
が
怒
鳴
る

せ

か
く

け
入
れ
ら
れ
始
め
た
義
弟
を

り

を
増
や
す
よ
う
な
行

を

し
た
偽
物
に
怒
り
心

ら
し
く

な
振
る
舞
い
を
見
せ
る
女
性
は
殺
気
立

て
い
た

 
今
の
彼
女
を
見
て

は
人
の
心
を

す
事
を
使
命
と
し
た

だ
と

わ
れ
て
信
じ
る
人
は

ど
れ
だ
け
い
る
の
か

 

き

と

で
あ
る
事
か
ら
信
じ
ら
れ
な
い
に
違
い
な
い

か

え
な
さ
い

 
彼
女
は

え
が
返

て
こ
な
い
事
に
更
に
怒
り
の
ボ
ル
テ

ジ
を
上

て
い
く

を

る
戦

い
が
よ
り
苛

さ
を
増
し
た

 

そ
こ
で

偽
物
の

手
が
動
き

ユ

イ

黒

く
め
の
女
性
の

部
に
掌
が
向
け
ら
れ
る

闇
よ

チ
 

く

え
ら
れ
る
式

そ
れ
と
同
時
に
無

で

り
合

て
い
た
義
姉
が

打
ち
し

の
義
妹
に
タ

ク
ル
を
仕
掛
け
た

 
直
後
偽
物
の

上
に
表
示
さ
れ
た
⻘
い
ゲ

ジ
が

か
に

る
と
同
時
突
き
付
け
ら
れ
た
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偽
物
の
掌
か
ら
蒼
黒
い

が
放
た
れ
た

そ
れ
は

く

を

い
て

を

け

数

後
六

発
の

弾
に
分
裂
し
て
加
速
し
た

 
分
裂
し
加
速
し
た

弾
の

い
は

に
倒
れ
た
ユ
イ

し
か
し
彼
女
は

を
引
き

継
い
だ
影

で
属
性
武
器
も

有
し
て
お
り

剣
を
振
る

て
水
の

を
作
り
出
し
ガ

ド
し
た

せ

あ
あ

 
そ
れ
を
他

に
リ

フ

は
体
勢
を
立
て
直
す
や

や
す
ぐ
に

離
を

め
剣

の

を

き

む

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

も
見
て
来
た
乱
舞

一

は
自

に
な

た
キ
リ
ト
す
ら
も
完
全
に

下
し
て
み
せ
た
技
の

え

 

リ

フ

と

え
ば
キ
リ
ト
と
は
別
種
の
最
強
の
存
在
と
し
て
記

に

り

ま
れ
て
い

る 
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
終
決
戦
前
で
も
キ
リ
ト
は

論

も
彼
女
か
ら
白
星
を
奪
え
て
い
な
い
か
ら
だ

彼
女
を

に
下
し
た
事
が
あ
る
の
は
未
だ
彼
女
の

だ
け

彼
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
シ
ス
テ
ム
的

な
最
強
だ
と
す
れ
ば
彼
女
は
そ
ん
な
彼
の
剣
の
師
と
し
て
技
術
面
で
の
最
強
に

し
て
い
る

 
そ
の
剣
を

偽
キ
リ
ト
は
真

向
か
ら

け
切

て
い
た
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う
そ

 

然
と

声
が

れ
た

 
息
も

か
せ
ぬ
リ

フ

の
乱
撃
と

合
わ
せ
の
よ
う
に
黒
剣
を
振
る

て
い
る

体
格
の
差

で
間
合
い
こ
そ
違
う
が

衝
突
す
る

間
に
剣
が
伝
え
る
力
や
衝
撃
は

と
も
す
れ
ば

ウ
オ
リ

ア
ア
ア
ア

 
一
歩
も
引
か
ず

し
く
打
ち
合
う
偽
物
の
後
ろ
か
ら
ク
ラ
イ
ン
が
怒

と
共
に
斬
り
掛
か

た 
デ
フ

ル
ト
技
の
そ
れ
は

リ

フ

の
剣

と
交
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
黒
剣
に
止
め
ら
れ

き
直
し
の
よ
う
に
ま
た

り
合
い
が
始
ま
る

そ
こ
で
ま
た
も
が
ら
空
き
と
な

た
背
後
に
ユ

イ
が
斬
り
掛
か
る
が
偽
物
は
二
人
の
剣

を
弾
い
て
す
ぐ
反
転
し
彼
女
の
二
刀
も
い
な
し
て

見
せ
る

 
入
れ

わ
り
立
ち

わ
り
立
ち

を

も
転
換
さ
せ
な
が
ら
斬
り
合
う
一
人
と
三
人

 
リ

フ

達
三
人
は
い
ず
れ
も
ト

プ
ク
ラ
ス
の
強
さ
を
誇

て
い
る
が

キ
リ
ト
の
偽
物

は

的
確
に
剣
を
振
る

て
い
な
し

場

を
変
え
て

し
と

り
強
さ
を
見
せ
て
い
た

 
恐
ろ
し
い
事
に
そ
れ
だ
け
の
猛
攻
を

け
て
い
な
が
ら

り
も
し
て
い
な
い

反
応
速

や
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間
的
な
判
断
力
な
ら
人
を
超
え
て
い
る
ユ
イ
で
す
ら

ら
な
い
と
い
う
事
は
あ
の
偽
物
は
自
分

達
よ
り
も

か
に
反
応
速

が
上
で

つ
経
験
も
圧
倒
的
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 

い
や

も
し
か
し
た
ら

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

の
真
の
黒
幕
が

 

と

そ
ん
な
思

が
浮
か
ん
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
は

郷

之
が

こ
し
た

そ
れ
は
間
違
い
な
い
が
し
か
し
世
間
に
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
事
実
が
存
在
し
て
い
る

七
十
五
層
闘
技
場
に
現
れ
た
彼
と

士
し
か
知
り
得
な

い

時
の
過
去
デ

タ
と

と
い
う
彼

く

の
技
術
が
流

さ
れ

つ

郷
の

テ

マ
す
ら
組
み

ま
れ
て
い
た
代
物
の
存
在
だ

こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
彼
を
人
体
実
験

に
使

た
裏
組

の
存
在
が
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
事

で
あ
る

特
に

時
の
デ

タ
は

そ
し
て
こ
れ
ら
の
事

は
逆
説
的
に
キ
リ
ト

一

を
標
的
に
見

え
て
い
る
と

え

る
の
が
自
然
だ

 
で
は

故
彼
を
標
的
に

え
た
の
か

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
間
そ
れ
が
分
か
ら
な
か

た
の
だ
が

も
し
か
し
た
ら
と

ら
に
立
つ

少
年
を
見

る

 
キ
リ
カ
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郷

之
の
手
に
よ
り
か
つ
て
ス
レ
イ
ブ
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
彼
の
存
在
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
あ
る
少
年
の
記

精
神
果
て
は
行
動
原
理
す
ら
も
ナ

ヴ
ギ
ア
が
完
全
に

み

取

て
い
た
事
実
を
表
し
て
い
る

そ
れ
は
つ
ま
り

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
ロ
グ

の
中
に

一
人
の
人
間
を
完
全
に
複
製
出
来
る
デ

タ
が

て
い
た
事
に
他
な
ら
な
い

 

か
つ
て
彼
は

己
を

生
体
兵
器

と
称
し
た
事
が
あ
る

 
現
代
兵
器

い
て
は

に
す
ら
勝

て
し
ま
え
る
兵
器
と
し
て

さ
れ
た
彼
の

葉
は

客
観
的
に
は
正

を

て
い
る
の
だ
ろ
う

技
術
で

え
ば
義
姉
が
勝
つ
だ
け
で

な
殺
し

合
い
と
な
れ
ば

彼
を
止
め
ら
れ
る
人
間
は

な
い

 
彼
が
世
界
を
滅

そ
う
と
す
れ
ば

止
め
ら
れ
る
の
は
世
界
最
強
か

天
災
か

 
と
も
か
く

コ
ア
を

め

ま
れ
殺
し
の
術
を
得
た
彼
は
常
人
に
は
持
ち
得
な
い

異
様
な
精
神
性
を

得
し
て
い
た

そ
れ
は
己
を
最

と
し
た
あ
ま
り
に

い
自
己

価
と

も
知
ら
な
い
他
人
す
ら
も

先
し
よ
う
と
す
る
過
ぎ
た

他
主
義
そ
し
て

先
す
る
者
の
た
め

な
ら
命
す
ら

つ
自
己

精
神
だ

自
分
の
行
動
理
由
を
他
人
に

け
て
い
た
彼
は
義
姉
が

止
め
な
け
れ
ば
ス
レ
イ
ブ
の
よ
う
に

か
の

い
な
り
に
成
り
下
が

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
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そ
れ
を

裏
組

は
求
め
て
い
た
ら

  

キ

リ

ト
一

は

強
い

 
才
能
は
無
い
の
だ
ろ
う

だ
が
ど
こ
ま
で
も
自
分
を
苛
め

き

く
な
き
向
上
心
を

に

き
常
に
強
さ
に

え
て
い
る
彼
に
は
あ
る
意
味
で

来
性
が
存
在
し
て
い
る

現
状
に

足
し
な
い
向
上
心
を
こ
そ
直
葉
は
彼
の
成
⻑
性
の
要
と
見
て
い
た

 
そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
そ
れ
は
立
証
さ
れ
て
い
る

 

え
ば

ゲ

ム
ク
リ
ア
に
至
る
ま
で

か
れ
た

ロ

 

え
ば

⻑
き
に

た
殺
意
の
応

 

え
ば

終
ぞ
見
え
な
か

た
彼
の

 
彼
は
リ

フ

に
打
ち
の
め
さ
れ
た
後
の
彼
は
目
覚
ま
し
い
覚
醒
を

完

さ
れ
た
時
よ

り
も

か
に
技
の
引
き
出
し
を
増
や
し
対
応
出
来
る
場
面
を
広

巡
り
巡

て
孤
独
な
ラ
ス

ト
バ
ト
ル
で
勝

を

み
取
る
に
ま
で
継
戦
能
力
を
高
め
て
い
た

  
そ
ん
な
存
在
が

人
の

い
な
り
に
な

た
と
し
た
ら
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彼
に
と

て

姉

と
は
絶
対
的
な
存
在
だ

事
実

キ

リ

カ

ス
レ
イ
ブ
は
そ
の
価
値
観
が
あ

た
か

ら

姉

と
認
識
さ
せ
ら
れ
て
い
た
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

て
い
た

 
自
分
は
記

と
感
情
を

作
さ
れ
た
が

し
か
し
認
識
は
変
え
ら
れ
な
か

た

 
そ
れ
は
キ
リ
カ
が

意
し
た
た
め
認
識

は
無
意
味
に
な
る
と
判
断
し
わ
ざ
と

し

な
か

た
の
か
と
も
思

た
が

も
し

人
間

手
は
無
理

だ

た
と
す
れ
ば

そ
れ
は
逆

説
的
に

の
認
識

は

ら
で
も
可
能

と
い
う
事
に
な
る

で

  

強
い
技

を
持

た
人人
形間

の
コ
ピ

を
作
れ
る
よ
う
に
な

た
と
す
れ
ば

  
い
ち
い
ち
指
示
を
出
し
た
り

か
な
制
限
を
掛
け
な
け
れ
ば
却

て
危
険
な
自
律
兵
器
に
そ

れ
ら
を
入
れ
る
事
で
自
律
的
な
意
思
を

し
た
機

人
間
の
兵
士
を
作
れ
て
し
ま
う
事
に
な
る

  

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

ハ

ド
面
の
体
だ
け

 

ら
で
も

可
能
な
技

あ
る
兵
士
な
ん
て
悪
夢
で
し
か
な
い

な
ま
じ
あ
ら

る
武
器
を
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使
え
る
彼
の

を
入
れ
れ
ば

全

離
に
対
応
す
る
一
人
一
人
が
強
力
な
兵

が
出
来
上
が
る

だ
ろ
う

 
生
物
兵
器
な
ん
て
人
体

で
作
ろ
う
と

策
す
る
裏
組

だ

そ
れ
く
ら
い

平
気
で

え

実
行
に

し
て
し
ま
う
に
違
い
な
い

 

し
か
し

そ
こ
で

足
す
る
と
は
思
え
な
い

 
よ
り

よ
く

切
に

な
人兵
形士

を
欲
し
が
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

そ
の
た
め
な

ら
あ
ら

る
方
法
を
取
る
に
違
い
な
い

 
ぎ
り

と
⻭
を
食
い
し
ば
る

剣
を
握
る
手
は
真

白
に

を
握
る
手
は
ぶ
る
ぶ
る
と

え

現
実
な
ら

が

を
突
き
破
り

血
を

ら
し
て
い
た
だ
ろ
う

 
仮
に
彼
の
複
製
デ

タ
を
サ
ル
ベ

ジ
し
裏
組

が

し
て
い
た
と
し
て
な
ら

故
Ａ

Ｌ
Ｏ
に
偽
物
と
し
て
入
れ
た
の
か

そ
の
目
的
を

え
て

が

え
く
り
返
り
そ
う
だ

た

 
彼
が
強
く
な

た
過
程
の
根
幹
に
は

境
の
過

さ
が
あ
る

あ
ら

る
人
間
を

し
て
い

る
復
讐
⻤
よ
り
も
守
る
べ
き
も
の
を

先
し
立
ち
回
る
方
が
よ
り

し
さ
を
増
す

彼
の
場

合
自
分
達
を
護
る

に

え
て
独
り
を

び

離
を

い
て
い
た

そ
の

が
一
番
彼
の
実

力
の
下
地
を

い
た
に
違
い
な
い
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故
に
こ
の
偽
物
は

け
容
れ
ら
れ
て
い
る
最
近
の
流
れ
を
壊
し

す
る
人
間
を
増
や
す

の
デ
コ
イ
な
の
で
は
と
予
想
し
た

再
び

を

だ
ら
け
に
し
彼
を
独
り
へ
と
追
い

む

事
で

か
れ
た
実
力
の
成
⻑
を

し
よ
り

強
な
兵
士
の
デ

タ
を
得
よ
う
と

策
し
た
の

で
は
と

 
た
だ
の
行
き
過
ぎ
た

想
で
あ

て
欲
し
い

 
だ
が
明
ら
か
に
彼
を
標
的
に
し
た
と
し
か
思
え
な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
裏
事
情
を

み
て
と
て

も
空
想
の
話
に
は
思
え
な
か

た

お
わ
あ
あ
あ

 
刀
を
弾
か
れ

隙
を
晒
し
た

間

り
を
入
れ
ら
れ
た
ク
ラ
イ
ン
が
ご
ろ
ご
ろ
と
転
が

た

 
そ
れ
を

界
の

に
収
め
る
も
焦
点
は
変
わ
ら
ず
剣

の
応

に
向
け
て
い
る

文

り

剣
の
結
界
と
化
し
た
戦
い
は

抗

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
偽
キ
リ
ト
が
や
や

勢

か 

な
ら
数
に

る
あ
ち
ら
が

勢
に
な
る
が
リ

フ

と
ユ
イ
の
動
き
に
や
や
ラ
グ
が
あ

り
そ
の
隙
を
突
か
れ
て
ダ
メ

ジ
が

ん
で
い
る

ア
ス
ナ
を
は
じ
め
術
師
が
回
復
魔
法
を
掛

け
て
い
る
か
ら
持

戦
に
は
持
ち

め
る
が
正
直
ジ
リ

に
近
い

時
が
経
つ
に
つ
れ
二
人
の
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攻
撃
パ
タ

ン
を
偽
キ
リ
ト
が

み
始
め
て
い
る
か
ら
だ

ク
ラ
イ
ン
が
弾
か
れ
た
の
は
攻
撃
が

大
振
り
で
見
切
り
や
す
い
事
が
原
因
だ
ろ
う

 

に
弾
か
れ
る
の
は

恐
ら
く
ユ
イ
か

 
そ
の
予
想
違
わ
ず

ユ
イ
は
二
刀
を
弾
き

ば
さ
れ

り

ば
さ
れ
た

く
 
悔
し

に

を
歪
め
声
を

ら
す
ユ
イ

ご
ろ
ご
ろ
と
転
が
る

を
止
め
て
片

を
立
て
て

義
姉
の
戦
い
を
静
観
し
始
め
た

も
う
自
分
で
は
付
い
て
行
け
な
い
と
判
断
し
た
ら
し
い

 
そ
れ
か
ら
一
対
一
の
応

が
始
ま
り

し
か
し

突
に
終
わ

た

 
リ

フ

が
大
き
く
攻
撃
を
弾
き
後
退
し
た
た
め
だ

や
か
に
地
を

て
下
が

た
彼

女
は
仕
切
り
直
し
を

ん
で
い
た

 
ち

き

と
正
眼
に
構
え
ら
れ
た
⻑
刀
が

を
立
て
る

 

れ
る
静

気
持
ち
悪
い

 
静

を
破
り
リ

フ

が
そ
う

た

不
快

に
歪
め
ら
れ
た
表
情
は
発
せ
ら
れ
た

葉

以
上
に
内
心
を
如
実
に
表
し
て
い
る
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あ
の
子
の
剣

の

な
の
に

な
動
き
と
技
術
が

ざ

て
る
せ
い
で
似
て
も
似
つ
か
な
い

殺
し
の
技
に
近
い
け
ど
そ
の

に
は
殺
気
を
感
じ
な
い

も
隙
が
あ

た
の
に

命
傷
を

与
え
る
様
子
も
無
い

て

き
り
あ
の
子
を

め
る
組

の
手
先
か
と
思

て
い
た
け
ど
な
に

も
か
も
中

を

え
て

を
目
的
と
し
て
い
る
の

 
彼
女
は
そ
う
問
い
を
投

た

 
隙
が
あ

た
よ
う
に
は
見
え
な
い
が

本

に
あ

た
の
だ
と
す
れ
ば

確
か
に

な
話

だ

彼
の

判
を

め
る
の
に
最
高
な
の
は
家

や

間
で
あ
る
自
分
達
を

的
に

す
る
事

に
他
な
ら
な
い

し
か
し
こ
の
偽
キ
リ
ト
は

故
か
大
き
く
隙
を
晒
し
た
面

に

命
傷
を
与

え
て
い
な
い

 
思
え
ば
さ

き
の
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
も
ク
ラ
イ
ン
は

き

ま
な
い
よ
う
ギ
リ
ギ
リ

の
と
こ
ろ
を

い

三
刃
騎
士

だ
け
壊
滅
さ
せ
て
い
た

 

か
意

が
あ

て
の
事
な
の
か

 
偽
物
は

や
は
り
問
い
に

え
る
事
無
く

を
返
し
た

全
力
で

り
去

て
い

た

あ

た
わ
よ

 
ど
う
す
る
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追
い
掛
け
た
と
こ
ろ
で
無

で
し

う

追
い
付
い
た
と
こ
ろ
で

も

ま
え
ら
れ
ま
せ
ん

 
リ
ズ
ベ

ト
の
問
い
に
⻑
刀
を
下
ろ
し
た
リ

フ

が

え
た

彼
女
が

ん
で

り
傷

を
与
え
る
ど
こ
ろ
か
与
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
彼
女
の

う

り
こ
の
面
子
で

ま
え
る
の
は
か

な
り

し
い
だ
ろ
う

い
い
の

 

放
し
に
な
る
け
ど

 
そ
こ
で
シ
ノ
ン
が
苦

を

し
た

彼
女
と
し
て
も
大
切
な
人
を

る

は
許
し
て
お
け
な

い
よ
う
だ

 
し
か
し
リ

フ

は

し
た

偽
物
が

る
事
と
そ
の
力

が
分
か

た
だ
け
で
も
重

で
す

し
い
事
は
運

の

場

さ
ん
に

け
ば
い
い
で
す
し

今
は
空

に

る
と
い
う
本
物
の
キ
リ
ト
に
話
を
す
る
方
が

先
決
で
し

う

あ
た
し
達
の
知
ら
な
い
事
を
知

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
そ
う

て

彼
女
は
⻑
刀
を
下

た

  
偽
キ
リ
ト
に
よ

て
壊
滅
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
三
刃
騎
士

の

達
は

生
魔
法
が

現
状
使
え
ず

生

も
お
高
い
の
で
復
活
さ
せ
る
事
は
断
念
し
た

ボ
ス
攻
略
で

い
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合

て
い
た
事
も
あ

て
可
能
な
状
況
で
も

生
さ
せ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
無
い

 

か
Ｍ
ｏ
ｂ
と
遭
遇
し
た
が

勢
に
あ

た

そ
れ
こ
そ
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が

れ
て

い
た

に
近
い

お

か
不
意
打
ち
を
喰
ら
う
事
も
無
く

自
分
を

み
殺
気
立

て
い
る

女
性面

子
が
中
心
と
な

て
速
攻
で

理
し

帰
路
を
確
保
し
て
い
た

 
そ
の

あ

て
か
行
き
は
片
道
一
時
間
程

か
か

た
の
に
三
十
分
足
ら
ず
で
空

へ

と
帰
れ
て
し
ま

た

終
始
無

更
に
殺
気
立

て
い
る
面
子
が
無

の
焦

に

ら
れ
て
い

た
か
ら
だ

 
そ
う
し
て
転

で
空

に

て
来
た
と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
を
探
す
事
に
な

て
い
た
の
だ

が
わ
ざ
わ
ざ
探
す
必
要
は
無
か

た

フ
レ
ン
ド
追

を
す
る
ま
で
も
な
く
転

か
ら
程
近

い
と
こ
ろ
に

た
か
ら
だ

あ

ユ
ウ
キ
ち

ん
達
が
帰

て
来
た
わ

 
そ
の
す
ぐ
近
く
に
歌
姫
セ
ブ
ン
が

る
の
を
見
て

に

き
り
と
ク
る
も
の
が
あ

た
が

に
出
な
い
よ
う

命
に

し
殺
す

 

に
は
三
刃
騎
士

を
は
じ
め
大
勢

と
も
す
れ
ば
千
人

の
プ
レ
イ

が

る
か
ら
下
手
な

動
は
取
れ
な
い

人
が

る
と
は
思

て
い
た
が
流

に
そ
こ
ま
で
人
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が

る
の
は
予
想
外
だ

た
の
で

心
地
も
悪
い

お
か
え
り

み
ん
な

そ
し
て
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
ボ
ス
初
回

達
成
お
め
で
と
う

 
そ
う

て

に
動
き
に
く
い
自
分
達
に
キ
リ
ト
が
話
し
掛
け
て
来
た

出

え
と
祝
い

の

葉
は

た
り

り
の
な
い
切
り
出
し
方
だ

た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
さ
ん
達
そ
し
て
キ
リ
ト
さ
ん
の
助
け
が
あ

た
か
ら
達
成
出
来
ま
し
た

こ
れ
で
も
う
憂
い
は
無
い
で
す

そ
う
か

 
大
勢
の
人
の
前
で
あ
け

ろ

に
事
情
を
話
す

に
も
い
か
ず
か
と

て

ら
れ
る
よ

う
な
状
況
で
も
な
い
た
め
シ
ウ
ネ

も

た
り

り
の
な
い

葉
で
応
じ
る

そ
れ
で
も
滲
み

出
る
事
情
と
い
う
の
は

し
方
な
い
だ
ろ
う

 
や
や
陰
り
の
あ
る
喜
び
の

み
を
浮
か
べ
る
シ
ウ
ネ

や
ジ

ン
達
を
見
て
同
じ
く

を

て
い
た
プ
レ
イ

達
が

し
む
表
情
を
浮
か
べ
る
も
問
い
を
投

る
人
は

な
か

た

今
は

そ
れ
よ
り
も
気
に
な

て
い
る
事
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

ね

キ
リ
ト

正
直
に

て
欲
し
い
ん
だ
け
ど
ね

君
は
中

に
い
た
偽
物
の

事

な
に
か
知

て
る
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そ
こ
で

も
が
気
に
し
て
い
る

心
へ
と
触
れ
た

陽
気
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
て
い
る
の
に
転

に
漂
う
空
気
は

り
り
と

り

め
て
い
る

 
数
多
の

線
を
集
め
る

い
空
気
の
中
で

彼
は
表
情
を
変
え
ず

を
振

た

知
ら
な
い

と
い
う
事
ら
し
い

本

に

な
に
も
知
ら
な
い
の
ね

 
そ
こ
で
リ

フ

が
一
歩
前
に
出
て
義
弟
と
対
峙
し
た

め
ら
れ
た

か
ら
は
決

し
て

は
許
さ
な
い
と
い
う
彼
女
の
気

を
感
じ
取
れ
る

 
そ
れ
を
真

向
か
ら

け
て
い
る
彼
は

を

に
振

た

知
ら
な
い

と

 
そ
の
反
応
を
見
て

そ
う

と
彼
女
は

く
息
を

い
た

う

ん

間
に

か
れ
て
も
同
じ

え
だ
し

キ
リ
ト
君

ホ
ン
ト
に
無

な
の
ね

最
初
か
ら
そ
う

て
い
た
だ
ろ
う

 

し
む
よ
う
に

う
セ
ブ
ン
に

無
表
情
の
彼
は
じ
ろ
り
と
目
を
向
け
た

 

け
ば
事
が

き
た
二
時
間
近
く
前
か
ら
ず

と
こ
の

で

束
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

事
が
あ
る
か
ら
攻
略
に
加
わ
ら
な
か

た
彼
か
ら
す
れ
ば

と
ん
だ
災

だ

た
と
い
う

だ

 
や
や
不
機

気
味
な
目
を
向
け
ら
れ

プ

カ
の
少
女
は
わ
た
わ
た
と

手
を
振

た
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や

別
に
信
じ
て
な
か

た

じ

な
い
の
よ

 
あ
あ

い
や

か

て
な
い
事
は

あ
る
か
も

て
疑

て
は
い
た
け
ど
ね
心

た
り
く
ら
い
は
あ
る
ん
じ

な
い
か

て

で
も

そ
れ
も
無
い
の
ね

ま

た
く
も

て

に
水
だ

た
か
ら
な

大
方

影
魔
法
か

変
身
す
る
ア
イ
テ
ム
を

使

た

快

じ

な
い
か

い
や

快

は
ち
と

え

い

お
前

の
偽
物

と
ん
で
も
な
く
強
か

た
ぞ

 
そ
こ
で

ま
る
で
空
気
を
入
れ

え
る
よ
う
に
ク
ラ
イ
ン
が

更
大
き
な
声
で
そ
う

た

の
探
り
合
い
に
近
い
や
り
取
り
で

り

め
た
空
気
が
や
や

す
る

ね

ね

そ
ん
な
に
キ
リ
ト
君
の
偽
物
は
強
か

た
の

 
そ
う
声
を
上

た
の
は
事
の
成
り
行
き
を

て
見
て
い
た
セ
ブ
ン
だ

た

す
る
と
ク
ラ
イ

ン
が

お

お
う

と
や
や

動
不
審
に
な
る

 
そ
う
い
え
ば
ク
ラ
イ
ン

て
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
だ

た

け
と
あ
ま
り
思
い
返
し
た
く
な
い

間
の

部
が

裏
に
浮
か
ん
だ

と
リ

フ

と
こ

ち
の
ユ
イ
の
三
人
が
か
り
で

り
傷
も
負
わ
せ
ら
れ
な
か

た
か

ん
な
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え

え

そ
ん
な
に

 
あ
な
た
達

Ｓ
Ａ
Ｏ

サ
バ
イ
バ

生
還
者
で
し

 
そ
れ
で
も

わ

な
い
の

 
お
う

と
ク
ラ
イ
ン
が

え
る
と

広
場
が
ざ
わ
ざ
わ
と
ざ
わ
め
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ボ
ス
戦
の
放

に

し

プ
レ
イ

の
名
前
と
ス
タ
イ
ル
立
ち

な
ど
は
キ

リ
ト
が

プ
ロ
フ

ル
を
作
成
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
へ
と

し
て
い
た
の
で

も
ち
ろ
ん
内
容
は

が
確
認
し
た
も
の
だ

ボ
ス
レ
イ
ド
常

は

的
知
ら
れ
て
い

る

女
性
プ
レ
イ

し
か
も
二
つ
名
持
ち
と
も
な
れ
ば
知
名

は
か
な
り
補
正
が
掛
か
る

 
リ

フ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

勝
経
験
が
あ
り

中
で

き

ま
れ
た
プ
レ
イ

と
い
う
点

そ
し
て
キ
リ
ト
の
義
姉
と
い
う
立
場
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い

ど
有
名
だ

ユ
イ
も

と
い

う
成
り
立
ち

ま
た

キ

リ

ト

の

義

姉

リ

フ

の
義
妹
と
い
う
立
場
で
名
は
知
ら
れ
て
い
る

 
そ
の
二
人
に

べ
る
と
ク
ラ
イ
ン
の
知
名

は
や
や
下
が
る
が
そ
れ
で
も
風
林
火

と

い
う
少
数
精

の
攻
略
ギ
ル
ド
を

い
る
リ

ダ

だ

い
た
事
は
あ
る
程

に
知
ら
れ
て
い

る 
そ
の
三
人
が
一

に
掛
か

て

り
傷
を
負
わ
せ
ら
れ
な
か

た
事
実
は
あ
る
意
味
伝
説

い
さ
れ
て
い
る
デ
ス
ゲ

ム
最
前
線
を
生
き

い
た
プ
レ
イ

で
あ
る
事
も

て
や
は
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り

然
と
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う

 
そ
の
気
持
ち
は

い
く
ら
い
理
解
出
来
た

そ
ん
な
に
強
い
人
が
邪
魔
し
て
来
た
ら
攻
略
が

に
進
ま
な
い
じ

な
い

セ
ブ
ン
今
こ
の
場
に

な
い

の
事
で
気
を

ん
で
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

要
は
勝
て

ば
い
い
だ
け
の
事

多
少
だ
が
戦
い
方
は
分
か

た
の
だ
二

目
は
な
い

は
こ
の

が
勝

つ
ス
メ
ラ
ギ
君

そ
う
ね
勝
負
の
結
果
が
い
つ
も
決
ま

て
る

じ

な
い
し
ス
メ
ラ
ギ

君
も
す
ご
く
強
い
か
ら

は
勝
て
る
わ
よ
ね

あ
あ

同
じ

は

ま
ん

 
強
気
で

い
切
る
ス
メ
ラ
ギ
に
感
化
さ
れ
て
か
セ
ブ
ン
も

大
な

に
な
り
う
る
偽
キ
リ

ト
で
の
悩
み
は
一

放
り
投

た
ら
し
い

実

ど
う
出
る
か
不
明
な
と
こ
ろ
の
あ
る
存
在
の
事

で

時
ま
で
も

を
悩
ま
せ
る
の
は

設
的
で
は
無
い

 

と
一
つ
息
を

い
た
セ
ブ
ン
は

に
こ
ち
ら
を
見
て
来
た

キ
リ
ト
君
の
偽
物
な
ん
て
思
い
が
け
な
い
出
来
事
が
重
な

て
ボ
ス

を
取
ら
れ
ち

た

け
ど

三
刃
騎
士

だ

て
負
け

な
し
じ

な
い
か
ら
ね

の
エ
リ
ア

砂
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谷
ヴ

ル
グ
ン
デ

の
初
回
ボ
ス
攻
略
を
取
る
の
は

私
達
な
ん
だ
か
ら

別
に
一
番
を
取
ろ
う
と
し
て
た

じ

な
い
け
ど

ま

も
し
そ
う
な

た
時
は
負
け

な
い
か
ら
ね

 
攻
略
至
上
主
義
と
い
う

で
は
な
い
し
今
回
は

ど
一
人
で
進
め
た
キ
リ
ト
に

し
た
形

だ
か
ら
ま
た
ボ
ス
攻
略
を

争
す
る
事
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
が

前
上
い
ち
お
う

発
に

応
じ
て
お
く

 
そ
れ
に

ん
と

を
鳴
ら
し
て

み
を
浮
か
べ
た
セ
ブ
ン
は
ス
メ
ラ
ギ
と

多
く

の
ク
ラ
ス
タ
を

い
て
立
ち
去

た

 
偽
キ
リ
ト
の
謎
は
残

た
が
一
先
ず
は
こ
う
し
て
浮

原
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
攻
略

と

シ
ウ
ネ

達
の
悲
願
は
完

さ
れ
た
の
だ

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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前

は
ユ
ウ
キ
に
よ
る
キ
リ
ト
コ
ネ
ク
ト
と
ユ
ウ
キ
コ
ネ
ク
ト
の
差
別
化
説
明

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
語
ら
れ
て
い
た
よ
う
に

ナ

ヴ
ギ
ア

キ
リ
ト
と

メ
デ

キ

ボ
イ

ド
ユ
ウ
キ
で
反
応
速

が

な
ら

の
反

応

速

ポ
テ
ン
シ

ル
は
キ
リ
ト
に
軍
配
が
上
が
り
ま
す

 
そ
し
て
原
作
小
説
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に

と
の
レ
ス
ポ
ン
ス
に
ラ
グ
が
少
な
い
程
ア
バ

タ

は
自
然
に

つ

ら
か
に
動
く
よ
う
に
な
る

が

空
間
で
の
動
き
に
最

化
さ
れ

る

理
速

が
上
が
る

 
本
作
ユ
ウ
キ
が
剣
技

得
に

し
て

の

理
速

を
上

た
の
は
要
す
る
に
ス

キ
ル

の
反
復
練

を
極
限
の
集
中
を

も

り
返
し
て
行
う
事
で

を

ら
し
た
と
い

う
事

に

て
る
よ
う
で

遊
び
の
Ａ
Ｌ
Ｏ

で

ガ
チ

に

姉
以
外
に
知
ら
れ
な
い

よ
う
限
ら
れ
た
時
間
で
技
の
反
復
だ
け
し
て
い
る
と
か
中

彼
女
も
ト
チ
狂

て
お
り
ま

す 
そ
ん
な
彼
女
で
も
届
か
な
い
の
が

二
刀
剣
技
の

 
非
攻
撃

な
ん
て
存
在
し
な
い

手
ス
キ
ル
な
の
で
技
が
終
わ
る
ま
で

と
も
シ
ス
テ
ム

に
動
か
さ
れ
る

よ

て
予
め
構
え
を
取
ろ
う
な
ん
て

し
い

 
そ
も
そ
も
コ
ン
マ
一

以
下
レ
ベ
ル
の
ラ
グ
で
構
え
を
取
る
な
ん
て
物

く
反
応
速

ア
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バ
タ

動
作
速

が
速
く
な
い
と
理
論
上
不
可
能

故
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
も
強
者
の
リ

フ

ア
ス
ナ

ラ
ン
と
い

た
面

は
出
来
ず

反
応
速

に

れ
る
キ
リ
ト

ユ
ウ
キ
が
出
来
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
は
ユ
イ
も
出
来
る
よ
う
に
な

た

  
以
上
の
理

か
ら

反
応
速

で
二
刀
の
差
別
化
を
行
う
と

 
キ
リ
ト

二
刀

・
一
刀

・
二
刀
Ｏ
Ｓ
Ｓ
・
二
刀

 
キ
リ
カ

同
上

た
だ
し

本
は

手
剣
使

 
ユ
イ

一
刀

・
二
刀
Ｏ
Ｓ
Ｓ
・
二
刀

 
ユ
ウ
キ

一
刀

成

中
・
二
刀
は

体
ボ
ス
限
定

 
レ
イ
ン

二
刀
Ｏ
Ｓ
Ｓ

 
ル
ク
ス

Ｏ
Ｓ
Ｓ
無
し
の
我
流
二
刀

原

仕
様
だ
と

手
は

専

 
シ
ノ
ン

剣
二
本
の

剣
使
い

  

と
い
う
感
じ
に
な
り
ま
す
ね

 
な
の
で
ユ
ウ
キ
の
二
刀
は

体
ボ
ス
限
定
の
も
の
と
い
う
事
に

こ
こ
も
キ
リ
ト
達
と
は
差
別
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化
を

て
い
ま
す

 
ユ
イ
が
キ
リ
ト
と
二
刀

ア
キ
リ
カ
が
ス
ト
レ
ア
と

手
剣

ア
に
な

て
る
の
は
ワ
ザ
と

 
キ
リ
カ
の
強
み
が
死
ん
で
る

ま

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
無
い

あ
る
し
別
に

い
い
よ
ネ

無

悲

 
後

の
戦
闘

 
ク
ラ
イ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
入
れ

わ
れ
ば

ヴ

ベ
ル
が
キ
リ
ト
を

パ
ン
し
て
気
絶
さ

せ

う
時

と
同
じ
戦
闘
で
す
ね

 

り
傷
す
ら
負

て
い
な
い
と
こ
ろ
と
か

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

黒
ノ
剣
士
編
 

狂壊
ウレ
想タ
イ楔

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
サ
ブ
タ
イ

り
キ
リ
ト
回

 
文

数
は
約
一
万

 
今
話
は
ル
ビ
振
り
が
多
い
で
す

に
出
て
る

葉
と
し
て
上
の
ル
ビ
意
味
合
い
を
下
の
本

文
と
し
て
書
い
て
い
る
の
で

そ
う

ん
で
下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

 

お
気
に
入
り

少
覚
悟
の
上
の
内
容
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ヴ

ン
と

い
電
子

を

き
な
が
ら
意
識
は
現
実
へ
と
復
帰
し
た

目
を
果
た
し
た
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フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
が

に

眠
し
て
い
き
そ
れ
に
反

し
て
肉
体
の
感
覚
が

て
来

る
の
を
知
覚
す
る

 
数

経

て

バ
イ
ザ

型
デ

ス
プ
レ
イ
に

る

が
消
失
し
た

 

て
い
た
そ
れ
を
外
し

に

く

 
自
ず
と
息
が

れ
た

き

と

り

め
さ
せ
て
い
た
気
が

分
か

け
た
か
ら
だ

 
現
実
に

て
も
仮
想
に

て
も
自
分
は
気
を

け
な
い
身
の
上
に
あ
る

だ
が

今
こ

の
時
だ
け
は

気
を

け
る

 
自
分
が
今
い
る
場

は
更
識

の
一

は
物

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
空
き
部

を
や

や
無
理
を

て
頼
み

み

自
分
と
束

士
の

に
使
え
る
よ
う
手
配
し
て
く
れ
た
部

だ

 
束

士
の

を
使

て
い
な
い
理
由
は

の
事
情
が

し
て
い
る

 

コ
ア
は

人
体
に

め

む
と

験
者
を

死
さ
せ
る
レ
ベ
ル
の
有

な
異
物

し
か

も
自
分
の
場
合
は
心

直
上
に

し
て
お
り
心

や

と
の
直

的
な
繋
が
り
も
構

さ
れ

て
し
ま

て
い
る

が

き
る
か
不
明
な
の
で
定
期
的
な
メ
デ

カ
ル
チ

ク
と
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
必
要
だ

た
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デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
る
以
前
は
ス
テ
ル
ス
機
能
を
持
つ
束

士
の
愛
機
に
同

し
彼
女

の

さ
れ
た

へ

く
事
で

を
こ
な
し
て
い
た
が
今
は
そ
う
出
来
な
い
事
情
が
あ
る

 
そ
れ
は
チ

カ

と
し
て

か
ら

に

い
て
い
る
代
物

輪

の
せ
い

 

場

を
探
知
す
る
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

の

か
少
し
で
も
法
に
触
れ
る
行
い
を
し
た
と
判

断
さ
れ
た
場
合
無
力
化
す
る
た
め
の
電
流
そ
し
て

発
機
能
が

載
さ
れ
て
い
る

楯
無
に

よ
れ
ば
極
悪

罪
者
に

さ
れ
る

・予
・定

の
代
物
だ
と
い
う

そ
の

験
運

と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
ら
し
い

 

の
方
も

あ
る
程

こ
ち
ら
の

過

去

裏
事
情
を
把
握
し
て
い
た
よ
う
だ

 
結
果
的
に
生
還
し
た
と
は
い
え

時
本

に
死
ぬ
と
思
わ
れ
て
い
た
状
況
で
人
殺
し
を

先

し
て
行
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
一
番
人
殺
し
を
し
た
人
間
に
対
し
過

な
対
応
と
は

え
な
い
だ
ろ
う

郷

之
へ
の
仕
打
ち
も

心
を
掻
き
立
て
た

 
あ
る
い
は
帰
国
す
る
ま
で
の
方
を

し
て
い
る
の
か

 
故
に
生
還
直
後

を
裁
判
に
掛
け
て
極

に

す
よ
う

き
か
け
る
過

が
い
た
の
だ

が

そ
れ
に
反
す
る
よ
う
に
穏

な
方

を
主

す
る
一

も
い
た

 
そ
れ
が

二

の
属
す
る
勢
力
で
あ
る



 幕間之物語：黒ノ剣士編 〜
狂
壊

ウ
レ

想
タ

イ
楔

 

二

の
話
に
よ
る
と
穏

は
デ
ス
ゲ

ム
の
最
終
的
な
ク
リ
ア
に

し
た
人
物

で
あ
る
自
分
の
事
を
あ
る
程

て
い
る
ら
し
く

来
的
に
サ
イ
バ

テ
ロ
へ
の
カ
ウ
ン

タ

ア
タ

ク

か
あ
る
い
は

明
期
に
あ
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

に

し
た
い
と

え

て
い
る
と
い
う

実

を

し
て
後
者
の
真
似
事
は
し
て
い
る
の
で
事
実
だ
ろ
う

こ
の
依

頼
の
動
き
方
で

の
今
後
を

て
い
る
の
だ

 
そ
ん
な

で
過

と
穏

の
争
い
の
渦
中
に
あ
る

は
滅
多
な
事
が
出
来
な
い
状

に

あ
る

下
手
な
事
を
す
れ
ば
そ
れ
を
ネ
タ
に
自
分
の
身
や
命
を
危
ぶ
め
る
事
に
繋
が
り
か
ね
な

い 
だ
か
ら
楯
無
に
頼
み

み

更
識

に
部

を
一
つ

意
し
て
も
ら

た

お
か
え
り

あ

 

ら
か
ら
掛
け
ら
れ
た
声
に

く
応
じ
る

 
自
分
が

て
い
る

そ
れ
は
一

の
ベ

ド
で
も
更
識
家
に
あ

た
や
や
高

感
の

あ
る

で
も
無
く

え
る
な
ら
入

者
が
使
う
よ
う
な

そ
ん
な
業
務

の
ベ

ド

だ

た
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体
を

こ
せ
ば

ぎ

と
パ
イ
プ
の

む

が
す
る

 

心
地
よ
り
も
横
に
な
る
事
を

先
し
た
も
の
の
た
め
表
面
は
や
は
り

い

そ
れ
に
⻑

時
間

て
い
た
せ
い
か
体
を

こ
し
た
時
に
節

が
ギ
シ
ギ
シ
と

む

 

み
は

な
か

た
が

ね

和
君

 
ベ

ド

に

り

体
を
解
し
て
い
る
と

ま
た
声
を
掛
け
ら
れ
た

 

暗
い
部

だ

 
こ
の
部

を

ら
す
光
源
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を

い
た

明
器

で
は
無
く

も

結

さ
れ
た
モ
ニ
タ

の
電
子
光
だ

た

そ
の
モ
ニ
タ

の
前
に

て
い
る
人
物
が
声
を
掛
け
て

き
て
い
る

 
自
分
を
そ
う
呼
ぶ
人
物
は
こ
の
世
で
一
人

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
を
製

作
し
た

天

災

ノ
之
束

だ
け
だ

 
見

れ
た
水
色
の
ド
レ
ス
に
白
い
エ
プ
ロ
ン
と
機

で
作
ら
れ
て
い
る
ウ
サ

が
特
徴
的
な
大

人
の
女
性

か
ら
見
れ
ば
コ
ス
プ
レ
感

れ
る
フ

ン
シ

な

い
の
そ
れ
は
知
り
合
い
か

ら
す
れ
ば
あ
る
意
味
天
災
と
認
識
す
る

の
一
指
標
に
な

て
い
る

と
は

え
こ
の

い
を
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自
分
が
見
た
の
は
実
に
二
年

ぶ
り
に
な
る

だ
が

 
そ
ん
な
フ

ン
タ
ジ

チ

ク
な

い
の

士
に

を
向
け

線
で
先
を

す

 

士
の
表
情
は
複

な
も
の
に
な

て
い
た

も

と
さ

他
に
や
り
よ
う
は
な
か

た
の

も

と
良
い
方
法
が
あ

た
ら
そ

ち
を

ん
で
た
よ

 
バ

サ
リ

え
る
と

く
し

り
と

士
の
表
情
が
歪
ん
だ

 
話

に
な

て
い
る
の
は

種

の
⻑
が

い
る

合
軍
や

三
刃
騎
士

果
て
に
は

リ

フ

達
と
も
刃
を
交
え
た
偽
キ
リ
ト
の
件

知
ら
ぬ
存

ぬ
を

い
た

だ
が

そ
れ
は

真

な

で
あ
る

 
な
に
し
ろ
あ
の
偽
キ
リ
ト
は
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
の
魔
法
に
よ

て
作
ら
れ
た
実
体
の
あ
る

影

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
闇
魔
法
と

影
魔
法
を
完
全

得
ま
で
極
め
る
事
で
会
得
す
る

合

魔
法
に
よ
る
も
の
だ

 

然

作
し
て
い
た
の
は

自
身

 
見

き
す
る
ど
こ
ろ
か

ア
レ
の
存
在
そ
の
も
の
が
自
分
そ
の
も
の
と
す
ら

え
た

そ
れ
よ
り
活
性
化
は
ど
う
だ

た
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士
が
物

い
た

に
し
て
い
る
事
が
そ
こ
で
は
な
い
と
分
か

て
い
る

 
理
解
し
た
上
で

え
て
無

し
た

 
こ
の
問

に
意
味
は
無
い

 
そ
れ
を
分
か

て
い
る
の
か

根
を
寄
せ
た

士
は
十
パ

セ
ン
ト

と
小
さ
く

え
た

 
そ
の
数

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
と

影
キ
リ
ト
の
同
時

作
時
の

の
活
性
化

 
こ
の
活
性
化

も

全
体
の
も
の
で
は
な
い

特
定
の
行
動
を
取

た
時
の
運
動

感

覚

の
更
に
限

し
た
部
分
で
の

波
発
生
部

が
ど
れ
く
ら
い
あ

た
か
を

し
た
も
の

だ 
人
間
の

に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
部
分
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る

と
あ
る
高
名
な

者
に

よ
れ
ば
人
間
の

を
フ
ル

さ
せ
た
場
合
そ
の
ス

ク
は
ス

パ

コ
ン
ピ

タ

二

分
に

す
る
と
い
う

そ
れ
が
真
実
か
は
定
か
で
な
い
が

コ
ア
と
の
送

信
を

常
に
行

て
い
る

は

そ
れ
が
事
実
だ
と
体
感
し
て
い
る

 
だ
か
ら
か
自
分
は
マ
ル
チ
タ
ス
ク
能
力
に

で
て
い
る

コ
ア
の
武
器
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
剣
技

な
ど
を
十
全
に

う
に
あ
た
り

必
然
的
に
求
め
ら
れ
た
能
力
だ

 
過
去

は
人
格
が
分
裂
し
た
影

で

波
を
三
つ
出
す
と
い
う
特
異
な
状

に

て
い
た
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そ
れ
も
深
層
心
理
世
界
と
い
う
自
分
の

と
心

が
作
り
出
し
た
世
界
で
自
分
シ
ロ
そ
し

て

と
が

み
や
五
感
を
別

に
知
覚
し

戦
う
と
い
う
事
も
経
験
し
て
い
る

 
そ
し
て

 

の
依
頼
を

け
情
報
収
集
し
つ
つ
自
己
強
化
に
も

ん
で
い
る
中
で
闇
魔
法
と

影
魔
法

を
完
全

得
し

覚
え
た
実
体
の
あ
る

影
を
見
て
思
い
付
い
た
の
だ

 
そ
の
気
に
な
れ
ば
人
格
分
裂
な
ど
せ
ず
に
マ
ル
チ
タ
ス
ク
と
同
じ
要

で

影
を

人
も
動

か
せ
る
の
で
は

と

 
そ
の

み
は

に
ス
プ
リ
ガ
ン

主
が
し
て
い
た

影
魔
法
を
得
意
と
す
る
種

の
⻑
だ
け

あ
り
そ
の
手
の
手

や
戦
い
方
に
は

れ
て
い
た
が
し
か
し
実
体
の
あ
る

影
を
使
う
の
は

流

に

だ

た
の
だ

故
な
ら

影
に
も
実

が
あ
る
と
い
う
事
は
す
な
わ
ち
五
感

が
あ
り

に
そ
の
情
報
が

き

ま
れ
る
か
ら

で
二

の
情
報

し
か
も
ま

る
で
ピ
ア
ノ
を
弾
く

者
の
手
の
如
く
別
の
生
き
物
の
よ
う
に
動
か
す
に
は

か
ら
の
命

を

二

以
上
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
れ
が
会
得
し
た
分
身
魔
法
の
実

戦
力
が
増
え
る
ど
こ
ろ
か

の

理

が
増
え
す
ぎ

て

乱
し
て
し
ま
い
逆
に
弱
体
化
し
か
ね
な
い
魔
法
と
い
う
事
で

さ
れ
て
い
る

そ
も
そ
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も
闇
魔
法
も

影
魔
法
も
不
人
気
な
せ
い
で
そ
こ
ま
で
極
め
た
プ
レ
イ

は
ス
プ
リ

ガ
ン

主
と
自
分
く
ら
い
し
か
把
握
出
来
て
い
な
い

ど

 

な
ら
本
物
と

影

ど
ち
ら
の

界

覚

触
覚
か
分
か
ら
な
く
な
り

惑
し

動

け
な
く
な

て
し
ま
う

し
か
し
同
時
に
複
数
の

波
を
発
生
さ
せ
る
人
格
分
裂
を

こ
し
て
い

た
自
分
で
あ
れ
ば

あ
る
い
は

 
そ
う
思

て
使

し

マ
ト
モ
に
運

出
来
た
の
が

お
よ
そ
一

間
前
の
事

 
そ
れ
ま
で

魔
法
だ

た
分
身
魔
法
の
デ

タ
取
り
に
協
力
す
る
よ
う
頼
ま
れ
た
の
が
ス

ヴ

ル
ト
ア

プ
デ

ト
の
日
の
夜
の
事

 
そ
れ
か
ら
三
日
経
つ
今
日

体
の
メ
デ

カ
ル
チ

ク
を
す
る
日
だ

た
の
で

三

刃
騎
士

達
と
全
面
的
に
戦
う
時
に
デ

タ
取
り
も
一
緒
に
し
た
と
い
う

だ

と
な
る
と
一
体
に
つ
き
二
・
五

本
体

め
て
最
大
二
十
五
体
同
時
に

作
で
き
る

か
 

し

く

 
無
論
そ
の
数

は
あ
く
ま
で
理
論
値

今
回
本
体
の
方
は

で
ノ
ン
ビ
リ
と
過
ご
し
て
い
た
の

で
本
体
も
戦

て
い
れ
ば
活
性
化

は
も

と
高
く
な

て
い
た

攻

の
応

が

し
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く
な
れ
ば
よ
り
精
密
な
動
作
と
感
覚
知
覚
個
体
ご
と
の
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

少
な
く
な
る

だ

 
最

本
体

んい
でて
十十
三二
体体

は

作
出
来
る
よ
う
に
し
た
い

そ
れ
も
十
二
体
同
時
に

作

し
た
状

で

最

ユ
ウ
キ
と

に
戦
え
る
精

を
保

て

 
本
体

め
て

・四
・体

の
同
時

作
な
ら
リ

フ

ユ
イ

ク
ラ
イ
ン
の
三
人
を
圧
倒
出
来
た

 
し
か
し

戦
闘

の
一
点
に
限

て

え
ば

実

一
体
し
か
精
密
な

作
を
要
し
て
い
な

か

た

し
い
な

 
思
わ
ず
目
を

め

葉
が

れ
る

 

列
演

に
よ
る
複
数
戦
闘

理
は
現

だ
と
三
つ
で
限
界
が

れ
る

し
さ
を
増
せ
ば

二
つ

義
姉
レ
ベ
ル
の
手
合
い
が

れ
ば
一
つ
ま
で

る

 
い

そ
自

特
攻
を
か
ま
す
方
に
変
え
よ
う
か
と
思

が

ん
だ

影
が
倒
さ
れ
た
と
し

て
も
本
体
へ
の
悪
影

は
無
い

影
が

得
し
た
経
験
値
は
本
体
に
入
る
が
自

魔
法
や
死

ん
だ
り
し
て
も
本
体
の
経
験
値
に
は
影

し
な
い
の
で
実

デ
メ
リ

ト
の
無
い

弾
兵
と
し

て
運

す
る
事
も
出
来
て
し
ま
う
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と
い
う
よ
り
多
分
運

郷

が
想
定
し
て
い
た
運

は

影
に
よ
る
自

魔
法
だ
ろ
う

 
そ
う

え
る
と

影
を
そ
う
使
う
の
も
悪
く
な
い
気
が
し
て
き
た

下
手
に
刃
を
交
え
る
と

影
を

作
し
て
い
る
の
が
本
人
だ
と
見
破
ら
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る

見
破
ら
れ
る
と

が
水

に
帰
す
し

影
が

し
た
ス
キ
ル

は
本
体
で
は
使
え
な
く
な
る
た
め
手
の
内
を
明
か

さ
な
い
意
味
で
も
断
然
そ
ち
ら
の
方
が

合
が
い
い

 
問

は
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
に
よ

て
本
体
の
闇
魔
法
ス
キ
ル
の

練

が
初
期
値
に

さ
れ
て
い
る
事
だ
が

け
道
を
使
え
ば

そ
こ
も
ク
リ
ア
出
来
る

 
最
終

だ
と
ど
う
し
て
も
刃
を
交
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
そ
れ
を
本
体
が
す
る
よ
う
変

更
す
れ
ば

影
を

弾
に
す
る
方
向
に
し
て
も
問

は
無
い

 
一
番
い
い
の
は
や
は
り

影
十
二
体
も
本
体
と
同
レ
ベ
ル
の
技

を
発

出
来
る
く
ら
い
演

理
能
力
を
高
め
ら
れ
る
事
だ
が

流

に
高
望
み
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う

も

と

の

理
速

を
上

た
い

て

そ
う

え
て
る
で
し

 
突
然

士
は
そ
う

て
き
た

 

ど

て
い
な
い
の
に
思

を

て
ら
れ

目
を
向
け
れ
ば

と
哀
し

な

み

を
浮
か
べ
た
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束
さ
ん
は
和
君
の

共協
力

者者
だ
か
ら
分
か
ら
な
い

が
な
い
よ

そ
う

か

う
ん

い
ち
お
う

て
お
く
け
ど
ね
Ｓ
Ａ
Ｏ
終

や
ボ
ス
戦
の
無
意

ン識
を

い
た
意
識

的

理
速

で

え
ば

人
が
出
せ
る
限
界
値

和
君
の

は
生
体
コ
ア
で
も
あ
る
か
ら
補

助
を

け
れ
ば
も

と
上
が
る
け
ど
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
に
限
定
す
る
と
今
以
上
は
ま
ず

望
め
な
い
と
思

て

仮
想
世
界
へ
の

合

を
上

れ
ば

あ
る
い
は

 
仮
想
世
界
へ
の

合

親
和
性
を
上

れ
ば
更
に
速
く
な
る
の
で
は
と
思

た

そ
れ
は
メ
デ

キ

ボ
イ
ド

ナ

ヴ
ギ
ア

ア
ミ

ス
フ

ア
の
三
種

の
ハ

ド

使

者
が

て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

間
の
戦
い
ぶ
り
か
ら
推

し
た
事
だ

自
分
自
身
仮

想
世
界
へ
の
ダ
イ
ブ
時
間
が
⻑
く
な
れ
ば
な
る

ど
よ
り
自
然
に
ア
バ
タ

を
動
か
せ
る
自
覚

が
あ

た

 
し
か
し

士
は
違
う
と
ハ

キ
リ

い

を
横
に
振
る

二
年
以
上
も
フ
ル
ダ
イ
ブ
を

け
た
和
君
は
親
和
性
で

え
ば

よ
り
も
高
い

感
覚

断

が
最
高
の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
使

者
だ

た
あ
の
姉
妹
よ
り
和
君
は
シ
ス
テ
ム
的
な
反



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

応
速

で
上
回

て
る
と
判
断
さ
れ
て

二
刀
流

を
与
え
ら
れ
た
ん
だ

 
シ
ス
テ
ム
的
な
反
応
速

 
そ
れ
は

の

理
速

と
ハ

ド
の
レ
ス
ポ
ン
ス
ラ
グ
を

慮
し
た
演

速

の
二
つ
を

慮

し
た
上
で
の
も
の

ハ

ド
で

え
ば
自
分
は
ユ
ウ
キ
達
に

て
い
た
が

の

理
速

で

上
回

て
い
た
か
ら

二
刀
流

を
与
え
ら
れ
た

士
は
そ
う

て
い
た

 
人
の

は

境
に

応
す
る
よ
う
作
り

え
ら
れ
る

れ

と
い
う
も
の

 

数
を
し
て
い
れ
ば

に
強
く
な
る

そ
こ
へ

嗟
に
⻑
文

解
を
与
え
ら
れ
る
と

し

い

に

い
て
し
ま
う
事
が
あ
る

よ
う
や
く

に
な
れ
た
と
こ
ろ
で

問

を
出
す

と
少
し
前
ま
で
す
い
す
い
解
け
て
い
た
問

で
す
ら
手
古

て
し
ま
う

し
か
し
こ
の
変
化

を

も

り
返
す
と
そ
の
変
化
す
ら
も

は

応
し
よ
う
と
し

惑
い
や
ミ
ス
が

に

少
し
て
い
く

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
も
同
じ

最
初
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
特
有
の
感
覚
に

れ
ず
重
力

い
を

こ
し

て
し
ま
う
が
ダ
イ
ブ
時
間
が
⻑
期
に
な
る
と
そ
れ
を

こ
さ
な
く
な
り
現
実
と
仮
想
で
の
重

力
や
感
覚
の
差
異
す
ら
も
自
覚
が

く
な

て
い
く

 

つ
ま
り

れ
と
は
ラ
グ
の

少
で
あ
り

の
演

理
速

の
向
上
を
意
味
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し
て
い
る

 
そ
う
い
う
意
味
で
は

二
刀
流

を
持

て
い
る
事
が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に

は

よ

り
も
フ
ル
ダ
イ
ブ

境
で
の

理
速

は
最
速
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
に
和
君
の
反
応
速

に
も
う
ハ

ド
の
方
が
追
い
付
か
な
く
な

て
る

影
を
出

せ
ば
出
す

ど
ハ

ド
の
演

理
も
指
数

数
的
に

れ
上
が
る
ん
だ

の

理
限
界
は
最

大
ス

ク
を

え
れ
ば
ま
だ

が
あ
る
け
ど

ハ

ド
は
追
い
付
い
て
な
い
ん
だ
よ

 
そ
も
そ
も

影
を
複
数
同
時
に
人
間
と

色
な
い
レ
ベ
ル
で

作
す
る
な
ん
て

常
じ

な
い

ん
だ
け
ど

と

士
は

け
た

 
仮
想
世
界
へ
の
親
和
性
が
最
高

だ
か
ら

理
速

は
最
速

列
演

を

め
た

理
限
界

は
全

を

さ
せ
る
と
ス
パ
コ
ン
に

す
る
レ
ベ
ル
な
の
で

は
あ
る

し
か
し

そ
れ
ら
に
ハ

ド
が

え
ら
れ
な
い

だ

ハ

ド
の
方
は
束
さ
ん
が

す
れ
ば
ス

ク
を
上

ら
れ
る
違
法
だ
け
ど
ね

で
も

の

理
速

は
も
う
向
上
を
見

め
な
い

い
や

方
法
は
あ
る

と
お
も

え
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る
と

惑
の

を
向
け
ら
れ
た

 
天
災
と

さ
れ
る

を
以
て
不
可
能
と
断
じ
た
事
に
異
を

え
ら
れ
そ
れ
が

か

分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
の

し
い
感
情
と
表
情
に

新

さ
を
覚
え
る

一
応
確
認
す
る
け
ど

コ
ア
へ
の
電

ダ
イ
ブ
と
か

生
体
コ
ア
か
ら
の
補
助
は

け
ら

れ
な
い
の
は
分
か

て
る
よ
ね

 
そ
れ
以
外
で

理
速

を
上

る
方
法
が
あ
る

て

う

の
あ
あ

な

え
方
だ

・ハ
・

・ド
・の
・

・

・と
・同
・じ
・事
・を
・す
・れ
・ば
・い
・い

な

 

葉
を
返
せ
ば

然
と
さ
れ
た

 

士
の
そ
の

を
見
る
の
は
人
体
実
験
を

け
て
い
た
と

白
し
た
時
以
来
の
よ
う
な
気
が
す

る 
数

を

の
よ
う
に
開
け

め
さ
せ
て
い
た

士
は
そ
れ
か
ら
険
し
い
表
情
で

ん
で

き
たな

を

て
る
の
さ

 
人
の

が
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
だ

て
い
う
の
は
和
君
も
理

解
し
て
る
よ
ね

 
実
行
し
て
も
死
ぬ
だ
け
だ
よ

 
そ
ん
な
事
出
来
る

が



 幕間之物語：黒ノ剣士編 〜
狂
壊

ウ
レ

想
タ

イ
楔

子
分
解

な

そ
れ
が

ど
う
し
た
の

パ
ス
ス
ロ

ト

に

備
を
格

す
る

の
工
程
は
武

の
構

体

原
子
分
子
配
列
を
解

し

そ
れ
を

子
へ
と
変
換

し

分
解

し

圧

し

そ
し
て

格

す
る

事
の
合

五
つ
に
分
け
ら
れ
て
る

出
す

は
そ
の
逆

原
子
か
ら

べ
直
し
構

体
へ
と

構
成
し
直
し
て
い
る

 

学
園
で
使

さ
れ
て
い
る
参

書
に
は
触
り
す
ら
書
か
れ
て
い
な
い
武

格

の
工
程
を

列

す
る

 

し
い
事
に

し
の
良
い
束

士
は

故
こ
れ
を

い

べ
た
の
か
分
か

て
い
な
い
ら

し
く

し

な
面
持
ち
を
苛
立
ち
を
交
え
な
が
ら
浮
か
べ
て
い
た

 
そ
ん
な
女
性
に

苦

を
返
す

の

や

も

ど
う
し
て

な
ん
だ
ろ
う

て
疑
問
に
思

た
事
は
な
い
か

 

女
性
の
険
し
さ
が
増
し
た

ま

さ
か

和
君

過
去
に

に

は

全
て
の
物

を
解

し

原
子
レ
ベ
ル
で
分
解

再
構

出
来
る
機
能
を
持
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て
る

 
人
間
の
体
は
水
３

Ｌ

２
０
Ｋ
ｇ
ア
ン
モ
ニ
ア

ｇ

８
０
０

ｇ

分
２

０
ｇ

１
０
０
ｇ

⻩
８
０
ｇ

フ

鉄

ケ
イ

そ
の
他

種

の

少

そ
し
て
そ
の
個
人
の

伝
子
情
報
で
構
成
さ
れ
る

伝
子

情
報
も

ア
デ
ニ
ン

グ
ア
シ
ン

シ
ト
シ
ン

チ
ミ
ン

で
構
成
さ
れ
て
お
り

原
子

と
し
て

え
る
以
上
ゲ
ノ
ム
を
解

す
れ
ば
再
現
出
来
て
し
ま
う

髪
一
本
あ
れ
ば
ゲ
ノ
ム

な
ん
て

に
手
に
入
る

 
仮

の
実
物
が
手
に
入
ら
な
く
と
も
原
子
配
列
を
弄

て
し
ま
え
ば

を
変
換
出

来
る古

傷
以
外
の

は
そ
の
機
能
で
直
し
た

は
喪

た
事
も
あ
る

き
に
な

た
の

は
そ
の
名
残
だ
よ

 
人
に

ら
れ

ら
れ

斬
ら
れ

そ
れ
は

で

せ
る

体
の
話
だ

た

 
だ
か
ら

し

せ
た

 
だ
が

れ
去
ら
れ
た
先
の

で
は

そ
ん
な
世
間
体
を
気
に
す
る
よ
う
な
事
は
無
く

手
は
こ
ち
ら
を
殺
し
に
掛
か

て
来
る
者
ば
か
り

機
動
力
を

ぐ

に
足
を

う

ツ
も
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た

殺
し
合
う
中
で

に

我
を
す
る
事
も
あ

た

 
そ
れ
ら
の

我
は
桐

谷
家
に

わ
れ
た
時
点
で
無
く
な

て
い
た

部
の
古
傷
し
か
認

知
さ
れ
て
い
な
い

 
ヒ
ト
の

我
な
ん
て

数

月
で

形
も
無
く
消
え
は
し
な
い

 
ま
し
て
や

な

を

け
ら
れ
ず

も
得
ら
れ
な
い

境
で

り
切
る

が
無
い

 
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が

の
機
能

子
変
換

そ
の
応

だ

た

 
そ
れ
こ
そ

魂
や
精
神
を

き
に
す
れ
ば
人
間
な
ん
て

に
作
れ
て
し
ま
う
事
に
な
る

ま
し
て
や
生

体
コ
ア
の

主
で
あ
る

の
ゲ
ノ
ム
情
報
な
ん
て

ら
で
も
取
り
放

だ
し
原
子
配
列
も
解

し
放

で
あ
る

さ
え
あ
れ
ば
古
傷
を
再
現
し
た
上
で
新
し
い
肉
体
も
作
れ
て
し
ま

う

そ
れ
は

然

大

も
同
じ

 
原
子
は
物

全
て
を
構
成
す
る
絶
対
構
成
物

状

が
変
わ

た
な
ら
す
な
わ
ち
そ
れ
は

原
子
配
列
の
変
化
を
意
味
し
て
い
る

 
水
分
子
は
化
学
式
で

Ｈ
２
Ｏ

と
表
記
さ
れ
る

こ
れ
は

原
子

一
つ
に
対
し

水

原
子

が
四
つ
く

つ
く
事
で
生
成
さ
れ
る

こ
れ
に

を
加
え
れ
ば
ま
た
分
解
さ
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れ
る

人
と
て

に

か
れ
れ
ば
タ
ン
パ
ク
は

け
て
空
気
中
に

ぶ
も
の
へ
と
変
化
す
る
し

マ
グ
マ
の
よ
う
に
あ
ま
り
に
高

に
な
る
と
原
子
結
合
を
保
て
ず
解
れ

け
て
し
ま
う

 

け
る
と
い
う
事
は

つ
ま
り
人
体
も

で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

 

こ
の
世
に
存
在
す
る
あ
ら

る
物
体
は

で
構
成
さ
れ
て
い
る

そ
こ
に
一
つ
の

外
は
無
い

 
原
子
配
列
と
ゲ
ノ
ム
情
報
を
登
録
し
た
状

な
ら
人
の
大

の
形
や
記

精
神
状

の
変

化
す
ら
原
子
一
つ
の
増

で
再
現
し
て
し
ま
え
る

波
は
つ
ま
り

分
を
エ
ネ
ル
ギ

源
と

し
た
原
子
の
動
き
そ
の
も
の
な
の
だ
か
ら

 
そ
し
て
再
現
出
来
る
と
い
う
事
は
そ
の
先

も
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
に
他
な
ら

な
い

無

だ
よ

 
世
界
で
最
も

の
機
能
に
つ
い
て
理
解
の
あ
る

学
者
は

そ
こ
ま
で
理
解
が

ん
だ
時
点

で

絶

の
よ
う
に
そ
う

た

理
論
上
確
か
に
そ
れ
は
可
能
か
も
し
れ
な
い

で
も
そ
れ
は

一
つ
間
違

た
ら

人
に
な
る

 
人
間
の

は

一
つ
の
死
で
後

が
残
る
く
ら
い
デ
リ
ケ

ト
な
ん
だ
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和
君
が
死
ん
じ

う
よ

ま
だ
死
ぬ
と
決
ま

た

じ

な
い

で
も

だ
け
ど

 
⻭
を
食
い
し
ば

て
ど
う
に
か
説
得
し
よ
う
と
思

を
高
速
で
回
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

士

の
様
子
に
少
し
だ
け

み
が
浮
か
ん
だ

ま
る
で

を
こ
ね
る
子

の
よ
う
で
そ
し
て
そ

れ
だ
け
心
配
し
て
く
れ
て
る
と
い
う
事
実
が

し
か

た

 
だ
か
ら
罪
悪
感
を
覚
え
る

 
そ
れ
で
も

意
す
る
気
は
無
か

た

だ

て
ぶ

つ
け
で
や
る
つ
も
り
は
な
い
よ

そ
の
た
め
に
束

士
に

の
活
性
化

を
モ
ニ
タ

し
て
も
ら

て
た
ん
だ

 
五
感
全
て
を
共
有
す
る

影
は
非
常
に
使
い
勝
手
が
悪
く
戦
闘
中
に
本
体
と
同
時
に

作
す

る
の
は
至

の
業
で
あ
る

ど
ち
ら
を

作
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な

て
し
ま
う
か
ら

だ

そ
れ
以
前
に
別

の
動
作
を
行
う
事
す
ら
出
来
な
い
人
が
多
い

 
束

士
や

場
も
出
来
な
か

た
か
ら

波
を
同
時
に
三
つ
も
出
し
て
い
た

に
依
頼
し
て

来
た

も
と
も
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
面
の

や
ス
キ
ル

の
バ
ラ
ン
ス

を
行

て
い
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た
流
れ
で
来
た
依
頼
は

の

の

理
限
界
や
速

を
モ
ニ
タ

す
る
の
に
う

て
つ
け
だ

た 

コ
ア
で
原
子
の
流
れ
と
強
さ
を
解

し

同
時
に

士
の
精
密
機
器
に
よ
る

波
と
活
性

化
部

の

を
把
握
す
る

そ
う
す
る
事
で

す
べ
き
部

と
ど
れ
だ
け
す
れ
ば
い
い
か
の

指
標
を
得
ら
れ
る

 
そ
う
教
え
る
と

じ
わ
り
と
女
性
の

に

が
浮
か
ん
だ

 
か
た
か
た
と

体
を

わ
せ
て
い
る
の
は

故
な
の
か

な

で
モ
ニ
タ

す
る
よ
う

て
来
た
の
か
と
思

た
ら
そ
の
た
め
だ

た
の

 

そ
ん
な
こ
と
一

も

い
て
な
い
よ

た
ら
し
て
く
れ
な
か

た
だ
ろ

影
魔
法
の
使
い
勝
手
の
依
頼
も
他
の
人
に
回
し
て

い
た

だ
た
り
前
で
し

 
ま
ず
間
違
い
な
く
死
ぬ
人
体

の
手
伝
い
な
ん
て
知

て
て
や
る

な
い
よ

 
そ
う
怒
鳴
り
返
す

に

ま
た

み
が
浮
か
ん
だ

な

な
ん
で

う
の
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ん

束

士
は
あ
の

に
い
た

者
と
は
違
う
真

な
人
だ

て
分
か

て

し
く
て

 

で
体
を

し
て
来
た
者
達
は
み
な

に
血
道
を

た
狂
人
だ

た

者

は

も
が
そ
う
な
の
か
と
思
い
も
し
た
が

束
さ
ん
は
や
は
り
違
う
の
だ
と
そ
う
分
か

て

し
か

た

 
す
る
と

彼
女
は
強
く

い
た

そ
う

そ
う
だ
よ

 
束
さ
ん
は
人
体

な
ん
て
望
ん
で
な
い

 
お
願
い
だ
か
ら
や
め

て

 

え
直
し
て

ご
め
ん

そ
れ
は

出
来
な
い

 
ハ

キ
リ
と

絶
す
る

 
ど
う
し
て

と
悲

に
問
い
返
さ
れ
た

ど
う
し
て

か

 
自
分
の
体
を

を

し
よ
う
と
す
る
の
は

故
な
の
か

そ
も
そ
も
ど
う
し
て
こ
ん
な

事
を

え
る
よ
う
に
な

た
の
か

そ
れ
を

え
る
と

と

裏
に
浮
か
ぶ
情

が
あ

た
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地全
獄滅

を
見
た

  
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
百
層
の

あ
の
光

一
分
足
ら
ず
で
一

さ
れ
た

間
達
の

 
地孤
獄独

を
見
た

  
独
り
取
り
残
さ
れ
た
三

月

た

た
一
人
で
戦

て
戦

て
戦

て

お
か
え
り

と

て
く
れ
る
人
の
い
な
い

か
し
い

し
い
日

 
地絶
獄望

を
見
た

  
本

に
み
ん
な
生
還
し
て
い
る
か
分
か
ら
ず
不
安
で

怖
く
て

狂
い
そ
う
だ

た
日

ホ
ロ
ウ
と

え
ど

大
切
な
人
達
の

を
こ
の
手
で
殺
し

け
て
い
た

 
今あ
後り
歩得
むる
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
地未
獄来
をを
見見
たた
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ヴ

ベ
ル
の
話
が
確
か
な
ら

人
の
記

や
精
神
を

す
る
技
術
が
確
立
し
た
な
ら

と
も

す
れ
ば

は

み
ん
な
を
殺
す
事
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い

そ
ん
な
の
は

・も
・う

ご
め
ん
だ

 
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま
り

人
を
救
お
う
と
思

た

 
ケ
イ
タ
達
を
喪
い

間
を
護
る
と
誓

た

 
義
姉
が

き

ま
れ

大
切
な
人
達
だ
け
は
護
る
と
誓

た

 
そ
し
て

す
べ
て
う
し
な

た

 
出
来
る
事
は
全
て
し
た

レ
ベ
ル
は
最
大

備
も
最
高

練

も
極
限

練

も
全
て

最
大
値

間
と
の

対
応

対
策

回
復
手

ル

チ
ン

出
来
る
事
は
全
て
し

た 
そ
し
て

全
て
喪

た

 
結
果
的
に

そ
れ
は
疑
似
体
験
に
終
わ

た

 
み
ん
な
は
生
還
し
て
い
た

喪

た
も
の
は
ま
た

て
来
た

こ
の
手
に
収
ま

た

愛

情
は
ま
た

が
れ
た
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そ
れ
で
も
足
り
な
い

 
世
界
は
残

だ

現
実
は
非
情
だ

ど
れ
だ
け
経
験
を

ん
だ
と
こ
ろ
で
現
実
世
界
に
は
反

さ
れ
て
い
な
い

強
く
な

た
の
は
数
値
上
で
の
事
で
し
か
な
い

最
強
に
な

た
の
は
今

は

れ
去

た
浮
遊
城
に
限
定
さ
れ
る

最
強

は

に
喪
わ
れ
た

 
そ
し
て

現
実
の
自
分
に

を
護
る
力
は
無
い

護
る
手

が
無
い

立
場
が
無
い

 
そ
れ
で
も

は
こ
ち
ら
の
事
に
お
構
い
な
く
や

て
く
る

 

ま
だ
喪
い
足
り
て
い
な
い
と
や

て
来
る

だ
か
ら
強
く
な
る
し
か
な
い

地
獄
な
ん
て
も
う
見
た
く
な
い

打
て
る
手
を
全
て
打

て

全
部

く
り
返
し
て
や
る

そ
の
た
め
な
ら

だ

て
し
て
や
る

 
人
を
殺
す
事
も

 
人
を
裏
切
る
事
も

 

わ
れ
る
事
も

 
憎
し
み
す
ら
も

 
全
部
や

て
回

出
来
る

地未
獄来

が
あ
る
な
ら

は
喜
ん
で
そ
れ
を
し
よ
う
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も
う
苦
し
い
の
は
い
や
だ

 
も
う
哀
し
い
の
は
い
や
だ

 
も
う
こ
わ
い
の
は
い
や
だ

も
う

み
ん
な
が
死
ぬ

間
な
ん
て

見
た
く
な
い

 

わ
れ
て
も
良
い

 

ま
れ
て
も
良
い

 
憎
ま
れ
た

て
い
い

 

死
に
た
く
は

な
い
け
れ
ど

 
死
な
な
い
な
ら

ど
ん
な
仕
打
ち
を
さ
れ
て
も
構
わ
な
い

 

は
た
だ

と
い

し

に
生死
きに
たた
いい

だ
け
な
ん
だ

 

あ

 
想
い
を

る

 
束
さ
ん
は

を
く
し

く
し

に
し
て

に

を
伝
わ
せ
て
弱

し
く

き

め
て
来
た
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ご
め
ん
ね

ご
め
ん
な
さ
い

と

じ
り
に

で

か
れ
る

 
そ
の

罪
は

自
分
に

て
い
る
も
の
な
の
か

 
こ
う
し
て

か
れ

ら
れ
て
い
る
反
応
か
ら

す
る
に
多
分

の
思

は
ま
た
正
し
く
な

い
の
だ
ろ
う

で
も
間
違

て
い
る
と
は
思
え
な
か

た

 
ど
こ
が
悪
く
て

か
せ
て
し
ま

て
い
る
か
は

よ
く
分
か
ら
な
か

た
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第
十
八
章
 

剣
姫
対
黒
の
剣
士

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
最
初
三
人
称

あ
と
は
リ

フ

点
で
す

バ
ト
ル
あ
り
ま
す

 
文

数
は
約
一
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
正
常

バ
イ
タ
ル
安
定
値
ク
リ
ア

ブ
レ
イ
ン
マ
ニ
ピ

レ

タ
オ

ル

グ
リ

ン

ブ
レ
イ
ン
ネ

ト
ワ

ク
正
常

に
安
定

備
オ

ケ

ね

最
後
に
も
う
一

・

・わ
・せ
・て

束
さ
ん
と

よ
う
よ

二

と
光
は

び
れ
な
い
け
れ
ど

不
自
由
は
無
い

不
自
由
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に
さ
せ
な
い

り
付
け
て
来
る

中
は
全
部
追
い
払

て
あ

る

束
さ
ん
に
は
そ
れ
だ
け
の

技
術
力
が
あ
る

君
を
付
け

う
組

だ

て

ち

と

れ
ば
消
す
事
だ

て
出
来
る
と
思
う

わ
ざ
わ
ざ

め
に
な
る
必
要
は
無
い
ん
だ

そ
の
憎
し
み
を
抑
え
る
の
だ

て

い
で

し
直
ち

ん
達
は
良
い
子
だ
よ

で
も
彼
女
達
を

先
し
て
そ
れ
で
君
が
苦
し
む
事
は
望
ん

で
な
い
ん
だ

束
さ
ん
も

ク

ち

ん
も

あ

く
ん
も

ち

ち

ん
も

ね

君
が

う
と
し
て
い
る
の
は

以
上
の
修
羅
の
道

平
常
心
と
復
讐
心
を
天

に
掛
け
た
上

で

憎
し
み
を

す
る
舞

に
立
つ
事
に
な
る
ん
だ

で
も
今
な
ら
ま
だ
引
き
返
せ
る

君
が
自
分
の
事
だ
け
を

え
て
出
し
た

え
な
ら
直

ち

ん
達
も
理
解
し
て

送
り
出
し
て
く
れ
る

君
は

時
で
も

出
せ
る

だ
か
ら

よ
う

地
の
果
て
ま
で

地
獄
の

ま
で

の
手
も
届
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で

死
ぬ
時
ま
で
ず

と

よ
う
よ
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・手
・放
・し
・た
・く
・な
・い

か

そ
の
た
め
に

そ
の
た
め
だ
け
に

苦
し
む
道
で
あ

て
も
止
ま
ら
な
い
ん
だ
ね

こ
れ
は

束
さ
ん
の

・独
・り
・

き
入
れ
て
く
れ
な
い

て
分
か

て
た
か
ら

え
て

わ
せ
て

と

た
ん
だ

こ
れ
で

め
て
く
れ
れ
ば

け
も
の

て
い
う
く
ら
い
期

し

て
な
か

た
う
ん

分
か

て
た

て
も
無

な
こ
と
く
ら
い

和
君
は
一

決
め
た
ら

子
で
も
変
え
な
い
か
ら
ね

君
は

が
る
か
も
だ
け
ど
さ
そ

い

う
と
こ

ち

ち

ん
に

・は
そ

く
り
だ
よ

と
て
も
ね

だ
か
ら
分
か

て
い
た
け
ど

や

り
残
念
だ
よ

ま

た
く
苦
し
ん
で
る

を
見

せ
ら
れ
る

の
身
に
も
な

て
欲
し
い
な

ち

ん
と

止
め
た
か
ら
ね
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束
さ
ん
も

直
ち

ん
達
と
同
じ
で
心
配
し
て
る
ん
だ

て
事

覚
え
て
て
よ

ば
か

 

さ

始
め
よ
う
か

体
を

に
し
て

  
す

と

え
て
い
る
棒
状
の
も
の
を

う

内
に

な
ハ

カ
の
風
味
が
広
が

た

ん
や
り
と

え
た
そ
れ
を

へ
と
取
り

む

再
現
さ
れ
た
仮
想
の

の
中
も

え
た
空
気

に

た
さ
れ
た

 
一

り

た
後

棒
を

か
ら
放
し

と
息
を

く

 
つ
ん

と
ハ

カ
の
風
味
が

に
つ
く

リ

姉

き
で
す
ね

そ
れ

 
ハ

カ
の
風
味
を

し
ん
で
い
る
と

に

る
義
妹
に
そ
う

わ
れ
る

こ
ち
ら
を
見
る

眼
は
じ
と

と
し
た
も
の
だ

 
自
分
が

て
い
る
の
は
現
実
で

う
と
こ
ろ
の
電
子
タ
バ
コ
に
近
い

ハ

カ
風
味
の
空
気

を

う

品
で
あ
る
こ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で
も
シ
ル
フ

と

主
に
認
め
ら
れ
た

人
プ
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レ
イ

し
か

え
な
い
特

品

そ
れ

え
中
立

で
お
目
に
か
か
る
事
は
あ
ま
り
な
い
の
だ

が
シ
ル
フ
以
外
の
リ
ピ

タ

は

外
多
く

て
い
る

人
は

し
て
い
る
と
い
う

 
た

た
今

て
い
る
最
中
の
自
分
も
リ
ピ

タ

の
一
人

と
違
い
す
ぐ
中
断
し
あ
と

で
再
開
す
る
と
い
う
使
い
方
も
出
来
る
の
で
時
間

し
に
は
う

て
つ
け
だ

た

自
分
で
も

意
外
に
思
う
く
ら
い

て
い
る
か
ら
で
も
あ
る

ロ
グ
イ
ン
し
た
ら
必
ず
一
本

う

が
気

付
い
た
ら
付
い
て
い
た

 
そ
ん
な
自
分
を
見
た
せ
い
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
た
ば
か
り
の

に
興
味
深

に
見
て
き
た
の
で

た
と
こ
ろ
一

い
し
て

き

ん
だ
事
が
あ
り
そ
れ
以
来
彼
女
は
こ
の
ハ

カ
棒
に
忌

感

を

い
て
い
た

人
が

う
の
も
あ
ま
り

か
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
に
忌

感
の

分
は
世
間
体

り
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

は

時
か
ら
ウ
チ
の

は
不
良
に
な

ち

た
の
か
し
ら
ね

も
う

 
義
妹
が
ハ

カ
棒
を

が

て
い
る
理
由
を

え
て
い
る
と
義
妹
の
向
こ
う

に

る
女
性

プ
レ
イ

か
ら
た
め
息
交
じ
り
に

わ
れ
る

 

で

え
ら
れ
た
や
や
⻩
緑
に
近
い
金
髪

の

初
心
者

備
の

緑

を

た
彼
女
は
発

か
ら

せ
ら
れ
る
よ
う
に
自
分
の

桐

谷

そ
の
人
で
あ
る
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情
報

の
編
集
部
で

し
く

き
時
に
は
カ
ン

メ
に
な

て
い
る
彼
女
が
ゲ

ム
に

興
じ
ら
れ
て
い
る
理
由
は

世
間
が
今
ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
真

中
に
あ
る
か
ら
だ

 
天

の
代

わ
り
が

き
た
数
年
前
は
合

日
と
い
う
超
大
型

に
な

て
い
た
と
い

う
が
そ
れ
は
特
別
に

日
が
追
加
さ
れ
た
か
ら
で

年
か
ら
は

に

て
い
る

し
か
し

日
と
祝

日
が
上
手
く

み
合
う
と
七

く
ら
い
は
成
立
し
て
し
ま
う
も
の
で
今
年
は

的
に
平
日
に
全
て
祝
日
が
入

て
い
た

大
型

と
い
う
こ
と
で
サ

ビ
ス
業
や

事
者
以
外
の

に

く
者
は

重
な

み
を

ら
か
に

や
そ
う
と
動
い
て
い
る

 
あ
る
人
は

行
に

 
あ
る
人
は
エ
ス
テ
に

 
そ
し
て
我
が

は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
手
を
出
し
た

 

き
出
し
て
か
ら
め

き
り

て
し
ま

た
が
彼
女
は
子

の

か
ら
生

の
ゲ

マ

だ

た
ら
し
く

さ
え
あ
れ
ば
ゲ

ム
に
手
を
出
そ
う
と

え
て
い
た

今
回
の
大
型

を

契
機
に
い
よ
い
よ
も

て
そ
れ
を
実
行
に

し
た

だ

 

そ
れ
が
ま
さ
か

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
は
自
分
も
予
想
外
だ

た

 
桐

谷

は
世
間
と
違
い
ま
だ
理
解
の
あ
る
方
だ
が
そ
れ
で
も
や
や

定
気
味
の
ス
タ
ン
ス
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を

持
し
て
い
た

故
な
ら
自
分
が
進
め
た
も
の
の
せ
い
で

和

人

義
理
の
息
子
が
デ
ス
ゲ

ム

に

わ
れ
て
し
ま

た
た
め
だ

更
に
絶
対
安
全
と
銘
打
た
れ
て
発

さ
れ
た
ア
ミ

ス
フ

ア

を
使

て
い
た
自
分
も

中
で

き

ま
れ
て
い
る

 
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
生
還
し
た
後
自
分
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
復
帰
し
た
時
期
は
実
は
義
弟
が
生
還
し

た
時
と
一

す
る

安
全
と
銘
打
た
れ
た
ア
ミ

ス
フ

ア
で
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ

た
以
上

疑
心
暗
⻤
に
な

て
ダ
イ
ブ
を
禁
じ
る
の
は

然
の
反
応
と

え
た

 
そ
れ
を

し
た
の
は

義
弟
の
目
的
と

そ
し
て

覚
悟
を
知

た
か
ら

 
サ
ポ

ト
と
し
て

ノ
之
束
と

場

の

名
が
名

り
出
て
い
る
事
も
大
き
い
だ
ろ
う

事
前
に

ず
ま
た
事
件
中
も
あ
ま
り

に
立
て
な
か

た
と
自

し
て
い
た
が
そ
れ
で
も

二
人
の
技
術
力
は
世
界
ト

プ
レ
ベ
ル

彼
ら
の
助
力
で
も

ぎ
よ
う
が
な
い
な
ら

め
る
し
か

な
い

ど
れ
だ
け

を
し
て
も

罪
発
生
を

な
い
の
と
理

は
同
じ

 
だ
か
ら

は
信
じ
る

し事
かに
なし
いた

息
子
の
想
い
が
結
実
す
る
事
を
そ
れ
ま
で
の
努
力
が
報

わ
れ
る
事
を
祈

て

彼
女
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
へ
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
を
許
可
し
た

 

無
論

家

会
議
で

の

い
争
い
に
は
な

た

 
和
人
の
覚
醒
の
報
を

き
ア
メ
リ
カ
の
証

会

で

い
て
い
る

滅
多
に

絡
を
寄
越
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さ
な
い

・あ
・の

も
静
か
な
喜
び
を
一
転
さ
せ

圧
を
掛
け
る

ど

し
で
は
負
け

な
い
自
分
も
あ
の

圧
感
だ
け
は
身
が

む

流

は
一
家
の
大
黒

 
そ
れ
す
ら
も

ね

け

と

を
真

向
か
ら

得
さ
せ
た
事
で
和
人
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
が
許

可
さ
れ
た

 
自
分
や
紺

姉
妹
が
フ
ル
ダ
イ
ブ
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
は
彼
が
無

し
な
い
よ
う
見
守

り
時
に
助
け
時
に
は
止
め
る
よ
う

わ
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る

そ
の
事
は
本
人
や
他
の

間
達
に
も
伝
え
て
い
た

 
そ
れ
か
ら
は
速
か

た

彼
が
生
還
し
た
日
か
ら

く
し
て
同
意
を

た
後
す
ぐ
さ
ま
姉

妹
の
分
の
ア
ミ

ス
フ

ア
を

入
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン

色

な
し
が
ら
み
を
全
部

て
他
の

間
達
と
合
流
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
を
教
え

四
月
に
入

た

り
で
キ
リ
ト
と
も

再
会
を
果
た
し
た

 
彼
が
帰
還
し
た
の
は
二
月

ば

そ
れ
か
ら

い
争
い

三
月

に
同
意
を
得
て

三
月

ま
で
リ
ハ
ビ
リ
で
入

四
月
に
入
ろ
う
か
と
い
う

に
更
識
家
へ

転
し
引

越
し

が
終
わ

た

か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
た

 
そ
う
し
て
一

月
程
が
経

た
今
彼
女
は

を
持
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
を
果
た
し
た
の



 第十八章 〜剣姫対黒の剣士〜

で
あ
る

も
ち
ろ
ん
メ
イ
ン
の
目
的
は
退

か
ら
ず

と

を
見
て
い
な
い
義
息
に
会
う
た
め

そ
の
他
と
し
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
の

間
や
新
た
に
出
来
た
義
妹
達

つ
ま
り
は
彼
女
に

と

て
の
義
理
の

で
あ
る
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
と
の

合
わ
せ
が
あ

た

 
第
一
エ
リ
ア
ボ
ス
が

さ
れ
た

夜

く
に
帰

て
来
た

に

く
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し

て
い
る
の
も

間
達
と
会
う
の
が

し
み
だ

た
か
ら

 
た
だ

分
か

く
気
過
ぎ
た
よ
う
で

間
は
ま
だ
来
て
い
な
い

 
そ
の
せ
い
で

ち
合
わ
せ
場

に
て
現
在
時
間
を

し
て
い
る
真

最
中
と
い
う

で
あ
る

あ
の
子

和
人
の
前
で
は

わ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
よ

あ
の
子
あ
な
た
の
影

を

け
や
す
い
ん

だ
か
ら

別
に
タ
バ
コ
じ

な
い
ん
だ
か
ら
い
い
で
し

と
い
う
か
こ
れ
で
不
良

い

け
る
ん

だ

た
ら

専

の
プ
レ
イ

は
ど
う
な
る
の

チ
ン
ピ
ラ

不
良
と
チ
ン
ピ
ラ
に
ど
ん
な
差
が
あ
る
の
で
し

う
か

ど

ち
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
け
ど

大

把
に

え
ば

不
良
に
は
ル

ル
が
あ

て

チ
ン
ピ
ラ
に
は
無
い
感
じ
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ま

密
に

え
ば
不
良
は
縄

り
意
識
が
あ

て
そ
の
縄

り
の
中
で

を

か

せ
る

中
の
事
が
広
義
の
意
味
と
し
て

わ
れ
て
い
る

ク
ザ
の
下

換
と

え
ば
良
い
の

か
自
分
達
の
シ
マ
を

ら
す

者
に
は

し
い
対
応
を
取
り
そ
う
で
な
い
人
に
は
滅
多
に

手
を
出
さ
な
い

不
良
に
は
不
良
な
り
の
ル

ル
が
あ
る

 
チ
ン
ピ
ラ
は

構
わ
ず

み
付
く
見
境
い
の
無
い

中

金
を

き
上

る

な
ら
特
に
非
の

無
い
弱
め
の
人
を

て
タ

ゲ

ト
と
し
て

し

け
る
非
行
少
年
達

チ
ン
ピ
ラ
に
は

ル

ル
な
ん
て
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
バ
レ
な
け
れ
ば

で
も
あ
り
と
ば
か
り
に
や
り
過
ぎ
る

 
不
良
は

心
を
持

て
組

を
作
る
か
ら
対
抗
し
に
く
い

 
チ
ン
ピ
ラ
は

構
わ
ず

み
付
く
上
に
限

を
知
ら
な
い
か
ら
止
め
に
く
い

 
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う

と
語

て
お
く

ね

ね

リ

フ

て
ば
な
ん
か

そ
う
い
う
の
に

し
い
ね

 

で

 
す
る
と
そ
れ
ま
で
静
観
を
保

て
い
た

に

る
ス
ト
レ
ア
が

い
て
来
た

か
ら

も
物

い
た

な

線
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る

色

あ

た
か
ら

色

て
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色

は
色

よ

現
実
で
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
ね

 

の
友
人
が
運

し
て
い
た
道
場
へ
の
出

古
の
時
と
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
風
妖
精
初
代

主
に

ば
れ
た

と
か

あ
ま
り
思
い
出
し
た
く
な
い
事

ば
か
り
な
の
で

は

せ
て
お
い
た

 
そ
れ
を

し
て
く
れ
た
の
か

ス
ト
レ
ア
も

達
も
そ
れ
以
上

索
す
る

振
り
は
無
く

ま
た

て
風

を

め
始
め
る

 

自
分
達
が

る
場

は

世
界
樹
の
根

 
世
界
樹
は
内
部
が
上
に
広
が

た
空

に
な

て
お
り
そ
こ
が
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ス
ト
の
最

終
決
戦
地
点
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

ウ
チ
が
フ
ル
ダ
イ
ブ
の
事
で

め
て
い
る
間
に
ユ

ジ

ン

い
る
サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
が
突
撃
し
て
返
り

ち
に
あ

た
事
が
あ
り

体
種

で
は

攻
略
不
可
能
で
は
な
い
か
と

わ
れ
る
程
の

を
誇
る

 
そ
ん
な
ク
エ
ス
ト
開
始
地
点
の
前
に
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
ボ
ス
部

の
前
に
あ

た

広
間
よ
り
も
更
に
広
い

が
広
が

て
い
る

 
今
日
は
こ
こ
に
集
ま
る
事
に
な

て
い
た

 
理
由
は
た
だ
一
つ

キ
リ
ト
と
自
分
が
手
合
わ
せ
す
る
か
ら
だ

 

空

の
闘
技
場
で
な
い
の
に
は
理
由
が
あ
る
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空

は
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
に
よ

て
弱
体
化
を

け
る
が
こ
ち
ら
に
来
れ
ば

の
能
力
値

に

る

キ
リ
ト
は
そ
こ
ま
で
大
き
く

ら
な
い
が

の
ス
テ

タ
ス
だ
け
で
立
ち

会
う
彼
か
ら
す
れ
ば
そ
の

か
な
数
値
で
さ
え
感
覚
的
に
は
大
き
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う

全

力
で
戦
う
な
ら
最
も
自
然
に

れ
親
し
ん
だ
能
力
値
の
方
が
い
い
と
判
断
し
本

中
立

つ

圏
内
コ

ド
が
あ
る
こ
こ
を

し
た

 
ま
た
世
界
樹
の
根

は
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ス
ト
に

む
事
が
無
い
限
り
来
る
だ
け
無

な
の

で
人

り
も

ど
無
く
立
ち
合
い
の
邪
魔
を
さ
れ
る
事
は
ま
ず
あ
り
得
な
い

定
期
的
に
し
て

い
れ
ば
そ
う
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
不
定
期
の
立
ち
合
い
に
は
持

て
来
い
の
ス
ポ

ト
だ

た 
ち
な
み
に

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
大

の

故
か
中
立

の
中
で
圏
内
コ

ド
が

い
て

い
る

一
の

わ
ざ
わ
ざ

回
復
の
手
間
を

む
事
な
く

あ
る
程

の

件

コ

ド

発
生
回
数
な
ど

で
切
り

え
て
い
け
ば
立
ち
合
い
の
数
は
か
な
り

る
打

て
付
け
の

場

だ

た
お

た
せ

 
そ
こ
に
空
か
ら
新
た
な
来

者
が
現
れ
る

黒

く
め
の
ス
プ
リ
ガ
ン
が
一
人

ま
で

び
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た
黒
髪
を
は
ら
り
と
揺
ら
す
小

な
プ
レ
イ

は
キ
リ
ト
だ

た

く
事
に
数
日
前
ま
で

手
に
握
ら
れ
て
い
た
コ
ン
ト
ロ

ラ

は
無
く

意

行
で

ん
で
き
た
よ
う
だ

た

完

全

得
し
た
の
か

そ
れ
と
も

行

行
で

ん
で
き
た
だ
け
な
の
か

 

く
り
と

り
立
ち

地
し
た
後
彼
の
背
中
か
ら
生
え
て
い
た
二

四
対
の

は
す

と

く
な
り

消
え
た

 
そ
れ
か
ら
彼
は
こ
ち
ら
を
見
て

見

れ
な
い
プ
レ
イ

に

線
が
一

止
ま
り
ま
た

こ
ち
ら
に

さ
り

小

を

た

 
彼
に
は
今
日

が
来
る
と
教
え
て
い
な
か

た
の
で
分
か
ら
な
い
の
も
無
理
は
無
か

た

 

ロ
グ
イ
ン
す
る
と

わ
れ
た
の
は

日

る
前
だ
が
教
え
な
か

た
の
は
故
意
で
あ
る

く
飾
ら
な
い
和
人
を
見
た
い
と
か

思
惑
は
よ
く
分
か
る
の
で

え
て
そ
れ
に

て

い
る
形
だ

そ
の
人

だ
れ

こ
の
人
は
エ
メ
ラ
さ
ん

シ
ル
フ
の
プ
レ
イ

で
ね

あ
た
し
の
知
り
合
い
な
の

 
ち
な
み
に
名
前
の
由
来
は

エ
メ
ラ
ル
ド

エ
メ
ラ

で
あ
る

 

で
あ
る
事
を

し
た
エ
メ
ラ
は
に

こ
り
と
人

き
の
し
そ
う
な

み
を
浮
か
べ
初
め
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ま
し
て

と

た

リ

フ

の

に
あ

た
よ
う
に
エ
メ
ラ
と

う
の

武
器
は
片
手
剣
中
衛
を
や

て
る

わ

ま
だ
ま
だ
ニ

ビ

だ
け
ど
よ
ろ
し
く
ね

 
そ
う

め

た
エ
メ
ラ
は
握
手
を
求
め
る
よ
う
に
手
を
出
し
た

惑
気
味
に
返
さ
れ
る

線
を

殺
し
手
を
出
し

け
て
い
る

よ
ろ
し
く

 
や
や
気
圧
さ
れ
な
が
ら

気
味
に
返
し
キ
リ
ト
は
握
手
を
返
し

再

小

を

る

そ
れ
か
ら
じ

と
エ
メ
ラ
の

を
見

め
始
め
た

な

な
に
か
し
ら

ど
こ
か
で
会

た
事
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て

そ

そ
う
か
し
ら

初
対
面
の

よ

 
い
き
な
り
見

か
れ
そ
う
に
な

た
か
ら
か

惑
気
味
に
返
す
エ
メ
ラ
に
内
心
で
そ
れ
は

悪
手
だ
よ

と

を

え
る

少
し
で
も
違
和
感
を
覚
え
る
事
が
あ

た
ら
そ
こ
か
ら
逆
説
的

に

心
に

り

く

明
さ
を
持

て
い
る
の
だ

そ
こ
は

し
い

を
し
て
ス
ル

し
て
お
く

べ
き
だ

た
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だ
よ
な

 
し
か
し

い
な
事
に
キ
リ
ト
は
引

掛
か
り
は

え
ず
と
も

え
に
は

り

か
な

た
よ

う
で

や
や
う
ん
う
ん
と

た
後
に
思
い
出
す
の
を

め
た
よ
う
だ

た

 
彼
が

と

を
合
わ
せ
た
の
は
一
か
月

も
前
の
事

電
話
で
会
話
こ
そ
す
れ
対
面
し
た
上

で
の

気
を
感
じ
る
の
は
そ
れ
く
ら
い
ぶ
り
に
な
る

で
そ
の
空
い
た
期
間
に
助
け
ら
れ
た

よ
う
な
も
の
だ

た

 
そ
も
そ
も
別

状

で
な
け
れ
ば

が
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
る
事
は
無
か

た
と
い
う
の
は
横
に

い
て
お
く

ち
な
み
に

エ
メ
ラ

さ
ん

は

リ

フ

と
ど
ん
な
風
に
知
り
合

た
ん
だ

え

 
え

え

と

ニ

ビ

だ
か
ら
色

と
教
え
て
欲
し
い

て
お
願
い
さ
れ
た
の
が
き

か
け
よ
キ

リ
ト

ん

 

い
て
来
る
だ
ろ
う
な

と
予
想
し
て
い
た
内
容
だ

た
の
で
ど
も
り
か
け
の

に

い

せ
る
よ
う
に

う

Ａ
Ｌ
Ｏ
初
心
者
な
の
で
分
か
ら
な
い
事
が
多
い
か
ら
テ
レ
ビ
で
見
た
事
が
あ
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る
プ
レ
イ

に
声
を
掛
け
て
指
示
を

い
だ
と
い
う
の
が
大
ま
か
な

書
き
と
な

て
い
る

 
キ
リ
ト
の
義
姉
に
対
す
る

見
は
な
い
の
か

と
か

 
キ
リ
ト
と
の
戦
闘
風

を
見
ず
知
ら
ず
の

手
に
見
せ
る
の
は
ど
う
な
の
か

と
か

 
正
直
そ
の

を

え
る
と
か
な
り
苦
し
い

の
自
分
か
ら

え
れ
ば
あ
り
得
な
い
く
ら

い

い

い

な
の
だ
が
今
は
こ
れ
で

し

す
し
か
な
い

ど
う
せ
こ
の
戦
闘

練
が

終
わ
れ
ば
自
分
か
ら

す
る
と

て
い
る
か
ら
こ
の
場
限
り
の

い

れ
で
い
い

お

い

お

た
せ

 

と

そ
こ
で
ユ
ウ
キ
の
声
が

こ
え
て
来
た

 
声
が
し
た
方
を
見
れ
ば

方
向
の
空
か
ら

紺
の
妖
精
が

ん
で
き
て
い
る

そ
の
後
ろ

に
は
ア
ス
ナ
や
ク
ラ
イ
ン
と
い

た
他
の

間
達
も

て
い
た

戦
闘

練
の
後
に
は
第
二
エ

リ
ア
の
攻
略
を

え
て
い
る
の
で

が
集
ま
る
ま
で
の
時
間
で
ア
イ
テ
ム

の
補

を
ジ

ン

ケ
ン
で
負
け
た
姉
妹
に

せ
て
い
た
の
だ
が

ど
う
や
ら
そ
の
道
中
で
合
流
し
た
ら
し
い

 
彼
女
ら
の
登
場
に
よ
り
戦
闘

練
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

た
キ
リ
ト
は
や
や
不

気
な

の
ま
ま

舞

の
中
心
へ
向
か
い
始
め
た

 
こ
れ
は
後
で
ジ
ト
目
を

う
な

と
遠
い
眼
を
し
た
自
分
も
そ
の
後
を
追
う
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数
分
後

 
エ
メ
ラ
と
初

合
わ
せ
と
な

た
た
め

に
時
間
を

い
て
か
ら
あ
た
し
と
キ
リ
ト
は

舞

の
中

で
斬
り
結
ん
で
い
た

 
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
な
の
で

い
に
全
力
で
は
な
い

極
限
の
集
中
ま
で
持

て
行
く
た
め
の

ス
パ

リ
ン
グ
と
し
て
剣
を
交
え
て
い
た

 

に
⻑
刀
を
振
る
う

黒
剣
で

な
さ
れ
る
が

す
ぐ
さ
ま
手

を
返
し

へ
と

ぐ

き

り
り

と
刃
が

れ
て
振
り

く

 
同
時
に
息
を

い

は
 
直
後

同
時
に
剣
を
振
る
う

 
一

そ
の
間
に

い

が
八
つ
上
が
る

 

傷
を
負

て
し
ま

た

 
対
し
て
彼
の

に
切
り
傷
は
無
い

 
こ
れ
は
必
然
と

え
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
自
分
が

き

ま
れ
た
時
点
で
彼
は
一

で
八

の
斬
撃
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を

殺
し
経
験
し
て
か
ら
は
九

放
つ
事
す
ら
出
来
て
い
た

多
少

え
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
そ
れ
で
も
限
界
を
六
つ
ま
で
増
や
し
た
自
分
よ
り
は
二
つ
分
速
い

背
水
の

に

し
い

状
況
で
な
く
と
も
最

限
一

八
閃
は
放
て
る
ポ
テ
ン
シ

ル
を
保

て
い
る
ら
し
い

 
つ
ま
り
自
分
が
勝
つ
な
ら
彼
の
剣
を
止
め
る
の
で
は
な
く
い
な
す
の
で
も
な
く
隙
を
突

い
て

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

理

で
の

正
に

い
て
は

の

作
に
意
識
を

く
せ
い
で
斬
撃
数
が

て

い
た
か
ら
ど
う
に
か
な

た

だ
が
今
は
完
全
に
剣
技
一
つ
に
集
中
し
て
い
る

よ
り
集
中
が
深

く
な
れ
ば
も
う
一
つ
斬
撃
が
増
え
る
だ
ろ
う

 
そ
う
思

す
る
間
に
も

す
ぐ
目
の
前
に
い
る
少
年
が
剣
を
振
る
い
だ
す

ち
 

い
一
閃

⻑
刀
を

し
出
し

り
合
わ
せ
る
事
で

無
理

理

撃
を
食
い
止
め
る

 
速
さ
で

る
な
ら

撃
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
だ
け
だ

が

 
そ
う
は
問

を
下
ろ
せ
な
い

 
彼
の
手
に
は

・い
・つ
・の
・間
・に
・か
深

緑

の

剣

フ

イ
ト
リ
レ
イ
タ

が
握
ら
れ
て
い
た

黒

の

剣

ユ
ナ
イ
テ

ウ

ク
ス

と
同
じ
く
鍛
冶
師
リ
ズ
ベ

ト
が
鍛
え
上

た
二
本
目
で
あ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
彼
の

棒
だ
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振
る
わ
れ
る
緑
の
刃
を

で

け
止
め
る

 
す
る
と
黒
剣
が
引
か
れ
剣

を
向
け
ら
れ
た

直
後
に
突
き
出
さ
れ
る

嗟
に

を

く

し
な
が
ら
足
を
突
き
出
す

嗟
の

撃
は
彼
の

に
入

た

離
が
開
く

二
刀
流

か

 

勢
を

し

構
え
直
し
た
自
分
が
見
た
の
は

黒
と
緑
の
剣
を

に
持

た
剣
士
の

 
二
刀
流

 
か
つ
て
浮
遊
城
で

と
な
く
見
て
来
た

が
そ
こ
に
あ

た

 
出
来
る
事
な
ら
一
刀
で
戦

て
欲
し
か

た
が
ど
う
や
ら
そ
れ
は
叶
い
そ
う
に
な
い

今
日

は
エ
リ
ア
攻
略
を

え
て
い
る

こ
の
戦
い
が
終
わ

た
後
再

一
刀
で
と
い
き
た
い
が
あ

ま
り
⻑

と
す
る
の
は
時
間
を
取

て
く
れ
て
い
る

間
に
失
礼
だ
ろ
う

 
内
心
で

を
打
つ

 

正
直
に

う
と

あ
た
し
は
彼
に
疑
念
を

い
て
い
た

 

日
現
れ
た
偽
キ
リ
ト
に
彼
が

わ

て
い
な
い
と
は

も
信
じ
て
い
な
い

偽
物
の
剣
に

違
和
感
を
覚
え
た
の
は
事
実
状
況
や
予
想
と
は
裏

に
や
り
方
が
ど
う
に
も
中

に
感
じ

た
の
も
事
実
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だ
が

そ
れ
は

彼
が

わ

て
い
な
い

と
い
う
証

に
な
ら
な
い

 
あ
ま
り
疑
い
た
く
は
な
い

こ
の
疑
心
を

あ
る
い
は
彼
も
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

こ
の
状

を
⻑
く

け
る
つ
も
り
は
な
か

た

あ
の
偽
物
が
仮
に
魔
法
で
作
ら
れ
た
も
の

で
彼
に
よ

て

作
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
す
な
わ
ち
剣

が
同
じ
に
な
る

だ

が

あ
れ
ば
そ
れ
は

せ
る

追
い

め
れ
ば
地
金
を
晒
す

 
し
か
し
そ
れ
も

彼
が
一
刀
で
あ

た
ら
の
話

 
二
刀
で
戦

て
い
る
今

然
な
が
ら
ス
タ
イ
ル
は
別
物
に
な
る

一
刀
は
攻
撃
と

方

を
切
り

え
て
行
う
か
ら
一
定
の
リ
ズ
ム
が
存
在
す
る

し
か
し
二
刀
で
あ
る
彼
は
そ
れ
ら
を

立
し
て
同
時
に
行
え
る

と
い
う
よ
り
攻
撃
こ
そ
最
大
の

と

わ
ん
ば
か
り
の
猛
攻
で

に

一

を
強
い
る

 

の
た
め
に
動
か
ず

撃
す
る

そ
ん
な
状

を

二
刀
流

で
行
う
の
は
あ
り
得
な

い
と
断

出
来
た

そ
ん
な
状

に
さ
せ
ら
れ
る
の
は
一

八
閃
を

で
出
来
る
神

か
闘
技

場
の
堕
天
使
く
ら
い
か

 
出
来
れ
ば
二
本
目
を

か
せ
る
前
に

し
切
り
た
か

た
が
力

ば
な
か

た
よ
う
だ

し
く
も
思
惑
は
外
れ
て
し
ま

た
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お

お
お

 

か
な
様
子
見
に
見
切
り
を
付
け
た
か
二
刀
の
少
年
が
突

ん
で
き
た

悔
や
む
思

を

放
り
捨
て
て
戦
闘

練
の
本
来
の
目
的
に

事
す
る
事
に
す
る

 

彼
が
二
本
目
の
剣
を
取
れ
た
の
は
一
時
的
に
ユ
イ
か
ら

を

り
て
い
る
か
ら

だ 

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
対
人
戦
闘
は
現
実
で
の

戦
闘
を

に

え
て
い
る

に
剣
の

を

く
だ
け
な
ら
と
も
か
く

を

い
た
戦
闘
で
の
勝

を

え
る
な
ら

か
な
り
の
有

不

を
生
じ
る
と
し
て
も
使
う
方
が
い
い

こ
の

練
で
は
勝

よ
り
も
経
験
を
得
る
事
を
こ
そ

一
番
に

え
て
い
る

 
だ
か
ら
一
刀
限
定
と

え
な
か

た

偽
キ
リ
ト
と
の
共

点
を
探
し
出
そ
う
と
し
た
自
分
の

思
惑
は
目
的
に

じ
た
だ
け

分

そ
の
上

彼
の
特
性
を
殺
す
事
に
な
る

 

キ
リ
ト
は

こ
れ

と
定
め
た
も
の
を
極
め
る
事
に
特
化
し
て
い
る
一
面
が
あ
る

 
そ
れ
は

片
手
剣

な
ど
の
戦
闘
系
ス
キ
ル
然
り

理

や

鍛
冶

と
い

た
生

ス
キ
ル
然
り
最
前
線
の
情
報
収
集
然
り
一
つ
に

ら
ず
多
方
面
に
て
発

さ
れ
る
特
異
な
性



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

だ

そ
し
て
彼
の
境
遇
に

ら
せ
ば
こ
れ
以
上
な
い
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
と
な
る

物
理
的
な
身

⻑
差
身
体
的
な
能
力
差
ま
た
生
き
た
年
数
に
よ
る
経
験
の
少
な
さ
を
引
き
出
し
の
多
さ
で

補
え
る
か
ら
だ

あ
ら

る
状
況
に
対
応
出
来
た
か
ら
こ
そ
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
生
き

け
る
強
者
足

り
得
た

対
人
の
場
合
は

戦
う
前
に
勝
つ

な
ん
て
事
も
可
能
だ

た
と

く

 

な
剣
の
技

で

え
ば
自
分
よ
り
は

て
い
る

し
か
し
ル

ル
無

の
戦
い
に

い
て
彼
の
方
が

も
勝

て
い
る

技

を
取

た
自
分
に
対
し
彼
は
速
さ
を
取

て

攻

の
切
り

え
で
応
じ
た
よ
う
に

 
彼
は

死負
なけ
なな
いい

事
に
特
化
し
て
い
る
の
で
あ
る

あ

 

目
か
の
剣
撃

勢
い
を

せ
た
二
刀
の
攻
撃
を

な
そ
う
と
し
て
失

真

向
か
ら

ぐ
形
に
な

て
し
ま

た

 

間

彼
の

に

意
が

る

こ
れ
で

 
後
退
し
た
自
分
を
追

て
き
た

彼
が
持
つ
二
刀
そ
の

方
に
蒼
い
光
が

て
い
る

性
に
よ

て

嗟
に
動
け
な
い
自
分
に
強
力
な

撃
で
ト
ド
メ
を
指
す

も
り
だ



 第十八章 〜剣姫対黒の剣士〜

 
ぎ

と
⻭
を
食
い
し
ば
る

な

め
ん
な

 
怒

と
共
に
ず
だ
ん
と
剣
道
の
時
の
よ
う
に

を
強
く

み

き
後
退
す
る

性
を

殺
す

 
体
を
止
め
て
か
ら
構
え
を
取
る

を

手
で
持
ち
⻘
眼
に
構
え
る
十
年
以
上
に

て

け
て
来
た
型
の

形

め
付
け
る
先
に
は
光
る
二
刀

振
る
い
手
の
少
年
は
意
識
か
ら
外

れ
た

 

ド
ス
キ
ル
は
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
動
か
さ
れ
る

 
で
あ
る
な
ら
剣
が
光

て
い
る
間
は
プ
レ
イ

に

意
を
向
け
て
も
無

が
生
じ
る

ま

た
く
見
な
い
の
も
問

だ
が

 

自
分
の
反
応
速

じ

そ
こ
ま
で
は
回
せ
な
い

 
今
は
猛
攻
を

え

く
の
が

要
故
に

背
水
の

を
敷
く
し
か
な
か

た

 

黒
の
剣
が
振
る
わ
れ
る

 
こ
ち
ら
か
ら
見
て

下
の

そ
れ
に

う
よ
う
に
刃
を
合
わ
せ

流
す

 
二
撃
目

黒
の
刃
は
反
転
し

ぎ
へ
と
振
る
わ
れ
る

同
じ
よ
う
に

な
す
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三
撃
目

黒
を
追
う
よ
う
に

緑
の
刃
を

へ
と
振
る
う

同
様
に

く

 
四
撃
目
と
五
撃
目
は
共
に
来
た

黒
剣
を
振
る

た

性
に

り
大

に
も
く
る
り
と
一
回

転
し

二
刀
で

い
で
き
た
の
だ

 
こ
の
時
点
で

ん

 
と
内
心

を

る

ど
こ
か
覚
え
の
あ
る

だ

と

予
想
と

記

が

た

て
い
れ
ば

の
六
撃
目
は
七
撃
目
と
共
に
上
下
か
ら

め
下
に
振
り

く
交

斬
り
に
な
る

 

果
た
し
て

六

七
撃
目
は
上

か
ら
の
交

斬
り
だ

た

 

く

撃
も
記

に
あ
る

記

か
ら
は
十
六

撃
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
だ

と
判
じ
ら
れ
て
い
た

 

い

た
い

を

て

 

心
が

る

 
自
分
と
の
戦
い
で

ド
ス
キ
ル
を
使

て
き
た
の
は
こ
れ
が
初

彼
の
反
応
速

に
は
負
け

て
い
る
が
そ
れ
で
も

手
の
剣

を
見
切
る
程

の
経
験
は
あ
る
事
を
彼
も
分
か

て
い
る
か

ら
だ

シ
ス
テ
ム
に
動
か
さ
れ
る
自
由
の

か
な
い
技
は
初
見
殺
し
そ
の
も
の
だ
が
初
見
で
な

け
れ
ば
対

可
能

そ
し
て
放

た
後
に
は
技
後

直
と
い
う
隙
が
生
ま
れ
る
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彼
は
技
後

直
を
キ

ン
セ
ル
す
る
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を
体
得
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
意

味
は
あ
ま
り
無
い

け
る
ス
キ
ル
も
初
見
で
な
い
な
ら
対

可
能
だ
か
ら
だ

 
つ
ま
り
彼
に
は
二
刀
ス
キ
ル
を
組
み

ん
だ
上
で
自
分
に
も
初
見
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
あ
る
の
だ
ろ

う 
わ
ざ
わ
ざ
自
分
に
使

て
来
た
の
は

す
る
か
の
確
認
故
か
他
に

か
意

が
あ
る
の

か 

ど
ち
ら
に
せ
よ

付
き
合
う
し
か
な
い

か

 
ス
キ
ル
中
に
反
撃
す
る
の
は

し
い

一

な
し
を
失

す
る
と
そ
れ
以

を

に
喰
ら
う

か

判
定
で

り
ダ
メ

ジ
と
ノ

ク
バ

ク
を

け
る
か
ら
だ

だ
か
ら

う
と
す
れ
ば

ス
キ
ル
と
ス
キ
ル
の
間
だ
け

い
自
由
に

撃
を
組
め
る

常
攻
撃
と
違
い
ス
キ
ル
に
は
一

定
の
リ
ズ
ム
が
存
在
し
て
い
る

く

に

し
て
ス
キ
ル
光
の
変
化
と
攻
撃
の
パ
タ

ン
を

覚
え
対

す
る
事
に
専
念
す
れ
ば
血
路
を
開
く
の
も
不
可
能
で
は
無
い

極
め
て

で
あ

る
の
は
間
違
い
な
い
が

 
七
撃
目
か
ら
十
撃
目
の
二

間
で

そ
う
方

を

め
る

お
お
お
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な
ん

 

そ
の
方

は

十
一
撃
目
で
揺
る
が
さ
れ
る

 

え
は

自
分
の
想
定
外
の
攻
撃
を
さ
れ
た
か
ら
だ

 
十
一
撃
目

予
想
し
て
い
た
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
に

い
て
は
乱
舞
に

し
て
お
り

の
剣
を
逆

に
振
る
う

道
で
あ
る

 
し
か
し

記

に
反
し

キ
リ
ト
は
真

向
か
ら
突
撃
を
仕
掛
け
て
来
て
い
た

て

き
り

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
か
と
思

て
い
た
せ
い
で
反
応
が

れ

な
し
に
失

直
撃
は
し
な
か

た
が
刃
を
大
き
く
弾
か
れ

体
勢
を

さ
れ
て
し
ま
う

 
キ
リ
ト
は
そ
の
ま
ま
後
方
に

け
た

 
体
幹
が
揺
ら
ぎ
倒
れ
そ
う
に
な
る
の
を

え
つ
つ
後
方
に
回

た

手
を
見
る

あ
の
子

が
こ
れ
で
終
わ
る

が
無
い

そ
う
思

て
い
た

り
反
転
し
て
ま
た
突
撃
を
仕
掛
け
る
体

勢
を
取

て
い
た

く
 

と

み
が

れ
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
は
シ
ス
テ
ム
の
補
助
を

け
ず
し
か
し
補
助
を

け
た
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時
と
同

の
速

を
以
て

無
理
の
な
い
動
作
を
行
い

初
め
て
完
成
す
る

発
技
は

て
い
る
以
上
は
必
然
的
に

撃
技
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
加
え
て
無
理
の
な
い
動
作
と

い
う

件
の
せ
い
で
突
進
も
一

が
限

 

し
か
し

ど
う
だ

彼
は

 
彼
の
攻
撃
は
ま
だ
終
わ

て
い
な
い

本
来

性
を
殺
す
動
作
を

む
せ
い
で
一

し
か
入
れ

ら
れ
な
い
突
進
を
彼
は
ス
キ
ル
中
に
二

も

こ
そ
う
と
し
て
い
る

別
の

ド
ス
キ
ル
で

な
い
こ
と
は
ス
キ
ル
立
ち
上

の

が
無
か

た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ

反
転
し
て
か
ら
別
の

ス
キ
ル
を
立
ち
上

た
に
し
て
は
切
り

え
が
速
過
ぎ
る

 
必
然
的
に
同
一
ス
キ
ル
の
中
で

二

以
上
の
突
進
を
行
う
も
の
と
な
る

 
き

と
十
以
上
に

ぶ

撃
数
の
技
を
作
る
よ
り

し
か

た
だ
ろ
う

と
も
す
れ
ば

剣

技

の
体
得
よ
り
も

そ
れ
で
も
彼
は
そ
れ
を
作
り
上

た

 

故
か

 
今
の
自
分
が
そ
の

え

護
り
の

い
格
上
を
確
実
に
殺
す

に
ス
キ
ル
発
動
と
技
後

直

と
い
う
デ
メ
リ

ト
を

慮
し
た
上
で
も
シ
ス
テ
ム
ス
キ
ル
の
補
助
を

け
た
攻
撃
の
強
力
さ

を
取

た
の
だ

そ
し
て
見
事
あ
た
し
の
体
勢
を

し
て
み
せ
た

一

目
の
突
進
で
無
理

理
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体
勢
を

し

二

目
で
仕

め
る
技
な
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な

Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作
る
上
で
無

苦

な
事
を
や

て
の
け
た
彼
を
心
で
称
え

 
そ
ん
な
技
を
使
う
値
す
る
と
思
わ
れ
た
事
に

喜
し

 
型
破
り
な
技
を
破
る
事
の

さ
に

あ
た
し
は

を
躍
ら
せ

 
彼
の
成
⻑
を

間
見
て

哀喜
しび
くを
な覚

え
たた

 

十

二

撃

目

二

目
の
突
進

 
背
後
か
ら

る
刃

や
や
無
理
な

勢
で
は
あ

た
が
⻑
刀
を
動
か
し
真

向
か
ら
剣
撃

を

ぐ

シ
ス
テ
ム
の
補
助
を

け
た
一
撃
に
体
は
吹

び

を
転
が

た

時
に
武

器
を

わ
り
に
し

制
動
を
掛
け
る

 

そ
の
横
を

彼
は

り
過
ぎ
る

 

論
追
撃
の
斬
撃
が
こ
ち
ら
を
襲
う

的
に

わ
り
に
突
き
立
て
た
⻑
刀
に
攻
撃
が

た
り

無
傷
に
終
わ
る

 
そ
れ
か
ら
も
三

四

と
同
じ
よ
う
に

ぐ

 
そ
の
速
さ
は
か
な
り
の
も
の

こ
ち
ら
の
動
き
を
制
限
す
る
よ
う
に

を
突
進
し
な
が
ら
攻

撃
し
て
い
る

の
内

に

る

は
じ
わ
じ
わ
と
追
い

め
逆
に
外

に

る

は
助
け
ら
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れ
な
い
よ
う
突
き
放
す
よ
う
な

そ
ん
な
動
き

 
そ
し
て
四

の
突
進
の
後

こ

ち

ら

の
中
心
に
向
か

て
彼
は

び
二
刀
を
振
り
上

る

恐
ら

く
は
そ
れ
で

め

そ
れ
だ
け

強
力
だ
ろ
う

そ
の
分

先
の
突
進
よ
り
時
間
が
生
ま
れ
た

 
体
幹
を

し

を

と
し

身
を
前
に
立
つ

手
で
握

た
⻑
刀
は
天
を
衝
く
よ
う

に

い
で
構
え
る

あ
ち
ら
が
全
力
で
振
り
下
ろ
し
て
く
る
な
ら
こ
ち
ら
も
全
力
で
剣
を
振
る

う
必
要
が
あ

た

 
そ
の

の
者
が
見
れ
ば

き

と
あ
た
し
を
見
て
こ
う

う
だ
ろ
う

 
ア
レ
は

の
構
え
だ

と

 
⻤

が
使

て
い
た
と
さ
れ
る
二
ノ
大
刀
要
ら
ず
で
知
ら
れ
た
示
現
流
の

一
撃
に
全

力
を

め

手
を
死
に
至
ら
し
め
る

で
知
ら
れ

そ
う

わ
れ
始
め
た

伝
の
一
つ

 
あ
た
し
は
示
現
流
を

た

で
は
無
い

 

だ
が

剣
術
の
一
つ
な
ら

 
別
の
流

が
同
じ
結
論
に
至

た
と
し
て
も

お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
怒

と
共
に
二
刀
が
大
振
り
に
振
る
わ
れ
る

全
力
の
そ
れ
は
生

な
剣
撃
で
は

殺
出
来
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な
い

な
す
事
は

不
可
能

で
あ
れ
ば

真

向
か
ら
そ
れ
を
破
る
よ
り
他
は
無
い

つ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

の

か
ら
全
力
で
声
を
出
す

 

合
で
も
出
さ
な
い

と
共
に

上

か
ら
全
力
で
⻑
刀
を
振
る

た

 
が

ん

 
と

い

が

き

る

 
ギ
シ
ギ
シ
ガ
チ
ガ
チ
と
刃
が

み
合
い

い
だ
後

先
に
弾
か
れ
た
の
は
二
刀

空
中

に

て

ん

り
も

か
ず
ス
キ
ル
の
補
助
だ
け
に
な

た
後
は
地
に
い
る
こ
ち
ら
の
方
が
有

だ

た

 
二
刀
を
弾
い
た
後
⻑
刀
は
勢
い
そ
の
ま
ま
に

を

く

く
裂
い
た
風
の

が

を

くま

じ
か

 
こ
れ
で
も

た
ら
な
い
の
か

 
吹

び
地
を

て

に

ん
だ
彼
は
苦

交
じ
り
に

き
を

わ
に
し
た

シ
ス
テ

ム
ア
シ
ス
ト
も

け
た
全
力
の
二
刀

そ
れ
も
初
見
で
も
ト
ド
メ
に
な
ら
な
か

た
事
が
や
や

シ

ク
だ

た
ら
し
い

 
そ
れ
で
も

て
い
る
の
は

あ
た
し
が
目
標
に
な
れ
て
い
る
証

だ
ろ
う
か
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突
進
か
ら
は
か
な
り
危
う
か

た
わ
よ

 
そ
れ
は
事
実
だ

も
う
少
し
突
進
回
数
が
多
か

た
り
攻
撃

が
多
か

た
り
最
後
の

躍
が
速
か

た
な
ら
あ
る
い
は
や
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う

し
い
と
こ
ろ
ま
で
い

て
い
た

 

だ
が

こ
れ
で
は
最
強
に
は
届
か
な
い

 
ま
だ
無

が
あ
る

 
ま
だ

善
点
が
あ
る

 
な
ら
あ
た
し
は
ま
だ
や
ら
れ
て
あ

ら
れ
な
い

彼
の
成
⻑
を

す
た
め
に
ま
だ
負
け
ら
れ

な
い
の
だん

 
そ
こ
で

と

夜
の
偽
キ
リ
ト
を
思
い
出
す

偽
物
が
彼
本
人
だ

た
ら
彼
は
と

く
に

あ
た
し
よ
り
強
く
な

て
い
る

で

も
う
師

然
と
し
て
い
て
も
意
味
は
無
い

 
で
も

ま

 
ア
レ
が
本
人
と

わ
り
が
あ
る
も
の
な
の
か
分
か

て
い
な
い
以
上
ま
だ
そ
う
振
る
舞

て

も
い
い
だ
ろ
う

彼
の
力
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
こ
の
立
場
は

持
し
て
い
た
い
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な
ん
て

肉
だ
ろ
う
か

と
自
身
を
嗤
う

 
彼
に
は
あ
た
し
程

超
え
て
欲
し
い
と
願

て
い
る

け
れ
ど
今
は
超
え
て
い
て
欲
し
く
な

い
と
も
思

て
し
ま

て
い
る

強
く
な
る

と
な
る
事
を
自
分
は
許
容
し
た

し
か
し
自
分
が

弱
く
な
る
と

彼
に
頼

て
も
ら
え
な
く
な
り

よ
り
一
層
一
人
で
進
も
う
と
す
る
で
は
と

そ
う

え
て
い
る

 
自
分
は
い
ず
れ
足
を
引

る
事
に
な
る

学
園
に

う
気
が
無
く

ま
た
そ
の
方
向
の

強
を
し
て
い
な
か

た
か
ら

然
だ

 
そ
う
な

た
時
彼
は
己
を
律
す
る
事
が
出
来
る
の
か

眼
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
ま
た
無

を
し
な
い
か

 

理

で
自
己
を

め
さ
せ
た
時
に
別
れ
を

た
不
安
は
彼
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
た
三

月
間
で
ま
た

い
て
し
ま

て
い
た

 
な
ん
で

て

 
こ
ち
ら
の
気
持
ち
な
ん
て
知
る
由
も
無
い
少
年
は

も

わ
に

し

に
問
う
て
き
た

そ
れ
に

で
も
な
い
と
返
し

あ
た
し
も

で
空
に
舞
う

 
同
じ
高
さ
ま
で

び
上
が

て

⻑
刀
を
⻘
眼
に
構
え
直
し
た
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さ

は
空
中
戦
闘
よ

さ

き
か
ら
使
わ
な
い
で
い
る

も
使

て
き
な
さ
い

わ
か

た

 
引

掛
か
り
が
残

た
か
ら
か
や
や
間
を
開
け
て
返
事
を
し
た
彼
は
表
情
を

め
て
構
え

直
す

 
そ
れ
か
ら

命
に

を

わ
せ

離
を

め
て
来
た

  
最
終
的
に

を
交
え
た
空
中
戦
闘
で
も

い
に
有

打
を
与
え
ら
れ
ず
予
め
定
め
て

い
た

限
を

え
て
結
果
は
ド
ロ

 
師
と
し
て
ま
だ

ら
れ
る
事
に
安

を

く

ら
た

た
数
日
で
体
得
し
て
い
た

意

行

と
ス
ヴ

ル
ト
実

以
前
よ
り
格

に
上
が

て
い
る
ポ
テ
ン
シ

ル
を
見
て
疑
念
を
深
め
る

事
に
な

た

 
本

に

た

を
上
回
る

な
成
⻑

 
そ
れ
は
彼
が
新
た
に
本
気
で
取
り
組
む
べ
き

か
を
背
負

た
証

 
偽
物
の
件

き
に
本
格
的
に
キ
リ
ト
本
人
に
も
探
り
を
入
れ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
と
真
剣

に
思

し
始
め
る
事
に
な

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
最
初
は
和
人
が

を

す
る
時
に
立
ち
会
う
束
さ
ん
の

写

原
作
や
本
作
初
期
の
束
さ
ん

と

す
る
と

や

マ
イ
ル
ド
に
な

た
な

て
思
う
こ
の

 
別
の

い
方
を
す
れ
ば
こ
れ
ぞ

 

に
リ

フ

点

 
最
初
に
彼
女
が

て
い
た
の
は
原
作
三

の
キ
リ
ト
が

て
い
た
ス
イ
ル
ベ

ン
特

ら
し
い
ハ

カ
の
タ
バ
コ

で
す

い
や
つ

原
作
の
彼
女
が
ぶ
は

と

を
出
し
て
た
の
は

タ
バ
コ
が
そ
も
そ
も
ダ
メ
だ

た

ハ

カ
の

い
風
味
が
ダ
メ
だ

た

火
が
付
い
て
る
ト
コ
を

に
し
て
い
た

と

説
あ
る
そ
う
で

 
取
り

え
ず
本
作
リ

フ

は
ど
れ
も
ク
リ
ア
し
て

に

え
る
人
に

 
姉
が
不
良
気
味
に
な

て
る

を
見
た
義
妹
達
の
心
境
は
如

に
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新
キ

ラ
エ
メ
ラ
は

写
し
た

り
桐

谷

こ
と

さ
ん

見
た
目
は
小
説
・
ア
ニ
メ

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

で
出
て
来
た
ア
ス
ナ
の
サ
ブ
ア
カ
ウ
ン
ト

エ
リ
カ

と
同
じ
で

名
前
は
安
直
に
決
め
ま
し
た

え
や
す
さ
的
に

 
原
作
で
も
三

と
十
八

で
し
か
登
場
し
な
い
上
に

も
ダ
ン
ト
ツ
で
少
な
い
彼
女
で
す

が
義
息
の
こ
と
や

心
配
し
て
る
だ
ろ
う
な

と

え
て
た
ら
出
て
来
た

エ
リ
カ
に

引

ら
れ
た
感
が
あ
る
の
は

め
な
い
け
ど

と
違
和
感
は
な
い
気
が
し
て
る

 
彼
女
が
出
る
だ
け
で
作
中
ト
ン
デ
モ

の
リ

フ

が
子

に
思
え
る
の
は
流

の

の

で
す

 
や

立
場
戦
闘
・
非
戦
闘
が
異
な
る
と
キ
リ
ト
達
へ
の

も
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
ん

だ
よ
な

 

そ
ん
な

を
吹

ば
す
戦
闘

 
キ
リ
ト
が

り
出
し
た
新
十
六

撃
の
モ
チ

フ
は

白
猫
プ
ロ
ジ

ク
ト

で
の
コ
ラ
ボ

キ
リ
ト
が

り
出
す
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
で
す

最
後
は

に
斬
撃
を

ば
し

ま
す
が

そ
れ
を
変
え
た
だ
け

 
本
作
で
は

撃
で

さ
え

ん
だ

を
突
進
で

し
更
に
突
進
で
追
撃
し
完
全
に
体
勢
を
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し
た

に
大
上

か
ら
ト
ド
メ
を
指
す
エ
グ
い
技
に

を

う
よ
う
に
突
進

り
返
し

は
原

ゲ

ム
の
ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア
に
近
い
で
す

ア
レ
は

の

を
回
り

な
が
ら
四
回
斬
り
裂
く
技

今
回
は
そ
れ
が
突
進
に
な

て
無
理

理

を
追
い

め
る
力
技

な
感
じ

 
ゲ

ム
や
ア
ニ
メ
を
見
て
小
説
を

み
な
が
ら

時
も
思

て
た
ん
で
す
よ
ね

ド
ス

キ
ル
中

て

本
的
に
そ
の
場
で
止
ま

て
剣
を
振
る
う
か
突
進
技
で
一
回
進
む
だ
け
で
ス

キ
ル
で
吹

ば
し
た

へ
の
追
撃
を
す
る
ス
キ
ル
が

無
い
な

て

で
は
な
く
一

つ
の
ス
キ
ル
の
中
で

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は
剣
技

で

撃
技

吹
き

ば
し
技

突
進
技

撃
技
と
い
う
サ
イ

ク
ル
だ

た
の
を

一
つ
に

め
た
の
が
今
回
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
す

 
技
名
は
ま
だ
秘
密

 
あ
と
リ

フ

は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
に
突
進
を
複
数
回
行
う
事
を

バ
い
レ
ベ
ル
と
見
て
い
ま
す
が

そ
も
そ
れ
を
初
見
で
ギ
リ
ギ
リ
対
応
す
る
リ

フ

の
方
が
ま
ず
お
か
し
い
か
ら

最
後
の

り

合
い
と
か
キ
リ
ト

力
値

は
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を

け
た
全
力
な
の
に
対
し
リ

フ

値

は
完
全
デ
フ

ル
ト
で
す
か
ら
ね

に
持
ち

め
た
事
が
そ
も
そ
も
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オ
カ
シ
イ

 
そ
ん
な
無

苦

な
技
を
作
り
使

て
み
せ
た
キ
リ
ト
に
リ

フ

は
内
心
成
⻑
を
喜
び

な
が
ら
も

・デ
・ス
・ゲ
・

・ム
・が
・終
・わ
・

・て
・い
・る
・の
・に

怒

の
成
⻑
を
見
せ
る
事
に
哀
し
さ
も
同
時
に

い
て
お
り
ま
す

 

分
身
キ
リ
ト
の

初
見
の

と
の
経
験
を

む

と
い
う
発

 
ア
レ
は
キ
リ
ト
本
人
が

た
事
と
変
わ
ら
な
い

で
逆
説
的
に
初
見
じ

な
い

と
の

経
験
は

方

ん
だ

と
も

え
ま
す

方
は

い
過
ぎ
か
も
で
す
が

 
そ
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
た
目
的
は

間
や
家

に
会
う

と

戦
闘
経
験
を

む

 
必
然
的
に
最

で
も
リ

フ

と
あ
る
程

刃
を
交
え
て
い
る
の
は
今
話
の
場

の
説
明
を

し
て
い
る
事
か
ら
も
明
ら
か

不
定
期
に
世
界
樹
の
根

で
や

て
い
る
か
ら
定
期
的
で
な
け

れ
ば
ギ

ラ
リ

は
来
な
い

と

え
る

 
つ
ま
り
リ

フ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
キ
リ
ト
の
成
⻑

合
を
あ
る
程

把
握
し
て
い
る

 
そ
ん
な
彼
女
が

ス
ヴ

ル
ト
前
に

べ
て
成
⻑
が
著
し
過
ぎ
る
と
違
和
感
を
覚
え
て
い
る

 
キ
リ
ト
の
成
⻑
は

ら
か
の
追
い

め
ら
れ
た
事
情
で

さ
れ
る
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
把
握

済
み

な
の
で
ス
ヴ

ル
ト
実

後
か
ら
ま
た

か
背
負
い

ん
で
い
る
の
で
は
と
い
う
疑
念
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に
対
し

確
信
を
得
る
に
至

た

 
も
う

ん
で
い
い
だ
ろ
う
も
う
背
負
わ
な
い
で
く
れ
と
過
去
思

て
い
た
が
予
想

り

か
背
負

て
強
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で

直
に
喜
べ
ず
に
い
る

 
最
後

り
の
リ

フ

の
心
境
は
そ
ん
な
感
じ
で
す

目
的
を

え
れ
ば
強
く
な
れ
て
い
る
事

は

師

と
し
て

し
い

で
も

義
姉
・

か
れ
た
者

と
し
て
は
哀
し
い
と
い
う

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
九
章
 

覚

悟

Ｐ
ｒ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ｅ
ｄ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
前

ユ
イ

後

ク
ロ
エ

点

 
文

数
は
約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
キ
リ
ト
と
リ

フ

の
戦
闘
は
お
よ
そ
十
五
分

い
た

 
一

的
に
は

く
感
じ
る
し
か
し

合
と
し
て
は
⻑
い
だ
ろ
う
時
間
の
中
で
二
人
は

な
戦
い
を

り
広

た

 
空
中
戦
闘
に

行
し
て
か
ら
少
年
は

武
器

を

し
二
刀
を
以
て
義
姉
で
あ
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る
シ
ル
フ
の
剣
士
を
攻
め
立
て
る
も
彼
女
は

み
に
そ
れ
を

き
反
撃
を
入
れ
る

少
年
も

さ
る
も
の
で
義
姉
の
反
撃
を
片
方
の
剣
で
弾
き
対
応
し
て
い
た

そ
の
た
め
十
五
分
間
ど
ち

ら
も
一
撃
も
ク
リ

ン
ヒ

ト
は
無
し

 
時
間
切
れ
を
知
ら
せ
る

自ユ
分イ

の
声
で

た
り
と
戦
い
は
止
ま
り

空
か
ら

下
し
て
く
る

 

故
か

リ

フ

が
キ
リ
ト
に

を

し
た
状

で

 
キ
リ
ト
は

労
し
た
の
だ
ろ
う
が
空

の
闘
技
場
で
猛

を
振
る

て

気
有
り

る
様

子
を
見
せ
て
い
た
彼
が

ま
さ
か
彼
女
と
の
一
戦
に
そ
こ
ま
で
消

す
る
と
は
思
え
な
い

ス

ヴ

ル
ト
が
実

さ
れ
る
前
に
も

か

練
と
し
て
刃
を
交
え
て
い
た
が
そ
の
時
に
は

労

し
て
い
る
様
子
が
無
か

た

む
し
ろ

ら
か
の
ク
エ
ス
ト
に
向
か
う
前
に
ス
パ

リ
ン
グ
と
し

て
空
き
時
間
に
し
て
い
た
く
ら
い

 

不
足
だ
と
し
て
も
あ
そ
こ
ま
で

労
は
し
な
い
だ
ろ
う

偽
物
が
出
た
せ
い
で

束
さ

れ
解
放
さ
れ
た
の
が
日
を

い
だ
後
で
も
現
在
時

は

前
九
時

な

で

食

を

済
ま
せ
る
事
を
前

に

え
て
も
五

六
時
間
の

眠
は
取
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
自
分
よ
り
も

攻
略
組

と
し
て
⻑
ら
く
一
緒
に
戦

て
来
た
面

の
方
が
分
か

て
い
る
よ
う
で
物

く

そ
う
で

同
時
に
心
配
そ
う
な
面
持
ち
で
二
人
を

え
入
れ
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て
い
た

 
大
地
に

り
立

た

キ
リ
ト
は

く
り
と
片

立
ち
に
し

が
み

む

 
ど
う
し
て

ら
な
い
の
だ
ろ
う
と

に
気
に
な

た
が

空
気
を

ん
で

る

ね

キ
リ
ト
は
ど
う
し
た
の

 
な
ん
か
す
ご
く
気
分
悪
そ
う
な
ん
だ
け
ど

い
え
あ
た
し
に
も
分
か
ら
な
く
て

終
わ

た

い
き
な
り
こ
ん
な
状

に
な
り
ま
し
た

か
ら

 
ユ
ウ
キ
が
問
う
も
リ

フ

も

惑
気
味
の
表
情
で

を
振

た

彼
女
で
も
分
か
ら
な
い

と
い
う
事
は
発
作
だ
と
か
持

だ
と
か
の

で
は
無
い
ら
し
い

 
ボ
ス
戦
後
の
状

に
近
い
な

と
彼
の
背
中
を

り
な
が
ら
ユ
ウ
キ
が

う

分
不
足

だ
と
思
う

分
不
足

 

血

て
こ
と

 
キ
リ
ト

あ
な
た
ま
さ
か

食
を

い
て
る
の

食
べ
た
よ

で
も

食
で
取

た
分
で
も

え
な
い
く
ら
い
消

が

し
か

た
ん
だ

と
思
う

の
戦
い
方
は

を

使
す
る
か
ら

 
彼
の

葉
を

い
て

得
を

く
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一

の
内
に

も
斬
撃
を
放
つ
反
応
速

は

論

剣
技

や

と
い

た

一

未

の
時
間
内
に
無
数
の

列
思

を
行
う
な
ら

へ
の
負

は
か
な
り
大
き
い

そ
の

の
エ
ネ
ル
ギ

源
は

分
そ
れ
も
ブ
ド
ウ

限
定

そ
れ
の
摂
取

を
超
え
る
勢
い
で
消

し
て
い
れ
ば

血

に
は

に
な
る
だ
ろ
う

 
キ
リ
カ
と

し
て
い
る
と
分
か
る
が

彼

は
食
べ
物
で
の

き

い
は
無
く

出
さ
れ
れ

ば

で
も
食
べ
る
し

め
ら
れ
れ
ば
そ
れ
を

ぶ
人
間
だ

つ
ま
り

か
が

め
な
い
限
り

分
の
多
い
デ
ザ

ト

を

に
し
な
い

を
分
解
す
る

の

が
悪
か

た
り
イ
ン

ス
リ
ン
の
感

性
の
影

で

分
解

が
悪
か

た
り
し
な
い
限
り
血

値
は

正
常
値

を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
彼
が
極

に

時
間
に

を

使
す
れ
ば

血

状

に
な
り

や

を
覚
え

て
も
お
か
し
く
な
い

け
れ
ば
手
の

え
最
悪
意
識
昏
倒
か
ら
死
亡
す
る
ケ

ス
ま
で
存
在

す
る

 
今
ま
で

も
刃
を
交
え
て
い
な
が
ら
今
日
い
き
な
り

き
た
点
は
気
に
な
る
と
こ
ろ

 
だ
が

そ
れ
は
今
は
良
い

 
体

が
心
配
に
な
り

義
弟
と

彼
の
背
中
を

る
義
姉
と
ユ
ウ
キ
に
近
付
く

彼
の
前
で
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し

が
み

に
手
を

て
た

 

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
か
ら
ピ
ク
シ

と
し
て
新
生
し
た
経

を
持
つ
自
分
や
ス
ト
レ
ア
そ
し
て
更

に
特

な
キ
リ
カ
に
は

他
の
ピ
ク
シ

に
は
無
い
特

機
能
を

つ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

 
そ
の
中
に
肉
体

触
し
た
プ
レ
イ

の
バ
イ
タ
ル
を
使

し
て
い
る

ハ

ド
か
ら

取
す

る
と
い
う
機
能
が
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

中
は
無

化
さ
れ
て
い
た
が

て
ん
か
ん
発
作
な
ど

の
失
神
を
来
し
た
時
に
自
動
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
機
構
は

ナ

ヴ
ギ
ア

に
も
備
わ

て
お
り

ア
ミ

ス
フ

ア

に
な

て
も
そ
れ
は
変
わ

て
い
な
い

多
く
の
者
が

違
い
し
て
い
る

が
あ
れ
ら
の
差
異
は
バ

テ
リ

パ

ク
の
有
無
と
そ
れ
に

う
性
能
差
の
み
で
あ
る

 
よ

て
プ
レ
イ

の
血
圧

体

な
ど
が
危
険
値
に
達
す
る
と
自
動
ロ
グ
ア
ウ
ト

シ

ク
エ
ン
ス
が
作
動
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
最
初
か
ら
イ
ン
ス
ト

ル
さ
れ
て
い
る

 
今
回
は
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
デ

タ
を

し

キ
リ
ト
の
バ
イ
タ
ル
を
把
握
し
た

 

血
圧

 

回
分

 

体

 
体

は
ま
だ
正
常

内
に
あ
る

だ
が

血
圧
と

を
同
時
に

発
し
て
お
り
か
つ
本



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

人
の
証

か
ら

す
る
に

間
違
い
な
く

血

状

に
あ
る

血
圧
と

が

す
ぎ
で
す

キ

今
す
ぐ
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し

分
を
補

し
て
下
さ
い

最
悪
死
に
至
り
ま
す

 
立
と
う
と
し
て
ぐ
ら
り
と
彼
の
体
が

ら
つ
い
た

前
に

た
私
は

嗟
に
彼
の
体
を

き

え
る

ち

う
ど

に

が

た
る
が
今
は
そ
れ
に

出
来
る
状

に
な
か

た

 
こ
う
し
て
い
る
今
で
も

に
血
圧
と

は
下
が

て
い
く

体

も

下
し
て
い
る

 
立
と
う
と
し
て
い
る
少
年
の
手
と

は
か
た
か
た
と

え
見
れ
ば

も
真

⻘

ど
う
や
ら

手
を
振
り

メ
ニ

を
呼
び
出
す
事
も
ま
ま
な
ら
な
く
な

た
よ
う
だ

 
こ
れ
で
は
自
動
切
断
さ
れ
る
の
も
時
間
の
問

 

か

お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う

 
し
か
し

か

う
前
に
が
く
り
と
彼
の
体
か
ら
力
が

け
ア
バ
タ

の
上
に
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ

ｏ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

の
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が
表
示
さ
れ
る

自
動
切
断
さ
れ
ま
し
た
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え

ち

バ
く
な
る
の

速
過
ぎ
な
い

 
あ

と
い
う
間
だ

た
じ

な
い

 

気
に
取
ら
れ
た

で
リ
ズ
ベ

ト
が

う

そ
れ
だ
け
我

し
て
い
た
の
か

食
の

分
で
補
え
な
い
速
さ
だ

た
せ
い
か

と
に
か

く

至

士
の
方
に

絡
を
し
な
い
と

も
う

絡
済
み
だ
よ

こ

ち
で
対
応
す
る

て
さ

そ
う

で
す
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ス
ト
レ
ア

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
彼
の
バ
イ
タ
ル
面
の
世
話
を
し
て
い
る
女
性
へ
の

絡
は
ス
ト
レ
ア
が
手

く

絡
を
済
ま

せ
て
く
れ
て
い
た

フ

ト
ワ

ク
の

い

士
の
事
だ

絡
を

け
て
す
ぐ
動
い
て
く
れ
て

い
る
だ
ろ
う

 
や
や
引

掛
か
る
の
は

今
の
彼
女
は
動
け
る
身
に
あ
る
の
か
と
い
う
事

指
名
手
配

で
は
な
く

ユ

ミ
ル

に
務
め

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

を
行

て
い
る
立
場
的
に

ゴ

ル
デ
ン

ウ

ク
と

え
ど
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

は

ん
で
い
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
り

ユ

ミ
ル

の

実

的
な
代
表
取

で
あ
る
以
上
彼
女
も

み
を
取
れ
な
い

だ

恐
ら
く
は
彼
女
が
引
き
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取

た
と
い
う
ク
ロ
エ
と
い
う
女
性
に

せ
た
の
だ
ろ
う
と
推

す
る

 
一
先
ず
現
実

で
も
す
ぐ
動
い
て
く
れ
る
事
に
安

し
た
私
は
力
な
く

れ
掛
か

て
来
る

少
年
の

を
横

き
に

き
上

る

力
値
は
そ
こ
ま
で
高
く
な
い
の
に
異
様
に

く
感
じ

た
あ

え

と

ユ
イ
さ
ん

ど
こ
に
行
く
ん
で
す
か

 
義
弟
を

え
て
歩
き
出
し
て
す
ぐ
水
色
の
小
⻯
を

に
載
せ
た

シ猫
リ妖
カ精

が
問
い
掛
け
て
来
た

こ
の
ま
ま
放

は
ア
レ
で
す
か
ら

リ

姉
の
ホ

ム
に

か
せ
よ
う
か
と

 
ど
こ
で
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
か
ら

く
は
ア
バ
タ

が
フ

ル
ド
に
残

た
ま
ま
に
な
る

こ
れ
は
負
け
そ
う
に
な

た
時
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
無

に
す
る

と
い
う
行

を

止
す
る

の

で
あ
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
ベ

タ
時
代
は

さ
れ
て
い
た
シ

ス
テ
ム
だ

し
か
も

Ｍ
ｏ
ｂ
か
ら
タ

ゲ

ト
に
さ
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る

や
ら
れ

る
と

に
デ
ス

ナ
ル
テ

を

け
る
上

常
時
に

べ
て
武

ド
ロ

プ

が
高
い

 
し
か
し
圏
内
コ

ド
の
無
い
中
立

と

え
ど

の
一

は
シ
ス
テ
ム
的
保
護
の
対

圏
内
で
あ
り

ロ
グ
ア
ウ
ト
後
は
す
ぐ
に
ア
バ
タ

が
消
失
す
る

こ
れ
は
ホ

ム
で
も
同
じ

 
そ
の
た
め
リ

フ

が
持
つ
ホ

ム
に
ア
バ
タ

を

い
て
お
く
つ
も
り
だ

た

キ
リ
ト
が
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復
帰
し
て
か
ら

り
た
ホ

ム
な
の
で

の
そ
れ
に
は

つ
も
部

が
あ
り
彼
も
一
時
的

に
間

り
し
て
い
た

自
分
と
ス
ト
レ
ア
キ
リ
カ
も

然
そ
の
ホ

ム
に
入
る
合

コ

ド

は

け
取

て
い
る
の
で
家
主
が

な
く
て
も
入
る
の
は
自
由
で
あ
る

 
そ
の
予
定
を
話
す
と

な
る

ど
で
す

と
彼
女
は

い
た

 
ち
な
み
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
は
ち

ん
呼
び
だ

た
彼
女
は
⻑
ら
く
大
人
形

を
取

た

せ
い
か

さ
ん
呼
び

に
な

て
い
た

ね

ユ
イ
ち

ん

 
今

は
義エ

メ
ラ
が
話
し
掛
け
て
来
た

を
向
け

線
で
先
を

す

 
彼
女
の
表
情
は
や
や
険
し
か

た

そ
れ
は
私
を
責
め
る
も
の
で
も
キ
リ
ト
に
怒
り
を

い

て
い
る
も
の
で
も
な
い

複

な
感
情
を
持

た
も
の

キ
リ
ト
は

そ
の
子
は

時
も
こ
ん
な
感
じ
な
の

 
そ
の
問
い
で

故
そ
の
表
情
を
し
て
い
る
の
か
を

す
る

 
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
キ
リ
ト
が
無

を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
不
安
と
危
惧
を
同
時
に

い
た
の
だ

し
か
し
彼
が
自
分
で
決
め
た
事
で
あ
り

ご
な
し
に
怒
り

い
か
ら
感
情
を
抑

え
て
い
る
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良
い

だ

 
そ
う
思

た

今
ま
で
電
話
で
声
だ
け
の
会
話
だ

た
の
に

も
見
な
い
で

と
し
て

け

容
れ
て
く
れ
た
人
に

更
に

意
を

く

 
そ
ん
な
女
性
に

私
は

ん
だ

 
自
分
の
表
情
は
見
え
な
い
け
れ
ど

き

と

哀
し
み
の
そ
れ
に
な

て
い
る
だ
ろ
う

今
回
の
こ
れ
は
流

に

外
で
す
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

中七
十
五
層
ま
で
は

に
し
て
こ
ん
な
感
じ

で
し
た

終

は
戦
力
的
に
も
精
神
的
に
も

が
生
ま
れ
た
よ
う
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

そ
う

ま

今
回
は
点

を
し
て
い
な
か

た
せ
い
だ
と
思
う
け
ど

点

で
す
か

血

値
が

い
か
ら

て

分
多
め
の
点

方
を

し
て
い
た
の

そ
れ
で
も

血

に

な
る
事
が
あ

た
ら
し
い
わ

に

労
や

を

え
る

に
回
復
が
速
い
と
気
に
な

て
た
ん
で
す
が
そ
う
い
う
事

だ

た
ん
で
す
か

 
日

の
攻
略

れ
が

し
た
と
い
う

に
回
復
が
速
い
と
疑
念
に
思

た
事
は
あ
る

義

の
話
の
よ
う
に

血

に
な

て
い
て
そ
の

に

分
補

の
点

を
し
た
か
ら
回
復
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が
速
か

た
と
す
れ
ば
最
速
の
反
応
速

に
よ
る
戦
闘
ス
タ
イ
ル
で
の
消

と
そ
れ
に
見
合
わ

な
い
回
復
速

に
も
辻
褄
が
合
う

 
思
え
ば
七
十
五
層
闘
技
場
や
圏
内
事
件
後
の
数
日
間
の
昏

は

血

に
よ
る
も
の
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う

得
を

い
た
後

空

の
転

で
合
流
す
る
約
束
を
し

動
す
る

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
に
人
が
流
れ
て
い
る
と
は

え
流

に
実

か
ら
四
日

も
経
て
ば
あ
る
程

て
来
る

で

中
に
は
そ
れ
な
り
の
プ
レ
イ

の

が
あ
る

や

は
り
大
型

と
い
う
事
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
人
間
は
多
い

 
そ
の
中
を
歩
け
ば
知
名

も

て
無
暗
に

目
を

び
る
の
で

索

ス
キ
ル
を
発

動
し
な
が
ら
空
を

び

目
的
の
場

へ
と
向
か
う

 
数
分
で

り

い
た
の
は

の
中
で
も

の
方
に

し
て
い
る
人

り
の
少
な
い
地

武

な
ど
主
要
な

設
が

て
い
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ト
か
ら
外
れ

て
い
る
せ
い
か
整
然
と
し
た
光

な
の
に
ど
こ
か

れ
て
見
え
る
や
や

め
の
道
を
突
き
進
ん

だ
先
に

義
姉
が

入
し
た
プ
レ
イ

ホ

ム
が
あ

た

 
真
白
い

を

ん
だ
ん
に
使
う

向
に
あ
る

の
中
で
異

を
放
つ
木

の

物

外



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

見
は

そ
の
も
の

正
面
か
ら
見
れ
ば
然
程
大
き
く
は
見
え
な
い
が

そ
れ
で
も
横
は

メ

ト
ル
あ
る

よ
り
恐
ろ
し
い
の
は

行
き
で
あ
り
な
ん
と
中
庭
を
ぐ
る
り
と

う
ロ

の

型
の

で
あ
る

吹
き

け
の
中
庭
を
持
つ
学

の

を
家
に
し
た
よ
う
だ
と
い
う

の
が
ア
ス
ナ
の

で
あ
る

こ
れ
ま
で
見
て
来
た
進
学

の
パ
ン
フ
レ

ト
の
中
に

似
し
た
も

の
が
あ

た
ら
し
い

 
一
体
ど
れ

ど
掛
か

た
の
か
は
怖
く
て

も

け
て
い
な
い

本
的
に
ホ

ム
の
値

は

間
取
り
の
広
さ

て
か

設
内
オ
プ
シ

ン
の

実
ぶ
り
で

さ
れ
る
の
だ
が
こ

の

は
プ
レ
イ

ホ

ム
と
し
て
は

ト

プ
ク
ラ
ス
な
の
で
間
違
い
な
く
一
千
万
ユ

ル
ド
以
上
掛
か

て
い
る

こ
の
弟
に
し
て
あ
の
姉
あ
り
と
は
こ
の
事
と

え
よ
う

 
そ
ん
な
家
の
敷
地
に
は

と

わ
ん
ば
か
り
の

め
し
い

が
一
つ

こ
れ
を
潜
ら
な
い

限
り
敷
地
内
に
足
を

み
入
れ
る
事
が
出
来
な
い

シ
ス
テ
ム
的
に

よ
り
上
は

ら
れ
て
い
る

か
ら
だ

 
持

て
い
る
合

を

の

穴
に
差
し

み

る

が
し

ん
と

を
立
て
て

が
開
い

た

鉄

型
の

を

し
て

を
潜
り
少
し
歩
い
て

に

達

の
持
ち
手
を
握
り
重

な
木
製
の

を
引
い
て
中
に
入
る
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ホ

ル

の

で

人
に

が
わ
れ
て
い
る
部

が

ぶ
二

に
上
が

た
後
⻑
い

廊
下
に
ズ
ラ
リ
と

ぶ

の
内
最
も

に
近
い
も
の
に
向
か
う

を
開
け
て
中
に
入

た

後

設

さ
れ
て
い
る
ベ

ド
に

か
せ

を

せ
た

 
シ
ス
テ
ム
圏
内
で
更
に

と
同

の

い
を

け
て
い
る
場

に

ち

か
せ
た
の
で
あ

と
五
分
と
要
さ
ず
彼
の
ア
バ
タ

は
消
失
し

完
全
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
状

に

行
す
る
だ
ろ
う

 
ベ

ド

に

掛
け

動
だ
に
せ
ず
横
に
な
る
少
年
の

に
手
を

ば
す

ま

た
く

・

・も
・変
・わ
・ら
・ず

世
話
が

け
ま
す
ね

 
そ
こ
が
か
わ
い
い
と
こ
ろ
で
す
け
ど

と
苦

す
る

 

く
り
と

器
の
如
く
白
い

を

で
る

ら
か
な
感
触
を

し
む
の
は

し
い
が

し
い
と
は
思

て
い
な
い

し
む
な
ら
も

と
和
気

と
し
た
時
が
良
か

た

あ
る
い

は

ピ
ク
シ

の
大
き
さ
で

全
身
で
感
じ
た
時
か

あ
な
た
は

を

え
て
い
る
ん
で
し

う
ね

 
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
脱
し
た
今
バ
イ
タ
ル
を
把
握
す
る
権
限
は
あ

て
も
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て

の
機
能
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
が
許
さ
な
い
た
め
彼
の
思

や
精
神
状

を
把
握
出
来
な
い
で

い
る

そ
れ
が
こ
れ

ど
も
ど
か
し
く
感
じ
る
と
は
思
わ
な
か

た
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人
の
悪
感
情
を

け
な
く
な

た
の
は

良
い
事
だ
と
思
う

 
し
か
し
今
私
は
そ
れ
を
求
め
て
い
る

こ
の
子
が

を

え
行
動
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い

か
ら

 

い
や

違
う

 
本

は
分
か

て
い
る

楔
と
な
る
人
が
一
人
で
も

る
限
り
彼
の

戦

う

生
き
る
動
機
は
常
に
変

わ
ら
な
い

大
切
な
人
を
護
る
た
め
で
あ
り

間
を
決
し
て
死
な
せ
な
い
よ
う
立
ち
振
る
舞
う

の
が
彼
だ

ス
ヴ

ル
ト
実

か
ら
不
可
解
な
行
動
を

け
て
い
る
の
も
そ
う
だ
ろ
う

 
そ
の
行
動
こ
そ
が

今
回
の
状

悪
化
を
引
き

こ
し
た
に
違
い
な
い

 
実

前
は
引
き

こ
さ
な
か

た

血

状

極
め
て

時
間
か
つ
極

な
バ
イ
タ
ル
の

下
が
り
様
か
ら
よ

ど

を

使
し
た
事
が

え
る

そ
れ

ど
ま
で
の
変
化
が

か
あ

た

の
だ

 
そ
し
て
そ
の
変
化
の
理
由
こ
そ

彼
を
全
力
足
ら
し
め
る
原
因
だ

 
遊
び
で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
最
悪
死
に
か
ね
な
い
体

ま
で
追
い

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
が

き
よ
う
と
し
て
い
る

契
機
と
し
て
は
ス
ヴ

ル
ト
実

彼
の

動
的
に
は
三
刃
騎

士

か

歌
姫

か
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で
も

そ
れ
は
な
に

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

は

ノ
之
束

士
と

場

士
の

名
が
全
力
で

た

て
お
り
更
に

コ
ピ

と
は

え
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を

い
て
い
る
事
か
ら
ハ

キ
ン
グ
に
対

し
て
は
異
様
な

さ
を
誇

て
い
る

デ
ス
ゲ

ム
中
に

十
人
も
の
ハ

カ

が

ん
で
は
学

し
よ
り
強

に
な

て
い
る
フ

イ
ア
ウ

ル
の
前
に

れ
去

た
と

く

故
に
仮

最
高

の
機

を

え
た
と
し
て
も
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し

て
い
る
プ
レ
イ

に

す
る
な
ど
事
実
上
不
可
能
に

し
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
場
合
開
発

中

に
食
い

ん
で
い
た

郷

之
が

破
壊
シ

ク
エ
ン
ス
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ナ

ヴ
ギ
ア
の
自
動
切
断
機
能
無

化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
人
知
れ
ず
組
み

み

フ

イ
ア
ウ

ル

内
に
し
て
い
た
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た
だ
け

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
前

件
か
ら
し
て
あ
り
得
な
い

郷
の
よ
う
に
人
の
記

精
神
の

な

ど
を
し
よ
う
に
も

ア
ミ

ス
フ

ア

だ
と

大

部
全
体
を

え
な
い
か
ら
不
可
能
だ
と
結
論

が
出
て
い
る
し

世
間
に
も

表
さ
れ
て
い
る

そ
れ
を
知
ら
な
い

が
無
い

 

然
キ
リ
ト
だ

て
そ
れ
は
知

て
い
る

と
も
す
れ
ば

郷
の

文
書
を

方

み

し
た
彼
の
方
が
七
色

士
よ
り

し
い
か
も
し
れ
な
い
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だ
か
ら

な
ら

ま
だ
分
か
る

 
し
か
し
こ
こ
ま
で
体

を
追
い

む

ど
に
な
る
と
最

で
は
済
ま
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
かキ

 

特
有
の
高
速
演

で

り
の
仮
説
を
立
て
る
が

ど
れ
も
決
定
打
に
欠
け

心
を

け
な
い

間
違
い
な
く
彼
は
私
達
を
護
ろ
う
と
動
い
て
い
る

な
の
に
道
理
に
合
わ
な
い

境
が

そ
れ
ら
を

却
す
る

 
な
ら

こ
れ
か
ら

か
が

き
る
と
い
う
の
か

 

ナ

ヴ
ギ
ア

よ
り

的

に

る

ア
ミ

ス
フ

ア

を
使
い

更
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
と

違

て
オ

プ
ン
ワ

ル
ド
状

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

一
体
な
に
が
出
来
る
の
か

あ
な
た
は

き

と

え
を
出
し
た
ん
で
し

う
ね

 
だ
か
ら
動
い
て
い
る

ま
だ

も

こ

て
い
な
い

で

き
得
る
事

を
回

す
る
た

め
に

 
な
ら

ど
う
し
て

手
伝
わ
せ
て
く
れ
な
い
ん
で
す
か
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彼
の
頼
み
と
あ
ら
ば
す
ぐ
に
力
を

す
人
は

人
も
い
る

実
力
的
に
も

的
に
も
恐

ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
は
ト

プ
ク
ラ
ス
の

戦
力
ば
か
り

 
監

な
ら

私
達
が
請
け
負
う

歌
姫
に
つ
い
て
な
ら

ク
ラ
ス
タ
化
し
つ
つ
そ
れ
で
も
義
理
を

先
す
る
ク
ラ
イ
ン
が

先
し
て

べ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

 

に
つ
い
て
な
ら
そ
れ
ら
し
い

文
書
や
方

イ
ン
タ
ビ

で
の

け

え
を
み

ん
な
で
探

て
来
る

 
知

を

し
て

し
け
れ
ば

ら
で
も

す

労
力
だ

て

し
む
つ
も
り
は
無
い

 

一
人
で
出
来
る
事
は
少
な
い
ん
だ
と

そ
う
学
ば
さ
れ

変
わ

た

な
の
に

 
き

と
百
層
ボ
ス
を
倒
し
た
後
に

か
が
あ

た
ん
だ
ろ
う

 
た

た
独
り
の
三

月

ゲ

ム
ク
リ
ア
か
ら
実

に
彼
が
覚
醒
す
る
ま
で
の
こ
の
期
間
に
つ

い
て

ど
の

間
は

を

使
し
た
せ
い
で
覚
醒
す
る
ま
で
時
間
が
掛
か

て
い
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
が

彼
の
義
姉
で
あ
る
自
分

リ

フ

ス
ト
レ
ア

同
一
存
在
の
キ
リ
カ

そ
し
て
義

で
あ
る

は
実

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内
で
彼
が
戦
い

け
て
い
る
事
を
知

て
い

る
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第
百
層
で
自
身
以
外
を
喪

て
そ
れ
で
も
ク
リ
ア
し
た
後
の
彼
が
一
体
ど
う
し
て
残
る
事

に
な

た
か
は

本
人
が

く

を

ん
で
い
る
か
ら
分
か

て
い
な
い

 
こ
れ
で
は
ま
る
で
逆

り
だ

 
せ
め
て
死
ぬ
つ
も
り
な
ん
て
無
い
よ
う
に
と
そ
う
強
く
願
い
な
が
ら
横
に
な
り
彼
の
ア
バ

タ

が
光
に

る
ま
で

き

め

け
た

  
ピ

ピ

と
不
快
な

が
部

に

く

 

に
横
た
わ
る
少
年
に
繋

ら
れ
た

つ
も
の
コ

ド
と
機
器
の
内
バ
イ
タ
ル
面
の

を

う
も
の
が
そ
れ
を
上

て
い
た

面
に

る
数

の
中
で

く
明
滅
す
る
数
値

そ
れ
は

現
在
の
血

を
示
す
も
の

正
常
値
よ
り
も

か
に
下
回

て
お
り
そ
れ
を

切
り
に
血
圧
や

ま
で

く
明
滅
す
る
危
険
値
ま
で

下
し
始
め
て
い
る

 

血

状
だ

 
束
様
か
ら
備
え
て
お
く
よ
う

わ
れ
更
識

内
に
特
別
に

意
さ
れ
た
一

に
て

書
で
時

間
を

し
つ
つ
彼
の
バ
イ
タ
ル
を
観

し
て
い
た

し
い
事
情
は
知
ら
な
い

彼
女
は
多

分
一
回
は

血

で
死
に
か
け
る
と
語
り

そ
の
時
の
対
応
を
伝
え

出

し
た
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引
き

け
な
い

な
ど
無
く

わ
れ
た
よ
う
に

機
し
て
い
た
の
だ
が

い

た
い
ど
ん
な
プ
レ
イ
を
し
て
い
る
の
か

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
か
ら
一
時
間
足
ら
ず
で

血

状
を
引
き

こ
す

ど

を

使
す
る
な

ど

常
で
は
無
い

 

を

め
る
の
を
自
覚
し
な
が
ら

わ
れ
た

り
に
動
く

ら
の

に

い
て
い
た
二
つ

の
内

一
つ
を
取
る

 
一
つ
は

器

容
れ
ら
れ
て
い
る

体
は
血

値
を
上

る

果
を
持
つ
ホ
ル
モ
ン
と

分

を
多

に

ん
だ

下
静

超

保
水

血

状
を

善
さ
せ
る
た
め
に
天
災

が
持
つ

と
技
術
を
集
め
て
作
ら
れ
た
彼
専

の
も
の

然
だ
が

学
会
の

な
ど

に
脱
し
て
お
り
違
法

物
に

す
る

も
本
来
な
ら

護
師

格
を
持

て
い
な
け

れ
ば
違
法
な
の
だ
が

バ
レ
な
け
れ
ば

罪
で
は
無
い

 
ア
ル
コ

ル
を

ま
せ
た
脱

で

を
消

し

上

動

の

動
を
探
り

て

そ
こ
に

器
を

す

く
り
と
保
水

を
入
れ
る

空
に
な

た

器
は
専

の

に

入
れ

間
違
い
が

き
な
い
よ
う

の
上
に

く

 
使

済
み

器
と
代
わ
る
よ
う
に
今

は
先
程
取
ら
な
か

た
も
う
一
つ
の
モ
ノ
を
取
る
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そ
れ
は

輪

見
た
目
が
機

的
で
現
代

者
風
に

う
な
ら
ロ

ク

古
風
に

う
な

ら
無
骨
な
そ
れ
は

の
バ
イ
タ
ル

器

無

器

常
に
彼
の
バ
イ
タ
ル
を

し
正
常
値
を
大
き
く
下
回
り
死
の
危
険
性
が
生
じ
た
場
合

時
対
応
出
来
る
よ
う
発
明
さ
れ

た
天
災
特
製
の
代
物

今
回
は

血

状
に

る
事
を
予
見
し
た
彼
女
に
よ
り
先
の

器

と
同
じ
内
容
物
を
入
れ
て
い
る

高
血

の
人
に
は
イ
ン
ス
リ
ン
を
高
血
圧
の
人
に
は

圧

な
ど

状
に
応
じ
て
内
容
物
を
変
え
れ
ば

現
場
に

新
を

す
代
物
な
の
で
発
表
す
れ

ば

に
特
許

請
も
の
だ
ろ
う
が
彼
女
は
そ
う
す
る
つ
も
り
が
無
く
未
だ
世
間
に
秘
匿
し
た

ま
だ
だ

然
な
が
ら
こ
れ
も

の

外
の
も
の
で
あ
る

 
そ
の
重
さ
一
キ
ロ
近
い

輪
を
彼
の

手

に

す
る

先
の

が

を

し
た
か
す

ぐ
に
血

値
は
正
常
値
下
限
へ
と

り
他
も
立
て
直
し
て
き
て
い
る
の
で
す
ぐ
に

輪
内
の

体
が
無

さ
れ
る
事
は
な
い

 
常
人
で
あ
れ
ば
そ
の
上
下
だ
け
で
も
昏
倒
も
の

 
だ
が

ア
ミ

ス
フ

ア

の
自
動
切
断
機
能
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
の
だ
ろ
う
彼
は

す
ぐ

に
意
識
を
覚
醒
さ
せ
た

く
り
と

き
上
が
り

の

に

掛
け
る

大

で
す
か
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あ
あ

死
に
か
け
た
け
ど

大

 
死
に
か
け
た
こ
と
自
体
大

で
は
な
い
の
だ
が

 
内
心
で

息
を

く

だ
い
ぶ
無

を
し
ま
す
ね

一
時
間
足
ら
ず
で
極

の

血

状
を

こ
す
な
ん
て

リ

姉
と

戦
し
て
い
た
ん
だ

そ
れ
だ
け
で
す
か

あ
あ

 

血

に
な
る
程
だ
か
ら
ど
ん
な

戦
か
と
思
え
ば

え
は
対
人
戦
一
つ
の
み
と
き
た

こ

の

え
に
違
和
感
を
覚
え
た
私
は
ま
た

を

め
て
し
ま
う

こ
れ
は
違
う
と

時
に
思

た

 
先
の

器
と

輪
の
二
つ
が
そ
う
思
わ
せ
た

束
様
の
様
子
か
ら

す
る
に

意

的
に
引
き

こ
し
た
の
で
は

分
は

意

的
か
も

も
う

分
は
結
果
的
に
か
な

 
や
や

な
物

い
に

を

る

ハ

キ
リ
と

う
彼
に
し
て
は
少
し

し
い

 
す
る
と
ぐ

た
り
と

を
見
て
い
た
彼
が

に

を
上

私
を
見
て
来
た

そ
の
金
色
の

に
思
わ
ず

ま
り
そ
う
に
な
る
が

ぐ

と
こ
ら
え
る
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ク
ロ
エ
は

夜
な
に
が
あ

た
か
は

い
て
い
る
か

夜

 
い
え

お
二
人
が

か
し
て
い
る
程

に
し
か

い
て
い
ま
せ
ん
が

 

夜
ユ

ミ
ル
本

か
ら
帰

し
食
事
や
入

を
済
ま
せ
た
後
は

日
の
ス
ケ

ジ

ル
を
確
認
し

に

し
た

束
様
は

事
が
あ
る
と

い
和
人
と
こ
の
部

に

て
い
た

そ
れ
く
ら
い
し
か
把
握
し
て
い
な
い

 
今

い
ち
お
う

い
た
の
だ
が

彼
女
は

が
あ

た
か
は
教
え
て
く
れ
な
か

た

 
た
だ
物

く
不
機

そ
う
な
の
は
伝
わ

た

彼
女
が
あ
あ
ま
で
感
情
を

わ
に
す
る
と
な
る

と

和
人

で

不
快
な
事
が
あ

た
の
だ
ろ
う
と
だ
け
推

し
て
い
る

 
そ
う

え
る
と

和
人
は
そ
う
か

と

い

し

た

血

を
一
気
に
引
き

こ
し
た
の
は
こ
れ
ま
で
と
違

て

の

分

エ
ネ
ル
ギ

消

が
増
え
た
か
ら
だ

そ
れ
は
分
か
り
ま
す
が

い
や
分
か

て
な
い

前

か
ら
し
て

日
ま
で
と
は
違
う

同
じ
だ

た
ら
今
ま
で
リ

姉
と
戦

た
時
に
も
同
様
の

状
を
引
き

こ
す

 

わ
ん
と
す
る
事
は
理
解
出
来
る

確
か
に
そ
こ
は
引

掛
か

て
い
た
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日
と
違
う
の
は

の

そ
の
も
の

の

理
限
界
を
引
き
上

る

に

の

子

変
換
機
能
を
流

し
原
子
配
列
か
ら
組
み
換
え
弄
り

し
た

の

間
演

速

を

引
き
上

た
か
ら

時
間
で

分
切
れ
を

こ
し
た
ん
だ

そ
れ
は

 
か
な
り

か
れ
た
説
明
だ

た
が

に
つ
い
て
教

を

け
た
身
故
に

を
し
た
の
か
は

理
解
出
来
た

出
来
て
し
ま

た

な
ま
じ

ア

ド

ヴ

ン

ズ

ド

伝
子
強
化
個
体
と
い
う
生
体
兵
器
と
し
て

生
み
出
さ
れ
多
く
の
投

あ
実
験
を

け
た
身
故
に
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
危
険
な
も
の
か
も
分

か

た

を
弄

た
の
だ

一
つ
間
違
え
ば

人
に
な

て
い
た
に
違
い
な
い

裏

で

え
ば

そ
れ
は

い
事
で
あ

て
も

な
ん
ら
お
か
し
い
事
で
は
無
い

 

を
殺
す

 
生
き
残
る

 
そ
れ
ら
の

な
ら

だ

て
す
る
の
が
裏
の
人
間

こ
の
家

更
識
の
者
で
も
あ
の
天
災
で
す
ら

裏

に
ど

り

か

た
狂
人
に
は
手

の
面
か
ら

わ
な
い

彼
女
ら
は
そ
こ
ま
で
堕
ち

て
い
な
い

ま
だ
善
と
悪
で
語
れ
る
部

だ

 
だ
が

こ
れ
は
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血

状
を
引
き

こ
す
の
は
分
か

て
い
た

だ
か
ら

仕本
事番

前
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ

シ

ン
を
し
て
万
全
な
状

で
全
力
を
出
し
た
時
に
ど
れ
く
ら
い
戦
え
る
の
か
限
界
を
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ

た

さ

き
は
そ
の
た
め
の
フ
ル
ダ
イ
ブ

結
果
は
十
五
分

一三
回十
分分

の

合
に
も

た
ず

し
か
も
リ

姉
と
は
引
き
分
け

話
に
な
ら
な
い
な

 
立
ち
上
が
り
部

に
備
え
付
け
ら
れ
た
ク
ロ

ゼ

ト
か
ら
出
し
た

手
の
黒
い
シ

ツ
に

か
ら

え
つ
つ

彼
は

と
己
の

性限
能界

に
つ
い
て
語
る

 
そ
の
様
は
善
や

の悪
た
め

な理
らや
ど人
ん道
なも
こ

と慮
もし
すな
るい

者
と
同
じ

 
違
う
の
は

狂

気

興
味
本

か
そ
う
で
な
い
か

 
彼
は
目
的
の
た
め
に

進
す
る
が
そ
れ
も
人
道
か
ら
は

み
外
れ
な
い
よ
う

意
し
配
慮

し
て
い
る

た
だ
自
分
自
身
を
そ
こ
か
ら

外
し
て
い
る
だ
け

い

た
い

を

え
て
そ
ん
な
事
を

必
要
だ
か
ら
し
た

く
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い
か
ら

保
険
を
掛
け
て
お
き
た
か

た
ん
だ

保
険

あ
あ

が

な
い
内
に
リ

姉
達
が
セ
ブ
ン
に
入
れ

ん
で
た
ら
こ

ち
の
思
惑
は
全
部

水

に
帰
す

だ
か
ら

の
本
気

合
を
感
じ
さ
せ
た
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は

の
事
を
理
解
し
て
い
る
か
ら

と
彼
は

む

 

と

背

が

く
な

た

が
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
と

三
刃
騎
士

を

し
て
い
る
事

そ
し
て

に

て

か
し
て
い
る
事
を

も
気
付
い
て
る

で
も
そ
れ
が
ど
れ
く
ら
い
本
気
か
ま
で
は
分
か

て
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
違

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
ア
ミ

ス
フ

ア
だ
と
命
の
危
機
と
繋
が
り
に
く
い

か
ら
だ

だ
か
ら

血

に
わ
ざ
と

る

ど
本
気
だ
と
感
じ
さ
せ
る
た
め
に

を

論
そ
れ
だ
け
じ

な
い

と
い
う
か
メ
イ
ン
は

に

の

の
限
界
を
引
き
上

る
た

め
で

仕

事

そ

ち
は
オ
マ
ケ
だ
よ

 
く
す
り
と

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
の

葉
に

だ
と
悟
る

 
和
人
が
戦
う
理
由
な
ど
最
初
か
ら
決
ま

て
い
る

彼
の
義
姉
か
ら
も
教
え
ら
れ
た
大
切
な

人
を
護
る

に
無

を

わ
な
い
と
こ
ろ
は

せ
な
か

た
と
哀
し

に
語

て
い
た

 
彼
に
と

て
強
く
な
る
の
は
最
終
的
に

場

を
得
る

そ
れ
は
親
し
い
人
達
と

せ
に

生
き
る
た
め

 
彼
に
と

て

引
き

け
た
仕
事
は
そ
れ
を

す
手

の
一
つ
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彼
の
行
動
は

全
て
み
ん
な
と
生
き
る
と
い
う
目
的
一
つ
に

ら
れ
て
い
る

メ
イ

ン
だ
と
か
オ
マ
ケ
だ
と
か
そ
ん
な
も
の
は
な
い

リ
カ
バ
リ

可
能
な
も
の
が
彼
に
と

て

は
オ
マ
ケ

い

絶
対
外
せ
な
い
も
の
が
メ
イ
ン

い
な
だ
け
だ

そ
れ
を
私
に
教
え
て
よ
か

た
ん
で
す
か

束
様
や
直
葉
様
に

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
構
わ
な
い

を
七
色

士
に

入
れ
さ
せ
な
い
の
が
メ
イ
ン
こ
ん

な

遠
な
や
り
方
を
し
て
る
の
は

の
我

だ

知
ら
れ
よ
う
が
知
ら
れ
ま
い
が
怒
ら
れ
る
の
は

変
わ
ら
な
い

知
ら
れ
た
ら

そ
れ
が

ま
る
だ
け
の
事

 

知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

は
無
い
よ

 

の
表
情
で

い
切
ら
れ
る

そ
の
程

の
行
動
は

り

み
済
み
だ
と
そ
う

わ
れ
た

気
分
に
な
る

怖
く
な
い
の
で
す
か

自
分
が
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
直
葉
様
達
に
怒
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と

怖
い
よ

わ
れ
た
く
な
い
怒
ら
れ
た
く
な
い
と
は
思

て
る

死
ぬ
の
も
怖
い

だ
か
ら

束

士
や
ク
ロ
エ
に
迷
惑
を
掛
け
て
で
も
生
き

ら
え
て
る
ん
じ

な
い
か

今
回
だ

て
協
力
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を
頼
ん
で
な
か

た
ら
そ
の
ま
ま
昏

で
死
ん
で
た
よ

和
人
を
死
な
せ
な
い
た
め
に
も
う
協
力
し
な
い
と

そ
う

わ
れ
た
ら

 
そ
の
問
い
は
彼
の

が
こ
ち
ら
の
協
力
あ
り
き
の
ハ
イ
リ
ス
ク
な
も
の
だ

た
か
ら

そ

れ
に
協
力
し
な
い
と
な
れ
ば

彼
も
危
険
だ
か
ら
と

め
る
の
で
は
と
予
想
し
た

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
構
わ
な
い

死
な
な
い
ギ
リ
ギ
リ
を
見
極
め
な
が
ら

行
だ

 
し
か
し
彼
は
あ
く
ま
で

め
る
気
は
な
い
ら
し
い

協
力
を
得
ら
れ
な
く
な

て
も

怒
ら

れ

わ
れ
る
事
に
な

て
も

止
ま
ら
な
い

そ
の
覚
悟
で
動
い
て
い
る
よ
う
だ

 
で
も

そ
れ
は
矛
盾
し
て
い
る

和
人

あ
な
た
の
願
い
は

と

せ
に
生
き
る
事

と

そ
う

い
て
ま
す

し
か
し
あ
な

た
の
行
動
は

そ
れ
に
反
し
て
い
る

人
を
遠
ざ
け
て
い
る

死
の
リ
ス
ク
を
背
負

て
い
る

ま
る
で
矛
盾
し
て
い
ま
す

 
彼
女
達
に
事
情
を
話
さ
ず
一
人
で
行
動
す
る

結
果
的
に
彼
女
達
は
護
ら
れ
る
だ
ろ
う

し

か
し
理
解
は
得
ら
れ
ま
い

そ
れ
で
は

彼
や
彼
女
ら
が
想
う

せ
な
未
来
は

得
ら
れ
な
い

 
そ
う
指

す
る
も
彼
は
矛
盾
し
て
い
な
い
と
ハ

キ
リ
と
返
す

こ
ち
ら
か
ら

線
を
切

り

の
レ
バ

に
手
を
掛
け
た
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の
行
動
は
全
て
そ
の
願
い
に
集
約
さ
れ
て
る

護
る
事
も
生
き
足
掻
く
事
も

死
な
せ
な

い
た
め

生
き
る
た
め
に
必
要
な
リ
ス
ク
で
あ
り

努
力
で
あ
り

過
程
だ

死
の
リ
ス
ク
を
背
負

て
で
も
で
す
か

 
し
つ
こ
い
く
ら
い
問
う

せ

か
く
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
生
還
し
た
の
に
そ
れ
で
は
無
意
味
で

は
な
い
か
と

く
疑
問
が

そ
う
さ
せ
た

 

の
代
償
も
払
わ
ず

か
を
得
よ
う
な
ん
て

が
良
す
ぎ
る
だ
ろ
う

  
レ
バ

に
手
を
掛
け
た
ま
ま

彼
は

た

 

ぞ
く
り
と

体
が

え
る

 

と
し
た
問
い
掛
け

声

や
声

は
変
わ

て
い
な
い
の
に

え
た

あ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
学
ん
だ
事
が
あ
る

そ
れ
は

 

が

え
る

 
声
が

え
る
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圧
倒
さ
れ
て
い
た

 

像
で
の
み
知

て
い
る
剣
士
と
し
て
の
彼

戦
う
者
と
し
て
成
⻑
し
た
少
年
の
圧

た
だ
話

し
て
い
る
だ
け
な
の
に

圧
倒
さ
れ
る

こ
の
世
は

弱
肉
強
食

強
け
れ
ば
生
き

弱
け
れ
ば
死
ぬ

 

み

め
る
よ
う
に

わ
れ
る

 
あ
る
意
味
で
こ
の
世
の
真
理

 
共

的

会

争

会

そ
の

か

の
国
家
形

が
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
れ
よ
り

れ
た
者
が
上
に
立
つ
の
は
こ
の
世
の
摂
理
だ

け
れ
ば

は
上
が
る

強
け
れ

ば
大
会
で
上
に
立
つ

人
間
だ
ろ
う
と

獣
だ
ろ
う
と
生
き
る
上
で
は

争
は

け
て

れ

な
い

 
実
験
に

ぐ
実
験
で
期

値
を
上
回
れ
な
か

た
せ
い
で

分
さ
れ
掛
け
た
身
と
し
て
そ
れ

は
本
能
と
経
験
の

方
で
理
解
し
て
い
る
も
の
だ

た

 
数

で
上
下
が
決
ま
る

正
な
仮
想
世
界
で
あ
れ
ば

そ
れ
は
よ
り
一
層
克
明
に
な
る

 
デ
ス
ゲ

ム
を
終
わ
ら
せ
た
立

者
と
し
て
は
人
一

た
る
も
の
を
感
じ
て
い
た

だ

か
を
得
る
に
は

同

の
代
価
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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価
交
換
の
原

 
現
代
で
は
金

で
交
換
さ
れ
る
物
品
が
表
し
て
い
る

仕
事
を
こ
な
し
て

を

う

そ
う

し
て
こ
の
世
は
成
り
立

て
い
た

つ
ま
り
彼
が
望
む
も
の
を
得
る
に
は

応
の
リ
ス
ク
を

払
う
べ
き
と
い
う
事

そ
し
て

 

と

和
人
が

越
し
に
振
り
返
る

 
彼
の

は

歪
ん
で
い
た

不

な

み
は

歪
な
も
の
に
な

て
い
た

 
ま
る
で
怒
り
を

え
て
い
る
よ
う
な

大
事
な
事
を
他
人
に

せ
る
べ
き
で
は
な
い

安

に
他
人
を
信

し
て
は
な
ら
な
い

 

み

め
る
よ
う
に

そ
う

た

 
そ
れ
を
最
後
に

彼
は
部

か
ら
出
て
行

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

分
不
足
で
ダ
ウ
ン
を

が
予
想
で
き
た
か

 

の
エ
ネ
ル
ギ

源
は
ブ
ド
ウ

で
物

く
集
中
す
る
と
そ
れ
の
消

が

を
上
回

り
血

値
が

下
し

や

き
気

な
ど
を

す
る

血

状

に
な
り
ま
す

キ

リ
ト
は

を

し
演

速

を
上

た
せ
い
で
消

が
増
大
し
た

た
十
五
分
で

え

き
た

で
す
ね

 
原
作
グ
リ

ム
ア
イ
ズ
戦
後
に
キ
リ
ト
が
倒
れ
た
の

て

の
演

速

の
限
界
を
ず

と

引
き
出
し
な
が
ら

れ
な
い
二
刀
ス
キ
ル
を
全
力
で
ブ

ス
ト
す
る
と
い
う
極
限
ま
で
集
中
を

要
す
る
事
を
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

な
ら
な
ん
で
そ
う
な

た
の
か
と
思

て

分
不
足
に

 
点

に
は
あ
る
程

の

分
や

分
が

ま
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
で
回
復
が

常
よ
り
速
い

感
じ
だ

た

で
す

 
し
か
し
本
作
現
時
点
だ
と

然
点

な
ん
て
し
て
な
い
の
で
キ
リ
ト
は

血

に
な
り
ぶ

倒
れ
ま
し
た

 
そ
の
倒
れ
る
事
す
ら
も
リ

フ

達
の

心
配

や

信
頼
感

を

し

セ
ブ
ン
達
に
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心
を
向
け
さ
せ
る
も
の

 
本
作
の
主
人

は
と
て
も
面
倒
く
さ
い

ツ

れ
愛
想

か
さ
れ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ

ん
ね

 
そ
れ

み
で
ユ
ウ
キ
達
は
追
い
掛
け
て
い
ま
す
が

 
た
だ
し

者
か
ら
は
愛
想

か
さ
れ
て
も
文

は

え
な
い

 
あ

お
気
に
入
り
が

て
い
く
様
が
見
え
る
ぞ

オ
オ

オ
オ
オ
オ
オ

バ
ル
バ
ト
ス
断

魔

 

そ
ん
な
こ
ん
な
で
前

 
以
前

影
キ
リ
ト

作
時
に
ユ
ウ
キ
ク
ラ
イ
ン
と

め
て

き
の
め
し
て
た
の
に

故

 
と
思

た
方
は

こ
れ
ま
で
の
リ

フ

の
戦
い
方
を
思
い
出
し
ま
し

う

 
彼
女
他
キ

ラ
と
の

戦
時
に
全
力
を
発

す
る
時

て
決
ま

て
他
を
下

て

騎

で

む
ん
で
す
よ
ね

更
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

ロ
プ
レ
イ
が
常

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
シ
ノ
ン
と
組
ん
で
た

け
ど

後
方

を

せ
て
い
た
の
で

本
的
に
前
衛
は
自
分
独
り

 
つ
ま
り
本
作
リ

フ

は

キ
リ
ト
以
上
の
前
衛

ロ
指
向

 
キ
リ
ト
よ
り
一
人
だ
と
強
い
と
い
う
意
味
で
は
無
く
集

戦
だ
と
キ
リ
ト
よ
り

り
つ
つ

一
対
一
だ
と
キ
リ
ト
と
同

と
い
う
意
味
で
す
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剣
道
や
剣
術
は
一
対
一
に
向
い
て
い
る
代
物

対
複
数
を
得
意
と
し
て
い
る
場
合
本
人

の
技

と
反
応
速

一
撃
で

を
殺
す
型
を
持

て
い
る
事

滅
速

が

件
な

で

大

の
化
け
物
剣
士
は
ど
れ
も

越
し
て
い
ま
す

 
対
ボ
ス
戦
な
ら

間
と

出
来
る
リ

フ

は

対
人
で
の
集

戦
闘
の
経
験
が
リ
ア
ル
・

バ

チ

ル
ど
ち
ら
も
少
な
い

 

と
い
う
か
リ

フ

の

間

撃
を

間
と
の

で
超
え
る
事
が
出
来
な
い
か
ら

一
対
一
で
は

ロ
の
方
が
強
い

 
な
の
で
現
状

キ
リ
ト
と
リ

フ

は
タ
イ
マ
ン

 
こ
れ
ま
で
の
タ
イ
マ
ン
で
完

さ
れ
て
た
事
を

に
す
る
と
キ
リ
ト
の
覚
醒
の
仕
方
が
え

つ
な
い

リ

フ

の
技
術
・
経
験
を
キ
リ
ト
は
反
応
速

だ
け
で
真

向
か
ら

殺
し
て

る

で
す
か
ら
ね

速
か

た
反
応
速

が

の

で
更
に

ド
ン

 

ハ

ド
使
え
ば
更
に
ド
ン

 

か
と
め
ろ

 

ど
ん
な
に

さ
れ
て
も
最
終
的
に
目
的
を
達
せ
ら
れ
れ
ば
い
い
の
で
修
正
は
可
能

と
あ
る

の
ア
レ
イ
ス
タ

に
は
程
遠
い
が
ね
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さ
てく

ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い
な
ど
と

た
よ
う
に
一

点
は
現
実

に

更
識
・

姉
妹
の
出
番
ダ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

手

の

輪
は
Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
２
の
黒
い

輪
の
コ
ン
パ
ク
ト

ｅ
ｒ
の

イ
メ

ジ
で
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第
二
十
章
 

悩
め
る
子
羊

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
前
回
ア
ン
ケ

ト
し
て

先
生
登
場
だ
と
思

た
で
し

う

し

な
い
先
に
こ
れ
を

ま
せ
て

き
ま
し
た

後
で
前
話
と

番
を
変
え
よ
う
か
な
と
思

て
い
ま
す

 
今
話
は
オ

ル
ア
ス
ナ

点
で
す

原
作
七

の
内
容
が

ど
カ
ナ

違
い
が
分
か

た
ら

い
 
文

数
は
約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
キ
リ
ト
を
リ

フ

の
家
ま
で
送

て
行

た
ユ
イ
と
合
流
後

ア
ス
ナ私

は
リ

フ

ユ
イ
ス
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ト
レ
ア

キ
リ
カ

シ
ノ
ン

シ
リ
カ

リ
ズ
ベ

ト

ユ
ウ
キ

ラ
ン

サ
チ

フ

リ
ア

エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン
達
六
人

風
林
火

ケ

イ

タ

達

四

人

月
夜
の
黒
猫

シ

ウ

ネ

達

五

人

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

か
ら
な
る
合

二

十
八
人
の
大

で

第
二
エ
リ
ア

砂

谷
ヴ

ル
グ
ン
デ

の
攻
略
に
掛
か

た

 

前
中
は
フ

ル
ド
全
体
と
モ
ン
ス
タ

の
生
息

の
把
握

本
格
的
な
攻
略
は
お

を

ん
だ
後
か
ら
に
な

て
い
る

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
攻
略
に
本

が
入

た
の
は

多
分
今
日
か
ら
だ

浮

原
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
攻
略
は
そ
の

ど
が
キ
リ
ト
の
手
に
よ

て
キ

ア
イ
テ

ム
の
入
手
と
使

が
行
わ
れ
て
お
り
実
は
自
分
達
の
手
で
あ
ま
り
進
め
ら
れ
て
い
な
い

に

入
る
前
だ

た
事
も
あ
り
日
中
は
学
業
に

ら
れ
る

そ
れ
に
反
し
自

か
ら

信
教
育
と
い

う
形
で
与
え
ら
れ
た

の
み
す
れ
ば
い
い
彼
は
日
中
で
も
ロ
グ
イ
ン
出
来
る

そ
の
差
が
彼

と
自
分
達
の
攻
略
速

に

し
て
い
た

日
中
は
仕
事
や
学
業
で
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い
人
達
も

多
い
三
刃
騎
士

と

の
速

に
な

て
い
た
の
は
人
海
戦
術
の
恐
ろ
し
さ
を
見
る
べ

き
か

彼
が
速
過
ぎ
る
と

う
べ
き
か

 

ん
や
り
と

を

る

ね

ア
ス
ナ

い
た
い
事
が
あ
る
の
だ
け
ど

て
い
い
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を
歩
く

シ猫
ノ妖
ン精

が
⻑
弓
を
下

な
が
ら
問
う
て
く
る

か
に

を

く
し
て
い
る
彼

女
の
眼
は
ど
こ
か
虚
ろ
だ

 
多
分
私
も
同
じ
目
を
し
て
る
ん
だ
ろ
う
な

と

え
な
が
ら

線
で
先
を

す

 

く
な
い

  
火う
傷だ
しる
そよ
うう
なな
ささ

の
中

つ
り
と

独
り

の
よ
う
に

か
れ
る
そ
の

葉

 

間

場
に

り

め
て
い
た

が
解
か
れ

決
壊
す
る

あ
あ

も
う

分
か

て
た
け
ど

え
て

わ
な
か

た
事
な
の
に

 
一
番
に

れ
を
切
ら
し
た
シ
ノ
ン
に

く
ユ
ウ
キ

ス
ピ

ド
型
の
前
衛
と
し
て
動
き
回
る
か

ら

く
感
じ
る
ら
し
い

仮
想
体
だ
か
ら
動
く
事
で
体

が
上
が
る
な
ん
て
仕
組
み
は
無

い

発

は
体

を
下

る

の
機
構
だ
が

ア
バ
タ

に
は
再
現
さ
れ
て
い
な
い

 
し
か
し
人
間
は
錯
覚
や
思
い

み
で

応
の
結
果
を
出
し
て
し
ま
え
る
生
き
物
だ

い

境
の
中
で
体

を
上

る
程
に

し
い
運
動
を

け
れ
ば
仮

そ
れ
が
錯
覚
だ
と
理
解
し
て

い
て
も

く
感
じ
る
の
は
自
明
の
理
だ

た
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探
索
開
始
か
ら
一
時
間
足
ら
ず
と
は

え
戦
闘
は

か
こ
な
し
て
い
る
し
対
峙
す
る

Ｍ
ｏ
ｂ
の

ど
が

に

す
る
攻
撃
を
し
て
く
る
も
の
ば
か
り

波
で
更
に

気
が
増
す

 
が
り
が
り
と

精
神
を

ら
れ
て
い
く

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
思

た
け
ど
よ
こ
う
い
う
と
こ
ろ
ま
で

実
な
の
も
ち
と

え
も
の
だ
よ
な

オ
リ

あ
ち

の
も

さ
み

の
も
苦
手
な
ん
だ
よ

 
う
へ

と
刀
を

い
だ
ま
ま
ク
ラ
イ
ン
が
ぐ

た
り
と

く

和
風

の
彼
は

手

の

で
あ
る
私
や
ユ
ウ
キ
ラ
ン
達
よ
り
も
更
に

い

だ

せ
空
気
が

け
る
隙
間
が
明

ら
か
に
少
な
い

 
そ
ん
な
刀
使
い
に

お
前
は
ま
だ
い
い
だ
ろ

と

を
背
に

ぐ
エ
ギ
ル
が

う

サ
ラ
マ
ン
ダ

の
お
前
は
火

性
が

高
い
ん
だ

ら
に

べ
り

マ
シ
だ
ろ
う

そ
う
は

て
も
よ

こ
の

境
じ

の

て
モ
ン
だ
ろ

う

い
よ

 
ぐ
で
ん
と

り
始
め
た
男
達
の

ら
で

出
の
多
い

紺
の
大
剣
使
い
が

き
を
上

る

 
彼
女
の
手
に
は
小

が
握
ら
れ
て
い
た

内
容
物
は

の

体

一
個

万
ユ
ル
ド
の

グ
ラ
ン
・
ポ

シ

ン

最
高

回
復

を

タ
ン
な
の
に
彼
女
は

も
う
と
し
て
い
た
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ぐ
わ
し
と
手

を

ん
で
制
止
す
る

ス
ト
レ
ア
さ
ん

そ
れ
グ
ラ
ポ

 
と
い
う
か
水

は

も
う

み

し
ち

た

速
 

で

人
に
配

て
お
い
た
水

を
一
時
間
足
ら
ず
で

み

す
な
ん
て

と

然
と
す
る

遠
足
で
後
先

え
ず
に

み

し
お

の
時
に
ベ

を
か
く
子

か

し
か
も
ポ

シ

ン

で
水
分
補

し
よ
う
と
す
る
な
ん
て

 

く
火

た

を
見
て
か
な
り
限
界
に
近
い
ら
し
い
と

し
た
私
は
あ
あ
も
う
と

た
後

ベ
ル
ト
か
ら

る
さ
れ
た
ス
ト
レ
ア
の
水

を
奪
い
取
り

を
開
け
る

 
そ
し
て

手

で

い
で
い
た
ス
ト
レ
ア
の
義
姉
に

ず
ず
い
と
向
け
る

ユ
イ
ち

ん

お
水
出
せ
な
い
か
な

え

 
水
を
出
す
と

て
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

と
い
う
よ
り

で
あ
る
私
で
は

の
自
然

作
は
出
来
ま
せ
ん
が

 
知

て
る

で
す
よ
ね

 
と

し

に
問
う
て
く
る
彼
女

剣
か
ら

れ
出
し
た
水
を
入
れ
る
の
は
無
理
か
な
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裏
に
浮
か
ぶ
の
は
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
セ
ル
ム
ブ
ル
グ
に
構
え
て
い
た
ホ

ム
で
彼
に

ご

を
振
る
舞
う
時
の
事

あ
の
時

作
業
を
マ
ニ

ア
ル
で
行

て
い
た
彼
は
製
作
に

必
要
な
水
を

剣
か
ら
出
し
て
代

し
て
い
た

時
は
自
然
属
性
の

作
を

意
で
行
え
て
い

な
か

た
の
で
逆
説
的
に

剣
か
ら
水
を

れ
出
す
事
と

れ
出
た
水
を

ら
か
に

い
る

事
は
可
能
と
い
う
結
論
に
行
き

く

 
そ
う
説
明
す
る
と
や

て
み
ま
し

う
と

き
水
色
の

剣
を
取
り
出
し
切

先
を
水

の
上
に

い
た

そ
こ
か
ら
水
が

き
出
し

予
想

り
水
は
水

の
中
に

ま
り

け

る 
魔
法
で
出
し
た
水
は
攻
撃
や

な
ど
の

目
を
終
え
る
か
時
間
経
過
で
自
然
消
滅
す
る

し

か
し

の

剣
で
出
し
た
水
は
残
り

け
る
よ
う
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
思

て
い
た
が
や
は
り

は
謎
が
多
い

出
自
は

論
シ
ス
テ
ム

的
な

い
も
他
の
武

や
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
よ
り
異

だ

 

そ
の
疑
念
を

へ
追
い
や
り
水
で

タ
ン
に
な

た
水

を
ず
い
と
ス
ト
レ
ア
へ
差

し
出
す

ス
ト
レ
ア
さ
ん

は
い
こ
れ
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わ

ア
ス
ナ

あ
り
が
と

 

も
う
と
し
て
い
た
グ
ラ
ポ
を
仕
舞
い

ス
ト
レ
ア
は
手

く
水

を
手
に
取
り

け
る

ご
く
ご
く
と
一
気

み
の

が

こ
え
た

は

と

み
終
え
た
時
の
水

は

く
も
空

だ

ユ
イ
が
再
び

剣
か
ら
水
を
出
し
補

を
始
め
る

あ

生
き
返

た

 
ア
ス
ナ
に
は
お
礼
に
ぎ

て
し
て
あ

る
ね

へ

わ

 
ぎ

 
と

い
な
が
ら

き
付
い
て
来
る
ス
ト
レ
ア

い

を

て
い
て

主

し
て
く
る

な

体
が
密

さ
れ
る

ち

ち

と

ス
ト
レ
ア
さ
ん

離
れ
て

 

更

く
な
る
よ

 
だ
い
た
い

で

お
礼
に

き

く
の

え

だ

て
ア
ス
ナ
は

き
付
か
れ
る
と

し
く
な
る
ん
じ

な
い
の

て

ど
こ
情
報
な
の
そ
れ
は

 
見
た
目
は
完
全
に
大
人
の
女
性
な
の
に

動
が
ど
こ
か
子

い
か
ら
予
想
を
付
け
ら
れ
な

い

無

と
い
う
の
か
知
識
で
そ
う
だ
か
ら
実
行
す
る
思

た
か
ら
行
動
す
る
な
ど
直
情

的
な

動
が
多
す
ぎ
る
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パ
ラ
メ

タ
的
に
抗
え
な
い
の
で

だ
け
で

抗
し
て
い
る
と
ぐ
わ
し
と
ス
ト
レ
ア
の

の

を

み

が
し
て
く
れ
る
人
が
現
れ
た

 
水

を
片
手
に

れ
と

れ
を

交

に
し
た
表
情
の
ユ
イ
だ

た

ス
ト
レ
ア

人
に
迷
惑
を
掛
け
て
は
な
ら
な
い
と

た
ら
分
か
る
の
で
す
か

え

だ

て

き
付
く
と
喜
ぶ

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
デ

タ
で
そ
う
出
て
た
し

ち

女
み
た
い
に

わ
な
い
で
く
れ
る
か
な

い
や
流

に
そ
う
は
思

て
な
い
け
ど
ね

 

が

く
な
る
の
を
自
覚
す
る

確
か
に
キ
リ
ト
や
シ
ノ
ン
と
い

た
面

と

す
る
時
は

あ

た
し
そ
う
い
う
時
に
喜
び
が
無
か

た
と

え
ば

に
な
る
が
だ
か
ら
と

て
無
作

に
突
然

き
付
く
よ
う
な
性

は
無
い

完
全
な

解
だ

た

で
も
さ

ア
ス
ナ
の

ち

と

て
る
よ

 
ホ
ン
ト
は
ア
タ
シ
に

き

れ
て

し
か

た
ん
で
し

そ

そ
ん
な
事
は

 
か

と
ま
た

が

く
な
る

は
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そ
こ
で
ユ
イ
が

息
を

い
た

水

を
持

て
い
な
い
方
の
手
が
上

ら
れ
る

す
る
と

ス
ト
レ
ア
の

上
に
蒼
い

氷
を

る
大
盾
が
現
れ
た

ヒ

リ
と
し
た

気
を
感
じ
る

 
へ

と
ス
ト
レ
ア
の
間
の

け
た
声
が
上
が
る

少
し

を

や
し
な
さ
い

 
そ
う

て

に
こ
り
と

面
の

み
を
浮
か
べ
た
ユ
イ
は

手
を
振
り
下
ろ
す

 
す
る
と
キ
ン
キ
ン
に

え
た
氷
を

う
盾
が

ち
て
来
て

 

直
後

に

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

と
い
う
猫
の
よ
う
な

び
が
上
が

た

  
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
と

り
に
ユ
イ
か
ら

ら
れ
な
が
ら
攻
略
を
進
め
た
私
達
は

食
と

い
う
事
で

ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
流
れ
と
な

た

ユ
ウ
キ
や
ク
ラ
イ
ン
達
は
リ
ズ
ベ

ト
を
引

き

れ
てて

武

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
向
か

た

ユ
イ
達
は
リ

フ

の
ホ

ム
へ

シ
ウ
ネ

達
は
チ

ク
イ
ン
し
た
ま
ま
の

へ

月
夜
の
黒
猫

は
サ
チ
と
ア
イ
テ
ム
補

に
向
か

い

そ
れ
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
流
れ
に
な

て
い
る

 
私
は
先
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
い
と
時
間
的
に
マ
ズ
い
の
で

い
ち

く

け
た

は

が
あ
る
か
ら
こ
こ
ま
で
だ

ま
た
明
日
な



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

は
い

近
い
内
に
ま
た
み
ん
な
で
行
く
の
で

さ
ん
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い

お
う

間
な
ら

中
限
定
サ

ビ
ス
が
あ
る
か
ら

非
来
い
よ

じ

お
つ
か
れ

お

れ
様
で
す

 

は

で

さ
ん
に

せ
ら
れ
る
エ
ギ
ル
も
夜
は

場
と
し
て

ぎ
時
に
な
る
た
め
こ

こ
ま
で

く

し
て
別
れ

金

の
雄

の
部

に
入
る

 

式
に

想
感
を
与
え
た
内

を
歩
き
天

付
き
の

華
な
ベ

ド
に
横
に
な
る

手
を

振

て
メ
ニ

を
呼
び
出
し

最
下

に

す
る

ロ
グ
ア
ウ
ト

ボ
タ
ン
を
タ

プ

 
光
に

ま
れ
る

界

遠
く
な
る
五
感

 

虹
の
光
輪
が
見
え
た

 
直
後

・チ
・チ
・
・
・と
・い
・う
・

・い
・電
・子
・

・と
・共
・に
・
・ア
・ミ
・

・ス
・フ
・

・ア
・の
・電
・源
・が
・

・ち
・た

 

く
り
と
現
実
の

を
持
ち
上

る

暗
い
部

の
天

に

目
の
焦
点
が
合
う
よ
り
も

く

に

わ
り
つ
く

た

気
を
知
覚
す
る

エ
ア
コ
ン
を

設
定
で
セ

ト
し
て
い

た
の
だ
が

時
の
間
に
か

設
定
に
切
り

わ

て
い
る

ま
た
か

と

息
を

く

 
そ
こ
で

を
打
つ
小
さ
な

に
意
識
が
向
い
た

 
そ
う
い
え
ば
今
日
は
小
雨
が

て
い
た
の
だ

た
か

と

か
な
雨

を
頼
り
に
思
い
出
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す

ベ

ド

の
大
き
な

に
目
を
向
け
れ
ば

色
に

ら
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
の
外

に

り

付
く
無
数
の
小

と

そ
れ
に
乱
反

し
た

み

く
陽
光

 
無
味

な

色
の

物
を
下
敷
き
し
て
広
が
る
光

に

と
目
を
奪
わ
れ
る

い
け
な
い

が
な
い
と

 
数

外
を

め
た
後

ベ

ド
の
上
で
体
を

こ
す

 

ら
の
サ
イ
ド
チ

ス
ト
に

め

ま
れ
た

合

境
コ
ン
ト
ロ

ラ

に
指
を

ば
し
タ

チ
パ
ネ
ル
の
自
動
ボ
タ
ン
に
一

触
れ
る

そ
れ
だ
け
で

い
モ

タ

と
共
に
二
か

の

の
カ

テ
ン
が

ま
り
エ
ア
コ
ン
は

設
定
に

さ
れ
る

う

ん
と

を
立
て
て
変

わ

た
風
は

や
や

し
い
そ
れ
だ

う
ん

と
一
つ

く

 
そ
こ
で

と
数

れ
て
天

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
パ
ネ
ル
が
や
や
オ
レ
ン
ジ
が
か

た

光
を

し
た

 
一
つ
の
ボ
タ
ン
で
複
数
の
機
器
が
動
き
出
す
そ
れ
は
レ
ク
ト
家
電
部

が
開
発
し
た
最
新
の

パ

ケ

ジ
ン
グ
・
イ
ン
テ
リ
ア
技
術
で
あ
る

入

中
に

時
の
間
に
か
自

が
リ
フ

ム

さ
れ
て
い
て

そ
の

に
導
入
さ
れ
た
代
物
だ

た

 
レ
ク
ト
製
品
限
定
で
は
あ
る
が
数
種

の
機

設
定
を
登
録
し
ボ
タ
ン
一
つ
で

め
て
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動
で
き
る
こ
れ
は
面
倒
く
さ
が
り
な
人
や
リ
モ
コ
ン
の
多
さ
に

と
す
る
人
に
は
最

な
の

だ
ろ
う
が
自
分
は
そ
う
は
思
わ
な
か

た

ウ

ン
ド
ウ
一
つ
で
部

中
の
も
の
を

作
出
来

る
の
は

ワ

ル
ド
で
は

た
り
前
の
事
な
の
だ
が
そ
れ
が
現
実
世
界
に
出
現
す
る
と
ど

こ
か
う
す
ら

い
も
の
を
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
だ

や

の
い
た
る
と
こ
ろ
に

り
巡
ら
さ
れ

た
セ
ン
サ

の
無
機

な

線
を
ど
う
し
て
も

の
表
面
に
錯
覚
し
て
し
ま
う

 
そ
う
感
じ
て
し
ま
う
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
生
じ
た
ト
ラ
ウ
マ
的
体
験
故
か

 
あ
る
い
は
二
年
に
も

ぶ
戦
い
の
中
で

い
た
友
た
ち
と
の
⻑
い
共
同
生
活
の
経
験
故
か

 
そ
れ
と
も
記

の

か
彼
方
に
し
ま
い

ま
れ
て
い
た

方
の

の
家
を
思
い
出
す

か
ら
か

 

小
さ
く

息
を

い
て

ピ
ン
ク
の
兎
ス
リ

パ
に
足
を
突

む

 
子

の

偶
に
遊
び
に
行

た

方
の

は

に
⻤

に
入
り
家
を
取
り
壊
さ
れ

て
し
ま

て

し
い

思
い
出
の
品
は
無
く
あ
る
の
は
た
だ
想
い
出
の
み

郷

に

ら
れ
て

も

こ
れ
を
晴
ら
す
方
法
は

に
無
い
の
だ

 
心
の
中
で
そ
う
自

し
な
が
ら
立
ち
上
が
る

か
な
立
ち
く
ら
み
に

わ
れ
じ

と

く

ず
し
り
と
全
身
を
引
き
寄
せ
る
現
実
世
界
の
重
力
を
強
く
意
識
す
る
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無
論
仮
想
世
界
の
中
で
も
同
じ
だ
け
の
重
力
感
覚
は
シ
ミ

レ

ト
さ
れ
て
い
る

し
か

し

ワ

ル
ド
に

け
る

ア
ス
ナ

は

時
で
も

や
か
に
地
を

り

体
を
魂
を
解
き
放

て
る

強
な
戦
士
だ

現
実
世
界
の
重
力
と
い
う
の
は

な
る
物
理
的
な
力
で
は
無
い

性

加
速
な
ど

物
理
的
現

が
数
多
く

ま
れ
て
い
る

 
物
理
的
な
も
の
以
外
を

て
い
る
錯
覚
も
あ
る

だ
が

 

も
か
も
投

出
し
て
再
び
ベ

ド
に
倒
れ

ん
で
し
ま
い
た
い
誘
惑
に

ら
れ
る
が
も

う

食
の
時
間
だ

一
分
で
も

れ
れ
ば

親
の
小

の
種
が
一
つ
追
加
さ
れ
て
し
ま
う

 
重
い

を
引
き

る
よ
う
に
し
て
ク
ロ

ゼ

ト
の
前
に

動
す
る
と
手
を

ば
す
ま
で
も

無
く

が

り

ま
れ
な
が
ら

に
ス
ラ
イ
ド
し
た

た
り
と
し
た
フ
リ

ス
の
上
下

を
脱
ぎ
一

め
に
し
て

に
寄
せ
る

シ
ミ
一
つ
な
い
白
の
ブ
ラ
ウ
ス
と
ダ

ク
チ

リ

の
ロ
ン
グ
ス
カ

ト
に

え

の
ド
レ

サ

の
ス
ツ

ル
に

を
下
ろ
す

ま
た
も
自
動

で
展
開
さ
れ
た
三
面

と
上
部
の
ラ
イ
ト
に

ら
さ
れ
な
が
ら
フ
ル
ダ
イ
ブ
と

え
で
乱
れ

た
髪
を
整
え
る

 
正
直
な
と
こ
ろ
今

え
た

は
時
期
的
に
や
や

く
感
じ
る
の
だ
が

親
は
自
分
に

淑
な
女
性
と
し
て
在

て
欲
し
い
ら
し
く

意
さ
れ
る

の
大

が
こ
の
よ
う
な
も
の
に
な
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て
い
た

手
の

に
す
れ
ば
電
気
代
も
安
く
な
る
の
に

と

え
て
し
ま
う

 
ブ
ラ
シ
で
髪
を
整
え
た
後

自
身
の

た

を
見
る

ま
る
で

人
形
み
た
い

 

に

る
自
分
は

淑
な
女
性

を
目
指
す

親
の

せ

え
人
形
の
よ
う
だ

た

  
自
分
の
部

か
ら

暗
い
廊
下
に
一
歩
出
る
と
ド
ア
を

め
る
直
前
に
背
後
で

明
が
勝

手
に

ち
る

 

を

く
広
い

を

り
一

ホ

ル
に
出
る
と
ハ
ウ
ス
キ

パ

の
女
性
が

の
ド
ア
を
開
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

食
の

意
を
済
ま
せ
帰

す
る
と

こ
ろ
な
の
だ
ろ
う

お

れ
様
で
す

さ
ん

く
ま
で

日
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
四
十
代
前

の
小

な
女
性
に
向
か

て

こ
り
と

を
下

る
と

彼
女
は
滅

も
無
い

と
い
う
風
に
目
を

く
し

を
振
り

更
に
は
深

と
一
礼
し
た

と

と
ん
で
も
な
い
で
す

お

様

こ
れ
が
仕
事
で
す
か
ら

 
彼
女
が

わ
れ
た
の
は
デ
ス
ゲ

ム
が
解
放
さ
れ
た

以
前
に
家
の
事
を
あ
る
程

し
て
く
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れ
る
ハ
ウ
ス
キ

パ

は
高

の
た
め
変
わ
ら
ざ
る
を
得
ず
こ
れ
を
機
に
と

さ

だ
あ
き
よ

明
代
と
交

代
し
た
の
だ

と

て
も
彼
女
は
前

の

な
の
で
ウ
チ
と
は

と

見
知
り
な
の
だ
が

 
明
日
奈
で
い
い

と

て
も
無

な
の
は

か
ら
思
い
知

て
い
た

さ
ん
達
は
も
う
帰

て
ま
す

三
様
は
本
日
は
会
食
の
た
め
お
帰
り
に
な
ら
れ
な
い
と

過
ぎ
に

絡
が

様
と

一

様
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
い
ら

し

い
ま
す
よ

え

会
食
で

帰
れ
な
い
の

え
え

は

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で

私
に
は

と
も

 

な
の
で
多

な
兄
が

て
い
る
事
は
予
想
出
来
て
い
た
が

の
方
が
引

掛
か

た

会
食
で
夜

く
帰
る
事
は
あ

て
も
帰
ら
な
い
事
は
出

の
時
く
ら
い
な
も
の

そ
う
い
う
時
は

数
日
前
か
ら
知
ら
さ
れ
る
か
ら

惑
は
し
な
い

会
食
も
同
じ

 
つ
ま
り
今
日

い
き
な
り

突
発
的
に
帰
れ
な
く
な

た
の
だ
ろ
う

 

引
退
気
味
と
は

え
未
だ
レ
ク
ト
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
立
場
な
の
で
そ

う
な
る
事
も
あ
り
得
な
く
は
な
い
の
か
な

と

得
す
る

そ
う

あ
り
が
と
う

引
き

め
て
ご
め
ん
な
さ
い
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礼
を

て
会

す
る
と

は
再
び
深
く

を

り
想
い
ド
ア
を
開
け
て
そ
そ
く
さ
と

帰

て
行

た

 
彼
女
に
は
確
か
中
学
生
と
小
学
生
の
子

が
い
る

家
は
同
じ
世

谷

内
だ
が
今
か
ら

い
物
を
し
て
帰

す
る
と
七
時
は
回

て
し
ま
う
だ
ろ
う

食
べ

り
の
子

に
は

い
時
間

だ

そ
れ
を

慮
し
て

親
に
作
り

き
を

判
し
た
事
も
あ
る
が
一

だ
に
さ
れ
な
か

た

事
が
思
い
出
さ
れ
る

 
三
つ
も
の
ド
ア
ロ

ク
が
掛
か
る
金
属

を

目
に

を
返
し
ホ

ル
を
横
切
り
重

な
オ

ク

の
ド
ア
を

し
開
い
て
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル

ム
に
入
る

い
わ
よ

五
分
前
に
は
テ

ブ
ル
に

く
よ
う
に
な
さ
い

 
入

た

静
か
だ
が

ん
と

た
声
が

を

い
た

 
ち
ら
り
と

の
時

を
見
る
と

六
時

ち

う
ど
で
あ
る

 
だ
が
そ
の
事
は
指

し
な
い

五
分
前
行
動
は

会
人
の

本
と

を

く
し
て
以
前

か
ら

わ
れ
て
い
た
た
め
反
抗
す
る
気
も

き
な
か

た

ご
め
ん
な
さ
い
と

い
声
で

き
な
が
ら
ス
リ

パ
で

足
の
⻑
い
カ

ト
を

み
テ

ブ
ル
へ
と
歩
み
寄
る

線

は

せ
た
ま
ま
背
も
た
れ
の
高
い

子
へ
と

を
下
ろ
す
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二
十

は
あ
ろ
う
か
と
い
う
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル

ム
の
中

に
八

の

子
を
備
え
た
⻑
い
テ

ブ
ル
が
設
え
ら
れ
て
あ
る

そ
の
北

の

か
ら
二
番
目
が
明
日
奈
の

と
決
ま

て
い
た

が
兄
・

一

の

子
で
あ
り

が

・

三
の

子
で
あ
る

 

の
兄
を

み
見
れ
ば
穏
や
か
な

ど
こ
か
成
⻑
し
髪
を
切

た
と
あ
る
少
年
を
想

さ
せ
る

兄
が
に
こ
り
と

ん
だ

ら
な
い
の
は

の

責
を

し
て
の
事
だ
ろ
う

 
そ
し
て
自
身
の

め
向
か
い

兄
の
正
面

の

子
に

・

子
が

お
気
に

入
り
の
シ

リ

の
グ
ラ
ス
を
片
手
に

経
済
学
の
原
書
に

線
を

と
し
て
い
た

 

は
女
性
と
し
て
は
か
な
り
の
⻑
身
だ

だ
が
し

か
り
し
た
骨
格
の
た
め
華

と
い

う
イ
メ

ジ
は
無
い

や
か
な
ダ

ク
ブ
ラ
ウ
ン
に

め
ら
れ
た
髪
を

に

し
く
分
け

上
の
線
で

し
り
と
切
り

え
て
い
る

立
ち
は
整

て
い
る
が

い

と

の
ラ
イ

ン
そ
し
て

に

ま
れ
た

く
深
い
し
わ
が

な

を

い
が
た
く
他
者
に
与
え
て
い

る 
彼
女
の

圧
は
中

の
も
の
だ
が
そ
れ
は
き

と
本
人
が
そ
う
望
ん
で
得
た
も
の
な
の
だ
ろ

う

い

と

の

力
で
大
学
内
部
の
ラ
イ
バ
ル
達
を

と
し

年
四
十
九

に

し
て
教

の

に

い
た
人
物
な
の
だ

努
力
の
⻤
と

え
ば
自
分
は
二
番
目
に
彼
女
を
思
い
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浮
か
べ
る

 

そ
こ
で

子
は

を
上

な
い
ま
ま

た
ん

と
ハ

ド
カ
バ

を

じ
た

 
ナ
プ
キ
ン
を
広

に

く

上
の
ナ
イ
フ
と
フ

ク
を
取
り
上

た
と
こ
ろ
で
ち
ら

り
と
兄
と
自
分
に

線
を
投

て
来
る

 
今

は
自
分
が

線
を

せ

い
た
だ
き
ま
す

と

い
て
ス
プ

ン
を
手
に
取

た

 

し
ば
ら
く

銀
器
が
立
て
る
か
す
か
な

だ
け
が
ダ
イ
ニ
ン
グ
に

い
た

 
ブ
ル

チ

ズ
入
り
の
グ
リ

ン
サ
ラ
ダ

そ
ら

の
ポ
タ

ジ

白
身

の
グ
リ
ル
に

ハ

ブ
の

ス
全

の
パ
ン
エ
ト
セ
ト
ラ

と
い

た
メ
ニ

だ

日
の
食
事

は
全
て

が

学
的
に

弱
し
た
自
分
の
体

を

そ
う
と

し

し
決
め

た
も
の
だ
が

論

理
し
た
の
は
彼
女
で
は
な
い

 
い
つ
か
ら
だ

た
か

親
が
食

に

る
と
ど
う
し
て
も

感
に

ち
た
も
の
に
な

て
し
ま

て
い
た

い
つ
か
ら
こ
ん
な
食

に
な

て
し
ま

た
の
だ
ろ
う
と

え
な
が
ら
手

を
動
か
し

け
る

明
日
奈

 
機

的
に
食
事
を

け
味
を

し
む
事
も
な
く
意
識
が
記

に
あ
る

か
な
食

へ
と
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い
そ
う
に
な

た
時

の
声
が
意
識
を
引
き

し
た

 

線
を
上

る

の
眼
は

や
や
非

の
色
を

び
て
い
た

ま
た
あ
の
機

を
使

て
遊
ん
で
い
た
の

う
ん

あ
ん
な
も
の
を
使
わ
な
く
て
も
今

て
い
る
あ
そ
こ
で
も
会
え
る
で
し

う

以
前

を
や
る
た
め
と

て
使

て
い
た
け
ど
ち

ん
と
自
分
の
手
で
や
ら
な
い
と

強
に
な
ら
な

い
わ

 
手
と

て
も

強
で
使
う
の
は

な

で

フ
ル
ダ
イ
ブ
中
で
あ

て
も
自
分
自
身
で

や

て
い
る
事
に
は
変
わ
り
な
い
だ
ろ
う

そ
う

か
ら
出
そ
う
に
な

た
が

た

で

子
に
理
解
さ
れ
な
い
の
は

に
分
か

て
い
た

だ
い
た
い
ね
あ
な
た
に
は
遊
ん
で
い
る

な
ん
て
な
い
の
よ

そ
れ
を
分
か

て
い
る
の

 

い

が

ん
で
く
る

他
の
子
よ
り
二
年
も

れ
て
い
る

二
年
分

に

強
す
る
の
は

た
り
前
の
こ
と
な
の
よ

強
は
ち

ん
と
し
て
い
る
わ

ま
だ
学
期

テ
ス
ト
は
来
て
な
い
け
ど
カ
リ
キ

ラ
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ム
内
容
は
お

さ
ん
に
も
見
せ
て
い
る
で
し

う

 
中
高
大
学
一

の
あ
そ
こ
の
カ
リ
キ

ラ
ム
は

大

て

い
て
る
わ

確
か
に
見
ま
し
た
け
ど
あ
ん
な

の
学

の
カ
リ
キ

ラ
ム
な
ん
て
あ
て
に
な
り
ま
せ
ん

な

て

 
あ
ま
り
の

い

に
手
に
力
が

る

そ
れ
を
煽
る
意

は
な
い
だ
ろ
う
が

は
息
を

い

た

が

先
し
て
新
設
し
た
あ
そ
こ
は
確
か
に
技
術
的
に
は
最
先

を
い
く
も
の
が
組
み

ま
れ
て
い
た
わ

け
れ
ど
人

が
良
く
な
い

定
年
退

で
解

さ
れ
た
教
師
は
い
い
に
し
て

も

新
人
も

る
し

よ
り
学

と
し
て
の
歴
史
が
無
さ
過
ぎ
る

最
新

と
い
う
の
は

こ
え
が
い
い
け
ど
要
は

み
重
ね
が
無
い
の
よ

教
師
の
経
験
も
無
い
歴
史
の

み
重
ね
も

無
い
学

の
カ
リ
キ

ラ
ム
の

を
信
じ
ら
れ
る
と

う
の

 
そ
れ
は

確
か
に
そ
う
だ

た

 
あ
の
帰
還
者
学

は
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た
学
生
身
分
の
セ

フ
テ

ネ

ト

セ

フ

テ

ネ

ト
と
い
う
の
は
つ
ま
り
最
後
の

に

し
く
彼
女
が
教

と
し
て
教

を
振
る
う
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大
学
な
ど
に

べ
れ
ば

は
天
と
地

ど
の
差
が
あ
る

学

の
技
術
は
最
先

で
も
教
師

が

き
上

る

が

て
い
な
い
事
で
彼
女
は
不
信
感
を

い
て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
れ
で
も
あ
そ
こ
に
自
分
を
入
学
さ
せ
た
の
は

現
状
そ
れ
が
一
番
だ

た
か
ら

 

表
向
き
セ

フ
テ

ネ

ト
と
し
て

い
て
い
る
学

は
暗

の
了
解
と
し
て
サ
バ

イ
バ

の
監

設
に

し
く
な

て
い
る

 
全

と
は

え
な
い
が
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
精
神
を

た
り
狂
気
に

ら
れ
た
者
は
少

な
く
な
い

一

は
あ
の
少
年
す
ら
も
⻑
ら
く
狂
気
に
堕
ち
た

そ
う
い

た
者
達
が
問

を

こ
さ
な
い
よ
う
監

し

き
た
場
合
は
す
ぐ

入
出
来
る
よ
う

直

の
学

に
入
学
さ
せ

た
の
が

事
の
真

だ

 

の
学

に

る
に
は

強
面

境
面
の
他
に

の
意
思
を

ね
の
け
る
程
の
一
手
が

必
要
に
な
る

 
そ
う

う
意
味
で
は

件
の
神

は
や
は
り

し
い
と

え
る
の
だ
ろ
う

い
や
い
や

さ
ん

そ
れ
は

じ

な
く
て
ス
タ

ト
ラ
イ
ン

て

わ
な
い
か
な

 

そ
こ
で

反
論
す
る
声

 

に

る
兄
が
見
る
に
見
か
ね
て
か
味
方
を
し
て
く
れ
て
い
た

線
を
向
け
る
と
や
は
り
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に
こ
り
と

う
ば
か
り

か
ら
見
る
と
頼
り
な
さ

だ
ろ
う
そ
れ
が
今
は
と
て
も
頼
り
強
く
見

え
た物

は

い
よ
う
よ

そ
れ
に
ス
タ

ト
ラ
イ
ン
と

て
も
そ
れ
に
こ
の
子
を
付
き
合
わ

せ
る
義
理
は
あ
り
ま
せ
ん

 
し
か
し

子
は
そ
れ
を
一

し
た

 
シ

リ

を

け
た
彼
女
の

の
速

は
更
に
上
が

て
い
く

い
い

明
日
奈

二
学
期
か
ら
は
学

の
他
に
家
庭
教
師
を
付
け
る
わ

最
近
流
行

て
る

ネ

ト
越
し
の
じ

な
く
て
ち

ん
と
家
に
来
て
も
ら

て
マ
ン
ツ

マ
ン
の

勢
で
教
え

て
も
ら
い
ま
す

ち

ち

と

て
よ

そ
ん
な

に

わ
れ
て
も

る
よ

ま
だ
二
学
期
ま
で
三

月
あ
る
で
し

う

な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ま
だ
家
庭
教
師
の

集
も
し
て
い
ま
せ
ん
し
ね

そ
し
て

こ
れ
を
見
て
ち

う
だ
い

 

子
は
有
無
を

わ
せ
ぬ

で
こ
ち
ら
の

義
を

る
と

テ

ブ
ル
か
ら

型
の
タ
ブ

レ

ト

を
取
り
上

た

を

め
な
が
ら
も
差
し
出
さ
れ
た
そ
れ
を

け
取
り

面
に

目
を

ら
せ
る
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最
上
に
は
デ
カ
デ
カ
と

高

学
園
第
二
学
期
編
入

験

要

と
あ
る

な
に

こ
れ

お

さ
ん
の
お
友
達
が
理
事
を
し
て
い
る
高

の
・三
・年
・

へ
の
編
入

験
を
無
理

て

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら

た
の
よ

あ
ん
な

え
の
と
こ
ろ
じ

な
く
て
ち

ん
と

し
た
由
緒
あ
る
高

で
す

そ
こ
は

制
だ
か
ら
あ
な
た
な
ら
後
期
だ
け
で

業

験
を

た
せ
る
わ

そ
う
す
れ
ば
来
年
か
ら
は
大
学
に
進
学
出
来
る
の
よ

 
思
わ
ず

し
て

子
の

を
見

め
た

を
テ

ブ
ル
の
上
に

し

手
を
小
さ
く

上

も

い

ろ
う
と
す
る

の

葉
を

る

 
彼
女
は
さ

き

確
か
に

三
年

と

に
し
た

 
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た

時
私
は
進
学

入

を
目
前
に

え
た
中
学
三
年
だ

た

あ

れ
か
ら
二
年

わ
れ
解
放
さ
れ
た
時
は
学
年
に
す
る
と
高

二
年
生

年
を
越
し
生
還
者
学

に
入
学
し
た
今
は

本
来
な
ら
高

三
年
だ

た
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
彼
女
は
残
り
の
三

月
で
三
年
分
の
ブ
ラ
ン
ク
を

め
大
学
へ
の

業

験
を
も
ぎ

取
れ
と

て
い
る
の
だ
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ま

て

る
よ
そ
ん
な
こ
と
勝
手
に
決
め
ら
れ
て
も

だ
い
た
い
来
年
に
は
大
学

て
流

に
無

よ

二
年
も

わ
れ
て
た
か
ら
中
学
の

か
ら
や
り
直
し
て
い
る
ん
だ
よ

 
生
還
し
て
か
ら
の

強
で
高

入
学

に

く

し
た
の
に
あ
と
三

月
で
大
学

験

ま
で

ば
す

て

ら
な
ん
で
も
無

だ
わ

業
系
や
専

系
の
違
い
も
あ

て
そ
れ

を

に
入
れ
た
高

の
三
年
間
な
の
に
そ
れ
を
す

ば
す
な
ん
て
と
て
も
論
理
的
じ

な

い
わ
よ

 
理

は
分
か
ら
な
い
で
も
無
い

一
年
で
も

年
し
て
い
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
点
と
な
り
進
学
に

き

が
望
む
最
先

の
大
学
へ
の
入
学
が

し
く
な
る
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
れ
に

と

ら
れ
る
前
に

葉
を

け
る

わ
た
し

今
の
学

が

き
な
ん
だ
よ

い
い
先
生
も

い
る
し

強
は
あ
そ
こ
で
も

ち

ん
と
出
来
る

カ
リ
キ

ラ
ム
が
あ
あ
な
の
で
あ

て
自
由

の

業
で

大
レ
ベ
ル
を

求
め
る
事
は

勢
的
に
可
能
な
の

転

な
ん
て
必
要
な
い
わ

 
ど
う
に
か
そ
こ
ま
で

い
切
る
と

子
は
グ
ラ
ス
を
テ

ブ
ル
に

き
こ
れ
み
よ
が
し
な

息
を

い
た

を

じ

手
の
指
先
で
そ

と
こ
め
か
み
を

さ
え
な
が
ら

子
の
背

も
た
れ
に
体
を

け
る

こ
の
間
の
取
り
方
も

子
流
の
己
の

を

手
に
意
識
さ
せ

け
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る

の
テ
ク
ニ

ク
だ

 
こ
れ
が
出
さ
れ
た
ら

子
の

は
更
に

さ
を
増
す

の

三
で
す
ら
家
の
中
で
は
意

見
対
立
を
極
力

け
て
い
る
程
で
あ
る

お

さ
ん
も
ね

ち

ん
と

べ
て
る
の
よ

 

子
は

す
よ
う
な

で
話
し
始
め
た

あ
な
た
が

て
い
る
と
こ
ろ
は
ね
教
育
機

と
い
う
よ
り
も

正

設
と
か
収
容

設
と
か

た
方
が
い
い
場

な
の

あ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
精
神
を

た
あ
る
い
は
ず

と

殺
し
合

て
い
た
子

達
の
監

の
た
め
に

意
さ
れ
た

な
の
よ

事
故
の
せ
い
で
教
育
が

れ
て
し
ま

た
生

の

け

な
ん
て
体
の
良
い
事
を

て
る
け
ど
本

の
と
こ
ろ
は

来
的
に
問

を

こ
す
か
も
知
れ
な
い
子

を
一

に
集
め
て
監

し
よ
う

て
い
う
た
だ

そ
れ
だ
け
の
場

な
の

知

て
る
よ

そ
れ
く
ら
い

 

よ
り
も
危
険

さ
れ
て
い
る
少
年
が
そ
れ
を
語

て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る

か
ら

て
い
た

 
生
還
者
学

は

の

人
と
彼
の
話
し
合
い
の
中
で

の
骨
子
が
出
来
上
が
り
実
現
し
た
も
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の

あ
の
少
年
が
権
力
を
持
つ
者
と
密
に
話
し
合

て
出
来
た
場

だ

監

だ
け
で
終
わ
る

が
無
い

そ
れ
な
ら
文

り
の
収
容

設
に

禁
し
た
方
が
速
い

 
そ
う
し
な
か

た
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た
プ
レ
イ

に
罪
は
無
い
か
ら
だ

 

う

戦
に
参
加
し
た
自
分
だ

て
人
殺
し
の

疑
を
掛
け
ら
れ
か
ね
な

い 
そ
し
て
そ
れ
を
晴
ら
す
証

が
無
い

ボ
ス
戦
の
放

以

彼
を
中
心
に

像
記
録
は
残

さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
以
外
の
プ
レ
イ

の
も
の
は
一
切
な
い

ロ
グ
で
の
反
応
し
か
確
認
で

き
な
い
の
だ

プ
レ
イ

の
反
応
が
消
え
た
な
ら
そ
の
場
に
い
た
他
の
プ
レ
イ

全

が

容
疑
者
に
な
る

殺
人
快

の
集

を

滅
す
る

に

い
た
人
も

間
を
喪

た
人
も
現

実
に

た
人

か
ら
す
れ
ば
全

殺
人
容
疑
者

い
に
さ
せ
ら
れ
る

 
ゲ

ム
内
で
の

罪
す
ら
も
不
問
と
さ
れ
て
い
る
の
は
本

に
善
良
な
プ
レ
イ

も
護
る

の
苦
肉
の
策

一
つ
の

外
を
許
し
て
し
ま
え
ば
他
の

も
取
り
上

な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る

そ
う
な

た
ら
キ
リ
が
無
い

 
疑
い
は
今
だ

て
あ
る

た
だ
人
殺
し
プ
レ
イ

の
断
罪
が
現
実
で

き
て
い
な
い

か
ら

て
い
る
だ
け
の
事
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そ
の
抑
止
力
と
し
て
存
在
し
て
い
る
生
還
者
学

は

な
る
セ

フ
テ

ネ

ト
で
は
な
い

の
だ

そ
れ
ど
こ
ろ
か
自
分
は
あ
の
学

を
愛
し
て
も
い
る

や
文

の
思
惑
は
ど
う

あ
れ

現
場
の
教
師
は

全

が

願
で

し
て
き
た
だ
け
あ

て
実
直
に
生

と
向
き

合

て
く
れ
る
し
生

同
士
で
も
無
理
に
過
去
を

す
必
要
は
無
く
心
を
繋
い
だ
友
人
達
と

も
共
に

ら
れ
る

そ
ん
な

境
は

現
実
世
界
で
は
あ
の
学

だ
け
だ

 

手
に
フ

ク
を
握

た
ま
ま
強
く

を

み

内
心
を

し
て
し
ま
い
た
い
衝
動
と

戦

た

 
機
会
は
少
な
か

た
が
そ
れ
で
も
私
だ

て

さ
ん
の

う
ず

と
殺
し
合
い
を
し
て
い

た
子

そ
の
も
の
な
の
だ
と

剣
に
よ

て
命
を
奪
い
合
う
日
常
の
中
に
ず

と

ら
し
て

い
た
の
だ

と

 
そ
し
て

そ
の
日

を

ん
の

か
に
も
悔
い
て
い
な
い
の
だ

と

 

そ
ん
な

に
気
付
く
様
子
も
な
く

は

で
話
し

け
る

あ
ん
な
と
こ
ろ
に

て
い
て
も
マ
ト
モ
な
進
学
な
ん
て
出
来
る

無
い
わ

た
だ
で
さ
え
あ

の
放

の
せ
い
で

が

れ
て
い
る
の
に
あ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
の
入
学

請
な
ん
て
大
学

か
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ら
突

ね
ら
れ
る
わ
よ

い
い
あ
な
た
は
も
う
十
八

な
の
よ

で
も
今
の
と
こ
ろ
に
い
た

ん
じ

大
学
に
入
れ
る
の
が

時
に
な
る
か
分
か

た
も
の
じ

な
い

中
学
の
時
の
お
友
達

は
み
ん
な
セ
ン
タ

験
を

け
る
の
よ

少
し
は
焦
ら
な
い
の

進
学
な
ん
て
一
二
年

れ
た

て
大
し
た
問

に
な
ら
な
い
わ
よ

そ
れ
に
大
学
に
行
く

だ
け
が
進
路
じ

い
け
ま
せ
ん

 

子
は

こ
ち
ら
の

葉
を
に
べ
も
な
く

定
し
た

い
い
こ
と

あ
な
た
に
は
能
力
が
あ
る
の

そ
れ
を
引
き
出
す

に
お

さ
ん
と
お

さ
ん

が
ど
れ
く
ら
い
心
を

い
て
き
た
か
は
あ
な
た
も
知

て
い
る
で
し

う

な
の
に
あ
ん
な
お
か

し
な
ゲ

ム
に
二
年
も
無

に
さ
せ
ら
れ
て

平

な
子

な
ら
お

さ
ん
だ

て
こ
ん
な

事

い
ま
せ
ん

で
も
あ
な
た
は
そ
う
じ

な
い
で
し

う

 

か
ら

明
で

強
も
速

く
進
む
く
ら
い

い
わ

な
の
に
与
え
ら
れ
た
才
能
を
十
全
に
活
か
さ
ず

ら
し
て
し
ま
う
の

は
罪
よ

一
流
の
教
育
を

け
る

格
と
能
力
が
あ
る
な
ら
そ
う
す
べ
き
で
す

や
企
業
に

入

て
能
力
を
活
か
す
も
よ
し
大
学
に
残

て
学

の
道
に
進
む
も
よ
し
そ
こ
ま
で
は
お

さ
ん
も

し
ま
せ
ん

で
も
高

教
育
を

け
る
機
会
す
ら
放

す
る
事
は
許
し
ま
せ
ん
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人
の
生
き
方
は

自
分
で

び
取

て
い
く
も
の
だ
わ

 
ど
う
に
か

子
の
⻑

上
の

ぎ

に

葉
を

り

ま
せ
る

 

き
捨
て
な
ら
な
い

葉
が
あ

た
・与
・え
・ら
・れ
・た
・才
・能

 

ナ
イ
フ
と
フ

ク
を
強
く
握
り

め
る

先
天
的
な
才
能
な
ん
て
も
の
は
な
い
わ

た
だ
あ
る
よ
う
に
見
え
て
い
る
だ
け

自
分
が
目

指
す
道
を
定
め
て
必
死
に
努
力
し
て
い
る
だ
け
よ

私
も

は
良
い
大
学
に
入

て
良

い

を
す
る
事
が
人
生
の
全
て
だ
と
思

て
た

 
実

小
中
学
生
の

来
像
な
ん
て
そ
ん
な
も
の
だ
ろ
う

者
花

理
容
師
な
ん
て

の
名
前
を

て
も
そ
こ
に

り

く
ま
で
の

ま
で
は
想
像
し
な
い

ま
し
て
や
理

想
の

種
が
無
か

た
自
分
は
も

と

だ

た

 
た
だ
無

だ
か
ら

進
も
う
と
し
た

 
た
だ
望
ま
れ
た
か
ら

進
も
う
と
思

て
い
た

 
そ
う
す
れ
ば

来
は
無

に
過
ご
せ
る
か
ら

 

そ
の

え
を
変
え
た
の
は

間
達
だ

 
望
ま
れ
な
い
生

の
多
い
逆
境

己
自
身
が
憎
し
み
を

め

み
殺
し
に

り
た
い
衝
動
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を
感
情
を
切
り
離
し
て
ま
で
人
格
分
裂
を

こ
し
た
生
来

し
い
子

来
を
見

え
て

り
出
し
た
彼
の
背
中
に
そ
れ
ま
で
の
触
れ
れ
ば

け
そ
う
な

さ
は
無
く
た
だ
力
強
い
生

気
が
息
づ
い
て
い
た

 
そ
し
て
彼
を

え
よ
う
と
す
る

間
達

剣
の
師
と
し
て
彼
を
鍛
え
る
義
姉
の
よ
う
に

ら
か
の
ケ
ツ
イ
を
秘
め
て

生
き
て
い
る

 
私
に
そ
れ
は
無
い

少
な
く
と
も

ま
だ

 

来
ど
う
な
る
か
な
ん
て
分
か
る

無
い
し

ま
だ

体
的
な
想
像
も
つ
い
て
い
な
い

 
け
れ
ど

ん
や
り
と

め
そ
う
で

め
な
い
イ
メ

ジ
は
あ

た

 
そ
れ
を

語
化
し
よ
う
と
必
死
に

を
回
転
さ
せ
る

で
も
そ
れ
だ
け
じ

な
い

て
思

た

今
は
ま
だ

え
は
出
せ
な
い
け
ど
本

に
や
り

た
い
事
を
見
つ
け
ら
れ
そ
う
な
の
よ

今
の
学

に
は
親
し
い
友
達
が
い
る

み
ん
な
と
一
緒

に

そ
れ
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
の

で
も

そ
れ
は
不
確
か
な
も
の
よ

少
な
く
と
も
こ
の
編
入

験
よ
り
は

 
そ
う

て
タ
ブ
レ

ト

に

た
ま
ま
の
編
入

験

要
を
と
ん
と
ん
と
指
で
突

く
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今
の
あ
な
た
は
た
だ
友
達
か
ら
離
れ
た
く
な
く
て

を
こ
ね
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん

自
分

で

を

め
て
あ
ん
な
と
こ
ろ
に

い

け
て
も

の
道
も
開
け
な
い
わ

お

さ
ん

は
ね
あ
な
た
に

め
な
人
生
を
送

て
も
ら
い
た
く
な
い
の
よ

ち

ん
と
キ

リ
ア
を

ん

で

応
し
い
人
と
結

し
て

家
庭
を

い
て
欲
し
い
一
心
な
の

そ
れ
で

あ
ん
な
人
と
の

約
を
認
め
て
い
た
の

や
め
て
ち

う
だ
い

 
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
い
る
間
に
進
ん
で
い
た

郷

之
と
の

約
に
つ
い
て

す
る

と

彼
女
は

大
に

を

め

い

で
も
払
う
よ
う
に

手
を
パ
タ
パ
タ
と
振

た

あ
の
人
の
話
は

き
た
く
も
な
い
わ

だ
い
た
い

あ
の
人
を
気
に
入

て

子
に
し
よ

う

て

い
だ
し
た
の
は
お

さ
ん
で
す
よ

 

子
の
う
ん
ざ
り
と
し
た

い
様
に
悔
し
い
事
に
少
し
の
共
感
を

い
て
し
ま
う

・

三
は
以
前
か
ら
身
近
な
人
間
を
ま
あ
り

み
な
い
事
が
あ
り
会

の
経

だ
け
に

進
し
Ｃ

Ｅ
Ｏ
を
引
退
気
味
に
退
い
て
い
る
今
も
国
内
企
業
と
の

で
出

す
る
事
は
し

ち

う

だ

郷
の
開
発
・
経

能
力
と
上

向
の
身
を

価
し
内
面
に
目
を
向
け
て
い
な
か

た

の
は
自
分
の
不

だ

た
と

本
人
も

に
し
て
い
た
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郷

之
が
攻
撃
的
な
性
格
を
強
め
て
い
き
な
が
ら
し
か
し
他
者
に
そ
れ
を

た

し
に
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
は
恐
ら
く

か
ら
与
え
ら
れ
る
プ
レ

シ

に
あ

た
の
だ
と
は
思

う

そ
の
プ
レ

シ

の
中
に
は
間
違
い
な
く

子
の

葉
も

ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
の
結
果

の
二
文

を
得
よ
う
と

を
始
め
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
に
変

し

た

だ
で
も

さ
ん
だ

て
あ
の
男
の
事
は
最
終
的
に
認
め
た
よ
な

 
そ
こ
で
ず

と

て
食
事
を

け
つ
つ

線
を
送
り
な
が
ら

を
そ
ば
だ
て
て
い
た
兄

が

り

ん
で
き
た

そ
れ
は

を
責
め
立
て
る
も
の

 

郷
は
年
下
で
あ
る
自
分
と
兄
を
見
下
し
て
お
り

親
が

な
い
時
に
は
性
格
を

し
て
い

な
か

た

そ
れ
を

ら

て
も
信
じ
よ
う
と
し
な
か

た
の
で

一
応

は
し
て
い
た

ら
し
い
が

そ
の
点
に
つ
い
て
は
兄
も

に

え
か
ね
る
も
の
が
あ

た
ら
し
い

な
ま
じ

レ
ク
ト
内
部
で

を
合
わ
せ
る
だ
け
そ
の
鬱

は
自
分
以
上
だ
ろ
う

え
え

ま

ね

そ
れ

て
さ

要
は

さ
ん
も

郷
の
キ

リ
ア
に
ば
か
り
目
が
い

て
た
か
ら
だ
ろ

 
ぐ
さ
り
と
オ
ノ
マ
ト

が

こ
え
そ
う
な
程
に

い

が
カ
ウ
ン
タ

で

き

ま
れ
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た

ぐ

と

し

る

子
を
見
て
兄
は

・

・い
・も
・せ
・ず

け
る

郷

て
人
格
は

か

た
け
ど
で
も
実
績
は

か

た
も
ん
な

レ
ク
ト
の
子
会

で
あ

る
プ
ロ
グ
レ
ス
で
最
高
責

者
や

て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
二
代
目
を
作
る
ん
だ
か
ら
さ

時
は

場
の
再
来
と
か

わ
れ
た
も
ん
だ
よ

本
人
は

く
不
快

だ

た
け
ど
技
術
の
方
は

に

も
大
層
自

し
て
き
た

結
城
さ
ん
の
⻑
男
は
一
流
大
学
で
の
エ
リ

ト
な
ん
だ
し
こ
れ
く
ら

い

だ
よ
ね

て
さ

 
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
イ

な
や
り
取
り
を

や
は
り
表
情
を
変
え
ず

け
る
兄

そ
れ
で
さ

大
学
出
て
な
き

学
歴
な
の
か
な

逆
に
大
学
出
て
た
ら
高
学
歴
な
の
か
な

正
直

が
務
め
て
る
部

高

の
人
も
多
い
ん
だ
け
ど
さ
要

良
い
人
も
い
る
し
そ
う

い
う
人
の
方
が
重
宝
さ
れ
る
ん
だ

 

と

け
ら
れ
る

葉

 
そ
う
い
え
ば
と
兄
の
歩
ん
だ
道
を
思
い
出
す

一

は

の

う
一
流
大
学
に
進
み

成
績
を
収
め
て

業
し
た
後

レ
ク
ト
に

し
た

し
て
か
ら
も

実
に
実
績
を
残
し

子
を

足
さ
せ
て
い
る

 
つ
ま
り
兄
は

郷
の

葉
を

り
る
な
ら

エ
リ

ト

に
入
る

だ
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が

い
た
い
の

一

さ
ん
さ

明
日
奈
が

ナ

ヴ
ギ
ア

で

わ
れ
て
る
の
見
た
時

験
が

え
て

る
の
に

て

て
た
よ
な

あ
ん
た

明人
日の
奈命

を

だ
と
思

て
る
わ
け

 

ど
う
せ

自
分
の
キ

リ
ア
の
一
部
に
し
か
思

て
な
い
ん
だ
ろ

 
平

に

い
切
る
兄

 
一

気
に
取
ら
れ
た
よ
う
に

子
は
目
を

く
し
た
が
す
ぐ
に

間
と

に
深
く
険
し

い
谷
を

ん
だ

い
き
な
り

を
出

目
な

 
私
は
親
と
し
て
明
日
奈
が
生
還
す
る
の
を
信
じ
て

そ
の
先

を

じ
た
だ
け
で
す

だ
と
し
て
も
明
日
奈
の
進
学
に
ケ
チ
付
け
る
の
は
違
う
だ
ろ

明
日
奈
が

を

め
て
る

ん
じ

な
く
て

さ
ん
の

の

で

め
て
る
じ

な
い
か

大
人
し
か

た
明
日

奈
が
こ
こ
ま
で
自
分
で
意
見
し
た
ん
だ

強
な
ら
学

で
も
対
応
し
て
く
れ
る
よ
う
だ
し
時

間
は
ま
だ
あ
る
ん
だ
か
ら
様
子
見
で
も
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
平
行
線
を

る
兄
と

自
分
も
転

し
た
く
な
い
の
で
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

を
見

め
返

す
と
険
し
い
表
情
が
更
に
歪
ん
だ

事
か
を
怒
鳴
ろ
う
と
し
た

振
り
を
見
せ
る
が
更
に
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根
を
寄
せ
た
後

は

と
重
い
息
を

い
て

子
に

み

む

 
力
な
く
シ

リ

を

け

グ
ラ
ス
を
空
に
し
た

は

立
ち
上
が

て

を
返
し
た

編
入

し

み
の
期
限
は
来

中
で
す
か
ら
そ
れ
ま
で
に
必
要
事

を
記
入
し
て
三

プ
リ
ン
ト
し
て
書

の
デ
ス
ク
に

い
て
お
き
な
さ
い

 
最
後
ま
で

子
は
こ
ち
ら
を
見
る
事
無
く

オ

ク

の

の
向
こ
う
に
消
え
た

  

が
立
ち
去

た
後
の
リ
ビ
ン
グ
に
て

兄
と
共
に

め
て
し
ま

て
い
た

食
を
食
べ
た

後
兄
妹
で
片
付
け
て
い
く

で
あ
れ
ば

は

と
し
て
水
に

け
て
お
く
の
だ
が
気
が

向
い
た
か
ら
か

て

洗
い
を
始
め
て
い
た

 
家
事
を
し
な
い

へ
の
意

返
し
な
の
か
も
し
れ
な
い

あ
り
が
と
う

兄
さ
ん

 
食
べ
終
わ
り

を
片
付
け
て
い
く

中
で
小
さ
く
お
礼
を

う

今
思
う
と
小
学

高
学

年

り
か
ら
兄
と

を
合
わ
せ
る
機
会
が

た
せ
い
で
面
と
向
か

て
お
礼
を

た
記

が

と
て
も

い

 

に
立
つ
兄
は

き

と
ん
と
し
た

を

み
に
変
え
た
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い
や
気
に
し
な
く
て
い
い
よ

も

さ
ん
の

い
分
に
は
ち

と
イ
ラ
つ
い
て
た
か
ら

育
て
て
く
れ
た
の
は

に
感

し
か
無
い
け
ど
自
分
の
進
路
を
全
部
あ
あ
し
ろ
こ
う
し
ろ

わ
れ
る
の
は
い
や
だ
ろ

う

う
ん

の
時
は
出
来
な
か

た
か
ら
な

い
や
ま

来
性
あ

た

だ
し
特
に
な
り
た

い
と
思
う

業
も
無
か

た
か
ら
こ
れ
は

か
な

さ
ん
の
友
人
と

に

を
合
わ
せ

て
た
せ
い
か
仕
事
で
話
す
の
は
苦
じ

な
か

た

今
の
と
こ
ろ

風

だ
し

あ
あ
後

は
や

て
お
く
か
ら
明
日
奈
は
先
に
上
が

て
い
い
よ

友
達

た
せ
て
る
ん
じ

な
い
か

あ

 
時
間
を
見
れ
ば

七
時

に
差
し
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
た

 

ち
合
わ
せ
が
そ
れ
く
ら
い
で
し
か
も
武

の
メ
ン
テ
と
ア
イ
テ
ム
の
補

を
し
て
い
な
い

た
め

め
に
入

て

備
し
よ
う
と

え
て
い
た
事
を
思
い
出
す

ご

ご
め
ん
兄
さ
ん

後
は

せ
た
よ

あ
あ

行

て
ら

し

い
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手

く
手
を

き

兄
に
手
を
振

て
か
ら

を
上
り

自

に
入
る

 

を
開
け
る
と
同
時
に
明
か
り
が
つ
い
た
の
も
無
感
動
で
ス
ル

し
勢
い
そ
の
ま
ま
ベ

ド

に
横
に
な
り

ア
ミ

ス
フ

ア

を

た
後

意
識
を
仮
想
世
界
へ

ば
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
原
作
七

冒

に
あ

た

・

子
と
の
対
話
シ

ン
で
す
ね

今
話
で
は

中
と
い
う
事

で
兄
・

一

も
家
に

て
話
に

り

ん
で
く
る
と
い
う
オ
リ
展
開
に

あ
ん
ま
り
話
の
流

れ
は
変
わ

て
い
ま
せ
ん
が

ち

く
ち

く
前
後
さ
せ
た
り

い
た
り
し
て
い
ま
す

 
明
日
奈
が
原
作
と
違

た
の
は

自
分
の
意
思
で
ぶ

進つ
すか
るる

存
在

と
出
会

て
い
る
か

か
が
原
因
で
す

 
原
作
の
こ
の
会
話
は

絶
剣

と
デ

エ
ル
す
る
前
で
す

つ
ま
り

ぶ
つ
か
ら
な
け
れ
ば

伝
わ
ら
な
い
事
も
あ
る
と
い
う
ユ
ウ
キ
の
名

を

い
て
お
ら
ず
生
き
様
も
知
ら
な
い
状
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で
す

 
本
作
で
は
ユ
ウ
キ
の
存
在
に
会

て
い
ま
す
が
彼
女
の
そ
の

葉
は

い
て
い
ま
せ
ん

代

わ
り
に
逆
境
真

り
の
キ
リ
ト
の
道
程
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
序

か
ら
見
て
き
て
い
ま
す

苦
し
み
な
が

ら
も

な
道
を

ぶ
様
を
見
て
き
て

し
か
も

来
的
に

者
に
な
る
道
を

ん
だ
事

を
知

て
い
る

が
強
く
残

て
い
る

と
の
交

は
知
り
ま
せ
ん
が

 
そ
の
た
め
明
日
奈
の
反
抗
が
原
作
よ
り

強
い

 
と
は

え
自
身
で

た
よ
う
に

に
な
り
た
い
か
は
分
か

て
い
な
い
の
で

体
的

な
事
を

に
で
き
ず

子
を

得
さ
せ
ら
れ
な
い

 

そ
ん
な
と
こ
ろ
で

中
と
い
う
原
作
と
時
期
が
変
わ

た
せ
い
で
登
場
し
た
兄
・

一

 
原
作
だ
と
一
切
登
場
し
て
い
な
い
明
日
奈
の
発

だ
け
の
存
在

結
城

一

一
流
大
学

業

ア
ミ

ス
フ

ア

な
ど
で

を
誇
る
レ
ク
ト
に
入

し

実
績
を
重
ね
る
な
ど
の

エ
リ

ト
⻘
年

と
い
う
の
が
原
作
で
語
ら
れ
る
プ
ロ
フ

ル

あ
と

と
明
日
奈
を
可
愛

が

て
る

和
人
と
も
話
が
合
う
と
か

 
彼
な
ら
第
一
子

⻑
男
と
い
う
立
場
故
に

親
か
ら
の
期

と
い
う
圧
が

く
こ
の
場
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に

た
ら
明
日
奈
に
共
感
し
た
ん
だ
ろ
う
な

と
思

て
発

さ
せ
て
い
ま
す

前

空
気
な
の

は

え
て

て
い
た

一

も

し
つ
け
が
ま
し
い
と
は

え

の
想
い
は
理
解
し
て
い
る

た
め
明
日
奈
が
意
見
し
な
け
れ
ば
静
観
の
ま
ま
で
し
た
が

し
く
明
日
奈
が
反
抗
し
て
見
せ

た
た
め
そ
れ
に
味
方
し
た
感
じ

な
ま
じ
自
分
が

と
苦
し
い
道
を
進
ん
で
い
る
だ
け
に
自
分

で

ば
せ
ろ
と

て
い
る

で
す

 
あ
と

キ

リ
ア
重

の
思

に

気
が
さ
し
て
い
た
の
も
あ
る

 
現
実
で
も

に

る
キ

リ
ア
重

の

で
す
よ
ね

子
さ
ん

で
も
彼
女
は
自
身

の
生
い
立
ち
か
ら
苦
い
経
験
を
し
そ
う
な

て
欲
し
く
な
い
と
い
う
想
い
か
ら
二
人
に
対
し
て

進
学

を

め
て
い
る
た
め
た
だ
の
ブ
ラ
ン
ド
意
識
か
ら
で
は
な
い
ん
で
す
原
作
七

 
な
の
で
私
は

子
さ
ん

結
構

き
で
す
ね

 
自
分
の
親
だ

た
ら

で
す
が

掌

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語
 

現
実
世
界
ノ

キ

リ

ト

黒
ノ
剣
士

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
ア
ン
ケ

ト
圧
勝
の
楯
無
さ
ん

点
で
お
送
り

し
ま
す

独

回
で
す
や

た
ネ

た

ち

ん

 

中
か
ら
出
番
は

無

悲

 
文

数
は
約
一
万
九
千

 
数
多
の
男
性

者
の
学
園
入
学

を

ん
で
思

て
来
た
事
を
今
話
は
ぶ
ち
ま
け
て
い

ま
す

お
気
に
入
り

少
も
覚
悟
の
上

 
今
話
は
以
下
の
ク
エ
ス
チ

ン
を
念

に

い
て

ん
で
下
さ
い

そ
れ
も
メ
ン
ド
く
せ

な
方
は
後
書
き
で

め
る
の
で
流
し

み
フ

リ
ン
グ
で
お
け
ク
エ
ス
チ

ン
の
意
味

と
は
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が
世
を

し
た
原
作
に

い
て

現
代
に
も
あ
る
の
に
ス
ル

さ
れ
て
い
る
問

と
は

か

日
本
を

に

三
つ
以
上

な
さ
い

  

原
作
や
二

創
作
で
は

覇
さ
れ
た
ら

る
と
一

は
誘

さ
れ
る
事
が
多
い
で
す

で
は
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

覇
を
果
た
す
と
ど
ん
な
メ
リ

ト
が
あ
る
か

会
的
観

点
を

ん
で

え
な
さ
い

  

一

や
オ
リ
主
を
学
園
に
入
学
さ
せ
た
場
合
本
人
の
安
全
保

以
外
で
ど
ん
な
メ
リ

ト
が
あ
る
か

会
的
観
点
を

ん
で

え
な
さ
い

  

ヴ

ベ
ル
が
語

た
未
来
で

星
の
戦
い

が

き
る
年
と

第
三
回

第
四
回

モ

ン
ド
・
グ
ロ

の
開

年
が

時
か

年

と
明
確
に
し
て

え
な
さ
い

  
で
は
ど
う
ぞ
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初
日
の
真

間

予
定
を
開
け
て
い
た
私
は

者
の
虚

妹
の

本

そ
し
て
和

人
の
五
人
で

の
と
あ
る
一

を

れ
て
い
た

う

わ

近
く
で
見
る
と
お

き

ね

 

と
本

が
振
り

い
で
感

の
声
を

ら
し
た

そ
れ
ま
で
重
い

に

た
さ
れ
て
い
た

空
気
は

眼
前
に

え
立
つ

物
を
前
に

消
す
る

和
人
君
は
初
め
て
来
る
の
よ
ね

 
こ
こ
が
日
本
が
誇
る
最
大
の

練
場

新
国
立

技

場

め

日
本

技
場
よ

 
日
本

技
場

 

は
国
立

上

技
場
だ

た

設
を
２
０
２
０
年
の

オ
リ
ン
ピ

ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ

ク
開

決
定
を
契
機
に
２
０
１

年
か
ら

工
し
２
０
１

年

月
に

工
し
完

成
し
た

大
な
ド

ム
型
の
新
国
立

技
場
を

更
に
増

し
て
出
来
上
が

た
も
の
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新
国
立

技
場
に
立
て

え
る

の

設

は
約
１
４

０

に
も

し
て
お
り
全
面

て

え
に
よ

て
再

さ
れ
た
そ
れ
は

の
新

と

谷

に
ま
た
が

て
い
る
程

に

大

収
容
人
数
は
最
大

万
人

ど

 
そ
の

技
場
は

初
文
部

学

の
独
立
行

法
人
と

Ｓ

Ｃ

日
本
ス
ポ

ツ
振
興
セ
ン
タ

が

運

主
体
と
な

て
い
た
が
オ
リ
ン
ピ

ク
と
い
う
日
本

の

大
な
税
収
機
会
を
終
え
た

後
は

国

会
に
よ

て
奪

い
取
ら
れ
て
し
ま
う

 
も
ち
ろ
ん
反
発
は
あ

た

収
容
人
数

万
と
な
れ
ば
国

大
会
の
会
場
と
し
て
サ

カ

な
ど
が
誘

出
来
る

件
を

た
し
て
い
る

だ

国
立

技
場
は
国
内
で
そ
の

件
を
初
め
て

た
し
た
場

の
た
め

Ｃ
Ｓ
も
反
対
は
大
き
い
も
の
だ

た
と
い
う

 
し
か
し
そ
れ
は

と
い
う
武

力力
に
よ

て
抑
え
付
け
ら
れ

ら
さ
れ
る
事
と
な
る

 
そ
の
結
果

現
在
は
日
本

技
場

す
な
わ
ち

者
の

練
場
と
し
て

し

て
い
る

横
３

０
メ

ト
ル

行
き

０
０
メ

ト
ル
の

大
な
ド

ム
型

技
場

こ
れ

ど
大

き
な
フ

ル
ド
は
外
国
で
も
お
目
に
か
か
れ
な
い
わ

 
日
本

技
場
へ
の
増
設
工
事
は
２
０
２
０
年
の
冬
か
ら
始
ま
り
終
わ
た
の
は

去

年

２
０
２
３
年
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の
七
月

新
国
立

技
場

と
い
う
名
称
だ

た
時
は
横

メ

ト
ル

行
き
１
０

メ

ト
ル

ど
だ

た
が

そ
れ
で
は

い
と

会
が

て
・日
・本
・

・

・に
・命
・じ
・て

実
に
五

も
の
大
き
さ
に
な

た

こ
れ
に
掛
か

た

は
兆
に
上
る
と

わ
れ
て
い
る

オ
リ
ン
ピ

ク
で

い
だ
分
を
使

て

り
あ
る
負

で
あ
る

 
ち
な
み
に
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
会
場
予
定
地
に
も

ば
れ
て
い
る

理
由
は
現

在
二

覇
を
果
た
し
て
い
る
日
本
代
表
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
が
三

覇
を
果
た
す
地
と
し
て

の
生
ま
れ
た
地
で
も
あ
る
日
本
が

応
し
い
と
し
て

会
の
人
間
が
強
引
に
取
り
決
め
た
か

ら
だ

こ
れ
に
日
本
の

は

り
気
だ
が
面
白
く
な
い
の
は
日
本
以
外
の

と
出
場
予
定

者
で
あ
る

外
に
あ
な
た
達
の
負
け
は
決
ま

て
い
る
の
だ
と

わ
れ
た
も
同
然
だ
か
ら

面
白
く
な
い
と
思
う
の
は

然
だ
ろ
う

 
実
は

千
冬
が
未
だ
に
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
し
て
日
本
代
表
に
い
る
の
も
開

国
か
つ
主

国
と
し
て
日
本
が
負
け
る
と

源
や
負

的
な
意
味
で
破
滅
し
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
り
つ
ま

り
彼
女
が

れ
た
ら
日
本
は
終
わ
り

彼
女
に
と

て
勝

は
正
に

光
そ
の
も
の
だ
が

北

す
れ
ば
最
悪

国

と
し
て
悪

を
投

ら
れ
る
と
い
う
あ
る
意
味
背
水
の

に

し
い
状
況

に
な

て
い
る



 幕間之物語 〜現実世界ノ
キ リ ト
黒ノ剣士〜

 
無
論
そ
ん
な
事

に
追
い

ん
だ
国

会
は

日
本
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
事
が

災
い
し

の
多
く
が

に
よ

て

権
力
は

の
方
が
上
で
あ
る

を

え
ら
れ

か
真
か
現
在
で
は
マ
ト
モ
な
人
を

に

真

な
運

体
制
に
な

て
い
る

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

生
の
国
と
い
う

信
も

め
あ
る
意
味
フ

ン
に
と

て
は

聖

地

メ

カ

に

し
い
か
も
し
れ
な
い
わ

者
に
と

て
も

れ
の
舞

て
い
う

い
だ
し
ね

つ
ま
り

の

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
開

地
は

日

本

か

ご
明

 
感
情
を

め
な
い
少
年
の

葉
に
ば

と

機
状

の

子
を
広

て
見
せ
る

部
分
に
は

大
正
解

の
三
文

虚
や
実
妹
達
の

い
た
い

線
も
今
は
ス
ル

さ
て

今
は
中
に

ぎ
ま
し

 
先
に
歩
き
な
が
ら
そ
う

す

れ
て

四
人
分
の
足

が

を

い
て
来
た

 

故
こ
こ
に
来
た
の
か

を
は
じ
め
学

な
ど
が
⻑
期

に
入
る
時
間
に

国
家

に
帰
属
す
る
代
表
候
補
生
達
は
こ
の

技
場
に
集
め
ら
れ

学
や
実
技

練
を
み

ち
り

き

ま
れ
る
合

期
間
に
入
る
か
ら
だ

 
今
日
は

そ
の

修
の
前
日
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更
識

か
ら
そ
う
離
れ
て
い
な
い
場

に
現
地
入
り
し
た
の
は
候
補
生
で
あ
る
自
分
達
で
は

な
く

更
識

で

か

て
い
る
白
髪
金

の
小

な
少
年
が

わ

て
い
る

 

代
表
候
補
生
で
も
な
く

ま
し
て
や

を
動
か
せ
る
事
を
知
ら
れ
て
い
な
い
今

故

彼
が

わ

て
い
る
の
か

 
そ
れ
を
正
確
に
知
る

に
は

ま
ず
彼
が

を

作
出
来
る
事
実
を

が
知

て
い
る
か
か

ら
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ま
ず
彼
の
義
姉

桐

谷
直
葉

と

義

桐

谷

彼
の
肉
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

請
け
負

て
い
る

ノ
之
束

と

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

ま
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
共
に
戦

た

紺

木

や

太

を
は
じ
め

的
彼
と
共
に

る
時
間
の
⻑
い
プ
レ

イ

勢
た
ち

こ
れ
ら
が
彼
の
個
人
的
な

者
で
あ
る

 

に
彼
と
協
力

に
あ
る
者

こ
れ
は
自
分
や
虚
を
は
じ
め
と
し
た

裏

の
中

メ
ン

バ

本

は

裏

で
あ
り

意

的
に
外
し
て
い
る

は
本
来
知
れ
る
立
場
に
な
い
が

今
回
は

主
命

で
彼
の
サ
ポ

ト
を
命
じ
て
い
る
た
め
特

で
把
握
し
て
い
る

 

で

え
ば

第
一
に

二

と
彼
に

う

た
ち
が

て

ま
る

 

然

彼
ら
だ
け
で
は
無
い
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そ
も
入

し
て
い
る
間
の
体
の
世
話
は

の

護
師
や

護
士
が
行
う
し
身
体

は

者
や
臨

技
師
が
行
う

 
他
に
も

の
立
場
に

わ
る
者
達
も
知

て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
は
事
件

発
時
に

わ
れ
た
プ
レ
イ

を

へ
手

く

送
さ
せ
た

だ
が
そ
の

送
を
救

隊

が
全
て
行

て
い
た

で
は
無
い

更
識
の

べ

で
は
実
に
七

強
が
自
衛
隊
の
隊

で

め
ら
れ
て
い
た
事
が
分
か

て
い
る

対
策
チ

ム

の
リ

ダ

に

が

い
て
い
た
か
ら
か
あ
る
い
は
自
衛
隊
が
動
く
た
め
に

が

え
ら

れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
確
か
な
事
は
対
策
チ

ム
が
得
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
あ
ら

る
情

報
は
自
衛
隊
の
上
層
部
に

け
で
あ
る
と
い
う
事

 

不
明
の
一
大
プ
ロ
ジ

ク
ト
に

わ

て
も
い
る
ら
し
い
あ
の
男
は

上
自
衛
隊
の

中二

と
い
う

に
あ
り
仮

二

に

止
め
し
た
と
し
て
も
ゲ

ム
ク
リ
ア
か
ら

覚
醒
ま
で
彼
が

た
と
こ
ろ
は
自
衛
隊
も

す
る

 
さ
ら
に
録

像
の
中
に
は
彼
が

体
を
晒
し

め

ま
れ
た
コ
ア
と

い
古
傷
を

か
れ
る
シ

ン
も
多

ま
れ
て
い
る

表
現
的
な
意
味
も

め
て
世
間
に

表
さ
れ
な
か

た

像
も

郷

之
の

行
や
デ
ス
ゲ

ム
の
内
情
を
知
れ
る

一
の
手
掛
か
り
で
あ
る
た
め



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

に
よ

て

収
さ
れ
て
い
る

収

と
い
う
事
は

が

さ
れ
た
と

て
も
い
い

 

表
さ
れ
た
ボ
ス
戦
の

像
の
せ
い
で
キ
リ
ト
と
い
う
プ
レ
イ

の
リ
ア
ル

桐

谷
和
人
に
は
多
く
の

心
を
集
め
て
い
た

が

一

で
あ

た
事
も
世
間
を

狂
騒
へ
と
誘

て
い
る

な

生
き
て
い
る
の
か
ど
う
し
て
世
界
初
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
し
て
い

る
の
か

そ
れ
が
気
に
な
り

索
し
た
人
間
は
数
知
れ
な
い

然

者
も
同
じ
人
間

に

れ
ず
彼
の
身

を
探
り
そ
れ
を
ネ

ト
の
ス
レ

ド
に
書
き

む
者
が
い
た

と
は

え
匿
名
性
の
あ
る
ネ

ト
の
情
報
を

み
に
し
な
い
流
れ
と
ボ
ス
戦
の
放

以

は
彼
の
身

護
が

重
に
な

た
せ
い
か

の
コ
ア
に
つ
い
て
は
デ
マ

い
さ
れ
て
お
り
少
な
く
と
も

一

⺠
の
間
で
は
あ
ま
り
本
気
に
さ
れ
て
い
な
い

白
髪
金

に
つ
い
て
も

と
い

た
と

こ
ろ
か

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

自
の
最
高

に

く

を
は
じ
め

の
上
層
に
食
い

む

家
の

ど
の

に

彼
が

を
動
か
せ
る
事
実
が
入

て
い
る

 

然
対
策
チ

ム
を
主
導
し
彼
と
の
太
い
バ
イ
パ
ス
を
作

た

と
チ

ム
に
入
り

て

い
た

一
の

者
で
あ
る
自
分
に
問
い
合
わ
せ
は
殺

し
た

彼
は

を
動
か
せ
る
の
か

・男
・で
・も

と
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そ
れ
は

希
望
を
確
か
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う

願問
い

い掛
け
だ

た

 

い
な
の
は

こ
の
世
の
中
で
も

上
層
に
生
き
残
る

が
多
か

た
事
か

 
女
尊
男

風

が
一
時
期
一
世
を
風

し
た
影

で
な
ん
の
罪
も
無
い
善
良
な
議

や

が

他
さ
れ
る
事
が
あ
り

の
内
情
は
決
し
て
い
い
も
の
で
は
な
い

今
で
も
そ
の
風

を

盾
に

き
勝
手
す
る
者
は
絶
え
て
い
な
い

ま
る
で
ゴ
キ
ブ
リ
の
如
く
し
ぶ
と
く
生
き
残
り

け

て
い
る

そ
れ
は
や
は
り

と
て

外
で
は
無
い

 
本

の
意
味
で

が
ま
る
ご
と
無
能
に

代
わ
り

と
し
て
機
能
し
な
く
な
ら
な

い
よ
う

裏

で
そ
う
い

た

の
始

を

さ
れ
る
の
が

更
識

数
年
前
に
亡
く
な

た

先

代

我
が

の

に
よ

て
風

に

さ
れ
た

達
は

方
片
付
い
て
い
る
の
が
せ
め
て
も
の
救

い
か

 
無
論
全
て
が
良
識
あ
る
問
い
合
わ
せ
で
は
無
か

た
が
そ
う
い

た

中
は
大

ウ
チ
を

め
た
ど
こ
か
し
ら
か
ら
圧
力
を
掛
け
ら
れ
身
動
き
を
取
れ
な
く
さ
れ
て
い
る

風

が
過
ぎ
た

と
は

え

未
だ
そ
れ
が
根
強
く
残

て
い
る
の
も

を
正
せ
ば

の
女
性
に
し
か

れ
な

い
と
い
う
欠
点
が

善
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ

あ
の
風

に
よ

て
苦

を

め

け
た
者
達

に
と

て
す
れ
ば
少
年
は
希
望
そ
の
も
の
に

し
い
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故
に

彼
を
保
護
す
る
必
要
が
あ

た

 
更
識
は

に
依
頼
さ
れ

に
も
傷
付
け
ら
れ
な
い
よ
う

重
な
保
護
を
請
け
負

た

 

は
彼
と
の
バ
イ
パ
ス
を
よ
り
強

な
も
の
に
す
る
べ
く

仮
想
世
界
の

を
足
掛

か
り
に
依
頼
主
と

兵
の

を

き
あ
る
程

の
自
由
が
保

さ
れ
る
事
を
報

と
し
て
見

せ
る
事
で

繋
ぎ
止
め
た

 
彼
の
義
姉
達
に
話
し
た
事
は

ノ
之
束
を
は
じ
め
彼
と

意
に
し
て
い
る
者
達
の
事
情
に

た
内
容
だ

た

 
彼
女
ら
の
想
い
と

身
は
尊
い
も
の
で
あ
る

人
情
が
あ
り

か
み
が
あ
り

よ
り
尊
ぶ

べ
き
も
の
だ
と
私
も
思
う

 
だ
が
そ
れ
で
世
界
は
回
ら
な
い

 
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

世
界
は
残

で
あ
り

応
の
価
値
を
見
せ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
く
事

も

し
い
世
の
中
に
な

て
い
る

た
だ
の
一

⺠
で
あ
れ
ば
彼
は
平

な
日

を

出
来

て
い
た

な
ん
て
無
け
れ
ば

彼
の
日
常
は
平
和
に
違
い
な
か

た

 
し
か
し
こ
れ
が
現
実
だ

 

が
あ
る

女
性
に
し
か

え
な
い
代
物
が
世
界
の
中
心
と
な
り

り

り

り
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け
る

 
実
姉
が
い
る

世
界
最
強
に

い
た
彼
女
の

光
が
彼
の
影
を
よ
り
深
い
闇
へ
と
変
え
る

 
光
あ
る

に
闇
が
あ
る

現
実
は

し
く
故
に
仮
想
世
界
と
い
う
闇
を
生
み
出
し
た

光
が

し
く

彼
の
本
心
は
昏
い
も
の
へ
と
変
わ

て
い

た

彼
は
闇
へ
と
堕
ち
た

 
そ
れ
で
も

彼
が
生
き
て
い
る
今
が
現
実
だ

 
闇表
へか
とら
堕去
ちり

憎
し
み
に

わ
れ
た
彼
は

し
か
し
い
ま
再
び
表
舞

に
舞
い

る

 
か
つ
て
不
要
と
見
切
ら
れ
た
少
年
は
疑
い
よ
う
も
な
く
必
要
と
さ
れ
て
い
た

仮

必
要
と

さ
れ
て
い
る
理
由
が

を

え
る
男
性
と
い
う
彼
で
な
く
と
も
い
い
も
の
で
あ

て
も
彼

は
そ
れ
に
追
い

る

 

技
場
の
中
に
入
り

地
下
に
進
み

廊
下
を
歩
き

歩
き

歩
い
た
果
て
に

重

な

木
製
の

が

界
に
入
る

 
プ
レ

ト
に
は

大
集
会
場

と
達

な

文

そ
の
中
に
今

桐

谷
和
人

と
い
う

少
年
に

ら
か
の
価
値
を
見
出
し
た

界
の
ト

プ
達
が
集

て
い
る

 

が
見
え
た

で

一

背
後
を
振
り
返
る

た
ち
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
振
り
返
る

 

目
さ
れ
る

い
子

さ
れ
ど

表
情
は
子

で
は
な
く

真
剣
み
を

び
た
大
人
の
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あ
る
い
は

戦
場
に
立
つ
剣
士
の

 

彼
は

か
ら
仮
想
世
界
の

依
頼
を

け
て
お
り
そ
の
前
報

と
し
て
あ
る
事

を
要
求
し
た

 
彼
の
来
歴
に
つ
い
て

問
す
る
に
あ
た
り

私
も
同
じ
前
報

を
求
め
ら
れ
た

 
そ
の
前
報

と
は

男
性

者
と
し
て
身
を
立
て
ら
れ
る
地

を

め
る
べ
く

界
の

ト

プ
達
と
の
会
合
を
セ

テ

ン
グ
し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の

の
権
限
だ
け
で
は

し
い
が

裏

に

ず
る
更
識
が
そ
こ
に
発

を
加
え
れ
ば

表
舞

だ
け
で
は

え
ら
れ
な

い
事
情
と
い
う
も
の
を

せ
ら
れ
会
合
の
実
現
性
は
高
ま
る

そ
れ
を
見
越
し

こ

ち

ら界
の
動

き
を
予
想
し
た
上
で

え
て

と
私
達
の

に

て
い
た

そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
自

身
が
生
き
ら
れ
る
地

は
整
い

間
達
も
安
全
に
な
る

そ
う
す
れ
ば
仮
想
世
界
の

や
謎

の
組

に
対
す
る
戦
力
を

は
得
ら
れ
る

 
そ
う
理
解
し
て
い
る
彼
は
男
で
あ
る
自
分
が

を

え
る
事
に
希
望
を
見
出
す
人
が

る
事

を

し
自
身
の
立
場
と
地

の
安
全
を

の
も
の
と
す
る
た
め
こ
の
場
に
日
本

を
動
か
す
人

を
集
め
る
よ
う

き
掛
け
た

更
識
家
に
保
護
さ
れ
た
の
も
家

や

間
か

ら

離
を

い
て

を
少
な
く
す
る
た
め
で
あ
り

更
識
と
の
バ
イ
パ
ス
を
強
く
持
つ
事
で
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界
の
面

と
話
し
合
う
機
会
を

く
持
ち
た
か

た
か
ら
だ
と

 
私
達
は
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
動
い
た

面
倒
な

中
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
密
か
に
動
き
こ
の

場
を

意
す
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
実
に
三

月

的
に
身

を
行

た
か
ら
時
間

が
掛
か
り
過
ぎ
て
し
ま

た

彼
に
は

し

な
い
と
思
う

 
だ
が

こ
れ
で
契
約
は
成
立

 
彼
は

に
依
頼
に
動
い
て
い
る

本
来
で
あ
れ
ば
依
頼
に
動
く
前
に

す
も
の
が
前
報

だ

が
し
か
し
彼
は
時
間
が
掛
か
る
だ
ろ
う
と
こ
ち
ら
を
信

し
て
く
れ
た

実
現
す
る
か

は
不
明

だ
が

そ
の
た
め
に
動
い
て
い
る
か
ら

そ
れ
で
許
容
し
て
く
れ
た

 
彼
の
価
値
は

こ
れ
か
ら
決
め
ら
れ
る

私
達
の
手
助
け
は
も
う
出
来
な
い

 
彼
自
身
が
そ
れ
を
証
明
す
る
の
だ

い
よ
い
よ
よ

和
人
君

覚
悟
は
い
い
か
し
ら

 
金
の

を
見

め

問
い
掛
け
る

 
小
さ
く

け
れ
ど
強
く

か
れ
た

愚
問
だ

た
よ
う
ね

 

み
も
恐
れ
も
し
な
い
様
に

み
が
浮
か
ん
で
く
る
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根
性
の
あ
る
子
は

キ
ラ
い
じ

な
か

た

 
前
に
向
き
直

た
私
は
重

な

の
前
に
立
ち
ノ

ク
す
る

す
る
と

は
内

か
ら
開
い

た 
入

て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に

が
一
つ

そ
れ
を

う
よ
う
に
コ
の

型
に

べ
ら
れ
た

り

み
式
の

の
列

に
三
十
は
超
え
る
ス

ツ

の
大
人
た
ち
の
圧
が

ま
じ
い

 
予
定
時

の
三
十
分
速
く

た
の
だ
が
ま
さ
か
全

て
い
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た

 
仕
事

れ
て
は
い
る
が

そ
れ
で
も
気
圧
さ
れ
て
し
ま
う

て
い
た
よ

更
識
中

更
識
少

 
開
く
と
同
時

し

が
れ
た
男
の
声
が

を

い
た

さ
を
感
じ
さ
せ
る
声

 
し
か
し
な
が
ら

私
の
心

は

今
の
一

で
心

か
ら

え
切

た

 
声
を
掛
け
て
来
た
の
は
正
面
の
中

に

る

目
に
黒
い
眼

を
付
け
た

人
だ

た

後

ろ
に

で
つ
け
ら
れ
た
白
髪

え
ら
れ
た
白
い

の
深
い

は
男
性
が
確
か
に

人

で
あ
る
事
を
証
明
し
て
い
る

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
そ
の

い
黒
の

は
男
の
経
験
と
歩
ん
で

き
た
道
の
り
を
証
明
し
て
い
る

十
五
の

の
身
で
は
ど
う
に
も
出
来
な
い

の
如
き
精
神
の

男
だ



 幕間之物語 〜現実世界ノ
キ リ ト
黒ノ剣士〜

は

お

た
せ
し
て

し

あ
り
ま
せ
ん

た
か
ざ
き

閣
下

更
識
楯
無
中

た
だ
い
ま

務
を

行

し
ま
し
た

同
じ
く

更
識

少

務
を

行

し
ま
し
た

 

足
を

え
手
を

に

め
に
翳
し
最
高

の
礼
を
取
る

候
補
生
で
あ
る

も
同
じ
礼

を
取

た

 
対
し
て
虚
本

は

に
お

の
礼
を
す
る

和
人
は
反
応
が
分
か
れ
た
礼
に

乱

す
る
事
も
な
く

彼
も
ま
た

く
り

を
下

た

 
も
し
も
自
分
と
同
じ
礼
を
取

て
い
た
ら
大
変
な
事
に
な

て
い
た
可
能
性
も
あ
り

男
性

が

い
子

手
に
そ
う
す
る
と
は
思

て
い
な
い
が

内
心
で
安

す
る

 
こ
の
男
性
は

上
自
衛
隊
に

い
て
最
高

を
持
つ

た
か
ざ
き
そ
う
じ

年

に
な
る

と
い
う
超
高

な
が
ら
未
だ
に

と
し
て
組

を

め
て
い
る
生
け
る
伝
説

七
十
数
年
前

の
第
二

世
界
大
戦
の
最
前
線
に

な
が
ら
生
き
残
り
戦
後
の
日
本
の
軍
部

後
の
自
衛
隊

を
再
編
し
た
男

 

者
は

前
上
は
ス
ポ

ツ

手
だ
が

有
事
の

は
自
衛
隊
と
共
に
救
助
活
動
に

し
ん
だ
り
場
合
に
よ

て
は
戦
力
と
し
て
国
家

衛
に
あ
た
る
た
め
自
衛
隊
隊

と
同
じ
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練
を

け
る
事
も
あ
る

だ
か
ら
代
表
候
補
生

特
に
専

機
持
ち

は
実

自
衛
隊

更
識
の
事
を

き
に

は
上

そ
の
も
の
な
の
だ

 

者
に

け
る

は

地

と
専

機
の
有
無
で
上
下
す
る

 
国
家
代
表
は
少

大
隊

独
立
し
た
活
動
を
行
え
る
最
小
の
戦
術

で
あ
り
戦
力
の
骨

幹
を

す

を

い
る

あ
ら

る
戦
術
の
骨
子
と
な
る
た
め
責

重
大
だ

 
専

機
持
ち
の
候
補
生
お
よ
び
国
家
直
属
の
企
業

属

者
は
中

中
隊
⻑
と
し
て
戦

場
に

け
る
戦
術
指

を
直

り

体
的
な
攻
撃
や
撤
退

回

な
ど
を
指
示
す
る

 
専

機
無
し
の
候
補
生

お
よ
び
国
家
直
属
で
な
い
企
業

属

者
は
少

中
隊
付
き

あ
る
い
は
小
隊
⻑
と
し
て
十

五
十
人
を

い
る
立
場
に

く

 
国
の

と
ま
で

わ
れ
る
代
表
で
す
ら
少

の

ま
で

自
衛
隊
に
正
式
入
隊
し
た
の

で
は
な
く

件
付
き
の
特
務
で
の

な
の
で
進

も
無
し

如

に
強
力
な
兵
器
を

え
る
と

し
て
も

と
し
て
は
士

の
中
か
ら
下

 

か
ら
隙
を
見
せ
な
い
よ
う

と
し
た

を
取
る
自
分
で
も
流

に
そ
ん
な
事
は
出

来
な
い速

で
悪
い
が

そ
ち
ら
の
白
髪
の
子
が

の
子
で
い
い
の
か
ね
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は

こ
の
者
が
桐

谷
和
人
で
あ
り
ま
す

そ
う
か

そ
う
か

 
す

と

め
ら
れ
る
眼

だ
け
で
は
な
い

こ
の
場
に

る
海
自
空
自
の

や
大

は

論

の
最
高
責

者
や
そ
れ
に

ず
る
者
達

大
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
達
も
ま
た

不

な

線
で
白
髪
金

の
少
年
を
値
定
め
し
て
い
た

 
そ
れ
を

し

自
分
と

は
同
時
に
後
ろ
へ
下
が
り

対
的
に
彼
を
前
に
出
す

 
無

で
前
に
出
さ
れ
た
彼
は

し
か
し

惑
す
る
事
な
く

て

線
を

び

け
て
い
る

ち

と

力
強
す
ぎ
る
の
で
は
と
内
心
で
思
う
も
表
情
に
出
す
事
無
く
後
ろ
手
に
手
を
組

み

不
動
の

勢
で
指
示
を

つ

 

こ
こ
で
失

で
も
し
た
ら
私
な
ん
て

が

び
か
ね
な
い

 

き
に

が

ぶ

物
理
的
に
は

ば
な
い
が
い

そ
そ
う
し
て
く
れ
た
方
が
マ
シ
な

仕
打
ち
に
な
る
だ
ろ
う

こ
こ
で

に
な
る
と
い
う
事
は
専

機
持
ち
の
代
表
候
補
生
の
立
場

も

更
識
の
現

主
と
い
う
立
場
も
喪
い

名
前
す
ら
も
喪
う
事
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
だ

う
む

桐

谷
君

に

き

え

は
い
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自
衛
隊

属
で
も
な
い
彼
は
そ
れ
で
も

か
に
返
事
し

く
り
と

に

い
た

る

に
一

断

て
お
く
の
も
忘
れ
て
い
な
い

 
流

に
マ
ナ

に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
と
予
め
教
え
て
お
い
て
よ
か

た

彼
に
と

て
も
自
分
の

に
と

て
も

か

て
い
る
身
で
あ
る
以
上
は
監

責

と
い
う
も
の
が
あ

る
の
だ

さ
て

話
を
す
る
前
に
最

限
の
自
己

を
し
て
お
こ
う

私
は

上
自
衛
隊

今
回
の
話
し
合
い
に

い
て
全
体
の
進
行

を
務
め
る
事
に
な

て
い
る

よ
ろ
し
く

頼
む桐

谷
和
人
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

う
む

う
む

 
応
じ
た
自
己

に

は

か
な
が
ら

を

し
た

 

律
を
重
ん
じ
る

は
礼

正
し
い

手
に

感
を
持
つ

仮

格
な
ル

ル
を
知
ら
な

い
せ
い
で
そ
の
業
界
だ
と
失
礼
に
値
す
る
事
で
も
必
死
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る

勢
は
認
め

る

そ
ん
な

で
あ
る

仕
事
で
ミ
ス
を
し
て
も
正
直
に

し
出
て

罪
す
れ
ば
と
て
も

い

で
済
ま
せ
る
程
に
甘
い
一
面
が
あ
る

反
面

魔
化
そ
う
と
し
た
り
出
せ
る
全
力
を
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出
さ
ず
に

い
結
果
を
出
せ
ば

火
の
如
く
怒
る
が

 
ま
ず
は
第
一

を
突
破
し
た
と
い

た
と
こ
ろ
か

な
気

の
彼
の
事
だ
か
ら
大

と
は
思

て
い
た
が

心
配
で
は
あ

た

君

か

い
が
始
め
よ
う

 

は

突
に
始
ま

た

 
数

の
思
索
に

ち
た
部

が
静

へ
と
変

す
る

決
し
て
大
き
く
な
い
声
は
し
か
し
そ

れ

ど
の
影

を
与
え
て
い
た

ご
く
り
と

を

み
下
す

知
し
た

り
・こ
・れ
・か
・ら
・こ
・の
・場
・で
・話
・す
・事
・の
・一
・切
・全
・て
・が
・部
・外
・秘
・で
・あ
・る

ど
ん
な

な
情
報
も

ら
し
て
は
な
ら
な
い

桐

谷
和
人
と
い
う
少
年
と
会

た
事
も
知
ら
れ
て
は
な

ら
な
い

 

を
突
き

手
を
組
む

は

く
り
と
そ
の
手
を

上
に

い
た

こ
の
場
に
集

た
者
は
日
本
の
未
来
を
想

て
の
発

を
心
掛
け
よ

そ
し
て

み

め

国

と
は

人
が

て
成
る
も
の
で
あ
る

 
ず
ん

と

葉
が

に
重
く

き

る

 

を
重
ね
た
だ
け
の

想重
いみ

を
感
じ
た
気
が
し
た
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こ
れ
よ
り

会
議
を

り
行
う

 

は

そ
う

か
に
開
始
を

し
た

 

こ
こ
ま
で
の
全
て
が

彼
の

想

定
書
き

り

 
彼
が
得
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
情
報

郷
の
情
報

郷
の
協
力
者
で
あ
ろ
う
黒
幕
の
情
報

そ
れ
ら

は
全
て
彼
が
そ
の
身
に

す

の
コ
ア
を

め

ん
だ
者
達
と
の
繋
が
り
を
持

て
い
る

点

で
ば
ら
ま
か
れ
た
そ
れ
ら
は

彼
の
来
歴
と
合
わ
さ
る
事
で

一
本
の
線
と
な
る

 
そ
れ
は

彼
を
知
ら
な
い
者
達
に
は
分
か
ら
な
い
事

 
彼
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

と
彼
の

の
武

が
同
一
で

つ
ま
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

ス
ゲ

ム
化
に
彼
を
人
体

を

し
た
者
と
の
間
に
繋
が
り
が
あ
る
と
分
か
る

 
前
回
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

は
ロ
シ
ア
で
行
わ
れ
た

彼
は
ロ
シ
ア
で

わ
れ
そ
う
離

れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
地
の

で
人
体
実
験
を

け

コ
ア
を

す
と
同
時
に

し

解

放
さ
れ
日
本
へ
と

び
た

な
事
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た
殺
人
快

者
達
の
ま
と
め

Ｐ
ｏ
Ｈ

と
や
ら
は
ロ
シ
ア
に

た
事
が
あ
り
な
が
ら
も

ア
メ
リ
カ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
お

り
つ
ま
り
組

的
な

行
あ
る
い
は
世
界
を
容

に

り
歩
く

れ

を
持

て
い
る
と
想
定

で
き
る
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一
国
家
か
ら
す
れ
ば

コ
ア
を
秘
匿

持
し
て
い
る
怖
れ
の
高
い
組

な
ど
恐
怖
も
の

少

し
で
も
情
報
を
得
ら
れ
る
な
ら

が

で
も
欲
し
い
だ
ろ
う

 
ま
し
て
や
そ
れ
が

男
性

者
な
ど
と
い
う

希

望

前
代
未

の
存
在
で
あ
れ
ば

 
彼
は

自
身
が
持
つ
情
報
と
秘
匿
さ
れ
た
来
歴

そ
し
て
男
な
が
ら

を

え
る
絶
対
的
ア

ド
バ
ン
テ

ジ
の
価
値
を
理
解
し
た
上
で

大
勝
負
に
出
よ
う
と
し
て
い
た

 
自
分
の
価
値
を
以
て
真

向
か
ら

会
的
進
出
を

こ
し

現
状
の
立
場
を

く
り
返
す

一

人
か
ら
の

い
が
変
わ
る
必
要
は
無
い

平
穏
に
過
ご
せ
る

境
を
得
ら
れ
れ
ば
そ
れ
で
い

い
か
ら
だ

 
彼
は

を

る
の
で
は
な
い

 
彼
は
人
を
護
る
た
め
に
戦

て
い
る

彼
の
武
力
は
手
札
の
一
つ

彼
の
経
歴
す
ら
も
情
報

に

そ
う
し
て

会
を
味
方
に
付
け
よ
う
と
し
て
い
た

 

の

務

と
し
て
の
立
場
自
分
の
暗
部
と
し
て
裏

会
に
代
表
候
補
生
と
し
て
自
衛

隊
に
食
い

む
立
場
を
逆
手
に
取

て
情
報
を
チ
ラ
つ
か
せ
て
立
場
的
に

ら
ざ
る
を
得
な
く

し

世
間
的
に

目
さ
れ
て
い
る
状
況
を
も

し
て
同

す
る
権

を
も
ぎ
取

た
行
動
を

き

と
義
姉
も
予
想
し
て
い
な
い
に
違
い
な
い

話
を

い
た
時
は
自
分
も

を
疑

た

出
来
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な
い
と
思

て
い
た

 
だ
が
こ
う
し
て
実
現
し
て
い
る

上
層
部
が

を
欲
し
て
い
る
か
を
正
確
に
把
握
し
情
報

を
チ
ラ
つ
か
せ
た
か
ら

 

彼
の

葉
を

ど
れ
だ
け
の
人
が
信
じ
る
だ
ろ
う
か

 
こ
の
場
に
集

て
い
る
人
間
の

ど
は

信

疑
よ
り
も
疑
寄
り
で
来
て
い
る

だ

行
か
な

い
よ
り
は
行

た
方
が
い
い
だ
ろ
う

程

の

え
で

 
そ
ん
な
人
達
を

意
さ
せ
な
け
れ
ば
思
惑
は
失

に
終
わ
る

 
私
は
不
動
の

勢
で

機
し
な
が
ら

少
年
の

闘
を
祈

た

 
会
議
を
す
る
大
前

と
し
て

君
が

を

え
る
と
い
う
の
は
事
実
か
ね

は
い

心

直
上
に
生
体
コ
ア
と
し
て

め

ま
れ
て
い
ま
す

シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

や
絶

対

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

パ
ス
ス
ロ

ト

な
ど
も
全
て
使

可
能
で
す

む

で
は
実
演
し
て
も
ら
え
る
か
な

は

も
無
い
と
こ
ろ
か
ら
武
器
を
出
す

そ

れ
を
し
て
く
れ
る
だ
け
で
い
い

約
の
事
は
気
に
す
る
な
こ
の
場
の
全
て
が
無
か

た
事
に

な
る
の
だ
か
ら
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は
い

剣

槍

盾

数

の
武

を

時
に
展
開

後
に
仕
舞
う
の
は

正
し
く

の
そ

れ
だ
な

な
る

ど

う
む

 

と

が
間
を
取

た

少
し
し
て

を
開
か
れ
る

最
後
に
確
認
す
る
が
本

に
男
性

者
と
し
て
身
を
立
て
る
つ
も
り
か
ね

我

は

論
多
く
の
男
性
や
少
な
く
な
い
女
性
が
期

を
寄
せ
る
事
に
な
る
無
論
失

す
れ
ば
こ
れ

ま
で
よ
り
も
苦
し
い
状
況
に
な
る
だ
ろ
う

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

君
が

を
動
か
せ
る
理
由

が

伝
子
的
な
も
の
な
の
で
あ
れ
ば

秋
十
と
い
う
少
年
も
動
か
せ
る
だ
ろ
う

極
論
に
な

る
が
我

は
男
性

者
で
あ
れ
ば

で
も
構
わ
な
い

君
よ
り
彼
の
方
が

者
と
し
て
上
に

な

た
な
ら
我

は
君
へ
の

助
を
打
ち
切
る
事
に
な
る

そ
う
な

た
時
自
身
が
ど
う
な

る
か
分
か

て
い
る
の
だ
ね

覚
悟
の
上
で
す

そ
う
か

 
間
髪
を
入
れ
ず

の
後
数

の
無

が
生
ま
れ
る

の
声

は

み
ど
こ
か

な
表
情
に
も
見
え
る
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に
と

て
す
れ
ば
ど
ん
な
立
場
で
あ
ろ
う
と
彼
は
ま
だ
子

で
あ
り
親
の

護

下
に
あ
る
べ
き
存
在
に

し
い

そ
ん
な
少
年
に

な
事
を

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で

な
く
と
も

を
歪
め
る
状
況
だ

 

仮

暗
部
の
家
と

え
ど
護
れ
る

に
は
限

が
あ
る

 
真
正
面
か
ら

抗
で
き
な
い
の
は
上

や
上
層
部
か
ら
の
命

仮

保
護
を

い

さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
人
体
実
験
に
使
う
か
ら
と
引
き

し
を
命
じ
ら
れ
れ
ば
彼
を
引
き

す
し
か

な
い

 
彼
が

を

え
る

と
い
う
話
が
上
が

た
時

つ
も
の

は
彼
の
身

引
き

し

を
求
め
た

そ
う
い

た
と
こ
ろ
は

の
欠

を

善
す
る
べ
く

を
命
じ
ら
れ
た

ば
か
り

十
年
経
と
う
と
す
る
現
在
に
至
る
ま
で
成
果
を
上

ら
れ
ず
焦

た

に
そ
の
よ

う
な
行
動
に
出
た
と
い
う

男
性

者
の

伝
子
や
デ

タ
を
求
め

の

に
活
か
す

た
め
に

モ
ル
モ

ト
と
し
て
彼
を
欲
し
た
の
だ

 
そ
れ
に

た
を
掛
け
た
の
が

の
上
層
部

 

を
始
め

の
キ
レ
る
人
達
は
す
ぐ
に
モ
ル
モ

ト
と
し
て

う
事
を

と
し
た

た

た
一
人

・か
・も
・し
・れ
・な
・い

実
姉
が
最
初
の

者
で
あ
る
事
が

し

伝
子
的
に
使
え
る
の
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で
あ
れ
ば
実
兄
の
秋
十
も

え
る

そ
れ
が
確
認
さ
れ
た
な
ら
よ
り

れ
た
方
を
男
性

者

と
し
て
表
に
出
し

て
い
る
方
を
モ
ル
モ

ト
に
回
す
方
が

い
の

が
一

す
る

そ
れ
か
ら
で
も

く
は
な
い
だ
ろ
う
と
圧
力
を
掛
け
な
が
ら
思
い

ま
ら
せ
た

 

世
間
の

判
を

慮
す
れ
ば
一

す
る
ま
で
も
な
く
彼
は
モ
ル
モ

ト
に
さ
れ
て
い
た

 
そ
れ
を

ま
ら
せ
た
要
因
は
三
つ

 
一
つ
目
は
彼
が
女
尊
男

最
大
の

者
で
あ
る
点

者
が
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
べ
く

立
ち
上
が

た
な
ら
そ
れ
は
大
き
な

目
を

び
る
事
と
な
る

無
論
彼
へ
の
悪

は
足

に

な
る

し
か
し
そ
れ
を

す
結
果
を

き
出
し
た
な
ら
世
論
は
容

く

く
り
返
る

し

ろ

界
の
後
ろ
盾
が
あ
る
の
だ
滅
多
な
事
を

え
る
も
の
で
は
な
い

匿
名
性
の
あ
る
ネ

ト
は
情
報

に
は

点
が
多
い
が

逆
に
世
論
を

く
り
返
す
に
は
向
い
て
い
な
い

 
二
つ
目
は
彼
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
覇
者
で
あ
る
事

無
能
出
来
損
な
い
と

わ
れ
た
者
と
は
思
え
な

い
戦
い
ぶ
り
を

像
で
見
せ
付
け
ら
れ

み
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
判
断
を
保

に
し
た

こ
の
事
実
は

彼
へ
の
求
心
力
に
悪
影

を

す

判
に
対
抗
し
得
る
強
力
な
カ

ド
と
な

る

こ
の
事
実
が
無
け
れ
ば

彼
よ
り
も
実
兄
を
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い

 
三
つ
目
は
対
策
チ

ム
に

ノ
之
束

士
が

た
事

密
に

え
ば

士
は
桐

谷
直
葉
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と
和
人
の
義
姉
弟
を
メ
イ
ン
に

中
か
ら
協
力
し
始
め
た
ら
し
く
日
夜
天
災
の
動
向
を

め
ず

を
悩
ま
せ
て
い
る

と
し
て
は
彼
女
を
一

に

め
ら
れ
る
フ

ク
タ

と
な
り
得
る

少
年
は
捨
て
る
に

し
い
存
在
と
な

て
い
る

 
こ
の
話
し
合
い
が
実
現
し
た
最
大
の
理
由
は
三
つ
目
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い

千
冬
は
束

士
に
や
や
不

気
味
で
彼
女
か
ら

士
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
事
は

無
い

ま
た
本

人
の
気
の
強
さ
や
圧

感
が

て
立
場
が
あ

て
も
お
い
そ
れ
と

す
る
事
が
出
来
な
い

本
人
も
弟
を
喪

た
原
因
は

と
は

え
女
尊
男

に

ま

た
人
間
の
勝
手
な
行
動
だ
が

に
あ
る
と

え
て
お
り

い
し
て
い
る

 
そ
の
点
和
人
は

達
の
同
性
更
に
本
人
も

が
一

彼
は
生
き
る
地

め
の

た
め
に

を

し

は
現

策

や
男
女
不
平

の

善
の
た
め
に
彼
を

し
て
い
る
間
は
協
力
的

記
録
に
あ
る
よ
う
に
彼
も
世
界
に
憎
悪
を

い
て
い
る
が
そ
れ

を

え
て

み
下
し
復
讐
を
手

に
す
る
と
い
う
決
断
を
下
し
た

私
を
分
け
た
面
と
彼
の

在
り
方
は

い
や
す
さ
と
い
う
意
味
で
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
以
上
で
あ
る

 
と
は

え
そ
れ
も
こ
れ
も

と
自
分
が
ど
の
情
報
を

に

し
ど
の
情
報
を

さ
な

い
か
を
密
に
持

た
話
し
合
い
で
取
捨

し
た
か
ら
こ
そ

も
し
自
分
達
が
全
て
語

て
い
れ
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ば
彼
は

に
立
つ
必
要
性
を
見
出
さ
れ
て
い
な
か

た

道

と
し
て

わ
れ

済
み
に

な

た
ら
放
り
捨
て
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う

 
そ
の
思
索
を

達
が

え
な
か

た

が
な
い

最
小
の
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
で
最
大
の
結

果
を
出
す
の
が

の

本

権
限
を
使
え
ば
私
達
の

を

ら
せ
る
事
は

ら
で
も
可
能
だ

た 
そ
れ
を
し
な
か

た
の
は
彼
の
生
の
声
と
在
り
方
を
知
る

で
あ
り
つ
ま
り

閣
下

は
彼
を

人

と
し
て
見
て
い
る
と
い
う
事
で

 
場
の

は

の
方
が
小
さ
く
息
を

い
て

突
に
終
わ
る

で
は
情
報
交
換
に

ろ
う

ま
ず
は
君
か
ら
だ

君
が

示
し
て
い
た
情
報
に
整
合
性
が
取
れ

て
い
る
か

こ
ち
ら
が
君
の
要
求
を
叶
え
る
に
値
す
る
か
を
判
別
し
て
か
ら

そ
の
上
で
君
と

の
交

の
成

を
決
め
る

最
初
に
君
が

を

え
る
よ
う
に
な

た
経

か
ら
話
し
て
く
れ

そ
の
後
も

時

問
し
て
い
く

は
い

 
そ
し
て
今
彼
は
お
よ
そ
彼
以
外
に
は
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
情
報
の
数

を
開
示
し
て
い
る
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彼
が

を

え
る
よ
う
に
な

た
の
は
前
回
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
誘

さ
れ
兄

に
見
捨
て
ら
れ
い
ず
こ
か
の

に
て
非
人
道
的
な
人
体
実
験
を

け
た

に
コ
ア
を

め

ま
れ
た
か
ら

 
そ
の
コ
ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
武

が
事
前
に
知

て
い
な
け
れ
ば
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
出
来
な

い
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入

て
い
た
事
か
ら
違
法
に
コ
ア
を

有
し
て
い
た
非
人
道
的
な
組

の
構
成

が

郷

之
に
協
力
し
て
い
て
今
な
お
行
方
を
晦
ま
し
て
い
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に

し
て
は
不

明
だ
が

業
界
に

し
て
は
今
後
も

ら
か
の
形
で
謎
の
組

は

し
て
く
る
だ
ろ
う

 
彼
は
そ
う
語
る

ち
た
ま
え

つ
ま
り
あ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
は
君
が

た
か
ら

き
た
と
い
う
事
な
の
か

ね 

中

て
話
を

い
て
い
た
と
あ
る
企
業
の
ト

プ
が

て
入
り
心
無
い

問
を
投

る
事
も
あ

た

い
え

自
分
が
入

た
影

で
増
え
た
で
あ
ろ
う
武

や
ボ
ス
は
存
在
し
ま
し
た
が

Ｓ
Ａ

Ｏ
事
件
そ
の
も
の
は

郷

之
の

的
な

行
が
中
心
に
な

て
い
ま
す

自
分
が

な
く

て
も
デ
ス
ゲ

ム
そ
の
も
の
は

郷
の
手
で
実
現
し
て
い
た
で
し

う

そ
も
そ
も
自
分
が
コ
ア
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を

め

ま
れ
た
の
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
の
一
年

ど
前

ナ

ヴ
ギ
ア

の

は
そ
れ
よ

り
二
年
以
上
も
前
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
制
作
は
そ
の

か
ら
始
ま

て
い
た
よ
う
で
す

最
初
か
ら
そ
の

組

の
手
の
者
が

ア

ガ
ス

の
制
作

そ
れ
も

郷
と
コ
ン
タ
ク
ト
と
取
れ
て

つ

価
値
を
見
出
さ
れ
信

を
持
た
れ
る
上

に
食
い

ん
で
い
た
事
か
ら
も
自
分

の
存
在
に

無
く
デ
ス
ゲ

ム
に

わ

て
い
た
と

え
ら
れ
ま
す

 
そ
れ
に
も
彼
は

え
る
事
な
く
応
じ
て
み
せ
た

問
い
を
投

た
男
性
も
た
だ

意
か
ら

発
し
た

で
は
無
い
ら
し
く
あ
り
が
と
う
と
一

礼
を

て

を

じ

し
始
め
る

 
そ
れ
を

目
に
彼
は
話
を
再
開
す
る

内
容
は
か
つ
て
ロ
シ
ア
で
自
分
を

い

に
て
戦
闘

練
を

ま
せ
た
男
が
デ
ス
ゲ

ム
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
と
い

う
も
の
だ

た

世
界
的
な
組

な
の
か
あ
る
い
は
裏
専

の

兵
組

に

属
し
て
い
る
の

か
は
不
明
だ
が
命

け
の

務
に
は
な
に
ぶ
ん
金
が
掛
か
る
の
で

応
の

力
を
持

た
組

で
あ
る
事
が

え
る

し
か
も
秘
密
裏
に

を

持
し
て
い
る
と

え
ら
れ
る
の
だ

武
力

的
に
も

情
報
的
に
も
国
家
に

す
る

 
息
を

む

が

つ
も
し
た

 
そ
れ
に
終
わ
ら
ず
ま
だ
開
示
さ
れ
る
情
報
の
数

然
と
し
て
い
た

も

し
い
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面
持
ち
で
話
に

を

け
て
い
る

こ
れ
が

自
分
の
出
せ
る
限
り
の
情
報
で
す

 
そ
し
て

彼
は
そ
う

め

た

 
集
会
場
は

に

ま
れ
て
い
た

も
が
険
し
い
面
持
ち
で

か
を

え

ん
で
い
る

最
も
高

の

す
ら
も

根
を
寄
せ
て
い
た

う
む

話
は
分
か

た

情
報

感

す
る

自
分
と
し
ま
し
て
は
大
し
た
地

も
権
力
も
な
い
子

の
話
を
真
剣
に

い
て
下
さ

た
こ
と
自
体
に
感

し
て
い
ま
す

信
じ
ら
れ
な
い
か
ね

正
直

ち

と

 

い
と
彼
の

線
が

れ
る

ば
つ
が
悪
そ
う
に
し
な
が
ら
そ
れ
で
も

う

り
本
心
を

見

か
さ
れ
て

し
事
を
し
よ
う
と
し
て
も
無

だ
と
悟

て
い
る
の
か

 

い
光
を

え
た

は

少
年
の

い
分
を

き

か
に
目

を

れ
さ
せ
た

 
こ
う
し
て
二
人
だ
け
見
る
と

と

の
よ
う
に
見
え
な
く
も
無
い

場

と
表
情
と

感

と

が
ま

た
く
そ
う
思
わ
せ
な
い
の
が
ち

と

し
い
く
ら
い
だ
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ま

そ
う
思
う
の
も
仕
方
な
い

君
か
ら
す
れ
ば
こ
の
会
合
は
天
変
地
異
の
よ
う
な
も
の
だ

ろ
う

君
の

・こ
・れ
・ま
・で

を

え
れ
ば
な

と

い
う
事
は

 

え
て
強

さ
れ
た

に
少
年
が
反
応
す
る

さ

き
ま
で
と
違
い
や
や
不
安
気
味
の

声 

は

と

を
浮
か
べ

殺

さ
て

こ
の
会
合
は
日
本
の
未
来
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
あ
り
そ
の

と
し

て
男
性
に
し
て

を

え
る
桐

谷
和
人
を

し
た

彼
の
話
を

き
ま
た
来
歴
を
知

た
限
り
私
は
彼
を

立
て
て
も
問

無
い
と

え
て
い
る

の
見
解
は
如

か

異
論
疑

問
が
あ
る
者
は

手
を

 
そ
う

会
場
に
呼
び
か
け
る

 
大
勢
の
立
場
あ
る
人
間

そ
れ
も

は

や

争

手

の
前
で
そ
ん
な

な
事

が
出
来
る
人
間
は
そ
う

な
い

だ
い
た
い
生
け
る
伝
説
の
人
が
認
め
て
い
る
の
だ
彼
に

べ

れ
ば

に
値
す
る
者
が
異
を

え
ら
れ
よ
う
か

そ
も
そ
も
事
前

の

で
こ
こ
に
呼

ぶ
人
は

に
逆
ら
え
な
い
人
に

し
て
い
る
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ば
出
来
レ

ス
に
近
い
状

と

え
よ
う

無
論
期

す
る
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と

に
認
め
さ
せ
た
か
ら
で
も
あ
る

名
声
や

判
よ
り
も
実

を
知

て
判
断
す
る
気

が

を

し
た
と

え
る

 

こ
の
後
反
対
意
見
は
特
に
な
く
今
後
の
展
望
を
中
心
と
し
た
内
容
に
話

は
変
わ
る

 
万
が
一
に
も
死
な
れ
た
ら

る
の
で

ノ
之

士
を
経
由
し
て
の
定
期
的
な
バ
イ
タ
ル
デ

タ

の

出
男
性
も

を
動
か
せ
る
よ
う
に
国
お

え
の

機

へ
の
定
期
的
な

出
し

験

機

の

と
コ
ア
デ

タ
の

出
な
ど
な
ど

紙
面
に

め
る
前

の
議

が

と
消

化
さ
れ
て
い
く

流
れ
作
業
に

し
い
そ
れ
は

事
前

備
が
し

か
り
し
て
い
る

で

そ
れ
だ
け
彼
ら
が
真
剣
な
の
だ
と
感
じ
さ
せ
る
一
幕
だ

 
そ
う
し
て

く
話
が

い
て

あ
る
問

が
浮
上
し
た

 
す
な
わ
ち

彼
の

属
を
ど
う
す
る
か

 

学
園
に

と
入
学
す
る
事
は
確
定
事

で
あ
る

国
の
法
律
と
影

を
マ
ト
モ
に

け

な
い

外
法
権
地

で
あ
る
学
園
だ
が
国

と
代
表
候
補
生
と
い
う

属
は

外
に
属
し
て
い

た 
彼
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
生

の
日
本
人

し
か
し
国

と
は
現
在

を
入
れ
て
い
る
国
と
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い
う
後
天
的
な
変
化
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
り
男
性

者
と
い
う
世
界
で
一
人

あ
る
い

は
二
人

の

重
な
人

で
あ
る
た
め
そ
れ
だ
け
で
バ

シ
ン
グ
を

け
か
ね
な
い

ま
し

て
や
国
お

え
の

属
に
な

て
し
ま
え
ば

ら
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
二

覇
で
立
場
を

持

し
て
い
る
日
本
と

え
ど
ア
メ
リ
カ
や
中
国
フ
ラ
ン
ス
と
い

た
大
国
か
ら
の
抗
議
は
止
ま

ず
大
変
な
事
に
な
る
だ
ろ
う

国
交
断
絶
な
ど
に
な
れ
ば

出
入
に
大
部
分
を

て
い
る
日

本
は

上
が

て
し
ま
う

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
が

る
と

て
も
無

で
は
無
い

む

だ
が

ど
こ
に
も
属
さ
な
い
の
も
マ
ズ
い

 
か
と

て

も
後
ろ
盾
を
付
け
な
い
無

属
の
ま
ま
と
い
う

に
も
い
か
な
い

彼
が
求

め
る
要
求
を
反
故
に
し
か
ね
な
い
か
ら
だ

 
彼
の
要
求
は

自
分
と
今
の
家

が
平
穏
に
過
ご
せ
る

境
と
地

め

 
後
ろ
盾
が
無
い
だ
け
で
そ
れ
は

た
せ
な
く
な
り
契
約
は
不
成
立
と
な
る

交

後
に

か

さ
れ
た
な
ら
ま
だ
し
も
交

で

意
で
き
な
い
と
な
れ
ば
男
性

者
と
し
て
協

力
し
な
い

に
繋
が
る
の
で

も

ら
か
の

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 

彼
の
要
求
と

の
希
望
を
同
時
に

た
せ
る
解
決
策
が

と
浮
か
ぶ

 
無

の
ま
ま

手
を
す
る

ち
ら

と

の

線
が
彼
を
越
え
て
き
た
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更
識
中

ど
う
し
た
の
か
ね

は

議

に
対
す
る

が
浮
か
び
ま
し
た
の
で

発

の
許
可
を

き
た
く

許
可
し
よ
う

非

か
せ
て
く
れ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本

の

は

ノ
之
束

士
の
後
ろ
盾
を
表

に
す
る
事
で

す

う

 

を
上

興
味
深

な
表
情
に
な
る

興
味
を
持

て
も
ら
え
た
よ
う
だ

 
他
の
高

達
も
興
味
を
引
か
れ
た

で

の
発

を

て
い
る

む

あ
の
天
災
を
表

に
か

そ
う
い
え
ば
桐

谷
君
は
コ
ア
を

め

ま
れ
た

肉
体
の
メ
デ

カ
ル
チ

ク
を
彼
女
に

け
て
い
た
の
だ

た
か

は

お
よ
そ
三
年

ど
前
か
ら
の
定
期
的
な
メ
デ

カ
ル
チ

ク

に

わ
る

学

一

教

の
補

を

さ
れ
て
お
り
本

が
見
た
限
り

士
と
桐

谷

の

は
良

天

災
の

怖
が
世
界
に
知
れ

て
い
る
今

国
家
に
帰
属
し
な
い
最
大
の
後
ろ
盾
と
し
て
機
能

し
他
国
へ
の

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

そ
し
て
桐

谷

の
生
ま
れ
は
日
本
で
あ
り
血

縁
者
に
は
あ
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

よ

て
日
本
に
帰
属
し
な
い
な
が
ら
も
あ
る
程

こ
ち
ら
か
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ら
サ
ポ

ト
を
す
る
事
は
十
分
可
能
と

え
ま
す

な
る

ど

一

の

地
は
十
分
あ
り
そ
う
だ

更
識
中

あ
り
が
と
う

は
 
礼
を

わ
れ

礼
で
応
じ
る

 
実

あ
の

士
な
ら
彼
か
ら
頼
ま
れ
れ
ば
快
く
応
じ
る
だ
ろ
う

指
名
手
配

と
し
て

場

や

性
が

れ
て
し
ま
う
が

世
界
的
に
天

・災
と
恐
れ
ら
れ
て
い
る
彼
女
を

逆

と
分

か

て
い
な
が
ら

み

く

は
多
く
な
い

少
な
い

は
一

見
せ
し
め
と
し
て
晒
し

抑
止
力
と
し
て

か
せ
る

そ
う
い
う

だ

頼
め
る
だ
ろ
う
か

お

け

 
そ
う
し
て

は
や
や
離
れ
た

に

る
人
物
を
見
て

た

 
そ
こ
に
は
黒
い
シ

ツ
と
ス

ツ
の
ズ
ボ
ン
に

を

し
育

た

体
を

う
よ
う
に
白

を

る
女
性
が

て
い
る

い
声
で
了
承
し
た
の
は
彼
女
だ

 
や
や

れ
た
目

で
少
年
を
見
る
彼
女
は

話
に
出
て
い
る

ノ
之
束

士

 

の
前
に
は

・国
・

・

・

・

・

・会
・最
・高
・責
・

・者

ユ

ミ
ル

創
業
者

ノ
之
束

と



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

あ
る

 
マ
ジ
か
と
思
わ
ず
目
を

く
よ
う

と
知
れ
な
か

た
指
導
者
が
ま
さ
か

士
と
は

そ
し
て

あ
の
天
災
が
真

な
運

体
制
を
取
れ
て
い
る
な
ん
て

の
天
災
の
前
触
れ
だ
ろ
う
か

士

 
え

は

 

で

る
ん
だ

 

然
と
し
て
い
て
も
流

に
全
体
ま
で
は
見
て
い
な
か

た
ら
し
い
少
年
も
初
め
て
知

た

よ
う
で

き
の
声
を
上

る

ど
う
や
ら
彼
に
も

し
て
い
た
事
ら
し
い

あ
る
い
は
更
識

で

の
ウ
サ

エ
プ
ロ
ン
ド
レ
ス
の

を
見

れ
て
い
る
せ
い
で
ス

ツ
白

の
彼
女
に
気
付
か
な

か

た
だ
け
か

そ
う
だ
よ

束
さ
ん
だ
よ

実
は

会
の
最
高
責

者
に
取

て
代
わ

て
た
ん
だ
よ

ね

お

で
束
さ
ん
は
マ
ト
モ
に
多

の
身
だ
よ

 
そ
う

て
ぶ
い

と
ピ

ス
サ
イ
ン
を
見
せ
る
女
性

初
め
て
知
る
事
に
少
年
は
目
を
白

黒
さ
せ
る

指
名
手
配
さ
れ
て
る

な
の
に

 
ち
ら
と
こ
ち
ら
に
も
の
問
い
た

な
眼
を
向
け
ら
れ
る
が
私
だ

て
今
初
め
て
知

た
事

だ

ぶ
ん
ぶ
ん
と

を
振
る
と

惑
の

が
天
災
へ
と

さ
れ
る
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し
た
り

で
天
災
は

い
た

実
は
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

中
に
対
策
チ

ム
に
入
り

て
た
ら

そ
こ
の

サ
マ
が

直

問
し
て
来
て
さ

 

の
方

を

開
発
に
向
け
た
い

て

わ
れ
た
ん
だ
よ

ま

の
開
発
理
念
は
そ
れ
だ
か
ら

お
か
し
く
な
い
よ
な

そ
う
そ
う
今
が
異
常
な
の

で
そ
う
な

た
ら
ス
ポ

ツ
だ
と
か
兵
器
目
的
で

て
る

会

て

ぶ

ち

け
邪
魔
で
し

 
持

て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
マ
ト
モ
に
動
か
せ
な

い

ツ
が

て
も
邪
魔
な
だ
け
だ
か
ら

え
て
も
ら

た
ん
だ

そ
の
ド
サ
ク
サ
に

れ
て

士
が

目
に
な

た
の
か

つ
ま
り

め
他
に

人
か
は
把
握
済
み

 
突
撃
し
て
来
た
の
は
知

て
い
た
が

ま
さ
か
そ
ん
な
事
に
発
展
し
て
い
る
と
は

 

う
よ
う
に
少
年
が
三
十
人

り
の
大
人
を
見
る

動
揺
の
渦
中
に
あ
る
人
を

け
ば

静

な
の
は
十
数
人

い
ず
れ
も
自
衛
隊

や

の

人
な
ど

に
が

つ
り

属
し
て
い
る
人
間

ば
か
り

大
企
業
の
ト

プ
組
は
一
切
知
ら
な
い
で
い
る

ど
う
や
ら

が
手
引
き
し
て
そ

う
誘
導
し
た
よ
う
だ

 
そ
れ
を
理
解
し
た
彼
は

線
を

へ
と

し
た
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り
で
話
が
上
手
く
出
来
て
る
と
思
い
ま
し
た

士
の
方
が
メ
イ
ン
で
自
分
は
あ
く

ま
で
保
険
と
い
う
事
で
す
か

士
と
君
の
ど
ち
ら
が
よ
り
成

さ
せ
ら
れ
る
か
そ
う
天

に
掛
け
れ
ば

く
の
は

士

の
方
だ
ろ
う

 
デ
ス
ゲ

ム
を
終
わ
ら
せ
た

績
は
確
か
に

ま
じ
い

だ
が

現
実
は
た

だ
戦
え
ば
い
い
だ
け
で
は
な
い

彼
女
に
は
君
に
は
無
い
技
術
力
と
発
明
力
が
あ
る

 

の
忌

な
い

価
に

ぐ

と
彼
は

し

る

 

士
に
は

に

と
い
う
発
明
品
を
世
に
送
り
出
し
た
実
績
が
あ
る

し
か
し
彼
に
は
世

界
を

け
る
よ
う
な

績
は
無
く
デ
ス
ゲ

ム
も
最

過
去
の
事

現
在
進
行
形
で
影

を

し
て
い
る

に
深
く

わ

て
い
る
の
は
彼
女
の
方

そ
う
な
れ
ば

客
観
的
に
ど
ち
ら
を

よ
り
重

す
る
か
は
明
ら
か
な
話
だ

た

し
か
し

だ

実
の
と
こ
ろ

彼
女
だ
け
で
は
目
的
完

に
は
な
ら
な
い
の
だ
よ

 
そ
こ
で

は

を
横
に
振
る

そ
ろ
そ
ろ

我

が
こ
こ
に
集

た
理
由
に
つ
い
て
も
語

て
お
こ
う

 

然
の
事
だ
が
現
状
た
だ
の
子

に
過
ぎ
な
い
彼
だ
け
の
た
め
に
彼
ら
は
集
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た

で
は
無
い

 
彼
に

価
値
が
あ
る

そ
う

え
た
の
は

ら
か
の

が
前

と
し
て
あ
る
場
合

に
限
る

彼
ら
を

に
呼
び
出
す
た
め
に
私
と

は
そ
れ
を

し
た
に
過
ぎ
な
い

 
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

桐

谷
和
人
と
い
う
少
年
は

国
か
ら
す
れ
ば
構
成

の
一
つ
で
あ

り

で
あ
る

無
論

達
も

私
達
も

 

と
い
う
⺠
が
あ
る
か
ら
こ
そ

国
は
成
る
の
だ

違
い
さ
れ
な
い
よ
う

て
お
く
が

我

は

を

他
し
た
い

で
は
な
い

根
強
く

残
る
女
尊
男

の
風

を
至
高
と
す
る
あ
ま
り

た他
の
文
化
を
蔑
ろ
に
す
る

そ
れ
ら

を
打
開
す
る

に
我

は

に
集

た
の
だ

実
の
と
こ
ろ

の
登
場
で
破

し
た
企

業
も
多
い

２
０
２
０
年
の

オ
リ
ン
ピ

ク
は
無
事
に
開

さ
れ
た
が
そ
れ
で
も

年
よ

り

は

小
さ
れ
て
い
た

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
方
に
予

を
多
く
振
り
分
け
る

で
以

も
開

さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ

ク
は

に

が

小
さ
れ
て
い
く
状
況
に
あ
る

つ

ま
り

を
至
高
と

え
る
者
達
が
収

源
の

を

め
て
い

た
の
だ

 
そ
う
な

た
先
が
ど
ん
な
も
の
か
分
か
る
か
ね

と
険
し
い
面
持
ち
で
問
う

 
あ
れ
は

葉
こ
そ
問
い
掛
け
て
い
る
が

独
白
の
よ
う
な
も
の
だ

事
実
と
し
て

の
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眼
は
少
年
で
は
な
い
ど
こ
か
遠
く
を

て
い
る

会

学
園

こ
の

技
場
の
大

更
に
は

一
機
の

も

に
な
ら

ず
た
だ
で
さ
え
国
⺠
の
血
税
を
浪

し
国

が

む
中
数
少
な
い
大
収
入
の
機
会
を

め
て

い
く
と
な
れ
ば
日
本
の
経
済
は
い
よ
い
よ
破

す
る

企
業
は
外
国
に

転
し

業
は
空

化

金
は
外
へ
と
流
れ
国
内
価
値
は
下
が
り
バ
ブ
ル

壊

時
を
上
回
る
極

の
デ
フ
レ

へ
と

ち

む
だ
ろ
う

そ
こ
ま
で
い
か
な
く
と
も
生
ま
れ
た

子
が
男

だ

た
か
ら
と
い

う
だ
け
で
殺
す
事
件
離

の
上

に
反

し
た
結

と
出
生

の

下
と
い
う

会
問

に
よ
り

国
内

生

は

に
だ
が

下
し
て
い
る
の
が
現
状
だ

 
こ
う

く
と

日
本
終
わ

て
る
な

と
本

に
思
う

経
済
の

迷
は
バ
ブ
ル

壊
以

ず

と

ば
れ
る
問

だ
が
こ
こ
数
年
で
一
気
に
浮
上
し
た
結

と
出
生

の

下
離

上

男
性
殺

事
件
件
数
の
増
加
は
異
常
だ

対
し
て
日
本
以
外
の

国
は
企
業
の
本

が

転
す
る

で
金
が
良
く
回
り

気
は

上
向
き
に
な
る
だ
ろ
う

そ
う
な
れ
ば
ど
う
な
る
か

分
か
る
か
ね

軍
備
に
力
を
入
れ
始
め
る

そ
の

り
だ
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強
く

く

 
ど
の
時
代
国
に

い
て
も
外
国
を

し
て
軍
備
に
力
を
入
れ
る
の
は
同
じ
事

国
の
運

で
最
も
金
が
掛
か
る
の
は
軍
備
だ
と

わ
れ
る
程
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
命
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
彼
も
そ
れ
は
分
か

た
ら
し
い

戦
う
中
で
最
も
大

切
な
の
は
定
期
的
な
新

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
要
す
る
武

だ
と
経
験
的
に
知

て
い
る
か
ら

か
日
本
は
非
戦
争
を
掲

て
い
る

し
か
し

国

ロ
シ
ア
を
は
じ
め
近

国
は

場
合
に

よ

て
は
戦
争
も

さ
ず
現
に
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
日
本
も
大
会
出

の
型

ち

品
と
い
う

前
で
最
新

機
を
軍
備
と
し
て
配
備
し
て
い
る

他
の
国
も
そ
う

国
の
予

の

多
く
は
他
国
に
対
す
る

と

備
の
た
め
と

に
使
わ
れ
て
い
る

負

が

ん
で
い
る

と
い
う
の
に
だ

 

か
わ
し
い
と

わ
ん
ば
か
り
に

息
が

か
れ
る

 

か
ら
の
愛
国
心

れ
る

は

今
の
お
国
を
心
か
ら
憂
い
て
い
る
様
子
だ

た

こ
の
ま
ま
で
は
先
に

た
予
想

り
日
本
は

壊
す
る

今
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
が

勝
し
て
い
る
か
ら
ど
う
に
か
な

て
い
る
だ
け
だ

月
に

え
て
い
る
第
三
回
で

勝
し
て
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殿

入
り
に
な

た
ら
第
四
回
以

は
シ

ド

だ
が
本
人
は
引
退
す
る
つ
も
り
だ

つ
ま

り
リ
ミ

ト
は
あ
と
三
年

日
本
を
存

さ
せ
る
な
ら
第
三
回
と
第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

勝
で
命
を
繋
ぎ

そ
の
間
に

士
が

行

か
男
女

の

を
発
明
す
る
し

か
な
い

 

行

が
出
来
れ
ば

千

の

空

が

く
な
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か

部

と

空

部

が
合

さ
れ
る
の
で
予

を
分
け
る
必
要
が
無
く
な
る

Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
を
出
し

け
ば
補
助
金
も
大
き
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う

 
男
女

が
出
れ
ば
ス
ポ

ツ

だ
と
し
て
も

ブ

ム
は
息
を
吹
き
返
し
オ
リ
ン
ピ

ク
さ
な
が
ら
の
興
業
収
入
を
得
ら
れ
る

 
し
か
も
ど
ち
ら
の
開
発
も
特
許
は

日
本
国

に
し
て
日
本
が
設

し
た

国

会
の
最
高
責

者
の
も
の

特
許
の
数

が

に
入
る

ら
残
り
は

属
国

す
な
わ
ち

日
本
に
入
り
国
を

わ
せ
る

コ
ア
の
開
発
が
日
本
の
み
と
な
れ
ば
そ
れ
こ
そ
経
済
回
復
も
夢

で
は
無
い

 

無
論

全
て
は

ら
ぬ

の

 
し
か
し
そ
う
す
る
し
か
な
い

ど
こ
の
国
は

し
て
い
た

希
望
的
観

を
実
現
さ
せ
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る

に
国
は
形
振
り
構

て
い
ら
れ
な
く
な

た
の
だ

 
そ
れ
は

つ
ま
り

外
に

第
四
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
出
ろ
と

そ
の

り
だ

 
彼
の
予
想
を

は

定
し
た

 

が
彼
を
認
め
た
の
は

大

な

時

間

ぎ

第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
の

勝
に
期

出
来
る
新
星
だ

た
か
ら

来
に
期

す
る
と
い
う
不
確
か
な
も
の
で
は
な
い

デ
ス
ゲ

ム
を
生
き

く
確
か

な
実
績
が
あ

た
か
ら

彼
は
神

を

し
の
け
て

さ
れ
て
い
た

も
し
も
君
が
た
だ

と
出
の
平

な
少
年
で
あ
れ
ば

せ
る
つ
も
り
無
か

た

こ
こ
に
呼

ぶ
事
も
無
か

た
だ
ろ
う

し
か
し
君
に
は
デ
ス
ゲ

ム
を
戦
い

い
た
経
験
と
技
術
が
あ
る

戦
場
を
知
ら
な
い
小

達
と
違
い
命
を
く
べ
る
が
如
く
必
死
に
な

て
得
た
勝

が
あ
る

君
と
化
け
物
共
が
戦
う

像
を
見
て
君
は
ま
だ
ま
だ
成
⻑
出
来
る
と
確
信
し
て
い
る
の
だ
私
は

 
だ
か
ら

頼
む

と

そ
う

た

は
立
ち
上
が
り

深
く
深
く

礼
を
し
た

 
ぎ

と
目
を

き
息
を

む
集

そ
の
中
で
恐
ら
く

と
同
じ

え
を
持

て
い
る
の
だ
ろ
う
男
達

そ
の
多
く
が
自
衛
隊

も
ま
た

を
立
ち

礼
を
し
た
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こ
の
国
を
救
う
た
め
に

君
の
全
て
を

け
て

け
ま
い
か

  
心

か
ら

り
出
し
た
の
だ
ろ
う
声

え
て
い
る
そ
れ
は
今
ま
で
抑
え

ま
れ
て
い
た

び
に
も

こ
え
た

 
少
年
の

が

く
り
と

ね
た

今
ま
で
国
が
君
に
し
て
き
た
事
は
把
握
し
て
い
る

の
人
間
の
行
い

動
も

そ
れ
ら

に
対
す
る

い
も
無
く
失

す
れ
ば
よ
り

い
状
況
に
な
る
事
を
分
か

て
い
る
上
で

か

ま
し
い
と
は
思
う
が

ど
う
か

 

か
ら

に

ら
れ
た
お

に
彼
は

葉
を
発
さ
な
い

発
せ
な
い
の
か

背
中
越

し
で
は

を
ど
ん
な

で
見
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

 

な
空
気
が
会
場
を

た
す

あ
の

を
上

て
下
さ
い

達
の
目
的
も
分
か
り
ま
し
た
か
ら

で
は
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が
ば
り
と

が

を
上

る

そ
の
眼
に
は
期

の
色

ま
な
い
で
く
れ
と
そ
う
切

に
願
う

愛
国
心

れ
る

人
が

る

 
少
年
は

と
意
気
を

い
た

く
上

ら
れ
て
い
た

が
少
し
下
が
る

自
分
は

か
を
助
け
る

に
剣
を
取
り
ま
し
た

で
も
今
は
自
分
で
出
来
る
事

が

く
少
な
い

て
分
か

て

か
と
い
う
の
を
大
切
な
人
達
に
限
定
し
て
い
ま
す

み
ん
な
で

せ
に
生
き
た
い
か
ら

そ
の
た
め
に
男
性

者
と
し
て
身
を
立
て
る
ケ
ツ
イ
を

め
て
い
た
ん
で
す

自
分
の
悪

を
払

出
来
る
一
番
の
方
法
が

姉
も
活
躍
し
た

で
あ

り

モ
ン
ド
・
グ
ロ

だ

た
か
ら

生
き
る
た
め
に
我
武
者
羅
に
な

て
形
振
り
構

て
ら
れ
な
く
て

こ
こ
に
来
て
い
ま
す

み
ん
な
で
生
き
ら
れ
る
最
善
の
道
だ
か
ら

 
そ
こ
で

切
れ
る

 
彼
の
表
情
は
分
か
ら
な
い

け
れ
ど
こ
れ
ま
で
の
過
去
を

定
さ
れ
た
も
同
然
の

葉
に
き

と

今
の
彼
は

 
だ
か
ら
自
分
は

み
ん
な

自
分
の
た
め
に
今
再
び
剣
を
取
り
ま
す

そ
れ
が
自
分
の
大
切
な
人
達
の

た
め
に
も
な
り
ま
す
か
ら
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喜
の

を
浮
か
べ

て
い
る
に
違
い
な
か

た

  
今
日
現
実
に

黒
の
剣
士

再
臨
が
決
定
し
た

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
で
は

今

話

の

ま

と

め

前
書
き
の
ク
エ
ス
チ

ン
に
対
す
る

え
合
わ
せ
で
す

  

が
世
を

し
た
原
作
に

い
て

現
代
に
も
あ
る
の
に
ス
ル

さ
れ
て
い
る
問

と
は

か

日
本
を

に

三
つ
以
上

な
さ
い

 

業
の
空

化
に
よ
る
デ
フ
レ

現
実
問
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結

や
出

の

下
と
い

た
女
尊
男

問

現
実
に
も
あ
る
け
ど

に
よ
り

著
に

 

学
園
や

会
設

開
発

と
い

た
新
部

に
よ
る

国負

増
加
問

同
上

  

原
作
や
二

創
作
で
は

覇
さ
れ
た
ら

る
と
一

は
誘

さ
れ
る
事
が
多
い
で
す

で
は
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

覇
を
果
た
す
と
ど
ん
な
メ
リ

ト
が
あ
る
か

会
的
観

点
を

ん
で

え
な
さ
い

 

勝
者
の

属
国
に

大
な
収
入
が
発
生
す
る

オ
リ
ジ
ナ
ル

 

現
実
の
オ
リ
ン
ピ

ク
で

勝
し
た
者
の

属
国
の

が

う
事
実
は
未
確
認
で
す

開

国
は
観
光
客
や
来
場
者
の
影

で

い
経
済

果
を
生
じ
ま
す

  

一

や
オ
リ
主
を
学
園
に
入
学
さ
せ
た
場
合
本
人
の
安
全
保

以
外
で
ど
ん
な
メ
リ

ト
が
あ
る
か

会
的
観
点
を

ん
で

え
な
さ
い

た
だ
し
経
歴
は
平

一

⺠
で
あ

る
事

と
す
る

 

故
男
性
で
も

を

え
る
か
の
デ

タ

取
と
し
て

・の
・み

可
能
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ヴ

ベ
ル
が
語

た
未
来
で

星
の
戦
い

が

き
る
年
と

第
三
回

第
四
回

モ

ン
ド
・
グ
ロ

の
開

年
が

時
か

年

と
明
確
に
し
て

え
な
さ
い

 

ヴ

ベ
ル

２
０
２
３
年

月
か
ら
数
え
て
四
年
後
の
２
０
２

年
に
星
の
戦
い
が

き
る

 
 
 
 

二
年
間
の
デ
ス
ゲ

ム
後

学
園
に
入
学
し
て
三
年
目
の
２
０
２

年
に

き

る 
第
二
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

２
０
２
１
年

月

 
第
三
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

２
０
２
４
年

月

 
第
四
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

２
０
２

年

月

  

つ
ま
り
キ
リ
ト
が
動
い
た
み
ん
な
と

せ
に
生
き
る

の
地

め

て
三
年
後

の
星
の
戦
い
を
想
定
し
て
の
事
な
ん
だ
よ
な

 

真
面
目
に
今
も

え
て
地

め
に
動
い
て
い
る
の
で
見

け
る
人
は
ヴ

ベ
ル
か
ら

事
情

い
た
人
の
み
で
あ
る

そ
ん
な
未
来
あ
る

て
知
ら
な
か

た
ら
分
か
ら
な
い
の
も
無
理
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な
い
ネ

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
大
切
な
み
ん
な
の

に
な
る
の
で
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
自
分
の
予
定
で

国
が
救
わ
れ
よ
う
と
構
わ
な
い
ス
タ
ン
ス

す
る
な
ら
し
ろ
代
わ
り
に
こ

ち
も

す

る
か
ら

と
い
う
感
じ

な
対
応
に
す
る
だ
け
で
と
て
も

虚
に
感
じ
ま
す
ネ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

教
師
編
 

対

打
鉄

キ
リ
ト

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
幕
間
の

き

前
回
は
楯
無

点
で
し
た
が
今
話
は
ア
ン
ケ

ト
で
本

と

戦
を

り
広

た

麻

先
生
独

回
で
す

 う
つ虚

さ
ん
に
一

も
入

て
い
な
い
事
に
は

た

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る
よ
う
に
戦
闘
回

先
生

点
な
の
で
対
キ
リ
ト
に
な

て

ま
す

 

気
に
本
作
で

点
が
回

て
来
る
の
二
回
目
な
彼
女

学
園
で
教
師
を
し
て
い
た
彼
女

は

第
二
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
出
場
す
る
レ
ベ
ル
の

代
表
候
補

者
で
あ
り

撃
部

ヴ

ル
キ
リ

を
与
え
ら
れ
る
程
の
実
力
者

 

で
も

実
力
者
の
前
に

  

先
生

て

イ
レ
ギ

ラ

に
弱
い
ん
で
す
よ
ね

無
常
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文

数
は
約
一
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

こ
れ
か
ら
大
変
だ
な

私

 

れ
た
特

で
作
ら
れ
て
い
る

ス

ツ
に

え
た
私
は

指
定
さ
れ
た
時
間
が

来
る
ま
で
最
新
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
白
い
光
に

ら
さ
れ
る
天

を

う

と

め
な
が
ら
思

に

て
い
た

 

の
報
を

け
た
の
は

大
型

に
入
る
お
よ
そ
一

間
前
の
事
だ

た

 
私
は
一
年
一
組
の

と
し
て
の
業
務
を
こ
な
し
て
い
た

時
も
と
変
わ
ら
な
い
日
常

変
わ
ら
な
い
時
間

さ
れ
ど

ぶ
れ
は
変
わ
る
ク
ラ
ス
の
た
め
と

明
日
の

業
の

備
を

せ

せ
と
行
い

予

も
忘
れ
な
い
よ
う
自

で
教

書
を
開
い
て
い
た
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の
報
は
そ
の
時
に
来
た

と
し
て

さ
れ
た

 

学
園
は

の
技
術
を
流

し

上
に
人
工
的
に
作
ら
れ
た
孤

で
あ
り

こ
こ
へ

来
る
に
は

か
モ
ノ
レ

ル
の
ど
ち
ら
か
を
使
う
し
か
な
い

は
専

業
者
の

し
か
入

を

許
さ
れ
て
お
ら
ず
人
間
の
出
入
り
は

本
的
に
モ
ノ
レ

ル
で
行
わ
る

モ
ノ
レ

ル
に

る

付
近
に
は

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
そ
こ
で
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取

て
い
る
か
確
認

し

入
場
の
許
可
を
得
る
仕
組
み
と
な

て
い
る

 
そ
し
て

は
そ
の

か
ら
事
務

に

事
務

か
ら

へ
と
届
け
ら
れ
た

 
そ
の

は

黒
か

た

 
ド
キ
リ
と
し
た

自
分
に

を
持

て
き
た
事
務

も

か
や

た
の
か

と
戦

恐

の
眼
で
見
て
来
た

 
日
常
的
に

い
ら
れ
る

は

本
的
に
白
か

色

種
で
水
色
と
い

た
と
こ
ろ
が
多
い

だ
ろ
う
が

黒
い

も
一
応
存
在
す
る

少
な
く
と
も

業
界
に

い
て
は

 

業
界
で
黒

が
使
わ
れ
る
場
合

そ
れ
は
日
本

あ
る
い
は

者
が

属
す

る
自
衛
隊
か
ら
の

務
で
あ
る

は
不
可
能

ら

学
園
が

外
法
権
地

と

え
ど

学
園
に
務
め
る

は
全

が
代
表
候
補
以
上
の

に

い
て
お
り
必
ず
ど
こ
か
し
ら
の
国
家
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の
軍
部
に
属
し
て
い
る

あ
ら

る
国
家

企
業

体
の
影

を

け
な
い

の
は
生

だ

け

無
論

そ
れ
も
限

が
あ
る
か
ら

あ
ん
な

は
無
い
に

し
い

 
一
体
ど
ん
な
指

な
の
か

内
容
に
よ

て
は
生

を
手
に
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能

性
も
あ
る

 
そ
う
い
う
専

の
組

は
別
に
あ
る
か
ら
教
師
で
あ
る
自
分
が
手
を

す
機
会
な
ん
て
来
な

い
と
思

て
い
た
し

事
実
今
ま
で
無
か

た
が

万
が
一
も
あ
り
得
る

 
念
の
た
め
裏
面
を
確
認

差
出
人
は
無
い
が

先
の
名
前
は
あ
り
確
か
に

麻

と
白
い

文

で
認
め
ら
れ
て
い
る

間
違
い
で
な
か

た
事
に

息
を

い
た
私
は

に

を
切
り

中
に
あ
る
紙
面
を
取
り
出
し
た

 
四
つ

り
に

ま
れ
た
数

の

紙
を
開
き

内
容
に
目
を

す

 
大
ま
か
に
現
状
の
日
本

状
況
の
他

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
事
に
つ
い
て
書
か
れ
て

お
り

そ
れ
を
前

と
し
て
今

会
議
を
開
く
か
ら
来
る
よ
う
に
と
い
う

の
指

だ

た

ど
う
い
う
事
な
ん
で
し

う

 
内
容
は
ま
あ
分
か
る

国
内
企
業
や
名
の
知
れ
た

家
を
集
め
密
か
に

義
を
行
う
の

は

し
い
事
で
は
無
い

話
し
合
う
内
容
も
国
会
で

年
の
よ
う
に
論
争
が

き
て
は
な
あ
な
あ
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で
流
さ
れ
る
も
の

流

に
本

を
入
れ
始
め
た
よ
う
だ
と
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
る

自
分
が

た

 
引

掛
か
る
の
は

書
面
に
記
さ
れ
た
情
報
の
ど
こ
に
も

学
園
の
教
師

風
情
が

わ

る
必
要
性
を
見
出
せ
な
い
事

 
こ
れ
は
不
可
解
だ

お
か
し
い

そ
う
思
い
決
死
の
覚
悟
で
指

の
出

自

閣

下
に
電
文
で
問
い
合
わ
せ
た

す
る
と
内
容
に
間
違
い
は
な
い
と

・本
・人
・か
・ら
・の
・電
・話
・で

知
ら
さ

れ
る

 
ど
う
な

て
い
る
ん
だ

と

を

え
た
私
を
責
め
ら
れ
る
人
は

な
い
だ
ろ
う

 
こ
れ
が

先

千
冬
で
あ
れ
ば
ま
だ
分
か
る

彼
女
は
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
二

覇
を
果

た
し
た
人
物
で
あ
り
三

覇
の
候
補

だ

彼
女
に
発
破
を
掛
け
る
べ
く
日
本
の
現
状
を
知

ら
せ
よ
う
と
す
る
意

な
ら
理
解
出
来
る

 

だ
が

 
私
で
は

あ
り
得
な
い

 

学
園
の
教
師
に
な
り
現

か
ら
引
い
た
身
で
は
あ
る
私
は
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

撃
部

で
他
の
追

を
許
さ
な
い
成
績
を
残
し

撃
の
ヴ

ル
キ
リ

の
名
を

い
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て
い
る

一

の
大
会
で
ヴ

ル
キ
リ

の
称

は
三
人
し
か
与
え
ら
れ
な
い
と

え
れ
ば
か
な

り
の
も
の
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
種
目
は
近

部

撃
部

高
速
機
動
部

の
三
つ
で
あ
る

自
分
は
そ
の
中

で

撃
に
高
い

正
を
持

て
い
た

 
ま

全
部

な
め
に
し
た

先存
在
が
い
る
の
で

撃
最
強
と

え
な
い
の
は
悔
し
い
と
こ

ろ
だ
が

 
と
も
あ
れ

自
分
を

モ
ン
ド
・
グ
ロ

へ
復
帰
さ
せ
る
の
は

流

に
道
理
に
合
わ
な

い
と

え
た

し
か
も

は
自
分
の
一

の
み

つ
ま
り
世
界
最
強
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い

指

な
の
だ

電
話
で
も
知
ら
れ
な
い
よ
う
キ
ツ
く
念
を

さ
れ
て
い
る

 
い

た
い

が
あ
る
の
だ
ろ
う
と

戦

恐

と
し
な
が
ら
日

を
過
ご
し

大
型

に

入

て

を

め
な
が
ら
も
仕
事
を
こ
な
し

日
を

え

 

な
ん
で

和一
人

君
が

に
い
る
ん
で
す
か

 
日
本

技
場
の
地
下
に
あ
る
大
集
会
場
に
現
れ
た
人
物
を
見
て

心

か
ら

天
す
る

目
に
な

た

ま
さ
か
こ
ん
な
立
場
あ
る
人
間
が
多
い
話
し
合
い
の
場
に
彼
が
い
る
と
は
思
う
ま

い

醜

を
晒
さ
な
か

た
自
分
を

め
た
い
気
持
ち
に
な

た
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そ
ん
な

は

彼
か
ら
開
示
さ
れ
た
情
報
で
全
て
上
塗
り
さ
れ

し

さ
れ
た

 
な
ん
だ

コ
ア
を
人
体
に

め

み

生
体
兵
器
に
し
よ
う
と
し
た

て

 
な
ん
だ

あ
の
デ
ス
ゲ

ム
に
は

彼
に
人
体

を

し
た
組

が

わ

て
い
る

て

 
し
か
も
話
を

く
限
り
デ
ス
ゲ

ム
に

い
て
彼
が
使

て
い
た
武

は
彼
が

め

ま

れ
た
コ
ア
の
武

で
あ
り
そ
の

理
論
は
第
三
世
代
の
も
の
で
間
違
い
な
か

た

世
界
が

く

手
し
形
に
な

て
き
た
も
の
が
数
年
前
の
時
点
で
デ
ス
ゲ

ム
に
入
れ
ら
れ
て
い
た

事
実
に
恐
怖
を
覚
え
る

 
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

無
限
の
成
層
圏
と
名
付
け
ら
れ
た
世

の
大
発
明
は
こ
の
世
に
現
れ
出
で
て
か
ら
お
よ
そ

九
年
の

月
が
流
れ
よ
う
と
し
て
お
り
現
在
４

個
の
み
世
界
に
存
在
し
て
い
る

世
界
で

一
作
成
出
来
る
天
災
が
行
方
知
ら
ず
と
な

て
い
た
か
ら
だ

ま
た
本
人
は

進
出
の

に
開
発
し
た
の
で
あ

て
現
在
の
軍
事
や
ス
ポ

ツ
目
的
で
は
な
い
た
め
世
間
の
認
識
が
変

わ
ら
な
い
限
り
新
た
な
コ
ア
を
作
成
す
る
事
も
無
い
と

し
て
い
る

桐

谷
和
人
の
肉
体
に

め

ま
れ
た
コ
ア
は

非未
束確
製認

の
た
め

密
に

え
ば
４

８
個
あ
る
事
に
な
る

 
未
だ

女
性
に
し
か

え
な
い

と
い
う
重
大
な
欠
点
を
残
し
た

は

学
者
達
は
現
代
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兵
器
の
価
値
を

さ
せ
る

学
の
結
集
を

し
解

し
己
な
り
の
展
望
を
以
て
最
初

期
か
ら
進
歩
を

け
て
い
る

 
そ
の
進
歩
を

人
は

世
代

と
名
付
け
て

別
し
て
い
る

 

第
一
世
代

 
兵
器
と
し
て
の

の
完
成
を
目
指
し
た
機
体
で
あ
り
有
名
ど
こ
ろ
は
白
騎
士

び

が

ら
れ
る
だ
ろ
う

そ
の
実

称

正
式
名
称

ア

ラ

ス

カ

約

運

協
定
と
い
う

の
国
と
地

が

参
加
し
て
成
立
し
た

約
に
よ
り

軍
事
転

が
可
能
な

の
取
引

制
が
あ
る
の
だ
が

時
は
出
来
た
ば
か
り
の
た
め
初
回
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
は
軍
事
運

を
目
的
と
し
た
機

体
ば
か
り
出
場
し
て
い
る

そ
の
中
で
も
特
に

立

て
い
た
の
が

は
全
専

機
の
中
で

フ

ス
ト
シ
フ
ト

一

形

の

で
ワ
ン
オ
フ
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
を
発
現
し
て
い
た
機
体

 
そ
の
能
力
の
名
は

零

白
夜

対

の
エ
ネ
ル
ギ

全
て
を
消
滅
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ

刃

を
展
開
す
る
攻
撃
能
力
で
あ
り
代
償
に
自
機
の
エ
ネ
ル
ギ

を
大
き
く
喰
ら
う
反
面
そ
の

果
の

り
大
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る

シ

ル
ド
バ
リ
ア
を
無

化
す
る
能
力
と

て
も

過

で
な
い
そ
れ
は

え
る
な
ら

刀
を
使
う
剣
道

合
の
最
中
に
真
剣
を
使
う
に

し

い
も
の
で
あ
り
攻
撃
を

け
る

の
機
体
は
絶
対

を
無
理

理
発
動
さ
せ
ら
れ
エ
ネ
ル
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ギ

を
大
き
く

ら
さ
れ
る
事
と
な
る

そ
の
猛

は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
本
人
の
技

と
合
わ
さ

り
一

の
み
の
展
開
に
限
定
さ
れ
る
事
で

デ
メ
リ

ト
無
く
放
て
る
⻤
札
と
化
し
て
い

た

第
一
世
代
で

が
有
名
な
の
は
そ
ん
な
一
撃

死
の
能
力
を
持

て
い
た
か
ら

 
故
に
第
一
世
代

は

軍
事

と

わ
れ
る
事
も
ま
ま
あ
る

 

第
二
世
代

 
イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備
の
追
加
に
よ
り
戦
闘
で
の

の
多
様
化
に
主
眼
が

か
れ
た
世
代

 
第
一
世
代
で
は
前
衛
は
刀
剣
武

後
衛
は

火
器
武

を
持
ち
換

を
許
さ
れ
な
か

た

が
第
二
世
代
か
ら
は
一
人
で

離
を

ば
な
い
戦
い
を

べ
る
よ
う
に
な

た

設

デ

タ

を

に

子
変
換
し
た

を
呼
び
出
し
武

と
し
て
再
構

す
る
と
い
う

パ
ス
ス
ロ

ト

機
能
が

マ
ト
モ
に
使
わ
れ
始
め
た
の
も
こ
こ
か
ら
で
あ
る

 
現
在
最
も
多
く
実
戦
配
備
さ
れ
た
世
代
で
あ
り

性
が
増
し
た
代
と
も

え
る

 

国
で
配
備
さ
れ
て
い
る

独
自
開
発
さ
れ
た
機
体
も

そ
の

ど
は
第
二
世
代
と
し
て

チ

ン
ア

プ
さ
れ
て
お
り

第
一
世
代
の
影
は
無
く
な

た

 

そ
し
て

第
三
世
代

 
こ
の
世
代
は
現
在

く
開
発
の
目

が
立
ち
世
界
中
の

者
が
躍

に
な

て
開
発
を
し
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て
い
る
最
中

こ
れ
は

者
の
思

を
反

す
る
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
を

い
た
特

兵
器
の

載
を
目
的
と
し
た
世
代
で

て
し
ま
え
ば

解
放
の
英
雄

の
戦
闘

ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の

理
論
も
同
じ
で
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

な
ど
を
備
え
た
バ
イ
ザ

が

者
の
思

を

み
取
り
そ
の

り
に
兵
器
を
遠
隔

作
す
る
だ
け
だ

た
だ
し

載
し
た
兵
器

を
制

す
る
に
は
か
な
り
の
集
中
力
を
要
す
る
上
に
戦
闘
中
は
眼
前
の

を
意
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず

マ
ト
モ
な
運

を
可
能
と
し
た
者
は
極
少
数
に
限
ら
れ
て
い
る

 
そ
の
た
め
技
術
的
に
進
ん
で
も

り
手
の
育
成
が
追
い
付
い
て
い
な
い
と
い
う
状
況
に

て
い
た

 
現
状
第
三
世
代
の
専

機
を

有
し
て
い
る
の
は

国
の

代
表
候
補
だ
け
で
片
手
で
足

り
る
人
数
し
か

な
い

そ
こ
に
マ
ト
モ
な
運

と
い
う

件
が
加
わ
れ
ば
一
人

る
か

な
い
か
と
い
う
程
の
レ
ベ
ル
に
な
る

 
第
三
世
代
機
は
技
術
だ
け
進
ん
で
も
決
し
て
完
成
し
な
い

わ
ば
人
機
一
体
と

う
べ
き
代

物
な
の
だ

 

そ
の
技
術
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

と
呼
ば
れ
る
武
器
に

ま
れ
て
い
た

 

ナ

ヴ
ギ
ア
を
初
め
と
す
る
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
の
技
術
体
系
は

の
ハ
イ
パ
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セ
ン
サ

な
ど
の
バ
イ
ザ

を
参

に
し
た
と
さ
れ
て
お
り
理
論
が
似
る
の
は
あ
る
意
味
仕
方

な
い

面
が
あ
る

ナ

ヴ
ギ
ア

と

バ
イ
ザ

は

そ
の

が
使

者
の

波

定
と

情
報
送

信
に
あ
る
た
め

必
然
的
に

似
す
し
て
し
ま
う

だ
か
ら

の
技
術
を
流

出
来

る
の
は
お
か
し
い
話
で
は
無
い

 
問

は
第
二
世
代
の
開
発
真

り
だ

た

の
時
点
で

上
の
空
論
に
近
か

た
第
三

世
代
の
技
術
を
入
れ
ら
れ
て
い
た
事

 
つ
ま
り
デ
ス
ゲ

ム
に
変
え
た

郷

之
の
バ

ク
に

る
者
は

今
も

の

開
発

に

わ
る

者
達
の
追

を
許
さ
な
い

と
技
術
を
持

て
い
る

で
彼
の
コ
ア
の
製
作

者
が
束
で
無
い
以
上
最
悪
コ
ア
も
作
れ
る
事
に
な
る

そ
ん
な
存
在
の

在
は
知
れ
ず
目
的

も
不
明
と
来
れ
ば

恐
怖
を
覚
え
る
の
も

然
だ

 
そ
う
し
て

彼
の
コ
ア
に
つ
い
て
知
る
者
の
み
が
分
か
る
事
実
を

し
た
の
と
引
き
換
え

に
自
衛
隊
上
層
部
や
国
内
企
業
の

と
の
交

を
行
い
見
事
成
立
さ
せ
た
様
は
怒

の
勢
い
で
あ
り

自
分
の

理
限
界
を
超
え
た
事

に

し
か

た

 
発

す
る
内
容
も
理
由
も
無
い
が
自
分
が

に
い
る
理
由
が
分
か
ら
な
く
な

て
く
る
程

で
あ
る

私
来
る
意
味
あ

た
の
か
な
な
ど
と

へ
の
失
礼
な
疑
問
を

い
た
り
も
し
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た 

先

に
知
ら
せ
な
い
よ
う

命
さ
れ
た
理
由
は

彼
の
過
去
を
知

て
し
ま

た
以
上

理
解
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
ボ
ス
戦
放

が
始
ま
る

ん
の
少
し
前
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で
戦
う

弟一

を
見
た
と

に

い

な
が
ら
話
さ
れ
た
事
が
あ
る

私
は
恨
ま
れ
て
い
た
殺
し
た
い
程
に
憎
ま
れ
て
い
た
女
手
一

つ
で

た
が
ど
こ
で
間
違

た
の
か
が
分
か
ら
な
い
と

し
く

き

を

に
し
て
い
た

 
彼
の
過
去
の
情
報
は
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
誘

さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

た

た
め
そ
れ
よ
り
以
前
の
事
は
触
れ
ら
れ
な
か

た
が
そ
れ
は

に
暗

の
了
解
と
し
て
語
る

必
要
性
も
無
か

た
た
め

彼
と
し
て
も
憎
し
み
の
根
源
で
あ
る
記

を

り

こ
す
話
は
し
た

く
な
か

た
だ
ろ
う

そ
れ
で
も
仮
に
先

が

に
来
て
い
た
と
す
れ
ば
誘

さ
れ
て
以

の
事
実
を

け

め
切
れ
ず

や
し
よ
う
の
な
い
深
い
傷
を
負

て
再

不
能
と
な
る
に
違

い
な
か

た

そ
う
な

て
は
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

勝
で
日
本
存

な
ど
水

に
帰
し

こ
の
話
し
合
い
の
根

は

れ
去
る

は

少
年
の
本
心
を
知

た

と

い
う
事
実
か
ら
千
冬
の
心
情
を
推
し

り
ま
だ
知
る
べ
き
で
は
無
い
と

え
て
私
を

び

し
た
の
だ
と
悟
る
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あ
る
い
は

こ
の
場
に
来
る

の

件
の
一
つ
と
し
て

彼
が
そ
う

示
し
た
の
か

 
チ
ラ

と
少
年
の

を

う

自
分
は

学
園
の
教

と
し
て
来
て
い
る
た
め

更
識
姉
妹

達
と
異
な
り

に

い
て
い
る
が
い
か
ん
せ
ん
場

が
入
り

か
ら
遠
め
だ

表
情
の
機

を

む
に
は

か

離
が
あ
り
過
ぎ
た

 
結

彼
が
こ
ち
ら
に

線
を
向
け
て
来
る
事
は
無
く

話
し
合
い
は
最
後
ま
で
進
ん
だ

 
最
後
に

桐

谷
君
の

と

の
戦

作闘
技
術
は
ど
れ

ど
の
も
の
か

と

は
問
う
た

 
そ
れ
に
興
味
を
向
け
る
の
は

然
の
事
だ

た

な
に
せ
日
本
の
今
後
を

す
る

そ
の

も
の
な
の
だ

機
体
名

世
代

備

本
ス

ク

最
大
ス

ク

シ

ル
ド
エ
ネ
ル

ギ

の
最
大
値

消

行
速

そ
の
他
様

な
情
報
が
無
け
れ
ば

を
は
じ

め

企
業
主
達
も
安
心
し
て
彼
に

せ
ら
れ
な
い

 
そ
の
た
め

を

い
た

戦
が
行
わ
れ
る
事
に
な

た

 

明
日
か
ら
代
表
候
補
組
の
強
化
合

が
あ
る
た
め

入
さ
れ
て
い
た
機
体
を
使
い

さ
れ
た

者
で
あ
る
自
分
が
対
戦
す
る
事
に
な
る

 
こ
の
た
め
に
私
を
呼
ん
だ
の
か
と

す
る
と
同
時
に
最
初
か
ら

は
彼
の
要
求
を

む

つ
も
り
だ

た
ん
だ
ろ
う
な

と
予
想
す
る

話
し
合
い
の
流
れ
か
ら

す
る
に

い
が
求
め
る
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も
の
少
な
く
と
も
少
年

の
要
求
は
把
握
し
て
い
た
よ
う
だ

た

先

が
見
た
と
い
う
放

さ
れ
て
い
な
い
部
分
の
記
録

像
を

め
て

慮
し
協
力
し
て
も
い
い
と
判
断
し
た
の
だ

そ

の
た
め
に
異
を

え
な
い
面
子
で

め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

が

い
で
す
よ

先
生

 

と

も

な
か

た

の
ロ

カ

で

声
を
掛
け
ら
れ
た

 
い
つ
の
間
に
入

て
き
た
の
か
外

に

先
を

ね
さ
せ
た
蒼
髪
の
少
女
が

内
に
立

て

い
た

そ
の
手
で

ん

と
開
か
れ
た

子
に
は
リ
ラ

ク
ス
と

な

文

で
書
か
れ

て
い
る

 
そ
の
様

な
文

を

時
に
見
せ
る

子

に
取
り
付
け
ら
れ
た

二
対
の

形
の
ス
ト

ラ

プ
が
日
本
代
表
候
補

の
彼
女
が
持
つ
専

機

も

修
を

さ
れ
た
機
体
名
は

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

の
淑
女

日
本
が
誇
る
第
三
世
代

の

験
機
体

 
そ
れ
を
持
つ
彼
女
も
ま
た

い
は
ス

ツ
の
そ
れ
だ

さ

れ
る

し
い

体
を

ち
り
と
し
た
ス

ツ
に

ん
だ
彼
女
は

と
お
淑
や
か
に

ん
で
見
せ
た

な
ん
だ
か
新

で
す
ね

業
だ
と
あ
わ
あ
わ
し
て
生

に
弄
ら
れ
た
り
慌
て
過
ぎ
て

い

た
り

で
失

す
る
と
こ
ろ
は
見
て
き
ま
し
た
け
ど
そ
ん
な
に

が

い
の
は
初
め
て
見
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ま
し
た

さ
ら
り
と
先
生
を
弄
ら
な
い
で
下
さ
い

そ
れ
に

私

結
構
上
が
り

な
ん
で
す

知

て
ま
す

で
し

う
ね

 
さ
ら

と
己
の

部
を
知
ら
れ
て
い
た
事
に
苦

を

ら
す

 
苦

し
か

ら
せ
な
い

 
自
分
が

け
持
つ
ク
ラ
ス
の
中
で
と
び
き
り

な
彼
女
は

し
て
と
び
き
り
の
問

で
あ
る

入
学
後
い
き
な
り
生

会
⻑
に
勝
負
を

む
や

や
生
身
で
も

で
も
完

勝
ち
す

る
彼
女
に

う
気
が
し
な
い

ね

け
て
い
い
勝
負
を
生

会
⻑
に

け
さ
せ
た
の
も
彼
女

の
強
か
な
交

術
で
上
手
く

手
を
煽
り

せ
た
か
ら

戦
闘
な
ら
ま
だ

か
れ
る
つ
も

り
は
無
い
が

の

に

く
や
り
取
り
が
苦
手
だ

た

あ
は

先
生

て
私
の
こ
と
が
苦
手
で
す
よ
ね

 
そ
の
苦
手
意
識
も

見

か
れ
て
い
た

 
だ
か
ら
苦
手
な
の
だ
と

中
で
零
す

人
の
思

を

む
の
は
い
い
が
そ
れ
を
指

す
る

ク
セ
は
ど
う
に
か
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
悩
み
入
学
式
か
ら
一

間
で

め
た
記
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が

裏
を
過
ぎ
る

こ
れ
ま
で

年
か
教

と
し
て

め
て
き
ま
し
た
け
ど
更
識
さ
ん

ど
破
天

な
子
は
初
め
て

で
す
よ

お

め
に

か
り
恐
悦
至
極

も

め
て
ま
せ
ん

 

な
の
は
確
か
だ
が

せ
め
て
そ
の

さ
を
も

と
穏

に
動
く
方
に
振

て
欲
し
い

先

も
苦
手
と
し
て
い
る
の

て

な
事
な
の
だ

で
も
先
生

そ
の
破
天

な
私
を
色
ん
な
意
味
で
上
回
る
子
が
来
年
入
学
す
る

で
す
が

そ
う
な
ん
で
す
よ
ね

 

と

線
と
思

が
再
び
遠
く
へ

び
立
と
う
と
す
る

 

き
り
な
し
に
鳴
る
電
話

女
子

の
中
に
放
り

ま
れ
る
少
年

そ
れ
が

す
波
紋
と

世
界
の
動
き

彼
の
過
去
に
つ
い
て

国
の
抗
議
に
つ
い
て

そ
れ
ら
を
対
応
す
る
の
は

学
園
な
の
だ

で
は
無
い

今
回
の
交

で

は
裏
向
き
の

助
に

す
る
事
に
な

て

お
り

バ
イ
タ
ル
や
専

機

の

は

を

え
る
事
が
明
る
み
に
な

た
後
と
い
う
対

法
的
な
動
き
に
な
る
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そ
ん
な
世
界
的
に

弾
な
子

そ
れ
も
来
年
中
学
一
年
生
の
少
年

を
自
分
が
ク
ラ
ス

で

け
持
つ
事
は

に
来
て
裏
事
情
を

か
さ
れ
た
時
点
で
確
定
し
て
い
る

問

が

き

な
い

は
な
い

 

伝
的
に

を

え
る
な
ら

と
し
な
く
て
も
彼
の
実
兄
も
入
学
す
る
可
能
性
は
あ

る 
私
の

は
彼
ら
が

業
す
る
ま
で
破

せ
ず
に
保
つ
の
だ
ろ
う
か

日
本
の
破

と

の
破

の
デ

ド
レ

ス
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る

 
せ
め
て
彼
が
自

と分
変を
わ労
らわ
ず

て
しく
いれ
子る

人
で
あ
る
事
を
祈
る
ば
か
り
だ

 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
時
間
に
な

た
の
で
更
識
楯
無
に
送
り
出
さ
れ
る
形
で
更

を
後
に
す
る

 

発

場
で
あ
る
ピ

ト
に
出
た
自
分
は

意
さ
れ
て
い
る
機
体
へ
と
近
付
い
た

カ
タ
パ

ル
ト
上
に
設

さ
れ
た
緑
色
の

と

う
べ
き
そ
れ
は

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ヴ

第
二
世
代
型

フ
ラ
ン
ス
の
デ

ノ
ア

が
製
作
し
た
世
界
最
後
発
の
そ
れ
は

機

練
機
と
も

わ
れ
て
お
り
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
こ
そ
無
い
も
の
の
ス

ク
そ
の
も
の
は
第
三
世
代
型
に
後
れ
を
取

て
い
な
い

更
に
後
付

備
の
容

は
歴
代

に

べ
て
か
な
り
大
き
く
ま
た
日
本
の

機
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打
鉄

に

べ
て

性
も
高
い
た
め

す
る
武
器

と
い
う
異
名
を

く
も
勝
ち
取

た

中
衛
後
衛
と
し
て
活
躍
す
る
だ
ろ
う
万
能
型
と
し
て
人
気
も
あ
る
た
め
世
界
第
三

の

シ

ア
と
七
か
国
で
ラ
イ
セ
ン
ス
生

さ
れ

に
十
二
か
国
で
正
式

配
備
さ
れ
る

ど

の

価
を

け
て
い
る

 
日
本
も
ま
た
そ
の
性
能
を
高
く

価
し
て
打
鉄
と
共
に
配
備
し
て
お
り
明
日
か
ら
の

候
補
生
合

で
も

さ
れ
る
予
定
だ

 

業
で

と
な
く

に
し
た
情
報
を

裏
に
浮
か
べ
な
が
ら

私
は

ラ
フ

ル
・
リ

ヴ

イ
ヴ
へ
と

り

ん
だ

手
足
を
重

な
機
体
の
中
に
突

む

の
表
面
に

内

が
密

 

と

ス

ツ
で

わ
れ
て
い
な
い
手
足
に

か
意
味
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑

問
が
浮
か
ん
だ

 

水

に
も
似
た

ス

ツ
の

は

的
な
運

に
あ
り
体
を
動
か
す

に

肉

か
ら
発
せ
ら
れ
る
電
気
信

を
増

し
て

に
伝
達
し
や
す
い
よ
う
に
す
る

に
あ
る

し
や

す
い

と
あ
る
よ
う
に

の
運

に

し
て
必
ず
し
も
必
要
と
い
う

で
は
無
く

別
に

で
も
構
わ
な
い
が
今
は
良
い

問

は
四

そ
れ
ぞ
れ
を
ス

ツ
は

て
お
ら
ず
現
状
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な

と
し
て
し
か
機
能
し
て
い
な
い
点
だ

の
弾
く
ら
い
な
ら
衝
撃
こ
そ

け
る
が
傷

を
負
わ
な
い

さ
を
誇
る
こ
れ
も

戦
闘
に

い
て
は

力
な
ど
無
い
に

し
く

つ

ま
り
四

を

て
い
な
い
ス

ツ
は
現
在
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
バ
イ
タ
ル
デ

タ
把
握
で
し
か

立

て
い
な
い
の
で
は

時
間
で
す

中

発
進
し
て
下
さ
い

 

機
体
の

整
を
済
ま
せ

思
し
て
い
た
意
識
が
男
性
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
り
浮
上
す
る

 
意
識
を
正
面
に
開
け
た
空
へ
向
け
る

ぶ
思

を
し
た

は
こ
れ
を
正
確
に
把
握
し

た
よ
う
で

機
体
が
真
実
息
を
吹
き
返
す

ぶ
わ

と
ピ

ト
内
に
旋
風
を

き

こ
し
た

背
中
に
四
つ
あ
る
ス
ラ
ス
タ

と
バ

ニ
ア
か
ら
火
が

き
出
す

麻

発
進
し
ま
す

武
運
を

 
そ
し
て

び
立
つ

体
に
掛
か
る
風

し
か
し

圧
力
で
あ
る

は
あ
ま
り
感
じ
ず

ま

る
で
風
そ
の
も
の
に
な

た
感
覚
で
空
に

び
立
つ

 

に
送
り

ま
れ

界
に
表
示
さ
れ
る
ビ

コ
ン
を
頼
り
に

に

く

 

対
峙
す
る
は
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白
髪
を
た
な
び
か
せ
る
少
年
は
日
本
が
開
発
し
た

色
の
第
二
世
代
機
打
鉄
に

し

百
メ

ト
ル

ど
離
れ
て
私
を

ち
構
え
て
い
た

手
型

に
は
近

型
ブ
レ

ド
あ
お
い

手
に
は
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル

む
ら
び備

が
握
ら
れ
て
い
る

多
分
私
の
過
去
の
記
録

像
か
戦

闘
ス
タ
イ
ル
を
知

た
か
ら

え
て

れ
な
い
だ
ろ
う

火
器
を
取
り
出
し
た
の
だ

 
こ
れ
が
あ
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
で
あ
れ
ば

弾
を
掻
い
潜
り

あ
る
い
は
正
面
か
ら
弾
き

肉

し
て
く
る

 
だ
が
あ
れ
は
正
直

外
だ

に
で
も
出
来
る
も
の
で
は
な
い

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

の
お

で
集
中
す
れ
ば
弾
速
を
見
切
る
事
も
不
可
能
で
は
無
い
が
戦
闘
中
に
弾

だ
け
を

す
る

の
は
危
険
だ

出
来
る
と
し
て
も
や
ろ
う
と
す
る
者
は
ま
ず

な
い

失

し
た
時
の
リ
ス
ク
も

大
き
過
ぎ
る

 
だ
か
ら
彼
が
遠

離
攻
撃
手

を
最
初
か
ら

し
て
い
る
の
は
正
し
い
判
断
と

え
た

桐

谷
君

で
す
ね

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ま
だ

合
開
始
の
ブ
ザ

は
鳴

て
い
な
い
た
め

を
先
に
済
ま
せ
る

コ
ア
ネ

ト

ワ

ク
に
よ
り
可
能
な

プ
ラ
イ
ベ

ト
チ

ン
ネ
ル

個
人
間
秘
匿

信
を

い

制

に
も

き
取
れ
な
い
内
緒
の
お
話
だ

 
い
き
な
り
の

で
は
あ

た
が
彼
も
知
識
と
し
て
個
人
間
秘
匿

信
の
存
在
は
知

て
い
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た
ら
し
く
表
情
に
変
化
は
な
い

片

が

か
に
ヒ
ク
つ
い
た
く
ら
い
か

あ
れ
が

だ
と
す

れ
ば
空
恐
ろ
し
い
精
神
力

デ
ス
ゲ

ム
を
終
焉
へ
と
導
い
た
覇
者
の

は

達
で
は
無
い

こ
ち
ら
こ
そ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

い
た
事
に

に
同
じ

信
で
返
事
を
返
し
て
来
た

 
流

に
い
き
な
り
で
無
理
か
も
と
思

て
い
た
だ
け
に
ち

と

く

ノ
之

士
と

意

に
し
て
い
た
と
い
う
し

と
す
る
と

れ
て

に

し
て
い
た
最
中

彼
自
身
の

で
使

た
事
は
あ

た
の
か
も
し
れ
な
い

手
が

な
い
と
成
立
し
な
い

信
の

練
と

え

ば
そ
れ
し
か
な
い

そ
う
い
え
ば

桐

谷
君
自
身
の

の

練
時
間
に
つ
い
て
は

き
ま
し
た
が

練
機
の

使

経
験
は
ど
れ
く
ら
い
な
ん
で
す

無
い
で
す
ね

そ
も
そ
も

の

練
は
全
部
自
分
の
に

や
し
て
ま
し
た
か
ら

そ
う
で
す
か

 

故
彼
が

練
機
を
使

て
い
る
の
か

 
そ
れ
は

彼
の
世
間
一

と

し
て
の

作
技
術
を

の
開
発
に

わ

て
い
る
面

が
知
り
た
が

た
か
ら
だ

士
に
よ
り

は
一

せ
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
も

来
の
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と
彼
の

は
異
な
る
運

ら
し
く

な

は
出
来
な
い
ら
し
い

見
て
か
ら
の
方
が
多

分
速
い

と

う

ど
掛
け
離
れ
た
代
物
ら
し
い

 
そ
こ
で
出
た

が

方
使

て
み
る
事

 
つ
ま
り
今
回
の

戦
彼
は
二
回
行
う

的

作
技
術
の

の

に

練
機
を

い

て

代
表
候
補
が

る

練
機
と
戦
い

に
専

機
持
ち
の
代
表
候
補
生
と
彼
自
身
の

で

戦
う
事
で

彼
の
特
性
を
ハ

キ
リ
理
解
し
よ
う
と
い
う
の
だ

こ
れ
は

に

わ

て
い
な

い
面
子
へ
の
分
か
り
や
す
い
指
標
と
す
る
意
味
も

め
ら
れ
て
い
る

 
更
に

え
ば
第
一
世
代
の

と

え
る
第
二
世
代
型
と
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
と
い
う
完
全
新
技
術
を

載
し
た
第
三
世
代

そ
の
ど
ち
ら
に
彼
の

は
近
い
の
か
と
い

う
分

を
す
る

で
も
あ
る

 
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
と
は

み

い
て

え
ば
武

の
遠
隔

作
で
あ
り

そ
の
た
め
に

者
の

活
性
状

か
ら
想
像
を

み
取
り

が
反

す
る
と
い
う
技
術

な
集
中
力
を
要
す
る
こ
れ
を
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
使
い
こ
な
し
て
い
た

つ
ま
り
彼
自
身
は
第
三

世
代
機
の

者
に

応
し
い
事
に
な
る

仮
に
彼
自
身
の

が

モ
ン
ド
・
グ
ロ

向

き
で
な
い
な
ら
束

士
と

は
専

機
開
発
に
動
く
し
そ
の
逆
な
ら

応
の
サ
ポ

ト
に
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動
く

そ
の

の
指
標
と
し
て
必
要
な
事
だ
と

は
語

た

 
機
体
一
つ
の
開
発
に
は

大
な
物

と
金
を

ぎ

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
れ
も

者
の

合

練
で
の
消

武

の
消

な
ど
で
開
発
以
後
も
定
期
的
な
出

は

く

日

本
経
済
が

に
な

て
い
る
の
は
収

源
が

小
さ
れ
る
中

の
発
展
に
と
補
助
金
を
大

に

や
す
開
発

の
増
加
が
原
因
で
も
あ
る

補
助
金
は
国

か
ら

出
さ
れ
る

つ

ま
り
収
入
は
少
な
い
の
に

出
は
増
え
て
い
く
状
況
な

だ

 
そ
ん
な
中

場
合
に
よ

て
は
彼
に
専

機
を
作
成
す
る
事
も
想
定
さ
れ
て
い
る

 
金
が
無
い
か
ら
破

し
そ
う
な
国
が
ト
ド
メ
を

し
か
ね
な
い

を
取

て
い
る
の
だ

達
が
ど
れ

ど
本
気
で
彼
を

し
上

さ
せ
日
本
の
未
来
を
救
お
う
と
し
て
い
る
か
が

い

知
れ
る

開
始
五

前

 

練
機
同
士
で
勝
負
に
な

た
経

を
思
い
出
し
て
い
る
と
気
付
け
ば

合
開
始
が

て

い
た

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
で
意
識
を

し

気
を
引
き

め
る

 
百
メ

ト
ル
先
の
少
年
も

た
く
も
感
じ
る
表
情
に

が

た

今
後
も
掛
か

て
い

る
か
ら

し
な
い
わ
け
が
な
い
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五

四

三

と
カ
ウ
ン
ト
が
進
み

ゼ
ロ
と
な
る

 

間

二

空
気
が
破
裂

 イ
グ
ニ

シ

ン
・
ブ

ス
ト

時
加
速
を

分
の
ス
ラ
ス
タ

で
行

た

一

的
にダ

ブ
ル
・
イ
グ
ニ

シ

ン

二
重
加
速
と
呼
ば
れ
る
加
速

法

め
ダ

シ

を

の
内
に
二

で
行
う
た
め
え

つ
な
い
加
速
を
得
ら
れ
る
こ
れ
に

よ
り

間

速

キ
ロ

マ

ハ

の
突
進
は

の

者
保
護
シ
ス
テ
ム
が
間
に
合
わ
な

い
レ
ベ
ル
の
加
速
故

強

な

が
体
を
襲
う
も

代
表
候
補
に
な

て
か
ら
も

練
は
欠

か
さ
ず
行

て
い
た
た
め
血
を

い
た
り
骨

す
る
醜

に
は
な

て
い
な
い

界

の
エ

ネ
ル
ギ

メ

タ

が
ぐ
ぐ

と

る
も

必
要
経

と

り
切

た

 
本

は
四

全
て
で
行
う
四
重
加
速
ク
ア

ド
・
イ
グ
ニ

シ

ン
を
行
い
た
か

た
が

そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
間
違
い
な
く
フ

ル
ド

に

突
す
る
の
で
そ
の

分
に
自
重
し
て
い

る 
二
重
加
速
で
も
マ

ハ

技
場
の

か
ら

ま
で

で

達
す
る
た
め
ど
ち
ら
に
し

ろ

突
し
か
ね
な
い
の
だ
が

手
は

ど
の

者
が
未
経
験
の
命
を

し
た
戦
い
を
も

生
き

い
た
覇
者
だ

実
力
は
未
知
数
で
あ
る
の
に
反
し
そ
ん
な
経
歴
が
あ
れ
ば

レ
ベ
ル
は

最
高
ラ
ン
ク

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と

対
す
る
の
に

し
い

い
や

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
か
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故
に
こ
の
場
で
ギ
リ
ギ
リ
出
し
得
る
最
大
の
加
速
を
行
い

離
を

め
た

 
百
メ

ト
ル
を
コ
ン
マ
一

で

め

部

を
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
突
進
す
る

が

さ
れ
た

 
内
心
で

を

く

光
速
の
レ

ザ

す
ら

と
か
ス
ロ

で
見
え
る
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を

し
て
い
る
の
だ

攻
撃
は
見
え
た
だ
ろ
う

だ
が

そ
れ
に
反
応
し
て
動
け
る
か
は

話
は
別

流

最
速
の
反
応
速

と
し
て

二
刀
流

を
与
え
ら
れ
た
少
年
だ

 
そ
う

を
送
り
な
が
ら
反
転

ス
ラ
ス
タ

と
バ

ニ
ア
で

性
に
制
動
を
掛
け
つ
つ

手
か
ら
離
れ

手
に
握
る
ア
サ
ル
ト
カ
ノ
ン

ガ
ル
ム

の

を
向
け

 

彼
方
か
ら

来
し
た
⻑
刀
が

を
弾
き

反
ら
し
た

 
初
手
で
い
き
な
り
彼
の
十
八
番
で
あ
ろ
う
武
器
を
投

た
事

そ
し
て
間
髪
入
れ
ず

弾
が

襲

て
来
て
エ
ネ
ル
ギ

を

ら
れ
た
事
に

す
る

慌
て
て
ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
せ

動
を

開
始

 
そ
れ
を
追
う
よ
う
に

弾
は

出
さ
れ
た
が
数

経

て
止
ま

た

弾
の
無

と
判
断
し

た
ら
し
い
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初
手
で
ブ
レ

ド
を
投

て
来
た
の
は
予
想
外
だ

た
が

だ
か
ら
こ
そ
有

打
に
な

た

初
期
値

０
０
の
エ
ネ
ル
ギ

も
こ
ち
ら
の
二
重
加
速
と
先
の

弾
で

に
４
０
０
を
切

て
い

る

２
０
０
の
内
約
の
七

は
加
速

残
り
三

が

弾
だ

 
た

た

 
さ
れ
ど

最
大
値
の
一

を
初
手
で

て
き
た
事
実
は
私
に
危
機
感
を

か
せ
る

数

発
の

弾
で
こ
れ
だ
け

て
来
た
の
は

に

わ
れ
て
い
な
い

体
部
分
を

て
来
た

か
ら
で
あ
り
一

程

の
や
り
取
り
で
こ
こ
ま
で

れ
る
精
密

撃
は

そ
の
も
の

二
重

加
速
が

し
な
か

た
事
も

心
を
煽

て
い
る

 

こ
れ
ま
で
の
戦
闘
で
は

開
始
直
後
に
二
パ
タ

ン
の
や
り
取
り
を
行

て
い
た

 

手
が

離
を

め
て
来
な
い
よ
う

撃
で

制
し

け
る
パ
タ

ン
と
今
の
よ
う
に

時

加
速
あ
る
い
は
二
重
加
速
で

離
を

め

り

ば
し
て
隙
だ
ら
け
に
し
た
あ
と

弾
の

を

き

む
パ
タ

ン
だ

ど
ち
ら
か
は
や

て
み
る
ま
で
分
か
ら
な
い
た
め

国
か
ら

さ

れ
て
い
た
と

い
た
事
が
あ
る

 
だ
が

や
ら
れ
て
か
ら
分
か
る
代
物
で
は
無
い

 

時
加
速
で
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

は
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

で
あ
る

と
い
う
よ
り

は
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武

や

め
全
て
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

で

わ
れ
て
い
る

こ
れ
は
ス
ラ
ス
タ

か
ら

常
時
に

き
出
る
も
の
も

外
で
は
無
い

時
加
速
は
こ
の
特
徴
を

し
ス
ラ
ス
タ

か

ら

き
出
た
エ
ネ
ル
ギ

を
再

取
り

み
つ
つ

し

分
と
取
り

ん
だ
分
の
二
回
分

を

め
て
一

に
使
い

一
気
に
加
速
す
る
と
い
う
技
術
で
あ
る

 
ち
な
み
に
武
器
の
使

は

合
前
だ
と
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず

動

の

備
も
同
様
だ

が

い
を

け
る
ス
ラ
ス
タ

に

し
て
は
そ
の

で
は
な
く

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
ル

ル
ブ

ク
に
も

時
加
速
の

備
は
認
可
さ
れ
て
い
る
の
で

違
反
で
は
無
い

 
つ
ま
り

の
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

で
あ
れ
ば
ス
ラ
ス
タ

に

常
時
と
異
な
る

源
が
発
生
し

て
い
る
と
分
か
る

そ
れ
を
し
な
い
の
は

覚
的
に

手
の
出
方
を
見
よ
う
と
す
る
ク
セ
が

ど
う
し
て
も

者
か
ら

け
な
い

だ

自
分
だ

て
目
で
見
る
方
が
速
い

 

だ
が

 
彼
は
そ
れ
を
初
見
で
見
切

た

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を
頼
り
過
ぎ
る

向
の
初
心
者
と
し

て
の

え
が

を

し
た
か

あ
る
い
は

で
見
切

た
の
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

襲
的
な
加
速
が

し
な
い
と
な
れ
ば

私
が
取
れ
る
戦
法
は

一
つ

 

手
が
近
づ
け
な
い
よ
う
精
確
に
弾
幕
を
展
開
す
る
だ
け
だ
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せ
 
弾
切
れ
を

こ
し
た

の
機

を
仕
舞
い
代
わ
り
に

間

出
速

を
増
し
た
重
機

デ
ザ

ト
・
フ

ク
ス

を
取
り
出
す

も
弾
切
れ
を

こ
し
た
後

手
持
ち
で
重
機

を
突
き
出
し

引
き
金
を
引
く

 
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ

と

力
的
な
撃

が
木
霊
す
る

 
弾
は

た
ら
な
い

地
面
に

弾
し
表
面
を

り
取
る

力
を
し
か
し
少
年
は
す
る

り
す
る
り
と

し
て
い
く

時
た
ま
後
ろ
手
に

備
で
撃
ち
返
し
て
く
る
様
の
な
ん
と
強
か
な
事

か 

の

作
自
体
は
初
で
な
い
に
せ
よ

打
鉄

を

う
の
は
初
だ
と
い
う

備
や
ス

ク
に

れ
て
い
な
い
現
状
で
こ
こ
ま
で

り
こ
な
し
て
い
る

者
を
私
は
見
た
事
が
無
い

は
 
そ
の
思

を
食
い
破
る
よ
う
に

彼
が
裂

の
声
を
上

た

と

打
鉄

の

四

の
ス
ラ
ス
タ

の
内

一

が

を
大
き
く

き
出
し

加
速
す
る

 

時
加
速
だ

 
初
心
者
が

そ
ん
な
い
き
な
り

 
と

く
の
も
束
の
間

更
な
る

が
襲

て
来
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る 
再

と

を

き
出
し
た
の
だ

別
の
ス
ラ
ス
タ

か
ら

 
同
時
で
は
無
く
し
か
し
加
速
中
に
も
う
一

行
わ
れ
た

時
加
速
は

リ
ボ
ル
バ

・
イ
グ
ニ

シ

ン

個
別

時
加
速

超
上

技
術
の
一
つ
で
あ
る

 
国
家
代
表
レ
ベ
ル
で
も
そ
う
出
来
な
い
超
技
術
の
発

に
絶

す
る

 
理

と
し
て
は

そ
う

し
く
は
な
い
の
だ

む
し
ろ
や
ろ
う
と
思
え
ば

に
だ

て
出
来

る

打
鉄

の
場
合

四

全
て
の
ス
ラ
ス
タ

に
エ
ネ
ル
ギ

を

め
て
お
き

最
初
の

時
加
速
中
に
一
つ

ま
た
一
つ
と
解
放
し
て
い
く

そ
れ
だ
け
で
あ
る

 

だ
が

そ
れ
は
動
い
て
い
な
い
場
合
の
話

 
戦
闘
中
は

然
動
く

動
く
と
い
う
事
は
ス
ラ
ス
タ

を
使

て
い
る

め

む
事
は

論
一

き
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ

の
再

収
の

地
な
ど
無
い

し
か
し
個
別

時
加
速

は
エ
ネ
ル
ギ

の
再

収
と
解
放
を

時
に
行
い

つ

時
加
速
中
の

勢
制

を
自
力
で

制

し
な
が
ら
残
る
ス
ラ
ス
タ

に
再

収
を
行
わ
せ

時
加
速
を

行

て
い
く
と
い

う

業
を
一
息
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

最
初
か
ら
制

分
も
タ
メ
に
回
す
の
は
加
速
を

重
ね
る
中
で
タ
メ
に
許
さ
れ
る
時
間
が

く
な

て
い
く
た
め
だ

ど
ん
ど
ん
加
速
し
て
い
く
の
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で

と
こ
れ
を

り
返
す
事
は
フ

ル
ド
を
限
定
さ
れ
る

合
で
は
無
理
だ
し
加
速
す
る

に
エ
ネ
ル
ギ

を

る
の
で
無
限
使

は

不
可
能

 
そ
も
そ
も

時
加
速
が
上

技
術
に
分

さ
れ
る
の
は
機
動
中
の

勢
制

を
自
力
で
行
え
る

か
な
時
間
で
エ
ネ
ル
ギ

の
再

収
と
タ
メ
を
完
了
さ
せ
る
の
が

し
い
か
ら
だ

タ
メ
が
十

分
で
な
け
れ
ば
た
だ
エ
ネ
ル
ギ

を
使

た
強
ダ

シ

で
し
か
な
い

そ
れ
を
複
数
の
ス
ラ
ス

タ

で
個
別
に
行
う
な
ん
て

気
が
遠
く
な
る
し

と
も
す
れ
ば
狂
い
そ
う
だ

 
だ
か
ら
個
別

時
加
速
な
ん
て

も

得
し
よ
う
と
思
わ
な
い

仮

実
戦
に

り
出
さ

れ
た
と
し
て
も

手
の
意
表
を
突
い
て
倒
せ
る
メ
リ

ト
に
反
し

時
加
速
四
回
分
と
い
う

エ
ネ
ル
ギ

消

が
見
合

て
い
な
い

体
に

か
る
負

も
大
き
す
ぎ
る

 
そ
れ
を

そ
れ
を

こ
の
少
年
は

合
開
始
か
ら
十

と
経
た
ず
に
使

て
来
た

 
た

た
十

で
成
⻑
す
る

が
無
い

と
い
う
事
は
彼
の
技

は

に
こ
の

に
あ

た
事

に
な
る

生
還
し
て
か
ら
は

の

練
を
行

て
い
な
か

た
と
い
う
か
ら

二
年

前
の
技

に

び
が
浮
い
た
も
の
の

し
か
し
そ
ん
な
無

苦

な
技
術
を
使
え
る

ど

に
高
レ
ベ

ル

か
つ
て
大
会
に
出
場
し
た
身
と
し
て
断

す
る
反
応
と
技
術
は

に
モ
ン
ド
・
グ
ロ

本
出
場
レ
ベ
ル
に
あ
る

こ
れ
で

び
付
い
て
い
る
な
ら
鍛
え
直
せ
ば
ど
れ

ど
に
な
る
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の
か

 

そ
う

を

わ
に
す
る
中
で

彼
は
合

・六
・

も
の

時
加
速
を
行

た

 
一
回
目
と
二
回
目
の

時
加
速
で
使

た
ス
ラ
ス
タ

に
ま
た

時
に
エ
ネ
ル
ギ

を
再

収
さ
せ
吹
か
し
た
の
だ

彼
の

の
演

速

な
ら
使

済
み
の
ス
ラ
ス
タ

に
タ
メ
を
行
わ

せ
る
事
も
可
能
ら
し
い

 
重
機

の
弾
幕
か
ら

れ
る
べ
く

を

く
よ
う
に

ん
で
い
た
彼
は
そ
の

道
の
ま
ま

加
速
で
速

を
上

た
た
め
彼
を

点
に

え
れ
ば

め
前
に
加
速
し
た
事
に
な
る

回
し
て
来
て

横

り
の
如
く
襲
い
掛
か

て
来
た

 
重
機

を
格

し

代
わ
り
に
標

備
の
近

ブ
レ

ド

ブ
レ

ド
・
ス
ラ
イ
サ

を

手
に
持
ち

手
に
六

シ

ト
ガ
ン

レ
イ
ン
・
オ
ブ
・
サ
タ
デ

を
持
つ

時
の
間
に
か
回
収
し
て
い
た
ら
し
い

で
斬
り
掛
か

て
来
た
彼
を
ブ
レ

ド
で

け
止

め
る

 
あ
ま
り
の
加
速
を

け

め
た
た
め

部

が
ぎ
し
り
と

み

な

を
上

た

性
を
止
め
る
シ

ク
も
強
く
後
ろ
へ
流
さ
れ
る

み
は
無
い
が
体
勢
を

さ
れ
て
背

を

た
い
も
の
が

た

え
る
な
ら

で

ら
つ
い
た

間
の
感
覚
か
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そ
し
て

前
に
突
き
付
け
ら
れ
る

備
の

 

嗟
に
ス
ラ
ス
タ

を
上
に
吹
か
せ
下
方
に

ち
る

直
後
が

と

が
火
を

い
た

を

く

一

で
も
判
断
が

れ
て
い
れ
ば
大
ダ
メ

ジ
は
必
至
だ

た

 
内
心
で

を
掻
き
な
が
ら

く
る
り
と

に
回
り

地
面
に
背
を
向
け
る
形
で
上
を
見
る

 

に
衝
撃

 

備
の

弾
が
放
た
れ
て
い
た

彼
は
勢
い
を
殺
せ
て
お
ら
ず

未
だ
前
進
を

け
て
い
た

が

下
を
向
く
や

や
逆
さ
ま
の

勢
で

備
を
撃

て
い
た

 
あ
ま
り
の
切
り
返
し
の
速
さ
に
絶

も
う
少
し

乱
し
仕
切
り
直
し
に
な
る
か
と
思

て

い
た
予
想
が
外
れ
た
事
を
悟
り
ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
せ
て

を

く
よ
う
に

ぶ
が
そ
れ
ま

で
に
十
数
発
も

け
て
し
ま

た

エ
ネ
ル
ギ

残

は
１
０
０
を
切

て
い
る

 
対
し
て
彼
の
エ
ネ
ル
ギ

は
３
０
０
強

消時
加

技速
を
六

で
行

た
の
に

が
合

わ
な
い
数
値
に

惑
す
る

 

常
識
が

じ
な
い

 
私
が
得
た
知
識

た
経
験
が
ま

た
く

し
な
い

格
な
数

す
ら
も

し
な
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い
現
状
に

く

乱
す
る

 
そ
の

乱
を
振
り
解
け
ず

ス
を

さ
れ
た
私
は
ジ
リ
ジ
リ
と
エ
ネ
ル
ギ

を

ら
れ

北
し
た

 

合
時
間

分

 
そ
の
内

実
に

分

は

り
に

て

い
だ
時
間
な
の
で

実

分
で
倒
さ
れ
た
に

し
い
事
実
に
私
は
ヘ
コ
ん
だ

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
話
の

先
生
が
ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ヴ
で
使

た
武

は
原
作
シ

ル
ロ

ト
の

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ヴ
・
カ
ス
タ
ム

の
武

で
す
が

ど
れ
だ
け

べ
て
も
オ

リ
ジ
ナ
ル
ラ
フ

ル
の
武

デ

タ
が
無
か

た
の
で

シ

ル
の
専

機
は
ス

ク
と

だ
け
バ

ジ

ン
ア

プ
し
て
い
て
武

は
そ
の
ま
ま
だ

た
ん
だ
ろ
う
と
判
断
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し

同
じ
も
の
を
先
生
は
使

て
い
ま
す

 
つ
ま
り
原
作
の
シ

ル
も
重
機

を
持

て
る
ん
で
す
よ
ね

 
ち
な
み
に
シ

ル
で
有
名
な

パ

ン

武

パ
イ
ル
バ
ン
カ

グ
レ

・
ス
ケ

ル

色
の

も

専

と
か

パ

ケ

ジ

と
か
記
載
な
い
し
第
二
世
代
型
再
高

力
と
か

わ
れ
て
る
の
で

先
生
も

使
え
ま
す

面
的
に
ア
ウ
ト

 
原
作

先
生
は
英
国
と
中
国
代
表
候
補
生
を

め
て

手
取

た
時
ト
ド
メ
に
手

弾

を
使

て
い
る
の
で

そ
れ
も

ん
で
い
ま
す

 
ホ
ン
ト
に

す
る
武
器

そ
の
も
の
だ
な

白
目

 
今
話
の

先
生
の
ス

ク
に
つ
い
て

 
原
作
の
一

の

験
時
に
も
上
が

て
自

突
進
す
る
程
で
す
し

ど
れ
だ
け
気
を
引
き

め

て
も
イ
レ
ギ

ラ

が

き
る
と
流
れ
を

さ
れ
て
し
ま
う
の
が

先
生

立
て
直
す
前
の
隙

を

す

も
無
く

和
人
は
倒
し
切
り
ま
し
た

 
地
味
に
原
作
の
自

は

時
加
速
使

た
か
ら
だ
と
思

て
ま
す

し
て
ミ
ス
し
て

に

突
す
る
方
向
に
な

ち

て
で
も
慌
て
て
る
か
ら

作
ミ
ス

て

に
突

ん
で
し

ま

た
の
か
と

じ

な
い
と
衝
撃
に
よ
る
気
絶
は

こ
り
得
な
い
の
で
は
と
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そ
ん
な
勝
手
な

想
が
反

さ
れ
て

ウ
チ
の

先
生
も
イ
レ
ギ

ラ

に
は
弱
い

 
た
だ
し

時
加
速
は

に
使
う
し

な
ら
二
重
加
速
も

い
フ

ル
ド
の
中
で
や

て

の
け
ま
す

時
加
速

体
な
ら
代
表
候
補
組
も
使
え
る
よ
う
な
の
で
お
か
し
く
は
無
い

 
リ
ボ
ル
バ

・
イ
グ
ニ

シ

ン

個
別

時
加
速
に

し
て
は
原
作
で
そ
こ
ま
で
原
理
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
解

が
入

て
ま
す

で
も
多
分
そ
ん
な
に
外
れ
て
は
い
な
い
と
思
う

過
信

 
個
別

に
対
し

二
重
や
四
重
は

タ
メ
に
集
中
し
て
同
時
に
放
出

を
す
る
た
め

加

速
中
に

勢
制

を
自
力
で
行
い
な
が
ら
タ
メ
を
し
解
放
を

り
返
す
よ
り

か
な
と
思

い

彼
女
は
使

可
能
で
す

フ

ル
ド
を
制
限
し
な
け
れ
ば
四
重
も
バ
ン
バ
ン
使
え
ま
す

エ
ネ
ル
ギ

消

 
そ
ん
な

先
生
を
倒
せ
た
の
は
ぶ

ち

け
れ
ば
ビ
ギ
ナ

ズ
ラ

ク

和
人
の
手
の
内

が
分
か

て
お
ら
ず
判
明
し
て
も
常
識
の
外
に
あ

た
か
ら

ス
を
乱
さ
れ
た
だ
け
初
心

者
だ
と
思

て
た
ら
自
分
も

め
て
世
界
的
に
使
い
手
が
少
な
い
超
上

技
術
を
使

て
来
た
か

ら

惑
し
た
の
は
仕
方
な
い

そ
れ
を
一
気
に
食
い
破
れ
る
和
人
だ

た
だ
け

手
が
悪
か

た
ん
や

 
し
か
し

先
生
も
和
人
の
数
値

み
常
識
に

わ
れ
な
い
状

を
知

た
の
で
今
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は

断
は
し
な
い
で
し

う

 
と
い
う
よ
り

今
話
和
人
が
勝

た
け
ど

者
の
格
は

先
生
が
勝

て
ま
す

 

速
一
キ
ロ

つ
ま
り
コ
ン
マ
一

に
百
メ

ト
ル

 
一

間
に
九
つ
の
斬
撃
を
放
て
る
の
は
あ
く
ま
で
仮
想
世
界
の
ア
バ
タ

で
あ
り
現
実
だ
と

肉
体
が
間
に
合
わ
な
い
の
で

無
理

理

を

使
し
て
体
に
ま
で
反

さ
せ

回

一

 
し
か
し

先
生
は
そ
れ
か
ら
も
五
体

足
で
動
き

け
て
い
る

本
人
の
思

か
ら
四
重
だ

と

バ
い
け
ど

二
重
く
ら
い
な
ら
体
の
異
常
を
来
さ
な
い

 
対
し
て
キ
リ
ト
は
現
在
楯
無
と
同
レ
ベ
ル
の
ス
タ
ミ
ナ
全
力
戦
闘
十
五
分
限
定
と
い
う

の

限
界
を

え
て
い
ま
す

 
つ
ま
り
同
じ
速

で
動
く
な
ら
彼
女
の
方
に
軍
配
が
上
が
る

で
す

の

合
は
三
十
分

以
上
が
確
実
の
よ
う
で
す
か
ら
ね

原
作
ク
ラ
ス
代
表
決
定
戦
で
一

は
三
十
分

て
い
る

 
現
状
の

和
人
は
初
見
殺
し
特
化
型

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
違
い

先
生
の
よ
う
な
正
攻
法

の
戦
い
方
は
苦
手
と
し
て
い
る

 

つ
ま
り
原
作

だ
と
と
あ
る
剣
道

と
か
英
国
代
表

候
補
と
は
性
格
的
に

性
が
悪
い

て
事
で
す
ネ
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き
た
な
い

流

成
り
上
が
り
系
オ
リ
主

き
た
な
い

 

機
体
性
能
は

で
技
術
も
世
間
一

の
も
の
な
の
で

で
は
な
い

め

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

楯
無
編
 

対

無
銘

キ
リ
ト

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
楯
無
編

と

い
つ
つ
も
前

に
本

点
が
あ
り
ま
す

本

楯
無
の

で

す 
文

数
は
約
一
万
八
千

 
戦
闘
回
で
す
が

主
に
心
情

写
中
心
で
す

ご
了
承
下
さ
い

 
で
は
ど
う
ぞ

 

か

た
ね

う
ん

ん
と
に

か

た
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持
ち
前
の

気
な
自
分
に
応
じ
る

は

ど
こ
か

然
と
し
て
い
る
様
子
だ

た

 
そ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ
事
か
と
思
う

い
く
ら
彼
が
実
力
者
だ
と
し
て
も
今
ま
で
の
情
報
だ
け

だ
と

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
生
身
の
事
し
か
分
か
ら
ず

を

た
場
合
の
実
力
は
未
知
数

彼
な

ら
あ
る
い
は
と
い
う
期

は
あ

た

た
だ
そ
の
期

を
大

に
ぶ

ち
ぎ
る
技

を
見
せ
た

だ
け

 
最
近
は

い
表
情
ば
か
り
の

が

目
し
こ
ち
ら
の
ピ

ト
へ

て
来
る
打
鉄
を
食

い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
る

に

内
心
複

な
思
い
に

ら
れ
る

 
そ
れ
を

み
下
し

自
分
も

打
鉄

を

る
少
年
を
出

え
た

 
発

手

に

り

打
鉄

を

さ
せ
た
彼
は

に
機
体
の
動
力
を

と
し
た

 
立

た
ま
ま
動
力
を

と
す
と

か
ら

ま
で

に
二
メ

ト
ル

ど
の
高
さ
が
生
ま
れ

る
の
だ
が
彼
は
そ
れ
が
無
い
か
の
よ
う
に

や
か
に

り
立
つ

入

か
ら
脱
し
て
約
一

月

だ
と

え
れ
ば
恐
ろ
し
い
身
体
能
力
だ

 

あ
と
で
片
付
け
る
人
か
ら
す
れ
ば

た
も
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
が

き

桐

谷
君

お

れ
様

こ
れ
タ
オ

き
り
き
り

立

た
ま
ま
動
力
を

と
す
と

片
付
け
る
人
が

ち

う
よ
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マ
ネ

ジ

の
如
く
タ
オ
ル
と

ト
ボ
ト
ル
を

そ
う
と

け
寄
る

が
動
き
を
止
め

こ
ち
ら
に
恨
み
が
ま
し
い

線
を
向
け
て
来
る

そ
れ
で
も
文

を

に
し
な
い
の
は
立

た
ま
ま
の

の
後
片
付
け
が
面
倒
だ
と
知

て
い
る
か
ら
だ

自
分
は
整
備

を
目
指
し
て
い

る
が

彼
女
は

者
を
目
指
し
て
い

・た
か
ら
分
か
る

 
反
面

少
年
は
そ
れ
を
知
ら
な
か

た
の
で

こ
ち
ら
の
指

を

け
て
か
ら
再

打
鉄

に

り

今

は
し

か
り

を
突
い
た
状

で
動
力
を

と
し
た

 

り

む
時
は

部

に
足
を
掛
け

勢
い
の
ま
ま
す
る
り
す
る
り
と

て
行
く
様
は

ど
こ
か

の
木
登
り
に
近
か

た

 
そ
ん
な
出
来
事
を

み
つ
つ

今

こ
そ
と

は

意
し
て
い
た
品
を

し

彼
を
労

た

者
と
し
て
は
そ
ん
な
彼
女
を
立
て
る
べ
く
や
や
後
ろ
で

え
る
の
み

い
や

ま
さ
か
や
ま
や
ん
に
勝

ち

う
な
ん
て
ね

き
り
き
り
は

い
な

 

が

な
の
だ
が

自
分
に
そ
れ
を
護
る
気
は
無
い

 

論

の
場
な
ど
で
は
し

か
り
す
る

違
い
さ
れ
や
す
い
が
更
識
家
と

家
の
主

は
あ
く
ま
で
更
識
と
い
う
対
暗
部

暗
部
の
場
合
に
の
み

さ
れ
て
い
る

つ
ま
り
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自
分
達
の

は
世
間
一

に
は

せ
ら
れ
る
べ
き
情
報
だ

論
姉
の
よ
う
に

者
と
し
て

し

せ
な
い
部
分

お

を
組
む
お

様
呼
び
な
ど

は
あ
る
か
ら
古
め
か
し
い
伝

あ
る
家
と
い
う

を

れ

と
し
て
表
世
界
を
生
き
て
い
た

 
自
分
が

の

者
な
ど
と

て
も
信
じ
る
者
は

る

が
な
い

そ
れ
は

の
自
分
の

が
そ
う
思
わ
せ
て
い
る

と
も
す
れ
ば

の
方
が
よ

ど
世
話

き者
だ

 

姉
が

い
た
ら
そ
れ
は
あ
な
た
が
サ
ボ
り
た
い
理
由
を
正

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ

け
で
し

う

と

責
さ
れ
る
事
間
違
い
な
し
で
あ
る

 
そ
う

わ
れ
て
も

分
か

て
な
い
な

と
自
分
は
思
う
だ
ろ
う

 
確
か
に

主
の
違
い
こ
そ
あ
れ

姉
と
自
分
は
一
人
の
主
に
仕
え
る

者
だ

 
し
か
し
楯
無
と

と
で
は
立
場
が
違
う

そ
れ
も

主
本
人
が
裏
か
ら
遠
ざ
け
た
せ
い

で
根
本
的
に
異
な

て
い
る

仮
に

が
裏
に
少
し
で
も

わ

て
い
る
な
ら
こ

ち
も

応
の
対
応
を
し
て
い
た

だ
が

は
裏
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
ご
く
一

の
女
子
学
生
と

変
わ
ら
な
い
生
活
を
送

て
い
る

 
主

は

裏

が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
り
立

て
お
り

裏

を
悟
ら
れ
な
い
よ
う

す

べ
き

だ
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け
れ
ど

は

裏

か
ら
離
れ
て
い
る

な
ら

こ

ち
だ

て
主

き
の
友
人

に

あ

て
も
お
か
し
く
な
い

 
姉
は

う

あ
な
た
の
そ
れ
は

者
ら
し
く
は
無
い
と

 
な
ら
自
分
は

う

主

じ

な
く
て

友
人
と
し
て

し
て
い
る
だ
け
だ
か
ら

然
だ
と

今
の

に
必
要
な
の
は

者

で
は
な
い

対

な
立
場
と

に
あ
る

友
人

な
の
だ

 

そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か
蒼
髪
の

は
す
ご
い
と
い
う
内
心
を

も

く
事
で
表
し
て
い
た

 
ま

た
く

こ
の

は
ど
こ
か
意
地

り
な
ク
セ
に

直
だ

あ
り
が
と
う

し
か
し
大
人
に

名
は
ど
う
な
ん
だ

 
ま

い
い
か

そ
れ

に
し
て
も

や

り

ヴ

ル
キ
リ

だ
な

負
け
そ
う
だ

た

結
構

そ
う
に
見
え
た
け
ど

 

と

れ
た
よ
う
な
息
を

く
彼
に

が

を

る

彼
女
の

葉
に
ま
さ
か
と

彼
は
返
し
た

初
手
を

せ
た
の
は
全
力
で
集
中
し
て
た
か
ら

そ
の
後
の

撃
の
応

も
気
を

い
た
ら

一
気
に

し
切
ら
れ
て
た

専

機
を

る
全

期
の
あ
の
人
と
戦

て
た
ら
と
思
う
と

と
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す
るそ

ん
な
風
に
は

見
え
な
か

た
け
ど

ん

要
す
る
に

対
戦
者
同
士
に
し
か
分
か
ら
な
い
感
覚

て
コ
ト

そ
ん
な
感
じ
だ

 
外

か
ら
見
た
ら

そ
う
で
も
本
人
達
に
と

て
は
一
手
一
手
が

勢
を
決
め
か
ね
な
い

で

そ
の
意
識
の
差
が
和
人
に
そ
う
思
わ
せ
て
い
る
の
だ
と
思
う

 
実

麻

は

か
ら

き
返
す
の
が
上
手
い
戦
略
の
人
だ

た

初
手
で
追
い

め
る
事

も
あ
れ
ば
じ
わ
じ
わ
と
戦
い
を
進
め
る
の
で
対
戦
者
か
ら
す
れ
ば
ど
ち
ら
の
洗
礼
を

け
る

か
戦

恐

も
の

こ
れ
ま
で
彼
女
の
初
手
を
破
れ
た
人
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
だ
け
と

く
し

じ
わ
じ
わ
戦
法
も
破
れ
た
人
は
極
少
数

そ
れ
だ
け

実
な
戦
運
び
を
す
る
か
ら
彼
女
は
ヴ

ル

キ
リ

に

い
た

 
そ
ん
な
彼
女
の

ス
を
初
手

撃

最
後
の
個
別

時
加
速
で

し
切

た
彼
は

異

の
存
在
と

え
る
だ
ろ
う

広
い
な

世
界
は

 

と

彼
が
そ
う

た

ど
こ
か
感

深

な
面
持
ち
で
虚
空
を
見
上

て
い
る
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あ
の
人
と
同
格
の
人
が
世
界
に
は
数
人

世
界
最
強
は
そ
の
人
達
以
上
に
強
い
ん
だ
よ
な

う
ん

そ
し
て

楯
無
は

第

四期
回ブ
大リ
会

ン
勝ヒ
候ル
補デ

と
目
さ
れ
て
る
ん
だ
よ
な

う
ん

 

ん
の
少
し

の

が

不
快

に
歪
ん
だ

 
そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か
彼
は
虚
空
か
ら
ア
リ

ナ
の
フ

ル
ド
へ
と
向
き
直
る

こ

ち
ら
に
背
を
向
け
た
彼
は

か
に

を

わ
せ
た

 

も
人
が
悪
い

  
彼
は

て
い
た

 

し
そ
う
に

て
い
た

世
界
レ
ベ
ル
の

現実
実力

を
無
か

た
事
に
す
る
機
会
で
教
え
て
く
れ
る

そ
れ
も

が
出
る
だ

ろ
う
大
会
の
決
勝
戦
ま
で
来
る
可
能
性
の
高
い

手
の
事
を

的
に
出
来
レ

ス
に
し
た

い
ら
し
い
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千
冬
と

麻

が
同
一
国
な
の
に
出
場
出
来
た
よ
う
に
一
国
に
つ
き
出
場
者
は

一
人
と
定
め
ら
れ
て
は
い
な
い

 
参
加

格
は
代
表
候
補
以
上

つ
専

機

持
者
あ
る
い
は
企
業

属
の
専

機

持
者

と
定
め
ら
れ
て
い
る

そ
の

内
で
あ
れ
ば
一
国
の
出
場
者
は
多
く
な
り
国
に
と

て
の

勝
確

は
ア

プ
す
る

断
は
禁
物

だ
よ

 

が

を
発
す
る

 
さ

き
よ
り
も
歪
ん
で
い
て
険
し
い
表
情
の
彼
女
は
反
対

の
ピ

ト
か
ら

び
立

た

機
体
を

み

え
て
い
た

あ

の

人

更
識
楯
無
は

天
才
だ
か
ら

 
心

い
と

わ
ん
ば
か
り
に

き
捨
て
る

 
そ
ん
な
彼
女
を
和
人
は

越
し
に
見

め
て
い
た

そ
の
金
の

に
浮
か
ん
で
い
る
も
の
は

な
ん
だ
ろ
う
か

蔑
で
は
な
い

弄
で
も
な
い

あ
る
の
は

天
才

ね

 

れ
に
近
い

失
望
の
色
だ

た
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か

た

し
そ
う
だ
な
と

た
だ
け
だ

 

の
問
い
を

魔
化
し

彼
は
カ
タ
パ
ル
ト
へ
近
づ
く

 
そ
の
最
中

彼
の
体
に
変
化
が

き
た

ノ
之

士
が
特

で
作

た
と
い
う

ス

ツ

女
性
も
の
は

水

風
だ
が
彼
の
そ
れ
は
ま
る
で
ダ
イ
バ

ス

ツ

を

う
よ
う

に
黒
い

が
発
生
し

き
一
つ
し
た
後
に
は
黒
い
コ

ト
に
変
化
し
て
い
た

彼
の
小

さ

故
か
コ

ト
は
足

ま
で
届
い
て
い
る

前
面
に
は
銀
色
の
大
き
な
ジ

パ

が
あ
り

に
は
銀
色
の
チ

ン
が

ら

ら
と
揺
れ
る

の
後
ろ
に

れ
下
が
る
部
分
は

を

す
た

め
の
フ

ド
か

 
恐
ら
く
そ
れ
が
彼
の

の

な
の
だ
ろ
う
が

が
無
い

 

を

て
て

完
全
に
速

に
特
化
し
た
と
す
ら
思
え
る

い

 
四

を

い

の
武

を
使
い
こ
な
す

の
四

型

す
ら

け
て
い
な
い
事
に
思

わ
ず

を

め
る

に
立
つ

も

し
い
表
情
だ

た

そ
れ
が

桐

谷
君
の

な
の

 

が
全
く
な
い
け
ど

人
を
殺
す

の
生
体
兵
器

に

整
さ
れ
て
い
た
か
ら
な

そ
れ
に

の

は

と
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い
う
よ
り
は
む
し
ろ

の
強
大
な
武

を

う

と
い
う
手

の
意
味
合
い
が
大
き
い

対

人
特
化
に
な
る
と

は
小
型
化
し
て
い
く
ん
だ

 
確
か
に

の
武

は

生
身
で

う
事
を
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず

高

力
を

き
出
す

に
大
き
な
も
の
へ
と
な
り
が
ち
だ

内
部
の
機
構
を
複

化

つ

大
に
す
る
事
し
か

性
は

上
が
ら
な
い
の
で
そ
れ
も

然
の
事

ん

理

は
分
か

た
け
ど

大

な
の

ど
ち
ら
に
せ
よ

の
ス
タ
イ
ル
に
反
す
る

は
回

型
な
ん
だ

を
付
け
る
と
そ
れ
を

殺
す
事
に
な
る

そ
も
そ
も

た
ら
な
け
れ
ば
ど
う
と
い
う
事
は
な
い

た

た
ら
ど
う
す
る
の

そ
の
時
は
そ
の
時
だ
よ

 
き

り
と

い
切
ら
れ

二
人
し
て

し

る

彼
も
エ
ネ
ル
ギ

を
消

し
て
い
た
が

そ
れ
は
全
部

時
加
速
に
よ
る
も
の
ば
か
り

彼
に
は
自
分
達
よ
り
強
い

ヴ

ル
キ
リ

の
女

性
を
ノ

ダ
メ

ジ
で
下
し
た
結
果
が
あ

た

 
だ
が

は

も

弾
ダ
メ

ジ
を
抑
え
る

だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い

 

部

部

に
は
シ

ル
ド
バ
リ
ア

ブ発
生

ス補
タ助

器
が

め

ま
れ
て
い
る

シ

ル
ド
バ
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リ
ア
も
無

で
は
無
く

弾
部

の
バ
リ
ア
は

ら
れ
る
た
め
極
め
て

時
間
で
同
じ
部

を
攻
撃
さ
れ
る
と
バ
リ
ア
が
破
れ
絶
対

が
発
動
す
る
ラ
イ
ン
に

達
す
る

零

白
夜

は
エ
ネ
ル
ギ

の
対
消
滅
で
バ
リ
ア
を
消
滅
さ
せ
る
攻
撃
能
力

そ
れ
を
意

的
に
引
き

す
事

も

出
来
な
い
で
は
無
い

 
如

に

技

と
し
て
性
能
に
リ
ミ

タ

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
兵

は
と
も
か

く

な
物
理
攻
撃
能
力
に
掛
か

て
い
る

で
は
無
い

四

の

が
あ
れ
ば

本
的
に

者
が
死
ぬ
事
は
無
い
が

も
し
四

型

が
無
い
と
す
れ
ば

バ
リ
ア
は
発
生
し
て

も

修
復
速

の

は

れ
ず

す
ぐ
さ
ま
絶
対

を
発
動
す
る
事
に
な
る
だ
ろ
う

 
し
か
も
恐
ろ
し
い
の
は
絶
対

と
シ

ル
ド
バ
リ
ア
は
名
前
と

こ
そ
異
な
る
が
本

は
同
じ
バ
リ
ア
で
あ
る
事
だ

生
命
に
直
結
す
る
前
者
は
重
点
的
に
エ
ネ
ル
ギ

を
使

て

者
を
無
理

理
護
る
機
構
と
い
う
だ
け

そ
の
気
に
な
れ
ば

不

な
事
故
に
よ

て
も

そ
れ
を

す
る
事
は
理
論
上
可
能
で
あ
る

 

技

に
抑
え
ら
れ
て
な
け
れ
ば

零

白
夜

は
絶
対

と
い
う
名
の
バ
リ
ア
す
ら
切

り
裂
き

者
を
殺
す

だ
か
ら
第
一
世
代
の

は
軍
事

の

と
し
て
名
を

ら
れ
て
い
る
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そ
れ
を
知
ら
な
い
わ
け
が
な
い

 

故
な
ら

が
し
つ
こ
い
く
ら
い
そ
の

の
知
識
と
認
識
を

き

ん
だ
か
ら
だ

ノ
之

士
か
ら
は

の
武

や
シ
ス
テ
ム
の
原
理
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
て
い
た
が

反
面

会
的
な

も
の
や
一

知
識
に
欠
け
て
い
て

そ
こ
を
彼
女
は
補

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
シ
ス
テ
ム
の
穴
を
突
く
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を

つ
も
編
み
出
し
た
彼

で
あ
れ
ば

シ

ル
ド
バ
リ
ア
と
絶
対

の

け
穴
に

付
く
事
も

な
い

 
そ
の
上
で

を

て
い
な
い
と
す
れ
ば

き
り
き
り

か
対
策
が
あ
る
ん
だ
よ
ね

 
一

彼
は
足
を
止
め

ま
た
す
ぐ
に
歩
き
始
め
た

 
結

彼
は
応
え
て
く
れ
ず

そ
の
ま
ま
ア
リ

ナ
の
空
へ
と

・

び
立

た

  
ア
リ

ナ
は
騒
然
と
し
て
い
た

解
放
の
英
雄
が
強
い
事
は

知
の
事
実
だ

た

デ
ス
ゲ

ム
を
生
き

い
た
技

を
見

み

企
業
や
自
衛
隊
の
上
層
部
は
彼
を

き

む
事
を
決
定
し
た

経
歴
か
ら
疑
い
よ
う
は
無

か

た
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だ
が

が

予
想
出
来
た
だ
ろ
う

 
彼
は
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
覚
醒
し
て
以

ず

と

と
更
識

で
の

禁
生
活
を

な
く
さ

れ
て
い
た

ノ
之

士
が
入
る

地
こ
そ
あ
れ

の

練
を
行
う
機
会
は

無

 
つ
ま
り
彼
の

作
技
術
は

デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た
二
年

前
の
も
の
に

え
が
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
る

 
天
災
に
よ
る

練
の

物
か
あ
る
い
は
彼
自
身
に
セ
ン
ス
が
あ

た
の
か
世
界
的
に

得
者
の
少
な
い
超
上

技
術
を
い
き
な
り
使

て
見
せ
た

ア
リ

ナ
内
は
ざ
わ
め
い
た

そ
れ
は
対
戦
者

撃
部

ヴ

ル
キ
リ

の
称

を
与
え
ら
れ
た
実
力
者
を
ジ
リ

に

追
い

み

実

ノ

ダ
メ

ジ
で
勝

し
た
事
で
最
高

に
な
る

 

日
本
代
表
候
補

麻

彼
女
は

お

と
り
し
て
い
る
が
や
る
時
は
や
る
人
物

だ
専

機
を

与
さ
れ
る
代
表
候
補

に
な

た
自
分
で
も
彼
女
に
は

わ
な
い

シ

ル

ド
エ
ネ
ル
ギ

を

ら
か
は

れ
る

し
か
し

彼
女
の
戦
略
と
流
れ
を
上
手
く

け
ら
れ
ず

最
後
に
は
ジ
リ

で

れ
て
し
ま
う

に
ギ
リ
ギ
リ
届
か
な
い
実
力
差
と
い
う
の
が
現
状

の
自
分
と
彼
女
の

だ

た

 

手
が
悪
か

た
と
は

え
る

な
に
し
ろ
二
年

前
し
か
も

ノ
之

士
本
人
が
認
め
る
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く
ら
い
世
間
一

の

と
異
な
る
も
の
の

練
を
し
て
い
て

い
き
な
り

打
鉄

に

し

た
初
心
者
同
然
の
少
年
が
よ
も
や
最
高

の
技
術
を
使
い
突

し
て
く
る
と
は
思
わ
な

い
だ
ろ
う

終
始

ス
を
乱
さ
れ
て
い
た

 

彼
は

そ
れ
を
分
か

て

 
遠
く
の
ピ

ト

こ
ち
ら
か
ら
反
対

に

を
開
い
て
い
る
そ
こ
に

り
立
つ
打
鉄
を

め
な
が
ら
疑
念
を
浮
か
べ
る

観

眼
の
高
い
彼
の
事
だ

彼
女
と

対
し

弾
を
交
わ
し

た
時
に

し
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
と
し
て
も
こ
ん
な

い
フ

ル
ド
で
や

て
い
い
技
法
で
は
無
い

 

に
は

者
保
護
シ
ス
テ
ム
が
あ
り

そ
の
一
つ
で
あ
る
絶
対

は
撃

時
の
衝
撃
と

ダ
メ

ジ

和
に
も

い
て
い
る

だ
か
ら

て

へ
全
速
力
で

突
し
て
も

み
は
無
い

い
い
と
こ
打
ち
消
さ
れ
な
い
衝
撃
で

を

こ
し
気
絶
す
る
く
ら
い
か

そ
れ
も
こ
の

大
舞

に
ぶ

つ
け
本
番
で
や
る
の
は
正
直
信
じ
が
た
い
話
だ

 
仮
に

リ
ボ
ル
バ

・
イ
グ
ニ

シ

ン

個
別

時
加
速
を
使

た
理
由
が
彼
女
の
意
表
を
突
き

ス
を
乱
す

だ

た
と
す
れ
ば

私
は
彼
の
正
気
を
真
剣
に
疑
う

 

と
は
い
え
仮
に
彼
女
が
イ
レ
ギ

ラ

に
弱
い
と
分
か

た
と
し
て
も
そ
の
た
め
で
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は
使

た
の
で
は
な
い
と
私
は
確
信
に
近
い
予
感
を

い
て
い
た

 
理
由
は

件
の

リ
ボ
ル
バ

・
イ
グ
ニ

シ

ン

個
別

時
加
速
の
エ
ネ
ル
ギ

消

に
あ
る

 

時
加
速
を

め
機
体
制

な
ど
に
使
わ
れ
る
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

の
消

は

の
世
代
で
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い
る

現
在

型
と
し
て

国
に
正
式
配
備
さ
れ
て
い
る
打

鉄

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ヴ
な
ど
は
新
品
の
同
系
機
で
あ
れ
ば
ス

ク
上
の
差
は

生
じ
得
な
い

世
代
が
同
じ
で
あ
る
以
上
平

ス

ク
も

同

な
た
め
だ

 
今
回
の

合
の
場
合

打
鉄

は

型
の
機
体
な
の
で

が
多
く

護
り
の

さ

に
定

が
あ
る

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ヴ

は
万
能
型
の
機
体
を
目
指
し
て
い
る
か
ら
か
武
器
の
多
さ
を

ま
た

再

の
風

と
直

さ
れ
る
よ
う
に

速
さ
も

り
だ

反
面
や
や

性
能
は

く

シ

ル
ド
武

を
付
け
な
け
れ
ば

弾
ダ
メ

ジ
は
大
き
い
も
の
と
な
る

 
そ
の
よ
う
に

か
な
差
異
が
あ
る
の
で

常
運

す
れ
ば

然
差
が
生
じ
る
の
だ
が

 

時
加
速
に

い
て
同
世
代
の

練
機
を

い
て
い
る
な
ら
そ
れ
が
機
種
違
い
だ
と
し
て

も

エ
ネ
ル
ギ

消

に
差
が
生
じ
る
事
は
原

あ
り
得
な
い

 

故
な
ら
機
体
性
能
で
は
な
く

者
の
技

で

を

る
方
が
ス
ポ

ツ
ら
し
い
か
ら
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だ 

の

本
ス

ク
は
Ｐ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
機
体
制

で
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

と

者
の
負

と
機

部
の
負

を

し

示
さ
れ
る

だ
か
ら
と

て
最
大
出
力
が

本

に
機
体
が
出
せ
る
限
界
ス

ク
か
と

わ
れ
れ
ば
そ
う
で
は
な
い

そ
れ
以
上
出
す
と

機
体
が
壊
れ
る

者
に
悪
影

を
生
じ
る
と
判
断
さ
れ
た

に
掛
け
ら
れ
た
リ
ミ

タ

そ
れ
が
最
大
出
力
の
ス

ク
だ

つ
ま
り
そ
こ
が
運

す
る
に
あ
た

て
の
限
界
値
と
推

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
れ
が
高
い
値
で

て
い
る
も
の
が

専

機
と
い
う
も
の

 
近
い
仮

で

え
ば
自
動
車
か

機

自
動
車
と

専

機

自
動
車
で
も
中
身
が
違
う
か
ら
出
せ
る

加
速

が
異
な
る
し
限
界
速

も
差
が
あ
る

自
動
車
同
士
で
も
車
種
に
よ

て
差
が
生

ま
れ
る

然

り
手
の
性
格
も
出
る

限
界
速

は
時
速
２
０
０

ｍ
し
か
し

常
は
時
速

８
０

ｍ
し
か
出
さ
な
い
の
に
限
界
速

が
そ
こ
ま
で
高
い
の
は
遊
び
を
作

て
お
か
な
け
れ

ば
⻑
持
ち
し
な
い
か
ら

 

は
そ
も
そ
も
開
発
さ
れ
た
初
期

で
あ
ら

る
現
代

学
の
結
集
を

し
た
も
の
で

あ
り

技
限
定
に
す
る
に
は
限
界
ま
で
出
力
を
上

る
技
法
を
使

て
も
差
が
生
じ
な
い
よ
う

フ
ラ

ト
な
制
限
を
掛
け
る
事
が
一
番
で
あ
る
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つ
ま
り
差
が
生
じ
る
の
は
機
体
の

性
以
外
で
は
ス
ポ

ツ
ら
し
い

者
の
技

に
原

因
が
あ
る

 
現
実
と
し
て
彼
は

麻

よ
り

か
に
少
な
い
消

で

時
加
速
を
六

も

発
動
さ

せ
た

 
恐
ら
く
彼
は
一

の

時
加
速
で
タ
メ
る
エ
ネ
ル
ギ

を

え
て
少
な
く
し
た
の
だ

一

で

え
ば

節
約
で
あ
る

 

時
加
速
に

い
て
付
き
ま
と
う
問

が
あ
る

 
そ
れ
は
あ
ま
り
の
加
速
に
反
応
が
追
い
付
か
ず

に
自

特
攻
し
て
し
ま
う
事

更
に
対

戦
者
の

を

り
過
ぎ
た
り
真

向
か
ら
衝
突
し
た
り
と
い
う
事
故
も
後
を
絶
た
な
い

そ
し

て

多

の
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を
消

し
て
し
ま
う

こ
の
三
つ
だ

 

時
加
速
と
い
う
技
術
の

念
が
生
ま
れ
て
か
ら
開
発
す
る
者
達
は
ス
ラ
ス
タ

の

良
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
今
で
は
一

も
あ
れ
ば
加
速
分
の
エ
ネ
ル
ギ

を

再

収
も
終
了

す
る
程
に
な

て
し
ま

た

そ
れ
だ
け
エ
ネ
ル
ギ

を
回
す
速

が
速
い
と
少
な
め
に
し
よ

う
に
も

し
い

戦
闘
中
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
だ

だ
か
ら

時
加
速
時
の
エ
ネ
ル
ギ

消

は

大
き
い
ま
ま

時
加
速
が
出
来
る
十
分
な
エ
ネ
ル
ギ

が

ま
り
け
れ
ど
完
全
に

め
切
る
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前
に
止
め
る
と
い
う
コ
ン
マ
一

み
の
リ
ズ
ム
ゲ

ム
を

戦
闘
中
に
出
来
る

が
無
い

 
出
来
る

件
を

る
と
す
れ
ば
コ
ン
マ
一

に
反
応
可
能
な
反
応
速

と
体
と

を
別

に
動
か
す
高

な

列
思

タ
メ
る
エ
ネ
ル
ギ

を
少
な
く
す
れ
ば
加
速
力
は
本
来

よ
り

え
衝
突
事
故
の
危
険
性
は

り
消

の
多
さ
と
い
う
デ
メ
リ

ト
も
あ
る
程

補
え

る 
そ
れ
が
偶
然
彼
女
の
意
表
を
突
き

ス
を
乱
す
形
に
な

た
だ
け

初
心
者
で
は
使
え
な

い

の
個
別

時
加
速
更
に
想
定
以
下
の
速

と
エ
ネ
ル
ギ

消

そ
れ
だ
け
疑
問
や

差
異
が
あ
れ
ば

惑
す
る
の
も
仕
方
な
い

  
そ
し
て

は
私
が
彼
の

手
を
す
る
番

  
ア
リ

ナ
に

ん
だ
緑
の
機
体
が
撤
去
さ
れ

者
の
女
性
が
ト
ボ
ト
ボ
と
退
場
し
た
の
を

見
送

た
私
は
に

と

の

を
歪
め
る

線
は
反
対

の
ピ

ト
そ
の
中
で
打
鉄

か
ら

り

妹
や

者

高

達
と
話
し
て
い
る
少
年
に
定
め
て
い
る

 
彼
の

は
ど
ん
な
機
体
な
の
か
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い

た
い
ど
ん
な
手
で
戦
う
の
か

 

願
わ
く
ば

彼
の
全
力
と
刃
を
交
え
た
い

 
そ
う

を
躍
ら
せ
る

 
場
違
い
に
も
私
は
強
者
と
戦
え
る
事
に

喜
し
て
い
た

勝

を
気
に
せ
ず
た
だ
彼
の
実

力
を
引
き
出
す
事
が
私
の

務

つ
ま
り

出
し

し
み
し
な
く
て
い
い
の
だ
か
ら

更
識
中

時
間
で
す

発
進
し
て
下
さ
い

了
解

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

発
進
し
ま
す

武
運
を

 
愛
機

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

の
淑
女

を

た
私
は

カ
タ
パ
ル
ト
で

出
さ
れ
た

  

を
感
じ
な
い
ま
ま
風
に

て
ア
リ

ナ
の
指
定

に

く

 
数

れ
て

あ
ち
ら
も
出
て
来
た

百
メ

ト
ル
開
け
て

空
す
る

 
彼
の

を
見
て

先
程
の

喜
も
吹

ん
で

疑
念
が

を

た

 
彼
の

い
は
平
時
と
変
わ
り
な
い

 
い
や

い
は
確
か
に
違
う

に
来
る
と
き
に

て
い
た
生
還
者
学

の
制

と
も
先
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の

合
で

て
い
た
ダ
イ
バ

風
の

ス

ツ
と
も
違
い

今
は

黒
の
剣
士

を

と
さ

せ
る
黒
い
フ

ド
コ

ト
に
身
を

ん
で
い
る

 

そ
れ
だ
け
だ

 
四

の

は
無
い

に
あ
る
べ
き
武

備

の

部

が
無
く

バ

ニ
ア
を
持

つ

部

も

そ
れ
ど
こ
ろ
か
Ｐ
Ｉ
Ｃ
を
内

し
た
ス
ラ
ス
タ

す
ら
存
在
し
な
い

な
に
そ
れ

 
思
わ
ず
オ

プ
ン
・
チ

ン
ネ
ル
で
話
し
掛
け
て
し
ま
う

観
客

や

制

に
い
る
権

者

達
も

惑
し
て
い
る

だ

士
を
し
て

来
の

と
違
う

と

わ
し
め
る
も
の
を

の
説
明
も
な
し
に

に

わ

て
な
い
人
達
が
理
解
出
来
る

も
無
い

 
と
い
う
よ
り
彼
の
方
が
常

を

し
過
ぎ
て
い
る
の
だ

目
に
は

も

て
い
な
い
生

身
そ
の
も
の

ま
る
で
魔
法
で
浮
い
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
す
ら
覚
え
る

 
こ
れ
が

め

ま
れ
た
コ
ア
の

世
代
は
零

名
は
無
銘

び
称
し
て
零

無
銘

  

分
語

良
く

え
た
わ
ね
と
内
心
苦

し
な
が
ら

を
回
転
さ
せ
る
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世
代
は
第
一

第
二

第
三
の
三
つ
し
か

い
た
事
が
無
い

第
零
世
代
な
ら
ま
だ
分
か
る

だ
が
零

世
代
と
い
う
の
が

か
は
全
く
不
明
だ

を
以
て
そ
う
定
義
し
て
い
る
か
が
分
か

ら
な
い

 
た
だ

と
な
く
イ

な
感
じ
が
し
た

零

世
代

 
い

た
い

を
以
て
そ
う
定
義
さ
れ
て
る
の
か
し
ら

無
銘
の
デ

タ
ベ

ス
に
記
載
さ
れ
て
る
内
容
を
そ
の
ま
ま

み
上

た
だ
け
だ
か
ら
分
か
ら

な
いそ

う

 
必
ず
意
味
は
あ
る

が
そ
れ
が

な
の
か
は
不
明

な
ん
と
い
う
か

の
つ

か
え
の
取
れ

な
い

だ

 
い
や

そ
も
そ
も

と
呼
ん
で
い
い
の
だ
ろ
う
か

彼
の
そ
れ
は

ま

世
代
に

し
て
は
と
も
か
く

ま
ず
和
人
君
は
ど
う
や

て
浮
い
て
る
の

 
疑
問
は
絶
え
な
い

 
彼
が
ど
う
や

て

空
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い

の

Ｐ

Ｉ

Ｃ

性
制

シ
ス
テ
ム
は

行
な

ど
の
補
助
に

く
が

浮
力
や

力

推
進
力
な
ど
は
ス
ラ
ス
タ

と
バ

ニ
ア
で
得
て
い
る
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そ
れ
が
無
い
彼
が
ど
う
し
て
空
を

ん
で
い
る
の
か

下
手
し
て

死
に
で
も
な

た
ら

る

か
ら
問
う
事
に
し
た

 
上
下
に

ら

ら
揺
れ
て
な
い
し
コ

ト
も
あ
ま
り
た
な
び
い
て
い
な
い
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

像
で
見
た
よ
う
な
風
で

ん
で
い
る

で
も
な
さ
そ
う
だ
が

足

の
空原
気子

を

め
て
立

て
る

ど
う
い
う
事
よ

 
そ
も
そ
も
無
銘
に
ス
ラ
ス
タ

と
か
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
か
は
無
い
か
ら
な
と
付
け
加
え
る
彼
に
思
わ

ず

を

え
そ
う
に
な
る

 
理

は
分
か
る

彼
の
足

は
真
空

空
気
が
無
い
状

の
真
逆
密

状

に
あ
る

の
だ
ろ
う

空
気
を

し

め
れ
ば

に
な
る
と

い
た
事
は
あ
る

そ
れ
を
彼
は
し
て
い
る
と

い
う
の
だ

 
で
も

ど
う
や

て

 
そ
う
問
う
と

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

で
見
え
る
彼
が

か
に

ん
だ

 

ぞ
く

と
背

を
悪

が

る

 
反

的
に
大
型
ラ
ン
ス
を
取
り
出
し
構
え
て
し
ま
う
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ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

は

日
本
が
開
発
中
の
第
三
世
代
型

験
機

 

載
さ
れ
て
い
る
特

武

は

ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン

ナ
ノ
マ
シ
ン
に
よ

て
水
を

る
事
を
最
大
の
特
徴
と
し
て
い
る
こ
れ
は

攻
撃
と

方
に

く
万
能
兵

 
取
り
出
し
た
ラ
ン
ス
の
名
は
蒼
流
旋

四

ガ
ト
リ
ン
グ
を
内

し
た
コ
レ
は
ナ
ノ
マ
シ
ン

に
よ
る
水
を
螺
旋
状
に

わ
せ
超
高

波
状

に

か
れ
る

ラ
ン
ス
は
本
来

突
で
使
う
事

を
想
定
さ
れ
た
構

だ
が
超
高

波
の
水
を

う
事
で
斬
撃
攻
撃
も
可
能
と
な

て
い
る

Ｓ

Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
戦
放

以

に
機
体
が

修
さ
れ
た

彼
の
水
の
螺
旋
剣
か
ら
発
想
を
得
た

者
が
作
成
し
た
武
器
だ

攻
撃
力
が
え

つ
な
い
く
ら
い
上
が

て
い
る
槍
の
た
め
ガ
ト
リ
ン

グ
ガ
ン
を
備
え
て
い
る
事
も
あ
り

こ
れ
を
持
つ
だ
け
で
か
な
り
の
安
心
感
を
得
ら
れ
る

 

け
れ
ど

故
だ
ろ
う
か

 
今
は

こ
の
蒼
流
旋
を
見

め
ら
れ
る
今
は

故
か
ま

た
く
安
心
出
来
な
い
自
分
が

る

の

の
機
能
は

原
子
と

子
の
変
換
が
中
心
だ

 
理
解
出
来
て
い
な
い
事
が
表
情
に
出
て
い
た
の
か

彼
は
語
り
始
め
た

 
け
れ
ど

故
今
更
そ
ん
な
内
容
な
の
か
が
分
か
ら
な
い

に
武

を
格

し
た
り

取
り
出
し
た
り
す
る

に

原
子
と

子
の
変
換
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

に

わ
る
人
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間
な
ら

も
が
知

て
い
る
こ
と
だ

そ
の
理

は
不
明
で
も
事
実
だ
け
は
分
か

て
い
る

 

故
今
更
そ
れ
を

と

し
み
な
が
ら

大
型
ラ
ン
ス
を
構
え
る

つ
ま
り

は

原
子
を
意

的
に

作
出
来
る
ん
だ

原
子
で
構
成
さ
れ
た
物

を
分
解
し

取
り
出
す
時
に
は
設

り
に
再
構

す
る

じ

あ
・そ
・れ
・に
・制
・限
・が
・無
・か
・

・た
・ら

ど
う
な
る
と
思
う

制
限
が
無
い

で
も
分
解

再
構

出
来
る

て
こ
と

 
理
解
の
追
い
付
か
な
い
思

で

ど
う
に
か

え
を

に
す
る

 
彼
は

の

を
釣
り
上

た

 
彼
の

手
に

光
が
揺

う

 
一

後
に

形
が
生
ま
れ
た

色
が
生
ま
れ
た

 
全
て
が

わ
と
な

た

う
そ

そ
れ

蒼
流
旋

 

上
槍
の
如
き
大
き
な
ラ
ン
ス

四
方
に
展
開
さ
れ
た
四

の
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン

大
き
さ
こ

そ
や
や
ス
ケ

ル
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
が
そ
の
形
状
は
間
違
い
な
く
私
が
握
る
蒼
流
旋
そ
の
も
の

だ

た
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そ
れ
に
止
ま
ら
ず

彼
の
手
足
を
大
き
な
光
が

み

一

後
に
は

特
有
の

が
現
れ

る 
ま
る
で

し
の
よ
う
に

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

の
淑
女

が
出
現
し
た

 

が
明
ら
か
に
引
き

る
の
が
分
か
る

ど
ん
な
機
体
だ
ろ
う

と
思

て
は
い
た
が

ま
さ
か

自
分
の
機
体
そ
の
も
の
が
出
て
来
る
な
ん
て

 

い
や

違
う

そ
ん
な
生

し
い
も
の
じ

な
い

 

の
思

を

し
殺
し

外
に

ら
れ
た
事
実
に
理
解
の
手
を

ば
す

 

は
原
始
と

子
の
変
換
機
能
を

か
ら
有
し
て
い
る

し
か
し
そ
れ
は

あ
く
ま
で
設

デ

タ
を
入
れ
た
武

に
限
る
話
で
無
作

に
出
来
る

で
は
無
い
し
ま
し
て
や
手
足
の

を
作
り
出
す
事
な
ん
て
不
可
能

 
し
か
し
彼
の
コ
ア
に
は
そ
の
制
限
が
無
く
事
実
と
し
て
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

の

と
蒼
流
旋
を
作
り
出
し
て
み
せ
た

ま
だ
性
能
は
不
明
だ
が
原
子
レ
ベ
ル
か
ら
コ
ピ

し

て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば

間
違
い
な
く
ア
レ
は
同
じ
動
き
を
す
る

 
原
子
レ
ベ
ル
の
コ
ピ

だ
と
す
れ
ば
恐
ら
く
テ
レ
ビ
や

で
見
た
の
で
は
な
く
直
に
観

す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う

そ
う
し
て
原
子
の
構

か
ら
設

デ

タ
を

時
に
作
り
上
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自
身
の
兵

と
し
て
流

す
る

そ
れ
が
彼
の

無
銘

の
特
異
な
部
分
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
を
あ
な
た
に

め

ん
だ
組

あ
な
た
に
や

た
事
も
そ
う
だ
け
ど
そ
の

の

設

思
想
も

イ
カ
レ
て
る
わ
ね

仮
に
あ
な
た
が
世
界
の

に
な

て
専

機
持
ち
が
送
ら

れ
た
ら

そ
の
時
点
で
あ
な
た
の
武
力
に
な
る

て
事
じ

な
い
の

だ
か
ら
こ
そ
無
銘
な
ん
だ
ろ
う
な

も
の
で
も
無
く

に
で
も
な
れ
る

零

世
代

の
意
味
は

多
分

常
の

と
違

て
自
己
進
化
を
し
な
い
か
ら
じ

な
い
か
な

ジ

ダ
ン
き
つ
い
わ

 
ど
れ
だ
け
強
力
な
武

を

ん
だ
と
し
て
も
そ
れ
を
彼
に
見
せ
た
時
点
で
同
じ
も
の
を
作
ら

れ

返
さ
れ
る

 
加
え
て
見
せ
な
い
で
使
う
方
法
は
無
い

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

は
本
来

空
間
で

万
キ
ロ

も
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
先
を
見
る
た
め
の
も
の

制
限
を

け
て
い
る
と
し
て
も
数
千
キ
ロ
先
を

見

す
な
ど
容

い
事
だ

 
本

に

ジ

ダ
ン
き
つ
い

 

ど
う
す
る

ど
う
や

て
戦
う

 
彼
の
手
札
が
そ

く
り
そ
の
ま
ま

自対
戦

分手
の
も
の
で
も
面
倒
な
の
に
自
分
の
も
の
以
外
の
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武

も

え
る
と
い
う

し
か
も
原
子

で
の
分
解
構

が
可
能
と
い
う
事
は
物
理
攻
撃

は
一
切
無

な
の
で
は
な
い
か

可
能
性
が
あ
る
の
は
エ
ネ
ル
ギ

兵
器
か

 
し
か
し

と

私
は

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

に

ん
で
い
る
武

を
思
い
返
す

 
こ
の
機
体
は
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

に

え
ら
れ
た
物
理
一

倒
の
兵

ば
か
り

エ

ネ
ル
ギ

兵

は

来
的
に
は
予
定
さ
れ
て
い
た
が
今
は
ま
だ
未

載

つ
ま
り
彼
に
有

打
と
な
り
得
る
攻
撃
手

が
無
い

 
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
彼
が
反
応
出
来
な
い
速

や
展
開
で
攻
撃
を

み
か
け
る
事
く
ら

い
か

 

ち
ら

と

界

に

る

値
を
見
る

 
自
機
の
エ
ネ
ル
ギ

値
は
１
０
０
０

こ
れ
は
専

機

め
て
ト

プ
ク
ラ
ス
の

で
あ
る

 
対
す
る

機
の
エ
ネ
ル
ギ

値
は
３
０
０

目
を
疑
う
少
な
さ
だ
が

機
の
兵

や

を

コ
ピ

す
る

だ

そ
れ
こ
そ
四
面

歌
の
中
で
の
継
戦
能
力
に
特
化
さ
せ
る
と
す
れ
ば

・シ

・

・ル
・ド
・エ
・ネ
・ル
・ギ
・

・の
・自
・己
・回
・復
・性
・能
・が
・あ
・

・て
・も
・お
・か
・し
・く
・な
・い

 
理
由
は
二
つ

 
ま
ず

機
か
ら
コ
ピ

し
た
兵

が
エ
ネ
ル
ギ

系
の
場
合
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ

を
使
わ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
が
そ
れ
専

の
エ
ネ
ル
ギ

タ
ン
ク
が
無
い
な
ら
宝
の
持
ち

れ

そ

の
問

を
捨
て

く
組

に
は
最

思
え
な
か

た

 

に
彼
の

に
も
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

が
あ
る
が

来
の
そ
れ
と
異
な
る
よ
う
に

補

が
無
い

外
部
か
ら
の
補

経
路
が
無
い
な
ら
逆
説
的
に
内
部
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

を
発
生

さ
せ
る
自
己
回
復
型
と

え
る
方
が
ま
だ
辻
褄
が
合
う

 
な
る

ど

と
内
心
で

う

 

士
が
あ
れ

ど
い
う

だ

こ
う
し
て
目
で
見
な
け
れ
ば

信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
一

的
な

か
ら
離
れ
た
性

ば
か
り

常

を

し
て
い
る
と

て
も
良
い

開
始
五

前

 

と
も
あ
れ

今
は
目
の
前
に

え
た
戦
い
に
集
中
す
べ
き
だ

 
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
カ
ウ
ン
ト
を

に
し
て
気
を
引
き

め
る

疑
問
や

乱
は
ま
だ
残

て
い

る
が
今
は
い
い

ど
ち
ら
に
せ
よ
大
会
で
出
て
来
る
他
国
の
機
体
は
未
知
な
部
分
が
多
い

第
四

回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
対
峙
し
た
時
に

乱
で
実
力
を
発

出
来
な
か

た
な
ん
て
な

ら
な
い

の
予
行
演

と
思
う
事
に
し
た
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カ
ウ
ン
ト
が
ゼ
ロ
に
な
る

み
な
さ
い

 
直
後
全
力
で
機
体
性
能
を
発

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

の
一
仕
様
能
力

セ

ク
ヴ

ベ

ク

む

を
発
動
し

に
浮
く
彼
を
無
理

理
地
面
へ

き

と
し

身
動
き
を

じ
る

 

機
体
を

武

を
真
似
ら
れ
る
と

え
ど

流

に

一
仕
様
能
力
ま
で
は

し
い
で

し

う

 

一
仕
様
能
力
は

コ
ア
と

者
間
の
⻑
い
や
り
取
り
の

に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ

り

完

に
そ
れ
と
同
一
の
も
の
を
作
れ
は
し
な
い

 
し
か
し

無
銘

で
あ
れ
ば
必
ず
再
現
出
来
る

 

一
仕
様
能
力
は
コ
ア

有
の
特
性
で
は
無
い

コ
ア
を
動
力
と
し
た

・機
・体
・で

使

可
能
な

性
能
が
解
放
さ
れ
る

コ
ン
ピ

タ

の
本
気

と

え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か

 

む

は
高
出
力
ナ
ノ
マ
シ
ン
に
よ

て

機
を

い

め
る
よ
う
に
し
て

束
す
る

も
の
で
あ
り
つ
ま
り
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
が
根
幹
に
存
在
す
る

水
分
子
を
意

的
に
集
め

身
動
き
を
取
れ
な
い
よ
う
に
す
る

そ
れ
が
こ
の
能
力
の
原
理
だ

さ

き
空
中
に
原
子
を

め
て
立

て
い
た
彼
と
や

て
い
る
事
は

同
じ
で
あ
る
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そ
の
気
に
な
れ
ば
彼
は
す
ぐ
に
同
じ
も
の
を
使

て
く
る
だ
ろ
う

そ
の
時
は
水
分
子
か
空

気
を

め
た

獄
か
あ
る
い
は
摂

３
０
０
０

を
上
回
る
太
陽
の
如
き

地
獄
か

え

る
だ
に
恐
ろ
し
い

 

レ
イ
デ

悪
い
け
ど
ち

と
無

す
る
わ
よ

水
よ

く
逆

け

 
そ
う

い
別
の
能
力
を
発
動
す
る

ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
の

載
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
機

能

真
紅
の
エ
ネ
ル
ギ

光
を
放
つ
翼
状
ユ
ニ

ト
が
背
部
に
追
加
さ
れ
全
機
能
の
出
力
ア

プ
が
確
認
さ
れ
る

い
で
ス
カ

ト
の
如
く
展
開
し
て
い
た
ア
ク
ア
・
ヴ

ル
が
水
色
か
ら

へ
と
変
わ

た

 
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
の
機
能
を
限
定
解
放
す
る
事
で
発
動
す
る
高
出
力
モ

ド

し
き
ク

リ

ス
ナ

常
時
の
七

増
し
の
性
能
を
発

す
る
反
面

制
限
時
間
を
超
え
た
後
は
出

力
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
う

刃
の
剣

 

大
地
か
ら

線
を
感
じ
る

 

ら
れ
て
い
る

情
報
を

き
取
ら
れ
て
い
る

 
時
間
を

情
報
を
与
え
れ
ば
与
え
る

ど

こ
ち
ら
の

勢
は
無
く
な

て
い
く
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そ
の
前
に

全
力
で

す

 
そ
の
決
意
を
感
じ
た
か
レ
イ
デ

は

表
面
を

て
い
る
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を
動

か
し
蒼
流
旋
の
螺
旋
水
へ
と
収
束
さ
せ
た

か

た
水
が
真
紅
へ
と
代
わ
る
程
の

大
な
攻

性
エ
ネ
ル
ギ

の
淑
女

が
持
ち
得
る
最
大
の
攻
撃

備
が
完
了
し
た

 
名
を

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍

 

ぎ
り

と
⻭
を
食
い
し
ば
る

 
無
理
を
し
て
い
る
の
は
愛
機
だ
け
で
は
無
い

者
で
あ
る
自
分
の
方
に
も
負

が
掛
か

て
い
る

の
節

が

み
を
上

て
い
る

あ
ま
り
の
圧
力
に
エ
ネ
ル
ギ

が

か
ず
つ

れ
て
い
く

 

一
仕
様
能
力
と
の

は
想
定
さ
れ
て
い
な
い

 
そ
れ
以
前
に

し
き
ク
リ

ス
ナ

と
ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍
の

も
し
た
事
が

無
く

想
定
も
さ
れ
て
い
な
い

 

だ
が

こ
れ
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
届
か
な
い
だ
ろ
う

 
原
子
分
解
で
物
理
攻
撃
を
無
力
化
す
る

手
に
は
分
解
し
切
れ
な
い
密

と
速

の
攻
撃
を

与
え
る
し
か
な
い

水
の
螺
旋
は

間
的
な
攻
撃
速

を

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍

は
密
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を
持
ち
そ
れ
ら
を

し
き
ク
リ

ス
ナ

で

上

す
る

こ
れ
が
自
分
が
持
ち
得
る
最

大

力
の
攻
撃
手

だ

た

最
初
か
ら
出
し

し
み
無
し
の
全
力
よ

 

け
て
み
な
さ
い

 
そ
う

す
る

も
偽
り
も
無
い
事
実
を

る

 

返

は

目

出
来
る
程
の
エ
ネ
ル
ギ

の

流
だ

た

 
ご
う

と

突
に
吹
き
上
が
る
光
の

そ
れ
は
彼
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
た

 
そ
の
圧
力
で

む

に
回
し
て
い
た
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
が
吹
き

ば
さ
れ
る

 
そ
れ
を

目
に

眼
下
か
ら
吹
き
上
が
る

流
は
強
さ
を
増
す

 
大
地
に
は

を

と
し

蒼
流
旋槍

を
構
え
る
少
年
の

ば
た
ば
た
と
コ

ト
と
白
髪
が

流

に
あ
お
ら
れ
て
い
る

そ
の
彼
の

部
か
ら

し
く
光
が
出
て
お
り
全
身
と

槍
を

り
あ

る
い
は

い
放

状
に
放
た
れ
て
い
た

本
来
な
ら
水
が
逆

く

槍
に
は
代
わ
り
に
光
が

渦

い
て
い
る

 
び

び

と
レ
イ
デ

が

し
て
く
る

ア
レ
は
危
険
だ

と

 
そ
の
危
険

レ
ベ
ル

の

定
不
能

し
き
ク
リ

ス
ナ

と
ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍
・
フ
ル
ブ

ス
ト

と
同

の
危
険

レ
ベ
ル
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く

と
声
が

れ
た

が
歪
む

 

の

が

つ
り
上
が
る

ミ
ス
ト
ル
テ

ン

 
槍
を
構
え

時
加
速
で
突

原
子
分
解
が
ど
れ

ど
の

か
不
明
だ
が
流

に
人
間

の
殺分
し解

は
し
な
い
だ
ろ
う
と
希
望
的
観

を

め

離
を

め

突
き
出
す

お

お

 
意
外
に
も
彼
は
こ
ち
ら
の
攻
撃
を
真

向
か
ら

え
撃

て
き
た

原
子
分
解
で

ら
か

殺
す
る
か
と
思

て
い
た
が

予
想
が
外
れ
た

 
極
光

う

槍
と
真
紅
渦

く

槍
が
衝
突
す
る

 
白
と

の

流
が
生
ま
れ

発

バ
リ
ア
越
し
で
も
そ
の
圧
は

ま
じ
い

 
大
地
が

れ
る

 

れ
た
大
地
が
浮
き
上
が
り

流
に
触
れ
て

て
い
く

 

ま
た

が
歪
ん
だあ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

中
に

く
情
念
の
ま
ま
に
槍
を
強
く
強
く
突
き
出
す
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ぎ
し
み
し
と

が
悲
鳴
を
上

る

だ
が
無

す
る

今

か
で
も
ど
こ
か
か
ら
力

を

け
ば

そ
の

間
極
光
が
こ
ち
ら
を
食
い
破
る
確
信
が
あ

た

 
負
け
た
く
な
い

と
思

た

ち
 

い

打
ち
が

こ
え
た

 

極
光
の
流
れ
が

か
に
変
わ
り

真
紅
の
螺
旋
を

ら
せ

弾
く

全
力
で
ス
ラ
ス

タ

を
吹
か
せ
て
い
た
私
は
勢
い
そ
の
ま
ま
に
大
地
に

突
し
た

 
勝
負
は
お

け
か

 

け
ど

ま
だ
戦
え
る

 

界

の

残

を
確
認
し

ま
だ
い
け
る
と
判
断
し
た
私
は

無
様
に
転
が
る
の
も
気
に

せ
ず

離
を
取
り
大
地
を

い
た
反
動
で

へ
と

る

そ
の
間
も
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

に
表

示
さ
れ
る
彼
の

か
ら
は
意
識
を

ら
さ
な
い

け
身
や

勢
の
立
て
直
し
は
体
に

み
つ
い

て
い
た

 

し
き
ク
リ

ス
ナ

活
動
臨
界
残
り

分

 

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍

攻
性
エ
ネ
ル
ギ

出
力

下
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モ
ニ
タ

に
表
示
さ
れ
る
二
つ
の
メ

セ

ジ

一
つ
は
実

的
な
タ
イ
ム
リ
ミ

ト
も
う

一
つ
が
攻
撃
力
の

少
を
意
味
し
て
い
る

 
上

と
・嗤

う

 

よ
り
⻑
期
戦
な
ど

外

し
て
い
る

彼
と

無
銘

の

性
は

だ

無
銘

と

機
の

性
は
最
悪
だ

原
子
を
分
解
す
る

手
に
ど
う
対
抗
し
ろ
と

う

時
間
と
情
報
を
与
え

れ
ば
与
え
る

ど

を
増
す
事
を
示
す
よ
う
に

流
と
い
う
無

に
放
出
さ
れ
て
い
た
エ

ネ
ル
ギ

は
今
完
全
に
彼
の

体
と
槍
を

て
い
る

無

の
な
い
立
ち

は
静

に
も

し
い

 
今
の
一
撃
で
仕

め
ら
れ
な
か

た
私
に

最

勝
機
は
無
い

 

た
だ
一
つ
を

い
て
は

 

ば

ん

な
さ
い

  

手
で

ち
ん
と
指
を

ら
す

 

大

発
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ク
リ
ア
・
パ

シ

ン

き
情

ナ
ノ
マ
シ
ン
で
構
成
さ
れ
た
水
を

状
に
対

に

し
ナ
ノ
マ
シ

ン
を
発

さ
せ
る
事
で

水
を

時
に

か
さ
せ

水

気

発
を
引
き

こ
す

発
技

 

動
す
る
に
は
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
そ
こ
は
先
程
の

流
で
吹
き

ば
さ
れ
た
ナ
ノ
マ
シ
ン
を
無
理

理
彼
の

に
集
め
る
事
で
ク
リ
ア
し
た

 

し
き
ク
リ

ス
ナ

と

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍

を

し
た
攻
撃
は

自
身
が
持

ち
得
る

・最
・大
・

・力
の
攻
撃
手

き
情

は
先
の
二
つ
と

べ
て

力
に

る
し
物
理
攻

撃
系
で
も
あ
る
が

発
に
よ
る
衝
撃
波
が
あ
る

衝
撃
と

を

時
に
与
え
る
特
性
故
に
仮

彼
が
原
子
を

ろ
う
と

衝
撃
で
ダ
メ

ジ
が
入
る

 
そ
の

力
は
エ
ネ
ル
ギ

に
換

し
て
小
型
気
化

弾

個
分

個
で
無
数
の
人
間

の
内

を
容

に
破
裂
さ
せ

つ
目
立

た
外
傷
も
無
く
圧
死
さ
せ
ら
れ
る

力
の
そ
れ
を

四
つ

め
て
放

た
に

し
い
攻
撃

使
え
ば

勝

と

て
も
過

で
は
な
い
せ
い
で

は
使

を

え
て
い
た
が
そ
れ
故
彼
も
把
握
し
て
い
な
か

た
に
違
い
な
い

な
に
せ
原
理
は

ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
に
あ
る

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍

を
始
め

本
的
に
自
分
が
分
か

り
や
す
い
よ
う
名
前
を
付
け
て
い
る
だ
け
な
の
で
シ
ス
テ
ム
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

こ
れ
ら
を
知
る
術
は
無
い
の
だ
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つ
ま
り
ま
ず

が
れ
な
い
だ
ろ
う

き
情

こ
そ
が
大
本
命
だ

た

イ
ン
パ
ク
ト
と
し

て
も

覚
的
に
分
か
り
や
す
い
ク
ロ

ス
ナ

と
ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
方
が
あ

た
だ
ろ
う

 
機
体
に
無
理
さ
せ
る
程
の
大
技
を

と
し
て

確
実
に

を
倒
し
得
る
小
技
を
使
う

 
出
し

し
み
無
し
と
は
こ
う
い
う
事
で
あ
る

 

そ
れ
で
も

ダ
メ
な
ん
て
ね

 

こ
こ
ま
で
や
れ
ば
勝

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
掛
か
る

だ
が

発
か
ら
三

経

て
も
掛

か
る
様
子
は
無
い

加
え
て

界

に
表
示
さ
れ
る
彼
の

残

が
ま
だ
ゼ
ロ
に
な

て
い
な

い 
彼
の
残

は

初

期

値

 

の
中
か
ら

光

う
黒
が
突

ん
で
き
た

 
や
は
り
無
傷

は
お
ろ
か

す
ら
付
い
て
な
い

う
な
れ
ば
光
の

が
彼
を

発
と

か
ら
守

た
の
だ
ろ
う

あ
る
い
は
圧

し
た
空
気
を
四
方
に
展
開
し

発
か
ら
身

を
護

た
の
か

 
あ
は

と

い
た

い
が

れ
た

 
気
化

弾

個
分
の
エ
ネ
ル
ギ

を
ぶ
つ
け
て
無
傷
と
か

ざ
け
て
る
に
も
程
が
あ
る

明
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ら
か
に

技

か
ら

脱
し
て
い
る
か
ら
使
わ
な
か

た
大
技
の

発

き
情

し
か

し
な
い
と
思

て
い
た

を

け
て
お
い
て
無
傷

ノ

ダ
メ

ジ

 
嗤
う
し
か
な
い

 

振
る
わ
れ
る
白
の
槍
を

の
槍
で

け
止
め
る

 
再
び
渦

く
二
色
が

り
合

た

ま
さ
か

ク
リ
ア
・
パ

シ

ン

き
情

で
す
ら
傷
を
負
わ
せ
ら
れ
な
い
な
ん
て
思
わ
な
か

た
わ

お
ね

さ
ん
自
信
無
く
し
ち

い
そ
う

に

性
が
悪
か

た
だ
け

と
い
う
か

に
死
に
そ
う
だ

た
ん
だ
が

明
ら
か

に
殺
し
に
来
て
た
だ
ろ

オ

バ

キ
ル
に
も
程
が
あ
る
ぞ

 
む

と
不

気
な

を
向
け
て
来
る
少
年

ぐ
ぐ

と

か
に
槍
を

さ
れ
る

し
い

で
流
し
て
お
い
て

オ

バ

キ
ル
も

も
無
い

で
し

 
こ
ち
ら
も
負
け
じ
と
槍
を

し
返
す

な
に
せ
切
り
札
に
し
て
い
た
大
技
の

更
に
完

な
不
意
打
ち
技
を
完
全
無

化
さ
れ
た
の
だ

女
尊
男

の
人
間
に

べ
れ
ば
ま
だ
マ
シ
な
私
の

プ
ラ
イ
ド
も
傷
付
く

結
果
的
に
は
な
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強
く

槍
を
弾
か
れ
る

 

か
に
生
ま
れ
た
隙
を
見
て

彼
は
槍
を

ぐ
構
え
を
取

た

す
ぐ
に
ス
ラ
ス
タ

で
後

退

す
る
も

い
だ
時
に
蒼
流
旋
の
四

ガ
ト
リ
ン
グ
が
火
を

き
数
発

弾
し
た

ぐ

ぐ

と

残

が

て
い
く

 
ダ
メ

ジ
は
自
分
の
蒼
流
旋
よ
り
や
や
小
さ
い

彼
の
体
格
に
合
う
よ
う
一
回
り
小
さ
く
な

た
せ
い
で
弾
も
小
さ
く
な
り

結
果

力
が

く
な

た
よ
う
だ

 
だ
か
ら
と

て

安
心
は
出
来
な
い

 
ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍
は
自
分
へ
の

も

外

し
た
大
技

然
発
動
し
て
い
る

間
は

を

な
が
ら

て
い
く

刃
の
剣

零

白
夜

に
近
し
い
性
能
を
持
つ
こ
れ
を

発
動
し

け
て
い
る
せ
い
で

は

に

分
を
切

て
い
る

数
値
と
し
て
は

０
０

ど
な

の
で
彼
よ
り
ま
だ
あ
る
が

合
で

え
ば

対

な
の
で
負
け
て
い
る

 
悔
し
い

こ

の

 
上

下

を

使
し

離
を

め

い
槍
を
振
る
う

渦

く

い
水
を

た
螺
旋

槍
は

や
は
り
光
渦

く
螺
旋
槍
に

ま
れ

エ
ネ
ル
ギ

の

流
を
生
じ
さ
せ
る
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悔
し
い

は
 
弾
か
れ
た
槍

そ
の

性
に
逆
ら
う
事
無
く
全
身
で

の
様
に
回
り
一
回
転
し
て
か
ら

ぎ

払
う

こ
れ
も
極
光
の
渦
に

ま
れ
た

 

悔
し
い

こ
れ
で
も

喰
ら
い
な
さ
い

 
槍
を
引
き
四

ガ
ト
リ
ン
グ
の

を
突
き
付
け
引
き
金
を
引
く

前
槍
を
弾
か

れ

線
が
明
後
日
の
方
を
向
い
た

め
ん
な

 
強
引
に
槍
の
向
き
を

し

四

ガ
ト
リ
ン
グ
か
ら

と
弾
が

出
さ
れ
る

し
か

し

た
ら
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
前
の
戦
い
の

き
直
し
か
の
よ
う
に

離
を
開
け
て

る
彼
は

け
な
が
ら
も
後
ろ
手
に
槍
を
向
け

撃
ち
返
し
て
く
る

 
数
発

弾

 
悔
し
い

 
悔
し
い
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悔
し
い

 

悔
し
い

 
ぎ
り

と

⻭
を

み

め
る

界
に
は
も
う
彼
の

し
か

て
い
な
い

彼
が

う

の
淑
女

し
か

 
私
よ
り
上
手
く

え
て
い
る

あ

の

子

の
淑
女
と
の
付
き
合
い
は
私
の
方
が
⻑
い
の
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
こ
ち
ら
に
は
無
様
な

を
晒
さ
せ
て
い
る

 
そ
れ
が
悔
し
い

レ
イ
デ

に

し

が
無
い

ず

と

え
て
く
れ
て
今
も

気
に

し
き
ク
リ

ス
ナ

を
保

て
く
れ
て
い
る
の
に
一

す
ら
報
え
て
い
な
い
こ
の
状
況
が
ど

う
し
よ
う
も
な
く
悔
し
い

 
こ
れ

ど
か

と
感

を

く

あ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
武

百

を
見
せ
た
彼
の
実
力
を
見

て
い
た

初
め
て

う

の
レ
イ
デ

を
あ
あ
ま
で
使
い
こ
な
す
技

は
本
物
だ

武
器
を

ば
な
い
特
徴
は

そ
の
道
の
一
流
に

わ
な
い
と
思

て
い
た
が

と
ん
で
も
な
い

と
ん
だ
思
い
違
い
を
し
て
い
た

も
う
彼
は
そ
の

を
超
え
て
い
る

 
ど
う
や
ら
私
は

て
い
た
ら
し
い
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麻

が
ノ

ダ
メ

ジ
で

れ
た
時

も

と

し
て
お
く
べ
き
だ

た

な
に
が

は
私
の
番
だ
だ

し
も
う
と
す
る
な
ら

応
の
対
策
を
練

て
か
ら
す
べ
き
だ

た

過
去
の
私
を

て
や
り
た
い

 
そ
の
衝
動
の
ま
ま
戦
い
を

け
る

 

だ
が

呼

と
い
う
事
か

 
機
体
を

う

い
水
は
そ
の
色
を

に

め
始
め
た

槍
の
色
も
⻘
へ
と

る

機
体
の

出
力
が

に

下
し
て
い
く

 

し
き
ク
リ

ス
ナ

活
動
臨
界
残
り

 
時
間
切
れ
だ

た出
し

し
み
無
し
の
全
力
を

が
れ
る
な
ん
て
ね

 

き
情

を
無

化
さ
れ
た
時
点
で
あ
る
程

予
想
は
し
て
い
た
が

よ
も
や
こ
こ

ま
で
と
は

無
銘

と
の

性
だ
け
で
は
な
い

彼
は

無
銘

の
性
能
と

の
淑
女

の
性
能
を

上
手
く
使
い
こ
な
し
蒼
流
旋
も
使
い
こ
な
し
た

た
だ
の

な
ら
こ
ち
ら
の

撃
や
槍

き

で
一
撃
く
ら
い
入
れ
ら
れ
て
い
た

如
き
を
破
れ
な
い

ど
こ
ち
ら
も

い
鍛

を
し
て
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い
な
い

 
こ
れ
が

彼
の
実
力
か

完

よ

和
人
君

ノ

ダ
メ

ジ
で
私
を
こ
こ
ま
で
追
い

め
た
の
は
あ
な
た
が
初
め
て

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
の

合
で

き
情

を
使

た
事
は
あ
る
が
そ
の
時
は
直
撃
こ
そ

れ
た
も
の
の
衝
撃
で
ダ
メ

ジ
は
与
え
ら
れ
て
い
た

一

開
さ
れ
る
の
は

開

合
だ
け

で

練
に

し
て
は
他
国
に

手
の
デ

タ
を
与
え
過
ぎ
な
い
よ
う
秘
匿
さ
れ
て
い
る
た
め

彼
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う

 

き
情

ま
で
使
わ
せ
た
の
が
彼
女
と
彼
の
二
人
だ
け
な
の
も
あ
る
が

で
も
ね

私
に
も
ね
意
地
が
あ
る
の

然

こ

の

子

の
淑
女
に
も

だ
か
ら

 
全
て
の
攻
撃
手

を
無
傷
で

り
越
え
ら
れ
ク
リ

ス
ナ

の
解

で
出
力
ダ
ウ
ン
し
て
い

る
状

で

一

報
い
る
事
は

不
可
能
な
話
だ

 

だ
が

そ
れ
は

め
る
理
由
に
は
な
ら
な
い

 
理

の
上
で
は
不
可
能
だ

だ
が

理
論
上

一

報
い
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い

 
更

識

と

し

て

観
戦
者
達
に
彼
の
実
力
を
見
せ
る
目
的

 
代

表

候

補

生

と

し

て

期
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
目
さ
れ
て
い
る
立
場
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よ
り
も

レ

イ

デ
の
淑
女

の

者
と
し
て

に
勝
ち
を

る
つ
も
り
は
無
い
わ

 
蒼
流
旋
を
構
え
る

ガ
ト
リ
ン
グ
は

に
弾
切
れ
の
た
め
そ
こ
だ
け
格

な
槍
術
の

み
で
戦
う
意
思
を

き
出
し
に
す
る

 
タ
ダ
で
勝
ち
を

る
気
は
な
い

一

報
い
あ
わ
よ
く
ば

み
千
切
り
勝

を
手
に
す
る

覚
悟
だ

 

Ｙ
ｅ
ｓ

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

 
そ
の

間

裏
に
声
が

い
た

 
今
の
は
な
に
と
思
う
最
中
レ
イ
デ

が
息
を
吹
き
返
し
た

ま

て
い
た
水
が

へ
と

り

螺
旋
槍
の
勢
い
が
増
す

水
の
ヴ

ル
も

へ
と
代
わ
る

 

下
し
て
い
た
機
体
の
出
力
が

り

さ

き
よ
り
も

更
に
上
が

て
い
く

 
一
体

が
と

く
中

表
示
さ
れ
て
い
く
メ

セ

ジ

 

し
き
ク
リ

ス
ナ

再
発
動

 

活
動
限
界
残
り

分

 

ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
活
動
性
能
復
帰
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攻
性
エ
ネ
ル
ギ

形
成

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍

備

 

学

機
の
エ
ネ
ル
ギ

流

の
解

完
了

 

エ
ネ
ル
ギ

再

収

完
了

 

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍

進
化

 

グ
ン
グ
ニ
ル
の
槍

発
動

 
最
後
の
一
文
が
流
れ
た
直
後

し
く
渦

い
て
い
た

の
水
が
収
束
収

さ
れ
て
い
き

刃
を
形
成
し
た

み
を

び
た
ラ
ン
ス
の
部
分
が

常
の
槍
の

先
へ
と
変
化
し
た
の
だ

し
か
も
超
高

波
の
状

は
そ
の
ま
ま

 
更
に

自
傷

い
の

べ

り
も

善
さ
れ
て
い
る

 

を

る
程
の

波
と
い
う
事
は

そ
れ
だ
け
無

が
あ
り

エ
ネ
ル
ギ

が
出
て
い

た
と
い
う
事

そ
れ
を
再

収
し
て
進
化
し
た

グ
ン
グ
ニ
ル
の
槍

を
発
動
し
て
い
る
の
だ

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍
に
あ

た
デ
メ
リ

ト
が
全
て
解
消
さ
れ
て
い
る
と

て
も
い
い

ど
う
も

レ
イ
デ

も

に
負
け
た
く
な
い
み
た
い

 

気
に
取
ら
れ
て
槍
を
見
て
い
た
私
は

少
年
へ
と

線
を

す

 
終
わ

た
と
思

た
強
化
モ

ド
が

者
の
意
思
に

無
く
再
発
動
し
た
事
実
更
に
槍
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の
状

が
先
程
よ
り

善
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

い
て
い
る
よ
う
で

目
を
向
け
て
来
て
い
た

 

と

み

い
で

猛
に

む

さ

行
き
ま
し

う

レ
イ
デ

 
ブ

ス
タ

か
ら

一

強
い

が
出
る

 

裏
に
は

Ｙ
ｅ
ｓ

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

と

こ
え
て
い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
気
付
い
た
ら
楯
無
さ
ん
が
主
人

し
て
た
で
ご
ざ
る

サ
ブ
タ
イ
的
に
は

 
本
作
主
人

が
ラ
ス
ボ
ス
的
な
ポ
ジ
シ

ン
に
な
り
か
ね
な
い
ん
じ

が

え

 
今
更
か

 
和
人
の

が
今
話
で
一
応
判
明

零

世
代

無
銘

で
す

生
身

機
の

を

原
子
レ
ベ
ル
で
構

を
解

し
完
全
コ
ピ

し
自
分
の
も
の
と
し
て

う
の
が

本
ス
タ
イ
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ル

論
一
回
解

し
た
ら
ず

と
デ

タ
に
残
る

 
最
初
に
圧

し
た
空
気
を
足
場
に
す
る
は
と
あ
る
魔
術
の

を

に
す
る
子
の
能

力
を
思
い
浮
か
べ
て

物

に
な
ら
な
い
程

に
集
め
て
原
子
を

定
す
れ
ば
見
え
な
い
足
場

に
出
来
る
の
で
は
と

え

原
理
は
と
あ
る
見
た
目
は
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

原
子
を
霊

子
と

え
れ
ば
お
け

 
そ
し
て

無
銘

の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
は

戦
闘
を

め
ば

む

ど

機
の
デ

タ
が
集

ま
る

の
で
手
に
負
え
な
く
な
る
点

 
更
に
和
人
自
身
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
多
く
の
武
器
を
Ｍ
ｏ
ｂ
と
プ
レ
イ

手
に
心
得
た
の
で

無

銘

の
特
性
を
十
全
に
活
か
せ
て
し
ま
う

人
間

手
に

ん
だ
か
ら

者
に
も
あ
る
程

す
る

 
ち
な
み
に

一
仕
様
能
力
を
も

出
来
る
だ
ろ
う
と
楯
無
が

え
て
い
ま
す
が
私
な
り

に

え
た

の

一
仕
様
能
力

可
能
で
す

 

一
仕
様
能
力
は
コ
ア
が
発
現
さ
せ
る
と
イ
メ

ジ
で
原
作
で
は
書
か
れ
て
い
ま
す
が
実

は
二

行
時
に

一
仕
様
能
力
に
必
要
な
兵

を
作
り
出
す
と

え
て
い
ま
す

だ
か
ら

同
じ

を
作

た
ら
同
じ
事
が
出
来
る
と
い
う
今
話
の
理

今
話
で
楯
無
が

セ

ク
ヴ

ベ

ク

む
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を
す
ぐ
使
う
だ
ろ
う
と

て
い
る
の
も
原
理
が
水
分
子
で
溺
れ
さ
せ
る
も
の
だ
か
ら

を

出
来
る
上
に

で
原
子
を

れ
る
と
な
れ
ば
完
コ
ピ
さ
れ
る
の
も

然

 
機

が
行
う
以
上
同
じ
モ
ノ
を

意
す
れ
ば
同
じ
事
が
出
来
る

そ
れ
が
機

の
特
徴
で
す

 
そ
こ
ま
で
理
解
し
た
楯
無
は
初
手
で
和
人
を
殺
し
に
掛
か
る
レ
ベ
ル
の
全
力
攻
撃

を

に
し
た

不
意
打
ち
の

水

気

発

き
情

戦
な
の
に
完

殺
し
に
来
て
る
手
札
の
切
り
様
で

す
ね

数
多
の
二

創
作
を

み

り
機ク
体リ
性

能ス
強ナ
化

と
捨ミ
てス
身ト
アル
タテ
クン

の

を
見
た

事
が
無
か

た
の
で

し
ま
し
た

 
多
分
マ
ト
モ
な
機
体
で
も
直
撃
す
る
と

死
し
ま
す

 
ま

和
人
も
同
じ
な
ん
で
す
が

  
和
人

い
き
な
り
全
力
で
殺
さ
れ
掛
け
た

 
楯
無

原
子
分
解
能
力
で
生
殺
与
奪
の
権

を
常
に
握
ら
れ
て
い
た

  
や
ろ
う
と
思
え
ば
ど
こ
ぞ
の
お
兄
様
の
如
く
原
子
レ
ベ
ル
で
分
解
し
ち

え
る
和
人
は

に
回
し
た
ら
絶
対
ア
カ
ン

そ
の
気
に
な

た
ら

我
も

我
を
負
う
前
の
デ

タ
を
参
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に
修
復
す
る
か
ら

代
償
に
保
存
し
て
い
た
原
子
を
喪
う
が

ノ

ダ
メ

ジ

 
殺
し
合
い
な
ら
と
も
か
く

合
な
ら
使
う
気
が
ゼ
ロ
だ

た
せ
い
で

し
き
ク
リ

ス

ナ

と

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍

の

攻
撃
を
原
子
分
解
し
な
か

た

 

そ
ん
な

お
か
し
い
和
人
に
対
し

の
淑
女

を
コ
ピ

さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る

楯
無
さ
ん
は
怒
髪
天

 
実

は
自
分
が
レ
イ
デ

を
上
手
く

え
て
い
な
い
と
い
う
自

か
ら
来
る
も
の
な
の
で

な
怒
り
で
は
な
い
で
す
が
そ
れ
で
も
パ

ト
ナ

と
い
う

え
を
持

て
い
る
彼
女
な
ら

そ
う
思
う
の
で
は
な
い
か
な

と

な
ま
じ
⻑
い
付
き
合
い
の
専

機
な
ら
思
う
の
で
は
と

 
そ
の
想
い
に
感
化
さ
れ
レ
イ
デ

が
覚
醒

フ

ム
・
シ
フ
ト

形

行
こ
そ
し
て
ま
せ
ん
が
そ
れ
に
近
い
覚

醒 
楯
無
さ
ん
が
個
人
的
に
付
け
て
い
た
名
前
も
ロ
グ
に
残
さ
れ
ま
し
た

 

が
こ
の
ロ
グ
を
見
れ
ば
き

と
親
近
感
を

く
事
で
し

う
そ
し
て
楯
無
は

面
し
て
転

回
る
で
し

う

 

ま

そ
の

写
の
前
に
姉
妹
の

と
い
う

が
あ
る
ん
で
す
が
ね

血

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語
 

覚
醒

 

無
銘

対
エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
最
近

の
動

を
ニ
コ
ニ
コ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
見
て
い
る
か
ら
か

話
的
に

だ
か

ら
か

モ
チ
ベ

シ

ン
が
高
く
て
で
す
ね

気
付
い
た
ら

き
を
書
い
て
た

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

は
少
し
し
た
ら
解
禁
し
ま
す

未

者
へ
の
ネ
タ
バ
レ
対
策
で
す

覚
醒

の
文

 
今
話
の

点
は
和
人

楯
無

と
い
う

で
す

 
文

数
は
約
一
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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日
本
代
表
候
補

の
意
地

正
直

め
て
た
か
も
し
れ
な
い

 
一
時
的
に
機
体
出
力
が
ダ
ウ
ン
し
た
も
の
の
す
ぐ
さ
ま
復
活
し
先
よ
り
も
出
力
向
上
し
た

状

ま
で
引
き
出
し
た
楯
無
に

は
そ
う
思

た

 

い
て
い
る
感
情
は

感

と

喜

そ
し
て

だ
ろ
う
か

 
彼
女
は

の
淑
女

を

こ
の
子

と

た

コ
ア
に
も
意
思
が
あ
る
と
い
う
話

を
信
じ
て
い
な
い
人
間
は
多
い
が
彼
女
は
信
じ
て
い
る
方
ら
し
く
正
し
く
パ

ト
ナ

と
し

て

し
て
い
る
よ
う
だ

た

そ
ん
な
楯
無
の
愛
機
を
コ
ピ

す
れ
ば

に
ク
る
の
も

然
で
あ

る 
怒
り
と
い
う
よ
り
は
自
身
に
向
け
た
も
の
の
よ
う
に
感
じ
た
そ
れ
は
き

と

の
淑

女
の
コ
ア
を
動
か
し
た
の
だ
ろ
う

再
び
の
出
力
ア

プ
状

は
楯
無
本
人
も
予
期
し
て
い
な

い
よ
う
だ

た

 

ど
う
や
ら
出
来
レ

ス
は

し
い
み
た
い
だ

 
内
心
で
苦

す
る

制

で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る

達
は
き

と
苦

し
い
か
あ
る
い

は

の
表
情
に
な

て
い
る
に
違
い
な
い

に
勝
て
る
よ
う
に
な

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

る
か
ら
だ

女
尊
男

を
打
ち
破
る
に
は

が
第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

を

勝
す
る
か
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あ
る
い
は

ノ
之

士
が
男
女

の

を
発
明
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
し
か
な
い

 
だ
か
ら
楯
無
が
強
く
な
る
事
は
本
来
な
ら
喜
ぶ
べ
き
事
だ
が
そ
の
事
情
を

み
る
に
望
ま

し
い
事

で
は
無
い

 
ま

日
本
存

を

先
す
る
な
ら
日
本

勝
を

慮
し
て
楯
無
に
も
強
く
な

て
も
ら
う

事
が
一
番
な
の
だ
が

や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
突

し
て
来
た
楯
無
の
紅
槍
を

く

ス
ケ

ル
ダ
ウ
ン
し
た
せ
い
か
あ
る
い
は
あ
ち
ら
の

出
力
が
向
上
し
た
た
め
か

光
渦

く
蒼
流
旋
が
や
や

さ
れ
気
味
だ

 

ま

た
く

こ
れ
で
ま
だ

フ

ス
ト
フ

ム

一

形

だ
な
ん
て

 
ど
ん
な
出

目
だ
よ
と
内
心
で

き
捨
て
る

感
情
一
つ
で
コ
ア
を
動
か
す
程
と
な
れ
ば

セ
カ二

ン
ド
フ形
ム

に
な

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

下
手
す
る
と
こ
の

戦
中
に
な
る
場
合
も
あ
る

 
そ
れ
は

る

と
焦
り
を

く
と
同
時

ず
き

と

が
し
た

 

の
タ
イ
ム
リ
ミ

ト
が

て
い
る

個
別

時
加
速
で
フ
ル

し
た
せ
い
だ

 
加
え
て

麻

手
に
二
分

更
識
楯
無

手
に
二
分

や
し
て
お
り

残
り
の
限

界
時
間
は
十
分

そ
し
て
無
銘
が
突
き
出
し
て
く
る

解

結

果

メ

セ

ジ
に
よ
れ
ば
楯
無
の
出
力
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ア

プ
状

は
あ
と
十
分
だ
と
い
う

今
だ
け
で

抗
し
て
い
る
の
に

セ
カ
ン
ド
シ
フ
ト

二

行
な
ん
て
さ
れ
た

ら
こ
ち
ら
の
身
が
持
た
な
い

 
形

行
時
に
は
特

エ
ネ
ル
ギ

が
発
生
し
て

全
て
の
攻
撃
を
無

化
す
る
他
最
大

値
ま
で
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を
回
復
す
る
と
い
う
補

ま
で
備
わ

て
い
る

 

コ
ア
に
は

シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

の
自
動
回
復
機
能
が
あ

た
と
い
う

 
そ
う
で
な
け
れ
ば

時

が

き
る
か
分
か
ら
な
い

空
間
を

行
で
き
な
い

を

れ
る
事
だ

て

子
変
換
機
能
の
応

空
間
で
の

補

機
能
か
ら
発
想
を
得
た

法
で
あ
る

形

行
と
は

本
来
地

と
明
ら
か
に
違
う

境
に

応
で
き
る
よ
う

に

備
わ

た
自
己
進
化
機
能
と
束

士
か
ら
教
わ

た
事
が
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い

る
地

境
で
の
形

行
は

者
が

程
影

を
与
え
な
け
れ
ば

き
得
な
い

と
も

 
そ
し
て
今

楯
無
は
己
の
想
い
一
つ
で
コ
ア
を
動
か
し
た

 
形

行
す
る
に
は
あ
ま
り
に

件
が
整
い
過
ぎ
て
い
る

な
る

ど

手
の
愛
機
を
コ

ピ

す
る
と
こ
う
い
う

も
あ
る
の
か

と
ど
こ
か

静
に

え
る
思

が

ま
し
い

 
け
れ
ど

故
だ
ろ
う
か

く

は
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の
心
は
ど
こ
か

期

と
喜
び
で
い

い
な
気
が
し
た

 

て
ら
れ
る
の
も
今
の
内
よ

 
突
き
出
さ
れ
る
槍
を
弾
く

す
る
と
紅
槍
は
く
る
り
と
回
転
し
今

は

ぎ

せ
ば

で
前
進

ぎ
払
い
が
襲
い
来
る

光
槍
を
立
て
て

ば
今

は

部

で

り
掛
か

て

来
た

 
こ
こ
に
来
て
楯
無
は
体
裁
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て

が

で
も
勝
ち
を
奪
お
う
と
し
て
い
る

 
こ
こ
ま
で
感
情
的
な

は
初
め
て
見
る

 
い
つ
も
人
を

う
よ
う
な

み

に

く
よ
う
な
物

い
と
い
う

だ

た
の
に
今

は
ど
こ
か

血
だ

そ
れ
だ
け

と
の

を
大
切
に
し
て
い
た
の
か

そ
れ
と
も
強
者
た
ら

ん
と
す
る
自
負
故
か

 

ど
ち
ら
だ
と
し
て
も
構
わ
な
い

 
今
は

持
て
る
力
を
振
り

る

が
持
ち
得
る
力
と
技
を
見
せ
る
事
が
こ
の

戦
の
目
的

だ

楯
無
と

を

る
展
開
は
あ
る
意
味

合
だ
ろ
う
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仮

負
け
て
も

今
後
強
く
な

て
勝
ち
返
し
て
や
れ
ば
い
い
の
だ

 
だ
がも

そ
う

と
や
ら
れ
る
つ
も
り
は
無
い

そ
ん
な
の

り

み
済
み
よ

 
真

向
か
ら
槍
を
振
り
下
ろ
す

が
ぎ

と
紅
と
白
が

ぎ
合

た

  

直
後

い
光
に

界
を

が
れ
た

   

分
か

て
い
た
事
だ
け
ど

ん

ん
攻
め
さ
せ
て
く
れ
な
い
わ
ね

 
遠

離

の
武
器
を
喪
い
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

使
し
て
い
る
今
も
う

き
情

の
よ
う
な
手
は
使
え
な
い

ク
リ

ス
ナ

と
グ
ン
グ
ニ
ル
に
使

て
い
る
分
を
回
せ
ば
自

特

攻
く
ら
い
は
出
来
る
か

と
い
う
程

 
ク
リ

ス
ナ

の

時
間
も
五
分
を
切

た

い
よ
い
よ
勝
負
を

け
に
動
か
な
け
れ
ば
負

け
て
し
ま
う
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し
か
し
予
想
外
だ

た
の
は
彼
が
対
人

手
の
槍
術
も
収
め
て
い
た
事

夜
の
自
己
鍛

で

使

て
い
た
事
が
報

に

が

て
い
た
か
ら
知

て
い
る
が
ま
さ
か
鍛

を
初
め
て
十
年

り
の
自
分
と

抗
す
る
レ
ベ
ル
と
は

剣
の
間
合
い
な
ら
ぬ
槍
の
間
合
い

み
入

た

し

な
り
な
が
ら
襲
い
来
る
光
槍
は

そ
の
も
の

 
残
る
武

と
し
て
高
圧
水
流
を
発
生
さ
せ
た
刃
で
立
弾
攻
撃
を
行
う

剣
ラ
ス
テ

・

ネ
イ
ル
が
あ
る
が
サ
ブ
武

い
の
そ
れ
で
剣
を
得
物
と
す
る
彼
に

む
の
は
無
謀
と
い
う

も
の

に
不

な
状
況
で
自
ら
槍
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を

て
る
の
は
愚
行
の
極
み
だ

 
ど
う
に
か
し
て
突
破

を
開
か
な
け
れ
ば

 
で
も
そ
の
方
法
が
無
い

 
ど
う
す
れ
ば

と
思

を

し
く
回
し
な
が
ら
も
特
攻

仕
切
り
直
し
を
す
る

を
与
え
ず

槍
を
振
り
下
ろ
す

白
の
渦
と
紅
の
刃
が

ぎ
合

た

  

間

眼
前
か
ら
少
年
が
消
え
た

 
え
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然
と
す
る

本

に

く
間
も
な
い

の

間
に
全
て
消
え
て
い
た

 
真

白
な
光
の
空
間

り
を
見
回
し
て
も
光

は
変
わ
ら
な
い

日
本

技
場
で
は
な

い
ど
こ
か
別
の
空
間
に

私
は
迷
い

ん
で
し
ま

て
い
た

え

ち

レ
イ
デ

も
無
い
じ

な
い

 
気
付
け
ば

私
の

い
は

て
い
た

の

の
淑
女

を
喪
い

代
わ
り
に

学
園

の
制

を

こ
ん
で
い
た

一
年
生
の
証
で
あ
る
⻩
色
の
リ
ボ
ン
が
や
や

し
い

 
ま
さ
か
と
思

て
学
生

の
ポ
ケ

ト
を
探
る

探
し
物
は

使

て
い
る

子

そ
れ

に
付
け
て
い
た
一
対
の

形
の
根
付
が

レ
イ
デ

の

機
状

な
の
だ

 
そ
し
て
す
ぐ
に

子
は
取
り
出
せ
た
が

根
付
が

無
い

 
ま
た
も

然
と
す
る
が

思

は
止
ま
ら
な
い

 

が
無
く

代
わ
り
に
制

の
光

は
白
い
空
間
ば
か
り

 

こ
の
状
況
に

少
し
心

た
り
が
浮
か
ぶ

 
か
つ
て
二

行
を
果
た
し
た
他
国
の
代
表
が

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ

を

け
た
時

え
て
い
た
内
容
が

る

確
か
そ
の
時
の

問
は

に
は
本

に
意
識
の
よ
う
な
も
の
は
あ

る
の
か

と
い
う
内
容
だ

た

そ
れ
に

時
の
他
国
代
表
は

あ
る
と
断

し
た
の
だ
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そ
の
根

と
し
て

二

行
時
に

の
意
識
を
名

る
存
在
と

対
し

話
を
し
た
記

が
あ
る
か
ら
と

 

結

そ
れ
は
立
証
で
き
な
い
話
の
た
め
世
間
的
に
は
あ
ま
り
信
じ
ら
れ
な
い
も
の
に
な

た 
し
か
し
今

そ
れ
と
似
た
よ
う
な
状
況
に
あ
る

ま
さ
か

こ
こ
は

の
精
神
世
界

 

そ
の

り
で
す

  

突
な

い
ら応

え

そ
れ
は
背
後
か
ら

こ
え
て
来
た

 

く
り
向
き
直
れ
ば

彼
方
ま
で
白
い
だ
け
だ

た
空
間
に
色
が
付
い
て
い
た

水
色
だ

そ
れ
は
大
地
を

め

く
す
よ
う
に
広
が
り

ざ

と
波
打
つ
海

の
よ
う
な

を

で

て
い
る

し
か
し
そ
の
全

を
見

す
事
は
叶
わ
な
い

界
を

る
よ
う
に

の
如
き

が
立
ち

め
て
い
る
か
ら
だ

 
し
か
し
そ
れ
で
も
見
え
る
も
の
が
あ

た
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波
打
ち

に
立
つ
存
在
が
一
つ

そ
の
存
在
が

私
の
疑
問
に

え
た
者
で
あ
る
事
は
明
白

だ

た
あ
な
た
は

レ
イ
デ

な
の
よ
ね

は
い

 
こ
ち
ら
の
問
い
に

お
淑
や
か
に

き

え
る
存
在

 
そ
の
存
在
は
人
で
は
な
い

人
の
形
を
取

て
い
る
が
流
動
す
る
水
が
人
型
を
形
作

て

い
る
だ
け
で
全
身
が
水
そ
の
も
の

眼
の
色
は
ガ

ネ

ト
を
思
わ
せ
る
真
紅

は

を
思

わ
せ
る
エ
ラ
の
如
き
形
を
し
て
い
て
そ
の
他
の

形
は
か
つ
て

で
見
た

を

た
天

女
そ
の
も
の

 
そ
の
手
に
は

ト
ラ三
イ
デ
ン
ト槍

が
握
ら
れ
て
い
た

 

と
ア
メ
リ
カ
に

権
が
あ
る
人

姫
の
ア
ニ
メ

シ

ン
の
そ
れ
を
思
い
出
す

確
か
に

海
の
王
と

わ
れ
る
と

三

槍
の
イ
メ

ジ
が
あ

た

 
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
に
よ
り
水
を

る
事
に
特
化
し
た
影

だ
ろ
う
か
と
思
う

仮
に
コ

ア
の
思
念
体
が
最
初
か
ら
こ
の

だ

た
と
す
れ
ば

も
な
い
偶
然
だ

わ
た
く
し

私
の
こ
の

は

ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
の
影

を

け
た
か
ら
で
す
よ

マ
ス
タ
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え

あ

そ
う
な
の

と
い
う
か

で
分
か

た
の
か
し
ら

私
達

は

者
の

波
も
常
に
把
握
し
て
い
ま
す

⻑
い
付
き
合
い
に
な

た

な
ら

波
の
状

で
ど
の

語
を
思
い
浮
か
べ
た
か
も
分
か

て
し
ま
う
の
で
す

あ
ら

ち

と

ず
か
し
い
わ
ね

そ
れ

 
つ
ま
り

え
て
い
る
事
が

に
バ
レ
る

だ

人
の
気
持
ち
を
観

眼
で

推
し
そ
れ
を
ネ

タ
に
弱
み
を
握

た
り

制
し
た
り
と
仕
事
で
し
て
き
た
身
と
し
て
は
こ
れ
は
か
な
り
面

い
 
お
淑
や
か
な

作
と
物

い
が
自
分
の

者
を
想
い

さ
せ
る
の
も
そ
の
一
つ
か
も
し
れ
な

い 

そ
う

え
て
い
る
と

さ
て

と
水
の
淑
女
が
空
気
を
切
り

え
た

私
が
マ
ス
タ

を
お
呼
び
し
た
理
由
私
の
声
を
二

き
届
け
た
事
か
ら
も

さ
れ
て
い
る

で
す

え
え

な
ん
と
な
く

和
人
君
に

が

で
も
勝
ち
た
い
か
ら

で
し

う

 
⻑
い
付
き
合
い
だ
か
ら
こ
そ

し
て
き
た

手
に
は
負
け
た
く
な
い
と
い
う
意
地
が
生
ま

れ
る

私
は
彼
と
の
戦
い
で
そ
れ
を
一
番
の
頼
り
に
し
て
槍
を
振
る

て
い
た

レ
イ
デ

の
機
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体
も

も

ガ
タ
つ
い
て
い
る
の
に

そ
れ
を
無

す
る
く
ら
い
の
意
地
だ

 
そ
れ
は
彼
女
に
も
伝
わ

て
い
る

だ
か
ら
応
え
て
く
れ
た

 
つ
ま
り

彼
女
も
同
じ
気
持
ち
な
の
だ

思
え
ば

女
が
私
の

者
に
な

て
か
ら
ま
だ
一
年
も
経

て
い
な
い

そ
れ
な
の
に

私
は

女
の
力
に
な
り
た
い
と
思

て
い
る

い
え

正
し
ま
す

私
は
あ
の

し

た
少
年
を
倒
し
た
い

女
を
負
け
さ
せ
た
く
な
い

勝
ち
た
い

 
ぎ

と
三

槍
を
握
る
手
に
力
が

た

彼
女
は
そ
の

淑
さ
の
内

に

い
情

を

や
し
て
い
た

 

真
紅
の

が
私
を

く

マ
ス
タ

女
の
事
は
十
二
分
に
理
解
し
ま
し
た

女
も
ま
た
私
を

切
に

え
て

い
ま
す

今
の
私
で
は

も
う

女
に
は
力
不
足
で
す

そ
ん
な
事
無
い
レ
イ
デ

は

く

て
く
れ
て
る
わ

和
人
君
と
の

戦
も
時
間

切
れ
に
な

た
ク
リ

ス
ナ

を
無
理

理
再
発
動
し
て
く
れ
て
私
が
直
す
べ
き
だ

た
ミ
ス

ト
ル
テ

ン
の
欠
点
を
解
消
し
て
く
れ
た

女
が
力
不
足
な
ん
て
事
は
無
い
の

あ
ん
な

場
で
意
地
を
見
せ
る

子

な
ん
て
き

と

女
だ
け
よ
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そ
れ
は
本

の
事
だ

 

与
か
ら
一
年
足
ら
ず
の
こ
の

期
間
少
し
で
も
レ
イ
デ

の
事
を
理
解
し
よ
う
と

練
に

し
み
ア
ク
ア
・
ク
リ
ス
タ
ル
が

載
さ
れ
晴
れ
て
第
三
世
代

験
機
と
な

て
以

は
そ
の

練
に
も
今
ま
で
以
上
に

が
入

た

力
不
足
を
感
じ
た
事
な
ん
て
無
い

む
し
ろ
あ
の
ブ

リ

ン
ヒ
ル
デ
に
も
一

報
い
る
攻
撃
手

を
持
つ

レ

イ

デ
の
淑
女
は
私
に
と

て
最
高
の

棒
だ

 
け
れ
ど

彼
女
は
哀
し

に

ん
で

を
振

た

仮

女
が
そ
う
思

て
い
な
く
と
も
私
は
そ
う
感
じ
て
し
ま

た
の
で
す

そ
う
な

た

ら
も
う
止
め
ら
れ
な
か

た

じ

あ

す
る
の
ね

セ
カ
ン
ド
シ
フ
ト

二

行

は
い

 
話
の
流
れ
と
そ
も
そ
も
こ
こ
に
呼
ん
だ
と
知

た
時
点
で

し
て
い
た
事
の
確
認

定
さ

れ

確
信
す
る

レ
イ彼
デ女

は
彼
と
の
戦
い
の
最
中
に
進
化
す
る
つ
も
り
な
の
だ

 
こ
こ
に
私
を
呼
ん
だ
の
は

そ
の
意
思
を
明
確
に
伝
え
て
お
く

か

 
あ
る
い
は

私
を
認
め
て

会

て
く
れ
た
の
か
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そ
れ
ら
も
確
か
に
あ
り
ま
す

 
こ
ち
ら
の
思

を

ん
だ
の
か

レ
イ
デ

は
そ
う

て
来
た

で
す
が

マ
ス
タ

に
確
認
が
あ

た
の
で
す

確
認

か
し
ら

私
に

え
ら
れ
る
も
の
な
ら

で
も

え
る
わ

 
そ
れ
は
本
心
か
ら
の
事

を

け
な
い
か
ら
で
は
な
く
レ
イ
デ

の
事
を
信
頼
し
て
の
本

心
だ

た

 
レ
イ
デ

は

し
そ
う
に

ん
だ
後

真
剣
み
の

び
た
表
情
に
な
る

マ
ス
タ

は
今

分

路
に
あ
り
ま
す

二

行
は

者
の
戦
い
方

気

に
合
わ
せ

我

が
自
己

修
を
行
う
一
つ
の
節
目

そ
こ
で
問
い
た
い
の
で
す

マ
ス
タ

は
こ
の
力
を

私
を

攻
め
る

と
護
る

ど
ち
ら
に
使
う
お
つ
も
り
で
す
か

攻
め
る
か

護
る
か

マ
ス
タ

の
立
場
対
暗
部

暗
部
は
複

な
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す

場
合
に
よ

て
は

人
を
殺
め
る
た
め
に
私
を

る
事
も
あ
る
で
し

う

あ
る
い
は
人
を
護
る
た
め
に

る
事
も

し
か
し
護
る

に
人
を
殺
め
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

行
動
は
状
況
に
流
さ
れ
ま
す

そ

の
中
で
も
マ
ス
タ

が
流
れ
な
い
で
あ
ろ
う
根
幹
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
の
で
す

他
な
ら
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ぬ
マ
ス
タ

ご
自
身
の

葉
で

そ
れ
を
知
れ
ば

私
は
よ
り
マ
ス
タ

の
力
に
な
れ
ま
す

 
攻
め
る

に
殺
す

護
る
た
め
に
殺
す

こ
れ
は
似
て
い
る
よ
う
で
い
て
大
き
く
違
う
も
の

だ 
多
分
レ
イ
デ

は
私
の

え
で
二

行
時
に
作
り
上

る
兵

や
機
体
性
能
を
決
め
る
つ

も
り
な
の
だ
ろ
う

だ
が
動
か
す
の
が
私
で
決
め
切
れ
な
い
か
ら
二

に

て
問
う
て
き
た

 

ず

と
頼

て
た
ん
だ
か
ら

ち

と
く
ら
い
我

て
も
い
い
の
に
ね

 
こ
の
兵

を
使
い
ま
し

う

と
か

 
こ
の
戦
い
方
は
お

め
で
す

と
か

 
そ
れ
す
ら
無
く

い
き
な
り
の
こ
の

問

正
直
ち

と

惑

た

 

け
れ
ど

迷
い
は
無
か

た

 
手
に
持

て
い
た

子
を

ん

と
開
く

時
も
レ
イ
デ

の
水
分
子

作
で

を
動

か
し

を
書
い
て
い
た
か
ら
今
は

部
分
に

も
書
い
て
お
ら
ず
開
け
る
意
味
は
無
い

た

だ
の
気
分
で
し
か
無
い

を
切
る
に
は

良
い
演
出
な
だ
け
の
事

 

も
し

を
書
い
て
い
た
と
す
れ
ば

 

に
は

愚
問

の
二
文

を
書
い
て
い
た
だ
ろ
う
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レ
イ
デ

私
は

ど
ち
ら
も

べ
な
い

 
こ
ち
ら
の

葉
に
彼
女
は
応
じ
な
い

無

の
ま
ま
私
を
見

え
て
い
る

無

の
圧
が
圧

し
掛
か
る

 

そ
れ
が

怒
り
で
な
い
と
私
は
知

て
い
た

 
私
が
本
心
か
ら
語

て
い
る
な
ら

彼
女
は
決
し
て
怒
り
を

わ
に
し
な
い
確
信
が
あ

た

を
合
わ
せ
た
の
は
こ
れ
が
初

け
れ
ど
付
き
合
い
は

か
月
に
も

り

身
離
さ
ず
の
付
き

合
い
だ

た

そ
れ
く
ら
い
は
分
か

て
い
た

 
だ
か
ら

せ
ず

私
は

け
る

私
は
ど
ち
ら
も
取
る
わ

攻
め
る
剣

護
る
盾

そ
の

方
が
あ

て
こ
そ
の

更
識

で
あ

り
代
表
候
補
生

だ
も
の

ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
た
ら
護
れ
る
も
の
も
護
れ
な
く
な

ち

う 
負
け
た
く
な
く
て

勝
つ
た
め
の
力
を
欲
し
た

そ
れ
は
彼
へ
の

な

争
心

 
喪
い
た
く
な
く
て

護
る
た
め
の
力
を
欲
し
た

そ
れ
は
彼
女
へ
の
愛
情
に
よ
る
も
の

 
そ
の
ど
ち
ら
か
を
切
り
捨
て
る
な
ん
て
私
に
は
出
来
な
か

た

下
ら
な
い
プ
ラ
イ
ド
は
あ
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る

私

同
に

し
い
私
情
が
あ
る

そ
れ
は
し
て
は
い
け
な
い
自
覚
も
あ
る

そ
れ

で
も

ど
ち
ら
も
捨
て
切
れ
な
い

 
そ
れ
だ
け

か

た
ら

妹
に
あ
ん
な

葉
は
掛
け
て
い
な
い

だ
か
ら

私
は

方
を
望
む
わ

 
き

り
と

え
を

う

示
さ
れ
た

に
な
い

自
分
で
作

た
第
三
の

と
て
も

ら
し
く
て

常
識
の
な
い

え

 

そ
れ
を

レ
イ
デ

は

た

 
く
す
く
す
と

を
抑
え
て

ら
か
に

に
し
た
の
で
は
な
く

ま
し

な
そ
の

み
に

私
も
自
ず
と

み
が
浮
か
ぶ

マ
ス
タ

な
ら

き

と
そ
う

う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た

私
も
そ
う

せ
ら
れ
て
る
と
思

て
た
わ

 

故
な
ら
レ
イ
デ

は
・確
・認

と

た
か
ら
だ

本

に
私
に
判
断
を

ね
る
の
で
あ
れ
ば

問

と

う

だ
か
ら
私
は
問
わ
れ
る
前
か
ら

に

せ
ら
れ
て
い
る
と
悟

て
い
た

 
そ
し
て

ど
う
や
ら
私
は

彼
女
の
予
想
に

て

ま

た
ら
し
い

 

し
そ
う
に

む
レ
イ
デ

は

本

に
最
高
の

棒
だ
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一

り

い
合

て
か
ら

ま
た

い
を
見
合
う

ど
ち
ら
も
明
る
い

だ

で
は

セ
カ
ン
ド
フ

ム

二

形

は
そ
の
よ
う
に

す
ぐ
に
取
り
掛
か
り
ま
す

が

一
つ
だ
け
問

が

ん

 

か
し
ら

彼
の
者

私
の
贋
作
を

う
フ

イ
カ

贋
作
者
に

し
て
で
す
が
恐
ら
く
二

行
の
予
兆
を
見
た

攻
撃
は
苛

さ
を
増
し
ま
す

し
か
し

行
時
は
ス
ラ
ス
タ

を

め
全
て

を
止
め

ざ
る
を
得
な
い
の
で

隙
だ
ら
け
で
す

あ

そ
う
ね

そ
れ
は
確
か
に

 
初
期
状

の
彼
女
に

し
三
十
分
く
ら
い
経

て
か
ら

フ初
マ期
ト化

と
フ

テ

ン
グ

最

化
が
完
了
し
一

形

へ
と

行
し
た
時
の
事
が
思
い
返
さ
れ
る

あ
の
時
は
一
時
的
に
こ
ち
ら
の

作
を

け

付
け
な
い
状

に
な

て
い
た

 
時
間
に
し
て
お
よ
そ
五

 

い
光
に

ま
れ
る
た
め
非
常
に
分
か
り
や
す
い
形

行
を
見
て
そ
う

に
さ
せ
て
く

れ
る

が
無
い

で
す
が
そ
こ
は
私
が
対

し
ま
す

マ
ス
タ

は
た
だ

フ

イ
カ

贋
作
者
と
の
戦
闘
に
集
中
し
て
下
さ

い
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も
心
配
し
な
く
て
い
い

て
事
よ
ね

は
い

お

せ
く
だ
さ
い

 
き

り
と

真
剣
な

で
そ
う

て
来
る
レ
イ
デ

 
彼
女
が
や
る

出
来
る
と

う
な
ら

そ
う
な
の
だ
ろ
う

な
ら
私
は
信
頼
す
る
だ
け
だ

じ

あ

お

せ
す
る
わ

勝
つ
わ
よ

彼
に

は
い

 
し

か
り
と
握
手
を
交
わ
す

流
れ
る
水
の
感
触
は

ん
や
り
と
し
て
い
て
け
れ
ど
不
快

さ
は
無
く

心
が
現
れ
る
よ
う
だ

 
そ
の
快
感
を
覚
え
な
が
ら

握
手
と

み
を
交
わ
し
合
う

 
光
に

ま
れ

感
覚
が

く
な
る
中
で
も

最
後
ま
で

け
て
い
た

 
桐

谷
君

 
か
た
か
た
と
手
足
が

え
る

り
出
し
た
声
も

さ
に
や
ら
れ
た
か
の
よ
う
に

え
て
い

る 

ピ

ト
の

制

内
部
に

し
出
さ
れ
て
い
る
モ
ニ
タ

に
は
高
出
力
モ

ド
に
よ

て
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紅
く
な

た

の
淑
女

と

少
年
が

る
一
回
り
小
さ
な
⻘
い
ま
ま
の

の
淑
女

と
が

し
く

い
の
槍
を
ぶ
つ
け
あ

て
い
る

⻘
と
紅

白
と
紅
の

ぎ
合
い

 
発

し
て
い
る
パ
ワ

だ
け
で
も

も
な
い

波
を
生
み
出
し
て
い
る
ら
し
く
ア
リ

ナ

の
地
面
は
穴
だ
ら
け

姉
が
や

た
最
大

力
の
攻
撃
の

ぎ
合
い
で
出
来
た
ク
レ

タ

よ
り

は
マ
シ
だ
が

全
体
的
に
は

に
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

 
観
客

や
こ
の

制

の
前
に
は

の

で
も
破
れ
な
い
と
さ
れ
る

の
バ
リ
ア
が
展

開
さ
れ
て
い
る
た
め

仮

流
れ
弾
が
来
て
も
死
に
は
し
な
い

 
し
か
し
ア
リ

ナ
内
部
故
か
揺
れ
は
如
実
に
感
じ
取

て
い
る

ア
リ

ナ
の
外
ま
で
振
動

が
出
た
ら
迷
惑
極
ま
り
な
い
の
で

補
強
は
か
な
り
さ
れ
て
い
る
か
ら
外
に

れ
る
心
配
は
な

い
と
し
て
も

も
し
か
し
て
と
思

て
し
ま
う

ど
に

し
い

 
そ
れ
だ
け
強
く
打
ち
合

て
い
る
な
ん
て

あ
の
二
人
の
力
は
ど
う
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

か

パ
ワ

ア
シ
ス
ト
が
あ
る
と

て
も
限

が
あ
る

 
と
い
う
か

そ
も
そ
も

機
の

を
コ
ピ

出
来
る
と
か
異
常
に
も
程
が
あ
る

む

更
識
中

が
し
て
い
る
高
出
力
モ

ド
や
ら
を
す
る

振
り
が
彼
に
は
無
い
な

コ

ピ

と
や
ら
も
完
全
で
は
無
い

と
い
う
事
だ
ろ
う
か
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そ
こ
で

制

の

子
に

て
モ
ニ
タ

を
見
て
い
る

の
声
が

こ
え
た

は
ピ

ト
内
部
に

る
間
の
会
話
か
ら
も
少
し
で
も
情
報
を
得
よ
う
と
し
て

に
い
る

無

論

彼
に
は
内
緒
だ

会

て
す
ぐ
に
信

さ
れ
る
と
思

て
い
な
い
か
ら
こ
そ
の

み

き

 
し
か
し
そ
れ
を
予
期
し
て
い
た
の
か

彼
は
己
の
機
体
に
つ
い
て
多
く
は
語
ら
ず
発
進
し
た

 
そ
の
様
を
見
て

明
な
子
だ

と

は
快
活
に

た

悟
ら
れ
て
い
た
と
気
付
い
て

そ
の

容
さ
に
は

く
ば
か
り
だ

あ
の
高
出
力
モ

ド
は

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

の
淑
女
の
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
が

し
て
る
か
ら
ね

 

の
そ
の
疑
問
に
モ
ニ
タ

前
の
機

で

し
な
く
打

し
て
い
た
女
性

ノ
之

束

士
が

く
応
じ
た

ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を
高
出
力
モ

ド
に
切
り

え
た
事
で
ナ
ノ
マ
シ
ン
で
作
ら
れ
た
水

分
子
は

に
活
性
化
し
て

を
持

た

し
て
る
の
は
そ
れ
が
タ
ネ
さ

む

か

そ
う
な
る
と
あ
の
ス
カ

ト
部
分
や
槍
の
水
は

発
し
て
無
く
な
る
の
で
は

そ
う
な
ら
な
い
よ
う

の
方
が
原
子

作
し
て

を
発
し
て
る
け
ど
水

気
に

華
し
な

い
よ
う

定
し
て
る
ん
だ

そ
も
そ
も

と
い
う
の
は
特
定
空
間
内
で
原
子
が
ど
れ
く
ら
い
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し
く
動
い
て
い
る
か
を
表
し
た

念
で
あ

て
水

気
に
な

て
も
水
分
子
は
水

原
子
と

原
子
と
し
て
分
離
し
た
だ
け

な
ら
そ
れ
を
無
理

理

定
化
さ
せ
た
ま
ま

わ
せ
れ
ば

水
の
状

を
保

た
ま
ま
超
高

を
得
る
な
ん
て
事
も
可
能
に
な
る
の

ア
レ
は
そ
れ
で
発
生
し

た

を
エ
ネ
ル
ギ

源
と
し
て
機
体
性
能
を
向
上
さ
せ
て
い
る
ん
だ
よ

な
る

ど

分
か
ら
ん

君
の
発
明
は

も
変
わ
ら
ず
真

向
か
ら

学
に

を

て

い
る
な

せ
束
さ
ん
は
大
天
災
だ
か
ら
ね

 
常
識
の
一
つ
や
二
つ
に

を

ら
な
く

ち

天
災
じ

な
い
よ

 
打

し
な
が
ら
に
ん
ま
り
と
し
た

み
を

か
に
振
り
返

て

へ
向
け
る

士

は
そ
ん
な
女
性
に
苦

交
じ
り
の

息
を

い
た

ま

い
い

ど
の
み
ち
私
に
は

の
機
体
性
能
は
専

外
だ
か
ら
な

そ
れ
で

つ
ま
り

彼
が
出
来
な
い
の
は
ど
う
い
う
事
な
ん
だ

も
う

ち

と
は
自
分
で

え
な
い
と

束
さ
ん
だ

て

し
い
ん
だ
か
ら

 
む

と

を

ら
ま
せ
た
女
性
は
そ
れ
で
も

の
羅
列
が
流
れ
る
モ
ニ
タ

を
見
な
が
ら

説
明
の
た
め
に

葉
を

け
た
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あ
の
高
出
力
モ

ド
の
要
は
二
つ

原
子

作
と
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
に
あ
る

で

和
君
に
は
前
者
は
あ
る
け
ど
後
者
は
無
い

よ
り

密
に

え
ば
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

か
く

つ
大

に
構

し
て
る

が
無
い

せ
初
手
か
ら
今
ま
で

手
は
全
力
攻
撃
を

け

て
る
か
ら
ね

さ
し
も
の
和
君
と
無
銘
も
そ
ん
な

は
無
い

て

さ

あ
の
女
も
そ
れ

が
分
か

て
る
か
ら
攻
撃
の
手
を

め
な
い
で
い
る
ん
じ

な
い

 
初
手
か
ら
全
力
出
し
た

の
は
意

し
な
い
最
善
の
手
だ

た

だ

な
る

ど

つ
ま
り

時
間
を
掛
け
れ
ば
再
現
出
来
る
と

そ
こ
は
間
違
い
な
い
ね

再
構

は
彼
の

じ

な
く
て

の
演

理
部
分
が

て
る
と
こ
ろ
だ
か
ら

 
つ
ま
り

に
完
全
コ
ピ

さ
せ
る
事
は
出
来
な
い
が
時
間
を
掛
け
れ
ば
可
能
と
い
う
事
ら
し

い

そ
の
理

だ
と

者
の
事
を
理
解
し
戦
法
に

し
た
兵

を
作
り
出
す

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力

も

兵

の
再
現
で
使
え
る
よ
う
に
な

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

 
生
体
兵
器
と
し
て
人
体

を

け
た
の
は

達
で
は
無
い
ら
し
い

に
回

た
ら
こ
れ
以

上
な
く
恐
ろ
し
い

こ
れ
は

彼
の
専

機
を
製
作
す
る
べ
き
か
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は
表
向
き
ス
ポ

ツ
と
し
て

わ
れ
て
お
り

は

モ
ン
ド
・
グ
ロ

出

場
を

し
て
い
る
た
め
他
国
の
機
体
を
勝
手
に
解

つ

す
る
の
は
明
ら
か
な

外
交
問

に
発
展
し
か
ね
な
い

そ
う
な
る
と
日
本
は
大
変
不

だ

 
だ
か
ら
彼
専

の
機
体
を

し
よ
う
と

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
私
は
後
ろ
に
手
を
組

ん
だ

立

勢
で
思

し
た

 
モ
ニ
タ

を
見
る

 

ア
リ

ナ
中

の
空
で

二
人
の
槍
が
交
錯
し
た
と
こ
ろ
だ

た

 

間

い
光
が
発
生
す
る

な
ん
だ

こ
の
光
は

こ
の
反
応

ま
さ
か

セ
カ
ン
ド
シ
フ
ト

二

行

と
な
れ
ば
更
識
中

の
方
か

 
し
か
し
彼
女
が
専

機
を

与
さ
れ
た
の
は
去
年
の
六
月

下

ま
だ
一
年
経

て
い
な
い
の
に
出
来
る
も
の
な
の
か
ね

く

し
い
け
ど
可
能
で
は
あ
る
よ

 

フ形
ム
・
シ
フ
ト行

は
他
の
惑
星
の

境
に

応
出
来

る

の
も
の

境
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
る
地

上
で
は
そ
も
そ
も

き
に
く
い
け
ど

出
来
は
す
る

で
も

一
年
未

な
ん
て
束
さ
ん
も
予
想
外
さ
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を
は
じ
め

す
る
自
衛
隊
や
企
業
の
面

に
対
し

ノ
之

士
は
ど
こ
か

し
そ
う

に

と
も
す
れ
ば
発
狂
気
味
に

語
り
出
す

そ
の
内
容
か
ら
姉
が
ど
れ
だ
け
異
常
な
事
を

し
た
の
か
が

気
に
理
解
出
来
た

 
ぎ
り

と

⻭
を

み

め
る

 
ま
た
突
き
放
さ
れ
た

ま
だ
専

機
を

与
さ
れ
て
い
な
い
自
分
か
ら

ま
た
一
つ
上
の
ス

テ

ジ
に
上

た

 
や

り
彼
女
は
天
才
だ

付
属
品

他
人
に
は
出
来
な
い
事
を

と
や

て
の
け
て
し
ま
う

ど
れ

だ
け
努
力
し
て
も

そ
れ
を

う
よ
う
に
と
ん
と
ん

子
に
上
へ
上
へ
と
進
ん
で
い
く

 

一
体

私
と
あ
の
人
の

が
違
う

て
い
う
の

 

情
に

ら
れ
る

嗟
に

れ
た
く
な
る
衝
動
を
ぎ
り
ぎ
り
と
組
ん
だ
手
に
力
を

め
て

発

す
る

が
付
く
だ
ろ
う
が
ど
う
せ
す
ぐ
に
消
え
る
だ
ろ
う
と
気
に
せ
ず

け
た

 

光
が
晴
れ
た
モ
ニ
タ

で
は

和
人
と
姉
が

離
を
取

て
対
峙
し
て
い
た

 
ま
る
で

合
開
始
時
の
よ
う
な

で
の
浮
遊

 
け
れ
ど
違
う
事
が
一
つ

姉
の
機
体
に

変
化
が

れ
て
い
た

 

来
の

に

べ
れ
ま
だ
先

的
な

は

四

を

う

手
と

て
の
よ
う
に
ス
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キ
リ
し
た
形
状
に
な
り

護
り
を

め
る
よ
う
に
そ
の

を
浮
遊
シ

ル
ド
が
浮
い
て
い
た

パ
ワ

ア
シ
ス
ト
や
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
補
助
を

け
る
と
ど
う
し
て
も
攻
撃
が
数

れ
る
が
あ
れ
な

ら
そ
の

れ
が
生
身
の
時
よ
り
一

程

に
な
る
だ
ろ
う

な
攻
撃
速

の
上

そ
れ
で

い
て

は
浮
遊
シ

ル
ド
が
こ
な
す
の
で

変
わ
ら
ず

 

に
目
に
つ
い
た
の
が
彼
女
が
持
つ
槍

持
ち

よ
り
先
は

型
の
形
状
を
持
つ

ラ

ン上
ス槍

だ

た
蒼
流
旋
は

今
は
全
体
が
水
色
の
三

槍
へ
と
変

し
て
い
た

⻑
さ
は
全
⻑

メ

ト
ル

ど
か

立
て
れ
ば

に

し
て
い
る
彼
女
の

か
ら
足
先
ま
で
届
く
程
に
⻑
い

 
そ
し
て
一
番
の
違
い
は

一

形

時
は
彼
女
の

め
後
ろ
に
浮
い
て
い
た
一
対
の
ア
ク
ア
・

ク
リ
ス
タ
ル
だ
ろ
う

ナ
ノ
マ
シ
ン
の
中

と
も

う
べ
き
そ
れ
ら
は

二

形

に
な

た

今
彼
女
の

部

に
が

ち
り
と

て
い
て
最

ナ
ノ
マ
シ
ン
を
無

化
し
よ
う
と
す

る
の
が
無
謀
な
状

に
な

て
い
る

ア
レ
を
壊
す
な
ら
シ

ル
ド
バ
リ
ア
を
破
壊
す
る
一
撃
を

二

で
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
し
か
し
彼
女
の
実
力
と
機
体
性
能
が
そ
れ
を
さ
せ
な
い
だ
ろ
う

ア
ク
ア
・
ク
リ
ス
タ
ル
が
あ

ん
な
場

に
あ
る
な
ら

然
ナ
ノ
マ
シ
ン
も
彼
女
の

を
以
前
よ
り
も

密
に

さ
れ
て

い
る

近
寄
れ
ば
最
後

自
動
的
に

セ

ク
ヴ

ベ

ク

む

か
水

気

発
の

食
に
な
る
こ
と
請
け
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合
い
だ

 
こ
う
し
て

目
に
見
た
だ
け
で
も
分
か
る
空
恐
ろ
し
い
強
化

 
あ
ん
な
の
倒
せ
る
の
か
と

気
弱
な
私
が

を

た

今
の
光
は

二

行

か

ご
名

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

の
淑
女

め

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

 
こ
の
場
の
水
全
て
が

配

下
よ

 
そ
う

て

三

槍
が

に
振
る
わ
れ
る

す
る
と
三

の

先
か
ら
水
が
生
ま
れ

三
日
月
の
刃
と
な

て

彼
を
襲

た

 

離
が
あ

た
か
ら
か

彼
は
横
に
す
る
り
と

け
る

 

水
の
刃
が
ぐ
に

り
と

道
を
変
え

ま
た

さ
を
取
り

す

な
ん

 
目
を

た
彼
は

槍
を
翳
し
た

 
そ
こ
に
水
の
刃
が

り

故
か
槍
の
前
の
空
間
で
衝
突
し

す
る

多
分
空
気

な
ど

を

め
て

に
し
た
ん
だ
ろ
う
な

と
遠
い
眼
で

し
た

た
で
し

こ
の
場
の
水
全
て
が

配
下
だ

て

私

い
え
私

・達
の
水
は
あ
な
た
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を
決
し
て

が
さ
な
い

ち
 

こ
こ
で

二

の

戦
の
中
で
初
め
て
彼
の

に
焦

が
浮
か
ん
だ

今

こ
の
子
を
解

し
よ
う
と
し
た
で
し

 
す
る
と
楯
無
は
や
や

に

み
掛
け
る

さ

き
ま
で
追
い

め
ら
れ
て
い
た
の
が

の

よ
う
だ

生
憎
と
私
も
こ
の
子
も

さ
れ
た
事
は
結
構

に
来
て
る
の

戦
争
と
か
な
ら
い
い
ん

だ
け
ど

合
だ
と

ね

う
う
ん

ホ
ン
ト
は
真
似
も
さ
れ
た
く
な
い
く
ら
い
イ

そ
れ
が
お

い
の
意
見
だ

た
か
ら
か
な
レ
イ
デ

た
ら
す

か
り
ガ

ド
が

く
な

ち

て

興
で
ア
ン
チ
・
ハ

キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
を
組
む
と
か
自

で
き
ち

う
わ

ね 
ど
う
や
ら
彼
は
性

り
も
無
く
ま
た

し
よ
う
と
し
た
ら
し
い

け
れ
ど
一

さ
れ
た
事

が

程

に

え
か
ね
た
ら
し
く

の
淑
女

と
姉
は
対
策
を
立
て
た
よ
う
だ

 
ハ

キ
ン
グ
を

止
す
る
シ
ス
テ
ム
を
組
む
と
か
ど
れ
だ
け
大
変
な
事
か
彼
女
は
分
か

て

い
る
の
だ
ろ
う
か
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だ
か
ら
も
う

あ
な
た
に
は
原
子
一
つ
た
り
と
も
解

さ
せ
な
い
わ

 
そ
う

て

三

槍
に
水
を

わ
せ
る

す
る
と

体
や

を

く

て
い
た
水
が

に

く
な
り
始
め
る

高
出
力
モ

ド
だ

槍
の
方
も

い

刃
の

先
を
形
成
す
る

 
更
に
四

を
護
る
た
め
に
浮
い
て
い
た
シ

ル
ド
が
彼
女
の
背
部
ス
ラ
ス
タ

と

合
し

新
た
な

が
現
れ
る

デ

フ

ン
ス
能
力
が
や
や
下
が

た
が
パ
ワ

と
ス
ピ

ド
と

い
う
機
体
性
能
が
向
上
し
た
今

彼
女
の
ポ
テ
ン
シ

ル
は
最
高

と

て
い
い

 

槍
術
は

手
を

制
す
る

の
武
器
で
あ
る

 

手
の
間
合
い
の
外
か
ら
突
き
殺
す

の
武
器

⻑
物
で
あ
る
そ
れ
は
⻑
い
か
ら
こ
そ

に

強
く
故
に

に
入
ら
れ

に
回
る
事
を
不
得
意
と
す
る

攻
撃
攻
撃
更
に
攻
撃
を
得
手

と
す
る
の
が
槍
な
の
だ

 
そ
の
槍
を
メ
イ
ン
と
し
小
学
生
の
時
点
で
先
代
か
ら
更
識
流
槍
術

許

伝
を
認
め
ら
れ
た

彼
女
に
パ
ワ

と
ス
ピ

ド
が
加
わ

て
動
き
や
す
い
機
体
が
出
来
上
が
れ
ば
止
め
ら
れ

る
者
は
そ
う
は

な
い

ま
し
て
や

離
を
取
れ
ば
水
の
刃
近
付
け
ば
間
違
い
な
く
水
分
子
の

定
で
身
動
き
を

じ
て
来
る
の
だ

近
中
遠
万
能
に
な

た
今
彼
女
を
破
れ
る
の
は
世
界

で
も
片
手
で
足
り
る
だ
ろ
う
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私
と
し
て
も

フ形
ム
・
シ
フ
ト行

は
予
想
外
だ

た
け
ど
こ
れ
が
私
の
正
真
正
銘
の
全
力
よ

あ
な
た

も

い
い
加

人
の

は

め
て

あ
な
た
自
身
の
武
器
と
技
で
戦
い
な
さ
い

 

私
は

あ
な
た
自
身
の
全
力
と
戦
い
た
い

 

面
越
し

横

か
ら
で
も
感
じ
る

姉
の

え
は
心
か
ら
の
真

な
も
の
だ
と

時
も

と
し
た

を

さ
な
か

た
姉
が
今

本
心
で

て
い
る
事
が
私
に
も
分
か
る

 

根
に

が
寄
る

く
し

り
と

が
歪
む

 
ず

と
追
い
掛
け
て
い
て
そ
れ
で
も

絶
さ
れ
た
私
と
違
い
彼
は
姉
の
本
心
を
引
き
出
し

て
見
せ
た

 

ど
う
し
た
ら

そ
れ
だ
け
強
く
在
れ
る
の

 
別
の
モ
ニ
タ

に
ア

プ
で

る
少
年
の

を
見
る

 
彼
の
表
情
は

ろ
苦
い

み
に
な

て
い
た

も

き
が
回

た
な

 
真

直
ぐ
な
楯
無
の

え
に
焦
慮
を

わ
に
し
て
い
た
彼
は
苦

で
そ
う

い

て
い

た

の
淑
女

を
光
に

ら
し
た
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代
わ
り
に
呼
び
出
さ
れ
る
武
器

武
器

武
器

大

の

武
器
の
数

 
そ
の
内
の
ギ
ア
型
の

の
黒
剣
と
水

の
如
き

の
剣
を
手
に
し
た

確
か

郷

之

ア
ル
ベ
リ
ヒ

の
下
へ
向
か
う
道
の
り
の
間
だ
け
使

て
い
た
剣
だ

そ
の
後
は
光
の
聖
剣
と
闇
の
魔
剣
を
使

て
い
た
か
ら
や
や

が

い

更
識
楯
無

そ
れ
と

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

勝
手
に

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

の
淑
女

を

し
た
非
礼

を

び
る

ご
め
ん
な
さ
い

理
解
し
て
く
れ
た
よ
う
ね

う
ん

て
く
れ
る
な
ら
私
は
許
す
わ

こ
の
子
も
許

す

て
ん

あ
り
が
と
う

 
や
や

を

と
し
反

し
た
様
子
で

を
下

る
少
年

隙
だ
ら
け
だ
が
そ
こ
を
突
く

ど
姉
も
外
道
で
は
無
く

そ
の

罪
を

け
取

て
い
た

 
許
さ
れ
た
少
年
は

ち

と

き

い
に
な

て
い
た

 

が

も
や
も
や
し
た

 
あ
ん
な
に
安
心
し
切

た

た
く
さ
ん

強
を
見
て
い
る
私
に
は
し
て
く
れ
た
事
が
無
い

不

平
だ
と
思

た
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び
つ
い
で
に

が
出
し
得
る
全
力
で
応
じ
さ
せ
て
も
ら
う

願

て
も
な
い
わ

私
は
あ
な
た
を
倒
し
た
い

私
以
上
に

な
技

で

の
淑
女

を

て
み
せ
た
あ
な
た
を
超
え
た
い

悔
し
い
か
ら

負
け
た
く
な
い
か
ら

勝
ち
た
い
か

ら

護
り
た
い
か
ら

あ
な
た
を

倒
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
覇
者
の
全
力

こ
こ
で
見
せ
て

あ
あ

は

 
彼
の
裂

の
声
と
同
時
に
白
い

流
が

き

こ
る

彼
の

部
の
コ
ア
か
ら
放
出
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ

は
彼
の
全
身
を

い

手
に
持
つ
二
剣
を

い

に
浮
く
武
器
の
数

を

た 
そ
し
て

彼
の

を

う
よ
う
に
展
開
す
る

一

目
立
つ
武
器

 
彼
の

を

め
る
よ
う
に
旋
回
し

を

き
出
す
二

の
チ

ク
ラ
ム

戦
輪

 

に
は
風
を

る
ら
し
い
六
本
の
銀
槍

 
背
後
に
交

し
て

な
る
白
と
黒
の
片
刃
片
手
剣

剣

剣
星
を

た

の
ク
レ
イ
モ
ア

片
手

そ
れ
ら
と

に
交
わ
る
出
刃

に
近
い
大
刀

 
彼
の

に
は

と
黒
で
構
成
さ
れ
た

大
な
十
手
状
の

ア

ク
ス
ブ
レ

ド

手

 
彼
の

に
は
金
色
の
刃
を
持
つ
死
神
の
如
き
大
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彼
の
正
面
に
は

氷
を

る
大
盾

 

そ
れ
ら
が
展
開
さ
れ
た
と
同
時

エ
ネ
ル
ギ

の

流
に
黒
が

じ
り
始
め
た

う

お

 

を
深
く
し

力
む
彼
の

き
が

こ
え
る

 

突
に

ド
ン

 
と

一

強
い
振
動
が
発
生
し
た

 
そ
の
圧
力
は

ま
じ
く

に

る
に
も

わ
ら
ず
彼
を

点
に
大
地
は
放

状
に

れ
て

い
る

そ
の
上
で

蒼
白
と

黒
の

流
を

う
剣
士
の

が
あ

た

 
モ
ニ
タ

一

に

し
出
さ
れ
る
彼
の

 
そ
れ
を
見
て
反

的
に

え
て
し
ま
う

彼
は
仮
面
を

け
て
い
た

無
機

な

た
さ
を

け
る
真
白
い
仮
面

そ
の
眼
の
部
分
か
ら
は
金
の

と
黒
い
眼

の
部
分
は

き

出
し
の

が

ん
で
い
る

 
ま
る
で
化
け
物
の
仮
面
と

や
ア
ニ
メ
で
し
か
見
た
事
の
な
い
白
目
部
分
の
反
転
が
怖
か

た 
あ
れ
が

彼
の

う
と
こ
ろ
の
負
の
二

形



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
姉
が
こ
の
子
と

て
い
た
よ
う
に
真

な
パ

ト
ナ

と
し
て
の

を

い
て
い
た
も
の
と
は
違
う

憎
悪
と
怒
り
だ
け
で
形
作
ら
れ
た

の
二

形

こ
れ
ま
で

や
記
録

像
で
多
く
の
専

機
を
見
て
来
た
が
あ
れ

ど
ま
で
に
禍

し
い
も
の
は
初
め
て

だ 

禍

し
い
の
は

仮
面
だ
け
だ

 
仮
面
と

流
の
色
そ
れ
が
変
わ

た
だ
け

仮
面
と
目
は
禍

し
い
と

て
も
全
体
的
に

あ
ま
り
変
わ
り
は
な
い

 
な
の
に

 

な
ん
で

こ
ん
な
に
怖
い
の

 

彼
は

こ

ち
を
見
て
い
な
い
の
に

 

面
越
し
に
も
伝
わ
る

や
り
と
背

を
伝
う
悪

裏
を
チ
ラ
つ
く
死
の
予
感

ど
れ
だ
け
気
を
強
く
持
と
う
と
し
て
も

そ
の
心
す
ら

ら
れ
て
い
る

 
気
付
い
た
時
に
は

に
へ
た
り

ん
で
し
ま

て
い
た

こ
れ
が
か
つ
て

一

が

い
た
憎
悪
の
形
楯
無
の
も
の
と
は
真
逆
に
進
ん
だ
負
の

セ
カ二

ン
ド
フ形
ム

無
銘

を
使
う

の
全
力
の
形

だ
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負
の
二

行

パ

と
見
変
わ
ら
な
い
の
に

く
禍

し
い
わ
ね

が

い
く

ら
い
鳴

て
る
わ

 
解
放
時
の
圧
力
に

さ
れ
や
や
後
退
し
た
姉
が

や

じ
り
に

う

モ
ニ
タ

で
ア

プ
に

し
出
さ
れ
た
彼
女
の

み
は

引
き

て
い
た

だ
ろ
う
な

憎
し
み
よ
り
も
み
ん
な
の
事
を

え
て
復
讐
を
手

に
し
た
だ
け
こ
れ
を
発
動

出
来
た
事
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
あ
の
時
の
感
情
は
今
も
あ
る

そ
れ
が

を
鳴
ら
さ
せ
て

る
ん
だ
ろ
う

感
情
だ
け
で
ね

ホ
ン
ト
あ
な
た
が
そ
の
道
を

ん
で
く
れ
て
よ
か

た

て
心

思
う
わ

そ
こ
は

み
ん
な
に
感

だ
な

 

そ
こ
で

と

圧
が

れ
た

 
恐
怖
が

れ
思

に

が
生
ま
れ
る

あ
あ
ま
だ
生
き
て
る
と

と
は
な
し
に
思

た
み
ん
な
が

た
か
ら
負
の

に
勝
て
た

み
ん
な
を
護
る
誓
い
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に

立

て
い
ら
れ
る
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に

に

圧
と
恐
怖
が

れ
て
い
く

 
そ
し
て

彼
は
構
え
を
取

た

 

と
一
気
に
体
が

く
な

た

さ

楯
無

覚
悟
は
良
い
な

 
壊
れ
た
テ

プ
の
よ
う
な

狂

た
よ
う
な
声
が

正
常
に

た

 
仮
面
も
目
の
色
も

そ
の
ま
ま
だ
け
ど

し
い
少
年
が

て
い
た

そ

ち
こ
そ

私
達
の
水
の

獄
か
ら

に
は

け
ら
れ
な
い
わ
よ

は

行
く
ぞ

来
な
さ
い

 
黒
と
白
の
オ

ラ
を

た
少
年
と
水
神
の
紅
い

を

た
姉
が

猛
な

み
を
浮
か

べ
て
ぶ
つ
か

た

 
ア
リ

ナ
の
中
を

し
と

横
無

に

び
回
り

ぶ
つ
か
り
合
い

大
地
の
ク
レ

タ

を
増
や
し
て
い
く

 

そ
の
後
お
よ
そ
十
分
後
に
少
年
の
バ
イ
タ
ル
が
危
険

に
入

た
た
め

戦
は
中

止



 幕間之物語 〜覚醒  【無銘】対【
エーギル・レイディ
海神の淑女】〜

 

者
は

論

そ
れ
以
外
の
面

も

と
ん
だ
出

目
な
子

達
だ
と

い
な
が
ら

を

え
て
い
た
の
が

的
で

 

姉
の
と
て
も

し
そ
う
な

が
最
高
に
気
に
食
わ
な
か

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
悲

報報

の
淑
女

一
話

れ
た
だ
け
で

二

退
行場

す
る

  
楯
無
は
二

行
し
ま
し
た

実
は
前
話
の
ア
ン
ケ

ト
で
一

も
入
ら
な
か

た
ら
二

行
は
後
に
お

け
の
予
定
で
し
た
が

と
共
感
を
得
ら
れ
た
よ
う
な
の
で
思
い
切
り
ま

し
た

 
楯
無
の
新
し
い
機
体
は
海
神
の
淑
女
で
す

海
神
と

え
ば
ト
リ
ト
ン
王
を
思
い
浮
か
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べ
ら
れ
る
か
も
で
す
が

北
欧
神
話
だ
と

エ

ギ
ル

と
い
う
名
前
な
ん
で
す
ね

 
レ
イ
デ

の
意
識
が
女
性
で

し
か
も
参

が
テ
イ
ル
ズ
の
水
の
精
霊
ウ
ン
デ

ネ
な
の

で
ど

ち
に
す
る
か
正
直
迷
い
ま
し
た

レ
イ
デ

と

わ
せ
た
い
か
ら
ウ
ン
デ

ネ
に
す

る
と
ち

と
な

と
引

掛
か

て
も

ま
し
た

 
そ
し
て

前
話
で

グ
ン
グ
ニ
ル
の
槍

と
出
し
た
の
が
決
め
手
に
な
り
ま
し
た

 
と
い
う
の
も

原
作

に
も
あ
る

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
槍

は

目
の
光
の
神
バ
ル
ド

ル
を
傷
付
け
な
い
よ
う
に
と
万
物
に
お
触
れ
を
出
し
た

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
新
芽
は

ら
か

く
て
傷
付
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
見
送
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
ロ
キ
に

さ
れ
た
神
が
ミ
ス

ト
ル
テ

ン
の
新
芽
を

に
使
い
バ
ル
ド
ル
を
殺
し
た
と
い
う
伝
承
が
原
点
で
す
つ
ま
り
槍

は
あ
ま
り
正
し
く
な
い

 
グ
ン
グ
ニ
ル
も
北
欧
神
話
の
主
神
オ

デ

ン
が

の

ユ

ミ
ル
か
ら
片
目
を
代
償
に

を

け
ら
れ
た

す
ぐ
近
く
に
あ

た
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
の

を

り
槍
に
し
た
も
の
と

も

わ
れ

あ
る
い
は

イ

ヴ

ル
デ

や

ド
ヴ

ル
グ

と
い
う
鍛
冶

達
が
鍛
え
た

中
の

上
品
と
も
さ
れ
て
い
ま
す

 
つ
ま
り

の
淑
女
の
武

に
は

に
北
欧
神
話
繋
が
り
の
名
前
が
あ
る
ん
で
す
ね
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で
じ

あ
こ
こ
で
機
体
名
を
ウ
ン
デ

ネ
ニ
フ
ル
が
原

な
の
で
ギ
リ
シ

神
話
系
列

と
エ

ギ
ル

北
欧
神
話
の
海
神

の
ど
ち
ら
が

応
し
い
か
な

と

え
て

エ

ギ
ル
に

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
エ
ギ
ル
を
思
い
浮
か
べ
ち

た
の
は
内
緒

ち
な
み
に
彼
の

Ａ
ｇ
ｉ
ｌ

は
・ア

ン
ド
リ

・
・ギ
・ル

バ

ト
・
ミ
ル
ズ

か
ら
取
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら

ま
る

き
り
別

物
で
す

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
や
や

だ

た
楯
無
の
二

行

 
精
神
世
界
か
ら
レ
イ
デ

と
別
れ
る

レ
イ
デ

が

え
て
い
た
事
は

り
合
い
で

り
合

て
る
最
中
に
光
を
喰
ら
わ
せ
て

ま
せ
た

間
に
二

行

と
い
う
も
の

 
つ
ま
り
は
太
陽

戦
法

 
キ
リ
ト
も
い
き
な
り
の
事
だ

た
の
で

離
を
取
り
ま
ん
ま
と

に
掛
か

て
し
ま
い
ま
し

た
フ

イ
カ

贋
作
者
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
に

わ
れ
て
し
ま

た
様
子

勝
手
に
自
分
の
偽
物
作

て
マ
ス
タ

を
追
い

め
て
た
ら
そ
り

わ
れ
て
も

非
も
無
い
よ
ネ

 
で

二

形

に
は
二

形

と
い
う
事
で
キ
リ
ト
の
負
の
二

形

お

目

ぶ

ち

け
る
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
闘
技
場
個
人
戦
の
ラ
ス
ト
ボ
ス
ま
ん
ま

一

／
和
人
の
絶
大
な

負
の
想
念
の

な
の
で

解
放
し
た
だ
け
で

は

恐
慌

楯
無
も

ガ
ン
ガ
ン
鳴
る
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原
子
分
解
戦
法
を
使
え
ば
水
の
刃
は
お
ろ
か
全
て
の
攻
撃
を
無

化
出
来
る
ん
で
す
が

今
回
は
キ
リ
ト
の
実
力
を
見
る
事
が
目
的
な
の
で

え
て
し
て
ま
せ
ん

 
そ
し
て
最
後
は
キ
リ
ト
の

血

状

バ
イ
タ
ル
危
険
値
に
よ
り

め

楯
無
二

行
時
点
で
残
り
五
分

前
話
で
キ
リ
ト
の

限
界
と
楯
無
の
ク
リ

ス
ナ

限
界
が
同
じ

だ

た
中

そ
こ
か
ら
更

に
会
話

め
て
五
分
以
上

ば
し
て
る
の
で

許
し
て
あ

て

 

輪

 

ス
ポ

ツ

て

補

に
も
制
限
掛
か
る
よ
ね

観

 

は
コ
ン
プ
レ

ク
ス

を
最
大
限
に

さ
れ
ち

た
の
で
や
さ
ぐ
れ
ま
し
た

 
そ
ら
自
分
と
同
じ
立
場
と
思

て
た
和
人
が
姉
を
限
界
ま
で
追
い

め
る
上
に
覚
醒
ま

で
さ
せ
た
と
こ
ろ
を
見
せ
ら
れ
た
ら
グ
レ
も
し
ま
す
か
な
り
不
可
抗
力
 
こ
れ
で
楯
無

に
勝

て
た
ら
和
人
は

か
ら

た
く
さ
れ
て
い
た
事
で
し

う

 

ど
い

で
ア
ウ
ト
だ
け
は

け
て
い
く
の
は
流

お
姉
ち

ん
と

う
べ
き
で
し

う

略

し
て

さ
す
あ
ね

な
お
無
自
覚

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

黒
ノ
剣
士
編
 

明

日

ヘ

ノ

道

程

夜
ハ
更
ケ
テ
イ
ク

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
黒
ノ
剣
士
編
と
あ
る
け
ど

点
は
前

う
つ虚

回
想
・
解
説

後

和
人
で
す

 
数
話
に

る
現
実
で
の
無
か

た
事
に
な
る
秘
密
会

も
こ
れ
で
一

切
り
と
な
り
ま
す

 
文

数
は
約
一
万
三
千

 
今
話
は
以
下
の
ク
エ
ス
チ

ン
を
念

に

い
て

ん
で
下
さ
い

メ
ン
ド
く
せ

な

人
は
後
書
き
で

め
ま
す

  

原
作
本
作
と
も
に

学
園
は
日
本
の
血
税
で
設
立
さ
れ
ま
た

持
さ
れ
て
い
ま
す

で
は
そ
の
た
め
に
生
じ
る

来
的
な
国

問

は

が

え
ら
れ
る
か

安
全
保

の
点
に

し
て

え
な
さ
い
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一
の
男
性

者
と
し
て
原
作
一

は
入
学
一

間
で
専

機

白
式

を

与
さ

れ
ま
す

こ
の

与
に
よ

て
日
本

が
得
ら
れ
る
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
は

か
デ

タ
収
集

を

ん
で
一
つ

な
さ
い

  

原
作
で
は
男
性

者
の
バ
イ
タ
ル
デ

タ
は

白
式

の
製

で
あ
る

持
技

が
収
集
し
そ
れ
を

に

し
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
事
実
未
確
認
 
し
か
し
男
性

者
は
世
界
的
に

重
な
存
在
で
あ
り

他
国
が
デ

タ
の

を
要
求
す
る
事
は
明
白
で
す

で
は
本
作
で
和
人
が
男
性

者
と
し
て

表
さ
れ
た

ど
の
よ
う
な
返

を
以
て
日
本
だ
け

が
デ

タ
を
独

す
る
可
能
性
を
見
出
す
あ
る
い
は
第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

ま
で
の

三
年
と
い
う
時
間
を

る
か

そ
の
返

内
容
の

を
国

会
の
問

を

み
人
権
に

触
れ
な
い
で

え
な
さ
い

  
ち
な
み
に
後
書
き
は
⻑
い
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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更
識
楯
無
と
桐

谷
和
人
が

い
に
二

行
を
果
た
し
て
か
ら
の
戦
い
は

な
も
の
と

な

た

 
空
気
中
の
水
分
子
を

作
し
て

手
を

え
み
つ
ま
た

三

と
な

た
槍
で

か
ん
と
す
る
楯
無

そ

れ
に
対
し
彼
も
ま
た

を

作
し
て
水
の

束
を
解
き
光
と
闇
の

で
物
理
攻
撃
を

ら

せ

無
数
の
武
器
で
応
じ
る
和
人

 
そ
の
気
に
な
れ
ば
彼
は
攻
撃
の
全
て
を
原
子
分
解
で
無

化
出
来
た

だ
が
二

行
し
た

自
身
と
彼
女
の
能
力
を
見
せ
付
け
る

か

え
て
行
わ
ず
戦
い
を
⻑
引
か
せ
た

と
は

え

か
ら
見
れ
ば
ど
ち
ら
も
全
力
で
戦

て
い
た
の
で
⻑
引
か
せ
た
よ
う
に
は
見
え
な
か

た
が

 
水
に

わ
れ

道
を

が
れ
て
も

彼
も
原
子
を

作
し
て
穴
を
作
る

 
槍
と
交
わ
る
剣

あ
る
い
は
風
の
槍

あ
る
い
は
水
の

剣

あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
武
器

 

来
す
る
水
の
刃
は
彼
女
の

配
下
に
あ
る
た
め
ど
こ
ま
で
も
彼
を
追
う

武
器
を
振
る
う
ア

ク
シ

ン
を
無

と
感
じ
た
か

中
か
ら
は
矛
先
を
突
き
付
け
三
つ
の
先

部
か
ら
断

的
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に
水
弾
を
発

す
る
よ
う
に
な

た

か
な
り
の
弾
速
で
思

と
演

が
追
い
付
か
な
い
の
か
水

弾
は
追

し
な
か

た
が
槍
か
ら
四

ガ
ト
リ
ン
グ
が
実

的
に
無
く
な

て
も
出
来
る
事
が

増
え
る
事
は
あ

て
も

る
事
は
無
い
ら
し
か

た

 
そ
ん
な
彼
女
の

し
い
攻
撃
に
圧
倒
さ
れ
る

自

分

観
戦
者
達
だ
が
負
の
二

行
を
果
た
し
た
彼

は

す
る
事
な
く
全
て

ぎ
切
る

彼
が

う
光
と
闇
の

が
生

な
攻
撃
は

ら
し
て
し
ま
う

か
ら
だ

そ
し
て
返
礼
と
ば
か
り
に

や
風

エ
ネ
ル
ギ

い
だ
ろ
う
光
と
闇

天

災
に
よ
れ
ば
重
力

子
の
集
ま
り

の
弾
を
返
し
て
い
く

水
弾
を
使
わ
な
い
の
は
新
生
し

た
楯
無
の
愛
機

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

の
前
で
は
無
意
味
と
悟

て
い
た
か
ら
か

 
見
た
目
は

手

か
ら
見
れ
ば

魔
法
の
よ
う
に
も
見
え
る
そ
れ
ら
は

し
く
も
あ
る
が

破
壊
を

す
故
に

直
に
そ
う
と
は
思
え
な
か

た

 

そ
う
し
て

色
取
り
取
り
の

撃
が
日
本

技
場
の
ア
リ

ナ
を
揺
る
が
せ
る

 
加
速
し

化
す
る
応

な
ま
じ
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

と

の
反
応
速

が
世
界
ト

プ

ク
ラ
ス
故
か
モ
ニ
タ

越
し
で
ど
う
に
か
目
で
追
え
る
レ
ベ
ル
の
戦
闘
は

に
ボ
ル
テ

ジ
を
上

て
い
く

そ
の
レ
ベ
ル
は

に

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
決
勝
戦

 
大
会
部

の

会

が
見
れ
ば

天
す
る
レ
ベ
ル
の
戦
い
が
非

式
で
行
わ
れ
て
い
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た
あ
は
は

 
や
る
わ
ね
和
人
君
こ
こ
ま
で
や

て
も

し
切
れ
な
い
な
ん
て
流

よ

 
お楯
さ
ま無

は

し
そ
う
に
き
ら
き
ら
と
し
た

で
彼
を
称

す
る

練
や

合
中
に
あ
あ
ま

で
快
活
に

う

を

年
ぶ
り
に
見
た
だ
ろ
う

 

仕
え
と
し
て
⻑
ら
く
付
き
合

て
き
た
身
な
の
で
彼
女
が

う
場
面
は

も
見
て
来
た

し
か
し

み
の
種

が
少
し
異
な

て
い
る

妹
で
あ
る

に
教
え
て
い
る
時
と
は
ま
た
別
種

の

み

し
い
事
が
あ

た
時
の

も
無
い

え
る
な
ら
良
い
遊
び

手
を
見
つ
け
た

時
の
よ
う
な

 

そ
の
時

不
快
な

が
鳴

た

 
び

び

と
一
定
の
感
覚
で

く
そ
れ
は
天
災
の
白

の
ポ
ケ

ト
か
ら
だ

た

は
い

合
中
止

そ
こ
ま
で

 
そ
の

間

く

ど
の
速
さ
で
天
災
が

合
中
止
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る

 
無
論
観
戦
し
て
い
た

も
対
戦
者

も

き
で
動
き
が
止
ま
る

今
か
ら

り
上
が
る
と
こ

ろ
と
い
う
か
二

行
か
ら

い
に
ノ

ダ
メ

ジ
で
決

も

い
て
い
な
い
の
に

故
こ
ん

な

で
と
疑
問
が

を

る

得
さ
せ
な
け
れ
ば

合

行
は
確
実
な
空
気
だ

た
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制

に

な
い
者
達
か
ら
抗
議
の
無
線
が
入
る

制

内
部
で
は

線
が
集
中

ア
リ

ナ
に

る
二
人
は
上
が
そ
ん
な
状

だ
か
ら
ど
う
す
る
べ
き
か

惑

て
い
る
様
子
だ

と
は

え

そ
れ
は
楯
無
だ
け
だ

た
が

 

桐

谷
君

少
し
息
が

い

 
そ
こ
で

と
気
付
く

 
モ
ニ
タ

に

る

者
の

楯
無
の
そ
れ
は
不

と

惑

期

で
い

い
な
の
に
対

し
和
人
の
そ
れ
は
や
や
苦
し

で
あ
り
呼

も

い

ス
タ
ミ
ナ
不
足
だ
ろ
う
か
と

を

るや

て
る
の
さ
和
君

く
ピ

ト
に

て

 
そ
の
ま
ま
だ
と
死
ん
じ

う
よ

 
中
止
を

し
た
の
に
動
か
な
い
せ
い
か

天
災
が
焦
り
出
し
た

 
し
か
し
そ
の
内
容
は
⻘
天
の

に

し
い

な

死
ぬ
と
は
ど
う
い
う
事
か
ね

話
は
後

 
和
君

く

ピ

ト
に

 

そ
れ
と

ピ

ト
に

機
し
て
る

中

は

和
君
が

り

第

手

に
黒
い

輪
を

す
る
よ
う
に

 

継
ぎ

に

ぶ
指
示

一

り
指
示
を
出
し
そ
れ
に
和
人
が

い
出
し
た
の
を
見
て
彼
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女
は
慌
た
だ
し
く

制

を
後
に
し
た

然
事

を

み

め
な
い
私
達
も
そ
の
後
を
追
う

 
ど
た
ど
た
と
整

た
廊
下
を

り

電
光
掲
示
板
を
頼
り
に

ピ

ト
へ

 
私
が

い
た
時
彼
は
備
え
付
け
の
⻑

子
に
横
た
わ

て
眠

て
い
た

ら
で
は

士
が

ど
こ
か
ら
か

恐
ら
く
彼
女
自
身
の

か
ら

取
り
出
し
た
機

で

か
を

定
し
て
い

る

そ
れ
を
す
ぐ
近
く
で
見
る

目
の

彼
女
を

ち

か
せ
よ
う
と
す
る
楯
無
と
本

や

や
遠

き
に
事

を
見
守
る
自
分
や

自
衛

企
業
の
幹
部
達

前
よ
り

も
血
圧
も
安
定
し
て
る

体
が
学

し
た

 
そ
れ
と
も
コ
ア
の
保
護
機
能
が

い
た

 
い
や
で
も

 
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
な
が
ら

器
で

体
を

入
し
彼
の
バ
イ
タ
ル
や
呼

を
確
認
し
て
い

く

士

格
を
持

て
い
な
い

だ
が
手

れ
た
そ
れ
に
発
現
も

て
こ
れ
が
初

め
て
で
は
な
い
の
だ
な

と
悟
る

 
彼
女
は

く
し
て

が
一

り
済
ん
だ
の
か
機

は
そ
の
ま
ま
に
立
ち
上
が
り

と

に
浮
か
ん
で
い
た

を

た

 
そ
れ
を
見
て

楯
無
が
一
歩
近
づ
く

士

彼
に
い

た
い

が

き
た
の
か
し
ら
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的
に

え
ば

血

状
だ
よ

集
中
は

の
活
性
化
を
意
味
し
て
る

そ
れ
を
⻑

時
間

け
て
い
た
か
ら

の
エ
ネ
ル
ギ

源
で
あ
る
ブ
ド
ウ

が
足
り
な
く
な

た
ん
だ

え

そ
れ
だ
け

な
の

う
ん
そ
れ
だ
け

強
い
て

え
ば
ス
タ
ミ
ナ
不
足
も
あ
る
け
ど
和
君
が
現
実
に
復
帰
し
た

の
は
二

月

前
だ
か
ら
む
し
ろ
ス
タ
ミ
ナ
は
十
分
あ
る

だ
か
ら

血

の
方
が

重
が
大

き
い
か
なで

も
さ

き
の
私
と
の

合

ら
集
中
し
て
た
か
ら

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
の
方
が
⻑
時

間
集
中
し
て
た
ん
だ
し
お
か
し
く
な
い
か
し
ら

 

子
を

に

て
な
が
ら
楯
無
が
疑
問
を

す
る

仮
に
負
の
二

形

に
な

た
せ
い
だ
と
し
て
も
な
ら

を
壊
し
て
脱

す
る
時
に
も

な

て
る

よ
ね

 
そ
れ
も
そ
う
か

と
彼
女
に
同
意
す
る

 
二

形

の

持

を

め
て
ス
タ
ミ
ナ
不
足
か
と

え
て
い
た
が

実

は
血

不
足

し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
ボ
ス
戦
が
一
時
間
以
上
で
あ
り
彼
は
最
前
線
で
戦

て
い
た
剣
士
集
中

し
て
い
た
か
ら
血

不
足
と
は
辻
褄
が
合
わ
な
い
話
だ
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な
ら
ね

で
も
和
君
は
二
年
三

月
も
フ
ル
ダ
イ
ブ
状

で
・

・だ
・け

使
し
て
た

機

と
同
じ
だ
よ
ず

と
使
い

け
て
い
た
ら

化
し
て

性
も

く
な
る
ス
マ
ホ
だ

て
⻑

ら
く
使

て
た
ら
バ

テ
リ

の
持

時
間
が

く
な
る

る
間
も

し
ん
で

使
し
て
た
ら

そ
り

く
な
る
よ

つ
ま
り
フ
ル
ダ
イ
ブ
が
⻑
時
間
に

た
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

消

が
大
き
く
な

た
と

い
う
事こ

の
生
体
コ
ア
と
直
結
し
て
る
せ
い
で

へ
の
負

が
大
き
い
の
も
あ
る
と
思
う
け
ど
ね

 
と
は

え

と
彼
女
は

を
見
た

現
実
に
復
帰
し
た
期
間
に

し
て
か
倒
れ
る
ま
で
の
時
間
が
ち

と
⻑
く
な

て
る
の

は
確
か

束
さ
ん
に
も
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
現
実
と
仮
想
じ

の
使
い
方
が
違
う
ん
だ

ろ
う
ね

彼
は

仮
想
世
界
に
⻑
く

過
ぎ
た
ん
だ

 
そ
う

て

彼
女
は
眠
る
少
年
の

を

で
る

 

天
災
と
い
う
イ
メ

ジ
と
は
か
け
離
れ
た

愛
に

ち
た

だ

 
と
て
も
大
切
に
思

て
い
る
ん
だ
な
と
そ
う
理
解
さ
せ
ら
れ
る

か
つ
て
の

黒
い

が

れ
ば

士
を
コ
ン
ト
ロ

ル
出
来
る
人
物
と
し
て
誘

を
企
て
ら
れ
そ
う
だ
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つ
ま
り
彼
は
現
実
で

練
を
す
れ
ば
す
る

ど
倒
れ
る
ま
で
の
時
間
が
⻑
く
な
る
と
い

う
認
識
で
良
い
の
か
ね

多
分

ね

実
は
今

に
も
一
回
同
じ

状
で
死
に
か
け
て
た
ん
だ
け
ど

 
ざ
わ

と

が
ざ
わ
め
く

し
か
し
彼
女
は
そ
れ
を
無

し
た

今

は
フ
ル
ダ
イ
ブ
中
の
事
対
戦

手
は
彼
の
義
理
の
義
姉
戦
闘
時
間
は
十
五
分

で
も

今
回
は
二
十
分
も

え
た

の

者
保
護
機
能
に
よ
る
も
の
な
の
か

そ
れ
と
も

格
闘

の
金

み
た
く

死
強
化
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
事
実
と
し
て

え
る
の
は
時

間
が

び
て
る
事
と
全
力
戦
闘
が
二
十
分
可
能
で
あ
る
事

で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
最
近
⻑
時
間
の
戦
闘
を
や

て
る
動

が
あ
り
ま
し
た
け
ど

一

時
間

く
ら
い
の

 
そ
こ
で

が
声
を
上

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
後

な
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
⻑
時
間
戦
闘
の
動

は

ど
う
い
う
事
な
の
か
と

そ
う
い
え
ば
闘
技
場
と
や
ら
で
数
百
人
を

め
て

手
取
り

勝
し

て
い
る
も
の
が

日
投
稿
さ
れ
て
い
た
と

本

か
ら
興

気
味
に

い
た
覚
え
が
あ
る

 
確
か
に
そ
れ
だ
と

士
が
語
る
理

と
矛
盾
す
る

 
そ
う
理
解
し
た
面

か
ら
ど
う
い
う
事
か
と

い
眼
が
集
中
し
た

流

に
分
が
悪
い
と
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悟

た
か

あ

そ
れ
は

と

い
あ
ぐ
ね
る
様
子
の

士

士

も
う
い
い
よ

 

そ
こ
で

横
た
わ

て
い
た
彼
が
目
を
開
け
て

制
止
の
声
を
発
し
た

和
君

今
後
同
じ
事
を
し
な
い
と
も

え
な
い
ん
だ

契
約
内
容
に

し
て
い
る
以
上

て
お

く
べ
き
だ
ろ
う

そ
の
気
持
ち
だ
け
で
十
分
だ
よ

 
ど
こ
か

観

じ
り
の

を

え
て

た
彼
は

く
り
と
上
体
を

こ
し

子

に

か
け
た

ら

と

ら
つ
く
体
を

士
が

嗟
に

え
る

ま
だ

き
上
が

ち

ダ

メ

と

る
声
も

風
の
よ
う

自
分
が
全
力
戦
闘
で
倒
れ
る
よ
う
に
な

た
の
は

今
日
の

が
初
回
で
す

 
そ
し
て

彼
は
ど
う
し
て
倒
れ
る
よ
う
に
な

た
の
か
を
語
り
始
め
た

 
一
部
別

のの
依契
頼約

に
よ

て
依
頼
が

二

の
も
の
と

れ
た

が
絡
む

た
め

さ
れ
た
部
分
は
あ
る
が

し
て

え
ば
技
術
を

く
時
間
が
無
く
し
か
し
今
以

上
の
反
応
速

を
必
要
と
す
る
た
め

原
子

作
を

い
戦
闘
で

使
す
る

を

し

無
理

理
演

理
と
反
応
速

を
引
き
上

た

と
い
う
内
容

更
新
で
速

が
上
が
ら
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な
い
な
ら
ハ

ド
の

理
速

か
ら
上

て
し
ま
え

と
い
う
力
技
だ

た

君
は

そ
ん
な
事
を

し
て
い
た
の
か

そ
の
依
頼
の

だ
け
に

依
頼
だ
け
じ

な
い
で
す

今
回
の
交

で
自
分
の

戦
闘
技
能
を

さ
れ
る
と
は
思

て

ま
し
た

そ
し
て
無
銘
は

備
の
他
に
原
子

作
や
負
の
二

形

な
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
よ
り

も

の
負

が
大
き
い
戦
闘
中
と
い
う
平
行
作
業
に
な
れ
ば

の
事

そ
れ
こ
そ
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

入
る
以
前
に
全
機
能
を
発

し
た
ら
二
三
分
で
ダ
ウ
ン
し
て
ま
し
た
か
ら
ね
そ
の
時
は
負

が
大
き
過
ぎ
で

に

え
ら
れ
な
い
か
ら
で
し
た

行
は
負

に

え
ら
れ
て
も
エ
ネ

ル
ギ

が
足
り
な
く
な
り
ま
し
た
が

こ
れ
で
も

び
た
方
な
ん
で
す
よ

要
す
る
に

我

が
君
の
実
力
を
認
め
や
す
い
よ
う
手
を
打

た
と
い
う
事
か

 
苦
い

で

が

う

 
恐
ら
く
二

形

も

ん
で
い
る
だ
ろ
う
全
機
能
を
使

て
二
三
分
と
な
れ
ば
仮

実
力

や
経
歴
で
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
な
に
せ

合
時
間
の
一

程

だ
全
力
を
出
せ
る
の
が

ア
ニ
メ

シ

ン
ヒ

ロ

程

で
は

達
も
認
め
が
た
い
に
違
い
な
い

 
そ
れ
を
予
期
し
た
か
ら
こ
そ
の

の

 
確
か
に
彼
が
し
た
事
は

が
良
い
だ
ろ
う

仮
想
世
界
で
の
戦
闘
に
反
応
速

が
必
要
な
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ら

彼
の

で
は
無
く

ハ

ド
自
体
を

す
れ
ば
い
い

違
法
だ
が

天
災
の
手
に
掛

か
れ
ば
容

い
だ
ろ
う

 
し
か
し
彼
に
は
現
実
で
の

戦
闘
が

え
て
い
た

仮
想
世
界
で
だ
け

く
な

て
も

全

力
二
三
分
と
い
う
根
本
的
な
問

が
解
決
し
て
い
な
い
限
り
今
回
の
こ
の
交

は
水

に
帰

し
た

他
の
事
情
も
あ

た
よ
う
だ
が
主
に
そ
う
な
ら
な
い

に

を

し
演

理
限

界
と
負

限
界
を

し
た

す
る
と
そ
れ
の

持
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

不
足
が
発
覚

今
は
そ
の

に
あ
る

と

 

理
的
で
は
無
い

 
そ
れ
は
軍
人
と
し
て
時
に
非
情
な
判
断
を
下
す

が
表
情
を
歪
め
て
い
る
事
か
ら
も
明
ら

か
だ

暗
部
に

わ

て
い
る

主
や
自
分
も

を

め
て
い
る

 
自
分
自
身
を
対

に
し
て
い
る
だ
け
で

マ

ド
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト

狂
気

学
者
と
し
て
い
る
事
は
変
わ
ら
な
い

ま
と
も

真
面
で
は
な
い
な

自
覚
は
あ
り
ま
す

で
も

・し
・

・う
・が
・な
・い
・で
・し
・

・う

 
自
分
は
今
も

出
来
損
な
い

一

と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す

達
に
認
め
ら
れ
ず
こ
の
ま
ま
生
き
て
い
た
ら
自
分
は
み
ん
な

と
離
れ
離
れ
に
な
る

そ
う
な

た
ら

の

に
足
掻
き

い
た
か
分
か
ら
な
く
な
る
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そ
こ
で

彼
は

た

快
活
な

み
だ

真正
面し
でく

は
な
い
で
し

う

で
も

間
違

て
る
と
は
思
い
ま
せ
ん

 
彼
の

に

光
は
あ
る

し
い
く
ら
い

い
て
い
る
光
だ

生
き
る

に

み
ん
な
と

た
い
か
ら

出
来
る
だ
け
の
事
を
し
た
だ
け
な
ん
で
す
か
ら

  

い

の
光
を
絶
や
さ
な
い
彼
の

黒

は

み
切

て
い
た

   
思
わ
ぬ
事
実
が
発
覚
し
た
が

達
は
結

彼
と
の
契
約
を
継

す
る
事
に
し
た

 

理
的
に
は
間
違
い
な
く
ア
ウ
ト
だ
ろ
う

し
か
し

の

に

し
て
は
彼
自
身
が
行

た

事
で
あ
り

本
人
も
今
後

練
の

り
返
し
で
全
力
戦
闘
時
間
を

ば
し
て
い
く
方

の
た
め

か
ら
す
れ
ば
メ
リ

ト
し
か
無
い

死
に
か
け
た
と
し
て
も

血

状

そ
れ
の
対
応

策
を

に

士
と
話
し
合

て
い
る
た
め

備
え
も

必
要
な
い

 
仮
に
そ
の
場
に
集

た
者
以
外
に
知
ら
れ
追

さ
れ
た
と
し
て
も

は
知
ら
ぬ
存

ぬ
を

け
ば
い
い

そ
う

本
人
が

た
の
も
後

し
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
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今
日
こ
の
場
で
あ

た
事
は
無
か

た
事
に
な
る

 
な
ら

達
も

こ
の
事
実
を
知
ら
な
か

た
事
に
な
る

 
そ
も
そ
も

の

な
ん
て
話
を
信
じ
る
者
は
少
な
い
だ
ろ
う
し
仮
に
信
じ
た
と
し
て
も

⻑
時
間
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
が
反
応
速

を
引
き
上

た
と

て
し
ま
え
ば
終
わ
り
だ

な
に
し

ろ
手
術
し
た
ロ
グ
が
無
い

原
子

作
で
し
た
と

え
ら
れ
て
も

と
て
も
現
実
的
で
は
無
い

 
人
は

理
解
で
き
な
い
思

を

狂
気

と
呼
ぶ
の
だ

 
そ
し
て

も

か
に

ら
す
事
は
許
さ
れ
な
い

他
国
に
知
ら
れ
れ
ば
ド

ピ
ン
グ
の

で
出
場
禁
止
を
喰
ら
い
か
ね
な
い
か
ら
だ

達
は
た
だ
日
本
の

勝
を
目
指
し
て
い
る
の

で
は
な
い

仮
に
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
あ
る
い
は
更
識
楯
無
が
第
四
回
で

勝
す
れ
ば

の
権

は
さ
ら
に
強
ま
り
そ
れ
を

に
し
た
女
尊
男

の
者
達
が
勢
力
を
強
め
か
ね
な
い

最

た

か
が
知
れ
る
と
は

え

思
わ
ぬ

果
で

発
的
な
な
に
か
が

き
る
事
も

え
ら
れ
る

第
三
回

勝
を
前

に
し
て
い
る
の
は

男
性
の

と

わ
れ
て
い
る
彼
が

を

え
る
事

を
知
ら
し
め
て
女
性

の
勢
い
を

せ
る
か
ら
に
過
ぎ
な
い

四
回
目
は

な
い

る
と

え
た
の
は
男
性
の
代
表
と
し
て

彼
を

と
し
た
場
合
他
の
男
性
は
よ
り

れ

て
い
る
事
に
な
る
の
で

復
権
出
来
る
可
能
が
高
い
か
ら
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そ
れ
を
止

つ
モ
ン
ド・グ
ロ

を
勝
で
き
る
男
性

者
の
候
補
が

桐

谷

和

人

デ
ス
ゲ

ム
の
覇
者

 
そ
の
実
力
は
二

の

合
で
発

さ
れ
て
い
る

機
を

い
た

の

作
技
術

無
銘

を

い
た
戦
闘
能
力
は
他
者
を
隔
絶
し
て
い
る

と
し
て

期
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
目
さ
れ

て
い
る
更
識
楯
無
が
二

行
し
て
な
お
ノ

ダ
メ

ジ

お

い
無
傷
で

一
仕
様
能
力
も
発

し
て
い
な
い
と
は

え

原
子
レ
ベ
ル
の

作
能
力
は
彼
の
方
が

種上

換
で
あ
る

 
彼
の
お
ぞ
ま
し
い
事
実
を
知

て
な
お
捨
て
切
れ
な
い
価
値
が
彼
に
は
あ

た

 

ノ
之
束
も
そ
れ
に
一

も
二

も

ん
で
い
て

吹

す
れ
ば
消
す

と
ド
ス
の

い
た

声

で

し
て
い
た
か
ら

も
バ
ラ
そ
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う

そ
も
じ

あ

故
そ
れ
を

知

た

時
知
る
機
会
が
あ

た
と
い
う
流
れ
に
な
る
立
場
の
人
間
ば
か
り
な
の
で
立
場
的

に
も

し
的
に
も
流

出
来
な
い
状
況
で
あ
る

 
最
悪
今
日
こ
の
場
に
集

た
人
間
全

を
殺
す
事
も
天
災
に
は
可
能
な
の
だ
か
ら

  
時
は
過
ぎ

空
は

色
に

ま

て
い
た

 

合
以
後
は

物
を
触
る
よ
う
な

気
で
話
し
合
い
が
進
ん
だ
が
会
議
自
体
は
や
は
り

に
進
ん
だ

下
手
に
突

ま
な
け
れ
ば

怖

いい
眼
は
見
な
い

そ
う

立
場
あ
る
人
達
は
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学

し
た
の
だ

 
そ
し
て

決
ま

た
事
が
あ
る

専

機
を

与
さ
れ
る
事
が
決
定
し
た
の
だ

 
理
由
は
二
つ

 
後
ろ
盾
は

士
の
名
を

り
実

的
に
無

属
を

持
す
る
方
向
に
決
ま

た

だ
が
日

本

か
ら
の
サ
ポ

ト
や
コ
ネ
ク
シ

ン
を
作

て
お
く

に
も

国
内
の

の
ど

こ
か
が
製
作
し
た
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

生
ま
れ
た
国
だ
か
ら
と

う
に
は
理
由
が
弱

い
し
日
本
は
自
分
に
対
す
る
風

た
り
が

い

そ
こ
を
突
か
れ
れ
ば

認
し
て
き
た

も

ら
ざ
る
を
得
ず
結
果
不

に
な
る

そ
う
な
る
前
の

と
し
て
専

機
を

与
す
る

加

え
て

士
は

に
日
本

会
の
最
高
責

者
だ

仮
に

ノ
之

士
が
主
導
し
た
と
バ
レ

て
も

や
は
り

属
は
日
本
と
な
る

サ
ポ

ト
に
も
金
が
掛
か
り

会
や
学
園
の
設

立
か
ら
分
か
る
よ
う
に

他
国
は

で
金
を
使
う
の
は

る

向
に
あ
る

他
国
の

に

血
税
を
使
う
の
は

と

そ
れ
を
逆
手
に
取
る
の
だ

 

を
正
せ
ば
日
本
国

の
人
間
が

を
発
表
し
て
世
界
を

乱
さ
せ
た

で

そ
の
責

を

取
れ
と
い
う
意
味
で
学
園
な
ど
の
設
立
を
日
本
に
さ
せ
た

そ
れ
は
分
か
る
が
以

の
運

ま
で
日
本
持
ち
と
い
う
の
は
ち

と
お
か
し
い

多
国

学

な
の
だ
か
ら
日
本

体
で
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持
す
る
の
は
道
理
に
合
わ
な
い

そ
の
後
の
事
に
は
他
国
も
金
を
払
う
事
が
平

と

う
も
の

そ
れ
が

さ
れ
て
い
な
い
現
状
で

学
園
に
在

す
る

日
本
製
の

者

の
デ

タ
を

し
ろ
と
い
う
の
は
フ

ア
で
は
な
い

と

て
時
間
を

ぐ
つ
も
り
だ
そ
う
だ

 
外
交
カ

ド
の
一

に
し
か
な
ら
な
い
と
は

え
そ
れ
を
上
手
く
使
う
の
は

が
す
る
事
だ

か
ら
君
は
気
に
す
る
な

と

人
が

て
い
た
の
は
ち

と

深
い

 
二
つ
目
は
男
性

合
者
の
デ

タ
収
集
の
た
め

男
女

の

開
発
あ
る
い
は
現
行
の

の

良
を

士
が
主
導
す
る
と
は

え
一
人
で
は
や
は
り
限
界
が
あ
る

そ
の
た
め
の
デ

タ

取
だ

無
論
こ
れ
も
日
本
が
他
国
を
引
き
離
す
必
要
が
あ
る

よ

て
無

属
に
な
る
無

銘

を
メ
イ
ン
と
す
る
よ
り

国
内
の

が
製
作
し
た

を
メ
イ
ン
に

え
て
日
本
に
近

付
け
る
事
で
デ

タ
を
独
り

め
す
る
と
い
う

法
だ

然
他
国
か
ら
デ

タ
の

を
求

め
ら
れ
る
が

こ
れ
は
一
つ
目
の
理
由
と
同
じ
文

で

殺
す
る
つ
も
り
だ
と
い
う

 

く

く
は
日
本
代
表
生

あ
る
い
は
日
本
の
企
業

属
の

者
に

え
る
予
定
だ
と
か

と

べ
れ
ば

分
な
立
場
に
な

た
な

更
識

が
近
場
に

り
て
い
た
ホ
テ
ル
の
一

そ
の
整

た
ベ

ド
に

な
が
ら

う

ホ
ン
ト
初
め
て
君
の
事
を

べ
た
時
よ
り

く
出
世
し
て
る
わ
よ
ね

出
世
払
い
と
か
出
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来
ち

い
そ
う
ね

 
そ
れ
に

の
ベ

ド
に

掛
け
て
い
た
楯
無
が
応
じ
た

 

最
初
は

男
性
だ
か
ら

と
い
う
理
由
で
個
別
に
部

分
け
さ
れ
て
い
た
の
だ

 
二
人
部

を
三
つ

楯
無
と
虚

と
本

そ
し
て
自
分

 
な
ん
で
も
こ
の
ホ
テ
ル
は

更
識

の
中

に
食
い

ん
で
い
る
男
が
経

し

業

も

更
識
の
息
が
掛
か

て
い
る
た
め
事
前
に

や
監

カ
メ
ラ
の

は

さ
れ
て
お
り

は
か
な
り
高
い
と
い
う

だ
か
ら
君
を

れ
出
し
て
も
大

な
の
だ
と
楯
無
は
語

た 
楯
無
と
同

な
の
は
本
気
で

れ
ら
れ
た
時
に
対
応
出
来
る
の
が
楯
無
だ
け
だ
か
ら
と
い

う

の
下
の
判
断
ら
し
い

表
向
き
だ
け
で
も
そ
う
し
て
お
か
な
い
と
後
が
面
倒
な
の
と
彼

女
は
や
や

れ
た

で

て
い
た

そ
ん
な
事
が
出
来
る

ど
信

な
い
だ
ろ

の
立
場
じ

と
い
う
か
ツ
ケ
な
ん
て
出
来
る

は
絶
滅
し
た
ん
じ

な
い
か

み
の

し
に
せ

と
か
な
ら
イ
ケ
な
く
は
な
い
か
も

ま

和
人
君
じ

無
理
ね

信

は

論

男
性

者
で
あ
る
事
が
バ
レ
た
ら
立
場
的
に
も
問

が
出
て
く
る
わ
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そ
う

て

子
を

と
立
て
る
楯
無

こ
こ
の
ホ
テ
ル
の

備
も

重
だ
け
ど

を

え
る
事
が
ば
れ
れ
ば
こ
れ
く
ら
い
じ

足

り
な
い
と
思
う
わ

女
尊
男

風

が

れ
始
め
て
か
ら

い
女
は
そ
れ
を

た

し
に
し
て
生

き
て
る

そ
れ
が

発
し
た
ら

を
し
で
か
す
か
分
か
ら
な
い
わ

も
し

者
な
ら

人

目
を

ん
で

を
奪

て

あ
な
た
を
殺
し
に
来
る
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
く
ら
い
の

念
が

あ
る
か
ら
ね

世
話
を
掛
け
る

 

く
り

を
下

る

 
楯
無
に
は
更
識
の

主
と
し
て
色

と
面
倒
を
掛
け
て
い
る

世
話
に
も
な

て
い
る
し

来
的
に
強
力
が
不
可
欠
な
事

で
世
話
に
な
る
事
も
決
定
し
て
い
る

 
契
約
の
間

か
ら
始
ま

た
が
今
は
私
人
と
し
て
も

の
上
が
ら
な
い

手
に
な

て
い
た

 

い
な
の
は
そ
れ
を

に

り

ら
す
よ
う
な
性
格
で
は
無
い
事
か

か
ら
か
い
こ
そ
す

れ

強
制
さ
せ
よ
う
と
し
て
こ
な
い
の
は

正
直
助
か

て
い
た

気
に
し
な
い
で

こ

ち
も
君
を

し
て
る
身
君
の
話
に
釣
ら
れ
て
や

て
来
た
人
達
と

コ
ネ
ク
シ

ン
を
持
て
た
の
は
更
識
と
し
て
も

り
に

だ

た
の
よ

暗
部
と
し
て
気
取
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ら
れ
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
コ
ネ
ク
シ

ン
を

く
第
一
歩
が

し
い
か
ら

 
お

で
情
報
収
集
が
し
や
す
く
な

た
と
楯
無
は

い

子
を

ん

と
開
く

部
分

に
は

一

対
組

に
知
ら
れ
ず

性
の
第
一
歩
を

く
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

は
ゼ
ロ
か
ら
参
加
し

た
が

現
実
だ
と
ず

と

か
ら

と

い
て
る
ん
だ
も
ん
な

そ
り

あ

し
い
か

 
自
分
は
最
初
か
ら
攻
略
隊
に
在

し
て
い
て
七
十
六
層
時
に

け
た
時
以
外
は
ず

と
最
前

線
に

た

ギ
ル
ド
間
抗
争
に
も

き

ま
れ
そ
れ
に
対

も
し
た

ギ
ル
ド
の
幹
部
と

合
わ
せ
を
し
て
一
応
の
信

を
得
て
い
た

 
け
れ
ど

中
か
ら
だ

た
ら
話
は
違
う

 
信

と
年

が
無
い
ま
ま
で
は
幹
部
組
か
ら
の
信

は
得
ら
れ
な
い
し

仮
に
得
ら
れ
て
も

終

の
攻
略
組
の
如
く

議
に

出
し
す
る
よ
う
な
立
場
に
は
な
れ
て
い
な
か

た
だ
ろ
う

う

の
件
も
あ

て
信

を
得
る
の
も

し
か

た
に
違
い
な
い

 
そ
の
状
況
で
コ
ネ
ク
シ

ン
を

く
事
が
ど
れ
だ
け

し
い
か

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
ク
リ
ア
す
れ
ば
終
わ
り
の

だ

た

命
が

か

て
い
た
か
ら
本
気
だ

た
だ

け
で

本

的
な

は
そ
こ
で
終
わ
る
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だ
が
楯
無
は
そ
う
で
は
な
い

更
識
の

主
と
し
て
一
生
付
き
合

て
い
く

と
立
場

一
つ
の
過
ち
で
全
て
を
喪
う
重
責
を
思
え
ば

重
に
な
る
の
も

然
と

え
た

ね

和
人
君

 

そ
う

得
し
て
い
る
と

名
前
を
呼
ば
れ
た

 
楯
無
は

意
味
深
に

ん
で
い
た

線
で

を

い
た
い
の
か
と

す

君
さ

更
識

に
来
な
い

 
き

り
と

勧
誘
さ
れ
る

 

れ
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
は
思

て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た

も

判
の
せ
い
で
ギ
ル
ド

の
勧
誘
は
知
り
合
い
の
も
の
ば
か
り
だ

た
が

外
と
し
て
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

る

あ
の
男
は
こ

ち
ら
の
能
力
と

獣本

を
見

き

体
な
い
と

て

も
勧
誘
し
て
来
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
楯
無
は
本

も
性
格
も
違
う

し
か
し
人
の
命
を

う
立
場
と
し
て
は
か
な
り

近
し
い

に
い
る

 
あ
の
男
が
そ
の
理
由
で
勧
誘
し
て
き
た
の
だ
楯
無
も

れ
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

え
て
い
た

自

れ
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い

い
き
な
り
だ
な
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そ
う
ね

い
き
な
り
か
も
し
れ
な
い
け
ど
実
は
私
結
構
前
か
ら

え
て
は
い
た
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
始
め
た

か
ら
ね

 
つ
ま
り

最
初
か
ら

と
の
死
闘
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

え
る
ま
で
の
過
程
で
そ
う

思
わ
せ
る

か
が
あ

て

そ
れ
で
楯
無
は
そ
う

え
る
よ
う
に
な

た
と

あ
な
た
は
裏
で
生
き
て
い
け
る
能
力
が
あ
る

今
日
の
会

は
表
向
き
の
立
場
を
決
め
て

た
け
ど

の
代
表
に

時
ま
で
も

ら
れ
る

じ

な
い

そ
の
先
の
地

め
に

更
識

は

合
が
い
い
と
思
う
わ

論
こ
ち
ら
に
と

て
も
ね

 
だ
ろ
う
な
と
返
す

あ
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
認
め
て
い
た
の
だ
そ
れ
な
り
に
裏
で
も

す

る
ポ
テ
ン
シ

ル
が
あ
る
と
は
思
う

 
そ
れ
に
現
存
す
る
機

に
感
知
さ
れ
な
い
無

属
の

を

は
持

て
い
る

目
に
は
と

て
も
そ
う
は
思
え
な
い
も
の
を

戦
闘
や

動

な
ど
で
も
使
え
更
に
ト
ラ

プ
や

な

ど
知

た
事
で
は
無
い
と

わ
ん
ば
か
り
に
原
子
分
解
で
圧
し

れ
る
力
技
は
時
に
戦
闘
を
要

さ
れ
る
暗
部
の

務
に
は
最

だ
ろ
う

 
生
憎
と
情
報

理
系
は
苦
手
な
の
で
そ
ち
ら
に
は
向
い
て
い
な
い
が
現
場
で
動
く
人
間
の
能

力
と
し
て
は

応
だ
と
思
う
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経
験
が
無
い
か
ら
ま
だ

い

は
あ
る
が
そ
こ
は
楯
無
も

む
無
し
と
見
て

し
て
く
れ

る

そ
こ
を
差
し
引
い
て
も

を

え
る
一
点
が
強
力
な
カ

ド
に
な
り
得
る

 
無
論

こ
ち
ら
に
も
メ
リ

ト
は
あ
る

 
こ
の
ホ
テ
ル
に
い
る

業

は
全

が
更
識
の
裏
に

わ

て
い
る

で
は
無
い

裏

を
知
ら
な
い
人
間
も

然

る

そ
の
人
達
の
よ
う
に

自
分
が

更
識

に

属
す
る

事
で
義
理
の
家

は
そ
の

護
下
に
入
り
平
時
も
護

て
く
れ
る
よ
う
に
な
る

ら

ノ
之

士
と
は

え
今
は
真

な
意
味
で
多

な
身
常
に
気
を
回
し
て
い
る
事
な
ん
て
不
可
能
だ

か
ら

今
後
の
事
を

え
れ
ば
か
な
り
良
い
取
引
と

え
る
だ
ろ
う

違
い
さ
れ
た
ら

る
か
ら

て
お
く
け
ど
ウ
チ
だ

て
常
に
危
な
い
仕
事
を
や

て
る

じ

な
い
か
ら
ね

 

時
も
は
書

仕
事
ば

か
り
よ

そ
う
な
の
か

そ
う
よ

そ
も
そ
も
私
が

の

者
に
な

た
の
も

先
代

私
の

が
前
触
れ
な
く

死
し
て

更
識

の
安

が

か
さ
れ
た
か
ら

時
代
も
女
尊
男

真

中
で

を

え

る
女
性
に
な

て
お
く
べ
き
だ

て
な

た
の

で
日
本
代
表
候
補
生
に
な

た

本
来
な

ら
暗
部
の

主
が
表
に
出
る
な
ん
て
し
ち

い
け
な
い
ん
だ
け
ど
ね
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な
る

ど
な

 
古
く
か
ら
の
名
家
や
企
業
の

が
男
性
と
い
う
だ
け
で
理
不

な
取
り

し
を

け
て
い
た
時

代
を

ぐ
た
め
に
楯
無
が

主
と
し
て

出
し
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
他
の
年
配
が
代
理
を
し
て

い
な
い
の
も

得
も
い
く

暗
部
の
更
識
と
し
て

え
る
と

を

出
し
た
状

な
の
で

ま
し
く
な
い
が
表
向
き
の
名
家
と
し
て
な
ら
取
り

さ
れ
ず
に
済
む

し
ろ

手
は
代
表
候

補
生

の
権

を

に

て
い
る
者
か
ら
す
れ
ば

ま
さ
に
お
上
そ
の
も
の
で
あ
る

時

て
い
た

会
と

え
ど
容

に
手
出
し
は
出
来
な
か

た
に
違
い
な
い

 
し
か
し

疑
問
が
一
つ

な

今
思

た
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

ん

 

か
し
ら

主
は
楯
無
で

出
し
し
ち

い
け
な
い
な
ら
な
ん
で

に
だ
け
代
表
候
補
生
を
さ
せ
ず

自
分
も
な

た
ん
だ

え

 

な
疑
問
に

楯
無
は

た

 
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思
う
も

取
り

え
ず

い
切
る
事
に
す
る
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多
分

主
と
し
て
は
楯
無
の
方
が
推
さ
れ
て
た
ん
だ
ろ
う
け
ど

も
代
表
候
補
生
が

主
に

な
る
必
要
は
無
い
よ
な

極
論
だ
け
ど
候
補
生
が

る
家
と
い
う
だ
け
で
取
り

す
の
は

し
く

な
る

だ
か
ら

が
代
表
候
補
生
と
し
て

出
し
し
て
表
向
き
の
更
識
を
護
り
楯
無
が
裏
の

更
識

の

主
に
な

て
お
け
ば
良
か

た
ん
じ

な
い
か
な

て

に

主
と
し
て
名

た
と
し
て
も
代
表
候
補
生
と

し
て
る
時
に

べ
れ
ば
今
の
ご
時
勢
だ

目
は

に
集
ま

て
忘
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う

 

裏
に
浮
か
ぶ
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
い
る
サ
ラ
マ
ン
ダ

の

主
と

軍

主
モ

テ

マ

と

軍
ユ

ジ

ン
は
リ
ア
ル
で
も
兄
弟
ら
し
く
知
の
兄
武
の
弟
と
し
て
君
臨
し
て
い
た

そ

れ
と
同
じ
よ
う
に

主知
の
姉
武
の
妹
と
し
て

し
事

を
収
め
る
事
も
可
能
だ

た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か

男
尊
女

に
は
姉
が

の
流
れ
に
は
妹
が
対

す
る
事
で

更
識
の
未

来
は
安

だ

 
ま

主
イ
コ

ル

れ
た
者
と
い
う
イ
メ

ジ
で
本
人
も
代
表
候
補
生
に
な

て
い
て

も
お
か
し
く
な
い
と
思
う

実

英
国
候
補
生
に
そ
ん
な
人
物
が

た

が
更
識
に
は
暗

部
と
し
て
の

目
が
あ
る

主
本
人
が
目
立
つ
事
は
し
な
い
方
が

と
し
て
も
良
か

た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
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楯
無
本
人
も

に
は
裏
に

わ

て
欲
し
く
な
い
か
ら
あ
ん
な
ド
ギ
ツ
イ
発

を
し
た
の

だ

は
裏
の
存
在
を
知

て
は
い
る
が

わ

て
い
な
い
状

な

で
つ
ま
り
楯
無

が
代
表
候
補
生
に
な

て
い
な
く
て
も
実

的
な
変
化
は
な
い
に

し
か

た
の
で
は
な
い
か

 

そ
う

う
と

楯
無
は

い
た

ま

は
更
識
の
事
情
と
過
去
を

ど
知
ら
な
い
か
ら
楯
無
と

の

性
だ
け
の
話
に

な
る
け

ど
う
し
て
思
い
つ
か
な
か

た
ん
だ
ろ
う

ど

 
ん

そ
う
よ
そ
う
だ
わ

静
に

え
れ
ば
そ
う
じ

な
い

私
が

主
に
な
る
の
は
内
部
の
推

状
況
的
に
確
定
だ

た
け
ど

も
候
補
生
に
ま
で
な
る
必
要
は
無
か

た

む
し
ろ
暗
部
と

し
て

え
れ
ば
悪
手
よ

候
補
生
と
し
て
表
の

の

が
強
す
ぎ
る
か
ら
裏
で
の
活
動
に

が
出
て
た
の
よ

だ
か
ら

の

回
り
の
時
に

人
達
か
ら
物

く
変
な

さ
れ
て
か
ん

ち

ん
の
事
に
触
れ
ら
れ
た
の
ね

 

で
気
付
か
な
か

た
ん
だ
ろ
う

と
ど
こ
か

と
し
た

で

う
楯
無

 
ぶ

ち

け
怖
い

ハ
イ
ラ
イ
ト
オ
フ
だ

に
光
が
無
い
か
ら

怖
い
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つ
ま
り

・

・も
思
い
つ
か
な
か

た
の
か

え
え

ま

た
く

そ
ん
な
話

も
出
な
か

た

そ
う
か

 
ず

ん
と

な
ら
そ
う
い
う
オ
ノ
マ
ト

が
出
て

に

の

線
を
書
き
加
え
ら
れ
る

だ
ろ
う

み
様
は
本

に
思
い
付
か
な
か

た
の
だ
な
と

す
る
に

り
あ
る
様

だ

陰
気

な
空
気
が
生

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

 
ま

そ
れ
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

と

は
思

た

 
現
在
高

一
年
生
の
楯
無
は
今
年
十
六

三
年
前
に

し
た
と

い
た
か
ら

時

十

三

中
学
一
年
生
で
あ
る

暗
部
に
つ
い
て
教
わ

て
い
て
も

性
や
世
情
の
予
想
は

し
い

そ
ん
な
状

で

を
亡
く
し
た
と
な
れ
ば

正
常
な
判
断
力
が
喪
わ
れ
る
の
は

非
も
な
し

 

最
悪

更
識
も
信

で
き
な
い
か
も
な

 よ
わ
い十

一
の
自
分
で
す
ら

に
思
い
付
い
た
の
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
経
験
が
あ
る
か
ら
と
は

え

現
実
で
は
人
間

で
そ
れ
以
上
の
修
羅
場
を
潜

て
来
た
だ
ろ
う
男
達
が

一
人
と
し
て
姉
妹

の
分

作
業
を

え
な
か

た
と
は

え

い

寄
ら
ば
文

の
知

で
あ
る

可
能
性
は
あ
る

が

限
り
な
く

い
だ
ろ
う



 幕間之物語：黒ノ剣士編 〜
明 日 ヘ ノ 道 程
夜ハ更ケテイク〜

 

え
ら
れ
る
と
す
れ
ば

四
つ

 
一
つ
目
は
更
識
を

ま
し
く
思
う
人
間
の
内
部
工
作

つ
ま
り
は
外

に
よ
る
ス
パ
イ
の

入
だ

先
代
が
存
命
中
で
は

し
か

た
だ
ろ
う
が
今
は
ト

プ
が
未
成
年
の
少
女
観

眼
を
鍛
え
て
い
る
間
に
入

て
来
て
も
お
か
し
く
は
な
い

更
識

に

護
さ
れ
て
い
る
裏
を

知
ら
な
い
人
間
が
実
は

な
ん
て
事
も
あ
り
得
な
く
は
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
グ
リ

ン
カ

ル
の

オ
レ
ン
ジ

罪
者
と
い
う

が
あ

た

 
二
つ
目
は
楯
無
を
推
し
て
い
た
一

に
よ
る
情
報

作

こ
の
場
合
は

を

し
よ
う
と

し
た
人
間
と

て
も
い
い
か

て
い
る
人
間
を
不
要
と
断
じ
て
追
い

め
る
者
は
ご
ま
ん

と

る

そ
の
人
間
が
更
識
内
部
に

て
楯
無
を
推
し
て
い
た
な
ら

に

目
を
与
え
な
い

よ
う
追
い

む
事
も

え
ら
れ
る

 
三
つ
目
は

の
勢
力
に
よ
る
情
報

作
二
つ
目
と
は
逆
の
パ
タ

ン

の
身
の
安
全
だ
け

を

え

え
て

す
る
方
向
に
な

た
な
ら
二
つ
目
の
楯
無
勢
力
と

合
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い

確
か
に
身
の
安
全
は
あ
る
だ
ろ
う
が

裏

を
知
ら
な
い
と
備
え
ら
れ
な
い
し

よ
り
本
人
が

に
立
て
て
い
な
い
事
を
悔
し
く
思

て
い
る

本
人
の
意
思
は
無

に
さ
れ
て
い

る
と

え
よ
う
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四
つ
目
は

心

れ
る
内
部

の
可
能
性

楯
無
に
だ
け
重
責
を
与
え

れ
た

に

を

え

て
傀
儡
に
し
実

的
な
ト

プ
に
別
の
人
間
が

ろ
う
と

策
し
た
人
間
が
い
る
の
か
も
し
れ

な
い

現
状
を
憂
い
先
代
か
ら

代
の

主
を

べ
自
分
の
方
が
も

と
上
手
く
動
か
せ
る

と
暗
部
と
し
て

え
る
人
間
は
少
な
く
な
い

だ

そ
こ
で
行
動
出
来
る
人
間
が

い
る
複
数

の
可
能
性
は
捨
て
切
れ
な
い

ま

話
を

す
け
ど

く
は
保

に
さ
せ
て
く
れ

暗
部
と
な
れ
ば
危
険
が

う

そ
も
そ
も
今
の

は
桐

谷
だ
義

さ
ん
と
義

さ
ん
に
も
話
を

し
て
お
か
な
い
と
仕
事
で

る
 
そ
れ
は

の
話
で
は
無
い

自
分
が
男
性

者
と
判
明
す
れ
ば
間
違
い
な
く
義
理
の
家

に

め
寄
る
し
そ
れ
を
快
く
思
わ
な
い

中
に
よ

て
義
姉
の
よ
う
に

不
可
に
な

て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

そ
の
時
に
ど
う
す
る
か
今
後
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
知

て

ん
で
欲
し
い
と
思
う

 

は
無
い
に

し
い
が
だ
か
ら
と

て
勝
手
に
決
め
て
良
い
問

で
な
い
の
は

確
か
だ

そ

か

そ
う
ね
ご
家

も
知

て
お
く
べ
き
だ
か
ら
こ
こ
で

く
べ
き
で
は
無
か
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た
わ

で
も

え
て
て
和
人
君
の
先
行
き
を
心
配
し
て
い
る
の
は
本
心
だ
か
ら
ね

そ
れ
だ
け

は
忘
れ
な
い
で

ん

あ
り
が
と
う

裏

で
動
く
事
も
伝
え
て
お
く
よ

え
え

 

が
更
識
に

け
ら
れ
る
過
程
で

義
理
の
家

は
全

更
識

の
実

を
あ
る
程

は

知

て
い
る

今
更
裏
の
事
を
伝
え
て
も
動
揺
は
し
な
い
だ
ろ
う

実

部
隊
と
し
て
危
険

な
目
に
遭
う
と

た
ら
反
対
す
る
か
も
だ
が

そ
れ
を
説
き

せ
る
の
は
自
分
の

目
だ

 

く
様
子
見
と
観

つ
い
で

ア
ク
シ

ン

情
報
収
集
か
な

 

行
し
て

や
る
べ
き
事
も
心
の
メ
モ

に
記
し
て
お
く

 

穴
に
入
ら
ざ
れ
ば

子
を
得
ず

 
二
三
番
目
は
完
全
に
更
識
の
問

だ
か
ら
知

た
事
で
は
無
い
が
一
番
と
四
番
目
は
安
全

性
に
不
安
が
生
ま
れ
る

内
部

や
ス
パ
イ
を

り
出
す
な
ら
こ
ち
ら
か
ら
行
動
し
な
け
れ
ば
始

ま
ら
な
い

家

を
護
る
人
間
が

で
し
た
な
ん
て

い
話
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

安
全
を
得

る
な
ら
こ
ち
ら
も

て
い
る
だ
け
で
は
ダ
メ
な
の
だ

 
出
来
れ
ば

憂
で
あ

て

し
い
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そ
う
願
い
な
が
ら

夜
は
更
け
て
い

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
で
は
今
話
の

め
で
す

  

原
作
本
作
と
も
に

学
園
は
日
本
の
血
税
で
設
立
さ
れ
ま
た

持
さ
れ
て
い
ま
す

で
は
そ
の
た
め
に
生
じ
る

来
的
な
国

問

は

が

え
ら
れ
る
か

安
全
保

の
点
に

し
て

え
な
さ
い

 

学
園
の

持

に
日
本
だ
け
参
加
し
て
い
る
た
め

万
全
な
安
全
保

は
日
本
国

の

人
間
に
の
み
発
生
し
得
る

多
国

の
人
間
は
今
後
自
国
の
国

を

う
生

を

め
て
国
か

ら
の
信

を

け
て
い
な
い

持
に
金
を
払
わ
な
い

ど
う
で
も
い
い
生

ば
か
り
入
学
さ
せ

て
い
る
と
み

解な
さ
れ
日
本
以
外
の
入
学
者
の
安
全
保

は
自
国
に
保

さ
れ
て
い
な
い
事
に
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な
る

ま
た
国

約
に
よ
り
学
園
の

地
は
あ
ら

る
国
家
機

に
属
さ
ず
い
か
な
る
国

家
や
組

で
あ
ろ
う
と
学
園
の

者
に
対
し
て
一
切
の

が
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
が

ば
有
名
無
実
化
し
て
お
り
全
く

さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
教
師
や
生

も
日
本
人
が
多

い

実

日
本

に
よ
る

意
的
な

作
は
可
能
な
状

に
あ
る

  

一
の
男
性

者
と
し
て
原
作
一

は
入
学
一

間
で
専

機

白
式

を

与
さ

れ
ま
す

こ
の

与
に
よ

て
日
本

が
得
ら
れ
る
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
は

か
デ

タ
収
集

を

ん
で
一
つ

な
さ
い

 

白
式

の
製

持
技

は
日
本

属
の
機

で
あ
り

そ
の
デ

タ
は
自

国
に
の
み
還

さ
れ
る
権

が
あ
る

す
な
わ
ち
デ

タ
の
や
り
取
り
が
発
生
す
る
企
業
国
家

と
の
コ
ネ
ク
シ

ン
が
形
成
さ
れ
る

事
実
原
作
一

は

持
技

と
の
コ
ネ
ク
シ

ン
を

い
て
い
る

本
作
和
人
は
専

機
開
発
に

人

企
業
ト

プ

自
衛
隊

会
が
絡
ん
で
い

る
た
め

与
さ
れ
る
事
で
こ
の
全
て
の
組

と
の
や
り
取
り
は
不
自
然
で
は
無
く
な
る
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原
作
で
は
男
性

者
の
バ
イ
タ
ル
デ

タ
は

白
式

の
製

で
あ
る

持
技

が
収
集
し
そ
れ
を

に

し
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
事
実
未
確
認
 
し
か
し
男
性

者
は
世
界
的
に

重
な
存
在
で
あ
り

他
国
が
デ

タ
の

を
要
求
す
る
事
は
明
白
で
す

で
は
本
作
で
和
人
が
男
性

者
と
し
て

表
さ
れ
た

ど
の
よ
う
な
返

を
以
て
日
本
だ
け

が
デ

タ
を
独

す
る
可
能
性
を
見
出
す
あ
る
い
は
第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

ま
で
の

三
年
と
い
う
時
間
を

る
か

そ
の
返

内
容
の

を
国

会
の
問

を

み
人
権
に

触
れ
な
い
で

え
な
さ
い

 

学
園
の

持

を
日
本

が
払

て
い
な
が
ら

他
国
は
払

て
お
ら
ず

そ
の

状
況
で
日
本
国

・

属
の
人
間
の
デ

タ
を

す
る
の
は
フ

ア
な
取
引
で
は
無
く
認
め

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る

取
だ
け
の

を
対

と
は

え
ず
ま
た
専

機
の

与

は
日

本
で
あ
る
た
め

機
密
事

を
明
か
さ
な
い
事
は
な
ん
ら
お
か
し
な
事
で
は
な
い

  
以
上

ク
エ
ス
チ

ン
と
今
話
の

め

分

終
わ
り

無
銘

を
使

て
も
良
い
け
ど

専

機

与
す
る
か
ら
男
女

の

の

に

日

本
に
だ
け

バ
イ
タ
ル

出
し
て
ね

と
い
う
の
が

日
本
に
だ
け

と
い
う
の
が
ミ
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原
作
で
も
あ
る
よ
う
に

学
園
の
設
立
と
そ
の

持
に
は
日
本
の
血
税
が
使
わ
れ
て
い
ま

す

設
立
は
白
騎
士
事
件
を

こ
し
た
束
が
日
本
国

だ
か
ら
と
責

を
取
ら
さ
れ
た
と
な

れ
ば
分
か
り
ま
す

 
で
も
そ
の
後
の

持
と
学
生
へ
の
保

を
日
本
だ
け
が
行
う
の
は
国

的
に
不
平

だ
と
作
者

は

え
て
い
ま
す

と
い
う
よ
り

他
国
が

得
し
か
ね
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

 
学

と
い
う
の
は

も
学

を

く
事
に
だ
け
払
わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

そ

の
中
に
は
保
険
や

の
保

な
ど
在

中
に
不
慮
の
事
故
が
あ

た

の
保

が

ま
れ
て

い
る
の
で
す

 
こ
れ
を
全
て
日
本
が
払

て
い
て
学

も
ゼ
ロ
で
全

入
学
と
い
う
の
は
国

的
に
成

り
立
ち
ま
せ
ん

 
だ

て
自
国
の
代
表
候
補
生

ん
だ
生

の
安
全
の
全
権
を
日
本
に

し
て
い
る
も
同
然

な
の
で
す

た
だ
の
生

だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
現
実
的
に

え
て
今
後
自
国
の
国

を

う

生

の
安
全
と
育
成

を
全
て
投

出
し
て
い
る

で
す

 
日
本
が
全
て
面
倒
を
見
る

 
如

に
無
法
に
近
い
学
園
と
は

え

法
を

せ
ば
国

が

あ
る
以
上

事
裁
判
権
に

ら
れ
ま
す
し
保
険
な
ど
も

国
で
組
ま
れ
た
も
の
が

さ
れ
ま
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す

つ
ま
り

生

は
国
に
守
ら
れ
て
い
る

な
の
に
在

中
は

国

そ
の
ま
ま
に
無

で

面
倒
を
見
る

と
い
う
の
は

が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
ね

 
学
園
は

善
事
業

体
で
は
あ
り
ま
せ
ん

お
金
を
払

て
も
ら
う
そ
の
分
だ
け
安
全
と
確

か
な
成
⻑
を
保
証
す
る

国
家

だ
ろ
う
と
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん

 
極
論
日
本
の
生

だ
け

遇
と
か
も
出
来
る

で
す

ま
し
て
や
教
師
に
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル

デ
と
い
う
⻤
に
金
棒
な
人
物
が
い
る

ら
で
も
不
正
し
よ
う
と
思
え
ば
出
来
る
で
し

う

不

で
教
師
だ
け
す
る
と
か
で

ト
カ
ゲ
の

切
り

責

転

は
可
能
な
の
で
す

 
あ
る
い
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
強
さ
に
強
い

れ
を
持

て
い
る
せ
い
で
横

や
不
正
を

そ
う
と
認
識
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ア
ン
チ

に
多
い

 

な
の
で
そ
の
問

そ
の
ま
ま
に
寄
越
す
だ
け
寄
越
せ
と
は

り

ら
ん
な

と
日
本

は
強
気

 
対
外

衝
も
国
交
も

本
は
同
じ

れ
る
時
に

り
取
れ

で
す

  
話
は
変
わ

て

 
実
は
亡
国
企
業
の
手
先
か
も
し
れ
な
い
人
間
の
前
で
キ
リ
ト
の

本そ
れ
を
晒
し
て
い
い
の
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と
思
わ
れ
る
か
も
で
す
が

こ
れ
で
い
い
の
で
す

な
に
せ

証

が
無
い

証

が
無
い

と
い
う
事
は
立
証
も
出
来
ず
つ
ま
り
第
四
回
大
会
の
出
場

止
は
不
可

そ
も
そ
も
立
場
あ
る

人
間
が

と
会

た
か
は
会

で

理
す
る
の
で

時
会

た
の

に
な
り
今
日
の
事

が
バ
レ
る
と

お
前

で
バ
ラ
し
て
ん
の

と

ス
カ
ン
を
喰
ら
い

会
的
に
死
亡
す
る

 
逆
説
的
に
バ
ラ
す

和
人
だ
け
で
な
く
バ
ラ
し
た
本
人
も
死
ぬ
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す

 

は

い
な

自

自

 
そ
う
で
な
く
と
も
天
災
が

し
て
る
の
を
ス
ル

す
る

力
は
マ
ト
モ
に
企
業
を
運

し
て

た
ら

し
い
と
思
い
ま
す
全

捨
て
て
命
も
捨
て
る
に

し
い
行
い
 
そ
の
気
に
な
れ
ば

束
は
全

殺
す

真

 

の
世
界

て

人
の
命
が

い
で
す
よ
ね

白
目

 
更
識
姉
妹
に

し
て
は

語

て
い
る
事
が
全
て

 

ホ
ン
ト
な
ん
で
分

し
な
か

た
ん
だ
ろ
う
ね
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

原
作

だ
と
ロ
シ
ア
代
表

他
国
に
行
く
時
点
で

主
権
限
を

て
も
お
か
し
く
な
い
ん
で
す
が

 
そ
ん
な
個
人
的
な
疑
問
が

出
し
ま
し
た

 

や

更
識

に

け
ら
れ
た
ら
内
部

と
か
の
問

が
無
い
と
面
白
く
な
い
よ
ネ
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作
者
の

味
に
こ
れ
か
ら
も
⻑
ら
く
お
付
き
合
い
下
さ
い

平
身

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

光
と
闇
の

を

う
和
人
は

復
活
時
二
刀
無

モ

ド
の
彼
が
参

ロ
ク
サ
ス
が
光
を

て
い
る
間
は

み
ま
せ
ん

ロ
ク
サ
ス
に

せ
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

黒
ノ
剣
士
編
 

力
ノ
代
償

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
ア
ン
ケ

ト
に

て
現
実
回

た
だ
し

い

 
約
七
千
文

で
す

 

点
は
オ

ル
キ
リ
ト

 

線
回
で
す

現

だ
と
ぐ

ち

ぐ
ち

な
内
容
で
す
ネ
白
目
 
お
気
に
入
り

少

も
覚
悟
の
上

 
作
中
時
間
的
に
は
第
二
十
章

悩
め
る
子
羊

で
明
日
奈
が
兄
・

一

と

・

子
と

食
で

論
し
て
い
る

で
す
ね

 
で
は
ど
う
ぞ

  

本
作
に

い
て

力

は
戦
闘
能
力

強
さ

は
精
神
面
を
意
味
し
て
い
る
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さ
て

そ
ろ
そ
ろ
下
に

り
ま
し

う
か

 

ん
と

ん
だ

子
で
掌
を

き
な
が
ら
楯
無
が
そ
う

た
の
は
高
層
ホ
テ
ル
の

か

ら
見
え
る
空
が

色
か
ら

色
へ
と

ん
で
い
き
程
な
く
し
て
夜
闇
が

れ
る
事
が
よ
く
分
か

る
時
間

だ

た

 
つ
ま
り
下

の
食

で

食
を
摂
ろ
う
と
誘

て
い
る
の
か
と
理
解
す
る

 
備
え
付
け
の
テ

ブ
ル
に
ノ

ト

を

い
て
作
業
を
し
て
い
た

は
手
を
止
め

楯
無
へ

と

を
向
け
る

も
う
そ
ん
な
時
間
だ

た
の
か

気
付
か
な
か

た

和
人
君

て
ば

く
集
中
し
て
た
も
の
ね

ち
な
み
に
差
し

え
な
か

た
ら
で
良
い
ん

だ
け
ど

を
打

て
た
の

学

の

あ

ね

見
て
良
い
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ダ
メ
だ

 
興
味

と
ば
か
り
に
目
を

か
せ
る
楯
無
が

面
を

き
見
す
る
前
に

文
書
を
保
存
し

た
ん
と
ノ

ト

を

じ
る

い
で

Ｓ
Ｂ
ポ

ト
に
差
し

ん
で
い
た

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

を

く
ち

和
人
君
の
け
ち

け
ち

て

あ
の
な

 
楯
無
の

葉
に
苦

が
浮
か
ぶ

 
中
学
一
年
生
レ
ベ
ル
の

な
ん
て
見
て
も
面
白
味
は
な
い
だ
ろ
う
に

を
期

し
て
い
る

の
か

 

を
ス
リ

プ
モ

ド
に
し
た
後

子
か
ら
立
ち
上
が
り

重
品
の

を
持

た

そ
こ

に

ぶ
ぶ
ぶ

と
手
に
し
た
ス
マ

ト
フ

ン
が
振
動
す
る

面
を
見
れ
ば

桐

谷
直
葉

の
文悪

い

楯
無

直
姉
か
ら
電
話
が
来
た

そ
う

 
じ

あ
先
に
行

て

を
取

て
お
く
か
ら

後
か
ら
来
て
ね

分
か

た
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ら

ら
と
手
を
振

て
楯
無
が
出
て
行

た
後

話
ア
イ
コ
ン
を
フ
リ

ク
し
電
話
に

出
るも

し
も
し

直
姉

ど
う
か
し
た

あ
あ
和
人

方
死
に
か
け
て
た

だ
し
一
応
確
認
し
て
お
こ
う
と
思

て
電
話
し
た
の

士
か
ら

絡
は
無
か

た
し

体

は
大

な
の

 
今

方
の

戦
で

血

状
を
引
き

こ
し
昏

状

に

り
掛
け
た
事
を
心
配
し
て

電
話
し
て
き
て
く
れ
た
ら
し
い

そ
の
心
づ
か
い
が

し
く
感
じ
て

か
に

み
が
浮
か
ぶ
の

が
分
か

た
ん

も
う
大

 
お

に
も
う
一
回
死
に
か
け
は
し
た
が

ア
レ
は
無
か

た
事
に
な
る
時
間
に

き
た
事

だ

体

は

て
い
る
が
依
然
と
し
て
あ
あ
な
る
状

は

い
て
い
る
か
ら
大

な

が
無
い

し
か
し
悟
ら
れ
る
よ
う
な
発

は

え
る
べ
き
と
判
断
し

そ
う

を

く

そ
う

そ
れ
な
ら

良
か

た

 

す
ら
り
と
出
た

を

の

い
彼
女
も
あ

さ
り
と
信
じ

ん
だ

 
今
更
な
が
ら

ズ
キ
リ
と
し
た

み
が

の

を

か
せ
た
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そ
う

え
ば

て
お
く
事
が
あ

た

な
に

数
日
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い
と
思
う

 
理
由
と
し
て
は

今
回
こ
の
ホ
テ
ル
に

ま

て
い
る
事
に

因
し
て
い
る

 
日
本

技
場
で
は
明
日
か
ら
数
日
間

国
内
に

る
日
本
代
表
候
補
生
以
上

あ
る
い
は

ら
か
の
企
業
に
属
し
て
い
る

者
の

の
強
化

が
組
ま
れ
て
い
る

自
分
は
そ
れ
に
参

加
す
る
事
に
な

て
い
た

 
と
は

え
最
初
か
ら
参
加
す
る
予
定
だ

た

で
は
無
い

参
加
が
決
定
し
た
の
は
今
日
の

会
議
で
だ

を

え
る
事
が
前

の

会
な
の
で

そ
れ
が
判
明
し
て
か
ら
決
ま
る
の
は

自
明
の
理
だ

た

と
は

え
一
応
そ
の
つ
も
り
で
話
を
進
め
て
く
れ
て
い
た
よ
う
だ
が

 
な
の
で
日
中
は
物
理
的
に
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い

 
夜
間
は
と

う
と
恐
ら
く
多
方
面
と
の

衝
や
交

対

そ
の
他
な
ど
で
時
間
を
取
ら

れ
る

 
ま
た
今
回
の
自
分
の
動
き
は

者
以
外
に
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
の
場
合
の

者
と
は

桐

谷
和
人
が

と
対

す
る
事
に

与
し
た
者
を
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指
し
て
お
り

つ
ま
り

を

え
る
事
と

来
的
に

学
園
へ
入
る
事
を
知

て
い
る
直
姉
達

に
も
今
回
の
動
向
は
秘
密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
事
を
秘
密
と
い

う
の
だ
特
別
と
い
う
事
で
教
え
て
し
ま

て
は
ど
こ
か
ら

れ
る
か
分
か

た
も
の
で
は
な

い 
そ
こ
で
最
大
限
の

を
敷
く
の
は

ア
バ
タ

に
近
付
い
た
だ
け
で
ア
カ
ウ
ン
ト

と
ロ

グ
イ
ン
場

を
探
知
出
来
て
し
ま
う
ユ
イ

ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ
の

三
人
組

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ

グ
イ
ン
す
れ
ば
確
実
に

近
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
い

そ
の
事
ロ
グ
イ
ン
を

め
る
方
向
に

し
て
い
た

あ
あ

そ
う
ね
そ
れ
が
良
い
と
思
う

実
は
今
回
の
電
話

分
は
状

の
確
認
だ

た

け
ど
も
う

分
は

く

え
る
よ
う

い

め
る
つ
も
り
だ

た
か
ら
あ
た
し
と
し
て
も

り
に

よ

く
り

生
し
な
さ
い

そ
う
そ
う

和
人

て
ば
な
ん
か
気
を

て
る
か
ら
ね

 
突
然

木

の
声
が

て
入

て
来
た

あ

ち

木

さ
ん

直
葉
ば

か
り
ズ
ル
い
よ

ボ
ク
だ

て
話
し
た
い
事
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
か
ら
ね

代
わ
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て
く
れ
るそ

れ
は
い
い
け
ど

洗

物
は

も
う
全
部
取
り

ん
で

み
終
え
た
よ

ま

た
く
直
葉

た
ら

断
も
隙
も
無
い
ん
だ
か

ら

電
話
だ
け
で
も
独
り

め
し
よ
う
と
し
た

て
そ
う
は
い
か
な
い
ん
だ
か
ら
ね

そ
ん
な
つ
も
り
は
無
か

た
ん
だ
け
ど

ま

い
い
や

じ

あ

話
が
終
わ

た
ら

テ

ブ
ル
の
上
に

い
と
い
て

分
か

た
け
ど

ど
こ
に
行
く
の

シ

ワ

び
て
く
る

り

う
か

い

 
そ
ん
な
や
り
取
り
が
ス
マ
ホ
か
ら

こ
え
て
来
た

 
平
和
な
日
常
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
安

を

く

今
日
は
人
生
大
一
番
の
勝
負
に
出
て
い

た
か
ら

そ
の

感
と
は
裏

の
や
り
取
り
を

け
て
少
し
脱
力
し
て
し
ま
う

 
護
り
た
い
も
の
を

再
認
識
す
る

ね

和
人

 
天

を
振
り

い
で
い
る
と

木

が
呼
ん
で
き
た
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年
く
ら
い
前
に
ボ
ク
が
君
に
伝
え
た
想
い

え
て
る

 
お
よ
そ

年
前

時
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
第
二
エ
リ
ア
浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト

を
攻
略
し
て
い
た

で
代
わ
る
代
わ
る
夜

を
し
て
い
た
時
の
事
だ

時
間
で
も
無
い
の

に
目
覚
め
た
ユ
ウ
キ
は
最
前
線
に

ろ
う
と
し
て
自
分
の
欲
を
殺
し
て
い
た

を

じ

無
理
し
過
ぎ
な
い

の
楔
と
し
て

想
い
を
伝
え
て
来
た

 
一
人
の
女
と
し
て

き
な
ん
だ

と

 
紅
の

で
真

直
ぐ

き
な
が
ら

そ
う
伝
え
ら
れ
た

 
一
世
一
代
だ

た
だ
ろ
う
異
性
と
し
て
の

白

は
そ
の
返
事
が
出
来
て
い
な
い

木

だ
け
じ

な
い

直
葉
と

か
ら
も

同
じ

の

白
を

け
て
い
る

楔
と
す
る
事

も
同
じ

 
三
人
の

信

白
が
あ

た
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ
が
ユ
ウ
キ
を
洗

し
た
時
も
第
百
層
で
自
分
以

外
が
全
滅
し
た
時
も

孤
独
の
三

月
を
送

て
い
る
間
も
戦
意
が

れ
る
事
は
無
か

た
し

絶
望
し

を

る
事
も
無
か

た

希
望
を

て
ず

必
死
に
足
掻
こ
う
と
思
え
て
き
た

あ
あ

忘
れ
ら
れ
な
い
よ

忘
れ
た
く
な
い

大
事
な
想
い
出
な
ん
だ
か
ら

 

忘
れ
ら
れ
る

が
無
か

た
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今
日
の
よ
う
に
現
実
で
も
足
掻
こ
う
と
思
う
そ
の
源

は
み
ん
な
の
信
頼
と
三
人
の

白

に

を
発
し
て
い
る

あ
の
記

は

時
も

裏
に
あ
る

 

め
る
と
い
う

は
自
動
的
に

さ
れ
少
し
で
も
い
い
方
に
と
足
掻
く

を
し

け
る

 
現
実
へ
復
帰
直
後

と
楯
無
に
取
り
合
え
た
の
も
そ
の
思

が
常
に

先
さ
れ
て
い
た

か
ら

だ
か
ら

白
の
記

が

れ
る
な
ん
て
事
は
あ
り
得
な
か

た

 

き
で

生
き
る
気
力
に
な

て
い
る
の
だ
か
ら

大
事
な
想
い
出

か

ど
う
し
た

 

ボ
ク
さ

ち

と
怒

て
る
ん
だ

  
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
語

の
ま
ま

わ
れ

し
り
と
体
が

る

な

ス
ヴ

ル
ト
が
実

さ
れ
た
初
日
か
ら
引

掛
か

て
た
け
ど
今

ぶ

倒
れ
た
の
を
見
た
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時
に
確
信
し
た
よ
ま
た

か
背
負

て
る

て

点

し
て
な
い
か
ら

て
極

の

血

状
に
な
る
な
ら

君
と

だ

た
直
葉
も
な

て
な
い
と
お
か
し
い
で
し

 
思
わ
ず

る

そ
れ
が
悪
手
だ
と
理
解
し
て
い
る
が

嗟
に
そ
れ
ら
し
い
反
論
が
浮
か
び

上
が
ら
ず

を
保
た
ざ
る
を
得
な
か

た

あ
の
さ

年
前
に
も

た
よ
ね
ボ
ク
を
あ
ま
り

め
な
い
で

て

君
が
無
理
し
て
る

の
を
見
る
と
哀
し
く
な
る

て

た
よ
ね

ん

今
だ
け
し
お
ら
し
く
さ
れ
て
も

立
つ
だ
け
な
ん
だ
け
ど

 
木

の
思
わ
ぬ
怒
気
に

む

し
お
ら
し
く
し
た
つ
も
り
は
無
か

た
が
今
は
こ
の

す
ら
苛
立
ち
が
来
る
く
ら
い

木

は
不
機

ら
し
い

に
来
て
い
る
よ
う
だ

 
し
か
し

分
か
ら
な
い

 

問
さ
れ
た
り

倒
さ
れ
る
く
ら
い
は
予
想
し
て
い
た

し
か
し
こ
こ
ま
で

に
怒
り
を

ぶ
つ
け
ら
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た

 
確
か
に
自
分
は

の
依
頼
レ
イ
ン
の
頼
み
に
か
こ
つ
け
て
色

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
動
い
て
い



 幕間之物語：黒ノ剣士編 〜力ノ代償〜

る
が
そ
の
真
意
は

に
も
話
し
て
い
な
い

勝
手
に
動
か
れ
る
と

る
か
ら
と
ヴ

ベ
ル
に

す
ら
話
さ
ず
行
動
を
制
限
し
て
い
る

だ
か
ら
み
ん
な
は
ま
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
命
を

と
し
か
ね

な
い
可
能
性
に
気
付
け
な
い

 
現
実
の
事
に
限
定
し
て
も
暗
部
と
い
う
家

に

心
を

き
こ
そ
す
れ

主
の
楯
無
の

実
力
が

期
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
目
さ
れ
て
い
る
事
は
報
道
や

で
も
自
分
を
発

に
取
り

さ
れ
て
い
る
程
で
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
は
思
え
な
い

そ
ん
な
家
に

け
ら
れ
て
い
る
の

だ

が
無
理
を
し
て
い
る
と
い
う
発
想
に
至
れ
る
要

が

ど
無
い

 
な
の
に
木

は
確
信
を

い
て
い
る

 

故

ど
う
し
て
命
を

け
る
程
の
事

に

ん
で
い
る
と
木

は
予
想
出
来
た

和
人
の
事
だ
か
ら
な
ん
で
そ
う
思

た
か
な
ん
で
ボ
ク
が
怒

て
る
か
分
か
ら
な
い

ん
だ
ろ
う
ね

 
怒
気
を

ん
だ

た
い
声

 
ず
き
り
と

の

が

し
く

む

の

動
が
速
い

苦
し
さ
す
ら
覚
え
る

現
実
じ

立
場
も
権
力
も
無
い
か
ら

え
て

わ
な
い
事
は
分
か
る
よ
知

た
ら

き

ま

れ
る

が
あ
る

て
知

て
る
か
ら

で
も
さ

仮
想
世
界
で
く
ら
い
教
え
て
く
れ
た
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て
い
い
じ

な
い
か

あ
ん
な

あ
ん
な
死
に
か
け
に
な
る
程
の
事
を
背
負

て
る
の
に
ど

う
し
て
教
え
て
く
れ
な
い
の
さ

 
無
理
し
な
い
で

て

た
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
か
ら
じ

な
い

 
君
が
大
切
だ
か
ら

た
ん
だ

 
ど
こ
だ
ろ
う
と
無
理
し
て
欲
し
く
な
い
の
は
変

わ
ら
な
い
ん
だ
よ

 
ま
る
で

流

き
止
め
て
い
た
モ
ノ
が
決
壊
す
る
が
如
く
怒

の
勢
い
で
怒
鳴
り
声
が

を

い
て
行
く

 
そ
の
勢
い
が

と
止
ま
り

こ
わ
か

た

 
小
さ
く

え
る
声
で

そ
う

わ
れ
た

や

と
還

て
来
て
く
れ
た
の
に

や

と
遊
べ
る
よ
う
に
な

た
の
に

死
ん
じ

う

ん
じ

な
い
か

て

す
ご
く

こ
わ
か

た

 
分
か
る
で
し

と
木

が
静
か
に
責
め
る

で

え
る

目
の
前
に

た
ら

を
浮

か
べ
な
が
ら

ん
で
く
る

が
浮
か
ぶ

ど

そ
の
声
は
情
緒
に

れ
て
い
た

 
本

に
怖
か

た
の
だ
と

で
も
理
解
さ
せ
ら
れ
る

目
の
前
で
大
切
な
人
を
喪
う
感
覚
だ
よ

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ま
さ
か
そ
れ
を
ま
た
覚
え
る
と
は
思
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わ
な
か

た

和
人

教
え
て

君
は
い

た
い

を
背
負

て
る
の

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

が
あ
る
の

 
我

し
て
い
た
も
の
を

き
出
し
た
お

か

静
さ
を
取
り

し
た
木

が

さ
を

漂
わ
せ
る
語

で
問
う
て
き
た

少
し
収
ま

た
と
は

え
声
の

か
ら
は
怒
り
が
滲
み
出
た

ま
ま
だ

 
ど
う
す
る

と
悩
む

 

・あ
・る
・意
・味
・

・初
・の
・予
・定
・

・り
・で
・は
・あ
・る

 
恐
怖
を

い
て
く
れ
な
け
れ
ば
逆
に

る

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

か
が
あ
る

そ
う

せ
ら
れ
る
よ

う
仕
向
け
つ
つ
事
を
運
ぶ
の
が

初
の

だ

た

そ
れ
に

ら
せ
ば

に
事
を
運
べ

て
い
た
と

え
る

 
想
定
外
だ

た
の
が

こ
こ
ま
で
怒
り
を

わ
に
し
た
事

 

い
や

違
う
か

 

を
振
り

そ
の
思

を

定
す
る

 
想
定
外
だ

た
の
は
自
分
が
死
に
か
け
た
事
か
ら

か
を
背
負

て
い
る
と
確
信
し
た
時
点
で
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怒
り
を

わ
に
し
た
事
だ

要
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
自
分
の
予
想
を

か
に
上
回

て
速
か

た

 
速
い
だ
け
と
は

う
が
し
か
し
事
は
そ
う

で
は
な
い

予
定
で
は
自
分
が
命
を

け

て
動
い
て
い
る

件
を
明
か
し
た
時
つ
ま
り
全
て
が
終
わ

た
後
に
明
か
し
た
時
点
で
怒
ら
れ

る
事
を
覚
悟
し
て
い
た

し
か
し
今
回
は

死
に
か
け
る
程
の
無
理
を
必
要
と
す
る

事
を

て
い
た

事
に
怒

て
い
る

こ
ち
ら
を
心
配
し
て
の
怒
り
で
は
あ
る
が

理
由
が
違
う

死
に
か
け
た
事
よ
り
も

事
を
伝
え
て
い
な
か

た
事
に
怒

て
い
る

 

だ
け
を

え
れ
ば
ど
ち
ら
に
せ
よ
死
の
危
険
性
を
思
い
出
し
て
く
れ
た

だ
か
ら

結
果
オ

ラ
イ
だ

 

と
い
う
か

死
に
な
る

を
し
た
理
由

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
以
外
の
方
が
多
い
か
ら
な

 

死
に
な
る
よ
う
に
な

た
主
な
原
因
と
し
て
は
自
分
の
演

理
の
限
界
を
引
き
上

る

べ
く

を

し
た
結
果
エ
ネ
ル
ギ

消

が
増
え

血

状
を

こ
す
よ
う
に
な

た
せ

い
だ

以
前
は

だ
け
だ

た

状
が

血

に

き
換
わ

た
だ
け

し
た
時
期
が
今

日
だ

た
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
仕
事
で
必
要
に
思

た
か
ら
で
不
要
だ

た
な
ら
別
の
機
会
に
し
て

い
た

だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
事
は
た
だ
の
切

掛
け
に
過
ぎ
な
か

た
の
だ
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そ
こ
を
木

は
知
ら
な
い
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の

事

死
に
か
け
る
レ
ベ
ル
の
無

理

と
思

て
い
る

 
実

は
そ
こ
ま
で
で
は
無
い

よ
り
確
実
を
期
す
べ
く
分
身
を
使
う
か
ら
必
要
に
な

た
だ
け

で
使
わ
な
く
て
も
良
い
レ
ベ
ル
で
は
あ
る

む
し
ろ
現
実

の
問

を
解
決
す
る

に

来

を

え
て

を
決
断
し
た
部
分
が
大
き
い

が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
動
い
て
る
理
由
が
命
を

け
る
程
の
も
の
と

え
て
る
よ
う
だ
け
ど

密
に
は
違
う

事
が
あ
る
の
は
現
実

だ
よ

死
に
か
け
た
の
は
そ
れ
の
代
償
み
た
い
な
も
の

だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
は
キ

カ
ケ
だ

た

 

の
事
に
は

え
て
触
れ
な
い

 
こ
の
ホ
テ
ル
は
更
識
の
手
の
内
に
あ
る

時
ど
こ
で

み

き
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
以

上

こ
ち
ら
か
ら
情
報
を
出
す
よ
う
な
真
似
は
し
な
い
方
が
い
い

 

の
事
は
出
さ
ず

遠
回
し
に
肉
体
面
の
強
化
に
つ
い
て
触
れ
る

仮
想
世
界
の
事
に

す
る
と
な
れ
ば

だ
け
な
の
で
反
応
速

を
引
き
上

よ
う
と
無
理
し
た
の
だ
と
木

な

ら

せ
る

と
い
う
期

み
で
の

遠
な

葉

キ

カ
ケ
な
ん
て

ど
う
で
も
い
い
ん
だ
よ
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な
 

そ
れ
を

ば

さ
り
と
切
り
捨
て
ら
れ
る

 
更
な
る
想
定
外
の
返
し
に

思
わ
ず

く

和
人
さ
ボ
ク
が
怒

て
る
理
由
が
や

り
分
か

て
な
い
ん
だ
ね

ボ
ク
は
君
が

事

を
一
人
で
背
負

て
死
に
そ
う
に
な

て
も
頼

て
く
れ
な
い
事
に
怒

て
る
ん
だ
よ

極
論

死
に
か
け
た
理
由
な
ん
て
今
は
ど
う
で
も
い
い

ボ
ク
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
動
い
て
る
理
由
背
負

て

る
内
容
が
知
り
た
い

て

た
の

知

た
ら
こ

ち
で
も
勝
手
に
助
け
ら
れ
る
か
ら
ね

も
知
ら
な
い
で

指
を

え
て
見
て
る
だ
け
な
ん
て

生
き
地
獄
だ
よ

そ
も
そ
も
さ
キ

カ
ケ
で
あ
あ
な

た
な
ら
結

命
を

け
る
程
の
事
に
は
変
わ
り
な
い

ん
じ

な
い
か

そ
う
い
う
の
さ

て
い
う
ん
だ
よ

 

時
に
な
く

い

に
気
圧
さ
れ
る

に
対
し
て

な
一
面
を
見
せ
て
い
た
木

が

今
は

に
そ
れ
を
向
け
て
い
た

怖
い

と
思
う

 
心
が

ん
だ

今
な
ら
さ
君
を

的
に

正
し
よ
う

て
決
め
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

の
直
葉
の
気
持
ち
が
よ
く
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分
か
る
よ

 
そ
こ
で

木

が

て
来
た

そ
の
語

は

く

い
た

み
を
浮
か
べ
て
る

が

裏
に
浮
か
ん
だ

 
・想
・い
・を
・裏
・切
・ら
・れ
・た
・時

て

き

と
こ
う
い
う
気
分
な
ん
だ
ろ
う
ね

   

そ
れ
か
ら

ど
ん
な
会
話
を
し
た
か
は

え
て
い
な
い

 

と
気
付
け
ば

話
が
切
れ
て
い
る
ス
マ
ホ
を
握
り

め
た
ま
ま

部

の
ト
イ
レ
に
向

か

て

の
中
身
を

い
て
い
た

お

 
ご

と

ま
た
⻩
色
が
か

た

い

が

か
ら
出
て

ち

り
と

器
に

ち

る

そ
れ
を

も

り
返
す

 
想
い
を

裏
切
ら
れ
た

 
裏
切
ら
れ
た



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
裏
切

た

 
裏
切

て
い
た

 
特
に
強
く
も
な
い

葉
が

裏
を

て
は

り

て
は

り
を

り
返
す

 

覚
悟
し
て
い
た

だ

た

 
自
分
の
動
向
と

動
か
ら
死
の
危
険
性
を

知
さ
せ

備
え
さ
せ
る
事
は
予
定

り
だ

た

そ
の
事
で

ら
れ
る
事
も
分
か

て
い
た

無
理
し
な
い
で
欲
し
い

と
い
う
想
い
を
裏
切
る

事
も

分
か

て
い
た

 

分
か

て
い
た

つ
も
り
に
過
ぎ
な
か

た

 
分
か

て
い
た
事
は

性
ば
か
り

実

に
み
ん
な
の
気
持
ち
を
裏
切

た
時
ど
う
思
わ

れ
る
か
は
分
か

て
い
て
も

そ
の
深
さ
ま
で

り
切
れ
て
い
な
か

た

く

 

き
そ
う
で
で
も
出
な
く
て

下
す
る

い
く
ら
い
の
空
気
が

を

て
思
わ
ず

る 

裏
に
回
る

裏
切

た

の
フ
レ

ズ

 
共
に
浮
か
ぶ
あ
る
光

間
達
の
ホ
ロ
ウ
を
斬
る

過光
去

偽
物
と
分
か

て
い
て
も
本
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物
同
様
の

け

え
を
す
る
ホ
ロ
ウ
達
と
殺
し
合
い

勝

し
た
時
に

間
見
る

憎
悪
の

も

も

り
返
し
見
た

だ

た

た
だ
そ
れ
は
ホ
ロ
ウ
と

え
ど

間
達
の

も
の
で
あ
る

 
手
が

え
る

 

ら
れ
る
事
も

怒
ら
れ
る
事
も

分
か

て
い
た

想
定
し
て
い
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

対
し

全
力
で
刃
を
交
え
る
事
も
想
定
し
て
い
た

 

そ
れ
な
の
に

う
 

は

裏
切
り
が

い
だ

 
裏
切
ら
れ
絶
望
し
た
事
が
あ
る
か
ら

い
に
な

た

期

を
裏
切
る
事
が
怖
い

信
頼
を

で
返
す
事
が
怖
い

だ
か
ら

で
返
す
事
が
無
い
よ
う

心
を
許
す
ま
で

的
に
身

を

洗

て

白
を
理
解
し
て

を
持
つ
よ
う
に
な

て
い
た

 
ユ
ウ
キ
達
は
そ
の

が
一
番

裏
切
り
た
く
な
い

ぶ
れ
ば
か
り

 
義
理
の
家

達
と
想
い
を

て
く
れ
た
直
葉

木

は
そ
の
強
さ
が
人
一

 

そ
れ
な
の
に

一
番
最
初
に
裏
切

た
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体
が

え
る

こ
の
ま
ま
事
が
進
ん
だ
ら
全

と
刃
を
交
え
る

可
能
性
が
あ
る

交
え

る
必
要
が
無
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
あ
る
か
も
し
れ
な
い

ど
ち
ら
か
分
か
ら
な
い

 

き
気
が
す
る

め
ま
い
が
す
る

く

 
も
う

明
な

し
か
出
て
い
な
い

そ
れ
で
も

や
ら
な
き

 
目
指
す
の
は
み
ん
な
が
生
き
る
未
来
た
だ
一
つ

せ
な
の
も
そ
う
だ
が
ま
ず
生
き
て
い

な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

 

憂

か
も
し
れ
な
い

 
し
か
し

憂
で
な
か

た
な
ら
と

え
た
ら

後
悔
し
な
い
よ
う
全
力
で
動
か
ざ
る
を
得
な

か

た

そ
う
し
な
け
れ
ば
と

自
分
自
身
が

ぶ
の
だ

  
も
う

喪
い
た
く
な
い
と

  

最
初
期
以

の
死
者
が
全

生
還
し
た
の
は

で
し
か
な
い

 
あ
ん
な

が
二

も

こ
る

が
な
い

今

喪
え
ば
最
後
な
の
だ

喪

て
苦
し
む
の
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に

べ
れ
ば

く
状
況
に

た
方
が

か
に
マ
シ
だ

裏
切
る
の
も

絶
さ
れ
る
の
も

死
ん
で
た
ら

こ
り
得
な
い
ん
だ

 
そ
れ
が

今
の
自
分
の
源

行
動
の
発

 

今
日
は
良
い
日
だ

 
自
分
の
弱
さ
を
克

す
る
キ

カ
ケ
を

つ
も

め
た
の
だ
か
ら

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
話
は

和
人
が
無
理
を
し
て
強
さ
を
得
た
代
償
に
木

達

か
ら
の
信

を
失

た

と
い
う
お
話

 
あ
ん
だ
け
無
理
を
し
な
い
よ
う
楔
を
打

た
の
に
目
の
前
で
死
に
か
け
ら
れ
た
ら

ね

 
木

か
ら
す
れ
ば

の

を
知
ら
な
い
の
で

の
状

で
あ
あ
な

た
も
の
だ

と

え
ま
す

攻
略
の
事

三
刃
騎
士

の
事
な
ど
不
可
解
な
事
が
多
い
の
で

死
に
か
け
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た
の
は
無
理
が

た
せ
い

キ
リ
ト
が
無
理
し
て
る

そ
れ
を
し
て
な
い
リ

フ

は
無
事

と

う
感
じ
で
す

 

木

が
理
不

気
味
時
間
あ

た
の
に
今
ま
で

か
な
か

た
の
か
で
す
が
和

人
こ
れ
が
初
回
じ

な
い
の
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

を
打

て
お
い
て
こ
れ
な
の
で
木

は

と
悪
く
な
い

護

 
ち
な
み
に
直
葉
が
触
れ
て
い
な
い
の
は

に
木

よ
り

キ

パ

心
の

が
大
き
い
か
ら

く

み
な
さ
い

命

け
る
の
い
い
加

に
し
ろ
と
い
う

外
の
怒
り

を
和
人
は
理
解
し

て
い
な
い
の
で

和
人

点
の
今
話
で
は
怒

て
い
な
い
風
に

 
和
人
に

し
て
は

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
の

め
の

写

 
家

と
思

て
い
た
秋
十
に
自
分
の

に
死
ね
と

裏

切

見
捨
て
ら
れ
た
事
が
ト
ラ
ウ
マ
で
あ

り

憎
悪
の
根
幹
で
あ
る
た
め

本
能
的
に
和
人
は
人
を
裏
切
ら
な
い
よ
う

意
し
て
ま
し
た

 
実

は

間
達
の
心
配
や
想
い
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
も
結
構
無

し
て
る
ん
で
す
が
あ
の

は

生
還
の

に

と
い
う
明
ら
か
な
理
由
が
あ

た
た
め

も

わ
な
か

た
し

裏
切
り
と

も

え
な
か

た

 
し
か
し
現
実
に
還

た
今

ユ
ウ
キ
達
か
ら

白
と
共
に

を

さ
れ
て
い
た
に
も

わ
ら
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ず
真

向
か
ら

に
入
れ
て
破

て
い
た
の
で

木

は

に
つ
い
て
一
切
知

り
ま
せ
ん
が

裏
切
り
と

わ
れ
た
事
も
和
人
は

定
出
来
ず

 
で
本
能
的
に
忌

し
て
い
た

ト
ラ
ウ
マ

裏
切
り
を
自
分
で
し
て
し
ま
う
と
い
う
自
傷

み
た
行

に

気
付
き
し
か
も

的
に
し
て
い
た
の
で
自
分
に

い

も
出
来
ず
メ
ン
タ
ル
に

恨
の

一
撃

 
加
え
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
最
後
の
お
話
で

一
人
取
り
残
さ
れ
た
三

月
間
で
ホ
ロ
ウ
を

し
て
い

る

写
は
そ
れ
と
な
く
し
て
い
た
の
で

今
話
で
は
そ
の
時
の
心
理
面
や
状
況
を

写

 
原

ゲ

ム
の
ホ
ロ
ウ
も
本
人
と

色
な
い
戦
闘
能
力
が
あ
る
そ
う
で
す
し
違
い
は
感
情

に
よ
る

発
力
だ
け
だ
と

え
れ
ば
こ
れ
も
打
倒
で
し

う

キ
リ
カ
み
た
く
完
全
コ
ピ

の

必
要
は
無
い
で
す
か
ら
ね

完
コ
ピ
は

発
力
が
あ
る

 
無
論
ホ
ロ
ウ
と

て
も
本
人
の
ロ
グ
を

り
あ
る
程

似
せ
る
し
ユ
イ
の
よ
う
な
Ｍ

Ｈ
Ｃ
Ｐ
達
が
収
集
し
た
感
情
デ

タ
も
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
は
集
ま
る
た
め
ホ
ロ
ウ
も
そ

の
デ

タ
が
反

さ
れ
る

よ
り
人
間
ら
し
い
表
情
に
な
る

 
死
ぬ

前
は
憎
悪
の
表
情
で

む

と
か

 
そ
ん
な
ト
ラ
ウ
マ
経
験
が
あ
り
な
が
ら

体
的
な
イ
メ

ジ
裏
切

た
な
と

わ
れ
る
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と
し
て
の
苦
し
み
が
出
来
て
な
か

た
の
で
メ
ン
タ
ル
が

え
ら
れ
ず
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
発
作

 
そ
も
そ
も
和
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
ま
ま
の
三

月
間
第
百
層
で
全
滅
し
た

間
達
が
現

実
に
生
還
出
来
る
か
知
ら
な
か

た
の
で

現
実
で
帰
り
を

て
い
た
木

達
と
同
じ
く

和
人
自
身
も
不
安
に

ら
れ
て
い
た

目
の
前
で
死
ん
で
い

た
の
を

で
目
の

た
り
に
し

て
い
た
せ
い
で
不
安
は
和
人
の
方
が
大
き
い

 
そ
の
時
の

不

安

ト
ラ
ウ
マ
を
思
い
出
し
て

こ
れ
は

を
死
な
せ
な
い

な
ん
だ

と
裏
切
り

の
ト
ラ
ウ
マ
を
ね
じ

せ
る
と
い
う

の
分
か
ら
な
い
事
を
し
て
立
ち
直
り

  

要
す
る
に
た

た
独
り
の
三

月
間
で
和
人
は
ま
た
歪
ん
で
し
ま

た
と
い
う
お
話

  
そ
の
片

が

ト
ラ
ウ
マ
で
ト
ラ
ウ
マ
を

じ

せ
る
と
い
う
精
神
状

 
ち
な
み
に
戦
闘

写
だ
と

ク
ラ
イ
ン
を

け
る
よ
う
に

三
刃
騎
士

と
ク
ラ
ス
タ
を

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
で
消
し

ば
す
の
が

著
で
す
ね

間
の
た
め
違
和
感
を
覚
え
る

程
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
偽
物
を
演
じ
る
な
ら
ユ
ウ
キ

点
で
疑
問
が
出
て
い
た
よ
う
に
一
切
追

い

め
な
い
行
動
が
矛
盾
し
て
い
ま
し
た
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下
手
す
る
と
常
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
発
作
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
中
に
出
て
も
お
か
し
く
な
い
ん
だ
よ

な

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
行
動

ユ
ウ
キ
達
の
想
い
へ
の
裏
切
り

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
問

七
色
の

が
命
に

わ
る
の
か
と
い
う

件
に
つ
い
て
は
本
作
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
す

ヒ
ン
ト
は
セ
ブ
ン

ス
メ
ラ
ギ

点

 
こ
ん
な
主
人

で
す
が
生

か
く
⻑
い
目
で
お
付
き
合
い
下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

に

⻑
い

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
一
章
 

風
紡
ぐ
因
果

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
オ

ル
リ

フ

点

時
間

は
結
城
兄
妹
が

洗
い
し
て
い
る

 
色

と
物
事
が

行
し
て
進
ん
で
る
せ
い
で
物
語
が
進
行
し
な
い
と
い
う

命
的
な
バ
グ
が

き
て
お
り
ま
す

血
反

 
で
も
必
要
な
事
だ
か
ら

キ

ラ
の
絡
み
を
し
て
お
か
な
い
と

の

に
書
い
た
設
定

か
分
か
ら
な
く
な

ち

う
か
ら

 
な
の
で
お
気
に
入
り

少
覚
悟
で

写

 
文

数
は
約
一
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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リ
ア
ル
で

め
の

食
を
摂

た
あ
た
し
は
同

し
て
い
る
姉
妹
に
先
ん
じ
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ

グ
イ
ン
し
直
し
て
い
た

食
事
の

備

だ

た

子
は
シ

ワ

に
洗

物
を

む

だ

た
木

は

洗
い
に
動
い
て
い
る

自
分
は

と

の
食
事

番
だ

た
の
で
今
回
は

め
に

復
帰
出
来
た
だ
け
だ

た

 
と
は

え

自
由
に
過
ご
せ
る
時
間
と
い
う

で
は
無
い

 
二
十
数
人
と
い
う
ハ

フ
レ
イ
ド
の
集
ま
り
で
あ
る
自
分
達
は
四
つ
の
パ

テ

か
ら
な
る

集

で
あ
る

パ

テ

で
別
れ
て
い
る
と
い
う
事
は

然
回
復
ア
イ
テ
ム
の
補

も
パ

テ 

な
ら
個
人
で

意
し
て
お
く
の
だ
が
ロ
グ
イ
ン
と
ロ
グ
ア
ウ
ト
を

り
返
す
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

は

間
が
主
要
な
回
復
ア
イ
テ
ム
を

え
て
お
き
そ
の
代
金
分
を
後
か
ら
払
う

と
い
う
事

は
一

的
で
あ
る

心
が
強
い
人
は
必
要
個
数
分
の
代
金
だ
け
先
払
い
し
て
お
く
と
い
う
事

も
し
て
い
る

 
流

に

日
の
今
日
で

砂

谷

新
エ
リ
ア
の
ボ
ス
ダ
ン
ジ

ン
ま
で
攻
略
が
進
む

も
無
く
現
在
は

ク
エ
ス
ト
や
フ

ル
ド
に
点
在
す
る
ダ
ン
ジ

ン
を
攻
略
し
て
キ

ア
イ
テ
ム
を
集
め
て
い
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る

つ
ま
り
ボ
ス

の

は

お
ら
ず
フ
ロ
ア
ボ
ス

み
の

備
は
必
要
な
い

回

復
ポ

シ

ン
を

て
お
く
く
ら
い
が

な
レ
ベ
ル

 
流

に
ボ
ス
戦
前
で
他
人
に
補

を

せ
る
者
は
少
数
だ

え

と

こ
れ
く
ら
い
で
十
分

か
な

 
空

ラ
イ
ン
で

天

を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

手
に

メ
ニ

を

て
必
要
だ
ろ
う

ポ

シ

ン

や
状

異
常
回
復
ア
イ
テ
ム

を

入
す
る

ち

り

ん

と

快
な

と

共
に
ご

そ
り
と

持
金
が

る
も
攻
略
を
進
め
れ
ば
そ
れ
を
取
り
返
し
て
お
釣
り
が
来
る

ぎ
が
期

出
来
る
か
ら

は
無
い

 
カ
ラ
カ
ラ
と
ス
ト
レ

ジ
を
見
て
頼
ま
れ
て
い
た
分
の
補

を
済
ま
せ
た
事
を
確
認
し

メ

ニ

を

じ

を
後
に
す
る

 
時

は

後
七
時
を
回
ろ
う
と
し
て
い
た

 
再
集
合
予
定
時
間
は
七
時

な
の
で

あ
と
三
十
分

ど
は

予
が
出
来
た
事
に
な
る

備
の
点

で
も
し
て
お
こ
う
か
な

 
四
パ

テ

で
一
つ
の
ダ
ン
ジ

ン
攻
略
は
流

に
過

な
の
で
四
手
に
分
か
れ
た
あ
た

し
達
は

そ
れ
で
も
全

が

に

と
戦

た

で
は
無
い

そ
も
そ
も

メ魔
イ術
ジ師

型
が
ア
ス
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ナ
ラ
ン
シ
ウ
ネ

の
三
人
だ
け
で
他
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
の

プ
レ
イ
で

し
て
い
る

た
め

大
多
数
の

間
の
武

は
損

が

し
く
な
り
が
ち
だ

 
し
か
し
新
エ
リ
ア
と
は

え

は
エ
リ
ア
の
序

し
い
と

て
も
限

は
あ
る

 

に

び
た
古
代

の
愛
刀
を
外
し
手
に
持
ち
タ

プ

性
能
と

値
が
表
示
さ
れ
る

数
値
的
に
今
日
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
要
ら
ず
で
使
え
そ
う
と
判
断
し

表
示
を
消
す

 
数

で
や
る
事
が
無
く
な

た

ね

 
ぐ
で

と
ベ
ン
チ
の
背
も
た
れ
に

れ
掛
か
り

空
を
振
り

ぐ

 

し
い
程
の
陽
光

そ
れ
に

ら
さ
れ
る

⻘
い
空

現
実
と
違
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
は

時
間

期
で
一
日
が
回

て
い
る
た
め
現
実
で
は
夜
で
も
妖
精
郷
は
真

な
ん
て
事
は
多
い

四
日

で
日
の
出
が
カ

チ
リ
合
う
よ
う
に
な
る

だ

 
あ
の
空
を

行
高

限
界
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

ん
で
み
よ
う
か
と
い
う
思

が
浮
か
ぶ
も
空

圏
内
は

行
禁
止

で
あ
る
事
を
思
い
出
し

か
に

め
た
力
を

さ
せ
る

 

な
ら

か
な
隙
間
時
間
で
も

振
り
を
す
る
の
だ
が

 
今
は
や
る
気
が

き
な
か

た

集
中
で
き
な
い
の
に

ら
に

を

労
さ
せ
て
も

は
悪
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い

む
し
ろ
変
な
力
の
入
れ
方
や
振
り
方
が
出
来
て
し
ま
う
た
め
こ
う
い
う
時
は
完
全
に
オ
フ

状

に
す
る
事
を
心
掛
け
て
い
る

 
原
因
は
明
白
だ

今

自
動
切
断
さ
れ
る
程
の

死
に

た
義
弟
の

が

裏
に

き
付
い

て
離
れ
な
い
か
ら
で
あ
る

 
彼
が
努
力
し
て
い
る
事
も
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

か
目
的
が
あ

て
行
動
し
て
い
る
事
も

し
て

い
た
が

あ
れ
ば
か
り
は
予
想
外
だ

た

は
点

に
よ
る

分
補

が
無
か

た
せ
い
と

思

て
い
る
が
そ
の
理

だ
と

に
や
り
合

た
自
分
も
同
じ
状

に
な

て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

辻
褄
が
合

て
い
な
い

 
ま
た
か

と

息
を

く

 
ユ
イ
や
ユ
ウ
キ
達
は
自
分
達
に

も
教
え
な
い
で
い
る
事
に
苛
立
ち
を

わ
に
し
て
い
た

 
だ
が
今
の
あ
た
し
は
怒
る
気
力
も

い

怒
り
は
あ
る
が
そ
れ
を
表
出
す
る
程
の
エ
ネ
ル

ギ

消

も

に
感
じ
る

追
い

め
ら
れ
て
い
な
い
今
の
彼
に

を

て
も
無

だ
と

悟

て
し
ま

て
い
る
か
ら
だ

 
そ
れ
に

確
信
が
あ

た

 
死
に

す
る
状

に

り
か
ね
な
く
と
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
が
彼
の
身
に

り
か
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か

た

そ
れ
に
抗
す
る
べ
く
彼
は

時
間
で
自
分
と

に
打
ち
合
え
る
速
さ
を
手
に
入
れ

た 

恐
ら
く

だ
が

 
技

の
成
⻑
に

し
く
剣
速
の
み
上
が

た
事
を

み
る
に
彼
は

ら
か
の
方
法
で
反
応

速

を
極

に
引
き
上

た
の
だ
と
思
う

の
活
動

を

上

し
た
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

で
あ
る
ブ
ド
ウ

が
不
足
し
た

そ
う

え
る
と
あ
の
状

に

得
が
い
く

 
で
は

ど
う
し
て
そ
う
な
る
必
要
が
あ

た
の
か

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
目
的
を
完

す
る

か

 
強
く
な
る

か

 

断
じ
て

だ

 
あ
の
子
は
確
か
に
歪
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

に
一

根
幹
か
ら

し
た
が
そ
れ
で
も

正
し
切

れ
な
か

た
部
分
が
あ
り
最
終
決
戦
か
ら
お
よ
そ

年
が
経
つ
現
在
そ
れ
は
今

の
様

と

し
て

在
化
し
て
い
る

目
的
の

な
ら
ど
ん
な
手

で
も

じ
る
の
が
彼
の
在
り
方

だ

か
ら

護
る

と

て
人
殺
し
に
も
手
を

め
た

 
し
か
し

彼
の
根

そ
の
も
の
は
変
わ

て
い
な
い



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
彼
が
剣
を
取
る
一
番
の
目
的

そ
れ
は
変
わ

て
い
な
い
と
あ
た
し
は
確
信
を

い
て
い
た

 

一
人
取
り
残
さ
れ
た
三

月

 

間
内
で
は
自
分
だ
け
が
知

て
い
る
事
実

は
不
明
だ
が
し
か
し
独
り
に
な

た
彼

は

再
復

し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内
で

命
に

闘
し
て
い
た
と
い
う

 
そ
し
て
還

て
来
た
時
の
事

 
彼
は

生
還
を
喜
ん
だ

帰
還
を

祝
ぐ

葉
を

け
容
れ
た

 

先
を
見

え
て

人
と
暗
部
を

し
た

 
あ
の
空
白
の
三

月
で
歪
さ
は
増
し
た
だ
ろ
う

し
か
し
あ
の
空
白
を
以
て
し
て
も
彼
の

根
幹
だ
け
は
変
化
し
て
い
な
い

 
あ
の
子
は
今
も
戦

て
い
る

生
き
よ
う
と
足
掻
き

せ
な
未
来
を
得
よ
う
と
努
力
し
進

ん
で
い
る

た
だ
そ
の
手

が
常

を

し
て
お
り
理
解
を
得
ら
れ
に
く
い
も
の
と
い
う
だ
け

の
事

 
あ
た
し
は

そ
れ
を
理
解
し
て
い
る

 
死
に

す
る
事
を
良
し
と
す
る
そ
の
精
神
は
と
て
も

し

い
も
の
で
あ
り
断
じ
て
許
す

べ
き
も
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
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だ
が

な
ら

他
に
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
だ
ろ
う

 
あ
の
子
に
才
能
は
無
い

壊
滅
的
だ

 
し
か
し

あ
の
子
は

努
力
し

け
た

 
故
に
力
を
得
た

技
を
覚
え
た

知
識
を

え
た

明
さ
を
身
に
付
け
た

静
に
振
る
舞

え
る
よ
う
に
な

た

代
償
と
し
て
子

ら
し
さ
を
喪

た
が
い
ま
彼
に
必
要
な
要

の
下
地

は

ど
整

て
い
る

 
そ
の

仕
上

が

人
と
暗
部
を

し
た

と
の

構

リ
ミ

ト
は

学
園
入
学

ま
で

速
め
に
見
て

今
年
の
第
四
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

か

ハ
ワ
イ
で
開

さ
れ
る
予

定
の
オ
リ
ン
ピ

ク
か

予
め

知

し
裏
で
事
を
進
め
る
そ
の

と

と
し
た
進

行
を
思
え
ば
彼
に
残
さ
れ
た

予
は
か
な
り
少
な
い

手

な
ど

ん
で
い
ら
れ
な
い
だ
ろ

う 
だ
か
ら
こ
そ
の
今

の
容

 
そ
の
方
法
を

定
し
て

で
は
代
わ
り
に

を

示
で
き
る
だ
ろ
う

 
真

な
成
⻑
に
は
時
間
を
要
す
る

し
か
し
彼
に

予
は
無
い

時
間
が
無
い
な
ら

か

を
代
償
に
自
身
の

を

し
上

る
し
か
方
法
は
無
い

そ
れ
が

無
理

と
い
う
も
の
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だ
が

無
理

く
ら
い
し
な
け
れ
ば

彼
の
生
は
繋
が
ら
な
い

ま

た
く

タ
チ
の
悪
い
ジ

ダ
ン
み
た
い

 

巡
り
だ

と

を
振
る

 
そ
れ
か
ら
脱
す
る
方
法
が
彼
な
り
の
無
理
で
あ
り
今

の

死
状

そ
れ
を

定
す

る
事
は
あ
た
し
に
は
出
来
そ
う
に
な
い

 
そ
れ

ど

あ
た
し
達
と
生
き
る
事
を
願
う
想
い
が
強
い
と
い
う
事
だ
か
ら

 
喜
び
こ
そ
す
れ

怒
鳴
り
付
け
る
な
ん
て
出
来
そ
う
に
な
か

た

 

ユ
ウ
キ
が
怒
鳴

て
い
た
事
も
間
違
い
で
は
な
い

 
彼
女
の
怒
り
は
彼
を
想
う
か
ら
こ
そ
生
じ
た
感
情
で
あ
り
至
極
正
し
い
も
の
だ

死
に
か

け
る
程
の
事
を

し

さ
れ
て
怒
ら
な
い
者
は
い
な
い

だ
か
ら
彼
女
を
止
め
な
か

た

 
彼
女
の

び
は

新
た
な
楔
と
し
て
彼
の
心
を

め
付
け
る

 
束

は
し
た
く
な
い
が

彼
に
は

あ
れ
く
ら
い
が

良
い

 

空
を
見
る

 
限
り
な
く
果
て
な
ど
な
い
か
の
よ
う
に
広
が
る
蒼

と
雲
海

し
か
し
仮
想
と
違
い
現
実

に
は
あ
の
先
に
黒
い

ラ
が
広
が

て
い
る
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れ
彼
は
あ
の
黒
い

を

ぶ
の
だ

そ
し
て
彼
を
引
き

め
る

が
無
け
れ
ば
ど
こ
ま
で
も

無
限
に

び
立
つ
だ
ろ
う

あ
た
し
達
の
手
が
届
か
な
い
無
限
の
彼
方
へ

な
く

び
立

て
し
ま
う

彼
が
超
え
る
べ
き

死
闘

へ
と
進
ん
で
し
ま
う

 
そ
の
時

か
で
良
い

ん
の
少
し
で
も
あ
た
し
達
を
思
い
出
す
キ

カ
ケ
を
作

て
お
き

た
い

 
死
へ
の
恐
怖
で
も
良
い

 

間
へ
の
感

で
も
良
い

 
想
い
の
再
確
認
で
も
構
わ
な
い

 

先
を
引

掛
け
る
よ
う
な

そ
ん
な
小
さ
な
さ
さ
く
れ
を

彼
の
心
に
作

て
お
き
た
い

彼
女
の

び
と
怒
り
は

そ
れ
を

す

の

に
な
り
得
る

彼
女
の
想
い
は
本
物
な
の
だ

真

直
ぐ
な
想
い
故
に
彼
も
そ
れ
を
無

に
は
出
来
な
い

彼
は
裏
切
り
を
こ
そ
最
も
忌
み

う
か
ら

 

あ
の
子
は
い
ま

を
し
て
る
だ
ろ
う

 
シ

ワ

を

び
て

色
の

け
た
⻑
髪
を
洗

て
い
る

だ
ろ
う
か

専

の
シ

フ
が

作

た

理
に

を
打

て
い
る
だ
ろ
う
か

あ
る
い
は
楯
無
の
妹
と
や
ら
か
ら

強
を
教
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え
ら
れ

を
悩
ま
せ
て
い
る

だ
ろ
う
か

 
そ
れ
な
ら
い
い

 
平

な
日
常
こ
そ

彼
が
求
め
る
日

だ
か
ら

 

し
振
り
だ
な

リ

フ

 
そ
ろ
そ
ろ
集
合
場

に

動
し
て
お
こ
う
と
思

た
時
だ

た

 
高
圧
的
で
カ
ン
に

る
気
取

た

の
男
の

葉
が

こ
え
た

間

う

と
空
を

め
て
い
た
自
分
の

が
不
機

な
も
の
に
歪
ん
だ
自
覚
を
持

た

自
覚
し
て
い
な
が
ら
そ
れ

を

め
る
事
な
く
話
し
掛
け
て
来
た
男
へ
向
け
る

 
ベ
ン
チ
に

る
あ
た
し
の
前
に
は
声
と

か
ら
想
定
し
て
い
た
人
物
が

を
組
ん
で

王

立
ち
し
て
い
た

 
残
念
な
が
ら
も
同
じ
種

の
証
で
あ
る
ス
ト
レ

ト
の
緑
髪
を
後
ろ
に

で
つ
け

オ

ル

バ

ク
に
し

に
サ

ク
レ

ト
を

け
た

な

男
は
緑
が
か

た

を

い
深
緑
の
マ
ン
ト
を

て
い
る

の
レ
ア

は
高
め
で

に

い
て
い
る
ブ

ロ

ド

ド
も

応
の
業
物
な
た
め
シ
ル
フ
の
中
で
も
上

者
に
入
る
の
は
見
れ
ば
分
か
る
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そ
し
て

こ
の
男
は
あ
た
し
の

れ
縁
で
も
あ

た

そ
う
ね

ざ

と
一
か
月

ぶ
り
か
し
ら

シ
グ
ル
ド

 
見
下
ろ
す
男
を

み
上

な
が
ら

発
的
に
返
す

 

シ
グ
ル
ド

 
シ
ル
フ
の
中
で
こ
の
名
を

い
た
事
が
無
い
者
は
最
近
始
め
た
ニ

ビ

か
中
立

に
進

出
し
た

地
を

て
た
プ
レ
イ

く
ら
い
な
も
の

種

に
帰
依
し
て
い
る
プ
レ
イ

な
ら

必
ず

に
す
る
名
前
だ

北
欧
神
話
に
て
邪
⻯
を
殺
し
英
雄
と
な

た
男
の
別
名
を
名

て
い

る
だ
け
あ
り

そ
の
知
名

は

れ
な
い

 
た
だ
し

は
中
の
上
レ
ベ
ル

弱
く
は
無
い
が
強
く
も
無
い

な
ん
な
ら

主
と
し
て

外
に
出
ず
ス
テ

タ
ス
的
に

に

り
が
ち
な

主
サ
ク

に
す
ら
タ
イ
マ
ン
で
は
負
け
か
ね

な
い
程

 
と
い
う
の
も
シ
グ
ル
ド
は
前
線
で
戦
う
の
で
は
な
く
中

後
衛
で
指

と
し
て
指
示
を

出
す
遊
撃
タ
イ
プ
の
プ
レ
イ

だ
か
ら

本
人
の

こ
そ

に
見

り
す
る
が
指
示
だ
け

は
そ
れ
な
り
だ

実
力
差
の
開
き
が
少
な
い

場
で

実
に
成
果
を
出
す
た
め
今
は

主

に
入

れ
る
シ
ル
フ
軍
の

軍
に
な

て
い
る
と

い
た
事
が
あ
る
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と
は

え
あ
ま
り
の
差
が
あ
る
と
却

て
自

す
る
程

で
個
人
の
能
力
も
ユ

ジ

ン

軍
と
は

べ
る
べ
く
も
な
く

全

の
信
頼
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い

 

よ
り
こ
の
男

そ
れ
で

ア
ン
タ
が

い
な
女
の
前
に

で
今
更

を
出
し
て
来
た

 

リ

フ

と
は
不

天
の

と

わ
れ
る
程
に
こ
ち
ら
に

意
を
向
け
て
来
る

 
そ
ん
な

手
に
対
す
る

骨
な

発

シ
グ
ル
ド
は

ん
と
苛
立
た
し

に

を
鳴
ら
し

た
勝
手
に

地
を

び
出
た

を

れ

し
に
来
た
ん
だ

必
要
に
な

た
か
ら
な

あ
ら
そ
う

で
も
あ
た
し

る
気
は

な
い
か
ら

 
あ

ち
行

て
と

ら

ら
と
手
を
振

た

シ
グ
ル
ド
の

が
く
わ

と
⻤
の
形

に
な

た

わ
な
わ
な
と
小

み
に

え
て
い
る
様
子
か
ら
怒
り
心

ら
し
い

 
そ
れ
を

め
た
眼
で
見
る

リ

フ

お
前
が
勝
手
に
ス
イ
ル
ベ

ン
を
後
に
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
こ

ち
が
ど
れ

だ
け
苦
労
し
た
と
思

て
い
る

お
前
は
シ
ル
フ
の
切
り
札
だ

た
ん
だ
ぞ

お
前
の
せ
い
で
み

ん
な
に
迷
惑
が
掛
か

た
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知
ら
な
い
わ
よ

そ
ん
な
の

あ
た
し
は
あ
ん
た
子

い
の
兵
じ

な
い
わ

 
シ
グ
ル
ド
の
非

を

ば

さ
り
と
切

て
捨
て
る

取
り
合
う
価
値
も
無
い
話
だ

た

 

あ
た
し
と
シ
グ
ル
ド
の

は
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

ビ
ス
開
始
か
ら
少
し
し
て
始
ま

た 
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

ビ
ス
開
始

時
あ
た
し
は
ネ

ト
ゲ

ム
に
つ
い
て

か
ら
レ
ク
チ

し
て

も
ら
い

ネ

ト
で
も
情
報
収
集
を
し
つ
つ

手
探
り
で
プ
レ
イ
を

け
て
い
た

 
中
で
も
一

興
味
を
引
い
た
の
は

べ
る
事

 
現
実
で
は
バ
ン
ジ

ジ

ン
プ
で
な
い
と
体
感
出
来
な
い
そ
れ
に
魅
了
さ
れ
た
あ
た
し
は
恐

ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
最
速
の

意

行

得
者
と
な
る

ど

行
に
魅
入
ら
れ
た

者
に
も

ら

れ
ず
ま
た

か
の
も
の
で
な
い
蒼

を

び
回
る
事
が
あ
た
し
に
と

て
の
至
福
の
時
だ

た 
地
上
で
は
剣
を
振
る

て
覇
を

う

そ
の
合
間
に

空
を

ん
で
心
を

す

 
そ
の
サ
イ
ク
ル
が

れ
た
の
は

サ

ビ
ス
開
始
か
ら
三

間
が
経
過
し
た

 
種

間
の
抗
争
を
テ

マ
に
し
た
ハ

ド
な
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
は

え
異
世
界
に

ご
と
転

生
し
た
よ
う
な
興

と
ゲ

ム
へ
の
絶
大
な

入
感
は
数
多
の
ゲ

マ

を
魅
了
し
更
に
は
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行
と
い
う
夢
物
語
の
よ
う
な
要

に
よ

て

最
初
期
は
そ
こ
ま
で
抗
争
は

し
く
な
か

た

 

よ
り

種

間
の

に
よ
る
メ
リ

ト
が

今

ど
存
在
し
な
か

た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
他
種

の
メ
リ

ト
は

主

の
時
に
し
か
発
生
し
な
い

主
以
外
は
中

立

で
の

と
変
わ
ら
な
い
結
果
に
な
る

だ
か
ら

主
が

な
か

た
最
初
期
の
一

月
間

だ
け
は
と
て
も
穏
や
か
な
プ
レ
イ

様
だ

た
と
記

し
て
い
る

 
逆
説
的
に

主
が

生
し
て
か
ら
は
他
種

は

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

た

 
そ
し
て

あ

た

し

リ

フ

は
風
妖
精

の
初
代

主

三

目
か
ら
行
わ
れ
た
同

か
ら
の
信

投

で

故
か
他

さ
れ
て
い
た
あ
た
し
は
そ
の
実
力
を

わ
れ
て
数
多
の
ラ
イ
バ
ル
を

し
の
け
て

主
の

に

て
し
ま

て
い
た

 
後
か
ら
知
人
に

い
た
と
こ
ろ

ど
う
も
立
ち
振
る
舞
い
や
⻑
刀
一
本
で

り
合
う
様
が

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

尊

す
る
人
に
似
て
い
て

れ
た
か
ら
信

し
た
と
い
う

つ
ま
り
あ
た
し
は
女
尊
男

や
ブ

リ

ン
ヒ
ル
デ
教
信
者
に

似
て
い
る

か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
推

さ
れ
て
い
た
の
だ

 
本
物
じ

な
い
の
に
そ
れ
で
い
い
の
か
と
心

突

ん
だ
が

れ
と
は

く
も
恐
ろ

し
い
も
の
で
あ
る

 
そ
し
て

主
が

さ
れ
れ
ば

を
成

さ
せ
た
種

は
一

間

き
に

税
を
掛
け
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主

の
金

か
ら
数

の
ユ
ル
ド
を
徴
収
出
来
る
と
い
う
一
種

に
と

て
大
き
な

を

す
特

が
あ
る

然
そ
れ
を
さ
れ
れ
ば

た
も
の
で
は
無
く

主
に

ば
れ
た
あ
た
し

は

主

に
カ
ン

メ
に
さ
れ
た

そ
れ
ま
で
気

に
魔
物
を

り
時
に
同

や
他
種

の
プ

レ
イ

と
刃
を
交
え

ん
だ
心
を
空
中

歩
で

す
と
い
う
ル

チ
ン
は
た

た
一
つ
の

で

れ
去

て
し
ま

た

 
自
由
に
プ
レ
イ
す
る

に
来
て
い
る
の
に
望
ん
で
も
い
な
い

の
せ
い
で

束
さ
れ
る
事

に
不

を

い
た
あ
た
し
は

そ
れ
で
も

は

す
べ
く
そ
れ
な
り
に

き
は
し
た

 
と
は

え
た
か
が
中
学
生
の
小

が

王
学
や
兵
法
に
明
る
い

が
無
く

は
生
兵
法

ば
か
り

他
ゲ

ム
で

う
ギ
ル
ド
運

も
そ
れ
ま
で

に
ゲ

ム
を
し
た
事
が
無
か

た
か

ら
勝
手
な
ん
て
分
か
ら
な
い

 
し

う
が
な
い
の
で
自
分
が
得
意
と
す
る
戦
闘
技
術
の

練
を

す
る
事
に
し
た

 

種

に
は

願
で
入
隊
す
る
軍
が
存
在
し
て
い
る

シ
ス
テ
ム
的
に
は
軍
と
だ
け
大

把
に
分

さ
れ
る
こ
の
部
隊
を
あ
た
し
は

金

ぎ
組

集
め
組

レ
ベ
リ
ン
グ

組

そ
し
て

他
種

戦
争
組

の
四
つ
に
振
り
分
け

対
人
戦
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
る

戦四

争番
組目

の

練
に
集
中
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い

あ
た
し
は
⻑
刀
以
外
に
槍
や

刀

刀

武
術
の
心
得
が
あ
り

片
手
剣
や

刀

剣
と
い

た
使

た
事
が
無
い
武
器
に
も
あ
る
程

対
応
で
き
た
の
で
教
導
そ
の
も
の
は

に
い

た

 

そ
こ
で

み
付
い
て
来
た
の
が
シ
グ
ル
ド

 
彼
は
経
験
値
を
得
ら
れ
な
い
の
に
時
間
の
無

だ
と
抗
議
し
て
来
た

そ
の

は
他
か
ら

も
来
た
の
で

め
て
自
分
が

手
し
て
レ
ベ
ル
よ
り
も
ま
ず
対
人
で
の

け
引
き
戦
闘
技

術
が
必
要
な
事
を

き

む

ゲ

マ

と
し
て
は
圧
倒
的
初
心
者

Ａ
Ｌ
Ｏ
が
初
め
て
の

ゲ

ム
と
は
知
れ

て
い
た

の
あ
た
し
に
全
滅
し
て
か
ら
数
日
は
大
人
し
か

た

 
と
は

え

不
平
不

は

ど
あ

た

 
そ
も
そ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ゲ

ム
で
あ
り

で
あ
る

そ
の
つ
も
り
で
遊
び
に
来
た
の
に
日

が
な
一
日

本
的
な

振
り
や
経
験
値
に
な
ら
な
い
圏
内
戦
闘

練
ば
か
り
で
は

気
も
指
す

自
分
達
が
数

を
増
や
さ
な
い
間
に
他
の
プ
レ
イ

は

と
ユ
ル
ド
や
レ
ベ
ル
を
上

強

く
な

て
い
く
の
を
見
れ
ば

そ
れ
も
一
入
と
い
う
も
の

 
自

分

が

開
主始
にか

ら
い一
て

月
と

七一
日

目間

 
シ
ル
フ
軍
の
プ
レ
イ

は

練
時
間
に

も
来
な
く
な

た
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他
の
組
に

じ

て

集
め
や

金

ぎ
を
し
て
い
た
の
で
シ
ル
フ
全
体
と
し
て
は
あ
る

程

強
く
な

て
い
き
あ
た
し
の

持

は

に

迷

実

的
に
軍
を
動
か
し
て
い
た
の

は
シ
グ
ル
ド
に
な
る

 
女
尊
男

風

の
影

で

持

を
得
た
よ
う
な
も
の
だ

た
の
で
そ
れ
が
災
い
し
て
陰

を

か
れ
る
よ
う
に
な
り

あ
た
し
は

女
尊
男

風

の
女

と
見
ら
れ
始
め
た

 
シ
グ
ル
ド
の
女
尊
男

に

し
な
い
男
と
い
う

判
と
勢
い
そ
れ
に
対
す
る
女
尊
男

の
女
と
い
う
あ
た
し
の

判
と

持

の

迷
が

て
一

月
の

期
が
切
れ
る

に
は
シ
ル
フ
全
体
か
ら

八
分
に
近
い

い
を
さ
れ
て
い
た

 
そ
ん
な
中
で
も
良
く
し
て
く
れ
た
の
が

二
代
目

主
サ
ク

で
あ
る

 

故
女
性
で
あ
る
彼
女
が
反
女
尊
男

を
掲

る
シ
グ
ル
ド
を

し
の
け
二
代
目

主
に

な
れ
た
の
か

 
実
は
彼
女
第
一
期

主

の
時
に
最
後
ま
で
生
き
残

て
い
た

一
の
自

者
で
あ
ら

ぬ
期

に
よ
り
水
増
し
さ
れ
て
い
た
あ
た
し
に

す
る

を
自
力
で

い
で
い
た
猛
者
だ

た 
そ
れ
は

の
ゲ

ム
プ
レ
イ
の

勢
に
よ
る
も
の
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あ
た
し
は
人
と

す
る
事
が
イ

な
方
な
の
で

ゲ

ム
に
誘

て
く
れ
た
知
人
を

い
て

一
人
で

り
を
す
る
事
が
多
か

た

時
は
そ
の
孤
高
な

が

似
て
い
る

と

わ
れ
た

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

あ
の
女
に
似
て
い
る
と
い
う
事
は
つ
ま
り

か
ら
見
る
と
近
寄
り
が
た
い

気
が
あ

た
事
に
な
る

す
る
機
会
が

れ
ば
こ
ち
ら
へ
の
理
解

も

く
な
り
あ
ら
ぬ
中
傷
は

く
間
に
広
が
る

 
対
し
て
サ
ク

は

の
人
を
気

え
る
才
女
だ

た

序

故
に
武
器
も
魔
法
も
大
し
た
も

の
で
は
な
い
が
彼
女
の

は
あ
た
し
か
ら
見
て
も
確
か
な
も
の
で

ら
か
の
剣
術
と
武
道
を

心
得
て
い
る
事
が
見
て
取
れ
た

そ
れ
で
い
て

に
掛
け
ず

間
を
頼
り
ま
た
護
る

を

大
切
に
し
て
い
た

頼
り
に
な
る
リ

ダ

の
彼
女
が
人
気
を
集
め
た
の
も

然
の
事

女

尊
男

風

に
よ
り
醜
い
女
性
を
見
て
来
た
中
性
別
を
偽
れ
な
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
そ
ん
な
人
と
会
え

ば

ぞ

こ
ん
に
な

て
も
責
め
ら
れ
な
い

白
さ
れ
た
数
は

に
三

に
上
る
ら
し
い

 
そ
う
し
て
第
二
期

主

で
は
初
代
が
女
尊
男

と

さ
れ
て
い
な
が
ら
も
異

の
女
性

の

と
な
り

シ
グ
ル
ド
と
サ
ク

は

し
く

論
を
交
わ
し
た

 
結
果
は

サ

クわ
ず

のも
勝が

な

 
勝
負
の
分
か
れ
目
は

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
へ
の

勢
に
あ

た
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シ
グ
ル
ド
は
負
け
ず

い
な
性
格
な
の
だ
ろ
う

他
種

に
負
け
ら
れ
な
い
絶
対
に
一
番

に
ク
リ
ア
す
る
事
を
命

と
し

シ
ル
フ
全
プ
レ
イ

の
・強
・制
・的
・な

軍
部
へ
の

属
を
求
め

た

光
の
妖
精
ア
ル
フ
に
な

て
か
ら

き
に
世
界
を

び
回
り
他
種

を
圧
倒
す
る
事
が
最

も

し
め
る
と

た

 
対
す
る
サ
ク

は

的
穏

な
流
れ
で
進
め
る
事
を
語

た

た

た
二

月
で
中
立

の

原
ま
で
の

ダ
ン
ジ

ン
を

破
出
来
て
い
な
い
今
無
理
に
強
化
を

し
進
め
る
の
で

は
な
く

個

人
の

ス
で
強
化
を
進
め
て
い
く
事
を
推

し
た
の
で
あ
る

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
種

間
抗
争
を
テ

マ
に
し
た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

 
し
か
し
そ
の
前
に
遊
び
な
の
だ

義
務
感
で
戦
わ
さ
れ
る
よ
り
欲
求
や
興
味
を
最

先
に

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
遊
び
自
然
な
自
己
強
化
に
身
を

せ
る
方
が
プ
レ
イ

の
モ
チ
ベ

シ

ン
に
繋

が
る

彼
女
は
そ
う

め

た

 

論

も
が
サ
ク

の
意
見
に
大
絶

 
同
時
に

ば
シ
グ
ル
ド
の
よ
う
に

練
を
強
要
し
て
い
た
身
と
し
て
己
を

じ
人
を
束
ね

る
者
と
し
て
彼
女
を
尊

す
る
よ
う
に
な

た

プ
レ
イ

数
十
人
分
に

す
る

主
か
ら

の
信

事
実
上
の
自
主

板

を
投

入
れ
た
時
の
彼
女
の

き
の

は
未
だ
に
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え
て
い
る

る
よ

と

た
彼
女
は
今
も

主
を

け
て
お
り

今
月
で
十
六
期
目
の

投
だ

 
そ
し
て
彼
女
の
演
説
で

退
し
た
シ
グ
ル
ド
だ
が
軍
の
プ
レ
イ

達
か
ら
は
信
頼
を

け
て
い
た
た
め
下
手
に
解

に
出
来
ず

軍
の
ポ
ス
ト
に

え
ら
れ
た

現
在
に
至
る
ま
で
そ

の

に
変
化
は
な
い

 
そ
れ
が

こ
の
男
に
は

え

い

な
の
だ

 

く
な
き
上

向
と

え
ば

こ
え
は
い
い
が
要
は
自
分
よ
り
上
に
人
が

る
事
が
許
せ

な
い

郷
タ
イ
プ
の
性
格
で
あ
る

不

中
の

い
は

郷

ど
外
道
で
は
無
い
と
い
う
事
か

 
た
だ
し
人
の
意
見
は
無

す
る
し
意
思
も

み
躙
る
と
こ
ろ
が
目
立
つ
の
で
善
人
で
も
無

い 
善
人
に
な
り
切
れ
な
い
悪
人

と
い
う
の
が
シ
グ
ル
ド
に
対
す
る

だ

た

 

そ
ん
な
男
が
声
を
掛
け
て
来
た

 
会
話
の
内
容
か
ら
あ
た
し
の
力
を
必
要
と
し
て
い
る
事
は
す
ぐ
分
か
る

と
い
う
よ
り

す

つ
も
り
も
無
い
ら
し
い

そ
う
で
な
け
れ
ば
大

い
な
人
間

手
に
声
を
掛
け
る

が
無
い

 
思
い

た
る
節
は

あ

た



 第二十一章 〜風紡ぐ因果〜

 
ス
ヴ

ル
ト
実

日
の
深
夜
の
事
だ

水
広
場
か
ら
入
れ
る

か
ら

主
達
が
出
て
来
た

時
の
事

種

の
強
化
を

れ
る
こ
の
新
エ
リ
ア
を
前
に

も
し
な
い

が
無
く
事
実

定偽
キ

リ
ト
に
よ
り
複
数
種

の

主
軍
が
壊
滅
状

に

た
と
も

い
て
い
る

 

と

そ
こ
ま
で
思
い
出
し
た
と
こ
ろ
で

シ
グ
ル
ド
の
意

を

す
る

 
確
か
シ
ル
フ
軍
も
あ
の
時
壊
滅
状

に
追
い
や
ら
れ
た
種

の
一
つ

応
の

備
を
し
て

い

た
の
に
ボ
ス
と
戦
い
も
せ
ず
終
わ

た
事
に

鬱

を

め
て
い
る

で
今

こ
そ

は
と
気

を
上

て
い
る

そ
こ
で
ま
た

し
て
く
る
可
能
性
を

慮
し
彼
に
対
抗
出
来
る

戦
力
と
し
て
あ
た
し
を
頼

て
来
た
の
だ
ろ
う

 

遠
く
で

知
り
合
い
の
猫

を

界
に

う

 
時
間
を
見
れ
ば
も
う
集
合
の
時
間
ま
で
五
分
を
切

て
い
た

そ
ろ
そ
ろ
行

た
方
が
い
い

と
ベ
ン
チ
か
ら
立
つ

 
男
は
険
し
い

み
を
向
け
て
来
る

そ
れ
に
最

目
も
く
れ
ず
転

付
近
へ
と
歩
き
出

す
生
憎
と
あ
た
し
に
は
一
緒
に
攻
略
す
る

間
が

る
の

戦
力

を

う
な
ら
他
を
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あ
の
異
常
者
共
が

間

か

  

足
がを
止止
まめ
るる

 
こ
ち
ら
を
見
つ
け
た
の
だ
ろ
う
遠
く
か
ら
手
を
振

て
来
る

手
に

し

な
く
思
い
な
が

ら
も

線
を
切
り

振
り
返
る

シ
グ
ル
ド
は

蔑
の

み
を
浮
か
べ
て
い
た

ど
う
い
う
意
味
か
し
ら

理
解
出
来
な
か

た
か

 
お
前
が

間

と
呼
ん
で
い
る

中
は

デ
ス
ゲ

ム
で
死

に
か
け
た
に
も

わ
ら
ず

ま
た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
始
め
て
い
る
異
常
者
だ
と

た
ん
だ

 
シ
グ
ル
ド
の
そ
の

葉
を

し
か
し
あ
た
し
は

定
出
来
な
か

た

 

も
知
ら
な
い
世
間
一

の
人
間
か
ら
す
れ
ば
そ
の
認
識
が
正
し
い
の
だ

死
に
か
け
た
仮
想

世
界
に
ま
た

る

そ
し
て

と
し
て
遊
ぶ
神
経
が
理
解
で
き
な
い
事
は

百
も
承
知
の
事

実

ウ
チ
以
外
に
も
リ
ズ
ベ

ト
や
シ
リ
カ

フ

リ
ア

サ
チ
達
の
家

も
反
対
し
て
い
た

そ
れ
を

し
切
る
形
で
今
も
ロ
グ
イ
ン
を

け
て
い
る

 
常

を

し
て
い
る
事
は
認
め
る
べ
き
事
実
だ

た

 
だ
が
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そ
れ
と

今
の
話
に

か

が

リ

フ

お
前
は
後
か
ら

き

ま
れ
た

と

い
て
い
る

あ
ん
な
異
常
者
共
の
と
こ
ろ

に

ま

て
い
る
と
お
前
ま
で
お
か
し
く
な
る
ぞ

は

 
険
し
さ
の

け
た

真
剣
味
を

び
た
表
情
で

わ
れ
た
事
を

で

う

 

を

う
か
と
思
え
ば
と
い
う
心
境
だ

た

な

な
に
が
可

し
い

 
嗤
わ
れ
た
事
は
理
解
出
来
た
よ
う
で

時
に

を

く
し

す
る
シ
グ
ル
ド

怒
鳴
り

声
が

い
た
た
め

に

る
プ
レ
イ

の

根
性

出
し
な

線
が
集
ま

た

 
そ
れ
ら
を
無

し

不

な
男
に

み
を
向
け
る

可

し
い
わ
よ

み
ん
な
の
事
を

に
知
り
も
し
な
い
内
に
決
め
つ
け
る
あ
ん
た
の
判
断
能
力

が
可

し
く
て

ら
な
い

人
間

て
ね

そ
ん
な
に

く
な
い
の

 

あ
た
し
を
お
か
し
く
な
い
と
思

て
い
る
時
点
で

見
る
眼
が
無
い
わ
よ

 
そ
う
シ
グ
ル
ド
に
だ
け

こ
え
る
声

で

て
や
る
と
面
白
い
く
ら
い

を
引
き

ら

せ

後
退
り
し
た

怖
気
づ
い
た
の
か
怒
り
の

圧
す
ら
感
じ
な
く
な

て
い
る
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こ
の
程

か

と
内
心

す
る

 
あ
た
し
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

る
間
に

力
と
剣
の

を
上

た
か
と
思

て
い
た
が
内

な
と

こ
ろ
は

変
わ
ら
ず
だ

あ
た
し
が

い
な
ら
い

そ
反
抗
し
て
欲
し
い
く
ら
い
で
あ
る

 

も
し
か
し
た
ら

リ
ア
ル
で
女
尊
男

の

に
遭

て
た
の
か
も
ね

 
下
火
に
な

て
こ
そ
い
る
が
し
か
し
未
だ
根
強
く
存
在
す
る
風

に
よ
り
あ
ら
ぬ

疑
や

罪
を

せ
ら
れ
る
事
も
あ
る
た
め
女
性
に
対
し
て
男
性
は
強
く
出
ら
れ
な
い
部
分
が
残

て

い
る

ま
し
て
や
数
年
前
は
そ
の
絶

期

手

い
事
を
さ
れ
た
な
ら
そ
れ
が
原
因
で
女
性
に

憎
悪
を

や
し
つ
つ

い
ざ

意
を
向
け
ら
れ
る
と
気
弱
に
な
る
の
も

け
る

 
ま

あ
た
し
に
は

な
い
が

に
付
い
て
こ
な
い
な
ら

時
か
必
ず
後
悔
す
る
ぞ

 

め
て
背
を
向
け
心
配
そ
う
な
表
情
の

間
達
へ
と
向
か
う
中
背
後
か
ら
怨
嗟
に

ち
た

声
が
届
け
ら
れ
る

悪
い
け
ど

後
悔
し
な
い
よ
う
全
力
で

が
ウ桐

チ谷
流
の
モ

ト

な
の

い
て

下

す
る
練

で
も
し
て
お
く
ん
だ
な

 
そ
の

葉
を
契
機
に

を
返
し
歩
き
去

て
い
く

い
足

が

こ
え
た

ど
う
や
ら
ス
カ
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ウ
ト
は

め
た
ら
し
い

あ
ん
た
こ
そ

ね

 
小
さ
く
返
し
て

あ
た
し
は
集
合
場

へ
と

た

  

そ
し
て

を

え
る
事
に
な
る

  
あ

リ

フ

ち

ん

 

の

と

が
あ
れ
ば
喜
び
に
乱
舞
い
て
い
た
だ
ろ
う
程
の

面
の

み
を
見
せ

け

寄

て
来
る
小

な
シ
ル
フ
の
プ
レ
イ

を
見
て
直
前
ま
で
シ
グ
ル
ド
と
ば
ち
ば
ち
し
て
た

気
分
が
一
気
に

え
る

 
自
分
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

し
た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
知
人
レ
コ
ン
だ

た

 

も
し
な
い
ま
ま
だ
と
タ

ク
ル

い
の
ハ
グ
を

け
か
ね
な
い
の
で
片
手
の
ア
イ
ア
ン
ク

ロ

で

面
を

ん
で
制
止
す
る

面
的
に

罪
チ

ク
だ
が
こ
こ
は
圏
内
な
の
で
問

無
い

更
に
こ

ち
が
女
で
あ

ち
が
男
な
の
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
コ

ド
が
こ
れ
で
発
動
す
る
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事
も
無
い

義
弟
と
違
い

み
の
再
現
も
無
い
か
ら
発
生
す
る
の
は
違
和
感
だ
け
だ

 
お

で
容
赦
な
く
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

を
か
ま
せ
ら
れ
た

間
が
引
き
気
味
な
気
が
し
な

く
も
な
い
が
こ
れ
く
ら
い
が

良
い
事
を
良
か
れ
と
思

て
複
数
回
や
ら
か
し
て
い
る

 
悪
気
が
無
い
せ
い
で
タ
チ
が
悪
く
こ
ち
ら
も
全
力
で
対

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
悩
み
ど
こ

ろ
だ色

と

き
た
い
事
は
あ
る
け
ど

ま
ず

ア
ン
タ

で
こ
こ
に

る

リ

フ

ち

ん
と
一
緒
に

る
人
達
が
集
ま

て
た
か
ら
だ
け
ど

ど
う
し
て

に
来
た

 
あ
た
し
は
手

で
は
な
く
目
的
を

い
た
の
に
見
事
な
ま
で
に
反
対
の
事
を

て
く
れ
る

知
人
に
脱
力
し
な
が
ら

追
加
で
問
い
を
投

る

今

は
間
違
え
な
い
だ
ろ
う

 
今

間
違

た
ら
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

の
ま
ま
ぶ
ん
投

て
や
ろ
う
か
と
物
騒
な
思

を
浮
か

べ
る

 

目
し
て
い
る
義
妹
達
へ
の
教
育
的
観
点
を

え

そ
れ
は
や
め
て
お
く
こ
と
に
し
た

ど
う
し
て

て
リ

フ

ち

ん
と

し
振
り
に
遊
び
た
か

た
か
ら
だ
よ

も
ス
ヴ

ル
ト
の
攻
略
メ
ン
バ

に
加
え
て
欲
し
い
な

て
思

て
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ホ
ン
ト
で
す
か

 
片
手
で

に
ぶ
ら
下

な
が
ら

間
に

線
を
向
け
て
問
う

シ
ノ
ン
達
は
引
き
気
味
に

い

た

ど
う
や
ら
本

ら
し
い

 
と
そ
こ
で
お
ず
お
ず
と
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
が
近
付
い
て
来
た

キ
リ
カ
が

な
い
が
あ
の

子
は
情
報
収
集
に

し
て
い
る
の
で

ま
た
後
で
合
流
予
定
に
な

て
い
る

あ

あ
の

リ

姉

流

に
も
う
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

は
や
め
て
あ

た
ら
ど
う
で
し

う
て
い
う
か
出
会
い

に

力
振
る
う
な
ん
て

し
く
な
い

 
ア
タ
シ
初
め
て
見
た
よ

 

な
ん
か
あ

た
の

生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
こ

そ
り

す
つ
も
り
で
あ
た
し
が
取

て
い
た

に
ハ
イ
デ

ン
グ

で

び

ん
で
き
た

 
な
ん
な
ら
戦
闘

か
ら

い
ロ

ブ
に

え
る
間
の
下

に
な
る

か
な

間
ま
で
見

ら
れ
て
し
ま

て
い
る

えそ
れ
は
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気
持
ち
悪
い
わ
ね

怖
い
で
す

マ
ナ

て
も
ん
が
無

な

 
上
か
ら
ユ
ウ
キ
ア
ス
ナ
シ
ノ
ン
シ
リ
カ
ク
ラ
イ
ン
の

で
あ
る

や

り
男
性
か

ら
し
て
も
レ
コ
ン
の
行
い
は
非
常
識
に

し
て
い
る
ら
し
い

男
性
の
意
見
を

い
た
事
が
無

か

た
の
で

自
分
が
ズ
レ
て
た

じ

無
か

た
と
ホ

と
し
た

 
そ
し
て
女
性

の
眼
が
同
情
か
ら

蔑
の
そ
れ
へ
と

変
わ
り

 
い
き
な
り
レ
コ
ン
の
信

を
下

る
発

は
中

の
⻤

の

業
と
は
思
う

し
か
し

生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
レ
ア
な
食

を
使

た
ク

キ

の

で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
漂
流
し
た
二

間
で
空

を

ら
わ
せ
る
お

と
し
て
大
変
お
世
話
に
な

た
と

て
も
だ
か
ら
と

て
下

を

見
ら
れ
た

と
い
う
よ
り
部

に

び

ん
で
き
た

事
を
許
す
つ
も
り
は
無
い

 
か
な
り
ウ
ザ
い
と
い
う
か
大
人

な
い
と
い
う
か
非
常
に
面
倒
な
女
だ
と
思
う
が
そ
れ
だ

け
許
し

い
事
だ

た

 

想
い
人

和
人
に
す
ら
見
ら
れ
た
事
無
い
の
に

そ
の

い

か
ら
恐
ろ
し
い
く
ら
い
キ

チ

リ
し
て
た
か
ら
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そ
も
そ
も

び

ん
で
き
た

り
が
一
番
生
理
的
に
キ
ツ
い

直

し
て
く
れ
れ
ば
こ
ち

ら
も

応
の
返
礼
を
し
た
の
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
か

だ
か
知
ら
な
い
が
マ
ナ

を
破

た
罪
は

重
い

 

そ
れ
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
罪
は
無
い
と

て
返
礼
し
た
の
が
ま
ず
か

た
か
な

な
ん
て

 
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

と
か
百
年
の
恋
も

め
る
よ
う
な

業
だ
ろ
う
に

故
か

の
如
く
気
に

し
な
い
様
は
ち

と
怖
い

彼
の
中
で
あ
た
し
は
ど
れ
だ
け

化
さ
れ
て
い
る
の
か

う
わ

リ

フ

ち

ん
ヒ
ド
い

自
業
自
得
よ

だ
い
た
い
さ

き

け
寄

て
来
た
の
も
制
動
す
る
つ
も
り
無
か

た
で
し

恋
人
で
も
無
い
の
に
ハ
グ

い
の
行

を
す
る

手
に
掛
け
る
情
け
は
持
ち
合
わ
せ
て
な
い
わ

 
応
じ
る
の
も

れ
る
の
で

ア
イ
ア
ン
ク
ロ

を
や
め
る

 
す
る
と

離
を

め
て
来
る
レ
コ
ン

こ
ち
ら
も
同
じ
だ
け
下
が

て

離
を
取
る
と

近
付
い
て
は
ダ
メ
な
ん
だ
な
と
悟

た
ら
し
く

す
ぐ
に
歩
み
を
止
め
た

あ

こ
れ
が

離
を
取

て
た
理
由

か

リ

フ

苦
労
し
て
る
ね

哀
し
く
な

て
く
る
か
ら

わ
な
い
で
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こ
の
中
で

一
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
レ
コ
ン
の
情
報
を

い
て
い
る
ユ
ウ
キ
が

同
情
を
向
け
て
来

て

き
そ
う
に
な
る

個
人
的
に
こ
れ
く
ら
い
義
弟
が
が

つ
い
て
く
れ
た
ら

し
い
の
だ
が

現
実
は
非
情
だ

あ

と
も
か
く
だ

イ
ツ
の
事
は
リ

フ

が
一
番
知

て
る
ん
だ
ろ

 
結

ど

う
す
ん
だ

 
集
合
時
間
も
過
ぎ
て
い
て

時
ま
で
も
こ
の
場
に

ま

て
い
て
は

が
明
か
な
い
と
判
断

し
た
ら
し
い
エ
ギ
ル
が
そ
う

し
て
来
た

確
か
に
レ
コ
ン
の
事
を
こ
の
中
で
最
も
知

て
い

る
の
は
あ
た
し
だ
か
ら
そ
の
判
断
は
正
し
い
と

え
る

 
し
か
し
生
憎
と
一
年
以
上
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
会

て
い
な
か

た
の
で
今
の
レ
コ
ン
が
ど
れ
く
ら

い
か
あ
た
し
に
も
未
知
数
な
と
こ
ろ
が
あ
る

記

が
確
か
な
ら
確
か
闇
魔
法
と

ス
キ
ル
を
育
て
て
た
ダ
ガ

ス
タ
イ
ル
だ

た
よ
う
な

そ
う
だ
よ

 
ち
な
み
に
本

だ
と
ど

ち
も
完
全

得
済
み
だ
か
ら
再
成
⻑
は
速
い
よ

 
記

は
正
し
か

た
ら
し
い

な
に
せ
⻑
ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
共
闘
し
て
い
な
か

た
か
ら
覚
え

て
い
る
の
も

序

の
も
の

リ
ア
ル
で
話
に

い
て
い
た
だ
け
だ

た
せ
い
で

が
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か

た
の
だ

ち
な
み
に

意

行
は

 
問
う
と

だ

た
レ
コ
ン
は
苦
み
し
ば

た
表
情
を
浮
か
べ
た

速

を
上

る
と
無
理

行

い
は

そ
れ
も
ま
だ

に
は
行
け
た

も
越
え
れ
て
ま
せ
ん

 

の
中

原
を

う
よ
う
に
展
開
す
る

に
は
三
つ
の
ダ
ン
ジ

ン
が
あ
り
そ
の
一

つ
が
シ
ル
フ

と
サ
ラ
マ
ン
ダ

の
間
に
あ
る
古
森
地

の

地
に
存
在
し
て
い
る

そ

こ
か
ら
入
る
事
で

達
で
き
る
の
だ
が
古
森
地

の

地
か
ら

が
手
強
く
な
る
上

内

部
は

Ｍ
ｏ
ｂ
の
ポ

プ

が

で
は
無
い
の
で

ロ
で
越
え
る
の
は
か
な
り

し
い

 

越
え
し
て
い
な
い
か
ら
と

て
強
者
で
無
い

で
は
無
い
の
だ
が
レ
コ
ン
の

ぶ
り

か
ら

返
り

ち
に
さ
れ
た
ん
だ
な
と

す
る

 
し
か
も
別
れ
て
か
ら
一
年
以
上
経
過
す
る
今
も

意

行
と

行

い
は
未

善

意

行
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は
出
来
な
い
人
も
い
る
か
ら
仕
方
な
い

く
て
も
出
来
る
だ
け
進
歩
だ

 
し
か
し

行

い
は

命
的
で
あ
る

ダ
ン
ジ

ン
内
な
ら
と
も
か
く
フ

ル
ド
や
エ
リ

ア
ボ
ス
戦
と
も
な
れ
ば
事
実
上
の
戦
力
外
に

し
い

 

技
術
の
中
で
現
実
と
異
な
る
重
力
感
覚
の
せ
い
で

う
人
は

る
が

⻑
時
間

つ
定
期

的
な
フ
ル
ダ
イ
ブ
を

け
る
事
で
そ
れ
は

善
し
て
い
く

実

あ
た
し
は
現
実
と
異
な
る

れ

な
い
感
覚
で
⻑
時
間
の
ダ
イ
ブ
は

い
時
期
が
あ

た

ロ
で

り
を
し
て
い
る
間
に

善
し

て
し
ま

て
い
た
が

要
は
仮
想
世
界
で
の
集
中
力
に

し
て

善
し
や
す
い
の
だ
と
思
う

 
な
の
に
レ
コ
ン
は

行

い
を
直
せ
て
い
な
い
と
い
う

あ
ん
た
一
年
間

し
て
た
の

ス
キ
ル
を
鍛
え
て
暗
殺
ス
タ
イ
ル
を

い
て
ま
し
た

お
バ
カ

 

が

と

に
手
刀
を

と
す

圏
内
コ

ド
に
引

掛
か
ら
な
い
程

に
加

し
つ
つ

衝
撃
だ
け
は
大
き
い
そ
れ
は
小

な
レ
コ
ン
を
大
き
く

け
反
ら
せ
た

 
技
術
の
無

な
活

法
で
あ
る

 

セ
ク
ハ
ラ
目
的
で
近
付
い
て
来
る

手
を

ぎ
倒
せ
る
の
で

外
使
い
時
は
あ
る
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か
わ
し
い
事
で
あ
るい

た

覚
再
現
さ
れ
て
な
い
ん
だ
か
ら

い

無
い
で
し

と
も
か
く

意

行
は
ま
だ
し

も

行

い
も
直
せ
て
な
く
て
し
か
も
対
人
特
化
と
か
こ

ち
の
目
的
に
真

向
か
ら

て
る
も
同
然
よ

い
や
い
や

暗
殺
ス
タ
イ
ル

て
結
構
使
え
る
ん
だ
か
ら
ね

 

間
が

る
と
不
意
打
ち

バ
ン
バ
ン
成

し
て

死
さ
せ
ら
れ
る
ス
タ
イ
リ

シ

な
ス
タ
イ
ル
な
ん
だ
か
ら

 
あ
と

暗
殺
は
Ｍ
ｏ
ｂ
に
も
有

だ
か
ら

 
そ
り

ボ
ス
は
流

に
不
得
手
だ
け
ど
さ

と
勢
い
を
弱
め
て
付
け
足
す
レ
コ
ン

ね
ね

リ

フ

ち

ん

レ
コ
ン
君
も
こ
う

て
る
ん
だ
し
実

ど
れ
く
ら

い
強
い
の
か
見
て
か
ら

間
に
す
る
か
ど
う
か
決
め
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
な

ア
ス
ナ
さ
ん
本
気
で
す
か

こ
い
つ
人
の
部

に

び

む
よ
う
な
モ
ラ
ル
の
無
い
男
で
す

よ 
そ
う

て

一
つ
分
小
さ
い
レ
コ
ン
の

部
を

む

今
思
う
と
レ
コ
ン

て
結
構
小

な
ん
だ
な

と
思

た

な
ん
な
ら
ユ
ウ
キ
の
方
が

高
い
の
で
は
な
い
か
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ん
ん

そ
う

わ
れ
る
と

護
出
来
な
い
ん
だ
け
ど

味
方
は
多
い
に
越
し
た
事
無

い
し

ね

 
ヘ
ン
な
事
し
た
ら
追
い
出
し
た
ら
い
い
だ
け
だ
し

戦
闘
中
な
ら

き
な
い
ん

じ

な
い
か
な

て

こ
い
つ
戦
闘
中
の

し
い
動
き
に

て
こ

ち
に
突

ん
で
く
る
時
あ
り
ま
す
け
ど

 
ど
さ
く
さ
に

れ
て

に

を

め
た
恨
み
は
忘
れ
な
い

い

い
や

今
は
も
う

て
も
そ
ん
な
事
し
な
い
く
ら
い
に
は
な

て
る
か
ら

つ
ま
り

実

に
や

た
の
ね

 

サ
イ
テ

ぐ

は

 
過
去
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
と
過
去
の
行
動
を

定
し
た
あ
ま
り
に
シ
ノ
ン
か
ら

し
い

葉
が
送
ら
れ
空
気
を

い
て
倒
れ
る
レ
コ
ン

前
か
ら
そ
う
だ
が

分
と
ノ
リ
が

い
男
だ
と

思
う

 く
ず
おれ

る
男
を
見
下
ろ
し
な
が
ら

思

を
回
す

 
実
力
面
は
正
直

し
い
が

だ
か
ん
だ

て
あ
た
し
に
は

を

か
な
い

悪
い
意
味

で
も
正
直
な

男
だ

暗
殺
ス
タ
イ
ル
と
い
う
の
が
そ
れ
だ
け
強
い
の
は
本

か
も
し
れ
な

い

ど
の
み
ち

な
ら
追
い
出
せ
ば
い
い
し
本

に
強
い
な
ら
メ
リ

ト
に
な
る

デ
メ
リ
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ト
は
あ
た
し
が
引
き

け
れ
ば

ま
あ
今
ま
で
と
変
わ
り
な
い
だ
ろ
う

 

を
見
る
と
や
や
忌

感
こ
そ
あ
れ
全
面
的
に
反
対
と
い
う
意
思
は
見
え
な
い

や
は

り
古
参
プ
レ
イ

の

が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か

は

分
か
り
ま
し
た

じ

あ
レ
コ
ン

テ
ス
ト
が
て
ら
一
緒
に
行
動
す
る
わ
よ

え

マ
ジ
で

 
も

も
し
か
し
て

リ

フ

ち

ん
と
二
人

き
り
と
か

そ
ん
な
の
あ
ん
た
の
フ

ロ

で

に
攻
略
で
き
な
い
未
来
が
目
に
見
え
る
わ
よ

 
お
バ
カ

 
と
怒
鳴

て

ま
た
手
刀
を

と
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
和
人
に
対
し
木

が
キ
レ
た
の
に
直
葉
が

を
持

て
い
た
の
は

死
に
か
け
る
程
の

代
償
も
全
て
は
生
き
る
未
来
を

み
取
る
た
め
と
和
人
の
事
を
全
力
で
信
じ
て
い
た
か
ら

た

た
独
り
の
三

月
間

の
内
情
を
把
握
し
て
い
る
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
勢
だ
と
直
葉
だ
け
な
の
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で

和
人
が
ど
れ
だ
け
強
い
想
い
で
生
き
よ
う
と
足
掻
い
て
い
る
か
を

し
て
い
る
ん
で
す
ね

で
も
死
に
か
け
る
事
の
事
情
を
話
し
て
い
な
い
事
に
は
怒

て
い
る
の
で
木

を
止
め
ま
せ
ん

で
し
た

 

木

が
理
不

気
味
で
し
た
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
和
人

点
だ
か
ら
で
あ

て
直

葉
達
か
ら
す
れ
ば

然
の
怒
り
で
あ
り

想
い
な
ん
で
す

 
ど

ち
の
心
情
と
事
情
も
理
解
し
て
い
る
か
ら
直
葉
は

え
て
中
立
を
保

て
い
た
だ
け
の

事 

義
姉
レ
ベ
ル
が

違
い
で
す

真

 
シ
グ
ル
ド
に

し
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
で
の
サ
ク

と
の
会
話
の
よ
う
に

り
ば

め
て
い
た
情
報
の

ま
と
め

リ

フ

が

ロ
の
理
由
と
か

主
に
な

た
時
の
大
変
さ
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
た
部
分
を

り
下

ま
し
た

 
リ

フ

を
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
に
似
て
る
か
ら
推
し
た
り
す
る
か

 
と
疑
問
に
思

た
方

は

こ
う

え
ま
し

う

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

女
尊
男

の

徴

強
い
女
性

 
つ
ま
り
女
尊
男

の

徴
に
な
り
得
る
な
ら

で
も
良
く
て
た
ま
た
ま
リ

フ

が

ば
れ
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て
し
ま

た
だ
け
の
事

だ
か
ら
す
ぐ
に
掌
返
し
て

持

迷
し
て

八
分
状

に
な
る
ん
で

す
ね

 
き

と
男
を
真

に
登

し
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い

人
間

て
身
勝
手

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
を
異
常
者
と

う
の
は
原
作
だ
と
明

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
二
十
一

シ
リ
カ

点
で
そ
れ
ら
し
い
事
が

さ
れ
て
い
ま
す

あ
ん
な
目
に
遭

た
の
に
ま
だ

け
て
る
の

と

 

実

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

で
原

ゲ

ム
の
セ
ブ
ン
は
キ
リ
ト
達
の
経
歴

に
気
付
い
た
時
に

わ
な
か

た
の
か

ゲ

マ

の
性

と
か

わ
れ
た
か
ら
か
も

 
ち
な
み
に
原
作
小
説
だ
と
ビ
ミ

に
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
の

性
が
バ
レ
て
い
る
よ
う
な
バ
レ

て
い
な
い
よ
う
な

な

写
の
仕
方
な
の
で
知
り
ま
せ
ん

で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
大
全
が
出
て
か
ら
は

知
の
事
実
に
な

て
い
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

 
レ
コ
ン
に

し
て
は

ち
と
悪
ノ
リ
し
た
部
分
は
あ
り
ま
す

 

で
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
こ

そ
り

す

に

に

び

ん
だ

て
い
う
の
原
作

で
も
マ
ジ
で
あ
る
お
話
な
ん
で
す
よ

地
の
文
で
ち

ろ

と
触
れ
ら
れ
た
だ
け
だ
け
ど
マ
ジ

で
す

ベ

確
信

 
ラ

キ

ス
ケ
ベ
は

行

い
か
ら
の
味
方

き

み
撃

で
や

て
そ
う
な
だ
け
で
追
加
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血
も

も
な
い
作
者

 

行

い
が
あ
る
の
も
原
作
同
様

意

行
は

世
界
樹
内
部
の
決
戦
時
に
や

て
た
の

で

リ

フ

み
た
く
と
ん
で
も
な
い
速

で
な
け
れ
ば
可
能
と
い
う
感
じ
に

 

原
作

り
と
見
せ
か
け
て

暗
殺
ス
タ
イ
ル

と
か
い
う
の
で
地
味
に
強
化
さ
れ
て
る

ん
だ
な

 

空
中
戦
闘
だ
と

に
立
た
な
い

様

非
も
無
い
ネ

無

悲

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
二
章
 

シ
ル
フ
の

⻤剣
札⻤

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
も
オ

ル
リ

フ

点

ロ
ス
ト
・

ン
グ
編
に
キ
リ
ト
が
絡
ま
な
く
な
る
と
原
作
Ａ

Ｌ
Ｏ
編
に
近
く
な
り
ま
す
か
ら
ネ

 
む
し
ろ
ヴ

ル
グ
ン
デ
攻
略
中
は
原
作
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
の

が
強
く
出
て
来
ま
す

リ

フ

の

て

だ
か
ん
だ

い
キ

ラ
が
多
い
で
す
よ
ね

 
し
か
し
前
話
の
ア
ン
ケ

ト
で

遇
良
く

強
さ
ア
ゲ
ア
ゲ

が
ゼ
ロ

は

た

遇
悪
く
強
さ
そ
の
ま
ま

が
最
多

て

さ
ん
は
レ
コ
ン
を
ど
う
し
た
い
の

 
ち
な
み
に
私
は
リ

フ

と
の
絡
み
で
レ
コ
ン
を
原
作
の
よ
う
に

け
た
感
じ
に
さ
せ
た
い
で

す 
そ
ん
な
今
話
は
約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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あ
た
し
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
誘

た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
レ
コ
ン
は
彼
自
身
が

た
よ
う
に
暗

殺
ス
タ
イ
ル
を
得
意
と
し
た
プ
レ
イ

だ

た

 

密
に

え
ば
あ
た
し
は
そ
れ
を
把
握
し
て
い
な
か

た

と
い
う
の
も
あ
た
し
が
彼
と

た
の
は
サ

ビ
ス
開
始
か
ら
二

三

間
ま
で
の
事

主
と
し
て
他

さ
れ
て
以

は
一
切

パ

テ

を
組
ま
な
い
程
で

を
合
わ
せ
て
話
す
程

の
間

で
し
か
な
か

た

 
な
の
で
彼
の
戦
力

価
も

人
伝
に

い
た
話
で
し
か
な
い

 
自
分
が
知

て
い
る
事
と

え
ば
最
初
期
か
ら
取

て
い
た
ス
キ
ル
と
戦
闘
ス
タ
イ
ル
だ
け

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
そ
れ
に
近
し
い
な
が
ら

異
な
る
部
分
が
存
在
し
て

い
る

 
レ
ベ
ル

ス
キ
ル
制
だ

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
対
し
こ
ち
ら
は
ス
キ
ル
を
最
重
要

す
る
設

な
た

め

武
器

の
多
く
が
特
定
ス
キ
ル
の

練

を
求
め
て
来
る

 
有
名
な
の
は
ユ

ジ

ン

軍
が
持
つ

レ
ジ

ン
ダ
リ

伝
説

ウ

ポ
ン

武
器
の
魔
剣
グ
ラ
ム

サ

バ

に

一
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存
在
す
る

手
剣
は

手
剣
ス
キ
ル
を

０
以
上
持

て
い
な
け
れ
ば

備
出
来
な
い
代
物

だ
と
い
う

に
よ
れ
ば

有
す
ら
許
さ
れ
な
い
程
だ
と
か

ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
に
よ

て
戦

闘
系
ス
キ
ル
の
多
く
が
初
期
値
に

さ
れ
て
い
る
中
で
も
使
え
て
い
る
の
は
あ
る
種
の
救
済

で
な
け
れ
ば

古
参
組
の
多
く
が
初
心
者

備
を

入
し

強
化
し
て
い
く

目
に
な
る

 
こ
の
よ
う
に
プ
レ
イ

と
し
て
の

強
さ

を
高
め
る

備
の

に

は
自
分
に
見

合

た
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
く

 
し
か
し
あ
れ
も
こ
れ
も
取

て
い
け
る

で
は
無
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
そ
う
だ

た
よ
う
に
Ａ
Ｌ

Ｏ
で
も
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
の
限

は
あ

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
初
期
で
二
個
レ
ベ
ル
十
で
六
個
に

な
り
以

は
十

み
で
一
個
ず
つ
増
え
て
い
く
流
れ
だ

た
ス
ロ

ト
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
最
初

か
ら
最
後
ま
で
十
個
こ

き
り

 
更
に

金
属
重

や

な
ど

で
の
ス
キ
ル
も
存
在
し

力
に
影

を
与
え
て
い
る
の
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
よ
り
も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ア
タ

カ

な
ら

金
属

や

が
人
気
で

タ
ン
ク
だ
と
金
属
重

が
鉄
板
だ

 

論
完
全

得
し
な
い
ま
ま
外
せ
ば
育
て
た

練

は
ゼ
ロ
へ
と

る

逆
に

え
ば
完
全

得
さ
え
す
れ
ば
い
い
の
だ
が

二
十
四
時
間
完
全
に
ロ
グ
イ
ン
状

で
過
ご
し
て
い
た
Ｓ
Ａ
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Ｏ
と
違
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

出
し
た
時
間
を
や
り
く
り
し
て
遊
ぶ

な
の
で

期
間
で
完
全

得
す
る
事
は
ま
ず
不
可
能

 

風
魔
法

や

闇
魔
法

な
ど

属
性
が
付
い
た
魔
法
で
あ
れ
ば

け
道
も
あ
る

 

問

の
レ
コ
ン
は
実
に
三
つ
も
の
ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る

有
な
プ
レ
イ

だ

た

 
プ
レ
イ
歴
を

慮
す
れ
ば

か
も
し
れ
な
い
が
そ
の
内
容
が
実
に
異

だ

け
道
が
存

在
す
る

闇
魔
法

は
と
も
か
く

他
は
属
性
の
無
い

魔
法

と

ス
キ
ル
で
あ

る

後
者
二
つ
は

な
発
動
時
間

ヘ
イ
ト
を

ぐ
と
消
失
す
る
た
め
戦
闘
を

い
た
時
間

に

さ
れ
る
も
の

あ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
す
ら

を
極
め
た
プ
レ
イ

は
キ
リ
ト
と

Ｐ
ｏ
Ｈ

い
る
レ

ド
幹
部
く
ら
い
だ

た
の
だ

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

魔
法
と

の

方
を
マ
ス
タ

し
て
い
る
の
は
彼
だ
け
に
違
い
な
い
と
あ
た
し
は
確
信
し
て
い
る

 
ホ
ン
ト

な
人
だ
な

と

れ
に
も
似
た
感
心
を

く

 
そ
し
て
そ
の
三
つ
の
ス
キ
ル
は
最
初
か
ら
彼
が
取

た
ス
キ
ル
で
あ
り
つ
ま
り
初
期
の

か
ら
今
の
暗
殺
ス
タ
イ
ル
と
や
ら
を
想
定
し
て
い
た
事
実
を
意
味
し
て
い
る

 

レ
コ
ン
の
ア
ル
フ

ベ

ト
表
記
で
あ
る
Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
は
正
し
く
は
リ

コ
ン
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と
発

す
る

語
で
あ
り
ア
メ
リ
カ
の
軍
隊

語
で
偵

隊
を
指
す
意
味
だ
と
い
う

り
で

の
先
行
偵

を
目
的
と
し
た
キ

ラ
ビ
ル
ド
の
た
め
ハ
イ
デ

ン
グ
や

行

襲
も
お
手
の
物

 
そ
の
能
力
を

活悪
か

しし
こ

そ
り

生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

く
べ
く
自
分
が
取

て
い
た
ス

イ
ル
ベ

ン
の

部

に

入
し
て
き
た
事
が
あ
る

人
の

線
や
気
配
に
は

い
自
負
が
あ

た
あ
た
し
で
す
ら
気
付
か
な
い

密
技
能

・だ
・け
・は

直
に
感
心
出
来
る

 
た
だ
し
人
の
下

を
ガ

ツ
リ
見
た
事
は
決
し
て
許
さ
な
い

の

え
で
一

下

に
な

た

間

き
出
し
て
い
な
け
れ
ば
危
な
か

た
の
だ

 

そ
ん
な

話
だ
け
で
は
し

う
も
な
い
レ
コ
ン
だ
が

そ
の

密
技
能
は
本
物
だ

 
シ
ス
テ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ
た
数
値
的
な
実
力
は
虚
構
で
も
な
ん
で
も
な
い

彼
が

み
重
ね
た

努
力
の
結
実
が
完
全

得
に
至

た
三
つ
の
ス
キ
ル

そ
の
内
の
二
つ
は
本

に
根
気
強
く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

彼
が

鍛
え
た
と
い
う

も
あ
な
が
ち
虚

で
は
無
か

た

 
だ
が

 
そ
も
そ
も

天
下
の
砂

で
ど
う
や

て
活
か
す
か

て
ハ
ナ
シ
な
ん
だ
け
ど
ね
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れ
る
と
こ
ろ
も
無
い
場

で
は

ら
完
全

得
と

え
ど
も
形
無
し
で
あ
る

 
わ
あ
あ
あ
あ
あ

 
意
気

と
Ｍ
ｏ
ｂ
へ

ん
だ
も
の
の
こ
の

境
に
よ

て

る
自
身
の
大

な
デ
メ
リ

ト
に
気
付
か
な
か

た
レ
コ
ン
は

天
下
の
砂

で
砂

を
上

な
が
ら

回

て
い
る

 
哀
し
い
事
に

た
Ｍ
ｏ
ｂ
が
今
の
自
分
達
よ
り
や
や
レ
ベ
ル
の
高
い
ゴ

レ
ム
だ

た
事
が
災
い
し
て
い
る

ア
レ
は
片
手

な
ど
の
打
撃
属
性
が
有

だ
が
そ
れ
以
外
の
属
性
だ

と
ダ
メ

ジ
を

の
一

に

さ
れ
て
し
ま
う
上
に
武
器
の

値
損

速

が
異
常
に
速

く
な
る

な
手
合
い
だ

値
が
少
な
め
の

い
の

剣
で
は
ア
レ
を
倒
す
前

に
刃
が

れ
る

キ
リ
ト
で
す
ら
ゴ

レ
ム
系
が

手
だ
と
武
器
を
片
手
剣
か
ら

の

に
持
ち

え
て
い
た
程

 

い
目
は

状
の

節
だ
が
デ
カ
い
上
に

圧
感
も
あ
る
ア
レ
を
前
に
レ
コ
ン
が

静
に

え
る

が
な
い

 
そ
も
そ
も
彼
の
武
器
は
初
手
で
弾
か
れ
た
上
に
ダ
メ

ジ
も
ド

ト

で
し
か
入

て

い
な
い
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つ
く
づ
く
思
う

レ
コ
ン
の
ス
タ
イ
ル
は
対
人
で
こ
そ
真
価
を
発

す
る
も
の
で
対
Ｍ
ｏ
ｂ

だ
と
滅
法
弱
い

た
も
の
な
ん
だ
と

 
し
か
し
今
は
直

で
き
な
い
醜

を
晒
し
て
い
る
と
は

え
彼
の
ス
タ
イ
ル
は
決
し
て

に
し
て
い
い
も
の
で
も
な
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
種

間
抗
争
で
成
り
上
が
る
事
を
テ

マ
に

え
て
い

る
た
め
彼
の
よ
う
な
対
人
特
化
プ
レ
イ

は
引
く
手
数
多

今
回
は

手
も

境
も
最
悪
だ

か
ら

回

て
い
る
だ
け

件
さ
え

え
ば

と
一
方
的
に
滅
多
打
ち
に
出
来
る
だ
ろ
う

 

ど
こ
か
で
ヘ
マ
を
し
そ
う
な
気
し
か
し
な
い
の
は

流

に

い
だ
ろ
う
か

あ

あ
の

リ

フ

ち

ん

 
助
け
な
く
て
い
い
の

 
ぎ

ぎ

と

び
な
が
ら

る
知
人
を

め
て
い
る
と

ら
に
立
つ

ア水
ス妖
ナ精

が
苦

し
な
が
ら
問
う
て
く
る

 

戦
な
ら
と
も
か
く
流

に
初
戦
の
Ｍ
ｏ
ｂ
一
体
も

に

手
出
来
な
い
の
で
は
助
け
て
も

意
味
な
ど

無
い
と
思
う
が
女
の

に

し
い
行
い
を
し
て
い
る
と

え
ど
知
人
だ

多
少

の
手
助
け
く
ら
い
は
や
む
を
得
な
い
か

と
判
断
す
る

 
と
は

え
最
初
か
ら
直

手
を

す
の
は
シ

ク
な
の
で

ま
ず
は
助

か
ら

レ
コ
ン

そ
い
つ
物
理
よ
り
魔
法
の
方
が

く
わ
よ
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い

い
や
い
や

こ
れ
じ

も

足
に
出
来
な
い
よ

 
ど
が
ん
ど
が
ん
と

て

る
ゴ

レ
ム
は
そ
の

体
か
ら

け
る

重
な

と
は
裏

に
的
確
さ
故
の
ス
ピ

ド
を
持

て
い
る

魔
法
生
物
系
の

は
と
か
く
判
断
が
的
確
な
の

で
隙
を
作
り
に
く
い

 
そ
れ
を

き
に
し
て
も

あ
の

体
な
ら

る
動
作
そ
の
も
の
が

ス

トみ
ン

プし
に

し
い

ス
ヴ

ル
ト
の
前
線
攻
略
に
参
加
す
る
な
ら

行

く
ら
い
や

て
の
け
な
さ
い

 

る

が
あ
る
な
ら
イ
ケ
る
わ
よ

無

苦

だ

無

苦

も

も
ボ
ス

に

む
な
ら
必

事

で
し

 
苦

に
対
し

怒
鳴
り
返
す

 
後
ろ
に

る
パ

テ

メ
ン
バ

ア
ス
ナ
シ
ノ
ン
フ

リ
ア
リ
ズ
ベ

ト
シ

リ
カ

が
や
や
引
く
様
子
を
見
せ
た
が
そ
も
そ
も
彼
は
自
分
と
同
じ
最
古
参
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ

イ

で
し
か
も
魔
法
ス
キ
ル
を
完
全

得
し
て
い
る

回

行
動
を
し
な
が
ら

す
る
く

ら
い
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
上

古
参
組
の
間
で
は
出
来
て

然

完
全

得
者
レ
ベ
ル
な
ら

の
事

と
な
く

え
た

が
自
然
と
ス
ラ
ス
ラ
出
て
も
お
か
し
く
な
い
の
が
完
全

得
者
で
あ
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る 
事
実
レ
コ
ン
は
ゴ

レ
ム
の
猛
追
を
回

し
な
が
ら
も
こ
ち
ら
の
声
に

を

け
内
容

を
理
解
し

え
意
味
の

じ
る
反
応
を
返
せ
て
い
る

行

の
下
地
は
整

て
い
る
の

だ

し
か
し
じ

と
し
て

す
る

魔
法

を
使
う
機
会
が
多
く

更
に

闇
魔
法

も

不
意
打
ち
で
使

て
い
た
か
ら

闘
の
最
中
に
使

た
経
験
が
足
り
て
い
な
い
の
だ
と
思
う

 
ス
イ

チ
さ
え
入
れ
ば
出
来
る
の
に

件
が
整

て
い
な
い
と

に
ダ
メ
ダ
メ
に
な
る

 
ま

た
く

と

づ
く

ホ
ン
ト

ん

ん
変
わ

て
な
い
じ

な
い
の

 
レ
コ
ン
は

か
の
助
け
を
前

と
し
て
い
る

 
魔
術
師
な
ど
完
全
後
衛
の
よ
う
な
ビ
ル
ド
な
ら
と
も
か
く
彼
は
遊
撃
に
動
く

偵ス
カ
ウ
ト

た

だ
先
行
偵

す
る
事
だ
け
が
仕
事
で
は
無
い

目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
戦
場
に

い
て
遊
撃
の

重
要
さ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
義
弟
の
お

で
イ

と

う

ど
思
い
知

て
い
る

時
に
回
復
ア
イ
テ

ム

時
に
デ
バ
フ
を

き

み

あ
る
い
は
タ
ゲ
を
取

て

乱
に
動
く

然
止
ま

て

 
い
る

な
ど
無
い

 
彼
が
ス
カ
ウ
ト
と
し
て

第
点
に
あ
る
な
ら
文

も

み
下
し
た
が

こ
れ
は

ヒ
ド
い
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あ
た
し
の
判
断

が
デ
ス
ゲ

ム
の
最
前
線
で
戦

て
い
た
メ
ン
バ

で
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
大

会
上

に
食
い

む
レ
ベ
ル
ば
か
り
だ
か
ら

求
め
て
る

が
高
い
自
覚
は
あ

た
の
だ
が

行

も
マ
ト
モ
に
出
来
な
い
と
は
予
想
外
だ

た

し
か
も

行

い
す
る
か
ら

ん
で

る
に
も
隙
が
大
き
い

一
年
経

て
も
未
だ

在
な
ら
流

に
ど
う
や

て
も

ら
な
い
だ

ろ
うく

そ
こ
う
な

た
ら
や
れ
る
だ
け
や

て
リ

フ

ち

ん
に
い
い
と
こ
見
せ
て
や
る

 

と

そ
こ
で
変
化
が

れ
た

自

に
な

た
の
か

そ
れ
と
も

み
止
ま
る
覚
悟
を

持

た
の
か

回
る
だ
け
だ

た
レ
コ
ン
が
足
を
止
め
て
振
り
返

た
の
だ

 
お

と
思
わ
ず
声
を

ら
す

不
覚
に
も

を
す
る
の
か

か
に
興
味
が

い
た

 

線
の
先
で

剣
を
喪
い
無
手
と
な

た
彼
が

手
を
突
き
出
し
た

セ
ア

・
ス
リ

タ

 
そ
し
て

が
始
ま
る

 
そ
こ
に
肉

し
た
ゴ

レ
ム
は

足
で

み

そ
う
と
大
き
く
持
ち
上

ス
ト
ン
プ

 
レ
コ
ン
は
紙
一
重
で
後
ろ
に

ん
だ

一

砂
に
足
を
取
ら
れ
て
い
た
が
彼
の
ア
バ
タ

は
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ユ
ウ
キ
よ
り

小
さ
い

型
だ
か
ら

べ
て
い
た

フ

ム
・
グ
ロ

ン

 

式
で

を

え
よ
う
と
し
て
い
る
か
す
ぐ
に
分
か

た

五
つ
の
風
の
刃
を

ば
す
風
の

初

魔
法

ウ

ン
ド
カ

タ

速

と
追

性
の
高
い
そ
れ
は
決
し
て
高

力
で
は
無
い

も
の
の

魔
法

力
と
風
属
性

性
の

い
最
弱
の
ゴ

レ
ム
に
な
ら

果
は

だ

 

え
切
る
前
に

し

す
よ
う
に
彼
の

上
か
ら

の

が

と
さ
れ
る
も
も
う
一

ス

テ

プ
を

ん
で
そ
れ
を

し
た

し
か
し

波
は
レ
コ
ン
を
襲
い
が
り

と
三

ど

が

れ
る

 

備
の
性
能
は
と
も
か
く
物
理

面
は
か
な
り

い
ら
し
い

と
す
る
と
レ
ベ
ル

も
あ
ま
り

て
い
な
い
の
か

ウ

ン
ド

 

分

し
て
い
る
間
に

は
完
成
し
た

 
突
き
付
け
ら
れ
た

手
の
先
に
渦

く
緑
が
発
生
し

時
に
五
つ
の
刃
と
な

て
乱
れ

ぶ

隙
だ
ら
け
の
ゴ

レ
ム
に
刃
は
全
弾
命
中

倒
す
に
は
至
ら
な
い
が
体
力
を
四

は

て
い
た

対
す
る

の
消

は
一

に
も

た
な
い
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そ
の
後

同
じ
事
を
二

り
返
し

レ
コ
ン
は
ゴ

レ
ム
を
倒
し
切

た

や

た

倒
せ
た
よ
リ

フ

ち

ん

 
こ
れ
で

も
一
緒
に
行

て
い
い
よ
ね

 
戦
闘
後
き
ら
き
ら
と
喜
色

面
の

み
で

け
寄

て
来
る
レ
コ
ン
に
思
わ
ず
苦

を
浮

か
べ
る

同
い
年
の

だ
が
ど
う
し
て
か
不
出
来
な
弟
を
持

た
気
分
に
な

て
し
ま
う

 
弟
は
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
そ
し
て
今
は
亡
き
ホ
ロ
ウ
だ
け
し
か
認
め
て
い
な
い
の
で
そ
の

錯
覚
は
す
ぐ
に
忘
却
さ
せ
た

 

そ
れ
は
と
も
か
く

 
レ
コ
ン
を
今
後
の
攻
略
メ
ン
バ

に
加
え
る
か
ど
う
か
は

未
だ
決
め
か
ね
て
い
た

 
極
め
て
個
人
的
な
感
情
を

ん
で
い
る
事
は

定
出
来
な
い
が
ど
う
せ
目
指
す
な
ら
ト

プ

攻
略
と

う
人
も
い
る
た
め

間
の
モ
チ
ベ

シ

ン
は
か
な
り
高
い

キ
リ
ト
が
無
理
を
し

て
い
る
原
因
が
こ
の
ス
ヴ

ル
ト
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る

無
能
な
味
方
こ
そ

と
い

う

却

て
邪
魔
に
な
る
者
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
の
は

も

ま
な
い
だ
ろ
う

 
も
し
か
し
て
と
い
う
予
想
が

裏
を

め
た
以
上
そ
れ
を
確
認
し
な
い
ま
ま
判
断
を
下
す

の
は
和
人
の
師
と
し
て
の
主
義
に
反
す
る

レ
コ
ン
の
事
は
生
理
的
に
苦
手
な
部
分
が
あ
る
が

だ
か
ら
と

て
現
時
点
で
切
り
捨
て
る
事
は
少
し
違
う
と
も
今
は
思

て
い
た

た
だ
物
理
攻
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撃
一

倒
で
あ
の
醜

な
ら
に
べ
も
な
く
切
り
捨
て
た
が
レ
コ
ン
は
醜

こ
そ
晒
し
て
も
最
終

的
に
魔
法
で
応
じ
て
み
せ
た

ま
だ
よ

確
認
し
た
い
事
が
出
来
た
か
ら

別
の
Ｍ
ｏ
ｂ
を
引

掛
け
る
わ

え
え

 
ま
だ
や
る
の

 
も
う
十
分
じ

な
い

 
と

を

れ
さ
せ
る
レ
コ
ン
の

は
非
常
に
情
け
な
い

 
さ

き
の
や
る
気
を
見
せ
た

は
中

良
か

た
と
い
う
の
に

あ
の
ね

こ
れ
く
ら
い
で
情
け
な
い

し
な
い
で
よ

そ
れ
に
今

は
あ
た
し
も
戦
う
か
ら

え

 
リ

フ

ち

ん
が

 
そ
れ
は

し
い
け
ど

な
ん
で

秘
密
よ

教
え
ち

た
ら

の
木

じ

な
い

 
そ
も
そ
も
た

た
一
戦
で
全
て
が
見
え
る

で
は
無
い

さ

き
ま
で
は
自
分
の
記

に
あ
る

ま
ま
だ

た
か
ら

し
て
い
た
が
一
味
違

た

を
見
て
か
ら
は
色

と

し
た
い
事
が

出
来
た

 
ア
ス
ナ
達
に
は
悪
い
が

を
正
せ
ば
彼
女
ら
が

け
容
れ
よ
う
と

て
来
た
事
が
原
因

だ

道

れ
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る

 

そ
う
し
て
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
の
つ
い
で
に
レ
コ
ン
の
技
能
テ
ス
ト
を

け
分
か
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た
事
が
あ
る

 
ま
ず
レ
コ
ン
は

体
で
は
弱
い
が
パ

テ

に
な
る
と

き
出
す
プ
レ
イ

だ

た

 
ゴ

レ
ム
な
ど
の
魔
法
生
物
型
ス
ケ
ル
ト
ン
な
ど
の
死
霊
型
の
Ｍ
ｏ
ｂ
に

の

は

か

ず
一
定

に

み

ん
だ

タ

ゲ

ト
さ
れ
て
し
ま
い
完
全

得
し
た
ス
キ
ル
の
内
二

つ
が

に
立
た
な
く
な
る
が

そ
れ
は
あ
く
ま
で

タ
ゲ
回

の
一
点
を
見
た
場
合
に
限
る

反
応
さ
れ
る
と

て
も
ヘ
イ
ト
の

少
補
正
は
反

さ
れ
て
い
る
よ
う
で

戦
闘
中
に
ハ
イ

デ

ン
グ
し
た
彼
が

わ
れ
る

は
あ
か
ら
さ
ま
に
少
な
く
な

て
い
た

そ
こ
に
風
や
闇
の

魔
法
を
放
つ
だ
け
で
Ｍ
ｏ
ｂ
か
ら
す
れ
ば
立

な

襲
に
な
る

ス
キ
ル
値
が
高
く

に
特
化
し
た
ビ
ル
ド
な
た
め
か

明
化
の
魔
法
を
使
わ
れ
る
と
プ
レ
イ

の
目
を
以
て
し
て

も
見
え
な
い
程

 
欠
点
は
砂

フ

ル
ド
の
よ
う
に
足

が
残
る

境
そ
し
て
空
中
で
は
マ
ト
モ
に
動
け
な

い
事
だ
が
ダ
ン
ジ

ン
内
限
定
と

え
て
も
極
め
て
強
力
と

え
る

極

に
ヘ
イ
ト
を

ら

せ
る
な
ら
そ
の
プ
レ
イ

が
回
復
魔
法
を
掛
け

け
て
も
ヘ
イ
ト
は
前
衛
に
残

た
ま
ま
に

な
る

レ
コ
ン
も
回
復
魔
法
ス
キ
ル
は
取

て
い
た
よ
う
な
の
で
そ
れ
を
重
点
的
に
育
て
れ
ば

他
に

が
無
い
対
Ｍ
ｏ
ｂ
特
化
の
魔
術
師
に
転
向
出
来
る
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自
分
と
違
い
一
人
で
は
弱
い
が
集

の
中
に
入
り

め
ば

に
な
ら
な
い

を
持

て

い
る

 
そ
れ
が

に
な

た
後

あ
た
し
が
一
番
に
し
た
事
は

レ
コ
ン

あ
ん
た
の
力

見

て
た

ご
め
ん

 

罪
だ

た

 
彼
の
実
力
を
認
め
つ
つ
過
去
の
判
断
を
過
ち
と
認
め

罪
す
る

か

し
く
思
わ
れ

る
だ
ろ
う
が

ん
じ
た
の
は
事
実
だ

 
慌
て
る
彼
を

め
な
が
ら

と

パ

テ

内
の
ポ
ジ
シ

ン
を
伝
え
る

 

し
い
事
に
同
じ
ス
カ
ウ
ト

で
も
フ

リ
ア
は
前
衛
で

剣
を
振
る
う
ラ
イ
ト
ア
タ

カ

を

し
て
い
る
の
に
対
し
レ
コ
ン
は
風
と
闇
魔
法
を
中
心
と
し
た
中
衛
魔
術
師
型

自
分
と

ア
ス
ナ
し
か
魔
法
攻
撃
を
マ
ト
モ
に
使
え
ず
し
か
も
ど
ち
ら
も
前
衛
で
戦
う
方
が
向
い
て
い
る

中
で

後
衛
に
向
い
た
魔
術
師
型
の
登
場
は
望
外
の
事

だ

テ
ス
ト
は
合
格
よ

 
そ
う

め

る
と

ぐ

と
レ
コ
ン
の

に
喜
び
が
浮
か
び
上
が
り

あ

あ
り
が
と
う
リ

フ

ち

ん
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バ発
ネ

を
足
に
仕

ん
で
い
る
よ
う
な
動
き
で

び

ん
で
き
た

反

的
に
手
を

ば
し

面
を

み
上

本
日
二

目
の
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

で

る
し
上

る

だ
か
ら

て
セ
ク
ハ
ラ
行

を
許
し
た

じ

な
い
か
ら

い

 

た
く

み
な
が
ら

て
や
れ
ば

え
た

え
が
返

て
来
た

し
か
し
ア
イ
ア
ン

ク
ロ

に
加
え
て

圧
を
掛
け
ら
れ
て
も

み
が
滲
ん
で
い
る
事
か
ら

し
か

た
事
が

え
る

 

人
を

き
に
な
る
と

こ
う
ま
で
も
夢
中
に
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か

 

と

そ
ん
な
思

が
浮
か
ん
で

消
え
た

  
フ

ル
ド
に
あ
る
ダ
ン
ジ

ン
の
一
つ
を

破
し
最

で
立
ち
は
だ
か

た

大
な
槍
持

ち
ス
ケ
ル
ト
ン
を
下
し
た
私
達
は

キ

ア
イ
テ
ム

い
の
品
を
宝

か
ら
手
に
入
れ
た

 
そ
の
品
を
手
に
取
り
立

な
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

の
フ

リ
ア
が

め
つ

め
つ

め
る

こ
れ

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

だ
よ
ね

 
そ
れ
は

だ

た

⻩

色
の
金
属
で
作
ら
れ
年

が
入

て
い
る
の
か
と
こ
ろ
ど
こ
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ろ

け
た
黒
を

り
付
け
て
い
る

が
今
回
の
報

し
か
も
重
要
物

い
の
ク
セ
し
て

に
は
ロ
ク
な
説
明
文
が
無
い

も
不
明
と
な
る
と
ど
う
使
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
な

る
リ
ズ
さ
ん
の

鍛
冶

ス
キ
ル
で
ピ
カ
ピ
カ
に
す
る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
か
ね

ん

い
や
ダ
メ

い
わ

鍛
冶
で

で
き
る
品
に
入

て
な
い
も
の
そ
れ

 

び
付
い
た

を
鍛
冶
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
事
は
ク
エ
ス
ト
で
も
ま
ま
あ
る
事
だ
が
今
回

は
そ
う
い
う

で
も
無
い
ら
し
い

 
意
見
を

い
合
う
も
そ
れ
だ
と

え
る

は
出
て
来
ず
結

は
保

と
し
て

に
帰
る

事
に
な
り
ボ
ス
部

の
入
り

へ
向
き
直

た
時

界
の

を

め
る
形
で

か
が
動
い
た

な
ん
だ
ろ
う
と

を
巡
ら
せ
れ
ば

色
の
ト
カ
ゲ
が
一

に

り
付
き
こ
ち
ら

を
見
て
い
た

 
そ
れ
に
フ

カ
ス
が
合

た

か

ト
カ
ゲ
の
上
に

色
の
カ

ル
と
モ
ン
ス
タ

名

観

者

の

ト

カ

ゲ

Ｌ
ｉ

ａ
ｒ
ｄ
Ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ

が
表
示
さ
れ
た

 
モ
ン
ス
タ

名
を
見
た

間
一
息
に

み

み
横
一
閃
に
斬
り
払
う

監

に
し

か

い
ら
れ
な
い
ト
カ
ゲ
は
一
撃
で

を

き
出
し

消
え
た
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こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
Ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
と
記
載
さ
れ
る
Ｍ
ｏ
ｂ
は
た
だ
一
つ

闇
魔
法

の
ピ

ピ
ン
グ

み
見
と
い
う
魔
法
で
作
ら
れ
る
監

・

の
使
い
魔
だ
け

他
の
プ
レ
イ

に

つ
く

つ
け
て

界
を

む

文
だ

 
く

つ
け
ら
れ
た

間
と
対

は
不
明
だ
が
確
か
な
の
は
自
分
達
の
行
動
や
戦
闘
を

み
見

ら
れ
て
い
た
事
実

り

リ

フ

 
あ
ん
た

な
に
を
し
て

か
に

み
見

の

文
を
掛
け
ら
れ
て
た
み
た
い
で
す

え

ホ
ン
ト
に

 
全
然
気
付
か
な
か

た

 
リ
ズ
ベ

ト
が

然
と
す
る
も

そ
れ
は
仕
方
の
な
い
事
だ

 

み
見
の

文
を
掛
け
ら
れ
れ
ば
シ
ス
テ
ム
に

り
デ
バ
フ
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
る
の

だ
が

せ
こ

そ
り

み
見
る
事
が
目
的
と
さ
れ
た
も
の
だ
ず

と
表
示
さ
れ
る

で

は
無
い

ス

ル
を
掛
け
ら
れ
て
か
ら
一

間
し
か
デ
バ
フ
の
ス
テ

タ
ス
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ

れ
な
い
の
だ

 
こ
れ
に
気
付
け
る
人
は

意
深
い
か

索

ス
キ
ル
の

練

が
非
常
に
高
い
か
の

ど
ち
ら
か
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こ
の
場
合
は
フ

リ
ア
か
レ
コ
ン
が
責
め
ら
れ
る
が
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
で
一
時
的
に
初
期

化
さ
れ
て
い
る
状

で
は

流

に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
話
で
あ
る

気
付
け
な
か

た
の
は
み
ん
な
一
緒
で
す

問

は

ア
レ
が
ト
カ
ゲ
型
と
い
う
点
で
す
よ

 

み
見
の

文
で
形
作
ら
れ
る
使
い
魔
は

行
可
能
な

型
と
潜

が
得
意
な
ト
カ
ゲ

型
の
二
種

こ
れ
は

文
を

え
る

に
ス

ル
ワ

ド
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
完
成

し
た
後
は
変
え
ら
れ
な
い

 
レ
コ
ン
の

験
と
称
し
て
道
中
寄
り
道
を
食

た
が

動
は

行
頼
り

然
し
て
速

を
出
せ
な
い
使
い
魔
な
ら

型
が

と
判
断
さ
れ
る

 
し
か
し
さ

き
斬
り
捨
て
た
使
い
魔
は
ト
カ
ゲ
型

 
こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

こ
の
ダ
ン
ジ

ン
に
入
る
手
前
で
掛
け
ら
れ
た
ん
で
す
ね

 
ダ
ン
ジ

ン
内
で
は

ん
で
い
る
と
目
立
つ
た
め
ト
カ
ゲ
型
を
使
う
事
が
多
い

ト
カ
ゲ
型

は
ハ
イ
デ

ン
グ
ボ

ナ
ス
が
あ
る
た
め
道
中
の
Ｍ
ｏ
ｂ
も
ス
ル

出
来
る
事
が
あ
る

そ
れ
を

し
て
マ

ピ
ン
グ
す
る
事
も
あ
る

 
し
か
し
マ

ピ
ン
グ
し
て
い
た
集

は
見
て
い
な
い

使
い
魔
と
術
者
の

離
は

練

の
成
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⻑
に

し
て
⻑
く
な
る
が
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
で
初
期
化
し
て
い
る
今
そ
こ
ま
で
の

離

は

な
い

 
今
回
は
対
人
と
し
て
監

す
る

に
使
わ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ

た
だ
マ

ピ
ン
グ
す
る

た
め

と

え
る
に
は
こ
の
ダ
ン
ジ

ン
の

は

過
ぎ
る

闇
魔
法

の
初
期
で
覚
え

る
も
の
と
は

え
新
エ
リ
ア
の
序

か
ら

め
る
こ
こ
で

重
に
な
り
過
ぎ
て
時
間
を
使
う
く

ら
い
な
ら
死
に

り
覚
悟
で

ん
だ
方
が

は
良
い

加
え
て
ダ
ン
ジ

ン
突
入
前
は
ア
ス

ナ
が
バ
フ
の
掛
け
直
し
を
し
て
い
た

ず
ら
ず
ら
と

ぶ
ア
イ
コ
ン
の
中
で
一

れ

ん
だ
だ

け
で
は
気
付
く
の
は

し
過
ぎ
る

 
つ
ま
り

行
さ
れ
て
い
る

ち

と
ち

と

ウ

で
し

 
そ
の
事
実
に
至
る
と
同
時

入
り

の
外
か
ら
ガ
シ

ガ
シ

と
金
属

が

こ
え
て
来
て

リ
ズ
ベ

ト
の

が
引
き

た

近
付
い
て
来
る
集

が
見
え
た
の
だ
ろ
う

 
ボ
ス
部

に
入
ら
れ

ま
れ
て
は

ら
な
い
と
然
し
て
大
き
く
な
い
入
り

に
一
人

取
る

間
に
は
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
一
つ

抗
戦
の
意

を

ん
だ
よ
う
で
彼
女
ら
も
武
器
を
手
に

表
情
を

め
た

レ
コ
ン
の

は
見
え
な
い
が

恐
ら
く

明
化
の
術
を
使

て
い
る
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る

と
は
思
え
な
い

反
撃
の
一
手
の

に

に

し
た
と
思
い
た
か

た

 
そ
れ

ど
に
人
数
差
が
あ
る

 
廊
下
を

て
来
る
プ
レ
イ

の
カ

ル
は
ざ

と
数
え
て
三
十
を
超
え
て
い
る

新

エ
リ
ア
序

の
ダ
ン
ジ

ン
に
投
入
す
る
に
は
流

に
過

戦
力

レ
イ
ド
ボ
ス

で
も
な
い
の

で

を
取

た
人
の
パ

テ

に
し
か
経
験
値
な
ど
が
入
ら
な
い
原

を

え
れ
ば

目
的

が
ダ
ン
ジ

ン
攻
略
で
は
無
く

こ
ち
ら
を

す
る
事
だ
と

せ
る

 
種

は
バ
ラ
バ
ラ
だ

黒
色
の
ト
カ
ゲ
だ

た
か
ら
ス
プ
リ
ガ
ン
の
術
者
が

る
と
は
分
か

て
い
た
が
他
に
も
サ
ラ
マ
ン
ダ

や
ノ

ム
レ
プ
ラ
コ

ン
イ
ン
プ
ウ
ン
デ

ネ
な

ど

種

に

一
性
は
無
い

 
ギ
ル
ド
に

属
し
て
い
る
証
は
無
い

 
だ
が

シ
ル
フ
の

に
は
見
覚
え
が
あ

た

そ
う
い
う
事
ね

 
正
眼
に
⻑
刀
を
構
え
る
あ
た
し
は
こ
の
集

の
出
現
に
得
心
が
い

た

 
集

に
属
し
て
い
る
シ
ル
フ
は
シ
ル
フ
軍
に
属
し
て
い
る
プ
レ
イ

の
一
人

つ
ま
り
シ

グ
ル
ド
の
部
下

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に

し
い
と
は

ん
で
い
た
が
ど
う
も
あ
た
し
を
後
悔
さ
せ
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る
べ
く
物

差
で
の

を
企
て

投
入
し
た
ら
し
い

 

よ
く
よ
く
思
い
出
せ
ば

他
も
見
た

ば
か
り
じ

な
い

 
自
種

に
帰
依
し
て
い
る
プ
レ
イ

と
の
交
戦
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
乱
入
以
来
初
め
て
だ

た
か
ら
気

付
く
の
に
時
間
を
要
し
た
が
サ
ラ
マ
ン
ダ

や
ノ

ム
な
ど
他
の
プ
レ
イ

も

軍
に
属
し

て
い
る
面
子
だ

た

今
の

は
知
ら
な
い
が

備
の
グ
レ

ド
は
か
な
り
高
い

ず

と

け
た
な
ら
そ
れ
な
り
の
地

に
は
あ
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
だ
け
彼
ら
も

リ

フ

の
力
を
手
に
入
れ
た
い
の
か

と

え

違
和
感

 
シ
グ
ル
ド
は
同
種

だ
か
ら
声
を
掛
け
て
来
た

つ
ま
り
勧
誘
に
成

す
れ
ば
シ
ル
フ
は
キ

リ
ト
に
対
す
る
切
り
札
を
得
た
事
に
な
る
の
だ
が
そ
れ
は
逆
説
的
に
シ
ル
フ
以
外
が
切
り
札
を

得
ら
れ
な
い
と
い
う
展
開
に
な
る

そ
れ
を
分
か
ら
な
い
彼
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

 

え
ら
れ
る
の
は
三
つ

 
一
つ
目

あ
た
し
が
切
り
札
に
な
り
得
る
事
を
シ
ル
フ
以
外
に
は
伝
え
ず
物

差
で

し

し

秘
密
裏
に
配
下
に
加
え
る

 
二
つ
目

そ
の

の
戦
力
を

え
る
に
あ
た
り
最

ボ
ス
の

よ
り
実
入
り
が
良
い
事
を

チ
ラ
つ
か
せ
る

な
に
せ
Ｍ
ｏ
ｂ
よ
り

得
経
験
値
や
ユ
ル
ド
が
多
く
時
に
は

備
の
ド
ロ
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プ
も
す
る
の
が

の
魅
力
だ

種

を

と
し
た

で
は

主
以
外
だ
と
メ
リ

ト
は
無
い
が

個
人
で
の
観
点
に
な
れ
ば
話
は
別

に

無
く
大
き
な

を
得
ら
れ
る

こ
れ
に

ら

な
い
プ
レ
イ

は
ま
ず

な
い
だ
ろ
う

 
三
つ
目

あ
た
し
達
を

す
る
事
で

圏
内

に
持
ち
帰

て
い
な
い
キ

ア
イ
テ
ム
の

を
強
奪
で
き
る

つ
ま
り
わ
ざ
わ
ざ
ボ
ス
と
戦
う
非

的
な
事
を
し
な
く
て
済
む

を

手
に
入
れ
た
後
は
使
う
と
こ
ろ
で
は
ま
た
レ
イ
ド
を
組
ん
で
し
ま
え
ば
全

が
一

に
ク
リ
ア

フ
ラ
グ
を
立
て
ら
れ
る

他
種

と
の
進
行

は
同
じ
に
な
る
が
あ
た
し
を
引
き
入
れ
れ
ば
ま

た
突
き
放
せ
る
と

シ
グ
ル
ド
は

し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 

い
い

し
て
る
じ

な
い

 

た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
だ
ろ
う
推

が

で
も
あ
た
し
を
引
き

き

属
さ
せ
た

が

て
い
る
意
思
を

み
取

て

思
わ
ず

み
が
零
れ
て
し
ま
う

 
や
る
事
は

決
ま

た

ア
ス
ナ
さ
ん

ス

ル
バ
リ
ア

魔
法
は
リ
ズ
さ
ん
と
シ
リ
カ
さ
ん
に
掛
け
て
下
さ
い

え

え
え

 
で
も

そ
れ
だ
と
前
衛
の
リ

フ

ち

ん
が

あ
た
し
は
自
分
で
掛
け
ま
す
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え
る
彼
女
に
き

り
と
返
す

巡
し
た
気
配
を
感
じ
た
が
す
ぐ
に
ス

ル
の

が

を
打
つ

自
分
も
ス

ル
を
掛
け
る

分

し
た
の
は

弾
時
に
消

す
る

を
分

す
る
た
め
だ

 

て
来
る
集

か
ら

つ
も
の

が

こ
え
出
す

は
 
気
合
一
つ

力
の
限
り
地
を

り

の
如
く

す
る

 
先

を

て
い
た
タ
ン
ク
の
ノ

ム
と
サ
ラ
マ
ン
ダ

が
大
楯
を
翳
す

が

な
り
に

襲
い
掛
か
る

が
そ
の
体
勢
を

し
た

う
ぎ

と

れ
る
悲
鳴
を

き
な
が
ら
横
を

け
る

ず
ば
ん

と

し
い
エ
フ

ク
ト
と
共
に
男
の

は
上
下
が

き
別
れ
エ
ン
ド
フ
レ
イ

ム
を
上

て
消
滅
す
る

ド
ロ

ト

 
そ
こ
で
一
つ
目
の
魔
法
が
完
成

種

に

無
く
全

が
シ
ン
グ
ル
ホ

ミ
ン
グ

焦
点
追

型
の

属
性
中

魔
法
ブ
レ
イ
ジ
ン
グ
シ

ト
を

え
て
い
た
ら
し
く

し
く

え

る
火

が

り
く

る 

故

自
種

が
得
意
と
す
る
属
性
で
は
無
く

全

が

属
性
の
魔
法
を
使

た
か
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そ
れ
は

属
性
に
よ

て
は
あ
る
種

間
で
上
下

を
生
じ
て
い
る
か
ら
だ

 
火
は
風
に
強
く

 
風
は

に
強
く

 

は
水
に
強
く

 
水
は
火
に
強
い

 

を

く

が
生
ま
れ
る
サ
ラ
マ
ン
ダ

ウ
ン
デ

ネ
シ
ル
フ
ノ

ム
は
属

性
に
よ

て
種

間
で
の
力

が
生
ま
れ
る
た
め
他
よ
り
突
出
し
た
能
力
が
付
与
さ
れ
て
い

る

に
Ｓ
Ｔ
Ｒ

攻
撃
特
化

Ｉ
Ｎ
Ｔ

魔
法
特
化

Ｓ
Ｐ
Ｄ

速

特
化

Ｉ
Ｔ

特
化
だ

他
の
種

が

じ
て
バ
ラ
ン
ス

型
に

ち

い
て
い
る
の
は
先
の
四
種

と
違
い
属
性
に
よ
る
有

不

が
無
い
た
め

 
だ
か
ら
サ
ラ
マ
ン
ダ

は

に
立
て
る
シ
ル
フ
を

極
的
に

ろ
う
と
す
る
経

が
あ

た 
し
か
し

そ
れ
も
属
性
の
有

不

が

い
て
こ
そ

 

魔
法
に
属
性
は
無
い

攻
撃
魔
法
の
属
性
に
合
わ
せ
る
必
要
が
無
い
そ
れ
は
如

な
る

属
性
魔
法
の
ス
キ
ル
を
育
て
て
も
同
じ
も
の
を
会
得
す
る

つ
ま
り
属
性
に
よ

て
ダ
メ

ジ

が
上
下
し
な
い

無
属
性
の

魔
法
の
前
で
は
如

な
る
属
性
で
も
ダ
メ

ジ
を
増
や
す
事
は
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出
来
ず

上

る
に
は

に
Ｉ
Ｎ
Ｔ

知
力
と

Ｍ
Ｅ
Ｎ

精
神

ス
キ
ル

練

を
上

る
し
か
な
い

 
そ
し
て
こ
こ
は
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア

一
時
的
に
初
期
化
さ
れ
て
い
る
ス
テ

タ
ス
と

練

で
は
属
性

性
を

使
し
な
け
れ
ば

魔
法
の
上
か
ら

応
の
ダ
メ

ジ
を

き
出
す
事

は

し
い

で

け
る
と

の

が
先
に
切
れ
る
が

そ
の
前
に

近
し
て
し
ま
え

ば
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
を
恐
れ
て
棒
立
ち
に
な
る
木
偶
と
化
す

 
つ
ま
り

魔
法
が
切
れ
る
前
に
術
師
部
隊
に
肉

す
れ
ば

勝
ち
目
は
あ
る

 

フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
を

け
る
べ
く

な
り
に

来
す
る
火

を
前
に
し
て

り

な
が
ら
構
え
を
取
る

 

色
の
光
と
共
に

ニ

ク
リ

プ
で
の

加
速
を
想
定
し
て
い
な
か

た
の
か

の

い
剣
と
盾
の
中
衛
を

め

上
に
斬
り
裂
く

死
は
し
な
か

た
が
後

を

き

ん
で
吹

ん
で
い
く
た
め

戦
列
は

れ
た

 
流

に

つ
か
火

の

波
を

け
た
が

そ
れ
を

魔
法
が

い
で
も

自
分
の

は

ま
だ
一

し
か

れ
て
い
な
い

 

に
集

の
中
心
に
食
い

み
始
め
た
今
も
う
術
師
部
隊
は
機
能
し
得
な
い

魔
法
を

掛
け
ら
れ
た
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
を
倒
す
前
に
あ
た
し
が

滅
す
る
方
が
速
い
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な

ん

な
に
や

て
る

さ

さ
と
攻
撃
し
ろ

 
指

ら
し
き
シ
ル
フ
の
一
人
が
声
を
上

る

 
だ
が

い

今
の
指
示
の
内
に
あ
た
し
は
二

刃
を
振
る
い

で
目
を
白
黒
さ
せ
て
い
る

サ
ラ
マ
ン
ダ

に
エ
ン
ド
フ
レ
イ
ム
を
上

さ
せ
て
い
た

 

ド
ス
キ
ル
の
技
後

直
は

値
の
値
に
よ

て

出
来
る

ニ

ク
リ

プ
は

初
期
か
ら

得
可
能
な
の
で

技
後

直
も

い
の
に
更
に
速

特
化
の
シ
ル
フ
が
使

た

と
な
れ
ば

直
な
ど

無
い
に

し
い

不
意
を
打
つ
な
ら

発
技
は
非
常
に
有

 

と

に

る
プ
レ
イ

の
一
人
に
斬
り
掛
か
る

こ
の

⻤
が

 

わ
れ
た
と
悟

た
の
だ
ろ
う

ス
プ
リ
ガ
ン
の

刀
使
い
が

り
な
が
ら

え
撃

て
き

た

い
の
刃
が
衝
突

直
後
に

ら
せ
弾
く

生
ま
れ
た
隙
を
突
い
て

を

ば
し

死
さ
せ
る

 

黒
い
エ
ン
ド
フ
レ
イ
ム
の
向
こ
う
か
ら
レ
プ
ラ
コ

ン
が
持

て
い
た
槍
が
突
き
出
さ
れ

た



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 

が
れ
た

界
の
中
そ
れ
で
も
ギ
リ
ギ
リ
で

を

ら
し
振
り
上

て
い
た
刃
を
返
し
て

掛
け
に
斬
る

ぎ

り

と

を
斬
り
付
け
た
時
特
有
の

が

をつ
ん
ざい

た
が

を

め
る
に

め

肉

し
て
い
た
背
後
の

に
回
転
斬
り
で
応
じ
る

 
回
転
斬
り
に
対
し

手
の
得
物
は

手
剣
で

パ
ワ

タ
イ
プ
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

だ

た

と

さ
を
突
き

め
た
愛
刀
で
は

抗
も
出
来
ず

く
吹

ば
さ
れ
る

が
三

持

て
行
か
れ
た
が
ま
だ
七

残

て
い
る
の
だ

を
判
断
し
て
く
る
り
と
反
転

先

ど
斬
り

せ
た
レ
プ
ラ
コ

ン
に
勢
い
そ
の
ま
ま
斬
り
掛
か
り

絶
命
さ
せ
る

 

背
後
で

発

 

と

生
じ
る
圧
か
ら
シ
ノ
ン
が
放

た

ド
ス
キ
ル
が
初

ボ
ム
ア
ロ

と

判
断

回
転
斬
り
で
振
り
返
れ
ば
真
後
ろ
に
は
大
剣
使
い
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

が

た

発
を

に

け
た
の
か

部
か
ら
は

が
も
う
も
う
と
上
が

て
い
る

 

手
に
心
で

手
し
な
が
ら
隙
だ
ら
け
の
大
剣
使
い
の

に
刃
を
突
き
入
れ

る

ぐ

し

り
と

を
立
て
て
剣
を
握
る

が

ち
た

断
面
は
ポ
リ
ゴ
ン
を

ら
す

テ
メ

 
ご
う

と
上
背
と
ガ
タ
イ
の
良
さ
を
強
み
と
し
て
か

い

さ
る
よ
う
に

が
振
る
わ
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れ
る

後
退
も

も
回

も
悪
手

い

さ
れ
れ
ば
最
後

滅
多
打
ち
に
さ
れ
る
だ
ろ
う

 

に
愛
刀
を
上
に
放
る

を
し

が
ん
で

し

の

と
剣

を
そ
れ
ぞ
れ
強
く
握

り

性
を
味
方
に
つ
け
て
背
負
い
投

そ
の
時
に
く
る
り
と
そ
の
場
で

回
転
し

離
を

め
て
い
た
集

に
放
り
投

る
事
も
忘
れ
な
い

 
く
る
く
る
と

上
か
ら

ち
て
来
た
愛
刀
を
キ

チ

 
一
歩
下
が
り
な
が
ら
⻑
刀
を

に
翳
し

か
ら

る
刃
を

さ
え

む

な
ん
つ

ツ
だ
よ

あ
ん
た

変
わ
ら
ず
と
ん
で
も
な
い
な

 

か
ら
シ
ル
フ

か
ら
サ
ラ
マ
ン
ダ

が

う

片
や
か
つ
て
の
部
下
片
や
か
つ
て
刃
を

交
え
た

見
知

た

を
見
て

み
が
浮
か
ぶ

 
知
人
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
が

ハ

 

と
共
に
刃
を
弾
く

ず
ざ

と

か
に
後
退
し

ま

た
二
人
を
捨
て

き
様
子

見
に

し
て
い
た
術
師
や
指

へ
と
直

る

う

う
わ

だ
ろ
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見
る
か
ら
に
動
揺
す
る

定
指

の
シ
ル
フ

容
赦
な
く
斬
り
掛
か
り
一
撃
が
入
る

ぐ

ぐ

と
ゲ

ジ
は

る
が

れ
た
の
は
二

程

ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
で

な
ら

さ
れ
た
と
は

え

や
は
り

の
性
能
差
は
大
き
い
よ
う
だ

 
面
倒
な

と
心
で

づ
き

引
い
た
刃
を

時
に
突
き
出
す

 
ド
ス

と

に
入

た
刃
を
回
し
横
に
一
閃

は
千
切
れ

び

定
指

は

死
し
た

 
ど
よ
と
集

の
意
思
が
揺
ら
ぐ
の
を
感
じ
た

人
か
は

よ
う
と
し
て
い
る

後
衛
の

術
師
部
隊
だ

こ
こ
ま
で

離
を

め
ら
れ
た
は
も
う

わ
な
い
と
見
切
り
を
付
け
た
の
だ
ろ

う 
撤
退
の
判
断
が
速
い
の
は
良
い
事
だ

ち
な
さ
い

 
だ
が

が
さ
な
い

思
い
切
り

乱
さ
せ
た
前
衛
部
隊
は
人
数
差
が
あ
る
と

え
ど
ア
ス
ナ

達
に

せ
れ
ば
大

だ
ろ
う
と
判
断
し

る
術
師
達
を
一
人
一
人
斬
り

せ
て
い
く

 
撤
退
す
る

を
追
撃
す
る
の
は

し
い
が
そ
こ
は

特
化
の
シ
ル
フ
の
面
目
躍
如
と
い

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う

備
で
勝

て
い
て
も
人
体

を

骨
に
再
現
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
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テ
ム
を
組
ん
で
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

死
す
る
事
も

し
く
な
い

を

え
ば
一
発
だ
と
経
験

で
知

て
い
た

 
む
し
ろ

今
回
は
撤
退
を

ん
で
く
れ
て

合
だ

た

 

が
全
損
し

エ
ン
ド
フ
レ
イ
ム
を
上

た
プ
レ
イ

は

リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
と
し
て
そ

の
場
に
残
る

生
有
時
間
と
い
う
や
つ
だ

十
分
あ
る
間
は
体
こ
そ
無
い
が
意
識
は
残

て

い
る
状

で
あ
る

 
し
か
し
十
分
も
そ
の
場
に
残
る
の
は

生
の
チ

ン
ス
を
見

ん
で
い
る
場
合
の
み

実

死
さ
せ
た
術
師
達
は
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
も
残
さ
ず
す
ぐ
セ

ブ
地
点
で
の
リ
ス
ポ

ン
を

し

た
ら
し
か

た

 
だ
か
ら
一
人
だ
け
生
き
残
ら
せ
て

問
す
る
事
も
容

く
な
る

間
だ

た
者
達
の
目
が

無
い
だ
け
で
精
神
的

波

は
容

く

せ
る
か
ら
だ

こ
ち
ら
と
し
て
も

問
す
る
内
容
を
す

ぐ
に
知
ら
れ
る
事
は
無
く
な
る

な
に
よ
り
シ
グ
ル
ド
が

し
て
い
る
な
ら
他
種

が

る
と

こ
ろ
で

を

り
に
く
い
だ
ろ
う

 
そ
の
意

が
あ

て

え
て
生
き
残
ら
せ
た

と
は

え

は
切
断
状

で

も
取
り
上

て
い
る

シ
ル
フ
の
術
師
の
前
に
し

が
み

む

論

手
に
は
⻑
刀
を
握

た
ま
ま
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だ
さ

こ
こ
で
経
験
値
に
な
り
た
く
な
け
れ
ば

キ
リ
キ
リ

き
な
さ
い

 
な
ん
で
あ
た

し
達
を
襲

て
来
た
の
か
し
ら

ち

違
う

オ
レ
達
は
た
だ
攻
略
の

に

 

に
切

先
を

に
突
き

む

み
こ
そ
無
い
が
不
快
な
衝
撃
は
発
生
す
る

特
に

部
と
な
れ
ば

そ
れ
は
絶
大
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う

 
苦
し

に
歪
め
ら
れ
た

か
ら
刀
を

き

再

突
き
の
構
え
を
取
る

状
況
的
に

以
外

え
ら
れ
な
い
の
よ

ウ

は

許
さ
な
い
わ

 

外
に
あ
る
程

し
は
付
い
て
い
る
ん
だ
ぞ
と

す

な
ら

故

問
な
ん
か
す
る
か

と

え
ば

確
定
的
に
し
て
お
か
な
い
と
動
く
に
動
け
な
い
か
ら
だ

 
だ
か
ら
ど
ん
な
手
を
使

て
で
も

き
出
す
つ
も
り
で
い
た

ク

が

女
だ
か
ら

て
良
い
気
に
な
り
や
が

て

 
怒
り
に

を
歪
め
そ
う

倒
し
て
く
る
シ
ル
フ

ど
う
や
ら
こ
の
シ
ル
フ
は
あ
た
し
が
女
尊

男

の
人
間
だ
と
思

て
い
る
ら
し
い

人
に
責

転

し
て
ん
じ

な
い
わ
よ

だ
い
た
い
仮
に
あ
た
し
が
女
尊
男

な
ら
キ
リ
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ト
の
存
在
は
ど
う
な
る
の
よ

デ
ス
ゲ

ム
で
始

し
よ
う
と
し
た
ん
だ
ろ

 
義
弟
へ
の

し
方
に
つ
い
て
疑
問
は
無
い
の
か
と
問
え
ば
そ
う
返
さ
れ
な
る

ど
と
思
う

そ
う
い
う
見
方
も
出
来
る
の
か
と
い
う
新
た
な

点
を
得
た
事
へ
の
感

だ

た

 
あ
ま
り
に
も

無

つ
論
理
的
で
な
い
思

に
は
感

せ
ざ
る
を
得
な
い

 

第
百
層
で
の
経

を
見
て
い
な
い
の
か

 
あ
の
子
を

い

生
ア
イ
テ
ム
を
使

た
一
幕
を
見
て
い
れ
ば

て
い
る
と
は
思
わ
な

い

だ

ま
し
て
や

う

が
無
い

あ
ま
り
に
も
フ

ル
タ

を
掛
け
過
ぎ
て
事
実
認
識
を
歪

め
て
い
る
事
に

息
が

れ
る

 

主
時
代
に

わ
れ
た
女
尊
男

の
女
と
い
う
イ
メ

ジ
は
あ
た
し
が
思

て
い
る
よ

り
も
根
深
い
の
か
も
し
れ
な
い

ま
あ

あ
た
し
の
事
は
い
い
わ

そ
れ
で

の
指
示

う
と
思
う
か

強
気
ね

こ

ち
は
そ
の
気
に
な
れ
ば
ア
ン
タ
の
身

み

ぐ
事
も
出
来
る
の
だ
け
ど

 
そ
う

て

ス
ト
レ

ジ
か
ら
⻩
色
の

体
が
塗
ら
れ
た
投
剣
を
取
り
出
す
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麻

の

体
が
塗

さ
れ
た
も
の
と
分
か

た
シ
ル
フ
が

骨
に

を
引
き

ら
せ
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
麻

も

果
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
変
わ
ら
な
い

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
一
定
時
間
の
無
力

化
だ

然
だ
が
そ
の
状

で
手
を

り

メ
ニ

を

作
す
る
事
が
出
来
る
の
で

合
法

的
に
ア
イ
テ
ム
の

や
破

を
行
う
事
も
出
来
る

か
つ
て
そ
ん
な

罪
が
あ

た
の
だ
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
教
え
ら
れ
た
テ
ク
ニ

ク
だ

た

 
ま
さ
か
こ
う
し
て
使
う

に
回
る
と
は
思
わ
な
か

た
が

今
は
お

い

間
が

な
い

 
使
え
る
手

は
使
う
だ
け
だ

お
前

罪
者
予
備
軍
か
よ

あ
な
た
が

直
に
情
報

し
て
く
れ
れ
ば

け
ら
れ
る
事

よ

ぶ
の
は
あ
な
た
自
身

 

が
復
活
す
る
ま
で
残
り
三
分

ポ

シ

ン
を

ま
せ
て
全
回
復
さ
せ
て
い
る
の
で
再

び
欠
損
さ
せ
て
も
死
ぬ
事
は
無
い

た
だ
あ
ま
り
時
間
を
掛
け
て
い
る
と

問
が

ら
な
く
な

る

こ
ち
ら
が
人
数
を

え
た
ら
意

地
に
な

て
話
さ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
死
ん
で
も
す
ぐ
復
活
す
る
し

喪
う
の
は
再
び
得
ら
れ
る
数

だ
け

 
た
だ
プ
レ
イ
時
間
が
重
な
る
に
つ
れ
て

め
た
ユ
ル
ド
や

備
の
価
値
は
高
い
も
の
に
な

て

い
く

備
の
性
能
が
そ
の
ま
ま
キ

ラ
ク
タ

の
パ
ラ
メ

タ
に
な
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
と

て
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備
の
損
失
は
重
大
だ

己
の
過
失
に
よ

て
失
う
な
ら
ま
だ
し
も
こ
の
よ
う
に
強
奪
で
喪
う
と

な
れ
ば
シ

ク
は
大
き
い
だ
ろ
う

 
あ
ま
り
恨
み
を

い
た
く
な
い
か
ら
出
来
れ
ば

直
に
話
し
て
く
れ
る
と
有

い
の
だ
が

チ

分
か

た

話
す

け
ど
オ
レ
が
知

て
る
事
も
少
な
い
か
ら
な

 
心
血

い
で
育
て
た
キ

ラ
ク
タ

と

備
を
喪
い
た
く
な
い
と
思

た
の
か
情
報

を

ん
で
く
れ
た

麻

の

剣
を
引

ま
せ
る

 

話
を

す
れ
ば

や
は
り
シ
グ
ル
ド
の
根
回
し
だ

た
ら
し
い

 
し
か
も
裏
の
取
引
も

そ
予
想

り

シ
ル
フ
以
外
は
攻
略
の
た
め
と
キ

ア
イ
テ
ム
の
強

奪

つ
い
で
に

で
経
験
値
と
ユ
ル
ド

ア
イ
テ
ム
の
ド
ロ

プ

い

シ
ル
フ
だ
け
は
そ
こ

に
あ
た
し
の
ス
カ

属ウ
ト
が
あ

た
よ
う
だ

 
更
に
シ
グ
ル
ド
は
や
は
り

主
の

を

て
い
た

本

で
は
こ
れ
ま
で

抗
し
て
い
た

勢
力

の
中
ケ

ト
シ

の
ア
ル
シ

・
ル

と
同

を
組
ん
だ
事
に
シ
グ
ル
ド
は
不

た

ら
た
ら
ら
し
く
最
後
ま
で
抗
議
し
て
い
た
と
い
う

だ
か
ら
シ
ル
フ

体
で
ス
ヴ

ル
ト
攻
略

を
成
し

る
の
を

権
交
代
の
第
一
歩
に
す
る
べ
く
シ
グ
ル
ド
は
自
ら
軍
を

い
攻
略
に

血
道
を
上

て
い
る
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を
入
手
す
る
理
由
の
根
幹
と
し
て
そ
れ
も
ま
さ
か
と
思
い
な
が
ら
浮
か
べ
て
い
た
が

ド
ン
ピ
シ

だ

た

な
る

ど
ね

 
予
想

り
過
ぎ
て

も

え
な
い

 
も
う
ち

と

る
事
は
出
来
な
い
の
か
あ
の
男
は
と

息
を

き
た
く
な
る

せ
め
て
実

部
隊
に
そ
の

の
事
情
を
知
る
プ
レ
イ

を
入
れ
た
ら
ダ
メ
だ
ろ
う

 

に

を

め
る
よ
う
で
は

権
ト

プ
な
ど

え
な
い

お

お
い

も
う
行

て
い
い
だ
ろ

も
う
話
せ
る
事
は

も
無
い
ん
だ

ん

え
え

い
い
わ
よ

で
も
シ
グ
ル
ド
に
手
紙
を

し
て
も
ら
え
る
か
し
ら

 
回
復
し
た

で
立
ち
上
が

た
メ
イ
ジ
に

数
万
ユ
ル
ド
が
入

た

を
出
し
な
が
ら

う

少
し

目
し
た
シ
ル
フ
は

分
か

た
と

し
つ
つ
も

い
て
く
れ
た

 

を

し
た
後

手

く
手
紙
を
認
め

そ
れ
も

す

な
ん
て
書
い
た
ん
だ

ん

が
ま
た
来
た
ら
後
悔
さ
せ
る

て
い
う
感
じ
の
内
容
よ

あ
な
た
も
今

来
た
ら

を

ば
す
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
ね
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お

か
な
い
人
だ
な

あ
ん
た
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

て

お

か
な
く
な

た

 
引
き

た

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
後
退
り
し
た
メ
イ
ジ
は
そ
の
ま
ま
出

へ
と
向
か
い
歩

き
出
し
た

 
術
師
一
人
で
ダ
ン
ジ

ン
を
突
破
で
き
る
と
は
思
え
な
い
が
Ｍ
ｏ
ｂ
に
や
ら
れ
る
の
は
あ
た

し
の
責

に
は
な
ら
な
い
の
で
知

た
事
で
は
無
い

Ｍ
Ｐ
Ｋ
を

た
の
で
は
な
く

帰
る
術
師
が
勝
手
に
死
ぬ
だ
け
だ

 

と
す
る
と
手
紙
を

失
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が

仮
に
そ
う
な

て
も
構
わ
な
い

ど
う
せ
手
紙
を

ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
の
男
の
事
だ
か
ら
然
し
て
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う

さ
て

ア
ス
ナ
さ
ん
た
ち
の
と
こ
ろ
へ

ろ

と

 
ボ
ス
部

か
ら

こ
え
る
戦
闘

は

絶
え
て
い
る

し
か
し

界

に

る
パ

テ

の

は
全
て
残

て
い
た

つ
ま
り

あ
た
し
達
の
勝

で
あ
る

 
個
人
的
に
レ
コ
ン
の

が

か
な
り
と
も

て
い
る
事
が
意
外
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
レ
コ
ン
は

近

空
中
戦
は
弱
い

で
も
ハ
イ
デ

ン
グ
が

す
る
な
ら
強
い
術
師
型

と
な
り
ま
し
た

原
作
キ

リ
バ

編
で
も

の
多
い
メ
ン
バ

で
数
少
な
い
術
も
使
え

る
タ
イ
プ
と
し
て
数
え
ら
れ
て
ま
し
た
か
ら

そ
こ
ま
で

変
は
し
て
な
い

 
と
い
う
よ
り
多
分
原
作
で
も
運

す
る
と
な
れ
ば
術
を
使
う
中
衛
ハ
イ
デ

ン
グ
で
の
不
意

打
ち
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

 

境
に
よ

て

さ
れ
る
け
ど
ダ
ン
ジ

ン
内
だ
と
対
Ｍ
ｏ
ｂ
対
人
で

と

に
な

る

た
だ
し
ボ
ス
戦
だ
と

行

い
も

て
て
ん
で

に
立
た
な
い

 
そ
れ
が
レ
コ
ン
の

で
す

 
地
味
に
術
が
使
え
る
メ
ン
バ

と
い
う
事
で
点
数
が
高
く
な

た
レ
コ
ン

原
作
も
そ
う
で
し

た
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
組
の

問

の
深

さ
が

え
ま
す
ね

 

本
作
だ
と

キ

ラ
が
増
え
て
る
の
で

よ
り
深

に
な

て
ま
す

 

に
集

戦

 
原
作
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
で
キ
リ
ト

リ

フ

が
遭
遇
し

変
化
で

れ
た
キ
リ
ト
に
よ
り
壊
滅
に
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た
シ

ン
の
オ
マ

ジ

で
す

た
だ
し
リ

フ

が
真

向
か
ら

乱
し
て
い
る
の
で

あ
る
意
味
原
作
キ
リ
ト
よ
り

バ
い

 
し
か
し
ド

ト

の
攻
撃
判
定
し
か
な
い
魔
法
を

殺
す
る

ス

ル
ブ
ラ
ス
ト

魔
法
破
壊
が
出
来
る
程
で

は
無
い
の
で

魔
法
を
自
分
で
掛
け
て

術
師
部
隊
を
地
味
に
無
力
化
し
て
ま
す

 
立
ち
回
り
的
に
は
原
作
ユ
ウ
キ
に
近
い
で
す

 
た
だ

問
す
る
シ

ン
的
に
リ

フ

も
か
な
り
ス
レ
て
る
の
で

思

と
や
ろ
う
と
し
て

る
事
が
ま
る

き
り
オ
レ
ン
ジ
な
ん
だ
よ
な

 

ま
あ
死
な
な
い
ゲ

ム
だ
か
ら
や
れ
る
事
だ
し

非
も
無
い
よ
ネ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
三
章
 

神
話
ク
エ
ス
ト

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
も
オ

ル
リ

フ

点

 
文

数
は
約
一
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

色

あ
り
ま
す
け
ど

私
は
レ
コ
ン

き
で
す
よ

  

間
が
戦

て
い
た
ボ
ス
部

ま
で

れ
ば

予
想

り
二
十
に
上
る

種色
取

感り
取

れり
るの

リ
メ

イ
ン
ラ
イ
ト
が

見
さ
れ

に
見
え
る
ボ
ス
部

の
入
り

に
は
魔
法

を
展
開
す
る
リ
ズ

ベ

ト
と
シ
リ
カ
が

勢
に
あ

た

彼
女
ら
の
向
こ
う

に
は
や
は
り

を
構
え
た
ま
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ま
の
ア
ス
ナ
や

剣
を
構
え
た
フ

リ
ア
ら
の

 
ボ
ス
部

に
近
付
く
反
応
が
味
方
の
も
の
と
分
か

て
い
て
も

レ
コ
ン
の
よ
う
に

索

を
す
り

け
る
レ
ベ
ル
の
ハ
イ
デ

ン
グ
を
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

で
デ
ス
ゲ

ム
を
生

き

い
た
彼
女
ら
の

心
は
や
は
り
特
別
高
い

 

ア
ス
ナ
の

が

に

て
い
る
事
が
気
に
な

た
が

今
は
気
に
し
な
い
事
に
し

た

大
方
後
衛
の
ヒ

ラ

な
の
に
血
が
騒
い
で

剣
を
手
に
突

を
か
ま
し
た
と
か
そ
ん

な
と
こ
ろ
だ
ろ
う

上

に

す
る
ス
キ
ル
は

み
使
え
な
い
が
そ
れ
で
彼
女
の
剣

き

が

る

も
な
く
如

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
対
人
ス

シ

リ
ス
ト

い
と

え
ど

ぐ
の
は

し

い

前
衛
の
タ
ン
ク

や
回
復
を

て
い
た
で
あ
ろ
う
後
衛

は

み
壊
滅
さ
せ
て
お
い
た

か
ら

も
補

も
ま
ま
な
ら
な
い

撤
退
す
る

に
自
分
が

た
の
も
あ
り
前

後

な
ん

と
や
ら

で
あ
る

あ

リ

フ

さ
ん

 
よ
か

た

無
事
だ

た
ん
で
す
ね

キ
 
こ
ち
ら
の

を
認
め
た

き
り

と
引
き

め
ら
れ
て
い
た
シ
リ
カ
の

が

び
同

す
る
よ
う
に

ら
を

空
し
て
い
た
ピ
ナ
が

く
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リ

フ

て
ば
前
か
ら
思

て
た
け
ど
や

と
ん
で
も
な
い
わ
ね

あ
の
集

の

中
に

騎
で
突

む

 
や

キ
リ
ト
の
姉

て
事
な
の
か
し
ら
ね

と
メ
イ
ス
を

に

ぎ
な
が
ら
苦

を
見
せ

る
レ
プ
ラ
コ

ン
の
鍛
冶
師

自
分
に
と

て
は

め

葉
な
の
で
に
こ
や
か
に

て
お
く

そ
れ
で

追
撃
は
ど
う
だ

た
の
よ

情
報
は
得
ま
し
た

問
し
た
プ
レ
イ

以
外
は

死
さ
せ
て
ま
す

さ
ら

と

問

て
出
て
来
る
の
が
怖
い
わ

 
そ
う

や
や
引
き
気
味
に

わ
れ
る

 
思
え
ば
リ
ズ
ベ

ト
は
最
前
線

達
の
鍛
冶
師
と
し
て
前
線

点
に

た
だ
け
で
攻
略
に

は
一
切
出
て
い
な
か

た
し
オ
レ
ン
ジ
に

ま
る
事

は
あ

た
が
そ
れ
以

は
至

て
平
穏

に
過
ご
し
て
い
た

彼
女
に
と

て
法
や

理
ス
レ
ス
レ
の
グ
レ

な
行

は
怖
い
と
思
う

対

な
の
だ
ろ
う

ま
あ
い
い
わ

で

な
に
が
分
か

た
の

 
ボ
ス
部

の
中
に

え
ら
れ
た
後

う
よ
う
に
し
て
そ
う
リ
ズ
ベ

ト
が
問
う
て
く
る

的
に

え
ば

あ
た
し
が
原
因
で
し
た
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は

 
経

を

て
結
論
か
ら

う
と

て
ん
だ
コ
イ
ツ
と
い
う

を
レ
コ
ン
以
外
か

ら
向
け
ら
れ
る

 
レ
コ
ン
は
シ
ル
フ

に

た
し
な
ん
だ
か
ん
だ
シ
グ
ル
ド
の
パ

テ

の
一
人
と
し
て
活

動
し
て
い
た
か
ら

が
応
で
も

手
や
軍
部
の
者
と
は

を
合
わ
せ
る

先
の
戦
い
で
そ

の
一
部
が
入

て
い
た
の
を
見
て

し
て
い
た
ら
し
い

 
加
え
て

ユ
ウ
キ
以
外
に
は
自
分
が
か
つ
て
シ
ル
フ
の
初
代

主
で
あ
る
事
を
語

て
お
ら

ず
必
然
的
に
シ
グ
ル
ド
と
の

性
も
分
か
る

が
無
い

彼
女
ら
も
ロ
グ
イ
ン
し
て

す

ぐ
中
立

ま
で
進
出
し
た
せ
い
で

種

の
軍
部
と
の

性
は
絶
無

そ
ん
な
状

で
先
の
集

を
見
て
も

か
ら
判
別
出
来
る

が
無
い

 
今
回
の
襲
撃
は
シ
グ
ル
ド
の
誘
い
を
断

た
あ
た
し
が
引
き
金
に
な

た
と
見
て
間
違
い
な

い 
経

を
説
明
す
る
上
で

主
だ

た
事
実
も
シ
グ
ル
ド
と
の
因
縁
を
パ

テ

参
加
の
時
の

事
に
す
れ
ば

は
可
能
だ

た
が

あ
た
し
は
そ
う
せ
ず

あ
り
の
ま
ま
伝
え
た

 
下
手
に

し
て
信
頼

に

を
入
れ
た
く
な
い
事
が
一
つ
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今
回
の
引
き
金
が
自
分
だ

た
か
ら
説
明
義
務
が
あ
る
事
が
一
つ

 
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
が

境
に
差
し
掛
か
る
に
つ
れ
て

先
の
集

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く

ま
た

も

れ
上
が
る
だ
ろ
う
と
い
う
予

が
一
つ

 
そ
し
て

こ
れ
の
打
開

を

に
す
る
前

件
と
し
て
必
要
だ

た
か
ら
だ

う

ん

リ

フ

ち

ん

私
達
に
手
伝
え
る
事

て
あ
る

実
は
一
つ

今
後
そ
の
集

が
襲

て
来
た
時
の
た
め
に
記
録
結

を

意
し
て
い
て
欲
し

い
ん
で
す

 
理
由
は

明
快

シ
グ
ル
ド
配
下
の
軍
部
の
プ
レ
イ

が
他
種

と

を
取

て
い
る

光

を
証

と
し
て
残
す

 
あ
の
シ
グ
ル
ド
は
シ
ル
フ
の
軍
部
と
い
う
重
要
な
ポ
ス
ト
に

す
る
プ
レ
イ

で
あ
り

そ
の
立
場
と
地

は
シ
ル
フ
に
帰
依
し

つ
多
大
な

を
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
確
立
さ
れ
た

も
の

そ
れ
は
逆
説
的
に
シ
ル
フ
以
外
の
プ
レ
イ

と
は

対

と
い
う

を
保

て
い
る
事
に
他
な
ら
な
い

こ
れ
を
信

さ
れ
て
い
る
の
は

に
シ
ル
フ
以
外
へ
の

的
な

意
を
む
き
出
し
に
し
て
い
る
か
ら
だ

 
サ
ク

と
ア
リ
シ

・
ル

の
よ
う
に
他
種

な
が
ら

の
い
い

も
存
在
す
る
が
そ
も
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そ
も
二
人
は
あ
た
し
が

主
の
地

に

く
前
の
平
穏
な
一
月
の

か
ら
交
流
を

け
て
い

る

外
だ

加
え
て

主
と
な

て
以

は

い
に
種

の
事
を

先
し
私
人
と
し
て
の

は

た

し
に
し
て
い
る

 
種

に
帰
依
し

つ
そ
れ
な
り
の
ポ
ス
ト
に
あ
る
な
ら
種

に

す
る

動
を
最
も
心

掛
け
る
べ
き
だ

し
か
し
シ
グ
ル
ド
の
行
動
は
そ
れ
か
ら
外
れ
て
い
る

た
な
し
の
ギ
ル

テ

判
決
で
あ
る

 
ち
な
み
に
あ
た
し
が

意
し
な
い
の
は
そ
の
集

と

対
し
て
い
る
者
と
し
て

る
必
要
が
あ

る
か
ら

な
に
せ
他
種

軍
部
の
協
力
は

定
キ
リ
ト
戦
で

き
た
事
だ
そ
れ
で

い

れ
さ

れ
て
は

る

 
あ
の
よ
う
な
イ
レ
ギ

ラ

以
外
で
一

プ
レ
イ

と

対
す
る
場
合
他
種

の
軍
部

同
と
い
う
事

は

き
得
な
い

種

で
攻
略
を
進
め
る
な
ら
他
種

の
軍
部
は
真

先
に

す

べ
き

争

手

中
立

へ

び
出
た
プ
レ
イ

を
レ
ネ
ゲ
イ
ド

脱

者
と
蔑
む
者
も

る
が
大

の

主

少
な
く
と
も
サ
ク

ア
リ
シ

・
ル

ら

は
気
に
し
て
い
な
い

遊
び
方
は

千
差
万
別

種

に
帰
依
す
る
プ
レ
イ
も
あ
れ
ば
自
由
に
中
立

や

地
の
ダ
ン
ジ

ン
に

む
プ
レ
イ
も
許
容

先
し
て

を
出
す
な
ら
と
も
か
く
た
ま
た
ま
遭
遇
し
て
た
ま
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た
ま
攻
略
地
点
も
同
じ
だ

た
だ
け
で
大
軍
を

い
る
事

に
は
な
り
得
な
い

そ
の
よ
う
な
事

を
す
れ
ば
種

の

判
は
地
に
堕
ち
る

だ
か
ら
サ
ク

を
始
め
多
く
の

主
は
中
立

プ
レ
イ

へ
の
過

な
攻
撃
は
全
面
的
に
禁
じ
て
い
る

 
そ
も
そ
も
あ
ん
な
レ
イ
ド
を
集
め
る
事
自
体
が
異
常
で
あ
り
予
め
報

予
定
と
し
て

知

さ
れ
て
い
て
然
る
べ
き
事
だ

 

権
乱

中
立

プ
レ
イ

へ
の
過

な
攻
撃

加
え
て

・他
・種
・

・軍
・部
・と
・の
・

・主
・に
・

・

・な
・し
・の
・協
・力
・体
・制

シ
ル
フ
の
軍
部
を
私
物
化
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
も
文

は

え
な
い

 

つ
ま
り
あ
た
し
達
に
対
し
他
種

を

ん
だ
軍
部
の
集

を
ぶ
つ
け
た
事
実
は
シ

グ
ル
ド
の

人
生
に

い
て

命
的
な

点
に
な
る

容
赦
な
い
わ
ね

 
そ
れ
を
説
明
す
れ
ば
シ
ノ
ン
が
苦

気
味
に

た

彼
女
の
表
情
に

や

れ
の
色
は

な
い

む
し
ろ
も

と
ヒ
ド
い
事
を

え
て
る
ん
じ

な
い
の
と
い
う
無

の
期

が
目
に

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
う

 

と
し
た
時
に
思
う
の
だ
が
彼
女

て
弱

て
い
る

手
を
更
に
追
い

め
る
事
に

し
て

ノ
リ
ノ
リ
な
事
が
多
く
な
い
だ
ろ
う
か

容
赦
な
い
の
は
ど

ち
な
の
か

と

い
た
く
な
る
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が

ま
で
出
か
か

た
そ
れ
を

え
な
ん
と
か

み
下
す

い
ち
い
ち
反
応
し
て
い
て
は

話
が
先
に
進
ま
な
い

と
も
あ
れ
証

像
さ
え
あ
れ
ば
あ
と
は
あ
た
し
が

主

に
持

て
行
け
ば
済
む
話
で

す 
シ
グ
ル
ド
へ
の
最
大
の

が
ら
せ
と
し
て
他
の
種

と
の
合
議
ま
で
持

て
い
き
た
い
と
こ

ろ
だ
が
そ
う
な
る
と
問

を

こ
し
た
シ
ル
フ
が
他
種

に
大
き
な

り
を
作
る
事
に
な
る
の

で

サ
ク

も
良
い

を
し
な
い

だ

内
輪

め
の
ド
サ
ク
サ
に

れ
て

み
消
す
だ
ろ
う

 
し
か
し
シ
グ
ル
ド
の

は

れ
な
い

 
内
外
の
情
勢
を

え

内
輪

め
の
形
で
対

す
る
事
が
最
善
だ

た

は
い
は

い

 
リ

フ

ち

ん

さ

き
の
集

の

像
を

て
る
よ

で
す

て

 

気
よ
く

手
し
な
が
ら
の
発

に

根
を
寄
せ
る

 
小

な
シ
ル
フ
の
少
年
は

手
し
て
い
な
い
手
の
方
に
一
つ
の
物
体
を
握

て
い
た

四

の

面
同
士
を
重
ね
た
八

型
の
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も

か
見
た
覚
え
の
あ
る
記
録
結

そ
の
も
の

像
デ

タ
で
し
か
見
た
事
は
無
か

た
そ
れ
は
魔
法
道

と
し
て

し
て
い
る
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ア
イ
テ
ム
で
あ
り
存
外
値
が

る
高

品

 
イ
ン
テ
リ
ア
や
レ
ア
物
に
目
が
無
い
コ
レ
ク
タ

は

的

持
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
日

ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
や
他
の

味
に
ユ
ル
ド
を

や
す
プ
レ
イ

か
ら
す
れ
ば
実

性
の

無
い
記
録
結

な
ど
無

の
⻑
物

そ
れ
を
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
る
く
ら
い
な
ら
回
復
ア
イ
テ
ム

の
一
つ
や
二
つ
足
し
た
方
が
マ
シ
な
レ
ベ
ル

攻
略

や
解

な
ど
は
ブ
ロ
グ
更
新

に
複
数

持
ち
歩
い
て
い
る
と

く
が

レ
コ
ン
が
そ
の
よ
う
な

味
を
し
て
い
た
と
は

い
て
い
な
い

あ
ん
た

で
そ
ん
な
の
持

て
る
の
よ

そ
り

あ

時
チ

ン
ス
が

れ
る
か
分
か
ら
な
い
し

念
の
た
め

あ
ん
た

て

ツ
は

 
い

た
い

の
チ

ン
ス
を

て
い
た
の
か

 
思
わ
ず

を

え
る

 

体
的
に

わ
な
か

た
か
ら
そ
れ
が

の

の
も
の
な
の
か
あ
る
い
は
こ
の
攻
略
メ

ン
バ

に
加
わ

た
事
で
念
願
の
初
回
ク
リ
ア
記
念
と
し
て
ネ

ト
に
上

る
た
め
の
も
の

な
の
か

判
断
し
か
ね
る

 
タ
チ
が
悪
い
の
は
レ
コ
ン
な
ら
あ
た
し
の

な
ん
て
し
か
ね
な
い
一
面
を
持

て
い
る
点
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だ

サ
プ
ラ
イ
ズ
の

と
か

て
う
ら

い
女
子
の

に

て

入
し
事
あ
る
ご
と
に
ハ

グ

い
に
突
進
し
て
く
る
彼
の
事
一

火
が
入
れ
ば

な
ん
て
容

く
行

て
し
ま
う
だ
ろ

う 
間
違
い
な
く

レこ
コい
ンつ

は
一

い
目
を
見
な
い
と

動
を

め
な
い

 
仮
想
世
界
に
も
法
律
が
欲
し
い

切
実
に

 
で
も
本

に
法
律
が

入
し
て
来
た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
メ
ン
ド
く
さ
い
事
に
な
る
の
だ
が

も
う
い
い
わ

そ
れ
で

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

て
る
の

ん
と
リ

フ

ち

ん
が
突
撃
し
た
と
こ
か
ら

に
帰

て
来
る
ま
で
だ
よ

あ
ち

ん
と

問
の
シ

ン
も

て
る
か
ら
安
心
し
て
ね

 
付
け
加
え
ら
れ
た
内
容
に

が
し
た

索

の

練

こ
そ

い
が

足

を

き

す
よ
う
な
ヘ
マ
を
し
た
覚
え
は
な
い
し
術
師
の
も
の
以
外
は
人
の
気
配
も
感
じ
な
か

た

な

の
に
あ
の

問
を
ど
う
や

て

影
し
た
の
か

ど
う
や

て

た
の
よ

ト
カ
ゲ
型
サ

チ

で
ハ
イ
デ

ン
グ
さ
せ
な
が
ら
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ど
う
し
て
レ
コ
ン
は
そ
う
し
た
の
か

交

で

立
つ
と
分
か

て
い
た
に
し
て
も

問
す

る
か
ど
う
か
す
ら
伝
え
て
い
な
か

た
の
に
そ
の
行
動
を
取

た
か
を

え
ぞ
わ
わ
と
背

を
い
や
な
も
の
が
伝

た

 

意

と

う
べ
き
な
の
に

の

動
の
せ
い
で
ま

た
く
称

出
来
な
い

 

こ
い
つ
ホ
ン
ト
一

ま
れ
ば
い
い

苦
労
し
て
る
ね

リ

フ

ホ
ン
ト
に

 
同
情
し
か
な
い
フ

リ
ア
の

線
と

葉
に

あ
た
し
は

を
零
し
そ
う
に
な

た

 
あ

あ

つ
い

 
ジ
リ
ジ
リ
と

け
る

さ
の
中
で
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
う
零
し
た

 
攻
略
に

し
て
そ
う
な

を
回
収
し
ダ
ン
ジ

ン
か
ら
脱
出
し
た
あ
た
し
達
を
出

え
た

の
は

砂
の
砂

と
ギ
ラ
ギ
ラ
と

り
付
け
る
太
陽

リ
ア
ル
で
は
未
だ

の
時
期
に
真

も

く
や
と
ば
か
り
の

感
を
味
わ
う

リ
ア
ル
の
砂

を

し
て
い
る
か
ら
か
風
も
そ
れ
な
り

に
吹
き
砂

が
舞
い
上
が
る

界
が

ら
れ
る
事
は
無
い
が
た
だ
で
さ
え
不
快
感
で
気
力
を

が
れ
る
中
で
よ
り
集
中
を
要
す
る
状

に

る
の
は
流

に

さ
せ
ら
れ
る
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内
部
の

し
さ
が
恋
し
い
と
思
う
程
に
砂

谷
ヴ

ル
グ
ン
デ
は

し
い

境
の
エ
リ
ア
だ

た

対

地
属
性
持
ち
の
サ
ラ
マ
ン
ダ

と
ノ

ム
で
あ
れ
ば
多
少

さ

れ
る
と
い
う
が

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
の
様
子
を
思
い
出
し
た
限
り

正
直
そ
れ
も
疑
わ
し
い

ね

一
回

り
ま
し

う
よ

闇
雲
に
探
し
回

た

て
見
つ
か
り

こ
な
い
わ
よ

な
ら
ん

く
あ
の

を
追
い

め
た
と
い
う
の
に
こ
こ
で
引
き
下
が

て
は
絶

の
機

会
を

し
て
し
ま
う
の
だ

と
し
て
も
今
日
こ
の
時
に
追
い

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

気
を

引
き

め
ろ

下
界
の
妖
精
よ

ん
な
事

た

て
手
掛
か
り
も
無
い
ん
じ

ど
う
し
よ
う
も
な
い
じ

な
い

こ
れ
じ

先
に
こ

ち
が

上
が

ち

う
わ
よ

え
え
い

ご
ち

ご
ち

と

文

を

う

気
が
あ
る
な
ら
探
す
方
に
力
を
入
れ
ろ

 
そ
う
リ
ズ
ベ

ト
と

い
合

て
い
る
の
は
男
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

一
目
見
た
だ
け
で
高
レ
ア

備
と
分
か
る
武

に
身
を

む
男
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

上
に
は

Ａ
ｓ
ｇ
ａ
ｌ
ｄ
Ｓ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｅ

ｒ

と
表
示
さ
れ
て
い
る

直

し
て

ア
ス
ガ
ル
ド
兵

ア
ス
ガ
ル
ド

と
は
北
欧
神
話
に

け
る
九
つ
の
世
界
の
内
の
一
つ

 
北
欧
神
話
に

い
て

世
界
は
三
つ
の
層
に
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
ず
つ
別
れ
て
存
在
し
て
い
る
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全
て
の
世
界
に
根
を

る
中
心
地
世
界
樹
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル

こ
こ
に
は
ア

ス
ガ
ル
ズ
へ
向

か
う
根
の
直
下
に
存
在
す
る
ウ
ル
ズ
の

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
向
か
う
根
の
直
下
に
存
在
す
る

の

人
ミ

ミ
ル
の

邪
⻯
ニ

ズ
ヘ

グ
が
住
ん
で
い
る
と
さ
れ
る

フ
ヴ

ル
ゲ
ル
ミ

ル
の
三
つ
が
存
在
す
る

 
第
一
層

 
ア

ス
神

の
国
ア
ス
ガ
ル
ド

 
妖
精
の
国
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

 
ヴ

ン
神

の
国
ヴ

ナ
ヘ
イ
ム

 
第
二
層

 
黒
い
妖
精
の
国
ス
ヴ

ル
ト
・
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

 
人
間
の
国
ミ

ド
ガ
ル
ド

 

人
の
国

ツ
ン
ヘ
イ
ム

 
第
三
層

 
氷
の
国
ニ
ヴ
ル
ヘ
イ
ム

 
死
者
の
国
ヘ
ル
ヘ
イ
ム
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の
国
ム
ス

ル
ヘ
イ
ム

 
以
上
九
つ
か
ら
な
る
世
界
が
北
欧
神
話
の
世
界
で
あ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
本

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
は
そ

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い

実
は
地
下
に
ニ
ヴ
ル
ヘ
イ
ム
が
存
在
し
て
い
る
の
は
確
認
済
み
で
こ
の

ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の
実

は
第
一
層
と
第
三
層
の
合
い
中
を

ば
し
て
い
た

に

実

さ
れ
た
も
の
で
あ
り

つ
ま
り
最
終
的
に
残
る
六
つ
の
世
界
も
実

さ
れ
る
予
定
な
の
で
は
と

ま
こ
と
し
や
か
に

さ
れ
て
い
る

ど

 
あ
な
が
ち
無
い
と
は

え
な
か

た
そ
の
推

は
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
登
場
で
確
実
な
も
の
へ
と

き
換
わ

た

 
イ
ベ
ン
ト
時
限
定
か
あ
る
い
は

れ
ニ
ヴ
ル
ヘ
イ
ム
の
よ
う
に
フ

ル
ド
と
し
て
実

さ

れ
る
か
は
不
明
だ
が
ま
ず
間
違
い
な
く
ア
ス
ガ
ル
ド
は
設
定
上
存
在
し
て
お
り
今
後
ス
ヴ

ル
ト
に

い
て
神

の

は

し
い
も
の
と
な
る

 
そ
う
確
信
さ
せ
た
の
は

ア
ス
ガ
ル
ド
兵
が
語

た
内
容
に
あ
る

 
こ
の
兵
士
が

た

は
名
を
セ

ク
と

た

こ
の

は
光
の
神
バ
ル
ド
ル

が
殺

さ
れ

バ
ル
ド
ル
の

に
全
生
物
が

を
流
す
事

を
頼
む
使
者
に
対
し

を
流
す

事
を

し
た
と
さ
れ
る

人
の
女
性
で
あ
る
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ち
な
み
に
北
欧
神
話
に

け
る
セ

ク
は
悪
神
ロ
キ
の
変
身
し
た

と
さ
れ
て
い
る

ロ
キ

と

け
ば
神
を
も
殺
す
魔

フ

ン
リ
ル
ミ
ズ
ガ
ル
ド
オ
ウ
ム
と
い
う

大
な
三
つ

の

の
親
で
あ
り

ラ
グ
ナ
ロ
ク
を
引
き

こ
し
た
悪
神
と
し
て
想
い

さ
れ
る
だ
ろ
う
ネ

ム
バ

リ

の
あ
る
存
在
だ
ろ
う

 
実
は
バ
ル
ド
ル
が
死
亡
し
た
原
因
は
ロ
キ
に
あ
る

 
バ
ル
ド
ル
は
北
欧
の
神

の
中
で
最
も

命
か
つ

し
く
光
り

く

と
白
い
ま
つ

を

持
ち
雄

で

し
い
と
さ
れ
る
男
神

神

の
中
で
最
も

し
い
と
さ
れ
た
彼
は
あ
る
時
か

ら
悪
夢
に
苛
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
そ
れ
を

じ
た
フ
リ

グ
と
呼
ば
れ
る
神
に
よ
り
世
界
中
の

生
物
・
無
機
物
達
に
バ
ル
ド
ル
を
傷
付
け
な
い
よ
う
約
束
さ
せ
如

な
る
方
法
を
以
て
も
傷
付

け
る
事
が

わ
な
く
な
る

 
た
だ
し
こ
の
契
約
の

ド
リ
ギ
の
新
芽
だ
け
は
あ
ま
り
に
非
力
だ

た
た
め
契
約
を
見

さ
れ
て
い
た

こ
れ
を
知

た
ロ
キ
は
バ
ル
ド
ル
に
物
を
投

て
傷
付
か
な
い
事
で

に

し
て
い
た
神

の
輪
の
中
に

ド
リ
ギ
の
新
芽
を
付
け
た

を
バ
ル
ド
ル
の
異

弟
で
あ
る

目
の
ヘ
ズ
に
投

さ
せ

兄
弟
殺
し
を
行
わ
せ
た

 

つ
ま
り
セ

ク
が

を
流
さ
な
か

た
の
は
変
身
し
た
ロ
キ
が
バ
ル
ド
ル
を
殺
し
た
黒
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幕
だ

た
か
ら

 
そ
し
て
今
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
は
ス
ヴ

ル
ト
を

回
る

セ

ク
を
誘
導
し
千
載
一
遇

の
チ

ン
ス
を
目
の
前
に
し
て
い
る

そ
こ
に
偶
然

り
が
か

た
と
こ
ろ

ば
無
理

理
同

行
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

だ

 
最
初
は

た
の
だ
が
な
に
せ

手
は
神
で
な
い
に
せ
よ
神
に
仕
え
る
兵
士

力
で

え
ら

れ
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か

た

と
い
う
か
ど
う
足
掻
い
て
も
ダ
メ

ジ
が

ら
な
か

た
の

で
負
け
イ
ベ
ン
ト
確
定
で
あ
る

 
お
そ
ら
く

を
手
に
入
れ
た
パ

テ

に
無
理

理
導
入
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ん
だ
ろ

う
と
あ
た
し
は

え
て
い
た

神

が
住
ま
う
伝
説
の
浮
遊
大

が
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ

ス
ヴ

ル
ト
の
キ

チ
コ
ピ

明
ら
か
に
神

が

わ
る

い
が
す
る
中
で
確
定
負
け
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
進
行
が

き
た
な
ら

そ
れ
は
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
に
必

と
い
う
事
に
な
る

 
た
だ
か
な
り
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
の

が

な
の
で
リ
ズ
ベ

ト
を

め
全

が
苛
立
ち
を

わ
に
し
て
い
る
の
は
仕
方
な
い
事
だ
ろ
う

頼
ま
れ
た
な
ら
と
も
か
く

上
か
ら
命

さ
れ

さ
せ
ら
れ
た
も
同
然
の

を
取

て
来
て
は
い
い
気
は
し
な
い

 

一

も

く
サ
ク

の
下
へ
向
か
い
た
い
の
に
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内
心
で
そ
う
愚

を

ら
す

 
な
に
し
ろ
シ
グ
ル
ド
に
時
間
を
与
え
れ
ば
そ
れ
だ
け

を
与
え
て
し
ま
う
事
に
な
る

す
ぐ

に
で
も

ん
ぞ
り
か
え

た
い
け

か
な
い
男
へ

像
記
録
を

き
付
け

い

れ
で
き
な
い

よ
う
に
し
て
軍
部
の

子
か
ら
引
き
ず
り

ろ
し
て
や
り
た
い
の
に
非
常
に
感
じ
の
悪
い
イ

ベ
ン
ト
に
強
制

行
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
愚

の
一
つ
や
二
つ
出
る
と
い
う
も
の

以
前
再
会

し
た

に
フ
レ
ン
ド
登
録
を
し
直
さ
な
か

た
事
が
心

悔
や
ま
れ
る

 
し
か
も
面
倒
な
の
は

べ
な
い
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
と
速

を
合
わ
せ
な
が
ら
広
大
な
砂

の

ど
こ
か
に
潜
ん
で
い
る
と
い
う

セ

ク
を
見
つ
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
だ

世
界
の

壊
ラ
グ
ナ
ロ
ク
の

に
は
大
地
な
ん
て
無
く
な
る

な
の
に
空
や
地
下
と
の
行
き
来
を
す
る

兵
が

故

べ
な
い
の
か
そ
う
問
え
ば

ぶ
に
は
魔
法
を
使
う
せ
い
で
セ

ク
に
感
知
さ
れ

る
か
ら
だ
と
か

妖
精
に
一
切

無
い
話
に
は
流

に
失

さ
せ
ら
れ
た

ど
こ
ま
で
も
自
分

達
本

な
の
は
如

に
も
神
話
の
神

ら
し
い
価
値
観
だ

フ

リ
ア
さ
ん

索

で
も
見
つ
か
ら
な
い
で
す
か

う
ん

反
応
は

Ｍ
ｏ
ｂ
だ
け
だ
ね

キ
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覚
悟
し
て
い
た
な
ら
と
も
か
く
予
期
せ
ぬ
形
で
の
強
制
的
な
砂

横
断
に
精
神
的

労
と
ス

ト
レ
ス
は

り
知
れ
ず

シ
リ
カ
と
フ

リ
ア
の
や
り
取
り
も
陰
り
が
あ
る

同
い
年
の
彼
女
の

ら
を

ぶ
ピ
ナ
も

気
が
な
い

 
士
気
が
だ
だ
下
が
り
の
中
時

ア
ス
ガ
ル
ド
兵
か
ら
怒
鳴
ら
れ
る
も

命
に
足
を
動
か
し

け
る
こ
と
三
十
分

 
恐
ろ
し
く

大
な
⻯
の

骨
や

が
砂
に

み
か
け
て
い
る

の

で
血
を
流
し
て
倒

れ
て
い
る
ア
ス
ガ
ル
ド
兵

グ
ラ
フ

ク
使
い
回
し

が
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
す
る

お

お
い

大

か

 
そ
れ
を

認
し
た

慌
て
た
様
子
で

け
寄
る
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
だ

た
が
倒
れ
て
い
る

兵
を
揺
さ
ぶ

て
も
応

が
無
い
点
か
ら
事
切
れ
て
い
る
と

し
た
ら
し
く
か
ぶ
り
を
振

て

立
ち
上
が

た

 
ち
な
み
に
セ

ク
イ
コ

ル
ロ
キ
な
せ
い
で
バ
ル
ド
ル
が
死
者
の
国
ヘ
ル
ヘ
イ
ム
に

ま
る
事
が
確
定
し
て
い
る
た
め
北
欧
世
界
か
ら
光
が
喪
わ
れ
て
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が

き
る
事
も

確
定
し
て
お
り

ロ
キ
を

え
た
と
こ
ろ
で
事

が

転
す
る
事
は

一
つ
な
か

た
り
す
る

し
ろ
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が

き
れ
ば
全
て
の

や
束

が
意
味
を

さ
な
く
な
り
つ
ま
り
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え
た
ロ
キ
も
同
時
に
解
放
さ
れ
る
事
を
意
味
す
る
か
ら
だ

 
そ
の
前
に
風
の
冬
剣
の
冬

の
冬
か
ら
な
る
フ

ン
ブ
ル
ヴ

ト
が

れ
人

を
三

苦
し
め
る

そ
れ
か
ら
太
陽
と
月
が
そ
れ
ぞ
れ
フ

ン
リ
ル
の
子
ス
コ
ル
と
ハ
テ

に

と
さ

れ

そ
れ
か
ら
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が
始
ま
る

 
つ
ま
り
バ
ル
ド
ル
が
死
ん
だ
時
点
で
ラ
グ
ナ
ロ
ク
は

み

に
あ
る
の
で
あ
る

 
北
欧
神
話
の
エ

ダ
を

み

ん
で
い
る
身
か
ら
す
れ
ば
色

と

め
た
眼
で
見
て
し
ま

う
が

間
に
は
教
え
て
い
な
い

だ
か
ら
彼
女
ら
は
セ

ク
や
ロ
キ
バ
ル
ド
ル
の
死
の
意
味

に
つ
い
て
把
握
し
切
れ
て
い
な
い

だ
が
ゲ

ム
プ
レ
イ
と
し
て
は
そ
れ
く
ら
い
が

い
い

だ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る

先
を
知

て

を
し
た
ら

応
の

し
み
も
喪

て
し
ま
う

Ｓ

Ａ
Ｏ
と
違

て
こ
こ
で
は

し
む

に
攻
略
し
て
い
る
の
だ

 
そ
こ
に
義
弟
が
問

を
チ
ラ
付
か
せ
て
い
る
事
は
問

だ
が
彼
の

動
か
ら

す
る
に
セ
ブ

ン
と
三
刃
騎
士

の

だ
か
ら
攻
略
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
現
状
問

無
い
と
判
断
し

て
い
る

お
の
れ
セ

ク
め

必
ず
や

様
を

え
て
く
れ
る

 
妖
精
達
よ

我
が
同

を
殺

め
た
セ

ク
は

間
違
い
な
く
こ
の
近

に

る

だ

ぎ
探
し
出
す
ぞ
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立
ち
上
が
り

負
を

に
し
た
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
は
険
し
い
面
持
ち
の
ま
ま
足

に
歩
き
出

し
た

 
ど
う
や
ら
シ
ス
テ
ム

が
勝
手
に
道

内
し
て
く
れ
る
よ
う
だ
と
先
の
見
え
な
い
放
浪
に

気
が
し
て
い
た
あ
た
し
達
は
一
様
に

と
息
を

く

 
そ
の
安

が

切
れ
る
事
な
く

事
切
れ
た
兵
を
そ
の
ま
ま
に
歩
き
出
し
て
数
分
と
経
た
ず

あ
た
し
達
は

セ

ク
と

対
し
て
い
た

気
楼
の
よ
う
に
身
を

し
て
い
た

を
見
つ

け
出
し
た
の
は
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
で

こ
の

が

し
い

と
い
き
な
り
魔
法
を
撃
ち
始
め

に

弾
し
た
か
ら

明
化
の
魔
法
が
解
け

そ
の
身
を
晒
す
と
い
う
流
れ
だ

た

 
あ
ま
り
に
も

な
流
れ
に
お
い
ス
ト

リ

者
と
突

み
た
く
な
る
衝
動
を
覚

え
る

 

Ｒ
Ｐ
Ｇ
な
の
だ
か
ら
も
う
ち

と
こ
う
手
掛
か
り
を
探
し
て
見
つ
け
出
す
と
か

そ
う
い

た
プ
レ
イ

の
自
主
性
に

ね
た
展
開
に
出
来
な
か

た
の
か
と
文

を

い
た
く

な

た

 

万
人
が
認
め
る
導
入
な
ん
て
あ
る

無
い
し
序
章
な
ん
て
サ
ク

と
終
わ
ら
せ
た
方
が
い

い
で
し

 
と

裏
で
ウ
サ

エ
プ
ロ
ン
ド
レ
ス
の
天
災

士
が
ウ

ン
ク

じ
り
に

う
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覚
を
覚
え
た

 
そ
ん
な
仮
想
世
界
の
ス
ト

リ

を
蔑
ろ
に
す
る
に

し
い

を
整
合
性
と
フ

ア
ネ
ス
に

重
き
を

く

場

が
許
す
か
と
も
思
う
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ク
エ
ス
ト
の
ス
ト

リ

や
展
開
も

そ
れ
な
り
に
無

な
部
分
は
あ
り
そ
の

ど
を

ら
か
の
神
話
や

話
を

に
カ

デ

ナ

ル
・
シ
ス
テ
ム
が
自
動
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
だ
と
い
う
か
ら

と
す
る
と

ど
カ

デ

ナ
ル
・
コ
ピ

せ
に
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

し
ろ
独
創
性
も
へ

た
く
れ
も
無

い
神
話
の
ま
ま
の
展
開
だ

ス
ヴ

ル
ト
の
実

も
ユ

ミ
ル
へ
運

が
変
わ

て
か

ら
の
期
間
を

え
れ
ば
無

に
近
い
く
ら
い
の

さ

五
つ
も
の
広
大
な
エ
リ
ア
と

設
ダ
ン

ジ

ン
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
の
流
れ
そ
の

か
ス
ヴ

ル
ト
特
有
の
シ
ス
テ
ム
の
整
合
性
を
取

る
に
あ
た

て
過
程
の
ク
エ
ス
ト
の
手
を

く
の
は
な
ん
ら
お
か
し
な
こ
と
で
は
無
い

と
い

う
よ
り
そ
れ
く
ら
い
し
な
い
と
過
労
死
す
る
人
が
出
て
い
た
に
違
い
な
い

導
入
部
分
を

せ
に
し
な
い
と
は

い
切
れ
な
か

た

 

は
も
う
ち

と

に

し
ん
で
た
気
が
す
る
ん
だ
け
ど
な

と
遠
い
眼
に
な
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
乱
入
と
い
う
大
問

を
シ
ス
テ
ム
面
か
ら
理

め
で
解

し
て
い
く
流
れ
を
見
た
せ

い
か
そ
の
思

は
自
分
も

け
継
い
で
い
る
ら
し
い

だ
と
不
平
を

に
し
な
い
だ
け
マ
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シ
だ
ろ
う
と
自

気
味
に

う

リ

フ

ち

ん

 
ど
う
か
し
た
の

 

を
前
に

て
い
た
か
ら
か
レ
コ
ン
に

し
が
ら
れ
た

で
も
な
い
と

く
返
し
て
意

識
か
ら
外
す

 
眼
前
に
広
が
る

セ

ク
と
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
の

感
は
最
高

に
達
そ
う
と
し
て
い
た

お
の
れ

セ

ク

 
バ
ル
ド
ル
様

生
の
願
い
も

絶
し

え
我
ら
が
同

を
も
殺
め

た
罪

決
し
て
許
さ
れ
ん
ぞお

ま
え
た
ち
に
許
さ
れ
る

わ
れ
も

合
い
も
な
い
よ

お
ま
え
の
同

と
や
ら
も

を
流
さ
な
い
な
ら
殺
し
て

外
す
る
だ
け

と

い

突
然
襲
い
掛
か

て

来
た
の
を
返
り

ち
に
し
た
だ
け
さ

こ
う
し
て

惑

て
い
る
の
も
お
ま
え
た
ち
が
強

手

に
出
た
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も

わ
た
し
を
憎
む
な
ら

ま
ず

妖
精
達
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

お
ま
え
た
ち
自
身
の
非
力
さ
を
憎
む
べ
き
だ
と
思
う
が
ね

ぐ

様

 

実

ア
ス
ガ
ル
ド
兵
の
能
力
自
体
は
然
し
て
高
く
な
い

 
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
不
死
属
性
付
与
の
せ
い
で
太
刀
打
ち
出
来
な
か

た
だ
け
で
あ
り
剣
の
技
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を

め
能
力
全

は
決
し
て
高
く
な
く

対
し
た
な
ら
一
対
一

つ
魔
法
・
ア
イ
テ
ム
と
も

に
無
し
の
ル

ル
で
も

で
下
せ
る
程

一
対
七
と
も
な
れ
ば

の
事

 
そ
れ
を
分
か

て
い
る
の
だ
ろ
う
セ

ク
は
目
深
に

た
黒
い
ケ

プ
か
ら

く

を

悦
に
歪
め

ア
ス
ガ
ル
ド
兵
の
後
ろ
に

え
る
あ
た
し
達
七
人
を
じ
ろ
り
と
値

み
し
て
き
た

 

動
は

て
い
る
よ
う
だ
が
そ
の
実
か
な
り
の

心
を
見
せ
て
い
る

立
ち

も

の
そ
れ
に
近
く
し
て
い
る
が
体
幹
と

は
深
く

え
ら
れ
て
お
り

ん
の
少
し

躍
し
て

離

を

る
程

に
は

も

ら
れ
て
い
る

見
た
目
こ
そ
年

い
た

だ
が
実

は

し

い
悪
神
ロ
キ
だ

見
た
目

応
の
身
体
能
力
と
見
る
の
は
流

に
危
険
で
あ
る

ど
う
だ
い
妖
精
達

こ
の
ア
ス
ガ
ル
ド
兵

い
て
は
オ

デ

ン
の
下
か
ら
手
を
引
い

て

あ
た
し
の

に
付
か
な
い
か
い

世
界
の

て
や
つ
を
見
せ
て
や
る
よ

 

と

か

線
に
触
れ
る
よ
う
な
も
の
で
も
あ

た
の
か
セ

ク
は
い
き
な
り
勧
誘
し
て

き
た

 
ま
さ
か
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら
勧
誘
話
が
出
る
と
は
思
わ
ず

惑
す
る
あ
た
し
達
を
よ
そ
に
ア
ス
ガ
ル

ド
兵
も

え
る
様
子
を
見
せ
た

な

き

様

を
世
迷

を
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世
迷

な
も
ん
か

ど
の
み
ち
光
の
神
バ
ル
ド
ル
が
死
ん
だ
以
上
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が

れ
る
事

は
確
定
事

さ

最
後
の
時
く
ら
い

き
勝
手
に
生
き
て
み
る
の
も
悪
く
な
い
と
思
う
が
ね

様
が
今
す
ぐ
に

を
流
せ
ば
光
の
神
バ
ル
ド
ル
様
は
死
者
の
国
ヘ
ル
ヘ
イ
ム
か
ら
復
活
さ

れ

再
び
光
の
恩

を
お
与
え
下
さ
る

 
ラ
グ
ナ
ロ
ク
の

れ
な
ど
無
く
な
る
の
だ

 

様
の

車
に

る

ど
妖
精
達
は
愚
か
で
は
無
い

そ
れ
を
決
め
る
の
は
そ
こ
の
妖
精
達
さ

さ

ど
う
す
る

私
に
付
い
て
も
ア
ス
ガ
ル

ド
に
付
い
て
も
神

に
目
を
付
け
ら
れ
た
お
前
達
は
ラ
グ
ナ
ロ
ク
に

り
出
さ
れ
る
定
め

戦

う
運
命
は

け
ら
れ
な
い

な
ら
私
に
付
い
て

き
に

れ
て
最
後
を
華
や
か
に
し
て
み
た

い
と
思
わ
な
い
か
い

世
界
が
滅
ぶ
そ
の

間
ま
で
気
に
入

た
モ
ノ
を
奪
い
取
り

味
い

も
の
を
食
い

味
い

に

う
そ
ん
な

な
生
活
を
し
て
み
た
く
な
い
か
い

き

と

し
い
よ

 
ど
ろ
り
と
し
た
悪
意
の
勧
誘

 
意
識
を

食
す
る
よ
う
な
そ
の

葉
は

本

に
ユ
イ
達
よ
り
も

性
能
な

化

な
い
し

カ

デ

ナ
ル
・
コ
ピ

が
動
か
し
て
い
る
も
の
な
の
か
と
思
う
程
情
緒
に

れ
て
い
た

生

き
た
人
間
が

て
い
る
と
思
う
程
に

ら
か
な
悪
意

理
性
の

を
容

に
外
せ
る
魔
力
が
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の
葉
に

て
い
る

 
ま
る
で
生
き
て
い
る
人
間
の
よ
う
に

の

葉
に
は
確
か
な

心

を
感
じ
取

た

 

そ
れ
に
引
き
換
え

と
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
を
見
る

お
い
妖
精
達
分
か

て
い
る
の
だ
ろ
う
な

 
セ

ク
に
味
方
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
ア
ス

ガ
ル
ド
に
お
わ
す
神

も

て
は
い
な
い
ぞ

 
お
前
達
も
ま
だ
死
に
た
く
な
い
だ
ろ
う

 
焦

た
よ
う
に
思
い

ま
る
よ
う

葉
を

る
兵
士
に
は

に

べ
て
情
緒
に

し
く

ど
こ
か
機

的
だ

テ
ン
プ
レ
化
さ
れ
た
横

な
人
間
と
い
う
ガ
ワ
を
使

て
い
る
よ
う
な
そ

ん
な
使
い
回
し
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

こ
そ
真
に

て
い
る
が
哀
し
い
か
な
切

感
が

足
り
な
い

 
感

を
始
め
語

を
強
く
す
れ
ば
切

感
や
悲

感
が
出
る
も
の
で
は
な
い

む
し
ろ
静

か
に

す
よ
う
に

を
回
し

さ
れ
な
い

自
然
な
語

で
語
ら
れ
る
も
の
こ
そ

真

に

た

葉
と

え
る

 
そ
れ
を

動
で
補
お
う
と
し
て
い
る
の
か

兵
士
が
こ
ち
ら
を
向
い
た

 

セ

ク
に

背
を
見
せ
た

ば

あ
あ
か
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間

空
気
が
振
動

ノ

モ

シ

ン
で
放
た
れ
た
不
可

の
刃
が
兵
士
の
背
を
切
り
裂

き

深
手
を
負
わ
せ
た

 
そ
う
認
識
し
た
の
も

ア
ス
ガ
ル
ド
兵
が
前
の
め
り
に
砂
の
上
に
倒
れ
た
か
ら

 

は
邪
悪
さ
を
増
大
さ
せ
た

み
に

を
歪
め
て
い
た

に

と

な
ら
オ
ノ

マ
ト

が
付
き
そ
う
な
程
に
邪
悪
な

三
日
月
の

み

 

に
背
を
見
せ
る
な
ん
て

殺
し
て
下
さ
い

と

て
る
よ
う
な
も
ん

さ

を
見

り
過
ぎ
な
の
が
お
ま
え
さ
ん
の

因
さ
ね

 
バ
カ

出
し
だ
よ
お
ま
え
は

ぐ

お

の
れ

セ

ク

さ

こ
れ
で
お
ま
え
た
ち
の
邪
魔
を
す
る

ツ
は
動
け
な
く
な

た

も
し
私
に
付
く
と
い

う
な
ら

そ
い
つ
を
殺
す
事
だ
ね

 
そ
う
ま
る
で

時
代
に
あ

た

み

の
よ
う
な

に
地
に

す
兵
士
が
不
安
と
焦

の
表
情
に
な
る

 

な
る

ど

つ
ま
り
こ
こ
が
ク
エ
ス
ト
の
分

路
な
の
か

 
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
第
三
層
か
ら
第
九
層
と
い
う
六

層
に

る
大
型
キ

ン

ン
ク
エ

ス
ト
が
あ

た
と
い
う

そ
の
ク
エ
ス
ト
は
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ
と
ダ

ク
エ
ル
フ
間
に
よ
る
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秘

を
巡

た
戦
争
が
主

プ
レ
イ

は
片
方
の
種

に

入
れ
し

対
種

と

を

る
事
に
な

た
と
い
う

 
今
回
は
そ
れ
と
同
じ
で
こ
こ
で
ア
ス
ガ
ル
ド

に
付
く
か
セ

ク

つ
ま
り
ラ

グ
ナ
ロ
ク
を
引
き

こ
す

本
神
ロ
キ

に
付
く
か
を
決
め

以

の
ク
エ
ス
ト
を
進
め
る

だ

こ
こ
で
勢
力
を
明
ら
か
に
す
る
事
で
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
に

け
る
立
場
が
変
わ
る

 
ど
う
す
る

と

間
と

線
を
交
え
る

 
オ

デ

ン
を
初
め
と
す
る
ア
ス
ガ
ル
ド
の
神

に
付
い
た
な
ら

は
ロ
キ
と
魔

フ

ン

リ
ル
三
つ

の

ミ
ズ
ガ
ル
ド
オ
ウ
ム
な
ど

は
高
い
が

兵
と
な
る

と
す
る
と

の

人
ス
ル
ト
や
ら

の

人
ス

ア
チ
や
ら
が
乱
入
す
る
か
も
し
れ
ず
そ
う
な
る
と

兵

と
は

え
な
く
な
る
が

そ
れ
は
オ

デ

ン
と

対
し
た
場
合
と
て
同
じ
事

 
神
話
に

い
て
オ

デ

ン
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
い
う
存
在
を
は
じ
め
多
く
の
戦

女
ワ
ル
キ

レ
を
作
り
出
し
戦
い
の
中
で
死
し
た

士
の
魂
を
エ
イ
ン
ヘ
リ

ル
と
し
て

し

え
主
神
に
よ

て
グ
ラ
ズ
ヘ
イ
ム
に
作
ら
れ
た
ヴ

ル
ハ
ラ
に
て
日

ラ
グ
ナ
ロ
ク
に
備

え
た
演

を

り
返
し
て
い
る
と
い
う

日
中
死
ん
だ
者
も
夜
に
は
復
活

と

は
死
も

ん
だ

練
の
日

夜
は

日

り
返
さ
れ
る
大
宴
会
と
い
う
死
後
の

園
と
称
さ
れ
る
の
が
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ヴ

ル
ハ
ラ
だ

 
つ
ま
り
オ

デ

ン
と

対
し
た
場
合
オ

デ

ン
に
付
い
て
い
る
神

ト

ル
ブ

ラ
ギ
ヴ

ザ
ル
ヴ

リ
な
ど

だ
け
で
な
く
集
め
ら
れ
た
エ
イ
ン
ヘ
リ

ル
達
を

も

め
て

手
ど
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

ご

た

も

く
や
と
い
う
様

を

す

る

ア
ス
ガ
ル
ド
兵
の
パ
ラ
メ

タ
は
高
く
な
い
が

く
も
無
い

こ
れ
を
上
回
る
レ
ベ
ル
の

存
在
が
数
十
数
百
と
襲
い
来
る
と
流

に
勝
ち
目
は

い

 
勝
ち
目
の

さ
は
ロ
キ
と

対
し
た
場
合
も
同
じ
だ
が
こ
ち
ら
は
ス
ル
ト

り
が
乱
入
し
て

こ
な
い
な
ら

勝

も
あ
る

 

と

え
た
プ
レ
イ

は
他
に
も

る
と
見
越
し
た
あ
た
し
達
は
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
を

う
よ
う
に
動
い
た

 
背
後
で

く
兵
士

そ
の
兵
士
を

す
べ
く
ス

ル
を

す
る
ア
ス
ナ
の
声

 
あ
た
し
達
は
セ

ク
の
誘
惑
を

絶
し
て
い
た

代
表
す
る
よ
う
に
先

に
立
つ
あ
た
し
は

時
で
も
斬
り
掛
か
れ
る
よ
う
⻘
眼
に
⻑
刀
を
構
え
て
い
る

悪
い
け
ど
神

と
事
を
構
え
る
つ
も
り
は
こ

ち
に
も
無
い
の

道

れ
に
は
他
の

く
れ

者
を

ぶ
事
ね
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恐
ら
く
複
数
あ
る

件
の
内
の
一
つ
を

た
せ
ば
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
他
の
パ

テ

で
も
発

生
し

同
じ
よ
う
に
勢
力

を

ら
れ
る

 
そ
の

や
は
り

え
る
の
は
戦
力
差

つ
ま
り
ク
エ
ス
ト
達
成
可
能
な
現
実
性

こ
う
し
て

出
来
る
場
合
人
間
は
よ
り
確
実
な
方
を
取
る

今
回
は
そ
れ
が
ア
ス
ガ
ル
ド

に
付
く
だ

け
だ

た

 
恐
ら
く
だ
が
セ

ク

に
付
け
ば
ラ
グ
ナ
ロ
ク
で
の

力
戦
が

き
る
ま
で
に
戦
闘
を

か

む

そ
の
時
に

れ
れ
ば

か

か
で
ア
ス
ガ
ル
ド

に

ま
り

う
事
に
な
る

そ
の
場
合
一

の
ク
エ
ス
ト
が
終
わ

て
も
達
成
報

は
少
な
い
か
最
悪
無
い
だ
ろ
う

オ

デ

ン
が
勝

て
も
ロ
キ
が
勝

て
も
最
後
ま
で
ど
ち
ら
か
に
付
い
て
い
た
プ
レ
イ

よ
り

は
確
実
に
少
な
い

だ

 
ド
ラ
マ
を
求
め
る
な
ら
悪

で
あ
る
セ

ク
に
付
い
て
行
く
の
も
ア
リ
だ
が

や
ら

つ
も

の
思
惑
が
絡
み
合

て
い
る
ら
し
い
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
は
興
味
を

き
に
し
て
も
推
し
進
め
る

べ
き
事

に
な

て
い
る

失

を
許
容
で
き
る

ど
あ
た
し
達
も

は
無
か

た

 
セ

ク
が
生
理
的
に

い
と
か
セ

ク
が

た
内
容
を
魅
力
に
思
わ
な
か

た
と
か

な
理
由
も
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
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へ

私
と

対
す
る
気
か
い

ま

そ
れ
な
ら
い
い
さ

 

絶
さ
れ
た
セ

ク
は

そ
れ
も
ま
た
良
し
と
邪
悪
な

み
を
深
め

い
た

そ
れ
じ

あ
多
勢
に
無
勢
だ
し

私
は

る
と
し
よ
う
か
ね

が
す
と
で
も

 
じ
り
と

離
を

め
始
め
る

と

制
を

ね
た
そ
れ
に
し
か
し
セ

ク
は
動
じ
な

い

そ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
か
ら
か
あ
る
い
は
ま
だ
あ
た
し
が

う
レ
ベ
ル
で
は
な
い

か
ら
か分

と

勢
が
い
い
よ
う
だ
け
ど

い

れ
と
は

え
私
だ

て

人

の

く
れ

あ
ん

ま
り
見

る
ん
じ

な
い
よ

小

え
え
え

 
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
よ
う
な
語

と
共
に
セ

ク
が
手
を
振

た

す
る
と
セ

ク
を

う

に
一
つ

そ
の

か
バ
ラ
バ
ラ
な

に
複
数
の
禍

し
い
魔
法

が
浮
か
び
上
が
り

光
る

 
光
が
収
ま

た
後
に
は
一
時
間
近
く
前
に

レ
コ
ン
を
追
い
回
し
た
ゴ

レ
ム
が

さ

れ
て
い
た

 
そ
の
数

ざ

と
十
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さ

と
レ
コ
ン
の

色
が
悪
く
な
り

間
の
面
持
ち
も

の
そ
れ
に
変
わ

た

ア
ス
ガ

ル
ド
兵
は

き
で
息
を

む

こ
い
つ
ら
の

手
で
も
し
て
る
ん
だ
ね

 
そ
こ
ら
の

の
ゴ

レ
ム
と
は
二

味
は
違
う
よ

 
精

足
掻
き
な

 
と
せ
せ
ら

て

セ

ク
は

の
魔
法
で

速
に
離
れ
て
い
く

く

セ

ク
め

追
撃

止

に
結
界
ま
で

 
こ
ち
ら
も

う
と
す
る
が
セ

ク
と
入
れ

わ
る
よ
う
に

数
十
メ

ト
ル
を

切
る

明
の

が
展
開
さ
れ
た

シ
ス
テ
ム
的
に
破
壊
不
能
な

は
セ

ク
が

こ
し
た
設
定
ら

し
い

 
要
す
る
に
こ
こ
で
は
ど
う
足
掻
い
て
も
セ

ク
は
倒
せ
な
か

た

だ

 
導
入
と
い
う
予
想
の

り
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
勢
力

と
主
要
人
物
の

合
わ
せ
と
い
う

展
開
だ

た
ら
し
い

 
そ
う
確
認
し
な
が
ら
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
を

い
つ
つ
十
体
の
強
化
ゴ

レ
ム
と
交
戦
を
開
始
し

た 
戦
闘
後
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
か
ら
今
回
は
助
か

た
と

許
か
の
ユ
ル
ド
と

を

さ
れ
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突
発
的
な
ク
エ
ス
ト
は
完
了

後
の
展
開
は
追

て

達
す
る
と
の
事
で
名
前
の
ス

ル
を
羊

紙
に
書
い
た
後

別
れ
た

 
最
後
の

な
終
わ
り
方
も
ヒ
ド
い
と

間
の
間
で
は

く
話

に
な

た
の
は
ま
た
別

の
話
だ
ろ
う

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ま
ず
レ
コ
ン
に
つ
い
て

 
私
は
レ
コ
ン

き
で
す
よ

二

目

 
た
だ
原
作
か
ら
し
て
行
動

び

み
や
学

前
で

か
ら

ち

せ
と
か

葉
リ

フ

の
悪

た
シ
グ
ル
ド
の

殺
を
目
論
む
が
過

で

と
こ
の
へ
ん
し
て
て
も
お
か

し
く
な
い
と
い
う
か
現
実
の
法
が
届
か
な
い
仮
想
世
界
だ
か
ら
こ
そ
は

ち

け
て
も
お
か
し

く
な
い
と
い
う
か
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リ

フ

限
定
で

上
が

た

価
を
自
ら

と
し
て
し
ま
う

り
が
レ
コ
ン
ら
し
い
か

な

て
思
う
ん
で
す

非
道

 
キ
リ
ト
や
ユ
イ
な
ら
フ

イ
ン
プ
レ

と
し
て
称

さ
れ
る
事
も
レ
コ
ン
だ
と
行
き
過
ぎ

と
い
う
か
変

的

と

え
ら
れ
ち

う
の
は

の

動
に
よ
る
も
の
で
す
ね

 
レ
コ
ン

て

年

応
に

悩
塗
れ
で
す
よ
ね

 
セ
ク
ハ
ラ

い
疑
を

け
て
る
リ

フ

か
ら
す
れ
ば

た
も
ん
じ

な
い
で
す
が

 

に
シ
グ
ル
ド
に
つ
い
て

 
彼
は
原
作
で
も
シ
ル
フ
の
運

に
深
く
食
い

ん
で
い
る
プ
レ
イ

で
す

軍
の
地

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
が
こ
れ
は
本
作
リ

フ

の
変
化

い
て
は
主
人

の
変
化
に
よ
る
バ

タ
フ
ラ
イ
エ
フ

ク
ト

原
作
だ
と

主
を

う
べ
く
自
身
を
下
し
た
強
者
リ

フ

を
パ

テ

に
加
え
て
高

ク
エ
ス
ト
に

み
名
声
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
男

本
作

に

べ
る
と
原
作
の
方
が

と
フ
リ

ダ
ム
な
地

い

 
原
作
だ
と

備
の
レ
ア

に
よ
り
⻑

場
の
戦
い
と
な
る
た
め
リ

フ

も
し
ん
ど

い

と
称
し
て
い
た
そ
う
な

月
一
の
大
会
で
決
勝
戦
に
も
つ
れ
こ
む
実
力
者
ら
し
い
で
す

 
ま

ウ
チ
の
リ

フ

は

の
登
場

主
人

の
境
遇
で
修
羅

て
る
の
で

眼
中
に
な
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い
の
で
す
が

 
む
し
ろ
邪
魔
で
し
か
な
い
た
め
前
話
で
手
紙
で

を

し
た
の
も
自
分
で
ス
ル

し
て
初
手

で

生
命
を
絶
と
う
と
す
る

ど

自
分
を

い
自
分
も

て
る

手
だ
か
ら

つ

白
な
対
応
で
す

容
赦
が
無
い

 
シ
ノ
ン
さ
ん
が

な
の
は
原
作
同
様

 
そ
し
て
後

の
北
欧
神
話

 
ウ

キ

デ

ア
に
九
つ
の
世
界
構
成
を
初
め
と
し
た
神
話
語
り
は
頼

て
い
ま
す
が
Ａ
Ｌ

Ｏ
に

け
る
ス
ト

リ

は

ロ
ス
ト
・

ン
グ

の
イ
ベ
ン
ト
に

た
も
の
で
す

 
今
話
は
レ
イ
ン
の
キ

ラ
イ
ベ
ン
ト
の
も
の
を
流

し
て
お
り
ま
す

 
ち
な
み
に

ロ
ス
ト
・

ン
グ

で
セ

ク
・
ロ
キ

の
イ
ベ
ン
ト
が
出
る
の
は

レ
イ
ン

と
シ
ノ
ン
の
二
人
で
す

 
シ
ノ
ン
の
方
は
ボ
リ

ミ

で

今
話
の

勢
力

と

ラ
グ
ナ
ロ
ク
戦

の
二
つ
が

別

の
時
期
に
発
生

レ
イ
ン
は
ク
リ
ア
後
の
セ
ブ
ン
と
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
た
め
か
セ

ク
編

で
終
了
で
す

 

ラ
グ
ナ
ロ
ク

て
北
欧
神
話
的
に
一
大
決
戦
な
の
に
あ
ん
な
小
さ
な
お
話
で

て



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

い
い
も
の
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す

 
そ
ん
な
個
人
的
感
想
を

に
展
開
さ
れ
る
北
欧
神
話
イ
ベ
ン
ト
に
お
付
き
合
い
下
さ
れ
ば

い
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
四
章
 

人
の
上
に
立
つ
器

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
も
オ

ル
リ

フ

点

オ
リ
展
開
を
交
え
な
が
ら
も
原
作
を
な
ぞ

て
る
か
ら
ね

非
も
無
い
ネ

 
文

数
は
約
一
万
五
千

 

今
話
は

原ア
作ン
キチ

シ
ラグ

ル
悪ド

に

し
い
過

な

写
を
し
て
お
り
ま
す
が
愛
あ
る
故
の

写

で
す

 

ホ
ン
ト
に
ど
う
で
も
い
い
キ

ラ
な
ら
手

き

写
で
済
ま
せ
ま
す

前
話
の
ア
ン
ケ

内
容

 
で
は
ど
う
ぞ
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空

ラ
イ
ン
の
転

を

し
て

り
立

た
ス
イ
ル
ベ

ン
の
光

を
見
る
の
は

リ

フ

あ
た
し

に
と

て
実
に
二

月
ぶ
り
だ

た

 
別
名

の

と
呼
ば
れ
て
い
る
ス
イ
ル
ベ

ン
は
華

な

が
複

に
繋
が
り

合

て
構
成
さ
れ
て
お
り
色
合
い
の
差
こ
そ
あ
れ

そ
が

や
か
な
ジ

イ
ド
グ
リ

ン
に

く

そ
れ
ら
が
夜
闇
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
様
は

想
的
の
一

に

き
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
で

ち

い
た

し
さ
を
持
つ

は
こ
の
ス
イ
ル
ベ

ン
だ
と

あ
た
し
は
未
だ
に
信
じ
て
止
ま
な
い

 
そ
し
て
最
も
特
徴
的
な
の
は
ス
イ
ル
ベ

ン
中
心
地
に

え
立
つ

大
な
白

の

だ

風

の

と
呼
ば
れ
る
そ
れ
は
風
力
エ
レ
ベ

タ

で
上

に
上
る
と
い
う
近
代
チ

ク
な
内

を
し
て
お
り

間
内
の
集
合
場

や
セ

ブ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

さ
れ
る
な
ど
シ
ス
テ
ム

内
外
に

い
て
重
要
な

き
を

て
い
る

く

う
自
分
も
ス
イ
ル
ベ

ン
に
マ
イ
ホ

ム
を
持
つ
ま
で
は
存
分
に

し
て
い
た

 
ア
レ
を
最
後
に

し
た
の
は
プ
レ
イ
二

月
目
以
来
な
の
で
も
う
内

を
思
い
出
す
事
は

出
来
な
い

 
そ
の
風
の

の
裏
手
に
は

な

主

が
広
が

て
い
る

物
の
中
心
に

立
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す
る
ポ

ル
に
は
シ
ル
フ
の
紋
章

が

が

て
い
る
の
を
確
認
す
る

あ
の

は

主
に

い
て
い
る
プ
レ
イ

が

主

に

在
し
て
い
る
事
を
示
す

対
外

の
ロ
グ
イ
ン
履
歴
だ

主
自
身
が
オ
フ
設
定
に
す
る
事
も
時
間
制
限
付
き
で
可
能
な
反
面
ロ
グ
イ
ン
し
て
な
い
の
に

る
偽

工
作
は
出
来
な
い

 
目
的
の
人
物
は

る
ら
し
い

く
そ

み
な
が
ら
あ
た
し
は

主

へ
の
道
を
進
み
始
め

た 
道
中
古
参
の
プ
レ
イ

達
が
ギ

と
し
た

で
見
て
来
た
が
全
て
無

す
る

デ

エ
ル
の
時
以
外
で
剣
を
向
け
な
い
と
決
め
て
い
る
同
種

は
サ
ク

ル
ク
ス
そ
し
て
レ
コ
ン

の
三
人

そ
れ
以
外
は
全
て

心
の
外
に
あ
る

わ

て
こ
な
い

手
に
時
間
を

く
の
も
面

倒
に
感
じ
た

 
ス
ヴ

ル
ト
の
攻
略
や
観
光
に
向
か

て
い
る
た
め
か
人

り
は

り
な
い

し
か
し

人

系
の
プ
レ
イ

は

を
開
き

け
て
い
る

転

が
あ
る
お

で
リ
ズ
ベ

ト
達
の
よ
う
に

本

で

を
持

て
い
る
者
は
わ
ざ
わ
ざ

転
す
る
必
要
性
が
無
い
か
ら
だ
ろ
う

 
道
す
が
ら

や
か
し
す
ら
し
な
い

線
だ
け
向
け
現
在
の

地
状

を
把
握
し
な
が
ら
進

む
こ
と
お
よ
そ
五
分

特
別

ら
な
か

た
が

主

に
は
す
ぐ

い
た
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も
う
来
る
つ
も
り
は
な
か

た
の
だ
け
ど
ね

 
眼
前
に

え
る

な

を

め

そ
う

ら
す

 
思
い
返
さ
れ
る
の
は
身
勝
手
に

り
上

ら
れ

そ
れ
か
ら

き

と
さ
れ
た
苦
い
思
い
出

信
と

力
の
片

を

間
見
た
経
験

デ
キ
る
女
に

し
て
以

種

の

上
層
に

わ

る
ま
い
と
誓

て
い
た
の
だ
が

そ
れ
に
反
し

に
い
る
事
実
に
思
わ
ず

を

め
る

 
面
倒
な

と
内
心
で

き
捨
て
な
が
ら

主

の
敷
地
内
に
足
を
一
歩

み
入
れ
る

 

本
来

許
可
を

け
て
い
な
い
プ
レ
イ

は
こ
の
時
点
で
弾
か
れ
る

 

主

は
税

や
そ
の
使
い
道
を
決
め
る
指
導
者
プ
レ
イ

を

に

主
に
帰
依
す

る
者
達
の

点
そ
の
も
の
だ

他
種

に
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
極
秘
情
報
や
内
部
情
報

主
以
外
の
構
成

な
ど

も

載

故
に
入
る
許
可
を
得
る
に
は
⻑
い

地
で
の
プ
レ
イ
時

間
と
裏
打
ち
さ
れ
た
高
い
ス
テ

タ
ス
の

方
を
必
要
と
し
そ
の
上
で

主

の
上
層
部
か
ら

認
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
か
も
そ
の

格
は
中
立

に
出
て
一

月
も
す
れ
ば
失

す

る 
そ
れ
を
無

し
て
入
れ
る
の
は
今
も

手
中
指
に

め
て
い
る
シ
ル
フ

ロ

ド
リ
ン

グ

の
お
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主
の

に

い
た
プ
レ
イ

の
み
が

持
お
よ
び

備
を
許
さ
れ
た
あ
た
し
だ
け
の

指
輪

主
が
代

わ
り
す
る

に

ら
れ
る
レ
リ

フ
も
変
わ
る
ら
し
く
シ
ル
フ
の
そ
れ
は

あ
た
し
と
サ
ク

の
二
つ
し
か
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
ど
れ

ど
パ
タ

ン
が
あ
る
か
は
全
く
分

か
ら
な
い
が

事
実
と
し
て
サ
ク

の
指
輪
と
は
レ
リ

フ
は
違

て
い
た

 
そ
れ
を
内
心

ま
し
く
思

て
い
た
が
取
得
経
験
値
と
全
パ
ラ
メ

タ
の

増
加
と
い
う

果
が
他
に
は
な
い
バ
フ
だ

た
の
で

備
し

け
て

一
年
以
上

 
ま
さ
か
こ
れ
を
シ
ス
テ
ム
的
に

い
る
日
が
来
よ
う
と
は

夢
に
も
思
わ
な
か

た

ん

 
な
ん
だ

様

 

主

に
コ

泥
が
入
る
事
も
無
い

な
の
に
権

の
誇
示
の

か
不
必
要
に
立
た
さ
れ

て
い
る

色
の
髪
を
持
つ

な
⻘
年
プ
レ
イ

は

し
む
表
情
で
じ
ろ
り
と

し
て

来
た

 
先
代

主
だ

た
事
は
知
ら
な
く
て
も
仕
方
な
い
が
こ
れ
で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ

一
大
会
で
二

勝
を
果
た
し
て
い
る
の
で

応
に
有
名
な
方
と
自
負
し
て
い
る

な
の
に
知
ら
な
い
と
な
れ

ば
お
そ
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら
始
め
た
プ
レ
イ

か

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
前
衛
と
し
て
か

な
り

出
し
し
て
い
た
の
だ
が
同
一
人
物
と
気
付
い
て
い
な
い
あ
た
り

が
悪
い
の
か
情
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報
収
集
能
力
が
無
い
か
の
ど
ち
ら
か

 
思

の
結
論
は

ど
ち
ら
で
も
い
い
か

と
い
う

な
も
の
だ

た

 
今
日
こ
の
時
会

た
だ
け

そ
れ
以

会
う
機
会
が
無
い
な
ら
そ
こ
ま
で
気
に
す
る
必
要
も

無
い

中
立

で
遭
遇
し
た
時
の

に

を
覚
え
る
だ
け
で
十
分
だ

サ
ク

に
迷
惑
が
掛
か
ら

な
い
な
ら
そ
れ
で
い
い

あ
た
し
は
リ

フ

主
サ
ク

に

が
あ

て

ね
た
の

し
て
く
れ
る
か
し
ら

そ
ん
な
話
は

い
て
い
な
い
が

 

然
で
あ
る

事
前
に
話
を

せ
ば
シ
グ
ル
ド
が
必
ず

し
て
く
る

電
撃
作
戦
を
要
す

る
今
回
の

件
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取
る
な
ど

⻑
な
事
を
し
て
い
る

は
な
い

 
し
か
し
⻘
年
も
仕
事
で
こ
こ
に
立

て
い
る
の
だ

彼
の
今
後
の

に
無
理

を

く

に
も
い
か
な
い

 
な
ら
ば

と

手
中
指
の
指
輪
を
見
せ
る

い
忘
れ
て
い
た
わ

あ
た
し
は
先
代

主
コ
レ
は
そ
の
証

の
シ
ル
フ

ロ

ド
リ

ン
グ

よな
ん
だ

そ
の
指
輪
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を

め
る
の
も
も
う
今
日

目
か

 
指
輪
を
見
せ
て
も
こ
の
反
応
の

さ

権
力
を
示
す
証
が
正
し
く
機
能
し
て
い
な
い
か

た

 
一

空
を

い
だ
後

指
輪
の
ポ

プ
メ
ニ

を
出
し

衛
兵
に
見
せ
る

主
に
の
み

与
さ
れ
る
指
輪
と
説
明

に
あ
り

つ
シ
ス
テ
ム
表
記
で
第
一
代
目
シ
ル
フ

主

Ｌ

ｅ
ａ
ｆ
ａ

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら

違
い
し
よ
う
も
な
い

 
そ
れ
を
見
た

目
を

い
て

け
反
ら
れ
た

 

故
だ

な

な
ん

な

な

い
て
る
と
こ
ろ
悪
い
け
ど

て
い
い
の
か
し
ら

一
応

格
は
あ
る
と
示
し
た
わ

よ
え

あ

は
い

 
ど
う
ぞ
お

り
下
さ
い

 
や
や
狂
乱
気
味
に
ず
ざ

と
身
を
引
き
掌
で

を
示
さ
れ
る

な
ん
か
変
な
風
に
あ
た
し
の

事
が
伝
わ

て
な
い
か
と
不
安

じ
り
の
疑
念
が
過
ぎ
る
も

後
で
い
い
か
と
流
す
事
に
し
た

 
古
森
で
取
れ
る
最
上
品

の
オ

ク

で
作
ら
れ
た

を

し

中
に
入
り
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⻑
刀
の

に
手
を

い
て

す
る
金
髪
緑

の
妖
精
の

が

界
に
入

た

  

ね

て

 

に

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
疑

び問
が
思
わ
ず

れ
た

 
同
時
に
先
程
の
衛
兵
が
な
ん
で
あ
ん
な
反
応
を
し
た
か
理
解
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
ボ
ス
戦
で
戦

て
い
た
あ
た
し
の
事
を
知
ら
ず
と
も

こ
の

を

し
て
先
代

主
と
し
て
の
イ
メ

ジ
は

持

て
い
た
の
だ

だ
か
ら
あ
ん
な
反
応
を
し
た

 

ホ

ル
真
正
面
に
デ
デ
ン
と
掛
け
ら
れ
た
そ
の

は

で
塗
ら
れ
た
が
如
く
色
の
境
界

線
は

だ

し
か
し
シ
ル
フ
に
は

し
い
金
髪

の
よ
う
に
一
本
に
結
わ
れ
た
髪
型
に

を
示
す
べ
く

て
い
た
シ
ル
フ
の
紋
章
を
編
ま
れ
た
マ
ン
ト

は
疑
い
よ
う
も
な
く

あ
た
し
だ

 

主
を
務
め
て
い
た
プ
レ
イ

が
あ
た
し
と
サ
ク

し
か

な
か

た
事
か
ら
も
消
去
法
で

分
か
ら
ざ
る
を
得
な
い

 
知
ら
な
い
内
に

主

に
出
入
り
す
る
プ
レ
イ

達
に
コ
レ
を
見
ら
れ
て
い
た
ら
と

え
た
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だ
け
で

が
真

に
な
る
自
覚
が
生
ま
れ
た

今
す
ぐ
に
で
も
あ
の

を
斬
り
裂
き
た
い

衝
動
に

ら
れ
る

 

と

く
る
り
と
背
後
の

⻘衛
年兵

を
見
や
る

 
⻘
年
は

と
も

え
な
い

み
を
浮
か
べ
て
い
た

  
あ

た

し

リ

フ

は

怒
し
た

必
ず
や
あ
の
邪
知

の
か
の

主王
を
糾
弾
し
な
け
れ
ば
気
が
済
ま

ぬ
と

決
意
を
新
た
に

し
た

 

そ
ん
な
や
や

は
あ
る
が

そ
彼
の
有
名
な
下
り
に
近
し
い
心
境
で

の
内
部
を
進

む 
勝
手
知

た
る
我
が
家
と
ば
か
り
に
道
に
迷
う
必
要
が
無
い
の
は
た

た
一

月
と

え
ど

す
る
程

に
は
真
面
目
に
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

苦
い
記

ば
か
り
だ
が
今

ば
か
り
は

立

た
と
思
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い

 
廊
下
を
進
み

を
三

上

て

り

い
た
四

は

主
の

務

だ
け
が
あ
る
最
上

だ

程
の
事
が
無
い
限
り
他
の
プ
レ
イ

が
足
を

み
入
れ
る
事
は
無
い

下
に

を
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正
さ
ず
と

う
よ
う
に

も
変
な
行
動
と
取
ら
れ
て

く
な
い

を
探
ら
れ
た
く
な
い

 
そ
ん
な
場

に
足
を

み
入
れ
た
あ
た
し
は
迷
う
こ
と
な
く

の
前
に
立
ち
重

な

の
そ
れ
を
ノ

ク
す
る

あ
あ

開
い
て
い
る
よ

入

て
く
れ

失
礼
し
ま
す

 
レ
バ

を
下

を

し
て
入
り

す
る

 

務

で
書

仕
事
を
し
て
い
た
ら
し
い
深
緑
の
女
性
は
き
り
り
と
引
き

め
ら
れ
た

を

ま
せ

気
に
取
ら
れ
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た

リ

フ

か

え
え

四
日
ぶ
り

と

う
べ
き
か
し
ら

気
に
や

て
る
よ
う
ね

あ

あ
あ

体

理
は
し

か
り
し
て
い
る
か
ら

て

い
や

そ
う
で
は
な
い

 
理
解
が
追
い
付
か
な
い
の
か
心
こ
こ
に
在
ら
ず
と
い
う
風
体
で

葉
を
返
し
て
来
た
サ
ク

は

す
ぐ
に
我
に
返

て

を
振

た

地
に
帰
る
つ
も
り
は
無
い
ん
じ

な
か

た
か

え
え
そ
の
つ
も
り
だ

た
ん
だ
け
ど

少
し
種

の
事
で
問

が
あ

て
ね

今
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回
は
そ
の君

が
そ
う

う
と
な
る
と
よ

ど
の
事
が

き
た
よ
う
だ

分
か

た
話
を

こ

う

と

い
た
い

だ
が

 

葉
を

切
り

務

に
あ
る
書

に

線
を

と
す
サ
ク

に

ま
れ
た
そ
れ
に

線
を
向
け
れ
ば
サ
イ
ン
済
み
の
も
の
が
高
く

ま
れ
て
い
る
に
も

わ
ら
ず
も
う
二
つ

ど

が
残

て
い
る
よ
う
だ

た

そ
れ

期
日
近
い
の

あ
あ

今
日
中
な
ん
だ

今
日
の
分
も

え
る
と

る
前
に

理
し
て
お
か
な
け
れ
ば
追
い

付
か
な
く
な
る

キ

チ
リ
し
て
い
る
サ
ク

が
書

仕
事
を

め
る
な
ん
て

し
い

な
ら
こ
ん
な
失

を

さ
な
い
よ

ス
ヴ

ル
ト
が
実

さ
れ
て
か
ら
さ
こ
れ

ど
書

が
増
え
た
の
は

ん

 
一
応
部
外
者
な
の
で
内
容
に
あ
ま
り

線
を
向
け
ず
サ
ク

の

を

う

上
に
広

ら

れ
た
大

の
書

を
前
に

れ
て
い
る
事
か
ら
か
な
り
キ
ツ
く
思

て
い
る
ら
し
い
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サ
ク

は

武
人
気

つ
ま
り
あ
た
し
に
近
い
部
分
が
あ
る
か
ら
そ
り

あ

い
だ
ろ

う
な

と
思
う

体
を
動
か
す
事
が

き
な
人
が
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
同
然
な
状

な
の

だ

し
か
も
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
そ
れ
が

き
る
と
い
う
逆
転
現

現
実
で

も
仮
想
で
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
は

時
か
壊
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

ち
な
み
に
こ
の
書

の

部

は
ど
の

か
ら

あ
あ
攻
略
隊

と

て
も
リ

フ

は
分
か
ら
な
い
か

君
が
四
つ
に
分
け
て
い
た
隊

を
一
つ
に

め
た

軍
部
さ

軍
部

シ
グ
ル
ド
の

ね

そ
う
だ

 
書

の
出

を
知

て

を
寄
せ
る

ど
う
い
う
内
容
の
も
の
が
多
い
の

軍
部
に
は

か
と
金
が
掛
か
る
か
ら
と
そ
の

だ
よ

月
初
め
の
会
議
で
最
初
か
ら
多
め

に
予

を
振

て
い
る
ん
だ
が
な

 

と

労
の
色

い

息
を

く
サ
ク

月
の
会
議
だ
け
で
な
く

日
こ
れ
だ
け

の

の
書

を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら

精
神
的

労
は

り
知
れ
な
い
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自
分
が

主
を
務
め
て
い
た

は
予

多
め
の

り
振
り
や

時
予

出
の
上

な
ん
て
無

か

た

種

金

に
然
し
て

ま

て
い
な
か

た
せ
い
だ
ろ
う
が
一
年
以
上
も
組

を
回

し
て
い
れ
ば
そ
れ
な
り
の

の

も
出
来
る

シ
グ
ル
ド
達
は
そ
れ
を

し
て
軍
部
に
回
す

よ
う
請
求
し
て
い
る
と
い
う
事
だ

 
代

わ
り
の

に
サ
ク

に
経
験

と
し
て
色

話
し
と
か
く
軍
部
に
は
多
め
に
金
を
振

て
お
く
事
を

め
た
か
ら
実

多
く
振

て
い
る
の
だ
ろ
う

許
可
を
取

て
予

り
振
り

の
決

書

を
見
せ
て
も
ら

た
が
他
の
部

の

以
上
も
振
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
正
直

過

と
す
ら
思
え
る

だ

過

じ

な
い

君
も
そ
う
思
う
か

実
は
幹
部
会
で
も
そ
の
意
見
は
出
て
い
て
最
近
シ
グ
ル
ド

い
る
過

と
私
を

と
し
た
穏

の
対
立
が
発
生
し
て
い
る

こ
の
書

の

は
過

か
ら
の

さ

ど
う
に
か
し
て
私
を
こ
こ
に

め
て

き
に
し
た
い
ら
し
い

抗
議
を
出
さ
な
い
よ
う

を
増
や
し
た
が
逆
に
増
⻑
し
た
よ
う
だ

内
ゲ
バ
と
か
最
悪
じ

な
い
の

 
書

か
ら

線
を
外
し

大

な
の
か
と
サ
ク

を
見
る
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な

み
を
返
さ
れ
た
事
か
ら

バ
い
と
こ
ま
で
争
い
は
進
ん
で
い
る
ら
し
い

今
月
の

主
権
は
ど
う
に
か
も
ぎ
取

た
が
正
直

回
は

い

思

た
よ
り
シ
グ
ル
ド
の

勢
力
が
強
い
ん
だ

ま

そ
れ
は
分
か
る
わ

 
あ
た
し
は
技
術
面
サ
ク

は
人

の
面
で
求
心
力
を
得
て
い
た
が
シ
グ
ル
ド
は
勢
い
で
人

を

め

む
部
分
に
特
化
し
て
い
る

人
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
の
が
上
手
い
点
は

師
に
向
い

て
い
る
か
も
し
れ
な
い

 

師

と

し
た
の
は

シ
グ
ル
ド
が

点上
に
立

た
時
点
で
勢
い
は
止
ま
る
か
ら

 
そ
れ
か
ら
は
独
裁

も

く
や
と
ば
か
り
に
対
外
的
な

意
行
動
を
取
り
シ
ル
フ
は
孤
立

す
る
未
来
が
見
え
る

同
じ
種

で
も
中
立

へ
と
離
れ
る
プ
レ
イ

も
増
え
る
だ
ろ
う

サ

ク

も
そ
の
一
人
と
し
て
離
れ

彼
女
を
信
頼
し
て
い
る
者
達
も

め
て
離
れ
そ
う
だ

部

と
し
て
は
ど
れ
が
ど

ち
に
付
い
て
る
の

攻
略
隊
が

シ
グ
ル
ド

だ

そ
れ
以
外

つ
ま
り
文

寄
り
は
私

だ
よ

と
は

え

最
近
の
勢
力

は
シ
グ
ル
ド
四

私
三

中
立
三

と
い

た
と
こ
ろ
だ
な

な
に
そ
の
中
立
勢
力
の
三
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リ

フ

の

持
勢
力
だ
が

 

ね

て

 

ら
ず
疑
問
を
投

る

脱

し

他
種

と
親
交
を
深
め
て
そ
れ
な
り
に
経
つ
と
い
う
の

に

故
今
更
自
分
の

持
勢
力
が
登
場
す
る
の
か

中
立

プ
レ
イ

を

持
す
る
と
か
前

代
未

過
ぎ
て

が
分
か
ら
な
い

 
し
か
し
サ
ク

は

を

て
い
る
の
か
と
逆
に

れ

を
返
し
て
く
る

君
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
戦
で

れ
て
い
た
だ
ろ
う

他
に
数
名

き

ま
れ
て
い
た
と
い
う
が

命

け
の
ボ
ス
戦
に
参
加
し
て
い
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

は
君
だ
け
だ

た

最
近
シ
ル
フ
を

ぶ
プ
レ
イ

が
多
い
の
も
君
が

出
し
し
て
い
た
影

も
あ
る
ん
だ
ぞ

初

な
ん
だ
け
ど

 

然
と
す
る
あ
た
し
に

わ
な
か

た
か
ら
な
と

静
に
返
し
て
く
る
サ
ク

を
恨
め
し

く
見
る

ま
さ
か

ホ

ル
の
あ
の

も

君
に
心

し
て
る

師
が
贈

し
て
く
れ
た

に

る
王
を
モ
チ

フ
に
し
て
る
ら
し
い

ぞ
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葉
も
無
い
わ

 

主
は
確
か
に
王
に
近
い
立
場
だ
が

ら
な
ん
で
も

化
さ
れ
過
ぎ
て
い
て
全
く

え
な

い

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
事
を

み
れ
ば
キ
リ
ト
が
王

に

し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
か
ら
自
分
の
事

と
は
と
て
も
思
え
な
か

た

 
そ
の

師
と
や
ら
に
は
ボ
ス
戦
の

像
が
い

た
い
ど
ん
な
風
に
見
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

こ
れ
も
有
名
税
と
で
も
思

て
お
け
ば
い
い

意
的
に

え
ら
れ
て
る
ん
だ

良
か

た

じ

な
い
か

良
く
な
い
わ
よ

あ
た
し
は
そ
れ
で
苦
労
し
た
ん
だ
か
ら

 

ん

と

を
鳴
ら
し
て
サ
ク

の

う

意

と
や
ら
を
切
り
捨
て
る

 
サ

ビ
ス
初
期
の
時
の
よ
う
に

ま
た
技

だ
と
か
立
ち
振
る
舞
い
だ
と
か
で

い
と
思

て
い
る
だ
け
だ
ろ
う

実

を
知
れ
ば
ま
た
す
ぐ
に
手
の
平
を
返
す
に
違
い
な
い

個

人
に

よ

て
人
格
は
違
う
が
ユ
ウ
キ
達
の
よ
う
に

判
だ
け
で
判
断
し
な
い
人
間
が
極
少
数
に
限
ら

れ
る
の
は

十
数
年
の

月
で
イ

と
い
う

ど
理
解
し
て
い
た

ま

今
回
は

価
値
も
無
く
は
無
い
し

せ
い

い

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

う
か

 
し
か
し
あ
た
し
は
存
外
イ

な
気
分
で
は
無
か

た

価
値
を
見
出
し
て
い
た
か
ら
だ
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常
自
分
を

持
し
て
い
る
か
ら
と

て
そ
の
人
物
の

う
事
を
全
て

け
入
れ
ら
れ

は
し
な
い

持
す
る
人
間
の
ラ
イ
バ
ル
を

定
し
ろ
と

わ
れ
て

に
出
来
る
人
間
は

狂

信

者
く
ら
い
な
も
の

だ
か
ら
勢
力
争
い
の
時
の
中
立
は

定

い
を
す
る
べ
き
と

い

主
生

活
の
中
か
ら
理
解
し
て
い
た

時
ま
で
も

に
な
れ
な
い
と
い
う
見
解
の
勢
力

属

の

意
見
で
あ
る

 
し
か
し
今
回
は

そ
れ
を

出
来
る

 
あ
た
し
は
正
式
に

主
争
い
に
参
加
し
て
お
ら
ず

外

に

し
て
い
る

ま
た
本
命

は
サ
ク

と
シ
グ
ル
ド
の
二
人

仮
に
あ
た
し
が
サ
ク

を
信

し

持
し
ろ
と

て
も

く
人
は
少
な
い
だ
ろ
う

し
か
し
明
確
に
あ
た
し
と
は
不

と
知
ら
れ
て
い
る
シ
グ
ル
ド
に

を
入
れ
る
プ
レ
イ

も
少
な
い

だ

 

主
に
な
る
に
は

定
数
の

を
得
る
の
で
は
な
く
対
抗

よ
り
多
く
の

を
得
れ
ば
良
い

シ
ス
テ
ム

 

そ
う
し
て
も

中
立
か
ら
サ
ク

に
せ
い

い
一

流
れ
れ
ば
い
い
方

 
シ
グ
ル
ド
に
流
れ
る
可
能
性
を

え
れ
ば
ま
だ
決
定
打
に
欠
け
る

 
し
か
し

あ
た
し
は
シ
グ
ル
ド
の

生
命
へ
の

命
的
な
モ
ノ
を
持

て
い
る
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他
種

を

し
て
い
る
シ
グ
ル
ド
が

主
に
断
り
な
く
軍
部
を
私
物
化
し
て
い
る
事
実

を
示
す
証

そ
れ
は
武
人
と
し
て
は
正
し
く
て
も

に

わ
る
者
と
し
て
は
信
頼
性
を
欠

く
も
の
だ

 
シ
グ
ル
ド
は
戦
う
者
と
し
て
は
非
常
に
イ

ら
し
い
強
さ
を
持
つ
反
面
人
の
上
に
立
つ
器

で
は
無
い

サ
ク

あ
た
し
の

件
な
ん
だ
け
ど
ね

 
八

ク
リ
ス
タ
ル
を
手
の
上
で
弄
び
な
が
ら

件
を
切
り
出
し
た

 

後
か
ら
サ
ク

に

い
た
が
シ
グ
ル
ド
の

生
命
を

絶
え
さ
せ
る
話
を
す
る
あ
た

し
の

は

悦
を
覚
え
る
悪
魔
の
表
情
だ

た
そ
う
だ

  
サ
ク

と
話
す
機
会
を
持

て
か
ら

三
日

砂

谷
ヴ

ル
グ
ン
デ
を
攻
略
す
る
中

に
差
し
向
け
ら
れ
る

・多
種

合
の
軍
部

レ
イ
ド
を

間
の
全
面
的
な
協
力
を
以
て
返
り

ち
に
し

け
た

襲
撃
は
一
日
に
一
回

つ
ま

り
三
回

け
た

だ
が
そ
の
全
て
を
全

死
ぬ
事
無
く
返
り

ち
に
し
て
い
る

二
回
目
以

は

を
持
つ
シ
ノ
ン
キ
リ
カ
ユ
イ
の

れ
か
が
同
パ

テ

に

て
く
れ
た
事
が
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非
常
に
大
き
い

 
し
か
し
今
回
の
Ｍ

Ｐ
は
レ
コ
ン
だ
と

も
が

う
に
違
い
な
い

 
レ
コ
ン
は
種

に
帰
依
し
つ
つ
も
中
立
プ
レ
イ

の
あ
た
し
の
パ

テ

に
加
わ
る
と

い
う

有
な
プ
レ
イ

だ

ス
ヴ

ル
ト
だ
か
ら
こ
そ
許
さ
れ
て
い
る
そ
の
状
況
は
非
常
に
有

だ

た

 
な
に
し
ろ
レ
コ
ン
は
シ
グ
ル
ド
の
パ

テ

で
中
衛
魔
術
師
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る

 
彼
の
Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
の

源
に
あ
る
よ
う
に
偵

ス
パ
イ
行
動
と
し
て

だ

た

 
そ
し
て
全
て
の
戦
闘
の

影
は

ハ
イ
デ

ン
グ
が
得
意
な
レ
コ
ン
に
一

変

的
な

密
行
動
が
こ
の
上
な
く

に
立
つ
事
に
彼
は
喜
色
を

わ
に
し
て
い
た

そ
の
テ
ン
シ

ン
が

て
か

影

や
場
面
は
求
め
る
も
の
の
最
上

Ｍ
ｏ
ｂ
に
見
つ
か
る
事
な
く
サ

チ

を
使

て

影
す
る
そ
の
手

は
プ
ロ
と
思
い
そ
う
に
な
る

ど

 

常
の
ゲ

ム
プ
レ
イ
で
は
有

な
場
面
が
少
な
い
か
ら
仕
方
な
い
と
い
う
か
分
か

て
い

る
な
ら

主

に

て
も
ら
え
ば
い
い
の
で
は
と
助

す
る
が

え
て
お
く
の
一

で
手
応
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え
は

い

今
は
良
い
が
今
回
の
事
が
終
わ

て
か
ら
の
事
を

え
る
と
ぞ

と
す
る

い
サ
ク

の

え
は
目
出

い
よ
う
な
の
で
や
ら
か
す
前
に

地
に
帰
依
さ
せ
た
い

さ
て

証

も
複
数
集
ま

た
し

行

て
き
ま
す
ね

 
攻
略
か
ら

り

の
分
け
前
や
ら
武

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ら
を
エ
ギ
ル
と
リ
ズ
ベ

ト
が

む

故

鍛
冶

で
行
う
中
で

上
に

か
れ
た
四
個
の
記
録
結

を
ス

ト
レ

ジ
に
仕
舞
い
つ
つ

う

へ

い
よ
い
よ
行
く
の
ね

 

間
の
武
器
を

か
り
鍛
冶
ス

ス
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
ベ
ビ

ピ
ン
ク
に
光

を

え
さ
せ
る

リ
ズ
ベ

ト

鍛
冶
妖
精
が
振
り
返
り

に
か
り
と

た

 
そ
の

み
に

こ
ち
ら
も
不

に

う

 

自
種

の
中
で
済
ま
せ
る
と
決
め
た

件
を

え
て
⻑
引
か
せ
た
理
由

 
そ
れ
は
複
数
の
状
況
証

の

出
を
サ
ク

が

し
た
か
ら
で
も
あ
る
が
一
番
の
理
由
は

シ
グ
ル
ド

で
あ
ろ
う
シ
ル
フ
プ
レ
イ

の
気
勢
を

ぐ
た
め

シ
グ
ル
ド
が
掲

る
シ
ル

フ
一
強
の
ス
ロ

ガ
ン
は
自
種

が
最
強
で
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

他
種

の
軍
部
と
共

同
戦
線
を
組
ん
で
い
る
の
は
仮
想

を
前
に
し
た

力
偵

を

ね
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
こ
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に
シ
ル
フ
最
強
の
あ
た
し
が
加
わ
れ
ば
シ
ル
フ
一
強
も
夢
で
は
無
い

そ
う

え
て
い

る

だ

 
そ
の

を
へ
し

る

 
な
ま
じ
初
回
で
は

あ
た
し
一
人
が
蹂
躙
し
以

人
数
は
五
十
六
十
八
十
と
増
え
て

い

た
が

変
わ
ら
ず
七
人
パ

テ

に
完
全

北
を

し

け
て
い
る

 
そ
の
場
に
シ
グ
ル
ド
は

な
か

た

し
か
し
彼
は

軍
と
し
て
軍
の
指

を

る
立
場
に

あ
り

レ
イ
ド
の
編
成
も
彼
の
裁

に
よ

て

さ
れ
て
い
る

 
数
を
増
や
し

構
成
を
見
直
し

と
な
く
ぶ
つ
け
て

完
全

北
を

し

け
る

 
そ
ん
な
不

事
が

け
ば
サ
ク

の

持
層
が
増
え
る
事
こ
そ
無
い
が
シ
グ
ル
ド
の

持
層

が

り
は
す
る

あ
る
い
は

あ
た
し
を

持
す
る
者
が
人
伝
に
増
え
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う

 
実

に
あ

た
よ
う
で
イ

に
な
る

 
と
も
あ
れ
あ
た
し
の

持
層
が
増
え
シ
グ
ル
ド
が

り
サ
ク

は
変
わ
ら
ず
な
ら

も
彼
女
の

に
な
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か

軍
と
し
て
の
不

事
を
重
ね
た
の
だ
シ
グ
ル
ド

は
今
後

に
返
り
咲
く
事
は

し
い
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
こ
そ

良
の
レ
イ
ド
で
リ

ダ

と
な
り

を

足
に
活
か
し
な
が
ら
快
勝
と

え
る
結
果
で
ボ
ス

を

も
果
た
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さ
な
け
れ
ば

し
い
だ
ろ
う

 
サ
ク

は
ボ
ス

に
精
力
的
で
は
無
い
の
で
ゲ

マ

の
心
を

む
要

は
シ
グ
ル
ド
が

多
か

た

 
し
か
し

主
や
種

と
し
て
の

指

の
有
能
さ
が

わ

て
来
る
と
な
る
と
シ

グ
ル
ド
に
は

か

が
あ
る

良
い
カ

コ
し
い
の

だ
け
指

に
は

も
付
い
て
い
か
な

い

だ
け
と
い
う
の
は
過

な
悪

だ
が
今
の
シ
グ
ル
ド
に
対
す
る
信
頼
性
が
以
前
よ
り

い
の
は
確
実
だ

 
サ
ク

か
ら

い
た
限
り
あ
た
し
達
に
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
レ
イ
ド
に
参
加
し
て
い
た
と
思
し

き
シ
ル
フ
プ
レ
イ

達
を
シ
グ
ル
ド
は

ご
な
し
に
怒
鳴
り
怒
り
の
ま
ま
部
隊
か
ら
外
し

た
ら
し
い

そ
の
流
れ
だ
と
あ
た
し
に
も
恨
み
つ
ら
み
を

ら
せ
て
面
倒
な
勢
力
に
な

て
そ
う

だ
が
サ
ク

が
裏
で
フ

ロ

し
て
く
れ
た
よ
う
で
今
で
は
立

な
サ
ク

持
層
に
な

て
い
る
と
か

友
人
の
フ

ロ

を
し
な
が
ら
自

に
引
き
入
れ
る
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
能
力

に
は
脱

せ
ざ
る
を
得
な
い

第
四
勢
力
の
可
能
性
を

ご
と
引
き
入
れ
た
彼
女
は
上
に
立
つ
人

間
と
し
て
強
い

 
そ
ん
な
ル

チ
ン
を
し
て
い
け
ば

日
を
追
う
ご
と
に
シ
グ
ル
ド
の
立
場
は
悪
く
な
る
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今
日
の
夜

の

も
無
し
に
軍
部
の
人
間
を
追
放
し
加
え
て
表

に
さ
れ
て
い
な
い

軍
部
の
デ
ス

ナ
ル
テ

に
よ
る
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
と
い
う
客
観
的
に
シ
ル
フ
を
弱
体
化
さ
せ
て
い

る
事

を
取
り
上

主

で
会
議
が
開
か
れ
る

そ
う
な
る
よ
う
サ
ク

と
あ
た
し
が

整
し
た
か
ら
だ

 
明
確
な
状
況
証

は
レ
コ
ン
特
製
の
記
録

像
の
み
だ
が
立
場
を

け
た
戦
い
は
水
面
下

で
は

し
い
弱
み
の
握
り
合
い

弱
み
を
握
ら
れ
た
シ
グ
ル
ド
が
悪
い
の
だ
と

う
し
か
な
い

 
シ
グ
ル
ド
の
思
惑
を

て
く
れ
る
シ
ル
フ
ば
か
り

問
出
来
た
の
は
ど
う
や
ら
し

か
り

金
を
握
ら
せ
生
か
し
て
返
し
た
彼
ら
は
シ
グ
ル
ド
の

を
前
に

し

問
さ
れ
た
事
を

ら
さ
な
か

た
ら
し
い

面
白
い
く
ら
い
事
情

の
プ
レ
イ

ば
か
り
出
し
て
い
た
の
は
そ

れ
だ
け
実
力
を
信
じ
て
い
た
と
い
う
事
だ
ろ
う

四

り
の

問
内
容
が

影
出
来
た
の
は

だ

た

 

間
達
に
見
送
ら
れ

三
日
ぶ
り
に
ス
イ
ル
ベ

ン
へ
と
転

す
る

 
月
光
に

ら
さ
れ
る

の

は
以
前
よ
り
も
人
気
が
多
く
な

て
い
た

は
知
ら
な

く
と
も
シ
グ
ル
ド
が
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
事
は
広
ま

て
い
る

ど
ん
な

が
下
り
る
の
か

会
議
が
始
ま

て
も
な
い
の
に

根
性
で
来
て
い
る
ら
し
い
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人
だ
か
り
は

主

に
近
付
く

ど

く
な

て
い
た

 
だ
が
一

剣
⻤姫

が
来
た
と
声
が
上
が

て
か
ら
は
モ

セ
の
再
来
の
如
く
人
の
波
が

掻
き
分
け
ら
れ

道
が
出
来
る

 

そ
れ
で
い
い

 
人
目
を
気
に
せ
ず

と

主

に
行
く
の
も

の
内

む
し
ろ
強
く

付
け
ら
れ
た

方
が
今
後
の

に
な
る

中
立

で
不

意
に

れ
る
な
ら

は
自
分
の
番
だ
と
い
う
抑
止

力
に
な
る

そ
う
す
れ
ば
サ
ク

は

論

シ
ル
フ
内
部
が
内
ゲ
バ
に

る
事
も
無
い
だ
ろ
う

 
表
情
は
無

し
か
し
内
心
で

く
そ

む

 
人

で
作
ら
れ
た
道
を
進
み

線
を
集
め
な
が
ら

主

に
足
を

み
入
れ
る

衛
兵
が
止

め
よ
う
と
し
た
が

今
回
は
指
輪
で
は
無
く

ス
ト
レ

ジ
か
ら
出
し
た
羊

紙
を
取
り
出
し

見
せ
る

状

主
サ
ク

か
ら

 
し

失
礼
し
ま
し
た

い
え

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

お

め
ご
苦
労
様
で
す

は
 
如

に
入
場
権
限
が
あ

て
も
自
分
は
中
立

プ
レ
イ

も
無
く
立
ち
入

て
い
て
は
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他
種

に
情
報
を

ら
し
て
い
る
な
ど
と

わ
れ
か
ね
な
い

万
が
一
に
そ
れ
が
あ

て
は

る

か
ら
と

意
さ
れ
た

状
は

果

面
だ

た

 

礼
し
道
を
開
け
て
く
れ
る
衛
兵
を
労
い
な
が
ら

を
開
け
る

人

と
り
入
れ
る
程

の

さ
だ
が

ホ

ル
に
は
黒
歴
史
が
あ
る

に
そ
れ
を
見
ら
れ
た
く
な
い
一
心
で

す
る
り
と
入
り

静
か
に

じ
る

え

リ

フ

さ
ん

な
ん
で

ま
さ
か
今
日
の
会
議
に
出

す
る
の
か

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
そ
れ
し
か
な
い
よ
な

シ
グ
ル
ド
さ
ん
中
立

で
な
ん
か
や
ら
か
し
て
た
ら
し
い
し
重
要
参

人
で
呼
ん
だ
と
か

 
確
か
サ
ク

さ
ん
と
親
し
い

だ

 
ざ
わ
り
と

内
で

し
な
く
動
い
て
い
た
文

プ
レ
イ

達
の
声
が

こ
え
た
が
そ
れ

も
一
歩
の

み
出
し
で

た
り
と
止
ん
だ

 
し
ん
と
静
ま
り
返

た

内
を
カ

ト
を

む

と
共
に
進
み
今
日
は
一

の
集

会
場

会
議
場
へ
と
進
む
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す
ぐ
に
大
き
な

に

り

く

中
に
複
数
の
人
の
気
配
と
怒

を
感
じ
取

た
後
ノ

ク

す
るあ

あ

ど
う
や
ら
来
た
よ
う
だ

来
た

 
ま
だ

か
を
呼
ん
で
い
た
の
か

も
う
こ
れ
で
全

の

だ
ろ

い
い
や

あ
と
一
人
足
り
な
い

入

て
く
れ

 

主
の
許
し
を

け

を
開
け
る

今

は
己
を
誇
示
す
る
よ
う
に

の

を
同
時
に
開

け
放

た

 
出
入
り

か
ら
最
も
遠
い
真
正
面
の

に
サ
ク

が

り
コ
の

型
の

に
そ
れ
ぞ
れ
の

幹
部
組

ま
れ
た
中
心
に
は
今
回
の

人
シ
グ
ル
ド
が

を
真

に
し
て
立

て
い
た

子
が

意
さ
れ
て
い
る
の
に
立

て
い
る
の
は
怒
り
心

だ
か
ら
か
容
疑
を

定
し
て
い

る
か
ら
か

 

ど
う
で
も
い
い

と
思

を

て
る

 
こ
の
男
の

路
は

に
決
ま

て
い
る
の
だ

れ
て
し
ま

た
よ
う
ね

ご
め
ん
な
さ
い

サ
ク

い
や

時
間
前
さ

リ

フ
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主
と
し
て

な
表
情
を
浮
か
べ
る
女
性
と

み
を
交
わ
し
合
う

私
人
の
時
と
は
違
う
そ

の
在
り
様
は

流

は

な
カ
リ
ス
マ
で

を
得
て
い
る

主
だ
と
思
う

ど
見
事
だ

リ

フ

 
お
前
が

故
こ
こ
に

そ
う
か

お
前
か

 
お
前
が
仕
組
ん

だ
ん
だ
な

 

を

め
た
の
は
お
前
な
ん
だ
ろ

 
一

け
て
い
た
シ
グ
ル
ド
は
気
を
持
ち
直
す
や

や
怒
り
そ
の
ま
ま
に
怒
鳴
り

ら
し
て

く
る

こ
こ
が
圏
外
な
ら
問

無

で
斬
り
掛
か

て
来
て
も
お
か
し
く
な
い
気
勢

そ
れ
だ
け

今
の
立
場
を

持
し
よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い

 

無
い

 
こ
れ
は
会
議
で
は
無
い

シ
グ
ル
ド
と
い
う
罪
人
を
裁
く
裁
判
そ
の
も
の
だ

は
無

く
裁
判

制

に
よ

て

ば
れ
た
一

人
も

な
け
れ
ば

護
人
も

な
い
出
来
レ

ス
の
裁
判

め
た

 
勝
手
に
自
滅
し
た
だ
け
で
し

 
そ
う
返
せ
ば
更
に

を
真

に
す
る

そ
ん
な
シ
グ
ル
ド
か
ら

線
を
切
り
サ
ク

を

見
る

先
に
進
め
て

と
い
う
意
思

今
回
シ
グ
ル
ド
を
呼
ん
だ
の
は

君
に

無
断
で
他
種

軍
部
と
協
力
体
制
構

の
容
疑
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シ
ル
フ
軍
部
の
私
物
化

の
容
疑

そ
し
て

特
定
の
中
立

プ
レ
イ

に
対
す
る

な

攻
撃
行

の
容
疑
が
あ
る
た
め
だ

リ

フ

 
や

り

様
が
仕
組
ん
だ
事
な
ん
じ

な
い
か

 
ぎ
ら
り
と
サ
ク

な
深
緑
の

に
光
が

る

と
し
た
そ
れ
は

物
を

ち

せ
す
る

猛
獣
の
そ
れ

静

な
イ
メ

ジ
の
中
に
潜
む
そ
の
気

こ
そ

主
で
あ
り
な
が
ら
武
人
と
し

て
も
名
高
い
サ
ク

の
本

 
彼
女
を

に
回
す
な
ら

応
の
覚
悟
と
場
数
を

ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
剣
の
勝
負
な
ら
と
も
か
く

論
で
の
勝
負
は
絶
対
し
た
く
な
い

そ
う
思
わ
し
め
る
目
だ

た
今
の
発

つ
ま
り
シ
グ
ル
ド
は
中
立

プ
レ
イ

へ
の
攻
撃
行

を
認
め
る
の
か

違
う

 
そ
ん
な
事
は
し
て
い
な
い

で
は
今
の
発

の
意

を
説
明
し
て
も
ら
お
う

確
か
に
リ

フ

は
中
立

プ
レ
イ

だ

だ
が

は
リ

フ

を
ス
カ
ウ
ト
し
た
だ
け
で

あ

て

直

的
行

を
し
た
事
実
は
無
い
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一
応

は

ら
な
く
も
無
い

だ
が
直

的
と
強

し
て
し
ま

た
の
は
無
意
識
の

う
ち
に
間

的
に
は
攻
撃
行

を
し
た
事
を

て
い
る
も
同
然
で
あ
る

間

的
に
は
し
た
の
で
は

 
私
物
化
し
た

シ
ル
フ
の
軍
部
を

し
て

そ
ん
な
の
は
事
実
無
根
だ

 
根
も
葉
も
な
い

を
マ
ト
モ
に
信
じ
る
な

む

 
怒
鳴
り
返
し
た
シ
グ
ル
ド
に
対
し
サ
ク

は
至

て

静
に
ス
ト
レ

ジ
か
ら
ア
イ
テ
ム

を
取
り
出
し
た

 
そ
れ
は
八

の
ア
イ
テ
ム

あ
た
し
も
持
つ

記
録
結

 

だ
そ
れ
は
と
問
う
シ
グ
ル
ド
を
無

し
彼
女
は
そ
れ
を

動

に
向
け
て

像
を

し

出
し
た様

ら

よ
く
も
お
め
お
め
と
帰

て
来
ら
れ
た
な

 
開
始

く

シ
グ
ル
ド
の
怒

 
さ

と
男
の

色
が
悪
く
な

た
の
を
見
て

く

と

い
を

え
る

一

ま
れ
た

が

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
か
表
情
の
変
化
が

し
い

 

像
は
あ
た
し
達
に

れ
た
軍
部
の
シ
ル
フ
達
を

物
の
裏
に
呼
び
出
し
シ
グ
ル
ド
が
怒
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鳴
り
付
け
て
い
る
シ

ン
だ

た

点
は
見
下
ろ
し
た
も
の

お
そ
ら
く
サ

チ

に

ら

せ
て
い
た
の
だ
ろ
う

リ

フ

達
は
た

た
七
人
な
ん
だ
ぞ

 

ら
初
期
化
さ
れ
る
ル

ル
と
は

え

そ
れ

は
あ
い
つ
ら
も
同
じ
な
ん
だ
む
し
ろ

備
の
性
能
で

え
ば
お
前
達
の
方
が
上
な
の
に

故
負

け
るい

い
や

ア
レ
は
無
理
で
す
よ

あ
ん
な
の
勝
て

こ
な
い

た

た
一
人
で
サ
ラ
マ
ン

ダ

や
ノ

ム
の
前
衛
が
や
ら
れ
て
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
ん
で
す
よ

い

な
ど

き
た
く
も
無
い

 

様
ら
を

立
て
た
の
は
間
違
い
だ

た
よ
う
だ

立
た
ず
は
邪
魔
な
だ
け
だ

 
と

と
と
失
せ
ろ

 
一
方
的
に
怒
鳴
り

ら
し
た
シ
グ
ル
ド
は
メ
ニ

を
手

く

作
し
た

恐
ら
く
ト

プ

に
だ
け
可
能
な

権
限

奪
の

作
を
し
た
の
だ
ろ
う

 
怒
鳴
ら
れ
た
⻘
年
達
が
あ

と
悲

な

び
を

ら
す

 
ス
テ

タ
ス
を
高
く
す
れ
ば
入
れ
る

な
軍
部
と
は

え

主

の
敷
地
内
に
入
れ
る
程

と
な
れ
ば

応
の
努
力
を
し
て
い
た

だ

そ
れ
を
理
不

な

い
分
で
無

に
帰
さ
れ
て
は

る

無
い

本
気
で
取
り
組
ん
で
い
た
な
ら
そ
れ
だ
け
揺
り

し
も
キ
ツ
イ
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足

く
立
ち
去
る
シ
グ
ル
ド

取
り
残
さ
れ
た
シ
ル
フ
達
は

き

ぶ
者
怒
り
を

わ
に

す
る
者

然
自
失
と
す
る
者
ば
か
り
だ

た

 

そ
こ
で

像
が
止
め
ら
れ
る

軍
部
に

属
す
る
プ
レ
イ

の
登

は
必
ず
会
議
に
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
る

そ
れ

は
解

に
つ
い
て
も
同
じ

こ
の
ル

ル
は
初
代

主
が

定
し
た

格
な

定
で
あ
り
今
も

い
て
い
る
も
の
だ

こ
れ
を
破

た
行
い
は
軍
の
私
物
化
と

わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

と
思
う
が

な
 
そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
ル

ル
出
し
て
た

け
と
遠
い
過
去
の
記

を
引

り
出
す

二

間
目
に
入

た
時
に
は

も
会
議

に
来
ず

シ
グ
ル
ド

に
流
れ
た
幹
部
達
が
登

と
不

解

を
決
め
て
い
た
か
ら

正
直

が

か

た

 
し
か
し
サ
ク

は
自
分
が
制
定
し
た
自

を
一

り

み
必
要
な

は

け
て
く
れ

て
い
た
ら
し
い

 
イ

な
思
い
出
ば
か
り
だ
が

外
に
友
人
が
認
め
て
く
れ
て
い
た
事
は

直
に

し
く
感
じ

た
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て
お
く
が
証

は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い

あ
と
二
つ

同
様
の
も
の
が
あ
る

 

い
な
が
ら
ア
イ
テ
ム
を
取
り
出
し
二
つ
と
も

動
す
る
と
い
う
⻤
の
よ
う
な
流
れ

シ
グ

ル
ド
の

色
は

色
か
ら
蒼
白
へ
と
変
化
し
て
い
た

 
ト
ド
メ
と
ば
か
り
に
あ
た
し
が
持

て
き
た
四
つ
の
記
録
結

も
取
り
出
し
全
て
再
生
さ
せ

る

こ
ち
ら
は
他
種

軍
部
と
の
無
断
結

軍
の
私
物
化
特
定
中
立

プ
レ
イ

へ
の

な
攻
撃
行

の
三
つ
の
容
疑
を
確
定
さ
せ
る
上
に

主
へ
の

逆
心
を

わ
に
す
る
内
容
ま

で

ま
れ
て
い
た

人
伝
て
な
の
で
四
つ
目
の
確
証
は

し
い
が
最
初
に
彼
女
が

て
い
た

三
つ
の
容
疑
が
確
定
し
た
時
点
で

事

こ
れ
ら
の
証

を
前
に

明
出
来
る
な
ら
し
て
み
る
が
い
い

た
だ
し
せ
い

い

得
の
い

く
発

を
頼
む
ぞ

 

猛
で

な

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

組
ん
だ
手
に

を

せ

う
サ
ク

外
に

反
論
な
ど
出
来
な
い
だ
ろ
う

と

し
て
い
る
に

し
い
彼
女
に

シ
グ
ル
ド
は
⻭
を
食
い

し
ば

て

み
付
け
る
だ
け

 

葉
も
無
い
事
に

し
た
か

サ
ク

は
こ
れ
見
よ
が
し
に

息
を

い
た

シ
グ
ル
ド

・お
・前

は
シ
ル
フ
全
体
の
強
化
を

先
し
て
い
た
か
ら

軍
と
し
て

し

け
た
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の
だ
が

残
念
だ

ど
う
す
る
気
だ

サ
ク

 

金
か

そ
れ
と
も

部
か
ら
追
い
出
す
か

 

て
お
く
が

軍
務
を

か
る

が

な
け
れ
ば

軍
部
の
ア
イ
ツ
ら
は

め
ら
れ
ん
ぞ

あ
あ

そ
の
事
な
ら
心
配
す
る
必
要
は
無
い

な

な
に

 

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
も

と

う
サ
ク

は
た
じ
ろ
ぐ
男
を
無

し
て
ま
た
新
し
い

記
録
結

を
取
り
出
し

動
し
た

 

し
出
さ
れ
た

像
に
は
数
十
人
も
の
シ
ル
フ
達
の

と
そ
の

ら
に
立
つ
サ
ク

の

が
あ
る

像
で
見
え
る
内

は
会
議
場
の
そ
れ
だ

え

え

と

あ
れ

れ
て
る
ん
で
す
か

サ
ク

さ
ん

あ
あ
し

か
り

れ
て
い
る

こ
れ
で
思
い
の

を

ん
で
し
ま
え

な
に
せ
最
初
で
最
後

の
復
讐
の
機
会
だ
ぞ

私
の
前
だ
か
ら
と
遠
慮
す
る
必
要
は
全
く
な
い

主
で
あ
る
私
が
君
達

を
保

す
る

な

な
ら

シ
グ
ル
ド
の
ク

が

な
ん
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静
に

む
サ
ク

に

さ
れ
た
⻘
年
シ
ル
フ
は
表
情
を

怒
の
そ
れ
に
変
え

影
し

て
い
る
記
録
結

に
向
か

て
怒
鳴
り
始
め
た

 
予
想
し
て
い
な
か

た
ら
し
い
シ
グ
ル
ド
は
目
を
白
黒
さ
せ
る

お
前
も
リ

フ

さ
ん
に

わ
な
い
ク
セ
に

子
に

て
ん
じ

ね

よ

 

る
く

ら
い
な
ら
一
回
く
ら
い
サ
シ
で
剣
姫
に
勝

て
み
ろ

て
の

そ
う
だ
そ
う
だ

 

に
前
に
出
な
い
ク
セ
し
て

ら
を

き
使
い
や
が

て

 

ら
は

お
前
の

に
動
い
て
る

じ

な
い

て
の
に

違
い
す
ん
な

て
の

つ

か
反
論
し
た
だ
け
で
解

す
る
と
か
リ
ア
ル
ど
こ
ろ
か
こ

ち
で
も
大
問

だ
か
ら
な

け
よ
う
と
し
て
も
許
可
し
な
い
参
加
し
な
か

た
ら
自
分
の

の
人
間
を
使

て
イ
ビ

り
倒
す
と
か
一

前
の
女
か
よ

 

で
も
な

 
サ
ク

さ
ん
が
ア
ン
タ
を
追
放
す
る

て

い
た
時
は
マ
ジ
で

し
か

た
よ

 
も
う
シ
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ル
フ

内
で
見
る
事
は
無
い
ん
だ

て
思

た

こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
ま
た

し
く
な

て
き
た

ん
だ

 

色
の
プ
レ
イ

様
に
色
が
付
い
た
感
動
は

モ
ン
だ

た

解
放
さ
れ
る

て
知

た
時
は

く
か

て
思

た
よ

に
投

し
な
い
と
追
放
し
て
や
る

て

し
て
来
た
時
か
ら

バ
イ

て
思

て
ま
し

た
ざ
ま

な
い

 
し
か
も
ず

と

し
て
た
リ

フ

さ
ん
と
サ
ク

さ
ん
に
ト
ド
メ

さ
れ
る
と
か
マ
ジ
ワ
ロ
す

 

し
か
生
え
ま
せ
ん
わ
プ
ギ

Ｎ

Ｄ

Ｋ

ね

ど
ん
な
気
持
ち

 
Ｎ

Ｄ

Ｋ

ね

ど
ん
な
気
持
ち

 
こ
れ
を

い
て
る
今
ど
ん
な
気
持

ち

 
怒

て
る

 

い
て
る

 
絶
望
し
て
る

 
み

と
も
な
く

い
て
る
の
か
な

 
そ
れ
と
も
助
け
を
求
め
て
る
の
か
な

 

全
部

ら
が
我

し

け
た
気
持
ち
だ

け
取
り
や
が
れ
ク

が

追
放
さ
れ
た
プ
レ
イ

に
は
さ
一
定
時
間
を
圏
外
で
過
ご
さ
な
い
と
外
れ
な
い

金
期

間
が
あ
る
ん
だ

て
よ

 
も
し
ど

か
で
会

た
ら

先
的
に

し
て
や
る
か
ら
そ
の
時
は

よ
ろ
し
く
な

ち
な
み
に
特
定
の
中
立

プ
レ
イ

の
意

的
な

は

禁
だ
け
ど
あ
く
ま
で
そ
れ
は

自
主
的
に
中
立

に
行

た
プ
レ
イ

だ
け
で
あ

て
追
放
さ
れ
た

罪
者
に
は

外
だ
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か
ら

達
や
り
放

だ

て
さ

 
こ
ん
な
に

し
い
事
は
ボ
ス
の

で
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム

取

た
時
以
来
だ
ね

 
そ
れ
を
お
前
に
奪
わ
れ
た
時
の
怒
り
の
分
だ
け

し
て
や
る
か
ら
覚

悟
し
と
け
よ

あ
と
な
ア
ン
タ
初
代

主
の
リ

フ

さ
ん
を
か
な
り

き
下
ろ
し
て
た
け
ど
戦
闘
指

自
体
は
あ
の
人
の
方
が
上
だ

た
か
ら
な

 

主
な
の
に
自
分
で
前
に
出
よ
う
と
し
て
た
の

は

り
モ
ン
だ

た
け
ど
ア
ン
タ
よ
か
百

マ
シ
だ

た
わ

 

り
広

ら
れ
る

の

 
一
人
一
人

切

て

え
て
い
る
の
は
シ
グ
ル
ド
に
し

か
り
届
く
よ
う
に
と
い
う
怨
念
に

よ
る
も
の
だ
ろ
う

き
に
ぶ
ち
ま
け
た
ら
し

か
り
届
か
な
い
と
い
う

え
が
あ
る

ど
シ
グ

ル
ド
憎
し
と
い
う
気
持
ち
が
強
か

た
ら
し
い

 
正
直
こ
こ
ま
で

ま
れ
て
い
た
事
は
予
想
外
だ

た

 
実
に
十
分
も
の
上

が
終
わ
り
記
録
結

は
止
ま

た

復
讐
の
た
め
と
は

え
し

か

り

序
あ
る
集

の
様
子
は
シ
グ
ル
ド
が

な
く
て
も

ま
る
と
い
う
事
実
を
如
実
に
表
し
て

い
る

む
し
ろ
シ
グ
ル
ド
が
上
だ

た
か
ら
反
発
し
て

ま
ら
な
か

た
の
で
は
と
す
ら
思
え

る
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以
上
の
事
か
ら

お
前
の

は
追
放
に
決
定
し
て
い
る

 
静
か
に

う
サ
ク

彼
女
の
表
情
に
色
は
無
く
た
だ

つ

い

が
無
を
保
ち

け
て
い
る
だ
け

 
彼
女
は

な
動
作
で
指
を
振
る
と

主
専

の

大
な
シ
ス
テ
ム
メ
ニ

を
呼
び
出
し

た

無
数
の
ウ

ン
ド
ウ
が

層
を

し
光
の
六

を
作
り
出
し
て
い
る

一

の
タ
ブ
を

引

り
出
し

く
指
を

ら
せ
る

 
程
な
く
無

で
事

を

め
て
い
る
シ
グ
ル
ド
の
眼
前
に
⻘
い
メ

セ

ジ
が
出
現
し
た

そ
れ
に
目
を

ら
せ
た
シ
グ
ル
ド
が

血

を
変
え
て
立
ち
上
が
る

様

正
気
か

 

を

こ
の

を

追
放
す
る
だ
と

先
の
メ

セ

ジ
で
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
か

た
の
か

 
追
放
す
る
と
彼
ら
も

て
い
た
だ
ろ
う

 

に

葉
を
返
す
彼
女
に

の
色
は
無
い

あ
る
の
は
た
だ
残

な
ま
で
の

主
と
し

て
の

だ
け
だ

シ
グ
ル
ド
自
ら
が
見
下
し
て
い
た
レ
ネ
ゲ
イ
ド
と
し
て
中
立

を

う
と
い
い

金
が
掛
か

た
お
前
に
安
息
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
が

い
ず
れ
新
た
な

し
み
が
見
つ
か
る
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事
を
祈

て
お
こ
う

う

え
る
ぞ

権
力
の
不

行
使
で

に

え
て
や
る

が
動
く
の
は
明
ら
か
な
違
法
行

に

し
て
の
み

今
回
の

件
は
完
全
な
プ
レ
イ

の
も
の
だ

入
の

地
は
無
い

さ
ら
ば
だ

シ
グ
ル
ド

き
さ

 

を
握
り
更
に

事
か
を

こ
う
と
し
た
シ
グ
ル
ド
だ

た
が
サ
ク

が
指
先
で
タ
ブ
に

触
れ
る
方
が

か
に
速
か

た

 
そ
の

男
の

が
会
議
場
か
ら
掻
き
消
え
る

シ
ル
フ

を
追
放
さ
れ
ア
ル
ン
を

く

ど
こ
か
の
中
立

に
転
送
さ
れ
た
の
だ

 

金
が
掛
か

て
い
る
以
上
圏
外
判
定
で
あ
る
ア
ル
ン
に
入
る
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
だ
ろ

う

空

へ

く
転

を
有
す
る
種

地
に
も
入
れ
な
い
以
上
シ
グ
ル
ド
は
ス
ヴ

ル

ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
に
も
入
る
事
が
出
来
な
い

あ
そ
こ
は
本

の

行
限
界
高

よ
り
高

い

に
存
在
し
る

ん
で
入
る
事
は
お
ろ
か
転

の

ど
こ
ろ
か
補

す
ら
ま
ま
な

ら
な
い
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

に
対
す
る

的
な

他
性
を
し

か
り

け
継
い
で
い
る
事
を
理
解
す
る
に

り
あ
る
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こ
う
し
て
出
来
レ

ス
に

し
い
シ
グ
ル
ド
の
裁
判
は
彼
の

金
付
き
の
追
放
と
い
う

形
で
幕
を
下
ろ
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
シ
グ
ル
ド
は
原
作
だ
と
サ
ラ
マ
ン
ダ

と
の
結

主
暗
殺
未

で
中
立

追
放
に
な
る
の

で
す
が

そ
れ
だ
け
だ
と

が

い
ん
で
す
よ
ね

同
人

に
あ
る
よ
う
に
シ
グ
ル
ド
が
リ

フ

に
復
讐
し
に
来
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

そ
う
で
な
く
と
も

が

い

二

目

 
現
実
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
違
い

獄
に
入
れ
て
も
然
し
て
意
味
が
無
い
の
で

的
に
シ
グ
ル
ド

と
い
う
キ

ラ
を

め
つ
け
な
け
れ
ば

謎
の
強

観
念

 
の
結
果

本
編
の
よ
う
に

 

軍
の
地

に
あ
る

で
多
く
の
部
下
を

い
た
事
そ
の

は
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

い
う
か

あ
る
意
味
で
の

悪
で
す

判
さ
れ
て
も

し
方
な
し

血
反

 
で
も
ま

軍
部
を
私
物
化
し
て
る
上
に

大
に

き

ん
で
る
ん
だ
し
多
少
は
ね

反
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の
色
な
し

 

メ
イ
ン
キ

ラ
の

な
ん
だ
し
運
が
無
か

た
と
思

て

め
て
く
れ

え

無
し

 

は
と
も
か
く
実

原
作
だ
と
追
放
だ
け
で
は

が

い
三

目
の
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
設
定

金
シ
ス
テ
ム
を

中
立

に

て
も
ど
こ
も
か
し
こ
も

だ
ら
け

 

な
状

に
シ
グ
ル
ド
は
心

後
悔
す
る
事
で
し

う

と
は
こ
う
い
う
も
の
だ

 
リ

フ

も
想
定
し
て
な
か

た
状
況
証

の
オ
ン
パ
レ

ド
に
よ
り
原
作
で
は
あ
ま
り

写
さ
れ
て
い
な
い

主
と
し
て
の

ぶ
り
を
見
せ
た
か

た
の
も
あ
る

 

に
回
し
た
ら
怖
い

て

サ
ク

み
た
い
な
人
の
事
を

い
ま
す

確
信

 
立
場
あ
る
人
が
こ
う
い
う
怖
さ
を
持

て
る
と
怖
い
よ
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
五
章
 

剣
の
⻤

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
日
は
二
本
立
て

そ
の
せ
い
で
本
話
は
約
五
千
文

前
話
が
ま
だ
の
人
は
バ

ク
し
よ

う 
や
は
り
オ

ル
リ

フ

点

 
で
は
ど
う
ぞ

  
裁
判
の
後

 
空

と
な

た

軍
の
地

に
つ
い
て
保

と
し

に
情
報
を
伝
え
終
え
た
サ
ク

は
三

応

間
の

フ

に
あ
た
し
と
対
面
に
な
る
よ
う
に

て
い
た

む
よ
う
に
し
て
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あ
る
テ

ブ
ル
に
は
シ
ル
フ

特

の

葉
で

れ
ら
れ
た
紅

と
木
の
実
の
ク

キ

が

請

け
と
し
て

か
れ
て
い
る

 
一
仕
事
終
え
た
後
の
さ
さ
や
か
な

会
を
彼
女
が
開
い
て
く
れ
た
の
だ

今
回
は
助
か

た

危
う
く
内
ゲ
バ
で
空
中
分
解
す
る
と
こ
ろ
だ

た
よ

そ
れ
は
良
か

た
け
ど

ね

サ
ク

が
出
し
た
証

写
真

て

が

た
の

 

つ
か
気
に
な

て
い
る
事
が
あ

た
が
ま
ず

い
て
お
き
た
い
の
が
そ
れ
だ

た

サ
ク

自
身
証

を
集
め
て
み
よ
う
と

て
い
た
か
ら
引
き

ん
だ
プ
レ
イ

達
の
復
讐

像
は
予
想
し
て
い
た
が
ま
さ
か
シ
グ
ル
ド
が
怒
鳴
り
付
け
る
シ

ン
ま
で

て
い
る
と
は

思
わ
な
か

た

加
え
て
あ
の
数

 
そ
の
疑
問
に

あ
あ

あ
れ
か

と
彼
女
は
思
い
出
し
た
よ
う
な
声
を
上

た

ア
レ
は
レ
コ
ン
君
に
頼
ん
だ
も
の
さ

記
録
結

の

達
に

え
あ
ぐ
ね
て
い
た
よ
う

だ

た
か
ら
ね
君
が
持

て
来
て
く
れ
た

像
を

た
人
物
と
知

て
か
ら
す
ぐ
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
り
結

を

す
代
わ
り
に
協
力
を
取
り
付
け
た

ち
な
み
に
リ

フ

が
持

て
き
た

結

も

を
正
せ
ば
私
が
出
し
た
ユ
ル
ド
で

入
さ
れ
た
も
の
だ
よ

 
ど
う
や
ら
レ
コ
ン
は
秘
密
裏
に
サ
ク

か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

記
録
結

を

達
し
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て
く
る
と

て

回
別
れ
て
い
た
事
に
は

い

め
し
な
い
の
か
と
疑
問
に
思

て
い
た
が

ま
あ
高
価
だ
か
ら

し
い
ん
だ
ろ
う
と

得
し
て
い
た

 
ま
さ
か
戦
闘
後
シ
グ
ル
ド
が
怒
鳴
る
シ

ン
を

る

に
別
行
動
を
し
て
い
た
と
は
夢
に

も
思
わ
な
か

た

と
い
う
か

彼
か
ら

か

い
て
い
な
い
の
か
い

い
や
ま

た
く

な
ん
で

い

め
し
な
い
の
か
な

と
は
思

て
た
け
ど
ま
さ
か
そ
ん
な

事
を
し
て
る
な
ん
て
思
わ
な
か

た

そ
う
か

レ
コ
ン
君

結
構

り
切

て
い
た
ぞ

 
リ

フ

ち

ん
に
頼
り
に
さ
れ

た
か
ら
に
は
応
え
な
き

と

て
私
の
頼
み
の
見
返
り
と
し
て
記
録
結

を

意
す
る
よ

う

う
物
怖
じ
し
な
い
様
は
中

が

わ

て
い
た

リ

フ

も

外

に

け

な
い
な

そ
う

 

り
切
る
様
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ

 
し
か
し

違
い
し
て
い
る
よ
う
だ
か
ら

し

か
り

正
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
も
サ
ク

ア
イ
ツ

生
日
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
か
ら

て

部

に

び
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ん
で
く
る

ツ
な
ん
だ
け
ど

あ

ま

そ
れ
だ
け
想
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
じ

な
い
か

 
一

同
じ
女
性
と
し
て
流

に
不
快
に
思

た
ら
し
い
が
情
念
の
矛
先
が
自
身
で
は
な
い

か
ら
か
そ
う
無
責

な
事
を

わ
れ
た

他
人
に

わ
せ
れ
ば

想
わ
れ
て
い
る
じ

な
い
か

と
い
う
感
想
に
な
る
の
は
分
か
る
が

し
か
し

あ
れ
だ
な

彼
の
想
い
に
は
気
付
い
て
い
る
ん
だ
な

 
て

き
り
分
か

て
い

な
い
も
の
か
と
思

て
い
た

 

あ
た
し
は

系
で
も

感
系
で
も
無
い
わ
よ

 

心
が

い
だ
け
だ
か
ら
向
け
ら
れ
れ
ば
ま
ず
気
付
く

ま
し
て
や
レ
コ
ン
レ
ベ
ル
の
あ
け
す

け
な
も
の
な
ら
気
付
か
な
い
方
が
お
か
し
い

レ
コ
ン
は

動
が
お
か
し
い
だ
け
で
気
持
ち
は
真

直
ぐ
だ
と
思

て
る

そ
の
ま
ま

白
し

て
こ
な
い
か
ら
ヘ
ン
な
方
向
に
ズ
レ
て
る
だ
け
よ

仮
に

白
さ
れ
た
と
し
て

そ
れ
に
応
え
る
気
は

無
い
よも
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え
え

 
や
け
に
食
い
付
い
て
来
る
な
と
思
う
も
ま
あ
サ
ク

も
女
性
だ
し
恋
愛
ト

ク
は

き
な
ん

だ
ろ
う
と
自
己
完
結
し
て

紅

を

に

む

も
し
か
し
て

か
に

白
さ
れ
て
い
る
か

し
た
と
か
か

そ
れ

・も
あ
る

他
に
は

ど
ん
な

 

み

ん
だ
部
分
に
入
ら
れ
た

 
自
然
と
立
ち
上
が
り

を
返
す

ば
無
意
識
の

反
応

み

ま
れ
た
く
な
い
と
い

う
思
い
が

サ
ク

に
対
す
る

離
を
明
確
に
表
し
て
い
る

 
彼
女
は
そ
こ
ま
で

け
容
れ
て
は
い
な
い

と
い
う
事
実

あ
た
し
ね

リ
ア
ル
で
も

け
ん
き

な
ん
て
呼
ば
れ
て
る
の
よ

⻤
の
方
で
も
ね

 
し
か
し

は
語

て
い
た

 

故
か
は

分
か
ら
な
い

 
話
し
た
い

で
は
無
か

た

し
か
し
話
し
て
も
良
い
と
は
思

て
い
た
の
だ
ろ
う

サ

ク

の
事
は
そ
れ
だ
け
信

し
て
い
た
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こ
れ
は

つ
ま
り

け
容
れ
る

の
行
動
な
の
だ
ろ
う

 
背
中
を
向
け
て
い
る
の
は

を
見
ら
れ
た
く
な
い
か
ら

か

が
開
き
女
尊
男

の
煽
り
で

じ
た
道
場
の
一
人

あ
ら

る
武
道
を

き

ん
だ

は

し
か
い
な
い
道
場
の
外
他
流
道
場
へ
の
出

古
に
あ
た
し
を

れ
出
し
た

経
験

を

ま
せ
る

だ

た
ん
だ
と
思
う

あ
た
し
の
事
を
思

て
良
か
れ
と
思

て
し
て
く
れ
た

な
に
が

あ

た
ん
だ

 
声
を
潜
め

い
て
来
る

 

か
に
振
り
返
り

彼
女
の

を
見
る

深
緑
の

に
揺

う

か
な
光

 

そ
の
光
が

裏
切
る
光

を

し
た

 

嗟
に
正
面
へ
と

線
を

す

現
実
だ
ろ
う
と
仮
想
だ
ろ
う
と
ど
こ
も
同
じ
よ

女
だ
か
ら
生
意
気
だ
か
ら

気
に
入
ら

な
い
な
ら

き

す

出
る

を
打
つ

人
間
な
ん
て
争
う
ば
か
り
の
生
き
物

子

も
大
人
も

無
い

 
あ
ま
り
に

い
少
女
に

れ
た
事
が
許
せ
な
か

た
の
だ
ろ
う

実
力
で

わ
な
い
な
ら
数

で

そ
れ
で
も
無
理
な
ら

で

そ
し
て

境
を
責
め
始
め
た
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襲
い
来
る
人
達
を
返
り

ち
に
し

け
た

そ
し
て

時
し
か
け
ん
き
な
ん
て
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な

た

 

は

中
で

し
た
の
だ
と
思
う

出

古
を
止
め
て
一
対
一
の
鍛

に

し
て
く
れ
た

 

そ
れ
は

か

か

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
大
の
大
人
を

十
人
と

手
取

て
息
一
つ
切
ら
さ
な
い

そ
れ
を
知
ら
れ
た
ら

え
ら
れ

る
ん
じ

な
い
か

と
違
い
武
を
持
た
な
い

親
に
対
し
そ
の

念
は
恐
怖
と
な

て

い
あ
た
し
を
襲

た

 

親
に
気
付
か
れ
た
く
な
い
一
心
で

な
少
女
を
演
じ
て
い
た

多
分
気
付
か
れ
て
は
い
た

が

そ
れ
で
も

け
た

 

を
出
せ
な
い

あ
た
し
は

が
振
る
う
剣
の

し
さ
に
魅
入
ら
れ

い

か
ら
武
に
か

ま
け

に
は
⻤
と

さ
れ
る
よ
う
に
な

た
人
間
だ

そ
の

一根
面幹

を
出
せ
な
い
の
は
ス
ト
レ

ス
だ

 
し
か
し
出

古
先
の
事

に
は
な
り
た
く
な
か

た

身
体
的
に

ね
返
せ
る
が

家
と

親
に
迷
惑
が
掛
か
る

精
神
的
に
も

い

さ
ざ
る
を
得
な
か

た

人
間

は
希

に
な

り

れ
た

剣

を
求
め
る

り

友
達
は
無
く

時
し
か
独
り
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気
付
け
ば
あ
た
し
は

立

な
人
間
不
信
に

て
い
た

 
剣
の
⻤

 
そ
の
呼
び
名
は

忌
み
名
に

し
い

に
も

を
出
せ
な
い

も
信

出
来
な
い

そ
ん
な
あ
た
し
を
あ
の
子

が
変
え
て
く
れ
た

 
彼
が
あ
た
し
の
武
を
知

た
の
は

が
キ

カ
ケ
だ

た
か

た
し
か

の
鍛

を
し
て
い

た
時
だ

た
よ
う
に
思
う

 

人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
思

て
い
た
し

引
き
取

た
ば
か
り
の
和
人
も

外
で
は
無

か

た
が
だ
か
ら
と

て
日

の
鍛

を

る
つ
も
り
は
無
か

た

本

に

す
つ
も
り

あ
る
の
か
と
思
い
た
く
な
る
行
動
だ
が

親
に
も
明
か
せ
ず
友
は
お
ら
ず
在
る
の
は
た
だ

自
分
自
身

残

て
い
た
の
は
友
情
で
も
親
愛
で
も
家

愛
で
も
無
く

が

し
た
武
一
つ

 
あ
の
時
の
あ
た
し
は

姉
と
し
て
の
自
負
と

へ
の

れ
の
二
つ
だ
け
で

自
分

を

保

て
い
た

 
自
分
を
保
つ
た
め

れ
は
あ
る
が
尊

す
る

を
亡
く
し
た
あ
た
し
は
た
だ
そ
れ
だ

け
の

に

性
の
ま
ま
鍛

を

け
て
い
た
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そ
れ
を

す
ご
い

と

い

師
事
し
て
き
た
義
弟

日

の
鍛

を
し
て
る
時
に

い
と

て

和
人
は
師
事
を
頼
ん
で
き
た

指

し
た
の
か

最
初
は

い
も
の
だ

た
わ

 

と

い
が

れ
る

 
今
思
え
ば
多
分
い
ち
ば
ん
人
間
ら
し
い
や
り
取
り
を
し
て
い
た

だ

た

性
に
堕
ち
た

鍛

は
再
び
魅
入

た

れ
に
追
い
付
く
た
め
に
な

た

あ
た
し
の

れ
た
背
を
彼
に
も
見

せ
た
く
思

た
か
ら
だ

最
初
の
一

月
は

ク

セ

殺
人
術
の

正

あ
た
し
に
一
撃

て
た
の
が
指

か
ら
四

月
が
経

た

デ
ス
ゲ

ム
開
始
の

ん
の
二

月
前
の
事
だ

た

 
そ
れ
か
ら
も
う
二

月
デ
ス
ゲ

ム
開
始

日
の

ま
で
彼
は
喰
ら
い
付
い
て
来
た

結

一
本
も
取
る
事
無
く

わ
れ
の
身
と
な
り
そ
れ
は
デ
ス
ゲ

ム
で
邂
逅
し
て
か
ら
も
変
わ
ら
な

い 
彼
も
成
⻑
し
て
い
た

 
け
れ
ど
あ
た
し
も
ま
た
成
⻑
し
て
い
た

心
境
の
変
化
が
そ
う
さ
せ
た

弟
子
に
負
け
て
な
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る
も
の
か
と

新
た
な
目
的
が
出
来
た
か
ら

た

す
ら
も

火
に
し
て
前
に
進
ん
だ

で
も
ね

あ
の
子
は

決
し
て

あ剣
たの
し⻤

を
恐
れ
な
か

た

く

苦
し
い
鍛

か
ら

決
し

て

な
か

た

終
わ
り
を

る
の
は
い
つ
も
あ
た
し

あ
た
し
が
止
め
な
い
と
止
ま
ら

な
い
く
ら
い
必
死

命
を

や
し
て
る

て
あ
あ
い
う
の
を

う
ん
だ
な

て
思

た

 

悔
し
い

い

い

で
も
ま
だ
だ
ま
だ
や
れ
る

お
願
い
し
ま
す

け
さ
せ
て

く
だ
さ
い

 

和
人

そ
れ
以
上
は

 

お
れ
は
ま
だ
や
れ
る

 
そ
う

語
も
日
常
語
も
無

苦

に
向
か

て
来
る
様
は
出

古
で
勝
負
し
た
人
達
と

は
違

て
い
て
そ
の

勢
は
剣
の
世
界
に

わ
れ
て
か
ら
も
変
わ
る
事
無
く
彼
は
今
も
現
実

で
戦

て
い
る

 
か
つ
て
は

認
め
ら
れ
る

に

 
今
は

生
き
る

に

 
そ
の

だ
け
に

命
を

や
す

死
に
か
け
る

で
も

死
な
な
い

な
ら
安
い

 
そ
の
思

は
恐
ろ
し
く

け
れ
ど
あ
た
し
は

そ
れ
を
認
め
た
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あ
た
し
は
さ

あ
の
子
の
生
き
様
に

か
れ
た
の

 

以
前

あ
た
し
は

間
に

た
だ
過
ご
し
て
い
る
内
に

か
れ
た
と

た
事
が
あ
る

 

だ

あ
ん
な
の
ま

た
く
の

だ

み
ん
な
と
同
じ
だ

た

ず
か
し
い
く
ら
い
同

じ
だ

た

彼
の
在
り
様
に

か
れ
た

彼
の
必
死
な

を

き
付
け
ら
れ
た

初
見
で

れ
た

木

達
と

ら
変
わ
ら
な
い

 
そ
し
て

あ
た
し
の

を
知

て
も
恐
怖
し
な
い
事
に

救
わ
れ
た

 
十
九
層
で
の
内
心
の

醜
い
己
を
晒
し
た

い
て

理

で
の

正
想
い
を
自
覚
し

て
い
た
か
ら
こ
そ
怒

て
い
て
和
人
を
想

て
思
想
を
正
し
た

明
確
に
恐
怖
さ
れ
た
事
は

か

た

け
れ
ど
そ
の
後
こ
ち
ら
の
想
い
を

ん
で

い
怖
れ
を
見
せ
な
か

た
事
は
救

い
に

し
く

も
う

ダ
メ
だ

た

も
う
和
人
以
外
に

え
ら
れ
な
い

そ
れ
く
ら
い

か
れ
て
る

レ
コ
ン
が
真

直
ぐ
想

て
く
れ
て
る
事
は
分
か

て
る

で
も
あ
た
し
の

を
知

て
そ
の
ま
ま
真

直
ぐ
見
て
く
れ

る
の
か

そ
ん
な

も
し
も

の
疑
問
に
時
間
を

や
す
な
ら

今

の
和
人
を

振生
りき
向残
から

せ
る
事
に
少
し
で
も

や
し
た
い

 
自
分
を

け
容
れ
て
く
れ
る
か
分
か
ら
な
い
有

無

な
ん
て
ど
う
で
も
い
い

結
果
が
分
か
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ら
な
い

手
よ
り
も

け
容
れ
て
く
れ
た
和
人
を
振
り
向
か
せ
る
努
力
の
方
が
あ
た
し
に
と

て
は

も

よ
り
も

意
味
が
あ

た

 

な
ん
で
ラ
イ
バ
ル
で
も
な
い
サ
ク

に
こ
こ
ま
で
語

て
る
ん
だ
ろ
う

 
複

な
事
な
ん
て

え
ら
れ
な
い
く
ら
い
白

し
て
い
る
思

の

で

と
疑
問
が
浮
か
ん
だ

が

そ
れ
も
す
ぐ
に

し
流
さ
れ
た

浮
つ
い
た

福
感
に

た
さ
れ
る

重
い
な

 
キ

パ
リ
と

的
に
サ
ク

が

た

 
そ
の
感
想
に

み
が

れ
る

そ
れ
く
ら
い
じ

な
い
と

あ
の
子
は
こ

ち
を
見
て
く
れ
な
い
わ

 

生
き
よ
う
と
思

て
く
れ
な
か

た

 

け
よ
う
と
し
た

葉
を

み

む

彼
の
真
の
経
歴
を
知
ら
な
い
彼
女
に
は
す
る
べ
き
で

は
な
い
話
だ

白
し
た
の
に

か

え
え

そ
う
よ

白
し
て
も

見
向
き
も
さ
れ
な
い

フ
ら
れ
た
の
で
は
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ま
さ
か

予
を
あ

た
だ
け

今
の
あ
の
子
が
人
の
人
生
を
背
負
う
な
ん
て

す
ぎ
る
か

ら

恋
愛
事
に
現
を

か
す

が

も
無
い
だ
け

 
そ
う

予
を
あ

た
だ
け

あ
の
子
が
未
来
を
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
そ
の
時

め

て
返
事
を

う
事
を
決
め
て
い
る

彼
も
分
か

て
い
る

木

も

も
同
じ

件
だ

 
彼
に
は
恋
愛
な
ど
に
構
う

ど
の

が
無
い

の
使
い
過
ぎ

血

状
で
死
に
か
け
た
事
が
如

に

切

ま

て
い
る
か
を
如
実
に
語

て
い
る

彼
が
生
き
る
未
来
は
や
は
り
苦

の
道
ら
し

い
ラ
イ
バ
ル
は
多
そ
う
だ
が

え
え

そ
う
ね

 

白
し
て
い
る
だ
け
で
も
木

と

確
定
で

子
と

し
い
の
が
明
日
奈
と

ア
ル
ゴ

最
悪
七
人
で
の
争
い
が

き
る

だ

血
も

も
な
い
争
い
が

で
も
だ
か
ら
と

て
引
け
な
い
わ
よ

引
く
気
も
無
い

あ
た
し
の
想
い
は
ラ
イ
バ
ル

が
多
い
か
ら
だ
と
か

北
を
前
に
怖
気
づ
く

ど

く
な
い

 
見
向
き
も
さ
れ
な
い
な
ら
振
り
向
か
せ
る

が
無
い
な
ら
あ
た
し
も
手
伝

て

を

作
り
出
す
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そ
れ
く
ら
い
の
気

が
無
く
て

が

恋
し
て
る

か

 
あ
た
し
に

先
だ
け
の
想
い
に
す
る
つ
も
り
は
無
い

そ
う
か

 

と
事
務
的
に
確
認
し
て
い
た
よ
う
な
サ
ク

の
声

が

和
な
も
の
へ
と
変
わ

た

空

気
も

す
る

な
る

ど

彼
に
対
し
て

を
上

て
い
る
ら
し
い

こ
れ
は
レ
コ
ン
君
の
勝
ち
目
も

そ
う
だ

さ

き
か
ら
気
に
な

て
た
け
ど

ま
さ
か
レ
コ
ン
か
ら

か
頼
ま
れ
て
た
の

あ
あ
そ
の

り
だ

彼
の
密
や
か
な
活
躍
と
仕
事
ぶ
り
を
私
か
ら
話
し
た
後
ど
ん
な

反
応
を
し
た
か
と
彼

が

る
か
な
ど
を

い
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
て
な

彼
は

が

わ

て
い
る
な
と
心

思

た
よ

ま
あ
シ
グ
ル
ド
み
た
く
自
己

示
欲
に

れ
て
い
な
い
だ

け
ま
だ
マ
ト
モ
な
神
経
で
は
あ
る
だ
ろ
う

他
者
を

し
て
ど
う
か
を

く
の
も
別
に
お
か
し
な

話
で
は
無
い

 
確
か
に
他
者
を

じ
て
自
身
の

判
を

く
の
は
お
か
し
く
な
い
し
そ
の
点
に
つ
い
て
は
思

う
事
も
無
い

自

に
語

て
こ
な
い
だ
け
非
常
に
ま
と
も
だ

そ
う
い
う
の
は
神

や
シ
グ
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ル
ド
く
ら
い
で
間
に
合

て
い
る

あ
た
し
の
人
間
不
信

は
良
い
け
ど

和
人

の
話
は
し
な
い
で
よ

私
も
人
の
秘
密
を
吹

す
る
気
は
な
い
が

し
か
し
そ
れ
で
は
レ
コ
ン
君
は

得
し
な
い
と

思
う
ぞん

教
え
て
も

得
な
ん
て
し
な
い
わ
よ

絶
対
に
ね

 
今

こ
そ

応

か
ら
立
ち
去
る
た
め
に
歩
を
進
め
る

故

そ
う
思
う
ん
だ

 
あ
た
し
の
背
に
そ
う
問
い
が
投

ら
れ
た

を
開
け
て
立
ち
去
る
と
こ
ろ
だ

た
あ
た
し

は

を
巡
ら
せ

彼
女
を
見

え

う

 
恋

て
い
う
の
は

理

で
ど
う
こ
う
出
来
る
も
の
じ

な
い
か
ら
よ

  
そ
う

い
残
し

あ
た
し
は

主

を
後
に
し
た



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

ア
ン
チ

て

色

あ
り
ま
す
よ
ね

 
メ
イ
ン
キ

ラ
か
ら
の
不
遇
系

境
的
に
見
捨
て
ら
れ
る
系

キ

ラ
と
し
て
高
い
地

に
あ
る
ん
だ
け
ど
メ
イ
ン
キ

ラ
に

み
倒
さ
れ
る

み

系

色

で
す

 
本
作
の
レ
コ
ン
は

リ

フ

メ
イ
ン
キ

ラ
か
ら
不
遇
た
だ
し
能
力
や
立
場
は

遇
と
い
う
感
じ

に

リ

フ

勢
か
ら
す
る
と
ア
ン
チ
に
な
る

で
も
サ
ク

の
よ
う
に

無
い
組

で
見

る
と
結
構

遇
さ
れ
て
る

と
い
う
精
神
的
な

い
の
悪
さ
に
な
り
ま
す

 
そ
れ
な
ん
て

 
今
回
彼
を
裏
で

た
け
ど
活
躍
さ
せ
た
の
は
リ

フ

達
か
ら
の

遇
が
悪
い
だ

け
で
客
観
的
に
結
構

い
立
ち

に
い
る
事
を
強

し
た
か

た
か
ら

サ
ク

の

ぶ

り
も
だ
け
ど

あ
ま
り
レ
コ
ン
を

め
て
る
と

か
イ

だ

た

 
あ
と
彼

て

と
動
か
し
や
す
い
本

 
原
作
で
も
リ

フ

達
と
別
行
動
で
動
い
て
ま

す
か
ら
ね

 
原
作
で
は
失

し
た

密
行
動
も
サ

チ

を
使
え
ば

と
解
決
で
は

 
と
い
う
疑
問
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を
実
現
さ
せ
る
機
会
が
今
回

と
い
う

で
レ
コ
ン
く
ん
マ
ジ
Ｍ

Ｐ

リ

フ

ど
の

の

人
物
に
気
付
か
れ
な
い
ハ
イ
デ

ン
グ
を
上
手
く
運

す
れ
ば
あ
ん
な
事
も
可
能
に
な

て
し
ま

う

そ
れ
を
見

い
た
サ
ク

さ
ん
は
名

配
で
す
ネ

 
と
は

え
動
機
は
マ
ト
モ
で
不

な

様

 
和

人

主
人

の
境
遇
知

た
上
で
恋
す
る
恋
愛
ガ
チ
勢
に
勝
ち
目
は
無
い

い

そ
振
り
向
か
せ
る

勢
い
で
突

み

け
な
い
と

 
真

向
か
ら
リ

フ

に

ら
れ
ま
す
け
ど
ネ

 
や

り
不
遇
ダ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語
 

交
ワ
ル

イ現
マ在

ト
イ未
フ来

  
パ
ネ
ル
に
指
を

ら
せ
る

 
光
る
パ
ネ
ル
に

て

指
定
し
た
色
と

き
が
付
け
足
さ
れ
る

 
空
白
だ

た
カ
ン
バ
ス
は

や
か
な
品
へ
と

華
さ
れ
る

時
を
動
か
せ
ば
指
定
し
た

り

に
動
く
色
と
光

そ
の
始
ま
り
と
終
わ
り
を
設
定
し
後
を
破

し
て
セ

ブ

一
つ
の
デ

タ
と
し
て
保
存
し
た

 

と
な
く

り
返
さ
れ
る
無

の
作
業

 
万
人
に
認
め
ら
れ
る
た
め

で
は
な
い

ま
し
て
や

己
の
欲
に

た
わ
け
で
も
な
い

 
必
要
と
さ
れ

頼
ま
れ
た
か
ら
し
て
い
る

作
品

と
な
る
テ

マ
は
紙
面
に

こ
さ
れ
て

い
る

あ
と
は
そ
れ
に
見
合
う

き
を

け
ば
い
い
だ
け
の
事

集
中
す
れ
ば
す
る

ど

し
異
常
に
時
間
を
消

す
る
欠
点
も
思

を
加
速
さ
せ
ら
れ
る
電

の
我
が
身
に
は
意
味
が

無
い

 
求
め
ら
れ
て
い
る
テ

マ
か
ら

で
数
万
の
工
程
を
想
定
し
不
必
要
な
動
き
を
す
る
も
の
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イ
現

マ
在ト

イ
未

フ
来〜

を

し
必
要
な
動
き
が
無
い
も
の
を

し

に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
だ
け
が
残

た
工
程

を
設再
定現

す
る

そ
う
し
て
出
来
上
が

た
一
つ
の
デ

タ
を
保
存
し
彼
の

の
作
品
に
な

る 
彼
が
倒
れ
た
日
か
ら
三
日
間

ず

と
そ
の
作
業
を

け
て
い
た

 
こ
の
場
に
人
は

な
い

仮
想
世
界
全
て
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構

さ
れ
た
物
体
と
し
て
見

る
の
で
は
な
く

物
体
を
構

し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て

観
す
る
空
間

称
ハ
イ
エ
ス
ト
・
レ
ベ
ル
は
原

と
し
て
特

な
存
在
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
来
ら
れ
な

い

に
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
整
地
さ
れ
た
大
地
で
な
い
場

う
な
れ
ば
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
成
す
る
サ

バ

の

幹
部

体
で
個
と
し
て
完
結
し
て
い
る
電

体
な
ら
ま
だ
し

も
ア
バ
タ

構
成
に
サ

バ

シ
ス
テ
ム
の
力
が
必
要
な
プ
レ
イ

が
来
ら
れ
る
道
理
は
な

い 
無
論

体
を

持
で
き
な
い
か
ら
な
ど
と

そ
ん
な
理
由
だ
け
で
は
無
い

 
仮
想
世
界
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る

そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
電
子
デ

タ
で

あ
り

光
だ

電
光
と

て
も
良
い

要
は

速
い

の
で
あ
る

の
パ
ネ
ル
を

け
ば

と
設
定
さ
れ
た
コ

ド
が
動
く
そ
の
速
さ
は

し
ば
し
ば
機

の
反
応
速

と
し
て
話
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に
な
る

動
作
ク
ロ

ク

そ
の
も
の

 

ハ
イ
エ
ス
ト
・
レ
ベ
ル
に
至
る
に
は

の
思

ク
ロ

ク
が
機

レ
ベ
ル
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

 
故
に
人
は

に
来
ら
れ
な
い

ス

ク
で

え
ば
ス

パ

コ
ン
ピ

タ

二

分
は

あ
る
と
さ
れ
る
人
間
の

も

か
ら
電
光
の
速

で
動
い
て
い
る

で
は
無
い

速
い
時
も

あ
れ
ば

い
時
も
あ
る

そ
の
中
で
の
意
識
的
最
大
速

を
人
は
反
応
速

と
称
し
て
い

る

人
に
よ

て
は
フ
レ

ム

で
見
切
れ
る
者
も

る
と
い
う
が

十

十
分
と
そ

れ
を

持
で
き
る
人
間
は

な
い

ベ
ル
姉

 

な
い

だ

た

 
常
識
を

然
の
よ
う
に

し

黒

く
め
の
少
年
が
闇
を
潜

て

に
来
た

 

時
に
作
業
を
中
断

中
保
存
し
て
ウ

ン
ド
ウ
を
消
し
闇
か
ら
出
よ
う
と
す
る
少
年
を

突
進

い
に

し
返
す

闇
を
潜

た
先
は

ど
こ
か
の

だ

た

い

た
い

を
や

て
る
ん
で
す
か

 

し
倒
す
形
に
な

た
体
勢
は
そ
の
ま
ま
下
敷
き
に
し
て
い
る
少
年
の

を

み
怒
鳴



 幕間之物語 〜交ワル
イ
現

マ
在ト

イ
未

フ
来〜

る
ハ
イ
エ
ス
ト
・
レ
ベ
ル
に
来
た
ら
ど
う
な
る
か

教
え
て
い
た

で
す
よ
ね

 
最

１
０

０
０

の
未
来
と
違

て
最

で
済
む
と
は

え
今
の
あ
な
た
で
は

で

死
で
す
よ

 
死
に
た
い
ん
で
す
か
あ
な
た
は

 
未
来
の
彼
は
負
の
第
二
形

を

い
た
全
力
戦
闘
を
数
分
し
か
行
え
な
か

た

そ
れ
を

え
れ
ば
現
代
の
彼
は
二
十
分
近
く
継
戦
出
来
て
い
た
か
ら
中

の

性
と

え
る
だ
ろ
う

 
し
か
し

現
実
は

速
だ

 
二
十
数
年
後
に
来
た
る
一
つ
の
未
来
で
生
ま
れ
る
真
の
ハ
イ
エ
ス
ト
・
レ
ベ
ル
は
加
速

１
０
０
０

そ
れ
に

べ
れ
ば

と
も
な
い
今
の
ハ
イ
エ
ス
ト
・
レ
ベ
ル
は

そ
れ
で
も
フ

レ

ム

を
最

限
と
し
て
現
実

の
思

ク
ロ

ク
を
必
要
と
す
る

仮

一
時
間

に

び
て
い
た
と
し
て
も

保
つ
の
は
一
分

一
分
経
て
ば

死
に

る

 

時
に
ブ
ド
ウ

を
消

す
る
と
は

え

流

に
彼
の
体
と

が
死
を
容

に
許
す

も

無
い
が

死
は

死
だ

ま
し
て
や

か
ら
く
る

死

い
後

を
来
す
リ
ス
ク
は

に
出
来
な
い

で
も
来
て
欲
し
か

た
か
ら
呼
ば
な
い
と
い
け
な
く
て
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目
を
白
黒
さ
せ
な
が
ら
も
そ
う

て
来
る
義
弟

 
フ
レ
ン
ド
登
録
し
て
い
る

で
も
無
い
の
で
呼
ぶ
手

は
無
い
に

し
い
が
そ
も
そ
も
回
廊

を
開
け
る
の
は
自
分
と
彼
の
二
人
だ
け

開
か
れ
れ
ば
呼
ん
で
い
る
ん
だ
な
と
理
解
し
て
す

ぐ
に

ん
で
い
く

こ
れ
ま
で
が
そ
う
だ

た

 
と
な
れ
ば

と

私
は

つ
も
浮
か
ん
だ
予
想
を
消
去
法
で

て
い
く

 
そ
し
て
導
き
出
さ
れ
る
一
つ
の

え

は

や
は
り

無

を
し
ま
す
か

無

で
も
し
な
い
と
意
味
が
無
く
な
る

 
た
め
息
交
じ
り
の

葉
に

彼
は
真
剣
な
声

で
返
す

の
意
味
が
無
く
な
る
の
か

か
れ
て
い
る
か
ら

違
い
し
そ
う
に
な
る

興
味
や

狂
で

望
ん
で
い
な
い
事
く
ら
い
理
解
し
て
い
る

 
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

さ
せ
た
く
な
い

あ
な
た
が
望
ん
で
い
る
事
は
分
か

て
い
ま
す

で
も
キ

そ
れ
は
本

に
必
要
な
事
で
す

か

 

て
は

で
す
が

今
の
あ
な
た
は

未
来
の
あ
な
た
を
能
力
的
に
上
回

て

い
ま
す



 幕間之物語 〜交ワル
イ
現

マ
在ト

イ
未

フ
来〜

 
反
応
速

 
時
に
演

速

と

い
換
え
ら
れ
る
そ
れ
を
求
め
る
最
大
の
理
由
は
仮
想
世
界
に
あ
る

未

来
の
和
人
は
仮
想
世
界
か
ら
離
れ
た
し

そ
も
そ
も

技
術
自
体
が

れ
て
い
た
か
ら

逆
説

的
に
現
実
に
は
無
か

た
か
ら
だ

 
戦
闘
中
に
多

さ
れ
る

を

す
る
と
い
う

業
を

未
来
の
彼
は
取
ら
な
か

た

 
引
き
上

ら
れ
た
演

速

と

理
限
界

全
力
戦
闘
時
間
は

の
三
分
か
ら
五

に

び

た 
し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
戦
い
ぶ
り
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
彼
は
数
時
間
以
上
の
戦
闘
と

で
こ
な
せ
て
い
た

義
姉
と
の
全
力
戦
闘
も
一
時
間
を
超
え
る
事
は
多
く
そ
の
中
で
倒
れ
た

事
は
無
い

合
い
を
見
て
切
り
上

る
事
ば
か
り

 
そ
の
流
れ
が

切
れ
た

彼
が

を

し
限
界
を
突
破
し
た
日
を
境
に
彼
の
継
戦
戦
闘

能
力
は

ち
て
い
る

 

く

が

応
し
て
い
な
い
か
ら

と

し

速

と
限
界
を
上

た
の
は
良
い
が

全
体
の
動
き
が
追
い
付
け
て
て
お
ら
ず
ギ

プ
を
生
じ
負

は
反
動
と
な

て
襲

て

来
た
と
彼
は

し
た

要
は

れ
の
問

だ

と

た
義
弟
に
絶

さ
せ
ら
れ
た
の
は
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時
以
来
だ

た
か

 

理

は

分
か
る
の
だ

 
一
部
分
の
消

が
速
い

全
体
が
そ
れ
に
追
い
付
け
て
い
な
い

だ
か
ら

を
来
す

も

り
返
す
内
に

体
が

が

の
コ
ア
が

そ
う
は
さ
せ
な
い
と
動
き
を
覚
え

ま

せ

ブ
ド
ウ

の

を
万
全
な
も
の
に
す
る

 
体
を

ら
し
て
い
け
ば
全
力
戦
闘
時
間
も
大

に

び
る
だ
ろ
う

コ
ア
の

者
保
護
機

能
も
フ
ル
で

く

だ

 
し
か
し

だ
か
ら
と

て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

 

認
め
て
は
な
ら
な
い

 
彼
が
強
く

・な
・ら
・な
・け
・れ
・ば
・な
・ら
・な
・い

か
ら
と
死
に

す
る
レ
ベ
ル
の
技
術
と
鍛

を
安

に

認
め
て
は

な
ら
な
い
の
だ

 
一

許
せ
ば
そ
の
ま
ま
ズ
ル
ズ
ル
と

い
て
し
ま
う

 
そ
う
し
て
死
ん
だ
未
来
を

も
見
て
来
た

 
自
然
な
鍛

の
中
で

自
然
に
強
く
な
る
分
に
は
良
い

の
能
力
を
活

す
る
術
を
見
つ

け
る
事
も
構
わ
な
い



 幕間之物語 〜交ワル
イ
現

マ
在ト

イ
未

フ
来〜

 

だ
が

 
こ
ん
な

こ
ん
な
人
体

に

し
い
真
似
を

も
認
め
る

に
は

  

で
も

必
要
な
ん
だ

  
強
い

葉
に

ら
れ
る

 

の
自
分
す
ら
も
た
じ
ろ
が
せ
る

い
決
意

死
に

す
る
と
し
て
も

恐
れ
ず
手
を

ば

す
事
を
決
め
た
覚
悟

黒
い

は

い
光
を
秘
め
て
い
た

備
は
終
え
て
る

倒
れ
て
か
ら
の
三
日
間
束

士
と

の
協
力
を
得
て
思

加
速
の

境
に
身
を

い
て
い
た

特

な
ハ

ド
を
使

て
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
で
今
使

て
る
も
の
は

違
う
け
ど

 

根
を
寄
せ
る

 
特

な
ハ

ド

と
い
う

語
に
心

た
り
が
あ

た

一

れ
な
が
ら
も

技
術
を

し
て

技
術
が
復
権
し
た
未
来

十
数
年
後
の
未
来
の
一
つ
で
開
発
さ
れ
る
そ
れ
は

生
ま
れ
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た
子

全

に

義
務
を
付
け
ら
れ
る
レ
ベ
ル
で

し
て
い
た

回
り
に
取
り
付
け
る
フ

ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド

 
た
だ

観
し
て
い
た
だ
け
の
時
代
に
あ

た
代
物

そ
れ
が
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
た
の
か

絶

対
無
い

と
は
残
念
な
が
ら

え
な
か

た

未
来
と
違
い

現
代
で
は

の

明
期
が

い

て
い
る

更
に

ノ
之
束

士
も
協
力
し
た
と
い
う

時
代
を

万
年
も
先
取
り
し
た
天
災
が
協

力
し
た
と
な
れ
ば

た
か
が
数
十
年
未
来
の
機

を
作
り
出
し
た
と
し
て
も
違
和
感
が
無
い

 
そ
う
仮
定
す
る
と

に
浮
か
ん
だ
疑
問
は

思

加
速
の

境

と
い
う

語

 
理
論
上
現
実
的
に
も
ハ

ド
さ
え

切
で
あ
れ
ば
人
間
の
思

加
速
を
機

で

作
す
る

事
は
可
能
で
あ
り
未
来
の
一
つ
に
そ
れ
を
原

と
し
た
非
合
法
ゲ

ム
ア
プ
リ
も
存
在
し
て
い

た

む
し
ろ

ハ
イ
エ
ス
ト
・
レ
ベ
ル

と
い
う

語
は
そ
こ
か
ら
取

て
来
て
い
る
程
だ

 
自
分
の
記

デ

タ
を

き
見
ら
れ
た
事
は
無
い

他
に

行
者
が

な
い
な
ら
自
力
で
人

は
そ
こ
に
至

た
事
に
な
る

 
彼
が

て
い
る
事
も

あ
な
が
ち

と

い
切
れ
な
い

だ
と
す
る
な
ら
ま
た

故
ハ
イ
エ
ス
ト
・
レ
ベ
ル
に
来
た
の
で
す
か

に
思

加
速

の

境
を
経
験
し
て
い
る
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
る
必
要
も
無
い
で
し

う



 幕間之物語 〜交ワル
イ
現

マ
在ト

イ
未

フ
来〜

無
論
鍛
え
る
た
め

鍛
え
る
た
め

で
す
か

あ
あ

ベ
ル
姉

強
い
だ
ろ
う

 
そ
う

い

強
く
見
つ
め
て
来
る
キ
リ
ト
の
思
惑
を

く

し
た

 
キ
リ
ト
は
最

の
加
速
世
界
に
身
を

き

無
理

理

理
限
界
に

え
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い

む
し
ろ
も

と
上
だ

最

の
思

加
速
を

常
速

に
し
よ
う
と

し
て
い
る

 

格
闘

の
金

み
た
い
な

え
方
だ

と
思

た

 
そ
の

で
は

地

よ
り
も
十

の
重
力
下
で
の
修
行
を
行

て
い
る

写
が

も
あ

り
重
力

設
は
数
百

も
の
数
値
で
表
現
さ
れ
て
い
た

そ
の
中
で
生
活
す
る
事
で
肉
体
の

常
重
力

を
引
き
上

パ
ワ

も
ス
ピ

ド
も
ア

プ
さ
せ
る

 
彼
が
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
は

そ
れ
と
同
じ
だ

現
実
の

の
速

で
進
む
世
界
で
は

彼
の

に
は
過
大
な
負

が
掛
か
る

一
分
を
一

に

し
た
負

そ
れ
に
加
え
戦
闘
中

の
極
限
の
集
中

手
の
出
方
を
探
る
思

の
他
ア
バ
タ

を
動
か
す
命

な
ど
も

き
り

な
し
に
生
じ
る

そ
ん
な

境
に
身
を

い
て

速
世
界
で
戦
え
ば

手
の
動
き
を
見
て
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か
ら
対

な
ん
て

も

だ
ろ
う

 
仮
想
世
界
で
は
反
応
速

が
も
の
を
い
う

 
無
論

そ
れ
は
現
実
で
の

戦
闘
も
同
じ

速
い
思

は
そ
れ
だ
け
行
動
を
速
く

こ
さ
せ

無

を
な
く
し

を
持
た
せ
る

手
か
ら
す
れ
ば
動
き
の
継
ぎ
目
が
分
か
ら
ず
隙
が
無
い

よ
う
に
見
え
る

良
い
事
は
あ

て
も
悪
い
事
は
無
い

 
死
ぬ
リ
ス
ク
に
さ
え
目
を

れ
ば

だ
が

私
と
て

あ
な
た
に
は
強
く
な

て
欲
し
い
で
す

生
き
て
欲
し
い

で
す
が

も

と

自
分
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い

 
強
く
な

て

し
い
事
も

生
き
て
欲
し
い
事
も

ど
ち
ら
も
本
心
だ

 
で
も
お
願
い
だ
か
ら
死
に

す
る
レ
ベ
ル
の
鍛

を

然
と
ば
か
り
に
し
よ
う
と
し
な
い
で

欲
し
い

そ
も
そ
も
鍛

と
は

を

ん
で
地
道
に
数

下
の
レ
ベ
ル
か
ら
や
る
も
の
だ

 
⻑
ら
く
義
姉
監

の
鍛

を
し
て
い
な
か

た
せ
い
か

が
お
か
し
い

あ
な
た
に
死
ん
で
欲
し
く
な
い
の
で
す

 

し
倒
し
て
い
る
少
年
を

き

め
る

い

に
横
た
わ
り
な
が
ら
見

め
合
う

 

彼
の

に
は

決
意
の
光
が

い
て
い
る



 幕間之物語 〜交ワル
イ
現

マ
在ト

イ
未

フ
来〜

 

意
さ
せ
る
事
は
無
理
そ
う
だ
と
悟
る

葉
を
交
わ
さ
ず
と
も
理
解
す
る

理
解
し
て

い
た

ま

た
く
も
う
と

い
悪

を

く

カ
ラ
カ
ラ
と
完
成
し
た
デ

タ
の
数

を
羊

紙
と
し
て
彼
に

す

許
し
て

く
れ
る
の
か

許
し
ま
せ
ん

 

し

り
と

い
放
つ

 

か
に
身
動
ぎ
さ
れ
た
が

構
わ
ず

を

け
る

た
い
許
し
ま
せ
ん

許
し
て
欲
し
か

た
ら

生
を
全
う
し
て
下
さ
い

あ
な
た

の

せ
を

私
に
見
せ
て
下
さ
い

 
天

と
は

わ
な
い

苦
し
み
か
ら
救
わ
な
い
天
の
事
な
ど
頼
る
に
値
し
な
い

彼
の

命

与
え
た
の
は

親
だ

そ
し
て
心
を
救

た
の
は
義
理
の
一
家
だ

 
彼
は
彼
女
ら
に
報
わ
ん
と
し
て
い
る

命
を

て
な
い
楔
と
し
て

認
識
し
て
い
る

 
私
が
出
来
る
事
は

解
け
掛
け
て
い
る
楔
を
意
識
さ
せ

補
強
す
る
だ
け

 

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

 
私
は
異

者

時
の
流
れ
か
ら
外
れ
た
者

表
舞

に
出
て
は
な
ら
な
い
者

こ
の
世
界
を
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へ
進
め
る
の
は

こ
の
時
代
の
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
自
分
が
彼
に
出
来
る
事
は
彼
女
ら
に

る

 
情
報
は

し
た

 
決
し
て
報
わ
れ
な
い
想
い
は
伝
え
な
い

異
物
を

す
る
事
こ
そ
あ
れ
想
い
を

く
事

な
ど
あ

て
は
な
ら
な
い

あ
な
た
の

せ
が

私
の
救
い
で
あ
り

願
い
で
す

わ
か

た

 
今
一

再
確
認
の
意
味
で
伝
え
た
想
い

 
彼
は
こ
く
り
と

い
た

 

複

な
気
分
だ

た

 
闇
で

い
始
め
た
二
人
の
体

行
き
先
は

彼
に
と

て
は

る
事
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
場

彼
の
生
を
想
う
な
ら

が

で
も
来
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
加
速
世
界

を

整
す
る
機

を

き
に

無
理

理

自
体
が
加
速
す
る
と
い
う
異
常
な
事

そ
ん
な
世
界
で
の
鍛

 
死
な
な
い
方
が

あ
り
得
な
い

 

だ
と
い
う
の
に



 幕間之物語 〜交ワル
イ
現

マ
在ト

イ
未

フ
来〜

 
私
の

中
は

哀
し
み
の
他
に

喜
び
が
あ

た

 
力
に
な
れ
る
喜
び

頼
ら
れ
た
事
へ
の

喜

に
な
れ
る
喜
悦

ど
れ
を
取

て
も
極
上
の

味 

よ
り
も

私
に
だ
け
向
け
ら
れ
た
あ
ど
け
な
い

み
が

他
に
は
な
い
罪
の
快

だ

た

  
１
０
０
０

加
速
が
可
能
な
原
作
の

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

は
未
来
世
界
で
は

ザ
・
シ

ド
が
無
い
た
め

存
在
し
て
い
な
い

 
し
か
し

・

・

・

・

プ
ロ
ジ

ク
ト
は

く

Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
ル
フ

テ
ス
ト
の

で
あ

た
ら
し
い

そ
し
て
あ
ん
な
化
け
物
機

の
開
発
思

ク
ロ

ク
の

加
速
１
０
０
０

は

そ
こ
に
至
る
ま
で
に

つ
か
の

験
機
を
作

て
い
る

と
い
う
か

無
い
方
が
あ
り
得
な
い
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結
果
未
来
で
は

が

れ
て
も
オ

グ
マ

か
ら
発
展
し

ア
ク
セ
ル
・
ワ

ル
ド

の

ニ

ロ
リ
ン
カ

ル

と
に
行

て
も
お
か
し
く
な
い

 

そ
ん
な

か
ら
手

り
寄
せ
ら
れ
た

一
話

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
終

時
点
で

か
ら
目
を
付
け
ら
れ
て
た
し
キ
リ
ト
も

兵
と
し
て
協
力
す
る
気

で
絶

演

速

思

ク
ロ

ク
引
き
上

方
法

索
中
と
な
れ
ば
裏
で

が
話

を
持

て
来
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
は

 
と
い
う
発
想

 

の
加重
速力

か
ら
数
十

に
引
き
上

る
事
で
地
力
を

し
上

る

更
に
そ
こ
で
の
戦
闘

練
を

む
事
で
負

を
大
き
く
す
る

 

を
前

に
し
た

精
神
と
時
の
部

理
論
の
修
行
法

 

れ
で
す
よ
ね

あ
の
修
行
法

 
実

１
０
０
０

加
速
を
日
常
的
に
行

て
る

勢
の
思

速

と
か
日
常
で
も
オ
カ
シ
イ

く
ら
い
あ
る

で
す
し

存
外
有

な
の
で
は

 
た
だ

そ
う
な
る
と
本
作
で
の

ブ
ド
ウ

欠

が

矛
盾
す
る
ん
だ
よ
な

 
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は



 幕間之物語 〜交ワル
イ
現

マ
在ト

イ
未

フ
来〜
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第
二
十
六
章
 

理隔
想絶

と
現齟
実齬

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
リ

フ

第
三
者
超

い

ケ
イ
タ
Ａ
Ｌ
Ｏ
初

サ
チ
Ａ
Ｌ
Ｏ

初

ア
ス
ナ

 
文

数
は
約
一
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ア
ニ
メ
オ
タ
ク
日
本
語
で
全
文
書
き
変
え
る
よ
り

語
一
つ
で
変
え
れ
る
英
語
の
方
が
覚

え
や
す
い
ん
じ

 
和
人

そ
の

た
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理
隔

想
絶と

現
齟

実
齬

  
シ
ル
フ
で
の
内
ゲ
バ
が
終
結
し
た

日

 

主
サ
ク

か
ら
軍
部

軍
の
地

に

非
と

絡
さ
れ
る
が
中
立

に
出
た
本
来
の
目
的

を
果
た
せ
な
く
な
る
た
め
内
容
も
そ
こ
そ
こ
に
断

た
あ
た
し
は
今
日
も
今
日
と
て
ス
ヴ

ル

ト
攻
略
に
精
を
出
し
て
い
た

 
現

在

の

最

前

線

エ

リ

ア

砂

谷
ヴ

ル
グ
ン
デ
は

の
太
陽
と

砂
の
砂

そ
し
て
標
高
の
高
い

の
み
が

広
が
る
砂

地

に

物
の
影
は
無
く

大
な
生
物
が

た
の
だ
ろ
う
過
去
を
表
す
白

骨
が
転
が
る
ば
か
り

サ
バ
イ
バ
ル
ゲ

ム
に
あ
る
と
い
う

き
の
ゲ

ジ
が
存
在
し
な
い

だ
け
有
情
だ
と
は
数
多
の
ゲ

ム
を
し
て
き
た
と
い
う
バ

テ
ン
ダ

な

使
い
の

だ
と

い
う
の
に
プ
レ
イ

は

の

き
を
覚
え

水
を
常
備
す
る

感
覚
と
し
て
は

い

し
か

し
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
み
れ
ば
空

を
し

か
り

か
せ
た

内
だ

た
故
か
体
に

の

は

無
い

 
そ
ん
な

な

境
を
作
り
出
す
ヴ

ル
グ
ン
デ
は
攻
略
フ

ル
ド
の

境
と
し
て
最
悪

だ

た

 
無
論

そ
の
最
悪
ぶ
り
は
出
現
モ
ン
ス
タ

に
も

て

ま
る
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に
し
て
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
人
気
の
武
器
と

え
ば
剣
で
あ
る

片
手
剣

手
剣
あ
る
い
は

カ
タ
ナ

そ
の
三
つ
が
人
気
武
器
ラ
ン
キ
ン
グ
で

の
三

を
得
て
い
た

必
然
そ
の
三
つ

以
外
を
武
器
に
す
る
プ
レ
イ

は
少
な
く
な
る

つ
ま
り
斬
撃
と

突
に
圧
倒
的
な

性
を

持
ち

そ
れ
で
い
て
打
撃
属
性
が
弱
点
な
モ
ン
ス
タ

が
ヴ

ル
グ
ン
デ
に
は
存
在
し
て
い
た

で
形
作
ら
れ
た
ゴ

レ
ム
の
存
在
で
あ
る

 
で
は

ゴ

レ
ム
に
対
し

ど
う
立
ち
回
る
の
が
正
解
か

 
そ
れ
は
人
に
よ
る
と
し
か

え
な
い

 
サ
ブ
武
器
と
し
て
打
撃
武
器
を
鍛
え
て
い
る
な
ら
そ
れ
に
取
り
換
え
る

そ
う
で
な
い
な
ら

弱
点
と
な
る
魔
法
属
性
を

き
付
け
る

魔
法
属
性
付
き
の

ド
ス
キ
ル
は
中

以
上
限
定
だ

が
ヴ

ル
グ
ン
デ
の
攻
略
も

境
に
な

た
今
し

か
り
武
器
で
ダ
メ

ジ
を
与
え
て
い
た

な
ら
そ
こ
そ
こ
の
も
の
は
使
え
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
た
だ
し

そ
れ
ら
二
つ
を
以
て
し
て
も

最
大
ダ
メ

ジ
を

き
出
す
事
は
出
来
な
い

 

ド
ス
キ
ル
は
物
理
属
性
と
魔
法
属
性
の
二
つ
を

せ
持

て
い
る

ゴ

レ
ム
の

性

は
斬
撃
と

突
と
分

分
け
さ
れ
て
い
る
が
大
き
く

え
ば
物
理
属
性
全

に
は
か
な
り
の
ダ

メ

ジ
カ

ト

を
誇

て
い
た

打
撃
属
性
を

き

ん
で
も

魔
法
属
性
の
魔
法
攻
撃
に
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理
隔

想
絶と

現
齟

実
齬

べ
れ
ば
や
は
り
与
ダ
メ

ジ
は
小
さ
く
な
る

 
故
に
魔
法
を

き

む
事
が
最

解
と
な
る

 
無
論
中
に
は
ミ
ス
リ
ル
ゴ

レ
ム
の
よ
う
に

に
魔
法

値
の
高
い
種

も
存
在
し
て

い
る
の
で
ゴ

レ
ム
系
全
て
に

て
は
ま
る

で
は
無
い
が
物
理
属
性
全

に
高
い

性
が

あ
る
な
ら

魔
法
一
つ
に

る
の
も
一
つ
の
手
で
あ
る

 
問

は

の
消

と

の

で

ど
う
し
て
も

練

ぎ
が
武
器
ス
キ
ル
に

べ

て

く
な
り
有

打
と

え
る
高

力
の
魔
法
を
使
え
る
よ
う
に
な

て
い
な
い
事
だ

た
が

 
そ
れ
を
解
決
す
る
存
在
が

味
方
に
加
わ

て
い
た

ジ

ネ
レ

ト
・
エ
ア
リ
ア
ル
・
エ
レ
メ
ン
ト

 
浮
遊
す
る

男
の

と
手
と
い
う

ヒ

ル

デ

ス

ヴ

ニ

ヴ

ル
グ
ン
デ
の
ボ
ス
の
出
現
に

さ
を
打
ち
消
す

し
い
声
が

を
紡
ぐ

 
英

語
で
構
成
さ
れ
た

か
ら
分
か
る
よ
う
に
そ
の
声
が
発
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の

は

本
的
に
古
ノ
ル
ド
語
の
み
で

を
構
成
さ
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｏ

存
の
魔
法
で
は
無
い

オ

リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
・
ス
キ
ル

称

魔
術
と
知
れ

た
個
人
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
魔
法
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式

に
反
応
し
て
か

者
の
掌
に

色
の

が
生
み
出
さ
れ
る

存
魔
法
な
ら

中

に
展
開
さ
れ
る
古
ノ
ル
ド
語
の
魔
法

の
代
わ
り
だ
ろ
う

デ

ス
チ

ジ

 

い
で

え
ら
れ
た

め
の

同
時
に
突
き
出
さ
れ
た
掌

か
に

が

た

間
式

と
動
き
に

動
し
た
よ
う
に

の

は
一

の
閃
光
と
な

て

出
さ
れ
た

バ
レ

ボ

ル
大
程

の
レ

ザ

は
こ
ち
ら
を
見
つ
け

り
寄
る
ゴ

レ
ム
に

弾
し
大
き
く

ま
せ

る

同
時

や
や
目

り
し
た
⻘
ゲ

ジ
の
バ

が

ま
で

る

 

ん
だ
の
を
見
て

攻
撃
魔
法
ス
キ
ル
を
取

て
い
な
い
前
衛
組
が

を

わ
せ

び

出
し
た

 

の
閃
光
を
放

た
者
は

三
日
の

を
経
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
復
帰
し
た
キ
リ
ト

今
日
ロ
グ

イ
ン
を
果
た
し
た
彼
は
三
日
間

め
た

か
ら

つ
も
の
魔
術
を
作
り
出
し
そ
れ
を
振

る

て
い
る

 

彼
の
復
帰
に

間
の
多
く
が

い

を
し
た

 
な
に
せ
た

た
十
五
分
の
全
力
戦
闘
で

死
レ
ベ
ル
ま
で
バ
イ
タ
ル
が

ち

む
状

で
あ

る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
無

を
知

て
い
る
生
還
者
組
は

論
か
つ
て
苦
し
い
闘

生
活
を
経
験
し
て
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理
隔

想
絶と

現
齟

実
齬

い
る
姉
妹
は
特
に
反
対
し
て
い
た

 
し
か
し
今

彼
は
多
く
の
反
対
を

し
切
る
形
で
パ

テ

に
参
入
し
て
い
る

 
そ
れ
を
許
し
た
の
は
自
ら
魔
術
師
の
ス
タ
イ
ル
を
取

て
戦
う
と
状
況
の
把
握
が

し
い

せ
い
で
極
限
の
集
中
を
求
め
ら
れ
る
前
衛
で
戦
う
事
を
自
ら
禁
じ
た
た
め
だ

原
因
は
と
も
あ

れ

死
レ
ベ
ル
の

血

状
を
引
き

こ
し
た
の
は

の
演

理
が
極
限
ま
で
高
ま

て
い
た
か
ら

逆
説
的
に

を

使
し
な
け
れ
ば

死
に

ら
な
い
と

え
る

・か
・も
・し
・れ
・な
・い

 

そ
う

あ
く
ま
で

・か
・も
・し
・れ
・な
・い

 
後
衛
に

て
も
ダ
メ
か
も
し
れ
な
い

あ
る
い
は

前
衛
で
な
け
れ
ば
い
い
か
も
し
れ
な
い

 
想
像
の

を
出
な
い

故
な
ら

分
か
ら
な
い
か
ら
だ

 
分
か
ら
な
い
な
ら
や

て
み
る

ど
こ
ま
で
が
安
全
で
ど
こ
か
ら
が
危
な
い
か

ト
ラ
イ
ア

ン
ド
エ
ラ

を

り
返
す

彼
も
死
に
た
い

じ

な
い

死
な
な
い

に
ど
の
程

の
労
力

ま
で
な
ら
安
全
圏
内
か

る

に

今
日
は
復
帰
し
て
い
た

 
そ
れ
で
も
反
対
意
見
が
止
む
事
は
無
か

た
が
決
し
て
前
衛
に
出
な
い
事
殿
に
立
た
な
い

事
の
二
つ

前
者
は
自
分
後
者
は
ク
ラ
イ
ン

を
約
束
さ
せ
同
行
を
許
し
て
い
る

来
的
に
体
を

使
す
る
事
が
確
定
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

そ
の
意
思
と
意

を

ん
で
の
判
断
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そ
う
で
な
け
れ
ば
仮

今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
魔
術
師
と
し
て
レ
イ
ド

一
の

き
を
す
る
と

し
て
も
断

と
し
て
同
行
を
許
さ
な
か

た

攻
略
を

め
な
け
れ
ば
彼
の
意

が
見
え
な
い

の
に
彼
の
力
を

り
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
そ
ん
な
ジ
レ
ン
マ
に

た
と
し
て
も
自
分
達
に

強
く
な
る

び
代
が
あ
る
限
り
決
し
て
手
を

り
よ
う
と
し
な
か

た
だ
ろ
う

 
そ
の
想
い
は
み
ん
な
も
同
じ
な
の
か

よ
り
真
剣
味
を
増
し
た
勢
い
で
的
確
に
モ
ン
ス

タ

を

て
い
る

彼

ら

を

セ
ア

・
断

ち

切

れ

ス
リ

タ
・

五

つ

の

フ

ム
・

緑

の

グ
ロ

ン
・

風

で

ヴ

ン
ト

 
彼
ら
に
負
け
じ
と
後
方
に

え
る
中
衛
魔
術
師
の
レ
コ
ン
が
魔
力
ブ

ス
ト
を
掛
け
た
状

で
風
魔
法
を

発
す
る

下
手
に
高

力
の
魔
法
を
⻑
い

で
撃
つ
よ
り

い

で

発

し
や
す
い
下

魔
法
を
使

た
方
が
い
い
と
判
断
し
た
ら
し
い

前
衛
が
引
き
付
け
る
中
で
五
つ

の
緑
の
風
が

弾
す
る
時
に
は

の

の

分
を
終
え
て
い
た

 
こ
の
三
日
間
シ
グ
ル
ド
が
放

た
レ
イ
ド
と

回
戦

て
い
た
せ
い
か

の
キ
レ
が
増

し
て
い
る

 
気

は
と
も
あ
れ

レ
コ
ン
も
や
る
時
は
や
る
方
だ

た
ら
し
い

ジ

ネ
レ

ト
・
ル
ミ
ナ
ス
・
エ
レ
メ
ン
ト

ヒ

ル
タ

ゲ

ト
・
オ
ブ
・
ヒ

マ
ン
ユ



 第二十六章 〜
理
隔

想
絶と

現
齟

実
齬

ニ

ト
・
バ
イ
タ
リ
テ

エ
リ
ア
・
ヒ

ル

デ

ス
チ

ジ

 

け
て

キ
リ
ト
が
別
の

魔
術

を

 
光
の

子
が
立
ち
上
る
そ
れ
は

完
了
と
共
に

・彼
・が
・見
・

・え
・る

前
衛
組
の
下
へ
と

り

い
だ

攻
撃
の

波
で

て
い
た
体
力
は
ぐ
ぐ

と

り

ゲ

ジ
下
に

リ
ジ

ネ
の
バ

フ
ア
イ
コ
ン
が
追
加
さ
れ
る

 
そ
の

果
を
見
た
回
復

の
ア
ス
ナ

ラ
ン
が
数

目

 

時
回
復
と
自
動
回
復
の

方
を

せ
持
つ
魔
法
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
存
在
し
て
い
な
か

た

回
復
魔
法
は
個
人
パ

テ

そ
し
て
レ
イ
ド

の
三
つ
の

分
の
中
で
回
復

を
指

標
に
そ
れ
ぞ
れ
三
種

に

分
け
さ
れ
て
い
る

更
に
パ

テ

以
上
の

時
回
復
魔

法
は
要
求

練

が
高
い
た
め
序

は
自
動
回
復
系
の
魔
法
の
み

あ
る
程

練

も

て
来
た
今
で
も
パ

テ

の

時
回
復
は
使
え
な
い

 
そ
の
前

を
破

た
の
が

Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
あ
る

魔
術

 

語
一
つ
に
つ
き

要

一
つ
更
に
個
人
で
作
る
グ
ラ
フ

ク

の

価
点
も

要

得
に

す
る
と
さ
れ
る
Ｏ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
大
い
に
活

し
前
代
未

の

時
回
復
と

自
動
回
復
を

せ
持

た
回
復
魔
術
を
作
り
出
し
て
い
た
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彼
の

を
見
る

全
快
の

は

三

ど

れ
て
い
た

存
の
回
復
魔
法
は

パ

テ

上

魔
法

時
回
復
で
最
大

の

自
動
回
復
だ
と

程

と
な
る

の
強
さ
に
反
し
こ
ち
ら
の

な
ど
は
あ
ま
り
上
が
ら
な
い
せ
い
で
回
復
魔
法
に
お

世
話
に
な
る
機
会
が
多
い
事
を

み
て
の

だ
ろ
う

彼
の
魔
術
は
回
復

が
ど
れ
く
ら

い
か
不
明
だ
が
複
数
対

と
は

え
回
復
魔
法
一
つ
で
三

消

す
る
と
い
う
の
は
中

デ
カ

い
コ
ス
ト
と

え
る

複
数

果
を
持
た
せ
る
と
流

に
コ
ス
ト
が
大
き
い
の
か
と
思
い
つ
つ

自
分
も
風
の
魔
法
を

え
た

  
ヴ

ル
グ
ン
デ
の
ボ
ス
と
の
戦
い
は
二
十
分
程

で
終
わ

た

 
打
撃
属
性
持
ち
が
少
な
か

た
と
は

え

ど
が
デ
ス
ゲ

ム
を
生
き

い
た
猛
者

ユ
ウ
キ

達
と
は
別
で
結
成
し
て
い
た
シ
ウ
ネ

達
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
は

な
か

た
が
引
け

を
取

て
お
ら
ず

月
夜
の
黒
猫

は
打
撃
武
器
を
複
数
人
持

て
い
た
た
め
結
構
活
躍
出

来
て
い
た

キ
リ
カ
と
ユ
イ
も

に
あ
る
打
撃
武
器
を
振
る

て

多
く
の
ダ
メ

ジ

を

い
で
い
た

 
し
か
し
今
回
の
Ｍ

Ｐ
は
そ
ん
な
彼
ら
を
差
し

い
て
キ
リ
ト
と

わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
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ろ
う

 
彼
は

前
衛
タ
イ
プ
な
の
で

Ｉ

Ｎ

Ｔ

魔
法
攻
撃
力
に
然
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
振

て
お
ら
ず
弱
点
を

突
い
た
と
は

え
魔
術
の
与
ダ
メ

ジ
も
大
き
く
な
か

た

加
え
て

回
復
で
も

し

く
し
て
い
た
の
で
ど
う
し
て
も
前
衛
よ
り
与
ダ
メ

ジ

は
少
な
く
な
る

 
だ
が

だ
か
ら
こ
そ
だ

た

 
直
撃
こ
そ
な
か

た
が

攻
撃
の

波
で
無

し
切
れ
な
い
ダ
メ

ジ
を
前
衛
は
負

て
い

た

魔
法

を
展
開
し
て
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
で

り

ぐ

の
せ
い
で
不
意
打
ち
を

け
後
衛
の
回

復
が

さ
れ
る
事
も
あ

た

 
そ
れ
ら
の
カ
バ

を
・最
・後
・ま
・で

彼
が
行

て
い
た

隙
が
出
来
た
前
衛
を

う
よ
う
に

魔

術
を

き

ん
で

ま
せ
回
復
を

さ
れ
た
味
方
の
代
わ
り
に

回
復
を
掛
け
戦
線

を

持
し
て
い
た

剣
と
魔
法
と
い
う
違
い
こ
そ
あ
れ
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
ボ
ス
戦
時
と

ら
変

わ
り
な
い
立
ち
回
り
を
し
て
み
せ
た

 

し
か
し

二
十
分
と
い
う
戦
い
を
経
て

彼
は
最
後
ま
で
立

て
い
た
の
だ

 
彼
は
十
五
分
と
い
う
制
約
を
超
え
一
時
間
以
上
の
攻
略
時
間
を
経
て
も
最
後
ま
で

力
を

残
し
て
い
た
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彼
は
極
限
の
集
中
を
十
五
分
し
か
行
え
な
い

ど
に
弱
体
化
し
て
い
る

し
か
し
十
五
分
間

と
い
う
限
定
的
な
時
間
内
で

え
ば

彼
の
反
応
速

は
か
つ
て
以
上
に
他
の
追

を
許
さ
な

い

し
か
も
そ
れ
は

前
衛

と
い
う
立
ち

で
の
話

後
衛

と
し
て

を
持

て
戦

況
を

出
来
る

に

た
彼
は

前
衛

と
し
て
戦
う
時
よ
り
集
中
の

合
い
も

か

た
に
違
い
な
い

道
中
の
攻
略
を

め
二
十
分
の
ボ
ス
戦
を
経
て
立
て
て
い
た
事
か
ら
も
そ

れ
は
明
ら
か
だ

 
今
回
の
復
帰
し
た
目
的
は
果
た
さ
れ
た
と

え
よ
う

 
彼
も

ど
こ
か

足

だ

た

 
私
の

ど
う
だ

た

く
や
り
や
す
か

た

覚
え
や
す
い
し
分
か
り
や
す
い

英
語
も
う
ち

と
真
面
目
に

強
し
よ
う
か
な

あ
れ
は
マ
ト
モ
な
英
語
じ

な
い
け
ど
ね

ち
な
み
に
ア
ニ
メ
も
参

に
な
る
よ

ア
ク

シ

ン
物
変
身
物
ヒ

ロ

物
異
世
界
転
生
と
か

オ
ス
ス
メ

あ
る

見
な
い
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ア
ニ
メ
か

で
も
時
間
が

異

世

界

物

な
ろ
う
系
と
か

く

に
な
る
と
思
う

見
よ
う

い
や

だ
か
ら
時
間
が

  

見
よ
う

 

時
間
を

出
し
よ
う

  
月
夜
の
黒
猫

に
と

て
レ
イ
ド

の
ボ
ス
と
戦
う
機
会
は
こ
れ
ま
で
無
か

た

ス

ヴ

ル
ト
の
第
二
エ
リ
ア
砂

谷
ヴ

ル
グ
ン
デ
の
エ
リ
ア
ボ
ス
戦
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ

Ｇ
で
の
初
体
験

今
ま
で
戦

て
来
た
ボ
ス
戦
は
全
て
パ

テ

ま
り
だ

た

 

力
が
違
う

 
勢
い
が
違
う

 

よ
り

一

一

が
命
取
り
と
い
う

氷
の
上
を

る
よ
う
な
危
う
さ
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た
だ
け
で

が
数

持

て
行
か
れ
る

し
て
も

直
撃
し
て
い
れ
ば

死
し
て

い
る
だ
ろ
う
そ
の

力
に

弾
に
よ
る

直
の
中
で

目
す
る
ば
か
り

 
タ
ゲ
取
り
は

て
し
て
い
た
が

正
直
マ
ト
モ
に
動
け
た
自
信
は
無
い

 
時
間
に
す
れ
ば
た

た
二
十
分

Ｍ
ｏ
ｂ
を
数
体
倒
し
た
く
ら
い
で
経
過
す
る
時
間
が

レ
イ
ド
ボ
ス

に
要
し
た
時
間

食
事
を
終
え
る
程

の
そ
れ
は
決
し
て
⻑
く
な
い

自
分
達

が
そ
こ
そ
こ
の
ク
エ
ス
ト
ボ
ス
に

ん
で
倒
す
方
が

恐
ら
く
⻑
い
だ
ろ
う

は

つ

れ
た

 

を
出
た

間

て
い
た
気
を

ま
せ

砂
に

を
下
ろ
す

 
サ

チ

槍
を

う

間
が

る
か
ら
と

手

を
鍛
え
て
い
た
自
分
は
今
回
の
ス
タ
ン
デ

ン
グ
メ

ン
バ

に

ば
れ

前
線
で
戦

て
い
た

そ
の

労
が
中

キ
ツ
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
て
か
ら

二

月
近
く

こ
の
世
界
で
死
ん
で
も
現
実
の
肉
体
が
死
ぬ
こ
と
は

無
い
と
分
か

て
い
て

あ
る
程

れ
た
と
い

て
も

や
は
り

ゲ

ジ
の

少
を
見
る

事
は
恐
ろ
し
い

あ
の
デ
ス
ゲ

ム
で

え
付
け
ら
れ
た
ト
ラ
ウ
マ
は
な
か
な
か
取
れ
る
事
は
無

い 
そ
の

に
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を

け
て
い
る

り

自
分
も
色

お
か
し
い
と
は
思
う
が
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お

れ
様

ケ
イ
タ

 

に

り

ん
だ
自
分
に
そ
う
声
を
掛
け
て
来
た
槍
使
い
の
女
性
プ
レ
イ

妖
精

プ

カ
を

ん
だ
サ
チ
が
手
を
差
し
出
し
て
い
た

 
彼
女
に

労
は
見
ら
れ
な
い

 
そ
れ
も

然
か
と
苦

を
浮
か
べ
る

彼
女
も
き

と
後
を
追
う
よ
う
に
死
ぬ
だ
ろ
う
と
見

捨
て
て
自
殺
し
た
後
自
分
の
予
想
に
反
し
キ
リ
ト
と
絶
剣
の
指
導
を

け
な
が
ら
攻
略

組

一
の
槍
使
い
へ
と
成
⻑
し

フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
を

も
生
き

い
て
来
た
猛
者
な
の
だ

 
ボ
ス
戦
に

い
て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

と
し
て
は
も
う
彼
女
の
方
が
格
上
だ

あ
あ

お

れ

サ
チ

よ

と

 
差
し

べ
ら
れ
た
手
を
取
ら
ず

手

を

わ
り
に
立
ち
上
が
る

サ
チ
は
一

き

と

ん
と
し
た
が

す
ぐ
に
手
を
引

め

く
す
く
す
と

み
を

ら
し
た

な
ん
だ
よ

サ
チ

う
う
ん

な
ん
か

と
逆
だ
な

て
思

て

 

わ
れ
て

思
い
出
す
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自
分
達
が
キ
リ
ト
と
出
会
う
前
の

ま
だ
ま
だ

け
出
し
の

は
戦
闘
が
終
わ

た
あ
と

思
い
出
し
た
よ
う
に
サ
チ
が

り

む
事
が
偶
に
あ

た

そ
の
時
は
決
ま

て
リ

ダ

の
自

分
が
手
を
差
し

べ
る

し
か
し
サ
チ
は
今
の
自
分
と
同
じ
よ
う
に
手
を
取
ら
ず
槍
を

わ
り
に
し
て
立
ち
上
が

て
い
た

本

に

れ
て
い
る
時
は
手
を
取
る
事
も
あ

た
が
多
く

は
手
を

も
う
と
し
な
か

た
の
だ

 
そ
の
事
を

て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
う
だ
ね

サ
チ
は

本

に
強
く
な

た

 

デ
ス
ゲ

ム
以
前
の
彼
女
は

時
も
お
ど
お
ど
し
て
い
て
と
て
も
気
弱
な
少
女
だ

た 
そ
ん
な
彼
女
が
自
分
達
と

を

い
た
キ

カ
ケ
は
た
し
か
ダ

カ

が
誘

た
か
ら
だ

 
在

し
て
い
た
高

は
帰

部
を
許
さ
な
い

が
あ

た
た
め

か
し
ら
の
部
活
に

属
す

る
必
要
が
あ

た

し
か
し
サ
チ
は
そ
の
部
活
見
学
期
間
を
終
え
て
も
部
活
見
学
を
一

も
し
て

お
ら
ず
入
部
期
限
が

て
い
て
な
お
希
望
す
る
部
活
す
ら
無
い
と
い
う
状

人
見
知
り
が

強
か

た
せ
い
で
行
け
な
か

た
と
後
か
ら

い
た

そ
う
し
て
教
師
か
ら

さ
れ
て

て

い
る
と
こ
ろ
を

ダ

カ

が
見
か
ね
て
声
を
か
け

パ

コ
ン
部
に
誘

た
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パ

コ
ン
部
は
自
分
が
二
年
に
上
が

た
年
つ
ま
り
ダ

カ

や
サ
チ
達
が
入
学
し
た

年
に
自
分
し
か

属
し
て
い
な
か

た
た
め

部
と
な
り

同

会
へ
と
格
下

さ
れ
る
予
定

だ

た

 
同

会
だ
と
部
活

属
の
カ
ウ
ン
ト
が
さ
れ
な
い
の
で
キ
チ
ン
と
し
た
部
活
に

属
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

 
部
活
と
し
て
存

す
る
に
は
部
⻑
を

め
て
部

を
五
名
必
要
と
す
る

自
分
テ
ツ
オ
ダ

カ

サ
サ
マ
ル
は

と
い
う
事
も
あ

て
入
部
も
決
ま

て
い
た
が
残
り
一
名
が
問

だ

た

声
掛
け
は
す
る
が
身
内
で

め
た

か

も
来
よ
う
と
し
な
い

ど
の
男
子
は

運
動
部
に

属
し
て
い
た
か
ら

男
オ
ン
リ

の
部
活
に
女
子
も
来
よ
う
と
は
し
な
か

た

 
そ
ん
な
中
で
サ
チ
に
白

の

が
立

た

 
ダ

カ

も
面
倒
な
部
活
動
に
時
間
を
取
ら
れ
ゲ

ム
や

な
ど
の

味
に

で
き
な

く
な
る
事
を

い

サ
チ
を
誘

た
と
い
う

 
女
尊
男

風

の
事
も
あ
り

本
性
を

し
て
い
る
の
で
は
と
や
や
戦

恐

と
し
て
い
た

の
だ
が

い
に
も
サ
チ
は
オ
タ
ク
文
化
に
も
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
心

し
い
少
女
だ

た

ゲ

ム
や

に
触
れ
た
機
会
は
少
な
く

話
も
あ
ま
り
弾
ま
な
い
が

き
上
手
で
は
あ
り
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部
活
内
の
空
気
は
決
し
て
重
く
な
い

誘
え
ば
ゲ

ム
の
協
力
プ
レ
イ
も
し
て
く
れ
る
程

に
は

ノ
リ
も
良
か

た

 
ア

ケ

ド
系
の
バ
ト
ル
は
苦
手
と
す
る
反
面
パ
ズ
ル
や
レ

ス
系
の
対
戦
ゲ

ム
は
地
味

に
強
か

た
事
を
よ
く

え
て
い
る

 
そ
の
ノ
リ
の
ま
ま
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ベ

タ
テ
ス
ト
に
応

し

見
事
に
全

し
て

い
合
い

そ
れ
で
も
意
地
で
正
式

を

入
し

デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
て
し
ま

た

 

惑
す
る

間
達

ド

キ
リ
だ
ろ
と

い
た

み
を
浮
か
べ
る
ダ

カ

そ
ん
な
ま
さ

か
と
合
い
の
手
を
入
れ
な
が
ら

き
そ
う
な
サ
サ
マ
ル

事
実
か
も
と

け
止
め
苦
い

を
浮

か
べ
る
テ
ツ
オ

え
な
が
ら

り

む
サ
チ

 

そ
の
時
の
よ
う
に

え
た
様
子
は

今
の
彼
女
に
は
見
ら
れ
な
い

強
く

な

た

達
と
違

て

私
は

弱
い
よ

最
後
は
や
ら
れ
ち

た
も
ん

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
引
き
継
い
で

未
だ
使
い

け
て
い
る
紅
槍
を

ぎ
な
が
ら

サ
チ
は

た

 

ど
こ
か

き
が
あ
る

み
だ

た

第
百
層
の
事
か

あ
れ
は

正
直

無
理
だ
ろ
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動

サ
イ
ト
の
ア

カ
イ
ブ
に
残
さ
れ
た
動

は
自
分
も
観
て
い
る

 
ア
ン
・
イ
ン
カ

ネ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ
デ

ウ
ス

剣
と
槍

を
手
に
し
た

大
な
女

性
型
ボ
ス

で
攻
撃
の
大
部
分
を

殺
し
大
樹
の
根
を
使
い
ボ
ス
部

で
あ
る
ブ
ロ

ク
を

り

果
て
に
は
一
定
の
ル

チ
ン
で

バ

を
一
本
追
加
し
つ
つ
全
回
復
プ
ラ
ス

を

り
直
す
と
い
う

常
識
破
り
ば
か
り
の
レ
イ
ド
ボ
ス

 
開
戦
直
後
に

絶
剣

が

舞
姫

が

閃
光

紅
の
騎
士

名
立
た
る
強
者

達
が

ら
れ
て
い
く
様
は

絶
望
そ
の
も
の

 
ア

カ
イ
ブ
に
残
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
は

絶
剣

が

死
さ
せ
ら
れ
て
か
ら

と
絶
望
を

表
す
も
の
ば
か
り
だ

た

 
数
多
く
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
し
て
き
た
と
自
称
す
る
多
く
の
者
が
ア
レ
は
無
理
だ
と
称
す

る
程
の
性
能
を
持
つ
ボ
ス

レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
で
も

死
す
る

力

む
人
数
が

る

ど
戦

い
や
す
く
な
る
と

て
も
限

が
あ
る

で
も

キ
リ
ト
は
出
来
た
ん
だ
よ

た

た
一
人
で
ア
レ
に
勝

た

 

絶
望
的
な
状
況
が

た
の
は

剣
姫

が
キ
リ
ト
を

生
さ
せ
て
か
ら
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
二

目
の
ク
リ
ス
マ
ス

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

全
体
で
広
ま

た

過
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去
死
ん
だ
人
を

ら
せ
る
宝
物
を
持

て
い
た
サ
チ
は
リ

フ

に
そ
れ
を

し

い
で

二
人
同
時
に
死
ん
だ

間
キ
リ
ト
の

生
に
使
わ
れ
た

 

え
る
展
開

と

う
の
だ
ろ
う

 
絶
望
一
直
線
の
展
開
の
中
で
紡
が
れ
た
最
後
の
希
望

し
な
が
ら
も
そ
れ
ま
で
と
打

て
変
わ

た
様
子
で
キ
リ
ト
は
攻
撃
を

き

仕
切
り
直
し

負
け
て

た
ま
る
か

 

抗
戦
の
構
え
で

え
狂
う

数
多
の
武
器
を

し
大
地
全
て
を
焦

へ
と
変
え

の

が
立
ち

り

が
突
き
出
て

が

ち
波

が

き

こ
り
風
が
キ
リ
ト
を

う
 
ジ
リ
ジ
リ
と

か
れ
命
を

る
ボ
ス
を
前
に

聖
剣
と
魔
剣
で
ご
り

し
て
い
く

 

と
な
く
襲
い
来
る

死
の
攻
撃

そ
の
全
て
を

き

ら
し
最

限
の
ダ
メ

ジ
に

抑
え

反
撃
を

き

む

 

そ
の
応

は

決
し
て
他
の
追

を
許
さ
な
い
も
の
だ

た

 
む
し
ろ
他
の
プ
レ
イ

は
邪
魔
だ

た
の
だ
ろ
う

一
人
の
時
の
方
が
キ
リ
ト
は
明
ら
か

に
強
か

た

ボ
ス
と

に

り
合
い
始
め
て
か
ら
猛
攻
に

車
が
掛
か
る

フ
レ
ン
ド
リ
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想
絶と

現
齟

実
齬

フ

イ
ア
を
気
に
し
な
く
て
良
く
な

た
か
ら
だ
ろ
う
と

静
な
コ
メ
ン
ト
が

深
か

た

 

備
が
違
い

取
れ
る
手

も
違

た

 
サ
チ
が

れ
た
原
因
は
そ
れ
だ
け

 
あ
そ
こ
に
立

た
だ
け
で
も

十
分
強
く
な

て
い
る
の
だ

足
り
な
い
の

こ
れ
く
ら
い
じ

ダ
メ
な
ん
だ

て
思
う

 
し
か
し

サ
チ
は

足
し
て
い
な
い
よ
う
に
集

の
先

に
立
つ
黒

の
ス
プ
リ
ガ
ン

を
見

め
て
い
る

哀
し
そ
う
で

悔
し
そ
う
な

そ
ん
な
表
情
を
向
け
て
い
る

 
件
の
少
年
は

事
か
を

剣
姫

や

絶
剣

達
と
話
し
た
後

一
人
ど
こ
か
へ

び
立

た 
小
さ
く
な
る
黒
を
見
な
が
ら

サ
チ
が

う

キ
リ
ト
は
今
も
足
掻
い
て
強
く
な

て
る

強
く
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
強
く
な
ろ
う

と
努
力
し
て
る

そ
う
か

 
自
分
に
は
サ
チ
が

わ
ん
と
す
る
事
を
理
解
で
き
な
い

サ
チ
達
は
知

て
い
る

か
が
根

幹
に
あ
る
か
ら
だ

デ
ス
ゲ

ム
を
生
き

び
た
今
キ
リ
ト
が
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

の
は

故
か
自
分
は
知
ら
な
い

 
だ
か
ら

し
か
打
て
な
い

 

最
初
か
ら
意
見
な
ん
て

い
て
い
な
い
事
も

理
解
し
て
い
た

 
自
分
は
自
殺
で
一

殺
意
で
二

彼
を
裏
切

て
い
る

知

た
よ
う
な

を

く

格
も

無
い

 
こ
れ
は

サ
チ
の
独
白
に
過
ぎ
な
い

私
も
強
く
な
ら
な
き

こ仮
の想

世
界
で
く
ら
い

頼
ら
れ
る
よ
う
に

 
も
う
黒
い
影
が
見
え
な
い
空
を

ぎ
魔
槍
を
握
る
力
を
強
く
す
る
サ
チ

強
さ
を

望
す
る

彼
女
に
か
つ
て
の
面
影
は
無
か

た

 
そ
れ
だ
け
想
わ
れ
て
い
る
キ
リ
ト
の
事
が

少
し
だ
け

ま
し
く
思
え
た

 
あ

さ

ぶ

 
マ
ジ
で

い

 
な
ん
な
ん
だ
よ
あ
の

さ

 

え
死
ぬ
か
と
思

た

の
火
が
身
に

み
る

そ
れ
は

じ

な
く
て
鍛
冶

の

だ

つ

の

 
と
い
う
か
ど
き
な
さ
い
よ

仕
事
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想
絶と

現
齟

実
齬

出
来
な
い
で
し

 
ガ
タ
ガ
タ
と

え
な
が
ら
サ
ラ
マ
ン
ダ

のク
ラ
イ
ンと
ジ

ン

大
剣
使
い
が
鍛
冶

の

に
手
を
翳
す

こ
ら

と

主
の
少
女
が
怒

て
も
動
こ
う
と
し
な
い
の
は

さ
に

え
た
か
ら
だ

 

事
が
あ
る
と

て
キ
リ
ト
が
離
脱
し
た
後
せ
め
て
新
フ

ル
ド
の
マ

ピ
ン
グ
く
ら

い
は
し
よ
う
と
な

て
第
三
エ
リ
ア

状
氷

フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
に

み

ん
だ
私
達
は
出

を

か
れ
る
形
で
あ
ま
り
に
も
キ
ツ
い

さ
に
大
部
分
が

を
上

撤
退
を

な
く
さ
れ

た

今
あ
そ
こ
に
残

て
い
る
の
は

さ
に
対
し
て

性
を
持

て
い
た
キ
リ
カ
念
の
た
め

結

性
バ
フ
で

さ
を
和
ら

て
い
た
ら
し
い
ア
ス
ナ
の
み

 
無
論
二
人
以
外
の
メ
ン
バ

に
も

結

性
バ
フ
は
掛
か

て
い
た
ら
し
い
が
そ
れ
す
ら
も

す
る
程
の

さ
が
あ

た

い
や
最

い
ど
こ
ろ
か

結
絶
対
零

と
ま
で
は

わ

な
い
が
氷
点
下
七
十

は

で
下
回

て
い
た
だ
ろ
う
と
思
え
る
程
に

か

た

 
ア
ス
ナ
は
水
と
氷
の

い
に
⻑
け
た
ウ
ン
デ

ネ
な
の
で
種

特
有
で

結

性
の

パ

シ
ブ
ス
キ
ル
を
持

て
い
る

更
に
ウ
ン
デ

ネ
専

の
お
守
り
と
し
て

結

性
バ
フ

の
も
の
を

正
確
に
は
全
状

異
常

止
バ
フ
の
超
レ
ア
ア
ク
セ
サ
リ

だ

け
て
い
る

た
め

魔
法
と
重
ね
て
三
つ
バ
フ
が
掛
か

て
い
る

そ
れ
に
彼
女
は

さ
に
対
し
て
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性
が
あ
る
ら
し
く

だ
か
ら
残
れ
た

 
ち
な
み
に
同
種

の
ラ
ン
と
シ
ウ
ネ

ら
は

さ
に
根
負
け
し
た

 
キ
リ
カ
の
場
合
は

彼
が

て
い
た
黒

く
め
の
コ

ト
に

の

結

性
バ
フ
が
掛

か

て
い
た
事
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
氷
結

で

で
き
る
程
の
精
神
力
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う

 
よ
く
よ
く
思
い
返
せ
ば

キキ
リリ
カト

は
リ
ズ
ベ

ト
と
共
に
五
十
五
層

の
雪

に
生
息
す
る
ク

リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・
ド
ラ
ゴ
ン
の

で
夜
を
明
か
し
て
た
ん
だ

け

と

で

え
つ
つ
体

を

で

き

め
て
ガ
タ
ガ
タ
と

え
る

 
今
集
ま

て
い
る
の
は

ア
ル
ン
で
エ
ギ
ル
と
リ
ズ
ベ

ト
が
共
同
で
開
い
て
い
る

故

鍛
冶

の
共
同

そ
の

ス

ス
だ

さ
に

え
か
ね
た
面

が

子
に

て

え
エ
ギ
ル
が

れ
て
く
れ
た
ホ

ト
ミ
ル
ク
や
ら
紅

や
ら
が
入

た
カ

プ

を

手
で

み
武
器
の
鍛

の

に
使

さ
れ
る

の
近
く
で

を
取

て
い
る

は
異
様
に

見
ら
れ

に
来
て
い
る
者
達
か
ら
も

な
者
を
見
る
目
で
見
ら
れ
て
い
る

 
あ
そ
こ
の

さ
を
知

た
ら

で
こ
う
な

た
の
か
分
か
る
よ

と
変
な
目
で
見
て
き
た

プ
レ
イ

を

く

ん
で
か
ら
ず
ず
と
手

の
ホ

ト
ミ
ル
ク
を

に

む

で
吹
き

れ
て
い
る

が

内
の

を
引
き
上

て
い
る
の
で

少
し
ず
つ
だ
が
体
が

ま

て
き
た
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想
絶と

現
齟

実
齬

ま
さ
か

新
エ
リ
ア
が
あ
そ
こ
ま
で

い
と
は
思
わ
な
か

た
よ

 
よ

し

 
と
意
気

ん
で
い
た
ユ
ウ
キ
が

に

れ
る
く
ら
い
の

さ
だ

た
の
だ

流

に
ア
ス
ナ
の
よ
う
に
ウ
ン
デ

ネ
で

つ
バ
フ
を
多
重
掛
け
し
て
い
る
か
キ
リ
カ
く
ら
い

さ
に
強
く
な
け
れ
ば
攻
略
出
来
な
い
だ
ろ
う

あ
そ
こ
は
不
人
気
エ
リ
ア
と
し
て
最
上

を
独

し
そ
う
だ

ま
ま

わ
た
し
達
が
砂

の

さ
に

れ
て
た
分

く
感
じ
た

て
い
う
の
も
あ

る
ん
じ

な
い
か
な

そ
れ
に
わ
た
し
達
の
場
合
は
氷
結

性
バ
フ
が
掛
か

て
な
い
し

あ

そ
の
可
能
性
は

に
無
か

た
な

 
フ

リ
ア
の
指

に
し
ま

た
な

と
天

を
見
上

な
が
ら
手

の
カ

プ
を

け
る

ユ
ウ
キ

あ

お

切
れ
た

エ
ギ
ル
お
代
わ
り

は
い
よユ

ウ
キ

て

ホ
ン
ト
に
そ
れ

き
な
の
ね

な
ん
か
ク
セ
に
な
る
ん
だ
よ
ね

 

れ
た
よ
う
に

う
ラ
ン
に
に
こ
に
こ
と

い
返
し
な
が
ら
ユ
ウ
キ
は

ぎ
足
さ
れ
た
緑
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風
の

体
を

に

ん
だ

 
彼
女
が

に
し
て
い
る
も
の
は
エ
ギ
ル
が
入

し
た

く
付
き
の
品
の
一
つ

そ
こ
ま
で

変
な
話
が
あ
る

で
は
無
い
が

な

り
と
風
味
か
ら
プ
レ
イ

に

遠
さ
れ
て
い
る
も
の

だ

実
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
も
同
様
の
も
の
は
あ
り
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
は

ん
で

に
し
て
い
た

と
こ
ろ

ユ
ウ
キ
も
興
味
を
持

て

ん
で

た
と
い
う
エ
ピ

ド
が
あ
る

 

姉
の
ラ
ン
や
他
の

間
達
に
は
大
変
不

で
結

不
人
気
と
い
う
立
場
は
変
わ

て
い

な
い
お

だ

 
そ
の
お

を
ま
た
ず
ず

と

た
彼
女
は

う

ん

と
悩
む
よ
う
に

を
開
い
た

体
感
的
に

え
ら
れ
な
い

だ
か
ら
さ
や

り
格

も
重
要
だ
よ
ね

キ
リ
カ
や
リ
ズ
な

ん
か
は
コ

ト
系
だ
か
ら

が
あ
ま
り
出
て
な
い
け
ど
た
と
え
ば
シ
ノ
ン
や
ボ
ク
は
お

と
か

足
が
出
て
る
し
リ

フ

も
同
様
で

し

な
格

だ
よ
ね

ク
ラ
イ
ン
の

系
も

外

い

か
ら
風
を
良
く

す
し

 

い
と

を

め
な
が
ら

う
ユ
ウ
キ
の

い
は
確
か
に
か
な
り

手
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

か
ら
変
わ

て
い
な
い
ク
ロ

ク
系
の

は

や

お

を
出
し
太
も
も
も
出
す
と
い
う

か
な
り
キ
ワ
ド
イ

出
を
し
て
い
る

そ
れ
で

い
と
な
れ
ば
ま
ず
は

い
か
ら
変
え
る
方
が
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想
絶と

現
齟

実
齬

先
決
だ
ろ
う

も
し
か
す
る
と
あ
そ
こ
の
ダ
ン
ジ

ン
か
今
ま
で
の
ダ
ン
ジ

ン
の

か
に

結

性
バ

フ

備
と
か
あ
る
の
か
も
ね

主
要
な

は
巡

て
き
た
け
ど
他
の
小
さ
な
浮

は
あ
ま
り

か
く
見
て
回

て
な
い
し

あ
と

か
を

に
し
て

鍛
冶

ス
キ
ル
と
か

工

ス

キ
ル
で
作
る
の
か
も
し
れ
な
い
ね

ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
し
て
る
と
偶
に
あ
る
ん
だ
よ
こ
う
い

う
の

あ

確
か
に
ス
キ
ル
を

使
し
て
仕
掛
け
を
解
く
事
は
あ
り
そ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も

あ

た
よ
ね

私
が

撃

ス
キ
ル
を
手
に
入
れ
た

に

け
た
ク
エ
ス
ト
が
そ
う
よ
ね

だ
ね

氷
属
性
あ
る
い
は

結

性
バ
フ
の

備
か

エ
ギ
ル
そ
の

の
持

て
な
い

あ
る
に
は
あ
る
が
流

に
全

分

て

に
は
い
か
ね

ぞ

せ
い

い
一
パ

テ

分

く
ら
い
だ

 

に
入

て
い
る
分
を
確
認
し
て
い
た
ら
し
い
エ
ギ
ル
が

し
い

を
し
つ
つ

カ
ラ
カ

ラ

と

を
立
て
て
下
に
ス
ク
ロ

ル
さ
れ
て
い
る
ウ

ン
ド
ウ
を
見
な
が
ら

た
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つ
ま
り
あ
そ
こ
の

で

い

か
ら
動
け
る
の
は
キ
リ
カ
ア
ス
ナ
ラ
ン
を

め
て
十

人
足
ら
ず

し
か
も

さ
に
強
い
人
で
な
け
れ
ば

破
は
不
可
能
と
い
う

ね

 

で
体
を

い
ホ

ト
ミ
ル
ク
の
マ
グ
カ

プ
で
手
を

め
な
が
ら
シ
ノ
ン
が
そ
う

め
た

 
キ
リ
カ
は
ア
ス
ナ
と
同
様
に

結

性
バ
フ
を
修
得
し
て
い
る
が
流

に

練

は
使
う
機

会
が
少
な
い
事
も
あ

て

分
を
超
し
た
ば
か
り

ア
ス
ナ
以
上
ら
し
い
か
ら

果
は
高
め
で

二
人
と
パ

テ

を
組
め
ば

果
時
間
を
切
ら
す
事
無
く
絶
え
間
の
無
い
よ
う
使
う
事
が
可
能

だ 
一
先
ず
あ
の
二
人
が
帰

て
く
る
ま
で
は
対
策
と
議
論
を
交
わ
し

上
の
空
論
を

な
も

の
し
て
い
く
し
か
な
さ
そ
う
だ

 
あ

で
も
な
い
こ

で
も
な
い
こ
う
い
う
の
は
ど
う
か
と

と

エ
リ
ア

で
話
し
合
う

間
達

個
人
経

の

主
と
親
し
い
か
ら
と

て
も
限

は
あ
る
の
か

中

か
ら
作
戦
会
議
の
主
な
メ
ン
バ

は
二

へ
追
い
や
ら
れ
て
い

た

 
そ
の
様
子
を

か
ら

め
な
が
ら

ホ

ト
コ
コ
ア
風
の

み
物
を

に

む

 
ま
ろ
や
か
な
甘
み
と

た
り
の
良
い
味
が
広
が
る

ん
く
と

み
下
す

に
体
の

か
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想
絶と

現
齟

実
齬

ら
ホ
カ
ホ
カ
す
る

 
ま
る
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
の
よ
う

き
り
と

 
か
つ
て
過
ご
し
た
二
人
き
り
の
聖
夜
を
思
い
浮
か
べ
た

か
な

を
覚
え
た

も
う
ち

と

一
緒
に

た
い
よ

 

に
立
て
掛
け
て
い
た
槍
へ
と

線
を

し

そ
う
零
す

 
紅
い
槍
は

静

の
ま
ま

し
く

い
て
い
た

 

ん

 
は
た

と

 
先
に

原
を
行
く
黒

く
め
の
少
年
が
思
い
出
し
た
よ
う
に

線
を

わ
せ
た

き

ろ

き

ろ
と

り
を
見
回
し

い
で

を

る

ど
う
か
し
た
の

か
に
呼
ば
れ
た
気
が
し
た

は
あ
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自
信
無
さ

な

え
に

乱
な
声
を
返
す

空

と
い
う
や
つ
だ
ろ
う
か

 
彼

キ
リ
カ
は

に
な

た
と

て
も
根
幹
は
変
わ
ら
な
い

経
験
も
記

も
引
き

継
い
で
い
る
以
上
そ
れ
ら
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

と
い
う
も
の
は
存
外
バ
カ
に
出
来
な
い

自
分
と
て

根

の
な
い
イ

な
予
感
で

か
命
を

て
い
る
身
だ

 
と
は

え

今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
れ
が

き
た
の
は

故
か
分
か
ら
な
い
が

 

び

ご

と
強
い
雪
交
じ
り
の

か
ら空
か風

が

を

く

さ

さ
む

 
反

的
に

手
で
体
を

き

ぶ
る
ぶ
る
と

え
る

 

バ
フ
や
対
水

対
氷
バ
フ
を
掛
け
る
と

さ
は
和
ら
ぐ
が

あ
く
ま
で
そ
れ
は

的

傷

氷
結
の
バ

ド
ス
テ

タ
ス
こ
そ
存
在
す
る
も
の
の

境
だ
け
で

き
る
の
は
ダ
ン

ジ

ン
く
ら
い
な
も
の
な
の
で

フ

ル
ド
上
で
そ
こ
ま
で

す
る
必
要
は
無
い

 
し
か
し

し
い
思

も
こ
の
極

の

境
で
は
出
来
無
さ
そ
う
だ

ま
ず
立
ち
止
ま

て
い
る

間
に

え
て
し
ま
う

き

キ
リ
カ
君

く
行
こ
う
よ

さ
で

こ

え
ち

う
よ

ア
ス
ナ
は
帰

て
て
も
良
か

た
ん
だ
け
ど
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想
絶と

現
齟

実
齬

い

い
や
い
や

キ
リ
カ
君

と
り
に
先
行
さ
せ
る
つ
も
り
は

な

無
い
か
ら

 
ガ
タ
ガ
タ
と

え
な
が
ら
な
の
で

葉
が
不

に
ど
も
る
が

そ
れ
で
も

い
切
る

 
ぐ

と

か

お
う
と
し
て
い
た
が
無
理

理
そ
れ
を

み

ん
だ
よ
う
に

を

ん
だ

彼
は

そ
う
か

と
一

零
し

を
返
し
た

 

ば
さ
り
と

色
の
髪
と
外

が
は
た
め
く

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
イ

と
い
う
程
見
て
来
た
そ
の
背
中

も
う
彼
の
後
追
い
を
し
て
彼
だ
け

に
負

を
掛
け
た
く
な
い
と
思

て
い
た
か
ら
偵

で
彼
を
一
人
に
す
る
事
は
な
か

た

今

回
は

全

が
ノ

ク
ダ
ウ
ン
す
る

目
に
な

た
が

私
は
意
地
で
残

て
い
る

 
正
直

く
帰

て
エ
ギ
ル
特
製
の
ホ

ト
コ
コ
ア
を

み
た
い
と
こ
ろ
だ
が
そ
こ
は
ぐ

と

我 
先
に
帰

た

は
極

の

境
で
も
動
け
る
よ
う
に
と

バ
フ
系
の

備
を
集
め
る

ら

新
エ
リ
ア
に
つ
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

き

み
を
し
て
く
れ
て
い
る

う
じ
て
残

て
い
る
自
分

達
は
そ
の
間
に
フ

ル
ド
の
マ

ピ
ン
グ

二
人
だ
け
と
い
う
の
は

か
戦
力
不
足
感
を

め
な
い
人
数
だ
が
キ
リ
カ
は

独
の
方
が
強
い
し
自
分
も
血

騎
士

⻑
と
し
て

戦

て
き
た
経
験
が
あ
る

多
少
の
人
数
差
を

し
返
せ
る
と
い
う
自
信
は
あ

た
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や
や
無
理
を
し
て
で
も
マ

ピ
ン
グ
を
進
め
る
と
決
め
た
理
由
は
二
つ

 
一
つ
は
こ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
三
刃
騎
士

に
後
れ
を
取

て
し
ま
う
か
ら

第
一
エ

リ
ア
は

定
偽
キ
リ
ト
の

が
あ

た
か
ら
ノ

カ
ン
と
し
て
第
二
エ
リ
ア
は
ボ
ス
攻
略
ま

で
か
な
り

戦
と
な

た

ア
ル
ゴ
が

先
的
に
情
報
を
回
し
て
く
れ
な
け
れ
ば

あ
る
い
は

三
刃
騎
士

に

き
返
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う

 
そ
う
ま
で
し
て
攻
略
を

し
進
め
る
の
は
ゲ

マ

と
し
て
の
サ
ガ
以
上
に
キ
リ
ト
が

か

し
て
い
る
と
全

し
て
い
る
か
ら
だ

そ
れ
が
三
刃
騎
士

に

わ

て
い
る
事
も

気
な
が
ら
に
理
解
し
て
い
る

 

も
う
一
人
で
背
負
わ
せ
た
く
な
い

 
た
だ
そ
の
一
心
で
私
達
は
攻
略
を

し
進
め
て
い
た

も

と

し
く
や
り
た
い
気
持
ち
は
あ

る
が
し
か
し
あ
の
彼
が
自
身
を

死
に
追
い

む
程
の
事

が

ち

け
て
い
る
と

え
れ
ば

遊
び
の
気
分
な
ん
て

け
て
ら
れ
な
い

三
刃
騎
士

い
て
は
セ
ブ
ン
は

を

え
て
い

る
の
か
と

間
内
の
最
近
の
話

は
大

そ
れ
に
帰
結
し
て
い
る

天
才

と
呼
ば
れ
る
人

物
に

な
人
間
は
い
な
い
と
い
う
経
験

が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

人
間
性
は

と
も
あ
れ
や
る
こ
と
な
す
こ
と
大

が
常
人
の
理
解
出
来
な
い
事
ば
か
り
な
の
が
天
才
の
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想
絶と

現
齟

実
齬

由
縁

し
て
損
は
無
い

手
だ
ろ
う

 
そ
し
て

マ

ピ
ン
グ
を
進
め
る
も
う
一
つ
の
理
由
は

キ
リ
カ
の
事
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
再
開
し
た
ば
か
り
の

は
あ
ど
け
な
い

な
が
ら

数
も
多
か

た

し
か
し
こ

こ
数
日
極

に

数
が

り
様
子
が
お
か
し
い
と
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
が

に
来
て
い
る

時
に
は
表
情
も
苦
し

だ
と
い
う

 
そ
れ
が
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
い
る
場
合
で
あ
れ
ば
ま
だ
理
解
出
来
た

彼
女
ら
も
そ
う

自
己
解
決
出
来
た

 
そ
う
な
ら
な
か

た
と
い
う
事
は
逆
説
的
に
キ
リ
カ
が
苦
し

な
表
情
を
す
る
時
キ
リ

ト
は

な
か

た

本

に
こ
こ
数
日
に
な

て
か
ら
様
子
が
変
わ
り
始
め
た
ら
し
い

 
そ
ん
な
中

が

さ
に
や
ら
れ
て
撤
退
す
る
の
に
反
し

と
り

原
を

こ
う
と
し
て
い

た
か
ら

嗟
に
同
行
を

し
出
た

 
な

嗟
に

一
緒
に
行
か
せ
て

と

た
の
か

正
直
な
と
こ
ろ
自
分
で
も
よ
く
分

か

て
い
な
い

 
あ
ま
り
負

を
掛
け
た
く
な
い
と

う
な
ら
彼
の
情
報
収
集
能
力
を

み
て

で
情
報
収

集
を
す
る
べ
き
だ
と

え
る

マ

ピ
ン
グ
の
労
力
と

す
れ
ば
ま
だ
そ
ち
ら
の
方
が
マ
シ



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

だ 
な
の
に
私
は

原
に

て

キ
リ
カ
の
後
を
必
死
に
付
い
て
行
く

 

私
は

キ
リ
カ
君
に
負

を
掛
け
た
い
の

 
掛
け
た
く
な
い
の

 

り
返
さ
れ
る
自
問
自

 

え
な
ど

と
う
の

に
出
て
い
る

 
た
だ

理そ
想れ

と
現
状
が
矛
盾
し
て
い
る
事
実
が

く
⻭

い

 

仕
方
な
い
よ

 

だ

て

私
明
日
奈

は
剣
士
じ

な
い
ん
だ
か
ら

 

裏
に

く

ど
こ
か
遠
く
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
自
分
の
声

 
現
実
に
還

て
か
ら
直
面
し
た
変
わ
り
様
が
無
い
事
実
は
明
確
に

私
ア
ス
ナ
を
弱
く
し
て
い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か
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想
絶と

現
齟

実
齬

 
・
桐

谷
和
人

 
主
人

 
全
登
場
人
物
の
中
で
最
年
少

セ
ブ
ン
の
一
つ
年
下

 
知
り
合

た
女
性
に

し姉
性
を
覚
え
さ
せ
保
護
者
に
さ
せ
る
天
才

そ
の
特
性
で
直
葉
が
救
わ

れ
た
事
は
知
ら
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
終

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
色

と

を
練

て
裏
で
暗
躍
し
て
い
る

理
解
者
で

あ
る

間
に
見

か
れ
る
ラ
イ
ン
も
コ
ン
ト
ロ

ル
し
て
い
る
な
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
策
士
ぶ
り
は
成

⻑
中
だ
が
ユ
ウ
キ
を

に
生
き
よ
う
と
す
る
意
思
が
本

に
あ
る
の
か
と
信

を
喪
い

つ
つ
あ
る

リ

フ

だ
け
が
現
状
真
の
理
解
者

想
定
外

 
全
力
戦
闘
は
十
五
分
限
定
だ

た
が
剣
と
魔
法
の
違
い
こ
そ
あ
れ
三
日
間
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
時

と
変
わ
ら
な
い
立
ち
回
り
を
出
来
る
よ
う
に
し
た

 
表

に
な

て
な
い
だ
け
で

に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
で
世
界
の
今
後
を

す
る

に

る

弾

と
は
殺
し
の
技
を

き

ん
だ
男
の

を

に
彼
を
重
要
人
物

に
し
た
の
が
タ

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

 
複
数
の
ト
ラ
ウ
マ
を

え
て
い
る
が
ト
ラ
ウ
マ
を
ト
ラ
ウ
マ
で
抑
え

む
極
限
状

に
あ
る
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の
で
正
常
に

ち

い
て
い
る

 

三

月
間
独
り
で
命
の
や
り
取
り
を
し
て
い
て
異
常
が
無
い
事
が

に
異
常
で
あ
る

 
現
在
複
数
人
の
依
頼
を

け
て
行
動
中

 
束

場

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム

バ
ラ
ン
ス

そ
の
他
の
テ
ス
ト

 

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士

の

場
合
に
よ

て
は

 
レ
イ
ン

 
楯
無

 

一
緒
に
ア
ニ
メ
を
観
よ
う

 

第
四
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

勝

  
和
人
の
中
二
成
分
は

ア
ニ
オ
タ

更
識

り

 

直
葉
達
か
ら
す
る
と
和
人
が
無

す
る
手
札
を
増
や
し
て
る
原
因
良
か
れ
と
思

て

  
ケ
イ
タ

点
は
サ
チ
に
対
す
る
負
い
目
と
強
く
な

た
サ
チ
へ
の

が

ざ
り
合

た
複
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想
絶と

現
齟

実
齬

な
感
情

自
分
か
ら
す
る
と
十
分
強
い
け
ど
本
人
が

得
し
て
お
ら
ず

出
来
る
だ
ろ
う

で
は
な
く
や

た
キ
リ
ト
へ
の

れ
と
強
さ
の

望
な
の
で
止
め
る
に
止
め
ら
れ
な
い
状

 
そ
も
そ
も
ケ
イ
タ
は
一
生
サ
チ
に

が
上
が
り
ま
せ
ん

 
サ
チ

点
は
み
ん
な
で
一
緒
に

る
情

を

写
す
る
事
で
一
人
な
に
か
や

て
る
キ
リ

ト
と
い
う
状

と
の
対

 
裏
で

か
や

て
る
事
を

し
て
る
の
で
意
識
が
遊
び
か
ら
真
剣
モ

ド
に

行
し

て
き
て
い
る
と
い
う

写
で
も
あ
る

こ
こ
は
ユ
イ
ス
ト
レ
ア

点

り
の
攻
略

様
を

み

返
す
と

分
か
る
か
も
し
れ
な
い

 
最
後
の
ア
ス
ナ

点

 
サ
チ
の
独
白
に
遠
く
か
ら
で
も
気
付
く
の
が

オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
で
な
く
キ
リ
カ
と
い
う
点
が
ミ

 
小
説
の

写
で
遠
く
か
ら
呼
ん
で
い
る
声
に
呼
ば
れ
て
い
る
方
が
気
付
く
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す

こ
れ
は
キ

ラ
ク
タ

間
で

理
解
が
あ
る
と
い
う
点
を

者
に
強

す
る
た
め
に

い
ら
れ
る
事
が
多
い
で
す

ロ
マ
ン
チ

ク
で
も
あ
る
か
ら
で
す
が
ね

 

逆
説
的
に

キ
リ
ト
は
サ
チ
達
の
気
持
ち
を
よ
く
分
か

て
い
な
い
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予
想
は
出
来
て
る
け
ど

そ
の
本
気

合
や
深
さ
が
分
か

て
な
い

 
む
し
ろ
キ
リ
カ
の
方
が
ま
だ
分
か

て
い
る
の
は
ア
ス
ナ
と
い
う

間
が
同
行
し
て
い
る
時

点
で
明
ら
か
で
す

サ
チ
と
聖
夜
を
過
ご
し
た
時
の
記

は
同
じ
で
す
し
反
応
し
て
も
お
か
し
く

は
な
い

 

ヴ

ベ
ル
は

外
で
す

時
も
一
緒
に

る

じ

な
い
か
ら
ネ

む
し
ろ
ヴ

ベ
ル

で
す
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
行
動
を
取
り
始
め
て
ま
す

 
よ

て
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
あ
あ
な
り
ま
し
た

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第二十七章 〜自然の洗礼〜

 
第
二
十
七
章
 

自
然
の
洗
礼

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
オ

ル
ア
ス
ナ

 
文

数
は
約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

 

今
話
は
後
書
き
あ
り
ま
せ
ん

  
状
氷

フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
は
極
め
て

し
い
高

制
限
に
よ
り
フ

ル
ド
の

ど
を

歩
で

動
す
る

目
に
な

た
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そ
れ
で
も
行
け
る

内
で
マ

ピ
ン
グ
し
終
わ

た
私
達
は
手
近
な
ダ
ン
ジ

ン
に
二
人

で
向
か

て
い
た

み
ん
な
と
合
流
し
よ
う
と

す
も
彼
は

と
し
て

こ
う
と
せ
ず
一
人

に
す
る

に
も
い
か
な
い
の
で
自
分
が
同
行
し
た
形
だ

 
い
ち
お
う

表
示
と
共
に
メ

セ

ジ
を
送

て
い
る
が
み
ん
な
が
す
ぐ
に
来
ら
れ
る
か

は
分
か
ら
な
い

 
た
だ
も
し
か
し
た
ら
す
ぐ
に
終
わ
る
か
も
と
い
う

い
予
想
が
私
に
は
あ

た

初
め
て

れ
る
エ
リ
ア
で
最
初
か
ら
行
け
る
ダ
ン
ジ

ン
は
大

一

層
な
い
し
二

層
構

か
つ

広
く
な
か

た
か
ら
だ

 

全
部
で
四
つ
の
攻
略
エ
リ
ア
の
内
三
つ
目
に
入
る
こ
こ
で
も
そ
う

え
る
の
は
入
れ

る
ダ
ン
ジ

ン
の
数
に
あ
る

 
妖
精
郷
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の

か
上
空
に
実

さ
れ
た
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
は

本

に

け
る
高

制
限

を

に
突
破
し
て
い
る

し
か
し

浮
遊
大

で

べ
た
よ
う

に

実
は
高

制
限

に
も
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
が
存
在
し
て
い
た

 
ス
ヴ

ル
ト
の
高

制
限
は
大

ご
と
に
異
な

て
い
る
が

そ
共

し
て
い
る
点
は
現

で
は
全
て
の
ダ
ン
ジ

ン
を
巡
れ
な
い
事

高

制
限
を

し
た
ギ
ミ

ク
は
浮
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原
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
ボ
ス
ダ
ン
ジ

ン
へ

む

に
立
ち
は
だ
か

た
が
他
の
ダ
ン
ジ

ン
へ
行
く

の

と
し
て
も
未
だ
機
能
し

け
て
い
る

恐
ら
く
攻
略
中
の
ど
こ
か
で
高

制

限
を
撤

す
る
ギ
ミ

ク
が
あ
る
だ
ろ
う

と
い
う
の
が
攻
略
勢
の
見
解
だ

 
そ
し
て
こ
の
フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
の
中

部
に
は
ヴ

ク
リ
ン
デ
で
見
た
も
の
と
同
じ
ギ
ミ

ク
が
存
在
し
て
い
た

 

空

行
す
ら
も

し
い
レ
ベ
ル
の
高

制
限
を

さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
で
こ
れ
見

よ
が
し
に
設

さ
れ
て
い
る
ギ
ミ

ク
と
な
れ
ば
間
違
い
な
く
高

制
限
解

の

の
も
の
だ

ろ
う

そ
れ
を

動
す
る

の
キ

ア
イ
テ
ム
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
ダ
ン
ジ

ン
最

の
中
ボ

ス
を
倒
す
事
で
手
に
入
る

 

多
分
そ
れ
を

て
る
ん
だ
ろ
う
な

キ
リ
カ
君
は

 
件
の
少
年
は
吹
雪
が
吹
き

ぶ

原
の

中
を
プ
レ
イ

の

ち

せ
に

意
を
払
い

な
が
ら
も

と
進
ん
で
い
る

手
に

ら
れ
て
い
る
の
は
黒
塗
り
の

手
剣

密
に
は

手
片
手

剣

か
つ
て
の
聖
剣
と
魔
剣
に
の
み
許
さ
れ
て
い
た
片
手
持
ち
と

手
持
ち
の
ど

ち
ら
で
も

ド
ス
キ
ル
を
発
動
出
来
る
特

な
カ
テ
ゴ
リ
の
武
器

ど
う
や
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ

ど

し
い

で
も
な
い
ら
し
く

そ
の
特
性
を
備
え
て
リ
ズ
ベ

ト
に
よ
り
鍛
え
上

ら
れ
た
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ば
二
刀
を

て
て
い
る
と
は

え

そ
れ
で
も
片
手
剣
で
戦

た
期
間
は
圧
倒
的
だ
か
ら

彼
も
片
手
剣
と
し
て

え
る

手
剣
を
求
め
た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
後
ろ

と
ど
こ
か

り

め
て
い
る

の
無
さ
は

過

去

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

を
思
い
返
さ

せ
る

そ
う
い
え
ば
さ
数
日
以
内
に
大

攻
略
イ
ベ
ン
ト
が
開

さ
れ
る
事
知

て
る

 

と
重
な

た
過
去背

を
思

か
ら
追
い
や
り

そ
う
話
し
掛
け
る

 
無

話
は
あ
ま
り

ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
命
が

か

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
や

ガ
チ
勢
が

む
高

ダ
ン
ジ

ン
で
の
話
で
あ
り
今
は
そ
の
ど
れ
で
も
な
い

あ
ま
り
気

を

り

め
さ
せ
て
い
る
と

に

た
様
で

だ

た

ユ
イ
姉
か
ら

要
だ
け
は

は
未
発
表
の
や
つ
だ

た
か

 
そ
の
意

を

し
た
の
か
は
不
明
だ
が

彼
は
歩
き
な
が
ら
も
応
じ
て
く
れ
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
運

企
業
ユ

ミ
ル
が
ネ

ト
に
掲
載
し
て
い
る

式
サ
イ
ト
で
は
ス
ヴ

ル

ト
エ
リ
ア
攻
略
に
よ

て
解
放
さ
れ
る
大

攻
略
イ
ベ
ン
ト
が

知
さ
れ
て
い
る

し
か
し
そ

の

は
未
定
で
発
生

件
は
お
ろ
か
開
始
時
間
す
ら
も
未
定
と
い
う
一
切
不
明
の
イ
ベ
ン

ト
だ

多
く
の
プ
レ
イ

が
そ
れ
に

心
を
寄
せ
て
い
る
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攻
略
エ
リ
ア
も
三
つ
目
に
入

て
い
る

そ
ろ
そ
ろ

知
さ
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
の
が
プ
レ
イ

の

意
だ

た

う
ん

い

た
い
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
な
ん
だ
ろ
う
ね

北
欧
神
話
を

に
し
て
る
上
ス
ヴ

ル
ト
に
は
明
確
に
ア

ス
神

が
出
て
来
て
る
ん

だ

ラ
グ
ナ
ロ
ク
で
も

き
る
ん
じ

な
い
か

あ
り
得
そ
う

 
事
実

セ

ク
が
登
場
し
て
い
る

ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
新
芽
を

り
付
け
ら
れ
た

を
う

た
せ
光
の
神
バ
ル
ド
ル
が
死
ぬ
原
因
と
な

た
ロ
キ
は

セ

ク
に
化
け
て

生
を

止

し
よ
う
と
暗
躍
す
る

登
場
し
て
い
る
以
上
ま

た
く
な
い
と
も

い
切
れ
な
い

 
気
に
な
る
の
は
こ
れ
ま
で
の
ク
エ
ス
ト
で
神

の
名
を

し
た
存
在
は
登
場
し
て
い
な
か

た
事

故
な
ら
神

に

す
る
存
在
は
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
使
者
が
登
場
す
る
程

で

神

が
直
に
出
て
来
た
話
を

い
た
事
は
無
い

 

し
か
し

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

は
違
う

 
三
つ
の
層
に
三
つ
ず
つ
世
界
が
点
在
す
る
北
欧
神
話
に

い
て
人
間
が
住
ま
う
ミ

ド
ガ
ル

ド
妖
精
が
住
ま
う
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
ア

ス
神

が
住
ま
う
ア
ス
ガ
ル
ド
は
第
一
層
に

す
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る
が

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
は
第
二
層
に

す
る
世
界

更
に

え
ば
神

が
住
ま
う
伝
説
の
浮

大

と
い
う
の
が
ス
ヴ

ル
ト
実

ア

プ
デ

ト
の

い
文

む

し
ろ
出
な
い
方
が
お
か
し
い
話
に
な
る

ラ
グ
ナ
ロ
ク
か

で
も
そ
の
場
合

妖
精

て
ど

ち
に
付
く
事
に
な
る
ん
だ
ろ
う

む

 
思
わ
ず

び
出
た

な
疑
問

 
ゲ

ム
な
ど
で
語
ら
れ
る
ら
し
い
ラ
グ
ナ
ロ
ク
は

そ
う
い
う
事
が
あ

た

と
い
う
事
実

の
列

の
事
が

ど
ら
し
い

そ
の
場
合
は
ゲ

ム
の
世
界
観
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
が
大

は
神

の
⻩
昏
と

わ
れ
る
よ
う
に
神
と

の

人
魔
物
た
ち
と
の
戦
い
を

か
れ
て

い
る
だ
け

人
や
妖
精
と
い

た
存
在
は
そ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば

小
故
か
世
界
の

壊
に

き

ま
れ
る
形
で
し
か

写
さ
れ
な
い

 
し
か
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
妖
精
で
あ
る
プ
レ
イ

が
主

の
ゲ

ム

ク
エ
ス
ト
と
て
プ
レ
イ

を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
の
だ
バ

ク
ボ

ン
と
し
て
語
ら
れ
る
と
し
て
も
ど

ち
つ
か
ず
と

い
う
事
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う

 
彼
も
興
味
を

さ
れ
た
ら
し
く

越
し
に

線
を
向
け
て
来
た
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妖
精
全
体
と
い
う
よ
り
は
個
人
な
い
し
パ

テ

や
レ
イ
ド

で
の

属
に
な
る
ん
だ

ろ
う
な

じ

な
い
と
パ

テ

に
発
生
し
て
た
事
に
説
明
が
付
か
な
い

だ
よ
ね

と
な
る
と

い
ま
の
私
達
は
ア

ス
神

寄
り
な
の
か
な

明
確
に
セ

ク
の
誘
い
を
断

て
た
か
ら
そ
う
だ
と
思
う

 
と
あ
る
ポ
ン
チ

男
を

と
さ
せ
る
邪
悪
な
話
術
に
怖
気
が
立
ち

ば
反

的
に
き

り
断

た
時

ら
に
は
ぐ
ぬ
ぬ
と
⻭

み
す
る
ア

ス
神

の
兵
士
が

た

ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ

Ｃ
と
し
て
プ
レ
イ

の

葉
に
反
応
す
る
彼
は
こ
ち
ら
が
断

た
事
を
契
機
に
味
方
を
遇
す

る

動
を
取

て
い
た

 
そ
れ
を

み
れ
ば

現
在
ア

ス
神

寄
り
に
な

て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る

 
ア

ス
神

寄
り
と
い
う
事
は

つ
ま
り
主
神
オ

デ

ン

う

ん

正
直

ど

ち
に
付
い
て
も
同
じ
事
だ
よ
ね

ラ
グ
ナ
ロ
ク

て

 
主
神

だ
か
ら
強
い

と
い
う

で
は
決
し
て
な
い

え
ば
悪
神
ロ
キ
が
女

人
ア
ン

グ
ル
ボ
ザ
と
の
間
に
も
う
け
た
第
一
子
の
魔

フ

ン
リ
ル
は
そ
の

の
強

さ
を
以
て
オ

デ

ン
を
食
い
殺
す
と
さ
れ
る

 
そ
も
そ
も
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が

き
る
と
世
界
は
破
滅
す
る
た
め

き
た
時
点
で
オ

デ

ン
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の
負
け
と

え
る

 
し
か
も

を
正
せ
ば
光
の
神
バ
ル
ド
ル
が
死
ん
だ
事
で
光
の
恩

を
喪

た
事
に

を
発
す

る

も
う

セ

ク
が
出
て
い
る
時
点
で
終
わ

て
い
る
に

し
い

 
だ
か
ら
ど
ち
ら
に
付
こ
う
が
正
直
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

 
と
い
う
か

今
思

た
ん
だ
け
ど

ラ
グ
ナ
ロ
ク

て
世
界
滅
亡
の
お
話
だ
よ
ね

そ
う
ら
し
い
な

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ

ル
ド

破
壊
さ
れ
る
ん
じ

な
い

 

の

人
そ
の
も
の
を
見
た
事
は
無
い
が
そ
の

属
は
本

の
地
下
に
広
が
る
極

世
界
ニ

ブ
ル
ヘ
イ
ム
に
存
在
し
て
い
る

全
⻑
十
数
メ

ト
ル
の

骨
型
や
動
物
型
は
今
も

え
す
る

暗
い
世
界
で
ウ

ウ

て
い
る

 
世
界
全
体
で
見
れ
ば
そ
れ

ど
で
は
な
い
が
神

が
ど
れ

ど
の
力
を
持

て
い
る
か
は
不

明
だ

 
そ
の
気
に
な
れ
ば
エ
リ
ア
の
一
つ
や
二
つ

容

に

壊
し
て
し
ま
う
の
で
は

な

な

ん
て

そ
ん
な
事
あ
る

無
い
よ
ね

 
今
ま
で
の
ク
エ
ス
ト
だ

て
そ
こ
ま
で
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大

な
破
壊
は

き
な
か

た
も
ん
ね

い
や

あ
り
得
る
ぞ

そ
れ

 
わ
ざ
と
ら
し
く

て

魔
化
そ
う
と
す
る
私
に

え

む

振
り
を
し
て
い
た
少
年
が

や
水
を
掛
け
た

最
終
戦
の
動

の
最
後
の
方
に
編
集
で
追
加
さ
れ
た
浮
遊
城

壊
シ

ン
が
あ

た
だ
ろ
う

 
彼
が

て
い
る
の
は

最
終
戦
で
最
後
ま
で
戦
い

い
た
少
年

の

点
だ

た

面

が

彼
の

が
消
え
た

り
変
わ

た
シ

ン
の
事

要

の
方
で
モ
ニ
タ

出
来
た

サ

バ

初
期
化
の
ビ
ジ

ア
ル
シ

ン
が
浮
遊
城
の

壊

 
と
あ
る
名
作
の
天
空
の
城
を
想

す
る
シ

ン
は

明
に
記

に
残

て
い
る

 
あ
の
城
で
二
年
も
の
間
戦
い

け
た
ん
だ
と

そ
う
感

深
く
思

た
の
は
き

と
私
だ
け

で
は
な
い

ア
レ
は
第
百
層
ク
リ
ア
時
点
で

き
る
よ
う

場
の
手
で
設
定
さ
れ
た
も
の
だ

た
ら
し
い

そ
う
な
の

 
あ
そ
こ
ま
で

⻑
が

を
上

て
た
浮
遊
城
を
あ
あ
も
ア

サ
リ
と

壊
さ

せ
る
な
ん
て

ち

と
意
外

浮
遊
城
を
制
覇
し
た
後
は
大
地
を
舞

に
す
る
つ
も
り
だ

た
ら
し
い
か
ら
な

ら
エ
ル
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フ
ク
エ
ス
ト
で
あ

た

大
地
切
断

の
伝
承
だ
よ

あ大
地
切
断

と
い
う
の
は

浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
世
を
記
し
た
伝
承
の
事

 
大
地
を
生
き
る
人
間
エ
ル
フ
ド
ワ

フ
な
ど
様

な
種

多
く
の
国
は
絶
え
ず
戦
争

を

り
返
し
て
い
た

そ
れ
を
憂
い
た

子
の
巫
女
は
二
つ
の
聖
大
樹
に
そ
れ
ぞ
れ
祈
り
を
身
を

大
地
を
切
り
離
し
百
層
か
ら
な
る
城
へ
と
変

さ
せ
る
事
で
争
い
を
止
め
た
と
い
う

伝
説

 
そ
れ
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
存
在
す
る
バ

ク
ボ

ン
だ

た

 
つ
ま
り

場

は
浮
遊
城
の

目
を
終
え
た
な
ら

は
大
地
を
舞

に
別
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を

展
開
す
る
つ
も
り
だ

た
ら
し
い

あ

ま
さ
か

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

も

多
分
そ
う
だ

験
エ
リ
ア
と
し
て
運

さ
れ
て
い
た
あ
そ
こ
は
同
時
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の

に

い
ら
れ
る
モ
デ
ル
フ

ル
ド
だ

た
ん
だ

構
想

の
情
報
を

に
カ

デ

ナ
ル
が
自
動
生
成
し
た
ん
だ
ろ
う
な

 
ま

は
あ
ま
り
探
索
し
て
な
い
か
ら
知
ら
な
い
け
ど

と
キ
リ
カ
は
話
を

切

た
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と
も
あ
れ
カ

デ

ナ
ル
に
は
フ

ル
ド
の
自
動
生
成
と
浮
遊
城
に
し
た
よ
う
な

壊

シ

ク
エ
ン
ス
を
行
う
権
限
が
あ
る

・ク
・エ
・ス
・ト
・の
・た
・め
・な
・ら

フ

ル
ド

壊
は
仕
方
な
い
出

と
し
て
行
う
と
思
う

 
で
も
問

は
そ
こ
か
ら
だ
な
と
先
に
進
み
な
が
ら
彼
は

う

も
う
予
想
を
上
回
り
過
ぎ
て

こ
ち
ら
と
し
て
は

き
手
に
回
る
ば
か
り
だ

カ

デ

ナ
ル
に
は
エ
ラ

や
不

合
を
修
正
す
る
機
能
と
し
て
メ
イ
ン
と
サ
ブ
の
コ
ア
が
存

在
す
る

や
物
流
の

整

Ｍ
ｏ
ｂ
の

き
の

整
を
す
る
シ
ス
テ
ム
だ

あ
あ

そ
れ
は
知

て
る
よ

リ

フ

ち

ん
達
が
来
た
時
に
話
し
て
た
事
だ
よ
ね

そ
う

そ
の
時
は

メ
イ
ン
と
サ
ブ
は

い
に
錯

を
修
正
し
合
う

と
話
し
た
け
ど

密
に
は
違
う

メ
イ
ン
は
人
の
影

を
反

し
た

を

サ
ブ
は

の
み
の

が
行
わ
れ

て
る

ど
う
違
う
の

メ
イ
ン
は
最
大
値
か
ら
最
小
値
の
振
れ

を
許
容
し
そ
の
ま
ま
進
行
す
る

サ
ブ
は
必
ず

平

値
を

き
出
す

サ
ブ
の
平

値
を
見
て

メ
イ
ン
も
平

値
に
近
付
け
よ
う
と
修
正
す

る

ポ

プ
の

り
を

そ
う
と
す
る

き
を

え
れ
ば
い
い

自

作

と
い
う
や
つ
だ
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あ

な
る

ど

 
フ

ル
ド
全
体
に

な
く
配

さ
れ
た
Ｍ
ｏ
ｂ

数
で
は
な
く
プ
レ
イ

に
配
分
さ

れ
る
経
験
値

が
エ
リ
ア
ご
と
に
同
程

に
な
る
よ
う
に

さ
れ
た
配

の
さ
れ
方

し
か

し

に
近
い
方
が
必
然
的
に
経
験
値

が
さ
れ
や
す
く

遠
い
方
が
さ
れ
に
く
く
な
る
た
め

あ
ま
り

り
が
さ
れ
な
い
エ
リ
ア
だ
け
限

的
に

き
が
速
く
な
る
こ
と
が
あ
る

そ
れ
は
メ

イ
ン
コ
ア
が
サ
ブ
コ
ア
の
経
験
値

の
平

を
参

に
追
い
付
こ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ

と

彼
は

て
い
る
の
だ

今
思
う
と
カ

デ

ナ
ル
の
メ
イ
ン
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

サ
ブ
が
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

を

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
な

ア

プ
デ

ト
の

作
は

理

で
す
る
も
の
だ

た

だ
か
ら

そ
う

わ
れ
れ
ば

そ
う
か
も

と
も
あ
れ
機

的
な
演

や

理
だ
け
が
行
わ
れ
る
サ
ブ
が

る
か
ら
こ
そ
破
壊
さ
れ
た

フ

ル
ド
は

に

ら
な
い

カ

デ

ナ
ル
・
コ
ピ

自
体
が
ゴ

サ
イ
ン
を
出
し
た
ク
エ

ス
ト
な
ら

更
だ

自
身
で
修
正
を
す
れ
ば
矛
盾
を
引
き

こ
す

矛
盾
を

こ
せ
ば
自
己

壊
を

き
た来

す

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

実
な
サ
ブ
コ
ア
が
動
い
て
る
限
り
破
壊
は

き
得
て
破
壊
後



 第二十七章 〜自然の洗礼〜

の
修
正
は
さ
れ
な
い

然
デ

タ
の
バ

ク
ア

プ
も
出
来
な
い

だ

バ
い
じ

な
い

あ
あ

バ
い

 
新

ク
エ
ス
ト
の
展
開
に
よ

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
全
て
が

壊
し
て

し
か
も

せ
な
い
と
な
れ
ば

ユ

ミ
ル

は
大
き
な
バ

シ
ン
グ
を
喰
ら
う
に
違
い
な
い

れ

と
分
か

た
と

て

も

場

へ
の
ヘ
イ
ト
が
全
て
消
え
た
わ
け
で
も
な
い

こ
の
ま
ま
放

し
て
は
大
変
な
事
に

な
る
だ
ろ
う
と

思
わ
ず
慌
て
て
し
ま
う

く
は
か

に

絡
し
な
い
と

に

が
し
て
る

大

の
一
点

り
だ

た

 
し
か
し
彼
は

静
に
そ
う

た

ど
こ
か
む
す

と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
気
の

せ
い
だ
ろ
う
か

ま

が
気
付
い
た
ん
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル

の
方
も

付
い
て
い
る
ん
じ

な
い
か
な

そ
う
な
の
か
な

少
な
く
と
も
今
は

よ
り

士
や

場
と
親
し
い
し

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
の
活
動
期
間

も
あ

ち
の
方
が
上

コ
ン

ル
を
動
か
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
見
え
る

点
も
あ
る

ヴ

ル
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グ
ン
デ
に
入

た

り
か
ら
想
定
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
ぞ

一

郷
を

え
た

フ

ン
ブ
ル
ヴ

ト
は
ラ
グ
ナ
ロ
ク
の
前
に
三

れ
る
冬
を
意
味
し
て
る
古
ノ
ル
ド
語
ラ

グ
ナ
ロ
ク
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
は

同
様
知

て
る

だ

ん

ち
な
み
に
キ
リ
カ
君

ど
う
や

て
北
欧
神
話
の
事
を

リ

姉
は
神
話
マ
ニ
ア
だ
か
ら
そ
の
本
を

り
た
事
が
あ
る

今
は
ネ

ト
に
直

だ

し

な

 

と
哀
し

に

ん
で

彼
は
前
に
向
き
直

た

 
流

に
無
神
経
過
ぎ
た
か
と
反

す
る

彼
の
場
合
ど
ん
な
話
が
地

に
な
る
か

が
分

か
ら
な
い

リ

フ

と
の
話
は
大

地

に
な
る
事
は
分
か

て
い
る
が

 

そ
う
い
え
ば

二
人

て
あ
れ
か
ら
な
に
か
話
を
し
て
る
の
か
な

 
少
年
の
後
を
追

て
い
る
と
そ
う
思

が

ん
だ

人
間
と

と
い
う
種

の
部
分
を

慮
し

て
か
キ
リ
カ
の
近
く
に
は
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
が

る
事
が
多
く
リ

フ

は
少
な
い

し
か

し
義
弟
想
い
な
彼
女
の
事
だ
時
間
が
出
来
た
ら
す
か
さ
ず
対
話
の
機
会
を
持
つ

体
的
に

ど
う
と
い
う
話
を

い
て
い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
く
ら
い
デ
リ
ケ

ト
な
話

だ

キ
リ
カ
の
事
は
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少
な
く
と
も
私
が
お
い
そ
れ
と
触
れ
て
い
い
話
で
は
無
い

 

そ
う

え
て
後
を
追
お
う
と
し
た
直
後

天
と
雪
の
白
さ
を
合
わ
せ
た
空
か
ら
蒼
白
く

い

か
が

来
し
た

 
見
れ
ば
一
つ
目

の
空

ぶ
モ
ン
ス
タ

彼
目
掛
け
て
一
直
線
に

ん
で
き
て
い
る

キ
リ
カ
君

上

 

え
事
を
し
て
い
て
気
付
く
の
が

れ
た
彼
は
し
か
し
流

の
反
応
速

を
以
て

打
を

き

み

か
ら
が

り
と

ま
れ
る
の
を

止
し
た

キ
キ

 
と

い
て

ん
だ
モ

ン
ス
タ

を
後
ろ
に
後
退
し
な
が
ら
黒
の

手
剣
で
斬
り
付
け
更
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
て
か
ら

離
を
取
る

キ
キ

キ
キ

 
気
付
け
ば

上
一
面
に
蠢
く
蒼
白
い
一
つ
目

の
モ
ン
ス
タ

達

今
は
二
人
だ
が
ス
テ

タ

ス
的
に
も
マ

ジ
ン
は
キ
チ
ン
と
取

て
い
る
か
ら
問

無
い
だ
ろ
う

 
問

は
思

た
以
上
に
高

制
限
が

し
く
設
定
さ
れ
て
い
て
現
在

べ
な
い
状
況
に
あ
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る
点
だ

上
手
く

足
場
に
出
来
れ
ば

う

そ

 
し
か
し
彼
に
と

て
は
大
し
た
問

で
は
無
か

た
よ
う
で
攻
め
あ
ぐ
ね
て
い
る
私
を

い
て
一
人
剣
と

と

撃
を
武
器
に

び
回
る

い
モ
ン
ス
タ

達
を
足

に
し
て
は
空
中
を

び
回
り

滅
し
て
行

て
い
る

で
呼
び
出
し
た
武
器
や
盾
を
足
場
に

離
を
取

る
個
体
に
追
い

る
様
は
味
方
と

え
ど
恐
ろ
し
い

 
正
直
私
の
出
る
幕
が
無
い

と
い
う
か
あ
ん
な
ア
ク
ロ
バ
テ

ク
な
動
き
は
出
来
な
い
い

く
ら

値

先
で
も
無
理
だ

 

に

を
斬
り
裂
い
て
は
残
る
モ
ン
ス
タ

を
足

に

び
斬

て
は

び
を

り
返
し

て
い
く
キ
リ
カ

 
だ
が
私
だ

て

も
し
て
い
な
い

で
は
無
い

流

に
無
傷
と
は
い
か
な
い
ら
し
く
時

み
付
き
攻
撃
が

た
事
で

が

て
お
り

そ
れ
が

み
重
な
る
と
無

出
来
な

い
ダ
メ

ジ

と
な
る
の
で

回
復
に
専
念
し
て
い
た

 
そ
ん
な

か
ら
す
れ
ば

与
え
た
ダ
メ

ジ
を
無
か

た
事
に
さ
れ
る
行

を
無

さ
れ
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る

も
無
く

残

て
い
る

の

ば
く
か
が
私
の
方
に
の
ろ
の
ろ
と
や

て
来
た

 
そ
れ
を
見
て

ん
と

に

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
銀
の

剣
レ
イ
グ
レ
イ
ス
の

に

手
を
掛
け

じ

り

ん

 
と

高
く

き
払
う

手
だ
け
で
地
面
と
水
平
に
構

え

手
は
体
の
横
で

か
せ
る

ア
ル
ゴ
の
攻
略
本
で
知

た
こ
の
構
え
は
見
る
人
に
よ

て
は
フ

ン
シ
ン
グ
の
そ
れ
に
見
え
る
だ
ろ
う

 

な

ア
ス
ナ

き
の
人
の
フ

ン
シ
ン
グ
の
構
え
が
ど
う
し
て

身
を

前
に
し
て
る
の
に
わ
ざ
わ
ざ
手

を
返
す
構
え
を
し
て
る
と
思
う

 

裏
で

く

彼
と
の
会
話

 
攻
略
も
八
十
層

に
上

た

た
ま
た
ま

き
し
て

の
鍛

を
一
緒
に
し
た
時
の

話
だ

 
安
物
の

剣
を
構
え
る
黒

黒
髪
の
少
年
は
不

に

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
そ
う
問
う
て
き

て
私
は
そ
の
時
突
き
や
す
い
か
ら
で
は
な
い
の
か
と

た

事
実

じ

た

や

の

転
力
を

す
れ
ば

だ
け
の
突
き
よ
り
速
く
突
き

か

た

リ
ニ
ア

の
構
え
と
攻

撃
が
そ
れ
だ

た

 

そ
の

り
だ

と
彼
は

た
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掛
か

て
き
な
さ
い

ウ
ン
デ

ネ
の
ヒ

ラ

だ
か
ら

て

め
て
る
と

キ
キ

 

を
ぐ

と
開
け
て
真

な

内
を
晒
し
つ
つ

び
か
か

て
き
た
一

の
中
心
を

つ
よ
う
に
教
え
ら
れ
た

り
の

そ
し
て
私
自
身
が
鍛
え
て
き
た
神
速
の

突
を
放

た

 

内
が
ク
リ
テ

カ
ル
だ

た
よ
う
で

剣
に
よ
る
一
撃
な
が
ら
も

は
全
損

蒼
い
結

へ
と

た

一

で
終
わ
る
わ
よ

 
こ

ち
だ

て
数

の
強

を

手
に
指

を

り
時
に
は
自
ら
の

剣
で

を

て
き

た
剣
士

二
つ
名
を

し
て
い
る
一
人

こ
の
程

で
負
け
て
や
る

ど

私
ア
ス
ナ
は
弱
く
な

い 

い
呼
気
と
共
に

私
は
閃
光
と
な

て

へ
と
斬
り
進
ん
だ

 

り
出
す
攻
撃
は
突
き

く

り
と
開
か
れ
た

内
の
中
心
点
を

ち
な
が
ら
突
き
進
む

に
一
撃
あ
る
い
は
二
撃
で
モ
ン
ス
タ

を
仕

め
て
い
き
数
分
後
に
は
空
中
に
漂

て

い
た
モ
ン
ス
タ

の

れ
も
完
全
に
い
な
く
な

て
い
た

ど
う
や
ら
倒
し
き

た
ら
し
い

あ

れ
た
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お

れ
様

ア
ス
ナ

あ

う
ん

キ
リ
カ
君
も
お

れ

 
近
寄

て
来
た
少
年
に
向
け
て

手
を
掲

る
と
き

と
ん
と
し
た
表
情
で
小

を

ら

れ
て
し
ま

た

そ
の
後
に
同
じ
よ
う
に

手
を
上

て
き
て

掌
を
合
わ
せ
る

あ
は
は

ん
 
ハ
イ
タ

チ
の
つ
も
り
で
手
を
向
け
た
の
だ
け
ど
ど
う
や
ら
彼
に
は
伝
わ
ら
な
か

た
よ
う

だ

そ
れ
が
ち

と
だ
け
面
白
く
て

う
と
更
に

を

て

そ
れ
が
ま
た

い
を
誘
う

 

だ
か
本

に

と

べ
て

く
な

た
感
じ
が
し
た

そ
れ
に
し
て
も
ア
ス
ナ

だ
か
剣

き
が
異
様
に

く
な

て
た
な

ま
さ
か

剣

で
一
撃
が

ど
と
は

あ

う
ん

流

に
私
も
ビ

ク
リ
し
た

ま
さ
か
一
撃
と
は
ね

流

は
バ

サ
ク
ヒ

ラ

だ

な

で
す

て

 
と
い
う
か

そ
れ

て
ウ
ン
デ

ネ
な
の
に
前
衛
ビ
ル
ド
だ

か
ら
付
い
た
二
つ
名
で
し

 
だ

た
ら
ラ
ン
ち

ん
だ

て
同
じ
だ
よ
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指

を

る
事
が
多
い
ア
ス
ナ
だ
か
ら
こ
そ
前
衛
に
出
る
の
は
お
か
し
い
み
た
い
な
認
識
ら
し

い
ぞ

 

そ
れ

 
と

き
の
声
を
上

る
と

あ
は
は
は
と
キ
リ
カ
は

た

 
ち

と
二
つ
名
の
付
け
方
が
理
不

で
は
な
い
か
と
不

に
思
う
が

ま

彼
が

た
の
だ
か
ら

今
は
良
し
と
し
よ
う

決
し
て
認
め
た

で
は
な
い

さ

そ
ろ
そ
ろ
行
こ
う

今
回
の
探
索
で
ダ
ン
ジ

ン
の
生
息
モ
ン
ス
タ

と
特
徴

ト

ラ

プ
の
種

く
ら
い
は

さ
え
て
お
き
た
い

あ
あ

そ
う
だ
ね

う
ん

了
解

 
や

り
集
め
た
い
情
報
多
い
ね
と
ち

と
だ
け
苦

を
浮
か
べ
彼
を
追

て
探
索
を

再
開
し
た

  
ご
く
ご
く
と

手
で

む
よ
う
に
し
て
持

て
い
る
カ

プ
の
中
身

れ
立
て

か

か

の
ミ
ル
ク
テ

を

に

み

こ
く
り
と

み
下
す

は

る

 

か
い

体
が
体
を

か
ら

め
て
く
れ
る
の
を
感
じ

く
リ
ラ

ク
ス
出
来
る
と
思

て
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か
無
意
識
に

に

に

な
声
と
共
に
ぐ
で

ん
と

に
突

す

 
お
よ
そ
二
時
間

ど
掛
け
て
フ

ル
ド
全
体
を

が
ギ
リ
ギ
リ
使
え
る

は

で

び

無
理
な
と
こ
ろ
は
歩
き
回

て
マ

プ
に

し
い
場

の
マ

ク
を
し

と
戦

て
取
得
ア
イ

テ
ム
や
ら
経
験
値
や
ら
攻
撃
方
法
や
ら
の
デ

タ
を

取
し
も
う
ど
う
せ
な
ら
ダ
ン
ジ

ン
を

一
つ
ク
リ
ア
し
よ
う
と
転

か
ら
見
て

に
あ

た
手
近
な

へ
と
ア
タ

ク
を
仕
掛

け
多
数
の
Ｍ
ｏ
ｂ
が

く
中
ボ
ス
戦
を
突
破
し
た
果
て
に

か
の

を
成
果
に
空

へ
と
帰

て
来
た
私
は

ヘ
ト
ヘ
ト
に
な

て
エ
ギ
ル
さ
ん
経

の

で

ち

い
て
い
た

 
我
な
が
ら
無

を
し
た
な

あ
の
時
の
テ
ン
シ

ン
は
多
分
ワ

ク
ホ
リ

ク
ハ
イ
だ

た

ん
だ
ろ
う
な

と
思
い
な
が
ら

ミ
ル
ク
テ

の
カ

プ
を

け
る

 
成
果
の
報

は
キ
リ
カ
が
行

て
い
た

二
時
間
も
ぶ

け
て
歩
い
た
上
に
デ

タ

取
も

ど
彼
が
し
て
い
て

れ
を
見
せ
て
い
な
い
の
は

だ
か
ら

れ
知
ら
ず

と
い
う
部
分
以

外
の
も
の
も

し
て
い
る
だ
ろ
う

も
う

を
一
つ
ク
リ
ア

し
ち

た
ん
だ
ね

勢
い
に
引

ら
れ
て

つ
い

ま

情
報

を

ん
で
る
オ
レ

ち
と
し
て
は
新

な
情
報
を
大

に
入
手
出
来
る
か
ら
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し
い
ん
だ
け
ど
サ

よ
く
ま

あ
ん
な

い

で
動
き
回
れ
た
ナ

 
ユ
ウ
キ
と
ア
ル
ゴ
を
始
め
全

か
ら

れ
の
目
を
向
け
ら
れ
て
し
ま
い
私
は
カ

プ
に

を

付
け
つ
つ

こ
ま

て
し
ま
う

ま

そ
れ
は
い
い
と
し
て

の
中

に

大
な

か

い
か
に
も
な
感
じ
だ

な
今
ま
で
の
流
れ
だ
と
恐
ら
く

を
巡

た
果
て
に

を
動
か
す

が
あ
る
の
で
す
よ
ね

あ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど

 
エ
ギ
ル
と
シ
リ
カ
の
二
人
の
会
話
に
キ
リ
カ
が

り

み
こ
れ
を
見
て
く
れ
と
全

に
マ

プ
情
報
を
共
有
し
た

 
マ

プ
に
は

し
い

に
蒼
い
サ

ク
ル

入

て
は
い
な
い
が

し
い
入
り

が
あ
る
場

に
紅
い
マ

カ

を
付
け
て
お
り

探
索
済
み
の

に
は
蒼
い
マ

カ

が
付
い
て
い
た

こ
の
中

の
サ

ク
ル
が

な
ん
だ
け
ど

こ
の

三
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
ン
が

て
た

事
実

と
ア
ス
ナ
で
攻
略
し
た
方

の
ラ
イ
ン
は
攻
略
後
は
光

て
た
か
ら
あ
と

二
つ
は

を
攻
略
し
な
き

い
け
な
い
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む

む

つ
ま
り
今
後
も

を
攻
略
す
れ
ば
今
回
は
あ
の

が
動
力
を
得
て
動

く
ん
じ

な
い
か

て
事
だ
ナ

お
そ
ら
く

と
は

え
三
つ
全
部
攻
略
し
て
も
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
時
と
同
様

番
ボ
ス

を
倒
さ
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
け
ど

べ
な
い
か
ら
な

地
上
戦

つ

さ
に

え
ら

れ
る
メ
ン
バ

じ

な
い
と
か
な
り
キ
ツ
い

Ｍ
ｏ
ｂ
も
結
構

ん
で
た
し

の
方
に

は
強
そ
う
な
ド
ラ
ゴ
ン
も
い
た
し

う
へ

 
あ
の

さ
の
中
で

Ｍ
ｏ
ｂ
に

意
し
な
が
ら
二
つ
の

を
攻
略
し

つ

番
ボ
ス
と

戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
に

し
他
の

も
予
想
出
来
た
よ
う
で

そ
う
な
声
を
上

る

結

性
バ
フ
の

魔
法
と

備
種

に
よ
る

性
の
三
重
掛
け
に
加
え
て
私
自
身
も

さ

に
強
い
方
で
あ
れ
だ
け

く
感
じ
て

だ
と
思

た
の
だ
か
ら

に
撤
退
し
た

は
も

と

だ
ろ
う
な
と
思
う

悪

け
ど
よ

は
パ
ス
さ
せ
て
も
ら
う

は
サ
ラ
マ
ン
ダ

だ
か
ら

結
系
の

性
が

マ
イ
ナ
ス
値
な
ん
だ

に

く
感
じ
ち
ま
う
場

だ
と
足
手

い
に
な

ち
ま
う

も
サ
ラ
マ
ン
ダ

だ
か
ら
パ
ス
す
る
よ
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す
み
ま
せ
ん
私
も
パ
ス
さ
せ
て
下
さ
い

私
も
ピ
ナ
も
あ
の

さ
と
風
の
中
で
は
動
け
そ

う
に
あ
り
ま
せ
ん

 
ク
ラ
イ
ン
ジ

ン
シ
リ
カ
の
三
人
が

退
す
る
事
を

切
り
に

さ
に
弱
い
か
ら
動
け

な
さ
そ
う
と

て

退
す
る
メ
ン
バ

が

出

状
氷

フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ

の
探
索
に

た
る
メ
ン
バ

は

最
終
的
に
キ
リ
カ

私
ア
ス
ナ

ユ
イ

リ

フ

ユ
ウ
キ

シ
ノ
ン

サ
チ

フ

リ
ア
の
八
人
に
な

た

パ

テ

最

大
人
数
よ
り
一
人
多
い
が

そ
こ
は
ユ
イ
が
ピ
ク
シ

に
な
る
事
で
解
決
さ
せ
る

 
ち
な
み
に
ウ
ン
デ

ネ
で
あ
る
シ
ウ
ネ

は
ダ
イ
ブ
時
間
が
残
り
少
な
く
な

て
い
た
の
で

外
 
ラ
ン
は
ジ

ン
ケ
ン
で
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

に

れ
た
た
め

で
情
報
収
集
を
す
る

に

入

た

そ
の

情
報

の
中
に
は
キ
リ
ト
に
つ
い
て
も

ま
れ
て
い
る

に
し
て
も

分
以
上
が

退
す
る

て

中

だ
よ
ね

 
加
え
て

い

か
ら

い

に
い
き
な
り

動
し
た
事
を

慮
し
て
も
初
手
で

全

撤
退
を

ぶ

ど
の

さ
は

い
よ
い
よ

常
で
は
無
い
事
が

い
知
れ
る

 
も
し
か
す
る
と
浮

中

に
あ
る
あ
の

は
高

制
限
だ
け
で
な
く
あ
の

の

境
を
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も

し
て
い
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
よ
く
よ
く

え
れ
ば

な
の
だ

エ
リ
ア
を
攻
略
す
る
の
に

し
て
あ
る
程

の
属
性

性
や

状

異
常

性
バ
フ
の

備
を
し
て
お
く
と

な
事
は
あ
る
が
こ
こ
ま
で
攻
略
に

を
き
た

す
程
に
必
要
に

ら
れ
る
事
は
今
ま
で
無
か

た

仮
に

境
が
あ
の
ま
ま
の
場
合
ボ
ス
戦
に

は
一
パ

テ

で

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
か
も
あ
の

は
高

制
限
が

い

で
発

生
す
る
た
め

に

べ
ず
つ
ま
り
エ
リ
ア
ボ
ス
戦
も
ま
と
も
に
出
来
な
い
状

だ

風
も
強
い

の
で

手
と
し
て
も
か
な
り

い

 
だ
か
ら
あ
の

に
あ
る

は
も
し
か
す
る
と

境
を
更
に

悪
な
も
の
に
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か

と
い
う

え
を
推

と
共
に

間
に
話
す

 
他
の

は

攻
略
が
出
来
な
い
間
に
出
来
る
事
を
し
よ
う
と
決
め
た
よ
う
で
情
報
収
集
や

お

の
経

ク
エ
ス
ト
の
消
化
な
ど
を
す
る
た
め
出
払

て
お
り
現
在
エ
ギ
ル
さ
ん
の

に
は
攻
略
へ

え
る
メ
ン
バ

し
か
残

て
い
な
い

 
そ
の

の

テ

ブ
ル
に

き
私
の
予
想
を

て

い
て
い
た
キ
リ
カ
は
私
が
話
し

終
え
る
と
同
時
に

を
組
み

に
手
を

て
て

え

み
始
め
た

彼
が

す
る
時
の
ク
セ

だ

ど
う
や
ら
私
の

え
は
一

に
値
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
ら
し
い
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確
か
に

の
攻
略
で
動
力
を
切
る
と
い
う
意
味
で

え
れ
ば
辻
褄
が
合
う

あ
そ
こ

の
風
は
異
様
に
強
か

た
し

風
向
き
も

を
中
心
に
し
て
吹
い
て
い
た
気
が
す
る
か
ら
な

風
向
き
な
ん
て

べ
て
た
ん
だ

風
に

し
て
る

と

ん
で
た
か
ら
な

そ
れ
に
攻
略
に
必
要
な
情
報
は
自
然

境
の
時

も
あ
れ
ば
時
に
は
神
話
や
伝
承
の
時
も
あ
る

実

ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
だ

て
古
い
伝
承
が

に
な

て
る
か
ら
な

 
ユ
ウ
キ
の
疑
問
に
そ
う
返
し
た
彼
は
二
人
以
外
に
は
不
人
気
な
風
味
の
お

に

を
付
け
た



 第二十八章 〜雪下の黒猫〜

 
第
二
十
八
章
 

雪
下
の
黒
猫

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
サ
ブ
タ
イ

り
オ

ル
サ
チ

点

 
文

数
は
約
九
千
文

場
繋
ぎ
と
い
う
か

線
と
い
う
か

る
し
て

 
で
は
ど
う
ぞ

  
さ
く
さ
く
と

に
う

す
ら
立
つ

を

み
し
め
る

 

う
と
息
を

け
ば
白
い

が

か
ら

き
出
さ
れ
た

逆
に

え
ば
仮
想
の

い

い
に

気
が

す
る

の
中
も
結
構

え
し
て
る
ね
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備
の
新

と
ア
イ
テ
ム
の
補

を
終
え
た
私
達
は
七
人
パ

テ

ピ
ク
シ

ユ

イ
の
八
人
で

状
氷

フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ

へ
と

り
出
し
た

結

性
バ
フ
の

魔
法

飾
品
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
の
三
重
掛
け
に
加
え
て

手
の
コ

ト
を

て
も

か

た
雪
原
を

歩
き

キ
リ
カ
と
ア
ス
ナ
が
マ

ク
し
た
中
の
最
後
の

へ
と
足
を

み
入
れ
る

 
入

た
感
想
は

え
す
る
と
い
う
も
の
だ

外
の
よ
う
に
吹
き

れ
る
風
が
無
い
の
は

い
だ
が

内
外
で
の
空
気
の
や
り
取
り
が
あ
る
の
で

風
は
あ
り

や

か
ら
は

た
い

空
気
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
て
し
ま
う

 
器

な
作
業
が
出
来
る
よ
う

手
だ
が
し

か
り

さ
を

ぐ
手

を
し
て
い
て
も
指
先
は

か
じ
か
み
そ
う
な

た
さ
を

び
て
い
る

こ
こ
ま
で
対
策
し
て
も
ま
だ

い
と
な
る
と
攻
略
を

投

出
す
人
が
多
く
出
る
だ
ろ
う
な

と
思

た

あ
は
は
で
も
戦

て
る
と

時
の
間
に
か
気
に
な
ら
な
く
な
る
よ

私
も
外
で
戦

て
た
ら

時
の
間
に
か

く
な
く
な

た
か
ら
ね

そ

か

 
流

は
バ

サ
ク
ヒ

ラ

と
心
の
中
だ
け
で

い
て
お
く

 

ど
の
人
は
戦
闘
に

中
し
て

さ
を
忘
れ
る
よ
う
な
事
は
無
い
と
思
う

的
常
識
人
な
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ア
ス
ナ

彼
女
だ
が

や
は
り
最
初
期
か
ら
攻
略
組
に

た
だ
け
あ
る
人
物
だ

ち

と

た

 
そ
の
時
先

に
立

て
い
た
キ
リ
カ
が

し

に
声
を
上

た

う方
う

を
見
て
い
た
メ
ン

バ

が

線
を
少
年
へ
と
向
け
る

 
少
年
の

線
は
真

直
ぐ
最

へ

く

の
回
廊
に
向
け
ら
れ
て
い
た

人
工
物
で
あ
る

内
部
は

え
す
る

に
や
ら
れ
そ
こ
ら
中
に

を
作

て
い
る
が
そ
れ
は

に
進

む

ど
少
な
く
な

て
い
る
よ
う
に
見
え
る

そ
し
て
入
り

か
ら
見
え
る

内
で
は
回
廊

の

に
一
定
間
隔
で
立

て
い
る

の
影
を

め

モ
ン
ス
タ

の

は
無
い

 
な
ら
プ
レ
イ

キ
ラ

の

ち

せ
か

と

え
て
い
る
と

彼
が
行
動
を
始
め
た

 
き

ろ
き

ろ
と

線
を
迷
わ
せ
た
彼
は

と

の
一
本
に

線
を
止
め
た

手
に

て
い
た
黒
の

手
剣
を
正
眼
に
構
え
る

同
時
に

で
少
し
⻑
め
の
ス

ル
ワ

ド
が
組

み
立
て
ら
れ
剣
の
切

先
か
ら
黒
色
の

が
五

出
現
し
た

文
や
ス
キ
ル
に
よ
る

ハ
イ
デ

ン
グ
を

破
す
る
べ
く

サ

チ

で
あ
る

た
ち
を

し
た
の
だ

 

か
な
剣
の
振
る
い
を

け

五

の

は

か
な

を
付
け
て
放

状
に

を
進
み

う
ち
一

が

キ
リ
カ
が
正
面
に

え
て
い
た

の
影
に
突
入
し
た
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と

色
の
光
が
広
が
る

 
サ

チ

が
消
滅
し
そ
の

に
出
現
し
た

色
の
空
気
の

が
た
ち
ま
ち

け

れ
る

よ
う
に
消
え
た

あ
 
そ
こ
で

を

が
さ
れ
た
プ
レ
イ

の

か

い
声
が

こ
え
た

 
さ

と

線
を

れ
て
い
た
プ
レ
イ

に

ら
せ
る

⻑
い

髪
に
は
光

が
見
え
る
事
か

ら
種

は
レ
プ
ラ
コ

ン

ヘ

ド
ド
レ
ス
と
ワ
イ
ン
レ

ド
色
の
コ

ト

の

に
は
同
じ

飾
の
片
手
直
剣
が

ら
れ
て
い
る

備
の
グ
レ

ド
は
か
な
り
高
い

カ

ル
横
に
ゲ

ジ
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が

ギ
ル
ド
タ
グ
は
無
い

 
と
い
う
よ
り

彼
女
は

れ

レ
イ
ン

 

最
初
に
反
応
を
示
し
た
の
は

ド
ブ
レ
イ
カ

を
逆
手
に

し
て
い
た
フ

リ
ア

だ

た

彼
女
は

間
の
中
で
レ
イ
ン
と
最
も
⻑
い
付
き
合
い
だ

た

に
反
応
を
返
し
た

の
は
あ
る
意
味

然
だ
ろ
う

あ
あ
は
は

見
付
か

ち

た
か

話
に
は

い
て
た
け
ど
ハ
イ
デ

ン
グ
が
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か
な
い

て
こ
う
い
う
事
な
ん
だ
ね

見
付
か

ち

た
か

じ

な
い
よ

 

事
が
あ
る
か
ら
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い

て

て
た
の
に
な
ん
で

る
の

い
や

流

に
四
日
も
経
て
ば

そ
の

事
も
終
わ
る
と
い
う
も
の
で
す
よ

じ

あ
な
ん
で
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
の
名
前
は
ず

と
ロ
グ
ア
ウ
ト
状

の
ま
ま
な
の
よ

追

不
可
設
定
に
し
た
ま
ま
だ

た
か
ら
か
な

あ
ん
た

て
や
つ
は

も
う

え
へ
へ

ご
め
ん
ね

フ

リ
ア
ち

ん

 

を
握
り
な
が
ら
苦

い
す
る
フ

リ
ア

 
そ
ん
な
彼
女
に

レ
イ
ン
は

わ

わ

い
な
が
ら

罪
し
た

レ
イ
ン
は

で

れ
て
た
の

 

合
い
と
見
た
か

剣
を
下

た
ユ
ウ
キ
が
レ
イ
ン
に
問
い
掛
け
た

こ
の

に
プ
レ
イ

が
近
付
い
て
る

て
気
付
い
た
か
ら
だ
よ

み
ん
な
だ
と
分
か

て

た
ら

れ
な
か

た
け
ど
ね

な
る

ど
ね
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レ
イ
ン
の

い
分
に

ユ
ウ
キ
は

得
の
声
を
上

た

 
ダ
ン
ジ

ン
に

ロ
で
潜

て
い
た
ら
そ
の
帰
り
道
に

に

を

わ
れ
た
と
い
う
話
は

に

が
無
い

三
刃
騎
士

と
て
一

で
は
無
い
事
は
シ
ウ
ネ

達
の
一
件
で
も
分

か

て
い
る

し
て
ハ
イ
デ

ン
グ
し
て
も
お
か
し
な
話
で
は
無
い

 
こ
れ
が
見
知
ら
ぬ

手
な
ら

そ
の
場
合

れ
て
い
た
方
は

を

す
る
が
レ

イ
ン
は

見
知
り
な
の
で

そ
の
必
要
は
無
い

 
空
気
が

か
に

し
た

ね

レ
イ
ン
さ
ん
は
も
う
こ
の

を
探
索
し
た
の

 
そ
こ
で
問
い
を
発
し
た
の
は
ア
ス
ナ
だ

た

ま
だ

ん

ん
だ
よ

そ
こ
の
回
廊
を
う
ろ
つ
い
て
た
騎
士
型
の
Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
し
た
と
こ
ろ
な

の
あ

だ
か
ら
モ
ン
ス
タ

が

な
い
ん
だ

 

得
を

き
再

に

く
回
廊
を
見

る

そ
れ
な
り
に

が
あ
る
回
廊
に
一
体
も
モ
ン

ス
タ

の
影
が
無
い
事
は
気
掛
か
り
だ

た
が
先
に
来
て
い
た
彼
女
が
倒
し
て
い
た
な
ら
説
明

が
つ
く
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じ

あ
さ

私
達
と
一
緒
に
行
か
な
い

え

い
い
の

ダ
メ
な
理
由
が
あ
る
の

う

ん

気
持
ち
は

し
い
け
ど

 
そ
う

て

レ
イ
ン
は

の

ぶ
れ
を
見

し
て
い
く

で
も
ア
ス
ナ
ち

ん
達

も
う
七
人
パ

テ

だ
よ

 
あ
と
声
を

ら
し
た
の
は

だ

た
か

数
え
れ
ば
確
か
に
七
人
の
フ
ル
パ

テ

な
の

で
レ
イ
ン
が
入
る
ス

ス
が
無
い

な
ら

が
ピ
ク
シ

に
な
ろ
う
か

 
そ
れ
な
ら
七
人
パ

テ

に
な
る

 
そ
こ
で
キ
リ
カ
が
そ
う

し
た

 
し
か
し

の

ぶ
れ
の
反
応
は

し
く
な
い

ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ピ
ク
シ

二
人

勢
と
も

な
れ
ば
索

と
戦
況
報

の
分

は
出
来
る
が
彼
は

手
剣
使
い
に
し
て
回

先
の
ラ
イ
ト

タ
ン
ク
の

を

て
い
る

タ
ン
ク
は
ヘ
イ
ト
を
一
心
に
集
め
て

を

弄
し
味
方
の
術

師
が

で
き
る
時
間
を

い
だ
り
他
の
前
衛
の
サ
ポ

ト
を
し
た
り
と
遊
撃
の

に
大
変

な

だ

の
代
打
が

し
い
ポ
ジ
シ

ン
で
あ
る
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そ
れ
な
ら
い

そ
ユ
イ
ち

ん
も
妖
精
型
ア
バ
タ

に
な

て
四
人
と
五
人
パ

テ

で

分
け
れ
ば
い
い
と
思
う
の
だ
け
ど

 
そ
う
代

を
出
し
た
の
は
リ

フ

だ

た

興
味
無
さ

に
会
話
の
輪
か
ら
外
れ
て
い
た
彼

女
は

そ
れ
で
も
し

か
り
と
話
を

い
て
い
た
ら
し
い

 
そ
の

は
す
ぐ
に

さ
れ
た

 
他
に
人
が
来
て
も
面
倒
な
の
で

キ
リ
カ
の
一
存
で

り
も
決
め
ら
れ
た

 

パ

テ

に
は
キ
リ
カ

ア
ス
ナ

フ

リ
ア

レ
イ
ン

 

パ

テ

に
は
リ

フ

ユ
イ

ユ
ウ
キ

シ
ノ
ン

そ
し
て

私サ
チ

 

あ

こ
れ
わ
ざ
と
分
け
た
な

 

り
を
発
表
さ
れ
た

間
そ
う
悟

た
の
は
私
だ
け
で
は
な
く
あ
ま
り
に
あ
か
ら
さ
ま
な

分
け
方
に

な

線
が
キ
リ
カ
に
集
ま

た
が
彼
は
集
ま
る

線
を

殺
し
さ

さ
と
三

人
を

れ
て
去

て
行

た

 
取
り
残
さ
れ
た
の
は

時
ぞ
や
の

せ

え
会
に

た
ラ
ン
以
外
の
四
人
と
浮
遊
城
よ
り

消
滅
し
て
か
ら
ず

と
義
弟
の
事
を

て
い
た

の
少
女
と
い
う

キキ
リリ
トカ
にに
とと
てて
恋

人弾
に

な
り
得
る
組
み
合
わ
せ
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て
い体

よ
く
追
い
払
わ
れ
た
わ
ね

 

に
手
を

て

息
と
共
に
リ

フ

は

肉
気
に
苦

し
た

キ
リ
ト
に
と

て
親
し
い

本
来
は
自
分
の
も
の
の

な
の
に

他
人
と
し
て
そ

れ
を
見
せ
ら
れ
る
か
ら

よ
ね

 

と
も

え
な
い
面
持
ち
で

う
シ
ノ
ン

ユ
ウ
キ
と
ユ
イ
も

後
ろ

で

が
見
え
な
い

リ

フ

も

そ
し
て

私
も

同
じ
面
持
ち
を
し
て
い
る
だ
ろ
う

る

無
い
ね

み
ん
な

キ
リ
カ彼

が

キ
リ
ト

の
時
か
ら
の

だ
か
ら

ど
ん
な
に
声
を
掛

け
て
も
届
か
な
い

大
切
に
思
う
気
持
ち
も

キ
リ
カ

自
身
に
届
か
な
い

 

と
息
を

き

ユ
ウ
キ
が
黒

の
切

先
を

に

ら
せ
た

い
い
え

届
い
て
い
ま
す
よ

で
な
け
れ
ば
こ
ん
な

分
け
に
な
り
ま
せ
ん

 
私
と
リ

姉
が
同
時
に
離
さ
れ
た
ん
で
す
よ
と

黒
の
フ

ド
コ

ト
を

う
ユ
イ
が
哀
し

に

た

届
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
苦
し
い
ん
で
す

か
つ
て
人
だ

た

と
変
わ
ら
な
い
も
の
を
向
け
ら

れ
て

思
い
出
し
て
け
れ
ど
も
う

れ
な
く
て

解
決
策
も
無
い
か
ら
苦
し
ん
で
い
る
ん

で
す

だ
か
ら
こ
ち
ら
へ
の
対
応
が
出
来
な
い
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キ
リ
ト
だ

た

と
変
わ
ら
な
い

で
も
彼
は

に
な
り
現
実
で
の
生
を

奪

さ
れ
て
し
ま

た

キ
リ
ト

と
し
て
の
己
も

る

自
身
は

キ
リ
ト

か
ら
す
れ
ば
第
三

者
に

し
こ
れ
ま
で
と
同
じ

に
な
る
事
は
あ
り
得
な
い

あ
り
得
な
い

な
の
に

キ
リ
カ
は

キ
リ
ト

の
過
去
全
て
を

け
継
い
で
い
る
せ
い
で
あ
り
得
て
し
ま

た

 
キ
リ
カ
の
過
去
は

在
り
方
は

念
的
に
矛
盾
し
て
い
る

 
ま

た
く
同
じ
人
間
な
ど
あ
り
得
な
い

そ
れ
を
破
壊
し
た
存
在
が

で
あ
り
キ
リ
カ
だ

た

本
来
な
ら

そ
の
苦
し
み
で
自
我

壊
を

こ
し
て
も
お
か
し
く
な
い
ん
で
す
よ

同

一
存
在

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
許
容
で
き
な
い
も
の
で
す
か
ら

 
同
じ
名
前
の
フ

ル
ダ
を
一
つ
の
フ

イ
ル
に
入
れ
ら
れ
な
い
事
と
同
じ
で
同
じ
存
在
の
人

間
が
一
つ
の
世
界
に
生
き
て
い
る
事

は

本
来
あ
り
得
な
い
も
の

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
ル

ル

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
と

て
の
絶
対
制
約

 

彼
は
そ
れ
を
自
ら
の
意
思
で
突
破
し
た
存
在
だ

と
ユ
イ
は

た

デ

タ
は
同

数
を
認
め
な
い

も
し
私
が
コ
ピ

さ
れ
れ
ば

い
を

対

と
認
定
し
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殺
し
合
う
で
し

う

キ
リ
カ
の
場
合
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
人
間
な
の
で
よ
り
複

で
す
が
根
本

は

一
性

を

守
す
る
事
で
す

一

が
二
人

る
事
を

許
容
し
な
い
の
で
す

 
人
間
の
意
思
が

在
し
な
い
な
ら
同

同

で
同

が
複
数
存
在
す
る
事
は
容
認
さ
れ

な
い

 
そ
れ
に

ら
せ
ば
キ
リ
カ
が

オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
の
存
在
を

が
り
な
り
に
も
許
容
し
そ
れ
ど
こ
ろ
か

一

た
り
と
も
キ
リ
ト
へ
刃
を
向
け
て
い
な
い
事
は

い

そ
異
常
だ
と

け
る

し
て
る
ん
で
す

あ
の
子
は

に

全
て
に
で
す
よ

サ
チ
さ
ん

 
彼
女
は
流
し
目
を
向
け
て
き
な
が
ら

そ
う

え
た

あ
な
た
と
の

を
保
ち
た
い

け
れ
ど
そ
れ
は
人
間
で
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
だ
新
た

に
キ
リ
カ
と
し
て

く
べ
き
だ

で
も
自
分
と
て
同
じ
キ
リ
ト
だ

そ
う
い
う

が

あ
ら

る
も
の
に

さ
れ
る

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
判
断
を
迷
わ
な
い

イ
エ
ス
か
ノ

一
か
ゼ
ロ

一
事
が
万
事
そ
う
な
る
よ

う
設

さ
れ
て
い
る
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で
あ
る

の
キ
リ
カ
は
そ
う
な
ら
ず
思

の
オ

バ

フ
ロ

も
来
さ
ず
迷
い
惑
い

苦
し
ん
で
い
る

彼
に
は
己
の
根
幹
に

ま
れ
た
コ

ド
よ
り

先
す
べ
き
人
間
だ

た

の
誓過
い去

が
あ
る

先
す
る
べ
き
も
の
が
あ
る
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
邂
逅
し
て
も
自
己
を
保

て

い
ら
れ
る

だ
が

し
か
し

そ
れ
で
全
て
を
流
せ
る
か
と
な
る
と

人
と
し
て

彼
は
許

容
出
来
な
か

た

 
一
か
ゼ
ロ
か

百
か
ゼ
ロ
か

そ
ん
な

極

で
整
然
と
し
た
も
の
で
は
な
い
判
然
と
し
な

い
あ
い
な
か中

の
状

し
て
い
る
か
ら
こ
そ

彼
は
苦
し
ん
で
い
る
と

う

け
れ
ど
彼
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ど
れ
だ
け

ん
で
も
桐

谷
和
人
に
は
な
れ
な

い

な
る
の
は

桐

谷
和
人

に
・

・く
・近
・し
・い

存
在

そ
れ
は

キ
リ
カ
が
求

め
る
モ
ノ
で
は
無
い
ん
で
す

彼
が
求
め
る
モ
ノ
は
記

に
あ
る
桐

谷
和
人
そ
の
も
の

な
の
だ
か
ら

 
求
め
て
い
る
光
が
あ
る

し
か
し
目
の
前
に
あ
る
の
に

む

の
手
は
他
人
が
持

て
い
る

自
分
で
は
手
に
入
れ
ら
れ
な
い

手
を
持

て
い
な
い
か
ら
だ

手
を
得
る
機

会
が
無
い
か
ら
だ

手

が
無
い
か
ら
だ

 
己
に
出
来
る
の
は

光
が
喪
わ
れ
な
い
よ
う
護
る
事
ば
か
り
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手

に
取
る
機
会
は

れ
な
い

 
た
だ

目
の
前
に
あ
る
光
を

遠
に

め
て
い
る
し
か
な
い

 
護
る
べ
き

か
な

は
そ
れ
そ
の
も
の
が
己
を
偽
物
と

え
る
事

に
他
な
ら
な
い

求
め
れ
ば
求
め
る

ど
強
く
思
う

ど
己
が
本
物
に
な
る
事
は
出
来
な
い
の
だ
と

感
さ

せ
ら
れ
る
の
だ

 

呼

そ
れ
は

そ
れ
は
な
ん
て

む
ご

い

 
思
わ
ず

に
出
た

 

も

そ
れ
を

め
な
か

た

  
感
傷
的
な
気
分
に

る
の
も
い
い
が

う

と
突

立

て
い
る

に
も
い
か
ず

く
し

て
か
ら
ダ
ン
ジ

ン
ア
タ

ク
に
私
達
も
動
き
出
し
た

 

の
回
廊
は

で
道
が
分
か
れ
て
い
て
彼
ら
は

に
行

た

外
に

に
行
け

と
い
う
事
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
に

い

の
道
を
進
ん
で
い
る

 

本
的
な
戦
い
方
は
ユ
イ
と
リ

フ

で
ラ
イ
ト
タ
ン
ク
と
し
て
ヘ
イ
ト
集
め
と
攻
撃
誘
導
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ユ
ウ
キ
と
私
は
ア
タ

カ

と
し
て
攻
撃

シ
ノ
ン
が
遊
撃
と
し
て

護
で
あ
る

 
今
私
達
が

対
し
て
い
る

は
三
体
の

骨
型
モ
ン
ス
タ

名
前
は
デ
モ
ニ

シ
・

サ

バ
ン
ト
・
ラ
ン
サ

 
三
体
の
中
で
最
も
手
前
に
い
た
ラ
ン
サ

に
ユ
ウ
キ
が
肉

し
た

二
回
の

ぎ
払
い

を
深
く

を

と
し
て
体
全
体
を

め
て
回

し
す
れ
違
い
様
に
蒼
光
を

た
剣

を
一

つ

き

ん
だ

空
き
の

へ
入

た
一
撃
は
そ
の
ま
ま

を
斬
り
裂
き

大
き
く

む

 
そ
こ
に
蒼
い
光
の
斬
撃
が
四
つ

き

ま
れ
た

 
先

の

骨
型
モ
ン
ス
タ

は
結

片
へ
と

た

ぐ
る
あ

ぐ
る

 
一
人
突
出
し
た
ユ
ウ
キ
に

か
ら
ラ
ン
サ

二
体
が
槍
で

た
ん
と

る

 

常
な
ら
リ

フ

と
ユ
イ
が
来
る
と
こ
ろ
だ
が
あ
の
二
人
は
背
中
を
合
わ
せ
る
よ
う

に

真
反
対
の
方
向
に
い
る

と

対
し
て
い
る

 

護
は
期

で
き
な
い

ユ
ウ
キ

を
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オ

ケ

 

け
な
が
ら
指
示
を
出
す

初

だ
か
ら
こ
そ
の

時
間

直
が
解
け
た
直
後
彼
女
は
く
る

り
と
反
時

回
り
に
回
り

剣
を
振
る
い

槍
を
止
め
た

 
そ
の
反
対

の
槍
は

私
が

り

み

止
め
る

 
ぎ
ぎ

と

の
浮
い
た

先
と

蒼
黒
い
片
手
直
剣
の
刃
が

ぎ
合
う

サ
チ

片
手
剣

ス
キ
ル

て
い
ま
ど
の

日
一
五

を
突
破
し
た
ば
か
り
だ
よ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
引
き
継
い
で
い
た
と
は

え
メ
イ
ン
で
使

て
い
た
の
は
⻑
槍
だ

本

で
の

練

も
そ
こ
ま
で
高
か

た

で
は
な
い
の
で
そ
ろ
そ
ろ

練

ブ

ス
ト

打
ち
に
な
る

合
い

 
と
は

え

片
手
剣

ス
キ
ル
に

し
て

え
ば

少
な
く
と
も
私
に
と

て
は

一

五

も
あ
れ
ば
十
分
だ

 

得
す
る

ド
ス
キ
ル
は

十

百
に

ぶ
が
プ
レ
イ

は
そ
の
中
か
ら
気
に
入

た

も
の
を
い
く
つ
か

び
あ
と
は

た
す
ら
反
復
練

を

り
返
す

引
き
出
し
が

ら
多
か
ろ

う
と
使
い
こ
な
せ
な
け
れ
ば
意
味
が
無
い

そ
ん
な
私
が
愛

し
た
剣
技
は

そ

練

一
五
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ど
で

う
も
の
ば
か
り

戦
況
を

く
り
返
す
よ
う
な

上大
剣
技技

は
限
ら
れ
る
が

実
さ
を

求
め
て
い
た
私
に
は

良
か

た

 
そ
の
意
思
を

み
取

た
よ
う
に

ユ
ウ
キ
が

な
ら
十
分
だ
ね

と

た

 
う
ん

と
私
は

き

槍
の

先
を

ら
せ

弾
く

や

 
そ
こ
か
ら
剣
を
振
り
か
ぶ
り

蒼
光
を

し
て
一
気
に
解
放

 
眼
前
の

目
掛
け
て

掛
け

斬
り逆
上風

時

回
り
に
回

た
勢
い
で
逆

そ
し
て
全
力

の
斬
り下
ろ
しを

放
つ

練

一
五

で

得
す
る
四

撃

ド
ス
キ
ル
バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ

ア

と
⻘
い
四

形
が
浮
か
び

空
間
に

け
て
消
え
る

 
ぐ
ぐ

と

骨
の

が
四

ど

れ
た

 
目
を

め

気
を
引
き

め
る

意
識
は

び
た
槍
に

ら
れ
て
い
る

 
技
後

直
が
解
け
る
と
同
時
あ
ち
ら
も

弾
時

け
反
り
か
ら
解
放
さ
れ
る

大
ダ
メ

ジ

の
ヘ
イ
ト
故
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

実
に
突

ん
で
き
た

 

突
の

道

く
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剣
を
翳
し

ら
す

ぎ

り

と
火
花
を

ら
し
な
が
ら

先
が

の
横
を
過
ぎ

た

ご

お

と
空
を
裂
く

が
生

し
い

 
ぶ
わ

と

な

が
流
れ
る
も
そ
れ
を
無

し
て
剣
を
振
り
上

大
き
く
槍
を

ね
上

る 
隙
が
生
ま
れ
た

 
上
に
振
り
上

た
剣
を
下
ろ
し
構
え
る

⻘
い
光
が

り

を

か
に
動
か
し
た
と
同
時

に
・剣
・が
・動
・い
・た

 
す
れ
違
い
様
に

ぎ
で
一
閃

 
振
り
返
り
つ
つ

の
背
後
を

び
な
が
ら
の
斬
り
上

で
二
閃

 

骨
の
前
へ
回
り
な
が
ら

を
斬
り
付
け
る
よ
う
な
斬
り
下
ろ
し
で
三
閃

 

に
対
し
て
背
中
を
見
せ
て

地
し

振
り
返
り
な
が
ら

へ
と

い
で
四
閃

 

を
三

的
に
動
き
な
が
ら
四
方
形
を
形
作
る
よ
う
に
し
て
斬
り
裂
く

片
手
剣

四

撃

ド
ス
キ
ル

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

四
方
へ
蒼
光
が
パ

と

て
消
え
た

 
こ
れ
で
五

た
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残
り
は
一

ぐ
る
る
あ

 
ま
た
同
時
に

直
か
ら
復
帰
し
た
後

デ
モ
ニ

シ

・
サ

バ
ン
ト
・
ラ
ン
サ

は

を
上

な
が
ら
槍
の

二

ぎ
を
放

て
き
た

 
こ
ち
ら
か
ら
見
て

か
ら

へ

か
ら

へ

ぐ
二

撃
の
う
ち
二
撃
目
で
こ
ち
ら
も

か
ら

へ
剣
を

ら
せ

槍
を

ら
せ
る
よ
う
剣
身
に

せ
て
か
ら
思
い
切
り
上
に
弾
く

 
槍
は
⻑
物
で
あ
る
が
故
に
リ

チ
と
い
う
強
み
を
持
つ
が
遠
心
力
が
大
い
に

く
の
で
取
り

回
り
が
し
に
く
い
代
物

よ
く

に
入
ら
れ
る
と
負
け
る
な
ど
と
い
う
事
を

く
が
そ
れ
だ
け

で
な
く

の
先

を
持

て
い
る
時
に
思
い
切
り
先

を
弾
か
れ
る
と
遠
心
力
の

で
大
き

な
隙
を
晒
す
事
と
な
る

弾
く
だ
け
で
も

な
集
中
力
を
要
す
る
が

れ
て
し
ま
え
ば

な
攻
撃
だ
か
ら

し
く
は
無
い

⻑
槍
は
自
分
の
得
物
で
も
あ
る
か
ら

に
見
切
り
や
す
か

た 

が
か

た

の
眼

に

る
蒼
白
い

が

い
た
よ
う
に
揺
れ
た
の
を
見
つ
つ
剣
を
振

る

た
勢
い
に
逆
ら
わ
ず

回
転
し
な
が
ら
剣
を
構
え
る

三

る
蒼
光
を
認
め
た
直
後
体

を
動
か
す
見
え
な
い
手
に
逆
ら
わ
ず
に
剣
を
振
る
う
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回
転
し
つ
つ
放
つ

ホ
リ

ン
タ
ル

横
一
閃

 
ば
き
り
と

な

を
立
て
て
骨
が
断
た
れ

骨
は
蒼
い
欠
片
と
な

て

た

 

界
の

に
あ
る
バ
ト
ル
ロ
グ
に
種

練

が
３

０
に
上
が
り
ま
し
た
と
い
う
表

記
が
出
た

こ
の
バ
ト
ル
ロ
グ
は
表
示
と
非
表
示
す
る
内
容
を

か
く
設
定
可
能
で
自
分
の
場

合
は

練

ア

プ

死
亡
と

生

取
得
ア
イ
テ
ム
と
コ
ル
の
三
つ
を
表
示
す
る
よ

う
に
し
て
い
る

経
験
値
は
メ
ニ

を
開
け
ば
ゲ

ジ
が
現
れ
る
の
で
非
表
示
に
し
て
い
る

だ
か
気
が
遠
く
な
り
そ
う
だ
し

気
も
差
し
そ
う
だ

た
か
ら

 
そ
れ
を
一

し
て

間
の
戦
況
に
目
を
や
る

 
ユ
イ
と
リ

フ

は
全
撃
弾
い
て
反
撃
を

き

ん
で
い
る

ま

た
く

弾
し
て
い
な
い
よ

う
な
の
で
彼
女
ら
が

れ
る
事
は
無
い
だ
ろ
う

シ
ノ
ン
も
見
事
な

を
以
て

制
し
て
い
る

 
ユ
ウ
キ
は

倒
し
た
と
こ
ろ
だ

た

 
ユ
ウ
キ
と
共
に
加
勢
し

一
分

ど
で
モ
ン
ス
タ

を
全
滅
さ
せ
る

 
小
さ
く
勝

を
祝
い
労
い
合

た
後
戦
闘
を

回
か

み
つ
つ
進
ん
で
い
る
と

の

最

で
よ
く
見
る
紋
章
が

り

ま
れ
た

を
発
見
し
た

ど
う
や
ら

の
ボ
ス
部

に

し
た
ら
し
い

部

の
前
に
は

も

な
い
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私
達
が
来
た
回
廊
の
反
対

に
も
道
は
あ
る

キ
リ
カ
達
も
遠
か
ら
ず
来
る

な
の
で
彼
ら

が
来
る
ま
で
の
間
は
小

止
を
取
る
事
に
な

た

 
私
は

に
背
中
を

け

ホ

ト
・
ポ

シ

ン

な
る

地

で
の

さ
を
和
ら

る

み
物
を
手
に

な
ん
と
な
く
重

な

を

め
る

 
い

た
い
ど
ん
な

が
出
て
来
る
の
だ
ろ
う

 

彼

は
こ
こ
を
攻
略
し
た
の
だ
ろ
う
か

 
二
つ
の
思

が

裏
に
浮
か
ぶ

 
フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
に
出

す
る
Ｍ
ｏ
ｂ
は

ア
イ
ス
・
ゴ

レ
ム

⻘
銀
色
の

を

た

ガ

デ

ア
ン
・
ナ
イ
ト
と
ガ

デ

ア
ン
・
シ

タ

か
し
い

骨
モ
ン
ス
タ

デ
モ
ニ

シ

・
サ

バ
ン
ト

シ
リ

ズ
が
主
だ

た

後
は

い
体
に
一
つ
目

カ
マ
キ

リ
の
よ
う
な
上

身
で

ぶ

目
が

大
化
し
た
空

ぶ
ト
カ
ゲ
な
ど
一
歩

る
も
の
ば
か

り

種

が
て
ん
で
バ
ラ
バ
ラ
な
た
め
弱
点
と
す
る
武
器

性
の
あ
る
物
理
属
性
も

論
バ

ラ
バ
ラ

そ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
武
器
を
取
り
換
え
る
事
は
ス
ト
レ

ジ
容

を

え
る
と
原

不
可
能
に
近
い
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そ
れ
を
可
能
に
す
る

の
存
在
は
自
然
属
性
や

武
器
の
一

攻
撃
が
無
く
て
も

十
分
反

的
で
あ
る

手
に

突

性
が
あ

た
時
を

慮
し
⻑
槍
の

え
と
し
て
片
手
剣

と

手

の
ス
キ
ル
も
鍛
え
て
い
る
か
ら

そ
う
感
じ
る

 
無
論

の
強
み
は

使
い
手
に
よ

て
大
き
く

さ
れ
る

 
同
じ
も
の
を
ユ
イ
と
シ
ノ
ン
も
持

て
い
る
が
彼
女
ら
の
間
で
も
使
い
方
に
歴
然
た
る
差
が

生
じ
て
い
る

反
応
速

で

え
ば
人
間
よ
り
勝
る
ユ
イ
の
方
が
換

は
上
手

対
し
て
遠

離
で
の

撃
命
中

は
シ
ノ
ン
の
方
が
上

そ
し
て
全
て
の
武
器
を

う
練

は
キ
リ
カ
が
彼
女

ら
を
上
回

て
い
る

だ
か
ら

同

体
で
あ
る
彼
も
ま
た
あ
ら

る

面
へ
の
強
み

を
持

て
い
る
と

え
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
引
き
継
ぎ

を
手
に
し
て
い
れ
ば
の
話
だ
が

 
新

ア
カ
ウ
ン
ト
勢
の
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
引
き
継
ぎ
を
命
を

け
る
時
に
す
る

と

て
い
た

彼
が

全命
力を
を

出け
する

事
が
あ
れ
ば
文

り
現
実
で
の
命
を

し
た
戦
い
と
い

う
事
に
な
る

 
そ
こ
で
浮
か
ぶ

死
の
彼
の

 

彼
は

本

に
引
き
継
い
で
い
な
い
の
か
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血

に

て
死
の
縁
に

て
い
た
が

彼
は
あ
れ
を
予
期
し
な
か

た
の
だ
ろ
う
か

い
や

し
て
い
た

だ

自
ら
原
因
に

た
り
を
付
け
て
い
た
の
だ
か
ら

 
も
し
死
の
縁
に
立
つ
程
の
事
が
裏
で

き
て
い
て
そ
れ
が
結
果
的
に
み
ん
な
の
命
を
危
ぶ
め

て
い
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
彼
が
全
力
を
出
さ
な
い
理
由
は
無
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
デ
ス
ゲ

ム
で
は

無
い
か
ら
ど
の
よ
う
な
手

で
複
数
の
人
間
を

め
て
危
険
に
晒
す
か
は
不
明
だ

し
か
し
可
能

性
が
一
片
で
も
あ
る
な
ら
彼
は

う
事
な
く
ア
カ
ウ
ン
ト
を
引
き
継
ぎ
再
び
仮
想
世
界
で

命
を

け
る

引
き
継
が
な
い
理
由
も
も
う

目
は
終
わ

た
か
ら
と
い
う
ご
く
個
人
的
な

も
の

必
要
と
判
断
す
れ
ば

前

を

し
て
引

り
出
し
て
く
る

だ

みな
んか
なま

を
護
る

と
い
う

誓
い

は

ど
ん
な
理
由
・
経

が
あ

て
も

彼
自
身
で
は
破
り
得
な

い
楔
な
の
だ
か
ら

き
り
と

 

う

と
息
を

く

 

か
い

み
物
を

ん
で
い
た
せ
い
か

の
白
は
先
程
よ
り
も

い
気
が
し
た
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第
二
十
九
章
 

狂
信

セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
も
オ

ル
サ
チ

点

 
文

数
は
約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  
そ
れ
で
は
本
日
は
日
本
で
も
大
人
気
来
日
さ
れ
て
話

中
の
七
色

士
に
お
話
を

い
ま
し

う

士
は
コ
ン
ピ

タ

学
の

を
さ
れ
て
お
り
同
時
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
い
う

日
本
初
の
ネ

ト
ワ

ク
ゲ

ム
の
中
で
セ
ブ
ン
と
い
う
キ

ラ
ク
タ

と
し
て
歌
手
活
動
を
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さ
れ
て
い
ま
す

私
は

者
で
も
あ
り
歌
い
手
で
も
あ
り
そ
れ
は
ど
ち
ら
も
表
現
者
と
い
う
意
味
で
は
変

わ
ら
な
い
の

ど
ち
ら
も
本

の
私

応

し
て
く
れ
る
人
が

る
の
は
と

て
も

し
い
わ

一
時
期

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た

そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に郷

之
は
人
道
に
外
れ
た
行

を
し
た

で
も

場

士
が
生
み
出
し
た

の
技
術
に

は
罪
は
無
い
と
思
う
の

悪
事
に

さ
れ
た
だ
け

こ
れ
を
良
い
方
向
で

え
ば

今
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
対
す
る

的
な
意
見
も
少
な
く
な
る
と
思
う
わ

私
は
そ
う
確
信
し
て
る

場

士
が
作
り
出
し
た
世
界
が
ど
れ

ど
の
も
の
か
を
知
る

に
そ
の
一
つ
で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

ロ
グ
イ
ン
し
て

そ
う
思

た
の

セ
ブ
ン
の
歌
は
共
存
や
平
和
を

す
る
歌
が
多
い
と

い
て
い
ま
す
が
そ
の

り
は
ど
の

よ
う
な
テ

マ
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
種

同
士
の
闘
争
が
一
つ
の
ゲ

ム
性
に
な

て
い
る
の

で
も
ネ

ト
ワ

ク

会
の
あ
る
べ
き

は
ど
こ
に
あ
る
の
か

 
あ
た
し
な
り
に
そ
れ
を
知
り
た
く
な

た

争
と
共
存
そ
れ
は

本
主
義
と

会
主
義
の
よ
う
に
ど
ち
ら
も
正
し
さ
が
あ

て
決
し
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て

り
切
れ
な
い
も
の
で
し

 
ネ

ト
ワ

ク

会
の
未
来
を
知
る

に
も
プ
レ
イ

の
人
達
の
反
応

生
の

声

を

か
せ
て
欲
し
い
と
思

た
の

今
年
で
十
三

に
な
る
と
は
思
え
な
い
な
ん
と
も
大
人
び
た

葉
で
す
ね

未
だ
世
間
か

ら
は

た
い

葉
を

び
せ
ら
れ
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
カ
ル
チ

で
す
が
平
和
や
共
存
を

す
る
あ
な
た
の

を
見
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ

郷

之
と
あ
な
た
を
正
に
ネ

ト
ワ

ク
の
光
と
闇
と

す
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
ね

私
の
歌
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
少
し
で
も
認
め
て
く
れ
る
人
が

る
な
ら
そ
れ
は
喜
ば
し

い
事
ね

 

と
あ
る
メ
デ

ア

像
よ
り

  
キ
リ
カ
達
と
合
流
し
た
の
は

小

止
を
始
め
て
か
ら
五
分

ど
経

た
時
だ

た

 
合
流
し
て
か
ら
更
に
数
分

し

備
を
整
え
た
私
達
は
九
人
か
ら
な
る
レ
イ
ド
で
最

へ
の
突
入
を
決
断
し
た

 
先

に
立
つ
キ
リ
カ
が

に

め

ま
れ
た

の
部
分
に
触
れ
た

一

が

く
⻘
い
光

を

び

重

し
い

き
を
立
て
な
が
ら

は
上
に
せ
り
上
が
る
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大

を
開
け
た

を
く
ぐ
る

最
後

の
シ
ノ
ン
は

入
者
の

入
を

ぐ
た
め
か
自
身

が
入
る
と
す
ぐ
に
反
転
し

手
の

に
設

さ
れ
て
い
る

の
ボ
タ
ン
を

し
た

せ
り
出
て

い
る
そ
れ
が
ガ
コ
ン
と

を
立
て
て

の
一
部
に
な

た

が

ち
部

は
密

と
な

る

突
入
か
ら
自
動
で

ま
る
ま
で
の
一
分
の

予
時
間
を
キ

ン
セ
ル
す
る

の
も
の
だ

こ

れ
で
内
部
と
外
部
は
完
全
に

断
さ
れ
た

内
部
で
の
戦
闘
が
終
わ
る
ま
で
も
う

も

を
開

け
る
事
は
出
来
な
い

 

確
認
に
最
後
の

予
を

や
す
と
部

の
中

に

色
の
闇
が
集
ま
り
形
を
作
り
上

た
 
出
現
し
た
中
ボ
ス
は
ド
ラ
ゴ
ン

の
お

で
出
て
く
る
悪
者
の
ド
ラ
ゴ
ン
が
モ
チ

フ

ら
し
く

体
に
前
足
と
後
ろ
足
が
あ
り

根
も
あ
り
体
全
体
が

で

ま
れ
て
い
る
⻯
だ

た

色
は

色
を
し
て
い
て
禍

し
く
見
え
る

名
前
は

ラ
タ
ト
ス
ク

と
あ

た

 
神
話
に

い
て
は
世
界
樹
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
に
住
ん
で
い
る

鼠
と
さ
れ
て
い
る

に
住
む

大

フ
レ
ス
ヴ

ル
グ
と
根

に
住
む
邪
⻯
ニ

ズ
ヘ

グ
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
会
話
の
中
継
を

て
お
り

者
の

を
煽
り
立
て
て
い
る
と
い
う
存
在
だ

 
そ
れ
が
ど
う
し
て
ド
ラ
ゴ
ン
と
し
て
カ
リ
チ

ア
ア
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
か
は
不
明
だ
が

プ
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レ
イ

か
ら
す
れ
ば

し
く
ボ
ス
で
あ
る

 
先
手
必
勝

そ
ん
な
事
情
な
ど
知
ら
ぬ
と
ば
か
り
に

キ
リ
カ
が

び
出
し
た

 
突
進
と
共
に
大
上

か
ら
振
り
下
ろ
さ
れ
る

色
の
剣
閃

手
剣

上

剣
技

発
重

突
進
ス
キ
ル

ア
バ
ラ
ン
シ

が

動
き
出
そ
う
と
し
た

し
り

う⻯
の

下
を
斬
り
裂
く

 

⻯
の
絶

を
契
機
に

戦
い
の
火

は
切

て

と
さ
れ
た

  
伝
説
上
の
神
獣
と
さ
れ
る
⻯
に
は

の

の
う
ち

の
下
の
一

の
み

一
逆
さ
に

生
え
る
と
さ
れ
る

が
あ
る

そ
れ
を

逆

と
い
う

逆

に
触
れ
ら
れ
る
事
を
⻯
は

が
る
た
め
触
れ
た
者
を

に
殺
す

ど
の

を
見
せ
る
事
か
ら

に
も

い
ら

れ
る
程
に
は
ポ
ピ

ラ

な

葉
だ

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

に
と

て
重
要
な
の
は
⻯
系

の
モ
ン
ス
タ

の
弱
点
は

じ
て

逆

に
あ
る
点
だ

 
ボ
ス
の
よ
う
に
全
⻑
十
メ

ト
ル

の
ド
ラ
ゴ
ン
に
し
て
も
数
メ

ト
ル

の
ワ
イ
バ

ン

に
し
て
も
伝
説
上
の
弱
点
が
反

さ
れ
て
い
る
の
か

下
に
は
必
ず
逆
さ
に
生
え
た

が
あ

る

そ
こ
を
強
打
す
る
と

ス一
時

タ行
動

ン不
能
に

れ
ら
れ
る
と
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
広
く
知
ら
れ
た
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弱
点
だ

た

 
無
論
知

て
い
る
か
ら
と

て
そ
こ
を

う
の
は
至

の
業

ワ
イ
バ

ン
は
動
き
回
る

し
ボ
ス
ド
ラ
ゴ
ン
は
大
き
過
ぎ
て

に
届
か
な
い

加
え
て
リ
ア
リ
テ

れ
る
⻯
の

圧

感
は
生

な
も
の
で
は
な
い

 

こ
こ
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ま
ま
な
ら
ば

 
パ
キ
キ

と
空
気
の

結
が

を
打
つ

 
水
妖
精

の
ア
ス
ナ
が
古
代

武
器
で
あ
る
世
界
樹
の

を
指

棒
の
如
く
振
る
い

槍

サ
イ
ズ
の
氷

を
複
数

ば
し
て
い
た

 
前
線
で
は

手
片
手

剣
を

み
に

る
キ
リ
カ
が
隙
あ
ら
ば
逆

目
掛
け
て
ア
バ
ラ
ン

シ

や

ニ

ク
リ

プ
を
放
ち
ド
ラ
ゴ
ン
の
ヘ
イ
ト
を
必
死
に
集
め
て
い
る

そ
の

近
く
で
は
私
が
逆

を

た
ん
と
紅
の
魔
槍
を
大
き
く
振
る
い
ユ
ウ
キ
や
レ
イ
ン
フ

リ
ア

が

乱
の

に

を
切
り
裂
い
て
少
な
い
な
が
ら
ダ
メ

ジ
を
与
え
て
い
る

 
氷

は
そ
ん
な
私
達
に

弄
さ
れ
る
の
を

が
り
⻯
が
空
へ
退

し
た
と
こ
ろ
で
襲
い
掛
か

た

大

が

し
い
色
の

に

ま
れ
る
中
一
本
だ
け
逆

に
的
中
し
⻯
の

が

く

 
し
か
し

下
す
る
程
で
は
無
い
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物
理
攻
撃
に

べ

な
魔
法
攻
撃
の
ダ
メ

ジ
で
は
ス
タ
ン
を
引
き

こ
す
事
は

し
い

ら
し
いた

れ

 
そ
こ
で
ダ
メ

し
と
ば
か
り
に
シ
ノ
ン
が

を
放

た

に
真
紅
を

し
た

は

う
と

空
気
を
裂
い
て

す
る

 

い
放
物
線
を

き
な
が
ら

ん
だ

は
ま
た
も
⻯
の
逆

に
直
撃

後
に
大

発

し
た

も
う
も
う
と
立
ち

め
る

と

か
ら
グ
オ
オ
オ
オ

と
苦
し
さ
を
多
く

ん

だ
絶

が
木
霊
し
た

 
キ
リ
カ
と
共
に
後
退
し
た
直
後

き
を

ら
し
な
が
ら
ド
ラ
ゴ
ン
が
地
に
堕
ち
た

 
私
は
今
の
内
に
と
グ
ラ
ン
ポ

シ

ン
を
ポ

チ
か
ら
取
り
出
し

を

ば
し
一
息
に

る

体
力
に

は
あ

た
が
な
に
ぶ
ん

り
ダ
メ

ジ
が

れ
な
い

ア
ス
ナ
と
リ

フ

が

ば
し
て
く
れ
る
回
復
と
バ
フ
の
お

で
持
ち

え
て
い
る
が
一
気
に

ら
れ
る
リ
ス
ク

は
常
に

ん
で
い
る
の
だ

自
然
回
復
を
重
ね
掛
け
し
て
お
く
こ
と
は
決
し
て
無

で
は
無
い

 

み
切

た
小

を

て
て
か
ら
ド
ラ
ゴ
ン
の

上
に
あ
る
ゲ

ジ
を
見
る

四

あ

た

ゲ

ジ
は

に
一
本
目
を
喪
い
二
本
目
も
残
り
二

ま
で

て
い
る

あ
と
一
二
発
で
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分
を

る
と
こ
ろ
だ

た

復
帰
を

う
よ

ユ
イ
ち

ん

了
解
で
す

 
そ
こ
で
前
進
し
た
の
は

イ

ン

プ

闇
妖
精

ユ
ウ
キ
と

ス
プ
リ
ガ
ン

影
妖
精

ユ
イ
だ

た

 
ユ
ウ
キ
は

か
ら
ユ
イ
は

か
ら

る
よ
う
に

け
出
す

彼
女
ら
が
ド
ラ
ゴ
ン
の
下
に

り

い
た
の
は

ド
ラ
ゴ
ン
が
ス
タ
ン
か
ら
復
帰
し

を

た
時
だ

た

は

あ
あ

 
ユ
ウ
キ
が
持
つ
黒

の
剣
か
ら

ニ

ク
リ

プ色
の

き
が
放
た
れ
た

め
上
の

道
で
直
進
し

た
斬
閃
は

い
過
た
ず
逆

に
直
撃

 

き

面
の

と

う
べ
き
攻
撃
に

⻯
の
絶

も
弱

し
い

や

あ
あ

 
間
を

か
な
い
と
い
う
の
か
コ
ン
マ
数

れ
て
交
差
す
る

道
で

色
の
光

を
引

き
な
が
ら
ユ
イ
が

び
上
が

た

 

ニ

ク
リ

プ
を

手
で
振
る

た
場
合

道
は

掛
け
か

斬
り
上

の

二

に
な
る
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か
ら

び
上
が

た
ユ
イ
か
ら
す
れ
ば
⻯
は

に
面
し
て
い
る

ニ

ク
リ

プ

で
は
攻
撃
が

た
ら
な
い

 
し
か
し
黒
と
白
の
片
刃
片
手
剣
を
持

た
二
刀
使
い
の
彼
女
に
は

が
無
か

た

手
に

持
つ
白
の
剣
か
ら

の

き
が
発
せ
ら
れ
て
お
り
つ
ま
り
斬
閃
も
常
と
は
逆
の
逆

か

斬
り
上

へ
と
変
化
す
る

 

め
に
交
わ

た

の
斬
撃
は

ド
ラ
ゴ
ン
の
体
力
を
三
本
目
へ
と

り

ま
せ
た

グ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 

み
か
ら
復
帰
し
た
ラ
タ
ト
ス
ク
は
怒
り
の

を
放

た

色
の

が

し
た
か
の
よ

う
な
紅
み
を

び
る

 
怒
り
モ

ド
だ

 
全
体
的
に
紅
く
な

た
ド
ラ
ゴ
ン
が
こ
ち
ら
に
向
き
直
り
再
び
翼
を
は
た
め
か
せ
て

び
上

が

た
横
に

べ

 
キ
リ
カ
が
声
を
上

た

 
反

的
に
私
は

に

ぶ

直
後

然
と
そ
の

体
で

し

し
に
掛
か

て
き
た
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意

が
あ

た
お

で
全

を
持

て
対

出
来
た
が
後
衛
に
ま
で

び

ん
で

く
る
攻
撃
手

は

で
あ
る

ア
ス
ナ
達
が
慌
て
て

離
を
取

た

 
ド
ラ
ゴ
ン
は
キ
リ
カ
の
方
に
タ
ゲ
を
向
け
た
よ
う
で
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
た

体
に

べ
て

小
さ
め
な

が

に
揺
れ
て
い
る
の
を
見
て

⻑
槍

発
突
進
ス
キ
ル

ニ

ク
・

チ

ジ
を
仕
掛
け
る

体
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
悲
鳴
を
上

な
が
ら
背

を

ら
し
た
の
を
見
て

も
弱
点
だ
と
気
付
く

小
さ
い
か
ら

も

い
と
い
う
設
定
な
の
だ
ろ

う 
そ
の
せ
い
で

間
的
に
ヘ
イ
ト
を

い
だ
ら
し
く

特
有
の
目
が
こ
ち
ら
を
見

め
た

サ
チ

下
が

て

 
シ
ノ
ン
の
声
に
応
じ
部

の

近
く
を

取

て
い
る
ボ
ス
か
ら

離
を
取
り
部

の
中

へ
と
後
退
す
る

 
入
れ

わ
る
よ
う
に

に

を

し
た

が

す
る

前
足
を
上

た
ボ
ス
の

で

発
を

こ
し

目
か
分
か
ら
な
い
絶

が
上
が

た

 
さ

き
か
ら
こ
の
ボ
ス
絶

し
か
上

て
な
い
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サ
チ

気
を

く
な

え
 
こ
れ
で
隙
を
晒
し
た
だ
ろ
う
と

た
場

を
見
る
が
直
前
に

が
し
た
に
も

わ
ら
ず

が
無
く

代
わ
り
に

上
で

か
が
は
た
め
く

が

こ
え
る

 
慌
て
て

上
を
見
れ
ば
今
に
も
私
を

し

さ
ん
と
ば
か
り
に

下
し
て
く
る
ド
ラ
ゴ
ン
の

影 
ド
ラ
ゴ
ン
の
目
は
後
方
の
シ
ノ
ン
に
向
け
ら
れ
て
い
た

恐
ら
く

び
上
が

て

下
す
る

離
の
ギ
リ
ギ
リ
に

私
が

た
だ
け
だ

が
 
そ
れ
を

認
し
た
時
は
も
う

く
て
直
後
に
は
体
全
身
に
今
ま
で

け
た
事
の
無
い
重
圧
と

絶
大
な
不
快
感
が
襲

て
き
た

同
時

私
の
命
で
あ
る

が
一
気
に

少
を
開
始
し

残
り

三

の

で
止
ま
る

 
ド
ラ
ゴ
ン
は
私
に
の
し
掛
か

た

だ
が

す
ぐ
に
ど
い
た

 
い
や
再
び
私
を

し

そ
う
と
し
て
い
た

翼
を
は
た
め
か
せ
も
う
一

天

近
く
ま
で

び
上
が

て
い
た
の
だ

三

は
た
め
き

そ
し
て
も
う
一

下
し
て
き
た
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そ
の
あ
ま
り
に
も

大
な

圧
感
さ

き

け
た
重
圧
と
不
快
感
を
思
い
出
し
無
様
に
も

た
い

の
上
で
横
に
な

た
ま
ま

て
目
を

る

ク
リ
テ

カ
ル
だ

た
の
か
は
分
か
ら

な
い
が

た

た
の
一
撃
で
七

も

を

ら
れ
た
の
だ

も
う
一
撃
食
ら

て
生
き

び
ら

れ
る
と
は
思
え
な
い

 

き
上
が

た
直
後
に

ん
で
も
回

は
不
可
能
と

の

か
で

静
に

え
て
し
ま

て
・

・めさ

せ
る
か

 

・そ
・う
・に
・な
・

・た
と
こ
ろ
で
近
く
で

を

く
よ
う
な

が

い
て

き
に
身
を

ま
せ

る
く

ぐ

お

 
目
を
開
け
ば
黒
い

付
き
ブ

ツ
が
あ

た

少
し
だ
け

線
を
上

れ
ば
は
た
め
く
黒

の

外

が

界
を
ち
ら
つ
い
た

更
に
上

れ
ば
一
つ
に

ら
れ
た

や
か
な
黒
髪

更
に
そ
の
上

に
は

下
し
て
き
た
ド
ラ
ゴ
ン
の
前

を

さ
え
る

に

使
さ
れ
て
い
る

色
の
光
を

し
た

手
片
手

剣
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キ
リ
カ

 
あ
の
ど
う
し
よ
う
も
無
い

も
が

め
る
だ
ろ
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で

り

ん
で
き
た
事
に
目

を
見
開
い
て

く

ア
バ
ラ
ン
シ

の
突
進
速

と
強
打
性
で
無
理

理

り

ん
だ
の
は
分
か

る

だ
が

出
来
る
か
と

え
ば
別
問

だ

 

い
て
い
る
と

足
で

て
き
た
フ

リ
ア
に

か
れ

そ
の
場
か
ら
離
脱
す
る

 
直
後
私
が
い
な
く
な

た
の
を
契
機
と
し
た
か
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

し

し
攻
撃

を

め
て
い
た
彼
が
思
い
切
り
吹

ば
さ
れ

へ
と

き
付
け
ら
れ
た

そ
の
ま
ま
彼
は

へ
と
力
無
く

せ
に
倒
れ

ト
ド
メ
を

そ
う
と
ラ
タ
ト
ス
ク
が

の
前

を
振
り
上

る

 
そ
の
前

が
振
り
下
ろ
さ
れ
始
め
た
直
後

彼
は
横
に

ん
だ

 
彼
の
体
力
は

波
の
ダ
メ

ジ
で

ら
か

れ
て
い
る

命
傷
で
は
無
い
が
怒
り
モ

ド

で
ダ
メ

ジ
が

ね
上
が

て
い
る
ら
し
く

決
し
て
無

で
き
な
い
も
の
だ

 
そ
れ
で
も

命
に
タ
ゲ
を
取
り

時
間
を

い
で
く
れ
て
い
る

 
そ
の
必
死
さ
に

て
ら
れ
て
か

安
全
圏
内
に
い
る
自
分
達
も

出
来
る
事
に
集
中
し
た

 

中
ボ
ス
の
定
義
は

プ
レ
イ

の
認
識
を

め
て
も
か
な
り

だ
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フ

ル
ド
ボ
ス
や
フ
ロ
ア
ボ
ス
エ
リ
ア
ボ
ス
と
な
れ
ば
レ
イ
ド
を
前

と
し
た
設

だ

と

も
が
断
定
す
る

反
面
個
人
や
パ

テ

の
ク
エ
ス
ト
の
ボ
ス
で
あ
れ
ば

フ
ル

パ

テ

が

正
レ
ベ
ル
と

え
る
だ
ろ
う

中
ボ
ス
の

い
は
大

が
後
者
に

し
て
い

る 
で
は
自
分
達
が
い
ま

対
し
て
い
る
ラ
タ
ト
ス
ク
は
ど
う
か

 
こ
の
ボ
ス
は
状
況
的
に
は
中
ボ
ス
の

い
を

け
る
だ
ろ
う

し
か
し

が
り
な
り
に
も
ス

ヴ

ル
ト
攻
略
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に

し
て
出
て
来
る
個
体
だ

一
パ

テ

で
倒
せ
る

か
と

か
れ
れ
ば

を

ざ
る
を
得
な
い

キ
リ
カ
や
ア
ス
ナ
ユ
ウ
キ
と
い

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

も

一
と
い
う

の
面
で
他
を

し
て
い
る
プ
レ
イ

が
い
る
か
ら
た

た
九
人
で
も
持

ち

え
て
い
ら
れ
る

性
人
数
は
パ

テ

二
つ
か
ら
三
つ

ど
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
こ
の
人
数
で
勝
つ
た
め
に
は

全
力
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

す
 

く
り
息
を

い

逆
手
に
持
ち
直
し
た
槍
を

ぐ

構
え
は
投

槍
の
そ
れ
だ

 
ア
ス
ナ
の
水
魔
法
と
氷
魔
法
リ

フ

の
風
魔
法
が
殺

ん
だ
⻯
に
ユ
ウ
キ
が
片
手

剣
技
を

さ
せ
た

そ
の
横
で
ユ
イ
が
二
刀
剣
技
を
乱
舞
さ
せ
る

レ
イ
ン
と
フ

リ
ア
が
⻯
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の

を
滅
多
斬
り
に
す
る

シ
ノ
ン
の

が
節

と
目
を

い
撃
つ

 

逆

が
見
え
た

 
デ

テ

ル
・
フ

カ
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

が
う

す
ら
と
ボ

け

逆
さ
に
生
え
た

の
み

明
に

し
出
さ
れ
る

 
こ
れ
が
魔
槍
の
特
性

必
中

が
発
動
す
る

件

い

け

え
え
え
え
え

 
ボ

 
と

紅
い
光

を
引
い
て

魔
槍
が

ん
だ

 

み
に

き

み
出

目
に
体
を
揺
ら
す
⻯
の
逆

そ
れ
目
掛
け
魔
槍
は

に

道
を
変
え
て

り

深
く
深
く

一

の

を

き

つ

 
こ
れ
ま
で
の

で
は
無
い
絶

を
上

⻯
は

を
大
き
く
見
開
か
せ
た

 
び
く
ん

と

体
を

わ
せ
た
⻯
は

一

の
後
に

 
ボ
ス
を
倒
せ
た
の
だ

と
認
識
す
る
私
の
手
に

魔
槍
は

の

道
で

て
来
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
引
き
継
ぎ
弱
体
化
を

け
た
多
く
の
武

の
中
で

一
そ
の
強
み
を
喪

て
い
な
い
愛

の
魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
ク
は

や
は
り

し
く

い
て
い
た
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手

に

た
魔
槍
を

め
て
い
る
と

喜
色

面
の
様
子
の
ユ
ウ
キ
が

け
寄

て
来
た

サ
チ

わ
わ

 

ん
と

兎
の
如
く

ね
ダ
イ
ブ
し
て
く
る
少
女
を

き

め
る

ぎ

と
強
い

を
し
て
き
た
少
女
は
に
か
り
と
悪

が
成

し
た
子

の
よ
う
な

み
を
向
け
て
来
た

最
後
の
一
撃

か

た
よ

 
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
お
め
で
と
う

あ

あ
り
が
と
う

ユ
ウ
キ

で
も

き
付
い
て
来
る
必
要
は
な
い
ん
じ

だ

て
サ
チ
が

取

た
の
初
め
て
の
事
だ
よ

 
色

と
教
え
た
身
と
し
て
は

く
感

深
い
事
な
ん
だ
か
ら

き
付
き
も
す
る

て

 
姉
ち

ん
も
知

た
ら

く
喜
ん
で
く
れ
る

よ 
き

あ
き

あ
と
喜
び
を

わ
に
す
る
ユ
ウ
キ

 
彼
女
の

気
に

て
ら
れ
て
か
私
も

間
も

み
を
浮
か
べ
て
い
く

ス
イ

チ
を
切

り

え
喜
ぶ
と
き
に
は
喜
び
真
剣
な
と
き
に
は
真
剣
に
出
来
る
と
こ
ろ
は
少
し

ま
し
い

Ｐ
ｏ
Ｈ
に
対
し
殺
気
を

わ
に
し
た
少
女
と
同
一
人
物
と
は
と
て
も
思
え
な
い

ら
か
な

み
を

向
け
て
く
れ
る



 第二十九章 〜狂信：セブンクラスタ〜

 
そ
れ
だ
け

私
に
心
を
開
い
て
く
れ
た
証

だ
ろ
う

 
最
初
は

き
付
い
て
来
る
事
な
ん
て
無
か

た

て
い
る
が

て
い
な
い
そ
ん
な

離
感
の
や
り
取
り
が
初
期
の

そ
れ
も

然
だ

彼
女
か
ら
す
れ
ば
見
ず
知
ら
ず
の
プ
レ
イ

そ
れ
も
キ
リ
ト
に
深
い
心
の
傷
を
負
わ
せ
た
一

の
生
き
残
り
心

は
決
し
て
良
く
な

い

時
の
私
は
そ
ん
な
事
に
気
を
回
す

が
無
か

た
の
で
ど
ん
な

表対
情応

を
さ
れ
て
い
た
か

も

え
て
い
な
い
が

仮

キ
リ
ト
か
ら
の

と

え
ど

た
る
も
の
は
あ

た

だ

 
そ
こ
か
ら
少
し
だ
け

離
が

ま

た
の
は
聖
夜
を
越
え
た
後
だ
ろ
う
か

彼
女
か
ら
す
れ
ば

き
な
男
の
子
を

え
よ
う
と
す
る
女
と
い
う
恋

そ
の
も
の
の
認
識
に
な
る

だ
が

彼

の
事
を

に

え
て

で
は
な
い
と
認
め
ら
れ

け
容
れ
ら
れ
た

 
あ
る
い
は

月
夜
の
黒
猫

の
一
件
で

す
る
彼
を
止
め
ら
れ
る
人
間
だ
か
ら

け

容
れ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い

 

今
と
な

て
は

え
て
も

無
き
事
で
あ
る

 
月
夜
の
黒
猫

の
因
縁
は
終
止

が
打
た
れ
て
い
る

キ
リ
ト
キ
リ
カ
の
二
人
と
ケ
イ

タ
の

は
未
だ
ギ
ク
シ

ク
し
た
も
の
は
あ
る
が
良

な
方
へ
進
も
う
と
し
て
い
る

み

ん
な
も
ケ
イ
タ
の
事
を
少
し
ず
つ

け
止
め
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
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ユ
ウ
キ
と
は
助
け
ら
れ
る
事
の
方
が
多
い
が
極

に
年
上
の
姉
と
し
て

て
く
れ
る

事
が
あ
る

 
み
ん
な
と
私
の

性
は

そ
う
い
う
も
の
だ

ま
る
で
姉
妹
み
た
い
ね

あ
な
た
達

 
か
ら
か

う
よ
う
に
シ
ノ
ン
が

た

同
意
な
の
か

ア
ス
ナ
や
レ
イ
ン
達
も

て
い
る

一
年

も
一
緒
に

れ
ば
ね

ラ
ン
が

い
た
ら
ど
う
思
う
か
し
ら
ね

姉
ち

ん
も
サ
チ
と

良
い
し

特
に
反
論
し
な
い
と
思
う
な

本
い
つ
も
三
人
で
行
動
し
て
た
も
ん
ね

思
え
ば
色

あ

た
よ
ね

 
あ
の
城
で
の
日

に
想
い
を
馳
せ
る

 
苦
し
く
哀
し
く

い
日

で
は
あ

た
が
ま

た
く

し
い
思
い
出
が
無
か

た

で

は
無
い

ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
の
よ
う
に
信
頼
出
来
る
姉
妹
と
友
達
に
な
れ
た

ア
ス
ナ
や
シ
ノ
ン
達

と
も
知
り
合
え
た

き
な
男
の
子
が
出
来
た

 
な
に
よ
り

気
を
知

た
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も
得
ら
れ
な
か

た

で
は
無
い

そ
の
点
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も

間
全

に
共

し
て
い
る
事
だ
ろ
う

 
そ
う
し
て
話
し
て
い
る
と
背
後
か
ら
重

し
い

が

い
て
来
た
事
に
気
付
い
た

線
を

向
け
れ
ば

入
り

の

が
再
び

く
り
と
せ
り
上
が

て
い
く

 
ど
う
や
ら
ポ

タ
ル
的
な
も
の
は
無
く

歩
で
帰
れ
と
の
事
ら
し
い

 
そ
う

息
を

い
た
時
だ

た

あ
る
程

せ
り
上
が

た

の
向
こ
う
に
無
数
の
人
影
が

し
め
い
て
い
る
事
に
気
付
く

 
な

と

え
る
声
は

が
上
が
り
切
る
の
を

た
ず
に
入

て
来
た
プ
レ
イ

達
の

足

に
よ

て
掻
き
消
さ
れ
た

 

と
い

そ
不
気
味
な
程
に
整
然
と
し
た
軍

の
如
き

は
そ
れ
だ
け
で
こ
ち
ら
を
圧

倒
す
る

 
数
は
か
な
り
多
い

部

の

へ
と
後
退
し
た
九
人
に
対
し

あ
ち
ら
は
恐
ら
く
フ
ル
レ
イ

ド

し
か
も
回
廊
に
は
ま
だ
プ
レ
イ

の
影
が
無
数
に
残

て
い
る

ボ
ス
部

に
入
れ
る
四

十
九
人
の
制
限
を
超
え
る
数
を

え
て
い
る
と
い
う
事
実
に
思
わ
ず

を

め
る

 
更
に
イ

な
事
に

彼
ら
の

上
に
は

三
刃
騎
士

の
ギ
ル
ド
マ

ク
が

・無
・い
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属
を
特
定
さ
れ
な
い
無

属
プ
レ
イ

の
集
ま
り

三
刃
騎
士

に
入
れ
る
程
の
実

力
は
持
た
な
い
が
し
か
し
彼
女
の
思
想
や
カ
リ
ス
マ
に

て
ら
れ
信

す
る
集

称

セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ

 
そ
の
集

の
中
で

⻘
年
が
一
人
歩
み
出
た

 

属
は
や
は
り
無
い

髪
色
は
緑
の
た
め
種

は
シ
ル
フ

備
の
グ
レ

ド
は
そ
れ

な
り
に
高
い

剣
と
盾
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
型
の
タ
ン
ク

デ

ア
ベ
ル
の
よ
う
な
戦

闘
ス
タ
イ
ル
か

 
そ
う
分

す
る
中

⻘
年
が

然
と
し
た
立
ち

で

を
開
い
た

ご
き

ん
よ
う

サ
バ
イ
バ

の

君

サ
バ
イ
バ

と
い
う
の
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の
事
を
表
す
ネ

ト
ス
ラ
ン
グ
で
あ
る
と
は
知

て
い
る

ボ
ス
戦
放

で
イ

と
い
う

ど

や
武
器
を
晒
し
て
い
た
か
ら
ア
カ
ウ
ン
ト
を
引

き
継
ぎ

現
実
そ
の
ま
ま
の
容

で
プ
レ
イ
し
て
い
れ
ば
自
ず
と
同
一
人
物
と
知
れ
は
す

る 
そ
れ
で
も

え
て
触
れ
な
い
事
が
マ
ナ

な
の
だ
が
⻘
年
は
そ
れ
を
守
る
つ
も
り
が
無
い
よ

う
だ

た
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あ
ん
た
達
は

セ
ブ
ン
の
フ

ン
だ
な

 
不
快

に

人
か

を
歪
め
る
中
無
表
情
の
キ
リ
カ
が
応
じ
る
よ
う
に
先

に
立
ち
そ
う

た

 
そ
の

葉
に
⻘
年
は

と
苦

を
浮
か
べ

を
振
る

フ

ン

 
そ
の
よ
う
な

な
も
の
と
一
緒
に
し
な
い
で
も
ら
い
た
い

達
は

セ
ブ

ン
の
信

者

 
七
色

士
の
理
論
を
信
じ

そ
し
て
セ
ブ
ン
の
歌
声
と

メ

セ

ジ
を
愛

す
る
者
だそ

の
信

者
サ
マ
達
が
い

た
い

の

だ

君
達
に
は
実
に

し

な
い
の
だ
が
こ
の
ク
エ
ス
ト
の
勝

す
な
わ
ち
そ
こ
の
レ
バ

を
引
く
権

セ
ブ
ン
に

て
も
ら
お
う

 
び
し

と
指
を
指
す
先

そ
こ
に
は

か
ら
出
て
い
る
レ
バ

が
一
つ

 

に
二
つ
の

の
攻
略
を
終
え
て
い
る
た
め
あ
の
レ
バ

が
ど
う
い
う
も
の
か
は
分
か

て
い
る

フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
中

に
あ
る

の
動
力
源
だ

ア
レ
を
引
け
ば

引
い
た
プ
レ
イ

が
属
す
る
パ

テ

や
レ
イ
ド
ギ
ル
ド
の
ク
エ
ス
ト
が
一
つ
進
行
す
る
仕
組
み
に
な

て
い
る
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そ
の
レ
バ

が
ク
エ
ス
ト
の
報

で
あ
る

 
ボ
ス
を
倒
し
た
後
に
Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

の
金
文

が
浮
か
ば
な
か

た
の
は
ボ
ス

が
ク
エ
ス
ト
の
達
成
で
は
な
か

た
か
ら
だ

報

で
あ
る
レ
バ

が
ク
エ

ス
ト
達
成
の

件
で
も
あ

た

 
そ
れ
を
引
く
権

を

で
あ
る
ボ
ス
戦
も
ス
ル

し
て
得
よ
う
と
す
る

 
立

な
ハ
イ
エ
ナ

横
取
り
行

だ

 
ぎ
り

と
魔
槍
を
握
る
手
に
力
が

る

ざ
け
る
な

 

す
る
空
気
の
中

反
論
の
声
を
ユ
ウ
キ
が
上

た

て
ボ
ス
を
倒
し
た
の
に
報

を

れ

て

歴
然
と
し
た
マ
ナ

レ
ス
行

だ
よ

 
今
に
も
斬
り
掛
か
り
そ
う
な
剣
幕
で
彼
女
は
怒
鳴
る

に

め
た
黒
剣
を
い
ま
一

こ
う

と

を
握

た

 

そ
の

先
に

小
さ
な
掌
が

て
ら
れ
る

ち

け

ユ
ウ
キ

 

線
は
ク
ラ
ス
タ
に
向
け
た
ま
ま
キ
リ
カ
が
抑
え

ん
で
い
た

見
た
目
以
上
の
力
を

め
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ら
れ
て
い
る
の
か

こ
う
と
し
た
ユ
ウ
キ
の
手
が
ま

た
く
動
か
な
い

き

キ
リ
カ

 
で
も

こ
こ
で
戦

て
も
い
た
ず
ら
に

を
作
る
だ
け
だ

ク
ラ
ス
タ
は

に
い
る
面
子
で
全
部

じ

な
い

 
彼
の

静
な

葉
に

さ
れ
ユ
ウ
キ
は

を

ん
だ
後

か
ら
手
を
離
し
た

そ
れ
で
も

強
い

線
で
ク
ラ
ス
タ
達
を

み
付
け
て
い
る

正

を
こ
そ

む
彼
女
か
ら
す
れ
ば
ハ

イ
エ
ナ
プ
レ
イ
は
と
て
も
許
容
で
き
る
も
の
で
は
無
い
の
だ
ろ
う

 
彼
女
が
下
が

た
の
を
見
て

一
気
に
高
ま

た

感
が

か
に

ち

く

ら
な
い
か
ら
な

責
め
ら
れ
る
事
は
分
か

て
い
て
ハ
イ
エ
ナ
プ
レ
イ
を
や

て
い
る
ん

だ
ろ
う

あ
あ

論
だ
と
も

我

は
ま

た
く
気
に
し
て
い
な
い

そ
う
か

し
か
し
引

掛
か
る
な

セ
ブ
ン
は
こ
う
い
う
正
道
か
ら
外
れ
た
行

を
指
示
す

る
と
は
思
え
な
い

然
だ

彼
女
は
自
由
と
平

を
歌
う
天
使

 

ら
か
な
心
を
持
つ
彼
女
が

こ
の
よ
う
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な
指
示
を
す
る

が
無
い
だ
ろ
う

歌
姫
が

む

が
見
え
て
い
る
の
か
虚
空
へ

と
し
た
表
情
を
向
け
な
が
ら
シ
ル

フ
の
男
が

う

そ
れ
で
も
ま
だ
こ
ち
ら
に
意
識
を
残
し
て
い
る
シ
ル
フ
は
マ
シ
な
方
だ

後
ろ

に

え
て
い
る
ク
ラ
ス
タ
達
は
こ
ち
ら
の
存
在
を
無

し
て
悦
に

て
い
る
の
だ
か
ら

 
気
持
ち
悪
い

と

直
な
感
想
が
浮
か
ん
だ

な
ら

だ

 
ス
メ
ラ
ギ
と
や
ら
か

あ
い
つ
は

無
い

三
刃
騎
士

に
入
る
力
が
無
い

達
に
あ
い
つ
は

心
を
寄
せ
な

い
し

意
も
向
け
な
い
か
ら
な

今
回
の
件
は

達
が
独
自
に
動
き

三
刃
騎
士

の

い
て
は
セ
ブ
ン
の
勝

に

し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
の
事

な
る

ど
な

 

良
か
れ
と
思

て

と
い
う
行
動
の
よ
う
だ

た

 
こ
ん
な

な
手

で

績
を
上

て
も
セ
ブ
ン
が
喜
ぶ
か
は
正
直

な
と
こ
ろ
だ
が
彼

女
の
事
を
よ
く
知
ら
な
い
身
な
の
で

と
も

え
な
い

結
果
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
と
天
才

に
あ
り
が
ち
な
価
値
観
と
い
う
事
も

え
ら
れ
る

そ
う
だ

サ
バ
イ
バ

君
も
こ
ち
ら

に
来
な
い
か
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突
然

話
の
流
れ
を
ぶ

た
切

て

集

の
リ

ダ

が
勧
誘
し
て
来
た

セ
ブ
ン
の

に

ス
ヴ

ル
ト
攻
略
の
成
果
を
全
て

る
ん
だ

 
そ
う
す
れ
ば
争
い
も

衝
突
も
無
い
世
界
で

が
セ
ブ
ン
の
歌
の

り

平
和
に
生
き
て
い
け
る
だ
ろ
う

 
セ
ブ
ン
の
歌
は
そ
の
多
く
が
リ

ダ

が

て
い
る
平
和
と
平

を
テ

マ
に
し

た
歌

で
構
成
さ
れ
て
い
る

種

間
抗
争
の

し
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

え
て
歌

て
い
る
の
は

故

か
は
不
明
だ

し
か
し
フ

ン
の
多
く
は
天
才

少
女
と
い
う
フ

ル
タ

に
や
ら
れ
歌

に
の
め
り

む
と
い
う

歌

の
意
味
や
テ

マ
ま
で
は
理
解
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

た

 
し
か
し

高ク
ラ

なス
人タ
達達

は
歌
の
テ

マ
と
意
味
ま
で
把
握
し
そ
れ
を
メ

セ

ジ
と
称
し
自

分
達
の
行
動
原
理
に
し
て
い
る

 
本

に
平

で
争
い
が
無
い
世
界
が

れ
る
と
信
じ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

 
だ
が

セ
ブ
ン
な
ら
実
現
出
来
る
と
い
う

信
は

あ
り
そ
う
だ

 
そ
し
て
そ
れ
が
実
現
し
た
時
の

に
自
身
の

績
が
な
る
な
ら
こ
れ
以
上
の
名

は
無
い

と

え
名
声
と

績
を
求
め
て

し
て
い
る

そ
れ
が
一
人
で
な
く
複
数

ク
ラ
ス
タ
と

い
う
集

で

 
彼
ら
は
セ
ブ
ン
を
愛
す
る
と
い
う

極
の
目
的
の

に
集

て
い
る

そ
の

な
ら
他
者
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が
ど
う
な
ろ
う
と
構
わ
な
い
自
身
の
全
て
も

る
勢
い
だ

先
の
発

か
ら
そ
れ
が
理
解
出

来
るセ

ブ
ン
の

に
全
て
を

る
事
に

は
無
い

も

無
い

彼
女
を
花
と
愛
で
る

つ
ま
り

ク
ラ
ス
タ

と
し
て

達
は

平一
つ
に
な
る
の
だ
か
ら

 

お
れ
を
前
に
よ
く

た

  
ず

と
空
気
が
重
く
な

た

 
先

に
立
つ
黒

く
め
の
少
年
か
ら
そ
の
重
圧
は
発
せ
ら
れ
て
い
た

無
差
別
に
放
た
れ
る
圧

は
ま
る
で
物
理
的
な
圧
力
を

て
い
る
錯
覚
を

こ
す

ど
重
く
深
く

が
見
え

な
い

 

と
悦
に

て
い
た
ク
ラ
ス
タ
達
に
は
い
き
な
り
襲
い
来
た
命
の
危
機
に

て
ら
れ
た

か

を

か
し
て

り

む
者
が
い
た

立

て
い
る
者
も

び

リ

ダ

の
シ
ル
フ
が
一

番

い
が

そ
れ
で
も

を
引
き

ら
せ
て
い
る

 
彼
の
横

は

や
は
り
無
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た
だ
そ
の
黒
い

に
は

と
も

然
と
も
違
う

昏
い
感
情
が

 

一

の

き
の
後
に
は

昏
い
も
の
は
消
え
て
い
た

 

の
黒
が
男
達
を

く

れ
た
者
が

る
な
ら

さ
れ

る
者
が
存
在
す
る

得
る
者
が

れ
ば
奪
わ
れ
る
者
も

る

有
史
以
来

ヒ
ト
が
平

で
あ

た
事
な
ん
て
一

も
無
い

 

と
彼
は
息
を

い
た

 

雪
原
で

一
人

む

覚
を
覚
え
る

 

き
の
後
に
は

の
光

に

て
い
た

た
だ
の

だ

忘
れ
ろ

さ

さ
と
レ
バ

を
引
け

あ

あ
あ

い
い
の
だ
な

ダ
メ
と

て
も
数
に
も
の
を

わ
せ
て
奪
い
取
る
気
だ
ろ
う
に

白

し
い

 

ん

と
無
表
情
で

を
鳴
ら
し
た
キ
リ
カ
は

手
振
り
で
私
達
に
下
が
る
よ
う
指
示
し
た

 

然
と
し
な
い
も
の
は
あ
る
が
数
で
圧
倒
さ
れ
て
は
勝
ち
目
が
な
い

ユ
イ
と
リ

フ

キ

リ
カ
が

る
の
で
こ
の
場
で
は
勝
ち
目
は
あ
る
か
も
だ
が
ク
ラ
ス
タ
全
体
と

対
し
て
は
⻑
期

的
に
は
勝
ち
目
な
ど
無
い

そ
れ
く
ら
い
戦
い
で
の
数
の
多

は
大
き
か

た
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⻭

み
し
な
が
ら
も

い
ま
で
後
退

キ
リ
カ
も
も
こ
ち
ら
に
来
た
の
を
見
て
シ
ル
フ
の

リ

ダ

が

の
レ
バ

を
引
い
た

ガ
コ
ン
と
い
う

と
共
に
ヴ

ン
と

か
が
振
動
す

る

が

を
打
つ

え
る
な
ら
ス
イ

チ
を
入
れ
た

機
の
モ

タ

の

が
一
番
近

い
よ
し

の
ダ
ン
ジ

ン
に
行
く
ぞ

 
そ
れ
と
サ
バ
イ
バ

の

君

我

は
君
達
の
合

流
を

時
で
も

す
る

 
気
が
変
わ

た
ら
い
つ
で
も

し
出
て
く
れ

 
去
り

に
そ
う

い
残
し
シ
ル
フ
の
⻘
年
は
百
人
以
上
は
確
実
な
ク
ラ
ス
タ
達
と
共
に
立
ち

去

た

 
い
き
な
り
大
勢
が

な
く
な

た
た
め

広
く
感
じ
る
広
間

あ
ま
り
に
静
か
な
せ
い
で

少
し

が

く

気
持
ち

し
く
も
思
う
空
気
が
漂
う

悔
し
い

 
そ
ん
な
中

ぎ
り

と
ユ
ウ
キ
が

ら
し
た

彼
女
の
手
は
と
て
も
キ
ツ
く
握
ら
れ
て
い
る

せ

か
く

せ

か
く
サ
チ
が
初
め
て
ボ
ス
の

を
取
れ
た
ク
エ
ス
ト
だ

た
の
に
横

取
り
さ
れ
る
な
ん
て

そ
う
ね

人
の
成
果
を
横
取
り
し
て

が
平
和
と
平

な
ん
だ
か
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ユ
ウ
キ
の

り
出
さ
れ
た
怨
嗟
の

葉

シ
ノ
ン
が
忌

し
そ
う
に
彼
ら
が
立
ち
去

た
方
を

見
て

う勝
手
に

て
悪
か

た

い
や

キ
リ
カ
は
悪
く
な
い

む
し
ろ
あ
そ
こ
で
止
め
て
く
れ
て
な
か

た
ら
大
変
な
事
に

な

て
た
か
ら
さ

気
に
し
な
く
て
良
い
よ

 
苦

に
表
情
を
歪
め
る
ユ
ウ
キ
は

キ
リ
カ
の

罪
に

を
振

た

と
に
か
く

ボ
ク
達
も
レ
バ

を
引
い
て

を
出
よ
う

 
後
味
の
悪
い
ま
ま
レ
バ

を
引
き
自
分
達
も
ク
エ
ス
ト
達
成
フ
ラ
グ
を
立
て
帰
路
に

い

た
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第
三
十
章
 

魔
城
の
覇
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点
は
オ

ル
サ
チ

ぶ

ち

け
今
話
は

点
で
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

 
文

数
は
約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ク
ラ
ス
タ
達
の
後
を
追
う
よ
う
に
帰

た

か

の
出

へ
向
か
う
道
中
モ
ン
ス
タ

と
遭
遇
す
る
事
は
無
か

た

そ
れ
を
喜
ん
で
い
い
の
か
は

な
と
こ
ろ
だ

た
が
そ
れ
を

わ
ざ
わ
ざ

に
す
る
事
も

ら
れ
た

 
数
分
で

を
脱
出
し
た
私
達
は

真
白
い
雪
と
氷
の

原
に
出

え
ら
れ
た
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し
か
し

と
違
和
感
を
覚
え
た

風
が
弱
く
な

て
る

 
こ
れ
ま
で
無

を

い
て
い
た
リ

フ

が

し

に

い
た

他
の

間
も

さ
が
和
ら
い

で
る
吹
雪
が
止
ん
で
る
と

突
入
前
に
自
分
達
を
苦
し
め
た

し
い

境
と
の
差
異
を

て
い
く高

制
限
を
解

し
ま
す

 
そ
こ
で

こ
え
た
の
は
無
機

な
女
性
の
声

シ
ス
テ
ム
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
し
て

に

に
す
る

そ
れ
が
フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ

と
も
す
れ
ば

ス
ヴ

ル
ト
中
に

こ
え
る

で
木
霊
す
る

 
制
限
解

制
限
解

と

く

声

 

そ
れ
に

れ

太
い
獣
の

が

い
た

 

い
て
い
た
機

声
が

ら
れ

す
る

を

動
さ
せ
て

番
が
出
た
ん
だ
ね

 
立
て

け
に

き
た
事

を
ユ
ウ
キ
は

静
に
判
断
し
た

ど
こ
か
苛
立
た
し

な
の
は
横

取
り
し
た
ク
ラ
ス
タ
達
が
解
放
し
た
と
状
況
的
に
み
て
い
る
た
め
か

 

し
に

を
出
し
て

う
と
し
た
が
上
手
く

ば
た
け
な
い

ど
う
や
ら

を
上

た
ヌ
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シ
が
邪
魔
し
て
い
る
よ
う
だ

あ
る
い
は
全
プ
レ
イ

に
影

を

す
ク
エ
ス
ト
で
は
な

く

個

の
進
行
に
よ

て
高

制
限
が
解

さ
れ
る
ク
エ
ス
ト
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
自
分
達
も

を

動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
な
ら
ク
ラ
ス
タ
達
が
負
け
た

場
合
も

え

の
下
に
行

て
お
く
方
が
二

手
間
で
は
な
い
と
結
論
が
出
た
た
め
獣
の

を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

の
も
と
へ
向
か
う

 
道
中
襲

て
来
た
モ
ン
ス
タ

達
は

倒
し
つ
つ
向
か
う
こ
と
十
数
分

 

が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
時
最
初
に

い
た
の
は

惑
だ

た

を
中
心
に
展

開
さ
れ
て
い
る

明
の

の
外
に
は
一
千
人
は
い
る
だ
ろ
う

属
無

属
種

も
て
ん
で

バ
ラ
バ
ラ
な
一

が
集
ま

て
い
た

自
分
達
か
ら
横
取
り
を
し
た
メ
ン
バ

の

も
見
え
る

 
て

き
り
彼
ら
が

を

動
さ
せ
た
と
思

て
い
た

で
は

が

を

動
さ
せ
た
の

だ

と

え

 

自
ず
と

え
を
見
つ
け
た

 
少
数
な
が
ら

で
勝
負
す
る
自
分
達

 
人
数
に
も
の
を

わ
せ
て
人
海
戦
術
を
取
る

三
刃
騎
士

・
ク
ラ
ス
タ
達

 
こ
の
二
つ
の
勢
力
よ
り
も
先
に
攻
略
を
進
め
ら
れ
る
存
在
を
私
は
知

て
い
る

会
人
と
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違

て
日
中
も
ロ
グ
イ
ン
出
来
る
人
物

騎
で
の
戦
力
が

け
て
高
い
一
人
の
方
が
強
い

プ
レ
イ

片
方
は
自
分
達
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る

 
残
る
片
方
は

一
人
で
行
動
し

け
て
い
る

キ
リ
ト

 
千
人

り
の
プ
レ
イ

が
見
る

で
四
方
を

ま
れ
た
内
部
に
は
⻤
の
面
を
し
た
氷

の
如
き
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

と

り
合
う
ス
プ
リ
ガ
ン
の
子

が

た

ゴ
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 

を
上

猛
然
と
突
進
す
る

の
如
き

体
の
ボ
ス

 
地

き
と
共
に

る
氷

を
前
に
彼
は
む
し
ろ
前
進
し
た

雪

と
共
に

る

を
目
の
前
に

し
た
時

彼
は
大
き
く

び
上
が
る

た
だ
の

躍
の
た
め
然
し
て
高

を

て
い
な
い

 

キ
ラ
リ
と

の
光
が

た

 
す
る
と
上

を
止
め
た
体
が
再
び
浮
き
上
が
る

大
地
の
雪
を
大
き
く

き
上

た
点
か
ら
風

を
放
ち
そ
の
勢
い
を
得
た
ら
し
い

そ
ん
な
風
魔
法
は
無
い
か
ら
ア
レ
も
魔
術
の
一
つ
な

の
だ
ろ
う

 
そ
う
し
て

る
ボ
ス
を

び
越
え
た
彼
は

手
に

と
も

し
た

の
光
を

手
に
握
る
剣
へ
と
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し
た

黒
い
刃
全
体
を
煌

と

る

が

う

そ
れ
は
⻘
い
光

を
引
く

レ
イ
ジ
ス
パ
イ
ク

突
進
突
き
で
が

ら
空
き
の
背
中
に
突
き
立
て
ら
れ
た

小
さ
な

が

こ
り

苦
し

に
氷

が
揺
れ
る

 
揺
れ
る

か
ら

び
退
き
ざ
ま
に
再
び
キ
リ
ト
の

手
に

い
光
が
集
ま

た

は
数

の

と
な

て

く
ボ
ス
へ
と

り

触
し
た

小

の

発
を

こ
す

 

離
を
取

た
少
年
を
追

て
ボ
ス
が
ま
た
突
進
す
る
が
同
じ
よ
う
に

さ
れ

の
剣

と

の

で
反
撃
さ
れ
て
い
る

 
四

あ
る
ゲ

ジ
は

に
残
り
一
本
ま
で

て
い
た

か
二
十
分
足
ら
ず
で

ロ

人

の
た
め
手
札
を
あ
る
程

制
限
す
る
と
い
う

件
下
で
三
本
も

て
い
る
と
な
る
と

か
な
り
の

ス
だ

も
う

あ
ん
な
に

 
見
て
い
て
分
か

た
が
あ
の
氷

の
ボ
ス
は
対
空
攻
撃
を
持

て
い
な
い
ら
し
い

出
し
て

こ
な
い
よ
う

を
誘
導
し
て
い
る
の
か
あ
る
い
は
プ
レ
イ

が
・

・行
は
し
て
い
な
い
か
ら
使

わ
な
い
の
か
は
不
明
だ
が
対
空
攻
撃
を
使
わ
な
い
事
を
逆
手
に
彼
は

一
方
的
に
ル

チ
ン
の
よ
う
に
ボ
ス
に
反
撃
を
入
れ
て
い
た

 

念
が
あ
る
と
す
れ
ば
最
初
に

び
上
が
る
時
の

離
の

め
様
だ
が
見
た
目
の
危
険
さ
に
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反
し
て
彼
の
行
動
に

い
は
無
く

危
な

で
も
な
い

 
氷

型
ボ
ス
が
も
う
十
数
回
同
じ
反
撃
を

り
返
さ
れ
倒
れ
た
の
も

ル

チ
ン
を
見
切

ら
れ
て
い
た
が
故
の
必
然
で
あ

た

  
高

制
限
を
解

し
ま
す
と
再

流
れ
今

こ
そ

で

べ
る
よ
う
に
な

た
の
を
確
認

し
た
私
達
は
先
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
べ
く
帰

た
レ
イ
ン
と
別
れ
た
後
騒
ぎ
の
渦
中
へ
と
文

り

び

ん
だ

 
そ
こ
で
は

ロ
の
キ
リ
ト
と

シ

ム
ロ

ク

三
刃
騎
士

リ

ダ

の
水
妖
精

ス
メ
ラ
ギ
が
対
峙
し

て
い
た

 
キ
リ
ト
の
方
は

上
に
し

か
り
と
プ
レ
イ

ネ

ム
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
今
回

は
偽
物
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
い

そ
れ
は
そ
れ
で
別
の
問

が

き
そ
う
で
は
あ
る
が
今
は
横

に

い
て
お
く

様
ら
は

確
か

キ
リ
ト
の

間
だ

た
か

 

び
入

て
来
た
自
分
達
を
見
て
流

に
見
覚
え
が
あ

た
の
だ
ろ
う

た
り
を
付
け
て

そ
う

て
来
た
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そ
う
だ
よ

生
憎
と

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
別
行
動
だ
け
ど
ね

 
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
ユ
ウ
キ
が
前
に
出
た

 
彼
女
の

え
を

い
て

う

 
と
ス
メ
ラ
ギ
が

を

ね
さ
せ
る

そ
れ
は
本

か

 
ヴ

ル
グ
ン
デ
の
ボ
ス
を
倒
す
時

お
前
達
と
キ
リ
ト
は
共
に
行
動
し

て
い
た
と

い
て
い
る
が

確
か
に
そ
う
だ
よ

で
も
そ
の
時
キ
リ
ト
は
数
日
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
か

た
か
ら
リ
ハ

ビ
リ
が
て
ら
同
行
し
て
い
た
だ
け
な
ん
だ

 

リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
エ
リ
ア
ボ
ス

に
参
加
と
は
ど
う
い
う
事
だ

 

ボ
ク
達
に

か
れ
て
も
ね

 
理
解
不
能
と
ば
か
り
に

き
を

ら
す
ス
メ
ラ
ギ

 
気
持
ち
は
よ
く
解
る
解
る
の
だ
が
そ
う
い
う
事
で
い
ち
い
ち

を
悩
ま
せ
て
い
て
は
キ

リ
ト
と
い
う
プ
レ
イ

と
は

付
き
合

て
い
ら
れ
な
い
事
を
私
達
は
よ
く
理
解
し
て

い
た

手
が
プ
レ
イ

だ
ろ
う
と
ボ
ス
だ
ろ
う
と
一
人
で
戦

た
方
が
強
い
時
点
で
常
識
を

求
め
て
は
な
ら
な
い

特
に
こ
こ
最
近
の
彼
は

を

え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
節
が
あ
る
か

ら

更
だ
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同
じ
く

れ
た
よ
う
に
応
じ
た
ユ
ウ
キ
は

目
で
キ
リ
ト
を
見
て
い
る

 
キ
リ
ト
は
ビ
ミ

に

線
を

が
せ
た

し
か
し
そ
う
な
る
と
キ
リ
ト
は

よ
り
も
先
ん
じ
て

ロ
で
三
つ
の
ダ
ン
ジ

ン
を
ク
リ
ア
し

て
い
た
事
に
な
る
が

様

い

た
い
ど
う
い
う
手

で
そ
れ
を
成
し

た

 
動
揺
か
ら
復
帰
し
た
ス
メ
ラ
ギ
が
じ
ろ
と
髪
を
下
し
て
い
る
黒

く
め
の
ス
プ
リ
ガ
ン
を

ね

め
付
け
る

な
か
な
か

み
が
あ
る

線
を
し
か
し
彼
は
意
に

し
た
風
も
な
く

い
と

を

め
て
見
せ
た

え
る
気
は
無
し

か

ス
キ
ル
の

索
を
さ
れ
て

と
明
か
す

な
い
だ
ろ

チ

タ

と
し
て
運

に
報

さ
れ
か
ね
ん
ぞ

郷
の
よ
う
に
特
別
な
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
わ
な
い
と

ス
テ

タ
ス
や

備
の
パ
ラ
メ

タ

を
弄
る
な
ん
て
出
来
な
い
よ

そ
れ
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
動
か
す
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
コ

ピ

は
チ

ト
を
許
す

ど
ポ
ン
コ
ツ
じ

な
い

あ
く
ま
で
プ
レ
イ

に
許
さ
れ
た

で

し
か

は
戦

て
い
な
い

や
ま

し
い
事
は
し
て
い
な
い

と
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追

す
る
ス
メ
ラ
ギ
の

葉
を

い
て

彼
が

ん

と

を
鳴
ら
し

を
組
ん
だ

や
ま

し
い
事
を
し
て
る
の
は
ど

ち
だ
か

な
に

 
ザ
ワ
リ
と
全
身
が

立

た

対
話
で

り
広

ら
れ
る
圧
力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
そ
の

と
深
み
を
増
し
た

時
斬
り
結
び
始
め
て
も
お
か
し
く
な
い
剣

な
空
気

 
私
が
苦
手
な

人
間
同
士
の

意

 
息
を

み
見
守
る
私
は
違
和
感
に

を

た

根

の
な
い
中
傷
は
無

し
て
流
し
て

い
た
と
い
う
の
に

し
く

み
付
く
よ
う
に

発
し
て
い
る

ビ

タ

の
よ
う
な

し

に

構
え
た
自

を
誘
う

発
で
は
無
い

自
ら
突

む
攻
撃
的
な

動
だ

 
ま
る
で
ス
メ
ラ
ギ

い
て
は
セ
ブ
ン
が

い
て
い
る
思
惑
を
こ
こ
で
引
き

り
出
そ
う
と

し
て
い
る
か
の
よ
う
な

ず

と
気
に
な

て
い
る
事
が
あ
る

自
由
平

平
和
を
歌
う
セ
ブ
ン
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

を

求
め
て
い
る
か

か
と
思
え
ば
そ
ん
な
事
か

セ
ブ
ン
は
ネ

ト
ワ

ク

会
の
あ
る
べ
き

と
は

か
そ

の

え
を
探
し
求
め

活
動
し
て
い
る
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そ
れ
く
ら
い
は
知

て
い
る

が

き
た
い
の
は

終

点
と
し
て
定
め
て
い
る

か

に
つ
い
て
だ

 
す

と
ス
メ
ラ
ギ
の

が

め
ら
れ
た

 
感
じ
る
圧
が
強
く
な
る

パ

テ

を
組
ん
で
い
る
ら
し
い
三
刃
騎
士

の

後

ろ
に

え
る
ク
ラ
ス
タ
達
も
そ
の
圧
力
に

て
ら
れ
て
か
身
を

ら
せ
て
い
る

高
ま
る

感
に

を

り

め
さ
せ
て
い
る
者
ば
か
り

 
そ
れ
も

然
か
と
思
う

 
ス
メ
ラ
ギ
と

対
し
て
い
る
の
は
現
状

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

の
中
で
最
強
に

す
る

プ
レ
イ

だ

自
分
で
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
ボ
ス
の

ロ

を
目
の
前
で
や
り

て
見
せ

た

記
録
で
も
精

が
壊
滅
を

し
た
ボ
ス

手
に
一
人
で
勝

を
手
に
し
て
い
る
事
実
が
あ

る

デ
ス
ゲ

ム
の
覇
者
の

は

達
で
は
無
い

 
小
さ
な
体
だ

 
で
も
そ
う
と
思
わ
せ
な
い

圧
感
が
ま
ず
襲

て
来
る

子

だ
な
ん
て

り
を

て
さ

せ
る
重
い
圧
力
に

え
ら
れ
る
者
は
そ
う

な
い
だ
ろ
う

 

そ
れ
を

え
て
い
る
ス
メ
ラ
ギ
は

他
よ
り

一
つ
以
上

け
て
い
る
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真

向
か
ら

圧
を

け
て

た
じ
ろ
ぐ
様
子
す
ら
見
せ
て
い
な
い

彼
に
も

れ
な
い
も
の

が
あ
る
か
ら
か

七
色

士
の

論
文
は
全
て
目
を

さ
せ
て
も
ら

た

思
想

構
想

故

歌
い
手

と
し
て
だ
け
で
な
く
ギ
ル
ド
マ
ス
タ

を
し
て
い
る
か
あ
る
程

は

し
も
付
い
て
い
る

あ

ん
た
が

た
よ
う
に
ネ

ト
ワ

ク

会
の
在
り
様
を
見
定
め
る

そ
の
手

と
し
て
い
る

事
も

そ
の

切
り
と
し
て
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
攻
略
に
参
加
し
て
い
る
事
も

 
だ
が

と

彼
は

葉
を

切

た

表
情
が
無
に
な
る

分
か
ら
な
い
の
は
終

点
だ

に
は
仮
の
ゴ

ル
を
定
め
る

を
以
て

の
成

を
決
め
る
か

ス
ヴ

ル
ト
を
攻
略
し
終
え
た
時
の

を
指
標
と
し
て
い
る
の
か

 
無
の

か表
お情

に

色
が

た

 

・お
・前
・達

い

た
い

を
企
ん
で
い
る

  
そ
れ
は
怒
り

と

め

ま
れ
た
色

い

怒
が

し
出
さ
れ
た

を

う
か
と
思
え
ば

企
み
と
は

い
が
か
り
も

だ
し
い
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そ
の
怒
り
を

ス
メ
ラ
ギ
は
一

し
た

 

れ
も

ん
だ
声

男
の

か
ら
は

少
年
に
対
す
る

心意
す
ら
消
え
て
い
た

あ
の
子
は

高
な

を
以
て
こ
の
世
界
で
歌
を

い

葉
を
伝
え
活
動
し
て
い
る

そ
れ

を
ど
う
こ
う

う
権

は

様
に
は
無
い

 
す

な
く
返
さ
れ
る

葉

部
外
者
に
語
る

葉
は
無
い
と

外
に

る
内
容

の

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

し
て
い
る
事
は

定
し
な
い
の
か

 

そ
れ
す
ら
も

彼
は
反
論
し
て
み
せ
た

な
に

お
前
の

う

高
な

と
や
ら
が
ネ

ト
ワ

ク

会
の

・

・

の
事
な
ん
じ

な
い
か
と

て
い
る
ん
だ

 
最

葉
遊
び
に
近
い
返
し
方

 

足
取
り

解
に
も
近
い
そ
の

葉
に
ス
メ
ラ
ギ
は
分
か
り

い
な
が
ら
も

目
し
た

的
は
ず
れ
で
あ
れ
ば
興
味
を
喪

た
よ
う
な
ぞ
ん
ざ
い
な

を

け
る
だ
ろ
う

却

て
ぞ
ん

ざ
い
だ

た
か
ら
こ
そ

そ
の
反
応
は
克
明
に
浮
か
び
上
が
る
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無
意
識
の
認
識
で
反

さ
れ
る

葉
の

を

さ
な
か

た
彼
の
方
が
一

上
手
だ

た

で

ど
う
な
ん
だ

 

て
い
た
ら
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

 

の

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

し
て
い
る
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
を

え
る
だ
け
だ
ろ
う

様葉
に

ま
る
と
い
う
事
は

か

し
い
事
を
し
て
い
る
と

て
い
る
も
同
然
だ
ぞ

 

に

え
ら
れ
な
い
ス
メ
ラ
ギ

返
事
を

が
す
よ
う
に
煽
る
キ
リ
ト

 
い
や
ら
し
い
追

の
仕
方
だ
と
思

た

 
セ
ブ
ン
の
代

者
と
も

え
る
ス
メ
ラ
ギ
は

安

に

え
を
返
せ
な
い

 
仮
に

し
て
い
る
と

え
れ
ば
無
断
で
人

を
実
験
対

に
し
て
い
た
事
に
な
る
の
で

世
間
体
が
非
常
に
悪
い

な
ま
じ
非
道
な
人
体
実
験
を
し
て
い
た

郷

之
と

さ
れ
て
い
る

の
だ

世
論

に
近
い
も
の
と

え
ど
対

に
な

た
人
に

も
説
明
し
な
い
と
い
う
の
は

説
明
責

の
義
務
を
果
た
さ
れ
て
お
ら
ず

問

に
な
る

 
逆
に

し
て
い
な
い

と

え
た
場
合

本

に

に

無
い
な
ら
問

な
い
が

に
バ
リ
バ
リ

し
て
い
る
場
合
は
大
問

に
な
る

や
論
文
で

示
す
る
べ
き
デ

タ
の

で
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
い

最
近
の
七
色

士
の
活
動
は
世
界
全
体
が
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知
る
と
こ
ろ
だ

そ
の
時
期
に

る
よ
う
に
発
表
さ
れ
た
デ

タ
と
な
れ
ば
分
か
ら
な
い

が
な

い 
そ
し
て
ス
メ
ラ
ギ
の
反
応
か
ら

す
る
に
間
違
い
な
く
七
色

士
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
活
動
は

に
直

し
て
い
る

そ
ん
な
反
応
を
し
て
い
る
か
ら
知
ら
な
い
な
ん
て

語
道
断

だ 

と

キ
リ
ト
の
思
惑
と
行
動
を
思
い
返
し

一
つ
の
仮
説
が
浮
か
び
上
が

た

 
も
し
か
す
る
と
彼
は
七
色

士
が

の

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
活
動
し
て
い
る
思
惑
に
つ
い
て

し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

そ
の
た
め
に
ス
ヴ

ル
ト
で
別
行
動
を
取
り
つ
つ
も
自
分
達

以
上
の
速

で
攻
略
を
進
め
て
い
た

全
て
は
ス
メ
ラ
ギ
と

点
を
持
ち
問
い

す
た
め

攻

略
は
そ
の

に
し
て
い
た

そ
う

え
れ
ば
辻
褄
が
合
わ
な
く
も
無
い

 
そ
こ
ま
で
七
色

士
の

に

心
を
寄
せ
る
の
は
お
そ
ら
く

郷

之
の
よ
う
な
非
人
道

的
な
実
験
か

か
が
分
か
ら
な
い
か
ら
か

無

な
も
の
と
分
か
れ
ば
手
を
引
く
だ
ろ
う
が
逆

に

が
あ
る
も
の
と
判
明
す
れ
ば
全
力
を
以
て

し
に
掛
か
る

だ

 
そ
し
て

彼
に
は
そ
れ
が
出
来
る
力
が
あ
る

 
キ
リ
ト
の
推

が
正
し
い
な
ら
七
色

士
は
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
完
了
を

の
終
了
と
前
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し
て
い
る

そ
れ
の
成

を
食
い
止
め
る
な
ら
七
色

士
を
神

に
し
た
三
刃
騎
士

の
攻

略
を

す
る
他
に

も
う
一
つ
手
が
あ
る

三
刃
騎
士

よ
り
も
先
に
ス
ヴ

ル
ト
最
後

の
ボ
ス
を

す
る
事
だ

一

攻
略
さ
れ
た
エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒
す
と
い
う
二
番

じ
に

え
立

つ

も
無
い

話

性
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
一
番

り
し
か
無
い

 

タ
チ
が
悪
い
の
は

問

無

で
そ
れ
を
実
行
で
き
る
点
に
あ
る

 
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
七
色

士
の

に

が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
攻
略
し
て
し
ま
え

ば
い
い
話

三
刃
騎
士

よ
り
先
に
攻
略
す
れ
ば
目
論
見
は

れ
る
と

て
も
過

で
は

無
い

 
そ
の
事
で
ク
ラ
ス
タ
達
か
ら
は

か
れ
る
だ
ろ
う

 
だ
が

て
し
ま
え
ば

そ
れ
だ
け
だ

一

と
し
て

か
れ
て
い
る
現
状
と

ら
変
わ
ら
な
い

 
そ
し
て
七
色

士
と
ス
メ
ラ
ギ
は
キ
リ
ト
の
行
動
を
非

出
来
な
い

現
状

の
事
は
世

間
的
に

ら
れ
て
い
な
い
か
ら
だ

無
し
に

に
遊
ん
で
い
る
と
し
て
も
先
に
越

さ
れ
る
方
が
悪
い
だ
け

 

引

掛
か
る
の
は

ど
う
し
て
こ
ん
な

人

の
中
で
問
い

し
て
い
る
か

だ
け
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ど 

三
刃
騎
士

ク
ラ
ス
タ
達
が
見
て
い
る
前
で
は

人
に
話
せ
な
い
事
が
ど
う
し
て
も

出
て
来
る

だ

セ
ブ
ン
と
フ
レ
ン
ド
ら
し
い
キ
リ
ト

手
と

え
ど
も

ご
も
る
の
は
必
然

そ
れ
を
分
か
ら
な
い
彼
で
は
無
い

な
の
に

故

 
ま
さ
か

心
証
を
悪
く
す
る
た
め

だ
ろ
う
か

 
七
色

士
は
そ
の
歌
と
カ
リ
ス
マ
性
話

性
で
多
く
の
フ

ン
と
ク
ラ
ス
タ
を
作
り
出
し
て

い
る
ア
イ
ド
ル
だ

そ
こ
に
後
ろ
暗
い

が
流
れ
れ
ば
離
れ
る
者
も
出
る

ネ

ト
ワ

ク

会

と
い
う
不
特
定
多
数
の
人
間
を
対

に
し
た

で
ア
イ
ド
ル
と
し
て
人
を
集
め
る
必
要
が
あ

る
の
に
離
れ
て
い
く
自
体
に
な
れ
ば

は

が
応
で
も
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い

 

に

し
て
い
る
と

え
れ
ば
心
証
を
悪
く
し
人
心
は
離
れ

行
不
可
能
に

 

し
て
い
な
い
と

え
れ
ば

を
発
表
す
る
時
の
デ

タ

が
災
い
し

価
さ
れ
な

く
な
る
か

発
表
出
来
て
も
世
間
的
に
認
め
ら
れ

く
な
る

 

い

れ
が
出
来
な
い
よ
う

人

の
中
で
問
い

し
て
い
る
の
か

 
だ
と
す
れ
ば

彼
は

な
ん
と

な
の
か

い
い
加

に
し
ろ
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戦

を

い
て
い
る
と
一
人
の
男
性
プ
レ
イ

が
足

く
歩
み
出
た

ス
メ
ラ
ギ
よ
り

も
前
に
出
て
キ
リ
ト
と
対
峙
す
る

 
そ
の
プ
レ
イ

は

私
達
に
ハ
イ
エ
ナ
プ
レ
イ
を
し
た
集

の
リ

ダ

だ

た

さ

き
か
ら

て

い
て
い
れ
ば
我
ら
が
愛
す
る
平

と
平
和
を
歌
う
セ
ブ
ン
に
な
ん
と

た
り
な
事
を

て
い
る

 
あ
の
セ
ブ
ン
が
そ
ん
な
非
道
な
事
を
す
る

が
無
い
だ
ろ

う 
セ
ブ
ン
愛
に

え
る
男
に
同

す
る
よ
う
に

そ
う
だ

 
な
ん
て

た
り
な

 
と

ク
ラ
ス
タ
達
が
同

す
る

別
の
意
味
で
剣
を

き
そ
う
な

気
だ

故
か
デ
ジ

ブ
を
覚

え
るよ

し
ん
ば
セ
ブ
ン
が

の

に
ア
イ
ド
ル
活
動
を
し
て
い
た
と
し
て
も
我

は
そ
れ
を

ん
じ
る
事
な
く

む
し
ろ
喜
ん
で
協
力
す
る
と
も

 

郷

之
の
よ
う
な
非
人
道
的
な
実
験

な
ど
し
な
い
と
信

し
て
い
る
か
ら
だ

そ
う
だ

 
そ
う
だ

歌
姫
セ
ブ
ン
こ
そ
我

が
愛
す
べ
き
高
嶺
の
花

 

う
べ
き
天

の

 
そ
の
意

は
下

な
身
で
は

推
し

れ
は
し
な
い
高

そ
の
も
の

 
そ
の
思
想
を

し

め
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る
発

は

断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
ぞ

そ
う
だ

 
そ
う
だ

 
そ
の
様
子
に

キ
リ
ト
は
無
表
情
に
な
り

息
を

い
た

 
ま
た
か
と

い
た

な
様
子
だ

彼
も
な
に
か
デ
ジ

ブ
を
覚
え
た
の
か
も
し
れ
な
い

大

い
に
見
覚
え
が
あ
る
一
幕
だ

平

を

う
セ
ブ
ン
を
神

に
し
て
い
る
の
に
自
分
達
で
高

下

と
格
差
作

て
る
ん
じ

あ
世
話
無
い
な

上
が
ど
れ
だ
け
平

を

お
う
が
下
が
こ
の
有
り
様
だ
と
有
史
以
来
不
平

し
か

け
な
い
の
も

け
る
話
だ

様

 
セ
ブ
ン
の
理
想
を
実
現
で
き
な
い
と

う
か

 

れ
た
よ
う
に

事
実
そ
う
な
の
だ
ろ
う

う
キ
リ
ト
に

し

シ
ル
フ
の
リ

ダ

が

の
剣
を

い
て
斬
り
掛
か

た

ス
メ
ラ
ギ
が
止
め
る
間
も
な
く
振
る
わ
れ
る
剣

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
の
黒
剣
に

ま
れ

止
ま

た

実
現
で
き
な
い
の
は
あ
ん
た
達
の
せ
い
と

た
ん
だ
が

遠
的
過
ぎ
て
分
か
ら
な
か

た

か

 
あ
と
平
和
は
ど
こ
に
行

た

様
は

だ

 
セ
ブ
ン
の

彼
女
を
花
と
愛
で
る

で
あ
る
我

の

だ

 

様
の
よ
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う
に

れ
た
者
と
の
和
解
な
ぞ
あ
り
得
ん
わ

お
う
お
う
今

は

別
と
い
う
名
の
差
別
か

愛
で
る
べ
き
花
の
理
想
か
ら
の

離
が
加
速

し
て
る
ぞ

れ

え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え

 
力

く
で
剣
が
弾
か
れ

キ
リ
ト
が
後
退
す
る

れ

ね

今

は
自
由
の

定
と
は

な
る

ど

や
る
じ

な
い
か

自
由

平

平

和
の
三
つ
全
て
を
あ
ん
た
は
自
分
で

定
し
て
見
せ
た
ぞ

つ
ま
り
は

歌
姫花

の

定
だ

明
は
あ

る
かお

の
れ

お
の
れ
お
の
れ
お
の
れ
オ
ノ
レ
オ
ノ
レ
オ
ノ
レ

 
く
す
と
無
か
ら

な

み
へ
と
表
情
を
変
え
て

う
キ
リ
ト
に
怒
り
心

の
リ

ダ

が

ぶ

 

こ
こ
ま
で

か
の
悪
感
情
を
手

に
取
る
キ
リ
ト
は
初
め
て
見
る
か
も
し
れ
な
い

 
ぎ
り
ぎ
り
と
⻭

り
し
怒
り
を

わ
に
す
る
シ
ル
フ
ク
ラ
ス
タ

彼
の
後
ろ
に
は
同
じ
よ
う

に
怒
り
を

わ
に
し
た
千
人
近
い
ク
ラ
ス
タ
達
が
武
器
を
手
に
構
え
て
い
た

 
そ
の
人
数
を
前
に

そ
れ
で
も
身
構
え
も
せ
ず

自
然
体
を
キ
リ
ト
は
保
つ
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認
識
の
ズ
レ
を
知
覚
す
る

 
彼
は

こ
れ
を

と
見
て
い
な
い

勝
て
る
と

そ
う
確
信
し
て
い
る

そ
も
そ
も
あ
ん
た
に
は
平

や
平
和
を

う

格
は
無
い
と
思
う
が
ね

な
ん
だ
と

今
の
状

と

動
も
そ
う
だ
が

そ
も
そ
も
お
前
達
ユ
ウ
キ
達
に
横
取
り
プ
レ

イ
し
た
だ
ろ

な
に

 
目
を

め
て
の
キ
リ
ト
の
発

 
そ
れ
ま
で

て
い
た
ス
メ
ラ
ギ
が

し

な
声
を
上

た

そ
れ
が
ど
う
し
た

自
由
と
平

を

う
歌
姫
を
神

に
し
て
い
る
な
ら

が
り
な
り
に
も

で
あ
る
お
前

達
も

応
の
振
る
舞
い
を
す
る
べ
き
だ
ろ
う
と

て
い
る
ん
だ

歌
姫

に
勝

を

す
べ

く
独
自
に
活
動
す
る
の
は
と
も
か
く
そ
れ
で
歌
姫
の

に
泥
を
塗
る
よ
う
な
行
動
は
本

来
自

す
る
べ
き
も
の
じ

な
い
の
か

全
て
は
セ
ブ
ン
の
勝

の

だ
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そ
の
た
め
に
他
の

中
は

に
す
る

と

 
と
ん
だ
不
平

だ
な

な
ん
だ

お
前
達

の

平

と
や
ら
は

同
じ
ク
ラ
ス
タ
じ

な
い
と

さ
れ
な
い
の
か

 
だ
と
し
た
ら

と
ん
だ
一
神
教

い
の
思
想
だ

他
を
認
め
な
い
お
前
達
の

動
は
決
し
て
平

で
は
な
い
し
平

和
的
で
も
な
い

ハ
イ
エ
ナ
プ
レ
イ
は

定
し
な
い
が
そ
れ
を
セ
ブ
ン
の

と
他
人
を
理

由
に
す
る
の
は
違
う
だ
ろ

そ
れ
は
責

か
ら

て
い
る
だ
け
だ

 
一

だ
け
苦

に
表
情
が
歪
ん
だ

彼
が

て
い
る
事
は
か
つ
て
己
を

正
し
た
義
姉
の

葉
そ
の
も
の

自
分
で
過
去
の
傷
を

る
よ
う
な

葉
を

て
い
る
か
ら
苦

を

き
も
す

る
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も

う
の
は
ク
ラ
ス
タ
の
行
動
が

を
過
ぎ
て
い
る
か
見
過
ご
せ
な
か

た
か
ら

か 
あ
る
い
は

私
達
に
危

が
加
え
ら
れ
た
か
ら
か

そ
こ
ま
で
だ

 
ヒ

ト
ア

プ
し
そ
う
な
キ
リ
ト
と
ク
ラ
ス
タ
達
を
止
め
た
の
は

ス
メ
ラ
ギ
の
一

だ

た

今
に
も
斬
り
掛
か
り
そ
う
な
シ
ル
フ
を

し
の
け
前
に
出
た
男
は
ま
ず
こ
ち
ら
に

線
を

向
け
た
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様
ら

こ
の
者
達
に
横
取
り
さ
れ
た
の
は
事
実
か

え
あ

ま

ボ
ス
戦
を
し
な
い
で
レ
バ

を
引
か
れ
た
だ
け
だ
か
ら
ア
イ
テ
ム
を
取

ら
れ
た

じ

な
い
け
ど

事
実
か

勝
手
な
事
を

 
ユ
ウ
キ
の
し
ど
ろ
も
ど
ろ
な

え
を

い
た
ス
メ
ラ
ギ
は
ぎ
ろ
と
ク
ラ
ス
タ
達
を

ん
だ

ま
さ
か

ま
れ
る
と
思

て
い
な
か

た
の
か

き
に
目
を

る
ク
ラ
ス
タ
達

い

い
や

で
も
セ
ブ
ン
の

に

だ
か
ら
と

て

で
も
や

て
良
い

で
は
無
い

 

争
は
構
わ
ん
が
ネ

ト
マ
ナ

と
ル

ル
は
守
れ

 

様
ら
の
行
動
一
つ
が

セ
ブ
ン
を

め
る
事
を
自
覚
し
ろ

 
で
な

け
れ
ば
セ
ブ
ン
を

う
者
達
全

に
悪

が
付
い
て
回
る
ぞ

 

し

り
と
⻘
年
シ
ル
フ
の

葉
を

り

を

と
す
ス
メ
ラ
ギ

 
そ
う

う

方
も
か
な
り
疑
わ
し
い
部
分
が
あ
る
ん
で
す
が

 

目
で
見
る
も

気
付
い
て
い
な
い
の
か
そ
の
ま
ま
ス
メ
ラ
ギ
は
キ
リ
ト
に

線
を

し
た

キ
リ
ト
そ
し
て
絶
剣
一
行

今
回
の
件
は

と
セ
ブ
ン
が
ク
ラ
ス
タ
を

し

め
ら
れ

て
い
な
か

た
事
が
原
因
だ

後
日
正
式
な

罪
に

わ
せ
て
も
ら
う
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お
前
変
な
と
こ
ろ
で
律

だ
な

と
い
う
か

は
ま
だ

え
を

て
い
な
い
ん
だ
が

そ
の
点
に
つ
い
て
は

罪
時
に
話
さ
せ
て
も
ら
う

セ
ブ
ン
を
交
え
て
の
方
が
ス
ム

ズ
だ
ろ

う

ま

約
束
し
て
も
ら
え
る
な
ら
こ

ち
と
し
て
も
こ
れ
以
上
追

は
せ
ん
よ

 
事
実
上

人

の
中
で
は
話
せ
な
い
事
も

け
る
と
い
う

を
取

た
事
に
な
る

キ
リ

ト
も
話
を

け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
か

食
い
下
が
る
事
は
し
な
か

た

 
最
初
か
ら
そ
の
一

を
引
き
出
す

だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
と
す
れ
ば

本

に

な
少
年
だ

 
そ
う
戦

を

い
た

  
フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を

し
て
な
い
の
に
も
う
ク
ラ
イ
マ

ク
ス

 
原

ゲ

ム
だ
と
第
四
エ
リ
ア
終

で
の
事

で
す
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第
三
十
一
章
 

ア
ス
ナ
の
懊
悩

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

り
オ

ル
ア
ス
ナ

点
で
す

白
目

 
セ
ブ
ン

回
で
は
な
い

血
反

 
必
要
な
事
な
ん
じ

 

ら

本
作
の

編

て

原
作

フ

ア
リ

・
ダ
ン
ス

編
の
ス
ト

リ

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

編
の
ス
ト

リ

ア
ス
ナ
事
情
も

ざ

た

ロ
ス
ト
・

ン
グ

編
だ
か

ら

こ
れ
で
も
か
な
り
話
数
と

写

い
て
る
ん
や
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
と

し
て

 
だ
か
ら

る
し
て

 
文

数
は
約
五
千

み
じ
か
い

あ
ま
り
⻑
引
か
せ
て
も
ア
レ
な
の
で
キ
リ
良
く
し
た
ら
五

千
時
に

る
し
て

 
で
は
ど
う
ぞ
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セ

ブ

ン

七
色

士
と
ス
メ
ラ
ギ
が

合
を
付
け
ら
れ
た
の
は

状
氷

フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ

に
あ

た
ス
ヴ

ル
ト
全

に

り
高

制
限
を
掛
け
る

が
解

さ
れ
た
日
か
ら
ち

う
ど
三
日

後

ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
最
終
日
の

方
だ

た

 
会

場

に

ば
れ
た
の
は
エ
ギ
ル

リ
ズ
ベ

ト
武

の
一

お

を

み
な
が
ら
話
せ
る
場

つ
数
十
人
が
同
時
に
入
れ
る
場

と
し
て
キ
リ
ト
が

し
た
ら
し
い

 
キ
リ
ト
を

し
て
話
す
場
と
時
間
を
設
け
た
私
達
は
一
足
先
に
会

場

で
あ
る
エ
ギ
ル

リ
ズ
ベ

ト
武

の
一

ス

ス
に
集
ま
り
会

ま
で
の
時
間
を
思
い
思
い

に
過
ご
し
て
い
た

に
入
り

の
札
は
Ｃ
ｌ
ｏ
ｓ
ｅ
に
さ
れ
て
お
り

主
の
二
人
が

き
入
れ
な
い
限
り

も
入

て
来
れ
な
く
さ
れ
て
い
る

 
あ
と
は

黒
の
剣
士

キ
リ
ト
と

士
た
ち
の
三
人
が
来
れ
ば

者
は
全

う

 
そ
も
そ
も
今
回
の
会

の
発

は
彼
ら
に
あ
る

で
自
分
達
は
オ
マ
ケ
に
近
い
く
ら
い
部
外
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者
だ
か
ら

者
で
す
ら
無
い
の
だ
が

と
お
気
に
入
り
の
ハ

ブ
テ

を

に

み
な

が
ら
思
う

ア
ス
ナ
さ
ん

同

よ
ろ
し
い
で
し

う
か

 
そ
う
し
て

い
で
い
る
と
自
分
の
も
の
と
は
違
う

り
を
漂
わ
せ
る
テ

カ

プ
を
持

た
同

シ
ウ
ネ

が

そ
う

い
て
来
た

構
い
ま
せ
ん
よ

ど
う
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
に
こ
や
か
に

す
と

彼
女
は

を

ば
せ
て

に

い
た

 
か
ち

と
シ
ウ
ネ

が
持

て
い
た
テ

カ

プ
と

サ

が
テ

ブ
ル
に

か
れ

る

す
る
と
先
程
よ
り
も
よ
り

明
に

り
が
漂

て
き
た

い
い

り
で
す
ね

シ
ウ
ネ

さ
ん
の
紅

は
な
ん
て
い
う
ア
イ
テ
ム
な
ん
で
す

コ
レ
で
す
か

 
コ
レ
は

ヴ

ク
シ
ム
テ

と

て

プ

カ

で

さ
れ
て

い
る

葉
で

れ
た
も
の
な
ん
で
す
よ

ど
う
も
歌
姫
が
プ

カ
を
有
名
に
し
た
事
と
ス

ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
と
い
う
完
全
中
立
の

が
実

さ
れ
た
事
で
こ
こ
ぞ
と

り
出
し
て
い
る

よ
う
で
し
て
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へ

そ
れ
が

 

い
た
事
は
あ

た
が
見
る
の
も

り
を

ぐ
の
も
初
め
て
の
事
で
思
わ
ず
テ

カ

プ
を

め
る

 
マ
ニ
ア
と
い
う

で
は
な
い
が
紅

は

子
の
お
と
も
と
し
て

に
す
る
機
会
が
多
い
の

で
そ
れ
な
り
に
私
の

は

え
て
い
る

こ
の
世
界
で
な
ら
血

値
な
ど
の
心
配
を
し
な
く
て

い
い
か
ら
集
め
ら
れ
る

葉
は
大

集
め

自
分
で

ん
で
き
て
も
い
る

 
今
ま
で

に
し
た
事
が
無
か

た
の
は

妖
精
プ

カ
が
中
立

に
あ
ま
り
出
て
い
な

か

た
か
ら
だ

シ
ス
テ
ム
に
設
定
さ
れ
た

程
を
歌
い
バ
フ
を
発
生
さ
せ
る
事
を
専

特
許

と
す
る
反
面
全
体
的
に
戦
闘
が
苦
手
な
せ
い
で
種

間
抗
争
で
は
シ
ス
テ
ム
面
で
弱
小
種

に

な
り
や
す
い
せ
い
で

さ
れ
や
す
い
中
立

に
出
る
プ
レ
イ

は
少
な
く

ぶ
人
も
少

な
い

プ

カ
で
あ
り
な
が
ら
前
衛
と
中
衛
を
こ
な
す
サ
チ
が

外
な
だ
け
で
あ
る

 
そ
ん
な
事
情
が
あ
る
た
め

葉
は
こ
れ
ま
で
出
回

て
い
な
か

た

 
ご
く
り
と

思
わ
ず

を
鳴
ら
す

と
く
ち

ま
れ
ま
す

い
い
ん
で
す
か
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シ
ウ
ネ

の

に
間
を

か
ず
反
応
し
て
し
ま

た

一

き

と
ん
と
し
た
彼
女
は

か
に

み
を
浮
か
べ
る

構
い
ま
せ
ん
よ

ア
ス
ナ
さ
ん
の
紅

も

と
く
ち

け
る
な
ら

で
す
が

え

 

な
る

ど

交
換

件
で
す
か

 

ま
し
た

で
そ
う
付
け
足
し
た
後
い
た
ず
ら
め
い
た

み
を
浮
か
べ
た
シ
ウ
ネ

に
一
本

取
ら
れ
た
と

い
お

い
紅

の
カ

プ
を
交
換

り

め
て
風
味
を
味
わ
い
な
が
ら

に

む

系
に
近
い
甘

さ
が
広
が

た
と
思
え
ば
す

さ
は
す

と
引
き
と
ろ

り
と
し
た
甘
み
だ
け
が
残

た

味
し
い

過
ぎ
ず

甘
さ
も
く
ど
く
な
く
て

す
ご
く
ア

サ
リ
し
て
ま
す
ね

ダ

ジ
リ
ン
テ

と
レ
モ
ン
テ

を
合
わ
せ
た
み
た
い
な

現
実
に
は
無
い
味
な
せ
い
で

け
は

な
ん
で
す
が

ハ
マ
る
人
に
は
ハ
マ
る
ん
で
す

 
に
こ
に
こ
と

シ
ウ
ネ

が

う

 
こ
れ
は
確
か
に
大

け
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
思
う

現
実
で
近
い
味
は
先
に

た
二
種

だ
が
実

は
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
味

ジ

ス
と
し
て

ま
れ
て
い
る
味
達
が

ざ
り
合

て
い
る
コ
レ
は
紅

き
で
な
け
れ
ば

け
入
れ
が
た
い

だ
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少
し
は
気
が

れ
ま
し
た
か

 

と

労
わ
る
よ
う
な
面
持
ち
で

そ
う

わ
れ
た

え

な
ん
の
事
で
す

へ
い平
い静

を

て
い
る
よ
う
で
す
が

少
し

悩
ん
で
い
る
よ
う
な

を
さ
れ
て
い
た
の
で

間
に
し
わ
が
寄

て
い
ま
し
た
よ

 
こ
ん
な
風
に

と

の
人
差
し
指
で
き

と

に

を
寄
せ
る
シ
ウ
ネ

 
不
意
を
打
た
れ
た
た
め

い
て
い
た
私
は
彼
女
の
ヘ
ン
な

に
小
さ
く

き
出
し
て
し
ま

た

人
な
彼
女
が
い
き
な
り
ヘ
ン
な

を
す
る
と

故
だ
か
可

し
い

ヘ
ン
な

で
す
ね

む

ア
ス
ナ
さ
ん
の
真
似
で
す
よ

私
は
そ
ん
な
ヘ
ン
な

な
ん
て
し
て
ま
せ
ん
よ

い
い
え

し
て
い
ま
し
た

し
て
ま
せ
ん

し
て
ま
し
た

 
む

と
し
た
風
に
平
行
線
を

る

い
合
い

少
し
し
て
無

に
な
り
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
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く

み
を
浮
か
べ
る

 
モ

モ

と
し
た

中
が
す

と
し
て
い
く

私

悩
ん
で
る
風
に
見
え
て
ま
し
た
か

え
え

差
し

え
な
け
れ
ば

に

り
ま
す
よ

 
力
に
な
れ
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が

葉
と
し
て

き
出
す
だ
け
で
も

に
な
る
と
思
い
ま
す

 お
と
が
いに

指
を

て

思
す
る

そ
う
で
す
ね

正
直

か
に

い
て
欲
し
く
思

て
ま
し
た

話
し
て
解
決

出
来
る
も
の
で
も
な
い
ん
で
す
が

 
そ
う
前

き
し
て
こ
こ
最
近
の

キ
リ
ト
や
三
刃
騎
士

を

い
た

直
近

の
悩
み
へ
と
思

を
回
す

実
は

転

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す

え
え

 
声
を
潜
め
て
悩
み
の
根
幹
を
最
初
に

た

思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い
た

間
達
が

き
の
声
を
上

た

ど
う
や
ら

こ
え
て
い
た
ら
し
い

 
ま

同
じ
場

に

る
の
だ
か
ら

声
を
潜
め
た
と
こ
ろ
で
無

で
は
あ

た
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人
が

る
と
こ
ろ
で
話
す
事
を
良
し
と
し
た
の
は

多
分
み
ん
な
に
も

い
て
欲
し
い
と

い
う

内
な
る
願
望
が
あ

た
か
ら
だ
ろ
う

ち

ち

と
ア
ス
ナ
ど
う
い
う
事
よ

 
な
ん
で
転

 

時
ど
こ
に

で

わ

わ

リ
ズ

ち

い
て

 

を

み
揺
さ
ぶ

て
来
る
友
人
を

め
る
が

サ

サ
と

い
な
さ
い

 
と

う
ベ

ビ

ピ
ン
ク
の
鍛
冶
師
に
は

こ
え
て
い
な
か

た

が
く
が
く
揺
ら
さ
れ
る

界
の
せ
い
で

ち

と
気
分
が
悪
く
な

て
く
る

リ
ズ

放
し
て
あ

な
さ
い

そ
れ
を
今
か
ら
話
す
と
こ
ろ
な
ん
だ
か
ら

 

れ

で
シ
ノ
ン
が
手
を

み
止
め
て
く
れ
た

く
揺
さ
ぶ
り
が
止
ま

た
安

で

く

呼

を

り
返
す

も

も

リ
ズ

た
ら

自
分
の

力
値

え
て
よ
ね

あ
あ
は
は
ご
め
ん
ご
め
ん

で
も
あ
ん
た
ホ
ン
ト
ど
う
し
て
転

な
ん
て
事
に
な

て
る
の

は
ぐ
ら
か
し
た
わ
ね

 

罪
も
そ
こ
そ
こ
に
は
ぐ
ら
か
し
た
友
人
に
ジ
ト
目
を
向
け
て
か
ら
息
を

い
て
思

を
整
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え
るえ

と
ね

私
達
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

で
し

 
同
い
年
の
子
達
と
二
年
の
学
年
学

力
差
が
付
い
て
る

じ

な
い

 
そ
れ
を

さ
ん
は
快
く
思

て
な
く
て

二
学
期

九

月

か
ら
は

さ
ん
の
友
人
が
経

し
て
る

て
い
う
進
学

の
高

三
年

に
編
入
出
来
る

よ
う
に

て

て
る
の

そ
の
編
入

験

し

み
の
期
日
が
今

ま
で
な
ん
だ

は

 
三
年

て

え
二
年
分
の

強
を
あ
と
三

月
で

き

め

て
事

編
入

験
の
日
取
り
も
あ
る
か
ら
よ
く
て
二

月
以
内

て
と
こ
じ

な
い
か
し
ら

ア
ス

ナ
が
成
績
良
い
の
は
知

て
る
け
ど

流

に
二

月
足
ら
ず
で
二
年
分
は

 
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う

で
残
り
日
数
を

す
る
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
ノ
ン

現
状
を

み

る
と
あ
ま
り
に
も
無

な
要
求
と
い
う
の
は
分
か

て
く
れ
る
ら
し
く

も
が
険
し
い
面
持
ち

だ
ア
ス
ナ
流

に
無
理
が
あ
る
よ

せ
め
て
一
年
の

備
期
間
が
無
い
と
後
で
無

が

る
わ

そ
れ
は
分
か

て
る
の

で
も

さ
ん
は

一
年
の

れ
も
許
す
つ
も
り
が
な
く
て

 
ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
初
日
の

食
以
来

を
合
わ
せ
て
も

ど
会
話
を
し
な
い
ま
ま
今

日
ま
で
来
た

い
や
そ
れ
は
正
確
な
表
現
で
は
無
い

こ
ち
ら
と
し
て
も
掛
け
合

て
は
い
る
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が

あ
ち
ら
が

く

を
持
た
ず

結

平
行
線
を

る
ま
ま
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

て
い
る

さ
ん
の
気
持
ち
も
分
か
ら
な
く
は
な
い
ん
だ
よ

良
い
学

を
出
て
安
定
し
た

に

い

て
欲
し
い

て
そ
う
思

て
く
れ
て
る
事
は
よ
く
解
る
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
間
も
心
配

掛
け
た

だ
し

 
兄
が

て
い
た
よ
う
に

は
私
の
命
よ
り
も
進
学
な
ど
の
キ

リ
ア
を
重

し
て
い
た

だ
が
だ
か
ら
と

て
全
く
私
の
安

を
心
配
し
て
い
な
か

た
と

え
ば
そ
れ
は
間
違
い

だ

彼
女
な
り
に
私
の
事
を

じ
て
く
れ
て
い
る
事
は
よ
く
解

て
い
る

 
た
だ
こ
ち
ら
の
意
思
を
無

し
て
い
る
点
が

る
と
こ
ろ
な
の
だ

な
る

ど
な

オ
レ
も
実
家
の
お

達
に
は

分
と
心
配
掛
け
た
か
ん
な

特
に
仕
事

の
事
は
本
人
で
あ
る
オ
レ
以
上
に
気
掛
か
り
だ

た

な

ア
ス
ナ
の
親

さ
ん
も
そ
ら
心

配
に
な
ら

 
無
精

を

で
な
が
ら

得
し
た

う
に
ク
ラ
イ
ン
が

く

で
も
流

に
二

月
足
ら
ず
で
二
年
分
の

強
を
強
い
る
の
は
お
か
し
い
で
し

お

オ
イ
オ
イ

オ
レ
に
怒
鳴
る
な

て

オ
リ

あ
く
ま
で
一

論
を
語

た
だ
け
で
だ

な
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リ
ズ
に
カ

カ
さ
れ
動
揺
す
る
ク
ラ
イ
ン

そ
れ
を
よ
そ
に
シ
リ
カ
が
小
さ
く

手
し

を
開
い
た

で

で
も

主
導
で
新
設
さ
れ
た
生
還
者
学

じ

ダ
メ
な
ん
で
す
か

 
一
応
あ
の

学

て

世
代
型
カ
リ
キ

ラ
ム
と

業
ス
タ
イ
ル
の
モ
デ
ル
ケ

ス
ら
し
い
で
す
し
最
先

と

え
ば
最
先

な
ん
じ

あ
そ
こ
は

み
重
ね
が
無
い
か
ら

て

新
し
い
学

て

と
か
進
学

が
不

明

だ
し
今
の
カ
リ
キ

ラ
ム
が
ど
れ
く
ら
い
成
果
を
上

る
か
も
分
か
ら
な
い
で
し

 

そ
れ
に

さ
ん
に
と

て
あ
の
学

は

収
容

設
の

み
た
い

そ

そ
ん
な
の

て

 
悲
し
そ
う
に

を

ら
せ
る
猫
妖
精

悲
し
ん
だ
の
は
収
容

設
と

わ
れ
た
学

に
属
し

て
い
る
か
ら
か

あ
る
い
は
そ
う

う
親
の
下
に
い
る
私
に
対
し
て
の
も
の
か

ア
ス
ナ

遠
く
に
行
く
の
か

 
お
ず
お
ず
と

黒
髪
を
一
つ
に

た
少
年

キ
リ
カ
が

疑
問
の
声
を
上

た

も
う
会
え
な
い

キ
リ
カ
君
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し

に

く
問
わ
れ

が

く
つ
い
た

そ
う
だ
ね

多
分
だ
け
ど
編
入

験
の
書

を
書
い
た
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
は

収
さ
れ
る
し

下
手
し
た
ら
も
う
二

と

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
出
来
な
い
か
も

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

の

事
も
あ

て

郷
さ
ん
が
作

た

ア
ミ

ス
フ

ア

も

い
し
て
る
か
ら

そ
う
か

 
し

ん

と
見
る
か
ら
に
気

ち
し
た
様
子
で

く
キ
リ
カ

彼
の

を
ユ
イ
が

で
る
も

様
子
は
変
わ
ら
な
い

 
そ
れ
だ
け

け
容
れ
て
も
ら

て
い
た
と
い
う
事
に
喜
び
を
覚
え
る
が
も
う
二

と
会
え
な

く
な
る
と
思
う
と

哀
し
く
も
あ
る

彼
は
仮
想
世
界
で
息
づ
く

だ

現
実
に

な
い
以
上

ア
ミ

ス
フ

ア

を
喪

た
ら
も
う
会
う
事
は
無
い

と
し
て
も

彼
女
の
認
識
で

罪
者
予
備
軍

の
み
ん
な
に
会
え
な
い
よ
う

的
に
情
報
を

断
す
る

だ

あ
た
し
達
で
ど
う
に
か
ア
ス
ナ
の
お

さ
ん
を
説
得
出
来
な
い
か
な

そ
れ
は
や
め
と
け

エ
ギ
ル

 
リ
ズ
ベ

ト
の

葉
を

カ
ウ
ン
タ

か
ら
話
を

い
て
い
た

の

エ
ギ
ル
が
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た

彼
は

を
組
ん
で

し
い

を
す
る

最
初
に
ア
ス
ナ
も

て
た
だ
ろ

こ
れ
は
話
し
て
解
決
す
る
問

じ

ね

ア
ス
ナ
の

家

い
て
は
ア
ス
ナ
の
人
生
を

す
る
問

だ

親
と
子
の
問

に
部
外
者
の

ら
が

入

し
て
も
ロ
ク
な
事
に
な
ら
ね

よ

で

で
も

友
達
が

バ
い
方
に
進
も
う
と
し
て
る
の
よ

 
そ
う

え
る
彼
女
に

な
ら

と
エ
ギ
ル
が

葉
を
止
め
た

リ
ズ
お
前
は
責

を
取
れ
ん
の
か

 
ア
ス
ナ
の

親
が
望
ん
で
い
る
の
は
安
定
し
た

来

だ

た
だ
で
さ
え

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

で
進
学
が

れ
た
事
を
親
が
気
に
し
て
る

て
の
に

そ
こ
に

友
達
だ
か
ら

て

て

入
し
て

来
安

な
根

が
あ
る
か

 

が
親

だ

た
ら
怒
鳴

て
追
い
返
し
て
る

う

そ

そ
れ
は

だ
い
た
い
リ
ズ
だ

て
境
遇
は
ア
ス
ナ
と
同
じ
な
ん
だ

く

持
た
れ
ね

よ

な

な
ら
エ
ギ
ル
は

ア
ス
ナ
を
こ
の
ま
ま
放

て
お
く
の

ン
な
つ
も
り
は
ね

よ

 
逆
ギ
レ
し
な
が
ら
の
リ
ズ
の

葉
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エ
ギ
ル
は
し
か
し

を
横
に
振
り

定
し
た

定
さ
れ
る
と
思
わ
な
か

た
リ
ズ
は

を

め
て

を

じ
る

だ

て
ア
ス
ナ
の
友
人
だ
か
ら
な

そ
り

本
人
が

得
し
て
た
り

め
て
た
ら

出

し
す
る
つ
も
り
は
無
か

た
が

見
る
か
ら
に
不

な
ダ
チ
を
放

て
お
く
な
ん
て
流

に

な

 

の

を
歪
め
苦

を
見
せ
る

主

ア
ン
タ
性
格
悪
い
わ
と
鍛
冶

を

む
友
人
が
悪

を

く
が

ど
こ
吹
く
風
と

こ小
る
ぎ動

も
し
て
い
な
い

そ
れ
で

実

の
と
こ

ア
ス
ナ
は
ど
う
な
ん
だ

ど
う

て

ア
ス
ナ
は
そ
の
転

は

い
い

か

イ

か

ど

ち
な
ん
だ

イ

だ

な

だ

 

な
問
い

 

故
イ

な
の
か
と

え
た
と
こ
ろ
で

葉
に

ま

た

理
由
は

あ
る
の
だ

で
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も
ど
れ
も
こ
れ
も
な
に
か
違
う
と
思

て
し
ま

て

に
出
せ
な
い

出
し
た
ら
本

の

気
持
ち
に
気
付
け
な
く
な

て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
す
る

・そ
・こ
・だ

イ

だ
イ

だ
と

い
は
す
る
が
じ

あ
な
ん
で
イ

な
の
か

ど
う
し
て
今
の

方
が
い
い
と
思
う
の
か

そ
こ
を
し

か
り

え
て
親

さ
ん
に
伝
え
る
べ
き
だ

じ

ね

と

親
か
ら
す
り

を

ね
て
る
よ
う
に
し
か

こ
え
ね

だ
ろ
う
さ

 

あ
な
た
は
た
だ

を

ね
て
い
る
だ
け
よ

 
エ
ギ
ル
の

葉
に
呼
応
し
て

裏
に

る

の
声

あ
の
日
の

食
で

わ
れ
た

葉

 
さ

と
立
ち

め
て
い
た

が
晴
れ
道
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
た

思

が
ク
リ
ア

に
な
り

気
持
ち
が

に
な
る

エ
ギ
ル
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

な
に
か

め
た
気
が
し
ま
す

お
い
お
い
流

に
気
が

い

礼
は
お
前
さ
ん
が

み
取
り
た
い
モ
ノ
を

ん
で
か
ら

め
て
し
て
く
れ

は
い

 

を
組
み
不

に

む

み
の

使
い
に

返
事
を
す
る
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こ
こ
最
近
で
一
番

気
の
い
い
声
が
出
た
気
が
し
た

  
同
年
代
の
主
人

や
友
人
が

す
よ
り
も
年
⻑
者
な
エ
ギ
ル
や
シ
ウ
ネ

が

す
方
が
説
得
力

を
増
す

り

流

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
常
識
人

だ
と
思
い
ま
し
た

小

感



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
第
三
十
二
章
 

契

約

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
オ

ル
ア
ス
ナ

点

ぶ

ち

け

で
も
い
い

 
文

数
は
約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

 

今
話
は
か
な
り
や
や
こ
し
い
の
で

以
下
を
再
認
識
し
て
下
さ
い

 
・
キ
リ
ト
が

け
て
い
る
依
頼

 
束
・

場

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
テ
ス
ト

バ
グ
報

 

七
色

士
の

 

者
と
し
て
の
第
四
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

世
界
大
会

勝

 
楯
無

 

一
緒
に
ア
ニ
メ
を
観
よ
う

 
レ
イ
ン

七
色

士
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死
に

た
原
因
と
は

  

ち
人
の
片

れ

黒

く
め
の
ス
プ
リ
ガ
ン
が

に
や

て
来
た
の
は
集
合
予
定
時
間

の
三
十
分
前
に
な

た

だ

た

予
定
時

を

え
れ
ば
か
な
り

い
行
動
な
の
だ
が
そ
の

彼
を
上
回
る

さ
で
セ
ブ
ン
達
以
外
の
面

が
集

て
い
た
の
を
見
た
彼
は
目
を

ち
く
り
と

さ
せ
た

か
な
り

く
来
る
よ
う
心
掛
け
た
ん
だ
が

も
う

た
の
か

ず
い
ぶ
ん

い
な

そ
り

ボ
ク
達
の
攻
略

点
み
た
い
な
も
の
だ
し

い
ち
お
う

て
お
き
ま
す
け
ど
ア
ン
タ
達
の

し
切
り

て
い
う

じ

な
い
か
ら
ね

分
か

て
る

て
ば

な
る

ど

 

目
の
リ
ズ
に
ツ

コ
ミ
を
入
れ
ら
れ

ユ
ウ
キ
は
そ
う
返
し
た
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そ
の
や
り
取
り
を

て

く
集
ま

て
い
た
の
は
攻
略
の

備
が
あ

た
か
ら
と

得
し
た

き
を
し
た
彼
は

も

な
い

内
の

に
近
寄

た

に
背
中
を

け
た
後
な
に
か

の
テ
キ
ス
ト
を
複
数
の
タ
ス
ク
で
表
示
し
て
い
く

り
り
り
り
り
ん
と

や
か
な

の

が

し
た

キ
リ
ト
君

な
に
を
見
て
る

ん
で
る

 
書
い
て
る

 
の

な
ん
で
複
数
回

い
直
し
た
ん
だ

 
期
せ
ず
し
て
一
番
近
か

た
の
で

問
を
投

る

内
容
が
あ
や

や
な
の
は
ホ
ロ
ウ

ン

ド
ウ
を
無
表
情
で

見

るむ
彼
の
手

に
は
キ

ボ

ド
が
あ
る
も
の
の
そ
れ
に
彼
は
手
を

ば
し

て
お
ら
ず

ど
ち
ら
な
の
か
判
別
付
か
な
か

た
せ
い
だ

 
ど
こ
か
脱
力
し
た
よ
う
な
目
で
見
返
し
て
来
た
彼
は

報

書

と

的
に

え
た

 
そ
こ
で
ユ
ウ
キ
が

え

 
と
声
を
上

た

報

書

て

キ
リ
ト

な
に
か
仕
事
や

て
る
の

仕
事

ま

仕
事
な
の
か
な

や

て
る
事
は
ベ

タ
テ
ス
ト
の
そ
れ
と
変
わ
ら
な

い
か
ら
仕
事
と

え
な
い
よ
う
な

ア

つ
ま
り
キ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ
ス
タ

や

て
ん
の
カ

で
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
バ
グ
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と
か
の
定
期
報

て

ダ

 
世
間
的
に
明

こ
そ
し
て
い
な
い
が
暗

の
了
解
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ

テ
ス
タ

間
の
ア
ル
ゴ
が

葉
を

ん
だ

そ
の
推

は

た

て
い
た
ら
し
く
キ
リ
ト
は

こ
く
り
と

く

で
も
サ

ビ
ス
中
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
テ
ス
タ

て
お
か
し
く
な
い

 

テ
ス
タ

て
今

回
の
ス
ヴ

ル
ト
み
た
い
に
追
加
さ
れ
る
エ
リ
ア
や
シ
ス
テ
ム
の
確
認
の
た
め
に
専

の
エ
リ

ア
で

く
も
の
な
ん
じ

な
い
の

そ
れ
と
は
別

の
テ
ス
タ

だ
よ

ユ
ウ
キ
が

て
る
の
は
実

前
の

備

テ
ス
タ

は
実

後
の
バ
グ
や
バ
ラ
ン
ス

整
を

る

整

テ
ス
タ

は
お
ろ
か
持
ち
場
が
違

う
ア
ル
ゴ
が

て
た
バ
グ
報

が
仕
事
な
の

 
で
も

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の

構
成
上

メ
イ
ン
と
サ
ブ
で
差
異
を
修
正
す
る
ん
だ
か
ら
人
力
は
必
要
な
い
ん
じ

悪
い
が

そ
の

の
事
を
話
す
権
限
が

に
は
無
い

守
秘
義
務
圏
内
だ

え

ま

い
い
け
ど

 
ま

た
く
良
く
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
の

然
と
し
た
表
情
で

え
る
ユ
ウ
キ

流

に
分
か
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り
や
す
い
か
ら
か

彼
も
苦

を
浮
か
べ
た

も
し
か
し
て
さ
キ
リ
ト
が
セ
ブ
ン
や
三
刃
騎
士

の
事
を

し
て
た
の

て
そ

の

仕
事

が
原
因
な
の

 
そ
こ
で
ユ
ウ
キ
が

弾

恐
ら
く

も
が
気
に
な

て
い
た
事

を
切
り
出
し
た

絶

な

感
を

ん
で
い
た
空
気
が

り

め
る

一

一

き

さ
な
い
よ
う

も
が
息
を

潜
め
る

ど

の
意
識
が
一
人
の
少
年
へ
と
集
中
し
た

無

と
は

え
な
い
が

直

的
な
原
因
で
も
な
い

 
圧
す
ら

た
空
気
の
中
彼
は
手
つ
か
ず
の
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
を
消
し

し
い
面
持
ち
で

え
た

判
然
と
し
な
い
返

に

面

の
眼
に
疑
念
が

る

 

紺
の
剣
姫
は

に

を
寄
せ
る

ど
う
い
う
意
味
な
の

 

体
的
に
は

悪
い
が

今
は
ま
だ

え
な
い

今
は

そ
う
い
う

・契
・約

な
ん
だ

 
ア

サ
リ
と
情
報
が

れ
た

外
に

テ
ス
タ

以
外
に
も
仕
事
を
請
け
負

て
い
る
と
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て
い
る
も
同
然
の
内
容

契
約

ね

そ
れ
を
教
え
る
事
は
守
秘
義
務
圏
外
な
ん
だ

あ
あ

で
も
仕
事
の
内
容
教
え
ら
れ
な
い

件
そ
も
そ
も
そ
の
仕
事
を

け
た
理
由
に
つ
い
て
は

教
え
て
く
れ
な
い
ん
だ
ね

そ
う
い
う
契
約
だ

ま
た
契
約

か

 
ユ
ウ
キ
の
苛
立
ち

じ
り
の
し
か
め

面
が
哀
し
み
を

び
た
も
の
に
な
る

き
そ
う
な

怒
り
の

そ
の
形
容
が
し

く
り
く
る
表
情

い
い
加

に
し
て
よ

 
そ
の

で

く
よ
う
に

た

頼

て
よ

信
じ
て
よ

ボ
ク
達
を

 
も
う
指
を

え
て

つ
だ
け
な
ん
て

な
ん
だ
よ

 
知
ら
な
い
間

じ

な
い
ん
だ
一
人
で
背
負

て
死
ぬ

ど

る
よ
り
も
よ

ど

で
し

 

な
が
ら
の

怒

り

滲
み
出
た

は

れ

を
伝

て
い
た
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そ
れ
と
も
な
に
ボ
ク
達
が
信
じ
ら
れ
な
い

 
ボ
ク
達
じ

力
に
な
れ
な
い
の

 
リ

フ

の
剣
の

ユ
イ
ち

ん
達
の
演

能
力
と
情
報

理
能
力
ボ
ク
達
の

能
力
個

の
実
力

ん
ぶ
が

し
な
い

と
戦
う
つ
も
り

 
テ

ブ
ル
を

り

重
い

を
立
て
た
彼
女
は

少
年
を

み
怒
声
を
放

た

 
少
年
の
目

が
一

く
つ
い
た

が
変
化
は
そ
れ
だ
け

苦
し

に

か
に

め
ら
れ

た
表
情
に
怖
れ
も
焦
り
も
見
ら
れ
な
い

 
キ
リ
ト
と
い
う
少
年
は
身
内

こ
と

間
と
し
て

け
入
れ
た
面

か
ら
の
負
の
感

情
に

く
怖
れ
を

い
て
い
る

そ
れ
は
サ
チ
へ
の
罪
悪
感
を
は
じ
め

見
ら
れ
て
い
た
事

な
の
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
の
メ
ン
バ

は

も
が
知
る
と
こ
ろ

動
揺
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
事
は

こ
の
事

を
前

に
動
い
て
い
た
と

外
に
証
明
し
て
い
る
も
同
然

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
の

葉
を

定
し
て
お
ら
ず
こ
の
事

に
な
る
事
を
予
期
し
て
い
た
と
い

う
事
は

つ
ま
り

 

私
と
違
い
ユ
ウ
キ
は
彼
に
想
い
を
向
け
て
お
り
更
に

郷
に
よ
る
技
術
的
な
洗

を

自
力
で
解
く
程
に
強
い
感
情
を

い
て
い
る
た
め

彼
に
対
す
る
理
解

も
高
い
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私
に

せ
た
事
だ

彼
女
が

せ
な
い

も
な
く

怒
り
の

き

が

絶
に
歪
ん
だ

ざ
け
る
な

 

怨
嗟
の
声
が
上
が

た

 
そ
の
声
を
発
し
た
者
は
ユ
ウ
キ

 
そ
う
と
気
付
く
の
に
数

要
し
た

話
の
流
れ
か
ら

せ
る

な
の
に
そ
れ
が
快
活

の
体
現
と

う
べ
き
少
女
が
上

た
声
と
最
初
は
気
付
け
な
か

た

 
そ
れ

ど

彼
女
の

葉
に
は

負
の
想
念
が

め
ら
れ
て
い
た

ざ
け
る
な

ざ
け
る
な

 

と

く
ア
メ
ジ
ス
ト
色
の

大

の

を
滲
ま
せ

を
伝
わ
せ
る
彼
女
は
一

の

間
を

ん
で

し
た

今
に
も

り
掛
か
り
そ
う
な
怒
気

と
も
す
れ
ば
斬
り
掛
か
り
そ
う

な
剣
幕

 
ラ子
ンの

姉
が

ち

か
せ
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
本

に
斬
り
掛
か

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 

の
彼
女
を

え
れ
ば
あ
り
得
な
い
と
断
じ
る

え
も

情
に

ら
れ
た
様
を
思
え
ば
現

実
味
を

び
て
し
ま

て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
終
戦
で
は
確
か
に

に
立
て
な
か

た
け
ど
で
も
確
か
め
も
し
な
い
で
戦
力
外
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な
ん
て

ざ
け
る
な

ち

ユ
ウ
キ

ち

き
な
さ
い

ち

け

 

ち

け
る

な
い
よ

 
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
事
に

わ

て
る
キ
リ
ト

を
止
め
る
機
会
を

す

に
は
い
か
な
い
で
し

 
ボ
ク
は

キ
リ
ト
に
死
ん
で
欲
し
く
な

い
ん
だ

そ
れ
は
こ
こ
に

る
み
ん
な
同
じ
よ

だ

た
ら

 

を
強
く
持

て

め
る
ラ
ン
へ
と

き

ら
し
た
紅
の

が
向
け
ら
れ
た

 
直
に
向
け
ら
れ
た

で
も
な
い
の
に
感
じ
る
強
い
感
情

生
を

望
す
る
強
い

感願
情い

に

て
ら

れ

知
ら
ず

息
を

む

い
ま
こ
こ
で
み
ん
な
の
気
持
ち
を
ぶ
つ
け
る
べ
き
だ
よ

 

な
ん
て
無
い
限
界
ま
で

も
か
も
出
し
切

て

く
キ
リ
ト
に
は

く
ん
だ

 
あ
の
世
界
に

た
み
ん
な
な
ら

分
か

る
で
し

 

全
力
で
ぶ
つ
か
ら
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
ん
だ

 
切
実
な

 
彼
女
が

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か

て
い
た

義
姉
リ

フ

の

葉
す
ら
も

ね

け

け
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た
自
己

の
在
り
方
は
結

全
て
を

し
た
勝
負
で

く
変
わ
り
始
め
た

ど
で
彼
の

迷
さ
を
如
実
に
表
し
て
い
る

最
初
期
の

か
ら
見
て
来
た
身
と
し
て

く
覚
え
が
あ
る

 

て

  

そ
の
と
き

内
の
一

か
ら

め
る
声
が
上
が

た

 
そ
の
声
を
上

た
の
は

髪
の
鍛
冶
剣
士
レ
イ
ン
だ

た

彼
女
は
思
い

め
た
よ
う
な

で

く
り
前
に
出
て

彼
を

う
よ
う
に
前
に
立

た

レ
イ
ン

な
ん
の
つ
も
り

キ
リ
ト
君
は

悪
く
な
い

悪
い
の
は

わ
た
し
な
の

ど
う
い
う
こ
と

 
い
き
な
り
の

葉
に

惑
し
な
が
ら
も
怒
り
を
滲
ま
せ
た
ユ
ウ
キ
の

い

線
が
レ
イ
ン
に

が
れ
る話

す
の
か

レ
イ
ン

知
ら
れ
た
く
な
い
事
な
ん
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
中
キ
リ
ト
が

を
開
い
た

レ
イ
ン
は
少
し
振
り
返
り

し

な
さ
そ
う
に
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ん
だわ

た
し
の
事
情
で
み
ん
な
の

を
悪
く
し
た
く
な
い
か
ら

気

て

て
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

レ
イ
ン
が
良
い
な
ら

は
構
わ
な
い

 

し

な
さ
そ
う
に

ん
だ
彼
女
を
見
て

黒

く
め
の
少
年
は
苦

気
味
に

ん
だ

レ
イ
ン
は
彼
に
な
に
か
頼
み
事
を
し
て
い
て

そ
の
内
容
が
先
の

仕
事

つ
ま
り
セ
ブ
ン
達

へ
の

心
に
繋
が

て
い
た
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

 

を

ん
で
い
る
と
く
る
り
と
レ
イ
ン
が
こ
ち
ら
に
向
き
直

た

表
情
は
決
意
を
秘
め

た
も
の

キ
リ
ト
君
が
裏
で
色

し
て
た
原
因
は
わ
た
し
な
の

セ
ブ
ン
の
事
を
探

て

て
わ
た
し

が
お
願
い
し
て
た
か
ら
な
ん
だ
よ

ど
う
い
う
事

 
な
ん
で
レ
イ
ン
が
そ
ん
な
お
願
い
を
す
る
必
要
が

 
最
も
付
き
合
い
の
⻑
い
フ

リ
ア
が

を

て
問
う

レ
イ
ン
は

そ
ん
な
ス
プ
リ
ガ
ン

に

哀
し

な

み
を
浮
か
べ
た

そ
れ
は

セ
ブ
ン
が

七
色
が

わ
た
し
の

実
の
妹
だ
か
ら
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な

と

然
と
し
た
声
が
フ

リ
ア
か
ら

れ
る

声
が

れ
な
く
と
も
そ
の
話
を

い

て
い
た
だ
ろ
う
少
年
を

い
て
全

が
目
を

り

ま

て
し
ま
う

 

す
る
と
決
意
し
た
か
ら
か
彼
女
は

を
切

た
よ
う
に
七
色

士
と
の

性
と
過
去

に
つ
い
て
語
り
始
め
る

 
七
色

士
が
日
本
人
の

と
ロ
シ
ア
人
の

を
持
つ
ハ

フ
の
子
と
い
う
の
は
知
れ

て
い

る

同
時
に

彼
女
に
は

親
が

な
い
事
も
有
名
だ

 

な
い
理
由
は
離

し
た
か
ら

原
因
は
ね

七
色
に
あ

た
の

 
え
へ
へ

と
哀
し

に

い
な
が
ら

彼
女
は

た

 
そ
の
原
因
と
は
七
色

士
が

い

に
萌
芽
し
て
み
せ
た
天
才
性
に
よ
る
も
の

親
は
彼

女
の
才
能
を

ば
す

に
後
に
マ
サ
チ

セ

ツ
工

大
学
へ
の
入
学
に
至
る
教
育
方

を

主

し
反
対
に

親
は
才
能
を

ば
す
生
き
方
で
は
な
く
静
か
に

の
人
生
を
歩
ん
で
欲

し
い
と
い
う
教
育
方

を
主

晩

晩

二
人
は
平
行
線
を

る

を

け
た

 

最
終
的
に

親
が
無
理

理
親
権
を
奪
い
取
る
形
で
決

が

い
た
と
い
う

 
レ
イ
ン

か
ら
た
ち
に
じ
か

虹
架
は

親
が
離

し
た

に

親
に
引
き
取
ら
れ
て
日
本
の
実
家
へ
と
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た
帰
国
子
女
だ

た
の
だ

お

さ
ん
と
わ
た
し
は

ば
追
い
出
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
日
本
へ
と
帰
国
し
た
の

お

さ

ん
か
ら
す
れ
ば
わ
た
し
は
妹
に

る
ダ
メ
な
姉

て
い
う
認
識
だ

た
の
か
も
ね

ダ
メ

て

そ
ん
な

 
思
わ
ず

葉
を

ん
で
し
ま
う
が
彼
女
に
は
届
か
な
い

返
さ
れ
る

み
が
そ
う
悟
ら
せ
る

 

後
ろ
に
立
つ
少
年
が

苦
い

で

目
し
た

そ
ん
な
わ
た
し
は
お

さ
ん
を
少
し
で
も

に
さ
せ
た
い
と
思

て
バ
イ
ト
し
た
り
歌
を

歌

た
り
し
て
た
ん
だ

た
だ
や

て
る
バ
イ
ト
が
ア
レ
だ

た
か
ら
ち

と
友
達
が
少
な
く

て

現
実
で
の
人
付
き
合
い
に

れ
て
た
私
は

ネ

ト
ゲ

ム
に
の
め
り

ん
だ
の

そ
れ
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

う
ん

そ
し
て
現
実
に
復
帰
し
て
か
ら
七
色
の
事
を
知

た

士
な
ん
て
呼
ば
れ
て
る
と

知

た
時
は

い
た
け
ど

得
し
て
る
自
分
も
い
て

そ
こ
か
ら
は
知

て
の

り

ス

ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
実

の

知
の
後
セ
ブ
ン
が

か
を
目
的
と
し
て
三
刃
騎

士

の

に
な

て
攻
略
を
目
指
す
話
が
出
た
の
を
知

た
わ
た
し
は
み
ん
な
に

て

三
刃
騎
士

に
加
入
し
て
た
ん
だ
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レ
イ
ン
さ
ん
そ
ん
な
事
し
て
た
の

事
が
あ
る
か
ら
と
ス
ヴ

ル
ト
が
実

さ
れ
て
か
ら
自
分
達
と
合
流
す
る
ま
で
の
四
日
間

は
な
ん
と
三
刃
騎
士

に

属
し
セ
ブ
ン
と

触
す
る
機
会
を

て
い
た
事
に

く

 
私
の

き
の
声
に

レ
イ
ン
は
バ
ツ
が
悪
そ
う
な

を
し
た

そ
う
し
て
セ
ブ
ン
に
近
付
こ
う
と
し
た
の

ま

七
色
は
自
分
に
姉
が

た
事

・覚
・え
・て

・な
・か
・

・た
け
ど
ね

な
 
そ
の

き
は

く
絶

で
上
書
き
さ
れ
た

あ
の
子
は
さ

私
に
お
姉
ち

ん
な
ん
て

な
い

て

て

そ
れ
で

三
刃
騎
士

の
メ
ン
バ

か
ら
ウ

つ
き
呼
ば
わ
り
さ
れ
て

そ
の
ま
ま
脱
退
さ
せ
ら
れ
ち

た
の

そ
れ
が
フ

リ
ア
ち

ん
達
と
合
流
し
た
あ
の
日
の
事
だ

た
ん
だ
よ

レ
イ
ン

あ
ん
た

 
う

す
ら
と
目

に
光
る
も
の
を
滲
ま
せ
な
が
ら
の

葉
に
フ

リ
ア
は

根
を
寄
せ

葉
を

ま
ら
せ
た

哀
し
い

な
の
に

お
う
と
す
る
彼
女
の

を
見
て

い
た
い
事
も

え

な
く
な
る
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フ

リ
ア
ち

ん

も
そ
ん
な

し
な
い
で

七
色
が

え
て
な
い
の
は
予
想
出
来
た
こ

と
な
ん
だ
よ

親
が
離

し
た
時

あ
の
子
は
す
ご
く

か

た
か
ら

で
も

レ
イ
ン
は

あ
ん
た
は
そ
れ
で
い
い
の

 
実
の
妹
な
ん
で
し

よ
く
な
い
よ

い
い
わ
け

な
い
よ

 

を
滲
ま
せ
我
が
事
の
よ
う
に

す
る
フ

リ
ア
に
力
な
い

え
が
返
さ
れ
る

取
り

て
い
た

み
が

れ

ば

い
て
い
る

が

わ
に
な

た

で
も
仕
方
な
い
じ

ん

あ

ち
は

え
て
な
い
ん
だ
よ

七
色
は
天
才

学
者
に
し
て
大

人
気
ア
イ
ド
ル
対
し
て
こ

ち
は
平

な
一

人

記

に
残

て
な
い
な
ら

本

を
突
き
付
け
た
と
し
て
も

の
他
人
も
同
然
だ
よ

そ
ん
な
人
に
い
き
な
り

お
姉
ち

ん
で

す

て

わ
れ
て
も
認
め
ら
れ
る

が
無
い

 
そ
の

は

彼
女
が

に
し
て
い
る
事
が
本
心
で
は
無
い
と
語

て
い
る

 
そ
れ
で
も
紡
が
れ
る

観
の

葉

 

ま
る
で

自
分
を

得
さ
せ
る

に

ね
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
た

 

結

レ
イ
ン
さ
ん
は

を
し
た
か

た
ん
で
す
か

 
レ
イ
ン
の

観
に

て
ら
れ
死
ん
だ

気
の
中
切
り
捨
て
る
よ
う
な

さ
で
新
た
に

火
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を
切

た
の
は

の
⻑
刀
を

び
た
緑

の
風
妖
精

リ

フ

だ

た

 
険
し
い
面
持
ち
の
彼
女
の
眼
に
非

の
色
は
無
い

た
だ

に
疑
問
を
覚
え
て
い
る
だ
け

の
よ
う
だ

七
色

士
に
近
付
い
て

ど
う
し
た
か

た
ん
で
す

そ
れ
は

そ
の

 

え
よ
う
と
し
て
し
か
し

い

む
様
子
に
リ

フ

の

が

め
ら
れ
た

剣

な

気
は
無
い

た
だ
判
然
と
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
探

て
い
る
よ
う
に
見
え
る

 
見
て

分
か
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か

え
な
い
事
情
が
あ
る
ん
で
す
か

ご
め
ん

な
ら

き
ま
せ
ん

あ
た
し
が
知
り
た
い

心
は
レ
イ
ン
さ
ん
の
動
機
じ

な
い
の
で

え
 
レ
イ
ン
が
き

と
ん
と
す
る

 
気
持
ち
は
分
か
る

あ

さ
り
追

を
止
め
た
事
は
意
外
だ

た

リ

フ

な
ら
キ
リ
ト

に
協
力
を
求
め
た
根
幹
だ
か
ら

し
く
知
り
た
が
る
と
思

て
い
た
だ
け
に

惑
は
一

強
い
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い

い
い
の

か
な
い
の

人
間

し
も
人
に
話
し
た
く
な
い
事
く
ら
い
あ
り
ま
す

そ
れ
に
あ
た
し
が
今
気
に
な

て

い
る
事
は
キ
リ
ト
に
し
た
お
願
い
に
つ
い
て
で
す

こ
の
話
も
そ
こ
が
発

で
す
か
ら
ね

あ

う
ん

 
安

し
つ
つ
し
か
し
ど
こ
か

然
と
し
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
る
よ
う
な

で
レ
イ
ン
が

く

あ
ま
り
に
ド
ラ
イ
な
対
応
に
な
ん
と

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
よ
う
だ

重義
弟

の義
ブ妹
ラの
コ事
ン以
に外
しに
ては
シ

スく
コ

ン白
と
い
う
前

か
ら
思

て
い
た
人
物

が
更
に
強
ま

た

そ
の

向
は
あ
る
と
思

て
い
た
が
仮

義
弟
が

わ

て
い
る

件
で
も

か
く

分

し
て

し
て
い
な
い
内
容
に
な
る
と
ま

た
く
無

心
に
な
る

り

金
入
り
だ

極

な
話
彼
が
依
頼
か
ら

り
た
以
上
も
う
レ
イ
ン
と
セ
ブ
ン
の
問

に
意
識
を

い
て
い
な

い
だ
ろ
う

せ
い

い

わ

て
い
た

件

と
い
う
認
識
程

で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
あ
る
い
は
他
の
事
に
意
識
を

く

を
奪
う

ど
の

か
を
彼
女
が
知

て
い
る
か
だ

が 

そ
こ
で

約
一

間
前
の
出
来
事
が

裏
に
浮
か
ぶ

 

裏
に

し
出
さ
れ
た
情

は
斬
り
結
ぶ
黒
と

の
内
黒
だ
け
が
力
な
く

を
突
き
消
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え
去
る
光

血

状
で
自
動
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
せ
ら
れ
た
彼
の

 
あ
の
時
の
事
が
引

掛
か
り
無

を
し
て
い
る
原
因
か
と
予
想
し
て
い
る
な
ら
彼
女
の

の
名
さ

も
と
い
真
剣
味
に
も

得
が
い
く

 
結

ブ義
ラ弟
コ想
ンい

と
い
う

価
に
帰
結
す
る

り
が
彼
女
ら
し
い
と
思
え
る

り
自
分
も
そ
れ

な
り
に

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

え

と
キ
リ
ト
君
へ
の
お
願
い
だ
よ
ね

で
も
そ
こ
ま
で
大
し
た
も
の
じ

な
い
よ

と

い
う
か

事
情
を
話
し
て
協
力
を
お
願
い
し
た
時
に

じ

あ
つ
い
で
に

て

く
引
き

け
ら
れ
た
だ
け
で

体
的
に
指
示
し
た

じ

な
か

た
か
ら

 
せ
い

い
情
報

く
ら
い
か
な

と

に
指
を

て
思
い
出
す
よ
う
に

う
レ
イ
ン

 
そ
ん
な
彼
女
の

葉
に

つ
い
で

 
と
フ

リ
ア
が
声
を
上

じ
ろ
り
と
キ
リ
ト
を

ん
だ

線
の
集
中
を
感
じ
て
レ
イ
ン
も
輪
の
一

に
加
わ
り
彼
は
一
身
に

目
を

び
る

事
に
な
る

レ
イ
ン
の
大
事
な
お
願
い
を
つ
い
で

い

て

ど
う
い
う
こ
と

は
・七
・色
・

・士
と
三
刃
騎
士

の
動
向
を
探

て
い
た

情
報
を
集
め
内
容
を
精

し

立
て
た
推

を
話
す
だ
け
で
良
か

た
か
ら

つ
い
で

と

た
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な
ん
で
キ
リ
ト
が
七
色

士
の
事
を

べ
る
必
要
が
あ

た
の

 
そ
こ
で

真
紅
の
魔
槍
を

い
だ
サ
チ
が
む
す

と
し
た

で

く

セ
ブ
ン
と
は
ス
ヴ

ル
ト
実

の
日
に
知
り
合

た
ん
だ
よ
ね

で
も
キ
リ
ト
の

ぶ
り
と

レ
イ
ン
が
三
刃
騎
士

に
入

て
た
期
間
を

え
る
と
ず

と
前
か
ら

べ
回

て
た
よ

う
に

こ
え
る
ん
だ
け
ど

実

そ
う
だ

た
か
ら
な

な
ん
で

 
あ
ど
け
な
く
も

こ
え
る

的
な
問
い

槍
使
い
の
そ
れ
は
決
し
て
怒
り
の
そ
れ
で
は
な
い

非

め
い
て
は
い
る
が

観
も
色

い
そ
れ
は
ず

と

し
て
い
た
事
も
彼
だ
か
ら
と

得
し
て
い
る
心
境
を
思
わ
せ
る

 
そ
れ
だ
け
理
解
し
て
い
る
彼
女
か
ら
の

え
て
の
問
い
掛
け

 

空
気
が

ん
だ

 
キ
リ
ト
は

線
を

の
入
り

へ
と
向
け
た

お
邪
魔
し
ま

す
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間
を

か
ず
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と

を
開
け
た
時
に
よ
う
に
な

て
い
る

い
た

の

が

く
と
同
時
に

を
打

た
声
は

の
よ
う
に

や
か
で
高
い
女
子
特
有
の
も
の

だ

た

と
い
う
か

き
覚
え
が
少
し
あ
る

 

テ

ブ
ル
の

子
か
ら

の
方
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
分
か

た

大
き
な
七
色
の

根
を
突
け

た
⻘
が

の
ベ
レ

ト
を

め
に

て
い
る
女
子
は
光
を
反

す
る
銀
髪
を

よ
り
も
更

に
下
へ

ば
し
て
い
て
紅
い

は

と
し
た
性
格
を
如
実
に
表
し
て
い
る

は
小
さ
な

女
子
が

る
サ
イ
ズ
の
も
の
だ
が
ミ
ニ
ス
カ

ト
は
フ
リ
フ
リ
の
フ
リ
ル
が
あ
る
し
全
体
的
に

手
で
特
徴
的
だ

た

い

そ
ア
イ
ド
ル

と

た
方
が
分
か
り
や
す
く
性
能
よ
り

も
見
た
目
重

な
の
だ
と
分
か
る

 
恐
ら
く

程
の
世
間
知
ら
ず
で
さ
え
無
け
れ
ば

で
も
分
か
り

思
わ
ず
全
体
的
に
か
わ
い

い
と
有
名
人
と
い
う
二
重
の
意
味
で
二

見
し
て
し
ま
う
人
物

ギ
ル
ド
三
刃
騎
士

の

リ

ダ

歌
姫

セ
ブ
ン

本
名
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会
を
専
攻
し
て

し
て
い
る

き
天
才

学
者

失
礼
す
る

 

け
て

こ
え
た
声
は

圧
感
の
あ
る
男
の
も
の
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白
と
水
色
を

と
し
た

を

う

水
色
の

髪
と

い

が
特
徴
的
な
水
妖
精

の

男

は

を
晒
し
て
お
り

手

の
部
分
に
は

手
も
あ

て

し
や
す
い
格

だ

に
は
蒼
い

が

か
れ
た

を
持
つ
刀

恐
ら
く
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
あ

た
業
物
の
一
つ

金
色
の

や
肉

な
が
ら
も

く

し
て
い
る
と
分
か
る

か
ら
そ
れ
が
推
し

れ
た

つ
ま

り
は
強
者

 
セ
ブ
ン
の
近
く
に

必
ず

る

者
の
よ
う
な
男

ス
メ
ラ
ギ

 
今
日
集
ま

た
理
由
で
あ
り
残
る
主

達
が

し
た

 

し
て
し
ま

た

て

あ
れ

 
み
ん
な

キ
リ
ト
君
を
取
り

む
よ
う
に

や

て
る
の

 

問

 

に
入

た
直
後

界
に
入

て
来
た
光

を
見
た
セ
ブ
ン
が

を

な
が
ら
そ
う

た間
内
で
あ
る
事
を
知

て
い
な
が
ら
最
初
に
そ
の
予
想
を
出
す
思

回
路
が

は
恐
ろ
し
い

よ
だ

て
キ
リ
ト
君

て
い

い

し
事
し
て
そ
う
だ
し
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事
実
な
の
で

も

護
し
な
か

た

 
あ
ま
り
に
あ
け
す
け
な
物

い
に

彼
も

然
と
し
な
が
ら
不

を

に
は
し
な
か

た

 
そ
の
不

あ
り
あ
り
な
表
情
が

不

な

み
へ
と
変
わ
る

ち

う
ど
そ
の

し
事
を
話
す
と
こ
ろ
だ

た
ん
だ

七
色

士
の
事
に
つ
い
て

な

へ

 

発
す
る
よ
う
な

葉
に

少
女
の
表
情
も
ま
た

発
的
な
も
の
へ
と
変
わ
る

お
も
し
ろ

い

と

わ
ん
ば
か
り
の

み

線
が
交
わ
り
火
花
が

る
錯
覚
を
覚
え
た

 

そ
れ
を
よ
そ
に

す
ぐ
近
く
で
は
別
の

み
合
い
が

発
し
て
い
た

様
は

レ
イ
ン

つ
き

レ
イ
ン
じ

な
い
か

あ
 
と
は

え

そ
れ
は

一
方
的
な
も
の

 

髪
の
鍛
冶
妖
精

レ
イ
ン
を
見

め
た
ス
メ
ラ
ギ
が
声
を
上

た
の
を
き

か
け
に
男
は

い

線
を
向
け

女
が

き
掛
け
の

で

を
歪
め
る
だ
け
の
光

 

か
ら
見
れ
ば

を

い
た
レ
イ
ン
の
方
が
悪
い

 
だ
が
彼
女
の
事
情
を

い
て
そ
れ
が
真
実
だ
と
す
る
な
ら

く
残

な
話
だ
と
思
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う
え

 
あ
な
た
も

た
の

 
な
ん
で

 
更
に
残

な
事
に
ス
メ
ラ
ギ
の
声
に
よ
り
レ
イ
ン
の
存
在
に
気
付
い
た
天
才
少
女
が
ど
う

し
て
お
前
が

に

る
ん
だ
と

な
疑
問
を
ぶ
つ
け
る

そ
れ
に
悪
意
は
無
い

無
い
か

ら
こ
そ

に

な
も
の
と
な
る

 
真
実
を
虚

と

わ
れ
た
経

か
ら
か

レ
イ
ン
の
表
情
が
更
に
歪
む

キ
リ
ト
君

ど
う
し
て
こ
の
人
が

に

る
の

レ
イ
ン
は

達
と
同
じ
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者

そ
れ
も
前
線
組
の
一
人
だ

た

で
も
ボ
ス
戦
放

で
見
た
覚
え
は
無
い
ん
だ
け
ど

鍛
冶

を

ん
で
い
た
か
ら
な

鍛
冶
師
が
デ
ス
ゲ

ム
の
最
前
線
で
戦
う

無
い
だ
ろ
う

 
レ
イ
ン
は
バ

ク
ア

プ
要

だ

た
ん
だ

あ

そ
う
い
う
事
な
の
ね

 

得
し
た
と

く
セ
ブ
ン

 

郷
の
手
に
掛
か

た
事
で
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
に
あ

た
彼
女
は
リ
ズ
ベ

ト
武

の
一

つ
武
器
を
鍛
え
る
鍛
冶
師
と
し
て

く

ら
フ

リ
ア
や
ア
ル
ゴ
と
共
に
ボ
ス
戦
の
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情
報
収
集
や

収
集
な
ど
主
に
バ

ク
ア

プ
の
方
面
で

い
て
い
た

最
前
線
で
戦
う
メ

ン
バ

だ
け

実
し
た
と
こ
ろ
で
バ

ク
ア

プ
が
不
足
し
て
い
れ
ば
全
力
は
出
せ
な
い

キ
リ

ト
を
は
じ
め
数
人
が
そ
れ
の
代

を

え
た
が
⻑
期
的
に
見
れ
ば
非

的
な
の
で
レ
イ
ン

と
フ

リ
ア
は

え
て
ボ
ス
戦
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
経

が
あ
る

二
刀
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

け
継
い
で

い
た
彼
女
の
力
は
ボ
ス
戦
に
で
は
な
く
ボ
ス
の
情
報
を
集
め
つ
過
程
で
生
じ
る
戦
闘
の

に

い
ら
れ
て
い
た
の
だ

う

ん

で
も
い
く
ら
キ
リ
ト
君
の

間
で
も
こ
の
人

・に
・は

話
し
た
く
な
い
ん
だ
け
ど

 
信

を
得
て
い
た
事
は
分
か

て
い
る
が
そ
れ
で
も
彼
女
に
と

て
は

で
あ
る
事
を

に
し
た
レ
イ
ン
を

け
容
れ

い
ら
し
く

色
を
示
す
セ
ブ
ン

ス
メ
ラ
ギ
も

し
い

で

を
組
み

い
た

じ

あ
わ
た
し

今
日
実

さ
れ
た
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
で
も
集
め
て
る
ね

 
ど
れ
だ
け

葉
を
重
ね
た
と
こ
ろ
で
意
味
を

さ
な
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

観
を
滲
ま
せ
な

が
ら

レ
イ
ン
は

か
ら
足
取
り
重
く

し
か
し

く

出
て
行

た

 
そ
の
後
ろ

を
見
送

た
後

セ
ブ
ン
は

内
に
い
る
面

の

を

と
り

と
り
確
認
し

一
つ

い
た



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

う
ん

も
う

・邪
・魔
・者

は

な
さ
そ
う
ね

無
知
が
罪
と
は

い
得
て

だ
な

え

い
ま

て

た
の

自
由

平

平
和
を

う

歌
姫

ら
し
か
ら
ぬ
発

と

た
ん
だ
よ

そ
う

 
で
も

を

く
の

て
悪
い
事
だ
し

別
に
お
か
し
く
な
い
で
し

 
い
く
ら

私
で
も

を

か
れ
た
ら

に
怒
る
わ
よ

 
不
思
議
そ
う
に

を

応
え
た
セ
ブ
ン
は
そ
ん
な
事
よ
り
話
を
し
ま
し

う
と

て

テ

ブ
ル

の
方
に
歩
き
始
め
た

無
自
覚
な
上
に

肉
も

じ
な
い
か

最
高
に
タ
チ
が
悪
い

 
重
い

息
と
共
に
小
さ
め
に

か
れ
た
キ
リ
ト
の

葉
が
ど
う
し
て
か

に
こ
び
り
付
い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か



 第三十二章 〜
契 約

Ｃｏｎｔｒａｃｔ〜

 
今
話
で
は
ち

く
ち

く
認
識
の
す
れ
違
い
が

き
て
い
ま
す

そ
の
せ
い
で
メ

チ

や
や

こ
し
い
と
い
う
か

め
ん
ど
く
さ
い
事
に

自
業
自
得

  
・
キ
リ
ト

 

境
に
歪
め
ら
れ
た
子

 
今
話
で

て
い
る

契
約

七
色

士
の

の
契
約

 

の
契
約
≒

血

も

さ
な
い

死
に
か
け
た
原
因

 
血

も

さ
な
い

死
に
か
け
た
原
因

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
が
命
を

け
て
い
る
事

の
契
約
で
は
な
い

し
か
し
一
応
間

的
に

あ
り

 
常
に

い
て
い
る
も
の
は

未
来
の

せ

と

間
の
生

で
あ
り
実
は

よ
り
も

極
的
に
は
み
ん
な
の
事
を
想

て
行
動
し
て
お
り
ユ
ウ
キ
に
怒
鳴
ら
れ
る

ど
想
わ
れ

て

し
い

分
ブ
チ
切
れ
ら
れ
て
ト
ラ
ウ
マ
を
引
き

こ
し
か
け
て
い
る
が

こ
こ
で

れ
る

と
色

な
意
味
で
水

に
帰
し
て
し
ま
う

と
い
う

間
の
死
の
ト
ラ
ウ
マ
で
我

し
て
い
る

 
怒
鳴
ら
れ
て
い
る
間
無

な
の
は
そ
の
た
め
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ユ
ウ
キ
の
怒
気
に

て
ら
れ

裏
は
フ
ラ

シ

バ

ク
中

 
自
動
ロ
グ
ア
ウ
ト
機
能
は

異
常
な
バ
イ
タ
ル
値

で

く

だ
が

  
・
レ
イ
ン

 
レ
イ
ン
の

お
願
い

セ
ブ
ン

の

情
報
収
集

 
セ
ブ
ン
に
近
付
こ
う
と
し
た
動
機

リ

フ

に
よ

て
ガ
ン
ス
ル

 
キ
リ
ト
が

て
い
る

契
約

の
事
は

お
願
い

で
あ
り

自
分
の
事
情
を

み
て

て
く
れ
て
い
る
と

違
い
し

自
白

 
実
の
と
こ
ろ
キ
リ
ト
が

な
に

を

ん
だ
も
の
は

の
契
約
な
の
だ
が
依
頼
内
容

が
実

同
じ
た
め

そ
こ
ま
で
違
わ
な
い
と
い
う
お
か
し
な
事
に
な

て
い
る

 

実
の
妹
に
邪
魔
者

い
さ
れ
て
傷
心
中

 
あ
る
意
味
和
人
以
上
の
不

千
冬
か
ら

弟
じ

な
い

と
は

わ
れ
て
な
い
の
で

  
・
ユ
ウ
キ
達

Ｓ
Ａ
Ｏ
組

 
以
前
現
れ
た

影偽
キ
リ
ト
を

郷
に
協
力
し
た
黒
幕
の
手
先
と
思
い

ん
で
い
る
た
め
そ
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れ
と
戦
う
た
め
に

か
し
て
い
る
と

え
て
い
る

 
ア
レ
は
キ
リ
ト
が

作
す
る

影
と
分
か

て
な
い
し

影
複
数

作
の
た
め
に

を

し
た
思
惑
に
つ
い
て
不
明
な
の
で
ユ
ウ
キ
の
怒
り
そ
の
も
の
は
正
し
い
が
矛
先
が
判
然
と
し

て
い
な
い

ハ

キ
リ
し
て
い
れ
ば
少
な
く
と
も
キ
リ
ト
に
怒
鳴
る
事
は
な
か

た

 

が
分
か
ら
ず
キ
リ
ト
が

と
戦

て
い
る
か
も
分
か
ら
な
い
ス
ト
レ
ス
も
あ
り
怒

り
が
限
界
を
超
え
て
し
ま

た

 
セ
ブ
ン
へ
の

心

上

中

  
・
シ
ウ
ネ

レ
コ
ン
達

Ａ
Ｌ
Ｏ
組

 
よ
く
解
ら
な
い
け
ど

な
ユ
ウ
キ
が
キ
レ
て
る
く
ら
い
だ
し
キ
リ
ト
が

か
悪
い
ん
だ

ろ
う
な

と
い
う
認
識

黒
幕
に
つ
い
て
知
ら
な
い
の
で
ビ
ミ

に
付
い
て
行
け
て
な
い
が

ニ

ア
ン
ス
と
フ

ル
タ

悪

で
補
完
し
て
い
る

 
キ
リ
カ
が
見
せ
る

さ
と
の
ギ

プ
に
苦
し
み
中

 
ボ
ス
攻
略
く
ら
い
で
し
か
同
行
し
て
な
い
の
で

非
も
な
し
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・
リ

フ

 
ユ
ウ
キ
達
と
同
じ
く
偽
キ
リ
ト
を

影
と
知
ら
な
い
が

死
ま
で
自
身
を
追
い

む
事
は

生
き
る

に
必
要
な
手

で
あ
り

そ
こ
ま
で
し
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い

そ
う
ま
で
し

て
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る

だ
か
ら
怒
り
は

い
て
い
な
い

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
暗
躍
し
て
い
る
思
惑
と
目
的
に
つ
い
て
は
知
り
た
い
の
で

レ
イ
ン
の

事
に
構

て
ら
れ
な
い

と
い
う
精
神
状

 

実
は
そ
こ
ま
で

は
無
い

 
キ
リ
ト
と
セ
ブ
ン
の
思
惑
に
思
索
を
巡
ら
せ
て
い
る
せ
い
で

出

番数
が
極

に

て
来
た
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第
三
十
三
章
 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

前
編

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
前
回
に

い
て
全
然
進
ま
な
い

説
明
回
だ
か
ら

る
し
て

え
る
な
ら

ア
ニ
メ

話

原
作

の
ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
の
説
明
回

に
よ
る
ラ

ス
の
解
説
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら

  

つ
ま
り
⻑
い
上
に
や
や
こ
し
い
ん
だ

  
今
話
の

点
は
オ

ル
ア
ス
ナ

ぶ

ち

け

 

点
は
約
一
万
八
千
文

 
で
は
ど
う
ぞ

  

セ
ブ
ン
の

き
み

は
キ
リ
ト

あ
な
た
達

や

み
ん
な

は
キ
リ
ト
以
外
を
指
し
て

お
り
ま
す
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知

て
る
と
思
う
け
ど

め
て
自
己

さ
せ
て
も
ら
う
わ
ね

ギ
ル
ド

三
刃
騎
士

の
リ

ダ

で
あ
る
セ
ブ
ン
よ
リ
ア
ル
で
は
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
と
し
て
仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会
の

を
専
攻
し
て
る

者

こ

ち
の
彼
は
ス
メ
ラ
ギ
君
リ
ア
ル
で
も

チ

ム
の

と
し
て
動
い
て
く
れ
て
る
の

あ
と
歌
姫
と
し
て
の
ア
イ
ド
ル
活
動
全

の
ス
ケ
ジ

ル

理
も
し
て
く
れ
て
る
わ

さ
て
私
達
の
話
を
す
る
前
に
ま

ず

て
お
く
事
が
あ
る
の

 
そ
う

骨

り
ま
で
の
銀
髪
を
な
び
か
せ
る

プ

カ

妖
精

の
少
女

ギ
ル
ド
三
刃
騎

士

の
リ

ダ

に
し
て
歌
姫
と
し
て
知
ら
れ
る
天
才

学
者
の
セ
ブ
ン
が

に

い
て
間
を

か
ず

た

ま
ず
は

罪
を

ス
メ
ラ
ギ
君
か
ら
事
の
経

は

い
て
る
わ

メ
ン
バ

で
な
い
と
は

え

ク
ラ
ス
タ
の
人
達
を
制

出
来
て
い
な
か

た
事
は
私
達
の

ち

迷
惑
を
掛
け
て
し
ま

た
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よ
う
で
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
う

て

を
下

る
セ
ブ
ン
に

き

め
後
方
で
護
衛
の
如
く

王
立
ち
し
て
い
た

男
ス
メ
ラ
ギ
も

く

を
下

た

た
だ
あ
ま
り
彼
ら
を
責
め
な
い
で
あ

て
欲
し
い
の

私
か
ら
も
キ
ツ
く

意
し
て
お
い
た

か
ら
も
う
ハ
イ
エ
ナ
プ
レ
イ
は
し
な
い
と
思
う

だ
が

そ
れ
も
確
実
と
は

え
ん

ク
ラ
ス
タ
も

大
化
し
過
ぎ
て
い
る
か
ら
な

三
刃
騎

士

以
上
の
勢
い
で
攻
略
を
進
め
て
い
る
者

つ
ま
り
こ
の
ス
ヴ

ル
ト
で
覇
権
を
争
え

る
の
は
も
う
お
前
達
だ
け
だ

そ
れ
故
に
別
の
迷
惑
行

が
行
わ
れ
る
や
も
し
れ
ん

も
し
ま

た
同
じ

が
あ
れ
ば

に
直

て
く
れ

ク
ラ
ス
タ
に
は
攻
略
不
参
加
を

い

す

を
取
る

 
キ

パ
リ
と

い
切
る
二
人

三
刃
騎
士

に
入
れ
る

と
い
う

は
無
い
の
か

 
彼
女
ら
の
対
面
に

る
・

・ロ
・の

黒

く
め
ス
プ
リ
ガ
ン

キ
リ
ト

は

無
表
情
の
ま
ま

た

平

な
声

だ
が

し
切
れ
な
い

そ
う
と
も
し
て
い
な
い
の
か

れ
を

感
じ
取
れ
る



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
そ
の
感
情
を

み
取

た
か

セ
ブ
ン
が
ム

と

然
と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
る

そ
れ
は
ダ
メ
よ

三
刃
騎
士

に
入

て
来
た
み
ん
な

そ
れ

応
の
努
力
を
し
て
き
た

ん
だ
も
の

私
の
フ

ン

ク
ラ
ス
タ
だ
か
ら

て

も
彼
も
入
れ
て
た
ら
み
ん
な
の

り

を

定
す
る
事
に
な

ち

う
わ

そ
う
や

て
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

と
ク
ラ
ス
タ
で
分
け
て
い
る
か
ら
今
回
の
ハ
イ
エ
ナ
プ
レ
イ
が

き
た
ん
じ

な
い
の
か

彼
ら
は

ウ

チ

三
刃
騎
士

の
メ
ン
バ

に

し
て
動
い
た
ん
じ

な
い
わ

に
私
を

ス
ヴ

ル
ト
の
勝
者
に
し
た
く
て
独
自
に
動
い
て
い
た
だ
け

歌
姫

の
下
に
集

た
彼
ら
に

は

論

属
の
別
は
無
い
よ

そ
う
か

 
小
さ
く
息
が

き
出
さ
れ
た

 

観
だ
ろ
う
か

た
だ
の
呼

と

う

ど
の
小
さ
さ
故
に
見

し
そ
う
に
な

た
が
一

だ
け
色

い

観
の
念
が

し
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る

き
の
内
に
そ
れ
は

し

て
い
た
か
ら
確
か
め
よ
う
は
無
い
が

 

そ
こ
で
話
の
流
れ
が

切
れ
る



 第三十三章 〜《クラウド・ブレイン》前編〜

 

切
り
が
付
い
た
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
が

し
た
の
を
見
た
セ
ブ
ン
が

さ

て

と

火
を
切

た

今
日
は
ク
ラ
ス
タ
の
人
達
の
迷
惑
行

の

罪
そ
し
て

意
も

め
て
私
達
の
話
を

い

て
も
ら
い
た
い
の

で
も

そ
の
前
に

 
く
す

と

を
浮
か
べ
た

歌
姫

が

黒
の
剣
士

に

線
を
向
け
る

ね

キ
リ
ト
君

き
み
ス
メ
ラ
ギ
君
に

い
剣
幕
で

た
ら
し
い
わ
ね

今
ま
で
私
達

は
キ
リ
ト
君
や
ユ
ウ
キ
ち

ん
達
に
危

を
加
え
る
よ
う
な
事
は
し
て
な
か

た
わ

む
し
ろ
き

み
と
は
フ
レ
ン
ド
と
し
て
良

な

を

け
た
と
も
思

て
る

な
の
に
怒

て
る

て

い
て

不
思
議
に
思

た
の

ど
う
し
て
怒

た
の

 
き
み
が

え
る

私
の

し
い

事

て

い

た
い
ど
ん
な
も
の
な
の

 
教
え
て
く
れ
な
い
か
な

と

み
な
が
ら

う
セ
ブ
ン

そ
れ
は
い
ま
必
要
な
事
か

だ

て
き
み
の

し
事

て
私
が

し
て
る
ん
で
し

 
つ
ま
り
き
み
は

か

え
が

あ

て
動
い
て
て

あ
る
予

に

づ
い
て

怒
り

と
い
う
感
情
を
私
に
持

た
と
い
う
事

そ
こ
に
は
き
み
な
り
の
論
理
が
あ
る

私
は
き
み
と

違
い
し
た
く
は
無
い

だ
か
ら
き
み
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の

怒
り

の
経

を
知

て

そ
の
上
で
き
み
の

解
を
解
き
た
い

て
思

て
る

解

か

え
え

私
の
話
を

い
て
く
れ
た
ら

き

と

怒
り

を
解
消
し
て
く
れ
る
と
思
う
わ

 
自
信
の

た

み
を
見
て

少
年
は

そ
う
に
目
を

め
る
が

引
く
気
は
無
い
と

思

た
か

息
を

い
た

は

あ
る
契
約
を

と
あ
る
存
在
と
交
わ
し
て
い
る

と
あ
る
存
在

 
人
物
じ

な
い
の

 
組

極
秘
事

だ

あ
と
い
き
な
り
話
の

を

る
な

 
出

を

か
れ
る
よ
う
に

問
さ
れ
律

に

え
つ
つ
も

間
に

を
寄
せ
た
彼
は

手

を
振

て
メ
ニ

を
呼
び
出
し
た

少
し
の

作
の
後
三
つ
の
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ

れ
る

 
三
つ
の
ウ

ン
ド
ウ
に
は

サ
イ
ズ
の

紙
を

い
ら
れ
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ

タ
が
そ
れ
ぞ
れ

表
示
さ
れ
て
い
る

大
き
く
書
か
れ
て
い
る
表

の
よ
う
な
文
は
日
本
語
で
は
無
く
ロ

マ

で
表
記
さ
れ
て
い
た

 
テ

ブ
ル
の
上
に
浮
か
ん
だ
そ
れ
ら
は
セ
ブ
ン

へ
と
向
け
ら
れ
る
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見
え
る
よ
う
に
示
さ
れ
た
三

の
パ
ネ
ル
に

線
を
向
け
た
セ
ブ
ン
の
表
情
に

惑
と
疑
念

が
浮
か
ぶこ

れ

私
の
論
文
デ

タ
じ

な
い

 
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
文
書
デ

タ
は
ど
う
や
ら
七
色

士
が
現
実
で
発
表

し
た
論
文
だ

た
よ
う
だ

マ
サ
チ

セ

ツ
工

大
学
に
在
学
中
に
二
つ

業
し
て
一
つ

の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
と
テ
レ
ビ
で
知

て
い
る
が

故
そ
れ
ら
を
彼
が
持

て
い
る
か
は

分
か
ら
な
い

 
論
文
デ

タ
と
い
う
の
は
そ
れ
を
取
り

う
サ
イ
ト
の
有

会

と
し
て
登
録
し

つ
ダ

ウ
ン
ロ

ド
の

に
も
個
別
で
お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
い

そ
の
道
を
目
指
す

人
で
な
け
れ
ば
ま
ず
そ
の
サ
イ
ト
を
探
す
事
も
し
な
い

だ

 
お
金
に

し
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
に

き

ま
れ
る
前

ノ
之

士
に
協
力
し
た
見
返
り

と
し
て
あ
る
程

の
バ
イ
ト
代金

を
得
て
い
て
専

の

も

ノ
之

士
が
作
り
桐

谷

が

理
し
て
い
る
事
も

い
て
い
る

ノ
之

士
や

場
⻑

の

え
で

引
き

と
し
に
す

る
事
も
可
能
だ
ろ
う

 
問

は

故
そ
の
論
文
デ

タ
を
彼
が
必
要
と
し
た
の
か
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者
を
目
指
し
て
い
る

で
は
な
い
事
は
知

て
い
る

の
道
で
は
あ
る
が
遠
か
ら
ず

学
園
に
入
学
す
る
事
は
彼
の

か
ら
語
ら
れ
た

来
設

だ

故
に

者
を

す
事
は
あ
り

得
な
い

る
程

は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
論
文
ま
で

み

む
と
な
れ
ば
ま
だ
時
期

と

え
る

な
ん
で
き
み
が
こ
れ
を

さ

き

た
が

は
契
約
を
結
ん
で
い
た

そ
の
内
容
は
七
色

士
の
動
向

二
人
に
多
少
語

た
が
天
才

学
者
で
あ
る
七
色

士
が
ど
う
し
て
無

に

し
い
ア
イ

ド
ル
活
動
な
ん
て
も
の
を
し
て
い
る
の
か

そ
の
動
機
を
推

す
る

の
情
報
が
論
文
し
か
な

か

た
ん
だ
な
に
せ

士
と
し
て
の
活
動
が
一
年
未

績
も

も
無
い
状

だ

た
か
ら

事
実
な
ん
だ
け
ど

他
と人

か
ら

わ
れ
る
と
そ
こ
は
か
と
な
く
む

と
来
る
わ
ね

 

る
わ
け
で
も

圧
す
る
わ
け
で
も
な
く

と
語
ら
れ
る
内
容
は
き

と

な
に

を

ん
で
ユ
ウ
キ
を

さ
せ
た

契
約

と
や
ら
な
の
だ
ろ
う
と

自
ず
と
悟
る

 
守
秘
義
務
の

な
の
に

故
語
る
か
が
謎
だ
が
い
ま
は
そ
れ
を
指

す
る
べ
き
で
は
無
い
と

判
断
し

を

ん
だ

 

線
の
先
で
は

士
と
し
て
の
活
動
期
間
の

さ
を
指

さ
れ
た
セ
ブ
ン
が

を

ら
せ
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ム
ク
れ
て
い
た

そ
れ
を
見
て
も
彼
の
表
情
は
無
の
ま
ま

を

え
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
せ

い
で
却

て
恐
ろ
し
い

は
三
つ
の
論
文
を

ん
だ
事
で
一
つ
の
推
論
を
立
て
た

 

と

手
の
人
差
し
指
が
立
て
ら
れ
た

興
味
の
光
が
少
女
の
眼
に

る

へ

ど
ん
な
推
論
か
し
ら

そ
の
推
論
を
語
る
前
に
み
ん
な
に
論
文
の

要
を
前

知
識
と
し
て
説
明
し
て
お
く
べ

き
だ
ろ
う

 
そ
う

て

彼
は

子
か
ら
立
ち

こ
ち
ら
に
向
き
直

た

七
色

士
の
一
つ
目
の
論
文
は
現
実
世
界
と
仮
想
世
界
の

分
定
義
と
意
味
性
の
主

だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
よ
う
な
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
バ

チ

ル
ホ
ス
ピ
ス
を
は
じ
め
と

し
た

や
教
育
面
に
多
大
な
恩

を

す
事
を

今
の
ネ

ト
ワ

ク
を

し
た
遠
隔
手

術
技
術

信
教
育
な
ど
を

に

え
る
も
の
だ

た

技
術
に

定
的
な
世
論
を

す
意

見
だ

た
コ
レ
の
正

性
と
可
能
性
が
今
の
七
色

士
の
知
名

と

目

の
由
来
だ

ち

な
み
に
こ
の
一
つ
目
の
論
文
は

の
推
論
に

無
い

そ
う
い
う
経

で
彼
女
が
有
名

に
な

た
と
い
う
認
識
で
い
い
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技
術
が

面
で
大
い
に

す
る
事
は

ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
の
姉
妹

シ
ノ
ン
が

い
た

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

の

を
見
れ
ば
よ
く
分
か
る

世
間
に

表
さ
れ
て
い
な
い
実
験
機
故

に
デ

タ
に
組
ま
れ
て
は
い
な
い

だ
が
遠
隔
手
術
に

い
る
機
器
の

作
を
フ
ル
ダ
イ
ブ
で

作
す
る
と
な
れ
ば
精

は
よ
り
向
上
す
る
事
を

み
れ
ば
彼
女
の
主

が
決
し
て
大

語

で
は
な
い
と

人
で
も
分
か
る
と
い
う
も
の

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

に
よ
り
世
の
中
が

技
術
に

定
的
だ

た
中
で
出
さ
れ
た

を

に

し
た
論
文
は

感
情
論
で
一

出
来
る
も
の
で
は
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

天
才
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
彼
女
は
一
躍

天
才

学
者

時
の
人
と
し
て
人
に
知
れ

た

 

そ
の
論
文
を
あ

さ
り
と

へ
追
い
や

た
彼
は
別
の
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
を
正
面
に
出
し

た 
し
か
も
二
つ
目
と
三
つ
目
の
論
文
を
一
緒
に
出
し
て
来
た

が

目
し
た
の
は
こ
の
二
つ
目
と
三
つ
目
の
論
文
だ

二
つ
目
の

名
は
仮
想
ネ

ト

ワ

ク
に
よ
る
多
人
数
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
に

い
て
生
じ
る
特

対
性
感
情
同

理
論
と

そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
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ス
ラ
ス
ラ
と

⻑
い
表

を

み
上

る
キ
リ
ト

 
対
し
て

そ
れ
を

く

で
あ
る
自
分
達
の
反
応
は
と
て
も

い

と
く
し

そ
う
た
い

な
ん
て

特

対
性
感
情
同

理
論

悪

キ
リ
の

達
そ

ち
方
面
は
明
る
く
ね

ん
だ
わ

み

い
て
教
え
て
く

れ
一
つ
の

か
と
対
峙
あ
る
い
は
取
り
組
む
に
あ
た

て

感
が
生
じ
る
原
理
だ
よ

殺

隊
と
か
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
た
攻
略
組
と
か
あ
あ
い
う
一
定
の

ま
り
が
あ
る

組

が
生
ま
れ
る
の
は

故
か

と
い
う
点
に

目
し
て
る
論
文
だ

あ

共

の
目
的
に
対
す
る
モ
チ
ベ
と
か

そ

い
う
の
だ
な

ん

そ
ん
な
感
じ

 

ん
と

を

け

で
あ
る

掌
に

と
し

得
の
声
を
上

る
ク
ラ
イ
ン

私
達
も

彼
の
か
み

い
た
説
明
で

く
理
解
が
追
い
付
い
た

こ
の
論
文
を
一

で

い
表
せ
ば
集

的
無
意
識
だ

感
情
を
主

に
し
て
い
る
か
ら
心

理
学
に
近
い
気
も
す
る
が
不
特
定
多
数
の

に
よ

て

か
れ
る
コ
ミ

ニ
テ

真
理
を
追
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し
て
い
る
よ
う
だ
か
ら

会
学
に

し
て
る
ん
だ
ろ
う

 
へ

と
間
の

け
た
声
が
そ
こ
か
し
こ
か
ら
上
が
る

 

会
学
心
理
学
と
か
そ
の

の

強
は
高

に
な

て
も
そ
の
道
を

ば
な
い
限
り

わ

な
い

そ
し
て
ま
だ
復
学
し
て
一

月

ど
の
私
達
は
ま
だ

目
の
中
に
入

て
い
な
い
も

の 

故
年
下
の
彼
が
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
か
は
も
う

え
な
い
事
に
し
て
い
た

彼
の
知
識

が
年

不

応
な
事
は
二
年
以
上
も
の
付
き
合
い
で
イ

と
い
う

ど
理
解
し
て
い
る

三
つ
目
の
表

は
仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会
に

け
る
共

的
思

が

す

性
と

性
向
上
理
論
の
実

と
い
う

す
る

て

と

つ
ま
り

ク
ラ
イ
ン

い
ま
理
解
を
投

出
し
た
な

つ
ま
り

集

の
最
終
目
的
を
明
確
に
し
て

道

を
立
て
る
事
で
上
が
る

に
つ
い
て
特
に
思
想
と
感
情
面
か
ら
ア
プ
ロ

チ
し
た
内
容

だ

つ
ま
り
二
つ
目
は
モ
チ
ベ
ア

プ
の
方
法
三
つ
目
が
そ
れ
で
ど
ん
く
れ

的
に

な
る
か

て
内
容
か
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そ
ん
な
感
じ

い
や
全
然
違
う
か
ら
ね

 
三
つ
目
の
は

物
事
へ
の
意
識
を
高
め
る
事
で
得
ら
れ
る
能

向
上
と

の
高
さ
に
つ
い
て
の
理
論
を
仮
想
世
界

会
に

て

め
た
場
合
の

果
と
有

性

の
方
向
を
取
り

た
も
の

 
論
点
が
違
う
わ
よ

い
ま
は

要
を
把
握
で
き
れ
ば
い
い
か
ら

は
い
い
ん
だ
よ

私
が
良
く
な
い
の

 
う
が

と
が
な
る
天
才
少
女
を
は
い
は
い
と

に
あ
し
ら
い
な
が
ら
彼
は
虚
空
に

し
出
し
て
い
た
論
文
デ

タ
を
全
て
消
し
た

さ
て
今
の
二
つ
の
論
文
で
書
か
れ
て
い
た
内
容
を

め
る
と
七
色

士
が

の

を
す
る
な
ら

仮
想
世
界

で

大
人
数
あ
る
い
は
一
つ
の
組

で

か
大
き
な
目
標

の
達
成

を
目
指
し

活
動
す
る
必
要
が
出
て
来
る

 
で
も
問

が
あ
る
よ
な

と
彼
は
話
を

切

た

七
色

士
は
プ
レ
イ

と
し
て
強
く
な
い

名
前
で
の
認
知

は
高
い
だ
ろ
う
が
た
だ
で

さ
え
こ
こ
数
年
は
天
才
と

わ
れ
る

学
者
の
せ
い
で
世
界
が
引

掻
き
回
さ
れ
あ
る
い

は
デ
ス
ゲ

ム
な
ん
て
も
の
が

き
て
い
た
ん
だ

た
だ
天
才
性
を
持

て
い
る
だ
け
じ

人
は
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付
い
て
こ
な
い

え

学
者
な
ん
て

だ

心
も

ら
せ
る
だ
ろ
う

そ
ん
な
状

だ
と
仮
想
世
界
の
活
動
は

し
い
よ
な

 

そ
こ
で

天

に
近
い
形
で

あ
る
予
想
が
浮
か
ん
で
き
た

も
し
か
し
て

か
ら
掛
け
離
れ
た
立
場
だ
か
ら
ア
イ
ド
ル
を

 

ノ
之
束

場

郷

之
の
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
天
才
と

わ
れ
る
才
能
を
持
ち

応
の

績
を

き
出
し
て
来
た
者
達
だ
が

じ
て

に
あ
り

世
界
を

乱
に

れ
た

場
は

罪
だ
が

の
で

同
じ

学
者
と
い
う
だ
け
で

さ
れ
る
事
は
自
明
の
理

如

に
ネ

ト
ワ

ク

会
を
専
攻
し
て
い
る
と

え
ど
人

は
天
才
と

い
た
だ
け
で

あ
る
程

は

心
を
持
つ

だ

 
だ
が

ア
イ
ド
ル
と
な
れ
ば
ど
う
か

 

学
者
と
ア
イ
ド
ル

そ
の
二
つ
の
立
場
の
間
に

ら
か
の
因
果

を
見
出
す
事
は

し

い
だ
ろ
う

 
ま
し
て
や

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
は
別
の
自
分
を
演
じ
る
事
を
目
的
と
し
た
仮
想
世
界

現
実
で

は
ま

た
く

交
的
で
な
い
人
が
ゲ

ム
内
で
は
と
て
も

交
的
な
あ
る
意
味
で
の
内

に
な

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

現
実
で
は
立

な

に

い
て
い
る
人
が

し
い

人
と
し
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て
プ
レ
イ
し
て
い
る
事
も
あ
り
得
る
話

 
確
か
に
彼
女
が
ア
イ
ド
ル
と
し
て
活
動
を
始
め
た

そ
れ
を
疑
問

す
る
話
は
よ
く
見
た

 
だ
が
そ
れ
も
彼
女
の

れ
た
容

歌
声
高
い
レ
ベ
ル
の
パ
フ

マ
ン
ス
に
よ
り
打
ち
消

さ
れ

く
間
に
フ

ン
を
作
り
出
し
今
で
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

だ
け
で
数
千
人
に
上
る
ク

ラ
ス
タ
を

え
る
程

動

配
信
で
フ

ン
に
な

て
い
る
非
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

も

め
れ
ば

に
万
を
超
え
百
万
に
届
く
か
も
し
れ
な
い

そ
れ

ど
天
才

学
者
と
し
て
の

を
持
つ
彼

女
は

け
入
れ
ら
れ
て
い
る

 

し
か
し

そ
れ
は
あ
く
ま
で

・ア
・イ
・ド
・ル
・と
・し
・て

だ

学
者
と
し
て
の

に
直
結
し
に
く
い
ア
イ
ド
ル
と
し
て
人
気
を
集
め
て
組

を
作

て

目
的
を
作

て

行
動
す
る

ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
活
動
そ
の
も
の
が

に

 

時
も
よ
り
も

れ
気
味
で

密
や
か
な
声

 
ば
く
ば
く
と

心

が

く
感
じ
る

な

か
は
分
か
ら
な
い

恐
怖
な
の
か

不
安
な
の

か

怒
り
な
の
か

そ
れ
以
外
か

そ
れ
す
ら
も
分
か
ら
な
い

 
確
か
な
の
は

認
め
ら
れ
た
く
な
い
予
想
で
あ
る
事
だ
け

 

そ
の
願
い
は

く
も

れ
去

た
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彼
は
神

に

小
さ
く

い
た

は
そ
う

え
た

な
ら

ゴ

ル
は

か

の
対

は

達
成

件
は

成

は

な
に
を

に
し
て
い
る
か
が
気
に
な

た

そ
う
い
え
ば

そ
ん
な
事
も

て
た
ね

状
氷

フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
中

の

の
と
こ
ろ
で
ス
メ
ラ
ギ
に
対
し

に
し
て
い
た
彼
の

葉
が

る

 
思
え
ば
い
ま
語
ら
れ
た
内
容
は
人
を
集
め
組

と
す
る

の
行
動
で
あ
り
集

的
無
意
識

を
作
り
出
す

備
で
し
か
な
い

そ
れ
そ
の
も
の
が

で
は
無
い
の
だ

共

的
思

は
組

の
構

を
指
す

一
つ
の

を
複
数
人
で
分

す
れ
ば
作
業
速

は
上

が
る

全
体
的
な
作
業
は
進
行
つ
ま
り

的
に
な
る

こ
れ
が
三
つ
目
の
論
文
の

い

た
い
事
で
あ
り

現
在
の
七
色

士
を
リ

ダ

と
し
た

三
刃
騎
士

そ
し
て
ク
ラ
ス
タ

達
に
よ
る
別

の
組

か
ら
な
る
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
だ
と

は

て

め
た

 

な
ら

二
つ
目
は
ど
う
か

 
彼
は

え
て
問

し
た

こ
ち
ら
に
思

さ
せ

理
解
を
得
ら
れ
や
す
い
よ
う
に

そ
こ
で

が
引

掛
か

た
の
は

表

の

特

対
性
感
情
同

理
論

だ
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無
だ

た
彼
の
表
情
が

か
に

し
い
も
の
に
な

た

そ
も
そ
も
の
話
大
人
数
が
協
力
し
て
攻
略
す
る
に
あ
た
り
わ
ざ
わ
ざ
ギ
ル
ド
リ

ダ

が

求
心
力
を
得
る
必
要
は
無
い

 

が
あ
れ
ば
確
か
に

果
的
だ
ろ
う

と
彼
は
教

の
よ
う
な

で
語
る

正
に
千
差
万
別
の
人
間
の
意
識
を
一
つ
に
集
約
す
る
な
ん
て

こ
と
プ
レ
イ

は

だ

新

実

さ
れ
る
エ
リ
ア
攻
略
を
掲

れ
ば

良
で
も
レ
イ
ド
は
集
ま
る

リ

ダ

が
有
名

プ
レ
イ

で
あ
れ
ば

の
事

え
て
リ
ア
ル
を
バ
ラ
す
必
要
性
は
無
い

と
い
う
よ
り
メ

リ

ト
は

・

・

無
い

そ
れ
は

そ
う
だ
ね

 

ち

い
た
ら
し
い
ユ
ウ
キ
が

神

な
面
持
ち
で
同
意
を
返
し
た

 
キ
リ
ト
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
で
あ
る
私
達
は
ボ
ス
戦
放

で
不
可
抗
力
な
が
ら
リ
ア
ル
バ
レ
を

し
て
い
る

だ
が
そ
れ
は
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
希
望
と
い
う
意
味
で

が
取

た
方

で
あ
り
自
分
達
の
意
思
で
し
た

で
は
無
い

自
分
達
の
意
思
で
は
無
い
と
い
う
点
が
抑

止
力
と
な
り
ネ

ト
で
心
無
い
中
傷

な
ど
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

自
分
で

ネ

ト
に
流
し
た
な
ら
自
己
責

だ
が

攻
略
組

の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
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し
か
し

セ
ブ
ン
は
違
う

 
彼
女
は
自
ら
の
意
思
で
容

を
リ
ア
ル
と
同
一
に
し
て
い
る
し
あ
ま
つ
さ
え
自
ら
リ
ア
ル
を

晒
し
て
い
る

自
身
が
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
と
い
う
事
を
明
か
し
た
上
で
ア
イ
ド
ル
活

動
を
行
い

三
刃
騎
士

の
リ

ダ

と
し
て
多
く
の
プ
レ
イ

を

い
て
い
る

 

確
か
に

だ

と
疑
念
を

く

 
ア
イ
ド
ル
活
動
を
始
め
た
の
は

学
者
と
い
う

書
へ
の

心

無
名
に
よ
る
信

の

さ
を
補
う
た
め
だ

し
か
し
そ
こ
に
リ
ア
ル
バ
レ
は
必
要
な
い

 
組

を

い
多
く
の
プ
レ
イ

の
意
思
が
一
つ
に
な
る
様
を
観

す
る
だ
け
な
ら
む
し

ろ
リ
ア
ル
を
晒
さ
な
か

た
方
が
ス
ム

ズ
に
事
を
運
べ
た

だ

論
文
に

う
デ

タ
に
す

る
た
め
に
リ
ア
ル
を
晒
し
て
い
る
の
だ
と
し
て
も
そ
の

に
使
う
事
を

知
し
て
い
な
い
以

上

論
文
発
表
に

出
来
る
か
は

し
い
と
こ
ろ

だ
か
ら

は

発
想
を
反
転
さ
せ
て
み
た

ど
う
い
う
風
に

メ
リ

ト
が
無
い

な
の
に
行
動
し
て
い
る
と
な
れ
ば
逆
説
的
に
メ
リ

ト
が
あ
る

か
を
リ
ア
ル
を
晒
す
事
に
見
出
し
た

無

な
事
不
要
な
要

を
良
し
と
し
な
い

者
が
そ
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ん
な
事
を
し
た
な
ら
必
ず
意
味
が
あ
る

 
そ
し
て

と
彼
は

け
た

以
前
の
テ
レ
ビ
で
自
身
を

者
で
も
あ
り
歌
い
手
で
も
あ
り
そ
れ
は
ど
ち
ら
も
表
現

者
と
い
う
意
味
で
は
変
わ
ら
な
い
と
語

た

者
と
し
て
の
七
色

士
ア
イ
ド
ル
と
し

て
の
セ
ブ
ン
は

現
実
と
仮
想
の
境
界
線
を
敷
い
て
い
な
い
と

た
も
同
然
な
ん
だ
よ

 
つ
ま
り

と

一

の
間
が
生
ま
れ
る

セ

ブ

ン

仮
想
世
界
の

績
・
名
声
は

そ

く
り
そ
の
ま
ま

七現
色実

世
士界

の

績
・
名
声
に
な
り

人

の
信
頼
を

自
動
的
に
得
ら
れ
る
事
に
な
る

 

絶

 
リ
ア
ル
バ
レ
最
大
の
デ
メ
リ

ト
を
逆
手
に
取
り
自
ら
の
信

を
勝
ち
取
る
メ
リ

ト
へ
と

変
え
た
そ
の
発
想
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
決
し
て
リ
ア
ル
を

ら
さ
な
い
事
を
意
識
し
て
い
た
私
に
と

て
⻘
天
の

だ

た

い
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

で
な
く
と
も
ネ

ト
ゲ

ム
を
し
て
い

る
プ
レ
イ

で
あ
れ
ば

も
が
理
解
し
て
い
る
暗

の
了
解

不
文
律
だ
ろ
う

 
し
か
し

お
そ
ら
く
七
色

士
は

そ
の
不
文
律
を

え
て
破

た

 
現
実
で
は

見
に
よ
り
得
ら
れ
な
い

者
と
し
て
の
信

を
ま

た
く
無

に
思
え
る
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ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
活
動
で

ぎ

そ
の
ま
ま
還

す
る

に

 
そ
う

え
れ
ば
リ
ア
ル
バ
レ
を
し
た
事
に
も

得
が
い
く

彼
女
は
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
や

を
終
え
た
後
も
信

を
得

け
る

に
し
た
と
い
う
事
だ

 

彼
の
背
後
に
い
る
二
人
の

を
見
る

 
ど
ち
ら
も

目
し

葉
を
喪

て
い
た

あ
ま
り
に
突

な
予
想
故
の

き
か
そ
れ
と
も

的
中
し
て
い
る
事
へ
の

か
は

表
情
か
ら
で
は
分
か
ら
な
い

特

対
性
感
情
同

理
論

に
つ
い
て
も
今
の
予
想
を
前

に
す
れ
ば

え
が
出
る

ギ

ル
ド
と
し
て

め
た
プ
レ
イ

の
目
的
意
識
を

新
エ
リ
ア
攻
略
達
成
で
は
な
く

覇
者

と
な
る
人
物

の
人
物
の

光
に

え
た

そ
う

え
れ
ば
辻
褄
も
合
う

 

に
向
け
る
戦
意
で
は
な
く

と
し
た
人
へ
の

意
と
想
い
を

に
し
た

感

な

る

ど
リ
ア
ル
バ
レ
に
よ
り
継

す
る
信

を

み
れ
ば
あ
り
得
な
い
話
で
も
無
い

一
体

と
な

た
感
情
は
信

に

づ
く
も
の

彼
女
が
歌
姫
と
し
て
人
気
を
集
め
れ
ば
集
め
る

ど
に
リ
ア
ル
の
彼
女
の
事
も
信

す
る

 

者
と
ア
イ
ド
ル
の
結
び
付
き
は

い

 
だ
か
ら

過
し
て
し
ま
う
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目
を
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
自
身
に
集
め
人
気
を
集
め
る

そ
の
せ
い
で

・

・対
・的
・に

者

と
し
て
の
彼
女
の

目
は

い
て
も

心
が
下
が
る

心
が
下
が
れ
ば
よ
り
人
気
と
信

を
集
め
や
す
く
な
る

  

さ
て
こ
こ
ま
で
話
し
た
と
こ
ろ
で

の
成

や
ゴ

ル
地
点
達
成

件
は

か

と
い
う
問

に
話
を

そ
う

  
そ
こ
で
一

手
が
上
が
り
こ
れ
ま
で
の
話
は
前

だ

た
ん
だ
と
意
識
を
切
り

え
る

よ
う
に

て
来
た

ち

と

て

こ
れ
で
終
わ
り
じ

な
い
の

 
そ
こ
で
声
を
上

た
の
は

意
外
に
も
話
に

が

て
い
る
セ
ブ
ン
だ

た

少
し
前
ま

で
あ

た

の

み
な
ど
欠
片
も
無
い
焦
り
と

惑
の
表
情
が
彼
の
推

に
信

性
を

び
さ
せ
る

ま
さ
か

た

て
い
る
の
で
は

と
思
わ
せ
る
反
応
だ

 
キ
リ
ト
は

越
し
に
振
り
返

た

流
れ
の
予

は
話
し
た
が

ま
だ

体
的
な
内
容
や
判
断

を
話
し
て
な
い
だ
ろ
う
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い

た
い
ど
こ
ま
で
推

し
て
る
の
よ

 
彼
の

葉
に

を

え
る
セ
ブ
ン
と
険
し
い
面
持
ち
で

み
付
け
る
ス
メ
ラ
ギ
だ
が
二
人
の

そ

ち
の
け
で

線
を
こ
ち
ら
に

し
た
彼
は
話
を
再
開
し
た

再
確
認
だ
が
七
色

士
の

は
仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会
見
て
い
る
も
の
は
不
特
定
多

数
の
コ
ミ

ニ
テ

最
重
要

し
て
い
る
も
の
は
特

対
性
感
情
同

理
論
と
い
う

語
か
ら
分
か
る
よ
う
に
感
情
だ

だ
か
ら
こ
そ
感
情
が

の

を
握
る
と

は
予
想

し
た

密
に

え
ば
大
人
数
の
感
情
が
一
つ
に

ま

た
も
の

か

 
人
の
感
情
は

れ
な
い
か
ら
な
と
こ
ち
ら
を
見
る
少
年
の
表
情
は
苦
い

み

想
い
一
つ

で
洗

を
解
い
た
り

生
へ
の

を
生
み
出
し
た
過
去
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の

葉
だ
ろ
う

と
は

え
人
の
感
情
な
ん
て
観

出
来
な
い

ア
ン
ケ

ト
を
取

て
も
同
じ
も
の
が
出
る

と
は
限
ら
な
い

パ
タ

ン
も
少
な
い

と
し
て
は
非
常
に
弱
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

が

仮
想
世
界
で
は
話
は
別
だ

 
こ
の
世
界
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
事
も
あ
る

と
彼
は

た

ア
バ
タ

は

か
な
い
よ
う
ど
れ
だ
け
取
り

て
も

い
て
し
ま
う

つ
ま
り
ナ

ヴ

ギ
ア
や
ア
ミ

ス
フ

ア
に
は

の
感
情
を

る
部
分
を

み
取
る
機
能
が
あ
り

時
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出
力
出
来
て
い
る
事
に
な
る

そ
れ
も
オ

ダ

メ
イ
ド
じ

な
く
⺠
生
品

多
く
の
人
間
を
対

に
す
る
中
で
同
一
の

件境
が
自
動
的
に

う

逆
説
的
に
人
間
の
大

の
構

や
機
能
に
大

き
な
個
人
差
は
無
い
事
を
意
味
し
て
い
る

 

時
だ

た
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も

い
た
事
が
あ
る
話
だ

 
た
し
か

郷
に
み
ん
な
が

わ
れ
た
時
だ

た
だ
ろ
う
か

⺠
生
品
と
し
て

り
出
さ
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
人
間
の

に
大
き
な
個
人
差
が
無
い
と
彼
が
語

て
い
た
事
を
思
い
出
す

だ
か

ら
感
情

作

記

認
識
の

デ

タ
が
他
人
へ
も
流

で
き
る
と

い
た

つ
ま
り

一
つ
の
目
的
に
対
す
る

感
を
持
つ
感
情
を
持

て
い
れ
ば
大
多
数
の

人
間
の

は

同
じ
部
分
が
活
性
化
し
高

差
は
あ

て
も
同
じ
特
徴
の
波
形
を

く

そ

れ
を

に
掛
け
て
グ
ラ
フ
化
す
れ
ば

如

に
高
い

の
仕
事
が
出
来
る
か
は
一
目

然

現
実
で
は
時
間
と
仕
事

で
の

だ
が
仮
想
世
界
で
は
感
情
グ
ラ
フ
も
入
る
か
ら
精
確
性
は

増
す
だ
ろ
う

 

そ
こ
で

と
彼
が

ご
も

た

 
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
こ
れ
ま
で
の
流
れ
る
よ
う
な

が

切
れ
た
事
に

を

て
い

る
と

も
し
か
し
た
ら

と
彼
は
自
信
無
さ

に

を
開
く

が

す
ぐ
に

じ
た
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い
や

や

り

で
も
な
い

お

お
い
お
い

こ
こ
ま
で

て
そ
れ
は
流

に
無
し
だ
ろ

 
不

に
苦

を

し
た
ク
ラ
イ
ン
が

ど
う
せ
予
想
な
ん
だ
か
ら
こ
こ
で

ち
ま
え
よ

と

す

や
や

る
も
予
想
だ
か
ら
と
後

し
さ
れ
た
か
ら
か

く
り
と
彼
は
話
を

け

た
感
情
の
一

は

波
の
波
形
が
近
付
く
事
を
意
味
す
る

つ
ま
り

波
的
に
自
己
と
他
人
の

境
界
線
が

に
な

て
い
る
と
も

え
る

そ
れ
が
ア
ミ

ス
フ

ア
と
い
う
感
情

方

向
デ
バ
イ
ス
を

し
て
い
る
事
で

さ
れ

波
形
が
同
一
の
人
数
分

え
る
な
ら
分

さ

れ
た
コ
ン
ピ

タ

の
演

理
能
力
を
メ
イ
ン
コ
ン
ピ

タ

に
集
め
る
よ
う
な
事
が

ネ

ト
ワ

ク
を

し

人
の

で

き
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て

そ
れ
は

流

に
人
間
で
は

き
な
い
ん
じ

ね

か

 
自
信
無
さ

な
予
想
は
つ
ま
り
そ
れ
が

波
の
波
形
が
ま
る
で
同
一

製
の
型
番
の
よ
う
に

一

す
る
事
で

の
演

能
力
が
共
有
化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
だ

彼
自
身

が

え
で
出
し
た
よ
う
に
と
て
も

大
な
演

を
要
さ
れ
る

件
を

く
こ
な
す
た
め
に

力
の
あ
る

コ
ア
の
演

能
力
を
一
時
的
に

り

け

体
の
ス

ク
以
上
の
性
能
を
発
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す
る
事
と
同
じ
理
論

 
だ
が
そ
れ
は
人
間
で

こ
り
得
る
の
か
と

流

の
本
人
も

疑
的
な
様
子

 

だ
が

理
論
上
は
不
可
能
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

 
個
人
差
を
生
じ
さ
せ
て
他
と

別
す
る

そ
も
そ
も

波
の
交
信
な
ど
あ
り
得
な
い
の
だ
が

波
形
が
同
一
の
形
を

く
事
で

感
を
得
る
事
は
自
己
と
他
者
の
境
界
線
が

く
な
る

と
い
う
事

そ
れ
は
ま
る
で
戦
争
中
な
の
に
一
対
一
の
大
勝
負
に
見
入

て
し
ま
う
取
り

き

の
よ
う
な
も
の

 
加
え
て
レ
ク
ト

製
の
ア
ミ

ス
フ

ア
と
い
う
同
一
型
番

の
よ
う
な
も
の
を
全

し
て
い
る

ゲ

ム
も
同
じ

波
も
同
形

使
う
製
品
も
同
一

こ
こ
ま
で
来
れ
ば

と
同
じ
演

能
力
の
間

り
が
絶
対

き
な
い
と
は

え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
無
論
自
分
達
は
専

家
で
は
な
い
か
ら
そ
れ
が

き
得
る
か
ど
う
か
は
ま

た
く
分
か
ら

な
い
の
だ
が

ま
さ
か

 

密
や
か
に

リ
ズ
ベ

ト
が
声
を

ら
す

 

線
を
向
け
る

し
い

で
信
じ
ら
れ
な
い
と

い
た

な
表
情

だ
が

か
に
気
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付
い
た
よ
う
な

そ
ん
な

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う

と
問
い
掛
け
よ
う
と
し
て

  

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

  

惑
の
空
気
が

そ
の
一

で
破
か
れ
た

 
そ
の
一

は

に

る
天
才

学
者
の
少
女
が

に
し
た
も
の

彼
女
は
テ

ブ
ル
の
上
で

手
を
組
み

い
て
い
た

ん
と

ん
と
に

い
た
わ

ま
さ
か
私
の
論
文
と
行
動
だ
け
で
そ
こ
ま
で
想
定
す
る

人
が

る
な
ん
て
思

て
も
み
な
か

た

そ
れ
も
完
全
な
部
外
者
で

で
も
な
い
人

に
想
定
さ
れ
る
な
ん
て

 

に

り

い
た
状

で

セ
ブ
ン
が

葉
を

け
る

キ
リ
ト
君
の
予
想
は
全
て

た
り
よ

私
が
ア
イ
ド
ル
に
な

た
理
由
も
リ
ア
ル
バ
レ
し

た
理
由
も
メ
リ

ト
も
仮
想
世
界
で
の
名
声
を
現
実
世
界
に
反

さ
せ
る
事
も
感
情
の
波

形
を
グ
ラ
フ
化
す
る
事
も

そ
し
て

感
情
を
同
一
に
し
た
人
か
ら

の
よ
う
に
演

能
力

を

り

け

大
き
な
演

能
力
を
得
る
と
い
う
予
想
も
ね
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最
後
の

予
想
す
ら
も
か

 
流

に
最
後
の
予
想
す
ら
セ
ブ
ン
の

の
内
だ

た
事
は
想
定
外
だ

た
よ
う
で
彼
の
表

情
は
背
中
を
向
け
る

前
に
見
え
た
横

で
も
分
か
る

の
も
の
だ

た

え
え

最
後
の
予
想
で

て
た
も
の
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
私
が
名
付
け
た
い
ま

私
達
の
チ

ム
が
掲

て
い
る

テ

マ

ま
さ
か
完
全
な
部
外
者
の
人
に
こ
こ
ま
で

ま
れ
る
な
ん
て
ね

 

け
て
い
た

が
上

ら
れ
る

少
女
の
表
情
は
苦

の
そ
れ

ど
こ
か

れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
の
は

と

た

て
い
る
予
想
が
息
つ
く
間
も
な
く
襲

て
来
て

き

れ
た
と

い

た
と
こ
ろ
か

 

く

を
振

た
彼
女
は

恐
れ
入

た
わ

と

た

も
う

キ
リ
ト
君
に

わ
れ
ち

た
け
ど

私
の
方
か
ら
も
話
さ
せ
て
も
ら
う
わ
ね

 
そ
う

た
少
女
は
最
初
に
見
ら
れ
た

が
少
し
だ
け

て
来
て
い
た

少
女
ら
し
か

ら
ぬ
空
気
を

い
天
才

学
者
と
し
て
の

に
な

た
彼
女
が
己
の

に
つ
い
て
語
り
始
め

る
こ
れ
ま
で
あ
た
し
は
プ
レ
イ

達
に
呼
び
か
け

シ

ム
ロ

ク

そ
し
て
ク
ラ
ス
タ
と
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い
う
コ
ミ

ニ
テ

を
確
立
し
て
き
た

そ
れ
は
心
と
魂
の
繋
が
り

一
つ
の
目
的
の
た
め
に

進
し
よ
う
と
す
る
人
だ
け
が
放
つ
と
て
も

高
な
意

の

き

会
性
を
保
ち
協
力
し
合
う

こ
と
で
生
ま
れ
る
高

の
意

は
ネ

ト
ワ

ク
を

し
て
新
た
な
力
を

り
出
せ
る

と
私
は

え
た
の

 
方
法
は
彼
の
推

り
よ

と
彼
女
は

け
る

感
と
い
う
名
の
感
情
の

一
を
経
て
個
人
差
の

波
に
よ
る

の
境
界
を

く

す
る
事
で
人
の

が
保
つ
演

理
能
力
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
ネ

ト
ワ

ク
を

す
る
事
で

共
有
し
そ
し
て
コ
ン
ピ

タ
の
Ｃ
Ｐ

に
は
作
り
出
せ
な
い
ハ
イ
ス

ク
か
つ
情
緒
的
な

演

シ
ス
テ
ム
を
構

す
る

そ
れ
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
定
義

こ
れ
が

実
現
し
た
ら

み
の
ス
パ
コ
ン
な
ん
て
メ
じ

な
い
性
能
を
発

す
る
わ

 
人
間
の

の
フ
ル
ス

ク
は
ス
パ
コ
ン
二
三

分
に

す
る
か
ら
ね
と

う
セ
ブ
ン

こ
の
テ

マ
を

え
付
い
た
の
は

キ
リ
ト
君
ボ
ス
戦
放

で
き
み
を
見
た
時
が
き

か

け
だ

た
の

な
に

 

と
な
く
セ
ブ
ン
の

果
て
は
そ
の
手

に
つ
い
て
ま
で

い

て
て
み
せ
た
彼
も
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流

に

の
発

と
な

た
事
に
自
身
が

与
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
ら
し
い

 

え
る

も
無
い

と
私
は
思

た

 
彼
は
自
身
の
価
値
を
未
だ

く
見
る

向
に
あ
る

殺
意
や

意
を
向
け
る
原
因
に
つ
い
て
思

を
巡
ら
せ
る
事
は
あ

て
も

天
才

と
呼
ば
れ
る

学
者
が

し
た

の
切

掛
け

に
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
い

そ
も
そ
も
彼
と
彼
女
の
間
に
は

点
が

無
だ

た

人
伝

て

面
越
し
に
見

き
し
た
だ
け
で
そ
う
な
る
と

が
思
う
だ
ろ
う
か

き
み
の
事
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に

る
間
も

い
て
い
た
わ

ミ

セ

ス

Ｍ
ｒ
ｓ
オ
リ
ム
ラ
の
弟

と
い
う

判

だ

た
け
ど

 
一

彼
の
表
情
に
苦
い
も
の
が

た
が

す
ぐ
無
へ
と
取
り

わ
れ
た

無
意
識
の
事

だ

た
の
か

彼
は
動
揺
す
る
事
な
く

そ
れ
で

と
先
を

す

私
は
ネ

ト
ゲ

ム
に
あ
ま
り

し
く
な
い
け
ど
こ
う
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
き
て
レ

イ
ド
ボ
ス
の

を
少
し
は
知

た
つ
も
り

や
り
直
し
が
出
来
ず

時
回
復
の
手

に

し

か

た
中
で
あ
れ

ど
の
人
が
一

と
な
り
ボ
ス
に
立
ち
向
か
え
た
あ
な
た
達
に
は

意
を

表
し
た
わ

 
そ
し
て
ガ
ラ
に
も
な
く
興

し
た

と
セ
ブ
ン
は

う
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立
体
的
に

し
出
さ
れ
る

戦

手
に

握
る
戦
い

そ
の
裏
に
あ
る

現
実
の
死
の
恐
怖

戦
い
の
果
て
に
得
る
勝

の

び

私
は
そ
の
場
に

な
い

な
の
に

と
つ

と
つ
目

を
奪
わ
れ
た

 

目
し
穏
や
か
な

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

う
彼
女
に
は
い
つ
の
日
か
に
見
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

の
死
闘
の

像
が
浮
か
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

数

の
戦
い
を
制
し
て
い
く
中

最
も

意
を
引
か
れ
た
存
在

そ
れ
が
き
み
だ

た
の

出
来
損
な
い

と
蔑
ま
れ
て
い
る
キ
リ
ト
君
が
強
者
と
し
て
君
臨
し

人

の
先

に
立

て

い
た

他
の
人
達
は
き
み
の
指
示
に

て
い
た

 
最
初
は
目
を
疑

た
わ

と
悩
む
よ
う
な
表
情
へ
と
変
わ
る

日
本
に
流
れ
て
い
る

判
は

だ

た
の
か

少
し
の
間

や
論
文
そ

ち
の
け
で
探
る

程

に
は
き
み
に
興
味
を
引
か
れ
た

判
が

で
な
か

た
事
を
知

て
か
ら
私
は
ボ
ス

戦
の

像
が
流
れ
る

に
き
み
と
き
み
の

に

意
を

ら
し

キ
リ
ト
君
を
信
頼
す
る

あ
な
た
達
の
様
子
に

心
を
寄
せ
た
の

 
そ
こ
で

少
女
が

み
を
浮
か
べ
た

 
我
が
意
を
得
た
り
と

わ
ん
ば
か
り
の
自
信
に

れ
た
表
情

そ
の
時
の
想
い
が
ク
ラ
ウ
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ド
・
ブ
レ
イ
ン

と
い
う
テ

マ
の
発

だ

た
事
が

せ
た

人
は
感
情
と
理
性
を
容

に

り
切
れ
る
生
き
物
じ

な
い
わ

で
わ
か

て
い
て
も
感
情

が
許
さ
な
い
な
ん
て
事
は
ザ
ラ

キ
リ
ト
君

ど

い
子

手
で
あ

て
も

男
代
表
だ
か

ら

と

子

を
平
気
で

る
女
尊
男

風

の
よ
う
に
ね

 
一
世
を
風

し
今
と
な

て
は
下
火
と
な

て
い
る
女
尊
男

風

女
を

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬
と
し

た
中
で
男
は

秋
十
と

一

に
さ
れ
た
が

彼
は
期

さ
れ
て
い
る
程
の
成
果
を

出
せ
な
か

た

か

た
せ
い
だ

 

だ
が

世
界
最
強
の
性
別
を
こ
そ
至
高
と
し
た
い

あ
る
い
は

を

え
る
事
を
絶

対

す
る
者
に
と

て

そ
れ
は

無
い

求
め
る
結
果

に

た
な
い
の
で
あ
れ
ば

ど
ん
な
事
情
が
あ
ろ
う
と

的
に

く

 

が

い
出
し
た
か
は
分
か
ら
な
い

し
か
し
そ
の
匿
名
性
は

自
分
が

い
出
し
た
事
で

は
な
い

他
の
人
も

て
い
る
か
ら
と
自
己
保
身
の
理
由
と
な
り
麻

と
し
て
理
性
を

す

そ
の

に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
が

獣

そ
の

な
の
に

同
じ
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら

悪

を
前
に
信
頼
を
見
せ
る
一

が

た

故
と
疑
問
を

い
た
私
は
多
く
の

を
立
て

そ
し
て

と
つ
の
結
論
を
得
た
の

キ
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リ
ト
君
が
彼
ら
の
救
世
主
だ
か
ら

と
い
う

え
を
ね

は
救
世
主
な
ん
て
大
層
な
も
の
じ

な
い

き
み
の
意
見
は

無
い
の

き
み
以
外
の
第
三
者
客
観
的

点
を
持

た
時
の

価
が
他

人
の
全
て
な
の
よ

 
ど
こ
ま
で
真
実
か
は
知
ら
な
い
け
ど

と
前

き
が

ま
れ
た

ネ

ト
で

べ
た
限
り

キ
リ
ト
君
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も

を
し
て
い
た
ら
し
い
わ
ね

極
悪
非

道

て

く
意
見
が
あ

た
わ

た

 
そ
れ
は

で
も
あ
な
た
が
斬

て
い
た
プ
レ
イ

は
そ
の
多
く
が

罪
者
カ
ラ

で
人
を

食
い
も
の
に
す
る
人
達
だ

た

 
ユ
ウ
キ
が

護
し
よ
う
と
し
た
が
正
に

わ
ん
と
し
た
事
が
セ
ブ
ン
の

か
ら
語
ら
れ
勢

い
を
失

た

結
果
的
に
殺
人
を
し
た

だ
か
ら
法
に

ら
せ
ば
き
み
は

罪
者
な
の
で
し

う
ね

で

も
経

を

け
ば
き
み
が
し
て
い
る
事
は

の
よ
う
な
も
の

ち

と
過

で
は
あ
る

け
ど
あ
の
世
界
に

法
機

が
無
か

た
以
上
仕
方
な
か

た

い
え
キ
リ
ト
君
自
身
が
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法
律
の
如
く
抑
止
力
だ

た
の
か
し
ら

 
い
ま
思
い
至

た
か
の
よ
う
な

葉
に

内
心

く

 
彼
女
が

に
し
た
事
は
真
実
だ

ビ

タ

と
し
て
動
い
て
い
た
彼
は

う

の

で
オ
レ
ン
ジ
が
活
性
化
す
る
前
に
過

な
オ
レ
ン
ジ
達
を

な
い
し
殺

し

う

も
結
成
か
ら
程
な
く
壊
滅
さ
せ
た
事
で

対

罪
者
と
い
う

抑必
止要
力悪

に
な

て
い
た

 
内
部
事
情
な
ど

か
真
か
知
れ
な
い
ネ

ト
情
報
だ
け
だ
ろ
う
に

す
ぐ
そ
こ
に
至
る
と
は

や
は
り
彼
女
も
天
才
と

わ
れ
る
だ
け
あ
る

と
も
あ
れ
き
み
は
無

の
プ
レ
イ

を

か
す

罪
者
達
へ
の
抑
止
力
に
な

て
い
た

な
ん
て
そ
ん
な
こ
と
き
み
に

意
を
持

て
る
人
に
は

の
な
い
話
よ
ね

だ
か
ら

殺
隊

な
ん
て
も
の
が
存
在
し

け
て
い
た
わ
け
だ
し

お
前

ど
こ
ま
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
の
事
を
知

て
る

ネ

ト
に
上
が

て
る
も
の
は

方

と

て
お
く
わ

三
刃
騎
士

の

に
も
生

還
者
の
人
は

る
か
ら
ま

た
く

無
い
人
よ
り
は
少
し

し
い
と
思
う
け
ど

な
る

ど

だ
と
す
る
と

聖
⻯

合

か

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の

殺
隊
メ
ン

バ

か

に

意
を

い
て
い
た
血

騎
士

メ
ン
バ

ヴ

ク
リ
ン
デ
の
事
を
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え
れ
ば

あ
の
集

の
一

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
事
を
話
し
て
も
お
か
し
く
な
い
な

そ
う
い
う
事
よ

そ
し
て
き
み
が

郷

之
の
魔
の
手
か
ら
解
放
し
た
人
で
あ
る
事
も

い
て
い
る
わ

 
倒
す
時
じ

な
い
わ
よ
と
セ
ブ
ン
が
付
け
加
え
た
時
キ
リ
ト
の
表
情
が
無
か
ら
険
し
い
も

の
へ
と
変
わ

た

わ
れ
て
い
た
み
ん
な
を
解
放
し
た
の
は

世
間
的
に
は

場

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
広
ま

て
い
る

な

が

い
や

そ
う
か

三
刃
騎
士

に
入
れ
る
実
力
を
持
つ
生
還
者
は

攻

略
組

の
一

だ

た
の
か

多
分
ね

私
が
キ
リ
ト
君
が
ど
ん
な
人
だ

た
の
か

い
た
ら
物

く
複

そ
う
な

で
話

し
て
く
れ
た
わ
よ違

反
な
ん
だ
が
な

そ
れ

 

郷

之
を

え
る
時
に
活
躍
し
た
の
は
キ
リ
ト
と
し
て

像
に
残

て
い
る

 
だ
が
み
ん
な
を
解
放
す
る
時
の
立

者
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
つ
ま
り

罪
だ

た

場

と

し
て
世
間
体
を

慮
す
る
と
い
う
の
が

時
の
彼
の
思
惑
だ

た

と
し
て
も
世

の
大

発
明
を
し
た
天
才
な
が
ら
真

な
人
間
を

し
て
い
た
い
か
ら
か
彼
と

絡
を
取

て
い
た
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Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

の
リ

ダ

を

し

上
層
に
伝
え
ら
れ

そ
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
て
い
る

デ
ス
ゲ

ム
に
さ
れ
た

場

が
義

に

ら
れ
真
の
黒
幕
に

を

下
し
た
と
い
う
ス
ト

リ

と
し
て

 
そ
の
た
め

郷
に

わ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
に
は

の
契
約
書
に

名
を
求
め
ら
れ

た 

そ
れ
が
真
の
意
味
で
必
要
な
の
は

実

に

え
ら
れ
た
中
の
さ
ら
に
一
握
り
だ

 
攻
略
組
が

え
ら
れ
た
時
一

プ
レ
イ

は
全

実
験
と
し
て
意
識
を
喪

て
い
た

気
付
い
た
時
彼
は
リ

フ

私
と
共
に
シ
ノ
ン
の
救
出
の
た
め
彼
女
の
夢
を

化
し
た
空

間
に
ダ
イ
ブ
し
て
い
た
の
で

は
見
え
ず

に
送

た
者
は
デ

ア
ベ
ル
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
と

い

た
有
名
な
ギ
ル
ド
リ

ダ

だ

た

事
情
を
知
ら
な
け
れ
ば
救
出
し
て
く
れ
た
人
は
彼
ら

と
思
う

だ

 
そ
う
で
な
い
と
知

て
い
る
と
す
れ
ば

郷
を
無
力
化
出
来
る
存
在
を
正
確
に
把
握
し
て
い

た

攻
略
組

メ
ン
バ

く
ら
い

 
だ
か
ら
高
い
実
力
を
持
つ
プ
レ
イ

し
か

属
出
来
な
い
三
刃
騎
士

に

る
Ｓ
Ａ
Ｏ

生
還
者
が
情
報

作
し
た
事
件
の
真
実
を
知

て
い
る
一
人
だ
と
分
か

た

キ
リ
ト
が
気
付
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け
た
の
は

情
報

作
を
す
る
に
あ
た
り
ス
ト

リ

を
組
ん
だ

本
人
だ
か
ら
だ
ろ
う

と
も
あ
れ
そ
の
話
を
し
て
く
れ
た
生
還
者
の
人
は
き
み
に

意
を

い
て
い
た

で
も

明
確
に
救
わ
れ
た
事
実
が
あ
る
か
ら
か

そ
の
気
勢
は
と
て
も
弱
い
も
の
だ

た

 
彼
女
は

会
心
の

み
を
浮
か
べ
た

・こ
・れ
・だ

と
思

た
わ

ボ
ス
戦
の

像
を
見
た
時
に
疑
問
に
思

た
キ
リ
ト
君
に
対
す
る

の
信
頼

そ
れ
は
認
め
が
た
く
て
も

定
は
出
来
な
い

救
世
主

と
し
て
の

面
が
き
み
に

あ
る
事
を
認
め
て
い
た
彼
ら
の

想感
い情

よ

ゲ

ム
ク
リ
ア

つ
ま
り

と
こ
な
す
必
要
が

あ
る
ボ
ス
戦
に

い
て
必
要
な
の
は
そ
れ
に
参
加
す
る
人
達
の
目
的
意
識
の

合
化

そ
れ
は

救
世
主
で
あ
る
き
み
が

る
事
で
完
成
さ
れ
て
い
た

き
み
に
対
す
る
信
頼
こ
そ

攻
略
組

と
い
う
集

の
力
だ

た

 
そ
う
信
じ
て
止
ま
な
い
と
ば
か
り
に
語
気
を
強
め
る
セ
ブ
ン
に
対
し
キ
リ
ト
が

し
む
表
情

を

わ
に
し
た

そ
れ
は
ど
う
だ
ろ
う
な

攻
略
組

に
は

よ
り

れ
た
者
が
多
く

た

そ
も

指

は
ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ア
ス
ナ
の
ど
ち
ら
か
が

て
い
た

二
人
へ
の
信
頼
あ

て
こ
そ
の
力
だ

ろ
う

事
実
七
十
六
層
の
ボ
ス
戦
は

が

な
く
て
も
危
な

な
く
突
破
出
来
て
い
た

七
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色

士
の

う
事
と
は
矛
盾
し
た
事
が

き
て
い
る
ぞ

 
第
一
層
か
ら
第
百
層
ま
で
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
の
中
で

一
彼
が
参
加
し
て
い
な
か

た
第
七
十

六
層
ボ
ス
戦

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

か
ら
脱
せ
ず
に
い
た
間
に
突
破
し
た
あ
の
戦
い
を
取
り
上

彼
は
反
論
す
る
が

セ
ブ
ン
は

み
を
浮
か
べ
た
ま
ま

を
横
に
振

た

い
い
え
矛
盾
な
ん
て
し
て
い
な
い

き
み
が
救
世
主
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

た

郷
事
件
は

七
十
七
層
ボ
ス
を
倒
す
前
の
事
で
し

う

 
七
十
六
層
ボ
ス
戦
ま
で
は
認
め

ら
れ
て
い
な
か

た

対
的
に
ア
ス
ナ
ち

ん
や

場

士
に
対
す
る
信
頼
が
強
か

た
だ

け 
彼
へ
の
信
頼
が
増
し
た
事
件
以
前
の
事
だ
か
ら
矛
盾
し
て
い
な
い

と

う
セ
ブ
ン
の

み

に

り
は
無
か

た

確
か
に
き
み
へ
の

判
を

く
限
り
き
み
が

な
く
て
も
ボ
ス
を
倒
す
事
は
可
能
だ

た

と
思
う

製
作
者
だ
か
ら
こ
そ
知
り
得
る
情
報
を

使
し

の

勢
を
整
え
る

場

士
と

そ
れ
を
上
手
く
指

す
る
ア
ス
ナ
ち

ん
の
二
人
が

て
い
た
か
ら

強
な
ボ
ス
に
も
抗
し
切

れ
て
い
た

ボ
ス
戦
だ
け
を

え
れ
ば

ね

が

い
た
い
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ヒ
ト
は

理
性
と
感
情
を
容

に

り
切
れ
な
い
生
き
物
よ

 
二

目
に
発
せ
ら
れ
る

葉

 
先
程
と
は
ど
こ
か

の
異
な
る

い
方
の
よ
う
に
思

た
が
そ
れ
が

な
の
か
分
か
る
前

に

天
才
少
女
が

葉
を

け
た

も
し
キ
リ
ト
君
が

な
か

た
ら

密
に

え
ば
き
み
が

た
抑
止
力
が
存
在
し
な

か

た
ら

攻
略
に
向
け
て
動
い
て
い
た
人
達
の
中
か
ら
も

ら
か
は

的
に
生
き
よ
う

と
す
る
人
間
が
出
て
い
た
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
思
い
浮
か
ぶ
の
は

う

の
人
間

 
攻
略
組
に
最
初
期
の

か
ら
潜
り

ん
で
い
た
血

騎
士

の
ク
ラ
デ

ル
の
よ

う
な
人
間
が

他
の
ギ
ル
ド
に
も
複
数
存
在
し
て
い
た

彼
ら
は
大

な
バ
グ
を
来
す
前
に

彼
の
手
に
よ

て
浮
遊
城
か
ら

ら
れ
て
い
た

 

も
し

彼
が

な
か

た
ら

 
私
は

ク
ラ
デ

ル
に

さ
れ
た

に

殺
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
リ
ズ
と
シ
リ
カ
も

モ
ル
テ
達
に

さ
れ

殺
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
リ

フ

と
シ
ノ
ン
も
キ
バ
オ
ウ
達
の
手
で
殺
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
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ぶ
る
り
と
体
が

え
た

・彼
・が
・

・な
・か
・

・た
・ら

そ
れ
一
つ
で

解
す
る
未
来
ば
か

り
浮
か
び
上
が

て
来
る

 
彼
女
が

う
よ
う
に
彼
が

な
か

た
時
の
ボ
ス
戦
は

⻑
の

な

勢
が
あ
り
自
分

が
み
ん
な
の
力
を
把
握
し
指

出
来
て
い
た
か
ら
こ
そ

し
か
し
彼
が

な
け
れ
ば
七
十
五

層
の
ボ
ス
部

に
突
撃
し
て
来
た
神

と
オ
レ
ン
ジ
達
に
よ
り
最

で
も

⻑
は
殺
さ
れ
て
い

た
・彼
・が
・

・た
・か
・ら

場
黒
幕
説
に

た
を
掛
け
ら
れ
た
か
ら
だ

加
え
て

時
の
神

を

真

向
か
ら
止
め
ら
れ
た
の
は
彼
だ
け
だ

た

万
が
一
に
も
全
滅
し
な
い
可
能
性
は
無
か

た
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
彼
が

な
か

た
ら
彼
女
が
認
め
る
ゲ

ム
ク
リ
ア
の

件
は
全
て
喪
わ
れ

事
実
上
の
全
滅
に
な

て
い
た
可
能
性
が
あ
る

 
彼

抑
止
力
が

な
く
な

て

転
す
る
未
来
が
見
え
な
い
事
に

然
と
し
た

で
も
き
み
の
存
在
が
そ
れ
を
止
め
た

き
み
へ
の
対
抗
心

意

認
め
が
た
い
感

の

念
が
み
ん
な
を
攻
略
へ
と

り
立
て
た

生
還
へ
の
希
望
を

・捨
・て
・さ
・せ
・な
・か
・

・た

そ
れ
は

デ
ス
ゲ

ム
を
終
わ
ら
せ
る
剣
と
し
て
き
み
が
在
り

け
た
か
ら
な
の
よ

 

分
か

て
い
た
事
の

だ
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だ
か
ら
絶
大
な
信

を
向
け
て
い
た

他
の
人
の
眼
や

え
な
ん
て
気
に
し
な
い
く
ら
い
寄

り

お
う
と
思
う

ど
に

分
か

て
い
た
か
ら
そ
の
行
動
を
取

て
い
た

 
し
か
し

理
解
は

出
来
て
い
な
か

た

 
感
覚
で
分
か

て
い
た
だ
け

理

の
面
で
は
分
か

て
い
な
く
て
た
だ
私
は
彼
の
在
り

方
を

気
に

え
て
い
た

彼
の
存
在
が
ど
れ

ど
重
大
な
も
の
に
な

て
い
る
か
ま
で
思

を

回
し
て
い
な
か

た

ね

ア
ス
ナ
ち

ん
に
一
つ
教
え
て
欲
し
い
事
が
あ
る
の

 

み
を
浮
か
べ

眼
前
の
少
年
か
ら

線
を
外
し

葉
を
掛
け
て
来
る
少
女

な

な
に
か
な

彼
が

な
か

た
ボ
ス
戦
と

た
ボ
ス
戦

ど
ち
ら
が

指一
をに

な
りれ
やて
すた
かの

か
たな

そ
れ
は

 
七
十
六
層
ボ
ス
戦
と
そ
れ
以
外
の
差
異

 
彼
が

な
か

た

一
の
戦
い

 
彼
が

た

常
の
戦
い

 
ど
ち
ら
が

み
ん
な
は
よ
り
一

と
な
れ
て
い
た
か
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く
ま
で
も
な
か

た
み
た
い

 
表
情
か
ら

し
た
の
だ
ろ
う

彼
が

た
方
が
一

に
な
れ
て
い
た
と

 
外

を

め
ら
れ
た

そ
し
て

第
百
層
の
ラ
ス
ト
バ
ト
ル

 

く

と
彼
の

が
一

え
た

 
も
の
の
一
分
で
彼
以
外
が
全
滅
し
た
第
百
層
真
の
ボ
ス

女

人
と
形
容
す
べ
き
ア
レ
に
私

達
は
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た

そ
の
光

を
最
後
ま
で
黒
い

で
見

け
た
の
は
彼
だ

 

間
の

に
命
を

す
彼
に
と

て

よ
り
も

い
苦

だ

た
に
違
い
な
い

 

そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か

天
才

学
者
は

葉
を

け
る

時
が
経
つ
に
つ
れ
数
を

ら
す
攻
略
組

そ
れ
で
も
あ
な
た
達
は
必
死
に
抗
い

け
た

倒
し
切
れ
な
い
と
分
か

て
い
て
も

惑
う
事
無
く

き

び
も
せ
ず
最
期
の

間

ま
で
武
器
を
手
に
抗
い

け
た

 

え
ば

魔
槍
に
よ
る
回
復
の

 

え
ば

一

に
よ
る
片
目
の
失
明

 

え
ば

身
を

し
て
の
命
の

生
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セ
ブ
ン
は

と
り

と
り
殺
さ
れ
て
い
く

間
の
中
で
一

抗

た
面

の
行
動
を

て
い
く

そ
れ
は
強
い
決
意
に
よ
る
も
の

き
み
を
信
じ
る
強
い
心
に
よ
る
も
の

絶
望
的
な

を
前

に
し
て
心
が

れ
な
か

た
の
は
き
み
の

き
に
強
く
触
れ
て
い
た
か
ら

絶
対
に
生
き
て
帰

る
と
い
う
強
い
意

が
み
ん
な
に
波

し
て
い
た
か
ら
み
ん
な
は
そ
の
時

に
不
可
欠
な
行

動
を

出
来
た

そ
れ
こ
そ
心
と
魂
の
繋
が
り

一
つ
の
目
的
の
た
め
に

進
し
よ
う
と

す
る
人
だ
け
が
放
つ
と
て
も

高
な
意

の

き

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
な
の
よ

 
話
し
始
め
た
時
の
文

を

り
返
し
彼
女
は

テ

マ
を

に
し
た

そ
れ
は
こ
の
話
が

く
終
結
す
る
と
い
う
事
実
を
表
す

ね

・み
・ん
・な

私
に
協
力
し
て
く
れ
な
い
か
な

 

乱
し
か
け
の

に

そ
の
声
が
入

て
来
た

・あ
・な
・た
・達

ど
強
い
心
を
持
つ
人
が

れ
ば
私
の

は
き

と
成

す
る

郷

之

が
し
た
よ
う
な
人
の
精
神
を

作
す
る
だ
な
ん
て

み
た
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
危
険
は
無

い
わク

ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は

わ
ば

大
な
集
合

だ

こ
の
実
験
が
成

す
れ
ば
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か

全
か
無
の
法

に

わ
れ
た
機

的
な
コ
ン
ピ

タ
に
は
出
来
な
い

可
能
性
の

と
い
う

な
思

回
路
を
持
つ
演

技
術
を
人

は
得
る
事
に
な
る

我

は
そ
の

に
理
論
を
組
み
上

を

け
て
来
た

に
そ
の
た
め
の

備
も
整

て
い
る

あ
と
は
今
日
実

さ
れ
た
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
こ
な
し

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の

完
全
攻
略
を
成
し

る
だ
け

そ
れ
を

な
も
の
に
す
る
に
は

・あ
・な
・た
・達

が
必
要
な

の

お
願
い

協
力
し
て
く
れ
な
い
か
な

 

そ
う

然
と
し
た
面
持
ち
で

天
才

学
者
は

い
切

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

き
み
が

な
か

た
ら

と
い
う
前

き
は
数
多
の
小
説
の
中
で

キ
リ
ト
本
人
あ

る
い
は
キ
リ
ト
に

す
る
キ

ラ
ク
タ

が

な
い
場
合
大

バ

ド
エ
ン
ド
に
終
わ

る
未
来
を

し
て
お
り
ま
す
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つ
ま
り

ヴ

ベ
ル
が
見
て
来
た
別
世
界
で
す
ね

 
数
多
の
二

小
説
で
紡
が
れ
る
物
語
の
多
く
は
原
作
キ
リ
ト
と
同
格
あ
る
い
は
キ
リ
ト
の

を

に
さ
れ
て
い
ま
す

で
は
彼
ら
が

な
か

た
ら

 
モ
ル
テ
や
Ｐ
ｏ
Ｈ

ク

ラ
デ

ル
達
は

る
が

メ
イ
ン
キ

ラ
達
の
中
心
で
あ
る

主
人

が

な
か

た
ら

ど
う
な

て
い
た
か

 
本
作
だ
と
ア
キ
ト
が

し
て
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ
達
を
殺
し
て
い
る
の
で
間
違
い
な
く

デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
不
可
ル

ト
直
行
で
す

そ
う
い
う
意
味
で
は

アヴ
キ

トベ
がル
存が
在見
して
な来
いた

別

世
界
と
異
な
る

で
す
が
ア
キ
ト
が

よ
う
と

な
か
ろ
う
と
結

キ
リ
ト
が
死
ね
ば
結
果
は

変
わ
り
ま
せ
ん

 
そ
れ
の
逆
説
キ
リ
ト
が

た
か
ら
ク
リ
ア
出
来
た
と
い
う
点
に
焦
点
を

て
た
の
が
セ

ブ
ン
の
理
論
な

で
す

 
別
の
小
説
の
主
人

を

に
し
て
も

ゲ

ム
ク
リ
ア
の
立

者

と
い
う
立
場
の
者
が

る
限
り
本
作
セ
ブ
ン
の
理
論
は

れ
な
い

そ
し
て
主
人

は
大

ゲ

ム
ク
リ
ア
の
立

者
に

な
る

な
ら
な
く
て
も
キ
リ
ト
本
人
か
同
格
の
存
在
が
終
わ
ら
せ
る
じ

な
い
と
デ
ス
ゲ

ム
内
に
い
る
主
人

が
死
ぬ

物
語
が

か
な
い

作
者
が

る
の
で
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が
存

す
る
限
り

ど
の
世
界
だ
ろ
う
と
セ
ブ
ン
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を

す
る
と
い
う
事
で
す
ね

ク
リ
ア
し
た
人
間

が
ト
リ
ガ

な

で
す
か
ら

  
修
正
力

て

恐
ろ
し
い
ね

白

  
今
話
を

め
る
と

  
・
セ
ブ
ン

 

一

キ
リ
ト
の
在
り
方
が

に
強
く
影

し
て
る

こ
れ
は

き

と
感
情
に
よ
る
も
の

 
仮
想
世
界
な
ら
感
情
を
グ
ラ
フ
化
出
来
る
し

論
文
に
加
え
ら
れ
る
の
で
は

 
天
才

学
者
の

書
き
の
せ
い
で

さ
れ
て
て
は
実
験
以
前
の
問

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
中

な
い
ア
イ
ド
ル
と
し
て

心
を
下

よ
う

リ
ア
ル
バ
レ
も
す
れ
ば
色

の
外
れ
て
た

面

と
は
違
う

真
人
間

と
思

て
も
ら
え
る

だ

 
ギ
ル
ド
作

て

人
集
め
て

自
分
が
み
ん
な
の

希
望
の

に
な
る
事
で

自
分
を
覇

者
と
す
る

合
意

を
観

し
よ
う
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全
部
見

か
さ
れ
て
た
事
に

き
つ
つ

キ
リ
ト
の

価
を
天

無
し
で

上

中

 

チ

ム
に

く
欲
し
い
と
思

て
い
る
が
今
回
の

攻

略

に
参
加
は
し
な
い
で
欲
し
い
と

思

て
い
る

み
ん
な

あ
な
た
達

を
勧
誘
の
中
で

め
て
使

て
い
る

キ
リ
ト
が

ま
れ
て
い
な

い

く
キ
リ
ト
を

め
て
い
た
の
に

そ
れ
に
反
し
て

キ
リ
ト
へ
の
直

勧
誘
が
無
い

  
・
キ
リ
ト

 

と
い
う
思

を
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
第
二
章
の
論
文

要

み

み
で

全
部
セ
ブ
ン
と
フ

レ
ン
ド
に
な

た
時
点
で
リ
ア
ル
バ
レ
の
目
的
と

感
情

の
事
に

付
い
て
い
た

 
感
情

は

義
姉
に
ユ
イ
や
ヴ

ベ
ル
が

て

郷
の
件
に
深
く

わ

て
い
た
か
ら

気
付
け
た

切

掛
け
は
セ
ブ
ン
と
フ
レ
ン
ド
に
な

た
後

ヴ

ベ
ル
を
見
た
時

Ｍ
Ｈ
Ｃ

Ｐ

て
感
情
を

め
る
か
ら

ナ

ヴ
ギ
ア

や

ア
ミ

ス
フ

ア

は

と

え
て
気

付
い
た

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
達
に
伝
え
て
お
く
か

と
い
う
内
容
に

ま
れ
て
い
る

 
セ
ブ
ン
に
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
の
話
を
さ
れ
て
発

中
の
ト
ラ
ウ
マ
が
一
つ
増
え
た
が

今
ま
で



 第三十三章 〜《クラウド・ブレイン》前編〜

の
苦
労
が
水
の

に
な

た
時

の
ト
ラ
ウ
マ
を
思
い
出
し

ト
ラ
ウ
マ
を

じ

せ
て
い
る

ア
バ
タ

は

か
な
い
よ
う
ど
れ
だ
け
取
り

て
も

い
て
し
ま
う

 
ユ
ウ
キ
に
キ
レ
ら
れ
て
ト
ラ
ウ
マ
の
原
因
で
あ
る
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
を
想

さ
せ
る
よ
う
な
話

を
さ
れ
て
い
な
が
ら
表
情
を
取
り

え
て
い
る
人
が

し
て
お
り
ま
す

説
得
力
が
無
い
ネ

  
感
情
の
一

は

波
の
波
形
が
近
付
く
事
を
意
味
す
る

つ
ま
り

波
的
に
自
己
と
他
人
の

境
界
線
が

に
な

て
い
る
と
も

え
る

そ
れ
が
ア
ミ

ス
フ

ア
と
い
う
感
情

方

向
デ
バ
イ
ス
を

し
て
い
る
事
で

さ
れ

波
形
が
同
一
の
人
数
分

え
る
な
ら
分

さ

れ
た
コ
ン
ピ

タ

の
演

理
能
力
を
メ
イ
ン
コ
ン
ピ

タ

に
集
め
る
よ
う
な
事
が

ネ

ト
ワ

ク
を

し

人
の

で

き
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て

 
・
リ
ズ
ベ

ト

 

ま
さ
か

⻯
の

で
夜
を
明
か
し
た
日

キ
リ
ト
の
過
去
を
夢
に
見
た
の

て

  
・
そ
の
他
の
面
子
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も
う

に
な
れ
ば

ド
ン
引
き

  
・
ス
メ
ラ
ギ

 
コ
イ
ツ

的
に

危
険
だ
な

ド
ン
引
き

  
・
リ

フ

 

べ
て

探

て

結

キ
リ
ト
は

が
目
的
な
の
か
分
か
ら
な
い

  
・
ヴ

ベ
ル

 

キ

は
い

た
い

を
す
る
つ
も
り
な
の
か

  
・
キ
リ
カ
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第
三
十
四
章
 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

後
編

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
前

ア
ス
ナ

後

和
人

点

 
文

数
は
約
一
万
一
千

 
全
然
進
ま
な
い
し
有

無

な
と
こ
ろ
あ
る
け
ど

け
る
と
こ
ろ
は
出
来
る
だ
け

く
と
決

め
た
ら
こ
う
な

た

 

る
し
て

 
で
は
ど
う
ぞ

  
協
力
し
て
欲
し
い

天
才

学
者

歌
姫

の
少
女
は
そ
う

た

そ
れ
は

今
す
ぐ

え
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

出
来
れ
ば

い
方
が

ま
し
い
わ
ね

さ
せ
て

い
い
わ
よ

 

正
な

を
険
し
く
歪
め
た
ユ
ウ
キ
の

し
出
が
快

さ
れ
た
の
を
見
て

間
が
集
ま
る

 

そ
ん
な
中

キ
リ
ト
は

子
に

た
ま
ま
動
こ
う
と
し
な
い

キ
リ
ト
君

 
ど
う
か
し
た
の

 
彼
も

間
だ
か
ら

す
る
面
子
に
数
え
て
い
た
の
に

動
こ
う
と
し
な
い
事
に
疑
問
を
覚

え

声
を
掛
け
る

集
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
面

も

し

な

線
を
彼
に
集
中
さ
せ
た

 
セ
ブ
ン
と
ス
メ
ラ
ギ
を

て
い
た
少
年
は

と

線
に
気
付
い
た
よ
う
に
こ
ち
ら
を
見
た

ん

あ
あ

は

い
て
く
れ
て
構
わ
な
い
ぞ

は

は

 
ち

キ
リ
ト

あ
ん
た
な
に

て
ん
の

 

乱

な

子
で

わ
れ
た
事
に
真

先
に
リ
ズ
ベ

ト
が
反
応
し
た

間
的
に

し
た
彼

女
は

み
か
か
る
勢
い
で
反
論
す
る
が

そ
れ
に

え
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い

 

と

か
な
違
和
感
を
見
出
す

 
自
ら
の
意
思
で
と
も
だ
ち
と
し
て

け
入
れ
交
友
を
保

て
き
た
彼
女
の

に
あ
あ
も
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無
感
情
に
対
応
す
る
な
ん
て

・ら
・し
・く
・な
・い

と
感
じ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

の
彼
で
あ
れ
ば
親
し
い
人

か
ら
の

に
動
揺
の

と
つ
や

た
つ
見
せ
て
い
る

 
成
⻑

 

い
や

違
う

 

性

 

た
ぶ
ん
違
う

 
予
期

 

お
そ
ら
く

正
解

 
彼
が

え
な
し
の
発

を
す
る

が
な
い

七
色

士
の

は
結
果
的
に
世
の

人
の

に

な
る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
の

験
者
に
さ
せ
ら
れ
る

に
な
る
の
は

だ
と
彼
と
て
思

て
い
る

だ

い
ま
集
ま

て
い
る
の
は
協
力
す
る
か

か
の

を
す
る
た
め

こ
れ
へ
の
参

加

は

極
論
実
験
体
に
な
ろ
う
が
構
わ
な
い
と

え
て
い
る
に

し
い

 
彼
女
へ
の
疑
心
怒
り
を
以
て
今
日
の
会

に
持
ち

ん
だ
彼
が
そ
れ
を
許
容
す
る
だ
ろ
う

か 

許
容

す
る

無
い

オ
リ
ジ
ナ
ル

お
前
な
に
を

え
て
る

 

苛
立
ち

じ
り
の
声
が
上
が

た

協
力
す
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
も

す
る
機
会
は
設
け
る
べ
き
だ

そ
の
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機
会
を
い
ま
得
た
と
い
う
の
に

・

・い
・て
・く
・れ
・て
・構
・わ
・な
・い

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
は

達
に
反

感
を

か
せ
る
た
め
に
動
い
て
い
た
ん
じ

な
い
の
か

 

子
に

り
気

そ
う
に
し
て
い
る
少
年
と

二
つ
の
ス
プ
リ
ガ
ン

キ
リ
カ
の
も
の
だ

 
彼
の
反
応
こ
そ
桐

谷
和
人
と
い
う
少
年
の
根

を
表
し
て
い
る

セ
ブ
ン
の

に
結

果
的
に
協
力
す
る
事
に
な
る
と
し
て
も
話
し
合
い
に
参
加
す
ら
し
な
い
の
は
あ
り
得
な
い

そ

う
悟
ら
せ
る
根

が
キ
リ
カ

キ
リ
カ彼

の

葉
は

い
て
は
キ
リ
ト
の
性
根
を
表
し
て
い
る
に

し

い 
故
に

キ
リ
ト彼

の
異
常
性
が
克
明
に
な
る

 

し
の
如
く
存
在
す
る
二
人
の
ス
プ
リ
ガ
ン
達

見
た
目
も
声
も
過
去
す
ら
も
同
一
で
あ

る
彼
ら
は

現
在

と
い
う
時
間

に

い
て
別
の
存
在
に
な

て
い
た

キ
リ
ト

片
方
が
理
解
で
き

な
い

と
い
う
形
で

 
ぞ
わ
り
と

空
気
が
ざ
わ
め
い
た

 
険
し
い

線
が
向
け
ら
れ
る

向
け
る

は
苦
し
そ
う
で

向
け
ら
れ
る
方
は

やし
はか
りし

気
そ
れ
は

合
点
だ
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先
程
よ
り
も
剣

な
空
気
の
中

を
変
え
ず
彼
は
そ
う

た

今
日
実

さ
れ
た
大
型
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
み
ん
な
は
ど
れ
く
ら
い
把
握
し
て
い
る

 
い
き
な
り
の
話

の
転
換

ど
ん
な
意

が
分
か
ら
ず

を

め
た
ユ
ウ
キ
は
あ
ま
り
と

く

え
た

 
彼
女
が

う
よ
う
に
大

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
は
ま
だ
あ
ま
り
集
ま

て
い
な
い

式
サ
イ

ト
の

知
情
報
か
ら
大
神
オ

デ

ン
と
悪
神
ロ
キ
に
よ
る
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が

き
る
事

は
分
か

て
い
る
が
そ
れ
以
上
の
事
は
不
明
だ

ど
の
み
ち
光
の
神
バ
ル
ド
ル
が
死
ん
で
い
る

以
上
世
界
か
ら
光
が
喪
わ
れ
ロ
キ
に
掛
け
ら
れ
て
い
る

束
が
解
か
れ
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が
始

ま
る
の
も
時
間
の
問

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら
悪
神
ロ
キ
が

ま

て
い
る
と
は

い
て
い
る

の
で

そ
こ
か
ら

生
す
る
事
だ
と
は
予
想
し
て
い
る

 

密
な
と
こ
ろ
は

ま
だ
ま
だ
不
明
だ

た

 

部
分
は
と
も
か
く

大

は
理
解
し
た
の
か

キ
リ
ト彼

は
一
つ

い
た

今
日
実

さ
れ
た
大
型
イ
ベ
ン
ト
に
は

が
あ
る

実

日
の
今
日
か
ら
明
日
の
夜
ま
で
が

第
一

オ

デ

ン
と
ロ
キ

ど
ち
ら
に
付
く
か
を
決
め
る
勢
力
分

イ
ベ
ン
ト
だ
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勢
力
分

キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
み
た
い
だ
ね

 

裏
に

る
の
は

浮
遊
城
第
三
層
か
ら
第
九
層
の
六
層
か
ら
な
る
大

ク
エ
ス
ト
の
事

六
つ
存
在
す
る

秘
け
ん

を
巡
るフ

レ
ス
ト

森
エ
ル
フ
とダ

ク黒
エ
ル
フ
の
争
い
を

か
れ
た
も
の
で

プ
レ

イ

は
そ
の
ど
ち
ら
か
に
属
し

ク
エ
ス
ト
を
進
め
て
い
く
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
だ

た

 

違
点
を

る
と
す
れ
ば
エ
ル
フ
・
ク
エ
ス
ト
は
パ

テ

や
個
人
別
で
進
め
る
タ
イ

プ
だ

た
の
に
対
し
ス
ヴ

ル
ト
の
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
は
プ
レ
イ

全
体
で
進
行

が
共
有
さ
れ
る
と
い
う
点

セ

ク
と
の
応

は
パ

テ

だ

た
が
大

イ
ベ
ン
ト

は
プ
レ
イ

全
体
を

き

ん
だ
進
行
に
な
る
と

彼
は
語

た

第
一

の
ク
エ
ス
ト
内
容
は
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
が
見

る

獄
に
繋
が
れ
た
ロ
キ
の

を
見

に
行
く
事

オ

デ

ン

に
付
く
な
ら
そ
の
ま
ま

も
せ
ず
帰
れ
ば
い
い
が
ロ
キ

に
付
く

な
ら
脱
獄

う幇
じ助

つ
ま
り
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
の

備
を
す
り

け
て
脱
出
す
る
ス
ニ

キ
ン
グ
ク

エ
ス
ト
に
な
る

そ
れ
で

一

放

し
た
り
自

を
裏
切
る
真
似
を
す
る
と
そ
れ
以

の
進
行
が
不
可
能
に
な
る
エ
ル

フ
・
ク
エ
ス
ト
の
よ
う
に
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
に
も

応
の

ナ
ル
テ

が

さ
れ
て
る
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ロ
キ

に
付
い
て
脱
出
す
る

さ
れ
た
ら
オ

デ

ン

の
兵
と
し
て

属
さ
せ
ら
れ

る
え

 
明
か
さ
れ
た
事
実
に
絶

す
る

 
・

・属
と
い
う

語
は
自
分
達
に
と

て
ト
ラ
ウ
マ
に

し
い

一

は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
の

配
下

に

か
れ

記

も
残

て
い
る
剣
姫
の

が
苦

に
歪
ん
だ

 
そ
れ
を
見
たキ

リ
ト彼

が

気

な

か
ら
一
転
し

慌
て
た

葉
の

だ

た
ん
だ
が

そ
の

ご
め
ん

無
神
経
だ

た

い
や

い
い
よ

そ
れ
で

 

ま

た
ら
ク
エ
ス
ト
的
に
ど
ん
な
風
に
な
る
の

北
欧
神
話
に

い
て
オ

デ

ン
の
下
に
集
う
戦
士
は
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た

士
エ

イ
ン
ヘ
リ

ル
で

め
ら
れ
て
い
る

直
に
オ

デ

ン

に
付
い
た
プ
レ
イ

と

め

て
そ
こ
に
配
属
さ
れ
る

ら
し
い

ら
し
い

は
ロ
キ

だ
か
ら
大
ま
か
な
事
し
か
知
ら
な
い
ん
だ

 
え

 
と

思
わ
ず
声
が

れ
た
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心
外
だ
な

と

わ
ん
ば
か
り
の
眼
が
向
け
ら
れ

を

ま
せ
る

そ
の

ま

た
場
合
の
話
を
し
て
た
か
ら
て

き
り

ま

た
の
か
と

ま

た
ク
ラ
ス
タ
達
の
話
が
偶
然

こ
え
た
だ
け
だ

あ
と
は
ロ
キ
の

を
見

て
た

ア
ス

ガ
ル
ド
兵

か
ら
予
め

い
て
お
い
た

Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら
情
報
を
集
め
る
の
は

本
中
の

本
だ
か
ら
な

ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
も
な
れ
ば

更
だ

 

ん

と
や
や
誇
ら
し

な

み
を
向
け
ら
れ
る

 

見

れ
た
振
る
舞
い
だ

 

ん
の
少
し
だ
け

間
見
え
た
彼
の

常
時
気
を

て
い
る

で
は
無
い
事
に
安

す

る
も
な
ら
気
を

る
原
因
は

か
と
思

を
回
す

七
色

士
の

と
い
う
事
は
分
か

た

が

彼
は

の
な
に
が
気
掛
か
り
だ

た
の
か

話
を

そ
う

 
そ
の
思

は

彼
の
声
で
止
め
ら
れ
た

重
要
な
の
は

は
ロ
キ

神
話
上
の
悪

で
あ
る
事

対
す
る
セ
ブ
ン

い
て
は
三

刃
騎
士

は

ど
ち
ら
の
勢
力
を

ん
だ
か

論
私
達
は
オ

デ

ン

に
付
い
た
わ

神
話
と
は

え

と
策
謀
の
神
に
付
く
な
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ん
て
セ
ブ
ン
ち

ん
の
イ
メ

ジ
に
反
す
る
か
ら
ね

 
ス
メ
ラ
ギ
君
が

ん
だ
か
ら
自
動
的
に
私
も
オ

デ

ン

に
な

た
ん
だ
け
ど
ね
と
補
足

す
る
天
才
少
女

ら
で

を
組
み

王
立
ち
を

け
る
⻘
年
は
無

を

い
た

そ
う
い
う

で

に
セ
ブ
ン
と
対
立
す
る
勢
力
に
属
し
た

は

す
る
必
要
も
無
い
ん
だ

と
い
う
か
な

 
じ
と

と
し
た

線
を

者
二
人
に
向
け

・

・

・し
・た
・と
・こ
・ろ
・で
・実
・験
・を
・止
・め
・る
・事
・は
・

・

・不
・可
・能
・だ

 
確
信
め
い
た
強
み
の
あ
る

で

い
切

て
み
せ
た

 
想
定
外

と
い
う
よ
り

し
よ
う
と
す
る
前

を

し
か
ね
な
い
発

に

て

葉
を
喪
う

キ
リ
カ
も

目
し
て
い
る
事
か
ら
心

い
て
い
る
ら
し
い

 
同

体
のキ

リ
カ彼

す
ら
予
想
外
と
な
れ
ば

キ
リ
ト
に
し
か
知
り
得
な
い
情
報
を
以
て
導
き
出
さ

れ
た

え

と
い
う
事
に
な
る

ど
う
し
て
そ
う
思

た
の

 
絶

に
よ
り
生
ま
れ
た

を

天
才
少
女
が
破
る

 
歌
を
歌
う
時
は

と
し
た

を
見
せ
る
少
女
は
い
ま
は

な

み
を
浮
か
べ

発
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的
に
少
年
を
見

え
て
い
た

己
の
思
索
を

く

い

て
て
見
せ
た
事
に
さ

き
は
動
揺
し
て

い
た
が
彼
な
ら
ば
と

け
容
れ
た
の
か
い
ま
の
彼
女
に

惑
や
動
揺
の
片

は
見
ら
れ
な
い

り
切
り
が
速
い

 
⻘
年
は

か
ら

い

を
よ
り

く
険
し
い
も
の
に
す
る

無

に
よ
る
圧
が

線
に

せ
ら
れ
て
い
る
が

少
年
に

え
た
様
子
は
や
は
り
な
い

の
主
導
は
七
色

士
に
あ
る
ん
だ
ろ
う

だ
が

実

を
ス
メ
ラ
ギ
が

て
い
な
が

ら

が
進
ん
だ
よ
う
に

中

は
お
前
じ

な
い

三
刃
騎
士

を
は
じ
め
と
す
る
フ

ン

セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
に
あ
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
大
多
数
の
人

間
を
対

と
し
た
も
の
だ
か
ら
な

 
も
し

が
オ

デ

ン

な
ら
話
は
別
だ

た
が

と

葉
が

い
た

話
を

い
て
理
解
し
た
よ

七
色

士
が
掲

る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
自
身
を
覇
者

と
す
る
者
達
の
情
動

対
抗

へ
の

争
心
同
格
者
へ
の

心
を

き
に
し
た

歌
姫

を
覇
者
に
し
よ
う
と
す
る

な
意

一
つ
に
よ

て
成
り
立

て
い
る

そ
こ
に
異
物
や
イ
レ

ギ

ラ

を
入
れ
て
は
な
ら
な
い

が

ち
る
か
ら
だ

そ
の

り
よ
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に

と

を
三
日
月
に
歪
め

喜
悦
を

わ
に
セ
ブ
ン
が

定
し
た

先
に

た
よ
う
に

の
キ

カ
ケ
は
キ
リ
ト
君
の
行
動
と
そ
の

に
あ

た

Ｓ
Ａ
Ｏ

ラ
ス
ト
バ
ト
ル
の

像
で

体
的
な
構
想
を
得
た

だ
け
ど
み
ん
な
が
命
を

し
て
本
気
で
生

き
て
い
た
世
界
と
違

て

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ど
う
し
て
も

に
な
る
か
ら
本
気

が
違

て
く
る

本
気

つ
ま
り
は

は

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
見
せ
た
あ
な
た
達
の
そ
れ
を
ま
ず
下
回
る

 
あ
く
ま
で
予
想
だ
け
ど

と

う
彼
女
か
ら
は

そ
れ
を
確
信
し
て
い
る
事
が

い
知
れ
る

た
し
か
に
命
が

か

た
戦
い
と

に
過
ぎ
な
い
戦
い
で
打
ち

む
気
合
に
差
が
生
ま
れ
る
の

は
必
然
と

え
る

で
も

に
分
け
隔
て
は
無
い
わ

み
ん
な
が
本
気
で
打
ち

め
ば

そ
れ
は
確
か
に

が
高
い
も
の

な
感
情
へ
と

華
さ
れ
る

現
実
の
命
を

け
て
い
な
い
に
し

て
も
そ
の
時
そ
の

間
だ
け
は
文

り
全
力
よ

命
を

け
て
い
る
か

か
だ
け
で
感
情
の

が
変
わ
る
な
ん
て
決
し
て

え
な
い

彼
ら
の
感
情
は

一

だ
け
で
も
あ
な
た
達
の

き
を
上
回
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の

 
そ
の

に

を
保
た
な
い
と
い
け
な
い

と
セ
ブ
ン
は

け
た

私
は
先

に
立

て

を

舞
す
れ
ば
い
い

ク
ラ
ス
タ
や
三
刃
騎
士

の

は
そ
れ
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で
意
思
を
一
つ
に
し
て
く
れ
る

私
は
そ
れ
を
保
ち

高
め
て
い
く
だ
け
で
い
い

そ
れ
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
絶
対

件

だ
が

の
存
在
が
そ
の
前

をお
び
やか

す

 
セ
ブ
ン
の

葉
を

キ
リ
ト
が

た

も
し

が
オ

デ

ン

に
付
い
て
い
れ
ば
ク
ラ
ス
タ
達
に
と

て
異
物

歌
姫
を

し
な
い

に
対
し
て

心
や
対
抗
心
を

き
剣
を
取
る
だ
ろ
う

そ
れ
は
セ
ブ
ン
に
覇

者
の

光
を

す
意

か
ら
離
れ
た
感
情
だ

無
論

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
前

は

れ
る

 
と
は

え

と
話
が

切
ら
れ
る

ロ
キ

に
付
い
て
い
る
か
ら
と

て
前

が

れ
な
い
と

え
ば

そ
れ
は
違
う

オ

デ

ン

い
て
は
歌
姫
セ
ブ
ン
の
勢
力
に
勝

を

ら
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
実
験
は
成

し
な
い

 
そ
の

葉
に

セ
ブ
ン
が

根
を
寄
せ
た

そ
の

り
よ

だ
か
ら
キ
リ
ト
君
に
は

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
攻
略

が
終
わ
る
ま
で
の
間

ロ
グ
イ
ン
し
な
い
で
欲
し
い
の
だ
け
ど
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そ
こ
は

の
ク
ラ依
イ
ア頼
ン
ト主

に

い
て
み
な
い
事
に
は

と
も

え
ん

 

然
と
し
た
表
情
で
の
お
願
い

キ
リ
ト
は

を

め
苦

し
た

じ

あ
私
の

を
し
な
い

て
い
う
契
約
を

た

そ
う
い
え
ば
い
ま

思
い
出
し
た
け
ど
き
み
た
し
か
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
は
し
な
い
と
か
前
に

て
な
か

た

け
ま
た

突
に
思
い
出
し
た
な

確
か
に

た
な

ど
う
い
う
事
な
の

 
思
い

き
り
反
し
て
る
わ
よ

事
情
が
変
わ

た
ん
だ

 
が
し
が
し
と
乱

に
髪
を
掻
き
な
が
ら
の

葉
に
彼
の

う
事
情
が
レ
イ
ン
の
お
願

い
な
の
だ
と

す
る

セ
ブ
ン
と
は
ス
ヴ

ル
ト
実

の
初
日
に

を
合
わ
せ
た
と
い
う

そ

の
後
に
レ
イ
ン
か
ら
事
情
を

か
さ
れ

お
願
い

を
さ
れ
た
と
す
れ
ば

七
色

士
の

事
を

し
て
い
た
事
と
も
矛
盾
し
な
い
し
攻
略
か
ら
離
れ
る
つ
も
り
だ

た
彼
が
そ
れ
に
反

し

極
的
に
な

た
事
に
も

得
が
い
く

 
無
論

攻
略
に

わ
る
よ
う
に
な

た
理
由
に
は

三
刃
騎
士

と

す
る
事
で
ス
メ
ラ

ギ
に
目
を
付
け
ら
れ

今
回
の
話
の
場
を
設
け
る
意

も
あ

た
の
だ
ろ
う
が
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む

こ

ち
が
話
し
た
ん
だ
し

キ
リ
ト
君
も
話
し
て
く
れ
た

て

  

子
付
く
な

  
ぎ
し

と
錯
覚
を
覚
え
る
程
の
重
圧
が

内
に

ち
た

 
重
圧
を
放
つ
ヌ
シ

キ
リ
ト
は

乱

で
も
気

そ
う
で
も
な
い

の
め

で
セ

ブ
ン
を
見

め
て
い
た

対
面
に

る
天
才
少
女
は
彼
の

変
に

葉
を
喪

て
い
た

体
は

え

は
⻘
い

彼
女
に
は
殺
気
が
放
た
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

今
日
設
け
た
こ
の
場
は
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
の
マ
ナ

レ
ス
行

の

び

そ
れ
そ
も

に

き

む
人
達
へ
の
説
明
責

を
果
た
し
て
い
な
い
お
前
が
道
理
を
説
け
る
立
場
に
あ
る
と
思

う
の
か

 
こ
れ
ま
で
と
異
な
る

な
語

 
容
赦
の
な
い
糾
弾
に
少
女
は
目
を
白
黒
さ
せ
た
が
そ
れ
で
も
切
り

え
の

さ
は
流

と

う
べ
き
か

色
は
⻘
い
な
が
ら
も

命
に

を
動
か
し
た

ま

き

む

て

人

き
の
悪
い

い
方
を
し
な
い
で
く
れ
る

 
私
は

の
期

に



 第三十四章 〜《クラウド・ブレイン》後編〜

応
え
よ
う
と

ア
メ
リ
カ
で
こ
の
状
況
を
ど
う

う
か
も
知
ら
な
い
が
日
本
で
は
同
意
を
得
ず
に
実
験
に
参

加
さ
せ
た
ら

き

ま
れ
た

と
形
容
す
る
ん
だ
よ

 
し
か
し

命
に
出
し
た

葉
は
断

と
し
た
語

に

ら
れ
か
き
消
さ
れ
て
し
ま

た

 
二
の

を

ず

を

ざ
し
た
少
女
に

彼
は

も

い

る

そ
れ
と
お
前
の

う
・

が
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
を
指
し
て
い
る
の
か

・そ
・れ
・以
・外
・の
・

・か
を
指
し

て
い
る
の
か
は
知
ら
な
い
が

私
情
で
動
い
て
い
る
な
ら
い

そ

 
そ
こ
で
突
如

に
手
を

て

り

む

い
き
な
り

た
事
を

し

に

え

な
が
ら

見
る
セ
ブ
ン
を
苦

を

み

し
た
よ
う
な
表
情
で
見
た
彼
は
ま
た

突
に

か
ら
立
ち
上
が

た

い
過
ぎ
た
な

悪
か

た

え

う

ん

 
バ
ツ
が
悪
そ
う
に

を

ら
し
な
が
ら
の

罪

け
た

で
彼
を
見
上

る
セ
ブ
ン
は
間

の

け
た
返
事
を
す
る
ば
か
り

テ
ン
シ

ン
の

り
変
わ
り
に
付
い
て
い
け
な
い
よ
う
だ

た



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
私
も
み
ん
な
も
彼
の
感
情
の
上
下
に
理
解
が
追
い
付
か
ず
た
だ
や
り
取
り
を
見
守
る
ば

か
りと

に
か
く

が
ど
う
動
く
か
は

ク
ラ依
イ
ア頼
ン
ト主

第

は
ロ
キ

ユ
ウ
キ
達
も
そ
の

を

え
て
行
動
を
決
め
て
く
れ

 
そ
の

葉
を
最
後
に

彼
は

か
ら
立
ち
去

た

 
取
り
残
さ
れ
た
私
達
は

気
ま
ず
い

を

く
味
わ
う
事
に
な

た

  

ヴ

ン

と

い
電
子

を

き
な
が
ら

意
識
は
現
実
へ
と
復
帰
し
た

 

目
を
果
た
し
た
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
が

に

眠
し
て
行
き
そ
れ
に
反

し
て
肉
体

の
感
覚
が

て
来
る
事
を
知
覚
す
る

数

経
ち
バ
イ
ザ

型
デ

ス
プ
レ
イ
に

る

が

消
失
し
て
い
た
の
を
見
て

て
い
た
そ
れ
を
外
し
た

上
体
を

こ
し
ベ

ド
か
ら
足
を

投

出
し
て

る

お

れ
様

桐

谷
君

 
そ
こ
で
す
ぐ
近
く
に
立

て
機

を

作
し
て
い
た
女
性
が
声
を
掛
け
て
来
た

で
切

り

え
た

髪
の
女
性
だ

た
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白

を
程
よ
く

し
た
そ
の
人
は

場

の
恋
人

神
代

子

一
時
期
は
親
し
い
間

と
い
う
事
で
監

体
制
に
あ
り

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

の
一
人
と
し
て
活
動
し
て
い

た
が
無
事
に

罪
で
あ

た
事
が
証
明
さ
れ
た
現
在

場
と
共
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

持
に

わ

て
い
る

ら
し
い

 
あ
ま
り
話
し
た
事
が
無
い
し

場
の

か
ら
話
が
出
る
事
も
無
い

彼
女
の
存
在
を
知

た
の
も
つ
い
最
近
の
事

 
彼
女
よ
り
二
つ
年
下
の
ゼ
ミ
の
後

だ

た
と
い
う
男
の
話
に
よ
れ
ば
大
学
の

で
知

り
合

た
の
が
キ

カ
ケ

時

に
ア

ガ
ス
の

⻑
と
い
う
事
を
知
ら
ず
引
き
こ
も

り
が
ち
な
も
や
し

子
と
い
う

で
絡
ん
で
い
く
内
に
男
女
の

に
発
展
し
た
の
だ
と
い
う

 

場

く

ど
う
し
て
付
き
合
う
事
に
な

た
か
は
今
も
分
か
ら
な
い

ら
し
い

 

男
女

は
理

じ

な
い
ん
だ
な

と
学
ぶ
キ

カ
ケ
に
な

た
人
で
も
あ
る

 
そ
の
人
が

れ
て
く
れ
た
コ

ヒ

の
カ

プ
を
手
に

礼
を

て
か
ら

に

む

 
甘
味
は
感
じ
な
い

 
苦
味
も

ま
た

ど
う
か
し
ら

最
近

り
始
め
て
ね
今
回
の
は

り
方
か
ら
変
わ

た

を
使

て
る
の
よ
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か
ら
し
た
ら

ど
う
違
う
か
分
か
ら
な
い

 

わ
れ
れ
ば

触
り
や

い
が
違
う
気
も
す
る
が
自
分
か
ら
分
か
る
程
の
も
の
で
も
な
い
た

め
正
直
に

え
る

理
は
と
も
か
く

み
物
の
葉
や

ま
で
手
を

ば
し
た
事
が
無
い
か
ら
分

か
る

も
無
か

た

 
そ
の

え
に
残
念
と
そ
う
は
思

て
い
な
い

で

を

め
た
女
性
は
カ

プ
を
デ
ス

ク
の
上
に

い
た

 

そ
れ
は

然
だ
ろ
う

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
中
の

の

は

彼
女
が

作
し
て
い
る
機

で
常
に
モ
ニ
タ

さ
れ
て
い
る

ど
こ
が
ど
う

さ
れ
活
性
化
さ
れ
て
い
る
か
も
一
目

然

み
物
や
食
べ
物
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
内

で

に
し
て
も
そ
れ
ら
し
い
反
応
が
無
か

た
事
は
こ
こ
数
日
の
間
に

か
見
ら
れ
て
い
る

だ
ま

と
に
か
く
三
日
間
の
ダ
イ
ブ
お

れ
様

の
部

に
食
事
を

意
し
て
る
か

ら

レ
ン
ジ
で
チ
ン
し
て
食
べ
て
ね

了
解
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か
ら

に

さ
れ
た
上
で
ハ
ン
ガ

に
掛
け
ら
れ
て
い
る
シ

ツ
と
ズ
ボ
ン
に

て
出

へ
と
近
付
く

近
代
的
か
つ
機

的
な
白
の

が

も
無
く
横
に
ス
ラ
イ
ド

開
い
た

出

を
潜

て

の
部

に

た

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
マ
シ
ン
と
機

が

え

か
れ
て
い
た
部

は

明
が
や
や
暗
く
設
定
さ
れ
て
い

た
た
め

の
部

に
入

た

強
い
光
が

と
な

て
目
に

さ
り

ら
ず
目
を

る

 
少
し
し
て

れ
て
き
た
目
で
内

を
見

す

 

く
殺
風

と
い
う
の
が
最
初
の
感
想

教

一
つ
分
の
広
さ
が
あ
る
部

の
中
に
あ
る
の

は
ポ

ド
と
電
子
レ
ン
ジ
業
務

の

そ
し
て
中

に

り

み

二
つ
に

子
六

と
い
う
も
の

だ
け

え
ら
れ
た
も
の
に
飾
り
や
遊
び
は
一
切
無
い

会
の
仕
事
場
は
こ

う
い
う
も
の
な
ん
だ

と
い
う
認
識
を
こ
ち
ら
に
与
え
て
く
る

 
そ
の
部

を
一

り
見
回
し
た
後

の
方
に
近
付
く

後
ろ
で

が

ま
る
の
を
気
圧

で

知
す
る

 

は
上
三
分
の
二

ど
が

下
三
分
の
一
が

に

分
さ
れ
て
い
た

そ

の
中
で
上
の
ド
ア
を
開
き
目

て
の
物

コ
ン
ビ
ニ

の
容
れ
物
と
ス
ポ

ツ
ド
リ
ン
ク

を
取
り
出
し

め
る
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に
そ
の
横
の

に

か
れ
て
い
る
レ
ン
ジ
に

を
入
れ

な
い
で
じ

と
中
身
を

見
る

 
目
に
付
く
の
は
大

り
に

ら
れ
た
白
ご

を
振
ら
れ
て
い
る
の
か

少
し
テ
カ
テ
カ

光

て
い
る
そ
れ
の

ら
に
た
く
あ
ん
の
切
り
身
が
数

え
ら
れ
て
い
た

分
け
さ
れ

た
部
分
に
は

の

き
⻘

の
お

し
出
し

き

の
切
り
身
ヒ
ジ
キ

が

し
と

め
ら
れ
て
い
る

 

今
の
不
況
に
反
す
る

の
そ
れ
は
容
器
こ
そ
コ
ン
ビ
ニ

だ
が
作
り
手
が
違
う

空

に
な

た
容
器
を
洗

た
後

自
分
が

に
流

し
て
い
る
だ
け
の
事

 
そ
の

の
中
身
を

ヴ

ダ
ン
・
オ

ジ

越
界
の

を

し
た

の
原
子
解

で

て
い
く

 

に
個
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
た
め

振
動
し
て
い
な
い
原
子

が
見
え
た

種

様

な

大
き
さ
と
構
成
因
子
の
原
子
・
分
子
を

の
原
子

作
で

に
揺
ら
し

エ
ネ
ル
ギ

を

生

そ
う
し
て

に
加

し
て
い
く

 

そ
う
し
て

も
の
の
数

で
ホ
カ
ホ
カ
の

が
出
来
上
が
る

か
ず
く

ん

 
そ
こ
で

自
分
が
入

て
来
た
の
と
は
別
の

が

も
無
く
開
い
た
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が
開
き
切
る
の
と
同
時

人
が
突

し
て
来
た

 

嗟
に
電
子
レ
ン
ジ
の
上
に

を

い
て
後
退
す
る
と
突
進
し
て
き
た
人
物
も
方
向
修
正

し
た

一

後
に
は
自
分
よ
り
も
大
き
な
体
で
全
身

き

め
ら
れ
る

 
三
日
間

た
き
り
で
弱

た
体
に
そ
の
圧
力
は

く

え
た

呼

も
し

い

束
様

そ
の
ま
ま
だ
と
束
様
の

で
和
人
が

息
し
か
ね
ま
せ
ん

お

と

そ
り

い
け
な
い

 

け
て
部

に
入

て
来
た
人
物

ク
ロ
エ
が

め
た
事
で

き
付
い
て
来
た
人
物

束

士
が

を
止
め

ば
ば

と
や
た
ら
機

な
動
き
で
離
れ
た

 
し
か
し
離
れ
て
す
ぐ

う

ん

と

し
い

で
こ
ち
ら
を
見
下
ろ
し
て
く
る

な
に
か

い
や

や

り
さ
三
日
も
食
べ
て
な
い
と

せ
る
な

て

ち

と

が
こ
け

て
る

 
そ
う

て
指
で

を

ん
で
く
る

士

少
し
引

る
よ
う
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
す

ぐ
に
指
の
間
か
ら

肉
が
取
れ
た

三
日
の
間
に
そ
れ
だ
け

せ
て
い
る
ら
し
い

 
そ
れ
を
見
て

話
風
の

を
や
め
て
か
ら
お
気
に
入
り
ら
し
い
ポ
ロ
シ

ツ
の
上
か
ら
白
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を

う
ス
タ
イ
ル
の

士
が

を

と
す

せ

か
く
肉
付
き
が
良
く
な

て
た
の
に
さ

必
要
な

を
取

て
お
け
ば

の
原
子

作
で
す
ぐ

に

せ
る

そ
う
い
う
問

じ

な
く
て

て
い
う
か
和
君
そ
れ
完
全
に
食
事
時
間
す
ら

体
な
い
か

ら
必
要
な

を
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
摂
取
す
る
ゲ

ム

人
の

い
分
だ
か
ら
ね

三
日
間

た
き
り
だ

た
か
ら
ゲ

ム

人
も
あ
な
が
ち
間
違
い
じ

な
い

そ
う
い
う
コ
ト
を

い
た
い
ん
じ

な
い
ん
だ
よ
な

 

を

え

く

士

 
世
界
で
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
束

士
に

を

え
さ
せ
た
だ
ろ
う
と
思

が

ぶ

少
し
の

罪
悪
感
は
あ
る
が
後
悔
と
反

を
し
て
い
な
い
意
識
が
そ
う
さ
せ
た

 
そ
の
ま
ま
レ
ン
ジ
の
上
に

い
た

を
取
り

り

み

の
上
に
ス
ポ

ツ
ド
リ
ン
ク
と

べ
て

く

 

が
無
い
が
分
解
し
て
い
た

分
の
原
子
を

パ
ス
ス
ロ

ト

か
ら
取
り
出
し

と
し
て
再
構

そ
う
し
て
ホ
カ
ホ
カ
の
食
べ
物
を

ん
で

に
運
ぶ

使
い
こ
な
し
て
る
ね
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対
面
に

た

士
が

な

で

く

空
間
で
の
活
動
で
も
食
事
は
必

む
し
ろ
こ
れ
を
前

に
原
子

作
の
機
能
を
作
り
上

た
ん
じ

 
ご
く
り
と

き
を

み

ん
だ
後

そ
う

う

 
空
い
て
い
る

手
の
掌
に
は
バ
チ
バ
チ
と

電
が

て
い
る

 
原
子
を

作
出
来
る
な
ら
空
気

を

こ
し
て

を
作
り
出
す
事
だ

て
出
来
る

そ
う

し
て
電
力
を
生
み
出
し
探

機
や
ス

ス
デ
ブ
リ
を
消
し
去
る
エ
ネ
ル
ギ

を
確
保
す
る
事

で
⻑
期
的
な

空
間
で
の
活
動
を
可
能
に
す
る

そ
の
た
め
に
は
不
要
な

物
を
持

て
い

て
は

る
の
だ

 

え
ば

と
お

は
同
じ
木

だ

製
作
過
程
を
違
え
て
別
の
製
品
と
し
て
出
来
上
が

て

い
る
そ
れ
ら
も
分
解
す
れ
ば
同
じ
原
子
構
成
で
あ
り
原
子
レ
ベ
ル
で
分
解
・
再
構

が
可
能

で
あ
れ
ば

お

を

に
変
え
る
事
だ

て
可
能

壊
れ
て
も
作
り
直
せ
る
の
で

え
は
不
要

食
べ
カ
ス
な
ど
も
原
子
分
解
で
ど
う
に
で
も
出
来
る
の
で
水
洗
い
す
ら
不
要
に
な
る

そ
こ
ま
で

出
来
る
よ
う
に
な

て
初
め
て
人

は

へ
の
⻑
期

行
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

あ
る
意

味

極
の
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
こ
そ

で
の
活
動
に
不
可
欠

原
子
レ
ベ
ル
で
行
う
に
も

が
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必
要
だ
が

が
そ
れ
を
解
決
し
て
く
れ
る
お

で

大
な

分
の
ス

ス
を
食

ス

ス
に
変
え
る
事
が
出
来
る

そ
れ
だ
け
で
数

月
の

行
帰
還
の

⻑
が
実
現
す
る

 
だ
か
ら

と

一
体
化
し
て
い
る
自
分
が
出
来
る
の
も

な
ん
ら
お
か
し
な
事
で
は
無
い

 
そ
う
認
識
し
て
い
る
の
だ
が

ど
う
も

士
か
ら
す
れ
ば
違
和
感
が
あ
る
も
の
ら
し
い

そ
も
そ
も
束
さ
ん

そ原
子

こ作
ま
で

え
て
た

じ

な
い
し

そ
う
な
の
か

束
さ
ん

万天
能災

で
は
あ
る
け
ど

全天
能才

じ

な
い
か
ら
ね

そ
も
そ
も

の
コ
ン
セ
プ
ト
は

に
行
く
事
で
あ

て

探
索
じ

な
か

た

だ
か
ら
必
要
な
も
の
を
入
れ
れ
る

も
 

と

食
事
を
運
ぶ

に
向
け

原
子

作
に
よ
る
分
解
と
再
構

を
す
る

に
付
け
た
機
能
じ

な
か

た
ん
だ
よ

 

そ
う
い
え
ば

と
か
つ
て

い
た

ユ理
メ想

を
思
い
出
す

 
月
に
行
き
た
か

た
ん
だ

と

夜
空
に

く
ま
ん

の
そ
れ
を
見
な
が
ら
語
る

士
の

あ
の
時
は
分
か
ら
な
か

た
が
成
⻑
し
た
今
な
ら
分
か
る

切
望
し
て
で
も
届
か
な
い
と

め
て
い
た
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道

ば
に
足
を
止
め
れ
ば

行
錯

も
止
ま

て
し
ま
う

 

体
的
に
ど
う
世
界
に

判
さ
れ
た
か
を

は
知
ら
な
い

世
界
的
に

表
さ
れ
て
い
る

で

も
無
い
か
ら

一

人
も
知
ら
な
い

知
る
の
は

時

の
コ
ン

テ

シ

ン
に
出

し
て

い
た
面

と
開
発
者
の

士

そ
し
て

白
騎
士

の

者
で
あ
ろ
う
あ
の

 

を
振
る

 
知

て
い
よ
う
と
知

て
い
な
か
ろ
う
と

無
い

と

そ
う

ぶ
モ
ノ
を

じ

せ
る

 
仮

原
子

作
の
発
想
が
生
ま
れ
た
キ

カ
ケ

そ
の
根
源
を

れ
ば

り

く
一
人
だ
ろ

う
と
こ
の
力
を
使

て
未
来
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
身
だ

恩

を

け
て
い
る
身
な
が
ら
糾

弾
す
る
の
は
理
不

と
い
う
も
の

  

本

に

  
自
分
の
声
が

こ
え
た

 

裏
に
浮
か
ぶ
イ
メ

ジ

無
し
を
思
わ
せ
る

の

表
情
が
無
い

自
分
自
身

 

定
出
来
な
い

獣

別
の
自
分
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士
も

姉
も

な
か

た
ら
苦
し
ま
な
か

た
の
に

 
ヒ
ト
を
怨
み
憎
し
み

絶
す
る
自
分
で
な
い
自
分
自
身

打
ち
克
ち
は
し
た
が
未
だ
解

消
さ
れ
な
い
ま
ま
の
負
の
想
念

過
去
に
現
在
に
そ
し
て
未
来
に
絶
望
し
て
い
る
も
う
一
人

の
自
分

 
そ
れ
が

う

定
し
ろ

と

 
そ
れ
は
誘
う

殺
し
て
し
ま
え

と

 
そ
れ
は

く

て
て
し
ま
え
と

 

突
き
付
け
ら
れ
る

 
み
ん
な
を
想
う
意
思
と
は
別
の
も
の

確
か
に
存
在
す
る
負
の
思

せ
そ
う
に

み
を

見
る

に
浮
上
す
る
昏
い
念

 
怒
鳴
ら
れ
る

に
浮
か
ぶ
死
の
恐
怖

 
恐
怖
を
見
返
す

に
思
う
怒
り
の
情
念

み
ん
な
の

に
や

て
い
る
の
に
と
い

う
思
い

  

全
部
忘
れ
れ
ば

ラ
ク
に
な
れ
る
の
に
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哀
れ
む
よ
う
に

獣

別
の
自
分
が

う

  

全
部

て
れ
ば

苦
し
ま
な
く
て
済
む
の
に

  

と
し
た

葉
が

裏
に

く

 
ぐ
る
ぐ
る
と

思

が
回
る

 

か

か
と

イ
メ光
ジ

が
変
わ回

る

 
く
る
く
る
と

界
が
ま
わ

和
人

 

止
ま

た

 
名
前
を
呼
ば
れ
回

て
い
た
思

が
止
ま
る

裏
の
光

が
止
ま
る

歪
ん
で
い
た

界

が
正
常
に

た

 

界
い

い
に
見
え
る
の
は
少
女
の

じ
て
い
る

を
開
き
黒
目
金

を
晒
し

て
い
る
銀
髪
の
少
女

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
が
間
近
で

き

ん
で
来
て
い
た

界
の
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に
は
電

が
見
え
る

や

と
気
が
付
き
ま
し
た
か

い
ま

な
に
が

倒
れ
た
ん
で
す
よ
い
き
な
り

嗟
に

き

め
ら
れ
た
か
ら
良
か

た
も
の
の

ま

た
く

無

し
過
ぎ
で
す

 
は

と

息
を

く
ク
ロ
エ

 

と

違
和
感

 
食
事
し
て
い
た

な
の
に

ど
う
し
て

き

ま
れ
て
い
る

 
ど
う
し
て
電

が
見
え
て

い
る

 

を
巡
ら
せ
る

す
ぐ
近
く
に

や
レ
ン
ジ
を
載
せ
た

反
対

に
は
食
事
を
摂

て

い
た

り

み

と

子
が
見
え
た

ど
う
や
ら
ダ
イ
ブ
ル

ム
の
出
入
り

付
近
に
倒
れ

ん

だ
と
こ
ろ
を

き

め
ら
れ

に

か
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

 
そ
こ
で
気
付
く

束

士
の

が
見
え
な
か

た

士
は

和
人
を
私
に

せ
て
精
密

の

請
に

バ
イ
タ
ル
の
変

無
し
に
倒
れ
ま
し
た
か
ら
ね
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変

が
無
い
な
ら
別
に

ダ
メ
で
す

 

手

の
黒
い

輪
と

に
付
け
て
い
る
チ

カ

に
よ
り
常
に
バ
イ
タ
ル
を

さ
れ

て
い
る
身
だ

そ
れ
に
異
常
が
見
ら
れ
な
い
な
ら
精
密

は
必
要
な
い
と

た

 
し
か
し

ク
ロ
エ
が
断

と
し
た

で

定
す
る

に
は

者
保
護
機
能
が
あ
り
ま
す

そ
れ
で
異
常
を
来
さ
な
い
よ
う

節
さ
れ
て
い
る

以
上
少
し
で
も
異
変
が
見
ら
れ
た
な
ら
精
密

を

け
る
べ
き
で
し

う

た
だ
で
さ
え

来
の
も
の
と
は
異
な
る

を
使

て
い
る
か
ら
影

も

り
知
れ
ま
せ
ん

経
過
観

の

に
も
こ
こ
は
精
密

を

け
る
事
が

・契
・約
・を
・

・守
・し
・て
・い
・る

と

え
る
の
で
は

わ
か

た

 
契
約
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
は
ぐ

の

も
出
せ
な
い

事
実
変

が
あ
れ
ば
そ
の

し
出
て

精
密

を

け
る
事
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

 
た
だ

そ
れ
は
特

な
マ
シ
ン
を
使

た
影

を
精

す
る

 
今
回
倒
れ
た
の
は
明
ら
か
に
別
の
事
が
要
因
だ
か
ら
不
要
と

い
た
か

た
が
ク
ロ
エ
の
有

無
を

わ
さ
ぬ

圧
が
義
姉
達
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
に
見
え
て

小
さ
く

く
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無
表
情
の

な
の
に
怒

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は

多
分
錯
覚
で
は
無
い

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

  
・
キ
リ
ト

 

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト

で
は
ロ
キ
勢
力
に
加

 
話
し
合
い
で
集
ま
る
ま
で
の
時
間
を
使

て
第
一

の
ク
エ
ス
ト
を
突
破
し
て
い
た

Ｓ
Ａ

Ｏ
で
暗
殺

い
の
事
を
し
て
い
た
キ
リ
ト
に
ス
ニ

キ
ン
グ
ク
エ
ス
ト
は

に
な
り
得
な
い

ア
ス
ガ
ル
ド
兵
の
強
さ
も

て
ロ
キ
の
脱
獄
幇
助
に
成

し
て
い
る
プ
レ
イ

の
話
は

ま

た
く

い
て
い
な
い

様

 
セ
ブ
ン
が

攻
略
に
参
加
せ
ず
ス
メ
ラ
ギ
そ
の
他
ば
か
り
で
攻
略
し
て
も

が
進
ん
で

い
る
点
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

達
成
の

に
は

セ
ブ
ン
を
覇
者
に
す
る

と
い
う
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意

の
み
で
大
多
数
の
人
間
が

結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
限
に

付
く

話
を

い
て
理

解
し
た
と

て
い
る
が

い
た
だ
け
で
そ
こ
ま
で
確
信
を
持
て
た
よ
う
に
話
を
さ
れ
る

前
か
ら
予
想
は
し
て
い
た
事
が
明
ら
か
に

 

情
緒
不
安
定
に
な
る
程
に
は
精
神
的
に
キ
て
い
る

 
い
き
な
り
キ
レ
た
事
に

し
ま
れ
て
い
る
が
あ
る
い
は
そ
の
不
安
定
さ
す
ら
も

間

達
へ
の

な
の
か
も
し
れ
な
い

 
コ

ヒ

の
味
の
違
い
が
分
か
ら
な
い
な
ど
見
ら
れ
て
き
て
い
る

 

の
原
子

作
を
日
常
的
に

え
る
レ
ベ
ル
ま
で

達
し
た

 
ち
な
み
に
キ
レ
た
時
は

者
な
ん
て
や
め
て
し
ま
え
と

け
る
つ
も
り
だ

た
が
他

人
の
夢
を

定
す
る

ど

に
な
る
事
を

忌
し

中
断
し
た

そ
の

り
よ

だ
か
ら
キ
リ
ト
君
に
は

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
攻
略

が
終
わ
る
ま
で
の
間

ロ
グ
イ
ン
し
な
い
で
欲
し
い
の
だ
け
ど

そ
こ
は

の
依
頼
主
に

い
て
み
な
い
事
に
は

と
も

え
ん

 

と
の

契
約

 

七
色

士
の
動
向
の

・場
・合
・に
・よ
・

・て
・は
・

・
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ス
ヴ

ル
ト
攻
略
は
し
な
い
ん
じ

な
か

た

け

事
情
が
変
わ

た
ん
だ

 

レ
イ
ン
の

お
願
い

 

七
色

士
の
動
向

の
み

  
・
Ｎ
ｅ
ｗ

 

の
契
約

戦
争
に
転

で
き
る

開
発

に

い
ら
れ
る
予
定
の
新
型
フ
ル
ダ
イ
ブ
機

器
の

験
ダ
イ
ブ

  
・
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

 

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト

で
は
オ

デ

ン
勢
力
に
加

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
構
成

件
す
ら

い

て
ら
れ
た
事
に
内
心

喜
し
て
い
た
が

や
水
を
ぶ

か
け
ら
れ
る
が
如
く
殺
気
セ
ブ
ン
限
定
を
向
け
ら
れ

え
た

人

み
の

情
動
が
あ
る
の
で
ま
だ
マ

ド
に
は
至

て
い
な
い

 
取
り
乱
し
た
事
で

本思

て
い
る
事
が
出
た
が

自
覚
し
て
い
な
い
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・
ス
メ
ラ
ギ

 
キ
リ
ト
へ
の

心
１
０
０

 
セ
ブ
ン
を
恐
怖
さ
せ
た
こ
と
は
絶
対
許
さ
ん

 
そ
れ
は
と
も
か
く

ま
じ
い
剣
幕
だ

た
の
で

を

め
な
か

た
の
は
や
は
り
十
八

と

い

た
と
こ
ろ

  
・
リ

フ

 
キ
リ
ト
が
キ
レ
た
時

を

お
う
と
し
た
か

し
て
身
構
え
た
が

で
の
と
こ
ろ
で
止
め

た
の
で
ス
テ
イ
で
済
ん
だ

 
ち
な
み
に

い
切

て
い
た
ら
⻤
神
モ

ド
に
突
入
し
て
い
た

  
・
Ｓ
Ａ
Ｏ
組

 
キ
リ
ト
が
キ
レ
る
と
か
絶
対

バ
い
や
つ
だ

確
信
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・
Ａ
Ｌ
Ｏ
組

 
も
う

が

や
ら

  
・
神
代

子

 

罪
と
証
明
で
き
た

場

と
交

を
再
開
し
つ
つ

を

け
て
い
る

大
学
教

と

し
て
教

を
振
る
う
未
来
は
ま
だ
先
か

恋
人
が
存
命
な
の
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
行
か
な
い

可
能
性
が
大

 
新
型
フ
ル
ダ
イ
ブ
機
器

で

い
て
い
る

  
・

二

 

務

信

第
二
分

仮
想

⻑

上
自
衛
隊
二

 
和
人
に
七
色

士
の
動
向

場
合
に
よ

て
は

の
依
頼
を
出
し
更
に
今
話
で

明
ら
か
に
な

た
依
頼
を
新
た
に
発

し
た

本
人

あ
る
意
味
黒
幕

 
和
人
が
無
理
し
て
い
る
事
に
間

的
に

わ

て
い
る
が
和
人
も
自
分
の
目
的
の

に
依
頼

を

け

を

し
て
い
る
の
で
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の

に
あ
る

お

で
兎
か
ら
ギ
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リ
ギ
リ
見

さ
れ
て
い
る

 
原
作
と

べ
る
と

現
時
点
で
新
型
ブ
ル
ダ
イ
ブ
機
器
開
発
に
必
要
な
面
子

タ
ケ
ル
・

神
代

子
・
桐

谷
和
人

が
全

い

更
に
存
命
の

場

子
と
セ

ト

ノ

之
束

和
人
と
セ

ト

と
技
術
者
が

だ
が

果
た
し
て

 
現
状
の
加
速
限

は
百

程

原
作
の
一
千

に
は
程
遠
い

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
最
近
気
に
な
る
男
の
子
の
様
子
が
お
か
し
く
て
気
が
気
で
な
い

 
ち
な
み
に
お

の
中
身
は
ク
ロ
エ
が
作

た
自
信
作

味
の
感
想
が
無
く
て
内
心
ヘ
コ
ん
で

い
る

  
・

ノ
之
束

 
自
分
も
想
定
し
て
い
な
か

た
パ
ス
ス
ロ

ト

の
運

方
法
を
見
せ
ら
れ

行

の

開
発
に
展
望
を
見
出
し
て
い
る

 
そ
れ
を
示
し
た
の
が

の
せ
い
で
身
近
な
人
間
で
最
も
不

に

た
一和

人
で
あ
る
事
に
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た
る
も
の
を
感
じ
て
い
る

  
・
キ
リ
カ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
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第
三
十
五
章
 

現

実

明
日
奈
と

理

想

ア
ス
ナ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
オ

ル
ア
ス
ナ

彼
女
の

点
が
多
い
の
は
や
は
り
原
作
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ

リ
オ
編
の
内
容
も
絡
ん
で
い
る
せ
い
で
す

 
今
話
も
そ
の
一
つ

 
文

数
は
約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
キ
リ
ト
が
見
せ
た
怒
気
に

て
ら
れ

ん
だ
空
気
に

た
さ
れ
た
中
で

が
う
ま
く
進

む
事
は
な
く
協
力
す
る
か

か
の
返

は
後
日
に
引
き

ば
さ
れ
る
事
に
な

た

後
日
と
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て
も
明
日
に
は
オ

デ

ン

か
ら
ロ
キ

か
ハ

キ
リ
す
る
の
だ
が

 
そ
の
引
き

ば
し
は

セ
ブ
ン
が
自
分
の
思

を
一

整
理
す
る

で
も
あ

た
と
思
う

 
部
外
秘
を

し
て
い
た

の
全
容
を
己
の

動
と
過
去
の
論
文
か
ら
推

さ
れ
て
い
た
事

は

論
突
如
向
け
ら
れ
た
怒
気

あ
る
い
は
殺
気

は
生

初
の
出
来
事
だ

た

だ

え

惑
し
て
い
た
様
子
か
ら
そ
れ
は
分
か
る

 
現
実
で
命
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
か
ら
こ
そ

彼
の
殺
気
は
仮
想
世
界
で
あ

て
も

く

圧
を

て
い
る
錯
覚
を
覚
え
る
程
に

密
だ

 
ま
る
で

心

を
直

み
さ
れ
た
か
の
よ
う
な

 
そ
ん
な
錯
覚
を
直

殺
気
を
向
け
ら
れ
た
事
が
な
い
自
分
で
も
覚
え
た
事
が
あ
る

直

向

け
ら
れ
た
彼
女
の
恐
怖
は
い

た
い
ど
れ

ど
か

を
立
ち
去
る
時
の
し
お
ら
し
さ
を
思
え

ば

想
像
に

く
な
い

 

そ
ん
な

で
話
し
合
い
が
終
わ

た
後

食
を
済
ま
せ
て
か
ら
実

さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
攻
略
に

む
事
が
決
ま

た

 
決
ま

た
時
間
と
集
合
場

を

い
た
私
は

足

に

を
後
に
す
る

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る

に
空
い
て
い
る

を
探
す
が

ス
ヴ

ル
ト
実

か
ら
一

間
も
経
ち
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更
に
前
線
攻
略
が
三
刃
騎
士

と
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
そ
し
て
自
分
達
し
か

な
い
せ
い
か

ア
ル
ン
に
は
大
型
ア

プ
デ

ト
以
前
の
活
気
と
人

り
を
取
り

し
て
い
た

つ
ま
り

が

ま
り
や
す
い

ロ

テ

シ

ン
を
組
ん
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
ロ

テ
ア
ウ
ト
に
し
ろ

一
時
的
に
で
も

を

す
る

が
多
く
な
る
時
間

の
せ
い
で

を
見
つ
け
て
中
に
入
る

に

番
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

し

あ
り
ま
せ
ん

は

に

と
な

て
お
り
ま
す
と

前
払
い
を
喰
ら

て
い
く

 
こ
ん
な
事
な
ら
ホ

ム
を
持

て
い
る
と
い
う
リ

フ

に
付
い
て
行
け
ば
よ
か

た
と
思
う

が

後
の

り
だ

 
仕
方
な
い
と

ん
切
り
を
つ
け

あ
い
ろ路

へ
と
入
る

大

り
に
面
し
て
い
る

は
そ
れ
な
り

の
値
に
な
る
が
収
容
人
数
や
見

え
が
良
い
反
面
横
道
に

れ
た

に
あ
る

は
定

が
少
な

か

た
り
ボ
ロ
か

た
り
と

か
し
ら
不
人
気
に
な
る
要

を
持

て
い
る

小
道
に
入
る
と

面
倒
な
人
に
絡
ま
れ
か
ね
な
い

そ
の
た
め

け
た
か

た
の
だ
が
も
う
四
の
五
の

て
ら

れ
な
い

 
マ

プ
と
実

の
道
を

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

路
を
進
み

く
Ｉ
Ｎ
Ｎ
の

板
を
掲

た
木

の
ボ
ロ

を
見
つ
け
た

そ
の
時



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
ブ
ツ
ン

と
ま
る
で

か
の
ス
イ

チ
を
切

た
よ
う
に

世
界
が
一

で
暗
転
し
た

 

覚
や

覚
を
完
全
に

断
さ
れ

無
限
の
闇
に

み

ま
れ
た

 

無
し
の
穴
に
放
り

ま
れ
た
か
の
よ
う
な

な

下
感
覚

い
き
な
り
天
地
の
方
向
が
九

十

切
り

わ
り
背
中
に
強
い
圧
力
が
掛
か
る

い
で
五
感
の
回
路
が
ば
ち
ん
ば
ち
ん
と

乱

に
再

さ
れ
て
い
く
シ

ク
を

全
身
を

く
こ
わ
ば
ら
せ
て

え

く

つ

 
二
三

ま
ぶ
た
を
け
い
れ
ん
さ
せ

き
を

ら
し
な
が
ら

の
滲
む

目
を
ど
う
に
か

し
開
く

 

ん
や
り
と

界
に
広
が

た
光

は
夜
の

が

れ
よ
う
と
し
て
い
た
中
世
の

路
で
は

な
く

自

の
天

だ

た

 
そ
う
認
識
し
た
と
こ
ろ
で

よ
う
や
く

ん
だ
ベ

ド
の

ら
か
さ
が
身
体
の
背
面
に
伝

わ

て
来
る

い
呼

を

も

り
返
す
内
に
神
経
系
の

乱
が

に
遠
ざ
か

て
い

た 
そ
こ
で
内
心
の

惑
が
一

収
ま
り

ち

き
を
取
り

す

 
回
り
始
め
た

に
い

た
い

が
あ

た
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
が
真

先
に
浮
か
ん
だ
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間
的
な

化
あ
る
い
は
ア
ミ

ス
フ

ア
に

ら
か
の

が
発
生
し
た
の
か

そ
う

え
な
が
ら

最
後
に
大
き
く
深
呼

す
る

 

をく
す
ぐる

空
気
に

違
和
感

 
自
分
の
も
の
で
は
な
い

い
が

い

ん
だ
空
気
に

ざ

て
い
た

洗

洗

の

り
を

ん
で
い
る
自
分
が
使
わ
な
い

水
の

り

 

し
く
思
い
な
が
ら
上
体
を

こ
し
た
そ
の

間

界

に
入

た
影
を

認
す
る

 
そ
の
影
が

者
か
を
認
識
し
た
時

思
わ
ず

然
と

を
開
け
た

 
ベ

ド
の
す
ぐ

ら
に
は
険
し
い
表
情
の

子親
が
立

て
い
た

し
か
し
そ
れ
は

ま
だ
い

い

自

に
入

て
来
ら
れ
る
の
は
不
快
だ
が

境

合
コ
ン
ト
ロ

ラ

の
親
機
は
彼
女
が

持
し
て
お
り
そ
の
気
に
な
れ
ば
家
全
体
の
ロ

ク

作
す
ら
出
来
て
し
ま
う
の
で
部

に

入

て
来
る
く
ら
い
は
出
来
て
し
ま
う

彼
女
が
来
る
理
由
に
つ
い
て
も

そ
予
想
を
付
け
て
い

た
か
ら

き
は
し
な
か

た

 

然
と
す
る
原
因
は

彼
女
が
手
に
持

て
い
る
も
の
に
あ
る

 

手
に
ラ
イ
ト
グ
レ

の

い
コ

ド
が
握
ら
れ
て
い
た

そ
れ
は

に
か
ぶ
る
ア
ミ

ス
フ

ア

の

子
に

さ
れ
て
い
る

の

電
源
ケ

ブ
ル
で
あ

た
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な

す
る
の
よ

さ
ん

 
異
常
切
断
の
理
由
は

子
が
ア
ミ

ス
フ

ア
の
電
源
を
引
き

い
た
か
ら
な
の
だ
と

悟
り

ら
ず
声
を

て
い
た

 
だ
が

子
は

間
に
深
い
谷
を

ん
だ
ま
ま
無

で
北

の

に
目
を
向
け
た

そ
の

線
を
追

た
先
に
は

掛
け
式
の
時

が
あ
り
時

の
ウ

ル
ロ

ク
の

が
六
時
を
五

分

ど
回

て
い
る

 

会
人
の
常
識
と
し
て
五
分
前
行
動
を
心
掛
け
よ
と

を

く
し
て

て
い
る

の

事

部

に
入

て
来
た
理
由
は
そ
れ
な
の
だ
ろ
う
と

し
は
付
い
て
い
た

 
だ
が
流

に
こ
れ
は
無
い
だ
ろ
う
と
思
い

を
引
き
結
ぶ

 
そ
こ
で

子
が

を
開
い
た

先
月
食
事
の
時
間
に

れ
た
時
お

さ
ん

た
わ
よ
ね

今

こ
の
ゲ

ム
機
を
使

て

て

れ
た
ら
電
源
切
り
ま
す
か
ら
ね

て

 

や
や
か
を

り
越
し
ど
こ
か
勝
ち
誇

た
よ
う
に
す
ら

こ
え
る

に
反

的
に
大

声
で

い
返
し
そ
う
に
な
る

 
し
か
し
そ
れ
は
悪
手
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た

感
情
的
に
な

た
時
点
で

ば
負
け
な
の
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だ

彼
女
は
理

め
で
事
を
進
め
る
タ
イ
プ

情
で

え
た
と
こ
ろ
で
絶
対
に
共
感
は

か
な
い

人
間
だ
と
⻑
年
の
経
験
で
知

て
い
た

感
情
事
情
よ
り
も
物
事
の
道
理
を
こ
そ

先
す
る

人
間
だ
か
ら
だ

時
間
を
忘
れ
て
た
の
は
私
が
悪
か

た
わ

で
も
だ
か
ら

て
コ

ド
を

か
な
く
て
も
い

い
じ

な
い

体
を
揺
す

た
り

で
大
声
を
出
さ
れ
た
ら
中
に

報
が
届
く
し
メ

ル
を

し
て
く
れ
れ
ば
気
付
け
る
ん
だ
か
ら

前
に
そ
う
し
た
ら
目
を
覚
ま
す
ま
で
五
分
も
掛
か

た
じ

な
い

 

子
が

て
い
る
事
は
先
月

に
あ

た
事

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

が
ユ

ミ
ル
に

た
事
で
新

導
入
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
の
製
作
に

中
す
る
あ
ま
り
時

間
に
気
付
か
な
か

た
事
が
あ
る

そ
の
日
の

食
は
六
時
を
数
分
過
ぎ
て
し
ま
い

か
あ
る

と
そ
の
件
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

た

 
ま
た
そ
れ
か

と

気
が
差
し

く

そ
れ
は

動
と
か

と
か

 
そ
う

解
す
る
が

子
は

が

よ

と

た
く
応
じ
る

の
分
か
ら
な
い
ゲ

ム
の
中
で
の
あ
い
さ
つ
を
本
物
の
約
束
事
よ
り

先
さ
せ
る
つ
も
り
な
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の

あ
な
た
は

本
物
の
約
束

て

仮
想
世
界
で
の
や
り
取
り
は
実

に

き
て
る
事
な
の
に
そ
れ
を

偽
物

て

う
の

 

子
は

型
的
な

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
反
対

だ

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

以
前
は
そ
こ
ま
で
で
も
無
か

た

自
分
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
や
る
キ

カ
ケ
は

成
人
し
た
兄
が
自
分
へ
の
ご

と

て
人
生
初
の
ゲ

ム
を

た
も
の
の
運
悪
く
出

が
重
な

て
し
ま

た
事
に
あ
る

そ
の
時
は

強
に

が
出
な
い
程

で
あ
れ
ば
と

な
が
ら
も
反
対
は
し
な
か

た

 
今
の
よ
う
に
明
確
に

め
る
よ
う
な
事
を

い
出
し
た
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

が
根

に
あ

る 

の
命
を
危
ぶ
め
た
技
術
だ
か
ら
か

あ
る
い
は
二
年
と
い
う

重
な
時
間
を
棒
に
振

た

と
い
う
見
方
が
そ
う
さ
せ
る
の
だ
ろ
う

そ
の

え
方
は
間
違
い
で
は
無
い

世
間
一

で
も
見

ら
れ
る
意
見
で
あ
り
七
色

士
の
活
動
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
の

定
的
な
意
見
が
少
な
く
な

て
き
て

い
る
と

て
も
や
は
り
根
強
く
残

て
い
る

命
が

し
て
い
る
事
だ
か
ら

し
く

え
な
い
た
め
だ
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と
は

え
は
今
で
こ
そ
ゲ

ム
が
主
流
だ
け
ど

を
正
せ
ば
ネ

ト
ワ

ク

メ

ル
や
テ
レ
ビ

電
話
が
よ
り
リ
ア
ル
に
近
付
い
た
よ
う
な
も
の

そ
れ
も
偽
物
だ
と

さ
ん
は

う
の

 
あ
の
世
界

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

く
る
め
た
仮
想
世
界
で
あ

た
事
が
全
て

だ

た
と

わ
れ
た
よ
う
で

く

立
た
し
く
て

思
わ
ず
感
情
的
に

い
返
し
て
し
ま

た

 

い
た

は

み

め
な
い

 
し
か
し

そ
れ
で
も

過
で
き
な
い

葉
だ

た

そ
う
は

て
い
ま
せ
ん

そ
も
そ
も
メ

ル
や
テ
レ
ビ
電
話
は
必
要
だ
か
ら
し
て
い
る
事
よ

ゲ

ム
を
し
て
い
て
時
間
に

れ
る
な
ん
て
生
活
の
乱
れ
が
生
じ
る
な
ら
し
な
い
方
が
い
い
わ

 
だ
い
た
い

と

子
は

を
か
す
か
に
歪
め
こ
ち
ら
に

線
を
向
け
た

私
に
と

い
う
よ
り
は

に
掛
か

た
ま
ま
の

ア
ミ

ス
フ

ア

に

お

さ
ん
あ
な
た
が
解
ら
な
い
の
よ

そ
の
お
か
し
な
機

の
せ
い
で
あ
な
た
の
大
切
な
時

間
を
二
年
も
無

に
し
ち

て
る
の
に
ま
だ
同
種
の
ゲ

ム
を
す
る
な
ん
て

見
る
の
も

だ
と
思
わ
な
い
の

こ
れ
は

ナ

ヴ
ギ
ア

と
は
違
う
わ
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い
て

か
ら
二
重
の
金
属

を
外
す

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

い
で

わ
に
な

た

郷
の
人
体
実
験
の
真

を

ま
え
現
行
の
ア

ミ

ス
フ

ア
に
は
初
期
発

の
そ
れ
よ
り
も

重
な
セ

フ
テ

が

重
に
も

て

さ

れ
て
い
る

そ
の

密
さ
は
か
の
天
才
と
天
災

た
り
が
認
め
る
レ
ベ
ル

万
が
一
に
も
ナ

ヴ
ギ
ア

の
よ
う
な
殺
傷
能
力
は
引
き
出
せ
な
い

 
そ
も
そ
も
ナ

ヴ
ギ
ア
で
人
が
死
ん
だ
直

的
原
因
は
ス

ク
で
は
な
い

重

の
三

を

め
る
バ

テ
リ

パ

ク
に
ば
か
り
目
が
い
き
が
ち
だ
が
大
本
は
無
理

理
外
そ
う
と

し
た
場
合
に

を

き
切
る
命

を
出
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
仕
組
ま
れ
て
い
た
事
が
原
因

だ

現
在
も
裁
判
に
掛
け
ら
れ
て
い
る

郷
の
証

に
よ
り

本
来
な
ら

全
損
で
も
死
ぬ
は

ず
だ

た
の
に

・

・者
・か
・の
・

・入
が
あ

て
死
な
な
か

た
事
が
分
か

た

逆
説
的
に
ゲ

ム
内

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
動
の
ト
リ
ガ

を
引
か
な
け
れ
ば
殺
人
性
能
は
発

し
得
な
い

高
い
性
能
が

殺
人
に
使
わ
れ
た
だ
け
で

そ
の
た
め
に

ナ

ヴ
ギ
ア

が
作
ら
れ
た

で
は
無
い
の
だ

 
そ
う

に
し
よ
う
と
し
た
が
す
ぐ
に

て
も
無

だ
と
思
い
直
す

使

て
い
る
機

や

遊
ん
で
い
る
ゲ

ム
が
異
な
る
と
は

え

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ゲ

ム
の
せ
い
で
二
年
に

り

物
状

に

た
の
は
事
実
な
の
だ

そ
の
事
で

忌
を

く
気
持
ち
は
理
解
す
る
べ
き
も
の
で
あ
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る 
そ
う
思

し
て
い
る
と

子
は
大
き
な
た
め
息
を
つ
い
て

ド
ア
の
方
へ
向
き
直

た

食
事
に
す
る
わ
よ

す
ぐ
に

え
て

り
て
き
な
さ
い

今
日
は
い
ら
な
い

 

食
を
作

て
く
れ
た
ハ
ウ
ス
キ

パ

の
明
代
に
は
悪
い
と
思

た
が
今
は
と
て
も

親

と
向
か
い
合

て
食
事
を
す
る
気
に
は
な
ら
な
か

た

 
食
事
の

に
あ
ん
な
に
息
の

ま
る
思
い
を
す
る
な
ら

い

そ
孤
食
に
な

た
方
が
マ
シ

だ

と

そ
う

え
る
の
は
流

に
い
け
な
い
事
か

は

き
に
し
な
さ
い

 
ま
た
息
を

き

を
振

た

子
は
部

を
出
て
い

た

か
ち
ん
と

を
立
て
て
ド
ア

が

ま
る

 

親
の
足

気
配
が
遠
ざ
か
る
の
を
知
覚
し
た
と
こ
ろ
で
制

パ
ネ
ル
を

作
し
て
エ
ア

コ
ン
を

換
気
モ

ド
に
し

親
の
オ

ド
ト
ワ
レ
の
残
り

を
追
い
出
そ
う
と
す
る

 
し
か
し

こ
ち
ら
を
責
め
る
か
の
よ
う
に

そ
れ
は
い
つ
ま
で
も
し
つ
こ
く
漂
い

け
る
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ら
ず
ベ

ド
の
上
を
這
い
カ

テ
ン
を
引
い
た

へ
近
づ
く

如

に
近
未
来
的
な
シ
ス

テ
ム
を

載
し
た
と

え
ど

の
全
自
動
開

ま
で
は
導
入
し
て
お
ら
ず

と
変
わ
ら
な

い
ノ

カ

ロ

ク
の
そ
れ
を
回
し
て

を
外
し

よ
け
の

を
し
つ
つ

を
全
開
に
す

る 

色
の
空
気
が
部

を
回
る

 
残
り

は
風
に

き
取
ら
れ

し
た

よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た
と

の
力
が

け
た

会
特
有
の

た
味
だ
が
そ
れ
で
も

水
の

り
を

ん
だ
空
気
よ
り
は

か
に

味
い
と
感

じ
る

 
全
開
の

の
前
で

り
外
を

め
る

れ
を
過
ぎ
夜
の

に

も
う
と
し
て
い
る

物
の

う方
う

か
ら

か
に
明
か
り
が

れ

会
の
夜
へ

り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

 
文
明
の
光
が
強
す
ぎ
て
星
が
見
え
な
い
事
を
不
思
議
に
思
わ
な
か

た
が

あ
の
世
界
で
生

き
た
今
は
そ
れ
が
少
し
物
足
り
な
い

再
現
さ
れ
た
夜

だ

た
か
ら
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
近

し
く
は
あ

た

し
か
し

も
見
え
な
い
夜
空
よ
り
は
や
は
り
空
に
浮
か
ぶ
月
は

し

で

は
な
い

 

色
の
陽
が

む

も
過
ぎ
去
り

紺
色
に

は

た
さ
れ
た
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明
か
り
に
誘
わ
れ
小
さ
な

が

に
引

付
い
て
い
る

そ
れ
だ
け
で

は
イ

な
気
持

ち
を

い
て
い
た
も
の
だ
が

人
の

も
の
体
格
の
モ
ン
ス
タ

を

手
取

て
い
た
せ
い

か

見
て
い
る
分
に
は
平
気
に
な

て
い
た

 
流

に
世
界
最
高
の

境

応
能
力
を
持
つ

だ
け
は
無
理
だ
が

そ
う
い
え
ば

彼
も
ア
レ
は
ダ
メ
だ

た

け

 
二
十
層

ば
だ

た
か

ば
か
り
の

層
に
出
現
し
た
モ
ン
ス
タ

コ

ク
ロ

チ

和
名

ゴ
キ
ブ
リ

を
前
に

狂
乱
す
る
と
い
う

し
い
一
面
を
見
た
事
が
あ

た

と
は

え
そ
れ
は
自
分
を

め
た
他
の
面
子
も

外
で
は
な
く
生
理
的

悪
で

ど
の
攻
略
プ

レ
イ

が
フ

ル
ド
に
出
な
い
と
い
う
事

に

た
せ
い
で
ま

た
く
取
り

に
さ
れ

て
い
な
い
が
大

の
事
に
動
揺
し
な
い
彼
ら
し
か
ら
ぬ
反
応
だ

た
事
も
あ
り
記

に
残

て

い
た

 
ち
な
み
に
そ
の

層
を
攻
略
し
た
の
は
彼
で
あ
り

狂
乱
の
エ
ネ
ル
ギ

を

で
は

な
く

滅
に
す
る
事
で
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
い
う
思

で
動
い
て
い
た

ず

と
同

じ

層
に

ま
り
た
く
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
ア
レ
が
苦
手
で
な
い
人
は
北
海
道
な
ど
そ
も
そ
も
生
息
し
て
い
な
い
せ
い
で
見
た
事
が
無
い
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人
間
く
ら
い
か

 

な
ど
と

え
て
い
る
と

無
性
に
声
を

き
た
い
衝
動
に

ら
れ
た

 
気
付
け
ば

を

め

ベ

ド
を
這
い

ア
ミ

ス
フ

ア

の
横
に

い
て
い
る

電

中
の

を
手
に
取

て
い
た

面
に
指
を

ら
せ

ア
ド
レ
ス

か
ら
キ
リ
ト

桐

谷
和
人
の

ジ
を
流
れ
る
よ
う
に
呼
び
出
し
緑
色
の
コ

ル
ボ
タ
ン
に
指
を

く

 
し
か
し

そ
こ
で
き
つ
く

を

じ

指
を

い
た
ま
ま
に
し
た

 
こ
れ
以
上
彼
に
頼
る
よ
う
で
は
ダ
メ
だ
ろ
う

と
自
身
を

す
る
声
が

こ
え
た

 
そ
れ
は
白
と

の
騎
士

の
自
分
自
身
の
も
の

一
層
か
ら
百
層
ま
で
近
く
で
彼
の
背
を
追
い

け
た
も
う
一
人
の

ア
ス
ナ

自
分
の
本

 
も
し
い
ま
和
人
に
電
話
し
た
ら
感
情
を
抑
え
切
れ
ず

き
な
が
ら

も
か
も
を
打
ち
明
け

て
し
ま
う
予
感
が
あ

た

学

を
変
わ
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
行
け
な
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と

い

か
ら

定
さ
れ
て
い
た
方
向
に

し
流
そ
う
と
す
る

な

現
実
と

そ
れ
に
抗
え
な
い
自
分
の
弱
さ
そ
の
も
の
を

 

彼
に

た
と
こ
ろ
で

ど
う
に
も
な
ら
な
い

 
エ
ギ
ル
が

た
よ
う
に
こ
れ
は
私
自
身
が
解
決
す
る
べ
き
問

で
あ
り

え
を
見
出
さ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

彼
に
助
力
を
願

た
と
こ
ろ
で
事

は

転
し
な
い

 
む
し
ろ
た
だ
で
さ
え

事
か
を
背
負

て
い
る
彼
に
要
ら
ぬ
心
労
を

え
さ
せ
か
ね
な
い

 
自
分
で
ど
う
に
か
出
来
る
問

を
他
者
に
頼
る
よ
う
で
は

ダ
メ
だ
ろ
う

 

の

面
か
ら
指
を
離
し

静
か
に
ス
リ

プ
ボ
タ
ン
を

す

 
ぎ

と
一

握
り

め
て
か
ら

ベ

ド
の
上
に

く

つ
よ
く

な
り
た
い

 

り
出
し
た
そ
れ
は
心
か
ら
の
欲
求

片
時
も
揺
る
が
な
い
精
神
の
強
さ

保
護
者
に
頼
ら

ず
自
分
の
望
む
方
向
に
進
む

の
強
さ
が
欲
し
い

え
ば
そ
う

た

た
い
ま
電

話
を
し
よ
う
と
し
た
彼
の
よ
う
な
強
さ
が

 
し
か
し
同
時
に

弱
く
な
り
た
い

と

ぶ
声
が
し
た

剣
士

と
し
て
の
意
地
で
自
分
を

偽
ら
ず

強
い
人
に

り
つ
き

護

て

助
け
て

と

え
る
弱
さ
が
欲
し
い
と

 

空
に

ら
ん
と
す
る
月
が
見
え
る

 
私
は

く

ち
よ
う
と
す
る
そ
れ
か
ら
放
た
れ
る
お

ろ
な
光
を
無

で
見

め

け
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
原
作
で
は

絶
剣

と
デ

エ
ル
し

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

と
の
協
力
が
決
ま

た

後
の
展
開
で
す

そ
の
流
れ
は
同
じ
で
す
が

子
が
立
ち
去

た
あ
と
が

違
い
ま
す

 
原
作
だ
と
反
抗
す
る
よ
う
に
家
を

び
出
す
ん
で
す
が

本
作
で
は

び
出
さ
な
か

た

 

故
な
ら
思

の
大

は
同
じ
で
も

子
に

か
で
も

葉
で
反
抗
し
た
よ
う
に
エ
ギ

ル
の

葉
で
ア
ス
ナ
も
無
自
覚
の

が

ま

た
か
ら
で
す
ね

こ
こ
で

う

と
は

論
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
経
験
を

し
て
の
事

 
ア
キ
ト
と
の
デ

エ
ル
前
の
時
点
で

そ
う
だ

た
け
ど

郷

の
事
も
あ
る
し
保

護
者

直
葉
束
千
冬
ら
に
頼
ら
ず
自
分
の
意
思
で

者
な
ど
へ
の
道
を

進
み

未
来
を

み
取
る
事
を
決
め
た
キ
リ
ト
の
背
を
見
た
影

も
大
き
い

 
思

に
キ
リ
ト
が

じ

て
る
事
か
ら
も
明
白
デ

ス

で
も
無
自
覚
デ

ス

 
本
作
で
は
ユ
ウ
キ
の
方
が

恋
の
先

で
す
ね

 
年

の
上
下
は
そ
の
ま
ま
に

だ
け
逆
転
し
て
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
二

て
こ
れ
ま
で
で
あ

た

か
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

虹
架
編
 

ケ
ツ
イ

  

空
に

ら
ん
と
す
る
月
が
見
え
る

 
現
実
の
そ
れ
よ
り
も
⻘
く

く

い
月

妖
精
郷
と
浮
遊
大

全

を

ら
す
そ
れ
は
妖
精
達

に

の
恩

を

す

は
陽
光
夜
は
月
光
に
よ
り

に

行
の
力
を

え
る
妖
精
に
と

て
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ

運

が
変
わ

て
以
来

行
時
間
は
撤

さ
れ
た
が
光

が
届
か
な
い
ダ
ン
ジ

ン
内
は
未
だ

行
制
限

内
の
た
め
い
や
で
も
意
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

 
い
ま
は

そ
の
シ
ス
テ
ム
面
の
恩

を

い
て
も

め
て
い
た
い
気
分
だ

た

 
空

は
三
刃
騎
士

と

合
わ
せ
る
の
で

外
し
た
わ
た
し
は
な
に
か
に
誘
わ
れ
る
よ

う
に
大
樹
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
根

に
足
を
運
ん
で
い
た

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
時
代
の
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ス
ト
を

け
る
場

だ

た
大

の
広
場

ア
ル
ン

地
の
最
上
部
に
広
が
る
そ
こ
は

大
な

形
を

す
ア
ル
ン
の
表
面
を
這
い
ま
わ
る
世

界
樹
の
値
が
寄
り
集
ま
り
一
本
の
幹
と
し
て

立
す
る
光

が
一
望
出
来
る

広
場
か
ら
は
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な
る

し
た

に
し
か
見
え
な
い
程
に
直

は
太
い

 
そ
の

の
一
部
に
は

プ
レ
イ

の
十

は
あ
ろ
う
か
と
い
う
身
の

の
妖
精
の
騎
士
を

た

像
が
二
体

ん
で
い
る
場

が
あ
り
そ
こ
に
は
華

な

飾
が

さ
れ
た

り
の

が
そ
び

え
て
い
る

あ
の

が

グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ス
ト
の
開
始
地
点

突
破
不
可
能
レ
ベ

ル
だ

た
ら
し
い

を
見
直
さ
れ
た
い
ま
で
は

一
種

出
で

め
ば
ギ
リ
ギ
リ
突
破

し
大

の
ユ
ル
ド
や
レ
ア

上

魔
法
に
使
う
触

な
ど
を
得
ら
れ
る
と

わ
れ
て
お
り

事
実

か
ク
リ
ア
し
た
種

は
あ
る
と
い
う
が

今
は
他
の
プ
レ
イ

の

は
一
切
無
い

や
は
り
ス
ヴ

ル
ト
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
に
主
要
な
プ
レ
イ

が
流
れ
て
い
る
せ
い
だ
ろ
う

 
い
ま
は
そ
れ
が
救
い
に
思
え
た

 

し

程

に

に
設

さ
れ
て
い
る

り
の
ベ
ン
チ
に

掛
け

空
を

ぐ

 
ま
ば
ら
に
雲
が
流
れ
る
紺
色
の
空

そ
の
中
心
で

と
き
わ

く
⻘
い
月

お

の
よ
う
に
煌

め
く
小
さ
な
星

ど
れ
も

現
実
の
日
本
で
は
見
る
事
が

し
い
夜

ば
か
り

 
仮
想
世
界
に

わ
れ
る
こ
と
二
年

 
現
実
に
復
帰
し
て
か
ら

年
が
経
と
う
と
す
る
が
未
だ
文
明

器
や

学
に
触
れ
て
な
お
意

識
は
今
は
存
在
し
な
い
浮
遊
城
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
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お
そ
ら
く
現
実
に
良
い
展
望
を
見
出
せ
て
い
な
い
か
ら
だ

 
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

日
本
人
の
我
が

と
ロ
シ
ア
人
の

か
ら
生
ま
れ
た
わ
た
し

の
妹

生
き
別
れ
の
実
妹

 

生
ま
れ
な
が
ら
の

天
才

 
彼
女
はわ

た
し姉

が

た
事
を
覚
え
て
い
な
い

親
が
離

し
た
時
三
四

と
い
う

さ
だ

た
せ
い
だ

よ
く
面
倒
を
見
て
い
た

だ
が
彼
女
の

気
な
記

で
は

か

に
変
換
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う

 

息
が
零
れ
る

 
七
色
の
教
育
方

で
意
見
が

れ
離

し
て
か
ら
十
年

血
の
繋
が
り
が
あ
る
と
は
い
え

他
人
に
し
い
時
間
を
生
き
た

わ
た
し
が
知
て
い
る
い
七
色
は

お

姉

ち

ん

と

い
後
を
付
い
て
来
て
い
た
妹
は

も
う

な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
思
う
と

ま
た
息
が
零
れ
る

 
そ
の
と
き
だ

た

ん
と
い
う
振
動

が

い
て
来
た

そ
れ
は
た

ち
ま
ち
大
き
く
な
り

背
後
で

絶
え
る

ぶ
わ
り
と
風
が
吹
い
た

ず
い
ぶ
ん
探
し
た
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さ
の
強
い

け
れ
ど

子

ら
し
く
な
い

ち

い
た
声

 
広
場
の

に

り
立

た
黒

く
め
の

ス
プ
リ
ガ
ン

影
妖
精
が
穏
や
か
に
こ
ち
ら
を
見
て
い
た

 
り

ん
と
振
動
す
る

が

ま
れ
る

二

一
組
が
二
対
の

は
た
ち
ま
ち
色
を

れ
さ
せ

ど
見
え
な
く
な

た

ち
り
り
ん
と

か
な

で

が
消
え
た
事
が
知
ら
さ
れ
る

つ
い
数
日

前
ま
で
補
助
ス
テ

ク
を
使

て
い
た
と

わ
れ
て
も

惑
す
る
レ
ベ
ル
の

意

作

密

な
練

を
し
た
の
だ
ろ
う

 

が
消
え
た
と
こ
ろ
で

影
妖
精

キ
リ
ト
が

近
付
い
て
来
た

 
ベ
ン
チ
の

へ
寄
る

空
い
た
と
こ
ろ
に

彼
は

た

 
期
せ
ず
し
て

ん
で

た
が

離
感
は
絶

の
一

近
く
は
無
い
が
他
人
同
士
と
い
う

程
の
遠
さ
で
も
な
い

気

て
い
る
の
か

無
意
識
な
の
か

 

話
を
切
り
出
さ
な
い
事
か
ら

ど
ち
ら
か
な
ん
て
明
白
だ

た

キ
リ
ト
君

ん七
色
は

ど
う

だ

た

 
少
し
の
あ
い
だ

い
た
無

を

わ
た
し
か
ら
破
る
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二
人
し
て
月
を
見
上

な
が
ら

彼
は

つ
り

つ
り
と

く
り
話
し
て
く
れ
た

 
彼
女
が

故
リ
ア
ル
バ
レ
な
ど
し
た
の
か

は
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か

ア
イ
ド
ル
と
の

は

か

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

と
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
が
ど
う
結
び
つ
い
て
い

る
の
か

 

こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
の
か

そ

か

 
全
て
を

き
終
え
た
時

わ
た
し
は
一

そ
う

ら
し
た

 

み

き
な
が
ら
も

序
立
て
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
た
事
は
分
か
る

を

て
い
る
か
も
な
ん
と
な
く
分
か
る

事
実
ど
の
よ
う
に
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が
作
ら
れ

る
か
を
説
明
で
き
る
程

に
は

理
解
出
来
た
つ
も
り
だ

た

 

だ
が

得
い
か
な
い

 
彼
女
は

り
に

感
情
と
理
性
を
容

に

り
切
れ
な
い

と

た
と
い
う

な
る

ど

こ
れ
が
そ
れ
な
の
だ
ろ
う
な
と

ど
こ
か

静
に
思

が
回
る

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト
君

こ
こ
ま
で
協
力
し
て
く
れ
て

お
願
い

を

い
て
く
れ
て

 

に

る
少
年
に
礼
を

い

立
ち
上
が
る
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レ
イ
ン

い

た
い
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

 
わ
た
し
の
背
に

そ
う
問
い
を
投

ら
れ
る

決
ま

て
る

あ
の
バ
カ
妹
を
止
め
に
行
く
の

月

を
見
な
が
ら

う

 
わ
た
し
の
心
は

の
全
容
を
知

て
・

・得
・い
・か
・な
・い

と
思

た
時
か
ら
決
ま

て
い
た

一
人
で
かと

り
だ
と
し
て
も

行
か
な
い
と
い
け
な
い
の

 
強
く

自
分
に

い

か
せ
る
よ
う
に

え
る

 
た

た

と
り
で
ど
う
に
か
出
来
る
と
は
思

て
い
な
い

そ
こ
ま
で
自

れ
て
は
い
な
い

手
は
七
色
だ
け
で
は
な
い

彼
女
の
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の

に

か
れ
集

た

三
刃
騎
士

と
セ
ブ
ン
・
ク
ラ
ス
タ
達
だ

根
本
的
に
正
す
に
は
彼
女
を
糾
弾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
そ
こ
ま
で
の
道
の
り
を

く
に
は
こ
と
に
よ
れ
ば
万

の
人
間
を

手
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

 

そ
れ
で
も

 
忘
れ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
彼
女
の
姉
と
し
て
わ
た
し
は
妹
の
過
ち
を
正
す
べ
き
だ
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と
思

て
い
る

 
か
つ
て
電
子
の
闇
の
中
で
妖
精
が
少
年
を
正
し
た
よ
う
に

 

一
種
の

れ
だ
と
分
か

て
は
い
る

 
だ
が

無
い

 
彼
女
の

の
価
値
は
と
て
も
大
き
く
重
要
な
も
の
な
の
だ
ろ
う

チ

ム
へ
の

助

金
や
期

を

え
れ
ば
世
間
的
に
は
わ
た
し
の
方
が
悪
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で

わ
た
し
は

く
覚
悟
を

め
て
い
た

な
ら

も
付
き
合
お
う

 

を

む
足

ら
を
見
れ
ば
と
て
も
小
さ
な
少
年
が
立

て
い
た

彼
も
月
を
見
上

て
い
た

も
う

お
願
い

は
済
ん
で
る
よ

 
わ
た
し
が
し
た

お
願
い

は

七
色
が

を
目
的
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
動
い
て
い
る
の
か
の

自
分
で
三
刃
騎
士

に
入
り

ん
で
内
部

す
る

ら
彼
は
外
部
か
ら
の
客
観
的

点
を

持
つ

と
し
て
情
報
を
集
め
て
も
ら

て
い
た

そ
れ
を
今
日
の
話
で
全
て
終
え
た
の
で
わ
た

し
に
協
力
す
る

す
じ

は
も
う
解
消
さ
れ
て
い
る



 幕間之物語：虹架編 〜ケツイ〜

 
し
か
し

に
立
つ
彼
は

を
横
に
振

た

つ

い

で

サ

ビ
ス
だ

 
そ
う

時
だ

た
か
に
も

い
た

葉
に

み
が

れ
る

 
わ
た
し
は
彼
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
動
い
て
い
る

事
情

を
知
ら
な
い

七
色

な
ん
だ
ろ
う
な

と
い
う

気
な
推

し
か
出
来
て
い
な
い

そ
ん
な
前
情
報
は
少
な
い
状

だ
が

い
ま
の

葉
の
意
味
は

少
し
だ
け

み
取
れ
た

 
彼
の
気

い
に

わ
た
し
の
ケ
ツ
イ
は

た
さ
れ
た

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト
君

ん
と
う
に

あ
り
が
と
う

 
も
う
一

き

ん
で
し
ま
う
事
へ
の

罪
を

め
て

お
礼
を

う

 

返
事
は
無
い

月

を
見
上

け
る
彼
の
無

そ
れ
こ
そ
が

よ
り
の
返
事
だ

た
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人
か
ら
の
や
さ
し
い
気

い
に
心
が

ま

た
こ
と
で
あ
な
た
は
ケ
ツ
イ
に
み
た
さ
れ

た
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幕
間
之
物
語

電
弟
編
 

モ

ウ

一

ツ

ノ

誓

約

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｖ
ｏ
ｗ

  
遠
く
の
空
へ

び
立
つ

あ
か

 
そ
れ
を
見
送

た
後

線
を

す

息
を
潜
め

手

の
動
向
を
探
る

 
・出
・て
・き
・た
・ら
・ど
・う
・だ
・キ
・リ
・カ

  

そ
の
必
要
は
無
か

た

 
索

で
ハ
イ
デ

ン
グ
状

の

手
を
見
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
か
あ
る
い
は
か

つ
て
の
自
分
と
同
じ
く

線
と
気
配
だ
け
で

付
い
た
の
か

気
付
か
れ
る
だ
ろ
う
と
思

て

い
た
か
ら

き
は
無
い

 

状

を
解
く

界

に
表
示
さ
れ
て
い
た

ハ
イ
ド
レ

ト

が
消
え
た

い
つ
か
ら
気
付
い
て
い
た
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レ
イ
ン
に
話
し
始
め
て
す
ぐ
だ

 
つ
ま
り

最
初
か
ら

 

え
て
見

し
て
い
た
の
は
セ
ブ
ン
の
思
惑
を
知

て
い
る
一
人
だ
か
ら
か

そ
れ
と
も
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
思
惑
に

出
来
る
か
ら
か

 

息
を
一
つ

 
違
う
存
在
と
は

え
・我
・が
・事
・な
・が
・ら

こ
こ
ま
で

い
と

息
を

い
て
し
ま
う

か
つ
て
自

分
に
向
け
て
い
た

間
の
感
情
や
心
情
を
よ
う
や
く
理
解
出
来
た
気
が
し
た

前

き
は
無
し
に
し
よ
う

オ
リ
ジ
ナ
ル

お
前
な
に
が
目
的
な
ん
だ

 

刀
直
入
に
問
う

 
ロ
キ

に
付
い
て
い
る
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

を

え
て
か
レ
イ
ン
を
自

に
入
れ
る

を
立
て
て
い
た

パ

テ

を
組
め
ば
ク
エ
ス
ト
進
行

は
原

共
有
さ
れ
る

万
が
一

オ

デ

ン

に
な
る
可
能
性
を

え
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
ク
エ
ス
ト
を

け
な
く
と
も

に
ロ

キ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
組
め
ば
い
い
と
い
う
事
は
分
か
る

 
問

は

レ
イ
ン
を
加
え
て

が
し
た
い
の
か

 
レ
イ
ン
の
目
的
は
だ
い
た
い
分
か
る

実
妹
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
い
う
大
そ
れ
た
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実
験
を
行
う
事
が
許
せ
な
い

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
事
も

 
セ
ブ
ン
と
レ
イ
ン
の
初
の
対
峙
を
直

見
た

で
は
無
い

だ
が
エ
ギ
ル
と
リ
ズ
ベ

ト
の

共
同

で
の
一
幕
を

え
れ
ば

そ
の
見

は
付
け
ら
れ
る

 
ま
た

セ
ブ
ン
が

故

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を

し
た
の
か

彼
女
の

う

と
は

の
事
か

そ
れ
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
殺
気
に

え
た
時
の
様
子
か
ら

し
は
付
い
た

そ
の
場
に
レ
イ
ン
は

な
か

た
が

お
そ
ら
く
本
能
か
直
感
で

し
て
い
る
の
だ
ろ
う

姉

と
し
て
寄
り

わ
な
け
れ
ば

と
使
命
感
に

ら
れ
る
程

に
は

は

き
り
と

 

そ
れ
を
助
け
る
の
か

す
る
の
か

 
前
者
も

ま
れ
て
い
る
と
は
思
う

 
だ
が

分
前
か
ら
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士
の
事
を
探

て
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て

は

お
そ
ら
く
後
者
に

重
は

て
い
る

 
な
ら

の

に

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
動
く
目
的

ク
ラ依
イ
ア頼
ン
ト主

第
と

て
い
た
が
ど
う
に
も
違
う
気
が
し
て
な
ら

な
い

七
色

士
の
動
向

す
ら
つ
い
で
で
あ

て
本
命
は
別
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま

う
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そ
の

目本
的命

が

お
そ
ら
く
レ
イ
ン
を

す
る
事
そ
の
も
の

 
そ
う
あ
た
り
を
付
け
た

は
契
約

に
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ど
こ
か
で
話
を
付
け
る
だ
ろ

う
と
予
想
し
話
し
合
い
が
済
ん
で
か
ら
ず

と
レ
イ
ン
を
見

て
い
た

現
実
で
の
電
話

絡
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
監

体
制
を

え
る
と
無
い
と

外
し
て
い
た

そ
れ
を

い
て
ど
う
す
る

 

く
り
と
体
ご
と
こ
ち
ら
を
向
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

い

み
す
ら
消
し
て
問
い
返
し

て
来
た

ん

と

を
鳴
ら
し
て

み
返
す

知
れ
た
事

ユ
ウ
キ
達
の
前
に
引
き

て
洗
い
ざ
ら
い

か
せ
る
だ
け
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル

だ

て
分
か

て
い
る
だ
ろ

か
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
で
も
そ
の

か
が
分
か
ら
な

い
か
ら
も
ど
か
し
い
と

み
ん
な
が
苦
し
ん
で
い
る
事
く
ら
い

 

然
と

を

と
し

ち

む
み
ん
な
の

を
見
て
い
る
と
ど
う
し
よ
う
も
な
く

が
苦

し
く
な
る

 

そ
れ
は

だ

 

い
な
く
想
い
を
向
け
ら
れ
る

ニ

ン

ゲ

ン

オ
リ
ジ
ナ
ル
へ
の
負
の

み

自
分
で
は
決
し
て
得
ら
れ
な

い

の
も
の
を

し
の
あ
ち
ら
は

け
取
れ
る
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な
の
に

そ
れ
を

す
る
よ
う
に

離
を
取
り

振
る
舞
う

 

そ
れ
が
許
せ
な
い

・お
・前
・は

ユ
ウ
キ
達
か
ら

白
さ
れ
た
ん
だ

て
な

あ
あ

テ

タ

ニ
ア

が
出
て
来
た

に

ら
し
い
な

お
れ
は
さ

お
ま
え
が

ま
し
い
よ

同
時
に

憎
ま
し
い

 

を

め
る

根
を
寄
せ

を
引
き
結
ぶ

⻭
を

み

め
る

 

ま
し
い

 

ま
し
い

 
悔
し
い

 
哀
し
い

 

感
情
が
構

さ
れ
る

 
人
間
だ

た

で
は
自
覚
の

か

た
数

の
感
情
が
想

さ
れ
る

浮
か
び
集
ま
り
そ

れ
ら
は
一
つ
の
感
情
と
し
て
名
前
を
得
て

そ
れ
に

応
し
い
衝
動
が
形
成
さ
れ
る

 
ス
レ
イ
ブ

に
な

て
か
ら
だ

過
去
を
想

し
て
い
る
と

覚
え
た
記

の
無
い
感
情
が
明
確
に

浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
な

た

に
な

た
か
ら
そ
う
な

た
の
だ
と
悟

た
の
は

攻
略
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組
に
合
流
し
た
時
の
こ
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
触
れ
合
い

い

離
を

め
る
光

を
見
る

に

以
前
の

さ
が
無
い
感
情
が
発
生
す
る
よ
う
に
な

た

 
キ
リ
ト

人
間
だ

た

 
感
情
を
殺
し
て

生
き
て
い
た

目
を

ら
し
て
進
ん
で
い
た

 

殺
隊
か
ら
の
仕
打
ち

仕
方
な
い
事
な
ん
だ

ビ

タ

と
し
て

う
べ
き

目
だ

そ
う

て
内
に

く
モ
ノ
か
ら
目
を
背
け
た

間
達
か
ら
の
気

い

け
取

た
ら
い
け

な
い

ロ
と
し
て
希
望
を
見
せ
な
け
れ
ば
そ
う

て

れ
出
そ
う
な
も
の
か
ら

出
し

た

自
覚
し
な
い
よ
う
に
目
を
背
け

出
し
て

自
ら
感
情
を

感
に
さ
せ
て
い

た

び
付
か
な
か

た
の
は
し
つ
こ
い
く
ら
い
絡
む

⻘

年間
の
お

だ
と
理
解
出
来
た

 

肉
な
事
に

は
み
ん
な
か
ら
の
想
い
を

過
去
自
身
が

い
た
感
情
を

偽

物

に

な

て
か
ら
理
解
し
た

 
逆
説
的
に
人
間
と
し
て
の

さ
を
保
持
し
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
そ
れ
ら
の
事
を
理
解

出
来
て
い
な
い

少
な
く
と
も
自
分
と
同

と
は
い
か
な
い
だ
ろ
う

 
ど
れ

ど
み
ん
な
が
悲
し
ん
で
い
る
か

苦
し
ん
で
い
る
か

 

ど
れ
だ
け

自
分
自
身
の
内

に
喜
び
の
感
情
が

き
出
て
い
る
か
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オ
リ
ジ
ナ
ル
は

な
に
一
つ
と
し
て
理
解
出
来
て
い
な
い
の
だ

お
ま
え
は
お
ま
え
に
は
お
れ
と
違

て
未
来
が
あ
る

み
ん
な
と
一
緒
に
歩
め
る
未
来
が

あ
る

お
ま
え
は
そ
れ
を

て
る
気
な
の
か

そ
ん
な

無
い
だ
ろ
う

 
空
気
が
重
く
な

た

気
が
し
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
情
に
は
怒
り
苛
立
ち
の
色
が
見
え
る

黒
い

に
は

い
光

と
し

た

が
こ
ち
ら
を

く

自
覚
し
て
い
な
い
感
情
に
よ
る
反

的
な
応
対

 
し

の
ま間

の
み
浮
か
ん
だ
感
情
は

の
も
の
と
変
わ
り
な
い
事
の
証

と
な

た

 
か
つ
て

間
を
想

て
動
い
て
い
た
時
そ
う
問
わ
れ
て
い
た
ら

同
じ
反
応
を
返
す
確
信

が
あ

た
か
ら

 
だ
か
ら
こ
そ

な
ら

な
ら

 
な

お
ま
え
は

に
も

な
に
も
話
さ
な
い

 
お
ま
え

は

を
知

て
い
る

 
お
れ
達
が
知
ら
な
い
事
の
な
に
を
知

て
動
い
て
い
る
ん
だ

 
キ
リ
カ

自
分
か
ら

キ
リ
ト

自
分
に
よ
る
糾
弾

あ
る
意
味
自
傷
行

に
す
ら
思
え
る

葉

過
去
の
己
を

時

に

み
て

を

め
て
し
ま
う
が

そ
れ
で
も

葉
は
止
め
な
か

た
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こ
こ
で
止
め
た
ら

・み
・ん
・な
・の
・

・に
・な
・ら
・な
・い

 
そ
の
一
心
で
怒
鳴
り
付
け
る
こ
ち
ら
に
対
し
あ
ち
ら
は
無
に

た
表
情
に
変
化
が
無
か

た

も
話
さ
な
い
事
が

故
な
の
か

本

は
分
か

て
る
だ
ろ
う

 
お
前
と

は
一

定
時
期
ま
で
過
去
を
同
一
に
し
て
い
る

お
前
と
会

た
時
は
リ

姉
に

正
さ
れ
た
後
だ

た

が

そ
れ
で
も

分
か
た
れ
た
の
は
そ
の
直
前

達
の
根
幹
は
変
わ
ら
な
い

つ
ま
り

み
ん
な
の

か

 
そ
の
結
論
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

も

も

わ
な
か

た

 
無

は

定
に

し
い

そ
ん
な
事
を
知
ら
な
く
て
も

理
解
出
来
た

肉
だ
な

 

つ
り
と

葉
が

れ
た

み
ん
な
の

お

ま

え

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
そ
う

て

全
て
を

そ
う
と
す
る

お
れ
は
そ
う

て
全
て
を

こ
う
と
す
る

理
由
が
同
じ
で
も
立
場
が
違
う
だ
け
で
ま

た
く
正
反
対
だ

な
ん
て

 

が

み
に
歪
む

き
そ
う
で

悔
し

で

憎

し

な

み
だ
と

分
か

て
し
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ま

た

だ
か
ら

お
れ
も
な

最
初
は
そ
れ
で
い
い
と
思

た

 

ま
し
い

 

憎

ま
し
い

 

ま
し
い

 

え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
思

が

と

を

る

感
情
が

と
形
成
さ
れ
名
前

を
与
え
ら
れ
て
い
く

そ
れ
ら
は
衝
動
と
な
り
こ
の
身
を
突
き
動
か
す

そ
れ
が
人
ら
し
い

と
い
う
理
由
だ
け
で
動
か
さ
れ
る

 
そ
の
過
程
に
お
れ
の
意
思
は

在
し
て
い
な
い

状
況
に
合
わ
せ
て
自
動
で
動
か
さ
れ
る
だ

けお
れ
は
お
ま
え

・だ
・
・た

お
れ
に
お
ま
え
を
糾
弾
す
る

格
は
無
い
と

え
て
い
た

で
も

み
ん
な
の

を
見
て
い
て

こ
れモ
じ

ダ
メモ
だ
と
思し
て
たた

ず

と
ず

と
そ
れ
は
付
い
て
回

た

得
出
来
な
い

か
が
あ

た

 
そ
の

か

と
は
な
ん
な
の
か

 

な

え
だ

た
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オ
リ
ジ
ナ
ル

お
れ
は

お
ま
え
が
気
に
入
ら
な
い

 
気
に
入
ら
な
い

 

に
し
て
六
文

論
理
的
で
な
い
感
情
だ
け
の
結
論
は

と
て
も

ら
し
く
な
い
が

そ
れ
は
自
分
に
残
さ
れ
た

か
な

人
ら
し
さ

な
の
か
も
し
れ
な
い

お
ま
え
の
存
在
が
気
に
入
ら
な
い

お
ま
え
の

葉
が
気
に
入
ら
な
い

行
動
も
振
る
舞
い

も

戦
い
方
も

生
き
方
も

思

も

 

葉
を
止
め
る

一

い
て

を
開
く

 
な
に
よ
り
お
れ
が
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
全
て
か
ら

離
を

こ
う
と
し
て
い
る
事
が
気
に

入
ら
な
い

  
み
ん
な
の

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
向
け
ら
れ
て
い
る

哀
し
み
の

は
悲

な
そ
れ
は

そ
れ
ら
す
ら
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

の
も
の
だ

 
す
べ
て
イ

だ

た

 
キ

リ

ト

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
向
け
ら
れ
る
も
の

そ
れ
は
全
て
自
分
に
向
け
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
も
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の
だ

た

い
や

過
去
は
向
け
ら
れ
て
い
た

で
も
今
は
そ
う
で
は
無
い

 
分
か
る
の
だ

親
愛
の
情
は
あ
る

で
も

ユ
ウ
キ
達
が
見
せ
る
思

の
念
が
自
分
に
は

無
い
事
を

を
合
わ
せ
る

に
一

よ過
ぎ
る

と
気

い
の

が
見
え
て
し
ま
う

一
緒

に
し
ち

い
け
な
い
と
い
う
心

い

そ
れ
は

し
く

か
な
も
の
だ
が
同
時
に
お
前

は
キ
リ
ト

人
間
じ

な
い

と
い
う
無
情
の

に

し
か

た

 
ス
レ
イ
ブ
と
い
う
名
前

 
キ
リ
カ
と
い
う
名
前

 
ピ
ク
シ

と
し
て
の
振
る
舞
い

 
記

に
あ
る
過
去
よ
り
も
圧
倒
的
な
演

理
速

 

呼
も
う
人
間
で
は
な
い
の
か
と
い
う
思

パ
タ

ン
か
ら

と
い
う
感
情

が
自
動
で
生
成
さ
れ
た

 

そ
れ
で
も

 
そ
れ
で
も

ま
だ

え

べ
て
い
た

み
ん
な
に
と

て
も
自
分
の
存
在
は

い
に
く
い

だ

偽
・物

な
の
だ

だ
が

そ
れ
で
も
み
ん
な
は

人

と
し
て

て
く
れ
た

 
お
人

し
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そ
の

葉
は
き

と
み
ん
な
の

に
あ
る

葉
だ
と
思
う
程
に

し
く

か
か

た

 

そ
れ

ど
に
心

し
い
み
ん
な
を
こ
れ
以
上
悲

に

れ
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

 

手
を
突
き
出
す

だ
か
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル

 

葉
で
は

自
己
中
心
的
に

 
さ
れ
ど

想
い
は
み

とん
変な
わの
ら

ずに

お
ま
え

本
物
が
ど
れ
だ
け

よ
う
が

 

手
の
内
に

剣
が
収
ま

た

お偽
れ物

が
必
ず

み
ん
な
の
下
に
引
き

り

し
て
や
る

 
浮
遊
大

で
得
た

か
ら
鍛
え
ら
れ
た
黒
く
洗
練
さ
れ
て
い
る

手
片
手

剣
の
剣

を
突

き
付
け
る

 

し
の
影
妖
精
は

静
か
に
目
を

す
が

め
た
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第
三
十
六
章
 

作
戦
会
議

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
オ

ル
ア
ス
ナ

点

 
原
作

フ

ア
リ

・
ダ
ン
ス

エ
ピ
ロ

グ
と

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

導
入

ロ
ス

ト
・

ン
グ

の
展
開
を

り
交

た
カ
オ
ス
展
開
で
あ
り
ま
す

 

会
話
だ
け

平
和
だ
よ

 
文

数
は
約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

そ
れ
で
は

今
日
は
こ
こ
ま
で

フ

イ
ル

と

を
転
送
す
る
の
で

来

ま
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で
に
ア

プ
ロ

ド
し
て
お
く
こ
と

 

の

を

し
た
チ

イ
ム
が

前
中
の

業
の
終
わ
り
を

た
後
教
師
が
大
型
パ
ネ
ル

モ
ニ
タ
の
電
源
を

と
し
て
か
ら
そ
う

た

 
広
い
教

に

し
た
空
気
が
漂
う

立
ち
上
が

て
近
場
の
友
人
と
話
す
人
が

出
し
教

内
は
一
気
に

や
か
さ
を
取
り

し
た

 
そ
の
空
気
の
中

私
は

に

し
て
い
る
マ
ウ
ス
を

り

ダ
ウ
ン
ロ

ド
さ
れ
た

フ

イ
ル
を
開
き
中
身
を
一

た

り
と
⻭
ご
た
え
の
あ
り
そ
う
な
⻑
文
の
設
問
が
複
数

あ
る
の
を
見
て
う
へ

と
内
心
思
い
な
が
ら
バ
ツ

を
ク
リ

ク
し

じ
た
後

の

電
源
を

と
し

マ
ウ
ス
を

か
ら
引
き

い
て
デ
イ
パ

ク
に
放
り

む

 
代
わ
り
に

バ

ク
か
ら

を
取
り
出
し

電
源
を
入
れ
る

メ

ル
チ

ク
だ

 

が

目
的
の

手
か
ら
の
返
事
は
無
し

 
や

り
ね

と
心
の
中
で

く

予
想
し
て
い
た
が

は

い
て
し
ま
う

 
小
さ
く
息
を

い
た
私
は

を

し
デ
イ
パ

ク
の
ジ

パ

を
引
く

と
同

じ
よ
う
に

に
掛
け
て
立
ち
上
が
る

明
日
奈

食

に
行
く
な
ら
一
緒
に
行
か
な
い
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片
付
け
を
終
え
た
の
を

し
た
の
か

近
場
の

に

た
女
子
生

が
声
を
掛
け
て
来
た

 

や

の

り
に
そ
ば
か
す
が
あ
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
初
期
か
ら
の
⻑
い
付
き
合
い

に
な

た
マ
ス
タ

鍛
冶
師
リ
ズ
ベ

ト
こ
と

同
い
年
だ

た
事
も
そ
う
だ
が

生
還
者
学

の
ク
ラ
ス
分
け
で
も
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
る

り

中

の
偶
然
だ
と
思
う

い
い
よ

一
緒
に
行
こ
う

リ
ズ

 
そ
う
返
事
を
す
る
と

彼
女
は

く

と
片

を

ら
ま
せ

指
を
突
き
付
け
て
来
た

こ

ら

こ

ち
で
は
プ
レ
イ

ネ

ム
は
マ
ナ

違
反
よ

あ

と

ご
め
ん

同
じ

だ
か
ら
つ
い
ク
セ
で

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら
数

月
し
て
彼
女
は
自
分
の
強
い
勧
め
も
あ

て
ベ
ビ

ピ
ン
ク

色
に
髪
色
を

め
た

最
初
は
あ
ま
り
気
に
入

て
い
な
か

た
様
子
だ
が
自
分
が
コ

デ

ネ
イ
ト
し
て
以

の
客
足
が
増
え
た
た
め
か
ク
リ
ア
ま
で
ず

と

け
て
お
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
同

じ
髪
色
に
し
て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
は

密
に
は
ラ
ン
ダ
ム
ア
バ
タ

な
の
で
色
も
あ
ま
り
決
め
ら
れ

な
い
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
引
き
継
い
だ
影

で
種

特
有
の
色
が
特
に
な
い
レ
プ
ラ
コ

ン
や
プ

カ

は
以
前
の
髪
色
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る

な
の
で
リ
ズ
ベ

ト
や
サ
チ
は

あ
ま
り
変
化
が
見
ら
れ
な
い
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か
な
り
違
う
と

え
ば
シ
ノ
ン
か

彼
女
は
リ
ア
ル
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
バ
タ

も
黒
髪
黒
目
だ

た

が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
て
か
ら
は

故
か
水
色
蒼

に
な

て
い
る

同
じ
ケ

ト
シ

の
シ
リ
カ
は

そ
の
ま
ま
な
の
に
対
し
彼
女
だ
け
色
が
大
き
く
異
な
る
原
因
は
よ
く
分
か

て
い
な
い

 
と
も
あ
れ

彼
女
を

リ
ズ

と
呼
ん
で
し
ま
う
の
は

ベ
ビ

ピ
ン
ク
だ
け
で
な
く

の

色

の

も
強
い
せ
い
だ
ろ
う

 

と

そ
こ
ま
で

え

あ
れ

と

を

る

で
も
そ
れ

本
名
と
同
じ
私
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

本
名
と
一
緒
に
す
る
あ
ん
た
が
悪
い
わ
よ

ま

あ
ん
た
ら
に
限

て
は
そ
こ
ら

は

も
う

無
さ

だ
け
ど
さ

 
こ
の
特

な
学

に

う
生

は
全
て
中
学
高

時
代
に

き

ま
れ
た

Ｓ
Ａ
Ｏ

プ
レ
イ

で
あ
る

 

極
的
殺
人
歴
の
あ
る
本
格
的
な
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

こ
そ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
要
有
り

と
い
う
事
で
一
年
以
上
の

と
経
過
観

を
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
の
自
衛
の

に
他
の
プ

レ
イ

を
手
に
掛
け
た
者
は
少
な
く
な
い
し

み
や
恐

と
い

た

罪
行

は
記
録
に
残

ら
ぬ
故
に
チ

ク
の
し
よ
う
も
な
い

そ
の
手
の
プ
レ
イ

を

手
取
り
多
く
を
監
獄
送
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り

あ
る
い
は

に
よ

て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

送
り
に
し
た
主

の
少
年
の
協
力
に
よ
り

能
動
的
オ
レ
ン
ジ
の

ど
が
監

体
制
を
敷
か
れ
て
い
て
も
そ
れ
で
そ
の
人
物
の
安
全
性
が
立

証
さ
れ
る

で
も
無
い

 
そ
の
た
め

本
的
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の
名
前
を
出
す
の
は

の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
以
上
に
忌

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
な
に
せ

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と

同
一
の
た
め
有
名
人
で
あ
れ
ば

バ
レ
も
必
至

 
特
に
ボ
ス
戦
に
参
加
し
て
い
た

攻
略
組

は

全

バ
レ
リ
ア
ル
バ
レ
も
し
て
い
る

現
状
で
あ
り

を
敷
か
れ
て
い
る

の
情
報

セ
ブ
ン
が
知

て
い
た

郷
打
倒
の

主
要
人
物
な
ど

の

も

見
さ
れ
て
い
る

人
の

に

は
立
て
ら
れ
ぬ

と
は
よ
く

た
も
の
だ

 

も

と
も
あ
の
世
界
で
の
出
来
事
を
全
て
無
か

た
事
に
し
よ
う
と
い
う
の
は

無
理
な
話
で
あ
る

 

・

子
が

う
よ
う
に
二
年
の
時
間
を
自
分
達
は
確
か
に
あ
の
世
界
で
過
ご
し
た

あ

の
世
界
で
の
体
験
は
現
実
な
の
だ

そ
の
記

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で

り
合
い
を
付
け
て

い
く
し
か
な
い
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ら

行
き
ま
し

く
行
か
な
い
と

が
無
く
な

ち

う
わ

 

に
浮
か
ん
だ
事
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
私
に

れ
を
切
ら
し
た
か

は
私
の
手
を
引

き

歩
き
出
し
た

 

い
グ
リ

ン
の
パ
ネ
ル

り
の
廊
下
を

足
で
歩
い
た
と
こ
ろ
で
中
庭
に
面
し
た

が
一

面
大
き
な

光
ガ
ラ
ス
に
な

て
い
る
カ
フ

テ
リ
ア
に

り

く

カ
フ

と
名
が
付
く

よ
う
に

本
的
に

食
の

が

ど
な
の
だ
が
ピ
ラ
フ
や
う
ど
ん
な
ど
し

か
り
し
た
食
事
も

出
て
来
る
た
め
か

生

や
教

た
ち
か
ら
は

食

と

称
さ
れ
て
い
る

 

食
ど
き
の
た
め

カ
ウ
ン
タ

は
人
で
ご

た
が
え
し
て
い
た

さ
て

そ
れ
じ

あ
た
し
は
戦
場
に

い
て
来
る
か
ら

取
り
よ
ろ

 
あ

さ
り
離
し
た
手
を

ら

ら
さ
せ
人
で
ご

た
が
え
す
と
こ
ろ
に
行
き
列
に

ぶ
友

人
を
見
送

た
私
は
カ
フ

テ
リ
ア
の
内

を
見
回
し
た

体
育

ク
ラ
ス
の
広
さ
に
一
定
間

隔
で
設

さ
れ
た
テ

ブ
ル
の

分

ど
空
い
て
い
る
の
は
こ
こ
に
来
る
人
間
は

機

で
ご

を
頼
む

作
ら
な
い

だ
か
ら
か

 
ち

う
ど

の

の

と
い
う

の
一

の
四

テ

ブ
ル
が
開
い
て
い
た
の
で

そ
こ
に

る

上
に

い
た
バ

グ
か
ら

と
魔
法

を
出
し
て
テ

ブ
ル
に

い
た
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ち
ら

と
カ
ウ
ン
タ

の
列
を

う

の

番
は
ま
だ
ま
だ
の
よ
う
だ

た

 
友
人
も
ま
だ
来
そ
う
に
な
い
の
で
も
う
一

と

を
チ

ク
す
る

し
か
し
や

は
り
返
事
は
無
い

ス
ル

か

未

ス
ル

か

気
付
い
て
す
ら
い
な
い
の
か

 
は

と
息
が
出
た

明
日
奈
さ
ん

ご
一
緒
し
て
い
い
で
す
か

 
そ
こ
で

少
女
が
声
を
掛
け
て
来
た

後
ろ
に
数
人
の
同
性
も

る

あ

ス
グ
ち

ん

木

達
も
一
緒
な
の
ね

ま

ね

今
日
は
ボ
ク
が

を
作

て
来
た
か
ら
ア
ス
ナ
大
先
生
に

点
し
て
欲
し
く
て

さ 
ど
や

と
自
信

の
友
人
の
発

に

こ
ち
ら
は
に
や
り
と

み
を
浮
か
べ
る

う

そ
れ
は
ま
た

大
層
自
信
が
お
あ
り
の
よ
う
で

は
と
も
か
く

い
い
よ

一
緒
に
食
べ
よ

あ

リ
ズ
も
来
る
か
ら

私
の
横
は
空
け
て
ね

さ
ら
り
と

を
確
保
す
る

さ
ん

け

こ
う
や
り
手
で
す
ね

い
や
私
が
て
き
と

に

ん
だ
だ
け
だ
け
ど
ね

木

の
お

を

点
す
る
な
ら
正
面

に

て
も
ら

た
方
が
い
い
か
な

て
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そ
う
で
す
か
と
こ
ち
ら
の

葉
に
応
じ
た
少
女

桐

谷
直
葉
は
先
に
後
ろ
の
四
人
を

ら
せ
た

 
私
の
正
面
に
紺

木

そ
の

に

子
の
姉
・

子

テ

ブ
ル
が
足
り
な
か

た
の

で
寄
せ

子
の

に
ツ
イ
ン
テ

ル
の
少
女
・

子
が

た

直
葉
は
そ
の
対
面

の

の

に
ざ

す

眼

を
か
け
た
少
女
・

は
直
葉
の

に

し
た

お

 
明
日
奈
ち

ん
達
は

け

ん

 
そ
こ
で
年
上
メ
ン
バ

で
あ
る

レ

イ

ン
虹
架

フ

リ

ア

サ

チ
見

も

来

虹
架
は

の

の
正
面

に

た

 
ま
た

が
足
り
な
く
な

た
の
で
テ

ブ
ル
を
寄
せ

と
虹
架
の

に
そ
れ
ぞ
れ

と

が

る

 
約
束
し
て
い
た

で
も
無
い
の
に
大

に
な

た
有
り
様
に
Ｂ
Ｌ
Ｔ
サ
ン
ド
と
パ

ク
の

オ
レ
ン
ジ
ジ

ス
を
ト
レ
イ
に
載
せ
て
来
た

が

な
ん
じ

こ
り

 
と
声
を
上

た
の
は

し
方
な
い
事
だ
ろ
う

 

が
や

て
来
た
事
で
食
事
が
始
ま
る
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最
初
は
木

手
製
の

の

点
と
か
あ
の
先
生
の

業
は
眠
い
と
か
数
学
が
苦
手
だ

と
か
そ
ん
な
他
愛
の
な
い

け
れ
ど
記

に

と
ん
ど
な
い

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た

が

と
思
い
出
し
た
よ
う
に
は
ぐ
は
ぐ
と
エ
ビ
ピ
ラ
フ
を
食
べ
て
い
た

子
が

を
開
い
た

そ

い
え
ば

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
流
れ
て
る
ウ
ワ
サ

て

さ
ん
知

て
ま
す
か

ウ
ワ
サ

は
い

つ
か
あ
る
ん
で
す
け
ど

夜
世
界
樹
の
根

か
ら
光
が
吹
き
上
が

た
じ

な
い
で
す
か

ア
レ
キ
リ
ト
く
ん
と
キ
リ
カ
く
ん
の
戦
い
の

波
な
ん
じ

な
い
か

て
ウ
ワ

サ
に
な

て
る
ん
で
す

そ

か

 

夜
の
事
だ

 
セ
ブ
ン
の
話
が
保

と
な
り

取
り

え
ず
ク
エ
ス
ト
に
行
こ
う
と
決
め
た
私
達
は

メ
ン

バ

を

出
し
て
少
数
精

で

む
事
に
な

た

 
少
数
な
の
は
全

参
加
せ
ず
と
も
ク
エ
ス
ト
進
行
し
て
い
る
人
と
同
じ
パ

テ

に
な

れ
ば
仮

進
行
し
て
い
な
い
ク
エ
ス
ト
で
も

中
参
加
出
来
る
か
ら
で
あ
る

全

突
撃
で
失

し
オ

デ

ン

に
付
く
可
能
性
を

慮
す
れ
ば
裏
技
を
使
う
事
に
も

は
無
か

た
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は
ロ
キ
脱
獄
後
に

ま
る
要

が
あ
る
事

キ
リ
ト
が

て
い
た
よ
う
に
ス
ニ

キ
ン
グ
ク
エ
ス
ト
に
な
る
と
い
う
な
ら

に
⻑
け
た
プ
レ
イ

が
行
く
べ
き
な
の
は
自
明

の
理

 
パ

テ

人
数
分
の
プ
レ
イ

が

く
必
要
が
あ
る
た
め
最

で
も
四
人
必
要
に
な
る

 

本

は

す
ぐ
に
出
発
す
る
予
定
だ

た

 
し
か
し
精

と
し
て
名
が

が

た
面
子
の
一
人

キ
リ
カ
の

が
見

た
ら
な
い
事
に

一
時
騒
然
と
な
る

光
の

が
吹
き
上
が

た
の
は
そ
の
時
だ

夜
も
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
な
の
で
人
気
も
多

く
自
分
達
を

め
発
生
場

で
あ
る
世
界
樹
の
根

に

し
掛
け
る
が
そ
こ
に
は

も
い
な

か

た

 
た
だ

私
達
は

と
な
く

し
て
い
た

光
の

聖
属
性
最
上

の
魔
法
よ
り
も

大
だ

た
そ
れ
を
立
て
ら
れ
る
の
は
キ
リ
ト
く

ら
い
な
も
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
同

の
事
を
し
た
経
験
を
持
つ
彼
の
こ
と
だ

定
偽
キ
リ
ト
が
ど
の

よ
う
に

三
刃
騎
士

や
種

合
軍
を
退
け
た
か
を
知

た
な
ら

な
ら
ば
と

魔
術

と

し
て

り
出
し
て
も
お
か
し
く
な
い



 第三十六章 〜作戦会議〜

 

し
か
し
彼
は

力
を

け
ら
か
さ
な
い

 
強
い

に
は
強
い
技

弱
い

に
は
弱
い
技

一
事
が
万
事
そ
う
で
は
な
い
が
大

は
そ
の

ル

ル
に
無
意
識
に
か

て
い
る
た
め
彼
が
ど
れ
く
ら
い
本
気
だ

た
か
は
技
の
強
弱
を
見

極
め
れ
ば
分
か

て
し
ま
う

 
ア

レ

光
の

ど
の
技
を
使

た
と
な
れ
ば

手
も

応
の
使
い
手
と
い
う
証

に
な
る

 
そ
し
て
ユ

ジ

ン

軍
を
も
デ
フ

ル
ト
技
で
倒
し
た
キ
リ
ト
に
大
技
を
使
わ
せ
る
程
の

強
者
は
か
な
り
限
ら
れ
る

リ

フ

以
外
で

し
そ
う
な
人
物

私
達
の
目
が
届
く
場

に

な
か

た
面
子
は

キ
リ
カ
だ
け
だ

 
ど
ち
ら
が
勝

た
か
は
不
明
だ
が

私
達
に
は
な
ん
と
な
く
予
想
が
つ
い
て
い
た

子
ち

ん

他
の
ウ
ワ
サ

て
ど
ん
な
の
が
あ
る
の

え

と
で
す
ね

キ
リ
ト
く
ん
が

同
じ
時
間
に
ま

た
く
違
う
場

に
複
数
い
る
と
い

う
話
が

キ
リ
カ
く
ん
と

別
が
付
い
て
な
い
ん
じ

な
く
て

は
い

 

郷
打
倒
時
や
ボ
ス
戦
の
放

に
よ
り
存
在
を
知
ら
れ
て
い
る

の
一
人
・
キ
リ
カ
は

記
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や
精
神
を
引
き
継
い
だ
も
う
一
人
の

キ
リ
ト

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
種

も
同
じ

も
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
差
異
が
あ
る
と
は

え
黒

く
め
で
あ
る
点
も
同
じ
で
あ
り
遠
目
で
は
私
達
も
間
違

え
る
事
も
し
ば
し
ば

 
だ
か
ら
見
間
違
え
な
の
で
は

と
問
う
が

ど
う
や
ら
そ
う
で
は
無
い
ら
し
い

キ
リ
カ
く
ん
と
間
違
え
た
な
ら
二
か

に

ら
れ
る

な
ん
で
す
け
ど
目
撃
証

を
合
わ
せ

る
と
五

六
か

に
同
時
に
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
ん
で
す
よ

そ
れ
も
偽
キ
リ
ト

な
の
か
な

 
食
後
の
お

を

ん
で
い
た

が

く

子
は

わ
か
り
ま
せ
ん

と

を
振

た

あ
と
は

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に

す
る
事
な
ん
で
す
け
ど

 

ツ
ン
ヘ
イ
ム

 
北
欧
神
話
に
語
ら
れ
る
九
つ
の
世
界
の
一
つ
で

の

人
が
住
ま
う
極

の
世
界
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
同
様
の
世
界
と
し
て
再
現
さ
れ
て
い
る

北
に

と
つ
ず
つ

点
在
す
る
ダ
ン
ジ

ン
か
ら
繋
が

て
お
り
行
く
に
は
最

の

番
を
務
め
る
邪
神
ボ
ス
を
倒

す
必
要
が
あ
る
の
で
そ
こ
へ
行
く
だ
け
で
も
超
高

を
誇
る

ど

か
つ
て
ユ

ジ

ン

軍
が
一
人
で

ん
だ
時
は
数

で
レ
イ
ド
で
も
数
分
と
保
た
な
か

た
と

わ
れ
る

ど
だ
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サ
ラ
マ
ン
ダ

軍
が

し
た
原
因
は
回
復
・

を
得
意
と
す
る
術
師
プ
レ
イ

の
不
足

が
原
因

 
種

や
ビ
ル
ド
が
程
よ
い
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
中
立

の

良
レ
イ
ド
が
行
く
事
は
あ
る
が
そ

れ
で
も
入
念
な

備
と

確
認

進
軍
と
撤
退
の
見
極
め
に
こ
な
れ
た
リ

ダ

で
な
け
れ

ば

壊
滅
は
必
至

ミ

な
の
は

撤
退

の
経
験
が
必
要
な
点
だ

 
そ
の
た
め

み
の
プ
レ
イ

は

れ
る
事
す
ら
出
来
な
い
と

わ
れ
る
程
の
高

ワ

ル
ド
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

高

だ
け
あ

て
手
に
入
る
ユ
ル
ド
と

も

大
だ
が

壊
滅
し
た
時
の
リ
ス
ク
を

慮
す
る
と

二
の
足
を

ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
る

 
ち
な
み
に
私
達
は
ま
だ
行

た
事
が
無
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
攻
略
サ
イ
ト
の

掲
示
板
に

ツ
ン
ヘ
イ
ム
を

ロ
で
潜

て
る
プ
レ
イ

が

た

て
書
き

み
が
あ

た
ん
で
す

間
が
や
ら
れ
た
と
か
で

ロ
に
な

た
ん
じ

な
い
の

 

が
そ
う

う
も

こ
れ
に
も
彼
女
は

を
横
に
振

た

わ
た
し
も
最
初
は
そ
う
思

た
ん
で
す
け
ど

そ
れ
が

キ
リ
ト
く
ん
だ

た
ら
し
く
て

 
ま

キ
リ
カ
く
ん
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
が
と

け
た

子
は
あ
と
は
と
ま
だ

け
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た
そ
の

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
見
た
事
無
い
タ
イ
プ
の
邪
神
Ｍ
ｏ
ｂ
が
現
れ
た
ら
し
い
ん
で
す

四
つ

骨
と

く
ら水

型
以
外
に

型

型

像
だ
と
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
型
と
か
も

ま
し

た
ね

ち
な
み
に
全
部
デ
カ
か

た
で
す

境

無
し
の
オ
ン
パ
レ

ド
ね

や

り
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が

き
よ
う
と
し
て
る
の
か
し

ら 
そ
う

て

は
パ

ク
の

に
残

た
オ
レ
ン
ジ
ド
リ
ン
ク
を
ス
ト
ロ

で
力

せ
に

い
上

た

女
が
立
て
る
に
は

応
し
く
な
い
騒

が

大
に
発
生
し
話
し
て
い
た

子

が

を

め
る

も
う

さ
ん

も
う
ち

と
静
か
に

ん
で
く
だ
さ
い
よ

や

の
方
に
残

て
る
の
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
な
ん
て

な
ん
か

体
な
い
じ

ん

あ
は
は

わ
か
る
わ
か
る

思
わ
ず
や

ち

う
よ
ね

 
に
こ
に
こ
と

い
な
が
ら
虹
架
が
合
い
の
手
を
入
れ
た

そ
れ
に

子
が
も
う
とか

ぶ
りを

振

る
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
け
ど

こ
こ
で
は
や
め
ま
し

う
よ
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そ
ん
な
事

て

ど
う
せ
あ
ん
た
も
家
で
は
や

て
る
ん
で
し

人
目
が
無
い
な
ら
い
い
ん
で
す

 

に
間

び
し
た
反
論
を
返
し
た

子
は

あ
と
で
す
ね

と
話
を

し
た

多
分

セ
ブ
ン
・
ク
ラ
ス
タ

の
人
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど

セ
ブ
ン
ち

ん
に

Ｏ
Ｓ
Ｓ

を

す
呼
び
掛
け
が
あ

た
ん
で
す

は
 
そ
の
話
に

真

先
に
声
を
上

た
の
は
木

だ

た

Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

す

て

な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
を

分
か
り
ま
せ
ん

た
だ
ク
ラ
ス
タ
の
人
達
は

同
的
で
い
ま
必
死
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
作
成
に

を

入
れ
て
る
ら
し
い
で
す

ち
な
み
に
代
価
は

い
え

そ
れ
ら
し
い
書
き

み
は

特
に
は

つ
ま
り
無
報

で
差
し
出
せ

て
事

 

ば
か
ら
し
い

 

し
く
木

は

悪
く

い
捨
て
た

そ
の
表
情
に
は
苛
立
ち
よ
り
も
不
快
感
の
方
が
大

き
く
見
え
る
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そ
れ
も
そ
の

Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
作
成
に
恐
ろ
し
く
苦
労
を
要
す
る
も
の
で

二
刀
流

保
有
者

の
少
年
に

す
る
反
応
速

を
持
つ
彼
女
を
し
て
も
う
イ

と

わ
し
め
る

さ
な
の

だ

あ
ま
り
に
も

し
い

件
を

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

 
斬
撃
と

突
の

発
技
は

全
て
の
バ
リ
エ

シ

ン
が

存
の
剣
技
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
の
で
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
編
み
出
す
に
は
必
然
的
に

技
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

し
か
し
一

の
動
き
に

い
て
重
心

動
や
攻
撃

道
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
に
無
理
が
わ
ず
か
で
も
あ

て

は
な
ら
ず
ま
た
全
体
の
ス
ピ

ド
は
完
成

ド
ス
キ
ル
に

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

な
い

 
つ
ま
り
本
来
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
無
し
に
は
実
現
不
可
能
な
速

の

技
を
ア
シ
ス
ト

無
し
に
実
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
と
さ
え

て
い
い
程
の

し
い

件
が
製

作
に

た

て

せ
ら
れ
て
い
る
の
だ

 
そ
の
ハ

ド
ル
を
ク
リ
ア
す
る
方
法
は

た
だ

一
つ
気
が
遠
く
な
る
回
数
の
反
復
練

の
み
で
あ

る

一

の
動
き
を

の
シ
ナ
プ
ス
が
完
全
に
覚
え

む
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

と
ん
ど
の
プ
レ
イ

達
は
そ
の
地
味
な
作
業
に

え
ら
れ
ず
あ

け
な
く
我
流
必
殺

技

の
夢
を
放

し
た

そ
れ
で
も

一
部
の
努
力
家
達
が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
開
発
・
登
録
に
成

し
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中
世
の
剣
術
流

開

に
も
似
た

を
手
に
す
る
事
に
な

た

実

そ
の
中
に
は

流

と
い
う

の
付
い
た
ギ
ル
ド
を

お
こ興

し

に
道
場
を
開
く
に
至

た
者
す
ら
い
る

 
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
付

す
る
剣
技
伝
承
シ
ス
テ
ム

か
つ

て
二
刀
流
ス
キ
ル
を
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
し
て
再
現
し
た
も
の
を
レ
イ
ン
が

か

た
よ
う
に
Ｏ
Ｓ

Ｓ
を
編
み
出
す
事
に
成

し
た
者
は
一
代
コ
ピ

に
限
り
技
の
秘
伝
書
を
他
者
に
伝

で
き
る
の
で
あ
る

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
対
人
は
も
ち
ろ
ん
対
Ｍ
ｏ
ｂ
戦
に
も
絶
大
な

果
を
発

す
る

そ
れ

え

も
が

欲
す
る

い
き
お
い
技
の
伝
承
は
非
常
に
高

な
代
償
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
五

撃
を

越
え
る
必
殺
技
の
秘
伝
書
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
世
界
で
も
最
も
高
価
な
ア
イ
テ
ム
に
ラ
ン
ク
入
り
し

て
い
る

 
現
在
最
も
知
ら
れ
て
い
る
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
不
機

の
少
女
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
編
み
出
し
て
い
た

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

十
一

撃
で
あ
る
が

他
に
は
ユ
イ
が
再
現
し
た
二
刀
剣
技
の

ス

タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
十
六

撃
キ
リ
ト
の
突
進
型
十
六

撃
な
ど

撃
数
だ
け

で

え
ば
上
も

る

点
を
変
え
れ
ば

手
剣

を
主
武

と
す
る
ユ

ジ

ン

軍
が

編
み
出
し
た
ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

も
八

撃
と
他
に
手
数
こ
そ
一
歩

て
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こ
そ
い
る
が
重

の
一
撃
を
息
も

か
ぬ
八

で
放
つ
特
性
を

み
他
と

色
な
い
強

力
さ
と
し
て
有
名
だ

そ
し
て
そ
れ
ら
を
編
み
出
し
た

も
が
金
に

て
お
ら
ず

軍
は

立
場

他
は

約
家

に
も
伝
承
さ
せ
て
い
な
い

に

し
て
も
ま
た
然
り

 
逆
に

え
ば
金
や

の
ど
ち
ら
か
を
欲
す
る
者
は
五

撃
を
越
え
る
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
編
み
出

し

か
に
伝
承
さ
せ
る
と

す
れ
ば
容

く
そ
れ
ら
が
手
に
入
る
時
世

 

そ
ん
な
状
況
で
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

け
て
も
無
報

と
い
う
の
は
道
理
の

ら
な
い
話
だ

た 
し
か
し
木

が
不
機

な
の
は
き

と
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

彼
女
が
編
み
出
し
た
十
一

撃
は
た
だ
の
攻
撃
技
と
は
思
え
な
い

さ
が
備
わ

て
お
り
彼
女
が
如

に
強
い
想
い

で
作
り
上

た
か
を
一
目
で

然
と
さ
せ
る

ど

 

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

 
そ
れ
は

別
の

し
方
で
は

の

そ
れ
で

問

な
の
は
こ
こ
か
ら
な
ん
で
す
よ

 
思

が
シ
フ
ト
し
た

少
女
の
声
に

を

け
る

常
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
伝

し
て
も
伝

し
た

の
剣
技
は

練

め
て
残

て
る
じ

な
い
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で
す
か

で
も
書
き

み
を
見
た
感
じ
ど
う
も
残
ら
な
い
み
た
い
な
風
に
取
れ
る
文
章
が
あ

て
伝

し
た
ら

残
ら
な
い

 
そ

く
り
そ
の
ま
ま

す

て
事

そ
う
い
う
意
味
か
と

気
に
な

て

べ
た
ん
で
す
け
ど

こ
れ

見
て
下
さ
い

 
そ
う

て

に
な
に
か
を
表
示
し
た

子
が

テ

ブ
ル
の
中

に
そ
れ
を

く

私
達
は

身
を

り
出
し

番
に
表
示
さ
れ
た

像
を
見
て
い
く

 

面
に
は
白
を

と
し
た
種

様

な
色
の

飾
り
が

し
出
さ
れ
て
い
た

こ
れ

て

ク
ラ
ス
タ
の
人
達
が
付
け
て
る

飾
り
じ

な
い

は
い

密
に
は
ス
ヴ

ル
ト
が
実

さ
れ
た
時
に
合
わ
せ
て
追
加
さ
れ
た

飾
品
ア
イ
テ

ム
で
す

ち
な
み
に
プ

カ

に
実

さ
れ
た
も
の
で
す
ね

へ
 
そ
れ
は
知
ら
な
か

た

と

人
か
が
感

の
声
を
重
ね
る

 
ア
ル
ゴ
の
よ
う
に
様

な
情
報
を
話
す
の
は
ど
こ
か

点
が
あ

た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か

そ

う
い
え
ば
彼
女
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
に
助
け
ら
れ
た
ん
だ

た
か
と
一
年

ど
前
の
事
を
思
い
出

す

尊

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
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で

こ
れ
が
ど
う
し
た
の

こ
れ
実
は
親
機
と
子
機
が
あ
る
み
た
い
な
ん
で
す

ク
ラ
ス
タ
の
人
達
が
し
て
る
の
は
子
機

で
す

子
機

 

信
か

か
に
使
う
の

 
親
機
子
機
と
い
う
表
現
の
仕
方
か
ら

サ
イ
ズ
的
に

に
掛
け
る
タ
イ
プ
の
小

型

信
機
を
想
像
し
な
が
ら

う

正
に

信
の

で
す

リ
ア
ル
タ
イ
ム

信
が
出
来
る

ア
イ
テ
ム
で

親
機
は
大
き

な

飾
り
タ
イ
プ

わ
た
し
達
が
見
た
も
の
だ
と
セ
ブ
ン
ち

ん
が
し
て
た
や
つ
で
す
ね

ん

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
す
ご
く
大
き
い
や
つ
み
た
い
だ
し
戦
略
シ
ミ

レ

シ

ン
み
た
い
な
合
戦
タ
イ
プ
な
の
か
も
ね

 
実
は
意
外
に
ゲ

マ

だ

た
事
が
発
覚
し
た

が

う

 
合
戦
と

く
と

か
ら
安

時
代
に
掛
け
て
行
わ
れ
て
い
たい

く
さ戦

を
思
い
浮
か
べ
る

び

う
ぶ風

に

か
れ
た
⻑

の
戦
い
な
ど
が
有
名
だ
ろ
う

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

べ
る
と
は

え
や
は
り

時

絡
が
可
能
な

絡
手

が
出
来
た
の
は
大
き

い

と
な
れ
ば
そ
れ
を

す
る
イ
ベ
ン
ト
が

き
る
の
は
必
然
と

え
た
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で
も
そ
れ
と
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に

の

が

子
機
の

飾
り
を

し
て
親
機
を
持
つ

手
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

・そ
・の
・ま
・ま

継
承
さ
せ
ら
れ
る
ら

し
い
ん
で
す

だ
か
ら
作
り
手
が
使
え
な
く
な
る
代
わ
り
に
作
り
手
が
上

た

練

も
伝

さ
れ
る

て

 

を

め
る

ガ
セ

じ

な
い
ん
だ
よ
ね

追
加
ア
イ
テ
ム
の

を
確
認
し
ま
し
た
け
ど

そ
の

果
は
明
記
さ
れ
て
ま
し
た

 

べ
な
い
と
分
か
ら
な
い
で
す
け
ど

と

う

子

本

の
事
か
と
理
解
す
る
に
は
十
分

だ

た
気
に
入
ら
な
い

 
が
や
が
や
と
騒
然
と
し
た
食

内
で

不
気
味
な
程
に
静
か
に
な

た
一

で

木

が

た
て
作
り
上

た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
努
力
の
結
実
を

の

だ
け
に
奪
わ
れ
る
な
ん
て
気

に
入
ら
な
い

そ
れ
を
止
め
な
い
セ
ブ
ン
も

そ
れ
を

す

ク
ラ
ス
タ
も

 

と
心
情
を

す
る
少
女

ま
で
持
ち
上

ら
れ
ぎ

と
強
く
握
ら
れ
た

は
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あ
ま
り
に
力
が

め
ら
れ
過
ぎ
て
白
く
な

て
い
る

 
そ
ん
な
少
女
の

に

子
が
手
を

い
た

木

ち

い
て

姉
ち

ん

ボ
ク

だ
よ

て
作
り
上

た
技
を
一
方
的
に
奪
わ
れ
る
の

こ
れ

を
継
承
し
て
良
い

て
思

て
る
の
は

ま
だ
決
ま

た

じ

な
い
わ

ロ
キ

に
付
け
ば
い
い
話
だ
し
も
し
オ

デ

ン

に
つ

い
て

す
よ
う
セ
ブ
ン
さ
ん
か
ク
ラ
ス
タ
が

て
来
て
も

そ
れ
に
応
じ
る
必
要
は
無
い
の

よ

最
悪
も
う
継
が
せ
た

て

て
し
ま
え
ば
良
い

継
が
せ
て
良
い

手
は
も
う
決
め
て
る

の
で
し

う
う
ん

 
一

め

か
ら

け
た
も
の
に
な

た
が

見
な
か

た
事
に
し
た

 
学

の
有
名
人
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
る
せ
い
か
目

く
そ
の

を
見
つ
け

を
だ
ら
し
な

く
し
て
い
る
男
子
に
横
目
で

制
し
て
お
く
事
も
忘
れ
な
い

 
そ
れ
を
協
力
し
て
や

た

が

と
も
か
く
よ

と

意
を
集
め
る
よ
う
に
声
を
発
す
る

今
日
学

が
終
わ

た
ら
全
力
で
ク
エ
ス
ト
に

た

て

ロ
キ

に
な
れ
ば
万
事
事
も
無
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し

て

よ

気
合
入
れ
て
行
き
ま
し

お

 
迷
惑
に
な
ら
な
い
程

に
声
を

え
て

を
突
き
上

た

  
・
ラ
グ
ナ
ロ
ク

 
北
欧
神
話
に

け
る

神

の
⻩
昏

神
話

世
界
の
終
焉
を

く
物
語
の

称

悪
神
ロ

キ
が
意

的
に
引
き

し
た
戦
争
で
あ
り

神

と

て
は
い
る
が

の

人

や
魔
獣

魔
物
な
ど
が
入
り

じ
る
大
戦
争
そ
の
も
の

 
発

は
光
の
神
バ
ル
ド
ル
が
ミ
ス
ト
ル
テ

ン
の
芽
が

ら
れ
た

で
殺
さ
れ
た
事

光
の

恩

が
喪
わ
れ
た
事
が
ラ
グ
ナ
ロ
ク
の
根
本
的
な
原
因

 
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が
本
格
的
に

こ
る
の
も
時
間
の
問

で
あ
り
ロ
キ
を

し
て
も
止
め
ら
れ

な
い
の
だ
が

そ
の

り
の
事
は
キ
ニ
シ
テ
ハ
イ
ケ
ナ
イ
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・

ツ
ン
ヘ
イ
ム

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
本

の
地
下
深
く
に
存
在
す
る
極

の
世
界

の

人
の

属
と
動
物
型
邪
神
が
住

ま
い

い
に

争
う
弱
肉
強
食
の
思
想
が
渦

い
て
い
る

 

り

く
に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
本

北
に
一
つ
ず
つ
存
在
す
る
高

ダ
ン
ジ

ン
に
潜

り
最

を
守
る
邪
神
ボ
ス
を
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
レ
イ
ド
で
行

て
も

で
壊
滅

す
る

ど
に

が
高
い

 
最
近
そ
こ
に

型
や
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
な
ど

そ
こ
に

な
い

の
種

の
邪
神
が
出

し
て
い
る

一
体
一
体
が
レ
イ
ド
一
つ
分
に

す
る
の
で
二
体
以
上
に
同
時
遭
遇
し
た
時
点
で

全
滅
は
必
至

 
原
作
で
は
第
三

フ

ア
リ

・
ダ
ン
ス

で

写
さ
れ
る
が

ア
ニ
メ
で
は

キ

リ

バ

編
で

写

シ
ノ
ン
さ
ん
マ
ジ
か

け

  
・

セ

ブ

ン

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
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ボ
ス
戦
に
参
加
し
て
戦
え
る
よ
う
歴
戦
の
プ
レ
イ

達
が
持
つ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
欲
し
て
い
る

そ

の
た
め
三
刃
騎
士

に
声
を
掛
け
た
が
ク
ラ
ス
タ
に
も
話
が
届
き
そ
の
ク
ラ
ス
タ
が
ネ

ト
で
呼
び
掛
け
を
行

た
と
こ
ろ
を

偶
然

シ
リ
カ子

に
発
見
さ
れ
た

 

ク
ラ
ス
タ
の

に
近
い
が
木

が

い
た
よ
う
に
無
報

な
点
は
か
な
り
不
平

の
た
め

明
日
奈
達
か
ら
あ
ま
り
良
く
思
わ
れ
て
い
な
い

レ

イ

ン

姉
を
名

る
不
審
者
が
キ
ラ
い

た
だ
お
姉
ち

ん
で
す
と

わ
れ
た
だ
け
に
し
て
は

か
過

反
応
気
味

 
自
分
の

を
完

に
見

い
た
少
年
の

価
を

上

中

対
勢
力
に

る
の
で
最
大

限
の

を
し
て
い
る
が

  
・
キ
リ
ト

 
セ
ブ
ン
や

場

ラ
ス
ボ
ス
よ
り
ラ
ス
ボ
ス
し
て
る
主
人

 
現
在
暗
躍
中

複
数
個

に
同
時
存
在
し
て
い
る
目
撃
証

多
数
の
た
め

影
を
ま
い
て
な

に
か
や

て
る
事
が
明
ら
か
に
ア
ス
ナ
達
は

影
魔
法
の
事
を
知
ら
な
い
の
で
気
付
い
て
い
な

い
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問

は

子
が
そ
の
事
実
を
確
認
し
た
時
間
だ
が

果
た
し
て

 
加
え
て

夜
光
の

を
世
界
樹
の

に
お

立
て
た
戦

チ

ト
ギ
リ
ギ
リ
を
攻
め
る

り
は
正
に
シ
ス
テ
ム
外
シ
ス
テ
ム
の
権
化
と

え
よ
う

れ
ば

で
も
再
現
で
き
る

り

が
タ
チ
悪
い

魔
術

の
シ
ス
テ
ム
の

が
広
い
事
を

悪

し
て

か
や

て
い
る

 
ア
ス
ナ
達
の
下
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
な
い
の
で

キ
リ
カ
で
は
止
め
ら
れ
な
か

た
よ
う
だ

同

体
で
は
も
う
止
め
ら
れ
な
い

 
ヒ
ロ
イ
ン
勢
の

か
で
な
け
れ
ば
止
め
ら
れ
な
い
が

わ
れ
て
も
良
い

覚
悟
で
動
い
て

い
る
せ
い
で

進
中

じ

な
い
せ
い
で
タ
チ
が
悪
い

 
ち
な
み
に
三
刃
騎
士

と
ア
ス
ナ
達
し
か
攻
略
出
来
て
い
な
い
ス
ヴ

ル
ト
最
前
線
の
ダ

ン
ジ

ン
最

の
中
ボ
ス
の

く
を

ロ
で
倒
せ
て
し
ま

て
い
る

 
更
に
レ
イ
ド
で
も
壊
滅

な

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に

独
で
潜

て
い
る
目
撃
証

が
あ
る

  
・
キ
リ
カ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ぶ
つ
か
り
勝

不
明
の
後
行
方
不
明
に

少
な
く
と
も
セ
ブ
ン
の
話
し
合

い
後
か
ら
ア
ス
ナ
達
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
ま
で
見
た
話
は
無
い

明
日
奈
た
ち
か
ら
は
負
け
た
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の
か
な

と

北
で

え
ら
れ
て
い
る

 
他
の
面
子
と
違
い
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

・一
・つ
・も

作
成
し
て
い
な
い

そ
の
点
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
や
ユ
ウ
キ

達
よ
り
や
る
気
が

・か
・

・た

 

は
キ
リ
ト
と
同
一
存
在
で
あ

た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

 
行
方
不
明
に
な

た
場
合

大

は
自
分
を
追
い

ん
で
い
る
の
が

キ
リ
ト

で
あ
る

  
・

ユ

ウ

キ

紺

木

 
原
作
か
ら
大
き
く

離
を

け
て
い
る
少
女

恋
を
し
て
た
り

他
者
に

悪
感
を
示
し
た

り

個

に

し
た
り
な
ど

本
作
特
有
の
成
⻑
を
見
せ
て
い
る
一
番
の
キ

ラ
ク
タ

 
明
確
に
セ
ブ
ン

三
刃
騎
士

ク
ラ
ス
タ
達
に

悪
感
を
示
し
た

も
そ
う
だ
が

も
与
え
な
い
の
に
奪
う
だ
け
す
る
行

に

悪
感
が
大
き
い
よ
う
だ

故
な
ら

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
は
と
あ
る
意

で

の
想
い
だ
か
ら
で
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
初
期
の

か
ら
ス

キ
ル
登
録
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
に
そ
の
名
を
付
け
た

り
に

悪
感
の
理
由
が
あ
る

 
内
心

と
キ
リ
ト
に
対
し
怒
り
と
悲
し
み
が

て
い
る

 

明
日
奈
大
先
生
か
ら
の

価
は

た
い
へ
ん
良
く
出
来
ま
し
た

だ

た
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・
結
城
明
日
奈

 
原
作
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン

剣
使
い

二
つ
名
は

閃
光

リ
ア
ル
バ
レ
し
て
い
る

 

を
親
友
と

う
が
木

や

の
方
が

良
し
な
と
こ
ろ
を
見
せ
る
の
は
や
は
り

前
線
で
戦
う
組
の

感
に
よ
る
も
の
か

ぐ
ぬ
ぬ
と

が
ハ
ン
カ
チ
を

ん
で
い
る
事
を
彼

女
は
知
ら
な
い

 
な
お
ヒ
ロ
イ
ン

を
今
作
で
は
大
体
ユ
ウ
キ
か
リ

フ

に
掻

わ
れ
て
る

ま
だ
堕
と
さ

れ
切

て
な
い
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

 
最
近

と

り
合
い
が
悪
い
の
が
悩
み
の
タ
ネ

 
編
入

験

し

み
期
限
が

一

と
近
付
い
て
い
て
今

中
に
な

た
事
に
内
心
焦

て
い

る 

日
中

か
に
メ

セ

ジ
を
送
り

そ
の
返
事

ち
ら
し
い

 

が
小
さ
い
事
か
ら
あ
ま
り
返
事
を
期

で
き
な
い

手

あ
る
い
は
状
況
の
よ
う
だ

  
・

虹
架

レ
イ
ン
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今
話
の
発

回
数
二
回
だ
け
と
い
う
キ

ラ

 
ア
ス
ナ
達
か
ら
は
未
だ
中
立
勢
力

い
さ
れ
て
い
る
が
キ
リ
ト
と
結

し
て
い
る
の
で
実
は
ロ

キ

な
の
で
レ
イ
ン
と
パ

テ

を
組
め
ば
い
い
話
だ
が

そ
の
話
を
出
す

振
り
が
無

い

り

お

し
で
あ
る

 
セ
ブ
ン
と
は
実
の
姉
妹

な
の
で

姉
を
名

る
不
審
者

で
は
無
い

 
で
も
姉
ビ

ム

物
理

は
出
せ
る

  
・

リ

フ

桐

谷
直
葉

 
発

回
数
最
初
の
二

三
回
だ
け

 
会
話
に

じ
ら
な
い
無

の
圧
が

ま
じ
い

剣
の

に
変
化
は
な
い
が
や
や
攻
撃
的
な
気

が
す
る
と
も

ら
の
ウ
ワ
サ

 

最
近
目

が
昏
い

と
は

・

の

  
・

シ

ノ

ン

 
発

一
切
無
し
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を

え
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
最
近

撃
の
精
密
性
が
上
が

て
き
て
い
る
ら
し
く

の

を
一
発
だ
と
か

本
人

く

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

の

が

て
来
た

と
の
事

 

最
近

の
光
が
消
え
る
時
が
あ
る

と
は

ユ

イ間
の

 



 幕間之物語：
レ コ ン
密偵編 〜桐ヶ谷直葉トイウ少女〜

 
幕
間
之
物
語

レ
コ
ン

密
偵
編
 

桐

谷
直
葉
ト
イ
ウ
少
女

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点
は
レ
コ
ン

回
想

 
文

数
は
約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
⻑

一
に
と

て

桐

谷
直
葉
と
は
恋

の
対

だ

た

 
黒
の

に

る
感
情
は

ど
く
無
機

だ

た
事
を
覚
え
て
い
る

 

と
も
触
れ
合
わ
な
い
孤
高
の
存
在

事
務
的
な
や
り
取
り
こ
そ
す
れ

み
を
浮
か
べ
る
事

の
無
い
少
女
を

は
気
味
悪
が
り
人
と
の

離
は
隔
絶
と
開
い
た

と
き
に

こ
え
る
よ
う
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わ
ざ
と
大
き
く
さ
れ
た
声

で
悪
し
様
に

て
も

た
く
一

す
る
の
み

小
学
生
の
少
女

手
に
教
師
す
ら
ど
こ
か

離
を
取

て
い
た

 
一
事
が
万
事

そ
れ
だ
け
だ

た

 
し
か
し

点
を
変
え
れ
ば
そ
れ
は

差
別
を
し
な
い

と
も

え
る

 

の
登
場
に
よ
り
女
尊
男

風

が
一
世
を
風

し

下
火
に
な
る
ま
で
の
間

風

に
感

化
さ
れ
た
女
子
が
我
が
物

で
横

を

か
す
事
が
絶
え
な
か

た

な
事
に
女
権

女

性

権

体

の
幹
部
や
そ
の
配
下
の
家
の
子
女
だ

た
の
で
学

も
下
手
に
抗
議
で
き
ず

問

は
放

さ
れ
る
事
に
な
る

 

を

え
る
女
性
で
あ
る
事
を

に

る
女
子
達

 

し
か
し

彼
女
ら
が
⻑
ら
く
の
さ
ば
る
事
は
無
か

た

 
女
尊
男

思
想
の
女
性
が
全
て
そ
う
と
決
ま

た

で
は
無
い
だ
ろ
う
が
少
な
く
と
も
⻑

一
が

て
い
た
小
学

に

た
女
尊
男

の
少
女
は

全
て
の
男
性
を
下
に
見
る
ば
か
り

か
そ
の
男
性
に

合
す
る
よ
う
な

を
取
る
な
い
し
自
身
の
意
に

わ
な
い
者
も
許
せ
な

い
タ性
チ格

だ

た

プ
ラ
イ
ド
が
高
い
と
い
う
の
だ
ろ
う

ス
ク

ル
カ

ス
ト
で
ト

プ
に
立
つ

自
身
を
前
にか

し
ずか

な
い
者
を

過
出
来
な
か

た
の
だ
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彼
女
は

と
も
つ
る
ま
ず

れ
る
事
も
無
く
ま
た

か
の
指

を

け
る
事
も
無
か

た

男
子
と
話
す
な

と

わ
れ
て
も

直
葉
は

と
し
物
を

い

す
事
も
あ
れ
ば

番

を
忘
れ
て
帰
ろ
う
と
す
る
男
子
を
呼
び
止
め
る
な
ど

平
然
と
話
し
掛
け
て
い
た

 
そ
れ
が
逆

に
触
れ

彼
女
ら
は

か
な
い
者

桐

谷
直
葉
へ
と

を

い
た

 
最
初
は
勧
誘

思
想
の
不
一

こ
そ
気
に
入
ら
な
い
と

え
ど
そ
れ
で
も
直
葉
と
い
う
少
女

が
持
つ

力武
力
は
分
か
り
や
す
い
ス
テ

タ
ス
で
あ
り
他
者
を

圧
す
る
の
に
使
え
る

時
大

人
を
寄
せ
付
け
な
い
剣
道
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
た
め

え
る
こ
と
で
己
の
ス
テ

タ
ス
に
し

よ
う
と
し
た

 
無
論

少
女
は
に
べ
も
な
く
誘
い
を
切
り
捨
て
る

 
な
ら
ば
と
人
数
で
分
か
ら
せ
よ
う
と

力
に
打

て
出
た

剣
道
者
で
あ
れ
ば

刀
が
無
け
れ

ば
弱
い
だ
ろ
う
と

た
の
は
リ

ダ

の
女
子
だ

た
か

放

後
に
出

古
へ
向
か
う

に
持
参
し
て
い
た

刀
を
奪
い
襲
い
掛
か

た

 
兇
器
を
持

た
複
数

手
に
そ
れ
で
も
少
女
は

す
事
無
く
返
り

ち
に
し
た

主

に

我
人
は

な
い

な
し

け
て
反
撃
し
な
か

た
か
ら
だ

 
そ
れ
で
も

主

の
女
尊
男

女
子
は
面
白
く
な
い
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だ
か
ら
親
を
頼
り
女
権
の
コ
ネ
を
使
い
彼
女
の
家
を
追
い

め
よ
う
と
し
た
の
だ
が

が
ど
う
な

た
の
か
２
０
２

年
に
な
る
現
在
に
至
る
ま
で
桐

谷
家
が
女
権
の

に
晒
さ
れ
た
と
い
う
話
は

い
た
事
が
ま

た
く
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か

時
し
か
女
尊

の

方
が
気
味
悪

に
離
れ
て
い
く
始

最
終
的
に
女
尊
一

は
し
ず静
し
ず

と
転

し
て
い

た

 
彼

女

桐

谷
直
葉
が

か
や

た
ん
だ

で
も
横

理
不

の

現
と
ま
で

わ
れ
る
女
尊
一

を
一
方
的
に
追
い
や
る
な
ん
て

一
体
な
に
を
や

た
ん
だ

 
生

は
お
ろ
か
教
師
も
果
て
は
生

の
保
護
者
達
す
ら
も
疑
問
と
共
に
恐
怖
を

い
た

 
そ
れ
は

で
あ
る
小
学

に
て
今
で
も
ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
る
伝
説
に
な

て
い
る
ら

し
い

桐

谷
に
は
手
を
出
す
な

と

 
そ
れ
が

第
一
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

小
学

三
年

の
秋
の
事

 

⻑

一
に
と

て

そ
の

は
桐

谷
直
葉
は
ま
だ

怖
の
対

で
あ

た

 
一
年
の

か
ら
同
じ
ク
ラ
ス
に

属
し

け
た
が
会
話
し
た
事
な
ど
記

に
残

て
い
な
い

レ
ベ
ル
の
無

さ

五
十

の
出

番

も

き

と

な

で
は
大
き
く
離
れ

更
に
性

差
が
あ
る
以
上

え
で

に
な
ら
な
い
限
り

性
な
ど
生
ま
れ
よ
う
が
な
い

も
お

し
で
あ
る
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し
か
し
三
年
後

そ
の
感
情
に
変
化
を

す
契
機
が

れ
た

 
小
学

六
年
生
に

け
る
新
年
を
越
し

さ
の

し
い

三
学
期

一
月
に

し
く
転
入
生
が
来
た
と

い
う
情
報
が
入

た

 
し
か
し

が
最
も

心
を
寄
せ
た
の
は
そ
の
転
入
生
が

・桐
・

・谷
・直
・葉
・に
・

・れ
・立
・た
・れ
・た
・人

・物
と
い
う
点
だ

た

 

然
だ
が
三
年
生

の
転
入
生
も
話

性
は
十
分
で
あ

た

 
少
女
と
見

う
色
白
さ

小
学
三
年
生

同
年
代
の
中
で
も
一

目
立
つ
華

さ

風
に
な
び
く

ぬ
ば
た
ま

色
の

髪

力
を
入
れ
れ
ば
い
ま
に
も

た手
お

れ
て
し
ま
い
そ
う
な

さ

 
妖
精
の
よ
う

と

そ
う

た
の
は

だ

た
か

 
桐

谷
家
の
子

は
直
葉

と
り
だ
け

そ
れ
は

知
の
事
実
で
あ

た

し
か
し
転
入
生
と

思
し
き
子
を
引
き

れ
た
少
女
は

お
と義
う
と弟

で
す

と

し

見
た
目
と
性
別
の
不
一

を

め
一
時
騒
然
と
な
る

無
論

事
前

達
さ
れ
て
い
た
教
師
を

い
た
生

だ
け

 
大

ら
に
は
明
か
さ
れ
な
か

た
が
親

の
子
と
し
て
桐

谷
家
が
引
き
取

た
子
で

あ
り

弟
に
あ
た
る
と
い
う

事
故
で

親
を
亡
く
し
た
シ

ク
で
記

を
喪

て
い
る

と
学

で
広
ま

た
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こ
の
時
世

事
故
で
親
を
亡
く
す
事
は
少
な
く
な
い

女
権
の
手
で
一
家
離

の
憂
き
目
に

遭

た
ニ

ス
も

に

が
な
い
程
だ

た

六
年
生
に
な

た

は

ら
か
風

も
下
火

に
な

た
と
は

え

残
り

け
る
根
強
さ
は
か
な
り
の
も
の

 
学

に

い
て

そ
の
転
入
生
は

な
立
場
に
晒
さ
れ
た

 
心
情
的
に
は
同
情
と
哀
れ
み

本
人
の
人
格
も
悪
く
な
く

意
的
に

す
れ
ば

い
な
が
ら

も
反
応
を
返
す
な
ど

さ
が

間
見
え
る
も
の
と
は

い
て
い
た

し
や
す
さ
で

え
ば

あ義
ね姉

よ
り

違
い
に
上

 
と
は
い
え

あ義
ね姉

が
ア
ン
タ

チ

ブ
ル

桐

谷
直
葉
そ
の
人
で
あ
る

女
尊
一

の
事
が
あ
り
下
手
な
事
を
し
よ

う
も
の
な
ら
ど
ん
な

報
復事

が

き
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
別
学
年
の
生

は

論
少
年
と
同
学

年
の
生

や

も

を

え
て
い
た
と
い
う
の
は
も

ら
の

だ

た

集

登

の
道
中

で
先

た
ち
か
ら
し
つ
こ
く

わ
れ
れ
ば
件
の
伝
説
を
知
ら
な
い
下

生
も

す
る
と
い
う

も
の

 
そ
う
し
て

義
姉
が
原
因
で
孤
立
し
た
少
年
は
や
は
り
義
姉
に
よ
り
完
全
に
孤
立
し
な

か

た

 

業
の
合
間
時
間
は
流

に
無
か

た
が
中

み
や

み
下

時
に
は
か
な
ら
ず
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を
見
せ

す
る
事
が
義
姉
と
義
弟

た
り
の
日

に
な

て
い
た

気
を

て
か
廊
下
や

人
気
の
な
い
場

に

動
し
て
い
た

た
り
を
見
か
け
た
の
は

偶
然
だ

た

 

そ
の
と
き

⻑

一
は
見
た

 
常
に

で

無
感
情
な
少
女
の

が

ん
で
い
た
と
こ
ろ
を

友
達
は

出
来
た

あ
ん
ま
り

な
ん
か

け
ら
れ
て
る
気
が
す
る

あ

そ
れ
は

あ
た
し
が
原
因
か
も

ゴ
メ
ン
ね

 

罪
し
少
年
の

を

で
な
が
ら
直
葉
は
小
さ
く

み
を
浮
か
べ
て
い
た

苦

か

き

か

や
や
遠
目
だ

た
か
ら

な
判
別
は
付
か
な
か

た
が
無
表
情
だ

た
少
女
が

を

し
た
事
だ
け
は
し

か
り
見
た

 
そ
の

間
が

か

の

じ

桐

谷
直
葉
に

い
て
い
た
想
い
の
変
化
だ

た

 

然
へ
の

怖
は
時
世
に
抗
う
者
へ
の

へ
と
変
わ
り

同
時
に

と
り
の
少
女
と
し
て

彼
女
を
見
る
よ
う
に
な

た

 
い
ま
思
え
ば

そ
れ
は

一
目

れ
と
い
う
の
だ
ろ
う

 
彼
女
の

ぶ

に
目
を
奪
わ
れ

心
を
動
か
さ
れ
た
の
だ
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と
は

え

 
下
火
に
な
り
彼
女
自
身
が
そ
う
で
な
い
と
知

て
は
い
て
も
や
は
り
こ
の
ご
時
世
男
性

か
ら
女
性
に
声
を
掛
け
る
と
い
う
の
は

気
を
要
す
る
も
の
だ

そ
れ
ま
で
一
切

が
無
か

た

手
と
な
れ
ば

の
事

 
学

は
小
さ
な
コ
ミ

ニ
テ

で
あ
り
家
で
の
生
活
と
同
時
に
存
在
す
る
も
う
一
つ
の
生
活

圏

そ
こ
で
の
カ

ス
ト
を
最

に

と
し
て
し
ま
え
ば

を
さ
れ
る
か
分
か

た
も
の
で
は
無

い

表
向
き
平
和
で

良
さ

で
も
裏
で
は
険
悪
と
い
う
事
は
ザ
ラ
に
あ
る

良
く
も
悪
く
も

平

だ

た
自
分
は
た
ま
た
ま
白

の

を

け
て
い
た

 
結
果

き
に
な

た
少
女
を
遠

き
に
見
て
い
る
事
し
か
出
来
ず
⻭
が

い
時
間
が
過
ぎ

た 
そ
の
中
で
少
女
の
義
弟
が
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
や
や
険
の
取
れ
て
い
た

に

め

し
さ
が
付
き
も
し
た
が

表
情
を
変
え
な
い
方
で
あ
る

見
か
け
れ
ば
目
で
追

て
い
た
自

分
の
よ
う
に
よ
く
見
て
い
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
程

の
変
化
だ

た
じ自
ね
ん然

性
も

離

も
小
学
生
の

と
変
わ
ら
な
い

 

転
機
が

れ
た
の
は

デ
ス
ゲ

ム
か
ら
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
た
時
だ

た
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技
術
に

判
的
な
意
見
が
絶
え
な
い
中
で
も
絶
対
安
全
と
銘
打

て
ナ

ヴ
ギ
ア
の
下

換
プ
ラ
ス
セ
キ

リ
テ

ホ

ル
を
後
付
け
し
た
ア
ミ

ス
フ

ア
が
発

さ
れ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
二
作
目
に
あ
た
る

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
特
集
や
予

が

流
れ
る
ゲ

ム

に
て

彼
女
と
出
会

た

 
彼
女
は

内
の

技
術
を

い
た
ゲ

ム

フ
ト

知
育
や
ガ

デ
ニ
ン
グ
系

の

の
一

を

す
る
形
で
ズ
ラ
リ
と

ぶ
予
約

付
中

と
シ

ル
が

ら
れ
た
Ａ

Ｌ
Ｏ

の
パ

ケ

ジ
と

ら
の
デ
モ

を
じ

と
見
て
い
た

桐

谷
さ
ん

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
興
味
あ
る
の

 
思
わ
ず
そ
う
声
を
掛
け
て
し
ま

た
の
は
ゲ

ム
の

列

か
ら

け
て
す
ぐ
横
と
い
う
こ

れ
ま
で
に
な
い

近
に
思

が

乱
し
そ
れ
で
も
ゲ

マ

の
性
と
し
て

間
を
得
た
い
欲
求

に

ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
れ
が

大
に
不

な
問
い
だ
と
し
て
も

同
様
の
理
由
で

し
て
し
ま

た

 
彼
女
の
弟
が
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
い
る
事
は
同
じ
小
学

か
ら
入
学
し
た
生

か
ら
広

ま

て
お
り
中
学
で
知
ら
な
い
人
は

な
い
程
だ

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
と

え
ば
一
時
期
ベ

タ
テ

ス
ト
製
品

を
手
に
入
れ
た
人
を

む
意
見
で

発
し
て
い
た
時
期
で
も
ち
ろ
ん
か
の
少
年
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も
そ
う
と
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

そ
の
有
名
さ
が
災
い
し
て

に
な

た
事
も
知
ら
れ

て
い
た

 
そ
れ
を
と
や
か
く

め
な
か

た
彼
女
も
内
心

た
る
も
の
を

い
て
い
た
の
だ
ろ
う

じ

ろ

と
横
目
で
見
て
来
た
彼
女
の
眼
に
は

や
や
苛
立

た
感
情
を
見
て
取
れ
た

ゲ

ム
と
い
う
よ
り
は

技
術
そ
の
も
の
に

か
な

 
し
か
し
い
き
な
り
怒
る
の
は
理
不

と
思

た
の
か
目
は
と
も
か
く

葉
や
表
情
か
ら
苛

立
ち
は
感
じ
ら
れ
な
か

た

 
チ

ン
ス
か
も

と
い
ま
思
え
ば
か
な
り
意
味
不
明
な
思

回
路
を
以
て
会
話
を

け
よ
う
と
決
心
し
た
自
分
は

そ
の
ま
ま

を
開
い
た

技
術
そ
の
も
の

て

ど
う
い
う
意
味

わ
か
ん
な
い

 
な
ん
だ
か

学
み
た
い
な
問
い
だ
な

と
思

て
疑
問
を
投

る
と
彼
女
は

線
を

面
に

し

し
か
し

焦
点
は
虚
空
に
合
わ
せ

葉
を
発
し
た

た
だ

あ
の
子
が
い

た
い

を
あ
の
世
界
に
見
出
し
た
の
か

技
術
は
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
あ
た
し
は
こ
の
目
で
仮
想
世
界
を
見
た
事
無
い
か
ら

と
も

え
な
い

デ
ス
ゲ

ム
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な
ん
て
も
の
に

き

ん
だ

場

と

そ
の
技
術
を
憎
む
べ
き
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

そ
れ
が
出
来
な
い

少
な
く
と
も

や
教
育
に
も

を

か
せ
ら
れ
る
技
術
な

だ
し

ご
な
し
に

い
す

る
の
は
な

て

そ
う
思
う
だ
け

 
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た
人
の
家

は
こ
ぞ

て

場

と

場
が
作
り
出
し
た

技

術
を

定
す
る

そ
れ
は
仕
方
の
な
い
事
だ

 
し
か
し
彼
女
は

そ
れ
に
反
す
る
よ
う
に
そ
う

た

と
こ
ろ
で

あ
ん
た

⻑

一
ク
ン

だ

け

 
そ
こ
で
話

を
変
え
る
よ
う
に
名
前
を
呼
ん
で
き
た

 
思
わ
ず
え

と

き
を

ら
す

こ
れ
ま
で
ず

と

を
持
た
な
か

た
の
に
名
前
を
覚

え
ら
れ
て
い
た
な
ん
て
想
定
外
だ

た

 
そ
の
反
応
で

い
た
理
由
に

し
は
付
い
た
の
か

彼
女
は
や
や

れ

を
浮
か
べ
た

時
か
ら
か
ず

と

線
を
向
け
ら
れ
て
た
か
ら
記

に
残

て
た
の
よ

き

気
付
い
て
た
ん
だ

他
人
の

線
に
人
間
は

感
な
の
よ

女
子
は
特
に
ね

そ
れ
に
小
学

で
も
中
学

で
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も
ず

と
同
じ
ク
ラ
ス
の
男
子
だ

た
か
ら

あ
た
し
こ
れ
で
も
人
の

と
名
前
を
覚
え
る
の

は
得
意
な
の

 
表
情
を
変
え
ず

と

う
彼
女
に
こ
ち
ら
は
バ
ツ
悪
く

線
を

ら
し
て
し
ま
う

気
付

か
れ
な
い
よ
う
に
と

意
を
払
い

離
を
取

て
い
た
の
だ
が
そ
れ
で
も
彼
女
に
は
オ
ミ
ト
オ

シ
だ

た
ら
し
い

ず
か
し
い
と

が

く
な
る

 

こ
ま

て
い
る
と

そ
れ
は
い
い
わ

と
彼
女
は

た

と
こ
ろ
で
⻑

ク
ン
は

を
し
に

に

え

 
あ

と

 
そ
の
日
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
予
約
開
始
日
だ

た

だ
か
ら
ゲ

マ

で
あ
る
自
分
が

に

い
た

の
も
予
約
す
る

な
の
だ
が
し
か
し
義
弟
が
絶

デ
ス
ゲ

ム
の

に
あ
る
彼
女
に
対
し
そ

れ
を

正
直
に

て
い
い
も
の
か
さ
し
も
の
女
性

れ
し
て
な
い
自
分
で
も
疑
問
は
浮
か

ん
だ

に

え
れ
ば
ア
ウ
ト
だ
ろ
う

と
い
う

え
も
出
た

 
だ
が

だ
か
ら
と

て
う
ま
く
は
ぐ
ら
か
す

い

が
思
い
つ
く

も
無
い

道

で
出

会

た
な
ら
ま
だ
し
も

ゲ

ム
の

り

い
に
だ
け

れ
る

の

フ
ト
を
取
り

て
い
る

で
出
会

た
の
だ
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え

と

新
作
ゲ

ム
は

か
な

て

確
認
に
来
た
り

ウ

を

く
な
ら

せ
め
て
語

を

い
切
り
に
し
な
さ
い
よ

ご

ご
も

と
も

 
疑
問
形
で
終
え
な
く
て
も
多
分
見

か
れ
た
だ
ろ
う
な

と
思
い
つ
つ

を
掻
く

え

と

実
は

Ａ
Ｌ
Ｏ

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

て
い
う

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

の
予
約
に
来
た
ん
だ

え

え
る
お

そ
の

の

ツ
だ
よ

知

て
て
見
て
た
ん
じ

な
い
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
物

て
い
う
事
し
か
把
握
し
て
な
か

た
わ

と
い
う
か
あ
た
し
も
た

た
い

ま
こ
こ
に
来
た
ば
か
り
だ
し

そ

そ
う
な
ん
だ

 
ま

小
学
生
時
代
か
ら
大
会
で

に

く
名
声
を

得
し
て
い
る
剣
道
少
女
で
あ
る
直
葉
が

ゲ

ム

に

る
な
ん
て

も
思
わ
な
い
だ
ろ
う

自
分
と
て
ゲ

ム

に
彼
女
が
来
る
と
思

て
い
な
か

た
か
ら
と
て
も

い
た
の
だ
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ

ね

あ
た
し
ゲ

ム
の
こ
と
ま

た
く
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど

の
中
だ
け
の
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話
だ

た
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
の
ゲ

ム
も

来
の
み
た
い
に
一
年
か
そ
こ
ら
で
出
来
る
も
の
な
の

い
や

ム
リ
だ
よ

だ

て
ゲ

ム
世
界
の
中
に
入
り

む
な
ん
て
全
ゲ

マ

の
願
望

だ
よ

 

十
年
と
掛
か

て

く
一
つ
出
来
上
が

た
の
に

完
全
に
専

特
許
だ

た

ア

ガ
ス

は

れ
て

ア
ミ

ス
フ

ア

の
開
発

で
あ
る

レ
ク
ト

が
技
術
者

を
引
き
継
い
だ
と

て
も

流

に
一
年
で
作
り
上

る
な
ん
て

不
可
能
だ
よ

 
ア

ガ
ス
と
レ
ク
ト
が
企
業
同
士
で
同

を
組
む
な
り

な
り
し
て
い
た
な
ら
技
術

協
力
と
い
う
形
が
あ
る
の
で
可
能
と

え
た
が
事
実
と
し
て
は
ア

ガ
ス
一
つ
で
Ｓ
Ａ
Ｏ

い
て
は

技
術
を
作
り
上

た

で

そ
れ
も
数
年
以
上
の
ス
パ
ン
を
掛
け
た

の

に

完
成
し
た
も
の

事
に
よ
れ
ば
十
年
近
い
だ
ろ
う
時
間
を
一
年
に

小
す
る
な
ん
て

場
以
上

の
天
才

そ
れ
こ
そ

を
発
明
し
た
大
天
災
に
し
か
不
可
能
な

業
だ

た

論
そ
ん

な
話
は

か
な
い
し
大
天
災
レ
ベ
ル
の
人
間
が
レ
ク
ト
に

る
と
も

か
な
い
の
で
お

か
し
な
話
だ
と
そ
の

の
界

で
は
話

に
な

て
い
る

 
一
人
だ
け

場

と
同
じ
大
学

同
じ

出
身

更
に
は

ア

ガ
ス

の
Ｓ
Ａ
Ｏ

開
発
部
の
幹
部

だ

た
男
が
レ
ク
ト
に

し
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
開
発
責

者
に

し
て
い
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る
が

そ
の
男
も

場
に

・

・ぐ
と

わ
れ
て
い
る
の
で

流

に
無
理
が
あ
る

 
そ
れ
を

と
話
し
て
い
く

直
葉
は

を
打
ち

こ
ち
ら
の
話
に

を

け
て
い
た

で
も
実

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
出
来
て
る
の
よ
ね

発

日
も
か
な
り
近
い
し

う
ん

ま

そ
う
な
ん
だ
け
ど
ね

ア

ガ
ス

か
ら

し
た
人
達
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
発

時
の
デ

タ
と
か
流

し
て
る
ん
じ

な
い
か
な

て
ネ

ト
で
は
話

に
な

て
る
よ

Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
の
流

 

つ
り
と

え

む
よ
う
に

に
指
を

て
た
彼
女
は

線
を

面
に

し
た

全
九
つ
の
種

の
中
か
ら
自
身
の
分
身
を
決
定
し

し
い
妖
精
の
大
地
を
空
を
自
由
に

び
回
ろ
う

 
ノ
リ
ノ
リ
な
声

の
声
が

こ
え
る

に
は

ち

う
ど
色
取
り
取
り
の
種

ア
バ
タ

が

展
開
さ
れ
そ
れ
ら
が

い
な
が
ら
妖
精
郷
の
空
を

ぶ
場
面
が

し
出
さ
れ
て
い
た

背

は

け
に

ら
さ
れ
る
大
樹
と

色
の
大
地

そ
の
空
を

び
九
つ
の
光
が
彼
方
へ

び
去
る

シ

ン
を
経
て

面
は
暗
転

や
開
発

予
約
者
限
定
の

華
特

内
約
の
解
説
に

進
ん
だ

ね

⻑

ク
ン
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が
一
か
ら
始
ま

た

呼
ば
れ
た

じ

と
こ
ち
ら
を
見
て
来
る

ゲ

ム

て

し
い
の

え

 
ま

そ
り

し
く
な
い
と

と
し
て
発
展
し
て
な
い
し

な
ん
で

し
い
の

え
 
な
ん
で
そ
ん
な
事
を

く
の
と
問
い
返
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
真
剣
な

で

と

て

も

い
つ
も
無
表
情
だ
が

問
わ
れ
る
と

え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
謎
の
使
命

感
に

ら
れ
て
し
ま
う

は
だ
け
ど

現
実
に
は
無
い
経
験
が
出
来
る
か
ら

だ
か
ら
じ

な
い
か
な

 
や
や
悩
ん
で

直
な
意
見
を

に
す
る

現
実
で
は

強
が
苦
手
で
も
ゲ

ム
だ
と

者
や
魔
法
使
い
み
た
い
に

く

が
良
い

業
に
つ
い
て
そ
れ

さ
を
感
じ
ら
れ
る
し

体
育
が
苦
手
な
人
も
ゲ

ム
ア
バ
タ

を
動
か

し
て
い
く
内
に
自
分
は
こ
れ
く
ら
い
動
け
る
ん
だ

て
思
え
る
し

な
に
よ
り
強
い
ん

だ

て
思
え
る
か
ら
だ
と
思
う

 
あ
く
ま
で
ゲ

ム
の
中
限
定
だ
け
ど
と
付
け
加
え
る

ち

と
だ
け

を

め
て
し
ま
う
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が

そ
れ
も
ゲ

マ

の
因
果
と
い
う
も
の
だ
と
表
情
を
取
り

う

み
ん
な
さ
夢
を
見
る
ん
だ
よ

サ

バ

内
の
ト

プ

い
ち最
ば
ん強

に
な
り
た
い

て
い
う
夢

有
名
に
な
り
た
い

強
さ
を
得
た
い

も
し
か
し
た
ら
人
と
の
触
れ
合
い
が
欲
し
い
と
か

引

み
思

な
人
は

め

ん
だ
ス
ト
レ
ス
を
ゲ

ム
で
発

し
た
り
も
す
る

リ
ア
ル
で

人
見
知
り
な
人
も
イ
ン
タ

ネ

ト

て
い
う

を
一

ん
だ
ら

に

れ
た
り
す
る

そ
う
す
る
事
で
現
実
で
も
そ
う
振
る
舞
え
て
る
感
覚
に

れ
る
ん
だ

ん

な
ん
か
そ
う

い
て
る
と

会
問

に
な
る
の
も
よ
く
分
か
る
ね

麻

み
た

い
あ

ま

個
人
差
あ
る
け
ど
ね

 
世
界
で
は

の
ネ

ト
ゲ

ム
に

り
食
事
も
せ
ず
ゲ

ム
を

け
る
子

を
心
配
し

親
が
ご

を

助
で
食
べ
さ
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ら
し
い

ま
る
で

や
り
み
た
い
だ
と
一
時

期
話

に
な

た
事
は
過
去
の
記
事
で

ん
だ
事
が
あ
る

数
年
前
に
は
世
界
保

機

に
よ
り

重

の
ゲ

ム
依
存
を
正
式
な

名
と
し
て
認
め
る
動
き
が
あ

た
程
だ

 
ゲ

ム
を
す
る
事
に
対
す
る
デ
メ
リ

ト
だ
け

く
と
確
か
に
麻

に
近
い

会
問

に

な
る
の
も
む
べ
な
る
か
な
と

え
る
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と
も
か
く
さ

が

た
の
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
全

だ
け
ど

コ
ン
シ

マ

の
ス
タ
ン
ド
ア

ロ

ン
ゲ

ム
で
も
や
り

ん
じ

う
の

て
そ
う
い
う
事
な
ん
だ
よ

自
分
の
感
性
に

て

ら
な
い

入
感
に

ち

う

万
⻑
者
に
な
り
た
い

み
た
い
な

叶
わ
な
い
事

も
ゲ

ム
内
だ
と

持
金
カ
ン
ス
ト
み
た
い
に

に
出
来
る
し
現
実
の

な
事
と
か
鬱

と
し
た
気
持
ち
と
か
も
忘
れ
ら
れ
る
ん
だ

な
事
を

忘
れ
ら
れ
る

 
彼
女
は
小
さ
く
そ
う

ら
し
た

ま
る
で

反

す
る
よ
う
に

て

え

む

え

と

桐

谷
さ
ん

Ａ
Ｌ
Ｏ

一
緒
に
や
ら
な
い

 
な
に
か

な
事
が
あ

た
の
か
な
と
疑
問
に
思

た
自
分
は
少
し
の

を
破
る
よ
う
に

そ
う

し
て
い
た

こ
の
時
は
下
心
な
く

に
気
を
晴
ら
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

た
か

ら
だ

た

 
い
き
な
り
の

に

し
く
表
情
を
変
え

目
を
向
け
て
来
る

い
き
な
り
な
に

え

と

な
事
を
忘
れ
た
い
の
か
な

て
思

て

そ
れ
な
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
打

て
付
け
だ

と
思
う
ん
だ
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ま
だ
未
発

な
の
に
よ
く
断

出
来
る
わ
ね

こ
れ

そ
ん
な
に
前

判
良
い
の

見
れ
ば
分
か
る
け
ど

行

が
出
来
る
か
ら
ね

ん

 
そ
れ
ま
で
の

フ
ト
に
あ

た

行
系
ゲ

ム
は
対
戦
な
ん
て
以
て
の
外
だ

た
し
戦
闘

機
な
ど
の
機
体
を

る

で
も
な
く

た
だ
フ
リ

フ

ル
を
す
る
だ
け
と
い
う
代
物
だ

た

行
と
い
う
よ
り
は

下
系
で
あ
る

き
な
人
は

き
だ
ろ
う
が
自
由
に

べ
る
ゲ

ム
は
未
だ

と
つ
と
し
て
存
在
し
て
い
な
い

 
し
か
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
ベ

タ
テ
ス
タ

達
の
話
に
よ
れ
ば
本

に

べ
る
の
だ
と
い
う

れ

は
必
要
だ
が
補
助
コ
ン
ト
ロ

ラ

無
し
で
自
在
に

び
回
れ
る
と
知

て
前

判
は

登
り

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
事
が
あ
る
の
に
不

だ
と
い
う
反
対

の
意
見
も

の
そ
の

フ
ル

ダ
イ
ブ
ハ

ド
に
安
全
対
策
が

さ
れ
た
事
も
あ

て
発

が
認
可
さ
れ
い
ま
や

み

と
な
り

予
約
は
殺

し
て
い
る

だ

 
予
約
の
札
は

あ
と
一

残

て
い
た

な
ん
な
ら

が
レ
ク
チ

し
て
あ

る
よ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
初
め
て
に
な
る
け

ど

Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
共

す
る

知
識
は

方
持

て
る
か
ら
ね
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じ

あ
お
願
い
し
よ
う
か
し
ら

 
最
後
の
一

を

き
取

た
彼
女
は

そ
の
ま
ま
カ
ウ
ン
タ

へ
と
向
か
お
う
と
す
る

ち

ち

と

て

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
や
る
ん
だ

た
ら

ア
ミ

ス
フ

ア

も

わ
な

い
と
ダ
メ
だ
よ

い
や
ま
ず
親
と
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
か
ら
先
に
予
約
だ
け

予
約
は
キ

ン
セ
ル
出
来

る
か
ら

 
そ
れ
に
い
ま
そ
ん
な
大
金
持

て
な
い
し
と
予
約
の
紙
を

ら

ら
さ
せ
な
が
ら
彼
女
は

そ
の
ま
ま
カ
ウ
ン
タ

に
行

て
し
ま

た

 

こ
れ
が

桐

谷
直
葉
と
明
確
に

を

い
た
一
幕

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

ビ
ス
開
始
ま
で
の
約
二

月
間
人
目
を

け
な
が
ら
ネ

ト
ゲ

ム
の
常
識
や

戦
闘
に

す
る
事
モ
ン
ス
タ

の
特
性
な
ど
を
話
し
て
過
ご
し
い
よ
い
よ
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ダ
イ
ブ

し
た

 
彼
女
は

最
初
こ
そ
ニ

ビ

ら
し
く
ネ

ト
ゲ

ム
の
シ
ス
テ
ム
に

惑
し
て
い
た
が

一

理
解
し
た
も
の
は
自
分
の
力
に
し
た

た
数
日
で

を

べ
る
者
を

無
に
す
る
程
の
技

を
見
せ
て
い
た

流

は
全
国
剣
道
大
会

勝
者
と
感
心
し
た
も
の
で
あ
る

し
か
し
そ
れ
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が
災
い
し
て
シ
ル
フ
の

主
に

出
さ
れ
一
期
で
転
が
り

ち
る
よ
う
に
サ
ク

に
引
き

し

て
い
こ
う

兵
の
よ
う
に

ロ
で
過
ご
し
て
い
た

 
自
分
が
一
緒
に
パ

テ

を
組
ん
だ
の
は
最
初
の
一

月
足
ら
ず

彼
女
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
ま
で
の
数

月

そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
の
ボ
ス
戦
の
様
子
が
見
れ
る
よ
う
に
な

た

後

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

て
来
て
か
ら
も

ず

と
遠
く
か
ら

め

を

く
の
が

の

 
し
か
し
完
全
中
立

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
実

を
契
機
に
彼
女
と
の
合
流

を
果
た
し
た

 

ア
ル
ン
へ
行
け
ず
に
二
の
足
を

ん
で
い
た
中
種

と

か
ら
転

で
行
き

来
で
き
る
よ
う
に
な

た
た
め
だ

 

く
彼
女
の
力
に
な
れ
る

そ
う

え

失

し
な
が
ら
も
認
め
て
も
ら
い

レ
イ
ド
に
加

わ

た
自
分
は

最
後
の
エ
リ
ア

原

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム

に
発
生
す
る
ク
エ
ス
ト

ロ
キ
と
の
対
峙

に
て

ロ
キ
を
脱
獄
さ
せ
る
一
人
と
し
て

む
べ
く
活
き

ん
だ

 
同
じ
パ

テ

に

想
い

う
リ剣
フ姫

が

る
事
に

を
弾
ま
せ
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
幕
間

ん
で
お
か
な
い
と
本
編
後
出
し
で
は

ら
く
な
る
か
ら
ね

い
と

て

は 
そ
う
い
う

で
今
話
は
レ
コ
ン
こ
と
⻑

一
と
直
葉
の
フ

ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
お
よ
び

直
葉
が
小
学

時
代
ど
う
思
わ
れ
て
い
た
の
か
プ
ラ
ス
和
人
が
友
達
少
な
か

た
理
由
に
つ
い

て 
女
尊
男

風

の
女
子
が
無
理

理

わ
せ
よ
う
と
す
る
の
は

の
定
番

そ
れ
に
抗
う
の

も
定
番

 
で
も
よ

ど
の
後
ろ
盾
が
な
い
と
大
体
女
性

権

体

女
権
に
や
ら
れ
て
家

を
人

に
取
ら
れ

き
放

に
さ
れ
る
展
開
が

本
で
す

主
人

勢
は
な
ぞ
の
ち
か
ら
で
護

ら
れ
て
い
ま
す
が
小
学

三
年
時
代
の
直
葉
は
和
人
束
と

わ

て
な
い
の
で

で
す
ね

 
彼
女
を
守

た
存
在
は

 
と
こ
ろ
で
小
学

三
年
生
の
時
に

が
存
命
中
な
ん
で
す
よ
ね

突
 
直
葉
に
も
あ

の
人
た
ぶ
ん
真

な
事
や

て
な
か

た
な

と
思
わ
れ
て
た

で
す
よ

骨
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女権
権力

に
直武
葉力

が
勝
て
る
わ
け
な
い
じ

な
い
で
す
か

ダ

白

 
ち
な
み
に
和
人
が
友
達
少
な
か

た
の
は
だ
い
た
い
直
葉
が

い
た
伝
説
と
無
表
情
さ
で
付
い

て
回

た
イ
メ

ジ
が
悪
い
で
す

そ
れ
で
も

離
を

め
た
い
と
思
え
る
⻑

ク
ン
は

な

少
年
だ
な

  
・

レ

コ

ン

⻑

一

 
原
作
キ

ラ
の
一
人

ス
グ
ハ
ち

ん
大

き
勢

 
小
学

か
ら
同
じ
ク
ラ
ス
だ

た
と
い
う
点
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る

で
も
原
作
で
は

・中

・学
・か
・ら
・の

同

生

て
明

さ
れ
て
な
い
の
で
イ
コ

ル
小
学

か
ら
同

生
と
い
う

可
能
性
だ

て
あ
る

で
す

 
最
初
は

た
い
表
情
だ
け
だ

た
直
葉
を
恐
れ
て
い
た
が

和義
人弟

に
向
け
る

愛
の

み
を
見

て
一
目

れ
し
た

 
チ

ロ
イ
と
思
う
だ
ろ
う
が
女
尊
男

風

に

え
る
中
で
ず

と

た
い

を
取

て

い
た
少
女
報
復
で

を
す
る
か
分
か
ら
な
い
上
に
剣
道
有

者
全
国
レ
ベ
ル
を
恐
れ
る
の
は

然
で
あ
り
む
し
ろ
そ
の
表
情
だ
け
で
よ
く

れ
て

点
を
持
と
う
と
思
え
る
な
と

え
る
レ
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ベ
ル

直
葉
か
ら

白
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
和
人
は

と
真
面
目
に
応

し
て
色

と
世
話
を

い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る

が
も
し
レ
コ
ン
と
直
葉
が
く

つ
い
て
直
葉
の
愛
情
が

が
れ
な
く
な

た
ら
和
人
の
ブ
レ

キ
が
外
れ
ち

う
の
で
カ

ス
ト
最
上

姉
を
守
る
人
が

レ
コ
ン
に
な
る

自
分
が
護
ら
な
く
て
も
良
い

無

を
し
始
め
る
死
亡
ル

ト
確
定
に
し
か

な
ら
な
い
と
い
う

も

せ
に
な
ら
な
い
未
来
に
進
む
し
そ
も
そ
も
本
作
の
こ
の
世
界
線
で
は

和
人
が

白
さ
れ
て
い
る
上
に
和
人
に
対
し

意
マ
シ
マ
シ
な
の
で
レ
コ
ン
が
報
わ
れ
る

間
は

ま
ず

れ
な
い
と
い
う
世
界
と
運
命
に
カ

プ
リ
ン
グ
を

さ
れ
て
い
る
哀
れ
さ
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
少
年
で
あ
る

 
キ
リ
ト

キ
リ
カ
に

意
を
持

て
い
る
の
は

出
来
損
な
い

一

と
世
間
的
に

め
ら
れ
て
る
和
人

に
寄
り

て
い
た
ら

れ
て
い
る

直
葉女

の

来
が
お
先
真

暗
だ
か
ら

恋
人
に
な
れ
な
い

と
い
う
よ
り
は

直
葉
の
事
を
想

て
い
る

事
に

重
が

め
ら
れ
て
い
る

 
そ
の

意
を
リ

フ

の
前
で
は
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
が

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
風
妖
精
シ
ル
フ
を

刀
を
主
武

と
し

中

ま
で
の
風
魔
法
の
他
に

最
高

の
闇
魔
法
や

魔
法
を
覚
え
て
い
る
な
ど
原
作
キ
リ
ト
を
し
て
謎
ビ
ル
ド
と

わ
し
め
た
能
力
構
成
は

在
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ち
な
み
に
女
性
経
験
絶
無
な
の
で
会
話
の
流
れ
は

突
で
コ
ミ

み
の
お
か
し
さ

Ａ
Ｌ
Ｏ

一
緒
に
や
ら
な
い

と
い
き
な
り
誘

た
り
し
な
い
と
思
う
の

間
違

て
た
ら

作
者
が
コ
ミ

と
い
う
事
実
発
覚

 
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
う
原
作
新

  
・

リ

フ

桐

谷
直
葉

 
無
表
情

人
間
不
信
は
小
学

学
年
の

か
ら
な
の
で

金
入
り

 
義
弟
や
家

自
分
の
醜
さ
を
悟
ら
れ
な
い
演
技
が

わ
ら
な
い
と
ホ
ン
ト
に
表
情

が
仕

事
し
な
か

た

の
剣
に
魅
入
ら
れ
目
指
し

け
る
少
女
に
負
け
た
か
ら
と
リ
ン
チ
に
掛
け

よ
う
と
し
た
他
流
道
場

下
生
達
が
大
体
悪
い

 
で
も

と
し
物
を

て

し
た
り

番
忘
れ
を
教
え
て
あ

た
り
な
ど

本
的
な
会
話

は
す
る
し
気

い
も
す
る
の
で
根

こ
は

し
い

人
が

い
と
い
う
よ
り
最
初
の
一
歩
目

が
怖
く
て

み
出
せ
な
い
タ
イ
プ

怖
い
か
ら

を

し
て
人
を
遠
ざ
け
て
い
た

義
弟
に

対
す
る
事

で
人
間

い
も

ん
で
い
る
が

本
的
に
は
人
間
不
信

す
な
わ
ち
恐
怖

が
根

に
あ
る



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
和
人
へ

み
か
け
る

を
キ

カ
ケ
に
そ
う
と
知
ら
な
い
⻑

ク
ン
か
ら
一
目

れ
さ

れ
以

ず

と

線
を
向
け
ら
れ
引

掛
か

て
い
た

ち
な
み
に

意
は
自
覚
し
て
い
る

が
目
で
追
わ
れ
て
い
た
理
由
は
理
解
し
て
い
な
い

な
事
を

忘
れ
ら
れ
る

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

て
い
た
義
弟
を
思
い
出
し
て

現
実
が
そ
れ
だ
け

だ

た
の
か
な

そ
ん
な
あ
の
子
を
あ
れ

ど
夢
中
に
さ
せ
る
ゲ

ム

て
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
な

と

え

て
い
た

 
会
話
中

⻑

ク
ン
に

を
向
け
て
い
な
い
間
は
ず

と
和
人
と

技
術
の
事
を

え
て
い

る 
和
人
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
や

技
術
の
展
望
に
つ
い
て

し
く
語

て
い
た
せ
い
で

に
憎
む
事
が

出
来
ず

な
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ゲ

ム
や

を
経
験
し
よ
う
と

み
切
り

行

と
仮

想
世
界
の

し
さ
に
魅
入
ら
れ
た

過
程
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
十
四
章
に
て

写
済
み

 
時
を
経
よ
う
と
人
間
不
信
は
変
わ

て
い
な
い

し
か
し

表
情
が
明
る
い

向

  
・
桐

谷
和
人



 幕間之物語：
レ コ ン
密偵編 〜桐ヶ谷直葉トイウ少女〜

 
小
学

三
年
生

 
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
る
前
の

無

な

直
葉
に
手
を
引
い
て
も
ら

て
初
登

し
た

 
友
達
が
あ
ん
ま
り
出
来
な
い
事
を

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
和
人
も
和
人
で
か
な
り
の

人
間
不
信
な
の
で

ぶ

ち

け
姉直

葉
が
構

て
く
れ
る
だ
け
で

足
し
て
い
る

 

け
ら
れ
て
い
た
原
因
が
直
葉
に
あ
る
事
に
気
付
け
て
い
な
い

そ
の
た
め
桐

谷
家
が

け

ら
れ
て
い
る
の
も
全
て

一

と
バ
レ
た
自
分
が
原
因
と
思
い

ん
で
い
る

実

は
大

目
に
見
て
も

分
程

義
姉
の
伝
説
や
過
去
の

業

本
的
に
無
表
情
な
点
を

把
握
出

来
て
い
な
い
の
で

直
葉
に
対
す
る
フ

リ
ン
グ
が
多
大
に
掛
か

て
い
る

 
デ
ス
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
に
導
い
て
以

に
な
る
前
と

べ
て

子大
人

ら
し
さく
をな
喪
失て
しい
たる

  
・
桐

谷
ん源
ぞ
う

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

原

で
は
和
人
に
剣
道
を
強
要
し
そ
の
代
わ
り
と
名

り
を
上

た
直
葉
を

き
上

た
中

の

人

ア
メ
リ
カ
の
証

会

に

し
た

・

が
剣
道
を
し
な
か

た
反
動
で

し
か

た
ら
し
い
の
で

血
縁
は

方
の

ら
し
い
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原

で
の

年
は
不
明

本
作
で
は
和
人
が

わ
れ
る
２
０
２
１
年
の
一
年
前
２
０
２
０
年

に
⻤

に
入

て
い
る
設
定

 

い

の
直
葉
が
魅
入
ら
れ
た
程
の

剣

を
真
剣
で
放
つ

を
持
つ

 
桐

谷
道
場
の
師

と
し
て

を
開
い
て
い
た
が

の
登
場
に
よ
り
同

の

板
を
下

ろ
し

一
と
な

た

下
生
の
直
葉
を
他
の
道
場
に
出

古
に

れ
て
行

て
い
た

が
立

つ
事
を

み
集

リ
ン
チ
に
掛
け
る
動
き
に

付
き
出

古
を
や
め
た
が
そ
の
時
点
で
直
葉
の

人
間
不
信
は
出
来
上
が

て
い
た

こ
の
事
で

は
責
め
ら
れ
な
い

 
直
葉

く

多
分
裏
で
は
真

で
な
い
仕
事
を
し
て
た

と

わ
れ
て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
七
章
 

脱
獄
幇
助

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
も
レ
コ
ン

点

ぶ

ち

け

で
も

 
文

数
は
約
一
万
二
千

線
回
で
あ
る

め

 
で
は
ど
う
ぞ

  

レ
イ
ン
は
キ
リ
ト
と
手
を
結
び
ま
し
た
が
そ
れ
を
作
戦
会
議
時
に

て
い
た
よ
う

に
知
ら
れ
な
い
よ
う

し
て
い
ま
す

な
の
で
キ
リ
ト
と
結

し
て
い
て
も
パ

テ

を

組
ん
で
ク
エ
ス
ト
進
行

を
進
め
て
い
な
い
状
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妖
精
郷
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
空
に
出
現
し
た
五
つ
か
ら
な
る
浮

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ

ヘ
イ
ム

一
つ
は
攻
略

点

空

で
あ
り

残
り
四
つ
が
攻
略
エ
リ
ア
と
し
て
実

さ
れ

た
浮
遊
大

の
攻
略
は

最
後
の
一
つ
へ
と

み
出
さ
れ
た

 
最第
終五

エ
リ
ア

原

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム

 
フ

ル
ド
の
大
ま
か
な
形
状
は

ヴ

ク
リ
ン
デ

原
エ
リ
ア
と
大
差
な
い

 
空

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
は
最
後
の
エ
リ
ア
を
裏
世
界
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
が

な
る

ど
と

得
せ
ざ
る
を
得
な
い

力

気
の
三

を
求
め
争
う

Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
光
と
闇
の

世
界
の
よ
う
に

こ
の

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

も
ま
た

光
と
闇
の
世
界
で
分
け

ら
れ
て
い
た
よ
う
だ

 
闇
の
世
界
だ
か
ら
か

原
砂

氷

と

い
た
大
自
然
の
法

に

い
最
後
の
大

は
大
自
然
の

し
さ
を
こ
れ
で
も
か
と
主

し
て
い
る

空
は

の

天

様

と
き
お
り

く
も雲
ま間

か
ら

し

こ
う光

が
チ
カ
チ
カ
と
光
る
の
は

光
だ
ろ
う
か

を
見
回
せ
ば

暗
さ
で
不
気

味
さ
を
増
し
た

が
そ
こ
か
し
こ
で
見
て
取
れ
る

そ
の
不
気
味
さ
を
増
す
よ
う
に
フ

ル
ド
を

す
る
Ｍ
ｏ
ｂ
は

の
オ

ク
や
ス
ラ
イ
ム
ハ

女ピ

の
光
を
眼

に

す

ス
ケ
ル
ト
ン

の
騎
士

ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン

鉄
の

女
の
よ
う
な

部
と

体
に
大

の

手
と
い
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う
拷
問
器

め
い
た
モ
ン
ス
タ

な
ど

禍

し
い
様

を

し
て
い
る

 
一

目
が
い
く
の
は
フ

ル
ド
中

浮

原
ヴ

ク
リ
ン
デ
で
あ
れ
ば
⻯

発
生

の

に
存
在
す
る

大
な

と
そ
こ
か
ら
北

北

の
四
方
に

ら
ば
る
小
さ
な

の
存
在

 
中

の

に
は
下
か
ら
上
に
流
れ
る
光
の
ラ
ン
プ
が
色
違
い
で
四
つ
存
在
し
色
一
つ
に
つ

き
四
方
の

に
同
色
の
ラ
ン
プ
が

て
い
た

フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
で
は
中

に
存
在
し
た
高

制
限
解

の
動
力
を
入
れ
る
た
め
三

に

在
し
た
ダ
ン
ジ

ン
最

の
レ
バ

を
倒

し
た

そ
の
法

と
他
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
的
テ
ン
プ
レ
と
も

ら
し
て

え
れ
ば
四
方
の

に
潜
り

ラ
ン
プ
を
消
す
事
で
中

の
ラ
ン
プ
も

動
し
て
消
え

か
し
ら
ギ
ミ

ク
が
発
生
す
る
の

だ
ろ
う

 
分
か
り
や
す
い
ダ
ン
ジ

ン
の
存
在

お
そ
ら
く
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
の
エ
リ
ア
ボ
ス

い
て

は
ス
ヴ

ル
ト
の
ラ
ス
ト
ボ
ス
が

ち

け
る
ラ
ス
ト
ダ
ン
ジ

ン
だ
ろ
う

 

し
か
し

達
は
そ
れ
ら
か
ら

線
を
外
し
フ

ル
ド

に
存
在
す
る
ダ
ン
ジ

ン
へ
と
足
を
向
け
た

 
そ
の
ダ
ン
ジ

ン
内
に
は
期
間
限
定
で
出
現
す
る
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
が
い
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る

そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

け
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
こ
そ
今
回
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
に
足
を

み
入
れ

た
目
的

オ

デ

ン

に
付
く
か

ロ
キ

に
付
く
か
の
勢
力
決
定
ク
エ
ス
ト
だ

 
レ
イ
ド
の
メ
ン
バ

で
話
し
合
い
が
持
た
れ

本
的
に
は
ロ
キ

キ
リ
ト

属
勢
力

に
ク
エ
ス
ト
を
進
行
さ
せ
る
方

に
決
定
し
て
い
る

か
の
少
年
か
ら

さ
れ
た
情
報
で
ロ

キ

に
進
む
に
は
ロ
キ
の
脱
獄
幇
助
と
ス
ニ

キ
ン
グ
に
よ
る
脱
出
が
絶
対

件
だ
と
分
か

て
お
り

ま
れ
ば
問

無

で
オ

デ

ン

に
付
く

ナ
ル
テ

が
あ
る
以
上
こ
と

技
術
に
特
化
し
た
メ
ン
バ

は
必

よ

て
ク
エ
ス
ト
進
行
の
メ
ン
バ

は
原

と
し
て

ス
キ
ル
や

魔
法

の

練

を
上

て
い
る
者
が

ば
れ
た

 
ク
エ
ス
ト
パ

テ

に

ば
れ
た
の
は

自

分

レ
コ
ン

リ

フ

シ
ノ
ン

レ
イ
ン

シ
ウ

ネ

ア
ル
ゴ

ユ
イ
の
七
人
だ

た

 
自
分

レ
イ
ン

ア
ル
ゴ

ユ
イ
の
四
人
は

に

ス
キ
ル

な
い
し
魔
法
の

練

が
高
か

た
た
め
に

ば
れ
て
い
る

レ
イ
ン
の
場
合
は
自
分
と
同
じ
よ
う
に

備
ボ

ナ
ス

値
が
非
常
に
高
く
ア
ル
ゴ
は
情
報

と
し
て
後
を
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
と

一
の

練

を

誇

て
い
る

ユ
イ
に

し
て
は
本

は

ス
キ
ル
の
高
い
キ
リ
カ
を
加
え
た
か

た

ら
し
い
が
フ
レ
ン
ド
登
録
の

探

も
切

た
状

で

日
か
ら
行
方
知
れ
ず
の
ま
ま
な
の
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で
代
わ
り
に
参
加
し
た
経

が
あ
る

彼
女
も
黒
一
色
と

と
い
う

境
の

ボ

ナ
ス

果
は
同

じ
な
の
で

ば
れ
た

 
で
は

リ

フ

シ
ノ
ン

シ
ウ
ネ

の
三
人
は

故

る
の
か

 
彼
女
ら
は
万
が
一

ア
ス
ガ
ル
ド
兵

に
発
見
さ
れ

戦
闘
が

き
た
時
の
足
止
め
だ

ま

て
し
ま
え
ば
オ

デ

ン

に
な
り
ロ
キ

に
付
く
事
は
出
来
な
く
な
る
が
三
人
は
そ

れ
を
承
知
の
上
で

に
な
る
事
を

得
し
て
い
る

 
と
は

え

彼
女
ら
を
前
に
さ
す
が
の
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
も
苦
戦
は
必
至
だ
ろ
う
と

は

ん
で
い
る

剣
姫
と
呼
ば
れ
る
事
も
あ
る
リ

フ

は
自
分
が
知
る
限
り
最
強
に

す
る
剣

だ

近

戦
闘
で
は
他
の
追

を
許
さ
な
い
し
魔
法
も
あ
る
程

え
る
レ
ベ
ル
で
あ
り
中
衛
と
し

て
も
動
け
る
オ

ル
ラ
ウ
ン
ダ

で
あ
る

 
シ
ノ
ン
は
弓
使
い
で
は
あ
る
が

と
い
う
武
器

兵

の
運

に
よ
り

に
近

武
器
へ
の
換

を
可
能
と
し
て
い
る

近

戦
闘
は
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
と
い

た
上

プ
レ

イ

と

べ
て
不
得
手
ら
し
い
が

そ
れ
を
補
う
よ
う
に
百
発
百
中
の

手
の
能
力
が
あ
る

自
分
が
合
流
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
戦
闘
に

い
て
彼
女
が

以
外
に

を

て
た

間
は
見
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た
事
が
無
い

ど
だ

 
シ
ウ
ネ

は
魔

術

Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
中
心
に
戦
闘
を
行
う
タ
イ
プ

魔
導
士

と
呼
ば
れ
る

ど

シ

ヴ

ル
ト
シ
ル
ト
闘
技
場
で
名
を

た
よ
う
に
彼
女
は
黒
の
剣
士
と

抗
し
た
戦
い

を

り
広

る
実
力
を
持

て
い
る

行
出
来
な
い
の
で
仕
切
り
直
し
が

で
は
あ
る
が

シ
ン
グ
ル
ア
ク
シ

ン
で
発
動
す
る
魔
術
で
強
制
的
に
仕
切
り
直
す
事
が
出
来
る
彼
女
を

し
切
る
の
は
至

の
業
だ
ろ
う

 
三
人
に
共

す
る
の
は

れ
も

離
を
取

て
戦
う
手

を
有
し
て
い
る
事

特
に

消

無
し
で
攻
撃
出
来
る
シ
ノ
ン
の

は
強
力
な
手
札
だ

 
そ
の
メ
ン
バ

で
ク
エ
ス
ト
に

む
べ
く

へ
と
入
り
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら
ク
エ
ス
ト
を

け

る
ロ
キ
の
様
子
を
見
に
行
く
の
は
構
わ
な
い
が

ツ
は

葉

み
に
お
前
達
を

い
て
く
る
だ

ろ
う

め努
め

心
を
惑
わ
さ
れ
ぬ
事
だ

万
が
一
に
も

ツ
の

に
付
け
ば

そ
の

間
お
前

達
は
我

の

と
な
る

気
を
付
け
る
事
だ
な

 
そ
う

て

兵
士
は
神
代
の
ア

テ

フ

ク
ト
と
称
し
た
転
送

を
動
か
し
た

 
そ
の

に

り

ク
エ
ス
ト
専

マ

プ
へ
と

動
す
る

転

し
た
先
は
同
じ

内
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転
送

の

も
同
じ
だ
が
兵
士
は
お
ら
ず

の
出
入
り

は
謎
の
黒
い

で

れ
な

い
よ
う
に
さ
れ
て
い
た

マ

プ
だ
け
コ
ピ

さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
に
入

た
の
だ
ろ

う 
ロ
キ
が

る
と
い
う
最

へ
の
道
中

と
な
く
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
種
の
モ
ン
ス
タ

と

戦
闘
に
な

た
が
前
衛
の
キ
リ
カ
リ

フ

ユ
イ
が

を
寄
せ
付
け
ず
シ
ノ
ン
と
シ
ウ

ネ

の

護
攻
撃
で

一
方
的
に

さ
れ
て
い
く

ア
ル
ゴ
は

一
の
ハ
イ
デ

ン
グ
ス

キ
ル
を

使
し
て
偵

に
向
か

て
い
た
の
で
戦
闘
に
は
あ
ま
り
参
加
し
な
か

た

あ
ま
り

に
立
て
て
な
い
な

と
思
い
つ
つ

ち

く
ち

く
バ

ク
ア
タ

ク

背
後
攻
撃
や
魔
法
攻
撃
を
入
れ
て
い
く

 

を
進
み

け
て
十
数
分

 
本
来
の
マ

プ
で
は
ボ
ス
戦
に
な
る
だ
ろ
う
広
間
に

り

い
た

達
は
ボ
ス

報

と

し
て
宝

が
出
現
す
る
小
部

に

わ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ

ロ
キ

を
発
見
し
た

あ
れ

 
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
妖
精
の
お
客
さ
ん
だ
な
ん
て

し
い
な

こ
ん
に
ち
は

 

と
四

に

の

を

め
ら
れ
た
道
化
師
風
の

い
の
男
が
こ
ち
ら
を
見
つ
け
て
話
し
掛

け
て
来
る

こ
こ
に
は

を
し
に

 
オ
レ
の

を
見
に
来
た
ん
だ

た
ら

君
達

な
物

き
だ
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ね

い
や

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
だ
け

の
お

さ
ん
た
ち
が
来
て
く
れ
て
オ
レ

く

し
い
な

そ
こ
の
シ
ル
フ
の
少
年
が

ま
し
い
よ

な
ん
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
こ
ん
な
に

れ

れ
し
い
の
よ

 
プ
レ
イ

が
話
す
ま
で
も
な
く

り
出
し
た
ロ
キ
に

⻘
猫
の

手
が

を

め
て
そ
う

た

見
る
か
ら
に

チ

ラ
い
タ
イ
プ
は

い

と

わ
ん
ば
か
り
の
表
情
と

気

 
そ
こ
で

黒

く
め
の

ユ女
イ性

が
お
そ
ら
く
で
す
が

と

葉
を

ん
だ

こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
は
自
動
応

語
化
モ
ジ

ル
シ
ス
テ
ム
が

ま
れ
て
い
る
ん
だ
と
思

い
ま
す

ク
エ
ス
ト
の

も
オ

デ

ン

ア

ス
神

か
ロ
キ

か
決
め
る
も
の
で
す

し
臨
機
応
変
な
会
話
が
出
来
な
け
れ
ば
ロ
キ

に
流
れ
る
プ
レ
イ

は
少
な
く
な
る
と
予

想
し
て

ま
れ
て
い
る
の
か
と

え

と

つ
ま
り

ユ
イ
ち

ん
と
同
じ

て
事

分
か
り
や
す
い

で

え
ば

で
も

年
数
的
に
も
私
の
方
が
絶
対
的
に
上
で
す
か
ら
ね

リ

姉

 
む
ん
と
コ

ト
を

し
上

る

ど
主

の

し
い

を

て
誇
ら
し

に

う
黒
の
女

性
に
リ

フ

は
分
か

て
る
よ
と

み

を

で
た

女
性
の

が

ぶ
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自
分
は
と

え
ば

ん
だ
リ

フ

の

に
見

れ
て
い
た

う
ん
う
ん
神
で
あ
る
オ
レ
に
も

を
話
し
て
る
か
は
サ

パ
リ
分
か
ら
な
い
け
ど

し
い

姉
妹
愛
だ
ね

オ
レ

て
ば
ら
し
く
も
な
く

ち

ち

ぎ
れ
ち

い
そ
う

 
チ

カ

ン
ド

 

り

ん
で
き
た
ロ
キ
に

と
黒
の
姉
妹
が
目
を
向
け
る

絶
対
零

の

線
を

け
て
も

ロ
キ
は

ク

ル
な

も

だ
ね

と
ま

た
く

え
た
様
子
が
無
い

 
ど
こ
か
人
間
離
れ
し
て
い
る
な

と
思

た
が

が
り
な
り
に
も
神
と
い
う
種

設
定

な

だ
し
そ
う
い
う

を
与
え
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

そ
う

い
う
性
格
だ
か
ら

と
い
う
バ

ク
ボ

ン

無
し
の
理
由
か
も
し
れ
な
い
が

プ
レ
イ

に
知
る
術
は
無
い
の
で
思

か
ら
追
い
出
し
た

ナ

こ
い
つ
ホ
ン
ト
に
助
け
る
の
カ

 
オ
ネ

サ
ン
ち

と
イ

に
な

て
き

た
ん
だ
ケ
ド

女
の

以
前
に
生
理
的
に
無
理

て

カ

う

う

ん

で
も
キ
リ
ト
君

に
付
く
に
は

助
け
な
き

だ
し

そ

な
ん
だ
よ
ナ
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い
や
そ

な

を
し
て
三
本

イ
ン
ト
の
情
報

と

の
鍛
冶

が
話
す

あ
は
は
ま

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

で
実

の
と
こ
ろ
君
達
こ
こ
に

を
し
に
来
た

の

 

も

事
が
無
い
ん
だ

た
ら

オ
レ
の
お
願
い
を

い
て
欲
し
い
な

て
思
う
ん

だ
け
ど
さち

な
み
に

そ
の
お
願
い

て

オ
レ
を

る

を
断
ち
切

て

こ
こ
か
ら
出
し
て
欲
し
い
ん
だ
よ

 
道
化
風
の

い
に
ナ
イ
ト
キ

プ
の
よ
う
な

子
を
目
深
に

た
ロ
キ
は
よ
く
見
え

る

を

み
に
歪
め
て

た

き
ら

と
白
い
⻭
が

い
た
よ
う
に
見
え
る
の
は
錯
覚
か

み
ん
な
オ
レ
を
悪
者

い
し
て
る
け
ど
そ
れ

て
ア

ス
神

の
一
方
的
な
見
解
な
ん
だ

よ
ねで

も
悪
者

て

わ
れ
る
事
は
し
た
ん
で
し

う

た
は

 

い
ト
コ
を
突
く
ね

ボ
イ
ン
の
シ
ル
フ
ち

ん

な
ん

 
男
性
で
あ
れ
ば

も
が
目
を

け
て
し
ま
う

部
を
強

し
た
呼
び
方
に
か

と
リ

フ

は

く

面
し
た

そ
し
て
ぎ
ろ
り
と
こ
ち
ら
を

ん
で
く
る

無

そ
う
に
思

て
い
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た
か
ら
意
外
に
思

た
が

異
性
が

る
前
だ
か
ら

面
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
ぶ
ん
ぶ
ん
と

故
か

を
横
に
振
る

そ
う
し
て
お
か
な
い
と
な
ん
か
マ
ズ
い
気
が
し
た

ん

 
そ
れ
が

を

し
た
か
リ

フ

は

線
を
ロ
キ
へ

し
て
く
れ
た

思
わ
ず

を

で
下

ろ
すあ

は
は

な
か
な
か
い
い
反
応
し
て
く
れ
る
ね

 
そ
の
反
応
に
味
を

め
た
か
け
ら
け
ら
と

う
ロ
キ
は
と
も
あ
れ
だ
と
話
の
流
れ
を

す

そ
れ
は
君
達
の
見
解
で
あ
り
ア

ス
神

の
意
見
だ
ろ
う

 
ア

ス
神

の

い
分
を

み
に
し
て
な
ん
で
も
分
か

た
風
に
思

ち

て
る
み
た
い
だ
け
ど
そ
れ
は
マ
チ
ガ
イ

も

と
広
い

を
持
た
な
く
ち

な
ら

ア
ン
タ
は
い

た
い

が
目
的
で
動
い
て

ま

た
ん
ダ

真
実
を
知
り
た
い

 
そ
れ
な
ら
こ
の

を
外
し
て
く
れ
よ

オ
レ
を
脱
獄
さ
せ
て
く
れ
れ

ば

喜
ん
で
真
実
を
教
え
ち

う

 
キ
ラ
リ
と
⻭
を

か
せ
な
が
ら

う
ロ
キ
に
う

ざ
と
思

て
し
ま

た
の
は
仕
方
な
い

だ
ろ
う

無

で
は
あ

た
が
他
の
メ
ン
バ

も
似
た
よ
う
な
感
想
を
持

た
ら
し
く
イ

そ
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な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る

 

し
か
し

リ

フ

だ
け
反
応
が
違

た

 
無

で
近
付
い
た
彼
女
は

刀
一
閃

ロ
キ
の

と
四

を
繋
い
で
い
た

の

を
一
太
刀

で
斬
り
壊
す

あ
ま
り
に
速
過
ぎ
て
道
化
の

子
の
先
に

た

も
チ

と
小
さ
く

こ
え

たお
お

な
ん
か
オ
レ
の
ト
レ

ド
マ

ク
で
あ
る

子
に

た
気
も
す
る
け
ど
ま

よ
し
と
し
よ
う
か

 
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 

が
切
れ

値
全
損
し
た
の
か

も

子
に
消
え
た
事
で
自
由
の
身
に
な

た
ロ
キ
は

立
ち
上
が
り

礼
を

に
し
た

 
し
か
し
無

で

線
を
切
り

を
返
す

あ
ら
ら

わ
れ
ち

た
か
な

 
ま

で
も
ク

ル
ビ

テ

な
キ
ミ
も
可
愛

い
か
ら
い

か

 

い

み
を

発
す
る
ロ
キ

 
リ

フ

が

刀
す
る

が
大
き
く

こ
え
た
気
が
し
た

本
的
に
真
面
目
な
タ
チ
の
彼
女
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に
と

て
も

シ
ノ
ン
と
同
じ
く
ロ
キ
は
イ
ラ
つ
く
タ
イ
プ
な
の
だ
ろ
う

さ

て
助
け
て
く
れ
た
お
礼
に

速
真
実
を
教
え
て
あ

よ
う

オ
レ
約
束
は
破
ら
な
い

主
義
な
ん
だ

こ
れ
で
ロ
キ

に
付
く
フ
ラ
グ
が
立
ち
ま
し
た

さ

さ
と
ロ
キ
を

れ
て
脱
出
し
ま
し

う

あ
れ

オ
レ
の
こ
と
無

 
ま

ま
ず
脱
出
し
な
い
と
い
け
な
い

だ
し

話
を
後
に

し
て
く
れ
る
の
は
こ

ち
と
し
て
も
助
か
る
け
ど

ロ
キ
の
話
は
無

し
て
機

的
に
進
め
ま
し

う

あ
れ
ま

無

さ
れ
る
事
が
決
定
さ
れ
た
オ
レ

て
ば
か
わ
い
そ

 
リ

フ

の
方
新

に

を

む
ロ
キ

し
か
し
機

的
に
と

た
よ
う
に

彼
女
に
は
取
り
付
く

も
な
い

反
応
が
返

て
こ
な
い
の
で
は

し
く
な
い
の
か
道
化
風
の

神
も

を

め
た

と
も
あ
れ
ま
ず
は
脱
出
だ
ね

オ
レ
が
こ
の

だ
と
す
ぐ
見
付
か

ち

う
か
ら
猫
の

に
変
身
し
て
お
く
よ

 
そ
う

て
く
る
り
と

り
不
思
議
な
光
の

子
が
舞
い

た
と
思

た
時
に
は
道
化

の
男
は
黒
の
猫
に
変
化
し
て
い
た

見
た
だ
け
で
た
だ
の
猫
と
は
思
え
な
い
ニ
ン
マ
リ
と

み
を
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浮
か
べ
た
黒
猫
は
ど
う

意
的
に
見
よ
う
と
し
て
も

い
き
れ
な
い

さ
を
全
身
か
ら

し
出
し
て
い
る

さ
て
さ
て
こ
の

だ
と
猫
に
で
き
る
事
し
か
出
来
ニ

い
ん
で
脱
出
経
路
の
確
保
は
君
達

に
お

せ
す
る
ニ

立
つ
事
し
か

わ
な
い
わ
ね
コ
イ
ツ

 
⻭
を

み

め
る
シ
ノ
ン
に
無

の
同
意
を
示
し
な
が
ら

達
は

を
逆

し
始
め
る

 
道
中
確
認
し
た
ク
エ
ス
ト
内
容
は
更
新
さ
れ
て
お
り
ロ
キ
と
共
に

を

け
ろ
と
あ
り

失

件
と
し
て

内
で
の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
化

が
表
記
さ
れ
て
い
た

ア
ス
ガ
ル
ド

兵
に

ま
る
で
な
い
の
は
戦
闘
中
に
手
を

ま
れ
た
場
合
な
ど
の
判
定
を

き
に
す
る
た
め
の

表
現
か

イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
内
で
の
全
損
を
判
定

に
し
た
方
が

だ
か
ら
か

 
ロ
キ
に
よ
れ
ば
そ
こ
ら
中
に

れ
て
い
る
ら
し
い
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
達
だ
が
未
だ
ロ
キ
の
脱
獄

に
気
付
い
て
い
な
い
の
か

潜
ん
だ
ま
ま
で

合
わ
せ
は
し
な
い

 
自
発
的
に
ロ
キ
が
変
身
し
て
く
れ
た
お

だ
ろ
う
が
そ
れ
な
ら
他
の
人
が
ク
エ
ス
ト
を
し
て

も
同
じ
よ
う
に
変
身
し

を

け
ら
れ
る

だ

な
の
に
ど
う
し
て
ク
ラ
ス
タ
達
は

ま

て
オ

デ

ン

に
な

た
の
か

ク
エ
ス
ト
情
報
を

る

に

え
て
ロ
キ

に
進
み
つ
つ
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セ
ブ
ン
に
反
し
な
い
よ
う
わ
ざ
と

ま

た
の
だ
ろ
う
か

お

と

ち

と
止
ま

て

 
疑
問
に
思
い
な
が
ら
逆

す
る
事

く

出

ま
で
の
道
程
の

分
ま
で
来
た
と
こ
ろ

で
黒
猫

の
ロ
キ
が
そ
う

た

チ

ラ
く
て
イ
ラ
つ
く
と
は

え
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
一

人
の
制
止
だ

流

に
そ
れ
を
無

す
る
事
は
出
来
ず
リ

フ

を

め
て
全

が
足
を
止
め

た
な
に
よ

ま

そ
う
怒
ら
な
い
で
オ
レ
の
話
を

い
て

て

君
達
疑
問
に
思
わ
な
か

た
か
い

 
入
り

か
ら
オ
レ
が

ま

て
た

ま
で
の
道
中
見

り
を
一
切
見
な
か

た
の

潜

し

て
い
る
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
達
が
未
だ
に
動
き
を
見
せ
な
い
理
由
に
つ
い
て

そ
れ
は
ま

気
に
な

て
な
い
と

え
ば

に
な
る
け
ど

だ
よ
ね

実
は
も
う
す
ぐ
で
そ
の
理
由
が
明
ら
か
に
な
る
ん
だ

 
イ
ラ
つ
く
か
ら
か
一
番
に
反
応
し
た
シ
ノ
ン
が

け

え
を
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｃ

ロ
キ
と
し
て
も
反
応
さ
え

も
ら
え
れ
ば

で
も
い
い
の
か

つ

け
ん
ど
ん
な
応
対
に
文

も

わ
ず

話
を

け
た

そ
の
名
も
神
探
知
機

 

正
式
名
称
は
別
に
あ
る
け
ど

は
神
気
を
感
知
し
て
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報
を
鳴
ら
す
モ
ノ

て

え
て
く
れ
れ
ば
い
い
よ

そ
の
探
知
機
が
こ
の
先
に
あ
る

て
事
カ

ん
で
そ
れ
に
引

掛
か
る
か
ら
こ
こ
か
ら
襲

て

来
る
ぞ

ト

ご
明

そ
こ
の

を

が

た
と
こ
ろ
に
設

さ
れ
て
る

さ

つ
ま
り
そ
こ
か
ら
は

ス
ピ

ド
勝
負
全
力
で

な
い
と

ま

ち

う

ま

た
ら
君
達
は
ア

ス
神

の
手

で

属
さ
せ
ら
れ
ち

う

死
ん
で
も
死
ね
な
い

に

ね

 
意
味
深
に

を
釣
り
上

る
猫
の
発

に
全

が

を

め
る

ゲ

ム
の
事
と
は

え

そ
れ
で
も
と
思

て
し
ま
う
の
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
だ

オ
レ
と
し
て
も
君
達
が

な
い
と
兵

を
潜
り

け
る
自
信
が
無
い
か
ら
さ

そ
う
い
う
わ

け
で

て
ね

て
ね

て

え
ら
く
他
人
事
じ

な
い

探
知
機
で
バ
レ
る
な
ら
変
身
も
意
味
無
い

ん
だ
し

の

に

て
あ
ん
た
も
戦

た
ら
ど
う
な
の

そ
う
し
た
い
の
は

だ
け
ど

オ
レ

て
ば
真
正
面
か
ら
戦
う
の
に
向
い
て
な
く
て
ね

特
に
こ
ん
な

空
間
だ
と
本

発

出
来
な
い

な
も
ん
で

し
た
り
煽

た
り
は
得
意

な
ん
だ
け
ど
さ
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こ
ん
の
ク

猫

 
に
ま
に
ま
と

た
ま
ま

う
黒
猫
に
シ
ノ
ン
が
気
色
ば
む

ギ
リ
ギ
リ
と
握
り

め
ら
れ
た

を
見
て
黒
猫
は

み
を

さ
な
い

ど
う
反
応
す
る
の
か

た
と
え
自
分
に
怒
り
や
殺

気
を
向
け
て
来
て
も

そ
れ
す
ら

し
み
の
内
な
の
だ

 
そ
れ
を
悟

た
か

く

を

わ
せ
て
い
た

手
が
は

と
重
苦
し
く

息
を

き
脱

力
し
た

な
ん
か

ら
し
く
な

て
き
た
わ

そ
う
そ
う

人
生

め

て

心
だ
よ
ね

や

ム
カ
つ
く

 
シ
ノ
ン
は
足

を
ぐ
る
ぐ
る
回
る

ロ黒
キ猫

を
じ
と

と

め
付
け
た

や
は
り
ロ
キ
に

え
た
様

子
は
無
い

ム
カ
つ
く

と
ま
た

て

彼
女
は

を

ん
だ

あ
は
は

や

り
い
い
反
応
を
し
て
く
れ
る
ね

し
ま
せ
て
く
れ
る
お
礼
と

ち

な
ん
だ
け
ど
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
も
ら
う
よ

ア
ス
ガ
ル
ド
兵
は
ア

ス
神

の
恩

を

け
て
る
か
ら
地
力
は
あ
る
け
ど
そ
れ
は
真

向
か
ら
ぶ
つ
か

た
場
合
に
限
ら
れ
る

れ

た

手
を
見
つ
け
る
な
ん
て
出
来
な
い
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そ
う
な
の

そ
う
だ
よ

じ

な
い
と

セ

ク

に
化
け
た
オ
レ
を

も
取
り

が
す
と
か

き
得
な
い
さ

オ
レ
が

ま

た
の
だ

て
人
海
戦
術
で

い
を

ら
れ
た
か
ら
だ
し
さ

神
探
知
機
は
一
定
間

隔
で
設

さ
れ
て
る
か
ら

れ
る
の
も
ち

と

し
い
け
ど
不
意
を
打
つ
た
め
に
一

れ

て
背
後
か
ら
襲
い
掛
か

て
無
力
化
す
る
の
は
有

だ
よ

そ
う
や

て

け
た
オ
レ
が

う
ん
だ
か
ら
間
違
い
な
い
さ

へ

の

に
も
立
た
な
い
ク

神
だ
と
思

て
た
け
ど

ち

ん
と
有

な
情
報
を

持

て
る
ん
じ

な
い

 

と
出
さ
れ
た
情
報
に
目
を

く
す
る

機

的
に
と

た
リ

フ

す
ら
少
し
だ
け

心
を
示
し
て
黒
猫
を
見
る
程
だ

 
気
を
良
く
し
た
ら
し
い

ロ黒
キ猫

は

そ
り

あ
ね

と

た

な
ん
た

て
オ
レ
は
悪

き
だ
よ

 
キ
チ
ン
と
し
た
情
報
が
無
い
と

果
的
な
悪

を

仕
掛
け
ら
れ
な
い
じ

な
い
か

正

や

あ
ん
た

ク

神
だ
わ

あ
は
は
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上
が

た

価
が
ま
た
下
が

て
も

悪

き
な
神
は
陽
気
に

う
ば
か
り
だ

た

  
神
探
知
機
に
引

掛
か

た
ら
し
く
び

び

と

心
を
掻
き
立
て
る
騒

が

内
で
反

す
る

そ
れ
に

れ
遠
く
か
ら

か

間
違
い
な
く
ア
ス
ガ
ル
ド
兵

の

声
が

こ
え
て
来
た

 

も

も

わ
ず
全
力
で

る

 
黒
猫
は
自
分
が

き

え
て
い
た

ア
ル
ゴ
や
レ
イ
ン
の
方
が
ハ
イ
ド
は
得
意
だ
が
生
理
的

悪
の
方
が
勝

て
し
ま

た
ら
し
い

大
き
い
な

と

い
な
が
ら

に

を
渦
ま
せ
る
猫
の
正

体
が

男神
で
あ
る
と
知

て
い
れ
ば
そ
う
も
な
る
と
い
う
も
の

自
分
と
し
て
も

に

き

え
る

の
は
イ

だ

た
の
で
小

に

え
て

て
い
る

 
ロ
キ
の
下
へ
向
か
う
最
初
の
時
点
で
出
会
う

に

て
い
た
お

か
今
の
と
こ
ろ
モ
ン
ス

タ

と
の
遭
遇
は
一

も
無
い

 
代
わ
り
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
や

て
来
た
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
と
出
く
わ
す
が

邪
魔

だ

 
神
速
一
閃

一
人
に
つ
き
一
撃

に
吹

ば
す
よ
う
に

整
さ
れ
た
一
撃
を
リ

フ

が



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

き

む
事
で
今
の
と
こ
ろ
足
を
止
め
る
事

に
は
な

て
い
な
い

転
が
る
兵
士
の
横
を
全

力
で

り

け
て
い
く

こ
こ
か
ら
先
に
は
決
し
て

邪
魔
よ

 
た
ま
に

を
番
え
る
兵
士
も

る
が
あ
ち
ら
が
番
え
よ
う
と
し
た
時
に
は
そ
の

に
シ
ノ

ン
が
放

た

が
中

て
い
る

を

た
れ
た
兵
士
は

向
け
に
倒
れ
て
動
か
な
く
な

た

が
残

て
い
る
の
に
動
か
な
い
理
由
は
麻

に
掛
か

て
い
た
か
ら

や
じ
りに

麻

を

て
い
た
の
だ
ろ
う

 

る
の
が
第
一

倒
さ
な
く
て
良
い
足
止
め
が
必
要

そ
う
分
か

て
い
れ
ば
そ
れ

の
備
え
を
す
る
の
が
プ
レ
イ

で
あ
る

 
シ
ノ
ン
は
麻

の

を
一
日
で

備
し
て
い
た

 
後
ろ
か
ら
追
い
掛
け
て
来
る

中
は

魔
導
士

の
シ
ウ
ネ

が
シ
ン
グ
ル
ア
ク
シ

ン
で

放
つ
魔
法

に
よ
り
大
き
く

さ
せ
ら
れ
る

や
氷
な
ど
物

系
の
属
性
を
多

し
て
い
る

か
ら
か
足
止
め
と
し
て
も
非
常
に
有

だ

た

そ
れ
様
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
新
た
に
組
ん
だ
の
か
も
し

れ
な
い
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リ

フ

に
つ
い
て
は
一
撃
必
倒

転
・倒

の
倒

な
の
で
分
か
り

い
が

一
時ス
行
動タ
不
能ン

付
与

が

も
あ
る

飾
品
を

備
し
て
い
る
の
で

倒
れ
た
兵
士
た
ち
の
中
に
は
ス
タ
ン
し
て

動
け
な
い
者
も

た

麻

の

と
違
い
確

な
の
で

立
つ
場
面
は
少
な
い
が
そ
れ
を
も

の
と
も
し
な
い
勢
い
で

る
兵
士
を

ぎ
倒
し
て
い
る
の
で
無
問

な
の
は
流

と

え
る

転

ま
で
三

メ

ト
ル
を
切
り
ま
し
た

 

さ
ん

あ
と
少
し
で
す
よ

 
的
確
に

武
器
と
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を

ば
し
て
い
た
ユ
イ
が
そ
う
知
ら
せ
た

り
ま
し

う

と

む
彼
女
に

思
わ
ず
お
お

 
と
応
じ
る

 
悲
し
い
事
に

応
じ
る
声
を
上

た
の
は
自
分
だ
け
だ

た
が

い
や

キ
ミ

て
ば

外

血

な
ん
だ
ね

シ
ル
フ
の
少
年

オ
レ
は
そ
う
い
う
の

キ
ラ
い
じ

な
い
ぞ

う

う

 
小

に

え
た

ロ黒
キ猫

が

お
も
ち

を
見
つ
け
た

と

わ
ん
ば
か
り
の

み
を

え

て
き
て

面
し
て
し
ま
う

集

の
中
で

と
り
だ
け
違
う
行
動
を
取
る
と

知
を
覚
え

る
の
は
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う

 
生

か
い

線
が

か
ら
向
け
ら
れ
て
い
る
気
が
し
た
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リ

フ

ち

ん
は
変
わ
ら
ず

か

 
⻑
刀
を
手
に

た直
は
し

る
想
い
人
は
こ
ち
ら
に
目
を
く
れ
も
し
な
か

た

ま

た
く
興
味
を
示
さ

れ
て
い
な
い
事
に

り
な
が
ら

を

と
す

 
⻘

だ
ね

と
ニ
マ
ニ
マ

う
猫
が

今
は
憎
ら
し
か

た

  

変
化
は

突
に
や

て
来
た

  

線
の
先

転

の
近
く
の
地
面
で
闇
が
出
現

渦
を

い
た
そ
れ
は
空
間
に
立
ち

り

大
人
二
人
は

べ
る

と
三
メ

ト
ル

ど
の
高
さ
の

の
ホ

ル
を
作
り
上

た

だ
あ
れ

ま
さ
か

 

の
疑
問
の
声
と
先

を

る
リ

フ

の
確
信
め
い
た
声
が
重
な

た

 
彼
女
の

を

み
見
れ
ば
シ
ル
フ
の
剣
姫
が
信
じ
ら
れ
な
い
と

目
の
表
情
を
浮
か
べ

て
い
る
事
を

認
す
る

あ
ま
り
取
り
乱
さ
な
い
リ

フ

を
し
て

目
す
る
事

り
穏
や

か
で
は
な
い
な

と
直
感
的
に
思
う
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そ
れ
を
他

に

闇
の
ド

ム
か
ら
出
て
来
る
人
影

 
体
格
は
華

か
つ
小

い
は
黒
一
色

足

ま
で

い

す

ど

の
⻑
い
コ

ト

そ
れ
と
一
体
化
し
た
目
深
に

た
フ

ド

指
先
も

わ
れ
た
グ
ロ

ブ

前
面
に
あ
る
ジ

パ

は
上

ら
れ
て
い
て

は
ま

た
く
見
え
な
い

内
の
水

の

き
で

が
見
え
る

と
い
う
程

か

 

手
か
ら

ら
れ
て
い
る
の
は
片
手
直
剣
か

刀
か

・悪
・魔
・の
・

・を
・

・し
・た
・刃
・と
・

・の
・黒

・緑
・色
・の
・禍
・

・し
・い
・剣

が
握
ら
れ
て
い
る

 

上
に
は
プ
レ
イ

カ

ル

キ
リ
ト

 
自
分
は
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ

方
と
フ
レ
ン
ド
登
録
し
て
い
な
い
の
で
名
前
は
見
え
な
い

し
か

し

リ

フ

達
は
し
て
い
る

先

に
立
つ
彼
女
は

苦

を
滲
ま
せ
て
名
前
を

ん
だ

 
あ
の
黒

く
め
は
ホ
ン
モ
ノ
の
方
ら
し
い

 
そ
れ
を
理
解
し
た
か
ら
か
全

が
転

ま
で
残
り
数
十
メ

ト
ル
と
い
う
と
こ
ろ
で
足

を
止
め
た

後
方
か
ら
追
い
掛
け
て
来
る
ア
ス
ガ
ル
ド
兵
の

が

れ
る

と

を

む
鉄
の

が

こ
え
て
く
る
が
リ

フ

や
シ
ノ
ン
達
が
進
も
う
と
し
な
い
の
で
自
分
も
止
ま
ら
ざ
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る
を
得
な
か

た

ど
う
や

て
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
へ

な
ん
て

く
必
要
は
無
い
わ
ね

ど
をう

しし
にて

へ

 
⻑
刀
が
⻘
眼
に
構
え
ら
れ
た

 
場
合
に
よ

て
は
斬
り
結
ぶ
事
も

わ
な
い

あ
る
い
は
そ
う
な
る
未
来
を
予
感
し
て
の

だ
ろ
う
か

本
物
の
義
弟
を
前
に
し
て
リ

フ

は

心
を

わ
に
し
て
い
た

い
ち一
ぶ分

の

隙
も
見
せ
な
い
の
は
一

で
負
け
る
予
想
が
あ
る
か
ら
か

シ
ノ
ン
や
シ
ウ
ネ

達
も
そ
れ
に

い
て
身
構
え
る

 
義
弟
は

意
を
向
け
ら
れ
て
も

も

わ
な
い

 

フ

ド
か
ら
見
え
る

が

い

を

い
た

な
ん
で

て

 
疑
問
が

か
ら

れ
る

 
そ
れ
を
律

に

た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が

フ

ド
を
目
深
に

た
キ
リ
ト
は

を
開
い
た

が
ロ
キ

に
付
く
と

る
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る

 
だ
か
ら

邪
魔
を
す
る

て
い
う
の

 

を
寄
せ

え
な
が
ら
シ
ノ
ン
が
問
う

か
な
い
で

そ
う

こ
え
そ
う
な
悲

な
表
情
を
見
せ
る
シ
ノ
ン

残

な
事
に

キ
リ
ト
は
し

か
り
と

い
た

オ
イ
オ
イ
ジ

ダ
ン
き
つ
い

キ

オ
ネ

サ
ン
達
キ

を
手
伝
う

に
ロ

キ

に
付
こ
う
と
し
て
る
ん
だ
け
ど
ナ

手
伝
い

 
こ
て
ん

と
フ

ド
が

く

を

て
い
る
の
だ
ろ
う

 

で
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

 
そ
う
怒
鳴
り
た
い
と
こ
ろ
だ

た
が

我

し
た

そ
う
サ

キ

は

か
と
の
契
約
に

て
セ
ブ
ン
を
止
め
よ
う
と
し
て
る
ん
ダ
ロ

 
だ
か
ら

 

別
に
止
め
よ
う
と
し
て
な
い
が

は

 

を

め
て
声
を
上

る
ア
ル
ゴ

 
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

自
分
達
が
ロ
キ

に
付
く
と
決
め
た
の
は
セ
ブ
ン
の

に
協
力
し
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た
く
な
い
と
い
う
思
い
以
上
に

彼
女
達
が
キ
リ
ト
の
無

を
見
過
ご
せ
な
い
と
い
う
理
由
が

あ

た
か
ら
だ

あ
ま
り
認
め
た
く
な
い
が

あ
の
少
年
は
そ
れ

ど
彼
女
ら
か
ら
想
わ
れ

て
い
る

大
切
に
さ
れ
て
い
る

 
だ
か
ら
い
ま

て
い
る
と
い
う
の
に
そ
れ
を
前

か
ら

す
事
を

わ
れ
て
は
疑
問

の
声
も
上
が
る
と
い
う
も
の

あ
れ
か
ら

ク
ラ契
イ
ア約
ン
ト主

に
指
示
を

い
だ
結
果
静
観
で
良
い
と

わ
れ
た
ん
だ

セ
ブ
ン
の

と
手

は
法
に
触
れ
て
い
な
い
か
ら
止
め
る
必
要
が
無
い
と

だ
か
ら
監

の
た
め
に
ク
エ

ス
ト
に

わ
る
よ
う

わ
れ
て
は
い
る
が

を
止
め
る
行
動
に

し
て
指
示
は

け
て
い
な

い
な
ら

な
ん
で
ロ
キ

に
付
く
と

る
の
さ

 
や
や

に
問
い
を
投

る

 
キ
リ
ト
が
い
ま
契
約
の

に
動
い
て
い
な
い
事
は
理
解
し
た

だ
が
そ
う
な
る
と
や
は

り
分
か
ら
な
く
な
る

契
約

が

無
く
な

た
な
ら
た
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
遊
べ
る
よ
う
に
な
る

な
の
に

そ
う
で
は
な
い
と

う
よ
う
な

い
分
は
理
解
出
来
な
か

た

七
色

士
の

の
全
容
を

い
て

し
な
く
て
良
く
な

た
な
ら
監

こ
そ

け
る
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と

て
も
た
だ
ス
ヴ

ル
ト
の
ク
エ
ス
ト
を
す
る
だ
け
の

リ

フ

ち

ん
達
の
助
力
が

あ
れ
ば
ロ
キ

の
戦
力
も
整
う
と
い
う
の
に

な
ん
で
そ
れ
を

す
る
の
さ

そ
う
ね

そ
こ
は
あ
た
し
も
気
に
な
る
わ

 

し
い
事
に

リ

フ

も

同
す
る
よ
う
に

葉
を
重
ね
た

キ
リ
ト

あ
な
た
が
動
い
て
い
る
い
ま
の

目
的

は

根
源
は

な
ん
な
の

 
ぎ
し
り
と
空
気
が

む
よ
う
な
圧
を

た
問
い

⻑
刀
を
握
る
彼
女
の
手
に
力
が

た

よ
う
に
思
え
た

 
そ
の
重
圧
を
真

向
か
ら

け
て
い
る

だ
が
黒

く
め
の
少
年
は

に
も
感
じ
て
い
な

い
の
か

な
光
に

ら
さ
れ
ど
う
に
か
見
え
る

を

く
歪
ま
せ
た

時
も

心
を
突
い
て
く
る
な

リ

姉
は

そ
れ
だ
け

の
事
を
理
解
し
て
く
れ
て

る

て
よ
く
分
か
る

 
フ

ド
か
ら

間
見
え
る

は

し
い

み
を

て
い
る

 

そ
れ
が
自
分
に
は

ど
う
し
よ
う
も
な
く

な
も
の
に
見
え
て
し
ま

て
い
た

 

で
は
彼
女
を

め
て
い
る

実

そ
れ
は
彼
の
本

な
の
だ
ろ
う

だ
が

状
況

に

ら
す
と

そ
の

葉
は

さ
れ
て
い
な
い
も
の
だ

た
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だ
か
ら

先
に

る

ご
め
ん

 

み

下

の
月
が

消
え
た

横
一
文

に
引
き
結
ば
れ
る

 

ら
り
と
禍

し
い
剣
が
持
ち
上

ら
れ
た

手
も
上
が
る

掌
を
下
に
向
け
て

に

か
せ

身
を
引
い
た
少
年
は
剣
の
切

先
を
こ
ち
ら
に
向
け
な
が
ら
突
き
出
す
よ
う
に

構
え
た

 
悪
魔
の

を

し
た
刀
身
に

と
黒
の
闇
が

た

が

る
中
そ
の

さき
は
増
し

て
い
き

 
・

・の
・

・に

で
一

・死
・ん
・で
・く
・れ

  
剣
が
突
き
出
さ
れ
る

 
闇と

黒
が

大
な

と
な

て

し
寄
せ
た

 

嗟
に

勢
を
取
る
が

ガ
リ
ガ
リ
と

ま
じ
い
勢
い
で

が

ら
れ
て
い
く

一

全
損
手
前
の
一
ド

ト
の
と
こ
ろ
で
止
ま
る
が

そ
れ
も
数

の
こ
と

す
ぐ
体
が

し

緑
色
の
残
り
火
と
な

た
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リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
時
特
有
の
色
が
喪
わ
れ
た
世
界
で

を
見
回
す

間
も
無
く

勝
手
に

が
浮
き
上
が
り

点
も
同
様
に
動
き
出
し
た

か
に

え
ら
れ
た

で
も
ま
し

て
や
キ
リ
ト
に

わ
れ
た

で
も
無
い

復
活
の
前
兆
で
も
無
い

身
動
き
で
き
な
い

の

は

プ
レ
イ

の
意

に
反
し
て
独
り
で
に

の

へ
と

動
し
て
い
た

 
そ
れ
は

間
も
同
じ
だ

た

 
シ
ル
フ

同

だ
と
分
か
る
緑

自
分
の
も
の
よ
り
明
る
い

の

は
リ

フ

の
も
の
か

の

を

う
よ
う
に
水
色
が
滲
ん
で
い
る
の
は
ケ

ト
シ

だ
か
ら

シ
ノ
ン
と
ア
ル
ゴ
だ
ろ
う

い

を
黒
が

て
い
る
の
は
ス
プ
リ
ガ
ン
だ
か
ら
ユ
イ
の

だ

い

を
水
色
が

て

い
る
の
は
ウ
ン
デ

ネ
な
の
で
シ
ウ
ネ

の

 
こ
こ
ま
で
数
え

あ
れ

と

を

る

 
レ
プ
ラ
コ

ン
の
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が
無
か

た

 
つ
ま
り
レ
イ
ン
は

あ
の
闇
の
波

を
生
き
残
り

今
も
戦

て
い
る

 
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
だ

た
が
勝
手
に
動
く
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
が

を

が

た
せ
い
で
見

え
な
く
な

て
し
ま

た

ど
の
み
ち
あ
ん
な
攻
撃
が
出
来
る
少
年
を
前
に
⻑
く
生
き
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
と
思

を
止
め
る
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人
間
と
は
不
思
議
な
も
の
で
一
つ
の
事
へ
の
思

を
止
め
る
と
別
の
事
が
気
に
な
り

始
め
る
も
の
だ

 
な

キ
リ
ト
は
リ

フ

達
を

し
た
の
か

 
そ
も
そ
も
ク
エ
ス
ト
を

け
る
パ

テ

に
入

て
い
な
か

た
の
に
ど
う
や

て
イ
ン
ス

タ
ン
ス
エ
リ
ア
に
来
た
の
か

 
・自
・分
・が
・

・え
・て
・い
・た
・ロ
・キ
・は
・ど
・う
・な
・

・た
・の
・か

 

と
浮
か
ぶ
疑
問

 
そ
れ
が
解
消
さ
れ
る
事
は
無
か

た

  
・
キ
リ
ト

反

は
し
て
い
る
が
後
悔
は
し
て
な
い
し

め
る
つ
も
り
も
全
く
な
い

 
今
話
で
義
姉
や

間
達

白
済
み
面
子

む

に
対
し

死
ん
で
く
れ

と
明
確
に
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ち

た
主
人

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
を
経
て
生
死
に

感
な
面
子
に

て
い
る
事
か
ら
本
気

が

え
る

ま

た

問
を

け
る
よ
う
に
回

不
能
の

死
攻
撃
を
放
ち
力

く
で
ロ
キ
ル

ト
か
ら
ド
ロ

プ
ア
ウ
ト
さ
せ
た

り

真
面
目
に

が
無
く
な

て
き
て
い
る
が

生
き
て
い
る
だ
け
マ

シ
と
本
気
で

え
て
い
る
の
で
や
り
直
し
不
可
の
事

に
行
き

ま
ら
な
い
限
り
止
ま
ら
な

い 
タ
チ
が
悪
い
の
は

契
約
者
か
ら
監

で
い
い
と

わ
れ

契
約

的
に
セ
ブ
ン
を
止
め
る

理
由
が
無
く
な

て
い
る
事

レ
イ
ン
の
お
願
い
へ
の
サ

ビ
ス
は

い
て
る
の
で
止
め
る

理
由
も
無
く
は
な
い
が

そ
れ
も
あ
く
ま
で

つ
い
で

で
あ
り

キ
リ
ト
自
身
の

目
的

に

根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

つ
ま
り
リ

フ

達
を

し
た
の
は
完
全

に
キ
リ
ト
の
私
情
で
あ
る

 
ど
う

え
て
も
必
要
な
い
裏
切
り
を
レ
イ
ン
に

か
せ
た
事
で
ク
ズ

い
は

れ
な
い
が

そ
も
そ
も
リ

フ

達
の
意

を
知

て
い
な
が
ら
ロ
キ
ル

ト
確
定
済
み
の
キ
リ
ト
が
協
力
し

て
い
な
い
時
点
で
ク
ズ
で
あ
る

 
つ
ま
り
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
場
で
そ
そ
く
さ
と
立
ち
去

た
時
点
で
リ

フ
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達
が
ロ
キ

に
付
く
事
を
望
ん
で
い
な
か

た

し
か
し
キ
リ
ト
は
セ
ブ
ン
や

三
刃
騎
士

を

し
て
い
た

本
来
な
ら
オ

デ

ン

に
付
か
せ
な
い

だ
が

え
て
付
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る

り
に

い
ま
の
キ
リ
ト
の

動
機

が
あ
る

 
ち
な
み
に

の

と
は
和
人
の

来
設

の
事
を
指
し
て
い
る

  
・
リ

フ

キ
リ
ト
が
私
情
で

あ
の
子
の
願
い
は

た
し
か

 
作
中
で
初
め
て
明
確
に

死
ん
で
く
れ

と
義
弟
に

わ
れ
た

 

け
寄
ろ
う
と
も
せ
ず
無

抗
で
や
ら
れ
た
の
は
シ

ク
の
た
め

た
だ
し
キ
リ
ト
の
根

を
理
解
し
て
い
る
た
め
動
い
て
い
る
理
由

契
約
を

け
た
根
本
的
な
理
由
に
つ
い

て

し
が
つ
い
て
お
り

真
実
に
手
を

ば
し
掛
け
て
い
る

 

肉
な
事
に
ロ
キ
ル

ト
を

び
殺
す
意

を

け
た
事
で
キ
リ
ト
の
真
実
を

み

か
け
て
い
る

  
・
ユ
イ
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き

な
ん
で

ど
う
し
て

 
と
ん
で
も
な
い
凶
行
に

た
事
に

然
と
し

理
由
を

え
る
が

ま

た
く
分
か
ら
ず

シ

ト
気
味

エ
ラ

に
な

て
な
い
の
は
あ
る
意
味

そ
の
せ
い
で
反
応
出
来
ず
や
ら

れ
て
し
ま

た

 
現
在
絶

ハ
イ
ラ
イ
ト
雲

れ
中

  
・
シ
ノ
ン

な
ん
で

ど
う
し
て
よ

き
り
と

 

け
容
れ
救
い
と
し
た

手
か
ら
死
ん
で
く
れ
と

わ
れ

乱
と
絶
望
に
苛
ま
れ
て

い
る

現
在
絶

ハ
イ
ラ
イ
ト

中

  
・
ア
ル
ゴ

き

き

 
キ

か
ら
殺
気
を
向
け
ら
れ
て

然
と
し
て
い
る

現
在
絶

ハ
イ
ラ
イ
ト
家
出
中

 



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
・
シ
ウ
ネ

ど
う
し
て
彼
は

あ
ん
な
事
を

て

 
自
分
の
シ
ン
グ
ル
ア
ク
シ

ン

魔
術

を
超
越
し
た
魔
法
攻
撃
に

然
と
し
て
い
る

 
キ
リ
ト
の
性
根
を
な
ん
と
な
く
把
握
し
て
い
る
の
で
こ
ん
な
事
を
し
た
の
に
も

か
し
ら
理

由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と

し
て
い
る

  
・
レ
コ
ン

が
分
か
ら
な
い
け
ど
絶
対
許
し
ち

い
け
な
い
事
は
わ
か

た

 
色

と

の
分
か
ら
な
い
事
が
多
す
ぎ
て
思

が
パ
ン
ク
気
味

取
り

え
ず
リ

フ

ち

ん
を
悲
し
ま
せ
る
行
動
を
し
た
か
ら
絶
許
確
定

 

意
を
感
知
し
た
キ
リ
ト
に
よ
り

守
護
対

認
定
を

け
て
い
な
い

一
の
味
方

 
つ
ま
り
今
回

レ
コ
ン
だ
け
は
真
の
意
味
で
と
ば

ち
り
を
喰
ら

た
だ
け

  
・
レ
イ
ン

ご
め
ん

み
ん
な
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キ
リ
ト
と
結

し
て
い
る
事
を

た
ま
ま
ク
エ
ス
ト
に
同
行
し
た
人
物

 
結

し
て
い
て
も
ロ
キ
ル

ト
判
定
を

け
て
い
な
か

た
た
め
ク
エ
ス
ト
に
参
加
出
来
て

い
た

 
レ
コ
ン

点
で
分
か

て
い
る
よ
う
に
ち

か
り
ジ

ノ
サ
イ
ド
ブ
レ
イ
バ

を

え

い
て
い
る

ま
た
ち

か
り
ロ
キ
を
回
収
し
近
く
に
あ

た
転
送

を
使

て
脱
出

し

ち

か
り
目
的
の
ロ
キ
ル

ト
入
り
を
果
た
し
た

 
こ
の
後

な
ら
ア
ス
ナ
達
と
合
流
し
彼
女
ら
だ
け
で
も
ロ
キ
ル

ト
入
り
さ
せ
る
だ
ろ
う

が

キ
リ
ト
と
結

し
て
い
る
時
点
で
お

し
で
あ
る

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
が
こ
ん
な
事
を
す
る
な
ん
て
全
く
知
ら
な
か

た

  
・
ロ
キと

契

約

し

て

魔

法

少

女

に

な

て

よ

世
界
の
真
実
を
知
り
た
い
な
ら
オ
レ
に
協
力
し
て
よ

 
悪

き
で
有
名
な
男
神

 
ロ
キ
が
思
い
つ
き
で
バ
ル
ド
ル
を
死
な
せ
た
せ
い
で
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が

き
た
の
で
結
構
と
ん

で
も
な
い

北
欧
神
話
に

け
る
戦

と

え
ば
コ
イ
ツ
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神
話
に

い
て
動
物
は

論
異
性
に
も
変
身
で
き
る
力
を
持

て
お
り
原

ゲ

ム
に

い

て
も
ロ
キ
を
助
け
る

を

ぶ
と
猫
に
変
身
し
て
キ
リ
ト
・
シ
ノ
ン

名
に
付
い
て
い

く

写
が
あ
る

 
今
話
で
色

助

し
て
い
る
の
は
リ

フ

達
の
反
応
が
ロ
キ
的
に
面
白
く
感
じ

し
め

て
い
る
か
ら

つ
ま
り
不

快
な

を
取
る
ロ
キ
を
会
話
を
弾
ま
せ
る
事
が
ヒ
ン
ト
を
得
る

ト
リ
ガ

こ
れ
ま
で

ま

て
い
た
者
達
は
そ
う
し
な
か

た
の
で
情
報
が
回
ら
な
か

た

リ

フ

の
よ
う
な

を
全

取

て
い
た
ら
全
速
力
で

る
事
も
出
来
ず
他
の
二
の
舞

に
な

て
い
た

で
あ
る

神
探
知
機

の
存
在
も
そ
う
し
て
初
め
て
知
る
事
が
出
来
る

 
ち
な
み
に
語

に
付
く

も
原

ゲ

ム
で
同
様
に
表
記
さ
れ
て
い
る

  
結
論

こ
じ

ら
せ
た
キ
リ
ト
が
だ
い
た
い
悪
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
・
キ
リ
ト
が
放

た

魔
術
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技
名

殺

を

振

り

撒

く

者

ジ

ノ
サ
イ
ド
ブ
レ
イ
バ

 

の

に

こ
こ
で
一

死
ん
で
く
れ

 
動
作

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

の
構
え

 

果
前
方
一
直
線
に
対
し

め
時
間
に
応
じ
て

程
と
攻
撃

を

す
る

・
闇
属

性
の

線
を
放
つ

 
特

果

ダ
メ

ジ

レ
ベ
ル

 
 
 

与
ダ
メ

ジ

収

 

技
名
に
は
本
人
の
思

未
来
の
暗
示
が
反

さ
れ
る
一
説
が
あ
る
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第
三
十
八
章
 

ケ

ツ

イ

Ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
の

点
は
最
初
少
し
だ
け

あ
と
は
全
て
ユ
ウ
キ

 
文

数
は
約
一
万
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

え
る
黒
い

猫
が

た

 

猫
は

に
も
近
寄
ら
な
い

 
虚
ろ
な

ど
こ
を
見
て
い
る
の
か

焦
点
が
合

て
い
な
い

表
情
は

け

ち
て
い
る

色
が
無
い

呼

は

く

は
小
さ
い

と

を

ま
せ
て
や

と

こ
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え
る

 
安
心
さ
せ
よ
う
と

離
を

め
る
が

と

さ
れ
て
し
ま

た

虚
ろ
な
目

人

間
が
怖
い
ら
し
い

 
仕
方
な
い
か
ら
遠

き
に
見
守
る
事
に
す
る

く

さ
れ
る
が

す
ぐ
に

線
が
外
れ

た

が
無
い
よ
う
だ

ま
た
虚
空
を

め
て
い
る

 
よ
く
観

す
れ
ば

が
小
さ
く
動
い
て
い
た

そ

そ
と

事
か

い
て
い
る

を

ま
す
が

こ
え
な
い

そ
も

人
の

語
と
し
て
成
り
立

て
い
る
の
か

断
片
的
な

を

て
も
意
味
を

し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
か

た

独
り

と
は
そ
う
い
う
も
の
か
と

新
た
に
知
識
に
加
え
る

 

猫
は
不
思
議
だ

 
知
識
と
は
異
な
る
動
き
を
よ
く
す
る
か
ら
眼
を
離
せ
な
い

隙
を
見
せ
た
ら
ど
こ
か
へ
行

て
し
ま
い
そ
う
な
危
う
さ
が
あ
る

 
そ
う
し
て
多
少
の
時
間
が
過
ぎ
る
と

猫
は
思
い
出
し
た
よ
う
に
横
に
な
り
す

り

部
を
無
機

な
モ
ノ
で

い
目
を

じ
た

ヴ

ン
と

い

を
立
て
て
無
機

な
モ
ノ
が

動
き
始
め
る
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今

猫
の
意
識
は

立

て
い
る
だ
ろ
う

 

横
目
で
テ

ブ
ル
を
見

め
る

 

意
し
て
い
た
食
事
は
一
グ
ラ
ム
た
り
と
も

て
い
な
か

た

  
日
本
標

時
間

二

二
五
年
五
月
七
日
水

日

後
九
時
過
ぎ

 
浮
遊
大

最
後
の
エ
リ
ア

原

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
に
は

百

事
に
寄
れ
ば
千
を

超
え
る
数
の
プ
レ
イ

が

し
と

め
き
合

て
い
た

交
わ
る
二
本
の
剣
と
槍

の
ギ

ル
ド
マ

ク
を
付
け
た
三
刃
騎
士

の

と

信
す
ら

間
見
せ
る
セ
ブ
ン
・
ク
ラ
ス

タ

そ
し
て

そ
れ
ら
に

り
合

て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
組
で
あ
る

 
セ
ブ
ン
が
声
を
掛
け
て

狂
を

き

こ
し

ス
メ
ラ
ギ
が
見

て
士
気
を
高
く
保
つ

 
そ
の
中
心
か
ら
離
れ

に
背
中
を

け
る
ボ
ク
の
焦
点
は
そ
れ
ら
に
定
ま

て
い
な
い

の

天
を
振
り

ぐ
と
同
時

思

は
別
の
事

キ
リ
ト
の
事
で
い

い
だ

た

  
オ

デ

ン

と
ロ
キ

の
勢
力
分

を
決
定
す
る
第
一

ク
エ
ス
ト
を
終
え
て

て
来

た
面

か
ら
語
ら
れ
た
内
容
は
⻘
天
の

に

し
く

中
に
生
ま
れ
た

を

し
殺
す
事
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は

理
由
も
な
く
出
来
そ
う
に
な
い
も
の
だ

た

 
⻘
天
の

と
は
決
し
て

表
現
で
は
無
い

 
と
い
う
の
も
話
に

が

て
い
る
少
年
の
性
格
と
在
り
方
か
ら

え
て
そ
れ
は

こ
り
得

る
も
の
で
は
な
い
事

の

だ

た
か
ら
だ

 

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

は

ナ

ヴ
ギ
ア

を
強
制

さ
せ
ら
れ
た
人
以
外
が

生
き
残

た
も
の
の
そ
れ
は
結
果
論
に
過
ぎ
ず
本

的
に
は
デ
ス
ゲ

ム
に
変
わ
り
な
い

あ

の
世
界
で
体
験
し
た
事
実
や
思

し
た
事
は
全
て
現
実
の
も
の
で
あ
り
無
か

た
事
に
は
出
来
な

い

然

死
へ
の
恐
怖
も
同
じ

死
に
た
く
な
い

生
き
て
い
た
い

と
い
う
本
能
的
な

願
望
は

論

殺
人

に
対
す
る
道

的
な
忌

感
や
恐
怖
も

破

者
に
な

た
一
部
を

い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
達
に
は
克
明
な
程
に

み

ま
れ
て
お
り
現
実
に
復
帰
し
て
か
ら
も

時

の
恐
怖
が
ぶ
り
返
す
事
は
少
な
く
な
い

 
対
外
的
に
強
く
見
ら
れ
て
い
る
攻
略
組
の
面

も
今
で
こ
そ
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

し
く
プ
レ
イ

出
来
て
い
る
が

始
め
た
ば
か
り
の

は
そ
う

に

り
切
れ
る
も
の
で
は
な
か

た

 
仮
想
世
界
と
い
う
デ
ス
ゲ

ム
の

に
な

た
世
界
そ
の
も
の
へ
の
恐
怖
は
一
向
に

れ
る

気
配
が
無
い

ロ
グ
イ
ン
す
る

に
メ
ニ

最
下
部
に
存
在
す
る
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
を
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確
認
し
て
し
ま
う
事
が
そ
の
証

だ

ま
た

わ
れ
る
の
で
は
と
い
う
潜
在
的
恐
怖
心
が
今
も

心
の

深
く
に
潜
み

け
て
い
る

 
そ
の
た
め

本
来
で
あ
れ
ば
プ
レ
イ

を

す
る
事
に
も

か
な
り
の
忌

感
を

い
て

い
た

 

そ
の
も
の
を

定
し
て
い
る

で
は
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
違
い
現
実
の
死
の
危
険
性
が
無
く

ま
た
種

間
抗
争
を
作
品
の
テ

マ
の
一
つ
と
し
て
掲

て
い
る
以
上

の

定
は
す
な
わ
ち

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

定
に

し
く

他
者
の
ゲ

ム
プ
レ
イ
を
一
方
的
に

る
事
に
し
か
な
ら
な
い

古
今

Ｐ
ｖ
Ｐ
を
許
容
し
た
オ

プ
ン
ワ

ル
ド
型
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に

い
て
フ

ル
ド
で

の

は

ぎ
よ
う
が
無
い

そ
れ
は
対
人
戦
に

け
る

の
探
り
合
い
や
プ
レ
イ

ス
キ
ル
の

い
合
い
に
魅
入
ら
れ

り

強
者
と
戦
い
た
い
と
い
う
欲
求
に
正
直
な
人
が
い
る
か
ら
だ

絶
剣
と
称
さ
れ
る
自
分
も
そ
の
一
人

時
間
が
あ
れ
ば

間
に
デ

エ
ル
を
吹

掛
け

い
合
う
事
も

し
く
な
く
種

や
中
立

で
定
期
あ
る
い
は
不
定
期
に
開

さ
れ
る
Ｐ
ｖ
Ｐ

大
会
に
必
ず
出
場
す
る
程
に
自
分
も
対
人
戦
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た

 

そ
ん
な
自
分
を

め
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
組
の
間
に
は

つ
か
の
暗

の
了
解
が
存
在
し
て

い
る
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ど
れ
だ
け

を
立
て
苛
立
と
う
と
も
Ｐ
ｖ
Ｐ
や

を
返
り

ち
に
す
る

に
殺
す
と

に
し
な
い
事
が
そ
の
一
つ
に
な
る

 
示
し
合
わ
せ
た

で
も

話
し
合

て
取
り
決
め
た

で
も
無
い

全
損
イ
コ

ル
現
実

で
の
死
で
あ

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

の
名
残

仮

解
放
さ
れ
て
か
ら

年
経
と
う
と
も
そ
し
て
そ

れ
以
上
の
年
数
が
経
過
し
よ
う
と
も
デ
ス
ゲ

ム
で
過
ご
し
た
日

が
過
去
の
も
の
に
な

て

も
そ
の
名
残
は

れ
な
い
だ
ろ
う

命
と
は
尊
い
も
の
だ

仮

が
悪
に
加

す
る
者
で
あ

て
も
命
は

し
く
尊
い
も
の
で

あ
る

 
仮
想
世
界
と

え
ど

生命

を
間
近
に
感
じ
る
死
闘
の
日

を
過
ご
し
た
か
ら
こ
そ

そ
の

意
識
は
と
て
も
強
い

 
故
に

殺
す
と

に
し
た
時
は
正
し
く
殺
人
を

す
罪
人
に
な
る
事
を
覚
悟
し
た
も
同
然

 
か
つ
て

ア
キ
ト

神

や
ア
ル
ベ
リ
ヒ

悪
⻤
に
刃
を
振
る

た
時

自
分
は
罪
人
に
な
る
事
を
覚
悟
し
て
い
た

他

者
に
責
め
ら
れ
る
事
も
覚
悟
し
た
上
で
剣
を
振
る

た

キ
リ
ト
を
守
る
事
は
自
分
に
と

て
大そ

罪れ
をを

す
する

程
に
大
切
な
事
だ

た
か
ら
だ

 
そ
の
意
識

思

過
程
は

大
な
り
小
な
り

間
も
同
じ
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然

そ
れ
に
は
キ
リ
ト
も

ま
れ
る

 

だ
か
ら
こ
そ

彼
に
と

て
重
要
な

か
の
た
め
に

リ

フ

達
を
殺
し
た
ん
だ

 
そ
れ
は
至

て

然
の
結
論

同
じ
思

過
程
を

む
の
で
あ
れ
ば
キ
リ
ト
も
自
分
と
同
じ

よ
う
に
殺
人
を

す
だ
け
の
理
由
を

い
て
い
る
と

え
る
の
が
自
然
で
あ
る

 
だ
が

 

そ
の

な
の
に

 

得
も

え
ぬ
違
和
感
がわ

だ
か
ま

て
い
る

 
理
由
は
明
白

彼
と
自
分
と
を

し
た
時
殺
人
を

す
理
由
が
根
本
的
に
違
う

護
る

と
い
う
意
味
で
は
同
じ
だ
が

今
回
の
場
合
彼
が

て
い
た
護
る
対

を
殺
す
対

に
し
て
い
た
事
が
今
回
の

 
そ
れ
は

不
自
然
で
あ
る

 

故
な
ら
彼
が

い
て
い
る

間
を
守
る
と
い
う
誓
い
は
原

外
を
許
さ
な
い
程

に
強

有
り
体
に

て

の

か
な
い
も
の
だ
か
ら
だ

 
そ
う

え
る
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
彼
は

間
内
で
の
デ

エ
ル
を

リ

フ

と
の
鍛

以
外
で
一
切
し
な
か

た
か
ら

自
分
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
決

を
つ
け
る
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に
吹

掛
け
て
も

に

き
大
会
で
覇
を

お
う
と
面

が
誘

て
も

し

良

で

足

す
る

動
を
し
て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
の

間
を

し
た
く
な
い
と
思

て

け
て
い
る
な
ら

分
か
ら
な
く
も
な
い

し
か
し
そ
れ
は

間
を

・傷
・付
・け
・な
・い

と
い
う
誓
い
の
場
合
に
限
ら
れ

る

日
本
語
は

し
く

な

語
の
使
い
分
け
で
ニ

ア
ン
ス
が
変
わ

て
来
る
の
で
あ

る
い
は
彼
も
無
意
識
で

葉
を

ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が

手
の

葉

を

て
自

身
の

に

す
る

ど
語
学
力
に
⻑
け
た
彼
に
限

て
意

し
て
い
な
い
と
は
思
え
な
い

 
故
に

守
る

と
い
う
表
現
を
使

て
い
る
彼
は

時
に
傷
付
け
る
事
も
許
容
し
て
い
る
と

取
る
の
が
正
確
だ

サ
チ
の
よ
う
に

い
眼
に
遭
わ
せ
て
で
も
本
人
を
想

て
傷
付
け
る
事
も
あ

る

傷
付
く
と
無
自
覚
に
理
解
し
た
上
で

離
を
離
す
事
を
許
容
し
た
の
も
そ
の
一
つ

時
そ

れ
を
想
定
し
た
上
で
そ
う
表
現
し
た
と

え
る
方
が

で
あ
る

 

き

と
そ
れ
こ
そ
が

え

 
そ
の
確
信
が
あ

た

 
物
事
が
複

に
絡
み
合

て
い
る
か
ら
分
か
り

い

命
が

か

て
い
る
か
ら
か
つ
て

べ

な
か

た

は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
て
手

の
一
つ
へ
と
加
え
ら
れ
た

そ
う

え
れ
ば
辻
褄
は
合

う
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先

の
問

だ

 
彼
は
他
者
を
こ
そ
尊
ぶ
思
想
の
持
ち
主
だ

義
姉
に
よ
り

正
さ
れ
た
と
は

え
そ
の
片

は
未
だ
強
く
あ
り
根
幹
も
未
だ
残

て
い
る

他
者
の

せ
を
こ
そ
自
身
の

せ
と

え
る
彼

は
自
分
の
事
よ
り
も
他
者
の
事
を

先
す
る

仮

自
身
の
命
を

や
し

く
す
と
し
て
も
彼

は
己
を

み
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

自
分
を

め

間
達
が

に
集

た
目
的
は

キ
リ
ト
の
目
的
を

き

止
め
る
事

に
集
約
さ
れ
て
い
る

 
彼
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に

わ

て
欲
し
く
な
い
と
思

て
い
る
だ
ろ
う
が
そ
れ

な
ら
オ

デ

ン

に
せ
ず
む
し
ろ
ロ
キ

に
付
け
る

だ

だ
が
力

く
で
オ

デ

ン

に
付
か
せ
た
と
い
う
事
は
キ
リ
ト
と
同
じ

に
付
い
て
い
る
と
不

合
が
生
じ
る
か
ら
か

と
り
の
方
が
強
い
か
ら

と
い
う
理
由
で
無
い
の
は
な
ん
と
な
く
分
か

て
い
る

 

故
な
ら

レ
イ
ン
が
帰

て
来
な
か

た
か
ら
だ

 
キ
リ
ト
の
手
に
よ

て
リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
化
し
た
リ

フ

達
は
主
神
オ

デ

ン
の
下
へ

強
制

行
さ
れ
た
後

属
の
魔
法
に
よ

て
無
理

理
エ
イ
ン
ヘ
リ

ル
の
一

に
さ
せ

ら
れ
た

一
そ
の

を

れ
た
レ
イ
ン
は
あ
れ
か
ら
一
時
間
弱
経
つ
今
も

を
見
せ
て
い
な
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い

ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
事
は
判
明
し
て
い
る
が

探
知
が
弾
か
れ
る
事
か
ら
意

的
に
身

を

し
て
い
る
と
判
明
し
て
い
る

状
況
か
ら

え
て
キ
リ
ト
と
手
を
組
ん
だ
の
だ
と

 
つ
ま
り
キ
リ
ト
は
レ
イ
ン
を
加
え
た
状

で
ロ
キ

に
付
い
て
い
る

 
レ
イ
ン
が
ロ
キ
勢
力
に
付
く
の
は
ま
あ
分
か
る

彼
女
は
セ
ブ
ン
の
実
の
姉
で
あ
り
七
色

士
の
思
惑
を

し
て
い
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
内
容
も
キ
リ
ト
か
ら

か
さ
れ
て

い
る

で
別
に
ク
ラ
ス
タ
で
も
な
い
彼
女
は
お
そ
ら
く
止
め
よ
う
と
動
く

肉
親
が
と
ん
で

も
な
い
事
を
し
で
か
そ
う
と
し
た
ら
ま
ず
止
め
よ
う
と
思
う

だ
か
ら

そ
ん
な
レ
イ
ン
を
見
て

キ
リ
ト
が
力
を

さ
な
い

が
な
い

 

そ
の
事
実
に
思
い
立

た
時
し
て
や
ら
れ
た
と

⻭
を

み

め
た
の
は
記

に
新

し
い

 
キ
リ
ト
と
レ
イ
ン
は

日
の
時
点
で
結

し
て
い
た
と

え
て

し
か然

る
べ
き
だ

た
の
だ

ク

ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
事
を

か
さ
れ
た
レ
イ
ン
が
ロ
キ

に
な
る
の
は
予
想
付
い
て
い
た
の

に
キ
リ
ト
が
協
力
す
る
可
能
性
が

か
ら

け
て
い
た
な
ん
て
と
心

悔
や
ん
だ

平
穏
な

日

を
過
ご
す
自
分
と
の
ギ

プ
の
せ
い
で
常
に
ギ
リ
ギ
リ
な
彼
の
理
解

が

く
な

て
い

た
事
を
如
実
に
感
じ
る
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そ
の
結

を

し
て
い
た
の
は

お
そ
ら
く
キ
リ
ト
の
指
示

 
パ

テ

を
組
む
だ
け
で
ロ
キ

に
付
け
る
と
い
う
ル

ル
を

し
た
レ
イ
ン
と
パ

テ

を
組
み

ば
問

無

で
ロ
キ

に
付
か
れ
な
い
よ
う

し

す
事
を
指
示
し
て
い

た
の
だ

そ
し
て
そ
れ
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
レ
イ
ン
を
こ
ち
ら
に
同
行
さ
せ
て
い

た 

だ
が

そ
れ
は
非

的
だ

 
最
初
か
ら
レ
イ
ン
が
雲

れ
し
て
も
今
の
状
況
と
変
わ
ら
な
い
の
は
彼
に
も
理
解
出
来
て
い

た

む
し
ろ
リ

フ

達
を
手
に
掛
け
る
手
間
や
レ
イ
ン
が

ま

て
彼
女
の
願
い
が
成

し

な
く
な
る
事
を

え
れ
ば
リ
ス
キ

な
上
に
非
合
理
的
で
あ
る

 
で
あ
れ
ば

む
し
ろ

逆

 
・

・間
・を
・手
・に
・掛
・け
・る
・事
・が
・必
・要
・な
・事
・だ
・

・た

傷
付

しけ
なな
いい

道
を

ぶ
よ
り
傷
付

すけ
るる

道
の

方
が
よ
り
確
実
に
み
ん
な
を

・守
・れ
・る

か
ら

そ
う

え
た
の
だ
と
し
た
ら
彼
の
一

の
行
動
に
も

得
が
い
く

 

そ
れ
以
外
の
理
由
が

思
い
つ
か
な
い

 
彼
な
ら
そ
う
す
る
と
い
う
確
信
が
あ

た



 第三十八章 〜
ケ ツ イ

Ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ〜

く
そ

 

く

悪

を

く

組
ん
だ

に

手
に

力
が

る

ギ
リ
ギ
リ
と

が

ま
る

 
そ
れ
は

で
あ
り
失
望
で
あ
り
怒
り
で
あ

た

想
い
を

た
自
分
を
頼
ろ
う
と
も

し
な
い
少
年
へ
の
感
情

同
時
に
そ
ん
な
想
い
に

ら
れ
て
い
る
事
に

付
け
な
か

た
自
分

へ
の
感
情

 

で
あ
り

不

な
思

だ

 
認
め
た
で
は
な
い
か

自
分
で
は
彼
を
超
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と

容

に
負
け
な
い
と

い

は
す
れ
ど
実

そ
う
容

な
事
で
は
無
い

生
と
死
を
身
近
に
感
じ
る
世
界
か
ら
脱
出
し
た
自

分
の

も
い
ま
は
彼
方
で
あ
り
平
穏
と
平
和
を

し
た
こ
の
身
で
は
い
ま
も

の
道
を
進

む
少
年
に
追
い
付
く
事
な
ど
不
可
能
だ
と
悟

て
い
た

 
故
に
こ
の
感
情
は
分
不

応
な
願
い
だ

 
力
に
な
れ
な
い
あ
る
い
は
そ
の
価
値
が
無
い
と
自
ら
断
じ
て
お
い
て
い
ざ
そ
う
い
う
時
に

な

た
ら

故
頼

て
く
れ
な
か

た

と

え
る
の
は

違
い
と
い
う
も
の
だ

 
仮

そ
う
だ
と
自
覚
し
て
い
て
も

せ
め
て

も
う
い
ち
ど
伝
え
る
こ
と
は
出
来
た

だ

 

か
背
負

て
い
る
と

し
た
そ
の
時
に
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浮
遊
大

を

ん
だ
最
初
の
日
に

 

ボ
ク
は

過
ぎ
た
ん
だ

 
天
才

学
者
の
企
て
の
全
容
が
語
ら
れ
る
前
の

で
は

も
う
手

れ
だ

た

 
彼
の
覚
悟
は
決
ま

て
い
た

彼
の

は
進
み
過
ぎ
て
い
た

あ
の
事

へ
発
展
す
る
ま
で

に
手
を
打

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 

し
た
あ
の
日
に
問
い

め
る
べ
き
だ

た

し
つ
こ
く
追
い

る
べ
き
だ

た

喪
う
事

の
恐
怖
を
知

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
も
う
喪
い
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
ボ
ク
は
あ
の
日
身
を

引
く
べ
き
で
は
無
か

た

 

知

て
い
た

な
の
に

 
そ
う

知

て
い
た

だ

第
一
層
の

か
ら

を

べ
戦

た

そ
の

大小
きさ
なな

背
中
を
見

て

離
れ
よ
う
と
す
る
意

に
反
し
て
追
い
掛
け

け
た

 

を

に

 
尊

を
心
に

 
想

い情
を

葉
に

 
百
の
戦
場
を

共
に

け
た
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け
れ
ど

呼

ボ
ク
は

分
か

て
い
た
つ
も
り
に
過
ぎ
な
か

た

 
そ
の
深
さ
を

真
剣
さ
を

彼
の
想
い
の
強
さ
を

忘

れ

て

い

た

見

て
い
た

 
彼
が
持

て
い
た
と
い
う
悪
魔
の

を

し
た
刀
身
の

剣

そ
れ
は

に
初
期
登
録

さ
れ
て
い
た

の
力
を
有
す
る

刀

カ
テ
ゴ
リ
の
魔
剣

 

故
彼
が
持

て
い
る
の
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
引
き
継
が
ず

て

も

持
し
て
い
な
い
彼
が

そ
の
剣
を
持

て
い
る
の
は

故
か

 

え
な
ど

分
か
り
切

て
い
る

 
命
を

す
だ
け
の
理
由
が
出
来
た
か
ら

 
そ
し
て

契
約

と

無
く
み
ん
な
を
手
に
掛
け
た
事
が

彼
に
と

て

よ
り
も

先

す
べ
き
事
で
あ
る
な
ら

そ
の

理
由

は
た
だ
一
つ
し
か
あ
り
得
な
い

 

故
な
ら

彼
の

二忌
つみ
名名

こ
そ
が

キ
リ
ト

 
悔
や
む
思

を
振
り
切
る
よ
う
に
名
前
を
呼
ぶ

 

そ
の
行
動
は

の
空
気
を

わ
せ
る
だ
け
だ

た
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み
ん
な

 
今
日
は
セ
ブ
ン
の

に
こ
ん
な
に
集
ま

て
く
れ
て
あ
り
が
と

 
と時
き間

は
来
た

 
そ
う
知
ら
せ
る
よ
う
に
上
が

た
天
才
の
声
と
一

と
強
く
上
が

た

声
を
契
機
に

か
ら
背
を
離
す

小

な
彼
女
の

を
離
れ
て
も
見
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
空
を

ん
で
い

る
か
ら
か

非
戦
闘

と
は

え

意

行
が
出
来
る
の
は
さ
す
が
天
才
と

わ
ざ
る
を
得
な

い 
更
に

を

く
の
は

ク
ラ
ス
タ
の
中
に
は
種

に
帰
依
し
て
い
る

種

の
軍
部
プ
レ
イ

も

じ

て
参
加
し
て
い
る
点
だ

 

は

妖
精

の
セ
ブ
ン
の
勢
い
に
プ

カ

主
が

か

た
事
に

を
発
す

種

無
く
多
く
の
人
の
心
を

止
め
た
ア
イ
ド
ル
の
力
に
な

て
も
い
い
と

わ
れ
た
プ

カ
軍
プ

レ
イ

を

ん
だ

種

の
帰
依
プ
レ
イ

が

主
に
意
見
し
今
回
の
攻
略
に
参
加
す
る

事
を
認
め
た
の
だ

そ
の
た
め
の
話
し
合
い
も
持
た
れ
今
回
の
攻
略
に
限

て
は
種

間
抗
争

を
持
ち
出
さ
な
い
事
が

決
定
さ
れ
た
ら
し
い

 
種

帰
依
と

レ
ネ
ゲ
イ
ド

脱

者
の

根
を
も
超
え
た
勢
い
に
は
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
彼
女
の

さ
を

め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
る
思
い
だ
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だ
が

こ
の
人
数
を
以
て
し
て
で
も

彼
を
打
倒
出
来
る
ビ
ジ

ン
は

い

 
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
の
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
オ

デ

ン
に
よ
り
エ
イ
ン
ヘ
リ

ル

と
化
し
た
こ
ち
ら
の

の
プ
レ
イ

は

全
ス
テ

タ
ス
が
大
き
く
上

し

と

が

自
動
回
復
す
る
だ
け
で
な
く
死
亡
後
デ
ス

ナ
無
し
で

時

生
と
い
う
強
力
な
限
定
バ
フ
を

与
え
ら
れ
て
い
る

そ
れ
も
ク
エ
ス
ト
失

件
で
あ
る
オ

デ

ン
が
死
な
な
い
限
り

倒
さ
れ
て
も
倒
さ
れ
て
も
デ
ス

ナ
無
し
で
復
活
す
る
死
兵
は
さ
し
も
の
強
者
と

を

る
事
を
求
め
る
自
分
と

え
ど
全
力
で
遠
慮
し
た
い
手
合
い

そ
れ
は

然
キ
リ
ト
・
レ
イ
ン

名
と
て
同
じ

 
そ
れ
で
も

彼
に
勝
て
る
気
は
し
な
い
の
は

故
な
の
か

 

間
達
と
合
流
し
最
終
確
認
を
す
る
中
で
も
や
は
り
そ
の
思

は

え
な
い

み
ん
な
も

同
じ
な
の
だ
ろ
う

特
に
直

彼
の

に
晒
さ
れ
た
面
子
は
一

表
情
が
強

て
い
る

 
一
部
は
別
の
意
味
で

い
が
彼
の
責

な
の
で
仕
方
が
な
い

自
分
と
て
い
き
な
り
死
ん

で
く
れ

と

わ
れ
れ
ば

あ
あ
な
る
未
来
し
か
予
想
出
来
な
い
の
だ
か
ら

 
と
も
あ
れ

の

備
と
打
ち
合
わ
せ
を
終
え
ク
ラ
ス
タ
達
か
ら

け
る

な

線
も
無

し
て
戦
列
に
加
わ
る

や
は
り
レ
イ
ド

分
の
人
数
で
フ
ル
レ
イ
ド
の
三
刃
騎
士

と
覇
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を

た
か
ら
か
配

は
最
前
だ

 
あ
ま
り
魔
法
を
使
わ
な
い
自
分
は

黒

の
剣
を
片
手
に
前
衛
組
に

ぶ

 

に
は
髪
を
一

り
に
結

た
ス
プ
リ
ガ
ン

影
妖
精

の
少
年
キ
リ
カ
が

ん
だ

黒
の

刃

手
片
手

剣
を
持
つ
少
年
の
眼
は

ん
で
い
る

キ
リ
カ

大

あ
あ

 
大

だ
と

く
応
じ
る
少
年
は
ど
う
見
て
も
大

で
は
無
い
者
特
有
の
空
気
を

て
い
た

 

日
か
ら
行
方
知
れ
ず
だ

た
彼
が

て
来
た
の
は
つ
い
数
十
分
前
の
事
だ

や
は
り

夜
光
の

が
世
界
樹
の
根

で
発
生
し
た
の
は
キ
リ
ト
と
交
戦
し
た
結
果
ら
し
く
自
分
達

の
下
へ
引
き

り

そ
う
と
し
て
戦
い
を

ん
だ
と
彼
は
明
か
し
た

し
か
し
光
の

を
発

生
さ
せ
る
魔
術
に
よ
り

れ
こ
れ
ま
で
ず

と

ロ
で
高

ダ
ン
ジ

ン
に
潜
り
自

己
強
化
に

ん
で
い
た
と
い
う

ロ
で
高

ダ
ン
ジ

ン
に
潜
れ
る
も
の
で
は
な
い

の
だ
が

彼
は

な
の
で
肉
体
的

労
は
無
く

間
演

速

も
ず
ば

け
て
高
く

そ
し

て
経
験
も

み
の
プ
レ
イ

を

し
て
い
る
存
在
だ

を
持

て
い
る
以
上
あ
る
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程

隔
絶
し
た

と

り
合
う
の
も
不
可
能
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
ク
エ
ス
ト
時
間
ギ
リ
ギ
リ
に

て
来
た
彼
は
事
の

を

い
た

ま
じ
い

形

を
し

打
倒
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
掲

て
戦
列
に
加
わ

て
い
る

 
触
ら
ぬ
神
に

り
な
し

 
今
の
キ
リ
カ
に
は
さ
し
も
の
天
然
の

け気
が
あ
る
ス
ト
レ
ア
を
し
て
声
を
掛
け
る
の
を

さ

せ
る

力
が
あ

た

我
が
下
に
集
い
し

士
達
よ

時
は
来
た

 
背
後
か
ら

あ
る

人
の
声
が

い
て
来
た

オ

デ

ン

の
声
だ

今
こ
そ
世
界
を

に

れ
ん
と
企
て
た
悪
神
ロ
キ
を

ち
世
界
に
平
和
を
取
り

す
時
だ

の
者

恐
れ
る
な

汝
ら
に
は
我
ら
ア

ス
神

の
加
護
が
あ
る

 
そ
の

葉
の
後
に

ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ

の
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が

プ
レ
イ

の
前
に
眼
前
に
現
れ
た

の
バ
ツ

を
ク
リ

ク
し

メ

セ

ジ
を
消
す

 
眼
前
の
大
地
に

は

な
い

空
中
も
同
じ

 
だ
が
目
指
す
地
は
ハ

キ
リ
し
て
い
る

フ

ル
ド
の
中

に
存
在
す
る

大
な

予
め

四
方
が
ク
ラ
ス
タ
達
に
よ
り
攻
略
さ
れ
た
事
で
ギ
ミ

ク
が
動
き
入
り

が
出
現
し
た
あ
の
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大
な

の
中
に
攻
め
入
り
最

に

ち
構
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
ロ
キ
を

つ
事
が
こ
の
ク
エ

ス
ト
の
達
成

件
だ

み
ん
な

 
私
の
バ
フ
を

け
取

て

 

け
出
す
前
に
セ
ブ
ン
が
そ
う

て
歌
を
歌
い
出
し
た

プ

カ

妖
精

の
み

得
出
来
る

ス
キ
ル

チ

ン
ト

の

果
が
発
動
し
攻
撃
力
ア

プ

力
ア

プ

自
動
回
復

自

動
回
復
の
バ
フ
が
加
わ
る

ス
キ
ル
値
が
高
い
の
か

全

に

果
が

ん
だ
よ
う
だ

た
あ
り
が
と

 
セ
ブ
ン
ち

ん

セ
ブ
ン
ち

ん
の
応

が
あ
れ
ば

無
し
だ
よ

 

三
刃
騎
士

と
ク
ラ
ス
タ
達
は

属
の
別
無
く
武
器
を
掲

て

き
立

た

 

そ
の
信
心
に

り
は
無
い

 

然
だ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
事
を
彼
女
は
明
か
し
て
い
な
い
の
だ

の
骨
子

が
セ
ブ
ン

人
で
は
無
く
ク
ラ
ス
タ
達
に
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

な
情
報
を
与
え
な
い
事
で
彼

ら
彼
女
ら
が

く
感
情
を

な
も
の
の
ま
ま
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

 
無
論

自
分
達
が
そ
れ
に

正
直
に
付
き
合
う
必
要
は
無
い
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を
正
せ
ば
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
な
ど
と
い
う
実
験
の

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

し
て
い
た

事
が
キ
リ
ト
の
無

に

わ

て
い
る
の
だ

そ
れ
を
根

か
ら

し
て
し
ま
え
ば
彼
が
動
く

理
由
は
無
く
な
る

セ
ブ
ン
と
て

判
の
突
き
上

を
喰
ら
え
ば
マ
ト
モ
に
活
動
出
来
な
く
な
る

だ
ろ
う

 
そ
う
し
な
か

た
の
は
レ
イ
ン
の
存
在
が
あ
る
か
ら
だ

も
し
彼
女
が
全
力
で
抗
議
し
て
い
た

な
ら
こ
ち
ら
も

護
し
て
い
た
が
一
夜
経

て
も
そ
の

振
り
が
無
く
学

で

を
合
わ
せ

た
時
も
特
に
触
れ
な
か

た
事
か
ら

空
気
を

ん
で

も
世
間
に

し
な
か

た

 
そ
れ
に

自
分
と
し
て
は
こ
ち
ら
の
方
が

重
を

め
て
い
る
が

キ
リ
ト
が
そ
の

に

つ
い
て
動
い
て
い
な
い
か
ら
で
も
あ
る

 
た
だ
し
キ
リ
ト
の
場
合
は
目
的
が
分
か
ら
な
い
か
ら
下
手
に
動
け
な
か

た
と
い
う
意
味

合
い
が
強
い

ら
ず
も
契
約
に

い
て
七
色

士
の

は
指
示
さ
れ
て
い
な
い
事
が
判

明
し
た

だ
が
逆
に

し
て
は
い
け
な
い
と
も
指
示
さ
れ
て
い
な
い

で
彼
の
目
的

が
不
明
で
あ
る
以
上
下
手
に
場
を
引

掻
き
回
す
の
は
得
策
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
た

手

探
り
で
な
く
な

た
な
ら
最

解
最

ル

ト
を
突
き
進
む
の
が
彼
だ

変
に
横
槍
を
入
れ
る

と
大
変
な
事
に
な
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
イ

と
い
う

ど
知

て
い
る
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そ
う

重
に
な

て
い
た
の
が
原
因
で
今
回
手

れ
に
な

た

だ
が

 
と
も
あ
れ
キ
リ
ト
が
ク
ラ
ス
タ
達
に

を
呼
び
掛
け
て
い
な
い
時
点
で
彼
が
成

し
よ

う
と
し
て
い
る

目
的

の
助
け
に
は
な
り
得
な
い
の
だ
ろ
う

 
な
ら
そ
れ
は

な
事
だ

 
下
手
に
横
槍
を
入
れ
れ
ば
彼
は
そ
の
変
化
す
ら
も

け
容
れ

の
流
れ
を
変
え
る
だ
ろ

う

そ
れ
で
は
だ
め
だ

イ
タ
チ
ご

こ
に
な

て
し
ま
う

彼
の

の
流
れ
は
そ
の
ま
ま
に

真

向
か
ら
止
め
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

 
そ
う

そ
れ
は
ま
る
で

真

向
か
ら
彼
の
在
り
方
を

定
し
た
義
姉
の
よ
う
で
な
け
れ
ば

 

分

や
か
だ
な

七
色

士

  
想
い
馳
せ
る
ボ
ク
の

を

く
も

然
を

か
せ
る
声
が

い
た

 

時
の
間
に
か
軍
勢
の
正
面
に
人
影
が
一
つ

 
話
に

い
た

り
黒
コ

ト
を

い
フ

ド
を
目
深
に

て
い
る

手
に
は

も
持

て



 第三十八章 〜
ケ ツ イ

Ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ〜

い
な
い

だ
が
戦
意
が
無
い

が
な
い

も
し
戦
意
が
無
い
な
ら
本

に

観
に

し
て
い
る

の
が
彼
だ
か
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル

 
血
戦
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で

て
い
る
事
を

予
感
し
た

  

声
が
止
ん
だ

ま

た
空
気
が
漂
い
オ

デ

ン
軍
と
ロ
キ
軍

ロ
キ
勢
力

属
の
キ
リ
ト
が
対
峙
す
る

 
と
は

え
少
年
の

線
は
一
点
に

が
れ
て
い
る

自
身
に
向
け
ら
れ
る
多
種
多
様
な
感
情

と

線
を
無

し
た
だ

と
り

天
才

学
者
の
少
女
の
み
に

ら
れ
て
い
た

こ
ち
ら
に

見
向
き
も
し
な
い
の
は

ロ
キ

に
付
か
せ
な
い
と
い
う
ミ

シ

ン
を
達
成
し
た
か
ら
か

 
そ
れ
と
も

先

の
問

で
あ
ち
ら
を

先
し
て
い
る
だ
け
か

そ
の
様
子
だ
と
そ
の
ま
ま
ら
し
い

な
る

ど

し
そ
う
で

・

・よ
・り
・だ

 

か
な
違
和
感

 
い
ま
彼
は

と

た

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
事
を
明
か
さ
な
い
で
行
動
し
て
い
る
事
を

い
ま

け
容
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れ
な
か

た
か

 

中
を

た
す

惑

ザ
ワ
リ
と

間
内
で
も
そ
れ
は
発
生
し
て
い
た

仮

の
指
示

を

け
て
い
な
く
と
も
キ
リ
ト
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に
対
し

的

そ
の
前

を

す
発

が
出
た
の
だ

 
い

た
い
彼
は

な
に
を

え
て

 

惑
に

わ
れ
る
中

と
り
の
プ
レ
イ

が
前
に
出
た

そ
れ
は
同
じ
前
衛
部
隊
に
立
つ

そ
う
し
ん身

の
ウ
ン
デ

ネ
め
い明
せ
い⻘し

く色
の
髪
を
逆
立
て
て
い
る
男

ス
メ
ラ
ギ
は
信
じ
ら
れ
な
い

と
ば
か
り
に
表
情
険
し
く

を
振
る

解
放
の
英
雄

キ
リ
ト

様

た

た
一
人
で

の

だ

 
ま
さ
か
と
思
う
が

様

わ
れ
わ
れ

合
軍
を
止
め
る
つ
も
り
か

 
そ
う

う
ス
メ
ラ
ギ
は

一

だ
け

線
を
彼
か
ら
外
し
た

 
焦
点
が
結
ば
れ
た
先
に

た
の
は
軍
勢
の
外

を

う
よ
う
に
配

さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ

騎
士

を

た
戦
闘
型
女
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ

ヴ

ル
キ
リ

達
だ

彼
女
ら
は

ア
ス
ガ
ル
ド
兵

よ
り
上
の
ス
テ

タ
ス
を
誇
り

を
二
本
持
つ

ボ
ス

Ｎ
Ｐ
Ｃ

プ
レ
イ

が
勝
つ
の

は
多
分
想
定
さ
れ
て
い
な
い
タ
イ
プ
の
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

た
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そ
れ
に
加
え
四

に
上
る
だ
ろ
う
プ
レ
イ

の
数

ク
ラ
ス
タ
達
の

は
あ
ま
り
高
く
な

い
が
そ
れ
で
も
一

は
三
刃
騎
士

の

を

く
程
の
気
勢
を
持
つ
者
達
だ

束
に
な

れ
ば

な
事
こ
の
上
な
い
だ
ろ
う

ま
し
て
や
今
は
セ
ブ
ン
を
ス
ヴ

ル
ト
の
覇
者
に
と

結
し
て
い
る

バ
ラ
バ
ラ
の
人
間
が

結
し
た
時
の
強
さ
は

あ
の
世
界

で

と

な
く
見
て
来
た
か
ら
知

て
い
た

 

そ
れ
で
も

少
年
の
表
情
に
変
化
は
な
い

 
フ

ド
を
目
深
に

た
黒

く
め
の
剣
士
は

い
と

を

め
た

か
に
見
え
る

の

み
は
先
程
よ
り
や
や
深
い

そ
の
つ
も
り
だ

と

た
ら

ざ
け
て
る
の
か

は
至
極
真
面
目
だ

達
や

狂
で

 
そ
こ
で
苛
立
ち
を

わ
に
す
る
ウ
ン
デ

ネ
を
見
て
い
た
キ
リ
ト
の

線
が
こ
ち
ら
に

向
い
た

フ

ド
の

に
煌
め
く
光
が

巡
す
る
か
の
よ
う
に
揺
ら
め
く

 
そ
れ
は

ん
の
数

の
事
で

す
ぐ

線
は

さ
れ
た

間
達
とた

も
とは

分
か
た
ん
よ
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そ
う
か

 
表
情
こ
そ
見
え
な
い
が

声

は
真
剣
な
も
の
だ
と
分
か

た
の
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
と

て
男
の
苛
立
ち
が
消
え
る
事
は
無
く

忌

し

に

む
目
は
そ
の
ま
ま
だ

と
は

え
た

た
一
人
で

に
来
た
の
は
愚
策
に
変
わ
り
な
い

ら

様
で
も
こ
の
人

数
を

ロ
で
平
ら

る
事
は
不
可
能
だ
ろ
う

ど
う
か
な

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

し
た
事
な
い
か
ら

と
も

え
な
い
な

 
人
を
食

た

い
よ
う
に

を
更
に

し
く

す
が

め
た
ス
メ
ラ
ギ
は
銀

手
に

ま
れ
て

い
な
い

手
を
持
ち
上

た

な
る

ど

で
は
こ
こ
で
ハ

キ
リ
さ
せ
て
や
ろ
う

メ
イ
ジ

術
師
隊

や
れ

 
ば

と

手
が
振
り
下
ろ
さ
れ
る

 
た
ち
ま
ち
集

の
後
方
か
ら
ス

ル
ワ

ド
の
高
速

が
重
な

て

こ
え
て
来
た

反
応

と
い
い

と
い
い

な
練

Ａ
Ｌ
Ｏ
ト

プ
の
ギ
ル
ド
Ａ
Ｌ
Ｏ
上

で
も
入

と

わ
れ
る
程
の
要
求
ラ
イ
ン
と
い
う
話
も

達
で
は
無
い

 
ご
う

と

の
魔
法
弾
が

ん
だ

色
取
り
取
り
の
魔
法
弾
は

い

を

き
な
が
ら
少
年

へ
と

る
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解
放
の
英
雄

黒
の
剣
士
キ
リ
ト
は
自
身
に
向
か

て
発

さ
れ
た
十
発
以
上
の
高
レ
ベ
ル
攻
撃
魔
法
を

見
て
も
一
切
動
じ
る
様
子
が
無
か

た

い
や
も
う
動
い
て
も
無

だ

魔
法
は
全
て

行

し
て
も
回

し
切
れ
な
い
程
の
誘
導
性
を
誇
る

シ
ン
グ
ル
ホ

ミ
ン
グ

焦
点
追

型

追
撃
が

ん
で
く
る
事
も

慮
す
れ
ば

こ
の
時
点
で

み
に
近
い

 
し
か
し問

無

か

 
フ

ド
か
ら

か
に
見
え
る

に

い

み
が
浮
か
ん
だ
の
を

認
す
る

 
キ
リ
ト
は

悪
魔
の

を

し
た

剣
を
虚
空
か
ら
呼
び
出
し

手
で

を
握

た

 
ま
さ
か

と
予
想
が
浮
か
ぶ

 
十
数
発
の
魔
法
弾
は
時
間
差
と

を
付
け
て

ん
で
い
て
コ
ン
マ
五

に
つ
き
一
発

一

に
つ
き
二
発

弾
す
る
間
隔
だ

か
つ
て
シ
ウ
ネ

の
魔
術
を

殺
し
た
ス
ピ

ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド

で
は
技
後

直
で

弾
す
る

に
な
る

 
し
か
し

 
も
し
浮

原
最
後
の
ダ
ン
ジ

ン
に
現
れ
た

定
偽
キ
リ
ト
の
技
や
魔
法
を
彼
も

使
え
る
の
で
あ
れ
ば
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魔
法
弾
が
放
た
れ
て
か
ら
二

の
間
に
そ
こ
ま
で
浮
か
ん
だ
自
分
の
予
想
は
色

な
意

味
で
裏
切
ら
れ
る
事
に
な
る

サ

マ
ル
・
エ
ン
チ

ン
ト

 
以
前

い
た
時
よ
り
も

い
極
限
ま
で

さ
れ
た
式

が

を
打

た

そ
う
思

た

時

魔
の

剣
を

い

が

む

属
性
付
与

 

の

間

色
取
り
取
り
の
閃
光
と

そ
し
て
約
千
人
分
の

が

き

こ

た

 

を

た

剣
を
振
る

た
キ
リ
ト
が
殺

す
る
攻
撃
魔
法
の
全
弾
を
空
中
で

撃

い
や

・斬
・

・た
の
だ

な
ん

だ
と

 
さ
し
も
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
と
持
て

さ
れ
る
ス
メ
ラ
ギ
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に
声
を

ら
し
て
い
た

い
ま
の
は

い

た
い

様

な
に
を

見
た
ま
ま
だ

魔
法
を
斬

た
だ
け
だ
よ

 

で

わ
れ
た

剣
を
振
り
払
い

事
も
無

に

た

 
ア
レ
は
キ
リ
ト
が
独
自
に
編
み
出
し
た
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
一
つ
だ
ろ
う

名
付
け
る
な
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ら
ス

ル

魔
法

ブ
ラ
ス
ト

破
壊

か

 
か
つ
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

い
て

殺
隊
を

め
多
く
の
対
プ
レ
イ

戦
闘
を
す
る
事
に

な

た
彼
は
可
能
な
限
り

手
を
無
力
化
す
る
手

を

じ
る
事
に

念
が
無
か

た

麻

塗

の

に

え
て

ポ

シ

ン
作
成

を
失

さ
せ
る
こ
と
も
あ

た
と

く
程

攻

略
組
の
面
子
も
殺
し
に
来
る
が
殺
し
返
し
て
し
ま

て
は
戦
力
が

が
れ
自
身
の
立
場
も

悪
く
な
る
た
め

無
力
化
手

の

実
は

務
だ

た

 
そ
の

に
彼
は

手
の
体
で
は
無
く
武
器
を

て

ド
ス
キ
ル
を

り
出
し

弱
部

に
正
確
に
命
中
さ
せ
て
意

的
に

き

る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

ア

ム

武
器

ブ
ラ
ス
ト

破
壊
を
編

み
出
し
た

止
ま

て
い
る
的
に
す
ら
武
器
破
壊
を

こ
す
の
は

し
い
の
に
意

を
持
つ
プ

レ
イ

が
振
る
う
動
い
て
い
る
武
器
で

そ
れ
も
形
状
に
よ

て

弱
部

が
異
な
る
中

意

的
に
引
き

す
の
は

を
極
め
る
ど
こ
ろ
の
話
で
は
無
い

超
人
的
な
反
応
力
と
精

密
極
ま
る

力
自
身
の
剣

を
完

に
把
握
す
る
自
己
把
握
能
力
三

的
に
彼
我
を
認

識
す
る
空
間
把
握
能
力
が
あ

て
初
め
て
可
能
な
神
業
だ

た

 
そ
れ
の
応

で
魔
法
を
斬

た
の
だ
と

し
は
付
く
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
を
斬
る
の
は
輪
を
掛

け
て

の

だ
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故
な
ら

攻
撃
魔
法
は
そ
の

ど
が

リ

ド
な
実
体
を
持
た
ず

見
た
目
は
ラ
イ
ト
エ

フ

ク
ト
の
集
合
で
し
か
な
い

だ

あ
た
り
判
定
が
あ
る
の
は
ス

ル
の
中
心
一
点
の
み

つ
ま
り
魔
法
を
斬
る
に
は
高
速
で
襲
い
来
る
そ
の
ド

ト
を

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
現
実

で

え
る
な
ら
風
の
影

み
で

ち
る
ビ

ズ
を
真
剣
で
斬
る
よ
う
な
も
の

 

物
理
属
性
攻
撃
で

殺
で
き
な
い
原

は
事
前
に

属
性
を
付
与
し
て
い
た
事
で
突
破
し
た

よ
う
だ

こ
れ
ま
で
魔
法
属
性
を
付
与
さ
れ
た
中

以
上
の

ド
ス
キ
ル
で
な
け
れ
ば
魔
法
と

の

殺
は
不
可
能
と

え
て
い
た
が
よ
く
よ
く

え
れ
ば
属
性
付
与
で
も
良
い

だ

速

コ

ン
ト
ロ

ル
が
出
来
な
い
斬
撃
で
や
る
よ
り
は
は
る
か
に
マ
シ
だ
ろ
う

 
無
論

魔
法
の
衝
撃
に

し
負
け
る
速

で
は
無
意
味
な
の
で

応
の
剣

は
必
要
だ
ろ
う

し
高
速
魔
法
の
ド

ト
一
点
を

う

さ
は
変
わ
ら
な
い
の
で
恐
ら
く

い
や

間
違
い
な
く

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
で

魔
法
破
壊

を
使
え
る
の
は
彼
一
人
だ

出

目
な

 

を

め

く
ス
メ
ラ
ギ
に

き

集

か
ら

魔
法
斬

た
ぞ

偶
然
じ

な
く
て
か

こ
れ
だ
か
ら

な
ど
の
声
が

き

こ
る

 
し
か
し

手
が

と
分
か

て
い
れ
ば

そ
れ
が
歌
姫
の

と
な
れ
ば

容
赦
し
な
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い
よ
う
で
ク
ラ
ス
タ
や
三
刃
騎
士

達
の
反
応
は

か

た

ス
メ
ラ
ギ
の
指
示
で
前

衛
も
武
器
を

き
遊
撃
が
弓

や
な
が⻑
え

を
構
え
後
衛
が
再

ス

ル
の

を
始
め
る

今

は
シ
ン
グ
ル
ホ

ミ
ン
グ

焦
点
追

だ
け
で
な
く

マ
ル
チ
ホ

ミ
ン
グ

多
焦
点
追

や
エ
リ
ア
バ
リ
ス
テ

ク

広

弾
道
ま
で

ま
れ
て
い

る
よ
う
だ

た

問

無

か

様
は

だ

と
交
わ
す

葉
は
も
う
無
い

 
気
を
取
り
直
し
た
ス
メ
ラ
ギ
が

然
と

た

そ
う
か

 

か
に

を
入
れ
た
キ
リ
ト

と

い
た
息
に

め
ら
れ
て
い
る
感
情
は

だ
ろ
う

か

労
感
を
滲
ま
せ
た
彼
は

な
ら

と

葉
を
紡
ぐ

 

手
は

時
の
間
に
か
剣
が
仕
舞
わ
れ

代
わ
り
に
メ
ニ

面
を
開
い
て
い
た

 

刀
直
入
に

こ
う

に
・最
・悪
・な
・目

に
遭
わ
さ
れ
た
い
か

 

な
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そ
の
問
い
に

故
か

く
ス
メ
ラ
ギ

高
速

の
声
も

ら
か

ま
り

フ

ン
ブ
ル

失

特
有

の

ん
と
い
う

が

こ
え
て
来
た

様

あ
の
時

ヴ

ク
リ
ン
デ
で
立
ち
は
だ
か

た
偽
者
は

様
だ

た
の
か

 
ス
メ
ラ
ギ
の

り
出
し
た
よ
う
な
怒
声
を

い
て

理
解
が

ぶ

浮

原
ヴ

ク
リ
ン
デ
に
現
れ
た

定
偽
キ
リ
ト
は
偽
者
な
ん
か
で
は
な
か

た
の

だ

本
物
で
は
知
り
得
な
い
事
を
い
ま

に
し
た
か
ら
ス
メ
ラ
ギ
や
そ
の
場
に

合
わ
せ
た
事
の

あ
る
プ
レ
イ

が
動
揺
し
た

な
ん
ら
か
の
手

で
彼
は
分
身
を
作
れ
た
ら
し
い

 
恐
ら
く
闇
魔
法
か

影
魔
法
の
ス
キ
ル
の

果
だ
ろ
う

影
魔
法
を
得
意
と
す
る
ス
プ
リ

ガ
ン
だ
か
ら
こ
そ
使
え
る
魔
法
と
い
う
セ
ン
も
無
く
は
な
い

 
そ
う
理
解
し
て
い
く
中

フ

ド
か
ら
見
え
る

が
横
一
文

に
結
ば
れ
た

あ
あ
そ
う
だ

い
た
事
は
な
い
か

 
闇
魔
法
と

影
魔
法
の

練

を
マ
ス
タ

す

る
と

実
体
を
持

た
分
身
を
作
る
魔
法
を

得
出
来
る
ん
だ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
動
か
せ
る

 
ま

そ
の
ぶ
ん

作
出
力
も
感
覚
入
力
も

以
上
に
な
る
が

と

を
振

た

あ
ま
り
使
い

は
無
く
ス
プ
リ
ガ
ン
の

主
が

一
の
前

得
者

け
れ
ど
そ
の
ピ

キ

な
性
能

え
に
忘
れ
去
ら
れ
た
魔
法

そ
れ
が

分
身
魔
法

だ
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と
気
付
く

 
彼
の

上
に

カ

ル
は
あ

て
も

名
前
が
無
い
事
に

今
更
気
付
い
た
そ
の
事
実
に

自
分
も
か
な
り
動
揺
し
て
い
た
事
を
自
覚
す
る

 
気
を
取
り
直
す
自
分
を
よ
そ
に

そ
れ
は
い
い
ん
だ

と
キ
リ
ト
は

た

そ
れ
よ
り
も

ス
メ
ラ
ギ
い
ま
の
反
応
か
ら
し
て

え
て
い
る
よ
う
だ
な

あ
の
時

は

た

だ

そ
の
ま
ま
行
け
ば

い
つ
か
最
悪
な
目
に
遭
う
ぞ

と

あ
あ

て
い
た
な

だ
が

ど
う
や

て
そ
う
す
る
つ
も
り
だ

 
こ
の
人
数
差

戦
力
差

ど
う
足
掻
い
て
も

せ
ま
い

お
い
お
い

あ
の
時
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
ボ
ス
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
た
お
前
達
を

さ
せ
た
時
の

の

葉

ま
さ
か

い
て
い
な
か

た
の
か

な
に

 

し
む
表
情
を
浮
か
べ
た
ス
メ
ラ
ギ

 
キ
リ
ト
は

に

な

み
を
浮
か
べ
た

最

で
も

・こ
・れ
・の
・二
・十
・

で
来
る
ん
だ
な
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な
ぞ
る
よ
う
に
放
た
れ
た
セ
リ
フ
に

目
が
返
さ
れ
る

 
そ
の
様
子
を
見
な
が
ら
あ
あ
そ
う
そ
う
と
彼
は

け
た

ど
こ
か

快

に

け
る
少

年
の
様
子
は

ビ

タ

忌
み
名
と
し
て
振
る
舞
う
時
と

こ
の
人
数
で
平
ら

る
の

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

し
た
事
無
い
ん
だ
よ
な

 
わ
ざ
わ
ざ
強

さ
れ
た
時
期

そ
の
意
味
を
理
解
し
戦
場
の
空
気
は
怖
気
が
立
つ
静
け
さ
に

ま
れ
た

ど
く
ん

ど
く
ん

と

動
が
大
き
く

こ
え
る

ど
の

な
予
感

 

そ
も
そ
も

あ
り
得
な
い

だ

 
千
人
で
も
足
り
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
の
人
数
差
を

ロ
で
返
り

ち
に
し
た
話
を
自
分
は

知
ら
な
い

郷
が
放

た
ホ
ロ
ウ
と
の
戦
い
も
彼
の
近
く
に
は
キ
リ
カ
や
ユ
イ
達
が

て

ロ

の
戦
い
で
は
無
か

た

ず

と
前
線
に
出
ず

り
で
一
日
た
り
と
も
動
向
チ

ク

を
欠
か
さ
な
か

た
自
分
が

千
人

の
戦
い
を
知
ら
な
い
な
ん
て
あ
り
得
な
い

 
な
の
に

な
の
に
ど
う
し
て

彼
の

葉
に
は

定
し
切
れ
な
い
重
み
が
あ
る
の
だ

こ
れ
で
理
解
し
た
か

に
と

て
は
そ
の
人
数
も

・た
・

・た
千
人
で
し
か
な
い

滅

す
る
の
に
手
間
と
時
間
は
掛
か
る
が

な
に

不
可
能
で
は
な
い

だ
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フ

ド
か
ら
見
え
る

み
を
深
い
も
の
に
し
な
が
ら
彼
は
こ
ち
ら
の
背
後

歌
姫

へ
と

線
を
向
け
た

そ
の
上
で
問
お
う
か

・七
・色
・・
・ア
・ル
・シ
・

・

・ビ
・ン

こ
れ
以
上
そ
の
ま
ま
進
む
つ
も
り
な
ら
こ

ち
も

応
の
手
を
打
た
な
い
と
い
け
な
く
な
る

あ
な
た
の
要
求
は

な
に

な
事
だ

今
回
の
攻
略

七
色

士

あ
ん
た
だ
け
が

り
て
く
れ
れ
ば
い
い

 
そ
れ
は

あ
る
意
味
の

の

 
だ
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
骨
子
が
ク
ラ
ス
タ
達
に
あ
り
ス
メ
ラ
ギ

ま
で
退
く
よ
う

て
い
な
い
以
上
完
全
な

に
は
な
り
得
な
い

意

の

一
は

を

把
握
し
て
い
る
ス
メ
ラ
ギ
が
す
れ
ば
い
い
だ
け
だ
か
ら
だ

む
し
ろ
こ
れ
ま
で
と
同
じ
ス
タ
イ

ル

外
か
ら
見
て
も
問

は
大
き
く
見
え
な
い

 
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
ボ
ス
戦
に
出
な
か

た
非
戦
闘

の
セ
ブ
ン
で
は
ボ
ス
戦
の
邪
魔
に
す

ら
な
り
得
る

 
如

に
人
数
を

え
よ
う
と
ダ
ン
ジ

ン
内
に

ち
構
え
る
ボ
ス
と
戦
う
部

は
四
十
九
人

ま
で
し
か
入
れ
な
い

ま
た
コ
モ
ン
エ
リ
ア
の
ボ
ス
と
は

え
前
の
全
滅
し
た
グ
ル

プ
が
与
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え
た
ダ
メ

ジ
が
残
る

で
は
無
く

も

ま
る
の
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
前

期
の
よ
う
な
戦
闘

の
交

代
を
す
る
事
も
出
来
な
い

 
歌
の
バ
フ
は
強
力
だ
が

エ
イ
ン
ヘ
リ

ル

の
バ
フ
が
あ
る
以
上
は
過

に
過
ぎ
る

セ

ブ
ン
を

れ
て
行
く
事
で

ら
れ
る
戦
闘

と
天

に
掛
け
れ
ば
今
回
は
引
き
下
が

て
も
問

は
無
い

勝
手
な
事
を

う
な

 

し
か
し

そ
う

と

得
す
る
ク
ラ
ス
タ
達
で
は
無
い

 
彼
ら
彼
女
ら
か
ら
す
れ
ば

れ
の
ア
イ
ド
ル
と
一
緒
に
戦
え
る
ま
た
と
な
い
機
会

千
載
一
遇

と
も

え
る
こ
の
機
会
を

す
手
は
無
く
そ
れ
を
奪
お
う
と
す
る
少
年
に

火
の
如
く

を

い
た

苦
労
し
て
こ
こ
ま
で
来
て
セ
ブ
ン
ち

ん
と
戦
え
る

の
機
会
な
の
に

と
出
の
お

前
が
指

し
て
ん
じ

ね

よ

セ
ブ
ン
ち

ん
の
フ

ン
じ

な
い
ク
セ
に

フ
レ
ン
ド
登
録
し
た
か
ら

て

子
に

て
ん
じ

ね

ぞ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
経
験
し
た
か
ら

て
こ

ち
で
全
部

す
る
と
思

た
ら
大
間
違
い
よ
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自
分
が

き
分
け
ら
れ
た
の
は
最
初
の
そ
こ
ま
で
で

後
は
怒

が

滅
多
に

ば
さ
れ

た
か
ら

き
取
れ
な
か

た

だ
が

れ
の
内
容
も
ク
ラ
ス
タ
で
な
い
彼
を

絶
し
プ
レ
イ

と
し
て
上
に
あ
る
実
力
を

み
自
分
達
の
存
在
意
義
を
セ
ブ
ン
に
掛
け

し
て
い
る
も

の
だ

た

男
女

種

問
わ
ず

一
同
が
セ
ブ
ン
の
退
去
を

す
る
意
思
を
見
せ
る

 
ボ
ク
達
は

を
保

た

彼
が

を
目
的
に
し
て
い
る
の
か
そ
れ
の
方
が
重
要
だ

た
か

ら 
セ
ブ
ン
本
人
が

な
く
て
も

が
進
む
と
分
か

て
い
る
か
ら
そ
の

の
話
は
正
直
ど
う
で

も
い
い
と
思

て
い
た

 

そ
の
と
き
だ

た

 
ク
ラ
ス
タ
達
の

を

け

め
て
い
た
彼
の

線
が

に二
た
び

こ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
た

フ

ド
の

に
見
え
る

の
光
と
こ
ち
ら
の

線
が
交
錯
す
る

オ
リ
ジ
ナ
ル

 
ず

と

意
と
戦
意
に

て
い
た
キ
リ
カ
が

し
む

き
を

ら
し
た

 
彼
の
眼
は
真

直
ぐ
だ

こ
ち
ら
を
見
る
眼
に

り
は
無
く
こ
ち
ら
の

か
を
探
し
求
め

る
よ
う
な
光
が
浮
か
ん
で
い
た

あ
れ
は
自
分
達
を

す
る
時
特
有
の
色
で
は
無
い
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思
わ
ぬ
反
応
に

惑
し

思

が
止
ま

た

キ今
の
は

ど
う
い
う
こ
と

オ
レ

ち
達
の

か
を

て
た
ナ

そ
れ
が

か
ま
で
は

や
で
も

え
が
あ

た

よ
う
ナ

 
未
だ

の

が

く
中

間
達

特
に
直

さ
れ
て
目
か
ら
光
を
喪

て
い
た
面

が

惑
と
疑
問
を

わ
に
し
た

そ
の
お

か

の

気
に
持
ち
直
し
た

信

を

て
た
ん
で
す

 
キ

パ
リ
と

リ

フ

が

た

 
ど
う
い
う
事
か
と

間
の

線
が
集
ま
る

彼
女
は

に

線
を

し
た
義
弟
を
真

直
ぐ

見

め
て
い
た

そ
の

のぎ

くが
ん眼

は
静

に

い
で
い
る

ど
う
い
う
こ
と

あ
た
し
達
が
キ
リ
ト
と
セ
ブ
ン
の
ど
ち
ら
を
よ
り
信

し
て
い
る
か

彼
女
の

の

は
彼
女
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
心
に
あ
り
ま
す

こ
の
戦
い
に
参
加
し
て
い
る
あ
た
し
達
の

心
が
ど
ち
ら
に

い
て
る
の
か
確
か
め
た
ん
で
し

う

あ
の
子
が
戦
う
理
由
は
変
わ

て
な
い
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ん
で
す

と

ん

ん

こ
れ

ち
も

 
そ
う

わ
れ

な
る

ど

と
ス
ト
ン
と

に

ち
た

 

わ
れ
て
み
れ
ば

あ
の
目
に
は
覚
え
が
あ

た

離
感
を

る
目

信

し
て
い
い
か

そ
う
問
う

線

不
安
と
期

で

交

に
な

た
複

な
色

し
く
見
て
い
な
か

た
か

ら
気
付
け
な
か

た

 
義
弟
が

く
人
へ
の
不
信
感
を
最
も
見
て
い
た
義
姉
に
は
そ
れ
は

時
に
分
か
る
色
だ

た

じ

あ
私
達
を

し
た
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
同
じ
く
自
身
か
ら

え
て

離
を

か
せ
た
ん
で
し

う

こ
の
光

が

え
で
す
よ

 
シ
ノ
ン
の

き
に

リ

フ

が

え
た

 

一
人
の
子

に
向
け
て

遠
慮
な
く

き
付
け
ら
れ
る

 
な
る

ど

確
か
に

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
同
じ
光

だ

ビ

タ

と

殺
隊

必

要
悪
に
よ

て
演
じ
ら
れ
た
一
幕
と

ま
た

達
は

わ
れ
た

て
の
か
よ

が

 
集

の
怒

に

れ

ク
ラ
イ
ン
の

も
上
が

た
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ビ

タ

必
要
悪
を
演
じ
る
子

が
傷
付
く

を
い
ち
ば
ん
心
配
し
て
い
た
一
人
は
彼
だ

 
護
る
べ
き
子

に
守
ら
れ
る

そ
れ
に

た
る
想
い
を

く
の
は
こ
れ
で

目
か

Ａ

Ｌ
Ｏ
で
は
初
だ

 

も
う

さ
せ
な
い
つ
も
り
だ

た

 
デ
ス
ゲ

ム
が
終
わ

た
い
ま
せ
め
て
仮
想
世
界
で
は
安
ら
か
に
過
ご
し
て
欲
し
い
と
願

て
い
た

そ
の
安
穏
と
し
た

え
が
こ
の
事

を

い
て
し
ま

た

 
少
し
違
え
ば
彼
は

と
り
で
あ
そ
こ
に
立

て
い
な
か

た

だ

 
ボ
ク
は

ボ
ク
達
は

そ
れ
を
共
に
背
負
う
覚
悟
を

い
て
い
た
の
だ
か
ら

み
ん
な

て

 

限
な
く
放
た
れ
る

を
止
め
た
の
は

歌
姫

の

い
一
声
だ

た

み
ん
な

彼
は
私
に
話
し
掛
け
て
い
る
の

気
持
ち
は
有

い
け
ど
私
に
話
を
さ
せ
て

だ

だ
け
ど
セ
ブ
ン
ち

ん

あ
い
つ
の

う
事
を

く
必
要
は
無
い
よ

そ
れ
も

め
て
話
を
す
る
の

お
願
い

う
事
を

い
て

 

然
と
し
た
面
持
ち
で

う
少
女

そ
ん
な
少
女
を

信
す
る
者
が
お
願
い
を
さ
れ
て
逆
ら
え

る

も
無
く

悔
し

に

を

み

八
つ

た
り
の
よ
う
に
キ
リ
ト
へ

み
が
向
け
ら
れ
た
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そ
れ
を
物
と
も
せ
ず

静

の
中
で
キ
リ
ト
と
セ
ブ
ン
が

線
を
交
わ
す

キ
リ
ト
君

悪
い
け
ど
あ
な
た
の
要
請
の

え
は
ノ

よ

今
の
み
ん
な
の

び
を

い
た
で
し

う

 
み
ん
な

私
の
事
を
求
め
て
い
る

フ

ン
の
願
い
を
叶
え
る
の
も

ア

イ
ド
ル
の
仕
事
よ

ア
イ
ド
ル
の
仕
事

ね

な
に

 
意
味
深
に

い
た
キ
リ
ト
に
セ
ブ
ン
が
反
応
す
る
が
彼
は
そ
れ
以
上
の

を

け
る
よ

う
に

を
振

た

そ
れ
が

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の

え
な
ん
だ
な

え
え
そ
う
よ

私
は
み
ん
な
と
一
緒
に
ロ
キ
を

て
ク
エ
ス
ト
を
終
わ
ら
せ
そ
し
て

こ
の
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
を
完
全
攻
略
す
る

だ
か
ら
あ
な
た
の
要
請
に
は

け
な
い
わそ

う
か

 

み

め
る
よ
う
に

く

 
会
話
が

切
れ

静

が

れ
た
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な
ら

仕
方
な
い
な

 
そ
れ
を
破

て
彼
が

葉
を
発
し
た

手
が

く
動
き

彼
の
全
身
が
光
に

ま

れ
る

 

黒
の
フ

ド
コ

ト
が

子
に

り

代
わ
り
に
出
て
来
た
の
も
黒
コ

ト

 
た
だ
し

く
見
覚
え
の
あ
る

黒

の
外

だ

た

 
キ
リ
カ
が
引
き
継
ぎ
今
も
使

し

け
て
い
る
も
の
と
同
一
の
見
た
目

浮
遊
城
で
戦

て

い
た

に
ず

と
見
て
来
た
も
の

彼
の
二
つ
名
を

徴
す
る

黒
に

め
上

ら
れ
た
外

 

け
て
キ
リ
ト
が

手
を
背
に
回
す
と
そ
こ
に
実
体
化
し
た
二
本
の
剣
の

を
握
り

み
切

た

を

か
せ
て

き
放

た

光
を

い

む

ど
の
深
い
闇
色
の
剣
が
二
本

特

徴
的
な
ギ
ア
型
の

を
持
つ
も
の
と

的
な
が
ら
空
恐
ろ
し
い

ど
流

な

形
の
ロ
ン
グ

ド
達

 
片
や
モ
ン
ス
タ

ド
ロ

プ
品
の
魔
剣
と
称
さ
れ
⻑
ら
く
彼
を

え
た
黒
剣
エ
リ

シ
デ

タ 
片
や
プ
レ
イ

メ
イ
ド
品
の
魔
剣
と
称
さ
れ
後

の
彼
を
精
神
的
に

え
た

剣
リ
メ

イ
ン
ズ
ハ

ト
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と

の

剣
を

き
黒
に

ま

た

年
を
思
わ
せ
る
剣
士
の

は

対
し
て
い

る
だ
け
な
の
に

怖
を

か
せ
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
リ

フ

と
の
デ

エ
ル
時
以
外
で
決
し
て
見
せ
な
か

た
二
刀
の

に
怒
り

め
や
ら
ぬ
ク
ラ
ス
タ
達
も
ど
よ
め
き
を
上

た

手
は

が
り
な
り
に
も
デ
ス
ゲ

ム
を
ク
リ

ア
に
導
い
た
英
雄

感
情
で
そ
れ
へ
の

怖
を

し
の
け
て
い
る
だ
け
で
こ
う
し
て
一

重

み
が
増
せ
ば
す
ぐ
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う

像
で
し
か
見
な
か

た
彼
の
二
刀
を
見
た
事
で

そ
の
本
気

が
伝
わ
り

集

も
身
を

く
す
る

 

今
日
は
攻
略
に
う

て
つ
け
の
日
だ

  
そ
れ
を
前
に

彼
は
二
剣
を
眼
前
に
突
き
出
し
た

 

感

 
あ
の
構
え
を

か
つ
て
見
た
事
が
あ
る

ア
レ
は

 

間
は
大
勢
い
る

時
間
も

た

り
あ
る
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き
ん

き
ん

と
黒
と
白
に

く
そ
れ
ぞ
れ
の
剣
達

 
戦
闘
の
気
配
を
感
じ
取

て
身
構
え
る
者
多
数
の
中
ボ
ク
は
必
死
に
そ
の

感
の
根
源
を

記

か
ら
手

り
寄
せ
よ
う
と
し
て
い
た

 
ご
う

と
彼
か
ら
放

状
に
風
が
吹
い
た

 
こ
ん
な
日
く
ら
い

お
ま
え
み
た
い
な

天

才

世
間
知
ら
ず
は

理
想
を

い
て
溺
死
し
ろ

  

の

間

三
つ
の
出
来
事
が
間
髪
入
れ
ず

き
た

 
ま
ず
彼
の

が
ゴ

リ
無
く
な

た

 

に
彼
の
背
後

上
横
合
い
前
面
に
無
数
の
剣

が
出
現
し
そ
の
全
て
の
剣

が
オ

デ

ン
勢
力
軍
へ
と
向
け
ら
れ
る

 
そ
し
て
全
て
の
剣

の
先
か
ら
直

五
十
セ
ン
チ

ど
の
黒
と
白
ど
ち
ら
か
の
色
に

ま

た
光
線
が
放
た
れ
た

 
敷
き

め
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
剣
閃
か
ら
放
た
れ
た
光
線
は
前
衛
に
立
つ
自
分
達
の
体
を
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意

も
容

く

断
し
中
衛
後
衛
部
隊
へ
と

を

す

然

体

き
別
れ

の
ダ
メ

ジ
で

は

時
に
全
損

代
わ
り
と
ば
か
り
に

彼
の

と

は
数

で
全
回
復
し

た 

う

と
体
が

を
上

エ
ン
ド
フ
レ
イ
ム
と
化
し
た
ボ
ク
は

を
見
回
し

絶

 
千
に
上
る

合
軍
が

オ

デ

ン
と
ヴ

ル
キ
リ

を

め
て
全
滅
し
て
い
た

 

時
に
眼
前
に
表
示
さ
れ
る
ク
エ
ス
ト
失

の
リ
ザ
ル
ト

彼
の
前
に
も
表
示
さ
れ
て
い
る

が
あ
ち
ら
は
ク
エ
ス
ト
成

オ

デ

ン

達
成
の
リ
ザ
ル
ト
と
し
て

大
な
経
験

値
と
ユ
ル
ド

レ
ア
ア
イ
テ
ム
報

が
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
消
し
た
彼
は

大

に

生
さ
れ
た
一
千

り
の
エ
ン
ド
フ
レ
イ
ム
達
を

す
る

最
近
知
人
に
ア
ニ
メ
を
見
せ
ら
れ
て

と
疑
問
に
思

て
い
た
事
が
あ
る
ん
だ

な
ん
で

対
す
る
主
人

た
ち
を
幹
部
達
は

え
て
見

す
の
か
戦
う
に
し
て
も
最
初
か
ら
必
殺
技
を

使
わ
な
い
ん
だ
ろ
う

て

目
的
の

に
手

を
え
ら

ぶ
気
が
無
い
な
ら
最
初
か
ら
初
見
殺
し
の

技
を
使
う
べ
き
じ

な
い
か

 
そ
う

て

く

く

と

の

で
悪
者

く
彼
は
嗤

た

で
も
現
実
だ
と
使
え
な
い
手
な
ん
だ
よ
な

だ

チ

ト
だ

と
か

わ
れ
て
さ
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嗤

た
ま
ま

彼
は

葉
を

け
た

強
力
な
技
を
使
う
と

判
を
喰
ら
う

だ
か
ら

し
な
く
ち

い
け
な
い
だ

て

判
は

大
勢
を

に
回
す
か
ら
な

も
死
に
た
く
な
い
か
ら

え
て
い
た
が

 
そ
こ
ま
で

て

彼
は

み
を
消
し
た

そ
れ
で
も
使

た
と
い
う
事
は

だ

も
ケ
ツ
イ
し
た

 
怨
む
な
ら
自
分
を
怨
め
よ

と
彼
は

う

 
恐
ら
く
そ
の

葉
の

手
は

事
こ
こ
に
至
れ
ば

非
も
な
し

戦

和
解
の

地
も
無
い

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

覇
者
に
な
り
た
い
な
ら

を
超
え
て
行
く
が
い
い

 

中

で

つ

 
そ
う

め

て

彼
は

を
返
し

り
中

へ
と
歩
を
進
め
た

 
ば
さ
り
と
外

を
は
た
め
か
せ
る
後
ろ

は

狂
お
し
い
程
に

か
つ
て
の

そ
の
も
の

だ

た



 第三十八章 〜
ケ ツ イ

Ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ〜

  
・
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

歌
姫

セ
ブ
ン

を

点
と
す
る
思
想
を
持
つ
集

の
意

が
ピ
タ
リ
と
一
つ
に
な
り

波
が
限
り
な
く
重
な

た
時
そ
の
人

の
演

理
能
力
を
少
し
ず
つ
集
め
て
形
作
ら
れ
る
と

さ
れ
る
ネ

ト
ワ

ク
上
の
ク
ラ
ウ
ド
演

 

コ
ン
ピ

タ

と
違
い

人
が
持
つ

か
も
し
れ
な
い

と
い
う
可
能
性
を
許
容
す

る
演

を
可
能
に
す
る
と
し
て
セ
ブ
ン

ス
メ
ラ
ギ
が

目
し
て
い
る

 
完
成
さ
せ
る
に
は
ク
ラ
ス
タ
達
の
意
思
を
セ
ブ
ン
の

に
と
い
う
も
の
で
一
つ
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず

そ
こ
に

や

望

意
な
ど
の
不

物
を

ん
で
は
な
ら
な
い

 
そ
う
い
う
意
味
で
セ
ブ
ン
は
キ
リ
ト
の

入
を
快
く
思

て
い
な
い

 
た
だ
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
キ
リ
ト
と

の
意

を
見
て
こ
れ
の

想
を
得
て
い
る
よ
う
に
セ

ブ
ン
自
身
は
キ
リ
ト
の
事
を
非
常
に
高
く

価
し
て
い
る

  
・

ス

ル

魔
法

ブ
ラ
ス
ト

破
壊

 
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
一
つ

武
器
破
壊

の
応
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一
ド

ト
の
攻
撃
判
定
を
属
性
攻
撃
で

く
事
で
魔
法
を

殺

無
力
化
す
る
技

 
原
作
で
は
属
性
が
付
与
さ
れ
た

ド
ス
キ
ル
で
し
か
出
来
な
い
と
あ

た
が
属
性
攻
撃
付

与
魔
法
は
ロ
ス
ト
・
ン
グ
に
見
ら
れ
た
の
で
そ
ち
ら
を
流

し

魔
法
属
性
を
付
与
す

る
事
で

常
攻
撃
で
も

殺
出
来
る
設
定
に
な

た

自
身
の
攻
撃
速

を
コ
ン
ト
ロ

ル
出

来
る
の
で
原

よ
り
や
や

は
下
が

て
い
る
が
高
速
で

来
す
る
魔
法
の
一
点
を

て
切
る

は

在
で
有
り
魔
法
攻
撃
の
シ

ク
を
上
回
る
剣
速
で
な
け
れ
ば
ら
ダ
メ

ジ
判
定
で
負
け
て
し
ま
う
の
で
以
前
超
高

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
で
あ
る
事
に
変
わ
り
は

な
い

 
原

キ
リ
ト
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で
対
物
ラ
イ
フ
ル
の
弾

を
斬

た
経
験
が
あ

た
か
ら
出
来
た

ザ
・
シ

ド
ネ
ク
サ
ス

結

の
可
能
性
と
し
て
経
験
を
別
ゲ

ム
に
活
か
せ
る
と
実
証
し
た
一

で
あ

り

他
に
は
弓
の
レ
ン
ジ
を
大
き
く
超
え
て

を
的
中
さ
せ
る
シ
ノ
ン
の
存
在
が

ら
れ
る

 
本
作
キ
リ
ト
は

で

の
加
速
を
行
え
る
上
に

戦
闘
で

撃
戦
も
経
験
済
み
の
た
め
出
来

た 
ち
な
み
に
原

仕
様
の

ド
ス
キ
ル

魔
法
破
壊
は
闘
技
場
で
の
対
シ
ウ
ネ

戦
で

済

み
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・

剣
リ
メ
イ
ン
ズ
ハ

ト

 
覚
悟
を
表
す
べ
く
取
り
出
さ
れ
た

手
の
剣

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
で

写
さ
れ
て
い
な
い
が

層
攻
略
記
念
パ

テ

の

に
キ
リ
ト
を

れ

出
し
た
一
人
リ
ズ
ベ

ト
が

け
入
て
た
鍛
冶
ク
エ
ス
ト
で
作
ら
れ
る
武
器

原

ゲ

ム

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

で
は

な
い
強
さ
を
誇

て
い
た

フ

リ
ア
が
登
場

す
る

ｉ
ｔ
ａ

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
に

い
て
も
イ
ベ
ン
ト
を
進
め
れ
ば
手
に
入
る

が

お

し
で
あ
る

 

手
に
黒

手
に

  
・

剣
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

 
今
話
で
リ
メ
イ
ン
ズ
ハ

ト
に
取

て
代
わ
ら
れ
た
剣

 

デ
ス
ゲ

ム

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
す
る
と
い
う
誓
い
を
立
て
た
剣
で
あ
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
終
え
た
い
ま

キ
リ
ト
に
こ
れ
を
振
る
う
気
は

な
い

 
後
生
大
事
に
デ

タ

の

深
く
に
仕
舞
わ
れ
て
い
る
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ち
な
み
に

登
録

備
は
全
て

備
者
の

と

動
し
て
お
り
一

キ
リ

ト
は
全
損
し
て

生
さ
れ
て
い
る
の
で
本
来
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
武
器
を
持

て
い
る
の
は
お
か
し

い 
そ
の
点

シ
ノ
ン
や
キ
リ
カ
達
は
Ａ
Ｌ
Ｏ

の
武
器
を
使

て
い
る

  
・

キ

リ

ト

解
放
の
英
雄

地
獄
の
業
火
に

か
れ
て
も
ら
う

 
ケ
ツ
イ
を

め
ち

た
主
人

 

ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ

に

け
る
Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ポ
ジ

初
手

殺
は
リ
ス

ク
ト

手

を

ば
な
い

系
キ

ラ
な
ら
こ
れ
く
ら
い
し
て
も
お
か
し
く
な
い

 
ニ
ン
ゲ
ン
の
行
動
を
見
届
け
る
立
ち

が
原

Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
だ
が
キ
リ
ト
は
そ
の
立
ち

な
ク
セ
し
て
プ
レ
イ

を

め
て

殺
す
る
と
い
う
矛
盾
を
生
じ
か
ね
な
い
事
を
し
で
か
し
た

が
キ
ニ
シ
テ
ハ
イ
ケ
ナ
イ

 
Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
が
ケ
ツ
イ
を
キ
メ
た
ら
最
強
だ
と
作
者
は
信
じ
て
い
る

 
色

と

策
し
て
い
て
複

で
わ
か
り
に
く
い
よ
う

に

い
て
い
た
が

極
的
に
は
Ｓ
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Ａ
Ｏ
時
代
と
変
わ
ら
ず

間
の

に
動
い
て
い
た

 
初
期
と
異
な
り
リ

フ

達
に
の
み
焦
点
を

て
て
い
る
の
で
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
そ

の
も
の
を
止
め
る
気
は
無
い

も
し
止
め
る
な
ら
あ
ら

る
手
で
ク
ラ
ス
タ
を

壊
に
導
い
て
い

た

キ
リ
ト
に
は
そ
れ
が
出
来
る
伝
手
と
能
力
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

郷
の
企
み
を

止
し
た
実
績
が
あ

る
の
で

決
し
て
夢
物
語
で
は
終
わ
ら
な
い

Ｂ
ａ
ｄ
ｅ
ｎ
ｄ
ル

ト

 
し
か
し
そ
こ
ま
で
す
る
と
リ
ス
キ

な
上
に
レ
イ
ン
へ
の
サ

ビ
ス
を
果
た
せ
な
い
の
で

律

に
自
分
が
苦
労
を
背
負
い

ん
だ

 
合
戦
系
ク
エ
ス
ト
を
軍
勢
が

ま

て
い
る
と
こ
ろ
で
一

絶
対
的
不

を

し
た
の
で

ロ
キ

の
戦
力
は
一
切
消

し
て
い
な
い

 
セ
ブ
ン
達
に

中

で

つ

と
原

ス
メ
ラ
ギ
と
同
じ
セ
リ
フ
を

い
て
立
ち
去
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
数
千
以
上
の
人
間
を

め
て

手
取

た
事
が
あ
る
風
に

う
が
ユ
ウ
キ
の

記

に
は
無
い

様

 
ち
な
み
に
フ
レ
ン
ド
に
は
見
え
る
プ
レ
イ

ネ

ム
が
見
え
な
い
が
セ
ブ
ン
と
対
峙
し
た
の

は

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

本
体
で
あ
る
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・

セ

ブ

ン

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

が

き
た
か
分
か
ら
ず

然
自
失

 

て
集
め
た
軍
勢
を
一

さ
れ
ち

た
神

 

ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ
に

け
る

ち
た
ニ
ン
ゲ
ン
ポ
ジ

の

を

え
る

と
二

目
以

限
定
の

全

生
存

ル

ト
だ
が

故
か

殺

ル

ト
に
突
入

し
て
い
る

 

故
も

も

波

合
が
原
因
で
す

  
・
リ

フ

 
キ
リ
ト
の
事
を
最
も
理
解
し
て
い
る
と

て
も
過

で
は
な
い
人
物

 
以
前
か
ら

そ

し
て
い
た
の
で
あ
あ
や

り
な
と
確
信
を
深
め
る
に
至

た

そ

れ
を

間
と
共
有
し
た
事
で
全

戦
意
復
活

 
今
事
件
で
の
Ｍ

Ｐ
は
間
違
い
な
く
リ

フ

で
あ
る

 

も
彼
も
救
う
気
で
な
い
事
に
内
心
安

し
て
い
る

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
あ
ん
な
切
り
札
持

て
た
の
は
流

に
予
想
外
だ

た
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・
ユ
ウ
キ

 
キ
リ
ト
が
大
き
く
行
動
し
た
事
で
色

と

し
た
子

恋

の
想
い
は

達
じ

な
い

 
キ
リ
ト
に

い
て
い
た
不
信
感
は

払

さ
れ
た
が
一
人
で
背
負
い

ん
だ
事
に
は
変
わ

り
な
い
の
で
怒
り
は

在

で
も
本
気
で
想
わ
れ
て
い
る
事
へ
の

し
さ
で
ち

と
怒
り
が

ど

か
行
き
か
け
て
い
る

 
他
人
が
分
か
る
よ
う
で
分
か
ら
な
い
程

に
デ
レ
デ
レ

 
ど
れ
が

で
ど
れ
が
た
だ
の
会
話
か
分
か
ら
な
い
の
で
魔
法
や
魔
術
入
れ
る
と
も
う
勝
て

な
い
か
も
な

と
や
や

観
気
味

  
・
ユ
イ

 
義
姉
の
推

を

い
て
多
重
エ
ラ

が
全
解
消

 

し
た
は
い
い
も
の
の
予
想
を
上
回
る
初
見
殺
し
の
手
に
し
て
や
ら
れ
と
て
も
悔
し
が

て
い
る

体
的
に
は
義
姉
の
面
子
と
か

 

面
の
悩
み
は
キ
リ
ト
と
戦
い
に
行
く
か

か
で
あ
る
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・
シ
ノ
ン

 
色

と
不
安
定
で

み
か
け
て
い
た
が
キ
リ
ト
の
信

確
認
の
眼
差
し
と
思
惑
の
理
解
に
よ
り

回
復
し
た

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
色

と

い
た
い
事
が
あ
る
の
で
今

呼
び
出
す

も
り

 
キ
リ
ト
が
い
る
中

に
は
み
ん
な
と

し
て
決
め
よ
う
と

え
て
い
る

  
・
ア
ル
ゴ

 
自
称
キ
リ
ト
の
オ
ネ

サ
ン

 
ク
リ
ス
マ
ス
で

ど
い
サ
ン
タ
コ
ス
し
て
一
緒
に

る

ど
キ

の
事
が
お
気
に
入
り

 
色

と
モ

モ

が
取
れ
た
お

で
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
帰

て
来
た

で
も
内
心
怒

て
る
の

で

今

思
い

き
り
怒
る
と
決
め
た

 

い
て
も
タ
ダ
で
は
転
ば
な
い
の
が
ア
ル
ゴ
の
ア
ル
ゴ
た
る
由
縁
で
あ
る

 
プ
レ
イ

の

を

び
越
え
始
め
た
キ
リ
ト
を
見
て
内
心
引
い
て
い
る
の
は
ア
ル
ゴ
だ
け
の

ヒ
ミ
ツ
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・
ク
ラ
イ
ン

 
弟
分
の
少
年
に
ま
た

わ
れ
た
事
が
分
か

て

に
来
て
い
る

 

も
か
も
終
わ

た
ら
一
回
全
力
で
ぶ
ん

り
た
い
が
そ
れ
で

離
を
取
ら
れ
て
も

る
と

悩
み
中

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

の

の

き
様
に
運

大

か
と

を

て
い
る

  
・
レ
イ
ン

 
一
切
登
場
し
な
か

た

ロ
ス
ト
・

ン
グ

に

け
る
ヒ
ロ
イ
ン

 
実
は

間
内
で
い
ち
ば
ん

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

対

者
に
近
い

   
・
キ
リ
ト
が
使

た

魔
術

 
名
称

サ

マ
ル
・
エ
ン
チ

ン
ト

 

サ

マ
ル
・
エ
ン
チ

ン
ト
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動
作

特
に
無
し

 

果

備
判
定
を

け
て
い
る
武
器
全
て
に

属
性
を
付
与
す
る

 

属
性

／

 

同
属
性
付
与
で
時
間
回
復

 

別
属
性
付
与
で

果
上
書
き

消
失

 

魔
法
破
壊
と
弱
点
属
性
を
手

に
付
け
る
よ
う

の

を
突
き

め
た
結
果
無
い

に

し
い
属
性
付
与

に
な

て
い
る
が

本
人
が

い
や
す
さ
を
重

し
て
い
る
の
で

ダ

メ

ジ
ア

プ
は
あ
ま
り
重

さ
れ
て
い
な
い

  
名
称

ブ
ラ
ス
タ

・
フ
ル
バ

ス
ト

 

今
日
は
攻
略
に
う

て
つ
け
の
日
だ

間
は
大
勢
い
る

時
間
も
た

り
あ
る

こ
ん
な
日
く
ら
い

お
ま
え
み
た
い
な
天
才
は

理
想
を

い
て
溺
死
し
ろ

 
動
作

手
を
前
方
に
突
き
出
し

を

に
広

け
る

 
特

以
下
の

件
を

た
す
事
で
発
動

件
を

和
す
る

 

備
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コ

ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
トオ

メ
ガ

備

 

ベ
ル
ト
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

備

 

ブ

ツ
・
オ
ブ
・
ミ

ド
ナ
イ
ト

備

 

狂
戦
士
の

輪

備

 

ユ
イ
の
愛

備

 

心
無
い
天
使

 

孤
独
の
指
輪

備

 

ハ
イ
パ

リ
ン
グ

備

 

果
武
器
オ
ブ
ジ

ク
ト
の
先

か
ら
直
線
状
に
闇

光
属
性
の
光
線
を
放
つ

判
定
オ
ブ

ジ

ク
ト
は

術
者
の

持
権
限
が
あ
り

つ
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
さ
れ
て
い
る
武
器
全
て

 
消

 

Ｍ
Ｐ
１
０
０

 
特

果

ダ
メ

ジ

レ
ベ
ル

 
 
 

与
ダ
メ

ジ

分

収

 
 
 

与
ダ
メ

ジ

分

収
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セ
ブ
ン
と
の
や
り
取
り
の

だ
け
に
作
ら
れ
た

魔
術

 
以

日
の
目
を
見
る
事
は
無
い

初
撃
以
外
は
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幕
間
之
物
語

中
華
編
 

黒
ノ
波
紋

  
は

と
息
を

い
て
ベ

ド
に
身
を
投

出
す

 

ん
と

を
立
て
て
バ
ウ
ン
ド
す
る
小
さ
な
体

れ
果
て
て
い
る
せ
い
か
こ
の
ま
ま

入

て
し
ま
い
た
い
欲
求
に

ら
れ
る
が
そ
れ
で
は

が
し
わ
く
ち

に
な
る
し

手
の

一

く
ら
い
掛
け
て
お
か
な
い
と
体
の

ま
で
残

て
い
る

れ
ま
で
は
取
れ
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
に

と

し
た
体
に

打

て
あ
た
し
は
自

に

い
て
い
る
デ
ス
ク
ト

プ

へ
と

動
す
る

 
キ

ス
タ

付
き
の

子
を
引
き
ど
か
り
と

て
デ

ス
プ
レ
イ
へ
と
向
き
直
る

種

電
源
を
入
れ

パ
ス
ワ

ド
を
入
れ
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
後

目
的
の
サ
イ
ト
を
開
く

 

と
開
か
れ
た
ブ
ラ
ウ
ザ
に
は

面
い

い
に
な
る
く
ら
い
多
く
の
新

動

が
ズ
ラ

リ
と

ん
で
い
る

 
そ
の
中
で
上
部
に
あ
る
タ
グ
を

び

動

を

る

 
す
る
と

Ｌ
Ｉ

Ｅ

と

い
リ
ボ
ン
に
四

形
の

上
と

下
が

ら
れ
た
動

が
あ
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た

生
中
継
の
も
の
だ

そ
し
て
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
目
的
の
も
の
で
あ
る
事
を
把
握
し
た
あ
た

し
は

有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
マ
ウ
ス
を
動
か
し

ク
リ

ク
し
た

 
数

の
ロ

デ

ン
グ
を

み

真

白
だ

た

面
に
色
が
付
く

 

面
上
部
に
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ

ト

モ

ロ

Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
の
文

こ
れ
の
前
身
に

た
る
Ｍ
Ｍ
Ｏ

ト

デ

イ

Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
は
日
本
最
大
の
ネ

ト
ゲ

ム

合
情
報
サ
イ
ト
だ

た
が
運

者
が
Ｓ
Ａ

Ｏ
事
件
に

き

ま
れ
て
更
新

止
に
追
い

ま
れ
た

し
か
し
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
生
き

い

た
運

者
が
心
機
一
転
と
名
前
を
変
え

新
生
し
た
の
が

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

で
あ
る

 
そ
の
情
報
サ
イ
ト
は
復
帰
し
て

年
と
い
う
事
も
あ

て
か

て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
こ
そ
少

な
い
も
の
の
メ
ジ

ど
こ
ろ
の
ゲ

ム
は
あ
る
程

さ
え
て
お
り
運

と

し
て
の

密

取

や
戦
闘
風

の
録

な
ど
も
す
る
と
い
う
非

式
な

に
は
か
な
ア
グ
レ

シ
ブ
な

運

ス
タ
イ
ル
と
し
て
有
名
だ

 
こ
れ
に
は
や
は
り
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
運

者
に
対
す
る

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ

イ
ン
の
開
発
者
な
り
の

罪
な
の
か
も
し
れ
な
い

と
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と

場

に

定
的
な
人
の
意
見
で
あ
る

 

そ
こ
ま
で
思
い
出
し
た
と
こ
ろ
で

暗
転
し
て
い
た
動

が
動
き
出
し
た
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は

 
そ
し
て

の
声
を

ら
し
て
し
ま
う

 
い
ま
自
分
が
開
い
た
動

は

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

と
呼
ば
れ
る

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
動

の
部

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

実
体
の
な
い
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
を
三

的
に
動
か
し
な
が
ら
高

を

め
た
あ
ら

る

か
ら

て
い
る
の
で
生

な

合
よ
り
よ

ど
見
や
す
い
の
だ
が

問

は
そ
の
内
容
に
あ

た

 
現
在
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
が
取
り
上

て
い
る
動

の
ゲ

ム
タ
イ
ト
ル
は
ア
ル
ヴ
ヘ

イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

史
上
初
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変
え
た
男
が
作
り

上

た
二
代
目
の
ゲ

ム
で
あ
り

世
界
で
天
才
と
持
て

さ
れ
て
い
る
少
女

七
色
・
ア
ル

シ

ビ
ン
が
ア
イ
ド
ル
活
動
を
し
て
人
気
を

し
て
い
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る

動

は
Ａ

Ｌ
Ｏ
内
に
実

さ
れ
た
五
つ
か
ら
な
る
浮
遊
大

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
で
の
人

気
プ
レ
イ

を
追

た
も
の
が
多
く
ボ
ス
戦
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ

ン
を

め
た
も
の
や
闘
技

場
で
魅
せ
る
戦
い
す
ら
も

像
に
残
し
て
い
た

 
そ
の
た
め
現
在
勢
力
を
二
分
し
て
い
る
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
と
い
う
北
欧
神
話
最

大
の
大
戦
争
を

に
し
た
ク
エ
ス
ト
に

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

は
目
を
向
け
た
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話

性
の
た
め
か
セ
ブ
ン
を
多
く

す

向
に
あ
る
た
め
動

は

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス

ト
を
セ
ブ
ン
が
付
い
た
オ

デ

ン

の

点
で
追

て
い
く
事
に
な
る
の
だ
が

い
た

事
に

ロ
キ

で
立
ち
は
だ
か

た
の
は

一
人
の
プ
レ
イ

だ
け

 
オ

デ

ン
や
戦

女
た
ち
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
お
ら
ず
同
じ
ロ
キ
ル

ト
を

ん
だ
プ
レ

イ

も

な
い

正
真
正
銘
の

ロ

 

そ
こ
ま
で
な
ら
然
し
て

か
な
い

 
い
た
の
は
そ
の
ロ
プ
レ
イ

が
あ
た
し

の
知
り
合
い

一
方
的
だ
が

桐

谷
和
人

一

だ

た
か
ら
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
に
導
い
た
少
年
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
事
は
知

て
い
た

ネ

ト
を
探
れ
ば

つ
も
ス
レ

ド
が
立

て
い
る
か
ら
目
に
入
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か
闘
技
場
で

目
さ
れ
た
プ
レ
イ

は
彼
で
あ
り
サ
ラ
マ
ン
ダ

の

軍
や
ウ
ン
デ

ネ
の
魔
導

士
と
戦
う
動

は

に
数
百
万
回
再
生
さ
れ
て
い
る

個
人
的
に

え
ば

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
最
強

は
彼
だ
ろ
う
と
思
う

ど

 

和一
人

が
女
の
子

い
や

を

え
た
ら

 
そ
う
思

て
し
ま
う

ど
彼
の
戦
闘
技
術
は
高
い
も
の
だ

た

近

戦
闘
で
の
勢
い
と
力
強
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さ

そ
れ
に
反
す
る
引
き

の
見
極
め
や

間
を
フ

ロ

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は

の
教
導

を
し
て

ら
せ
た
程
で
あ
る

 
無
論
男
だ
か
ら
出
来
損
な
い
だ
か
ら
と
見
る
気
が
無
か

た
同
期
も

た
が
他
人
に

ま
で
見
な
い
事
を
強
要
す
る
人
物
た
ち
で
は
な
い

見
る
な
ら
見
る
で
勝
手
に
し
ろ
と
い
う
ス
タ

ン
ス
な
の
で
あ
た
し
は
ず

と
見
て
い
た

お

で
近

戦
闘
技
術
戦
闘
機
動
技
術

体

技
術
の

価
は

み
高
い

撃
技
術
は

本
大

把
な
性
格
が
災
い
し
た
か
お

し
レ

ベ
ル
な
の
で

風
で
広
く

き

む
タ
イ
プ
の

器
を

て
い
た

 

い
や

そ
ん
な
事
は
今
は
い
い
の
よ

 
横
に

れ
た
思

を

を
振

て

す

 

面
を
再

見
る
が

に
十
数
メ

ト
ル
の

人
型
Ｎ
Ｐ
Ｃ

オ

デ

ン

が
お
り

大
地
を

め

く
す

ど

め
い
て
い
る

と
ん
ど
が
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
だ

 
対
し
て

に

る
の
は
黒

く
め
の
コ

ト
を

た
少
年
一
人
の
み

 
会
話
し

魔
法
を
斬
り

ま
た
会
話
し
て
い
た
少
年
は

前
方
に
剣
を
突
き
出
し

 

理
想
を

い
て
溺
死
し
ろ

 
そ
の
文

の
直
後
彼
の
前
方
一

を
光
と
闇
の
光
線
が

た

つ
だ
と
か

く
で
は
生
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い

高
い

か
ら
の
カ
メ
ラ

点
だ
か
ら
分
か
る

め
い
て
い
た
プ
レ
イ

が
全
て
光
と

闇
に

ま
れ

一

に
し
て
残
り
火
へ

た
事
が

力
の
高
さ
を
物
語

て
い
る

 
そ
う
し
て
ラ
ス
ボ
ス
の
よ
う
な

上
の
後
中

と
い
う

物

背

の
禍

し
さ
も

て
魔
王
城
の
よ
う
だ

へ
と
引
き
上

て
い

た
と
こ
ろ
で
生
中
継
は
い

た
ん
終

了
と
な

た

 
会
話
は
一

り

い
て
い
た
が

ち

と

が
分
か
ら
な
い

あ

コ
メ
ン
ト
も

れ
て
る
わ
ね

 
自
分
以
外
は
理
解
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

た
が

大

が

だ

た

 
偶
に

解
放
の
英
雄
が
動
い
て
る

て
事
は
七
色

士
な
ん
か

バ
い
こ
と
し
て
る
ん
じ

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を

切
り
に

静
な

を
展
開
す
る
人
も
い
る
が
そ
れ
も
多
く
の
バ

ド

を
入
れ
ら
れ
た
り
感
情
的
に
な

た
ア
ン
チ
コ
メ
で

め

く
さ
れ
る
な
ど
結
構
悲

な
有

り
様
だ

し
か
も
そ
れ
が

ど
日
本
人
の
手
に
よ
る
も
の
だ
か
ら

え
な
い

 
ち

と
興
味
が

い
て

索
ブ
ラ
ウ
ザ
を
立
ち
上

Ａ
Ｌ
Ｏ
 
セ
ブ
ン

と
打
て
ば

つ
い
さ

き
立

た
ば
か
り
の
ス
レ

ド
が
最
上

に
来
た

そ
れ
を
ク
リ

ク
し
て
広

れ
ば

予
想
違
わ
ず
ク
ラ
ス
タ
達
の

が
吹
き

ん
で
い
た
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中
に
は
ア
レ
は
チ

ト
で
は
と
疑
う
コ
メ
ン
ト
や
運

の
回
し
者
で
は
い
や
ロ
キ
に
ク

エ
ス
ト
限
定
で
ス
キ
ル

の
バ
フ

て
る
ん
じ

な
い
か
と
い
う

コ
メ
ン
ト
も
あ
る

が

そ
れ
ら
も
極
少
数
だ

あ

や
だ
や
だ

ア
イ
ド
ル
の
追

か
け
な
ん
て

 
ア
イ
ド
ル
が

い
な
わ
け
じ

な
い
し
そ
れ
を
追

か
け
た
り
グ

ズ
を
集
め
る
フ

ン
に

恨
み
が
あ
る

で
も
な
い

他
の

か
を
推
し
た
ら
攻
撃
的
に
な

た
り
や
や

判
気
味
の
疑

問
を

し
た
だ
け
で
ア
ン
チ
コ
メ
が
怒

の
如
く

し
寄
せ
た
り
な
ど
そ
れ
を
す
る
人
間
の
精

神
が

い
だ

た

差
別
や

他
的
な
空
気
は
も

と

い
だ

 
と
は

え

と

あ
た
し
は
再

面
を
見
る

 
さ

き
の
生
中
継
は
止
ま

て
い
る
が
少
し

て
い
た
ら
再
開
し
た

ど
う
や
ら
全
滅
し

て
ク
エ
ス
ト
失

し
た
も
の
の
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
自
体
は

い
て
い
る
の
で

行
ら
し
い

そ
れ

に
ス
ト
リ

ム
も

し
た

だ

 

面
の

の
方
で

ボ
ス
戦
放

で
見
た
容

の
プ
レ
イ

が

し
て
い
る
の
を
見
た
が

フ

ル
ド
に

て
か
ら
の

で
見
た
限
り
彼
女
ら
は
同
行
し
て
い
な
い
ら
し
い

目
的

は
不
明
だ
が

や
ら
不
穏
な
気
配
を
感
じ
る
少
年
と

対
し
な
い
の
は

明
な
の
だ
ろ
う
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そ
ん
な

で
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
組
と
思
し
き
面
子
が

け
た
も
の
の
セ
ブ
ン
に

対
し

え

ク
エ
ス
ト
を
失

さ
せ
た
キ
リ
ト
へ
の
ヘ
イ
ト
は
物

い
事
に
な

て
い
る
ら
し
く
先
程
よ
り

も
フ

ル
ド
に
出
て
い
る
ク
ラ
ス
タ
の
数
が

れ
上
が

て
い
る

さ

き
は
千
人
く
ら
い

だ

た
ら
し
い
が

点
で
見
た
限
り

三

近
く
に
な

て
い
る
気
が
し
た

 
そ
ん
な
数
で
密
集
す
れ
ば
サ

バ

も
ラ
グ
を

大
に

き
出
す
気
は
す
る
が
彼
ら
全

が

戦
闘
行

を
し
て
い
る

で
は
な
い

キ
リ
ト
を

る

葉
を

大
に

き

ら
か
し
感
情
を

共
有
し
て
い
る
だ
け
だ

 
ぶ

ち

け
追
加
で
来
た
二
千
人
弱
は
戦

て
す
ら
い
な
い

 

故
な
ら

そ
ん
な
ス

ス
は

流

の
浮
遊
大

に
も
無
か

た
か
ら
だ

 
そ
も
そ
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
多
人
数
プ
レ
イ
を
前

と
し
て
も
精

百
人
が
限

で
あ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

四
十
九
人
が
最
大
数
ら
し
い
か
ら
そ
れ
以
上
の
数
で
の
戦
い
を
想
定
さ
れ
て
い
な
い

四
十
九

人
グ
ル

プ
を
も
う
一
つ
作

て
お
く
に
し
て
も
百
人
で
事
足
り
る
と
こ
ろ
を
ク
ラ
ス
タ
達
は

三
千
と
い
う
過

な
人
数
で
進
ん
で
い
る
の
だ

 
い
ち
お
う

動

や
情
報
を
見
て
い
る
の
で
三
刃
騎
士

と
ク
ラ
ス
タ
の

性
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
る

三
刃
騎
士

に
入
れ
な
か

た
者
も

れ
ば
そ
も
そ
も
は
い
る
気
も
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無
い
ミ

ハ

レ
ベ
ル
の
フ

ン
も
い
る
の
が
ク
ラ
ス
タ
で
そ
ん
な

中
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

る
の

も
セ
ブ
ン
を
こ
の
目
で
見
る

で
あ
り
レ
ベ
リ
ン
グ
な
ん
て
そ
こ
そ
こ
が

ど
だ
と
い
う

そ

の
状

で
ラ
ス
ト
ダ
ン
ジ

ン
と
で
も

う
べ
き
場

を
進
め
ば
一
撃
死
も

な
の
だ
が

う

わ

 
中

の
前
に
は
ロ
キ

で
無
い
か
ら
か

を
邪
悪
に
カ
リ
チ

ア
ラ
イ
ズ
し
た

大
な
ボ

ス
が
出
現
し
て
お
り
ク
ラ
ス
タ
達
は
そ
れ
に

ん
で
い
た

そ
し
て
我
先
に
と

ん
で
は
や
ら

れ
て
い
く

 

数
が

る
が
そ
も
そ
も
ボ
ス
エ
リ
ア
に
入
れ
る
上
限
を
大
き
く
超
え
て
い
る
の
で
や
ら

れ
て

た
ら
入
れ
ば
い
い
だ
け

サ
ク
リ
フ

イ
ス戦

法
か

う

ん

 
戦
法
と
し
て
は
ま
あ
有
り
で
は
あ
る

心
証
が
良
い
か
悪
い
か
の
問

で
し
か
な
い

本

の
命
を

て
る

で
は
な
い
の
で

め
て
死
ん
で
い
く
と
し
て
も

彼
ら
の

全
損

に

は
キ
チ
ン
と
意
味
が
あ
る

そ
の
証

に
や
ら
れ
ざ
ま
に
反
撃
を
一
発
入
れ
て
い
る

そ
れ
が
数

十

数
百
と
重
な
れ
ば

イ

で
も
ボ
ス
の

は

て
い
く

 

中
か
ら
上

も

じ

た
か
ら
か

の

り

合
は
加
速
し
て
い
き

も
の
の
十
数
分
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で
中
ボ
ス

の

番

は

子
へ
と

た

 
そ
れ
を
見
て

勝
ち

ど
き

を
上

る
ク
ラ
ス
タ
達

 

く
し
て
水
色
髪
の
カ
タ
ナ
使
い
の
男
が
そ
れ
を

め

隊
列
を
作
り

歌
姫

を

め
て

開
い
た
渦

く
ワ

プ
ホ

ル
へ
突
入
し
た

ダ
ン
ジ

ン
名
は
闇
の
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
か

や

り
裏
世
界

て
い
う
設
定
が
反

さ
れ
て
る
の
か
な

 
も
し
か
し
た
ら
こ
こ

て
裏

の
世
界
樹
の
中
だ

た
り
し
て

セ
ブ
ン

気
を

く
な

解
放
の
英
雄

が
ど
こ
か
ら
襲

て
来
る
か
分
か
ら
ん
の
だ
か
ら

な
大

よ

あ
あ
ま
で

を
切

た
ん
だ
も
の
初
回
突
入
の
私
達
を
不
意
打
ち
で
全
滅
な

ん
て
き

と
し
な
い

真

向
勝
負
で
ぶ
つ
か

て
く
る

よ

 
ど
こ
か
自
信

な
様
子
で

い
切
る
少
女
に
ス
メ
ラ
ギ
と
呼
ば
れ
た
カ
タ
ナ
使
い
の
⻘
年

が

う

と
疑
問
の
声
を

ら
し
た

分
自
信
が
あ
る
ん
だ
な

と

ん

 
キ
リ
ト
君
の
思

回
路
は

そ
パ
タ

ン
化
出
来
た
も
の

こ
れ
く
ら
い
お

の
子
さ
い
さ
い
よ
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自
信
あ
り

な
様
子
で
快
活
に

う
セ
ブ
ン
に
ス
メ
ラ
ギ
を

に
ク
ラ
ス
タ
達
の
表
情
が

和
ら
い
だ

で

り

め
過
ぎ
て
も
逆

果
だ
か
ら

え
て
そ
う
し
た
の
だ
ろ
う
か

 

そ
こ
で

上
か
ら

黒

が

て
来
た

 
ぶ

ん

と
悪
魔
の

を

し
た
黒
い

刀
が
振
り
下
ろ
さ
れ
た

 

い
は

歌
姫

 
刃
は
容

く
彼
女
を
切
り
裂
き

に

き
付
け
ら
れ
バ
チ
バ
チ
と

が

る
白
と
黒

の

が
立
ち

て
少
女
の
体
を

め

く
し
た

と
残
る

様

キ
リ

 

突
の
出
来
事
を
前
に

最
初
に
我
に
返

た
の
は
ス
メ
ラ
ギ
だ

た
が

か

た

 
彼
ら
に
背
を
向
け
る
よ
う
に
中

に
な

て
い
た
彼
は
立
ち
上
が
り
な
が
ら
振
り
向
き

刀
を
振
る

た

ガ
ガ

と

し
い

鳴
が

を
打
つ
中
回
廊
の
一

に

ま

て

い
た
ク
ラ
ス
タ
や
ス
メ
ラ
ギ
達
が

め
て
感
電
し

倒
れ
る

 

ゲ

ジ
の

に
は

⻩
色
を
背

に
黒
い

の
麻

と
お思

し
き
ア
イ
コ
ン
が
全

に

付
与
さ
れ
て
い
る

 
キ
リ
ト
が
消

し
た
様
子
は

無
い

魔
法
を
使
う

に
消

す
る

の
⻘
い
ゲ

ジ
も
目
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り
し
て
い
な
か

た

与
ダ
メ

ジ
分
を

収
し
て
回
復
し
た
の
か
あ
る
い
は
そ
う
い
う
ス

キ
ル
だ

た
の
か
は
不
明
だ

 
数
十
人
を

め
て
麻

で
無
力
化
し
た
少
年
は

手
を
突
き
付
け
た

手
に
は
光
と
闇
の

色
が

ざ
り
合

た
オ

ラ
が

ま

て
い
た

デ

ス
チ

ジ

 

い
文

が
ト
リ
ガ

だ

た
ら
し
い

手
に
あ

た
二
色
の
オ

ラ
は
禍

し
く

ざ

り
合
い
な
が
ら
極
太
の
閃
光
と
な

て
直
線
状
の
全
て
を
消
滅
さ
せ
た

 
閃
光
が
消
え
た
後
に
は

き

ま
れ
た
プ
レ
イ

達
と
同
数
の
残
り
火
が
漂
う
ば
か
り

 
そ
れ
を
一

し
た
後
フ

ド
を
目
深
に

り
直
し
て
ダ
ン
ジ

ン
の

の
方
へ
と
歩
き
去

て
い
く

え

 
本
日
二

目
の

然

 

ん
の
二

三

の
間
の
出
来
事
だ

た
か
ら

が

き
た
か
理
解
が
追
い
付
か
な
か

た

眼
で
は
見
え
た
が

こ
う

と
に
か
く
展
開
が

過
ぎ
る

 
ち
ら
り
と

横
で
下
か
ら
上
に
流
れ
る
コ
メ
ン
ト
を
見
る
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は

な
に
今
の

 

や
べ

殺
意
高
過
ぎ

 

問

無

か
よ

容
赦
ね

な

 

さ

き
ス
メ
ラ
ギ
が

と
交
わ
す

葉
は
無
い

と
か

て
た
せ
い
じ

ね

 

オ
レ
達
の
セ
ブ
ン
ち

ん
を
二

ま
で
も

し
や
が

て
絶
対
許
さ
ん
ぞ
出
来
損
な

い 

そ
れ
も
そ
う
だ
が
セ
ブ
ン
ち

ん
が
自
信

で

て
た
予
想
が
初

か
ら
外
れ

た
な

天
才
の
予
想
か
ら
外
れ
た
行
動
す
る
と
か
あ

ち
も
大

バ
く
な
い
か

 

偶
然
だ
ろ

偶
然

 

個
人
的
に
は

文

で
あ
ん
な

力
を
放
て
る
方
が
気
に
な
る

消

し
て
な
か

た
気
が
す
る
ぞ

 

め

け
て
た
ん
じ

ね

 

め
た
ら
ズ
ド

ン
と

力
も
見
た
目
も
デ
カ
く
な
る
の
は

格
闘

の
金

で
も

あ

た
事

ア
ニ
メ

め
ら
れ
て
見
て
た
と
か

て
た
し
ア
レ
を
参

に
し
て
る
ん
だ
ろ
う



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

な 

セ
ブ
ン
ち

ん
を

し
た
一
撃
も
謎
の
エ
フ

ク
ト
出
て
た
し

全

を
麻

さ
せ
る

撃
と
か

も
う
あ
い
つ
ボ
ス
な
ん
じ

な
い
か

シ
ス
テ
ム
的
な
ボ
ス

 

ロ
キ
か
ら
神
様
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
的
な
権
能

り

け
た
と
か

 
実

そ
れ
く
ら

い
な
い
と
オ

デ

ン
が
掛
け
て
た

時

生
バ
フ
と
か
ス
テ

タ
ス
ア

プ
バ
フ
に
対
抗
出
来

な
く
ね

 

ど
う
で
も
い
い
け
ど
プ
レ
イ

と
同
じ
行
動
が
出
来
る
ボ
ス
と
か
悪
夢
じ

ね

か

 

そ
も
そ
も
の
話

解
放
の
英
雄

は
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
す
る
つ
も
り
で
動
い
て
る
の

か
な

動
見
た
限
り
だ
と
セ
ブ
ン
ち

ん
に
し
か
興
味
無
い
風
に
見
え
る

な
ん
か
ク
エ
ス

ト
を

し
て
セ
ブ
ン
と

対
し
た
感
じ
じ

な
い
か

 

ま

セ
ブ
ン

て
現
実
だ
と
天
才

学
者
だ
し
な

な
ん
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
実
験
で
も

や

て
て

そ
れ
を

ぎ
つ
け
た
と
か
じ

な
い
か

 

最
悪
な
目
に
遭
う
事
に
な
る

と

か

は
し
て
た

い

 

い
や
い
や
い
や
い
や
Ｍ
Ｉ
Ｔ
主

業
の
セ
ブ
ン
ち

ん
の
思

と
か

を
予
想
し

て
行
動
す
る
と
か
無
理
だ
か
ら
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そ
ん
じ

そ
こ
ら
の
モ
ブ
の

じ

理
解
し
切
れ
な
い

 

う
わ

出
た
ぞ

七
光
り
信
者

 

お
前
ら

士
推
す
の
は
良
い
け
ど
も
う
ち

と
⺠

を
上

て
く
れ

 

ア
イ
ド
ル
と
し
て
は
可
愛
い

て
思
う
ん
だ
け
ど
リ
ア
ル
を

え
る
と
な

ウ

ン 

今
の
日
本
人
は
天
才
と
か

学
者

て

く
と
身
構
え
る
か
ら
な

多
分
そ

れ
は
正
し
い
反
応
だ

 

セ
ブ
ン
ち

ん
は

達
の
光

達
の
ア
イ
ド
ル
で
あ
り
自
由
と
平
和
と
平

を

う

女
神
な
ん
だ

 
み
ん
な
彼
女
を
信
じ
れ
ば
救
わ
れ
る
ぞ

 
出
来
損
な
い
な
ん
か
に
心
を
許

す
な

 
あ
い
つ
は
悪
魔
だ

 
女
神
の

な
ん
だ

 

カ
ル
ト
教

の
教

い
か
よ

学
者
が
こ
の

い
と
か

世
も

だ
な

 

論
争
の

が
変
わ

て
る

 
て

き
り
キ
リ
ト
の
チ

ト
説
で
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
る
か
と
思
い
き
や
意
外
に
も
彼
の
行
動

に
は

か
理
由
が
あ
る
の
で
は
と

え
る
人
は
多
い
よ
う
だ

こ
れ
ま
で
と
違
い
ク
ラ
ス
タ
の
人
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と
そ
う
で
な
い
人
の
ど
ち
ら
も

め
た

人

の
中
で
大
立
ち
回
り
を
演
じ
て
い
る
か
ら
か
も

し
れ
な
い

 
ま

ク
ラ
ス
タ
に
な

て
る
人
達
か
ら
す
れ
ば
彼
は
悪
魔
の
よ
う
だ
が

使

て
る
武

器
の
せ
い
だ
と
思
い
た
い

と

そ
ろ
そ
ろ

な
い
と

 

と

の
時

に
目
を
や
れ
ば

そ
ろ
そ
ろ

時
も

す
る
時
間
だ

た

明
日
も
学

業
と

練
の

立
を
す
る
大
変
な
一
日
が

て
い
る
の
で
出
来
る
だ
け

れ
を
取

て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

 
名
残

し
い
が
と
開
い
て
い
る
フ

ル
ダ
や
ブ
ラ
ウ
ザ
を
全
て

じ
シ

ト
ダ
ウ
ン
ボ

タ
ン
を
ク
リ

ク
し
て
電
源
を

と
す

 
そ
れ
か
ら
部

の
電
気
を
消
し

ベ

ド
に
入

た
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・
ネ

ト
の

 
ク
ラ
ス
タ

セ
ブ
ン
ち

ん
に

し
て
い
る
時
点
で
絶
許

件

 
そ
れ
以
外

な
ん
か
色

め
か
し
て
る
し
七
色

士

て

バ
い
ん
じ

ね

 

ア
イ
ド
ル

で
見
て
い
る
か

士

で
見
て
い
る
か
で
反
応
が
違
う

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
は

士

と
し
て
見
て
い
た

 
レ
イ
ン
は

七

色

ア
イ
ド
ル

士

と
し
て
見

け
て
い
る

  
・
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

 
運

者

シ
ン
カ

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

前
後
で
名
前
が
変
わ

て
い
る

ト

デ
イ
が
前

ト

モ
ロ

が
後

 
シ
ン
カ

は
本
作
に

い
て
デ

ア
ベ
ル
を
リ

ダ

と
し
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

の
情
報
部

と
し
て
キ
リ
ト

ア
ル
ゴ

そ
の

か
情
報

や

に
引
き

て
い
る
プ
レ
イ

達
に
仕
事
と
称
し
て
コ
ル
を
分
配
し
て
い
た
後
方

の
ま
と
め

 
彼
が

な
け
れ
ば
多
く
の
プ
レ
イ

達
の
生
活
が

し
目
も

て
ら
れ
な
い
状
況
だ

た
に
違
い
な
い
た
め

場

か
ら
す
れ
ば
か
な
り
の
恩
義
が
あ
る
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シ
ン
カ

は
生
還
後
に
同
じ
軍
部

属
の
ユ
リ
エ

ル
と
入

を
果
た
し
た
そ
う
な

  
・フ

ンリ
ン
イ
ン

 
原
作

一
期
ヒ
ロ
イ
ン
の
一
人

中
国
人

現
在

 
小
説
で
は
第
一

で
登
場
し
て
く
る
中
華

来
日
し
て
い
る
間
の

親
が
中
華

理

を

ん
で
い
た
が

不

に
よ
り
離

し

時
勢
を

え
親
権
を
得
た

親
と
一
緒
に
中
国
へ
帰
り

一
年
間
で
中
国
代
表
候
補
の
中
で
も
専

機
を

与
さ
れ
る
ト

プ
に

き

学
園
へ
と
や

て
く
る

風

 
現
時
点
で

学
園

２
０
２

年
入
学
予
定

の
一
年
前
な
の
で

本
作
の

も
中
国
へ
帰

り

の

練
を
し
て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ボ
ス
戦
放

や
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
闘
技
場
動

を
見
て
キ
リ
ト
の
立
ち
回
り
か
ら

多
く
の
事
を
学
び

に
成
⻑
中

中
国
に
帰

た
の
が
三
月

現
在
が
五
月

を

え
る

と
恐
ろ
し
い
成
⻑
速

し
か
し
原
作
か
ら
し
て
か
な
り
出

目
な
天
才

な
の
で

進

が

加
わ

て
し
ま
え
ば
こ
れ
も
必
然
で
あ
る

ア
ク
セ
ル
ワ

ル
ド
に
よ
れ
ば
現
実
で
も
心
意

現

が

き
て

に
成
⻑
の

進
を
引
き

こ
す
ら
し
い
し
全
力
で
戦

て
る
キ
リ
ト
の
戦
闘
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動

を
見
て
成
⻑
す
る
人
が

て
も
お
か
し
く
な
い

 
い
ち
お
う
和
人
と

見
知
り
な
の
だ
が
精
神

し
切

て
ギ
リ
ギ
リ
状

だ

た

の
出

会
い
な
の
で
和
人
の
方
が

え
て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い

が
和
人
自
身
は
捨
て
ら

れ
る
前
に
数
人
の

親
し
い
人

が

た
事
を
覚
え
て
い
る

 
サ
バ
サ
バ
し
た
姉

で
あ
り
か
な
り
面
倒
見
は
良
い
が
原
作

は
色
恋

に
な
る
と

ツ
ン
デ
レ
を

し
て
や
や

力
的
に
な
る

気
な
一
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
取
り

い
は

意
が
必
要

 
和
人
の
事
は
結
構
気
に
掛
け
て
お
り

や
や

性
に
目
覚
め
て
い
る
と
か
い
な
い
と
か

 
ち
な
み
に

リ
ン
リ
ン

と

う
と

お
こ
す
る

  
・
キ
リ
ト

 
殺
意
Ｍ
Ａ
Ｘ

 
戦
闘
に
不

れ
だ
ろ
う
が

だ
ろ
う
が
こ
ち
ら
の
要
請
に
ノ

と

え
た
時
点
で
ス
メ
ラ

ギ
の

う

の
た
め
交
わ
す

葉
無
し
に
全
滅
さ
せ
た
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・
キ
リ
ト
の
攻
撃

 

切
り

と
し

 

果

び
上
が
り

大
上

か
ら
剣
を

き

と
す
重
い
一
撃

剣
で

を

く
と
光
四

・
闇
四

・
物
理
一

の
衝
撃
波
が
立
ち

て
追
撃
す
る

 
消

Ｍ
Ｐ

 
特

果

ダ
メ

ジ

レ
ベ
ル

 
 
 

与
ダ
メ

ジ
分

収

 
 
 

与
ダ
メ

ジ
分

収

 

力
を
極
限
ま
で

ぎ
ヒ

ト
数
を
極
限
ま
で
増
や
し
た
技

こ
の
衝
撃
波
だ
け
で
ゲ

ム

を
始
め
た
ば
か
り
の
プ
レ
イ

の

の

れ
れ
ば
い
い
方

 

対
策
を
し
て
い
れ
ば

  

ぎ

 

果

の

の
イ
メ

ジ
を
権
の

⻑
線
上
に
巡
ら
せ

を

れ
さ
せ
る

 
消

の

分

演

リ

ス
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特

果

麻

 

に
付

し
た
イ
メ

ジ
の
力
を

し
た
攻
撃

麻

と
い
う

念
が
強
い
Ａ

Ｌ
Ｏ
で
得
た
特

果
を
十
全
に
活

し
て
い
る

そ
の
た
め

剣
エ
ン
ゼ
ル
イ

タ

は

主
武

ば
り
の
攻
撃
力
に
麻

果
ま
で
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う
正
に
悪
魔
の
よ
う
な
性

能
を
誇

て
い
る

の
だ
が

を

え
な
け
れ
ば
麻

果
は
無
く
シ
ノ
ン
や
ユ
イ
キ

リ
カ
達
は
使

て
い
な
か

た

 

シ
ノ
ン
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
本
来
ア
ミ

ス
フ

ア
で
は
イ
メ

ジ
を

み
取
る
機
構
が
無
い
た
め

の
属
性
攻
撃
は

れ
な
い

   
名
称

デ

ア
ル
ブ
ラ
ス
タ

 

ジ

ネ
レ

ト
・

・
ア
ン
ド
・

・
エ
レ
メ
ン
ト

 

デ

ス
チ

ジ

 

果

五

・

五

の
閃
光
で
前
方
を
攻
撃
す
る

 
消

Ｍ
Ｐ
３
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特

果

チ放
つ
ま

シで
の
時
間
が
⻑
い
程
攻
撃
持

時
間
ヒ

ト
数
攻
撃

向
上

 
 
 

ダ
メ

ジ

レ
ベ
ル

 
 
 

与
ダ
メ

ジ
分

収

 
 
 

与
ダ
メ

ジ
分

収

 

ヒ

ト
数

を

先
さ
れ
た
魔
法

 
極
限
ま
で

力
を

い
で
い
る
た
め
消

が
攻
撃

ヒ

ト
数

持

時
間
や
特

果
に
反
し
て
少
な
め

 

本
的
に

シ

イ
プ
・
■
■
■

を
入
れ
な
い
で

デ

ス
チ

ジ

へ
繋

る
と
ブ
ラ

ス
タ

系
の
攻
撃
に
な
る
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第
三
十
九
章
 

力
の
摂
理

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は
前

ア
ス
ナ

後

ス
メ
ラ
ギ

 
文

数
は
約
八
千

 
今
話
は

コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ

の
サ

ビ
ス
終
了
直
前
ま
で
や

て
い
た
人
に
は
分
か
る

キ

ラ
が

を
見
せ
ま
す

特
に

も
な
く
退
場
し
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
五
月
七
日

後
九
時

 
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
で
の
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
に
集
ま

た
も
の
の
た

た
一
人
の
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魔
術

に
よ
り
全
滅
し

も
出
来
ず
失

に
終
わ

た

 
私
達
は

北
を

ば
予
感
し
て
い
た

故
な
ら
自
身
を
一
と
し
た
時
の
対
一
対
多

の
戦
闘
に
全

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

の
中
で
最
も
得
意
な
の
は
彼
だ
か
ら
だ

無
論
そ
れ
だ
け

で
は
無
い

北
の
予
感
だ
け
で
な
く
そ
れ
を

け
容
れ
ら
れ
た
の
は
彼
が
そ
れ
だ
け
本
気

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

 

生

機
時
間
も
味
方
が

な
い
と
意
味
無
い
以
上
彼
が

を
返
し
て
か
ら

と

時

生
地
点
で
の
復
活
を

 
お

で
空

ラ
イ
ン
の

生
エ
リ
ア
は
歩
行
者
天
国
も

く
や
の
大

と
な
り

い
目
に

あ

た
が

そ
れ
は

愛
す
る

 

中

へ
と
去

た
少
年
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は

そ
れ
は
も
う
色

と
あ

た

 
結
論
か
ら

え
ば

 
セ
ブ
ン

い
る
勢
力
は
ま
だ
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
の
芽
が

え
た

で
も
無
い
の
で
キ
リ
ト
の
下

へ
突
撃
す
る
方

だ

に

て
か
ら
気
付
い
た
事
だ
が
先
の
戦
い
で
オ

デ

ン
が
死
ん

で

北
し
た
も
の
の
ク
エ
ス
ト
そ
の
も
の
は
終
わ

て
い
な
か

た

北
欧
神
話
に
強
い
リ

フ

と
シ
ノ
ン

く
オ

デ

ン
は
戦
時
中
に
魔

フ

ン
リ
ル
に

み
殺
さ
れ
死
ぬ
が
そ
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の
後
も
戦
い
は

く
の
で
今
は
そ
の

な
の
で
は
と
の
事

神
話
と
違
い
世
界

壊
す
る
と
は

思
え
な
い
の
で
恐
ら
く
ロ
キ
か
ロ
キ
に

す
る
邪
神
を

す
る
事
で
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク

エ
ス
ト

は
終
わ
り
を

る

 
で
は
ロ
キ
ル

ト
は

の
た
め
に

意
さ
れ
て
い
る
の
か
と
思
わ
な
く
も
な
い
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時

代
の
エ
ル
フ
・
ク
エ
ス
ト
で
も
ち

と
予
想
外
の
ル

ト
展
開
を
彼
は
し
て
い
た
ら
し
い

し

あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

 
精
神
的
に
キ
リ
ト
寄
り
の
私
達
と

え
ば

一
先
ず
様
子
見

 
彼
の
目
的
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

止
・で
・は
・な
・い

お
そ
ら
く
セ
ブ
ン
を
止
め

よ
う
と
す
る
レ
イ
ン
の
手
伝
い
だ
か
ら

セ
ブ
ン

彼
女
に
だ
け
退
く
よ
う

た
の
だ
ろ
う

自
体

は
ク
ラ
ス
タ
と
ス
メ
ラ
ギ
が

れ
ば
問

無
い
と

え
る
か
ら
セ
ブ
ン
が
下
が
る
だ
け
で
も
目

的
達
成
に
な
ら
な
く
も
な
い

 
ま
た
彼
が
躍

に
な

て
止
め
な
い
の
も
命
の
危
険
性
が

い
と
判
断
し
た
か
ら

私
達
の

事
を
想

て
い
る
事
は
対
峙
し
た
時
の

線
で
分
か

た

も
し
も
命
が
危
ぶ
ま
れ
る
可
能
性
が

高
い
な
い
し

わ

て
い
る
多
く
の
プ
レ
イ

を
も
救
お
う
と
す
る
な
ら
も

と

的
に

し
て
い
る
確
信
が
あ

た

し
か
し
仮

危
険
性
が

い
と

え
ど
私
達
が

わ
ら
な
い
事
を
彼
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は
願

て
い
る

だ

セ
ブ
ン
へ
の
高
い
信
心
と
集

で
の
感
情
一

そ
れ
が

き
た
時
に

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は
完
成
す
る
と
知

て
い
る
が

そ
う

に
感
情
を
制

す
る
な

ん
て
出
来
る

が
無
い
し
仮
に
し
て
い
て
も
対

に
な

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

機

を

使
わ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い

波
が

な
の
だ
か
ら

 

な
ら

故
オ

デ

ン
ル

ト
を
強
制
し
た
か

 
ビ

タ

時
代
の
振
る
舞
い
を
し
て
い
た
か
ら
よ
く
分
か
る

勢
力
を
決
定
す
る
手
が

だ

た
か
ら
し
た
の
だ
そ
し
て
セ
ブ
ン
と

対
す
る
事
で
私
達
が
責
め
ら
れ
る
の
を

ぐ

だ

ろ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
と

今
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
違
う
の
は
彼
だ
け
で
な
く
私
達
も

リ
ア
ル
バ
レ
し
て
い
る
事
だ

 
現
実
と

立
場
や
自
身
を
取
り

く
状
況
が
変
わ
ら
な
か

た
彼
は
大
き
な
ダ
メ

ジ
を

け
な
い
が
私
達
や
そ
の
家

は
違
う

か
と

て
そ
う
説
明
し
て
も
ユ
ウ
キ
や
リ

フ

達
が

直
に

く
と
も
思
え
ず
故
に
力

く
で
ロ
キ
ル

ト
の
ド
ロ

プ
ア
ウ
ト
を

行
し
た

の
だ

 
故
に
彼
と
し
て
は
私
達
が

く
信
心
が
セ
ブ
ン
よ
り
彼
寄
り

彼
と
し
て
は
ク
ラ
ス
タ
に

な
ら
な
い
程

つ
自
身
の
味
方
に
な
る
立
場
で
な
い
事
が
ベ
タ

ベ
ス
ト
は
私
達
が
そ
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も
そ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
い
事
だ
ろ
う

ア
ミ

ス
フ

ア

を
使

て
さ
え
い

な
け
れ
ば
対

者
に
な
り
得
な
い

 
ク
ラ
ス
タ
達
は
し
つ
こ
く
一
緒
に
来
る
よ
う

て
き
た
が
こ
ち
ら
を
想

て

力
し
た
少

年
の
想
い
を
無

に
す
る
事
は
流

に
出
来
ず
誘
い
は
全
て
断

た

内
心

た
る
も
の
を

い
て
い
る
の
も
事
実
だ
が
そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
な
の
で
あ
る

 
よ

て

キ
リ
ト
に
対
す
る

心
は
私
達
の
中
で
四

ど
と
な

た

 
残
り
六

は

依
然
と
し
て

を
見
せ
な
い
レ
イ
ン
だ

た

彼
女
の
性
格
を

え
る
と
ま

る

き
り
キ
リ
ト
に

投

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
が
そ
れ
に
し
て
は
不
自
然
な

ど

を

見
せ
て
お
ら
ず
ど
う
し
た
の
か
と

を

る
ば
か
り

日
の
学

も
私
達
に

し
事
を
し

て
い
た
後
ろ
め
た
さ
故
か

ん
で
い
た

 
私
達
が
異
常
を
感
じ
た
の
は

八
日
の

方

 
二

二
五
年
五
月
八
日

後
五
時
過
ぎ

 

業
が
一

り
終
わ
り
友
人
達
と
の
下

中
に
掛
か

て
来
た
エ
ギ
ル
の
電
話
が
キ

カ
ケ

だ

た

 

夜
九
時
過
ぎ
か
ら
今
ま
で
キ
リ
ト
が
戦
い

け
て
い
る
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キ
リ
ト
は

信
教
育
制

を

し
て
い
る
一
人
な
の
で
登
下

こ
そ
し
な
く
て
い
い
が
平

日
は
他
の
生

と
同
様
に
ネ

ト
ワ

ク
を

し
て
送
ら
れ
て
く
る

を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
レ
ス
ポ
ン
ス
の
有
無
で
出
欠
確
認
も
あ
る
れ

き
と
し
た
生

だ

学
業
を

か
に
し
て

い
い
立
場
で
は

然
無
い

 
欠

す
る
場
合
は
学

に

絡
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

彼
の
場
合
も
う
一
つ
手

が
必
要
に
な
る

親

へ
の

絡
だ

 
直
葉
は
電
車

学
生
な
の
で
自
身
が
家
を
出
る
時
点
で
は

絡
を

け
て
い
な
か

た
だ
け

か
も
し
れ
な
い
と

い

親
に
確
認
す
る
と

て
帰

し
た

 

後
か
ら
分
か

た
事
だ
が

 

主
導
で
新
設
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の

の
学

は
そ
の
経

の

で

直

の

理
体
制
に
な
る
た
め

学
園
と
同
じ
く

か
ら
の

達
な
ど
が
あ
る
と
そ
れ
に
逆
ら
え

な
い

面
を
持

て
い
る
ら
し
い

全
生

に

さ
れ
た
定
期
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
反

会

的
思
想
の
有
無
や
程

を

る
た
め
の

な
ど
一

の
学

に
は
無
い

と
も
す
れ
ば
拷

問
と
取
ら
れ
か
ね
な
い

対
応
が
許
さ
れ
て
い
る
の
も

直

故
だ

 
キ

リ

ト

桐

谷
和
人
が

信
教
育
を

ん
で
い
た
事
も
ズ
ル

み
で
は
な
く

か
ら
一

間
の
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学
が

達
さ
れ
て
い
た
事
に
よ
る
も
の

桐

谷

が
そ
の

絡
を

け
た
の
は
予
想

り
直

葉
が
家
を
出
た
後
の
事
だ

た

し
か
も

学
期
間
中
は
一
時
的
に

直

の
機

に
場

を

転
す
る
ら
し
い

 
こ
の
事
実
は
逆
説
的
に
キ
リ
ト
と
契
約
を
結
ん
で
い
る

手
は
日
本

い
て
は

人
と
い
う
事
に
な
る

は
は

 

食
を
済
ま
せ
て
合
流
し
た
リ

フ

が
契
約そ
手こ

ま
で
話
し
た
と
こ
ろ
で

ら
し
た

み
は
非
常

に
恐
ろ
し
く

方
終
わ

た
ら
和
人
と
も
ど
も
全
部

か
せ
ま
す

と
に
こ
や
か
に

け
て

い
た
が

ま

た
く
場
は
和
ん
で
い
な
か

た

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
組
の

ど
も
似
た
り
寄

た
り
だ

た
が

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
レ
コ
ン
や
シ
ウ
ネ

達
に
は

し

な
い
事
を
し
た

彼
ら
は
キ
リ
ト

と
面
識
こ
そ
あ
れ
そ
こ
ま
で
深
い

で
は
な
く

然
な
が
ら
現
実
の
彼
が
ど
ん
な
状
況
に

か
れ
て
い
る
か
も
把
握
出
来
て
い
な
い
た
め

事

に
追
い
付
け
な
い
で
い
る
の
だ

 
そ
ん
な
中

事

の
渦
中
に
立
つ
少
年
だ
が

 
彼
は
い
ま
も
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
中

ダ
ン
ジ

ン
闇
の
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
内
部
に
て
セ
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ブ
ン

い
る

三
刃
騎
士

や
ク
ラ
ス
タ
達
を

手
に

大
立
ち
回
り
を
演
じ
て
い
る

 
初
回
突
入
時
に
セ
ブ
ン
を
不
意
打
ち
で

し
て
以
来

怒
り
心

の
ク
ラ
ス
タ
達
の
人
海
戦

術
に
よ

て

襲

じ
を

行
し
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
彼
の

形
を
見
破
れ
た
事
は
な

く
発
覚
し
た
時
は
レ
イ
ド

の

が
出
た
時
ば
か
り

攻
撃
さ
れ
て
か
ら
気
付
い
た
の
で

は
一
発
で
一
千
人

り
を

れ
る
彼
に
対
抗
す
る
に
は
あ
ま
り
に
無
力

し
か
し
彼
ら
は

い一
と
き時

は

ト

プ
プ
レ
イ

に
な
る
夢
を
捨
て
切
れ
ず

り

け
た
強
さ
へ
の

念
成
り
上
が

て
い
く
プ
レ
イ

へ
の

そ
し
て
自
分
達
が

ぎ
上

る

歌
姫

へ
の
信
心
を
原

動
力
に

い
ま
も

食
い
下
が
り

け
て
い
る

 
初
回
突
入
時
に
デ

ス
チ

ジ
と

え
て
放

た
光
と
闇
の
魔

は
セ
ブ
ン
達
が
突
入

す
る
ま
で
の
約
二
十
分
間
を
チ

ジ
に
回
し
た
か
ら
だ
ろ
う
と

さ
れ
で
は
そ
の
隙
を
与

え
な
い
よ
う
に
止
め

な
く
戦
力
を
投
入
す
る
方

に
な

た

そ
の
間

セ
ブ
ン
は

機
し

安
全
が
確
保
さ
れ
た
ら
突
入
と
い
う
流
れ
に
な

て
い
る

が
未
だ
一

も
突
入
は
出

来
て
い
な
い

 
ク
ラ
ス
タ
達
は
黒

く
め
の
少
年
を
探
し
見
つ
け
れ
ば
攻
撃
し
て
い
る
が

の
キ
リ
ト
本

人
は
セ
ブ
ン
さ
え
レ
イ
ド
に

な
け
れ
ば
彼
ら
を

り
さ
せ
る
事
も
良
し
と
し
て
い
る

た
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だ
ク
ラ
ス
タ
達
が
セ
ブ
ン
を
突
入
さ
せ
る

に
キ
リ
ト
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

対
し

て
い
る
だ
け

 
こ
の
動
き
に
よ
り

ネ

ト
で
は
二
つ
の
意
見
に
分
か
れ
た

 
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士
を
信
じ

黒
の
剣
士

を

る
勢
力
と

黒
の
剣
士

の

郷

の
実
績
を
信
じ
七
色

士
を
疑
う
勢
力
だ

後
者
は
彼
個
人
の
信

と
い
う
よ
り
は
む

し
ろ
天
才
や

学
者
と
い
う
も
の
に
近
年
付
き
ま
と

て
い
る
悪
い
イ
メ

ジ
が
先
行

し
て
い
る
部
分
が
大
き
い
か
も
し
れ
な
い

と
は

え
火
の
な
い

に

は
立
た
ず
と
も

う

い
な
が
ら
攻
略
組
の
中
心
人
物
に
な

た
経
歴
は

達
で
は
な
い
た
め
彼
が
動
い
て

い
る
事
か
ら

か
あ
る
の
で
は
と

る
人
は
一
定
数
存
在
し
て
い
た

 

と
は

え

そ
れ
で
信
心
が

れ
る
よ
う
で
は
ク
ラ
ス
タ
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
な
い

 
彼
ら
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
得
ら
れ
る
全
て
を
歌
姫
に

て
い
る

ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
セ
ブ
ン

だ
け
で
な
く

者
と
し
て
の
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
と
い
う
少
女
の
事
も
彼
ら
は
思
想

を
共
有
し
て
い
る

三
刃
騎
士

入

件
に
は
彼
女
が
出
し
て
い
る
歌
の
歌

や
そ
の
意

味
論
文
の

要
の
理
解
ま
で

ん
で
い
る
と
い
う

そ
こ
ま
で
こ
な
し
て
入
る

ど
彼
ら
は

一
人
の

き
天
才

学
者
に
心

し
て
い
る
の
だ
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だ
か
ら
彼
ら
の

書
に
撤
退
の
文

は
無
い

 
そ
し
て

自
身
が
倒
れ
れ
ば
ラ
ス
ト
ダ
ン
ジ

ン
へ
の
セ
ブ
ン
の

入
を
許
す
事
に
な
る
た

め

キ
リ
ト
も
付
き
合
い

け
る
し
か
な
い

 
ク
ラ
ス
タ
達
は
死
に

れ
る
中
彼
だ
け
は
一

も
死
ね
な
い
と
い
う
あ
る
意
味
の
デ
ス
ゲ

ム 
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の
心
が

れ
な
い
限
り
彼
の
戦
い
は
終
わ
ら
な
い
の
だ

  
二

二
五
年
五
月
八
日

後
十
時

 
エ
ギ
ル
と
リ
ズ
ベ

ト
が
共
有
し
て
い
る

の
一

に
数
日
前
天
才
少
女
と
対

し
た
時

の
よ
う
に
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
メ
ン
バ

は
集
ま

て
い
た

夜
が

ぎ
時
の
エ
ギ
ル
は
お
ら
ず

の
事
情
で
テ

チ
タ
ル
ケ
ン
ジ

ン
ノ
リ
が

な
い
が
そ
れ
以
外
は

る

然

キ
リ
ト
と
レ
イ
ン
は

な
い

 
そ
こ
に
集
ま

て
い
る
理
由
と
し
て
は
現
在
も

と
も
世
間
を

わ
せ
て
い
る
ネ

ト
放
送

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

の
生
中
継

像
を
見
る

だ

 

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

は

日
本
の
ゲ

ム

合
情
報
サ
イ
ト

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

デ
イ

が
新
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生
し
た
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

が
大
本
な
の
で
ネ

ト
に
繋
が
り
さ
え
す
れ
ば

で
も

で
き
る
も
の
で
は
あ
る
が

現
実
に

が
無
か

た
り

信
制
限
の

で

で
き
な
い

人
も
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
に
あ
た

て
月

払
い
の

金
は
掛
か
る
が

金
ア
イ
テ

ム
は
特
に
な
く
オ
プ
シ

ン
な
ど
も
特
に
な
い
た
め
ゲ

ム
内
で
の
動

も
そ
こ
ま
で

制
限
さ
れ
て
い
る

で
は
な
い

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
と

結
な
ど
の

な
作
業
は
必
要
で
は
あ

る
が

そ
れ
さ
え
済
ま
せ
て
し
ま
え
ば
現
実
で

を
開
か
な
く
て
も
良
く
な
る
の
は
多
大
な

点
と

え
よ
う

な
に
せ
眼
精

労
や

こ
り
な
ど
を
生
じ
ず

の

労
や
時
間
の
許
す
限
り

ネ

ト
サ

フ

ン
を

け
ら
れ
る
の
だ
か
ら

 
ま

間
と
話
し
な
が
ら

で
き
る
と
い
う
現
実
で
は
中

し
い
点
を
ク
リ
ア
出
来
る

か
ら
な
の
だ
が

 
そ
う
し
て
集
ま

た
私
達
は

入
り

と
ウ

ン
ド
ウ
に

し
出
さ
れ
た
ス
ク
リ

ン
を

し
て
い
た

間
内
で
見
る

に
備
え
て
い
た
オ
プ
シ

ン
を
リ
ズ
ベ

ト
が
設
定
し

て
い
た
も
の
ら
し
い

外

か
ら
は
ブ
ラ

ク
ア
ウ
ト
で

断
さ
れ
て
い
る
の
で
内
部
は
一
切
見

え
な
い
ら
し
い

 
ス
ク
リ

ン
に
は
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
ダ
ン
ジ

ン
の
内

が

し
出
さ
れ
て
い
る

色
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に

色
を

た
よ
う
な
色
と

え
ば
い
い
の
か
そ
ん
な
色
味
が

や

天

に
至
る
ま
で

塗
り
た
く
ら
れ
て
お
り
火
の

て
い
な
い

や

像
も
禍

し
い
風
に
カ
リ
チ

ア
ラ

イ
ズ
さ
れ
て
い
た

ホ
ラ

と
は
別
の
恐
怖
を

か
せ
る
そ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

魔
王
城

に
違
い
な
い

 
そ
の
ス
ク
リ

ン
は

に
大
き
く
分

さ
れ
て
い
る

 
一
方
は
種

属

無
し
の

成
パ

テ

数
が
多
い
た
め
か
上
方
か
ら
観

す
る

よ
う
な

取
り
だ

 
も
う
一
方
は
黒

く
め
の
少
年
を
や
や
後
方
か
ら

め
る

点

場
合
に
よ

て
は
上
方
に

取
る
事
も
あ
り
そ
れ
が

回

つ
少
年
の

動
速

が
速
い
た
め
か
後
方

め
上
方
と

い
う

で
安
定
し
て
き
て
い
た

見
つ
け
た
ぞ

 
戦
闘
を

る

人
か
の

か
が
声
を

り
上

回
廊
の
中

に
立
つ
少
年
を

み
付
け
た

標
的
を
見
つ
け
た

全
力
で

り
出
し
た
プ
レ
イ

達

 
そ
れ
を
見
て

と
少
年
が
息
を

く

 
コ

ト
の
ポ
ケ

ト
に
入
れ
ら
れ
た

手
の
内

手
が

か
れ

正
面
に
突
き
出
さ
れ
た
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掌
に
は

黒
と
白
の
オ

ラ

デ

ス
チ

ジ

 

い
文

の
後
ズ
ア

と
二
色
が
入
り

じ

た
極
太
の
レ

ザ

が
放
た
れ
た

地
を

て
い
た
男
達
は
そ
れ
に

す
術
も
な
く

ま
れ

お
お

 

ま
れ
て
い
な
い
者
も
い
た

 
前
日
苦
い
思
い
を
し
た
の
か
そ
れ
と
も
黒
と
白
の
オ

ラ
を
見
た
時
点
で
予
想
し
て
い
た
の

か
影
妖
精

や
闇
妖
精

風
妖
精

と
い

た

タ
イ
プ
の
プ
レ
イ

は

ウ

ル
ラ
ンり

で
レ

ザ

の

圏
外
に

れ

離
を

め
て
い
た

あ
る
程

近
付
い
た
と
こ
ろ
で

を

り

空
中
か
ら
襲
い
掛
か
る

 
一

の
間
に

キ
リ
ト
の

手
に
悪
魔
の

剣
が
握
ら
れ
る

 
上
か
ら
の
襲
撃
を

き

け

地
し
た
プ
レ
イ

達
に

ま
れ
る
が
彼
は
そ
れ
を

な

し

け
た

時
に

い
が
邪
魔
し
合
う
よ
う

取
り
を
誘
導
す
る

 

然
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
が

き
る
が
彼
ら
は

り
も
せ
ず
標
的
を
定
め
直
し
て
果

に
攻
め

け
て
い
く
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全
て
は
彼
を

す

に

 
全
て
は
セ
ブ
ン
の

に

そ
ん
な
声
が

こ
え
て
き
そ
う
な
程
の
⻤
気

た
様
子
は
あ

る
種
の
恐
怖
を
覚
え
さ
せ
る

と
ん
で
も
ね

中
だ
な

味
方
に
攻
撃
が

た
る
の
は

す
る
モ
ン
だ
ろ
う

に

そ
の

振
り
が
ま

た
く
ね

ぞ

 
テ

ブ
ル
に

の
ボ
ト
ル
を

き
思
い
出
し
た
よ
う
に
グ
ラ
ス
を

け
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
が

を

め
て

た

味
方

て
思

て
な
い
ん
じ

な
い
か
な

の

は
味
方
み
た
い
な
感
じ
で
さ

キ
リ
ト
を

し
た
ら
セ
ブ
ン
に
感

さ
れ
る
と
思

て
遠
慮
が
無
く
な

て
る
ん
だ
と
思
う

 
そ
う
応
じ
た
の
は
ユ
ウ
キ
だ

た

シ
ル
フ

の
木
の
実
か
ら

り
出
さ
れ
た
と
い
う
ジ

ス
が

が
れ
た
ジ

キ
を
ぐ
い

と

け

そ
れ
に

と

葉
を

け
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ラ
ス
ボ
ス
を
倒
し
た
事
と
ス
ヴ

ル
ト
の
闘
技
場
で
の
無

ぶ
り
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ

レ
イ

最
強
み
た
い
な

方
も
さ
れ
て
る
か
ら
ね

ま

表
向
き
は

て
付
く
け
ど

 
そ
う

て
同
じ
テ

ブ
ル
に

る
風
妖
精

プ
レ
イ

に
意
味
深
な
目
を
向
け
る

向

け
ら
れ
た
方
は

な
表
情
に
な

た
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こ
れ
で
も

全
損
デ

エ
ル
だ
と

り
切

た
事
は
無
い
ん
で
す
が
ね

完

し
て
た
ん
だ
か
ら
実

勝
ち
も
同
じ
じ

ん

 

れ
た
よ
う
に
ユ
ウ
キ
が
返
し
た

そ
れ
で

リ

フ

ど
う
す
る
の

 
そ
こ
で

り

ん
だ
の
は
シ
ノ
ン
だ

た

 

日
の
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い
う
状

か
ら

ら
か
持
ち
直
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も

は
や

る
気

持
ち
は
あ
る
の
か

そ
の
表
情
に

の

は
見
ら
れ
な
い

一
日
ぶ

け
で
戦

て
も
倒
れ
て
な
い
か
ら

血

対
策
は
さ
れ
て
る
ん
で
し

う
け

ど
こ
の
ま
ま
い
く
と
ど
の
み
ち
危
険
よ

私
達
も
離
れ
て
る
ん
だ
し

キ
リ
ト
の

ク
ラ依
イ
ア頼
ン
ト主

に

絡
し
て
止
め
て
も
ら
う
事
は
出
来
な
い
の

 
ク
ラ依
イ
ア頼
ン
ト主

が

な
の
か
分
か

て
る
ん

で
し

う

コ
ン
タ
ク
ト
は
取
り
ま
し
た
よ

で
も

出
来
な
か

た
ん
で
す

ど
う
し
て
よ

 
そ
の

え
に
不

な
シ
ノ
ン
に
リ

フ

は
ス
ク
リ

ン
を
見

め
た
ま
ま
物
憂

な
面

持
ち
に
な

た
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た

た
今
シ
ノ
ン
さ
ん
が

た

血

対
策

そ
れ
が

ク
ラ依
イ
ア頼
ン
ト主

と
の
契
約
で
キ
リ

ト
が
求
め
た
報

だ

た
ん
だ
そ
う
で
す

他
に
も

学
手

き
と
か

送
中
の
護
衛
の
手
配

も

ま
れ
て
い
る
ら
し
く

日
本

が
絡
ん
で
る
ん
で
す
よ

こ
れ

な
 
思

た
以
上
に
ス
ケ

ル
の
大
き
い
話
に

白
む
シ
ノ
ン

そ
れ
か
ら

線
が
ス
ク
リ

ン
に

る
少
年
に

さ
れ

悔
し

に

根
を
寄
せ

い
た

 
学
園
の

学
手

き
や

送
中
の
護
衛
手
配
も

が
認
め
て
い
る
事
な
の
で
あ
れ
ば
そ
れ

は
つ
ま
り
国
家
権
力
が
協
力
し
て
い
る
と
い
う

で
一
個
人
の
判
断
で
止
め
ら
れ
る
事

で
は

無
い
事
に
な
る

い
や
彼
が

て
い
た
契
約
か
ら
し
て
お
そ
ら
く

は
七
色

士
の

思
惑
を
知
り
た
か

た
だ
け
だ

た
だ
そ
の
報

と
し
て
今
の
彼
の
行
動

血

状
に
よ

る
行
動
不
能
制
限
が
無
い

と

え
れ
ば

お
か
し
な
点
は

ど
無
い

で
も

が
キ
リ
ト
君
と
の
約
束
を
守
る
の
か
な

 
た
だ
一
つ

か
つ
て
彼
を
見
限

た

が

律

に
彼
と
の
契
約
を

守
す
る
の

か

と
い
う
疑
問
に
目
を

れ
ば

・守
・ら
・せ
・た
・ん
・で
・し
・

・う
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が

 
確
信
め
い
た
物

い
を
す
る
リ

フ

に
問
う
が
彼
女
は

い
と

を

め
る
だ
け
だ

た

そ
れ
が

葉
に
す
る
必
要
も
無
い

ど
明
ら
か
だ
か
ら
だ
と
い
う
の
は
分
か
る

彼
の
現
実

で
の
人
間

を
知
ら
な
い
シ
ウ
ネ

達
は
自
分
に
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ニ

ア
ン
ス
で

取

て
い
る
だ
ろ
う

を
上
手
く

し
た
形
だ

 
日
本

手
に
強
制
さ
せ
ら
れ
る
人
な
ん
て
そ
う
は
い
な
い

 
ま
し
て
や

彼
と
親
交
の
あ
る
人
と
な
れ
ば

 

が
場
を

た
す

 

の

に
絡
め
と
ら
れ
た
よ
う
な

 
地
に
足
が
付
い
て
い
な
い
よ
う
な

 
明
確
に

語
化
で
き
な
い

か
が

て
い
た

  
五
月
八
日

後
十
一
時

 

重
な
る
全
滅
を
引
き

こ
し
な
が
ら
も
人
海
戦
術
と

歌
姫

へ
の
信
心

と
い
う
気
合

だ
け
で

闇
の
イ
グ
ド
ラ
シ
ル

の
攻
略
を

し
進
め
た

三
刃
騎
士

は

重
な
る
デ
ス
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ナ
ル
テ

に
よ
り
初
回
突
入
時
に

べ
て
個

の
パ
ラ
メ

タ
は

く
な

て
い
る
が

あ
る
程

の
マ

ジ
ン
を
設
け
て
い
た
事
も
あ
り
ま
だ
ど
う
に
か
攻
略
可
能
水

は
保
て
て
い

た 
そ
し
て
突
入
か
ら

二
十
四
時
間
を
経
て

く
最
初
の
広
間
に

り

く
事
が
出
来
た

 
そ
の
広
間
で

て
い
た
の
は
キ
リ
ト

で
は
無
く

あ
あ

な
ん
だ
い

く
来
た
ん
だ

 

な
少
年
だ

た

 
た
だ
し

大

な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
い

像
で
の
み
見
た
事
が
あ
る
地

世
界
を

う
ろ
つ
く
人
型
邪
神
や
こ
れ
ま
で
の
攻
略
で
戦

て
来
た
ボ
ス
と

べ
て
も
明
ら
か
に

以
上

の

体

か
高
見
に
見
え
る

は

メ

ト
ル
の
高
さ
に
あ
る
の
か
定
か
で
は
な
い

全
力
で

ん
だ
と
こ
ろ
で

木
の
よ
う
な

の
ヒ
ザ
ま
で
も
届
く
ま
い

 

の
色
は

け
る
よ
う
な
白

う

は

を
な
び
か
せ
る
巫
女

の
そ
れ
に
近
く

を

か
せ
て
お
り

体
の

大
さ
に
反
し
て

さ
も
同

さ
せ
る
不
思
議
な

を

か
せ
る

 
そ
の

ら
に
は
一
太
刀
で
プ
レ
イ

を
数
十
人
も

め
て

断
で
き
る
だ
ろ
う
刃

り
の

白
銀
の
大
刀

最

限
の

飾
の
み

さ
れ
た
そ
れ
は
実
戦
を
想
定
し
て
作
ら
れ
て
い
る
と
分
か
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る
無
骨
な

を

か
せ
る
が

や
は
り
そ
れ
も

さ
を
同

さ
せ
て
い
る

 

体
で

え
ば
華

 
し
か
し
そ
う
思
わ
せ
な
い
圧
力
が
少
年
に
は
あ

た

乱
な
が
ら
こ
ち
ら
を

し
て
い

る

だ

氷
を
思
わ
せ
る
蒼
の

は
ど
こ
か
黒
も

じ

て
お
り
禍

し
さ
を
感
じ
さ
せ

る

し
さ
を
内

し
て
い
る

 
そ
の

人
が
ロ
キ

に
付
い
た
勢
力
の
一

で
あ
る
の
は
確
実
だ

た
が
意
外
な
事
に
そ
の

少
年
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
カ

ル
の
色
は
イ
エ
ロ

つ
ま
り
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る

 
表
示
さ
れ
て
い
る
名
前
は

ヴ

フ

ス

ル

ズ

ニ

ル

ａ
ｆ
ｆ
ｓ
ｌ
ｕ

ｎ
ｉ
ｌ

 
体
力
ゲ

ジ
は

五
本

者
だ

様
は

 
対
す
る
ヴ

フ
ス
と
い
う
少
年
は

乱
な

で

を
開
い
た

は
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
ヴ

フ
ス
と
で
も
呼
ん
で
も
ら
え
れ
ば
い
い

ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム

か
ら
来
た

の

人
さ

の

人

て

ツ
ン
ヘ
イ
ム
を
う
ろ
つ
い
て
る

骨
邪
神
の
親

て
事
か
よ

 
ヴ

フ
ス
と
名

た

人
の

葉
に

レ
イ
ド
メ
ン
バ

の

か
が
声
を
上

た

そ
れ
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に

そ
う
さ

と

く

く
ヴ

フ
ス

ま
あ
ア
レ
を
放

た
の
は
他
の

の

人
な
ん
だ
け
ど
そ
れ
は
今
は
ど
う
で
も
い
い
事
か
な

重
要
な
の
は

が

番
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

な
ん
だ
け
ど

 
そ
こ
で

の

人
ヴ

フ
ス
は

葉
を
止
め
じ

と
こ
ち
ら
を
見
下
ろ
し
て
く
る

線
が

う
の
を
見
る
に
レ
イ
ド
の
編
成
を
見
て
い
る
ら
し
い

ど
う
や
ら

は
お

ら
し
い

は

 
て

き
り
ボ
ス
と
し
て
立
ち
は
だ
か
る
と
思
い
き
や
そ
ん
な
事
を

い
始
め
た

人
に
自

分
以
外
か
ら
も

惑
の
声
が

れ
た

ど
う
い
う
事
だ

 

様
は
こ
こ
の

番
の
ボ
ス
な
の
だ
ろ
う

密
に
は
違
う
よ

は
あ
く
ま
で
キ
リ
ト
が

・上
・手
・く
・や
・れ
・な
・か
・

・た
・時
・の
・た
・め
・の
・保
・険

に
過

ぎ
な
い

君
達
の
編
成
の
中
に
は

彼
か
ら

い
て
い
た
特
徴
の
妖
精
が

な
い
か
ら
ね

 
も
し

た
ら
分
断
す
る
よ
う

わ
れ
て
い
た
け
ど

と

け
る
ヴ

フ
ス
の
体
は
う

す

ら

け
始
め
て
い
た

そ
れ
を
見
て

慌
て
た
よ
う
に
ク
ラ
ス
タ
の
一
人
が
声
を
上

る

お

お
い

戦
わ
な
く
て
い
い
の
か
よ
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た

た
今

た
ば
か
り
だ
ろ
う

 
そ
れ
に

君
達
と

め
て
戦

て
も

キ
リ
ト
一

人
と
戦

た
時
よ
り

し
く
な
さ
そ
う
だ

 
つ
ま
ら
な
そ
う
に

い
捨
て
た
の
を
最
後
に
ヴ

フ
ス
は
完
全
に
消
え
去

た

恐
ら
く
ボ

ス

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
だ
け
与
え
ら
れ
て
い
る
転

魔
法

り
を
使

た
の
だ
ろ
う

 
も
ぬ
け
の

と
な

た
広
間
に
は

な

が
漂

た

  
今
話
の
目
的

 
前

死
に

り
し
ま
く

て
る

合
軍
の
成
⻑
を

写

キ
リ
ト
の
現
状

写

 
後

キ
リ
ト
が
仕
掛
け
て
た
保
険

リ

フ

達
の
不
参
加
の
影

写

キ
リ
ト
の

戦
力
を
情
報
だ
け
で

写

  
・
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
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出

コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ

 

の

人
の
一
人

 
本
文
で
は

少
年

と
書
か
れ
て
い
る
が

コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ

の
キ

ラ
デ

タ
に
よ
る

と

女
性

で
あ
る

ユ
ウ
キ
と
同
じ

だ
が

こ
ち
ら
は

の

で
あ
る

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
地
下
に
広
が
る
世
界

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
更
に
下
層
に
存
在
す
る
ニ
ブ

ル
ヘ
イ
ム

よ
り
や

て
き
た

人

 
神
話
上
に

い
て
は
オ

デ

ン
と
命

け
で
知

べ
を
し
オ

デ

ン
の
バ
ル

ド
ル
が
死
ん
だ
時

私
は

と
息
子
の
亡

に
声
を
掛
け
る
か

と
い
う
問
い
に

え
ら
れ
ず

命
を

と
し
た

人

つ
ま
り
神
話
に

ら
す
と
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が

き
て
い
る
本
作
現
時
点
バ

ル
ド
ル
死
亡
済

で
存
命
し
て
い
る
の
は
知

べ
の
内
容
的
に
お
か
し
い
の
だ
が

コ

ド
・

レ
ジ
ス
タ

で
は
生
き
て
い
た
の
で
キ
ニ
シ
テ
ハ
イ
ケ
ナ
イ

 
コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ
に

い
て
は
聖
剣
エ
ク
ス
キ

リ
バ

入
手
の

に
キ
リ
ト
達
が

戦

た
ス
リ

ム
を
打
倒
し
た
妖
精
と
戦
う
べ
く

の
守
り
手
ウ
ル
ズ
と
交

妖
精
達

を
呼
ば
な
い
ウ
ル
ズ
に
対
し
妹
二
人
を
誘

と
は
名
ば
か
り
の

客
対
応
し
つ
つ
戦
う
よ

う
仕
向
け
て
い
た

や
や
過

な
が
ら
正

を

む
戦
闘
狂

ウ
ル
ズ
に
呼
ば
れ
た
ア
ス
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ナ

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
中
で
ユ
ウ
キ
に
目
を
付
け
て
い
た

し
か
し
ユ
ウ
キ
が

し
て
し
ま
い

ク
エ
ス
ト
期
間
も
過
ぎ
て
し
ま

た
た
め

未
達
成
と
な
る

 
そ
こ
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
三
つ
の
世
界
を
一
部

合
さ
せ
た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

Ｓ
Ｇ
Ｐ

の
Ａ
Ｌ
Ｏ

に
て

世
界
を
超
え
た

の
意

と
も

う
べ
き
物
語
が
展
開

 
ユ
ウ
キ
と
戦
え
な
か

た
悔
い
は

け
継
が
れ
オ

デ

ン
の
死
を
知
り

て
い
た
と
こ

ろ
を

ス
リ

ム
の
怨
念

に
取
り
つ
か
れ

三
世
界

合

で
は

の
ヴ

フ
ス
ク
エ
ス

ト

と

ス
リ

ム

の

方
に

わ

た
ア
ス
ナ
を

点
に
事

が
進
ん
で
い
く

 

リ
コ
レ
ク
シ

ン
・
オ
ブ
・
ツ
ン
ヘ
イ
ム
終

は
ユ
ウ
キ
の

を

り
た
オ

デ

ン

が

臨
し

間

的
な
が
ら

オ

デ

ン

ユ
ウ
キ
と
ヴ

フ
ス
の
決
戦
が
二
重
の
意
味
で
叶
う

 
以
上
の
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
過

な

境
を
生
き
て
い
た
た
め
力
の

に

す

る
部
分
が
あ
り
そ
れ
は

の

人
全
体
に
共

し
て
い
る

た
だ
し
そ
れ
は
生
き
る

と
い
う

よ
り
は

に
強
さ
を
求
め
て
で
あ
り
そ
こ
が
ユ
ウ
キ
と
共
鳴
す
る
理
由
に
な

た
と
ア
ス

ナ
達
か
ら
は
予

さ
れ
て
い
る

 
本
作
に

い
て
は
保
険
と
し
て
闇
の
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
最
初
の
広
間
に
て

機
し
ス
メ
ラ

ギ
達
が

り

く
の
を

て
い
た

し
か
し
ス
メ
ラ
ギ
達
の
中
に

わ
れ
て
い
た
妖
精
の

が
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見
え
な
か

た
た
め
闘
う
事
無
く
転

魔
法
で
立
ち
去
る

 

三
刃
騎
士

・
ク
ラ
ス
タ

合
軍
と
闘
う
よ
り

キ
リ
ト
一
人
と
闘
う
方
が
よ

ど

し
い
ら
し
い

 

う
事
を

く
代
わ
り
に
ま
た
今

闘
う
約
束
を
取
り
付
け
て
お
り

だ
か
ん
だ
期

し
て

い
る

オ

デ

ン
を

殺
し
た
の
で

更

て
い
る

お
義
姉
さ
ん
達
こ

ち
で
す

 
ち
な
み
に
そ
の
気
に
な
れ
ば

常
の
妖
精
サ
イ
ズ
に
も
な
れ
る

  
・
闘
神
ユ
ウ
キ

Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
サ

ビ
ス
終
了
ま
で
の
間
で

一
火
・
水
・
風
の
全
属
性
に
実

さ
れ
た
超
高
性
能
キ

ラ

神

し
い
上
に
ス
キ
ル

め
て

高
性
能
で
後
発
の
戦
神
シ
リ

ズ
に
引
け
を
取

て
お

ら
ず
そ
の
性
能
に
合
わ
せ
て
か

出
確

は
全
キ

ラ
の
中
で
も
最

値
を
誇
る

そ
の
た
め

限
界
突
破
を
前

と
し
た
ス
テ

タ
ス

整
故
に
真
に
最
強
に
な
る
に
は
多
大
な

金
を
要
し
て

い
た

最

確

に
加
え
て
属
性
で
も

れ
る
た
め
他
の
キ

ラ
よ
り

更
突
破
し

か

た

 
属
性
に
よ
り

の
闘
気
と
表
示
が
変
わ
る

オ

デ

ン
と
し
て
ス
ト

リ

に
出
る

前
は
キ

ラ

値
は

食
い

ス
ト

リ

実

に
合
わ
せ
て
補
完
さ
れ
た
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作
者
は
風
属
性
の
み
ゲ

ト

Ｓ
Ｇ
Ｐ
の

幹
シ
ス
テ
ム
デ
メ
テ
ル
の
深
淵
よ
り
現
れ
た

の
闘
気
を

い
し
闘
い

の
神

そ
の
身
は

て
仮
想
世
界
で

絶
剣

と
呼
び
称
え
ら
れ

数
多
の
人

の
み
な
ら
ず

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
記

に
さ
え
も
強
く

ま
れ
た
と
あ
る
少
女
の

そ
の
も
の
で
あ
る

か
け
が
え
の

な
い

間
を
助
け
る
た
め
そ
し
て

と
の
決

を
つ
け
る
た
め

か
な
る
彼
女
の
想
い

は

を

こ
す

  
・
キ
リ
ト

 
裏
で
色

と
や

て
た
事
が
ち

と

か
れ
た
主
人

保
険

と
称
し
て

人

ボ
ス
を
引

て
来
て
い
た

 
ま
る
一
日
ず

と
三
刃
騎
士

・
ク
ラ
ス
タ

合
軍
と
や
り
合

て
い
る

の
登

録

備

値
が

と

動

そ
の

か
リ
ア
ル
で
の

遇
整
備
が
無
け
れ
ば
過
労
死
し
て
い

る
事
間
違
い
な
い

 
本
人
は
戦
い
の
合
間
に
一
息
入
れ
て
い
る
の
で
十
分
と
思

て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ

め
る
時
に

む
我

は
過
労
死
な
ぞ
せ
ん



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 

仕
事
の
合
間
が

息
な
の
で
あ

て

息
メ
イ
ン
に
取
る
事
は
無
い

 
女

人
戦
闘
狂

ヴ

フ
ス
に
お
気
に
入
り
判
定
を

け
た
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幕
間
之
物
語

虹
架
編
 

ワ
タ
シ
ガ
戦
ウ
理
由

  
お
気
に
入
り
１
０
０
０
件
突
破
の
喜
び
で

が
舞

てそ
う
ろ
う

候

 

作
に
お
付
き
合
い

き

本

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
つ

れ
た

 
書

を

め

物
を
整
え
終
え
た
と
こ
ろ
で
リ
ビ
ン
グ
の
ウ

ド
チ

ア
に
深
く

掛
け

る

背

れ
に
ぐ
で

と
背
中
を

け
海

の
よ
う
に

ら
す
と
一
日
中
動
き
回

て
い
た
全
身

が
引
き

ば
さ
れ
た

が

き

き
と

を
上

る

ん
 

手
を
上

ぐ

と

び
を
す
る

ず

と

て
い
た

肉
が

び

ぐ
さ
れ
る
感
触
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そ
れ
を
一

り

能
し
て
か
ら
大
き
く
息
を

く
と
共
に

に
突

す

あ

と
気
が

け

た
せ
い
で
変
な
声
が

れ
た

 
少
し
そ
の
体
勢
で

れ
を
取

た
後
よ
し
と
掛
け
声
を
出
し
て
気
を
引
き

め
直
し
立

ち
上
が
る

 
向
か
う
先
は
自

リ
ビ
ン
グ
を
出
て

前
で

を

が
り
上

へ

く

を
ト
ン

ト
ン
と

や
か
に
上
る

 
十
年
近
く
前
に

親
が
離

し
日
本
へ
と
帰

て
来
た

の
家
は

方
の

が

ら
し

て
い
た
家
を
そ
の
ま
ま
使
い

け
た
も
の
の
た
め

子
家
庭
に
し
て
は
存
外
大
き
い
家
で

ら

し
て
い
た

式
に
リ
フ

ム
さ
れ
た
家
を
そ
の
ま
ま

り
払
う
の
も
取
り
壊
す
の
も

体
な

い
の
と
そ
こ
ま
で
生
活
に

し
て
い
な
か

た
た
め
だ

妹
の
教
育
方

に

と
し
て

ら

な
か

た

親
も
女
手
一
つ
で
子

と
り
を

て
い
く
の
に
必
要
な
お
金
を

め
て

り

あ
る

を

し
て
い
た
ら
し
い

更
に

は
パ

ト

め
で
収
入
を
得
て
い
た
か
ら
多
少
の

は
出
来
て
い
た

 
そ
の

が

れ
た
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

に
わ
た
し
が

き

ま
れ
た
か
ら
だ

 
二
年
の

月
が
過
ぎ
た

生
還
者
学

は
学

が

不
要
と
は

え

学

や
生
活

な
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ど
を
要
す
る
期
間
が
二
年
分

び
た

で

そ
ろ
そ
ろ
生
活
に

が
無
く
な

て
き
て
い
た

 
本

な
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
に
手
を
出
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
遊
ん
で
い
る
場
合
で
は
無
い

少
し

で
も
バ
イ
ト
の
シ
フ
ト
を
増
や
し
自
分
で
も
収
入
を
得
て
家

を

え
な
け
れ
ば
一
年
後
く

ら
い
に
は
生
活
が
先
立
た
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が

わ
た
し
は

バ
イ
ト
で
得
ら
れ
る

許
か
の
収
入
を

ア
ミ

ス
フ

ア

と
Ａ

Ｌ
Ｏ
の

入

に
あ
て

が

た

 
無
論
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
出
会

た

間
達
と
会
い
た
か

た
想
い
も
あ
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
い
う
空
を

べ
る
魅
力
妖
精
郷
と
い
う
フ

ン
タ
ジ

世
界
の
魅
力
に
ゲ

マ

魂
を

さ
れ
た
か
ら

で
も
あ
る

 
だ
が

そ
れ
以
上
に

 
二

に

り

い
て
す
ぐ

に

の

が
あ
る

明
か
り
が
消
え
て
い
る
そ
の
部

に
は

今
日
も
仕
事
で

れ
て
い
る
だ
ろ
う

が
眠

て
い
る

だ
が
最
近
の

の

れ
は
精
神
的
な
も

の

心
労
も

ま
れ
て
い
る
事
を

わ
た
し
は
知

て
い
た

 
テ
レ
ビ
で

あ
の
子

を
観
る

に

物
憂

な
眼
で
見

め
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
か
ら

だ

た
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お

さ
ん

 
わ
た
し
自
身
自
分
の
妹
が
ど
う
な

て
い
る
か
は
あ
の
世
界
に

た

か
ら
気
掛
か
り
だ

た

ち

ん
と
ご

は
食
べ
て
い
る
か

し

か
り
友
達
を
作
れ
て
い
る
か

自
分
の
し
た
い
事

を
の
び
の
び
と
出
来
て
い
る
か

 
わ
た
し
の
事
を
覚
え
て
い
る
か

 

テ
レ
ビ
で
見
る
彼
女
の
血
色
は
悪
く
な
い

 
食
事

眠
そ
れ
ら
は
し

か
り
取
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・い
・ま

が

実
し
て
い
る
か
ら
で

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 
で
も

思
う
の
だ

 
彼
女
は

彼
女
ら
し
く
在
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と

 

と
り
の
少
年
が

裏
に
浮
か
ぶ

 
悪
名
を
背
負
い
必
要
悪
を
語

て
い
た
二
刀
の
剣
士

浮
遊
城
の
悪
意
を
集
め

そ
れ
で
い

て
希
望
を
体
現
し
て
い
た
雄

し
き
少
年

彼
は
悪
を

か
た

る
事
を
覚
悟
し
て
い
た

だ
が

覚
悟
に
反
し

彼
は

れ
果
て

死
を
願
う
程
に
追
い

め
ら
れ
た
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彼

ど
強

な
精
神
を
有
す
る
人
間
は
そ
う
は
い
な
い

仮
に

た
と
し
て
も
恐
ら
く
程

で

え
ば
大
き
な
差
な
ん
て
無
い

だ

 
な
ら

彼
女

は

ど
う
な
の
だ
ろ
う

 
自
ら
覚
悟
し
て
も
追
い

め
ら
れ
た
少
年
が

た
よ
う
に
彼
女
自
身
自
ら
進
ん
だ
道
だ
と

し
て
も
追
い

め
ら
れ
な
い
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い

ま
し
て
や
彼
女
の

に

る
の
は
部
下

だ
け
だ

 
少
年
に
と

て
の
義
姉
や
想
い
人
の
少
女
⻘
年

数
多
く
の

絶対
対

のな
理

解間
者達

が
彼
女
に

は

な
い

 
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
な
い

 

が
出
来
な
い

 
対

な
立
場
で
な
い
な
ら
彼
女
の
歩
み
を
止
め
思
索
に

け
さ
せ
る

予
を
与
え
ら
れ
な
い

の
と
同
義
だ

 
ま
し
て
や
彼
女
は

い

少
年
よ
り
一
つ
年
上
と
は

え

意
味
を

さ
な
い
開
き

さ
に
反
す
る

明
さ
ば
か
り
先
行
し
て
彼
女
が
未
だ

子

で
あ
る
事
実
が

け
て
い
る

子

と
い
う
点
は
彼
女
の
天
才
性
を
助
⻑
す
る
要

に
し
か
取
ら
れ
て
い
な
い

天
才
の
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称

を

び
て
い
る

彼
女

の
未
成

ささ
は

ビ

タ

の

り
を

け
て
い
る
人
物
の
年

が

慮
さ
れ
て
い
な
か

た
よ
う
に

慮
の
外
に

か
れ
て
い
る

 

そ
れ
が

の

念
だ
ろ
う

 
三
四

と
い
う

さ
に
反
す
る

明
さ
を
見
せ
た
妹
の
教
育
方

で

は
子

ら
し
い
教

育
を
掲

て
い
た

た
だ
た
だ
平

で
特
別
で
な
い
教
育

そ
れ
は
平

な

境
で
育
ま
れ
る

事
を
願

た
親
の
愛
だ

 

時
世
界
に
名
を

か
せ
て
い
た
天
災
然
り
子

の
い
じ
め
然
り
出
る

は
打
た
れ

る

特
別

な
人
間
と
い
う
の
は
時
に
目
を

る
結
果
を

き
出
す
が
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

過
程
は
悲

の
一

に

き
る

者
な
ん
て
以
て
の
外

ア
レ
は
成

す
れ
ば
大
き
い
が

程
で
多
く
の
人
間
が

い
て
名
も
知
ら
れ
ず
業
界
を
去
る
安
定
し
な
い

来
で
あ
る

夢

は
あ
る
が

だ
か
ら
こ
そ

も
大
き
い

 
そ
の
道
に
異
を

え
た

の
想
い
は
未
だ

て
い
る

 
叶
わ
な
か

た
想
い
を

い
て

の

を
見

め
て
い
る

 
わ
た
し
も

同
じ
だ

 

は
あ
る

歌
を

み
ゲ

ム
を

み
サ
ブ
カ
ル
チ

に

た

に
わ
た
し
が



 幕間之物語：虹架編 〜ワタシガ戦ウ理由〜

い
た
夢
は

の
願
い
に
反
す
る
安
定
性
の
欠
け
る

来
で
あ
り
進
む
べ
き
で
は
な
い
事
を
理

解
し
て
い
た

だ
か
ら
ア
イ
ド
ル
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
大
成
し
て
い
る
あ
の
子
に
対
す
る

心
が
無
い
と
は

え
な
い

 
だ
が

そ
れ
以
上
に
大
き
な
想
い
が
あ

た

 
大
人

・の
・よ
・う
・に

振
る
舞
う
十
三

に
な
る
少
女

あ
の

ま
し
た

み
は
彼
女
本
来
の

み

で
は
な
い
と
知

て
い
た

の
見
え
な
い

み
な
ん
て
彼
女
の
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い

た

ア
イ
ド
ル
と
し
て

い
歌
う

表
情

も
違

た

 

じな
に

んも
すの
いで
むも
くな
のい
か

お

が
喪
わ
れ
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
は

と
て
哀
し
く
も
な
る
だ
ろ
う

 
い
ま
の
彼
女
の
歩
み
は
己
の
保
護
者
で
あ
る

親
の
教
育
方

そ
の
ま
ま
だ

わ
た
し

に
は

彼
女

が

人
形

の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
か

た

 
と
は

え

真

先
に

定
す
る
の
は
違
う
事
も
理
解
し
て
い
た

 
来
日
し

ス
ヴ

ル
ト
攻
略
に
本

を
入
れ
る
話
を

い
た
時
は

チ

ン
ス
だ
と
思

た

彼
女
に
近
付
い
て
真
意
を

く
絶

の
機
会
だ
と

彼
女
自
身
の
意

で

の
道
を
進
ん
で
い

る
の
か

そ
れ
は
彼
女
が
自
ら
望
ん
だ
事
な
の
か
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そ
れ
は

結

失

に
終
わ
り

不
本
意
な
形
で

を
分
か
つ
事
に
な

た

 

け
れ
ど

今
は
そ
れ
で
よ
か

た
と
も
思
う

わ
た
し
は

七
色
を

止
め
る

 
確

た
る
意

を

い
て

に
す
る

 
自
身
が
覚
え
ら
れ
て
い
な
か

た
場
合
を
想
定
し
負

を
掛
け
る
事
を
承
知
で
頼
ん
で
い
た
少

年
か
ら
予
想
以
上
の
情
報
を

け
た

歌
姫

の
思
惑

ア
イ
ド
ル
活
動
の
真

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
流
れ

根

幹
の
全
て
を

い
て
わ
た
し
は
誓

た

必
ず
止
め
る
と

色

な
事
を

違
い
し
て
い
る

バ
カ
妹
を

ら
な
け
れ
ば

と

 

の
分
も

の
愛
も

め
て

 
わ
た
し
の
想
い
も
い

し

に

 
あ
の
子
を

て
あ

な
け
れ
ば

と

行

て
き
ま
す

お

さ
ん

 
夢
の
中
だ
ろ
う

に
向
け
て
そ
う

い

わ
た
し
は
自

へ
と
向
か

た
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二

二
五
年
五
月
八
日

後
十
時

 
レ
プ
ラ
コ

ン

鍛
冶
妖
精

の
少
女
と
し
て
目
覚
め
た
の
は
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

ア
ル
ン
外
縁
に
立
つ

の
一

だ

た

 

夜

密
に
は
二
十
七
時
間
前
の

方
わレ
たイ
しン

は
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
に
参

加
し
て
い
た
パ

テ

メ
ン
バ

を
裏
切
り

と
り
ロ
キ
を

れ
て
脱
出
し
た
事
で
ロ
キ
勢

に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
後

備
ボ

ナ
ス
の

ス
キ
ル
を
フ
ル
活

し

原

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
を

か
ら

く
も
脱
出

そ
の
後
キ
リ
ト
と
最
後
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
身
を

す
た
め

武

が
あ
る
大

り
か
ら
離
れ
た
外
縁
の

に
チ

ク
イ
ン
し
た

 
よ
く
よ
く

え
な
く
と
も
我
な
が
ら
許
さ
れ
な
い
事
を
し
て
い
る
と
思
う
が
背
に

は
代
え

ら
れ
な
い

 
と
は

え

掛
け

え
の
な
い

間
を
喪
う
事
に
一

の

感
を
覚
え
な
い

で
は
無

か

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
以
前
サ
ブ
カ
ル
チ

に

り
そ
の
手
の
夢
や
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
わ

た
し
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
女
子
か
ら
は

遠
さ
れ
て
い
た

よ
り
ハ

キ
リ

え
ば

蔑
さ

れ
て
い
た
と
も

え
る

学

の

で
一

高
だ

た
が
女
尊
男

風

が
あ
る
程

残
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て
い
る
部
分
が
あ
り

男
が

む
も
の
全
て
を
見
下
す
女
子
が
多
か

た
の
も

し
て
い
る

そ
も
そ
も
サ
ブ
カ
ル
に
対
す
る
女
子
高

生
の
理
解

は
自
身
が
興
味
を
持

て
い
る
も
の
以

外
に
は

み

い
の
だ
が

 
だ
か
ら
こ
そ

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

で
出
会
い

い
た
友
人
達
と
の

を
喪
う
の
は

と
て

も
悲
し
く

し
い
も
の
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

た
だ
の
ゲ

ム
だ

 
だ
が

命
を

け
て
い
な
い
と

え
ど

あ
の
ク
エ
ス
ト
に
掛
け
て
い
た
み
ん
な
の
想
い

は

あ
の

に

す
る
も
の
だ

た

彼
女
達
が
少
年
へ
向
け
る
想
い
に

は
無
か

た

本
気
だ

た

そ
れ
を
裏
切
り

て
身
を

し
た
わ
た
し
を
と
て
も
で
は
な
い
が

け
容

れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
仮

少
年
が

て
く
れ
た
と
し
て
も

わ
た
し
は
彼
女
達
と
縁
を
絶
つ
べ
き
な
の
だ
と

思
う

 

ベ

ド
の

に

掛
け
る

 

の

騒
空
気
の

い
自
分
の

と
髪
の
色
も
現
実
と
は
異
な
る

だ
が
こ
の
身
に

る
心
は
同
じ
だ

心
の

に
突
き

さ
る
切
な
い

み
だ
け
は
同
じ
な
の
だ
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い
た
ま
ま

み
が

体
に
形
を
変
え

目

に

ま

て
い
く
に

せ
る

そ
ろ
そ
ろ

行
か
な
き

 
数
十

後

目

を

て
立
ち
上
が
る

 
部

を
出
る
前
に
備
え
付
け
の

で

を
確
認

や
や
目
が

れ
て
い
る
が
そ
れ
以
外
は

変
わ
り
な
い
と
判
断
し

チ

ク
ア
ウ
ト
し
て

を
出
る

 

か
ら
出
る
と
ち

う
ど
妖
精
郷
の

陽
が

り
切

た

だ

た

を

ね
る
Ｎ
Ｐ

Ｃ
シ

プ
も
大

が
開

し

逆
に
夜
間

業
の

場
や

し
い
道

な
ど
は

よ
ろ
い
ど

に
ク

ロ

ズ
ド
の
札
を
掛
け
て
い
る

 

路
を

て
大

り
に
出
る

平
日
と
は

え
夜
も
十
時
を
過
ぎ
て
い
る
が
思

た

り

人

り
は
か
な
り
少
な
い

今

セ
ブ
ン
・
ク
ラ
ス
タ
は
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
に

し
掛
け
そ
う

で
な
い
者
は
日
中
も
開
い
て
い
る

場
や
広
場
な
ど
で
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
の
中
継

像
を

め
て
い
る
だ
ろ
う

 
あ
ま
り
人
目
に
付
き
た
く
な
い
身
と
し
て
は

合

 
再

人
が

な
い
か
見
回
し
た
時

大

り
の
先
に
広
が
る
光

に
目
を
奪
わ
れ
た

わ
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ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の

ア
ル
ン
は

形
に

り
上
が

た
超

大
な

層
構

を

し
て

い
る

い
ま
自
分
が
立

て
い
る
の
は
中
心
か
ら
か
な
り
離
れ
た
外

部
だ
が
そ
れ
で
も

重
に

も

な
る
ア
ル
ン

の
全

を
一

に

界
に
収
め
る
事
は
出
来
な
い
程
だ

 
高
く

え
立
つ
ア
ル
ン

の
表
面
に
は

い
グ
レ

の

で
出
来
た

と
は
明
ら
か
に
異

な
る

感
の

モ
ス
グ
リ

ン
の
恐
ろ
し
く
太
い

が
う
ね
り
な
が
ら

本
も

び
て
い
る

一
本
の
直

が

く
二

て
の

物

ど
も
あ
る

ア
ル
ン
中

を

み

む
よ
う
に
這

い
ま
わ
る
そ
れ
ら
の

物
は
実
は
木
の
根
だ

か
地
下
の

ツ
ン
ヘ
イ
ム
か
ら
分

い
近

く
を

き

び
て
上
が
る
根

こ
が
う
ね
う
ね
と

が
り
な
が
ら

第
に
合
流
し
太
さ
を
増

し

ア
ル
ン

の

点
で

と
つ
に
寄
り
集
ま

て
い
る

 
そ
こ
か
ら

線
を
更
に
上
へ
向
け
れ
ば
根

部
分
か
ら
は

大
と
い
う

葉
で
は

足
り

な
い

ど
太
い
幹
が
ま

す
ぐ
上
空
に

び
上
が

て
い
る

や
そ
の

か
の

物
に

わ
れ

て
金
緑
色
に
光
る
幹
は

高
さ
を
増
す

ど
に
空
色
に

け
合
い

ブ
ル

へ
変
わ

て
い
く

や
が
て
幹
の

を
白
い
も
や

雲
が
取
り

む

そ
し
て
あ
の
雲
海
こ
そ
妖
精
が

り

け
る

行
高

制
限

そ
れ
で
い
て

幹
は
な
お
も
高
く
高
く

び
て
い
る

 
そ
し
て
完
全
に
空
の
⻘
と

ざ

て
見
え
な
く
な
る

前
で
幹
か
ら
は
太
い

が
放

状
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に
広
が

て
い
る
の
が
ど
う
に
か
見
て
取
れ
る

は

れ
な
が
ら
広
が
り
自
分
が
経
つ
外

部
の
上
空
ま
で
も

て
い
る

 
そ
の
あ
ま
り
の
大
き
さ
は
木
の

点
は
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
大
気
圏
を
突
き
破
り

に
達

し
て
い
る
と
思
え
る

ど
だ

 
あ
れ
こ
そ

世
界
樹
イ
グ
ド
ラ
シ
ル

い
つ
見
て
も
大
き
い
な

 
ぐ
ぐ

と
見
上

る

 
そ
こ
で

界

に
五
つ

な
る

大
な
浮

が
入

て
来
た

高
さ
で

え
ば
雲
海
に
突

入
す
る
よ
り

か
下

あ
の
地
を

策
し
た
身
か
ら
す
れ
ば
大

と

わ
れ
る
だ
け
あ
る
と

思
う
が
や
は
り
世
界
樹
と

べ
る
と
と
て
も
小
さ
い
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い

べ
る
対

が
お
か
し
い
だ
け
な
の
は
分
か

て
い
る
が

そ
れ
で
も
だ

 
一

あ
ら
ぬ

え
が
過
ぎ
り

を

め
る

 
世
界
樹
と
大

の
大
小

が
ま
る
で
あ
の
子
と
自
分
の
現
実
の
よ
う
に
思
え
た
の
は

流

に

想
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う

か
ぶ
りを

振

て

体
の
無
い
思

を
振
り
払
う
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気
を
持
ち
直
し
て
わ
た
し
は
世
界
樹

と
は
反
対
へ
と

け
出
し
た

中
で

を
出
し

て

び
ア
ル
ン
中

か
ら
離
れ
る
こ
と
数
十

後
わ
た
し
は

を
取
り

む
外

の

に

り

い
た

 
世
界
樹
か
ら
見
て

の

 
そ
こ
が

ち
合
わ
せ
場

な
の
で
あ
る

 
と
は

え

の

を
見
て
も
人
気
は
無
い

然
だ

入
り

付
近
に
は
衛
兵
Ｎ
Ｐ

Ｃ
が

る
く
ら
い
で

中
立

な
の
で
追
放
者
を
追
う
事
も
無
い
が

も
無
け
れ
ば

も
無
い

な
と
こ
ろ
な
の
だ

 
た
だ
一
つ

プ
レ
イ

向
け
の
ホ

ム
が

わ
れ
て
い
る
以
外
に
は
な
に
も
な
い

リ

フ

が
持

て
い
る

は

路
を
進
ん
だ
先
に
あ
る
も
の
で
こ
の

の

路
の
先
に
も
似
た

よ
う
な
物
件
が

と
つ
や

た
つ
は
あ
る

だ
が
流

に
そ
こ
ま
で
は
わ
た
し
も
把
握
し
て
い

な
い

 
と
も
あ
れ
そ
ん
な

な
場

を

ち
合
わ
せ
場

に
し
て
い
な
が
ら

も
い
な
い
の
で

あ
る
が

正
確
に
は

も
い
な
い
よ
う
に
見
え
て
い
る
だ
け

 

ス
キ
ル
を
使

て

か
ら
出
る

ア
ル
ン
高
原
に
モ
ン
ス
タ

は

な
い
と

え
ど
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に
出
く
わ
さ
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で

の
外
に
出
る

に
ハ
イ
デ

ン
グ
す
る
の
は

ら
お

か
し
な
事
で
は
無
い

 

が
消
え
た
の
を
確
認
し
て
か
ら

を
出
て

に

が
り

外

い
に
数
歩
歩
く

 
や
は
り

も
無
い

が

お

た
せ

キ
リ
ト
君

ん
 
ハ
イ
デ

ン
グ
が
解
け
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
声

で
呼
べ
ば

ん
の

か
な
応

が
あ

た

手
を

ば
せ
ば
ち

う
ど
あ
ち
ら
も
手
を

ば
し
て
来
た
ら
し
く
小
さ
な
手
と
触
れ
合

た

 

ハ
イ
デ

ン
グ
が
解
け
て
い
く

が

に
空
間
が
波
打
ち

が
見
え
る
よ
り
も

く

全
身
が
闇
に
取
り

ま
れ
た

 

れ
るま

た全
き
闇

 
そ
れ
は
一

で
過
ぎ
去
り

気
付
け
ば
禍

し
い
様

の

物
の
中
に

動
し
て
い
た

こ
こ
が

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
の
ラ
ス
ト
ダ
ン
ジ

ン

闇
の
イ
グ
ド
ラ
シ
ル

だ

 
へ

と
返
し
な
が
ら
ぐ
る
り
と

り
を
見
回
す
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内

は
か
な
り
広
い

像
で
の
み
見
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
真
ラ
ス
ボ
ス
と
戦
い
を

り
広

た
地
下

広
間
と
同

か

五

メ

ト
ル
の
ド

ム
く
ら
い
だ
ろ
う

ド

ム
の

は

に

色

を

た
よ
う
な
色
味

更
に
不

に
穴

こ
だ
ら
け
に
な

て
い
て
生
理
的

悪
を
覚
え

る
形
状
だ

た

集
合
体
恐
怖

に
は
正
し
く
地
獄
そ
の
も
の
だ
ろ
う

 
じ

と
見
て
い
る
と
気
分
が
悪
く
な
る
の
で

線
を

ら
す

ら
し
た
先
も

な
の
で

に
立
つ
少
年
を
見
た

キ
リ
ト
君

こ
こ

て
ダ
ン
ジ

ン
の
ど
の

な
の

ス
ヴ

ル
ト
の

グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ス
ト

で
あ
る
邪
神
が

る
ボ
ス
部

の
手
前
の
広
間

つ
ま
り

最
深
部

へ
 
背
後
を
見
る

 

の

の
形
に

れ
目
が
入

た

が
一

あ
る

ア
レ
の
先
に
件
の
邪
神
が

る
の
だ
ろ

う 
し
か
し

あ
の
悪

き
で
神
話
で
有
名
な
悪
神
は
ど
こ
に
行

た
の
か

ロ
キ
は
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オ

デ

ン
を
倒
し
た
事
を
伝
え
た
ら
ど
こ
か
に
行

た

い
ち
お
う
ク
エ
ス
ト
は
達
成
し
て

た
か
ら

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト

自
体
は
終
わ
り
な
ん
だ
ろ
う

ん

分

気
な
い
ね

ラ神
グ

ナの
ロ⻩
ク昏

て
い
う
く
ら
い
だ
か
ら

人

が
出
て

来
る
も
の
だ
と
思

て
た
よ

 
有
名
ど
こ
ろ
で

え
ば

の
国
ム
ス

ル
ヘ
イ
ム
か
ら
来
る
と
さ
れ
る

人
ス
ル
ト
だ
ろ
う

ロ
キ
に
よ

て

き
付
け
ら
れ
ア

ス
神

と
戦
う

人

と
し
て
神
話
だ
け
で
な
く
数

多
く
の
ゲ

ム
に
も
登
場
す
る
程
の
メ
ジ

な
存
在
だ

然
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
出
る
の
で
は
と

思

て
い
た
が

人

が

と
り
も

を
見
せ
な
い
で
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
が
終
わ

り
を

た
事
に

か

子

け
感
が
あ

た

 
そ
う
思

て

え
ば

彼
も
然
り
と
ば
か
り
に

を
組
ん
で

い
た

だ
ろ
う
と
予

し
て

も
あ
の
対

の
後
か
ら

く

人

が

る

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
潜

た
よ

そ
し
た
ら

た
り
だ

た

た
り

て

人

が
出
て
き
そ
う
だ

た
の

あ
あ

し
か
も
コ
ピ

と
は

え
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
ク
エ
ス
ト
の
結
果
に

よ
る
フ

ル
ド

壊
を
許
容
す
る
か
ら
そ
の

人

を
止
め
て
な
か

た
ら
今

本

は
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壊
し
て
た

え
え

 
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
お
か
し
な
事
が

き
て
い
た
事
を
知
り

す
る

 
い
や

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
フ

ル
ド
の

壊
を
許
容
す
る
事
実
も
初
め
て

知

た
し
そ
も
そ
も

故
そ
れ
を
キ
リ
ト
が
知

て
い
る
か
も
疑
問
だ
が
そ
こ
は
キ
リ
ト

だ
か
ら

と
流
せ
る
事
で
は
あ
る

 
い
ま
は
無
性
に

人

と
の
応

に
興
味
が

い
て
い
た

 
し
か
し

今
は
そ
れ
は
い
い
だ
ろ
う

と
話
を
切
り
上

ら
れ
た

 
絶
望
し
た

う
わ

ん

 
ゲ

マ

の
前
で
そ
ん
な
切
り
上

方
を
す
る
フ
ツ

 
気
に
な

ち

て
仕
方
な
い
よ

レ
イ
ン
は
も

と
大
事
な
事
に
集
中
す
る
べ
き
だ
ろ
う

時
間

ぎ
も
レ
イ
ン
が
来
た
か
ら
終

わ
り
だ
分
身
も
消
し
た

分
身
の

が
襲
わ
な
く
な

て
セ
ブ
ン
が
入

て
来
る

だ
か
ら
気

を
引
き

め
な
い
と
苦
労
が
水
の

だ
ぞ

あ
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彼
が

て
い
る
事
は
非
常
に
正
論
だ
し
こ
こ
ま
で
付
き
合

て
も
ら

て
い
る
以
上
や
れ

る
事
は
や
ら
な
い
と

し

が
立
た
な
い

 
し
か
し
そ
れ
と
は
別
に
や
は
り
知
り
た
い
と
い
う

欲
な
ま
で
の
ゲ

マ

の
性
が

い
て

い
て
仕
方
な
か

た

  
・

セ

ブ

ン

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

 

虹
架
の
生
き
別
れ
の
妹

本
人
は
そ
の
事
を
覚
え
て
い
な
い

 

の
心
子
知
ら
ず
姉
の
心
妹
知
ら
ず
を
地
で
進
ん
で
い
る
天
才

学
者

で
も
一
番
は

さ

故
の
己
の
心
己
知
ら
ず
か
も
し
れ
な
い

  
・

レ

イ

ン
虹
架

 
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の
実
姉
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七
色
に
対
し
て

が
出
し
た

子

ら
し
い

の
教
育

の
想
い
を
継
ぎ

姉

と
し
て

立
ち
上
が

た

士

 
キ
リ
ト
が
一
日
中
ク
ラ
ス
タ
と
戦

て
い
る
間
に
現
実

で
書

や

物
を

め
て

い
た

キ
リ
ト
と
合
流
し
た
時
間
が

後

時

分
で
あ
る
点
か
ら
ス
メ
ラ
ギ
達
が
ヴ

フ
ス
と
対
面
し
た
時
間
よ
り
前
の
出
来
事
で
あ
る
事
が
分
か
る
ヴ

フ
ス
と
の
対
面
は

後

時
ジ

ス
ト

 
レ
イ
ン
が
求
め
る
も
の
は

一
つ

妹
が
心
か
ら

え
る
未
来

で
あ
る

  
・

キ

リ

ト

桐

谷
和
人

 
レ
イ
ン
か
ら
の

お
願
い

の
サ

ビ
ス
で
色

と

し
て
い
る
主
人

 
個
人
的
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ

て
力
を

し
て
い
る
が
あ
く
ま
で

に

め
て
お
り

セ
ブ
ン
と
の
対
峙
の
主

は
姉
・
レ
イ
ン
で
あ
る
と

え
て
い
る
事
が

え
る

 
実
は
二
日
前
の
対

の
日
以

ツ
ン
ヘ
イ
ム
で

人

ヴ

フ
ス

む
と
色

あ

た

様

ロ
キ
勢
力
に
加

し
得
る
存
在
を
一
部

し
た
ら
し
い

 
実
は
原
作
で
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
手
に
入
れ
る

に
倒
さ
れ
た

の

人
ス
リ

ム
は
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の

人
を

べ
る
王
と
し
て

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
君
臨
し
て
お
り
コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ
で
は
王

ス
リ

ム
を

た
妖
精
と
死
闘
を
演
じ
る
べ
く
ヴ

フ
ス

い
る

の

人
数
人
が

か
な

平
原
に
な

た

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
上

て
来
る
ス
ト

リ

が
あ
る

 
ち
な
み
に

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
動
物
型
邪
神
が

り

く
さ
れ
る
前
に
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を

か
ら
引
き

け
な
か

た
場
合
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
本

が

壊
す
る
ス
ト

リ

が
あ

た

ら
し
い
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第
四
十
章
 

狂
う

感⻭
情車

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

オ

ル
レ
イ
ン

 

数

約
一
万
五
千

 
展
開
の

に

と
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
が
モ
チ
ベ
の
問

だ
か
ら

る
し
て

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
五
月
九
日

前
零
時

 
キ
リ
ト
の

影
の

襲
を

し
て
人
海
戦
術
で
探
索
を
進
め
て
い
た
彼
ら
は
わ
た
し
が
ロ

グ
イ
ン
を
果
た
し
た
事
で
時
間

ぎ
を
し
な
く
て
良
く
な
り

影
が
襲
わ
な
く
な

た
こ
と
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で
思
い
切

て
歌
姫
を
レ
イ
ド
に
加
え
て
一
気
に
進
行
し
て
来
た

大
本
の
キ
リ
ト
本
人

が
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
か
非
常
に

い
の

し
い
分
身
の

作
を

持
で
き
な
く
な

た
か
で

機
と
見
た
の
だ
ろ
う

闇
の
イ
グ
ド
ラ
シ
ル

最
深
部

と
つ
前
の
広
間
に
数
百
人

の
集

が

し
た
の
は

わ
た
し
と
キ
リ
ト
が
一
時
間

ど

た
時
だ

た

ボ
ス
が

え
て
る
の
か
と
思

た
け
ど

た
の
は
キ
リ
ト
君
と
レ
イ
ン
の
二
人
だ
な
ん
て
ね

 

近
に
守
ら
れ
な
が
ら
広
間
に
入

て
来
た
七
色
が

な

気
を

い
つ
つ
そ
う
切

り
出
し
た

て

き
り
も
う

め
た
の
か
と
思

て
た
わ

始
終

が
有

だ

た
の
に

め
る
理
由
は
無
い
な

 

を

め
な
が
ら

う
キ
リ
ト
に

三
刃
騎
士

や
ク
ラ
ス
タ
の
面

が
苛
立
ち
を

ん

だ

線
を
向
け
る

だ
が

も

葉
は
発
さ
な
い

彼
の

葉
が
真
実
で
あ
る
事
は
火
を
見
る

よ
り
も
明
ら
か
だ

た
か
ら
だ
ろ
う

た

た
一
人
で
ま
る
一
日
千
人
以
上
の
プ
レ
イ

を

手
に
大
立
ち
回
り
を
演
じ

そ
の
全
て
で
全
滅
へ
と
追
い

ん
だ
の
だ
か
ら

 
む
し
ろ
事
こ
こ
に
至

て
未
だ

め
る

振
り
が
無
い
の
は
流

だ

念
と

て
も
い
い
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だ
ろ
う

疑
問
だ

た
の
だ
け
ど

キ
リ
ト
君
は

か
に
頼
ま
れ
た
か
ら
私
の
邪
魔
を
す
る
の

 
そ
う
あ
く
ま
で
わ
た
し
を
無

し
て
話
を
進
め
る
七
色

そ
ん
な
彼
女
の

に
内
心
苛
立

ち
が

る
も

い
ま
は
そ
れ
を

発
さ
せ
る
時
で
は
な
い
と
自
制
す
る

 
感
情
的
に
な
る
の
は
い
ま
で
は
な
い
の
だ

 

ん
で
立
つ
少
年
は
横
目
で
一

こ
ち
ら
を

た
が
す
ぐ

線
を
正
面
に

し
た

そ
れ

か
ら

を
横
に
振
る

残
念
だ
が
違
う

違
う

 
も
し
か
し
て

キ
リ
ト
君
は
個
人
的
に
邪
魔
を
し
て
た
の

分
は

が

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
攻
略
を
し
て
い
た
の
も

契

約

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の
思
惑
や
動
向
の

が
目
的
だ

た
か
ら

逆
に

え
ば

だ
け
だ

現
状

の
指
示
は

け
て
い
な
い

 
あ
と

と

再

彼
の

線
が
わ
た
し
に
向
け
ら
れ
る

同
じ

と
し
て

の
レ
イ
ン
か
ら
も
お
願
い
を

け
て
い
て
な

依
頼
内
容
が

て
い
た
か
ら
同
時
に
引
き

け
て
い
た



 第四十章 〜狂う
感
⻭
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ち

と

て

ま
さ
か

彼
女
に
話
し
た
の

あ
あ

は
依
頼
を
果
た
し
た
だ
け
だ

・

・に
・も
・話
・す
・な

と

わ
れ
て
な
か

た
し
な

 

と

て
の
け
る
少
年
に

七
色
が
苦
い

を
し
た

確
か
に

葉
に
し
て
い
な
い
が

そ
こ
は

す
る
べ
き
だ
ろ
う

と
い
う

え
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る

 
で
も
明
確
に

葉
に
し
な
か

た
の
は
彼
女
の

ち

だ

会
な
ん
て
そ
う
い
う
も
の
で
あ

る 
そ
う

わ
ん
ば
か
り
の

で
キ
リ
ト
は

を
組
む

な
ん
だ

不

そ
う
だ
な

 
別
に
七
色

士
は

し
い
事
を
し
て
い
る

じ

な
い
ん
だ

ろ
う

 
な
ら

が

に

を
話
そ
う
が
構
わ
な
い

だ

私
が
彼
女
の
事
を

遠
し
て
い
る
と
知

て
る

で
し

う

そ
の
人
は

私
の

姉

を

る

つ
き
な
の
よ

人
気
が
出
た

能
人
の
近
親
者
を

る
人
な
の

 

み
を
向
け
ら
れ
る

 
や

り

え
て
い
な
い
の
か
と
い
う

が

中
に

く
が
そ
れ
で
も
い
い
ん
だ
と
無

理

理
開
き
直
る
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七
色
が

わ

た

し
虹
架
の
実
妹
で
あ
る
事
を

と
わ
た
し
が
知

て
い
る

そ
れ
で
十
分
だ

わ

た
し
の
事
を
覚
え
て
い
な
い
事
実
は
わ
た
し
が
こ
う
し
て
立
ち
上
が

た
事
を

定
す
る
理
由

に
な
り
得
な
い

そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い

 

そ
う

自
身
に

い

か
せ
る

・だ
・か
・ら
・ど
・う
・し
・た

 
険
悪
に

こ
う
と
す
る
流
れ
が

彼
の
そ
の
一

で
大
き
く
変
え
ら
れ
た

レ
イ
ン
が
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の
実
の
姉
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と

と
レ
イ
ン
の
間
で

結
ば
れ
た
契
約
を
不
履
行
に
す
る
理
由
に
は
な
り
得
ん
な

い
の
信

の
下
に
依
頼
と
そ
れ
に

見
合

た
報

を
約
し
た
契
約
だ

お
前
が
レ
イ
ン
を
ど
う
思
お
う
が

わ
れ
の

に
は

無

い

然
逆
も
然
り

レ
イ
ン
が
お
前
を
ど
う
見
て
い
よ
う
と
同
じ
事
だ

 
数
百
数
千

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
で
の
中
継
と
リ
ア
ル
バ
レ
し
て
い
る
現
状
を

み

れ
ば
下
手
す
れ
ば
数
十
万
人
を

に
回
し
か
ね
な
い
発

に
七
色
達
は
息
を

ん
で
絶

し

た 
わ
た
し
も

そ
こ
は
同
じ

 
た
だ

い
ま
は
彼
の

然
と
し
た

に
安

を
感
じ
て
い
た

頼

て
よ
か

た
と
思
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え
る
信
頼
を
彼
に
覚
え
た

話
を

そ
う

が
三
刃
騎
士

を

す
る
よ
う
に
動
い
て
い
た
も
う

分
の
理
由
は

レ
イ
ン
と
の
契
約

の

サ

ビ
ス
だ

サ

ビ
ス

あ
あ

ま
だ
報

を

て
い
な
い
以
上

契
約

は
解
消
さ
れ
て
い
な
い

つ
ま
り
た
だ

き

て
事

そ
れ
は
解

の
仕
方
に
も
よ
る
が

は
レ
イ
ン
に
協
力
す
れ
ば

が
あ
る
と
判
断
し
た

そ

れ
だ
け
だ

 
意
味
深
に

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

そ
う

う
キ
リ
ト

 
か
な
り
や
や
こ
し
い

い
回
し
だ
が

要
は
彼
が

う

個
人
的
な
理
由

に
も

わ
た
し

が

し
て
い
る
と

て
い
る
も
同
然
で
あ
る

わ
た
し
の
お
願
い
へ
の
サ

ビ
ス
が

分
わ
た
し
の
行
動
と

が
一

す
る
か
ら
付
き
合

て
い
る
そ
れ
が
彼
も

に
協
力
し

て
く
れ
て
い
る
理
由
だ

 

本
来
で
あ
れ
ば

そ
ん
な
事
を
語
る
必
要
性
は
無
い

 
し
か
し
い
ま
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
で
の
中
継
が

さ
れ
て
い
る

大

か
ら

く
な
い
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を
探
ら
れ
な
い

に
も

少
し
だ
け
情
報
を
開
示
し
て
お
く
パ
フ

マ
ン
ス
は
必
要
だ
と

彼
は

て
い
た

 
そ
れ
で
も
彼
自
身
の
理
由
に
つ
い
て
秘
し
て
い
る
の
は

変
わ
ら
ず
だ
な

と
思
う

 
彼
の

う
目
的
が

な
の
か
は
わ
た
し
も
知
ら
な
い
が
そ
れ
は
良
い

協
力
し
て
く
れ

る
だ
け
で
本

に
助
か

て
い
る
か
ら

と
は

え

違
い
す
る
な
よ

一
日

し

け
た
の
も
全
て
は
レ
イ
ン
の
意
向
に

た

だ
け

契
約
が
無
け
れ
ば

は

に
は

な
か

た

と
い
う
事
は

私
を
本

に

し
よ
う
と
し
て
る
の
は

レ
イ
ン

て
事
ね

そ
う
い
う
事
に
な
る

 
そ
う

え
た
キ
リ
ト
は

歩
下
が
り

対
的
に
わ
た
し
を
前
に
出
し
た

 
こ
こ
ま
で
彼
が
お
膳
立
て
し
て
く
れ
た
の
も
全
て
は
わ
た
し
の
た
め

わ
た
し
の
行
動
が
彼
の

目
的
に
還

さ
れ
る
と
は
い
え
そ
れ
だ
け
で
お
膳
立
て
す
る
義
理
は
無
い

彼
な
り
の
気

い

が
と
て
も

し
か

た

 
だ
か
ら
こ
そ

わ
た
し
は

わ
た
し
の
意
思
を
ぶ
つ
け
な
け
れ
ば

と
強
く
思
う

姉

で
あ
る
事
は

し
て
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レ
イ
ン

一
応

い
て
お
く
わ

あ
な
た
が
私
の
邪
魔
を
す
る
の
は

ど
う
し
て

 

そ
う
に
息
を

き
な
が
ら
問
わ
れ
る

本

に
一
応
と
い
う
あ
か
ら
さ
ま
な

ど
れ
だ
け
わ
た
し
の
事
が
キ
ラ
い
な
の
か
と
も
思
う
が
見
ず
知
ら
ず
の
人
間
が
肉
親
を
名

て
来
た
ら
そ
う
も
な
る
か

と
一
定
の
理
解
を
示
す

あ
ん
た
の
話
を

い
て

気
に
入
ら
な
か

た
か
ら
よ

 

違
う

 
か
つ
て
見
た
明
る
い

み
が
消
え
て
い
て

代
わ
り
に
作
ら
れ
た
よ
う
な
大
人
び
た

み
が

す
ご
く
イ

だ

た
か
ら

が
そ
の

を
見
る

に
物
憂

な
表
情
で
テ
レ
ビ
に

る
少
女
を

見
つ
め
て
い
た
か
ら

止
め
る
決
意
を

め
た

 
で
も

そ
れ
だ
け
で
な
い
の
も

確
か
だ

た

 
気
に
入
ら
な
い
の
は
本
心
だ

た

キ
リ
ト
君
か
ら

い
た
わ

そ
の

飾
り
を

し
て
ク
ラ
ス
タ
の
人
達
か
ら
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

・

・練
・

・ご
・と

て
る
ん
で
す

て
ね
製
作
者
が
使
え
な
く
な
る
デ
メ
リ

ト
に
対
し
て

も
見
返
り

を
出
さ
な
い
で

あ
ん
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
一
つ
作
る
の
に
ど
れ
だ
け
努
力
し
な
い
と
い
け
な
い
か

知

て
る

 
気
が
遠
く
な
る
時
間

気
が
差
す

ど
の
反
復
練

血
の
滲
む
よ
う
な
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努
力
の

に

く
一
つ
出
来
る
の
が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
な
の
よ

そ
の
人
が
努
力
し
た
結
実
な
の

そ
れ
を

の
見
返
り
も
な
し
に
奪
い

く
す
な
ん
て

ざ
け
て
る
と
し
か

え
な
い

 
そ
れ
は

と

一

の
間
を
開
け
る

そ
れ
は
プ
レ
イ

と
し
て
こ
の
世
界
に
遊
び
に
来
て
る
わ
た
し
達
の

定
に
他
な
ら

な
い
わ

仮
に
も
ア
イ
ド
ル
を
や

て
る
の
に

み
ん
な
に
夢
を
与
え
る
の
が
ア
イ
ド
ル
な
の

に

逆
に
奪

て
ど
う
す
る
の
よ

 

と
し
た
苛
立
ち
が

葉
の

に

り

紡
が
れ
る

 
ア
イ
ド
ル

そ
れ
は
わ
た
し
が

き
け
れ
ど
確
実
性
が
無
い
か
ら
と

定
し
よ
う
と
し
て

い
る

来
の
夢
だ

た

サ
ブ
カ
ル
チ

に

り
バ
イ
ト
も
メ
イ
ド

を
は
じ
め
そ
れ
系

に

倒
す
る
程
に

き
な
夢

歌
を
歌
い

り

で
人

を

し
ま
せ
る

夢
の

業

 
七
色
は
天
才

学
者
を
し
て
い
な
が
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
ア
イ
ド
ル
と
し
て
人
気
を

し
大
成

し
て
い
る

 
だ
か
ら
わ
た
し
は

自
分
へ
の
コ
ン
プ
レ

ク
ス
を
強
く
持

た

そ
れ
故
か
彼
女
へ
の

苛
立
ち
も
一

強
く
な

て
い
る

 
ぎ

と

手
の
手

に

ま
れ
た
手
を
握
り

め
る

強
く
強
く
少
女
を

み
付
け
る
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し
か
し

七
色
は

と
息
を

い
た

れ
た
と

わ
ん
ば
か
り
にか

ぶ
りを

振
り

を

め
るを

う
か
と
思
え
ば

あ
の
ね

わ
た
し
は
一

も
強
要
し
て
い
な
い
わ

そ
れ
に
間

違

た
事
も

て
い
な
い

そ
れ
は

が

同
し
て
く
れ
て
い
る
事
か
ら
も
明
ら
か
な
事
実

よ

そ
れ
に

の
見
返
り
も
無
い

 
そ
ん
な
事
は
無
い
わ

い
ま
こ
う
し
て
攻
略
を
進
め
て

そ
し
て
も
う
す
ぐ
ス
ヴ

ル
ト
を
完
全
制
覇
出
来
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る

制
覇
し
た

間
の

喜
び
を
こ
そ
彼
ら
へ
の
見
返
り
よ

む
し
ろ
使
え
な
く
な
る
デ
メ
リ

ト
の
上
で
継
承
さ
せ
て

く
れ
た
み
ん
な
に
応
え
る

に
私
は
こ
こ
で
攻
略
を

め
る
事
は
出
来
な
い
の

レ
イ
ン
の

葉
を

り
る
な
ら

ア
イ
ド
ル
だ
か
ら
こ
そ
許
さ
れ
な
い

と

て
も
良
い
わ

 

と
子

に

い

か
せ
る
よ
う
に

に

う
七
色
の

い
よ
う
に
得
も

え
ぬ
不

快
感
を
覚
え
る

そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か

彼
女
は
手
を
振

た

だ
か
ら

私
は

と
一
緒
に

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

を
完
全
攻
略
す
る
使
命
が

あ
る
の

倒
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
の

葉
か
あ
る
い
は
手
振
り
が
合

だ

た
の
だ
ろ
う

意
外
に

強
く

り

む

事
無
く

を
保

て
い
た
ク
ラ
ス
タ
達
が

ス
メ
ラ
ギ
を
先

に
武
器
を
構
え
始
め
た
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ど
う
や
ら
対
話
も
こ
こ
ま
で
ら
し
い

 
も

と

い
た
い
事
は
あ

た
が

し
か
し

ま
だ
機
会
が
喪
わ
れ
た

で
は
な
い

 
彼
女
が
ス
ヴ

ル
ト
の
完
全
攻
略
を

す
に
は
わ
た
し
と
キ
リ
ト
を
倒
し
最

へ

く

を
開
く
必
要
が
あ
る

わ
た
し
達
が
撤
退
し
な
い
限
り
こ
の
戦
闘
は

け
得
な
い
の
だ

そ
し
て

キ
リ
ト
の
継
戦
能
力
と

力
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
よ
く
知

て
い
る

ま
る
一
日
戦
い

け
た
せ

い
で

れ
は
あ
る

だ
が

然
と
し
た
立
ち

か
ら
は
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
ず
頼
も
し
い
限
り

 

よ
り
一

の
対
話
で
止
め
ら
れ
る
と
は
思

て
い
な
い

あ
る
意
味
こ
れ
も
予
定

和
だ

 

の

に

る
し
た
二
剣
を

き

構
え
る

 
先

に
立

て
い
た
七
色
が
後
退

お

と

 

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

天

か
ら
様

な
武
器
が

り

ぎ

を
作

た

 

で
の

で

し
に
な
る
と
こ
ろ
だ

た
七
色
が
慌
て
て
前
進
す
る

彼
女
は
ス
メ
ラ
ギ
達

と
分
断
さ
れ
た

こ

こ
れ
は

を
忘
れ
る
な
よ
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七
色
と
ス
メ
ラ
ギ
達
を
物
理
的
に
分
断
し
た

本
人
の
少
年
は

を
組
ん
だ
ま
ま
そ
う

た

わ
た
し
の

に
再
び

ぶ

 
動
揺
し
て
い
た
七
色
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
戦
を
見
て
虚
空
か
ら
武
器
を

す
る
キ
リ
ト
の

武
器
を
把
握
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

彼
の

葉
を

い
て

静
さ
を
取
り

し
代
わ
り
に
苦

し

に
彼
を

ん
だ

ク
ラ
ス
タ
達
が
槍
や
剣
の

を
越
え
よ
う
と
す
る
四
苦
八
苦
す
る
も
越
え

ら
れ
な
い
で
い
る
の
を

目
に

七
色
は
ス
ト
レ

ジ
か
ら
取
り
出
し
た
槍
を
手
に
し
た

キ
リ
ト
君

き
み
は

ど
う
あ

て
も

私
と

対
す
る
の
ね

他
と人

の

書
き
に
付
き
合
う

合
い
も
無
い
か
ら
な

 
そ
う

て

組
ん
で
い
た

を
解
き

手
を
上

る

 

が
更
に
高
ま
る
中
で

ち
ん

と

い
た

が

い
た

 
彼
が
指
を
鳴
ら
し
た
の
だ

直
後

彼
の

上
の
緑
ゲ

ジ
が
一
ド

ト
残
し
て
白
く
な

た

同
時
に
わ
た
し
の

体
を
光
が

み

み

界

の
自
分
の
ゲ

ジ
横
に
バ
フ
ア
イ
コ
ン

が

ぶ

物
理
攻
撃
力
物
理

力
魔
法
攻
撃
力
魔
法

力
の

ス
テ

タ
ス
が
ア

プ
し
た
ア
イ
コ
ン
だ

 
再

が
組
ま
れ
る
が

今

は

手
が
持
ち
上

ら
れ

ち
ん
と
指
が
鳴
る
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今

は
⻘
ゲ

ジ
が
全
て
消
滅

再
び
わ
た
し
は
光
に

ま
れ

バ
フ
ア
イ
コ
ン
が
更
に

ぶ

今

は

リ
ジ

ネ

リ
ジ

ネ

自
動
復
活
バ
フ
の
三
つ

そ
ん
な
も
の
ま
で

 
新
た
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
の
登
場
に
七
色
と
ク
ラ
ス
タ
達
が
更
に
苦
い

を
す
る

ブ
ラ
ス
タ

系
を
は
じ
め
多
く
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
苦
し
め
ら
れ
た
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
新

た
な
ス
キ
ル
の
登
場
は
心
か
ら
喜
ば
し
く
な
い
事

な
の
だ

そ
れ
に
加
え
て

を
使
い

始
め
る
と
な
れ
ば

の
事
苦
し
い
戦
い
に
な
る
だ
ろ
う

い
た
か

 
そ
れ
と
も

不
思
議
か

 
な

つ
き

と
呼
ば
れ
る
レ
イ
ン
に
対
し

は
こ
こ
ま
で

を
し
て
い
る
か

と

た
り
前
で
し

き
み
は
も

と

正
明
大
な
人
物
だ
と
思

て
た

少
な
く
と
も
直
に

会

て
会
話
し
て

そ
の

は
強
く
な

た
わ

 
そ
う
七
色
が

え
る
と

ん

と
彼
が
ま
た

を
鳴
ら
し
た

そ
れ
は
そ
う
あ

て
欲
し
い
と
い
う
お
前
の
願
望
に
過
ぎ
ん

も
し

が
真
に

正
明
大

な
人
間
で
あ
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

罪
を

し
た
あ
ら

る
オ
レ
ン
ジ
・
レ

ド
プ
レ
イ

を

一
人
と
し
て
殺
さ
な
か

た
だ
ろ
う
よ

結
果
的
に
全

生
還
し
た
と
は

え
殺
す
事
を
覚
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悟
し
て
斬

た
事
実
ま
で
消
え
は
し
な
い

と
殺
人
と
で
対
応
を
分
け
た
事
実
が

が

正

明
大
で
は
な
い
と
い
う

よ
り
の
証

だ

だ
か
ら

て

無
論
交
友
が
あ
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で
協
力
し
て
い
る

で
は
な
い

こ
れ
で
も
人
を
見
る

眼
は
あ
る
つ
も
り
で
な
そ
の
人
間
が
虚
実
ど
ち
ら
を

に
し
て
い
る
か
く
ら
い

と
て
分
か

る 

正
明
大
で
は
無
い

つ
ま
り

を
す
る
人
間
だ
と
声
を
大
に
し
て

し
た
彼
は

そ
の
上
で

友
人
だ
か
ら
手
を

し
て
い
る

で
は
な
い
と
付
け
加
え
る

こ
の
戦
い
レ
イ
ン
は

う朋
う友

に
背
を
向
け

い
て
き
た

を
もな

うち
己
の
身

と
つ
で

む
恐
ろ
し
さ
を

え
た
上
で

に
来
る

し
ん心
ざ
ん

だ

た

が
こ
ち
ら

に

る
の
も
た
だ
の

巡
り
合
わ
せ

契
約
を
結
ん
で
い
な
け
れ
ば

と
て
た
だ

観
に

し
て
い
た
だ
ろ
う
よ

 

だ
が
な

と

 
彼
は

葉
を

切

た

力
強
い

葉
の
流
れ
が

切
れ
場
が

ん
と

り

め
る

こ
の

場
で

一
武
器
を
構
え
な
い
彼
は
し
か
し

よ
り
も
他
者
を

圧
し
安

に

離
を

め
さ

せ
な
い

力
を

て
い
た

広
間
に
い
る
数
百
以
上
の
人

の
意
識
を
彼
は

配
し
て
い
た
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ら
ず
も
知

て
し
ま

た
以
上
か
つ
て
同
じ

を
し
た
者
と
し
て
見
て
見
ぬ
振
り
は
出

来
ん

人
が
思
う
以
上
に
孤
独
と
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ
か
ら
な

 
ど
こ
か
遠
い
目
を
し
な
が
ら

そ
れ
で
も
集

か
ら
目
を
離
さ
ず

黒
の
剣
士

は
強
い

語

で

う

つ
ま
り

が

に
立
つ
事
を
良
し
と
し
た
の
は

レ
イ
ン
の

い
決
意
が
本
物
だ
と
分

か

た
か
ら
だ

 
そ
こ
で

横
目
で
わ
た
し
を
見
て
き
た

 
彼
の

に
は

確
か
な
信
頼
と

心
強
い

み
が
浮
か
ん
で
い
た

故
に
こ
の
場
に

身
で

り

む
決
意
を

め
た
レ
イ
ン
の

に
応
え

は
あ
ら

る

協
力

を

し
み
は
し
な
い

今
こ
の
時
の
み
レ
イ
ン
の

は

の

そ
れ
が

の

う

サ

ビ
ス

だ

 
そ
う

彼
は

い
切

た

よ

そ
れ

 

く
し

り
と

 
少
女
の

が
一

歪
ん
だ
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私
は
間
違

て
な
い
わ

に
期

さ
れ
て

こ
れ
だ
け
の
味
方
に

ま
れ
て
る
私
が

間

違

て
る

な
い

 
悔
し
そ
う
に
そ
う

り
出
さ
れ
る

葉

本
気
で
悔
し

な

は
そ
れ
だ
け
キ
リ
ト
に

い
て
い
た
信
頼
の
裏
返
し

彼
自
身
の
意
思
で
わ
た
し
に
味
方
す
る
事
を
良
し
と
し
た
事
実
を

け
容
れ
た
く
な
い
と

そ
う

ん
で
い
る
か
の
よ
う

 
そ
れ
は

ま
る
で

 
ま
る
で

心
か
ら
信
じ
ら
れ
る
人
に

絶
さ
れ
た
く
な
い
と

そ
う
思

て
い
る
か
の
よ
う

な 

く
少
女
の

葉
に

少
年
が
息
を

く

 
た
め
息
で
は
な
い

気
持
ち
を
切
り

え
る
た
め
の
深
呼

間
見
え
て
い
た
少
年
の
自

信
が
引

み

代
わ
り
に

な
ま
で
の
剣
士
の

が
表
に
出
た

 

武
器
の

を
色
と
り
ど
り
の
魔
法
弾
が

び
越
え
て
来
る

 
彼
が

う
空
気
が
剣

な
も
の
に
な

た
事
を

し
て

機
状

に
し
て
い
た
魔
法
を
後
衛

ク
ラ
ス
タ
が
解
き
放

た
の
だ

 
し
か
し
そ
れ
ら
が
わ
た
し
達
を

す
る
事
は
な
か

た

虚
空
か
ら

時
に

し
た
氷
や
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が
全
て
の
魔
法
弾
を

撃
無
力
化
し
た
か
ら
だ

魔
法
弾
に
合
わ
せ
た
色
の

発
が
広
間
空

中
に
発
生
す
る

そ
れ
で
我
に
返

た
の
か

に
間
近
な
前
衛
組
が
声
を
上

始
め
た

 
七
色
は
動
か
な
い

動
け
な
い
と

た
方
が
い
い
の
か

彼
女
か
ら
し
て
も
キ
リ
ト
の
存

在
は

応
に
大
き
い
ら
し
い

ク
ラ
ス
タ
の

手
は

が
引
き

け
る

 
少
女
を
見
て
い
る
よ
う
で
そ
の
実
彼
女
の
向
こ
う

に

め
く
者
達
を
見
て
い
た
少
年
が

的
に

う

 
そ
う

う
彼
の
体
力
と
魔
力
は
自
動
回
復
で

く
一

回
復
す
る
程

な
ら
止
め
る
と

こ
ろ
だ
が
少
な
く
と
も
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
そ
の
必
要
が
無
い
事
を
わ
た
し
は
知

て
い
る

こ

れ
ま
で
彼
が
三
刃
騎
士

と

対
し
た
時
全
て
無
傷
で
全
滅
さ
せ
て
い
た
事
を
知

て
い

る
か
ら
だ

そ
の
状

で

大

な
の

 
と
は

え

必
要
が
無
い
か
ら
と

て
心
配
し
な
く
て
い
い

で
は
な
い

そ
う
理

で
結
論
を
出
す
前
に

葉
が
つ
い
て
出
て
い
た

 

を
組
ん
だ
ま
ま
風
で
浮
き
上
が
り

同
じ
高
さ
の
目
線
に
な

た
少
年
が

横
目
で

う
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を

だ
と
思

て
い
る

デ
ス
ゲ

ム
の

か
ら

と
り
で
数
百
の
プ
レ
イ

レ
イ
ド
を

手
取

て
来
た

ビ

タ

だ
ぞ

 
強
気
に
返
さ
れ
る

 

葉
で
自
身
を

わ
に
す
る
の
は
非
常
に

し
い

 

の
彼
で
あ
れ
ば

葉
に
は
表
さ
な
い

よ
し
ん
ば
し
て
も

後

を

に
す
る
事
は
無

い

そ
こ
ま
で

い
切

た
の
は
ク
ラ
ス
タ
達
へ
の

制
と
わ
た
し
を
安

さ
せ
る
目
的
が

あ
る
の
だ
ろ
う

そ
し
て
目
の
前
の
事
に
集
中
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

 
お
前
は
自
分
の
や
る
べ
き
事
を
果
た
せ

彼
は

そ
う

て
く
れ
て
い
る

 
あ
り
が
と
う
と

そ
う
小
さ
く
伝
え
る
と
彼
は

お
そ
ら
く
心
か
ら
の

み
を
浮

か
べ
そ
れ
か
ら

王
立
ち
の
ま
ま
七
色
を

び
越
え
ク
ラ
ス
タ
達
と
歌
姫
を
分
断
す
る

武
器
の

の
上
に

り
立

た

 
そ
れ
を
見
て
い
た
七
色
が
キ

と

い
眼
差
し
で
わ
た
し
を

む

そ
し
て
槍
が
構
え
ら

れ
る

に
も
思
え
る
⻩
金
の

に
天
使
の

根
の
を

た

先

先
の
中

部
に

色
の
ク
リ
ス
タ
ル
を
取
り
付
け
ら
れ
た

な
槍
だ

レ
ア

も

応
に
高
い
だ
ろ
う

私
は

止
ま
る
つ
も
り
は
無
い
わ

止
ま
る

に
は
い
か
な
い
の
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い
い
え

止
め
る

わ
た
し
が
こ
こ
で

 
応
ず
る
よ
う
に
わ
た
し
も
二
本
の

刃
直
剣
を
構
え
直
す

彼
女
の
武
器
に

べ
見
る
か
ら

に
レ
ア

で

て
い
る
が

だ
か
ら
と

て
負
け
る
気
は
無
か

た

 
わ
た
し
の

に
イ
ラ
つ
い
た
ら
し
い
七
色
は
強
く
⻭
を
食
い
し
ば
り
怒
り
の
表
情
を

わ
に
し
た

そ
れ
す
ら
も

に
な
る
の
だ
か
ら
彼
女
の

少
女
ぶ
り
は
空
恐
ろ
し
い

こ
れ
で
大

人
へ
成
⻑
す
れ
ば
ど
う
な

て
し
ま
う
の
か

と
場
違
い
な
思

が
浮
か
ん
で
消
え
た

こ
の

か
ら

ら
れ
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

る
私
の
力
を

み見
く
び

る
な

子
に

る
の
も

大

に

し
な
さ
い
よ

 

こ
れ
が
姉
妹
に
と

て
初
め
て
の
姉
妹

の
始
ま
り
だ

た

  

い
に
怒
鳴
り
合

て
か
ら
の
初
撃
は
同
時
に
放
た
れ
た

 

い
目
掛
け
て
突
進
し
わ
た
し
は

の
剣
を
七
色
の
体
に

き

ま
ん
と
振
る
い
彼
女
は

わ
た
し
の
体
を

か
ん
と
突
き

み
を
放
つ

流

に
一
撃
で
は
ダ
メ
だ
と
思

た
の
か
あ
る

い
は

ド
ス
キ
ル
を
使

た
方
が
良
い
と
判
断
し
た
か
ら
な
の
か
七
色
は

色
の
光
を

た

突
を
放

て
き
た
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対
す
る
わ
た
し
は

光
を

す
横

ぎ
こ
の
ま
ま
で
は

た

て
し
ま
う
の
も
必
至
だ
ろ
う

な
 
し
か
し

そ
の
横

ぎ
は
神
速
で

・動
・か
・さ
・れ
・る

槍
の
一
撃
を
弾
く

 
た
だ
シ
ス
テ
ム
に

せ
た

ド
ス
キ
ル
の
動
き
な
ど

ロ
が
⻑
か

た
わ
た
し
に
と

て

弾
く
事
は
容

だ

自
力
で
動
い
て
ブ

ス
ト
し
て
い
る
キ
リ
ト
達
や
わ
た
し
か
ら
す
れ
ば
動
き

が

な
上
に

い

 
わ
た
し
の

ド
ス
キ
ル
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い

に

ぎ
そ
れ
と

同
時
に
思
え
る
速

で
今

は

へ
と

ぐ
一

二
閃
の

ド
ス
キ
ル
ス
ネ

ク
バ
イ
ト
だ

光
の
光

を
引
き
な
が
ら
の
二
閃
は
一

の
斬
撃
に
見
え
る
程
に
重
な

て
振
る
わ
れ
た

手
の
剣

は

へ
と
振
り

か
れ
て
止
ま
る

 
わ
た
し
は
そ
こ
で
手

を
返
し
て
再
び
振
る
う
構
え
を
技
後

直
が

さ
れ
る
ま
で
の
ラ

グ
で
取
る

 
す
る
と
今

は
蒼
光
を

し
そ
し
て
振
る
わ
れ
た

剣
技

を
片
手
で
使

た
の
だ

な

れ

し
て

 

な
そ
ん
な
事
が
出
来
る
だ
な
ん
て
と

し

え
た
事
が
表
情
に
出
て
い
る
七
色
の
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を
回
り
な
が
ら
横
一
閃
に
斬
り
付
け
て
い
き
最
後
に
正
面
へ
と

て

へ
と

ぐ

水

平
四

撃

ド
ス
キ
ル

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

だ

 
片
手

剣
技

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
彼
が

に
使

て
い
た
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

の

剣
で
交

に

ド
ス
キ
ル
を

り
出
す
世
間
的
に
知
ら
れ
て
い
る
剣
技

の
方
が
バ
リ

エ

シ

ン
は

で
成

さ
せ
や
す
い
の
で

彼
自
身
そ
こ
ま
で
使

て
い
な
か

た
こ
れ

を

か
つ
て
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
が

わ
れ
た

に

し
た
事
が
あ

た
と

い
て
い
た

そ
の
時
は

ス
ラ
ン
ト

か
ら

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

へ
と
繋

て
い
た
と
い
う

 
わ
た
し
は

交

に
使
う
方
も

に
出
来
な
い

た
だ
ず

と
使
い

け
て
い
た
ス
キ
ル
だ

か
ら

片
手
で

さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
だ
け

他
の

ド
ス
キ
ル
は
繋

ら
れ
な
い

 
だ
が

そ
れ
で
十
分
だ

 
あ
の
世
界
を
生
き
こ
の
世
界
を

し
ん
で
き
た
わ
た
し
が

を

く
も
大
成
し
て
い
る

妹
を

れ
に
想

て
い
た
の
に
裏
切
ら
れ
た
こ
の
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
の
な
ら
た

た
一
つ
の

し
か
出
来
な
く
て
も
構
わ
な
い

こ
の
世
界
を

の
場
と
し
か
見
て
い
な
い
大

者
へ
怒

り
を
ぶ
つ
け
る
の
な
ら

こ
れ
で
も
十
二
分
だ

た

 

故
な
ら

七
色
が

る
ア
バ
タ

セ
ブ
ン

の

は

全
て
で
五
撃
入

た
だ
け
で
危
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険

で
あ
る
二

へ
と

ち

ん
だ
か
ら
だ

戦
闘
が
得
意
で
な
い
と
は

え
あ
ま
り
に

す
ぎ

る

は

今
ま
で

に
自
身
を
鍛
え
て
こ
な
か

た

よ
り
の
証

 

そ
し
て
あ
り
得
な
い
と
い
う
そ
の
表
情
を
向
け
て
く
る
七
色
の

手
か
ら
あ
ま
り
に

⻑
大
で
似
合
い
も
し
な
い
煌
び
や
か
な
⻑
槍
を

の
剣
で
弾
き

ば
し

の
剣
を

へ
と
突

き
付
け
る

 
部

の

の
方
で
カ
ラ

ン

 
と

が
鳴

た

な

な
の
よ

今
の

キ
リ
ト
君
が
使

て
い
た
剣
技

の
片
手

わ
た
し
が
使
え
る

一
の
シ
ス
テ
ム
外

ス
キ
ル
で
も
あ
る

つ
ま
り

存
の
ス
キ
ル

て
こ
と

 
な
ら
お
か
し
い
わ
よ

私
が
放

た
の
は
Ｏ
Ｓ

Ｓ
だ

た
の
に

負
け
る
な
ん
て

い
い
え

お
か
し
く
な
い
わ

 
怒
鳴
る
七
色
に

わ
た
し
は

静
に

定
を
返
す

故
な
ら
た

た
一
つ
の
わ
た
し
の
こ
の
技
と
あ
な
た
の
持
つ
無
数
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
の
間
に
は

決
定
的
な
違
い
が
あ
る
か
ら
よ

自
ら
が
鍛
え
上

て
得
た
力
か

か
と
い
う
違
い
が
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なあ
な
た
に
ど
れ
だ
け
力
が
あ
ろ
う
と
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
か
ら
力
を
与
え
ら
れ
て
い
よ
う
と

あ
な
た
自
身
が
弱
い
の
な
ら
そ
れ
は
あ
な
た
の
力
で
は
無
い

与
え
ら
れ
た
技
達
も
あ
な
た
が

使
い
こ
な
し
て
い
な
い
の
な
ら
た
だ
の
お
飾
り

Ｏ
Ｓ
Ｓ

て
い
う
の
は
ね
た
だ
の
力
じ

な

い
の
よ

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル

略
し
て
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
は

決
し
て

大

の
努
力
で
は
得
ら
れ
な
い
力
だ

自
身
の
発
想
経
験

の
シ
ナ
プ
ス
と
ア
バ
タ

を
動
か
そ

う
と
す
る
感
覚
と
電
気
信

な
ど
の
全
て
の
要

が
高

に

み
入
る
事
で
初
め
て
得
ら
れ

る
と
い
う

も
な
い
証

ユ
ウ
キ
の
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
十
一

撃
ユ

ジ

ン

軍
の
ヴ

ル
カ
ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

八

撃
も
二
刀
剣
技
に

撃
数
で

て
い
る

の
そ
れ
ら
が

ま
し
が
れ

さ
れ
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
る

 

し
い
剣
舞
で
あ
る

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

然
り

し
い
剣

で
あ
る

ヴ

ル
カ

ニ

ク
・
ブ
レ
イ
ザ

然
り

決
し
て

黒
の
剣
士

が
放

て
い
た
十
六

撃
に

て
い

な
い

 
そ
こ
に
は
彼
女
と
彼
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
生
き
様
が

ま
れ
た
剣
技
と
い
う
形
を
得
た
証
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が
あ
る

 
キ
リ
ト
も
だ
か
ら
こ
そ
二
刀
流
の

ド
ス
キ
ル
を
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
し
て
復
活
さ
せ
て
い
た

の
だ

彼
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
生
き
様
を
引
き
継
ぎ
こ
の
世
界
で
表
そ
う
と
し
て
い
た

一
プ
レ
イ

と
し
て
の
あ
の
世
界
で

一
無
二
の
力
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
誇
り
を
形
に
し
て
い
る

あ

の
世
界
で
の

目
を
終
え
た
と

う
彼
が
二
刀
剣
技
を
別
の
形
で
復
活
さ
せ
て
い
る
の
は
そ
れ

が
彼
を
構
成
す
る
強
さ
だ
か
ら
だ

 
中

形
に
な
ら
な
い
苦

苛
立
ち
こ
れ
ま
で
の
経
験
全
て
を
ぶ
つ
け
て
形
に
し
よ
う
と
い

う
強
い
想
い
自
身
が

い
た
剣
技
を
人
に
認
め
ら
れ
る
喜
び
の
結
実
た
る
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
た
だ
の

飾
り
で
は
無
い
の
だ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
は

い

語
だ
け
ど

そ
の

い
名
前
に
は

に
も
語
り
よ
う
が
無
い
努
力

時
間

強
い
想
念
の

ま

た
そ
の
人
の
生
き
様
そ
の
も
の
な
の

そ
の
人
が
作
り
上

た
全
て

Ａ

Ｌ
Ｏ
を
プ
レ
イ
す
る
人
達
の

わ
ば
人
生
に

し
い

そ
れ
を
た
だ

ら
れ
て

練

の
数

値
も
引
き
継
い
で

十
全
に
力
を
発

出
来
る
と
で
も
思

て
い
た
の

 

だ
と
し
た
ら

あ
ん
た

人
の
想
い
を

め
過
ぎ
よ

 
そ
れ
を
最
も
深
く
理
解
し
て
い
る
の
は
キ
リ
ト
だ
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わ
た
し
も
よ
く
理
解
し
て
い
る

あ
の
世
界
で
二
刀
剣
技
の
秘
伝
書
を

さ
れ
た
時
の
重
み
は

未
だ
に
記

に
残

て
い
る

一
時
期
は
攻
略
組
の
一

と
し
て
剣
を
振
る
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と

郷

之
の
実
験
に

き

ま
れ
カ
ン
ス
ト
し
た
レ
ベ
ル
を
見
な
が
ら
思
い
悩
ま

さ
れ
た
も
の
で
あ
る

 
し
か
し

そ
れ
を

定
し
て
く
れ
た
の
は
彼
だ

た

 
二
刀
剣
技
は

を
正
せ
ば
彼
の
も
の

け
れ
ど
も

と
根
本
を

れ
ば
シ
ス
テ
ム
が
定
め
た

技
に
過
ぎ
な
い

技

に

す
る
必
要
は
無
い

そ
れ
を
ど
う
振
る
う
か

な
に
に
使
う
か

が
重
要
だ
と

彼
は
語

た

 
わ
た
し
に
と

て
の
戦
い

そ
れ
は

攻
略
組

を

え
る
鍛
冶

に

し

間

的
に

彼
ら
を

え
る
事

多
く
の
高
レ
ア

を
集
め
少
し
で
も
強
力
な
武

を

で
き
る
よ
う
戦

う
事

 
そ
の
た
め
に
継
承
し
た
二
刀
剣
技
を
使

た

彼
は

そ
れ
を

と
し
た

人
の
も
の
を
た
だ

て
そ
れ
を
使
え
る
だ
け
で
強
く
な

た
つ
も
り
な
ん
て
た
だ
の
泥

棒
と
同
じ

あ
ん
た
が
し
て
い
る
事
は

場
さ
ん
が
作
り
上

た
世
界
で
神
を
自
称
し
て
た

郷
と

も
変
わ
り
な
い
よ
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な

で
す

て

 
わ
た
し
の

た
事
に
剣
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
事
も
忘
れ
た
よ
う
に
怒
り
を
見
せ
た
七

色

あ
ん
な
男
と
一
緒
に
す
る
な
と

い
た

な
そ
の
目
を
見
て

が
違
う
の
よ
と
わ
た
し

は

た
い
声

で

に
し
た

あ
ん
た
は
た
だ
自
分
の

目

的

の
た
め
だ
け
に

自
分
に
付
い
て
き
た
プ
レ
イ

達
を

す
る
だ
け

し
て
彼
ら
の
全
て
を
形
に
し
た
力
を
自
ら
の
も
の
に
し
て
る

シ
ス
テ
ム
上
の

ル

ル
に
は
違
反
し
て
い
な
い

も
が

同
し
た
と

て

そ
れ
の
ど
こ
が
違
う
と

う
の

私
は
み
ん
な
の
期

に
応
え

は
そ
の
見
返
り
を
く
れ
た

 
こ
れ
は

い
に

を
分
け
合
う

然
た
る
交

よ

 
み
ん
な

せ
な
ん
だ
か
ら
良
い
じ

な
い

 
そ
う

心
の

か
ら
思

て
い
る
と
分
か
る

の

た

葉
に

間
的
に
血
が
上

た

が
チ

ホ

す
る
の
は

ア
イ
ド
ル
の
あ
ん
た
に

れ

ん
で
る
か
ら
で
し

う

 

な
ん
て
彼
ら
に
は

無
い
わ

 
ア
イ
ド
ル
は

人
を

に
す
る
仕
事
だ

 
生
活
が
あ
る
か
ら
ス
テ

ジ
を
見
る
観
客
に
金

を
払

て
も
ら
い
こ
そ
す
れ
そ
の
パ
フ
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マ
ン
ス
そ
の
も
の
は
無
償
で
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

ア
イ
ド
ル
が

か
を
金

を
求
め
た
時

多
く
の
人
が
離
れ
て
い
く
の
は

ア
イ偶
ド
ル像

を
偶
像
の
ま
ま
に
し
て
い
た
い
と
い
う
欲
求
が
あ
る
か
ら

に
他
な
ら
な
い

 
少
な
く
と
も

を
目
的
に
し
た
や
り
取
り
は

ア
イ
ド
ル
に
は
ご
法

だ

 
し
か
し
根

か
ら
の

者
気

の
彼
女
に
は
分
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う

い
や
い
や
と
子

の
よ
う
に

を
横
に
振
り

わ
た
し
の

葉
を

絶
す
る

で
も
私
は

ち

ん
と
リ
ア
ル
の
事
も
明
か
し
て
る

 
そ
の
上
で
み
ん
な
は
付
き

て

く
れ
て
る

 
こ
ん
な

白
な
行
い
の
結
果
を
そ
ん
な
風
に

わ
な
い
で
欲
し
い
わ

 

な
ら
ハ

キ
リ
と

キ
リ
ト
君
達
に

た
よ
う
に

実
験
の
た
め
だ

た

て
明
か

し
な
さ
い
よ

 
そ
う

ず

と

え
て

し
な
か

た
点
を

に
す
る

 
ク
ラ
ス
タ
達
に
伝
え
て
い
な
い
だ
ろ
う

彼
女
の

書
き
を

し

し
か
し
ア
イ

ド
ル
と
し
て
の

に

さ
れ

を
解
い
た
人

が
知
ら
な
い
事
実

リ
ア
ル
を
明
か
し
て
る
の
は
あ
な
た
だ
け
じ

な
い
キ
リ
ト
君
だ

て
同
じ
な
の
よ
あ
な

た
と
同
じ

件
の
上
で
こ
う
し
て

に
立

て
い
る

 
来
る
者
は

ま
ず

去
る
者
は
追
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わ
ず

自現
分実

の
問

を
こ

ち
に
持
ち

む
事
は

ど
無
い

 
け
ど

あ
な
た
は
ど
う
な
の

よ

 
実
験
の
た
め
な
ら
シ
ス
テ
ム
に

定
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
れ
ば

で
も
し
て
良
い
の

 

が
付
き

て
い
る
か
ら

同
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
し
て
い
い
の

 
そ
ん
な
の
Ｓ

Ａ
Ｏ
で
殺
人
を

し
ん
で
た

中
と

も
変
わ
ら
な
い
わ
よ

な

な
ん

で
す

て

 
殺
人
快

の
集

う

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
人
殺
し
を
実

に
殺
し
て
い
る
の

は
ナ

ヴ
ギ
ア
で
あ
り
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

じ

め
た

場

だ
と

て
責

れ
を

し
て
い
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

り

ん
だ
こ
の

葉
は

シ
ス
テ
ム
上
で

を
禁
止
さ
れ
て
お
ら
ず

そ
れ
が

プ
レ
イ

に
許
さ
れ
た
権

だ
か
ら
と

て
そ
の

葉
を

り

ん
で

罪
に
手
を

め

る
事
へ
の
意
識
の

を

く
し

と

殺
人
を
初
め
と
す
る

罪
行

を

り
返
す
た

め
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ド
を
引
き

こ
し
た

 
七
色
は
確
か
に

シ
ス
テ
ム
で

定
さ
れ
た
ル

ル
に

触
し
て
は
い
な
い

 
だ
が
決
し
て

も
が
許
す
も
の
で
も
無
い

人
に
よ

て
は
怖
れ
を
あ
る
い
は
怒
り
を

い

て
も
不
思
議
で
は
無
い

た
だ

た
す
ら

に
己
を
鍛
え
そ
し
て

に
ア
イ
ド
ル

セ
ブ
ン
を

て
い
た
人
達
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に
と

て
こ
れ
は

れ
も
な
い
裏
切
り
だ

そ
の

れ
を
彼
女
の
目
的
の

に

さ
れ
自

分
が
作
り
鍛
え

み
重
ね
て
き
た
結
実
た
る
技
を
損
な

た
だ
け
に
終
わ
る
の
だ
か
ら

わ
た
し
達
は

こ
こ
に
ゲ

ム
を
し
に
来
て
い
る
の

 

士
だ
か

だ
か
知
ら
な
い
け
ど

よ
く
分
か
ら
な
い
実
験
に

さ
れ
る
の
は
も
う

な
の
よ

 
キ
リ
ト
君
達
も

わ
た
し

も

 
わ
た
し
達
に

意
さ
れ
た
大
事
な
遊
び
場
を

が
愛
す
る
こ
の
世
界
を

あ
ん
た
の

な
欲
望
で

さ
な
い
で

 

も
が

し
み
に
し
て
心
を
躍
ら
せ
て
い
た
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
さ
れ

え
人
体
実
験
に

平
然
と

し
た
男
の

が

裏
に
浮
か
ぶ

い
ま
思
い
出
す
だ
け
で
も
怒
り
が

い
て
来
る
憎

た
ら
し
い

も
う
少
し
で
一
年
が
経
つ
が
こ
の
感
情
は
未
だ
色

せ
る
事
無
く
残
り

け
て

い
る

 
だ
か
ら
こ
そ

 
だ
か
ら
こ
そ

こ
の
世
界
に
は
た
だ

し
み

を

き

臨
み
た
か

た

 
妹
が
邪
な
事
を

え
て
い
な
い
と
信
じ

け
た
か

た

 
だ
が

そ
れ
は

裏
切
ら
れ
た

 
ゲ

ム
を

み
サ
ブ
カ
ル
を

み
ア
イ
ド
ル
と
し
て
歌
い

る
己
を
夢
見
た

し
か
し
七
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色
の
思
惑
に
よ
り
そ
れ
ら
は
全
て

さ
れ
た

 

界
が
滲
む

 
感
情
的
に
な
る
あ
ま
り
抑
え
て
い
た
感
情
が

れ
出
て
い
た

怒
り
を

ら
に
哀
し
み
も
覚

え
る

が

を
伝
う
感
覚

 
滲
み

揺
れ
る

界
の
中
で

銀
の

歌
姫

を
強
く

む

自
分
の
目
的
の
た
め
に
ク
ラ
ス
タ
の
人
達
を

わ
せ
て
る
の
に
そ
れ
を
教
え
な
い
ま
ま

う

だ
け

て

白
な
行
い

 

然
た
る
交

 

ざ
け
ん
な

 
心
の

か
ら
怒
り
を
ぶ
つ
け
る

 
あ
あ
そ
う
だ
だ
か
ら
わ
た
し
は
気
に
入
ら
な
か

た

プ
レ
イ

と
し
て
こ
の
世
界
で

遊
ん
で
い
る
彼
ら
の
全
て
を

み
躙
る
が
如
し
振
る
舞
い

も
話
さ
ず
た
だ
自
分
の
目
的
の

た
め
だ
け
に

わ
せ
る
振
る
舞
い
が

わ
た
し
は
心

か
ら
気
に
入
ら
な
か

た

姉

と
し
て

の
想
い
を

み

彼
女
の

を
求
め
よ
う
と
立
ち
上
が

た
な
ら

そ
れ

を

し
て
い
る
い
ま
は
プ
レ
イ

と
ア
イ
ド
ル
を
夢
見
る
一
人
と
し
て
彼
女
へ
の
反

骨
心
を
原
動
力
に

葉
を

き
付
け
て
い
た

人
の
助
け
と
な
る
だ
ろ
う

の

な
の
だ
と
し
て
も
そ
れ
以
外
に
も
出
来
る
事
は
あ

た
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で
し

う

 
た
だ

の

に
歌
を
歌

て
平
和
と
共
存
が
テ

マ
の

葉
を

い
て

に

が
れ
な
が
ら
ラ
ス
ト
ダ
ン
ジ

ン
に
や

て
来
て

を

に
し

け
る
以
外
あ
な
た

は

を
し
た

 

を
し
て
き
た
と
い
う
の

 

も
が
愛
す
る
こ
の
世
界
を

た

だ
自
分
の

望
と

合
の
良
い
お
べ
ん
ち

ら
で

足
で

み
入

て
来
て

み
に
じ

た
だ

け
じ

な
い

  
人
の
助
け
と
な
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
成

す
る
根

な
ど

に
あ
る
そ
ん
な
生

し
い
も
の
な
ど
こ
の
世
界
に
は
必
要
無
い

 

な
ん
て
現
実

で
勝
手
に
や

て
な
さ
い
仮
に
こ

ち
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と

う

の
な
ら
し

か
り
説
明
し
て
か
ら
協
力
を
求
め
な
さ
い
よ

  
平
和
と
共
存
が
テ

マ
の

葉

 
そ
ん
な
お
べ
ん
ち

ら
な
ど

き
た
く
も
な
い
し
必
要

も
無
い
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平
和
と
共
存
の

葉
を

く
く
ら
い
な
ら
ま
ず
は
そ
の
人
を

せ
る
た
め
の
お
べ
ん
ち

ら

を

て
て
か
ら
に
し
な
さ
い
よ

  

に

が
れ
て
ダ
ン
ジ

ン
攻
略

 
そ
ん
な

合
の
良
い
攻
略
な
ら
初
心
者
ダ
ン
ジ

ン

で
や

て
来
い

 
人
に

が
れ
て

し
い
だ
け
な
ら
ア
イ
ド
ル
一

か

学
者
一

に
決
め
て
攻
略
し
た
い
の

な
ら
真

に
初
心
者
ら
し
く
パ

テ

作
り
か
ら
や
り
な
さ
い
よ

  

を

に
し
た
け
ど
攻
略
完
了

 
そ
ん
な
戦
果
の

が
攻
略
だ
と

う

 
付
い
て
来
て
く
れ
た
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

の
全
て
を

に
し
て
ど
こ
が
攻
略
な
の

わ
せ
な

い
で

攻
略

て
い
う
の
は

無
し
が

本
な
の
よ

  
し
か
も
そ
れ
が
実
験
の

だ

た
だ
と

 

ざ
け
る
な
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こ
の
世
界
は
あ
な
た
だ
け
が
プ
レ
イ

の
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
Ｒ
Ｐ
Ｇ
じ

な
い

で

し

め
る
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
な
の
よ

強
い
ボ
ス
を
倒
せ
て
喜
び

わ
な
け
れ
ば
自
分
達
を

い
て
ま

た

戦
す
る

ま
さ
に
生
き
て
い
ら
れ
る
こ
の
世
界
は

で

し
む

の
も
の
な
の
よ

実

験
だ
な
ん
て
わ
た
し
達
は
あ
な
た
の
モ
ル
モ

ト
じ

な
い

 
あ
な
た
の

に
戦

て
い
た

人
達
も
あ
な
た
に

れ
て
信

ま
で
し
て
い
る
人
達
も

も
が
全

が
こ
の
世
界
を

し
ん
で
い
た
仮
想
世
界
を
生
き
る
人
間
な
の
よ

 
高

な
実
験
の

だ
な
ん
て
巫

た
真
似

で
こ
の
世
界
の
そ
の
人
達
の
わ
た
し
達
の

し
み
を
奪

て
ん
じ

な
い
わ
よ

 
下
ら
な
い
実
験
な
ん
か
で
わ
た
し
達
の
世
界
を

し
て
ん
じ

み
躙

て
ん
じ

な
い

わ
よ

  

⻭
を
食
い

り

を
伝

て
い
る

も
無

し
て
わ
た
し
の
思
う
事
の
全
て
を
怒
声
と
共

に
放

た

 

に
突
き
付
け
て
い
る
剣
な
ん
か
剣
先
が

え
て
い
る
そ
れ
ど
こ
ろ
か
体
全
体
が

え
て
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い
る

そ
れ
く
ら
い
抑
え
切
れ
な
い
怒
り
を

い
て
い
た

デ
ス
ゲ

ム
と

郷
の
人
体
実
験
と

い
う
目
に
遭

て
い
な
が
ら
も
こ
の
世
界
に
来
る

ど
わ
た
し
は
仮
想
世
界
の
事
が
心

き

で

そ
し
て
そ
れ
だ
け
本
気
で
人

に
夢
を
見
せ
る
ア
イ
ド
ル
を
夢
見
て
い
る
か
ら
だ

た

 

広
間
は
静

に

た
さ
れ
て
い
る

 

然
だ

信
じ

て
い
た
歌
姫
が
な
い
と

定
し
て
い
た

者
と
し
て
の

面

が

わ
に
な
り

自
分
達
を
実
験
に

し
て
い
た
と
知

た
の
だ
か
ら

実
験
と
い
う

葉
を
七
色
自
身
が

定
し
て
い
な
い
以
上
そ
れ
を
彼
ら
が
現
実
の
も
の
と

し
て

け
入
れ
る
の
も
時
間
の
問

だ

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は
ク
ラ
ス
タ
達
が
七
色
に

く
想
い
が
要

彼
ら
の
信
心

を
揺
ら
が
せ
た
時
点
で
勝
ち
も
同
然

信
じ
な
い
者
も
出
て
来
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
迷
い
は

生
ま
れ
る

迷
い
が
生
じ
た
時
点
で

は
下
が
る

彼
女
の
思
惑
は
達
せ
ら
れ
な
く
な
る

 
す
べ
て

す
べ
て

彼
が

た

り
だ

た

 

し
く

え
過
ぎ
ず

た
だ
わ
た
し
は

わ
た
し
が
心
か
ら
思
う
事
を

べ
ば
い
い

そ
う

て
い
た
の
は
真
実
だ

た

さ

あ
な
た
は
負
け
た
の
よ

さ

さ
と
こ
の
仮
想
世
界
を

す
実
験
を
中
止
し
な
さ
い
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い
や

よ

こ
の

 
気

に
も

の
声
を
上

ま
だ

う
か
と

中
に
浮
か
べ
な
が
ら
剣
先
を

か
に

へ

と
突
き

す

ダ
メ

ジ
す
ら
発
生
し
な
い

か
で
は
あ
る
が
そ
れ
で
も
あ
ま
り
こ
の
世
界
で

の
衝
撃
や
ダ
メ

ジ
発
生
時
の
違
和
感
に

れ
て
い
な
い
七
色
に
は
こ
れ
で
も
十
分

し
に
な

る

だ
レ
イ
ン

別
に
あ
な
た
の
理

を
全
部

定
す
る
気
は
無
い

で
も

で
も
私

は

止
ま
る
つ
も
り
は

無
い
わ

実
験
は
ま
だ

け
る

レ
イ
ン

気
を
付
け
ろ

様
子
が
お
か
し
い

 
彼
の

葉
を

き

七
色
を

す
る

 
彼
女
の

は

か
虚
ろ
に
な

て
い
た

い
や
い
や
よ

と

に

手
を

て
て

く

よ
う
な

振
り
す
ら
し
て
い
る

こ
れ
は
明
ら
か
に

の
精
神
状

で
は
な
い

流

に
や
り

過
ぎ
た
か

 

そ
う
思

て
い
た

先
バ
ジ

と
七
色
の
ア
バ
タ

が
ポ
リ
ゴ
ン
を

ら
し
て
形
を

し
か
け
た
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を
慌
て
て
見
る
が
二

の
と
こ
ろ
で
止
ま

て
い
る
し

そ
も
そ
も
見
え
た
ポ
リ
ゴ
ン
す

ら
蒼
色
で
は
無
く

た

の
よ
う
な

色
や

色
と
い

た
色
だ

で
は
な
い

彼
が

う
よ
う
に

様
子
が
お
か
し
い

い
や

よ

い
や
よ

 
私
は

ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を
攻
略
し
た
英
雄
に
な
る

の

 
最
後
の
勝

を
見
せ
つ
け
て

こ
れ
か
ら
も

の
ア
イ
ド
ル
と
し
て

女
神

と
し
て

実
験
を

け
る
の

 

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
パ
ス
ト
ラ
ル

を

歌
い

け
る

の
ち

ち

と

な
な

セ
ブ
ン

 

に
は
虚
ろ
な
表
情
で

み
を
浮
か
べ
て
い
る
七
色
の
全
身
が
バ
グ
か

か
の
よ
う
に
ラ
グ
り

始
め
た
こ
と
で

く
か
な
り
の
異
常
事

に
な

て
き
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
た

 
体
に
手
を
掛
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

時
の
間
に
か
武
器
の

を
消
し
後
退
し
て
い
た

少
年
に

手
を

ま
れ

小
さ
な
体
の
後
ろ
へ

わ
れ
る

 
七
色
は

少
年
が

り
立

た
の
を
見
て

苦
し

な
表
情
を
喜
悦
へ
歪
め
た

 
わ
た
し
の
背

を
イ

な
も
の
が

た

彼
女
の

を
見
て

と
す
る

そ

そ
う
だ
わ

キ
リ
ト
君
が
最
強
の
プ
レ
イ

だ
と

う
な
ら
き
み
を
倒
せ
ば
私
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は
更
な
る
英
雄
と
し
て
高
み
に

る
事
が
出
来
る

 
私
が
最
強
だ

て

に
認
め
て

も
ら
え
る

 
だ
か
ら

レ
イ
ン

そ
し
て
キ
リ
ト
君

 
も
う
一

私
と
戦

い
ま
し

う

絶
対
に

絶
対
に

勝

テ

ミ

セ

七
色

レ
イ
ン

 
ち

 
こ
の
ま
ま
で
は
七
色
の
身
が
危
な
い

か
異
常
が

こ

て
い
る
か
ら
無
理

理
に
で
も
ロ

グ
ア
ウ
ト
さ
せ
た
方
が
良
い
と

乱
し
た

で
そ
う

え
を
出
し
た
わ
た
し
は
キ
リ
ト
に

手

を

ま
れ
た
ま
ま
バ
グ
デ

タ
の
よ
う
な

と
な
り
果
て
て
い
る
七
色
へ
と
手
を

ば
し
た

 
そ
れ
に
対
し

彼
女
も
ま
た
手
を

ば
し
て
く
る

 

て
レ
イ
ン

 
と
い
う
切

し
た
キ
リ
ト
君
の
声
を
無

し
て

ば
し
た
わ
た
し
の
手

と

七
色
の
小
さ
な
手
が
重
な
り

 
直
後

界
が

闇光
で

め

く
さ
れ
た
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・
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
パ
ス
ト
ラ
ル

 
形
容

の

パ
ス
ト
ラ
ル

は

の
話

あ
る
い
は
羊

い
・

い
な
ど
の

園
労

者
に
ま
じ

て
の

園
地
方
で
の
生
活
を
指
し
そ
れ
は
ロ
マ
ン
主
義
化
な
ら
び
に
非
現
実
的

な
手
法
で

か
れ
る
こ
と
が
多
い

さ
ら
に
羊

い
の
生
活
を

い
た
文
学
・

を
も
指
し

そ
れ
は
非
常
に
理
想
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

 
セ
ブ
ン
は
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
を
始
め
神

が
住
ま
う
大
地
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

を
己
の
理
想
の
実
験
場
と
見
て
い
た
た
め

ラ神
グ

ナの
ロ⻩
ク昏

と
パ理
ス想
トの
ラ世
ル界

を
合
わ
せ

称
し
た

原

ゲ

ム
で
は
特
に
補
完
さ
れ
て
い
な
い
の
で

不
明

 

そ
れ
を
見

い
て
い
た
キ
リ
ト
に
よ
り

理
想
に
溺
れ
て
溺
死
し
ろ

と

わ
れ
る

 
本
編
終

の
錯
乱
も
あ
る
意
味
秘
匿
し
て
い
た

理

想

が

を

め
た
が
故
の
も
の
な
の
で
キ

リ
ト
の

葉
は
未
来
を
暗

し
た
も
の
で
も
あ

た

  
・

キ

リ

ト

桐

谷
和
人

 
サ

ビ
ス
と

て
お
き
な
が
ら
レ
イ
ン
の

は

の

と
本
命
ば
り
の
事
を
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た
主
人

 
キ
リ
ト
個
人
の
目
的
は
別
に
あ
る
の
で

を
止
め
る
気
は
無
い
が
レ
イ
ン
が
止
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
付
き
合

て
い
る

そ
の

に
全
力

み
に
協
力
し
て
い
る

り
か
な
り
本

を

入
れ
て
い
る
様
子

本
人
が

た
よ
う
に

分
は
己
の
目
的
に

た
も
の
で
あ
る
た
め

 
巡
り
合
わ
せ
と

た
よ
う
に
セ
ブ
ン
の

を
止
め
な
く
と
も
い
ち
お
う
キ
リ
ト
の
目

的
は
達
せ
ら
れ
る

様

 
今
話
は
舞

面

外裏
で
無
数
の
武
器
を
突
き
付
け
ス
メ
ラ
ギ
達
を

制
し

け
て
い
た

全
滅
さ
せ

な
か

た
の
は

レ
イ
ン
の

葉
と
セ
ブ
ン
の
思
惑
を
知
ら
し
め
る
た
め

 

ち
な
み
に

に

す
る

と

て
お
き
な
が
ら
主

ば
り
に

て
い
る
の
は

組
み

王
立
ち

指

ち
ん
バ
フ

虚
空
か
ら
武
器

圧
的
な

回
し
の

参

に
し
た
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
英
雄
王
の
影

に
よ
る
も
の
作
者
の
せ
い

 
実

下
手
に
動
か
ず
じ

と
し
て
い
る
方
が
対
多
数
に
は
戦
い
や
す
い
設
定
体
を
動
か
さ
な

く
て
良
い
分
イ
メ

ジ
に
思

を

け
る
た
め

  
・

レ

イ

ン
虹
架
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ブ
チ
切
れ
た
姉

姉

で
あ
る
事
は

定
さ
れ

け
て
い
る
の
で

今
話
で
は

姉

で
あ
る
事
よ
り

プ
レ
イ

の
一
人

ア
イ
ド
ル
を
夢
見
る
一
人

と
し
て
の

面
が
強
い

 
同
時

郷
の
影

で

者
に
対
す
る
強
い

感
を

い
て
い
る
の
で

者
と
し
て

動
い
て
い
る
セ
ブ
ン
を
非
常
に

悪
し
て
い
る

そ
の

悪
が
イ

だ
か
ら

子

ら
し
い
七

色
に
な

て
欲
し
い
と
願

て
い
る
の
が
地
の
分
の
七
色
呼
び
だ
が
こ
の
点
は
本
人
無

自
覚

レ
イ
ン
に
と

て
セ
ブ
ン
の
名
は
ア
イ
ド
ル

者
と
い
う
認
識

そ
れ
で

も

な
に

で
は
セ
ブ
ン
と
呼
ん
で
い
る
の
は
ネ

ト
マ
ナ

を

守
す
る
た
め

 
一
応
二
刀
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
使
え
る
が
今
話
は

え
て
自
分
自
身
の
技
に

し
て

な
技

術
の

物
で
あ
る
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を

し
た

ユ
ウ
キ
と
違
う
の
は
レ
イ
ン
が
出
来
る

の
は
片
手
で
の

の
み
で
あ
る
事

逆
に
ユ
ウ
キ
は

交

に
し
か
使
え
な
い

 

レ
イ
ン
の

は

の

と

わ
れ
孤
独
に
し
な
い
よ
う
想
わ
れ
て
い
る
事
を
喜
ん

で
い
る
が

七
色
へ
の
怒
り
が
上
回

て
自
覚
し
て
い
な
い

 
結
構
自
分
の
感
情
に

感
な
と
こ
ろ
が
あ
る

そ
う
い
う
意
味
で
は
自
分
に
対
し
て
は

つ
き

と

え
る
か
も
し
れ
な
い
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・

セ

ブ

ン

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

姉

に
ブ
チ
切
れ
ら
れ
た
妹

 

の
要
で
あ
る
ク
ラ
ス
タ
達
に
秘
匿
し
て
い
た
事
実
を
キ
リ
ト
達
に
話
し
て
し
ま

た
時
点

で

み
だ

た
が

私
は
間
違

て
い
な
い

と
い
う

信
に
も
似
た
思
い

み
に
よ
り
気
付

い
て
い
な
か

た

正
し
け
れ
ば

も
が

て
く
れ
る

と
い
う
理

あ
り
き
の
信

が
裏

目
に
出
た
の
で
あ
る

 
錯
乱
し
て
か
ら
は
シ
ス
テ
ム
的
な
異
常
を
来
し
て
い
る
よ
う
だ
が

  
ヒ
ン
ト

 

原

ゲ

ム

イ
ン
フ

テ

・
モ

メ
ン
ト

第
百
層
ボ
ス

 

ス

ト

レ

ア

の
存
在

 

ユ

イ

の
デ

タ
を
ナ

ヴ
ギ
ア
へ

す

切
り
離
し
た
時
の
デ

タ

は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

 

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

を
そ
の
ま
ま
コ
ピ

し
た
も
の
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
ピ

・
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カ

デ

ナ
ル

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は

一
人
の
プ
レ
イ

に
感
情
を
集
約
す
る

 

感
情

一

波
一

が

極
の
目
的
な
の
で

集
約
す
る
感
情
は

別
に

達
成
感

で
な
く
と
も
構
わ
な
い

  
・
魔
術

  
名
称

破
壊
の

ク
ロ闇

 
動
作

手
親
指

人
差
し
指
で
指

ち
ん

  
消

Ｈ
Ｐ

 

果

物
理
攻
撃
力

ア

プ

 
物
理

力

ア

プ

 
魔
法
攻
撃
力

ア

プ

 
魔
法

力

ア

プ
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名
称

再
生
の

シ
ロ光

 
動
作

手
親
指

人
差
し
指
で
指

ち
ん

  
消

Ｍ
Ｐ
１
０
０

 

果

リ
ジ

ネ

分

 

リ
ジ

ネ

分

 
自
動

生

一
回
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第
四
十
一
章
 

原
初
の
願
い

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

前

ヴ

ベ
ル

後

キ
リ
ト

 

数

約
一
万
一
千

 
ま
だ
終
わ
り
ま
せ
ん

 
で
は
ど
う
ぞ

  
観

し
て
い
た
パ
ネ
ル
が
闇
に

ま

た

 

色
の
広
間
を

す

像
は
闇
に

わ
れ
黒
以
外
の
色
を

さ
な
い

な
に
が

き
た
と

え
る
間
も
な
く
事

は
風
雲

を

が
如
く
動
き

け
る



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
己
以
外
に

も
い
な
い
電
子
の
海
に
闇
が
生
じ
そ
こ
か
ら
人
が
出
て
来
た

最
愛
の
義
弟

だ

し
か
し
黒
の
外

が
無
い

こ
ち
ら
へ
来
る
直
前
に

て
い
た
そ
れ
は
喪
わ
れ
今
は
な

ん
の
変

も
な
い

に
身
を

ん
で
い
る
だ
け
だ

た

 
本

に
慌
て
て
い
た
の
だ
ろ
う

闇
か
ら
出
て
来
た
彼
は
勢
い
あ
ま

て
電
子
の

に
転
ん

だ 
観

出
来
な
く
な

た
パ
ネ
ル
を

意
し
な
が
ら
も

け
寄
る

大

で
す
か

あ

あ
あ

ギ
リ
ギ
リ

だ

た

 
手
を
差
し

べ
る

し

か
り
握
り

立
ち
上
が

た
彼
の
表
情
は
険
し
い

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン
の
全
容
を
推

し
切

た
彼
を
し
て
観

出
来
な
く
な

た
事

は
予
想
外
だ

た

の
だい

た
い

が

き
た
ん
で
す

あ
の
歌
姫
が
お
か
し
く
な

た
直
後
い
き
な
り
観

出
来
な
く
な
り
ま
し
た
が

観

を

闇
の
イ
グ
ド
ラ
シ
ル

か
ら
ス
ヴ

ル
ト
全

に
し
て
み
て
く
れ

ス
ヴ

ル
ト
全

で
す
か
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ダ
ン
ジ

ン
内
部
は
お
ろ
か
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
で
も
な
く
五
つ
の
浮
遊
大

全
体
と
い
う

指
示
に

惑
す
る

だ
が
彼
の
指
示
だ
な
に
か

え
が
あ

て
の
事
だ
ろ
う
一
先
ず

わ
れ
た

り
に
観

の

標
を
変
更

 
す
る
と
パ
ネ
ル
に
色
が

た

 

そ
の
多
く
が

色

 
理
解
が
出
来
な
か

た

い
や

理
解

し
た
く
な
か

た

ウ

フ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

こ
れ

は

 

き

る

浮
遊
大

を
見

す

か
ら

し
て
い
な
が
ら

大
き
く

く
そ
れ

は

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
に
立
つ

大
な
存
在
が
上

て
い
る
声
だ

た

 

身
の

体
を

う

や
か
な
色
の

そ
の
色
合
い
と
デ
ザ
イ
ン
は

歌
姫

が

て

い
た

備
で
あ
る
と
理
解
す
る

 
た
だ
の
プ
レ
イ

で
あ
る

の
セ
ブ
ン
は

故
か
い
ま

人
Ｍ
ｏ
ｂ
の
数
十

も
の

体
を
手
に

れ
て
い
た

い
や

れ
る
と
い
う
表
現
も
不

切
だ

た
だ
セ
ブ
ン
は
天
を

ぎ

手
を
広

を
上

て
い
る
だ
け
だ

だ
が

そ
れ
だ
け
で
そ
の
地
に
い
る
モ
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ン
ス
タ

や
プ
レ
イ

大
地
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
や
テ
ク
ス
チ

を
取
り

み

大
化
を
進
め
て
い
る

 

像
は

く
間
に

色
に

そ
し
て
闇
に

わ
れ
た

 
今

は
妖
精
郷
全
体
を

す
よ
う
に

標
を
変
更

世
界
樹
を
遠
く
か
ら

め
る
空
の

 

そ
の
世
界
樹
と
同

の
高
さ
ま
で
成
⻑
し
た
セ
ブ
ン
が

面
の

分
を

有
し
て
い
た

 
浮
遊
大

は
最

無
い

お
そ
ら
く

を
上

け
る
セ
ブ
ン
に
気
付
か
れ
な
い
ま
ま

取
り

ま
れ
た

い

た
い
ど
う
な

て

な

プ
レ
イ

の

歌
姫

が

あ
ん
な

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

い
や

七
色
に
向
け
ら
れ
た
感
情
と

七
色
自
身
の
強
い

感
情
が
共
鳴
し
た
事
に
よ
る

だ

 

大
化
し
妖
精
郷
本

の
大
地
を
も
取
り

み
始
め
た

人
を

然
と
見
る
中

に
立

た
少
年
が

静
に
そ
う

た

予
想
外
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は

え
こ
れ
も
推

し
て
た
事

な

の
か
も
し
れ
な
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
動
か
す
シ
ス
テ
ム
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の

コ
ピ

だ

こ
の
世
界
に
浮
遊
城
が
無
い
と
は

え
そ
の
機
能
自
体
は
十
全
に
動
か
さ
れ
て



 第四十一章 〜原初の願い〜

い
る

然
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に

載
さ
れ
て
い
る
機
能
は
全
て
継
承
さ
れ
て
い

る 
そ
う

て

彼
は

・私
を
見
上

て
来
た

真

直
ぐ
な
黒
の

が
私
を

く

 

わ
ん
と
す
る
事
は
理
解
出
来
た

感
情
を
観

し

収
集
す
る
存
在

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
存
在
で
す
か

 
あ
あ

と
彼
は

く

 
人

の
精
神
的
問

を
解
決
す
る
責
務
が
あ
り
な
が
ら

触
を
禁
じ
ら
れ
る
と
い
う
板

み

に
遭
い
エ
ラ

を

し
て
い
た
過
去
の
自
分
は
過

な
世
界
の
中
で
希
望
を

て
ず
に
い

た
少
年光

に

い
た
い
一
心
で
浮
遊
城
に

現
し
た

シ
ス
テ
ム
の
エ
ラ

修
正
機
能
に
引

掛

か
れ
ば
消
去
さ
れ
る
事
を
承
知
の
上
で
彼
と
の
触
れ
合
い
を
求
め
た

 
消
滅
自
体
は

恐
ろ
し
く
な
か

た

 
少
年光

が
消
え
る
事
の
方
が
よ

ど

け
た
い
事

だ

た
か
ら
だ

故
に
過
去
倒
せ
ば

倒
す

ど
強
化
さ
れ
て
復
活
す
る
ボ
ス
の

デ

タ

存
在
そ
の
も
の
を
消
去
す
る
禁
じ
手
を
使
い

彼
を

救

た

そ
の
結
果
消
滅
す
る
事
が
決
定
さ
れ
た
が
彼
は
そ
れ
を
許
容
せ
ず
私
が

動
し
た

コ
ン

ル
を
使
い

・
・カ
・

・デ
・

・ナ
・ル
・・
・シ
・ス
・テ
・ム
・
・か
・ら
・

・

・

・

・

・作
・一
・

・の
・デ
・

・タ
・の
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・欠
・片
・を
・切
・り
・離
・し
・た

 

つ
ま
り
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
個
別
デ

タ
と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う
大
き
な
デ

タ
に
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

と
別

に
入
れ
ら
れ
て
い
た

で
は
な
い

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
有
す
る
機
能
の
一
つ
だ

た
の
だ

ア
バ

タ

の
感
情
表
現
を

時
出
力
可
能
な
の
も
ハ

ド
か
ら

み
取

た

波
に

す
る
感

情
と
表
情
を

び
そ
れ
を
カ

デ

ナ
ル
が
反

さ
せ
て
い
る
か
ら

み
取
る
仕
事

は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
仕
事
で
あ
る

そ
れ
を

く
る
め
て

人
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

と
呼
ん
で
い
る

 
だ
か
ら
彼
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
構
想
に
気
付
け
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
感
情
を
観

反

す
る
機
能
が
継
承
さ
れ
て
い
る
と
知

て
い
た
か
ら

そ
の
推

を
立
て
ら
れ
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
構
想
か
ら
し
て
七
色
一
人
に

万
人
も
の
感
情
が
一
気
に
集
め
ら

れ
る

一
万
の
負
の
感
情
で
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
壊
れ
か
け

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
に
バ
グ
が
生
じ
た
ん
だ

二
年
の

月
が
経

て
い
な
く
と
も

間
的
な

発
力
で
実
に
数

に
も
な
る
な
ら
バ
グ
の
一
つ

や
二
つ
生
じ
る
だ
ろ
う

 
ま
し
て
や

と

彼
は

葉
を

け
た
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郷
の
手
に
よ
り
最

で
も
二

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
間
に
デ

タ
の
流
入
が

き
た
ん

だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
感
情
デ

タ
も
集
ま

て
い
る
と

え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う

 
リ

フ

が

て
い
た
武

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
由
来
の
も
の

そ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
フ

マ

ト

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
変
わ
り
な
い
事
を
裏
付
け
る
証

に
な
り
得
た
が
同
時
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
デ

タ
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
へ
流
入
し
て
い
た
事
実
も
表
し
て
い
る

 
そ
の
逆
も
然
り

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

備
を
引
き
継

る

理
が

さ
れ
て
い
る
事
も
あ
り
こ
の
妖
精
郷
に
は
浮

遊
城
の
デ

タ

が

ら
か

じ

て
い
る
事
を

私
は
知

て
い
た

浮
遊
大

の

原
に

咲
く
花
の
一
つ
が
使
い
魔
を

生
さ
せ
る

プ
ネ
ウ
マ
の
花

と
呼
ば
れ
た
ア
イ
テ
ム
の
グ
ラ

フ

ク
を
流

し
て
い
る
事
も
知

て
い
る

 
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に

感
情
デ

タ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

じ

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

 

こ
れ
は
人
に
よ
り
見
解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が

 
少
な
く
と
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
感
情
デ

タ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
換

さ
れ
て

い
る

し
か
し
感
覚
や
運
動
の
信

と

べ
感
情
を
表
す
信

の
解

は
ど
う
し
て
も

れ

て
し
ま
う

判
別
出
来
る
の
は

デ

タ

の
多
か

た
怒
り
や
哀
し
み

恐
怖
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絶
望

と
い

た
負
の
感
情
だ
け
で

そ
れ
以
外
の
感
情
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
観

さ
れ
に
く
い
も

の
だ

た

 
そ
の
た
め

カ

デ

ナ
ル
は

喜
び

や

せ

と
い

た
特
異

つ
高
強

の
感
情
パ

タ

ン
が

出
さ
れ
た
時

そ
の

ロＲ
Ａ
Ｗ
デ

タ
を

境
ご
と
保
存
す
る
手

に
出
た

 
そ
の
一

を
か
つ
て
義
姉
リ

フ

は
目
に
し
た
事
が
あ
る

へ
の

有
欲
と
愛
情
を
は

き
違
え
て
い
た
狂
気
の
鍛
冶
師
グ
リ
ム
ロ

ク
を
糾
弾
し

圏
内
事
件

と

指
輪
事
件

が

真
の
終
息
を
経
て
義
姉
弟
の
間
で

を
深
め
た
後
彼
女
は
見
た
事
が
無
い

の
女
性
の

を

間
見
た

そ
の
時
に
は
浮
遊
城
か
ら
消
え
て
い
た
グ
リ
セ
ル
ダ
の
残
影

そ
れ
は
あ
の
場

に

め
ら
れ
た
指
輪
ア
イ
テ
ム
に
強
く

め
ら
れ
た
彼
女
の
想
い
を
カ

デ

ナ
ル
が

保
存
し
そ
し
て
リ

フ

と
キ
リ
ト
の
間
で
生
じ
た
感
情
に
よ

て

さ
れ
再
生
さ
れ
た

だ

た
の
だ

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
ク
ラ
ス
タ
達
が
セ
ブ
ン
に
対
し
て

く
強

か
つ
一
つ
に

ま

た
感
情
を

点
に

波
の
一

を
経
て
演

能
力
を
少
し
ず
つ
集
め
高

な
情
緒
的
か

つ
高

の
演

シ
ス
テ
ム
を
構

す
る
事
だ

そ
の

の
要
は
ク
ラ
ス
タ
達
だ
が
同
時
に

セ
ブ
ン
と
い
う
感
情
を

と
つ
に

め
た
上
で

さ
せ
る
偶
像
が

な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
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い 
そ
し
て

プ
レ
イ

に
対
す
る
強
い
感
情
は

プ
レ
イ

の

に

付
け
さ
れ

保

存
さ
れ
る

 
セ
ブ
ン
と
キ
リ
ト
と
い
う
プ
レ
イ

に
向
け
ら
れ
る
複

な
感
情
デ

タ
が

合
わ
さ
り

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

と
し
て
セ
ブ
ン
が

ば
れ
た
結
果

あ
の
よ
う
な

異
常
状

を
引
き

こ
し
て
い
る
と
い
う
事
ら
し
い

で
す
が

他
の
プ
レ
イ

や
Ｍ
ｏ
ｂ

地
形
を
取
り

ん
で
い
る
の
は

故

お
そ
ら
く
新

実

さ
れ
た

飾
り
だ

ア
レ
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
だ
け
で
な
く
親
機
の

覚

覚

を
共
有
す
る
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
も
の

備
し
て
い
る
セ
ブ
ン
の
プ
レ
イ

デ

タ
の
バ
グ

流
入
す
る

大
な
感
情
デ

タ
に

き

ま
れ

の
デ

タ
を
一
切
合
切

収
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
ん
だ
ろ
う

感
情
の
過
大
さ
が
原
因
で
バ
グ
を

こ
す
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
変
わ

ら
ん
な

 
そ
う

れ
た
よ
う
に

う
キ
リ
ト

お
そ
ら
く
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
に

し
て
い
た
エ
ラ

や
七
十

五
層
で
あ

た
と
い
う
神

と
の
死
闘
後
に

き
た
と
い
う
下
層
に

れ
な
く
な
る
と
い

た
バ

グ
の
事
を
指
し
て
い
る

人
の
手
を
必
要
と
し
な
い
自
律
シ
ス
テ
ム
の

に

と
バ
グ
が
多
い
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の
は
事
実
だ

 
し
か
し

れ
て
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い

 
こ
の
ま
ま
で
は
デ

タ
が

し
て
い
る
セ
ブ
ン
に
よ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
が

壊
す
る
の
は
目
に
見

え
て
い
る

ベ
ル
姉

取
り

ま
れ
た
プ
レ
イ

の

波
は

全
て
一
律
で
す

 
そ
ち
ら
の
観

は

に
終
え
て
い
た

 
グ
ラ
フ
に

る
全
て
の

波
が

同
一
の
特
徴
を
持
つ
も
の
に
な

て
い
る

と
な

て

い
る
の
は

し
て
い
る
セ
ブ
ン
の

波

感
情
を
一
身
に

び
た
偶
像
故
か

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン

は
彼
女
を

と
し
た
ら
し
い

 
そ
れ
は
想
定
し
て
い
た
の
か

そ
う
か

と

く
応
じ
ら
れ
る

な
ら

リ

姉
達
は

 

う
空
気
が
変
わ

た

 
そ
れ
を
分
か

た
上
で

え
を
突
き
付
け
る

を
横
に
振
る

そ
う
か
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ま
た

く

え
を
返
さ
れ
る

今

の
声

は

深
く

ん
で
い
た

 
ど
こ
ま
で
想
定
し
て
い
た
か

そ
れ
は
共

者
と
な

た
私
に
も
理
解
し
切
れ
て
い
な
い
が

確
か
な
事
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
対

に
な

た
人
間
は

と
な
る
人
間

今
回

は
セ
ブ
ン

の

波
に
合
わ
せ
ら
れ

彼
女
は
高
い
演

能
力
を
得
る
事
を
想
定
し
て
い
た

 
人
間
の

波
は
個
人
差
が
あ
り

か
別
の
人
間
の

波
に
合
わ
せ
た
場
合
は
昏

状

に

る 
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
セ
ブ
ン
達
か
ら

間
を
引
き
離
そ
う
と
暗
躍
し
て
い
た

ば
以
上
確
信

を

い
て
い
た
か
ら

え
て
リ

フ

達
に
三
刃
騎
士

や
セ
ブ
ン
を

さ
せ
る

葉
を

残
し
て
い
た

 
そ
れ
は

彼
女
達
を
信
頼
し
て
い
た
証

 
も
し
ま

た
く
信

し
て
い
な
け
れ
ば

ど
う
あ

て
も
彼
女
ら
が
セ
ブ
ン
を
信
じ
る
ク
ラ

ス
タ
と
同
じ

信
者
だ

た
ら

 
彼
は
彼
女
達
の
前
か
ら

を
完
全
に

し
悟
ら
せ
も
し
な
か

た
に
違
い
な
い

を
止
め

ら
れ
な
い
と
知
り
な
が
ら
レ
イ
ン
に
協
力
す
る
事
も
無
く
た
だ

観
に

し
事

が

き

る
に

せ

そ
し
て
収
束
に
動
い
て
い
た
だ
ろ
う

そ
ち
ら
の
方
が

的
だ
か
ら
だ
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そ
れ
が
許
せ
な
か

た
か
ら

か
で
も
彼
女
ら
の
信
頼
に
応
え
た
か

た
か
ら

彼
は

無

を

り
返
し
て
い
た

 

結

そ
れ
は
成
ら
ず

 
深
く

い
た
少
年
は

己
の
無
力
を
悔
い
る
よ
う
に

を
強
く
握

た

肉
だ
な

我
が
身
可
愛
さ
に

を
止
め
な
か

た
ツ
ケ
が

こ
れ
だ
と
は

 

い
た
ま
ま

肉
気
に

を
釣
り
上

少
年
は

う

 
そ
れ
は
己
へ
の

り

こ
の
事

を
止
め
る
に
は
も

と
良
い
手
が
あ
り
な
が
ら
打
た
な
か

た
己
へ
の

己
に
よ
る
糾
弾

後
悔
で
も
反

で
も
無
く

事
実
を
反

す
る
弾

の

び

 
ど
こ
ま
で
も

己
の
責
だ
と

う
子
の

体
を

横
か
ら
そ

と

き

め
る

止
め
な
か

た
の
は
先
を
想

て
の
事
で
し

う

あ
な
た
は

悪
く
あ
り
ま
せ
ん

 
確
か
に
彼
が
全
力
で
動
い
て
い
れ
ば
ク
ラ
ス
タ
は

壊
し

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

骨
子
そ
の
も
の
は

れ

ち
て
い
た

こ
ん
な
事

に
も
発
展
し
な
か

た

だ

彼
に
は
そ

れ
を

す
だ
け
の
知

と
力
が
あ

た

 
し
か
し

 
如

に

解
放
の
英
雄

と

わ
れ
る
彼
で
も

現
実
に

い
て
は

力
な
き
一

人

の
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と
り

現

で

の
少
女
が

密
に
立
て
た

に
対
し
ど
れ
だ
け
危
険
を

ん
で
も
そ

れ
を
マ
ト
モ
に

き
入
れ
た
ク
ラ
ス
タ
が
果
た
し
て
ど
れ
だ
け

た
だ
ろ
う
か

そ
し
て
間

違
い
な
く
彼
を

持
す
る
だ
ろ
う
義
姉
達
は

現
実
で
ど
ん
な
目
に
遭
わ
さ
れ
た
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
未
知
数
だ

 
未
知
数
故
に

彼
は
恐
れ
た

 

い
報
復
で
あ
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

彼
女
達
へ
の
世
間
の
目
が

し
く
な
る
そ
の
程

な
ら

 
だ
が

物
事
に
は
最
悪
が
付
き
物
だ

人
の
狂
気
は
時
に
人
の
想
像
を
超
え
て
い
く

セ

ブ
ン
を
女
神
と

め
る
ク
ラ
ス
タ
が
凶
行
に

ら
な
い
と

が
保
証
出
来
よ
う
か

保
証
さ

れ
た
と
し
て

彼
ら
が
そ
れ
を

守
す
る
と

が

え
よ
う
か

 
人
は

息
だ

 
人
は
醜
悪
だ

 
私
は

よ
り
も

彼
自
身
が

そ
れ
を
身
を
以
て
知

て
い
る

 
生
ま
れ
た
時
か
ら
悪
の
存
在
は

な
い
と
し
て
も
生
き
る
間
に
悪
に
近
付
い
た
者
は

大
勢
い
る

は

善

で
も

時
に

悪

に
な
る
事
は
あ
る

同
じ
偶
像
を

し
な
い

に

他
的
な
ク
ラ
ス
タ
達
の
思
想
は

な
れ
ど

動
は
悪
に
近
か

た
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必
要
悪
と
し
て
生
き
て
い
た
彼
は
己
の
行
動
で
家

を

間
を
危
ぶ
め
る
事
を
恐
怖
し

た 
そ
の
恐
怖
は
実

に
死
な
な
く
と
も
彼
女
ら
を

す
る
事
へ
の
忌

感
を
上
回
る

 

英
雄
と

え
ら
れ
た
少
年
が

た

解
放
の
英
雄

と
人
は

え
る

 

ビ

タ

と
人
は
蔑
む

黒
の
剣
士

と
人
は

む

 

出
来
損
な
い

と
人
は
見
下
す

 
希
望
の
光

必
要
悪
の
闇

そ
の
ど
ち
ら
も
が
彼
で
あ
り
そ
れ
を
彼
は
自
覚
し
て
い
る

そ
し
て

そ
れ
を
決
し
て
忘
れ
な
い
よ
う

自

し
て
い
る

 

望
と

そ
れ
以
上
の
称

を
以
て

え
ら
れ
た
少
年
は
け
れ
ど
そ
の
声
を
喜
ん
だ
事

は
一

も
な
い

 
そ
の
道
程
が

に
塗
れ
た
も
の
だ
か
ら

 

と
り
に
な

た

と
子

は

い
た

 

ま
も
れ
な
か

た

と
子

は
嗤

た
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だ
れ
よ
り
も
孤
独
を
味
わ
い
孤
独
に
苦
し
み
生
き
て
来
た
少
年
は
故
に
喪
う
事
を

よ

り
恐
れ
る

死
な
な
い
と
分
か

て
い
て
も

間
の
死
を
見
た
く
な
く
て
し
か
し
別
行
動
ば
か

り
は

し
く
て

付
か
ず
離
れ
ず
の

離
を

も保
つ

だ

て
恐
ろ
し
い
も
の
は
あ
る
ん
で
す
か
ら

で
も

護
れ
な
き

意
味
が
無
い
ん
だ

 
超
然
と
し
た

か表
お情

で
彼
は

う

 
彼
は
私
を
見
て
い
な
い

線
は
妖
精
郷
の
大
地
を
取
り

み
な
が
ら

大
化
を

け
る

神

に
定
め
ら
れ
て
い
る
が

彼
の
目
に

る
光

は
そ
れ
で
な
い
事
を
識

て
い
る

と
り

と
り
死
に
絶
え
消
え
る
過
去
が

て
い
る

だ

 

彼
の

波
が

強
く
揺
れ
た

 
だ
が
す
ぐ
に

ち

い
た

彼
の
心
が

静
に
な

た
の
で
は
な
い

い
ま

で

静
さ

を
喪
え
ば
最
悪
な
方
に
転
が
る

そ
う
な

た
過
去
の

ト
ラ恐
ウ
マ怖

が
彼
に

静
さ
を
喪
わ
せ
な
い

だ
け

 
恐
怖
は

く

更
な
る
恐
怖
を
来
さ
な
い

の
思

を
保
つ
べ
く

と

 
み
ん
な間
をが
喪死
うぬ

光

は
彼
の

裏
で
ず

と
ず

と

り
返
さ
れ
る
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彼
女
ら
と
一
緒
に

る
限
り

 
い
つ
ま
で
も

 
い
つ
で
も

 

ら
で
も

 

常
人
な
ら

と

く
に
壊
れ
て
い
る
精
神
状

 

え
ら
れ
ず

壊
れ

狂
う
人
を

浮
遊
城
の

か
ら
多
く
見
て
来
た
私
だ
が

し
か
し

義

弟
が
真
実
狂

た

は
見
た
事
が
無
い

憎
悪
に

わ
れ
た
獣
す
ら
論
理
的
思

を
保
ち

け
て
い
た

 
故
に

歩
み
は
止
ま
ら
な
い

 

壊
れ
て
い
い
の
に
と

思

た
だ
ろ
う

 

狂

て
も
い
い
の
に
と

願

た
だ
ろ
う

 
ば
か
な
子
だ

と

 
分
か
り
切

た
事
を
強
く
思
い
な
が
ら

事

収
束
に
動
く
彼
を
見
送

た

  
闇
を
潜
り

空
に
立
つ
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光

れ
る
妖
精
郷
は
見
る
も
無
残
な

に
成
り
果
て
て
い
た

種

の

地
は
残

も
な

く
高
原
を

う

も
影
は
無
い

う
じ
て

中
心
部
と
世
界
樹
が
残

て
い
る
が
あ

ま
り
に

大
な
歌
姫
の

に
触
れ
た

葉

節
か
ら
取
り

ま
れ
て
い
る
始

世
界
樹
の

幹
が
世
界
か
ら
喪
わ
れ
る
ま
で
に
あ
と
数
分
も
な
い
だ
ろ
う

 
大
地
の
テ
ク
ス
チ

が
取
り

ま
れ

地

に
広
が
る
極

の
地

世
界
が

間
見
え
る
が

そ
こ
す
ら
も
足

か
ら
取
り

ま
れ

ら
れ
て
い
る

ツ
ン
ヘ
イ
ム
か
ら
天

の
ア
ル
ヴ
ヘ

イ
ム
の
大
地
ま
で
の
高
さ
は

く
一
キ
ロ
を
超
え
て
い
る

だ
が

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
下
に
広
が

る
ム
ス

ル
ヘ
イ
ム
に
届
い
て
い
る
だ
ろ
う
に

が
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
大
地
に

を
出
し
て
い
る

点
か
ら

だ
け
で
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

ム
ス

ル
ヘ
イ
ム
の
高
さ
を
補
え
て
し
ま

て
い
る
事
が

分
か
る

雲
海
の

か
上
に
広
が
る
世
界
樹
の

葉
で
す
ら

神
の

に
届
い
て
い
な
い
時
点
で

全
⻑
は
万
を
超
え
て
い
る

 
そ
れ
だ
け

大
だ
と
そ
ろ
そ
ろ
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
を
構
成
す
る
世
界
の

に

達
し
い
よ
い

よ

空

の
テ
ク
ス
チ

を
取
り

み
そ
う
だ

 
残
さ
れ
た

予
は
も
う

ど
無
い
と

て
い
い
だ
ろ
う

 

手
を
振

て
メ
ニ

を
呼
び
出
し

コ

ル
を
掛
け
る
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あ

プ
レ
イ

で
す

 

解
放
の
英
雄

が

ま
し
た

ん
 
コ

ル
へ
の
返
事

ち
を
始
め
た
直
後

背
後
か
ら
電
子
的
な
女
性
の
声

 
振
り
返
れ
ば
電
子
的
な
サ

ク
ル
に

ま
れ
た

レ
ン
ズ
が

界
に
入
る

更
に

界
の

に
は
Ｒ
Ｅ
Ｃ
の
表
示

中
継
さ
れ
て
い
る
事
を
示
す
表
示

ア
ナ
ウ
ン
ス
と
違

て
人
特
有

の
抑

を
持

た
そ
れ
は

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

の
生
中
継
を
し
て
い
た
キ

ス
タ

の
声

だ

た
あ
の

い

た
い

が

き
て
い
る
ん
で
し

う
か

 

歌
姫

セ
ブ
ン
は
ど
う
し
て
し

ま

た
ん
で
す
か

 
そ
れ
と

と
は
い

た
い

の
こ
と
で
す

 

乱
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

こ
ち
ら
の
事
な
ど
お
構
い
な
し
に
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
の
中

継
キ

ス
タ

は

継
ぎ

に

問
し
て
く
る

 

コ

ル
の
応

は
未
だ
な
い

 
恐
ら
く
そ
れ
だ
け
ク
レ

ム
や
事

の

乱
へ
の
対
応
で

し
く

場
や
束

士
も
気
付
け

な
い
の
だ
ろ
う
と
予
想
し

コ

ル
に
反
応
が
あ
る
ま
で
は

問
に

え
る
事
に
し
た

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
は
不
特
定
多
数
の
感
情
と
意

を

と
つ
に

め
そ
れ
を
強
く
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さ
せ
る
事
で
大
勢
の
人
間
の

波
を
限
り
な
く
近
付
け
ネ

ト
ワ

ク
上
に
可
能
性
を
許

容
す
る
演

シ
ス
テ
ム
を
構

す
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
称
し
た

を
進
め
て
い
た

波
を
近
づ
け
他
者
と
の
境
界
線
を

く
す
る
事
で
一
つ
の
集
合

を
ネ

ト
ワ

ク
ク
ラ
ウ
ド

に
作
ろ
う
と
し
た
ん
だ

か

感
情
と
意

を

と
つ
に

め

集
合

を

 
わ

が
分
か
り
ま
せ
ん

 
あ
ま
り
の
事
に
理
解
が
追
い
付
い
て
い
な
い
よ
う
だ
が
事

か
に
話
す
気
は
無
か

た

そ

ん
な
の
は

が
果
た
す
責
務
じ

な
い

本
来
で
あ
れ
ば

者
と
し
て
一

人
に
協
力
を

ぐ

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
が
果
た
す
べ
き
事
だ

 
そ
も
そ
も

で
な
い
自
分
の
話
を
完
全
に
信
じ
る
者
な
ど

間
以
外
に
存
在
し
な
い
だ
ろ

う
コ
ン
ピ

タ

が
持
つ
演

理
能
力
を
少
し
ず
つ
い
く
つ
も
の
コ
ン
ピ

タ

か
ら

集
め
て
大
き
な
演

能
力
を
得
よ
う
と
し
た

そ
れ
が
人
の

を
対

と
し
た
も
の
だ

た
ん

だ 
そ
し
て

と

葉
を

け
る

か
つ
て
一
万
人
の
負
の
感
情
デ

タ
に
晒
さ
れ
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
バ
グ
が
発
生
し
た
よ
う
に
こ
の
Ａ
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Ｌ
Ｏ
で
も
バ
グ
が

き
た

感
情
を
一
心
に
集
め
た
セ
ブ
ン
の
プ
レ
イ

デ

タ
を

点
と
し

た
バ
グ
だ

そ
の
バ
グ
は
セ
ブ
ン
が
付
け
て
い
た

飾
り
に
も

び
Ｏ
Ｓ
Ｓ
や

信
の
ラ
イ
ン

が
バ
グ

て
プ
レ
イ

や
モ
ン
ス
タ

果
て
は
地
形
に
与
え
ら
れ
た
オ
ブ
ジ

ク
ト
リ

ス
ま
で
も

収
し
始
め

あ
の

大
な
ア
バ
タ

を
形
成
す
る
に
至
る

 
要
点
を
掻
い

ん
で
話
す

 
事

か
に
話
し
始
め
れ
ば
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
一

に
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
シ
ス
テ
ム
の
事
か
ら
話
し
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
数
分
や
そ
こ
ら
で
話
せ
る
も
の
で

も

そ
れ
ら
を

め
て
理
解
出
来
る
も
の
で
も
な
い

そ
れ
が
分
か
る
の
は
あ
る
程

を

知

て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の
中
で
も
更
に
限
ら
れ
た
一
部
の
人
間
く
ら
い
だ

あ

ア
レ
を
止
め
ら
れ
な
い
ん
で
す
か

プ
レ
イ

の
身
で
は
無
理
だ
な

魔
法
も
同
じ

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
以
上

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン

と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
バ
グ
の
化
身
に
は
抗
え
な
い

だ

 
攻
撃
し
た
と
こ
ろ
で
そ
こ
か
ら
一

に
し
て
取
り

ま
れ

波
を

定
さ
れ
昏

し
て

終
わ
り

 
今
も

大
化
を

け
て
い
る
以
上
攻
撃
圏
内
に
入

た
一

後
に
は
眼
前
に

の

が

て
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い
る

だ

近
戦
は
論
外
だ
し
魔
法
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ

ス
で
あ
る
以
上
撃

た
と
こ

ろ
で

大
化
を

進
す
る
だ
け

オ
ブ
ジ

ク
ト
の

値
も
お
そ
ら
く
ア
バ
タ

の

に
加

さ
れ
て
い
る

だ

 
空
の
色
が

れ
た
天
よ
り
先
に

び
て

を

か
せ
て
い
る

神
の

バ

は

部

が

む

ど
に
高
さ
が
あ
り
過
ぎ
て

ま

た
く
見
え
な
い

 
仮
に
見
え
て
ゲ

ジ
が
一
本
だ
と
し
て
も
数
値
と
し
て
は

と
も
す
れ
ば
兆

だ
ろ

う 
パ
ラ
メ

タ
の
事
な
ど

え
た
く
も
な
い

な
に
し
ろ
一
体
一
体
が

み
の
ボ
ス
以
上
の

の

人
や
そ
の

属
達
を
も
取
り

ん
で
い
る
以
上
ボ
ス
の
数

の
数
値
を
誇

て
い
る

だ

か
ら

 
と
は

え

ま

る

に
も
い
か
な
い
ん
だ
が

は
 

と
絶

の
気
配
が
カ
メ
ラ
か
ら
伝
わ

て
来
る

生
中
継
中
の
動

の
コ
メ
ン
ト
が
ど
う

な

て
い
る
か
ち

と
気
に
な

た
が
ま

自
分
は
見
な
い
し
ど
う
で
も
い
い
か
と
思
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を
放
る

 

く

コ

ル
に
応
え
て
く
れ
と

そ
う
願
う
ば
か
り
だ

な
ん
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
い
ん
で
す
か

波
を
限
り
な
く
近
付
け
る
と

た
だ
ろ
う

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

に
セ

ブ
ン
が
な

て
い
る
以
上

ア
レ
に

き

ま
れ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

に

の
演

能
力
を
分
け
て
い
る
プ
レ
イ

達
の

波
は
セ
ブ
ン
の
そ
れ
に
限
り
な
く
近
く
な

て
い

る
事
に
な
る

個
人
に
よ

て
異
な
る

波
を
強
制
的
に

定
さ
れ
れ
ば

て
い
る
の
は
昏

だ

そ
れ
を
知

て
い
る
の
に

て
い
ら
れ
る

が
無
い

な

な

 

葉
を
喪

た
の
か

ぐ
よ
う
な
声
が

れ
て
い
る

 
マ
ト
モ
な
反
応
を
期

出
来
な
い
と
悟

て
い
る

は
カ
メ
ラ
か
ら

線
を
切
り
今
な
お
Ａ

Ｌ
Ｏ
の
リ

ス
を
取
り

み

大
化
を

け
る

神
を
見
つ
め
る

 
地

は

最

の

み
で

ま

て
い
た

 
さ

き
の
三
十

は

大
化
し
て
い
る
事
に
な
る

そ
れ
は
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ん称

が
欲
し
い
か
ら

で
す
か

は

 
恐
る
恐
る

疑
念
を

わ
に
し
た
そ
の
問
い
に

思
わ
ず
声
を
裏
返
す

 
心
境
は
不
快
の
一

に

き
た

の
義
理
の
姉
は
知

て
い
る

だ
ろ

の
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
達
の
事
も

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

か
ら
の

間
達
が

き

ま
れ
て
い
る
か
ら
助
け
る

に
動
こ
う
と
し
て
い
る

レ
イ
ン
か
ら
報

も

て
い
な
い
し
な

そ

そ
の
報

は

お
金
で
す
か

ま
さ
か

 
複
数
の
依
頼
を

け
契
約
を
結
ん
で
い
る
身
で
は
あ
る
が

は
そ
の
報

と
し
て
金

を

要
求
し
た
事
は
一

も
無
い

束

士
だ
け
は
こ
ち
ら
が
断

て
も

時
の
間
に
か

を
作

て
振
り

ん
で
い
る
が

が
求
め
た
も
の
は

学
の
教

だ

た

そ
れ
も

め
今
の
依
頼
に

金

報

は
一
切
無
い

 

の
依
頼
へ
の
報

は

血

対
策
と
事

に
対
応
し
て
い
る
間
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
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を
外
さ
れ
な
い

の
対
策

 
レ
イ
ン
の
依
頼
へ
の
報

は

が
レ
イ
ン
に
求
め
た
報

は
た
だ
一
つ

・姉
・妹
・

・

・て
・

・う
・事

そ
れ
だ
け
だ

 
自
己

足
と

わ
れ
て
も
仕
方
が
無
い
た
だ

き
同
然
の
報

か
ら
た
だ

き
に

し
い

か
ら
こ
そ
サ

ビ
ス
と
し
て
追
加
労

す
る
事
に
も

い
は
無
か

た

が
欲
し
い
と
思

う
も
の
を
得
る

な
の
だ
か
ら

 
再
び

し

る
中
継
カ
メ
ラ

 

が

れ
た
と
こ
ろ
で

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

コ

ル
の
反
応
が
あ

た

す
ま
な
い

キ
リ
ト
君

対
応
に
追
わ
れ
て
気
付
け
な
か

た

 

専

の
コ

ル
ウ

ン
ド
ウ
か
ら

こ
え
て
来
た
の
は

今
で
も
あ
ま
り

き
な
れ
な
い

現
実
の

場

の
声
だ

た

聖
騎
士
だ

た

よ
り

分
か
ト

ン
の

い
男
の
声
に
中

継
カ
メ
ラ
の
女
性
が
声
を
上

る
が

も

場
も
そ
れ
を
無

し
た

そ
れ
は
い
い

そ
れ
よ
り
こ
の
ま
ま
だ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ
ク
ス
チ

す
ら
も
取
り

ま
れ
る
ぞ

分
か

て
い
る

こ
ち
ら
も
対
応
策
を

し

一
つ
だ
け
見
出
し
た

も
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
ラ
ス
ボ
ス
の

ボ

ナ
ス
に
あ

た

死

果
は
使
え
な
い
か
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Ｓ
Ａ
Ｏ
の
真
の
ラ
ス
ボ
ス

ア
ン
・
イ
ン
カ

ネ
イ
テ

ン
グ
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ
デ

ウ
ス

を
倒
し
た
時
に
手
に
入
れ
た

ボ

ナ
ス
は
一
本
の

手
片
手

剣

銘
は
終
焉
へ
とい

ざ
な誘

う

剣

Ｓ
Ａ
Ｏ
ら
し
か
ら
ぬ
銘
で
は
あ
る
が
そ
の

果
は
文

り
の
も
の

理
由
は
フ

ス
デ
ス

と
い
う
特

果
に
あ

た

 
そ
の

果
は
攻
撃
を
ヒ

ト
さ
せ
れ
ば

が
モ
ン
ス
タ

で
あ
れ
ば

だ
ろ
う
と
ボ
ス

だ
ろ
う
と
一
撃
で
殺
す

 

一
プ
レ
イ

に
対
し
て
は

死

果
が
発

さ
れ
な
い
も
の
の

の
攻
撃
力
も
恐
ろ
し

く
高
い
剣
だ

た
の
で

気
に
な
ら
な
い
超
高
性
能
武
器

 
そ
れ
を

神
に
な

た

セ
ブ
ン
に
使
え
な
い
か
と

え
て
い
た

 
す
る
と

場
は

流

だ
な

と
感
心
し
た
よ
う
に
声
を
返
し
て
く
る

こ
ち
ら
も
そ
れ
を

え
て
い
た

が
問

が
あ
る

あ
の
剣
の

死
対

に
プ
レ
イ

は

ま
れ
な
い
事
フ

ル
ド
オ
ブ
ジ

ク
ト
も
対

外
で
あ
る
事
そ
し
て
そ
こ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ

で
無
い
点
だ

死
判
定
に
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
も
の
だ
か
ら
な

 
今
の
セ
ブ
ン
が
プ
レ
イ

で
あ
る
か
は
か
な
り

な

だ

モ
ン
ス
タ

の
デ

タ
も
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じ

て
い
る
の
で
ギ
リ
ギ
リ
対

に
入
れ
ら
れ
そ
う
な
気
も
す
る
が
プ
レ
イ

も
数
千
人
は

き

ん
で
い
る
以
上

判
定
外
を

け
る
可
能
性
も

分
に
存
在
す
る

 
そ
し
て

終
焉
へ
と
誘
う
剣

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
由
来
の
も
の

 
浮
遊
城
を
制
覇
し
た
後
の
三

月
さ
ま
よ

た
エ
リ
ア
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
新

作
成
し
て
い
た
モ
ン
ス
タ

ば
か
り
で
全
く

死

果
を
発

し
な
か

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
正
式

サ

ビ
ス
開
始
時
点
で
実

さ
れ
て
い
る
モ
ン
ス
タ

に
し
か
反
応
し
な
い
以
上
ア
レ
が
Ａ
Ｌ

Ｏ
で
正
し
く

果
を
発

す
る
と
は
自
分
も
思
え
な
か

た

な
の
で
現
在
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ

ド
を
剣
の
デ

タ
に
入
力
し
て

死
判
定
を
広

て
い
る
真

最
中
だ

ど
の
く
ら
い
で
出
来
る

お
よ
そ
十
五
分

思

た
よ
り
速
い
な

 
推
定
予

時
間
を

い
て

線
を

大
化
し

け
る

神
に
向
け
る

で
も

先
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
自
体
が
取
り

ま
れ
る
な

 
も
う

す
ら

み
上

身
は

気
で
見
え
な
く
な

て
い
る

ど
の

大
さ
を
見
て
そ
う
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確
信
す
る

だ
ろ
う
な

と

場
の

静
な
同
意
が
帰

て
来
た

だ
か
ら
発
想
を
逆
転
さ
せ
る

い

そ
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

め
て

収
さ
せ

い
で
初
期
化
さ
れ
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

へ
君
と
七
色
君
を

す

コ

ド
転
写
時
間
が
予
想
よ
り
速
い
の
は
そ
れ
で
か

あ
あ

最
初
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ

ル
ダ
に
入

て
る
デ

タ
コ

ド
を
全
部
コ
ピ

す
れ
ば
い
ち
い
ち
彼
女
の
ア
バ
タ

に
対
応
す
る
よ
う
変
え
な
く
て
も
済
む
か
ら
ね

剣
に
は

最
初
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
コ

ド
も

ま
れ
て
い
る

フ

ル
ド
と
プ
レ
イ

オ
ブ
ジ

ク
ト

コ

ド
を
追
加
し
て
し
ま
え
ば

残
る
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ

ド
だ
け
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

せ
ば

然
そ
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ

ス
を

収
し
始
め
る
だ
ろ
う

が
あ
の
剣
は

Ｓ
Ａ
Ｏ

だ

追
加
す
る
コ

ド
の
数
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
そ
れ
に

べ
れ
ば
ま
だ

少
な
い

そ
し
て
最
初
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
存
在
す
る
全
て
の
コ

ド
を

死
対

と
し
て

突

ん
で
し
ま
え
ば
話
は
更
に
速
く
な
る

 

常
な
ら
そ
う
な
る
前
に
止
め
よ
う
と

え
る

だ
が
そ
こ
を

え
て
逆
転
さ
せ
全
て

収
し
て
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
は

や
は
り

の
回
転
が
速
い

 

も
フ

ス
デ
ス
の

果
を

す
る
事
ま
で

え
て
い
た
が
そ
こ
止
ま
り
だ

た
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な
る

ど

そ
れ
な
ら
い
け
る
か

そ
れ
が
出
来
る
の
は
君
だ
け
だ

や

て
く
れ
る
か
ね

よ
り
そ
の
つ
も
り
だ

だ
が
そ
れ
で
も
剣
の

よ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
終
わ
る
方
が
速
い
問

が
あ
る

そ
こ
は
ど
う
す
る

そ
こ
も

君
に
頼
る
し
か
な
い

す
ま
な
い

 

し

な
さ
そ
う
な
声
に
思
わ
ず
苦

す
る

声

は
違
う
の
に
聖
騎
士
の

と
同
じ
イ
ン

ト
ネ

シ

ン

あ
の

を
思
い
出
し
て
し
ま

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た

か
ら
ず

と
だ

た
だ
ろ
う

今
更
気
に
し
な
く
て
良
い

す
ま
な
い

 
再

り
出
す
よ
う
な

罪

で
は
こ
れ
か
ら
君
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

す

数
分
後
に
は
彼
女
も

武
運
を
祈

る 
そ
れ
を
最
後
に

ウ

ン
ド
ウ
は

じ
ら
れ
た

間
を

か
ず
ア
バ
タ

が
光
に

ま
れ

始
め
る

な
い
の
で
す
ね
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そ
こ
で
最
初
を

い
て

信
中
は

を
保

て
い
た
中
継
キ

ス
タ

が
声
を
掛
け
て

来
た

最
初
よ
り
も

ち

い
た
声

ど
ん
な
心
境
の
変
化
が
あ

た
か
知
ら
な
い
が
良
い

事
な
の
か
も

と
思

て
お
く
事
に
し
た

 
そ
の
声
で
問
わ
れ
る

怖
く
な
い
の
で
す
か

と

デ
ス
ゲ

ム
が
行
わ
れ
た
サ

バ

へ

る
の
に

こ
れ
は

デ
ス
ゲ

ム
最
初
期
の

か
ら
そ
う
な
ん
だ
が

 
光
に

ま
れ

界
が

れ
て
い
く
中

正
面
に

を
取

て
来
た
カ
メ
ラ
を
見

え
る

目
の
前
で

か
が
死
ぬ
の
を
見
る
の
も
ま
た

間
を
守
れ
な
い
の
も
二

と
ご
め
ん
だ
か

ら
な

 

そ
の

葉
を
最
後
に

完
全
に
光
に

ま
れ

 

は
妖
精
郷
か
ら

を
消
し
た
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・
終
焉
へ
とい

ざ
な誘

う
剣

 
名
前
は
コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ
出

 

手
剣

い
だ
が

本
作
で
は
聖
剣

魔
剣
と
同
じ
く

手
片
手

剣

 

オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル
に
登
場
し
た
百
層
ボ
ス
を

し
た
後
天
か
ら

ち

て
キ
リ
ト
の
手
に
収
ま
り
コ
ン
サ

ト
会
場
に
現
れ
た
キ
リ
ト
が
ゲ

ム
ボ
ス
を
一
撃
で
倒
し

て
い

た

に
使
わ
れ
た

大
な
剣

 
フ

ス
デ
ス
と
は
原

ゲ

ム
ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
の
一
千
層
迷

オ

ラ
ク
ル
ズ
・
リ
メ
イ
ン
最

で
手
に
入
る
武
器
に
付
与
さ
れ
て
い
る

果

一
人
プ
レ
イ
時
の

み

を

死
さ
せ
ら
れ
る
が
そ
れ
以
外
の
特

果
は
無
く

リ
ジ

ネ
な
ど
の
付
与

果

が
も
の
を

う
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
で
は

使
わ
れ
な
い

と
い
う
よ
り

フ

ス
デ
ス

武
器
を
手
に
入
れ
た
時
点
で
こ
れ
に
頼
る
の
は
オ
ラ
ク
ル
ズ
・
リ
メ
イ
ン
内
部
の

だ
け
だ

ろ
う

ピ

ク
投

に
も

死

果
が
付
与
さ
れ
る
の
で
サ
ク
サ
ク
進
め
る
よ
う
に
な
る
が
エ

ン
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
制
覇
の
証
で
あ
る
コ
レ
を
手
に
入
れ
た
時
点
で
進
む
も

も
無
い

 
本
作
で
は

ボ
ス
を
倒
し
た
キ
リ
ト
が
入
手
し
て
い
た
が

と
り
取
り
残
さ
れ
た
三

月

間
で
使
う
機
会
に
は

ま
れ
な
か

た
ら
し
い

本
文
で
あ
る
よ
う
に

死
対

の
コ

ド
が
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さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
は

果
が
無
か

た
よ
う
だ

 
し
か
し
今
回

し
た
セ
ブ
ン
を
止
め
る

の

と
し
て
日
の
目
を

び
る
事
が
決
ま

た

 
ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

る
間
に
コ
レ
を
使
う

振
り
が
無
か

た
の
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
デ

タ
に
対
応

し
て
い
な
い
か
ら
だ

た

  
・

神
セ
ブ
ン

 
た
だ
そ
こ
に

る
だ
け
で
世
界
を
破
壊
し
喰
ら
い
己
の
リ

ス
へ
と
還

す
る
原
初
の

人
 
最
後
の
方
は
全
⻑
だ
け
で
一
万
キ
ロ
に
届
き
か
ね
な
い

ど

大
化
し
て
い
る

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
す
る
た
め
の
感
情
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

を
バ
グ
ら
せ

そ
の
感
情
の
矛
先
で
あ
る

だ

た
セ
ブ
ン
に
多
大
な
負

が
か
か
り

ア
バ

タ

と

備
品
が
バ
グ
に
冒
さ
れ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

練

ご
と
の
継
承
や
遠
隔

信
に

さ
れ
る

飾
り
の

果
が
バ
グ
り

の
プ
レ
イ

や
モ
ン
ス
タ

フ

ル
ド
な
ど
の
オ
ブ

ジ

ク
ト
リ

ス
を

限
な
く

収
し
始
め
た

に

生
し
た

人

 
本
人
は
高
ま
る
力
と
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に
よ
り

さ
れ
て
い
く
演

能
力
の
全
能
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感
に

り

を

け
て
お
り

世
界
を

収
し
て
い
る
事
に
も
気
付
い
て
い
な
い

 
夜
や

の
テ
ク
ス
チ

を
喰
ら
い

収
し
た
時
セ
ブ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

の
容

限
界

ま
で
リ

ス
を

め
た
事
に
な
る

 

裏
ボ
ス
で
あ
る
原
初
の

人
ユ
ミ
ル
と
い
う
超

大
ボ
ス
も

収
し
て
い
る
の
で

大
化
が
速
い

 
原

ゲ

ム
だ
と
機

的
な
ボ
ス
の
見
た
目
に
な

た
が
今
話
の
セ
ブ
ン
は
見
た
目
は
そ
の

ま
ま
に

大
化
だ
け
し
て
い
る
状

た
だ
し
目
は
イ

て
い
る

 
イ
ン
フ

テ
・
モ

メ
ン
ト
の
ボ
ス
ホ
ロ
ウ
・
ス
ト
レ
ア
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
る
人

の
感
情
に
よ
る
エ
ラ

と
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
さ
せ
な
い
意

思
に
よ

て
エ
ラ

ボ
ス
と
化
し
た
存
在
だ

た

今
話
の
セ
ブ
ン
は
そ
れ
と
同
じ
状

に

か
れ
て
い
る

 
ス
ト
レ
ア
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
人
の
感
情
を
集
め
る

ナ

の

目
を

て
お
り
セ
ブ
ン

は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

と
し
て
同
様
の

目
を

た
の
で
今
話
の
事

に
発
展
し

た 

ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
バ
グ
を

発
し
て
い
る
の
は
自
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動
修
正
機
能
を
止
め
て
人
力
対
応
中
だ
か
ら
で
あ
る

第
八
章

文
武
の
才
覚

よ
り

  
・
キ
リ
ト

 
実
は
妖
精
郷
に
生
き
残

て
い
る
最
後
の
プ
レ
イ

 
義
姉
ユ
イ
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
秘
密
が
あ

て

触
し
た
ま
ま
明
か
し
て
い
な
い
ス
ト
レ
ア
ヴ

ベ
ル
な
ど
の

や
己
の
分
裂
人
格
な
ど

と
か
く

感
情

を

た
事

に
多
く

わ

て

い
た
た
め

人
一

そ
れ

の
事
に

く
な

て
い
る

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
に

に
解
説
し
て
い
る
が
専

語
を
出
来
る
だ
け

け
て

人

で
も
分
か
る
よ
う

み

い
て
説
明
し
て
い
る

り

根

こ
が

直
な
と
こ
ろ
が
出
て
い
る

 
ち
な
み
に
解
説
し
た
理
由
は

く
な
い

を
探
ら
れ
た
く
な
い
か
ら

八
百
⻑
と
疑
わ
れ

る
の
は

だ
か
ら
解
説
し
て
お
り

称

を

け
た
い
か
ら
対

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と

い
う

の
問
い
に
対
し
て
は
本
気
で
不
快
感
を
示
し
て
い
る

 
キ
リ
ト

点
だ
と
平
然
と
し
て
い
る
が
ヴ

ベ
ル

点
か
ら
だ
と
分
か
る
よ
う
に
キ
リ
ト
も

が
無
く
な

て
い
る

 
レ
イ
ン
の
依
頼
に
対
す
る
報

が
姉
妹

て
心
か
ら

う

つ
ま
り

せ
な
未
来
を
得
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る
事
で
あ
り
そ
の
た
め
に
サ

ビ
ス
に
全
力
を

ぎ

ん
で
い
た

り
ど
う
あ

て
も
他

人
の

せ
が
自
分
の

せ

主
義
な
人
間
で
あ
る

  
・

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

 
未
来
か
ら
キ
リ
ト
を
生
か
す

だ
け
に
や

て
来
た
義
姉
ユ
イ
の
成
れ
の
果
て

 
義
弟
に
対
し
壊
れ
た
ら
い
い
と
思

た

バ
イ
や
つ

密
に
は
壊
れ
れ
ば

め
る
の

に
と
い
う
思
い
か
ら
来
る
も
の
な
の
だ
が
だ
か
ら

て
壊
れ
た
り
狂
え
ば
い
い
と
思
う

り

ヴ

ベ
ル
も
根
本
的
に
ど
こ
か
お
か
し
い

そ
れ
で
も

身
的
な
の
は
彼
女
な
り
の
愛

え
だ

 
内
心

一
の
共

者
で
あ
る
事
を
喜
ん
で
い
る

く
は
は
は

 
で
も
今
回

い
て
い
か
れ
て
る
哀
し
い
ヒ
ト

 

き

ま
れ
た
ら
ヴ

ベ
ル
の
存
在
と
過
去
が
知
ら
れ
か
ね
な
い
か
ら
仕
方
な
い
ネ

  
・

場

 
本
作
に

け
る
苦
労
人

 
後

と
も

え
る
少
女
の
せ
い
で

し
さ
マ

ク
ス
に
あ
る
哀
し
き
天
才

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
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キ
リ
ト
に
対
し
す
ま
な
い
を

発
し
て
い
た
が

分
は
キ
リ
ト
自
身
か
ら

を
突

ん

で
い
る
事
で
あ
る

 
キ
リ
ト
を
し
て

え
付
か
な
か

た
逆
転
発
想
を

き
出
し
た

り
で
天
才
の
格
を
見
せ
付
け

た

で
も
結

キ
リ
ト
を
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

 
天
才
と

わ
れ
よ
う
と
万
能
で
は
な
い
点
が
人
間
ら
し
い
と
は
天
災
の

 
ち
な
み
に

場
個
人
と
し
て
は
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の
事
を

て
い
な
い

と
つ

間
違
え
ば
彼
が
そ
う
だ

た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
感
情
の
方
が
大
き
く
そ
れ
が
今
回
彼
女

だ

た
だ
け
だ

と
い
う
認
識
で
あ
る

  
・
生
中
継
キ

ス
タ

 
女
性

原
作
ア
ニ
メ
バ
レ

ト
・
オ
ブ
・
バ
レ

ツ
の
中
継
で
出
て
い
た
キ

ス
タ

を

イ
メ

ジ
す
る
と
速
い

 
予
想
外
の
展
開
に
理
解
が
追
い
付
い
て
い
な
い
が

キ
リ
ト
の

人
に

し
い
解
説
に
よ
り

そ
把
握
出
来
た
の
は
や
は
り
ゲ

マ

で
も
あ
る
か
ら
か

 
キ
リ
ト
に
本
気
で
不
快
感
を

か
せ
る

問
を
し
た
の
は
信
じ
切

て
い
た
七
色
へ
の
不
信
感
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が
影

し
て
い
る

別
に
キ
リ
ト
が

だ
か
ら
と
か
ビ

タ

だ
か
ら
と
か
し
た

で
は

な
い

そ
の
た
め

最
後
の
方
は
感
心
し
な
が
ら
話
し
掛
け
て
い
た

 

忘
れ
て
は
い
け
な
い
が
中
継

像
は
キ
リ
ト
の
発

全
て
を
全
世
界
放
送
し
て
い
る
し

ア

カ
イ
ブ
に
も
残
る
代
物
で
あ
る
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い
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ま
初の想い〜

 
第
四
十
二
章
 

い原
ま初

の
想
い

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

オ

ル
キ
リ
ト

 

数

約
九
千

 

戦
力
分

と

は
重
要
で
す

真

 
で
は
ど
う
ぞ

  

界
を

め

く
す
光
が
消
え
去

た
時

が

た
の
は

神
が

い

く
す
妖
精
郷
の
空

で
は
な
く

色
に

ま
る
無

の
空
だ

た

 
足

は
う

す
ら
と
見
え
る

明
の

が
彼
方
ま
で

り
巡
ら
さ
れ
て
い
る

ブ

ツ
の
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先
で
感
触
を
確
か
め
れ
ば
確
か
な

さ
が
帰

て
来
た

見
た
目
が
ガ
ラ
ス
な
の
で

れ
る
心

配
は
残
る
が
足
場
に

る
と
い
う
事
は
無
さ
そ
う
だ

と
は

え
あ
の

状

に
あ
る
セ
ブ

ン
は
フ

ル
ド
リ

ス
も

収
す
る
の
で

れ
よ
う
と

れ
ま
い
と
に

わ
ら
ず
空
に
放

り
出
さ
れ
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
が

 
と
ん
だ
事
に

き

ま
れ
た
も
の
だ
と

息
し
つ
つ
あ
ま
り
無
い

予
を
使

て
確
認
事

を
消
化
し
て
い
く

 

界
に
広
が
る
プ
レ
イ

の
確
認

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
緑
と
⻘
の
二
色
の
バ

が
あ

た

に
は
一
本
の
緑
の
ゲ

ジ
の
み
が
存
在
し
て
い
る

数
値
は
記

に
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
脱
出
直
前

の
も
の
と
同
値

プ
レ
イ

ネ

ム
の
部
分
に
は
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
の
フ

ン
ト
が
表
示
さ

れ
て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

は
初
期
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
ア
バ
タ

や

備
を
コ
ン
バ

ト
出
来
た
以
上
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
以
前
の

ま
ま
と
い
う
事
だ
ろ
う

 

し
に
人
差
し
指
と
中
指
を
立
て
て

手
を
振
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
メ
ニ

が
呼

び
出
さ
れ
る
が

手
は
た
だ
虚
空
を

い
だ
だ
け

 
今

は

手
の
指
を
振
る

す
る
と
ち
り
り
ん
と
い
う

快
な

の

を

て
記

に
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あ
る

り
の
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た

 
お
よ
そ
三

月
ぶ
り
と
な
る
Ｓ
Ａ
Ｏ

メ
ニ

を

め
た
限
り
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
は

記

り

 
し
か
し
違
い
も
あ

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
脱
出
す
る
時
に
持

て
い
た
ア
イ
テ
ム

は

消
失
し

て
い
る

ス
ト
レ

ジ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
入
手
し
て
い
た
も
の
ば
か
り
だ

コ
ン
バ

ト
の
制
限

か

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
無
か

た

が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
あ

た
事
も
あ
る

ア
イ
テ
ム
と
は

ゲ

ム

世
界
に
由

来
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
サ

バ

を

す
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に

か

ら

載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い

ゲ

ム

に
仕
様
が
異
な
る
部
分
は
引
き
継
が
れ
な
い
の

だ
ろ
う

 

に

て
し
ま
え
ば

Ａ
Ｌ
Ｏ
が

を
正
せ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
コ
ピ

ゲ

ム
だ
か
ら

と

い
う
結
論
に
行
き

く

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
無
い
要

あ
る
い
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
無
い
要

の

換
性
は
無
く
ス
テ

タ
ス
そ
の

も
の
は
ど
ち
ら
に
も
あ
る
か
ら

換
が

い
て
い
る

備
が
引
き
継

て
い
る
の
も
同
様

ス

キ
ル
も

今
で
こ
そ
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は

ド
ス
キ
ル
が
あ
る
か
ら
存
在
し

け
て
い
る
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し
か
し
思

た

り
魔
法
ス
キ
ル
は
全
て
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
か
ら
消
失
し
て
い
る

魔
術

の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
リ
ス
ト
に

し
て
も
同
じ

作
成
し
て
い
た
魔
術
の
大

は
セ
ブ
ン
と
三
刃
騎

士

に
対
抗
し
て
攻
略
を
進
め
る

の
手

だ

た
か
ら
も
う

ど
必
要
な
い
も
の
で
は
あ

る
の
だ
が
中
に
は
仕
様
の
穴
を
突
く
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
で
作
成
し
て
い
た
セ

ト
物
も
あ

た
か
ら

そ
れ
ら
が
全
て
消
失
し
た
と
な
る
と
一

の
物
悲
し
さ
は
去
来
す
る

 
し
ば
し
未
練
が
ま
し
く
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
を

め
た
後

息
を

い
て
メ
ニ

を
全
て

じ
る

 

備
の
確
認
は

ス
ト
レ

ジ
に
収
ま

て
い
る
ア
イ
テ
ム

を
確
認
し
た
時
に
終
え
て
い

た

備
ス
ロ

ト
に
も
主
武

が
セ

ト
さ
れ
て
い
る
事
は
確
認
済
み
で
あ
る

さ
て

ど
う
し
た
も
の
か

 

を
組
ん
で
悩
む

 
悩
ん
で
い
る
の
は
時
間
の

ぎ
方
に

し
て

 

場
が

た
コ

ド
転
写
完
了
ま
で
の
推
定
時

は
十
五
分

し
か
し
最
後
に
見
た

神
セ

ブ
ン
の

大
化
速

を

み
る
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

が
完
全
に

ち
る
ま
で
あ
と
数
分
足
ら
ず

と
い
う
と
こ
ろ
だ

た

⻑
く
て
十
分
は
こ
ち
ら
で

が
時
間
を

ぐ
必
要
が
あ
る
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し
か
し
直

攻
撃
は
出
来
な
い

そ
れ
で
は

こ
ち
ら
の
ア
バ
タ

リ

ス
を

収
さ
れ

あ
の

体
の
一
部
に
さ
れ
て
し
ま
う

 
魔
法
と
魔
術
は
な
い

イ
メ

ジ
に
よ
る

の
属
性
攻
撃
は
無
か
ら
リ

ス
を
生
み
出
し
攻
撃
す
る

の
も
の
な
の
で
残
弾
を
気
に
し
な
く
て
良
い
が
使
え
ば
使
う

ど

ア
レ
の

大
化
を
進
め
る
だ
ろ
う

 

る

色
の

に
触
れ
た
時
が

の
最
後
で
あ
り
同
時
に
全
て
が
終
わ
る
と

て
も
過

で
は
な
い

 
ア
レ
を
止
め
ら
れ
な
か

た
時
昏

状

に

て
い
る
み
ん
な
が
ど
う
な
る
か
は
定
か
で

は
な
い

遠
に
目
覚
め
な
い
可
能
性
だ

て
あ
る

し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
意

を
持

て
ネ

ト
ワ

ク
上
を
動
き
回
る
よ
う
に
な

て
情
報
化

会
と

わ
れ
て
い

る
現
代
を

れ
回

た
ら
目
も

て
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

無
論

躍
し
た

え
で
あ
る
事
は

め
な
い
が

同
時
に

定
出
来
な
い
話
で
も
あ
る

 
今
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
セ
ブ
ン
の
ア
バ
タ

と
彼
女
の

の
演

能
力
を

に
し
て
い
る
か
ら
Ａ

Ｌ
Ｏ
に

ま

て
い
る
だ
け
で
あ
る

 
そ
の

を
喪

て

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が
存
在
し

け
た
ら
あ
ら

る
回
線
を
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し
て
ネ

ト
ワ

ク
を

す
る
電
子
の
亡
霊
と
化
す
か
も
し
れ
な
い

 
命
を
直

危
ぶ
ま
れ
る

で
は
な
い
が

現
実
世
界
が
大

乱
に

れ
ば
自
分
と
て

る

 
そ
れ
に

そ
ん
な
事
に
な
れ
ば
あ
の
姉
妹
が

う
未
来
は

遠
に

 

と
る
よ
う
じ

の

  

突
然

背
後
に
気
配
が
生
ま
れ
る

 
掛
け
ら
れ
た
声
は
少
女
の
も
の

し
か
し
声

は

ち

き
払

た
も
の
で

成
を
思
わ

せ
た

ど
こ
か

し

な

み
を
持

て
い
る

 
記

し
て
い
る
中
で
一
人
だ
け
そ
れ
に

す
る
人
物
が

た

 
振
り
返
れ
ば
数
メ

ト
ル
先
の

に
少
女
が

た

少
女
と

て
も

よ
り
数
セ
ン
チ

高
い

人
形
の
よ
う
に
整

た
容

の
少
女
は

ベ
ル
ベ

ト
様
の
光

が
あ
る
黒
い
ロ

ブ

と
同
じ

の
大
き
な

子
を

て
お
り

学
者
然
と
し
て
い
る

子
の
縁
か
ら

く

色
の

き

や
ミ
ル
ク
色
の

は

し
い
も
の
だ

 

よ
り

的
と

え
る
の
は

彼
女
の
眼
だ
ろ
う

に
ち

こ
ん
と
載
る

眼

の
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⻑
い
ま
つ

に
縁
ど
ら
れ
た
髪
色
と
同
じ
ブ
ラ
ウ
ン
色
の

に
は

み
の
大
人
を
超
え
る
知
識

と

を
感
じ
さ
せ
る
色
合
い
が
あ
る

 
容

の

さ
と

練
な

と
い
う
矛
盾
し
た
特
徴
を
持
つ
少
女
は

か
に

み
を
浮
か

べ

を
見
て
い
た

 
そ
の
人
物
は

や
は
り

が
知
る

手
だ

た

カ

デ

ナ
ル
か

 
カ

デ

ナ
ル

 

機

と
い
う
意
味
を
持
つ

語
だ
が
こ
の
場
合
の
呼
び
名
が
指
す
意
味
は
そ
れ
で
は
な
い

 
か
つ
て
デ
ス
ゲ

ム
の
舞

と
な

た
世
界
を
運

し
て
い
た
カ

デ

ナ
ル
・
シ

ス
テ
ム

そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
し
て
全
て
の
リ

ス
を

る

点
で
あ
る

こ
と
仮
想
世

界
に

い
て
は
神
と
同

の
存
在
だ

彼
女
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
人
を
活
か
す
事
も
殺
す

事
も

世
界
を

遠
に

と
ざ

す
事
す
ら
出
来
て
し
ま
う

 
し
か
し

そ
の
よ
う
な
無

な
行

を

彼
女
は
決
し
て
行
わ
な
い

 
あ
ら

る
事
情
に
対
し
て
平

な
対
応
を
す
る
の
が

で
あ
り
シ
ス
テ
ム
だ

ヒ
ト
の
形
を

取
り
感
情
を
思
わ
せ
る

を
取

て
い
て
も
そ
の
根

は
ど
こ
ま
で
も
矛
盾
無
き
演

結
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果
に

づ
い
て
い
る

 
そ
う
思
わ
せ
な
い
の
は

や
は
り
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
を
備
え
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

お
よ
そ
二
か
月

ぶ
り
か

お
主
が
ま
た
こ
こ
に
来
る
と
は
思

と
ら
ん
か

た
よ

 
ク
ス
ク
ス
と

み
を
浮
か
べ
て
の

葉

再
会
を
祝
す

ぶ
り
で
は
あ
る
が
そ
れ
が
本
心
で

は
な
い
事
を

は
知

て
い
る

 
カ

デ

ナ
ル
に
と

て
至
上
の
存
在
は

場

で
あ
る

己
を
作
り
上

た
創

主

を
こ
そ
カ

デ

ナ
ル
は
絶
対
の
存
在
と
し
て

ぎ
そ
れ
以
外
を
己
よ
り
下
と
し
て
見
定
め
て

い
る

の
事
も
彼
女
に
と

て
は

で
し
か
な
い

仮
想
世
界
へ
来
る

場

以
外

の
人
間
全
て
が
彼
女
に
と

て
は

し
く

だ

 
そ
の
事
実
を

は

よ
く
知

て
い
た

 
じ
ね
ん

自
然

少
女
の
カ
タ
チ
を
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
の
眼
が

く
な
る

と
て

に
来
る
と
は
思

て
い
な
か

た

だ
が

状
況
が
状
況
だ
か
ら
な

 
ど
う
せ
事
の
経

は
把
握
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と

ま
せ
て

え
ば
じ

ろ
う
な
と
し
た

り

で
カ

デ

ナ
ル
は

い
た

事
の

し
さ
い

は

の
コ
ピ

か
ら

い
と
る
よ

あ
あ
ま
で
感
情
が

大
化

す
る
と
は
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に
恐
ろ
し
き
は
人
の
欲
望
よ
な

 
ま

た
く
恐
ろ
し
い
と
思

て
い
な
い
よ
う
な

で

う
カ

デ

ナ
ル

な

線
を
向

け
て
い
る
と

を

え
て
い
る
か
イ
マ
イ
チ

み
取
れ
な
い

が

を

い
て
来
た

と
も
あ
れ

お
主
は
ア
レ
を

め
る

に

に
来
た
の
じ

ろ
う

 
な
に
か
策
は

え

と
る
の
か無

い
と
知

て
る
ク
セ
に
し

あ
し

あ
と

コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
の
情
報
を

み
取

て
い
た
な
ら

の
思

も

み
取

て
る
ん
だ
ろ
う

す
ま
ぬ
な

こ
う
し
て
ヒ
ト
と
会
話
を
す
る
機
会
な
ど
無
か

た
の
で
な

つ
い

思心
が

躍

て
し
も
う
た

 

か
ら
見
れ
ば

の
な
い

み
で

う

許
せ
と

く

う
そ
れ
に

意
が

め
ら
れ
て

い
な
い
の
を
感
じ
つ
つ

い
ち
い
ち
反
応
し
て
い
て
は
話
が
進
ま
な
い
た
め

流
す
事
に
し
た

と
も
あ
れ

策
じ

が

に

が
あ
る
ぞ

と
一
つ
に
な
れ
ば
い
い

意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

 

そ
う
に

て
の
け
る
が
理
解
の

を
越
え
て
い
る
内
容
に

を

さ
え
る

Ｓ
Ａ
Ｏ

を
生
き
て
あ
る
程

の
回
転
が
速
く
な

た
自
負
は
あ
る
が
そ
も
そ
も

の
発
想
は
独
創
性
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に
欠
け
た

弱
な
も
の

前

や
人
の
後
追
い
で
な
い
事
に
対
す
る
理
解
力
は
か
な
り

い
方
で

あ
る

 
も

と

み

い
て
く
れ
と
目
で

す
と
仕
方
な
い
の

と
ど
こ
か

し
そ
う
な

み
で

応
じ
て
来
た

あ
の
小

が
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
や
ら
の
世
界
を

み

め
て
い
る
の
は
小

を
中
心
に

き

こ
る

感
情
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が

の
コ
ピ

を
バ
グ
ら
せ
掌
握
し
て
お
る
か
ら
じ

な

ら
そ
れ
と
同
じ
事
を
す
れ
ば
い
い
の
は
道
理
じ

ろ
う

 
極
論

さ
え
守
ら
れ
る
な
ら
お

主
が
取
り

ま
れ
る
事
も
な
い

時
間

ぎ
の

が
出
来
る
よ
う
に
な
る

あ
の

親天
才
に
し
て
こ
の

子

あ
り
だ
な

あ
ま
り

め
て
く
れ
る
な

 
は
に
か
み

誇
ら
し
そ
う
に
す
る
カ

デ

ナ
ル

 
そ
れ
を

目
に
カ

デ

ナ
ル
の

が
ど
う
か
を
思

す
る

セ
ブ
ン
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
リ

ス

い
て
は
コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
を
掌
握
し
て
い
る
な
ら
ば

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
・
カ

デ

ナ
ル
を
取
り

み
対
抗
す
る
事
で
時
間
を

る
と
い
う
話

こ
れ
は
か
つ
て

ア
カ
ウ
ン
ト
で

き
勝
手
し
て
い
た

郷
を
止
め
る

に
プ
レ
イ

の
中
で
突
出
し
て
い
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ま
初の想い〜

た
存
在

自
分
に
カ
ウ
ン
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
を

け

権
限
を
無

化
し
た
事
を
な
ぞ

て
い
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル
を
ぶ
つ
け

る

な
る

ど

道
理
だ

イ
レ
ギ

ラ

に
は
イ
レ
ギ

ラ

を
ぶ
つ
け
る
か

だ
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は

ど
う
す
る

ア
レ
は

と
な

た
人
間
の
感
情
で

さ
れ
た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

と
異
な
る
も
う
一
つ
の
演

シ
ス
テ
ム

し
か
も
コ
ピ

と
は

え
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
カ

デ

ナ

ル
・
シ
ス
テ
ム

を

配
下
に

き

け
て
い
る

と
一
つ
に
な

た
と
こ
ろ
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
・
カ

デ

ナ
ル
を
守
る
事
に
は
繋
が
ら
な
い
と
思
う
が

 
サ

バ

の
演

シ
ス
テ
ム
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
力
で

殺
で
き
る

 
だ
が
そ
も
そ
も
サ

バ

を

す
る
シ
ス
テ
ム
を
掌
握
し
た
と
こ
ろ
で
己
の
ア
バ
タ

に

デ

タ
を
取
り

む
事
は
不
可
能
だ

仮
に
そ
れ
が
出
来
る
な
ら

ア
バ
タ

は

の
フ

ル
ド
や
ム

ビ
ン
グ
オ
ブ
ジ

ク
ト
の
全
て
を
取
り

め
る
理

に
な
る

そ
れ
が
不
可
能
で
あ

る
以
上

常
の
シ
ス
テ
ム
で
は
行
え
な
い
と
い
う
事
で
あ
り
バ
グ
を
生
じ
て
い
る
と

え
る

そ
の
バ
グ
を
引
き

こ
し
て
い
る
の
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

今
回
の

の
根
幹
だ
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人
の
感
情
に
よ

て

さ
れ
た
事
で
無
限
の
成
⻑
と
情
緒
性
を
有
し
た

一
性
に
欠
け
た

食
型
演

シ
ス
テ
ム

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

セ
ブ
ン

の
演

シ
ス
テ
ム
は

コ
ピ

・

カ

デ

ナ
ル

だ
け
で
は
な
い
の
だ

 
し
か
し
今
の

に
味
方
し
て
い
る
の
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル

と
つ

 

格
か
つ

正
な
演

を
こ
そ

と
す
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
コ
ピ

と
は

え

配
下
に

か
れ
た
以
上
た
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
力
を

り
た
だ
け
で
は
二
の
舞
に
な
る
事

は

で
も
予
想
が
付
い
た

く

 

そ
の
思

を

ん
だ
ら
し
い

者
は

三
日
月
に

を
歪
め
た

 
浮
か
ん
だ
色
は
喜
悦

な

浮
か
ん
だ
か
は
分
か
ら
ず

な
目
を

は
向
け
る

そ
れ
を

真

向
か
ら

け

め
な
が
ら

喜
悦
を
浮
か
べ

け
て
い
て

忌

感
が

中
に
浮
か
ん
だ

 
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と

自
身
を

に
し
た
ホ
ロ
ウ
や
キ
リ
カ
を
構

成
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
パ
タ

ン
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
特
徴

を
引
き
継
い
で
い
る
と
い
う

つ
ま
り
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
達
の
思

を
あ
る
程

理
解
出
来
る

は

必
然
的
に

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
思

も
同
程

理
解
を
示
せ
る

な
の
だ
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ま
初の想い〜

 
し
か
し

分
か
ら
な
い

な
に
が

お可
か

し
い

 
分
か
ら
な
い
か
ら

葉
で
問
い
掛
け
る

 

を

さ
え
そ
の
上
で
も

い
を

ら
す

者
は
す
ま
ぬ
と

え
た
声
を
返
し
て

き
た無

知
は
罪
と

う
が

お
主
の
そ
れ
は
愛
ら
し
い
無

に
近
し
い
の

は

 
い
き
な
り
変
な
事
を

い
始
め
た
カ

デ

ナ
ル
に

乱
な
反
応
を
返
し
た
の
は
決
し
て
お
か

し
く
な
い

だ

文

を

せ
な
い
の
は
自
分
だ
け
で
は
無
い
だ
ろ
う

 
カ

デ

ナ
ル
は
気
分
を

し
た
風
も
無
く
く
す
く
す
と

み
を
浮
か
べ

け
る

し
ま
い

に
は
あ
の

こ

達
の
思

も
分
か
る
と
ま
で

い
始
め
る

カ

デ

ナ
ル
が

う
あ
の

こ

達

と
は

己
の
一
部
で
あ

た
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
達
の
事
だ
ろ
う

キ
リ
ト
よ

お
主
の
思

を
状
況
に

て

め
れ
ば

お
主
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を

持
た
な
い
と

て
い
る

じ

が

い
い
や

じ

断
じ
て
な

そ
の
気
に
な

て
い

な
い
か
ら
持

て
い
な
い
に
過
ぎ
ぬ
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根

は
の

達

ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
の
存
在
よ

 

を

う
の
か

と

わ
ん
ば
か
り
の
強
い

葉
で
返
さ
れ
る

人
の
精
神
的
問

を
解
決
す
る

目
を

て
い
な
が
ら
デ
ス
ゲ

ム
開
始
と
同
時
に

触
を

禁
じ
ら
れ
た
あ
の

こ

ら
が
な

そ
の
制
約
を
破

て
ま
で
お
主
に
近
付
い
た
か

お
主
が
持

て

い
た
光

生
と
死
の
世
界
に
対
す
る
克
己
心
に
あ
の

ら
が

か
れ
た
か
ら
じ

矛

盾
に

り
エ
ラ

を

め
て
い
た

を
揺
り
動
か
す
程
の
強
い
感
情
が
お
主
に
は
あ

た

己

の
世
界
を

さ
れ
た
我
が

以
上
の
強
い
想
念
が

あ
の

ら
を

き
付
け
た

 

者
が

に
立

た

 

線
は

か
ら
外
さ
れ
彼
方
に

く

色
の
太
陽
に
向
け
ら
れ
て
い
る

だ
が

て
い
る
も

の
は
そ
れ
で
は
な
い
と
悟
る

カ

デ

ナ
ル
が
認
め
た

の
想
念

そ
れ
が
引
き

こ

し
た
過
去
の
事

の
記
録
を

回
想
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

お
主
に
自
覚
は
無
か
ろ
う
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

と
小

が
名
付
け
た
ア
レ
を

お

主
は
過
去
に
一

は
体
現
し
て
お
る
よ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

第
七
十
五
層
ボ
ス
部

に

け

る
死
闘
で
な
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オ
リ
ジ
ン
・
リ

パ

と
の
戦
い
か

そ
ん
な
わ
け
無
か
ろ
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
モ
ン
ス
タ

の
程

で
お
主
は
強
い
感
情
を
呼

び

こ
さ
ん

 

が
向
け
ら
れ
る

 
分
か

て
い
る

だ

と

色
の

が

て
い
る

 

分
か

て
い
た

 
た
だ
そ
れ
を
認
め
た
く
な
か

た
だ
け

あ
の
時

い
て
い
た
感
情
は
ア
レ
は

実
の
兄

い
て
は
自
身
を

め
る
世
界
へ
の
強
い
憎
悪
と
殺
意
が
あ
の
世
界
を

べ
て
い

た

を
最
も
狂
わ
せ
た
の
じ

よ

 
明
確
に

葉
に
さ
れ
る

 
た
し
か
に
ア
キ
ト
に
対
す
る
殺
意
を

き
剣
を
振
る

た
時

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
一
番
感
情
的

に
な

て
い
た
よ
う
に
思
え
る

間
を
傷
付
け
た

郷
へ
の
怒
り
を
超
え
る

の
殺
意

実

兄
に
付
属
し
て
思
い
出
さ
れ
る
過
去
へ
の
憎
悪

 
あ
の
世
界
で

い
た

を
上
回
る
⻑
い
時
を
掛
け

み
重
な

た
憎記
悪

が

郷
へ
の
怒
り
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を
上
回

て
い
た

そ
れ
が

を
狂
わ
せ
バ
グ
を
引
き

こ
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
ラ
イ
ン
を

い
て
い
た

郷
達
を

き

み
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
無
か

た
デ

タ
の
流
入
で
更
に
バ
グ
が

き
転

の
ア
ク
テ

ベ

ト
デ

タ
や

存
ア
イ
テ
ム
デ

タ
に
不

合
を
生
じ
さ
せ
た

今
の
あ
の
小

と

が
違
う

そ

れ
は

 
ど
う
に
か

り
出
し
た
声
は

れ

え
て
い
た

 

分
か

て
い
た

 
あ
の
バ
グ
が
発
生
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

感
情
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
り
シ
ス
テ
ム
を
狂
わ
し

か
ね
な
い
事
を

郷
の

デ

タ
に
目
を

す
前
か
ら
あ
る
程

し
て
い
た

た
だ

郷

が
乱
入
し
た
の
が
原
因
だ
ろ
う
と

を

得
さ
せ
て
い
た
が

・

・故
・

・郷
・が
・乱
・入
・す
・る

・事
・に
・な
・

・た
・の
・か

と
い
う
問

は

ず

と

ぶ
ら
り
ん
の
ま
ま
だ

た

 
だ
か
ら

し
が
付
い
て
い
た

あ
の
出
来
事
が
あ

た
か
ら

は
お
主
に
目
を
付
け

郷
の

ア
カ
ウ
ン
ト
の
権
限
を
無

化
す
る
カ
ウ
ン
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
付
与
す
る
事
を
決
め
た

イ
レ
ギ

ラ

に
は
イ
レ
ギ
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ラ

を
ぶ
つ
け
る
事
が
最
良
じ

か
ら
な

 
ま
あ
ア
レ
が
無
く
て
も
そ
う
し
た
だ
ろ
う
が

と
カ

デ

ナ
ル
は
付
け
足
し
た

 

か
で
も
己
の
演

を
上
回
る
影

を

し
た
プ
レ
イ

に
目
を
付
け
る
な
ら
ユ
イ
達
の

プ
レ
イ

と

触
不
可
の
制
約
破
り
に

わ

て
い
た
時
点
で
そ
の

件
を

た
し
て
い
る

お
そ
ら
く
未
来
か
ら
来
た
ヴ

ベ
ル
の
世
界
線
で
は
そ
の
理
由
で
カ
ウ
ン
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
与

え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う

強

な
感
情
を

い
て

を
バ
グ
ら
せ
る

あ
の
小

は

万

十
万
と
い
う
人
間
の
意

思
を
集
め
制

で
き
な
く
な

た
結
果
あ
あ
な

た
が
お
主
は
違
う

制

で
き
な
か

た

点
は
同
じ
だ
が

お
主
は
た

た
一
人
で
バ
グ
を
引
き

こ
し
た

根

は
分
か

た
か

あ
あ

 
悔
し
い
が
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

郷
を
引
き

み
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
に
バ
グ
を
生

じ
さ
せ
た
原
因
が

と
り
の
感
情
な
ら
そ
の
気
に
な
れ
ば
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
構

す
る
事
が
出
来
る
事
に
な
る

 
だ
が

だ
か
ら
と

て

出
来
る
か
ど
う
か
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あ
の
時
と
は
状
況
が
違
う

手
が
違
う

リ

フ

達
を
昏

さ
せ
ら
れ
た
事
は
許
せ
な
い

が
そ
れ
も

し
て
動
け
な
か

た

へ
の
怒
り
が
強
い

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
に

く

感
情
は

秋
十
に

い
て
い
た
憎
悪
や
殺
意
に

し
な
い

 

は

自
己

が

い
人
間
だ

 
生
へ
の

が

く

そ
れ
を
代
償
す
る
よ
う
に
他
者
を
理
由
に
し
て
生
き
て
来
た

 
そ
の

他
者

に
な
り
得
る

手
が
七
色
で
は
強
い
感
情
を

き
様
が
な
い

 
あ
の
時
の
感
情
を
思
い
返
す
の
も

し
い

時
は
人
格
が
分
裂
し
て
い
て

な
殺
意
と

憎
悪
の
み
の
獣
が
存
在
し
て
い
た

守
護
的
な

や
本
能
の
シ
ロ
を

し
の
け
る
強
い
負
の

想
念
の

だ

た
獣

と
名
付
け
た
そ
れ
が
あ
の
バ
グ
を
引
き

こ
し
た
根
幹

の

だ

 
い
ま
の

は
人
格
を

合
し
復
讐
や
憎
悪
を
二
の

に
生
き
て
い
る

み
ん
な
と
生
き
る
事

の
方
が
ず

と
大
切
だ
か
ら

カ

デ

ナ
ル
も
知

て
い
る
だ
ろ
う

み
ん
な
が
生
き
て
い
る
以
上
い
ま
の

が
あ
の
時

ど
殺
意
や
憎
し
み
に

ら
れ
る
事
は
無
い

復
讐
は
二
の

じ

た
か
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ま
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サ

バ

内
で
の
事
だ
か
ら

然
知

て
い
る
カ

デ

ナ
ル
は
確
認
の
よ
う
に
合
い
の
手

を
入
れ
て
来
た

そ
れ
に

く

む

と
彼
女
はお

と
が
いに

い
指
を

て

 

つ
ま
り

み
な
を
護
る

と
い
う

想誓
いい

は
・そ
・の
・程
・

・か

  

思

が
止
ま

た

 
数

わ
れ
た
事
が
分
か
ら
な
く
て
心
の
中
で

も
反

し
て

く
意
味
を
理
解
す
る

 
そ
し
て

然
と
し
た

 
強
い
感
情
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を

と
り
で
作
り
上

ら
れ
る
の

な
ら

 
か
つ
て
殺
意
と
憎
悪
だ
け
で
作
り
上

た
事
が
あ
る
な
ら

 
そ
の
上
で
い
ま

い
て
い
る
最
も
強
い
想
い
が
み
ん
な
と

せ
に
生
き
る
事
と

う
の

な
ら

 

出
来
な
い
と

定
す
る
の
は

つ
ま
り
み
ん
な
の
事
よ
り
も
復
讐
心
の
方
が
重
要
だ
と
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て
い
る
も
同
然
だ

 
自
覚
し
て
い
な
か

た

無
自
覚
だ
か
ら
こ
そ
む
し
ろ
罪
深
い

み
ん
な
の
事
の
方
が
大
切

だ
と

て
い
な
が
ら
本

は
殺
意
と
憎
悪
を

先
し
て
い
た

み
ん
な
を
蔑
ろ
に
し
て
い
た

の
だ

キ
リ
ト
よ

 

然
と
す
る

に

カ

デ

ナ
ル
が
声
を
掛
け
て
来
る

 
表
情
は

み

し
い

み

む
よ
う
な

み
ユ義
イ姉

を
思
わ
せ
る
似
た

み
が
向
け
ら
れ

て
い
た

そ
の

み
で

み

ま
れ
る

華

な
が
ら

か
に
大
き
な

者
が

し
く

を

き

め
て
い
た

 

に

小
さ
な
息

い
が

こ
え
た

は
確
信
し
て
お
る

か
つ
て
守
護
と
本
能
そ
し
て
憎
悪
に
分
か
た
れ
て
い
た
お
主
は
憎

悪

と
つ
で

を

世
界
を
掌
握
し
た

な
ら
ば
守
護
の
想
い
だ
け
で
同

の
事
が
出
来
る

じ

と
な

一
つ
に

た
い
ま
の
人
格
は
た
し
か
に
想
い
の
一
つ
一
つ
が

く
な

て
い

る
か
も
し
れ
ん
が

 
小
さ
く

く
よ
う
な
声
が

静
か
に
止
め
ら
れ
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浮
遊
城
が

獄
に
な

た
あ
の
日
か
ら
お
主
が

き

け
た
想
い
が

な
の
か

の

に

剣
を
取
り

戦

て
い
た
の
か

妖
精
に
転
じ
た
今
も
剣
を
握
る
理
由
は

な
の
か

は

知

て
お
る
よ

 

そ
こ
で

体
が
離
さ
れ
る

 

離
れ
た
の
は

だ
け
だ

た

に
寄
せ
ら
れ

葉
を
紡
い
で
い
た

者
の

が

目
前
に

る

し
い
光
が

色
の

に

て
い
た

じ

が
な

き

と

な
ん
ぞ
よ
り
も

お
主
の
方
が
そ
れ
を
い
ち
ば
ん
知

て
お
る

己
の
憎
悪
を
認
め
な
が
ら

抗
い
自
身
の
在
り
方
を
定
め
た
お
主
の
方
が
お
主
自
身
を
理
解
し

て
い
る

な
の
じ

で
な
け
れ
ば

お
主
は
い
ま
ご
ろ
世
界
に

す
獣
に
堕
し
て
い
た

 
思
い
出
せ

と

し
く

わ
れ
る

 

む

者
が
光
を

い
始
め
た

 
ま
る
で
消
滅
す
る

前
の
光

裏
に

消
滅
を
覚
悟
し
た
義
姉
の

が
過
ぎ

た

そ
ろ
そ
ろ

あ
の
小

が
妖
精
郷
を
喰
い

く
す

合
い
じ

 
光
の

子
を

ら
し
な
が
ら

む

者
が
そ
う

る

も
う
時
間
は
無
い
と
教

え
て
く
れ
る
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な
に
も

葉
を
発
せ
な
い

な
に
も

え
な
い

 

う
べ
き
事
が

見
つ
か
ら
な
い

 

か
を

い
た
い
の
に

い
た
い
事
が
分
か
ら
な
か

た

 
カ

デ

ナ
ル
は
た
だ
プ
レ
イ

を

と
見
て
い
る
だ
け
の
存
在
の

な
の
に
な

そ
ん
な

し
い

葉
を
発
せ
ら
れ
る
の
か
不
思
議
で

ら
な
い

 

そ
の
疑
問
す
ら

お
見

し
な
の
か

 
く
す
り
と

者
は

ん
だ

キ
リ
ト

人
を
想
え
る

し
きお

さ
な
ご子

よ

無

な
る
子
よ

惑
う
こ
と
は
無
い

お
主
は
お

主
ら
し
く
剣
を
取
れ
ば
良
い

た
だ
心
の

く
ま
ま
に
戦
え

お
主
のケ

ツ
イ心

は

に
定
ま

て
い

る
の
だ
か
ら

  

シ
ン
イ

を

や
す
の
じ

  
そ
う

て

者
は
光
へ
と

り

そ
の
光
が

の
体
に

け

ん
だ
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・
カ

デ

ナ
ル

ｂ
ａ
ｃ

Ａ
ｉ
ｎ
ｃ
ｒ
ａ
ｄ
 
 

ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
冒

よ
り

 

と
出
で
あ
り
な
が
ら
今
話
で
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン
を

た
完
全
自
律
シ
ス
テ
ム

 
人
の
を
不
要
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
な
が
ら
バ
グ
に
定

の
あ
る
シ
ス
テ
ム
だ
が
全
部
人

間
の
強

な
感
情
に
よ
る
も
の
と
明
か
さ
れ
責

を
回

し
て
い
る

そ
れ
に
も
対
応
し
て
こ

そ
完
全
自
律
と

え
る
と
思
う
の
で
す
が
そ
れ
は

 
本
文
中
の

に
恐
ろ
し
き
は
人
の
欲
望
よ
と
い
う

葉
は
か
つ
て
己
を
バ
グ
ら
せ
た
キ

リ
ト
に
対
す
る
強

な

肉
に
な

て
い
る

同
じ
事
が
出
来
る
の
に
打
開
策
が
見
つ
か
ら
な

い

と
し

て
い
る

が
気
に
入
ら
な
か

た

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
一
機
能
で
あ
り

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
収
集
・

観

さ
れ
る
感
情
デ

タ
は
全
て
カ

デ

ナ
ル
も

し
て
い
る

ユ
イ
ス
ト
レ
ア
が
キ
リ
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ト
に
見
出
し
た

光

は
カ

デ

ナ
ル
も
観

し

け
て
い
た

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
は
カ

デ

ナ
ル
由
来
の
た
め
ユ
イ
達
と
カ

デ

ナ
ル

の
思

に
大
差
は
無
い

 
つ
ま
り
カ

デ

ナ
ル
も
ユ
イ
達
と
同
じ
思

回
路
を
持
ち
同
じ
結
論
に

り

く

一
人

び
出
し
な
が
ら
も
絶
望
し
切
ら
な
か

た
子

を
ず

と
見
て
い
た
の
で
あ
る

そ
の
た
め
平

正
な
シ
ス
テ
ム
に
は
あ
り
得
な
い
事
に
一
プ
レ
イ

に
全
力
で

入
れ
し
て
い
る

イ
レ

ギ

ラ

に
対
し
イ
レ
ギ

ラ

で
返
す
と
い
う
セ
オ
リ

か
ら
外
れ
た
思

回
路
を
し
て
い

る
の
も
イ
レ
ギ

ラ

ば
か
り
の
少
年
に
影

さ
れ
て
の
事

・

場

を
絶
対

し
て

い
る
と
い
う
が

同
じ
く
ら
い
キ
リ
ト
の
事
も
絶
対

し
て
い
る

 

一
応
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
メ
イ
ン
と
サ
ブ
は

に

差
を
修
正
し
合

う
と
い
う
特
性
に
合
わ
せ
バ
グ
だ
ら
け
の
Ａ
Ｌ
Ｏ

の
サ
ブ
的
コ
ピ
・
カ

デ

ナ
ル
を

Ｓ
Ａ
Ｏ

の
メ
イ
ン
的
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル
が
修
正
す
る
形
に
は
な

て
い
る
の
で

的
に
も
矛
盾
は

き
た来

し
て
い
な
い

 
ち
な
み
に
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
と
手
を
組
ん
で
暗
躍
し
て
い
た
経
歴
と
今
の
キ
リ
ト
・
ヴ

ベ
ル
が

暗
躍
し
て
い
た
状

に
は
大
差
が
な
い

正
に

こ
の
親
に
し
て
こ
の

あ
り
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ユ
イ

ヴ

ベ
ル
ら

少
女
組
が
キ
リ
ト
に
恋
を
す
る
対

な

に
あ
る
の
な
ら

こ
の

カ

デ

ナ
ル
は

と
し
て
キ
リ
ト
を
愛
す
る

別
格
の
存
在
で
あ
る

 
た
だ
し

と
し
て
の
愛
情

だ
か
ら
と

て
異
性
愛
が
無
い
と
は

て
な
い

正
に

こ
の

に
し
て
こ
の

あ
り

  
・
ユ
イ

 
自
分
が

姉
弟
の
最
年
⻑
と
思

て
い
た
らカ

デ

ナ
ル親

が
出
て
き
ち

た
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
一
人

ユ
イ
達
の
思

回
路
に
近
い
と
い
う
よ
り

カ

デ

ナ
ル
の
思

回
路
に
ユ
イ
が
近
い

と

た
方
が
正
確

つ
ま
り
ユ
イ
が

い
て
い
る
想
い
は
カ

デ

ナ
ル
も

い
て
い
る
と

て
も
過

で
は
な
い
事
が

ら
ず
も
立
証
さ
れ
て
し
ま

た

  
・
キ
リ
ト

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
参

に
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
一
年
近
く
前
に

独
で
実
現
し
ち

て
い
た
主
人

 
一
人
で
数
十
万
人
の
集
合
意

に

す
る
想
念
を
持

て
い
る
事
が
明
か
さ
れ
た

デ
ス
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ゲ

ム
の
必
要
悪
と
希
望
の

方
を
体
現
し
て
い
た
事
世
界
的
に

め
ら
れ
悪
意
を

け

け

た
経
歴
は

達
で
は
無
い

 

か
つ
て
は
実
兄
と
世
界
へ
の
殺
意
と
憎
悪
で
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
狂
わ
せ

た 
し
か
し

来
キ
リ
ト
は
人
を
護
る

の
人
間
で
あ
り
そ
の
た
め
に
己
を

に
す
る

精
神
の
持
ち
主

心
の

か
ら
他
者
を

に
す
る
事
を
本
来
は

絶
す
る

理
性
を
持

た

今

心
か
ら
憎
悪
す
る
事
は

し
い

 

よ

て

い
ま
再
び

守

護

者

黒
の
剣
士

は
立
ち
返
る

 
原
初
の
想
い
は

い
ま
も

い
て
い
る

  
・
現
状
の
戦
況
分

 
セ
ブ
ン

コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル

 
 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

数
十
万
人
の
意

の
集
合

 
 
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
の
全
リ

ス

 
キ
リ
ト

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル
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ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

自
分
一
人
の
意

の
収

 
 

数
は

え
と
は
無

 
ヒ
ン
ト

 

特
異
な
感
情

強

な
感
情
は

ア
イ
テ
ム
や
地
形
に

る

前
話
ヴ

ベ
ル

点

 

原
作
に

い
て

人
の
想
い
は
時
に
世
界
に

る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
流

 

感
情
の
収
集
・
観

し
て
い
た
デ

タ
は
全
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ

ム
が

し
て
い
る

 

初
期
化
さ
れ
て
い
な
が
ら
カ

デ

ナ
ル
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
事
を
全
て

え
て
い
る

 

戦
場
に
な
る
の
は

一
万
人
が

じ

め
ら
れ
た
デ
ス
ゲ

ム
だ

た
・サ
・

・バ
・
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第
四
十
三
章
 

天
城
再
臨

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

セ
ブ
ン

こ

ち
は

で
も

 

数

約
一
万
四
千

 

ま
だ
終
わ
ら
な
い
ん
じ

 
で
は
ど
う
ぞ

  
世
界
が
闇
に

わ
れ
た

 

い
太
陽
も

自
然
を

ら
す

月
も

全
て
消
え
た

 
・手
・を
・

・ば
・し
・た
・か
・ら
・消
・え
・た



 第四十三章 〜天城再臨〜

 
い
つ
の
間
に
か

気
付
か
ぬ
内
に

自
分
の
体
は

大
な
も
の
と
な

て
い
た

 
足

に
あ
る
の
は
星
だ
ろ
う
か

⻘
く
緑
の
多
い

体
が

先
に
触
れ
て

る

間
そ

れ
が
か
つ
て
自
身
が
い
た
妖
精
郷
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

第
二
仮
想
世
界

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・

オ
ン
ラ
イ
ン

だ
と
悟

た

 
そ
の
と
き

中
に
去
来
し
た
の
は

一

の

し
さ

で
は
な
い

 
そ
う
み身

を

た
す
万
能
感
だ

た

あ
れ
だ
け
三
刃
騎
士

や
最
強
の
近
衛
的
立
場
の
ス
メ

ラ
ギ
を

独
で
苦
し
ま
せ
た
少
年
す
ら
最

以
下
の
存
在
で
し
か
な
い

密
に
は
体
格
差

に
よ
る
彼
我
の
差
な
の
だ
が
そ
こ
は

無
か

た

が

と

い
ど
う
足
掻
こ
う
が
こ

の
大
き
さ
の
前
に
は
無
力
に
過
ぎ
る

 
自
身
の

ス
テ

タ
ス

能
力
値
が
ど
れ

ど
高
ま

て
い
る
の
か

 

そ
う
思

し
た

間

直

裏
に

き

ま
れ
る
数
多
の

イ
メ情
ジ報

の
数

 
闇
が
広
が
る

界
に
浮
か
ん
だ

白
い

の
羅
列

か
い
そ
れ
は

か
く
し
な
け
れ
ば
収

ま
り
切
ら
な
い
数
値
で
あ
る
か
ら
だ

た

種

練

の
数

は

え

き
で
そ
れ
以
外
の

数
値

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｔ

Ｍ
Ｅ
Ｎ

Ｉ
Ｎ
Ｔ

Ｄ
Ｅ
Ｘ

Ｌ

Ｋ
の
全
て
の
値

が
万
を
超
え
る

に

達
し
て
い
る

を
数
え
る
事
す
ら

に
な
る

学
ん
だ
日
本
語
の
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を
越
え
た

で

私
は
数
え
る
事
を
放

し
た

 

の
数
は

そ
こ
ま
で
届
け
ば
最

事

 

が

と

お
う
と
こ
の
世
界
で
自
身
に

う
も
の
な
ど
存
在
し
な
い
事
が
分
か
れ
ば
最

ス
テ

タ
ス
な
ど

の
意
味
も

さ
な
い

あ

ハ

あ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

を
上

る

 

き
は
無
い

反

は
無
い

反

と
は
波
打
つ

の
波
が
物

に
衝
突
後
に

ね
返

て
来
た

波
の
事
を
指
す

未
だ

も
見
た
事
が
無
い
だ
ろ
う
存
在
だ
け
し
て
い
た
星
の

ラ
に

な
ど
無
い

星
で
す
ら
小
指
に
届
か
な
い
程
に

大
化
し
た
こ
の
身
が
発
す
る
全
て
を
止
め
る
も

の
な
ど

も
無
い
の
だ
か
ら

 
他
者
に

べ

決
し
て
育

て
い
な
い

いか
ら
だに

ち
る
全
能
感

 

静
に
分

す
れ
ば
そ
れ
は
感
情
の

り
で
の
み
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
事
が
分
か

た

た
だ
の
プ
レ
イ

だ

た
時
に
は
感
じ
ら
れ
な
か

た
感
覚
が
全
て
を

事
と

わ
ん

ば
か
り
に

身
を

た
し
て

し
て
い
る

 
自
身
の
感
情
で
は
な
く

自
身
の
外
か
ら
知
覚
す
る

異
物
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異
物
で
あ
り
な
が
ら
自
身
の
感
情
と
共
鳴
し

け

む
よ
う
に

し
て
い
る

レ

ア
ア

私
は

や
り

た

 
確
信
を
得
る

 
理
論
に
矛
盾
は
無
か

た

仮
想
世
界
を

す
る
シ
ス
テ
ム
は
プ
レ
イ

の

が
発
し

た
感
情
の

波
を

時
グ
ラ
フ
化
し
対
応
す
る
表
情
を
ア
バ
タ

に
出
力
さ
せ
る
機
構
を
備
え

て
い
る

 
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
無
い

 
人
は
他
者
の
感
情
を
感
じ
取
る
事
が
出
来
る

意
や
殺
気
と
い

た

体
性
の
無
い
も
の

で
す
ら
感
じ
取
れ
る

そ
れ
ら
は
負
の
感
情
だ
け
で
は
な
く
共
感
や

意
な
ど
の
正
の
感
情
に

も

ず
る
も
の
だ

ア
バ
タ

を

し
て
い
よ
う
と
そ
の
人
が
心
か
ら

て
い
る
の
か

そ

れ
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
仮
想
世
界
上
に

い
て
現
実
世
界
と
同
レ
ベ
ル
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
人
は

け
な
い

目
は

ど
に
物
を

う

怒

て
い
る
よ
う
な

で
も
目
が

て
い
る
と
分
か
れ
ば
友

な

は

れ
な
い

逆
も
然
り

友

的
な

で
も
険
悪
な

が
滲
み
出
て
い
れ
ば

い
に

し
合
う

 
仮

フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
い
な
く
と
も
人
は
テ
レ
ビ
電
話
で
す
ら
感
情
を

し
た
コ
ミ
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ニ
ケ

シ

ン
を
行

て
い
る

 
デ
モ
活
動

活
動

メ
デ

ア
技
術
や
体
制
が
整

て
か
ら
の
広
報
活
動
の

ど
は
メ

デ

ア
を

し
て
行
わ
れ
て
い
る

人
は

を

し
て
で
も
感
情
を
伝
え
る
術
を
持
つ

新

や

紙
面
上
の
体
裁
だ
け
に

ま
ら
な
い
意
思
を

す
る
事
が
出
来
る

 
そ
れ
を

最
初
に
体
現
し
た
少
年
を
見
た
時
か
ら

逆
説
的
な
確
信
を
得
て
い
た

 
そ
れ
を
い
ま

私
は
達
成
し
た
の
だ

ア
ア

感
じ
る
わ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が

私
の
中
に
あ
る
事
を

 
私
に

け

ん
だ
異
物
で
あ
る

レ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

か
く
し

か
し
同
時
に

た
い
モ
ノ
も

ん
で
い
る

デ
ス
ゲ

ム
か
ら
の
生
還
と
い
う
ど
ん
な
生
物
に
も
共

す
る
生
存
本
能
を

す
る
至
上

命

が
無
か

た
せ
い
で

想
定
し
た
よ
う
に

が
下
が

て
い
た

 
あ
の
レ
イ
ン
と
か
い
う
姉
を
名

る
人
物
が
髪
飾
り
で
の
中
継
を

し
て
大
勢
に
広
め
た
せ
い

も
あ
る

 
彼
女
が
そ
れ
を
知

て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
ど
ち
ら
に
せ
よ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

が
中
継
し
て
い
た
か
ら
知
ら
な
く
て
も
同
じ
展
開
に
な

て
い
た

彼
が
伝
え
る
事
も
予
想
出
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来
た
事
だ
か
ら
予
め

い

め
て
い
な
か

た
自
分
の

ち

 
し
か
し

ど
う
や
ら

問

に
な
り
得
な
か

た
よ
う
だ

 
ア
イ偶
ド
ル像

に
対
す
る

な

意
を

点
と
し

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
完
全
攻

略
を

歌
姫

の
も
の
に
す
る

意
を
一
つ
に
し
て

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
構

す
る

つ
も
り
だ

た

し
か
し
事
の
要
は
一
つ
に
な
る
感
情
だ

が
下
が
る
か
ら
数
を

補
お
う
と
し
て
い
た
た
め

の
事
が
バ
レ
て

意
が

し
て
も
反
転
し
て

ま

た
数

の
怒
り
や
怨
み
哀
し
み
が
発
生
し
自
身
一
人
に
向
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ

イ
ン

は
構

さ
れ
た
ら
し
い

 
い
や

え
よ
う
に
よ

て
は

者
へ
の
不
信
感
を

き

け

ク
ラ
ス
タ
に
な
ら
な

か

た
プ
レ
イ

達
の
負
の
感
情
も

ま
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

初
の
想
定
よ
り
集
ま

て

い
る
と
も

え
る

 
レ
イ
ン
は
私
の
事
が
気
に
食
わ
な
く
て

を
止
め
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
だ
が
そ
の
行

動
に
共
感
し
た
人
達
の
怒
り
が
私
に
向
い
た
事
で

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
構

を
助

け
て
し
ま

た
の
だ

 
そ
こ
で

あ
あ

だ
か
ら
か

と

と
つ
の
真
実
に

り

く
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レ
イ
ン
の
手
助
け
を
し
て
い
た
キ
リ
ト
は

し
か
し
真

向
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を

定
す
る
事
も

止
め
る

動
も
取

て
い
な
か

た

レ
イ
ン
の
発

に
同
意
す
る
事
も

ま
た

 
思
わ
せ
ぶ
り
な
発

こ
そ
あ

た
が
そ
れ
も
不
信
止
ま
り

中

に
感
情
を
揺
ら

せ
る
程

で
は
信
じ
切
る

意
も
反
対
す
る
怒
り
に
も
達
さ
な
い

本
来
の
過
程
と
い

ま
の
思
わ
ぬ
過
程
に
も
進
ま
な
い

さ
は
あ
る
意
味
で
最

だ

た

ど
ち
ら
付
か
ず
の

葉 
そ
れ
で
最
も
揺
れ
る
の
は

か

 

え
る
ま
で
も
無
い

リ

フ

達
で
あ
る

 
思
え
ば
あ
の
対

を
終
え
る
時
も
彼
女
達
に
は

を
与
え
て
い
た

反
対
す
る
よ
う
呼

び
か
け
る
事
も
せ
ず

己
に
協
力
さ
せ
る
よ
う
な
事
も

わ
ず

の
機
会
を
与
え
た

 

の

地
を
作
れ
ば

人
は
惑
い

迷
う

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に

わ
ら
せ
た
く
な
け
れ
ば
ど
ち
ら
付
か
ず
が
正
解
だ

た
の
だ
ろ
う

 

論
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
い
事
が
最
良
で
は
あ

た
が
彼
女
ら
は
攻
略
を
前



 第四十三章 〜天城再臨〜

に

え
て
い
た

そ
の
攻
略
を
止
め
る
と
な
れ
ば

然
私
に
反
感
を

か
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
却

て
目
論
見
は
外
れ
る

ま
あ
そ
れ
も
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
構

に
十
分
な
人
数

が
絶
対
レ
ベ
ル
の

意
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
万
が
一
を

え
れ
ば

え
て
ど
ち

ら
付
か
ず
と
い
う
の
も
手
の
一
つ

 
や
は
り

と
思
う

 
彼
は
一
味
も
二
味
も
違
う

た
だ
の
一

人
で
は
な
い

部
外
者
で
あ
り
専

的
な
知
識

も
有
し
て
い
な
い

で
そ
れ
ど
こ
ろ
か
マ
ト
モ
に
学

に

え
て
い
な
い
以
上
学
と
い
う

点
で
は
同
年
代
の

よ
り
も

る

 
し
か
し

そ
れ
で
も
彼
は
私
の

の
構
想
を
過
程
を
そ
し
て
対
策
を
完

に

え

て
い
た

ア
ア

欲
し
い

 
欲
し
い

と

 

直
に

 
無
自
覚
に

 

無
自
覚
だ
か
ら
こ
そ
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心
の

か
ら

葉
が

れ
た

 
偶
像
に

弄
さ
れ
ず
己
を
保
ち

け
た
彼
の
全
て
が
欲
し
い

出
来
損
な
い
と

わ
れ
る
彼

は

し
か
し
確
か
な
能
力
と
才
能
を
秘
め
て
い
る

 
白

の

 

色
の
髪

 

き

 

ま
る
で

ス
ノ

ド
ロ

プ
の
よ
う

 
希
望
の
意
味
を
持
つ

花彼
を

す
れ
ば
そ
の
者
の
未
来
は
明
る
い
に
違
い
な
い

今
は
ま

だ
雪
の
下

が

れ

雪
の

根
が

と

け
始
め
れ
ば

芽
彼
の
才
は
世
界
に
対
し
て
花
開
く

 
こ日
こ本

で

ら
せ
て
い
る
の
は

し
過
ぎ
る

今
回
の
件
が
一

り
片
付
け
ば

に
彼
を
勧

誘
す
る

に
動
か
な
け
れ
ば

 
そ
う
思

を

め
た

そ
の

間

 
星

を
も

い

く
し
た

が
光
に

ま
れ
た

 
闇
に
現
れ
る

突
な

き

身
を

い

く
し
て
あ
ま
り
あ
る
⻘
の

き
は
目
に
突
き

さ

り
あ
ま
り
の

し
さ
に
目
を

る

し
か
し

を

か
し
て

さ
る
光

で

全
体
を
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た 

来
た
か

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

  

ヒ
ト
の
声
が

を
打
つ

 
気
付
け
ば
⻘
の
光
は
消
え
て
い
た

を
下
し
て

を
開
け
れ
ば
無

の

が

界
を

い

た

雲
海
の

か
下
に
広
が
る

な
み波
も面

が

ね
返
す

の

体
が
世
界
を

配
し
て
い
た

 
そ
の

陽光
を

め
る

と
つ
の
人
影

キ
リ
ト
君

 
声
か
ら

し
は
付
い
て
い
た

を
見
て

確
信
す
る

 

に

ま
る
白

の

風
に
な
び
く
黒
の
髪

特
徴
的
な
外

は
無
く
二
の

の

ば
ま

で
の
黒
い
シ

ツ
が
華

な
上
体
を

て
い
た

か
ら
下
は
変
わ
ら
ず
の
黒
ズ
ボ
ン
と

の

ブ

ツ

 
私
に
背
を
向
け

彼
は

を
組
み

立

て
い
た

こ
こ
は

ど
こ
な
の

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

バ

じ

な
い
わ
よ
ね
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さ

き
ま
で

た
Ａ
Ｌ
Ｏ

密
に
は
サ

バ

内
に
作
ら
れ
た

空
間
に

た

な

の
に
い
き
な
り

さ
れ
た
か
ら
状
況
を

み

め
て
い
な
か

た

限
な
く

大
化
し
た

も

小
さ
い
ま
ま
の

の
少
年
と
同
程

に

て
い
る

 
だ
が

小
に
な

た

身
を

た
す

感
は
そ
の
ま
ま
だ

 
そ
の
気
に
な
れ
ば
別
の
仮
想
世
界
の
サ

バ

だ
ろ
う
こ
こ
の
リ

ス
も
全
て

収
し

再
び

大
化
出
来
る
確
信
が
あ

た

 
し
か
し

故
か

収
は
始
ま
ら
な
い

 

が

き
て
も
最

彼
で
は
止
め
ら
れ
な
い
の
だ

話
を

く
事
も
せ
ず
再
び
奪
い

く
せ

ば
い
い

別
サ

バ

に

て
も
全
て

事
な
の
だ
か
ら

 
し
か
し
そ
れ
が
出
来
な
い
と
な
れ
ば

状
況
把
握
に
努
め
る
事
が

論
理
的
と

え
る

 
だ
か
ら
こ
そ
の
問
い

 

そ
れ
だ
け
の
行
動
だ

た

 
そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か

彼
は
背
を
向
け
た
ま
ま
指
を
下
へ
向
け
た

色
に

ま
る

無

の
み
な水
も面

雲
海
を
下
に
下
に
見
て
行
け
ば

小
さ
な
影
の

れ
が
見
え
た

 
目
を

ら
せ
ば

陽
よ
り

紅
い

が
見
え
る

そ
の

に
は
大
小
無
数
の

色
の
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そ
れ
も

常
な
数
と

で
は
無
い

の

れ
に

べ
れ
ば

な
ど

ん
の
一

欠
け
ら
程

だ

ア
レ
は

的
表
現

と
で
も

え
ば
い
い
か

 
私
の
問
い
に

彼
は
静
か
に
声
を
発
し
た

今
か
ら
お
よ
そ

年
前

２
０
２
４
年

月

日

後

時

分
を
以
て

ア
イ
ン
ク

ラ

ド

は
終
わ
り
を

た

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

は
第
百
層
に
在

た

紅

の

を
以
て

壊
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
組
ま
れ
て
い
た

そ
し
て

形
も
な
く
な
る
よ

う
サ

バ

の
完
全
初
期
化
が
自
動
で
行
わ
れ
た

あ
の
残

は
そ
の
完
全
初
期
化
を
ア
イ

ン
ク
ラ

ド

の

壊
で
演
出
し
た

的
表
現
だ

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は

シ

ス
テ
ム
的

理

と
つ
取

て
も
リ
ア
リ
テ

を
求
め
る
主
義
だ

た
ら
し
い

 
ア
レ
を
見
た
プ
レ
イ

は

だ
け
だ
が
な

と
静
か
に

う
少
年

じ

あ

こ
こ
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

そ
う
だ

郷
の
実
験
を
知

て
い
る
な
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

バ

の
間
に
ラ
イ
ン
が

か
れ
て
い
た
事
は
知

て
い
る
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の
ユ
ウ
キ
達
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
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の

備
を
あ
る
程

引
き
継

て
い
る
し
そ
の
逆

き

ま
れ
た
リ

フ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ

の

備
と
ス
キ
ル
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
仕
様
に
な
り
な
が
ら
も
継

的
に
使
え
て
い
た

の
こ
の
ア

バ
タ

も

Ａ
Ｌ
Ｏ
ア
バ
タ

で
あ
る
七
色
も

こ
う
し
て

に

る
の
は
そ
う
い
う
事
だ

ア
バ
タ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
パ
タ

ン
そ
の
も
の
に
大
き
な
差
は
無
か

た
か
ら
な

フ
ラ
イ

ト
・
エ
ン
ジ
ン
は

郷
が
作
り
上

た
も
の
だ
か
ら

は
あ

て
も
使
え
な
い
し
魔
法
も
Ｓ

Ａ
Ｏ

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に
無
か

た
か
ら
使
え
な
い
が

 
そ
う
付
け
足
さ
れ
た
事
に
そ
う
だ
ろ
う
な

と

壊
し
た
城
の

を

め
な
が
ら
同
意
す

る 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魅
力
は

行
で
き
る
事

す
な
わ
ち

フ
ラ
イ
ト
・
エ
ン
ジ
ン

と
い
う
独
自

の
シ
ス
テ
ム
に
あ
る

サ

バ

や
ア
イ
テ
ム

ス
キ
ル
の
多
く
を
流

し
て
い
た

郷
だ
が

あ
の
シ
ス
テ
ム
を
一
か
ら
作
り
上

る
程

に
は
天
才
の

に
あ
る
技
術
者
だ

た
の
だ

か

な
り
対
応
の

が
広
い
ら
し
い
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
や
ら
も
ま

た
く
新
し
い
シ

ス
テ
ム
へ
の

応
は

し
い
よ
う
だ

だ
が

七
色

お
前
な
ら
魔
法
は
使
え
る

だ

え
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い
き
な
り
の

葉
に

惑
う

 
彼
が
こ
の
サ

バ

に

る
理
由
は
お
そ
ら
く
私
を
止
め
る

の
最
後
の
手

と
し
て
運

が
投
入
し
た
と

え
て
い
た

そ
う
で
な
け
れ
ば
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
二
人

て
こ
こ
に
来
る
と

は
思
え
な
い

そ
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
あ
る
全
て
の
権
限
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

で
私
が
掌

握
し
て
い
る
の
だ

そ
ん
な
存
在
を
強
制
転

さ
せ
ら
れ
る
の
は
外

の
運

の
人
間
く
ら
い
し

か

な
い

 
だ
が

そ
ん
な
彼
が

な

私
に
魔
法
が
使
え
る
事
を

る
の
か

な
ん
で
そ
う
思
う
の

 
な
に
が
目
的
だ
と

し
み
な
が
ら
も
話
に

か
る

い
て
お
い
て
損
は
無
い

負
け
る

気
は
ま

た
く
し
な
い
が

こ
ち
ら
の
動
き
や
思

を
予
想
し
た
上
で
対
策
を
取
る
の
が
彼
だ

気
付
か
な
い
内
に
逆
転
さ
れ
て
い
る
事
も

に

え
ら
れ
る

 
情
報
は
一
つ
で
も
多
い
方
が
有

な
の
だ

お
前
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を

さ
せ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
・
シ

ス
テ
ム
を
バ
グ
ら
せ
て
い
た

バ
グ
は
シ
ス
テ
ム
に
と

て
は

命
的
だ

別
の

い
方
を
す

れ
ば

掌
握

と

て
も
良
い
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そ
う
ね

バ
グ
は
シ
ス
テ
ム
の
演

を
止
め
る
も
の
だ
か
ら
良
く
な
い
も
の
だ
け
ど

そ
う
だ

だ
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は

人
間
が
持
つ
情
緒
に
よ
る
可
能
性
の

を

ん
だ
高

の
演

シ
ス
テ
ム
な
ん
だ
ろ
う

 
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の

エ
ラ

修
正
を
追
い

く
エ
ラ

を

き
出
し
一
時
的
に
機
能
不
全
に

ら
せ
な
が
ら
も
世

界
の
シ
ス
テ
ム
は
動
き

け
る

か
つ
て
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
よ
う
に
な

 
そ
し
て

と

彼
は
ま
だ
背
を
向
け
た
ま
ま
語
り

け
る

 
こ
ち
ら
へ
の

意
が
感
じ
ら
れ
な
い

彼
か
ら
放
た
れ
る
感
情
は
無

意
も
殺
気
も
怒

り
も

心
も

私
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
入

て
来
な
い

 
こ
の
世
界
に
来
て
か
ら
ま

た
く
変
動
が
無
い
事
に
内
心

惑
が

る

 
ま
る
で

見
え
な
い

に
絡
め
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
錯
覚
に

て
い
た

Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

か
ら

て
来
た
お
前
は

完
全
に
サ

バ

を

し
て
い
た
コ
ピ

・

カ

デ

ナ
ル
を
掌
握
し
て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

た
と
こ
ろ
で
演

の

が
七
色
・

ア
ル
シ

ビ
ン
で
あ
り

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
未
だ

在
で
あ
る
限
り

取
り

ん

だ
リ

ス
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
お
前
の
力
の
ま
ま
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
構
成
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
全
て

が
お
前
の
力
と

て
い
い

な
ら
魔
法
が
使
え
る
と

え
る
の
も
道
理
だ
ろ
う
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ん

 
一
応

が

た

を

い
た
私
は
指
を
振

た

れ
た
手
つ
き
に

手
を
振
れ
ば

思

た

り

ち
り
り
ん

と

や
か
な

の

と
共
に
メ
ニ

が
開
か
れ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

で
あ
り
な
が
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
同
じ
手

で
シ
ス
テ
ム
が

動
す
る

つ
ま
り

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が

私
に
付
い
て
い
る
と
い
う
事
だ

 
表
示
さ
れ
る
数
値
は
バ
カ

た
値
ば
か
り

一
マ
ト
モ
な
の
は
種

練

だ
け

 
ス
キ
ル

も
バ
グ

て
い
る

多
く
の
文

が
重
な

て
い
て
解

不
可
能

だ
が
ス
キ
ル

値
は
全
て
最
大
の
１
０
０
０

取
り

ん
だ
プ
レ
イ

達
の
ス
キ
ル

が
全
て
重
な

て
い

て

ス
キ
ル
値
だ
け
加

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

然
そ
の
中
に
は
魔
法
の
ス
キ
ル
も
多
い

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
ス
キ
ル

も
み
ん
な
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
な
く

た
事
な
い
も
の
ま

で

ま
れ
て
い
る

サ

バ

を

配
す
る

で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
い
プ
レ
イ

の
分
ま

で
取
り

ん
だ
可
能
性
も
あ
る

 
つ
ま
りね

キ
リ
ト
君

あ
な
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
コ
ン
バ

ト

し
た
で
し
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な

そ
う
思
う

だ

て

君
が
使

て
た
と

お思
し
き
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
無
い
ん
だ
も
の

 
ア
カ
ウ
ン
ト
を

し
た
と
こ
ろ
で

に
そ
れ
が

消
さ
れ
る

で
は
な
い

お
そ
ら
く

一
回
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
期
間
に
ト
ラ

シ

デ

タ
と
し
て
集
め
ら
れ
た
も
の
を

め
て

し
て
い
る

だ

つ
ま
り
先
の
事

で
予
見
し
て
消
し
た
と
し
て
も
ト
ラ

シ

デ

タ
と

し
て
残

て
い
る
な
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

バ

と
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
取
り

ん

だ
私
は
彼
の
ア
カ
ウ
ン
ト
デ

タ
も
取
り

み
彼
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
や
ス
キ
ル
は
私
の
も
の
に
な

て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
な
の
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
ユ
ウ
キ
達
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
と
共
に

備

や
ス
キ
ル
を
引
き
継
い
だ
の
と
逆

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
使

て
い
た
も
の
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
引
き
継
い
だ
と

見
る
の
が
自
然
だ

私

き
み
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
一
番
欲
し
か

た
ん
だ
け
ど

そ
れ
ら
し
い
も
の
が
無
い
か
ら
ね

 
そ
れ
は
事
実
だ

ク
ラ
ス
タ
や
三
刃
騎
士

を
一

で
壊
滅
さ
せ
る
結
果
を
出
す
前
か
ら

魔
術

と
い
う

葉
を
最
初
に

い
出
し
た
彼
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
欲
し
い
と
思

て
い
た

戦
績
を

上

始
め
て
か
ら
は

更
だ
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私
を
一
撃
で
斬
り
裂
き
闇
と
光
で
消
し

ば
し
た
も
の
も
Ｏ
Ｓ
Ｓ
だ
ろ
う

遠
近

に

し
て
高

力
そ
れ
で
い
て

コ
ス
ト
し
か
も
複
数
を
使
い
回
せ
ば

的
に
使
え
る
シ
ナ

ジ

を
も
有
す
る
と
な
れ
ば
ゲ

マ

で
な
か
ろ
う
と
欲
す
る
の
が
人
の

サ
ガ性

有

か
つ

れ

た
も
の
は

か
し
い
も
の
で
あ
る

天
才
に
そ
う

わ
れ
る
と
は
光

だ
な

だ
が

 

を

め
な
が
ら

て
彼
は

う

 

そ
こ
で

だ
け
こ
ち
ら
を
振
り
向
い
た

 
全
て
を
見

す
か
の
よ
う
な
黒
の

が
私
を

く

絶
対
的
な
力
を
持
つ
私
は

故

か

身
が

む
思
い
に
な

た

だ
が

な
に

は
お
前
に
継
承
さ
せ
る
気
は
無
か

た
し
万
が
一
継
承
さ
せ
て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
を

お
前
が

足
に
使
え
た
と
は
思
え
ん
な

 
そ
の

む
思
い
を
消
す
勢
い
で
苛
立
ち
が

き
上
が

た

思
わ
ず

少
年
を

み
返
す

前

は
と
も
か
く
後

は

故
か
し
ら

確
か
に

本
フ

ル
ド
に
出
な
か

た
私

に
ス
メ
ラ
ギ
君
や
き
み

ど
戦
う
技
術
は
無
い
け
ど
あ
な
た
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
複
数
を
使
い
回
す
事
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で

的
に
使
え
る
ル

チ
ン
的
な
仕
様
が
有

で
し

う

 
そ
れ
に

足
に
使
え
る
も

な
に
も
無
い
と
思
う
の
だ
け
ど

・自
・ら
・が
・鍛
・え
・上
・

・て
・得
・た
・力
・か
・

・か

そ
れ
は

 
彼
が

に
し
た

葉
は
一

で
こ
ち
ら
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
破

て
み
せ
た
レ
イ
ン
が
放

た

葉

だ

た
た
だ

ら
れ
て

練

の
数
値
も
引
き
継
い
で
十
全
に
力
を
発

出
来
る
と
思

て
い
る

の
か

 

く

葉
も

彼
女
の
も
の
だ

た

 

線
が
切
ら
れ

陽
へ

さ
れ
た

技
術

と
は
万
人
が

え
る
も
の
を

う

だ
が

万
人
に

え
る
そ
れ
も

実

使
わ
れ

れ
ば
差
が
生
ま
れ
る

出
来
る
人

出
来
な
い
人

上
手
い
人

下
手
な
人

様

だ

 
と
つ
と
つ

と

う
よ
う
に

葉
が
紡
が
れ
る

 
空
気
に

け
る
よ
う
に

ん
だ

葉

感
情
の

て
い
な
い

だ
が
ど
こ
か
強
く
感
じ

る
声

心
を

と

か
す
よ
う
な
語
り
が

私
の
中
へ
す
る
り
と
入
り

ん
で
き
た
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目
を

離
せ
な
い

 

が

声
を

え
て
止
ま
な
い

 

心
を

み
に
さ
れ
る
錯
覚
を
覚
え
た

 
目
を
奪
わ
れ
る
中

る
り
と
彼
の
手
が
持
ち
上
が

た

掌
を
上
に

の
高
さ
で
横
に
振

る
わ
れ
る

か
に
差
し

べ
る
か
の
よ
う
な
手
は
空
を
切

た

そ
の
差
を
作
る
原
因
は
多
く
あ
る

経
験
年
数
体
格
バ
ラ
ン
ス
感
覚
理
論

か
感
覚

か
そ
も
そ
も
そ
の
技
術
に
体
力
が
付
い
て
い
け
て
い
る
の
か

の
場
合
お
よ
そ
全
て
に

い
て
他
者
に

て
い
た
よ

経
験
も
体
格
も
な
に
も
か
も

生
き
た
年
数
が
一

だ

た
か
ら
な

 

ら

ら
と

手
が
振
ら
れ

下
ろ
さ
れ
る

 
ま
る
で
失

す
る
か
の
よ
う
な
手
の
振
り
方

力
な
く
下
ろ
さ
れ
た
そ
れ
は
失
意
の
そ
れ
に

思
え

だ
が

そ
ん
な

で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
生
き

け
た

 

直
後

は
反
転
す
る

 
声
に

覇
気
が

た
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す

か
り
忘
れ
て
い
た
事
だ

恐
れ
る

り
自
覚
を
忘
れ
て
い
た
事
だ

無
自
覚
に

ち
た

意
識
は

を
弱
く
し
て
い
た

思

に
上

て
い
た
事
な
の
に
一
番
大
事
な
事
か
ら
意
識
は
外

れ
て
い
た

は

の

に
剣
を
取
り

戦

た
の
だ

た
か

 
深
く

深
く

怨
嗟
の
如
き
し

が
れ
た
声

 

彼
が

こ
ち
ら
を
向
い
た

 

陽
を
背
に
負
う
彼
の

は

影
に
な

て
い
て
よ
く
見
え
な
い

 
だ
が
そ
の
黒
い

は
見
え
て
い
た

け
い
け
い

と
シ
ン
イ

に

え
る
光
が
私
を

い
て
い
る

強

い
感
情
が
彼
の
中
に
渦

い
て
い
る
と

目
を
見
て
理
解
す
る
事
は

か
た

く
な
か

た

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

お
前
が

を
根

に

き
企
て
を
立
て
た
の
か

は
も
う
問
わ

ん

事
こ
こ
に
至
れ
ば
そ
れ
も

事

の
大
切
な
も
の
を
危
ぶ
め
お
前
は

そ
の
事

実
だ
け
で
十
分
だ

 
黒
の

が

強
く
光

た

  

は
じ原
ま
り初

を
語
る
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重
く

葉
が
紡
が
れ
た

  

電
子
は

ざ
り

ま
り

万

り

し

世
し界

を

む

  
葉

が

く
に
つ
れ

陽
が

み
始
め
た

空
の

色
はす

み
れに

紺
に
そ
し
て
闇
色
へ
と

速
に
変
わ

て
い
く

 
き
ら
き
ら
と

星
が

く

 
煌

と

い
月
が
出
現
し
た

  

天
地
は
別
れ

無
は
開

を

祝
ぐ

ラ
にあ

ら
わ現

る
は
ヒ
ト
の

ユ意
メ

  

世
界
に

変

が

き
た

 

く
銀
の
真

そ
の

の
縁
が

わ
ず
か
に

欠
け
た

月
を

食
す
る
黒
い
影
は

そ
の
面

を

第
に
増
や
し
て
い
く

し
か
し
月
食
の

形
で
は
な
い

三

形
の
楔
が
食
い

ん
で
い
く
か
の
よ
う
な
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な

ま

さ
か

 
思
わ
ず

目
を
見
開
く

 
蒼
白
い
月
を
カ
ン
バ
ス
に
黒
い
三

形
の
楔
が
食
い

ん
だ
そ
の
シ
ル
エ

ト
に
は
覚
え

が
あ

た

年
も
前
に
目
に
し
て
以
来

日
の
目
を

び
な
く
な

た
一
つ
の

像
の
記

が

裏
に
浮
か
ぶ

 

を
よ
そ
に
影
は
つ
い
に
月
全
体
を

い

し
て
し
ま

た

し
か
し
彼
方
か
ら
届
く
月

光
が
三

形
の
影
の
輪

を

に
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
る

ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

る

近
付
い
て
来
る

 

そ
し
て

一
定
の
と
こ
ろ
ま
で
近
付
い
た
時

浮
遊
物
自
体
が
発
光
し
た

 
夜
闇
の
中

⻩
金
が
煌
め
く

 
そ
れ
は

形
の
物
体
だ

た

つ
も
の

い
層
を

み
重
ね
て
作
ら
れ
て
お
り
光
は
そ

の
層
の
間
か
ら

れ
て
い
る

面
か
ら
は
三
本
の

大
な

が

れ
下
が
り
そ
の
先

も

く
発
光
し
て
い
る

一
番
下
の
層
と
層
の
間
に
は

分
も
の

が

ん
だ
き

だ
い
な

物

が

つ
も
密
集
し
て
い
る
の
が
見
え
る

そ
の
サ
イ
ズ
か
ら
換

す
れ
ば
空

ぶ

の
全
体

の
大
き
さ
は

キ
ロ
メ

ト
ル
に
も

ぶ
だ
ろ
う
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⻩
金
の

き
を

い

空
に

現
し
た
浮
遊
物

そ
れ
は

鉄
の

城
だ

た

 

年
も
前
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
発
表
さ
れ
た
時
の

で
そ
の
外
観
を
目
に
し
た
事
は
あ
る

だ
が
こ

う
し
て
実
物
を
外
部
か
ら

め
る
の
は
初
だ

伝
説
の
浮
遊
城
を
目
の

た
り
に
し

怖
に
も

似
た
感
情
に
打
た
れ

息
を

め
る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

  
想
定
を
は
る
か
に
超
え
た
モ
ノ
の
登
場
に
思

が
乱
れ
た

少
年
と

対
す
る
事
は
想
定
し
て

い
た
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

ん
だ
事
か
ら
想
定
の
外
だ

た
の
に
ま
さ
か
あ
ん
な
も
の
が

現
れ
る
な
ん
て

が
思
う
か

 
し
か
も

彼
の

に
呼
応
し

現
れ
た
よ
う
に
思
え
る

 
だ
と
す
れ
ば
彼
も
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

Ｓ
Ａ
Ｏ
を

し
て
い
た
シ

ス
テ
ム
を
掌
握
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は

強
い
意

に

よ

て
構

さ
れ
る
も
の
だ

が

い
感
情
を
数
の

力
で

し
切

た
私
に
対
し
彼
で

あ
れ
ば
一
人
で
構

す
る
事
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う

と
ん
だ
常
識
外
れ
だ
が

彼
な
ら



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

ば

と
思
え
て
し
ま
う

 
そ
の
思

を
裏
付
け
る
よ
う
に

彼
の

い
も
変
化
し
て
い
た

 
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い

た
だ
黒
い
外

と

の
手
に
黒
と

の
剣
が
握
ら
れ
た
だ
け

だ 
そ
し
て

私
達
が
立
つ
場

も

変
化
し
て
い
た

 
上
空
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
水

の
浮

に

た

な
の
に
気
付
け
ば
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
た

原
の

中

浮
遊
城
の

は
変
わ

て
い
な
い
か
ら
水

の

が

原
の
大
地
に
変
わ

た

だ
け
な
の
か

 
見
回
せ
ば

離
れ
た

に

つ
も
の
突

物
が
地
面
に
突
き
立

て
い
る
の
が
見
え
る

 
そ
れ
ら
は

武
器
だ

た

 
片
手
直
剣

剣

刀

刀

手
剣

槍

剣

⻑

片
手

盾

種

様

な
武
器
が

原
の
至
る
と
こ
ろ
に
突
き
立

て
い
る

 
ま
る
で
墓
標

 
そ
れ
ら
を
取
り

き
に
す
る
よ
う
に

黒
の
剣
士

が
私
を
見

え
て
い
た

 
彼
の
背
後
に
は

と
つ
の
大
き
な

が
見
え
る

一
面
一
定
間
隔
で
⻩
色
の
二
重
線
を
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引
か
れ
る
面
の
中
で
一

だ
け
引
か
れ
て
い
な
い
文

が
あ

た

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
あ
る

か
つ
て

郷
は
人
の
イ
メ

ジ

ユ
メ
で
見
る
光

を
仮
想
世
界
に
再
現
す
る

を
し
て
い
た

 
自
身
の
名
前
の
み

文

で
記
さ
れ
た

を
背
に

二
刀
を

え
た
少
年
が

を
開
く

 
そ
の
内
容
は
ニ

ス
で

く
触
れ
ら
れ
つ
つ
し
か
し
失

し
た
の
一

で
済
ま
せ
ら
れ

業
界
で
も
禁
忌
に
近
い

と
い
う
よ
り
安
全
性
の
無
い

と
し
て
タ
ブ

い
さ
れ
た
も
の

だ

た

 
自
然

興
味
を

か
れ
る

ユ
メ
は
人
の
経
験
で
形
作
ら
れ
る
も
の
と
完
全
な
想
像

破

し
た
も
の
で
作
ら
れ
る

機

が

み
取
れ
る
も
の
は
現
状
前
者
の
み
だ

つ
ま
り
こ
の

原
も

あ
の
城
も

キ
ミ
の
イ
メ

ジ
と
い
う
事
ね

あ
あ

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
対
し
て
強
く

い
て
る
イ
メ

ジ
そ
の
も
の

そ
し
て
ユ
メ

と
は
無
意
識
だ
か
ら

の
心

世
界
と

え
る

深
層
心
理
と
で
も

え
ば
い
い
か
な

が

恐
れ
て
い
る

も
護
れ
な
か

た
光

さ

 

う
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う

 

嗤
う

 

み
で

ら
れ
た

が
い
び
つ歪

に
歪
ん
だ

き
そ
う
な

な
の
に

て
い
な
い

光
を

す

目
は

ん
で
い
た

解
放
の
英
雄

と

命
を
救

た
と

人
は

う

そ
う
だ
な

確
か
に

は
ラ
ス
ボ
ス

を
斬

た

結
果
論
だ
が
な

 
く
し

り
と

な

が
苦

に
歪
ん
だ

な
に
か
一
つ
違

て
い
れ
ば
み
ん
な
は
死
ん
で

だ
け
生
還
し
て
い
た

結
果
的
に
護
れ

た
だ
け

な
に
か
が
違

て
い
れ
ば
み
ん
な
死
ん
で
い
た

は
な
そ
れ
を
恐
れ
て
い
る

・ま
・た
・喪
・う
・ん
・じ
・

・な
・い
・か

と
ず

と
恐
れ
て
い
る

 
知

て
る
か
と
問
う
て
く
る

 

く

快
に

 

ん
だ
声

で

ヒ
ト

て
な

に
死
ぬ
ん
だ

護
ろ
う
と
し
て
も
手
か
ら
零
れ
る

零
れ
て

け
て

終
わ
る

だ
か
ら
仮

死
な
な
い
と
分
か

て
る
ゲ

ム
で
も
も
う
二

と
み
ん
な
に
は
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死
ん
で
欲
し
く
な
か

た

そ
れ
を
見
る
の
も
イ

だ

た

あ
の
時

第
百
層
で
み
ん
な
が

死
ん
で
い
く
光

が

る
ん
だ
よ

も

も

も

も

限
な
く

裏
を
過
ぎ
る

お
前
が
弱
い
か
ら
護
れ
な
か

た

と

じ

な
い

の
声
が

こ
え
て
く
る

日

い
つ

で
も

ず

と
だ

 
そ
こ
で

弱

し
い

み
が
浮
か
ん
だ

そ
れ
が

い
ま
の

の
心

世
界

以
外

な
く
な

た

Ｓ
Ａ
Ｏ

だ

キ
リ
ト
君
以
外
が

な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
引

掛
か
る

い
回
し

確
か
に
ラ
ス
ボ
ス
戦
で
彼
の
親
し
い
人
は
多
く
が
や
ら
れ
て
い
た

が
非
戦
闘

で
あ
る
レ
イ
ン
や
リ
ズ
ベ

ト
達
は
生
き
て
い
た

そ
れ
を
忘
れ
る
彼
で
は
無
い

な
の
に

な

そ
ん
な

い
回
し
を
し
た
の
だ
ろ
う
か

最
後
に

戦
う
前
に

い
て
お
く

め
る
気
は
無
い
ん
だ
な

 
気
に
な
る
事
は
あ

た
が

い
ま
は

そ
れ
は
い
い
と
思

を
放
る

を

く
か
と
思
え
ば
ト

ゼ
ン
よ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
こ
う
し
て
完
成
し
た

で
も
色

と

さ
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
の

め
る

が
な
い
じ

な
い

そ
う
か
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残
念
だ

 

と

い
捨
て
て
彼
は
二
刀
を
構
え
た

そ
の
眼
に

め
は
無
い

私
に
勝
て
る
と
そ

う
思

て
い
る
よ
う
な
目

 

と
息
を

く

あ
の
ね

あ
ま
り
私
を

め
な
い
で
よ
ね

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

を
呼
ん
だ
り
心

世
界
を

出
し
た
り
と
キ
リ
ト
君
も
と
ん
で
も
な
い
事
を
し
て
る
け
ど

神

に
な

た
私
に

う

な
い
じ

な
い

 
私
に
は

十
万
と
い
う
人
の

体
意

の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
付
い
て
い
る

 
サ

バ

の
主
導
権
を
握
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
キ
リ
ト

に
あ
る

か
ら
か

収
は
出
来
て
い
な
い
が
負
け
る
気
は
し
な
か

た

仮

彼
が
そ
れ
に

す
る
も

の
を
構

し
て
い
よ
う
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
リ

ス
を

収
し
切
る
前
に

私神
が
先

に
奪
う
だ
け
だ

 

く
り
と

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
動
か
す

 
さ

キ
リ
ト
君

あ
な
た
も

私神
の
一
つ
に
な
り
な
さ
い
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ズ
ラ
リ
と

虚
空
に
武
器
を
浮
か
べ
る

 
私
は
指
示
し
た
だ
け

そ
の
意

す
る
と
こ
ろ
を

み
と
り
意

に
近
し
い
情
緒
を
有
す
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
最

な

を
取

た

そ
れ
が

の
特
性
を

し
武

器
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
呼
び
出
す
武
器

だ

た
だ
け
だ

百

千
と
い
う
数
の
武
器
の
切

先
が

い
少
年
へ
と
向
け
ら
れ
る

 
そ
れ
は
最
後

 

い
思
い
を
し
た
く
な
い
な
ら

め
ろ

け
容
れ
ろ
と
い
う

私神
か
ら
の
最
後
の

悲

 

そ
ん
な
の

お
断
り
だ

  
そ
れ
を

彼
は

絶
し

 

原
に
突
き
立
つ
武
器
達
が

虚
空
に
浮
か
ぶ
私
の
武
器
達
を
弾
き

ば
し
た

 
ギ

と
私
は

か
に
背
後
を
振
り
返
る

ズ
ラ
リ
と

ん
で
い
た

の
武
器
達
は
全
て
地

面
に

と
さ
れ
て
い
た

⻭

み
し
て
再

呼
び
出
す

が

き
直
し
の
如
く
ま
た
弾
か
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れ
る

返
し
て
も
ら
う
ぞ

全
て

を

 
黒
と
白
の

子
を

た
無
数
の
武
器
が

殺

し
た

  
二

二
五
年
五
月
九
日
木

日

前
零
時

 

日
も
学

が
あ
る
と
い
う
の
に
鬱

を
晴
ら
す
よ
う
に
日
を

ぐ
ま
で
ア
ニ
メ
を

し
て

い
た
私
は

る
前
の
ネ

ト
サ

フ

ン
を
し
た
と
こ
ろ
速
報
で
見
つ
け
た
ス
レ

ド
で
情

報
を
得
て

お
そ
ら
く
い
ま
ネ

ト
中
が

目
し
て
い
る
だ
ろ
う
戦
い
に
見
入

て
い
た

 
動

を

て
い
る
の
は

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

日
本
が
誇
る
ネ

ト
ゲ

ム
の

合
情

報
サ
イ
ト
の
ネ

ト
ニ

ス
部

に

し

よ
く
動

を

て
い
る
と
こ
ろ

 
そ
れ
が
生
中
継
で
流
し
て
い
る
動

を
見
て
い
た

者
数
は
日
を

ぐ
深
夜

だ
と
い

う
の
に
五
百
万
を
突
破
し
て
い
る

と
も
す
れ
ば
外
国
人
も
見
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

こ

の

 
二
分

さ
れ
て
い
る
動

の

に

る
銀
髪
の
少
女
が
悔
し

に
声
を
発
し
た

呼
応
す

る
よ
う
に
背
後
の
空
間
に
一

で
数
百
の
武
器
が
出
現
す
る

が
一

後
に
は
黒
と
白
の
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子
を

う
武
器
に

撃

き

と
さ
れ
る

 
そ
の
間
を

て

面

に

る
黒
髪
の
少
女

に
し
か
見
え
な
い
二
刀
の
少
年
が

離
を

め
た

はく
 
裂

の
気
合

振
り
下
ろ
さ
れ
る
剣
に
対
し
銀
髪
の
少
女
セ
ブ
ン
が
虚
空
か
ら
槍
を
取
り
出

し

す
る

す
ぐ
さ
ま
も
う
一
方
の
剣
が
振
る
わ
れ
る
も
そ
れ
も
虚
空
か
ら

び
出
た

が

不
発
に
終
わ

た

 
一

の

 
直
後
セ
ブ
ン
の

上
か
ら
数
本
の
武
器
が

来

で
の

で
黒

く
め
の
二
刀
剣
士
キ
リ

ト
が

び
退
い
た

⻘

と
し
た

が
生
い

る

原
に
武
器
が
突
き
立
つ
も
そ
れ
を
少
女
が

一

す
る
と
光
に

り
そ
の
場
か
ら
な
く
な
る

そ
し
て
再

虚
空
に
出
現
し
そ
の
切

先
を
少
年
へ
と
向
け
る

 
彼
女
の

か表
お情

は

不
快

に
歪
ん
で
い
た

無

だ
と
ま
だ
分
か
ら
な
い
の

 
ど
れ
だ
け
足
掻
こ
う
と

今
の

私神
の
ス
テ

タ
ス
を
前
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に
傷
付
け
た
と
こ
ろ
で
無
意
味
よ

無
意
味
か
ど
う
か
は
ま
だ
分
か
ら
ん
だ
ろ
う

結
果
が
出
て
か
ら
無
意
味
か
ど
う
か
は
分
か

る
も
の
だ

そ
う

悲
を
あ

て
る
ん
だ
け
ど

て
も
分
か
ら
な
い
な
ら
力

く
で
理
解
さ
せ
て

あ

る

精

足
掻
き
な
さ
い

 
少
女
が

え
る

武
器
が

び
そ
れ
を

撃
す
る

に
黒
と
白
の

子
を

う
武
器
達
が

び

し
か
し

う

ち撃

ら
し
が
出
た

そ
れ
は
二
刀
で
直

弾
く

 

そ
こ
で

少
女
が
地
を

た

 
ド
ヴ

と

の

発

一

で
数
十
メ

ト
ル
の

離
を

め
切

た
彼
女
の

手
に

は

重

な
大

が
握
ら
れ
て
い
た

引
導
を

し
て
あ

る

 

の
大
振
り

 
隙
だ
ら
け
だ
が
サ
ポ

ト
す
る
よ
う
に
武
器
が
虚
空
か
ら

び
出
し
彼
の
動
き
を

た

二
刀
を
交

し
て
翳
さ
れ

は

そ
れ
を

断
す
る

 

に
切
り
裂
か
れ
る
小
さ
な
体
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そ
こ
に
時

回
り
に
回

た
少
女
に
よ
る
全
力
の

ぎ
が
放
た
れ
た

直
前
に
後
退
し
た

彼
の

部
が

ら
れ
る

 
彼
の

が
苦

に
歪
ん
だ

が
さ
な
い
わ

 
槍
に
持
ち

え

セ
ブ
ン
が
突

 

彼
の
手
に

深
紅
の
⻑
槍
が

来
す
る

 
直
後
二
本
の
槍
が
交
錯
し
深
紅
の

先
が
弾
か
れ
る

し
か
し
弾
か
れ
た
勢
い
す
ら
も

し

く
る
り
と
回
さ
れ
た
槍
の

突
が
少
女
の

を

い
だ

た
る

な
に

そ
れ

 

動
だ
に
し
な
い

 

に

少
女
が

う

槍
の

突
き
に

か
れ
た
少
女
は

に
も
感
じ
て
い
な
か

た

ス
テ

タ
ス
の
差
が
大
き
過
ぎ
た
の
だ

サ

バ

が
違
え
ば
ス
テ

タ
ス
の
意
味
数
値
上
の

強
弱
も
変
化
す
る

だ
が
未
だ
世
界
に
二
つ
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
し
か
も
流

さ
れ
た

シ
ス
テ
ム
と
も
な
れ
ば

そ
の
ま
ま

す
る
の
だ
ろ
う

 
片
や
妖
精
郷
の
全
て
を
取
り

ん
だ
少
女
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片
や
一
か
ら
真

に

き
上

た
少
年

 

ど
ち
ら
が
上
か
な
ど

人
で
も
分
か
る
話
だ

た

 
お
返
し
と
ば
か
り
に

槍
の
代
わ
り
に
剣
を
握

た
少
女
が
刃
を
振
る
う

 

時
に

斬
閃
が

き

ま
れ
た

ぐ
 
怒

の

撃

深
紅
の
槍
を

み
に
動
か
す
が
あ
ま
り
の
力
に

さ
れ

ぎ
切
れ
な
い
攻

撃
が
体
を
斬
り
裂
く

そ
れ
が
ま
た

だ

と
て
も
非
戦
闘

だ

た
と
は
思
え
な
い
剣
の

え
に
息
を

む

 
少
し
し
て

地
面
に
掛
け
た
槍
に
て
こ
の
原
理
で
剣
が
抑
え

ま
れ
た

 
直
後

時
に
剣
を
弾
き

少
年
は

離
を
取
る

 
少
女
は
剣
を
払

て
構
え
直
し
た

片
手
で
握
る
剣
を
正
眼
に
構
え

身
を
前
に

手
を

く
持
ち
上

て
い
る

中

に
剣
を
構
え
た
そ
の

勢
は
自
然
な

身

の
色
は
ど

こ
に
も
な
い

 
そ
れ
を
見
て

キ
リ
ト
が

目
し
た

そ
の
構
え
は

ユ
ウ
キ
の
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ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
が
そ
の
声
を

た
の
は

だ
ろ
う

お
そ
る
お
そ
る
と
い
う

の

葉

を

い
た
か

セ
ブ
ン
が

ん
だ

そ
う
よ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
私
に
教
え
て
く
れ
る
の

私
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
そ
の
も
の
と

て
も
良
い
か
ら

感
情
だ
け
じ

な
く
て
ア
バ
タ

デ

タ
も
そ
れ
が
取

て
来
た

ロ
グ
も
取
り

ん
で
る

論

キ
リ
カ
君
や
リ

フ

ち

ん
の
デ

タ
も
あ
る
わ
よ

そ
う
か

 

か
に
声
の
ト

ン
を

と
し
た
少
年
が

目
を

く
し
た

 
そ
れ
も
一

の
こ
と

き
を

ん
だ
後
は

目
の

さ
は

常
の
も
の
に

て
い
た

そ

ち
が
そ
う
す
る
な
ら

も
そ
う
す
る
と
し
よ
う

 
そ
う

た

原
の
彼
方
か
ら
な
に
か
が

来
す
る

 
槍
を
地
面
に
突
き
立
て
た
直
後

彼
の
手
に
す

り
収
ま

た
の
は

身
の
⻑
剣
だ

た

め
の
片
手

刃
直
剣

黒

の
よ
な
深
い

明
の
色
合
い
を

び
て
お
り

き

や
デ

テ

ル
か
ら
し
て
武
器
の
ラ
ン
ク
は
か
つ
て
そ
れ
が
存
在
し
た
ゲ

ム
で
も
上

に
食

い

ん
で
い
た
だ
ろ
う

 
私
に
は

そ
の
剣
に
覚
え
が
あ

た
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い
や
き

と
私
だ
け
で
は
無
い

ボ
ス
戦
放

を
見
た
事
が
あ
る
者
な
ら
目
に
し
た
事
が
あ

る
武
器
の
一
つ
だ

 
常
に
前
線
で
戦

て
い
た
彼
の

を
離
れ
る
事
無
く
同
じ
よ
う
に
前
線
に
立

て
い
た
剣
士

のつ
る
ぎ剣

紺
の

い
を
な
び
か
せ
て
い
た
少
女
の
愛
剣

 
セ
ブ
ン
が
ト
レ

ス
し
た
動
き
の
少
女
が
使

て
い
た

愛

の
剣
だ

た

知

て
い
る
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る
感
情
デ

タ
の
観

は
時
に
ア
イ
テ
ム
や
地
形
と

付
け
さ
れ
て
保
存
さ
れ
る
事
が
あ

た
ら
し
い

 
黒

の
剣
を
中

に
構
え
た
少
年
が

う

 
黒
の
髪
が

紺
に
近
く
な

た
よ
う
に
見
え
た

こ
の
片
手
直
剣
は
絶
剣
と
呼
ば
れ
た
一
人
の
剣
士
が
第
五
十
層
か
ら
第
八
十
層
ま
で
使
い

け
た
剣

期
間
は
お
よ
そ

年

そ
れ
だ
け
の
⻑
さ
が
あ
れ
ば

じ自
ね
ん然

強
い
感
情
と

付
け

さ
れ
る

ボ
ス
と
の
戦
い
に
三
十
回
使
わ
れ
た
ん
だ

同
じ
回
数
だ
け
生
へ
の
強
い
想
念
が

き
た
と

え
る

 

彼
が
そ
う

た
時

不
思
議
な
事
が

き
た

 
黒

く
め
の
少
年
の
背
後
に
人
影
が
生
ま
れ
た
の
だ

お

ろ

に

き

り
彼
と
同
じ
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勢
で
剣
を
構
え
て
い
る
事
が
分
か
る
そ
の
人
影
は

紺
の
少
女
だ

た

い
ま
そ
こ
に

な

い

の
少
女
の

が
浮
か
ん
で
い
る

 
動

の
コ
メ
ン
ト

に

お
化
け
だ

霊
だ

と
い
う
内
容
の
も
の
が
一
気
に
流
れ
る

そ
れ
を

は
ず

と
近
く
で
見
て
き
た

直
に
刃
を
交
え
も
し
た

 
少
女
の
影
が

少
年
の
体
と
重
な

た

た
だ

し
た
だ
け
の
技
で
勝
て
る
と
思
う
な
よ

 
そ
う

て

け
出
し

刃
を
交
え
始
め
る

 

二
人
の
剣

は

ま

た
く
の

だ

た

  
・
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

 
人
の
感
情
の

体
に
よ

て
形
作
ら
れ
る
情
緒
的
な
演

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム
に
と

て
不

合
理
な

感
情

を
主
体
と
し
た
も
の
の
た
め

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

を
バ
グ
ら
せ
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る
事
に
特
化
し

エ
ラ

対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
間
に

配
権
を
奪
い
取

た
も
の

 
セ
ブ
ン
の
場
合
は
数
十
万
人
分
の
己
へ
の

意
の

か
怒
り
な
ど
の
感
情
も
集
ま
り

想
定
よ
り
も
強
力
な
も
の
に
な

て
い
る

レ
イ
ン
の
行
動
が
裏
目
に
出
て
し
ま

た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
を
バ
グ
ら
せ

配
し
て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

の

リ

ス
や
シ
ス
テ
ム
全
て
を
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が
取
り

ん
だ
の
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内
で
あ
り
な
が
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
や
れ
た
事
が
出
来
て
い
た

そ
の

は
コ
ピ

・
カ

デ

ナ

ル
が

た

 
キ
リ
ト
も
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
発
現
さ
せ
て
い
る
が
こ
ち
ら
は
自
分
一
人
で
行

て
い
る

カ

デ

ナ
ル
が

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
は

め
な
い

 
本
作
今
話
に

け
る

心
意

的
現

は
こ
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
よ
る
も
の
で
あ

る 
イ
メ

ジ
と
し
て
は
と
あ
る

学
の
超
電

に
出
て
来
る
レ
ベ
ル
ア

パ

で
作

ら
れ
る
集
合

  
・
セ
ブ
ン
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と
う
と
う
自
分
の
事
を

神

と

い
始
め
ち

た

ベ

真

や
つ

 
数
十
万
人
の
感
情
を

合
し
た
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

に
な
り
彼
ら
の
演

能
力

を
使
い

の
武
器
一

な
ど
を
行

て
い
る

ま
た

き

ま
れ
た
プ
レ
イ

の

波
を

定
し
彼
ら
の
技
術
や
能
力
も
使
え
て
い
る
の
あ

と
あ
る

学
の
超
電

の

レ
ベ
ル
ア

パ

使

者
が

波
を

定
さ
れ
る
事
と
同
じ
原
理

 
つ
ま
り
今
の
セ
ブ
ン
は

リ

フ

の
剣

と
ユ
イ
・
キ
リ
カ
ら
の
情
報

理
能
力
と
技
術

ユ
ウ
キ
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
の
生
還
者
特
有
の

の
良
さ
や
経
験
そ
の
他
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
実

さ
れ
て
る
あ

ら

る

魔
法

や
ス
キ
ル

備
を
自
在
に
使
え
る

と
い
う
状

 
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
を
引
き
合
い
に
出
す
な
ら
英
雄
王
に

英
霊
の
技

を
イ
ン
ス
ト

ル
し
ち

た
状

 
で
も

心
し
て
る
事
経
験
を
記
録
と
し
て
持

て
引
き
出
せ
て
も
自
分
の
も
の
に
出
来
て
な

い
の
で
振
り
回
さ
れ
て
お
り
上
手
く
高
ス
テ

タ
ス
を
活
か
せ
て
い
な
い

情
緒
的
演

つ
ま
り

予

や

が
可
能
な
演

シ
ス
テ
ム

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
無
け
れ

ば

キ
リ
ト
と
は

り
合
え
て
い
な
い

 
ち
な
み
に

収
は
出
来
な
い
だ
け
で

大
化
能
力
は

在
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バ
い
く
ら
い
キ
リ
ト
に
ご

心

  
・
キ
リ
ト

 
カ

デ

ナ
ル
の

葉
も
あ

て

い
て
い
た
想
い
を
再
認
識
し
た
ま
と
も
だ
け
ど
や

べ

ツ

 

時
ぞ
や
の

化
技
術
を
フ
ル
活

し
て
心

風

を
再

展
開
し
た

本
人
は
み

ん
な
を
喪

た
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
語

て
お
り
名
前
の
あ
る

や
墓
標
代
わ
り
の
武
器
の

数

な
ど
実

ト
ラ
ウ
マ
に

応
し
い
要

は

り
だ
く
さ
ん

 
し
か
し

原

は
第
一
層
の

始
ま
り
の

原

で
あ
り

つ
神

し
い

き
と
し

て
浮
遊
城
を
再

し
て
い
る

あ
ま
り
に

な
恐
怖
だ

た
か
ら
心

に
な

て
い
る
だ
け

で
本

は
喪
失
へ
の
恐
怖
で
は
無
い

護
ろ
う
と
す
る
意

を
後

し
す
る
風

な
の
で

あ
る

 
最
後
の
方
は

間
へ
の
想
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
ず

と
見

け
て
き
た
記

の

で

ア

ン
ダ

ワ

ル
ド
編
み
た
く
心
意
を
引
き

こ
し
ユ
ウ
キ
の
技
術
を
ト
レ

ス
し
て
い

る

投
影
魔
術

霊
魔
術
カ
ナ
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ち
な
み
に
セ
ブ
ン
を
有

に
す
る
情
報
を
与
え
た
り

と
認
め
て
る

に
は
話
を
振

て
い
る
の
は

時
間
を

ぐ
た
め
で
あ
る

 
心

風

 

は
じ原
ま
り初

を
語
る

電
子
は

ざ
り

ま
り

万

り

し

世
し界

を

む

天
地
は
別
れ

無
は
開

を

祝
ぐ

ラ
にあ

ら
わ現

る
は
ヒ
ト
の

ユ意
メ

 
意
味

 

仮
想
世
界
の
最
初
の
話

電
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
世
界
を

ん
だ

大
切
断

天
地

創
世
の
話
に
よ
り

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
生
ま
れ
た

天
空
に

場人
の
夢
が

現
化
し
た
の
だ

 

キ
リ
ト

の
始
ま
り
を
現
そ
う

意

 

ネ
タ
英
雄
王

ゲ

ム
の
セ
リ
フ
を
合
わ
せ
た
も
の

最
後
だ
け
は

王
の
宝

速
で

け
る
ボ
イ
ス

大
地
を

ら
す
は
我
が
決
意

の
語
感
に
な

て
い
る

  
・
カ

デ

ナ
ル

 
そ
の
気
に
な
れ
ば
仮
想
世
界
に
キ
リ
ト
を
監
禁
出
来
る

ベ

や
つ

た
だ
し

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン

で
破
ら
れ
る
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キ
リ
ト
に
力
を

し
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の

者

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
完
全
初
期
化
さ
れ
た
の
で
セ
ブ
ン
と
違
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

備
全
て
を

す
る
事
は

出
来
な
い

そ
も
そ
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
が
無
い

し
か
し
セ
ブ
ン
が

し
た
武
器
を

き

と
す
な
ど
キ
リ
ト
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
持

て
き
た

の
武
器
や

現
化
さ
れ
た
墓
標

い
の
武
器
を
使
い

時
ぞ
や
の
ユ
イ
の
如
く

護
は
し
て
い
る

 

つ
ま
り
キ
リ
ト
の
戦
闘
行

に
キ
リ
ト

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
力
は
未
だ

使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
で
あ
る

  
・
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

 
ど
う
い
う

か
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内
の
や
り
取
り
も
キ

チ
リ

て
い
た

 
果
た
し
て
ど
こ
か
ら

て
い
た
の
か

 
そ
も
そ
も
手
引
き
し
た
の
は

な
の
か

 

サ

バ

の

者
な
ら

な
話
だ
ろ
う

  
・
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更
識

に
和
人
が

に
な

て
か
ら

強
面
の
教
師
を
務
め
て
い
る
少
女

 
最
近
全
然
い

し

に

て
く
れ
な
い
の
と
和
人
に
対
す
る

と
姉
を

し
ま
せ
て
た

技
術
を
見
て
モ

モ

し
て
た
か
ら
ネ

ト
サ

フ

ン
し
て
た
ら
変
な
動

見
つ
け
ち

た

和
人
保
護
者
の
一
人

 
地
味
に
超
高
速
で
交
わ
さ
れ
る
攻

に
理
解
が
追
い
付
い
て
い
て

乱
し
て
い
な
い

り
キ

リ
ト
と
セ
ブ
ン
の
身
に

が

き
て
い
る
か
を
理
解
出
来
て
い
る

 
い

た
い
ど
の

か
ら
見
て
い
た
の
か
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第
四
十
四
章
 

な
に
に
も
勝
る
想
い

 

ち
な
さ
い

 
手
を
払
い

声
を
発
し

我
が
身
に

ち
る

意

体

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
命
じ
る

 
情
緒
と
可
能
性
を
秘
め
た
高

シ
ス
テ
ム
は
こ
ち
ら
の
意

を
正
確
に

み
取
り

こ
ち

ら
の
想
定
以
上
の
物

を

現
化
し
た

ス
メ
ラ
ギ
が
持

て
い
た
蒼
き
刀
ア
ス
ナ
が

持

て
い
た
白
銀
の

剣

己
が
持

て
い
た
天
使
の
⻑
槍

覚
え
が
あ
る
も
の
だ
け
で
な

く

覚
え
の
な
い
武
器
す
ら

ま
れ
た
刃
の
雨
が
天
よ
り

ち
る

 
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド

と

雨
に

か
れ

け
る
大
地

 

そ
の

中
を

る
黒
き

子

 
タ
イ
ミ
ン
グ
は
完

だ

た

故
に
回

は
不
能

 
攻
撃
方
向
も
抑
え
ら
れ
て
い
た

故
に

も
不
可

 

だ
と

う
の
に

 

の
闇光

を

う
華

な
体
は
止
ま
ら
な
い

武
器
が

た

て
も

み
す
ら
し
な
い
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そ
の

は
こ
ち
ら
を
見

え
て
離
さ
な
い

無
限
に

し
い
刃
を
前
に
こ
ち
ら
を
見
た
ま
ま

剣
で
弾
き
あ
る
い
は
武
器
が

ん
で

殺
し
て
い
る

背
中
に
目
で
も
付
い
て
い
る
の
か
と

わ
ん
ば
か
り
の
超
反
応

 

離
を

め
ら
れ

二
刀
が
重
ね
て
振
り
下
ろ
さ
れ
た

 
手
を
突
き
出
し

を
思

 
直
後
掌
の
先
の
空
間
が

き
一

に
し
て
絶
氷
の

が
形
成
さ
れ
た

二
刀
は
そ
れ
に

ま
れ
る

刃
は
氷
を
斬
り
裂
く
が

て
付
く

に
絡
め
取
ら
れ
た

 
二
刀
の

か
ら
小
さ
な
手
が
離
れ

 

が

握
ら
れ
た

な
に
を

 
私
が
思

し

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が

き
出
し
た
最

解

に
よ
る
無
限

の
氷
の

そ
れ
を
魔
法
に
よ
り
補
強
し

物
理
的
に
も
魔
法
的
に
も
対
応
し
た
無

の

が
私
の
前
に
あ
る

如

な
手

で
あ

て
も
そ
れ
を
破
れ
は
し
な
い

そ
う
な
る
よ
う
に

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
演

し
た
か
ら
だ

 

だ
が
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無

の
呼

の
後
に

絶
氷
の

が

ら
れ

れ

け
た

 
ガ
ラ
ガ
ラ
と

大
な
氷

が

る

に
触
れ
た

間
リ

ス
と
し
て

収
還

し
な
が

ら

強
化
し
た

力
で
後
退

離
を
開
け
る

 
原
因
は
不
明
だ
が

私
の

に
触
れ
て
も
彼
の
体
は

収
出
来
な
い

こ
の

原
の
大
地
も

空
気
に
漂
う

空
間

そ
の
も
の
を
形
成
し
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
演

リ

ス
も

私
の

に
集
ま
ら
な
い

と
い
う
形
で
リ

ス
を
放
出
す
る
事
で
先
の
氷
の

の
よ
う
に
出
来
て
い
る
が
結

プ
ラ
マ
イ
ゼ
ロ
の
結
果
に
な

て
い
る

実

消

は
無
い

が

彼
も
世
界
も

収
出
来
な
い
の
で
は
千
日
手
だ

こ
う
な

た
ら

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
リ

ス
を
得
ら
れ
な
い
の
は
彼
が

く
み
ん
な
を
取
り
返
す

い
て
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
と
な

た
最
初
期
か
ら

い
て
い
た
想
い
を

点
と
し
た

彼

と
り
に
よ

て
形
成
さ
れ
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
対
し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が

て
い
る
か
ら
に
違
い
な
い

 
彼
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

を

さ
え

的
に

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
リ

ス
を
保
護
し
て
い
る

そ
れ
は
あ
の
浮
遊
城
や
こ
の
心

を
保

て
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い
る
事
か
ら
も
明
ら
か
だ

 
で
あ
れ
ば

自
ず
と

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
は
導
き
出
さ
れ
る

 
彼
が
し
て
い
る
よ
う
に

私
の
感
情
を

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
強
大
な
も
の
に

す
る
事
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の

配
権
を
強
奪
す
る
し
か
な
い

 
つ
ま
り

彼
の
心
を

る
か

彼
の
心
を
私
が
超
え
る
か
だ

 
こ
の
場
合

ど
ち
ら
が
容

か

 

え
な
く
て
も
分
か
る
事
だ

今
の
彼
は
そ
の

い
と
再
び
再
構

し
た
黒
と

の
剣
の

か
ら

す
る
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
自
己
像
を

と
し
て
い
る

時
の
自
身
を
重
ね
る
事

で

時
の
思

と
想
念
を
強
化
し
て
い
る
の
だ

 
同
時

そ
れ
は

時
共
に
戦

て
い
た
戦
友
達
の

感
情

を
呼
び

こ
す

 
彼
の
心

を

現
化
し
た

原
に
は

限
な
く
古
び
た
武
器
達
が
突
き
立

て
い
る

仮

想
世
界
に
あ
り
得
な
い
事
に

び
の
浮
い
た
剣
た
ち
は

彼
に
力
を

す
時
だ
け

年
の

と
な

て
彼
の
手
に
収
ま

て
い
る

そ
の

は
彼
が
記

に

め
て
い
る

本
来
の
持
ち
主

た
ち
と
戦

て
い
る
時
の
カ
タ
チ
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
を
強
く
思
い

こ
す
事
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
保
存
し
て
い
る
彼
ら
あ
る
い
は
彼
女
ら
の

経感
験情

を

し
技
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を
ト
レ

ス
し
て
い
る

だ

 
オ
カ
ル
ト
に
は

い
が
前
世
の
自
分
や
先

の
霊
を

霊
さ
せ
技
術
を
得
る
と
か
い
う
与

太
話
が
思
い

こ
さ
れ

 

見
と
は

だ
な

 

意
識
が

る

 
気
付
け
ば

眼
前
に
少
年
が

て
い
た

 
あ
る
意
味
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
補
助
を

け
た

な
の
だ
ろ
う

高
ま

た

の

演

限
界
の
影

か
一
つ
の
事
へ
の
集
中
が
然
程
な
く
て
も
高
い
ポ
テ
ン
シ

ル
を
引
き
出
せ

て
い
る

特
に
仮
想
世
界
は

の
演

限
界
と
反
応
速

が
も
の
を

う
世
界
だ

ゲ

ム
と
し

て
の
ス
テ

タ
ス
も

撤

さ
れ
た
現
状

そ
の

面
は
強
く
な

て
い
る

 
だ
か
ら
と

て
同
じ
く
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
発
現
し
て
い
る
だ
ろ
う
少
年

手

に
気
を

い
て
い
い

で
は
な
い
の
だ
が

 
逆
手
に
握
ら
れ
る

武
器
殺
し
の

剣

フ

リ
ア
が
持

て
い
た

ド
ブ
レ
イ
カ

が

く

く
振
る
わ
れ
た

の

の
如
き

の

 
情
緒
と
可
能
性
を

せ
持
つ
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が
自
動
的
に
武
器
を

し

ま
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な
け
れ
ば

に
入

て
い
た

あ
ま
り
に
高
い

力
値
の
前
に

り
傷
が
付
い
た
と
は
思
え

な
い
が
衝
撃
そ
の
も
の
は

け
る

流

に

に

け
れ
は
キ
ツ
い
だ
ろ
う

 
集
中
す
る

 

流
れ
が

く
な
る

 
少
年
の
動
き
が

に
見
え
た

は

 
一

 
意
思
を

み
取

た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が

虚
空
か
ら

天
か
ら

無
数
の
武
器
を

し

う
う雨

と
し
て

と
し
た

 

る
り
と
し
た

な
動
き
に
対
し

正
確
無

の
無

悲
な
剣

が

い
を

ま
せ
る

 

そ
れ
も

横
合
い
か
ら

り

ん
だ
剣

に
よ
り
無
意
味
と

か堕
し
た

 
目
を

め
る

ど
う
い
う
こ
と

 
疑
念
が
過
ぎ
る

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
を

配
し
た
事
で

こ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
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し
て
知
ら
な
い
事
は
な
く
ま
た
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
事
も

理
解
し
て
い
る

時
間
を

や
し
た

で
も
な
い
の
で

け
は
あ
る
だ
ろ
う
が
必
要
な
事
と
し

て
思

に
浮
か
べ
た
時
点
で

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
そ
れ
に
つ
い
て
情
報
を

示
し
て

く
れ
る
か
ら

問

は
特
に
な
い

 
だ
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

で

き
得
る
事
と

彼
の
事
に
つ
い
て
は

外
だ

 
彼
の
ア
バ
タ

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の

配
下

に
あ
る

更
に

え
ば

そ
の
シ
ス
テ
ム
も

彼
が
構

す
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
制

さ
れ
て
い
る

 
彼
の
感
情
や

意
が
流
れ
て
来
な
い
の
は
こ
の
世
界
を
自
分
が

収
で
き
な
い
事
も

め
彼

の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が

て
い
る
か
ら
で
あ
る

彼
が

こ
し
て
い
る
現

が
理
解

出
来
な
い
の
は
至
極

然
の
事
だ

た

さ

き
か
ら
あ
り
得
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

撃
出
来
て
る
の
は

故

 
い
ま
の
攻
撃

き

み
は
反
応
し
切
れ
て
な
か

た

よ

お
前
と
同
じ
さ

気
付
い
て
い
る
ん
だ
ろ
う

に
も

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
あ

る
事
を

そ
れ
が
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
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保
護
し
て
い
る
事
も

え
え

収
出
来
な
い
以
上
そ
う

え
る
方
が

よ

で
も

私
が
知
覚
思

出
来

て
い
な
い
事
に

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は
応
え
な
い
わ

如

に
情
緒
性

可
能
性

か

と

て
も
そ
も
そ
も
思

機
会
を

示
し
な
け
れ
ば
演

シ
ス
テ
ム
は
演

を
始
動
し

な
い
も
の

 
攻
撃
の
意

を
組
ん
で
剣
の
雨
を

の
意

を
組
ん
で
武
器
や
属
性
の

を
出
す
よ
う

に

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
こ
ち
ら
の
意

を

と
し
て
独
自
に
演

を
行
い
最

解
を

き
出
す
代
物

 
つ
ま
り

使

者
本
人
が
気
付
け
て
い
な
け
れ
ば

そ
も
そ
も
真
価
を
発

し
な
い

 
感
情
面
で

え
ば
無
自
覚
で
も
応
じ
て
く
れ
る
が

思

と
い
う
過
程
が
無
け
れ
ば

攻

撃
・

一

倒

思

は
レ

ル
を
変
え
る
ギ
ア
だ

り

け
れ
ば

時
か
衝
突
す
る

車
と
同
じ
で

思

を

ん
で
止
め
る
時
も
必
要
な
も
の

 
決
し
て
万
能
で
は
無
い

あ
と
速
さ
も
お
か
し
い
わ
よ
ね

よ
し
ん
ば
気
付
け
て
も

離
的
に
あ
り
得
な
い
で
し

う

 
あ
ち
ら
も
本
家
の

を
持

て
い
る
の
だ
か
ら
虚
空
か
ら
呼
び
出
し

出
来
る
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だ
が
さ

き
は
ど
こ
か
か
ら

ん
で
き
た
武
器
に
よ
る

撃
だ

た

私
が
し
て
い
る

法

と
異
な
る
以
上
違
う
も
の
で
あ
る
事
は
明
白
だ

 
そ
れ
を
可
能
に
す
る
に
は
こ
ち
ら
が
武
器
を

と
し
た
事
に
気
付
い
て
か
ら

弾
ま
で
の
一

未

の
間
に

速

百
メ

ト
ル
も
の
速

で
武
器
を

来
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

が

そ
ん
な
手
間
を

え
れ
ば

で

し
た
方
が
マ
シ
で
あ
る

 

そ
う
思

し
て
い
る
と

彼
が
片

を
釣
り
上

た

こ
の
世
界
は

の
心

を
展
開
し
て
い
る

こ
の

原
一
体
全
て
に

の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ

レ
イ
ン
が

り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
ん
だ

お
前
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
自
動

に

の

を
使

て
い
る
が

は

原
に
予
め
武
器
を
撒
い
て
い
る
か
ら

そ
れ
を

の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が
使

て
い
る
だ
け
だ
よ

つ
ま
り
お
前
の
武
器
が

さ

れ
た
時
点
で

武
器
の

撃
は
自
動
的
に
決
定
さ
れ
る

 
そ
う

彼
は

た

論

や

勢
を

慮
さ
れ
て
い
る

実

が
自
分
で

ぐ
時
に
は
来
な
い
だ
ろ

う 

わ
れ

思
い
返
す
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中
か
ら
気
に
し
な
く
な

て
い
た
が

わ
れ
て
み
れ
ば
自
分
で
武
器
を
弾
く
時
と
そ
う
で

な
い
時
の
二
パ
タ

ン
あ

た

私
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に
全
て
や

て
も
ら

て
い

る
が
彼
は
そ
う
し
て
い
な
い

の
問

で
し

う

 
私
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は
数
十
万
人
の
演

能

力
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
な
た
は
一
人
だ
け
だ
も
の

演

リ

ス
の
不
足
で

先

を
決
め
て
い
る
だ
け
で
し

う

そ
の

り
だ

 

で
は
な
い
と

そ
の
つ
も
り
で

た

葉
が

故
か
全

定
さ
れ
る

を

め

目
を

め
て
少
年
を
見
つ
め
る

ど
ん
な

え
を
以
て
自
身
の
不

を
認
め
た
の
か

 
彼
は

こ
ち
ら
の
疑
念
を

を

め
て

け
流
す

て
お
く
が
こ
れ
で

が
不

だ
と
思

て
い
る
な
ら
大
間
違
い
だ

こ
と
戦
い
に

け

る
不

は
お
前
の
方
だ
ぞ

ど
う
い
う
意
味
よ

こ
の
場
に
展
開
さ
れ
る
心

は

の
想
念
を

に
し
て
お
り
つ
ま
り
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ

イ
ン
も

持
に

わ

て
い
る

そ
こ
に
現
れ
た
異
物
を

す
る
は
自
明
の
理

お
前
が
自
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身
の
力
に
さ
せ
て
い
る
武
器

は

自
身
が
対
応
す
る
必
要
も
無
い
も
の
だ
け
自
動
で

撃

さ
れ
る

つ
ま
り
お
前
が
ユ
イ
キ
リ
カ
シ
ノ
ン
達
か
ら
奪
い
他
の
プ
レ
イ

や
Ａ
Ｌ

Ｏ
に
実

さ
れ
て
い
る
全
て
の
武
器
の

は

殺
さ
れ
た
も
同
然
だ

 
そ
も
そ
も
な

と

を
組
ん
だ
彼
の

葉
が

く

お
前
と
の
戦
闘
に

い
て

が
こ
の
手
に
握
る
武
器
以
外
で
お
前
を
傷
付
け
よ
う
と
し
た
か

  
思
い
返
し
て

え
に
行
き

く

え
は

だ

最

限
の

化
の
意
地
以
外
に
は
お
前
の
武
器

を

す
る
事

し
か
さ
せ
て
い
な
い

故
な
ら
戦
い
の
経
験
は

の
方
が
上
だ
か
ら
だ

お
前
の
猛
攻
を

き

反
撃
を
入
れ
る
の
に

い
ち
い
ち

指
示

と
い
う
隙
を

む
必
要
が
な
い
の
に

ク
ラ
ウ

ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
さ
せ
る
道
理
は
な
い

 
対
し
て

と
彼
の
眼
が
こ
ち
ら
を
強
く
見

え
た

話
の
矛
先
が
こ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
る

お
前
は
違
う

他
と者

の
技
術
を

み
取
り
ト
レ

ス
す
る
事
も
武
器

に
よ
る
攻
撃

行

も

全
て

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

頼
り

だ
が
そ
れ
も

の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
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ン
が

殺
す
る

ら
ど
ち
ら
が
不

か
も
う
分
か

た
だ
ろ
う

 
同
じ
ク

ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と

て
も
使
い
方
や
状
況

と
つ
で

性
や
有

不

は
容

く
逆

転
す
る
そ
れ
が
戦
い
と
い
う
も
の
だ

思
索
を

や止
め
て
た
だ
技
だ
け

え
た
お
前
の
戦
い
方
に

は
経
験
が
無
く
論
理
も
無
い

如

に
天
才
と

わ
れ
よ
う
が
努
力

き
に
そ
の
道
の
人
間
を

越
え
ら
れ
る
道
理
は
な
い

道
程
が
無
く

み
重
ね
も
無
け
れ
ば
容

く
地
金
は
晒
さ
れ
る

が
れ
て
い
た
だ
け
の
お
前
で
は

そ
こ
が
限

な
の
だ
ろ
う
よ

 

ん

と
勝
ち
誇

た
よ
う
な

み
が
浮
か
ん
で
い
る

さ

ど
う
す
る

頼
み
の

で
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は

殺

で

出
来
る
事
も
本
体
同
士
の
技

も
経
験
で

が
勝

て
い
る

い
よ
い
よ
進
退

ま

て
来
て
い

る
ぞ

め
る
な
ら
今
の
内
だ

 
く
つ
く
つ
と

の

を
鳴
ら
し
て

て
く
る

 

収
す
る
事
も
な
く
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る

悪
意

と

意

神
を
自
称
し
た
私
の

失

に

悦
す
る
か
の
よ
う
な

こ
ち
ら
の
心
を
逆

で
し
よ
う
と

え
て

ば
れ
た

葉

の
数

 

の

が

歪
む
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て
く
れ
る
じ

な
い

 

中
を
乱
す
感
情
が

く

そ
れ
は
蠢
き

身
を

た
す
モ
ノ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ

イ
ン

へ
と

し
た

 
ず
ず

と
天
に

る

原
が
揺
れ
る

 

点
が

高
く
な
る

こ
れ
ま
で
は
手
を

い
て
い
た
だ
け
よ

そ
の
気
に
な
れ
ば
き
み
な
ん
て
一

で

み

せ
る
く
ら
い

私神
は
大
き
く
な
れ
る
ん
だ
か
ら

 

く
な

た

原
か
ら

り
る

が
海
面
に
付
く

が

か
ら
見
た
目
だ
け
な
の

か

が
水
面
に

ち
る
だ
け
で
止
ま

た

 
眼
前
に
は

小
に
過
ぎ
る

原
の
大
地

そ
こ
に
立
つ
黒
の
子

が
私神

を
見
上

て
い
る

 
そ
の
立
ち

に
変
化
は
な
い

を
組
ん
で
の

王
立
ち

覇
気
を

い
神
た
る
私
を

ね

め

付
け
て
い
る

 
な
ん
た
る
不

 
な
ん
た
る

 
あ
ま
り
に

小
な
存
在
が

お
お

い
な
る
神
に
向
け
て
い
い

で
は
な
い

仮

救
世
主
に
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し
い
立
場
に
あ

て
も
だ

小
さ
い

小
さ
い
わ

き
み
は
大
き
く
な
れ
な
い
の
ね

 

だ
が

私
は
そ
れ
を

て
許
し
た

 
く
す
く
す
と

大
気
を

わ
せ

う

 
彼
と
て
同
じ
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
構

し
同
じ
く
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

を
掌
握
し
て
い
る

そ
の
気
に
な
れ
ば
リ

ス
を

収
し

同
じ
よ
う
に

大
化
を
す
る
事

だ

て
出
来
る

だ

私
に

り
負
け
な
い
く
ら
い
の
ス
テ

タ
ス
を
得
ら
れ
る

だ

 
だ
が

彼
は
そ
う
な

て
い
な
い

 
で
あ
れ
ば

し
な
い
の
で
は
な
く

出
来
な
い
の
だ

彼
は

 
故
に

い
た
感
情
は
怒
り
で
は
無
く

哀
れ
み

力
無
き
者
へ
向
け
る

形
勢

逆
転
ね

 

を
寄
せ
る

 

き
く
な

た
私
か
ら
す
れ
ば
彼
は

程

の
サ
イ
ズ
で
し
か
な
く
な

た

そ
ん
な
存
在

に
怖
れ
は

か
な
い

吹
け
ば

る
木

に
過
ぎ
な
い
の
だ

 
強
化
さ
れ
た

力
が
あ
る
か
ら
見
え
て
い
る
が
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少
し
気
を

け
ば

る
事
す
ら
気
付
か
ず

し
て
し
ま
う
だ
ろ
う

進
退

ま

た

 

め
る
な
ら
今
の
内

 

い
い
え

そ
れ
は
違
う
わ

そ
れ
は
き

み
の
方
よ

キ
リ
ト
君

 

る

に

大
気
が

え
る

が

い
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る

 

そ
れ
に

れ

せ
ば
い
い
の
に

 
小
さ
な
小
さ
な
黒
の
子
は

未
だ
覇
気
を

て
立

て
い
た

 
不
快
を

く

だ
が
そ
れ
以
上
に
そ
の
反
骨
心
へ
の
称

が
あ

た

こ
の
状
況
に
な

て
も
勝
て
る
と
思

て
い
る
事
が
と
て
も
愛
ら
し
い

不

の
心

け
ぬ
克
己
心
は

く

人
の
心
を
魅
入
ら
せ
る

妖
精
郷
の
全
て
を
喰
ら

た
こ
の

私神
に
き
み
の
方
が

す
る
べ
き
よ

き
み
の
力
じ

私神
に

届
か
な
い

き
み
の
小
さ
さ
じ

私神
は
倒
せ
な
い

は
ね
た

た
一

じ

に
は
勝
て

な
い
の

 
そ
う

自
然
の
摂
理
を
語

て
や
る

 
凶
悪
な
シ
ロ
ア
リ
や

ア
リ
だ

て

の

い

を
像
を
殺
す
事
は
出
来
る

で
も
た

た
一

で
は
不
可
能
だ

他
の
ア
リ
が
死
ん
で
い
る
間
に
数
で

し

す
の
が
ア
リ
の
戦
い
方
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一

程

で
は

が
回
る
前
に

み

さ
れ
る

 
い
ま
の
彼
は

そ
の
程

の
存
在
だ

 
ど
れ
だ
け
足
掻
い
て
も

 
ど
れ
だ
け
抗

て
も

 

小
な
身
で
は

を
や

て
も
意
味
を

さ
な
い

き
み

と
り
じ

私神
を
殺
す
な
ん
て
と
て
も
と
て
も

子

に

か
せ
る

物
語
に

な
れ
ば
い
い
方
か
し
ら

神
に

む

て

ユ
メ
が
あ
る
も
の
ね

 
く
す
り
と

う

 
そ
ん
な
ユ
メ
を

い
て
る
彼
が

見
た
目

り
の

子
に
見
え
て

愛
お
し
く
思
え
た

キ
リ
ト
君

最
後
に

悲
を
あ

る

私
が

一
心
か
ら
認
め
る
き
み
へ
の
特
別

遇

よ 
掌
に

セ
カ
イ

大
地
を
載
せ
て

 

原
に
立
つ
黒
の
覇
王
に

そ
う

み
か
け
る

私
は
ね
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
た
け
ど
そ
れ
で
止
ま
る
つ
も
り
は
無

い
の

き
み
が

殺
出
来
て
い
た
事
に
私
が
気
付
け
な
か

た
の
は
事
実

つ
ま
り
私
も
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ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
事
を
ま
だ
把
握
し
切
れ
て
い
な
い

だ
か
ら

き
み
の
力
を

し
て
ち

う
だ
い

 
き
み
の
感
情
へ
の
理
解

た

た

と
り
で

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
構

す
る
想
い
の
強
さ
は

人
に
は
無
い
最
大
の
魅
力
と

て
も
良
い
わ

 
無
論

そ
れ
だ
け
で
は
無
い

 
彼
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
構

し
て
見
せ
た

だ
が
彼
の
真
骨

は
そ
こ
で
は
な

い

他
者
を
圧
倒
す
る
戦
闘
技
術
意

の
強
さ
に
は
息
を

む
も
の
が
あ
る
が
そ
ん
な
も
の

よ
り
も

れ
た
も
の
が
あ
る

 

私
の
思

を

み
切

た

そ
の

明
な

だ

そ
れ
以
外
も
き
み
は

み
の
大
人
を

し
て
る

強
さ
だ
け
じ

な
い

き
み
は
部
外
者

で

者
で
も
な
く
ま
し
て
や
専

の
学

に

て
た

じ

な
い
の
に
私
の

内

容
と
手

を
論
文
か
ら
全
て

み
切

て
見
せ
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
要
が
ク
ラ
ス

タ
達
に
あ
る
事
す
ら
も

き
み
の
そ
の

め
い明
せ
き

な

は
た
だ
遊
ば
せ
て
お
く
に
は

し
過
ぎ

る

正

な

価
を
下
さ
な
い
国
に

た
ら
き
み
の
才
能
は
活
か
さ
れ
な
い

い
え
む
し
ろ
殺

さ
れ
る
と

う
べ
き
よ

 
だ
か
ら

と

掌
に

る
少
年
に

み
か
け
る
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キ
リ
ト
君

私
の
下
に
来
な
い

 
き
み
の

は
私
に

し
て
る
と

て
い
い

私

な
ら

き
み
を
正

に

価
出
来
る
わ

 

少
年
は

ら
な
い

 
あ
ま
り
に
近
く
て

が
大
き
い
の
か

を
組
ん
だ
ま
ま
だ
が

目
し
て
い
る

振
動
で

を

じ
て
い
な
い
と

い
の
か
も
し
れ
な
い

た
だ
そ
れ
以
外
の
リ
ア
ク
シ

ン
が
無
く
て

同
し
て
い
る
の
か
反
対
し
て
る
か
も
分
か
ら
な
い

 

だ
か
ら

葉
を

け
る
事
に
し
た

 
私
は

心
か
ら
彼
を
欲
し
て
い
る

そ
れ
は

れ
も
な
く
真
実
だ
か
ら
だ

私
の
事
務

を

し
て
同
じ

チ

ム
に

属
す
れ
ば
仮
想
世
界
の
事
を

に
し
た

が
出
来
る
わ

強
な
ら
私
が
見
て
あ

る

生
活
だ

て

り
あ
る
私
の

力
で
ど
う
と

で
も
出
来
る

あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
け
ど
こ
れ
で
も
世
界
有
数
の
お
金
持
ち
な
ん
だ
か
ら
ね

 
こ
れ
と
い

て
実
績
を
上

た

で
は
な
い
が
し
か
し
論
文
発
表
で

目
を

び
た
の
は
事

実
だ
し
世
間
に

表
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で

と

ら
か
の
実
験
は
成

さ
せ
て
い
る

加
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え
て

の
投

も
や

て
い
る

い
つ
ス
ポ
ン
サ

に
切
ら
れ
て

で

チ

ム
が
先
行

か
な
く
な
る
か
分
か
ら
な
い
以
上

備
え
て
お
く
事
は
不
可
欠
だ

た

 

い

の
投

の
ル

ル
や
暗

の
了
解
流
れ
も
日

の
経
済
新

で

み
取

て
い
た

か
ら

に
数
百

の

は
あ
る

 
彼
と
自
分
の
生
活

と

生
活
に
投

し
て

を
し
て
も

き
ぬ

だ

然
投

も

引
き

を
見
極
め
リ
ス
ク
を

慮
し
て
い
る
の
で
損
し
て
も
破

す
る
危
険
性
は
全
く
な
い

 
彼
を
不
自
由
に
さ
せ
る
要

は
無
い
の
だ

ね

キ
リ
ト
君

私
の
下
に
来
て

私
は

き
み
が
欲
し
い
の

 

く
よ
う
に

白
す
る

 

の

が
・と
・く
・り

と

く

き

と
私
の

は

く

ま
り

け
て
い
る
事
だ
ろ
う

そ

う
思
え
る
く
ら
い
気
持
ち
に

が

て
い
た

 
今
だ
け
は

私
の
感
情
が

発
し
て

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
制

を
離
れ

体
が
勝

手
に
大
き
く
な

て
し
ま
い
そ
う
だ

 
だ
か
ら

色

い
返
事
を
期

し
て
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断
る

  

明
確
な

絶
に

絶

望

を

い
た

そ
う

故

か
し
ら

 

し
切
れ
な
い

絶

望

を
滲
ま
せ
な
が
ら

黒
の
覇
王
に
問
い
掛
け
る

は
み
ん
な
を
護
る
事
を
誓

て
い
る
そ
の
た
め
に
剣
を
取
り
こ
う
し
て
こ
こ
に
立

て

い
る

が
求
め
る
未
来
は
彼
ら
彼
女
ら
と

い
合
う

福
な
未
来
だ

た
だ

た
り
前
に
存

在
す
る
平
和
な
生
活
だ

そ
こ
に
お
前
が
加
わ
る
事
は
あ

て
も
お
前
だ
け
に
な
る
事
は
決
し

て
な
い

・

・が
・

・く
・恐
・怖
・は
・望
・む
・未
・来
・の
・裏
・返
・し
・で
・あ
・る
・事
・を
・忘
・れ
・る
・な

 

小
な
少
年
は
そ
れ
で
も

然
と

を

り

て
い
た

力
強
い

み

未
来
を
信
じ

る

明
る
い

み

 

ざ
わ
り
と

の

が
ざ
わ
め
い
た

そ
う

そ
う

な
の
ね

 
心
の

か
ら

絶

望

す
る

 
分
か
り
合
え
る
と

そ
う
思

て
い
た
人
か
ら
の

絶
は
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く

苦
し
い
も
の
だ

た

な
ら
仕
方
な
い
わ

彼
女
達
に
は
悪
い
け
ど
キ
リ
ト
君
の
心
私
色
に

め
上

て

あ

る

 
そ
う

裁
決
を
下
す

私
の
愛
に

溺
れ
な
さ
い

 
彼
は

小
さ
く

小
さ
く

な

て
い

た

  
声
を
発
せ
ば
大
気
が

え
る

 
手
を

ぎ
払
え
ば

風
が
吹
き

ぶ

 
一
歩

み

め
ば
彼
方
ま
で
一

だ

 
私
に
触
れ
た
も
の
は
仮

空
気
だ
ろ
う
と

解
し
神

し
い

き
を
放
つ

の
一
部
へ
と

取
り

ま
れ
て
い
く

雲
を
喰
ら
い
空
を
喰
ら
い
海
を
取
り

み

に
無

の
夜
を
闇

へ
変
え
て
い
く

に

実
に

世
界
は

私神
の
も
の
に
な

て
い
く

 
彼
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
超
え

世
界
の

配
権
を
奪
い
始
め
た
証

だ

 

そ
ん
な
中
で
も

彼
は

に
立
ち
向
か

て
来
た
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一

一

が
命
取
り

 

命
打
を
与
え
ん
と

え

嗤
う
女
神
を
前
に

一
歩
も
引
か
ず
応
戦
を

け
る

き
剣
士

と
て
も
と
て
も
愛
お
し
い

 

を
放
つ

身
を
焦
が
す
業
火
を

私女
神
は

ろ
り
と

め
取

た

 
水
を
放
つ

全
て
を
流
す
波

を

私女
神
は
ご
く
り
と

み

し
た

 
風
を
放
つ

災
禍
を
裂
く
風
刃
を

私女
神
は

る
り
と
絡
め
取

た

 

を
放
つ

邪
悪
を

つ
神

を

私女
神
は
そ
の
手
で

み
取

た

 
氷
を
放
つ

無

悲
な
る

を

私女
神
は

息
で

か
し

し
た

 

を
放
つ

し

す

の

を

私女
神
は
一
振
り
で

き

し
た

 
光
を
放
つ

い

化
の

き
を

私女
神
は
己
の
光
で
無
力
化
し
た

 
闇
を
放
つ

昏
い
深
淵
の
暗
黒
を

私女
神
は

え
で
吹
き

ば
し
た

 
全
て

全
て
が
無

だ

た

私女
神
は

う

少
年
の
足
掻
き
な
ん
て
も
う

に

も
感
じ
て
い
な
い

愛
お
し
さ
を
増
す
子
に
対
し

み
を
深
く
す
る
だ
け
だ

 
己
の
絶
対
性
を
信
じ
て
止
ま
な
い

 
己
の
勝

を

私女
神
は
疑

て
い
な
い
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無

よ
キ
リ
ト
君

今
の
き
み
よ
り
も
私
の
方
が
強
い
の
だ
か
ら

も
う
き
み
は
負
け
る
し

か
な
い
の

 

み
な
が
ら

女
神
が

う

 

葉
を
発
す
る

 
そ
れ
だ
け
で

小
な
黒
が

弄
さ
れ
る

葉
を
発
し
た

息
だ
け
で

百
メ

ト
ル
も

吹

ば
さ
れ
る

 
し
か
し

私女
神
か
ら
す
れ
ば

身
動
ぎ
す
れ
ば
ゼ
ロ
に
な
る

離

 
私女

神
か
ら
す
れ
ば
ミ
リ
以
下
の

離

 
あ
ま
り
の
体
格
差

神
を

に
す
れ
ば
彼
の
存
在
な
ど

よ
り

小

世
界
が
真

で
あ
れ
ば
気
付
か
な
い
内
に

し
て
い
る

い
や
指
紋
や

の
隙
間
に

ま

て
い
る
か
も

し
れ
な
い

あ
る
い
は
そ
れ
未

 

え
る
だ
け
で

ぞ
く
ぞ
く
す
る

 
自
身
が
こ
れ
だ
け

配
欲
を
持

て
い
た
事
を

初
め
て
認
識
し
た

さ

私
の
愛
に

溺
れ
ま
し

う

 
そ
う

て

彼
の
心

ら
し
い

原
か
ら

空
を

び

を
掛
け
る
彼
を
見
る
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高
ま

た
知
覚
は

を
這
う

一一
人

の
生

子物
を
見

さ
な
い

数
値
に
す
れ
ば
最

た
る
も

の
だ
ろ
う
に

を
這
う

か
な
感
覚
す
ら
愛
し
く

の

を

か
せ
る

 

か
の

過
も
許
さ
な
い

欲
さ
は
な
る

ど
自
分
を
し
て

配
欲
が
強
い
と

わ
ざ
る

を
得
な
い

 

だ
が

断

だ

 
お
お

い
な
る

私女
神
の

み
を
彼
は

し
た

す
る

に
は
い
か
な
い
と
己
を

舞
し
て

い
た

 
返

代
わ
り
に
放
た
れ
る
光
と
闇
色
の
剣

彼
か
ら
す
れ
ば

百
キ
ロ
と
離
れ
た

色
の

や

ま
で
の

離
を

二
色
の
攻
撃
は
一

に
し
て

め
切
り

た

 
白

の

に

の
線
が

ま
れ
る

わ
 

大
な
身
か
ら
す
れ
ば

あ
ま
り
に
小
さ
な

の
線

 
し
か
し

自
身
の
ス
テ

タ
ス
を
知

て
い
れ
ば
そ
れ
が
ど
れ
だ
け

晴
ら
し
い
事
か
が

よ
く
分
か
る

み
の
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

な
ら
一
撃
で

で
き
る
程
の
超

力

き

と
イ
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メ

ジ
の
力
を
振
り

り

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

や
サ

バ

の
リ

ス
も
強
化
に
回

し
た
に
違
い
な
い

 

そ
れ
だ
け
や

て

た

た
ミ
ク
ロ
の
傷
一
つ

 
あ
ま
り
の
小
さ
さ
に

み
が
浮
か
ん
だ

い
は
息
と
な

て
放
た
れ
る

ち
 
た
だ
息
を

く
だ
け
で
彼
は
吹
き

ん
だ

 

が
揺
れ
た
の
だ
ろ
う

苦
し

に

表
情
が
歪
ん
で
い
る

 
だ
が

観
の
色
は

無
い

 
私女

神
の
愛
を

絶
す
る
彼
は
初
め
て
見
る

ど
覇
気
をじ

うい
つ

さ
せ
て
い
る

と
も
す
れ
ば
浮
遊

城
で
の
戦
い
よ
り
も

か
に

い

 
あ
れ
が

あ
れ
こ
そ
が

キ
リ
ト

の
全
力

根
幹
に
し
て
根

 
浮
遊
城
を

破
し
た

一
の
剣
士
の
気

 
王
者
の
覇
気

 
私女

神
に
向
け
ら
れ
て
い
る
そ
れ
が
心
地
良
い
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あ
あ

し
い
わ

さ

き
よ
り
も

大
き
く

強
大
に
な

て
い
く
の
を
感
じ
る
の

 
私女

神
は
そ
う
語
り
出
す

 
そ
れ
は
た
だ
の
気
ま
ぐ
れ
だ

攻
撃
す
ら
せ
ず
た
だ
目
を
向
け
息
を

く
だ
け
の
女
神
の

会
話

葉
が
発
せ
ら
れ
る

に
風
が

き

彼
は

か
彼
方
ま
で

ば
さ
れ
る

 
話
す
だ
け
な
ら
影

の
な
い

闇空
ま
で
彼
は

ん
だ

 

ん
の
一
歩
進
め
ば

め
ら
れ
る

離
だ
が

 
そ
の

小
さ
も

愛
お
し
い

ね

キ
リ
ト
君

も

と
抗

て

私
に
力
を
振
る
わ
せ
て
ち

う
だ
い

私
に
抗
え
る
の

は

き
み
だ
け
な
ん
だ
よ

 
再

愛
を

白
す
る
よ
う
に

う

彼
へ
の
愛
お
し
さ
が

れ
て
い
る
と
思
う
く
ら
い
衝
動

が
私女

神
を
突
き
動
か
し
て
い
た

 
小
さ
な
小
さ
な

子
を
極
限
ま
で
強
化
さ
れ
た
眼
で
見
つ
め
る

風
に
な
び
く
髪
の

の
一

本
ま
で
も
精

に
見
え
た

き
み
は

ん
と
う
に

い
よ

私
と
こ
こ
ま
で
や
り
合
え
て
る
ん
だ
か
ら

 
で
も
ね

と

み
を
深
く
し
た
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私
は
き
み
を
倒
さ
な
い
と
い
け
な
い

私
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

晴
ら
し
さ
を
証

明
し
な
い
と
い
け
な
い
の

そ
し
て
歌
い

け
る
ん
だ

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
パ
ス
ト
ラ
ル
を

歌
姫
と
し
て

女
神
と
し
て

遠
に

そ
の
た
め
に

私
が
現
実
で
も
神
に
な
る
た
め

に

き
み
を
倒
さ
な
い
と
い
け
な
い

 

私女
神
は
目
的
を
忘
れ
て
い
な
い

 

実
験

の
た
め
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

三
刃
騎
士

を

ク
ラ
ス
タ
を

し
て
い
た
事
実
を

知
ら
れ
た
い
ま
間
違
い
な
く
世
間
か
ら
私
は

か
れ
る

己
の
正

性
を
確
か
な
も
の
に
す
る

た
め
に

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

と
い
う
も
の
の
有

性
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

己
の
実
験
が
正
し
い
事
を
証
明
す
れ
ば
人

も

同
す
る

な
の
だ
か
ら

 
そ
の
た
め
に

解
放
の
英
雄

と
呼
ば
れ
る
少
年
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

心
を

ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

心
を

ら
な
け
れ
ば
以

ず

と

さ
れ
る

い
く
ら
彼
で
も
そ
れ

は
許
容
出
来
そ
う
に
な
い

 

気
付
け
ば

世
界
は
闇
に

わ
れ
て
い
た

 
夜
の
空
は
女
神
に
食
わ
れ

闇
に

ん
で
い
た

無

の
空
も
ま
た
同
じ

 
浮
遊
城
は

で

し
の
け
ら
れ
て
い
る

原
の
大
地
と
同
様
壊
れ
て
い
な
い
が

そ
れ
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も

時
間
の
問

だ
ろ
う

 
星
明
り
の
よ
う
に
小
さ
く
煌
め
く
光
は
よ
く
見
れ
ば
星
で
は
な
く
世
界
を
構
成
す
る

と

の
数

の

き
だ

た

世
界
を
作
る
テ
ク
ス
チ

を
も
取
り

み
始
め
て
い
る
の
だ

 
こ
れ
は

私
の
愛
が
彼
の
想
い
を
超
越
し
た
と

て
も
過

で
は
無
い
だ
ろ
う

 

を

う
か
と
思
え
ば

よ
り
に
よ

て
・現
・実
・で
・も
・神
・に
・な
・る

と
は

が
知
れ
た
な

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

  

闇
に

み
始
め
た
世
界
に
強
い

葉
が

く

 
大
地
を
喪
い
空
を
喪
い
打
つ
手
全
て
が

私女
神
を
喜
ば
す
中
天
城
の
覇
者
は
そ
の
眼
に
強

い
光
を

し
て
い
た

め
な
ど

も

い
て
い
な
い
強
い

き

く

か
れ
た
ケ
ツ
イ
の

煌
め
き

煌

と

る

の

き

 
覇
気
が
場
を

た
す

 

私女
神
と

の
差
を

覇
気
だ
け
で

め
始
め
た

神
に
な
る
だ
と

 

を
以
て

神

と
定
義
づ
け
て
い
る
か
は
知
ら
ん
が

お
前
は
た
だ
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他

人

カ

デ

ナ
ル
の
力
で
神
を

せ
んし

う称
し
て
い
る
に
過
ぎ
ん

違
い
も

だ
し
い

こ
れ
で
は

郷

之
と
同
程

だ

な
ん
で
す

て

を

人
の

と
説
き

に

愛

と

て
い
な
が
ら

人
か
ら
の

絶
を
恐
れ
る

あ
ま
り
人
を

べ
自
身
を
認
め
さ
せ
た
い
が
た
め
に
他
者
を
食
い
物
に
す
る

お
前
は
自
身
を

高
め
る
の
で
は
な
く

他
者
を

め
る
事
で
自
身
を
高
く
見
せ
る
手

を

ん
だ
ん
だ

そ
ら

・

・郷
・

・之
・と
・ど
・こ
・が
・違
・う

 

し

片

を
釣
り
上

る
少
年

う
る
さ
い

 

反

的
に

怒
鳴

て
い
た

 

風
が
吹
く

離
れ
て
い
な
い

小
な
彼
は
し
か
し
そ
の

風
を
前
に
一
歩
も
引
い
て
い

な
か

た

己
の
絶
対
性
を
信
じ
る

そ
れ
は

そ
れ
は
間

的
に

私女
神
の
根
幹
か
ら

定
さ
れ
て
い
る
も
同
然
だ

た

 

は

人
の

に
な
る

 
私
の
想
い
は

彼
の

に
な
る
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そ
れ
を
全
て

定
さ
れ
た
ら

  

私
に
は

も

残
ら
な
い

  

み
重
ね
た

光
も

 
自
分
を
応

し
て
く
れ
た
人
も

 

一
の

家

だ

て

す
る
事
は

星
と
明
か
し
て
い
る
も
同
然
だ
ぞ

う
る
さ
い
う
る
さ
い
う
る
さ
い

 

星

で
は
あ
る
の
だ
ろ
う

 
気
付
け
ば
取
り
乱
し
超
然
と
し
た
全
能
感
も
忘
れ
た
だ
少
女
の
よ
う
に
彼
の

葉
を

絶

し
て
い
た

 
手
を
振
る
う

払
う
よ
う
に
振
る

た
そ
れ
を
彼
は
闇
に

れ
て

し
返
礼
と
ば
か
り
に

黒
と
白
の
武
器
を

き

ん
で
き
た

ダ
メ

ジ
は
無
い
が
目
を

わ
れ

ら
ず
目
を

る

 
数

し
て

攻
撃
が
止
ん
だ

を

る
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こ
こ
が
正
念
場
だ

手
は

め
ん

 

そ
れ
は
ブ
ラ
フ
だ

た

 

を
開
け
た

先
程
よ
り
も

大
な

の
黒
と
白
の
武
器
達
が
眼

に

び

ん
で
き

た

衝
撃
が
来
る

み
は
無
い
が

反

的
に
ま
た

を

る

 
そ
の

間

 

た
せ
た

キ
リ
ト
君

 
終
わ

た
ぞ

  

そ
う

男
性
の
声
が
夜
の
世
界
に

き

た

 

き
覚
え
は
あ

た

私
が
尊

し
目
指
す
べ
き

き
と
し
て
定
め
て
い
た

者

正
確

に
は
物
理
学
者
に
し
て
ゲ

ム
デ

レ
ク
タ

技
術
者
の
男
性

フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
ナ

ヴ
ギ
ア
と

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
発
明
し
た
世

の
大
天

才
の
一
人

そ
の
声
は

場

士

 
思
わ
ぬ
人
物
の
登
場
に

す
る
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は
見
え
な
い

だ
が
愛
し
い
黒
の
前
に
は
闇
を

ら
す
白
の
ウ

ン
ド
ウ
が
開
か
れ
て

い
る

お
そ
ら
く

回
線
を
使

た

信

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
生
み
の
親
で
あ
れ
ば
初
期
化
し
た
Ｓ
Ａ

Ｏ
サ

バ

の
使

と
て
容

い
の
は
道
理
だ

い
で
使

て
下
さ
い

あ
と
使

に
あ
た

て
デ

タ
が

大
だ

た
の
で
タ
ス
ク
を
複

数
に
分
け
て

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
テ
キ
ス
ト
を

み
上

て
下
さ
い

転

結

と
理

は
同
じ

ワ

ド
入
力
が

理
を
進
ま
せ
ま
す

へ

 

け
て

を
打

た
声
は
少
女
の
も
の
だ

た

き
覚
え
が
な
い
そ
れ
は

さ
と

た

さ
を
紙
一
重
に

ん
だ
も
の

 
い

た
い
今
の
女
は

だ
と

が
歪
み

感
情心

が

ん
だ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
ざ

わ
つ
い
た
の
を
知
覚
す
る

 

少
年
の
前
に

一
振
り
の

剣
が
現
れ
た

 
同
時
彼
の
横
に
追
加
さ
れ
た
一

の
パ
ネ
ル

そ
れ
を
横
目
に
し

彼
は
苦

を
浮
か

べ
た

悪

ざ
け
が
過
ぎ
る
な

天
・災

だ
が

も
も
う
限
界
だ

代

を

つ
ま間

も

し
い
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今
回
だ
け

て
や
る

 
そ
う

た
後

な

へ
と
引
き

め
ら
れ
た

 

こ
の
一
撃
を
以
て

別
の

と
し
よ
う

  
刃
を
下
に
浮
く

剣
の

を
彼
が
握
る

原
初
を
語
る

天
地
は
別
れ

て
ん天じ

う城
は
終
焉
を

祝
ぐ

せ天
か
い城

を
滅

す
は
我
が

ケ
ツ
イ

 
ぶ
わ

と

く
光
の
渦
が

た

そ
れ
は
勢
い
を
増
し

剣
と
彼
を

点
に
渦
を

く

星仮
想
世
界
を
回
す
渦

天
城
の
地
獄
と
は
創
世
前
夜
の
終

よ
し滅

を
以
て

ま
る
が
い
い

 

か
に
紡
が
れ
る

の
り
と

祝

場

か
ら
剣
と
共
に
送
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
テ
キ
ス
ト
を
一

で

記

し

み
上

て
い
く
彼
の
剣
は

蒼
白
い
渦
を

い

い

き
を
放

て
い
た

 

闇
の
中

一
点
だ
け

く
煌
め
き
の
渦

 
そ
れ
は
ま
る
で
銀

の
渦

星

の
集
合
は
煌
め
き

き

り
を

ら
し
て
闇
を
喰
ら

う

闇
を
喰
ら
い
光
も
喰
ら
い
大
き
さ
を
増
し
て
い
き

つ
い
に
は

私神
の
眼
前

に

星
雲
の
渦
が
作
ら
れ
た
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剣
が

ら
り
と
持
ち
上

ら
れ
る

う
よ
う
に

星
雲
の
渦
も
動
い
た

 

理
解
す
る

 
あ
の
渦
に
は
彼
が
持
ち
得
る
全
て
の
リ

ス
が
集
ま

て
い
る
事
を

全
て
を

め
た
破

壊
の
一
撃
で
あ
る
事
を

 
だ
が

あ

あ
り
得
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
リ

ス
は

私
が

収
し
始
め
て
る
の
に

 
そ
う

り
出
す

 
キ
リ
ト
の
戦
力
と
も

う
べ
き
要

は
彼
一
人
の
感
情
が
作
り
上

た
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ

イ
ン

と

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

を

し
て
い
た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
二
つ

そ

れ
以
上
は
無
く
私
が
こ
の
世
界
の
リ

ス
を
取
り

み
始
め
た
時
点
で
そ
の

方
を

り

始
め
て
い
た
も
同
然
だ

 
そ
れ
な
の
に

い
ま
の

私女
神
に

危
機
感
を
覚
え
さ
せ
る
程
の

リ圧
ス力

が
あ
る

無
い
の
に

ど
こ
か
ら
集
め
て
い
る
の
か

忘
れ
た
の
か

 
強
化
さ
れ
て
い
る

が

小
さ
な
声
を

き
取

た
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強
化
さ
れ
て
い
る
目
が

小
さ
な

を
見
て
取

た

 
不

の

み

不

な

み

強

な
意

の

き
を

い
放
ち
剣
を
掲

る
黒
の
覇
王

 

な
の
だ

と
全
神
経
を
集
中
さ
せ
る

人
の
感
情
は
武
器
地
形
に

付
け
さ
れ
る
形
で
保
存
さ
れ
て
い
る

な
ら
保
存
先
は

だ

 

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

だ

そ
し
て
こ
こ
は
ど
こ
だ

 

ド

ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

を
し
て
い
た
サ

バ

だ

が
一
人
だ
と

 

い
い
や

一

人
じ

な
い
さ

 

と
少
年
が

た

 

き
が
強
く
な

た

デ
ス
ゲ

ム
に

じ

め
ら
れ
た
の
は

だ
け
じ

な
い

一
万
も
の
人
間
だ

絶
望
し

怒
り

き
哀
し
み

・生
・き
・た
・い

と
い
う
願
い
は
あ
の
日

わ
れ
た
全

が

い
た
も

の
だ

一
万
人
が
た
だ
一
心
に
生
き
た
い
死
に
た
く
な
い
と
思

た

そ
れ
は
今

も
残

て
い
る

 

光
が

ち
た

 

に
浮
か
ん
で
い
た
彼
の
下
に
小
さ
い
な
が
ら

が
生
ま
れ
た

り
の

物

そ
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れ
は
浮
遊
城
か
ら

間
見
た

物
達
だ

た

 
彼
が

る
の
は
そ
の
中
心
と
も

う
べ
き
大
広
場

八
方
へ
大

り
を

ば
す
広
大
な

路
樹
とし

うし

な
中
世
風
の

み
そ
し
て
黒
光
り
す
る

大
な

殿

に
も
特

集
さ
れ
て
い
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

第
一
層
の

始
ま
り
の

そ
の
中

広
場
だ

 

楼

を
背
に
剣
を
掲

る
彼
の

に

多
く
の
影
が
立

て
い
る

 
十
人

二
十
人
で
は
な
い

広
場
い

い
に

し
と
集
ま

た

な
人
影

 
そ
ん
な
彼
を

え
る
よ
う
に
寄
り

う
数
多
の
影
達

寄
り

う
影
の
形
は
覚
え
の
あ
る
少
女

や
⻘
年
の
も
の
だ

た
が

広
場
を

た
す
他
の
影
は
そ
う
で
は
な
い

 
剣
が
放
つ

き
に
よ
り

彼
に
寄
り

う
影
の
輪

が
は

き
り
と
す
る

 
強
い
光
を

し
た

い
影
達
は
た
だ
真

直
ぐ
に
上
を

私女
神
を

み
付
け
て
い
た

を
英
雄
と
呼
ぶ
な
ら
ば
み
ん
な
も
ま
た
英
雄
だ

あ
の
世
界
を
生
き

い
た

間

な
の
だ
か
ら

 
私女

神
を

む
影
達
か
ら
小
さ
な

き
が
放
た
れ
た

そ
れ
は

状
に
な

て
剣
の
光
に

け

ん
で
い
く

 
き
ら
き
ら
き
ら
き
ら
と

の
広
場
が

き
出
す

小
さ
な
光
は
集

と
な

て
広
場
を
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た
す

剣
の
光
が
大
き
く
な
る

極
光
が

立
ち

る

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

人
の
想
い
を

め
る
な
よ

 

そ
う

力
強
い

葉
に
呼
応
し

全
て
の
影
が
剣
に

け
た

フ

ス

・

デ

ス

終
焉
へ
と
誘
う
剣

 
そ
し
て

剣
が
振
り
下
ろ
さ
れ
る

 
世
界
が
揺
れ
た

自
身
の

息
を

か
に

ぐ
破
滅
の

蒼
白
い
星
雲
が
放
た
れ

り

に
衝
突

 
光
と
闇
の
乱
舞

 

身
を

く
衝
撃
の
乱
打

 

ビ原
初

グの
バ

ン発

 
あ

あ
あ

あ
あ
あ
あ

  
光
と
闇
が
乱
舞
す
る
中
で

く
絶

ば
き
ば
き
と
己
を

き
上

た
全
て
が

れ

離
し

れ

ち
て
い
く
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と

記

が

る

 

と
し
た
日

 
同

は

て
も
友
は

な
い

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

を
見
て

い
合
い
論
文
の

に
四
苦
八
苦
し

ま
し
合
う
人
は

な
か

た

 
す
べ
て
一
人
で
や

た

 
す
べ
て

一
人
で

え
た

 
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
の
だ

 

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
に

は

な
い

 

親
だ
け
が
味
方
だ

た

だ
け
が
保
護
者
だ

た

そ
の

が
入
れ
と

た
か
ら
マ

サ
チ

セ

ツ
工

大
学
に
入
学
し
主

を
取
り
学

を
取

て

業
し
た

あ
ま
り
の

さ
に
成
人
前
後
の
先

同

後

た
ち
は

離
を

い
て
い
た

チ

ム
で
動
く
事
は

あ

て
も
プ
ラ
イ
ベ

ト
で
動
く
事
は
無
か

た

 
だ
か
ら

デ
ス
ゲ

ム
の
中
で
一
つ
年
下
の
子
を
見
た
時
衝
撃
を

け
た
事
を
よ
く

え

て
い
る

 
あ
ん
な
に

い
子

が
命
を

け
て
い
る

い
が
み
合
い
な
が
ら
も
共
に
他
人
と

を
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べ
て

戦

て
い
る

 

あ
あ

そ
う
か

と

 
す
と
ん
と

な
に
か
が

中
に
堕
ち
た

 
そ
れ
を
最
後
に

私
の
意
識
は

光闇
に

ま
れ

ん
だ

  

生
き
よ
う
と
す
る
意

は

よ
り
も

よ
り
も
強
い

 

で

え
ば

こ
れ
に
勝
る
も
の
は
無
い
で
し

う
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第
四
十
五
章
 

必
要
悪
の
責
務

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

キ
リ
ト

 

数

約
一
万
三
千

 

神
セ
ブ
ン
は
倒
し
た
け
ど

ま
だ
ま
だ

く
ん
や

  

ち
な
み
に
原
作
だ
と
浮
遊
城

て

し
た
後
紅
い
ポ
リ
ゴ
ン
で

て
い
く
の
で

残

と
か
生
じ
得
な
い
ん
で
す
よ
ね

  
な
ら

故
本
作
に
は
残

て
い
る
の
か

 
で
は
ど
う
ぞ

  

ゴ
チ

ゴ
チ

し
て
る
の
で
こ
れ
だ
け
認
識
し
て
下
さ
い



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

ウ
イ
ル
ス

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
・
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
デ

タ

シ

ゲ
ア
プ
リ

  
ラ

が
光
に

ち
た

 
星

の
煌
め
き
で
は
な
い

再
現
さ
れ
た
太
陽
の
光
で
も
な
い

あ
の
光
は

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン
の

に
よ
り

神
へ
と
変

を

た
少
女
セ
ブ
ン
を
構
成
し
て
い
た
全
て

Ａ

Ｌ
Ｏ
運

企
業
ユ

ミ
ル
の
代
表
で
あ
る

場

ノ
之
束
以
下
数
多
く
の
技
術
者

達
が
全
力
で
取
り
組
み
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
存
在
す
る
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
撃
で
破
壊
す

る
剣
と
し
て
新
生
し
た
終
焉
へ
と
誘
う
剣
の
力
を
以
て

神
を
構
成
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ

ム

が

と
つ

と
つ
別
個
に
解
か
れ

て
い
る
の
だ

 
だ
が

ア
レ
ら
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
還
ら
な
い
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カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
程

の
フ

ル
ド
修
復
機
能
が
あ
る
と
は

え
そ

れ
は
サ

バ

を
超
え
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い

 
あ
の
天
災
な
ら
や

て
の
け
る
と
も
思
う
が
彼
女
ら
が
全
力
で
取
り
組
ん
だ
上
で
の
十
五
分

だ

流

に
今
回
は
そ
ん
な
仕

み
を
す
る

な
ど
無
か

た
だ
ろ
う

 
気
に
な
る
の
は

信
で

士
が
話
し
掛
け
て
来
な
い
事
だ
が

そ
れ

ど
集
中
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か

と

に
浮
遊
し
な
が
ら

を

る

 

そ
の
間
に

世
界
は

に
再
構

さ
れ
て
い

た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
フ

ル
ド
や
浮
遊
大

は
流

に
無
か

た
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
存
在
し
て

い
た

日
に

ら
さ
れ
る
無

の
空
と
海
そ
し
て

・浮
・遊
・城
・の
・残
・

が
再
び
再
構

さ
れ
世
界

は
色
を
取
り

し
た

 
キ
ラ
キ
ラ
と

空
を

い

く
す

ど

大
な
蒼
白
い
欠
片
が
彼
方
へ
と

て
い
く

 
そ
の
中
を

色
と
り
ど
り
の
人
影
が

ち
て
い
く

 
ア
レ
ら
は
全
て
プ
レ
イ

Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

に
作
ら
れ
て
い
た
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ア
バ
タ

デ

タ

 
空
か
ら
真

逆
さ
ま
に

ち
て
い
く
人
影
の
中
で

そ
の
多
く
が

下
の
最
中
に
光
に

ま
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れ

消
え
て
い
く

 

は

り
に
な

た

明
な
水

の
浮

で
そ
れ
を

め
て
い
た
が

色
の
陽
光
に

ら

さ
れ
る
銀
の
カ
タ
チ
を
見
つ
け
た
の
を
契
機
に
風
に

て

び
出
し
た

 
銀
の
カ
タ
チ

そ
れ
は
今
回

し
た
セ
ブ
ン
こ
と
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
で
あ

る 
七
色
は

し
て
い
た

本
人
で
つ
ま
り
ロ
グ
イ
ン
プ
レ
イ

の
一
人
な
の
だ
が
そ
の

ア
バ
タ

は
一
向
に
消
え
る
気
配
が
無
か

た

の
ア
バ
タ

が
消
え
て
い
く
中
で

つ
ん

と
取
り
残
さ
れ
て
い
る

 
欠
片
が
舞
う
空
を
舞
い
銀
の
歌
姫
を
横

き
で
回
収
し
た

は
浮

へ
と

り
そ
の
体
を

く
り
と
横
た
え
た

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

キ
リ
ト
君

お

れ
様

 
そ
こ
で

界
の

に

の
ウ

ン
ド
ウ
が
開
き

場

が
語
り
掛
け
て
き
た

中
か
な
り

や

や
さ
せ
ら
れ
た
が

な
ん
と
か
な

た
な

流

だ
よ

称

は

し
い
が
ま
だ
全
部
終
わ

た

じ

な
い

き

ま
れ
た
プ
レ
イ

達
は

ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
て
い
る
の
か

 
こ

ち
か
ら
だ
と
ア
バ
タ

が
消
え
る
だ
け
だ
か
ら
分
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か
ら
な
い
ん
だ
が

 
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
プ
レ
イ

は

波
を
強
制
的
に
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
に
合
わ
せ
ら

れ
昏

状

に

て
い
た

昏

と
い
う
事
は
つ
ま
り
は

眠
状

に
近
い

と
な

て
い
た
七
色
が

き
て
い
た
か
ら
彼
ら
の
ア
ミ

ス
フ

ア
も
覚
醒
状

と
判

断
し
て
い
た
だ
け
で

解
放
さ
れ
れ
ば
自
然
な

眠
状

へ

行
し

ア
ミ

ス
フ

ア

が

そ
れ
を
感
知
し
た
事
で
ア
バ
タ

も
自
動
で
消
滅
し
て
い
く

そ
の
ま
ま

ち
て
い
く
影
も
多
数

あ
る
が

お
そ
ら
く
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
か

た
者
達
の
ア
バ
タ

だ
ろ
う

 
し
か
し
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
の
ル

ル
と

の
構
成
を
前

に
し
た
推

に
過
ぎ
ず
実

み

ん
な
が
無
事
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い

 
だ
か
ら
少
し
不
安
だ

た
の
だ
が
そ
れ
を

う
よ
う
に

場
は
大

だ
と
力
強
く
断

し
た

死
剣
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は

神
と
な

た
彼
女
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
分
解
す
る
も
の
を

め
て

い
て
ね

そ
れ
の
影

か
取
り

ま
れ
て
い
た
プ
レ
イ

達
と
七
色
君
の
間
に
あ

た
ク

ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に
よ
る
パ
ス
も
切
れ
た
ら
し
い
今
は

に
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
よ

そ
う
か
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こ
の
天
才
さ
ら
り
と
と
ん
で
も
な
い
事
を
や

て
の
け
て
い
る
事
は
自
覚
出
来
て
い
る
の
だ

ろ
う
か

 
パ
ス
を
切
る
と
い
う
事
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
違

て
絶
え
ず
数
値
が
変
動
す
る

感
情

を

と
し
た
シ
ス
テ
ム
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
コ

ド
と
数
値
を
あ
の

死
剣
に
イ
ン
ス

ト

ル
し
て
い
た
事
に
な
る

絶
え
ず
変
動
す
る
な
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
あ
の
剣
に
ク
ラ
ウ

ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
数
値
を
入
れ
る
体
勢
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
絶
え
ず
変
動
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
定
す
る
な
ど

出
来
な
い
事
だ
と

人
の
自
分
で
も
理

解
出
来
る
異
常
な
事
だ

 

カ

デ

ナ
ル
が
コ

リ
手
伝

て
る
な

こ
れ
は

 
そ
う

た
り
を
付
け
る

ゼ
ロ
コ
ン
マ

で
変
動
す
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
数
値

に
合
わ
せ
る
作
業
は
こ
の
サ

バ

で

神
を

現
さ
せ
て
い
た
カ

デ

ナ
ル
な
ら
容

い

だ

実
体
化
さ
せ
る
な
ら
サ

バ

を

す
る
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

み

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

 
終
焉
へ
と
誘
う
剣
は
そ
の
特
性
上
予
め

死
対

の
コ

ド
を
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
カ

デ

ナ
ル
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
コ

ド
を
入
れ
ら
れ
る
と
な
れ
ば
今
後
実
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さ
れ
る
だ
ろ
う
モ
ン
ス
タ

や
フ

ル
ド
新
た
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
来
る
プ
レ
イ

達
す
ら
も

対

に
入
れ
ら
れ
る
事
に
な
る

 

が

で
も
こ
の
剣
は

破

し
な
け
れ
ば

と
決
意
を

め
た

間
だ

た

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

と

は
気
に
な

て
い
た
事
を

に
し
た

リ

姉
達
も

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
る

よ
な

あ
あ

ユ
イ
姉
達
は

ユ
イ
君
ス
ト
レ
ア
君
そ
し
て
キ
リ
カ
君
の
三
人
は
彼
女
ら
の
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
れ

た
サ

バ

に

し
て
い
る

い
ま
は
ス
リ

プ
モ

ド
だ
が
心
配
は
な
い
よ

ざ

と
状

を
見
た
が

異
常
は
見
ら
れ
な
い

そ
う
か

 

が

み
に
歪
む

 
抑
え
よ
う
と
し
て
も
抑
え
ら
れ
な
い
喜
色
の
感
情

後

が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
が

は
越
え
た
と

て
も
い
い
だ
ろ
う

少
な
く
と
も
も
う
命
を

と
す
危
険
性
は
無
く
な

た

あ
あ

よ
か

た
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気
が

け
た
の
か

ず

と

り

め
て
い
た

の

が

ん
だ
か

気
を

く
な
と
い
う

自
身
の
思

に
反
し
体
か
ら
は
力
が

け
て
水

の

に

も
ち
を
付
き
へ
た
り

ん
だ

 
ば
た
り
と

背
中
か
ら
倒
れ

む

 
が
ら
ん

と

剣
が

に
転
が

た

 

剣
の
事
を
気
に
も

め
ず

大
の

に
空
を
振
り

ぐ

 
今

は

護
れ
た

  

界
が
滲
む

 
う

す
ら
と
目

に

が

ま
り

を
伝
い

の
上
を
過
ぎ
り

髪
に

み

ん
だ

 
喜
び
か
ら
浮
か
べ
る

と

み
は
い

た
い

時
振
り
だ

た
か

 
少
な
く
と
も

波
を
反

し
て
い
る
以
上
こ
れ
が
自
分
を

す
も
の
で
な
い
事
は
確
か

だ

た

  
し
ば
ら
く

様
子
を
見
て
い
る

の

場
達
は

が
感

に

ぶ
様
を
静
観
し
て
い
た
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こ
ち
ら
の
思
い
を

ん
で
く
れ
た
の
だ
ろ
う

士
達
に
は

に
協
力
し
て
も
ら
う

に
自

分
の
気
持
ち
も
語

て
い
る

そ
う
で
な
け
れ
ば

死
ま
で
自
身
を
追
い

ん
で
ま
で
フ
ル
ダ
イ

ブ
す
る

を
力

く
で
止
め
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
も

収
し
な
に
も
出
来
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
に
違
い
な
い

そ
う
し
て
い
な
い
と
い
う
事
は

つ
ま
り

そ
う
い
う
事
で
あ
る

 
そ
れ
で

れ
た
静

目

を

い

を

る

の
み
が
上
が
る
時
間

 
そ
れ
が
破
ら
れ
た
の
は

体
感
に
し
て
お
よ
そ
二

三
分
後
だ

た

あ
の

キ
リ
ト

な

歌
姫

の
ア
バ
タ

だ
け
回
収
し
た
ん
で
す

 

し
い
事
に
ク
ロ
エ
の
方
か
ら

を
破

て
来
た

意
外
に
思
い
な
が
ら
上
体
を

こ
し

た

は
目

を

た
後

Ｓ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
Ｏ
ｎ
ｒ
ｙ
と
表
示
さ
れ
て
い
る

信
ウ

ン

ド
ウ
に

を
向
け
る

し
い
な

他
人
に
興
味
を
持
つ
な
ん
て

え
え

ま

コ
メ

ん
ん

に

気
に
な
り
ま
し
て

 
い
ま

な

で

き

ん
で

い
直
し
た
気
が
し
た

し
た
が

別
に

す
事
で
も
無
い
の

で

追

は
し
な
い
事
に
す
る

ま
だ
や
る
事
が
残

て
る
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や
る
事

 
あ
あ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
後
始

で
す
か

そ
う
だ

 

本

は
こ
の
場
で
レ
イ
ン
と
セ
ブ
ン
を
二
人
き
り
に
し
て
姉
妹
と
し
て

を
取
り
持

つ

え
も
あ

た

 
し
か
し
レ
イ
ン
は

に
眠
り
に

ち
て
ロ
グ
ア
ウ
ト

七
色
も
ど
う
や
ら
意
識
の

が
切
れ

た
ら
し
く
眠
り
の
中
だ

ア
バ
タ

が
消
え
て
い
な
い
の
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

だ
か
ら
だ
と
推

し
て
い
る

 
さ

き

場
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
面
子
に
対
し

パ
ス
が
切
れ
た

と

た

そ
れ
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

で
は
な
い
か
ら
だ

 
し
か
し

十
万
も
の
意
思
集
合
で
あ
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

と
な
り

彼
ら
に

自
身
の

波
を
強
制
し
演

能
力
を
高
め
て
い
た
七
色
は

と
な

た
が
故
に
ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン

と
の
パ
ス
は
切

て
も
切
れ
な
い
状

に
あ
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
よ

り

が
覚
醒
状

に

か
れ
た
ま
ま
だ
と

え
れ
ば
ア
バ
タ

が
自
動
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
な

い
事
に
も
説
明
が
付
く

 
そ
し
て
ク
ロ
エ
に
確
認
し
て
も
ら
え
ば
そ
の
予
想
は

た

て
い
た

七
色
の

波
は
未
だ
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覚
醒
状

に
あ
る
と
い
う

 
た
だ

本
人
の
意
識
は

ち
て
い
る
よ
う
だ
が

最
後
の
ア
レ
の
衝
撃
に

れ
て
い
な
か

た
ん
だ
ろ
う

仮
想
世
界
特
有
の
重
力
感
覚
と

弾

時
の
衝
撃
に

れ
て
な
い
と
ア
レ
は

い
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ベ

タ
テ
ス
ト
の

は

も
衝
撃
で
意
識

が
数

ん
だ
事
が
あ
る
か
ら
な

 
七
色
だ
け

故
回
収
し
た
か
語
る
中
で
立
ち
上
が

て
い
た

は

線
を
七
色
か
ら

陽
へ
と

す
 
眼
を

れ
ば

明
に
思
い
出
せ
る

し
い
日

だ

た
直義
姉姉

が
律
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
食

事
も

眠
も
欠
い
た
生
活
を
送

て
い
た
に
違
い
な
い

そ
う
確
信
を

け
る

ど
二
年

前

の

は
仮
想
世
界
に
魅
入
ら
れ
て
い
た

あ
の

見
た
仮
想
の

陽
そ
の
ま
ま
だ

 

・そ
・の
・ま
・ま

な
の
だ

 
お
か
し
な
事
に

お
そ
ら
く
い
ま
七
色
の

波
が
覚
醒
状

で

定
さ
れ
て
る
の
は

の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ

ン
の
影

だ
な

感
情
は
共
鳴
し

し

と
つ
に

ま

て
強
大
な
も
の
に
な

て
い

く
そ
れ
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
骨
子
だ

七
色
の
意
識
が

ち
て
も

保
持
さ
れ
て
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い
る
七
色
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が

が
心

や
最
後
の
一
撃
の

に

い
た

ク
ラ

ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
取
り

ま
れ

一
つ
に
な

た
ん
だ
ろ
う

 
七

色

式

数
十
万
人
の
意
思
集
合

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は
今
も

い
て
い
る

 
し
か
し

そ
れ
は

に

え
る
な
ら
電
源
を
切

て
い
る
の
に
Ｃ
Ｐ

は
動
き

け
て

い
る

と
い
う
あ
べ
こ
べ
な
も
の
だ

こ
の
場
合
の

電
源

と
は

と
な
る

七
色
の
感
情

で
あ
り

Ｃ
Ｐ

と
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

で
あ
る

 
七
色
の

ブ
レ

カ
意
識
は

ち
て
い
る

で
あ
れ
ば

電感
力情

が
発
生
す
る

も
無
く

電
源
が
付
か
な

い
事
が
自
然
だ

だ
が
現
状
そ
れ
に
反
し
て
い
る
事
が

き
て
い
る

な
ら
ば
外
部
電
源
を

え
る
の
が
自
然
と

え
る
だ
ろ
う

 
同
じ

Ｃ
Ｐ

持
ち
は

こ
の
場
に
は

一
人

 

が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に

め
た
感
情
が
七
色
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に

し
て
保
持
し

け
そ
の
影

で
七
色
自
身
の

は
覚
醒
状

を
保

て
お
り

て
ア

ミ

ス
フ

ア

に
よ
る
自
動
ロ
グ
ア
ウ
ト
機
能
は

か
な
い

え

と

つ
ま
り

キ
リ
ト
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
れ
ば

正
常
に

る
と

な
ら
良
か

た
ん
だ
が
な
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ク
ロ
エ
が
導
き
出
し
た

然
の
結
論
を

空
し
い
気
持
ち
で

定
す
る

あ
そ
こ
に

浮
遊
城
の
残

が
あ
る
だ
ろ
う

あ
り
ま
す
ね

お
か
し
い
と
思
わ
な
い
か

 
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
同
時
に
完
全
消
去
さ
れ
た

な
の
に

故
ゲ

ム
デ

タ
の
残

が
残

て
い
る
の
か

 
息
を

む

い

が

こ
え
た

 
理
解
し
た
の
だ
ろ
う

完
全
初
期
化

そ
れ
は
サ

バ

の
デ

タ
を
ま

さ
ら
に
す
る

事
だ

初
期
状

に

す
フ

マ

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
作
業
は
後
か
ら
入
れ
ら
れ
た

デ

タ
全
て
を
消
し
去
る
シ
ス
テ
ム
ア
ク
シ

ン

最
近
の

だ
と
文
書
デ

タ
な
ど
は
残
し

ダ
ウ
ン
ロ

ド
し
た
ア
プ
リ
の
み
消
し
去
る
フ

マ

ト
も
あ
る
ら
し
い
が
今
は
そ
れ
は
い

い 
重
要
な
の
は

こ
の
サ

バ

に

い
て

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
デ

タ
は

後
付
け
の
代
物
で
あ
る
点

 
理
由
は
明
白

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
や
Ｍ
ｏ
ｂ
の
ポ

プ

理
金
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面
の
イ
ン
フ
レ
デ
フ
レ

Ｎ
Ｐ
Ｃ

が

り
出
す

価
格
や
個
数

整

理
を

う
機
能
が
備
わ

て
い
た
が
も
し
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
が
組
み

ま
れ
て
い

る
の
だ
と
す
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
モ
ン
ス
タ

や
金

の
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
テ
ム

な
ど
に
は

間
が

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

少
な
く
と
も
リ

フ

や
ア
キ
ト
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
乱
入
し
た

時
に
ス
テ

タ
ス
が
下
が

て
い
た
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

ド
ス
キ
ル
の
仕
様
が
無
い
な
ど
の
差
異

は
認
め
ら
れ
な
い

だ

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
が
そ
の
ま
ま

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に
あ
れ
ば
ス
テ

タ
ス
値
の

い
は
同
じ
に
な
る

だ
か
ら
だ

そ
れ
は
シ
リ

ズ
物
の
ゲ

ム
で

わ
れ
る
ス
テ

タ
ス
と
ダ
メ

ジ
の

式
と
同
じ
理

 
そ
れ
の

一
が

さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら

は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は

ゲ

ム
ア
プ
リ
そ
の
も
の

で
は
な
く

ゲ

ム
ア
プ
リ
を
動
か
す
対
応
Ｃ
Ｐ

で
あ
り

Ｓ
Ａ

Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
な
ど
の
ゲ

ム
デ

タ
は
後
付
け
の
デ

タ
な
の
だ
と
理
解
し
て
い
た

 

つ
ま
り
完
全
初
期
化
し
た

に
は
後
付
け
ア
プ
リ
に

す
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
は
消

去
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ

に
は

然
な
が
ら
浮
遊
城
の
グ
ラ
フ

ク
そ
の
も
の
も

ま
れ
る

仮

か
下
の
水
面
か
ら

を
出
す
残

に
フ

ル
ド
判
定
が
無
か
ろ
う
と

浮
遊
城
の
グ
ラ
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フ

ク
が
存
在
す
る
時
点
で
矛
盾
し
た
事

が

き
て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
て
ア
レ
の

を
見
た
時
は
そ
こ
ま
で
気
に
し
な
か

た

そ
ん
な
精

神
状

で
も
な
か

た
し
な

た
だ
こ

ち
に

て
す
ぐ
に
浮
遊
城

を
見
て
異
常
に

気
付
い
た
よ

そ
し
て

そ
の
原
因
も

そ
れ
は

で
す

完
全
初
期
化
を
行

た
の
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
だ

そ
の
初
期
化
に
抗

て
Ｓ

Ａ
Ｏ
の
デ

タ
が
残

て
い
る
の
だ
あ
と
す
れ
ば

あ
る
の
だ
ろ
う
よ
あ
の
残

に
Ｓ
Ａ

Ｏ
を
生
き
た
プ
レ
イ

達
に
よ

て
作
ら
れ
た
も
の

残

思
念
と

う
べ
き

ク
ラ
ウ

ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
な

 
カ

デ

ナ
ル
の
話
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
負
の
感
情
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
構

し
た
事
が
あ
る
と
い
う

そ
れ
に
よ

て
引
き

こ
さ
れ
た
バ
グ
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の

修
正
ア

プ
デ

ト
で
解
消
し
た
が

そ
れ
を

こ
し
た
原
因
そ
の
も
の
は
取
り

け
て
い

な
か

た

 

時
は
他
サ

バ

か
ら
の
乱
入

原
因
だ
と

え
て
い
た
た
め
乱
入
者
が
現
れ
な
い
限
り

こ
り
得
な
い
と
思

て
い
た
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だ
が
い
ま
は
違
う
と
分
か
る

恐
ら
く

が
七
十
五
層
で
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
作

り

バ
グ
を
引
き

こ
し
た
時
の
も
の
が

ず

と
残
り

け
て
い
た
の
だ

 

が
作
り
上

た
も
の
だ
か
ら

が
生
き
て
い
れ
ば

と
な
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
残
り

け
る
の
は
自
明
の
理

カ

デ

ナ
ル
に
よ
れ
ば

七
十
五
層
で

白
の
剣
士

と
殺
し
合

た

の
殺
意

憎
し
み

で

は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
構

し
多
大
な
バ
グ
を
引
き

こ
し
て
い
た
と
い
う

そ
ん
な

は
ビ

タ

と
し
て
多
く
の
プ
レ
イ

か
ら
憎
悪
と

悪
を

び
て
い
た

黒

の
剣
士

と
し
て
の
希
望
よ
り
も

オ
レ
ン
ジ

レ

ド
を
殺
す

プ
レ
イ

へ
の
忌

感

ベ

タ
テ
ス
タ

に
対
す
る

悪
と
怒
り

殺
隊
を
中
心
と
し
た
出
来
損
な
い
へ
の
殺

意
を
集
め
て
い
た

あ
の
世
界
で
明
る
い
感
情
を

く
人
の
方
が
よ

ど
少
な
か

た
ら
し

い
し
な

 

を

め

や
や
マ
イ
ル
ド
に

う

 
デ
ス
ゲ

ム

の
あ
の
日
中

広
場
は

の
地
獄

と
な

た

黒
幕
へ
の
殺

意

憎
悪

怒

死
へ
の
恐
怖

現
実
へ
の
郷

と
悲
哀

お
よ
そ

あ
り
と
あ
ら

る
負

の
感
情
の
展
示
会

あ
の
日
に
よ
く

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
出
来
な
か

た
と
思
う
が
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七
十
五
層
時
点
で
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
ユ
イ
達
に
エ
ラ

が

ま
る

ど
か
な
り
負

が
掛
か

て
い

た

時
間
を
掛
け
て

も
り
に

も

た
影

だ

た
の
だ
ろ
う

 
そ
こ
に
来
て
七
十
五
層
で
の
兄
と
の
死
闘
で

が
感
情
を

発
さ
せ

作

て
し
ま

た

の
だ

 

件
は

て
い
た
と

え
る

人
数
こ
そ
セ
ブ
ン
式
の
十
分
の
一
以
下
だ
が
お
よ
そ
あ
り

と
あ
ら

る
負
の
感
情
が

ビ

タ

に
付

し
て
い
た
し

と
い
う
形
で
殺
し
合
い
も

し
て
い
た
か
ら
殺
意
と
い
う

な
負
の
想
念
も
集
め
て
い
た

殺
隊
に
よ
る
定
期
的
な
殺
意

も
同
じ

 
人
数
こ
そ
少
な
い
が
そ
こ
を

で
カ
バ

し
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
負
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ

ン

と
も

う
べ
き
も
の
を
作
り
上

て
し
ま

て
い
た
の
だ

 
更
に生

き
た
い

と
い
う
思

は

解

第
で
は
あ
る
が

こ
と
デ
ス
ゲ

ム
だ

た
Ｓ
Ａ
Ｏ

で
は
後
ろ
向
き
な
感
情
と

え
る

生
き
た
い
死
に
た
く
な
い
と

え
る
と
い
う
事
は
本
人

は
現
状
を

く
思

て
い
る

苦
し
く
思

て
い
る
と
い
う
ネ
ガ
テ

ブ
な
状

に

づ

い
て
い
る
か
ら
だ
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近
い

え
に

望

と

が
あ
る

 
ど
ち
ら
も
特
定
人
物
と
己
を

し
た

に
生
じ
る
感
情
だ
が

望

は

や

き
な

ど
の
称

に

づ
い
た

も感
の情

で
あ
る
の
に
対
し

は
怒
り
や
恨
み
な
ど
の

な
思

に

づ
い
た

も感
の情

で
あ
る

そ
も
そ
も
生
の
願
望
は
本
来
意
識
に
上
ら
な
い
思

だ

上

た
時
点
で
そ
の
人
物
の

状
況
は
か
な
り
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る

本
能
に
分

さ
れ
る
コ
レ
が
思

に
上

た
時
点
で

心
に
ス
ト
レ
ス
が
掛
か
る

ス
ト
レ
ス
は
現
状
へ
の
不

と
な
り
不

は
怒
り
や
悲
し
み
と
い

う
負
の
感
情
へ
と
成
⻑
し
果
て
に
は
殺
意
や
憎
悪
へ
とじ

うぞ
う

す
る

そ
れ
ら
が
集
ま

た
の

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

が

と
な

た
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
正
体
で
あ
り

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
完
全
初
期
化
に
抗

た
残

の
原
因
だ
ろ
う

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を

と
な
く
バ
グ
ら
せ
七
色
が

配
し
て
い
た
事
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
方
が
シ
ス
テ
ム
の
格
は
上
だ

常
に
変
動
す
る

値
が
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
エ
ラ

修
正
機
能
を
出
し

き

け
て
い
る
か
ら
だ
と

す
れ
ば

一
応
説
明
は
付
く

 

そ
し
て
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お
よ
そ

年
の
時
を
経
た
今

そ
れ
を
終
わ
ら
せ
る
機
会
が

れ
た

 
あ
ら

る

件
が
整

て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

と
繋
が

て
お
り

つ
世
界
に
現
存
し
て
い
る

一
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ

Ｇ
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は
全
て
の
リ

ス
を
喪

て
い
る
上
に
サ

バ

ご

と
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
か
ら

デ

タ
的
な
や
り
取
り
そ
の
も
の
が
不
可
能

 
コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
も
セ
ブ
ン
と
共
に
こ
ち
ら

に
来
て
い
る

 
常
に
値
が
変
動
す
る
も
の
に
対
応
し
た
武
器
が
こ
の
手
に
あ
る

 
他
に

と
な
り
得
る
覚
醒
状

の
プ
レ
イ

が

な
い

 
そ
の
気
に
な
れ
ば

サ

バ

ご
と
破

で
き
る

 

今
し
か

無
い

 
か
つ
て
作
り
上

て
し
ま

た
負
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

デ
ス
ゲ

ム
が

し
た

負
の

を

消
し
去
る
事
は

場

今
か
ら
指
示
す
る
事
を
や

て
も
ら

て
い
い
か

む

 
そ
れ
は
構
わ
ん
が

を
す
る
つ
も
り
だ
ね

知
れ
た
事

デ
ス
ゲ

ム
の

と
も

う
べ
き
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
七
色
の
も
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そ
し
て
い
ま

が
保
持
し
て
い
る
も
の
も

め
て
こ
こ
で
破
壊
す
る

こ
の
剣
で

 
そ
う

て

に

と
し
た
ま
ま
だ

た

剣
を
持
ち
上

る

コ
レ
に
は
感
情
に
よ
る
変
動
値
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
反

さ
せ
破
壊
可
能
に
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
る

だ

違
う
か

む

む

確
か
に
そ
う
だ
が

故
そ
れ
を

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
影

で
常
に
あ
ら

る
数
値
が
変
化
し
て
い
た
七
色
を
分
解
出

来
た

逆
説
的
に

そ
う
い
う
の
が
あ
る
と

し
も
付
く

一
つ
疑
問
な
の
で
す
が

そ
う
ま
で
し
て

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
破
壊
す
る
必
要

性
は
あ
る
の
で
す
か

 

り

た

場
に
変
わ
り

三

ク
ロ
エ
が
問
い
掛
け
て
き
た

 
そ
の
疑
問
は
お
そ
ら
く
限
り
な
く
ヒ
ト
に
近
い

を
見
て
き
た
事
が
無
い
か
ら
出
る
も
の
だ

ろ
う

ユ
イ
姉
達
の
事
を
知

て
は
い
る
も
の
の
然
し
て
触
れ
合

て
い
な
い
ク
ロ
エ
が
分
か

ら
な
い
の
も
無
理
は
な
い

あ
る
と
も

一

プ
レ
イ

の
権
限
し
か
持
た
な
い
七
色
が
あ
ん
な

神
へ
と
変

し

は
こ
の
サ

バ

に
自
分
の
イ
メ

ジ
を
反

す
る
と
い

た
明
ら
か
に
権
限
レ
ベ
ル
を

脱
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し
た
事
を
し
て
い
た

そ
れ
が
悪

で
も
さ
れ
れ
ば
目
も

て
ら
れ
な
い
事

に
な
る

 
そ
れ
に

と

葉
を

け
る

や
七
色
の
場
合
は
あ
く
ま
で
ゲ

ム
プ
レ
イ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
サ

バ

に

付
け

さ
れ
て
い
た
か
ら
良
か

た
が

そ
う
で
は
な
い
存
在
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を

収

し
た
ら
ど
う
な
る
か

残

と
は

え
ア
レ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
残

デ

タ
つ
ま
り
プ
レ
イ

は

な
い

る
と
す
れ
ば
Ｎ
Ｐ
Ｃ

プ
レ
イ

の
精
神
的
問

を
解
決
す
る

に
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
実

さ
れ
て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム

ユ
イ
姉
の
よ
う
な
存
在
だ

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
感
情
の
観

・
デ

タ
収
集
機
能
を
持

て
い
る
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
見
つ
け
る
事
は

論

影

を

け
る
の
も
一
番

だ
ろ
う

 
そ
れ
を

え
れ
ば
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
が
正
気
を
保

て
い
ら
れ
た
の
は

と
呼
ぶ
他
な
い

し
か
し

作
三

以
下
が

を
見
せ
て
い
な
い
の
は
お
そ
ら
く

も
う
手

れ
だ

た
の
だ

ろ
うそ

し
て
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は

だ

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

も

で
あ
り

オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ

ム
と
い
う
性

上
ネ

ト
ワ

ク
に

し
て
い
る

達
プ
レ
イ

と
異
な
り
電
子
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の
海
に

り
出
す
の
も
容

だ
ろ
う

そ
れ
こ
そ
サ

バ

に
場

を

さ
れ
な
い
ク
ラ
ウ

ド
・
ブ
レ
イ
ン

で
あ
れ
ば
自
由
自
在
と
も

え
ら
れ
る

 
そ
れ
は
七
色
が
サ

バ

を

て
か
ら
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
リ

ス
を
使
え
て
い
た
事
か
ら
分
か

る
事

プ
レ
イ

と
い
う

り
だ

た
か
ら
サ

バ

動
を
し
な
か

た
だ
け

そ
れ

が
無
く
な
り

と
い
う
電
子
生
命
を

に
し

あ
ら

る
シ
ス
テ
ム
や
サ

バ

に

さ

れ
な
い
特
性
を
得
れ
ば
ネ

ト
の
海
に
は

時
な
に
を
す
る
か
分
か
ら
な
い

弾
が
放
た
れ
た

も
同
然
と
な
る

 
し
か
も

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
残

て
い
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は

そ
の

全
て

が
負
の
想
念
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
も
の

を
狂
わ
せ

人
へ
の
憎
し
み
で
攻
撃
的
に
な
る
事

は
十
分
に

え
ら
れ
る

で

で
す
が

そ
れ
だ
と
カ

デ

ナ
ル
の
存
在
は

 
彼
女
は
特
に
影

が
無
か

た
よ

う
に
見
え
ま
す
が

忘
れ
た
か

 
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
足
掻
こ
う
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ

レ
イ
ン
の

配
下
だ

七
色
に
最
後
の
一
撃
を
放
つ
前
な

の

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
影
が
生
ま
れ
た
と
思

て
い
る
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ま
さ
か

 
息
を

み

潜
め
た
声
で

れ
を

わ
に
す
る
ク
ロ
エ
に

は

い
た

・カ
・

・デ
・

・ナ
・ル
・を
・

・し
・て

が

い
て
い
た
生
き
た
い
と
い
う
想
い
に
共
鳴
し
て
い
た
か

ら
だ

 
如

に
負
の
感
情
が

し
て
い
た
世
界
と
は

え
そ
の
負
の
根

に
は
生
き
た
い
と

い
う
ネ
ガ
テ

ブ
な
想
念
が
必
ず
存
在
し
て
い
る

そ
れ
に
共
鳴
し
た
か
ら
カ

デ

ナ
ル
を
経

由
し

の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に
一
時
的
に
力
を

し
出
力
が
増
し
た
に
過
ぎ
な
い

 
あ
る
い
は

か
つ
て

が

に
な

て
い
た
か
ら

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が

 
実

の
と
こ
ろ

真
実
は
謎
で
あ
る

 
確
か
な
の
は

あ
の
と
き

こ
の
世
界
に
残

し
て
い
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が

し
て
来
た
と
い
う
事
実

そ
し
て
少
な
く
と
も
上

シ
ス
テ
ム
を

配
に

き

有
の
サ

バ

や
Ｃ
Ｐ

に

付

け
さ
れ
て
い
な
い
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
い
ま

で
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ

が
シ
ス
テ
ム
の
指
示
を

け
付
け
な
い
な
ら

真

向
か
ら
コ
レ
で

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

そ
の

に

つ
か
や

て
も
ら
い
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
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そ
う
し
て

ク
ロ
エ
の

問
で
中
断
さ
れ
た
頼
み
へ
と
話

を

す

 

場
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
パ
ス
を
切

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

を
孤
立
さ
せ
サ

バ

内
で

初
期
値
以
外
の
反
応
が
あ
る
と
こ
ろ
へ
の
転

を
頼
む

そ
の
間

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

バ

へ
の

か
の
ロ
グ
イ
ン
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
よ
う
指
示
す
る

こ
れ
に
よ
り
七
色
も
ア
バ

タ

こ
そ
無
い
が
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
に
よ
り
現
実
へ
復
帰
し
た

そ
れ
は

キ
リ
ト
が
や
る
必
要

な
い
の
で
は

 
い
よ
い
よ
転

だ
け
に
な

た
時

ク
ロ
エ
が
な
に
か
を

え
な
が
ら

て
き
た

あ
な
た
は
あ
の
会

の
日
か
ら
今
日
ま
で
も
う
三
日
も
戦
い

け
て
い
る

マ
ト
モ
に

め

て
い
な
い

ら
点

で

分
を
補

し
て
い
る
と
は

え

そ
れ
以
上
無
理
を
す
れ
ば
過

労
死
し
て
も
お
か
し
く
な
い

た
だ

レ
で
斬
れ
ば
い
い
だ
け
な
ら
キ
リ
ト
で
な
く
と
も

い
い
や

の
仕
事
だ

 
ク
ロ
エ
の

葉
を

る

故
で
す
か

 
レ
イ
ン
さ
ん
か
ら
報

を

け
取

て
い
な
い
か
ら
で
す
か

い
や

そ
う
じ

な
い

 
た
し
か
に
レ
イ
ン
と
セ
ブ
ン
の
二
人
が

せ
に

い
合
う
未
来
を

は
報

と
し
て
求
め
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て
い
た

結
果
そ
れ
は
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い

得
ら
れ
る
可
能
性
も
こ
う
な

て
は

い
だ

ろ
う

 
し
か
し

は
そ
れ
を

め
て
い
る

で
も
無
い

 
そ
し
て

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
動
く
理
由
に

そ
れ
は

無
か

た

ク
ロ
エ
に
は

ビ

タ

に
つ
い
て
話
し
て
い
た

け

く
は

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
の
知
識
と
経
験
を
独

す
る
者
の
悪
名

で
も
実

は
そ
う
す
る
事
で
ビ
ギ
ナ

と
他
の

テ
ス
タ

間
の

を

ら
し
協
力
し
や
す
く

し

そ
れ
で
い
て
黒
幕
に

き
付
け
ら
れ
な
い
鬱

や
負
の
感
情
を
自
身
に
集
め
て
い
た
と

そ

う
す
る
事
で

序
を
保
と
う
と
し
た

と

く
ど
こ
ろ
か
完

な
ん
だ
が

気
に

な
り
ま
し
た
か
ら

 

い

み
も
せ
ず

い
切

た
事
に

れ

分

心

分
で

え
ば
声

は
変
わ
ら
な
い
な

が
ら

い
方
に

が
加
わ

た

気
が
し
た

 
さ

き
は
怒
鳴

た
り
今
は

を

葉
の

に
感
じ
さ
せ
た
り
出
会

た
ば
か
り
の

を

え
る
と
感
情

か
に
な

た
と
思
う
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そ
の
記

も
二
年

前
の
も
の
だ
か
ら
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
変
化
も
す
る
か
と
自

気
味
に

う

と
も
あ
れ

ク
ロ
エ
も
分
か

て
い
る
よ
う
に

は

ビ

タ

と
し
て
必
要
悪
を

演
じ
て
い
た

だ
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を

す
る
事
も
背
負
う

と

少
し

違
う

ア
レ
は

ビ

タ

に
集
め
ら
れ
た
負
の

で
は
あ
る
が

同
時
に
か
つ
て

自
身
が

い
た
殺
意

が

と
な

て
出
来
た

で
も
あ
る

つ
ま
り
自
分
の
不
始

だ

な
ら
自
分
で
ケ
リ
を
付
け
る
べ
き
だ
ろ
う

そ
れ
に
ア
レ
が
保
た
れ
て
い
る
原
因
は
お

そ
ら
く

 

お
そ
ら
く

が
負
を

い
て
い
た

根
幹
の

お
そ
ら
く

な
ん
で
す
か

い
や
ア
レ
を
保

て
い
た
存
在
に
見

が
付
い
て
い
る
と
い
う
だ
け
だ

そ
れ
も
あ
る

か
ら
他
人
に

せ
る
気
は
無
い

予
想
が

た

て
い
れ
ば
い
よ
い
よ

自
身
の
不
始

だ
か
ら

な
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し
み

を

る
気
配
が

信
越
し
に
も
届
く

 
そ
れ
に

み
を
零
し
た
の
を
最
後
に

は
光
に

ま
れ

転

し
た

 

他
人
に

せ
る
気
は
無
い

か

し
い
事
じ

の

 
場
面
が

色
の
空
か
ら
電
子
的
な
回
廊
へ
と

た

間
横
合
い
か
ら

練
な

の
少
女

の
声
が

こ
え
て
き
た

の
事
だ

常
人
な
ら
ば
発
狂
す
る
事
を

え
て
背
負
う
そ
の
気

を

と
る
の
よ

そ
う
か

 

と

し
く

む

者
カ

デ

ナ
ル

を

て
も
あ
あ
し
て

む
だ
ろ
う

事
を

し
て
い
る

は

線
を
外
し

と
な

た
歌
姫
の
ア
バ
タ

に
目
を
向
け
た

カ

デ

ナ
ル

七
色
の
ア
バ
タ

の
中
に
あ
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
引
き

り
出

せ
な
い
か

可
能
じ

よ

と
い
う
よ
り
本
人
が
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
の
な
ら
も
う
ア
バ
タ

も
消

し
て
よ
か
ろ
う
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そ
う

た

者
は

手
の
指
を

ち
ん
と
鳴
ら
し
身
の

を
超
え
る
ス
タ

フ
を
取

り
出
し
た

い

 
そ
ん
な

い
声
掛
け
と
共
に

く
ス
タ

フ
が
振
る
わ
れ

先
が
少
女
の
ア
バ
タ

に

た

た

間

が
解
け
る
よ
う
に
光
に

た

 
代
わ
り
に

様

な
色
に
変
化
す
る

状
の
も
の
が
現
れ
た

ア
レ
が
小

の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

じ

 
そ
れ
に
向
け

者
が
ス
タ

フ
を
向
け
る

状
で
あ
る
事
に

か
意

は

ア
レ
は
サ

バ

に
こ
そ
存
在
し
て
お
る
が

の
影

を

け
ぬ
も
の

オ
ブ
ジ

ク
ト
と

し
て
カ
タ
チ
を
与
え
ら
れ
ん
の
じ

ア
レ
を

作
出
来
る
の
は
ア
レ
に

ま
れ
ぬ
強

な
精
神

と
感
情
を
持
つ
者
だ
け
よ

ち
な
み
に

の

が
奪
わ
れ
る
と
一

の
終
わ
り
じ

か
ら

意

せ
よな

る

ど

 
さ
さ

と

の
背
中
に

れ
る

者
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そ
ん
な
彼
女
を

目
に

は
変
色
す
る

に
手
を

ば
し
た

め
て
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ

ン

を
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

ど
の
み
ち
こ
れ
は
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

に

手
が
触
れ
る

 

間

裏
に
イ
メ

ジ
を

き

ま
れ
た

 

と
し
た
教

で

と
り
抗
議
を

け
る
少
女
の

 
広
大
な
大
部

で

と
り

に
取
り
組
む
少
女
の

 

し
て
い
た
男
性
女
性
た
ち
が
離
れ

時
し
か
異

な
も
の
を
見
る
眼
を
向
け
ら
れ
る
少

女
の

  

男
の
背
を
求
め

進
す
る
少
女
の

 
ぐ

ぬ

 
苦

の
声
が

れ
る

 

は
彼
の
手
を
這
い

を
這
い
全
身
を

て
い
く

そ
の
間
フ
ラ

シ

バ

ク
の

よ
う
に

と
場
面
が
切
り

わ
り

け
同
年

程

の
少
女
の

や
場
面
が

き

ま
れ
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け
る

 
少
し
し
て

が
消
え

く
そ
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る

無
事
か
の

 

真
上
か
ら

声

 
気
付
け
ば

は
横
に
さ
れ
て
い
た

ど
う
や
ら
倒
れ
そ
う
に
な

た
と
こ
ろ
を

き

め
ら

れ
流
れ
で

を
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

少
し
前
に
も
同
じ
事
が
あ

た
な
と

む

で

え
な
が
ら

く
り
と

く

か

え
た
の
か

あ
あ

あ
れ
は
恐
ら
く
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の
過
去

今
回
の
事
件
の
根
幹
だ
ろ

う
な

 
本
人
に
自
覚
は
無
い
よ
う
だ

た
が

葉
の

や

に
向
け
て

て
い
た
愛
と
い

う

語
の
意
味
を

え
れ
ば
七
色
が

故
リ
ス
ク
を

て
ま
で
人
心
を
集
め
よ
う
と
し
た
の

か
は

し
が
付
く

あ
の
対

の
時
に
も
そ
の
片

は
見
て
取
れ
た

う

ち
な
み
に

ど
ん
な
も
の
じ

た

一

で

い
表
す
な
ら

孤
独

だ

が

出
来
損
な
い

で
孤
独
に
な

て
い
た
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な
ら
七
色
は
そ
の
天
才
性
が

た
と
い

た
と
こ
ろ
だ

ホ
ン
ト
人
間
は
な
ん
で

も

別
し

異

を

他
す
る

さ
れ
る

の
気
持
ち
も

え
な
い

 

を

め
な
が
ら

き
捨
て
る

 
そ
れ
は

れ
も
無
い

自
身
の
本
心
だ

た

面
倒
を
掛
け
た

も
う
大

だ

な
ん
の

く
ら
い
お
主
な
ら

ら
で
も
し
て
や
ろ
う

 
く
す
り
と
同
い
年
く
ら
い
の
見
た
目
な
の
に

然
と
し
た

み
を
浮
か
べ
る
カ

デ

ナ

ル
に
虚
を
突
か
れ
る

一

だ
け
だ
が

ユ
ウ
キ
を

し
た

い
ま

期

し
た
じ

ろ

 
に
ん
ま
り
と

み
を
深
め
て

を
近
づ
け
て
来
る

者

間
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
だ

う

 
女
を
前
に

そ他
うの

女
うの
の話

か

し
か
し

わ
れ
て
み
れ
ば
お
主

か
し
Ｆ
ｅ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ
プ
レ
イ

とね
ん
ごろ

な

に
な
り
か
け
と

た
な

ど
う
じ

現

実
に
帰

て
か
ら
進
展
は
あ

た
の
か

絶

保

中
だ

今
の

と
交

し
て
も

の

判
に

き

ま
れ
て
死
ぬ
の
が
オ
チ
だ
か
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ら
な

 
そ
う

え
る
と

カ

デ

ナ
ル
は

を

ち
ん
と
手
で

き

天
を

い
だ

か

ま
だ
そ
こ
止
ま
り
か

 
全
然
進
展
し
て
お
ら
ん
で
は
な
い
か

 

白
さ
れ
て

一
年
近
く
経

て
お
る
と
い
う
の
に
な
ん
じ

そ
れ
は

一
年
で

の
風

を
全
部

し
て
真

に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ら
こ
ん
な
に
苦
労
し

て
な
い
わ

 
世
界

に
広
ま

て
る

出
来
損
な
い

の
風

め
ん
な

お
主
は
律

と
い
う
か

な
ん
と
い
う
か

欲
が
無
さ
過
ぎ
る
わ

 
も

と
が

つ
け

い

 

と
あ
の

ら
生
殺
し
を
味
わ

と
る
か
ら
な

死
ぬ
よ
り
は
マ
シ
だ
ろ

 

そ
う
し
て

少
し
の
間
怒
鳴
り
合
い

は

は

く

そ
こ
れ
か
ら
戦
う

て
い
う
の
に
無

に
体
力
を
使

た
ぞ

え

い
こ
こ
ま
で
お
主
の

が

い
と
は

和
の
男
か
お
主
は

 
精
神
的
な

労
で

を
上
下
さ
せ
る

と

れ
な
い

な
の
に

故
か
同
じ
よ
う
な
状

に

な

て
い
る
カ

デ

ナ
ル
は

い
に

み
合

て
い
た
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大
事
な
戦
い
の
直
前
に
い

た
い

を
や

て
い
る
の
か
と
思
う

ま

お
主
の
本

を

き
出
せ
た
だ
け
良
し
と
し
よ
う

真
剣
に
一

に

え
て
お

る
よ
う
で
安
心
し
た
わ
い

お
前
は

の
保
護
者
か

ユ
イ
達
の

じ

か
ら
実

保
護
者
も
同
然
じ

が

の
人
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参

も

値
の
高
い
女
性
を
参

に
し
て
お
る
ら
し
い
し
の

確
か
ゲ

ト
と
か
い
う
名
じ

た

か

マ
ジ
か

 

の
事
実
発
覚
で
あ
る

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
疑
似
人
格

が
判
明
し
て
し

ま

た

 
ゲ

ト

そ
れ
は

に
す
る
と
月
兎
と
な
る

そ
の
名
前
で

値
が
高
い
女
性
そ

れ
も

場

と
親
交
が
あ
る
と
な
る
と
一
人
し
か
浮
か
ば
な
か

た

し
か
も
桐

谷
と
は

別

の

の
保
護
者
の
一
人
で
も
あ
る

 
そ
し
て

得
す
る

 

あ
あ

こ
の
カ

デ

ナ
ル
の

動
の

確
か
に
似

て
る
と
こ
多
い
な

と



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

  
・
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

 
人
の
感
情
で
構

さ
れ
た
高

の
演

シ
ス
テ
ム

と
あ
る

学
の
超
電

で

う
と
こ
ろ
の
レ
ベ
ル
ア

パ

が
能
力
を
得
る

術
者
で

集
め
る
感
情
・
演

能
力
が

使

者
の
能
力

の
演

能
力

に

す
る

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
残

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
完
全
消
去
に
抗
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
消
さ
れ
た

の
グ

ラ
フ

ク
を
残
し

ま

て
い
る
モ
ノ

・人
・格
・分
・裂
・期

の
キ
リ
ト
の
負
を

と
し
デ

ス
ゲ

ム
に
渦

き

ビ

タ

が
集
め
て
い
た

負

で
強
化
・
構
成
さ
れ
た
モ
ノ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
残

の
経

上
キ
リ
ト
の
負
を
強
く
備
え
て
い
る
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
全
体
で

う
と
生

き
た
い

死
に
た
く
な
い
と
い
う
想
い
も
同
程

に
強
い

前
話
で

神
セ
ブ
ン
に
ト
ド
メ

を

す
直
前
は
そ
の
感
情
で
共
鳴

し

キ
リ
ト
に
力
を

し
て
い
た
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有

か
と
思
え
ば

悪
に
な
り
得
る
可
能
性
も
高
い
代
物
で
危
険
か
そ
う
で
な
い
か
は
正
に

使
い
様
に
よ
る

 
キ
リ
ト

く

が
代
わ
り
の

に
な
る
と

バ
い

ら
し
い

 
キ
リ
ト
は
こ
れ
が
残

て
い
る
原
因

と
い
う
よ
り

し
て
い
る
存
在
に

た
り
を
付
け

て
い
る

故
な
ら
か
つ
て

と
な

た
負
を
発
し
て
い
た
の
は

合
し
て
か
ら
主
体
と

な

た

王

で
は
な
い
た
め
だ

 
な
の
で
キ
リ
ト
は

か
ら
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

い
て
は
こ
れ
を
残
し
て
い
た

存
在
を
消
し
去
る
べ
く

今
話
は
最
初
か
ら
意

を

め
て
い
た

  

セ
ブ
ン
に
よ
る
意

体

 
七
色
を

と
し
怒
り
哀
し
み

な
ど
複

に
過
ぎ
る
感
情
が
集
ま
り
最
後
に
七

色
が

い
て
い
た
感
情
が

発
的
に
高
ま

た
た
め
に
生
じ
た
タ
イ
プ

キ

カ
ケ
が
必
要
だ

た 
つ
ま
り
強

な
怒
り
が
必
要
だ

た
ス

パ

サ
イ

人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
モ
ノ
と
異
な
り
負
だ
け
で
は
な
い
が
七
色
の
実
験
が
晒
さ
れ
た
後
に
完
成
し
た
も
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の
な
の
で

八

型
は
負

残
り
二

は
残

て
い
る
ク
ラ
ス
タ
達
の
も
の

 
こ
れ
も
危
険
な
の
で
キ
リ
ト
が
自
身
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に

合
さ
せ
た
と
こ
ろ

七
色
の
記

ら
し
き
イ
メ

ジ
が

裏
に

き

ま
れ
た

過
去
リ
ズ
ベ

ト
が
夢
で
キ
リ
ト

の
過
去
を
見
た
事
と
同
様
だ
が
今
回
の
キ
リ
ト
は
覚
醒
状

七
色
の

波
と
衝
突
す
る
状

だ

た
の
で

波
が
乱
さ
れ

さ
れ
を

り
返
し

を
来
し
て
い
る

 
今
話
最
後
で
は

収
さ
れ
た
の
で
実

消
失
し
た

 
キ
リ
ト
が
苦
し
ん
だ
の
は

か
の
背
を
求
め

進
す
る

に
デ
ジ

ブ
を
覚
え
た
か
ら

  

キ
リ
ト
に
よ
る

独

現

み
ん
な
を
護
る
と
い
う
願
い

よ
り
も
さ
ら
に
前

生
き
た
い

死
に
た
く
な
い
と

い
う
想
い
を
思
い
出
し
た
事
で
発

し
た
キ
リ
ト
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

 
明
る
い
も
の
か
と
思
え
ば
実
は
ネ
ガ
テ

ブ
な
思

だ

た
の
で
実

負
で
あ
る

 
前
話
で

神
セ
ブ
ン
に
ト
ド
メ
を

す
直
前
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
影
が
現
れ
た
の
は
実

は
体
に

し
た
カ

デ

ナ
ル
本
体
を
経
由
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
残

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

を

け
た
が
故
だ

た

生
き
た
い

と
い
う
想
い
だ
け
で
は
負
に

ま
れ

し
て
い
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た
が

み
ん
な
を
護
る

と
い
う

桐

谷
和
人

と
し
て
の
強
い
想
い
が
あ

て

え

ん

で
い
た

  

心
意

て
さ

技

て
思
う
や
ん

  

ア
ン
ダ

ワ

ル
ド

編
は
そ
う
で
も
な
い
け
ど

ア
ク
セ
ル
・
ワ

ル
ド

は
心
に
傷

を
負

て
い
て

そ
れ
を
克

す
る
形
で
真
意
を

得
す
る
事
が
多
い
で
す

そ
も
そ
も

の

デ

エ
ル
ア
バ
タ

が
心
の
傷
と
そ
の
深
さ
強
さ
人
格
へ
の
影

程

で
決
定
付
け
ら

れ
る
か
ら
で
も
あ
る
ん
で
す
が

 
強
く

イ
メ想
ジ

す
る
と
い
う
事
は

己
の
傷
と
向
き
合
う
事
と
同
義
だ

黒
雪
姫

 

本
作
の

心

意

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

も
そ
ん
な
感
じ
で
す

外
道

 
ち
な
み
に
終
焉
へ
と
誘
う
剣
こ
と

死
剣
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
変
動
値
に
合
わ
せ
て
対

応
す
る
の
で

心
意

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
の
上
書
き
に
も
対
応
し
ま
す

 

つ
ま
り

レ

ザ

ド

光
線
剣

や
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

奪
命
撃

を

る
し

心
意

に
よ
る
攻
撃
・

強
化
を
無

化
す
る
メ
タ
武
器
だ
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強
い

確
信

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
が

光

な
ら

桐

谷
和
人
は

闇

で
あ
る

 
彼
女
の
物
語
は

一
先
ず
の
終

を
見
た

 
こ
れ
か
ら
紡
が
れ
る
の
は

桐

谷
和
人
に
よ
る

裏
の
物
語

人
に
語
る
事
を

く

む
少
年
の
戦
い
で
あ
る

  
闇
へ
と

く
回
廊
を
歩
く

 

に

ん
だ
⻘
の
線
を

み
越
え

⻘
の

を

き

け

果
て
の
見
え
ぬ
闇
へ
と

堕
ち
る

進
む

仮
想
世
界
で

れ
親
し
ん
だ

界
の
表
示
は
全
て
無
い

 
現
実
と
同
じ
ま

さ
ら
な

界
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の

の
デ
ジ
タ
ル
時

は

気
付
け
ば
そ
の
名
残
も
消
え
て
い
た

こ
こ
よ
り
先
も
う

の

護
は
届
か
ぬ

お
主
の

ア
バ存
タ在

を
証
明
し

け
る
の
に
リ

ス
を

か
ね
ば
な
ら
ん

 

無
し
の
闇
を
前
に

か
に

者
が

て
来
る

そ
の
眼
は

い

先

ど
ま
で
交
わ

し
た

の

気
な
ど

も
感
じ
な
い

 
サ

バ

を

べ
る

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が

そ
う

う
と
い
う
事
は

も
う
こ

こ
は

ツ
の
世
界
と
い
う
事
だ

世
界
の
理
た
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
一
部
を

有
し

こ
の
世
界
を
構

し
て
い
る

だ
ろ
う
な

 

わ
れ
ず
と
も

 
そ
し
て

界

か
ら

が
消
え
て
い
る
事
に
気
付
く
前
か
ら

理
解
し
て
い
た

 

し

し
と

に
突
き

さ
る

た
い

殺空
意気

 
お
よ
そ
一
万
人
分

さ
れ
た
負
の
想
念

 
七
色
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に
も

し
て
い
た
事
か
ら
お
そ
ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
の
感
情

も
取
り

ん
で
い
る

さ

き
七
色
の
そ
れ
を
取
り

ん
だ
時
に
見
た

イ
メ光
ジ

が
彼
女
一
人
分
だ
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た
事
が
そ
の
証

と
な
る
人
物
の
構
成
要

し
か
残

て
い
な
か

た

 
つ
ま
り
デ
ス
ゲ

ム
の
残
滓
に
は

来
か
ら
の
も
の
に
加
え
七
色
を

い
た
数
十
万
の
感

情
も
集
ま

て
い
る

 
対
し
て
こ
ち
ら
が
得
た
の
は
七
色
が

し
た
記

と
感
情
だ
け

自
分
が
持
つ

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン

を

上

す
る
程
の
演

リ

ス
は
得
ら
れ
て
い
な
い

 
シ
ス
テ
ム
を
上
書
き
す
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
力
で

え
ば
あ
ち
ら
が
圧
倒
的
に

上
と
い

た
と
こ
ろ
か

 

手
に

る

剣
の

を
強
く
握
る

そ
の
存
在
を
頼
り
に
し
て
い
る
よ
う
に
強
く
強
く

握
り

み

そ
の

お
お

き
さ
を

り

に
す
る

 

し
か
し

足
り
な
い

 
こ
の
剣
を
使
い
戦

た
経
験
が
少
な
い

経
験
が
少
な
け
れ
ば

然

め
た
想
い
重
み
も
少

な
い

た
だ

お
お

き
さ
を

り

に
し
て
は
あ
ち
ら
が
流
し

ん
で
く
る
モ
ノ
に

し
流
さ
れ
る

か
も

し
れ
な
い

カ

デ

ナ
ル

と
つ
頼
み
た
い
事
が
あ
る

な
ん
じ
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に

コ
レ
と
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
転
写
出
来
る
か

 
現
実
で
は
自
分
の

に

ま
れ
た
武

仮
想
世
界
で
は

デ
ス
ゲ

ム
後
期
で
使
い

け

た

武

 
本

を

え
ば

⻑
ら
く
愛

し
た
剣
た
ち
の
魂
を
継
ぐ
剣
と

と
も
だ
ち

に
鍛
え
て
も

ら

た
誓
い
の
剣
を
持
ち
た
か

た
が

・最
・終
・戦
・で
・一
・

・死
・ん
・だ
・

登
録
し
て
い
た
武
器
は

と
同
期
し
て
い
た

値
を
全
損
し

全
て
喪

て
い
る

 
だ
が

大
本
の

そ
の
も
の
は

そ
も
そ
も

値
を
有
し
て
い
な
い
特

武
器

初
期
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
同
じ

 
一
番
と
は

え
な
い
が
現
実
で
も
使
う
武

の
現
身
だ
か
ら

り

に
す
る
に
は
こ
れ
も
十

分
だ

た時
間
が
掛
か
る

な
に
し
ろ
コ

ド
が

大
じ

加
え
て
そ
の
間
は

を
使

え
ん
ぞ体

的
に
は

三
十
分

な
ら
今
す
ぐ

始
め
て
く
れ

コ
レ
一
本
じ

お
そ
ら
く

が
死
ぬ
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命

で
は
な
く

心
が

 

デ
ス
ゲ

ム
は
終
わ

た

 

と
り
生
き
残

た

が
終
わ
ら
せ
た

引
導
を

し
あ
の
世
界
に
幕
を
引
い
た

な
る

ど
そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
の
剣
の
銘
は
と
て
も

応
し
い

浮
遊
城
に
存
在
す
る
モ
ン
ス
タ

に
の
み

果
を
発

す
る
こ
の
剣
は
手
に
入
れ
た

間
浮
遊
城
の

壊
と
共
に

目
を
終
え

る

決
し
て
日
の
目
を

び
る
事
の
な
い
強
大
な
剣

 
本
来
で
あ
れ
ば

こ
う
し
て

ら
か
の

目
を

う
事
は
無
か

た
の
だ
ろ
う

 
だ
が

だ
か
ら
こ
そ

 
こ
の
剣
で
は

力
不
足
だ

 
い
ま
求
め
る
べ
き
は
剣
の

お
お

き
さ
で
は
な
い

攻
撃
力
と
い
う
数
値
で
も
覇
者
と
し
て
の

で
も
な
い

と
も
共
有
で
き
な
い
己
だ
け
が

み
重
ね
て
き
た
モ
ノ

す
な
わ
ち
経
験

だ 
あ
ち
ら
は

負死
の
想
念
の

 
な
ら
ば
こ
ち
ら
は
生
の
想
念
を

ぎ

む

そ
れ
に
も
自
分
の
心
だ
け
と
い
う
の
は
不
安
に
過

ぎ
る

心
を

わ
せ
る
モ
ノ
が
必
要
な
の
だ

己
の

身
と
も

え
る
愛
剣
達
の
存
在
が

を
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す
る

 

か
つ
て

獣

は

の
二
刀
を
己
の

徴
と
し
て
い
た

 
獣
は
殺
意
憎
悪
の

だ

自
覚
し
て
い
な
か

た
が
故
の

さ
は
全
て
に
向
け
ら
れ

て
い
た
が

こ
と
一

強
か

た
の
は
自
身
が

め
ら
れ
る
原
因
と
も

え
た
二
人
の
兄
と

姉
に
対
す
る
感
情

己
を
下
に
す
る

対

に
対
す
る
感
情

零

白
夜

を
使
う

の
武

き雪
ら片

を
参

に
製
作
さ
れ
た
と
い
う
あ
の
二
刀
を
忌

し
て
い
た
事
が
そ
の
証

 
あ
の
時
は
愛

し
て
い
た
二
剣
を

り

に
し

打
ち
克

た
が

 

か
ら
下

る
も
の
を

の
手
で

い
上

る

 
キ
ラ
キ
ラ

く
蒼
の

 
義
姉
の
名
を

し
た

愛心
情の
の結
証

 

い
ま
思
え
ば

 
こ
れ
は
本

に

義
姉
が
構

し
た
心
だ

た
の
だ
ろ
う

感
情

と
い
う
不

明
か
つ
変

動
し

け
る
値
に
対
し
彼
女
は
必
死
に
解

を

み

そ
し
て
作
り
上

て
み
せ
た

人

と
異
な
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

実
な
存
在
に
し
て
彼
女
は
人
か
ら

け
た
影

を
己
の
も
の
へ
と
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変
換
し

心

を
作
り
上

そ
し
て
自
ら

感
情

を
放
つ
よ
う
に
な

た

 
義
姉
は

だ

 

と
は

ら
で
も

え
の

く
存
在

そ
れ
は

全
体
だ
け
で
な
く

的
な
部
分
だ
け

で
も
同
じ

 
カ

デ

ナ
ル
が
人
と

色
な
い
レ
ベ
ル
で
振
る
舞
う
の
も
義
姉
が
作
り
上

た
電
子
の

心

を
写
し
取
り

ま
た
自
ら
そ
れ
を
成
⻑
さ
せ
た
か
ら
と

え
れ
ば

違
和
感
は
な
い

 
ボ
ト
ム
ア

プ
型

で
あ
る
義
姉
が
作
り
上

た
そ
れ
は

人
を
見
て

学

し

己
の

と
し
て
成
⻑
し
て
い
く
タ
イ
プ

そ
れ
は
本
来

に
対
し
て

を
す
る

と
い
う
パ
タ

ン

化
し
得
る
も
の
に
限
る

 
し
か
し

心

は

ら
で
も
変
化
す
る

ブ
レ
イ
ク
ス
ル

な
ど

た
り
前

 
故
に

 

だ
か
ら
こ
そ

負
け
て

な
る
も
の
か
よ

 
ぎ

と

い
上

た
義
姉
の
愛
を

握
り

め
る

 

掌
に

か
な

が

伝
わ

た
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二

二
五
年
五
月
九
日

前
一
時

 
未
だ
黒

く
め
の
少
年
キ
リ
ト
に
気
付
か
れ
る
事
な
く
動

は

い
て
い
る
一

に
は
知
ら

れ
な
い
よ
う
秘
し
て
い
た
と
思
し
き
内
容
ま
で

て
い
た
事
か
ら
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
中
継

カ
メ
ラ
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り

し

り
と

え
る
の
で
は

と
い
う
内
容

の
コ
メ
ン
ト
が

い
て
い
る

た
だ
し

そ
れ
は
面
白
が

た
も
の
が
大

だ

た

 
先
の
水

の
浮

で
展
開
し
た

と
可
能
性
は

そ
の
道
に

し
い
人
で
も

を

く
程

だ

た
ら
し
く

く
コ
メ
ン
ト

は
無

だ

た

み
ん
な

き
入

て
い
た
の
だ

 
か
く
い
う
私
も
そ
の
一
人

の
出
来
が
違
う
の
か
と
思
い
た
く
な
る
程
の
推

に

葉
を

喪
う
ば
か
り
だ

た

 

無
論

ア
ン
チ
に

す
る
コ
メ
ン
ト
は
流
れ
て
い
る

 
カ

コ
つ
け
す
ぎ

と
か

 
心
配
性
で
し

と
か

 
あ
り
得
る

が
無
い

と
か

 
そ
ん
な
内
容
も
時

弾
投
下
さ
れ
る
が
生
中
継
コ
メ
ン
ト
に
は

し
い
事
に

も
そ
れ
に
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取
り
合

て
い
な
い

そ
う
す
る
間
も

し
い

ど
彼
が
語
る
情
報

が
多
過
ぎ
た
か
ら
か
も
し

れ
な
い

 

は

を
語
る
の
か

を
す
る
の
か

 

者
の
心
は
大

が
そ
れ
で

め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う

ア
ニ
メ
な
ど
だ
と

に
付
く
の

に
全
然
そ
ん
な
感
じ
が
し
な
い

気
取

た

が
無
い
か
ら
か
そ
れ
を
認
め
ら
れ
る
だ
け
の

実
績
が
あ
る
か
ら
か

天
才
と

わ
れ
た

場

が
特
に
反
論
し
て
い
な
い
の
も
大
き
い

 
だ
が

よ
り
も

 

い
子

に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
そ
の
険
し
い
表
情
が
こ
ち
ら
の
心
を

ん
で
止
ま
な

い 
こ
れ
は
ゲ

ム
世
界
で
の
事
だ

だ
が
そ
こ
に

て
剣
を
手
に
す
る
少
年
に
と

て
は
遊

び
で
は
無
い

 
私
達
は
知

て
い
る

先
の
戦
い
で
見
せ
た
全
て
が

彼
の
本
心
で
あ
る
事
を

人
の
想
い

生
き
方

そ
の
全
て
を
理
解
し

そ
の
上
で

剣
を
振
る
い

戦

て
い
た
事
を

 
そ
う
で
な
け
れ
ば

人
の
死
を
心
か
ら
恐
れ
る
事
が
あ
る
わ
け
無
い

 
そ
し
て

恐
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

彼
は

そ
れ
を

ぐ

に
剣
を
取

て
い
た
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闇
に

⻘
の
線
が
光

て

る

 
闇
へ
と

く
回
廊
を
少
年
は
無

の
ま
ま
進
み

け
る

者
の

は

に
無
い

彼
の

体
を

持
す
る

に

本
体
の
機
能
を
持

た
少
女
は
光
に
な

て
彼
へ
と

た

 
そ
の
歩
み
に

迷
い
は
な
い

 
強
い

き
が
目
に
浮
か
ぶ

 

苦

の
色
も

浮
か
ん
で
い
る

 

と
つ

歩
を
進
め
る

に

そ
の
色
は
深
く

い
も
の
へ
と
変
わ

て
い
る

 

一

り
が
暗
く
な

た

 
一
定
間
隔
で

る
⻘
い
線
の
み
が
光
源
の
回
廊
が
闇
に

ま
れ
た

黒

く
め
の
少
年
を
見
失

う

一

で
晴
れ
た
後
に
は

闇
の

を

う
少
年
の

 
彼
も
気
付
い
た
の
か

に
絡
ま
れ
る

を
見
た

チ

 

打
ち
を
一
つ

 

く

く
そ
れ
が
上
が

た
直
後

彼
は
己
の

を

剣
で
斬

た

ズ
バ

と

ゲ

ム
特
有
の
斬
撃

が
鳴
る

狂

た
か
と
コ
メ
ン
ト

が
高
速
で
流
れ
て
い
く

そ
れ
を



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

他

に

切
り
傷
を

ん
だ

を
中
心
に
闇
の

が
消
え
て
い
く

 

た

と

 
黒
の

の
代
わ
り
に

が
生
ま
れ
た

 
血
だ

た

仮
想
世
界
で
血

と
な
れ
ば
残

し
て
い
る
負
の

は
や
は
り

か

 

た

た
と

重
も
の
の
太
い

を
作

て

を
伝
い

に

ち
る

い

体
を
見
な
が

ら
少
年
が

く

本
来
な
ら
紅
い
ポ
リ
ゴ
ン
が

る
エ
フ

ク
ト
に
な
る

の
傷

か
ら
血
が

流
れ
て
い
る
事
実
は

そ
れ
だ
け
で
彼
に
確
信
を

か
せ
る
も
の
だ

た
ら
し
い

 
ま

た
く

と
息
と
共
に

息
が

か
れ
た

自
分
自
身
と
戦
う
の
も
こ
れ
で
六

目

し
か
も
た
だ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
な
い
方
が
多
い
と

か

ど
う
な

て
い
る
ん
だ
か

 

を

め
愚

を

ら
す

彼
か
ら
す
れ
ば
た
だ
の
独
白

そ
れ
に
飾
り
気
は
無
く
人
気

が
無
い
か
ら
こ
そ
の
本
心
で
あ
り

真
実

 
か
つ
て
五

も
彼
は
自
分
自
身
と
刃
を
交
え
た
事
も

事
実
な
の
だ
ろ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

像
最
初
期
に
あ
た
る

郷

シ

ン
に

い
て
は
彼
と
ホ
ロ
ウ
今
は
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キ
リ
カ
と
名
を

め
た
少
年
の
三
人
の

が

て
い
た

ホ
ロ
ウ
が

た
の
は
そ
れ
が
最
初
で

最
後

そ
の
二
人
と
刃
を
交
え
た
事
が
あ

て
も
ま
だ
二

六

の

数

三

よ
り
多
い

と
な
れ
ば

四

か
五

は
彼
の
精
神
面
も
コ
ピ

し
た

と
刃
を
交
え
た
の
だ
ろ
う

 

と
い
う
の
が

恐
ら
く
そ
の
一
つ

ホ
ロ
ウ

キ
リ
カ
に

ぶ

彼
で
な
い
彼
自

身

負
の

と
な

て
い
る
ら
し
い
別

面
の
キ
リ
ト

 
い

た
い
ど
ん
な
闇
を

え
て
い
る
の
だ
ろ
う

ど
ん
な
過
去
が
あ

て
あ
そ
こ
ま
で
強
い

意

を
持
て
た
の
だ
ろ
う

 
そ
う

私
は

ダ

ク
ヒ

ロ

ア
ニ
メ
を
観
る
感
覚
で
構
え
て
い
た

  
心
の

か
ら
後
悔
し
た

  
回
廊
を
進
ん
だ
果
て
に
現
れ
た
闇
の

そ
こ
に

彼
は
迷
い
な
く
突
き
進
ん
だ

 
闇
の
先
は
中
世
の

み
だ

た

楼

と

大
な
黒
の
ド

ム
を
背

に
持
つ

の

み

し
か
し
異
様
な
の
は
そ
の
空
だ

き

こ
う

様
の

板
が

様
に

り
巡
ら
さ
れ

て
い
る

一

一

に
は
交

に

Ｗ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｇ

と

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
Ａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｕ
ｎ
ｃ
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ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

の
英
文
が
表
示
さ
れ
て
い
た

 
そ
の
下
の
広
場
に
は
無
数
の
人

が

し
と
敷
き

め
ら
れ
て
い
る

一

に
集
め
ら

れ
た
人

は
空
を
見
て
息
を

み

ざ
わ
め
き
を
止
め
て
い
た

 

く
現

は

私
の

そ
し
て

そ
の

者
の
予
想
を
裏
切
る
も
の
だ

た

 
空
を

め

く
す
真
紅
の
パ
タ

ン
の
中

部
分
が
ま
る
で

大
な
血

の

の
よ
う
に
ド

ロ
リ
と

れ
下
が

た

高
い

を
感
じ
さ
せ
る
動
き
で

く
り
と

り

だ
が

下

す
る
こ
と
な
く

紅
い
一

は
突
如
中

で
そ
の
形
を
変

さ
せ
る

 
出
現
し
た
の
は
全
⻑
二
十
メ

ト
ル
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
深
紅
の
フ

ド
付
き
ロ

ブ
を

た

大
な
人
の

し
か
し
正
確
に
は
違
う

面
に

さ
れ
て
い
る
フ

ド
の
中
に
は

が
無
い

ま

た
く
の
空

フ

ド
の
裏
地
や

ち縁
の

い
取
り
ま
で
ハ

キ
リ
と
見
え
る

ど
に

だ
ら
り
と
下
が
る
⻑
い

の
中
も

同
じ
く

暗
い
闇
が
広
が

て
い
る

 
ロ

ブ
の
形
そ
の
も
の
に

私
は
見
覚
え
が
あ

た

第
百
層

紅

に
て

攻
略
組

を

ち
構
え
て
い
た
表
ボ
ス
だ

 
直
感
的
に

悟
る

 
こ
れ
は

あ
の
デ
ス
ゲ

ム
の
始
ま
り
の
日
な
の
だ

と
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あ
の
世
界
に

わ
れ
た
人
し
か
見
て
い
な
い
デ
ス
ゲ

ム
の
オ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

郷

之
が
仕
組
ん
だ
た
だ

場

を

め
る

だ
け
に
ゲ

ム
を

し
た
そ
の
始
ま
り

 
そ
れ
は

き

と
現
実
で
そ
の
報
道
を
知

た
人
以
上
に
内
部
に

わ
れ
た
人

を
絶

望
へ
と

れ
た
に
違
い
な
い

 

い
ん
い
ん

と

く
声
で
デ
ス
ゲ

ム
の
説
明
が
行
わ
れ
る

 
流
れ
る
コ
メ
ン
ト
は

ら
だ

事
実
だ
け
を
ニ

ス
で

き
知

た
外
部
の
人
間
に
と

て

は
初
め
て
見
る
光

で
あ
り
か
つ
て
こ
の
光

を
あ
の
場

で
見
た
人
で
あ
れ
ば
ト
ラ
ウ
マ

そ
の
も
の
と

え
る
だ
ろ
う

だ
か
ら

も
反
応
が

い

神
と
戦
う
一
大
決
戦
の
後
も
う

終
わ

た

の
デ
ス
ゲ

ム
が
再
演
さ
れ
る
が
如
し
展
開
に
理
解
が
追
い
付
か
な
い

以
上
で

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
正
式
サ

ビ
ス
の
チ

ト
リ
ア
ル
を
終
了

す
る

プ
レ
イ

君
の

闘
を
祈
る

 

の

ロ

ブ
が

残

を
引
か
せ

そ
う

た

 
す
る
と
真
紅
の

大
な
ロ

ブ
は

も
無
く
上

し
フ

ド
の
先

か
ら
空
を

め
る
シ
ス

テ
ム
メ

セ

ジ
に

け

む
よ
う
に
ど
う
か
し
て
い
く

が

が
そ
し
て

手
と

が
血

の
色
の
水
面
に

み
最
後
に
一
つ
だ
け
波
紋
が
広
が

た

そ
の
後
天
空
一
面
に

ぶ
メ
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セ

ジ
も
ま
た

現
れ
た
時
と
同
じ
よ
う
に

然
と
消
滅
す
る

 
広
場
の
上
空
を

き
す
ぎ
る
風
鳴
り
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

が
演

す
る

地
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が

に

こ
え
始
め

穏
や
か
に

覚
を
揺
ら
し
始
め
る

 
ゲ

ム
は

再
び
本
来
の

を
取
り

し
て
い
た

 
い
く
つ
か
の
ル

ル
だ
け
が

以
前
と
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
異
な

て
い
る
に
も

わ
ら

ず

人
命
を
掛
け
た

ゲ

ム

戦
い
が
幕
を
開
け
た

だ
ろ

だ
よ
こ
れ

だ
ろ

 

そ
し
て

引
き
金
が
引
か
れ
る

 
陰

と
反

す
る
男
の
声
が

そ
れ
を
引
い
た

ざ
け
る
な
よ

 
出
せ

こ
こ
か
ら
出
せ
よ

こ
ん
な
の

る

 
こ
の
あ
と
約
束
が
あ
る
の
よ

い
や
あ
あ

 
帰
し
て

帰
し
て
よ

助
け
て

や
だ

死
に
た
く
な
い

 
悲
鳴

 
怒
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絶

 

声

 

願

  
恐
怖

 

そ
し
て

絶
望

 
一
万
の
集

か
ら
圧
倒
的
な
ボ
リ

ム
で
放
た
れ
た
多
重
の

声
が
び
り
び
り
と

き

る

最

き
分
け
な
ど
不
可
能

男
女
の
別
な
く

も
彼
も
が
絶
望
の

び
を
上

て
い

る

の
た
め
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
た
一
万
の

運
な
人

は
た

た
数
十
分
で
不

の
ど
ん

へ
と
突
き

と
さ
れ
た
の
だ

ゲ

ム
プ
レ
イ

か
ら

人
へ
と
変
え
ら
れ
た
人

は

を

え
て
う
ず
く
ま
り

手
を
突
き
上

き
合
い
あ
る
い
は

り
合
い

り
合

て
い

た 
正
に

 
正
に
地
獄

生
き
た
い

死
に
た
く
な
い
と
い
う
思

を
ネ
ガ
テ

ブ
な
も
の
だ
と
彼
が
断

し
た
事



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

を
理
解
さ
せ
ら
れ
た

 
死
の
恐
怖
に
晒
さ
れ
心
を

壊
さ
せ
か
け
た
人

を
繋
ぎ
止
め
て
い
る
生
存
本
能
が
強
く

強
く
感
情
を
発

さ
せ
て
い
る

人

の
間
で
そ
れ
は
重
な
り
共
鳴
し
一
つ
の
絶
望
へ
と

大
化
し
て
い
く
事
が

て
い
る
だ
け
で
も
分
か
る

 
ま
る
で
自
分
も
そ
こ
に

る
と
思

て
し
ま
う

ど
の
生
の
感
情

 

そ
の
中
で

静
さ
を
保
つ
子

が

た

 
い
ま
と

ど
変
わ
ら
な
い
華

さ
と

さ
を
持
つ
少
年
だ

た

背
中
に
小
ぶ
り
の
剣
を

る

彼
は

ら
に
い
た
無
精

を
生
や
し
た
バ
ン
ダ
ナ
の
⻘
年
の
手
を
引
き

に

ち
る

広
場
か
ら
路
地
裏
へ
と

て
い
く

 

剣
を
持
つ
少
年
も

そ
れ
を
追
お
う
と
し

い
や
あ
あ

 

一
人
の
女
性
に

ま
れ
る

帰
し
て

こ
こ
か
ら
帰
し
て

 

と

水
を

れ
流
し
人
と
し
て
の
対
面
を

て
て

き

ぶ
女
性
は

を

ら
せ
て

黒

く
め
の
剣
士
に

・斬
・り
・掛
・か
・

・た
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彼
は

剣
で

な
剣
を

ぐ

ざ
け
ん
な

出
せ
こ
の

が

 
そ
の
彼
の
背
後
を
同
じ
く

な

備
の
男
が

た

し
た
刃
を
持
つ
そ
れ
が
華

な
背
中
に
振
る
わ
れ
る

チ
 
そ
の
刃
は
彼
の

手
に

み
取
ら
れ

バ
キ
リ
と

を
立
て
て
握
り

か
れ
る

バ
ラ
バ

ラ
に
な

た
金
属
片

そ
れ
が
手
に

さ
り

た

た
と
ま
た
紅
い

体
が

ち

を

ら
し
た

 

少
年
は

表
情
を
変
え
な
い

 

な
光
を
目
に

し
眼
前
の
剣
を
持
つ
女
性
と
剣
を
喪

た
男
性
を
一
息
の
内
に

剣
で
斬
り

ば
し
た

す
る
と
二
人
は
黒
い

と
な
り

消
え
る

死
に
た
く
な
い
死
に
た
く
な
い
死
に
た
く
な
い
死
に
た
く
な
い

こ
ん
な

ど
う
し
て

は
な
に
も
悪
く
な
い

な
ん
で

が
こ
ん
な
目
に
遭
わ
な
く
ち

い
け
な
い
ん
だ

 
二
人
を

し
た
彼
に
殺

す
る
人

カ
メ
ラ
に
は
広
場
に
残

て
い
る
全

が
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ん
だ
武
器
を
手
に

彼
に
向

て
い
る
光

が
見
え
て
い
る

 
お
そ
ら
く

残

し
て
い
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が

抗
し
て
い
る
の
だ

 
自
身
を
消
し
得
る

武
器剣

を
持
つ
存
在
を

し
生
き
残
ろ
う
と
思

を
回
し

を

け

て
い
る

彼
の
心
を
追

て
自
身
に
対
抗
し
得
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
無
力
化
し
そ

の
上
で
物
理
的
に
圧
殺
す
る
事
で
生
き
残
ろ
う
と
し
て
い
る

た
だ
の
デ

タ

残
影
と
し
て

残

て
い
る
彼
ら
の

か
た
ち

動
で

そ
こ
に
生
き
た
彼
の
心
を

ろ
う
と
し
て
い
る

 
一

 

き
に
も

た
な
い

ん
の

か
な
間
だ
け

彼
の

が

悲
哀
に
歪
ん
だ

 

だ
が

そ
れ
も
一

 

き
を

ん
だ
後
に
は

の

な

に

り
そ
の

剣
を
以
て
負
の
残
滓
で
あ
る
人

を
斬
り
裂
い
て
い
く

か
つ
て
本

に
あ

た
絶
望
の
声
を

き
付
け
て

て
い
く

 
彼
の

表
情

は

変
わ
ら
な
い

 
た
だ

ど
こ
か

懺
悔
し
て
い
る
よ
う
に

え
た
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本
人
が

る
な
ら

て
し
ま
え
ば
い
い

論

 
な
の
で

く
は
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
か
ら
焦
点
を
外
し
た

裏
物
語
で
す

 
Ｓ
Ａ
Ｏ

二

更
に

と
ク
ロ
ス
し
て
い
る
作
品

て

得
て
し
て

像
で
過
去
を
振

り
返
り
ま
す
よ
ね

 
大
体
そ
う
い
う
時

て

作
中
で
も

指
の
命
を
危
機
に
晒
さ
れ
る

福

事
件

命
を
危

機
に
晒
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
キ

ラ
が
全
力
を
出
す
な
ん
で
す
が

要
は
現
実
で
命
を

て
れ

ば
そ
の

件

て

た
さ
れ
る
と
思
う
ん
で
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
り
の

い
キ

ラ
が
ど
う

し
て
そ
ん
な
に
強
い
の
か

が
あ

た
か
を
知
る
イ
ベ
ン
ト
な
ん
で
す
か
ら

 
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

像
を
出
す
の

て

大

天
災
さ
ん
で
す
よ
ね

 

本
作
だ
と

ユ

ミ
ル

に
天
災

る
上
に
完
全
な
る

い和
く
ん君

の
味
方
で
す

 
本
人
に
許
可
を
取

て
ま
せ
ん
が
良
か
れ
と
思

て
を
原
作
で
も
地
で
や

て
る

な

の
で

に
な

て

き
ま
し

う
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裏
と
か

い
な
が
ら
生
中
継
で
全
世
界
配
信
中
の

様

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
・

ノ
之
束

 

死
剣
に

神
セ
ブ
ン
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
力
で
突

む
前
か
ら
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

の
中
継
カ
メ
ラ
回
線
を
保
持
し
て
い
た
人

 
キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば

大
戦

 
キ
リ
ト
の
事
を
想

て
苦
心
し
て
い
た
リ

フ

達
と
そ
れ
を
分
か

た
上
で

え
て

い

道
を
進
ま
ん
と
す
る
キ
リ
ト
の
事
を

え

良
か
れ
と
思

て
中
継
回
線
を
回
し
て
い
る

そ

の
根

に
は

心
か
ら
人
を
想
う

に
救
わ
れ
た
過
去
が
あ
る

 
人
間

い
で
あ
り
な
が
ら

和
人人

の

に
他
人
を
信
じ
る
事
に
し
た

  
・
カ

デ

ナ
ル

 
天
災
が

い
る
ユ

ミ
ル
全
技
術
者
が
十
五
分
で

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
身
一
人
か

つ
十
三
種

の
武

に
付
与
し
ろ
と
い
う
無

振
り
を

三
十
分
で
終
わ
ら
せ
る
と

た
人
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ユ
イ
と
同
じ
く

だ
か
ん
だ
で
キ
リ
ト
へ
の
想
い
が
天

突
破
し
て
い
る

 
恋
を
す
る
と
女
は
変
わ
る

て

う
か
ら
ネ

非
も
無
い
ネ

 
前
話
で
人
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参

人
が
ゲ

ト
と
い
う
人
物
で
あ
る
事
が
判
明
し
た

そ

う
い
え
ば
ウ
サ
ギ
の
デ
フ

ル
メ
を
使
う

場

と
親
し
い

高
め
の
女
性
が

ま
し

た
ね

  
・
キ
リ
ト

 
分
か

た
事
が

い
事
な
の
で
全
部
一
人
で
背
負

ち

う
覚
悟
を
高
め
た
主
人

 

一
万
人
分
の
絶
望
を

ば
れ
な
が
ら
殺
し
合
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
キ
リ
ト

以
外
の

出
キ

ラ
で
発
狂
し
な
い
の
は
リ

フ

く
ら
い

そ
の
リ

フ

も
心
が
死
ん
で
い

く
の
で
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
発
狂
す
る

 
な
ん
だ
か
ん
だ

殺
隊
や
オ
レ
ン
ジ
・
レ

ド
キ
ラ

を
し
て
い
た
ビ

タ

と
し
て
生

き
た
キ
リ
ト
だ
か
ら

え
ら
れ
る
裏
の
お
仕
事
な
の
だ

 

さ

Ｓ
Ａ
Ｎ
値
チ

ク
の
お
時
間
だ

 
チ

ク
タ
イ
ミ
ン
グ
は

一
人
が

ん
だ
時

だ
ぞ

 
ざ

と
一
万
人

ど

ス
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タ

ト
ダ

シ

を
キ
メ
た

ベ

タ
テ
ス
タ

数
十
人

ク
ラ
イ
ン

ナ

ヴ
ギ
ア

外
さ

れ
て
死
ん
だ
２
４
３
名
を

い
た
人
数

る
か
ら
そ
の
人
数
分

ば
れ
た
回
数
分
ダ
イ
ス

を
回
せ

 
一

で
十
回
以
上
は
ダ
イ
ス
が
回
る

 

ケ
ツ
イ
を

め
た
キ
リ
ト
の
ダ
イ
ス
ロ

ル
に
は
絶
対
成

の
特

バ
フ
が
掛
か
る

も
の
と
す
る

チ

ト

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

天
災
編
 

想
イ

願
イ

人
ヲ
信
ジ

心
を
得
ル

  
な
ん
で
束
さ
ん
は
回
線
を

じ
よ
う
と
し
な
い
の
か

の
追
加

写

 
後
で
前
話
と
合
体
さ
せ
ま
す

前
話
の
後
書
き
的
に

 
ち
な
み
に
今
話
の
後
書
き
は
本
文
よ
り
ち

と
多
い
で
す

 

点

束

 

数

約
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
刃銀

が
舞
い

血

が

る

 
一
万
の
集

に
殺

さ
れ
る
中
小
さ
な

光黒
が

明
に
抗

て
い
た

そ
れ
を

に

め
る
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カ
メ
ラ

そ
れ
を

に
発
信
す
る
動

 

こ
れ
で
良
か

た
の
か

 
今
に
も
切
れ
そ
う
な
回
線
を
あ
ら

る
リ

ス
を

や
す
事
で

持
す
る
中
で

目

か
知
れ
な
い
自
問
自

を
浮
か
べ
る

 
こ
の
行
い
は
私
の
勝
手
な
行
動
だ

彼
を
想

て
し
た
事
が
い
ま
裏
目
に
出
て
い
る
気
が
し

て
止
ま
な
い

止
め
た
方
が
良
い
と
今
は
思
う

に
中
継
カ
メ
ラ
の
回
線
を
切

て
お
け
ば

良
か

た
と
後
悔
が

る

 
そ
う
思
い
な
が
ら
も
止
め
て
い
な
い
の
は

性
に
よ
る
も
の

で
は
な
い

 

私
は

人
間
が

い
だ

 
だ
れ
も

私
の
事
を
理
解
し
な
い

だ
れ
も

私
の
思

を
理
解
し
な
い

子

の

だ

と

高
名
な

学
者
は

手
に
し
な
か

た

罪
者
だ

と

大
人
に
な

て
か
ら
は

わ
れ
る
よ
う
に
な

た

人
の
心
が
無
い

と

あ
ら

る
人
か
ら
思
わ
れ
る
よ
う
に
な

た

 
方
法
が
悪
か

た
と
は
思
う

で
も

分
か
ら
な
い
の
だ
ど
う
や

て
人
に

す
れ
ば
い

い
の
か

い

か
ら
そ
の
天
才
性
を
発

し
て
い
た
私
は
常
に
人
か
ら

離
を
取
ら
れ
て
い
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た

人
と

す
る
機
会
に

ま
れ
な
か

た

 

と
り
だ
け

親
友
の

に
ま
で
至

た
人
は
い
る
が

そ
の
人
物
も
自
分
と
同
じ
異

者

だ

他
の
人
間
と

べ
れ
ば
あ
ま
り
あ
る
そ
の
身
体
能
力

い
弟
達
を

わ
な
け
れ
ば
と
責

感
に
負
わ
れ
た

の
無
さ
は

い

圧
と
な

て
他
者
を
遠
ざ
け
て
い
た

そ
れ
を
気
に
し

な
か

た
自
分
は

彼
女
の

線
に
触
れ
た
の
か

交
友
を

け
ら
れ
た

 
そ
れ
で
も

 
異

は
異

ど
う

す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず

そ
の
ま
ま
在
り

け
て
し
ま

た
せ
い

で

人
は
寄
り
付
か
な
く
な

た

 
不
信
は

悪
を
呼
び

悪
は

見
を
呼
び

無
理
解
へ
と
発
展
し
て
い

た

 

な
ら

も
う
い
い

 

も
う

お
前
達
に
は
な
に
も

期

し
な
い

 
そ
う
や

て

意
地
に
な

て

孤
独
に

た
人
間
を

私
は
知

て
い
る

よ
り
も

よ
り
も

こ
の
世
界
で

よ
り
も
知

て
い
る

 

ど
れ
だ
け

し
か

た
か
も

知

て
い
る

 

と
し
て

さ
れ
そ
う
に
な

て
い
た
デ
ザ
イ
ン
ベ
イ
ビ

の
少
女
を
引
き
取

て
か
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ら

思
い
知
ら
さ
れ
た

私
は
人
と
の
触
れ
合
い
に

え
て
い
た
の
だ
と

 

知
性

れ
る
無

な

が
私
を
見
上

て
い
る

 
彼
女
に
は

知
識
が
あ

た

し
か
し
常
識
が
無
か

た

 
常
識
が
無
い
故
に
私
の
事
を
客
観

し
て
い
た

世
間
の

判
を
知
り
私
の
人
間
性
を
知
り

そ
の
上
で

変
わ
ら
な
い

と

彼
女
は
そ
う

と

て
の
け
た

 

ど
れ
だ
け

救
わ
れ
た
だ
ろ
う
か

 
然
し
て
付
き
合
い
が
無
か

た

時
は
分
か

た
気
に
な
る
な
と

た
く

た
も
の
だ
が

今
思
え
ば

そ
れ
は

れ

し
だ

た
の
だ
ろ
う

し
か

た
の
だ

私
は

 

彼
に

私
に
と

て
の
少
女
の
立
場
の
人
間
は

に

る

 
桐

谷
直
葉

剣
の
⻤
と
ま
で

わ
れ
る
剣

を
持
つ
⻤
才
の
少
女

く

な

つ
き

な
が
ら

義
弟彼

の
事
に
な
る
と

か
な
少
女
に
な
る
不
思
議
な
子

 
私
が
直

交
流
を
持

て
い
る
の
は
彼
女
だ
け
だ
が
彼
女
以
外
に
も
彼
は
デ
ス
ゲ

ム
で

多
く
の
理
解
者
を
得
て
い
た

 

だ
が

そ
れ
で
は
足
り
な
い

 
世
界
を
生
き
る
に
は

ま
だ
足
り
な
い
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彼
は
あ
ま
り
に
大
き
な
事
を
し
過
ぎ
て
し
ま

た

出
来
損
な
い

と
い
う

判
を

す
一

手
に
な
り
得
る
が

そ
の
一
手
を

え
る

が
ま
だ
整

て
い
な
い

の

助
後

ろ
盾
を
得
ら
れ
る
要
因
を
ま
だ
明
か
し
て
い
な
い

い
ま
の
彼
は
た
だ
の
一

人
に
過
ぎ
な
い

 
故
に

女
で
あ
る
天
才

学
者
の

を
食
い
止
め
た
事
実
が
女
性

権

体
に
届

い
て
し
ま

た

 
実

に

を
動
か
せ
な
い
ラ
ン
ク
あ
る
い
は
動
か
せ
て
も

人
同
然
だ
ろ
う
が
種
と
し
て

女

を
絶
対

す
る
人
間
の
集
ま
り

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を

め
神
格
化
す
る
危
険
な
思
想
の

体

二
三
十
年
前
の
地
下
鉄
事
件
を
引
き

こ
し
た

教

体
も

く
や
と
い
う
そ
の
集

が
新
進
気

の
天
才
少
女
の
歩
み
を
止
め
た
事
に

し
彼
を

め
る

を
立
て
て
い
る
事

を
ナ
ノ
マ
シ
ン
で
知

た
私
は

ど
う
に
か
そ
れ
を
食
い
止
め
よ
う
と

え
た

 
仮

少
女
の

が
非
道
な
も
の
で
世
間
か
ら
突
き
上

を
喰
ら
う
も
の
で
あ

た
と
し
て

も 

そ
れ
を
止
め
た
の
が

男

で
あ
れ
ば

中
に
は

無
い
事
に
な
る

 
あ
ら

る
男
の
中
で
も
出
来
損
な
い
と
呼
ば
れ
る
少
年
に
対
し
女
性

権

体
は
容

赦
が
な
い

か
つ
て
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
誘

さ
れ
た
時
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
に
話
が
い
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か
な
い
よ
う
止
め
て
い
た

人
は

女
権
の
一

だ

た

一

と
い
う
少
年
を

彼

女
ら
は
本
気
で
心
の

か
ら
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を

め
る
要

と
し
て
認
識
し
て
い
る

そ

の

な
信
心
は
い

そ
邪
悪
だ

 

私
に
も

人
を
路

の

と
見
て
い
た
時
期
が
あ

た

 
今
で
は
そ
れ
か
ら
あ
る
程

変
わ
れ
た
と
思
う

彼
の
お

だ

彼
が
私
の
夢
を
真
剣
に

認
め
て
く
れ
た
か
ら

少
し
は
信
じ
て
み
よ
う
か
な

な
ん
て
思
う
キ

カ
ケ
を
得
ら
れ
た

 
そ
れ
が
今
は
裏
目
に
出
て
い
る

だ
が

お
願
い

 
高
速
で
キ

ボ

ド
を
打

し
な
が
ら

心
か
ら
祈
る

一
切
信
じ
て
い
な
い
神
様
頼

み

大

の
事
は
持
ち
前
の
天
才
性
と

学
技
術
で
ど
う
に
か
し
て
い
た
私
で
も
人
の
心
ま
で

は
ど
う
に
も
出
来
な
い

 
だ
か
ら

願
い

祈
る
し
か
な
い

 
ど
う
か
あ
の
世
界
を
生
き

き
真

に
平
和
を
求
め
て
い
る
少
年
を

け
入
れ
て
く
だ

さ
い
と

 

祈
る
し
か
な
い
無
力
感
が

私
の

に
重
く
圧
し
掛
か

た
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・
女
性

権

体

 
原
作
だ
と

か
し
空
気
で
二

小
説
の
方
で
よ
く

を
出
し
て
い
る
女
尊
男

風

の
集

 
二

小
説
だ
と
裏
で

人

会

学
園
教

亡
国
企
業

も
の
に
よ

て

は
一

ア
ン
チ
の
千
冬
オ
リ
兄
ら
と
結

し
て
い
る
事
が
多
い
組

分
か
り
や
す
い
悪

 
本
作
に

い
て
は
メ
イ
ン
キ

ラ
と
一
切

与
が
無
い

秋
十
と
て
男
で
あ
る
神

と

し
て
能
力
を
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
見

さ
れ
て
い
る
だ
け

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は
家

思
い

と
い
う
イ
メ

ジ
に
使
わ
れ
る
道

い

 
そ
の
点

一

は

出
来
損
な
い

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で

邪
魔
な
存
在

出

ら
し
を
想
う
千
冬
の

し
い
エ
ピ

ド
よ
り
自
分
達
に
と

て
目

り
だ
か
ら

に
動
い

た

本

の
意
味
で
は
千
冬
の

を
想

て
い
な
い
身
勝
手
な
集

そ
の
せ
い
で
第
二
回
モ

ン
ド
・
グ
ロ

で
一

秋
十
が
誘

さ
れ
た
事
を

え
て
伝
え
な
か

た

人
が
出
た
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今
話
で
は

女

で
あ
る

七
色

の
躍
進
を

て
い
た
の
が

出
来
損
な
い

だ

た
た

め

を

や
人
道
な
ど

無
い

そ
も
そ
も
女
権
に
属
し
て
い
る

中
は
タ
ガ

が
外
れ
て
人
道
な
ど
気
に
し
な
い

中
な
の
だ
か
ら

 
そ
の

制
の

に
束
が
放

し
て
い
る

 

正
直

束
が
殺
そ
う
と
動
い
て
い
な
い
事
の
方
が

 
ど
の
み
ち
世
論
が
和
人
を

け
容
れ
よ
う
と
裏
で
実
力
行
使
に
動
く
の
で
行
き

く
先
は
結

同
じ

更
識
家
の
ガ

ド

天
災
の
監

高

勢
の
権
力

衛

  
・
束

 

い

か
ら
そ
の
天
才
性

え
に
人
と

す
る
機
会
を
得
ら
れ
ず
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か

ら
な
く
な

た
ま
ま

大
人
に
な

た
人
物

 
体
は
大
人
だ
が

心
は
少
女
を
地
で
い
く
天
才

天
才

と
い
う

価
を
無
理
解
と

え

悪
し
て
い
る
よ
う
に

本
心
で
は

私
自
身
を
見

て
と
思

て
い
る

し
か
し
そ
れ
を
自
覚
出
来
な
い
ま
ま
成
⻑
し
て
し
ま
い
歪
ん
で
し
ま

た
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そ
こ
に

定
さ
れ
歪
ん
だ
根
幹
た
る
夢
を

定
す
る
存
在
と
出
会
い
救
わ
れ
た

 
い
ま
も
必
死
に
回
線
を
繋

て
い
る
の
も
和
人
の
在
り
方
を
知

て
も
ら
う
た
め

和
人
の

在
り
方
で
あ
れ
ば
人
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る

 

故
な
ら

和
人
の
天
才
性
努
力
の
才
能
は
他
者
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
な
い
が
故
に

理
解天
不
能才

と
は

わ
れ
な
い
も
の
だ
か
ら

に

せ

と

平
和

を
求
め

人
を

信想
じい

生
き
る

を
理
解
出
来
な
い

人

は

な
い
と

え
て
い
る

 
あ
る
意
味

和
人
の
事
を
理
解
し

想
い

行
動
し
て
い
る
一
人
な
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
和
人
に
夢
を

定
さ
れ
た
か
ら
ク
ロ
エ
を
引
き
取

た
経

が
あ
る
原
作
と

の

違
点

 

原
作
束
と
違
う
の
は

他
者
に
対
し
興
味
を
持
ち

け
た
か

に
集
約
さ
れ
る

 
原
作
で
は
他
者
を
路

の

と
し
て
認
識
か
ら
外
し
て
お
り
非
常
に
パ

ナ
ル
ス

ス

が

く
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
千
冬
に
止
め
ら
れ
な
い
と
殺
す
事
も

わ
な
い
レ
ベ
ル

他

人
に
期

す
る
事
を
完
全
に

め
た
事
で
人
格
が
歪
ん
だ
部
分
も
あ
る
の
で
は

と
作
者
は

え

本
作
束
は
他
者
に
理
解
さ
れ
る
事
を

ち
望
ん
だ
状

に

 
本
作
白
騎
士
事
件
が
束
の
回
想
に
よ
り

の
思
想
設

コ
ン

テ

シ

ン
で
手
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く

わ
れ

前
払
い
さ
れ
て
い
た
事
に
怒

て
行
動
し
た
事
も

怒
り

期

を
裏
切

ら
れ
た
感
情

と
い
う
も
の

つ
ま
り
子

の

の

ま
じ
さ
を
理
解
さ
れ
た
が

そ

れ
が
兵
器
と
し
て
で
あ
り

に

ば
た
く
翼
と
し
て
で
無
い
事
か
ら
絶
望
し

そ
の
果
て

に

和
人
と
出
会

て
救
わ
れ
た

 
原
作
束
だ
と

葉
で
理
解
出
来
な
い
な
ら
お
前
達
の
物
差
し
で

べ
さ
せ
て
や
る
よ
と
い

う
思

で
白
騎
士
事
件
を
引
き

こ
し
現
代
兵
器
や

学
を
圧
倒
す
る
形
で

の

ま
じ

さ
を
世
に
知
ら
し
め
た

原
作

以

未

で
す

 
こ
の
場
合
は
自
分
の
意
見
を

し

す
た
め
の
パ
フ

マ
ン
ス
と
し
て
し
か

え
て
い
な
い
の
で

倒
さ
れ
よ
う
と

の

さ
を
理
解

さ
れ
す
れ
ば
そ
れ
で
い
い

他
者
を
見
て
い
な
い
の
で
他
者
か
ら
の
救
い
は
無
く

全
て
が
自
己
完
結
し
て
い
る

 

救
わ
れ
て
か
ら
和
人
の
事
を
大
切
に
思

て
い
る
が
あ
の
境
遇
か
ら
助
け
出
さ
な
か

た
の
は
和
人
自
身
が
望
ん
で
い
な
か

た
か
ら
千
冬
秋
十
と
の
家

に

し
て
い

た
め

 
白
騎
士
事
件
の
手
前
良
か
れ
と
思

て
し
た
事
が

達
の
軍
事
兵
器
だ

た
の
で
下

手
に
動
か
な
か

た

な
の
で
こ
れ
ま
で
は
間

的
な
手
助
け
に

め
て
い
た
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今
回
大
体
に
動
い
た
の
は

白
騎
士
事
件

か
ら
初
の
能
動
的
ア
ク
シ

ン

 
束
に
し
て
は

し
く
裏
目
に
出
や
し
な
い
か
と
内
心
戦

恐

と
し
て
い
る

  
・
ク
ロ
エ

 
か
つ
て
束
に

わ
れ
た
子

 
和
人
に
よ
り
束
が
人
を
信
じ

す
る
キ

カ
ケ
を
得
て
い
な
け
れ
ば

わ
れ
な
か

た

か

真

な

と
し
て

わ
れ
な
か

た
で
あ
ろ
う
一
人

 
ア

ド伝
ヴ子

強
ン化
ズ個
ド体

と
呼
ば
れ
る
デ
ザ
イ
ン
ベ
イ
ビ

の
一
人
で
あ
り

キ

ラ
ラ
ウ
ラ
・

ボ

デ
ヴ

ヒ

を
完
成
形
と
呼
び

己
を
失

作
と
判
じ
て
い
る
ホ
ム
ン
ク
ル
ス

出
来

損
な
い

と
呼
ば
れ
て
い
る
点
か
ら
和
人
に
親
近
感
を

い
て
い
る

 

重
な
る
投

人
体

の
果
て
に

目
に

め

ん
だ
ナ
ノ
マ
シ
ン

ヴ

ダ
ン
・
オ

ジ

越
界
の

が

し
黒
目
金

に
な
り

の
負

が
大
き
く

は

目
し
て
過
ご
し
て
い
る

和
人
と

違
い
完
全
に
制

出
来
て
い
な
い
た
め
常
に
そ
の
状

 
ち
な
み
に

理
の
先
生
と
し
て
和
人
を
師
事
す
る

ら

和
人
に

の

強
と
一

教

を

教
え
る

教
師
と
教
え
子
の

を

い
て
い
る
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・
キ
リ
ト

 
か
つ
て
束
の

夢

を

定
し
て
救

た

ら

自
身
の

夢

も

定
さ
れ
救
わ
れ
た
過
去

が
あ
る
主
人

 
本
人
も
そ
の
や
り
取
り
を
覚
え
て
は
い
る
が
そ
こ
ま
で
重
要
な
も
の
と
思

て
お
ら
ず

一
人
と
し
て

定
し
な
い
そ
も
そ
も
夢
に
つ
い
て

も

い
て
い
な
か

た
中
で
最
初
に
真

に
話
を

き

定
し
て
く
れ
た
束
に
対
し
非
常
に
心
を
許
し
て
い
る

コ
ア
を

め

ま
れ

て
以

定
期
的
に
お
世
話
に
な

て
い
る
の
で

き

は
ト

プ
ク
ラ
ス

 
極
論

和
君
の

を
想

て

と

に
理
由
を
話
さ
れ
れ
ば

今
回
の
事
も

息
は

く
が

最
終
的
に
許
し

お
仕

き
無
し
に
す
る

 

心
を
許
す
ま
で
が
チ

ロ
い
人
物
を
チ

ロ
イ
ン
と

う
が
キ
リ
ト
は
心
を
許
し
た
後

が

も
な
く
チ

ロ
い
タ
イ
プ
で
あ
る
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

オ

ル

 

数

約
一
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
五
月
九
日

前
一
時
三
十
分

 
デ
ス
ゲ

ム
の
オ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

か
ら
三
十
分
が
経
過
し
た
今
中
世
の

は
数

前
の
如
く

血

色
に

め
上

ら
れ
て
い
た

 

そ
の
三
十
分
間
は

た
だ
た
だ

殺
戮
と
狂
気
に

ち
て
い
た
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過
去
を
再
現
さ
れ
た
空
間
に
入

た
黒
の
少
年
に

再
現
さ
れ
た
一
万
の
人
間
が
殺

す
る

死
に
た
く
な
い
出
し
て
く
れ
帰
し
て
く
れ

そ
う

う
わ
ご
と

の
よ
う
に

び
な
が
ら
一
人
の

少
年
へ
と
殺

し
殺
意
を
振
る

た

彼
の
返
事
は

剣
の
一
閃

再
現
さ
れ
た
一
万
の
人

はす
べ
か
らく

一
刀
の
下
に

ら
れ
て
い
く

 
死
に
た
く
な
い

と

ぶ
男
が

た

を

ば
さ
れ
絶
命
す
る

 

か
助
け
て

と

く
女
が

け
寄

た

を
上
下
に

断
さ
れ
死
に
絶
え
る

 

は
悪
く
な
い
と

く
子

が

び
掛
か

た

か
ら

体
足
に
掛
け
て
水
平
に
断

た
れ

と

と
が
分
か
れ
て

ち
た

 
一
閃
三
殺

 

剣
は
刃
の

は

論
刃

り
も
⻑
大
な
の
で

と一
た
び

振
る
え
ば
前
方
広

の

を

め
て

斬
り
裂
け
る

そ
れ
を

え
れ
ば
不
可
能
な
数

で
は
無
い

そ
れ
故
一
振
り
で
最

三
人
は

殺
す
間
合
い
を

り

剣
を
振
る

て
い
る
よ
う
だ

た

 
と
は

え

と
て
も
現
実
的
な
も
の
で
は
な
い

 
三
十
分
も
の
間
一

の

み
も

ま
ず
剣
を
振
る
い

け
る
な
ど

労
す
る
の
が

で
あ

り

彼
が
二
年
以
上
も
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
経
験
を

ん
だ
事
で
親
和
性
が
極
め
て
高
い
と

て
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も

常
で
は
な
い
労
力
の

だ

 
し
か
し
事
実
と
し
て
彼
は
そ
れ
を
行

て
い
る

行
い

け
た
果
て
に
は

の
過
労
に
よ
り

死

を

え
か
ね
な
い
と
い
う
の
に

 
そ
う
い
う
意
味
で
も

狂
気
に

ち
て
い
た

 
無

の
気

 

い

気
と
共
に
剣
が
引
か
れ
呼
気
と
共
に
振
る
わ
れ
る

大
振
り
の
横
一
閃

彼
へ

る

数
人
の
狂
者
が

断
さ
れ

黒
い

に
な

て
カ
タ
チ
を

し
た

 
そ
の
黒
い

を
突

切

て

一
人
の
少
女
が
突

す
る

 
⻑
刀
に

緑

を

た
金
髪
の
少
女

 

カ
ズ
ト

 
剣
姫
で
知
ら
れ
る
シ
ル
フ
の
少
女
そ
し
て
彼
の
義
姉
と
し
て
知
ら
れ
る
リ

フ

だ

た

 
そ
こ
で
彼
の
表
情
に

的
な
変
化
が

れ
た

そ
れ
は

デ
ス
ゲ

ム
開
始

時
に
は
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存
在
し
な
か

た
人
物
が

時
存
在
し
な
か

た
妖
精
と
し
て
の
カ
タ
チ
を
得
て
殺
意
を
向

け
て
い
る

そ
れ
も
そ
の
人
物
は
義
姉

さ
し
も
の
彼
を
し
て
虚
を
突
か
れ
た
様
だ

た

 

そ
の
隙
を

残
影
た
ち
は

に

い

ま
し
て
い
た

い
や

あ
あ
あ
あ
あ

ボ
ク
は

負
け

ら
れ
な
い

こ
ん
な
と
こ
ろ
で

死
ん
で

た
ま
る
も
の
で
す
か

 
彼
に

る
槍
使
い
の
女
性

紺
の
少
女

髪
の
少
女
達

そ
の
三
人
と
も
が
後
に
二
つ
名

を
得
て
彼
と

を

べ
た
名
立
た
る
英

一
万
人
全

が
殺
意
に
狂

て
い
る
な
ら
ば
彼
女

ら
が
同
じ
よ
う
に
な

て
い
て
も
お
か
し
く
は
無
い

 
だ
が

そ
の
道
理
を

彼
の
感
情
は
認
め
ら
れ
な
か

た
ら
し
い

 
前
方
か
ら
妖
精

か
ら
槍
使
い

か
ら
剣
使
い

背
後
か
ら

剣
使
い

四
方
か
ら
同
時

に

ら
れ

れ
も
最
大
の
信
を

い
て
い
る

手
だ

た
事
も
あ
り
彼
の
反
応
は
最
大
ま
で

れ
て
い
た

 
グ
ジ

と

合
四

が
重
な

た

 

ぐ

ぶ
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槍
を
一
本
剣
を
三
本
そ
の
小
さ
な
体
に
突
き
立
て
ら
れ
た
少
年
が

い

と
共
に

血

を

き
出
し
た

び
く
ん
と

一

大
き
く

わ
い
く

が

す
る

 
彼
を

た
武
器
を

体
を

生

で
は
無
い

の

が
伝
い

ち
て
い
く

 

あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
だ
が

彼
は

時
に
動
き
出
し
た

 

す
る
体
を
気

で
抑
え

み
ま
ず
眼
前
の
妖
精
を

き
斬

た

妖
精
が
黒
の

に
変

わ
る
の
を

た
ず
体
ご
と
時

回
り
に
ぐ
る
り
と
回
転
し
残
る
三
人
を

め
て
斬
り

ば
す

三
人
の
少
女
も
妖
精
の
後
を
追

て
黒
の

に

た

 
だ
が

使
い
手
が

て
も

少
年
を

つ
武
器
は
消
え
て
い
な
い

 

た
れ
た

か
ら
は
今
もお

び
た
だし

い

の

が
流
れ
て
い
る

 

は

ぐ

 

剣
を

に
突
き
立
て
た

 

い
呼

に

血
が

ざ
る

 

仮
想
世
界
故

血

不
足
で
実

に
死
ぬ
事
は
無
い
だ
ろ
う

 
し
か
し
そ
れ
は
血
が

け
る
の
と

の
喪
失
感
と
苦
し
み
を

と
味
わ
う
事
に
な
る
と
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て
も
過

で
は
な
い

ど
の
よ
う
な
形
で
再
現
さ
れ
て
い
る
か
は
不
明
だ
が

あ
の
反
応

か
ら

す
る
に

か
つ
て
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

断
さ
れ
て
い
る
と
い
う

覚
が
再

現
さ
れ
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い

 

者
が

て
い
た
事
を
理
解
す
る

 
発
狂
す
る
事
と
彼
女
は

て
い
た
が
こ
れ
は
確
か
に
そ
の

だ

わ
ら
な
く
な

て

し
い
と
は

え
こ
れ
で
も
暗
部
の
人
間
と
し
て
育
て
ら
れ
た
身
な
の
で

お
ぞ

ま
し
い
も
の
の

に
は
多
少
の

性
が
あ
る

と
は

え
ホ
ラ

要

は

れ
も
苦
手
で
あ
る

が
こ
れ

は

私
で
も
キ
ツ
い

 
と
い
う
よ
り

ま
ず
不
可
能
だ

 
デ
ス
ゲ

ム
の

に
な

た
と
理
解
し
た

に

き
た
お
よ
そ
一
万
人
か
ら
な
る

だ
け
で

私
の
心
は

ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い

 
私
に
は

彼
の
よ
う
な

と
も

え
る
モ
ノ
が
無
い
か
ら
だ

 

だ
か
ら

が
あ
る
彼
は
未
だ

を

し
て
い
な
い

 

き
な
が
ら
体
に
突
き

さ

た
四
つ
の
武
器
を

き
取
り

に
突
き
立
て
た

く

に
流
血
は
増
し

き
を
上

る
が
そ
の
手
に

い
は
お
ろ
か
迷
い
は
無
い

ト
ド
メ
を
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さ
ん
と
残
影
達
が

離
を

め
た
時
点
で

彼
は
動
け
る
レ
ベ
ル
で
復
帰
し
て
い
た

 
再
び

白
銀
の
斬
閃
が
舞
い

数
多
の
ヒ
ト
ガ
タ
が

へ
と
還
る

 
還
る

 
還
る

 
還
る

 
放
た
れ
る
斬
閃
は
あ
ま
り
に
残

で
無
情
だ

正
確
無

の
斬
閃
は
放
た
れ
る

に
残
影

を
三
つ
は

へ
と
還
す

カ
タ
チ
は
ヒ
ト
で
あ
る
か
ら
か
ど
う
し
て
も

面
に

悪
が
浮
か
ぶ

 

け
れ
ど

 
そ
れ
は

な
剣
舞
に
近
か

た

 
血

を

ら
し
な
が
ら
少
年
は
必
死
に

剣
を
振
る
う

る
残
影
の
人

を

し
切
ら
ん
と

己
を

す
る

血

じ
り
の
呼

を

り
返
し

を
そ
の
身
に

び
な
が
ら
振
る
う
剣

も

舞
う

も

止
ま
る
事
な
ぞ
知
ら
な
い
と
で
も

う
よ
う
に

と
り
の

覇
王黒

が
突
き
進
む

 
己
よ
り
大
き
な
残
影
達
を
前
に

も

ま
ず

歩
を
進
め
る

 
己
を
揺
さ
ぶ
る
残
影
達
を
前
に
し
て
も

も
う
惑
い
は
見
せ
な
い

 
残
影
は
残
影

か
た
ち
だ
け
似
せ
た
偽
物
だ
と

彼
は
理
性
と
感
情
を

り
切

て
い
た
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故
に

少
年
の
剣
は
止
ま
ら
な
い

ヒ
ト
ガ
タ
は

か
ら

へ
と

で
斬
り
に
さ
れ
て
い

る

向
か

て
来
る

全
て
を

お
う
さ
つ殺

す
る

 
そ
の
合
間
に

間
隙
を

て
少
年
に
刃
が
届
く

 

び

る

 
だ
く
だ
く
と

体
を
伝
う

 
刃
を
突
き
立
て
ら
れ

を
流
し

き

え

い
て
一
撃
で
ヒ
ト
ガ
タ
を

て
い
く
光

は

死
闘
と
い
う
表
現
も
生

い

語
化
で
き
な
い

か
が
あ

た

 
直

す
る
事
も

れ
る

な
一
幕

 

そ
れ
で
も

 

を

け
て
い
る
の
は

心
以
上
の
な
に
か
故

目
を

い
た
く
な
り

ら
し
た
く

な
る
事
で
も

知
る
べ
き
だ

と

そ
う

て
い
る

 

そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に

 
深
夜
二
時
に
も

わ
ら
ず

者
数
は

に
二
千
万
を
超
え
て
い
た

  

前
二
時
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デ
ス
ゲ

ム
・
オ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

か
ら
一
時
間
が
経
過
し
た

 
広
場
に
立
つ
影
は

彼

と
り
に
な

て
い
た

 
一

一
殺
と
す
れ
ば
分
間
六

一
時
間
で
三
六

も
の
人
を
斬

た
事
に
な
る
が
実

は
一

人
を
全
滅
せ
し
め
た

中

十

か
剣
を
振
る
わ
な
い
時
が
あ

た
の
で

一

の
斬
閃
で
三
人
以
上
を
斬
り

ば
し
て
い
た
の
は
明
白
だ

と
も
す
れ
ば

間
で
二

以

上
の
斬
閃
を
振
る

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 

人
気
の
な
い
広
場
は

闇
だ
け
で
は
な
い
昏
い
色
に

め
上

ら
れ
て
い
る

 

を
昏
く

め
て
い
る
の
は

だ

た
モ
ノ
だ

 
そ
の
中
心
で

少
年
は
剣
を

え
に

を

す
る
事
を

し

け
て
い
た

 

ぐ

は

ご

 

を
求
め
る
よ
う
に
呼

を

り
返
し
ま
た
血
に

せ

く

ば
し

と
新
た
な

が

を

ら
し
た

そ
れ
を
一

も
せ
ず
彼
は
静
か
に
息
を
整
え
る
べ
く
束
の
間
の

息
を

取
り
始
め
た

は
 

し

し
た

息
を

う
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か
な
時
間
で
呼

を
整
え
た
彼
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
破
け
た

を
千
切
り
破
り
捨
て
た

華

な

身
が
晒
さ
れ
る

千
切

た

で

が
ぬ
ぐ

わ
れ
た

え

 
そ
の

間

私
は

目
し

絶

し
た

 

葉
を
喪

た

な

な
ら
私
よ
り
も
小
さ
く

い
そ
の

の
至
る

に
古
い
も
の

と
分
か
る
傷

が

ま
れ
て
い
た
か
ら
だ

ど
の
よ
う
に
し
て
か
切
り
裂
か
れ
血
を
流
す
傷
は

が

て
い
る

故
に

そ
の

身
を

む
も
の
は
な
い

 
切
り
傷

 

創

 
火
傷

 
裂
傷

 

過
傷

 
手
術
の

合

 

て
い
け
ば
キ
リ
の
無
い
古
傷
の
数

な

え
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葉
を
喪
う

に
手
を

が
い
思
わ
ず

面
か
ら
体
を
離
す

か
た
か
た
と
体
が

え

た 
あ
ん
な
傷

更
識

に
属
す
る
人

そ
の
中
で
も
特
に

事
に

事
す
る
実

部
隊

で
す

ら
負
わ
な
い

時
に
は
暗
部

主
と
し
て
動
く
だ
ろ
う
姉
と
て
傷
を
負
う
事
は
あ
れ
ど
あ
れ

ど

の
深
手
は
無
く

と
し
て
残
さ
な
い
よ
う

し
て
い
た

 
だ
が

真
に
恐
ろ
し
い
の
は

あ
の

さ
に
し
て
あ
れ
だ
け
の
傷
を
古
く
し
て
い
る
事
だ

 
彼
は
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
生
還
し
て
以

退

直
後
か
ら
更
識
家
に
身

を

け
て
い
る

時

実

部
隊
の
鍛

に

ざ
る
事
が
あ
る
と

い
て
い
る
が
だ
か
ら
と

て
あ
そ
こ
ま
で
の

手
傷
を
負
わ
せ
る
は
ず
が
な
い
し

仮
に
負

て
い
れ
ば
本

り
が
大
騒
ぎ
し
て
い
る

 
だ
か
ら

ア
レ
は

デ
ス
ゲ

ム
以
前
に
負

た
傷

と
い
う
事
に
な
る

 
し
か
も
九

に

た
な
か

た

で
あ
れ

ど
の

に
な

て
い
る

本

に

か
ら
深
手

を
負
い

け
な
け
れ
ば
あ
ん
な
傷
は

出
来
な
い

 

ワ
リ
と
背

に

気
が

た

 
私
は

か
重
大
な
見

と
し
を
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か

た
り
前
の
事
と
し
て
認
識
し
て

い
る
が
よ
く
よ
く

え
れ
ば
お
か
し
い
事
を
私
は
見

し
て
い
な
い
か

そ
ん
な
恐
れ
に
も
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似
た

え
が
思

に
浮
か
ん
だ

 
そ
の
恐
れ
か
ら

る
よ
う
に
少
年
か
ら

線
を

ら
す

こ
れ
以
上
一

で
も
⻑
く
見
て

い
た
ら
恐
慌
を
来
し
そ
う
だ

た

 
そ
れ
で
も

動

は

じ
て
い
な
い

 

線
の

場

は

横
に
流
れ
る

コ
メ
ン
ト

だ

た

  

え

な
ん
だ
あ
の
傷

  
そ
ん
な

自
分
と
同
じ
疑
問
を

し
た
コ
メ
ン
ト
を
見
て

少
し
だ
け

ち

い
た

あ
あ

私
だ
け
じ

な
い
ん
だ

と
い
う
安

が
心
に
浮
か
ぶ

  

ち

な
に
ア
レ

 

ど
う
見
て
も
古
傷
だ
よ
な

 

事
故

た
時
の
古
傷
が
あ
る
か
ら
分
か
る

ア
レ

深
い

ツ
だ
ぞ
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合

と
か
め

ち

見
覚
え
あ
る

足
の
指
だ

た

の
よ
り
断
然
大
き
い
け
ど

 

工
の

業
で
使

た
ノ
コ
ギ
リ
で

を
切

ち

た
時
の
傷
を
思
い
出
す
な

 

の
人
は

を
や

て
そ
う
な

た
ん
だ

 

ノ
コ
ギ
リ

て
上
手
く
⻭
を
立
て
て
引
か
な
い
と

に
引

掛
か
る
ん
だ

で
も
初
め

て
の
ノ
コ
リ
ギ
だ

た
か
ら
力

く
で
や

て
た
ら
木

が

ん
で
ノ
コ
ギ
リ
を
思
い
切
り

振

て

ザ
ク

と

 

初
め
て
の
ノ
コ
ギ
リ

と
か
パ
ワ

あ
り
過
ぎ
だ
ろ

 

そ
う
か

 

そ
う
で
も
な
い
と
思
う
が

 

と
い
う
か
あ
の
年
で
あ
ん
な
傷

付
く
か

 

ア
レ

て
ア
バ
タ

の
オ
プ
シ

ン
じ

な
い
の

 
そ
う
い
う
ク
リ
エ
イ
ト

て
Ｍ

Ｍ
Ｏ
の
定
番
で
し

 

に
傷
付
け
る
オ
プ
は
あ
る

ち

あ
る
け
ど

ア
レ

て

体
に
出
来
た

け

 

を

さ
せ
た
プ
レ
イ

の

に
大
き
く
傷

い
の
が
あ
る
の
見
た
事
あ

る
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い
や
ア
レ
は
オ
プ
じ

な
い

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
ア
バ
タ

は
多
少
後
付
け
メ
イ
キ
ン

グ
出
来
る
と
は

え
そ
れ
は

と
か
手
と
い

た
ア
ク
セ
サ
リ

部
分
程

で
あ
ん
な
び

し
り
と

体
に
付
け
る
事
は
出
来
な
い
か
ら
ナ

 

じ

あ
ア
レ

て
マ
ジ
も
ん

 

ア
イ
ツ

て

つ
だ

け

 

シ
ラ
ネ

 

セ
ブ
ン
ち

ん
よ
り
年
下
ら
し
い
け
ど

し
く
は

 

デ
ス
ゲ

ム
開
始
時
点
で
一

と
か

い
た
希
ガ
ス

 

今
年
で
十
二

ダ

ち
な
み
に

生
日
ま
だ
だ
か
ら

密
に
は
十
一

ダ
ナ

 

マ
ジ
で

 

あ
い
つ
武

的
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
だ
か
ら
多
分
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
引
き
継
い
だ
状

だ
よ
な

 

多
分

 

だ
と
思
う

 

メ
イ
ン

サ
ブ
で

分
け
し
て
な
け
れ
ば

備
は
ボ

ク
ス
に
入
れ
と
け
ば
別

で
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入

て
も
取
れ
る
し
ね

 

ま
あ
あ
ん
な
リ
ア
ル
に
似
て
る
な
ら
間
違
い
な
く
引
き
継
い
で
る

だ
け
ど

 

あ

ち

い

て
い

確
か
セ
ブ
ン
ち

ん
も
リ
ア
ル
重

だ
よ
な

 
そ
れ
と
同

じ
可
能
性
は

 

セ
ブ
ン

て
ど
う
や

て
リ
ア
ル
重

に
し
て
た

け

 

そ
う
い
え
ば
お
か
し
な
話
だ
な

Ａ
Ｌ
Ｏ

て
ラ
ン
ダ
ム
ア
バ
タ

じ

な
か

た
か

 

教
え
て

 
語

カ
タ
カ
ナ
ニ
キ

 

密
に
は
二
種

ダ
ナ

ラ
ン
ダ
ム
作
成
と
写
真
を

に
現
実
に
似
せ
る
タ
イ
プ
が
あ

る 

あ
と
オ
レ

ち
は
女
だ

圧

 

ア

ハ
イ

 

マ
ジ
ス
ン
マ
セ
ン

 

最
後
の
一
文
の
語

が

ら
が
な
な

り

ご
立

で
い
ら

し

る

 

語

カ
タ
カ
ナ
ネ
キ
だ

た
か

 

セ
ブ
ン
ち

ん
は
確
か
リ
ア
ル
の
写
真
を
イ
ン
ス
ト

ル
し
て
ア
バ
タ

作
成
し
た
と
か
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と
か

 

マ
ジ
で

 

そ
う
い
や

時
だ

た
か
の
ラ
イ
ブ
で

て
た
気
が

 

ど

ち
に
し
ろ
マ
ジ
モ
ン
じ

な
い
で
す
か

ダ

 

生
還
し
て
か
ら
今
日
ま
で
で
六
か
月
リ
ハ
ビ
リ
期
間

く
と
四
五
か
月

Ａ
Ｌ
Ｏ
プ

レ
イ
が
三
月

り
ら
し
い
か
ら

実

三

四

月
か

そ
の
間
に
古
傷

て
作
れ
る
の

 

あ
ん
な
大
き
な
傷
だ
と

化
す
る
ま
で
に
最

数

月
掛
か
る
よ

ち
な
体
験

ネ

交

事
故
下

切
断
者

 

サ
ラ
リ
と
重
い
過
去
を
載
せ
る
ん
じ

あ
な
い

 

個
人
情
報
は

バ
い
で
す
よ

 

つ
ま
り

め
る
と

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
か
ら
古
傷
を
負

て
た

て
事
ダ
ナ

 

マ
ジ
か

 

剣
姫

に

疑
惑
あ

た

け

 

む
し
ろ
ブ
ラ
コ
ン
疑
惑
が
立

て
た
よ
う
な
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ブ
ラ
コ
ン
疑
惑
だ
ぞ

剣
姫

が
シ
ル
フ

び
出
た
の
も

間

も
と
い
ア
イ
ツ
に

会
う

て

だ
ぞ

 

ラ
ス
ボ
ス
戦
の

生
と
か
代
表
的
だ
よ
な

 

む
し
ろ
ア
レ
が
ブ
ラ
コ
ン
疑
惑
の
発

で
す
し

 

生
シ

ン
と
か

な
し
に
は
見
れ
ま
せ
ん

 

面
の

み
で
後
を

し
て

く
の

て

く
て
イ
イ
よ
ね

死
エ
ン
ド
ラ

ブ
勢
感

 

し
い

義

姉
弟
愛
だ
な

 

男
と
女
の

に

外
は
無
く
て
で
す
ね

 

そ
う
い
え
ば

血
の
繋
が
り
は
無
い
な

 

そ
し
て
キ
リ
ト
に

白
し
て
る
人
が
い
る

あ

し

 

あ

し

 

あ

し

 

剣
⻤

も

メ
ス
か

 

あ
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あ

 

リ

・

・

イ
イ

ネ

ナ
イ
フ
ハ
ド
コ
カ
シ
ラ

 

や
べ

 

や
べ

 

や
べ

よ

や
べ

よ

 

／

 

話
が

れ
て
る

 

ら
し
て
た
ん
だ
よ

し
ろ

 

わ
れ
た
の
確
か
八

の

だ
ろ

 

剣
姫

説
が

定
さ
れ
た
ら

そ
れ
以
前

に
傷
を
負

て
た

て
事
じ

ね

か

 

そ
の

ど
う
な
ん
で
す
か

お
義
姉
さ
ん

 

ん

 

え

マ
ジ
モ
ン
な
の

 

う
そ
で
し

 

昏

し
て
た
ん
じ

な
い
の
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い
や

昏

て

歌
姫

に

き

ま
れ
て
る
間
だ
け
じ

な
い
か

 
解
放
さ
れ

て
る
か
ら
可
能
性
あ
る
く
ね

 

な
り
す
ま
し
の
可
能
性
も

 

ど
う
も
義
姉
で
す

そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
あ
の
子
の
意
思
を
尊
重
す
る
べ
く

秘
さ

せ
て

き
ま
す

 

あ

こ
れ
モ
ノ
ホ
ン
だ
わ

 

弟
最

先
と
か
本
物
で
す
わ

 

つ

か
体

大

 
な
ん
か

バ
か

た
ん
で
し

 
リ
ア
ル
フ

ジ

ン

し
て
た
ん
で
し

 

実

ゴ
ジ

タ
と
ベ
ジ

ト
が
合
体
解

さ
れ
た
直
後
の
意
識

て
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う

ね

他
人
と

ざ
る
と
か

ア
ス
ト
ラ
ル
か
ら

え
て
も

バ
い
と
し
か
思
え
な
い
ん
だ
け
ど

 

も
ア
ニ
メ
も

と
解
け
た
ら

に

て
る

い
よ
な

 

の
事
は

い
と
い
て

実

ど
う
な
ん

 

な
ん
と
か

な
ん
か
気
分
も
晴
れ

て
ま
す

 

な
ん
と
か
で

晴
れ

て
る
気
分

 
矛
盾
し
て
ね



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

 

大

な
の
か

 

な
ん
か

バ
い
状

な
ん
じ

 

そ
う

わ
れ
て
も
実

気
分
良
い
で
す
し

あ
と
な
ん
か
す
ご
く

し
く
た
た
き

こ

さ
れ
た
気
が
す
る

 

お
い

な
ん
か
い
ま
変
な
事

て
な
か

た
か

 

す
ご
く

し
く

き

こ
す
と
は

 

矛
盾
し
て
る

 

状

じ

ね

か

 

バ
い
ぞ

か
救

車
呼
べ

 

 
い
ま

時
だ
と
思

て
や
が
る

 
深
夜
二
時
だ
ぞ

 

た
わ
け

 
深
夜
対
応
出
来
な
く
て

が

か

 

の
意
地
を
見
せ
て
み
ろ

 

と
い
う
か
そ
も
そ
も
こ
れ

き

ま
れ
た
数
十
万
人

で

き
て
る
ん
じ

な
い
か

 

リ
ア
ル
パ
ン
デ
ミ

ク
と
か
マ
ジ

メ
ロ

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

の
数
十

と
か
対

し
切
れ
る

が
ね

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

も

ベ

け
ど

歌
姫

が

こ
し
た
二

災

も

ベ
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よ 

天
才

て
呼
ば
れ
る

ツ
は
面
倒
事
し
か

こ
し
や
が
ら
ね

な

 
だ
か
ら

は
反
対
だ

た
ん
だ

 

あ

お
い

て

場

士
は
真

な
部

ダ

他

 
論
外
で
す
ネ

  
別
の
意
味
で

に
な
り
始
め
た
コ
メ
ン
ト

か
ら

そ

と

線
を
外
す

 
う
ん

ま

ネ

ト
⺠

て
こ
う
い
う
も
ん
だ
よ
ね

と
思
う
一
幕
だ

た

 

そ
の
と
き

 

面
に

る
世
界
が

突
如
変
容
を
始
め
た

 
夜
だ

た

は

に

た

天
に
再
現
さ
れ
た
月
は

色
の

陽
へ
と
逆

り

彼
方
に

ぶ
う
ん雲
も

が
高
速
で
流
れ
て

る

 

に

た
ヒ
ト
ガ
タ
達
が

広
場
に

り
始
め
る

消

戦
か

 
自
身
を
取
り

む
よ
う
に

り
始
め
た
ヒ
ト
ガ
タ
達
を
一

し

を
歪
め
た
少
年
が
そ
う
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き
捨
て
る

に
突
き
立
て
て
い
た

剣
を

い
た

 

間
場場

面
が
転
換

 
ま
る
で
車
の
中
か
ら
対
向
車
を
見
て
い
る
よ
う
な

界
の
流
れ

超
高
速
で
場

が
変
わ

た
事
を
伝
え
て
来
る

写

 
変
容
が
収
ま

た
時
場

は
広
場
か
ら
ど
こ
か
の
路
地
へ
と

さ
れ
て
い
た

剣
を
構
え

よ
う
と
し
た
少
年
の
動
き
が
止
ま
り

心
深
く

り
を
見
回
す

 
そ
し
て

二
つ
の
人
影
を
見
て

ま

た

ご
め
ん

で
も

く
り
話
を
す
る
に
は

乱
さ
れ
て
る
と
ど
う
に
も
出
来
な
い
か
ら

 
同
じ

同
じ

で
同
じ
声
の

い
子

が
バ
ン
ダ
ナ
を

い
た
⻘
年
に
そ
う

て
い
た

子

は
少
年
と

二
つ

異
な
る
の
は
全
身
を

ら
す

の
有
無
と

備
の

さ

 
過
去
の
キ
リ
ト
だ
と

理
解
す
る

 
彼
は
⻘
年
を
誘
い
し
か
し

間
を
捨
て

け
な
い
と
⻘
年
が
断
る
と
名
残

し

に
し
な

が
ら
も
少
年
は

離
を
離
し
始
め
た

一
人
で
進
も
う
と
し
て
い
る
の
だ

も
う
一

う
け
ど
よ

キ
リ
ト
お
前

は
ま
だ
九

の
ガ
キ
な
ん
だ

無
理
し
な
く
と

も
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そ
れ
は

一
人
で
生
き
よ
う
と
す
る

気
な
覚
悟
に
思
え
る

 
だ
が

そ
の

葉
は

以
外
の
人
に
掛
け
て
あ

て
欲
し
い

一
人
で
進
ん
で
リ

ス
を
独

し

よ
う
と
す
る

者
の
ベ

タ
テ
ス
タ

に
は

体
無
い

葉
だ
か
ら

友
達
を

い
て

い
く
人
間
に
は

体
無
い
か
ら

あ
り
が
と
う

ま
た
ど
こ
か
で

 

彼
は

ベ

タ
テ
ス
タ

と
い
う
立
場
の
少
年
か
ら
す
れ
ば

 
ビ
ギ
ナ

で
あ
る
⻘
年
を
見
捨
て
る
行

に

し
か

た
よ
う
だ

表
情
を
哀
し

に
歪
ま
せ

な
が
ら
も

そ
う
別
れ
を

背
中
を
向
け
た

 
最
後
⻘
年
と

い
の
容

に
つ
い
て

め
合
う
一
幕
を

み

少
年
は

を

び
出
し

た 
場
面
が

変
わ
る

 

剣
を
持
つ
少
年
は

け
る
過
去
の
自
身
を
追

て
い
た

い
や
追
う
と
い
う
の
に
は

が
あ
る

世
界
の
方
が
少
年
を
追
う
よ
う
に
進
ん
で
い
た

彼
は
一
歩
も
歩
を
進
め
て
い
な

い

た
だ
過
去
の
彼
を
追
う
よ
う
に

現
在
の
彼
を
動
か
し
て
い
る

 
ま
る
で

を
見
て
い
る
よ
う
に
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ま
る
で

立
体

像
を
見
て
い
る
よ
う
に

 
彼
は
動
か
ず

過
去
の
己
を
見

め
て
い
た

 

そ
の
最
中

原
の

中
を

る
道
の
上
に
オ
オ
カ
ミ
型
の
モ
ン
ス
タ

が
蒼
白
い
光

を

て
出
現
し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
特
有
の
ポ

プ
現

過
去
の

像
で
は
見
え
る
緑
の
ゲ

ジ
の
上
に
は

Ｗ

ｏ
ｌ
ｆ

と
白
の
フ

ン
ト
で
表
記
さ
れ
て
い
る

対
す
る
彼
の
レ
ベ
ル
も
同
じ
く

同

レ
ベ
ル

つ
初
期

備
の
少
年
は

離
を

め
て
来
る
己
を
殺
し
得
る
獣
を
前
に

す
事
無
く

り

け

そ
の
剣
か
ら
蒼
い
光
を

ら
せ
加
速

一

に
し
て
背
後
へ
と
斬
り

け
一

撃
で
オ
オ
カ
ミ
を
欠
片
に
変
え
た

 
表
示
さ
れ
る
リ
ザ
ル
ト
に
目
を
向
け
る
事
な
く

き
付
け
る
よ
う
に
パ
ネ
ル
を
消
し
そ
の

ま
ま

け

け
る

  

こ
れ

の

に

て
る
の

 

第
一
層

始
ま
り
の

の

の

ホ
ル
ン
カ

て
い
う
ト
コ
に
は

鍛
え
れ
ば
第

三
層
後

ま
で
使
え
る
強
力
な
片
手
剣
を
入
手
で
き
る
高

ク
エ
が
あ
る
の
サ

そ
れ
を
手
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に
入
れ
よ
う
と
直

て
る

ダ
ナ

 

語

カ
タ
カ
ナ
ネ
キ
が

識
過
ぎ
る

  
ど
う
や
ら
強
力
な
武
器
を
得
る

に

り

け
て
い
る
ら
し
い

己
的
な
ビ

タ

と

い
う
彼
自
身
の

葉
を

定
で
き
る
行
動
だ

 
だ
が

な
の
は

ド
ス
キ
ル
と
や
ら
を
使
え
ば
一
撃
で
倒
せ
る
オ
オ
カ
ミ

手
に

え
て

常
攻
撃
を

き

ん
だ
り
恐
ろ
し
い
事
に
わ
ざ
と
手
を

ま
せ
た
り
と

な
行
動

が
目
に
つ
く
点
だ

そ
れ
も
数
回

り
返
し
た
ら
終
わ

た

そ
し
て

て
モ
ン
ス
タ

を
倒

す

ら

メ
ニ

の
ホ
ロ
パ
ネ
ル
を
打

し
て
い
る

の
攻
撃
力
値

の

力
値
部

ダ
メ

ジ
速

ダ
メ

ジ

発
表
さ
れ
て
た

式
で
手
の
部

ダ
メ

ジ
は

で
ベ

タ
時
代
の

表
パ
ラ
メ

タ
を
そ
の
ま
ま

て

は
め
る
と

ダ
メ
値
と
合
う
か
ら

Ｍ
ｏ
ｂ
の
ス
テ
に
大
き
な
変
化
は
無
し
か

 

り
時

襲
い
来
る
Ｍ
ｏ
ｂ
を
退
け
な
が
ら
打

し
て
い
く
少
年
の

き
で

を
し
て
い

た
か
理
解
し
た

こ
の
子
は
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
そ
の
日
の
内
か
ら

証
に

て
い
る

し
か
も

自
分
の

を

る
内
容
ま
で
一
人
で
し
て
い
た
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え

序

か
ら
ス
テ

タ
ス

証
し
て
な
い
か

こ
の
子

 

ベ

タ
時
代
の
ス
テ

タ
ス
は
確
か
に
ゲ

ム

に
一
層
Ｍ
ｏ
ｂ
分
は
載

て
た
け

ど
さ

 

デ
ス
ゲ

ム
な
の
に

い
な
く

弾
し
に
行
く
覚
悟
が
恐
ろ
し
い
な

 

ち

と
ケ
ツ
イ

す
ぎ
や
し
な
い
で
す
か
ね

  
コ
メ
ン
ト

も
引
き
気
味
だ

然
だ
自
分
の
命
を

つ
よ
う
な
行

を

い
を

見
せ
ず
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 
そ
の
ま
ま
少
年
は

り

け

色
の

原
か
ら
闇
夜
に

ま
れ
た

へ
と
場
面
が
転
換
し

た

き

ろ
き

ろ
と

り
を
見
回
し
た
少
年
は

に
入
る
や

や
テ
キ
ス
ト
デ

タ
を
羊

紙
に

こ
し
そ
れ
を
メ

セ

ジ
に

付
し
た

先
か
ら

す
る
に
恐
ら
く
は
さ

き
別

れ
た
⻘
年
か

 
情
報
を
送
れ
る
と

て
フ
レ
ン
ド
登
録
し
た
少
年
は
別
れ
て

時
を

か
ず
有

実
行
し
て
い
た
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彼
の
ウ

ン
ド
ウ
に
合
わ
せ
て
か

面

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
チ

ク
な
時

に
は

と
表
示
さ
れ
て
い
る

オ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

が

後
五
時

か
ら
始

ま

た
の
で

一
時
間
弱

ど
で

証

め
て
の

動
を
終
え
た
と
い
う
事
に
な
る

 

ら

テ
ス
タ

だ
か
ら
と
は

え

手

が
良
す
ぎ
や
し
な
い
だ
ろ
う
か

  

あ
の

手

良
過
ぎ
な
い
で
す
か

  
そ
う
コ
メ
ン
ト
を
打
ち

む
と

す
ぐ
に

く
コ
メ
ン
ト
が
投
下
さ
れ
て
い

た

  

そ
う
い
え
ば
ベ

タ
テ
ス
タ

で
Ｐ
ｖ
Ｐ
出
禁
に
さ
れ
た

ツ
が

た

て
い
う
話
が
Ｓ

Ａ
Ｏ

の
情
報
サ
イ
ト
に
載

て
た
な

す

怨
嗟
に

ま
み塗

れ
ま
く

て
た

ツ

 

た

た
一
人
で
第
十
一
層
か
ら
第
十
四
層
ま
で
の
攻
略
ボ
ス
戦
を
こ
な
し
て
た
と
か
も

あ

た
ぞ

 

そ
れ
デ
マ
じ

な
い
の

 

が
り
な
り
に
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
な
ん
だ
し

終

は
と
も
か
く

序

で
ボ
ス
の

ロ
撃
破
は
無
理
じ

ね
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残
念
な
が
ら
マ
ジ
な
ん
だ
よ
ね

テ
ス
タ

 

空
し
か

た
よ
ね
す

ご
い
見
た
目
ロ
リ
実

は
シ

タ
な
プ
レ
イ

が
一
人

で
ボ
ス
を
掻

て
い
く
の
を

伝

で

く
だ
け

て

テ
ス
タ

 

Ｐ
ｖ
Ｐ
で
手
も
足
も
出
な
か

た

テ
ス
タ

 

あ
の

に
二
刀
使

て
た
覚
え
が
あ
る
な

ス
キ
ル
使

て
な
か

た
か
ら
我
流

か

た
し
ボ
ス
戦
の
時
は
一
本
だ
け
だ

た
か
ら
多
分
対
人
戦

ス
タ
イ
ル
だ

た
ん
だ
ろ

う
け
ど

強
か

た
覚
え
が
あ
る

テ
ス
タ

 

ボ
ス
戦
の
時

回
一
人
でし

ん
が
り

殿
努
め
て

し
か
も
し

か
り
生
き
て
帰

て
来
て
た
し

な

テ
ス
タ

 

こ
れ
は
ガ
チ

い
で
す
ね

め
の
境
地

  
取
り

え
ず
最
後
の
方
に
そ
う
打

て
お
く

そ
れ
だ
け
ベ

タ
時
代
に
や

て
い
れ
ば
手

れ
も
す
る
か
も
し
れ
な
い

な
ん
だ
か
ん
だ
彼
も
ゲ

マ

だ

た
ら
し
い

 

者
か
ら
引
か
れ
て
い
る
事
を
終
え
た
過
去
の
少
年
は

い
広
場
に
面
し
た

物
へ
向

か

た

剣
が
交
差
し
た

板
を
掲

た

物

ゲ

マ

や
オ
タ
ク
な
ど
が
一

は

れ
る



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

武
器

だ

れ
た

だ

と

な
コ
メ
ン
ト
に
苦

を
浮
か
べ
る

 
彼
は
そ
こ
の

主
に
モ
ン
ス
タ

か
ら
得
て
い
た

ア
イ
テ
ム
を

て
コ
ル金

に
還

し
そ

の

全

を
使

て
そ
こ
そ
こ

力
の
高
い
ハ

フ
コ

ト
を

入
し
て
い
た

白
い

あ
さ麻

の
シ

ツ
と

色
の
圧

ベ
ス
ト
の
上
に
し

か
り
し
た

感
の
あ
る

の
外

が
実
体
化
す

る 

を
一
新
し
た
少
年
は

武
器

の

に
設

さ
れ
た
大
き
な

見
を
向
き

く
る
り

と

一
回
転

 
は
ら
り
と
外

が
舞
い
髪
が
舞
い

明
の
光
に
煌
め
い
た

間
は
ま
る
で
妖
精

た
だ
し

表
情
は
暗
い

だ
が
そ
こ
も
い
い

と
コ
メ
ン
ト
が
一

れ
て
い
た

 
あ
る
程

分
を
終
え
た
ら
し
い
少
年
は
そ
れ
で
武
器

を
後
に
し

け
て

の
道

へ

け

み

回
復
ポ

シ

ン
と
解

ポ

シ

ン
を

え
る
だ
け

い

ん
で
い
く

 

あ
れ

ブ
ロ
ン
ズ

ド

て
い
う
の

わ
な
い
の
か

 
そ
こ
で

疑
問
を

す
る
コ
メ
ン
ト
が
一
つ
流
れ
た

 
そ
れ
に
語

カ
タ
カ
ナ
ネ
キ
が

に
反
応
す
る

彼
女
に
よ
る
と
武
器
を

い
換
え

な
か

た
理
由
は
ホ
ル
ン
カ

の
武
器
で

ら
れ
て
い
る

一
の
片
手
直
剣
ブ
ロ
ン
ズ
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ド

は

初
期

備

ス
モ

ル

ド

よ
り
攻
撃
力
値
や

値
は
高
い
も
の
の

の
損

が

し
い
の
だ
と
い
う

こ
れ
か
ら

け
る
ク
エ
ス
ト
に
出
て
来
る

物
系
モ
ン
ス
タ

リ
ト
ル
ネ

ン
ト

が

き
出
す

食

に
は
滅
法
弱
く

運
が
悪
い
と
四

五
発

い
だ
だ

け
で
お

に
な
る

ど

ク
エ
ス
ト
の
キ

ア
イ
テ
ム
を
得
る
に
は
数
を

る
必
要
が
あ
り

つ
ま
り

値
が
物
を

う
の
で
今
は
ス
モ

ル

ド
の
方
が
良
い
の
だ

と
い
う

の
が

彼
が
武
器
の
新

を
行
わ
な
か

た
理
由
ら
し
い

 
こ
の
時
点
で

語

カ
タ
カ
ナ
ネ
キ

が
情
報

の

鼠

の
ア
ル
ゴ
で
あ

た
事
が

せ

ら
れ

明
か
さ
れ
た
が

一
同

知

て
た

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
流
す
だ
け
だ

た

 
ま

Ｓ
Ａ
Ｏ

の
ス
レ

ド
に
は
必
ず
語

カ
タ
カ
ナ
の
女
性
書
き

み
手
が
出

す
る

ら
し
い
の
で
そ
れ

の
ス
レ
を

て
来
た
人
か
ら
す
れ
ば
暗

の
了
解
レ
ベ
ル
な
の
だ
ろ

う 
ち
な
み
に
私
も
気
付
い
て
い
た

 

鼠
の
ア
ル
ゴ
か
ら

と
コ
メ
ン
ト
で
説
明
さ
れ
て
い
る
間
に
過
去
の
彼
は
ク
エ

ス
ト
を
請
け
て
い
た

 

く

が
重

に

て
し
ま

て

の

を

じ
て
与
え
て
も
い

こ
う
に

ら
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ず

す
る
に
は

の
森
に
生
息
す
る

食

物
の

か
ら
取
れ
る

を

ま
せ
る
し

か
な
い

し
か
し
そ
の

物
が
と
て
も
危
険
な
上
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
個
体
も
滅
多
に
表
れ
な

い
の
で
自
分
に
は
と
て
も
手
に
入
れ
ら
れ
な
い

だ
か
ら
代
わ
り
に
剣
士
さ
ん
が
取

て
来
て

も
ら
え
な
い
か

取

て
来
て
く
れ
れ
ば

お
礼
に
先

伝
来
の
⻑
剣
を
差
し
上

ま
し

う

 

と
い
う
大
意
の

を

を
か
き
回
し
て
い
た

の
お
か
み
さ
ん
が
身
振
り

手
振
り
交
え
て
話
し
て
い
た

 
彼
は
そ
れ
を

強
く

い
て
い
た

な
ん
で
も
最
後
ま
で
し

か
り

か
な
い
と
ク
エ
ス
ト

が
進
行
し
な
い
の
だ
と
い
う

ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン
Ｒ
Ｐ
Ｇ
は

を

ば
せ
ら
れ
る
が
こ
ち

ら
は
出
来
な
い
と
な
る
と

ち

と
不

そ
う
だ
な

と
思

た

 
そ
れ
を
気
に
し
た

振
り
も
見
せ
ず
キ
リ
ト
の
残
影
は

の

を
潜
り
不
気
味
な
夜
の
森

へ
と

を

み
入
れ
た

  
ギ

ア
ギ

ア
と

め
い
た

の
鳴
き
声
が
不
気
味
に

く
暗
い
森
の
中
を
一
人
の
少

年
が

す
る

ク
エ
ス
ト
の
タ

ゲ

ト
で
あ
る
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
と
い
う
モ
ン
ス
タ

を
探
し
て
い
る
の
だ
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く
し
て

 
Ｌ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
Ｎ
ｅ
ｐ
ｅ
ｎ
ｔ

と
い
う
表
示
と

マ
ゼ
ン
タ
色
の

カ

ル
が

面
に

た

鼠
の
補
足
に
よ
る
と
プ
レ
イ

の
レ
ベ
ル
と
Ｍ
ｏ
ｂ
の
レ
ベ
ル
差
に
よ
り
カ

ル

の

色
は

が
分
か
れ
て
い
く
の
だ
と
い
う

ど
う
足
掻
い
て
も
勝
て
な
い
圧
倒
的
レ
ベ
ル

差
の
あ
る
モ
ン
ス
タ

の
カ

ル
は
血
よ
り
も

い
ダ

ク
ク
リ
ム

ン
対
し
て

て
も
ろ
く
に
経
験
値
を

な
い

は

ど
白
に
近
い

ル
ピ
ン
ク
同
レ
ベ
ル
の

正
な

が
ピ

ア
レ

ド
と
い
う
よ
う
に

 
彼
の
レ
ベ
ル
は

な
の
で

や
や

み
が
強
い
マ
ゼ
ン
タ
色
と
い
う
事
ら
し
い

 
そ
れ
を
認
識
し
一

足
を
止
め
た
彼
は

を
見

し
て
他
に

影
が
見
え
な
い
事
を
確

認
し

再

ダ

シ

し
た

真
正
面
か
ら
だ

 
こ小
み
ち路

か
ら

れ
大
き
な
古
木
を
回
り

ん
だ
彼
の
前
に
標
的
の

が

た

同
時
彼

の
背
後
か
ら
追
う

点
の

面
に
も
そ
れ
が

る

 
ネ

ン

テ

ス

ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ
を
思
わ
せ
る

体
の
下
部
で

動

の
根
が
無
数
に
蠢
い
て
い
る
気
色
の
悪
い

形
だ

た

更
に

に
は

い
⻭
を
備
え
た
ツ
ル
が
ウ
ネ
り

に
あ
た
る
部
分
で
は

食

の

が

を

ら
し
な
が
ら

く

く
と
開

す
る

チ

リ

プ
の

に
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が
付
い
た

形

と
い
う
風
情
だ

 
コ
メ
ン
ト

が
キ
メ

と

形
の

味
の
悪
さ
に
対
す
る
も
の
で

め

く
さ
れ
る

郷
の

味
か

と

す
る
よ
う
な
も
の
も
あ

た

ハ
ズ
レ
か

 
気
色
悪
さ
に
退
く

者
を
他

に
キ
リ
ト

残
影
が
小
さ
く

を
滲
ま
せ

い
た

 
彼
の

動
中
に
ク
エ
ス
ト
の

と
標
的
に
つ
い
て
は
鼠
が
補
足
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

者
は
そ
れ
を
把
握
し
て
い
る

現
在

け
て
い
る

森
の
秘

と
い
う
ク
エ
ス
ト
で
は

あ
の
モ
ン
ス
タ

の

の
上
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
個
体
を
倒
し

リ
ト
ル
ネ

ン
ト

の

を
入
手
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

そ
し
て
そ
の

は

称
花
付
き
の
ネ

ン

ト
か
ら
し
か
ド
ロ

プ
し
な
い

加
え
て

花
付
き
の
出
現

は
恐
ら
く
一
パ

セ
ン
ト
以
下

 
そ
の
た
め
数
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
更
に
武

の

値
を
大
き
く

さ
せ
る

食

道
が

み
づ
ら
い
ツ
ル
の
攻
撃
が

だ
か
ら
高

の
一
つ
に

ま
れ
て
い
る
の

だ
と
い
う

 
し
か
し

高

の
最
た
る
由
縁
は

別
に
あ
る
と
か

 
出
現

は
絶
望
的
だ
が

の
ネ

ン
ト
で
も
倒
し

け
て
い
れ
ば
花
付
き
の
出
現

は
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ア

プ
す
る

故
に
戦
闘
は
無

で
は
な
い
の
だ
が
花
付
き
と
同
程

の
確

で

い
実
を

付
け
て
い
る
個
体
が
出
現
す
る
の
だ
と
い
う

そ
れ
は
い
わ
ば

で
戦
闘
中
に
実
を
攻
撃

し
て
し
ま
う
と

大
な

と
共
に
破
裂
し

な

い
の
す
る

を
撒
き

ら
す

そ
の

に

性
も

食
性
も
な
い
が
広

か
ら

間
の
ネ

ン
ト
を
大

に
呼
び
寄
せ
る
と
い
う

な

特
性
が
あ
る
の
だ
と
い
う

 

そ
れ
を
知

て
い
て
も
死
ん
で
い

た
テ
ス
タ

や
ビ
ギ
ナ

は

非
常
に
多
か

た

と
彼
女
は

め

た

 
そ
の
ク
エ
ス
ト
に

ん
で
い
る
残
影
は

な

を
上

る
ネ

ン
ト
の

の
ツ
ル
の
突

き

み
を

に

ん
で
回

し
そ
の
ま
ま

面
に
回
り

み
つ
つ
剣
を
ウ
ツ
ボ
部
分
と
太
い

の

合
部
へ
と

き

ん
だ

 
た
だ
の

常
攻
撃
な
が
ら

ネ

ン
ト
の

が
が
く

と
二

近
く

る

ど
う
や
ら
弱
点

ら
し
い

 
怒
り
の
声
を
上

た

物
は
ウ
ツ
ボ
を

く

と

ら
ま
せ
た

見
る
か
ら
に

か
を

く

呼
び
動
作

食

だ

そ
れ
を

び
れ
ば

と
武
器

の

が
大
き
く

る
上
に

力
に
よ

て

く
動
き
が

さ
れ
る

程
も
五
メ

ト
ル
と
⻑
い
と
い
う

た
だ
し

果
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が
正
面
三
十

と

い
た
め

横

動
が

要
だ
と
か

 

そ
の
セ
オ
リ

を
知

て
い
た
ら
し
い
過
去
の
少
年
が

思
い
切
り

へ

ん
だ

 
一

れ
る
形
で

緑
色
の

体
が

状
に
発

さ
れ

地
面
に

ち
て

気
を
上

る

そ
れ
を
一

た
り
と
も

び
て
い
な
か

た
彼
は

足
が
地
面
に
触
れ
る
や

や
剣
を
振
り
か
ぶ

り
再

同
じ
弱
点
を

撃

悲
鳴
と
共
に

け
反

た
ネ

ン
ト
の

食
器
の

を
⻩
色
い

ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
が
く
る
く
る
と
取
り

い
た

 
気
絶
状

だ

と

鼠

の
女
性
が
コ
メ
ン
ト
す
る

 
い
ま
だ

 
と
コ
メ
ン
ト
が

く

せ

 
⻘
が

横
一
閃
に

た

 
斬
閃
は
一

彼
は

に
大
き
く
引
い
た
剣
に

水
色
の
光
が

た
直
後
そ
れ
を
横
一
文

に

い
だ

た
だ
そ
れ
だ
け
だ

だ
が

あ
ま
り
に
無

の
な
い
動
き
だ

た

斬
撃

と
エ
フ

ク
ト
が
一

れ
る
程
の
剣
速

 
強
い

と

 
コ
メ
ン
ト

を
見
る
の
も
忘
れ

た
だ
見
入

た
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い
や
強
い
の
一

で
は
片
付
け
ら
れ
な
い

か
が
彼
の
剣

に

め
ら
れ
て
い
た

な
パ
ワ

と
ス
ピ

ド
と
い
う

を
超
越
し
た

先
の

を
感
じ
さ
せ
る

か

 

ら
で

過
去
の
己
を
見
る
少
年
が
見
せ
た

強
い
意

の
よ
う
な
も
の
の
片

 
そ
れ
が

体
的
に

な
の
か
を
ネ
ト
ゲ
は
と
も
か
く
フ
ル
ダ
イ
ブ

境
に

し
て
は
ま
る

で

外

な
私
に
は
中

語
化
出
来
な
い

し
か
し

え
て
表
現
す
る
な
ら
ば

最

化

さ
れ
た
感
じ
だ
ろ
う

あ
ら

る
動
作
か
ら
無

が

さ
れ
そ
れ
故
に
技
は
速
く
剣
は

重
い

 
こ
れ
が

あ
の
世
界
で
の

戦
い

 
だ
と
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
こ
の
先
が
あ

て
彼
は
そ
の
道
程
を

け
上

て
い
く
の
だ

 

見
た
い

 

に

そ
う
思

た

 
最
初
は
狂
気
と
絶
望
に

ち
た
光

を
安

な
気
持
ち
で
見
た
事
を
後
悔
し
た

今
で
も
後
悔

は
あ
る
が

だ
が

彼
の
過
去
を
追
う
事
で
私
に
足
り
な
い
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
る
気
が

し
た

姉
に
は
あ

て

私
に
は
無
い

な
に
か

を
得
ら
れ
る
の
だ
と

は

ん

は
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息
が

く
な

た

ど
う
し
よ
う
も
な
く
動

が
速
ま
る

心

は
今
に
も
裂
け
て
し
ま
い

そ
う
な

ど
強
く

打

て
い
る

 

た
り
と

を

い
た
デ
ス
ク
に

を
付
け
る

 

ん
や
り
と
し
た
感
触
が
心
地
よ
か

た

  

数

進
行
無

で
始
ま

た
原
作
小
説
第
八

は
じ
ま
り
の
日

に

す
る
ス
ト

リ 
未
だ
に
キ
リ
ト
の
話
に
も
回
想
に
も
上

て
お
ら
ず
た
だ
ア
ル
ゴ
が
デ
ス
ゲ

ム
初
日
の

夜
に
キ
リ
ト
と

い
で
合
流
し
た

と
い
う
事
実
し
か
語
ら
れ
て
い
な
い
お
話

 
キ
リ
ト
が

直
葉
に
教
え
ら
れ
た
剣
を
捨
て
た

夜
の
出
来
事

 
キ
リ
ト
が

か
を
決
意
し
た
夜
の
出
来
事

 

本

に

本
人

と
監

み
見
し
て
た

し
か
知
ら
な
い
出
来
事
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
・

の
重
大
な
見

と
し

 

裏

を
知
る
楯
無
と
の
違
い

 
こ
の
場
合
の

裏

と
は

和
人
が

を

有
す
る
に
至

た
経

 

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

備
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
事

そ
の

有
者
が
和
人
で
あ
る
と
知

て
い

る
が

和
人
が
ど
の
よ
う
に
し
て

を
持
つ
に
至

た
か
は

論

誘

さ
れ
て
か
ら
桐

谷

家
に
引
き
取
ら
れ
る
ま
で
の
三

月
間
を
知
ら
な
い

傷
の
事
も
知
ら
な
い

ま
し
い
人
体
実

験
に
つ
い
て
知
ら
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

は

和
人
に

と

望
を

い
て
い
る

た
だ
の
一

人

が

え
ら
れ
る
立
場
に
な

た
事
を

ん
で
い
る

 

故
に

は

己

と

和
人

と
を

重
ね
て
見
て
い
る

 
実

は

ス
タ

ト
ラ
イ
ン
か
ら
し
て
違
う
の
が
現
実
で
あ
る

 
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ

は
文
学
で
す

洗

済
み
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

ア
ル
ゴ

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
小
さ
な
子

が

夜
の
森
を

け
て
い
る

 
す
こ
し
力
を
入
れ
れ
ば

た手
お

れ
て
し
ま
い
そ
う
な

の
少
年

な
片
手
直
剣
を

手
に

持
ち

え
の
剣
を

か
ら
出
る
よ
う

め
に

る
し
た
剣
士
は
人
気
の
な
い
森
の
中
で

身

り
を

け
て
い
た
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そ
の
森
に

達
し
強
力
な
片
手
剣
を
手
に
入
れ
る
ク
エ
ス
ト
の
タ

ゲ

ト
モ
ン
ス
タ

を

倒
し
て
か
ら
十
五
分
が
経
過
し
て
い
る

そ
の
間
に
十

近
く
の
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
が

ら
れ
て
い
た

 
目
的
の
モ
ン
ス
タ

は

食

の

の
上
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
花
付
き
と

称
さ
れ
た
個
体

非
常
に
出
現
確

が

い
の
で

常
個
体
を
乱

し
て
い
る
彼
は

そ
の

ら

モ
ン
ス
タ

の
性
能

証
を
同
時
進
行
さ
せ
て
い
た

 
ネ

ン
ト
の
攻
撃
は
大
別
し
て
三
種

先

が

剣
状
に
な

た
ツ
タ
に
よ
る
切
り
払
い

突
き

か
ら
の

食

だ

攻
撃

道
に

ら
か
パ
タ

ン
が
あ
る
と
は

え

そ
が
そ

れ
で
あ
る

闇
雲
に
突
進
す
る
だ
け
だ

た
⻘
イ
ノ
シ
シ
に

べ
れ
ば

か
に
多

し
か
し

ド
ス
キ
ル
を
使
う
コ
ボ
ル
ド
や
ゴ
ブ
リ
ン
三
層
か
ら
登
場
す
る
エ
ル
フ
な
ど
の
人
型
Ｍ
ｏ

ｂ
に

べ
れ
ば

攻
略

そ
の
も
の
は

い
方
に
入
る

 
な
に
よ
り
動

物
系
Ｍ
ｏ
ｂ
は
ボ
ス
で
も
な
い
限
り
能
力
は
か
な
り
攻
撃
面
に

い
て
お
り

し
て

が
弱
い

 
シ
ス
テ
ム
に
頼
り
き
り
で
な
い
プ
レ
イ

つ
ま
り
独
自
の
技
術
を
有
し
て

い
る
者
か
ら
す
れ
ば

下
手
な
人
型
Ｍ
ｏ
ｂ
よ
り
戦
い

い
部

と

え
る
だ
ろ
う
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し
か
し

そ
の
知
識
は

あ
く
ま
で

ベ

タ
テ
ス
ト
時
代

の
も
の
で
あ
る

 

に
し
て
ベ

タ
テ
ス
ト
よ
り

な
パ
タ

ン
を
組
ん
だ
り
ド
ロ

プ

の
下
方
修
正

を
掛
け
ら
れ
る
の
が
正
式
サ

ビ
ス
の
変
更
点

デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
と
は

え

ド

ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
も

は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
一
種
だ

ベ

タ
テ
ス
タ

だ
か
ら
こ
そ

る

が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い

 
そ
れ
を

彼
は

く
し
て
悟

て
い
た
の
だ
ろ
う

 
あ
る
い
は

よ
り
も
危
惧
し
て
い
た
の
か

 
自
分
が
知
る
限
り

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に

た
プ
レ
イ

の
中
で
最
も
死

を
理
解
し
て
い
た
の
は
キ
リ
ト
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
二
人
だ

あ
の
二
人
だ
け
は
最
初
か
ら
人
の
命

を
念

に

い
て
動
い
て
い
た
よ
う
に
思
う

 
こ
れ
は
ゲ

ム
で
あ
る

だ
が
命
を

け
て
い
る

遊
び
で
は

決
し
て
な
い

 

常
の
ス
タ
イ
ル
を
取

て
い
れ
ば
死
に
至
る

観
的
に
構
え
て
い
て
も
死
に
絡
め
取
ら

れ
る

を
強
く
持
ち
人
に
対
す
る
不
信
を

き
な
が
ら
も
共

の

を
見

え
て

行
動
す
る
事
を

彼
ら
は
心
掛
け
て
い
た
の
だ

 
キ
リ
ト
に
と

て
の

は

死

だ

そ
れ
を

す
の
で
あ
れ
ば

Ｍ
ｏ
ｂ
だ
ろ
う
が
ト
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ラ

プ
だ
ろ
う
が

人
で
あ
ろ
う
が

容
赦
は
な
い

故
に
あ
ら

る
サ
イ
ア
ク
を
想
定
す

る

す
る

断
は

し
な
い

 

デ
ス
ゲ

ム
初
日
の
夜
で

そ
こ
ま
で
至

た
者
は

彼
だ
け
だ

た
に
違
い
な
い

 
多
く
の
人
間
は
絶
望
に

れ
た

悲

に

き
苦

に

れ
絶
望
を

び
助
け
を
求
め

て
い
た

そ
れ
に

わ
れ
る
事
な
く
行
動
出
来
た
の
は

ど
が
ベ

タ
テ
ス
タ

だ

し
か
し
そ

れ
は

前
知
識

が
あ

た
か
ら
出
来
た
事

無
知
で
な
か

た
か
ら

み
出
せ
た

 
じ自
ね
ん然

未
知
の
前
に
は

無
力
に
過
ぎ
る

 
未
知
を
恐
れ
る
が
故
に
人
は
恐
怖
し
た

 
自
分
も
そ
の
一
人

情
報

を

む
事
を
決
意
し
た
最
大
の
理
由
は

あ
ら

る
情
報
を
得

て

そ
の
恐
怖
心
を
少
し
で
も

ら
わ
せ
た
か

た
か
ら
だ

 

故
に

 
・私

は
あ
の
少
年
に

意
と
尊

の
念
を

い
て
い
る

そ
の
気
持
ち
は
二
年
以
上
を
経
た
今

も
変
わ

て
い
な
い

 

だ
が

疑
問
は
あ

た

 
自
分
が
彼
と
合
流
し
た
の
は
オ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

か
ら
実
に
四
時
間
が
経
過
し
た
夜
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間

そ
の
時
に
は

に
黒
の
剣
士
と
ビ

タ

の
表
裏
一
体
の
二
つ
名
で
呼
ば
れ
る

片

を
得
て
い
た

・人
・の
・

・に
戦
う
覚
悟
を

め
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
は

不
自
然
だ

 
あ
の
少
年
は
ど
こ
ま
で
も
他
人
本

な
人
間
だ

故
に
彼
の

く
想
い
は
そ
の
ま
ま
対

と
な
る
人
に

く
も
の
と

と
な
る

逆
に

え
ば

・対
・

・と
・な
・る
・人
・物
・と
・の
・出
・来
・事
・に
・重
・み
・が

・無
・け
・れ
・ば
・な
・ら
・な
・い

 
こ
の
時
点
で
少
年
が

を

い
て
い
る
の
は
後
に
カ
タ
ナ
使
い
と
し
て
名
を
馳
せ
る
ク

ラ
イ
ン

の
み

 

間
を

い
て
い
け
な
い
と

た
⻘
年
に
対
し

少
年
は

し
み
な
が
ら
も
別
れ
を

か
ら
見
れ
ば

己
的
な
ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
の
道
を
進
ん
で
い
る
が
そ
の

ら
で

彼
は
モ
ン
ス
タ

や
マ

プ
の
情
報
を
メ
モ
にし

た
た認

め
⻘
年
へ
と
フ
レ
ン
ド
メ

セ

ジ
で
送
付

し
て
い
る

つ
ま
り
⻘
年
を

い
て
い

た
と
い
う
罪
悪
感
に
対
す
る

罪
は

に

さ
れ

て
い
る
の
だ

 
他
人
の

に
命
を

し
て
必
要
悪
を
名

り

希
望
を
背
負
う
剣
士
に
な
る
覚
悟
を

く
に

は

あ
ま
り
に
足
り
な
い
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彼
が
命
を

け
る
時

同
時
に

か
の
命
を
背
負

て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
か
ら

  
黒
が

け

⻘
の
線
が

た

 

と
光
を

き
去
り
に
し
た
一

の
剣
閃

れ
て

ウ
ツ
ボ
部
分
と
太
い

の

合
部
分

弱
点
か
ら
撃

が

き

上
下
に

合
部
が
離
れ

ウ
ツ
ボ
部
分
が

ご
と

に

ぶ

 
そ
の
一
撃
で
緑
一
色
だ

た
ゲ

ジ
全
体
が
真

に

ま
り

か
ら

少
を
開
始

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

ゲ

ジ
は

一
撃
の
ダ
メ

ジ

が

大
だ
と
全
損
ま
で
に
数

の
時
間

を
有
す
る

 
無
論

そ
の
間
は
一
応

は
残

て
い
る

判
定
を

け
る
の
で

対

の
Ｍ
ｏ
ｂ
は
動

く
し
プ
レ
イ

も
ダ
メ

ジ
を
超
え
る

の
回
復

体
的
に
は

ハ

イ
上

ポ

シ

ン

回
復

や
ヒ回
ル
ク復
リ
ス結

タ
ル

な
ど
の
使

を

時
に
行
え
ば
死
亡
せ
ず
に
済
む

 
つ
ま
り
今
一
撃
で
全
損
ま
で
体
力
を

ら
れ
た
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
は
ま
だ

・生
・き
・て
・い
・る

 
序

だ
と
中

多
く
の
体
力
を
持
つ
Ｍ
ｏ
ｂ
が
お
ら
ず
大

は
一

で
全
損
す
る
の
で
三

以
上

少
に
時
間
を

や
す
個
体
は

で
は

だ

だ
か
ら
こ
の
ル

ル
を
知

て
い
な
い

プ
レ
イ

は
気
を

い
た

間
倒
し
た
と
思

た
Ｍ
ｏ
ｂ
か
ら
手

い
反
撃
を

た
と
い
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う
話
も

最
初
期
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た

 
そ
し
て

そ
の
ル

ル
を
見
つ
け
た
の
は

彼
で
あ
る

 

二
本
の
ツ
タ
が

と

に

り
出
さ
れ
る

 
ウ
ネ
ウ
ネ
と
う
ね
り
を
付
け
な
が
ら
振
る
わ
れ
る

の
如
し
そ
れ
を
見
切
る
の
は
か
な
り
の
経

験
を
要
す
る
が

彼
は
初
撃
を
後
退

撃
を

ん
で

し
た

 
直
後

初
撃
で
振
り
切
ら
れ
た
ツ
タ
が

く
突
き

ま
れ
た

 
ヒ

カ

と
空
気
を

く
切
る

と
共
に
突
き
出
さ
れ
た
ツ
タ

目
し
な
が
ら
も
後
に

全
プ
レ
イ

最
大
の
反
応
速

を
持
つ
者
に
与
え
ら
れ
る
二
刀
流
を
手
に
す
る
事
を
裏
付

け
る
か
の
よ
う
に

で
の
と
こ
ろ
で

を
横
に

ら
し
て

し
た

 
後
先
を

え
て
い
な
い

全
力
の
回

行
動

 
ぐ
ら
り
と
体
幹
が
揺
ら
ぐ

を

め
た
少
年
が

手
を
突
い
て
ま
る
で

の
よ
う
に
上

下
逆
さ
ま
に
横
回
転
し

足
を
地
面
に
付
け
て

勢
を
整
え
る

 

め
て
剣
を
構
え
直
し
た
少
年
の
眼
前
に
は
食
人

物
だ

た
⻘
の
欠
片
が
光
と
な
り
夜

の
空
へ

る
光

が
広
が

て
い
た
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そ
こ
で

や
か
な
フ

ン
フ

レ
が
鳴
り
金
色
の
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
が
少
年
の
身
を

む

同
時
に

面

少
年
の

上

に
表
示
さ
れ
る
数
値
が

へ
と
増
加
し
た

今

の
個
体
を
最
後
に
レ
ベ
ル
ア

プ
に
必
要
な
経
験
値

を
突
破
し
た
の
だ

 

界

に

る
リ
ザ
ル
ト
と
入
手
し
た
レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
手

く
振
り

分
け
た
後

ま
た
テ
キ
ス
ト
フ

イ
ル
を
開
い
て

事
か
を

き
始
め
た

二

の
振
り
払
い
か
ら
突
き
の

攻
撃

恐
ら
く

死
状

で
追
加

ベ

タ
時
代
に

は
無
か

た

 
他
に
も
あ
る
か

べ
な
い
と
と

め

て
彼
は
フ

イ
ル
を
セ

ブ
指
を
振

て

め

て
メ
ニ

を

じ
た

 

不
意
に

パ
ン
パ
ン

と
い
う

い
た
サ
ウ
ン
ド
が

し
て
古
森
に

い
た

 
少
年
が

を

わ
に
剣
の

を
握
り
直
し
つ
つ

く
り
と

の
発
信
源
で
あ
る
背
後
へ

と
振
り
向
く

 
そ
こ
に

た
の
は

ホ
ル
ン
カ
の

の
森
に
は
出
現
す
る

の
な
い
人
型
モ
ン
ス
タ

で
は
無
く

プ
レ
イ

だ

た

 
見
た
目
は
平

の
一

背

と

つ
き

気
か
ら
恐
ら
く
高

生
に
な
る
か
な
ら
な
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い
か
く
ら
い
だ
ろ
う

は
ホ
ル
ン
カ
の

で

て
い
る
と
記

し
て
い
る

な

と

バ

ク
ラ

形
盾

武
器
は
彼
と
同
じ
初
期

備
の
ス
モ

ル

ド

と
は

え
⻘
年
は
剣
を

の

に

め
て
お
り

空
の

手
を

体
の
前
で
打
ち
合
わ
せ
て
い
た

 
つ
ま
り
さ

き
の
パ
ン
パ
ン
と
い
う
サ
ウ
ン
ド
は
そ
の
⻘
年
が
少
年
の
レ
ベ
ル
ア

プ
に

対
し
て

手
し
た

だ

た
の
だ

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
一
千
人
の
ベ

タ
テ
ス
タ

が
こ
ぞ

て
冒
険
に

り
出
し

り
に
精

を
出
し
て
い
た

パ

テ

メ
ン
バ

で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
に

わ
ら
ず
近
場
の
人

間
が
レ
ベ
ル
ア

プ
す
れ
ば

く
声
を
掛
け
る
な
り

手
を
す
る
な
り
が

で
あ
り
称

と
な

て
い
た

⻘
年
は
そ
れ
に

て
し
た
だ
け
だ

た
の
だ

 
た
だ

デ
ス
ゲ

ム
で
あ
る
状
況
と
人
気
の
な
い
森

い
に

ロ
と
い
う

つ
も
の

件
が
悪
く

少
年
に

さ
れ
る
事
に
な

て
い
る
が

 
コ
メ
ン
ト

で

よ
く

か
な
か

た
な

と
い
う

の
も
の
が

つ
も
流
れ
る

 
キ

は
ス
キ
ル
無
し
で
カ
ン
ス
ト
ハ
イ
デ

ン
グ
見

け
る
か
ら
初
期
時
点
デ
と
打

て
お
い
た

え

え

と

そ
の

レ
ベ
ル
ア

プ

お
め
で
と
う

分

い
ね
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少
年
の

心
で

心
地
が
悪
く
な

た
か
や
や
⻭
切
れ
の
悪
い
出
だ
し
で
⻘
年
は
そ
う

葉
を
発
し
た

あ
り
が
と
う

 
や
や
間
を

い
て

の

に
構
え
て
い
た
剣
を
下
ろ
し

少
年
が
応
じ
た

 
す
る
と
真
面
目
そ
う
と
い
う
第
一

を
与
え
る

立
ち
の
⻘
年
は

と
し
た
よ
う
に

み
を
浮
か
べ

手
の
指
を

目
の

り
に
も

て
い

た

そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
バ
ツ
が
悪
そ

う
に
手
を
下
ろ
す

こ
の
⻘
年
恐
ら
く
現
実
世
界
で
眼

を
掛
け
て
い
て
気
を
取
り
直
す
時

の
ク
セ
で
つ
い
や

て
し
ま

た
の
だ
ろ
う
な

と

し
た

あ
と

い
点
に

し
て
は
そ

ち
も
同
じ
だ
と
思
う

か
が
こ
の
森
ま
で
来
る
の
に
も

う
二

三
時
間
は
掛
か
る
と
思

て
た

あ
は
は

も
一
番

り
だ
と
思

て
た

こ
こ

て
道
が
分
か
り
に
く
い
し
ね

 

そ
の

か
ら
分
か
る
よ
う
に

 
い
や
デ
ス
ゲ

ム
開
始
直
後
に
高

の
片
手
剣
使
い
に
は
必

と
な
る
ク
エ
ス
ト
の
目

的
地
に
来
て
い
る
時
点
で
こ
の
⻘
年
は
少
年
と
同
じ
よ
う
に

ベ

タ
テ
ス
タ

で
あ
る
事
が

分
か
る

ホ
ル
ン
カ
の

の

ブ
ロ
ン
ズ

ド
を

て
い
な
い
理
由
そ
し
て
リ
ト
ル
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ネ

ン
ト
の
大

ポ

プ
地

を
知

て
い
た
の
だ

 
世
界
初
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ゲ

ム
た
る

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
正
式
サ

ビ
ス
が

一
万
人
の
プ
レ
イ

を
集
め
て
開
始
さ
れ
た
二

二
二
年
十
一
月
七
日
よ
り
お
よ
そ
三

月

前

八
月

か
ら
九
月

の
約
二

月
間
に
掛
け
て
わ
ず
か
千
人
を

で

し
ゲ

ム
の

験
オ

プ
ン
・
ベ

タ
テ
ス
ト
が
実

さ
れ
た

数
十
万
の

し

み
が
一

で
殺

し
た
そ
の
テ
ス
ト
に
自
分
や
少
年
⻘
年
ら
を

め
た
一
千
人
は
学

が

に

入

た
事
を
い
い
こ
と
に

か
ら
晩
ま
で

正
確
に
は

か
ら

ま
で

ダ
イ
ブ
を

け
ま
だ
死
の

で
は
な
か

た
浮
遊
城
を

け
ま
わ
り
剣
を
振
り
回
し

そ
し
て
死
ん
だ

と
な
く

も

も

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
そ
も
そ
も
あ
ら

る
事
が
未
知
の

故
に
無
限
回
に

ぶ
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ

ラ

が
攻
略
の
大
前

に
あ
る

 
そ
の
前

を

す
ゲ

ム
内
で
の
死

現
実
で
の
死
と
い
う

ナ
ル
テ

を

さ
れ
た
事

で
多
く
の
ゲ

マ

は
第
一
層
が
攻
略
さ
れ
る
ま
で
の
一

月
間
た
だ
無
気
力
に

性
的

に
え
ん
せ
い世

的
に

外
部
か
ら
の
救
出
を

ち

け
た

 
そ
ん
な
中
で
ス
タ

ト
ダ

シ

を
決
め
た
人
間
は

大
き
く
三
種

に
大
別
さ
れ
る
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と
つ

キ
リ
ト
の
よ
う
に

あ
ら

る
サ
イ
ア
ク
を
想
定
し

自
己
強
化
を
重
要

し
た

者

こ
れ
に
は

ア
ン
チ
ク罪
リ
ミ禁
ナ
ル止

コ

ド
の

に
確
信
が
持
て
な
い
事
必
ず
生
ま
れ
る
プ
レ
イ

間
の
不
和
や
不
信
を
忌

し
た
事
も

ま
れ
る
だ
ろ
う

特
に
彼
の
場
合
は

一

の
風

に
よ
り
対
人

で
の

裂
は

れ
な
か

た

あ
ら

る
意
味
で
先
を
見

え
た

者
達

で
あ
る
と

え
る

い
ち
お
う
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
こ
こ
に

す
る
だ
ろ
う

 

た
つ

デ

ア
ベ
ル
の
よ
う
に

デ
ス
ゲ

ム
か
ら
の
生
還
を
第
一
義
と
し
て
動
い
た
者

血

と

え
る
者
達

あ
る
い
は
強
さ
を
求
め
た
者
達

後
に
大
ギ
ル
ド
の
指
導
者
に

な

た
⻘
年
騎
士
に
追

し
て
い
た
者
達
の
多
く
が
こ
こ
に

し
て
い
た

 
み

つ

自
分
や
ユ
ウ
キ
達
の
よ
う
に
死
を
恐
れ
先
の
事
よ
り
も
今
を
見
て
動
い
て

い
た
者
達

こ
こ
に
は

身
で
も
生
き
る
覚
悟
を
し
た
者
人
を

い
る
決
断
を
下
し
た
者
に

追

し

護
さ
れ
た
全

が

す
る

直

戦
わ
な
か

た

人
プ
レ
イ

も
だ

 
こ
れ
ら
か
ら
分
か
る
よ
う
に

デ
ス
ゲ

ム
に

い
て
は

安
全

と

解
放

は
二
律
背
反

な
の
だ

ス
タ

ト
地
点
が
安
全
エ
リ
ア
で
あ
れ
ば
そ
こ
に

ま
る
事
で
命
の
危
険
は
無
い

だ

が

危
険
を
冒
し
て
前
に
進
ま
な
け
れ
ば

状
況
か
ら
の
解
放
も
あ
り
得
な
い

 
そ
う

え
れ
ば

解
放

を
目
的
に
最
初
か
ら
動
い
て
い
た
デ

ア
ベ
ル
た
ち
は

と
て
も
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な
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
る

 
キ
リ
ト
と

・私
達
は

安
全

を
取

て
い
た
か
ら
だ

そ
れ
が
他
者
の
も
の
か

自
己
の

も
の
か
は

ま
た
別
で
あ
る

 

と
も
あ
れ

か
ら

び
出
た
者
達
は
得
て
し
て

ら
か
の
理
由
を
持

て
い
た

 
特
に
恐
れ
て
い
た
事
は

そ
れ
が
自
覚
し
て
い
よ
う
と
な
か
ろ
う
と
に

わ
ら
ず

同

じ
プ
レ
イ

と
の

対
で
は
な
い
か
と
思
う

少
な
く
も
ベ

タ
時
代
か
ら
情
報
を

り

い
し

時
に
恨
ま
れ
る
事
も
あ

た
・私

は
ま
ず
人
を
恐
れ
た

 
フ

ク
シ

ン
と
し
て
の
デ
ス
ゲ

ム
物
に
共

す
る
セ
オ
リ

の
一
つ
と
し
て

プ
レ
イ

の

は
ル

ル
や

モ
ン
ス
タ

だ
け
で
な
く
同
じ
人
も
存
在
す
る

人
対
人
の
戦
い

が

き
な
か

た
物
語
を

自
分
は
知
ら
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

の
外
は
コ

ド
圏
外

つ
ま
り
プ
レ
イ

キ
ル
は
原

可
能
だ

た

武
器
で

し
て
ア
イ
テ
ム
を
奪
い
取
る
く
ら
い
の
事
は
現
実
で
も
強

が

き
る
く
ら
い

だ
た
だ
の
一
人
も
出
て
来
な
い
と
は
絶
対

え
な
か

た

事
実
人
を

し
殺
す
者
人
を

い
殺
す
者
達
は
第
二
層
か
ら

暗
躍
を

め
れ
ば
第
一
層
の
時
点
で

存
在
し
た
の
だ
か

ら
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に
な
る
可
能
性
の
あ
る

か
が
己
よ
り
圧
倒
的
に
高
い
ス
テ

タ
ス
を
備
え
て
い
る
と
い

う
状
況
を
想
像
し
た
だ
け
で

リ
ア
ル
な
危
惧
と
恐
怖
が

身
を
襲

た
も
の
で
あ
る

 
以
上
の
理
由
か
ら

始
ま
り
の

に

ま
り
安
全
と
引
き
換
え
に
己
の
強
化
を
放

す
る

を
お
よ
そ
ゲ

マ

と

え
る
人
間
は
取
れ
な
か

た

故
な
ら
日
常
的
に

の
横
行
を
知

て
い
た
か
ら
だ

 
そ
し
て
レ
ベ
ル
ア

プ
を
目
指
す
な
ら

ん
や
り
立
ち
止
ま

て
い
る
時
間
は
無
い

の

的
安
全
な

原
フ

ル
ド
は
同
じ
く
動
く
と
決
め
た
者
達
で
す
ぐ
に
い

い
に
な

て
し
ま
う
と
少
し

え
れ
ば
分
か
る
事

Ｍ
Ｍ
Ｏ
に

け
る
モ
ン
ス
タ

ポ

プ
は

エ
リ
ア
ご
と
に
一
定
時
間
で

ま
で
と
決
め
ら
れ
て
い
る
事
が
多
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
も
そ
の

に

れ
な
か

た

最
初
の

物
が

り

さ
れ
た
後
は

の
ポ

プ
を
探
し
て
血
眼
に
な
り
時
と

し
て
他
人
と
奪
い
合
い
に
な
る

Ｍ
Ｍ
Ｏ
に

い
て
そ
れ
も
日
常

事

意
見
の
決
裂
が

へ
と
発
展
し
て
い
た

 
そ
れ
を
回

し

高

の
レ
ベ
リ
ン
グ
を

る
の
で
あ
れ
ば

的
安
全

の
先

少
し
危
険

な
エ
リ
ア
を
目
指
す
必
要
が
あ
る

 
も
ち
ろ
ん
初
め
て
プ
レ
イ
す
る
人
間
は
そ
こ
に
は
来
れ
な
い

ベ

タ
テ
ス
タ

で
あ
ろ
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う
と
二
の
足
を

む

 
そ
の
隙
に
突

み

を
か掻
さ
ら

い

ま
だ

価
値
が
あ
る
な
ら
秘
匿
す
る
者
が
多

か

た

ビ

タ

の
由
来
に
は
そ
ん
な
多
く
の
テ
ス
タ

達
の
非
道
が

ま
れ
て
い
る

 
少
年
は
結
果
的
に
は
そ
れ
を

・一
・

・だ
・け

し
た
が
そ
れ
は

わ
れ
て
か
ら
一
年
後
の
事

こ

の
時
点
で
は
あ
ら

る
情
報
を
集
め

私
情
報

を

し
て
人

に
発
信
し
て
い
た

 

だ
か
ら

や

モ
ン
や

 
と
い
う
覚
え
の
あ
る

り
の
コ
メ
ン
ト
の
一
つ
下

に

少
年
と
オ
マ
エ
を
一
緒
に
す
る
ナ

と
打

て
お
い
た

 
あ
れ
か
ら

年
も
経
つ
の
に
未
だ
怨
み
骨

の
男
に
は

れ
を

く
ば
か
り
で
あ
る

え

と

君
も
や

て
る
ん
だ
よ
ね

森
の
秘

ク
エ

ん
 
ク
エ
ス
ト
の
タ
イ
ト
ル
を
見

い
た
⻘
年
の

葉
に
少
年
は
間
髪
入
れ
ず

い
た

そ
も
そ
も

そ
の
森
に

れ
る
ク
エ
ス
ト
は
限
ら
れ
る
の
で
主
武

が
片
手
剣
な
ら

一

で
あ
る

 

き
を
見
て

⻘
年
は
再
び
見
え
な
い
眼

の

り
に
手
を
や
り
な
が
ら

に

と

た

あ
れ
は
片
手
剣
使
い
の
必

ク
エ
だ
か
ら
ね

報

の
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
を

と
け

ば

三
層
の
迷

ま
で
使
え
る
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強
化

集
め
は
ち

と
面
倒
だ
け
ど
ね

プ
ラ
ス

か
ら
は
二
層
の

だ
し

は
は

違
い
な
い

 

ら
か
な
声
を
出
し
て

た
⻘
年
は
や
が
て
そ
れ
を
収
め
一
呼

い
て
か
ら

を
開

い
たせ

か
く
だ
か
ら
さ

ク
エ

協
力
し
て
や
ら
な
い

一
人

ク
エ
を
二
人
で
乱

し
て
花
付
き
の
ポ

プ
確

を
上

る

も
り

う
ん

ノ

マ
ル
の
を

れ
ば

る

ど
出
現

が
上
が
る
か
ら
ね
二
人
で
協
力
し
た
方
が

い
い
よ

 
⻘
年
の
論
は
実

そ
の

り
だ

た

ロ
だ
と
孤
立
し
て
い
る
モ
ン
ス
タ

を

わ
な
い

と
リ
ス
ク
が
高
い
が
二
人

れ
ば

も
同
時
に
二
体
ま
で

手
に
で
き
る

目
標
を

ぶ
時

間
を

出
来
る
ぶ
ん
時
間

た
り
で

れ
る
数
は
増
え
る
理

だ

そ
し
て
花
付
き
が

出
る
確

も
上
が
る

 
な
る

ど
と

い
た
少
年
は

い
で

根
を
寄
せ
た

こ
こ
に
来
て

し
く
少
年
が

い
を
見
せ
た
の
だ

 
す
る
と

⻘
年
が
慌
て
た
よ
う
に

を
振
る
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あ

別
に
パ

テ

は
組
ま
な
く
て
い
い
よ

こ
こ
で
先
に
や

て
た
の
は
君
だ
か
ら

最
初
の
キ

ア
イ
テ
ム
は

論

る

た
だ
確

ブ

ス
ト
掛
か

た
ま
ま

り
を

け
れ
ば

き

と
す
ぐ
に
二

目
を
出
る
だ
ろ
う
か
ら

そ
こ
ま
で
付
き
合

て
も
ら
え
れ
ば
な
と

別
に
持
ち

を

し
た

じ

な
い
ん
だ
け
ど

で
も
ま

個
人
的
に
パ

テ

は

と
も
組
み
た
く
な
い
か
ら

そ
れ
で

  

持
ち

て

Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
そ
ん
な
の
出
来
る
の

  

と

そ
ん
な
疑
問
の
コ
メ
ン
ト
が
投
下
さ
れ
た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

Ａ
Ｌ

Ｏ
の
責

者
の
人
体
実
験
の
影

で
プ
レ
イ
し
て
い
る
人
は
多
く
な
い
か
ら
多
分
知
ら
な
い
の

だ
ろ
う

 
こ
こ
は
自
分
の
出
番
だ
な

と

り
切

て
キ

ボ

ド
を
打

す
る

  

来
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
だ
と
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
は
ド
ロ

プ
し
た
人
の
も
の
だ
ケ
ド
Ｓ
Ａ
Ｏ

の
場
合
は
パ

テ

を
組
ん
だ
場
合
に
作
ら
れ
る

テ
ン
ポ
ラ
リ

一
時
的
ス
ト
レ

ジ
に
入
る
か
ら
原
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的
に
持
ち

可
能
ダ

自
分
の
ス
ト
レ

ジ
に

し
て
す
ぐ
パ

テ

解

す
れ
ば
イ
イ
話

だ
か
ら
ナ

  
そ
う
打
つ
と
な
る

ど
と
理
解
を
示
し
た
コ
メ
ン
ト
が

大
に
流
れ
る

と
知
ら
な
い

人
が
多
い
の
を

み
る
に
や
は
り

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
へ
の
忌

感
は

い
切
れ
な
い
よ
う
だ

今
回
Ａ

Ｌ
Ｏ
の
イ
メ

ジ
ア

プ
に

し
て
い
た
歌
姫
の
裏
切
り
で
更
に
深
い
傷

を
残
す
だ
ろ

う 
こ
れ
で
サ

ビ
ス
終
了
に
な

た
ら
イ

だ
な

と
あ
ん
な
目
に
遭

て
い
な
が
ら

プ
レ

イ
を

け
る
自
分
自
身
に

れ
て
い
る
と

再

疑
問
の
コ
メ
ン
ト
が
打
た
れ
た

  

こ
の
キ
リ
ト

て
い
う
プ
レ
イ

が
パ

テ

を
組
み
た
く
な
い

て

た
の
は

な
ん
で

 

キ
リ
ト
の
リ
ア
ル
の
風

え
れ
ば
分
か
る
ダ
ロ

  

く

そ
れ
だ
け
返
し
た
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そ
れ
を
他

に
⻘
年
は
自
ら
を
コ

ル
と
名

り
少
年
と
手
を
組
ん
で
二

ま

て
い
る

リ
ト
ル
ネ

ン
ト

目
掛
け
て
ダ

シ

し
た

 

コ

ル

と
い
う
名
に

き
覚
え
が
無
い
時
点
で

 
・私

は

こ
の
先
の
展
開
を

せ
て
し
ま

た
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

直
葉

 

数

約
一
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

直
葉
か
ら
教
わ

た
剣
は

人
をの
決

し

てを
殺

さわ
なな
いい

よ
う

正
さ
れ
た
剣

で
あ
る

  
⻘
年
と
少
年
二
人
の

ベ

タ
テ
ス
タ

が
手
を
組
ん
で
か
ら
の
戦
い
は
正
に
快
進
撃
と

て
も
良
か

た

 
義
姉
と
し
て
の

目

き
に
才
能
は
無
い
少
年
は
数

月
の
努
力
と
仮
想
世
界
に
魅
入
ら
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れ
た

意
を
以
て
そ
れ
を

し
て
お
り
恐
ら
く
中

の
戦
闘
カ
ン
を
持
つ
で
あ
ろ
う
⻘
年
と

べ
剣

の

さ
速
さ
が
見
る
か
ら
に
別
格
だ

た

あ
ま
り
に
速
く

と
衝
撃
を

き
去

り
に
し
た
剣
閃
に

⻘
年
も

と
な
く

目
す
る
程
だ

 
と
は

え

や
は
り
デ
ス
ゲ

ム
開
始

か
ら
程
な
く

を

び
出
て
自
己
強
化
を

先
し
た
者
だ

 
片
手
剣
の
間
合
い
と
Ｍ
ｏ
ｂ
の

動
そ
し
て

ド
ス
キ
ル
の
使
い

は

切
だ

た

や

や
守
備
的
に

倒
し
て
お
り

か
反
撃
の
機
会
を

し
て
い
た
が

北
イ
コ

ル
死
で
あ
る

状
況
を

え
れ
ば
そ
れ
は
む
し
ろ

然
だ

じ自
ね
ん然

コ

ル
が
最
初
に
タ
ゲ
を
取
り
キ
リ
ト

が
弱
点
を

て
一
撃
死
さ
せ
る
ル

テ

ン
が
生
ま
れ
二
人
は

か
ら

へ
と
得
物
を
ポ
リ

ゴ
ン
の
欠
片
へ
変
え
て
い

た

 
そ
れ
が

く

者

で
一
二
分
過
去
の
内
部
時
間
で
三
十
分

ど

い
た
と

こ
ろ
で
二
人
の
足
が
止
ま

た

よ
り
正
確
に

え
ば
⻘
年
が
止
め
た
た
め
に
少
年
も
止
ま

た 

上

タ
ゲ
を
一
番
に
取
る
盾
持
ち
の
コ

ル
が
先

を

る

 
彼
が
止
ま

た
事
に
キ
リ
ト
は
小

を

た

ち

く
ち

く

の
索

発
見
を
し
て
い
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た
の
で
ス
キ
ル
に
は
索

を

し
て
い
る
事
が
分
か
る

レ
ベ
ル

に
な
る
と
ス
ロ

ト
が
一
つ
増
え
て
三
つ
に
な
る
事
か
ら

彼
は

片
手
剣

索

回

を

し
て

い
る
事
か
ら

武
器

で
は
な
く

を
取

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
う
い
え
ば
ど
ん
な

で
ス
キ
ル
を
取

て
い
た
か
は

い
て
い
な
か

た
な
と
今
更
な
が

ら
に
気
付
く

コ

ル

は

な
い
け
ど

ど
う
か
し
た

 

ね

キ
リ
ト

君
は
デ
ス
ゲ

ム
が
本

だ

て
信
じ
る
か
い

 
足
を
止
め
た
⻘
年
は
振
り
向
き
も
せ
ず
問
い
を
発
し
た

た
だ
な
ら
ぬ
様
子
に
少
年
が

し

む
目
を
向
け
る

少
な
く
と
も
あ
の

ロ

ブ
が
展
開
し
た
メ
デ

ア

像
は
加
工
や
や
ら
せ
の

に
は

見
え
な
か

た

で
こ
ん
な
事
を
す
る
と
も
思
え
な
い

じ

あ

が
無
く
な

た
ら

本

に
死
ぬ

て

信
じ
て
る
の
か
い

信
じ
た
く
は
な
い
よ

で
も

常
に
サ
イ
ア
ク
を

え
て
お
か
な
い
と
取
り
返
し
が
つ

か
な
く
な

て
か
ら
じ

い
か
ら

信
じ
て
は
い
る

天
才

て

わ
れ
る
人
は

得
て

し
て

天
才

じ

な
い
人
に
は
分
か
ら
な
い
思
想
で
動
く
か
ら
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そ
れ
は

ノ天
之
束災

最
千
冬強

神
秋
十

と
い
う

三
人
の

天
才

に

ま
れ

生
き
て
き

た
彼
の
本

だ

た
の
だ
ろ
う

前
を
向
き

け
て
い
る
⻘
年
に
は
見
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
が

今
の
少
年
の
表
情
は

決
し
て
穏
や
か
な
も
の
で
は
な
か

た

 

き

と

 
コ

ル
と
い
う
⻘
年
は
未
だ
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
現
実
を
直

出
来
て
い
な
か

た
の
だ
ろ

う 
自
己
強
化
の

に
森
の
秘

ク
エ
ス
ト
を

け
キ
リ
ト
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
の
も

つ
ま
る
と
こ
ろ
は
一
種
の
現
実

レ
ベ
ル
ア

プ

だ
の
ポ

プ

だ
の
と
い
う
目
先

の

は
出
来
て
も
根
本
の
と
こ
ろ
で
は
思

が
止
ま

て
い
る

止
め
て
い
る

そ
う
で

な
け
れ
ば
心
が

れ

再

不
能
に
な
り
か
ね
な
い
と
本
能
で
悟

て
い
る
か
ら
だ

 

が
ゼ
ロ
に
な
れ
ば
ナ

ヴ
ギ
ア
か
ら
高
出
力
の
電

波
が
発

さ
れ

を

か
れ
る

と
い
う
現
実
か
ら
目
を

ら
し
た
だ

の
手

と
し
て
闇
雲
に
先
を
目
指
し
て
い
る

 
あ
る
意
味
で
無
謀

 
あ
る
意
味
で
果

 
し
か
し

そ
れ
を

も

に
は
出
来
ま
い
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の

に
苦
労
し
て
手
に
入
れ
た
代
物
が
デ
ス
ゲ

ム
へ
の
片
道
切

だ

た
な
ど

も
予
想
は
し
て
い
な
い

 

突
に
命
を
チ

プ
に
さ
せ
ら
れ
れ
ば

動
揺
し
な
い
者
は

な
い

 
コ

ル
に
と

て
は
重

の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ゲ

マ

で
あ

た
事
が
救
い
だ

た
の
だ

世
界
が
デ

ス
ゲ

ム
に
な
り
ロ
グ
ア
ウ
ト
ボ
タ
ン
が
消
滅
し
よ
う
と
ゲ

ム
の
中
に

る
な
ら
ば
と
り

あ
え
ず
ク
エ
ス
ト
と
経
験
値

ぎ
を
す
れ
ば
気
は

れ
る

デ
ス
ゲ

ム
の
状
況
で
あ
り
な
が

ら

と
し
て
の
要

を
残
し
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
レ
ベ
リ
ン
グ
は
こ
れ
以
上
な
い
現
実

の

実
に
な
り
得
る

応
の
理
由
な
ど
後
か
ら
作

て
し
ま
え
ば
い
い

と
に
か
く

面

の
心
の
安
定
を
持
つ
に
足
る
地

め
を
し
よ
う
と

彼
は
必
死
に
な

て
い
る

 
そ
こ
で

彼
は
出
会

た

 

う
事
無
く
戦
う
自
身
よ
り
も

か
に

い
子

と

出
会

て
し
ま

た

 
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
生
き
物
だ

特
に
日
本
人
は
集

の
意
識

意
見
に
流
さ
れ

そ
の
流
れ
に

て
物
事
を
や
り
過
ご
そ
う
と
す
る
主
体
性
の
な
い
⺠

と
し
て
世
界
に
知
ら

れ
て
い
る

大

の
流
れ
に
反
す
れ
ば

意
や
い
じ
め
の
的
に
さ
れ
る
か
ら
だ

故
に
そ
れ
を
恐

れ

も
が
他
者
の
意
見
に

ろ
う
と
す
る
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同
時
に

日
本
は
年

序
列
の
意
識
が
強
い

和
時
代
に

べ
て

ら
か

く
な

た
と

て
も
学
生

会
人
問
わ
ず
年
上
年
下
の

性
は
根
強
い

 
つ
ま
り
年
上
の
コ

ル
は
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
学
生
生
活
の
意
識
上
年
下
の
少
年
の
意

見
を
頼
れ
な
い
立
場
で
あ
り

む
し
ろ

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ

 
し
か
し

デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
状
況
な
ど
創
作
と
し
て
数
あ
る
と
は

え
現
実
で
は
前

な
ど
存
在
し
な
い

 
前

が
な
い
と
い
う
点
は

指
導
者
に
と

て
は

く
ス
ト
レ
ス
だ

な
に
も
か
も
が
手
探

り

失

す
れ
ば

も
か
も
を
喪
う

企
業
を
経

す
る
人
が
重

に
感
じ
る
も
の
を
こ
の
時

の
コ

ル
は
感
じ
て
い
る

だ

 
だ
か
ら

揺
ら
い
だ

 
年
下
の
キ
リ
ト
に
意
見
を
求
め
る

ど
コ

ル
は
揺
ら
い
で
い
る

ど
う
か
デ
ス
ゲ

ム
で

な
か

た
ら

そ
う

在
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
を
願
い

現
実
か
ら
目
を

ら
し
て
い
る

 
し
か
し
現
実
は
非
情
だ

 
キ
リ
ト
は
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
現
実
を
認
め
て
い
た

 

が
全
損
す
れ
ば
間
違
い
な
く
死
ぬ
だ
ろ
う
と

認
め
た
く
な
く
て
も

そ
れ
を
前

に
動
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い
て
い
る

し
か
も
世
に
名
を

て
い
る
天
才
の
存
在
か
ら
得
た
経
験

だ

コ

ル
が

彼
の

性
を
把
握
し
て
い
る
か
は
ま
だ
不
明
だ
が
ネ

ト
に

じ
て
い
る
な
ら
知

て
い
て
も

お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う

そ
う
い
う
ま
と
め
サ
イ
ト
に

写
真
や
プ
ロ
フ

ル
が
載

て
い
る

の
だ
か
ら

 

果
た
し
て

を
思
い

え
た
の
か

 
そ

か
と

問
う
だ
け
問
う
た
コ

ル
の
返
事
は
そ
れ
だ
け
だ

た

そ
れ
か
ら
は
ま
た

物
を
求
め
て
歩
き
始
め
る

不
快

と
い
う
よ
り
は
不
可
解

と
い
う
面
持
ち
で
少

年
も
後
を
追
う

 
そ
れ
か
ら
場
面
が

び
内
部
時
間
で
更
に
三
十
分
過
ぎ
た

コ

ル
と
協
力
し
始
め
て
か
ら

実
に
一
時
間
が
経
過
し
た
事
に
な
る

内
部
時

は

を
指
し
て
い
た

出
な
い
ね

出
な
い
な

 
流

に
一
時
間
気
を

た
ま
ま
ぶ

け
で
戦

て
い
た
た
め
に

労
の
色
が

い
二
人

は

大
き
な
古
木
に
背
を

け
ポ

シ

ン

回
復

を

て
い
た

 
二
人
合
わ
せ
て
百
を
超
え
る
数
を

て
い
た
よ
う
だ
が
そ
れ
で
も
花
付
き
は
ポ

プ
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し
て
い
な
い
ら
し
い

も
し
か
し
た
ら

下
方
修
正
さ
れ
た
の
か
な

ポ

プ

 
先
に

い

体

い
た
話
だ
と
ニ
ガ
い
レ
モ
ン
味
ら
し
い

を

み

し
た
少
年
が

乱

に

く

け
て

み

し
た
⻘
年
も
ポ
リ
ゴ
ン
に
還
る
小

を
見
な
が
ら
そ
う
か
も

と

た

苦
み
し
ば

た
表
情
は
多
分
味
以
外
の
感
情
も

ま
れ
て
い
る

レ
ア
の
ド
ロ

プ
レ

ト
と
か
が
正
式
サ

ビ
ス
で
下
方
修
正
さ
れ
る
の

て
色
ん
な
Ｍ
Ｍ
Ｏ

で
よ
く
あ
る
話
だ
か
ら
ね

や

り
か

ど
う
す
る

 
レ
ベ
ル
も
お

い

ま
で
上
が

た
し
武
器
も
だ
い
ぶ
消

し
ち

た
し

一

に

る

 
そ
う

い
な
が
ら
コ

ル
は

手
に
持
つ

ス
モ

ル

ド

な
剣

手
に
持
つ

バ

ク
ラ

形
盾
を
持
ち
上

て

見
せ
た

ま
だ
使
え
そ
う
で
は
あ
る
が

値

の
エ
フ

ク
ト
変
化
を

け
て
か
刃
や
盾

の

が

欠
け
て
い
る

 
キ
リ
ト
が
手
に
す
る
剣
に
刃

れ
は
見
ら
れ
な
い

ツ
タ
を

ぎ
時
に
斬
り
払
う
タ
ン
ク

の
コ

ル
と
違
い

キ
リ
ト
は
回

に

し

隙
あ
ら
ば
一
撃
で
弱
点
を
切
り
裂
き

死
さ
せ
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る
ス
タ
イ
ル
を
取

て
い
た
か
ら
攻
撃
・

と
も
に
コ

ル
よ
り
武
器
を
使

て
い
な
い

だ

そ
れ
で
も

初
に

べ
や
や
光
の

り
に

り
が
加
わ

て
い
る
の
は
見
間
違
い
で
は
な
い

だ
ろ
う

か
ら
見
え
る
よ
う
に

え
の
剣
を
背
負

て
お
り
ま
た
初
期

備
の
安
物
と
は

え
戦
い
の

中
で
武
器
を
喪
う
の
は
手

い
損
失
の

だ

特
に
本

に
命
を

け
て
い
る

な
ら

の
事

そ
う
だ
な

そ
う
し
よ
う

 
キ
リ
ト
も
そ
う

え
た
ら
し
く

き
な
が
ら

同
を
示
し
た

そ
の
時

 

ん
の
十
メ

ト
ル

ど
離
れ
た
木
の
下
に

か
な
⻘
い
光
が
生
ま
れ
た

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と

木
形
の
ポ
リ
ゴ
ン
ブ
ロ

ク
が

さ
れ

つ
も
組
み
合
わ
さ

て
大
き
な
形
を
作

て
い

く

モ
ン
ス
タ

の
ポ

プ
だ

 
二
人
は
武
器
を
構
え
つ
つ
や
や
覇
気
に
欠
け
る
立
ち

で
そ
れ
を

め
て
い
た

キ
リ
ト
の

が

い
こ
と
か
ら
恐
ら
く
食
人

物
の
感
知

の
ギ
リ
ギ
リ
外
な
の
だ
ろ
う

 
二
人
が

め
る
中
百
数
十

め
の
ネ

ン
ト
は
数

で
精

な

を
得
て
ツ
ル
を
う
ね
う

ね
さ
せ
な
が
ら
歩
き
始
め
た

生
物
め
い
た
光

を
持
つ
緑
色
の

個
体
差
の
あ
る
ま
だ
ら

様
に

ら
れ
た

食
器

そ
し
て
そ
の
上
に

闇
の
中
で
も

し
い

に

く
チ
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リ

プ
に
似
た

大
な
花

 
キ
リ
ト
と
コ

ル
は

も
数

そ
れ
を

と

め
た
後
無

で

を
見
合
わ
せ

く
わ

と
目
を
見
開
き

再

現
れ
た
ネ

ン
ト
の

花
付
き

を
見
た

マ
ジ
か

来
た

と

い
う
喜
び
の
表
情

 
そ
れ
ぞ
れ
が
剣
を
構
え

花
付
き

へ

び
か
か
ろ
う
と
す
る

 
だ
が

キ
リ
ト
が

コ

ル
の
盾
を
持
つ

を

み

制
止
し
た

 

故

 
と
い
う

を
向
け
る
コ

ル

そ
の
彼
に

キ
リ
ト
は

手
の
人
差
し
指
を

に
立
て
て
見
せ

け
て
遠
ざ
か

て
い
く

花
付
き

の

へ
と
向
け
た

 

影
を
見
つ
け
る

 
木

に

ら
れ
て
見
え
づ
ら
い
が

そ
の
方
向
に
は
も
う
一
つ
の
ネ

ン
ト
の

が
あ

た

恐
ら
く
索

ス
キ
ル
の

練

向
上
に
よ
る
遠

と
暗

能
力
に
補
正
が
加
わ

て
彼
も
気

付
け
た
の
だ
ろ
う

コ

ル
は
取

て
い
な
か

た
の
か
指
が
指
し
示
す
先
を
数

じ

と
目

を

ら
し
て

め
る
事
で

よ
う
や
く
は

と
表
情
を
強

ら
せ
た
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二
人
が

を
見
せ
た
点
か
ら
指
し
示
さ
れ
た
先
の
ネ

ン
ト
が

常
個
体
で
な
い
事

は
明
白
で
あ
る

 
二

目
の

食
器
の
上
に
は
大
き
な

が

ら

ら
揺
れ
て
い
た

花
で
は
無
い

い

の

先
に
ぶ
ら
さ

て
い
る
の
は
直

に
十
セ
ン
チ

ど
は
あ
ろ
う

い
ボ

ル

実
だ

た

今
に
も
弾
け
そ
う
な

ど
に

ん

ん
に

れ
た
そ
れ

す
か
さ
ず
そ
れ
を

か
で
も
傷

付
け
れ
ば
猛
り
狂

た
ネ

ン
ト
の

れ
が
襲
い
来
る

と
ア
ル
ゴ
さ
ん
が
コ
メ
ン
ト
を
投
下

し

コ
メ
ン
ト

が

に

た
さ
れ
る

 

然
残
影
と
は

え
過
去
実

に

き
た
事

だ

そ
れ
に
直
面
し
た
二
人
は
そ
れ
以
上
に

し
た
気
配
を

て
い
る

ど
う
す
る

行
こ
う

 

や

備
の
損

帰
り
道
ま
た
コ

ル
の
分
も
取
る
事
を

え
る
と
こ
こ
で
無

を

す
る
必
要
は
な
い

む
し
ろ
迷
う
く
ら
い
な
ら
引
い
た
方
が
理
性
的
判
断
と

え
る

は
後

で
も
取
れ
る
が

命
に

え
は

か
な
い
の
だ

 
だ
が

コ

ル
は

を
取
る
方
を

ん
だ
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さ
し
も
の

ベ

タ
テ
ス
タ

と

え
ど
百
数
十
体
の
モ
ン
ス
タ

を

み
な
し
に

手

す
る
の
は

い
ら
し
い

が

実
付
き

の
タ
ゲ
を
取

て
る
か
ら

そ
の
間
に
キ
リ
ト
は
速
攻
で

花
付
き

を
倒

し
て
く
れ

 
そ
う

て
少
年
の
返
事
を

つ
こ
と
な
く
⻘
年
は
初
期

備
の
ブ

ツ
を

み
出
し
た

 
先
程
に

べ
て
不
釣
り
合
い
な
気
の

き
よ
う

迷
い
を
断
ち
切
れ
た
の
で
は
な
く
た
だ
先

送
り
し
た
だ
け
だ
と
分
か
る

さ
し
も
の
返
事
を
す
る
前
に

び
出
す
と
は
思

て
い
な
か

た

ら
し
い
キ
リ
ト
も

と
息
を

い
て
か
ら
後
を
追

た

 
コ

ル
の

近
を
ま
ず
花
付
き
が

知
し
ぐ
る
り
と
体
を
反
転
さ
せ
人
間
の

に
よ

く
似
て
い
る

食
器
の
縁
を

わ
せ
シ

ア
ア

と

え
た

⻘
年
は
そ
れ
を

に

回
し

の

実
付
き

へ
と

て
い
く

 
⻘
年
が

回
し
て
い
く
の
に
合
わ
せ
て
花
付
き
ネ

ン
ト
も
向
き
を
変
え
る

そ
の
背
後
か

ら
後
を
追

た
少
年
が
肉

し
た

最
も
至
近

離
に
い
る

手
に
タ
ゲ
を
向
け
る

向
に
あ

る
の
か
花
付
き
は
ま
た
ぐ
る
り
と
体
を
回
し
な
が
ら
二
本
の
ツ
タ
を
振
る
う

そ
れ
を
予
期
し

て
い
た
ら
し
い
少
年
は
ツ
タ
の
間
合
い
ギ
リ
ギ
リ

歩
前
で
制
動
を
掛
け

空
振
り
さ
せ
る
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そ
の
時
点
で

勝

は
決
し
て
い
た
と

え
よ
う

 
制
動
を
掛
け
て
止
ま

た
少
年
が
持
つ
剣
に
は
⻘
い
光
が

て
い
た
の
だ

直
後

の

強
い

み

み
が
地
を
鳴
ら
し

転
を
加
え
た
一
閃
が
一

で

き

ま
れ
る

パ

ン

 
と

い
た

は
斬
撃

だ

あ
ま
り
に
速
過
ぎ
て
空
気
を

い
て
い
る
か
の
よ
う
な
破
裂

が

鳴

て
い
た

 

ロ
で

て
い
た
時
と
同
じ
よ
う
に
未
だ

に
ゲ

ジ
の

少
が
追
い
付
い
て
い
な
い

た
め
生
き
て
い
る
判
定
を

け
た
個
体
が

ぐ

と

を

ら
ま
せ
た

 

直
後

に
振
り

か
れ
て
い
た
剣
が
振
り
上

ら
れ

が

物
の

を
か
ち
上

る 

ろ

ろ
の
刃
で
は
無
く

い

で
の
攻
撃

値
を

ら
さ
な
い

で
は
な
い

目
的
は

か
ら
放
た
れ
る

食

の

道
を

ら
す
事
に
あ

た

ぎ
の
よ
う
に
振
る
わ

れ

を
か
ち
上

た
事
で

物
の

は
大
き
く

へ
と

ら
さ
れ
そ
ち
ら
に

食

を
撒

き

ら
す

 
完
全
な
る
ミ
ス
リ

ド

 
無

に

食

を

い
た
と
こ
ろ
で
ゲ

ジ
は
全
損
し

物
の
全
身
は

直

一

の
間
を
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い
て
蒼
白
い
欠
片
に

し
た

 
蒼
白
い
ポ
リ
ゴ
ン
片
の
中
か
ら
地
面
に
ポ
ト
リ
と

か
が

ち
る

こ
ろ
こ
ろ
と
少
年
の
足

ま
で
転
が

た
の
は

か
に
光
る
こ
ぶ
し
大
の

だ

た

自
動
的
に
ス
ト
レ

ジ
に
入
ら
な

い

り
恐
ら
く
そ
れ
が
目
的
の
品
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
の

な
の
だ
ろ
う

百
数
十
体
も

の
モ
ン
ス
タ

を

て

く
一
個
手
に
入
る
と
は
か
な
り

に
合
わ
な
い

い
な
の
は
花
付

き
の
出
現

が

確

な
だ
け
で
花
付
き
を
倒
せ
ば

を
確
定
ド
ロ

プ
す
る
点
ダ
と
鼠

が
コ
メ補
ン
ト足

を
投
下
し
た

 
足

に
転
が

た
そ
れ
を
む
ん
ず
と

み
取
り
初
期

備
ら
し
い
後
ろ

の
ベ
ル
ト
ポ

チ

に
突

ん
だ
彼
は

剣
を
握
り
直
し
て
コ

ル
の
方
に

け
寄
る

お

た

斬
り
は
ダ
メ
だ

 
と
た
た

と
剣
を
握
り
直
し
な
が
ら

け
寄
る
少
年
が

時
に
険
し
い

で

ぶ

 

ば
れ
た
方
は

剣
を

に

ぎ

振
り
下
ろ
す

道
を
放

て
い
た

片
手
剣

初
期

得
技
の
一
つ

に
斬
り
裂
く

発

直
斬
り

バ

チ
カ
ル

 
彼
が

発
水
平
斬
り
ホ
リ

ン
タ
ル
を

に
使

し
て
い
た
の
は
弱
点
を
最
も

い

や
す
い

道
だ
か
ら

め
切
り
の
ス
ラ
ン
ト
も

え
な
く
は
な
い
が
高
確

で
ツ
タ
を
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切

て
失
速
し

最
大
ダ
メ

ジ
は
見

め
な
い
だ
ろ
う

ま
し
て
や

斬
り

バ

チ
カ
ル

と
も
な
れ
ば
ウ
ツ
ボ
部
分
を
深
く
斬
り

む

と
も
す
れ
ば

食
器
の
先

い
ツ
ル
の
先

に
付
い
て
い
る

実

を
斬

て
し
ま
い
か
ね
な
い

 
キ
リ
ト
は

そ
れ
を
危
惧
し

制
止
の
声
を
発
し
た
の
だ
ろ
う

 
だ
が

ド
ス
キ
ル
は
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
が

い
た
高
速
剣
技

一

動
き
出
し
た
そ
れ

は
止
ま
ら
な
い

自
動

さ
れ
る
コ

ル
は
猛
然
と
地
面
を

り
発
行
す
る
刀
身
を
ネ

ン
ト
の

食
器

の
上
で
揺
れ
る

い

実

へ
と

き
付
け
た

 

パ
ア

ン

 
と

ま
じ
い
ボ
リ

ム
の

い
た
破
裂

が
森
を
揺
ら
す

 
実
を

し
た
コ

ル
の
バ

チ
カ
ル
は
そ
の
ま
ま
ネ

ン
ト
の

食
器
を
も
断
ち

り

ゲ

ジ
を

り
切

た

ネ

ン
ト
は
あ

け
な
く

し
た
が
空
中
に
残
る

緑
色

の

は
消
え
て
い
な
い

そ
の
場
に
は
異
様
な

気
も
漂

て
い
た
だ
ろ
う

 
コ

ル
は
大
き
く

び
退
い
て

空
気
中
に

さ
れ
た

を

け
た

コ

ル

テ
ス
タ

な
ら
知

て
る

だ
ろ

 
実
付
き
に

斬
り
は

う
ん

知

て
た
よ

だ
か
ら
ご
め
ん

 
悲

感
を
漂
わ
せ
な
が
ら
の
弾
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そ
れ
に
対
す
る

と
し
た
返

が
そ
れ
は
事
故
で
は
無
く
意

的
な
攻
撃
で
あ

た
事

を
現
し
て
い
た

 
こ
れ
ま
で
絶
望
し
た

を
見
せ
ず
気

に
剣
を
握
り
戦

て
い
た
少
年
の
様
子
に
同
じ

者
た
ち
も
事

の
重
さ
を
感
じ
取

た
ら
し
く

故

で
こ
こ
で
裏
切

た
と
疑
問
の

声
が

投
下
さ
れ
る

 
間
違
い
な
く
同
じ
疑
問
を

い
て
い
る
だ
ろ
う
少
年
が

小
さ
く

な
ん
で

と

ら
し
た

 
一
時
間
と
も
に
戦

た

ベ

タ
テ
ス
タ

は
少
年
を
見
な
い
で
も
う
一

ご
め
ん
と

罪
を
返
し
た

 

異
様
な
空
気
が
漂
う
中

つ
も
の
カ
ラ

・
カ

ル
が

面
内
に
現
れ
始
め
た

 

に
も

に
も
彼
ら
の
後
ろ
に
も

先

ど
の

に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
き
た
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
の

れ

一
時
間
か
け
て
百
数
十
体
が

ら
さ
れ
た
と
は

え
そ
れ
で
も
二
人
程

の
乱

で

す
る
よ
う
な
設
定
で
は
無
い
だ
ろ
う

数
は

く
三
十
を
超
え
て
い
る

如

に

死
剣
技
を
放
て
る
と
は

え
そ
れ
は
一
対
一
の
場
合
に
限
る

数
で

ま
れ
れ
ば
剣
技
を
放

た
直
後
の
隙
で
圧
殺
さ
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
た

 

に
よ
り
一
層
悲

な
色
を
滲
ま
せ
な
が
ら
キ
リ
ト
が

か
ら
剣
を

き
二
刀
と
な
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た

時
は

二
刀
流

を
会
得
し
て
い
な
い
か
ら

ド
ス
キ
ル
は
使
え
な
く
な
る

だ
が

使

た
時
点
で
負
け
は
決
ま
る
の
だ

な
ら
剣
に
よ
る

も

に
入
れ
た
方
が
生
存
確

は
高
ま
る
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う

 
抗
戦
す
る
様
子
を
見
せ
た
少
年
に
対
し

コ

ル
は
剣
を

の

に

め

振
り
向
く
と

近
く
の

や
ぶ

へ
と

た

そ
の
足
取
り
に
迷
い
は
な
い

 
あ
る
意
味
で
ま
だ
生
き
る
事
を

め
て
い
な
い
が

こ
の
数
を
前
に

て
も

な

 

観
を
滲
ま
せ
な
が
ら

少
年
が

う

 
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
の
大
軍
は
全
方

か
ら
殺

し
て
い
る

隙
間
を
す
り

け
る
の
は

論

剣
で
切
り
開
く
の
も

し
い
だ
ろ
う
し

仮
に
で
き
て
も
行
く
先
で
他
の

に
足
止
め
さ
れ
る

 
い
や

そ
れ
以
前
に
今
更

よ
う
と
す
る
つ
も
り
な
ら

故
コ

ル
は

バ

チ
カ
ル

で

実

を
斬

た
の
か

 
ま
さ
か
無
理
心
中
の
つ
も
り
が
モ
ン
ス
タ

の
大
集

に
怖
気
づ
き
最
後
の
あ
が
き
を

み
る
方
向
に
シ
フ
ト
し
た
の
だ
ろ
う
か

 
そ
う

え
て
い
る
と
二
十
メ

ト
ル
と
離
れ
て
い
な
い
コ

ル
の
カ
ラ

・
カ

ル
が
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れ
・消
・え
・た

転

結

に
よ
る
転

で
は
な
い

最
初
期
の

層
で
は
手
に
入
ら
な
い

重
品
だ
と
教
え
ら
れ
て
い
た

 
で
あ
れ
ば

え
は
一
つ

ス
キ
ル
の
特

果

プ
レ
イ

の

界
か
ら
カ

ル
を
消
し
モ
ン
ス
タ

か
ら
は
タ

ゲ

ト
さ
れ
な
く
な
る
ハ
イ
デ

ン
グ
だ

コ

ル
は
最

初
の
二
つ
目

な
い
し
レ
ベ
ル

で
出
来
た
三
つ
目

四
つ
目
の
ス
ロ

ト
に
そ
れ
を
入

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

だ
か
ら
キ
リ
ト
と
の
邂
逅
時
に
程
近
く
ま
で

近
出
来
た
の
だ
と
あ
た

し
は
理
解
す
る

ア
ル
ゴ
が

て
い
た
よ
う
に
ス
キ
ル
補
正
無
し
で
ハ
イ
デ

ン
グ
に
気
付
け

る
少
年
の
近
く
ま
で

そ
れ
も
中
継
カ
メ
ラ
に

手
す
る
ま
で
気
付
か
れ
な
い
な
ど
そ
う

と
し
か

え
ら
れ
な
か

た

 

故
に

悟
る

 
い
ま
そ
の
場

に
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
の
大
軍
が
地
面
を
揺
ら
し
な
が
ら
殺

す
る
よ
う
仕
向
け

た
の
は

自
殺
を

み
た

で
は
無
く

キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と
し
た
と
い
う
事
実
に

 

Ｍ
Ｐ
Ｋ

と
呼
ば
れ
る
殺

手

が
あ
る

 
正
式
に
は
モ
ン
ス
タ

・
プ
レ
イ

・
キ
ル
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
は
古

的
な
部

に
入
る
他
者
殺

手

自
身
に
タ

ゲ

ト
を
し
こ
た
ま
集
め

そ
れ
を

り
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付
け
る
ト
レ
イ
ン
と
い
う
マ
ナ

レ
ス
行

に
付

し
が
ち
な
も
の

コ

ル
は
そ
れ
を
実

行
し
た
の
だ

え
て
実
を

り

か
ら
ネ

ン
ト
を
集
め
し
か
る
後
に
自
身
だ
け
は

ス
キ
ル
で
身
を

す

数
十
に
上
る
タ

ゲ

ト
は
全
て
ハ
イ
デ

ン
グ
出
来
な
い
少

年
へ
と
集
ま
る

 
そ
し
て

そ
の
動
機
も

し
は
付
い
た

あ
あ

そ
う
い
う
こ
と

 
過
去
の
キ
リ
ト
も

同
時
に
気
付
い
た
よ
う
だ

た

 
コ

ル
が
裏
切

た
理
由
は
自
身
が
先

た
ば
か
り
の
キ

ア
イ
テ
ム
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
の

を
奪
う

ス
ト
レ

ジ
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い

備
中
ま
た
は
ポ

チ
に
入
れ

て
い
る
ア
イ
テ
ム
は

本
的
に
そ
の
場
に
ド
ロ

プ
す
る

ネ

ン
ト
の
集

が
再
び

る
ま
で

た
後
で

う
事
で

コ

ル
は

に

て
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
出
来
る
の
だ

 
キ
リ
ト
の
死

と
い
う

を

に
し
て

 
ミ
シ
リ
と
握
り

め
る

が

み
を
上

た

中
に
黒
い
感
情
が
生
ま
れ
る

 
だ
が

少
年
の
表
情
は
穏
や
か
だ

た

怒
り
や
憎
し
み
は
感
じ
ら
れ
な
い

た
だ

に
虚
無
が
広
が

て
い
る
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で
も
知
ら
な
か

た
ん
だ

ハ
イ
デ

ン
グ

ス
キ
ル
は

だ
け
ど
万
能
じ

な
い

覚

を

魔
化
す
も
の
で
し
か
な
い

覚
器
の
眼
を
持
た
な
い
ネ

ン
ト
に

果
は
無
い
ん
だ

 
そ
う
密
や
か
に

る

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
し

う
し

う
と
猛
り
狂
い
な
が
ら

雪

を
打

て
襲
い
掛
か
る

食

物
の
一
部
は
明
ら
か
に
⻘
年
が

れ
た
と
思
し
き

を
目

指
し
て
い
る

 
小
さ
な
声
は
コ

ル
に
届
い
て
い
な
い
だ
ろ
う

お
そ
ら
く

よ
り
伝
え
る

に

て
い

る

で
は
な
い

だ

  

こ
れ
が

実
付
き
の
危
険
性
を
知

て
も

者
が
後
を
絶
た
な
か

た
理
由
サ

れ
ら
れ
な
く
て

て
も
存
外
速
い

に
追
わ
れ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な

ち
ま
う
ん
ダ

 

キ

は
そ
れ
を
知

て
い
た
か
ら
ま
だ

ス
キ
ル
を
取

て
な
い
ん
ダ

  
コ
メ
ン
ト

に

ア
ル
ゴ
に
よ
る
情
報
が
追
加
さ
れ
た

 
確
か
に
あ
の

食

物
達
は

重
そ
う
な
見
た
目
と
裏

に

動
速

は
中

の
も
の
が
あ

る

実

が

れ
て
か
ら
一
分
と
経
た
な
い
内
に
数
十
体
が
集
ま

た
の
も
そ
の
意
外
な

動
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速

に
よ
る
も
の
だ
ろ
う

 
今

は
ハ
イ
ド
し
て
い
る
の
に
自
身
が
タ

ゲ

ト
さ
れ

け
て
い
る
事
に
コ

ル
も
気
付
い

て
い
る

だ
が
そ
れ
を
確
認
す
る
事
無
く

ら
り
と
キ
リ
ト
はき

び
すを

返
し
そ
ち
ら
か
ら
突

進
し
て
く
る
ネ

ン
ト
達
の
列
に
昏
い

線
を

え
た

ば
か

 
苦

に

ち
た
悪

を
小
さ
く

き
出
し
た
キ
リ
ト
は
や
や

く
な

た

き
の
剣
を
握
り

直
し

食

物
へ
と
肉

し
た

 
そ
の
背
後
で
は
モ
ン
ス
タ

の
方
向
と
攻
撃

そ
し
て
⻘
年
の

語
化
出
来
な
い

び
が

上
が

た

  
そ
こ
か
ら
の
数
分
間
の
戦
い
は

正
に

死
闘

の
名
に

応
し
い

戦
だ

た

 
数
の
差
は
歴
然

状
況
は
絶
望
的

さ
れ
ど

二
本
の
剣
を
握
る
少
年
は
四
方
か
ら
襲
い

来
る
ツ
タ
の
攻
撃
を

し

時
に
剣
で
弾
き

時
に
弱
点
部

へ
剣
撃
を

き

ん
で
一

ま
た
一

と
的
確
に
数
を

ら
し
て
い

た

の
モ

シ

ン
か
ら
攻
撃
の
種

と

道
を
予

し
最
小
限
の
動
き
で
回

あ
る
い
は

し
カ
ウ
ン
タ

の
剣

を

き

む

ド
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ス
キ
ル
で
な
い
攻
撃
は

力
に

し
い
せ
い
で
攻
撃
回
数
が
増
え
る
た
め
剣
の

値
刃

れ
は
加
速

し
て
い
た
が

そ
れ
で
も
ど
う
に
か

の
剣
は
形
を
保
ち

け
て
い
た

使
い
方
が
良
い
の
だ

彼
の
場
合
は

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
よ
う
な
魔
法
と
異
な
り
原

必
中
と

え
る
攻
撃
手

が
存
在

し
な
い

だ
か
ら
理
論
的
に
は
プ
レ
イ

の
判
断
力
と
反
応
力
が
圧
倒
的
に
高
け
れ
ば

が
反

応
す
る
前
に
攻
撃
を
入
れ
て

し
切
れ
る
し
あ
ら

る
攻
撃
を
回

し

け
る
事
も
可
能
で
あ

る 
正
に
一
対
一
の
戦
い
の
時
は
そ
れ
で

し
切

て
い
た
少
年
だ
が
さ
し
も
の
数
十
体
に

ま

れ
て
い
る
状
況
で
は
ノ

ダ
メ

ジ
と
い
か
な
い
よ
う
だ

た

前
後

か
ら

り
出
さ
れ
る

ツ
ル
の
内

命
打
と
な
り
得
る
も
の
の
み

く

る
も
の
は

外

し
て
い
た

食

だ

け
は
全
力
で

け
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
が

ま
れ
て
い
る
状

で

に

せ
る
は
ず
も
無
く

が
コ

ト
に
掛
か

て
小
さ
な
穴
を
開
け
て
い
く

 

程
な
く

少
年
の

の
剣
が
バ
キ
リ
と

を
立
て

れ
た

 
刃
が

れ
ポ
リ
ゴ
ン
へ
と

る
ま
で
の
数

を
彼
は

時
に
活

し
た

刃
が

れ
る
や
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や
そ
れ
を
投

た
の
だ

断
面
か
ら
ポ
リ
ゴ
ン
を

ら
す
剣
の

部
分
は

食

物
の

体
に

た
り
ツ
タ
の

道
を
揺
ら
す

ん
の

か
に

む
だ
け
で
放
た
れ
た
攻
撃
は
空
を
切

た

あ

 
⻘
の
光
が
横
一
閃
に

が
れ
た

 

は
全
方

勢
い
を
付
け
反
時

回
り
に
ぐ
る
り
と
振
る
わ
れ
る

⻘
の

を
引
く
剣
の

間
合
い
に
い
た
全
て
の
ネ

ン
ト
が
弱
点
で
あ
る
ウ
ツ
ボ
部
分
と

の

合
部
を
斬
ら
れ
絶

命
し
た

 
光
の
欠
片
が
カ

テ
ン
と
な

て
空
へ
と
上
る

 

血
路
が
開
か
れ
た

 
大
き
く
開
け
た
空
間
を
突

切
り

り
出
す

的
確
に
回

と

を
行

て
い
た
と
は

え
キ
リ
ト
の
体
力
は

に
四

に

り

ん
で
い
た

も
う
少
し
す
れ
ば
危
険

の
三

へ
と

突
入
す
る

対
し
て
残
る
ネ

ン
ト
の
数
は
十
体
を
超
え
て
い
た

消

戦
に
な
れ
ば

北
は

必
至

は
戦
略
的
に
正
解
だ

た

 
し
か
し
足

に

け
る
キ
リ
ト
の
先
に
は
七
体
の
ネ

ン
ト
に

が
ら
れ
る
⻘
年
の

が

あ

た

最
初
が
十
五
体

ど
だ

た
の
で
同
じ
よ
う
に

ま
れ
な
が
ら
も
八
体
は
倒
し
た
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に
な
る

 
そ
れ
で
も

七
体

二
人
で

手
す
る
に
は

し
い
数

も

備
も

は
な
く

更
に

モ
タ
モ
タ
し
て
い
れ
ば
キ
リ
ト
が
振
り
切

た
十
数
体
も
追
い
付
く

そ
う
な

た
ら
勝
ち
目
な

ど

無
に

し
い

 
だ
が

 

る
少
年
は

う
事
無
く
七
体
の

に
突

ん
だ

⻘
い
光
の

を
引
く
剣
が

ぎ

に
振
る
わ
れ

近
す
る

入
者
へ
振
り
向
こ
う
と
し
て
い
た
二

の
ネ

ン
ト
が
一
撃
で

ら

れ
る

 
思
わ
ぬ
救

に

目
し

コ

ル
が
動
き
を
止
め
た

止
ま
る
な

死
ぬ
ぞ

 
そ
ん
な
⻘
年
に

少
年
が

な

葉
を

び
せ
た

 
技
後

直
が
解
け
て
彼
は
自
身
に
体
を
向
け
た
ネ

ン
ト
に

レ
イ突
ジ
・進
ス
パ斬
イ
クり

を
放

た

⻘
の

き
に
引
か
れ
少
年
が
三
体
の
ネ

ン
ト
を

き

み
う
ち
一
体
を
残
し
て

死
さ
せ
る

生

き
残

た
一
体
も
最

の
息

勢
を
立
て
直
す
よ
り
前
に
斬
撃
を

き

ん
で
ト
ド
メ
を

す
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倒
れ

み
欠
片
へ
と

る
モ
ン
ス
タ

か
ら

線
を
外
し
た
少
年
は
⻘
年
に
近
寄
る
ネ

ン
ト
も

時
に

し
た

 
十
数
体
の
ネ

ン
ト
の

れ
が
追
い
付
く
ま
で

あ
と
十

ど
の

予
が
生
ま
れ
る

な

な
ん
で

る
ぞ

 

惑
す
る
⻘
年
の

を

み
少
年
は

た

足
を
も
つ
ら
せ
な
が
ら
コ

ル
も
す
ぐ
に
自

分
で

り
出
す

 

然
ネ

ン
ト
達
も
追
う
が
レ
ベ
ル

の
モ
ン
ス
タ

に
対
し

に
上
が

て
い

る
二
人
だ
な
け
な
し
の

値
補
正
が

を

し
た
か
少
し
ず
つ

離
を
離
し
て
い
く

レ
ベ

ル

に
上
が

て
い
な
け
れ
ば

切
れ
な
い
の
で
は

確
か
に

者
は
多
発
す
る
だ
ろ
う

 
し
か
し
百
数
十
体
も
の
モ
ン
ス
タ

を
先
に
倒
し
レ
ベ
ル
ア

プ
し
て
い
た
二
人
は

に

の

び
そ
う
だ

た

 

そ
の
と
き

・⻘
・が
・閃
・い
・た

 
発
生
源
は
後
方

コ

ル
か
ら

 
方
向
は
前
方

キ
リ
ト
目
掛
け
て
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ス
キ
ル
発
動
時
特
有
の
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
と
サ
ウ
ン
ド
に
気
付
き
す
わ

か
と
身
構
え

振
り
返

た
少
年
の

が

ざ
く

と

を
立
て
て
斬
り

と
さ
れ
る

 
吹
き

び

転
が
る
少
年

 
そ
れ
に
追
い

り

剣
を
振
り
上

る
⻘
年

な

ん

で

 
カ

ル
の
色
を

グ
リ緑
ン色

か
ら

罪
者
カ
ラ

で
あ
る

オ
レ
ン
ジ色

へ
と
変
え
た
⻘
年
が
苦

を

み

し
た
表
情
で

振
り
上

た
剣
を
止
め
た

だ

て

・ゲ
・

・ム
・だ
・か
・ら

 

つ
り
と

⻘
年
が

く

 
遠
く
か
ら
地

き
が

こ
え
る
中
で
も
ハ

キ
リ
と
そ
れ
は

こ
え
た

わ
な
わ
な
と
⻘
年

の
手
が

え
る

が

足
が

全
身
が

え
て
い
た

が
無
く
な

て
も
本

に
現
実
で
死
ぬ
な
ん
て
思
え
な
い

だ
か
ら

を

殺
す

だ

て

を
禁
止
さ
れ
て
な
い
か
ら

オ
レ
ン
ジ
に
な
る
と
圏
内
に
入
れ
な
く
な
る
け
ど

カ
ル
マ
解
消
ク
エ
ス
ト
を

れ
ば

せ
る
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そ
れ
に

と

コ

ル
の
眼
が

昏
く

ん
だ

 
君
が
生
き
て
る
と

が
Ｍ
Ｐ
Ｋ
を
仕
掛
け
た

て

い

ら
す
か
も
し
れ
な
い
か
ら

 

・狂
・

・て
・る

 
自
己
保
身
の
極

を
見
た
キ
リ
ト
が

声
を

わ
せ

そ
う
返
し
た

そ
の

だ
け
に

人
を

他
人
を
殺
す
な
ん
て

間
違

て
る

 

後
に

少
年
は
人
を
殺
す
事
に
な

た

 
そ
れ
で
も
彼
が
凶
行
に
手
を

め
た
理
由
に

自
己
保
身

じ
は
存
在
し
な
い

ア

キ
ト
を
殺
し
た
時
も
キ
バ
オ
ウ
を
殺
し
た
時
も
己
よ
り
も
他
者
を

先
し
て
手
を
掛
け
て
い

た

ど
こ
ま
で
も
人
の

に
在
る
少
年
か
ら
す
れ
ば
自
己
保
身
の

だ
け
手
を

す
行

は
理

解
で
き
な
い

な
の
だ
ろ
う

 
あ
る
い
は

そ
の

葉
は
と
も
す
れ
ば
彼
自
身
に
向
け
ら
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
彼
は
現
実
で
も
人
を

あ
や殺

め
て
い
る

自
己
保
身
の

で
は
な
い

お
ぞ

ま
し
い
人
体
実
験
や
肉
体

を

す

設
か
ら
生
き

び
る
た
め

彼
は

コ
ア
を

め

ま
れ
て
か
ら
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と
追
手
を

殺
し
に
し

己
の
命
を
守

た

 
戦
う
術
は

己
を
護
る
た
め
に
あ
る

 
そ
れ
に

ら
せ
ば
彼
の
そ
れ
は
正

衛
な
の
だ
が

他
者
に
依
存
す
る
少
年
か
ら
す
れ

ば

そ
れ
で
も
認
め
が
た
い
事
実
だ

た

だ

懊
悩
はわ

だ
か
まり

中
に

ん
で
い
る

 

同
じ
事
が
目
の
前
で

き
た
な
ら

 
他
者
を

悪
す
る
事
で
間

的
に
自
身
を

蔑
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
が
目
的
で

他
者
を

悪
し
て
い
る
節
が
あ
る

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
彼
自
身
が
ど
う
思

て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い

一
幕
を

め
る
現
在
の

少
年
の
表
情
は
無
の
ま
ま
な
の
だ
か
ら

し

う
が
な
い
じ

な
い
か

 
そ
ん
な
ど
う
足
掻
い
て
も
善
に
在
ろ
う
と
す
る
少
年
に
⻘
年
が

を

き
付
け
た

表

情
は
歪
み

目

に
は

が
浮
か
ん
で
い
る

い
き
な
り
デ
ス
ゲ

ム
だ
な
ん
て

わ
れ
て

信
じ
ら
れ
る

な
い
じ

な
い
か

 

は

死
に
た
く
な
い

死
に
た
く
な
い
ん
だ
よ

だ

て
死
に
た
く
な
い
よ

 
だ
か
ら
こ
こ
に
来
て

強
力
な
武
器
を
手
に
入
れ
よ
う
と
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し
た

 
そ
う
す
れ
ば
生
存

は
上
が
る
か
ら

 

コ

ル
も

そ
う

え
た
か
ら

に
来
た
ん
で
し

あ
あ

そ
う
だ
よ

そ
う

だ
け
ど

 
ぎ
り
ぎ
り
と

を
握
る
手
に
力
が

め
ら
れ
て
い
く

こ
ん
な
の
出
来

こ
な
い

無
理
だ
よ

二

月
あ

た
ベ

タ
期
間
で
上
が
れ
た
の
は
十

四
層

集

で
行
け
た
の
は
た

た
の
十
層
だ

デ
ス
ゲ

ム
で
み
ん
な

お
じ怖
け気

づ
く

二
の
足

を

む

そ
う
な

た
ら
一
月
に
七
層
な
ん
て
上
れ
る

が
な
い

死
に

り
出
来
な
い
ん
じ

こ
れ
ま
で
の
攻
略
方
法
な
ん
て
使
え
な
い

フ
ロ
ア
ボ
ス
な
ん
て
ベ

タ
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ

る
に
決
ま

て
る

ク
リ
ア
す
る
前
に
体
の
方
が
手

れ
さ

 

に
紡
が
れ
る
恐
怖
に

ら
れ
た
⻘
年
の
独
白

表
情
は
険
し
く

恐
怖
に
歪
ん
で
い
た

全
身
を

わ
な
な

戦

か
せ
る
彼
の
焦
点
は

と
し
て
い
る

 

恐
怖
に

心
が

し

さ
れ
て
い
た

 
コ

ル
は

き

と

テ
ス
タ

達
の
中
で
も

明
な
方
だ

た

明
・過
・ぎ
・て
・し
・ま
・

・た

そ
れ
が
彼
の
不

に
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
名
の
現
実
を
認
識
し
プ
レ
イ

と
し
て
舞

に
上
が
り
自
己
強
化
に

た

仮

他
の
プ
レ
イ

を

し
出
し

き
殺
し
を



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

め
て
奪
う
と
し
て
も

 
そ
れ
で
も

心
の
ど
こ
か
で
は

定
し
て
い
た
か

た
の
だ

 
そ
れ
は
矛
盾
し
て
い
る

デ
ス
ゲ

ム
へ
の
変
容
を
認
め
先
を
見

え
て
行
動
し
て
い
な
が

ら
根
本
的
に
は

北
イ
コ

ル
現
実
で
の
死
を

け
容
れ
て
い
な
い
な
ど
ど
こ
か
で
破

す

る

そ
の
破

は
心
へ
の
負

現
実
を
見
て
い
な
が
ら
認
め
た
く
な
い
と

す
る

に

使
う
エ
ネ
ル
ギ

の

 
そ
れ
が

も
う

れ
て
い
た

 

無
理
も
無
い

 
命
を

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
な
ど
こ
の
現
代
に

い
て
か
な
り
限
定
さ
れ
る

デ
ス

ゲ

ム
な
ど
の

ナ
ル
テ

と
し
て

命

を
明
確
に
明
か
し
た
状
況
に
な
れ
ば

の
事

 
そ
の

が
か

さ
れ
て
い
れ
ば
現
実

に
労
力
は
要
さ
な
か

た
だ
ろ
う
し
と
も
す
れ
ば

気
付
か
な
か

た
か
も
し
れ
な
い

 
し
か
し
彼
は

明
さ
を
以
て
気
付
い
た

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
の
経
験
と
知
識
が
死

に

り
な
し
で
の
デ
ス
ゲ

ム
攻
略
が
如

に

な
も
の
か
を
突
き
付
け
た

し
よ
う
に

も

己
の
命
を
チ

プ
に
し
た
現
状
を
前
に
し
切
れ
ず

多
大
な
負

が
掛
か
り
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そ
し
て
い
ま

破

し
た

 
心
を
護
る

の
理
論
武

と
も

う
べ
き

い

が

も
う
出
来
な
く
な

た

 
分
か
り
や
す
い
死
の
カ
タ
チ
が
目
の
前
に

た
か
ら

ネ

ン
ト
の

れ
と
い
う
絶
望

的
な
状
況
を
見
て

デ
ス
ゲ

ム
が
如

に
恐
ろ
し
い
も
の
か
を

で
感
じ

本
能
で
感
じ

鳴
り

い
た

が

コ

ル
の
心
を

り

い
た

 
そ
れ
故
の
二

目
の
裏
切
り

 
そ
れ
故
の
凶
行

 
キ
リ
ト
の

感
は

的
に
コ

ル
の
容

を
表
し
て
い
た

 
確
信
を
突
い
た
か
ら
こ
そ
コ

ル
は
恐
怖
を

に
し
て
い
る

き

と

時
の
彼
は
自
身
が

を

て
い
る
か
な
ん
て
分
か

て
い
な
か

た
だ
ろ
う

で
も

で
も

は
死
に
た
く
な
い

 

理
性
を
失
く
し
た
⻘
年
を

配
す
る
の
は

恐
怖
心

 
恐
怖
が
理
性
を
麻

さ
せ

を
外
さ
せ
た

そ
の

め

に

る
光
は
昏
く

ん
で
い
る

く

速
い
呼

カ
タ
カ
タ
と

え
る
剣
と
体

 
闇
か
ら
に
じ
り
寄
る

狂
気
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モ
ン
ス
タ

を

手
す
る
よ
り

の
方
が
安
全
で

速
い
か
ら

 

ご
め
ん

と

 
最
後
の
一
線
を

⻘
年
は

罪
を
以
て

み
越
え
た

 
剣
が

振
り
下
ろ
さ
れ
た

  
そ
の
一
幕
は

な
も
の
だ

た

 
人
対
人
の
戦
い

お
そ
ら
く

い
や
間
違
い
な
く
デ
ス
ゲ

ム
で
最
初
に

発
し
た
対

人
戦

戦
で
は
無
く

命
を

け
た
も
の

狂
気
と
正
気
の
衝
突

い
や
だ

い
や
だ
い
や
だ
い
や
だ

 
そ
れ
に

気

に
振
る
舞

て
い
た
少
年
の
心
も

決
壊
し
た

 
か
つ
て
人
の
悪
意
と
狂
気
に
晒
さ
れ
生
き
て
い
た
少
年
は
心
を

え
て

く
す
る
事
で
生
き

ら
え
て
い
た

し
か
し
桐

谷
家
に

わ
れ
人

み
の
感
情
の
発

を
許
し
た
彼
の
心

は

同
じ
く
ら
い
人
の
感
情
の

容
も
行
う
よ
う
に
な

た

 
だ
か
ら
こ
そ

コ

ル
の
狂
気
が
心
に

く

 
死
に
身
近
だ

た
と
は

え

を
正
せ
ば
自
分
の
意
思
で
身
を

い
た

で
は
な
い

状
況
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が
そ
れ
を
強
制
し
た

そ
こ
か
ら
生
き

び
る

に
手
に
掛
け
た

く
な

た
心
は

状
況

だ
け
認
識
し

そ
こ
に
渦

く

真
意

は
認
識
し
な
か

た

 
だ
が

桐

谷
和
人

と
し
て
新
生
し

心
を
復
活
さ
せ
た
少
年
に
は

も
う
そ
れ
が
出
来

な
い

 
・あ
・た
・し
・が
・心
・を
・

・た
・し
・た
・か
・ら
・だ

 
人
ら
し
く

子

ら
し
く
在

て
欲
し
い
と

そ
う
想

て
し
た
事
だ

た
が

こ
れ
は

コ

ル

は

か
に

う
つ
も
り
は
無
い

 
だ
か
ら
や
め
て

 

を
喪
い
剣
を

と
し
た
彼
は
必
死
に
そ
う

え
る

死
に
た
く
な
い
と
い
う
感
情

の
発

命

い
に

し
い

な
が
ら
の

葉

 

返
事
は

狂殺
気意

に

ち
た
剣
だ

た

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
ら
を
必
死
に

し
て
い
く

反
応
速

か
ら
し
て

違
い
に
速
い
彼
が
回

に
全
力
を
出
せ
ば

え
る
事
は
至

の
業
だ

ド
ス
キ
ル
は
速
い
が

道
が
決
ま

て

い
る
上

序

で
は

発
だ
け
な
の
で
見
切
り
は
容

 
そ
う
と
分
か
ら
ず
放
ち

け
て
い
る

り
コ

ル
も
正
常
な
判
断
を
喪

て
い
る
よ
う
だ
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た
ご
め
ん

キ
リ
ト

 

り
に

苦
し

な

で

罪
を

り
返
す
⻘
年

 
い

そ
う
キ
リ
ト
の

が
哀
し
み
に
歪
ん
だ

も
う
無

な
ん
だ

と
そ
う
悟
り

観

が

を
も
た

た
の
だ

 
ぐ
る
ぐ
る
と
そ
の
場
を
回
る
よ
う
に

け
る
キ
リ
ト
に
コ

ル
は

の
中
心
に
立

て
攻
撃
を
放
ち

け
る

よ
う
と
思
え
ば

ら
れ
る

だ
が
恐
ら
く
突
進
突
き
に
よ
る

加
速
で
背
中
か
ら
や
ら
れ
る
と

え
て

そ
れ
以
上
に
コ

ル
を
説
得
し
よ
う
と
す
る

え
が

キ
リ
ト
を
そ
の
場
に

ま
ら
せ
て
い
る

 

遠
く
か
ら

地

き
の
原
因
が

る

 

面
に
も
う

す
ら
と
ネ

ン
ト
達
の
カ
ラ

・
カ

ル
が
見
え
始
め
た

そ
ち
ら
に
キ

リ
ト
が

線
を
向
け
更
に

根
を
寄
せ
た

あ
 
直
後

と
し
て
い
た
ス
モ

ル

ド
に
足
を
引

掛
け
キ
リ
ト
は
こ
け
た

す
ぐ
コ

ル
に

を
向
け
る
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ご
め
ん
ね

 
コ

ル
は

バ

チ
カ
ル

斬
り
の
構
え
を
取

て
い
た

⻘
い

き
が
剣
に

り

た

⻘
の

が

に

か
れ
る

 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  

れ

え
た

怖
れ
に

ち
た

 

ザ
ク

と

 

な
サ
ウ
ン
ド
が
古
森
に
上
が

た

く

あ

 
⻘
年
が

び
く
ん

と
体
を

わ
せ
た

か
ら
は

の
ポ
リ
ゴ
ン
が
立
ち

る

 

少
年
が
我
武
者
羅
に
突
き
出
し
た
剣
が

⻘
年
の

を

て
い
た

あ
 
目
を
ぎ

と

て
い
た
少
年
が
確
か
な
手
応
え
と

に
目
を
開
き

か

く
声
を

発
し
た
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ち

ち
が

そ
ん
な
つ
も
り

じ

 

と

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の

き
が

く

 

を

た
れ

命緑
の
ゲ

ジ
を
喪

た
⻘
年
は

も

わ
な
い

深
く

き
脱
力
し
た
ま

ま

放
心
し
て
い
る
今
こ
そ
少
年
を
殺
す
絶

の
機
会
の

だ
が

彼
は

も
う
動
く
気
を

喪

た
よ
う
だ

た

 
う

す
ら
と

体
が
蒼
白
く
光
り
始
め
る

ご
め
ん

 
体
が
⻘
の
欠
片
に

け
る

前

 
⻘
年
が
発
し
た
の
は

最
後
ま
で

罪
の

葉
だ

た

 
直
後
カ
シ

ア

ン

と
モ
ン
ス
タ

が

る
時
の
も
の
よ
り
一

く

い
破

が

き

や
は
り
モ
ン
ス
タ

の
も
の
と
異
な
る
欠
片
が

た

 
そ
れ
を

剣
を
突
き
出
し
た

勢
で

少
年
は

然
と
見
上

る

 
か

く

声
が

え
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あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  
天
地
を

わ
せ
る
程
の
絶

を

か
せ
た

 
そ
ん
な
彼
を

金
色
の
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
が

み

み

 
彼
の
レ
ベ
ル
は

へ
と
上
が

た

  
序

の
キ
リ
ト
は
心

し
い
少
年
で
ま
だ
大
人
を
圧
倒
す
る
片

を
見
せ
て
な
い
た
だ
の

子

で
す
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前

で

コ

ル
は
現
実
を
直

出
来
て
い
な
か

た
の
だ
ろ
う

と

い

後

で

明
さ
で
直

し
て
い
た
が
現
実

し
て
い
た
と

う
直
葉
の
眼
を
も
狂
わ
せ
る
デ
ス
ゲ

ム
の
狂
気

デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
狂
気
と
悪
意
に
触
れ
た
今
の
彼
女
の
眼
を
も

く
Ｓ

Ａ
Ｏ
の
本

そ
の
片

そ
の
一
幕
の
一
つ

 

も
う
ち

と
だ
け

き
ま
す

ア
ル
ゴ
ス
タ
ン
バ
イ
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

キ
リ
ト

現
在

ア
ル
ゴ

現
在

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

お

し
で

フ

ン
ト
で
状

を

写
し
て
み
ま
し
た

  

去
来
し
た
の
は
遠
い
思
い
出

 
自
身
が
在
り
方
を
定
め
る
キ

カ
ケ

忘
れ
得
な
い

残

な
記

だ

た

 
恐
怖
と
狂
気
の
衝
突

片
や

片
や
狂

た
そ
の
一
幕
は
戦
い
と
も
剣
舞
と
も
決
し
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て

え
な
い
も
の
だ

他
と人

が
見
れ
ば

れ
か
え
る
だ
ろ
う
そ
の
光

 
た

た
一
合
で

そ
れ
は
幕
を

じ
た

 

あ
り
得
て
は
な
ら
な
い
一
合
だ

た

 
少
年
に
は
そ
の
つ
も
り
は
無
か

た

恐
怖
に

ら
れ
死
ぬ
と
明
確
に
感
じ
取

た
時

体
は
勝
手
に
動
い
て
い
た

そ
れ
が
結
果
的
に
己
を
襲
う
狂
気
を
破

た
だ
け
の
事

 
無
自
覚
に
し
て
無
意
識

 
反

に
よ
る

殺
人
の
剣

 

義
姉
に
よ
り

正
さ
れ

じ
ら
れ
た
剣
の
発

 
生

な
鍛

で
は
無
か

た

 
才
能
が
無
か

た

経
験
が
無
か

た

年
数
が
足
り
な
か

た

お
よ
そ
強
者
と
な
り
得
る

全
て
を
持

て
い
な
い
己
を
そ
れ
で
も
義
姉
は
根
気
強
く

と
つ

と
つ
を

に
教

し
た

そ
れ
が
生

な
も
の
に
な
ろ
う

が
な
い

 
一
撃
で
人
を
殺
す
技
を
人
と
剣
を

い
合
う
技
へ
と

正
す
る
事
は
決
し
て
容

い
事
で

は
な
い

 
そ
れ
は

無
意
識

の
変

だ
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意
識
し
て
も

し
か

た
技
の
ク
セ
を
彼
女
は
意
識
か
ら
無
意
識
ま
で
洗
い
ざ
ら
い

正
し

て
い

た

 

だ
が

 
生死
へへ
のの

恐
望怖

に
意
識
を

か
れ
た
少
年
は
た
だ
そ
の
状
況
か
ら
脱
却
す
る
事
を
望
み
剣
を

突
き
出
し
た

 
剣

は

心
の

を

き

つ

 
無
我
夢
中

我
武
者
羅

故
に

無
自
覚
で
あ
り

無
意
識

反

レ
ベ
ル
の
殺
し
の
剣

 
己
が
強
く
な
る
に
は

か
を
殺
す
事
が

的

ゲ

ム
と
し
て
は

的
だ
が
デ
ス
ゲ

ム
と
し
て
は
異
常
な
そ
の
在
り
方

 
多
く
の
死
を
見
て
他
者
に
死
を
与
え
て
き
た
少
年
は
己
が
生
き
る

だ
け
に
剣
を
振
る

て
来
た

だ

決
し
て

己
を
強
く
す
る

だ
け
に
殺
し
を
し
た

で
は
な
い

 

だ
が

 
そ
の
日

初
め
て

 
少
年
は
己
を
強
く
す
る
殺
し
に
手
を

め
た

⻘
年
が
得
て
い
た
経
験
の

の
一

を

得
て

レ
ベ
ル
が

上
が

た
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千
冬れ

に
追
い
付
か
ん
と
心
の

で
望
ん
で
己
の
強
化
に

念
が
無
か

た
人
間
の
心
は
そ

の
時

け
た

  

見
ろ

こ
れ
が
お
前
の
原
罪
だ

  
自
分
で
は
な
い

自
分
の
怨
嗟
の
声
が

裏
に

い
た

  
血
を

く
よ
う
な
絶

を

ら
せ
た
少
年
は
放
心
を

ん
の
数

ん
だ
後
す
ぐ
に
動
き

出
す
と
い
う

く
べ
き
思

の
切
り

え
を
行

た

 
彼
の
眼
前

コ

ル
が
消
滅
し
た
場

に
は

彼
の

ス
モ

ル

ド

片
手
直
剣
と

バ

ク
ラ

形
盾
が

ち
て
い
た

方
と
も
か
な
り
消

し
た
よ
う
で

の
こ

れ
が

し
い

 
少
年
は

ち
て
い
る
剣
を

う
と

背
中
に

る

え

の

に

め
た

盾
は

部

欠
損
を

け
て
も

に

い
ポ
リ
ゴ
ン
で
縁
ど
ら
れ
た

手
で
呼
び
出
し
た
ス
ト
レ

ジ
に
格

さ
れ

そ
の
場
か
ら
消
え
た
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盾
を
格

し
た
時

そ
の
影
に
あ

た
物
体
が

わ
に
な

た

 
そ
れ
は
こ
ぶ
し
大
の

か
に
光
る

ク
エ
ス
ト
の
キ

ア
イ
テ
ム
で
あ
る
リ
ト
ル
ネ

ン

ト
の

だ

た

少
年
が

と
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
必
然
コ

ル
が
倒
し
た
個
体

の
中
に
花
付
き
が

て
そ
れ
を
倒
し
た
時
に
ド
ロ

プ
し
た

を
彼
は

手
で
握

て

い
た
か
ポ

チ
に
収
め
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
つ
ま
り

あ
そ
こ
で

実
付
き

を

ら
ず
と
も

少
し

動
し
て
い
れ
ば
二
体
目
の

花
付

き

と
遭
遇
し

二
人
と
も
が

を
入
手
で
き
た
と
い
う
事
だ

ご
め
ん
な
さ
い

 
ま
だ
一

の

子
と
は
思
え
な
い

ど

れ

し

が
れ
た
声

表
情
は

と
し
て
い
る

い
ま
の
少
年
の
思

は
ち千

に
乱
れ

判
然
と

ま

て
い
な
い
に
違
い
な
い

 
少
年
は
一

て
い
ま

た

と
ポ

チ
に
入
れ
て
い
た
分
と
を

開
い
て

い
た
ス
ト
レ

ジ
へ
と
格

し
た

 
代
わ
り
に

色
の

体
が

ま

た
小

を
取
り
出
し

る

数
ド

ト
だ

た
体
力
が

三

ど
ま
で
グ
ン
と
回
復
し

自
然
回
復
の
ア
イ
コ
ン
が
追
加
さ
れ
た

こ
れ
が
あ
る
間
は

ポ

シ

ン
の
自
然
回
復
の
重
ね
掛
け
が

か
な
い

と
は

え
初
期
の
も
の
は
一

程

な
の
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で

自
然
回
復
を

つ
く
ら
い
な
ら
二
本

ん
だ
方
が
安
全
で
あ
る

も
う
無
く
な

た
か

 
し
か
し

少
年
は
そ
れ
で
メ
ニ

を

じ
た

ど
う
や
ら

い

め
て
い
た
回
復

が

を

い
た
ら
し
い

 
少
な
過
ぎ
で
は
と
思
う
が
よ
く
よ
く

え
れ
ば
彼
は
初
期
で
最
も
重

の
あ
る
ス
モ

ル

ド
を
も
う
一
本

入
し
て
い
た

そ
れ
で
ス
ト
レ

ジ
を
圧

し
て
い
た
と

え
れ
ば
回
復

の
個
数
が
他
の
プ
レ
イ

よ
り
少
な
い
の
も

け
る

え
の
武
器
を

意
し
て
お
く
に
は

力
値
に

が
必
要
だ
が
初
日
は
レ
ベ
ル
ア

プ
も
ま
ま
な

て
い
な
い
か
ら

な
ど

あ
る

が
な
い

そ
れ
は
彼
と
て
同
じ
な
の
だ

 
盾
を

備
し
て
い
な
か

た
の
は

そ
れ
だ
け

の
攻
撃
を
回

出
来
る
自
信
の
表
れ
で
も

あ

た
だ
ろ
う
が

お
そ
ら
く
切
実
な

力
値
不
足
に
よ
る
回
復

の
個
数
制
限
と
い
う
背

も
あ

た

だ

 
コ
メ
ン
ト

に
そ
の
推

を
投
下
し
て
お
く

そ
う
な
の
か
と

と

そ
う
に
見
え
た
少

年
の
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
の
実

を
知
り

意
外
に
思
う

の
も
の
が
返

て
来
る

 

と
文

に

こ
す
の
は
い
い
な
と
思

た

乱
し

ま
り
の
な
い
思

を
文

に
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こ
す
事
で
い
ま
自
分
が

を

に

え
て
い
る
か
の
整
理
が
出
来
る

じ自
ね
ん然

事

の
根
幹

も
把
握
し
や
す
く
な
る

 
ど
う
足
掻
い
て
も
物
書
き
が

・私
に
は
向
い
て
い
る
ら
し
い

 
流
れ
て
い
く
コ
メ
ン
ト

が
・私

が
投
下
し
た
内
容
へ
の
反
応
で
流
れ
て
い
く
の
を
見
る
と

し

し
と
そ
う
思
う

  

お
い

コ
イ
ツ

る
気
が
無
い
み
た
い
な
ん
だ
が

  
そ
の
中
で

残
影彼

の
動
き
に
対
す
る
も
の
が
流
れ
た

 

線
を

せ
ば
地

き
を
立
て
て
追
い
付
い
て
来
た
十
数
体
の
ネ

ン
ト
に
対
し
少
年
は

手
に
剣
を
握
り
直
し

構
え
て
い
た

ま
さ
か

 
死
ぬ
気
か

と
思

が
過
ぎ
る

 
こ
の
後
に

・私
と
会
う
事
に
な

て
い
る
か
ら
実

死
に
は
し
な
い
の
だ
が

死
ぬ
気
で
あ

た
と
い
う
事
実
が
生
じ
る
の
で
あ
れ
ば

・私
は

時
の
自
分
を

り
た
い
気
持
ち
に
な
る
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そ
う
で
な
く
と
も
こ
ん
な
事
が

き
て
い
た
の
に

せ
な
か

た
時
点
で

り
た
く

な
る
の
だ
が

 
少
年
が

け
た

声
は
無
い

こ
え
て
来
る
の
は
中
継
カ
メ
ラ
が

に

た

い

気

そ
れ
を
止
め
て

り
出
す

だ
け
だ

 
体
力
は
ギ
リ
ギ
リ
三

を
超
え
て
⻩
色
に

た
が
依
然
と
し
て
危
険
な
状

に
は
変
わ
り

な
い

更
に
回
復
手

を
喪

て
い
る

武
器
は
ま
だ
使
え
る
だ
ろ
う
が
片

を
喪

て
い
る

の
数
は
十
体
を
超
え
て
い
る

 
だ
が

彼
は

対
す
る

を

く
間
に

じ
ん
さ
つ殺

し
て
い

た

 

る

れ
の
最
前
列
に

ぶ
七

の
う
ち

の
二

が

食

の
モ

シ

ン
に

入

て
い
た
の
を
見

め
彼
は
チ

ジ
中
で

止
し
て
い
る
二
体
に
全
力
ダ

シ

い

で
剣
に
蒼
い
光
を

ら
せ
弱
点
で
あ
る
ウ
ツ
ボ
部
分
と

の

合
部
を
横
斬
り
で
切
断
し
た

ウ
ツ
ボ
部
分
が
上
に

び

一
撃
で
二

が

死
す
る

シ

ア
ア
ア

ギ

グ
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同

を
殺
さ
れ
怒
り
に

え
る

き

か
い

な

物
に
彼
は
無
色
の

み
を
く
れ
る

ツ
タ
が
振

る
わ
れ
た

間

技
後

直
か
ら
解
放
さ
れ

動
き
出
し
た

 

あ
と
は

も
う
流
れ
作
業
で
あ

た

 
三
十
体
以
上
の

れ
を
一
人
で

手
し
体
力
の

分
を
喪
い
な
が
ら
も
二
十
体
は

た
少

年
だ

 
十
数
体
を
残
り
四

ど
の
体
力
で
倒
し
切

た
の
は

お
よ
そ
一
分
後
の
事
だ

た

  
ネ

ン
ト
が

方

り

さ
れ
静
け
さ
を
取
り

し
た
森
に

と
り
に
な

た
少
年
が
立

ち

く
し
て
い
た

 

と
し
た
眼
で
焦
点
を
定
め
る
事
無
く

一二
層層
のの
天大

地
に
再
現
さ
れ
た
夜

を

い
で
い

た

少
し
し
て

を
返
し

彼
は

に

る
べ
く

へ
と
進
み
始
め
た

 

場
面
が

ぶ

 
少
年
は
ホ
ル
ン
カ
に

て
い
た

体
力
と
剣
の
消

合
が
変
わ
ら
な
い

り
二
人
が
か

り
の
乱

か
ら
実
付
き
の
引
き
寄
せ
で
多
少
ポ

プ
が

し
た
よ
う
で
モ
ン
ス
タ

と
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エ
ン
カ
ウ
ン
ト
せ
ず
帰

た
よ
う
だ

た

 
時

は

夜
十
時

デ
ス
ゲ

ム
・
オ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

か
ら
お
よ
そ
四
時
間
が
経

過
し
て
い
た

 

記

に
あ
る
時
間
だ

ナ

そ
こ
の
キ
ミ

キ
リ
ト
じ

な
い
カ

 
そ
う
思

た
の
と

覚
え
の
あ
る

あ
り
過
ぎ
る
声
が
動

か
ら

こ
え
て
き
た
の

は

同
時
だ

た

 
そ
れ
は
少
年
の
背
後
か
ら
の
声

 

の

か
ら

て
来
た
少
年
に
そ
う
声
を
掛
け
た
の
は
一
人
の
女
だ

た

語

に
特

徴
的
な

声
が
か
ぶ
さ
る

高
い
声
の
人
物
は
彼
よ
り

一
つ

ど
背
の
高
い
す
ば
し

こ
そ
う
な

い
の
プ
レ
イ

だ

た

は
彼
と
同
じ
く
全
身

と

武
器
は

に
小

型
の
ク
ロ

の
投

そ
し
て
後
ろ

の

剣

ホ
ル
ン
カ
へ
の
道
中
で
も
や
や
不
安

が
残
る

備
だ
が

そ
も
こ
の
プ
レ
イ

は
マ
ト
モ
な
戦
闘
を

け
る
ス
タ
イ
ル
を
取
る

 

値
極
振
り
に
よ
る

だ

 
そ
れ
で
は

力
値
補
正
が

く
な
り
高

力
高

値
の

備
は
使
え
な
い

そ
の
た
め
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最
前
線
で
戦
う
事
は

無
か

た

 
そ
う
ま
で
し
て
も

圏
外

で
活
動
し
て
い
た

有
な
プ
レ
イ

は

そ
の
独
特
の
イ
ン
ト
ネ

シ

ン

ア
ル
ゴ

か

大
せ

か
い
だ
よ

キ

 
振
り
向
い
た
少
年
に

に

と

自
分
で
声
を
出
し
な
が
ら
は
に
か
む

私女

 
か
わ
い
い

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
る

 

そ
れ
に
返
す
事
も
出
来
な
い
心
境
だ

た

ア
ル
ゴ
も

攻
略
に

 
か

く

覇
気
の
な
い
声

 

時
は

れ
て
る
ん
ダ
ナ

と
い
う
思

で
流
し
た
覚
え
が
あ
る

 
な
に
し
ろ
デ
ス
ゲ

ム
初
日
だ

こ
ん
な
に

い
な
ら
む
し
ろ
圏
外
に
出
て
い
た
だ
け
で
も

き
で
あ
る

と

そ
う
真

な
思

で
流
し
て
い
た

 

も

見

け
な
か

た
に
違
い
な
い

 
見

け
な
か

た
私ア
のル
影ゴ

が

を
振

た

ま
さ
カ

オ
レ

ち
の
生
業
は

キ

も
知

て
る
ダ
ロ
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情
報

か

以
前
と
違
う

に
な

て
る
の
に
気
付
け
た
の
も

か
か
ら

い
た
の
か

そ

サ

ク
ラ
イ
ン

て
バ
ン
ダ
ナ
男

キ

の
知
り
合
い
ダ
ロ

 
ア
イ
ツ

セ
レ
モ

ニ

か
ら
一
時
間
ち

と
し
て
か
ら

に
人
を
集
め
出
し
て
サ

け
ば
ホ
ル
ン
カ
ま
で
の

情
報
デ

タ

て
い
う
か
ら
た
ま

た

そ
ん
な
事
す
る
の
ベ

タ
で
オ
レ

ち
の
手
伝

い
や

て
た
キ

し
か
あ
り
得
な
い
ダ
ロ

 
人
が
多
か

た
か
ら
名
前
は

か
な
か

た
し
ク
ラ
イ
ン
も
そ
の

は

別
れ

の

葉

で

ニ

ビ

と

ベ

タ
テ
ス
タ

の

を

し
て

明
か
さ
な
か

た
か
ら

そ
の
時
点
で
は
確
信
は
持
て
て
い
な
か

た
の
だ
が

最
前
線
で
自
分
よ
り
背

の

い
子

を
見
た

間

理
解
し
た
の
だ

 
あ
の
子

は
キ

だ

そ
し
て
あ
の
情
報
を

し
た
の
も
彼
だ

と

 
そ
う

に
や
け
な
が
ら

う
ア
ル
ゴ
に

彼
は
そ
う

と

い
反
応
を
返
し
た

 
過
去
の

・私
が

な
表
情
を
浮
か
べ
る

な
に
か
あ

た
の
カ

 

し

に
問
う
ア
ル
ゴ

そ
れ
に
対
し

彼
は
夜
の
空
を
振
り

ぎ

デ
ス
ゲ

ム
の
洗
礼
を

け
た

そ
れ
だ
け

だ
よ
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虚
ろ
な
目
と
声
で

そ
う

た

ン

や

ベ

タ
と
違
い
が
あ

た
の
カ

そ
り

あ

も
ち
ろ
ん

 

時
・私

は

デ
ス
ゲ

ム
の
洗
礼

と
い
う

葉
を

ベ

タ
と
違
う

動
や
仕
掛
け
が

あ

て
そ
れ
に

い
目
に
遭
わ
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
取

た

ベ

タ
時
代
で
あ
ら

る
情

報
を
探

て
い
た
自
分
達
で
は
未
知
に
苦
し
む
事
が

事
だ

た
か
ら
だ

 
だ
が

彼
の
過
去
を
見
た
今
な
ら

そ
れ
は

で
あ

た
事
が
よ
く
分
か
る

デ
ス
ゲ

ム
の
洗
礼

ベ

タ
と
の
違
い

 
あ

て

然
だ
ろ
う

・本
・

・の
・命
・を
・

・け
・た
・事
・

・を
・前
・に
・人
・が
・変
・わ
・る
・な
・ん
・て

 
恐
ら
く

よ
り
も
速
い
洗
礼
だ

た

命
を

け
た
人
対
人
の
殺
し
合
い
を
彼
は

よ
り
も

速
く
人
の
狂
気
と
共
に

け
て
い
た

そ
の

に

よ
り
も

く
人
を
そ
の
手
に
掛
け

た 
だ
が

・私
は
そ
れ
を
見

け
な
か

た

 

少
年
は

が
下
手
だ
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だ
が

魔
化
し
は

も
な
く
上
手
い

そ
れ
こ
そ

こ
ち
ら
が
違
和
感
に
気
付
か
な
け
れ

ば
ま

た
く
気
に
な
ら
な
い
程
に
整
合
性
が
取
れ
て
い
る

葉

び
が
上
手
い

彼
の
身
に

き
た
洗
礼
は
人
と
の
事
だ

た
の
に

・私
に
Ｍ
ｏ
ｂ
の

動
に
つ
い
て
と
思
わ
れ
る

葉

の

び
方
が
そ
れ
を
証

し
て
い
る

 
そ
れ
を
後

し
す
る
よ
う
に
こ
れ
が
デ

タ
と

羊

紙
の
束
に
な

た
情
報
の

を
ス

ト
レ

ジ
か
ら
取
り
出
し
た

 
・私

の

意
は
そ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
る

 

少
年
が

ん
だ

ア
ル
ゴ

そ
れ
を
出
来
る
だ
け

く
こ
こ
に
来
る
人
達
に

し
て
欲
し
い

実
付
き
の
事

ク
エ
ス
ト
キ

の
ド
ロ

プ
の
仕
方
弱
点

そ
れ
と
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
と
Ｍ
Ｐ
Ｋ
の
可

能
性
に
つ
い
て

 
最
後
に

彼
は

自
身
の
身
に

き
た
事
を

て
い
た

ン

せ
ロ

そ
い
つ
は
オ
レ

ち
の
仕
事
だ
か
ら
ナ

 
だ
が

時
の

・私
は
彼
が

ロ
で
あ

た
事
を
疑
わ
な
か

た
し
時
間
的
に
他
の
プ
レ
イ

が

同
し
て
い
た
な
ど

え
て
い
な
か

た
か
ら

ま

た
く
疑
問
に
思
わ
な
か

た
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あ
あ

そ
う
い
う
事
も
ベ

タ
に
あ

た
か
ら
ナ

と
い
う
程

の
思

 

う
べ
き
事

す
べ
き
も
の
を

し
た
か
ら
か
彼
が

動
を
始
め
た

に
帰

て
来
た

ば
か
り
だ
か
ら
ク
エ
ス
ト
報

を

い
に
い
く
の
だ
ろ
う

な

キ

 
そ
ん
な
少
年
を
ア
ル
ゴ
は
呼
び

め
た

線
は
変
わ
ら
ず
羊

紙
に

が
れ
て
い
る

少

年
は

足
を
止
め
た

 
背
中
を
見
な
い
で
い
る
女
と
背
中
を
見
せ
た
ま
ま
足
を
止
め
る
少
年
の
間
に
あ
る

な

離

が

い
ま
は

ど
う
し
よ
う
も
な
く
遠
く
思
え
る

な
に

デ
ス
ゲ

ム

て

ホ
ン
ト

だ
と
思
う

 
そ
う

・私
の
知
ら
な
い
⻘
年
と

同
じ
問
い
を
向
け

 

全
部
終
わ

た
ら
真
実
は
分
か
る

今
は

事
実
だ
と
思

て
動
く
し
か
な
い
よ
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彼
は

違
う

え
を
返
し
た

 

ま
る
で

⻘
年
を
殺
し
た
事
が

に
な

て
欲
し
い
と

 
そ
う
願

て
い
る
よ
う
な

葉

び

死
ぬ
な

ア
ル
ゴ
こ
そ

情
報

と
し
て
動
く
な
ら

人
と
の
付
き
合
い
方
に
は

意
し
な
い
と

ニ

ハ
ハ

そ
う
だ
ナ

オ
ネ

サ
ン
恨
ま
れ
て
た
も
ん
ナ

 
カ
タ
カ
タ
と
体
を

わ
せ
な
が
ら
も
陽
気
に

う

少
年
の
前
で
弱
い

を
見
せ
な
い
よ
う

に
と
必
死
に
取
り

う

 

そ
れ
を

少
年
が
横
目
で
見
て
い
た

 
・私

は
そ
れ
に
気
付
か
な
い

デ
ス
ゲ

ム
の
恐
怖
に

わ
れ
て
い
る

・私
に
そ
ん
な

は
無

か

た
フ
レ
ン
ド
登
録

し
て
お
こ
う

手
伝
い

助
け
が
必
要
な
ら
呼
ん
で

・く
・れ

 
そ
ん
な

・私
に

彼
は
登
録
の
誘
い
を
送

た

 

時
の
感
情
は

今
で
も

明
に
残

て
い
る

 

も

も
分
か
ら
な
い

も
信

で
き
な
い
闇
の
中
で

一

の
光
を
見
た

間
の
よ
う
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な

安

と

福

そ

だ
ナ

 
偶
然
会
う
な
ん
て
コ
ト

も
う

き
な
い
か
も
だ
し
ナ

 
一
も
二
も
無
く

び
つ
い
た

え
る
手
で

の

ボ
タ
ン
を
タ

プ
し

デ
ス
ゲ

ム

正
式

初
の
フ

レ
ン
ド
が
出
来
た
事
に
喜
ん
だ

 
そ
れ
を
見
て

少
年
も

み
を
深
く
し
た

ア
ル
ゴ

ン
 

ま

たは
会進
おむ
うよ

 

あ
あ

ま
た
ナ

 
別
れ
は

く

突
に

 
再
会
を
約
し

道
を
分
か

た
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

エ
ギ
ル

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

た
い
と
う
く
お
か
ち
ま
ち

に
構
え
る
自

の

場
ダ
イ
シ

・
カ
フ

の

業
を

終
え

明
日
の
仕

み

を
済
ま
せ
た

は

が

に

く
の
を
他

に

で
ネ

ト

サ

フ

ン
を
し
て
い
た

 
一
つ
の
動

を
見

け
て
い
る
事
を

果
た
し
て
サ

フ

ン
と

う
の
か
は
疑
問
だ
が
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Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
が
中
継
を

け
て
い
る

像
に

さ
れ
て
い
る
の
は
恐
ら
く

も

知
ら
な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
初
期
の

像

解
放
の
英
雄
と
呼
ば
れ
る
少
年
が
経
験
し
た
過
去
の
記
録

ク
ラ
イ
ン
と
別
れ
て
か
ら
自

分
や
ア
ス
ナ
が
出
会
う
ま
で
の
期
間
の
出
来
事

 

初
め
て
会

た
時
か
ら

人
に
対
す
る
強
い
不
信
感
は
感
じ
取

て
い
た

 
自
己

は
す
る

会
話
は
す
る

礼
は
す
る
し

も
す
る

が

故
か
触
れ
よ
う

と
は
し
な
い

と
共
に
差
し
出
し
た
男
の

の
手
も
そ
し
て
ア
ス
ナ
の
手
も
キ
リ
ト
は

取
ら
な
か

た

正
確
に
は

・取
・ろ
・う
・と
・し
・て

引

め
た

 
後
に

一

で
あ
る
事
が
分
か
り

え
て

を
持
た
な
い
よ
う

意
し
て
い
た
の
か

と
思

て
い
た
が

ど
う
や
ら
そ
れ
だ
け
で
は
無
か

た
ら
し
い
と
中
継

像
を
見
て

す

る 
コ

ル
と
い
う
⻘
年
の
二

の
裏
切
り

そ
の
果
て
に
そ
の
気
は
無
か

た
不
意
の
事
故
に

よ
る
殺
人

 
不
信
に
な
る

だ

 
恐
れ
る

だ
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そ
の
手
を
取

て
ま
た
裏
切
ら
れ
る
事
を
恐
れ
る
の
は
道
理
で
あ
る

な
ま
じ
実
の
兄
に
一

は
裏
切
ら
れ
た
身

二

目
と
三

目
は
⻘
年

そ
れ
以
上
裏
切
ら
れ
る
事
は
恐
怖
そ
の
も
の

だ

た
だ
ろ
う

だ
か
ら
信
じ
な
い
よ
う
に
し
た

そ
の
方
が

だ
か
ら

 
と
は

え

ア
ル
ゴ
や
ク
ラ
イ
ン
を
始
め
信

を

い
た
人
間
が

た
よ
う
に
心
の

で
は
人
と
の
触
れ
合
い
に

え
て
い
た
の
も
事
実

そ
う
で
な
け
れ
ば
自
分
と
の

も
然
し

て
深
い
も
の
に
は
な
ら
な
か

た

 
そ
れ
は
最
初
期

コ

ル
を

て
殺
し
て
し
ま

た
後
も
同
じ
だ

た
よ
う
だ

 
ア
ル
ゴ
と
フ
レ
ン
ド
登
録
を
し
た
の
は
人
と
の
触
れ
合
い
へ
の

え
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う

全

て
を

絶
す
る
程

キ
リ
ト
も

目
で
は
な
か

た
の
だ

 
あ
る
い
は

悟

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
ゲ

ム
の
本

を
ベ

タ
テ
ス
タ

で
あ
る
か
ら
こ
そ
理
解
し
て
い
た
の
だ

た

た
一
人
で
は
生
き

び
る
事
は
お
ろ
か
前
線
攻
略
も
ま
ま
な
ら
な
い
と

な
ま
じ
ベ

タ

時
代

ロ
で
ボ
ス
と
戦

て
い
た
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
却

て
如
実
に
感
じ
て
い
た
と
も

え
ら
れ
る

 

ロ
で
あ
り
な
が
ら
独
り
に
な
る
事
を
恐
れ
る
少
年
は
ア
ル
ゴ
と
別
れ
を

て
か
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ら
は
ク
エ
ス
ト
を

け
た
⺠
家
に
足
を
運
ん
で
い
た

 
夜
十
時
だ
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
深
夜
パ
タ

ン
に
入

て
し
ま
う
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
だ

た
が
目

的
の
⺠
家
の

に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
明
か
り
が
ま
だ

て
い
た

も
し
か
し
た
ら
ク
エ
ス
ト
の

付
を
し
や
す
い
よ
う

整
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
少
年
は
礼

正
し
く
ノ

カ

を
鳴
ら
し
た

返
事
が
無
い
の
は
仕
様
だ

形
ば
か
り
の
そ
れ

を
済
ま
せ
ド
ア
を
開
け
る
と
か
ま
ど
で

か
を

ん
で
い
た

の
良
い
中
年
女
性
が
振

り
向
い
た

そ
の

上
に
は
ク
エ
ス
ト
進
行
中
を
示
す
金
色
の

マ

ク
が
浮
か
ん
で
い

る 
キ
リ
ト
が
歩
み
寄
り
予
め
取
り
出
し
て
い
た

手
の
モ
ノ
を
カ
ウ
ン
タ

に

い
た

中
心

が

か
に
光
る

緑
色
の

体

リ
ト
ル
ネ

ン
ト
の

そ
れ
が
二
個

 
女
性
は

返

て
見
え
る

ど
に

を

か
せ
二
個
の

を

め
て

け
取

た

礼

の

葉
が

さ
れ
た
後

二
個
の

を
そ

と

に
入
れ
る

 
そ
れ
か
ら
部

の

に

か
れ
た
大
き
な
チ

ス
ト
に
歩
み
寄
り

を
開
け
て
中
身
を
取
り

出
し
た

中
か
ら
古
び
て
は
い
る
が
初
期

備
の
剣
と
は

違
い
の
存
在
感
を
放
つ

の

⻑
剣
を
し
ず
し
ず
と
取
り
出
し
キ
リ
ト
の
前
に

て
く
る
と
再

の
礼
と
共
に
⻑
剣
を
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手
で
差
し
出
し
た

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

 

れ
た
声
で

キ
リ
ト
は
礼
を

て

手
で

け
取

た

 
彼
の
眼
前
に
ク
エ
ス
ト
達
成
の
メ

セ

ジ
が
浮
か
び

得
し
た
経
験
値
と
コ
ル

そ
れ

か
ら

を

分
に

し
た
事
で
も
う
一
本
同
じ
剣
が
手
に
入
り
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
ら
れ

た

の
メ

セ

ジ
が
表
記
さ
れ
た
リ
ザ
ル
ト
が

し
出
さ
れ
た

演
出
上
一
本
は
手

し
だ

が
そ
れ
以
上
は
直

ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
ら
れ
る
ら
し
い

そ
し
て
少
年
の
体
を
金
色
の
光
が

み

み

表
示
さ
れ
る
レ
ベ
ル
が

へ
と
増
加
し
た

 
キ
リ
ト
は
け
取
た
剣
を

に
る
し
た

に
は

ス
モ

ル

ド

コ

ル
の
剣

に
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

新

し
た
剣

を

る
す
と
い
う
や
や
変

的
な
掛
け
方
だ
が
実

性
を

慮
す
れ
ば
悪
く
は
無
い

ベ

タ

時
代

そ
し
て
後
に
二
刀
を

る
事
を
知

て
い
る
と
違
和
感
は

く
程
な
か

た

 
剣
を

し
た
中
年
女
性
は
も
う
キ
リ
ト
に
背
を
向
け
か
ま
ど
の

を
コ
ト
コ
ト
か
き

る
作
業
に

て
い
る

 
そ
の
後
ろ

を

め
な
が
ら

キ
リ
ト
は
近
く
の

子
に

く
り
と

を
下
ろ
し
た

は
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精
神
的
な

労
は

大
な
の
だ
ろ
う

か
れ
る
息
に
は
色

い

を
感
じ
さ
せ
る
も
の

が
あ

た

 

を
す
る

で
も
無
く

た
だ
無

に
時
間
を
過
ご
す
よ
う
に
中
年
女
性
を

め
る
キ
リ
ト

 

時場
間面

が

ぶ

 
内
部
時
間
で
五
分
後

 
キ
リ
ト
の

線
の
先
に
立
つ
中
年
女
性
に
変
化
が
あ

た

新
た
な
ク
エ
ス
ト

者
あ
る

い
は
深
夜
パ
タ

ン
が

れ
る
ま
で

を
か
き
回
し

け
る

の
Ｎ

Ｐ

Ｃ

中
年
女
性
が

か
ら
木
製
の

カ

プ
を
取
り
出
し

の
中
身
を
お
た
ま
で
そ

と

い
だ
の
だ

気
の
立
つ
カ

プ
を

先
程
キ
リ
ト
に

し
た
剣
よ
り
も
ず

と
大
事
そ
う
に

持

た
女
性
は
時

少
女
の
空

が

こ
え
る

の
ド
ア
へ
と
歩
い
て
い
く

 

を

か
し
た

を
与
え

少
女
を
回
復
さ
せ
る
演
出

な
の
か

  

な
ん
だ
コ
レ

こ
の
ク
エ
ス
ト

こ
ん
な
演
出
あ

た
の
カ

  
コ
メ
ン
ト

に
情
報

の
少
女
と
思
し
き
疑
問
の
文
が
流
れ
る

彼
女
が
知
ら
な
い
と
い
う
事
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は
ク
エ
ス
ト
達
成
後

一
定
時
間

在
し
な
い
と
発
生
し
な
い
イ
ベ
ン
ト
な
の
か

  

鼠

で
も
知
ら
な
か

た
の
か

  

ホ
ン
ト
は

知
ら
な
い

て

い
た
く
な
い
ん
だ
け
ど
ナ

  

達
成
後
一
定
時
間
の

機
で

き
る
ご

演
出
な
ん
じ

な
い
か

  

ま

達
成
後
に

も

け
ら
れ
な
い
の
に
残
る

て
ま
ず
無
い
だ
ろ
う
し

気

付
か
ん
だ
ろ
コ
レ

す
ぐ

び
出
す
の
が

全

じ

な
い
か

  

の
ゲ

マ

で
あ
れ
ば
そ
う
思

す
る
だ
ろ
う
と

そ
う

が
コ
メ
ン
ト
を
打
つ
間
も

少
年
に
動
く
様
子
は
無
い

の
部

へ
歩
き
去
る
中
年
女
性
を
見
送
り
こ
そ
す
れ

が
見
え

な
く
な

た
後
は
天

を

う

と

め
る
だ
け
だ
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剣
士
さ
ん

  

た
ん

と
ド
ア
が
開
く
と
共
に

少
女
の
声
が
上
が

た

 

と
し
た
空
ろ
な
眼
が

か
ら

を
現
し
た
少
女
を

え
る

年
の

七
八

と
思
し

き
少
女

色
い
三
つ
編
み
と
白
い
ネ
グ
リ
ジ

を

て
い
る

見
た
目
で

え
ば
キ
リ
ト

と
い
い
勝
負
が
出
来
る
華

さ

背

で

え
ば
身
構
え
る
よ
う
に
立

た
少
年
よ
り

一
つ

の

分
く
ら
い
高
い

 
そ
の
少
女
の

上
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
イ
エ
ロ

カ

ル
と

Ａ
ｇ
ａ
ｈ
ｔ
ａ

と
い
う
フ

ン
ト

ア
ガ
サ
と
い
う
の
だ
ろ
う

ご
め
ん
な
さ
い
ね

の
剣
士
さ
ん

こ
の
子

た
ら
剣
士
さ
ん
が
ま
だ
い
る

て

い
た
ら

お
礼
を

う

て

か
な
く
て

ま
だ

み
上
が
り
な
の
に

ま

た
く

 
や
や

た
よ
う
な

そ
れ
で
い
て
確
か
な
喜
び
の

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

親
で
あ

る
中
年
女
性
が
ア
ガ
サ
に
寄
り

い

背
中
を
さ
す
り
つ
つ

う

は

こ
の
家
に
あ
る
強
い
剣
が
欲
し
く
て

そ
の
子
を
助
け
た
だ
け
で
す

ま

ウ
チ
に
来
る
方
は
多
い
で
す
か
ら
ね
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ん

 
少
年
の
返
し
に

う

と

た
よ
う
な

息
を

く
中
年
女
性

 
そ
れ
に
少
年
が
小

を

た

ハ

キ
リ
と

え
な
い
と

に

葉
を
返
さ
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

あ
る
ま
じ
き
世
間
話
に

す
る
会
話
の
成
立

し
か
も
他
の
プ
レ
イ

を
認
識
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
発

引

掛
か
る
の
は

然
と

え
た

 
そ
れ
を
追
求
し
た
く
な

た
か
空
ろ
な
眼
に

光
が

た
少
年
は

を
開
こ
う
と
し

剣
士
さ
ん

 

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
ア
ガ
サ
に
よ
り
中
断
さ
れ
た

 

線
を
自
身
へ
と

し
た
少
年
に

ア
ガ
サ
は
ニ
コ
リ
と

い

助
け
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

 
そ
う

足
ら
ず
な

感

葉
を

に
し
た

 
少
年
は

目
し

ま

て
い
た

 
知
ら
な
い
イ
ベ
ン
ト

知
ら
な
い
展
開

そ
の
上
で
向
け
ら
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は
思
え
な
い
情
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緒

か
な
お
礼
の

葉

れ
切

て
い
る
だ
ろ
う
少
年
の
心
に
そ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く

い
て
い
た

す

ぐ

ね

 

た
り
と
少
年
は

を
突
い
た

空
ろ
な
眼
か
ら

が
伝
う

抑
え
ら
れ
た

が
小
さ
く

上
が
る

 

生
き
た
い
死
に
た
く
な
い
と
い
う
本
能
は
確
か
に
彼
か
ら
分
か
た
れ
希

に
過

ぎ
る

 
だ
か
ら
と

て
感
情
を
喪

て
い
る

で
は
な
い

理
想
が
あ
り
ユ
メ
が
あ
り
願
望

が
彼
に
は
残

て
い
る

そ
れ
が
叶
う
未
来
が
無
い
か
ら
と

え
て
目
を

ら
そ
う
と
し
て
い
る

だ
け

だ
が

仮

生

を

い
て
い
て
も

彼
に
は

家

に
会
い
た
い

と
い
う
偽

ら
ざ
る
願
望
が
残

て
い
る

だ

 
し
か
し
そ
れ
は
許
さ
れ
な
い

ナ

ヴ
ギ
ア
か
ら
発
せ
ら
れ
る
多
重
電
界
が
プ
レ
イ

の
意
識
を
現
実
世
界
か
ら
完

に
切
り
離
し
デ
ス
ゲ

ム
の
舞

と
な
る
浮
遊
城
に

じ

め

て
い
る
か
ら
だ

 
強

過
ぎ
る
衝
動
と
そ
れ
が
い
ま
は
決
し
て
叶
わ
な
い
と
悟
る
理
性
が

ぎ
合
い
少
年
は
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き

れ
て
い
た

 
⻭
を
食
い
し
ば
り

全
身
を

わ
な
な

戦

か
せ
な
が
ら

し
か
し
気

な
事
に
声
は
上

な
い

大

 
目
の
前
でく

ず
おれ

た
少
年
に
心
配

な
表
情
を
向
け
た
少
女
は
そ
う

て
し

が
み
お

ず
お
ず
と
少
年
の

に
掌
を

て
た

や
が
て
そ
の
手
は
ぎ
こ
ち
な
い
動
作
で

色
の
髪
を

で
始
め
る

 

場場
面
が
変
わ
る

 
内
部
時
間
は

前
六
時

日
付
は

デ
ス
ゲ

ム
開
始
の

日
に
な

て
い
た

 
場

は
ア
ガ
サ
と
い
う
少
女
と

親
の
⺠
家
で
は
な
か

た

お
そ
ら
く
ホ
ル
ン
カ
に
あ

た

の
一

は

の
タ
ン
ス
と

の
ベ

ド
あ
と
は
小
さ
な

子
が
一
つ

の

カ

テ
ン
は

め
ら
れ
て
い
る
が

陽
は
隙
間
か
ら
部

の
中
を

く

ら
し
て
い
る

 
少
年
は

ベ

ド
に

掛
け

れ
て
い
た

す
ぐ
ね

 

つ
り
と

空
ろ
な
声

で

少
年
が
義
姉
の
名
を
呼
ぶ

 

か
み
を
喪
い

う
子

の
よ
う
な
力
弱
さ

え
る
も
の
を
喪

た
少
年
の
あ
ま
り
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に
小
さ
な

親
を
探
す
声

 

お
も
む
ろに

の

に

る
し
た
剣
が

か
れ
る

 

く
り
と

か
れ
た

な
剣
は

に
至
る
ま
で
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

よ
く
も
そ
こ
ま
で
刃

れ
し
て
い
な
が
ら
実
体
を
保

て
い
ら
れ
る
と
思
う

 
そ
う

え
る
中
で
キ
リ
ト
が
そ
の
剣
を
指
で

く
二

い
た

の

と
共
に
シ
ス
テ

ム
ウ

ン
ド
ウ
が
開
か
れ
る

 
武
器
銘

ス
モ

ル

ド

カ
テ
ゴ
リ

片
手
剣

攻
撃
力

必
要

力
値

値

ロ

マ

が
ズ
ラ
リ
と

ぶ
板
の
最
下

に
は

有

者

Ｅ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｅ
ｒ
ｓ
の
文

シ
ス

テ
ム
的
に
認
め
ら
れ
た
最
後
の
持
ち
主
は
死
に

今
の
キ
リ
ト
は
そ
れ
を

に
入
れ
た
だ
け
で

備
し
た

で
は
な
い
の
で

空
白
の
そ
の
場

を
少
年
は
指
で
そ

と
触
れ
た

 
死
ん
だ
者
を

む
よ
う
に

 

喪
わ
れ
た
モ
ノ
を

み

め
る
よ
う
に

コ
レ
が

デ
ス
ゲ

ム

か

 
小
さ
く

え
た
後

少
年
が
そ
う

ら
す

ア
レ
が

絶
望

か
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想

し

み

め
る
よ
う
に

い

 

は
は

  

少
年
が

・嗤

た

あ
あ

そ
う
だ

た

現
実
は

・こ
・う
・い
・う
・も
・の

で
あ
る
事
を
忘
れ
て
た

平
和
な
ん
て
仮
初

せ
な
ん
て
理
想
だ
け

地
獄
し
か

無
い
事
を

忘
れ
て
い
た

 
き
し
き
し
と

く

れ
た
声
で

か
れ
る
怨
嗟

ん
だ
黒
の
眼
は

も

え
て
い
な
い

時
の
少
年
に

え
て
い
る
の
は

彼
が
見
て
き
た

地過
獄去

と
や
ら
だ

 
だ
か
ら

ア
レ
は

己
を
嗤

て
い
る

 
平
和
に

て
い
た
自
身
を
嗤

て
い
る

 

せ
を
信
じ
て
い
た
自
身
を
嗤

て
い
る

 
地
獄
を
忘
れ
て
い
た
自
身
を

蔑
ん
で
い
る

現
実
が
ク

ゲ

と
は
よ
く

た
も
の
だ

そ
れ
に
直
面
し
て
コ

ル
は
死
ん
だ

恐
怖

と
絶
望
と
に
負
け
た

生
き
る
希
望
を
見
出
せ
な
い
の
は

道
理
だ
な
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そ
の
現
実
に
は

お
そ
ら
く

デ
ス
ゲ

ム

も

ま
れ
て
い
る

 

も

死
ね
ば

に

  
そ
う

キ
リ
ト
が

け
た

間

 
⺠
家
の
内

が
一
変
し
た

 
数

だ
け
浮
か
ん
だ
別
の
光

ラ
ン
プ
の
光
に

ら
さ
れ
る
⺠
家
か
ら

色
の
地
下
を
思

わ
せ
る
内

が
数

し
出
さ
れ

る

 

ギ
シ
リ

と

 
少
年
の
体
と

が

不
自
然
に

み

止
ま

た

 

ん
の

か
な
間
空
ろ
な
が
ら
も
安

を
求
め
た
少
年
の

は
⻤
気

る
よ
う
に

し
て

い
た

な
に
か
に

つ

か
れ
た
と
思
う
よ
う
な

間
的
な
変
化
と

感

い
や

そ
れ
は

ダ
メ
だ
な

 
表
情
と
異
な
る

ち

い
た
声

 
そ
の
ギ

プ
が
逆
に
恐
ろ
し
い

は
真
剣
な
の
に
声
は
安
ら
か
で

ち

き
す
ぎ
て
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い
る

最
も
恐
ろ
し
い
点
は
そ
れ
に
少
年
自
身
が
気
付
い
て
い
な
い
事
だ

が
こ
こ
で
死
ね
ば

コ

ル
の
死

・も

無

に
な
る

 

気
付
い
て
い
な
い
故
に

そ
の

葉
は
偽
ら
ざ
る
本
心
で
あ
る

 
キ
リ
ト
は
心
の

か
ら
本
気
で

疑
う
事
無
く
そ
う

え
て
い
た
の
だ
と
理
解
さ
せ

ら
れ
た

そ
の

葉
に
自
身
の
感
情
は

在
し
な
い

・死
・に
・た
・く
・な
・い
・生
・き
・た
・い

と
い
う
人

で
あ
れ
ば

し
も

く

の
本
能
が
無
い

 
そ
れ
は

人
格
が
分
裂
し
て
い
る
か
ら

 
守
護
の

王

 
本
能
の

シ
ロ

 
憎
悪
の

獣

 
そ
の
中
で

表
に
出
て
い
た
の
は

王

だ

そ
れ
が

る

守
護

は

生
存
本
能
を
欠

く
が
故
に

他
者
に
の
み

向
け
ら
れ
て
い
る

 
だ
か
ら

生
き
た
い
と
思
わ
な
い

 
だ
か
ら

死
に
た
く
な
い
と
必
死
に
な
ら
な
い

生
き
な
い
と
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必
死
に
な
る
の
は
た
だ
一
つ
人
の

だ
け
だ

人
の

で
あ
れ
ば
己
の
全
て
をな

うて
る

デ

ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
る
一
年
以
上
前
か
ら
キ
リ
ト
は
そ
う
い
う
在
り
方
を

い
て
し
ま

て

い
た

 

一
年

の
の
ち後

き

ま
れ
た
妖
精
に

正
さ
れ
る
ま
で
の
骨
子
が
組
み
上

ら
れ
て
い

く 

と
し
た
空
ろ
な
眼

声
の
安
ら
か
さ
に
反
す
る

表
情
の

感

 
少
年
も
ま
た
狂

て
い
る
事
が
明
か
さ
れ
る

デ
ス
ゲ

ム
よ
り
も
ず

と
前

彼
が
地

獄

と

た
現
実
に

た

か
ら
狂

て
い
た
事
が

証
明
さ
れ
る

希
望
が
要
る

テ
ス
タ

に
も
届
く
明
確
な
希
望

然
と
し
た
も
の
で
な
い
目
に
見

え
る
明
ら
か
な
進
展
が

 
ボ
ロ
ボ
ロ
の
剣
を
背
中
に

り
直
し
た
少
年
は

手
を
振

て
メ
ニ

を
呼
び
出
し

さ
に
反
す
る
速

を
以
て
テ
キ
ス
ト
に

か
を
打

し
て
い
く

見
開
か
れ
収

し
た

は

と
打
た
れ
る
文

を
追
い

そ
れ
で
い
て

焦
点
が
合

て
い
な
い

 
恐
ろ
し
い

よ
り
も

 
お
ぞ

ま
し
い
と
い
う
感
想
が

い
て
来
る

少
年
を
そ
こ
ま
で
歪
め
る
モ
ノ
が
た
だ
な
ら
ぬ
狂
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気
が

後
の
殺
人
快

者
達
の
殺
気
や

な

よ
り
も
忌

を

き
立
た
せ
る

一
人
で
も
十
四
層
ま
で
な
ら
届
く

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
独
り
だ
と

に
限
界
が

れ
る

集

が
要
る

生
還
を
目
指
し

ボ
ス
と
戦
え
る
強
い
人
達
が
要
る

強
力
な

個

に
頼
ら
な
い

む
れ

が
要
る

 
ブ
ツ
ブ
ツ
と

葉
を

ら
し
な
が
ら
も
打

は
止
ま
ら
な
い

恐
ら
く

め
ら
れ
て
い
る
の

は
第
一
層
か
ら
十
四
層
ま
で
の

え
て
い
る
限
り
の
情
報
デ

タ

記

が
し

か
り
し
て
い
る

間
に
文
面
に

こ
せ
る
だ
け

こ
し
て
お
こ
う
と
い
う
思

の
発

 
後
の

ア
ル
ゴ
の
攻
略
本

に
掲
載
さ
れ
る
ベ

タ
時
代
の
原
本

 
ニ

ビ

だ
け
で
な
く

間
違
い
な
く
テ
ス
タ

に
も
希
望
を

し
た

情
報

ア
ル
ゴ

と
ク
ラ
イ
ン
を

に
広
ま

た
デ
ス
ゲ

ム
の
手
引
き

先

者
が

る
と
戦

て
い
る
人
の

存
在
を
知
る
事
で
生
き
る
希
望
を

す
モ
ノ

け
れ
ど

そ
れ
だ
け
じ

足
り
な
い

 
表
情
を
変
え
な
い
ま
ま

己
の
独
白
を

却
す
る

組

は
一

じ

な
い

明
確
な

目
の
前
に
存
在
す
る
明
確
な
悪
が
要
る

デ

ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
と
い
う
ぶ
つ
け
ら
れ
な
い

で
は
目
標
に
成
り
下
が
る

手
が
届
く

悪
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が
要
る

集

の
意

が
一
つ
に
な
る
明
確
な

悪

が
要
る

 

葉
は
平

は

ら
ず

た
だ

と

必
要
悪

の
成
立

を
立
て
て
い
く

そ
れ
は

が
最

だ
な

出
来
損
な
い

の
風

が
あ
れ
ば
容

に

意
を
集
め
ら

れ
る

ス
ト
レ
ス

意
殺
意
全
部
現
実
で

け
る
原
因
に
な

た
風

は
使
え
る

ど
ち

ら
に
せ
よ
リ
ア
ル
の

な
ん
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
現
実
の

に
な

た
以
上
こ
こ
も
同
じ
に
な
る

使
わ
な
い
手
は
無
い

 

本
来
な
ら
忌
む
べ
き
風

す
ら
も

す
る

で
も

そ
れ
だ
け
じ

弱
い

路

の

で
し
か
な
い

目

り
な

い
し
か
さ
れ
な
い

そ
れ
じ

ダ
メ
だ

・攻
・略
・を
・目
・指
・す
・集
・

・が
・出
・来
・上
・が
・ら
・な
・い

 
そ
れ
で
も
足
り
な
い
と

悪
名
を
付
与
す
る
要

を

索
し
始
め
る

ア
ル
ゴ
の
情
報

で
も
限
界
は
あ
る

ク
ラ
イ
ン
は

ニ

ビ

だ

が
お
も

 
そ
こ
で

は
た
と

な
に
か
気
付
い
た
よ
う
に
手
が
止
ま

た

ニ

ビ

テ
ス
タ

あ
あ

・あ
・

・た

 
そ
し
て

安
心
し
た
よ
う
に

会
心
の

み
を
浮
か
べ
る
少
年

そ
う
い
え
ば

ク
ラ
イ
ン
を

い
て
行

た
の
は

が

己
的
な
テ
ス
タ

だ

た
か
ら
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だ

そ
し
て

に
は
十
四
層
分
の
デ

タ
が
あ
る

 
そ
う

て
自
身
が
作
る

中
の
テ
キ
ス
ト
デ

タ
を

め
る
少
年

そ
れ
こ
そ
が
他
者
と

隔
絶
し
た
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
で
あ
る
と
再
認
識
し
た

間

テ
ス
タ

の
中
で
も
最
前
線
の
情
報
を
独

す
る

極
的
な

己
主
義
者
で
あ
れ
ば

テ
ス

タ

を

め
た
全
プ
レ
イ

に
と

て
の

悪

に
な
れ
る
な

 
そ
う

全
て
を

に
回
す

す
ら
も

心

ち
に
し
た
か
の
よ
う
な

み
で

う
少
年

 
恐
ろ
し
い

と

そ
の

の
コ
メ
ン
ト
が
投
下
さ
れ
て
い
く

解
放
の
英
雄

と

祝
が

れ
る
少
年
の
根
源
に
触
れ
て
か

多
く
の
人
間
が
過
去
の
彼
を
恐
れ
て
い
た

 
そ
れ
は

然
だ

 
自
分
の
死
を

外

し
全
て
の

に
な
る
事
を
前

に
人
の

に
な
ろ
う
と
す
る

そ
れ
を

心
の

か
ら
本
気
で

え
て
い
る

虚
ろ
な
眼
で
そ
れ
を

に
し

け
る
狂
気
は
正
常
な
人
に

と

て
恐
ろ
し
さ
し
か
な
い

 

だ
が

 
こ
れ
が
無
け
れ
ば

れ
浮
遊
城
の
攻
略
は
止
ま

て
い
た
だ
ろ
う
し
多
く
の
人
間
が
絶
望

し
て
命
を
絶
つ
か

狂
気
に

て
人
を
傷
つ
け
る
未
来
が

れ
て
い
た
だ
ろ
う
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事
だ
け
で
は
世
界
は
回
ら
な
い

 
そ
の

イ

な
実

だ

た

  
・
ア
ガ
サ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女

 

森
の
秘

ク
エ
ス
ト
の

に

意
さ
れ
た

世
界
に

気
で
あ
れ

と
設
定
づ
け
ら
れ

て
い
る

遠
の

人

プ
レ
イ

が

を
持

て
き
た
後
の
み

気
な

で
在
れ
る

そ
の

た
め
ク
エ
ス
ト
達
成
後

親
が
じ

く
り

ん
だ

を

ま
せ
る
ま
で

機
し
な
け
れ
ば

出
会
え
な
い

 
最
高
レ
ベ
ル
の
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ア
ル
ゴ
す
ら
も
こ
の
展
開
は
知
ら
な
い

 
つ
ま
り
全
プ
レ
イ

の
中
で
偶
然
に
も
キ
リ
ト
だ
け
こ
の
少
女
と
邂
逅
を
果
た
し
そ
の

上
で

に
も
話
し
て
い
な
い
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後
に

を

で
て
も
ら

た

と
キ
リ
ト
を

ま
せ
た
存
在

 
現

実

デ
ス
ゲ

ム
の
中
で

さ
れ
た
小
さ
な
光

 

キ
リ
ト
に

す
ぐ
ね

を
想

さ
せ
た
少
女

  
・

キ

リ

ト
一

 
初
日
で
意

せ
ず
人
を
殺
し
て
し
ま
い

狂正
気気
にが

喪
かわ
れれ
たた

子

 
実
は
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た
事
に
あ
ま
り
シ

ク
を

い
て
い
な
い

故
な
ら

命

を

け
て
生
き
る
と
い
う
点
に

い
て

一

キ
リ
ト
か
ら
す
れ
ば
現
実
世
界
と
大
差
な
い
か
ら
で

あ
る

と
は

え
桐

谷
家
で
の
平
和
な
日
常
義
姉
桐

谷
直
葉
と
の
姉
と
の
ス
キ
ン

シ

プ

に

て
い
た
の
で

現
実
に
対
す
る

え
方
が

け
て
い
た

 
コ

ル
を
殺
し

絶
望
と
狂
気
に
触
れ
た
事
で

現
実
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ

た
か

を

再
認
識
し
て
い
る

 

一

た

色
の
地
下
が

キ
リ
ト
の

う

地
獄

 
平
和
な
日
常
は
全
て
仮
初

 

福
な
日

は
叶理
わ想
ぬの
夢中
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そ
れ
を
忘
れ
ら
れ
て
い
た
の
は

直
葉
達
の
愛
情
が
確
か
に
届
い
て
い
た
か
ら
だ

た

 
キ
リ
ト
に
と

て

す
ぐ
ね

の
存
在
は
平
和
と

福
の

徴

地
獄
の
中
で

く
光

 

ア
ガ
サ

と
い
う
少
女
は

ん
の

か
な
が
ら
光
を

し
た

 

デ
ス
ゲ

ム境
と
い
う

断
を
許
さ
ぬ

地現
獄実

を
前
に

そ
の
光
は
消
え
去

た

 
子

ら
し
く
キ
リ
ト
が

き

く
の
は
こ
れ
よ
り
一
年
先

猫聖
の夜
赦の
し夜

が

れ
た
時
で
あ

る
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幕
間
之
物
語

閃
光
編
 

其
ハ
流
星
ノ
如
ク

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

オ

ル
ア
ス
ナ

前

回
想

 
文

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  

ゴ

と
体
を
横

り
に
す
る
衝
撃

 

み
は
無
く
た
だ
不
快
な
衝
撃
だ
け
が
全
身
を

く
中
で
私
の

界
は
二
転
三
転
し
た

天

に
ぶ
つ
か
り

地
面
に

ち

か

ね
た
後
に

く
止
ま
る

 
そ
の

間
に
去
来
し
た
思

は

仮
想
世
界
で
気
を
喪
う
の
は
ど
う
い
う
仕
組
み
な
の
だ
ろ
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う

と
い
う
い
た

て

文
的
な
も
の
だ

た

 
失
神
と
は

の
血
流
が

間
的
に

り
機
能
が
一
時

止
す
る
現

だ

虚
血
の
原
因
は

心

や
血

の
機
能
異
常

血
や

血
圧

過
換
気
な
ど
色

あ
る
が

世
界
に
フ
ル
ダ

イ
ブ
し
て
い
る
間
現
実
の
肉
体
は
ベ

ド
や
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
・
チ

ア
で
完
全
に
制
止
し
て

い
る

ま
し
て
や
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

の
体
は

の

に
収
容
さ
れ

て
い
る
と
予
想
さ
れ

然

状

の
チ

ク
や
継

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
必
要
に
応
じ
て
投

す
ら
行
わ
れ
て
い
る

だ

肉
体
的
な
異
常
が
原
因
で
失
神
す
る
と
は

え
に
く
い

 

そ
う

れ

く
意
識
の
中
で

え
て
か
ら
最
後
に
そ
ん
な
こ
と
ど
う
で
も
い
い
か

と
思

を
投

た

 
そ
う

最

な
に
も
か
も
が
ど
う
で
も
い
い

 
だ

て
自
分
は
死
ぬ
の
だ
か
ら

ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の

を
頼
り
に
出
来
る
限
り

凶

な

物
を

け
な
が
ら
進
ん
で
き
た
私
に

間
は
い
な
い

加
え
て
体
力
の

分
以
上
を

一
息
に
喪

た
事
で

時
間
身
動
き
を
取
れ
な
い

一
時ス
行
動タ
不
能ン

に

て
回
復
も
行
え
な
い

 
そ
ん
な
自
分
の

線
の
先
に
は
私
を
一
撃
で

死
に

ら
せ
た
現
況

二
足
歩
行
の
獣
が

立

て
い
る
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し

し

と
息
を

く
し
な
が
ら
の
し
の
し
と

る
獣

オ
オ
カ
ミ
が
そ
の
ま

ま
後
ろ
足
で
立

た
よ
う
な
見
た
目
更
に
こ
ん
棒
を
持

て

意
を

わ
に
し
て
い
る
凶
悪
な

獣
 
そ
の

い
眼
光
は
地
に

す
こ
ち
ら
を
見
て
い
る

物
を
前
に

に
歪
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
る
の
は

私
の
錯
覚
か

 
大
き
く
吹

び

穴
か
ら
出
た
私
を
追

て
来
た
獣
は
眼
前
に
立
つ
と

手
に
握
り

め
る
無
骨
な
こ
ん
棒
を
振
り
上

た

ア
レ
が
振
り
下
ろ
さ
れ
た
時

く

ま

た
命
の

ゲ

ジ
は

り
切
ら
れ

現
実
で
も

命
を

と
す
だ
ろ
う

 
そ
の
未
来
を
確
信
し
た
私
は

深
く

目
し
た

 

こ
こ
ま
で

か

 
去
来
す
る
感
情
は
終
わ
り
を
見
た
者
に
は

し
い
だ
ろ
う
悟
り
だ

た

観
達
観

悟
り

様

な

語
で
表
せ
る
だ
ろ
う
心
境

 
後
悔
は

無
か

た

 
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
以
来

Ａ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ

は

百

千
回
と
自
問
し
て
来
た

 

な

あ
の
時
自
分
の
も
の
で
す
ら
な
い
新
品
の
ゲ

ム
機
に
手
を

ば
し
て
し
ま

た
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の
か

 

な

に

し
ハ
イ
バ

ク
の
メ

シ

チ

ア

に
体
を

け

動
コ
マ
ン
ド

を

に
し
て
し
ま

た
の
か

 
夢
の

イ
ン
タ
フ

ス
に
し
て

わ
れ
た
殺
人
マ
シ
ン

ナ

ヴ
ギ
ア

と

広
大
無

な
る
魂
の

獄

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ゲ

ム
カ

ド
を

入
し
た
の
は
自
身

と

の
離
れ
た
兄
・

一

だ

た

 
し
か
し
彼
と
て
Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
ど
こ
ろ
か

い

か
ら
ゲ

ム
と
名
の
付
く
も
の
に
は
無

縁
の
人
生
を
送

て
来
た

だ

一
大
電
子
機
器
メ

カ

た
る
レ
ク
ト
の
代
表
取

⻑
の
⻑
男
と
し
て
生
ま
れ

の
後
継
者
と
な
る
べ
く
必
要
な
あ
り
と
あ
ら

る
教
育
を

さ
れ

る
と
同
時
全
て
の
不
必
要
な
も
の
を
才
女
さ
れ
て
育

た
兄
が

故
ナ

ヴ
ギ
ア

い
て
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
興
味
を

い
た
の
か

そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い

 
し
か
し

肉
に
も

一

は
生
ま
れ
て
初
め
て
自
分
で

た
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
す
る
事
は

無
か

た

 
正
式
サ

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
正
に
そ
の
日
か
ら

一

は
海
外
へ
出

す
る
事
に
な

て

し
ま

た
か
ら
だ

出
発
の
前
日

食
の

で

を
合
わ
せ
た
時
兄
は

め
か
し
た
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で
文

を

い
な
が
ら
も

そ
の
実

本
気
で
残
念
そ
う
だ

た
事
を
覚
え
て
い
る

 

一

程
で
は
無
い
が
自
身
も
中
学
三
年
生
に
な
る
ま
で
の
間
経
験
し
た
ゲ

ム
は
せ
い

い

で
無

プ
レ
イ
出
来
る
も
の
に
時

触
れ
て
み
る
程

ネ

ト
ゲ

ム
と
い
う

も
の
の
存
在
は
知
識
と
し
て
知

て
い
た
が
高

験
が
い
よ
い
よ
間
近
に

て
い
た
事
も

あ
り

興
味
を
持
つ
理
由
や
動
機
は

無
だ

た

だ

 
だ
か
ら
な

二

二
二
年
十
一
月
七
日
の

過
ぎ
に
無
人
の
兄
の
部

を

れ

の
上

で

備
万

に

お
そ
ら
く
は
兄
の
恨
み
が
ま
し
い
ま
で
の

念
に
よ
り

セ

ト
ア

プ

さ
れ
て
い
た

ナ

ヴ
ギ
ア

を

り

リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

の
一

を

に
し
て
し
ま

た
の
か
は

自
分
で
も
説
明
で
き
な
い

 
だ
が
一
つ

え
る
事
は
あ
の
日
全
て
が
変
わ

た

終
わ

た
と
い
う
事
だ

 
デ
ス
ゲ

ム
の
オ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

が
終
わ

た
後
ア
ス
ナ
は
始
ま
り
の

の

の
一

に

じ
こ
も
り

た
す
ら
事
件
の
収
束
を

た

し
か
し
二

間
経

て
も
現
実

世
界
か
ら
メ

セ

ジ

と
つ
届
か
な
か

た
時
点
で

外
部
か
ら
の
救
出
を

め
た

 
そ
し
て

同
時
期
に
プ
レ
イ

の
死
亡
者
数
が
一
千
に
届
き
そ
う
に
も

わ
ら
ず
最

初
の
迷

の
最

に
す
ら

破
さ
れ
て
い
な
い
と
知

て

内
部
か
ら
の
ゲ

ム
ク
リ
ア
を
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て
も
無

だ
と
悟

た

 
残
る

は

ど
の
よ
う
に
死
ぬ
か

の
一
点
に

き
た

 
そ
の
ま
ま

か
月

年
経
と
う
と

た
す
ら
安
全
な

に

じ
こ
も
り

け
る
未
知
も
あ

る
に
は
あ

た

し
か
し
モ
ン
ス
タ

は

に
入

て
来
な
い
と
い
う
ル

ル
が

す
る

と
は

も
保
証
し
て
い
な
い

を
目
的
に
デ
ス
ゲ

ム
化
し
た
黒
幕
が
こ
の
ま
ま
事

の

を

む
と
は
思
え
ず
テ
コ
入
れ
と
称
し
て
安
全
圏
の
撤

を

行
す
る
可
能
性
も

定
出
来

な
か

た

 

そ
の
果
て
に

明
日
奈
は
決
め
た

 
未
来
に

え
な
が
ら

く
暗
い
部

で

を

え

け
る
よ
り
は
い

そ

を
出
よ
う

己

の
能
力
全
て
を
振
り

り

学
び

鍛
え

戦
う

そ
の
果
て
に
力

き
て
倒
れ
る
の
な
ら
ば

少
な
く
と
も
過
去
の
気
ま
ぐ
れ
を
悔
や
ん
だ
り
喪
わ
れ
た
未
来
を

し
ん
だ
り
は
し
な
く

て
済
む

だ

 

れ

 

突
き
進
め

 

そ
し
て

消
え
ろ
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大
気
に

か
れ
て

え

き
る

一

の
流
星
の
よ
う
に

  
そ
の
一
念
を

き

を
出
た

 

と
は

え

 
己
の
武
器
を

び

得
し
た
技
を
頼
り
に

み
出
す
に
も
目
的
地
が
定
ま
ら
な
い

目
的

地
が
無
い
と

え

き
る
先
も
定
ま
ら
ず

自
然

か
ら
出
る
前
に
足
は
止
ま

た

 
攻
略

 
論
外
だ

出
来
る

が
無
い

 
で
は
そ
の
日

ら
し
が
出
来
る
程

に
戦
う
か

 

ど
う
死
ぬ
か
を

え
て
い
る
自
身

に

先
を
生
き
る
気
な
ど
な
い

 
戦
え

 
戦
え

 

戦
え

 
た
だ

中
を

め
る
そ
の
衝
動

そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
理
由
は
無
い
か
一
先
ず
空

を

ら
わ
せ
る
一
コ
ル
の

い
黒
パ
ン
を
も
そ
も
そ
と

は食
み
な
が
ら

え
た
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ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
だ

 

中
の

に

掛
け

な
食
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

こ
え
て
き
た
男
の
声

 

間
か
ら

ら

て
い
る
の
か

木
製
ジ

キ
を
片
手
に

を

ら
め
る
二
人
組
の

男

には
ば
かる

事
無
く
大
声
で
語
り
合
う
内
容
に

を
そ
ば
だ
て
れ
ば

の

に
広
が
る
森
の

中
に

み

ん
だ
者
は
帰

て
来
な
い

穴
が
あ
る
と
い
う

そ
こ
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
な
の
で
は
と

ま
こ
と
し
や
か
に

さ
れ
て
い
る

 
し
か
も

そ
れ
を
流
し
た
の
は
信

で
き
る
情
報

鼠

な
の
だ
と

鼠

と
い
う

語
に
覚
え
は
無
か

た
が
情
報

と
い
う
一
点
が
私
に
信

を

か
せ
た

頼
み

ん
で
男
達
か
ら
話
を

い
た

払

て
い
た
か
ら
か
そ
れ
と
も

ガ
セ
と
思

て
い
た
の
か

彼
ら
は
気
前
よ
く

を
語

て
く
れ
た

 
話
を

き
終
わ

た
後
お
礼
に
と
コ
ル
を
払
お
う
と
す
る
も

だ
か
ら
と
報

を

さ

れ
る

 
と
も
あ
れ
目
的
は
見
つ
か

た

喜
ぶ
べ
き
情
報
に

こ
り
と
お

し
て
感

を
示
し

す
ぐ

へ
と
出
立
す
る

 

ど
う
死
ぬ
か
と
い
う

え
を
持

て
い
た
自
分
と
て
ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の
話
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は

み
に
し
て
い
な
い

 
だ
が

だ
が
そ
れ
で
も

・死
・に
・た
・い
・

・で
・は
・な
・い

生
き
ら
れ
る
な
ら
生
き
た
い
と
も
思

う

死
な
な
く
て
良
い
な
ら

そ
れ
に
越
し
た
事
は
な
い

 

死
ぬ
気
だ

た
の
だ

ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
が
真
実
で
あ
れ
ば
め

け
モ
ノ
ガ
セ

で
あ
れ
ば
今

こ
そ
死
ぬ
た
め
に
動
く
の
み

 
そ
う
し
て
道
中
の
イ
ノ
シ
シ
達
を

し
な
が
ら
進
み

穴
に

み
入
り

直
後
横

り

の
衝
撃
に
襲
わ
れ
た

 

そ
こ
で

Ａ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ

の
道
は

切
れ
る

だ

た

 
始
ま
り
の

に
デ
カ
デ
カ
と
存
在
を
主

す
る
黒
い
ド

ム
の

設
黒
鉄

内
部
に

す
る

生
命
の

の

近
く
に

ら
れ
た

Ａ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ

の
名
前
に

ら
か
な
金

色
の
二
重
線
が
横
に
引
か
れ
現
実
の

を
超
マ
イ
ク
ロ
ウ

ブ
で

き
切
り
そ
れ
で
す
べ

て
が
終
わ
る

だ

た

  

ヒ

カ

 
と
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Ａ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
の
人
生
に
終
止

を
打
つ
存
在
だ

た
オ
オ
カ
ミ
は
こ
ん
棒
を
振
り
下
ろ

す
べ
く

の

肉
を

ら
ま
せ
た

間

体
の
正
中
線
を
結
ぶ
よ
う
に
一
本
の
光
を

ら
せ
た

 

れ
て

絶
大
な
光
の

の
乱
舞

 
オ
オ
カ
ミ
の

上
に
あ

た
緑
色
の
ゲ

ジ
が
真

白
に
な
り
大
き
な
獣
の
肉
体
が
⻘
の
欠

片
の
雨
へ
と

し
た

 

代
わ
る
よ
う
に

小
さ
な

黒

の
剣
士
が

を
現
し
た

 

色
に

く

刃
直
剣
を
手
に
こ
ち
ら
を
見
下
ろ
す

黒

先
の
オ
オ
カ
ミ
の
体

の
三
分

の
一
程

し
か
な
い
背

に
反
し
そ
の
存
在
感
は
圧
倒
的
だ

た

目
深
に

る
フ

ド
の
せ

い
で
黒
い

し
か
見
え
な
い
の
が
そ
れ
を
助
⻑
さ
せ
る

 
だ
が

故
か

そ
こ
に

な
い
よ
う
に
も
感
じ
る
希

さ
も

せ
持

て
い
た

 
矛
盾
し
て
い
る
存
在
だ

た

あ

な
た

は

 
ス
タ
ン
が
解
け
意
識
は

明
で
も
体
が
上
手
く
い
う
事
を

か
な
い

か
ら
出
た
声
は

れ

切
れ

切
れ
の

え
声
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そ
れ
が

こ
え
て
い
な
い
の
か

あ
る
い
は
意

的
に
無

し
た
の
か
フ

ド
を
目
深
に

て

が
見
え
な
い

黒

は

を
返
し
た

オ

イ

 
黒
が

を
返
し
た
先
か
ら
こ
ち
ら
に
向
け
て
中

の
速

で

て
来
る

色
の
人
影

の

に
三
本
ず
つ
線
を

イ
ン
ト
し
て
い
る
小

な
女
性
だ

た

お

間
に
合

た
み
た
い
ダ
ナ

 
や

間
一
髪
だ

た

 
あ
り
が
と
ナ

 
ニ
カ
リ
と

い
な
が
ら

自
身
の

ど
ま
で
し
か
な
い

黒

の

を

い
て

う
女
性

そ
れ
に

黒

は

葉
を
返
す
事
無
く
横
を

り
過
ぎ
て
い
く

 
横
を

る

女
性
に

か
を
持
た
せ
た

い

体
の

ま

た
小

死
ぬ
な

 
女
性
が

を
巡
ら
せ

目
で
追

て

そ
う
小
さ
く

た

 
黒
は
一

歩
み
を
止
め
た
が
ま
た
す
ぐ
に
進
み
始
め
た

そ
の

に
小
さ
く
空
の

手

が
振
ら
れ
る
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そ
の
反
応
に
小
さ
く
息
を

い
た
女
性
が
く
る
り
と
こ
ち
ら
を
見
て

⻭

を
思
わ
せ

る

み
を
浮
か
べ

助
か

て
よ
か

た
ナ

オ
レ

ち
は
ア
ル
ゴ

情
報

鼠

の

ア
ル
ゴ

ダ

ち

ん
の
名
前
は

て

う
ん
だ
イ

 
そ
う

ら
か
に

て
見
せ
た

 

遠
く
に

バ
ン
ダ
ナ
を

い
た
⻘
年
を
先

に
男
達
が

て
来
る
の
が
見
え
た

 

代
わ
る
よ
う
に

黒

の
影
が
そ

と
消
え
た

  
は

と

目
を
開
く

 

界
一

に
広
が
る

し
い

色
の
プ
ラ
ス
チ

ク
バ
イ
ザ

バ
イ
ザ

を
隔
て
て
見
え
る

天
上
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
パ
ネ
ル
が

オ
レ
ン
ジ
が
か

た
色
に

め
て
い
る
の
だ

 

故

と

思

が

乱
す
る

 
私
は
い
ま

・

・

・

・に
・ロ
・グ
・イ
・ン
・し
・て
・い
・た
・

・な
・の
・に

と

き
た
の
ね

明
日
奈
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そ
の
と
き

ら
か
ら

感
に

れ
た
女
性
の
声
が
し
た

 
も
う

年
も

い
て
い
な
い

の
焦
り
に

ち
た
声

バ
イ
ザ

を
付
け
た
ま
ま

を
巡
ら
せ

ば

明
る
い
部

の
中
に
三
つ
の
人
影
が
あ

た

ベ

ド
の
す
ぐ

ら
に
は

を
突
い

て
こ
ち
ら
を

う

・

子

そ
の
後
ろ
に
は

不
安

な
表
情
を
浮
か
べ
る
兄
・

一

と

・

三
の

 
三
人
と
も

記

に
あ
る

よ
り
兄
は
成
⻑
し

は

い
て

あ

れ

 
そ
こ
で

違
和
感

 
記

に
あ
る

と

い
は
す
る
が
三
人
の
そ
れ
に
私
は
覚
え
が
あ

た
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
と

違
う
部

の
内

に
も
違
和
感
は

え
て
い
な
い

 

か
な

思
を
経
て

認
識
す
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
と
違
う
の
は

然
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
が

き
て
か
ら
も
う
二
年
以
上
も
経

て
い
る

の
だ
か
ら

 
で

あ
れ
ば

さ

き
見
て
い
た
夢
の
リ
ア
ル
さ
は

一
体

な
の
か

な

明
日
奈

 

い
て
い
る
の
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わ

あ

 
そ
こ
で
が
く
が
く
と

を
揺
す
ら
れ
る

れ
を
切
ら
し
た

が
そ
う
し
て
い
た

時
に

な
い
取
り
乱
し
よ
う
に
こ
ち
ら
が

惑
し
て
し
ま
う

ち

さ
ん

ち

い
て
よ

こ
れ
が

ち

い
て
い
ら
れ
る
も
の
で
す
か

 
あ
な
た
昏

状

に

て
た
の
よ

え

え
え

 
く
わ

と
眼
力
を
増
す

の

葉
に
こ
ち
ら
が

天
す
る

思
わ
ず

に
掛
け
た
ま
ま
の

を
外
し
て
直
に
女
性
の

を
見
る

し
か
し
直
に
見
た
女
性
の

に
は

の
色
な
ん
て
全
く

見
え
な
い

そ
も
そ
も

や

の

が

い
な

で
は
あ

た
が
今
だ
け
は

で
あ

て

欲
し
か

た

こ

昏

て

ど
う
い
う
こ
と

え
て
な
い
の

 
静
か
に
問
え
ば

も
静
か
に

い
て
来
た

を
横
に
振
れ
ば

し
い

を
す
る

明
日
奈

ど
の

ま
で
は

え
て
い
る
ん
だ
い

 
話
が
進
ま
な
い
と
見
た
か

兄
が
そ
う
水
を
向
け
て
き
た
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え

と

ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
に
行

て

死
に
か
け
て

あ
れ

 
そ
こ
ま
で

て
再
び
違
和
感

い
や
最
初
期
の
記

じ

な
い
か
と

を
振

て
思

を

リ
セ

ト

再

今

は
手
に
持

て
い
る

ア
ミ

ス
フ

ア
の
存
在
を
念

に

記

を
探
る

 
す
る
と

か
ら

へ
と
思
い
出
し
た

 

間
レ
イ
ン
の
目
的
の

 
様
子
の
お
か
し
な

歌
姫

と
そ
の

る

色
の

 

る

己
の
体

え

と

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
浮
遊
大

の

で

色
の

に

し

さ
れ
た
と
こ
ま
で

か

な 

を

て
い
る
の
か
と
思
う
が
本

に
最
後
が
そ
の
記

な
の
で
そ
う

う
し
か
な
い

兄
は
と
も
か
く

親
は

れ
る
だ
ろ
う
な

と
思
う
私
の

線
の
先
で

な
ん
と
三
人
が

や
は
り

と
い
う
よ
う
に

く
異
様
な
光

が
広
が

た

 
え

と

ま
た
も

惑
す
る

え

と

三
人
と
も

な
ん
で

得

な
の
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そ
の

像
を
私
達
も
見
た
か
ら
だ
よ

像

 

を

る
と

こ

ち
に
来
な
さ
い
と

が
手

き
し
て
廊
下
に
消
え
る

 
仕
方
な
い
の
で
立
ち
上
が
る
と
す
ぐ
横
に

が
来
た

に
思
う
が
横
一
文

に

ざ

さ
れ
た

か
ら

か

く
事
は

し
い
だ
ろ
う
と

を
追
う
事
を

先
す
る

 

が

内
し
た
の
は

兄
の
部

だ

た

 
パ

コ
ン
か
ら
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
コ

ド
が

び
た

イ
ン
チ
の
大
型

テ
レ
ビ

そ
れ
に

デ

カ
デ
カ
と

る

像

  

か

ん

と
鉄
を
打
つ

 
コ

ル

  
そ
れ
に

れ

こ
え
る

少
年
の
声

 

の
立
つ

の

で
あ
か
あ
か

と

え
る
二
本
の
剣
を

ハ
ン
マ

で
打
ち

け
る
少
年
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の

が

し
出
さ
れ
て
い
た

キ
リ
ト
君

 

惑
の
声
が

れ
る

 
黒
を

と
し
た
ハ

ド
コ

ト
を

い
剣
を
打
つ

は
浮
遊
城
攻
略
の
後

期
に

い

て

目
に
し
て
い
た

そ
う
で
な
く
と
も

上
に
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
い
う
フ

ン
ト
が
表

示
さ
れ
て
い
る
以
上
間
違
い
よ
う
は
な
い

 
彼
が

手
の

ト
コ
で

定
す
る
黒
を

と
し
た
肉

の
剣
に
ボ
ロ
ボ
ロ
の

な
剣

が
重
ね
ら
れ

彼
は
そ
れ
ら
を
ハ
ン
マ

で

い
て
い
る

 

も
見
た
事
が
あ
る

鍛
冶

を

む
親
友
の
少
女
に
成

が
限
り
な
く

い
事
も
承

知
の
上
で
新
た
に
使
う
強
力
な

剣
に
そ
れ
ま
で
使

て
い
た

剣
を
重
ね
て
鍛
え
る

合

強
化

を
頼
み

ん
だ
時
と
同
じ
光

だ

鍛
冶

ス
キ
ル
や
鍛
冶
ハ
ン
マ

が
強
力
に
な
れ

ば
同
じ
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
で
も
強
力
な
武
器
の
引
き
が
良
く
な
る
が
そ
れ
に
も
限

が
あ
る

そ
の

打
ち

に

た

た

に

そ
れ
ま
で
使

た
剣
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な

式

と
し

て
行

て
い
た
強
化
の
仕
方

継
承

だ

 
ア
レ
を

間
内
に
広
め
た
の
は

黒
の
剣
士

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
少
年
だ
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そ
し
て

ア
レ
を
自
力
で
行
え
る
黒
系
の
プ
レ
イ

は

彼
だ
け
だ

 
だ
が

故

 

故

そ
ん
な
光

が

し
出
さ
れ
て
い
る

 
も

と

え
ば

故

あ
の
少
年
の

は

現
実
と
同
じ

み
を

び
た
も
の
な
の
か

 
彼
方
に
見
え
る

線
を
超
す

大
な
白

の

が
一
定
間
隔
で

ぶ
外

部
の

が

故

見
え
る
の
か

そ
こ
ま
で

え
た
時
点
で

に
悟

て
い
た

 
こ
の

像
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
も
の
な
の
だ

と

 
で
も
お
か
し
い
と
疑
念
が

い
た

後

期
に

い
て
彼
を
中
心
に

像
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
さ
れ
て
い
る
事
は
知

て
い
た
が

そ
う
で
あ
れ
ば

あ
ん
な

な

い
で
は
無
い

だ

初
期
武
器
の
ス
モ

ル

ド
強
力
な
片
手
剣
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
な
ど
後

期
に
彼
の
手

に
収
ま

た
事
は
一

も
無
い

 
そ
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
あ
の
異
常
事

に

し

な

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

像
が
流
れ
て
い
る

え

 
ぐ
る
ぐ
る
と
思

が

乱
に

る
中
で

う
じ
て

界
に
入

た
存
在
に
気
付
き
声
が

れ
た
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傷
だ
ら
け
の

を
晒
し
た
少
年
が

剣
を
手
に

ん
で
い
る

 
少
年
が
二
人

そ
れ
は
キ
リ
カ
や
ホ
ロ
ウ
と
い

た
同
一
存
在
に

し
い

と
触
れ
合

て

来
た
以
上

く
程
の
事
で
は
な
い

だ
が

故
だ
か
今
は
そ
れ
を
無

し
て
は
な
ら
な

い
気
が
し
て
い
た

と

さ
ん

こ
れ
は

い

た
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

像

そ
れ
も

彼
を
中
心
に
し
た

最
初
期
の
も
の
だ
そ
う
だ

さ
最
初
期
の

 
な
な
ん
で
そ
の

は
ま
だ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
出
来
て
い
な
い

じ

 
疑
問
を

し
な
が
ら

面
を
見
る

の
方
に
表
示
さ
れ
て
い
る
日
時
表
示
は
二

二
二

年
十
一
月
八
日

前
六
時
三

分
と
表
示
さ
れ
て
い
る

の
話
が
事
実
な
ら
こ
の

像
の

記
録
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
の

と
い
う
事
に
な
る

 
で
あ
れ
ば

お
か
し
い
事
が
あ
る

 
そ
の
時
点
で
は

彼
の

は
存
在
し
て
い
な
い

同
じ
容

の
人
間
が
二
人
以
上
存
在
し
て

い
な
い

こ
の

像
は

あ
の

大
な
剣
を
持
つ
彼
が

う
に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
残

デ

タ
な
ん
だ
そ

う
だ
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残

デ

タ

 

け
ば
ク
リ
ア
と
共
に
完
全
初
期
化
が
実
行
さ
れ
た

だ
が
そ
の
カ

デ

ナ
ル
・
シ

ス
テ
ム
の
決
定
に
抗
う
よ
う
に
浮
遊
城
の
残

と
し
て
サ

バ

に
残
り

け
て
い
た
デ

タ
ら
し
い

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
は

人
の

体
意

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
取
り

み

し
た
セ
ブ

ン
に
よ

て

そ
の
リ

ス
を
全
て
奪
わ
れ
た

 
そ
の
中
に
は
コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
も

ま
れ
て
い
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

バ

は

ち

結
果
戦
い
の
舞

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

 

神
と
な

た
セ
ブ
ン
を
倒
す
べ
く

Ｓ
Ａ
Ｏ
真
ラ
ス
ボ
ス
の

ボ

ナ
ス
だ

た

大
な

剣
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
全
て
の
デ

タ
を
突

み

死
に
対
応
さ
せ

打
ち
破

た

 

セ
ブ
ン
の
企
み
自
体
は
そ
こ
で

え
る

 
し
か
し
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
人
の
極
め
て

つ

密
な
感
情
に
よ

て
形
成
さ

れ
る
も
の

密
で
あ
る
な
ら

一
人
で
も
作
れ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
バ
グ
は

実
の
兄
と
殺
し
合
い
を
演
じ
て
い
る

に
彼
が

い
た
憎
悪
の
高

ま
り
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が
原
因
だ

た

そ
れ
は
今
な
お
残
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デ

タ
と
い
う
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
抗
う
形
で
残
り

け
て
い
る

セ
ブ
ン
の
手

を
離
れ
た
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
取
り

ん
だ
そ
れ
を

放
し
に
し
て
い
て
は

が

き

る
か
分
か
ら
な
い
か
ら

今
は
そ
れ
の
対

に
動
い
て
い
る

 
そ
れ
が

あ
の

剣
を
手
に

む

の
少
年

 
そ
し
て
動

に

る
光

は
デ

タ
を
残

さ
せ
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ

ン

の

だ
ろ
う
少
年

キ
リ
ト

の
過
去

と
い
う
モ
ノ
を
形
成
す
る

に
至

た
モ感
ノ情

と
経
歴
が
見
せ
て
い
る
残
像

 
そ
う

彼

は
語

て
い
た
と
い
う

な
る

ど

 

に

め
ら
れ
た
話
を

い
た
私
は

得
を

い
た

 
高

な
演

能
力
を
得
る

に
は
多

が
不
可
欠
だ
が

形
成
す
る
だ
け
で
あ
れ
ば
一
人

の
感
情
で
も
事
足
り
る

ま
し
て
や
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

し
て
い
た
悪
意
や

意
殺
意
と
い

た
負
の
想
念
を
一
心
に
集
め
て
い
た

実
の
兄
と
の
殺
し
合
い
で
彼
自
身
が
憎
悪
を

し
た
な

ら

彼
に
集
ま

て
い
た
感
情
と
高
ま
り
合
い

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
作
り
出
し
て
も

お
か
し
く
な
い
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彼
は

自
分
の
不
始

だ

と

た
ら
し
い
が

 

密
に

え
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た
み
ん
な
の
責

だ
ろ
う

あ
の
世
界
に

し
て
い
た
負
は

彼
の
も
の
だ
け
で
は
な
い

彼
を
中
心
に
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
形
成
し
た
だ
け

そ
の
も
の
は
み
ん
な
が
作
り
上

て
い
た

 

が
悪
い
か
と

え
ば

間
違
い
な
く
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た

郷
と
そ
れ
に
加

し
た

協
力
者
で
あ
る

 

変
わ
ら
ず
の
思

回
路
に

息
を

く

 

線
の
先
で

少
年
の

継
承

が
終
わ

た

 
出
来
上
が

た
の
は
二
本
の
剣

片
方
は
強
化
に
成

し
も
う
片
方
は
失

に
終
わ

た
も

の
だ

 
そ
の
内
強
化
に
成

し
た
方
を
手
に
取

た
少
年
は

と
し
た
眼
で

た

め
つ

す
が

め

つ

分
す
る

こ

る

 
あ
ど
け
な
く
も

れ
た
声
で
そ
う
少
年
が

た

確
か
今
手
に
し
て
い
る

合
強
化

に
成

し
た
剣
は

ボ
ロ
ボ
ロ
の
ス
モ

ル

ド
を

に
し
た
も
の
だ

た
か
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そ
れ
を
大
切
そ
う
に

に

め
た
彼
は

そ
の
剣
を
ス
ト
レ

ジ
に
格

 
残
る
失

し
た
方
の
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
は

背
中
の

に

め

る
し
た

行
か
な
い
と

 

ら

と
覚
束
な
い
足
取
り
で

彼
は

を
後
に
し
た

  

場場
面
が
変
わ
る

  
内
部
日
時

二

二
二
年
十
一
月
十
日

後
二
時
三

分

 
体
力
ゲ

ジ
を

く

め
た
数
人
の
プ
レ
イ

が

て
い
る

彼
ら
の
前
に
立
ち
は
だ
か

る

大
な
食
人

物

Ｌ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
Ｎ
ｅ
ｐ
ｅ
ｎ
ｔ

確
か
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
を
得

る
ク
エ
ス
ト
を

け
る

ホ
ル
ン
カ

の

に
生
息
す
る
中
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

だ

 
ラ

ジ
ネ

ン
ト
の
レ
ベ
ル
は

第
一
層
の
序

に
し
て
は

破
格
の
高
レ
ベ
ル

 
対
す
る
プ
レ
イ

達
の
レ
ベ
ル
は

ど
が

も

ま
り
も
な
く

た
だ

て

て
い
る
が

哀
し
い
か
な

レ

ベ

ル値
が
足
り
て
い
な
い

に

離
を

め
ら
れ
て
い

る

あ
れ
で
は
遠
か
ら
ず
ツ
タ
の
間
合
い
に
入

て
死
ぬ
だ
ろ
う
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く
し
な
る
ツ
タ
が

プ
レ
イ

に

び
た

い
 
い
や
だ

と

う
と
し
た
の
だ
ろ
う
男
の
プ
レ
イ

 

そ
の
⻘
年
の

を
持
ち

引
き
倒
す
よ
う
に
し
て
ツ
タ
を
回

さ
せ
る

黒

の
少
年

 
ぎ

と

り
な
が
ら
も

く
男
達

す
わ

か

と

死
で
あ
る
事
を
忘
れ

間
の

に
剣
を

く
男
達

 
目
深
に
黒
の
フ

ド
を

る
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
は
そ
れ
を
一

し
た
後
眼
前
に

る
食

人

物
達
へ
と
突

し

黒
光
り
す
る
剣
の
斬
閃
で

く
間
に

し
て
い
く

 
ゲ

ジ
を
二
本
持
つ
ラ

ジ
ネ

ン
ト
を

め

理
に
要
し
た
時
間
は
十
五

足
ら
ず

 
彼
に
表
示
さ
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
は

デ
ス
ゲ

ム
か
ら
三
日
経
つ
時
点
で
そ
の
レ

ベ
ル
は

恐
る
べ
き
高
さ
だ

数

の

れ
を
十
数

で

れ
る
の
も

け
る

  

場場
面
が
変
わ
る

  

二

二
二
年
十
一
月
二
十
一
日

デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
二

間
後
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森
の

に

そ
り
と
在
る
大
樹
の

う
ろ

を
入
り

に
し
た

穴

 

そ
こ
か
ら

に
吹

び

ね
る

 

さ
り
と
風
に
揺
れ
て
い
た

ロ

ブ
の

が

り

れ
て
離
れ
た
と
こ
ろ
に

の
ア
イ

ア
ン
レ
イ
ピ
ア
が
突
き
立

た

く

 
小
さ
な

き

 
そ
れ
を
上

る
プ
レ
イ

の

上
に
は
五
文

の
フ

ン
ト

Ａ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ

ア
レ

て

 

気
付
く

 
あ
の

あ
の

の

い

あ
の

剣

覚
え
の
あ
る

あ
の
シ
チ

エ

シ

ン

 
夢
で
見
た
ば
か
り
の

あ
の

 
得
も

え
ぬ
感

を
他

に

事

は
進
む

穴
か
ら
出
て
き
た
二
足
歩
行
の
オ
オ
カ
ミ

が

倒
れ
る

私物
を
前
に

な
め
ず
り
を
し
て

手
に
握
る
こ
ん
棒
を
振
り
上

 
そ
れ
に

私
の正
背
後面

か
ら

び
か
か
り

一
文

に
斬
り
裂
く

黒

の
剣
士

 
ば
し

と
⻘
い
欠
片
が

び

る
中
で
見
合
う

黒

と



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 

明
に
記

が

る

 
見
上

る
私

 
見
下
ろ
す

黒

 
目
深
に

ら
れ
た
フ

ド
の

に
見
え
る

黒
い

 

郷
の
足

に
転
が

て
い
た
私
が
見
た

黒
い

 
立
ち
去
る

黒

の
後
ろ

 

二
年
以
上
も
追
い

け
た

華

な
背
中

 
カ
チ
リ
と

感
覚
上
の
整
合

が

こ
え
た
気
が
し
た

 
同
時
に
理
解
す
る

ク
ラ
イ
ン
達
と
出
会

た
あ
の
日

デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
二

間
経

た
初
め
て
私
が
動
い
た
あ
の
日

ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の

を

い
て

り
出
し
た
私

を
救
い
出
し
た

黒

の
正
体

そ
う

だ

た
ん
だ

 

と

み
が
零
れ
た

 
ず

と
分
か
ら
な
か

た
救
世
主

あ
の
時

ア
ル
ゴ
に
頼
ま
れ
ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の

に

さ
れ
た
ニ

ビ

を
救
う
依
頼
を

け
直

た
剣
士
の

性
を
私
は
ず
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と
知
ら
な
か

た

 
ア
ル
ゴ
に

ね
た
事
は
あ
る
が

は
ぐ
ら
か
さ
れ
た

本
人
が
望
ん
で
い
な
い

と

 
だ
か
ら
自
分
自
身
で
探
し
て
い
た
の
だ
が

し
か
し

い
ま
こ
う
し
て
知
れ
た

 
な
ん
て
事
は
無
い

彼
だ

た

え
て
知
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
は

お
そ
ら
く

ビ

タ

と
い
う

必
要
悪

に
な
る
の
が

し
く
な
る
か
ら

と
い
う
思
惑
の

 
見
つ
か
ら
な
い

だ

 

見
つ
け
よ
う
と

躍

に
な
ら
な
か

た

だ

 
私
は

に
見
つ
け
て
い
た

本
能
で
彼
な
の
だ
と

し
て
い
た
の
だ
彼
と
知
り
合

た
デ
ス

ゲ

ム
約
四

間
目
の
ボ
ス
戦
で

彼
の
在
り
方
を
知

た
時
か
ら

お
そ
ら
く
は

 
と
く
ん

と

 
私
の

が

高
鳴

た
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・
ア
ス
ナ

 
原
作
に

け
る

ヒ
ロ正
イ
ン

 
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ

の
最
序

だ
と
か
な
り
ツ
ン
ツ
ン
し
て
い
る

の
持
ち
主

こ
れ
ま

で

み
上

て
き
た
キ

リ
ア
我

し
て
き
た
人
生
の
中
で

一

に
も

ら
れ
な
い

境

に
身
一
つ
で
放
り
出
さ
れ
た
少
女

己
の
全
て
と

え
た
現
実
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
結
果

し
掛
け
て
い
た

ど
う
死
ぬ
か

を

え

全
力
で
戦

て
死
ぬ
事
を
求
め
て
い
る

来

バ

サ
ク
ヒ

ラ

と
呼
ば
れ
る
片

を
見
せ
た
狂
戦
士

原
作
キ
リ
ト
を
し
て
狂
戦
士
と

わ

し
め
る

力
が
あ
る

 

様
が
手
掛
け
た

で
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
二

間
が
経
過
し
た
日

に

か
ら
出
て
パ
ン
を
食
べ
て
い
る
間
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の

デ
マ

を
知

て
そ
こ
に

向
か

た
と
こ
ろ
を
今
話
の
よ
う
に
返
り

ち

ピ
ン
チ
に

た
と
こ
ろ
で

鼠

情
報
で

ガ
セ
を
流
し
た
事
を
知

た
ア
ル
ゴ
の
要
請
を

け
た
原
作
キ
リ
ト
の
手
で
救
出
さ
れ
て
い
る

ア
ス
ナ
本
人
は
そ
れ
が
キ
リ
ト
に
よ
る
も
の
と
知
ら
ず
二

間
後
の
迷

で
同
じ
く

地
に

て
救
わ
れ
る
形
で
助
か

て
も

な
事
を
と
怒
り
に

え
る

リ
フ
ジ
ン

 
今
話
に

い
て
も
二

間
目
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の
デ
マ
で
死
に
か
け
る
時
点
ま
で
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同
じ

 
違
う
の
は
ア
ル
ゴ
に
加
え
て
ク
ラ
イ
ン
達
が
ベ

タ
情
報
を
得
て
キ
リ
ト
の
無

り

に
感
化
さ
れ
突
き
進
む
の
に
同
行
し
た
点

 

二

間
後
ポ

シ

ン
切
れ
で
ポ

プ
ト
ラ

プ
を

み
最
後
の
一
体
で
死
を

け

容
れ
か
け
た
キ
リ
ト
を
救

た
の
は

の

肉
か

 
ク
ラ
イ
ン
達
と
共
に

て
前
を
見
始
め
た
ア
ス
ナ
と
ク
ラ
イ
ン
達
か
ら
離
れ
て
心
を
す
り

ら
し
た
キ
リ
ト
の
対

が

本
作
に

け
る
二
人
の

で
あ
る

 
ち
な
み
に
原
作
小
説
で
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら
一
か
月
後
に
キ
リ
ト
に
救
助
さ
れ
て
以

コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
戦
か
ら

だ
か
ん
だ
コ
ン
ビ
を

け
て
い
る

か
と

オ
オ
カ
ミ
Ｍ
ｏ
ｂ

を
キ

カ
ケ
に
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
い
る

り
キ
リ
ト
と
ア
ス
ナ
の
キ

ピ

ド
は
コ
ボ
ル

ド

な
の
か
も
し
れ
な
い

 
原
作
無

圏
内
事
件
だ
と
ア
ス
ナ
と
パ

テ

を
組
ん
だ
の
は
こ
れ
が
初
と
表
記
さ
れ

て
お
り
矛
盾
を
生
じ
て
い
る
の
だ
が

キ
ニ
シ
テ
ハ
イ
ケ
ナ
イ

 
ど
こ
で
解

し
た
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
一
説
で
は
第
二
十
五
層
で
キ
バ
オ
ウ

い
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍
の
突
出
で

壊
し
た
と
こ
ろ
を

神
聖
剣
を
引

て
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し
た

黒ヒ
幕

ス
場ク

リ
フ

い
る
血

騎
士

に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
キ
リ
ト
が
引
き

め
な
か

た
事
で
コ
ン
ビ
解
消
し
た
と
さ
れ
て
い
る

作
者
も
こ
の
説
を

持
し
て
い
る

が
本

作
に

い
て
は
一
層
時
点
で

白ヒ
い

ス
場ク

リ
フ
が

間
に

る
の
で

無
い

 
常
に

間
に

ま
れ
部
下
に

わ
れ
ギ
ル
ド
を

い
て
攻
略
を
進
め
て
い
た
彼
女
に
と

て 

救
世
主
に
似
た

黒

の
背
中
は

無
意
識
レ
ベ
ル
で
目
を
追
う
も
の
だ

た

  
・
キ
リ
ト

 
後
に

閃
光

と
呼
ば
れ
る
事
に
な
る
少
女
を
救

た
少
年

 
ア
ル
ゴ
か
ら

か
さ
れ
て
い
そ
う
な
も
の
だ
が

そ
も
そ
も
人
助
け
の
目
的
を

先
し
て
い

る
た
め
そ
れ
で
自
身
に
感

を

か
れ
て
も
ど
う
も
感
じ
な
か

た
だ
ろ
う

む
し
ろ
ビ

タ

と
呼
ば
れ
る

に
出
来
損
な
い
の
風

を

ん
で
い
る
時
点
で
己
に
集
ま
る
感
情

の
全
て
を
信
じ
て
い
な
い

リ
ア
ル
が
知
れ
れ
ば
掌
を
返
さ
れ
る
と
経
験

で

え
て
い
る
た

め
で
あ
る

 

如

に
ク
ラ
イ
ン
や
ア
ス
ナ
達
が
異

か

推
し
て
知
る
べ
し
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継強
化

承合
に
成

し
た
剣
は
ス
ト
レ

ジ
内
で
大
事
に
仕
舞
わ
れ
た

こ
れ
が
日
の
目
を

び
る
の
は
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
戦
で
剣
が

れ
た
時

キ
リ
ト
が
剣
を

た
の
は
後
も
先
に
も

こ
れ
の
み
で
あ
る

 
ち
な
み
に

鍛
冶

ス
キ
ル
は
レ
ベ
ル

に
上
が

て
増
え
た
ス
ロ

ト
で
取

た

  
・
ク
ラ
イ
ン

 
本
編
だ
と
女
性

に
出
番
を
喰
わ
れ
が
ち
な
二

目
⻘
年

 
そ
の
実
彼
女
ら
よ
り
も

か
に
重
要
な

回
り
を

て
い
る
存
在

ア
ス
ナ
が

ロ
を

か
な
か

た
の
も

キ
リ
ト
を

し
て

触
を

た
ア
ル
ゴ
が

し
て
い
る

原
作
だ
と

攻
略
組

に
上
が
る
ま
で

点
は
出
来
得
な
い

 
ク
ラ
イ
ン
が
第
一
層
ボ
ス
戦
に
出
ら
れ
る

レ
ベ
ル
に
な
る
覚
悟
を

か
な
け
れ
ば
ア
ス
ナ
は
合
流
せ
ず
結
果
迷

で
ポ

プ
ト
ラ

プ
に
掛
か

た
キ
リ
ト
が
ア
ス
ナ
に
救
わ
れ
る
事
も
無
か

た

人
情
に

い

事
で
知
ら
れ
る
⻘
年
の

判
は

達
で
は
無
か

た

  
・
ア
ル
ゴ
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キ
リ
ト
の
存
在
を

り

に
情
報

業
を

む
女
性

 
ク
ロ

の
名
手
だ
が

剣
の

い
も
お
手
の
物

プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
第
四

で
は
第
五
層
ボ

ス
戦
の
一
人
と
し
て
加
わ
り

中

の
活
躍
を
見
せ
て
い
る

値
極
振
り
な

に

外
パ

ワ

フ

イ
ト
な
ス
タ
イ
ル
を
会
得
し
て
い
る

 
キ
リ
ト
を

じ
キ
リ
ト
と

を
持

て
い
る
ク
ラ
イ
ン
と

を
持
ち
最
初
期
の

か

ら
動
き

け
て
い
た
ベ

タ
テ
ス
タ

の

本
人
は

未
知
が
怖
い
か
ら
情
報

を
し
て
る

と

い

て
い
る

し
か
し
理
由
は

で
あ
れ
ア
ル
ゴ
が

な
け
れ
ば
攻
略
は
成
り
立
た
な

か

た

 
キ
リ
ト
は
攻
略
の
中
心
と
な

た
が

そ
の
裏
で
ア
ル
ゴ
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面

は
存
在
し
た

 
ア
ル
ゴ
が

な
け
れ
ば

キ
リ
ト

ク
ラ
イ
ン

そ
し
て
ア
ス
ナ
の
結
び
付
き
は
生
ま
れ
ず

キ
リ
ト
は
迷

で
人
知
れ
ず
命
を

と
し
て
い
た
か
食
事
を
忘
れ
た
機

に
成
り
果
て
て
い

た 

実
は
作
中
で
一

だ
け
キ
リ
ト
の
リ
ア
ル
平
穏
に
生
き
て
い
た

を
知

て
い
る

振
り
と

お
と
う
さ
ん

と
独
白
を

ら
し
た
事
が
あ
る
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・
コ

ル

 
世
界
に
プ
レ
イ

名
と

が
知
ら
れ
た
⻘
年

 

り
に
名
を

か
れ
な
が
ら
昏
い
眼
で
自
身
が
使

て
い
た
剣
と
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
の

強
化

合
が
行
わ
れ

後
に
攻
略
で
使
わ
れ
る
剣
の

く
に
そ
の
魂
が

け
継
が
れ
る

事
が
運
命
付
け
ら
れ
た

コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
戦
で
取
り
出
し
た
二
本
目
の
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

が

正
に
そ
れ

 

キ
リ
ト
が

剣

と

継
承

に

す
る
原
因

 
た
だ
し
キ
リ
ト
が
生
き

け
た
の
は
デ
ス
ゲ

ム
を

地現
獄実

と
認
識
で
き
た
か
ら
な
の
で

彼
の
存
在
が
無
け
れ
ば

に
キ
リ
ト
も
死
ん
だ
可
能
性
が
高
い

 
キ主
リ人
ト

に
デ
ス
ゲ

ム
の

た
る
か
を
知
ら
し
め
る
機
会
を

す

み

重
要
人
物
で
あ
る
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

キ
リ
ト

現
在

直
葉

ぶ

ち

け

で
も

 

数

約
一
万
四
千

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
四
章
孤
独
の
剣
士
で
の
イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
戦
の
加

修
正

の

よ
う
な
モ
ノ

 
で
は
ど
う
ぞ

  
人
に
は

希
望
が
必
要
だ

目
に
見
え
る
明
確
な
希
望
が



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

 

場場
面
が
変
わ
る

し
か
し

希
望
が
あ

て
も

ヒ
ト
は
独
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い

む
れ

を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

 

人場
物面

が
変
わ
る

人
に
は

悪

が
必
要
だ

眼
前
に

意
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る

悪

が

 

時場
間面

が
変
わ
る

し
か
し
た
だ
の
悪
で
は
ダ
メ
だ

全
て
の
ヒ
ト
が

結
し
得
る
理
由
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

 

世場
界面

が
変
わ
る

 

黒

を

い

刃
の
直
剣
片
手
に
少
年
が

け

人

十
人
と

人

が

物
の
魔

の
手
か
ら
救
わ
れ
て
い
く
光

が
ぶ
つ
切
り
の
繋
が
り
で

さ
れ
て
い
く

 
時
に
子

 
時
に
大
人

 
時
に

人

 
文

り

男
女
問
わ
ず
の
救
出

が

り
返
さ
れ
る
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そ
の
場

も
場
面
場
面
で
変
化
す
る

 
時
に

原

 
時
に
森
林

 
時
に
迷

 
場

を
問
わ
ず

手
を
問
わ
ず

に

り
返
さ
れ
る
人

の
救
出

死
に
た
く
な
い

死
に
た
く

 

そ
れ
も

全
て
が
成

と
い
う

で
は
な
い

 
ば
し

と

 
黒
の
目
の
前
で
力

き
た
お

れ
五
体
を
四

さ
せ
る
者
も
い
た

た

た
一
歩
間
に
合

わ
な
か

た

た

た
一
手

足
り
な
か

た

そ
れ
だ
け
で
ど
こ
か
の

か
は
死
ん
で
い
く

お
前
が

も

と

く
に
来
て
い
れ
ば

 
間
に
合
わ
な
か

た
救
い
の
手
を

怒
り
の
眼
で
見
返
す
人
が

た

ジ
ブ
ン

ど
う

と
し
前
付
け
ん
ね
や

 

己
に

た
人
間
を

憎
悪
の
眼
で

む
ヒ
ト
が

た
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剣
士
さ
ん

助
け
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

  

書
き

り
に

感

を

べ
る

人少
形女

が

た

 
か
つ
て
経
験
し
た
事

の
追
想
に
し
て
追
体
験

サ

バ

に
ロ
グ
と
し
て
記
さ
れ
た
電
子
の

再
現
世
界

 

め
る

 
目
に

き
付
け
る
よ
う
に

 
己
を

み
る
よ
う
に

 
己
の
眼

己
の
記

よ
り
も

明
な
客
観
の

か
ん観

を
以
て

チ

 
・忌
・

・し
・く

を
打
つ

 

け
容
れ

み

し
た

だ
が

未
だ
完
全
で
は
無
か

た
事
が
明
ら
か
に
な
る

動
揺

苛
立
ち
は

せ
ば
自
分
自
身

け
容
れ
切
れ
て
い
な
い
モ
ノ
が
あ
る
と
い
う
事
実
に
他
な
ら
な

い
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こ
の
場
合

そ
し
て

こ
れ
を
見
せ
ら
れ
て
い
る
の
も

同
じ
理
由

 
・た
・だ
・の
・

・

・

・で
・は
・な
・い

 

は

わ

て
い
る

 
だ
が

で
は
な
い
と

そ
う
確
信
を

く

 
ア
レ
は

現世
実界

す
べ
て
に
対
す
る
絶
望

憎
悪
を

ら
せ

し
て
生
み
出
さ
れ
た
獣

世

界
を
滅

せ
と
そ
う
自
身
に
制
約
を
掛
け
た
存
在

も
か
も
を
殺
し

さ
な
け
れ
ば
気
が

済
ま
な
い
殺
意
の
化
身

 
も
し
そ
れ
が

で
あ
れ
ば

あ
の
少
女
は
お
ろ
か
こ
う
し
て
人
を
救
う
場
面
な
ど

さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う

 

な
ら
ば
浮
遊
城
を
狂
わ
せ
る
に
至

た

と
い
う
名
の

一

の
憎
悪
そ

の
も
の
と
お
よ
そ
一
万
人
の
負
の
想
念
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
が
集
め
た
数
十
万
人
の
想
念

の
集
合
体

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
二
つ
を

う

と
は
一
体

か

 

を
も
取
り

ん
だ

で
な
い
別
の
存
在
は

ど
う
あ
れ
自
分
と
戦
う
事
に
変
わ
り
は
な
い

 
そ
う

く
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の

が
歪
む
自
覚

息
す
る
心
境
だ
が
嗤
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

そ
れ
は
己
を
客
観

し
た
事
で
得
た
心
境

己
の
意
地

い
ま
で
の

を
見
せ
ら
れ
れ
ば
そ
う
も
な
る

 
最
初
に
一
万
の
負
の
残
影
と
の
死
闘

 
そ
れ
で
も
物

差
で
は

・殺
・せ
・な
・い

と
知

て
方

を
転
換
し
た
結
果
今
の
追
想
に
至

て

い
る

 

ツ
は

こ
ち
ら
を
心
か
ら
殺
す

も
り
だ

  

一

キ
リ
ト
の

葉
は

よ
り
も

桐

谷
和
人

キ
リ
ト
を
傷
付
け
得
る

 

⻑
く

な
り
そ
う
だ

 

息
と
共
に

手
に

て
い
た

剣
を
眼
前
に
突
き
立
て

完
全
な
静
観
の
構
え
を
取
る

剣
の

先
に

の
手

の
手
と
重
ね
て

く

こ
ん
中
に
ワ
ビ

入
れ
な
あ
か
ん

ら
が
お
る
は
ず
や
で

い
ま
ま
で
に
死
ん
で

い

た
三
百
人
に

び
を
入
れ
な
あ
か
ん

ら

テ
ス
タ

が

 

線
の
先
で
は
片
手
剣
に
し
て
は
や
や
大
型
の
も
の
を
背
負

た
サ
ボ
テ
ン
の
よ
う
に
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た
髪
型
の
男
が

そ
の
名
の

り
に

黒

へ

み
付
く
光

が
広
が

て
い
た

  
現
在
日
時

二

二
五
年
五
月
九
日

前
二
時

 

再
現
日
時

二

二
二
年
十
二
月
二
日

後
十
時
三

分

 
ベ

タ
テ
ス
タ

で
あ
る
事
を
特
定
し
個
人
の

備
性
能
を
晒
し
弾

す
る
場
か
ら
六
時

間

が
経
過
し
た
夜

の
情

が

し
出
さ
れ
て
い
る

ど
こ
の

か
は
不
明
だ
が

内
が
再

現
さ
れ
て
い
た

 
最

で
も
二
十

は
あ
ろ
う

内

の

に
あ
る
ド
ア
に
は

Ｂ
ｅ
ｄ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ

の
掛

札
が
あ
り

反
対
の

の

の
ド
ア
に
は

Ｂ
ａ
ｔ
ｈ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ

の
掛
札
が
掛
け
ら
れ
て
い

る
事
か
ら

み
の

で
は
な
い
広
さ
を
持

て
い
る
事
が

え
る

も

な
が
ら

歌
風
の

気

だ

 
そ
の

内
に
再
現
さ
れ
た
人
影
は
二
つ

 
片
方
は

の
一
つ
で
あ
る

ら
か
そ
う
な

フ

に
深
く

掛
け
て
い
た

こ
ち
ら
は

色

の
ロ

ブ
を

て
い
る
小

な
プ
レ
イ

上
に
は
Ａ
ｒ
ｇ
ｏ
の
名
前
が
あ
る
彼
女

は

し
く
フ

ド
を
外
し
て

を
晒
し
て
い
た

コ

プ
に
な
み
な
み
と

が
れ
た

白
色



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

の

み
物
を
時

け
る

 
そ
ん
な
彼
女
と
同

す
る

ベ

ド
に

掛
け
た
人
物

黒

 
彼
は
ベ

ド
の

ら
に

か
れ
て
い
る
サ
イ
ド
チ

ス
ト
に
無
骨
な
片
手
直
剣
を
立
て
掛
け

代
わ
り
に
数
十

も
の
羊

紙
を
手
に
取
り

め
く

て

分
し
て
い
た

な

キ

本
気
で
い
く
の
カ

 

者
の
間
に

ち
て
い
た

に

え
か
ね
た
か
の
よ
う
に

少
女
の
方
が

火
を
切

た

 
一

少
年
の
眼
が
羊

紙
か
ら
外
れ

す
ぐ
に

る

そ
れ
は

ボ
ス
戦
の
事

 

的
な
問
い

 
ア
ル
ゴ
も

小
さ
く

く
事
で
応
じ
た

キ

の
実
力
は
ベ

タ
の

か
ら
知

て
ル

独
で
十
一

十
二

十
三
層
の
ボ
ス
を

ぶ

倒
し
た
の
を
見
た
か
ら
ナ

で
も

キ

だ

て
分
か

て
る
ダ
ロ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は

も
う
遊
び
じ

な
イ

が

と
し
穴
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
ん
ダ

そ
れ
は

多
分
ベ

タ
経
験
者
の
中
で
も

が
一
番
理
解
し
て
る
よ

 

ら
り
と

羊

紙
が

め
く

ら
れ
る
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少
女
が
持
つ
木
製
の
コ

プ
が

か
に

え
た

ベ

タ
出
身
者
の
死
者
は
お
よ
そ
三

人

だ

た
か

ア
ア

 
確
認
す
る
よ
う
な
少
年
の
声
に
少
女
は
力
な
く
返
し

れ
る

彼
女
に
浮
か
ん
で
い
る

の
は
苦

と
哀
し
み

助
け
ら
れ
な
か

た

と
い
う

し
き
悔
恨
の
情
だ

 
少
年
は

手

か
ら

を
上

数

め
た
眼
で
彼
女
を
見
た

 
そ
れ
か
ら
手

の
羊

紙
へ
と

を

す

ベ

タ
終

の
ロ
グ
イ
ン

か
ら
す
る
に
正
式

に
入

た
の
は
い
い
と
こ
九

に
届
く
程

推
定
死
者
数
一

人
の
内
外
部
要
因
で
亡
く
な

た
二
四
三
人
を

い
た
約
七
五

人
の
内
の
約
三

死
者
の

合
で

え
ば

四

ジ

ス
ト

こ
の
一

月
で
ベ

タ
経

験
者
が
そ
れ
だ
け
死
ん
だ
ん
だ

達
が
ど
れ
だ
け
情
報
を
集
め

し
て
も
そ
れ

ど
ヒ

ト
は
死
ん
だ

や
ア
ル
ゴ
と
違

て
パ

テ

を
組
み

達
と
違

て
情
報
を
晒
さ
れ
た

知
の
も
の
で
あ

て
も
だ

 
や
や
力
の

た
声

で
少
年
が

う

ま
る
で

き
捨
て
る
よ
う
に

 
し
か
し
表
情
に
変
わ
り
は
な
く
穏
や
か
な
眼
は
手

の
紙
面
に
記
さ
れ
た
文
面
を
追
う
ば



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

か
りヒ

ト
と
組
ん
だ
と
こ
ろ
で

れ
は
死
ぬ

が
強
い
か
自
分
が
弱
い
か
あ
る
い
は

ヒ

ト
の
裏
切
り
で
か
は

分
か
ら
な
い
が

 
一

か
に

え
る
よ
う
な
間
を
入
れ

き
出
さ
れ
た

葉
は
初
日
の
体
験
が
あ

た
か

ら
か

あ
る
い
は
心

か
ら
ヒ
ト
を
信

し
て
い
な
い
が
故
の

葉
な
の
か

 
武
を
教
え
る

に
彼
の
事
を
知

た
自
分
は

後
者
だ
ろ
う
と
悟

て
い
た

ど
の
み
ち

は
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

レ
ベ
ル

は

れ
も
な
く
現
時
点
で
の
最
高
戦

力
だ

こ
れ
を

ら
せ
れ
ば

そ
れ
こ
そ
人
か
ら
命
を

わ
れ
る

 

と

肉

な

み
で
片

を
歪
ま
せ
た
少
年
は
数
十

の
羊

紙
の
束

ア
ル
ゴ

の
攻
略
本

第
一
層
ボ
ス
編

を
ス
ト
レ

ジ
に
仕
舞
い

剣
を

に

い
だ

 
ば

と

少
女
が

を
上

る

 
表
情
は
複

止
め
る
に
止
め
ら
れ
な
い

で
も

本
心
で
は
止
め
た
い

そ
ん
な

こ
ん
な
時
間
か
ら

り
カ

明
日
は
ボ
ス
戦
な
の
ニ

だ
か
ら
こ
そ
だ

命

け
の
ボ
ス
戦
を
前
に
ど
れ
だ
け
自
己
強
化
を
重
ね
て
も
無

じ

な

い

だ
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剣
を
背
に

り

出

に
繋
が

て
い
る
だ
ろ
う

へ
向
か
う
少
年

キ

の
レ
ベ
ル
じ

ど
れ
だ
け

Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
し
た
と
こ
ろ
で
ギ
リ
二

え

る
く
ら
い
ダ
ロ

零
じ

な
い
だ
け

か
に
マ
シ
だ

一
で
も

え
る
な
ら
レ
ベ
ル
ア

プ
に
文

り
一
歩

近
づ
く

生
き
る

な
ら
そ
れ
く
ら
い
し
て

然
だ

 
背
を
向
け
た
ま
ま
の

え

少
女
は

明
ら
か
に
表
情
を
歪
め
た

・非
・

・

・過
・ぎ
・る

 

そ
の

葉
が
放
た
れ
た

少
年
が
ド
ア
の
前
で
歩
み
を
止
め
た

一
時
間
二
時
間
ど
ん
だ
け

て
も
千
に
は
届
か
な
イ

レ
ベ
ル
ア

プ
な
ん
て
見

め
な
い

そ
れ
な
ら
も
う

ん
だ
方
が
身
の
た
め
ダ

労
を
取

て
集
中
で
き
る
コ
ン
デ

シ

ン
を
整
え
る
の
も

戦
い
の

備

て
モ
ン
ダ
ロ

 
特
に
今
日
は
気
絶
し
て
エ
ギ
ル
の

に

が
れ
た
ん
だ
か
ら
ナ
と

少
女
は
付
け
加
え
た

非

か

 
ド
ア
を
目
の
前
に
し
て
動
き
を
止
め
た
少
年
が
そ
う

き
く
る
り
と
振
り
返

た

そ
れ

に
同
期
し
て
少
女
が
立
ち
上
が
る
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二
人
の

線
が
交
錯
し
た

 
髪
色
と
同
じ
色
の
眼
が

い
を
見

え
る

生
憎
と

は
非

な
人
間
で
ね

 
先
に

を
開
い
た
の
は
少
年
だ

た

 
浮
か
べ
ら
れ
た
の
は
苦

を

め

小
さ
く

て
い
た

生
ま
れ
つ
き
下
に
観
ら
れ
て
い
た
せ
い
か
な

・一
・で
・も
・進
・め
・ば
・そ
・れ
・は
・成
・⻑
・だ

と

そ

う

え
る
よ
う
に
な

て
る
ん
だ

 
己
を

肉
り

る
自

の

葉

 

そ
れ
は
同
時
に

己
を

る
自

の

葉
だ

 
思
い
上
が
る
な
と

己
を
上
と

え
る
思

全
て
を

定
し
己
を
最

に

く
生
ま

れ
な
が
ら
の
弱
者
の
精
神

そ
れ
で
い
て
上
を
見
上

て

え
る

逆
の
心
に

ち
た
弱
者
の

雄

び

 
た
か
が
一
の
成
⻑
だ

 

だ
が

そ
れ
で
も
一
つ

成
⻑
し
て
い
る

 
生
ま
れ
な
が
ら
の
弱
者
の
彼
は
万
人
が

す
る
だ
ろ
う
一
の
成
⻑
す
ら
も
重
要

し
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て
い
た

  
故
に

足
り
な
い

と

  
彼
は
ど
こ
ま
で
も

欲
に
求
め
る

強
さ
を
求
め
る

強
さ
を
手
に
す
る

の
全
て

を
求
め
る

た
か
が
一
そ
れ
で
も
一

か
で
も
近
付
く
の
で
あ
れ
ば

彼
は
自
身
に
許

さ
れ
た
限
界
ギ
リ
ギ
リ
を

・突
・破
・し
・て
・で
・も

求
め
て
歩
む

 
そ
れ

ど
に

強
い

い
が
掛
け
ら
れ
て
い
る

 
生
ま
れ
な
が
ら
の
弱
者

ず

と
見
上

け
た

点
の

き

世
界実
最
強姉

に
追
い
付
か
ん
と
求

め
る
願
望
が

歩
み
を
止
め
る
事
を
許
さ
な
い

 
そ
れ
を
補
強
す
る
よ
う
に
塗
り
た
く
ら
れ
た

コ

ル
の
死

 

世
界
の
全
て
が
終
わ

た
日
の
時
点
で
彼
の
歩
み
は
止
め
ら
れ
な
い
も
の
と
な

て
し

ま

た

 
も
し

仮
に
歩
み
を
止
め
る
の
は

彼
が
死
ぬ
時
だ

和
人
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ぎ

と

に

ら
さ
れ
た
己
の
手
を
強
く
握
る

 

今
か
ら
十
一
か
月
前
の
事
を
思
い
出
す

 
彼
の
全
て
を

定
し

彼
の
在
り
様
を

絶
し
て

一

の

を

く
殺
し
の

葉刃
を

い
た
日
の
事
を

あ
た
し
は

よ
く

え
て
い
る

 
あ
た
し
の
刃
が
彼
を
斬
る
事
は
無
か

た

そ
れ
を

む
圏
内

で
の
戦
い
だ

た
か
ら

だ 
も
し
圏
外
で
や
り
合

て
い
れ
ば

あ
た
し
は

す
術
も
無
く
命
の
数

を
ゼ
ロ
に
さ

れ

死
ん
で
い
た
だ
ろ
う

 
そ
れ

ど
に
彼
は
強
者
だ

た

 

強
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

た

 
そ
れ
が
彼
の
在
り
方
で
あ
り

一

足
ら
ん
と
し
て
い
た
少
年
を

て
い
た

い

 
死
ん
で
し
ま
え
ば
奪

た
命
を
無
意
味
に
し
て
し
ま
う

 
生
き
な
け
れ
ば
人

の
希
望
と
な
れ
な
い

 

根
幹
に
あ

た
実
姉
へ
の

は

時
し
か
そ
れ
ら
を

え
る

と
な
り
楔
と

な

て
い
た
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そ
れ
こ
そ
が

キ

リ

ト
一

の
源

で
あ
り
根
幹

故
に
生
ま
れ
な
が
ら
の
弱
者
と
し
て

の
根
幹
が
全
て
の
原
動
力
で
あ
り

彼
の

動
の
根

に
根
付
い
て
い
る

 

正
気
で
は
な
い

 
生
ま
れ
な
が
ら
の
強

観
念
と
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う

境
に
よ
る
責
務
感
故
意
で
な
い
に
し

て
も
人
を
殺
め
た
罪
悪
感
が
彼
の

い
と
化
し
最
前
線
か
ら

ら
れ
な
い
よ
う

り
上

て
い
る

 
自
由
意

を

自
ら
の
意

で

し
殺
す

 

の
自
由
を

自
ら

定
し

捨
て
る

 
無
意
識
で
も
恨
み
憎
み
絶
望
し
た

に
信
じ
な
い
事
を
決
め
た

他ヒ
人ト

を
自
ら
の
意
思
で

救
わ
ん
と
す
る
そ
の
矛
盾

己
の
憎
悪
を
自
覚
理
解
し

み

ん
だ
果
て
に
今
が
あ
る
少

年
は

を
想

て
見
て
い
る
の
か

 
剣
を
突
き
立
て

に

手
を
重
ね
て
静
観
の
構
え
を
取
る
彼
の
表
情
は
無
だ

全
て
を

悟

た
よ
う
な

で

同
時
に
判
決
を

つ
罪
人
の
よ
う
な
眼
で
己
を

み
さ
せ
ら
れ
て

い
る

 
あ
た
し

義
姉
に

定
さ
れ
捨
て
た
か
つ
て
の
在
り
方
の
原
点
を
強
制
的
に
回

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
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に

無

和
人

 
ザ
ワ
リ
と

あ
た
し
の

中
が

ざ
わ
つ
い
た

キ
 
同
期
し
た
よ
う
に

然
と
し
た
面
持
ち
で
ア
ル
ゴ
が
少
年
を
見
つ
め
る

お
よ
そ
一

月

間

は
別
行
動
な
が
ら
裏
で
共
謀
し
て
い
た
間

に
あ
る

だ
が
そ
れ
で
も
彼
の
思

を

知

た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
ら
し
い

 
そ
こ
ま
で
少
女
の
方
が

み

む

を
持
て
な
か

た
か

 
あ
る
い
は

少
年
が
少
女
を
そ
こ
ま
で
信

し
て
い
な
か

た
か

 

者
の
間
に

ま
た

が
流
れ
た

日
を

ぐ

に
は

る

こ
こ
に

ま
る
な
ら

き
に
し
て
く
れ

 
フ

と
苦

を
浮
か
べ
た
少
年
が

を
返
し

ド
ア
に
手
を
掛
け
た

 
そ
こ
で

少
女
が

を
開
く

ま
ル

日
を

い
で
も
帰

て
来
な
か

た
ら
無

メ

ル
を
送
り

け
て
や
る
か
ら
ナ

あ
ん
ま
り
オ
ネ

サ
ン
を

た
せ
る
な
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お
ね

さ
ん

か

な
ん
だ

い
や

少
し

か
し
く
な

た
だ
け
だ
よ

 

少
し

を
下

て

少
年
が
そ
う

た

 
そ
し
て

が

じ
ら
れ
た

  

場
面
が
変
わ
る

  
内
部
時
間

二

二
二
年
十
二
月
四
日

 
夜
の

内
で
の
密

か
ら
四
十
人
以
上
の
集

が

れ
立

て
白

の

内
を
進
ん
で
い
く

二
日
後
の
光

に
変
わ

た

 
そ
の
最
中
に
二
足
歩
行
の
獣
コ
ボ
ル
ド
や
第
一
層
最
強
格
の
リ

フ

ン
・
ウ

ル
フ

を
は
じ
め
と
し
た

Ｍ
ｏ
ｂ
を
た

た
一
人
で

し
て
い
く
黒
の
少
年
が

立

て
い

る

故
な
ら
集

は
そ
の
後
ろ
を
付
い
て
い
く
だ
け
だ
か
ら
だ

集

の
近
く
に

が
現
れ

る
時
に
は
後
退
し
て
倒
し
て
お
り
ポ

プ
は
流

に
不
意
を
突
か
れ
る
も

倒
を

び
な
が
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ら
も

速
に

を

ば
し
て

死

理
し
て
い
く

 
レ
イ
ド
で

ロ
と
い
う
あ
ま
り
に
も
あ
ま
り
な

い
で
は
あ
る
が
少
年
自
身
は
そ
れ
を

け
容
れ
て
い
る

 

か
で
は
あ
る
が
経
験
値
や
時
に
ポ

シ

ン
を
手
に
入
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ド
ロ

プ
ア

イ
テ
ム
を
独
り

め
出
来
る
か
ら

と
キ
バ
オ
ウ
と
い
う
プ
レ
イ

が

れ
た
会
議
時
の

問

で
返
し

を
説
き

せ
て
い
た
が
ア
ル
ゴ
と
の
密

を
見
て
い
れ
ば
そ
れ
が
真
実
で

あ
る
と
分
か
る
も
の
の
彼
の
初
日
か
ら
の
行
動
を

え
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
事
も

然
の

事
実

 
欠

を
来
す

か
な
可
能
性
を

し
レ
イ
ド
全
体
の
戦
力
を

損
な
う
よ
う
な
事

を

け
よ
う
と
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
い

 
そ
う
や

て
己
の
強
化
を

先
す
る

己
的
な
行
動

い
分
を
取
る
事
で

後
の

ビ

タ

の
由
来

思
想
の

を
強
く
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
事
が
分
か
る

 
ま

命

け
の
レ
イ
ド
ボ
ス
戦
を
前
に
す
る
行
動
で
あ
る
事
を

慮
す
る
と

他
的
と

し
か
思
え
な
い
の
だ
が
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
経
験
も
覚
醒
も
し
て
い
な
い
デ
ス
ゲ

ム
一

月

目
の
プ
レ
イ

だ

い
の
は

然
で
あ
る
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そ
の

さ
は

経
験
の
無
さ
に
根
ざ
し
た
も
の
で
な
い
事
も

然
だ

 
少
年
は
人
の

か
み
を
求
め
て
い
る
子

に
過
ぎ
な
い

 

し
出
さ
れ
て
い
る
光

は
も
う
後

り
出
来
な
く
な
る

そ
の
最
後
の
一
手
を
打
つ

前

無
自
覚
だ
ろ
う
と
迷
い
が
生
ま
れ

び
を
作
る
の
は

然
な
の
だ

 
し
か
し

止
ま
ら
な
い

 
残
影
だ
か
ら

で
は
な
い

で
き
な
い
か
ら
で
は
な
い

 
そ
こ
で
止
ま
る
事
を

少
年
自
身
が

絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ

 

戦
い
の
火

が

切

て

と
さ
れ
る

 

に

て
い
た

大
な
シ
ル
エ

ト

獣
人
の
王
イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ
ボ
ル
ド

ロ

ド
が

を
開
い
て

入
し
た
四
十
数
人
の
人
間
を
目
に
し
た

に
立
て
掛

け
て
い
た
無
骨
な
白
骨
の

と

盾
を
手
に
取
り

ア
ギ
トを

い

い
に
開
き

え
た

 

の
前
で
⻑

棒
を
立
て
て

礼
を
取

て
い
た
取
り

き

ル
イ
ン
コ
ボ
ル
ド
・
セ

ン
チ
ネ
ル

達
も

立
ち
上
が
り

武
器
を
構
え
る

 

間

黒

が
は
し

た

 

が
多
い
集

の
中
で

と
突
出
し
た
数

を
持
つ
黒
は
ボ
ス
ま
で
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の
二
十
メ

ト
ル

ど
の
直
線

離
を
直

た

応
じ
る
よ
う
に
取
り

き
の
セ
ン
チ
ネ
ル
達

が

け
出
し

一

後
二
体
が

め
て

を

ば
さ
れ

死
し
た

残
る
一
体
も
間
を

か
ず
四

す
る

グ
オ

 
開
戦
の

を
上

て
す
ぐ
に
部
下
を
殺
さ
れ
た
事
に
怒

た
か

王
た
る
獣
が

び
上
が

り

黒

に
斬
り
掛
か

た

 
彼
が

け
れ
ば
後
方
で

ま

た
ま
ま
の
攻
略
隊
に
突

む
だ
ろ
う
そ
の

道

ア

 
対
す
る
黒
は

に
回
し
て
構
え
た
剣
に
蒼
い
光
を

ら
せ
一
閃

振
り
下
ろ
さ
れ
た

大
な
刃
と
真

向
か
ら
衝
突
さ
せ
重

さ
を
も
の
と
も
し
な
い
力
強
さ
で

を

と
し

ん

り

弾
き

ば
し
た

ダ
メ

ジ
は
な
い

力
値
で
大
き
く
負
け
て
い
な
い
と
い
う

事
だ

 
チ
ラ

と
少
年
は
後
方
を

み見
や

り

獣
が

地
し
た

で
正
面
に
向
き
直

た

そ

攻
撃
開
始

 

気
に
取
ら
れ
て
い
た
集

の
中
で
少
年
の

線
で
我
に
返

た
蒼
髪
の
騎
士
デ

ア
ベ
ル
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が
声
を

り
上

る

応
じ
る
よ
う
に
集

が
声
を
上

て
進
軍
し
た

 

時場
間面

が
変
わ
る

 
内
部
時
間
で
三
十
分
後

 
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の
体
力
は
四

あ
る
中
の
最
後
の
一
本
に

り

み
体

と
同
じ

色

に

め
た
と
こ
ろ
か
ら
だ

た

キ
リ
ト
の
表
示
レ
ベ
ル
が

に
な

て
い
る
の
は

取

り

き
コ
ボ
ル
ド
を
一
人
で

滅
し
て
い
た
か
ら
か

そ
れ
も

ば
さ
れ
た
の
は
あ
ま
り
大
き

な
変
化
で
は
な
か

た
か
ら
だ

 
逆
に

え
ば

そ
こ
か
ら

大
き
な
変
化
が
現
れ
る
と
い
う
事
だ

ウ
グ
ル

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 
ま
ず
コ
ボ
ル
ド
王
が
大
き
く

え
た
と
同
時

手
に
持

て
い
た

こ
つ骨
ぶ

手
に
構
え
て

い
た

盾
を
同
時
に
投

捨
て

後
ろ

に

し
て
い
た

大
な
武
器
の

を

手
で

ん
だ

ろ

が

に

か
れ
た
そ
れ
を
一
息
に
引
き

く

 

引
き

か
れ
た

レ
は

反
り
の

い
無
骨
な
刀
剣

 

な

鉄

に
由
来
す
る

刀
や
直
剣
な
ど
の
製

方
法

の
テ
ク
ス
チ

と
異

な
る

鍛
え
ら
れ

ぎ

ら
れ
た

鉄
の
色
合
い
が
ギ
ラ
リ
と
光
を
反

し
て
い
る
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太
刀
だ

 
ボ
ス

に

さ
れ
て
い
る
の
か
一
目
で
は
そ
う
見
え
な
い

ど

大
化
さ
れ
超
重

の
刀
剣
・
斬

刀
に

す
る
レ
ベ
ル
に
な

て
い
る

見
る
か
ら
に

力
の
高
そ
う
な
武
器
だ

 
ア
レ
を

あ
の
子
は

独
で

こ
の
状

に
な
る
ま
で
攻
め

ん
で
い
た
の
か

 
そ
う
思

し
た

間

あ
る
予
想
が
構

さ
れ
た

 
攻
略
会
議
で

出
来
る
レ
ベ
ル
ま
で
デ
ス
ゲ

ム

の
情
報
を
集
め
て
い
た
彼
は
常
に
戦

闘
を

ロ
で
行

て
い
た

そ
の

に
得
た
情
報
を
ア
ル
ゴ
に

し

攻
略
本

に
し
て

一

プ
レ
イ

に
流

し
て
い
た

だ
が

彼
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
一
人
で
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
を

て
た
の
で
は
な
い
か

 
取
り

き
二

を
一

未

の
内
に
殺
せ
る
の
だ

取
り

き
な
ど

な
い
に

し
い

 
加
え
て
ボ
ス
の
力
技
を
真

向
か
ら
返
せ
る

ス
テ

タ
ス

地
力

ベ

タ

偵

戦
で
の
経
験

そ
れ
ら

が
あ
る
の
だ

彼
は

ロ
で
も
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
を
倒
し

第
二
層
へ
の
道
を
開
け
た

だ

 
だ
が

そ
う
し
な
か

た

 
攻
略
集

の
決

を
も

て
い
た
か
ら
だ
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自
身
一
人
で
は
攻
略
で
き
な
い
と
い
う

な
が
ら

然
の
思

が
己
一
人
の
先

り
を
良

し
と
し
な
か

た

集

を
決

さ
せ
そ
れ
の

解
を

じ
る

に

彼
は
後
に
至
る
ま

で

ロ
で
偵

戦
を
行

て
戦
力
の
欠
損
を
回

す
る
術
を
探
し
人
知
れ
ず
入
り

ん
で
い
た

異
常
者
達
と
裏
で
や
り
合

た

 

恐
ろ
し
い

と

 
そ
う

直
に
思

た

 
出
来
る
事
は
す
る

と
い
う
の
が
彼
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が

よ
も
や

そ
こ
ま
で

だ

た
と
は

カ
タ
ナ
ス
キ
ル
の
中
に

全

の
ス
タ
ン
ス
キ
ル
が
あ
る

 
一

離
を

 
そ
う

す
る
中
で

更
な
る
違
和
感
を

す
少
年
の
声
が

を
打

た

 

攻
略
本
と
い
う
ボ
ス
対
策
本
を
出
し
て
い
る

本
人
が

え
て

葉
で

し
た

 
そ
れ
だ
け
な
ら
た
だ
思
い
出
さ
せ

意
を

し
た
だ
け
の
一
幕
だ
が

違
和
感
は
デ

ア
ベ
ル
の
反
応
だ

た

ま
る
で
初
め
て
知

た
よ
う
に

目
し

集

に
声
を
投

た
の
だ

加
え
て

・少
・年
・の
・

・葉
に
反
発
す
る
よ
う
に
前
進
す
る
キ
バ
オ
ウ
達

 
も
し
攻
略
本
情
報
で
あ
れ
ば
命

し
さ
に
後
退
し
た
か
デ

ア
ベ
ル
が
事
前
に
指
示
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し
て
い
た

だ

 
で

あ
れ
ば

わ
ざ
と

情
報
を

い
て
い
た

 
声
が

え
る

 

そ
こ
ま
で

そ
こ
ま
で

わ
れ
て
い
た
の
か

 
あ
る
意
味
で
の
自
作
自
演

攻
略
本

に
載

て
い
な
い
情
報
を

ベ

タ
テ
ス
タ

と

し
て
反
感
を

か
れ
て
い
る
彼
が

に
し
た

そ
れ
は
ベ

タ
テ
ス
タ

達
に
よ

て
作
ら
れ
て

い
る
と
さ
れ
る
攻
略
本
に
情
報

し
て
い
な
い

と
そ
う
取
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な

い
行
動
だ

情
報
を
独

し
て
い
た
の
だ

と

 
そ
れ
は

己
的
な

ベ

タ
テ
ス
タ

と
い
う

り
と
風

を

け
る
に
十
分
過
ぎ
る

事
実

 
な
ま
じ
ボ
ス
攻
略

い
て
は
デ
ス
ゲ

ム
攻
略
は

わ
れ
た
全
プ
レ
イ

に
と

て

の
悲
願

ボ
ス
の
情
報
と
な
れ
ば
攻
略
に

極
的
で
な
い
プ
レ
イ

も
情
報

を

し
ま
な

い
だ
ろ
う
し
実

時
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
攻
略
本
を

し
て
生

な
ど
で
力
に
な
る

を

取

た
プ
レ
イ

が
多
く
存
在
し
ア
ル
ゴ
も
一
部
の
協
力
を
得
て
ボ
ス
の
情
報
収
集
を
行
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て
い
た
と
い
う

希
望
の
架
け

と
な
り
得
る
最
初
の
一
戦
異
常
者
達
が
あ
ま
り
い
な
か

た

で
あ
れ
ば
協
力
す
る
プ
レ
イ

は
多
か

た

だ

 
そ
の
流
れ
に
反
す
る
よ
う
な
情
報
の
秘
匿

 
知

て
い
た
な
ら

故
会
議
で
話
さ
な
か

た

と
そ
う

問
さ
れ
る
未
来
は
見
え
て
い

る 

そ
れ
を
す
る
だ
け
の

意
を
見
せ
て
い
る
人
が

に

る

 
後
は

問
さ
せ

意
を
集
め
る
演
技
を

じ
る
機
会
を
作
り
出
す
だ
け

狂

て
る

 
お
そ

れ
を

き

そ
う

ら
す

 
だ
が

悪
は

か
な
い

そ
う
ま
で
し
て
人
を
護
り
た
か

た

護
ら
な
け
れ
ば

と
自
身
を
追
い

め
て
い
た
事
を
あ
た
し
は
よ
く
知

て
い
る

義
姉
に
殺
意
を
向
け
て
ま
で

己
の
道
程
を
護
ろ
う
と
し
た

は
記

に

き
付
い
て
い
る

 

れ
に

え
る
あ
た
し
を
他

に

戦
闘
は
進
む

 
刃
を
向
け
る
人
間
に
獣
の
王
が
刃
を
振
る

た

血
色
の
光
を

わ
せ
な
が
ら
の

撃

の
一
の
大
刀
で
キ
バ
オ
ウ
を

逆
風
の
二
の
大
刀
で
後

の

刀
使
い
リ
ン
ド
を
斬
り
裂
き
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め
て

束

 
ト
ド
メ
と
な
る

突
を
放
つ

そ
の

間

太
刀
の

な
切

先
と

め
て

に
浮
か

さ
れ
た
男
二
人
の
間
に
黒
が

り

ん
だ

ガ
ギ

と
け
た
た
ま
し
い
金
属
の
衝
突

が

き

三
人
が

め
て
後
方
へ
吹

ぶ

か
れ
は
し
な
か

た

 
体
力
を
大
き
く

ら
し
な
が
ら
も
間
一
髪
助
か

た
男
二
人
は

ら
の
少
年
に

か

い

ろ
う
と
し
た

 
そ
の
時
ば
き
り
と

を
立
て
て
少
年
の
剣

ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
が

れ
る
が
大
の
男

二
人
は
気
に
も

め
な
い

ボ
ス
戦
の
中
で
主
武

を
喪
う
意
味
そ
し
て
そ
の
ボ
ス
に
背
を

向
け
る
愚
行
を

え
る
よ
り

ベ

タ
テ
ス
タ

憎
し
と
い
う
感
情
の
方
が
勝

て
い
る
の

だ

立
た
ず

邪
魔
だ
と

て
い
る
二
人
の
方
が

程
邪
魔
だ
ろ
う
に

 
し
か
し

物
を
殺
せ
な
か

た
と
不

気
に
息
を

ら
す
獣
の
王
が

離
を

め
た
の
を
見

て

二
人
も
動
き
を
止
め
た

 

に

ね
上

ら
れ
る
ス
キ
ル
の
衝
撃
を

け
な
が
ら
も
手
に
し
た
ま
ま
だ

た
武
器
を
構
え

よ
う
と
す
る
が
隙
だ
ら
け
だ

間
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
し
間
に
合

た
と
し
て
も

な
体
勢

で
は
無
い

を
食
い
破
ら
れ
絶
命
す
る
だ
ろ
う
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二

振
る
わ
れ
る
血
色
の
刃

 

二

む

色
の
直
剣

 
刃

れ

を
突
い
て
い
た
少
年
が
剣
を
片
手
に
立
ち
上
が

て
い
た

 
彼
の
眼
前
に
は
広

ら
れ
た
メ
イ
ン
メ
ニ

が
あ
る

武
器
系
ス
キ
ル
の
Ｍ
ｏ
ｄ
の
一
つ

ク
イ

ク
チ

ン
ジ

を

い

手
に
セ

ト
し
て
い
た
も
う
一
つ
の
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

コ

ル
の
ス
モ

ル

ド
と

合
さ
せ
た
剣

を
取
り
出
し

キ
バ
オ
ウ
と
リ
ン
ド

そ
し
て
己
を

め
て
殺
さ
ん
と
す
る
三

撃
ス
キ
ル
の
初
撃
を
弾
い
た
の
だ

 
モ

シ

ン
か
ら
大
き
く
外
さ
れ
た
事
で
コ
ボ
ル
ド
王
は
シ
ス
テ
ム
か
ら

直
を

さ
れ
る

こ

ち
に

 
そ
の
隙
に
と
キ
リ
ト
は
立
ち

く
す
二
人
の

を

手
で

め
て

み
引
き

り
な
が

ら
後
退

集

が
い
る
ラ
イ
ン
ま
で
下
が

た
と
こ
ろ
で
ポ

チ
か
ら
小

を
取
り
出
し
一
息

に

み

す

ぐ
ぐ

と
緑
の
ゲ

ジ
が
七

ま
で

り
自
然
回
復
の
ア
イ
コ
ン
も
付
与
さ
れ

る
グ
ル
ル

 
そ
こ
で

コ
ボ
ル
ド
王
の

直
が
終
わ

た

カ
タ
ナ
を
片
手
で
持
ち
突
進
の
構
え
を
取
る
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対
す
る
キ
リ
ト
も

剣
を

手
に
持
ち
直
し

同
じ
よ
う
に
突
進
の
構
え
を
取

た

 

剣
を
片
手
に

後
ろ
に
引
き

身
で
構
え
る
獣
と
人
間

 
残
る
体
力

い
に
七

 
彼
我
の

離

お
よ
そ
十
メ

ト
ル

 
人
間
の
間
合
い

お
よ
そ
一
メ

ト
ル

獣
の
間
合
い
は
そ
の

以
上

 
ハ

キ
リ

て
一
対
一
で
は
人
間
の
分
が
悪
い

し
か
し

気
あ
る
人
間
は
そ
こ

に
は

な
か

た

だ
が

意
に

り
背
中
を

す

も
今
は
止
ま

て
い
る

 

面
越
し
に
も

獣
と
人
間
の
間
に
漂
う

感
は
伝
わ

て
来
る

 
初
動
は

同
時

 
コ
ボ
ル
ド
王
が

の

だ
め
に
構
え
た

太
刀
か
ら
緑
の
光
が

た

間
キ
リ
ト
が
握
る

直
剣
に
は
⻘
い

き
が

り

後

突

横

ぎ
に
振
る
わ
れ
る
重

武
器
に
対
し

小
な

色
の
⻑
剣
が

斬
り
で

ん
だ

 

高
く

く
金
属

 
弾
け

に

け
る
大

の
火
花
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い
に
刃
は
弾
か
れ

体
は
圧
に
負
け

後
退
し
た

グ
ル

ア

う
お

あ

 
し
か
し

眼
前
の

を

る

そ
の
目
的
が
合

し
て
い
る
獣
と
剣
士
は
後
退
を

絶
し

た

ず
だ
ん

と
強
く
大
地
を

み

き

後
ろ
に
下
が
ろ
う
と
す
る
体
に
制
動
を
掛
け
る

 
そ
し
て

生
じ
た
反
発
力
を

い

発

仕
掛
け
の
よ
う
に

び
出
し
た

 

は
ス
キ
ル
無
し
の

常
攻
撃

シ
ス
テ
ム
に

定
さ
れ
た
動
き
で
は
無
く

有
の

と
状

況
に
応
じ
て

り
出
さ
れ
る
千
変
万
化
の
攻
撃
を

時
に

の
振
り
方

勢

そ
し
て

獣
王
の
眼
か
ら

み
取
り

刃
を
合
わ
せ

剣
士
は
攻
撃
を

い
て
い
く

 

カ
タ
ナ
と
は

さ
を
捨
て

さ
を
極
め
た
刀
剣
だ

 
タ
ル
ワ

ル刀
は

刀
カ
テ
ゴ
リ
の
刀
剣
の
中
で
も
肉

の
刀
身
を
持

て
お
り

武
器
な
が

ら
非
常
に

か
つ

強
な
武
器

そ
れ
故
に
重
く
動
き
は

く
な
る
の
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
タ

ル
ワ

ル
と
さ
れ
る

 
世
界
が
異
な
れ
ど

同
一
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
も
同
じ
性

だ
と
す
れ
ば

カ
タ
ナ
を
振

る
う
ボ
ス
の
攻
撃
速

は

常
で
は
な
い
も
の
だ

ス
キ
ル
は

然
だ
が

常
攻
撃
と
て
見
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切
り
に

も
掛
け
ら
れ
な
い

な
に
せ

手
は
動
く

自
身
の
体
勢
も

め
て

回
備
え
る

の
は
至

の
業
で
あ
る

 
こ
う
し
て
見
て
い
て
も

か
な
り
の

り
で
あ
る
事
は
理
解
出
来
た

 
こ
と

危
う

な
の
は
ス
キ
ル
の

殺

ボ
ス
が
ス
キ
ル
発
動
の
構
え
を
取
り
光
を
放

た
直
後

に
は
武
器
が
動
い
て
い
る

光
を
見
て
か
ら
で
は

い

構
え
を
見
た

間
か
ら
彼
も
対
応
す
る

ス
キ
ル
の
構
え
を
取
ら
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

そ
れ
を
型
の
な
い

常
攻
撃
と

り
交

な

が
ら
使

て
来
る

大

の
者
で
は

偶
然
に
頼
る
し
か
な
い

行
動

 
し
か
も

ド
ス
キ
ル
を

て
い
た
身
だ
か
ら
分
か
る
が

ボ
ス
の
ス
キ
ル
を

殺
す

る
に
は
た
だ
ス
キ
ル
を
発
動
す
る
だ
け
で
は
ダ
メ
だ

ボ
ス
の
攻
撃
は

本
ダ
メ

ジ

力

値
か
ら
し
て
高
い
た
め
発
動
時
に
体
を
意

的
に
動
か
し
て
技
の
速

と

力
を
ブ

ス
ト
す

る
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を
フ
ル
に
活

し
な
け
れ
ば

力
値
極
振
り
の
ヘ
ヴ

ア
タ

カ

で

も
な
い
限
り
弾
か
れ
る

更
に
そ
の
手
の
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
は
ハ
マ
れ
ば
強
力
な
だ
け
に
リ

ス
ク
も
大
き
い

少
し
で
も
動
作
の

道
や
重
心

動
を
失

す
る
と
逆
に
ア
シ
ス
ト
を

し

最
悪
の
場
合
ス
キ
ル
が
中
断
さ
れ
る

 

そ
ん
な
失

す
る
要
因
と

り
の
要

が
多
過
ぎ
る
応

を
彼
は
た
だ
の
一

も
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失

せ
ず

り
広

て
い
た

 
コ
ボ
ル
ド
王
が
持
つ

太
刀

⻘
い
光
に

ま
れ
た
そ
れ
は
上

か
ら
振
り
下
ろ
さ
れ
る
と

見
せ
か
け

を
真
下
に

下
さ
せ
る
事
で

道
を
変
更

刃
は
く
る
り
と

を

き
下

か
ら
の
斬
り
上

に
な
る

同
じ
モ

シ

ン
か
ら
使

者
の

意
で
上
下
に

道
を
変
更

さ
せ
ら
れ
る

有
な

ド
ス
キ
ル

ゲ
ン
ゲ
ツ月

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
刀
使
い
が
対
人
戦
に

い
て
猛

を
振
る
う
理
由
の
一
つ

あ
た
し
が
愛

す
る

技
で
あ
り

み
の
ミ
ス
リ

ド
で
あ
れ
ば
コ
レ
と

わ
れ
る
程

人
に
よ

て
は

悪
さ
れ

人
に
よ

て
は
愛

さ
れ
る

ド
ス
キ
ル

は
 
そ
れ
を

少
年
は

ホ
リ

ン
タ
ルぎ

で
破

た

 

た
だ
横

ぎ
を

し
た
の
で
は
な
い

 
あ
の
構
え
方
な
ら
横

ぎ
の
辻
風
を
放

て
く
る
と

し
ス

ラめ
ン切
トり

を

し
て

も
お
か
し
く
な
い

 
た
だ
し
そ
の
場
合

月
上

モ

シ

ン
と

道
が
同
じ
な
の
で

に
攻
撃
を

け
か
ね

な
い
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た

た
一
撃
で

死
し
か
ね
な
い
ボ
ス

手
に
は

・

・け
・か
・ね
・な
・い

と
い
う
可
能
性
す
ら
恐
怖

に
値
す
る

 
そ
ん
な
中

月

に
有

な

ホ
リ

ン
タ
ル

で
対
応
す
る
判
断
を
下
し
た

 

上

か
ら
下

へ
変
え
る
前
か
ら
発
動
す
る
の
が

月
だ
と
確
信
し
て
い
な
け
れ

ば
出
来
な
い
反
応

 
構
え
の
速
さ
光

て
か
ら
の
速
さ
を

慮
し
て
思

で
き
る
時
間
は
一

未

そ
の
間

に
対
応
出
来
る
ス
キ
ル
を

出
し
構
え
発
動
す
る

そ
れ
を
出
来
る
人
が
果
た
し
て
ど
れ

だ
け

る
事
か

 
少
な
く
と
も

常
攻
撃
こ
そ
強
み
と
す
る
あ
た
し
に
は
無
理
な
技
術
で
あ
る

 

そ
れ
が
反
応
速

の
差
だ

グ
ル

 

月

を
弾
か
れ
た
獣
の
王
が

を
滲
ま
せ
た
声
を

ら
す

 
し
か
し
す
ぐ
体
勢
を
立
て
直
し
た
と
思
え
ば
ぐ

と

体
が

ん
だ

そ
れ
か
ら
全
身
の

発

を
使

て
高
く

直
ジ

ン
プ

そ
の

道
上
で

太
刀
と
己
の
肉
体
を

と
つ
の
ゼ

ン
マ
イ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
ギ
リ
ギ
リ
と

き

て
い
く



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
全
方

攻
撃

 

刀

発
ス
キ
ル

ツ
ム
ジ旋グ
ル
マ車

は

あ
あ
あ

 

間

キ
リ
ト
が

く

え
た

 
剣
を

に

ぐ
よ
う
に
構
え

足
で
思
い
切
り

を

り

ぶ

如

に
レ
ベ
ル

と
は

え

そ
の

力
で
は
あ
り
得
な
い
加
速

が
彼
を
付
き
う
動
か
し
た

め

か
ら
襲
い
掛
か
ろ
う
と
す
る
コ
ボ
ル
ド
王
に
対
し

め
下
か
ら

め
上
へ
一
直
線
に

か

け

る

の

き

 

片
手
剣

発
突
進
技

ニ

ク
リ

プ

ル

ア
ア
ア

 
対
抗
す
る
よ
う
に
コ
ボ
ル
ド
王
も

え

刀
身
に
真
紅
の

き
を
生
み
出
し
た

 

衝
突

 
コ独
マ

の
如
く
時

回
り
に
回
転
す
る
コ
ボ
ル
ド
王
の

太
刀

そ
れ
に
真

向
か
ら
ぶ
つ
か
る

よ
う
に
振
る
わ
れ
る
直
剣

真
紅
と

が
衝
突
し

を

り

止
ま

た

 
空
中
で
見
合
う
よ
う
に
浮
遊
す
る
一
人
と
一
体
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ニ

と

猛
な

み
が
獣
の

に

か
れ

め
る
な

 
く
わ
と
一

見
開
か
れ
た

で
剣
士
が

い

間

を
喪

た

色
の
直
剣
に

・⻘

・の
・

・き
・が
・

・

・た

 
ぎ

と
獣
が
目
を

い
た
の
も
束
の
間

一

後
に
は

ぎ
に
剣
が
振
る
わ
れ
弾
か

れ
た
よ
う
に

へ
獣
の
王
が

きし

さ
れ
る

 

空
中

ド
ス
キ
ル

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
至

て

的

ニ

ビ

に
は

し
い
が

行
や

エ
ア
レ
イ
ド

空
中
戦
闘
に

れ
て
き

た
な
ら
今
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
実

さ
れ
て
い
る

ド
ス
キ
ル
の

得
と
空
中
発
動
に
目
を
向
け
る

 
し
か
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
は

べ
な
い
世
界
だ

 
人
と
し
て
在
り
人
と
し
て
剣
を
振
る
い
地
を
歩
く
中
世
フ

ン
タ
ジ

を
舞

と
し
た
浮

遊
城

 
後
に
ワ
イ
バ

ン
や
空
中
に

ま
る
ボ
ス
な
ど
の
存
在
を
前
に

得
す
る
身

な
プ
レ
イ

が

る
と

え
ど
第
一
層
時
点
で
は
そ
の
思

す
ら
無
い
だ
ろ
う

突
進
剣
技
が
初
期
技
に

ま
れ
て
い
る
武
器
ス
キ
ル
は
多
く
な
い

ま
ず
時
期
的
に
発
動
以
前
に
戦
闘
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

者
が
大

を

め
る

 

ら
ベ

タ
テ
ス
ト
経
験
者
と

え
ど
そ
れ
を
発
動
さ
せ
ら
れ
る
人
間
が
ど
れ

ど
い
た
事

か
は

あ
あ

 

目
か
知
れ
な
い

目
と

れ
を

く
中
で

に
残
さ
れ
た
少
年
が

剣
を
突
き
出
し

め
下
へ
と
特
攻

そ
の
先
に
は
地
面
に

き

と
さ
れ
て

タ
ン転
ブ
ル倒

状

に
あ

た
獣
の
王
の

ズ
ブ
リ
と
い
や
に
リ
ア
ル
な

を
立
て
て

色
の
刃
が

を
か

裂
い
た

 

直
が
解
か
れ
た
少
年
は

そ
の
ま
ま
光
を

さ
な
い
剣
で
猛
攻
を
仕
掛
け
て
い
く

 

ス
キ
ル
を
使
わ
な
い

と

て
も

み
の
攻
撃
で
は
無
い

 
ま
ず
速
い

速
け
れ
ば
速
い

ど

力
が
増
す
仕
様
だ

シ
ス
テ
ム
的
な
ダ
メ

ジ

が

無
い
と
は

え
そ
の
速
さ
で

撃
を
加
え
れ
ば
ボ
ス
と

え
ど
タ
ダ
で
は
済
ま
な
い

 
応

の
中
で

り
の
少
な
か

た
ボ
ス
の
体
力
が
目
に
見
え
て
か
な
り
の
速

で

を
見

せ
て
い
く

 
数

後

少
年
を

り

ば
し
な
が
ら
コ
ボ
ル
ド
王
が

き
上
が

た

 

い
の
命
は

残
り

か
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き
直
し
の
よ
う
に

カ
タ
ナ
は

だ
め
に

剣
は
後
ろ
手
に
構
え
ら
れ
る

 
し

の
間

れ
る
静

 
そ
れ
を
破

た
の
は

黒

の
剣
士
だ

た

グ
ル

ア

 

勢
を

く

る
黒
目
掛
け

カ
タ
ナ

兇
刃
が
振
る
わ
れ
た

合
技
辻
風
に
よ
る
攻
撃
は

ボ
ス
が
残
り
体
力
を
大

に

ら
れ
た
せ
い
か
強
化
さ
れ
て
い
た

の
斬
閃
が

ん
だ
の
だ

 
そ
れ
は

け
て
い
た

色
の
女
性
剣
士
を

と
す
る
集

の
眼
前
ま
で
届
き

消
え
た

 

間

黒

の
中
か
ら

白

が
現
れ
た

 

い

を

て
い
た
黒
の
フ

デ

ド
ロ

ブ
が
い
ま
の
一
閃
で
破
か
れ
た
の
だ

し

か
し
流

と

う
べ
き
か
斬
閃
そ
の
も
の
は

け
て
い
る

た

た
の
は
た
な
び
い
て
い
た

ロ

ブ
の

斬
閃
に

き

ま
れ
た

間

値
を
喪
い
光
に

た

圧
力
で
命
が

れ

た
が

一

残
る

 
四

す
る
光
が

少
年
の

を

ら
す

 

キ
ラ
リ
と

剣
が
⻘
の

き
を
解
き
放

た

 
⻘
い
光

を

た
直
剣
が

コ
ボ
ル
ド
王
の

か
ら

ま
で
切
り
裂
き
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う

お
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
一

分
残

た
命
を
全
身
全
霊
の
気
勢
と
共
に

ね
上
が

た
剣
が
消
し

ば
し
た

先

の
斬
撃
と
合
わ
せ
て

を

く

で
獣
の

か
ら
刃
が

け
る

 

片
手
剣

ス
キ
ル

練

一

で

得
す
る
二

撃
技

バ

チ
カ
ル
・
ア

ク

 
間
違
い
な
く
そ
の
時
点
で
彼
一
人
だ
け
が

達
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

練

が

し
た

技
が
コ
ボ
ル
ド
王
の

を
切
り
裂
き

へ
と
放

た

オ
オ
カ
ミ
に
似
た

は

を
天

へ
と
向
け

く

え
た

そ
の
体
に
び
し

と

を
立
て
て
無
数
の
ヒ
ビ
が
入
る

 
遠
く
で

吹
き

ん
だ

太
刀
が

に
突
き
立
ち

ば
き
り
と

を
立
て
て

れ
た

  

そ
れ
と
同
時

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

第
一
層
フ
ロ
ア
ボ
ス

イ
ル
フ

ン
グ
・
ザ
・
コ

ボ
ル
ド
ロ

ド

は

そ
の
五
体
を

千

万
も
の

子
片
へ
と

大
に

さ
せ
た

  
カ
チ
カ
チ
と

⻭
車
が
動
き
始
め
た
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呼

 
思
わ
ず

感

を

ら
す

 
ど
う
し
よ
う
も
な
く
魅
入

て
し
ま

た

 
剣

は

く

さ
が
目
立
つ
彼
の
剣
は

想
い命

に

え
て
い
た

た
だ
た
だ
必
死

た
だ
た

だ

命

故
に

故
に

つ
と
無
い

無

 
ぶ
る
り
と

手
が

背

が

全
身
が

魂
が

え
た

 
こ
の
時
ば
か
り
は

き

と

彼
の

か
ら
は
し
が
ら
み
や

い
は
一
切
消
え
て
い
た

だ

絶
対
勝
つ
と

彼
の

か
ら

い
た
事
が
無
い
想
い
が

裏
を

し
て
い
た

だ

負
け

て
は
な
ら
な
い

な
ん
て
責

い務
に

ら
れ
た
思

な
ん
て
欠
片
も
無
か

た

だ

 
そ
う
で
な
け
れ
ば

だ

あ
ん
な
の

叶

ち

い
け
な
い

不

な

事
だ
け
ど

  
あ
の
剣
を

あ
た
し
も
そ
の
場
で
見
た
か

た

  

に
仕
舞

た
願
い
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そ
れ
を
叶
え
て
い
る

ラ
イ
バ
ル間

達
が

彼
の
予
定

り
に
動
か
さ
れ
る
者
達
へ
の
想
い
以
上
に

ね
た

ま
し
く
思
え
た

   
・

キ

リ

ト

桐

谷
和
人

現
在

 
己
の
過
去
を
洗
い
ざ
ら
い
全
世
界
配
信
さ
れ
ち

て
い
る
事
に
気
付
か
ず
い
ま
見
せ
ら
れ
て

い
る

像
が
己
へ
の
ダ
メ

ジ
と
す
る
も
の
だ
と

し
た
主
人

 
ハ

キ
リ

て
後
で
死
に
た
く
な
る
事

で
あ
る

 
思

や
心
の
声
だ
だ

れ
の
独
り

が
少
な
い
点
が

か
な
救
い
か

で
も
過
去
の

影
が

と

ち

て
る

り

無
し
感
も
あ
る

  
・

キ

リ

ト
一

過
去
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経
験
値
が
一
で
も
入
る
な
ら
無

で
は
無
い
を

で

ち

た
過
去
の

オ
カ
シ
イ

主
人

 
で
も
夜
中
の
経
験
値

ぎ
が
無
け
れ
ば
ボ
ス
の
取
り

き
退

で
レ
ベ
ル
上
が
ら
ず
一

分
残

た

も
全
損
し
て
い
た
の
で

事
実
と
し
て
そ
れ
で
命
を
救

た
人
物

ま
ず
一
対
一

の
戦
い
に
な

て
も
撤
退
し
な
い
時
点
で

オ
カ
シ
イ
事
に
は
変
わ
り
な
い

 

色

策
し
て
い
た
が

い
ざ
ボ
ス
戦
に
な
る
と
そ
の

全
て

え
て
い
な
か

た

 
そ
も
そ
も

自
体
が
ボ
ス
に
生
き
て
勝
つ
事
で
あ
り
今
後
の
事
デ
ス
ゲ

ム
生
還

の
事
も

え
る
と
生
き
て
勝
つ
の
は
大
前

な
の
で
ギ
リ
ギ
リ
の
殺
し
合
い
に
な
る
と
変

な
責
務
や

い
に

わ
れ
る
事
が
無
い

神

や
最
強
義
姉

手
な
ら
と
も
か
く

手
は
ボ

ス
と
い
う
シ
ス
テ
ム
的
存
在
な
の
で

え
る
必
要
が
無
い
た
め

 
そ
う

う
意
味
で
は
仮
想
世
界
は
キ
リ
ト
が
キ
リ
ト
ら
し
く
在
れ
る
理
想
の
世
界
か
も
し
れ

な
い

 

ヒ
ト
が
存
在
し
な
い
世
界
は
生
き
や
す
い
が
キ
リ
ト
の

福
は
ヒ
ト
が

る
世
界
だ
か

ら
こ
そ
実
現
し
得
る
も
の

 
現
実
は
矛
盾
し
地
獄
し
か
な
い
と
悟

て
い
る
が
捨
て
切
れ
な
い
モ
ノ
の

に
剣
を
取
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て
い
る

そ
の
捨
て
切
れ
な
い
モ
ノ
へ
の
強
い

想

い

が
コ
ボ
ル
ド
王
と
の
一
対
一
の
戦
い
で

以
上
に
戦
え
た
理
由

か
も
し
れ
な
い

  
・
桐

谷
直
葉

 
一

／
和
人
に
剣
を

け
た
師

に
し
て
溺
愛
し
て
い
る

ブ
ラ義
コ
ン姉

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は

中
参
加
だ

た
の
で
話
を

い
て
い
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ

た

が

最
初
期
特
有
の

も
背
負

て
い
な
い
状

で
の
必
死
な
キ
リ
ト
の
戦
い
ぶ
り
に
魅

入
ら
れ
た

ユ
ウ
キ
ラ
ン
ア
ス
ナ
達
も
実
は
同
じ
理
由

た
だ
勝
つ
た
め
と
い
う
立
場

や
責

感

き
の

さ
に

て
ら
れ

れ
直
し
て
い
る

 

ミ

は

戦
い
た
い

と
い
う
想
い
が
浮
か
ん
で
い
な
い
点

 

と
剣
に

し
て
い
た
直
葉
に
は
持
ち
得
な
い
剣
故
に

し
い

望
を

か
せ
た

コ

メ
ン
ト

を
一
切
見
て
い
な
い
事
か
ら
も
ボ
ス
と
の
戦
い
に
見
入

て
い
な
い
事
は
明
ら
か

 
戦
闘
狂
の
き
ら
い
が
あ
る
直
葉
木

す
ら
魅
入
る
だ
け
に
終
わ

た
要
因

な

強
さ力

と
は

え
な
い
モ
ノ
こ
そ

人
を
引
き
寄
せ
る
根
幹
な
の
か
も
し
れ
な
い

 

要
す
る
に

・最
・強

に
足
り
な
い
モ
ノ
を

少
年
は
持

て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
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孤
独
・
孤
高
と
は

人
と
の

離

を
見
て
い
な
け
れ
ば
名

れ
な
い
も
の
で
あ
る

  
・
ア
ル
ゴ

過
去

 
キ
リ
ト
に
依
存
し
て
い
る
女
性

 

い
な
が
ら
戦
お
う
と
す
る
子

を
サ
ポ

ト

す
る

だ

た
が
逆
に
超
絶

さ
れ

て
い
る
状
況
に

惑
焦

に

ら
れ
て
い
る

そ
の
せ
い
か
全

ス
タ
ン
攻
撃
辻
風

の
情
報
が

攻
略
本

か
ら

か
れ
て
い
る
事
に
気
付
か
な
か

た

気
付
い
た
の
は

ビ

タ

の
後

ボ
ス
の
攻
撃
パ
タ

ン
で

ん
だ
時
全

攻
撃
が
無
い
事
に
気
付
か
な

か

た

り

か
な
り

が
無
か

た

様

 
本
人
も
か
な
り
後
悔
し
て
お
り
そ
れ
に
さ
え
気
付
き

て
い
れ
ば
ビ

タ

と
し
て

悪
名
を
背
負
わ
せ
な
か

た
の
で
は

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
か
な
り
気
に

ん
で
い
る

と

は

え
集

行
動
中
の

動
の

で
反
感
を

か
せ
る
事
を
キ
バ
オ
ウ

手
に
行

て
い
た
の

で
ど
う
足
掻
こ
う
が
ビ

タ

は

け
得
な
い
も
の
だ

た

そ
も
キ
バ
オ
ウ
が
リ

ア
ル
の

一
家
が

た
小
学

の
体
育
教
師
女
尊
男

風

を
作

た
原
因
と
し
て

一

を

キ
リ
ト
が
前
線
に
ト

プ
プ
レ
イ

と
し
て
立
つ
と
い
う
三
点
が

た
さ
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れ
て
い
る
時
点
で
キ
リ
ト
に
ヘ
イ
ト
は
向
か
ざ
る
を
得
な
か

た

キ
リ
ト
も
そ
れ
が
分
か

て
い
た
の
で
キ
バ
オ
ウ
の

意
を

え
て

し

ビ

タ

の
骨
子
に
し
て
い
る

 
序

で

え
て
は
い
た
が
そ
れ
は
実

に
向
け
ら
れ
る
負
の
感
情
で
ぶ
り
返
し
た
ト
ラ
ウ
マ

と

来
へ
の
不
安
故

 
そ
れ
で
方

転
換
す
る
つ
も
り
は
サ
ラ
サ
ラ
無
か

た

 
予
想
外
だ

た
の
は

や
は
り
リ

フ

シ
ノ
ン
と
い
う

入
者
の
存
在

彼
女
ら
の
事

前
線
に
来
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル

の
身
内

を
想
定
し
て
い
な
か

た
の
で

レ
イ
プ

を
許
し
て
し
ま

て
い
た

 

そ
ん
な
イ
レ
ギ

ラ

で
も

こ
り
得
な
い

ど
ビ

タ

は

密
に

さ

れ
て
い
た
事
な
の
だ

 

ベ

タ
テ
ス
タ

と
い
う
経
歴

出
来
損
な
い

一

女
尊
男

風

の
戦

と
い
う

見
は

キ
リ
ト
の

を

な
も
の
に
し
て
い
た
の
だ
か
ら

 
な
の
で
ア
ル
ゴ

現
在
に
至
る
ま
で

と

で

み

け
て
い
る
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

千
冬

直
葉
と
の
対

 

数

約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
夜
の
黒
い
闇
の
中
で

む
意
識
を
引
き
上

る

が
流
れ

む

一
定
間
隔
で

く

な

電
子

と
振
動

か
ら
な
る
そ
れ
は

電
話
の

信

だ

 

発

の
メ

ル
で
は
な
い

か
か
ら
の
電
話

ぬ
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眠
気
に
苛
ま
れ
る
の
を
我

し
て

を

こ
す

 

の
近
く
に
設

し
た
安
物
の
時

を
見
れ
ば

暗
い
中
で
も
見
え
る
⻑

は

を
そ
し

て

は
北
北

を
指
そ
う
と
し
て
い
た

 
時
間
に
す
れ
ば
一
時
三
十
分

 
そ
れ
も

前

だ

こ
ん
な
時
間
に
電
話
な
ど
し
て
く
る

者
は

 
悪

を

く

日
な
ど
あ

て
な
い
よ
う
な
教

の
身
で
な
く
と
も
平
日
の
深
夜
に
電
話
な

ど
さ
れ
れ
ば

に
来
る
の
も
仕
方
な
い
事
だ
と
思
う

 
時

の
横
で

電
し
て
い
た

を
手
に
取
り

手

型
ケ

ス
の
フ
タ
を
開
く

 

面
に
は

麻

の
名
前
が
表
示
さ
れ
て
い
た

君

 
表
示
を
思
わ
ず
二

見
す
る

 

学
園
の
教

に

く
に
あ
た

て
代
表
候
補
の

を
退
い
た
後

は

に
自
分
を

て

く
れ
る
女
性
だ

女
尊
男

に

ま
る
事
無
く
む
し
ろ
男
性
に
恐
怖
心
を

い
て
い
る

そ

の
理
由
は
体
の
一
部
を
見
れ
ば
分
か
る

彼
女
を
知
る
者
は

恐
ら
く

を

え
て

平
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と

う
だ
ろ
う

 
実

の
と
こ
ろ

撃
部

の
第

二

ヴ

ル
キ
リ

に

い
て
い
る
時
点
で
非

な
の
だ
が

平

と

え
る
の
は
そ
の
性
格
だ

 
原

手
を
立
て

虚
な

勢
を

さ
な
い
常
識
人

 

常
識
を

む

り
イ
レ
ギ

ラ

を
苦
手
と
す
る
の
が

に

だ
が

で
あ
れ
ば
現

れ
な
い
欠
点
だ

 
彼
女
を
前
に

悪
を

く
人
間
は
女
性
そ
の
も
の
に
怨
み
骨

と
い

た
非
常
に
ス
レ
た
人

間
く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う

人

き
の

し
い
自
覚
が
あ
る
自
分
も
彼
女
に
は
特
別

し
た
事

が
な
か

た

 
故
に
常
識
を
重
ん
じ
る
彼
女
が
こ
ん
な
非
常
識
な
時
間
に
電
話
を
掛
け
て
来
る
事
に
疑
問

を
覚
え
る

 
マ
ナ

を
守
れ
と
思
う
前
に

か
あ

た
の
か

と
い
う

念
が
先
に
立

た

 

面
に

る
緑
色
の

話
器
マ

ク
を
フ
リ

ク

作
し

話
に
出
る

私
だ

君

か
あ

た
の
か

あ
あ

よ
か

た

繋
が

た
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か
ら

こ
え
て
き
た
女
性
の
声
は

す
気
の
無
い
安

の
他
に
ど
こ
か
焦

や

惑

め
い
た
色
が
あ

た

え

と
そ
の
こ
ん
な
時
間
に
ど
う
か
と
は
思

た
ん
で
す
け
ど
や

り
伝
え
た
方
が

い
い
と
思

て

君

ま
ず
は

ち

け

そ
う
や

て
慌
て
る
と
こ
ろ
が
君
の
欠
点
だ
ぞ

あ
あ

す

す
み
ま
せ
ん

 

ち

く
よ
う

う
が

罪
す
る
彼
女
の

惑
は
取
り

け
な
い

 

時
も
の
事
か
と

に
手
を

て

息
を

き
な
が
ら
ベ

ド
か
ら
身
を

こ
し
部

の

明
か
り
を
付
け
る

一

に

た

明
の
白
が
目
に

さ
り

嗟
に
目
を

る

そ
れ
で

か
あ

た
の
か

こ
ん
な
時
間
に
電
話
し
て
く
る
ん
だ
よ

ど
の
事
だ
ろ

う
は
は
い

え

と
で
す
ね

葉
だ
け
だ
と
説
明
が

し
い
の
で

パ

コ
ン
を
立

ち
上

て

今
か
ら

う

語
で

索
を
掛
け
て

け
ま
す
か

む

 
あ
あ

分
か

た

 

な
事
を

う
が
彼
女
に
限

て
悪

と
は
思
え
な
い

取
り
乱
す
と
中

ち

け
な
い



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

が
そ
れ
以
外
は
才
色

備
と

て
も
過

で
は
な
い
麻

の

葉
だ
と
一

疑
問
を

み

み

わ
れ
た

り

⻑

の
デ
ス
ク
に

え

か
れ
て
い
る
デ
ス
ク
ト

プ

の
電
源
を

入
れ
る

 
ヴ

ン

と
い
う
電
子

と
共
に
立
ち
上
が

た
真
白
い

面

 

も
立
ち
上
が
り

ホ

ム

面
に

し
と
設

し
て
い
る
学
園

の
シ

ト
カ

ト
や
フ

ル
ダ
ア
イ
コ
ン
が

る

 
そ
れ
ら
を
無

し

と
い
う
三
原
色
が
特
徴
的
な

索
ブ
ラ
ウ
ザ
ア
イ
コ
ン
を
タ

プ

索

面
を
呼
び
出
し
た

ブ
ラ
ウ
ザ
を
立
ち
上

た
ぞ

そ
れ
で

と
打
て
ば
い
い
ん
だ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

と

む

 
ス
ト
リ

ム
は
カ
タ
カ
ナ
で
と

わ
れ
な
が
ら

索
フ

ム
に

語
を
入
れ

索
を
掛

け
る

数

の
ロ

デ

ン
グ
を

ん
で
ト

プ
に
デ
カ
デ
カ
と
ネ

ト
ゲ

ム

合
情
報
サ

イ
ト

と
い
う
見
出
し
と
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
が
出
た

 

そ
の
真
下
に

生
中
継

と
表
示
さ
れ
た
動

サ
ム
ネ
が
表
示
さ
れ
る
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索

面
の
と
こ
ろ
に
生
中
継
と
か
ラ
イ
ブ
配
信
中
の
動

ア
イ
コ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
か

あ
あ

あ
る
な

一
つ

て

君

ま
さ
か
と
思
う
が

こ
ん
な
時
間
に

私
を

き

こ
し
た
の
は

こ
の
ゲ

ム
配
信
の
中
継
を
一
緒
に
観
る

か

分
は

た
だ

先
生
に
も

が

は

 
ま
さ
か
と
思

た
が
本

に
ゲ

ム
の
生
中
継
を
見
る

だ

た
と
知
り
た
め
息
が

れ

る
あ
の
な

今
日
も
明
日
も

業
が
あ
る
と
い
う
の
に

き
み
は
こ
ん
な
時
間
ま
で

を

や

て
い
る
ん
だ

わ
私
だ

て

て
ま
し
た
よ

 
で
も
仕
事

の
人
か
ら
電
話
で

き

こ
さ
れ
て

先
生
に
も

て

い
え
そ
れ
は
良
い
ん
で
す
そ
の
中
継
に
今
桐

谷
君
が

て
る

こ
と
が
重
要
な
ん
で
す

 

戦

て
る
と
こ
ろ
が

て
ま
す

あ
い
つ
が

か

 
桐

谷
君

と

わ
れ

根
を
寄
せ
る
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な
る

ど

確
か
に
無

で
き
な
い
事
だ
し
内
部
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
に
な

た
日
か

ら
少
し
し
て
彼
女
に

き

を

ら
し
た
事
も
あ
る

こ
ち
ら
を
思
い
少
し
で
も
と
情
報
を
流

そ
う
と
す
る

り
は
彼
女
ら
し
い
と
思
え
た

気
持
ち
は
有

い
が

遠
慮
し
て
お
く
よ

な

で
で
す
か

私
は
あ
い
つ
の
姉
失
格
だ

怨
ま
れ
て

い
る
か
ら
な

 

私
の
心
は

に
決
ま

て
い
た

 
あ
い
つ

和一
人

は
き

と
私
の
下
に

て
来
な
い
だ
ろ
う

私
な
ん
ぞ
の
下
に

る
よ

り
桐

谷
直
葉
の
下
に

る
方
が
断
然

せ
だ
か
ら
だ

和一
人

自
身
も
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
に
違

い
な
い

 
あ
の
日

と
和一
人

が
称
し
た
憎
悪
の
化
身
を
見
た
時
か
ら

私
は

そ
う
思
う

よ
う
に
な

て
い
た

 
だ
か
ら
決
め
た
の
だ

 
も
う

和一
人

に
は

わ
ら
な
い
で
い
よ
う

私
が

わ
る
と

和一
人

を

一

と
し
て

に
示
し
て
し
ま
い

彼
を
不

に
し
て
し
ま
う
か
ら
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そ
の
決
心
を

揺
ら
が
せ
た
く
な
か

た

あ
い
つ
は
私
を
認
め
な
い
だ
ろ
う

私
に
そ
れ
を

し
よ
り
を

す
事
を
求
め
る

格

は
無
い

そ
の
決
心
を
揺
ら
が
せ
た
く
な
い
ん
だ

 
揺
ら
い
で
し
ま
え
ば
私
は
直
葉
の
下
か
ら

和一
人

を
奪
い
た
く
な
る
衝
動
に
負
け
て
し
ま
い

そ
う
だ
か
ら

だ
か
ら

せ

か
く
の

絡

し

な
い
が

私
は

  

そ
ん
な
の

そ
ん
な
の

無
い
で
す

  
見
な
い
と

け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
初
め
て
と

え
る
彼
女
の
大
声
が

に

き
付

け
ら
れ
た

そ
ん
な
の

先
生
の
勝
手
じ

な
い
で
す
か

や

君

 

時
に
な
く

情
に

ま

た
声
に

け
た
声
を
返
し
て
し
ま
う

い
い
か
ら
見
て
下
さ
い

 

先
生
は

少
し
で
も

彼
の
お
姉
さ
ん
と
い
う

想自
い覚

が
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あ
る
な
ら

先
生
だ
け
は
見
な
き

い
け
ま
せ
ん

ち

ち

と

ち

け

き
み
ら
し
く
な
い

後
で

ら
で
も
怒
ら
れ
ま
す
か
ら

く
見
て
下
さ
い

 
怒
り
と
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

の

た
声

ち

か
せ
よ
う
と
す
る
が
そ
れ
も

果

は
無
い

 
仕
方
が
な
い
の
で
ま
だ

じ
て
い
な
か

た
ブ
ラ
ウ
ザ
の
中
心
に
あ
る
生
中
継
動

の
ア
イ

コ
ン
を
タ

プ

ロ

デ

ン
グ
に
入
る

な

君

い

た
い

が
君
を
そ
ん
な
に

り
立
て
て
る
ん
だ

見
れ
ば

分
か
り
ま
す

そ
の
動

は

中
継
は

  
数
百
万
と
い
う
深
夜

で
あ
り
な
が
ら
恐
る
べ
き

者
数
を
記
録
し
て
い
る
中
継
動

ロ

デ

ン
グ

面
か
ら
そ
れ
が

し
出
さ
れ
て
も
中
継
動

は
デ

タ
を
同
期
し
て
い
る
最

中
な
の
か

黒
い
ま
ま
だ

 

し
か
し

は

こ
え
て
来
た

い
や
だ
い
や
だ
い
や
だ
い
や
だ
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か
助
け
て
よ
こ
ん
な
の

て
無
い
わ
よ

こ
ん
な
の

だ
あ
り
得
な
い
夢
だ
そ
う
だ
よ
ユ
メ
に
チ
ガ
い
な

 

十
で
は

か
な
い
人
の
声

 
負
に

ち
た

怨
嗟
の
声

だ

こ
れ
は

有
名
な
パ
ニ

ク
ゲ

ム
か

か
か

違
い
ま
す

そ
れ
は

 
後

の
補
足
が
入
る

前
に

面
が

た

  

ぐ

ぶ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

な

 

面
い

い
に

た
の
は
複
数
の
人
影

と
そ
の
人
影
達
に

⻑
い
モ
ノ
で

た

れ
な
が
ら
も

命
に

大
な
モ
ノ
で
足
掻
き

を

ら
す
小
さ
な
影

 

を

き

を
流
し
な
が
ら
手
に
握
る

大
な
モ
ノ

剣
を
振
る
い
立
ち
は
だ
か
る
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影
達
を

殺
す
る
光

 
怨
嗟
を

に
し
な
が
ら
空
ろ
な

の
人
影
達
が
小
さ
な
子

に
殺

す
る

体
か
ら
生

し

い

を

ら
し
な
が
ら
も
少
年
は
そ
の
人

を
前
に
剣
を
振
る
い
一

の
内
に
数
人
を
斬
り

ば
し
て

を
脱
し
た

 
斬
り

ば
さ
れ
た
人
影
は

地
面
に

ち
る
前
に
黒
い

も
や

へ
と

す
る

 
だ
が

少
年
の
体
を

つ
剣
や
槍
は

そ
の
ま
ま
だ

そ
れ
は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
サ

バ

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

り
広

ら
れ
て
い
る
戦
い
で
す

 
後

の
補
足
が

く
入

た

 
お
そ
ら
く
今
の
一
幕
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

無
理
も
無
い

に
過
ぎ
る

過
ぎ
る
か
ら
こ
そ
目
を
離
す
機
会
を

し
て
し
ま

た
の
だ

む
し
ろ

し
て
い
な
い
だ
け

彼
女
の

も
中

に

わ

て
い
る

 
私
と
し
て
は

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
無
か

た
が

な
ん
だ

そ
れ
は

な
ん
だ
こ
れ
は

 

も
分
か
ら
ず

く
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中
継
さ
れ
て
い
る

像
で
は
千
を
超
え
る
だ
ろ
う
人
が

い
少
年
に

り
そ
れ
を

く
光

が

て
い
る

数
の

力
故
か
対
応
し
切
れ
ず
小
さ
な
そ
の
身
を
刃
が
斬
り
裂
き

が

る
時
も
あ
る

 
そ
れ
を
克
明
に

し
出
す

像
を

然
と
見
つ
め
る

だ

こ
ん
な
も
の
を
仕
向
け
た

は

 
気
付
け
ば

そ
ん
な
事
を

に
し
て
い
た

 

に

て
い
た
眠
気
な
ど
吹

ん
だ

た
だ
た
だ
思

を

め
る
の
は
血
の
繋
が

た

弟
を
苦
し
め
る
存
在
に
対
す
る
怒
り
だ
け

凶
を

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
怒
り
が
内
心

を

え
立
た
せ
た

 

そ
れ
は

に
も

格
な
し
と
自
ら
判
じ
た

姉

と
し
て
な
の
か

 
今
は
そ
れ
す
ら
分
か
ら
な
い
が

こ
れ
を

過
し
て
は
な
ら
な
い
と
直
感
が

て
い
た

こ
れ
と
は
別
に
数
十
分
前
に
終
わ

た
生
放
送
中
継
の
動

が
あ

て
そ
こ
で
原
因

が
語
ら
れ
て
る
ら
し
い
で
す

ど
れ
だ

タ
イ
ト
ル
は
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ど
う
や
ら
少
し
前
に

切
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
そ
の
一
つ
前
の
動

を
教
え
て
も
ら
い
中

継
動

と
は
違
う
タ
ブ
で
再
生
す
る

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

送
り
や
ス
キ

プ
し
な
が
ら
コ
メ
ン

ト
や
キ
リ
ト

場

ら
し
い
男
性
の
会
話
を

い
て
行
き

内
で

め
る

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

と
い
う
も
の
が

わ

て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た
白
の
剣
士
と
や
ら
と
殺
し
合

た
時
キ
リ
ト
が

い
て
い
た

憎
悪
の
念
が
最
高

に
至
り

ビ

タ

と
い
う
必
要
悪
で
集
め
た
感
情
の

と
な
り

時
の
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
乱
し
た

そ
れ
が
未
だ
浮
遊
城
の
残

と
し
て
残

て

い
る

 
そ
れ
を

放
し
に
し
て

万
が
一

の
手
に

れ
ば
ネ

ト
ワ

ク
を
自
由
自
在
に

シ
ス

テ
ム
を
無

し

破
壊
す
る
存
在
に
な
り
か
ね
な
い

 
そ
し
て

そ
れ
は

自
身
の
不
始

 
故
に
壊
す

 
そ
の

に

あ
い
つ
は
今

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

で
戦

て
い
る
ら
し
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

と
や
ら
で
戦

て
る
事
は

ま
あ
分
か

た

い
ま
あ
い
つ
を
襲

て
る

に
な
る
者
達
も
負
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
や
ら
が
再
現
し
た
デ

タ
と
い
う
事
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も

こ
う
ま
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
い
う
の
は

い
も
の
だ

た
の
か

 

ば
し

ば
し
な
が
ら

を
終
え
た
動

を
止
め
全

面
に

し
た
生
中
継
動

の
方
に

線
を

す

 
中
継
動

で
は
戦
い
が
終
わ
り
全
身
か
ら
血
を
流
し
な
が
ら
も
生
き
残

た
少
年
の

が

あ
る

剣
を
突
き
立
て

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た

を
破
い
て
体
を

く

 
そ
の

体
に

す
と
こ
ろ
な
く

み
付
け
ら
れ
た
古
傷
の
数

に
コ
メ
ン
ト

が

い

た 

く

く
息
を

う

が

え
て
い
た

 
あ
の
傷
は

正
直
ど
こ
で
付
い
た
も
の
な
の
か
私
に
も
分
か

て
い
な
い

私
の
目
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
で
日
常
的
に

が

き
て
い
た
と
し
て
も
あ
れ

ど
の
古
傷
が
付
く
も
の
か

と

え
て
し
ま
う

中
は
守
ら
れ
る

だ
が

そ
れ
を

与
さ
れ
る
ま
で
の

練
で
生
傷

が
絶
え
な
い
の
で
傷
に
つ
い
て
は
あ
る
程

理
解
し
て
い
る

ア
レ
は
生

な
事
で
付
く
傷
で

は
な
い

 

然

程

で
も
無
理
だ
ろ
う
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あ
れ

ど
の
傷
は
深
く
負

て
か
ら
ず

と

し
て
い
な
か

た
場
合
に
し
か
残
ら
な
い

だ

や
手
を

く

我
す
る
と
こ
ろ
は
思
い
出
し
た
が

を

す

ど
の
大
け
が
を
し
た
覚

え
は
や
は
り
無
い

 
と
な
れ
ば
誘

さ
れ
て
か
ら
桐

谷
家
に

わ
れ
る
ま
で
の
間
に
付
け
ら
れ
た
と
見
る
の

が
道
理
だ
ろ
う

  

そ
う
思

し
て
い
る
と

場
面
が
変
わ

た

  
⻘
年
が
誘
い

少
年
が
断
る

己
的
な
ベ

タ
テ
ス
タ

と
い
う

葉
を

き
一
人
で

進
も
う
と
す
る

キ
リ
ト

一

 
最
後
に

い
の
容

を

ま
す
事
で
別
れ
と
し
た
二
人
を
見
て

を

え
る

故
そ
こ
で
手
を
取
ら
な
い
ん
だ

 
理
解
出
来
な
か

た

己
的

ベ

タ
テ
ス
タ

意
味
は
分
か
る

 
だ
が
そ
れ
と
こ
の
行
動
と
に
繋
が
り
を
見
出
せ
な
い

 
ベ

タ
テ
ス
タ

だ
か
ら

が
悪
い
と
い
う
の
か
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ビ

タ

と
い
う

葉
の
語
源
に
つ
い
て
多
少
触
れ
て
は
い
る

チ

タ

と
ベ

タ

を
掛
け
た
も
の
で
あ
る
と
も
知

て
い
る

恐
ら
く
ベ

タ
テ
ス
タ

に
対
す
る
悪
意
や

見
が

あ

た
の
だ
ろ
う
が

そ
れ
を
こ
ん
な

い
子

に

せ
る
か
と

え
る
と
異
常
に
し
か

感
じ
ら
れ
な
か

た

 
と
は

え

私
は

こ
れ
ま
で
ゲ

ム
と
い
う

に
触
れ
た
事
が
無
い

 
対
し
て
彼
は
あ

た

ウ
チ
に

た

は
同
じ
く

に
興
じ
た
事
が
無
い

だ
か
ら
恐
ら

く
桐

谷
に

わ
れ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ベ

タ
テ
ス
ト
に

し
て
か
ら

た
の
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
ゲ

マ

特
有
の
思

や
ゲ

ム
を
し
た
事
が
無
い
人
間
に
は
分
か
ら
な
い
暗

の

了
解
的
な
も
の
を

知
し
行
動
出
来
た
の
だ

と
そ
う
予
想
す
る
事
で
し
か

得
で
き
な

い  

そ
れ
は
甘
い

え
だ

た

  

く
夜
の
森
で
の
光

森
の
秘

と
い
う
名
の
ク
エ
ス
ト
で

強
力
な
片
手
剣
を
得
る

に
気
色
の
悪
い
化
け
物
を

と

死
さ
せ
て
い
く
中
で
出
会

た
コ

ル
と
い
う
⻘
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年 

そ
の
⻘
年
が

少
年
を
裏
切

た

 
一

は
実
付
き
と
い
う

物
の
実
を

り

物
を
呼
び
寄
せ
る
事
で
少
年
が
先
に
得

た

を
手
に
入
れ
よ
う
と

 
二

目
は
直

殺
し
に
掛
か

た

生
き
る
事
を

生
還
を

め
絶
望
し
た
事
で
思

止
し
て
い
た

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
浮
遊
城
の

と
死
に

り
出
来
な
い
事
の

が
ど
れ

ど
苦

か
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
絶
望

そ
れ
で
も
生
き
れ
る
な
ら
生
き
た
い

と
い
う
想
い
が

⻘
年
を
狂
気
に

れ
た

 
他
人
を
殺
し
て
で
も
生
き
る

し
か
し
こ
れ
か
ら
生
き
る
事
に
望
み
は

い
て
い
な
い
と
い

う

大
き
な
矛
盾

生
き
た
い
と
い
う
願
い
に
反
す
る
デ
ス
ゲ

ム
の
絶
望
的
状
況

 
そ
し
て

狂

た
⻘
年
を

少
年
は
殺
し
て
し
ま

た

 
怨

みり

は
無
く
た
だ
一

の

罪
を
残
し
て

た
⻘
年
を
見
送

た
少
年

表
情
か
ら
生

気
を
喪
い

そ
れ
で
も

最
後
は
生
き
残
り

へ
と
帰
還
し
た

 

中
知
り
合
い
ら
し
き
少
女
と
邂
逅
し
ク
エ
ス
ト
も
達
成
し

ら
し
き

内
に
場
面
が

り
行
き
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は
は

  
そ
う

生
気
の

い

で
少
年
が
嗤

た

間

と

気
に
襲
わ
れ
た

あ
あ

そ
う
だ

た

現
実
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
た

 
き
し
き
し
と

く

れ
た
声
で
怨
嗟
が
紡
が
れ
る

平
和
な
ん
て
仮
初

せ
な
理
想
だ
け

地
獄
し
か

無
い
事
を

忘
れ
て
い
た

 

ん
だ
黒
の
眼
は
虚
空
に
向
け
ら
れ
て
お
り

も

え
て
い
な
い

お
そ
ら
く
そ
の
眼
が

え

て
い
る
の
は

彼
が
見
て
き
た
と
い
う

地過
獄去

だ

現
実
が
ク

ゲ

と
は
よ
く

た
も
の
だ

そ
れ
に
直
面
し
て
コ

ル
は
死
ん
だ

恐
怖

と
絶
望
と
に
負
け
た

生
き
る
希
望
を
見
出
せ
な
い
の
は

道
理
だ
な

 

そ
の

葉
で

理
解
す
る

 
彼
に
と

て
デ
ス
ゲ

ム
は
現
実
そ
の
も
の

故
に
現
実
も

し
く
地
獄
と
見
て
い
る

の
だ
と

 
だ
か
ら

ア
レ
は

己
を
嗤

て
い
る
の
だ
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同
時
に

そ
の

葉
は
私
を

す
に
至
る
怨
嗟
だ

た

 
平
和
に

て
い
た
私
を
嗤

て
い
る

 

せ
を
信
じ
て
い
た
私
を
嗤

て
い
る

 
地
獄
を
知
ら
ず
に
い
る
私
を

蔑
ん
で
い
る

 

そ
れ
が

想
で
あ
る
事
は
理
解
し
て
い
た

 
し
か
し
あ
ま
り
に
も
あ
ま
り
に
も
私
に

て

る

葉
だ

た

私
は
彼
を
そ
れ
ら
か

ら
守
る
べ
き
だ

た

そ
れ
を
知
ら
せ
て
は
な
ら
な
か

た

 
そ
れ
が
出
来
な
か

た
だ
ろ
う
と

過
去
の
彼
が

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い

 

場
面
が
変
わ
る

 

も

も

場
面
が
変
わ

て
い
く

 
出
来
損
な
い
と
い
う
風

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
の

を

す
る

を
立
て

悪
意
を
己
に
集
め
人

の

結
を

す

を
立
て
る

ら
そ
れ
を
邪
魔
す
る
よ
う
な
善
行

を

み
重
ね
て
い
く
日

の
再
現

 

テ
ス
タ

だ
か
ら
と

わ
れ
な
き
弾

を

け
て

揺
ら
が
な
い
覚
悟
の

 

独
で
道
中
の

を
全
て

り

撤
退
時
のし

ん
が
り

殿
の
片

れ
も

う
決
断
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グ
ル

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

う
お

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

そ
の
果
て
に

来
し
た

紅
き
獣
の
王
と
の
一
騎
打
ち

 
私
は

葉
を
喪

て

そ
れ
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
た

 

と
黒
が
刃
を
振
る
う

に

と
⻘
が

せ
め

ぎ
合
う

も

も
そ
れ
は

り
返
さ
れ

た

一
撃
が
命
を

り
取
る
死
の

に

し
い

そ
れ
な
の
に

少
年
は

す
事
な
く
果

に
攻
め

む

 
そ
し
て

勝

た

 

一

な
ら
ぬ
一

残
し
て
の

氷
の
勝

か
で
も
備
え
を

て
い
れ
ば
死
ん
で

い
た
戦
い
だ

た

 

え
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ

 
称

さ
れ
て
然
る
べ
き
だ

 
労
わ
れ
て
然
る
べ
き
事
だ
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ざ
け
ん
な
や

  
だ
が

そ
れ
を
許
さ
な
い
の
が

現
実
だ

た

 
先
進
的
な
髪
型
と

圧
的
な

り
の

し
い

で
弾

す
る
男
は

く
覚
え
が

あ
る
人
物
だ

た

か
つ
て
の
学
び

と
し
て
入
学
し
後
の
天
災
と
出
会

た
小
学

で
体
育

教
師
を
務
め

加
え
て

自
分
と
天
災
の
ク
ラ
ス
を

け
持

て
い
た

教
師

 
そ
の
男
が
怨
み
骨

と
ば
か
り
に
少
年
を

め
付
け
ベ

タ
テ
ス
タ

で
あ
る
事
を
理
由

に
な
じ

て
い
く

そ
い
つ
は
な

の
出
来
損
な
い

の

一

な
ん
や

 
果
て
に
は
ネ

ト
で
秘
匿
さ
れ
て
然
る
べ
き
リ
ア
ル
を
晒
す
行

に
出
て

の
人
間

は

数
人
を

い
て

悪
の
悪
意
を
少
年
に
向
け
て
い
く

あ

は

 

そ
し
て

⻭
車
は
回
り
始
め
る

 

の
要

は
こ
れ
で

た

出
来
損
な
い

と
い
う
風

が

ベ

タ
テ
ス
タ

の

一
個
人
に
付
与
さ
れ

他
の
テ
ス
タ

と
差
別
化
さ
れ
た
か
ら
だ
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故
に
少
年
は
動
き
出
す

 

の
悪
意
を
一
身
に
集
め
攻
略
を
進
め
る
集

の
空
中
分
解
を

止
す
る

を
始
動
す

る 
彼
は
そ
れ
で
は
足
り
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
の
悪

と

を

に
し
て
い
く

他
の
テ
ス

タ

を

と
称
し
十
四
層
ま
で
の
情
報
を
知
る
己
を
上

を

て

ら
な
い

な

で
己
を

む
者
達
をあ

ざ
け

て
い
く

そ
う
す
る
事
で
よ
り
差
別
化
を
深
め

意
を
己
に

集
め
る
よ
う

す

 
結
果
は
上

と

う
の
だ
ろ
う

 
キ
バ
オ
ウ
と

う
ら
し
い
男
を
中
心
に
数
十
人
の
プ
レ
イ

が
怨
嗟
の
声
を
上

て
い
く

 

己
的
な
行
動
故
に
自
分
達
を
人
を
見
捨
て
た
と

・思
・い
・

・ま
・せ
・ら
・れ

彼
の

り
に

少
年
を

蔑
し
て
い
く

 

ビ

タ

と
い
う

語
が
上
が

た

 
そ
の
時
ボ
ス
部

最

に
あ

た

へ
歩
い
て
い
た
少
年
が

と
嗤
い

な

の

上
に
黒

の

コ

ト
を
重
ね

集

へ
と
振
り
向
い
た

ビ

タ

 
い
い
ね
そ
れ

気
に
入

た
よ

 

ボ

ナ
ス
と
一
緒
に

が

う
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の
名

そ
の
記

に

魂
に

め

 

の
名
は

ビ

タ

の
キ
リ
ト

だ 
⻘
い
光
に

ま
れ
な
が
ら
振
り
返
る
少
年
は
新
た
に
手
に
入
れ
た

黒
の
コ

ト
を
は
た
め

か
せ

黒
の

に
得
体
の
知
れ
な
い
深
い
闇
を

し
て

剣
を

ぎ

嗤

た

二
層
の
転

は

が
ア
ク
テ

ベ

ト
し
と
く
よ

あ
ん
た
ら
は

に

て
大
人
し
く

し
て
ろ

ベ

タ
時
代
に
も
よ
く
い
た
ん
だ

ボ
ス
を
倒
し
た
の
に
上
の
初
見
の
モ
ン
ス

タ

に
や
ら
れ
る

が
な

 
あ
は
は
は

は
は
は
は

な
ん

や

と

こ
ン

が

子
に

る
な

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
上
へ
繋
が
る

を
上
り
な
が
ら
少
年
は
更
に

弄
の

葉
を

き
そ
れ
に
キ
バ
オ
ウ
が
怒

り

の
光

を
引
き
な
が
ら
斬
り
掛
か

た

 
し
か
し
振
り
返
り
ざ
ま

そ
の
剣
だ
け
を
正
確
に

き

る

 

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

ア

ム
ブ
レ
イ
ク

武
器
破
壊

と
い
う
技
術
ら
し
い

 
そ
れ
に

ま
り

も

わ
な
い
集

を
前
に
ま
た

弄
を
捨
て

き

少
年
は

を
潜

り

め
た
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少
年
が

に
も
た

れ

息
を

く

 
剣
を
握

て
い
な
い

手
が
持
ち
上

ら
れ
た

そ
の
小
さ
な
手
は

カ
タ
カ
タ
と
本

に
小
さ
く

え
て
い
た

そ
の
手
が
ぐ

と
握
ら
れ
る

も
う

後

り
出
来
な
く
な

た
な

 
小
さ
く

そ
う

う
少
年

 
浮
か
ん
で
い
る
表
情
は
複

だ

根
を
寄
せ
た
苦
し
み
に

え
る
よ
う
な
面
持
ち
と
そ
れ

と
同

す
る
苦

内
心
の
恐
怖
や
浮
か
ん
で
い
る
だ
ろ
う
後
悔
に

え
る
よ
う
に
ま
た
深
い

息
が

か
れ
た

も
う

行
こ
う

自
分
で

ん
だ
道
な
ん
だ

後
悔
し
て
も

す
ぎ
る

 
最
後
に
そ
う

て

 
少
年
は

十

も
の

を
上
り

第
二
層
の

原
に
足
を

み
入
れ
た

 

絶

が

る

 
様

な
地
形
が
複
合
し
て
い
た
第
一
層
の
風

と
異
な
り
第
二
層
は
テ

ブ
ル
上
の

が

か
ら

ま
で
繋
が

て
い
た

の
上
部
は

ら
か
そ
う
な
緑
の

に

わ
れ
そ
こ
を
大
型

の

が

歩
し
て
い
る
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そ
の

な
る

の
彼
方

浮
遊
城
の
外

部
開

部
か
ら

の
⻘
い
空
が

の
ぞ

い
て
い
た

 
絶

と
空
を

と
も

え
な
い
表
情
で

め
た
の
も
数

の
事

 
少
年
は

も

に
す
る
事
な
く

配
の

に
作
ら
れ
た

広
の

を
下
り
て
行

た

  

目
ま
ぐ
る
し
く

時場
間面

が
変
わ
る

 
ざ
け
る
ナ

そ
ん
ナ

そ
ん
な
事
を
さ
せ
る

に

オ
レ

ち
ハ

鼠

を

情

報

を
や

て
る

じ

な
い
ん
だ

 
第
一
層
ボ
ス
の
情
報
を

え
て

い
て
い
た
事
を
知
り
更
に
ビ

タ

を
名

た
経

そ
の
真
意
ま
で
も
悟

た
の
だ
ろ
う
ア
ル
ゴ
と
い
う
少
女
が
少
年
の

を

り

ば

し

た
い
声

で
怒
り
を

わ
に
し
た

Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ

が

の
ポ
ン
チ

男
と
話
し
て
る
内
に

や

て
も
い
い
か

て
い
う

気
に

 
二

二
二
年
十
二
月

ば
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第
二
層
で
の
鍛
冶
の

を
初
見
で
見

き
こ
の

か
ら
裏
で
暗
躍
す
る
者
達
の
存
在
を
把

握
し

対
策
に

り
出
し
た

い
い
ん
で
す
か

 
こ
の
ま
ま
だ
と

大
き
な
声
で
歌

て

エ
ル
フ
の

さ
ん
と
や
り

合
う
事
に
な

ち

い
ま
す
よ

 
二

二
二
年
十
二
月

ば

 
第
三
層

エ
ル
フ
・
ク
エ
ス
ト

で
キ
バ
オ
ウ
と
リ
ン
ド
の
二
人
が

い
る
一

を
中
心
に

攻
略
隊
が

れ
か
ね
な
い
事

に

て
い
る
中
そ
れ
を
引
き

こ
す
べ
く
暗
躍
し
て
い
る
⻘

年
モ
ル
テ
と
の
命

け
の
デ

エ
ル
を
行
い

撃
退
し

ビ

タ

と
し
て
ク
エ
ス
ト
ポ
イ

ン
ト
を
消
す
事
で
こ
れ
を

止
し
た

フ
ラ

グ
・
オ
ブ
・
ヴ

ラ

の

果
は

属
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

に
対
し
て
の
み
有

な
一

定

内
の
複
数
バ
フ

こ
れ
を
ど
の
ギ
ル
ド
が
手
に
入
れ
て
も
分
裂
は
不
可

だ

頼
む

手
を

し
て
く
れ

 
二

二
二
年
大
晦
日

 

ボ

ナ
ス
で
攻
略
集

が
分
裂
す
る
事
を
危
惧
し

秘
密
裏
に

た
十
数
人
で

第
五

層
ボ
ス
を
撃
破
し

目
か
の
内
部
分
裂
を

止
す
る
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時
間
が
進
む

 
あ
の

不

で
悪
い
ん
だ
け
ど

サ
チ
の
指
導
を

お
願
い
で
き
な
い
か
な

も
攻
略
が
あ

て

し
い

と
深
夜
そ
れ
ぞ
れ
一
時
間
だ
け
に
な
る
が

そ
れ
で
い
い
よ

頼
む

 
二

二
三
年
六
月

ば

 
中
層
で
死
に
か
け
て
い
た

ギ
ル
ド

集

月
夜
の
黒
猫

を
助
け
紅
一
点
の
少
女
の
指
導
を
請
わ

れ
る
場
面
が

た

あ
の

圏
外
に
行
か
な
い
の

ま
ず
は
武
器
の
振
り
方
か
ら
覚
え
な
い
と
話
に
な
ら
な
い

デ
フ

ル
ト
で
振
り
下
ろ
し

め
振
り

ぎ
払
い

め
打
ち
上

か
ち
上

突
き
を

め
て

百
回
と

ド

ス
キ
ル
の
空
打
ち
百
回
だ

反

的
に

か
し
ら
の
攻
撃
が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
体
に

み

ま
せ
る
ぞ

恐
れ
て
も
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良
い

る
の
も
良
い

で
も

ん
で

ま
る
の
だ
け
は
ダ
メ
だ

ら

 
二

二
三
年
六
月

 

本
的
な

振
り
と
ス
キ
ル
の
発
動
モ

シ

ン
を
反

レ
ベ
ル
に

き

ま
せ
る
べ
く

で
同
じ
武
器
を
手
に

振
り
を
す
る

深
夜
の
一
幕
が

る

キ
リ
ト
は

戦
う
の
は

怖
く
な
い
の

怖
く
な
い
と

え
ば

に
な
る

だ

て
怖
い
も
の
は

あ
る
よ

人
の
心
が

怖
い

に
怖
い
の
は

も
出
来
な
い
事
だ

も
出
来
ず
た
だ

き

ぶ
の
は

の

の
ま
ま
だ
か
ら

ま
た

り
返
し
て

大
切
な
存
在
を
喪
う
の
は

だ
か
ら

 
二

二
三
年
七
月
二
日

 
指
導
し
て
い
た
少
女
が
恐
怖
か
ら
か
身
を

し
そ
れ
を
下
水
道
で
見
つ
け

い
の
本
心
を

語
る
一
幕
が
あ

た

て

転

結

が
使
え
ね

う

う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

し

死
に
た
く
な
い

死
に
た
く
な
い
よ

う
そ

み
ん
な
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守
れ
な
か

た

 
二

二
三
年
七
月
十
六
日

 
少
年
と
リ

ダ

の
⻘
年
を

い
て
ト
ラ

プ
ダ
ン
ジ

ン
と
ま
で

さ
れ
た
二
十
七
層
に

き
ス
カ
ウ
ト
の
⻘
年
が

の
宝

を
開
き
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合

た
少
年
の
助
け
が
あ
る
も

少
女
以
外
が
全
滅
し
た

家
の

さ
ら
し
の

ビ

タ

が

達
と

わ
る

格
な
ん
て
無
か

た
ん
だ

ケ
イ
タ

は

び

り
た

そ
ん
な

 
同
年

同
日

 

だ

た
ら
し
い
⻘
年
三
人
が
死
ん
だ
事
に
絶
望
し
リ

ダ

の
⻘
年
は
少
女
と
少
年

を
残
し

少
年
に

を
残
し
て
雲
海
へ
と
身
を
投

た

こ
れ
か
ら

ど
う
す
る

戦
う
よ

そ
う
か
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数
日
後

 
日
帰
り
で
最
前
線
と
生
き
返
り
す
る
少
年
の
問
い
に
失
意
か
ら
復
帰
し
た
少
女
が
強
い
光
を

し
て
参
戦
の
意
思
を
示
し
た

少
年
は

哀
し

に
目
を

せ
た

お
前
さ
ん

知

て
お
る
か
ね

 
ヒ
イ
ラ
ギ
の
月

二
十
四
の
日

二
十
四
時
に
な
る
と

大
な
モ
ミ
の
木
の
下
に
背
教
者
ニ
コ
ラ
ス
と
い
う

物
が
現
れ
る

そ
や
つ
を
倒
す
事
が

出
来
れ
ば

物
が

い
だ
大

の
中
か
ら
収
集
さ
れ
た

宝
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
と

宝

の
中
に
は
な
ん
と

過
去
命
を

と
し
た
者
を

生
さ
せ
る
宝

が
あ
る
と

く
ぞ

生
さ
せ
る
宝

だ
と

ケ

イ
タ

 
二

二
三
年
十
二
月
初

 

か
の
ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
た
の
だ
ろ
う
少
年
にも

た
らさ

れ
た
情
報
に
彼
は
目
を

き

か
れ
た
よ
う
に

き
を

ら
し
た

君
の
事
情
は
サ
チ
君
か
ら

方

い
て
い
る

第
一
層
の

か
ら
も
君
と
行
動
を
共
に
し
て

君
の
事
を
多
少
な
り
と
も
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
だ

だ
か
ら
こ
そ
我

の

葉
に

を

け

て
く
れ

一
人
で

こ
う
な
ど
と
す
る
な

我

全

で

み

生
ア
イ
テ
ム
は
ド
ロ

プ

し
た
者
の
物
で
よ
か
ろ
う
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だ
か
ら

て

こ
れ
は

の
罪
な
ん
だ

一
人
で
や
ら
な
き

意
味
が
無

い
ん
だ

 
二

二
三
年
十
二
月
二
十
四
日

 
少
年
を

じ
る
少
女

⻘
年
達
の
心
配
を
前
に

背
中
の
剣
を
手
に

を
見
せ
る
少
年

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ

 
二

二
三
年
十
二
月
二
十
五
日

 
１
２
０
の
レ
ベ
ル
を
持
つ
少
年
が

独
で
ボ
ス
を
倒
し
手
に
入
れ
た
ア
イ
テ
ム
は
体

力
を
喪

て
か
ら
十

以
内
で
な
け
れ
ば
使
え
な
い
と
知
り

絶
望
の

び
が

い
だ

キ
リ
ト

ア
イ
テ
ム

は

そ
の
ア
イ
テ
ム
は
過
去
に
死
ん
だ
人
は

ら
せ
ら
れ
な
い

サ
チ
の
目
の
前
で

死
ん
だ
人
に

使

て
あ

て

 
同
年
同
日

 
自
身
の
求
め
る
も
の
で
な
か

た

生
ア
イ
テ
ム
を
槍
使
い
の
少
女
に
少
女
の

間
を
守



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

れ
な
か

た

罪
故
か
投

し

空
ろ
な
眼
で
立
ち
去

た

こ
う
り

く

い
こ

 
同
年
同
日

 
空
ろ
な
眼
と

⻤
め
い
た
動
き
で
白

の

を
目
指
し
立
ち
は
だ
か
る

を
一
閃
で
殺
し

く
し
て
い
く

が

た

そ
の
中
に
は
五
十
層
へ
繋
が
る

を
護
る

番
も
お
り

そ
れ
す

ら
も

独
で
撃
破
し
た

ケ
イ
タ
は

ま
だ
生
き
ろ

て

う
ん
だ
な

ん

そ
う
だ
な

こ
こ
で
死
ん
だ
ら

無
意
味
に

な
る
も
ん
な

お
れ
は

死
ん

たじ
ら

ダ
メ
だ
よ
な

死
ぬ
な
ら

全
部
や
り

て

だ
よ
な

 
同
年
同
日

 

し
た
ボ
ス
の
欠
片
を
見
上

な
が
ら

空
ろ
な
眼
で

空
ろ
に

い

そ
う

く
少
年

 

こ
の
時
は
こ
う
い
う
事
を

て
い
た
の
か
と

剣
を
突
き
立
て

観
す
る
キ
リ
ト
が

た
事
か
ら

記

に
残

て
い
な
い

ど
追
い

め
ら
れ
て
い
た
事
を
思
い
知
ら
さ
れ
る

こ
こ
ま
で
導
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

も
う
一
つ
が
ね

怨
ん
で
な
い
か
ら



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

だ
か
ら

も
う
自
分
を
許
し
て
あ

て

も
う
十
分
だ
か
ら

あ
な
た
の
気
持
ち

は

も
う

十
分

だ
か
ら

 
だ
か
ら

も
う
キ
リ
ト
は

自
分
を

許
し
て
い
い

ん
だ
よ

サ
チ

サ
チ

 
ご
め
ん
な
さ
い

 
ご
め
ん
な
さ
い

ご
め
ん
な

さ 

同
年
同
日

 
聖
夜
の
月
明
り
の
下
で

少
年
は
赦
し
を
与
え
ら
れ
た

 

ケ
イ
タ

サ
チ
だ
け
は

た
い

ま
も
る
か
ら

  
そ
の
裏
で

新
た
な
誓

いい
が
立
て
ら
れ
た
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・

麻

 
桐

谷
和
人
と

で
と
は

え
直
に
刃
を
交
え
た
事
で

そ
の
覚
悟
の
強
さ
を
思
い
知

た
未
来
の

・

・

 

撃
部

ヴ

ル
キ
リ

な
の
で
世
界
的
に
上

の

火
器
使
い

無
論
そ
れ
だ
け
で
代
表

候
補
に
な
れ
る

が
無
い
の
で
常
識
人

天
然

ド
ジ

こ

慌
て
ん

の
要

が
あ

て
も

ス

ク
は

み
高
い

そ
ん
な
人
物
に

入
れ
さ
れ
て
る
時
点
で
和
人
へ
の

価
は
推
し
て

知
る
べ
し

・命
・

・け
・で

生
き
よ
う
と
し
て
い
る

を
見
せ
ら
れ
て
る
の
で
一
万
人
と
血
を
流
し

な
が
ら
殺
し
合
う

像
を
見
せ
ら
れ
て
も

あ
ま
り
シ

ク
は

け
て
い
な
い

 
彼
女
を

き

こ
し
た

仕
事

間

と
は
い

た
い

の
事
か

 

先
生
は
今
回
初
め
て
ウ
ジ
ウ
ジ
し
て
る
千
冬
に

責
の
怒

を
上

た

 
な
ま
じ

一

時
代
に
一

会

て
お
り

桐

谷
和
人
と
し
て
も
直
に
会
い
在

り
方
を
知

て
い
る

し
か
も
負
の
二

形

を
見
て
も
い
る
事
か
ら
和
人
が

い
て

い
る
憎
し
み
の
強
さ
も

常
で
な
い
事
を
理
解
済
み

そ
の
上
で
復
讐
を
後
回
し
に
し
て
い
る
事

か
ら

千
冬
に
対
す
る
感
情
が

発
し
た

 
大
人
勢
の
中
で
は
エ
ギ
ル

ク
ラ
イ
ン

ヒ

ス
ク
リ
フ

デ

ア
ベ
ル

シ
ン
カ

ニ
シ
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ダ

サ

シ

桐

谷

に

ぐ
九
人
目
の
常
識
的
な

保
護
者

大
人

 

実
は
成
人
し
て
る
保
護
者

だ
と
男
性
の
方
が

合
高
め
な
ん
で
す
よ
ね

  
・

千
冬

 

か
ら
話
を
回
さ
れ
て
い
な
い
事
か
ら
和
人
の

に
な
れ
な
い
事
が
運
命
付
け
ら
れ
た
日

本
代
表

者

 
今
話
に

け
る
直
葉
と
の
対

は
一和

人
へ
の
対
応

と

ビ

タ

へ
の

を
立
て

る
時
の

け
取
り
方

 
前
者
は
よ
り
を

さ
な
い
と
い
う
決
心
を

し
た
く
な
い
と
い
う
手
前
勝
手
な
理
由
の
事

を
指
し
て
い
る

直
葉
か
ら

わ
れ
て
い
た

己
の
名
の
大
き
さ
を
知
る
事

出
来
損
な

い
と

わ
れ
る
原
因
・
そ
の

も
正
確
に
把
握
出
来
て
い
な
い
ば
か
り
か
束
か
ら

わ

れ
て
い
た
一

を
知
る
事
や
和
人
本
人
か
ら
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か

く
事
も
せ
ず
勝
手

に
結
論
を
出
し
て
い
る
点

そ
の

の

勢
が

先
生
の
逆

に
触
れ
た

ま

の
子

が
命

け
で
生
き
よ
う
と
足
掻
い
て
い
る
の
に

ど
う
や

て
も
よ
り
は

せ
な
い

だ
ろ
う
が

そ
れ
を
知
る
機
会
を
得
な
が
ら

よ
う
と
す
れ
ば
そ
の
人
物
に

入
れ
し
て
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い
る
人
間
は
大

怒
鳴
る

 
後
者
は
直
葉
は
あ
く
ま
で

観
の
立
場

つ
ま
り
和
人
の
想
い
は
和
人
の
も
の
と
い

う
思

に

づ
い
て
い
る

 
対
し
て
千
冬
は
和
人
の
現
実
に
対
す
る

価

方
が
そ
の
ま
ま
自
分
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る

後
ろ
め
た
さ
全
開

 
直
葉
は
常
に
全
力
で
や
れ
る
事
を
し
て

し
て
い
た
し
和
人
の
過
去
を

い
て
更
に
は

故
和
人
が
力
を
得
よ
う
と
す
る
か
の
根

に
あ
る
感
情
も

し
て
い
る
た
め
後
ろ
め
た
く

思
う
も
の
が
無
い

あ
る
と
す
れ
ば
自
身
が
義
弟
に
下
す

定
や

絶
く
ら
い
な
も
の

外

部

下
時
の

絶
や

正
時
の

葉
な
ど

 
ま
た
和
人
が
自
身
に
対
し
親
愛
の
情

感

を

い
て
い
る
事
を
知

て
い
る
た
め

後
ろ
め
た
く
思
う
必
要
も
無
い
事
を
知

て
い
る

 
対
し
て
千
冬
は
和
人
の
内
心
を
知
ら
ず

経

・
過
程
も

知
ら
な
い

と
い

う
結
果
の
み
知

て
い
る
状

な
の
で
経

を
知
る
事
を
恐
れ
て
い
る

そ
れ
が
後
ろ
め
た
さ

に
な
り
和
人
の
残
影
が

ら
す

葉
で
和
人
が
憎
む
よ
う
に
な

た
経

を
勝
手
に
補
完

し
て
い

て
い
る

 
実

は
秋
十
に
見
捨
て
ら
れ
た
時
点
で
獣
は
生
ま
れ
た
の
で
デ
ス
ゲ

ム
は

無
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い
が

そ
れ
も
千
冬
に
は
分
か

て
い
な
い

 
直
葉

の
成
立
が

う
前
の
事
を
原
因
と
し
て
い
る
の
を
知

て
い
る

 
千
冬

の
成
立
が
デ
ス
ゲ

ム
を

め
た
全
て
だ
と
思

て
い
る

 

こ
の
差
に
よ
り
同
じ
光

を
見
て
い
る
の
に

え
方
・

え
方
が
異
な

て
い
る
の

で
あ
る

 
ち
な
み
に

キ
リ
ト
が
憎
悪
を
最
も
高
め

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
形
成
し
た

原
因
で

あ
る

白
の
剣
士

ア
キ
ト
と
は
ま
だ
気
付
い
て
い
な
い

だ

こ
ん
な
も
の
を
仕
向
け
た

は

 

キ
リ
ト
の

デ
ス

  
・
キ
バ
オ
ウ

 

一
家
が

て
い
た
小
学

の
体
育
教
師
に
し
て

未
来
の
天
災

者
最
強
の

ク
ラ
ス

を
し
て
い
た
男

 
女
よ
り
も

特
に

一

に
対
し
て
怨
み
骨

風

の

男

部
分

は
求
め
ら
れ
た

を
達
せ
な
か

た
一

に
あ
り
一

が
出
来
損
な
い
だ
か
ら
女
尊
男
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風

が
生
ま
れ
た
と
本
気
で
信
じ

ん
で
い
る
た
め

そ
の
思
い

み
の
果
て
に
集

を

い

リ

フ

・
シ
ノ
ン
を

キ
バ
オ
ウ
の
部
下
が

レ
イ
プ
す
る
事

に
進
ん
だ

 
他
ゲ

ム
か
ら
乱
入
し
前
線
に
来
ら
れ
な
い

レ
ベ
ル
と
い
う
イ
レ
ギ

ラ

さ
え
無
け
れ

ば

キ
バ
オ
ウ
は
キ
リ
ト
の
想
定
か
ら
外
れ
た
行
動
は
取
ら
な
か

た

 

つ
ま
り
シ
ン
カ

救
出
事
件
も
キ
リ
ト
の

か
り
知
ら
な
い
事
だ

た
の
で
外
部

か
ら
の

イ
レ
ギ

ラ

に
よ
る
も
の
だ

た
事
が
分
か
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
時
点
で
白
の
剣
士
と
交
流
が
あ

た
事
が
明
か
さ
れ
て
い
る

が
実
は
キ

リ
ト
は
現
在
に
至
る
ま
で
知
ら
な
か

た
り
す
る
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

千
冬

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  
聖
夜
を
越
し
た
後
明
く
る

に
攻
略
組
と
い
う
集

の
中
心
と

え
る
者
達
と

す

る
光

が

し
出
さ
れ
た

声
は
無
く
す
ぐ
転
換
し
た
場
面
で
は
あ

た
が

な
る

ど
と

得
を

く

あ
の
サ
チ
と
い
う
少
女
の
赦
し
が
あ

た
か
ら

和一
人

は
ビ

タ

と
い
う
必

要
悪
で
あ
り
な
が
ら
交
友
を
持
て
た
の
だ
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フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
に
は

Ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ

Ａ
ｒ
ｇ
ｏ

そ
し
て

Ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ

の
三
人

の
名
前
し
か
な
か

た

 
必
要
最

限
の
交
友

し
か
持
た
な
か

た
事
は

和一
人

自
身
の
人
間
不
信
や

ビ

タ

と
し
て
の
必
要
悪
や
風

の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
が

罪
の
意
識

か

 
彼
の
過
去
を
見
て
き
た
限
り

ケ
イ
タ
達間

を
守
れ
ず

サ少
チ女

を
一
人
に
し
て
し
ま

た
少
女
事
に
対

す
る
後
ろ
め
た
さ
が
い
ま
以
上
の
交
友
を
持
つ
事
に
抑
制
を
掛
け
て
い
た

と
そ
う

え

る
方
が
自
然
だ
ろ
う

 

に

話
は
切

て
い
た
の
で

麻

か
ら
の

い
ら応

え
は
無
い

  

場
面
が
変
わ
る

  
内
部
時
間

二

二
三
年
 
一
月
一
日
 

前
七
時
三

分

レ

ド
ギ
ル
ド

わ
ら

う
か
ん
お
け

ラ
フ

ン
・
コ
フ

ン

て

む
み
た
い
ダ

大
晦
日
の
夜
中
層
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
た
中
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ギ
ル
ド
の
プ
レ
イ

お
よ
そ
二
十
人
弱
を
殺
し
て

リ

ダ

の
男
だ
け

が
し
て

を

し
た
ん
ダ

Ｓ
Ａ
Ｏ
初
の
殺
人
ギ
ル
ド
と
し
て
ナ

殺
し
を
目
的
に
し
た
集

か

オ
レ
ン
ジ
が
活
発
に
な
る
な

だ
ろ
う
ナ

こ
の
ゲ

ム
の
禁
忌
で
あ
る

殺
人

を
目
的
に
し
た
集

が

る
ん
だ

自

分
達
は
ま
だ
マ
シ

殺
さ
な
け
れ
ば
良
い

て

え
て
突

る

ツ
は

出
ル

を

え
て
る
か

て
て
や
ろ
う
カ

キ

オ
マ
エ

抑
止
力
に
な
る
た
め
に

オ
レ
ン
ジ
を
殺
し
て
回
る
つ
も
り
ダ
ロ

 
静
か
に
同
時
に
強
い
光
を

し
た
金
髪
の
少
女
の

葉
に

り

ん
で
い
た
少
年
が
苦

に

を
歪
ま
せ
た

お
見

し
か

た
り
前
ダ

キ

の
事
だ
そ
れ
を
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
は
分
か
て
る
と
思
ウ

そ
れ
で
も

本

に

や
る
の
カ

あ
あ

殺
人

を
目
的

い
や

快

の

に
殺
し
を
す
る
集

を

放
し
に
し

て
い
れ
ば
遠
か
ら
ず
攻
略
組
か
攻
略
ギ
ル
ド
の
構
成

を

う

だ

そ
の
道
に

た
経
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は
知
ら
ん
が
多
分

も
が
似

た
感
じ
だ
ろ
う

・こ
・の
・デ
・ス
・ゲ
・

・ム
・の
・ク
・リ
・ア
・は
・無
・理
・ゲ

・

・だ
・生
・き
・る
・希
・望
・は
・な
・い
・で
・も
・死
・に
・た
・く
・は
・な
・い

と
な

え
ら
く

体
的
ダ
ナ

最
期
を

え
る
前
に
と
あ
る
プ
レ
イ

が

し
た

葉
だ

 
数

物
憂

な
表
情
を
浮
か
べ
た

 
そ
の
と
あ
る
プ
レ
イ

と
い
う
の
は
お
そ
ら
く

初
日
に

和一
人

を
殺
そ
う
と
し
て

逆
に
殺
さ
れ
た

デ
ス
ゲ

ム
に
絶
望
し
て
い
た

コ

ル

⻘
年
の
事
だ
ろ
う

攻
略

い
や

デ
ス
ゲ

ム
で
進
む

に
生
き
る
の
は

か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ

が
要
る

死
に
た
く
な
い
と
い
う
後
ろ
向
き
な

え
で
は

か
な
い

生
き
た
い

還
り
た
い

そ
ん
な
明
る
い
未
来
へ
の
願
望
こ
そ
が
攻
略
を

け
る

に
必
要
な
根
幹

そ
れ
を

ら
せ

る
存
在
が

る
と

本

に
攻
略
が
先
行
か
な
く
な
る

だ
か
ら

だ
か
ら

す
る

ト

で
も
そ
れ
は
キ

が
や
る
必
要
ハ

 
く
し

り
と

を
歪
め

す
よ
う
に
少
女
が

う

が

少
年
はか

ぶ
りを

振

た

ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
る
と

る

こ
の

う

の
構
成

は
殺
し
に
対
す
る

が
無
い

が
攻
略
組
は
違
う

人
の
命
を
奪
う
覚
悟
が
無
い

あ
る
の
は
た
だ
未
知
の
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に

み

み
未
知
の
モ
ン
ス
タ

と
戦
う
覚
悟

こ
の
世
界
で
最
も
必
要
と
さ
れ
て

る
覚
悟

そ
れ
を

ら
せ
る
わ
け
に
い
か
な
い
か
ら

が
出
る
必
要
が
あ
る

 

ば

自
身
に

い

か
せ
る
よ
う
に
少
年
が

う

え
て
い
る
だ
ろ
う

の

に

は

ビ

タ

に
な

た
の
か

テ
ス
タ

と
ビ
ギ
ナ

の
間
で
生
ま
れ
る
だ
ろ
う

を
キ

と
そ
の
他
の
プ
レ

イ

の
構

に
し
て

結
し
や
す
く
す
る
た
め

そ
う
だ

そ
し
て
そ
れ
は
前

に
前
線
攻
略
を

え
て
い
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
の
よ
う
な
最
前
線
攻
略
組
が
意
識
を

い
て
い
い
の
は
最
前
線
に
対
し
て
だ
け

人
の
醜

い
と
こ
ろ
な
ん
て
見
な
く
て
良
い

見
る
必
要
が
無
い

 
そ
こ
ま
で

て

少
年
が
突
如

を

ざ
し

い
や

違
う
な

に
は

見
て
欲
し
く
な
い
ん
だ

 

て

正
す
る
よ
う
に
そ
う

た

 
そ
れ
ま
で

ビ

タ

と
し
て
生
き
て
い
た
少
年
に
と

て
は

見
な
く
て
良
い

と
い

う
判
断
を

先
し
て
い
た

彼
ら
彼
女
ら
の
目
的
は
対
人
戦
で
は
な
く
攻
略
だ
か
ら

そ
れ
か
ら

外
れ
る
事
に

意
識
を

さ

く
必
要
な
ん
て
無
い

と
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し
か
し
少
女
か
ら
赦
し
を

い
自
身
を

じ
て
い
た
者
達
に
心
を
許
し
始
め
た
事
で
彼

の
判
断
に
は

私
情

が

じ
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
見
る
必
要
は
無
い
と
い
う
客
観
的
判
断
か
ら

見
て
欲
し
く
な
い
と
い
う
個
人
の
感
情
へ

と

先

が
入
れ

わ

た
の
だ

見
て
欲
し
く

な
い

カ

あ
あ

こ
の
一
年

し
て
来
て

ま

ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ
達
の
性
根
が
ど
う
か
は

知

て
る

み
ん
な

し
い
よ

に
対
す
る

が
変
わ
ら
な
か

た
点
だ
け
で
も
そ
れ
は
確

実
だ

だ
か
ら
こ
そ
知

て
欲
し
く
な
い

命
を

け
て
る
と
は

え
み
ん
な
に
は

も

殺
し
て
欲
し
く
な
い
し
人
が
人
を
殺
す
と
こ
ろ
を
見
て
欲
し
く
も
な
い

叶
わ
な
い
願
い
だ
ろ

う
け
ど

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
を
み
ん
な
に
は
た
だ
の
ゲ

ム
と
し
て
終
え
て
欲
し
い
ん

だ 
た
だ
の
ゲ

ム

 
き

と
そ
れ
は

ら
死
ん
で
も
現
実
で
は
死
な
な
い
も
の
だ

し
か
し
体
力
を
全
損
す
れ
ば

死
ぬ
デ
ス
ゲ

ム
と

さ
れ
て
い
る
以
上

少
な
く
と
も
こ
の

像
の
時
点
で
は

不
可

能
と

え
て
い
る
少
年
は

手
に
し
た
の
は
シ
ス
テ
ム
が

意
し
た
モ
ン
ス
タ

だ
け

と
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い
う
経
歴
で
終
わ

て
欲
し
い
と
そ
う
願

て
い
る
の
だ
と
思
う

そ
れ
を

る
対
人
で

の
命
の
や
り
取
り

を
す
る
の
は
自
分
だ
け
で
い
い

と

 
少
年
は

そ
う
願
う
よ
う
に
な

て
い
た

 

し
い
子
だ

 い
び
つ歪

で
は
あ
る

他
人
の

に
自
分
が

い
思
い
を
す
る
事
に
な

て
も
構
わ
な
い
と
そ
う

思

す
る
思
想
は
現
代

会
に

い
て
は

け
容
れ

い
あ
る
い
は
自
身
が

れ
る
要
因
と
な

る
も
の
だ

 
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ

彼
は
後
に
人
を
束
ね

い
デ
ス
ゲ

ム
を
終
わ
ら
せ
る
者

へ
と
成
⻑
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

私
と
は

違
う
な

 

み

め
る
よ
う
に

く

 

と

に
捨
て
ら
れ

マ
ド
カ妹

も
そ
の
二
人
に

れ
去
ら
れ
た
私
は
他
人
へ
の

い
切
れ
な
い
不

信
を

い
て
生
き
て
き
た

親

だ
か
ら
こ
そ

目
的
に
信
じ
て
い
て

そ
れ
を
裏
切
ら
れ
た

が
故
の
反
動
だ

 
親
友
と

え
た
束
の
一
家

ノ
之
家

に
お
世
話
に
な
る
時
も

そ
れ
は

て
い
た
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日
本
代
表
の

者
と
し
て
身
を
立
て
た
時
も
そ
う

 

も
信

で
き
な
い

 

も

信

し
て
は
な
ら
な
い

 
故
に
出
来
る
限
り
人
と
の
交
流
を
最
小
限
に
し
て
き
た

必
要
に

ら
れ
て

を
持
つ

事
は
あ

た

れ
な
い

の
電
話

に
名
前
と
番

住

や

務
場

を
登
録
す
る

事
も
多
か

た

 

登
録
し
て

一

も
使

て
い
な
い
番

は
多
か

た

 

を
合
わ
せ
た
の
が
番

と
名

を
交
換
す
る
時
だ
け
な
ん
て
ザ
ラ
だ

そ
も
そ
も
自
分
を

て
会
え
た
か
ら
交
換
し
た
だ
け
と
い
う
人
間
の
方
が
多
い

本

に
必
要
な
人
間
と
の
や

り
取
り
に

れ
ば
片
手
で
足
り
て
い
た

 
無
論
立
場
も
あ
る

 
国
の

と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
た
め
に
国
家
代
表
は
多
く
の

な
ど
に

を
出
す

一
種
の

能
活
動
で
名
と

を

て
い
く

だ
が
そ
の
過
程
で
フ

ン
と

え
る
一
個
人
と
親
し
く

す
る
事
は

能
人
と
同
じ
よ
う
に
禁

事

と
な

て
い
る

身
近
な
存
在
と
思
え
る
行
動
は

全
て
の
人
間
に
平

に
出
来
る

で
は
な
い

こ
ち
ら
の
体
は
一
つ
な
の
だ
か
ら

そ
れ
が
反
感
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を
呼
び

あ
る
い
は

上
へ
と
直
結
す
る
事
も
あ
る

 
だ
か
ら
こ
そ

絡
を
取
る

手
を

ぶ
必
要
は
あ

た

 

中
か
ら

わ
し
く
な

て
必
要
に

ら
れ
る

手
と
し
か

絡
を
取
ら
な
く
な

た
が

そ
の
根

に
や
は
り

い
切
れ
な
い
不
信
感
が
あ

た
と

わ
れ
れ
ば

定
は
出
来
な

い 
し
か
し

和一
人

は

一
歩

み
出
し
た

 
そ
れ
が
彼
と
私
の
差

 
思

の
差

 
私
は
不
信
感
を

い

に

人
間

の

小
を

り

自
己
を

衛
す
る
事
を

先
し
た

 
だ
が

和一
人

は
違
う

彼
は
不
信
感
を

き
つ
つ
も
他
者
や

人
と
の
交
流
は
欠
か
し
て
い
な

い

ビ

タ

と
し
て

悪
さ
れ
る
身
で
は
あ
る

だ
が
攻
略
に
は
必
要
な
事
だ

と

つ
か
の
線
引
き
を
し
な
が
ら
交
流
を

け
て
い
た

 
キ
バ
オ
ウ
の
よ
う
に

意
を
向
け
て
来
る
な
ら

ビ

タ

の

を

 
以
前
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
達
の
よ
う
に

意
で
な
い
な
ら

的

化
し
た

を

 
ア
ル
ゴ
の
よ
う
に

全

の
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
者
に
は
心
か
ら
の
本

を
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彼
と
私
と
で
は
同
じ
人
間
不
信
で
も
レ
ベ
ル
が
違
う

同
様
に
他
者
へ
の

え
方
も
違

う
和一
人

は
お
そ
ら
く

人
の
中
に
は
信
じ
れ
る
者
も
い
る
と

そ
う

え
て
い
た
の
だ

 
不
思
議
だ

ど
う
し
て
だ
ろ
う
な

 
本
気
で

不
思
議
だ

た

 
合
間
合
間
に
見
ら
れ
る
キ
バ
オ
ウ
や
そ
の
取
り

き
の

か
ら

す
る
に

一

へ

の
風

は
本

に

い
も
の
な
の
だ
と

せ
る

リ
ア
ル
の
そ
れ
を
引

り
出
さ
れ
て
集

か

ら

弾
き
に
さ
れ
る
と
な
れ
ば
不
信
は
強
く
な
る

だ

そ
れ
こ
そ
自
身
を
殺
す
事
も

わ
な

い
人
間
が

る
と
知
れ
れ
ば

歩
み
寄
る
思

も
浮
か
ん
だ
と
こ
ろ
で
立
ち
消
え
る

 
な
の
に

な

そ
の
思

が
消
え
な
か

た
の
か

 
な

他
者
の

に
そ
こ
ま
で

ビ

タ

と
い
う
必
要
悪
を

れ
る
の
か

 
本

に

な

な
の
か

 

・人
・の
・命
・を
・奪
・い
・背
・負
・

・た
・罪
・の
・意
・識
・故

と
気
付
く
の
は

ど
す
ぐ
だ

た

 
場
面
が

び
内
部
時
間
は
二

二
三
年
 
一
月
四
日
 

前
一

時
二

分
に
な

た

 
舞

は

原

者
は
黒
の
少
年
紅
の
少
女

上
に
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
を
付
け
た
八
人
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の
男
達
の
合

十
人

 
構

は
善
と
悪

グ
リ

ン
カ

ル
の
少
女
を
後
ろ
手
に

束
し
そ
の

に
ギ
ラ
リ
と

光
る
剣
を
突
き
付
け
下

た

み
を
浮
か
べ
る
悪
の
男
達

そ
の
男
達
に
無
表
情
な
が
ら

い

眼
光
を
向
け
る
善
の
少
年

 
少
年
が

背
中
に

る
剣
の

に

手
を

ば
す

お

と

動
く
ん
じ

ね

ぞ

 
そ
れ
を
見

め
た
男
が
怒
鳴
り
手
に
持
つ
剣
を
こ
れ
見
よ
が
し
に
揺
ら
し
た

そ
し
て
そ
の

刀
身
を
少
女
の

に
向
け
る

ヘ
タ
に
動
い
た
ら
コ
イ
ツ
が
ど
う
な
る
か

分
か

て
る
よ
な

す
か
殺
す
か

だ
ろ

お

お

よ

よ
く
分
か

て
ん
じ

ね

か

 

も
無
く

と

え
た
少
年
に
対
し

す

の
男
が

ん
だ
よ
う
に

葉
を
発

し
た

や
る
事
は
分
か

て
い
る
と
は

え

の
感

や
感
情
も
な
く

わ
れ
る
と
そ
れ
は
そ
れ

で
対
応
に

る
ら
し
い

 
感
情
に

せ
る
タ
イ
プ
か

と
分

す
る
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お
そ
ら
く

女
に
な
ん
ら
か
の
怨
み
が
あ

て

発
し
た
の
だ
ろ
う

少
し
前
の

う

と
い
う
存
在
が
現
れ
た
事
で

タ
ガ

を
外
し
た
者
達
の
一
人
だ

だ

だ
か
知
ら
な
い
け
ど

く

て

 
そ
の
男
達
に

わ
れ
て
い
る
紅
の
少
女

レ

イ

ン

Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
が

き
に
な
り
な
が
ら
も
そ

う

ぶ

気

さ
故
か
あ
る
い
は
他
人
を
心
配
出
来
る

し
さ
故
か
自
身
の
身
よ
り
見
ず
知

ら
ず
の
少
年
の
身
を
心
配
し
て
い
た

断
る

な
 
そ
れ
を
少
年
は
に
べ
も
な
く

絶

少
女
の
方
が
絶

し
た

チ

ビ

タ

の
ク
セ
に

な
ん
だ

 
今

は
ヒ英
ロ雄

て
二
つ
名
で
呼
ば
れ
た

く
な

た
の
か
よ

え

 

か
が

線
に
触
れ
た
か
武
器
を
構
え
て
い
た
男

集

の
中
で
も
上

と

え
る

備

を
し
て
い
る

が
忌

し
そ
う
に

た

 
少
年
は

そ
ち
ら
を
一

し

ヒ生
ロ

ね

い
得
て
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肉

に

片

を
釣
り
上

た

め
や
が

て

テ
メ

 

に
さ
れ
た
と
思

た
の
か

点
が

い
ら
し
い
男
が
斬
り
掛
か

た

集

の
中

で
も
上

に

す
る
の
だ
ろ
う
男

実

レ
ベ
ル
は

ど
が

の
集

で
最
高
の

が

け
出
し
た
か
ら
か

部

下間
達
も
少
女
を

束
し
て
い
る
男
を

い
た
六
人
が
追
い

掛
け
る

 

七
人
の
男
達
が

刃
を
ギ
ラ
つ
か
せ
な
が
ら

り
寄

た

め

 
コ
イ
ツ
が
ど
ん
だ
け
バ
グ

で
も

全
方

か
ら
攻
撃
さ
れ
り

助
か
り

こ

ね 

い

点
で

情
に

ら
れ
な
が
ら
も

リ

ダ

格
の
男
は
そ
う
指
示
を
出
し
た

 
た
し
か
に
空
を

べ
な
い
白
兵
戦
に

い
て
全
方

か
ら
同
時
に
攻
撃
さ
れ
れ
ば
打
つ
手
は

無
い

こ
の
時
期
の
少
年
は
ま
だ

武
器
や
空
を

ぶ
事
も
出
来
な
い
よ
う
だ
か
ら
確
か
に

果
的
で
あ
る

 

か
ら
同
時
に
剣
が
振
る
わ
れ
華

な
体
の
至
る
と
こ
ろ
に

い
斬
閃
が
生
ま
れ
る

と
な
く
そ
れ
が

り
返
さ
れ
る

黒
の

コ

ト
や

か
に

出
し
た

は

の
色
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が
分
か
ら
な
く
な
る

ど
に

に

め
上

ら
れ
た

現
実
で
あ
れ
ば
初
撃
な
い
し

撃
で

死
し
て
い
る

ど
深
く
刃
が
食
い

ん
で
い
る

反
対

か
ら
剣

が
突
き
出
る
攻
撃
も
あ

た

体
を

断
す
る

道
も
あ

た

 
だ
が

コ
メ
ン
ト

を
見
な
く
と
も
そ
れ
が
無

で
あ
る
と
ゲ

ム
に

い
私
で
も

せ

た 
彼
の

上
に
表
示
さ
れ
る
緑
色
の
ゲ

ジ
は
一

し
か

て
お
ら
ず
し
か
も
一

後

に
は
一

分
の
空
白
す
ら
も
緑
で

め
直
し
て
い
た
の
だ

な

な
ん
だ

コ
イ
ツ

な
ん
で
死
な
ね

ん
だ
よ

い

い
や

そ
れ
以
前
に

な
ん
で
部

欠
損
も

き
て
ね

ん
だ

 
十
数

以
上
も
斬
り
付
け
て
い
な
が
ら
一
向
に
死
ぬ
気
配

そ
れ
ど
こ
ろ
か
ま

た
く
体

力
ゲ

ジ
が

て
い
な
い
事
に
気
付
い
て
か
体
を

た
し
て
い
た

情
は

静
化
し
た
ら
し

く

惑
と

れ
を

分
に
見
せ
な
が
ら
男
達
が

離
を

き
始
め
た

 
そ
こ
で
少
年
が

手
を
振
り

二
つ
の
モ
ノ
を
取
り
出
す

 

手
に
は
背
中
に

る
特
徴
的
な

を
し
た
黒
剣
よ
り

か
に
グ
レ

ド
ダ
ウ
ン
し
た
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な
剣

 

手
に
は

紺
色
の
大
き
な
直
方
体
の
ク
リ
ス
タ
ル

そ
れ
が
転

で
な
く
セ

ブ
し
た

地
点
へ

時
転

可
能
と
す
る
超
高

な
転

ア
イ
テ
ム
で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト

の
補
足
が
流

れ
た

 

間

少
年
の
足
が

大
地
を

り

く

 
１
２
３
と
い
う
文

り

違
い
の

ス
テ

タ
ス

レ
ベ
ル
差
を
見
せ
つ
け
る
よ
う
な
速
さ
で
少
年

は

原
を

し
た

後
ろ
手
に

束
さ
れ
た
少
女
と

束
し
剣
を
突
き
付
け
る
男
と
の
約
十
五

メ

ト
ル
の

離
は

コ
ン
マ
数

で
ゼ
ロ
に
な
る

な

ん

 
ぎ

と

け
て
い
る
と
こ
ろ
に

わ
れ
一

で

離
を

め
ら
れ
た
事
に
男
が

然
と

し
た

 
背
中
に

る
黒
剣
を

き
ざ
ま
の
下

ぎ

男
の

足

が
切
断
さ
れ
足
部
だ
け
が
ポ

リ
ゴ
ン
へ
と

り

の
男
だ
け
が
地
に
倒
れ
た

 
ぐ
ぎ

と
間
の

け
た

び
が
上
が
る

へ
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助
け
ら
れ
た

の
少
女
は
背
後
の

生
で
悲
鳴
を
上

て
転
が

た
男
に

然
と

を
向

け
た

そ
れ
か
ら

く
り
と

ら
に
立

た
少
年
に
目
を
向
け
る

 
約
十
五
メ

ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
で

惑
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
た
男
達
も
少
女
を

え
て
い

た
男
が
上

た
悲
鳴
に
振
り
向
き
そ
こ
に

を
消
し
た
少
年
が
立

て
い
る
の
を
見
て
ぎ

と
目
を

く

な

い

時
の
間
に
後
ろ
に

 
リ

ダ

格
の
男
が

の
声
を
上

た
後

ら
り
と
剣
と
結

を
そ
れ
ぞ
れ
の
手
に
持
つ

少
年
が

倒
れ

し
た
男
の

手

を
斬
り

ば
す

 
や
り
過
ぎ
で
は

グ
ロ
い
な

と
い
う

判
が

ぶ

  

い
や

ア
レ
で
正
解
ダ

  
そ
こ
で

彼
を

護
す
る
内
容
が
あ

た

そ
ち
ら
に
神
経
を
集
中
さ
せ
る

  

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
は

手
で
呼
び
出
す
し
ポ

チ
に
入
れ
た
転

ア
イ
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テ
ム
を
使
う
な
ら
片
手
が
無
事
な
ら
い
イ

終

ボ
ス
戦
の
結

無

化
エ
リ
ア
じ

な
い
ト
コ

な
ら
転

結

を
ポ

チ
に
入
れ
と
く
の
は

本
だ
か
ら
ナ

 

そ
れ
に

手
を

ば
し
た
の
は
麻

を
塗
ら
れ
た
ピ

ク
や
投

ナ
イ
フ
を
使
わ
れ

た
ら

る
か
ら
ダ

 

そ
れ
を
知

て
る
か
ら

キ

は
斬
り

ば
し
た
ん
ダ

 

ら
れ
た
ら

る
か
ら
ナ

 

な
る

ど
な

 

流
れ
る
コ
メ
ン
ト

か
ら
ど
う
に
か
主
要
な
内
容
だ
け
ト
ピ

ク
し

意
味
を

す

る

そ
し
て

和一
人

の

さ
に
感

を

ら
し
た

 

場

手

を
断
つ
の
は

を
主

と
し
た
ド
ラ
マ
な
ど
で
も
常

手

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
ゲ

ム
で

間
転

を
可
能
と
す
る
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
以
上
そ
れ
を
使
え
な
く

す
る
事
が
必
要
と
な
る

転

に
必
要
な
フ

ク
タ

は
大
別
し
て
結

ア
イ
テ
ム
を
手
に
持

つ
事

と

転

対

・
場

を

に
す
る
事

の
二
つ

は
恐
ら
く
部

欠
損
出
来
な
い

そ
も
そ
も
判
別
し

い
発
声
で
も
ラ
ン
ダ
ム
転

で

さ
え
す
れ
ば
勝
ち
な
以
上
も
う
片
方
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の
手
を
斬
り

と
し
て
持
て
な
く
し
て
し
ま
う
方
が
よ
り
確
実
な
の
は
明
ら
か

欠
損
状

も
回

復
す
る
と
な
れ
ば

殺
す

で
も
な
い
か
ら

う
必
要
も
無
い

 
そ
れ
な
り
に

す
る
事
で
は
あ
る
が

極
限
ま
で
状
況
が
切

ま

て
い
る
な
ら
多

少
の
モ
ラ
ル
は

み
越
え
る
だ
ろ
う

お
前
達
に

ば
せ
て
や
る

 

手
足

を
斬
り

ば
し

無
力
化
し
た
男
に
背
を
向
け
少
年
は
オ
レ
ン
ジ
の
集

へ

と
体
ご
と
向
き
直

た

そ
し
て

手
に
持
つ

紺
色
の
直
方
体
ク
リ
ス
タ
ル
を
掲

る

コ
レ
は

コ
リ
ド

・
ク
リ
ス
タ
ル

回
廊
結

セ

ブ
し
た
場

に
複
数
対

を
転

さ
せ
ら
れ
る
特
別
な
転

結

だ

監
獄
に
セ

ブ
し
た
コ
レ
で
お
前
達
に
は

に
入

て
も
ら
う

断
る

と

え
ば

 

や

を
掻
き
な
が
ら

に
や
り
と

て
反
抗
心
を
見
せ
る
リ

ダ

 
そ
の
男
を

少
年
は

や
や
か
に
見

め

殺
す

 

と

決
定
的
な

葉
を

も
無
く

て
の
け
た

 
そ
の

の
無
さ
と
無
感
動
さ
に

ら
の
少
女
も

め
た
九
人
が
ぎ

と
目
を

き
足
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を
退
い
た

て

テ
メ

を

て
る
の
か

分
か

て
ン
の
か

あ
あ

こ
の
結

で
繋

た

獄
に
入
ら
な
い
な
ら
お
前
達
の

を
全
部

り
切
り
こ
の

世
界
か
ら
も

そ
し
て
現
実
世
界
か
ら
も

退
場
さ
せ
る
と
理
解
し
た
上
で
そ
う

て
い
る

ど
う
せ
見

し
た
と
こ
ろ
で
同
じ
事
を

り
返
す
だ
ろ
う

い

い
や

そ
ん
な
事
し
な
い

 
約
束
す
る

 
だ
か
ら
殺
さ
な
い
で
く
れ

 
恐
れ
故
か
オ
レ
ン
ジ
の
一
人
が

を
歪
ま
せ

を
突
い
て

願
し
た

の
男
達
は

い
て

願
す
る
男
を
見
る
が

心
が
揺
ら
い
で
い
る
の
が
目
に
見
え
て
分
か
る

 

死
に
た
く
な
い

と

 
そ
う
思

て
い
る
の
が

よ
く
分
か
る

な
ら
監
獄
に
入
る
ん
だ
な

 
そ
う

少
年
は
突
き
付
け
た

監
獄
は
圏
内
だ

も
手
が
出
せ
な
く
な
る

人
の
出
入
り
も

無
い

圏
内

を
恐
れ

る
必
要
も
あ
ま
り
無
い

そ
れ
は
お
前
達
が
本

に
信
頼
し
合

て
い
る
な
ら
の
話
だ
が
ま

あ
無
理
だ
ろ
う

男
な
ら
奪

て
殺
す

女
な
ら
奪
い

し
た
上
で

じ
に
殺
す
か
性
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理
道

に
す
る
か

お
前
達
が
し
て
い
た
事
く
ら
い
こ
ち
ら
も
把
握
し
て
い
る

先
に
進
む
覚

悟
は
無
く
死
ぬ
つ
も
り
も
な
く
た
だ
今
を
過
ご
せ
れ
ば
い
い
お
前
達
に
と

て
自
分
の
自
由

に
な
ら
な
い
状
況
は

よ
り
も
苦

の

だ

・だ
・か
・ら

殺
す

て
の
か

そ
う
だ

発

す
る
の
は
勝
手
だ
が

そ
の
方
法
が
悪
か

た
ん
だ
よ

お
前
達
は

 

た
い
表
情
で

た
彼
は

そ
こ
で

と
息
を

い
た

だ
が
な
お
前
達
の
命
を

の
一
存
で

出
来
る

じ

な
い

は

法
機

の
裁
判

じ

な
い
か
ら
な

だ
か
ら

ん
で
も
ら
う

自
分
達
の
命
を
ど
う
す
る
か
は
お
前
達

第

だ

そ
う
や

て

そ
う
や

て

ば
せ
て
る
時
点
で
お
前
の
一
存
じ

ね

か

 
そ
こ
で
や
や

い
た
リ

ダ

の
男
が

を
開
い
た

剣
を
握
る
手
は
か
な
り
の
力
が

め

ら
れ
て
い
る
の
か
ぶ
る
ぶ
る
と

え
て
い
る

 
声
は

怨
嗟
に
塗
れ
て
い
た

 

け
ら
れ
て
い
た

が
上

ら
れ
る

怒
り
と
憎
し
み
に
歪
ん
だ

は
ま

す
ぐ
少
年
に
向
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け
ら
れ
て
い
た

コ
レ
で

達
に

ば
せ
て
る
つ
も
り
か

 
実

一

な
ら

そ
れ
は
も
う

じ

ね

ん
だ
よ

 
怒
鳴
り

く
男

 
負葉

を

き
付
け
ら
れ
る
少
年
の
眼
は

そ
れ
で
も

や
や
か
だ

お
前
達
も
同
じ
だ
ろ
う

あお
前
は
今
ま
で

助
け
て

や

殺
さ
な
い
で

と
い
う

葉
を

い
て
来
た

だ

そ
の

上
で

お
前
は
ど
れ
だ
け
の
そ
の

葉
を
無

し

ど
れ
だ
け
の
人
間
を
殺
し
て
き
た

 

や
や
か
に

し
か
し
ど
こ
か

怨怒
みり

の

た

葉
が
オ
レ
ン
ジ
の
リ

ダ

に

き

付
け
ら
れ
る

よ
し
ん
ば

い
た
と
し
て
お
前
は
ど
れ
だ
け

る
人
間
を
見

し
た

少
な
く
と
も

に
こ
の
結

を

し
た
男
は

圏
内
に
入
る
ま
で
追
い
掛
け
ら
れ
た
と

て
い
た
が
な

あ
の
時
取
り

が
し
た

ツ
か

 
キ
リ
ト

一

が
持

て
い
る
回
廊
結

は
オ
レ
ン
ジ
達
に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
命
か
ら
が
ら
生
き

び
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た
も
の
だ

た
事
が
判
明
す
る

そ
し
て
そ
れ
を
し
た
者
に
オ
レ
ン
ジ
の
リ

ダ

は
心

た
り
が
あ

た
ら
し
い

 
忌

し

に

あ
の
時
殺
し
て
お
け
ば
と
い
う
思

を

に
浮
か
べ
る

復
讐
の
代
行
か
よ

人
か

テ
メ

最
前
線
の

中
で

な
が
ら
に

ば
れ
れ
ば

意
は
引
く

以
外

も
話
を

こ
う
と
せ

ず

遠

き
に
見
て
い
る
だ
け
だ

た
が
な

だ
ろ
う
な

け
ど

そ
れ
で
話
を

い
て
一
人
で
こ
こ
ま
で
来
た

て
の
か
よ

 
ヒ

ロ

ご

こ
と
か

み
て

偽
善
だ
な

そ
ん
な
事
し
た

て

テ
メ

の
得
に
は
な
ら

ね

よ
か
も
な

 
リ

ダ

の

葉

と

目
か
の

み

 
そ
れ
は

今
ま
で
の
も
の
と
違
い

肉

で
は
な
く

だ
が
な

間
の

殺
さ
れ
た

・助
・け
・て

と

そ
う

ん
で
い
た

が

に
は
演

技
に
は
見
え
な
か

た

本

に
求
め
て
る
助
け
を

う
声
を

無

で
き
な
か

た

 

ど
こ
か

壊
れ
そ
う
で

い

み
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ズ
キ
リ
と

の

が
い
た傷

ん
だ

正
義
の
味
方

ラ
し
た
と
こ
で

い
が

の

だ

れ
る
だ
け

り
取
ら
れ

て

済
み
に
な

た
ら
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る

世
の
中
じ

理
想
な
ん
か
意
味
ね

ん
だ

 
忌

し

に

し
か
し

初
と
異
な
る
別
種
の
怒
り
と
や
る
せ
な
さ
で

を
歪
め
な
が

ら

り
出
す
よ
う
な
声
で
リ

ダ

の
オ
レ
ン
ジ
が

う

 
そ
れ
は

ま
る
で
見
て
き
た
か
の
よ
う
な

そ
ん
な
重
み
の
あ
る

葉

知

て
る
さ

そ
れ
く
ら
い

 
そ
れ
に

同
種
の
重
み
を
載
せ
た

葉
が
返
さ
れ
た

こ
の
世
は

弱
肉
強
食

正
義上

が
白
と

え
ば
黒
だ
ろ
う
と
白
に
な
る

そ
う
い
う
時
代

だ 
少
年
の

葉
を

男
は
歪
め
て
い
た
表
情
を

然
と
し
た
も
の
に
変
え

く

は

は
は
は

 
は

は

は

は

は

は

は

 
我

な
ら
な
い
と
ば
か
り
に

い
出
し
た

 
リ

ダ

の
男
が

突
に

い
始
め
た
事
に
取
り

き
の
男
達
も
部

欠
損
か
ら
回
復
し



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

た
男
も

然
と
す
る

少
女
も
立
ち
去
る
事
す
ら
忘
れ
て
棒
立
ち
だ

 
少
年
は

目
を

す
が

め
た

テ
メ

そ
う
か

そ
う
か
よ

 
正
義
の
味
方
じ

な
く
て

・悪
・

・か

 

で

を
制

す
つ
も
り
か

 
剣
を
下

手
で

を
バ
シ
ン
と

い
て

大

す
る
男

な
る

ど

え
て
み
り

そ
り

そ
う
だ

 
お

か
み上

は
正
義

だ
も
ん
な

り

リ

ダ

 
な
に
を

て

ん

 
お
前

ら
に
は
分
か
ら
ね

か

え

え
え

 
お
ず
お
ず
と

惑
を

わ
に
す
る

い

恐
ら
く
高

生
や
大
学
生
程

の
オ
レ
ン

ジ
が
問
い
掛
け
る

そ
れ
に
対
し
リ

ダ

格
の
三
十
代
後

ら
し
き
男
は
苦

を
浮
か
べ

た
あ

ア
レ
だ

と
お
前

と
じ

人
生
経
験

て

ツ
が

ち違

か
ら
な

そ
の
差
だ

ろ

お
い

ビ

タ

ん
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テ
メ

達
が
監
獄
に
行
か
な
な
い
な
ら
殺
す

て
話

マ
ジ
か

ハ

タ
リ
を
し
て
も
意
味
が
無
い
か
ら
な

そ
う
か

 
ハ

タ
リ
の
可
能
性
も

し
た
事
で
リ

ダ

が

味
す
る
よ
う
に

り

最
終
的
に
投

す
る
事
が
決
ま

た

中

い
⻘
年
達
の
反
対
も
あ

た
が
死
ぬ
よ
り
マ
シ
と
い
う

葉

に

り

ん
だ
の
は

罪
集

と
は

え
リ

ダ

の

力
が
あ

た
か
ら
か
⻘
年
達
も

自
分
が
死
に
た
く
な
い
と
思

た
か
ら
か

 
そ
れ
を
見
届
け
た
少
年
が

結

体
を
掲

た

コ
リ
ド

・
オ

プ
ン

 
そ
う
文

を

に
し
た

結

体
が

れ
た

彼
の
横
に
蒼
く
揺
ら
め
く
光
る
渦
が
発
生

す
る

 
そ
こ
を

た
先
は
二

と
出
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
監
獄
と
や
ら
に
繋
が

て
い
る
の
だ

 
実
力
差
的
に

ら
れ
な
い
と
分
か

て
い
る
た
め

と

し
か
し
な
が
ら
少

年
に
対
し
憎
し
み
の

た

み
を
向
け
な
が
ら

光
の
渦
に
来
て
い
く
⻘
年
達

 
そ
し
て

リ

ダ

の
男
が
潜
る
手
前
で
止
ま
り

少
年
を
見
下
ろ
し
た
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ビ

タ

テ
メ

は

い

の

に
そ

く
り
だ

 

突
の

葉
キ
リ
ト

一

は

て
そ
れ
を

く

さ
え
無
け
り

も
真

に

や

て
た
ん
だ
が
な

に

し
て

真

に
や

て
た
と
こ
に
来
て
女
尊
男

な
ん
て
モ
ン
が
出
来
て
家
内
に
は
息
子
共

ら
れ

だ

た

地

を
上

た
と
こ
ろ
で

男
だ
か
ら

て
理
由
で

さ
れ
て

女
だ
か

ら

て
理
由
で
部
下
の
女
が
上
に
上
が
る

可
愛
が

て
た
部
下
も

な

ツ
に
変
わ

た

一
つ
の
地
方
の

内
で
そ
れ
だ

理
不

な
理
由
で

を

さ
え
ら
れ
て
上
に
上

が
れ
ね

む
し
ろ
上
が
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る

ど

さ
え
付
け
ら
れ
る

裁
判
も
平

じ

ね

世
の
中
た

た
数
年
で
そ
こ
ま
で
様
変
わ
り
し
た

は
も
う

め
た

こ
ん
な
世

の
中

生
き
て
る
価
値
は
ね

て
な

な
ら

故
監
獄
に
入
る

 
殺
し
て
欲
し
け
れ
ば

が
殺
す
が

バ
カ

は
も
う
人
と
し
て
道
を

み
外
し
た
し
ア
イ
ツ
ら
も
そ
う
だ
が

ア
イ
ツ

ら
の
中
に
は
ま
だ
中
学
生
の

ツ
も

る

み
外
し
た
な
ら

み
外
し
た
な
り
に
更
生
さ
せ

と
く
の
も

の
務
め
だ

み
外
さ
せ
た

の

が

た
と
こ
ろ
で
説
得
力

ね無

が

な
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は

と

れ
た
息
を

い
て

そ
れ
か
ら
少
年
に

を
向
け
る

そ
う

え
り

い
い
キ

カ
ケ
だ

た
か
も
し
れ
ね

テ
メ

の
ス
ト

プ
が
無
け
り

テ
メ

以
外
の

か
か
同
じ
オ
レ
ン
ジ
に
問

無

で
殺
さ
れ
て

を
思
い
出
さ
な
か

た

 
そ
う

て
コ
イ
ツ
は
く
れ
て
や
る
と

か
ら

る
し
直
し
て
い
た
剣
を
少
年
に
投

し
た攻

略
組
の
テ
メ

に

物
足
り
な
い
か
も
し
れ
ん
が
ス

ク
的
に
は
最
前
線
で
も

す

る

予
備
武
器
と
し
て
な
ら
ま
だ
使
え
る

だ

使
わ
な
ん
の
な
ら

て
コ
ル金

に
変
え
ち
ま

て

も
構
わ
ねな

ん
の
つ
も
り
だ

ハ

 
そ
こ
で

肉

で

す
る

み
が
浮
か
ぶ

 

男
に
と

て
は

か
つ
て
の
己
に
向
け
た
自

の

み
だ

 
そ
の
ま
ま

光
の
渦
へ
と
進
む

え
る
気
は
無
い
ら
し
い

 

テ
メ

が
そ
れ
を
ど
こ
ま
で

け
る
か
見
物
だ

精

気

り
な

ビ

タ

悪
の
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そ
う
残
し

だ

た
ら
し
い
男
は

光
の
渦
を
潜
り

監
獄
に
消
え
た

  
・
オ
レ
ン
ジ
・
リ

ダ

 
現
実
で
は

と
名

た
男

 
か
つ
て

正
義
の
味
方

を
目
指
し

ば
で

れ
た
人
間

 
見
た
目
で

え
ば
三
十
代
後

か
な
り
や
さ
ぐ
れ
て
お
り

が

と
思
え
な
い

ど

い
と
付
い
て
い
る
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
前
に

し
た
の
か

わ
れ
て
い
る
間
に
無

断
欠

か
ら
の
退

い
さ
れ
て
い
る
と

え
て
の
発

か
は
定
か
で
は
な
い

 
あ
る
意
味
女
尊
男

風

の
煽
り
を
思
い

き
り

け
た
人
間

な
に
せ

女
が

れ
て
い

る

と
い
う

報
を

け
て

さ
え
に
行
け
ば

男
だ
か
ら

と

え
ら
れ

男
だ
か
ら

と
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す
る
風

で
あ
る

は
そ
の
煽
り
を

け
や
す
い
と

え
る

更
に
可
愛
が

て
い
た

後

に
見
下
さ
れ

男
だ
か
ら

と
性
差
別
を
理
由
に

さ
れ
れ
ば

現
実
は
ク

と
い
う

思

に
な

て
も
仕
方
な
い

 

そ
ん
な
抑
圧
さ
れ
た
不

が
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
抑
圧
す
る
理
由
を

喪

た

事
で

発
し
た
一
人

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
殺
し
た
の
は
プ
レ
イ

じ

な
く
て
デ
ス
ゲ

ム
を
始
め
た

場
だ

は
プ
レ
イ

に
許
さ
れ
た
権

だ

が
悪
い
と
い
う

の
内
容
で

う

を
立

ち
上

そ
れ
に
感
化
さ
れ
オ
レ
ン
ジ
が
活
発
化
し
た

 
少
し

か

た
ら
こ
の
男
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
に

さ
れ
現
実
に

て
も
狂
人
に
入
る

う

メ
ン
バ

に
な

て
い
た
可
能
性
が
あ
る

 
オ
レ
ン
ジ
リ

ダ

の
中
で
は
最
年
⻑
で

中
学
生

高

生
を
中
心
と
し
た
集

の

目

集

と

て
も
十
人
に

た
な
い
が
少
数
を
主
流
と
し
た
行
動
は

に
と

て

本

抑

圧
さ
れ
て
い
た
不

が

発
し
た
事
で
道
を

み

た

 
あ
る
意
味

キ
リ
ト
に

ま
れ
た
事
で
精
神
的
に
救
済
さ
れ
た
と

え
な
く
も
な
い

 
最
後
に
は
か
つ
て
の
己
を
重
ね
た
事
で
初
心
を
思
い
出
し
で
も
や

た
事
は
消
え
な
い
か
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ら
と

後
悔
を

き
な
が
ら
も
前
向
き
に
監
獄
に
入

た

 
こ
の
男
は

不

に
も

女
尊
男境

に

さ
れ

道
を

み

て
し
ま

た

 

憎
し
み
に

ら
れ
な
が
ら
も
心
の
ど
こ
か
で

者
を
救
お
う
と
す
る
願
望
を

せ
持

て
い
た

 

が
無
け
れ
ば

世
が
世
な
ら

き

と
大
成
し
て
い
た
に
違
い
な
い

  
ち
な
み
に

 

写
上

重
要
で
な
い
の
で
触
れ
て
い
な
い
が

プ
レ
イ

ネ

ム
は
設
定
上

Ｓ
ｉ
ｎ

と
い
う

 

Ｓ
ｉ
ｎ

は
日
本
語
で
の

罪

 

二
感

れ
る
名
前
な
の
は

ネ

ト
ゲ

ム
内
で
し
か
己
を
表
現
で
き
な
い
事
の
現
れ
か

あ
る
い
は
現
実
を

肉

て
の
も
の
な
の
か

  
・

千
冬

 

女
尊
男

風

い
て
は

者
と
し
て

モ
ン
ド
・
グ
ロ

を

勝
し
た
事
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で

確
実
に
一
人
の
人
間
の
人
生
を
狂
わ
せ
て
い
た
人
物

 
数

の
二

創
作
に

い
て
ア
ン
チ
さ
れ
が
ち
な
点
は
こ
こ
に
あ
る

と
作
者
は

え
る

 
千
冬
自
身

者
に
な
る
事
で
一

を

め
一
家
を
復
興

ま
と
も
に
過
ご
せ
る
状

ま
で

ぎ
を
得
た
が
そ
の
影
で
は

万

十
万

の
不

や

が
あ

た

そ
れ
に
つ

い
て

が
な
い
点
が
千
冬
の
欠
点

 
そ
の
不

の
中
に

和一
人

が
入

て
い
る
か
い
な
い
か

そ
れ
が
原
作
と
ア
ン
チ
二

の
分
水
嶺

 
原
作
で
は

大
切一
な
弟

が
真

に

福
だ
か
ら

が
な
い

 
し
か
し
本
作
で
は

大
切一
な
弟

は
不

の
中

非
常
に

く
ま
た
後

の

怒
を

け
て

く
目
を
向
け

そ
し
て
知

た

 

千
冬
は

己
の

シ
ン罪

を
目
の

た
り
に
し
た
の
だ

  
・
レ
イ
ン

 
絶

空
気
の
女
の
子

 
い
ち
お
う
オ
レ
ン
ジ
に

わ
れ

あ
わ
や

を

ら
す
と
こ
ろ
だ

た
お
姫
様
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今
話
に

い
て
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
り

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
パ
ス
ト
ラ
ル

に

け
る
ヒ
ロ
イ
ン
な

の
だ
が

今
話
は

の
男
に

ど
掻

わ
れ
て
い
る

 

後
に
五
十
層

エ
リ

シ
デ

タ
と
そ
の
前
身
で
あ
る
ウ

イ
ト

ザ
ボ

ン

と
を

強
化継
合承

さ
せ
る
マ
ス
タ

鍛
冶
師

 
こ
の
時
点
で
キ
リ
ト
の
命
己
の
全
て
コ

ル
の
魂
を

ん
だ
剣
の
継
承
を
頼
ま
れ
る
信
頼

を
得
た

有
な
人
間

  
・
キ
リ
ト

 

う

の
立
ち
上

の
影

で
活
発
化
し
た
オ
レ
ン
ジ
が
攻
略
組

特
に
サ
チ
達

と
ぶ
つ
か

て
欲
し
く
な
い
た
め

先
ん
じ
て
対

に
動
い
て
い
た

悪必
の要

悪

 
最
初
は
殺
す
つ
も
り
だ

た
が
依
頼
人
か
ら
監
獄
送
り
に
と
超
高

の
回
廊
結

ま
で

意
さ
れ
た
の
で

を

す
べ
く
対
話
に
応
じ
て
い
る

こ
れ
が
無
く
た
だ

を

て
欲

し
い

と

わ
れ
れ
ば
問

無

で
殺
し
て
い
た

 

そ
の
甘
さ
が

後
に
レ
イ
ン
と
の

を

く
キ

カ
ケ
と
な
る

 
正
義
の
味
方
で
は
無
く
し
か
し
同
時
に
悪
の

で
も
あ
る
た
め
己
を
正
義
の
味
方
と



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

は

わ
な
い
し

ヒ

ロ

と
も
自
称
し
な
い

殺
し
に
手
を

め
た
時
点
で
自
分
が

え

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

え
て
い
る

 
後
に

解
放
の
英
雄

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は

あ
る
意
味

肉
で
あ
る

 

英
雄
の
道
程
に
は

数
百
も
の

が

か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

千
冬

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

今
話
の

は

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
の
も
の
を
引

て
き
て
い
ま
す

間
の
取
り
方
な
ど
は

ち

と
変
え
て
ま
す
が

葉
は
全
て
同
じ
 
な
の
で
展
開
そ
の
も
の
は
最
初
期
の
も
の
で
す

  

場
面
が

ぶ
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再
現
時
間

二

二
四
年
 
二
月
二
十
三
日
 

後
八
時
三

分

 
ど
こ
か
の

の
一

に
少
年
と
情
報

の
少
女
そ
し
て
初
め
て
登
場
す
る
少
女
が

テ

ブ
ル
を

ん
で
対
峙
す
る
光

が

し
出
さ
れ
た

 
再
現
さ
れ
た
三
人
の
話
を
追

て
い
け
ば
初
登
場
の
少
女
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
の
使
い
魔
ピ

ナ
と
い
う
モ
ン
ス
タ

が
死
ん
で
し
ま
い
そ
の

生
方
法
を
知
る

に
情
報

経
由
で
少

年
の
も
と
を

ね
た

と
い
う
事
ら
し
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
使
い
魔
を
持
つ
プ
レ
イ

は

称
で
ビ

ス
ト
テ
イ
マ

と

わ

れ
る
そ
う
だ

 
こ
の
少
女
は
小
⻯
を
使
い
魔
に
し
て
い
た
事
か
ら
ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

と

わ
れ
れ
う
事
も

あ

た
そ
う
だ
が
ど
ち
ら
に
せ
よ
使
い
魔
を
テ
イ
ム
す
る
事
は
非
常
に

で
二
年
間
の
Ｓ

Ａ
Ｏ
に

い
て
テ
イ
ミ
ン
グ
を
成

さ
せ
た
プ
レ
イ

は
五
十
に
上
る
か

か
と
い
う
程

だ

た
と
い
う

 
戦
闘
中

常
は

戦
的
な
モ
ン
ス
タ

が
プ
レ
イ

に
友

的
な
興
味
を
示
す
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
が
極

に
発
生
し
そ
の
機
を

さ
ず

み
の

を
与
え
る
な
ど
し
て

テ

イい
ミ

ンら
グし

に
成

す
る
と

使
い
魔

と
な

て
プ
レ
イ

の
様

な
手
助
け
を
し
て
く
れ
る

重
な
存
在
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と
な
る

そ
の

運
さ
に
対
す
る
や

か
み
と
称

を

め
て
ビ

ス
ト
テ
イ
マ

と
呼
ば

れ
て
い
た
と
い
う

 
し
か
し
全
て
の
モ
ン
ス
タ

が
使
い
魔
に
な
る

で
は
な
い
ら
し
い

可
能
性
が
あ
る
の
は

ん
の
一
部
の
小
動
物
型
モ
ン
ス
タ

だ
け

し
か
も
イ
ベ
ン
ト
発
生

件
は
完
全
に
判
明
し

て
い
な
い
も
の
の

一
同
種
の
モ
ン
ス
タ

を
殺
し
過
ぎ
て
い
る
と
発
生
し
な
い
の
は
確

実
と
さ
れ
て
い
る

 
そ
の
点

そ
の
少
女
は

運
だ

た
と

え
る

 
使
い
魔
と
な
り
得
る
モ
ン
ス
タ

を

て
数
多
く
遭
遇
を

り
返
そ
う
と
し
て
も

常

は

戦
的
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

イ
ベ
ン
ト
が

き
な
け
れ
ば

に
戦
闘
に
突
入
す
る

し
か
し
殺
し
て
は
テ
イ
ム
出
来
な
い
と
な
れ
ば
テ
イ
ム
出
来
る
ま
で
対

モ
ン
ス
タ

と
数
多

く
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
し
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
な
け
れ
ば

て

亡
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う

気
が
遠
い
上
に
運
に

さ
れ
る
作
業
に
な
る

だ

 
そ
し
て

そ
の

運
は

ね
ら
れ
た
少
年
に
も
存
在
し
た

キ

も
フ

ザ

リ
ド
ラ
を
テ
イ
ム
し
て
る
か
ら

か

し
た
事
を
知
ら
な
い
か

な
と
思

た
ん
だ
ケ
ド
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情
報

が
付
け
足
し
た
そ
の

葉
が
全
て
を
物
語

て
い
る

 
種

名
を
フ

ザ

リ
ド
ラ
と
い
う
ら
し
い
使
い
魔
は
全
身
を

わ

わ
し
た

ル

ブ
ル

の

で

み
し

の
代
わ
り
二
本
の
大
き
な

を

ば
し
た
小
さ
な
ド
ラ
ゴ
ン

だ

た

 
コ
メ
ン
ト

の
補
足
に
よ
れ
ば
第
八
層
に
て
出
現
す
る
モ
ン
ス
タ

の
中
で
も
超
レ
ア
の

テ
イ
ム
す
る
に
は
第
八
層
の

フ
リ

ベ
ン
で

ら
れ
て
い
た
ナ

ツ
を
与
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
そ
も
そ
も
か
ら
し
て
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
更
に
テ
イ
ム
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
と
い
う

レ

ア
を
前

に
し
て
い
る
上
に

の
ナ

ツ
は
人
間
が

む
味
で
な
い
事
か
ら
常
備
し
て
い
る
事

が

最
前
線
で
あ
ら

る
モ
ン
ス
タ

と
戦

て
い
た
少
年
が
テ
イ
ム
出
来
た
と
い
う
事
は

レ
ア
故
に
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
し
な
か

た
と
い
う
事

し
か
も
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
し
た
初
回
で
テ
イ

ム
イ
ベ
ン
ト
が

き
リ
ド
ラ
が

む
ナ

ツ
あ
る
い
は
そ
れ
に

す
る
食
べ
物
ア
イ
テ
ム
を

持

て
い
た
と
い
う
事

鼠
の
解
説
で
と
ん
で
も
な
い

運
ぶ
り
を
理
解
し
た
コ
メ
ン
ト

が
一
気
に

き
上
が

た

 

面
内
の
残
影
の
少
年
は
や
や

し
い

で
少
女
が
テ

ブ
ル
に

い
た
⻘
く

く

一
本
の

を
見
て
い
た
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要
約
す
る
と
そ
れ
は
使
い
魔
の

生
に
必
要
な
心
ア
イ
テ
ム
で
三
日
経
つ
と
形
見
に
な

て
し
ま
う
も
の
ら
し
い

推

す
る
に
多
分

生
ア
イ
テ
ム
は
四
十
層
以
上
に
し
か
無
い

使
い
魔
は
場
合
に

よ

て
は

ま
じ
い
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
に
な
り
得
る

下
層
に
は
無
い
と
思
う

と
い
う
事
は

キ

は
五
十
層
前
後

り
に
あ
る
と

え
て
る

だ
ネ

う
ん

し
か
も
お
そ
ら
く
攻
略
組
が
行

て
い
な
い
だ
ろ
う
場

加
え
て
迷

で
は

な
く
別
の
道
で

つ
そ
こ
ま
で
見
返
り
が
無
い
場

そ
し
て
そ
れ
に
も

わ
ら
ず

に
リ

ポ

プ
速

が
速
か

た
り

が

な
技
を
使

た
り
絡
め
手
で

な
場

だ
と
思
う

あ

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
最

限
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
定

は
外
さ
な
い
か
ら
多
分
そ
う
い

た
ダ
ン
ジ

ン
の

名
前
に
も

が
あ
る
と
思
う

心

て
あ
る
か
ら

そ
れ
に

す
る
な
に
か
じ

な
い
か
な

な
る

ど
ネ

分
か

タ

そ

ち
方
面
で
マ

プ
を
洗
い
ざ
ら
い
見
て
い

て
み
る

 
そ
う

て

情
報

の
少
女
は

を
後
に
し
た

鼠
が
投
下
し
た
コ
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
彼
が
そ
こ
ま
で

体
的
に
予
想
を
立
て
て
い
た
の
に

も
理
由
が
あ
る
ら
し
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
も
迷

は
危
険
な
た
め

攻
略
組
が

先
し
て

る

戦

に
は
ま
ず
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無
い
と
思
わ
れ
る

む
し
ろ

戦

に
あ

た
ら
あ
ま
り
モ
ン
ス
タ

と
戦
わ
な
い
だ
ろ
う
下
層

や
本
来
の
ゲ

ム
に
な
ら
存
在
す
る
エ
ン
ジ

イ
勢
が
手
に
入
れ
ら
れ
な
い

だ
か
ら
わ
ざ

わ
ざ

手
や
一
体
一
体
は
弱
い
の
に
リ
ポ

プ
速

で
補
う
よ
う
に
し
て

を
上

つ
つ

そ
れ

ど
見
返
り
の
無
い
場

を
作
る

そ
こ
に

生
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
と

付
け
る
よ
う

な
マ

プ
名
を
付
け
る

そ
う
す
れ
ば
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
し
て
の
定

か
ら
外
れ
な
い

 
キ
リ
ト
は

場

の
思
想
・
設

が
フ

ア
ネ
ス
に

づ
い
た
も
の
と

え
そ
の
思
想

に

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
を

る
事
が
あ

た
と
い
う

 
そ
の
片

を

間
見
た

と
い
う

だ

 
そ
し
て

そ
こ
ま
で

体
的
な
予
想
を
立
て
て
い
る
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
こ
の
時
点
で

に

え
に

た
り
を
付
け
て
い
た
ら
し
い

 
使
い
魔
の

生
ア
イ
テ
ム
と
し
て
プ
ネ
ウ
マ
の
花
が
オ

ク
シ

ン
に
掛
け
ら
れ
て
い
た

事
を

少
し
前
に

生
ア
イ
テ
ム
の
情
報
を

方
集
め
て
い
た
少
年
は
把
握
し
て
い
た
の
だ

 
た
だ

還
魂
の
聖

の
よ
う
に

も
の
だ
と
思
い

情
報
を
確
か
な
も
の
に
す
る

べ
く
ア
ル
ゴ
に
情
報
収
集
を
頼
ん
だ

 
求
め
た
モ
ノ
が
想
像
と
違

て
い
た
絶
望
を

少
女
に
も
味
わ
わ
せ
な
い

に
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な
る

ど

と
苦

す
る

 
と
ん
で
も
な
い

の

サ

ビ
ス

を
後
に
や
る
だ
け
は
あ
る

あ
の

 
コ
メ
ン
ト

で
多
く
の
人
と
同
じ

得
を

い
て
い
る
と

面
内
の
少
女
が
お
ず
お
ず
と

葉
を
発
し
た

数

分
の
羊

紙

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
の
新

ら
し
い

を
呼
ん
で
い
た
少
年

は

そ
の
声
に

を
上

る

キ
リ
ト
君
が

十

の
子

て

本

う
ん

そ
う
だ
け
ど

ど
う
し
て

最
前
線
で
戦
う
の

 
中
層
で
も
い
い
ん
じ

 
見
た
目
で

え
ば
小
学

高
学
年
か
あ
る
い
は

く
見
え
る
だ
け
で
中
学
生
に
は
な

て
い

る
の
だ
ろ
う
少
女
と

べ
れ
ば
少
年
の
容

は
明
ら
か
に
小
学

学
年
の
そ
れ

実
年

も

十

と
な
れ
ば
怖
が

て

然
無
理
に
戦
わ
な
く
て
も
良
い
と
い
う
疑
問
を
覚
え
る
の
も
道

理 

こ
れ
ま
で
の
少
年
の
道
程
を
知
ら
な
い
な
ら

分
か
ら
な
い
の
は
道
理
な
の
だ

 
少
年
は
意

的
で
な
く
と
も
⻘
年
を
殺
し

と
り
の
命
を
背
負

た

そ
れ
故
に
己
が
死
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ね
ば

・⻘
・年
・の
・死
・が
・無
・意
・味
・に
・な
・る

と

え
て
い
る

 
だ
か
ら
止
ま
ら
な
い

 

止
ま
る

に
は
い
か
な
い

色

と
理
由
は
あ
る
け
ど

強
い
て

う
な
ら

が
戦
い
た
い
か
ら
だ

戦
い
た
い
か
ら

戦
い
た
い

 

そ
の
予
想
を
外
す

え
が

少
年
の

か
ら

び
出
て
き
た

 
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
己
を
責
め
立
て
自
責
に

ら
れ
る
よ
う
に
生
き
て
き
た
少
年
の

か
ら
出
た

願
望

に
値
す
る
発

に

惑
す
る

 
な

そ
ん
な

願
望

を

い
て
い
る
の
か

理
解
出
来
な
か

た

 
最
初
の
あ
の
日

⻘
年
の
命
を
背
負

た
か
ら
戦

て
い
る
の
で
は
な
か

た
の
か

シ
リ
カ
さ
ん
は

が

一

て
い
う
の
は
知

て
る

新

で

ん
だ

な
ら

が
ど
う
い
う

い
を
現
実
で

け
そ
し
て
こ
の
世
界
で

け
て
る
か
を
知

て

る

て
思

て
い
い
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がし

ん蠢
ど
う動

し
た

 
心

を

み
に
さ
れ
る
よ
う
な
恐
怖
心
が

を
も
た

る
感
覚

で
も
な
い
と
い
う
よ
う

な
世
間
話
を
す
る
か
の
よ
う
な
重
い
表
情
で
は
無
い
と
い
う
の
に

そ
れ
が

裏
に
浮

か
び

を

わ
せ
た

千
冬
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
し
て

え
ら
れ
て

秋
十
は
神

と

え
ら
れ
た

 

火
を
切

た
最
初
の

葉
を

い
て
そ
の
恐
れ
が
錯
覚
で
な
か

た
事
を
確
信
す
る

今

の
彼
が

に
し
て
い
る
事
は
罪
悪
感
や
自
責
の
念
に
よ
る

死
を
無
意
味
に
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
強

観
念
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

 
そ
れ
は

あ
る
意
味

然
だ

た

 

Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ

と
い
う
少
女
は

攻
略
組
で
は
な
い

 

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
は

対
し
て
少
年
の
レ
ベ
ル
は

１
３
２

立
ち

去

た
情
報

は

だ

た

最
高
危
険

を
誇
る
最
前
線
で
生
き
る
事
は
お
ろ
か

繋

が
り
す
ら
持
て
な
い
数
値

 
文

り

が
違
う

 
ま
た

少
女
の
在
り
方

経
歴
は

少
年
が

必
要
悪

を
背
負
う
事
に
よ

て
保
た
れ
た
安
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だ

彼
女
の
存
在
こ
そ
彼
の

が
間
違
い
で
は
無
か

た
と
い
う
証
と

え
る

 

必
要
悪

の
成
り
立
ち

真
の
目
的
を

彼
が
話
す

が
無
か

た
の
だ

で
も

は

ど
れ
だ
け
努
力
し
て
も

め
ら
れ
な
か

た
ん
だ

 

新

を

き

を
組
ん
だ
少
年
が

か
に

根
を
寄
せ
な
が
ら

う

 

葉
は

と
し
て
い
て

ど
こ
か
怨
嗟
に

び

れ
て
い
る
よ
う
に

こ
え
る

い
声

だ

た
姉
な
ら
も

と
出
来
る
お
兄
さ
ん
な
ら
も

と
良
い
の
に

の
子

な
の
に
こ
ん
な
事

も
出
来
な
い
の

い
つ
も
い
つ
も
家

と
あ家
に

か
ら
も

た他
に
ん人

か
ら
も
同
い
年
の
人
か
ら

教
師
小
さ
な
子

に
も

べ
ら
れ
て
た

を
し
て
も
下
に
観
ら
れ
仮
に
上
に
な

て
も
マ

グ
レ
で
済
ま
さ
れ
る

ど
れ
だ
け
努
力
し
て
も

現
実
で
は

わ
な
い
ん
だ

あ
の
二
人
に

 
と
つ
と
つ

と
紡
が
れ
る
事
実

 

彼
の
感
情
が

未
だ
残

て
い
な
い
事
が

よ
り
恐
ろ
し
い

 
そ
の
少
年
の

が
変
わ

た

し
く
苦

を
抑
え

む
よ
う
な

が

と

か
に
和

ら
い
だ

け
ど

ゲ

ム
は

こ
の
世
界
は
違
う

み
ん
な
多
少
ス
タ
イ
ル
や
武
器
が
違
え
ど
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必
ず
レ
ベ
ル

か
ら
ス
タ

ト
す
る
し

ス
キ
ル
も
同
じ

プ
レ
イ

自
身
の
要

を

け

ば
み
ん
な
平

な
ん
だ

 
明
る
い

み
で

明
る
く

う
少
年

 

コ
メ
ン
ト

は

止
ま

て
い
た

戦
え
ば
戦
う
分
だ
け
強
く
な
る
し
人
と

す
れ
ば
得
ら
れ
る
も
の
も
有
る

こ
こ
は
現
実
世

界
と
は
違
う
も
う
一
つ
の
現
実
世
界
な
ん
だ

努
力
す
れ
ば
し
た
分
だ
け
報
わ
れ
る
し

価

も
さ
れ
る

だ

て

こ
の
世
界
は

と

の
二
進
法
で
作
ら
れ
た
デ

タ
世
界

あ
ら

る
結
果
は
全
て
デ

タ
で
出
さ
れ
て

そ
こ
に
マ
グ
レ
だ
と
か
が
入
り

む

地
な
ん
て
無
い

ド
ロ

プ
確

と
か
ク
リ
テ

カ
ル

と
か

そ
う
い
う
も
の
も
全
て
行
動
の
結
果
で
あ

て

努
力
の
偶
然
に
は
な
り
得
な
い

こ
の
世
界
に
偶
然
は
無
い
し

マ
グ
レ
も
無
い

不

な
話
だ
け
ど

は
さ
こ
ん
な
異
常
な
デ
ス
ゲ

ム
で

人
が
死
ん
で
て
も
そ

れ
で
も
こ
の
世
界
が

き
な
ん
だ

こ
の
世
界
な
ら

・

・は
・

・で
・い
・ら
・れ
・る

現
実
世
界
で

定
さ
れ

け
た

一

で
在
れ
て

そ
し
て

一

と
し
て

死
ね
る

だ

て

こ
の
世
界
で
は
現
実
と
は
違
う

カ
オ面

を
持

て
過
ご
し
て
る
ん
だ
か
ら

こ
の
世
界
に

を
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る

は
無
い
か
ら

は

ら
し
く
在
れ
る
ん
だ

 

浮
か
ぶ

い

み

 
風
が
吹
け
ば

そ
れ
だ
け
で
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な

あ
か

り
を
浮
か
べ

少
年
は

う

 
目
を

ら
し
た
か

た

 
だ
が

出
来
な
い

後

の
怒
り
の
声
が

裏
で
回
る

 

少
し
で
も
彼
の
お
姉
さ
ん
と
い
う

想自
い覚

が
あ
る
な
ら

先
生
だ
け
は
見
な
き

い

け
ま
せ
ん

 
そ
の
声
が
私
を
止
め
る

 
姉
失
格
だ
と
自
重
す
る
私
を
止
め
た

葉

そ
れ
に
⻭
向
か

た
私
の

無
様
な

意
地

自
ら
失
格
と

て
お
き
な
が
ら

や止
め
よ
う
と
し
な
い
在
り
方

 

め
き
れ
な
い

心
の

か
ら
願
う
未
来

だ
か
ら

は
こ
の
世
界
で
自
分
ら
し
く
生
き
た
い

剣
を
持

て
戦
い
た
い
か
ら

は
最
前
線
に

け
る
ん
だ

 

て

少
年
は

う
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に

え
た

黒
の
片
手
剣
を

ぎ

と

き
し
め
な
が
ら

こ
の
剣
で
こ
の
世
界
を
生
き

い
て
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
て

一

と
し
て
の

生
に
終
止

を
打

て

現
実
世
界
へ
と
帰
り
た
い
ん
だ

 

そ
う

私
が
願
う
未
来
を

絶
し
た

は
こ
の
世
界
に
ま
で
負
け
た
く
な
い

現
実
世
界
の

一

は
死
ん
だ
か
ら

だ
か
ら

こ
の
世
界
の

一

は

絶
対
に
負
け
た
く
な
い

だ
か
ら
こ
そ
負
け
な
い

に
戦
う
ん
だ

に

と

わ
れ
よ
う
と

だ
と
か
出
来
損
な
い
だ
と
か
悪

を
投

ら
れ
殺
さ
れ
か
か

て

も

は
絶
対
に
負
け
た
く
な
い
か
ら
戦
う
ん
だ

 
ま
る
で
自
身
に

い

か
せ
る
か
の
よ
う
な

そ
ん
な

い

葉
で
少
年
は

葉
を
紡

ぐ 
真

向
か
ら
そ
れ
を

け
た
少
女
は

く

ま

た
後
く
し

り
と
表
情
を
歪
め

を

流
し
始
め
た

そ
し
て

を
下

罪
の

葉
を

に
す
る

 

罪
さ
れ
た
少
年
は

苦

を
浮
か
べ

を
横
にを

振

た

ら
れ
て
も

る
か
な

そ
れ
で
赦
す

て

て
も
ど
の
み
ち
こ
の
世
界
か
ら

け
た

ら

一

と
し
て
の
キ
リ
ト
は
消
え
る
し

現
実
の
方
で
は

に

一

な
ん
て
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人
間
は
い
な
い
し

ら
れ
て
も
は
い
そ
う
で
す
か

て
赦
せ
る

じ

な
い
ん
だ

そ
れ
は

シ
リ
カ
さ
ん
だ
け
じ

な
く
て
今
ま
で

の
事
を
知

て
も

を
す
る

で
も
な
か

た

観

者
も

論
そ
れ
を

せ
な
か

た
・

・も
同
罪
だ

 
一

み

め
る
よ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
少
年
は
自
身
も
同
罪
と

た

自
一身

の
無
力
さ

を

そ
し
て
見
下
し

め
る
者
達
を

う
よ
う
な
怨
嗟
の

葉

そ
れ
を

と

に

し
て
い
る
か
ら
恐
ろ
し
い

  

場
面
が
変
わ

た

  
花
園
が
遠
く
に
見
え
る

 
そ
こ
へ
至
る
道
中

に
掛
け
ら
れ
た

を
境
に
二
人
の
少
女
と
少
年
が
十
人

ど
の

人
間
と

対
し
て
い
た

九
人
は
オ
レ
ン
ジ
カ

ル

残
る
一
人
は
グ
リ

ン

の
よ
う
に

真

な

紅
い

エ
ナ
メ
ル
上
に

く
黒
い
レ
ザ

ア

マ

を

備
し
片
手
に
は

身
の
十

槍
を

え
た
女

 
Ｒ
ｏ

ａ
ｒ
ｉ
ａ

 
そ
こ
で
一
本
の
ナ
イ
フ
が
虚
空
か
ら

来
し
た

そ
れ
を
少
年
は
黒
剣
で

き

と
し
返
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礼
と
ば
か
り
に

れ
て
い
た
男
達
の
ハ
イ
デ

ン
グ
を
破
る

に
使

た
ピ

ク
の
残
り
を
投

た
 

そ
し
て
一
人

男
が
虚
空
か
ら

を
現
し
た

マ
ジ
で
気
付
い
て
ん
の
か

こ
り

確
か
に
ス

パ

マ
ン
み
て

だ
な
オ
イ

 

律
に

む
男
の
声
と
共
に

ベ
ル
ト
を
数
本

に

き
付
け

ボ
ロ
ボ
ロ
の
黒
い
ポ
ン

チ

を

う
⻑
身
の
男
が
虚
空
か
ら
現
れ
た

手
に
は
中
華

の
形
状
を
し
た
肉

の
ダ

ガ

が
握
ら
れ
て
い
る

 
そ
の

を
見
て

使
い
魔

生
に
動
い
て
い
た
少
女
シ
リ
カ
が

を
強

ら
せ
た

レ

ド
ギ
ル
ド
の
Ｐ
ｏ
Ｈ

Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
還
す

お

ち

ん

ん
で

そ

ち
の
ガ
キ
が

 

き

さ
ま

  

き

定
を
返
し
た
男
が

線
を
少
年
に
向
け
た

そ
の
と
き
少
年
の

れ
た
声
が
上

が

た

表
情
は

目
つ
き
は

目
の
そ
れ
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こ
こ
に
い
る

が
な
い

そ
の
思

が

こ
え
て
来
る
よ
う
な

に
そ
こ
に

る
残
影
達

も

コ
メ
ン
ト

も
疑
問
を

す
る

そ
の
声

様
は

あ
の
時
の

 
ぎ
り

と

⻭
を

み

め
な
が
ら
の
怨
嗟
の
声

男
は

く
く

と

の

で

た

Ｗ
ｏ
ｗ
Ｗ
ｏ
ｗ
Ｗ
ｏ
ｗ

二
年
ぶ
り
だ
な

一

気
そ
う
じ

ね

か

で

に

る

ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

キ
リ
ト
君

 
知
り
合
い
な
の

 
憎
し
み
の

た
目
と
表
情
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
名

た
男
を
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス
と
称
し
た

少
年
に

ら
で

然
と
し
て
い
た
⻯
使
い
の

状
が
問
い
を
発
し
た

こ
い
つ
は

第
二
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
日

を
誘

し
た

本
人
だ

な
に

 
キ
リ
ト

一

の

葉
に

私
は

の
声
を

ら
し
た

 
お
よ
そ
三
年
前
の
第
二
回
の
日
に
弟
達
を
誘

し
た

は
全

ま

て
い
る
と
そ
う

か

さ
れ
て
い
る
が

そ
れ
と
反
す
る
事
実
が
浮
上
し
た

物
的
証

こ
そ
無
い
が
彼
は
実

に
誘

さ
れ
た
人
間
だ

間
違
え
る

が
な
い
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そ
し
て

定
す
る
つ
も
り
も
無
い
ら
し
い
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
ポ
ン
チ

か
ら

く
目
を
ギ
ラ
リ
と

光
ら
せ

を
歪
ま
せ
た

 
そ
の
反
応
か
ら
し
て

そ
れ
が
事
実
で
あ
る
事
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
だ

 

握

た

に

力
が

る

こ
り

し
い
ね

ま
さ
か
あ
の
少
し
の
出
来
事
を
覚
え
て
て
く
れ
る
と
は

し
か

も

名
前
ま
で

名

た
覚
え
は
無

が

忘
れ
る
も
の
か

に
戦
闘
術
の

本
を

き

ん
だ
の
は
あ
ん
た
だ

そ
れ
に

こ
え
て
い
た
か
ら
な

あ
ん
た
の
名
前
が
呼
ば
れ
る

た

た
一
回
の
あ
の
時
の
事
を

 
忘
れ
る
も
の
か
と
目
つ
き
を

く
し
て

う
少
年

彼
が
握
る
黒
剣
の

の

が
ギ
シ
リ
と

み
を
上

た

今
に
も
斬
り
掛
か
り
そ
う
な

気
を

し
て
か
男
も
肉

の

型
ダ
ガ

を
構
え
る

 
そ
の
構
え
は

Ｃ

Ｃ
の
そ
れ
に
よ
く
似
た
型
だ

た

結
構
物
騒
に
な

た
な

お
前

ど
う
だ

の
と
こ
に
来
ね

か

 
殺
気
が
漂
い

感
に

ち
る
場
に
そ
ぐ
わ
ぬ

な

葉

し
か
し
ど
こ
と
な
く
真
剣

み
を

び
た

と
は

え
な
い
重
み
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
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と

前
に

か
が
違

て
い
た
ら

も
し
か
し
た
ら
殺
戮
者
に
な

て
い
た
か
も

な 

い
眼
で

み

え
な
が
ら

少
年
は

静
に
そ
う
返
す

 

け
ど

と
彼
は

葉
を

け
た

今
の

に
は

・こ
・ん
・な
・

で
も

え
て

間
と

て
く
れ
る
人
が
い
る

家

と

て
く
れ
た
人
が
い
る

裏
切
る

に
は
い
か
な
い

 
こ
ん
な

と
い
う
の
は

を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
事
故
と
は

え
一
人
の
人
間
を
殺
め

月
夜
の
黒
猫

の
⻘
年
達
を
守
れ
ず

一
人
の
人

間
を
自
殺
に
追
い

ん
だ
過
去
を

て
い
る
の
か

 
あ
る
い
は

見
下
さ
れ
て
い
る
自
身
に
対
す
る

自
己

価
の

さ
な
の
か

 
重
苦
し
く
な

て

を
下

の

面
へ
と

線
を

と
し

そ
れ
に

は

自
身
の
復
讐
で
殺
す
と
い
う
誓
い
は

も
う
捨
て
た
ん
だ

 

は

と

け
て
い
た

を
上

る

Ｗ
ｈ
ｙ

今
の

が
在
る
の
は
歪
ん
で
見
れ
ば
ア
ン
タ
み
た
い
な
人
が

た
お

だ
か
ら
だ

一



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

の
存
在
か
ら
脱
せ
た
の
は

が
り
な
り
に
も
ア
ン
タ
み
た
い
な
存
在
が

て
く
れ
た
か
ら
だ

そ
れ
で
感

て
か

 

歪
ん
で
ん
ぞ

お
前

そ
う
だ
な

 

の

で

う
男

同
じ
よ
う
に

少
年
も

の

を
鳴
ら
し
て

た

と

く
に

は
歪
ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う
な

け
ど
な
Ｐ
ｏ
Ｈ

い
や
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル

ス
こ
こ
に
い
る

に
そ
れ
で
も
味
方
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る

な
ら
ど
れ
だ
け
歪
ん
で

い
よ
う
が

は

で
在
り

け
る

そ
れ
を
全
て
の
存
在
か
ら

定
さ
れ
な
い
限
り

ず

と

し
く
な
り
や
が

て

 

を

る
よ
う
に

し
た
少
年
に
男
は
苦

を
浮
か
べ
そ
う

た

ど
こ
か
称

す

る
よ
う
な
色
を

ん
で
い
る
の
は
気
の
せ
い
か

  

ま
た

場
面
が
変
わ

た
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・

キ

リ

ト
一

 
最
初
の
時
点
で
現
在
に

ず
る
覚
悟
を
決
め
て
い
た
主
人

 
全
て
の
存
在
に

定
さ
れ
な
い
限
り
彼
は
彼
で
在
り

け
る

必
要
悪
と
し
て
も
人
を
想
い

助
け
る
心
も

き

す

 

か
な
け
れ
ば

コ

ル
や
ケ
イ
タ
達
の
死
が
無
意
味
に
な

て
し
ま
う
か
ら

 

く
行
動
が
最
も
他
者
の

に
な
る
か
ら
こ
そ
そ
の
在
り
方
か
ら

れ
ら
れ
な
く
な

て
し

ま

た

い
子

 

さ
故
に

は

い

 
理

と
論
理
状
況
と

で

め
に
な

て
い
く

悪必
の要

悪
の
全

期

殺
隊
を

前
に

こ
れ
か
ら
も

オ
レ
ン
ジ

罪
者
と

レ

ド

殺
人
快

者
達
を
殺
し

攻
略
の
導
き
手
を

け
て
い
く

 
ち
な
み
に

ロ
ザ
リ
ア
を

す
る
依
頼
は

シ
リ
カ
と
出
会

た
ア
ル
ゴ
が

け
て
い
た

密
に
は
ア
ル
ゴ
が
ロ
ザ
リ
ア
の

を
突
き

め
そ
の
あ
と
キ
リ
ト
が
動
く
手

に
な

て

い
た

キ
リ
ト
と
し
て
は
オ
レ
ン
ジ
達
へ
の
抑
止
力
演
出
に
な
る
と

え
て
協
力
に
応
じ
た

 
こ
の
時
点
で
は
Ｐ
ｏ
Ｈ

ヴ

サ
ゴ
と
知
ら
な
か

た
が
思

回
路
は
行
動
に
滲
み
出
る
た
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め

戦
闘
技
術
と
共
に
継
い
だ
思

回
路
を
以
て
乱
入
を
先

み
し
て
い
る

 
そ
の
た
め
攻
略
組
の
手
を

り
よ
う
と
し
た
が

人
対
人
の
殺
し
合
い
を
見
て
欲
し
く
な

い

と
い
う
願
望
が
あ
る
よ
う
に

最
初
か
ら
戦
闘
は
想
定
し
て
い
な
い

 
今
回
は
シ
リ
カ
と
も
だ
ち
勧
誘
し
た

手
と
ア
ル
ゴ
最
大
の
信

を

く
人
物
が
同

行
し
て
い
る
の
で
殺
さ
な
く
て
す
む

ら
れ
な
い
状
況
に

け
る
最
大
戦
力
の

を
許

容
し
て
い
た

ロ
ザ
リ
ア
達
は
決
し
て

ら
れ
な
い
が
同
時
に
絶
対
に
殺
さ
れ
な
い
よ
う
追

い

め
ら
れ
て
い
た

  
・

Ｐ

ｏ

Ｈ

ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

 

兄
弟
誘

と
し
て
同
時
に
キ
リ
ト
に
戦
闘
の
イ
ロ
ハ
を
教
え
た
教
導

と
し
て
世
界

に
知
ら
れ
た

兵

 
悪
の
カ
リ
ス
マ

 
地
味
に
キ
リ
ト
と
語
ら

て
い
る
間
は
良
い
空
気
を

て
い
る

表
面
上

ち

い
て
い
る

が

内
心
で
は
色

と
大

喜
中
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・

シ

リ

カ子

 
使
い
魔
ピ
ナ
を
喪
い
傷
心
中
の
と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
の
闇
を
真

向
か
ら

け
た
少
女

 
今
回
は
自
身
の
思
い
上
が
り
で
ロ
ザ
リ
ア
と

マ

プ
を
持

て
い
な
い
迷
い
の
森
の
中

で
ピ
ナ
を
死
な
せ
た
と
こ
ろ
を
ロ
ザ
リ
ア
を
探
し
て
い
た
ア
ル
ゴ
に
助
け
ら
れ

生
ア
イ
テ

ム

で
キ
リ
ト
と
引
き
合
わ
せ
ら
れ
る

 
事
前
に
ア
ル
ゴ
か
ら
ビ

タ

や
月
夜
の
黒
猫

の
話
を

い
て
覚
悟
ガ
ン
ギ

マ
リ
を
知

て
い
る
の
で
反
感
を

い
て
い
な
い
し

を
流
し

罪
す
る
だ
け
女
尊
男

の
世
の
中
で
は
間
違
い
な
く
善
人
で
あ
る

 

ち
な
み
に

と
も
だ
ち

勧
誘
と

は

負
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
意

で
ま

る

き
り

ば
さ
れ
て
い
る

  
・
ロ
ザ
リ
ア

 

罪
者
ギ
ル
ド

タ
イ
タ
ン
ズ
ハ
ン
ト

の
リ

ダ

 
構
成

十
人

ど

中
層

を
ウ
ロ
つ
く
パ

テ

に

で
加
入
し

イ
イ
感
じ
に

な

て
き
た
と
こ
ろ
で
パ

テ

を
誘
導

り

ま
せ
て
い
た
オ
レ
ン
ジ
に
襲
わ
せ
ア
イ
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テ
ム
そ
の
他
を
奪

た
後

殺
し

す
手
を
常

手

に
し
て
い
た

 
今
回
は
シ
リ
カ
が

た
パ

テ

の
一
つ
前
シ
ル
バ

・
フ
ラ
グ
ス
と
い
う
ギ
ル
ド

を
襲
い
そ
れ
か
ら
生
き

び
た
リ

ダ

が
復
讐
す
る
べ
く
回
廊
結

を
全

は
た
い
て

入
し
最
前
線
で

ち
の
た
め
に

獄
に
ぶ
ち

ん
で
く
れ
る
人
を
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
に

ア
ル
ゴ
が
応
じ

流
れ
で
キ
リ
ト
も
協
力
す
る
事
に
な
り

お
縄
と
な
る

  
・

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬

 
和一
人

の
本

を

ら
ず
も
知

た
事
で
己
の
願
望
が
叶
わ
な
い
も
の
で
あ
る
事
を
確
信
し
た

人 
ま
だ
現
在
の
本
人
か
ら

も

い
て
い
な
い
の
で
や
や
気
が

い
と

え
る

 
し
か
し
実

和
人
に
よ
り
を

す
気
は

無
い
の
で

し
て
い
な
い
と

を
し
て
い
た

ん
だ

と

わ
れ
る

 
世
の
中
理
不

で
あ
る

 

と
こ
ろ
で
今
日
明
日
と

業
が
あ
る
の
に

夜
で
大

な
ん
で
す
か
ね

作
中
金

日



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

  
・

天

災

兎

ノ
之
束

 
世
界
生
中
継
配
信
の
回
線
確
保
に

し
て
い
る
大
戦

 
キ
リ
ト

一

の

か
ら

を

る

と

わ
れ
た
事
に

血
し
た
と
か
し
な
い
と
か

 

上
味
方
で
は
あ
る
が
本
来
で
あ
れ
ば
憎
ま
れ
殺
さ
れ
て
も
文

は

え
な
い

で

あ
る
事

同
時
に

キ
リ
ト

一

が
他
人
や
世
界
に

絶期
望

しし
てて
いな
るい

事
を

感
中



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

 

数

約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

再
現
時
間
の
時
系
列
的
に
は
シ
リ
カ
編
と
リ
ズ
ベ

ト
編
開
始
の
間

殺
隊

が
中
心
で
す

  
現
実
時
間

二

二
五
年
 
五
月
九
日
 

前
三
時

 
情
報

の
仕
事
を
終
え
た
私
は

日
が
シ
フ
ト

み
で
あ
る
の
を
良
い
事
に
リ
ビ
ン
グ
の
テ
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レ
ビ
に

を
繋

し
出
し
た
ネ

ト
の
中
継

像
を

し
て
い
た

 

ら
に
は
数
時
間
前
ま
で
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ

イ
ン

の

に
よ
り
一
時
的
に
昏

状

に
あ

た

二
人
と
ホ

ム
ス
テ
イ
の
よ

う
な
形
に
な

て
い
る
紺

姉
妹
二
人
が

る

直
葉
は
私
の

に

り
紺

姉
妹
は
対
面
の

フ

に

て

部

の

に
設

し
て
い
る
テ
レ
ビ
へ
と

を
向
け
る

 

中
継

像
は

和義
人息

が
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
の
プ
レ
イ

を
斬
り
捨
て
殺
す
場
面
を

し
て
い
た

 
再
現
時
間

二

二
三
年
 
三
月
四
日
 

後
九
時
三
十
五
分

や

や
め
て
く
れ

殺
さ
な
い
で
く
れ

 

も
ち
を
突
き
武
器
を
取
り

と
し
た
の
も
意
に

さ
ず
眼
前
に

る
ビ恐
タ怖

か
ら
少
し
で

も
離
れ
よ
う
と
後
退
す
る
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

で
あ
る
⻘
年

 
そ
の
⻘
年
に
一
歩
ず
つ

確
か
な
歩
み
で

離
を

め
る
黒

く
め
の
剣
士

 
そ
の
眼
に

か
み
は
無
か

た

 
氷
の
よ
う
に

て
付
い
た
覚
悟
が

黒
の

に

光
と
し
て

て
い
た

 

さ
を
表
す
よ
う
に

無
情
に
⻘
年
の
体
が
黒
剣
に

た
れ
る
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い

い
や
だ

死
に
た
く
な
い

 
殺
さ
な
い
で
く
れ

 
・た
・す

 

狂
乱
で
男
は

び
出
し
た

 
そ
の
男
が
最
後
に
求
め
た
助
け
を

い
終
え
る
前
に

少
年
は
黒
剣
を
振
り
上

た

の

中
心
を

て
い
た
刃
が
真
上
に

ね
上
が
り

男
の

を

正
中
線
で

に
断
つ

 
声
は
止
ま

た

  

葉声
に
な
ら
ぬ

だ
け
が

に
断
た
れ
た
体
か
ら
上
が

て
い
る

に
命
の
緑
が

て
い
く

し
か
し

空
に
な

て
い
な
い
以
上

男
は
ま
だ
生
き
て
い
る

 

ぎ

ろ

と

 

に
断
た
れ
た

の

が

少
年
を

え
る

 
後
悔

 
恐
怖

 

憎
し
み

 

怖
と
怨
嗟
が

在
し
た
昏
く

ん
だ
眼

そ
う
だ

を
憎
め
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剣
を
下
ろ
し
命
が
喪
わ
れ
る
ま
で
の

予
で
向
け
ら
れ
る
憎
し
み
の
眼
を
少
年
は
見
返
し

そ
う

た

は
そ
れ
を

定
し
な
い

あ
ん
た
が
や

て
来
た
事
と
同
じ
事
と

え
ど
そ
れ
を

く
権

は
あ
ん
た
に
も
あ
る

 

男
の
命
が

喪
わ
れ
た

 

す
る
前
兆
と
し
て
ヒ
ト
ガ
タ
が
光
に

わ
れ
始
め
る

し

に
少
年
は
目
を

め
た

 
怨
嗟
を

定
す
る
少
年
に
一

目
し
た
⻘
年
だ

た
モ
ノ

し
か
し

目
も

か
な
間
だ

け

憎
し
み
は
再

し
光
に

り

か
ん
と
す
る

レ
が
再

キ
ツ
く
少
年
を

み
付
け
た

 

に二
た
び

彼
が
目
を

め
た

を

赦
す
な

 

そ
れ
が

男
の

い
た
だ
ろ
う
最
後
の

葉
に
な

た

 
か
し

ん

と
男
だ

た
モ
ノ
が
欠
片
へ
と

し
そ
の
場
に
は
男
が

備
し
て
い
た

武
器
や

が

さ
れ
る

夜
闇
の
空
に

て
い
く
欠
片
を

少
年
は
最
後
の
一
片
ま
で
見

送

た
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そ
れ
が

を
突
き
動
か
す
モ
ノ
と
な
る

 
そ
う

て

最
後
の
一
片
を
見
送

た
少
年
は

ら
に

ち
て
い
た
剣
を

い
上

た
た

め
つ

す
が

め
つ
静
か
に

分
し
た
後

開
い
た
ス
ト
レ

ジ
の

の
上
に

に

き

格

す
る

 
そ
の

か
に
斬

て
い
た
オ
レ
ン
ジ
達

合
六
人
分
の
剣
と

を
回
収
し
た
少
年
は

そ
の
場
を
後
に
し
た

ヒ
ド
い
も
の
ね

 
道
を
進
む
だ
け
に
な

た
残
影
を
見
て
そ
う

ら
す

 
場
面
転
換
の

し
い

像
だ
が

よ
り
オ

デ

エ
ン
ス
を

し
ま
せ
る
た
め
の
ア
ニ
メ

シ

ン
や
ハ
リ
ウ

ド

で
は
な
い

繋
が
れ
る
場
面
の
全
て
が

わ
ば
彼
を
中
心
に
展
開
さ

れ
る
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ

ン

む
間
な
ど

無
い
に

し
か

た

 
息
が

ま
る

 

そ
れ
だ
け
集
中
し
た
と
い
う
事
だ

 
引
き

ま
れ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う

真
の
演
技
で
作
ら
れ
た

は
思
わ
ず
見
入

て
し
ま

う
が

そ
れ
と
同
じ
だ
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彼
に
は
演
技
が
無
い

飾

た
も
の
は
な
く

動
の
全
て
が
真
実

と
つ

引
き

ま
れ
る

の
も
見
入
る
の
も

然
と

え
た

 
だ
か
ら
こ
そ

さ
れ
る

過

去像
の

さ
が
ど
う
し
よ
う
も
な
く

立
た
し
い

郷

之
が
企
て
た
デ
ス
ゲ

ム
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
い

あ
ん
な

い
少
年
が
動
か
な
け
れ
ば
マ
ト

モ
な

序
を
保
て
な
か

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

全

へ
の

分
の
怒
り
だ

未
成
年
や
子

な

ら
ま
だ
分
か
る

だ
が

大
人
ま
で
も
が
理
性
的
で
な
い
の
は

い
か
が
な
も
の
か

 
同
時
に
哀
し
か

た

 

の
家
に
帰
せ
ば
確
実
に
死
ぬ

そ
う

わ
れ
て
見
捨
て
ら
れ
な
か

た
か
ら
と
本
人

の
同
意
を
得
る
前
に
引
き
取
る
事
を
決
め

新
た
な
名
前
を
付
け
た

 
常
識
に

ら
せ
ば

い

な
在
り
方
だ

 
本
人
が
そ
れ
を
喜
ん
で

け
容
れ
て
く
れ
た
か
ら
良
か

た

そ
れ
だ
け

の

境
を
本
心
で

は

て
い
た
の
だ
と
思
え
ば

手
放
し
に
は
喜
べ
な
い

 

一

と
し
て
在
る
事
を

彼
は

て
い
た
の
だ

 
だ
か
ら

一

と
し
て
の
キ
リ
ト
と
過
去
の
彼
が

え
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
振
る
舞

て
い
る
と
明
か
さ
れ
た
時
は

得
も

え
ぬ
複

な
心
境
に

た
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そ
れ
を
覚
悟
し
行
動
す
る
だ
け
の
覚
悟
は

称

し
た
い

 
け
れ
ど
そ
の
覚
悟
自
体
子

が
し
て
い
い
も
の
で
は
な
い
し
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

ま
し
て
や
私
は
彼
に

の
名
を
捨
て
さ
せ
た
発

の
一
人
で
あ
る

裏
で

罪
者
達
を

え
時

に
殺
し
て
ま
で

序
を
保

て
い
た
事
を
理
解
し
労
い
こ
そ
す
れ

め
て
は
な
ら
な
い
と
私

は
思

た

 
一彼

が
求
め
て
い
た
の
は
き

と
称

で
は
な
か

た

そ
れ
は
た
だ
結
果
を

め
て
い

る
だ
け
だ

 
和
人彼

が
真
に
求
め
て
い
る
の
は
き

と
過
程

結
果
に
は
現
れ
な
い
彼
な
り
の
苦
悩
と
小

さ
な
成
⻑
へ
の
理
解
だ
と

生
還
し
た
直
葉
か
ら
内
部
で
の
事
を

く
に
つ
れ
て
思
う
よ
う
に

な

て
い
た

 
だ
か
ら

複

な
心
境
だ

 

め
て
あ

た
い
の
に

め
て
は
な
ら
な
い
な
ん
て

キ
リ
ト

裏
で
は

こ
ん
な

 

私
と
は
別
の
意
味
で
苦
し
ん
で
い
る
声
が
し
た

 

紺
色
の
髪
と
紅
の

と
い
う
や
や
日
本
人
離
れ
し
た
容

の
少
女
が
苦

を
我

す
る
よ
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う
に
表
情
を
歪
め

白

の

を
目
指
し
歩
く
少
年
を
見
て
い
た

木

ち

ん
も

知
ら
な
か

た
の
ね

オ
レ
ン
ジ
と
ボ
ク
達
を

わ
り
合
い
に
し
よ
う
と
キ
リ
ト
は
し
な
か

た
か
ら

オ

レ
ン
ジ
や
レ

ド
を
斬

て
た
話
は

時
も
伝

で
ば
か
り
だ

た

キ
リ
ト
が
人
を
殺

す
と
こ
ろ
を
見
た
の
は

ボ
ク
は

Ｐ
ｏ
Ｈ
が

い
た
レ

ド
ギ
ル
ド
の

戦
が
初
め
て

だ

た
か
ら

そ
う

 
木

は
悔
や
む
よ
う
に
手
を
握
り

声
を

り
出
し
て

え
た

 
ア
ル
ゴ
と
い
う
少
女
に

て
い
た
よ
う
に
彼
は
こ
の
少
女
達
に
人
と
人
が
殺
し
合
う
光

を
見
て
欲
し
く
な
か

た
か
ら

わ
ら
せ
な
い
よ
う

意
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

ロ
ザ
リ
ア

の

は

ら
れ
な
い
よ
う
に

え
て
彼
女
ら
を

し

戦
力
的
に

を

じ

め
た

同
時
に
そ
れ
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
い
う
男
へ
の
抑
止
力
に
な
り
ア
ル
ゴ
と
シ
リ
カ

名
の
眼
前
で
殺
し

合
わ
な
い
一
手
と
な

た

 
仮
に

わ

て
も

的
に
殺
し
を
見
せ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
た
の
だ

彼
は

そ
れ
だ
け

あ
な
た
達
が
あ
の
子
と
向
き
合

て
い
た
と
い
う
事
ね
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そ
う
だ
と

し
い
な

 
ち

と
だ
け

し
そ
う
に
彼
女
は
は
に
か
ん
だ

 

そ
の
と
き
だ

た

 
そ
こ
ま
で
だ

ビ

タ

  
和
や
か
な
空
気
を
ぶ
ち
壊
す
よ
う
に
男
の
声
が
テ
レ
ビ
か
ら
放
た
れ
た

 

像
で
は
道
の
真
ん
中
で

取
り
黒
の
少
年
を

む
グ
リ

ン
カ

ル
の
集

が

た

ゲ

ジ
横
に
は

色
を
背

に
真
紅
の

の
タ
グ
が
あ
る

ア
レ
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

デ

ア
ベ
ル
さ
ん
と
キ
バ
オ
ウ
を
実

部
隊
の
リ

ダ

と
サ

ブ
に
こ
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
の
大
本
で
あ
る
情
報
サ
イ
ト
の
運

者
シ
ン
カ

さ
ん
を
後
方

・
情
報
部

の
リ

ダ

に

え
た
最
大

の
ギ
ル
ド
で
す

二
十
五
層
で

壊
の
憂
き
目
に
あ

て
か
ら
は
下
層

の
プ
レ
イ

の

情
報
収
集
を

中
心
に

う

結
成
か
ら
は
中
層

ま
で
の

安

持
も
し
て
た
ト
コ
な
ん
だ
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一
応

み
た
活
動
は
あ

た
の
か
と
感
心
し
て
い
る
と

子
と
木

の
表
情
が
苛

立
ち
の

た
も
の
に
な

た

そ
れ
と

キ
リ
ト

殺
隊

の

主
要
メ
ン
バ

で
も
あ
る
ん
で
す

は

チ

ウ
サ
ツ

タ
イ

 

だ
そ
れ
は
と
目
を

く

姉
妹
を
見
る
が

線
と
意
識
は
共
に
こ
ち
ら
に
無
い

な
ら
ば

と

に

る

を
見
る
が

見
て
か
ら
じ

な
い
と

け
容
れ
ら
れ
な
い
と
思
う

 
そ
う

て
直
葉
も
意
識
を
中
継

像
に
向
け
た
の
で
こ
ち
ら
も
そ
れ
に

う
し
か
な
か

た 

ビ

タ

と
い
う
必
要
悪
に
き
て

今

は
チ

ウ
サ
ツ
タ
イ

出
来
損
な
い

と
い

う
風

も

め
ど
う
し
て
あ
の
子
ば
か
り
が
と
い
う
哀
し
い
怒
り
が

き
な
が
ら
場
面
の

理
解
を
進
め
る

 
道
の
中

で

王
立
ち
す
る
一

の

い
は
黒
鉄
色
の
金
属

に

緑
の
戦
闘

で

一
さ
れ

て
い
た

全
て
実

的
な
デ
ザ
イ
ン
だ
が
中

寄
り
に

す
る
数
人
は
大
型
の
シ

ル
ド
を

持

て
い
た

タ
ワ

シ

ル
ド
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

そ
の
表
面
に
は
特
徴
的
な
城
の

が
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さ
れ
て
い
る

わ
ず
と
知
れ
た
浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

だ

 
盾
を
持
つ
面
子
を

め
集

の
お
よ
そ

分

二
十
人

ど
が
片
手
剣
を
手
に
し
て
い
る

 
対
し

そ
の

を

め
て
い
る
者
達
は
⻑
大
な

ハ
ル
バ

ド槍
を
持
つ

 
そ
し
て
全

ヘ
ル
メ

ト
の
バ
イ
ザ

を
深
く
下
ろ
し
て
い
る
た
め
そ
の
表
情
を
見
て
取
る

事
は
出
来
な
い

一

乱
れ
ぬ
様
を
見
る
と

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
カ

ル
は
グ
リ

ン

な
の
に
ま
る
で
ま

た
く
同
じ
シ
ス
テ
ム
に
動
か
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま

う 
そ
の
集

を
前
に
少
年
が
立
ち
止
ま

た

背
中
に

る
黒
剣
の

に
手
は
掛
け
な
い

彼

は

の
目
を
向
け
つ
つ
も

を
組
み

武

を

し
て
い
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

が

に

の

だ

キ
サ
マ

最
近

を
騒
が
す
オ
レ
ン
ジ
達
の

を
し
て
い
る
ら
し
い
な

獄
に
入
れ
ら
れ
た

オ
レ
ン
ジ
達
が

い
て
い
た
ぞ

は

の
機
会
を
与
え
そ
れ
を

中
は

し
た

獄
に
入
る
な
ら
殺
さ
な
い
入
ら
ず

た
り
反
抗
す
る
な
ら
殺
す
と
予
め
交
戦
す
る
前
に

え
た
上
で
だ

そ
の
上
で

中
は

し
た

び
た
先
で
ま
た
他
人
を
殺
す

ツ
を

生
か
し
て
お
く
道
理
は
無
い



 番外  〜 ｌｅｍｎａｎｔ ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜

 
無
表
情

し
か
し

を
小
さ
く
し
な
が
ら
の
語
り
に
は

恐
怖
を
煽
る
圧
が
あ

た

 
そ
れ
を
前
に

バ
イ
ザ

に

わ
れ
て
い
な
い

を
引
き

ら
せ
る
男
達

そ
う
か

 
集

の
リ

ダ

で
あ
る
男
が

く

い
た

な
ら
ば

我

が
キ
サ
マ
を
殺
す
と

て
も

文

は
無
い
な

 
リ

ダ

の

葉
に
応
じ

ガ
ン
メ
タ

黒
鉄
色

備
を

い
武
器
を
持
つ
男
達
か
ら

感
が

れ
始

め
た

が
武
器
を
握
る
手
に
力
を

め
て
い
る

や
や
前

勢
に
な
り

離
を

め
よ

う
と
す
る
者
も

る

 
そ
の
集

自
身
を
殺
す
つ
も
り
で
い
る
四
十
人

り
を
前
に
し
て
少
年
は
組
ん
で
い
た

を
解
き

手
を
背
中
に

る
剣
の

に
掛
け
た

り

を

う
つ
も
り
は
な
い

だ
が

と

け
容
れ
る
と
思
う
か

フ
ン

ま
さ
か

だ
が

安

持
部
隊
を

さ
れ
る
身
と
し
て

の
協
力
は
構
わ
ん
が

殺
す
と
な
れ
ば
話
は
別
だ

こ
の
世
界
で
禁
忌
と
さ
れ
る
殺
人
を

な
く
行
う
キ
サ
マ
を

生
か
し

放
し
に
し
て
い
て
は

多
く
の
オ
レ
ン
ジ
が
死
に
絶
え
る
事
に
な
る

悪
人
だ
か
ら
と

て
殺
す
べ
き
で
は
な
い

と
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そ
の

り
だ

 
無
表
情
で
紡
が
れ
た

葉
を

リ

ダ

の
男
が

定
す
る

 

少
年
の
眼
が

め
ら
れ
た

な
ら

は
ど
う
い
う

付
け
な
ん
だ

 
お
前
の
論
で
い
け
ば

悪
人
で
あ
る

も
殺
す

べ
き
対

で
は
な
い

だ
が

キ
サ
マ
の
攻
略
を
進
め
る
心
意
気
は
認
め
よ
う

私
と
て
こ
れ
で
も
一
時
期
攻
略
組
を

目
指
し
て
い
た
身
だ
最
前
線
の
恐
ろ
し
さ
は
身
に

み
て
分
か

て
い
る

ロ
で
進
む
事
も

称

す
る

 
感

深

に

み

め
る
よ
う
に
攻
略
を

け
て
い
る
少
年
へ
の

意
を
⻘
年
は

し
て

い
た

そ
の

葉
に
は
感
情
が

て
い
る

が
あ
る

少
な
く
と
も
偽
り
の
も
の
で
は
な

い
と
よ
く
分
か
る

 

だ
が

と

 
⻘
年
は

を
振

た

し
か
し
だ

キ
サ
マ
は
人
を
見
捨
て
た

人
を
殺
し
過
ぎ
た

そ
し
て

強
過
ぎ
る
の

だ

キ
サ
マ
は
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な
る

ど

要
す
る
に

最
前
線
も
ボ
ス
戦
も

ロ
で
生
き

け
る

ツ
が
殺
人
⻤
だ

か
ら
今
の
内
に
殺
し
て
お
こ
う
と
上
が
決
め
た

か

そ
し
て
あ
ん
た
達
は
さ
し
ず
め
特
攻
兵

と

え
る
よ
り
も
殺
し
て
し
ま
う
方
が
現
実
的
に
達
成
し
や
す
い
か
ら

そ
う
い
う
事
だ

 
表
情
は
見
え
な
い
が

苦
み
し
ば

た

が
浮
か
ぶ

の
動
き
を
見
せ
つ
つ

男
が

く

あ
の
男
個
人
と
し
て
は
や
や
反
対
的
ら
し
い

 

そ
れ
が
彼
の
価
値
を
理
解
し
て
の
も
の
か
人
を
殺
す
事
へ
の
忌

感
故
か
は
不
明
だ

が
一
レ
イ
ド
四
十
九
人
の
フ
ル
パ

テ

だ

ボ
ス
攻
略
の
常

こ
そ
い
な
い
が
そ
れ
で
も

最
前
線
に
も

す
る
編
成
を
組
ん
で
い
る

キ
サ
マ
に
勝
ち
目
は
な
い

 
暗
に
投

し
ろ
と

す
よ
う
な

あ
ん暗
た
ん

な

ぶ
り

こ
こ
で

直
に
投

す
れ
ば
と
も
す
れ

ば
殺
す
事
な
く

監
獄
に
入
れ
る
だ
け
で
済
む
の
か
も
し
れ
な
い

 
し
か
し生

憎
こ

ち
に
も
死
ね
な
い
理
由
が
あ
る

こ
こ
で

め
死
を

け
容
れ
て
い
る
な

ら

は

ビ

タ

に
な
ぞ
な

ち

い
な
い
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四
十
数
人
の

を
前
に
し
て

少
年
は

さ
ず

剣
を

く

掛
か

て
来
い

解
放
軍

こ
の

容

く
取
れ
る
と
思
う
な

 
そ
の
眼
は

け
い
け
い

と
シ
ン
イ

を

や
し
て
い
た

  

場
面
が
変
わ
る

  
場

が
変
わ
り
日
が
変
わ
り
彼
を
殺
そ
う
と
す
る
集

の
面

に
も
変
化
が

れ
た

黒

鉄
色
の
軍
ば
か
り
だ

た
様

に
白
銀
色
の

備
を
し
た
白
を
背

に

え
る
蒼
い
⻯
の

を
一
様
に
付
け
た
面

聖
⻯

合
が

じ
り
四
十
だ

た
数
は

れ
上
が

て
い

た 
四
十
で
は

少
年
を
殺
す
に
至
ら
な
か

た

 
だ
か
ら

は
八
十

二
レ
イ
ド
分

そ
れ
で
も

彼
は

し
た

 

と
投
入
さ
れ
る
戦
力

百
を
超
え
百
五
十
二
百
に
届
き

と
な
く

り

返
さ
れ
た
攻
撃
の
一
つ
が

戦
の
流
れ
を
断
ち
切

た

 
一
本
の

剣
が
少
年
の

を

め
た

間

脱
力
し
た
よ
う
に
倒
れ

ん
だ
の
だ
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姉
妹

く
麻

ら
し
い

状

異
常

性
の
ス
キ
ル
値
は

高
い

だ
が
そ
れ
を
カ

ン
ス
ト
し
て
も
全
て
を
完
全

す
る

で
は
な
い
た
め
数
で
責
め
ら
れ
れ
ば

然

る
可
能

性
は
高
く
な
る

 
そ
し
て
そ
の
集

人
を
見
捨
て

な
く
殺
す
危
険
な
強
者
を

殺
す
る

の
組

キ
リ
ト

殺
隊
も
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
達
の
手

か
ら
手

を
学
び
実
行
し
て
い
た

事
で

麻

が
彼
を

地
に

れ
た

 

然

間
な
ど

な
い
彼
は
そ
の
場
で
滅
多

し
に
さ
れ
る

 

し
か
し

彼
は
死
な
な
か

た

 
ダ
メ

ジ
を
負

て
も
そ
の

か
ら
戦
闘
時
自
動
回
復
ス
キ
ル
に
よ
り
回
復
し
て
し
ま
う
の

だ

最
前
線
に

う
と
い
う
平

レ
ベ
ル

の
集

に
対
し

彼
の
レ
ベ
ル
は

１
４
０

に
至

て
い
た

の

値
が
高
い
と
自
動
回
復
の

合
も
多
く
な
る
た
め

ど
う
足
掻
い
て

も
彼
ら
の
手
で
は
少
年
を
殺
せ
な
か

た

 
故
に

彼
ら
は
少
年
を

外

部
か
ら

と
す
事
に
し
た

 
そ
れ
な
ら
少
年
も
助
か
ら
な
い
だ
ろ
う

と

え
て

キ
サ
マ
が
人
を
殺
さ
な
け
れ
ば

こ
う
は

な
ら
な
か

た
の
だ
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少
年
を

い
で
い
た
リ

ダ

格
の
⻘
年
が

最
期
の
手
向
け
と
ば
か
り
に

そ
う

る

 
麻

に
冒
さ
れ

た
だ

さ
れ
る
が
ま
ま
に
少
年
は
空
へ
と
身
を
放
ら
れ
た

あ
ば
よ
出
来
損
な
い

死
に
晒
せ

者

こ
の
人
殺
し

ロ
ウ
が

 
そ
ん
な

倒
を

ら
れ
な
が
ら
空
を

ち
て
い
く
黒
の
子

性
が

い
て
い
る
の
か

少
年
の
体
は
城
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
全
身
を

け
そ
の
た
め
下
に
行
く
に
つ
れ
て
広
く
な

て

い
く

層
の
か
ら
ド
ン
ド
ン
離
れ
て
い
く

 

ち
行
く
先
は

も
知
ら
な
い
雲
海
の

か
彼
方

 
第
一
層
の
フ

ル
ド
外

部
を
も
横
切
り
浮
遊
城
下
部
の
樹
木
す
ら
も
掻
い
潜

た
少
年

は

夜
の
雲
海
の

へ
と
堕
ち
て
い
く

 

雲
海
の
果
て
が

を
見
せ
た

 
月
光
を

ら
し
返
す
水
面
で
は
な
く
た
だま

た全
き
闇
が

を
開
い
て
い
た

一
定
ラ
イ
ン
か
ら

下
に

ち
た
事
で
浮
遊
城
の
外

部
か
ら
は
海
に
見
え
て
い
た
テ
ク
ス
チ

が

が
れ
た
の
だ

空
の
下
は

こ
う
な

て
い
た
の
か
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自世
分界

の
終
わ
り
を
前
に
し
て
少
年
が
最
初
に

い
た
の
は
た
だ
の
感
想
だ

た

た
だ
無
感

動

無
感
情
な

き

そ
れ
が

彼
の
心
境
を
物
語

て
い
る

 
カ
ラ空

の

が
ウ
ツ空

ろ
に
闇
を

し
て
い
た

こ
の
ま
ま
堕
ち
れ
ば

は
死
ぬ

が

 
ク
ラ黒

い

が

に
向
い
た

麻

が
解
け
れ
ば
転

結

が
使
え
る

が
死
ね
ば

が
殺
し
た
人
の
死
が
無

に

な
る

サ
チ
を
護
る
誓
い
が
あ
る
以
上

取
れ
る
手

が
あ
る
な
ら

取
ら
な
い
と

 

と

り
な
が
ら
自
由
に
な

た

手
で
ス
ト
レ

ジ
を
開
き
転

結

を
取
り
出
し

た

転

ア
ル
ゲ

ド

と
い
う
式

に
反
応
し
て
⻘
い
結

体
が
光
に

る

 
そ
の
光
が

少
年
の
体
を

み

ん
だ

  

場
面
が
変
わ
る

  
夜
の
雲
海
か
ら

一
転
し
て

の
す
ぐ
外
に

て
い
た

 
少
年
の
前
に
は
彼
を

と
し
た
集

が

た

全

ギ

と
し
た
眼
で

へ
の
道
を

む
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少
年
を
見
つ
め
る

キ

キ
サ
マ

故
生
き
て

 
動
揺
す
る
リ

ダ

の
男

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
は

え
な
か

た

無

の
ま
ま

離
を

め
集

の
一
人
に
襲
い
掛
か

り

り

ば
す

が

か
に

れ
る
が

そ
の
男
は
キ
リ
ト
を
傷
付
け
た
事
で
オ
レ
ン
ジ

カ

ル
に
な

て
い
た

 

紺

姉
妹
の
話
に
よ
れ
ば
軍
の

安

持
部
隊
は
決
し
て
プ
レ
イ

に
対
し
て

対

的
な
存
在
で
は
な
い

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か
フ

ル
ド
に

け
る

罪
行

の

止
を
ギ
ル
ド

で
は
最
も

心
に
推

進
し
て
い
た
集

ら
し
い

た
だ
そ
の
方
法
が

か
過

で

罪
者
フ
ラ
グ
を
持
つ
オ
レ
ン

ジ
プ
レ
イ

を
発
見

第
問

無

で
攻
撃
し
投

し
た
者
を
武

解

し
て
本

で
あ

る
黒
鉄

の

獄
エ
リ
ア
に
監
禁
す
る
と
い
う

面
が
あ
り
決
し
て

意
的
に
見
ら
れ
て

い
な
か

た

投

せ
ず
離
脱
に
も
失

し
た
者
の

遇
に
対
す
る
恐
ろ
し
い
話
も
ま
こ
と

し
や
か
に
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う

 
と
は

え
二
十
五
層
で
の
攻
略
失

に
よ
る

小
を

け
て
か
ら
は
デ

ア
ベ
ル
と
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い
う
⻘
年
を
リ

ダ

と
し
た
部
隊
が
攻
略
メ
ン
バ

を

い
キ
バ
オ
ウ
が
五
十
層
以
下
の

安

持
部
隊
を

い
て
い
た
た
め
軍
と
一

に

て
も
そ
の
気

は
上
層
と
中
層
以
下
で
も

か
な
り
異
な
る

更
に

え
ば

安

持
部
隊
と
後
方

部
隊
で
も

色
が
異
な
る
と
い
う

か
な
り

と
し
た
有
り
様
だ

た
と
い
う

デ

ア
ベ
ル
と
シ
ン
カ

の
二
人
は
キ
リ
ト
に

意
的
で

キ
バ
オ
ウ
は

心
を

き
出
し
に
し
て
い
る
事
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て

安

持
部
隊
の
メ
ン
バ

は

が
り
な
り
に
も
キ
バ
オ
ウ
配
下
の
プ
レ
イ

キ
リ
ト
に
対
す
る

心

一

や

ビ

タ

な
ど
へ
の
ヘ
イ
ト
は
か
な
り
の
も
の

 
だ
か
ら
こ
そ
オ
レ
ン
ジ
に
な

て
で
も
斬
り
掛
か
る
事
や
外

部
か
ら

と
す
事
を

わ
な

か

た
の
だ

 
そ
う
し
て
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
集

の
一
人
を

り

ば
し
た
彼
は
そ
の
男
が

と
し
た
モ

ノ

奪
わ
れ
て
い
た
キ
リ
ト
の
黒
剣
を

い

背
中
に

り
直
し
た

な

そ

そ
れ
オ
レ
の
だ
ぞ

か
ら
奪

て
な

そ
し
て
い
ま

が
奪
い
返
し
た

だ
か
ら
も
う
お
前
の
物
じ

な
い

コ
レ
を
や
る

に
は
い
か
な
い
ん
だ
よ

 
背
中
に

た
剣
の

を

で
な
が
ら
昏
い
眼
で

た
彼
は
一
息
で
後
退
し

す
る
集
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と
再

対
峙
し
た

ハ

キ
リ

て
ま
さ
か
本

に
殺
さ
れ
掛
か
る
と
は
思
わ
な
か

た

正
直
あ
ん
た

達
の

念
を

め
て
た
よ

 
そ
う

て

彼
は

を
見
開
か
せ
た

か
ら
は
加

も
や
め
だ

こ
ち
ら
も
殺
す
気
で
対

さ
せ
て
も
ら
う

な

キ
サ
マ

今
ま
で
は
加

し
て
い
た
と

う
つ
も
り
か

た
り
前
だ

だ

て
・

・も
・殺
・し
・て
・い
・な
・い
・だ
・ろ
・う

 
四
十
人
や
百
人
で
足
り
ず
二
百
人
に
よ
る
襲
撃

し
か
も
麻

に
よ
る
運
頼
み
で

く
届
い
た
戦
い
が

ま

た
く
本
気
で
無
か

た
と
い
う
事
実
に
集

が
絶

す
る

 
確
か
に

少
年
は
殺
さ
れ
か
か

た

そ
れ
は
事
実
だ

 
だ
が

殺
し
切
れ
な
か

た
以
上
少
年
も
本
気
を
出
す

同
じ
手
は
二

も
喰
わ
な
い
だ

ろ
う

そ
の
上
で
自
分
達
の

か
が
殺
さ
れ
る
真
の
意
味
の
特
攻
兵
に
な
る
と

え
男
達

は
戦

し
て
い
た

分
か

た
か

そ
れ
が

人
を
殺
す
事
の
重
み
だ
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そ
の
戦

を

し
て
か

少
年
が

み
な
が
ら

た

あ
ん
た

以
前

の
事
を
殺
人
を

な
く
行
う
人
間
と

た
な

た
が

そ
れ
が
ど
う
し
た

そ
れ
は
あ
ん
た
達
も
同
じ
だ
ろ
う

な
く
殺
人
を
行
う

が
危
険
だ
か
ら
殺
す

と

そ
う

て
い
る

さ

き

を
投

と
し
た
時
ど
れ
く
ら
い
の
人
間
が

を
見
せ
た

 
あ
ん
た
は

か
く
ご

し
て
い
た
ら
し
い
が
あ
ん
た
以
外
の
人
間
は
む
し
ろ

が
死
ぬ
事
を
喜
ん

で
い
た
よ
う
に
見
え
た
が

そ
れ
は

 
反
論
し
よ
う
と
し
し
か
し
⻘
年
は

を

む

雲
海
へ
と

と
さ
れ
た
少
年
に
向
け
ら
れ
た

声
が

裏
に

た
の
だ
ろ
う

な
に
し
ろ
つ
い
さ

き
の
事
だ

思
い
出
補
正
す
ら
ま
だ

い
て
い
な
い

お
前
と
一
緒
に
す
る
な

 

ご
も

た
隊
⻑
の
代
わ
り
と
ば
か
り
に
や
や

血
的
な
⻘
年
が
前
に
出
て
そ
う

ん
だ

 
リ

ダ

の
男
が
は

と

を
上

る
が

そ
れ
は

か

き
に

し
て
い
た

達
は
間
違

て
な
い

お
前
が

る
と
危
険
な
の
は
事
実
な
ん
だ
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絶
対
の
悪
人
は

な
い
に
し
て
も

絶
対
許
し
ち

い
け
な
い
事
は
あ
る
ん
だ
よ

人
殺
し
を

し
な
い
お
前
に
生
き
て
る
価
値
な
ん
て
無
い

オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
は
悪
い

ら
だ
け
ど
そ
れ
で
も
殺
さ
ず

え
る
だ
け
で
済
ま
せ
れ
ば

い
い

 
そ
れ
を
し
な
い
お
前
は
許
し
ち

い
け
な
い
ん
だ

 

か
が

線
に
触
れ
た
か

の
入

た

葉
を

し
立
て
る
集

そ
の
全
て
が
自
分
達
の

行
い
を
正

化
し

少
年
を
糾
弾
す
る
内
容
の
も
の
だ

た

 
彼
は

そ
れ
を

め
た
眼
で

め
る

平
和
ボ
ケ
と

わ
れ
る

だ

 

者
た
ち
の
怒
声
に

れ
る
よ
う
に
ボ

リ
と
少
年
の

き
が

れ
る

そ
れ
を
中
継
カ

メ
ラ
は
し

か
り
と

た

 

苛
立
ち

じ
り
の
声

が

こ
え
た

 
そ
れ
の
後
無
だ

た
表
情
に

り
の
色
が
浮
か
ぶ

フ

と

で

わ
れ
た
事
に
一

集

が

り

ん
だ

分
と
甘
い
理
想
論
だ

な

な
ん
だ
と
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事
実
だ
ろ
う

お
前
達
は

も
分
か

て
い
な
い

ヒ
ト
と
は
他
人
を
食
い
物
に
し

か
の
不

の
上
に

福
を

き

み
を

け
る
ケ
ダ
モ
ノ
の

称
だ

か
を

に
し
て
自

分
を
生
か
す
事
が
生
物
の

だ

そ
れ
を

定
す
る

葉
は
理
想
論
だ
ろ
う

ま
さ
か
同
じ

ヒ
ト

だ
か
ら

に
な
る

が
無
い

な
ど
と

を
前
に
そ
ん
な
事
を

か
す
つ
も
り

は
無
い
だ
ろ
う
な

 

り
の

み
が

時
に

怒
の

に
変
わ

た

そ
も
そ
も
だ

そ
の

の

を
決
め
る
の
が
国
で
あ
り

法
だ

だ
が

は
デ
ス

ゲ

ム
仮
想
世
界
現
実
世
界
か
ら
隔
離
さ
れ
た
電
子
の

獄
だ

実

的
に
無
法
地

で
あ

る
こ
の
世
界
で
日
本
の
法
や
常
識
を
語
る
な
の
は

違
い

よ
し
ん
ば
語
る
に
し
て
も
人
間
の

生
き
死
に
を

う
の
は
お
前
達
じ

な
い
国
の

法
機

だ

お
前
達
は
自
分
達
が
法

を

る
番
人
と
で
も

う
気
か

罪
者
だ
か
ら
危
険
だ
か
ら
と
殺
し
て
構
わ
な
い
と
で
も

う
気
か

 

ダ
ン

 
と

剣
が
大
地
に
強
く
突
き

ま
れ
る

な
ら

た
だ
の
一
つ
も

外
を
作
る
な

 
や
る
な
ら

的
に

正

平
に
や
れ

 
中

が
い
ち
ば
ん

な
ん
だ
よ
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お

達
は

平
に

ざ
け
る
な
よ

・

・様

 
反
論
し
よ
う
と
し
た
集

の
一
人
に
昏
く

い
眼
を
向
け
た

向
け
ら
れ
た
男
が

体
を

わ
せ

も
ち
を
つ
く

も
し
本

に

平
で
あ
れ
ば

を
投

と
し
た
あ
の
時

出
来
損
な
い
と
い
う

語
は
仮

集

だ
と
し
て
も
出
な
か

た

だ

こ
の
世
界
で

が
し
た
事
と
現
実
で
の
出

来
損
な
い

と
い
う
風

に
繋
が
り
は
一
切
無
い
ん
だ
か
ら
な

 

静
な
声

と
そ
れ
に
反
す
る
怨
嗟
の
眼
光
の

し
い

差

彼
か
ら
に
じ
み
出
る
怒
り
の

波
動
が
場
を

し
て
い
た

変
わ
ら
ん
よ

が
し
て
る
事
と

お
前
達
が
や
ろ
う
と
し
て
る
事
は

も
な

 

そ
し
て

彼
は
ま
た

り
の

み
を
浮
か
べ
た

現
実
と
違

て
こ
の
世
界
で
は
強
さ
こ
そ
が
全
て
だ
か
ら
な

万
能
感
を
得
る
気
持
ち
も
分
か

る

お
前
達
は
そ
の
万
能
感
と
正
義
感
に

て
目
を

ら
し
て
い
る
だ
け
だ

ど
れ
だ
け

葉
を
重
ね
取
り

お
う
と
や

て
い
る
事
は
同
じ
殺
人
だ
と
い
う
事
を
忘
れ
る
な
よ

 
集

は

葉
を
喪
い

ま

て
い
た
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そ
れ
ま
で
自
分
達
が
信
じ
て
い
た
モ
ノ
が

れ
去
り
足

が

け
た
よ
う
な

そ
ん
な
錯

覚
を
感
じ
て
い
る
事
だ
ろ
う

ど
れ
だ
け

葉
を
重
ね
た
と
し
て
も
結

し
よ
う
と
し
て
い
る

事
は
同
じ

殺
人

で
あ
り

彼
ら
が

悪
し
た

な
き

殺
人

と
し
よ
う
と
し
て
い
る
事

は
同
じ
な
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た

だ

 
そ
れ
を
彼
自
身
に
指

さ
れ
た
事
は

他
の

よ
り
も

に

く

肉
で
あ
る

 
彼
の

み
は
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
の
も
の
だ

た

最
初
の
ビ

タ

の
時
と

同
じ
だ

彼
ら
の
感
情
を
逆

で
す
る
事
で

ビ

タ

の
悪
名
を
更
に
強

な
も
の
に
す

る
事
に
決
め
た
の
だ

 

ビ

タ

は
人
の
負
を
集
め

序
を

壊
さ
せ
な
い

の
ス
ト

パ

で
あ
る

 
こ
の

像
が
再
現
さ
れ
た
時
期
は
レ

ド
ギ
ル
ド
の

立
と
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

の
活
発

化
に
よ
り
多
く
の
人
が
不
安
と
恐
怖
を

い
て
い
た

だ

だ
か
ら
ビ

タ

た
る
彼
は

オ
レ
ン
ジ
達
の
抑
止
力
に
な
る
べ
く
動
い
て
い
た

人
を
殺
す

ビ

タ

攻
略
を
進
め
る

黒
の
剣
士

こ
の
二
つ
は
彼
が
持
つ
二
つ
の

面

 
そ
の
内

ビ

タ

の

必
要
悪

の
レ

テ
ル
を
強
く
す
る

に

彼
ら
の
感
情
を

す
る
事
に
し
た
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そ
れ
故
の

肉
で
あ
り

発

 
こ
れ
は
テ
コ
入
れ
だ

ベ

タ
テ
ス
ト
で
進
ん
だ

層
を

け
て

し
い

攻
略
が
安
定

し
て
進
む
中
で
オ
レ
ン
ジ
の
活
動
は

発
的
で

ビ

タ

が
ど
う
動
こ
う
と
大
き
な
悪
に

は
な
り
得
な
か

た

 
だ
が

Ｐ
ｏ
Ｈ
と

う

の
動
き
が

そ
の

を
断

た

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

は

動
の
時
代
を

え

そ
の
中
で
一

強
い

悪

が
出
来
上
が

た
の
だ

最
初
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と

う

は
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
と

そ
れ
を
殺
し
て
回
る

ビ

タ

の
存
在

 
そ
の
内
攻
略
を

ロ
で
進
め
四
十
九
層
ボ
ス
は

ロ
で
倒
す
な
ど
の
戦
闘
力
を
見
せ
付
け

た
彼
の
危
険
性
を

み

秘
密
裏
に

隊
を
差
し
向
け
た

そ
れ
が
今
回
の

だ

 

そ
れ
を

彼
は

す
る
事
に
し
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
動
き
が
キ

カ
ケ
と
な

た
一

の
騒
動
を

ビ

タ

に
対
す
る
ヘ
イ
ト
に

し
て
し
ま
え
ば
あ
る
程

の
不
安
や
恐
怖
は

れ
る

ど
ち
ら
に
し
ろ
オ
レ
ン
ジ
達
を
取
り

か
な
け
れ
ば

く
不
安

そ
れ
を
断
ち
切
る

に

最
悪
殺

す
る
と
な
れ
ば
イ

で
も

悪
名
は
付
い
て
回
る
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だ
か
ら

最
初
か
ら

そ
れ
を

行
し
た

 

中
で
や
め
ら
れ
な
い
よ
う

自
分
が

な
い
よ
う
手
を
打

た

 

こ
れ
で
も
う

和
人
は
止
ま
れ
な
く
な

た

 
ビ

タ

の
異
名
は
コ

ル
の
死
を
無
意
味
に
し
な
い
よ
う
に
と
生
き
る
べ
く
攻
略

集

の
設
立
と
存

の

に
存
在
す
る

必
要
悪

そ
れ
が
機
能
す
る
事
で
攻
略
集

の

結

は
約
束
さ
れ
る

 
オ
レ
ン
ジ
達
の

に
晒
さ
れ
れ
ば
軍
の
よ
う
に
一

で
は
な
い
組

の
集
合
な
ど
す
ぐ

空
中
分
解
す
る

 
だ
か
ら
こ
そ

強

な

悪
が
必
要
だ
と
彼
は
判
断
し
た

和
人

 
過
去
を

し
た
残
影
だ
と
そ
し
て
こ
の
時
点
で
の
意
識
は
和
人
で
な
い
と
分
か

て
い
て
も

そ
う
名
を
呼
ぶ
事
を

止
め
ら
れ
な
い

 
私
は

和
人
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
事
を

い
て
い
な
い

 
い
や

い
ま

さ
れ
て
い
る
裏
で
の
や
り
取
り
は
⻑
く
一
緒
に

た
と
い
う
姉
妹
す
ら
も

初
見
だ
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残
影
の
様
子
か
ら
見
る
に
情
報

の
少
女
は
伝

で
の
み

を
知

て
い
て
実

に
目
で

見
た

で
は
な
い
だ
ろ
う

 
そ
の
場
に

な
か

た
私
達
は
彼
の
行
動
を
と
や
か
く

う

合
い
が
無
い
し
し
て
は
な
ら

な
い
の
だ
と
思
う

い
て
理
解
し
て
労
う
ま
で
が
許
さ
れ
た
事

定
は
決
し
て
許
さ
れ

な
い

 
彼
の
努
力
と
決
意
は

定
さ
れ
て
い
い
も
の
で
は
な
い

い
ず
れ

直

き
た
い
わ
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
事

 
私
達
は

た
だ

像
で
見
て
い
る
だ
け
だ

 
彼
が
そ
の
と
き
ど
う
感
じ
ど
う
思

て
い
た
か
は
知
り
得
て
い
る
情
報
か
ら
推

し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い

も

と
義
息彼

の
事
を
知
り
た
い
と
思

た

 

よ
く

え
れ
ば

知
ら
な
い
事
が
と
て
も
多
い

 
そ
れ
は
な
ん
だ
か

さ
み
し
い

そ
う

思

た
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・

殺
隊

 

ビ

タ

の
悪
名
に

ら
さ
れ
て
い
る
集

 
本
編
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
八
章

第
五
十
五
層
グ
ラ
ン
ザ
ム
に
て
キ
リ
ト

リ
ズ
ベ

ト

ユ
ウ
キ

ラ
ン

サ
チ
の
前
に
初
登
場
し
た
キ
リ
ト
を
殺
す

だ
け
に
設
立
さ
れ
た
組

 
そ
の
実

は

ビ

タ

と
し
て
多
く
の
人
を
見
捨
て
た
事

オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
を

な
く
殺
す
事
を
危
険

し

更
に
攻
略
組
ト

プ
ク
ラ
ス
の
戦
闘
能
力
を
誇
る
事
か
ら

本

格
的
に
手
が
打
て
な
く
な
る
前
に
殺

分
と
な

た
た
め
に
作
ら
れ
た
集

キ
リ
ト
の
立
ち

が
Ｐ
ｏ
Ｈ
だ

た
ら
真

だ
が

キ
リ
ト
の
在
り
方
を

え
る
と

殺
隊
の
方
が
悪

 
タ
チ
悪
い
事
に

殺
隊
メ
ン
バ

は
こ
の

は
正
し
い
と
本
気
で
思
い

ん
で
い
る

 
多
数
意
見
を
取
り
入
れ
多
く
の

持
を
得
て
い
る
の
で
そ
う

え
る
の
も
仕
方
な
い
が
よ

く
よ
く

え
れ
ば
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
は

殺
人

で
あ
る

国
の

法
機

で
も

死

は
中

無
い
中
そ
れ

応
の

強
や

格
を
持

て
い
る

で
も
無
い
ゲ

マ

の
集
ま
り
で

人
の
生
き
死
に
を
判
じ
て
い
る
時
点
で

と
マ
ト
モ
で
は
な
い

し
か
も
出
来
損
な
い
と

い
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で
の
行
動
に
直

か
か
わ
り
の
無
い
風

や
個
人
の
感
情
も

ん
で
い
る
た
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め

正

平
と
は

い

い

 
そ
こ
を
突
か
れ

ビ

タ

の
煽
り
ム

ヴ
を

け
た
事
で

キ
リ
ト
の
ア
ン
チ
集

に

成
り
下
が

た

 
こ
の
た
め
キ
リ
ト
に
ヘ
イ
ト

理
さ
れ
る
対

に
な

て
い
る

 
ち
な
み
に
今
話
の
時
点
で
リ
ン
ド
が
出
て
い
な
い
の
は
ま
だ
ア
ン
チ
キ
リ
ト
と
し
て
機
能
す

る
前

だ
か
ら

最
強
戦
力
を

手
に
す
る
の
に
最
大
戦
力
で
あ
る
攻
略
組
軍
か
聖
⻯

合

の
一
軍

を
投
入
し
な
い

り

結
構
な

め
プ
を
か
ま
し
て
い
る
が

流

に

か
ら

殺
す
気
で
い
く

と

さ
れ
て
は
気
が

け
な
い
の
で
リ
ン
ド
が
出

る
よ
う
に
な

た

  
・

キ

リ

ト
一

 
一
刀
で
二
百
人
組
手
ま
で

え

い
た
攻
略
組

騎
最
強
プ
レ
イ

 
な
ん
と
ア
ン
チ
集

か
ら
最
強
と
認
め
ら
れ
て
い
た

し
か
し
認
め
ら
れ
た
が
故
に
そ

の
行
い
と
戦
闘
能
力
を
危
険

さ
れ
殺

分
さ
れ
る
事
が
勝
手
に
決
め
ら
れ
た

護

て
い
た

人
達
に
裏
切
ら
れ
た

が

キ
リ
ト
本
人
は
然
し
て

い
て
い
な
い

 
キ
リ
ト
も
人
を
殺
す
事
を
前

と
し
て
い
る
の
で
マ
ト
モ
で
は
な
い
が
一
応
人
を
殺
す
重
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み

を
理
解
し

奪

た
命
や
与
え
た
死
の

を
背
負
い

ん
で
い
る
の
で

ま
だ
マ
ト
モ

た
だ
重
く

え
過
ぎ
て
い
る
の
が

に

殺
隊
に
対
し
て
は

ビ

タ

の
悪
名
を
誇

し
て
伝
え

必
要
悪

と
し
て
の

き
を
補
助
す
る
ブ

ス
タ

に
な
る
た
め

壊
し
な

い
よ
う

手
し
て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
ま
で

と
な
く
殺
さ
れ
掛
け
た
が
キ
リ
ト
自
身
が
手
に
掛
け
た

殺
隊
メ
ン

バ

は

実
は
リ

フ

・
シ
ノ
ン
を
レ
イ
プ
し
た
キ
バ
オ
ウ
一

の
み
で
あ
る

 
大
切
な
存
在
を
傷
付
け
た
者
へ
の
報
復
は

死

と
つ

 

自
分
が
殺
さ
れ
掛
け
た
事
へ
の
報
復
が
無
い
点
が

キ
リ
ト
の
在
り
方
を
表
し
て
い
る

  
・
桐

谷

 

観
す
る
し
か
な
い
保
護
者

真

 
義
息
の
行
動
を
見
て
感

し
て
い
る
が
理
解
し
労
い
こ
そ
す
れ

め
る
の
は

か
違
う

と
内
心
複

に
な

て
い
る

 
事
実
和
人
が
求
め
て
い
る
の
は
理
解
と
容
認
で
あ
り

称

で
も

定
で

も
な
い

も
し
称

さ
れ
れ
ば

を
過
ぎ

定
さ
れ
れ
ば
自
己

定
を
始
め
る
た
め
そ
の
判
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断
は
正
解
で
あ
る

 

も
知
ら
な
い
で
い
る
事
を
⻭

く
思
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
あ

た
事
を

苦
し
か

た
事

し
か

た
事
も

く
る
め
て
知
り
た
い
と

強
く
思
う
よ
う
に
な

て
い
る

 
第
零
話
に
て

・一
・

・の
・同
・意
・な
・く

子
に
す
る
こ
と
前

で
名
前
を
付
け
た
事
に
責

を
感
じ

て
い
た
が

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

と
い
う
名
や
直
葉
の
説
教
の
根
幹
で
名
前
の
意
識
分
け
が
あ

た
よ
う
に

と
重
要
な
フ

ク
タ

と
な

て
い
る

 

が
和
人
と
い
う
名
を
与
え
な
け
れ
ば

桐

谷
一

と
い
う
名
前
だ

た
ら

キ
リ

ト
は

間
違
い
な
く

獣

へ
と
堕
し
て
い
た
に
違
い
な
い
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幕

間

之

物

語

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｄ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

兇
人
編
 

ブ兄
ロ弟

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
い
き
な
り
Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
繋
が
ら
な
く
な

て

目

仕
方
な
く
テ
ザ
リ
ン
グ
投
稿

で
も
少
し
だ

け
間
が
空
い
た
お

で
イ
イ
感
じ
に
な

た
カ
ナ

 
原
作
小
説
十
五

冒

十
八

冒

の
文
章
を

ら
か
引

し
つ
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

 
で
は
ど
う
ぞ

   

兇
人
を
中
心
と
し
た
原
作
ブ
レ
イ
ク

  
そ
れ
は

殺
人
依
頼
の

に
デ
ス
ゲ

ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
よ
り
も
前
か
ら
始
ま

て
い
た
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協
定
世
界
時
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ン
デ

エ
ゴ
時
間
二

二
五
年
 
五
月
八
日
 

後

十
八
時

分

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ン
デ

エ
ゴ

グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ

ム
ズ

本

ビ
ル
一

食

 
⻑
ら
く

地
の

と
し
て
在

た
サ
ン
デ

エ
ゴ
は
二
万
五
千
人
を
超
え
る
軍

者
が

住
し

大
な
海
軍

地
を
中
心
に
経
済
が
回

て
い
た

 
そ
こ
で
は
近
年
に
な

て
新
た
な

業
分

が

速
に
成
⻑
し
て
い
る

情
報

信
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

な
ど
の
ハ
イ
テ
ク

業
だ

故
に
軍
事
と
ハ
イ
テ
ク
の

方
を
武
器
と
す
る
企

業
も
ま
た
存
在
す
る

主
に
軍
や
大
企
業
か
ら

さ
れ
て

護
や

練
戦
地
で
の
直

戦
闘

ま
で
を
も
行
う
⺠
間
軍
事
会

で
あ
る

 

称
Ｐ
Ｍ
Ｃ
と
略
さ
れ
る
⺠
間
軍
事
会

の

と
つ
グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・

シ
ス
テ
ム
ズ
は
サ
ン
デ

エ
ゴ
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
本

を
構
え
る
ハ
イ
テ
ク

業
の

先
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だ

た

 
少
な
く
と
も

遠
く
離
れ
た
日
本
と
の
回
線
を
二
年
も
保
持
し
て
い
な
が
ら
ク
リ
ア
と
同

時
に
そ
れ
を
捨
て
ダ
イ
ブ
場

を
逆
探
知
さ
れ
て
も
自
分
の
身

を
追
え
な
い
よ
う
雲

れ
さ

せ
る
点
に

い
て
は

他
の
企
業
を
圧
倒
し
て
い
る

 
あ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
た
プ
レ
イ

の
バ

ク
に
世
界
を

迷
に

れ
た
天
災
が

る
可

能
性
は
非
常
に
高
い

そ
の
手
か
ら

れ
る
手

は
決
し
て

達
と
は

え
な
い

 
特
に
自
分
は
あ
の
天
災
が

入
れ
し
得
る
少
年
を
誘

し

で

め
つ
け
た

本
人

だ

そ
の
経
歴
が
あ
る
事
を
知

て
い
る
企
業
が
天
災
に

わ
れ
る
リ
ス
ク
を

え
る
必
要
性

は
全
く
な
い

常
⺠
間
軍
事
会

に

め
る
ス
タ

フ
の
中
で
事
務
を

う
一

を

い
た
面
子
は
軍
事
活
動
を
行
え
る
よ
う
鍛
え
ら
れ
た
者
達
で
あ
り

兵
と

わ
れ
る
事
も
多

い

そ
の
仕
事

か
あ

さ
り
と
切
り
捨
て
ら
れ
る
事
も
ザ
ラ
だ

そ
う
や

て
代
わ
る
代
わ
る

入

て
は

な
く
な

て
い
く

大

が

切
り

中
で

残
り

け
て
い
る
自
分
は
か

な
り
異

を
放

て
い
る
部

だ
ろ
う

 
二

八
年
の

大
投

銀
行
の
破

を

切
り
に

き
た
世
界
金

危
機

 
二

一
五
年
の

の
発
表
に

し
て
現
代
兵
器
や
軍
事

業
を
中
心
に

き
た

破
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こ
の
二
つ
は
軍
事
も

業
分

の
一
つ
と
し
て
回
る
ア
メ
リ
カ
に
と

て
は
決
し
て

過
し

得
な
い
も
の
で
あ
り

そ
の
波

は
⺠
間
に
も

ぶ
も
の
に
な

た

 
生

の

国
人
で
は
な
く
日
本
人
で
も
な
い
自
分
は

国
に
対
す
る
感
情
な
ん
て
無
い
の
で

流
れ
者
と
し
て
は
生
き
や
す
い
が

他
の
人
間
は
そ
う
は
い
か
な
い

愛

あ
る
家

地

家

手
放
し
た
く
な
い

宝
物

を
持

て
い
る

 
持
つ
も
の
が
多
い

ど

そ
れ
を
喪
う
時
の
喪
失
感
は
多
大
な
も
の
と
な
る

 
別
に

め
る
者
が
喪

て
い
な
い

で
は
な
い

喪
失
感
を
恐
怖
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
よ
り

を
増
や
そ
う
と
躍

に
な
る

面
も
あ
る

身
の

を
超
え
た
願
望
が
身
を
亡

す
が

少

な
く
と
も
自
分
が

属
す
る
こ
の
⺠
間
軍
事
会

の
ト

プ
が
そ
う
で
は
な
い
事
を
知

て
い

る
の
で

そ
の
心
配
を
す
る
事
は
今
の
と
こ
ろ
な
い

そ
こ
は
他
の
ス
タ

フ
も
同
様
だ
ろ
う

 

あ
の
ト

プ
に
は

が
無
い

 
ま
る
で

の
見
え
な
い
ブ
ラ

ク
ホ

ル

め
る
も
の
を

み

す
故
に

求
め
る
ア
ク

シ

ン
が
無
い

 
あ
る
意
味
悟

て
は
い
る
が

ト

プ
と
の

戦
闘
で
本

を
知

て
い
る

は

ト

プ
が
悟
り
を
開
い
た
人
間
で
な
い
事
も
知

て
い
る



 
幕 間 之 物 語

Ｉｎｔｅｒｌｕｄｅ Ｓｔｏｒｙ：兇人編 〜
ブ
兄

ロ
弟〜

 
確
か
に
な
に
か
は
求
め
て
い
る

い
ま
は
欲
し
い
も
の
が
目
に

ら
な
い
か
ら
静
か
な
だ

け
だ

欲
し
い
も
の
が

た
な
ら
ば

あ
の
男
は
そ
れ
に

進
す
る
だ
ろ
う

欲
な
ま

で
に

空
恐
ろ
し
い

ど
の

念
を
以
て

を
追
い

め

そ
し
て
喰
ら
う

 

な
か
な
か

ど
う
し
て

 
ト

プ
の
本

を
見
た
時
に

ら
ず

い

ば
し
た
記

が

る

そ
れ
は

裏
に
別
の
記

も
浮
上
さ
せ

気
持
ち
ワ
リ

な

に
や
に
や

て
よ

 

横
か
ら
不

に
投

ら
れ
た
声
で

古
が
中
断
さ
れ
た

 

線
を
横
に
向
け
れ
ば
そ
こ
に
は
輪
を
掛
け
て
ガ
リ
ガ
リ
に

せ
た

い
男
が
カ
レ

と

を
載
せ
た

を
持

て
立

て
い
た

 
金
髪
を

り
に
し
て

は

的
な
ま
で
に
白
い

こ
け
た

の
上
に
ご
つ
い
金
属
フ
レ

ム
の
眼

を
掛
け
た
男
は

こ
の

グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ

の

サ

イ
バ

・
オ

レ

シ

ン
部

そ
れ
も

ン
タ
ゴ
ン

国

の
サ

バ

に

入
し
た

触
れ経
み歴

で

入

し
た
最
高

の
ハ

カ

だ

 
そ
の

を
実

に
見
た
事
は
無
い
が

こ
の
男
は
こ
の
企
業
に
三
年
は

け
て
い
る
ら
し
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い

生
死
の
意
味
で
入
れ

わ
り
の

し
い
企
業
に

け
る
と
な
れ
ば

は
確
か
に
あ
る
と
い

う
事
だ

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
か
ら
前
線
で

れ
す
る
可
能
性
の
高
い
メ
ン
バ

よ
り

わ
り
に
く
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
だ
ろ
う

 
こ
の
男
の
名
は

ク
リ

タ

本
名
で
は
な
い

歴
の
あ
る
ネ

ト
ワ

ク

罪
者

上
が
り
の
た
め

然
偽
名
を

い
て
い
る

そ
れ
も
企
業

は
分
か

て
い
る
の
で
非
正

に
入
れ
て
い
た

切
り
し
や
す
く
す
る
た
め
だ

 
対
し
て

は

自
分
で
も
不
思
議
だ
が

正

に
入

て
い
る

 
そ
れ
を

ん
で
か

事
あ
る
ご
と
に
こ
の
男
は
こ
ち
ら
に
絡
ん
で
来
て
い
た

ン
だ
よ

が

て
る
と
オ
マ
エ
に
不

が
あ
る
の
か

 
ジ
ロ
リ
と

線
を
向
け
る

浮
遊
城
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
動
き
を
止
め
る
者
ば
か
り
だ

た

が

が
り
な
り
に
も
命
を

け
た

場
に
身
を

と
し
た
か
ら
か

せ
こ
け
た
色
白
の
男
は

み
だ
け
で

け
流
し
た

お

お

あ
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

が
不
快
だ

 
そ
し
て

小
憎
た
ら
し
い
文

を
付
け
て
応
じ
て
来
る

 
そ
の
ね
じ

が

た
性
根
の
人
間
に

こ
ち
ら
も

肉
の

み
を
浮
か
べ
て
や
る
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そ
う
か
そ
り

願

た
り
叶

た
り
だ

フ四
つ
目

ア

イロ
ズウ

オ
マ
エ
が
不
快
に
な
れ
ば
そ
の

分
だ
け

が
シ
ア
ワ
セ
に
な
れ
る

 
フ

ア
イ
ズ
と
い
う
存
在
し
な
い
二
つ
目

本
人

く

に
は
見
え
る
シ
ロ
モ
ノ
ら

し
い

の
事
も

肉
を

め
て

て
や
れ
ば

ぐ

と

を

み

ち

フ

イ
ル
の
ク
セ
に

 
そ
う

き
捨
て
て

立
ち
去

た

 

フ

イ
ル

 
そ
れ
は

に
付
け
ら
れ
た
蔑
称
だ

文

り
失

と
い
う
意
味
が

め
ら
れ
て
い
る

 
こ
の
業
界
で
は
失

イ
コ

ル
死
な
の
で

務
や
依
頼
に
失

す
れ
ば

じ
や
死
体
を

い
取
る
業
者
に

て
少
し
で
も

手
を
回
収
し
よ
う
と
す
る

中
に
よ
り
殺
さ
れ
る

ク
リ

タ

も
な
ん
だ
か
ん
だ
上
手
い
こ
と
仕
事
を
回
し
て
生
き
残

て
い
る
ク
チ
だ

 
デ
ス
ゲ

ム
に
入

た
の
も
殺
し
の
依
頼
の
た
め

し
か
し
結
果
的
に
全

生
還
し
た
な
ら
失

も
同
然

 
そ
り

あ

み

み
の
対

と
な
る

で
あ
る

 
少
し

に
気
を
向
け
る

同
じ
食

に
来
て
い
る
他
の

達
か
ら
は

非

意
的
な
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線

を
向
け
ら
れ
て
い
た

中
で
も
自
分
も

属
す
る
実

部
隊

と
サ
イ
バ

・
オ

レ

シ

ン
隊

の

中
は

と
き
わ
ツ

い

く
だ
ら
ね

 
小
さ
く

き
捨
て
な
が
ら

を
立
ち
食

に
食
器
を
返
却
す
る

そ
の

に
も

線
が
集

ま

た
が
こ
の
企
業
に

属
す
る
事
に
な

て
か
ら

年
経
と
う
と
す
る
現
在
に
至
る
ま
で

苦

に
感
じ
た
事
は
無
い

 

か
か
ら
憎
ま
れ

ま
れ
る
事
は

生
ま
れ
つ
き

れ
て
い
た

  
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ス
ラ
ム

で
あ
る
テ
ン
ダ

ロ
イ
ン

地

で

ヒ
ス
パ
ニ

ク
の

親
と
日
系
の

親
の
間
に
生
ま
れ
た

 
ア
メ
リ
カ
で
は
明
ら
か
に
子

の
不

と
な
る
名
前
は
出
生
届
の

付
機

に
却
下
さ
れ

る

だ
か
ら

親
は
世
間
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
デ
ヴ

ル
や
サ
タ
ン
の
よ
う
な
メ
ジ

の
代
わ
り
に
ヴ

サ
ゴ
と
名
付
け
た

そ
れ
が
地
獄
の
王
子
と
称
さ
れ
る
マ
イ
ナ

な
悪

魔
の
名
で
あ
る
事
を
知
ら
ず

人
は
そ
れ
を

理
し
た

 

親
が
子

に
悪
魔
の
名
前
を
付
け
よ
う
と
す
る
理
由
は

ね
一
つ
し
か
無
い

望
ん
で
い
な
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い
の
に
生
ま
れ
た
か
ら

も

と

え
ば

憎
ん
で
い
た
か
ら
だ

 
自
身
の
二
親
が
ど
の
よ
う
に
出
会

た
か
は
知
ら
な
い
し
知
り
た
く
も
な
い
が

に
表
現

す
る
な
ら
金
で

わ
れ
た
と
い
う
事
ら
し
い

つ
ま
り
は

愛

親
は

の
人
間

だ

た

 

か
ら
す
れ
ば

期
間
は
金
を

な
く
な
る
に

し
い

だ
か
ら

親
は
堕

を
望

ん
だ
が

親
が
命
じ
て

ま
せ
た

 
な
ら
ば

親
だ
け
は

ん

を
愛
し
た

か
と
い
え
ば
そ
う
い
う

で
も
な
い

た
ま
に

状

を
チ

ク
す
る
く
ら
い
で

に

の

と
つ
も
持

て
き
た
事
は
無
か

た

あ
の
男
が
ヴ

サ
ゴ
に
与
え
た
の
は
日
本
語
を
話
す
能
力
く
ら
い
な
も
の

 

親
が

故
ヴ

サ
ゴ
を
堕

さ
せ
ず
最

限
の

育

ま
で
与
え
た
の
か
は
自
分
が
十

五

に
な

た

に
分
か

た

 
日
系
の

親
は

に
家
庭
を
作

て
い
た

を

り
子
を
育
ん
で
い
た

そ
れ
な
の
に

を
作

て
ま
で
子
を

ま
せ
る
よ
う
命
じ
た
の
は
本

の
子

は
先
天
性
の

不
全
を

て
い
て

そ
の

の
た
め
の
ド
ナ

に
な
る
子

を
つ
く
る
た
め
だ

た
の
だ

 
自
分
に

権
は
無
か

た
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し
か
し

と
つ

件
は
出
し
た

の

国
で
あ
る
日
本
で

ら
し
た
い

と

ド

ナ

の

を
果
た
せ
ば

親
に
と

て
ヴ

サ
ゴ
の
存
在
価
値
は
無
く
な
る
の
で

時
ま
で

も
金
を
与
え
る

が
な
い

だ
か
ら
と
い

て
こ
の
ま
ま
ス
ラ
ム

に

ま

て
も
ド
ラ

グ
の

人
に
な
る
く
ら
い
の
未
来
し
か
想
像
出
来
ず
な
ら
ば
い

そ
国
を
出
て
全
て
を
や
り
直
す

事
に
全
て
を

け
る
事
を
決
断
し
た

そ
れ
故
の

件
だ

た

 

親
は

思

た
よ
り
あ

さ
り

そ
の

件
を

ん
だ

 

の

と
引
き
換
え
に
パ
ス
ポ

ト
と
エ
ア
チ
ケ

ト
を
手
に
入
れ
た

親
に
別
れ
の

も
せ
ず

日
本
へ
と

り

し
か
し

て
い
た
の
は
一
層
過

な
運
命
だ

た

 
大
ま
か
に
は
二
つ

日
本
の
法
律

そ
し
て

時

し
て
い
た
風

だ

 
日
本
の
法
律
で
は
国

子
縁
組
に
は
複

な
手

き
と

格
な
審

を

せ
ら
れ
て
お
り

し
か
も
仮
に

子
縁
組
が
成
立
し
た
と
し
て
も
六

以
上
の
子

に
は
在

格
が
与
え
ら
れ

な
い

故
に
最
初
か
ら
裏
で
生
き
て
い
く
道
し
か
存
在
し
な
か

た

 

日
し
て
そ
の
事
を
知

て
か
ら
は
と
に
か
く
行
動
し
ど
う
に
か

罪
組

の
一
つ
に
入

た
が

そ
れ
は
男
を

る
事
を
快

と
す
る
女
尊
男

の
女
が
リ

ダ

の
小
さ
な
組

だ

た

入

て
す
ぐ
の
新
人
だ

た

に
す
ぐ
そ
の
矛
先
は
向
き
先

に
あ
た
る
男
も
助
け
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る
事
は
せ
ず

び
火
し
な
い
程

に
見
て
い
た

時
に
は
ご
機

取
り
の
た
め
に
女
に
ア
イ
デ

ア
を
出
そ
う
と
す
る
程
だ

異
性
は

論
同
性
か
ら
も
見
捨
て
ら
れ
そ
れ
で
も
生
き
て
い
く

に
は
し
が
み
付
く
し
か
な
い

 
だ
が

然
し
て
愛
し
て
も
く
れ
な
い

の

と

合
す
る

器
だ
け
を
欲
し
て

い
た

そ
し
て
己
を
取
り

い
て
い
た

境
に

気
が
差
し
て

日
し
た
程
だ

 
あ
る
程

我

強
く
は
あ

た
が

限

は
あ
る

ま
し
て
や
希
望
を
見
て

日
し
た
の
に

て
い
た
の
は
地
獄
に

し
い
日

 
日
本
の
法
律
に

し
て
は

め
て
い
る

法

と
は

序
で
あ
り

人
を
集
め

束
ね
る

序
機
構

十
年
も
前
か
ら
あ
る
も
の
に
文

を

た
と
こ
ろ
で
ど
う
に
も
出
来
な
い

虚
し

い
だ
け
だ

テ
ロ
行

を
し
た
と
こ
ろ
で
た

た
一
人
で
国
を

け
る
の
が

不
可
能
で
あ
る

事
を
理
解
す
る
程

に
は
知
能
も
持

て
い
た

 
だ
が

人
間
に
対
し
て
は
別
だ

 
だ
か
ら
殺
し
た

 

そ
れ
が
人
生
初
の
殺
し
だ

た

 

の
子
だ

た
が
そ
れ
で
も

器
を
得
る
に
も

機

を
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
ド
ナ
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を
解
禁
さ
れ
る
年

ま
で
育
て
る
必
要
が
あ

た

は

応
の
生
活

境
を

意
し
て
い
た

か
み
こ
そ
無
い
が
生
き
る
に
は
十
分
な

食
住

金

壊
の
影

で

男
女
問
わ
ず
殺
し

と
ク
ス
リ
が
横
行
し
て
い
た
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
と

べ
れ
ば

か
に
マ
ト
モ
な
生
活
で
あ
る

人

殺
し
な
ど
す
る
必
要
が
無
か

た
の
だ

 
だ
か
ら

日
し
て
日

ま

て
い
く
鬱

と
し
た
感
情
と
理
想
と
違
う
現
実

る
リ

ダ

と
取
り

き
達
そ
れ
に

し
て
覚
え
を
目
出

く
し
よ
う
と
す
る
男
に

え
ら

れ
ず

キ
レ
た
時
が

初
め
て
の
殺
し
だ

た

 
そ
れ
ま
で
抑
制
し
て
い
た
感
情
の
発

は
ヴ

サ
ゴ
の
人
格
を
変
容
あ
る
い
は
解
放
さ
せ

た

自
身
を

悦
ぶ
日
本
人
達
に

い
て
い
た
殺
意
の
深
さ
を
自
覚
す
る
事
で
自
分
が
ど
れ

ど
彼
ら
を

ア
ジ
ア
人
全
て
を
憎
ん
で
い
る
の
か
を

く
理
解
出
来
た
の
だ

 
そ
れ
が

ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

の

真
の
意
味
で
の
新
た
な
始
ま
り

 
ま
さ
か
殺
し
に
出
る
と
は
思

て
い
な
か

た
女
や

の
男
ど
も

人
を

な
ぶ

り

め
つ
け

る
事
を
悦
と
し
て
い
る

の
組

の

が
小
さ
か

た
の
は

を
恐
れ
て
い
た
か
ら
だ

 

ま
ら
な
い
程

に
ワ
ル
を
し
て
程

に

を

か
め
つ
つ
あ
と
は

味
に

る

型
的

な
小
物
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そ
ん
な

に
殺
意
を
自
覚
し
生
ま
れ
変
わ

た

が
負
け
る

が
無
い

そ
の
時
ば
か
り

は
死
兵
と
化
し
て
十
人

ど
の

罪
組

を
壊
滅
さ
せ

取

た

 
た

た
一
人
に
な

た
組

 

属
す
る
の
は
ス
キ
ル
も
経
験
も

に
な
い

罪
者
と
し
て
は
新

の
十
五
の
男
だ
け

し

か
も
ヒ
ス
パ
ニ

ク
と
日
本
人
の
ハ

フ
と
い
う
人
種
差
別
の
対

に
な
り
得
る
者

性
差
別
の

対

に
も
な
り
得
た

 
し
か
し
人
間

追
い

め
ら
れ
れ
ば

で
も
や
れ
る
よ
う
に
な
る

い
日
本
語
も
流

に

な

た
方
が
交

で
有

だ

知
ら
な
い

語
や
文

で

さ
れ
る
事
も
無
い

を
初
め
と

し
た

れ
な
い
ハ
イ
テ
ク
技
術
も
一

間
足
ら
ず
で

れ
て
い
た

ま
た
男
だ
か
ら
と

め
る

ツ
が
多
か

た
が

逆
に

え
ば
女
に
は

断
し
や
す
い

ツ
ば
か
り

 
そ
う
し
て
少
し
ず
つ

罪
組

を
一
人
で
回
し
て
い
く
と
よ
り
大
き
な
組

と
衝
突
す
る
事

が
あ
る

然

う

も
無
い
の
で
戦
う
事
も
無
く
投

そ
の
ま
ま
殺
さ
れ
る

だ

た
が

地

で
目

り
判
定
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
組

を
一
人
で
ぶ

し
以

そ
れ
な
り
に
裏
で
活

動
し
て
い
た
手

を

わ
れ

国
系
の

罪
組

に

わ
れ
た

組

は
英
語
ス

イ
ン
語

日
本
語
を
話
せ
る

に
偽

を
与
え

暗
殺
者
と
し
て
教
育
し
た
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戦
闘
技
術
は

か

た
が

本
的
な
デ
ス
ク
ワ

ク
は
必
死
に
覚
え
た
事
が

を

し
て
い

た
ら
し
く

練
は
戦
闘
面
ば
か
り

他
の
同
期
に

べ
て
戦
闘
面
に

け
ら
れ
た
か
ら
か

は

一
に
な

た

 
結
果
二
十

に
な
る
ま
で
の
五
年
間
で
十
九
回
の
仕
事

そ
の
多
く
が
女
尊
男

の

罪
組

リ

ダ

の
殺

を
成

さ
せ
た
ヴ

サ
ゴ
の
二
十
回
目
の

務
は
そ
れ
ま
で
と

は
全
く
勝
手
の
違
う
も
の
だ

た

 

く

日
本
人
の
子

二
人
を
誘

せ
よ

と
い
う
も
の

 
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

千
冬
に
二

覇
を
果
た
さ
れ
る
と

る

そ
う

て
依
頼

し
て
き
た
の
は
決
勝
戦
ま
で
残

た
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
参
加
し
た

全
て
の
国
だ

た

日
本
が

勝
し
て
は

る
の
だ
と
一
様
に

て
い
た
事
は
よ
く
覚
え
て
い
る

 
だ
か
ら

え

そ
の
家

を

と

そ
う

オ指
ダ

が
下
さ
れ
た

 

時

属
し
て
い
た

国
系

罪
組

が
実
行

に
な

た
の
は
組

と
し
て
大
き
過
ぎ
ず

小
さ
す
ぎ
な
い

で

た
ま
た
ま
お

が
回

て
来
た
だ
け
だ
ろ
う

陽
動
と
し
て
似
た
り

寄

た
り
の

の
同
業
他

が

た
か
ら
恐
ら
く
は

国
の
事
情

が
絡
ん
で
い
た

最

知

た
事
で
は
な
い
が
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そ
し
て
実
行
に

た

だ
が

予
想
外
だ

た
の
は

日
本

の
動
き
だ

 

千
冬
は
出
場
し
そ
の
ま
ま

勝
を
収
め
た

後
に
そ
れ
が

千
冬
を
神
聖

す
る

女
尊
男

の
国

会
の

人
の
独
断
と
分
か

た
が

時
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

依
頼
の
指

と
し
て
は

た
し
て
い
る
が

国
が
求
め
る
も
の
は

千
冬
の
不
戦

依
頼

を
成

さ
せ
て
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が

足
し
て
い
な
い
の
で
は
報

が

払
わ
れ
る
事
は
あ
ま

り
な
い

国
絡
み

更
に
は

れ
仕
事
で
あ
れ
ば

の
事

 
そ
の
場
で
チ

ム
は
解

し
た

切
り
で

消
さ
れ
る
事
を
覚
悟
し
て
い
て
も
死
に
た

い

で
は
な
い

少
し
で
も
生
き
る
た
め
に
は

が
バ
ラ
け
て
動
く
必
要
が
あ

た

 
そ
の

中
が
今
も
生
き
て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い
が

恐
ら
く

死
ん
だ
だ
ろ
う

 

が
生
き
て
い
る
の
は

失

を
前

に
別
の
依
頼
も

け
て
い
た
か
ら

 

最
終
的
に
依
頼
の
目
的
は
果
た
さ
れ
な
か

た
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
中
心
だ

た
ド
イ

ツ
は
タ
ダ
で
は
転
ば
な
か

た

 
ド
イ
ツ
は
仮
に

千
冬
が

権
し
た
場
合
誘

さ
れ
た
弟
達
の

索
に
協
力
す
る
事
を

慮
し
て
い
た
の
だ

協
力
す
る
事
で
恩
を

り

世
界
最
強
の
力
を

部
隊
に
取
り
入
れ
よ
う

と
し
た
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し
か
も

子

に
価
値
を
向
け
て
い
な
い

で
は
無
か

た

 
神

と
呼
ば
れ
た
兄

出
来
損
な
い
と
さ
れ
る
弟

片
や

に
姉

り
の
才
を
見
せ
て
い
た

で
は
弟
に
は
無
い
の
か

と

う
に
は

あ
ま
り
に

過
ぎ
る
年

だ

 
育
て
て
み
る
の
も
悪
く
な
い

人
体
実
験
の

体
と
し
て
も
世
界
最
強
と
同
じ
血

は
有

だ 
そ
う
判
断
し
た
ド
イ
ツ
の
裏
の
組

か
ら

千
冬
が
出
場
し
て
も
不
戦

に
な

て
も
子

を
運
送
す
る
よ
う
依
頼
を

け
て
い
た

は
自
失
状

の

一

を
運
ん
だ

を
見
ら

れ
た
か
ら
と
殺
そ
う
と
し
た

ツ
も

た
が
実

に

一

を
運
ん
だ
の
は

で
指
紋
や

髪
の
始

を
す
る
と

え
ば

付
き
合
う
義
理
も
無
い
の
で
す
ぐ
ど
こ
か
へ
行

た

 
全

が
立
ち
去

た
後

裏
の
組

の
サ
ポ

ト
を

け
て

れ
な
が
ら

へ
と
運
び

新
た
に
戦
闘
技
術
の

練
依
頼
を

け

さ
れ

一

専
属
の
教
導

に
な

て

 
三
か
月
後

死
に
目
に
遭
い
な
が
ら
も
生
還
し
た

 
地
下

め
て

の

し
い

だ

た
が
ど
う
に
か

我
の
手

て
を
し
あ
り

た

け
の
金
と
食

を
得
た
後

生
ま
れ
故
郷
に

し
い
ア
メ
リ
カ
へ

た

 

に
傷
だ
ら
け
の
た
め
真

な

に
あ
り
つ
く
事
は
不
可
能

だ
が

日
本
と
違
い
軍



 
幕 間 之 物 語

Ｉｎｔｅｒｌｕｄｅ Ｓｔｏｒｙ：兇人編 〜
ブ
兄

ロ
弟〜

事
を
⺠
間
事
業
に

う
企
業
が
あ

た
た
め
実
の
と
こ
ろ
技
術
さ
え
あ
れ
ば
⺠
間
軍
事
会

に

を

く
事
は
容

だ

た

初
手
で
日
本
に

た
の
は
過
ち
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
と

思

て
し
ま
う

ど
の
ス
ム

ズ
さ

 
経
験
を

む
と
い
う
意
味
で
は
良
か

た

り
法

国
家
の
日
本
に
も
か
な
り
根
深
い
闇
が

あ
る
と
思

た
も
の
だ

 
と
も
あ
れ
そ
ん
な

を
経
て

り

い
た
の
が
サ
ン
デ

エ
ゴ
に
本

を

く
⺠
間

軍
事
会

グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ

で
あ
る

 

時
は
⺠
間
軍
事
会

の
中
で
も

要
人
の
護
衛
契
約
を
主
と
す
る
グ
ロ

ジ

ン
・
セ

キ

リ
テ

ズ
か
ら
軍
事
活
動
も
行
う

兵
を
も
手
広
く

う
今
の
形

法
律
的
に

黒
寄
り
の
グ
レ

に
変
わ
る

だ

た
の
で
入
り

む
の
は
至
極
容

だ

た

表

に
は
さ
れ
な
い

日
本
が
二

覇
を
果
た
し
た
影

の
一
つ
だ

 

そ
の
影

が

呼
び
水
と
な

た
の
か

 

グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ

略
称
グ
ロ

ジ

ン

は

裏

で
Ｎ
Ｓ
Ａ
や
Ｃ
Ｉ
Ａ
絡
み
の

れ
仕
事
を
引
き

け
ど
う
に
か
存

し
大
き
く
な

た
企
業

だ

依
頼
の
中
に
は
ア
メ
リ
カ

の

人
や

意
の
も
の
が

れ
て
い
る
事
も
多
い
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そ
し
て

が

さ
れ
た
直
後

ア
メ
リ
カ

意
の
依
頼
が
舞
い

ん
で
き
た

 
現
実
世
界
で
は
決
し
て
近
づ
け
な
い

手
を

仮
想
世
界
で
殺
す

 

そ
れ
が

デ
ス
ゲ

ム
に

び

ん
だ

の

務

 
事
件
に

き

ま
れ
た
タ

ゲ

ト
は

備
の

し
い
自

で

護
さ
れ
て
い
て
絶
対
外
に
出

て
来
な
い

デ
ス
ゲ

ム
に

せ
て
も

時
死
ぬ
か
は
分
か
ら
な
い
し
死
な
ず
に
脱
出
す
る
可

能
性
も
あ
る

し
か
し
同
じ
ゲ

ム
に
ダ
イ
ブ
し

手
の

を
ゼ
ロ
に
す
れ
ば

現
実
世
界

で

ナ

ヴ
ギ
ア

が
殺
し
て
く
れ
る

 
無
論

問

も
無
く
は
な
か

た

 
ゲ

ム
ク
リ
ア
ま
で
ヴ

サ
ゴ
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
な
い
万
が
一
死
ね
ば

務
失

に
な
り

か
ね
な
い
事
だ
け
で
な
く
ヴ

サ
ゴ
自
身
が
タ

ゲ

ト
を
攻
撃
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
制

約
が
あ

た

が

を
攻
撃
し
た
の
か
と
い
う
ロ
グ
が
取
ら
れ
て
い
れ
ば
暗
殺
の
証

が
残

て
し
ま
う
か
ら
だ

 
事
実

中
で
殺
さ
れ
た
の
で

タ

ゲ

ト
を
殺
す
事
は
叶
わ
な
か

た

 

最
終
的
に
全
損
者
を

め
全
プ
レ
イ

が
救
出
さ
れ
た
の
で
殺
せ
て
い
て
も

務
は
失

し
て
い
た
だ
ろ
う



 
幕 間 之 物 語

Ｉｎｔｅｒｌｕｄｅ Ｓｔｏｒｙ：兇人編 〜
ブ
兄

ロ
弟〜

 
そ
う
し
て
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
分
だ

た
が
⺠
間
軍
事
会

に
は
そ
の
ま
ま
身

を
寄
せ
る
事
に
な

た

 
デ
ス
ゲ

ム
に

た

か
ら
疑
問
だ

た
の
だ

一
年
以
上
も
殺
す
事
に
時
間
を
掛
け
て
い
る

ヴ

サ
ゴ
の
身
体

持
を

故

け
て
い
る
の
か
と

ク
リ
ア
と
同
時
に
全
損
者
が
死
ぬ
か
も

し
れ
な
い

な
ら
ば

が
殺
し
た
か
分
か
ら
な
く
す
れ
ば
組

が

ぎ
つ
け
ら
れ
る
事
は

論

大
な
報

を
出
さ
な
く
て
済
む

 

だ

て
そ
う

え

な
人
間
を
切
り
捨
て
る

 
し
か
し

グ
ロ

ジ

ン

の
最
年
少

に
し
て
大

主
で
も
あ
る
男
は

そ
う
し
な

か

た
あ
の
子

の
事
を
教
え
ろ

 

弱
し
切

た

の
下
を
わ
ざ
わ
ざ

ね

と

無
自
覚
だ
ろ
う
が
有
無
を

わ
さ

な
い
圧
力
を
掛
け
な
が
ら

て
来
た
の
だ

 
・あ
・の
・子
・

最
初
は

の
事
か
不
明
だ

た
が
現
実
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
戦
放

が
さ

れ
て
い
る
と
知

て

を

ん
だ
後
に
そ
の
男
が
知
ろ
う
と
求
め
て
い
る
も
の
が
理
解
出
来

た

黒
の
剣
士

だ

と

そ
う

す
る
の
は
容

だ

た
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そ
れ
を
話
す

件
と
し
て
身
の
安
全

つ
ま
り
立
場
の
確
保
を
求
め
た

少
な
く
と
も

今
回
の
依
頼
失

を
前

に
し
て
も

じ

さ
れ
な
い
後
ろ
盾
を
欲
し
た

 

い
い
だ
ろ
う

 

と
無
理

に
近
い
要
求
だ

た

だ
が
そ
の
男
は
二
つ
返
事
で

き
数
日
と
経
た
ず

依
頼
人
か
ら
無
償
の
契
約
破

を

い

さ
れ

然
と
さ
せ
ら
れ
た
の
は
良
い
思
い
出
だ

 
そ
し
て
更
に
予
想
外
な
事
に
非
正

か
ら
正

へ
の
契
約
変
更
手

き
も
行
う
事
に

な

た

 
最
年
少

の
男
は

の
事
を
把
握
し
て
い
た

日
本
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
が
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
た

像
に
は
一

に

開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
そ
の

別
は
対
策
チ

ム
と
日
本

が
行

て
い
る

が

そ
の

の
中
に

グ
ロ

ジ

ン

と

意
に
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ

人
と
繋
が

た
人
間
が

た
ら
し
い

そ
の
人
間
か
ら
話
が
流
れ
て
来

て

知

て
い
た
と
い
う
事
だ

 
ま

ヒ
ス
パ
ニ

ク
と
日
系
の
ハ

フ
の
男
は
グ
ロ

ジ

ン

更
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で

も
自
分
だ
け
だ
と
思
う
の
で
依
頼
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
れ
ば

た
り
を
付
け
ら
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
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そ
う
し
てＰ

ｏ
Ｈの

事
を
把
握
し
て
い
た
男
は

グ
ロ

ジ

ン

に

け
る
最
高
作
戦
責

者

だ

た
の
で

実

的
に
直
属
の
部
下
に
し
た
と

え
る

 
無
論

他
の

者
達
に
は
内
密
だ

 
情
報
の
与
え
合
い

そ
れ
も
実

の
無
い
も
の
だ
が
対
外
的
に
あ
ま
り
良
い
と
は

え

な
い

く
な
い

を
探
る
の
は

だ

て
す
る
事
だ

だ

て
す
る

 
そ
し
て

く
な
い

を
探
ら
れ
る
の
は

だ

て

だ

ヴ

サ
ゴ

ン
お

 
ブ兄
ロ弟

じ

ね

か

兄
弟
呼
び
は
や
め
ろ
と

え
ば

 

し
か
し

そ
ん
な
事
は
知

た
事
で
は
無
い

 
大

主
の
最
年
少

が
掛
け
て
き
た
声
に

気
安
い
と

も
が
思
う
だ
ろ
う
ノ
リ
で
返
す

ブ兄
ロ弟

と
呼
ん
だ
時
に

の
男
も

を

め
た

 
だ
が

を

め
た
理
由
が
気
安
さ
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
事
を

は
知

て
い
る

 
こ
の
男
に
は

が
無
い

気

が
無
い

で
は
な
く

ん

れ
な
い

で
も
な
い

そ

も
そ
も
気

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

に

る
事
す
ら
予
想
出
来
な
い
の
だ
が
そ
う
い
う
意
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味
の

で
は
な
い

 
こ

ち
が
ど
ん
な
風
に

し
て
も
そ
れ
を
不
快
に
思
う
事
は

論
喜
ぶ
事
も
無
い

目
の

前
に
い
る
男
に
と

て
友
人
だ
の

間
だ
の
と
い
う

な
る
感
情
に

づ
く

な
人
間

は

理
解
不
能
な
シ
ロ
モ
ノ
で
し
か
な
い
か
ら
だ

 
あ
る
意
味
四

定

と
い
う
か
理

あ
り
き
の
男
だ
が
ど
う
し
て
か
つ
ま
ら
な
い
と
思

た
事
は
一

も
無
い

 
恐
ら
く
そ
れ
は
共

の
話

を
持

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

そ
の
話

に
対
し
て
の
み
見
せ

る
人
間
ら
し
さ

い
う
な
れ
ば

欲
さ
こ
そ
が
本

そ
れ
以
外
は
ど
う
で
も
い
い
と
思

て
い
る

 
だ
か
ら

先
程
男
が

を

め
た
の
は

不
可
解

と
い
う
結
論
故
だ

こ
ん
な
シ
ケ
た

で
会
う
な
ん
て
思
わ
な
か

た

こ
こ
は
私
が

を
務
め
る
仕
事
場
だ
ぞ

に

て

が
お
か
し
い

い
や

兄
弟
が

食

に
足
を
運
ぶ
な
ん
ざ

今
ま
で
見
た
事
な
か

た
か
ら
よ

 

い
な
が
ら

男
の

を

め
る

 
金
髪
を

め
の
オ

ル
バ

ク
に

め
た
髪
型

の
色
は
ブ
ル

一
八
五
セ
ン
チ
の
体
を
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む
の
は
白
の
ド
レ
ス
シ

ツ
に
ダ

ク
グ
レ

の
ス
ラ

ク
ス

は
コ

ド
バ
ン
の
オ

ダ

メ
イ
ド

が
ど
う
見
て
も

ホ
ワ
イ
ト
・
エ
ス
タ
ブ
リ

シ

メ
ン
ト

白
人

配
者
層
然
と
し
た
出
で
立
ち
だ

 
少
な
く
と
も
日

け
し
た

に

な
シ

ツ
と
ア

ミ

パ
ン
ツ
レ
ザ

ブ

ツ
に
身
を

む
無
骨
な
男
達
の
近
く
に
い
る
人
種
で
は
な
い
だ
ろ
う

そ
う
か

そ
れ
よ
り

見
て
み
ろ

中

興
味
深
い
事
に
な

て
い
る
ぞ

 

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か

て
い
る
の
か

を

め
る
だ
け
で
流
し
た
男
は
手
に
持

て

い
た
バ
イ
ン
ダ

サ
イ
ズ
の
タ
ブ
レ

ト
を
差
し
出
し
て
来
た

兄
弟
が
そ
う

う

て
事
は

マ
ジ
な
ん
だ
ろ
う
な

 
男
が
興
味
を
持
つ
程

し
か
も

れ
な
い

食

に
ま
で
足
を
運
び
見
る
よ
う
勧

め
て
来
る
程
だ

十
中
八
九
あ
の
子

キ
リ
ト
絡
み
だ
ろ
う

 
そ
う
い
え
ば
こ
こ
数
日
騒
が
し
く
な

て
い
た
な
と
思
い
出
し
な
が
ら
タ
ブ
レ

ト
を

け

取
り

線
を

と
す

あ

 

て
い
る

面
を
認
め
た
直
後

ヘ
ン
な
声
が
出
て
し
ま

た

 

面
に

て
い
る
覚
え
の
あ
り
過
ぎ
る
黒

の
剣
士
と
そ
の
剣
士
に
斬
り

せ
ら
れ
る
オ
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レ
ン
ジ
カ

ル
の
男
達

そ
し
て
そ
れ
を

か
ら
見
守
る
よ
う
に

め
て
い
る
傷
だ
ら
け

の
上

身
を
晒
し
た

剣
を
持
つ
少
年

 
見
た
だ
け
で
は
理
解
が

ば
な
い
光

だ

た

 

に
タ
ブ
レ

ト
を

し
た
男
に

線
を
向
け
る
と

を
組
ん
だ
男
が
し
た
り

で
経

を

語

た

 
ど
う
や
ら
デ
ス
ゲ

ム
に
あ

た
負
の
感
情
が
デ

タ
デ
リ

ト
に
反
抗
し

バ
グ
と
し
て

残

て
い
て
そ
れ
を

理
す
る

に
動
い
て
い
る

そ
の
一
幕
と
し
て
過
去
の

像
が
流
れ
て

い
る
と
い
う
事
ら
し
い

 
未
だ

黒

の
剣
士
を
中
心
と
し
た
展
開
が
流
れ
て
い
る
理
由
は
不
明
の
よ
う
だ
が

な
る

ど
ね

 

得
し

を

で
る

 
黒

の
剣
士

キ
リ
ト
は

ビ

タ

と
し
て
悪
意
を
集
め
て
い
た

そ
の
一
幕
が
流

れ
る
と
な
れ
ば

お
そ
ら
く
負
の

と
し
て
残

て
い
る
の
は
キ
リ
ト
の
残
滓
な
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は

が

に
な
る
と
マ
ズ
い
か
ら
と

理
に
動
い
て
い
る
ら
し
い

 
こ
れ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
は
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な
ん
だ

か
分
か

た
の
か

あ
あ
タ
ブ
ン
な

こ
り

面
白

事
に
な
る

中

ど
う
し
て
ア
イ
ツ
現
実
に

て
か
ら
も
ス
ゲ

事
に
な

て
や
が
ン
な

 
く
く

と

の

で

う

 
こ
れ
が
全
世
界
配
信
さ
れ
て
い
る
事
は
恐
ら
く
知
ら
な
い
だ
ろ
う

心
を
許
し
た
人
間
し
か
秘

密
を
明
か
さ
な
い
の
が
人
の
本
能

ま
し
て
や
キ
リ
ト
の
過
去
に
は
殺
人
が
あ
る

そ
れ
を
あ

け

ろ

に
明
か
す
人
間
性
で
な
い
以
上
こ
れ
は
本
人
に
許
可
を
取
ら
ず
ど
こ
か
の

か

が
流
し
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

 
流
し
て
い
る

か
は
知
ら
な
い
が

の
キ
リ
ト
の
事
は
ど
う
な
の
か

と
気
に
は

な

て
い
た

 
い
い
機
会
だ
か
ら

を

え
て
見
届
け
る
と
し
よ
う

む

ヴ

サ
ゴ
お
前
の
眼
か
ら
見
て
流
れ
て
い
る

像
は
真
実
過
去
の
も
の
な
の
か

 

て
い
る
と
男
が
そ
う
問
う
て
き
た

と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
真

に
思
え

る
ブ
ル

の

は

興
味
一
色
で

ま

て
い
る
事
に

は
気
付
い
た
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全
部
見
て
る

じ

ね

が
多
分
そ
う
だ
と
思
う

ウ

流
し
た
と
こ
ろ
で
コ
イ
ツ
に
は

意
味
無
い
か
ら
な

そ
の

ぶ
り
で
は

故
そ
ん
な
事
に
な

て
い
る
か
が
分
か

て
い
る
よ
う
に

こ
え

る
がお

お
よ

心

た
り
あ
り
ま
く
り
だ
か
ら
な

な
る

ど

で
は
そ
の
情
報

上
物
の
ワ
イ
ン
と
引
き
換
え
に
ど
う
だ

イ
イ
ね

 

速

り
し
よ
う

 
興
味

な
兄
弟
に
タ
ブ
レ

ト
を
返
し
た

は
男
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
最
高
作
戦

責

者

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

の

務

へ
と
向
か

た

  
・
原
作
と
の

違

十
五

で
日
本
に

る
２
０
１

ま
で
は
同
じ
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原
作

初
手
で

国
系
の

罪
組

に
入
る

十
回
目
の
仕
事
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
潜
入
依
頼

け
る

２
０
２
２

デ
ス
ゲ

ム
内
の
解
放
感
で
己
の
欲
望
や
殺
意

憎
悪
に
正
直
に
な
る

対

殺
し
た
け
ど
報

出
し

た
組

の
リ

ダ

殺
し
て

２
０
２
４

グ
ロ

ジ

ン

の

サ
イ
バ

・
オ

レ

シ

ン

部

に
潜
入

約
一
年

後
に

の
強
奪
チ

ム
に
入
る

ア
ニ
メ
部
分
２
０
２

  
本
作

初
手
で
女
尊
男

リ

ダ

の
小
物
組

に
入

て
し
ま
う

２
０
１

日

の
ス
ト
レ
ス
や
女
尊
男

の

い
で
キ
レ
て

メ
ン
バ

ぶ

こ
ろ

初
め
て
の
殺
人
を
契
機
に
憎
悪
に
正
直
に
な
る

く
一
人
で

罪
組

を
回
す

ら

必
死
の
ス
キ
ル
ア

プ
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国
系
の

罪
組

と
仕
事
が

り

合

で
参
入

２
０
２
１

国
の
依
頼
で
ロ
シ
ア
に

び

兄
弟
誘

２
０
２
１

千
冬
出
場
で

じ
恐
れ
て
チ

ム
解

す
る
も
見
越
し
て

け
た
依
頼
の

に
一

だ
け

に

れ
て
行
き

依
頼
更
新

コ
ア

め

ま
れ
て

し
た
一

に
よ
り
深
手
を
負
う
が
生
き
残
る

２
０
２
１

の
金
と
食

で
ロ
シ
ア
か
ら

二

覇
の
影

で
経

方

を
変
え
た
ば
か
り
の

グ
ロ

ジ

ン

に
潜

２
０
２
１

２
０
２
２

日
本
の
要
人
殺

依
頼
の

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
ダ
イ
ブ

２
０
２
２

キ

リ

ト
一

の
存
在
を
知

て
大

喜

２
０
２
２

第
一
層
突
破

キ

リ

ト
一

と
直

対
面

２
０
２
４

第
四
十
七
層
に
て

う

戦
で
最
初
に
キ
リ
ト
に
殺
さ
れ
る

２
０
２
４

２
０
２
４

シ

リ
カ
編

リ
ズ
ベ

ト
編

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
キ
リ
ト
と
再
会
す
る

２
０
２
４

生
還
し

ガ
ブ
リ
エ
ル
と
契
約
変
更
手

き
す
る

２
０
２
４
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ヴ

サ
ゴ

ま
だ

て
る

２
０
２

  
・
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

現
在

 
お
そ
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
一
番
イ
イ
空
気
を

て
た

ベ

や
つ

 

名
は
フ

イ
ル

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
潜

た
殺
人
依
頼
を
達
成
出
来
な
か

た
ク
セ
に
生
き
残

て
た
事
か
ら
原
作
キ

ラ
ク
リ

タ

に
付
け
ら
れ
た

あ
ま
り
気
に
し
て
お
ら
ず
そ
こ

は
か
と
な
く
気
に
入

て
い
る
フ
シ
が
あ
る

い

た
い

ダ
レ

と
重
ね
て
る
ん
で
す
か
ね

 
二
十

に
な
る
ま
で
は
色

な
人
生
を
送

て
お
り
悲

さ
と
い
う
意
味
で
は
あ
る
意

味
和一
人

と
ど

こ
い
ど

こ
い

一

も
愛
さ
れ
な
か

た
と
い
う
点
に

い
て
は
む
し
ろ
勝

る

そ
の

を
取
る
よ
う
に
い
ま
は
か
な
り

運
に

ま
れ
て
お
り

属
す
る
⺠
間
軍
事

会

の
大

主
と

を

み
合
う

に

 

で
は
キ
リ
ト

現
実
で
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
と

破

者
に
事
欠
か
な
い
兇
人

 
自
分
の

を
ハ

キ
リ
持
ち
つ
つ

命
最

先
に
し
な
が
ら
も

し
む
事
を
忘
れ
な
い

り

結
構
強
か
な
一
面
を
持
つ

 
ち
な
み
に
雲

れ
出
来
て
い
る
の
は
本
文
に
あ
る
よ
う
に
非
正

の

か
ら
企
業
に
対
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し
使

て
い
た
名
前
は
偽
名
で

コ

ド
ネ

ム
を
本
名
に
し
て
い
た
か
ら

 

切
り
を

然
の
よ
う
に
す
る
企
業

手
に
本
名
を
晒
す
人
は
ま
ず

な
い

 
そ
し
て
コ

ド
ネ

ム
は
企
業
に
よ

て
業
界
の
中
で

一
し
て
使
う
が
本
名
と
思
わ
れ
に

く
い

ヴ

サ
ゴ

と
い
う
名
前
も

中
世
の
魔
法
書

ゲ

テ

ア

に
記
さ
れ
た
七
十
二

人
の
悪
魔
の
一
人

地
獄
の
王
子
だ
と
さ
れ
る
も
の
が
由
来

そ
れ
に
あ
や
か

て
と

え
ば

ど
の
人
間
が
信
じ

む

兵
と
し
て
の
ジ

ク
の
一

に
し
て
し
ま
え
る

 
仮
に
和
人
か
ら
話
が
出
て
も
企
業
に
登
録
し
て
る
名
前
と
異
な
る
せ
い
で
自
身
の
身

ま
で

り

け
な
い

そ
れ
は

機

国
家
機

だ
ろ
う
と
同
じ
事

 

と
い
う
経

が
あ

て

Ｐ
ｏ
Ｈ
は

ヴ本
サ
ゴ名

の
コ

ド
ネ

ム
で
知
ら
れ
て
い
る

 
キ
リ
ト
勢
力
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
本
名
だ
と
認
識
し
て
お
り
そ
れ
以
外
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
を

め
て
偽

名
と
認
識
し
て
い
る
と
い
う
事

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
と

て
も
名
前
は
か
な
り
重
要

す
る
べ
き
モ
ノ

そ
う
い
う
意
味
で
は
和

人
と
の
共

点
と

え
る
か
も
し
れ
な
い

 
実
は
ク
ラ
イ
ン
よ
り
年
下

小
声
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・
ク
リ

タ

年

不

 
原
作
キ

ラ

 
ヒ

ロ
が
り
眼

の
ハ

カ

君
と

タ
ケ
ル

と

キ

ラ

り
し
て
な
い
で
も

な
い
が
ハ

カ

キ

ラ
は
大
体
こ
ん
な
感
じ

か
真
か

ン
タ
ゴ
ン
の
セ
キ

リ
テ

を

突
破
し
た
経
歴
が
あ
る
と
の
話
で
原
作
で
は

も
れ
た
天
才

タ
ケ
ル
と

の
サ
イ

バ

・
オ

レ

シ

ン
を

す
る

ア
ニ
メ
で
も
そ
の
片

と
発
想
力
を
見
せ
た

 
ヴ

サ
ゴ
が
四
つ
目

ロ
ウ
と
呼
ん
で
い
る
理
由
は
特
に
明
か
さ
れ
て
い
な
い
が
お
そ

ら
く
は
企
業
登
録
名
が

ク
リ

タ

で

コ

ド
ネ

ム
が

フ

ア
イ
ズ

な
の
だ
と

思
わ
れ
る

 
原
作
だ
と
ヴ

サ
ゴ
に
対
し
ポ
リ
ゴ
ン
で
し
か

を
撃

た
事
が
無
い
と

う
が
本
作

ヴ

サ
ゴ
は

は
お
ろ
か
和
人
に
対
し
ナ
イ
フ
や
Ｃ

Ｃ
の
手
解
き
も
し
て
い
る
し
な
ん
な

ら

一

の

波
を

に

け
て
い
な
が
ら
生
還
し
て
い
る
の
で
そ
ん
な

葉
は

け
な
い

 
で
も

フ

イ
ル

と

蔑
し
て
い
る
か
ら
そ
の

知
ら
な
い

 
キ
リ
ト
に
と

て
の
リ
ン
ド
の
よ
う
な
人
物

 
一
応
原
作
の
強
襲
メ
ン
バ

の
中
で
は
常
識
人
寄
り
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だ
が

原
作
だ
と

あ
の
な

・あ

と

を

え
て
文

に
し
て
い
る
語

ば
し

キ

ラ
な
の
だ
が

後

に
な
る
と
そ
れ
が
消
え
た
り

一
色
に
な

た
り
と

ち

く

ち

く
ブ
レ
ブ
レ
な
キ

ラ
で
あ
る

  
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

現
在

 
現
在
ア
ニ
メ
で
動
い
て
る

ベ

真

や
つ

 
グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ
の
十
人
い
る

の
中
で
最
年
少
に

す
る
最
高
作
戦
責

者

原
作

編
で

 
原
作
者
に
ブ
ラ

ク
ホ

ル
の
よ
う
と

え
ら
れ
る

ど
魂
感
情
の

無
し
さ
を

わ

せ

そ
れ
が
影

し
て

他
者
の

心
意

を

で

け
る

と
い
う
心
意
攻
撃
の
原

を
真

向
か
ら
無

化
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
本
作
現
時
点
で
は
ま
だ

プ
ロ
ジ

ク
ト
が
本
格
的
に
動
き
出
し
て
い

な
い
の
で

ガ
ブ
リ
エ
ル
も
ア
リ
ス
の
存
在
を
知
ら
な
い

 
そ
の
せ
い
で

か
し
い
命
の

き
を
見
せ
た
キ
リ
ト
に
標
的
を
定
め
て
し
ま

た

 
原
作
で
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の

・第
・一
・回

第
四
回

バ
レ

ト
・
オ
ブ
・
バ
レ

ツ

に
て

サ
ト
ラ
イ
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ザ

と
い
う
名
義
で
出
場
日
本
人
プ
レ
イ

を
蹂
躙
し
た
事
が
あ

た

ど
ち
ら
も

味
し
い
魂

意

を
求
め

世
界
で
の
殺
し
で
魂
を
見
た
が

て
の
も
の

 

つ
ま
り

そ
う
い
う
事
で
あ
る

フ
ラ
グ

  
・

キ

リ

ト

桐

谷
和
人

 
未
来
の

ベ闇
クの
タ神

に
目
を
付
け
ら
れ
ち

た
子

 
ヒ
ト

い
の
天
災
束
に
始
ま
り

ア
ジ
ア
人

い
の
ヴ

サ
ゴ
剣
狂
い
の
直
葉
生
き
狂

い
の
紺

姉
妹
絶

ト
ラ
ウ
マ
の

ア
ル
ゴ
孤
独
な
天
才
少
女
セ
ブ
ン
に

け
て
魂

狂
い
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
ま
で
魅
了
し
ち

た
剣
士

 
覚
悟
強
い
か
ら
ね

し

う
が
な
い
ネ

 
感
情
だ
け
で

波
三
つ
分
の
人
格
分
裂

こ
す
と
か
前
代
未

の
事
や
ら
か
し
て
る
か
ら
ネ

 

来
的
に
ガ
ブ
リ
エ
ル

ヴ

サ
ゴ

名
と
の
対
決
が
運
命
付
け
ら
れ
た

 
き

と
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
心
意
で
お
姫
様
の
よ
う
に

れ
去
ら
れ
る
事
で
し

う

す

る
光
の
巫
女
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Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｄ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
魂
食
編
 

君

の

魂

は

き

と

甘

い

だ

ろ

う

Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
ｗ
ｉ
ｌ
ｌ

ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

ア
ニ
メ
の
暗
黒
神
ベ
ク
タ

 

数

約
八
千

 
前

は

変
え
て
る
だ
け
で

原
作
ま
ん
ま
の
文
章
で
す

運

対
応
コ
ワ

 
で

も
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
異
常
性
を
知
る
に
は
不
可
欠
な
ス
ト

リ

だ
か
ら

 
で
は
ど
う
ぞ

  

色
を

う
片
手

ド剣
マ使
ンい
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少
女
の
よ
う
に

い
体
と
そ
の

に

す
る
⻑
大
な
片
手
剣
が
不
思
議
に

和
し
て
い

る

過
去
の
残
像
た
る
そ
の

は
現
在
カ
メ
ラ
に
背
を
向
け
る
よ
う
に
し
て

密
に
は
彼

方
を
目
指
し
て

け
て
い
る
た
め

は
見
え
な
い

 
だ
が

自
分
が
初
め
て
見
た
時
点
か
ら

年
以
上
前
の

と
は

え

に
が
ろ
う

の
よ
う
に

雄

し
く

い
容

を
得
て
い
る
だ
ろ
う

 

然
と
日

を
過
ご
す
人
間
と
違
い
命
を

や
す
が
如
き
雄

し
さ
は

よ
り
も

い
て

見
え
る

 
少
な
く
と
も

片
手

ド剣
マ使
ンい

の

に

た
⻘
年
少
女
達
に

べ
れ
ば

か
に
強
い

き

だ

集

の
中
心
に
な
る
の
も

然
と

え
よ
う

人
間
は
強
い

き
を
求
め
て

た
か集

る
も
の
な

の
だ

 

そ
の

き
を
見
た
時
そ
れ
を

と
し
て
も
手
に
入
れ
た
い
と
い
う

し
い
衝
動
に

ら

れ
た

 
こ
の
眼
で
定
め
た

き

と
は

片
手

ド剣
マ使
ンい

の

な
容

の
事
で
は
無
い

 
ウ
ル魂

 

全
て
の

教
は
魂
の

念
を
取
り
入
れ
て
い
る

も
ち
ろ
ん
キ
リ
ス
ト
教
も
人
間
が



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

死
ね
ば
魂
は
生
前
の
行
い
に
よ

て
天
国
か
地
獄
に
送
ら
れ
る
と
説
く

 
し
か
し

ガ
ブ
リ
エ
ル

自
分
が
魂
の
存
在
を
信
じ

そ
れ
を
得
た
い
と
追
い
求
め
る
の
は

プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
だ
か
ら
で
も

カ
ト
リ

ク
だ
か
ら
で
も
な
い

 
知

て
い
る
の
だ

実
体
験
と
し
て

我
が
目
で
確
か
に
見
た
の
だ

 
己
のか

い
なの

中
で
い
ま
ま
さ
に
事
切
れ
よ
う
と
し
て
い
る
少
女
の

か
ら

え
よ
う
も
な
く

し
い
光
の
集
合
体
が

び
立
つ
さ
ま
を

  
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

は
一
九
九
八
年
三
月
に
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近

の
パ
シ
フ

ク
・
パ
リ
セ

ズ
と
い
う

で
生
ま
れ
た

 
兄
弟
姉
妹
は
な
く

福
な

の
精
神
的
物

的
な
愛
情
を

し
み
な
く

が
れ
て
育

た

ら
し
て
い
た

敷
は
広
大
で
遊
び
場
に
は
事
欠
か
な
か

た
が

い
ガ
ブ
リ
エ
ル
が

最
も

ん
だ
場

は

親
の
コ
レ
ク
シ

ン
保

だ

た

 

グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ

の
前
身
で
あ
る

グ
ロ

ジ

ン
・
セ

キ

リ
テ

ズ
の
オ

ナ

経

者
だ

た

親
は

標
本
のし

うし

う集
を

味
と
し
て
い

て
広
い
保

に
は
数
え
き
れ
な
い
程
の
ガ
ラ
ス
ケ

ス
が

べ
ら
れ
て
い
た

ガ
ブ
リ
エ
ル
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は
時
間
を
見
つ
け
て
は
保

に

り

大

片
手
に
色
取
り
取
り
の

た
ち
を

め
た
り

部

中

の

フ

に

掛
け
て

ん
や
り
と
空
想
に

け

た
り
し
て
い
た

 

天

が
高
く

暗
い
部

の
中

を
数
万

も
の
物

わ
ぬ

た
ち
に

ま
れ
て

い
る
と

い
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
時
と
し
て

な
感

に
襲
わ
れ
た

 
こ
の

た
ち
は
み
ん
な

あ
る

間
ま
で
は
生
き
て
い
た

ア
フ
リ
カ
の

原
や
中

の
砂

の
密
林
な
ど
で

気
に

を
作

た
り
エ
サ
を
探
し
た
り
し
て
い
た

し
か
し
あ
る

と
き

取
者
に

ま
り

品
で

理
さ
れ

か
の

を
経
て
最
後
は
ミ
ラ

家
の
ガ

ラ
ス
ケ

ス
に
行

よ
く

ぶ
事
と
な
る

 
つ
ま
り
こ
の
部

は

標
本
の
コ
レ
ク
シ

ン
・
ル

ム
で
あ
る
と
同
時
に
殺
戮
さ
れ
た

を

万
も

べ
た

大
墓
地
で
も
あ
る
の
だ

 

を

じ

の

た
ち
が
突
然
命
を
取
り

し
た
ら

と
想
像
し
た
事
が
あ
る

 
六
本
の
足
が

命
に

を
掻
き
触
覚
や

が

え
る

か
さ
か
さ
か
さ
か
さ
と
い
う

か
な

が
無
数
に
重
な
り

い
た
さ
ざ
波
と
な

て

を
打
つ

 
そ
ん
な

想
に

て
い
る
と

と
ケ

ス
の

に

め
ら
れ
た
一
体
の

が
動
い
た
よ
う

な
気
が
し
て
ケ

ス
に

け
寄

て
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
た
事
も
あ

た

金
属
の
よ
う
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に

や
か
な
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ

ン
の

い

の
生
え
た

極
小
の

目
が
浮
か
ぶ
眼

そ
の
精

な
物
体
を
か
つ
て
動
か
し
て
い
た
の
は
い

た
い
ど
ん
な
力
な
の
か

と

 
そ
の
疑
問
を

親
に
向
け
る
と

り
の
イ
タ
リ
ア
ン
・
チ

ア
に

掛
け
て

大
全
を

ん
で
い
た

は

ア
ル
カ
イ

ク
・
ス
マ
イ
ル
を
浮
か
べ

え
た

ガ
ブ
リ
エ
ル

に
は
ね

人
間
と
違

て
大

に

す
る
も
の
は
無
い
ん
だ

な
ら

ど
こ
で

え
て
い
る
の

 

い
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
問
う
と

親
は
と
あ
る
動

を
見
せ
た

 

影
さ
れ
て
い
た
の
は
交

中
の
カ
マ
キ
リ
だ

た

と
太

た
メ
ス
の
カ
マ
キ
リ
を

背
後
か
ら
小
さ
な
オ
ス
が
抑
え

み
交

器
を

合
さ
せ
て
い
る

メ
ス
は
し
ば
ら
く
動
か
な

か

た
が

と
オ
ス
の
上

身
を

の
カ
マ
で

ら
え

部
を
む
し

む
し

と

し

始
め
た

オ
ス
は
そ
の
ま
ま
交

を

け
自
身
の

が
完
全
に
食
い

く
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
交

器
を
離
し

メ
ス
の

を
振
り
解
い
で
一
目

に

だ
し
た

 

部
を
喪

て
い
る
に
も

わ
ら
ず

の
葉
を
伝
い

を
上
り
器

に

を

け
る
オ
ス
カ
マ
キ
リ
を
指
し
な
が
ら

は

た

こ
の
カ
マ
キ
リ
を

む

は
ね
大

が
無
い
代
わ
り
に
全
身
の
神
経
が
全
て

に

し
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い
ん
だ

は
感
覚
器
に
過
ぎ
な
い

だ
か
ら
し
ば
ら
く
は
生
き
て
い
ら
れ
る
の
さ

 

に
は
人
間
と
違
い
思

や
生
命

持
に
必
要
不
可
欠
な

に

す
る
も
の
が
無
い
と

知

た
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

な
ら
カ
マ
キ
リ
の
魂
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

と
い
う
疑
問
を

い
た

 

を
食
べ
ら
れ
て
も
生
き
て
い
ら
れ
る
な
ら
足
を
全
て
喪

て
も
然
し
た
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う

な
ら
ば

を
得
る
の
に
必
要
な
消
化
器
が
あ
る

か

あ
る
い
は

が

ま

て

い
る

部
だ
ろ
う
か

し
か
し

た
ち
は

ら
か
い

を

さ
れ
て
も
ピ
ン
で

を

か
れ
て

も

し
ば
ら
く
は

気
に
し
た
ば
た
と

を
動
か
し

け
る

 
そ
れ
が

レ
ベ
ル
の
反

で
あ
る
と
し
て
も
人
間
が
死
ん
だ
場
合
は
そ
の
反

す
ら

こ

り
得
な
い
以
上

の
体
は
ま
だ
生
き
て
い
る
と

え
る
だ
ろ
う

体
の
ど
こ
の
部

を
喪

て

も

死
し
な
い
な
ら
カ
マ
キ
リ
の
魂
は
全
体
に

く

た
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

時
八

か
九

だ

た
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
家
の

で

ら
え
た

を
使

て

か
の
実
験

を

み
た

に
そ
の
よ
う
な
結
論
を
得
た

 

と
い
う

機

的
な
仕
掛
け
を
動
か
す
不
思
議
な
力

つ
ま
り
魂
は
ど
の
部

を
破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
ぶ
と
く
器
に

ま
ろ
う
と
す
る

し
か
し
あ
る

間
も
う
無
理
だ
と

め
て
器
を
捨
て
て
離
脱
し
て
い
く
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そ
の
見
解
を
得
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
離
れ
て
い
く
魂
を
こ
の
目
で
見
て
出
来
れ
ば

ま
え
た

い

と

望
し
た

 
し
か
し
ど
れ

ど

大

に
目
を

ら
し

重
に
実
験
を
行

て
も

の
体
か
ら

け
出
す

か

を

え
る
事
は
お
ろ
か

見
る
事
さ
え
も
出
来
な
か

た

 

敷
の
裏
手
の
広
い
林
の

深
く
に
作

た
秘
密
の
実
験
場
で
⻑
い
時
間
と
多
大
な

意
を

や
し
て
も

さ
さ
や
か
な
望
み
は
叶
わ
な
か

た

 
自
分
の
願
い
が

親

い
て
は
世
間
一

の
人

に

さ
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
事
は

本
能
的
に
理
解
し
て
い
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
カ
マ
キ
リ
の
一
件
以
来

親
に
は
二

と
同
じ

問

を
し
な
か

た
し

実
験
の
事
も

外
し
な
か

た

 
し
か
し

人
間
は
欲
深
い
も
の
で

そ
う
と
す
れ
ば
す
る

ど
そ
の
欲
求
は
深
く
大

き
な
も
の
に
な

て
い
く
よ
う
だ

た

 

そ
の

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
は
と
て
も

の
良
い
同
い
年
の
友
達
が
い
た

 
ア
リ
シ
ア
・
ク
リ
ン
ガ

マ
ン
と
い
う
名
の
少
女
で
敷
地
が

す
る

に
住
む
企

業
家
の
一
人

だ

た

然
同
じ
エ
レ
メ
ン
タ
リ

ス
ク

ル
に

い
家

ぐ
る
み
の
付
き

合
い
を
し
て
い
た

内
気
な
お
と
な
し
い
少
女
で
外
で
泥
だ
ら
け
に
な

て
遊
ぶ
よ
り
も
家
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の
中
で
本
を

ん
だ
し
ビ
デ
オ
を
見
た
り
す
る
事
を

ん
だ

 

論
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
自
身
の
秘
密
の
実
験
の
事
は
ア
リ
シ
ア
に
も

し

し

や
魂
の
話

は
一
切
し
な
か

た

 
た
だ

え
る
事
は
や
め
ら
れ
な
か

た

 
自
分
の

で
天
使
の
よ
う
な

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
夢
中
で
物
語
を

む
ア
リ
シ
ア
の
横

を
そ

と

き
見
な
が
ら
ア
リ
シ
ア
の
魂
は
ど
こ
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
と

も
想
像
し
た

 
・

・

・と
・人
・間
・は
・違
・う

 
人
間
は

を
喪

た
ら
生
き
ら
れ
な
い

だ
か
ら
人
間
の
魂
は

に

の
中
に
あ
る
の
だ
ろ

う 
し
か
し
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

親
の
コ
ン
ピ

タ

で
ネ

ト
を

索
し

の
損
傷
が
必
ず

し
も
生
命
の
損
失
と
直
結
し
な
い
事
を

に
学
ん
で
い
た

太
い
鉄
パ
イ
プ
に

が

か下
か
ら

の
天

ま
で

か
れ
て
も
死
な
な
か

た

設
作
業

も
い
る
し

者
の

の
一
部
を
切

し
て
精

神

を

し
よ
う
と
し
た

者
も
い
る

 
だ
か
ら

魂

は

の
ど
こ
か
一
部
に
あ
る
の
だ

 

の
よ
う
な
金
髪
に

ち縁
ど
ら
れ
た
ア
リ
シ
ア
の

を
見
な
が
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
そ
う

え
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た

ら
か
な

と

い

骨
と

ら
か
い

組

の
ず

と

に
ア
リ
シ
ア
の
魂
は

さ

れ
て
い
る

 
天
使
の
よ
う
な
ア
リ
シ
ア
の
魂
は
き

と

葉
に
表
せ
な
い

ど

し
い
に
違
い
な
い

そ

れ
を

非
と
も
見
た
い

 
そ
の
望
み
は

来
的
に
結

す
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う

い
未
来

を
下
敷
き
に
し
た

も
の
で
あ
り
一
生
を
共
に
し
最
後
を

え
る

間
に
見
ら
れ
る
と
い
う
期

を
掛
け
て
の
も

の
だ

た

 
そ
れ
は
思
い
が
け
な
い

ど

く

分
だ
け
叶
え
ら
れ
る
事
に
な

た

 
二

八
年
九
月

大
投

銀
行
の
破
た
ん
が
世
界
金

危
機
の
引
き
金
を
引
い
た

 
不
況
の
波
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

外
に
あ
る
パ
シ
フ

ク
・
パ
リ
セ

ズ
を
の

み

ん
だ

つ
も
の

が

り
に
出
さ
れ

り
を

る
高

車
の
数
も
目
に
見
え
て

た

 
グ
ロ

ジ

ン
・
セ
キ

リ
テ

ズ
は

実
な
経

が

い
し
影

を
最
小
限
に
抑

え
ら
れ
た
が

家
の
ク
リ
ン
ガ

マ
ン

が
経

す
る
不
動

投

会

は
多
大
な
負

を

え
て
し
ま

た

年
の
四
月
家

敷
を

む
全

を
喪

た
一
家
は

場
を

む
親

を
頼
り

遠
く
中

部
の
カ
ン
ザ
ス
シ
テ

ま
で
引

越
す
事
が
決
ま

た
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ガ
ブ
リ
エ
ル
に
と

て

そ
れ
は
非
常
に
悲
し
い
出
来
事
だ

た

 
今
後
ア
リ
シ
ア
を

て
い
る
で
あ
ろ
う
過

な

境
を
明
確
に
想
像
出
来
た
が
故
の
も
の

し
か
し
そ
れ
は
同
い
年
の
少
女
の
境
遇
を
哀
れ
ん
で
の
も
の
で
は
な
い

い
つ
か
自
分
の

も
の
に
な
る

だ

た
ア
リ
シ
ア
の
魂
が

と
労

の

い
日

と
名
も
知
ら
ぬ

か
に

よ

て
傷
付
け
ら
れ

き
を
失

て
し
ま
う
事
が

え

い
も
の
だ

た
か
ら
だ

 

だ
か
ら

殺
す
事
に
し
た

 
ア
リ
シ
ア
が
学

で
最
後
の

を
し
た
そ
の
日
帰
り
の
ス
ク

ル
バ
ス
か
ら

り
た
彼
女

を
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
自

の
裏
の
森
に
誘

た

道
路
や
家

の

に
設

さ
れ
た
全
て
の
監

カ
メ
ラ
を

に

け

に
も
見
ら
れ
て
い
な
い
事
を
確
認
し
な
が
ら
森
に
入
る
と
足

が

残
ら
な
い
よ
う

ち
葉
の
上
を
歩
き
密
生
し
た

か
ん

く木
に

ま
れ
た
秘
密
の
実
験
場
へ
と
ア

リ
シ
ア
を
導
い
た

 
か
つ
て
そ
こ
で
数
え
き
れ
な
い

ど
の

た
ち
が
死
ん
で
い

た
事
な
ど
知
る
由
も
無
い
ア
リ

シ
ア
は

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
華

な
体
に

を
回
す
と

す
ぐ

を
返
し
た

ど
こ
に
も
行
き
た
く
な
い
よ

ゲ
イ
ブ
と
一
緒
に
ず

と
こ
の

で

ら
し
て
い
た

い
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し

く
り
あ

な
が
ら

ア
リ
シ
ア
は
そ
う

た

 

そ
の
望
み

が
叶
え
て
あ

る
よ

 
少
女
の

に
心
の
中
で
そ
う

き
な
が
ら
上

の
ポ
ケ

ト
に

手
を
入
れ
予
め

意
し
て
お
い
た
道

を
取
り
出
し
た

親
が

の

理
に
使
う
木
製
の
握
り
が
付
い
た
⻑

さ
四
イ
ン
チ
の

鉄
製
ニ

ド
ル

 

な
切

先
を
そ

と
ア
リ
シ
ア
の

に
差
し

み

を

手
で

さ
え
て
か
ら

一

の

も
な
く
根

ま
で

き

し
た

 
ア
リ
シ
ア
は
な
に
が

き
た
の
か
分
か
ら
な
い
様
子
で
不
思
議

に

目
を

か
せ
て
か
ら

不
意
に
体
を

し
く

さ
せ
た

数

後
見
開
か
れ
た
⻘
い

が

と
焦
点
を
喪
い
そ

し
て

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

・そ
・れ

を
見
た

 
ア
リ
シ
ア
の

ら
か
な

の
中

か
ら
き
ら
き
ら
と
光
り

く
小
さ
な
雲
の
よ
う
な
も
の
が

現
れ
た

そ
れ
は

わ

わ
と
漂
い
な
が
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

間
に
近
付
く
と
そ
の
ま
ま

の

抗
も
無
く

に
入
り

ん
で
き
た

 

を

ん
で
い
た

の

後
の
う
ら
ら
か
な
陽
光
が
消
え
た
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真
上
か
ら
高
い
木

の

を

い
て

つ
も
の
白
い
光
の

が

り

ぎ

か
な

の

さ
え

こ
え
た
気
が
し
た

 
得
も

わ
れ
ぬ
高

感
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

眼
か
ら

を

れ
さ
せ
た

自
分
は
い
ま
ア

リ
シ
ア
の
魂
を
見
て
い
る

そ
れ
だ
け
で
な
く
ア
リ
シ
ア
の
魂
が
見
て
い
る
も
の
さ
え
見
て

い
る
の
だ

と
直
感
し
た

 

く
小
さ
な
雲
は

遠
と
も
思
え
た
数

を
掛
け
て
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

を

り

け
そ
の

ま
ま
天
か
ら
の
光
に
導
か
れ
る
よ
う
に
上

を

け

や
が
て
消
え
去

た

 

に

の
日
差
し
と
小

の
さ
え
ず
り
が

た

 
生
命
と
魂
を
喪

た
ア
リ
シ
ア
の
体
を

手
で

え
な
が
ら
い
ま
の
体
験
が
真
実
だ

た
の

か
そ
れ
と
も
極

の
興

が

し
た

覚
だ

た
の
か
と
自
分
は

え
た

そ
し
て

そ
の

ど
ち
ら
だ
ろ
う
と
も
自
分
は
こ
れ
か
ら
ず

と
今

た
も
の
を
追
い
求
め
て
生
き
て
い
く
事

に
な
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
た

 
ア
リ
シ
ア
の

は
か
ね
て
見
つ
け
て

い
た

か
し

の

木
の
根

に
開
い
た
深
い

た
て
あ
な穴

に
放
り

ん
だ

に
自
身
の
体
を

重
に

べ
付

し
た
二
本
の
金
髪
を

ま
み
上

る
と
そ
れ

も
穴
に
捨
て
た

ニ

ド
ル
は

に
洗

て
か
ら

親
の
道

に

し
た
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ア
リ
シ
ア
・
ク
リ
ン
ガ

マ
ン
失

事
件
は
地

の

命
の

に
も
手
掛
か
り
一
つ

発
見
さ
れ
ず

や
が
て
迷

入
り
し
た

 

そ

ち
の
進

は
ど
う
だ

ア
ル
ゴ

 

く
深
い
回
想
か
ら
二
十
七

に
な
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

を
引
き

し
た
の
は

色
の
片
手

ド剣
マ使
ンい

の
声
だ

た

 

上
に
オ
レ
ン
ジ
色
の

形
カ

ル
を
載
せ
た
者
達
を
斬
り

せ
投

す
る
も
の
は
監
獄

に
繋
が
る
光
の
渦
に

き

ん
で
い
た
光

が

い
た
後
の
場
面

な
に
か
状
況
に
変
化
が

れ

る
の
と
同
時

こ
の
少
年
の
魂
に
よ
り

き
が
掛
か
る
出
来
事
な
の
だ
ろ
う
と
推

す

る 
そ
の
集
大
成
が
や
や
離
れ
た
場

で
剣
を
突
き
立
て

に

手
を
重
ね
て

観
の
構
え

を
取
る

の
少
年

 

を
は
じ
め

あ
ら

る

に

い
身
だ
が

デ
ス
ゲ

ム

こ
と

命
や
魂
を

け
た
浮
遊
城
の
一
幕
は

か
な
間
だ
け
で
も
自
身
を
深
く
魅
了
し
た

強
大
な

物
に

む
全

が
そ
う
で
は
な
か

た
が
一
部
の
プ
レ
イ

達
は
現
実
以
上
の
現
実
で
あ
る
よ
う
に
振
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る
舞
い
リ
ア
ル
な
感
情
を

し
み
な
く
振
り
撒
い
て
い
た

間
を
護
ろ
う
と
す
る

び
味

方
を

す
る
怒

そ
し
て

全
て
を
喪

て

抗
い

勝
ち
を
得
た
剣
士
の

 
最
後
ま
で
生
き

い
た
少
年
の
魂
は
き

と

よ
り
も
強
く

く
よ
う
収

さ
れ
た
モ
ノ

に
違
い
な
い

 
そ
の
魂
を
得
た
時

き

と
自
身
は
ア
リ
シ
ア
の
魂
を
得
た
時
の
よ
う
な

福
感
を
得
ら

れ
る
と

そ
う
確
信
し
て
い
た

 
そ
う
思

し
て
い
る
と
少
年
で
は
な
い
人
影

色
の
フ

ド
コ

ト
を

た
少
女

が

手
を
上

な
が
ら

を

め
た

全
然
ダ
メ
だ
ナ

圏
内
・
圏
外
の
物
件
は
全

層

た

て
み
た
け
ど
全
滅
ダ

中
小

の
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
は
見
つ
け
た
け
ど

心
の

ラ

フう
コ

フ

は
見

た
ら
ネ

 
ラ
フ
コ
フ

と
い
う
の
が

グ
ロ

ジ

ン

四
十
三

の

に
て
自
身
と
共
に

に
興
じ
る
男

ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス
が

い
た
殺
人
集

で
あ
る
事
を
思
い
出
し
横
に

線
を
向
け
る

 
年
代
物
な
が
ら
安

に
分

さ
れ
る
銘

Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ａ
ｂ
ｙ
ｓ
ｓ

を
喜

と
し
な
が

ら
タ
ン
ブ
ラ

に
少
し
ず
つ

い
で

ん
で
い
る
男
は
こ
ち
ら
の

線
に
気
付
い
た
の
か
横
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目
で

線
を
返
し
て
来
た

ど

か
し
た
か

い
や

話

に

が

て
い
る
ラ
フ
コ
フ
と
い
う
の
が
お
前
の

い
た
組

だ

た
な

と
思
い
出
し
た
だ
け
だ

あ

ま

そ
う
だ
な

 
タ
ン
ブ
ラ

を

い
て

い
た
男
は

い
で
複

そ
う
に

を
寄
せ

を

め
た

つ

て
も

そ
り

必
要
に

ら
れ
て
だ

 
あ
あ
い
う
組

作

と
か
ね

と

オ
レ

ン
ジ
共
が
バ
ラ
バ
ラ
に
動
い
て
い
ず
れ
攻
略
組
に
も
死
人
が
出
て
攻
略
が
止
ま

て
ク
リ
ア

不
能
に
な
り
か
ね
な
か

た
か
ら
な

あ
ん
ま
表

に
な

て
ね

だ
け
で
中
層

り
は
結
構

バ
か

た
ん
だ

な
る

ど
な

 
ヴ

サ
ゴ
の

い
分
で
は
た
だ
の
殺
人
快

で
組

し
た

で
な
く

え
て
悪
人
を
一
つ

の
組

に

め
て
お
く
事
で
無

な

罪
を

さ
な
い
よ
う
制

し
攻
略
が
進
み
や
す
い
よ
う

に
し
て
い
た
と
い
う
事
ら
し
い

し
か
し
そ
れ
で
お
前
自
身
が
殺
さ
れ
て
は
本

転
倒
で
は
な
い
か
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だ

て
や
ら
れ
る
と
思

て
な
か

た

て
の

あ
ン
時
の
ア
イ
ツ
が

の
予
想
の
上
を

ぶ

ん
で
た
だ
け
だ

 
そ
う

て

ヴ

サ
ゴ
は
タ
ン
ブ
ラ

に

が
れ
た

色
の

体
を

に

ん
だ

ブ兄
ロ弟

も
分
か

て
る
と
思
う
が
よ

コ
イ
ツ
は

バ
い

 

で
狂

て
や
が
る
か

ら
な

 
そ
う

て

ヴ

サ
ゴ
は
深
い

み
を
浮
か
べ
て

を
動

が

る

面
に
向
け
た

 
自
分
も

線
を

面
に

し

少
年
と
少
女
の
や
り
取
り
を

め
る

 
そ
れ
を

よ他
そ

に

思

は
彼
方
へ
と

し
て
い
た

 

魂

と
は
デ

タ
化
出
来
る
も
の
な
の
か

と
い
う
疑
問

 

色
の
片
手

ド剣
マ使
ンい

に
は
同

体
と
も

う
べ
き
存
在
が
最

で
も
二
人
確
認
さ
れ
て
い

る

デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕

郷

之
を

え
る

彼
が

し
た

を

手
取

た

ホ
ロ
ウ
と
彼
に

ら
れ
た
も
の
の
自
己
を
取
り

し
て
絶
対
上

者
の
命

に
背
い
た
ス
レ
イ

ブ

後
の

キ
リ
カ
と
い
う
少
年
達
だ

 
彼
ら
は
大
本
で
あ
る
片
手

ド剣
マ使
ンい

の
大

を
⻑
い
時
間
を
掛
け
て
精

し

動
の
ロ
グ
を

に

り
出
さ
れ
た

と
い
う
話
だ
が

そ
う
と
は
思
え
な
い

ど
情
緒

か
で
あ
り

意
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と
思

の
自
由
性
を
持

て
い
た

 

も
し

 
も
し

人
間
の
精
神

記

果
て
は

魂

ま
で
も
コ
ピ

出
来
た
な
ら

 
ア
リ
シ
ア
・
ク
リ
ン
ガ

マ
ン
の
魂
を
見
た
時
か
ら
己
に
定
め
た
人
の
魂
の
探
求
と
い
う

大
な
る

は

大
き
な

を

い
て

原
点
へ
と
回
帰
出
来
る
の
で
は
な
い
か

 

晴
ら
し
い
の
は
一
人
の
人
間
の
コ
ピ

・

ウ
ル
は
更
な
る
コ
ピ

も
セ

ブ
も
自
由

自
在
に
な
る
点
だ

壊
れ
た
り
歪
ん
だ
り
し
た
魂
は
手

に

き

し
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

み
の

形
へ
と
作
り
上

ら
れ
る

魂
の
成
⻑
や

の
た
め
に
は
多
く
の

が
不
可
欠
だ
ろ
う
か

ら

く
活
力
に

れ
た

者
の
魂
を
入
れ
仮
想
世
界
を

い
て
成
⻑
を

す
手
間
は
要
る
だ

ろ
う
が
仮
に
コ
ピ

・

ウ
ル
が
実
現
の
も
の
と
な
れ
ば
気

に

ん
だ
魂
を

み
の
仮
想
世

界
に
ロ

ド
し

如

様
に
も
望
む
ま
ま
に

え
る
と

え
る

 
問

は
仮
想
世
界
を
作
る
下
地
や
サ

バ

の
手
配
だ
が
そ
れ
は
時
間
を
掛
け
れ
ば
解
決
す

る
事

で
あ
る

金
は
あ
る
の
だ
か
ら

 

ゴ

ル
は
近
い

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

が
創
業
し
た

グ

ロ

ジ

ン

Ｇ
ｌ
ｏ
ｗ
ｇ
ｅ
ｎ
の

名
は

き
を
生
む
も
の
と
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い
う
意
味
の

語
だ

は

福
の

き
を
イ
メ

ジ
し
た
ら
し
い
が
後
継
者
で
あ
る
ガ
ブ

リ
エ
ル
が
思
い
浮
か
べ
る
の
は

死
に

く
ア
リ
シ
ア
の

か
ら
漂
い
出
て
き
た
金
色
の

き

ウ
ル魂

に
他
な
ら
な
い

 

き
を
生
む
も
の

す
な
わ
ち
魂

 

全
て
は
運
命
な
の
だ

 
自
身
と
彼
の
少
年
が
邂
逅
す
る
の
が

時
か
は
不
明
だ

し
か
し
ヴ

サ
ゴ
に
よ
れ
ば
あ
の

少
年
が
戦
場
か
ら
身
を
引
く
事
は
最

で
も
数
年
は
先
だ
ろ
う
と
い
う

そ
の
数
年
間
で

あ
い
ま
み見

え
る
機
会
は
あ
る
だ
ろ
う

 
あ
わ
よ
く
ば
彼
の
少
年
の
コ
ピ

・

ウ
ル
で
あ
る
キ
リ
カ
と
い
う
存
在
を
得
た
い
と

こ
ろ
だ

完
全
自
律
の

そ
れ
も
情
緒
的
な
思

と
自
律
性
に

ん
だ

に
対
し

国

や
情
報
機

も
同
様
に

キ
リ
カ

や

桐

谷
和
人

に

目
し
て
い
る
が

仮
に
コ
ピ

を

手
に
入
れ
て
も

る
つ
も
り
は
無
い

密
の

を
立
て

的
に

匿
す
る
つ
も
り
だ

 
も
う
す
ぐ
な
の
だ

ア
リ
シ
ア
を
殺
し
て
か
ら
の
お
よ
そ
十
数
年
間

軍
時
期
を

め
て

人
も
の
人
間
で
実
験
を

り
返
し
て
き
た
が
未
だ
に
近
付
け
な
い
魂
の
本

を
も
う
程
な
く
し

て
こ
の
手
に

め
る
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君

の

魂

は

き

と

甘

い

だ

ろ

う

Ｙ
ｏ
ｕ

ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
ｗ
ｉ
ｌ
ｌ

ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ

 
心
の
中
で

き
な
が
ら
か
つ
て
見
た

し
い
光
の
色
を

裏
に
浮
か
べ

に

み
を
浮

か
べ
た

  
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

 

魂

の
探
求
の

に
人
を
殺
し

け
る

ベ

真

や
つ

 
原
作
の

写
部
分
に
よ

て

グ
ロ

ジ

ン

の
一

な
の
か

企
業
の
取

な

の
か
イ
マ
イ
チ
ハ

キ
リ
し
な
い
が

結
構
な
重

で
あ
る
事
に
は
変
わ
り
な
い

 

軍
経
験
が
あ
る
が

そ
れ
も
合
法
的
に
人
を
殺
せ
る
か
ら
ら
し
い

 
本
作
で
は
魂
の

き
を
見
せ
た
キ
リ
ト
そ
の
魂
を
コ
ピ

し
た
存
在
で
あ
る
キ
リ
カ
に

し
て
い
る

 
原
作
で
ア
リ
ス
に
対
し

し
た
の
は
か
つ
て
の

ア
リ
シ
ア
・
ク
リ
ン
ガ

マ
ン
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の
魂
が
魂
の
探
求
の
発

に
な

た
か
ら

か
つ
て
見
た

し
い
光

を
追
い
求
め
て
い
る
の

で

二
つ
の
ア
リ
ス
に
対
し
異
様
に

し
て
い
る

 

逆
に

え
ば
ア
リ
ス
に
会

て
い
な
い
間
は

生
を
感
じ
さ
せ
る

し
い
感
情
魂

の

き
に
対
し
無
差
別
に
興
味
・

心
を
示
す

 
原
作
で
も
第
四
回

バ
レ

ト
・
オ
ブ
・
バ
レ

ツ

本
戦
に
て

シ
ノ
ン
に
対
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
攻

略
組
と
同
レ
ベ
ル
の
興
味

を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
ア
リ
ス
以
外
に
も
気
持
ち
が
強
い
人

間
に
対
し
興
味
を
示
す

 
本
作
に

い
て
は
種

が
異
な
る
と
は

え
キ
リ
ト
の
完
全
コ
ピ

体
と
も

う
べ
き
存

在

し
か
も

命

に
自
分
か
ら
背
い
て
見
せ
た

キ
リ
カ

が

郷

之

放

さ
れ
る
と
共
に
世
間
に
知
ら
れ
て
い
る
の
で
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
二
人
に
対
し
異
常
な

を
見
せ

る
事
に
な

た

 

き
な

の
銘

は
特
に
無
し

  
・
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

 
アキ
イリ
ツト

は

が
育
て
た

真

を
地
で
行
く
男
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表
の
兄

分
が
ク
ラ
イ
ン

エ
ギ
ル
な
ら

裏
の
兄

分
は
こ
の
男

キ
リ
ト
が
殺
し
の
技

覚
悟
を
持

た
り
人
心

作
出
来
た
り
す
る
の
は
色

と
カ
リ
ス
マ
を
持
つ
こ
の
男
の
影

が
多
分
に
あ
る
た
め

 
実
は

う

戦
に
て
自
分
を
殺
し
得
る
レ
ベ
ル
ま
で
成
⻑
し
て
い
る
と
は
思

て
い
な
か

た
ら
し
い

 
死
ぬ
気
は
無
か

た
が
怨
み
を
持

て
い
な
い

り
自
分
の
予
想
以
上
の
成
⻑
を
見
せ
た

点
に
は

足
し
て
い
る

様

 

ど
う
転
ん
で
も
ヴ

サ
ゴ
は

悦
す
る

 

き
な

の
銘

は

Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ａ
ｂ
ｙ
ｓ
ｓ

  
・
桐

谷
和
人

 

ベ

や
つ
に
目
を
付
け
ら
れ
ち

た
剣
士

  
・
キ
リ
カ

 

ベ

や
つ
に
存
在
ご
と

わ
れ
る
事
が
決
ま

た
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種

と
し
て
は

ト

プ
ダ
ウ
ン
型

存
の
コ
ン
ピ

タ
・
ア

キ
テ
ク
チ

上
で

な

疑
応

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

に
知
識
と
経
験
を

ま
せ
学

に
よ

て
最
終
的
に
本

物
の
知
性
へ
近
づ
け
よ
う
と
い
う
も
の

 
つ
ま
り
独
創
性
は
無
く

に
対
し

と

え
る

と
い
う
ル

チ
ン
し
か
出
来
な
い

マ

ニ

ア
ル

り
の
存
在

 
し
か
し
キ
リ
カ
の
場
合

桐

谷
和
人
と
い
う
人
間
の
思

精
神
記

を

み
と
り

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
の

動
ロ
グ
を

に
形
成
さ
れ
た

の
た
め

人
間
そ
の
も
の
の
情
緒
性
を

有
す
る

 
原
作
風
に

う
な
ら
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
と
ボ
ト
ム
ア

プ
型
を

合
さ
せ
た
よ
う
な

 

誓
い
を

先
し
て

郷
を
裏
切
り
サ
チ
を
護
る
事
を

先
し
た
点
が
ボ
ト
ム
ア

プ

型
の
特
色
を
有
し
て
い
る

 
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
の
部
分
は

一

キ
リ
ト
が
取
る
だ
ろ
う

動
・し
・か

取
ら
な
い
と
こ
ろ

と
し
た
感
情
を
一
人
で

え

ん
で
い
る
点

 
そ
の

中
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
編
の
世
界
樹
の
根

で
キ
リ
ト
と
ぶ
つ
か

た
時
の
も
の
で
あ
る
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

ク

ラ

イ

ン
太

 

数

約
一
万
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

こ
れ
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
ど
の
よ
う
に
殺
さ
れ

う

殺
人
ギ
ル
ド
が
ど
の
よ
う
に
消
滅
し
た
の
か

の 

そ
し
て

絶
望
し
た

キ
リ
ト

子

が
出
し
た

現
実
的
な
お
は
な
し
の

と
つ
で
あ
る
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日
本
標

時

二

二
五
年
五
月
九
日

前
三
時

 
内
部
再
現
時
間

二

二
四
年
三
月
十
三
日

後
八
時

 
お
前

の
ト
コ
に
来
る
気
は
ね

か

 

律
に

ん
だ
男
の
声
が
上
が

た

誘
い
を
掛
け
る
そ
れ
の

子
は

い
が
し
か
し

な
そ
れ
と
異
な
り

ど
こ
か
真
剣
さ
を

び
て
い
る
と
思
わ
せ
る

だ

 
そ
れ
を

け
た

黒

く
め
の
少
年
が
返
し
た
の
は

葉
で
は
な
く

を

た
剣

だ

た

十
メ

ト
ル
以
上
あ

た

離
を

に二し

んで

め
る
速

に
誘
い
を
掛
け
た
男
の
取
り

き
達
は
対
応
出
来
ず
横
を

り
さ
せ
て
い
た

離
を

め
た
少
年
は

黒
の
直
剣
を

掛
け
に
振
る
う

 
黒
緑
の
ポ
ン
チ

を

た
⻑
身
の
男

殺
人
ギ
ル
ド
の

Ｐ
ｏ
Ｈ
は

手
に
握
る
肉

切
り

の
如
き

剣
で
剣
撃
に
応
じ
た

 

高
い
金
属

が
上
が
り

夜
の

を
火
花
が

明
に

ら
し
た

 
白

の

を
持
つ
少
女
の
如
き
剣
士
の

か

おみ
と
ポ
ン
チ

か
ら

か
に

く
日
本
人
で
な
い

特
徴
も
持
つ
エ
キ

チ

ク
さ
を
感
じ
さ
せ
る

か

おみ
が

一

だ
け

ら
さ
れ
た
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ギ
ギ
ギ

と
刃
が

み
を
上

て

抗
を
保
つ

・く
・ど
・い

同
じ
問

を

り
返
す
つ
も
り
だ

 
夜

を

ら
す
月
光
で

か
に
浮
か
び
上
が
る
少
年
の

み

そ
の

か
ら
紡
が
れ
る
の

は
見
た
目
の

さ
に
反
す
る

い

だ

た

 
そ
の

勢
の
良
さ
か

あ
る
い
は
か
つ
て
戦
闘
技
術
を

き

ん
だ

性
に
よ
る
も
の
か

男
は
気
分
を

し
た
風
も
な
く

を
揺
ら
し
て

た

ポ
ン
チ

か
ら

く

が
三
日
月
の

形
を

く

そ
の
動
作
す
ら
も

故
か

線
を
集
め
る
演
技
の
よ
う
だ

た

で
も
さ

だ
ろ
う

て
い体
さ
い裁

を
気
に
し
て
こ
ん
な
コ
ト
を

け
る
の
は

お
前

は

こ

ち

の
人
間

い
や

違
う
か

そ

ち

に

る
事
を

が
認
め
ね

よ

定
は
し
な
い

 
そ密

や
か
に
交
わ
さ
れ
る
会
話

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
未
だ
勧
誘
を

め
て
い
な
か

た

以
前

に
し
た
ラ
フ
コ
フ
メ
ン
バ

を
煽
り

倒
す
マ
シ
ン
ガ
ン

み
た

し
い

と
異
な
り

ど
こ
か

す
よ
う
な
穏
や
か
さ
が
あ
る

 
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に

少
年
に
向
け
る
男
の
眼
は
真

直
ぐ
だ

た

 
同
時
に
哀
れ
ん
で
い
た

な
に
か
と
重
ね
共
感
す
る
よ
う
な
眼
を
し
て
い
る

程

こ
そ
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違
え
ど
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
生
還
し
て
以

と
な
く
向
け
ら
れ
た

線
と
同
種
で
あ
る
事
が

理
解
出
来
た

た
だ

Ｐ
ｏ
Ｈ男

の
そ
れ
は

経
験
者
特
有
の
色
合
い
を

び
て
い
る
気
が
し
た
が

だ
が

そ
の
話
と

が

う

の
軍

に
く
だ下

る
事
は
別
問

だ

 
少
年
は
そ
の
眼
が
気
に
入
ら
な
か

た
の
か
苛
立
ち
の

た
語

で
返
し
全
身
に
力

を

め
た

直
後
剣
が
振
り
切
ら
れ
る

抗
を

け
て
い
た

剣
の
刃
は
容

に
弾
か
れ
た

 
予
期
し
て
い
た
よ
う
に
男
は

や
か
に
ス
テ

プ
を

み

体
勢
を

さ
ず
後
退
す
る

 

間

声
も
無
く

ラ
フ
コ
フ
メ
ン
バ

が
背
後
か
ら

た

 
そ
の
数

四

 
そ
し
て
投

ナ
イ
フ
に
よ
る
遠

離
攻
撃
が
六
つ

投

ス
キ
ル
を
高
め
る
と

得
す
る

ト
リ
プ
ル
シ

ト

を

離
を
取

て
い
た
二
人
が
放

た
も
の
だ

 
初

か
ら
中

の
サ
ウ
ン
ド
エ
フ

ク
ト
は
全
て
一

で
違
う
の
は
光
の
色
と
構
え
武
器

種

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

の
よ
う
な
超
上

に

す
る
ス
キ
ル
で
な
け
れ
ば
特

な
サ
ウ
ン
ド
エ
フ

ク
ト
は
無
い

認
出
来
な
け
れ
ば
放
た
れ
る
ス
キ
ル
が
近

攻
撃
か
遠

離
攻
撃
か
も
判
断
で
き
な
い
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う
じ
て

の

こ
え
方
で
方
向
と

離
を
予

出
来
る
か
と
い
う
程

 

そ
の

う
じ
て

を
以
て

少
年
は
レ

ド
達
の
攻
撃
を

い
て
い
く

 
初
手

が
出
来
な
い
投

ス
キ
ル
に
対
し

真

横直
に
動
く
事
で
回

す
る

そ

の
時
点
で
遠

離
攻
撃
の
使
い
手
を

認
し
た

 

手

離
を

め
る
男
達
の
猛
攻

を

力

く
で
食
い
破

て
い
く

 
振
る
わ
れ
る
直
剣

剣

剣
な
ど
を
全
て
一
太
刀
の
下
に
斬
り

い
て
い
く

一
撃
で

に
さ
せ
ら
れ
た
男
達
は

き
を
し
た
時
に
は

手

足
を
切
断
さ
れ
て
い
た

一
人
に

対
し
一
息
で
四
手

武
器
破
壊
に
一
手
手
は

で
一
手
ず
つ

は
横

ぎ
で
一
手

の

に
な
る

 
そ
れ
を

合
四

り
返
し
た
と
こ
ろ
で
投

ナ
イ
フ
に
よ
る
攻
撃

お
そ
ら
く
麻

を
塗

し
た

ナ
イ
フ

を
行
う
二
人
組
の
内
片
方
に
肉

の
剣
に
手
を
届
か
せ
る
前

に

手

を
一
息
で
切
り
捨
て

に

を
横

ぎ
で
切
断

 
も
う
一
人
も
二
回
目
の

ス
キ
ル

投

は
間
に
遭

た

が
剣
の
一
振
り
で

め
て

き

と
さ
れ
た

そ
し
て
サ
ブ
に

す
る
故
に

め
な

直
の
間
に

離
を

め
ら
れ

方
と

同
じ
よ
う
に
達

に
さ
れ
た
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結
果

十

掛
け
ず

六
つ
の
達

人
間
が
地
面
に
転
が

た

 
し
か
し

Ｐ
ｏ
Ｈ
の

は

に
無
か

た

 

う

メ
ン
バ

を
キ
リ
ト
が

手
に
し
始
め
て
か
ら
間
を

か
な
い
で
転

結

を
取
り
出
し
す
ぐ
転

で

亡
を

た
か
ら
だ

ら
し
い
事
に
最

で
も
数

は

る

よ
う
男
達
は
波
状
の

攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
た

か
で
も

対
応
に

び
を
作
れ
ば

剣
が
そ
の
身
を
斬
り
裂
く
だ
ろ
う

な
手

だ

 
結
果
少
年
は

う

メ
ン
バ

六
人
を

手
取

て
Ｐ
ｏ
Ｈ
を
取
り

が
し
て
し

ま
う

 

こ
れ
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
恐
ろ
し
い

だ

 
か
つ
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で

郷
を

し
終
え

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

て

く
し
て
か
ら

キ
リ
ト
が
語

た
事
が
あ
る

 

う

と
い
う
ギ
ル
ド
は
推

五
十
人
足
ら
ず
か
ら
な
る
組

で
あ
る

こ
の
ギ
ル

ド
を

に
人
目
の
付
か
な
い
と
こ
ろ
に

し
な
が
ら
活
動
を

け
て
い
た
手

も
恐
ろ
し
い

が
真
に
恐
れ
る
べ
き
な
の
は

と
な
く

キ
リ
ト

自
分
が
メ
ン
バ

を

て
い
る
に
も

わ
ら
ず

数
に
変
動
が
無
い
点

つ
ま
る
と
こ
ろ
人
を
集
め
る
能
力
に
こ
そ
あ
る

人
を
そ
の
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気
に
さ
せ
る
の
が
上
手
い
の
だ

あ
の
男
は

 
人
を
煽
り
そ
の
気
に
さ
せ
る
か
ら
こ
そ
Ｐ
ｏ
Ｈ
個
人
の
人
間
性
に
は
あ
ま
り

心
が
い
か

な
い

容

く
メ
ン
バ

を
見
捨
て
る
事
を
知

て
い
れ
ば
恐
れ
て
ギ
ル
ド
に
入
ら
な
い
だ
ろ

う

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
話
術
と
人
心

作
が
⻑
け
て
い
る
証

だ

 
ど
れ
だ
け

ま
え

あ
る
い
は
殺
し

そ
の
風

を
広
め
て
も

う

に
く
み与

す
る
人

間
は
後
を
絶
た
な
い

 
タ
チ
の
悪
い
イ
タ
チ
ご

こ
だ

た
よ

ア
レ
は

 
そ
う

い
終
え
て

か
つ
て
の
少
年
は
ヘ
ン
な

い
の
す
る

を

て
い
た

 

そ
の
時
と
同
じ
苦
味
の
あ
る

で

少
年
は
転

光
の
残
滓
を

め
た

 
残
滓
が
消
え
て
か
ら
地
面
に
転
が

て

を

き

ら
す
男
達
に
近
寄

た

手

に

る
エ
リ

シ
デ

タ

黒
の
直
剣
の
切

先
を

く
男
の
一
人
に
突
き
付
け
る

ア
ジ
ト
の
場

を

け

か
な
け
れ
ば
殺
す

け
ば
監
獄
に
入
れ
て
終
わ
り
だ

テ
メ

ぶ

殺
し
て
や
る

 
必
ず
殺
し
て
や
る
か
ら
な

 
問
い
掛
け
に
対
し
猛

な
殺
意

共
に
絶
対

る
も
の
か
と
い
う
反
骨
心
に

た
ぎ

る

声

が
返
さ
れ
た
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二

は
無
い

 

少
年
の

い
眼
光
に

た
い
殺
意
が

り

一
息
で
男
の

が
は

ね
ら
れ
た

意

だ

た
体
力
が
一

で
全
損
し

や
や

れ
て
体
が
光
に

る

 
そ
れ
を
見
た
残
る
五
人
の

う

メ
ン
バ

は

声
の
ボ
リ

ム
と
勢
い
を
更
に

上

た

 

一
人
と
し
て
命

い
す
る
者
は
い
な
い

 

程
な
く

夜
の
森
は
静
け
さ
を
取
り

す

 
地
面
に
は
男
達
が

や
予
備
と
し
て

に

い
て
い
た
武
器

き

と
し
た
投

ナ
イ

フ
な
ど
が

ち
て
い
た

 
そ
の
中
心
で

黒

く
め
の
少
年
は
剣
を

わ
り
に

を
突
き

え
て
い
た

 

場
面
が
変
わ
る

 
内
部
再
現
時
間

二

二
四
年
三
月
十
三
日

後
九
時

 
時
間
が
一
時
間
進
ん
だ

像
は
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
に
よ
る
密
会
の
情

だ

た

コ
メ
ン
ト

で
ま
た
か
と
数
時
間
も
の
再
現
放

で

と
な
く
見
た
人
だ
ろ
う
発

が
流
れ
る
が
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い
や

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
だ
ろ
う

と

を
振
る

 

に

い
た
バ
ン
ダ
ナ
の

り
目
の

た

が

ら

ら
揺
れ
た

今
日

Ｐ
ｏ
Ｈ
と
遭
遇
し
た

 
再
現
さ
れ
た
残
影
の
少
年
が
昏
い
眼
で

火
を
切

た

体
面
に

る
情
報

は
神

な
面

持
ち
で
そ
れ
を

く

 

と

最
近
見
た

の
懺
悔
シ

ン
と
ダ
ブ

て
見
え
た

や殺

た

の
カ

 

く
り
と

ア
ル
ゴ
が

ね
た

キ
リ
ト
は

を
振

た

そ
う
カ代

わ
り
に

メ
ン
バ

を
六
人
殺
し
た

そ
う
カ

 
一

上
に
向
い
た
情
報

の

は
す
ぐ
に
暗
く
な

た

見
た
事
な
い
く
ら
い
分
か
り
や

す
い

色
の
変
化

自
分
が
持
つ
鼠
の
イ
メ

ジ
は

う

う
と

て

時
の
間

に
か
ネ
タ
を

い
て
行
く
ニ
ク
い
少
女
で

ま

て
い
た
か
ら
ギ

プ
が

ま
じ
い

 
だ
が

こ
れ
が

な
ん
だ
ろ
う

と
す
ぐ
に

け
入
れ
る
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キ
リ
ト
が
そ
う
で
あ

た
よ
う
に
ア
ル
ゴ
も
ま
た
人
を
信
じ
て
い
な
か

た
の
だ

た
だ

一
人

い
少
年
を

い
て

 
そ
れ
も

然
だ

な
に
せ
ウ
マ
い
話
に
は
裏
が
あ
る
と
い
う
の
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

け
る
鉄

に

し
い
暗

の
了
解
だ

た

そ
の
ウ
マ
い
話
を
持

て
く
る
の
は
人
で
あ
り

に
掛
け
る
の
は
悪
意
あ
る
者
し
か

な
い

ま
し
て
や
情
報

と
い
う
立
場
故
に
怨
ま
れ
る
事

も

デ
ス
ゲ

ム
で
は
そ
れ
以
上
に
感

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
が

少
な
く
な
か

た

ヒ
ト
の
悪
性
を
直

す
る
事
が
多
い
以
上
必
要
以
上
に
信
じ
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
自
己

衛
の
一
手
と

え
る

 
そ
れ
を
最
初
期
の

か
ら
容

く

み
越
え
て
い
た
だ
ろ
う
少
年
は
流

と
し
か

え
な
い

 

初
は
ツ
ン
ケ
ン
し
て
い
た

剣
使
い
の
少
女
に
さ
え
一

た
り
と
も
そ
の

を
向
け
ら

れ
な
か

た
の
だ
か
ら

な

な
事
を

く
け
ど
サ

キ

は
い
ま
ま
で

人
殺

て
き
た
か

え
て
る
カ

 
暗
く

神

な
面
持
ち
で

と
ん
で
も
な
い
事
を
問
う
少
女

 
少
年
は

声
を

ら
な
か

た

を
組
み

静
か
に

目
し
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四
八
一
人

 

み

め
る
よ
う
に

た

 

く
り
と

少
女
の
片

が
動
い
た

・一
・人

多
い

オ
ネ

サ
ン

こ
れ
で
も
キ

が

回
教
え
て
く
れ
る

数
は
記

し
て

る
ん
だ
ゼ

 

目
の
前
で
自
殺
し
た
人
も

め
て
る
ん
ダ
ロ

 
そ
の
一
人
を

ア
ル
ゴ
は

ケ
イ
タ

と
し
て
自
己
解

し
た

ケ
イ
タ

は
キ
リ
ト
が
殺

し
た
の
で
は
な
く

自
殺
し
た
人
間
だ

し
た
数
と
し
て
の

に
は
入
ら
な
い

だ
か
ら

ア
ル
ゴ
が
数
え
て
い
た

か
ら
外
れ
た
数
と
認
識
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

 
だ
が

そ
の
一
人
は

お
そ
ら
く

コ

ル

⻘
年
の
事
だ

 
あ
ま
り
に

い
少
年
が
他
人
の
死
を
無
意
味
に
し
な
い

に
自
分
の
死
を

定
す
る
よ
う
に

な

た
根
幹

こ
の
デ
ス
ゲ

ム
に
絶
望
し
た
人
間
の

び
を

く
発

と
な

た
人
間

意

し
て
い
な
く
と
も

は
じ
ま
り
の
日
に

人
を
殺
し
て
し
ま

た
罪

 
ど
れ
を
取

て
も

あ
の
⻘
年
の
死
が

わ

て
い
る

 

に

に

い
て
話
す
事
も
出
来
た
だ
ろ
う
に

欠
片
も
話
し
て
い
な
い
の
だ

五
八
人
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ア
ル
ゴ
の
推

に
対
し

少
年
が
返
し
た
の
は
新
た
な
数
だ

た

 

そ
れ
が

を
意
味
す
る
も
の
な
の
か

は

間
的
に
悟

た

そ
れ
は

の
数
ダ

目
の
前
で
取
り
零
し
て
死
ん
で
い

た
人
の
数
だ
よ

デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

て
か
ら
こ
れ
ま

で
の
間
に
そ
の
場
に

な
が
ら
間
に
合
わ
な
く
て

手
が
届
か
な
か

た
回
数
で
も
あ
る

ど
は
最
初
の
一

月
間
だ
け
ど

偶
に

増
え
る

 
自

の

み
を
浮
か
べ
た

が

け
ら
れ
る

 

線
の
先
に
は

上
に

か
れ
た
二
つ
の

と
手
が
あ

た

モ
ン
ス
タ

に
殺
さ
れ
た
人
が
い
た

同
じ
人
間
に
殺
さ
れ
た
人
が
い
た

人
の
手
を

絶
し

死
を

ん
だ
人
が
い
た

そ
し
て

せ絶
か
い望

に
殺
さ
れ
た
人
が
い
た

 

み

め
る
よ
う
に

と
つ
と
つ

と
紡
が
れ
る

葉

 

け
ら
れ
た

は
見
え
な
い

 

華

な
体

は

か
に

え
て
い
た

ア
ル
ゴ
が

い
た
い
事
は

分
か
る
よ

も
う
殺
す
な
と

う
ん
だ
ろ
う

 
こ
れ
以
上
殺

し
た
ら

殺
隊
だ
け
じ

な
く
て
攻
略
組
の
主
要
メ
ン
バ

全

の

隊
が
組
ま
れ
か
ね
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な
い
か
ら知

て
た
の
カ

 
苦

し

に

少
女
が

た

 
き

と

今
の
自
分
も

同
じ
表
情
を
し
て
い
る
だ
ろ
う

歴
史
な
ん
て

は
全
然
知
ら
な
い
け
ど
さ

れ
仕
事
を
し
過
ぎ
る
と
消
さ
れ
る
事
は

知

て
る

ま
し
て
や

殺
隊
に
殺
し
の
大
義
名
分
を
与
え
る
事
を
し
て
る
ん
だ

そ
こ
ま
で

観
的
じ

な
い
よ

は

な
ら

な
ら

も
う
い
い
ん
じ

い
い
や

う

は

す
し

Ｐ
ｏ
Ｈ
だ
け
は
必
ず
殺
す

前

は

さ
な
い

 

い

覚
悟
を
感
じ
さ
せ
る

い
語

の
断

 
く
し

り
と

少
女
の
表
情
が
歪
ん
だ

を

け
た
ま
ま
の
少
年
は
そ
れ
を
見
て
い
な
い

キ

お
マ
エ

ま
さ
か

一
人
で

う

を

す
つ
も
り
カ

じ

な
い
と
み
ん
な
の
前
で
人
殺
し
を
す
る
事
に
な
る

 

少
し
過
去
の

キ
リ
ト

残
像
も

に
し
た

そ
の
願
い

 
そ
れ
が
出
た

ア
ル
ゴ
の

が
く
わ

と
険
し
く
な

た

⻤
気

る
と
は
き

と
こ
の
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表
情
だ
ろ
う

そ
れ
は

だ
め
ダ

認
め
ら
れ
な
イ

一
人
で
行

た
と
こ
ろ
で

せ
な
い

お

と

と
ち
り
す
る
な

も
キ

が
力
不
足

て

て
る

じ

な
イ

転

結

で

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ダ
ロ

そ
う
で
な
く
て
も

中
は
イ

に
引
き

の
見
極

め
が
良
い
ん
ダ

自
分
だ
け
は
助
か
ろ
う

て
行
動
な
ら
多
分
ピ
カ
一
じ

な
い
カ

 
そ
れ
で
も
怒
り
を

え
努
め
て

静
に
ア
ル
ゴ
は

葉
を
発
す
る

感
情
的
に
な

た
と

こ
ろ
で
正
論
を
以
て
反
論
を

じ

け
て
い
る
キ
リ
ト
に
は
意
味
が
無
い
事
を

お
そ
ら
く

は

義
姉
と
同

レ
ベ
ル
に
理
解
し
て
い
る
か
ら

 
事
実

キ
リ
ト
は

う

の

と
対
面
し
て
か
ら

う

作
戦
ま
で

の
間
で

数
回
は
遭
遇
し

同
じ
回
数
取
り

が
し
て
い
る

メ
ン
バ

を
殺
す
事
は
容

い

故
な
ら

る
思

よ
り
キ
リ
ト
を
殺
す
目
的
意
識
を
高
め
る
よ
う
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
煽

て
い

た
体

気
付
い
た
時
に
は
も
う

く

衝
動
の
ま
ま
に

声
を
発
し

そ
し
て
殺
さ
れ
て
い
る

 
だ
が

Ｐ
ｏ
Ｈ
だ
け
は
違

た

 
ど
れ
だ
け
追
い

め
よ
う
と

切
る
能
力
は
本
物
だ
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一

う

の

力
と
キ
リ
ト
一
人
が
ぶ
つ
か

た
事
が
あ
る
ら
し
い
が
結

と
幹
部

の
プ
レ
イ

に
は

切
ら
れ
殺
し
た
人
数
分
を
補

さ
れ
て
振
り
出
し
に

た
と
い
う

 
お
そ
ら
く
こ
の

像
時
期
よ
り
後
の
出
来
事
だ
ろ
う
が

そ
の
事

が

き
る
前

の
認
識

中
の
生
き

さ
と
い
う
認
識
は

切
ら
れ
る

に
そ
れ
を

感
し
て
い
る
キ
リ

ト
な
ら

に
持

て
い
る

だ

 
そ
れ
故
か

少
年
が
怒
鳴
り
返
す
事
は
無
か

た

 
組
ん
だ

を
テ

ブ
ル
に
突
く

を
突
き
組
ん
だ
手
に

を

て

思
の

勢
を
取

た

二
つ

確
認
さ
せ
て
く
れ

 

思
の

勢
の
ま
ま

ち

い
た
声

で
少
年
が

た

 
不
穏
な
空
気
に

コ
メ
ン
ト

が

ざ
わ
ざ
わ

と
セ
ル
フ
で
流
し
て
い
く

ダう

を

す
の
は
が
一
人
じ

ダ
メ
な
ら

集

で
行
く
の
は
い
い
ん
だ
な

ホ
ン
ト
は
行

て
欲
し
く
も
な
い
け
ど

そ
う
も
い
か
な
い
か
ら
ナ
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然
と
し
た

か表
お情

で
ア
ル
ゴ
が

う

そ
れ
も
や
は
り
少
年
は
見
て
い
な
い

な
に
か

え

を

め
て
い
る
ら
し
い

な
ら

う

メ
ン
バ

を
殺
す
事
に

し
て
は

ム

ぐ

そ
れ
ハ

 

く
第
二
の
問
い
掛
け
で

ア
ル
ゴ
は
返

に

し
た

 
実

し
い
と
こ
ろ
だ

生
か
し
た
ま
ま
無
力
化
し

え
る
の
は

う

ど

な
事
で

は
無
い

コ
メ
ン
ト

で
は
麻

を
使
え
ば
良
い
と
流
れ
る
が

事
は
そ
う

で
は
な
い

 
そ
も

麻

で
無
力
化
し

な
ぶ

り
ご
ろ殺

す
手
は

う

が
最
初
に
行

た

 
そ
の
対
策
方
法
と
し
て
キ
リ
ト
が
対
麻

ポ

シ

ン
と
状

異
常

性
ス
キ
ル
そ

の

か
状

異
常
系
に
ブ

ス
ト
が
掛
か
る

備
の
重
要
性
を
ア
ル
ゴ
の
攻
略
本
で
匿
名
で
掲

載
し
て
い
た

だ
が

そ
れ
も

然

中
は
知
り
得
て
い
る

 

を
使
う

中
が
同
じ

に
掛
か
る
事
は
ま
ず
無
い

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
に
掛
か

て
一

空
に
放
ら
れ
た

だ
が
ア
レ
は
数
の

力
で
麻

の

状

異
常
を
引
き

て
た
に
過
ぎ
な
い

ど
れ
だ
け
ブ

ス
ト
し
て
も
完
全
無

に
は
な
ら
な
い

の
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
常
識
だ

た

後
に
闘
技
場
で
手
に
入

た

備
品
で
キ
リ
ト
は
状

異
常
に
か
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か
ら
な
く
な
る
が

ア
レ
は

外
中
の

外
で
あ
る

 
そ
ん
な

か
な
可
能
性
に

け
て
自
分
達
は
殺
し
を

じ

つ
ま
り

と
ん
ど
の
大
技
を

使
え
ず

そ
れ
で
い
て

手
は
こ
ち
ら
を
殺
せ
る
技
を

使
え
る
と
な
れ
ば
あ
ま
り
に

不

だ

か
な
可
能
性
に

け
る
あ
ま
り
自
分
が
死
ん
で
し
ま

て
は

も
子
も
な
い

 
故
に
状

異
常
に
対
し
高
い

性
を
持
つ
プ
レ
イ

を

手
に
す
る
時
は
部

欠
損
の

方
が
手

く

確
実
だ

た

正
直
な
と
こ
ろ
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ
達
で
は
ど
れ
だ
け

て
も

う

は

超
え
ら
れ
な
い

 
返

に

す
る
ア
ル
ゴ
に
助
け

を
出
す

で
も
無
く
キ
リ
ト
が

葉
を

け
た

そ

の
内
容
に

者
が

く

気
に
フ

ン
が
多
い
ア
ス
ナ
を
デ

ス
ら
れ
た
点
で

え
て
い

た 

そ
れ
が
実
力
と
い
う
意
味
で
な
い
事
に
気
付
け
た
の
は
三
千
万
を
突
破
し
た

者

の

だ

た
だ
ろ
う
か

み
ん
な
は

が
組
ん
だ
ル

チ
ン
を

手
に
し
た
戦
闘
特
化
型

対
す
る

う

は

人
を
殺
す
事
に
特
化
し
た
集

持
つ
覚
悟
が
違
い
使
う
技
術
が
違
う

み
ん
な
を
呼
ん
だ
と
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こ
ろ
で
戦
力
に
は
な
り
得
な
い
だ
ろ
う
な

個
人
的
に
も

な

て
欲
し
く
は
な
い

 
最
後
に
小
さ
く
そ
う
付
け
足
し
た
少
年
は
そ
こ
で

を
上

た

苦
し

に

を

め
る

ア
ル
ゴ
と
目
が
し

か
り
合
う

 
黒
い

は

や
は
り
昏
か

た

だ
か
ら

や

り
一
人
で
行
く
の
カ

 
か
な

し

に

ま
た
問
い
掛
け
る
ア
ル
ゴ

 
一
人
で
罪
を
背
負

て
欲
し
く
な
い
一
心
で
放
た
れ
た

外
の
願
い

依
存
出
来
る
信
頼

出
来
る

手
を
喪
い
た
く
な
い
と
い
う
恐
れ

そ
れ
を
超
え
た
感
情
が
金
髪
の
少
女
の
表
情

に
浮
か
ん
で
い
た

 

い
や

隊
を
組
も
う
と
思
う

  
そ
れ
は

届
い
て
い
た

と
う
ば
つ

た
い

・

・

・上
は
だ

そ
も
そ
も
こ
れ
ま
で

ロ
で

す
事
に

て
い
た
の
は
個
人
的
な
感
情
と
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事
情
に

重
を

け
て
い
た
か
ら
だ

も
う
三

も
取
り

が
し
て
い
る
以
上

わ
が我
ま
ま

は
こ
の

で
終
わ
り
に
す
る

キ
 
あ

さ
り
と
集

に
頼
る
事
を
決
め
た
少
年
に
ア
ル
ゴ
が
感
動
し
た
よ
う
に

喜
を

わ
に

し
た

滅
多
に
他
人
を
頼
ら
な
い
事
を
常
に
心
苦
し
く
思

て
い
た
か
ら
こ
う
な
る
気
持
ち
も
非

常
に
分
か
る

 

そ
こ
で

見
覚
え
の
あ
る
三
本

の
ネ
ズ
ミ
マ

ク

の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
流
し
た
コ
メ

ン
ト
が
目
に
入

た

  

こ
れ

個
人
の
意
思
は
全
体
の
意

よ
り

先
さ
れ
な
い

と
い
う

え
に

づ
い
た

結
論
で
あ

て

別
に
オ
レ

ち
の

葉
が
届
い
た
か
ら

て

じ

な
い
ん
だ
よ
ナ

 

あ

 
ア
ル
ゴ
の
願
い
は
実
は
届
い
て
い
な
か

た
よ
う
だ

 
な
ん
と
い
う
か

時
の
キ
リ
ト
を
思
い
出
す
と
確
か
に
そ
ち
ら
の
方
が
ら
し
い
と
思
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え
て
し
ま

た

 
更
に

鼠

が
投
下
し
た
コ
メ
ン
ト
で

あ

し

と
い
う
文
が
大

投
下
さ
れ
る

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
英
語
や
そ
れ
以
外
の
文

が

ざ

て
い
る

り

外
国
人
も
見
て
い
る
ら
し

い

の
発
表
で
日
本
語
が
共

語
に
強
制
変
更
さ
れ
た

に
リ

デ

ン
グ
と
ヒ
ア
リ
ン
グ

は
出
来
る
が
ス
ピ

キ
ン
グ
と
ラ
イ
テ

ン
グ
が
出
来
な
い
の
だ
ろ
う

と
は

え
攻
略
組
が
戦
力
に
な
ら
な
い
点
は
変
わ
ら
な
い

だ
か
ら

は
戦
力
と
し
て

頼
る
つ
も
り
は
無
い

じ

あ
ど
う
す
る

て

う
ん
ダ

 

し

に
問
う
ア
ル
ゴ
に

彼
は

点
を
変
え
る

と

え
た

う

を
殺
す

な
い
し
無
力
化
す
る
戦
力
に
は
な
り
得
な
い
が

亡
を

止
す

る

に
は
出
来
る

だ

ボ
ス
攻
略
と
同
じ
だ
よ

み
ん
な
が

に
な

て

え
る
中

だ
け

突
出
す
る

い
つ
も
の
事
だ

な

ん

 

然

絶

ア
ル
ゴ
の
心
境
を

す
る
な
ら
そ
の
二
つ
が

た
り
だ
ろ
う
表
情
の
変
化

 
気
付
い
た
の
だ
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殺
し戦
合
い闘

が
キ
リ
ト

独
で
行
わ
れ
る
事
に
は
変
わ
り
が
な
い

こ
れ
以
上
罪
を
背
負
い
苦
し
ま

な
い
よ
う
願

て
一
人
で
行
く
な
と

た
が
な
に
も
届
い
て
い
な
い
事
に

明
な
少
女

は
す
ぐ
に
気
付
い
た

 

彼
が

た
よ
う
に

本

に

隊
は

上

だ

た

問

は
未
だ

う

の
ア
ジ
ト
が
見
つ
か

て
な
い
点
だ
が
そ
れ
も
時
間
の
問

だ

ろ
う

 
表
情
を
変
え
た
ア
ル
ゴ
の

は
見
え
て
い
る

だ
が

え
て
な
の
か
そ
れ
に
触
れ
る
事
な

く
キ
リ
ト
は

内
の
構
想
を

に
し
て
い
く

 

う

の
ア
ジ
ト
は
お
そ
ら
く
十
層
か
ら
二
十
層

更
に
人
が
寄

て
来
な
い
迷

か
ら
離
れ
た
ダ
ン
ジ

ン
だ
ろ
う
と
彼
は

う

 
実

ア
ジ
ト
は

に
攻
略
さ
れ
た

層
の
ダ
ン
ジ

ン

し
か
も
上
層
に
繋
が
る
タ

ワ

で
は
な
く
デ
ザ
イ
ナ

が
配

だ
け
し
て
忘
れ
て
し
ま

た
よ
う
な
小

の
安
全
地

を
根
城
に
使

て
い
た

攻
略
組
プ
レ
イ

は
迷

タ
ワ

の
攻
略
し
か
行
わ
な
い
し
中

プ
レ
イ

も
人
が
多
い
ダ
ン
ジ

ン
に
し
か
潜
ら
な
い

も
ち
ろ
ん

に
は
偶
然
問

の

を
見
つ
け
立
ち
入

て
し
ま
う
プ
レ
イ

も

た

だ
が
そ
の
プ
レ
イ

達
が
全
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容

に

を

が
れ
て
し
ま

た
だ
ろ
う
事
は
想
像
に

く
な
い

 

う

の
立
ち
上

か
ら
ア
ジ
ト
発
見
そ
し
て
壊
滅
ま
で
お
よ
そ
三
四

月

ど

要
し
た
の
は
大
多
数
の
人
間
が
浮
か
べ
る
思

を
逆
手
に
取

た

な
作
戦
だ

た
と

え

よ
う

 

そ
の
作
戦
を

同
じ
く

な
手
で
以
て
キ
リ
ト
は
破

て
み
せ
た
よ
う
だ

た

 
攻
略
ギ
ル
ド
と
さ
れ
る
主
要
な
三
つ
の
大
ギ
ル
ド
が

点
し
て
い
た
の
は

血

騎
士

の

五
十
五
層

聖
⻯

合

の
五
十
六
層

軍
の
一
層
だ

た

時
の
最
前
線
が
六
十
層

と

い
う
点
を

み
れ
ば

五
十
層

も
十
分
上
層
に

分
さ
れ
る

 
と
な
る
と

二
十

三
十
層

が

す
る

中
層

は
空
白
地

に
な
る

 
実

オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
の
大
多
数
が
中
層
を
根
城
に
し
て
い
た

最
前
線
で
戦
え
る

ど
真

面
目
に
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
い
る
な
ら
オ
レ
ン
ジ
常

に
な
り
オ
レ
ン
ジ
だ
け
の
ギ
ル
ド
を

作

て
い
な
い

そ
し
て
人
が
多
い
と
こ
ろ
に
集
ま
る

性
を
逆
手
に
ロ
ザ
リ
ア
の
よ
う
な
誘

導
コ

ル
が
し
て
見
せ
た
Ｍ
Ｐ
Ｋ
の
よ
う
な
手
を
取
り
プ
レ
イ

を
殺
す

が
多
か

た

 
最
前
線
に
オ
レ
ン
ジ
は

な
か

た

た
と
し
て
も
戦
闘
中

て
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
が

き
た
と
い
う
超

確

な
も
の
程
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層
も
同
じ

二
十
五
層
で
の
失

の
責

を
取

て
前
線
か
ら
身
を
引
い
た
キ
バ
オ
ウ
が

代
わ
り
と
ば
か
り
に

し
始
め
て
い
た
オ
レ
ン
ジ

り
に

を
入
れ
出
し
た
事
で

シ
ス
テ

ム
的
な

罪
は

た

だ

ボ
ス
戦
に
出
て
い
た
主
力
を

く
個

の
実
力
こ
そ
中
層
プ
レ
イ

み
だ
が
軍
は
数
千
の
プ
レ
イ

を
要
す
る
大
ギ
ル
ド
だ

た

キ
リ
ト
の

う

り

安

に

せ
る
も
の
で
は
な
い

 

大
ギ
ル
ド
と
キ
リ
ト
の
違
い
は

動
出
来
る
か

か
に
あ
る

 
中
層
は
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
の
大
多
数
が
根
城
に
し
て
い
た

分

キ
リ
ト
は
そ
の
オ
レ
ン
ジ

ギ
ル
ド
を

し
て
回

て
い
た

そ
し
て

殺
隊
も
数
を
増
や
し
な
が
ら
キ
リ
ト
を
殺
す

だ
け

に

ま

て
い
た

だ

 
キ
リ
ト
と
て

時
も
同
じ

層
で
や
り
合

て
い
た

で
は
無
か

た

に
だ
が

下

の

層
に
下

て
い
た
ら
し
い

上
層
の
下
限
か
ら
中
層
の
上
中
下
と

層
を
下

て
い
き

そ
し
て

探
り

て
た
の
だ

 
オ
レ
ン
ジ
に
な
る
と

圏
内

に
は
入
れ
な
い

層
間
の

動
は
迷

か

あ
る
い

は
圏
外
転

を
使

た
別

層
の
圏
外
転

へ
の
転

の
み

第
九
層
以
上
に
し
か
圏
外
転

は
無
い
な
ら
上
層
か
ら

し
に
オ
レ
ン
ジ
を

て
い
け
ば

れ
見
つ
か
る

そ
れ
が
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キ
リ
ト
の

え
だ

た

 
オ
レ
ン
ジ

り
は

う

の
設
立

を
契
機
に
増
⻑
し
た
オ
レ
ン
ジ
達
を
殺
し
活

動
を
抑
え
る
抑
止
力
と
し
て
の
行
動
だ

た

 
だ
が

そ
れ
だ
け
で
は
な
か

た
の
だ

  

場
面
が
変
わ
る

  
内
部
時
間

二

二
四
年
三
月
三
十
日
 

前
二
時

 
ア
ジ
ト
を
発
見
し
た
キ
リ
ト
が
攻
略
組
の
主
だ

た
面

に
声
を
掛
け

黒
鉄

内
部
の

軍
の
会
議

で
部
外
秘
の
極
秘
集
会
を
開
い
た

時
間
と
し
て
非
常
識
か
つ
眠
り
の
中
だ

た

者
も
少
な
か
ら
ず
い
た

だ
が
そ
の
集
会
に
は
多
く
の
人
が
集
ま

た

な
に
せ
二

二
四
年

日
か
ら
そ
れ
ま
で
の

は
軍
の
情
報
部
が
発
行
し
て
い
た
新

を

し
て
広
く
知
れ

て
い
た
か
ら
だ

 
ま

三
月
に
入

て
か
ら
は
キ
リ
ト
の

騒
ぎ
の
方
が
多
く
取
り
上

ら
れ
て
い
た
の
だ

が
し
か
し
そ
れ
も
キ
リ
ト
の
指
示
に
よ
る
も
の
だ
と
再
現

像
で
知

た

時
ど
こ
に
現
れ
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る
の
か

中
層
や
下
層
に

く
理
由

集
め
の
情
報
な
ど

を

鼠

が
リ

ク
し

シ
ン
カ

を
リ

ダ

と
す
る
情
報
部

が
新

と
し
て
発
行
な
い
し

殺
隊
に
そ
れ
と
な
く

流
す
事
で
誘
導
す
る
と
い
う
流
れ
が
出
来
上
が

て
い
た
か
ら
だ

無
論
ア
ル
ゴ
が

先
し
て

や

た

で
は
な
い

部
隊
は
二
つ
に
分
け
よ
う
と
思
う

一
つ
は
突
入

も
う
一
つ
は
圏
外
転

に
転

し
た

う

メ
ン
バ

を

ら
え
る

だ

今
ま
で

ロ
で

と
な
く
戦

た
が

転

で

ら
れ
て
い
た
か
ら
な

直

突
入
し
な
い
か
ら
と

て

も
気
は

け

な
い
ぞ

 

心
を
向
け
て
来
る
百
人
以
上
の
面
子
を
前
に
キ
リ
ト
は

さ
ず
会
の
主

者
と
し
て
話

を
進
め
て
い
く

そ
の
様
は
ど
う
見
て
も
十

の
子

に
は
見
え
な
い

 
い
ち
お
う

前
と
し
て
目
的
は
対

の
無
力
化

で
あ
り
前

と
し
て
無
理
に

で
は
な
く
生
き
残
る
事
を

え
て
い
る
事
を
伝
え
た
キ
リ
ト
は

参
戦
の
意
思
を
確
認
し
た

 

こ
の
時
点
で
は

大
部
分
が
参
戦

の

に

手
し
な
か

た

 
参
戦
す
る
意

を
見
せ
た
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
ア
ス
ナ
デ

ア
ベ
ル
自
分

い
る
風

林
火

六
人

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

三
人

ア
ル
ゴ
の
十
三
人
だ
け
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こ
の
結
果
に

さ
し
も
の
キ
リ
ト
も

を

め

に
手
を
や

た

こ
こ
ま
で

事
者
意
識
が
無
い
と
は
流

に
想
定
外
だ

た

そ
の
眼
を
見
た
限
り
参
戦

し
な
い
理
由
も
大
方

が
中
心
に
な

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
が
そ
う
や

て
個
人
の
感
情
を

先
し
て
保
身
に

る
と
は

ど
う
や
ら

な

け
ば
か
り
ら
し
い

 

が

い
と

わ
ん
ば
か
り
に

を

さ
え
る
キ
リ
ト

そ
の

振
り
と

葉
は
お
そ
ら
く

心
の

か
ら
の
も
の
だ
と
思

て
間
違
い
な
か

た

そ
ん
な
キ
ケ
ン
な
事
お
前
が
一
人
で
や
れ
ば
い
い
だ
ろ

達
を
い
つ
も
い
つ
も
あ
し
ら

て
る
な
ら

無
い

だ

攻
略
を
し
て
る

達
を

き

む
な

 

然
と
し
た

で
紅
白
の

を

た
ア
タ

カ

が

う

⻑
の
少
女
が

い
眼
を

向
け

か
を

お
う
と
し
た
が
そ
れ
よ
り

か
に

く

を
組
み
上
背
の
あ
る

め
し

い
男
を
見
上

る
キ
リ
ト
が

を
開
い
た

日
の

方

く

血

騎
士

の

が
四
名

う

に
よ

て
殺
さ
れ

た
事
を
知

て
の
発

か

な
に

 
で

デ
タ
ラ
メ
を

う
な

我
ら

え
あ
る

血

騎
士

が

レ

ド

な
ん
ぞ
に
や
ら
れ
る

が
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惑
を
浮
か
べ
る
も

前
線
攻
略
を
し
て
い
る
一
人
と
い
う

プ
ラ自
イ
ド負

で
持
ち
直
そ
う
と
す
る
男

 
そ
こ
で

ヒ

ス
ク
リ
フ

真
紅
の
騎
士
が

え
て
い
た
十

の
盾
の
下

を

に
突
き
直
し
た

男
が

り

線
を
向
け
る

の
人
間
も
そ
れ
に

た

真
実
だ
そ
れ
は

二
十
九
日

後
七
時

中
層
で

集
め
に
動
い
て
い
た

が
四
名

め
て
殺
さ
れ
そ
の

品
を

え
て
圏
内
に
放
り

ん
だ
と
こ
ろ
を
情
報

の
一
人
が
見
て
い
る

そ
し
て
そ
の
品
も
こ
ち
ら
に
届
け
ら
れ
た

の
死
亡
日
時
も
合

し
て
い
た

な

そ
ん
な

そ
れ
で
は

う

は

我

に

す
る
レ
ベ
ル
を

 

目

然
の
面
持
ち
で

う
わ
ご
と

の
よ
う
に

う
男

そ
の
事
実
が
知
れ

り
波

し
集

に

惑

い
で
恐
怖
が
立
ち

り
始
め
た

 

い
た

手
が
一

上
が

た

 

を
立
て
た
の
は
キ
リ
ト
だ

た

恐
怖
に

ま
り
始
め
た
集

を
少
年
は
揺
る
が
な
い
意

思
で
見

め
た

理
解
し
た
か

も
う
他
人
事
じ

な
い

う

は

攻
略
組

そ
れ
も

騎
戦

力
最
大

の

血

騎
士

の

を
殺
せ
る
レ
ベ
ル
に
手
を
掛
け
て
い
る

の
方
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が
経
験
値

は
良
い
対

プ
レ
イ

の

経
験
値
の
一

を
奪
う
か
ら
な
そ
こ
ら
の

モ
ン
ス
タ

を

手
に
す
る
よ
り
レ
ベ
ル
ア

プ
し
や
す
い
ん
だ
よ

ハ

さ
す
が
は

ク

ズ

人
殺
し
や
そ
の

の
事
は
ワ
イ
ら
よ
り

知
し
て
ん
や
な

そ
れ
で
レ
ベ

ル
も
ガ
ン
ガ
ン
上
が

と
ん
の
や
ろ

 
え
え
ご
身
分
や
な

 

の

点
を

べ
た
と
こ
ろ
で

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
そ
の
場
で
最
も

心
を

や
し
て

い
た
男
キ
バ
オ
ウ
が

み
付
い
た

と
人
を
殺
し
た
者
へ
の

蔑

そ
の

に
あ
る

怒
が

に
出
て
い
る

 
そ
の

心
を
前
に

少
年
は

を

め

く

ん
だ

オ
レ
ン
ジ
を
取
り

ま
る

安

持
部
隊
を

い
て
お
い
て

出
来
損
な
い

の

よ

り
知
ら
な
い
の
は
逆
に
ど
う
な
ん
だ

 
ゲ

マ

の
集

な
ら

よ
り
も
ポ
ン
ポ
ン
知

が

出
て
来
る
だ
ろ
う
に

あ

た

キ
バ
オ
ウ
さ
ん

話
の

を

ら
な
い
で
く
れ

 
怒
り
に

を
真

に
し
た
男
が

み
か
か
ろ
う
と
す
る
と

に

た
デ蒼

髪
アの
ベ騎
ル士

が
止
め

に
入

た
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な

デ

ア
ベ
ル
は
ん

な
ん
で
止
め
ん
の
や

い
ま
は
重
要
な
話
を
し
て
い
る
か
ら
ね

そ
れ
に
ど
う
あ
れ

う

が

達
に
と

て
も
無

で
き
な
い
存
在
で
あ
る
事
は
変
わ
り
な
い
ん
だ

そ
れ
は
分
か
る

だ

そ
ら
そ
う
や
け
ど

 
苦

の

に
な
り
ぐ
ぬ
ぬ
と
表
情
を
険
し
く
し
な
が
ら

か
と

を

け
る
キ
バ
オ
ウ

は

や

ア
カ
ン

デ

ア
ベ
ル
は
ん
の
頼
み
な
ら
と
も
か
く
コ
イ
ツ
の
指
示
で
動
く

ん
は

え
ら
れ
へ
ん
わ

 
キ

パ
リ
と

絶

を
し
た

 
デ

ア
ベ
ル
も
予
想
は
し
て
い
た
ら
し
い
が

そ
れ
で
も

の
表
情
を
浮
か
べ
る

キ
バ
オ
ウ
さ
ん

す
ま
ん
な
デ

ア
ベ
ル
は
ん

せ
や
け
ど
ワ
イ
は
ど
う
あ

て
も
コ
イ
ツ
に
は

え
ん
の
や

 
キ
バ
オ
ウ
は

や
や

し

な
さ
そ
う
に
デ

ア
ベ
ル
に

り

そ
の
表
情
が

の
よ
う

に

キ
リ
ト
を
苛
立
ち
の
表
情
で

み
付
け
た

ワ
イ
は

ワ
イ
の
や
り
方
で
ラ
フ
コ
フ
を

す

ジ
ブ
ン
は
ジ
ブ
ン
で
勝
手
に
せ
え
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協
力
し
た
方
が
成

も
生
還

も
上
が
る
の
に
ど
ち
ら
に
せ
よ
作
戦
は
同
じ
に
な
る
の
に

合
も
出
来
な
い
と

そ
う
や

ジ
ブ
ン
は
ど
う
せ
ラ
フ
コ
フ
を
殺
し
て
終
わ
り
に
し
よ
う
と

え
と
ん
の
や
ろ
う

が
ワ
イ
は
そ
の
や
り
方
が
気
に
入
ら
ん

だ
か
ら
ワ
イ
は

わ
ん

ワ
イ
は
ラ
フ
コ
フ
を
必

ず
生
け

り
に
し
て

す
ん
や

 

を
組
み

な

で

す
る
キ
バ
オ
ウ

 
同
じ

勢
を
取
る
キ
リ
ト
は
目
を

め
た

殺
す
よ
り

無
力
化
の
方
が
ず

と

し
い
と
分
か

て
い
て

そ
れ
を
目
指
す
の
か

せ
や

そ
れ
は
理
想
論
だ

あ
ち
ら
が
殺
す
気
な
の
に
こ
ち
ら
は
殺
さ
ず
生
け

り
に
す
る
事

が
ど
れ
だ
け

か
分
か

て
い
て

そ
の
上
で
目
指
す
の
は
無
謀
だ

ハ

ワ
イ
を

め
ん
な
や

ジ
ブ
ン
と
は
根
性
が
違
う

ワ
イ
は

め
ん

少
な
く
と
も

・平
・然
・と
・人
・を
・殺
・す
・ジ
・ブ
・ン
・よ
・り
・は
・絶
・対
・に
・正
・し
・い
・や
・ろ

 
そ
う

を
浮
か
べ
て

キ
バ
オ
ウ
が

た
直
後

 
キ
リ
ト
の
眼
が
昏
く

ん
だ
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こ
う
し
て

観
し
て
い
る
か
ら

気
付
け
た
事
だ

 

う

の
危
険
性
を

慮
し
参
戦
を

な
く
表
明
し
た

時
の
自
分
は
キ
バ
オ
ウ

へ
の
怒
り
を

ら
せ
て
い
た
か
ら
キ
リ
ト
の
変
化
に
気
付
け
な
か

た

あ
ま
り
に
も
一

の
出

来
事
だ

た
か
ら
見

し
て
い
た

 
キ
バ
オ
ウ
が
目
指
す
も
の
は
確
か
に
リ

ダ

と
し
て
掲

て
お
く
べ
き
理
想
だ

人
を
死

な
せ
る
事
前

の
思
想
に
共
感
す
る
者
は
い
な
い

 
だ
が

正
し
く
は
な
い

 

間
違

て
い
な
い

と

う
べ
き
だ

た

 

よ
り
正
解
な
ど
定
ま

て
い
な
い

絶
対
不
正
解
の
も
の
は
あ
れ
ど

正
解
の
も
の
は
な

い

故
な
ら

正
し
い

と
い
う

価
は
過
程
に
こ
そ
あ
る
か
ら
だ

人
を
護
る
時
に

護

衛

が
数
人
死
ん
だ
場
合
と
全

生
き
残

た
場
合

そ
の
前

を
決
め
る
思
想
で

え
れ

ば
分
か
る
事

 
キ
バ
オ
ウ
は

手
方
の
死
者
を
出
さ
な
い
事
に

す
る

り
自
分
達
が
負
う
負

を

え

て
い
な
い

あ
る
い
は

え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
キ
リ
ト

ど
シ
ビ
ア
な
も
の
で
は

な
い

ど
こ
か
で
破

し

必
ず
死
者
が
出
る
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対
し
て
キ
リ
ト
は
味
方

の
死
者
を
出
さ
な
い
事
に
苦
心
し
て
い
る

攻
略
組
が

は
シ
ス

テ
ム
の
モ
ン
ス
タ

を

す
者
達
で
あ
り
人
と
戦
う
者
で
な
い
以
上
必
要
な
覚
悟
や
技
術
が

不
足
し
て
い
る
と
分

し
て
い
る
か
ら
だ

そ
の
た
め

の
自
己

精
神
が
合
わ
さ
り
多
大
な

苦
労
を
自
分
で

け
持
つ
よ
う
に
し
て
い
る

こ
の
集
会
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
事
だ

先
の
ア

ル
ゴ
と
の
密
会
を
見
た
か
ら

集

を

い
る
事
の
真
意
を
知
れ
る

そ
う
か

 

ん
だ
眼
が

き
で

に

て
か
ら
数

の

を

ん
だ

に
キ
リ
ト
は

く

火
を
切

り
直
す

黒
の

は

な
髪
の
男
か
ら
外
れ

を
ぐ
る
り
と
一

し
た

キ
バ
オ
ウ
が

た
よ
う
に

は
最
悪
殺
し

し
て
で
も

う

を

す

も
り

だ

死
ぬ
と
こ
ろ
を

・見
・た
・く
・な
・け
・れ
・ば

け
て
も
ら

て
も
構
わ
な
い

 

外
に
殺
す
の
は

キ
リ
ト

自
分
で
キ
リ
ト
以
外
は
殺
す
事
が
無
い
と

て
い
る
よ
う
な

い
回

し 
こ
れ
も

時
気
付
け
な
い
も
の
だ

た

リ

フ

や
ユ
ウ
キ
達
が
無
意
識
に

ば
れ
る

葉

の

か
ら
違
和
感
に
気
付
き

り

く
の
を
見
て
い
た
か
ら
分
か
る
事

 
確
か
に

は
ヘ
タ
だ
な

と
思
う

い
回
し
だ

た
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そ
の

し
を

け

多
く
の
人
間
が
そ
の
場
を
立
ち
去

た

 
残

た
の
は

殺
隊
を

め
て
四
百
人
に
届
く
最
初
か
ら
大
き
く

り
六
十
人

ど
だ

た

前
線
攻
略
メ
ン
バ

を
殺
せ
る

中
に

わ
な
い
と
彼
我
の
レ
ベ
ル
差
を

み
て
引
い
た

の
は
非
常
に
真

な
方
だ
が
大

は
キ
リ
ト
を
怨
む
あ
ま
り
衝
動
的
に
立
ち
去

た
者
ば
か

り
で
あ
る

 
残

た
面
子
の
多
く
が
ボ
ス
攻
略
の
常

だ

た

ボ
ス
部

に
入
れ
る
の
は
四
十
九
人
ま
で

だ
が

手
の
弱
点
に
よ

て
入
る
事
も
あ
る
片
手

使
い
達
な
ど
も
い
る
た
め
六
十
人

ど

に
達
し
て
い
た

ど
う
し
て
こ
ん
な
時
に
も
い
が
み
合
う
の
か
な

 
参
入
し
て

年
以
上
経
つ
槍
使
い
の
少
女
が
不

と
哀
し
さ
悔
し
さ
を

ん
だ

な
面

持
ち
で

た

 
キ
リ
ト
は
そ
の
声
を

き

し

な

線
を
向
け
て
い
た
が

少
し
し
て

目
し
表
情

を

め
た

肉
気
な

て
ぶ
て
し
い

み
が

り
付
け
ら
れ
る

が
リ

ダ

な
の
に
こ
こ
ま
で
残

た
の
は
正
直
意
外
だ

た

あ
り
が
と
う

違
い
す
る
な

攻
略
組
を
襲
わ
な
い
お
前
よ
り

う

の
方
が
危
険
だ
と
判
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断
し
た
だ
け
だ

い
ず
れ
始

す
る
事
に
変
わ
り
は
な
い

 

殺
隊
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
で
も
ボ
ス
攻
略
メ
ン
バ

に

け
て
い
る
リ
ン
ド
が
感
情

よ
り
も
状
況
を

先
し
た

葉
を

き
捨
て
る

表
情
は
忌

し

な
そ
れ

終

に
見
せ
て
い

た
友

的
な

で
は
な
く

本
気
の

悪

 
終

の
放

で

が

定
さ
れ
て
い
る
た
め
か
コ
メ
ン
ト

で
は
ツ
ン
デ
レ
と
か

わ
れ

て
い
た

  

場
面
が
変
わ
る

  
再
現
日
時

同
日

前
三
時

 
気
取
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

そ
の
実
モ
ル
テ
や
ク
ラ
デ

ル
達
が
情
報
を

流
し
て
い
た
た
め

と
い
う
理
由
で

作
戦
は
会
議
が
終
わ

て
す
ぐ
に
実
行
に

さ
れ

た

ス
ピ

ド
が
命
と

わ
ん
ば
か
り
の
速

 
そ
れ
で
も
十
数
分
も
あ
れ
ば
対
策
な
ど

ら
で
も
打
て
る
の
が
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
カ
リ
ス
マ
性
の

恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
だ

た
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襲

て
来
る
と
い
う
情
報
が
あ
り

索

ス
キ
ル
に
プ
レ
イ

の
集

が
引

掛
か
れ

ば

作
戦
が
実
行
に

さ
れ
た
と

せ
る
だ
ろ
う

自
分
も

た
強
襲
部
隊
が
件
の
安
全
地

の
大
部

に
向
か

て
も

人
影
は

と
つ
も
な
か

た

 
無
論

亡
し
た

で
は
な
い

 
安
全
地

に
入
る
手
前
の
部

は

中

に

が
あ
り

は

が
数

の
板
と
な

て

浮
く

と
し
穴
部

だ

た

ト
ラ

プ
で
は
な
く

か
ら
の
部

構
成
を

す
る
よ
う
に

う

は
下
か
ら
は
見
え
に
く
い
天

近
く
の

に

て
身
を
潜
ま
せ
て
い
た

 

然

索

ス
キ
ル
も
対
策
さ
れ
て
い
た
が

完
全

得
レ
ベ
ル
と
な
る
と
話
は
違

う 
し
か
も
キ
リ
ト
は
自
身
に
向
け
ら
れ
る

線
が
あ
れ
ば
ス
キ
ル
補
正
無
し
で
ハ
イ
デ

ン
グ
を

見
破
れ
る
す
こ
ぶ
る
良
い

の
持
ち
主

そ
の
部

に
入
る
手
前
で
小
声
で
自
分
達
に

意
を

し
た

無
理
に
前
に
出
る
必
要
は
無
い

た
だ

こ
の

場部

に
入
れ
さ
え
し
な
け
れ
ば
い
い

 
要
は

戦
わ
ず
道
を

い
で
お
け

と

た

 

達
は

然

色
を
示
し
た

無
力
化
す
る
事
は

達
に
も
出
来
る
と

そ
う

え
た
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乱
戦
が
一
番

る

複
数
対
複
数
の
対
人
戦
に

い
て
味
方
か

か
の
判
別
一
つ
に

や
す

時
間
す
ら
命
取
り
だ

で
も

キ
リ
ト
一
人
じ

無

じ

な
い

 
こ
ち
ら
の

え
を
理

で

ね

け
る
少
年
に

ユ
ウ
キ
が
不

気
に

葉
を

ら
し
た

 

殺
隊
に
寄

て
集
ら
れ
て
も
死
な
な
か

た
事
は
有
名
だ

け
る
ダ
メ

ジ
よ
り
自
動

回
復

の
方
が
多
か

た

そ
れ
だ
け

の
ス
テ

タ
ス
が
高
か

た

と
い
う
よ
り
彼
我

の
能
力
差
が
大
き
か

た

 
し
か
し

う

は

殺
隊
よ
り
も
個

の
レ
ベ
ル
が
高
い
と
予
想
さ
れ
る

 
キ
リ
ト
と

え
ど

そ
の
集

を
一
人
で

く
の
は
無
理
に

し
い
の
で
は

そ
の
理

で

ユ
ウ
キ
は
心
配
す
る
気
持
ち
を

外
に
伝
え
た

と
さ
れ
れ
ば
な

麻

を

け
れ
ば
確
か
に
死
ぬ
だ
ろ
う
が

一
撃
も

け
な
け
れ

ば

問

無
い

は
 
攻
撃
を

け
て
生
じ
る
問

は
攻
撃
を

け
さ
え
し
な
け
れ
ば
無
問

と
い
う
論
の
へ

た
く

れ
も
な
い
少
年
の
理

に

と
人
の
予
想
を
上
回
る
事
が
多
か

た
少
女
を
し
て
絶

さ
せ
ら
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れ
た

 
そ
の
隙
に

あ
る
い
は

先
手
を
打
た
れ
る
前
に

キ
リ
ト
が
部

の

を
く
ぐ潜

た

 
黒

の
外

を
は
た
め
か
せ

小
さ
な
剣
士
が

シ

ア
ア
ア

 
天
板
か
ら

び

り

襲
い
掛
か

た
最
初
の

う

メ
ン
バ

も

同
じ
黒
色

 

う

の
幹
部
に
は
イ
メ

ジ
カ
ラ

を

定
し
て
い
る
メ
ン
バ

が
二
人
い

る

と
事
前
に
キ
リ
ト
か
ら
話
さ
れ
て
い
た

 
一
人
は

全
身
で
は
無
く
眼
と
髪
を
真
紅
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し

色
の
フ

ド
マ
ン
ト

に
も

の
逆
十

を

め

い
た
エ
ス
ト

ク
使
い
だ

血

騎
士

の
紋
章
を

す
る

よ
う
な
出
で
立
ち
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ
達
が

を

め
て
い
た
の
は
よ
く

え
て
い
る

 
も
う
一
人
は
か
つ
て
軍
に

属
し

キ
バ
オ
ウ
の

近
に

た
男

時
は

片
手
剣

を

使

て
い
た
が

け
て
か
ら
は

剣
に
マ
ニ

ア
ル
で
麻

を
塗

し

ん
で

い
て
い

た
と
い
う

状

異
常
付
与

に
ブ

ス
ト
が
掛
か
り
や
す
い
他
に

行
し
や
す
い
か
ら
だ
ろ

う 
最
初
に
襲
い
掛
か

た
の
は

後
者
の
方
だ

た
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プ
レ
イ

名
は

ジ

ニ

称
は

ジ

ニ

・
ブ
ラ

ク

レ
ベ
ル

と

攻
略
組
の
中
で
も
ト

プ
に
食
い

め
る
数

だ

 
だ
が
最
前
線
で
戦
い

け
四
八
一
人
の
中
層
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

を
斬

て
き
た
キ
リ
ト

の
レ
ベ
ル
は

１

０

だ

た
が

 

と
⻘
の
線
が
閃
い
た

そ
う
認
識
し
た
の
は

キ
リ
ト
の
黒
剣
が
振
り

か
れ

ジ

ニ

の

剣
を
持
つ

手
が
ポ
リ
ゴ
ン
に

た
時
だ

た

 
ダ
メ

ジ
の
衝
撃
で

下
の

性
が

み
体
勢
を

し
た
同
じ
黒
に
対
し
キ
リ
ト
は

に
放
ら
れ
た

ナ
イ
フ
を

手
で

み
取
る
や

や
眼
前
を

ち
る
男
に
対
し

く
振
る

た

残
り
四

ど
の
体
力
ゲ

ジ
の

が
数

だ
け
ち
り

と

れ

ゲ

ジ
の

下

に
麻

の
ア
イ
コ
ン
が
発
生
し
た

 
自
身
が

意
し
た
麻

に
冒
さ
れ
た
ジ

ニ

は

け
身
も
取
れ
な
い
ま
ま
地
面
に
べ

ち

り
と

し
た

 

に
身
を
投

出
し
襲
い
掛
か

た
の
は
ジ

ニ

だ
け
で
は
な
い

二
三
十
人
近
く
の

メ
ン
バ

が

び
出
し

地
面
に

地
す
る
者
と
そ
の
ま
ま
斬
り
掛
か
る
者
と
が

た

 
し
か
し

キ
リ
ト
の
眼
は
そ
れ
ら
を
一

し
た
だ
け
で

す
ぐ
外
さ
れ
た
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数

さ
ま
よ

い

天
板
の
一
つ
に

定
さ
れ
る

 
そ
こ
に
は

う

の

と

べ
れ
ば
ハ
イ
グ
レ

ド
と
分
か
る
黒
緑
の
ポ
ン
チ

と
肉
切
り

の
如
き
形
状
の

剣
メ
イ
ト
・
チ

パ

友
切

を
手
に
す
る

レ

ド

殺
人
ギ
ル
ド
の

が
立

て
い
た

眼
下
で

き
よ
う
と
し
て
い
る
争
い
を

観
す
る
構
え
を

の
風
情
と
共
に

し

み
な
く
晒
し
て
い
た

 
悪
を
束
ね
る

悪
の
根
源

見
つ
け
た

 
悪
を
以
て
悪
を
制
す

そ
れ
は
必
要
悪
で
絶
対
悪
を
殺
す

で
あ
り
少
な
く
と
も
Ｐ
ｏ

Ｈ
と
キ
リ
ト
は
立
場
上
決
し
て

じ
り
合
え
な
い

に
あ
る
と

え
る

 
悪
の

目
を
見
つ
け
出
し
た
キ
リ
ト
は
強
く
地
を

り
レ
ベ
ル
１

０
と
い
う
超
レ

ベ
ル
の

値
補
正
を
フ
ル
に
使

て

離
を

め
た

中
の
ラ
フ
コ
フ
メ
ン
バ

は
全
て

り

横
を

た
事
が
分
か

て

そ
の
後
ろ

を
フ

ド
を

る
男
達
は
見
送
る
ば
か
り

追
い
掛
け
た
と
こ
ろ
で

離
は
離
れ
る
一
方
だ

た

Ｗ
ｏ
ｗ

 
マ
ジ
か

 
お
よ
そ
五
十
メ

ト
ル
を
一

で

め
た
少
年
の
速
さ
に
は
さ
し
も
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
も

き
を

わ



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

に
し
た

の

の
ま
ま
な
が
ら
機

な
動
き
で

る
少
年
と
は
反
対

の
天
板
を
下
り

て
い
く

 
そ
の
手
に
は

⻘
い
結

体
が
握
ら
れ
て
い
た

が
す
か

 
キ
ラ
リ
と
⻘
く
光
る
そ
れ
を
見
て

少
年
が

え
た

 
一
番
高
い
天
板
の

に
手
を
掛
け

ぐ
る
り
と
一
回
転
し
な
が
ら
天
板
の
裏

に
足
を

け

そ
し
て

た

力
力
値
と

発

力値

下
速

が
合
わ
さ

て
地
面
に
突

を
仕
掛
け
る

向

か
う
先
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

地
す
る
予

地
点
だ

や

れ

 
同
時
し

う
し

う
と

れ
た
声
が
上
が
り
数
十
人
が

し
持

て
い
た
ピ

ク
や
投

ナ
イ
フ

お
そ
ら
く
全
て
麻

あ
り

を
投

た

デ
フ

ル
ト
攻
撃
の
も
の
ス
キ
ル

で
高
速

す
る
も
の

種

様

な
攻
撃
は
面
制
圧
の
弾
幕
に
な

て
襲
い
掛
か
る

 

投

の
構
え
を
取

た
時
点
で

キ
リ
ト
は

の
行
動
を

こ
し
て
い
た

 

手
に
黒
剣
を
握
り

手
に

剣
を
握
る
彼
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
常
識
で

え
れ
ば
イ
レ
ギ

ラ

備
状

に
な
る

し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
期
に
は

に
二
刀
流
を
会
得
し
て
い
た
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だ
か
ら
ス
キ
ル
は
使
え
る

 
そ
し
て

達
が
二
刀
流
の
存
在
を
知

た
の
は

こ
の

像
の
二

月

ど
先
の

 
こ
の

戦
に

い
て
キ
リ
ト
は
常
識
と
し
て
知
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
ル

ル
に
反
す
る
行
動

は
取

て
い
な
か

た

 
ジ

ニ

の

剣
を

に
く
わ

え
て
い
た
か
ら
だ

 

備
判
定
は
手
に
持

て
い
る
武
器
に
対
し
て
生
じ
る

で
あ
れ
ば
手
で
な
け
れ
ば
い
い
わ

け
で
多
く
の
人
が
マ
ニ

ア
ル
で
剣

を
付
け
た
り
ベ
ル
ト
に

む
中
取
り
出
す
間
も

し

い
と
ば
か
り
に

わ
ず

で

え

ん
で
い
た

 
そ
し
て
片
手

備
に
な

た
状

で

黒
剣
を
突
き
出
し

回
転
さ
せ
る

 
緑
色
の
光
を

び
た
刀
身
が
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
回
さ
れ

く

盾
を

り
出
し
た

来

す
る
投

武
器
は
高
速
回
転
す
る

広
の
刃
に

ま
れ
る

ン
Ｐ
ｏ
Ｈ

う

お
お
お

 
し

か
り
発

で
き
て
い
な
い
が

を

て
い
る
か
分
か
る

お雄
た
け

び
と
共
に
キ
リ
ト
が

突

む

地
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
男
が

の
声
を
上

ん
だ
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チ

 
転

 
空
中
に

ん
だ
ま
ま

手
の
転

結

を
掲

て
す
ぐ
に
で
も
離
脱
し
よ
う
と
Ｐ
ｏ
Ｈ
は

み
た

 
オ
レ
ン
ジ
が
自
身
に
対
し
て
転

結

を
使
う
場
合
転

先
は
最
後
に
足
を
付
け
て
い
た

層
の
圏
外
転

で

定
さ
れ
る
の
で

名
を

う
必
要
は
無
い

本
来
な
ら

常
の
Ｍ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
だ

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
デ
メ
リ

ト
を
多
く
持
つ
オ
レ
ン
ジ
が
戦
場
で
す
ぐ
撤

退
で
き
る
よ
う
設

さ
れ
た

か
な
救
済
手

だ

 
転

の
文

と
共
に

結

が

け

た

 
中
に

入
さ
れ
て
い
た
光
が

男
の
体
を

か
ら

み
始
め

さ
せ
る
か

 

ス
ピ
ニ
ン
グ
・
シ

ル
ド

の

か
な

直
か
ら
解
放
さ
れ
た
キ
リ
ト
は

天
に

・

・え
・た

自
身
に

る
男
達
を
無

し

え
て
い
た

剣
を

手
に
握
り
直
し
た
少
年
は
空
に

び
退

い
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
目
掛
け
て

の

剣
を
ブ
ン
投

る

 
高
速
回
転
し
た
そ
れ
は
転

機
の

に
ス
キ
ル
を
使
え
ず

て
空
中

動
も
出
来
な

い
男
の
中
心
を
深
く

た
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が

と

き
が
上
が
る
と
共
に
男
の

を

て
い
た
光
が

す
る

転

機
中
に
攻
撃
さ
れ
る
と

き
る
転

キ

ン
セ
ル
だ

Ｐ
ｏ
Ｈ

 
こ
こ
が

機
と
少
年
が

び
出
し
た

ど

ん

と
空
気
を

く
よ
う
な
衝
撃
で
男
達
が
た

た
ら
を

む
黒
の
剣
士

 
空
中
で
攻
撃
に
晒
さ
れ
た
男
が
不
安
定
な

勢
の
ま
ま

し
空
を

す
る
少
年
に

い
眼
光
を
向
け
た

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
の

手
に
握
ら
れ
る

剣
が

黒
い

や
み光

を

び
た

 
同
時

少
年
の
黒
剣
も

黒
い

か
り闇

を

ら
せ
た

 

交
錯
は
一

 
外

機

め
い
た

と
共
に

黒
剣
と
少
年
が

加
速
し
た

 
振
り
下
ろ
さ
れ
る

剣
よ
り
も
圧
倒
的
に

く
男
の
体
を

き

ち

剣
の

や
み光

を

さ
せ

男
の
命
を
も

り
取
る

 

と

黒
い

か
り闇

の

を
引
い
て
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
ダ
ン
ジ

ン
の

に
ま
る
で
標
本
に
さ
れ
た
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の
如
く

い

め
ら
れ
た

ま
じ
い
衝
撃
が

を
襲
い

揺
ら
が
せ
る

は

あ
の
時
の
ガ
キ
が
強
く
な

た
な

ホ
ン
ト
に
よ

 
心

を

た
れ

に

め
ら
れ

命
を
喪

た
男
が
見
せ
た
表
情
は

足
気
な

み

 
そ
の

み
を
キ
リ
ト
は

然
と
し
た
表
情
で
見
下
ろ
し
た

 
そ
の

か
お

を
見
て

男
の

み
は
更
に
深
ま
る

そ
の

カ
オ

が
ど
こ
ま
で

も保
つ
か

地
獄
か
ら

見
て
て
や
る
よ

 
ニ

と

快
そ
う
に

み
を
深
め

そ
の

が
メ
イ
ト
・
チ

パ

肉

の

剣
で

ね
ら
れ
た

 
男
の
体
は

し
た

 

Ｐ
ｏ
Ｈ
は
殺
し
た

に

目
は

な
い
が
ど
う
す
る

す
る
な
ら
監
獄
行
き
の

回
廊
結

を

す
る
が

 
無
論
断
れ
ば
殺
す

 

か
ら
剣
を

き
地
面
に

地
し
た
少
年
は
回
廊
結

を
見
せ
な
が
ら

す
る
か
を
問
う

た 

一

に

し
い
問
い
掛
け

 
し
か
し

達
に
殺
人
快

の

に
道
を

み
外
し
シ
ス
テ
ム
に
無
い
レ

ド
属
性
を
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名

る
集

で
は
無
か

た

Ｐ
ｏ
Ｈ
が

な
く
な

た
と
こ
ろ
で
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な

い

異
常
者
が

を
組
ん
だ
の
は
間
違
い
な
く
Ｐ
ｏ
Ｈ
の

せ
ん煽
ど
う動

が
あ

た
か
ら
だ

一
線
を

み
越
え
た
の
も
お
そ
ら
く
Ｐ
ｏ
Ｈ
の

葉
を

け
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ド
が

き
た
か
ら
だ
ろ
う

 
だ
が

ら
Ｐ
ｏ
Ｈ
で
も
そ
の
気
の
無
い
人
間
に
手
を

さ
せ
る
の
は

し
い

だ

堕

ち
る
理
由
が
無
け
れ
ば

ら

葉
を
弄
し
た
と
こ
ろ
で
意
味
は
無
い

 
そ
れ
の
逆
説

異
常
者
達
に
は
異
常
者
に
な
る

地
が
備
わ

て
い
て
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
そ
れ
を

進

開
花
さ
せ
た
だ
け

 
花
開
い
た
才
能
は

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
存
在
に

わ
ら
ず
悪
を
振
り
撒
く

 

う

に

属
す
る
者
達
に
は

に
殺
人
へ
の
忌

感
は
無
か

た

狂
騒
状

と

な

た
者
達
に
理
性
的
な
思

は
無
く
た
だ
求
め
る
の
は
殺
人
に
よ
る
快

の
み

目
の

ち
す
ら
も
後
か
ら
の
理
由
付
け
に
過
ぎ
な
い

 
結
果

怒
と
快

を

分
に

ん
だ
表
情
で

を

び
な
が
ら
斬
り
掛
か
る
と
い

う

正
気
と
は
思
え
な
い
様

が
出
来
上
が

た

 

に

し
ろ
と

そ
う

わ
れ
た
理
由
を

時
の

は
こ
の
時
点
で

く
理
解
し
た

 
狂
気
を
ま
と
も
に
見
れ
ば
正
気
が
喪
わ
れ
る

そ
れ
は
ク
ト

ル
フ
神
話
や
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
系
列
の
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話

ネ

ト
情
報
を

れ
ば

葉
と
し
て
は
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
だ

 
だ
が

は

こ
の
時

く

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る

狂
気

を
見
た

 
そ
の
時
思

た
の
は

は
じ
ま
り
の
日

に
人

が

き
騒
い
だ
転

広
場
の

と
違

た
か
ら
だ

デ
ス
ゲ

ム
の
オ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

後
の

は
心
情
と
し

て
理
解
出
来
る
も
の
だ

た

し
か
し

う

の
メ
ン
バ

の
そ
れ
は
と
て
も
理
解
出
来

な
い
も
の
だ

た

故
に

狂
気

だ

た

 
キ
リ
ト
は

そ
れ
を
初
日
の
夜
の
時
点
で
見
て

知

て

そ
し
て

⻘
年
を
殺
し
て
し

ま

た
事
で

そ
の
身
で
知

て
い
た

 
キ
リ
ト
は

ビ

タ

と
呼
ば
れ
た

か
ら
で
は
な
く

自
分
と
別
れ
て

六四
時

間日
も
経
た

な
い
内
に
狂
気
に
堕
ち
て
い
た
の
だ

 
知

て
い
た
か
ら

達
に
見
せ
る
事
を

な
に

ん
で
い
た

 

そ
れ
で
は

う

を

せ
な
い
か
ら
と
協
力
を
要
請
す
る
も
手
を
出
さ
な
い
よ

う

命
し
た

 
全
て
は
こ
の

狂
気

か
ら
護
る
た
め
に

 
人
を
殺
す

狂覚
気悟

を

持
た
せ
な
い
た
め
に
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か
つ
て
の

悔
し
さ

感
情
が

る

 
い
つ
も
い
つ
も
守
ら
れ
て
い
て

も
出
来
な
い
で
い
る
無
力
な

ク
ラ自
イ
ン分

の

バ
カ
や
ろ
う

 
こ
ぶ
し
を
握
る

 

い

が

を
伝

た

 

し
く
て

を

に
打
ち
付
け
る

 

を

わ
せ
た
の
は

人
同
士
が
殺
し
合
う

だ
け
だ

た

  
・

殺
隊

 
強
者
で
あ
り
な
が
ら
殺
戮
者
で
も
あ
る
キ
リ
ト
を
危
険

し
天

を
下
す
べ
く
活
動
す
る
組

 
キ
リ
ト
の
ア
ン
チ
集

に
な

て
ヘ
イ
ト

理
を
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
ア
ル
ゴ
を

し
て
軍
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部
情
報
部

の
シ
ン
カ

に
情
報
を
わ
ざ
と
リ

ク
さ
せ
活
動

す
ら
も
誘
導
さ
れ
て
い
た

 

リ
ズ
ベ

ト
編
に
て
中
層
で
活
動
し
て
い
る
と
サ
チ
が
明
か
し
て
い
る
が
キ
リ
ト

は
迷

が
ホ

ム
と

わ
れ
る
程
に

に
帰
ら
な
か

た
の
だ
か
ら
キ
リ
ト
を
殺
す
な

ら
最
前
線
に
い
る
べ
き
で
あ
る

 
な
の
に
中
層
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
と
さ
れ
た
の
は

キ
リ
ト
が
オ
レ
ン
ジ
・
レ

ド
キ

ラ

と
し
て
中
層
ウ
ロ
チ

ロ
し
て
い
る

と
い
う
情
報
を

え
て
リ

ク
さ
せ
る
事
で
第

九
層

第
五
十
層
間
の
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
そ
し
て
本
命
の
レ

ド
ギ
ル
ド

う

の
ア

ジ
ト
を

し
に

た
る
事
に

さ
れ
て
い
た
か
ら

 
リ
ズ
ベ

ト
編
は
五
月

 
対
し
て

う

壊
滅
は
三
月
三
十
日

原
作
不
明

な
の
で

一

月
の
ス
パ
ン

が
あ
る

 
原

キ
リ
ト
が
黒
猫

と
邂
逅
し
た
理
由
が
武
器
強
化
に
必
要
な

収
集
で
あ

た
事
を

え
れ
ば

前
線
六
十
層

の
中
で
四
十
層
後

の

を
取
り
に
行

て
も
お
か
し
く
は
な
い

故
に
中
層
を
根
城
に
し

け
て
い
た

五
十
六
層
は

聖
⻯

合

の
ギ
ル
ド
ホ

ム
も
あ
る

危
険
だ
か
ら

と

あ
た
か
も
み
ん
な
の

を
想

て
キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と
す
る
集

だ
が
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そ
の
行
動
は
的
外
れ

そ
の
行
動
が
キ
リ
ト
の
誘
導
に
よ
り
人
知
れ
ず

人
の

に
な
る
よ
う

修
正
さ
れ
て
い
た
事
を

殺
隊
は

も
知
ら
な
か

た

  
・
キ
バ
オ
ウ

ワ
イ
は
ワ
イ
の
や
り
方
で
ラ
フ
コ
フ
を

す

 
世
界
に
絶
望
し
て
い
る
が

希
望
を
捨
て
切
れ
な
い
で
い
る

こ
ど
も

大
人

 
状
況
事
情
よ
り
も
感
情
を

先
し
て
動
く
理
想

タ
イ
プ

め
た
人
か
ら
は
現
実
を
見

て
い
な
い
と

わ
れ
が
ち

で
も
大

か
ら
す
れ
ば
分
か
り
や
す
い
希
望
な
の
で
付
い
て
行
く

人
が
多
い

 

裏
で

殺
隊
の

念
的
リ

ダ

で
は
あ
る
が
実
は
直

的
に
キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と
し

た
事
は
第
一
層
ボ
ス
戦
後
の
一

だ
け

 
そ
の
他
は
す
べ
て
間

的

リ

フ

・
シ
ノ
ン
を
強

後
に
外

部
に
投

捨
て
る
行
動
も

同
じ

間

的
で
も
人
を
殺
す
行
動
を
取

て
い
る
の
で

も
出
来
る

だ
が

感
情
が

邪
魔
し
て
し
ま
す
大
人
に
な
り
切
れ
な
い
人
間

 
あ
る
意
味

一

人
の
代
表
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ア
ン
チ

一

を
掲

る
一

代
表

 

本
作
に

け
る

ア
ン
チ
勢
の

生代
表

  
・
キ
リ
ト

 
世
界
に
絶
望
し
た
事
で
現
実
的
な
思

で
動
く
よ
う
に
な

た
お
と
な

子

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
に

す
る
レ
ベ
ル
で
暗
殺
者
や
仕
事
人
に
向
く
思

回
路
を
持

て
い
る

 
ヒ
ト
の
感
情
や
人
心
を
把
握
し
と
き
に
情
報

作
で
誘
導
し
自
分
に
有

に
な
る
よ
う
動

い
て
か
ら
ト
ド
メ
に
動
く

本
的
に

手
の
後
手
に
回
る
が
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
対
策
を

確
実
に
立
て

に

手
の
手
を

し
て
追
い

め
る

 
武

に
軍文
師

の
思

回
路
を
イ
ン
ス
ト

ル
し
た
一
人
軍
部
状

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
対
し
殺
意
マ
シ
マ
シ
な
の
は
必
要
悪
と
絶
対
悪
の
水
と

の

以
上
に
過
去

の
憎
悪
も

し
て
い
る

本
人
は
復
讐
心
を

て
た
と

て
い
る
が

こ
の
時
期
は
ま
だ

人
格
分
裂
期
な
の
で

獣

が
仕
事
し
た
事
に
な
る

  
・
ア
ル
ゴ
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自
身
の
想
い
を
ど
れ
だ
け

え
て
も

じ
な
い
哀
し
い
女

と性

 
多
分
そ
れ
が
い
ま
も

み

け
て
い
る
原
因

ち

と
で
も
気
に
掛
け
て
い
れ
ば

思

愛

に
な
れ
る
レ
ベ
ル
で

意
と

依信
存頼

を
寄
せ
て
い
る
の
だ
が
寄
せ
ら
れ
る

が
覚
悟
キ
マ

て
い

て
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で

眼
が

る

る

一
人
で
苦
し
ま
せ
た
く
な
い
と
い
う
の
が
根
幹
に
あ
る
の
で
味
方
が
増
え
れ
ば

り
は

ま
る

 
リ

フ

が
来
た
事
で
安
定
し
た
の
は

キ
リ
ト
だ
け
で
は
な
か

た

 

ち
な
み
に

プ
ロ

ト
Ｓ
Ａ
Ｏ
キ

ラ

悪

真
の
孤
独
ル

ト
に
入

て
も
ア
ル
ゴ
だ
け
は
キ
リ
ト
の
味

方
で
在
り

け
る
流
れ
だ

た

 
ち

こ
ち

こ
ヒ
ロ
イ
ン
ム

ヴ
か
ま
し
て
い
る
の
は

そ
の
名
残

  
・
Ｐ
ｏ
Ｈ

 
教
え
子
の
成
⻑
に

足
し
て

た
人

 
で
も

地
獄
で
見
て
る

と

て
お
き
な
が
ら

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

ば
さ
れ
て

後

に
再
開
す
る
事
に
な

て
い
る
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ヴ

サ
ゴ
は
リ
ア
ル
で
そ
れ
を
見
返
し
て
い
る
が
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
と
ば
か
り
に

キ
リ
ト
の

バ
さ
加

を
ガ
ブ
リ
エ
ル
に

し
て
い
る
と
か

  
・
桐

谷
和
人

 
残
影
の
キ
リ
ト
が

ベ

ト
コ
を
見
せ
る

に
パ人

格
フ

合
ク状
ト

の

バ
み
が
深
ま

て
い
る

お
と
な

子 
憎
悪
を

絶
し
て
い
る
の
で
は
な
く
容
認
し
た
上
で
二
の

に
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
残

影
キ
リ
ト
が
見
せ
た

間

発
力
は

在
ど
こ
ろ
か
王
と
白
の
人
格
分
も
合
わ
せ
て

ド
ン
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状

に
な

て
い
る

 
世
界
存

と
生
き
死
に
的
な
意
味
で
作
中
最
も
怒
ら
せ
て
は
い
け
な
い
人
物
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速
報

解
放
の
英
雄
さ
ん

黒
歴
史
を
晒
さ
れ
る

１
０
８
式
目

  
骨

め
回

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
九
章

光
と
闇

の
流
れ
を

掲
示
板
形
式

で

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

だ

た
ら

で
行
方
不
明
に
な
る
自
信
し
か
な
い
ネ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
し
か
も
こ
れ
強
制
的
に
見
せ
ら
れ
て
る
ん
だ
も
ん
な

ブ
ラ

キ

さ
ん
大

 

息
し
て
る

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

の
本
人
は
傷
だ
ら
け
の

晒
し
て

剣
立
て
て

に

し
て
る
な
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放
心
状

か
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

か
こ
れ
本
人
は
世
界
に
配
信
さ
れ
て
い
る
と
知
ら
な
い
の
で
は

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
知
ら
な
い
だ
ろ
う
な

信
し
て
た
ク
ロ
エ
ち

ん
だ

け
あ
の
子
が
コ
メ

て
変
な
ト
コ
で
止
め
た
時

明
ら
か
に
コ
メ
ン
ト

て

お
う
と
し
て
た
だ
ろ

 
そ
れ
な
の
に
気
付
い
た
風
が
無
い

り
で
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
気
付
け
な
い

て

す
ぎ
な
い
か

 

気
付
く
だ
ろ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
気
付
け
る
の
は

か
ら
ネ

ト
に
身
を

し
て
る

ツ
だ
け
な
ん
だ
よ
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
イ
ツ
と
ん
で
も
な
い
風
に

わ
れ
て
る
け
ど

会
的
に
見
た
ら
ま
だ
十
一

の
子

だ
も

ん
な

し
か
も
こ
れ
ま
で
の

生

ネ

ト
に
触
れ
て
い
な
か

た
し

こ
こ
数
年
は
デ
ス

ゲ

ム
の
真

中
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動

と
か
見
る

な
ん
て
無
か

た
の
で
は

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
再
現

像
見
た
限
り

ネ
タ
に

て
る
ト
コ
一
切
無
い
し
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ネ
タ
以
前
に
ガ
チ
り
過
ぎ
で
は

 
こ
い
つ
人

す
時
の

が

バ
い
ぞ

ま

た
く
の
無
表
情
じ

ね

か

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

て
る
よ
り
マ
シ
だ
と
思
う
自
分
は
お
か
し
い
の
か
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
か
し
く
な
い
と
思
う

少
な
く
と
も

し
に
さ
れ
た
ラ
フ
コ
フ
と
か
い
う

中
と
か

し
合
い
の
間
も

て
る

ツ

た
し

プ

と
か

わ
れ
て
た
男
は
完
全
に

て
た

か
ら

そ
れ
よ
り
は
マ
シ
だ
ろ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

全
体
の
た
め

と
か

て
る
け
ど

結

は
復
讐
の

に
殺
し
た
ん
じ

な
い
の
か

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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全
く
な
い
と
は

え
な
い
だ
ろ
う
な

面
か
ら
で
も
伝
わ
る
サ
ツ
意
は
義
務
感
で
や

て
る

も
の
じ

な
い

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
プ

て
い
う

ツ

一

を
誘

し
て
戦
闘

練
と
か
い
う

バ
い

真

境
に

ブ
チ

ん
だ

本
人
ら
し
い
し

残

な
気
は
す
る

 
ま

復
讐
は
捨
て
た

と
か

て
た
ク
セ
に
復
讐
心
マ
シ
マ
シ
じ

な
い
か
と
思
わ
な

く
も
な
い
ん
だ
が

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
人
間

て

り
切
れ
な
い
モ
ン
だ
か
ら
な

い
人
が

て
た

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
ん
な
事
は

い
と
い
て

ま
た
場
面
変
わ

た
ぞ

 
ピ
ン
ク
髪
の
女
の
子
だ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ピ
か
な
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 

は

そ
ば
か
す
も
見
え
る
か
ら

と
平

 
た
だ
場

が
ア
レ
だ
な

武
器

だ
な

コ
レ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ん

 
こ
の
子

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
鍛
冶
妖
精
や

て
る
リ
ズ
ベ

ト
ち

ん
じ

な
い
か

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
だ
お
前

Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

だ

た
の
か

無
事
だ

た
ん
だ
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
会

か
ら
帰

て
そ
の
ま
ま

ち
て
気
付
い
た
ら

バ
い
事
に
な

て
て

い
た

ロ
グ

イ
ン
し
な
く
て
良
か

た

 
と
い
う
か
こ
の
状
況
な
に

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に

め
る
と

 

七
色

士
が

バ
い

立
て
て
ブ
ラ

キ

は

の

に
暗
躍
し
て
た
ス
ヴ

ル
ト
攻
略

様
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人
の
意
思
を
束
ね
た
シ
ス
テ
ム
が

し
て
七
色

士

大
化
場

を
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

す

 

ブ
ラ

キ

が
時
間

ぎ
し
て

り
紙
付
き
の
Ｓ
Ａ
Ｏ

死
武
器
使
う

 

七
色

士
の

望

え
る
も
シ
ス
テ
ム
が

し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
負
の
感
情
デ

タ

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ロ
グ
を
再
現
し
て
る

 

再
現
ロ
グ
は

本
ブ
ラ

キ

を
中
心
に
し
て
る

今
コ
コ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
る

ど

分
か
ら
ん

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
安
心
し
ろ

と
最
初
か
ら
見
て
る

中
も
多
分
分
か

て
な
い

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

か
コ
レ
分
か
る

ツ

る
の
か

 
あ
と

が
列

し
た
事
実

て

ブ
ラ

キ

が

付
い
て
説
明
し
た
事
だ
よ

な

 
ア
イ
ツ

良
す
ぎ
じ

ね
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ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
イ

 

と
い
う
か
理
解

と
い
う
か
経
験
で

知
し
た
ん
だ
ろ
う
な

多
分
同
じ
経
験
し
た
ら

で
も
同
じ
事
は
出
来
る
ぞ

ゲ

ム

て
そ
う
い
う
モ
ン
だ
し

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
コ
イ
ツ
状
況
分
か

て
な
い
ん
じ

な
い
か

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
根
深
く
残

て
る

一

問

の
一

か
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ま
ず
ブ
ラ

キ

の
経
験
自
体
が
デ
ス
ゲ

ム
と
か
誘

と
か
の
命

け
前

の
も
の

ば
か
り

い
ん
で
す
が

そ
れ
は

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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同
じ
経
験
し
た
ら

で
も
同
じ
事
が
出
来
る

て

 
は

は

は

を

 
人
を
殺
す
覚
悟
な
ん
て
し
た
く
な
い
で
す

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

人
を
殺
せ
る
覚
悟

 

こ
え
は
い
い
け
ど

実

そ
れ
必
要
な
状
況

て
か
な
り
追
い

め
ら
れ
て
る
証

だ
よ

な

そ
れ
を
ブ
ラ

キ

は
初
日
の

し
か
も
同
じ
ベ

タ
テ
ス
タ

の
絶
望
を

き
な
が
ら

倒
も
さ
れ
ず
殺
し
て
し
ま

た
事
で

 
裏
切
り
二
回
し
た

ツ

手
と
は

え
情
に

え
よ
う
と
し
な
い

り
で
切
り
捨
て
ら
れ
ね

な 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

き
た
事
実
を

べ
て

え
る
と

び
こ
そ
す
れ
よ
く
あ
そ
こ
で
精
神

壊

こ
さ
な
か

た
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
し
か
も

時
九

で
あ
る
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が
九

の
時
な
ん
て
ゲ

ム
取
り
上

ら
れ
た
だ
け
で

い
て
た
わ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ゲ

ム
取
り
上

ら
れ
た
だ
け
で

く
と
か
情
弱
か

 

は

中
し
て
た
カ

ド
ゲ

ム
を
捨
て
ら
れ
た
時
に

い
た
ぞ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
レ
ア
な
キ
ラ
カ

ド
を
捨
て
ら
れ
た
ら

け
る
よ
ね

 

が
九

の
時
は
お
や
つ

き
で

い
て
ま
し
た

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

    
五
十
歩
百
歩
だ
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
れ
よ
り

い
ま
ど
ん
な
事
に
な

て
ん
の

 
動

配
信
見
よ
う
と
し
て
も
重
く
て

像

ら
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

者
数

０
０
０
万
突
破

し
か
も
コ
メ
ン
ト

の

語
的
に
ア
メ
リ
カ
イ
ギ
リ
ス
フ

ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

ロ
シ
ア

り
は
こ
ぞ

て
見
て
る
な

 

つ
か
仕
事
の
真

最
中
の
国
が
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

ニ

ト
で
も

る
の
か
ね

 

名
無
し
の
実
況
者

  

だ

コ
テ
ハ
ン
付
け
て
み
た

 
い
ま
は

リ
ズ
ベ

ト

て

う
ら
し
い
鍛
冶

ん
で
る
女
の
子
に

強
い
剣
の
オ

ダ

メ
イ
ド
頼
ん
で
る

出
て
き
た
紅
い
剣

振
り
し
て
る
け
ど

い

て

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
コ
テ
ハ
ン
有
能
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ち
な
み
に

力
値
的
に

い
ん
で
あ

て
見
た
目
的
に
片
手
剣
で
も

手
剣

み
の
サ
イ
ズ

な
ん
だ
け
ど
な

ブ
ラ

キ

ち

ち

い
か
ら

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
子

が
必
死
に
剣
士
の
真
似
事
し
て
る
ご

こ
遊
び
感
の
あ
る

 

裏
の

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
オ
レ
ン
ジ
も
レ

ド
も

ら
く
殺
す
仕
事
人
と
か

サ
ツ
意
高
過
ぎ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の
ブ
ラ

キ

が
使

て
る
黒
い
剣
鍛
冶
師
の
女
の
子
が
持

て
も

の
上
に

と
し
て

持
ち
上

ら
れ
な
い
く
ら
い
重
い
ら
し
い

ぎ

と
目
を

い
て
て
か
わ
い
い

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
武
器
の
サ
イ
ズ
と
か
見
た
目
的
に
そ
ん
な
超
ス

ク
あ
る
と
は
思
え
な
い
も
ん
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

か
あ
の
黒
い
剣

な
ん
て
い
う
名
前
な
ん
だ
ろ
う
な

 

鼠
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第
五
十
層
フ
ロ
ア
ボ
ス

エ
リ

シ
デ

タ

ダ

 
サ

バ

に
一
本
し
か
な
い
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
で
キ

の
愛
剣
と
し
て
第
五
十

層
か
ら
第
七
十
八
層
ま
で

え

け
た
片
手
直
剣

数
層

い
だ
ら

い
換
え
を
求
め
ら
れ

る
の
に

数
十
層
も

い
で

使
え
て
た

り
は
流

ク

タ

ボ
ス
の

だ
と
思

タ

 
ち
な
み
に
魔
剣
の
一
つ
ナ

 

郷

之

時
の
キ

が

手
に
握

て
た
黒
い
剣
が
コ
レ

以

は
ス
レ
イ
ブ
の

魔
剣
に
取

て
代
わ
ら
れ
た
か
ら
あ
ん
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
け
ど
こ

ち
が
キ

の

徴
的

な
剣
だ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
放

中
で
も
や

ア
ン
タ

る
ん
だ
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ

て
い
う
か
ブ
ラ

キ

ば
り
の
ス
レ
の
出
現

の
高
さ
に
は
脱

す
る

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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オ
ネ

サ
ン
と
か
自
称
し
て
い
な
が
ら
ぶ

ち

け
見
た
目
ロ
リ
に
近
い
見
た
目
中
学
生
の

お
に

の
子
か
わ

す

 

鼠

  
あ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ

わ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

う

ど
ロ
リ
か
な

と
思
う
ん
だ
が

分
か
り

い
だ
け
で
結
構
あ
る
よ
な
ど
こ
と
は

わ
ん
が

 

鼠

  
あ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ガ
チ
ギ
レ
モ

ド

 
キ
レ
や
す
過
ぎ
で
し

 
キ

ラ
変
え
で
も
し
た
ん
す
か

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

こ
れ

に
気
が
立

て
る
だ
け
じ

ね

 

像
見
て
る
と
結
構
ブ
ラ

キ

に

ス
ト
レ
ス

え
て
た
よ
う
に
見
え
る
し
そ
れ
を
見
て
イ
ラ
イ
ラ
が
ぶ
り
返
し
て
る
だ
け
で
は

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ど
れ
だ
け
心
配
し
て
も
理
解
さ
れ
ず

目
的
の

に

進
す
る
子

を

え
る
し
か
な
い
立

場

し
か
も
情
報

と
い
う
立
場
的
に

ら
れ
な
い

た
ら
ブ
ラ

キ

間
違
い
な
く
死

ぬ
か
ら

 
や
べ

み
そ
う

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
む
し
ろ
よ
く
二
年
間
も
仕
事

け
ら
れ
た
な

鼠

の
ア
ネ
キ

 

鼠

 
オ
レ

ち
が
仕
事
し
な
く
て

が
キ

の
生
命
線
を

え
る
ん
ダ

 
む
し
ろ
オ
レ

ち
以
外
に
キ

が
要
求
す
る
ラ
イ
ン
の
情
報
を
集
め
て

出
来
る
プ
レ
イ
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が

た
カ

 
い
や

な
イ

第
一
層
か
ら
攻
略
本
を
出
し
て
た
オ
レ

ち
に

す

る
情
報

な
ん
て
一
人
も

な
か

た
サ

 

出
来
る

ツ
は
片

か
ら

し
た
か
ら
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
こ

わ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

強

と
か
も
う
絶
対

ん
で
る
だ
ろ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
目
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
さ
ん
消
え
て
そ
う

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ち
な
み
に
つ
か
ぬ
事
を
お

き
し
ま
す
が

体
的
に
ど
の
よ
う
に

し
た
ん
で
す

 

鼠
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密
に
は
勝
手
に

れ
た
と
い
う
カ

 

ら
情
報

て

合
他

よ
り
ど
れ
だ
け
多
く
の
情
報
を
持
ち
精

が
高
く
て

信
頼
さ
れ
て
い
る
か
が

な

デ

 
オ
レ

ち

キ

を
は
じ
め
多
く
の
攻
略
組
や
プ
レ
イ

に
広
く
知
ら
れ
て
た
情
報

だ

た
か
ら
自
然
と

他
し
ち

え
た
と
い
う
カ

気
付
い
た
ら
軍
の
新

作
り
し
て
る
よ
う

に
な

て
た
か
ら
特
別
な
事
は
し
て
な
い
ん
だ
よ
ナ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
え
え

 
本

で
ご
ざ
る
か

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

バ
い

ツ
は
得
て
し
て
自
覚
が
無
い
ん
だ
よ
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
共
依
存
ば
り
に
ズ
ブ
ズ
ブ

ん
で
い
き
そ
う

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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む
し
ろ
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
な

て
な
い

り
ス
ゴ
い
よ
ね

な
に
が
ス
ゴ
い

て

こ
う
ス

ゴ
い
ん
だ
よ

語

力

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

と
あ
か
ら
さ
ま
に

意
を
向
け
て
る
風
な
の
に
一
切

か
な
い
ブ
ラ

キ

は

れ
て
る
の

か
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
九

十

の
子

に
性
欲
は
無
い
の
で
は

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
仮
に
あ

た
ら
ウ
ス

異
本
が
出
来
上
が
る

だ
が

 

鼠

に
始
ま
り

後
の

閃
光

絶
剣

舞
姫

蒼
猫

り
と
一
緒
に

な

が
ら
そ
の

気
が
無
い
時
点
で
お

し
だ
よ
な

 
い
ち
ば
ん
近
い
の
は
⻯
使
い
の
子
か
な

 

も
近
そ
う
だ
し

 

ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

あ
く
ま
で

と
も
だ
ち

と
し
て
の
付
き
合
い
な
の
で

な
い
で
す

 

マ
ス
タ

ス
ミ
ス
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そ
ら

求
め
て
る
の
は

か
み
で
あ

て
異
性
愛
じ

な
い
か
ら

そ
う
よ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

   
サ
ラ

と

者
風
の
人
が

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

か
さ
り
気
に
フ
ラ
れ
て
ん
じ

ね

か
ブ
ラ

キ

 

ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

 
そ
も
そ
も

と
も
だ
ち

と
し
て
の

は
キ
リ
ト
く
ん
か
ら
お
願
い
さ
れ
た
事
で
す
し

 

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
せ
め
て
中
学
生
だ

た
ら
違

た
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
ど
ね

弟

て
い
う
認
識
し

か
な
い
か
ら
ね

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

弟

て
い
う

念
が
あ
る
の
に
異
性
愛
を
向
け
て
る
義
姉
と
い
う
前

が

て
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じ

な

 

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
リ

フ

は
別
格
過
ぎ
る
か
ら

色
ん
な
意
味
で

 

名
無
し
の
実
況
者

  
話
の

を

て
悪
い
ん
だ
が

像
に

て
る
人
ご
本
人
が

る
よ
う
だ
し

き

た
い
事
が
あ
る
ん
だ
が

 
こ
の
あ
と
ど
う
な
る
の

 

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
キ
リ
ト
に
見
合
う
剣
が
無
い
か
ら
最
前
線
に

え
う
る

取
り
に
五
十
五
層
の
雪

上

て

ド
ラ
ゴ
ン
の

に

下

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

て

最
後
な
ん
だ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ド
ラ
ゴ
ン
の

て
横
穴
じ

な
く
て

穴
な
の
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マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
そ

ん
で
そ
こ
で
手
に
入
れ
た
水

の

で
出
来
上
が

た
の
が

郷

シ

ン
で

使

て
た

手
の

色
の
剣
ね

 
銘
は

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

エ
リ

シ
デ

タ
に
勝
る
と
も

ら
な
い
名
剣
よ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ユ
ニ

ク
ア
イ
テ
ム
な
魔
剣
レ
ベ
ル
の
武
器
を
ポ
ン
と
作

て
ん
じ

ね

よ

 

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
ア
レ
ね

な
ん
で
か
キ
リ
ト
に
作
る
武
器
だ
け
は
全
部
大
成

ば
り
の
パ
ラ
メ

タ
に
な

て
た
の
よ
ね

多
分
そ
の

も
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
み
た
く
感
情
が
シ
ス
テ
ム
に
作

し
て
パ
ラ
メ

タ
を
高
く
引
く
よ
う
に
し
て
た
ん
だ
と
思
う

 
あ
る
の
よ
ね

す

ご
く
や
る
気
に

ち
て
る
時
に
高
い
引
き
を
す
る
の

 
ま

死
も
あ
る
ん
だ
け
ど

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

な
ん
で
か
キ
リ
ト
に
作
る
武
器
だ
け
は
全
部
大
成

ば
り
の
パ
ラ
メ

タ
に
な

て

た
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ん

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
無
自
覚
パ
タ

ン
か
コ
レ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ
ま
り
そ
の

も

め
て

見
れ
る
と
い
う
事
で
お
け

 

名
無
し
の
実
況
者

 
ち
な
み
に

像
は
第
五
十
五
層
に
転

し
て

絶
剣

舞
姫

蒼
猫

と
合
流
後

殺
隊
に
追
い
か
け
ら
れ
て
ブ
ラ

キ

だ
け
別
行
動

 
そ
の
あ
と
ハ
イ
デ

ン
グ
で

の
外
で
合
流
し
た
ト
コ
だ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

殺
隊

て

悪
か

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に

え
て
ア
ブ
な
い
集

だ
よ
ね

さ
ん
か
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
む
し
ろ

女
権

に
近
い
気
が
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名
無
し
の
プ
レ
イ

  

得
し
ち
ま

た
じ

ね

か

 

名
無
し
の
実
況
者

 
ク
エ
ス
ト
フ
ラ
グ
立
て
る
た
め
に

⻑

で

二
時
間

近
く
の
⻑
話
し
を

か
さ
れ
て
る

ブ
ラ

キ

以
外
見
事
に
撃

し
て
る
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

人
特
有
の
⻑
話
か

眠
く
な
る
よ
な

ア
レ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
い
う
か

絶
剣

ち

ん
達
も
同
行
し
て
る
の

 
な
ん
で

 

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
あ

そ
れ
あ
た
し
の
護
衛
だ
わ

 

密
に

う
と
あ
た
し
を
護
る
事
で
あ
た
し
を
人

に
し
て
自
殺
を
強
要
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る

て
い
う

の
護
衛

巡
り
巡

て
キ
リ
ト
を
死
な
せ
な
い

て
事
ね

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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殺
隊
や
べ

な

そ
ん
な
事
ま
で
す
ん
の
か

 
１
０
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
で
ブ
ラ

キ

は
そ
い
つ
ら
も
始

し
な
か

た
の

 
オ
レ
ン
ジ
と
か
レ

ド

よ
り
も
タ
チ
悪
く
ね

 
１
０
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
０
０

 
そ
り

論
オ
レ
ン
ジ
抑
制
と
か
あ
と
ビ

タ

と
し
て
の
ヘ
イ
ト

理
じ

ね

 

ヘ
イ
ト
演
技
し
て
た
ら
勝
手
に
広
め
て
く
れ
る

合
の
い
い
広
報
に
な
る

だ
し

 
１
０
２

鼠

 
実

そ
う
な
ん
だ
よ
ナ

 
オ
レ

ち
攻
略
の
合
間
に
作
ら
れ
た

正
必
要
な
い
原
稿
マ
マ
の

ビ

タ

ア
ン
チ

と

一

ア
ン
チ
物
の
新

出

し
て
て
そ
れ
を

殺
隊
が
広
め
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
全
体
が
ア
ン
チ
ム

ド
に
な
る
よ
う
仕
向
け
る
片
棒

が
さ
れ
て
た
シ

 
１
０
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ブ
ラ

キ

し
過
ぎ
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１
０
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

鼠

さ
ん
は
ご

傷
さ
ま
と
し
か

 
つ

か
断
ら
な
か

た
の
か

 
１
０

鼠

 

１
０
４

 
だ

テ

断

た
ら
キ

自
身
の
ヘ
イ
チ
ス
ピ

チ
が

大
す
る
道
し
か
無
か

た
ん

だ
も
ン

 
そ
ん
な
の
見
殺
し
に
す
る
よ
う
な
も
ん
ダ
ロ

 
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

む

 
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

鼠

さ
ん
の
メ
ン
タ
ル
べ

こ
べ
こ
じ

な
い
で
す
か

 
１
０
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ん
で

 
は
よ

ん
で

 
こ
ん
な
ト
コ
見
る

あ

た
ら

く

ん
で

 
１
０

鼠
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１
０

 

１
０

 

１
０
８

 
ダ
イ
ジ

ブ

こ
ん
な
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

べ
た
ら
へ

ち

ら
サ

全
部
終
わ

た
ら

キ

に
文

わ
な
い
と
だ
か
ら
全
部
見
届
け
る

 
全
部
終
わ

た
ら
愚

の
百
や
千
は

い
て
も
ら
う
ん
ダ

 
１
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
０

 
変

的
な
死
亡
フ
ラ
グ
立
て
る
の

に
な
ら
ん
か
ら

メ
ロ

前

 

メ
ロ

本

 
１
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
１
０

大

て
い
う
人

て
大

大

じ

な
い
状

だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
も
フ
ラ

グ
だ
ネ

 
１
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ
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あ
い
が
お
も
い

 
１
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
終
わ

て
る
の
に
コ
レ

て
も
う
鼠
ネ
キ
は
ガ
チ
恋
し
て
ん
じ

ね

か
な

愚

愛
の

き

み

な
ん
じ

 
１
１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ブ
ラ

キ

は
果
報
者
だ
な

    
２
４
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

上
で
出
て
き
た
ド
ラ
ゴ
ン
か

け

え
え
え
え
え

 

え
る
息
吹
す

え
え
え
え
え

 
２
４
１

名
無
し
の
実
況
者

 

氷
の
ブ
レ
ス
は
回
転
さ
せ
た
剣
の

風
の
盾
で
無

化
さ
れ
た

様

 
２
４
２

名
無
し
の
プ
レ
イ
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２
４
１

お
前
の

な
ど
大
道

で
ご
ざ
る

 
２
４
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

２
４
２

 
リ
ア
ル

バ

チ

ル

剣
心
か
よ

 
２
４
４

名
無
し
の
実
況
者

 
ブ
レ
ス
を
無
力
化
さ
れ
た
ド
ラ
ゴ
ン
が
引

掻
き
に
行

た
が
ブ
ラ

キ

の
剣
で
真

向

か
ら
弾
き

ば
さ
れ
た
な

 
空
中
で
や
り
合

て
も
ド
ラ
ゴ
ン
の
方
が

り
負
け
て
る

 
２
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ブ
ラ

キ

さ
ん
無

じ

な
い

す
か

 

 
２
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

年
一
ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ス
第
四
十
九
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
を

独
撃
破
し
て
る
し
レ
ベ
ル

も
１

０

に

り
上

て
る
か
ら
残

で
は
あ
る

フ
ロ
ア
ボ
ス
な
ら
と
も
か
く

一
パ

テ

で
十
分
な
中
ボ
ス
程

な
ら

の
よ

ち

ん
だ
な
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２
４

名
無
し
の
実
況
者

 
い
や

て

ブ
ラ

キ

は
無

で
も
味
方
は
そ
う
じ

な
い
ぞ

 
リ
ズ
ベ

ト
が

を

か
せ
な
が
ら
思
い

き
り

れ
て
た
水

の
影
か
ら
出
て
る

 
二
メ

ト
ル
く
ら
い

 
２
４
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
二
メ

ト
ル

て
ガ

ツ
リ
出
て
る
じ

な
い
か

 

で
気
付
か
な
い
ん
だ
よ

 
２
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
い
う
か

絶
剣

ち

ん
達
も
止
め
ろ
よ

の

の
護
衛
だ
よ

 
２

０

名
無
し
の
プ
レ
イ

絶
剣

ち

ん
達
は

ら

多
分

鼠

ネ
キ
と
同
じ
だ
か
ら

 
２

１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

心
な

で
ポ
ン
コ
ツ

 
２

２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
む
し
ろ
そ
こ
は
守
り

し
て
こ
そ
じ

な
い
の
か

 
２

３

名
無
し
の
実
況
者
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直
後
に
ブ
ラ

キ

が
第
六
感

み
た
超
反
応
で
気
付
い
て

す
る
も
白
⻯
ゼ

フ

ン

が
気
付
い
て
翼
で
リ
ズ
ベ

ト
を
吹
き

ば
す
方
が
速
か

た

 
そ
の
先
に
は

穴
が

 
２

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
２

名
無
し
の
実
況
者

 

下

前
で
フ

ザ

リ
ド
ラ
の
ナ
ン
が
キ

チ
し
て
食
い
止
め
そ
の
隙
に
ブ
ラ

キ

が
大
ジ

ン
プ
か
ら
の
キ

チ

 

で
も
リ
ズ
ベ

ト
が
足
を
付
け
た
と
こ
ろ
は
地
面
に
見
え
た
雪
だ

た

 
結

下

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ば
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ば
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
２

８

マ
ス
タ

ス
ミ
ス
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あ
た
し
の
ば
か
あ
あ
あ
あ
あ

 
２

ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

 
リ
ズ
さ
ん
の
ば
か
あ
あ
あ
あ

 
２

０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

２

８

 

２

 
お
い

 
２

１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
生
中
継
中
で
も
更
新
さ
れ
る
ス
レ
投
稿

オ
レ
じ

な
き

見

し
ち

う
ね

 
２

２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

回
線
な
か

た
ら

に

信
制
限
来
る
よ
う
に
な

ち
ま

た
が
な

数

お
き

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
更
新
も
一
⻑
一

だ

 
２

３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

２

１

 

２

２



【速報】解放の英雄さん、黒歴史を晒される【１０８式目】

 
そ
ん
な
事
は
い
ま
は
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
よ

 
そ
れ
よ
り
実
況
の
人

い
ま
ど
う
な

て
ん
の

 
２

４

名
無
し
の
実
況
者

 

下
し
た
リ
ズ
ベ

ト
を
追

て
ブ
ラ

キ

も

下

を

い
た
後
に
剣
を

に
突
き

立
て
て
ブ
レ

キ
中

速
す
る
が

止
よ
り
も

に

く
方
が
速
い

 
２

名
無
し
の
実
況
者

 
ブ
ラ

キ

リ
ズ
ベ

ト
を
上
に
放
り
投

て
ナ
ン
に
キ

チ
さ
せ
て
止
め
る

 
代
わ
り
に
ブ
ラ

キ

は
そ
の
ま
ま

に

突

む
し
ろ
加
速
し
て
る

 
結
果

数
ド

ト
残
し
て
生
き
残
る

リ
ズ
ベ

ト
は
無
傷

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や
べ

像
や
べ

手
に

握
る
以
前
に

や

出
た
わ

 
あ
ん
な

嗟
の
判
断
良
く
出
来
た
な

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

止
ま

て

止
ま

て
よ

 
切
な

に

願
す
る
と
い
う
強
気
さ
が

無
な

が
悲

感
を
掻
き
立
て
る
な
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２

８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
せ

下
は
ケ
イ
タ

て
い
う

ツ
と
デ
ジ

ブ
る
し

間
を
目
の
前
で
喪
う
の
も

同
じ
だ
し

ビ
ミ

に
リ
ズ
ベ

ト
ち

ん
に
心
開
い
て
る
感
あ

た
か
ら
な

 
こ
う
し
て
見
る
と
ト
ラ
ウ
マ
だ
ら
け
じ

な
い
か
コ
イ
ツ

戦

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

の
果
て
に
死
ん
で
た
ら
ど
う
す
る
の
意

の

葉
に
仮
定
の
話
は
無
意
味
意

て
虚
無
の

で

え
て
る
か
ら
な

 
こ
の

仮
定

て

も
し
自
分
が

ら
れ
て
な
か

た
ら

て
い
う
可
能
性

め
て

て
る
ん
だ
ろ
う
か

 
も
し
超
高
レ
ベ
ル
じ

な
か

た
ら
死
ん
で
た

て
い
う
前
向
き
な
解

は
無
理
で
す
か

ね 
２

０

名
無
し
の
プ
レ
イ

目
の
前
で
助
け
ら
れ
な
か

た
人
と
か
自
分
が
殺
す
事
に
な

た
人
と
か
の
方
面
じ

ね 
２

１

名
無
し
の
プ
レ
イ



【速報】解放の英雄さん、黒歴史を晒される【１０８式目】

 
全
部

く
る
め
て
だ
ろ
う
な

多
分

 
可
能
性
を
追
い
求
め
始
め
た
ら
キ
リ
無
い
し
多
分
そ
ん
な
事
し
出
し
た
ら
ク
リ
ス
マ
ス
の
二

の
舞
に
な

て
精
神

壊
ま

し
ぐ
ら
だ
ろ

攻
略

て
い
う
最

先
事

が
あ
る
か
ら

魔
化
し
て
い
る
だ
け
だ
と
思
う

 
２

２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
自
分
が
死
ん
で
で
も
リ
ズ
ベ

ト
だ
け
は

覚
悟

て
い
う
ケ
ツ
イ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
ね

 
２

３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
い
う
か

生
き
る
事
に

く
な
い

 
気
の
せ
い
か

 
２

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
自
分
か
ら
攻
撃

た
り
に

て
る

じ

な
い
し
少
な
く
と
も
死
に
た
が
り
で
は
な
さ
そ

う
だ
け
ど

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

死
に
た
が
り
と
生
き
る
気
無
い
は
イ
コ

ル
じ

な
い
か
ら
な

能
動
的
に
死
の
う

と
す
る
か

動
的
に
死
を

け
容
れ
る
か
の
違
い
は
大
き
い
ぞ

 
２

名
無
し
の
実
況
者



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
時
間
が

ん
だ

 
夜
に
な

た

 
ブ
ラ

キ

が
取
り
出
し
た

を
リ
ズ
ベ

ト
に
使
う
よ
う
勧
め
て
自
分
は
雪
の
上
で

る
事
に

協
し
て

反
論
す
る
リ
ズ
ベ

ト
を
正
論
で
説
き

せ
て
る

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

士
だ

 
２

８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

士

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

一
応

く
け
ど

て

て
ん
の

 
２
８
０

名
無
し
の
実
況
者

前
に
氷
結

を
ク
ラ
イ
ン
最
初
の
バ
ン
ダ
ナ
男
の
ギ
ル
ド
と
探
索
中
に
ク
ラ
イ
ン

に

し
て

自
分
は
穴
の
中
で

た
事
あ
る
か
ら
大

意

て

て
る

要

は

れ
の
問

ら
し
い

 
ち
な
み
に

の
本
人
の

備
は

手
の
シ

ツ

コ

ト
一



【速報】解放の英雄さん、黒歴史を晒される【１０８式目】

 
リ
ズ
ベ

ト
に
は
モ

フ
モ

フ
の
ダ

フ
ル
コ

ト
を
ユ
ウ
キ
達
三
人

め
て

し
て
る

自
分
の
分
は
無
い
ら
し
い

 
２
８
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
前

撤
回

 
コ
イ
ツ
や

ど

か
お
か
し
く
ね

 
２
８
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
判
断

が
お
か
し
い
と
い
う
か

自
分
を

先
し
な
い
と
い
う
か

 
２
８
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

ゲ

ム
内
だ
と

死
し
な
い
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
フ

ル
ド
上
の

結
ダ
メ

ジ
は
無

か

た
ら
し
い
か
ら

て
い
う
理

じ

な
い
か
な

オ
カ
シ
イ
事
に
は
変
わ
り
な
い

が 
２
８
４

名
無
し
の
実
況
者

 
あ

 
２
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

２
８
４
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ど
し
た

 
２
８

名
無
し
の
実
況
者

 
リ
ズ
ベ

ト
の
方
か
ら
同

誘

た

 
結
果

同

に
な

た

 
２
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ギ
ル
テ

 
２
８
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
圧
倒
的
ギ
ル
テ

 
２
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ブ
ラ

キ

め

が
一
つ
し
か
無
い
の
は

な

だ

た
ん
だ
な

 
許
せ
ん

 
２

０

ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

 

２
８

 

い
や
フ
ツ

に

か
と
探
索
す
る
事
自
体

無
か

た
か
ら
で
は
な
い
で
し

う
か

 
２

１

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
つ

か

な
ん
て
他
人
の
分
も
持

て
る

な
い
わ



【速報】解放の英雄さん、黒歴史を晒される【１０８式目】

 
あ
た
し
と
ユ
ウ
キ
達
の
分
ま
で
コ

ト
出
し
た
の
は
引

掛
か
る
け
ど

 
２

２

猫

 
そ
れ
後
で

い
た
ら
リ
ズ
の

に
行
く
ま
で
潜

て
た
ダ
ン
ジ

ン
で
の
ド
ロ

プ
品
だ

た
ら
し
い
よ

 
２

３

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
う
ん

そ
ん
な
気
は
し
て
た
わ

 
２

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

気
よ
り
も

重

の
ス
タ
ン
ス

い
じ

な
い
わ

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

重

の
果
て
が
オ
レ
ン
ジ
・
レ

ド

な
ん
で
す
が
そ
れ
は

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
サ
ラ

と
知
人
ら
し
き
人
の
書
き

み
が
出
て
き
た
事
は
ス
ル

な
ん
で
す
ね

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

２

鼠
の
時
点
で
今
更
だ
し

と
す
る
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
面
子

全

見
て
る
可
能
性
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も
あ
る
か
ら
な

 
２

８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ブ
ラ

キ

が
自
分
の
黒
歴
史

め
て
全
部
つ
ま
び
ら
か
に
さ
れ
て
る
の
知

た
時
の

を
見

て
み
た
い
け
ど
見
れ
な
い
ん
だ
ろ
う
な

残
念

ワ
イ
ン
仕
舞
い
な
が
ら

 
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

２

８

 
あ

お
ま

そ
ん
な

悦
し
よ
う
と
し
て
た
ら

バ
い
ぞ

 
３
０
０

剣
⻤

 

２

８

  
３
０
１

絶
剣

 

２

８

  
３
０
２

舞
姫

 

２

８



【速報】解放の英雄さん、黒歴史を晒される【１０８式目】

  
３
０
３

猫

 

２

８

 

・

 
３
０
４

鼠

 

２

８

 

メ
モ
メ
モ

 
３
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
３
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や
ホ
ン
ト
ブ
ラ

キ

の
や
つ
マ
ジ
で
果
報
者
じ

ね

か

 
３
０

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
イ

 
お
前
ら
い

た
い
ア
イ
ツ
の
ど
こ
が

き
な
ん
だ

 
３
０
８

絶
剣

 
全
部
だ
け
ど
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３
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
主

し
い
と
い
う
か
な
ん
と
い
う
か

す

い
ち
お
う
こ
こ

人

の
ネ

ト
な

の
に
こ
こ
ま
で
断

出
来
る
の
す

 
３
１
０

絶
剣

 
ま

リ
ズ
を
助
け
る

に

な
く

び
お
り
る
と
か
そ
う
い
う
の
み
た
い
に
直
し
て
欲

し
い
な

と
思
う
ト
コ
は
ち

こ
ち

こ
あ
る
け
ど

そ
れ

め
て
キ
リ
ト
だ
し

 

い
な
ト
コ
は

思
い
付
か
な
い
ん
だ
よ
ね

 
む
し
ろ
彼
の
事
を

い
と
か
出
来
損
な
い
と
か

て
る
人
達
は
ど
こ
を
ど
う
取

て
そ
う
判
断
し
た
の
か
一

日
使

て
論
議
し
て
み
た
い

 
３
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

体
的
な
表
現
を

え
て

け
る
事
で
世
間
一

の
認
識
に

う
返

を
す
る
高

テ
ク
ニ

ク
を絶

剣

ち

ん

実
は
策
士

 
３
１
２

絶
剣

 
キ
リ
ト
に

い
て
行
か
れ
な
い

に
は
こ
れ
く
ら
い
出
来
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
か



【速報】解放の英雄さん、黒歴史を晒される【１０８式目】

た
か
ら

 
あ
と
本
心
で

て
る
か
ら
そ
こ
ま
で
深
く

え
て
た

で
は

 
３
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３
１
２

 
天
然
か

 
３
１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３
１
２

 
却

て

バ
み
が
深
ま

て
る
気
が
が
が
が
が

    

０
３

名
無
し
の
実
況
者

 
さ
て

 

に
な

て
帰

て
来
た
ゼ

フ

ン
に

て

帰
り
意
味

を
キ
メ
て
鍛
冶

に

た
二
人
は
ブ
ラ

キ

の
数
多
の
武
器
を
鍛
え
直
し
始
め
た
な

一

イ
ン
ゴ

ト
に
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し
て

高
パ
ラ
メ

タ
の
武
器
に
変
換
し
て
る

 

０
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
武
器
の
数
が
エ
グ
い
な

 
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
で
数
え
て
も

手
の
指
じ

足
り
な
く
な
い
か

 
こ
れ
全
部
マ
ト
モ
に

え
ん
の

コ
イ
ツ

 

０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
後
に

と
か
い
う
イ
ン
チ
キ

い

備
手
に
入
れ
て
使
い
こ
な
せ
る

り
そ
う
な
ん

じ

ね

 

０

名
無
し
の
弓
兵

 

０

 

と
く
け
ど

ア
レ

う

ど

に

え
る
シ
ロ
モ
ノ
じ

な
い
か
ら

自
分
の
体
に

剣
が

さ

て
る
イ
メ

ジ

を
し
た
時
点
で
剣
が
体
を

つ
く
ら
い
自

し
や
す
い

備
よ

 

０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
え

 

０
８

名
無
し
の
プ
レ
イ



【速報】解放の英雄さん、黒歴史を晒される【１０８式目】

 
ち

ま

 

０

名
無
し
の
弓
兵

 
リ
ス
ク

リ
タ

ン
は
見
合
う
べ
き
で
し

う

イ
メ

ジ

り

に
で
も
出
せ
る
な
ら
自
分
の
体
に

さ
る
イ
メ

ジ
を
す
れ
ば
そ
う

な
る
に
決
ま

て
る
じ

な
い

一
切
そ
の
予
想
を
し
な
い
事
が
マ
ト
モ
に
運

出
来
る
大
前

 
兇
器
を
持

た
時
万
が
一
こ
う
な

た
ら

な
ん
て
危
機
感
を
持
た
な
い
人
間
は

な
い

 

戦
力
と
し
て
使
え
る
人
な
ん
て
ま
ず

な
い
わ
よ

 

１
０

鼠

 

だ

レ

オ
レ

ち

そ
れ

か
さ
れ
て
な
い
ん
だ
ケ
ド

 

１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

鼠

ネ
キ
で
す
ら
知
ら
な
い
事
だ
と

 

１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ブ
ラ

キ

の

ツ

ど
ん
だ
け

弾
を

え

ん
で
る
ん
だ
よ
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１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

か
そ
れ
を
持

て
い
な
が
ら
そ
う
な
ら
な
か

た

０

さ
ん
も
実

ど
う
な

の 

１
４

名
無
し
の
弓
兵

 
目
の
前
の

を
倒
す
事
に
だ
け
集
中
し
て
た
ら
自
分
の
剣
が
自
分
に

さ

た
ら
な
ん
て

危
惧
覚
え
る

無
い
わ
よ

中
参
加
で
レ
ベ
ル
が

か

た
ん
だ
か
ら

 

１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

弱
か

た
か
ら
逆
に

い
し
た
と

 

１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ポ
テ
ン
シ

ル
の

さ
が
逆
に

い
し
て
る
よ
な

 

１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ど
こ
ぞ
の
第
一

さ
ん
が
ま
だ
無

し
て
た

の

だ

 

１
８

名
無
し
の
弓
兵

 

１

 

１



【速報】解放の英雄さん、黒歴史を晒される【１０８式目】

 

１

 
事
実
だ
か
ら

定
は
し
な
い
け
ど
も
の
す
ご
く

立
つ

 

１

名
無
し
の
実
況
者

 
場
面
変
わ

た

 
い
よ
い
よ
ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
ゴ

ト
の
出
番
だ

 

２
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
⻯
の

物
が
カ
ン
カ
ン
さ
れ
て
ン
コ
剣
に
な
る

で
す
ね

故
意

 

２
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ク

ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

 

２
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
最
高

ラ
ン
ク
の
剣
は
ン
コ
で
出
来
た
剣
か

 

２
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
ん
な
の
が
最
高

ラ
ン
ク
の
剣
な
ん
て
や
だ
ば

ち

 

２
４

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
あ
ん
た
ら

め
て
い
て
こ
ま
す
わ
よ

怒
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２

ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

 
気
に
し
ち

ダ
メ
で
す
よ
リ
ズ
さ
ん

そ
も
そ
も
フ

ン
タ
ジ

物

て
こ
う
い
う
の
多
い
ん

で
す
か
ら

 

２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

２

 
お

お
う

 

２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
年
下
と
思
し
き
ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

ち

ん
の
方
が

静
か

 

２
８

名
無
し
の
実
況
者

 

色
の
剣
が
出
来
上
が

た

 
ブ
ラ

キ

多
分
初
め
て
の

面
の

み
を
浮
か
べ
て
剣
を
ブ
ン
ブ
ン
振
る

 

２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

な
い

り
な
き

だ

 

３
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
う
し
て
見
る
と
今
ま
で
の

み

が
ど
ん
だ
け
無
理
し
て
る
か

て
分
か
る
よ
な
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３
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

か

Ｌ
ｉ
ｓ
ｂ
ｅ
ｔ
ｈ

さ
ん
は
ブ
ラ

キ

を
手

け
る
の
速
過
ぎ
な
い

 
な
に

で
も
し
た

 

３
２

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
い
て
こ
ま
す
わ
よ

怒

 
キ
リ
ト
は

見
無
く

し
て
れ
ば

に
心
開
い
て
く
れ
る
た
だ
の
子

よ

 
ま

ア

ス
ナ
か
ら

見
な
く

て
欲
し
い

て

わ
れ
な
か

た
ら
最
初
の
自
己

の
時
点
で

心
持

て
た
で
し

う
け
ど
ね

 

３
３

名
無
し
の
実
況
者

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
心
を
開
い
た
か
ら
か
リ
ズ
ベ

ト
が

し
た
同
じ
剣
を
二
本
持
つ
事
へ
の

疑
問
へ
の
返

と
し
て

二
刀
流

を

し
た
な

 

撃
だ
コ
レ

 
光
は
⻘

ト
ド
メ
は

直
突
き

 

３
４

鼠

 
ア

多
分
十
六

撃

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

ダ
ナ

二
刀
流

の
上
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剣
技
の
一
つ
ダ

 
⻘
い
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト

ト
ド
メ
が

直
突
き
な
ら
そ
れ
し
か
な
い
イ

 
つ

か
キ

得
し
た
の
が
ク
リ
ス
マ
ス

だ

た
ら
し
い
か
ら
三
四

月
く
ら
い

で
完
全

得
レ
ベ
ル
ま
で
上

て
た
の
カ

 

３

名
無
し
の
プ
レ
イ

鼠

ネ
キ
も
把
握
し
て
な
か

た

て

マ
ジ
で

Ｌ
ｉ
ｓ
ｂ
ｅ
ｔ
ｈ

さ
ん

心
開
か
れ
過

ぎ
じ

ね

 

３

ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

 

ま

リ
ズ
さ
ん

て
面
倒
見
良
い
で
す
か
ら
ね

 

３

名
無
し
の
実
況
者

 
速
報

 
リ
ズ
ベ

ト

鍛
冶
工

を
得
る
べ
く
三
百
万
の

金
を
し
て
た

様

 
そ
の
金
を

し
て
た
の
は
ブ
ラ

キ

一
人

 

３
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
フ
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３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
三
百
万
コ
ル
を
一
人
で

 
マ
ジ
で
か

 

４
０

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
イ

 
ん

 
中

超
え
て
る
な
ら
数
百
万
数
千
万
コ
ル
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
も

に

る

じ

ね 

４
１

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
キ
リ
ト
の
場
合
は

に
使
う
事
も
無
か

た
し

鍛
冶

ス
キ
ル
自
体
は
自
分
で
持

て

た

い
し
ね

ス
キ
ル

練

が
マ
ス
タ

じ

な
か

た
か
ら
あ
た
し
の
下
に
来
た
み

た
い
だ
し

 

４
２

ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

 

あ
れ

 
で
も
レ
イ
ン
さ
ん

て

確
か
こ
の
時
点
で
エ
リ

シ
デ

タ
に
継
承
を

せ
る
マ
ス
タ

ス
ミ
ス

て
い
う
話
で
し
た
よ
ね

 
な
ん
て
レ
イ
ン
さ
ん
を
頼
ら
な
か

た

ん
で
し

う

 

４
３

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 

わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
ね

で
か
し
ら
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４
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
た
な
ん
か
疑
問
が
生
ま
れ
て
る
ぞ

 

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
気
を

く
な
よ

気
を

い
た

間

ま
た

オ
カ
シ
イ
事
で

を

か
れ
る
ん
だ

 

４

名
無
し
の
実
況
者

 
リ

キ
リ
ト
の

に
剣
を
鍛
え
て
い
る
間
に
確
信
し
た
の

や

り
思
い
が
強
く
す
る
ん

だ

て

こ
の
デ

タ
の
仮
想
世
界
で
も
心
だ
け
は
本
物
で
そ
し
て
デ

タ
だ
と
し
て
も

る

ん
だ

て

だ
か
ら
あ
た
し
は
ね
こ
れ
か
ら
そ
の
思
い
を

め
て
武
器
を
鍛
え
て
そ
し
て
そ

れ
で
キ
リ
ト
か
ら

り
た
お
金
を
返
し
て
い
き
た
い
の

り
た
お
金
の
お

で
今
が
あ

て

そ
し
て
キ
リ
ト
か
ら
大
切
な
事
を
学
ん
だ
か
ら

今

は
あ
た
し
が
そ
れ
を
し
て

を

て

キ
リ
ト
に
返
し
て
い
き
た
い

だ
か
ら
キ
リ
ト
に
鍛
え
た
分
の
代
金
は
タ
ダ

 
以
上

人
を
守
る
に
は

め
る
想
い
が
足
り
て
な
い

と
い
う
心
境
を

し
た
リ
ズ
ベ

ト
の
セ
リ
フ

 

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
良
い
事

て
る
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４
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
せ
や
な

良
い
事

て
る
な

 
で
も
こ
れ
大

に
知
ら
れ
た
ら
超

ず
か
し
い
黒
歴
史
じ

な
い
で
す
か
ね

 

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
実

こ
れ
は
愛
の

白
と

え
る
の
で
は

惑

 

０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の

ど
う
な
ん
で
す
か
マ
ス
タ

ス
ミ
ス
さ
ん

ゲ
ス

 

１

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
文
面
に
書
き

こ
さ
れ
る
と
恋
愛
小
説

み
の

の
羅
列

ホ
ン
ト
に
コ
レ
を
自
分
が

た
の
か
と
思
い
た
い
け
ど

思
い

き
り
覚
え
が
あ
る

 
で
も
こ
れ
愛
の

白
に
な
る
の
か
し
ら

 

２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

感
か

 

３

名
無
し
の
実
況
者

 
キ
リ
ト

リ
ズ
と
リ
ズ
が
思
い
を

め
て
く
れ
た
剣
に
誓
う
よ

絶
対
に
こ
の
世
界
を
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生
き

い
て

そ
し
て
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
る

を

こ
の
世
界
か
ら
助
け
出
す

 

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
実

マ
ジ
で
終
わ
ら
せ
た
ん
だ
よ
な

コ
イ
ツ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

達
や

狂
の
誓
い
じ

な
い
な

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
い
う
か
い
つ
の
間
に
リ
ズ
呼
び
に

 

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 

で
か

ん
で
る
け
ど
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
打
ち
始
め
る
前
に
今
日
は
も
う

ん
だ
方

が

て

て
来
て
今
や
ら
せ
て

て

た
時
に
リ
ズ
呼
び
さ
れ
た

愛
称
呼
び
で

離

が

ま

た

 
で
も
な
ん
で
か

ん
で
る
の
よ
ね

 

８

ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

 
そ
れ
で

た
ら
あ
た
し
な
ん
て
ロ
ザ
リ
ア
さ
ん
達
を

し
た
後
の
と
も
だ
ち
勧
誘

シ

ン

す

ば
さ
れ
て
ま
す
し
キ
リ
ト
く
ん
が

り
て
る
部

の
ベ

ド
で

ち
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て

そ
の
ベ

ド
に

れ
掛
か

て

て

て
る

も

ん
で
ま
す
か
ら
ね

 

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
穴
の
中
で
あ
た
し
も
と
も
だ
ち
勧
誘
さ
れ
た
け
ど
そ
れ
す

ば
さ
れ
て
た
わ
ね

 

０

鼠

 

ン

 
な

ん
か
引

掛
か
る
ナ

 

１

絶
剣

 
そ
う
い
え
ば

サ
チ
を
鍛
え
て
る
シ

ン

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

に
入

て
か
ら
の

が
ま

た
く
無
か

た
ね

 

２

舞
姫

 
そ
れ
を

う
な
ら
ビ

タ

以

人
を
助
け
る
だ
け
の
シ

ン
そ
の
も
の
が
無
く

な
い
で
す
か

 

３

猫

 

意
的
な
も
の
を
感
じ
る
ね

 

４

名
無
し
の
実
況
者
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キ

は

方
も
な
い
絶
望
を
持

た
事
が
あ
る

今
も

実
は
ち

と
あ
る
ん
だ

で
も
今
の

に
は

の

に
は
無
か

た

が

の

か
い
心
が
在
る

が

て
く
れ

る
限
り

は
決
し
て
絶
望
し
な
い
し

め
も
し
な
い

リ
ズ
も

と
一
緒
に

を
こ

れ
か
ら
も

え
て
く
れ
る

 
リ
も
ち
ろ
ん
よ

こ
れ
か
ら
も
来
な
さ
い

あ
た
し
は
絶
対
に
あ
ん
た
を

ま
な
い

あ

ん
た
の

に
鍛
え
た
剣
と
共
に
キ
リ
ト
を

え
る
わ

こ
の
世
界
だ
け
じ

な
い
向
こ
う
の
世

界
に

て
も
あ
ん
た
の
心
に
残

て

え

け
る
わ

心

て

う
の
は
繋

届
か
せ

る
も
の
な
ん
だ
か
ら

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

絶
剣
ち

ん
達
が
不
穏
な
話
を
し
て
る
中
で
も
一

し
て
実
況
し
て
く
れ
る
実
況
者
さ
ん

き  

獣

 
怨
怨
怨
殺
怨
怨
喰
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
滅
怨
怨
憎
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨

怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
絶
怨
怨
怨
怨
怨
悲
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
恨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
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怨
怨
怨
殺
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨

怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
殺
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨

怨
怨
怨
怨
怨
怨
望
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨

怨
昏
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
死
怨
怨
怨
怨

怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
闇
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨
怨

怨
怨

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

は

 

８

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ち

な
ん
だ
コ
レ

 

名
無
し
の
プ
レ
イ
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悪

に
し
て
は
タ
チ
悪
い
な

 

０

鼠

  

ウ

だ
ろ

 

１

絶
剣

  

て

て

て

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

に
な

て
る
の

て

そ
う
い

う
事
な
の

 

２

剣
⻤

  

自
分
に
不
始

て

そ
う
い
う
事
ね

 

３

名
無
し
の
実
況
者

 
場
面
が
変
わ

た

 
再
現
日
時
は

二
年
後
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１
０
８

一
世
三
十
六

悩
キ
リ
ト

前
世

■
■
■

今
世

■来
世
の
三
世
で
一

八

悩

 

示
録
の
獣

  

共
ネ

ト
に

し
た
時
点
で

に

バ
い

確
信
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番
外

 

ｌ
ｅ
ｍ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｉ
ｎ
ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
Ｓ
ｔ

ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｓ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
前
話
最
後
で
場
面
が
二
年
後
に

び
リ

フ

や
ア
キ
ト

が

ん
だ
の
は

故
な
の
か

は
感
想

の
返
信
な
い
し
活
動
報

で
同
様
の

明
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
興
味
が
あ
れ
ば

ど
う
ぞ

 

点

束

ア
ル
ゴ

メ
イ
ン

 

数

約
一
万
八
千

後
書
き

め
て
約
二
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

価
交
換
の
原

無
常
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変
化
は

突
だ

た

 
中
継
動

を

し
て
い
て
も
気
付
け
た
者
は
多
い
だ
ろ
う

そ
の
変
化
は

面
内

に
表

示
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト

に
こ
そ

ば
な
か

た
が
サ
イ
ト

ジ
の
変

を
契
機
に
文
章
が
大

に
流
れ
疑
問
に
感
じ
た
者
が
大

面

か
ら

常
の

ジ
表
示
に

す

な
ん
て
事

は
十
分
あ
り
得
る
話
だ

た

 
少
な
く
と
も

私
は
そ
う
し
て
知

た

 
中
継

像
を
流
す
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
の
サ
イ
ト

ジ
の
背

の
白
色
は
黒
に

め

か
れ

ジ
内
の
フ

ン
ト
色
は
リ
ン
ク

の
も
の
を

い
て
全
て

く

め
上

ら
れ
て

い
た

こ

れ
は

 

え

思
わ
ず

面
か
ら
体
ご
と
離
す
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生
理
的
な

悪
が
あ

た

 
本
能
的
な
恐
怖
が
あ

た

 

恐
れ

と
い
う
も
の
を

い
た
の
は

そ
れ
が
生
ま
れ
て
初
め
て
の
事
だ

 
こ
の
天
災
に

や

を

か
せ
た
者
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
が

恐
怖

と
い
う

感
情
を

か
せ
た
の
は
そ
れ
が
初

 
原
因
は

す
ぐ
に
わ
か

た

 

え
る
ま
で
も
無
か

た

え
な
ど

に
出
て
い
た

・自
・身
・の

不
始

と

て

人

を
救

た
英
雄
は
そ
れ
に

の
ぞ臨

ま
ん
と
し
て
い
る
の
だ

か
ら和

君

 
確
保
さ
れ
た
回
線
で
中
継
さ
れ
る

像
を
見
つ
め
る

 
残
影
を

め
る
彼
の
横

に

み
取
れ
る
よ
う
な

い感
ろ情

は
存
在
し
な
か

た

   
再
現
内
部
時
間

二

二
四
年
十
一
月
六
日

後
七
時
三
十
分
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ネ

ト
を

食
す
る
禍

し
い
悪
意
は
他

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

内
部
で
は
残
影
が
再
現
さ

れ

け
て
い
た

 
場
面
は
ど
こ
か
の

の
中

十

ど
も
あ
り
そ
う
な
部

の
中
に
は

フ

と
テ

ブ
ル

に
は
本

や

強

の
よ
う
な
デ
ス
ク
ま
で
あ
り
デ
ス
ク
の
後
ろ
に
ダ
ブ
ル
ベ

ド
が

か
れ
て
い
る
と
い
う

華
仕
様

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で
も
上
層
に

す
る

だ
ろ
う
と
想
像
す
る
の

は

く
な
か

た

 
そ
の
部

の

に

黒

く
め
の
少
年
が
立

て
い
た

 
少
年
が

め
る
外
の

り
に
は

後
七
時
を
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
の
に
ご

た
返
す
よ
う
な

人
で

れ
返

て
い
た

 
日
時
的
に
再
現
場

が
第
七
十
五
層
主

の

で

外
の
人

は
七
十
五
層
を
中
心
に
終

日
開
か
れ
た

デ
ス
ゲ

ム
解
放
前
夜

と
い
う
全
プ
レ
イ

に
よ

て

さ
れ
た
パ

テ

だ

 

人

の

に
は

明
る
い

と
希
望
が
浮
か
ん
で
い
た

 
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う

獄
に

わ
れ
て
二
年
が
経
過
し

く
解
放
さ
れ
る
と
い
う
希
望
を
明

確
に
持
て
た
か
ら
だ
ろ
う

残
影
の
人

は
分
け
隔
て
な
く

き

き
に
語
ら
い
道
行
く
人
と
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い
合
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ
や
プ
レ
イ

人
が
経

す
る

や
食
べ
物

で

い
食
い
し
て
い
た

 
彼
は

そ
の
光

か
ら
身
を
引
く
よ
う
に

の
中
か
ら

め
て
い
た

 

こ
ん
こ
ん

と

が
鳴

た

 
部

の

を
ノ

ク
す
る

だ

キ
リ
ト

る
の

 
ノ

ク
を
し
た
の
は

リ

フ

の
よ
う
だ

た

 
キ
リ
ト
は
振
り
返
る
事
も
な
く
入

て
良
い
と

い
ボ
イ
ス
コ
マ
ン
ド
で
開

し
た

間

を

か
ず
す
る
り
と
緑

の
妖
精
が
入

す
る

 
妖
精
の

に
は

念
の
色
が
浮
か
ん
で
い
た

前
夜

行
か
な
い
の

人

み
は

い
だ
か
ら

そ
れ
に

気
を
壊
す
つ
も
り
は
な
い

 
一

だ
け
振
り
返
り
妖
精
を
一

し
た
が
す
ぐ

も

線
も
外
に

し
た

ま
し
い

と
い
う
よ
り
は

ど
こ
か
悲
し

で

同
時
に
苦
し

な
面
持
ち
を
浮
か
べ
る

な
に
か
悩
み
が

明
日
こ
の
デ
ス
ゲ

ム
の
ラ
ス
ボ
ス
に

達
は

む
事
に
な
る

二
年
掛
け
て

く
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り

い
た

点

苦
労
は
多
く

喪

た
も
の
も
多
い

だ
か
ら
こ
そ

生
還
へ
の
希
望
は

と
て
も
大
き
く
て

深
い

み
ん
な

ラ
ス
ボ
ス
の
打
倒
を
期

し
て

夢
見
て
る

 
問
い
に

え
る
事
な
く

う
よ
う
に

葉
を
紡
ぐ
少
年
を
妖
精
は

て
見

め
る

の

が
不
安

に
揺
れ
た

た
だ
な

は

思
う
ん
だ

ラ
ス
ボ
ス
を
倒
し
て
本

に
生
還
出
来
る
の
か
と

ど
う
い
う
意
味

 

根
を
寄
せ

静
か
に
妖
精
が
問
う

デ
ス
ゲ

ム
の
開
始
時

郷
が

て
い
た

・だ
・ろ
・う

ア
バ
タ

が

し
た
の
は
こ
う

だ  

君
が
こ
の
ゲ

ム
か
ら
脱
出
す
る
方
法
は
た

た
一
つ

先
に

べ
た
と
お
り
ア
イ

ン
ク
ラ

ド
最
上
部
第
百
層
ま
で

り

き
そ
こ
に

つ
最
終
ボ
ス
を

し
て
ゲ

ム
を

ク
リ
ア
す
れ
ば
よ
い

そ
の

間
生
き
残

た
プ
レ
イ

全

が
安
全
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
れ

る
事
を
保
証
し
よ
う
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と

し
か
し
抑

の

い
少
年
の
声
が
流
れ
る

 
そ
の
声
に

喜
や
期

の
色
は
感
じ
ら
れ
な
い

 

そ
れ
が

な
予
感
を

か
せ
た

が
く
め
ん面

り
に

け
取
れ
ば

ラ
ス
ボ
ス
を
倒
し
た
時
点
で

を
全
損
さ
せ
な
か

た
プ
レ
イ

は
生
き
残
る

そ
う
ね

み
ん
な
も

そ
れ
を
前

に
し
て
動
い
て
る
わ

あ
あ

た
だ

な

裏

を
知

て
い
る
と

色

と

え
て
し
ま
う

え
ば

そ
う

生
き
残

た
プ
レ
イ

と
は

・第
・百
・層
・ボ
・ス
・戦
・に
・

・ん
・だ
・プ
・レ
・イ
・

・

・だ
・け

と

い
う
判
定
と
か

 

を
向
い
た
ま
ま
少
年
が

う

妖
精
は

を
強

ら
せ
た

 

あ
り
得
る

と
私
は
思

た

 
離
れ
て

し
い
が
こ
れ
で
も
対
暗
部

暗
部
と
し
て
動
く
更
識
の
一
人
だ

え
て

に
す
る
事
で

手
に
先
入
観
を
持
た
せ
ミ
ス
リ

ド
を
誘
発
す
る
と
い
う
手

は
裏
の
世
界

で
は
常

手

で
あ
り

す
べ
き
事

だ

だ
か
ら

ら
か
の
契
約
や
情
報
交
換
の

は

に
入
り

を

つ
が
如
く

を
求
め
る
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こ
れ
は
裏
に

無
く

ら
か
の
契
約
を
結
ぶ
時
と
て
同
じ
だ

 

さ
れ
る
方
が
悪
い

そ
れ
が

裏

い
て
は

世
界
の
鉄

だ
か
ら

そ
れ
は

最
大
で
も

四
十
九
人
し
か
生
還
で
き
な
い
と
い
う
事
じ

そ
う

あ
の
時
に

示
さ
れ
た
生
還

件
は
実
は
状
況
も
判
定
も

な
た
だ
の

約
束

に
過
ぎ
な
い
も
の

加
え
て

ア
バ
タ

を

て
い
た
の
が

郷

之
で
あ
り

場

で
は
な
い
以
上

あ
の

が
無

に
な
る
場
合
も
あ
る

  

そ
ん
な
コ
ト
を

い
出
し
た
ら

限
な
い
じ

ん

 

ら
な
ん
で
も
心
配
性
過
ぎ
だ
ろ

  
そ
ん
な
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
る
が

や
は
り

あ
り
得
る
と

裏

の
感
性
が

定
を
許
さ

な
い

 
前
の

者
や
組

が

れ
た
か
ら
契
約
は
自
動
解
消

で
も

さ
れ
る
と

る
情
報
を

持

て
る
か
ら

死
ん
で
も
ら
う

そ
ん
な
の

裏

で
は

事
の
部

に
入
る

そ
れ
が

前
夜

に
入
れ
な
い
理
由
な
の
ね
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義
姉
の
妖
精
は

彼
の
苦
悩
が
決
し
て

え
過
ぎ
の
も
の
で
な
い
と
判
断
し
て
い
る
よ
う
で

真

に

け
止
め
て
い
た

彼
が
そ
う

え
る
だ
け
の
な
に
か
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
そ
う

し

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い

 
少
な
く
と
も

彼
女
よ
り
は

裏

の
事
を
知

て
い
る
よ
う
だ
か
ら

み
ん
な

し
が
良
す
ぎ
る
か
ら
な

い
ま
の

が

ざ

た
と
こ
ろ
で
必
要
以
上
に
気

を

わ
せ
て
し
ま
う

そ
れ
は
本
意
じ

な
い

 
彼
は
明
確
に

え
な
か

た

 
だ
が

外
に

定
を
返
す

 
少
年
の

に
は

し
た

み
が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た

こ
の
世
界
を
ク
リ
ア
し
た
時

生
還
す
る
プ
レ
イ

は

か
分
か
ら
な
い

ラ
ス
ト
ボ

ス
の

を
取

た
者
だ
け

ク
リ
ア
時
点
で
生
存
し
て
い
る
者
だ
け

そ
れ
と
も
全
損
者
も

め
て
全

生
還
す
る
の
か
あ
る
い
は

共
全
滅
す
る
の
か

そ
れ
す
ら
も

に
さ
れ
て

い
る

 

の

み
を
浮
か
べ
た
ま
ま

息
し
な
が
ら
少
年
は

う

 
妖
精
は

を

ま
な
い

滅
多
に
弱

を

か
な
い
少
年
の

葉
だ
か
ら
か

み身
じ
ろ動

ぎ
も
せ
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ず

義
弟
が

く
苦
悩
を

き
入

て
い
る

現
実
的
に

え
れ
ば
生
存
者
だ
け
と
い
う
可
能
性
が
最
も
高
い

だ
が
最
悪
の
可
能
性
は
無

数
に
存
在
す
る

 

ぎ
り

と
少
年
の
⻭
が
食
い

ら
れ
た

仮
想
世
界
は

常
に

価
交
換
で
成
り
立

て
い
る

リ
ス
ク
を
背
負
う
か
ら
強
く
な
れ
る

金
を
払
う
か
ら
物

を

え
る

 
そ
こ
で

少
年
は
一

を

じ
た

 
や
や
間
を

い
て

な
ら

と

葉
を
紡
ぐ

命
は

 

命

を
救
う
な
ら

を
代
価
に
す
れ
ば
い
い

 

そ
の
声
は

あ
ま
り
に
無
感
情

 
そ
れ
で
い
て

ど
こ
か
追
い
求
め

こ
い
ね
が

希
う
か
の
よ
う
な
か

さ
が
同

し
て
い
た

 
少
年
の
眼
が
眼
下
の
人

み
か
ら
外
れ
天
に
広
が
る
夜
空
に
向
け
ら
れ
る

さ
ん

ん然
と
星
が

煌
め
く
冬
の
夜
空

 
黒
い

が

ど
こ
か
に
焦
点
を
定
め
た
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場
面
が
変
わ
る

  
内
部
再
現
時
間

二

二
四
年
十
一
月
七
日

後
五
時
十
分

 
場

は
紅

地
下
エ
リ
ア

の

面
が
螺
旋
状
に
見
え
る
大
広
間
の
中
で
女

人
型
ボ

ス

ア
ン
・
イ
ン
カ

ネ
イ
テ

ン
グ
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ
デ

ウ
ス

と

黒
の
剣
士

キ
リ
ト

に
よ
る
大

闘
が

り
広

ら
れ
て
い
た

 
そ
の
空
間
に

他
の

は
見
え
な
い

 
緑

金
髪
の
妖
精
も

を
消
し
て
い
る

そ
の
事
か
ら
こ
の

像
が

生
後
の
戦
い
で
あ
る

事
を
理
解
し
た

 
そ
れ
も

最
後
の
最
後

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
女

人
が

え
槍
の

突
を

に
突
き
立
て
た

に
め
り

み
レ
ン
ガ
が

り

か
れ
る

す
る
と

そ
こ
か
ら

大
な

物
の
根
が

本
も
生
え

指
向
性
を
以
て
少
年
へ
と

た
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一
本
一
本
が
大
の
大
人
数
人
を

め
て

き
殺
せ
る
程
の
大

 
眼
前
に

るり

く緑
じ樹

の

れ
を
前
に
し
て
彼
は
無

の
呼
気
と
共
に
そ
の
手
に
握
る
武
器

の
⻑
刀
を
振
る
い

⻑
線
上
に
あ
る
根
を
横
一
閃
に
斬
り
裂
い
た

で
斬
り
に
あ

た

根
は

そ
れ
で
も
し
ぶ
と
く
少
年
を

う

 
し
か
し
黒
の
少
年
は

や
か
に
地
を
あ
る
い
は
切
り
裂
い
た
根
を
足
場
に
し
て
女

人
の

下
へ
と
向
か
う

 
直
後

人
が

え
た

背
後
に
き
ら
び
や
か
な
光
を

う
大
樹
が
出
現
す
る

 

同
時

彼
が
一

強
い

躍
を
以
て

女

人
へ
と
肉

し
た

 
そ
の
時
に
手
に
し
て
い
る
武
器
は

の
⻑
刀
で
は
な
か

た

手
に
黒

手
に
白
の

片
刃
片
手
剣

そ
れ
を

え
た
彼
は

性
と
速
力
を

方
に
つ
け
て
突

し

 
星
の
煌
め
き
が
乱
れ
舞
う

 

手
の
剣
に

る
⻘
い

き

そ
れ
が
振
る
わ
れ
る

に
女

人
の
体
を
傷
付
け
大
き
な
光

の

が
放

状
に
放
た
れ
た

放

さ
れ
た
ど
の
ボ
ス
戦
で
も
見
ら
れ
な
か

た
程
に
力
を

め

ら
れ
た
二
刀
が

い

を
引
き
な
が
ら
撃
ち
出
さ
れ
て
い
く
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少
年
は

し
た

必
ず
目
の
前
の

を
斬
り

せ
る

そ
の
一
念
だ
け
が
小
さ
な
体
を

衝
き
動
か
し
て
い
る

 
女

人
も

え
た

己
を

し
いぎ

く逆
せ
ん
と
す
る
人
間
を
憎
ま
し

に
片
目
で

み
な
が
ら
気

に

え
る

反
撃
は
世
界
が
許
さ
な
い

世
界
が
定
め
た
ル

ル
が
二
刀
剣
技
を

け
て
い
る

間
の
行
動
を
全
て
許
さ
な
い

 
故
に

上

か
ら
振
り
下
ろ
さ
れ
た
星
の
剣

を

す
術
も
な
く

け
止
め
る

 
一

の
静

を

み
女

人
の
体
は
光
の
欠
片
へ
と

撃
破
と
ボ
ス
戦
終
了
の

方
を

示
す
ら
し
い
金
色
の
文

が
中
空
に
表
示
さ
れ
た

 
少
年
は

金
色
の
文

を
無
感
動
に
見
上

た

 
勝

に

て
い
な
い

そ
も
そ
も

勝

を
喜
ん
で
い
な
い

 
喜
べ
る
は
ず
も
な
い

 
勝

を
祝
う

間
が

な
い

彼
が
命
を

け
て
護
る
と
誓

た
人
達
が

な
い

み
な
女

人
に
殺
さ
れ
そ
の

品
と
な
る
武
器
が
そ
こ
か
し
こ
に
転
が

て
い
る
だ
け
だ

こ
の
結
果

を
勝

と
呼
べ
は
し
な
い
だ
ろ
う
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戦
い
に
勝

て
も

勝
負
に
負
け
て
い
る

  

で
も
結

み
ん
な
生
き
返
る
ん
だ
か
ら
結
果
オ

ラ
イ
に
は
な
る
ん
だ
よ
な

ト
ラ
ウ
マ

確
定
で
は
あ
る
け
ど

  
そ
ん
な
コ
メ
ン
ト
が
流
れ

複

な
気
持
ち
に
な

た

 
あ
ま
り
に
も
不

過
ぎ
る
と
思
わ
せ
ら
れ
た

こ
の

像
を
見
た
の
は

然
生
還
し
て
か
ら

で
結
果
的
に
み
ん
な
生
き
残

た
事
実
を
知

て
か
ら
だ

た
が
キ
リ
ト
が

か

に
し

て
い
た
よ
う
に
ク
リ
ア
以
前
は
生
き
残

て
い
て
も
そ
の
ま
ま
生
還
出
来
る
か
は
不
明
な
状
況

だ

た
の
だ

そ
の
恐
怖
と
不
安
を
蔑
ろ
に
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い

 
と
は

え

事
者
で
な
か

た
以
上
心
の

か
ら
の
も
の
は
ご
く
一
部
だ

た
だ
ろ
う

 

時
は
い
ま

ど
彼
を
よ
く
思
わ
れ
て
い
な
か

た
し
死
ん
だ
と

て
も
ボ
ス
に

ん

だ

な
数
十
人
だ
け

お
よ
そ
七
千
人
は
全
損
せ
ず
に
生
き
残

て
い
た

 
死
者
の
数
と
生
者
の
数
を

べ
れ
ば
後
者
が
勝

て
い
る

 
そ
も
そ
も
外
部
の
人
間
は

ナ

ヴ
ギ
ア

の
強
制

と

全
損
の

件

ネ

ト
ワ
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ク
回
線

件
さ
え

た
さ
な
け
れ
ば
ク
リ
ア
さ
え
す
れ
ば
み
ん
な
解
放
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
た

の
だ

彼
の
予
想
を
し
た
人
間
が
多
い

が
な
い

事
者
で
な
い
以
上
そ
こ
ま
で
知

を
回
さ

な
い
か
ら
だ

 
で
あ
れ
ば

に

も
無
い
人
の
死
を
本
心
か
ら

む
人
も
ま
ず

な
い

 
そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か
の
コ
メ
ン
ト

 
・私

は

も
返
さ
な
か

た

 

無
表
情
の
面

を
伝
う

が

私
を

付
け
に
し
た
か
ら
だ

た

キ
 
こ
れ
は
現
在
の
も
の
で
は
な
い
過
去
の

像
だ

そ
う
と
分
か

て
い
る

し
か
し

過

去
に
あ

た
事
実
で
あ
る
事
に
は
変
わ
り
な
い

 
現
在
の
彼
は

こ
の
事
実
を

り
越
え
た
上
で
戦
う
覚
悟
を

い
て
い
た

 

心
が
強
い
と

そ
う

感
を

く

 
ど
こ
か

哀
し
く
思

て

手
放
し
に
喜
べ
な
か

た

  

ボ
ス
戦
放

は

ボ
ス
を

し

金
文

を
見
上

る
場
面
で
切
り
上

ら
れ
て
い
た
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無
論

時
は
騒
が
れ
た
ら
し
い
が
程
な
く
全

が
覚
醒
し
た
事
で
サ

バ

に
負

が
掛

か

た
事
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
繋
ぐ
回
線
を

持
で
き
な
か

た
の
で
は
と
い
う

が
立
て
ら

れ
こ
の
疑
問
は
解
決
と
な
り
話

に
上
が
る
事
も
無
く
な

た

そ
れ
よ
り
も
彼
を

生
さ

せ
た
義
姉
の

身
的
な
行
動
や

ボ
ス
の
異
常
性
を
語
る
方
が
話

性
を
呼
ん
だ
か
ら
だ

 
だ
か
ら

後
五
時
十
五
分

で

し
て
か
ら

後
五
時
三
十
分

に
一

ロ

グ
ア
ウ
ト
が
始
ま
る
ま
で
の
間
は

も
把
握
し
て
い
な
か

た

 
そ
れ
ら
し
い
理
由
が
あ

た
か
ら

も
疑
問
に
思
わ
な
か

た

 
再
現

像
は
ま
だ

く

 

ク
リ
ア
お
め
で
と
う

な
る
少
年
よ

  

そ
れ
は
突
然
の
事
だ

た

 
金
色
の
文

が
消
え
た
と
同
時
に

な

の
少
女
の
声
が
発
生
し
た

少
年
は

線
を

上
空
か
ら
発
生
源
た
る
正
面
に
向
け
た

 
そ
こ
に
は

者
然
と
し
た

い
の
少
女

カ

デ

ナ
ル
が
立

て
い
た
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身
の

を
超
え
る
⻑
大
な
ス
タ

フ
を
突
き

色
の
眼
を
持
つ

者
然
と
し
た

い
の
少

女

感
情
を
感
じ
さ
せ
な
い
金
属
的
な

が
少
年
に
向
け
ら
れ
て
い
た

ア
ン
タ
は

だ

 
少
年
が
問
い
を
発
し
た

し
た
様
子
は
無
い

え
な
け
れ
ば
そ
れ
で
も
い
い

そ
ん

な
思

が

こ
え
て
き
そ
う
な
程
に
感
情
の

ら
な
い
無
機

さ
だ
け
が
内

さ
れ
て
い
た

は
カ

デ

ナ
ル

知

て
お
ろ
う

完
全
自
律
シ
ス
テ
ム
か

ま
さ
か
ア
バ
タ

が
あ

た
な
ん
て
な

コ
レ
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
達
に

意
さ
れ
て
い
た
ア
バ
タ

を
流

し
て
い
る
に
過
ぎ
ぬ

お
主
ら
ヒ

ト
は

も
見
え
な
い

手
を
信

せ
ぬ
じ

ろ
う

 
故
に

も
肉
体
が
必
要
だ

た

そ

れ
だ
け
じ

よ

な
る

ど

ホ
ロ
ウ
の

が
サ
チ
よ
り
も

先
し
た
事
は
お
前
だ

た
か

 
突
然

絡
な
く

ん
だ
ホ
ロ
ウ
の
話
に

私
は

論

コ
メ
ン
ト

も
疑
問
一
色
に
な

た

カ

デ

ナ
ル
は

か
の
信

を
得
る

に
ア
バ肉
タ体

を
作

た
と
い
う

し
か
し
そ
れ
が

故
己

の
ホ
ロ
ウ
と
の

わ
り
を
指
す
と
い
う
の
か

 

そ
の
疑
問
は

猫

の
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
解
消
さ
れ
た
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郷

之

シ

ン
時

初
は

郷
に

使

さ
れ
て
い
た
黒
騎
士
た
る
少
年
も
ホ

ロ
ウ
と
同
じ

だ

た
と
い
う

あ
の
少
年
は
絶
対
上

者
た
る
存
在
の
命

に

己
の
誓
い

と
の
矛
盾
を
見
出
し

理

を
こ
ね
る
事
で
二

目
の
自
我

壊
を
回

す
る
と
い
う
ブ
レ
イ

ク
ス
ル

を
や

て
の
け
た

そ
れ
は

を

し
て
い
る
専

家
達
が
し
ば
ら
く
話

に

そ
の
異
常
性
と

新
性
を
語

て
い
た
か
ら
自
分
も
知

て
い
る

 
そ
の
少
年
と
同
じ

で
あ
る
ホ
ロ
ウ
も

本
来
で
あ
れ
ば
サ
チ
を
護
る
事
を
最

先
す
る

な
の
だ

 
な
の
に
そ
の
ホ
ロ
ウ
は

放

さ
れ
る
以
前
の

で
サ
チ
以
外
の

か
を

先
し
た
事
が

あ

た

 
そ
れ
は
ク
リ
ア
ま
で
不
明
で
生
還
し
て
以

も
分
か
ら
ず
終
い
だ

た
が

い
ま

く
分

か

た
と

猫

が
コ
メ
ン
ト
を
流
す

 

そ
の
や
り
取
り
の
合
間

少
年
と

者
の
間
に
会
話
は
無
か

た

 
語
る
べ
き
事
は
無
い
と
ば
か
り
に
少
年
が

を
つ
ぐ

ん
だ
か
ら
だ

終
わ
り
を
予
期
し
そ
れ
が

変
え
ら
れ
な
い
と
絶
望
し
て
い
る

こ
れ
か
ら

プ
レ
イ

は
ど
う
な
る
ん
だ
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そ
の
問
い
は
絶
望
し
切

て
い
な
い
か
ら
こ
そ
出
た
希
望
を
求
め
る
声
だ

た

ま
だ
こ
の

目
で
見
て
い
な
い
か
ら

と
そ
う
自
分
に

い

か
せ
必
死
に
心
を
護
ろ
う
と
す
る
動
き

 

が
流
れ

け
て
い
る
の
は

抑
え
切
れ
ぬ
予
感
故
か

 
少
年
の

を
見
て

一
つ
動
か
さ
ず

者
は

を
開
い
た

心
配
に
は

ば
ぬ

今
し
が
た

ナ

ヴ
ギ
ア
を
外
さ
れ
な
か

た
プ
レ
イ

の
内

・お

・主
・を
・

・い
・た

８

人
の

備
が
整

た
と
こ
ろ
じ

よ

を

い
た

ね

 

ん

と
少
年
が

を
鳴
ら
し
た

じ
ろ
り
と

乱
な
眼
が
少
女
に
向
け
ら
れ
る

し
か
も

備

そ
れ

の

備
だ

 
最

投

槍
に

し
い
物

い
に

や
は
り
少
女
は

を

め
も
せ
ず

を
開
い
た

お
主
は

デ
ス
ゲ

ム
の
ラ
ス
ボ
ス
を
倒
し
た
プ
レ
イ

じ

勝
者
に
は
報

が

あ

て
然
る
べ
き
じ

ろ
う

 
そ
う
少
女
が

て

螺
旋
の
回
廊
に

変
化
が

れ
た

 
少
女
の
背
後

少
年
の
背
後

二
人
の

に

ら
蒼
い
空
間
の
揺
ら
ぎ
が
発
生
し
て
い
た

そ
れ
ら
に

を
巡
ら
せ

一

し
た
後

少
年
は

線
を
眼
前
に

む
少
女
へ
と

し
た
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こ
れ
はデ

ス
ゲ

ム
の
ラ
ス
ボ
ス
の

を
取

た
お
主
に
は
四
つ
の

が
あ
る

お
主
自

身
の
命
そ
し
て

８

人
の
プ
レ
イ

の
命
そ
れ
ら
を
ど
う
す
る
か
は
お
主
の
心

第

と
い
う
事
じ

 
そ
う
前

き
し
た
少
女
は

手
の
華

な
指
を

で
揺
ら
め
く
光
に
向
け
た

か
ら
向
か

て

の
揺
ら
ぎ
は

お
主
が
死
ぬ
代
わ
り
に

他
の
者
達
を
生
還
さ
せ
る
道

 

け
て

の
光
の
揺
ら
ぎ
に
指
が
向
く

向
か

て

の
揺
ら
ぎ
は

お
主
が
生
き
る
代
わ
り
に

他
の
者
達
が
死
ぬ
道

 
少
女
は

少
年
の
背
後
の
揺
ら
ぎ
を
指
差
し
た

お
主
の
背
後
の
揺
ら
ぎ
は

お
主
も
他
の
者
達
も

共
死
ぬ
道

 
そ
し
て

と

少
女
は
己
の
背
後
を
一

し

指
も
向
け
な
い
ま
ま
少
年
を
見

め
た

の
背
後
の
揺
ら
ぎ
は

お
主
も
他
の
者
達
も
生
き
る
可
能
性
の
道
じ

 
少
年
の
虚
ろ
な
眼
が

め
ら
れ
た

可
能
性

と
い
う
の
は

明
な
お
主
で
あ
れ
ば
も
う
理
解
し
て
い
る
の
じ

ろ
う

 
対
価
さ
え
あ
れ
ば

お
主
も
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他
の
者
達
も
生
き
ら
れ
る

そ
の
可
能
性
を
示
し
て
お
る

無
論
今
の
状

で
は

べ
ぬ
が

な 

い
も
せ
ず
深

で
も
な
い
表
情
で
そ
の
世
界
の

理
者
た
る

者
は

と

う

終
焉
を

え
た
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
真
の
勝

者
は
お
主
一
人
じ

よ

な
に
せ

デ
ス

ゲ

ム
ク
リ
ア
の

件
は
ラ
ス
ボ
ス
の

を
取

た
者

と

そ
う
決
定
さ
れ
て
お

た
か

ら
の

故
に
お
主
一
人
だ
け
が
生
き
る
権

を
持
ち

他
の
者
達
は
死
ぬ
定
め
に
あ
る

 

じ

が

と

者
は

葉
を
止
め

根
を
寄
せ
た

価
値

と
い
う
点
に

い
て
は

そ
の
限
り
で
は
な
い

価
値
か

そ
う
価
値
じ

確
か
に
お
主
は

を
取

た
他
の
者
達
は
死
ん
だ
シ
ス
テ
ム
の
ル

ル
にの

とれ
ば
お
主
し
か
生
き
る
権

は
無
い

じ

が

価
値
は
別
じ

 

者
の
声
に

が

め
ら
れ
る

 
ま
る
で
人
と
ま

た
く
同
じ

振
り
だ

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
存
在
を
知
ら
な

け
れ
ば

と

も
思
わ
な
い
だ
ろ
う
人
と
し
て
の
表
情
や
感
性
を
思
わ
せ
る
そ
の
語
り

本
物

の
知
性
を
感
じ
さ
せ
る
そ
れ
は
機

の

葉
だ
か
ら
と

に

き
流
す

を
許
さ
な
い
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引
力
を
持

て
い
た

お
主
ら
は

希
少
性

を

レ
ア

と

て
お

た
の

希
少
性
と
い
う
の
は

な
か
な
か

世
に
出
回
ら
な
い
か
ら
こ
そ
世
に
出
た
数
と
反

し
て
高
ま

て
い
く
性

を
持
つ

 
そ
こ
で

少
女
が
ス
タ

フ
を

く

け

そ
の
先
を
少
年
に
向
け
た

そ
し
て

お
主
は
ラ
ス
ト
ボ
ス
と
の
戦
い
に

け
る

一
の
生
き
残
り

人
が
死
に

３
８
人
は

観
に

し
た
中
お
主
だ
け
が
真
の
意
味
で
生
き

い
た

ラ
ス
ボ
ス
戦
を
生

き

け
な
か

た

８

人
の
人
間
の
価
値
が
お
主
一
人
の
そ
れ
と
同

に
あ
る
と
い
う
反

証
が
成
り
立
つ

 
そ
う

て

ス
タ

フ
を
再

に
突
き
直
す

者

だ
か
ら

の
価
値
を

に
他
が
生
き
る
か

他
の
価
値
を

に

が
生
き
る
か

共
価
値
を
喪
う
か
の

か

な
る

ど

命
よ
り
も
能
力
数
よ
り
も

を
重

し
た
そ

の

え
は
確
か
に
機

的
だ

自
己

悪
を
覚
え
る
程
に
な

 
そ
れ
ま
で
感
情
の
色
が
無
か

た

に

悪
の
表
情
が
作
り
出
さ
れ
た

け
て
⻭
を
食
い

し
ば
り

え
る
面
持
ち

 
彼
は
ビ

タ

と
し
て
オ
レ
ン
ジ
・
レ

ド
を

る
事
で
攻
略
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
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う
動
い
て
来
た

方
に
よ

て
は
生
き
残
る
数
よ
り
も
善
性
の
気

を
持
つ
人
間
を

先

し
た

重

の

え
と
も
取
れ
る

命
よ
り
も
別
の
物
を
重

し
て
い
た
と
も

で
あ
れ
ば
彼

が
カ

デ

ナ
ル
に
己
を
重
ね
て
見
て

自
己

悪
に

る
事
も
無
く
は
無
い

 
だ
が

少
し
で
も
人
の

に
と
そ
う
思

て
剣
を
振
る

て
い
た
事
実
は
そ
れ
を

定

す
る
に

り
あ
る
も
の
だ

た

 
も
し
本

に
能
力
や
強
さ
の

で
し
か

え
て
い
な
け
れ
ば
最
初
期
か
ら

か
を
助
け
る
行

動
は
無
か

た

だ
か
ら

 

過
去
の
残
影
で
あ
る
少
年
に
そ
う
思

て
も
意
味
は
無
い
が

そ
う
思

た

そ
れ
で

 

と
他
の
プ
レ
イ

の
価
値命

方
を
救
う

は

を
代
価
に
す
れ

ば
い
い

テ
ス
ト練

じ

 
少
年
の
問
い
に

少
女
が

く

え
た

そ
の

は

実
は

・

・

・設
・定
・さ
・れ
・て
・お
・ら
・ん
・か
・

・た

平
た
く

え
ば

け
道
と
い
う

ツ
じ

な

骨
子
そ
の
も
の
は
お
主
が

に
な

て
他
を
救
う
道
じ

よ

そ
こ
に
フ
レ

バ

を
足
し
た
に
過
ぎ
ぬ
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つ
ま
り

が

ら
か
の

し
れ
ん練

を

り
越
え
れ
ば
い
い

か

 
そ
う

て

少
年
は

者
の

葉
を

た
ず
歩
き
出
し
た

 
そ
の
先
は
四
方

れ
の
揺
ら
ぎ
で
は
な
く

に

ら
ば

た
武
器

達

共
に
立
ち
向

か
い
し
か
し
無
残
に
も

ら
さ
れ
た

間
達
の

品
だ

た

一
分

ど
で
全
て
回
収
し
ス

ト
レ

ジ
に
収
め
た
彼
は

そ
れ
を
終
え
て
か
ら
方
向
を
変
え
る

 
向
か
う
先
は

者
の
背
後
の
揺
ら
ぎ

 

練
を

り
越
え
る
事
で

自
身
と
他
の
人

全
て
を
救
う
可
能
性
へ
の
道
だ

た

良
い
の
か

 
お
主

人
間
を
憎
ん
で
お
る
ん
じ

ろ
う

 
な
の
に
救
わ
ん
と
す
る

の
か

 
横
を

り
過
ぎ
る
時

品
回
収
中
は
無

を

い
て
い
た

者
が

た

 
少
年
は
応
じ
ず
そ
の
ま
ま
少
女
の
横
を

け
そ
の
後
ろ
で
揺
ら
ぐ
光
に
歩
を
進
め

け
る

表
情
は
無
で
は
な
い

決
然
と

ま

た

な
色

 

に
は

光
が
あ

た
か
ら空

虚
で
は
な
い
希
望
を
求
め
る
心
が
そ
の
眼
に
は

て
い
た

ヒ
ト
を
憎
み
怨
む
心
は
未
だ
お
主
の
中
に
あ
る

じ

そ
れ
を
無

し

け
る
の
か

 
そ
れ
が

出
来
る
の
か

 

ホ
ロ
ウ
の
お
主
に
は
出
来
な
か

た
と
い
う
の
に
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自
身
が

触
し
た
の
だ
ろ
う

の
キ
リ
ト
を
引
き
合
い
に
少
女
は

葉
を

け
る

そ
の

を

け
る
の
か

と

自
身
と
同
一
存
在
に
近
し
い
実

が
あ

て

そ
れ
が
出
来
る
の
か
と

そ
ん
な
意
地
悪
な
問
い
か
け

  

そ
の
先
は

地
獄
じ

ぞ

  

そ
の
歩
み
が
止
ま

た

 
光
に

び

む
一
歩
手
前
で
止
め
た

葉
は

な

し
か
し
現
実
を
突
き
つ

け
た
も
の
だ

た
に
違
い
な
い

カ

デ

ナ
ル

お
前
は
二
つ

見

て
い
る

 
少
年
の

は

そ
れ
で
も

れ
な
か

た

未
だ

な
表
情
が
保
た
れ
て
い
る

ホ
ロ
ウ
に
は
出
来
な
か

た

と
い
う

え
が

だ
か
ら

ホ
ロ
ウ
だ
か
ら
殺
意
を
抑
え

ら
れ
な
か

た
の
だ
と
結
論
付
け
た
も
の
な
ら
そ
れ
は
前

か
ら
し
て
間
違

て
い
る

で
な

け
れ
ば

ス
レ
イ
ブ
が

故
こ
ち
ら

に

け
た
か
の
説
明
が
付
か
な
い
だ
ろ
う

な
に
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ホ
ロ
ウ
を
理
由
に
し
た
憎
悪

定
の
非
現
実
性
を

同
じ

で
あ
る
ス
レ
イ
ブ
を
引
き
合
い

に
出
す
事
で

殺
し
た

 

者
は

く

目
し

振
り
返

た

 
彼
女
の
眼
に
は
黒
の
⻑
髪
と
外

を
は
た
め
か
せ
る
少
年
の
背
中
だ
け
が

て
い
る

カ

メ
ラ
も
同
じ

 

小
さ
く
も

大
き
な
背
中
だ

 
光
に
向
か
う
剣
士
の
背
中
は

不

の

み
を
見
せ
て
い
た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

一

に
自
己
と

え
る
も
の
は
な
い

あ
る
の
は
た
だ
他
者
を

先
す
る

他
主
義

と
自
己

の
精
神
そ
し
て

あ義
ね姉

に

と

え
ら
れ
た
精
神
だ
け

自
身
の

う
ち

か
ら
生
じ
た
も

の
は

あ実
ね姉

を
求
め
る

か
んじ

うだ
け
だ

そ
の

を
保

て
い
た
の
は
護
る
べ
き
と

え
る
他

者
が
存
在
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

他
者
を
喪
え
ば

達
は

し
く
獣
に
堕
ち
る

ホ
ロ
ウ
を
そ
う
さ
せ
た
の
は
お
前
だ
ろ
う
カ

デ

ナ
ル

お
前
が

触
し
た
事
が
ホ
ロ
ウ

と
ス
レ
イ
ブ
の
道
を

た
が違

え
さ
せ
る
要
因
だ

た
ん
だ

 
だ
か
ら

と

そ
こ
で
彼
は
振
り
返

た

 
同
時

時
の
間
に
か
開
か
れ
て
い
た
メ
ニ

を

作
し
少
年
の
背
中
に
二
本
の
剣
が
交
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差
し
て

ら
れ
る

魂
を
継
承
し

け
た
黒
の
魔
剣
と
解
放
の
誓
い
を
立
て
た

の
魔
剣

ど

ち
ら
も
彼
を
剣
士
た
ら
し
め
る

徴

 
一

死
ん
だ
事
で

値
と
結
び
付
き
喪

た
聖
剣
と
魔
剣
の
代
わ
り
に
取
り
出
し
た

彼
に
と

て
の
聖
剣
と
魔
剣

黒
の
剣
士

あ
る
い
は
ビ

タ

と
し
て
在
る
覚
悟
を

現
し
た

 

間
の
い
な
い
孤
独
の
剣
士
が

再
臨
し
て
い
た

桐

谷
和
人

に
と

て
の

じ絶
ご
く望

も
一
つ
だ
け

 

い
に
向
き
合
い

む
少
年
と

者

 
表
情
は
前
者
が
決
然
と
し
た
も
の

 
後
者
は

を

わ
に
し
た
も
の

 
揺
る
ぎ
な
い
覚
悟
と
決
意
が
彼
の
立
ち

か
ら

れ
出
て
い
た

と
て
も
数
分
前
の
最
終
戦

で
空
ろ
な

でな
み
だし

て
い
た
少
年
と

同
一
人
物
と
は
思
え
な
い

 

希
望
が
見
え
た
か
ら
だ

 

か
で
も
希
望
が
あ
る
な
ら

め
ず

み

け
る
精
神
が
彼
を
再
び
歩
ま
せ
よ
う
と
し
て
い

る

心
は
も
う
ボ
ロ
ボ
ロ
で

傷
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
な
ん
て
無
い
く
ら
い

こ

れ
て
い
る

だ
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で
も

止
ま
る
理
由
に
は
な
ら
な
い

 
彼
に
と

て
の

つ地
う獄

が

ま
だ
現
実
の
も
の
に
な

て
い
な
い
か
ら

ホ
ロ
ウ
と
ス
レ一
イ
ブ

を

り
損
ね
た
お
前
が

知

た
よ
う
に

を
語
る
な
よ

 
決
然
と
し
た
表
情
で
そ
う

き
捨
て

少
年
は
光
の
揺
ら
ぎ
に
身
を
投
じ
た

  

場
面
が
変
わ
る

  
内
部
再
現
時
間

二

二
四
年
十
一
月
七
日

後
五
時
二
十
五
分

 
紅

の

見

で

黒
の
剣
士
が

城紅
主の
の聖

騎
影士

と
衝
突
す
る
光

が
あ

た

 
金
属
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
そ
の
衝
撃

が
戦
闘
開
始
の
合

だ

た
と
で
も

う
よ
う
に
一
気

に
加
速
し
た
二
人
の
剣

は

の
空
間
を
圧
し
た

 
そ
の
戦
い
は
シ
ス
テ
ム
上
に
設
定
さ
れ
た

技
を
一
切
使
わ
な
い
戦
闘
だ

た

少
年
は
持

ち
前
の
反
応
速

を
以
て
見
て
か
ら
対
応
可
能
だ
し
対
す
る
城
主
も
本
来
な
ら
魔
王
を
務
め
て

い
た
だ
ろ
う
ポ
ジ
シ

ン
で
あ
る
以
上
一
人
分
の
剣
技
を

ぐ
事
は
容

い

だ

だ
か
ら
こ

そ
ど
ち
ら
も
己
の

演戦
演闘
結本
果能

が
導
き
出
し
た
手
を

り
出
し

け
る
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超
高
速
で
交
わ
さ
れ
る

技
の
応

 
二
本
の
剣
は
盾
に

ま
れ
十

の
剣
を
黒
か

の
剣
が
弾
く

二
人
の

は
様

な
色

の
光
が

的
に

び

り
衝
撃

が

見

に
敷
か
れ
た

の

を
た
わ

ま
せ
紅
の

を
突
き

け
て
い
く

 
時

い
の
小
攻
撃
が
弱
ヒ

ト
し

方
の

バ

が
じ
り
じ
り
と

ら
れ
始
め
る

 

撃
の
応

が
白

す
る
に
つ
れ
ゲ

ジ
は

分
を
切

て
⻩
色
に
更
に

て

へ
と

変
わ

た

 
本
来
な
ら
ラ
ス
ボ
ス
と
し
て
君
臨
す
る
予
定
だ

た
ら
し
い
聖
騎
士
は
ボ
ス
仕
様
に
な

た

事
で

別
の
動
き
を
見
せ
始
め
た

追
う
事
す
ら
や

と
な
超
速

が
追
加
さ
れ
た
の
だ

の

は
白
の
紅
に

ざ

て
見
え
に
く
い

特
徴
的
な
の
は

色
の
髪
と
白
銀
の
剣
と
盾
だ

 

そ
れ
で
も

少
年
は
一
歩
も
引
か
ず

に
応
じ
て
い
く

そ
こ

 
小
さ
く

れ
た
声
と
共
に
鉄

の
守
り
が
食
い
破
ら
れ
た

聖
騎
士
の

を

の
刃
が

め
に
斬
り
裂
く

ぬ
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だ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
不
動
の
体
を
揺
ら
が
せ
衝
撃
に

え
た
男
に

撃
が

き

ま
れ
た

黒
の
刃
が

の
中

心
を

ち

く

残
り
数
ド

ト
の
命
が
全
て

り
切
ら
れ
た

 
勢
い

て
男
の
体
を

し

紅

の

に
黒
剣
で

い
付
け
た

 
城
を
揺
ら
す

が
木
霊
し
た

見
事
だ

こ
れ

ど

や
か
に
勝

を
収
め
る
と
は

私
の

以
上
の
結
果
だ

 

に

き
付
け
ら
れ
剣
も
盾
も
取
り

と
し
今
正
に
光
に

ろ
う
と
す
る
聖
騎
士
の

影
が
称

を

に
し
た

真

色
の

が
少
年
を

え

み
を
向
け
る

し
み
な
く
称

を
送
ら
せ
て
も
ら
お
う

ク
リ
ア
お
め
で
と
う

な
る
者
よ

 
そ
う

て

聖
騎
士
の
五
体
は

け

た

 
紅

の

か
ら

が
消
え
る

に
突
き
立
て
て
い
た
黒
剣
を

い
た
少
年
は

手
の
剣
と
共
に
背
中
に

り
直
し
た

く
る
り
と
後
ろ

見
広
間
へ
と
向
き
直
り
そ
の
ま

ま

に
ど
か
り
と

を

と
す

 

城
主
は

な
い

 
た

た
い
ま
少
年
が

ち
果
た
し
た
か
ら
だ

本
物
で
は
な
く

お
そ
ら
く
ヒ

ス
ク
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リ
フ
の

動
や
戦
闘
ロ
グ
を

に
再
現
さ
れ
た
ホ
ロ
ウ
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

ホ
ロ
ウ
と
は

え

ハ
イ
ア
カ
ウ
ン
ト
と
し
て
神
聖
剣
を
持

て
い
た
な
ら
そ
れ
は
本
来
の
城
主
と
し
て
立
ち

は
だ
か
る

格
を
持
つ
だ
ろ
う

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
魔
王
に
な
る
の
で
は
な
い

 
神
聖
剣
を
持

て
い
る
事
が
魔
王
に
な
る

件
に
な
る

だ
か
ら

そ
れ
が
た
ま
た
ま

ヒ

ス
ク
リ
フ

と
名
付
け
ら
れ
た
ア
カ
ウ
ン
ト
だ

た
だ
け

あ
の
鉄

さ
は

十
数
人
も

の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

有
者
に
対
抗
す
る
べ
く
設
定
さ
れ
た

力
だ

た
と

え
れ
ば
そ
の

方
が
し

く
り
来
た

 
そ
れ
を
一
人
で

ち
果
た
し
た
彼
は

確
か
に

カ

デ

ナ
ル
が

て
い
た
よ
う
に

一
人
で
一
万
近
く
の
人
の
価
値
に

す
る
の
だ
ろ
う

少
な
く
と
も
強
さ
は
コ
モ
ン
ス
キ
ル
だ

け
で
二
百
人
と

り
合
う
も
の
が

年
以
上
前
に
見
せ
て
い
た

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
複
数

有

し
対
複
数
に
も
特
化
し
た

備
を
持

て
い
る
な
ら
一
万
人
分
の

き
を
す
る
の
は
不
可
能

で
は
な
い

だ

 
そ
れ
故
に

城
主
を

ち

名
実
共
に
浮
遊
城
の
覇
者
に
な
る

 

り
ん
ご

ん

り
ん
ご

ん

と

楼
の

が
遠
く

い
た
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女
性
の
無
機

な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
掛
か
り
ゲ

ム
ク
リ
ア
の

と

ロ
グ
ア
ウ
ト
が

実
行
さ
れ
て
い
く

城
の
覇
者
と
な

た
彼
は
な

た
直
後
に
王
に
あ
る
べ
き
⺠
を
喪

て
い

く 
そ
の
事
実
を

彼
は

け
容
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

 

然
だ

そ
の
結
果
を

彼
は
自
ら

び
取

た
の
だ
か
ら

お
主
を

い
た

８

人
の
ロ
グ
ア
ウ
ト
は

も
う
す
ぐ
完
了
す
る

 

と
ま
た

突
に

者
が

り
立

て
い
た

紅
一
色
の

見
の
間
に

つ
ん
と
立
つ

色

の
髪
と
目

白
の

に

紺
色
の
学
者
の

い

 
ス
タ

フ
を
静
か
に
突
い
て

よ
い
の
か

と

者
は
問
う
た

今
な
ら

お
主
だ
け
生
還
さ
せ

他
の
者
達
を

め
て
殺
す
事
も

く
ど
い

 
一

 

者
が

示
す
る

か
ら

る
道
を
彼
は

き
終
え
る
前
に
一

し
た

れ
し

が
れ
な
が
ら
も

揺
る
ぎ
な
い
声
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に

掛
け

者
を
見
下
ろ
す
黒
の
眼
は

に

え
て
い
た

だ
け
生
き
残

た
と
こ
ろ
で

に
な
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
せ
い
で

の

性
は
世
間
の
知

る
と
こ
ろ
そ
れ
で

だ
け
生
還
す
れ
ば
一
万
人
殺
し
の
大
罪
人
と
し
て
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
殺

そ
う
と
す
る
だ
ろ
う

そ
れ
で
は
そ
の

で

に
す
る
約
一
万
の
人
達
の
死
が

・無
・意
・味

・に
・な
・る

そ
れ
は
ダ
メ
だ

 
り

う
び

を
怒
ら
せ
苛
立
ち
を
滲
ま
せ
な
が
ら
覇
王
は

者
の

ざ
ん

ん
を

絶
し
た

そ
の

は
な
に
も
意
味
が
無
い

意
味
が
無
く
な
る
無

な

だ

と

 

初
日
の
狂
気
が
重
な

た

 
初
日
の
あ
れ
は

強

観
念
に
突
き
動
か
さ
れ
て

い
た
決
意

 
今
の
彼
は

し狂
う
き気

を
内

し
て
い
な
が
ら

き正
う
き気

の
論
理
で
最
初
期
と
同
じ
結
論
を
下
し
て

い
た

 
義
姉
に

正
さ
れ

ど
れ
だ
け
弾

さ
れ
よ
う
と

そ
れ
だ
け
は

変
わ

て
い
な
い

 
他
者
の
行
動
命
を
無
意
味
に
す
る
事
を

絶
す
る
の
は
彼
の

一

の

か
ら
の

生
来
の
気

な
の
だ
ろ
う

よ
り

に
残
さ
れ
た
道
な
ん
て
こ
れ
だ
け
だ

だ
け
生
き
残
る
の
は
論
外

共
死
ぬ
の
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も
論
外

だ
け

に
な
る
の
は

み
ん
な
が

せ
に
な
ら
な
い

な
ら
残
さ
れ
る
の
は

一
つ
だ
ろ
う

 
か
つ
て
の
ま
ま
で
あ
れ
ば

あ
る
い
は
彼
だ
け
が

に
な
る
道
を
良
し
と
し
た
だ
ろ
う

 
生
き
る
事
に

れ

極
的
に
死
ぬ
気
は
無
く
と
も
死
を

け
る
機
会
が
在
れ
ば

抗
せ
ず

け
容
れ
る
く
ら
い
に
は
彼
は

し
て
い
た

自
身
が
定
め
た
生
き
方
に

れ
し
か
し
そ

れ
を
投

出
す
事
は
し
た
く
な
い
と

目
に

ら
れ
て
い
た

 

そ
れ
を
義
姉
が
壊
さ
な
け
れ
ば

ど
う
な

て
い
た
か

 
そ
の
可
能
性
の
極

が
カ

デ

ナ
ル
の
示
し
た

の
一
つ

 
そ
れ
を
彼
は

絶
す
る

み
ん
な
が

せ
に
な
ら
な
い

と

自
身
が
生
き
る
事
を
前

に

え
て
く
れ
て
い
た

き
 
悔
し
か

た
が

そ
れ
以
上
に

し
さ
が
あ

た

 
自
分
の
死
を
前

に
し
た
安

で
は
な
く
生
を
前

に
し
た
個
人
の

福
を

先
し
よ
う
と

す
る
思

そ
れ
は

根
幹
に
組
み

ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
出
な
か

た
結
論
だ

 
彼
は
本

に
変
わ

た

い
や

成
⻑
し
た

と

う
べ
き
だ
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ま
だ
ま
だ
自
分
を
大
切
に
し
な
い
き
ら
い
は
残

て
い
る

目
的
の

な
ら
自
身
を

み
な
い

と
こ
ろ
は
未
だ
残

て
い
る

そ
れ
で
も
生
き
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る

生
き
よ
う
と
そ

う
思

て
く
れ
る
よ
う
に
な

た
だ
け
で
も

大
き
な
前
進
な
の
だ

き

 
再

名
を

く

 

か

か
と

か
な
気
持
ち
に
な
れ
た

  

場
面
が
変
わ
る

  
内
部
再
現
日
時
は

変
わ
ら
な
か

た

ど
う
や
ら
少
年
が
覇
王
に
な

た
直
後
ら
し
い

 

全
天

え
る
よ
う
な

け
だ

 
少
年
が
立

て
い
る
の
は
分

い
水

の
板
の
上

明
な

の
下
に
は

く

ま

た
雲
の

な
り
が

く
り
流
れ
て
い
る

天
に
は
ど
こ
ま
で
も

く
よ
う
に
は

け
空

や
か
な

色
か
ら
血
の
様
な

深
い

に
至
る
グ
ラ
デ

シ

ン
を
見
せ
て
無
限
の
空
が
果
て
し
な
く

い
て
い
る

か
す
か
に
風
の

が
す
る
程

そ
こ
は
穏
や
か
だ
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そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
キ
リ
ト
が

さ
れ
た
直
後
や
七
色

士
の

を
止
め
て
か
ら

の
光

そ
の
も
の

 
お
そ
ら
く

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
七
色

士
が

さ
れ
た
時
に
話
し
て
い
た

以
前
見
た

時
の
光

が
こ
れ
な
の
だ
ろ
う

こ
の

像
は
放

さ
れ
た
事
が
な
い
初
め
て
の
も
の
だ

 

少
年
が

じ
て
い
た
目
を
開
く

 

く
り
と
自
身
の
体
に

線
を

と
し
た

レ
ザ

コ

ト
や
⻑
手

と
い

た

備

に

変
化
は
無
い

実
体
を
保

た
ま
ま
で
あ
り
こ
れ
か
ら
ポ
リ
ゴ
ン
に

る
と
い
う

で
も
光

に

ま
れ
る
前
兆
も

に
無
か

た

 

け
て
少
年
は

手
を

ば
し
指
を

く
振

た

ち
り
り
ん
と

や
か
な

の

と
共

に
白
い
ウ

ン
ド
ウ
が
出
現
す
る

 
そ
の
ウ

ン
ド
ウ
に
は

備
フ

ギ

ア
や
メ
ニ

一

が
存
在
し
て
い
な
か

た

た

だ
無
地
の

面
に
一

小
さ
な
文

で

最
終
フ

イ
ズ
実
行
中
 
現
在

完
了

と
表

示
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ

 

し
そ
れ
を

め
て
い
た
少
年
は

と
そ
れ
か
ら

線
を
外
し

け
の
彼
方
へ

線
を

向
け
た
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水

の

よ
り
下
に
広
が
る
雲
海
の

か
先

そ
の
空
に

浮
か
ん
で
い
る
も
の
が
一
つ

の
先

を
切
り

と
し
た
よ
う
な
形

い
層
が
無
数
に

み
重
な

て
全
体
を
構
成
し
て

い
る
も
の

 

浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

 
現
実
の

や
特
集
な
ど
で
そ
の
外
観
を
見
た
者
は
多
い

し
か
し
あ
あ
や

て
外
観
を
直
に

見
た
プ
レ
イ

は
彼
が
初
だ
ろ
う

 
そ
の

鉄
の
浮
遊
城
は
た

た
一
人
の
ギ

ラ
リ

の
見
守
ら
れ
る
中

壊
し
つ
つ
あ

た

部
フ
ロ
ア
の
一
部
が
分
解
し
無
数
の
破
片
を
撒
き

ら
し
な
が
ら

が
れ

ち
て
い

て
い
る

構

に

じ

て
無
数
の
木

や

の
水
が

に

下
し

色
の
雲
海
に

し

て
い

た

 

な
か
な
か
に
絶

じ

な

  
三

者
の
少
女
が
突
然
現
れ

そ
う
声
を
掛
け
た

あ
れ
は

ど
う
な

て
い
る
ん
だ
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横
に

ん
で
立
つ
少
女
を
一

す
る
事
も
無
く
気
に
な

た
事
が
出
来
た
と
い
う
よ
う
な

い

で

少
年
が
問
い
掛
け
た

的
表
現
と

う
べ
き
か
の

現
在

ア

ガ
ス
本

地
下
五

に
設

さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ａ

Ｏ
メ
イ
ン
フ
レ

ム
の
全
記

で
デ

タ
の
完
全
消
去
作
業
が
行
わ
れ
て
お
る

程
な
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

も
か
も
が
消
滅
す
る
じ

ろ
う

 
少
女
の

え
に

そ
う
か

と
少
年
は

白
に
応
じ
る

そ
れ
で

残
る

練
は
ど
こ
で
や
る
ん
だ

 

え

と
思

が

る

 
二
人
が

う

練
は
た

た
い
ま
本
来
の
城
主
を

ち
果
た
す
事
だ

た
の
で
は
な
い
か

と

惑
に

る

う

は
一

た
り
と
も

練
が
複
数
あ
る

と
は

た
覚
え
は
無
い
が

か
を
得
る
に
は
同

の
代
価
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

さ

き
の
ヒ

ス
ク
リ
フ

の
ホ
ロ
ウ
を

す
だ
け
で
は

８

人
と

全

を
生
か
せ
る
代
価
に
は
な
り
得
な
い
だ
ろ

う

ボ
ス
一
体
を

せ
る
最
大
人
数
は
四
十
九
人

で
あ
れ
ば
今
の
で
は
良
く
て
四
十
九
人
の

価
値
に
し
か
な
ら
な
い

そ
う
だ
ろ
う
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い
や

葉
を
交
わ
さ
ず
と
も
キ
リ
ト
に
は
分
か

て
い
た
よ
う
だ

績
を

し
得
る
人

数
分
の
価
値
に
よ
る

わ
れ
て
み
れ
ば
な
る

ど

ボ
ス
一
体
を

し
た
時
に
称

さ
れ
る
の
は
最
大
人
数
四
十
九
人
か
ら
差
し
引
き
さ
れ
た
人
数
分
だ

彼
が
一
人
で
倒
し
た

時
に
大
き
な

価
を
さ
れ
た
の
は

本
来
四
十
九
人
で

む
べ
き

手
だ

た
か
ら
で
あ
る

 
ど
れ
だ
け
一
人
で
倒
そ
う
と

四
十
九
人
分
の
価
値
の
分
し
か

え
ら
れ
な
い

 
故
に
最
大
で
そ
れ
だ
け
の
人
数
の
命
し
か
救
え
な
い

 

者
の

な
表
情
に

か
な

み
が
加
え
ら
れ
た

し
か然

り

そ
の

り
じ

キ
リ
ト
よ

お
主
に
は
こ
れ
か
ら
三
種

の

練
を

け
て
も
ら
う

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
完
全
攻
略
と
同
程

の

じ

 
そ
し
て

練
は
三
つ
あ
る
と
カ

デ

ナ
ル
は
無
情
に

た

先

ど
の
は

練
を

け

る

の
前

験
だ

た
の
だ
と

外
に

た
も
同
然
の

葉
に
自
分
を

め
て

の
反

応
が
流
れ
る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
同
程

の

 
そ
れ
は

面

り
に

え
れ
ば

彼
な
ら
達
成
で
き
る
と
思
う
だ
ろ
う

 

し
か
し

彼
は
全
て
の
戦
い
を
一
人
で
制
し
た

で
は
な
い
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ボ
ス
戦
に
は
戦
線
を
共
に
す
る
攻
略
組
が

た

備
を
整
え
る
生

達
が

た

情
報
を

集
め

す
る
自
分
の
よ
う
な
協
力
者
が

た

そ
れ
ら
が
協
力
し
て
攻
略
は
進
ん
で
い
た

 
彼
は
独
り
で
進
ん
で
い
た
の
で
は
な
い

裏
で
誘
導
し

引
す
る
事
は
あ

た
が

独
り

で
攻
略
を
進
め
た
事
は
自

自

に
な

た
時
の
一

の
み
だ

一
人
で

み
進
む
事
が
ど
れ

ど

を
極
め
る
無
謀
な
事
か
ベ

タ
テ
ス
タ

で
あ
り
最
前
線
の
恐
ろ
し
さ
を
⻑
ら
く

経
験
し
て
い
た
彼
が
お
そ
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
一
番
知

て
い
た
か
ら
こ
そ
彼
は
攻
略
組
か
ら
離

れ
な
か

た

仮

意
や
殺
意
を
向
け
て
来
る
人
間
の

だ
と
し
て
も

出
し
た
時
の

方
が
危
険
だ

た
か
ら
だ

 
そ
し
て
そ
の
推

は

た

て
い
た

味
方
が

な
け
れ
ば
確
実
と

え
る
レ
ベ
ル
で
彼
は

道

ば
で
死
ん
で
い
た

 
そ
れ
は
再
現
さ
れ
た

像
で
見
て
き
た

一
人
で
戦
い

く
場
面
こ
そ
多
い
が
彼
は

間
に

え
ら
れ
そ
れ
ま
で
を
戦
い

い
た

一
人
で
は
最
後
の

に
は
ど
う
し
て
も
勝
て
な
か

た

と

経

が
示
し
て
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ

く

わ
れ
た
事
が

ど
れ
だ
け
無
謀
な

件
か

然
と
さ
せ
ら
れ
た

そ
う
か
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そ
の

件
を
前
に
彼
は
動
揺
す
ら
見
せ
な
い

静
か
な
表
情
で
彼
方
の

壊
す
る

城
を
見

け
て
い
る

ま
さ
か
と
思
う
が
一

ク
リ
ア
出
来
た
か
ら
出
来
る
な
ど
と
思

と
ら
ん
じ

ろ
う
な

 
あ
ま
り
に
不
自
然
に
保
た
れ
る
自
然
な
様
子
に

者
が
じ
ろ
り
と
目
を
向
け
そ
う

た

を

そ
し
て

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
シ
ス
テ
ム
が

き
出
し
た

善

を

め
と
る
と

イ
タ
い
目
を
見
る
ぞ

い
目
な
ら

も
う
見
て
い
る

 

者
の

し
い

葉
に

彼
は
静
か
に
応
じ

そ
の
手
に

一
本
の
剣
を
現
出
さ
せ
た

 

の
⻑
刀

妖
精
郷
か
ら

り
来
た
剣
を
心

と
し
自
ら
鍛
え
そ
し
て
義
姉
に

し
た

強
力
な
継
承
刀

 
本
来
な
ら

彼
が
持

て
い
る
の
は
お
か
し
い
刀

 

深
緑
の

を
握
る
手
に

力
が

め
ら
れ
た

 
刃
が
揺
れ

彼
の
体
も

え
る

あ

も
う
見
た
さ

イ
タ
い
目
は
も
う
十
分
に
見
た
と
も

一
緒
に
い
た
い
と
思
え
た
人
達

を

み
ん
な

目
の
前
で

喪

た
あ
の
時
に

も
う
十
分
に
見
た
と
も
さ
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く

が

け
ら
れ
る

 
ぎ
り

と
⻭
が
食
い

ら
れ
た

 

白
色
の

を

が
伝
い

雲
海
へ
と

ち
て
い

た

 

そ
し
て

で

れ
た
黒
の

が

者
を

み

え
た

こ
れ
以
上
の

葉
が

必
要
か

 
⻑
い

上
は
無
か

た

ず

と
見
て
い
た

手
に
対
し
己
の
在
り
方
を
示
し

け
た
少
年

が
放

た
絶
対
的
な
問
い

あ
る
意
味
己
を
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う

者
へ
の

意
あ

る
信
頼

 

者
は

と
息
を

い
た

 
感

と
も

と
も
取
れ
る
感
情

か
な
表
情
で

少
年
を
見

め
る

い
い
や

も
う

十
分
じ

よ

 
そ
う

て

者
の

が

明
な
大
地
を

い
た

 
す
る
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
⻘
と
金
の
光
が

子
と
な

て
少
年
へ
と
集
ま
り
そ
の
体
を

い
始
め
る

少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
行
わ
れ
る
転

作
業

そ
の
間
少
年
は
じ

と

者
を
見
て

い
た
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こ
れ
か
ら
行
く
先
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
を
流

し
た
新
天
地

浮
遊
城
が

生
し
た
大

地
切
断
伝
承
を

に
作
成
さ
れ
た
無

の
大
地

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
構
成
し
て
い
た
リ

ス
を
流

し
新
た
に
新
生
さ
せ
た
伝
承
以
前
の
世
界

我
が

が
夢
に
見
た
も
の
が
天
空
の

城
な
ら
そ
れ
を
作
り
上

る
前

の
世
界

名
を

ア
イ

ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
黒
の

を

色
の
眼
が
見
返
し
な
が
ら

者
が

葉
を
紡
ぐ

 
そ
れ
は
説
明
で
あ
り
伝
承
を

う
よ
う
で
あ
り

英
雄
の

立
ち
を

祝
ぐ

葉
に
も

こ
え
る

ら
か
な
声

だ

た

 
共
鳴
す
る
よ
う
に
⻘
と
金
の
光
が

き
を
増
し
始
め
た

練

と
名
の
付
く
全
て
を

破
し
た
時

お
主
は

こ
の
世
界
か
ら
解
き
放
た
れ
る

 

少
年
が

を

じ
る

 
直
後

少
年
は
光
に
消
え
た

 

者
は

光
に

ま
れ
る
少
年
を
見

け
た

  

場
面
が
変
わ
る
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キ
リ
ト
が

り
立

た
の
は

静
か
な
庭
園
だ

た

 
正
面
に
は
小

の
上
に
大
理

の
ア

チ
で
作
ら
れ
た

た
先
に
は
ま
た

で

ら

れ
た

根
と
ベ
ン
チ

は
色
取
り
取
り
の
花
が
咲
き
乱
れ
小

がさ
え
ずり

背
後
に
は

と

と
と
流
れ
る

が
あ

た

ベ
ン
チ
の
更
に

に
は
風

を

食
す
る
よ
う
な
黒
の

 

を
確
認
し
た
少
年
は

く
りに

手
を
振
り

メ
ニ

を
呼
び
出
し
た

 

少
年
の

上
に

の
数

が
表
示
さ
れ
た

 
そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

一
つ
だ
け

備
以
外
は
初
期
状

備
は

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
能
力
制
限

を
残

し
て
く
れ
る
な
ん
て
カ

デ

ナ
ル
も

し
い
な

 

か

い
た
事
の
あ
る
ル

ル
だ
な

と

え

す
ぐ
に
気
付
く

 

備
の
引
き
継
ぎ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
引
き
継
い
だ
自
分
達
の
事

レ
ベ
ル
に

応
じ
た
制
限
は

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
攻
略
進
行
に
応
じ
た
制
限
の
事

 

道
理
で

期
間
で
大
型
ア

プ
デ

ト
を
実

出
来
る

だ
と

得
を

く

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
デ

タ
が
残

し
て
い
た
の
だ

天
災
と
天
才
二
人
が
協
力
す
れ
ば
そ
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の
サ
ル
ベ

ジ
を
す
る
な
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
を

し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

応
す
る
な
り
も
新

し
く
作
る
よ
り
は

だ
ろ
う

な
に
せ
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
コ
ピ

サ

バ

な
の
だ
か
ら

 

メ
ニ

を
消
し
た
彼
は

ベ
ン
チ
の

に

す
る
黒
の
色
へ
と
歩
を
進
め
た

 

み

く

陽
の

と
夜
の

来
を

る
黒
のと

ば
りの

二
色
を
背

に

に
数
十
メ

ト

ル
に

て

く

黒
の

が

え
立
つ

そ
れ
に
は
無
数
の
文

が

ら
れ
て
い
る

中
に
は

横
に
二
重
線
が
引
か
れ
た
も
の
も
あ

た
が

そ
の
線
も
色
を
喪

て
い
た

 
ア
ル
フ

ベ

ト

に

ぶ
無
数
の
名
前
達
を

少
年
は

か
ら
少
し
ず
つ
見
て
い

た

 

の

に
あ
る
一
つ
の
名
前
だ
け

色
に

い
て
い
た

 
そ
れ
を
無

し

ま
で
ず

と
見

け
て

の

の
最
下

ま
で
見
終
わ

た
時

と
彼
の

線
は

線
に

み

く
陽
に
向
け
ら
れ
た

そ
う
い
え
ば

二
年
前
も
こ
ん
な

け
だ

た
な

 
感

深

に

て

線
は

へ
と

さ
れ
た

新
た
な
始
ま
り

新
た
な
戦
い

で
も

こ
の
世
界
に

る
の
は

一
人

 

あ
あ

安
心
し
た
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彼
は

無
表
情
だ

た

い

に

安
心
し
切

た

み
を
浮
か
べ
た

 

無
も

流が
れ流
なれ
いる

 

然
だ

デ
ス
ゲ

ム
は

名
ば
か
り
で

ナ

ヴ
ギ
ア

が
原
因
だ

た
と
か

怖
く

な

た
ん
だ
と

わ
れ
て
い
た
が

実

は
一
人
の
自
己

に

し
い
行
動
に
よ
り

実
現
し
た
事
だ

た
と
知

て

そ
れ
を
す
ぐ
悪
し
様
に

え
る
人
間
は
そ
う

な
い

 

も

想
像
し
て
い
な
か

た
だ
ろ
う

  
地場
獄面
がが
始変
まわ
たた

  
場
面
場
面
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
よ
う
な
断
片
的
な
情
報
だ
け
が

し
出
さ
れ
る

 
第
一
層
ボ
ス
と

似
し
た
大
刀
を
持
つ
獣
と
斬
り
合
う

 
樹
木
の

現
と

え
る
樹
木
型
ボ
ス
を
斬
り
裂
く

 
火

そ
の
も
の
と

え
る

大
さ
と

そ
れ
に
斬
り
掛
か
る

小
な
が
ら

な

 
氷

を

び

の

を

ば
す
禍

し
い

の
如
き
ボ
ス
に
弓
を
引
く
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か
な

殿
内
で

を

た
戦

女
ボ
ス
ザ
・
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
斬
り
合

う

で

目
ま
ぐ
る
し
い
変

が
止
ま

た

  
内
部
再
現
日
時

二

二
五
年
一
月
五
日

前
十
一
時
四
十
二
分

は
 
空
を

び

時
に

動
し
機

的
な
大
刀
を
以
て
黒
を
裂
か
ん
と
す
る
黒
髪
の

人

そ

の
容

う

は

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

だ

テ

 
取
り

う
べ
き

手
が

な
い
空
間
で

み
深
く
な

た
独
特
の
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
が

零
れ
た

 
そ
こ
か
し
こ
の
剣
をか

た
ど

た
像
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ
る

殿
内
を

横
無

に

び

回
る

そ
れ
は
か
の
大
会
で
世
界
を
制
し
二

覇
を
果
た
し
た
世
界
最
強
の

そ
の
も
の

だ

た

 
あ
の
大
刀
は
雪
片
だ

 
あ
の

は

だ
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故

と

 
知
ら
ず

か
ら

れ
た

そ
れ
が
心
に

め
ら
れ
て
い
な
い
と
気
付
い
た
の
は
数

れ
て

だ

た

 
そ
し
て

そ
の
疑
問
は
す
ぐ
に
氷
解
し
た

 
・

・ツ
・だ

と

少
年
の
体
に
コ
ア
を

め

み
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
に
闘
技
場
個
人
戦
最

後
の
ボ
ス
や

を
入
れ
た

郷
の
協
力
者
が
世
界
最
強
の
デ

タ
を
も
入
れ
て
い
た
の

だ
と

理
解
し
た

 
外
見
デ

タ
は
写
真
一

で
補
完
出
来
る

世
界
最
強
と
も
な
れ
ば

そ
こ
か
し
こ
に

像

デ

タ
は
転
が

て
い
る

武
器
も
同
じ

な
能
力
や
デ

タ
は
必
要
な
い
だ

て
後
付

け
出
来
る
か
ら
だ

ガ
ワ
さ
え

と
か
し
て
し
ま
え
ば

あ
と
は
設
定
を
弄
れ
ば
終
わ
る

 
空
を

ぶ
ス
ラ
ス
タ

や
バ

ニ
ア
は

行
動

を
参

に
デ

タ
を
入
れ
て
し
ま
え
ば
い

い

演

は

し
い
だ
ろ
う
が
自
在
な

節
を
求
め
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

と
違
い
あ
れ
ら
は
機

的
な
物
理
演

を

出
来
る

ワ
イ
バ

ン
な
ど
の

行
モ
ン
ス
タ

に

さ
れ
て
い
る

行
シ
ス
テ
ム
を

す
れ
ば
後
は
速

だ
が
ス
テ

タ
ス
上
の

値
を
弄

て
し
ま
え
ば

解
決
し
て
し
ま
う
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お
よ
そ

第
一
回

第
二
回
大
会
で
見
せ
た
超
速
機
動
で

少
年
に
襲
い
掛
か
る

 
少
年
の

上
に
は

１
３
８

の
数
値
が
表
示
さ
れ
て
い
る

 
対
す
る
世
界
最
強
の
再
現

ザ
・
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

の

上
に
は

１
０
０

の
値

が
載

て
い
た

 
数

の
上
で
は
少
年
に
分
が
あ
る
が

ザ
・
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

は

が
り
な
り
に
も
ボ
ス

仕
様

一
人
で
戦
う
し
か
な
い
状

更
に
大
地
を
焦

に
変
え
た
と
こ
ろ
で
無

化
さ
れ
る
以

上

直
に
や
り
合
う
必
要
が
あ
る

 
そ
れ
も

速
を
超
え
た
速

で

離
を

め
る

を

手
に

 

真
白
い
刃
が

黒
と

の
刃
と
衝
突
し
た

 
黒
は
黒
剣

エ
リ

シ
オ
ン

は
⻑
刀

ノ
大
刀

 
性
能
的
に
先
の
二
剣
は
使
わ
な
く
な

た
の
か
ユ
ウ
キ
と
リ

フ

が
使

て
い
た
剣
に
持

ち

え

彼
は
因
縁
深
い
血

の
再
現
と

を

る

 
刃
を
合
わ
せ
て
止
ま
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は

ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
せ
て
力

し
を
始
め
た

 
そ
の

間

大
刀
が

な
さ
れ
る

け
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背
中
を
晒
し
た
最
強

少
年
は

の
黒
剣
か
ら
手
を
離
し

時
に
紅
の
魔
槍
を

み
投

た

投

た
時
に
深
紅
の
光
が
発
生
し
た
事
か
ら

ド
ス
キ
ル
ゲ
イ
・
ボ
ル
ク
を
発
動
し

た
ら
し
い

超
速
で
回

行
動
を
取
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を

の
如
く
し
つ
こ
く
追
い
回
し

 

突

 
深
紅
の
閃
光
と

が
発
生
し
た

 

閃
光
が
晴
れ
た
時

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の

い
は
一
変
し
た

 
真
白
い
大
刀
は
白
銀
の
大
剣
へ

 
真
白
い

は
白
銀
の

へ

 
空
の

手
に

白
銀
の
大

が
追
加
さ
れ
た

 

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

世
界
最
強

の

が

白
騎
士

へ
と
変
わ

た
の
だ

 
残
る
体
力
が
最
後
の
一
本
に
な

た
事
に
よ
る
ボ
ス
特
有
の
パ
タ

ン
変
化

中
に
は

い
を

一
新
し

さ
ら
に
強
力
な
形

に
な
る
事
が
あ
る

恐
ら
く
は
そ
れ
だ

 
ど
こ
か

静
な
理
性
は
そ
う
判
断
付
け
る
が

動
揺
は
そ
れ
を
上
回
る
勢
い
に
な
ろ
う
と
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し
て
い
た

  
・
要
約

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
完
全
制
覇

キ
リ
ト
約
一
万
人
の
価
値
を
持
つ

キ
リ
ト
一
人

８

人

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の

績
で
他
を
救

た
の
で
キ
リ
ト
は
死
ぬ
ル

ト
に
入
る

 

カ

デ

ナ
ル
の
テ
コ
入
れ
で

復
帰
戦
の
機
会
が
設
け
ら
れ
る

三
種
の

練

 

三
種
の

練

浮
遊
城
攻
略

を
制
覇
す
る
事
で
現
実
に
帰
還
出
来
る

 
以
上

  
・
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
原

ゲ

ム

ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン

の
舞

と
な
る
大
地
の
名
称

 
主

原

森
林

海

砂

城

と
や
や
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
近
い
エ
リ
ア
構
成
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な
の
は
製
作
者
は
意

し
て
の
事
か

本
作
で
は

原
森
林
火

氷

剣
の

殿
と
い

う
エ
リ
ア
構
成
に
な

て
い
る

 
ゲ

ム
で
は

が
あ

た
が
こ
ち
ら
の
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
存
在
し
な
い

 
つ
ま
り

サ
バ
イ
バ
ル
・
デ
ス
ゲ

ム

ユ
ナ
イ
タ
ル
・
リ
ン
グ

 
キ
リ
ト
が
最
初
に

り
立

た
の
は
庭
園
エ
リ
ア
と
い
う
圏
内
エ
リ
ア

原

で
は
絶

の
デ

ト
ス
ポ

ト

夜
の

が

ら
か
で
心
地
い
い

無
論
本
作
で
は
無

 
実
は
城

エ
リ
ア
に
は

コ
ル
デ

ア
水

と
い
う

が
あ
り

ゲ

ム

ホ
ロ
ウ
・

フ
ラ
グ
メ
ン
ト

の

エ
リ
ア

中
心
地

コ
ル
デ

ア
が
い外
え
ん

と
名
前
が
似

て
い
た

り
す
る

 
今
話
で
新
エ
リ
ア
に
な

た
裏
設
定
は

こ
の
名
前
の
繋
が
り
に
あ

た
り

 
モ
ン
ス
タ

地
名
地
形
全
て
が
似

て
い
る
の
も

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
デ

タ
を
流

し
た
影

原

設
定

だ
と
い
う
し

な
に
も
問

は
無
い
な

  
・
カ

デ

ナ
ル

 
機

的
に
業
務

理
し
よ
う
と
し
て

と
失

し
て
る
ポ
ン
コ
ツ
自
律
シ
ス
テ
ム
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ユ
イ
に
引

ら
れ
て
る
か
ら
ネ

し

う
が
な
い
ネ

 
ち
な
み
に
四
方
に
揺
ら
ぎ
を
作

て

示
は

チ

イ
ン
オ
ブ
メ
モ
リ

ズ
リ

ク
編
エ
ピ
ロ

グ
に
出
て
来
る
デ

ズ
と
い
う
お
方
の
オ
マ

ジ

返

は
ど
ち
ら

で
も
な
い

そ
の
中
間

夜
明
け
へ
の
道
だ

 

ウ

イ
ト

ザ
ド

ン

は

夜
明
け
へ
の
道

初
期
に

け
る
リ
ク
の
キ

ブ
レ

ド
で
本
作
キ
リ
ト
も
レ
イ
ン
と
出
会
う
前
は
同
名
の
黒
白
片
手
剣
だ

た

一
応
存
在

は
シ
リ
カ
編
の
キ
リ
ト

点
で
語
ら
れ
て
い
る

そ
の
先
は
地
獄
じ

ぞ

わ
ず
も
が
な
か

こ
い
い
ポ

ズ
の
あ
の
人

地
獄

の

境
を
作

て
い
る

本
人
だ
が

カ

デ

ナ
ル
は

指
示
さ
れ
た
事
を
し
て
い
る
だ
け

な
の
で
情
状

の

地
あ
り

  
・
ホ
ロ
ウ
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

お
め
で
と
う

実
に
見
事
な
勝

だ

た
ね

大

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
先
ん
じ
て
キ
リ
ト
と
全
力
勝
負
が
出
来
て

足
し
て
消
え
て
い

た
ヒ

ス
ク

リ
フ
の
ホ
ロ
ウ
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最
後
に
向
け
た
称

な
ど
が

の
自
発
思

に
よ
る
も
の
か

定
さ
れ
た
も
の
か
は
定
か

で
は
な
い

 
本
来
な
ら

神
聖
剣

を
持
つ

ヒ

ス
ク
リ
フ

が
浮
遊
城
の
ラ
ス
ボ
ス
だ

た
が

あ

て

ロ

ブ
ア
バ
タ

と

ア
ン
・
イ
ン
カ

ネ
イ
テ

ン
グ
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ

デ

ウ
ス

に
取

て
代
わ
ら
れ
て
い
た

 
し
か
し
浮
遊
城
を
真
の
意
味
で
制
覇
す
る
に
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
打
倒
が
必

ゲ

ム
原

の
キ
リ
ト
の

的
に

 
実

ボ
ス
仕
様
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
に

意
さ
れ
て
い
る

な
の
で
こ
れ
の

打
倒
を
以
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
存
在
す
る
全
て
の
エ
ネ
ミ

が
撃
破
さ
れ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ

イ
ン

の
完
全
制
覇
と

成
る

 
こ
れ
を
以
て

キ
リ
ト
は

自
身
と
他
者
全
て
を
救
う

に

む

戦
権
を
手
に
し
た

 
ホ
ロ
ウ
な
の
は
原

ゲ

ム
で
バ
グ
で

ロ

ブ
ア
バ
タ

ボ
ス
に
取
り

ま
れ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
・
ス
ト
レ
ア
を
救
い
出
す
ル

ト
が
開

さ
れ

ホ
ロ
ウ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
行
け

な
い

と
い
う
ル

ル
を

解
し
て

ホ
ロ
ウ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
同
時
に
入
れ

え
れ
ば
い
い

と
か
い
う
力
技

ホ
ロ
ウ
・
ス
ト
レ
ア
と
入
れ

え
れ
ば
い
い
や
ん

意

を
見
た
事
で
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生
ま
れ
た
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
最
終
戦
で
ス
ト
レ
ア
二
人
は
出
会

て
る

 
ホ
ロ
ウ
ス
ト
レ
ア
は
バ
グ
ボ
ス
に
取
り

ま

れ
て
る
か
ら
判
定
不
可
で

や

り
ポ
ン
コ
ツ
シ
ス
テ
ム
じ

な
い
カ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
死
ん
で
る
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

し
て
も
大

と
い
う
裏
話

  
・
白
騎
士

ザ
・
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

 
今
話
の

い
に

い
て
は

剣
の

殿

の
ボ
ス

 
二

で
は

お
め

千
冬
だ
ろ

と

さ
れ
て
い
る
存
在

 
実

そ
う
ら
し
い

 
原
作

記

の
彼
方

に
よ
る
と

手
に
大
剣

手
に
電

子

で

し
寄
せ
る
ミ

サ
イ
ル
と
空
軍

海
軍
世
界

を

死
者
一
人
も
な
く

退
け
た
ら
し
い

 

死
者
無
し
は
空

や
戦
闘
機
的
に
流

に
無
理
が
あ
る
の
だ
が

 
参

デ

タ
に
な
る
も
の
は

像
デ

タ
や
動

の
他
に

シ
ス
テ
ム

と
い
う
も
の

が
あ

た
り
な
か

た
り

 
な
の
で
強
さ
は

論
イ
グ
ニ

シ

ン
・
ブ

ス
ト

時
加
速
に
至
る
ま
で

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
が
過
去
使

た
技
術
は
全
て
再
現
可
能
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そ
う
い
え
ば
対

麻

戦
で
六

リ
ボ
ル
バ

・
イ
グ
ニ

シ

ン

個
別

時
加
速
を

し
て
ま
し
た
ね

 
こ
れ
を
見
て
い
る
時
点
で
倒
さ
れ
る
事
が
確
定
し
て
い
る
哀
し
き
強
者

 

ち
な
み
に

キ

リ

ト
一

は

白
騎
士

実
姉

と
い
う
認
識

  
・

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬

コ
ミ

天
災

発
明
者
の
無
二
の
親
友

第
一
回
大
会
で
他
を
圧
倒
す
る

技
術
の
時
点
で

に
お

手
付
き
な
主
人

の
実
姉

 
で
も
世
界
に
指
名
手
配
さ
れ
て
い
な
い
の
は
天
災
の
恐
怖
と
千
冬
を
神
格
化
す
る
風

体
の
存
在
が

だ
か
ら

 

そ
う
い
え
ば

は
そ
の
風

や

体
を

ら
せ
る
べ
く
和
人
と
契
約
し
て
る
ん
で

す
よ
ね

 
デ

タ
と
分
か

て
い
て
も

過

去

の

自

分

自

身

と

白
騎
士
が
実
弟
を
危
ぶ
め
て
い
る
事
実
を
知

て

発
狂
し
か
け

 
ち
な
み
に

仮
想
世
界
限
定
で
キ
リ
ト
に

る
事
が
証
明
さ
れ
た
も
同
然

キ
リ
ト
生
存

打
倒
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・

大

戦ノ
之
束

 
自
他
と
も
に
認
め
る
天
災

 
ノ

ト
イ
コ

ル
天
才
を
主

し
た
い
今
日
こ
の

怨
ま
れ
て
い
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
い
う
不
安
は
理
解
出
来
る

恐
怖

 
生
ま
れ
て
初
め
て

い
た
も
の
は

理
解
出
来
な
い

恐
怖

 

地
味
に
生
理
的

悪
も
生
ま
れ
て
初
め
て

 
力
に
な

て
い
る

で
も
し
ん
ど
い
の
に
明
確
に
自
分
の
発
明
が
命
を
危
ぶ
め
て
い

る
事
実
に
発
狂
し
そ
う
に
な

て
い
る

  
・
千
冬
信

 
最
後
は
白
騎
士
だ

た
し

じ

な
か

た
か
ら
ノ

カ
ン
だ
し

未
来
の
暗
示

  
・

残

影

キ
リ
ト

 
命
の
数
で
は
な
く

己
が

し
た

績
の

に
応
じ
た

価
値

を
代
価
に
全
プ
レ
イ
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を
救

た
掛
け
値
な
し
の
英
雄

 
英
雄
の

路
が
悲

て

そ
れ

し
も
知

て
る
か
ら

え

 
実
は
裏
で
魔
王
仕
様
の
聖
騎
士
ヒ

ス
ク
リ
フ

ホ
ロ
ウ

を
真

向
か
ら
ぶ

倒
し
て
た

  
・
桐

谷
和
人

 

そ
ん
な
過
去
が
あ

て
も

剣
を
取
り

け
る
世
界
と
ヒ
ト
の

イ
ケ英
ニ
エ雄

  
・
ス
レ
イ
ブ

キ
リ
カ

 
憎
し
み
よ
り
も
大
切
な
も
の
が

か
を
認
識
し

人
を
護
る
剣

を
持
ち

け
た

の

キ

リ

ト
一

  
・
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

 
憎
し
み
に

ま
れ

人
を
護
る
剣

を
捨
て
た

の

キ

リ

ト
一

 

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

は
他
者
が

て
こ
そ
自
身
を
保
つ

 
故
に

人
が
寄
り

た

の
再
現
は
不
要
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幕
間
之
物
語

鼠
編
 

届
カ
ヌ
故
ニ
想
イ
切
ナ
ク

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

い
な
が
ら
投
稿

理
由
は
ア
ル
ゴ
さ
ん

点
で

切
り
が
良
か

た
の
と

ネ
タ
解
説
が

し
く
て
こ
れ
か
ら
の
展
開
の
後
書
き
の
密

が
本
編
の

気
を
壊
し
か
ね
な
い
と
思

た

か
ら

 
今
更
と

て
は
い
け
な
い

め

 

点

ア
ル
ゴ

 

数

本
文
約
六
千

後
書
き
約
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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一
時
期

白
騎
士
イ
コ

ル
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
説
が

さ
れ
た
事
が
あ
る

 

時
女
尊
男

風

そ
し
て

千
冬
の
神
格
化
の
流
れ
が
全

期
だ

た
の
で
そ
れ
を

し
た
の
が
男
性
だ

た
事
も
あ
り

ば
タ
ブ

い
に
な

て
日
の
目
を

び
な
く
な

た
説
だ

 
そ
の
説
も

が
世
に
広
ま
り

を

う

者
が
ま
だ
ま
だ
育
成

に
あ
る
中
で

第
一
回
世
界
大
会
で
隔
絶
し
た
戦
績
と
戦
い
ぶ
り
を

し
た
事
が
根

で
あ
り

者
の
因
果

を
繋

る
直

的
な
理
由
は

と
つ
も
無
い

実

本
人
に

い
て
も
そ
れ
を

定
す
る

葉
は
無
い

定
の

葉
も
無
か

た
が

 

の
発
明
者
と
親
友
で

第
一
回
大
会
の
時
点
で
他
を
隔
絶
す
る
武
を
見
せ
付
け

白
騎
士

も
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
も
戦
い
方
は
剣
一
本

白
騎
士
は
空
軍
を

手
に
す
る
事
を

慮
し
て
か
遠

離
攻
撃
手

を
一
つ
持

て
い
た
と
い
う
が

使
わ
れ
な
か

た
と

く

 
そ
ん
な

し
さ

点
の
バ

ク
ボ

ン
を
持

て
い
な
が
ら
そ
れ
で
も
彼
女
が
世
界
に
君
臨

し
て
い
る
の
は

や
は
り
天
災
が
恐
ろ
し
く
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
以
上
に
女
性

権

体

の
根
強
い

が

わ

て
い
る
の
だ
と
思
う

 
そ
れ

ど

千
冬

と
い
う
人
間
は

か
し
く
見
え
た
の
だ
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そ
れ
を

ぐ
勢
い
で

一
人
のし

う英
ね
ん雄

が
戦

て
い
る

 
現
在
進
行
形
に
す
る
の
は

か
お
か
し
い
か
も
し
れ
な
い

密
に

え
ば
戦

た
記
録
が

再
現
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
現
在
を
生
き
る
本
人
は
客
観
的
に
そ
れ
を

観
し
て
い
る

必

死
に
戦

た

時
の
事
を
振
り
返
る
に
は

良
い
が

の
本
人
が
ど
う
思

て
い
る
か

は

定
か
で
は
な
い

 
表
情
に
変
化
は
無
く
た
だ
虚
無
の
ま
ま
過
去
の
己
と
実
姉
の

影
の
戦
い
を
見

め
て
い

た

あ
あ

ハ

ア

 
同
時
に
上
が
る
裂

の

 
白
銀
の
バ
イ
ザ

を

り
同
色
の

を

い
大
剣
と
大

を
手
に
し
た
ブ
リ

ン
ヒ
ル

デ
の
剣

に

の
⻑
刀
に
持
ち

え
た
少
年
の
剣

が
応
じ
た

一

二

三

四

交
わ

た
と
こ
ろ
で

銀
が

離
を
取

た

を

い
て

ん
で
い
く

 
そ
の
真
後
ろ
を

立
て

け
に
黒
の

と
数
多
の
剣
が

よ過
ぎ

た

 
ち

と
黒
が

を
打
ち
黒

の
弓
か
ら

手
持
ち
の

ボ
ウ手
ガ
ン弓

に
持
ち

え
る

ガ
シ

リ
と
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を
立
て
て

し
こ
う光

の

が

さ
れ
る
や

や
や
じ
りが

空
気
を
裂
い
て

し
た

 

と
銀
の
背
後
で

が
吹
く

 

発
で
は
無
い

も
剣
も

と
つ
た
り
と
も
銀
に
は

弾
し
て
い
な
い

 
ス
ラ
ス
タ

が
一

強
く
火
を

い
た
の
だ

四

存
在
す
る
そ
れ
ら
は
一
つ
ず
つ
個
別
に
火

を

き

を

整
し
な
が
ら

を
け
ぶ

ら
せ
る
速

を
以
て

時
に
肉

ギ
ラ
リ
と

力

的
に

く
銀
剣
を
大
上

か
ら
振
る

た

 

こ
う光

が
閃
く

 
横
一
閃
の
そ
れ
は

の
刃
に
よ
る
斬
閃

ス
ラ
ス
タ

が
一

火
を

い
た
時
点
で
手
弓

を
消
し
二

目
で
⻑
刀
を

み
三

目
で

だ
め
に
構
え

そ
し
て
四

目
で

に
襲

い
来
る
銀
剣
に
交
わ
る
横
一
閃
に
⻑
刀
を

い
だ
の
だ

力
と
速
力
の

た

し
た
刃
が
重

な

を
止
め
る

 
ず
ず

と
黒
が
圧
さ
れ
た

 
刃
は
そ
の
ま
ま

つ
ま
り

彼
の
体
重
が
足
り
て
い
な
い

ぐ

が

 

抗
出
来
た
の
は

の
間
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超
加
速
で
突

し
た
勢
い
を
殺
せ
ず
黒
が

き
倒
さ
れ
た

 
背
中
を
打
ち

ね

し
か
し
二

目
のち

う打ち

く後
に

手
で

を

き
反
動
で

に

び

上
が
る

 

べ
ば

手
の
ホ

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
中
空
に
身
を
晒
す

 
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
し
て
制
動
を
掛
け

逆

を
始
め
る
白
騎
士

 
現
実
で
や
れ
ば
間
違
い
な
く
骨
が
数
本

れ
て
い
る
が
再
現
さ
れ
て
い
る
そ
れ
は
ア
バ
タ

で

あ
り
骨
な
ど
無
い

仮
に
あ

て
も
部

欠
損
の
状

異
常
判
定
で
数
分
す
れ
ば
自
動
再

生
さ
れ
る
だ
ろ
う

そ
れ
故
の
無

機
動

 
そ
れ
に

応
出
来
た
の
は

彼
も
ま
た
無

を
す
る

だ

た
か
ら
か

 

に
吹

ば
さ
れ
た
少
年
の
手
に
は
⻑
刀
の
代
わ
り
に
先
程
仕
舞

た
黒

の
弓
が

手
に
握
ら
れ

手
は
水
色
の

剣
を

ん
で
い
た

に
番
え
た

間
圧
倒
的
な
水
流
が
生

ま
れ

く

く
収

さ
れ

放
た
れ
る

 
正
確
無

の
一

 
水
色
の
光
が

銀
の
騎
士
へ
と
放
た
れ

弾

大

発
と

が
発
生
し
た

ち
ろ
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ガ
カ

 
と

鳴
が

き

黒
のい

か
ず
ちが

り

い
だ

 
悪
魔
の

を

し
た
よ
う
な
禍

し
い

剣
か
ら
放
た
れ
る
黒

は
水
に

れ
た
白
騎
士
を

し
く
打
ち
感
電
に
よ
り
行
動
を

す
る

麻

こ
そ
付
与
さ
れ
な
い
が

間
的
な
行
動

は
出
来
て
い
た

 
ガ
リ
ガ
リ
と

残
り

か
な

い
体
力
が

を
見
せ
て
い
く

終
わ
り
だ

 

な
く

追
撃
が

る

 
数
え
る
の
も

ら
し
く
な
る

鉄
の
雨

剣
槍

種

様

な
形
状
の
武
器

達
が
雨
あ
ら
れ
と

り

ぎ
白
銀
の

を

い
て
い
く

偶
に
浮
か
ぶ

明
の

も

力
的
な
物

を
前
に
意
味
を

し
て
い
な
か

た

ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
と
絶
え
間
な
い

が

り
返
さ
れ
る

・魔
・剣
・解
・放

 

に
倒
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
え
る
程
の
物

を

き

ん
で

ダ
メ

し
と
ば
か
り
に
攻
撃

の
手
は

し
く
な
る

 
最
終
戦
時
に
登
録
し
て
い
た
影

で

生
し
た
時
点
で
魔
剣
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
も
聖
剣
エ
ク
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ス
カ
リ
バ

も
喪

て
い
る

そ
ん
な
事
は
知

た
事
か
と
彼
は

黒
の
魔
剣
エ
リ

シ
オ
ン

を

手
で
握
り

黒
の
波
動
を
剣
身
に

め
て
い
た

 

の
初
期
武

の
内

黒
の
片
刃
片
手
剣
が
有
し
て
い
た

闇

の
属
性

フ

ル

ブ
ラ
ン
ド

 
黒
を
深
紅
で

た
波

が
放
た
れ
た

 
全
て
を
破
壊
す
る

力
の
権
化

の

か
ら

く
よ
う
な
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
重

の

色
の
雨
に
晒
さ
れ
て

煌
め
い
て
い
た
白
銀
は
一

で
黒
に

ま
れ
立
ち
消
え

た 
闇
の
波

を
放
ち
終
え
た
少
年
は

黒
剣
を
正
眼
に
構
え

を

ら
な
い

 

闇
が
晴
れ
た
後
に
は

も
無
か

た

 
部

中

の
空
中
に

金
色
の
文

が
表
示
さ
れ
る

ぐ
 
直
後
少
年
が

を

り
倒
れ

ん
だ

手
か
ら
剣
が

ち

の
部

を

か
せ
る

が
立
つ

か

は

お



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
横
に

し
た
少
年
は
不
定
期
に
体
を

さ
せ

ぎ
苦
し
ん
だ

目
を

じ
深
呼

す

る
も

そ
の
呼

す
ら
乱
さ
れ
る
程
の
容

 

観

出
来
な
い
異
常
事

 

そ
れ
も

然
だ

 
彼
自
身
が
予

し
た
肉
体
の
限
界
は
ジ

ス
ト
二
年

し
か
し
内
部
再
現
時
間

過
去
の
彼

が
白
騎
士
と
刃
を
交
え
た
の
は
そ
の
予
想
限
界
を
二

月
も
オ

バ

し
て
い
る

ま
し
て
や

万
全
の
状

で
も

を
フ
ル
で
使
う
に
は

を

使
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
そ
の

労
は

確
実
に

し
て
い
く

 
カ

デ

ナ
ル
は

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

に

け
る
三
種
の

練
の

を

ア
イ
ン

ク
ラ

ド
と
同
程

と

た

練
三
つ
を

り
越
え
る
の
に
要
す
る
労
力
は
百

層
を
上

る
の
に
必
要
な
労
力
と
イ
コ

ル
と

た
に

し
い

 

練
の
内
容
は
明

さ
れ
て
い
な
い

 
し
か
し

ザ
・
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

白
騎
士

が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
ラ
ス
ボ
ス

か
と
問
わ
れ
れ
ば

を

ざ
る
を
得
な
い

 
感
覚
が
マ
ヒ
し
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
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剣場
士面
がが
前変
にわ
進

むた

  

と
マ
グ
マ
を
背
負

た

の
如
き

神魔
獣

 
禍

し
い

の

で
空
を
舞
い

波
を

ば
す

神魔
獣

 

大
な
剣
を

に
持
つ
刃
⻯
型
の

神魔
獣

 

の
化
身
の
如
き
ワ
ニ
型
の

神魔
獣

 
闇
の

現
の
よ
う
に
黒
い
四
つ
の

を
持
つ
骨
の
大

ム
カ
デ

百
足
型
の

神魔
獣

 

た
る
子
を
生
み
出
し
軍
勢
で
戦
う

型
の

神魔
獣

 

の

と
力
を
有
す
るコ

ボ
ル
ド
ロ

ド
王
型
の

神魔
獣

 
⻩
金
の

を
有
す
る
刃
⻯
型
の

神魔
獣

 

最
初
か
ら
白
銀
の

を

た
二

目
の

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

剣
の
女

 
剣
を

わ
せ
体
を

わ
せ
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
で

み
止
ま

て
立
ち
は
だ
か
る
八
体
の

武
神
と

点
た
る
女

を
斬
り

九
武
神
の

練

を
突
破
す
る

が

た

 
最
初
に
白
騎
士
と
刃
を
交
え
た

殿
の
二

で
強
化
さ
れ
た
白
騎
士
を
撃
ち
果
た
し
た
少
年
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が
背
中
か
ら
倒
れ

み

い
呼

を

り
返
す

見
事
じ

 
ボ
ス
部

だ

た
間
に

者
然
と
し
た
少
女
が
現
れ
少
年
を
労
う

表
情
に
は

み
が
あ

る

に
称

す
る

み

 

少
年
は

の

色
で

み
返
し
た

そ
れ
は

肉
の

つ
も
り
か

ま
さ
か

本
心
じ

よ

ま

は

じ

か
ら

お
主
ら
人
間
の
行
動
や

動
を

し
て
い
る
に
過
ぎ
ん
が
の

 
カ

デ

ナ
ル
は

を

め
て

心
を
流
し
た

し
か
し
な

称

す
べ
き
事
で
あ
る
と
い
う

価
は
真
実
じ

そ
れ

ど

を

使
し
て

バ
イ
タ
ル
も
変

を
き
た
し
て
お
る
の
に

よ
く
気
絶
せ
ん
な

 
感
心
し
た
よ
う
に
水
を
向
け
る
カ

デ

ナ
ル

キ
リ
ト
は
そ
れ
を

殺
し
呼

を
整
え
た

の
ち後

剣
を

わ
り
に
立
ち
上
が

た

ぐ
ら

と
体
が

か
し

ぐ
が

で
で

み
止
ま
る

 

に
限
界
に
達
し
て
い
る
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い
や

限
界
と

う
の
で
あ
れ
ば
彼
は

練
を

け
る

を
し
た
あ
の
時
点
で

に
達

し
て
い
た

そ
れ
を
無
理
に

し

し
て
い
る
だ
け
だ

に

８

人
の
ロ
グ
ア
ウ
ト
が
済
ん
で
い
る
以
上

中
下
車
は
死
し
か
な
い

死

ぬ
の
が

な
ら
残
る

練
を
達
し
て
み
せ
よ

 

そ
れ
を

め
る
人
は

に
い
な
い

第
二
の

練

解
放
さ
れ
た
け
れ
ば

千
層
か
ら
な
る
迷

を
突
破
せ
よ

 
故
に

え
い少
う年

の
歩
み
は
止
ま
ら
な
い

  

ば場
し面

が
変
わ
る

  

華
な

の

殿
が

れ

ち
た

殿
の
外
に
広
が

て
い
た

テ
ク
ス
チ

⻘
い
空
が
パ
ラ
パ

ラ
と
破
片
に
な

て

が
れ

ち

世
界
は
闇
に

ま
れ
て
い
く

 
ば
ら
ば
ら

が
ら
が
ら
と
大
地
は

壊
す
る

 
少
年
も

ち
た

 
小
さ
な
体
は

闇
に

ち
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じ場
か
ん面

が
変
わ
る

  
内
部
再
現
時
間

二

二
五
年
二
月
五
日

前
四
時
三
十
分

 
千
層
迷

第
九
九
九
層

 
暗
闇
の
中
に
星
が
光
る

無
数
の
星
が
煌
め
い
て

昏
い
道
を

か
に

ら
す

 
広
が
る
の
は
電
子
の
回
廊

目

様
に
⻘
い
線
が

る

を

み

を
過
ぎ
て

ラ

が

広
が
る
光

を

か
す

を
後
に
し

剣
士
は
迷

を
進
ん
で
い
た

 

か
な

り
だ
け
が
頼
り
の
中

独
り
の
少
年
が
剣
を
手
に
進
む

も
い
な
い
孤
独
な
空
間

 
歩
を
進
め
る
剣
士
の
背
は

記

の
そ
れ
よ
り
小
さ
く
見
え
る

 

モ
ン
ス
タ

が

の
影
か
ら
現
れ
た

 
ぐ
に

ぐ
に

と
全
身
を
流
動
さ
せ
な
が
ら
少
年
に
近
付
く
Ｍ
ｏ
ｂ
は

ス

ラ

イ

ム

不
定
形
生
物
に
分

さ
れ
る

カ
ビ
タ
ス
・
ウ

ズ

初
出
現
す
る

層
は
六

層
だ
が

そ
の
迷

を
進
む
少
年

の
レ
ベ
ル
は

に
達
し
て
お
り

そ
れ
に
応
じ
て
か

カ
ビ
タ
ス
・
ウ

ズ

の
レ
ベ

ル
も

と
異
常
な
数
値
を
誇

て
い
た
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第
六

層
に

い
て
プ
レ
イ

を
襲

た
Ｍ
ｏ
ｂ
は
コ
ウ
モ
リ
や
水

生
物
が
メ
イ
ン
だ

た
が
最
も

だ

た
の
は
そ
の

層
が
初
登
場
と
な
る
ス
ラ
イ
ム
系
で
あ
る

国

の
古
き

良
き
Ｒ
Ｐ
Ｇ
だ
と
最
弱
モ
ン
ス
タ

い
の
ス
ラ
イ
ム
だ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
ま

た
く
そ
ん
な
事

は
無
か

た

不
定
形

体
加
え
て
流
動
と
い
う
特
性
が
物
理
攻
撃
オ
ン
リ

の
コ
ン
セ

プ
ト
に
真

向
か
ら

を

て
い
た
た
め
だ

 
そ
の
た
め
武
器
で

る
し
か
な
か

た
が

に
攻
撃
し
て
も
斬
撃
や

突
は

果
が

く

ど
う
に
か
ま
と
も
な
ダ
メ

ジ
を
入
れ
ら
れ
る
の
は
打
撃
の
み

 
序

と
も
な
れ
ば
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
に

が
無
く

然
な
が
ら
少
年
も
ベ

タ

時
手

古

て
は
い
た
の
だ
が

 
千
層
迷

を
進
む
少
年
は

二
年
五

月
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
経
験
を
持

て
い
る

 
キ
リ
ト
は

手
に

た
黒
剣
エ
リ

シ
オ
ン
を
振
り
か
ぶ
り

の
光
を

ら
せ
斬
り
掛

か

た

発
突
進
技

ニ

ク
リ

プ

 
そ
の
剣
速
は

そ
れ
ま
で
彼
の
戦
闘
を
見
て
い
た
者
な
ら
分
か
る
く
ら
い
に
は

か

た

 
そ
れ
で
も

交
錯
は
一

 
蠢
く

体
を

の
斬
閃
が
斬
り
裂
い
た

す
る
と

い
破
裂

が
立
ち

カ
ク
タ
ス
・
ウ
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ズ

の

が
一

で
全
損
し

体
が
光
の
欠
片
に

す
る

 
今
の
は

攻
撃
力
と
ス
キ
ル
に
よ
る

力

で
力

し
し
た

で
は
な
い

 

ド
ス
キ
ル
を
発
動
し
た
時
の
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
で

体
の
中
に
あ
る
光
を

過
し
な

い

体
は

過
す
る
の
で

対
的
に

暗
く
見
え
る

を
見
定
め
た
の
だ

わ
ざ
と
剣

速
を

ら
せ
た
の
は
そ
の

の
時
間

ぎ
で
あ
る

あ
る
種
の
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
と

え
る

 
そ
れ
を
使
い

後

の
種

様

色
取
り
取
り
の
ス
ラ
イ
ム
達
を
一
撃
で

て
い
く

 

そ
し
て

暗
い
回
廊
の

で
⻘
白
く
光
る
転

が
出
現
し
た

 
カ

デ

ナ
ル
が

た
一
千
層

が

そ
の
最
後
の

層

 
残
影
の
少
年
は

備
そ
の
他

を
確
認
し
た
後

せ
ず
に
そ
の
ま
ま
転

し
た

 

か
し
い
な

オ
リ
ジ
ナ
ル

  
転

の
光
か
ら
現
れ
た
少
年
を
出

え
る

二
つ
の

黒
の
剣
士

 

・そ
・れ
・を
・

・め
・る
・少
・年
・と
・

・二
・つ
・の
・少
・年
・が
・そ
・う
・

・

・た

 

面
内
で

過
去
と
現
在
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
と
が
再
び

対
し
て
い
た
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あ

と
意
識
し
な
い
悲

が

れ
た

 
残
影ホ
で
なロ
い
彼ウ

の

は

や
背

こ
そ

二
つ
で
も

全
体
的
に
変
わ
り
果
て
た
も
の
だ

た

 

色
の
髪
は
真

白
に

 
黒
水

の

は
光
の
無
い

・

に

 
人
を

肉
る

み
は
蔑
み
の

み
に

 

容
を
現
す
外

は

ま
で
穴
だ
ら
け

 

器
の
よ
う
な

は
死
人
の
如
き
⻘
白
さ

 
極
め
付
け
に

華

な

を

む

か
ら

を

食
す
る
よ
う
に

び
る
黒
の

 

ま
る
で
独
り
で
死
ん
だ
怨
霊
の
よ
う

 
そ
の

を

い
て

自
己

悪
を

い
た

 
分
か

て
い
た

分
か

て
い
た
の
だ

ネ

ト
に
殺
意
を
ば
ら
撒
き

変
容
を

こ
し
た

ク

ラ

ウ

ド時
・代
ブの
レ負
イの
ン

に
な

て
今

を

い
た
存
在
が

な
の
か

し
は
付
い
て
い
た

 
自
分
は
彼
が
自
身
の

け

も

の

と
決

を
つ
け
殺
意
を
二
の

に
し
た
経

を
直
に
は
見
て

い
な
い

伝

の
形
で
知

た
に
過
ぎ
な
い

 
だ
け
ど

彼
の
闇
の
深
さ
は

と
て
も
よ
く
知

て
い
る
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一

も

を
合
せ
な
か

た
ホ
ロ
ウ
の
少
年

伝

で

い
た
だ
け
騒
動
が
終
わ

た
後
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
ど
こ
か
に

立

た
と
し
か

か
ず

最
後
ま
で
一

も

を
合
せ
な

か

た

 
そ
れ
で
も

・私
は
彼
の
事
が
よ
く
分
か
る

 

義
姉
に

正
を

け
る
前
の
彼
に

・私
が
い
ち
ば
ん

わ

て
い
た
か
ら

 
か

れ

ホ
ロ
ウ
が
け
も
の
に
な

た
原
因
が
分
か

て
Ａ
ｒ
ｇ
ｏ

私
は

を

ら
し
た

  
白
騎
士
戦
は

時
か
回
想
で
ガ
チ
に

写
し
た
い
な

番

ち
の
九
十
九
層
ボ
ス

  
・

第

一

の

練

九
武
神
の

練

 

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

Ｄ
Ｌ
Ｃ
で
追
加
さ
れ
た
超
高

ミ

シ

ン

 

は
八
武
神

こ
れ
ら
を

し
た
後

虹

⻯

下
記
の
⻩
金
の
刃
⻯

に

め
た
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本
作
に

い
て
は
虹

⻯
も
武
神
に
格
下

ら
れ

最
強剣

最

強

の

徴

白
騎
士

が
剣

の

に

い
た

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は
武
神
の
一
体
換

 
そ
も
そ
も
剣
を
持
つ
ボ
ス
が
女

ボ
ス
で
な
く
刃
⻯
で
あ
る
点
が

オ
カ
シ
イ

 
推

レ
ベ
ル
は
原

だ
と
１
８
０

２
３
０

⻩
金
刃
⻯
の
み
２

０

 
そ
れ
ぞ
れ
倒
す
と
対
応
し
た
武
器

化
身
シ
リ

ズ

を

と
す

 
・
初
回
の

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

剣
の
女

本
作
オ
リ

 
推

レ
ベ
ル
１
３
０

原

 
本
作
推

レ
ベ
ル
１
０
０

初
期
化
さ
れ
た
の
で

 
原

に

い
て
秘

義

得
イ
ベ
ン
ト
で

も
ぶ

倒
さ
れ
る
剣
の
女

ヴ

ル
ナ
ギ

ア
・
ジ
・
エ
ン
プ
レ
ス

の
ポ
ジ
シ

ン
ボ
ス

 
原
点
で
は
八
武
神
ク
エ
ス
ト
を
発
生
さ
せ
る
キ

ボ
ス
な
の
だ
が
本
作
に

い
て
は
最
初
の

武
神

原

で
の
剣
の
女

武
神

な
の
で

剣
を

と
す

未

写

 
つ
い
で
に
秘

義
も
伝

さ
れ
る

未

写

 
原

で

最
強
武
神
が
最
弱
武
神
に
な

て
い
た
り
す
る

 

剣

化
身
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
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は

剣

化
身
イ
シ

バ
ル
カ

 
・

と
マ
グ
マ
を
背
負

た

の
如
き

神魔
獣

 
推

レ
ベ
ル
１

０

 
初
回
の
剣
の
女

に

む
前
に
戦

た
火

ボ
ス
の
強
化
個
体

 
後

の
原

ゲ

ム
・
本
作

ロ
ス
ト
・

ン
グ

に

い
て
も

氷

と
し
て
登
場

風

地
属
性
の
ボ
ス
も

る
が

後

で
は
も

ら
氷

が
引

り
だ
こ

 

片
手

化
身
イ
ジ

ル
フ

 
・
禍

し
い

の

で
空
を
舞
い

波
を

ば
す

神魔
獣

 
推

レ
ベ
ル
１

０

 

ロ
ス
ト
・

ン
グ

千
年
の
⻩
昏

で

出
す
る
状

異
常
特
化
ボ
ス

ぶ

速
い

攻
撃
判
定
⻑
い
の
三

子

て
る

 
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
に

い
て
は
遠

離
状

異
常
弾
を

出
す
る
上
に

動

す
る
の
で
ス
キ
ル
を

け
ま
く
る

レ
ベ
ル
が
足
り
な
い
と

い
が

上
回
る
と

 

⻑
槍

化
身
ア
ス
レ
イ
ジ

ン

 
・

大
な
剣
を

に
持
つ
刃
⻯
型
の

神魔
獣
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推

レ
ベ
ル
２
１
０

 
浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト
に
出
て
き
た
ボ
ス
の
強
化
個
体

 
原

の
最
強
の
ボ
ス
と
同
タ
イ
プ
だ
が

こ
ち
ら
は
子
分
を

し
な
い

 

手
剣

化
身
ア
ブ

リ

デ

ア

 
・

の
化
身
の
如
き
ワ
ニ
型
の

神魔
獣

 
推

レ
ベ
ル
２
１
０

 

さ
れ
し

の
獣

が

る
と
化
け
物
化
す
る

の
ダ
メ

ジ
ト
ラ

プ
が

い

 

刀

化
身
バ

ニ
ン
グ
ヘ
イ
ズ

 
・
黒
い
四
つ
の

を
持
つ
骨
の
大

ム
カ
デ

百
足
型
の

神魔
獣

 
推

レ
ベ
ル
２
１
０

 
黒

色
の

ス
カ
ル
・
リ

パ

 
フ
ル
ネ

ム
は

ジ

ノ
サ
イ
ド
・
リ

パ

 

剣

化
身
ジ

ノ
サ
イ
ド

 
・

た
る
子
を
生
み
出
し
軍
勢
で
戦
う

型
の

神魔
獣

 
推

レ
ベ
ル
２
１
０



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
妖
森
異
界
ア
レ
バ
ス
ト
ボ
ス
の
強
化
個
体

 

刀

化
身
サ
フ

ル

 
・

の

と
力
を
有
す
るコ

ボ
ル
ド
ロ

ド
王
型
の

神魔
獣

 
推

レ
ベ
ル
２
１
０

 
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の
強
化
個
体

が

て

太
刀
を
持

て
も
子
分
は
無
限

 

手

化
身
ロ

ド
バ

ス
タ

 
・
⻩
金
の

を
有
す
る
刃
⻯
型
の

神魔
獣

 
原

推

レ
ベ
ル
２

０

 
本
作
推

レ
ベ
ル
２
３
０

 
フ
ル
ネ

ム

虹

⻯
エ
ク
ス
エ
タ

ナ

 
子
分
呼
ぶ
攻
撃

デ
カ
い
レ
ベ
ル
対

で
も
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

発
さ
せ
る

値
と
原
点

ゲ

ム
の
二
大

無

ス

パ

ア

マ

ス
キ
ル
必

だ

た

倒
せ
る
人
は
一
分
掛

か
ら
な
い

 
本
作
で
は
最
強
の
武
神
か
ら

常
の
武
神

に
格
下

さ
れ
た

 

片
手
剣

虹

剣
エ
ク
ス
エ
タ

ナ
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・
白
銀
の

を

た
二

目
の

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

剣
の
女

本
作

オ
リ

 
本
作
推

レ
ベ
ル
２

０

 
初
回
の
剣
の
女

が
最
後
に
見
せ
た

を
初

か
ら
使

た
キ
チ
ガ
イ
ボ
ス

 

点
は
人
の
心
が
分
か
ら
な
い

 
原

に

け
る
虹

⻯
ポ
ジ

そ
の
た
め
最
強

だ
が
数
行
で
片
付
け
ら
れ
た
存

在 

手
片
手

剣

神
剣
ラ
グ
ナ
ロ
ク

原

で
は
聖
剣
ラ
グ
ナ
ロ
ク

は
ア
レ
バ
ス
ト
の
聖
剣
が
眠
る
安

に
て
三
分

以
内
に

出
現
す
る
Ｍ
ｏ
ｂ
を

す
と
無
限
生

出
来
る
剣

  
・
一
千
層
の
迷

 
入
る

に
構

が
変
わ
る
ロ

グ
ラ
イ
ク
ダ
ン
ジ

ン
の

極
系

 
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
に

い
て
は
１
２

層

で
２
０
０
層

完

で
最

へ
の

が
手
に
入
り

超
強
化
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
と
戦
え
る

 

ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン

で
登
場
し
た

オ
ラ
ク
ル
ズ
・
リ
メ
イ
ン

は
一
千
層
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最

で
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

イ
ン
カ

ネ
イ
ト
・
ヒ

ロ

と
戦
え
る

初
回
回
復

り

 

千
年
の
⻩
昏

も
一
千
層
迷

十

層

に
大
ボ
ス
が

て

そ
れ
が

と

く

 

は
十

層
ご
と
に
脱
出

補

セ

ブ
可
能
だ
が

⻩
昏
は
百
層
を
超
え
る
と
五

層
ご
と
に
脱
出
で
き
る
も
の
の
再
開
は
百
一
層
か
ら
と
い
う
ク

仕
様
な
迷

 
作
者
は
⻩
昏
迷

の
み
未
ク
リ
ア

 

影
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

が

ざ

て
い
る
の
で

千
層
迷

が
登
場
し
た

  
・

ア

ル

ゴ

 
キ
リ
ト
の
事
が
大

き
な
オ
ネ

サ
ン

 

白
は
ま
だ

キ
ス
も
ま
だ
な
が
ら
大

さ
で
は
全
キ

ラ
中

一
だ

た
り
す
る

 
実
は
本
作
で
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
に
一

も
会
わ
な
か

た
キ
リ
ト
味
方
勢

他
に
は
リ
ズ
シ
リ

カ
サ

シ

シ
ン
カ

な
ど
が

る
が
明
確
に
キ
リ
ト
に

意
を
寄
せ
て
い
る

で
合

て
い
な
い
の
は
ア
ル
ゴ
だ
け
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・

けホ
もロ
のウ

 

色
の
髪
は
真

白
に

 
黒
水

の

は
光
の
無
い

・

に

 
人
を

肉
る

み
は
蔑
み
の

み
に

 

容
を
現
す
外

は

ま
で
穴
だ
ら
け

 

器
の
よ
う
な

は
死
人
の
如
き
⻘
白
さ

 
極
め
付
け
に

華

な

を

む

か
ら

を

食
す
る
よ
う
に

び
る
黒
の

 

心

で
は
空
の
太
陽
か
ら

泥血
が

ち
て
ま
し
た
ネ

黒
化

み
感
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幕
間
之
物
語

■
■
■
編
 

汝

ビ

タ

コ
ノ
世
全
テ
ノ
悪
デ
ア
レ

  

数

約
一
千

一

は
復
讐
を

ん
で
る
方
だ
よ

も
う

二

と
間
違
え
な
い
で

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
百
二
十
八
章
 

超
克

よ
り

  
思

が
乱
れ
る

 
記

が

れ
る

 
感
情
は
構

さ
れ
な
い

 

そ
れ
で
も

そ
の

目
を
投

出
す
気
は
無
か

た

 
そ
れ
が
お
れ
の
や
る
べ
き
事

そ
れ
が

者
の
す
べ
き
事

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
で
も
出
来
る
事
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だ
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
し
か
出
来
な
い
事
を

先
す
る

に
回
さ
れ
た

目
の

け

 
刃
を
交
え

れ
た
以
上

う
し
か
道
は
無
か

た

 
そ
う
し
て

⻑
い
⻑
い
時
が
過
ぎ

 

い
ち
ど

全
て
が
止
ま

た

 
消
え

れ
る
意
識
の
中
で

終
わ

た
の
か

と
い
う
確
信
が
生
ま
れ
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

ど
う
や
ら

上
手
く
や

て
く
れ
た
ら
し
い

あ
あ

安
心
し
た

 
黒
い
闇
に

み

意
識
が

れ
る
中
で
も

安

の
え
ん思
ざ
ん

が
浮
か
ん
だ

 
こ
れ
で
お
れ
も
お

と

 
負
を

し

め
て
い
た
気
が

み

 
一

で

心
の

が
決
壊
し
た

 
ど
ろ
り
と
し
た

が

り

そ
れ
に
触
れ
た

間

黒
が
白
い

を
上
塗
り
し
て
い
く

 

し演
こ
う

を

食
し
て
い
く
声
が
し
た

 
理
解
が
あ

た

眼
前
の

剣
士

を
憎
む
に
至
る
道
程
が
あ

た

 
共
感
が
あ

た

眼
前
の

剣
士

を
殺
す
に
足
る
過
程
が
あ

た
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抗
う

お
も
い

理
由
は
無
か

た

 
や
る
べ
き
事
は
終
え
て
い
た
か
ら
だ

人

は

の
生
活
へ
復
帰
す
る

代
わ
り
に
自
分
は

人
知
れ
ず
消
え
て
い
く

 
止
め
る

目
は
意
味
を

さ
な
い

後
は
た
だ
全
て
が

壊
消
滅
す
る
ま
で
許
さ
れ
た

か
な
時
間
を
使

て

生

性
の
無
い

し演
こ
う

を

り
返
す
だ
け

 
故
に
抗
う
必
要
性
は
無
く

た
だ

然
と
体
を
這
う
黒
に
身
を

せ
た

 

と

も

も

終
わ
り
な
き

し演
こ
う

が

り
返
さ
れ
る

 

ま

た
ヒ
ト
の

怒
が

ぶ

 
殺
さ
れ
た
ヒ
ト
の
憎
悪
が

ぶ

 
舞

に
上
が
ら
な
か

た
ヒ
ト
の

が

ぶ

 
殺
し
足
り
な
い
と

い
た
ヒ
ト
の
強
欲
が

ぶ

 
死
ぬ
ま
で
ゲ

ム
に

ら
せ
ろ
と
ヒ
ト
の

が

ぶ

 
こ
の
世
界
で
く
ら
い
性
に

ら
せ
ろ
と
ヒ
ト
の
色
欲
が

ぶ

 

自
分
よ
り
上
を
行
く
な
と
ヒ
ト
の

が

ぶ

 

ま
り

ま

て
捨
て
ら
れ
て
い
く
ヒ
ト
の
醜
い
負
の
想
念

ヒ
ト
が
認
識
せ
ず
に

も
り
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け
る
罪

最

に
て
眠

て
い
た
そ
れ
ら
は
遠
慮
な
く
流
れ
て
き
た

 
目
に

る
全
て
が
憎
ま
し
く
な

た

 

も
か
も
が

ま
し
く
な

た

 

憎
め

 

故

そ
う

え
る
よ
う
に
な

た
の
か

 

蔑
め

 

故

そ
う
感
じ
る
よ
う
に
な

た
の
か

 

壊
せ

 
そ
れ
は

時
か
ら
だ

た
か

 

殺
せ

 

に
対
し
て
だ

た
か

 

そ
し
て
死
ね

 
そ
れ
ら
を

い
て

 

そ
も
そ
も
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お

れ

は

な

に

を

し

た

か

た

の

か

お
ま
え
の
生
に
意
味
は
あ

た
の
か

  

演

の
過
程
は
無
数
理
由
も
無
数

し
か
し

え
は
一
つ

殺
せ
の
一
つ

そ

の
果
て
に
自
身
が
壊
れ

死
ぬ
と
し
て
も

導
き
出
さ
れ
た
結
論
に
変
化
は
無
い

 
殺
せ

 
殺
せ

 
ヒ
ト
を

殺
せ

 
憎
い
ヒ
ト
を
殺
せ

 

ま
し
い

会
を
壊
せ

 

し
い
世
界
を

お
か

せ

 
た
だ
一
つ

無
限
に
導
き
出
さ
れ
る
演

結
果

ヒ
ト
は
醜
く

見
る
に

え
な
い
も
の
だ

と

己
の
道
程
か
ら
そ
う
結
論
付
け
る

 
行
動
方

が

定
ま

た
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ビ

タ

序
の

に

悪
を
名

り

悪
意
を
一
身
に
集
め
た
者
の
称

 
人

自
主
的
か

強
制
か
問
わ
ず

大
義
の

に
生

に
さ
れ
た
個
人
の
名
称

  
ホ
ロ
ウ
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番
外

 

ま
だ
見
ぬ
未
来
に

希
望
が
あ
る
な
ら
ば

  
う
ち
の
家

が

る
ろ
う
に
剣
心

を
見
て

た
事
が
あ
り
ま
す

剣
心
の
眼
の
色
は

信

機
と

は

色
で
も

刀

に
立
ち
返
り
掛
け
る
と
金
色
立
ち
返
る
と

色
に

な

て

眼
の
色
が
危
険

に
な

て
る
よ
ね
と

 

う
ち
の
キ
リ
ト
も
似
た
よ
う
な
も
の

 

の
眼
の
色
は
金
色

 
和
人
の
眼
の
色
も
黒

金

ヴ

ダ
ン
・
オ

ジ

越
界
の

 
けホ
もロ
のウ

の
眼
の
色
は

越
界
の

節

 

点

キ
リ
ト

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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過
去
の
残
影
を
見
始
め
て

ど
れ

ど
経

た
の
か

 
か
つ
て
と
違
い
時
間
を
示
す
も
の
が

界
に
無
い
事

体
内
時

を
頼
り
に
出
来
な
い

ど

に

し
切

て
い
る
事

そ
の
二
つ
が
合
わ
さ

た
せ
い
で
精
確
に
時
間
を

れ
な
か

た 
し
か
し
剣
を

の
よ
う
に
突
き
立
て

観
に

す
る
事
が
出
来
た
の
は

だ

た

 

残
影
は

心
を
傷
付
け
た
が

 
大肉

体
の

は

ら
か
取
れ
た

再
現
が
始
ま

て
も
う
す
ぐ

六四
時

間日
は
経
つ
と
思
う
が

眠

気
は
来
な
い

 
来
る
は
ず
が
な
い

 
自
分
が
い
ま

る
場

は
い
つ
刃
が

ん
で
く
る
か
も
知
れ
な
い

の
真

中
な
の
だ

か
ら

 
体
と

は

み
の
構
え
を
取
る

再
現
さ
れ
る
残
影
の
や
り
取
り
を

界
に
収
め
て
い
る
が
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そ
う
と
認
識
す
る
だ
け
で

を
思
う

で
も
無
く
た
だ
流
す

い
に
も
自
分
が

た
道

の
再
現
だ

知
で
あ
る
以
上

意
識
を

く

重
は
少
な
か

た

 

と

気
配
が
生
ま
れ
た

 
ど
ろ
り
と

ん
だ
殺
気

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
殺
気
が

ぎ

ま
さ
れ
な
が
ら
弄
ば
れ
る
ナ
イ
フ
で
あ
る
な
ら
こ
ち
ら
は

の
浮

い
た
大

だ

大
振
り
で

す
気
の
無
い
殺
意
が
カ
タ
チ
を
得
て
現
出
す
る

か
し
い
な

オ
リ
ジ
ナ
ル

 

殺
意
が
話
し
掛
け
て
き
た

 

線
を
横
へ
向
け
る

 

時
か
見
た
白
髪

ボ
ロ
ボ
ロ
の
黒
い
外

し
か
し
異
な
る
の
は

空
ろ
な
深
紅
の
眼

み

し
た
そ
れ
に
は

意
と
殺
意
が

し
た
闇
が
広
が

て
い
た

 

ツ
は

を
見
て
い
る

 
だ
が

ツ
の
意
識
は

に
は
向
い
て
い
な
い

 
い

た
い

を
見
て
い
る
の
か

 

・ど
・う
・で
・も
・い
・い
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で
重
ね
た
手
を
解
く

 

手
で

を
握
り
切

先
を
ガ
ラ
ス

の

か
ら

き

足
を

み
出
す

大
地
を

み

し
め
突
進

手
で
握

た

剣
の

そ
の
根

付
近
を

手
で
握
り

か
ら

に

ぐ

  
火
花
が

た

 
こ
ち
ら
の
刃
を
止
め
た
の
は

黒
を
紅
で

た
⻑
剣

 
魔
剣
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

 
そ
こ
ま
で
把
握
し
た
時
⻑
剣
か
ら
闇
が

た

剣
が
盾
代
わ
り
に
な

て
斬
撃
を

び

な
か

た
が
衝
撃
で
後
退
を

な
く
さ
れ
る

チ
 
か
つ
て
喪

た
剣
を
見
て
そ
し
て
自
身
が
使

て
い
た
剣
だ
か
ら
こ
そ
知
り
得
て
い
る
能
力

を

み
て

を
打
つ

 

 
眼
前
に
立
つ
変
わ
り
果
て
た
ホ
ロ
ウ
に
は
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
な
り

を
決
定
さ
れ
た
デ

ス
ゲ

ム
全
て
の
デ

タ
が

ま

て
い
る

本
来
な
ら
カ

デ

ナ
ル
の
一
部
で
し
か
な
い

が

有
自
在
に

作
す
る
事
は
叶
わ
な
い
が

そ
ん
な
道
理

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
で
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歪
め
ら
れ
る

 
故
に

あ
の
世
界
に
あ

た
武
器

技
シ
ス摂
テ
ム理

の
全
て
が

ホ
ロ
ウ
の
力

 

一
そ
う
で
な
い
と

え
る
の
は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

そ
の
も
の

浮
遊
城
を

動
か
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
は
い
ま
自
分
の
中
に
あ
る

そ
れ
を
自
分
の

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン

で
保
護
し
て
い
る

 
ホ
ロ
ウ
が
ど
れ
だ
け
負
を
強
め
よ
う
と

が

を
絶
や
さ
な
い
限
り
手
は
出
せ
な
い

 

や
る
事
は

だ

 
や
ら
れ
る
前
に
や
る

そ
れ
だ
け
だ

 

離
を

め
る

に

も
う
一

足
を

み
出
す

 

ぞ

り

と
足
が

ん
だ

 
死
が
過
ぎ

た

 

が
強

る

 
ガ
ラ
ス

の

い

を

む

だ

た
足
は

を

す
程

の
深
さ

し
か
し

果
て
ま
で
大
地
を

い

く
す
広
さ
の
黒
に

地
し
て
い
た

 
気
付
け
ば

過
去
の
再
現
が

さ
れ
て
い
た
地
点
も
闇
に

ん
で
い
た
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性
の
黒

 
そ
れ
が
血
で
あ
る
と
気
付
い
た
の
は

と
な
く
見
て
き
た
モ
ノ
だ

た
か
ら
だ
ろ
う

に
し
て
人
体
か
ら
流
れ
出
る
血

は

明
な

色
で
想
像
さ
れ
る

し
か
し
実

は
違
う

に

近
い
黒
色
だ

 
刃
が
食
い
こ
み

を

肉
を

そ
し
て
骨
を
断
ち

そ
の
断
面
か
ら

き
出
す
色
は

ゲ

ム
の
よ
う
な

明
な
色
で
は
な
い

 
暗
く

深
く

む
よ
う
な
深
海
の
闇

 
ど
こ
ま
で
も

ん
で

果
て
の
無
い
闇

 

か
つ
て
見
た
深
海
の
闇
が

裏
に
浮
か
ぶ

 
原
始
的
な
恐
怖
が

を
も
た

・ど
・う
・で
・も
・い
・い

 

剣
の
一
閃
で
消
し

ば
す

 

闇
の

が

た
代
わ
り
に

変
容
し
た
世
界
が

界
に
入

て
来
た

 
地
を

め

く
す
は
白
骨
の

と
ず
こ
つ骨

を

す
深
紅
の
海

天
に
はま

た全
き
黒
の
太
陽
が

り

だ
ら
だ
ら
と

の
様
に
深
紅
の

泥
を

れ
流
し
て
い
る
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も
無
い
故
に
無

で
あ

た
空
気
は

に
絡
み
つ
く

の
そ
れ
に
変
わ

て
い
た

 
か
つ
て
己
の
深
層
心
理
世
界
で

現
さ
れ
た

復

讐

者

の
心

世
界

 
突
き
進
め
ば

き
上

る
だ
ろ
う
未
来
の

血

 

は
自
分
の
悪
性
人
格
を
指
し
て
い
る
の
で

密
に
は
ホ
ロ
ウ
そ
の
も
の
で
は
な
い

Ｓ

Ａ
Ｏ
で
過
ご
し
た
自
分
の
精
神
や
記

を

み
取

た
と

て
も
キ
リ
カ
を
見
て
い
た

限
り
で
は
シ
ロ
や
獣
が
表
に
出
た

振
り
は
見
ら
れ
な
か

た

で
あ
れ
ば

同
一
存
在
で
あ

ろ
う
ホ
ロ
ウ
も

シ
ロ
や
獣
の
人
格
は
備
わ

て
い
な
い
と
見
て
い
い
だ
ろ
う

 
な
の
に

ホ
ロ
ウ
は

の
心

を
展
開
し
た

 
自
分
と
の
血
戦
の

の
ち後

ホ
ロ
ウ
が
ど
こ
に
行

て
い
た
か
は

よ
う

と
知
れ
な
い

最
終
的
に
殺
し

た
も
の
の

ツ
は
ホ
ロ
ウ
故
に

自
分
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に

る
間
は

ホ
ロ
ウ
・
エ

リ
ア

に
存
在
し

け
る

 
し
か
し
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
す
る
ま
で
ホ
ロ
ウ
は
原

生
き
て
い
た

だ

 
そ
の
後

が
知
ら
な
い

か
が
あ

て
ユ
イ
達
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
エ
ラ

を

さ
せ
る
感
情
に
触
れ
て
ホ
ロ
ウ
が
構

し
て
い
た
モ
ノ
と
合

わ
さ
り
浮
遊
城
の
残

を
依
代
に
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
し
て
こ
れ
ま
で
存
在
を
保
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て
い
た

 
そ
の

し
て
い
た
感
情
に
は

が
発
し
た

と
し
て
の
感
情
も

ま
れ
て
い
た
だ
ろ

う 
そ
れ
が
ホ
ロ
ウ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
化
を
加
え
た

一
人
で
負
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ

ン
を
引
き

こ
し
て
カ

デ

ナ
ル
を
バ
グ
ら
せ
た
の
が
事
実
な
ら
カ

デ

ナ
ル
の
一
部

で
あ

た
ホ
ロ
ウ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
容
を
来
す
の
は
お
か
し
く
な
い

な
に
し
ろ
自
分
と

ツ

は
根
幹
が
近
い

の
感
情
か
ら
影

を

け
た
場
合
の
変
容
は
他
の
ヒ
ト
の
感
情
か
ら
影

を

け
た
場
合
よ
り
大
き
い

だ

 

ホ
ロ
ウ
が

を
取
り

ん
だ
の
か
あ
る
い
は

に
ホ
ロ
ウ
が

ま
れ
た
の
か

は
分
か
ら
な
い

 
真
実
は
定
か
で
は
な
い

出
来
な
く
は
な
い
が

す
る
必
要
性
は

い

 

王

の
人
格
を
主
体
と
す
る
ホ
ロ
ウ
と

獣

の
人
格
を
主
体
と
す
る

本
能
の
白

を

取
り

ん
だ

が

合
し
た
結
果

獣
と
し
て
の
在
り
方
に

た
の
が

と
い
う
だ
け

 
ア
レ
は

わ
ば

復
讐
に

い
た
別
の
可
能
性
の
自
分
自
身

 
こ
の
身
を
焦
が
す
感
情
に

直
に
な

た

あ
る
種
の
理
想
の
体
現
者
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線
を
向
け
る

 
二
十
メ

ト
ル
離
れ
た
先
に
黒
の
太
陽
を
背
に
立
つ
自
分
が

る

く
す
ん
だ
白
髪

ん

だ

眼

人
を
見
下
す

弄
の

み

 
邪
悪
だ

と

 
そ
う
思

た
感
性
に
安

し
た

少
な
く
と
も
あ
の
在
り
方
を

ま
し
い
な
ど
と
欠
片
も

思

て
い
な
い
ら
し
い

分

る
な

オ
リ
ジ
ナ
ル

 
気
の

み
を
見
た
か

ホ
ロ
ウ
が
話
し
掛
け
て
き
た

お
れ
の
心

に
触
れ
て
い
る
の
に

か
も
変
容
し
な
い

を

く
よ
う
な

と
共
に

怨
嗟
は
届
い
て
い
る

だ
が
な

ど
う
で
も
い
い

 
確
か
に

血
に
足
が
付
い
た
時
か
ら
う
る
さ
い
く
ら
い
ガ
ン
ガ
ン
と

の
中
で
が
な
り
立

て
る
声
が
あ
る

め
ろ

無
意
味
だ

死
ね

殺
せ

壊
れ
ろ

万
を
超
え
る
だ
ろ
う

の

合

は
終
わ
り
が
見
え
な
い

 
実

に
は
あ
る
の
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
リ

ス
も
無
限
で
は
な
い

ヒ
ト
の
感
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情
デ

タ
を

め

ん
で
お
く
リ

ス
に
も
限
り
は
あ
る

そ
れ
を
全
て

き
出
さ
せ
全
て

が

み

せ
ば
文

り

ツ
の
負
は

を

く

ホ
ロ
ウ
自
身
の
負
が
構

さ
れ
た
と
し

て
も

ヒ
ト
か
ら
観

さ
れ
た
も
の
程
で
は
な
い

 

だ
が

ど
う
で
も
い
い

今
更

が
堕
ち
る
と
で
も
期

し
た
か

は

ま
さ
か

 
ホ
ロ
ウ
が
嗤

た

く
す
ん
だ
白
が
揺
れ

ん
だ

が
蔑
み
の
色
を
増
す

 

呼

呼
そ
の
眼
を

は
よ
く
知

て
い
る

上

者
と
し
て
下

の
物
を
見
下
す

な
感
情

物
心
つ
い
た
時
か
ら

か
ら
も
向
け
ら
れ
て
い
た
眼

を
見
下
し

る

蔑

 

も

ホ
ロ
ウ
も

と
刃
を
交
え
る
時
は
対

な
立
場
に
立

て
い
た

 
だ
か
ら
そ
れ
は
他
の

か
の
感
情
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
人
間
が
持

た
人
を
見
下
す

な
も
の

 
そ
れ
を

ホ
ロ
ウ
は
あ
た
か
も
自
分
の
も
の
の
よ
う
に
浮
か
べ
て
い
る

 

み

ま
れ
た
と
い
う
予
想
が
確
信
に
変
わ

た

 

は
人
を

発
し
嗤

た
事
こ
そ
あ
れ

か
の
ス
タ
ン
ス
を

蔑
し
た
事
は
無
い

そ
れ
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が
出
来
る

ど
自
分
は

く
な
い

非
才
の
身
だ
と

よ
り
も
知

て
い
る

は

仮

上
に

立

て
も
す
ぐ

か
に
追
い

か
さ
れ
る
と
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ

 
剣
は
義
姉
に
勝
て
な
い

 
明
る
さ
は
木

に
勝
て
な
い

 

明
さ
は

場
や
束

士
に
勝
て
な
い

 
鍛
冶
師
と
し
て
は
と
も
だ
ち
に

る

 

な
く
手
を
広

た
故
に

は
な
に
か
一
点
で
も

か
に
勝
る
事
は
無
か

た

 
経
験
は
か
な
り
の
も
の
と
自
負
し
て
い
る
が

そ
れ
を
自

し
た
と
こ
ろ
で

に
も
な
ら

な
い

証

と
し
て

示
で
き
る
も
の
が
な
い

 
そ
し
て
ど
ん
な
に

く
少
な
い
経
験
で
も
そ
れ
を

に
大
き
く
成
⻑
し
他
を
圧
倒
す
る

の
が
天
才
で
あ
る

 

か
を
見
下
す
事
は

自
分
自
身
が
禁
じ
て
い
た

 

そ
れ
故
に
ホ
ロ
ウ
が
自
分
の
意
思
で
憎
悪
に
目
覚
め
た
の
で
は
な
く
感
化
さ
れ
て
流

さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
と
確
信
を
持
て
た

 
だ
か
ら
と

て

な
に
が
ど
う
な
る

で
も
無
い
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放

て
お
け
ば

ツ
は
世
界
の

に
な
る

だ
か
ら
消
す

や
る
事
は
や
は
り
変
わ
ら
な

い
の
だ

 
強
く

み

む

地
を

み
し
め

り
風
を

て

け
た
大
地
の
血
が
煽
り
を

け
て

に

れ
る

き
出
し
に
な

た
白
骨
と

れ
た

白
の
大
地

 
ず
だ
ん

と
強
く

み

み

剣
を
振
り
か
ぶ
り

 
ぎ
し
り
と

四

を

め
ら
れ
た

 
骨
と
い
う
骨
の
近

と
遠

そ
し
て

に

体
を

め
て

に
し
た
よ
う
な

黒
い
モ
ノ
が

き
付
き

動
き
を
止
め
た

 

線
で
出

を
追
う

 
地
を

す

か
ら

び
て
い
た

 

い
呼

が

を
打
ち

 
ざ
ぐ

と
闇
の
魔
剣
が

を

い
た

 

心

を
展
開
出
来
る
点
か
ら

化
技
術
を
フ
ル
活

さ
れ
た
世
界
で
あ
る
事
が
分
か

る
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つ
ま
り
体
は
ポ
リ
ゴ
ン
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

の
深
層
心
理
か
ら
再
現
さ
れ
た

肉
体
だ

下
手
に

知
識
や
人
体
解
放
学

の
原
子
解

に
よ
り
己
の
肉
体
の

か
ら

ま
で
知

て
い
る
せ
い
で

分
違
わ
ず
再
現
さ
れ
た
体
か
ら

が
流
れ

た

打
つ
心

を

か
れ

あ
ば
らと

が

め
て

た
れ

れ
る

が
体
内
か
ら

こ
え
た

を
せ
り
上

が
り

内
に
広
が

た
も
の
は
鉄
の
味
が
し
た

 
そ
れ
で
も
足
か
ら
力
が

け
な
い
の
は
ゲ

ム
ら
し
い
ご

合
振
り
だ

 

が
心
を

ら
な
い
限
り

こ
の

は
そ
れ
を
反

し

け
る

 

に
よ
り
体
を
再
生
で
き
る

 
そ
れ
を

す
る

の
刃
が
体
内
に
あ
る
限
り

叶
わ
ぬ
話
だ
が

 

ぐ
じ

ぐ
じ

と

⻑
剣
を
動
か
し

傷

を
広

ら
れ
る

 
血
が

き
出
し
精
確
に
再
現
さ
れ
た
内

が
外
気
に
晒
さ
れ
る

心

が

た
れ
て
い
る
と

い
う
の
に
死
な
な
い
の
は
や
は
り
ゲ

ム
故

 
生
き
た
ま
ま

死
の
感
覚
を
味
わ

て
い
る

 
体
の

か
ら

え
て
い
く

血
が

け
る
感
覚

そ
ん
な
も
の
ま
で

化
し
な
く
て
い
い

の
に

・知
・

・て
・い
・る
・か
・ら

で
も

裏
で
再
現
し
て
し
ま
う
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上
手
く
力
が
入
ら
な
く
な
る
と
こ
ろ
ま
で

 

ぞ

り
と

血
が
波
打
ち

せ
り
立

た

 

黒
く

い

そ
れ
か
ら

⻑
い

が

び

の
手

足

に

き
付
く

抗
お
う
と
す

る
が

ん

る

の
足
に
も

か
れ
た
の
で

抗
出
来
ず

り
上

ら
れ
た

 
体
の
中
心
に
は

魔
剣
が

さ

た
ま
ま
だ

お
前
が
い
き
な
り
斬
り
掛
か

て
来
た
よ
う
に

も
遊
び
は
無
し
だ

に
お
前
と
い
う

人
格
を
殺
し
て
や
る

 

み
を
消
し
た
無
表
情

 

ん
だ

も

色
は
無
い

 
遊
び
無
く

断
な
く

た
だ
復
讐
の

だ
け
に
動
く

か
の
う
せ
い

機

の
自
分
が
そ
こ
に

た

 

ち
ん
と

の
指
が
鳴
り

果
て
ま
で

す
血
色
の
海
が
刃
を

ば
し
体
を

て
き

た 

あ

が

ぐ

 
肉
が
裂
か
れ
骨
が
断
た
れ

を
撒
き

ら
し
血
を

き
出
す

そ
れ
が

と

く

 

人
体
構

を
再
現
さ
れ
て
い
て
も

死
ま
で
再
現
さ
れ
て
い
る

で
は
な
い
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こ
の
世
界
は
仮
想
世
界

疑
似
体
験
を
ゲ

ム
で
行
う
世
界
で
あ
り

実

に
死
ん
だ
と
こ

ろ
で
物
理
的
に
死
ぬ

で
は
な
い

こ
こ
で

ら
死
の
う
が
現
実
の
肉
体
に
は
傷
一
つ

い

や

に
は

ら
か

は
出
る
が

命
を

と
す
ま
で
の
影

は
な
い

 
故
に
失
血
死
は
あ
り
得
な
い

 
あ
り
得
る
の
は
精
神
の
死
の
み

 
そ
し
て

そ
れ
が
ホ
ロ
ウ
の

い
だ

は

な
る

ど

な

思

た

り
だ

 
血
を

き
な
が
ら
も

う

が
だ

お
前
の
目
的
だ

初
回
で

が
来
な
か

た
ら
来
た
人
間
の
精
神
を
殺
し
て
イ

で
も

を
呼
び
寄
せ
て

そ
し
て

と
い
う
人
格
を
殺
し
て

の
感
情
に
主
人
格
を
上
書
き
す

る

そ
う
だ
ろ
う

 
仮
に

が
来
な
か

た
場
合
別
の

か
が
来
る
か
あ
る
い
は
外

か
ら
サ

バ

の
完
全

消
去
を
行

て
い
た

前
者
で
あ
れ
ば
精
神
を
殺
し

が
来
る
ま
で

り
返
す

後
者
で
あ
れ

ば

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

で
意
地
で
も

残
る
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そ
の
果
て
に

が
仮
想
世
界
に
入
る
可
能
性
を
引
き

て
れ
ば

ツ
の

が
始
動
す
る

 

そ
の
予
想
に

ホ
ロ
ウ
は
禍

し
い

み
を
浮
か
べ
た

 

葉
は
無
い
が

そ
の

み
こ
そ
が
正
解
で
あ
る
事
を
物
語

て
い
る

生
憎
と

に
死
ぬ
気
は
無
い

容

に
死
な
な
い
事
は
お
前
も
分
か

て
い
る
だ
ろ
う

 
一
回
目
で

を
引
き

て
た
の
は

ツ
に
と

て

運
だ
ろ
う

し
か
し

運
は
そ
こ

ま
で
だ

姉
や
兄
な
ど
家

だ
か
ら
と
い
う
弱
い
理
由
で
し
か
頼
れ
な
か

た
か
つ
て
な
ら

と
も
か
く

今
は
命
を

け
て
戦

を
共
に
し
た

間
達
と
の
信
頼

が
あ
る

 
ヒ
ト
は
そ
れ
を

と

う

 

に
は
明
確
に

し
た
そ
れ
が

の
心
を

え
て
い
る

 

三
種
の

練
の
最
中

む
意
識
の
中
で
も
常
に
あ

た
み
ん
な
と
の

だ
け
が

の

頼
り
だ

た

 
い
ま
も
そ
う

間
が

な
い
孤
独
な
戦
い
の
中
で
彼
ら
彼
女
ら
と
の
記

が

裏
で

て
い
る

 
死
ね
殺
せ
と
い
う
負
の
感
情
と
遊

う

い
と
い
う
正
の
記

が
同
時
に

裏
に
浮

か
ん
で
消
え
る

外
的
想

と
内
的
想

は

れ
そ
う
な
く
ら
い
血

を

動
さ
せ
て
い
る
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が

持
で
我

し
て
い
た

流
さ
れ
た
お
前
と
違

て
・

の
精
神
は
手
強
い
ぞ

に
一

ず
つ

北
し
た
ホ
ロ
ウ
と

で
果
た
し
て

を
殺
し

せ
る
か

 

十
分

可
能
で
は
あ
る

 
理
論
上
こ
ち
ら
の
精
神
に

出
来
る
時
点
で
殺
せ
な
い
未
来
は
あ

て
も
殺
せ
な
い
可

能
性
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い

可
能
性
が
一

で
も
あ
る
な
ら
あ
と
は
百
分

の
問

だ

上

下
増

こ
そ
す
る
が
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い

 
加
え
て

手

・
経

こ
そ
特

だ
が

結
果
的
に

と

ツ
の
格
は
対

に
な

て
い
る

 

は
自
身
が

い
て
い
た
憎
悪

を
容
認
し
そ
の
上
で

間
達
の
安

を

先

し
自
我
を
保

て
い
る

大
切
な
彼
ら
が
一
人
で
も
生
き
て
い
る
な
ら

は
そ
の

に
人
と

し
て
在
る
事
を
自
ら
に

し
て
い
た

 

ツ
は
逆
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
零
れ

ち
た

の
残
滓
に

み

ま
れ
憎
悪
に
流
れ

こ
そ
し
た
が

あ
る
意
味
そ
れ
も
ま
た
完
成
系
の
一
つ

か
つ
て

が

そ
う
と
し
た

事
の
果
て
が
正
に

ツ
だ

だ
か
ら
こ
う
し
て
襲

て
き
て
い
る

一

桐

谷
和
人

の
肉
体

に

る
精
神
を
上
書
き
す
る
か
あ
る
い
は

が
抑
え

ん
で
い
る
憎
悪
を
増

し
て
立
ち
返
ら



 番外  〜まだ見ぬ未来に、希望があるならば〜

せ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で

ツ
は
自
身
が
掲

る
復
讐
を

そ
う
と
し
て
い
る

 
桐

谷
和
人
と
し
て
守
護
者
に
な
る
か

 

一

と
し
て
復
讐
者
に
な
る
か

 

二
者

一

 

に

は

び
終
え
た

 
し
か
し

ツ
は
そ
れ
に

得
し
て
い
な
い

 
い
や

ホ
ロ
ウ
の

期
を
思
え
ば
最
初
は

得
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

だ
か
ら

ツ
は
未

練
そ
の
も
の

い
ま
を
生
き
て
い
る
モ
ノ
で
は
な
く
災

を
ば
ら
撒
こ
う
と
し
て
い
る
怨
霊
に

成
り
果
て
た

一

だ

た
モ
ノ

て
く
れ
る

 
不

快

に

ツ
は

を

め
た

 

に
手
を
上

る

そ
の
重
た

な

さ
と
同
期
し
て
太
陽
か
ら

れ

ち

さ
れ
る
血

の
海
が
寄
り
集
ま
り
血
の

人
が
作
ら
れ
た

数
に
し
て
五
つ

い
や
六
つ

更

に
増
え
る

 

発
は

ツ
の

線
に
触
れ
た
ら
し
い



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
ホ
ロ
ウ
も

も
一

ず
つ
真

向
か
ら
戦

て

に

北
し
て
い
る

正

と
し
た

決

を
見
た
の
に
こ
の
事

に
な

て
い
る
の
は

生

の
悪
さ
の

だ

決
戦
を

す

そ
れ
は

め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

 
そ
れ
で
も

ツ
は

を
殺
し

ヒ
ト
全
て
に
復
讐
し
た
い
一
心
で
動
い
て
い
る

 
真

向
か
ら
行
動
理
念
を

定
さ
れ
れ
ば
苛
立
つ
と
い
う
も
の

 
そ
の

ん
の

か
な
感
情
の
波
が
殺
意
と
な

て

に

し
寄
せ
た

血
で
構
成
さ
れ
た

人
た
ち
は

を

い

い

さ
ろ
う
と
上
背
を
高
く
し
て
い
る

手
足
を

て

り
に

す
る
個
体
も
そ
れ
に
同
化
し
た

 

闇
に

ま
れ
る

 
ま
る
で
海
に
身
を
投
じ
る
よ
う
だ

 
ど

ん
と
全
身
が

体
に

ま
れ
る
感
覚

し
か
し
風

や

海
と
異
な
る
の
は
そ
れ

が

を
流
れ
る

流
で
は
な
く

り
つ
く
よ
う
な

性
だ

た

の
感
覚
は
無
い

の
内

に
入
り

み

を

い
そ
れ
ど
こ
ろ
か
闇
の
⻑
剣
で
開
か
れ
た
傷

か
ら
体
内
に

食
ま

で
し
て
い
る

 
負
が

の
意
識
を

か
ら

は食
ん
で
い
く



 番外  〜まだ見ぬ未来に、希望があるならば〜

 

い
が

裏
を

し
て
い
く

 

ツ
は

だ

 

ツ
は

の
事
を
よ
く
理
解
し
て
い
る

 
そ
し
て

は

ツ
に
な
る
可
能
性
を
ま
だ
持

て
い
る

喪

た
も
の
は
二

と
取
り

せ

な
い
か
ら
だ

全
て
を
喪
え
ば

も

れ

ツ
に
な
る

 
だ
か
ら

が
死
ね
ば

は

お
そ
ら
く

  

じ
た

の
裏
に

一
つ
の
光

が

た

  
星
が

ら
す
花

に

る
自
分
自
身

 
そ
の

に

間
達
の

品
が
墓
標
の
如
く
突
き
立

て
い
る

い
ず
れ
も
名
の
あ
る
名
剣

名
槍

は
自
分
が

有
し
て
い
な
か

た
も
の

 
喪

た
か
ら

手
に
し
た
も
の

 

護
れ
て
い
れ
ば

手
に
し
な
く
て
済
ん
だ
も
の

 
護
れ
て
い
れ
ば

な
ん
て

な

え
で
あ
る
事
は
分
か

て
い
る

も
が
全
力
だ

た
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初
撃
で
身
動
き
を

じ
ら
れ
た

が

を
し
た

て

み
ん
な
が
全
滅
す
る
の
は
止
め
ら
れ
な

か

た

ど
れ
だ
け
反

し
対
策
を

じ
た
と
こ
ろ
で
意
味
を

さ
な
い
思

で
あ
る
結
論

は
変
わ
ら
な
い

 
そ
れ
で
も

は
得
た

 
悔
し
さ

哀
し
さ

怒
り

絶
望

 

そ
れ
ら
に

し

れ
上
が
る
感
情

 
彼
ら
へ
の
信
頼
の
深
さ

 
彼
ら
に

い
て
い
た
友
愛

 
人
を
求
め
ら
れ
る
喜
び

 
絶
望
に
反
し

彼
ら
彼
女
ら
は
生
き
て
い
る
と
い
う
希
望

 
絶
望
と
は

希
望
の
裏
返
し
の
感
情
だ

 
な
ら
ば

み
ん
な
が
生
き
て
い
る
希
望
が
自
分
の
意

が

れ
る
か

か
で
決
ま
る
と
す

れ
ば

絶
望
す
る
か

 

断
じ
て

 
・絶
・望
・す
・る
・要
・

・が
・無
・い
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こ
の
世
界
は

と

ツ
の
二
人
き
り

他
に
は

一
人
と
し
て
い
な
い

達
の

だ
け
に
整

え
ら
れ
た

あ
る
い
は
整
え
た

決
戦
場

後

の
憂
い
は
無
い

 
背
水
の

な
ど
敷
く
ま
で
も
無
い

 

性
の
闇
の
中
で

思
に

溺
す
る

 

す
る
の
は
想
像
だ

こ
の

化
世
界
に

い
て
想
像
と
は

に
も
勝
る
重
要
な
フ

ク
タ

だ

こ
れ
の
強

精

ど
れ
だ
け
己
の
想
像
を

い
て
は
自
分
自
身
を
信
じ
て

い
る
か
が

化
の
全
て
を

す
る

 

の
た
め
に

戦

て
い
る
の
か
を
解
明
す
る

 

目
指
す
べ
き

福
の

だ

 
ど
の
よ
う
に

そ
れ
を
得
る
の
か
を
解
明
す
る

 

ま
ず
は

可目
能の
性前
のの
自
分

を

さ
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い

 
そ
も
そ
も

己
に
と

て

福

の
定
義
と
は

な
の
か
を
解
明
す
る

  
そ
れ
は

み
ん
な
が

し
あ日
わ
せ常

を

歌
し
て
い
る

・未
・来
・を
・生
・き
・る
・事

だ
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心
中
の

び
に
共
鳴
し

暗
い

界
が

い
た

  
・
戦
力

黒

の

剣

士

桐

谷
和
人

 

正
・
王
和
人

主

 
状

労

四

目

い
状

 
武
器

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
引
き
継
い
だ

備

Ａ
Ｌ
Ｏ

備

 
ス
キ
ル

同
上

 
お
と
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ

デ

ナ
ル

 

希
望

絶
望

 
心
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願
い

み
ん
な
が

し
あ日
わ
せ常

を

歌
す
る
未
来
を
見
る
事

 
属
性

中
立
・
中

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

自
分

七
色
個
人

無
い

 
ビ

タ

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト

 

主

未

・
王
一

 
状

万
全

い
で
パ
ワ

ア

プ
中

 
武
器

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
あ

た
も
の
全
て

神
セ
ブ
ン
が
使

て
い
た
も
の

 
ス
キ
ル

同
上

 
お
と
も

血
の

人

コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル

 

絶
望

い

 
心

血
を
流
す
黒
い
太
陽

白
の
大
地

白
骨
の

大
地
を

す
血
の
海

 
願
い

自
分
の
手
で
世
界
を
滅

し

復
讐
を

る
事

 
属
性

・
悪

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

自
分

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
負
の
想
念

七
色
を

く
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
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下
の
ア
ン
ケ

ト

に

オ
ン
リ

と
付
け
た
失

に
気
付
い
た
の
で
上

直

し
ま
し
た

に
入
れ
て
い
た
方

し

あ
り
ま
せ
ん



 番外  〜これまでの全てが、血塗られていたとしても〜

 
番
外

 

こ
れ
ま
で
の
全
て
が

血
塗
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も

  

点

キ
リ
ト

け
も
の

キ
リ
ト

 

数

約
一
万
四
千

 
あ
と
一
話
分

き
ま
す

  
泥
の

入
を

み

じ
た

 
そ
れ
を

く
よ
う
に

光
が

い
た

い
光
が

じ
ら
れ
た

界
を

ら
す

裏
を

き
理
性
を

か
し
精
神
を
破
壊
せ
ん
と
流
れ

む
泥
が

し
返
さ
れ
た

体
内
に
入
り

ん

だ
そ
れ
す
ら
も
吹
き

ば
さ
れ
る

 

く
り
と

を
持
ち
上

る
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眼
下
に
は
大
地
の
果
て
ま
で

め

く
し
揺

う
深
紅
の
海

黒
の
太
陽
か
ら
無
限
に

さ
れ
る

い
の
泥

そ
の
中
心
で
こ
ち
ら
を
見
て

を

わ
に
す
る

二
つ
の
け
も
の

ば
か
な

 
け
も
の
が

動
揺
し
な
が
ら

た

 
大
地
に

り
立
つ

ば
し

と
い泥

に
足
を

み
入
れ
た

ず

り
と
足
が

み

み

い
大
地
を

み
し
め
る
感
覚
を
覚
え
た

 

界
を
闇
が

い

怨
念
が

に

さ
れ
る

 
泥
を

し

の
体

化
さ
れ
た
心

そ
の
も
の
に

入
し
一

の
内
に

き

ま

れ
る

さ
れ
た
死
の
想
念

ぐ
術
は
無
い

そ
も

い
は

す
も
の
で
あ
り

ぐ
も
の

で
は
な
い
か
ら
だ

 

す
か

 

え
る
か

 

は

後
者
を

ん
で
い
た

 
死
に
誘
う
強

観
念
を

き
付
け
て
来
る

そ

れい
に
抗

て
強
く
強
く
心
で
念
じ
る

無
限
に

し
寄
せ
る
負
に
勝
つ
必
要
は
無
い

自
己
を
保
つ
だ
け
の
も
の
を
練
れ
ば

そ
れ
で
終
わ
り
だ
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自
身
に
光
の

子
を
集
め
る
イ
メ

ジ
を
練
る

 
そ
れ
だ
け
で

泥
に

わ
れ
た
時
と
同
じ

い
光
が
生
ま
れ

を

い
た

 
非
常
に

し
い
が

失
明
は
し
な
い

こ
れ
は
自
分
を

す
る

の
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ

そ
の

き
は

が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
そ
れ
を
強
く
し
て
い
る
の
は
こ
の
世
界
に
残

て

い
た

間
達
の

そ
ん
な
バ
カ
な

 

怒

が

い
た

 
発
生
源
は
分
か
り
切

て
い
る

惑
と

を

怒
に
塗
り

え
た

・け
・も
・の

の
も
の
だ

 
イ
メ

ジ
を

裏
で

け
な
が
ら

じ
て
い
た

を
開
い
て

線
を
向
け
る

昏
い
怒
り
を

わ
に
し
た
自

一分
が
い
た

殺
気
立
ち

手
に
黒
と
白
の
片
刃
剣
を

と
背
後
に
特

な

力
を
備
え
た
武
器
達

サ

テ

ン

武
器
の
初
期
登
録
武

を
展
開
し
た
状

で
強
く

ん
で
来
て

い
る

 
い
つ
斬
り
掛
か

て
来
て
も
お
か
し
く
な
い
臨
戦

勢

 
返

第
で
は
一

後
に
斬
ら
れ
て
い
る
と
予
想
し
こ
ち
ら
も

手
に
剣
を
握
る

手
に

黒

手
に

・

の
片
手
直
剣



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 
こ
ち
ら
の

手
の
剣
を
見
て

ツ
は
い

そ
う

を
歪
め
た

 
歪
め
ら
れ
た

は
怒
り
か
ら

惑
の
色
が
強
く
な

た

不
可
解
な
も
の
を
見
る
よ
う
に

根
を
寄
せ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
お
前

あ
の

い
を
全
身
で

び
て
い
て

心

で
そ
れ
を
呼
び
出
せ
る

の
か

お
前
に
は
不
可
能
だ
ろ
う
な

お
前
は

こ
れ
を
捨
て
た
ん
だ
か
ら

 
そ
う

て

手
に
握
る

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
剣
を
見
せ
び
ら
か
す
よ
う
に
持
ち
上

る

 
こ
の
剣
は

と
も
だ
ち

の
間

に
な

た
鍛
冶
師
リ
ズ
ベ

ト
が

自
身
の
想
い
と
世
界

解
放
の
願
い
を

め
て
鍛
え
上

た
誓
い
の
剣

間
を
想
う
自
分
が
持
つ
分
に
は

抗
は
無
い

ク
リ
ア
し
た
後
と
い
う
意
味
で
は

抗
は
あ
る

が
そ
の

間
そ
れ
も
必
ず
守
る
と

誓

た
サ

チ手
を
事
情
が
あ
る
と
は

え
危
険
な

に

め
た
事
が
あ
る

ツ
に
と

て
は
こ

の
上
な
く

い
も
の
だ
ろ
う

 
仮
に
自
分
が
同
じ
状
況
に

た
な
ら

こ
の
剣
を
握
る

格
は
無
い

と
自
ら
断
じ

捨

て
る

だ

 

だ
か
ら
ホ
ロ
ウ
は

郷
を

え
る
ま
で
の
間
エ
リ

シ
デ

タ
は
握

て
も
ダ
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ク
リ
パ
ル
サ

は
握
ら
な
か

た

 
エ
リ

シ
デ

タ
に
は
第
一
層
の

か
ら
手
に
し
て
戦

た
剣
の
魂
が

け
継
が
れ
て
い
る

コ

ル
を
始
め
数
多
く
の
人
を
殺
め
た
数
多
の
剣

剣
を
取

た
理
由
が
二

と
叶
わ
な
い
も

の
と
知

て
複

に
な

た
と
し
て
も

使
う
分
に
は
ホ
ロ
ウ
も

い
は
無
か

た
だ
ろ
う

 
し
か
し
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

だ
け
は
別
な
の
だ

 
エ
リ

シ
デ

タ

い
て
は
そ
れ
ま
で

け
継
が
れ
た
剣
達
の
源
流
に
は
人
を
殺
め

た
過
去
が
あ
る

殺
め
る
程
の
覚
悟
が
あ

た

 
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

は
そ
の
逆
だ

人
を
護
る
誓
い
と
想
い
だ
け
が

め
ら
れ
て
い
る

 
黒
が

ビ

タ

の

徴
で
あ
る
な
ら
ば

二
刀
を
以
て
希
望
と
見
ら
れ
た

黒
の
剣
士

を
構
成
す
る

ビ

タ

と
最
も
大
き
な
違
い
と
な
る

は

そ
の
存
在
だ
け
で

ツ
を
傷

付
け
る
も
の
に
な
る

 
自
身
が
持
つ

格
が
無
い
と
断
じ
て
い
る
も
の
を
自
身
と
同
一
存
在
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
持

て
い
る
と
い
う
事
実
は

な
に
よ
り
も

ツ
の
根
幹
に

く

 

ツ
は

理
想
の
道

ば
で

れ

復
讐
⻤
に
堕
ち
た
者
だ
か
ら

い
や

そ
れ
が
あ
る
か
ら
と

て
お
前
の
不

は
変
わ
ら
な
い
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そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

ツ
は
憎

し

に
こ
ち
ら
に
向
け
て
い
た

み

を
ぐ

い

と
強
気
な

み
に
無
理

理
変
え
た

勝

を
確
信
す
る

を
し
て
無
理
に
で
も
無

し

よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

四
日
間
の
不
眠
不

加
え
て
セ
ブ
ン
に
対
す
る
あ
れ

ど

を

や
し

を

使
し
て

い
る

お
前
が
ど
ん
な
武
器
を
持
ち
出
そ
う
が

に
勝
て
は
し
な
い

 

ツ
の

葉
は

全
て
真
実
だ

 
七
色

士
か
ら
話
を

く
前

大
型
ア

プ
デ

ト
が
さ
れ
た
時
点
か
ら
攻
略
の

に
ロ

キ
ル

ト
に
入
り

日
ま
で
地
下
世
界

ツ
ン
ヘ
イ
ム
で

人
た
ち
と
戦
闘

レ
イ
ン
を
ロ
キ

ル

ト
に
入
れ
た
後
は
二
日
に

て
三
刃
騎
士

を

し

め
て
い
る

そ
れ
が
三
日

間
の
事
だ

 
い
ま
で

夜
四
日
目

加
え
て

み
な
し
で
戦
い

け
て
い
る
た
め

ツ
の

う
と
お
り

が

使
さ
れ
過
ぎ
て
悲
鳴
を
上

て
い
る

 

は

ま
る
で

か
ら
歪
ん
だ
鉄
棒
の
よ
う
に

み
を
上

て
い
る

 

打
つ
心

は

を
打

た
よ
う
だ
し

全
体
が

動
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

動
し
て

い
る
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界
は
や
や

ん
で
い
る

剣
は
ま
だ
振
る
え
る
だ
ろ
う
が
正
直
万
全
に
は
程
遠
い

数
十

合
は
打
ち
合
え
る
だ
ろ
う
が

ホ
ロ
ウ
と

の
集
合
体
で
あ
る

ツ
と

ツ
が
持

て

い
る
攻
撃
手

や
シ
ス
テ
ム

な
に
よ
り
も
今
も
影

を
与
え
て
来
る

い
の
泥
を
前
に

時
間
と

り
合
う
程
の

力
は
無
い

百
合
も
交
え
ら
れ
ま
い

 

し
か
し

そ
れ
が
ど
う
し
た

勝
て
は
し
な
い

だ
と

 

ど
い

違
い
だ

違
い

 
こ
ち
ら
の

葉
に

ツ
は

し
む
声
を
発
し
た

 

間

強
く

み

み

離
を
ゼ
ロ
へ
と

め
る

 
な

と

い
声
を
上

て

目
す
る

ツ
だ
が

し
か
し

堕

ち

て
も

し
切

た

神
経
回
路
で
見
た
限
り

ツ
は
一

で
反
応
し
て
み
せ
た

 
黒
と

の
刃
が

黒
と
白
の
刃
と
交
錯
す
る

 
ぎ
ぎ

と
火
花
が

た

 
強
く

し
出
す
よ
う
に
力
を
振
り

り
な
が
ら
眼
前
に

た
白
髪

眼
の
け
も
の
を
見

え

を
開
く
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全
て
を

す

てめ
たた

お
前
に

勝

な
ど
一
分
た
り
と
も
無
い
と
い
う
事
だ

ぐ
 
強
く

い
切

て
剣
を
振
り

く

 
弾
か
れ
後
退
す
る
け
も
の
を
強
く

み

自
身
に
あ
る
モ
ノ
を
イ
メ

ジ
す
る

 

ぎ
し

と

の

が

ん
だ

 

の

が
悲
鳴
を
上

て
い
る

だ

泥
の
影

を

む

の
イ
メ

ジ
を
常
に
展
開
し
会

話

手
の
出
方
そ
の
他

の
予

に
加
え
二
刀
の

持
に
も

の
演

理
を
回
し
て
い

る

そ
こ
に
多
大
な
イ
メ

ジ

理
を
加
え
る
と
な
れ
ば
悲
鳴
を
上

る
の
も
む
べ
な
る
か
な

と

え
よ
う

 
本
来
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
や
め
る
べ
き
だ
が

は

え
て
も
う
や
め
ろ
と
い
う
体
の

び
を
無

し
た

 

は

じ
な
い

に
よ
る
無
か
ら
有
の
発
生
は

前
兆
と
し
て
発
光
の
プ
ロ
セ
ス
が

ま

て
い
る

い
や
実

光
る

で
は
な
い
の
だ
が
黒
の
太
陽
と
真
紅
の
海
に

た
さ
れ
た

こ
の
世
界
に

い
て
は

現

の

か
な
発
声
す
ら
も
光
源
に
な
り
得
る

暗
さ
が
あ
る

だ
か
ら

イ
メ

ジ
を
練

て
い
る
と

そ
れ
が
完
結
す
る
よ
り
も
先
に

知
さ
れ
て
し
ま
う
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そ
ら
来
た

 
予

し
た

り

ツ
は

離
を

め
て
き
た

 
こ
ち
ら
の
体
は

に
死
に

た
い体

し
か
し

の

が
消
え
切
る
前
の
一

だ
け
強
く

え
る

よ
う
に

に

し
切

て
い
る
手
負
い
が
ど
ん
な
手
を
出
す
か
は
予

不
可
能

場
合
に

よ

て
は

ち
覚
悟
の
手
だ

て
切
る

手
が
ボ
ス
戦
の

に

死
に

り
そ
の

に
自

身
で
す
ら
疑
う
よ
う
な

力
を
発

さ
せ
て
い
た
自
分
自
身
で
あ
れ
ば

が
最
大

に

ね
上
が
る
の
は
自
明
の
理

 
だ
か
ら

ツ
が
現
れ
た
初
撃
で
一
殺
し
て
お
き
た
か

た
が

仮
定
の
話
は
無
意
味
だ
と

思

を
切
る

 
眼
前
に

来
す
る
六
本
の
風
の
槍

コ
ン
マ

の
時
間
差
で

来
し
て
く
る
そ
れ
ら
は

と
つ

と
つ
対

し
よ
う
と
し
て
も
間
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う

全
力
で
応
じ
れ
ば
六
槍
は

る
が

突

し
て
く
る
本
体
や
他
の
武

で

た
れ
る

 

故
に

 
ま
と
も
な
対

を
す
る

と
い
う

を

外
す
る
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リ
ン
ク

オ終
フ了

 
文

を
結
び
と
し
て

想

を
終
え
る

眼
前
に
一

の

盾

が
現
れ
た

 

の
記

か
ら

び
出
し
光
を

て

化
し
た
そ
れ
は
か
つ
て
聖
騎
士
と
呼
ば
れ
た

男
が
使

て
い
た
シ
ス
テ
ム
的
に
剣
と
盾
で
一
つ
の

備
と
判
定
さ
れ
る
十

の
盾
リ
ベ
レ
イ

タ 
本
来
な
ら
盾
だ
け
の
運

な
ど
不
可
能
だ
が
こ
れ
は

が
一
年
以
上
見
て
き
て
記

に

き
付
け
た
聖
騎
士
の

備
を
想

し

シ
ス
テ
ム
に

み
取
ら
せ

化
さ
せ
た
再
現
武

故
に

の
制
限
は
存
在
し
な
い

こ
れ
が

ら
れ
て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い

か
ら
だ

 

然
こ
れ
の

力
値

値
も

外

さ
れ
て
い
る

 
こ
の
盾
の

力
を
決
定
す
る
の
は

一
つ

リ
ベ
レ
イ
タ

を

化
さ
せ
た

の
想
像

力
の
強
さ

す
な
わ
ち

の
強
さ
だ
け

思
い

み
で
は
な
く
確
信
に
至
る
程
の
強
い

想
像
で

く
反

さ
れ
る
そ
れ

 

眼
前
に
出
現
し
た
十

の
盾
に

ツ
の
六
槍
が

し
て

突
し
た

 
そ
れ
か
ら
も

で
攻
撃
を

け

め
る
盾
は

動
だ
に
せ
ず
浮
遊
を

け
た
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然
だ

あ
の
盾
は
聖
騎
士
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
使
い

け
た

備

神
聖
剣

に
よ
る
恩

も
あ

た
と
は

え
ボ
ス
を

手
に
す
ら
た
だ
の
一

も

を
破
ら
れ
な
か

た
鉄

伝
説

の

徴
だ

そ
れ
を
間
近
で
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
て
き
た
の
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
あ
の

盾
な
ら
ば

と

そ
う
強
い
確
信
を

い
て
い
る

が
再
現
し
た
盾
が

れ
る

も
無
い

 
し
か
し
な
が
ら

欠
点
が
無
い

で
は
な
い

 

い
て
は
自
分
の
想
像
を

点
に

化
し
て
い
る
も
の
は
そ
の
想
像
が
終
わ

た

時
点
で

化
も
終
わ

て
し
ま
う

意
識
が
外
れ
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
の
だ

 

が
限
界
を

え
て
い
る

が
盾
を
出
し
て
い
ら
れ
た
の
は

二

が
い
い
と
こ
ろ
だ

た

 
・そ
・れ
・を
・逆
・手
・に
・取
・る

 
実
の
と
こ
ろ

リ
ベ
レ
イ
タ

そ
の
も
の
は
浮
遊
城
最
終
戦
後
に
回
収
し
て
い
る
た
め

に
登
録
し
た
状

で
手

に
あ
る

だ
か
ら
そ
れ
を
出
し
て

を

わ
せ
れ
ば

ツ

の
負
を

た
攻
撃
を

た

 
わ
ざ
わ
ざ
負

の
大
き
い

化
を

し
た
の
は

負
の

を

ぐ

で
は
な
い

 
武
器
を

す
る
手

さ
こ
そ

が

も
上
手
だ
が
回
収
に
す
ら
想
像
の
指
示
が

必
要
な
の
で
手
間
が
あ
る

そ
の
点

化
の
再
現
武

は
想
像
を
止
め
れ
ば
勝
手
に
消
え
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る

そ
の
特
性
を

し
た

 
加
え
て

術
者
本
人
以
外
に
は
そ
れ
が

に
よ
る

武

か

に
よ
る
再

現
武

か
は
見
分
け
ら
れ
な
い

だ

 
そ
の
隙
を
突
い
て
エ
リ

シ
デ

タ
で
斬
り
掛
か
る

界
の
外
か
ら

り

ん
で
き
た
悪
魔

の

を

し
た

剣
に

ら
れ

弾
か
れ
た

 
構
わ
ず
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

で

ぐ

こ
れ
も
不
発

一
手
分
の
時
間
を
使
い
立
て
直
し
た

ツ
自
身
の
剣
で

い

な
さ
れ
た

 
反
撃
に

黒
の
片
刃
剣
が

を

て
突
き

ま
れ
る

 

を

歩
分
外

に
ず
ら
し

一

で
回

な
さ
れ
た
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
握
る

手
を
返
し

逆

し
の
よ
う
に

ぐ

が

に

り
を
入
れ
ら
れ
た

離
が
開
く

 
た
だ

て

離
を
開
け
る
つ
も
り
は

に
も

ツ
に
も
無
か

た

 

い
に
突
き
付
け
る
の
は

光
を

す
る
二

の
ボ
ウ
ガ
ン

一

目
の
引
き
金
が
同
時
に

引
か
れ

道
上
で
衝
突

四

し
た

そ
の
時
に
は
二

三

と

け
て
引
き
金
を
引
い
て

い
る
が

同
じ

数
の

で
な
く
と
も

れ
か
の

が

殺
を

こ
し
て
い
る
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の
発
光
が
世
界
を

く

ら
し
た

 

き
り
き
り
と

小
さ
な

か
な金
き切

り
お
ん

が

こ
え
る

 
遠
く
か
ら
届
く
そ
れ
を

は
無

し

み

ん
だ

  

そ
れ
は

外
の
応

だ

た

 

手
の

に
変
化
は
な
い

い
に
塗
れ
た
泥
に

み

ん
で

堕
ち
な
い
様
は
強

な
精
神

の

れ
と

え
る
が

そ
れ
は
根
性
論
で
済
む
話

 

外
な
の
は

未
だ

生
き
て
い
る
事
だ

た

 

夜
が
数
日
重
な

て
い
る
事
は
問

で
は
無
い

極
限
状

で
も
戦
え
る
よ
う

整
さ
れ
た

身
だ
集
中
す
る
時
と

く
時
と
で
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
れ
ば
出
来
な
い
事
で
は
無
い

し
か
し
そ

れ
は

を

使
し

つ

労
を
無

し
て
無
理
を

け
る
と
い
う
も
の

そ
れ
は

へ
の
ダ
メ

ジ
と
な
る

第
二
の

練
を
超
え
第
三
の

練
に

ん
だ

ツ
は
お
よ
そ
五
日
に

て

夜
問
わ
ず
不
眠
不

の
戦
闘
を

け
て
い
た

な
ら
ば

応
の
ダ
メ

ジ
が
残

て
い
る

だ

 

は
生
命
活
動
を

る
人
体
の
最
重
要
器

そ
こ
に
深

な
ダ
メ

ジ
が

さ
れ
れ
ば
肉

体
の
動
作
に
は

が
出
る
だ
ろ
う
し

意
識
に
も

ら
か
の
影

が
あ
る
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し
か
し

眼
前
に

る

は
こ
ち
ら
に
焦
点
を
定
め
て
離
さ
な
い

 

の
間
す
ら
こ
ち
ら
か
ら
意
識
を
外
さ
ず

果

に
攻
め

ん
で
く
る

握
る
武
器
を
剣

槍
刀
弓

と

時
に
切
り

え

応
す
る

は
今
に
も
死
に
そ
う
な

ど

し
て
い

る
人
間
と
は
思
え
な
い

猛
さ
が
あ

た

く
 
⻭

み
し
な
が
ら

振
る
わ
れ
る
刃
を
片
刃
剣
で

な
す

 

な
し
た
剣
は

か

た

め
ら
れ
た
想
い
で
は
な
く
そ
れ
を
振
る
う

力
の
方
が
足
り

て
い
な
い

手
加

し
て
い
る

で
な
い
事
は
目
を
見
れ
ば
分
か
る

⻤
気

る
面

と
こ
ち
ら

を
斬
る
事
だ
け
を

え
て
い
る

い
や
と
も
す
れ
ば
思

す
ら
捨
て
た
気

を
前
に
加

を
し
て
い
る
な
ん
て
予
想
は
愚
の
骨

だ

 
な
ら
そ
れ
は

本
人
が
気
付
い
て
い
な
い
だ
け

 
本
人
は
全
力
で
剣
を
振
る

て
い
る

そ
の
全
力
が

こ
ち
ら
に
と

て
は

い
一
撃
な

だ
け

故
に
こ
ち
ら
は
無
傷
だ

 
対
し
て
あ
ち
ら
は

か
ら
傷
だ
ら
け

命
傷
だ
け
は
回

や

な
し
で

て
ら
れ
て
い

な
い
が
四

の

を

た
一
撃
は
本
物
が
想

し
た

を
流
さ
せ
て
い
る

と
は

え
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定

以
上
で
死
ぬ
と
い
う
事
は
流

に
無
い

だ
か
ら
そ
れ
は
あ
く
ま
で

覚
的
な
も
の
で
し

か
な
く
ど
れ
だ
け
流
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
意
味
な
ど
無
い

常
人
な
ら
二
の
足
を

ま
せ
る
に
十

分
だ
が

手
は
あ
る
意
味
自
分
自
身
の
存
在
だ

常
人
で
な
い
事
な
ど
分
か
り
切

て
い

る 
仮
に

ツ
が
常
人
で
あ
れ
ば
自
身
の
限
界
が

に

れ
そ
れ
を
無

し

け
・命
・を
・

・や

・し
・

・く
・す
・前
・

の

な
ど
し
な
い

 

そ
の
命
を

や
す
理
由
が

な
ん
な
の
か
を

時
に
思

し

お
前

 
あ
る

の
無
い

き
気
と
共
に

を
歪
ま
せ
る

 
剣

を

ぐ

 

こ
ち
ら
の
片
刃
剣
が

き

ら
れ
た

 
力
で
は
無
い

力
や
剣
圧
で

え
ば

む
し
ろ

い
方
だ

そ
し
て
剣

の

さ
で
も
な

い

で
あ
れ
ば

刃
が

れ
た
の
は
そ
れ
以
外
の
理
由
し
か
無
い

 

だ

 

い
を
背
負
い

い
他
者
を
殺
す
想
念
に
身
を
焦
が
す
負
の

に
対
し

ツ
は
真
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向
か
ら
希
望
に
進
む

を

き

け
て
い
る

 
未
だ
見
な
い
未
来
が

明
る
い
も
の
で
あ
る
と
信
じ

剣
を
振

て
い
る

 
無

の
絶

 
ど
う
し
よ
う
も
な
く
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
だ

た
故
に
上
が

た
そ
れ

撃
す
る

刃
の
圧
が
増
し

闇
を

出
さ
せ

の

く
刃
を

み

た

 
戦
い
が
始
ま

て
初
の

命
打

 
消

車
の
放
水
の
如
く

か
ら
大

の

を

き
出
し

ツ
は
泥
の
上
を
転
が

た

ど

ど

と

い
水

が
数
回
立
つ

 
本
物
の
自
己
イ
メ

ジ
に
よ
る
一
定
ラ
イ
ン
を
超
え
れ
ば
ど
れ
だ
け
負

て
い
る
傷
も
最
初

か
ら
無
か

た
か
の
よ
う
に
再
生
す
る
肉
体
と

え
ど

い
ま
の
一
撃
は

に

え
た
ら
し

い

黒
い
泥
の
中
に

を

し

動
か
な
く
な

た

 

そ
れ
で
も

ツ
は

い
に

ま
れ
な
い

 
う

す
ら
と
だ
が
血
に
塗
れ
た

全
体
を

な
光
が

て
い
る
の
が
見
え
る

い
の

反
転
意

に
よ
る

護

お
そ
ら
く
無
意
識
の
そ
れ
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心
の

か
ら
明
る
い
未
来
が
あ
る
と
信
じ
そ
れ
に
向
け
て
歩
も
う
と
し
て
い
る
事
が
見
て
取

れ
る

 

呼

憎
ま
し
い

 
ザ
ワ
リ
と

中
に

れ
る
黒
い
感
情

 
そ
の

間

界
を
闇
が

い

怨
念
が

に

さ
れ
た

  
始
ま
り
の

は
五
種

生
命

身
体

自
由

名

様

な
罪
と
泥

と
闇
と
悪
意
が
回
り

り

け
る

を
与
え
よ
断

追
放
去
勢
に
よ
る
人
権

肉

体
を

か
し

く責
し

し
ぎ

くす
る
事
の

下

名

を

収
す
る

体

意
に
よ
る

殺

を

結
す
る
我
欲
と
裁
決
に
よ
る

  

死
ね

  

死

禁

金
と
がり

う

私
怨
に
よ
る
罪
私
欲
に
よ
る
罪
無
意
識
を

る
罪

自
意
識
を

う
罪
内
乱
勧
誘

称

強

誘

自
傷
強

放
火

破
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過
失

死

集

力

業
務

死

過
信
に
よ
る
事
故

  

死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね

  

に
よ
る
事
故

を
得
る

に

す

愛
を
得
る

に

す

得
を
得
る

に

す

自
分
の

に
■
す

罪
横

罪

罪

罪
殺
人
罪
器
物

罪

罪

罪
私
怨

に
よ
る
攻
撃
攻
撃
攻
撃
攻
撃

い

い

い

い
お
ま
え
は

い
償
え
償
え
償
え
償
え
償
え
あ
ら

る

力
あ
ら

る
罪
状
あ
ら

る

者
か
ら
償
え
償
え
償
え

  

死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね

死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね

  

こ
の
世
は
人
で
な
い
人
に

配
さ
れ
て
い
る
罪
を
正
す

の
良
心
を
知
れ

罪
を
正

す

の

を
知
れ

人
の
良
性
は

に
あ
り

り
に
も
多
く
在
り
触
れ
る
が
故
に
そ
の
裁

に
気
付
か
な
い

罪
を

す
た
め
の

力
を
知
れ

罪
を

す
た
め
の
権
力
を
知
れ

人
の
悪
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性
は

に
あ
り

り
に
も
少
な
く
在
り

い
が
故
に
そ
の
存
在
が
浮
き

り
に
な
る

百

の
良
性
と
一
の
悪
性

バ
ラ
ン
ス
を
取
る

に
悪
性
は
強
く

き
有

無

の
良
性
と

抗
す
る

強
大
で
凶
悪
な

悪

と
し
て
君
臨
す
る

  

に
■
す
自
分
の

に
■
す
自
分
の

に
■
す
自
分
の

に
■
す
自
分
の

に
■
す
自
分
の

に
■
す
自
分
の

に
■
す
勧
誘

称

強

誘

自
傷
強

放
火

い

い

い

い
お
前
は

い
償
え
償
え
償
え
償
え
償
え
あ
ら

る

力
あ
ら

る
罪
状
あ
ら

る

者
か
ら
償
え
償
え

死
ん
で

償
え

  
泥
を

し
体
を

し
自
分
の
根
幹
た
る
人
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

さ
れ
た
死
の
想
念
が

時
に

き

ま
れ
た

 
自
分
の
存
在
が

く
な
り

む上
し書
ばき
まさ
れれ
るる

感
覚

己
の
思

が
構

し
た
憎
ま
し
い
と

い
う
感
情
コ

ド
に

い
に

ま
れ
た
コ

ド
が

反
応
し
共
鳴
し

大
化
し
絶
大

な
も
の
と
な

て
自
身
に
帰

て
来
る
そ
れ
に

抗
う
術
は
無
い

 
人
は
善
悪
表
裏
一
体
の
生
き
物
だ
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し
か
し
己
の
悪
性
を
直

し
そ
れ
を
容
認
す
る

の
持
ち
主
は

有
だ

こ
れ
を

け
て

正
気
で

ら
れ
る
と
す
れ
ば

け
た
負
以
上
の
希
望
を

い
て
我
武
者
羅
に

進
し
て
い
る

か
あ
る
い
は
そ
の
負
す
ら
も
背
負
う
覚
悟
を
持

た
王
者
だ
け

だ
か
ら

た
だ
び
と人

で
は

え
ら
れ

な
い

 

そ
れ
を

 
そ
れ
を

ツ
は

え

い
た

え
浮
遊
城
で
の
戦
い
を
終
え
た
と
い
う
の
に
誓
い
を

め
た
剣
を
取

て
い
る

 
も
し

が

ツ
な
ら
ば

浮
遊
城
か
ら
の
解
放
を
誓

た
そ
の
剣
は
使
わ
な
か

た
だ
ろ
う

し
か
し

ツ
は
使

て
い
る

な
ら
ば
逆
説
的
に

ツ
に
と

て
の
浮
遊
城
の
戦
い
は

い

て
い
て

い
ま
こ
の
戦
い
は

そ
の

⻑
戦
に
あ
る
と
い
う
事
だ

 

し
た
少
女
セ
ブ
ン
に
対
し
使
わ
な
か

た
剣
を
使

て
い
る
と
い
う
事
は
そ
う
い
う
事

だ 
そ
し
て

そ
の
剣
を
振
る
う
と
い
う
事
は

つ
ま
り

お
前
は

ま
だ
そ
ん
な
も
の
の

に
戦
う
の
か

 

を
立
て

呼

を
整
え
る
原

に

う
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に
も
感

さ
れ
ず
あ
ろ
う
事
か
救

て
い
る
人
間
に
裏
切
ら
れ
大
切
な
も
の
を

み

に
じ
ら
れ
て

そ
れ
で
も

ま
だ
そ
ん
な
も
の
の

に

 
お
前
は

 

シ
ン
イ

心

を

す

 

と
黒
の
泥
に

ら
れ

闇
の
太
陽
に

配
さ
れ
た
天
地
が
変
動
す
る

 
再
現
さ
れ
た
の
は
天
城
の
テ
ラ
ス

第
一
層
外

部

黒
鉄

を

け
た
先
に
広
が
る
雲

海
を
一
望
で
き
る

場

か
つ
て

と
な
く
自
身
が

と
さ
れ
た
場

で
あ
り
大
切
な
存

在
を
殺
さ
れ
掛
け
た
場

 
救
い
護

た
人

に
よ
り

明
確
に
身
内
を
傷
付
け
ら
れ
た
罪
業

 
戦
い
に

れ
心
を

り
死
を

け
入
れ
生
へ
の

を
完
全
に
捨
て
る
原
因
と
な

た

原
点

 
そ
れ
を
表
す
よ
う
に
ボ
ロ

を

せ
ら
れ
た

を

わ
に
す
る

じ少
せ
い女

が
二
人

そ
の
二
人

を
取
り

み

下

た

み
を
浮
か
べ
る
二
十
人
近
く
の
男
達

 

男
達
の
七

が

上
か
ら

と
さ
れ
た

に
よ
り
絶
命
す
る

 
直
後

ラ

イ電
トを
ニ

ンら
グせ
・る
フ

下
突

ルき
で

地
し

さ
れ
た
二
人
を
見
て
殺
気
立

た
か
つ
て

の
自
身
が

男
達
を
斬
り
殺
す
場
面
が
展
開
さ
れ
る
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キ
バ
オ
ウ
の
手
に
よ
り

苦
し

れ
に
も
二
人
を
外

部
か
ら
放
り
投

ら
れ

 
手
を

ば
し
て
も

届
か
な
か

た
そ
の

間
も

 

そ
れ
が
決
定
打
だ

た

 
最
初
か
ら
向
け
ら
れ
て
い
た
殺
意

そ
れ
が
自
身
の
理
解
者
達
に
向
け
ら
れ
る
事
を
恐
れ

え
て

離
を
取
り
振
る
舞

て
い
た
の
に
こ
ち
ら
の
対
策
を
超
え
て
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
が

わ
れ

そ
し
て
リ

フ

と
シ
ノ
ン
が

わ
れ
た

こ
れ
が
ヒ
ト
だ

こ
れ
が
ヒ
ト
の
本
性
だ

 
ど
れ
だ
け
善
を

お
う
が
抑
え
よ
う
の
な
い

悪
性
が
ヒ
ト
の
本

だ

 
感
情
を

め
て

ぶ

 

に

生
の
感
情
な
ど
あ
る

も
無
い
と
い
う
の
に

 
人
で
あ

た

に

ん
だ
時
よ
り
複

な
も
の
を

め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
も
の
だ

た

ヒ
ト
に
裏
切
ら
れ
見
捨
て
ら
れ
傷
付
け
ら
れ
て

そ
れ
で
も
自
分
さ
え
裏
切
ら
な
け
れ

ば

時
か
報
わ
れ
る
と
信
じ
た
結

が
コ
レ
だ
と

忘
れ
た

じ

な
い
だ
ろ
う

 

を

み

め

る

離
を

め

手
に
握

た
一
対
の
片
刃
剣
を
交
差
さ
せ
て
振

り
下
ろ
す
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あ

 

ツ
は

速
に
対
応
し
た

を
突
い
た
ま
ま
で

手
に
握
る
黒
と

の

刃
剣
を
交
差

し

翳
す

二
本
の
片
刃
剣
が

二
本
の

刃
剣
と
衝
突
し
た

 

い
の

の
あ
い合
な
か中

で

火
花
が

た

ヒ
ト
は

ヒ
ト
を

に
し
て
生
き
る
ケ
ダ
モ
ノ
の

称
だ

 
圧
力
を
掛
け
て

を
保
ち
な
が
ら

そ
う

う

 
そ
れ
は
本
心
だ

 
そ
し
て
自
分
達
が
分
か
た
れ
る
前

二
人
を
救
う
た
め
に
外

部
を

び

り
た
時
よ
り

前
に
悟

て
い
た
事
で
も
あ
る

こ
の
認
識
は

い
に
身
を

し
た
自
分
の
も
の
だ
け
で
は
な

い

眼
前
に

る
原

も

同
じ
も
の
を

い
て
い
る
の
だ

 

故
な
ら

こ
の
認
識
は
浮
遊
城
よ
り
も
以
前
に
構

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
故
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
い
ま
の
お
前
が
ハ

キ
リ
と
思
い
出
せ
る
か
は
知
ら
ん

だ
が

は

に
な

て
か
ら
全
て
の
記

が

明
に

る
よ
う
に
な

た
か
ら
ま
る
で

日
の
事
の
よ
う
に
思
い
出

せ
る

一
面
に

し
て
い
た

あ
の

死
の

い
を
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目
が

め
ら
れ
た

 

ツ
の
意
識
が
得
物
か
ら
こ
ち
ら
に

た
の
を
見
て
剣
を
弾
く

け
反

た

手
に
追

撃
を

き

む

が

反
撃
の

り
を

に
入
れ
ら
れ
た

 

離
を
取
る

あ
ち
ら
も

離
を
取
り
そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
の
出
方
を
探
り
始
め
た

そ
の
フ

リ
を
し
て
い
る
だ
け
で
実

は

か
な

息
を
得
る

な
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
も
構

わ
な
い

ツ
が
未
だ
に
生
き
て
い
る
物
理
的
な
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
手
に
す
る
二
振
り

の

刃
剣
が

在
な
の
は
こ
ち
ら
の
負
に

す
る

を

や
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な

い 
そ
の
根
幹
に
は
心
が
あ
る

 
な
ら

ま
ず
は
そ
れ
を

る

 
そ
の
た
め
に

葉
を

や
す

が
あ
る
な
ら
少
し
で
も
多
く

葉
を
紡
ぐ

一

の

葉
は

桐

谷
和
人
を
傷
付
け
得
る
の
だ
か
ら

  

世
界
が
変
容
す
る
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の

裏
に
浮
か
ぶ

明
な

き
ろ
く

記

り
の
世
界
が

現
し
た

 
一

で
表
現
す
る
な
ら

そ
れ
は

殺
場

だ

た

 
血

の
浮
い
た

と

鉄
の

に
は
黒
ず
ん
だ
ボ
ロ

に

ま
れ
た
ヒ
ト
ガ
タ
の

か

が
横
た
わ

て
い
る

限
り
あ
る
果
て
の
ど
こ
も
か
し
こ
も
そ
の
在
り
様

 

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 

に

ん
だ

の
中
か
ら
は

怨
嗟
の

び
が
木
霊
し
て
い
る

 

そ
れ
は

生
者
を
怨
む

の
う
た

 
意
味
な
ど
無
い

絡
を
得
な
い
無
意
味
な

の
羅
列
は
だ
か
ら
こ
そ
本
能
が

に
現
れ

る

紡
が
れ
る

は
怨
嗟
の

文

か
つ
て
は
救
い
を
求
め
る
声
だ

た
そ
れ
ら
は
い
ま
は
他

者
を
憎
み
恨
み

う

へ
と

だ堕
し
て
い
た

こ
れ
は

記

に
あ
る
光

と
違
う

か

 
そ
れ
は

然
だ

別
た
れ
る
前
の

達
が
浮
か
べ
て
い

た
も
の
と
違
う
の
は
デ
ス
ゲ

ム
に

め

ま
れ
た
ヒ
ト
の
悪
性
を
背
負

て
い
る
か
ら
だ

死

に

く
彼
ら
は
生
を
求
め
て
い
た
が

生
き
る
ヒ
ト
は
他
者
の
死
を
求
め
て
い
た

こ
れ
は

そ
れ
を

し
た
世
界
だ
よ
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み黒
ぎ

の
剣
を

く

い
で
こ
の
光

を
知
ら
し
め
る

 

が

く
心

い
に
感
化
さ
れ
た
影

で
出
し
た
世
界
は
あ
く
ま
で
個
人
的
な
も
の
で
し

か
な
い

し
か
し

か
つ
て
こ
こ
に
入
れ
ら
れ
た
経

そ
の

設
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う

事
実
は

れ
も
な
い
真
実
だ

 
ヒ
ト
の
醜
い
欲
望
が
作
り
出
し
た
こ
の

殺
場
の
存
在
こ
そ
が
ヒ
ト
の
悪
性
を
証
明
し
て
い

る 
そ
こ
に

た
人
達
の

現
が
上

る
声
が
生
を
望
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
と
他
者
の
死
を
望

む
も
の
で
あ
ろ
う
と

そ
ん
な
事
は

な
問

 
重
要
な
の
は

一

が
こ
の
経
験
を
し
た

と
い
う
事
実

堕
ち
る

ま
で
堕
ち
た
と
は
こ
の
事
だ
ろ
う
さ

ヒ
ト
を

友
人
を

学

と
い
う

会
を

そ
し
て

肉
親
を
信
じ
た
果
て
に

達
は
こ
の

け
ん
き

う
じ

殺
場
に

り

い
た

 
滲
む
よ
う
に

世
界
が

か
に
変
容
し
た

 
監
獄
が

ぶ
回
廊
か
ら
一

三
十
メ

ト
ル

ど
の
正
方
形
の
部

の
中
で
自
分
達
と
変

わ
り
な
い
年

の
子
が
兇
器
を
手
に
殺
し
合
う
風

と
り

と
り
の
容

す
ら
克
明
に
な

て
い
る
の
も

に
よ
り

さ
が

さ
れ
た
が
故
の
も
の
か
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そ
の
中
で

一

小
さ
な
子

が

別
の
子

を
殺
し
て
い
た

 

だ

た

 
肉
親
に
捨
て
ら
れ

に
知
ら
な
い
人
間
か
ら
実
験
動
物

い
を

け
て
生
き
残

て
い
く

に
つ
れ
人
体
実
験
を

け

け
て

に
感
情
を
殺
し
て
い
く
様
が
再
現
さ
れ
る

 
手
に
し
た

刀
を

ど
こ
の

と
も
知
れ
な
い
子

の

に
突
き
立
て
て

絶
命
さ
せ
る

 
そ
の
背
後
か
ら
襲
い
掛
か

た
子

を

け
て

生
ま
れ
た
隙
を
突
い
て

刀
を
逆
手
に
持

ち

動

を

く
斬
り

絶
命
さ
せ
る

り

い
て
か
ら

わ
れ
る
ま
で
の
間

達
は
い

た
い

つ
の
命
を
奪

た
事
か

 
そ
の

え
は

に
な
る
前
か
ら
分
か

て
い
た

 
１
８
２
人

 
そ
れ
が

を

め
ず

な
同
じ
境
遇
の

ニ実
ン験
ゲ動
ン物

を
殺
し
た
数

し
て
か
ら

を

め
れ
ば

に
２
０
０
は
超
え
て
い
る

そ
し
て

デ
ス
ゲ

ム
を
終
え
る
ま
で
の
間
に

ど
れ
だ
け
の
命
を
奪

た
事
か

 
あ
の
外

部
か
ら

ち
た
時
点
で

達
が
人
を
殺
し
た
数
は
８

２
人

そ
れ
か
ら
は

と

ツ
で
存
在
が
分
か
た
れ
た
の
で
最
終
的
な
数
に
差
が
生
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が

に
す
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れ
ば

変
わ
ら
な
い

だ

 

そ

０
０
人
の
命
を
殺
め
て
い
た
事
に
な
る

最
終
的
に
お
前
が

練
全
て
を
突
破
し
た
事
で
最
初
期
の

者
以
外
の
死
者
は
無
か

た

が

だ
が

 
手
に
掛
け
た

全

が
他
者
を
傷
付
け
殺
め
て
い
た
者
達
だ

た

た

た
一
万
人
足

ら
ず
の

一

世
界
人

六
十

の
内
実
に
六

の
ヒ
ト
が
他
者
を
殺
す
事
に

が
無

い

に
な
る

無
論
年

や
地

に
よ

て
差
異
は
あ
る
だ
ろ
う
し
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
異

常
事

を
現
実
に

て

め
る
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
は
あ
る

 
だ
が

論
点
は

そ
こ
じ

な
い

達
が
手
に
掛
け
た
の
は

全

が
他
者
を
食
い
物
に
し
て
い
た
者
ば
か
り

過

な
報

復
を
以
て
抑
止
力
と
し
た
に
も

わ
ら
ず
お
よ
そ

０
０
人
が
目
に

る

ど
だ

た

そ
し

て

達
に

一

と
い
う
だ
け
で

心
を
向
け
て
き
た
の
は

に
千
人
を
超
え
て

い
た

た

た
一
万
人
の
集

で

一

を

に
超
え
て
い
た
ん
だ
ぞ

 
そ
し
て

と
だ
り

白

の
剣
を
突
き
付
け
る

そ
の
一

り
の
ニ
ン
ゲ
ン
が

達
の

者
と
い
う
だ
け
で
他
者
の
命
を
危
ぶ
め
た
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リ
ズ
ベ

ト
達
も

リ

フ

達
も

 
ア
キ
ト
は
オ
レ
ン
ジ
を
先
導
し
て
レ
イ
ド
一
つ
分
を

全
滅
さ
せ

郷
は
自
身
の

の

に
一
万
の
人
を

に
す
る
事
を
良
し
と
し
て

  

世
界
が

る

  

の
黒
の
太
陽
と
泥
の
心

に

た

整
然
と
し
た
思

回
路
を
以
て
し
て
も
構

さ
れ

た

情
を

え
き
れ
な
く
な

て
い
た

こ
れ
が

か
に
残

た
人
ら
し
さ
な
の
か
は
分
か

ら
な
い

 
分
か
ら
な
い
ま
ま

葉
を

け
て
い
た

一

に
直
に
会

た
事
も
無
い
人
間
が
風

を

み
に
し
て

め
て

実

に
見

て
も
才
能
だ
け
で
見
下
し
て
力
を
見
て
も
正

に

価
せ
ず

者
と
い
う
だ
け
で

共

め
る

そ
ん
な

中
を

ど
う
し
て
お
前
は
守
ろ
う
と
す
る

 
語
気
が

く
な
る

 
構

さ
れ
る

情
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い

た
だ
こ
の
身
を
焦
が
す
衝
動
の
ま
ま
に
剣

を
振
り
か
ぶ
り
力

せ
に

き
付
け
る

ツ
は
二
振
り
の
剣
で
応
じ
る
が

な
し
切
れ
ず
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体
勢
を

し
た

護
る
価
値
な
ど
無
い

護

た
と
こ
ろ
で

達
が
護
ろ
う
と
す
る
全
て
を
傷
付
け

め

奪
い
去
る
だ
け
だ

 
自
ら

を
生
か
し
た
と
こ
ろ
で

に
な
る

 
体
幹
を
揺
ら
が
せ
た

ツ
に
追
撃
を

き

む

ギ
リ
ギ
リ
で
二
振
り
の

刃
剣
が
振
る
わ
れ

る
も

こ
ち
ら
の

道
を

も

ら
せ
ず
弾
か
れ
た

 
片
刃
が

く
肉
を
切
る

 
ざ
ぐ

と
生

し
い

が
立
ち

手
に
そ
の
感
触
が
伝
わ

た

い
い
や

に
も
な
ら
な
い

た
だ
お
前
の
自
尊
心
が

た
さ
れ
る
だ
け

の
助
け
に

も
な
ら
ず

の
救
い
に
も
な
ら
な
い
無
価
値
な
行
動
だ

 

黒
の
片
刃
剣
を
振
り
上

る

そ
し
て
そ
れ
が
己
の
全
て
を
喪
う
事
に
繋
が
る

甘
さ
の
極

無

の

極
そ
れ
を
自

覚
し
て
い
な
い
の
に

か
の

に
と
醜
悪
な
様
を
晒
しの

た
まう

な
ど
思
い
上
が
り
もは

な
はだ

し

い 
怨
嗟
の
怒
声
と
共
に
振
り
下
ろ
す

 

の

刃
剣
が
横
合
い
か
ら
振
る
わ
れ
る
が

や
は
り
無
意
味

か

ん
と

い

と
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共
に
弾
か
れ
た

手
か
ら

ん
で
い
か
な
い
の
は

ツ
の
意
地
が

す
技
か

 

そ
れ
も

無
意
味
に
終
わ
る

 
黒
の
刃
は
深

と

の
中
心
を

い
た

白
の
刃
も
黒
の
刃
の

に
突
き
立
て
る

ご

り
と

ツ
が
血
を

い
た
が

そ
れ
も
無

し
て
根

ま
で
突
き

む

 

あ
あ

そ
う
だ

か
の

に

と
い
う
想
い
が

だ

た
か
ら

れ
た

  
二
本
の
片
刃
剣
か
ら
手
を
離
し
新
た
に
魔
の

剣
を
手
に
し
振
る
う

黒
の

刃
剣
に

ま
れ
る
も

く
弾
い
て
ま
た
突
き

む

自
分
が
殺
し
あ
る
い
は
近
く
で
殺
さ
れ
死
に

く
名
も
知
ら
な
い
彼
ら
の
声
を

い
て
い

た

は

一
人
の
⻘
年
の
声
を
契
機
に
立
ち
返

た

 

今

こ
そ
は

救
え
る
者
は
救
お

う

と

 

殺
め
る
事
な
く
救
お
う

と

 
水
の

剣
を
取
り
出
し

に
突
き

む

そ
れ
が
最
初
の
時
点
で
破

し
て
い
る
事
に
気
付
く
事
無
く
た
だ
強

観
念
に
突
き

動
か
さ
れ

り

け
た
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の
刀
を
握
り

を

つ

道
で
背
面
か
ら
突
き

む

だ
が

そ
れ
は
偽
善
だ

人
を
殺
し
て
成
り
立
つ
人
助
け
で
は

も
救
え
な
い

そ
も
そ
も

救
う
た
め
に

か
を

に
し
て
い
る
の
で
は

を
救
う
べ
き
か
も
定
ま
ら
な
い

 
風
の
六
槍
を
四
方
か
ら
突
き
入
れ
身
動
き
を
取
れ
な
く
す
る

そ
こ
に

手

の
金
色
の
大

手

の
分

い
十
手
星
を

た

の
片
手

を

き

み
氷
の
大
楯
で

し

す

 

上
か
ら

の
光
を
無
数
に

ら
せ
る

 

氷
が

か
れ

白
い

が
立

た

 
そ
の
中
で
数

の
武
器
に

殺
さ
れ
な
が
ら
原
形
を

め
て
い
る
ヒ
ト
ガ
タ
を
認
め

を

歪
め
る

 
未
だ
心

れ
な
い
な
ど
と
あ
り
得
る
の
か

そ
ん
な
疑
問
が

を

る
が
す
ぐ
に
思

を

捨
て
る

足
り
な
い
の
で
あ
れ
ば

き

む
だ
け
だ

故
に
そ
の
理
想
は
破

し
て
い
る

自
分
よ
り
も
他
人
が
大
事
だ
と
い
う
思
想

も
が

福
に
生
き
て
い
て

し
い
と
い
う
願
い
な
ど

空
想
の
お

だ
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え
は
無
い

 
い
や
そ
も
そ
も
こ
ち
ら
の

葉
を

い
て
い
る
か
も

に

し
い

ツ
は
物
理
的
に

死
に
体
だ

た

そ
こ
に

い
を
た

り

め
た

の

撃
を

き

み
極
め
つ
け
に

い
を

め
た
武
器
を
複
数
突
き
立
て
て
身
動
き
を
取
れ
な
く
し
そ
の
上
で

葉
で
心
を
責
め
立

て
て
い
る

 
こ
れ
で

肉再
体

の不
原能
型に
を

保

てて
てい
いな
るい

時
点
で

常
で
は
な
い

 

だ
が

も
う

無
い

 
こ
の
ま
ま

し
切
る
だ
け
だ

武
器
を

し
て

の
楔
は
撃
ち
終
え
た
最

回

は
不
可

能

葉
に
よ
る
責
め
苦
で

を
練

た

も
不
可
能

そ
の
偽
善
を

い
て
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
お
前
は
い
ま

で
そ
の
理
想

を

い
た
ま
ま
溺
死
し
ろ

 
生
き
る
価
値
無
し

そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
の
人
生
に
価
値
は
無
い
と

い
捨
て
て
手
を
虚
空

に
翳
す

 
重
く

世
界
が
鳴
動
し
た

 
発
生
源
は
黒
の
太
陽

未
だ
泥
が

れ
出
る
空
に

か
り
と
開
い
た
大
穴
か
ら
重
い

き



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

を
立
て
て

と
黒
に

ら
れ
た

剣
が

を
現
す

 

か
ら
切

先
ま
で
一
色
の
そ
れ
は
禍

し
い
オ

ラ
を
放
ち
な
が
ら
切

先
を
原

に

定
め
た

自
身
の

つ悪
う性

に

ま
れ
て

そ
し
て
死
ね

 
手
を
振
る

 
同
期
し
て

剣
が
原

目
掛
け
て

め
に

来
し
た

  
生
き
る
価
値
無
し

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か

そ
の
人
生
に
価
値
は
無
い
と

け
も
のツ

は

い
捨
て
た

 
意
味
合
い
こ
そ
異
な
れ
ど
そ
れ
は
か
つ
て
自
身
に

正
を

し
た
義
姉
と
同
じ

葉
だ

た

だ
違
う
の
は
彼
女
が

を
想

て
過
ち
を
正
そ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し

ツ
の
主

は

と
同
じ
く
矛
盾
を

ん
だ
も
の
で
あ
る
事

 
義
姉
や

間
達
を
想
い

怒
り
を

わ
に
し
て
い
る
か
と
思
え
ば

 
自
身
が

わ
れ
な
き
風

で

め
ら
れ
て
い
る
現
状
に
怒
り

憎
し
み
を

わ
に
し

 

お
そ
ら
く
ア
キ
ト
や

郷
の
事

を
生
か
す
判
断
に
対
す
る
怒
り
を
見
せ
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こ
れ
ま
で
自
身
が
取

て
来
た
行
動
や
矛
盾
し
た
思
想
と

動
に
対
す
る
怒
り
を

い
放

た 

と
つ

と
つ
を
見
れ
ば

も
が

く
だ
ろ
う

し
か
し
そ
れ
は
全
て
一
人
の
ニ
ン
ゲ
ン
が

い
た
も
の
で
あ
り

矛
盾
を

ん
だ
も
の
で
あ
る

 
ア
キ
ト
へ
の
憎
し
み
を

い
て

を
別

た
ホ
ロ
ウ
と

全
て
を
憎
む

と
が

ざ
り

合

た
事
で

そ
れ
が

わ
に
な

た
の
だ
ろ
う

 
無
論
義
姉
か
ら

正
を

け
て
い
な
い
の
も
大
き
な
理
由
の

だ

そ
し
て
そ
の
事

を

ツ
は
知
ら
な
い
か
知

て
い
て
も

え
て
無

し
て
い
る

い
や

と

合
し
て
い
る

の
な
ら

そ
れ
を
知
ら
な
い

が
な
い

 

に
論
理
的
な
思

は
喪
わ
れ
て
い
る

 
い
ま
は
た
だ

・人
・ら
・し
・く

衝
動
の
ま
ま
に
全
て
を

け
出
し
て
い
る
だ
け
だ

 

そ
ち
ら
の
方
が

ぐ

と
く
る
も
の
が
あ

た

 

ツ
の

い
分
は
非
常
に
よ
く
分
か
る

真
実
自
分
自
身
の
も
の
だ
け
で
な
い
と
は

え

ツ
が

に
し
た

葉
は

全
て

に
理
解
と
共
感

得
を

か
せ
る
も
の
だ

た

故
な

ら
ホ
ロ
ウ
は

正
を

け
な
か

た

で
あ
り
そ
の
憎
し
み
な
ど
は

が

い
て
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い
る
モ
ノ

だ
か
ら
だ

 
今
の

は

と

合
し
て
い
な
が
ら
復
讐
を
二
の

に
し
て
い
る
だ
け
の
存
在

 
故
に

い
て
は

一

が

い
て
い
た
恨
み
や
憎
し
み
は
こ
の
身
に
未
だ

残

て
い
る

だ
か
ら
自
分
も

ツ
と
同
じ
存
在
に
堕
ち
る
可
能
性
が
残

て
い
る

 
だ
が

負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

 
数
多
の
刃
に

か
れ

り
付
い
た
体
を
動
か
し
ど
う
に
か

線
を
上
に
向
け
る

天
に
翳

さ
れ
た
手
が
ち

う
ど
下
ろ
さ
れ
空
に
あ
る
黒
い
太
陽
か
ら

の

剣
が

ち
る
と
こ
ろ
だ

た 

ア
レ
こ
そ

ツ
が

み

ま
れ
た
負
の
根
幹

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
生
き
た
全
て
の
プ
レ
イ

か
ら
零
れ

ち
た
感
情
の
内
の
負
だ
け
が

さ
れ

た
悪
性
情
報

 

う
な
れ
ば

こ浮
の遊
世城

全
て
の
悪

 
果
て
ま
で
広
が
る
泥
の

で
は
無
い
負
の
圧

感
が

身
を
襲
う

こ
れ
ま
で
と
は
ま

た
く

違
う
モ
ノ
だ
と
本
能
が
全
力
で

を
鳴
ら
す

ア
レ
に

ま
れ
れ
ば
ど
れ
だ
け

え
よ
う
が
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な
い

え
る
た
め
の
心
か
ら

か
し

り

そ
し
て

ら
せ

変
容
さ
せ
る
だ
ろ
う

リ
ン
ク

 
体
の
内
と
外
か
ら
負
を
流
し

ま
れ

裏
に

さ
れ
た
地
獄
が

き
付
く
中
で
も

を
練
る

 
全
身
が

す
る
よ
う
に

く

し
か
し

く
感
じ
る

の

が
一

大
き
く
揺
ら
ぐ

が

ま
た
無

し
て

思

回
路
を
回
す

 
未
だ
命
は
あ
り

肉
体
は
生
き
て
い
る

 
な
ら
ば
届
く

 

届
か
せ
る

壊
れ
て
い
る

が
あ
る
な
ら
壊
れ
て
い
な
い

で
代
償
し
補
う
ま

で
の
事

あ
る
も
の
全
て
が
壊
れ
れ
ば

無
い
も
の
か
ら

動

し
て
作
り
上

る
だ
け
の
事

 
全
て
を

や
し
て
い
な
い
の
な
ら
い
ま

で
全
て
を
つ
ま
び
ら
か
に
解
明
し
最

へ
と

手
を
届
か
せ
る
だ
け

  

間

ぶ
つ
ん

と

界
が
暗
転
し
た
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番
外

 

い
ま
を
信
じ

悪
を
以
て
悪
を
制
す

  

点

キ
リ
ト

ホけ
ロも
ウの

 

数

約
一
万
五
千

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ

の
衛

士

対
ア

チ

の
戦
い

て

く
イ
イ
よ
ね

参

  

ツ

け
も
の
の

い
分
は

自
分
自
身
が
心
か
ら
共
感
出
来
る

ど

ど
正
し
い
も
の
だ

た

 
け
れ
ど

か

を

忘
れ
て
い
る
と
思

た

  
じ

ご

く

捨
て
ら
れ
る
前
の
光

を
見
た
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じ

ご

く

て
ら
れ
て
か
ら
の

殺
場
を
見
た

 
じ

ご

く

わ
れ
て
か
ら
の

を
見
た

  

憎い
しず
みれ
に己
堕が
ち

たる
場だ
合ろ
のう
じ
ご
く

自
分
を
見
た

  
泥
を

し
そ

れい
を
見
せ
ら
れ
て
い
く

 
ぶ
つ
切
り
で
繋
が
れ
た
数

の
地
獄
の
光

一

を
構
成
す
る
原
風

の
数

 
そ
の
一
つ
に

闇
を
背
負
い
抗
う
記

が
あ

た

 

か
の

に
と
想
い
己
を

に

序
を
体
現
し
た
人

そ
う
す
る
だ
け
の
経

は

無
く

応
の
理
由
も
無
く
た
だ
そ
の
想
い

と
つ
で
そ
の
身
を

に
し
た
ビ

タ

 
あ
る
意
味
の

悪
の
根
源

 

一

が

く
理
想

己
を

に
し
て
で
し
か
そ
の
価
値
を

り
出
せ
な
か

た
無
能

の
発

 

そ
の
果
て
が

ツ
だ

 

ツ
は

一

の
理
想
だ

ヒ
ト
で
な
く
な
り
な
が
ら
も

そ
の
身
を
世
界
に
ヒ
ト
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に

集
さ
れ
る

い
か
ら
浮
遊
城
を
護
り
正
し
い
終
焉
ま
で

持
さ
せ
た

人

を
護

る
た
め
だ
け
に
背
負
う
必
要
の
な
い
悪
性
を
背
負

た

 

そ
の
行
動
は

い

た
い

の

な
の
か

 

中
に

い
た
疑
問

 

え
る
ま
で
も
な
い

い
ま
で
こ
そ
憎
し
み
に
堕
し
て
い
る
が

を
正
せ
ば
同
じ
人
間
だ

た

記

は
お
ろ
か
記

の

け
取
り
方
に

す
る
精
神
性
ま
で
も
が

同
一

で
あ
れ
ば

己
を

て
護
る
行
動
が
な
に
に
よ
る
も
の
な
の
か
は

必
然
的
に

と
つ
し
か
浮
か
ば
な
い

 

ツ
は

そ
の
行
動
を

・悔
・い
・て
・い
・る

 
身
内
を
救
う
事
は
構
わ
な
い

だ
が
そ
れ
に
他
の
憎
い
者
達
を
救
う
事
が

ツ
は
許
容
出

来
な
か

た

 
そ
れ
は

ツ
が
け
も
の
に
な
る
以
前
ホ
ロ
ウ
で
あ

た

か
ら
の
精
神
性

自
分
と

を
別
つ
事
に
な

た
実
兄
へ
の
裁
定
に
よ
る
差

 

あ
の
世
界
か
ら
解
放
さ
れ
る
前
に

一

夢
を
見
た

 
一
年
足
ら
ず
し
か
過
ご
さ
な
か

た
和
風
の
家

月
に

ら
さ
れ
た
夜
に
目
を
醒
ま
し
リ
ビ

ン
グ
に
出
て

そ
こ
で
出
会

た
最
後
の
ホ
ロ
ウ
と
語
ら

た
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ま
る
一
日

心
行
く
ま
で
未
来
を
語
ら
い

た

 
そ
れ
で
も

 

生
き
る

に
ホ
ロ
ウ

義
姉
を
殺
し
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ホ
ロ
ウ
は

容
れ
な
い
存
在
だ

し
か
し
彼
女
は
そ
れ
を
知

た
上
で
義
姉

と
し
て

し
こ
ち
ら
の
先
行
き
を
慮
り

ま
る
で
後

ま
で
引
き
ず
ら
な
い
よ
う
に
と
あ

ら

る
も
の
を

さ
ら

け
出
さ
せ
た

 
悔
い
も
怨
み
も
一
切
見
せ
ず

 
義
姉
は

ん
だ

 

も
う
行
き
な
さ
い

和
人

 

ど
れ
だ
け
似
せ
よ
う
と
あ
た
し
は
ホ
ロ
ウ
と
い
う
偽
物

あ
な
た
の
気
持
ち
は

し
い

け
れ
ど

だ
か
ら
こ
そ

け
取
れ
な
い

 

い

し

に
生
き
た
い
人
達
が

る
の
で
し

う

 
複

な
心
境
だ

た
事
は

え
て
い
る

 
ホ
ロ
ウ
で
あ
る
以
上
ど
こ
か
に
限
界
は
あ
る
だ
ろ
う

ま
し
て
や
義
姉
が
使

て
い
た
ハ

ド
は
ア
ミ

ス
フ

ア

ナ

ヴ
ギ
ア
と
異
な
り
大

の

ど
を

て
い
な
い
と
い
う
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バ
イ
ザ

型
の
ハ

ド
で
は

の
ス
キ

ニ
ン
グ
を
行
う
の
も
限

が
あ
る

だ

し
た
が

て
ま
ず
間
違
い
な
く
自
分
の
ホ
ロ
ウ
達
よ
り
は
精

が

く
な
る

 
し
か
し

そ
れ
で
も

本
人
と
同

 
向
け
ら
れ
る
感
情
が
同
じ
で
あ
れ
ば
自
分
は
実

的
に
義
姉
殺
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

で

 

あ
な
た
は

あ
な
た
の

し
あ世
わ
せ界

を
求
め
な
さ
い

 
そ
の
苦
悩
を

り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
と

で
あ
る
自
分
に
発
破
を
掛
け
た

 
ホ
ロ
ウ
で
あ

て
も

義
姉
は
義
姉
だ

た

 

そ
し
て

は
黒
の
剣
で

彼
女
の

を

い
た

  

さ

行生
きき
なな
ささ
いい

  

か
な
声
が

で

か
れ
て

 
義
姉
は

死
ん
だ

 
全
て
を
理
解
し

を
怨
む
事
無
く

お義
れ弟

の
先
行
き
を
想
い
な
が
ら

た

電
子
コ

ド



 番外  〜いまを信じ、悪を以て悪を制す〜

の
羅
列
で
形
成
さ
れ
た
も
の
と
は
思
え
な
い
そ
れ
が
強
く
記

に

ま
れ
て
い
る

 

仮

彼
女
が
本
人
で
は
な
い
と
し
て
も

 
仮

彼
女
が
死
な
な
け
れ
ば

自
分
が
生
き
ら
れ
な
か

た
と
し
て
も

 
そ
の
死
を
忘
れ
る
事
は

論

ん
じ
る
事
も

ま
し
て
や
無
意
味
に
す
る
事
な
ど
あ

て
は
な
ら
な
い

 
で
な
け
れ
ば

は

の
た
め
に

ホ
ロ
ウ

義
姉
に
見
送
ら
れ
た
の
か

 

仮
と想

のい
の
ち肉

を

つ
感
触
が

る

 

と
な
く
経
験
し
た
感
触
の

と
つ

 
そ
の

な
の
に

 
そ
の
感
触
が

ど
う
し
よ
う
も
な
く
手
に
残

て
い
る

 
そ
の
重
み
が

 
自
分
を
想
う
人
を
殺
す
あ
の
刃
の
感
触
が

の
心
を

て

え
る

 
人
は

そ
れ
を

い
と

う
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
事
実
だ

こ
の
感
触
を
覚
え
て
い
る
限
り

は
歩
み
を
止
め
ら
れ
な
い
し
止
め
よ

う
と
も
思
わ
な
い

ど
れ
だ
け

地
に
立
た
さ
れ
よ
う
と
決
し
て
そ
の
道
か
ら
外
れ
ら
れ
な
い
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そ
の
果
て
に

命
を

と
し

あ
る
い
は

ツ
の
よ
う
に
け
も
の
に
堕
す
事
に
な
る
と
し
て
も

め
る
事
だ
け
は
認
め
な
い
だ
ろ
う

 
し
か
し
同
時
に

間
違
い
で
も
あ
る

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
だ

 

い
で
あ
る
そ
れ
は

の
歩
み
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
限
り
こ
の
上
な
い

進

に
な
る

 

あ
ら

る
も
の
を

武
器
に
し
ろ

 
こ
の
身
は

に
死
に
体

肉
の
身
に
あ
る
要

を
使
い

し

そ
れ
で
も
届
か
な
い
な
ら
ば

こ
の
心
を

る

い
す
ら
も
使

て
み
せ
よ
う

 
の
ろ
い

憎
悪
を

華
す
る

 

け
て
い
た

を
上

る

界
に
彼
方
よ
り

来
す
る

紺
の
魔
剣
が
入
り

む

悪
性

情
報
を

さ
れ

剣

の
形
を
取

た
そ
れ
を

す
る

 

カ
タ
チ
無
き
モ
ノ
に
形
を
与
え
た

 
そ
れ
が

あ
の
剣
の
根
幹
だ

悪

と
い
う

念
に
付
与
さ
れ
た
形
は

そ
れ
そ
の
も
の
が

ツ
の

い
て
は

一

に
と

て
の

悪
の

シ
ン
ボ
ル徴

 
人
を
殺
め
る

の
兇
器

 
そ
れ
を

う
術
は

す
べ
か
ら
く
殺
人
術
に

す
る
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兇
器
を
持

て
い
る
限
り
そ
れ
を
使
う
限
り
ど
れ
だ
け

事
を

べ
立
て
た
と
こ
ろ
で

偽
善
に
過
ぎ
ず
悪
を
以
て

す
正
義
に
し
か
な
り
得
な
い

真
の
平
和
は

れ
ず
結
果
争
い

は

り
返
さ
れ
る

 
い
や

真
に
争
い
を

り
返
す
の
は
兇
器
を
作
り
出
す
知
性
と
悪
性
を
有
す
る
ヒ
ト
と
い

う
種
そ
の
も
の
だ
ろ
う

 
ヒ
ト
が
持
つ
知
性
悪
性
か
ら
零
れ

ち
た

物
が
兇
器

一

が
刃
物
を
兇
器
と

認
識
し
た
の
は

や
は
り
悪
性
か
ら
生
ま
れ
た

じ

ご

く
殺
場
が
初
め
て
だ

た

 
悪
性
の

境
で

悪
性
の
兇
器
を
手
に

殺
人

と
い
う
悪
を

し
て
己
を
生
か
し
た

 
そ
の
時
点
で
名

る
正
義
な
ど

に
無
い

ど
れ
だ
け
善
を

そ
う
と
正
義
に
は
な
り
得
な

い

悪
に
し
か
な
り
得
な
い

 

ヒ
ト
は

を
英
雄
と
呼
ぶ

 
デ
ス
ゲ

ム
最
終
戦
の
絶
望
的
な
状
況
を

く
り
返
し
い

そ
感
動
的
な
ま
で
の
最
後
を

飾

た
剣
士
だ
か
ら
こ
そ
英
雄
だ
と

ま
る
で
物
語
の
主
人

の
よ
う
だ
と
人
は
い
う

故
に

付
け
ら
れ
た
異
名
が

解
放
の
英
雄

 

合
の
い
い
話
だ
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英
雄
に
な
る
ま
で
の
道
程
で

に
一
千
を
超
え
る
数
の
殺
人
を
行

て
い
る
と
い
う
の
に

英
雄

と
い
う

語
一
つ
で

に
変
わ
る

あ
の
時
の
罪
の
行
い
は

序
と
し
て
実
を
結

ん
だ
の
だ
と

と
つ

と
つ
を
取

て
み
れ
ば
罪
そ
の
も
の
で
あ
り
負
の

ぶ
が
木
霊
す
る

死
の
空
間
だ

た
と
い
う
の
に

 
ど
う
足
掻
い
て
も

は

か
を

に
す
る
悪
で
し
か
人
を
救
う
正
義
を

せ
な
い

 
そ
れ
以
外
の
術
を
知
ら
ず

そ
れ
以
外
の
術
を
許
さ
れ
な
い

 
そ
れ
で
も

は
歩
み
を
止
め
な
い

 
悪
と

ら
れ

罪
を

ば
れ

弾

さ
れ
よ
う
と

死
ぬ
ま
で
こ
の

を

け
る
だ
ろ
う

 
己
の
死
よ
り
も
大
切
な
も
の
が
あ
る

そ
れ
を
護
る

な
ら
ど
ん
な
手

だ
ろ
う
と

じ
る

決
断
を
下
し
て
い
る

手

な
ど

ん
で
い
ら
れ
な
い

よ
り

べ
る
立
場
で
は
無
く

罪悪
を

以
て
で
し
か

か
を
護
れ
な
い
身
だ
か
ら

迷
う
必
要
も
無
か

た

  

空
か
ら

悪
性
の

が

ち
て
き
た

  
こ
の
身
を
真

向
か
ら
引
き
裂
く

剣

に
触
れ
肉
を
裂
き
骨
を
断
つ
そ
れ
か
ら
こ
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れ
ま
で
の

で
は
無
い
悪
性
情
報
が

き

ま
れ
る

 

を
直

や

く
に

し
い

い
の

 
そ
れ
を

ぬ

ぐ

 
抗
う
事
な
く

け
容
れ
る

 
自
分
の
大
事
な
部
分
に
悪
性
の

が
入
り

み
直
前
の

を
超
え
る

と

の

い
が

守
護理
精
神性

を

い
て
い
く

 
そ
れ
を

生
存本
本
能能

で

し

す

 
い

そ
流
さ
れ
て
し
ま
い
た
い

と
弱
気
な
思

が

を

る
が

そ
れ
も

す

 
流
さ
れ
た
ら

ホ
ロ
ウ

義
姉
の
想
い
が
無

に
な
る

 

が

み
重
ね
て
き
た

剣
の罪

業
全
て
が
無
価
値
に
堕
ち
る

 

に
あ
る
憎
悪
が
強
ま
る
も
そ
れ
以
上
の
勢
い
で
理
性
と
本
能
を
強
く
す
る

そ
れ
に
流
さ
れ

れ
ば
自
分
が
死
ぬ

と
そ
の
認
識
が
強
化
を
無
理

理

行
さ
せ
る

を
消
さ
な
い
の
は

絶
し
て
い
な
い
か
ら

心
の
深
い
深
い

で

火
と
な

て
昏
く

え
つ
づ
け
る
事
を
容

認
す
る
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十
メ

ト
ル
と

大
だ

たつ
る
ぎ悪

は

そ
の

容
を
喪
い

小
さ
な
体
に
取
り

ま
れ

そ
し
て
消
え
た

 

かこ
らの
だ身

は

  

を

む

 
こ
の
手
に
残
る
絶
対
的
な
罪
の
感
触
を
こ
れ
ま
で

し
て
来
た
悪
の
全
て
を

の
葉
に

せ
る

 
自
身
の
心
を
最
も
傷
付
け
る
の
は

自
身
が
行
う
自
己

定
に
他
な
ら
な
い

 

と

ツ
は

に
別
人
だ

し
か
し
根
幹
と
過
去
が
同
一
で
あ

た
以
上
届
く

葉
は
あ

る

未
来
を
見
る

と
違
い

ツ
は
復
讐
に

わ
れ
る

り
過
去
を
見

け
て
い
る

 
過
去
を
見
て
そ
れ
を

絶
し
己
が

く
憎
し
み
の
感
情
を
今
に
持

て
く
る
事
に
正

性

を
持
た
せ
て
い
る

 
世
界
こ
そ
が

悪

で
あ
り

己
は
そ
う
で
は
な
い
の
だ
と

己
が

悪

を

す
の
は
世
界

の

悪

が
大
き
い
か
ら
だ
と
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な
ら
ば

 

ツ
の
そ
の
憎
悪
を
最
も

絶
す
る
な
ら
ば
同
じ
憎
悪
の
根
幹
を
持
つ
人
間
が
悪
性
の

絶

を
放
つ
事
が
最

解

な
ん

だ
と

 

ツ
の
声
が

こ
え
る

 

め
ら
れ
た
感
情
は

か
あ
る
い
は
憎
悪
か

風
を
切
り
な
が
ら

か
が

来
す
る

と
共
に
知
覚
す
る

 

ど
う
で
も
い
い

 
心
か
ら
共
感
で
き
る

び
を
あ

て
い
る
と
し
て
も

と

ツ
の
道
は

に
違
え
て
い
る

ツ
は

と
死
を

先
し
復
讐
の

に
動
い
て
い
る

は
前
進
と
生
を

先
し

福
の

に
動
い
て
い
る

 
そ
も
そ
も

が
桐

谷
和
人
に
な

た
時
点
で

ツ
と
の
道
が
交
わ
る

も
な
い

 
見
て
い
る
も
の
が
違
う

故
に
そ
も
そ
も
歩
く
道
が
違
う

い
ま
し
て
い
る
事
は
未

白

紙
の
地

を
前
に

を
突
き
合
わ
せ

い
が

ぶ
道
の
先
が
な
ん
で
あ
る
か
を

い

合

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
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未
来
は

未
だ
定
ま

て
い
な
い

 
未
来
を
見

す
眼
を
持

て
も
い
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
世
界
の
広
さ
を
知
ら
な
い

達
が

他
人
の
行
く

を
勝
手
に
決
め
る
事
の
な
ん
と
愚
か
し
い
事
か

 
かこ
らの
だ身

は

つ
る
ぎ悪

で
出
来
て
い
る

  

情
を

め
た

を

え

剣
を
振
る

 

眼
前
に

る

二
刀
一
対
の
片
刃
剣

 

が
愛
剣
に

ん
だ
そ
れ
は
世
界
の
悪
性
が
作
り
出
し
た
世
界
最
強
の

い
物

そ
れ
故

に

世
界
へ
の
復
讐
に
あ
た

て
は
こ
の
上
な
い

肉
に
な
る

人
の

に
悪
を

す
黒
剣
と

人
の

に
善
を

す

剣
を

絶
し
た
ホ
ロ
ウ
に
は

そ
れ
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い

 
そ
のつ

る
ぎ悪

を

のつ
る
ぎ悪

で

撃
す
る

 
同
時
に
振
る
う
二
振
り
の

刃
剣

を
舞
い

ぶ
片
刃
剣
と
衝
突
し

片
刃
の
刀
身
を

り

く

れ
た
刃
は
泥
に

ま
れ
残

た

が
あ
ら
ぬ
方
に

ん
で
突
き
立
ち

ま
れ

た
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・

・様

 
怒
り
だ
け
で
は
な
い

い
か

め
し
さ
を

せ

む
・獣

に

の
剣
を
突
き
付
け
る

 
死
に
か
け
の

生
身体

を
再
構

さ
せ
る

が
ん
が
ん
と
や
か
ま
し
く
鳴
り

い
て
い
た
金
切
り

が

一
時
的
に
遠
の
い
た

様

ま
だ

悪
性
の

を

け

め
て

 
ぎ
り

を

り

き
か
ね
な
い

ど

⻭
を

み

め
る
獣

 

け
入
れ
ら
れ
な
い

だ

別
人
と
は

え

と

ツ
は

同
一
の
存
在

そ
れ
な
の
に

同
じ
悪
性
情
報
を

け
て
い
な
が
ら

同
じ
結
果
に
な
ら
な
い
の
だ
か
ら

 

完
全
同
一
で
な
い
が
故
に
生
ま
れ
た
差
異

 
そ
れ
が
出
来
た
の
は
間
違
い
な
く
義
姉
の
お

だ

た

が
定
め
て
い
た
道
へ
の
歩
み
を

止
め

を
た
だ

し
て
過
ち
を
正
し
た
彼
女
の

葉
が
無
け
れ
ば

と
て
憎
悪
に
食
い
殺
さ
れ

て
い
た

 
そ
れ
を

的
に

い
表
せ
る

葉
が
あ

た

み
ん
な
と
の

が

の
力
だ

そ
れ
は
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の
記

を
持

て
い
る
ん
だ

覚
え
が
あ
る
の
は

然
だ
な

 
か
つ
て
自
身
の
深
層
心
理
で
刃
を
交
え
た

の
負
を

み

し
た

に

い
放

た

葉

あ
の
時
よ
り

も

も
増
し
た
悪
性
情
報
を

み

し

同
じ

葉
を

き
返
す

 

そ
れ
が

と

ツ
の
一
番
の
差
異

 
憎
悪
に

て
い
る
か
と
か
悪
性
に

ま
れ
て
い
る
と
か
で
は
な
い

そ
う
な
ら
な
い

に

不
可
欠
な
要

が
あ
る
か
な
い
か
の
違
い

 
人
だ
か
ら

だ
か
ら
で
は
な
い

 
も
し

だ
か
ら
憎
悪
に
堕
ち
た

の
で
あ
れ
ば

キ
リ
カ
と
て
同
じ
判
断
を
下
し

と

を
別
ち
殺
し
合

て
い
た
だ
ろ
う

そ
う
な
ら
な
か

た
と
い
う
事
は
逆
説
的
に
そ
の
仮

説
は

り
と
い
う
事
に
な
る

お
前
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
誘
い
に

え
て

る

に
サ
チ
達
に

も
無
し
に

に

め
穴
に

と
し
た

ユ
イ
と
い
う
保
険
を
掛
け
て
い
た
と
し
て
も
明
確
な
裏
切
り
に
は
変
わ
り
な
い

そ
の

結
果
お
前
は
自
分
か
ら

間
か
ら

離
を

く
事
に
し
た

お
そ
ら
く

自
分
が

て
も

危
険
に
晒
す
だ
け

と
い
う
思

で

 
外

部
か
ら

ち
る
前

ア
キ
ト
を
殺
し
七
十
六
層
に

達
し
た
日
の
夜

で
リ
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ズ
ベ

ト
に
会
う
前
の
思

は

正
し
く
そ
れ
だ

た

 
そ
の
思

に
よ
り
無
気
力
に

て
い
た

は
義
姉
に
よ
り

正
を

け
た

だ
が

ツ

は
違
う

第
三
エ
リ
ア
グ
レ
ス
リ

フ
で
邂
逅
し
二
人
き
り
で
話
し
た
時
に
は
も
う
リ

フ

を

絶
し
て
い
た

そ
の
時
は

だ
か
ら

ホ
ロ
ウ
だ
か
ら
と
い
う
理
由
だ

た
だ
ろ
う

が

そ
れ
で
も

根

に
は
自
身
の
存
在
を

忌
す
る
思

が
あ

た

だ

 
自
己

定
を

り
返
す
が
故
の
生
の

定

 
更
に

行
動
を

て
の
自
己

定

こ
れ
は
キ
リ
カ
と
ホ
ロ
ウ
の
間
に
あ
る
差
で
も
あ
る

ス
レ
イ
ブ

の
名
で

郷
の
手
足
と
し
て

ら
れ
て
い
た
キ
リ
カ
は

無

の
プ
レ
イ

を

え
こ
そ
す
れ

的
に
自
身
の
理
解
者
達
を
手
に
掛
け
な
か

た

ユ
ウ
キ
に
手
を
出
し
掛
け

た
事
も
あ

た
が
そ
れ
は

が

止
し
て
い
た

故
に

罪

が
あ
り
リ

フ

や
ユ
イ
達

の

身
を

け
取
れ
た

 
そ
の
差
だ

 
独
り
で
あ
る
か

か
が

ツ
に
存
在
す
る

と
キ
リ
カ
と
の

一
絶
対
の
差
だ

た

ど
れ
だ
け
強
い
覚
悟
を
以
て
負
を
背
負
お
う
と
し
て
も
そ
れ
を
認
め
る
人
間
が

な
け
れ
ば

み

ま
れ
る
の
は
自
明
の
理

お
前
は
自
ら
認
め
る
人
を
遠
ざ
け

け
た

は
遠
ざ
け
な
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か

た

む
し
ろ
求
め
た

一
緒
に
生
き
た
い
と

そ
う
願
う
程
に
な

 
突
き
付
け
た
ま
ま
の

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
剣
に

一

線
を

と
し

ま
た
獣
へ

す

お
前
が

う
よ
う
に

が

て
み
ん
な
が
不

に
晒
さ
れ
る
事
は
多
い
だ
ろ
う

直
姉
は

の
義
理
の
姉
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で

の
学

の
復
学
を

さ
れ
た

世
間
か
ら
の
眼
も

し

い

み
ん
な
は

も

わ
な
い
が

が
一
緒
に

る
せ
い
で

が
し
か
の
不

は

て
い

る
事
は
想
像
に

く
な
い

 

だ
が

と

葉
を

切
る

 
剣
を
下
ろ
す

み
ん
な

し
い
か
ら
な

そ
う
な
る
と
分
か

て
い
て
も
み
ん
な
は

か
ら

離
を
取
ら

ず
む
し
ろ

め
て
来
て
く
れ
た

は
そ
れ
に
報
い
た
い

か
つ
て
振
り
払
わ
れ
た

ば
し

た
手
を
し

か
り
と

ん
で
く
れ
た
み
ん
な
の
未
来
を
少
し
で
も
よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
え

た
い

 
そ
れ
は

価
交
換
の
摂
理
を
前

に

い
た
代
価
を
払
う
思

に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な

い

か
つ
て
は
そ
う
だ

た
が

今
は
違
う

 
一
緒
に
生
き
た
い
と

そ
う

願
う
よ
う
に
な

た
か
ら
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だ
が

世
界
は
そ
れ
を
許
さ
な
い
だ
ろ
う

そ
の
願
い
は

あ
あ

そ
う
だ

に
は
過
ぎ
た

分
不

応
な
願
い
だ

 
獣
の

定
に

葉
を
重
ね
る

 
そ
れ
は
同
意
の

葉

共
感
す
る

定
の
意

み
ん
な
と

せ
に
生
き
た
い

と

そ
ん
な

あ
り

れ
た

特
別
で
も
無
い
願
い
す

ら
も
許
さ
な
い
だ
ろ
う
事
は

よ
く
分
か

て
い
る

 
物
心
つ
い
た

か
ら
人

会
の
最

に

き

と
さ
れ
て
い
た

は
そ
う
な
る
だ
ろ
う

未
来
を
容

に
想
像
出
来
た

お
前
に
は
あ
ま
り
に
過
ぎ
た
願
い
だ

と

そ
う
無
情
に

る

者
か
の

が
あ

て

の
大
切
な
も
の
を
引
き
裂
き

め
そ
し
て
奪

て
い
く
光

が 
そ
の
残

さ
こ
そ

獣
が
人
を
憎
み

ホ
ロ
ウ
が
人
を
信
じ
な
く
な

た

悪
の
根
源

 

の

に
潜
む
感
情
を
作
り
上

た
根
幹

 

そ
れ
で
も

は
生
き
る
事
を

そ
の
願
い
を

め
切
れ
て
い
な
い

 
そ
の
た
め
に

剣
を
取
り
戦
う
事
を
決
め
た
の
だ

だ
か
ら
な

そ
の
願
い
が
分
不

応
に
な
る
な
ら

応
の
願
い
に

と
し

め
ば
い
い
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な
にの

生
存
は
前

事

そ
れ
は

論
み
ん
な
の
生
存
も

そ
れ
が
あ

て
初
め
て
一
緒

に
生
き
る

せ
に
な
る
と
い
う
目
的
が
成
立
す
る

で
あ
れ
ば
ま
ず
は
そ
の
前

事

か
ら

た
し
て
い
け
ば
い
い

 
高
望
み
は
し
な
い

 
ま
ず
は
最

限
の
事
か
ら
し
て
い
く

を

ん
で
と
い
う
の
は
子

は

論
大
人
で
も

や
る

会
の
常
識
だ

自
身
の
能
力
に
見
合
わ
な
い
事
を
す
れ
ば
失

す
る

そ
れ
は

に
と

て
の

あ
る
い
は
み
ん
な
に
と

て
の
死
に
直
結
す
る

 
だ
か
ら

望
む
も
の
を

く
し
た

み
ん
な
は
人
の
尊

が
護
ら
れ
て
い
れ
ば
法
律
に
守
ら
れ
た
最

ラ
イ
ン
に
引

掛
か

て

さ
え
い
れ
ば
い
い

と
違

て
み
ん
な
は
真

に
国
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
な

は

最

限
生
き
て
さ
え
い
れ
ば
い
い

 
桐

谷
家
も

し
い
と
こ
ろ
だ
が
そ
こ
は
更
識
と

を

じ
た
軍
部

い
て
は
日

本

の
伝
手
で
ど
う
に
か
な

て
い
る

そ
の
他
の
面
子
は
戦
線
を
共
に
し
た
と

え
ど
命

を

け
て
デ
ス
ゲ

ム
に
抗

た
と
い
う
事
実
が
付
与
さ
れ

見
知
り
に
な

た
だ
け
の
間
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と
い
う
認
識
だ

 
状
況
が
進
退

ま

た
な
ら
そ
れ
す
ら
も
危
う
い

性
に
な
る
が

が
下
手
な
事
を
し

な
け
れ
ば

一
先
ず
の
平
穏
は
保
た
れ
る

お
前
が

か

に
し
た

声
そ
れ
は
自
分
を

る

を
も
救
う
の
か
と
い
う

意
味
合
い
を

ん
で
の
発

だ
ろ
う
が

こ
れ
で
理
解
し
た
だ
ろ
う

は

に

も
知

ら
な
い

中
の

に
は
戦

て
い
な
い

 
強
く

獣
を

む

 

が

て
た
も
の
を
未
だ
捨
て
て
い
な
い
者

が

め
た
も
の
を

捨
て
切
れ
な
い
で
い

て
そ
の
果
て
に
絶
望
し
た
者

高
過
ぎ
る
願
望
を
持
ち

け
た
が
故
に
そ
れ
が
叶
わ
な
い
と

知

た

間

同

の
絶
望
を
味
わ
い

心
を
負

た
可
能
性
の
自
分

 

そ
い
つ
に

知
ら
し
め
る

 

の
在
り
方

 

が

剣
を
取
る
理
由

片
方
の

に
み
ん
な
を

ん
だ
五
十
の
命
片
方
の

に
知
り
合
い
を

ま
な
い
五
百
の

命

が

先
す
る
の
は

・五
・十
・の
・命

だ
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そ
れ
が

一

い
ま
ま
で

と
桐

谷
和
人

こ
れ
か
ら

の
決
定
的
な
違
い

そ
う

は
多
く
の
人
を
救
う
た
め
に

練
に
臨
ん
だ
ん
じ

な
い
あ
の

で
確
実
に
大

切
な
人
達
を
救
え
て

も
生
き
ら
れ
る
か
ら
臨
ん
だ
ん
だ

他
の
九
千
数
百
人
の
命
は

に

過
ぎ
な
い

に
と

て
彼
ら
の
命
は

万

十
万
の
命
と

べ
て
も

か
に
重
く
重

要
な
ん
だ

 
そ
れ
は

時
に
大
き
なあ

や
ま過

ち
に
な
る
だ
ろ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
は
自
分
が

に
な
る
だ
け
で
全
て
を
救
え
た
か
ら
良
か

た

そ
の

を
す
る
人
間
自
身
が
代
価
だ

た
か
ら

も

を
責
め
な
か

た

 

現
実
で
は
そ
う
も
い
か
な
い

ヒ
ト
は

ヒ他
ト者

を

に
し
て
生
き
る
ケ
ダ
モ
ノ
の

称
だ

ど
う
足
掻
い
た
と
こ
ろ
で

そ
れ
は

遠
不
変
だ
ろ
う

そ
し
て

自
身
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い

は

自
身
を

に
し

て
他
者
を
生
か
し
て
い
た

そ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
義
姉
に

さ
れ
た
事
も
あ
る
が
お
そ

ら
く
今
後
一
生
自
己

は
直
ら
な
い

が
死
ぬ
事
よ
り
も
み
ん
な
が
死
ぬ
事
の
方
が
ず

と
恐
ろ
し
い
事
だ
か
ら



 番外  〜いまを信じ、悪を以て悪を制す〜

 
獣
は

も

わ
な
い

ま
だ

の

葉
が
終
わ

て
な
い
事
を

し
て

を

じ
て
い
る

 
そ
の

の
中
に
百
万

り
の

と
憎
悪
を

た
ぎ

ら
せ
な
が
ら

を

ん
で
い
る
の
は
お

そ
ら
く

そ
れ
で
も

み
ん
な
を
救
う

に
大
勢
の
人
間
を
見
殺
し
に
す
れ
ば

み
ん
な
は
気
に

み

自
身
に
怒
り
を

く
だ
ろ
う

死
ぬ
ま
で
罪
の
意
識
が
こ
び
り
付
い
て
最
悪
自
身
の

福
す
ら

も
疑
い
始
め
る

 
彼
ら
は
大
を
救
う
た
め
に

に
な
る
一
す
ら
も
見
過
ご
せ
ず
救
お
う
と
し
た
お
人

し

だ

自
分
達
の
代
わ
り
に
死
ん
だ
者
を
見
て
罪
の
意
識
を
覚
え
な
い

が
な
い

確
実
に
気
に

み

一
生
十

架
と
し
て
背
負
お
う
と
す
る
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
の
は

が
認
め
な
い

 
み
ん
な
は

み
ん
な
こ
そ

せ
に
な
る
べ
き
だ

せ
に
生
き
る
べ
き
平

な
人
達
だ

 
そ
の
未
来
を

は
見
た
い

 
そ
の
未
来
で

も
生
き
た
い
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が
剣
を
取
る
理
由
は
な
み
ん
な
が

す
べ
き

福
に
一
片
の
翳
り
も
見
せ
た
く
な
い
か

ら
だ

  

が
求
め
る
も
の
は

文

な
し
の
ハ

ピ

エ
ン
デ

ン
グ

 
そ
の

な
ら
あ
ら

る
労
力
は

し
ま
な
い

そ
の

の
苦
労
も
喜
ん
で
請
け
負
う

そ
れ
だ

け
が

が
生
き
よ
う
と
思
う
根
源
で
あ
り

せ
に
生
き
る
彼
ら
を
見
る
の
が
い
ま
の

の
夢
な
の
だ

自
身
が

福
に
な
ら
な
く
て
も
い
い

そ
れ
が

の
ユ願
メ望

と

立
し
な
い
事
は
理
解

し
て
い
る

 

め
て
い
る

で
は
な
い

 
た
だ

先

的
に
自
身
の

福
は
後
回
し
に
し
て
い
る
だ
け
だ

彼
ら
が
生
き
て

て
く
れ
て
さ
え
い
る
な
ら

は

そ
れ
だ
け
で

せ
だ
か
ら

 

が

く
願
望
の
成

は

そ
れ
を
前

に
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら

・だ
・か
・ら

は
お
前
に
は
負
け
ら
れ
な
い

 

手
の
剣
を
強
く
握
る
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て
い
る
間
に
肉
体
の
再
生
は
九

方
完
了
し
て
い
た

十
二
分
に
力
が

も
る

か
な

り
無
理
を
し
た
や

つ
け
修
理
に
過
ぎ
な
い
か
ら
そ
う
⻑
く
は
保
た
な
い
だ
ろ
う
が
い
ま
は

そ
れ
で
十
分
だ

 
一

使

て

一

分
の

予
を
作
り
出
せ
る
な
ら

そ
れ
で
い
い

そ
の
憎
悪
を

観
を
認
め
た
上
で

は
お
前
を

定
す
る

そ
の
体
で
か

 
一
時
的
に
回
復
し
た
よ
う
だ
が

す
ぐ
に

を

く
だ
ろ
う

で
補
う
に
し
て
も

様
の

の肉
う体

が
持
つ
ま
い

こ
の
戦
力
差
を
理
解
出
来
な
い
と
は
思
え
ん
が

 
そ
れ
は

現
状
を
的
確
に

い
表
し
た
分

だ

た

ど
う
で
も
い
い

 
そ
の
分

を

一

す
る

取
り
付
く

も
な
い

ど
に
完

な
ま
で
の
無

 
獣
の
眼
に

哀
れ
み
と
失
望
の
色
が
浮
か
ん
だ
が

そ
れ
も

ど
う
で
も
い
い

手
も
足
も
ま
だ
動
く

も
ま
だ
動
く

の
命
は
ま
だ

き
て
い
な
い

そ
れ
に
お
前
を

放
し
に
す
れ
ば

の

に
眠
る
憎
悪
を
お
前
の
悪
性
情
報
で

し
て
復
讐
⻤
と
し
て
再

さ
せ
確
実
に
現
実
を
殺
し

く
す
だ
ろ
う

そ
う
な
れ
ば
後
は
地
獄
の
再
現
だ

が
護
ろ

う
と
す
る
全
て
が
か
つ
て
見
た
死
の
世
界
に

き
換
わ
る

そ
れ
だ
け
は
ど
う
あ

て
も
許
容
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出
来
ん

 
体
を
怒
ら
せ

強
く

え
る

そ
れ
が
偽
善
に

ち
た

か
ら
も
理
解
さ
れ
な
い
道
だ
と
し
て
も

お
前
は

を
も
救
う
の
か

 
獣
は

い

そ
不
気
味
な
く
ら
い
静
か
に

そ
う
問
う
て
き
た

あ
あ

そ
れ
が
ど
う
し
よ
う
も
な
く
機

的
な

に
も
理
解
さ
れ
な
い

み人
ち生

だ
と
し
て
も

が
求
め
る
未
来
の

な
ら
あ
ら

る
手

を

じ
よ
う

 
そ
れ
は

そ
も
そ
も
戦
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
暗
躍
す
る
事
も

ん
で
い
る

 
未
来
を
確
た
る
も
の
に
す
る

に

で
あ
ろ
う
と
救
う
事
も

 
罪
と
分
か

て
い
な
が
ら

未
来
の
た
め
に
人
を
殺
す
事
も

 

矛
盾
を

ん
だ

そ
の
決
意

く
だ
ら
な
い

 
そ
れ
を
理
解
し
て
か

獣
が
憎

し

に

き
捨
て
た

正
義
と
は
大

の

序
を
表
す
も
の

個
人
の

福
と
大

の

福
は
決
し
て

立
し
な
い

そ
れ
を

に
理
解
し
て
い
な
が
ら

故

様
は
間
違
い
に
気
付
か
な
い

 

様
の
求
め
る
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未
来
は

様
を

定
し

め
る
大

を
殺
し

く
し
て
成
る
平
穏
だ

 
そ
れ

ど
に

一

の

は

大
だ

 

意
と
殺
意
に
塗
れ
た

会
を

国
を

手
に

ど
う
や

て

立
ち
回
る
と
い
う

 
哀
れ
み
は
怒
り
に

 
失
望
は
絶
望
に

 

情
に

ら
れ
た
獣
は

世
い界

の
中
心
で
怨
嗟
に

え
た

様
の

は
自
身
の
価
値
を
高
く
し
て
い
く
事
を
前

に
組
み
上

ら
れ
て
い
る

だ
が

そ
れ
を

世
界
が
認
め
る
か

 
大

が
認
め
る
か

 
見
返
す
機
会
を
得
た
と
し
て

真

に
大

が

価
を
す
る
か

 

断
じ
て

だ

 
そ
ん
な
事
は
あ
り
得

な
い

 
そ
ん
な
事
は

こ
り
得
な
い

 
万
が
一
で
も
そ
れ
が

こ
り
得
て
い
れ
ば

は

の

憎
し
み
は

 

を
歪
め

血
を

く
よ
う
に

り
出
さ
れ
る
声

 

絶
さ
れ

わ
れ
な
き
風

で

め
ら
れ
て
き
た
が
故
に

も
り

も

た
負
の
想
念

そ

の
体
現
で
あ
る
獣
は
そ
の
可
能
性
を
認
め
る

に
は
い
か
な
い

認
め
れ
ば
そ
れ
は
己
の
復

讐
の
大
義
名
分
を
喪
い

自
身
が

悪

に
堕
ち
る
か
ら
だ
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も

ツ
も

そ
れ
が

に

悪

と
認
め
て
は
い
る

 
し
か
し
種

が
違
う

の
罪
も
な
い
子

と
り
を

い
な
く

め
た
人

と

べ
て

ど
ち
ら
が
よ
り
悪
魔
的
か

え
る
ま
で
も
無
い

た
だ

に
流
さ
れ
て
殺
意
を
向
け
る
人

間
よ
り

理
由
あ
る
殺
意
の
方
が
ま
だ
人
ら
し
い

 

だ
か
ら
こ
そ

四
日
に

る
フ
ル
ダ
イ
ブ
を

け
て
い
ら
れ
る
状

が

に

え
だ
と
思
う
が

 
そ
れ
は

ツ
を
傷
付
け
る
一
手
に
な
る

 

き
怒

て
い
た
獣
が

を

じ
限
界
ま
で
目
を
見
開
い
て
こ
ち
ら
を
見
て
き
た

気
付

い
て
い
な
か

た
の
か
あ
る
い
は
気
付
い
て
い
た
が
わ
ざ
と
直

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

ツ
は

の

葉
で

世
界
が
ど
う
な

て
い
る
か
を
理
解
し
た

 

四
日
間
も
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
を

け
て
い
れ
ば

身
体
に
変

を
来
す
の
は
自
明
の
理

 
肉
体
の

弱
だ
け
で
な
く

面
的
に
も
そ
う

ま
あ

か
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
食
事
を
摂
る

機
会
は
あ

た
の
で

の
理
由
で
そ
れ
を
し
な
か

た

が

え
る
事
で
は
な
い
が

そ

れ
以
前
に
学
業
に
精
を
出
す
べ
き
こ
の

が
平
日
の

間
も

め
て
フ
ル
ダ
イ
ブ
を

け
て
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い
ら
れ
る
事
そ
の
も
の
が

で
は
な
い

 
桐

谷
家
に

れ
ば

義
姉
に
よ
る
説
教

た
な
し

 

だ
と
し
て
も
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
対
応

た
な
し

 
そ
も
そ
も
学
生
の
年

で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

は

全

が

主
導
で
設
立
さ

れ
た
学

に

い
監

さ
れ
る
事
に
な

て
い
る

日
欠

の
理
由
が
ゲ

ム
な
ど
と
許
さ

れ
る
立
場
で
は
な
い

 
故
に

そ
れ
が

過
さ
れ
て
い
る
状
況
へ
の

え
は
一
つ
だ
け

 
か
つ
て

一

を
見
捨
て
た
日
本

が
バ

ク
に
付
い
て
い
る

ざ

け

ざ
け
て
な
ん
て
な
い

お
前
に
は
七
色

士
を

く
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

の
感
情
と
記

も
あ
る

だ

な
ら

よ
く
知
る
人
達
の
記

も
見
れ
る
だ
ろ
う

 

七
色

士
の

を

四
月
初

に
契
約
を

け
た
時
か
ら
探

て
い
た
と
い
う
場
面
も

 
揺
れ
て
い
た

眼
が
止
ま
り

表
情
が

け

ち
た

 

た
の
だ
ろ
う
あ
の
場
に
集

て
い
た

か
の

ロ記
グ

を

ア
バ
タ

に

さ
れ
た
ロ
グ
は
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シ
ス
テ
ム
が

し
て
い
る
が

そ
れ
は

付
け
さ
れ
た
状

で

理
さ
れ
て
い
る

コ
ピ

・

カ

デ

ナ
ル
と
ア
バ
タ

そ
の
も
の
の
ど
ち
ら
も
取
り

ん
だ
デ

タ
を

け
取

て
い
る
な

ら

す
る
事
は
容

い

だ

 

が

ア
バ
タ

に
色

く

た

フ
ル
ダ
イ
ブ
中
に
強
く
想
像
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

七
色

士
の
記

を
見
れ
た
よ
う
に

 
そ
し
て

そ
の
事
実
は

ツ
に
と

て

け
入
れ
が
た
い
も
の
だ

 

せ
そ
れ
を
真
実
と
認
め
れ
ば

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

桐

谷
和
人

は
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
直
後
か
ら

と

繋
が

て
い
た
と

認
め
る
事
に
な
る

 

ツ
が
世
界
を
憎
み

殺
す
事
を
決
断
す
る
そ
も
そ
も
の
前

が
狂
う
事
に
な
る

 

そ
ん
な
再

の
機
会
を

に
得
て
い
る
状
況
で
人
は
復
讐
心
を

先
し
今
あ
る

せ
を
捨
て
ら
れ
る
か

 

だ

 

ツ
が

と
そ
の
ま
ま
入
れ

わ
る
な
ら
可
能
だ

た

だ
が

ツ
が
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

は

極
的
に
は

の
感
情
を

増

し

の
人
格
を
主
へ
と

し
上

る
力
技
だ

そ
れ
を
理
性
と
本
能
が
許
す

も
な
い

そ
う
な
ら
な
い
よ
う

は
解
放
さ
れ
て
か
ら
の
二
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月

自
ら
の

境

整
を

ら
な
か

た
の
だ
か
ら

 
ど
れ
だ
け

に

い
を

ぎ

も
う
と

最

ツ
の

い
は

じ
な
い

 
む
し
ろ
そ
れ
を

み

し

が
ユ願
メ望

を
叶
え
る

の
意

へ
と

華
さ
せ
る

に
立

ち
返

て
復
讐
に

る
道
を

定
し
た
か
ら
今
の

が
在
る
の
だ
か
ら

い
い
や

同
じ
だ

 
獣
の

け

ち
た

に
表
情
が

た

苦

を

ん
だ
そ
れ
が
ど
う
に
か
集
め
作

た
最

後
の

の
よ
う
に
見
え
る
の
は
気
の
せ
い
で
は
無
い
だ
ろ
う

そ
れ
は
か
つ
て
と
同
じ
だ

勝
手
に
た
だ
信
じ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

様
が
信
じ
て
い
よ

う
と

ど
う
せ

ま
た
裏
切
ら
れ
る

人
の
悪
性
は
決
し
て
消
え
な
い

確
か
に
そ
う
だ
ろ
う
さ

善
悪
は
人
に
と

て
不
可
欠
な
一
体
の

念
悪
性
は
ど
う
あ

て

も
存
在
す
る

だ
が
そ
れ
で
も

あ
ら

る
人
は

外
な
く
善
性
を
持

て
い
る
と

み
ん
な
が
生
き
て
い
る
限
り

は
人
の
善
性
を
信
じ
よ
う

 

を
別
つ

 

ツ
は
人
の
悪
性
を
憎
み

善
性
を
信
じ
な
い

 

は
人
の
悪
性
を
憎
み

そ
れ
で
い
な
が
ら

善
性
も
信
じ
る
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だ
か
ら
こ
そ
お
前
が

を

定
す
る
よ
う
に

も
死
力
を

く
し
て

お

前

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

と
い
う
自
分
を
打
ち
負
か
す

 
決
し
て

容
れ
な
い
認
識
を
以
て

こ
こ
に
二

目
の
対
峙
を
果
た
し
た

    

そ
れ
は

あ
り
得
な
い
剣

だ

た

  
斬
り
掛
か
る
体
は
見
た
目
こ
そ
万
全

し
か
し
そ
れ
を

る
方
が

に
ボ
ロ
ボ
ロ
で
あ
る
事

を

自
分
は
把
握
し
て
い
た

 
そ
れ
は
目
に
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
で
現
れ
る

み

み
は

く
振
る
わ
れ
る
力
も
全

の

そ
れ
に
は
程
遠
い

呼

す
ら

い
の
は
無
自
覚
の
も
の
か

剣
速
も
取
る
に
足
ら
な
け
れ
ば

り
出
さ
れ
る
一
撃
も

だ

 
出

目
に
振
る
わ
れ
た

あ
ま
り
に

な
一
撃

 

だ
と
い
う
の
に



 番外  〜いまを信じ、悪を以て悪を制す〜

 
そ
の
初
撃
は

今
ま
で
の
ど
の
一
撃
よ
り
も
重
か

た

な

に

 
放
心
は

を

た
ず
に

へ
と
変
わ

た

 
る

わ
れ
る
剣
は
狂

た
よ
う
に
己
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
速

で
片
刃
剣
を

ま
せ

た 

に
こ
れ
だ
け
の
力
が
あ
る
の
か

 
覚
え
た
疑
問
の

え
は

に
出
て
い
た

自
分
が
認
め
て
は
な
ら
ぬ
モ
ノ
だ

様

 

ぎ
合
う
剣

の

し
さ
は
今
ま
で
の

で
は
な
い

 

け
に
な
ど
回
れ
な
い

ん
じ
ら
れ
る
状
況
で
は
無
い
と
判
断
し

手
に
握
る
剣
を

ら

せ
る

る
閃
き
は
四
つ

上
下

に
一
息
で
放
た
れ
る
そ
れ
は
手
足
を
切
断
し

を
四

す
る
に
有
り

る

 
そ
れ
を

ツ
は

い
だ

 

必
殺
の
四
撃
を
上
回
り

斬
閃
が
こ
ち
ら
の

を

ね
に
来
る
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こ
い
つ

 

嗟
に
黒
剣
を
返
し

振
る
わ
れ
る
一
刀
を

く

 
そ
の
あ
ま
り
の

さ
に
息
を

む

攻
め
な
け
れ
ば

さ
れ
る
と
直
感
し
た

二
振
り
の
片

刃
剣
は
死
に
体
で
あ
る

ツ
を
襲
い

ツ
は
が
む
し

ら
に
二
振
り
の

刃
剣
を
振
る
う

 

抗
す
る

い
の
剣

 
空
間
は
火
花
に

ち

立
ち
入
る
モ
ノ
は

時
に
切
り

ま
れ
る
だ
ろ
う

 

だ
が

そ
れ
は
終
わ
り
の
見
え
た
者
が
見
せ
る

最
後
の

の

だ

 
二
十
三
十
と
刃
を
交
え
る
回
数
を
増
や
す
事
に

ツ
の
息
は
上
が
り
剣
速
は

ち
て
い

く

倒
れ
そ
う
に
な
る
も

み
止
ま

て

の
一
撃
を
振
る
う

 
無
理
を

し

し
て
い
る

 
超
え
る
べ
き
で
は
な
い
肉
体
か
ら
の
危
険
信

を
全
て

断
し
強
制
的
な
意
識
の

ら
く
め
い明

す
ら

も

己
の
意

と
つ
で
食
い
破
り

戦
場
か
ら
の
離
脱
を
自
ら
許
さ
な
い
で
い
る

 
だ
が

現
実
は
残

だ

 
超
え
る
べ
き
で
は
な
い
限
界
を
超
え
た
反
動
が
肉
体
を
襲

て
い
る

ど
れ
だ
け
気

を

や

そ
う
と

や
す

の

か
ら

れ
始
め
て
い
る

壊
す
る

か
ら

は

れ

ち
そ
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の

命
を

一

と

く
目

り
さ
せ
て
い
く

 
確
信
を

い
た

 

に
力
な
ど
残

て
い
な
い

力
も
回
復
力
も

場
で
見
せ
る

死
回
生
の
一
手
を

打
つ
力
す
ら
も

目
の
前
の
原

は
文

り
の
死
に
体
な
の
だ

 

だ
が

 
だ
と
い
う
の
に

故

剣
を
振
る
う
そ
の
手
に

限
な
く
力
が

る
の
か

 

ち
果
て
る

前
の
肉
体
で

も
剣
を

り
戦
う
の
は

未
来
を
求
め
る
想
い
故
か

く

 
意
識
し
て
の
も
の
で
は
な
い

今
の

ツ
は
こ
ち
ら
が

を
し
て
い
る
の
か
以
前
に
自
身

が
振
る
う
剣
が

じ
て
い
る
か
も

み
取
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う

焦
点
は

足
取
り
も
不
確
か

な
そ
れ
は

最

重

者
の
そ
れ
だ

 

は

息
を
求
め
て
悲
鳴
を
上

足
り
な
す
ぎ
る

は
運
動

止
を
命
じ

け
て
い
る

だ
 
そ
の

く
を
力

く
で

し
殺
し
て
い
れ
ば

そ
う
な
る
の
は
必
定
で
あ
る

 
故
に

そ
の
身
を
衝
き
動
か
し
て
い
る
の
は

無
意
識

に
あ
る
モ
ノ
だ



 Ａｌｆｈｅｉｍ Ｏｎｌｉｎｅ Ｌｏｓｔ Ｓｏｎｇ 〜ラグナロク・パストラル〜

 

一

に
と

て

そ
れ
は

い
だ

た

ヒ
ト
を
憎
み

会
を
憎
み

し
い
世

界
を
憎
み

そ
れ
を
危
険
と
認
め

じ

め
た

負
と

い
の
源

 
な
ら
ば

桐

谷
和
人

に
と

て
は

な
の
か

  

刃
を
交
え
る

  
仮
想
の
血
を

か
ら
流
し
始
め
た

な
し
切
れ
ず
体
幹
が
ブ
レ
る

ツ
の
体
を

り

ば
すぐ

あ

 

ツ
は
苦

の
声
を
上

た

い
に

さ
れ
て
る
か
ら
で
も

り
の
衝
撃
に

え
る

で

も
無
く

そ
れ
は
己
を

す
る

の

泥
の
中
に

を

さ
ず

で
の
と
こ
ろ
で

み
止
ま
り

ぐ

と
こ
ち
ら
を

み
上

て
く
る

 
そ
し
て

離
を

め
て
来
る

 

先
程
か
ら
こ
の
応

だ
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ツ
が
攻
め
て

が

撃
す
る

そ
れ
の

り
返
し

 
た

た
一
歩
下
が
り
空
を
切
ら
せ
れ
ば
絶

の
隙
が
生
ま
れ
る
事
は
分
か

て
い
る

死
に

損
な
い
で

の
全
て
を
存
在
か
ら

定
す
る

も

に

る
が
一
歩
後
退
す
れ
ば
終
わ
る
と

い
う
の
に
そ
れ
を

さ
ぬ
自
分
に
も
苛
立

た

 
だ
が

ど
う
し
て
引
き
下
が
る
事
が
出
来
よ
う

 
最

剣

の
応

に

け
引
き
な
ど
な
い

そ
れ
を
思

す
る
程
の

力
が

ツ
に
は
許
さ

れ
て
い
な
い

事
も
自
覚
せ
ず

た
だ
ま

す
ぐ
剣
を
振
る

て
来
て
い
る

 
そ
ん
な

な
剣
に
背
を
向
け
る
事
が

な
ら
ば
そ
の
一
撃
を

け

め
な
い
事
も

だ

た 
一
歩

後
ろ
に
引
く
だ
け
で

手
は
自
ら
死
を
晒
す
と
い
う
の
に

 
た

た
一
歩
で
も
引
い
た

間

決
定
的
な

か
に

北
す
る
予
感
が
あ

た

  

刃
を
交
え
る
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し
か
し

そ
の

も
じ
き
終
わ
る

 

は
と
う
に
限
界
だ

自
分
と

を
合
わ
せ
る
前
か
ら

に
死
に
体
に
至

て
い
た

も

て
八
合

八

弾
き
返
せ
ば

あ
と
は
勝
手
に
自
壊
を
始
め
る

 
一
撃

止
め
る

チ

 
下
ら
ぬ
思
い
つ
き
を

一
撃
目
の
力
強
さ
の
前
で

打
ち
し
た

 
先
程
は
も
う
持
た
な
い
と
見
た

そ
の
結
果

ツ
は
悪
性
の

を

み

し
己
の
力
に
変

え
て

こ
う
し
て
百
に
届
く
剣

を
交
え
て
い
る

 

ツ
は
倒
れ
な
い

死
の

レ
は

一
心
に
眼
前
の

へ
と
立
ち
向
か
う

 

そ
の

が

目
に

き
付
い
た

 
こ
の
戦
い
で
初
め
て
己
の

で
直

す
る

り
に

た

界
が

に
晴
れ

る
感
覚

 

は
千
切
れ
そ
う
な
勢
い
で
剣
を
振
る
う

か
ら

り
出
さ
れ
る
声
は
全
て
全
力
の
一
撃

を
振
る
う

の
も
の

き

ま
れ
る
剣

は

そ
の

び
の
代
価
だ

 

助
け
ら
れ
な
か

た
と

く

び

 

助
け
ら
れ
な
か

た
自
身
へ
の

び



 番外  〜いまを信じ、悪を以て悪を制す〜

 

わ
れ
も
な
く
無
意
味
に
死
ん
で
い
く
人
を
見
送

た
過
去
を
も
う
二

と

り
返
さ
せ

な
い
と
い
う
誓
い
の
怒

眼
前
の

を
認
め
て
な
る
も
の
か
と
い
う
裂

の
殺
気

 
そ
う
し
て

り
返
さ
れ
る
剣

が
自
壊
を
予

し
た
八
を
超
え
十
を
突
破
し
十
五
に

届
い
た
時

終
わ
り
は
無
い
と
悟

た

 
こ
の

は
止
ま
ら
な
い

 
決
し
て

自
分
か
ら
は
止
ま
ら
な
い

 

身
の
力
で
打
ち

ん
で
く
る
も
の
の

ツ
の
意
識
は
最

に
向
け
ら
れ
て
い
な
い

ツ
が
斬
り

せ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
あ
く
ま
で
己
を

む
自
分
自
身

信
じ
て
き
た
も
の

こ
れ
か
ら
も
信
じ
て
い
く
も
の
新
た
に
信
じ
る
事
に
し
た
も
の
を
全
て

き

す
た
め
に
自

壊
す
る
体
を
再
生
し

予
を
無
理

理

り
出
し

剣
を
振
る

て
い
た

 
そ
れ
に
気
が
付
い
て

苛
立
ち
と
共
に

⻭
を

ん
だ

 
勝
て
ぬ
と
知

て
意
味
が
無
い
と
知

て
な
お

み

け
る
そ
の

そ
の
愚
か
さ
こ
そ

が
憎
む
自
身
の
過
ち
に
他
な
ら
な
い

 
こ
ち
ら
が
裏
切
ら
な
け
れ
ば
信
じ
て
い
れ
ば
き

と
応
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
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み 

だ
と
い
う
の
に

故

 
醜
悪
と

い
捨
て
た
そ
れ
を
ど
こ
ま
で

け
て
い
け
る
の
か
見
届
け
よ
う
な
ど
と

え
た

の
か

 
い
い
加

消
え
ろ

  

刃
を
交
え
る

  
し
て
は
な
ら
な
い
思

を
切
り
捨
て
る
よ
う
に

片
刃
剣
を
振
る
う

 

の
剣

は
も
は
や
手
を

け
る
物
で
は
な
い

の
剣

を
は
じ
き
返
し
返
す
刃
で
確

実
に

を

く

そ
の
必
殺
の

の
一
撃
が

容

く
弾
か
れ
た

 
ギ
ン

と
い
う

が

く

 
今
ま
で
一

も

ぎ
切
れ
な
か

た

の

手
が

身
の
一
撃
を

然
の
よ
う
に
弾
き
返
し

た
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い思
き

が
止
ま

た

こ
の
願

め望
は

 
剣
を
弾
き

一

大
き
く
剣
を
構
え
直
す

の

 
そ
の
眼
は

ま

す
ぐ
こ
ち
ら
を

え
て
い
る

決
し
て

 

い
は

が
ら
空
き
に
な

た

 
無

備
に
な

た

を
護
ろ
う
と
⻑
剣
を
切
り
返
す

間
に
合
う

自
分
の
反
応
速

を

以
て
す
れ
ば

そ
れ
は
容

く
間
に
合
う
行

 
間
違
い
な
ん
か
じ

な
い

  

を
打
つ

は

同
時
に

を
も

た

 
ま

す
ぐ
に
向
け
ら
れ
る
そ
の

線

過
ち
も

偽
り
も

己
を

つ
全
て
を
振
り
き

て

立
ち
止
ま
る
事
な
く

点
へ
と

り

け
た

そ
の
男

 
零
れ

と
す
も
の
を

い
上

ら
れ
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と
し
た
も
の
す
ら

い
上

ら
れ

 
一
人
で
あ
り
な
が
ら

独
り
に
は
な
ら
な
か

た
孤
高
の
剣
士

 

な
ん
て
醜
悪
な

り

ま

た
偽
り
の

エ善
ゴ意

 

し
い

足
掻
く
よ
う
な
そ
の
理
想
の
体
現

 オ
リ
ム
ラ

少イ
チ
カ年

に
あ

た
の
は
そ
れ
だ
け
だ

自
己
を
喪
い

精
神
が

解
し
て
い
よ
う
と

見
送
る

人

の
命
の

き
だ
け
は
忘
れ
な
か

た

 
死
に
か
け
の
心
が
世
界
に

え
る

 

も
が

せ
で
あ

て
欲
し
い

無
意
味
に
死
に

く
命
を

に

き
な
が
ら
天
に
向
か

て
そ
う

え
る

 

悪
い
夢
だ

古
い

を
見
せ
ら
れ
て
い
る

 
引
き
返
す
道
な
ど
初
め
か
ら
存
在
し
な
か

た

 
罪
は
こ
の
手
に
あ
ま
り
に
も
多
く
の
過
ち
を

し
て
来
た

自
分
自
身
を
憎
み
世
界
を
憎

み
こ
の
世
に
存
在
す
る
全
て
を
憎
み
殺
し
た
い
と
思
う
程
に

残
さ
れ
た
の
は
た
だ

え
る

の
み
の
復
讐
心

自

す
る
覚
悟
も
な
く
た
だ

然
と
生
き
る
人
形
に
償
う
術
な
ど
持
ち
得

な
か

た
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一

の
手
は
血
に

れ
決
し
て
許
さ
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
そ
の
罪
の
意
識
は

桐

谷
和
人
の
心
を

り

け
る

 
そ
れ
ら
を
背
負

た

最
後
の
一
撃
が
振
る
わ
れ
る

 

に
突
き

さ
る
で
あ
ろ
う

レ
は

し
か
し

意
識
の
外
に
あ

た

見
て
い
る
も
の
は

己
と
同
じ
過
去
を
持
ち
な
が
ら
違
う
道
を

ん
だ
可
能
性
の
自
分
自
身

 

み
合
う

の
⻭
車
は
交
わ
ら
ず

空
を
切
る

 
黒
と
白
を
越
え

  

こ
ん
な
男
も

る
の
だ

た
な

  

の
刃
が

を

た
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・

孤桐
高

の谷
剣和
士人

かそ
らの
だ身

は
つ
る
ぎ悪

で
出
来
て
い
る

 

ｔ
ｈ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ

Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

 
初
代
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
主
人

衛

士

お
よ
び
ア

チ

が

ず
さ
む

文
を
パ
ク

た
人
物

 
こ
の

文
は
原

に

い
て
は

ア

鉄
チの

英
雄
が
生
前
か
ら
自
身
の

に
持

て
い
た

有

結
界
を
展
開
す
る
た
め
の
も
の
で
一
種
の
暗
示
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
実

の
と
こ
ろ

え

る
必
要
は
な
い

な
い
が
カ

コ
イ
イ
か
ら
ど
ん
ど
ん
や

て
欲
し
い
今
日
こ
の

投
影
魔

術
行
使
の

に
も
自
己
を

さ
せ
る

に

ず
さ
ん
で
い
る

 

は
ア

チ

の
生
前
を
現
し
た

文
で
あ
り

そ
の
道
程
を

と
し
て

ん
だ
も
の

 
原

の
衛

士

対
ア

チ

の
戦
い
で
士

が

ず
さ
ん
で
い
る
の
は
刃
を

し
て

発
生
し
た
意

し
な
い

依
経
験

が
同
一
人
物
な
の
で

き
た
事

で
見
た
英
霊
の
過
去

を

ア

チ

が

定
し
た
い
自
身
が

に
す
る
事
で

ア

チ

を
傷
付
け
る
と
い
う

遠
回
し
な
自
傷
行

の
た
め

論
投
影
魔
術
の
精

が
ア

チ

の
そ
れ
を
見
て
引

り
上

ら
れ
て
い
る
の
と

し
て
暗
示
の
意
味
も
し

か
り
あ
る

が
初
回
に

し
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て
は
大
部
分

が
ら
せ
で
あ
る

 
本
作
に

け
る
和
人
の
コ
レ
も

を

む
点
に

し
て
は
同
じ

 
た
だ
し
獣
が
自
身
が

し
て
来
た
悪
を
悔
や
み
世
界
と
ヒ
ト
を
憎
ん
で
い
る
の
に
対
し
和

人
は
そ
の
上
で

悪

を
認
め

そ
の
世
界
を
容
認
す
る
と
い
う

悪
を
認
め
る
覚
悟

を
現
し

た
も
の
に
な

て
い
る

 
初
め
て
人
を
殺
し
た
時
の
兇
器
が
刃
物
で
あ
り
実
姉
に

れ
て
い
か
れ
た
剣
道
場
義
姉
に

付
け
て
も
ら

た
剣
デ
ス
ゲ

ム
で
初
め
て
人
を
殺
し
た
も
の
の
も
剣
で
あ
る
事
か
ら
和
人

の
中
で
剣

殺
人

悪
と
い
う

式
が
成
り
立

て
い
る

無
論
人
を
護
る
剣
も
あ
る
の

で
真
ん
中
の
動
機
に
よ

て
悪
判
定
は
ま
ち
ま
ち
に
な
る

直
葉
は
中

だ
が
明
日
奈
や
木

の
そ
れ
は
仮

殺
し
を

し
た
と
し
て
も
善
判
定

 
少
な
く
と
も
和
人
は
自
分
が
人
を
助
け
る

に

別
の

か
を

に
し
な
け
れ
ば
救
え
な

い
と
い
う
思

に

て
い
る

ア
ス
ナ
救
出

 
そ
の
た
め
剣
を
振
る

に
は
悪
と

い
う
認
識
が
根
付
い
た

現
実
で
同
じ
境
遇
の
子

を

仮
想
世
界
で
人
を
殺
し
過
ぎ
た

 
こ
れ
で
獣
の
心

の

い
を

ね
の
け
て
の

な
の
で

と
始

に
負
え
な
い

 

悪
を
以
て
善
を

す
者

大
切
な
人
達
の

福
の

に
悪
を

し

と
罪
を
背
負
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う
事
を
覚
悟
し
た
異
常
者

 
見

え
る
も
の
は

も
が
求
め
る

し
あ平
わ
せ和

な
人
生

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

く
戦
い
の

Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
ｅ
ｎ
ｄ

 
ル

ト
名

孤
高
の
英
雄

  
・

一

ホ
ロ
ウ

 

一

と
い
う
人
間
の

Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ

 
ル

ト
名

孤
独
の
英
雄

  

戦
い
は

は
い勝
く

で
終
わ

た

 

を

くい
た
みは

断
罪
の
赦
し
に
も
な
り
は
し
な
い

ツ己
を
憎
む

に
赦
し
が

れ
る
時
な
ど

あ
り
得
な
い

 

に
去
来
す
る
も
の
は
た
だ

と
つ

 
後
悔
は
あ
る

 
や世
り界
なの
お破
し滅

な
ど

求
め
た
か
分
か
ら
な
い
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こ
の

し結
う
り

を

未
来

は

い

け
る
だ
ろ
う

 
だ
が

小
さ
な

え
を
得
た

 
今
後
自
分
が
再
現
さ
れ
る
と
し
て
も

お
そ
ら
く
持

て
い
な
い
だ
ろ
う
そ
れ

 

し
む
事
は
無
い

 

ツ
の
根

に
は
こ
れ
ま
で

し
て
来
た
悪
が
あ
る

こ
れ
か
ら
少
年
は
悪
を
以
て
未

来
を
切
り

い
て
い
く

ど
れ
だ
け
自
分
が

り
返
さ
れ
よ
う
と
そ
の
在
り
方
一
つ
で
全
て
を

定
す
る
だ
ろ
う

 
絶
望
は

希
望
の
裏
返
し
の
感
情
だ

 
故
に

憎
悪
を

て
い
て
も

 
そ
れ
で
も

こ
の
想
い
は

決
し
て

  

お
れ
は

間
違
え
て
な
ど
い
な
か

た
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Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
 
Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
Ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ

 

孤
高
の
剣
士
・
天

  

点

ア
ス
ナ

 

数

約
一
万

 

回
想
に
よ
る
解
説

全
部

写
し
よ
う
と
思

た
ら
エ
ン
デ

ン
グ
が
中

み
を

こ
す

の
で
ネ
タ
は
キ

ラ

点
の

に
取

て
お
こ
う
か
な
と
七
色

は
ホ
ロ
リ
ア
で
使
え
る

し
ネ

 
ち
な
み
に
今
話
は

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト
や
ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
な

ど
の
よ
う
に

デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
後
の

解
説
シ

ン

で
あ
り

エ
ン
デ

ン
グ
ク
レ

ジ

ト
前
に

し
ま
す

 

ダ
イ
シ

・
カ
フ

で
の

キ

ラ
の
絡
み

エ
ピ
ロ

グ
は
ま
だ
で
す

も
う
一
話

く
ん
じ
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よ

て
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

ル

ト
確
定
を
知
ら
せ
る

の
も
の

 
で
は
ど
う
ぞ

  

戦
い
は
終
わ

た

  
二

二
五
年
五
月
九
日
金

日
の

前
六
時
を
以
て
七
色

士
に

を
発
す
る

あ

る
い
は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

が
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
時
か
ら
運
命
付
け
ら
れ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
戦
い
は

幕
を
下
ろ
し
た

 
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
の

立

者
に
よ

て

止
さ
れ
た

女
史
す
ら
も
予
期
せ
ぬ

に
よ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
サ

バ

ご

と
ダ
ウ
ン
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

を
復
帰
さ
せ
る
事
に
な

た
が
事
は
そ
れ
だ
け
に

ま
ら
ず

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
負
の

と
も
い
う
べ
き
も
の
を
も

き

ん
だ
大
事
件
に
発
展
し
た

な
に
せ
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世
間
が

目
し
て
い
た

代
の
最
年
少
天
才
す
ら
一

人
を

き

む

を
企
て
て
い
た
だ
け

で
な
く

人
の
感
情

で
の
み
構
成
さ
れ
た
高

の
シ
ス
テ
ム
が

人

に

を

き
か
け

た
の
だ
か
ら

世
間
が

目
す
る
の
も

然
と

え
よ
う

 
負
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

に
な

て
い
た

ホ
ロ
ウ
・

キ
リ
ト

は

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
リ
ト
と
の
死
闘
で

北
し
た
後

く

た

  
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
の

を

の
刃
が
深
く

た

 

ぐ
事
も

な
す
事
も
そ
れ
ど
こ
ろ
か

し
て
反
撃
を

き

む
事
も
出
来
た
だ
ろ
う

い
剣

を
彼
が

が
な
か

た
理
由
は
定
か
で
は
な
い

し
か
し
そ
の
刃
を

け
た

の
本
人

は

直
前
ま
で

怒
に

ら
れ
て
い
た
と
は
思
え
な
い

ど
穏
や
か
な
面
持
ち
だ

た

の

勝
ち
だ

ホ
ロ
ウ

 

労
と
苦

に

ぎ
な
が
ら
も

剣
を
突
き
立
て
た
少
年
が
強
い
面
持
ち
で

い

あ
あ

そ
し
て

お
れ
の

北
だ

 

を

つ
刃
を
見
下
ろ
し
て
い
た
少
年
が

深
く

目
す
る
と
共
に

み

そ
う

た

 
そ
の

間

足

に

む
少
年
の

に
異
変
が

れ
た
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色
の

け
た
白
髪
か
ら
白
い
泥
が

ち
て
い
く

ち
て
い
く
最
中
に
泥
は

に

黒
く

な
り

泥
の
ベ

ル
か
ら
見
え
た
髪
は

黒
色
に

て
い
た

 
ボ
ロ
ボ
ロ
の
外

も
同
じ
く
泥
が

ち
て
い
く

 

の
色
も

虚
無
の

か
ら
煌
め
く
黒
に

た

 
後
の
キ
リ
ト
に
よ
れ
ば

負
の

の
影

を

け
る

件
か
ら
外
れ
た
か
ら

た
ら
し

い

つ
ま
る
と
こ
ろ

ホ
ロ
ウ
本
人
の

か
ら
未
練
の
感
情
が
消
え
た

間
だ

た

 

に

た
ホ
ロ
ウ

少
年
が

穏
や
か
な

み
に
苦
味
を
加
え
る

作
だ
な

お
れ
の

因
が

お
れ
の
捨
て
た
モ
ノ
だ
な
ん
て

 

か
ら

か
れ
た

の
剣
を
見
な
が
ら
彼
は

た

 
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
剣

 
表
向
き
で
は
第
七
十
五
層
闘
技
場
お
よ
び
ボ
ス
戦
で
し
か
使
わ
れ
な
か

た
モ
ノ
だ
が
使

期
間
に
反
し
て
強
い
想
い
が

め
ら
れ
た
そ
れ
は
キ
リ
ト
が

ビ黒
の

タ剣
士
で
あ
る
理
由
全
て
が

め
ら
れ
て
い
る

 
あ
る
い
は

二
刀
流

と
い
う
希
望
の
体
現
の
原
点
か

 
一

の
目
に
攻
略
組
と
し
て
そ
し
て
二
刀
流
と
い
う
新
た
な
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ホ
ル
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ダ

と
し
て
自
身
を
晒
し
た
の
は

黒
の
剣
と

の
剣
を

え
た
時
が
初
だ

た

あ
の
世

界
に
い
た
人

に
と

て
二
刀
流
と

わ
れ
れ
ば
戦
線
を
共
に
し

け
た
者
以
外
は
そ
の

を
思
い
浮
か
べ
る

だ

 
そ
れ
は

キ
リ
ト
自
身
が
よ
く
理
解
し
て
い
る
事
だ

 
二

二
三
年

の
時
点
で

得
し

に
そ
れ
を
知
ら
せ
た
の
が
二

二
四
年
六
月

と
い

う
お
よ
そ

年
の
ス
パ
ン
が
あ

た
の
は

練

以
上
に
第
七
十
五
層
と
い
う
ク

タ

ポ
イ
ン
ト
で
の
士
気
向
上
に
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
の
希
少
性
を

立
て
る

だ

た

闘
技

場
で

目
に
あ
る
中
で
彼
が
戦

た
の
は

一

北
す
る
と
再

戦
で
き
な
い
と
い
う
ル

ル
も
あ
る
が

一

プ
レ
イ

に
よ
る
希
望
の
伝

を

て
い
た
か
ら
で
も
あ
る

 
彼
は
自
己

衛
の
た
め
か
自
己

価
こ
そ

い
き
ら
い
が
あ
る
が

か
ら

け
る

価
に

し
て
は

ね
フ
ラ

ト
に
理
解
を
示
し
て
い
る

 
あ
の
剣
に

リ
ズ
ベ

ト
が
ど
れ

ど
の
想
い
を

め

黒
の
剣
士

と
い
う
異
名
に
反
す

る
異

の
剣

二
刀
流
を
構
成
す
る
最
大
の
要

に
ど
れ

ど
の
希
望
を
人

が
見
出

し
た
か
も

彼
は
理
解
し
て
い
た

 
だ
か
ら
理
由
が
あ

た
と
は

え
サ
チ
を
裏
切

た
ホ
ロ
ウ
は
自
ら

の
剣
を
捨
て
た
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の
だ

 
そ
う
し
て
孤
独
に
な

た
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
リ
ト
と
違

て
人
を
憎
む
事
を
良
し
と
し

キ
リ
カ
と
違

て
義
姉
と
す
ら

離
を
取

た
事
で
獣
へ
と
堕
ち

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

と
な

た

 

そ
の
推

を
後
の

和

人

キ
リ
ト
は

定
も

定
も
し
な
か

た
け
れ
ど

ね
間
違

て
は

い
な
い
の
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
リ
ト
が
獣
に
な
ら
な
か

た
の
は
人
を
信
じ
る
事
を
良
し
と

し
て
い
た
か
ら

そ
の

徴
が

の
剣

 
そ
れ
で
ト
ド
メ
を

さ
れ
た
事
は
そ
れ
を
捨
て
た
事
で
復
讐
の
在
り
方
を
良
し
と
し
た
ホ
ロ

ウ
に
と

て

こ
れ
以
上
な
く

な

判
で
あ
り

肉
と
な

た

だ

心

か
ら
負
か
さ
な
い
と

意
味
が
無
い

 
そ
れ
を

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
リ
ト
は
真

向
か
ら

定
し
た

く
だ

た
の
だ

そ
う
か

 
そ
の

高
さ
を

ホ
ロ
ウ
は

肉
気
な

み
で

た

 

足

か
ら

少
し
ず
つ

子
を

ら
し
な
が
ら
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Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
消
滅
エ
フ

ク
ト
で
は
な
い

ま
る
で
デ

タ
が
少
し
ず
つ

ら
れ
て
い
く

よ
う
な
消
え
方
だ

 
し
か
し
体
は
ま
だ
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る

光
が

た
後
は

四

欠
損

デ
バ
フ

状

の
よ
う
に

明
に
な

て
い
た

足

か
ら
消
え
て
い
る
の
に
立
ち

に
変
化
が
無
い
の

は

明
で
も
物
理
判
定
が

い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

消
え
る
の
か

の
お
れ
に
あ
る
か
は
知
ら
な
い
が

心
が

れ
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
保
つ

の
そ
れ
が

れ
た
以
上
消
え
る
し
か
な
い
さ

も
う

未
練
も
無
く
な

た

 
そ
う

て
ホ
ロ
ウ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

を
横
切

た

彼
が
振
り
返
り
ホ
ロ
ウ
の
背
中

に

を
向
け
る

 

す
る

子
が

に

に
達
し
た
と
こ
ろ
で
彼
は

く
り
と
天
を
振
り

ぐ

そ
の

空
に
浮
か
ぶ
泥
を

れ
流
す
太
陽
に

眼
を

め
た

あ
あ

で
も

と
つ
だ
け

忘叶
れえ
てた
たい

コ
ト
が
あ

た

 
静
か
に

体
を
光
に

ら
し
な
が
ら
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も
う
一
回
く
ら
い

す
ぐ
ね

が
作

た
ポ
ト
フ

食
べ
た
か

た
な

  

そ
ん
な

あ
り

れ
た
願
い
を

に
し
て

ホ

ロ

ウ
一

は
光
に
消
え
た

  
絶
対
権
限
者
の
デ
リ

ト
作
業
に
も

抗
し
て
い
た
か
ら
か
ま
た
ど
こ
か
で
再

の
機
会
を

て
い
る
と
い
う
説
も
一
時
期
あ

た
が
そ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
リ
ト
本
人
が

定
し
た

事
で
程
な
く
下
火
に
な

た

 
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

と
な

て
い
た
の
は

解
消
し
切
れ
な

い
思

人
間
風
に

う
な
ら

未
練
が
あ

た
か
ら

に
他
な
ら
な
い

そ
れ
が
深
く
強
い

も
の
だ

た
が
故
に
負
で
構
成
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

に

ば
れ
て
し
ま

た

そ
の

に

ば
れ
る
理
由
を
真

向
か
ら
解

定消
し
て
し
ま
え
ば
残
れ
る
理

は
存
在

し
な
い

 
そ
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
リ
ト
に
よ

て
完
全
消
滅
を

し
た

 

密
に

え
ば

そ
れ
は
消
滅
で
は
な
く

華
ら
し
い

 
そ
も
そ
も
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
負
の
想
念
の

で
あ
り
数
値
と
し
て

ゼ

ロ

ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
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で
は
な
い

か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

完
全
初
期
化
に
も
抗
い

い
た
そ
れ
を

ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
に

す
る

と
い
う
の
は

実

不
可
能
と

え
る

 
故
に
彼
は
有

な
数
値
を
無

な
数
値
へ
と
変
換
さ
せ
た

そ
れ
が
彼
が

う

華 
ホ
ロ
ウ
が

て
い
た
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に

ま
れ
る
感
情
に
は
生
き
た
い

死

に
た
く
な
い
と
い
う
生
へ
の

も
存
在
し
て
い
る

な
の
で

で
あ

た
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト

が
消
滅
し
た
後
負
の

現
た
る
泥
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
リ
ト
へ
殺

し
た

逆
説
的
に
Ｓ
Ａ

Ｏ
サ

バ

か
ら
も
ホ
ロ
ウ
は
完
全
消
滅
し
た
事
を
意
味
し
て
い
る

 
自
身
に
殺

し
た
負
を

キ
リ
ト
は
全
て

ア
バ
タ

そ
の
身
に
取
り

ん
だ

 
想
像
を
絶
す
る
苦
し
み
だ

た

だ

 
そ
う
思
え
る
の
は

ホ
ロ
ウが

消
滅
し
た

間
中
継
動

を
全

面
表
示
に
し
て
い
た
人
以
外
の

面
は

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

の

ジ
で
な
く
と
も

黒
い
文

や
蠢
く

者
か
の

で

め

く
さ
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

お
そ
ら
く
中
継
回
線
を

じ
て
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ

ン
の
負
の
デ

タ
コ

ド
が
流
れ
た
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
に
し
て
も
一
方
的
に
流
れ
影

を

与
え
る
と
な
れ
ば

と
ん
で
も
な
い

の
シ
ス
テ
ム
に

大
化
し
て
い
た
事
に
な
る
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と
は

え
精
神
の
根
幹
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

ら
変
わ
ら
な
い

現
に
キ
リ
ト
キ
リ
カ
と

ホ
ロ
ウ
と
を
分
け
た
の
は
寄
り

う
人
の
存
在
の
有
無
と
い
う
外
的
要
因
で
あ
る

強

な

精
神
を
有
す
る
ホ
ロ
ウ
が
闇
堕
ち
し
た
の
は

の
個
人
の
感
情

経
歴
に
も

与
す
る
が

そ
れ
を
克
己
し
た
二
人
の
存
在
が

そ
れ
は
決
定
打
で
は
な
い
と
い
う
裏
付
け
に
な
る

 
あ
れ

ど
の

を
し
た
の
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

い
て
は
一
万
人
の
負
が
最
大

の
要
因
と
い
う
結
論
が
出
る

 
そ
れ
を
全
て

け
入
れ
た
と
い
う
事
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

一
万
人
分
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

数
十
万
人
分
の
感
情
を
一
人
で

け
止
め
た
と
い
う
事

遊
び
を
前

に
し
て
い
る
後
者
は

と
も
か
く
前
者
は
命

け
の
感
情
ば
か
り
だ
か
ら

は
と
ん
で
も
な
い

だ

万

り

の

人
の
死

を
見
せ
ら
れ
て
い
る
の
と
変
わ
ら
な
い

 

を
喪
い
殺

し
た
負
に
負
け
て
い
れ
ば

彼
は
そ
の
復
讐
心
に

し

さ
れ
た
だ
ろ
う
が

そ
う
は
な
ら
な
か

た

 
要
因
は

彼
の

え
方
に
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
前
線
組
で
あ
れ
ば

知
の
事

そ
し
て
一

に
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

事
変
と
呼
ば
れ
る
事
件
の
後
日

・日
・本
・

・

よ
り

開
さ
れ
た
キ
リ
ト
対

の

像
に
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そ
の

え
が
あ

た

 
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
の
最
終
目
標
は

極
的
に

え
ば

世
界
へ
の
復
讐

で
あ
り

つ
ま
り

は
破
滅
な

だ
が
な
に
も
世
界
は
全
て
が
電
子
機
器
で
動
い
て
い
る

で
は
な
い

大
国
は
そ

う
だ
ろ
う
が
ど
う
し
て
も
ネ

ト
ワ

ク
の
入
り

ま
な
い
部
分
は
出
て
来
る

故
に
物
理
的

に
も
復
讐
す
べ
く

同

体
と

え
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
リ
ト
に
負
を

き

み

に

じ
ら
れ
た
復
讐
心
を

発

さ
せ
よ
う
と
企
て
て
い
た

 

 
情
緒
的
な
可
能
性
を
許
容
す
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は

そ
の
特
性

え
に

人
か
ら

の
感
情
の
影

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

け

成
⻑
し
て
い
く

 
彼
は
そ
れ
を
逆
手
に
取

た

 

と
の
対
決

時
キ
リ
ト
は
ホ
ロ
ウ
と
同
じ
く

え
て
い
る
恨
み
つ
ら
み
を
直

的

力
に
よ
る
復
讐
で
解
消
す
る
の
で
は
な
く

正

な
手

を
以
て

会
的
立
場
の
向
上
に

て

復
権
す
る
事
で
の
解
消

心
理
学
的

衛
機
制
に
な
ぞ
ら
え
た

華

を

て
い
る

と
語

た

そ
れ
故
に
復
讐
や
憎
悪
そ
の
も
の
は

け
容
れ
て
お
り

せ
を
求
め
る
手

に
す

る
事
で
解
消
し
て
い
る
の
だ
と

 
そ
れ
は

希
望
を

い
て
い
な
け
れ
ば
出
来
な
い
思

で
あ
る

あ
る
種
の
善
性
の
発

だ
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を
喪

た
負
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

時
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

を

た
し
て
い

た
泥
は
残
る

に
出
来
る
キ
リ
ト
を

て
殺

し
た
が
彼
は
そ
の
思

と

を
以
て

対
し

に
あ
る
憎
悪
を

し
よ
う
と
す
る
そ
れ
ら
を
無
力
化
し
た

 

絶
す
る
の
で
は
な
く

無

化

 
負
の
方
面
に
成
⻑
し
て
い
く

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に

正
の
感
情
を
与
え

負
と

殺

し
ゼ
ロ

つ
ま
り
無

化
し
て
い

た
の
だ

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
が
構

し
て
い
た
絶

望
の
コ

ド
と
の
共
鳴
が
あ
り
得
る
な
ら
逆
に
彼
の
希
望
の
感
情
コ

ド
に
よ
る

殺

も
あ
り
得
る
と
い
う
理

ら
し
い

 

ホ
ロ
ウ
を
獣
へ
堕
と
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
負
の

を
消
滅
さ
せ
る
に
は

絶
で
は
な

く

け
容
れ
た
上
で
無

な
も
の
に
変
容
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
と
い
う

 
と
は

え
そ
れ
は

う
は

し
行
う
は

し
だ

存
在
す
る
だ
け
で
ネ

ト
ワ

ク
を

し

て
世
界
を

迷
に

れ
か
ね
な
い

ど
危
険
な
も
の
に
な

て
い
た
負
の

を
無
力
化
出
来

る
の
は

負
の

に
明
確
に

世
界
へ
の
悪
意

と
い
う
カ
タ
チ
を
形
成
し
た

ホ

ロ

ウ
一

が

い
て
い
た
憎
悪
と
同
じ
も
の
を
持
ち
そ
の
上
で
真

向
か
ら

定
す
る
在
り
方
で
生
き
る

オ桐
リ

ジ谷
ナ和
ル人

一
人
だ
け

そ
れ
以
外
で
は

万

り
の
人
の
死
と
生
の
感
情
を

き

ま
れ
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人
に
な

て
い
た
か
恐
慌
を
来
し
た
事
で
ア
ミ

ス
フ

ア
の
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
機
能

が

き
失

し
て
た
だ
ろ
う

よ
し
ん
ば
そ
れ
を
突
破
し
て
も

故
の
無
限
の
ス
タ
ミ
ナ
を

武
器
に

と
戦
え
る
ホ
ロ
ウ
の
心
を

れ
な
い
か
ら

巡
り

 
彼
は
そ
れ
ら
を
理
解
し
た
上
で
自
身
の
不
始

と

い
自
分
以
外
の
全
プ
レ
イ

の
ロ
グ
ア
ウ
ト
を

場

士
達
に
指
示
し
た
の
だ
と
思
う

 
最
終
的
に

彼
自
身
が
構

し
て
い
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

と

合
さ
せ
た
後

彼
は

自
身
の
体
を
二
振
り
の
愛
剣
で

ち

死
剣
か
ら
転
写
し
て
い
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
も
対
応
す
る
コ

ド

に
よ
り
ア
バ
タ

ご
と

共
消
滅
さ
せ
た

 
刃
に

は

せ
ず

プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
の

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
ロ
ジ

ク
的
に

一
つ
に
な

た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は
消
滅
し

事
件
は
全
て
幕
を

じ
た

 
そ
れ
が
二

二
四
年
五
月
九
日

前
六
時
の
こ
と

 
そ
の
日
か
ら

く
は
七
色

士
の
事

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

と
呼
ば
れ
る
感
情
が
構

し
た
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
に
よ
る

士
の

そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の
裏
に
あ

た
真
実
に
つ

い
て
ど
こ
の
テ
レ
ビ

も

り
返
し
報
道
し
て
お
り
エ
ン
タ
メ
番
組
も

そ
れ
一
色
だ

た
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然
少
年
の
事
も
数
多
く
取
り
上

ら
れ
て
い
た

し
ろ

一
リ
ア
ル
バ
レ

・し
・て
・い
・い

と

思
わ
れ
て
い
る
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
覇
者
で
あ
り
真
実
一
万
人
の
人

を
救

た
英
雄
だ

今
回

の
事
変
を

え
れ
ば

最
悪
数
十
万
人
の
人
間
が
二

と
目
覚
め
な
か

た
か
も
し
れ
な
い
し

ネ

ト
ワ

ク

会
の

が

れ
て
い
た
恐
れ
も
あ
る

で
そ
れ
に
見
事
対

し
て
見
せ
た

手

は
本
物
で
あ

た

 
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
彼
自
身
の

か
ら
語
ら
れ
た
推

が

全
て

た

て
い
た
事
で

桐

谷
和
人
黒
幕
説
と
い
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
も
似
た
よ
う
な
も
の
が
あ

た
説
が
ま
こ
と
し
や
か
に

語
ら
れ
た

多
く
は
エ
ン
タ
メ
番
組
だ

た

が
そ
れ
を
真
に

け
て
い
る
人
間
は
そ
う

多
く
は
な
い

 
確
か
に
彼
は
四
月

と
い
う

い

で
七
色

士
の

に

付
き
そ
の
大

を

し

て
い
た

で

か
に
協
力
を
求
め
る
事
は
可
能
だ

た

だ

そ
の
点
で

と

う
人
も
い

る

彼
ら
彼
女
ら
に
協
力
を
求
め
て
い
れ
ば
そ
も
そ
も
今
回
の
事
件
は

き
得
な
か

た
の
で
は

な
い
か

と

 
だ
が

ビ

タ

と
い
う
在
り
方
を
知

た
世
間
は
彼
が
一
人
で

に

り
出
し

対

し
よ
う
と
し
た
事
実
の
裏
を
理
解
し
た

リ

フ

達
に
協
力
を
求
め
な
か

た
の
は
万
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が
一
を

慮
し
て
の
事
だ
ろ
う
と

 
そ
れ
は
真
実
だ

 
彼
は
他
人
を
頼
ら
な
い

信
じ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い

信
じ
れ
る

ど
大
切
に
思

て
い

る
か
ら
こ
そ

え
て

離
を
取
る
人
間
だ

に

め
た
事
を
後
ろ
め
た
く
思
い
自
ら

離
を

取

た
ホ
ロ
ウ
と
て
根

に
は
自
分
が
一
緒
に
い
た
ら
死
な
せ
て
し
ま
う
か
も
と
い
う
他

者
を
思
い
や
る
心
が
あ
る

ま
し
て
や
今
回
の
事
件
は
レ

ド
プ
レ
イ

で
す
ら
リ
ア
ル

れ
を
忌

し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
違
い
現
実
世
界
と
密

に
結
び
付
い
た
事
で
あ
り
ネ

ト
リ
テ

ラ
シ

を
無

し
た
中
傷
の
対

と
し
て
現
実

で
も

を

る
可
能
性
は

定
出
来
な
い

中
傷

の
経
験
が
あ
り

そ
れ
に
全
面
的
な
恐
れ
を

い
て
い
る
彼
が

自
ら
の
意
思
で
こ
ち

ら
を

き

め
る

が
無
か

た

 
自
分
達
も
そ
れ
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
無
理
に
彼

に
付
こ
う
と
せ
ず
静
観
の
構
え
を
取

た

の
だ

 
そ
れ
は
彼
の
求
め
る
最

解

Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
の
ロ
グ
ア
ウ
ト

で
は
な
い
事
を
理
解
し

た
上
で
の
せ
め
て
も
の
反
抗

理
解
し
共
感
し
た
か
ら
と

て

け
容
れ
ら
れ
る
か
は

ま
た
別
だ

た



 〜孤高の剣士・天〜

 
二

二
五
年
五
月
十
七
日
現
在
世
間
が
そ
ん
な

わ
い
を
見
せ
る
中
事
の
発

と

え
る

女
史
は
と

え
ば

に

罪
会
見
を
行
い

チ

ム
を
解

し
た
後
表
舞

か
ら

を
消
し
た

 
雲

れ
し
た

で
は
な
い

 
今
回
の
事
件
を
知

た
事
で
彼
女
の

チ

ム
の
パ
ト
ロ
ン
に
な

て
い
た

が

み

中
止
を

し

し

が
先
行
か
な
く
な

た
た
め
表
舞

に
出
る
理
由
を
喪

た

の
だ

に

代
の
最
年
少
天
才

と
い
う
二
つ
名
も

仮
想
世
界

者

の
二
つ
名
も

に
過
去
の
物

と
い
う
よ
り
事
件
終
息
に
動
い
て
い
た
少
年
の
も
の
へ
と

て
い
る
と

て
い
い

 
二
つ
と
も
未
だ
世
間
に
認
め
ら
れ
て
い
る
天
才

場

と
対

に

葉
を
交
わ
し
推

と
対
策
で
話
し
合

て
い
た
場
面
が

て
い
た
か
ら
こ
そ
の
名
声
だ
ろ
う

今
で
も
彼
を
悪

し
様
に

う
人
間
は
根

か
ら
の
女
尊
男

論
者
か

男
代
表
と
し
て
成
果
を
出
せ
な
か

た
事
を
責
め
立
て
る
者
か

に
恨
み
で
も
あ
る
者
か

あ
る
い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
彼
の

手
で

さ
れ
た
者
の

れ
か
で
あ
る

 
で
は

立
場
も
名
声
も
喪

た
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
が

を
し
て
い
る
か
と

え
ば
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ん

 
こ
こ
の
食

の
お

子

す

ご
く
お
い
し
い
わ

ハ
イ
ハ
イ

分
か

た
か
ら
食
べ
な
が
ら

ら
な
い
の

は

い

 

帰
還
者
学

二

の
カ
フ

テ
ラ
ス
で
紅

と

子
に

を
打

て
い
た

 
カ
ウ
ン
タ

で

面
の

み
で
ス
プ

ン
を
運
ぶ

は
年

応
の
少
女
で
あ
り

士
と
し

て
テ
レ
ビ
に
出
て
ア
イ
ド
ル
と
し
て
振
る
舞

て
い
た

に
は
な
い

け
た
様
を
振
り
撒
い
て

い
た

 
彼
女
の
姉
レ
イ
ン

く

の

が
下
り
た
の
だ
ろ
う

と
の
事

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

も

を
正
せ
ば
家

か
ら
真

な
愛
情
を

が
れ
ず

た
だ

者
と
し
て
の
七
色

を
求
め
ら
れ

大
成
を
目
指
し
た
が
故
の
も
の
だ

た

 
経

は
色

と
あ

た
が
本
来
の

も
法
に
触
れ
た
も
の
で
は
な
い
事
彼
女
本
人
も
意

し
な
い
事

で
あ

た
事
結
果
的
に

者
が
出
て
い
な
い
事

な
に
よ
り

と
最

高
裁
判

が
内
部
で

き
た
事
は
一
切
不
問
と
す
る
と
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
が

わ

て
い
た
事
で

一
先
ず
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
不
問
と
さ
れ
た
も
の
の
も
は
や
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の
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者
生
命
は
断
た
れ
た
と

て
い
い
だ
ろ
う

 
却

て
そ
れ
が
良
か

た
の
か

 

チ

ム
を
解

し
た
後

を
経
て

七
色

へ
と

を
変
え
て
い
る

 
そ
の

に
つ
い
て

姉
妹
は
多
く
は
語
ら
な
い

を

え
て
い
る
の
は

キ
リ
ト
君
の
お

だ

だ
け
だ

そ
そ
れ
で

し
た

も

あ
ま
り
プ
ラ
イ
ベ

ト
を
根

り
葉

り

く
の
は
ど
う
か
と
思
い

み

ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

い
ま
は
十
年
近
く
離

れ
て
い
た
姉
妹
の
触
れ
合
い
を
見
守
る
に

め
て
い
た

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

に
よ
り

結
果
的
に
サ

バ

ご
と
ダ
ウ
ン
し

リ

ス
は
お
ろ
か
デ

タ
全
て
が
ぐ
ち

ぐ
ち

に
な

た
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
一

間
と
い
う
異

の
⻑
さ

の

し
か
し
事

を

み
れ
ば
異
常
に
速
い

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
期
間
を
経
て
再

を
果

た
し
た

 
運

に
よ
り
ロ

ル
バ

ク
さ
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
時
間
は
大

ア

プ
デ

ト
に
よ
り
第
五

の
浮
遊
大

原

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム

が
実

さ
れ
た
時
期
ま
で

き

さ
れ
て
い
る

そ
の
時
期
は
ク
ラ
ス
タ
に
よ
る
ハ
イ
エ
ナ
プ
レ
イ
も
あ

て
フ

ル
ド
を

な
め
し
中

の
ラ
ス
ト
ダ
ン
ジ

ン
に

み

む
七
色
が

い
た
ギ
ル
ド

シ

ム
ロ

ク

三
刃
騎
士

が
大
き
く
動
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き

れ
始
め
る
直
前
だ

 
そ
こ
ま
で
ロ

ル
バ

ク
さ
れ

再

す
る
と
い
う
事
実
が

式
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た

時

Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

の
中
で
も

識
な
者
を

に

の
声
が
上
が

た

 
ロ

ル
バ

ク

き

す
と
は

に

え
ば
バ

ク
ア

プ
・
デ

タ
で
現
状
を
上
書
き
す
る
行

主
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ミ
ス
や
バ
グ
に
よ

て
プ
レ
イ

が
想
定
外
な

を
得
て
し
ま

た
時

に
行
わ
れ
る
と
い
う

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
コ
ピ
サ
バ
と
い
う
経
歴
上
全
体
の
シ
ス
テ
ム
運
に
カ
デ

ナ
ル・シ
ス
テ
ム
が
い
ら
れ
て
い
る

カ
デ
ナ
ル
は

人
に
よ
る
最
大
最

値

メ
イ
ン
プ
ロ
セ

サ
と

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
平

値

サ
ブ
プ
ロ
セ

サ

の

差
を
修
正
し
合
う
自
律
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
つ
ま
り
バ

ク
ア

プ
・
デ

タ
は
常
に
更

新
さ
れ

け
て
い
る

と

て
も
良
い

 
だ
か
ら

常

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が

さ
れ
て
い
る
ゲ

ム
で
は
手
動
で
全

デ

タ
の
バ

ク
ア

プ
を
取
り
物
理
的
に
分

さ
れ
た
メ
デ

ア
に
保

さ
れ
て
い
な
い
限

り
ロ

ル
バ

ク
は
出
来
て
も
プ
レ
イ

デ

タ
だ
け
で
フ

ル
ド
ま
で
は

ま
れ
な

い
と
思
わ
れ
て
い
た

少
な
く
と
も
ロ

ル
バ

ク
の
対

自
体
が

本
プ
レ
イ

デ

タ
だ
け
と
い
う
の
は

経
験

に
よ
る
見
解
も

ま
れ
て
い
る
ら
し
い
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そ
の
予
想
を
裏
切

た
の
も
実
は
か
の
少
年
が

し
て
い
る
と
あ
ま
り
に
も
速
い
再
開
を

ダ
シ
に
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が

る
中
で

マ
ス
コ
ミ

い
で
知
ら
れ
る

場

は
語

た

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
が
実

さ
れ
る
よ
り
も
前

大

な
エ
リ
ア
実

が
発

表
さ
れ
た

に

少
年
の
方
か
ら

絡
が
あ

た
の
だ
と
い
う

 

く

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
自
動
バ

ク
ア

プ
機
能
と
エ
ラ

修
正
機

能
を
切

て
お
く
よ
う
に

と

 

ら
親
し
い
間

と
は

え

の
理
由
も
無
く
そ
ん
な
事
が
出
来
る

が
な
い

ど
ち
ら
も

ゲ

ム
運

に
不
可
欠
な
機
能
で
あ
り
特
に
後
者
は
人
力
で
の
エ
ラ

修
正
の
多
大
さ
を

み

れ
ば

容

に

け
入
れ
ら
れ
る
話
で
は
無
か

た
か
ら
だ

 
し
か
し
結
果
的
に

場

と
世
間
か
ら

れ
て
い
る

ノ
之
束

士

は
そ

の
話
を

け
容
れ
た

 

時

に

か
ら
の
依
頼
を

け

に

り
出
し

三
つ
の
論
文
と
大

ア

プ

デ

ト
の

知
を
契
機
に
活
発
化
し
始
め
た

三
刃
騎
士

の
動
き
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ

レ
イ
ン

の

そ
を

し
た
少
年
の
推

を

い
た
結
果
だ

風

が
良
い
か
悪
い
か
程

だ
が

そ
れ
で
す
ら

命
的
に
な
り
か
ね
な
い

ど
か

い
命
の

技
術
の
存

を
ね
が想

い

三
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刃
騎
士

が
大
き
な
成
果
を
得
る
前
ま
で
ロ

ル
バ

ク
出
来
る
よ
う
手
配
し
て
い
た
と
い
う

の
だ

 

然
な
が
ら
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が

し
て
あ
ん
な
事

に
発
展
す
る
と
は
彼

も
予
想
し
て
い
な
か

た
が
と
も
あ
れ
そ
の
備
え
が

我
の

名
と
な
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
一

間

の
メ
ン
テ
期
間
だ
け
で
再
開
し
て
い
る

 

故

彼
が
そ
の
よ
う
な
指
示
を
し
た
の
か

 
最
終
的
に

三
刃
騎
士

い
て
は
七
色

士
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
で
の

績
を

た
と
し
て

も

そ
れ
を

消
し
に
す
る

だ

 
ス
ヴ

ル
ト
実

初
こ
そ
攻
略
に
消
極
的
だ

た
彼
は
お
そ
ら
く
実

初
期
ま
で
ロ

ル
バ

ク
す
れ
ば
い
い
と

え
て
い
た

だ

七
色

士
の

を

最
悪
止
め
る

に

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
イ
ン
し
て

わ
る
必
要
こ
そ
あ
れ

攻
略
す
る
必
要
性
は

無

 
し
か
し
彼
は
レ
イ
ン
の
お
願
い
を
契
機
に

勢
を
反
転
さ
せ
全
力
で
攻
略
に
力
を
入

れ
始
め
た

 
そ
れ
に
よ
り
浮

原
ヴ

ク
リ
ン
デ

砂

谷
ヴ

ル
グ
ン
デ

状
氷

フ

ロ
ス
ヒ
ル
デ

の
戦
い
に

三
刃
騎
士

を
寄
せ
付
け
て
い
な
い

彼
自
身
が
取
る
事
は
な
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く

全
て
自
身
と
共
闘

に
あ
る
者
達
に

て
い
る

 
遠
的
で
は
あ
る
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
を
巡
る
戦
い
そ
の
も
の
か
ら

ゲ

ム

ス
ヴ

ル
ト

攻
略
を
切
り
離
し
た
の
だ

三
刃
騎
士

が
ボ
ス
を
倒
し
て
攻
略
を
進
め
て
い
れ
ば
そ
の
直

前
ま
で
ロ

ル
バ

ク
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
最
終
的
に

原

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
の
手

前
に

ま

て
い
る

 
無
論
問

が
無
か

た

で
は
な
い

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
自
律
シ
ス
テ
ム
性
か
ら
ユ

ミ
ル
は
テ
ス
タ

を

て

い
な
か

た

オ

プ
ン
ベ

タ
な
ど
と
同
じ
く
バ
グ
報

を
す
る
仕
事
を

う
テ
ス
タ

は

ゲ

ム
が
リ
リ

ス
さ
れ
て
か
ら
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
と
い
う
が
シ
ス
テ
ム
が
自
動
で
エ

ラ

を
発
見
ア

プ
デ

ト
に
修
正

を
追
加
す
る
の
だ
か
ら
不
要
だ
ろ
う
と
人
件

の

に

て
い
な
か

た
の
だ

 
し
か
し
自
動
エ
ラ

修
正
機
能
を

止
す
れ
ば
大

ア

プ
デ

ト
に
よ
り
少
な
か
ら
ず

生
じ
る
だ
ろ
う

存
シ
ス
テ
ム
と
新
シ
ス
テ
ム
の
衝
突
と
バ
グ
が
発
生
す
る
の
は
想
像
に

く
な

い 
そ
の
発
見
の

に

わ
れ
た
人

そ
れ
が

彼
だ

た
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彼
が

場

ノ
之
束
と
い
う
運

か
ら

け
て
い
た
依
頼
は
そ
の

の
も
の
だ

た
の
だ

 
そ
ん
な
裏
事
情
が
あ

て
お
よ
そ
十
日
前
後
の
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
や
観
光
に

や
さ
れ
た
時

間

ス
ヴ

ル
ト
以
外
で
の
活
動
時
間
は

全
て
が
無

に
は
な

た
わ
け
で
は
な
か

た

 
事
件
を

こ
し
た
本
人
が
未
成
年
で
あ
る
事
意

し
た
も
の
で
な
い
事
本
人
の

会
的
立

場
や

が

喪
わ
れ
た
事
が
裁
判
で
の
判
決
代
わ
り
と
な
り

し
い
眼
を
向
け
ら
れ
な
が

ら
も

重

意
で
彼
女
は
済
ん
だ

 

そ
ん
な
彼
女
は
現
在

を
得
て
か
ら
日
本
に

り
住
ん
で
い
る

 
今
回
の
事
件
を
契
機
に

パ
ト
ロ
ン親

が
雲

れ
し
た
か
ら

と
い
う
の
が
一
つ

 
頼
れ
る
引
き
取
り
手
と
し
て

レ

イ

ン
虹
架
の

親
が
名

り
上

予
め

備
し
て
い
た

本
を
持

て
直

判
し
た
の
が
一
つ

 

場

の
オ
フ
レ
コ
情
報
で
日
本

と
し
て
も
仮
想
世
界

の
最
前
線
を
進
ん
で
い

た
少
女
を
手
に
入
れ
て
お
き
た
い
と
い
う
意
向
も
あ
る
ら
し
い

ど
ち
ら
に
せ
よ
日
本
に

住

す
る
以
上
彼
女
も
年

を

み
れ
ば

学
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
そ
れ
に
は

称
帰
還
者
学

と

わ
れ
る

直

の
教
育
機

に

属
さ
せ
る
事
が
最

だ

た

監

と
い
う
意
味
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で
も

伝
手
と
い
う
意
味
で
も

本
人
の
身
の
回
り
と
い
う
意
味
で
も
だ

 

親
の
雲

れ
は
と
も
あ
れ
う
し
ろ
二
つ
の
原

は
キ
リ
ト
が
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
恐
ろ

し
い

 
そ
の
裏
事
情
が

無
論

の
事
は

せ
て

世
間
に
発
信
さ
れ

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン
事
変

の
騒
ぎ
も
あ
る
程

静
化
し
始
め
た

事
件
か
ら
一

間
経

た
今
日

 
事
件
解
決

主
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
負
の

対

の

に
無
理
を

し
た
事
が

た
た

り

著
し
い
バ
イ
タ
ル

下
と

の
過
大
な
ス
ト
レ
ス
を
生
じ
三

月

ど
前
ま
で
入

し
て
い
た

に
逆

り
し
た
彼
が
退

す
る
日
だ

た

退

し

の
事
情
で
身
を
寄
せ
る
更
識

へ
の
帰
り

に

そ
の

の
事
情

を
説
明
す
る

に
一

会
え
る
事
に
な

て
い
る

 
場

は

に
あ
る
エ
ギ
ル
が
リ
ア
ル
で
経

す
る

場
ダ
イ

シ

・
カ
フ

だ

 

気
に
意
識
不
明
の
重
体
で
数
日
生
死
の
境
を

さ
ま
よ

い

集
中

に
入

て
い
た
彼
が

一

間
で
復
帰
す
る
と
い
う
そ
の

い
ス
パ
ン
に

を

る
が

そ
の
理
由

め
て
説
明

し
て
く
れ
る
ら
し
い

 
・五
・体
・

・足
・で
・は
・あ
・る

と

桐

谷

直
葉

紺

子

木

の
四
人
に
直

面
会
し
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語

た
蒼
髪
を

ね
さ
せ
た
少
女
更
識
楯
無
の

は
あ
ま
り

れ
て
い
な
か

た
と
い
う

そ
れ
が

日
の

務
に
よ
る

労
故
か

あ
る
い
は
そ
れ
以
外
か
は
定
か
で
は
な
い

 
た
だ

な
ん
と
な
く

後
者
な
気
が
し
て
い
た

  
・
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

 

め

七
色

 

天
才

士

の
名
を

し
い
ま
ま
に
し
て
い
た

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

の
ガ
ワ
が
見

る
も
無
残
に

け

た
た
め

た
だ
の
少
女
と
し
て
の
振
る
舞
い
を
取
り

し
現
在
姉
・

虹
架
と
共
に
学
生
生
活
を

し
て
い
る

 
日
本

と
し
て
は
有
能
な

者
と
い
う
七
色
を

す
手
は
無
い
の
で
和
人

楯
無
経
由
で
全
力

の

本
人
の

境

み
で

生
還
者
学

に
入
学
す
る
に
至

た

 
無
罪
に
な

て
い
る
の
は
本
文
の

り

め
る
と

和
人

超
が
ん
ば

た
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・
桐

谷
和
人

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
引
き

き
超
が
ん
ば

た
立

者

 
彼
が
心
か
ら

め
る
日

は
数
年
先
の
事
で
あ
る
ヴ

ベ
ル
に
よ
り
星
の
戦
い
を
知

た
せ
い

 
最
初
は
ス
ヴ

ル
ト
完
全
初
期
化
を

え
て
い
た
が
虹
架
の
お
願
い
の

に
方

を
転

換
し
七
色
が

る
罪
や

を
抑
え
る
べ
く
攻
略
に
全
力
投

し
た
事
で
ロ

ル
バ

ク
地
点
が
実

直
後
か
ら
最
後
の
浮
遊
大

実

直
後
へ
と

ば
し
た

合
間
合
間
に

三
刃
騎
士

と
交
戦
し
て
攻
略
を

ら
せ
た
り

分
身
で
立
ち
は
だ
か

た
り

ユ
ウ
キ
達

の
攻
略
に
協
力
し
て
進
行
さ
せ
て
た
の
は
そ
う
い
う
事

 
そ
の
結
果
無
理
に
無
理
を
重
ね
限
界
を
突
破
し
過
ぎ
た
せ
い
で
裏
の
暗
部

主
か
ら
五
体

足
・で
・は

あ
る
と
い
う
絶

な

い
回
し
を
さ
せ
る
容

に

り
生
死
の
境
を

た
が

一
命
を
取
り
止
め
一

間
で
退

す
る
と
い
う
回
復
力
オ
バ
ケ
を

間
見
せ
た

 
本
作
に

け
る
主
人

補
正
は
マ
イ
ナ
ス
部
分
か
ら
の
反
転
現

死

高
い
コ
ア

め

み
を
逆
に

す
る
な
ど
が

本
な
の
で
こ
の
回
復
力
オ
バ
ケ
も

は

ら
か
の



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｔｒｕｅ Ｅｎｄｉｎｇ

マ
イ
ナ
ス
要

が

点
に
あ
る

つ
ま
り
一

人
が
知
る
と
心
が
苦
し
く
な
る

 
裏
ど
こ
ろ
か
表
に
引

り
出
さ
れ
た
お

で

会
的
立
場
の
復
権
は

と
出
来
て
し
ま

て

い
る

 
七
色
が
得
て
い
た

天
才

の
異
名
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
か
ね
な
い
状

 
数
十
万
人
の
負
の
記

意

を

け
る
も
そ
れ
す
ら
も

福
な
未
来
を
求
め
る
原
動

力
へ
と

華
し

自
己
を

い
て
み
せ
た

 

績
だ
け

え
て
も
生
け
る
伝
説

た
な
し
で
す
ね
ク

レ
ハ

 

下
手
す
る
と
白
騎
士
説
を

え
ら
れ
て
る
実
姉
よ
り

に
フ

ン
が
生
ま
れ
る
の

で
は

  
・
結
城
明
日
奈

 
今
話
の
キ

ラ

点

 
過
去
第
一
層

の

な
人
助
け

は
自
分
の

眠
と
食
事

人
間
性
中
の
キ
リ
ト
に
救
わ
れ
て
以

な
ん
だ
か
ん
だ
じ
わ
じ
わ
と

離
を

め
て
い
た

剣
使
い

 
五
月
九
日
金

日
時
点
で
編
入

験

し

み
記
入
期
限
だ

た

一

間
後
の
金

日
で
も
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在

し
て
い
る

か
ら
と

て

編
入

験
を

け
て
な
い

と
思
う
の
は

で
あ
る

思

が
昏
く
な
い
時
点
で
お

し

 

と

の
意
見
は

せ
た
の
か
が
今
後
を

す
る

 
数
話
前
で
自
身
が
助
か
る
シ

ン
を
見
て

を
と
き
め
か
せ
て
い
る

ヒ保
ロ護
イ者
ン

と
し
て

し
よ
う

  
・

虹
架

 

写
す

ん
で

せ
を

み
取

た
七
色
の
姉

 
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
で
キ
リ
ト
対
三
刃
騎
士

が

り
広

ら
れ
る
中

備
し
て
い
た

物
や
書

は

本
な
ど

だ

た
と
い
う
オ
チ

和
人
に
助
け
を
求
め
て
い
な
か

た

ら
ワ
ン
チ

ン
損

償
や
裁
判
な
ど
で
エ
ラ
い
事
に
な
り
か
ね
な
か

た
の
で
弱

を

い

て
大
勝

に
至

た
人

 

十
年
近
い
空
白
を

め
る
よ
う
に

姉
妹
の
触
れ
合
い
に

し
て
い
る

 
和
人
に
対
し
深
い
感

の
念
を

い
て
い
る
が

そ
れ
以
外
は
不
明
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・

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト

一

 
原

に
立
ち
返
り

未
練
も
無
く

え
だ
け
を
得
て
消
滅
し
た
可
能
性
の
和
人

 
誓
い
の
剣
を
捨
て
た
事
が

却

て
己
に
弱
点
を
作
り

ト
ド
メ
を

す
要
因
に
な

て
し

ま

た

 

一

だ
け
食
べ
た
ポ
ト
フ
が

れ

の
原
点

 

い
に

ま
れ
る
ま
で
後
ろ
め
た
く
思
い
な
が
ら
も
人
を
思
い
や
る
心
を
意
地
で
も

て
ら

れ
な
か

た
原
因

一

で
あ
る
の
に
求
め
た
も
の
が

義直
姉葉

の
ポ
ト
フ
な

り
心
の

か
ら

千
冬

秋
十
を
憎
み
心
の

か
ら
直
葉
に
感

し
て
い
る
事
が

え
る

 
物

的
な
愛
と
感
情
的
な
愛
の

方
を
直
葉
が
与
え
た
か
ら
こ
そ

一

は
獣
か
ら
立

ち
返
り

最
後
を

え
ら
れ
た
の
だ

 



 〜孤高の剣士・地〜

 

孤
高
の
剣
士
・
地

  

点

和
人

明
日
奈

メ
イ
ン

 

数

約
一
万
三
千

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

地

は

天
地
人
で
い
う

地
獄

の
地
で
な
く

晒
す
意
味
の
も
の
で

す 
で
は
ど
う
ぞ

  
風
が
吹
い
た

 

を
風
が

で
る

 
白
く
な

た
⻑
髪
が
揺
れ
た
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か
に

か
し
た

の
隙
間
か
ら
入
り

ん
だ
文
明

の
そ
れ
が

と
突
く
消

の

と

を

る
花
の

り
を
一
切
合
切
吹
き

ば
し
て
い
く

 
時

を
確
認
す
る

は

⻑
身
は
真

を
指
し
て
い
る

時
の
間
に
か

え
が

来
る

に
な

て
い
た

 

を
巡
ら
し

の
外
へ

線
を
向
け
る

 

裏
を

が

め

く
す

 
息
を
殺
し

み
下
す

 
自
身
の

に
あ
る
負
の
想
念

己
の
無
力
を

い
罪
を
憎
み
死
を

え
か
け
る

万
も
の

声
が
木
霊
す
る
が

そ
れ
ら
を
全
て
抑
え

む

 
ぐ
ら
ぐ
ら
と

理
性
を

い
だ
大

が

を
吹
き
零
す
よ
う
だ

 

に
直

火
ゴ
テ
を

て
ら
れ
る
よ
う
な

重
な

動

そ
れ
が
一

強
く
な
り
弾
け

た

力
は

け
る

感
覚
も

く
な
る

れ
が

身
を

め

く
し
た

 

み
は
無
い

ん
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ち

い
て

全
身
に
意
識
を
巡
ら
せ
る

 
力
が

た

 
感
覚
が

た

 

れ
は
消
え
た

 
五
体

足

 

な
る

ど

確
か
に
そ
う
だ
ろ
う

 
し
か
し

か
無
理
を

し

し
過
ぎ
た
よ
う
だ

肉
も
骨
も
問

な
い
と
い
う
の
に

心
要
の

が
イ
カ
レ
始
め
て
い
る
ら
し
い

 

だ
か
ら
こ
そ

 
他
の

に
も

せ
な
く
て
良
か

た
と
思
え
た

かこ
らの
だ身

は
つ
る
ぎ悪

で
出
来
て
い
る

 

を

ん
だ

文
を

ず
さ
む

 
自
己
を

さ
せ
る
だ
け
の
た
だ
の

葉
遊
び
に
過
ぎ
な
い
そ
れ
は

そ
れ
で
も

こ
こ
ろ

精
神

を
安
定
さ
せ
る
最

な
特

だ

は
己
の

絶
に
他
な
ら
な
い

故
に
己
を
律
す
る
こ

の
う
た

が

に
あ
る
全
て
を
抑
制
す
る
楔
に
な
る
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悪

を
認
め

そ
の
上
で

悪

を

絶
し

を
抑
止
す
る

 

そ
こ
ま
で
す
る
価
値
が

あ
る
も
の
か

ま
ま
な
ら
な
い
な

 

と
し
て
い
た

線
を
彼
方
へ
向
け
る

 
⻩
金
か
ら

色
に

し
始
め
た

い
陽
光
が
目
に

さ

た

  
二

二
五
年
五
月
十
七
日

日

後
四
時

 

衛

大

属

 
自
身
と

者
の

が

う

立
女
子
中
学

か
ら
程
近
い

に

し
た
事
を
リ
ム

ジ
ン
を
運
転
し
て
い
た
男
性
が
伝
え
て
き
た
声
を
契
機
に
私
の
意
識
は
覚
醒
し
た

ち
り
と

目
を
開
く
と

先
に

り
て
い
た
運
転
手
が

に

を
開
い
て
く
れ
る

 

く
を
お
礼
を

て

と
リ
ム
ジ
ン
を

り

車
場
か
ら
一
望
で
き
る

設
を

界
に
収
め
る

ね

ね

く
行
こ
う
よ

か
ん
ち

ん

う
ん
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本

に

さ
れ

身
分
証
明
証
そ
の
他
を
確
認
し
な
が
ら

の
ロ
ビ

へ
と
足
を
向
け

る

一

で
面
会

付
を
済
ま
せ

内
パ
ス
ポ

ト
証
を

け
取
り

内

を
頼
り
に
目
的

地
を
目
指
す

 

付
の
事
務
に
教
え
ら
れ
た

は
こ
の

の
十
三

だ

た
の
で
エ
レ
ベ

タ
を
使

た
き
り
き
り

気
に
な

て
る
か
な

 
無

が

か

た
の
だ
ろ
う

本

が

を
破

た

な

て
な
い
と
退

許
可
下
り
な
い
と
思
う
よ

そ
れ
は

そ
う
な
ん
だ
け
ど
ね

で
も
今
回
か
な
り

バ
い

て

い
て
る
か
ら
心
配
で

 
中
学
指
定
の
制

で
も
お
構
い
な
し
に

ら
せ
た

を
合
わ
せ
な
が
ら
不
安

な
面
持
ち
で

本

が

う

 
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
な
と
私
は
思

た

い
ま
で
こ
そ
一

に

て
い
る
彼
だ

が

を
騒
が
す
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
終
結
か
ら
数
日
は
集
中

で
絶
対
安

静
状

に
あ
り
面
会

絶
以
前
に
意
識
不
明
の
重
体
と
い
う
容

だ

た
の
だ

マ
ス
コ
ミ
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対
策
な
ど
で
見
舞
い
は
今
回
を

き
一

し
か
来
て
い
な
か

た
が
そ
の
時
の
容

を

え
れ

ば

全

一

間
で
済
む
も
の
で
な
か

た
事
は
容

に

せ
る

 
そ
れ
で
も

師
に
よ
る
正
式
な
退

許
可
が
下
り
た
と
い
う
事
は
も
う
入

し
て
の
加

は
不
要
と
判
断
さ
れ
た
と
い
う
事
だ

 

の
専

知
識
を
持
た
な
い
身
と
し
て
は

そ
の
判
断
に

う
よ
り
他
は
無
い

 
エ
レ
ベ

タ

が

指
定
の

に

り

い
た

 
二
人
し
て

り

い

さ
れ
た

を
探
す

程
な
く
見
つ
け
た
が
そ
れ
は
番

を
見
つ

け
た
か
ら
で
は
な
く

の
入
り

に

か
れ
た

子
に

る
ガ
タ
イ
の
い
い
黒

達
の

を
認
め
た
か
ら
だ

 
近
付
く
と
じ
ろ
り
と

線
を
向
け
ら
れ
た
が
身
分
証
明
証
そ
の
他
と

内
パ
ス
を

示
す
る

と

外
さ
れ
た

無

で
入

を
許
可
さ
れ
る

 

く
会

し
て
か
ら

を
横
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
た

 

無

に

し
く
ス
ラ
イ
ド
し

内
が
見
え
る
に
つ
れ
て

を

る
花
の

い
が
し

た

同
時
に
風
が
吹
く

内

機
の
そ
れ
と
違
い

気
ガ
ス
な
ど
が

ざ

た
不

な

い
の
す
る
そ
れ
に
よ
り

こ
の
風
が

を
開
け
た
事
で
入
る
風
で
あ
る
と
理
解
す
る
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彼
個
人
に

が
わ
れ
た

は
そ
こ
ま
で
広
く
な
か

た

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
ト
イ
レ

付
き
ユ
ニ

ト
バ
ス
が
あ
る
が

護
・

護
サ
イ
ド
の

理
の

合
上

の
方
を
使
う
事

は
禁
止
さ
れ
る
と

い
て
い
る

そ
の
広
さ
も

二

あ
る
く
ら
い

ベ

ド

個

テ
レ
ビ

小
さ
な
キ

チ
ン
の
あ
る

は

ユ
ニ

ト
バ
ス
フ
ロ
ア
を

め
て

六

く
ら
い
だ
ろ
う

 
無
論
集

で
一
人
に

が
わ
れ
る

二

程

の
サ
イ
ズ
を

え
れ
ば
個
人
で
六

分
も
使
え
る
だ
け
広
い
と

え
る
の
だ
が

あ
あ

も
う
来
た
の
か

 

内
か
ら

声
が
し
た

 

の

に

か
れ
た
背

れ

じ
掛
け
付
き
の
ウ

ド
チ

ア
に
声
の
主

彼
は

掛
け
て
い
た

 
直
前
ま
で
眠

て
い
た
の
か

勢
は
だ
ら
り
と
脱
力
し
て
い
る

 
足

に
は
約
一

間
の
入

で
使

た

⻭
ブ
ラ
シ
な
ど
の
整
容
品

で

た

の
だ
ろ
う
水
の

ト
ボ
ト
ル
や

の

新

の
束
が
三
つ
の
紙

に

め
ら
れ
た

状

で

べ
ら
れ
て
い
た

 
部

の
ベ

ド
も

に

ま
れ
て
お
り
見

し
た
限
り
で

が
必
要
そ
う
な
と
こ
ろ
も
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無
いわ

 
こ
れ

全
部
き
り
き
り
が

に
し
た
の

開

一
番
そ
れ
と
は

本

は

を

だ
と
思

て
い
る
ん
だ

 
本

の
疑
問
に
彼
は
苦

を
浮
か
べ
て
返
し
た
後

そ
う
だ
よ

と

く

い
た

 
さ
ら
り
と
白
い
髪
が
揺
れ
そ
の
隙
間
か
ら

目
の
金
色
と

目
に

か
れ
た
黒
い
眼

が

間
見
え
る

の

な
ど
で
は
な
く
他
国
の
と
あ
る

部
隊
に
近
い
意

の
無
骨

な

レ
は

契
約
の
た
め
に
学

を

学
し
更
識

か
ら
出
る
時
に
は
無
い
も
の
だ

た

眼

し
た
ん
だ

あ
あ

と
は

え
見
え
な
い
か
ら
し
て
る

じ

な
い
む
し
ろ

・見
・え
・過
・ぎ
・る

か
ら
付
け
た
ん

だ

の

界
の
ギ

プ
が

い
か
ら
な

ち
な
み
に

士
特

だ
ぞ

 
に
か
り
と

や
や
誇
ら
し

に

う

 
そ
の
表
情
に
昏
い
感
情
は
お
ろ
か
自
身
の
現
状
を
苦

に
思

て
い
る
節
は
欠
片
も
見
て

取
れ
な
い

 

そ
の

が

あ
ま
り
に
も

過
ぎ
て

 
却

て
恐
ろ
し
く
思
え
て
し
ま
い
私
は
そ
れ
以
上

か
を

う
事
も
出
来
ず
本

と
共
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に

彼

の
退

手

き
を
し
て
い

た

  
エ
ギ
ル
が
経

す
る

場
は

の

と
し
た
裏

り
に
構
え
ら
れ

て
い
る

 

け
た
よ
う
な
黒
い
木

で
そ
こ
が

で
あ
る
事
を
示
す
の
は
小
さ
な
ド
ア
の
上
に
作
り
付

け
ら
れ
た
金
属
製
の
飾
り

板
だ
け
だ

板
に

ま
れ
た

名
は
Ｄ
ｉ
ｃ
ｅ
ｙ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

ダ
イ
シ

と
い
う
の
は

サ
イ
コ
ロ
の
事
を
指
し
て
お
り

名
の
横
に
メ
タ
リ

ク
ダ
イ

ス
が
二
つ
ち

こ
ん
と

べ
ら
れ
て
い
る
の
が
可
愛
ら
し
い

 

強
な

戦
士
と

ミ
ド中
ル層
ン

プ
レ
イ

の
育
成
に

り
上

の
大

を

や
し
て
い
た

人

と
を

立
さ
せ
て
い
た
エ
ギ
ル
こ
と
本
名
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ
が
現
実

世
界
で
も

を
経

し
て
い
た
と
知

た
時
は

非
常
に

に

ち
た
感
覚
を
覚
え
た
も
の
だ

後
に

車
に
敷
か
れ
る
事
と
な

た

人
プ
レ
イ

の
必

品

ベ
ン
ダ

・
カ

ト

を
キ
リ
ト
か
ら

ら
れ
た
彼
は
第
二
層
と
い
う
攻
略
最
初
期
か
ら

人
と
し
て
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ

と
そ
れ
以
外
の
一

プ
レ
イ

間
の
ア
イ
テ
ム
の
流

を
一
手
に

う

し
を

て

い
た

本
人
も
補

面
の
手
配
は
苦
慮
し
て
い
た
よ
う
で
そ
れ
を
目

く

し
た
少
年
に

さ
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れ
た
事
で

こ
の

い
方
は
語

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

人
と
し
て
も
身
を
立
て
る

事
を

ん
だ

 
そ
ん
な
彼
は
人
種
的
に
は
生

の
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
で
は
あ
る
が
同
時
に
親
の

代
か
ら
の

子
で
も
あ
る
そ
う
で
住
み

れ
た

に

バ

を
開
い
た
の
が

二
十
五

の
時
ら
し
い

客
に
も

ま
れ

人
の

さ
ん
も

て
さ
あ
こ
れ
か
ら
と
い
う

時
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

と
な

た

生
還
す
る
時
は

の
事
は

ど

め
て
い
た
そ
う
だ
が

さ

ん
が

で

を
護
り

い
た
と
い
う
の
は

実
に
い
い
話
で
あ
る

 
実

定
客
も
多
い
の
だ
ろ
う

木

の

内
は
行
き
届
い
た
手
入
れ
に
よ

て
全
て
の

が
見
事
な

を

い
テ

ブ
ル
四
つ
に
カ
ウ
ン
タ

だ
け
の

さ
も
ま
た
魅
力
と
思
え
る

心
地
の
良
さ
を
漂
わ
せ
て
い
る

 
ど
こ
か
第
七
十
六
層
ア

ク

フ

ア
に
構
え
た

故

の
風
情
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
る
の
は

こ
の
間
取
り
を
意
識
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

わ

マ
ス
タ

の
リ
ア
ル
の
お

子

す
ご
く
お
い
し
い
わ

 

ら
で
も
食
べ
れ
ち

い
そ
う

そ
う
か
い

そ
り

あ
よ
か

た
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知
り
合
い
で
あ
れ
ば
全

最

一

は

い
エ
ギ
ル
の
現
実
で
の

理
ス
キ
ル
を

能
し

て
い
る
の
だ
が

七
色
は
初
め
て
な
の
で
頼
ん
で
出
て
き
た
デ
ザ

ト
に

を
打

て

い
た

 
カ
ウ
ン
タ

で
食
器

を
洗
う
エ
ギ
ル
が
に
ん
ま
り

み
を
浮
か
べ
る

 
中

の
深
い

で
表
情

か
に

む
と
そ
れ
は
そ
れ
で
中

の

み
が
あ
る
の
だ
が

者
と
し
て
身
を
立
て
て
い
た

に

人
と

わ

て
い
た
か
ら
か

髪
の
少
女
に

ん
だ
様

子
は
無
く

か
ら
か
ら
と

て
ま
た
デ
ザ

ト
を

に
運
ん
で

を

ば
せ
る

 

で

食
べ
過
ぎ
る
と
太
る
よ

と

意
す
る
姉
の
声
も
な
ん
の
そ
の

 
今
の
彼
女
は
た
だ
デ
ザ

ト
に
夢
中
な

い
少
女
で
し
か
な
か

た

い
や

な
ん
と
い
う
か

分
と
イ
メ

ジ
か
ら
掛
け
離
れ
ま
し
た
ね

 
そ
の
様
子
を
見
な
が
ら
テ

ブ
ル

に

て
フ
ラ

チ

ノ
を

た

子
が

息
を

ら
す

そ
の

め
前
で

が
ウ
ン
ウ
ン
と
強
く

い
た

ホ
ン
ト
ね

ア
ル
ン
の
あ
た
し
と
エ
ギ
ル
の

で
勧
誘
し
て
た

と

ま
る

き
り
違
う
わ

最

別
人

ア
レ
が

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

じ

な
く
な

た
お

で
出
て
き
た

な
ん
だ
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ろ
う
ナ

 

の
更
に

自
分
の

め
前

に

る
語

に
独
特
の
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
を
持

た
せ
る

ア
ル
ゴ
こ
と

さ
か
と
も朋

が

パ

カ

フ

ド
の

を
弄
り
な
が
ら

た

 
な
に
か

あ
る
い
は

だ
れ
か

と
重
ね
る
よ
う
に
目
を

め
て
い
る

ま

で
も

必
要
に

ら
れ
た
ら

る
ん
じ

な
い
カ

必
要
に

ら
れ
た
ら

て

え
ば

 
朋
の
対
面

自
分
の

め
前

の

子
の
背

れ
に

ば
い
に
な
り
な
が
ら
デ
ザ

ト
を

く
つ
く
少
女
を
見
て
い
た
木

が
振
り
返
り
な
が
ら
問
う
た

そ
り

事
変

時
の

像
見
り

分
か
る
ダ
ロ

む

 

か
を

ま
せ
る

み
で

を

め
朋
が

た
事
に

を
作

た
木

が

線
を

し

ぎ

こ
ん
が

こ
ん
と

子
を
揺
ら
し
始
め
る

 

で

子
が
お
行

が
悪
い
と

意
す
る
が

か
ら

へ

風

 
姉
妹

に
な
る
と
妹
は
姉
の

意
を

か
な
い

向
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

た

 

ユ
イ
の

意
を

か
な
い
ス
ト
レ
ア
の

を
見
る
か
ら

と

た

て
い
る
か
も
し
れ
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な
い

 

そ
の
時
カ
ラ
ン
と
ベ
ル
の

を

か
せ

内
に
足
を

み
入
れ
る
人
が
一
人
い
た

 

先
に
は
本
日

切
と
不
愛
想
な

で
書
き
な
ぐ
ら
れ
た

札
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
の
で

良
識
が
あ
る
な
ら
仮

内
に
人
が

て
も
無

で
あ
れ
ば
入

て
来
な
い

つ
ま
り
入

て
来
た
の
は
こ
こ
に

集
が
掛
か

た

か
と
い
う
事
に
な
る

よ

お
前

ら
リ
ア
ル
じ

し
振
り
だ
な

ク
ラ

さ
ん

 
果
た
し
て

入

し
た
の
は
ス

ツ

に
も

わ
ら
ず
バ
ン
ダ
ナ
を

に

い
た
⻘
年
だ

た

リ
ア
ル
で
は

本
プ
レ
イ

ネ

ム
は

け
る
も
の
と
い
う
ル

ル
が
あ
る
の
で
ク
セ

で

い
か
け
た
そ
れ
を

い
直
す
と

ク
ラ
イ
ン
で
構
わ
ね

よ

と
⻘
年
が
苦

し
た

な
ん
か
よ

お
前

ら
に

さ
ん

と
か

わ
れ
る
と
む
ず

く
て
仕
方
ね

ん
だ
よ

な
そ
り

ら
が
全

あ
の
ゲ

ム

で

を
持

た
か
ら
だ
ろ

だ
ろ
う
な

 
カ
ウ
ン
タ

で
食
器
を

き
な
が
ら
の
エ
ギ
ル
の

葉
に
ク
ラ
イ
ン
が

い

り
の
ス
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ツ

ル
に

掛
け
た

そ
の
ま
ま

バ

ボ
ン

ロ

ク
で
頼
む

と

文
す
る

お
い
お
い

ク
ラ
イ
ン

お
前
こ
ん
な
時
間
か
ら

く
気
か

 

分
以
上
未
成
年
な
ん

だ
か
ら
自
重
し
ろ
よ

へ

残
業
な
ん
て

ま
ず
に
や

て
ら
れ
る
か

て
の

業

違
反
に
な

て
も
知
ら
ん
ぞ

た

く

 
ぶ
つ
く
さ

い
な
が
ら
ロ

ク
ア
イ
ス
に

色
の

体
を

い
だ
タ
ン
ブ
ラ

が

り
出

た

そ
れ
を
手
に
取

て
⻘
年
が

に

み

が

れ
た

 
哀
し
み
百
パ

セ
ン
ト
と
で
も

え
そ
う
な
面
持
ち
で

ク
ラ
イ
ン
が

を
開
く

エ
ギ
ル
よ

こ
れ

ウ

ロ
ン

じ

ね

か

 
ど
う
や
ら
タ
ン
ブ
ラ

に

が
れ
た

体
は
ウ

ロ
ン

だ

た
ら
し
い

見
事
に

さ
れ

し

く
れ
る
⻘
年
に

に
や

と

エ
ギ
ル
が

を
釣
り
上

た

一
人
な
ら
と
も
か
く
今
日
ぐ
ら
い
い
い
大
人
な
ん
だ
か
ら
我

し
ろ

心
配
し
な
く
て
も
そ

の
一

は
サ

ビ
ス
し
と
い
て
や
る

ち

ま
あ
い
い
け
ど
よ

 

を

ら
せ
た
⻘
年
は

そ
の
ま
ま
ウ

ロ
ン

の
タ
ン
ブ
ラ

を

け

を
始
め
た
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あ
の
切
り

え
の

さ
と

き気
風
の
良
さ
は
中

な
い
個
性
だ
と
思
う

 
そ
う
思

て
い
る
と

と
ク
ラ
イ
ン
が
ス
ツ

ル
を
回
転
さ
せ
こ
ち
ら
に

線
を
向
け
て

き
たそ

う
い
や
よ
こ
の
一

間
ゴ
タ
ゴ
タ
し
て
た
せ
い
で

き
そ
び
れ
て
た
ん
だ
が
明
日
奈
の

転

の
件
は
ど
う
な

た
ん
だ

ち

ば

あ

そ
れ
は
ど
う
に
か
な
り
ま
し
た

 
ぎ

と
目
を

き

⻘
年
を

む

 
な
に
か
を

い

ろ
う
と
す
る
彼
女
を
制
す
る
よ
う
に
私
は
そ
う

た

す
る
と

が

き

と
ん
と
し
た

で
こ
ち
ら
を
見
て
来
る

そ
う
な
の

あ
れ

て
な
か

た

け

い
て
な
い
わ
よ

あ

ご
め
ん

い
忘
れ
て
た

 

手
を
合
わ
せ
て

る
と

が
し

う
が
な
い
な

と

て

を

し
た

な
ん
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だ
か
ん
だ
心
配
し
て
く
れ
て
た
か
ら
そ
の
気
持
ち
は

に

し
か

た

そ
れ
に
し
て
も

い
た
感
じ
す
ご
く

そ
う
な
お

さ
ん
だ
と
思

た
け
ど
よ
く

意
見
を

せ
た
わ
ね

 
そ
う

や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
で
静
か
に
紅

の
カ

プ
を

け
て
い
た
眼

少
女
の

が

小

を

て

た

そ
の

葉
に

が
う
ん
う
ん
と

く

ま

私
も
ち

と
思

て
な
か

た
ん
だ
け
ど
お

さ
ん
が

成
し
て
く
れ
て
ね

高

三
年
の

程
修
了
ま
で
は
そ
の
ま
ま
の

ス
で

て

へ

い
い
お

さ
ん
じ

な
い

う
ん

 

み
を
浮
か
べ
て
の

の

葉
に

私
は

に

い
た

い
い
お

さ
ん

 
そ
の

価
に
偽
り
は
な
い

自
分
も
ネ

ト
で

見
さ
れ
る

親
と

わ
れ
る
人
達
と

べ
れ
ば
非
常
に
マ
ト
モ
な
人
だ

か
つ
て
は
仕
事
に
か
ま
け
て
家

を

み
ず

郷
の
本

も
見

け
な
い
な
ど
の
失

を
し
た
も
の
の
本

的
に
は
家

を
愛
し
て
い
る
し
家

の

生
活
の

に
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
た

そ
れ
は
確
か
で
あ
り

と
し
て
誇
り
に
思

て
も
い
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る 
故
に
い
ま
の
同
意
に

は
な
い

 
た
だ
ち

と

行
き
過
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
の
が

に
キ
ズ

 
加
え
て
本

の
意
味
で
は

を

意
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い

・

三
す
ら
も
真

向
か
ら

意
見
対
立
を

け
る
程

・

子
の

が

い
と
い
う
の
も
あ
る
が
今
回
は
二
人
の
意
見

が
合
わ
さ

た
た
め

意
が
必
要
な
か

た

 

あ
の
放

を
見
た
後
の
事

 
進
学

へ
の
編
入

験

要
の
話
を
さ
れ
た
日
に

三
が

故
帰

て
来
れ
な
か

た
か
を
本

人
か
ら
語
ら
れ
そ
の
内
容
を
知

て

が
転

さ
せ
な
い
方
が
い
い
と

え
を

め
た

だ
け
な
の
だ

 
結
果
的
に
方
向
性
は
合

し
た

だ
が

真
の
意
味
で
理
解
を
得
ら
れ
た

で
は
な
い

 

は
自
分
が
思
う
子

の

来
の
安

を
持
ち

け
て
い
る
し

も
⻑
い
目
で
見
て
安

だ
ろ
う

と
思
い

私
の
意
見
を
指
示
し
て
く
れ
て
い
る

 
た
だ

が
一

し
た
に
過
ぎ
な
い

 
桐

谷
和
人
と

意
に
な
れ
た
ら

あ
わ
よ
く
ば

結

出
来
た
ら

と
い
う
思
惑
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問

は

先

ば
し
に
な

た
だ
け
だ

た

 
私
は

親
の
意
見
を

ね
の
け
ら
れ
て
い
な
い

自
分
を
主

出
来
て
い
な
い

も
し

親
の

え

り
に
な
ら
ず

彼
と

意
に
な
れ
な
か

た
な
ら

  

私

は

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

 

明
日
奈

 

で

声

 
目
を
向
け
れ
ば

時
の
間
に
か
近
付
い
て
い
た

が

根
を
寄
せ
て
私
を

き

ん
で

い
た

 
そ
の
黒
い

が

彼
の

と
重
な
る

大

 

ち

と
⻘
い
け
ど

う
ん

大

最
近
あ
ん
ま
り
眠
れ
て
な
い
か
ら
か
も

あ

く
マ
ス
コ
ミ
う
る
さ
か

た
も
ん
ね

 
多
分

色
が
悪
い
本

の
原
因
は
別
だ
け
ど

に

魔
化
す

実

不
足
な
の
は
真
実



 〜孤高の剣士・地〜

だ

た

も
夜
も
マ
ス
コ
ミ
が
う
る
さ
く
て

わ
な
い
か
ら
だ

 
い

と
き
は
学

に
ま
で

み

ん
で
き
た
事
も
あ
る

 

い

直

機

で
あ
る
事
教
育
機

で
あ
る
事
を
盾
に
追
い
返
せ
る
が

学
自
体

は
そ
の
限
り
で
は
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
全
体
の
事
だ

た
か
ら
と
生
還
者
全

を
無
差
別
に

き
回
る

に
は

理
や
遠
慮
と
い
う
も
の
が
な
い

蔑
称
が
付
け
ら
れ
る
の
も
仕
方
な
い
と
思

て
し
ま

う
程
だ

た

 
そ
う
し
て

を

け

彼
が
来
る
ま
で
の
時
間
を
過
ご
す

 
そ
の
間
も

思

は
回
る

 

に

い
や
だ
な

と
思

た

 

親

を
理
由
に
近
付
き
た
く
な
い

 
自
分
の
意
思
を
主

し
て

親

の
意
見
を
退
け
ら
れ
な
い
自
分
に
も

気
が
差
す

 
私
は
た
だ
友
人
と
し
て
彼
の

さ
を
知
る
一
人
と
し
て

に

し
た
い
だ
け
な
の
に

他
者
の
意

に

ら
れ
そ
の
意

が
求
め
る
も
の
の

に
動
い
て
い
る
よ
う
で
怖
気
が
立

た

 
そ
れ
を

の
仮
面
で

し
て

 
私
は
友
人
達
と
の

に
身
を

ね
た
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集
ま
り
に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で

絡
先
を
交
わ
し
合

て
い
た
面
子

中
で
も

彼

に
対

し
て

心
の
無
い
人
達
だ
け
が
集
め
ら
れ
た

 
帰
還
者
学

か
ら
は
自
分
達
や
サ
チ
ケ
イ
タ
達
が
ダ
イ
シ

・
カ
フ

に
直
行

六
時

を
過
ぎ
た

か
ら

会
人
と
し
て
身
を
立
て
て
い
た
デ

ア
ベ
ル

シ
ン
カ

ユ
リ

エ
ル

サ

シ

ニ
シ
ダ
ら
大

た
る

場

恋
人
だ
と
い
う
神
代

子
が
集
ま
り

と
し
た
様
を
見
せ
て
い
る

今
回
の
事
変
に

わ

て
い
た
か
ら
か

と
桐

谷

も
来

て
い
た

 
デ
ス
ゲ

ム
生
還
者
組
で
な
い
の
は
神
代

子
と
桐

谷

七
色
の
四
人
だ
け

 
そ
の
せ
い
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

を
見
せ
る
集

か
ら
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
で
集
ま

て
い

て

七
色
だ
け
が

心
地
悪
そ
う
に
し
て
い
た

 
カ
ラ
ン

と
ま
た
ベ
ル
が
鳴
る

お

た
せ

 

を
転
が
す
よ
う
な

が

を
打

た

 
ス
ピ

カ

が
ず
ん
ず
ん
と

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

ア

ル

ゲ

ド

第
五
十
層
主

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

演
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が
流
す
中
で
も

そ
の
声
は
よ
く
届
い
て
来
た

 
広
い
と
は

え
な
い

内
に
ぎ

し
り
と

ま

た
人
の

線
が
集
ま
る

 

の
出
入
り

に
は
ド
ア
を

し
開
い
て
入

て
来
た

シ
ロ黒

が

と
つ

節
に
合
わ
せ

て
か

手
な
が
ら
保

性
の
あ
り
そ
う
な
黒
コ

ト
を

て
そ
の
黒
に
よ
く

え
る
白
髪
が
風

で
揺
れ
て
い
た

 
特
徴
的
な
の
は

日
本
人
離
れ
し
た
そ
の
眼
だ
ろ
う

 
カ
ラ

コ
ン
タ
ク
ト
を
し
て
い
る

で
も
無
く

ん
だ
金
色
の

四
月

の
入
学
式
と
異

な
る
の
は

目
を

う
よ
う
に
黒
い
眼

を

い
て
い
る
点
だ

 

は
や
つ
れ
血
色
も
良
い
と
は

え
な
い

そ
の

い

は
今
に
も

れ
て
し
ま
い
そ
う

だ
が

 
不
思
議
と

い
な
ん
て

は
浮
か
ば
な
か

た

 

く
は
あ
る

け
れ
ど
そ
れ
は

し
さ
を
同

さ
せ
た
強
い
光
を

え
て
い
る

 

眼
の
金
色
に
は

果

て無
なし
きの
光闇

が
あ

た

 
し
ん

と

水
を
打

た
よ
う
に
静
か
に
な
る

を
打
つ
の
は

内
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と

出
入
り

の
ド
ア
か
ら

こ
え
る
外
の

だ
け
だ
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あ

時
間

り

だ
よ
な

 

れ
て
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

う
ん

別
に

れ
て
な
い
よ

主

の
和
人
君
だ
け

め
に
伝
え
て
た
か
ら

 
そ
の
静
け
さ
に

心
地
悪
く
な

た
か
少
年
が

内
を
ぐ
る
り
と
見
ま
わ
し
時

を
見
つ

け
て

た

示
さ
れ
た
時

は

後
六
時
十
五
分

 
予
定
時
間
は
六
時

と
伝
え
て
い
た
か
ら

れ
て
は
い
な
い

 
安
心
さ
せ
る
よ
う
に
私
が

た

 
た
だ

静
ま
り
返

た
の
は

無

し
た
わ
ね

 
私
が
思

て
い
た

同
時
に
恐
ら
く
こ
の
場
に
集
う
彼
と
親
し
い
面

の
思
い
を
代
表
す

る
よ
う
に
義

の

が

た

苦
み
の
あ
る

で

り
出
す
よ
う
な
そ
れ
が
心
境
を
如
実

に
表
し
て
い
る

 
そ
れ
を
見
て

か
に
バ
ツ
の
悪
そ
う
な
面
持
ち
を
浮
か
べ
た
少
年
は

け
れ
ど

を
組

み

を

た

今
回
は
無

せ
ざ
る
を
得
な
か

た

は

も

と
上
手
く
や
る
よ

 
そ
の

然
と
し
た

に
意
表
を
突
か
れ
眼
を

る

以
前
の
彼
で
あ
れ
ば

に

く
よ
う
に
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論
点
を
ず
ら
す
か
あ
る
い
は
後
ろ
め
た
い
表
情
を
浮
か
べ
る
か
だ

た
が
開
き
直
る
と
は
予

想
外
だ

 

外
に
今
後
も

事
に
対
応
す
る
気
で
い
る
と

て
い
る
も
同
然
の
少
年
に
大
多
数

が

な
面
持
ち
に
な

た

て

今
後
も
色

と

を
突

ん
で
く
つ
も
り
な
の

そ
う

今
日
は
そ
の

の
経

と

も
話
す
つ
も
り
で
来
た

 
苦
み
の
あ
る
哀
し
い

で
義
息
を
見

め
る

と
真

向
か
ら

を

る
和
人
が
無

で

見
合
う

Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

れ
て
時

の

を

む

が
数

こ
え
た

 
先
に

を
上

た
の
は

や
は
り

だ

た

色

い
た
い
事

き
た
い
事
は
あ
る
け
ど

今
は
い
い
わ

 
感
情
を

し
殺
し
な
が
ら
努
め
て

静
に
女
性
は

た

を
振

た
後

彼
女
は

手
で
手

き
し
た

釣
ら
れ
る
よ
う
に
和
人
が
ト
コ
ト
コ
近
付
く

 
そ
の
後
ろ
か
ら

に

住
ま
い
を
正
し
な
が
ら
蒼
髪
の
姉
妹
制

の

を

ら
せ
る
の
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ん
と
し
た
少
女
が
入

て
来
た

に

見
知
り
な
木

と

子
が
新

三
人
を
見
て

す
か
さ
ず
手
の

ら
サ
イ
ズ
の
三

コ

ン
を
手

し
に

る

 
そ
の
後
ろ
で
は
義

に
背
中
を

さ
れ
少
年
が

の

の
小
さ
な
ス
テ

ジ
に

し
上

ら
れ
る
一
幕
が

 
ド
ア
が
バ
タ

ン
と

ま
り
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
突
如

切
れ

明
が

ら
れ
る

ス
ポ

ト
ラ
イ

ト
が
少
年
に

ち
た
と
こ
ろ
で
カ
ウ
ン
タ

を

取

て
い
た
バ
ン
ダ
ナ
⻘
年
が

け
寄
り

え

そ
れ
で
は

さ
ん

 
主

も
来
た
事
で
す
し

速
で
す
が
ご

和
下
さ
い

 

せ

の

 

キ
リ
ト

Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア

・あ
・り
・が
・と
・う

  

内
に
い
る

全

の

和

事
前
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
な
い
更
識
の
三
人
は
流

に

り

れ
た
が

そ
の
後
は
全

が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
行
え
た

 

か
ら
あ
る
い
は
テ

ブ
ル
の
下
か
ら
ポ
ケ

ト
か
ら

せ
る
と
こ
ろ
に

ば
せ
て
い
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た
手
の

ら
サ
イ
ズ
の
三

コ

ン

も
と
い

ク
ラ

カ

を
取
り
出
し

を
引
く

 
空
気
を

く

い
た

 
ツ
ン
と

を
突
く

火

の

い

な

 
ば
さ

と

天

か
ら
つ
る
さ
れ
た
く
す

が

ら
れ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

と
書
か
れ
た

れ
幕
が

り
る

か
つ
て
の
ボ
ス
戦
ク
リ
ア
時
の
金
文

を
再
現
し

た
そ
れ
を
見
て

少
年
が
絶

し
た

 

め
寄
ら
れ
る
と
予
想
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
少
年
が

年

応
の
あ
ど
け
な
さ
を
晒
す
中
で

つ
も
の
フ
ラ

シ

が

び
せ
ら
れ
た

下
手
人
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

運

者
の
シ
ン

カ

彼
と
入

し
た
と
い
う
ユ
リ
エ

ル
そ
し
て
地
味
に
そ
こ
で
記
事
を
書
く
仕
事
を
裏
で

し
て
い
た
と
い
う

今
日
名

を

け
取

た

ア
ル
ゴ
の
三
人

 

し

し

と
無
遠
慮
に
写
真
を

ら
れ
て
い
る
の
だ
が
彼
は
別
の
事
に
意
識
を
持

て
い
か
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
れ
も
そ
の

今
日
こ
こ
に
彼
を
呼
ん
だ
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の
裏
の
真
実
や
ク
ラ
ウ

ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の

を

く

で
あ
り
全

の
強
い
意

で
呼
び
出
し
た

と
い
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う
経

が
あ
る

 
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
か

た

 
話
は

き
た
い
し

必
ず

き
出
す
と
い
う

の
意

が
あ
る
が

そ
れ
よ
り
も

 
私
達
は

た

た

と
り
で

り

け
た

な
少
年
を

労
い
た
い
と
思

て
い
た

 
現
実
に
復
帰
し
て
か
ら
も

か
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
を
こ
な
し
退

し
て
も
桐

谷
家
に

る
事
は
無
く
仮
想
世
界
で
も
家

の
触
れ
合
い
こ
そ
す
れ
心
か
ら

し
ん
で
る
風
が

無
く

た
だ

契
約

と
誓
約
を

先
し
戦
い

け
て
い
た
少
年
を

労
い
た
い
と

 
お
礼
は

い

く
し
た

そ
れ
は
も
う

感
情
で

 
だ
か
ら
今

は
物
理
的
に

精
神
的
に
で
な
い
労
い
方
で

彼
を
労
わ
り
た
か

た
の
だ

 
み
ん
な
も
そ
れ
は
同
じ
思
い
だ

た
よ
う
で

し
く
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
ら
れ
な
い

デ

ア
ベ
ル
達
も
ど
う
に
か
時
間
を
工
面
し

参
加
を
表
明
し
て
く
れ
た

 

と
つ
の
戦
い
が
あ

た

 
人
を
憎
み

悪
性
を
怨
み

己
を
獣
へ
と
堕
と
し
た
必
要
悪
の
体
現
者

 
人
を
認
め

善
性
を
信
じ

己
を
律
す
る
と
決
断
し
た
希
望
の
求
道
者

 
根
幹
を

い
つ一

に
し
て
い
な
が
ら
他
者
の
存
在
の
有
無
一
点
だ
け
で
道
を
違
え

極
的
に
世
界
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の
存

を

け
た
死
闘
を

り
広

た
二
人
の
人
間
が
い
た

 
ど
ち
ら
も

正
し
か

た

 

ど
ち
ら
も
間
違

て
な
ん
て
い
な
か

た

 
た
だ
獣
が
目
指
し
た
結

が
願

た
も
の
と
違

た
だ
け

た
だ
平
穏
を
求
め
て
い
た
だ

け 
平
穏
を
壊
す

悪

を

し
た
か

た
だ
け

 
そ
れ
を
歪
む
光

を
見
て
し
ま

て
は
そ
の
歪
み
を
自
ら

け
容
れ

華
し
た
と
い
う
少

年
に
対
す
る
感
情
が
一

強
く
な
る
の
は

仕
方
の
な
い
事
だ
ろ
う

 
親
し
い
か
ら
こ
そ

不
安
に
な

た

 

な
く
な

て
し
ま
う
の
で
は
と

 
自
分
を
救

て
く
れ
た

ま
し
く

心

し
い
少
年
が

死
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

 
あ
の
世
界
で
見

け
た
背
中
が

く

け

る
光

そ
れ
を
想
像
し
恐
れ
た
か
ら
こ

そ
私
達
は

に

る

少
し
で
も
彼
を
引
き

め
る
楔
に
な

て
く
れ
れ
ば
と
思

て

に

る

 
複

に
絡
み
合

た
事
情
と
感
情
を

仮
に
一

で
表
す
な
ら
ば
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報
い
た
い

 
そ
れ
が

一
番
合

て
い
る
だ
ろ
う

お
い
エ
ギ
ル

ま
だ

ア
レ

は
出
来
ね

の
か

 
勢
い
の

ま
れ
リ
ア
ル
で
初
め
て

を
合
わ
せ
た
面
子
と

な
自
己

を
し
て
い
く
少

年
を
他

に

を
取

て
い
た
⻘
年
が
カ
ウ
ン
タ

に
立
つ
マ
ス
タ

に
問
い
を
投

た

 
カ
フ

オ
レ
色
の

の
男
は

ア
ジ
の
あ
る

み
を
浮
か
べ
た

ち

う
ど
出
来
た
ト
コ
だ

お

 
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
な

流

だ

速
出
せ
出
せ

こ

い
う
の
は
流
れ
が

重
要
な
ん
だ

分
か

て
る

そ
う

か
す
ん
じ

ね

 
深
み
の
あ
る
バ
リ
ト
ン
ボ
イ
ス
で
応
じ
た

が
テ
キ
パ
キ
と
グ
ラ
ス
に
⻩
金
色
の

体
を

い
で
い
く

 

い
で

そ
の
後
ろ
に
あ
る

の

理
場
か
ら

た

た
と
足

が
近
づ
い
て
来
た

エ
ギ
ル
さ
ん

し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

こ
り
と

か
ら

を
出
し
た
の
は
直
葉
だ

た

義
弟
に
感
化
さ
れ
て

ば
し
て
い
る
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と
い
う
黒
髪
は

骨

ど
ま
で
あ
り
そ
れ
を
な
び
か
せ
て
の
登
場
に
少
年
が
目

く
目
を

向
け
る

い
や

気
に
し
な
い
で
く
れ

そ
れ
で
ど
う
だ

え
え

会
心
の
出
来
で
す

そ
り

よ
か

た

こ

ち
も

出
来
た
ト
コ
だ

ナ
イ
ス
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
ね

 
ニ
カ
リ
と

み
を
向
け
合

た

の
マ
ス
タ

と
剣
術
少
女

そ
の
独
特
の
空
気
に

が

か
く
見
守
る
よ
う
に

離
を
取
る
中
で
未
だ

上
に
立

た
ま
ま
の
少
年
が

惑
を

わ
に

す
る和

人

行

て
お
い
で

う

う
ん

 
木

に

さ
れ
⻩
金
色
の

体
を

い
だ
グ
ラ
ス
と
ホ
カ
ホ
カ

気
を
上

る

が

か
れ
た
テ

ブ
ル
に
少
年
が
向
か

た

直
葉
は
お

で

の
中
身
を
深

に
よ
そ
う

 

中
身
を
見
た

彼
は
目
を

き

い
で
直
葉
を
見
た

コ
レ

ポ
ト
フ
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そ
う

食
べ
た
い

て

た
の
は
ホ
ロ
ウ
の
あ
な
た
だ

た
け
ど

で
も
そ
の
気
持
ち

自
体
は
あ

た
ん
で
し

う

 
だ
か
ら

エ
ギ
ル
さ
ん
と

さ
ん
に

を

り
て

作

て
た
の

和
人
の

に
ね

 
本
人
は

キ
リ
カ
に
も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と

い

理

ス
キ
ル
を
上

る
事
に
気

を
上

て
い
た
が
な
に
し
ろ
そ
れ
を

て
い
た

は
一

間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
期
間
だ

た

の
で
し
た
く
て
も
出
来
な
い
状

だ

た

キ
リ
カ
も
仕
方
な
い
と

い

れ
食
べ
ら
れ
る
日

を

し
み
に
し
て
る
と
身
を
引
い
て
い
る

 
そ
も
そ
も
本

な
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
こ
の
パ

テ

を
開
き
た
か

た
が
今
日
の
夜
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
完
了
す
る
事

人
か
の
事
情
で
ロ
グ
イ
ン
で
き
な
い
人
が

る
事
な
ど
が
あ
り

退

す
る
と
い
う
今
日
を

て
現
実
で
開

す
る
事
が
決
ま
り

姉
弟
組
は
ユ
イ

ス
ト

レ
ア
も
欠

と
な

て
い
た

 
今

は
本

の
意
味
で
ゲ

ム
を

し
め
る
よ
う
に
と
い
う
願
掛
け
の
パ

テ

を
し
た

い 

そ
う
願
う

間
の
中
で
な
ら
ば
と
声
を
上

た
の
が
直
葉
で
あ
り
ポ
ト
フ

理
が
決

ま

た
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彼
女

く

義
姉
の
ポ
ト
フ

と
い
う
の
は
特
別
な
意
味
が
あ
る
ら
し
い

そ
れ
を
食
べ
る

事
で
い
い
契
機
に
な
る
だ
ろ
う
と

い

彼
女
は
多
く
を
語
ら
な
か

た

さ

食
べ
て

最
初
の

と

は
あ
な
た
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い

う

ん

 
最
初
の

勢
は

さ
れ
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に

に

い
た
少
年
は
手
に
持

た

を
ポ
ト
フ

へ

れ
た

そ
し
て
ニ
ン
ジ
ン
と

を
救

た
後

に
運
ん
で

し

 

ろ

と
大

の

を
零
し
た

う

あ

あ
あ
あ

 
大

の

を
流
し

れ
さ
せ

を

え
な
が
ら
少
年
は
義
姉
が
作

た
ポ
ト
フ
を

に
運
ぶ

わ
ざ
と
な
の
か
不

に

ま
れ
た

を
見
て

か
し
そ
う
に
目
を

め
る
時

も
あ

た

 

か
く
見
守
ら
れ
る
中
で

彼
は
そ
れ
を
食
べ
切

た

こ
れ

ん
で
み
て

 
ス
プ

ン
と
深

を

い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
直
葉
が
グ
ラ
ス
を
差
し
出
し
た

⻩
金
色
の

体
が

が
れ
た
そ
れ
を

に

み

ま
た
少
年
は
眼
を

る
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彼
が
食
べ
て
い
る
間
に

エ
ギ
ル
が
み
ん
な
に
配

た
グ
ラ
ス
に

が
れ
た
⻩
金
色
の

体

こ
の
味

フ

ン
タ
ズ

ゴ
マ
リ
ア
の

 
そ
の
味
は
彼
が
と
も
だ
ち
に
な
る
と
決
め
た
時
に
振
る
舞

て
い
た
ク
リ
ス
マ
ス
ボ

ス
か
ら
手
に
入
れ
た
特
別
な
ボ
ト
ル
ア
イ
テ
ム
と
同
じ
も
の

世
間
に
過
去
を
晒
さ
れ
た
中
で
も

ら
な
か

た
う友
ぎ誼

の
証

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト

一

が
罪
悪
感
か
ら
か
あ
る
い
は
憎
し
み
か
ら
か

絶
し
た

対 
そ
れ
を

ん
だ
事
が
あ
る
者
に
し
か
再
現
し
得
な
い
故
に
こ
れ
を
振
る
舞

た
者
は
彼
が

心
を
許
し
た

手
で
あ
る
と
逆
説
的
に
証
明
さ
れ
る

 
こ
れ
は
彼
自
身
の
足

だ

彼
が

人
の
善
性
を
信
じ
る

事
を
裏
付
け

証
明
す
る
記
録

 
故
に

彼
の
行
動
は
間
違

て
な
ん
て
い
な
か

た
と
示
す
も
の
に
な
る

 

目
し

ま
る
少
年
に
歩
み
寄
る
二
人
の
少
女

 

子
と

 
ど
ち
ら
も

個
人
で

フ

ン
タ
ズ
ゴ
マ
リ
ア

友
誼
の
証

を
振
る
舞
わ
れ
た
者
達

和
人
君

あ
た
し

や

と

え
る
よ

 
⻩
金
色
の
グ
ラ
ス
を

手
で
握
り

き

い
を
浮
か
べ
て

子
が

う

か
し
さ
と
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喜
が
同

し
た
そ
れ
を

少
年
は

を
零
し
な
が
ら
見

め
た

あ
の
世
界
が
本

に
終
わ

て

和
人
君
は

自
分
自
身
の
手
で

じ

ぶ

ん
一

に
終
止

を

打

た
か
ら

だ
か
ら

桐

谷
和
人
君
あ
た
し
と

め
て
友
達
に
な

て
く
だ
さ

い 
す

と

手
を
差
し
出
し

子
が

た

 

そ
の

に

一
回
り
大
き
な
手
が
差
し
出
さ
れ
た

 

の
手
だ

た

や
や
気

ず
か
し

な
面
持
ち
で
け
れ
ど
ブ
ラ
ウ
ン
色
の

は
ま

す

ぐ
少
年
を

え

真
剣
な
眼
を
向
け
て
い
た

あ
た
し
さ

今
思
え
ば

分
手
前
勝
手
と
い
う
か
誓
い
な
ん
て
重
い
モ
ノ
背
負
わ
せ
て
た

し
助
け
に
な
れ
る
時
に
な
れ
な
く
て
さ

だ
か
ら
ね
ま
だ
全
然
返
せ
て
な
い
と
思

て
る

の

あ
ん
た

後

期
は

ど
リ
ズ
ベ

ト
武

頼

て
な
か

た
で
し

 
そ
れ
で
あ

た
し
の
負

が
と
ん
で
も
な
い
コ
ト
に
な

て
る
の
よ
ね

だ

て

と
つ
返
せ
て
な
い
も

の 
蔑
的
な

肉

シ
ニ
カ
ル
に
近
く
し
か
し
似
て
非
な
る
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル

ユ

モ
ア
の

に

手
の
意
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す
る
事
と
反
す
る

肉

な

み
で
自

す
る
よ
う
に

う

は

み
を
明
る
い
も
の
へ

と
一
変
さ
せ
た

だ
か
ら
さ
ま
た
友
達
に
な

て

現
実
に

て
も
あ
ん
た
の
心
に
残

て

え

け
る

て

た
も
の

有

実
行
さ
せ
て

 
太
陽
の
よ
う
な

快
活
な

み

 
少
年
が
目
を

め
た

呼

 
は
ら
り
と

が

を
伝

た

 
白
い

い
と髪

が
揺
ら
ぐ

 
小
さ
な

え
は
大
き
く
な

て

波

し
て
い
き

少
年
は

二
つ
の
手
を
取

て

く
ず
おれ

た

 
そ
こ

る
の
は

人

を
救

た
英
雄
で
も

剣
を
振
る
う
戦
士
で
も
な
く

 
た
だ

あ
り
き
た
り
な

し
あ平
わ
せ穏

を
前
に

む
せ

び
喜
ぶ

こ
ど
も
だ
け

 
そ
の
場
に
い
る
人
達
は

グ
ラ
ス
を

け
友⻩
誼金
のの
証

明体
を

み

し
た

 

内
に

感

の

が
小
さ
く
木
霊
し
た
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・

子

 

と
も
だ
ち

で
の

や
く約じ

う定
を
見
事
果
た
し
て
み
せ
た
少
女

 
実
は
今
ま
で
な
あ
な
あ
で
済
ま
せ
て
い
た

和
人

が
そ
れ
ど
こ
ろ
じ

な
か

た
の
で
自
重

し
て
い
た
が

こ
れ
を
機
に

み
か
け

友
誼
を

め
て
結
ん
だ

 
こ
の
友
誼
に
よ
り
和
人
は
よ
り
人
の
善
性
を
信
じ
己
の
道
が
間
違
い
で
な
い
確
信
を
深
め

る 
実
は
作
中
で
フ

ン
タ
ズ
ゴ
マ
リ
ア
を
振
る
舞
わ
れ
た
最
初
の
一
人
だ

た
り
す
る

 
約
定の

友
達
の
一
人
に
な

て
く
れ
な
い
か
な

一

と
し
て
の
キ
リ
ト
の
そ
し
て

一

じ

な
く
な

た
未
来
の
キ
リ
ト
の

友
達
に
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・

 

と
も
だ
ち

の
時
の
約
定
を
結
び
直
し
た

鍛
冶
師

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で

絶
し
な
い

え
る
頼
り
な
さ
い
と

て
お
い
て
後
ろ
二
つ
を
す
べ

き
時
に

ま
れ
な
が
ら
出
来
な
か

た
事
外

部

下
前
後
を
心

悔
や
ん
で
お
り
そ
れ

故

子
と
違
い

を
結
び
直
す

葉
に
は
悔
恨
の
色
が
滲
ん
で
い
る

 
こ
の
友
誼
に
よ
り
和
人
は
よ
り
人
の
善
性
を
信
じ
己
の
道
が
間
違
い
で
な
い
確
信
を
深
め

る 
フ

ン
タ
ズ
ゴ
マ
リ
アし

うば
ん

者
第
二

 
約
定

 

キ
リ
ト
か
ら
大
切
な
事
を
学
ん
だ
か
ら

今

は
あ
た
し
が
そ
れ
を
し
て

を

て
キ
リ
ト
に
返
し
て
い
き
た
い

 

向
こ
う
の
世
界
に

て
も

あ
ん
た
の
心
に
残

て

え

け
る
わ

心

て
い
う

の
は

繋

届
か
せ
る
も
の
な
ん
だ
か
ら

  
・
桐

谷
直
葉
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ず

と

に
立

て
い
た
義
理
の
姉

 
作

て
い
た
の
は
ポ
ト
フ

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
十
四
章

想
い
合
い

に

い
て

桐

谷
和
人

個
人
に
対
し
振
る
舞
わ
れ
た
和
人
に
と

て
の
思
い
出
の
品

 
そ
れ
は

一

と
し
て
の

時
代
の
地
獄
か
ら
脱
却
し
て
初
め
て

け
た

物
理手
的
な
愛
情理

そ
れ
故

一

か
ら

め
て
脱
却
し
た
少
年
に
再

契
機
に
な
る
と
振
る
舞
わ
れ
た

 
故
に

桐

谷
和
人

と
し
て
名
を

め
た
少
年
に
対
す
る

愛
情
の
根

 
地
獄
か
ら
の
脱
却
生
還
を
祝
し
再

に
も

ら
れ
ず
平
和
な
人
生
を
と
い
う
祈
り

を

め
て

え
て

時
の

に
合
わ
せ
る
よ
う
に

を
乱

に

み

振
る
舞

た

  
・
更
識

 

れ
の
存
在
が
思

た
以
上
に

ベ

真

や
つ
だ

た
事
で
恐
怖
を

い
た
少
女

 
人
間
は

し
も
理
解
で
き
な
い
存
在
を
恐
れ
る
も
の
だ
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

 

と
こ
ろ
で
直
葉
や
ク
ラ
イ
ン
達
は
そ
れ
を
理
解
し
て
お

て
じ

な

 

か
に
命
を

け
る

ど
全
力
で

ん
だ
事
が
無
い
か
ら
こ
そ
理
解
不
能
と
い
う

ツ
で
あ

る
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姉
の
事
を

し
て
い
る
な
ら

死
に
も
の
狂
い
で
鍛

す
る
べ
し
す
る
べ
し

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
方
面
で

ベ

才
能
秘
め
て
い
る
の
で

実
機
が
無
い
限
り
表

に
な
ら
な
い

様

つ
ま
り
専

機
フ
ラ
グ
ま
で

は
和
人
に
恐
怖
を

き

け
る
か
も
し
れ

な
い

  
・
結
城
明
日
奈

 
和
人
の
事
を
想

て
い
る
が

親
の
思
惑
に
よ
り

を

き

け
る
悩
め
る
少
女

 
ど
う
や
ら

・

三

の
発

が

・

子
の
生
還
者
学

に

わ
せ
る
価
値
は
無
い
と

い
う

え
を

し

和
人
に
す
り
寄
る
思

に
転
換
し
た
よ
う
だ

 
つ
ま
り

親
が
戦

 
本
人
は

親
の
思
惑
に

て

離
を

め
る
事
に

忌
を
覚
え
て
い
る

実
は
そ
の
点
が

と
の
対

に
な

て
い
た
り

は
和
人
に

れ
を

き

そ
の
強
さ
の
根

を
追

て
い
た

 

明
日
奈
が
原
作
木

み
た
く
決
定
的
な
モ
ノ
を

け
取

て
な
い
か
ら
主

出
来
て
な

い
の
も
仕
方
な
い
ネ

 
幕
間
を

て

し
か
し
て
希
望
せ
よ
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・
桐

谷
和
人

 
覚
悟
キ
メ
て
た
ト
コ
で
地
を
晒
す
コ
ン
ボ
を

け
た
主
人

 
キ
メ
過
ぎ
て
肉
体
が
自
壊
を
始
め
て
い
た
が

自
力
で

と
か
し
て
い
る

し
か
し

は

抑
え
ら
れ
ず

目
が

し
た

と
ド
イ
ツ
兎
部
隊
隊
⻑
殿
と
眼

間
に
な
る

髪
色

眼

の
色
や
状

も

め
る
と

ミ
ニ
サ
イ
ズ

隊
⻑
殿
に

 
原
作
で
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア

お
め
で
と
う

だ

た

和
が

あ
り
が
と
う

と
い
う
感

に
な

て
お
り
そ
れ
が
最
も
心
を
赦
し
て
い
る
人
達
か
ら

け
た
も
の

と
理
解
し
た

間
キ

パ
オ

バ

を

こ
し
て
仮
面
が

て
地
を
晒
し
た

そ
の
間
に
怒

の
勢
い
で
和
人

の
過
去
を
的
確
に

つ
コ
ン
ボ
が

裂
し

無
事
決
壊

 
自
分
は
悪
だ
剣
だ
と
暗
示
を
掛
け
て
い
る
が
そ
の
暗
示
も
根

に
は

福
を
求
め
る

故
に
構

し
た
も
の

地
金
を
晒
せ
ば
平
穏
を
求
め
る
こ
ど
も
で
し
か
な
い

 
い
ま
は

福
の
絶

期

 

に
人
が

な
く
と
も

 
生
き
た
彼
ら
の
想
い
が
あ
る
限
り
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彼
は

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

孤
独
の
剣
士
に
は
な
り
得
な
い

    
予

 

回

孤
高
の
剣
士

幕
間

い
て

最
終
章

  
孤
高
の
剣
士
・
人
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孤
高
の
剣
士
・
人

  
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
終
了

時
に
投
稿
し

今
は
消
し
て
い
る
ア
ン
ケ

ト
を
反

し
た
お
話

 
ダ
イ
シ

・
カ
フ

で

間
達
の
前
で
や
る

て

た
よ
ね

  
前
話
の
天

地
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
ゲ

ム
の
エ
ン
デ

ン
グ
前
の

だ
と
す
れ
ば
今
話
は

原

ゲ

ム
に

い
て

ヒ
ロ
イ
ン
の
サ
ブ
イ
ベ
全
部
済
ま
せ
る
事
で

れ
て
い
け
る
最
終
戦
・

エ
ン
デ

ン
グ
を

え
た
後
に
見
ら
れ
る
個
別
ル

ト
エ
ン
ド

⻑
い

ト

ル

エ

ン

ド

孤
高
の
剣
士
ル

ト

な
の
で

つ
ま
り

キ

リ

ト

桐

谷
和
人
エ
ン
デ

ン
グ
で
す

  
個
別
エ
ン
ド
が
あ
る

て

キ
リ
ト
は
ヒ
ロ
イ
ン
だ

た

錯
乱

  

点

楯
無
実
況

 

数

二
万
八
千

め

ん
じ

た
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で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
五
月
九
日

日

後
八
時

 
キ
リ
ト
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
あ
り
が
と
う
パ

テ

が
始
ま

て
か
ら

そ
二
時
間
が
経

過
し
た

 
あ
り
が
と
う
と
い
う
感

形
で
あ
る
事
か
ら
そ
れ
が
内
部
に

た
人
達
の
意

で
あ
る

事
は
明
白
だ

 
し
か
し

私

更
識
楯
無
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

の
対
応
に

た
事
こ
そ
あ
れ

事
者
と
し
て

わ

た
事
は

ど
無
い

桐

谷
和
人
少
年
と
の
間

的
な

わ
り
程

が

の

だ

家

が

わ
れ
て
い
た

で
な
く

友
人
知
人
も
ま
た
同
じ

 

い
な

と

 
な
ん
と
は
な
し
に
思

を
浮
か
べ

し
た
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か
と

て

そ
れ
で

か
行
動
が
出
来
る

で
も
な
い

 

か
な

心
こ
そ
向
け
ら
れ
る
が
明
確
な

絶
は
無
い

だ
か
ら
話
に
行
こ
う
と
思
え
ば

行
け
は
す
る

 
だ
が

を
流
し

う
彼
ら
の
間
に

り

む
事
は

私
は

論

も

本

も

出

来
な
か

た

 
私
達
が
ボ
ス
戦
放

を

め
見
て
き
た

の

全
て
が

眼
光

い

し
い

だ

た

外
と
し
て
生
還
後
直
葉
や
紺

姉
妹
と
再
会
を
果
た
し
た
時
の

き

が
あ
る
が
そ
れ
も
今

ど
あ
ど
け
な
か

た
よ
う
に
は
思
え
な
い

あ
の
時

合
わ
せ
な
か

た

本

か
ら
す
れ

ば
今
日
の
こ
れ
は
初
め
て
見
る

の
も
の
だ
ろ
う

 
男
性
の
参
加
者
全

か
ら

い
祝
福
を

け
女
性
参
加
者
か
ら
親
密
な

な
ど
異
性

間
で
は
や
や
親
密
過
ぎ
る
き
ら
い
の
あ
る

祝
福
を

け

な
く
悦
ぶ
少
年
の

を
見

て

出
来
る

が
な
か

た

 
だ
か
ら
白
髪
金

の
少
年
を

み
く
ち

に
し
て
騒
ぐ
話
の
輪
に
入
る
事
も
叶
わ
ず

ダ
イ

シ

・
カ
フ

内
の

の
方
で

フ

ン
タ
ズ
ゴ
マ
リ
ア

⻩
金
色
の

み
物
を
な
み
な
み

が
れ
た
グ
ラ
ス
を
ち
び

ち
び

け

テ

ブ
ル
に

し
と

べ
ら
れ
た

理
の
数

に

を
打
ち

け
て
い
た
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ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
で
世
間
を
騒
が
せ
た
七
色
女
史
も
同
じ
ら
し
く

親
ら
し

い
大
人
と
一
緒
に

の
方
に
寄
り

自
分
達
と
同
じ
よ
う
に

み
物
と

理
を

し
ん
で
い
た

違
う
と

え
ば
そ
こ
に
女
史
の
姉
ら
し
い

虹

架

髪
の
少
女
が

け
寄
り
話
の
輪
に

き

ん
で

い
る
点
だ
ろ
う
か

 
そ
れ
に
引
き
換
え
Ｓ
Ａ
Ｏ

者
が
肉
親
に
一
人
も
い
な
い
私
達
は

論
喜
ぶ
べ
き
事

で
あ
る
が

パ

テ

の
空
気
か
ら

ポ
ツ
ン
と
取
り
残
さ
れ
て
い
た

 
必
然

会
話
の
輪
も
身
内
の
三
人
に
限
ら
れ
る
の
だ
が

え

と

あ

 
む
す

と
し
た

で

を

じ

無

を

く
妹

 
ど
う
話
し
掛
け
た
も
の
か
思
い
あ
ぐ
ね

結

も

え
な
い
自
分

 
姉
妹
間
に
あ
る
⻑
年
の
確

を
知

て
い
る
が
故
に
下
手
に
触
れ
ら
れ
ず

線
を

わ
せ

る

者
の
本

 
そ
ん
な
ヘ
ン
な
構

が
出
来
上
が

て
い
た

内
の
一

だ
け
空
気
が

ん
で
い
る
よ
う
に
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錯
覚
し
そ
う
に
な
る

ど
場
の

気
は
重
苦
し
い

時

向
け
ら
れ
る

し
む

線
が
こ
れ

ど

い
と
思

た
事
は
無
か

た

 

こ
れ
ま
で
も

姉
妹
が

ん
だ
事
は
あ
る

 

更
識

は
対
暗
部

暗
部
と
し
て
の

面
を
持
つ
が

そ
れ
は
あ
く
ま
で

裏
の

で
あ

り

表
の

と
し
て
は
大
企
業
の
大

主
だ

た
り

あ
る
い
は
中

企
業
の
運

だ

た
り
と

界
に
様

な

面
で
食
い

ん
で
い
る

業
界
に
は
国
家
代
表

代
表
候
補

と
し
て
食
い

ん
で
い
る
よ
う
に
だ

 
だ
か
ら
姉
と
妹
の
二
人
が
同
じ
会
食
に
呼
ば
れ
同
じ
家
だ
か
ら

に

ぶ
事
は
多

あ

た

 
そ
の
時
は
他
の
家
や

家
が
集
ま

て
い
た
か
ら
か
彼
女
も
自
分
も
あ
る
程

を
取

り

て
い
た
の
だ
が

今
は

別
に

界
の
重

が

る

で
も
な
い
プ
ラ
イ
ベ

ト

そ
の
せ
い
か

に
は
険
悪
な
姉
妹

を

す
気
は
無
い
ら
し
い

 
あ
る
い
は

そ
う
す
る

が
無
い
く
ら
い

か
に
集
中
し
て
い
る
の
か

 
一

も

ら
な
い
妹
の

線
は
先
程
か
ら
一
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る

線
を
追
え
ば
そ
の

先
に
は
白
髪
金

の
少
年
が

た

 
そ
の
と
き

少
年
の
眼
が

内
の
掛
け
時

に
向
け
ら
れ
る
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い
で

こ
ち
ら
に
向
い
た

和
人

ど
う
か
し
た

 
そ
れ
ま
で
彼
を
取
り

く

間

に
向
け
ら
れ
て
い
た

心
が
離
れ
た
の
を

に
感
じ

取

た
か
黒
髪
の
木

が

を

な
が
ら
問
い
掛
け
た

彼
女
以
外
も

な

気
の

変
化
を
感
じ
取

た
か
思
い
思
い
に
語
ら

て
い
た
回

の
話
を
切
り
上

線
が
少
年

と
り
に
集
中
す
る

ん

い
や

そ
ろ
そ
ろ
真
面
目
な
話
を
し
て
お
か
な
い
と

終
わ
る
時
間
が

く
な
る
か

な

てあ

も
う
八
時
だ

は
や
い
ね

 
一
同
が
時

を
見
て

時
間
の
過
ぎ
去
り
に
気
付
い
て

く

 
そ

う

だ

な

然
も
あ
り
な
ん
と
少
年
は

た

ま
ず
こ
の
パ

テ

を
開
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

色

大
変
だ

た
け
ど
こ
れ
だ
け

で

た

が
あ

た
と
思
え
た

あ
の
日

デ
ス
ゲ

ム
を
終
わ
ら
せ
た
あ
の
日
に

し
た
決
断
は
間
違
い
な
ん
か
じ

な
か

た
と
思
え
る
く
ら
い

ん
と
う
に

う
れ
し

い
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そ
の

み
に

か
に

を
に
じ

ま
せ
な
が
ら
の

葉
に

内
は
静
ま
り
返

た

す
べ
き

で
は
な
い

そ
ん
な

神
聖
な
も
の
を

る
よ
う
な
静

さ
が

か
も

さ
れ
て
い
る

そ
れ
に

は
応報
えい

た
い
と
思
う

が

の

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

た
の
か

の

に
戦

て

こ
の

に
な

た
の
か

 
そ
こ
で

少
年
の

手
が
持
ち
上
が

た

目
に

か
れ
た
無
骨
な
眼

に

手
が
触
れ

手
は
背
中
に

れ
る
色
の

け
た
髪
を

す

く

そ
し
て

こ
れ
か
ら

を
す
る
か
も

出
来
る
限
り
話
そ
う
と
思
う

 
手
が

上
に

さ
れ
る

十
本
の
指
が
組
ま
れ

彼
の

線
は
そ
こ
に
定
め
ら
れ
た

 
そ
の
小
さ
な
体
に
弱

し
さ
は
無
い

だ
が
機

的
に
思
う
無
機

な

も
無
い

実
に

在
ろ
う
と

人
を
愛
す
る
少
年
が
そ
こ
に

た

 

テ

ブ
ル
に

く
少
年
に

の
念
が
向
け
ら
れ
る

 
そ
の
光

は

追
加
さ
れ
た
放

で
世
間
に
広
ま

た
七
十
六
層
以
上
の
攻
略

様
を
思
わ

せ
る

表
向
き
は

血

騎
士

の

⻑
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
人

を

い
る
も

実

の

点
で
の
会
議
進
行
は
彼
で
あ
り

攻
略
の
最
重
要
人
物
も
彼
と
い
う

あ
の
状

だ

そ
し
て

ホ
ロ
ウ
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

虚
構
の
魔
王
を
倒
し
た
事
で
真
の
意
味
で
浮
遊
城
全
て
を
制
覇
し
⺠
を
喪
い
つ
つ
あ
る
浮
遊
城
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の

き
で

紅

の

に
収
ま

た
覇
王
の

と
も
重
な

た

時
系
列
に

て

を
追

て
話
そ
う

事
の
始
ま
り
は

 
そ
う

か
に

火
が
切
ら
れ

 
直
後

上
で
組
ま
れ
た
手
に

と
さ
れ
て
い
た

線
が

ご
と
勢
い
よ
く
上

ら
れ
た

線
の
先
に
は
夜
の

に

ち
た
外
を

か
す

古
め
か
し
い
ガ
ラ
ス

 

そ
こ
に

二
つ
の
人
影
が
あ

た

 
片
方
は
緑
髪
の
女
性

あ
ど
け
な
さ
の
残
る

と

容
力

れ
る
体
を

せ
持

た
男
性

の
一
種
の
願
望
そ
の
も
の
と

え
る
容

の
人
物

 
片
方
は
黒
髪
の
女
性

背
中
の
中

ど
ま
で

び
た
髪
を

で
結
わ
え
て
後
ろ
に
流
し
黒
の

リ
ク
ル

ト
ス

ツ
に
身
を

み

業
務

カ
バ
ン
を

え
た
人
物

 
そ
の
二
人
が
ガ
ラ
ス

越
し
に

こ
ち
ら
を
見

め
て
い
た

 

こ
ち
ら
と
い
う
に
は
語

が
あ
る

彼
女
ら
の

線
は
一
点
に
向
け
ら
れ
て
い

る 

一
人
と
二
人
の

線
が
交
わ

た

 
ガ
ラ
ス
越
し
に

線
を
交
え
た
女
性
二
人
は
ど
ち
ら
も

き
で
眼
を

て
い
た
が
そ
の
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合
い
は
黒
髪
の
女
性
の
方
が
大
き
か

た

緑
髪
の
方
は

き
と
い
う
表
現
で
収
ま
る
が
黒

髪
の
方
は

然
と

う
レ
ベ
ル
に
達
す
る

目
ぶ
り
だ

 
カ
ラ
ン

と
入

の
ベ
ル
が
鳴

た

本
日

切
と
い
う
木
札
を
掛
け
て
い
た

り

者
以
外
は
入

お
断
り
を

外
に
出
し

て
い
た

だ
が
暗
く
て
か
あ
る
い
は

然
に

わ
れ
意
識
に
入
ら
な
か

た
の
か
黒
髪
の

女
性
が

い
な
く
入

て
来
た

そ
の
後
を
緑
髪
の
女
性
が
木
札
を
気
に
し
て
か
ド
ア
を
ち

ら
ち
ら
見
な
が
ら
も
後
を
付
い
て
入
る

ん

 

し

な
い
が

今
日
は

ま
で

し
切
り
に
な

て

か
ず
と

一

か

  
そ
し
て

主
の

葉
を

る
よ
う
に

本
人
は
認
識
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

黒
髪
の
女
性

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬

が
彼
の
名
を
呼
ん
だ

 
そ
の
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
は
直
葉
達
が
呼
ぶ
そ
れ
と
異
な

て
い
た

彼
女
ら
が
彼
の
名
を

呼
ぶ
と
き
は
三

と
も
平

で
あ
る
の
に
対
し

実
姉
の
呼
び
方
は

か

と

と

は
同
じ
高

さ
だ
が

間
の

ず

だ
け
下
が

て
い
る

そ
の
抑

は

彼
女
が

い
ち
か

と
呼
ぶ
時
と
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同
じ
も
の
だ

 
そ
の

抑呼
び
声
で
か

少
年
の
表
情
が

く

た

 

実
さ
と

怖
の

を

か
せ
る
空
気
は
剣

さ
を
全
面
に

し
出
し
始
め
た

 
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
外
気
に
晒
さ
れ
た

の
眼
に
変
化
が

れ
る

眼
の
白
い
部
分

が

か
ら

に
向
か

て

さ
れ
て
い
く
よ
う
に
黒
く
な

て
い
く

黒
に
触
れ
た

の
色
が

な
金
か
ら

ん
だ
深
紅
へ
と
変
わ

て
い
く

 
黒
が
眼
の
白
を

め

く
す

そ
の

前
彼
の

が
下
ろ
さ
れ
た

く
一

の
呼

が
行
わ
れ
る

 
一

経

て

再
び
眼
が
外
気
に
晒
さ
れ
る

 

白
目
金

に

て
い
た

 
い
ま
の
一

の
変
容
を
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
人
が

認
し
た
の
か

ど
の
人
は

入
者

た
る
世
界
最
強
の
女
性
を
前
に

心
を

わ
に
し
私
達
に
対
す
る
も
の
よ
り
も
強
い
部
外
者

に
対
す
る

感
を
向
け
て
い
た
か
ら

彼
の

を
見
た
人
は

な
い

だ

 
そ
れ
は
彼
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
見
る
必
要
も
な
い
と
判
断
し
て
の
事
だ

た
の

か
も
し
れ
な
い
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千
冬

 
複

に
絡
み
合

た
感
情
を

葉
に
滲
ま
せ
な
が
ら

ま
で
髪
を

ば
し
た
制

の

す
ぐ
は

剣
姫
が
一
歩
前
に
出
た

そ
の
眼
に
は
強
い

忌
と

心
の
色
が

て
い
る

 
一

そ
の
眼
が
こ
ち
ら
に
向
き
彼
女
を
呼
ん
だ
か

線
で
問
わ
れ
る
も

を
横
に
振
る
と

す
ぐ
離
れ
た

 

ん

と
場
に

の

が

ら
れ

な

ア
ン
タ
が

に

る

 
そ
の

を
虚

無
少
年
の
声
が
限
界
ま
で

り

め
さ
せ
た

 
空
気
が
悲
鳴
を
上

て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
程
の
重
圧

い
問
い
に

集
さ
れ
た

あ
る
い
は

集
し
た
感
情
の
欠
片
が
そ
れ
を
直

向
け
ら
れ
て
い
な
い
自
分
す
ら
もお

の
の

か
せ
る

 

彼
は
復
讐
に

る
事
を

定
こ
そ
す
れ

そ
の
憎
し
み
そ
の
も
の
は
容
認
し
て
い
る

 
い
ま
は
た
だ
自
身
に
と

て

に
も
勝
る
大
切
な
も
の

彼
ら
の
未
来
の

に
抑

え
て
い
る
だ
け

二
の

に
し
て
い
る
だ
け

 
憎
し
み
が
消
え
た

で
は
な
い
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そ
れ
を

私
は
よ
く
知

て
い
る

 

と
の
戦
い
ホ
ロ
ウ
と
の
戦
い
そ
し
て
直
近
の
獣
と
の
死
闘
も
常
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
見
て
き
た
か
ら

知

て
い
た

 
無
銘
第
二
形

負
の

と
な

た
彼
と
刃
を
交
え
た
か
ら

彼
の
憎
し
み
が
ど
れ

ど
深
く

い
も
の
か

も

知

て
い
た

 

け
れ
ど

そ
の

知

に
は
理
解
が
無
く

共
感
も
な
い

 
私
に
は

か
を
心
の

か
ら
怨
み

い

殺
し
た
い
衝
動
に

ら
れ
た
事
が
な
い
か
ら
だ

殺
さ
な
け
れ
ば
自
分
が
殺
さ
れ
る
と
い
う

地
に

た
事
も
な
い

 
い
や
実

無
い
方
が
い
い
の
だ

少
な
く
と
も
花
の
十
代
で
経
験
し
て
い
る
事
は
異
常
に

し
い

 
対
暗
部

暗
部
の

主
と
し
て
活
動
す
る
中
で
も
自
分
が
実

部
隊
に
回

た
場
合
大

危
険
な
部
分
は
他
の
隊

や

部
隊
が
済
ま
せ
て
い
た
か
ら
死
に
直
結
す
る
危
険
は
限
り
な

く
少
な
か

た

日
本
代
表
候
補

が
裏
の
仕
事
を
し
て
い
て
死
ん
だ
の
が
表

に
な

た
ら
国
家
的
に
マ
ズ
い
か
ら
サ
ポ

ト
も
多
か

た
と
い
う
事
情
こ
そ
あ
れ
一

⺠
に

べ

れ
ば
圧
倒
的
に
危
険
な
道
を
進
ん
で
い
る
自
分
で
す
ら
そ
の
程
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安

に
他
者
と

べ
ら
れ
る
事
で
は
な
い
し
多
か
ろ
う
と
少
な
か
ろ
う
と
誇
れ
る
も
の
で
も

な
い

 
だ
が

だ
か
ら
こ
そ

本

の
意
味
で
は
理
解
で
き
な
い
事
も
あ
る

 
少
な
く
と
も

命

け
と
い
う
一
点
に

け
る
経
験
や
理
解
は
暗
部

主
の
自
分
よ
り

デ
ス
ゲ

ム
の
最
前
線
に
身
を

い
て
い
た
彼
ら
彼
女
ら
の
方
が

か
に
上

 
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
彼
が
発
す
る
剣

な
殺
気
を
間
近
で

け
て
い
る
面
子
で

え
た

を
し
た
人
は

七
色
女
史
や
神
代

子
と
い

た
デ
ス
ゲ

ム
に

な
か

た
面
子
ば
か
り

だ

た

 
そ
し
て
殺
気
を
真

向
か
ら

き
付
け
ら
れ
た
女
性
は
表
情
を
歪
め

ま
し

に
少
年

を
見

め
るか

た
ら
ど
う
だ

そ
の

を
見
る
に
ま
さ
か

が
来
る
と
知

て
来
た

じ

な
い
だ
ろ
う

 

も

え
な
い
女
性
に
苛
立

た
か
と

と

し
さ
を
増
し
た

葉
が
加
え
ら
れ
る

こ
れ

か
ら
正
に
み
ん
な
の
想
い
に
感

を

め
報
い
る
べ
く
秘
匿
し
て
い
た
事
を
語
ろ
う
と
し

た
時
の
乱
入
だ

過
去
の
イ
ロ
イ
ロ
も
あ

て

に

え
か
ね
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
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女
性
は

そ
こ
で
や

と

を
開
い
た

 
あ
あ

と

れ
気
味
の
小
さ
な
声
だ

た

私
と

君

こ

ち
の
彼
女
は
仕
事
が
終
わ

た
か
ら

み
に
行
く
場

を
探
し
て

い
た
ん
だ

に
来
た
の
は
彼
女
の

内
に
よ
る
も
の
だ

え

と

し
切
り

て
知
ら
な
く
て

木
札
を
見
て
帰
ろ
う
と
し
た
ん
で
す
け
ど

 
す
み
ま
せ
ん

と

を

れ
さ
せ
な
が
ら

を
下

罪
す
る
緑
髪
の
女
性

学
園

教
師

麻

な
る

ど

帰
ろ
う
と
し
た
時
に
ガ
ラ
ス
越
し
に

を
見
た
か
ら

思
わ
ず
入

て
来
た

と 
彼
女
に
向
け
ら
れ
て
い
た
少
年
の

線
が

千
冬
へ
と

さ
れ
る

し
切
り
と
あ
る
の
に

そ
れ
も
忘
れ
て
か

お
前
の

を
見
て

て
も
立

て
も

ら
れ
な
か

た

ん

 
苦
み
し
ば

た

で

う
女
性

 
少
年
は

興
味

な
反
応
を
返
し
た
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そ
れ
に
し
て
も
変
わ
り
果
て
た
こ
の

で
よ
く

だ
と
一
目
で
気
付
け
た
な

中
継
を
見
た

ホ
ロ
ウ
と
呼
ば
れ
た
お
前
の

を
見
て
い
た
か
ら

気
付
け
た
ん
だ

あ
あ

そ
う
い
え
ば
あ
の
と
き
の
ホ
ロ
ウ
と
い
ま
の

の
違
い
は
眼
の
色

・だ
・け

か

な

ら
気
付
く
の
も

然
だ

 
く
く

と
嗤

い
を

え
る
よ
う
に

い

と
は

え

絶
対
的
に
理
解
が
足
り
て
い
な
い
よ
う
だ
が

 

間
少
年
の

が
無
機

に
な

た

再
び

た
そ
の

か表
お情

に
千
冬
は

を
引
き

ら

せ

全
身
を
い
ち
ど

わ
せ
る

そ
れ
は

ど
う
い
う
意
味
だ

そ
の
ま
ま
の
意
味
だ

そ
の

ぶ
り
か
ら
す
る
に
最

で
も

と
ホ
ロ
ウ
の
死
闘
は
見
て
い

た
ん
だ
ろ
う

な
の
に

い
な
く

て
も
立

て
も

ら
れ
ず

の
目
の
前
に
現
れ
る
そ

の
根

ど
う
や
ら

は
安
く
見
ら
れ
て
い
る
ら
し
い

 
自

す
る
よ
う
に
少
年
は
嗤
う

 

未
だ

ま
と
も
に
取
り
合
わ
れ
な
い
己
の
価
値
を
嗤
う

 
彼
女
が
現
実
を
直

て
い
な
い
か
ら
嗤
う

自
身
を
ま

す
ぐ
見
ら
れ
て
い
な
い
事
を
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う

そ
れ
が

己
の

だ
と

う
よ
う
に

 

テ

ブ
ル
の
一

に
ざ

す
彼
は

一
転
し
て
穏
や
か
な

み
を
浮
か
べ
て
女
性
を
見
た

 

そ
の

み
に

彼
女
は

な
予
感
で
も
覚
え
た
か

 
一
歩

足
を
退
い
た

・ま
・

・そ
・れ
・は
・仕
・方
・な
・い
・事
・か
・も
・し
・れ
・な
・い
・な

な
に

 
し
か
し
そ
の

な
予
感

お
そ
ら
く
直

的
な

絶
の

葉

が
外
れ
た
か
千
冬
は

惑
を

わ
に
問
い
返
し
た

彼
が

う
千
冬
の
無
理
解
を

定
す
る
理
由
が
分
か
ら
な
い

か
ら
だ
ろ
う

 

に

る
人
達
も

故

と
問
い
た

な

を
向
け
た

 
彼
の
表
情
は

穏
や
か
だ

 
不
自
然
な
程
に

 
不
気
味
な
程
に

 

彼
は

自
身
に
対
す
る
彼
女
の
無
理
解
を
許
容
し
て
い
た

 
然
も
あ
り
な
ん

外
に

そ
う

て
い
た
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だ

て

と
ア
ン
タ
の
間
で

葉
を
交
わ
し
た
事
は

ど
無
い
か
ら
な

事
務
的
な
も
の
確

認
作
業
の

こ
そ
あ
れ

ア
ン
タ
は

の
意

を

い
た
事
が
無
い
じ

な
い
か

そ

ん
な

ら
い

で
理
解
し
ろ
な
ん
て

が
裂
け
て
も

え
な
い
よ

ど
こ
ま
で
い

て
も
他
人
は
他
人

自
分
の
気
持
ち
は

葉
に
し
て
伝
え
な
い
と
絶
対
に
伝
わ
ら
な
い

 
そ
の

い

で
語
ら
れ
た

葉
は

重
く
圧
し
掛
か

た

 

千
冬
だ
け
で
は
な
い

 

の
た
め

と

絶
の

葉
で
突
き
放
し
た
事
を
後
悔
す
る
私
に
も
だ

そ
れ
に

が
全
て
を
憎
ん
で
る
と

て
も
こ
の
状

を
見
る
と
そ
れ
が
本

か
と
思
う

だ
ろ
う

 

が

の
他
人
な
ら

本

に
世
界
を
怨
み

け
て
る
の
か

と
疑

て
掛
か
る

だ
か
ら
ホ
ロ
ウ
の

い
て
は

と
い
う
人
間
が

く
も
の
を
信
じ
な
い
の
も

無
理

は
な
い

 

ま

た
私
達
の
事
を

え
て
気
付
か
な
い
フ
リ
し
て

彼
は

葉
を

け
る

 

ホ
ン
ト
に

彼
は
世
界
を
怨
み

壊
し
た
い
と
思
う
程
の
衝
動
に

ら
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
世
間
の
疑
問
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死
闘
の
一
幕
は
真
実
の
も
の
と
理
解
さ
れ
た
が
い
ま
の
彼
が
ホ
ロ
ウ

ど
の
衝
動
に

ら
れ

て
い
る
の
か
は
疑
問
と
い
う
声
を
し

か
り
理
解
し
て
い
る
そ
の

葉
は
客
観
的
に
己
を
見

た

価
だ

 
怨
み

け
て
い
る
人
間
が

う
か
ら
こ
そ

却

て
闇
が
深
か

た

 
自
分
が
如

に
ど
れ

ど
怨
ん
で
い
る
か

と
い
う
感
情
を
論
理
的
思

を
以
て
解
明
す

る
事
が
ど
れ

ど

解
な
も
の
で

つ
破

し
て
い
る
か
彼
は
分
か

て
い
な
い
だ
ろ
う

 
本
来
内
心
を

す
る
事
で
憎
悪
を
晒
し
た
場
合
そ
の
人
物
に

い
て
い
た
恐
怖
心
や
狂

気
と
い

た
も
の
は

れ
や
す
い

に
し
て
理
解
し

得
す
る
か
ら
だ

語
化
は
す
な

わ
ち
人
の
理
解
を
得
る
プ
ロ
セ
ス

葉
と
し
て
発
信
し
た
時
点
で
謎
め
い
た
理
念
と
動
機
は

つ
ま
び
ら
か
に
解
明
さ
れ
人
の
理
解
を
得
る
事
で

的
な
も
の
へ
と

と
し

め
ら
れ
る

 
そ
れ
を

真

向
か
ら

す
か
ら
こ
そ
の

破

 
彼
の
憎
し
み
が

世
界

と
い
う

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
か
ら

 
そ
も
そ
も
の
発

が

人
に

備
わ

た

無
し
の
悪
性
に
よ
る
も
の
だ
か
ら

 

無
し
に
し
て
天

知
ら
ず

対

が
個
人
で
な
く
世
界

あ
る
い
は

会
と
そ
れ
を
作
る

ヒ
ト
と
い
う
種

そ
の
も
の
で
あ
る
以
上
一

り
始
め
れ
ば
世
界
が
滅
亡
す
る
ま
で
止
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ま
ら
な
い
終
わ
り
の
無
さ

れ
も

語
化
出
来
る
が
同
時
に
論
理
的
に
す
れ
ば
す
る

ど

的
に
な
り
得
な
い
故
に
破

す
る

 

女
尊
男

風

と

一

の
二
つ
は

常
道
に

ら
せ
ば
あ
り
得
て
は
な
ら

な
い
も
の
だ

た

 
性
差
別

人
権

そ
の
ど
ち
ら
も

世
界
の
歴
史
が
タ
ブ

で
あ
る
と
明
か
し
て
い
る

そ
れ
に
も

わ
ら
ず

が
世
に
出
た
直
後
の
世
界
は
そ
れ
に

た

 

認
識
す
る

 
世
界

の
悪
性
が

し
た
人
間
こ
そ
が

一

 
そ
の
果
て
の
無
い
破
滅
願
望
を

き
な
が
ら

未
来
へ
の
希
望
を

に

く
人
間
が

桐

谷
和
人

 
し
か
し

い
ま
の

彼

は
そ
の

方
で
あ
る
事
を

立
場
上
は

桐

谷
和
人

で

し
て

い
る
が

全
て
を
喪
え
ば

立
ち
返
る
故
に

一

と
し
て
の
在
り
方
も

い
て
い

る
と

認
識
す
る

 
で
な
け
れ
ば

 
も
し

彼
が
心

か
ら

一

で
あ
る
事
を

絶
し

定
し
て
い
れ
ば
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表
面
上
と
は

え
憎
悪
の
対

を
前
に
し
て
こ
う
も
穏
や
か
に

葉
を
発
せ
ら
れ
る

だ
ろ
う
か

 

こ
わ
い

 
そ
の
静
け
さ
が

ホ
ロ
ウ獣

と
死
闘
で
見
た
二
人
の
在
り
方
と
全
力
の

び
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

の

離
が

ど
く
恐
ろ
し
い

 

の
少
年
は
憎
し
み
を

び

ネ

ト
ワ

ク
を

す
る
ま
で
だ

た
の
に

 

も
知
ら
な
け
れ
ば
た
だ
穏
や
か
で

明
な
だ
け
の
少
年
に
し
か
見
え
な
い
と
こ
ろ
が

私
は

恐
ろ
し
か

た

 

が
見
え
ず
在
り
様
も
ハ

キ
リ
と
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
の
恐
怖

理
解
不
能

共
感
不

能

不

明
の

み

だ
か
ら
こ
そ

彼
の

な
に
か

が

く
恐
ろ
し
か

た

そ
れ
で

ど
う
す
る

 

の
裁

で
話
せ
る
事
で
あ
れ
ば

か
れ
た
事
に
は

え
よ
う

 
に
く
し
みみ

を

え

少
年
は
小

を

た

裁

と
は
ど
う
い
う
意
味
だ

 

を
強

ら
せ
実
弟
の

葉
を

て

い
て
い
た
千
冬
は

う
じ
て
と
い
う
風
に
そ
う

り
出
し
た

間
違
い
な
く
最
も

き
た
い
事
で
は
な
い
が
心
の

備
が
出
来
て
い
な
か

た
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の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
見

か
し
た
か

少
年
は

く

ん
だ

 

人
が
見
れ
ば

ま
し
く
思

て
い
る
よ
う
な

と
取
る
だ
ろ
う
そ
の
表
情

 
私
に
は

そ
の
穏
や
か
な

の
裏
に

確
か
な
失
望
の
色
が
あ
る
よ
う
に
見
え
た

結
論
か
ら

え
ば

契
約

だ

ホ
ロ
ウ
と
の
戦
闘
中

が
四
日
も

ロ
グ
イ
ン
し
て

い
な
が
ら

直

の
学

を

学
出
来
て
い
た
事
に
対
す
る

え
は

い
た
だ
ろ
う

 

そ
れ
だ
よ

つ
ま
り

か
ず
と

一

は

と
契
約
を
結
ん
で
い
る
と

そ
う
い
う
事
に
な
る

そ
の
事
に
つ
い
て
話
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
ア
ン
タ
が
や

て
き
た
か

ら

こ
こ
に

る
面
子
の
内

契
約

を
部
分
的
で
も
知

て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
で

場

そ
れ
以
外
だ
と
そ

ち
の
更
識
楯
無
だ
け
だ

う

 
じ
ろ
り
と

世
界
最
強
の
眼
光
が
向
け
ら
れ
た

も
し

楯
無
を
悪
者
の
よ
う
に

え
て
い
る
な
ら

そ
れ
は

と
ち
り
が
過
ぎ
る
ぞ

 
そ
の

み
を

彼
の

葉
が

断
し
て
く
れ
た
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れ
る
よ
う
な

で
少
年
が
女
性
を
見

め
る

女
性
は
不
可
解
と

い
た

な

を
し
て

い
た

と
ち
り

だ
と

そ
う
だ

確
か
に
更
識
に
は

と
の
強
い
繋
が
り
が
あ
る

だ
が
だ
か
ら
と

て

出
来
損
な
い
と
契
約
を
結
ぶ
メ
リ

ト
が
あ
る
の
か

も

と

え
ば

を

か

て

更
識

が

る
デ
メ
リ

ト
以
上
の
メ
リ

ト
が
存
在
す
る
の
か

結
論
か
ら

え
ば

を

か
る
事
で
生
じ
る
更
識
に
と

て
の
損
得
の
天

は
得
に

い
た

更
に

え
ば

直

の
生
還
者
学

を
正
式
に

学
し
た
上
で
ゲ

ム
を
し
て
い
た

だ
か
ら

と
の

間
で
も
同
じ
よ
う
に
天

が

け
ら
れ
た

な
ら

と

を
作

て
お
く
事
で
得
る
メ
リ

ト

の
方
が

デ
メ
リ

ト
や
リ
ス
ク
よ
り
上
だ
と
判
断
さ
れ
た
事
に
な
る

 
そ
れ
が

契
約

を
す
る
ま
で
の
過
程
だ

と
少
年
は

め
た

な
ら
更
識
と

は

故

と

を
作
る
事
に
メ
リ

ト
を
見
出
し
た
か
分
か
る
か

 
教
師
の
如
く

す
よ
う
な

で
少
年
が
水
を
向
け
る

問
わ
れ
た
女
性
は
や
や
悩
む

振

り
を
見
せ
る
が

す
ぐ
に

を
開
い
た
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デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
立

者

だ
か
ら
か

そ
れ
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
弱
い
な

 
裏
事
情
を
知
ら
な
い
人
間
で
あ
れ
ば

に
し
て
帰
結
す
る
だ
ろ
う
そ
の

え
を
少
年
は

定
を
以
て
ば

さ
り
と
切

て
捨
て
た

論
外
と

わ
ん
ば
か
り
の

み
で

を
振
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

で

え
ば

一
つ
の
ゲ

ム
内
で
だ
け
強
い

よ
り

技
術
創
始
者

の
方
が
重
要

は
上
だ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
自
体

郷

之
の

や
ア
ミ

ス
フ

ア
の
安

全
性
の
疑
問

で
世
間
的
に

だ

た

会
的
立
場
で

て
も
ク
リ
ア

時
の

の

判
は
ま
だ
ま
だ

か

た

仮
想
世
界
の

と
し
て

す
る
と
し
て
も
女
権
を

に
し

か
ね
な
い

弾
を

え
る
デ
メ
リ

ト
を
前
に

高

が
保
身
に
回
ら
な
い
理
由
が
あ
る
だ

ろ
う
か

む
 
か
つ
て

千
冬

に
二

覇
さ
せ
る
た
め
に

い
て
は
日
本

勝
の

の
お
零

れ
に
あ
ず
か
ろ
う
と
す
る
女
権

人
に
よ
り
実
弟
の
誘

を
知
ら
さ
れ
な
か

た
千
冬
は
反

論
が
浮
か
ば
な
い
の
か

葉
に

ま

た
様
子
で

し
た

 
そ
の
様
子
に

少
年
は
然
も
あ
り
な
ん
と

く
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そ
う

な
ら
そ
こ
で
止
ま
る

で
も

そ
う
は
な
ら
な
か

た

契
約
を
結
ば

せ
る
手
が

に
あ

た
か
ら
だ

 
そ
の
手
こ
そ

千
冬
の
知
ら
な
い
彼
の
過
去

彼
の

生
で
あ
り
い
ま

が
求
め
て

い
る
存
在
と
し
て
の
価
値

決
し
て

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
世
界
の

つ悪
み性

 

裏

を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
分
か
る

お
ぞ

ま
し
さ
の
極
み

 ホ
ロ
ウ獣

が
展
開
し
た
心

世
界

彼
が
経
験
し
た
地
獄
の
一
つ
に
あ

た

と
や
ら
も

ま

し
い
も
の
で
あ

た
が
個
で
見
れ
ば
彼
に
コ
ア
を

め

む
実
験
も
同

だ

人
の
命
を

い
や

あ
ん
な
コ
ト
を
実
行
に

す
人
間
は

人
を
人
と
思

て
い
な
い
に
違
い
な
か

た

を
追

て
最
初

ホ
ン
ト
の
最
初
か
ら
話
そ
う

こ
の
場
に
は

の
過
去
を
知
ら
な
い

人
も
い
る
か
ら

 

人
に

ら
し
た
場
合

命
の
保

は
し
か
ね
る
が
な

 
そ
う
前

き
し
て
彼
は
過
去
を
語
り
始
め
た

第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

わ
れ

実
兄
が

る

に
見
捨
て
ら
れ

そ
の
ま
ま
再
現

像
に
あ

た

に

れ
て
い
か
れ

ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス
に
戦
闘
技
能
を

き

ま
れ
な
が
ら
他
人
を
殺
し
て
生
き

び
た

 
そ
の
果
て
に

人
体

と
称
し
て

コ
ア
を

め

ま
れ
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実
兄
に
見
捨
て
ら
れ
た
時
点
で
感
情
が
吹

切
れ

の
人
格
を
作

て
い
た
彼
の
精
神

は
メ
ン
タ
ル
を
安
定
化
さ
せ
よ
う
と

い
た
コ
ア
の
意

を
負
の
想
念
で

し
流
し
殺
し

し

取
り

時
に
負
の
第
二
形

で

し

を
破
壊

ヴ

サ
ゴ
は
生
き

び

て
い
た
が

そ
れ
以
外
は

殺
し

く
し
た

 
そ
の
時
点
で

実
の
家

も

世
界

も
怨
ん
で
い
た
が

は

危
険
と
判
断
さ

れ
た
事
で

と
な
る
人
格
か
ら
零
れ

ち
た
悪
性
で
あ
る

 
怨
み
を

く
人
格
が
零
れ

ち
た
モ
ノ
な
ら

悪
性
を
零
す
人
格
は
善
性
の
そ
れ

 
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
生
来
の
気

が
そ
れ
で
も
と
家

を
求
め
日
本
へ
と
向
か
わ
せ
た

 

を

を
砂

を
海
を
越
え
不
法
入
国
に

し
い
状

で

て
き
た
彼
だ

た

が

限
界
を

え
て
力

き

そ
こ
を

桐

谷
家

に

わ
れ
た
と
い
う

 
そ
ん
な
経

だ

た
の
か
と

気
だ

た
彼
の
過
去
が
明
ら
か
に
な
り
そ
の
突

な
経

に

れ
と
も

心
と
も
つ
か
ぬ
心
境
に
な

た

少
な
く
と
も
彼
を

た
一
家
が
反
一

一

で
な
く

至
上
主
義
者
で
も

女
尊
男

で
も
な
い

真

に
心

し
い
家

で
あ

た
事
は

最
大

の

福
で
あ
り

だ

た
に
違
い
な
い

 
そ
れ
は

そ
の

り
を
語
る
時
の
少
年
の

か

おみ
で

よ
く
分
か

た
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そ
し
て

わ
れ
て
か
ら
ち

う
ど
一
年
後

は
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た

 
話
は
世
間
を
騒
が
せ
た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
初
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
タ
イ
ト
ル
が
デ
ス
ゲ

ム
に
変

し
た

時
へ
と
行
き

い
た

か
な
り

さ
れ
た
内
容
だ

た
の
で
語
り
始
め
て
か
ら
数
分
も
経

て

い
な
い
が

故
だ
か
⻑
時
間

い
て
い
る
錯
覚
を
覚
え
る

 

然
を
超
え
た
心
境
だ
ろ
う
彼
の
実
姉
は

い

た
い
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
か

 
表
情
か
ら
は

や
は
り

然
以
上
の
も
の
を

み
取
れ
な
い

 
そ
れ
で
も
自
身
の
想
定
を

か
に
超
え
て
い
る
と
そ
う
思

て
い
る
事
は
よ
く
分
か

た

コ
ア

の
事
は
親
友
の
天
災
か
ら
も

か
さ
れ
て
い
な
か

た
ら
し
い

中
で

が
ど
う

き
て
い
た
か
は

く
が

は

確
か
に
デ
ス
ゲ

ム
を
終
わ
ら
せ
た

が
そ
れ
で
も
戦
い
は
ま
だ
終
わ

て
い
な
い

故
な
ら

や
シ
ノ
ン
が
使

て
い
た

武

器
は

の
体
に

め

ま
れ
た

に

載
さ
れ
た
武

だ
か
ら
だ

な
に

 

間

く
わ

と

千
冬
の
眼
が
大
き
く
見
開
か
れ
た

 
ま
さ
か

だ
ろ
う
と
い
う
思

が
見
え
る

そ
れ
に

る
よ
う
に
彼
の
手
に
光
が
集

ま
り
形
と
な

た

ガ
シ

リ
と

な

を
立
て
て

上
に

か
れ
た
そ
れ
は

の
ラ
イ
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ン
を

ら
せ
る
二

一
対
の
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン

 
あ
の
世
界
で

彼
ら
が
使

て
い
た
遠

離
武
器
の

と
つ

 
す
ぐ
に
光
に
消
え
た
が
そ
れ
で
も
確
か
な
証
明
に
な

た

あ
の
世
界
が
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
事
に
は

自
身
に

コ
ア
を

め

ん
だ
非
道
な
人
間
が

与
し
て
い
る
と

デ
ス
ゲ

ム

化
に

与
つ
ま
り

郷
と
繋
が

て
い
る
事
を
前

と
し
て
い
る
の
は

場

が

武

器
の
存
在
を
知
ら
な
か

た
が
故
の
推

だ

た

あ
の
再
現

像
に
あ

た
よ
う
に

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
は

モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
の
ア

ン
タ
の

デ

タ
や

白
騎
士

の
デ

タ
も
組
み

ま
れ
て
い
た

そ
れ
が
出
来
る
の

は
ア
ラ
ス
カ

約
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
ヴ

ル
キ
リ

・
ト
レ

ス
・
シ
ス
テ
ム
く
ら
い
だ

が
そ
れ
を
使
う
と
な
れ
ば
必
然
的
に
裏
に
繋
が

て
い
る
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
の
情
報
は
つ
い
先
日
ま
で

自
身
と

と
契
約
を
結
ん
だ

手
し
か
知
り
得
な
か

た
情

報
だ

論

郷
に
近
い

に
い
た
人
物
は
マ

ク
し
た
が

し
い

中
の
足

は
い
ず
れ

も

中
で
立
ち
消
え
て
い
た

 
彼
は
そ
の
足

を

た
の
が
更
識
で
あ
る
と

わ
な
か

た

世
間
一

的
に
は
日
本

代
表
の

期
候
補

で
あ
り
由
緒
あ
る
家
系
と
し
て

つ
も
の
企
業
を
運

し
て
い
る
事
で
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知
ら
れ
て
い
る

彼
女
は
更
識
が
そ
う
い
う
家
系
で
あ
る
と
知

て
い
た
か
ら
わ
ざ

わ
ざ
明

す
る
必
要
性
も
無
い

 
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
い
事
で
な
い
以
上

え
て

せ
た
の
だ
ろ
う

そ
し
て

そ
の

黒
幕

と
の
繋
が
り
が
あ
る
の
は

の
コ
ア
と
過
去
だ
け
だ

国
を

る
フ

ト
ワ

ク
の

さ
デ
ス
ゲ

ム
の
陰
謀
に
加

で
き
る

ど
ど
こ
か
に
深
く
食
い

め

る
能
力
そ
し
て

に
し
た
よ
う
な
非
人
道
的
行

の
危
険
性
を

み
て

は

と
契
約
す

る
事
を
良
し
と
し
た

が
求
め
る
も
の
を
叶
え
る
代
わ
り
に

は

が
求
め
る

件
に

う
事
に
な

た
ん
だ

そ
れ
が

今
回
の
騒
動
に

い
や

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

と
こ
の
契
約
に

直

的
な

わ
り
は
無
い

 
千
冬
の
予
想
を

彼
は

い

せ
る
よ
う
に

定
し
た

 
そ
の

定
は
真
実
だ

部
を

さ
れ
て
は
い
た
が
彼
が
い
ま
語

た
契
約
は
以
前

自
分
達
と

二

が
セ

テ

ン
グ
し
た
無
か

た
事
に
な

た
会

で
成
立
し
た
も

の
で
あ
る

を

と
し
た

・
企
業

が
女
尊
男

風

の
撤

と
日
本
の
経

済
的

正
ま
で
の

予

す
な
わ
ち
第
四
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

勝

を
求
め
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そ
の
た
め
に
彼
が

進
す
る
代
わ
り
に

は
彼
が
指
定
し
た

大
切
な
み
ん
な

の
人
権
・

日
常
を
護
る
と
い
う

契
約

だ

 
あ
の
と
き

学
園
か
らし

うへ
い

さ
れ
た
の
は

麻

で
あ
り

千
冬
で
は
な
い

つ

ま
り

達
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
に
そ
の

契
約

を
知
ら
れ
て
は

る
と

せ
て
い
る

 
だ
か
ら
彼
女
は
こ
の
事
情
を
知
ら
な
い

 
彼
も

そ
れ
は
分
か

て
い
た
の
だ
ろ
う

心
が

れ
て
は

い
し

反
感
だ
け
で
第
三
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
出
場
を

権
し
た
り
な
ど
す
れ
ば

日
本
は
経
済
的
に

き
で
終
わ

て
し
ま
う

 
そ
も
そ
も
彼
女
に
こ
の
話
を
一
切

か
せ
な
け
れ
ば
い
い
話
と
思
え
る
が
そ
れ
で
は
彼
女

が

に
理

無
き
反
感
を

く

 
あ
の
再
現

像
で
和
人
と

の
間
に
彼
女
の
知
り
得
な
い

が

か
れ
て
い
る
事
が
明
ら

か
に
な

て
い
る

そ
の

を
明
確
に
さ
れ
な
い
限
り
彼
女
は

・実
・の
・姉
・と
・し
・て

の
仕
打

ち
か
ら
不
信
を

ら
せ
る

現
時
点
で
さ
え
か
な
り

悪
を

い
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
ダ
メ

し

に
な

て
し
ま
い
か
ね
な
い

 

国
が
命
じ
た
事
に

彼
女
は

と
は
返
せ
な
い
立
場
だ
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し
か
し
風

と
女
権
の
二
つ
国
の

勢
を

け
た
国
家
代
表
と
い
う
立
場

現
時
点
で
は

日
本
の

一
の
命

が

高

も
強
く
出
ら
れ
な
い
理
由
に
な

て
い
る

前
二
つ
は

生
命
ど
こ
ろ
か
物
理
的
に
死
に
か
ね
な
い

ど
危
険
だ

か
つ
て
新
国
立

技
場
を

技
場
に
立
て

え
る
事
を
風

と
女
権
の

で
あ

た
国

会
が
日
本

に
命
じ

た
よ
う
に

の
欠

に
よ
り
生
じ
た
異
常
な

会
現

は

決
し
て

で
き
る
も
の
で
は

な
い

自
由
の
尊
重
を

う

が
個
人
の
自
由
を
奪

た
と
ス
ク

プ
さ
れ
れ
ば
た
ち
ま

ち
女
権
は
息
を
吹
き
返
す
に
違
い
な
い

 
だ
か
ら

達
は

に
根
強
く
残
る
そ
れ
ら
を

し
た
が

て
い
る

 
故
に
こ
の
対
応
が
最

解

 
あ
る
程

は
話
す

し
か
し

命
的
な
情
報
だ
け
は
上
手
く

し
て
フ

リ
ン
グ
で
伝

え
る

更
に

え
ば
彼
女
は
彼
の

葉
を

的
信
じ
る

と
ち
り
す
る
き
ら
い
が
あ
る
ら
し

い
千
冬
に
は
こ
れ
以
上
無
く

く
に
違
い
な
い

話
が
前
後
す
る
が

が

と
契
約
を
結
べ
た
の
は
そ
れ
を
結
ぶ
場
を
設
け
る
事
を
報

と
し
て

の
労

力
を
代
価
に
し
た
契
約
を
別

で
結
ん
だ
か
ら
だ

そ
れ
が

務

の

仮
想

と

称
さ
れ
る
部

に
務
め
る

人
と
の
契
約
だ
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Ｓ
Ａ
Ｏ
の
事
が
あ

た
と
は

え
そ
れ
で
も

教
育
や

方
面
で
の
活
躍
を
期

さ

れ

見

さ
れ
た

技
術

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て

す
る
べ
く
立
ち
上

ら
れ
た
か
つ
て

の
対
策
チ

ム
の

小

と

え
る
部

が

称

仮
想

 
正
式
名
称
は

務

合

信

高

信

振
興

第
二
分

 

内
で
の
名
称
は

信
ネ

ト
ワ

ク
内
仮
想
空
間

理

で
あ
り
こ
れ
が
略
さ
れ

称
と
な

て
い
る

 

二

が
表
向
き

属
す
る
の
が
こ
こ
だ

つ
ま
り
あ
の
男
は
現
在
絶

な

状

に
あ
る

ワ

ル
ド
を
監

す
る
国

の
エ

ジ

ン
ト

あ
る
い
は
ス
ケ

プ
ゴ

ト
と
い

う

で
あ
る

実

は

自
の

と
繋
が
り
が
あ

た
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に

上
自
衛

隊

属
の
二

な
の
だ
が

ワ

ル
ド
を
軍
事
転

出
来
な
い
か
と
い

た

の
思
惑

を
以
て
放
た
れ
た

兵
と
し
て

務

の

人
に

し
て
い
る

 
裏

の

属
は
と
も
あ
れ
表
向
き
の
地

を

慮
す
れ
ば
少
年
の

い
分
に
矛
盾
は
お
ろ

か
違
和
感
す
ら
無
い

 
い
や

そ
れ
は

む
し
ろ

然
な
の
だ

 
あ
の
男
に
彼
が
求
め
た
の
は

務

人
と
し
て
の
地

と

だ

少
年
が
持
つ
現
実
的
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な
手
札
が

ワ

ル
ド
で
の
戦
闘
力
し
か
無
か

た
か
ら
そ
う
求
め
た

な
に
せ
男
に
は
対
策

チ

ム
の
リ

ダ

と
し
て
活
動
し

コ
ン
タ
ク
ト
を
取

た
経
歴
が
あ
る

も
疑
わ
な
い

 
そ
し
て
彼
の
過
去
に

す
る
事
は

更
識

に
求
め
ら
れ
て
い
る

彼
を

か

た
の
も

実

は

を

え
る
事
を
知

た
裏
の
組

か
ら
護
る

だ

 
だ
か
ら
彼
の
説
明
が

離
す
る
事
な
ど
あ
り
得
な
い

そ
の

人
と
の

契
約

の

⻑
線
と
し
て

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

士
の

と
思
惑

の

を
依
頼
さ
れ
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

で
四
日

フ
ル
ダ
イ
ブ
出
来
た
の

も

報

の
報

と
し
て

学

請
と
リ
ア
ル
の

境

整
を
得
ら
れ
た
か
ら
だ

 

い
ま
の

い
方
に
は

か
な
が
ら

ご
び

うが
存
在
し
て
い
る

 
彼
は
四
月

に
契
約
を

け
論
文
を

み
解
い
た
時
点
で
彼
女
の

を

そ

し
て
い

た

つ
ま
り
本
人
か
ら

の
真
偽
を
問
え
た
か
ら
求
め
た
の
で
は
な
く

学

請

境

整
を
最
初
か
ら
報

と
し
て
求
め
そ
の
後
に

結
果
を
報

し
報

を
得
た
と
い

う
流
れ
に
な
る

 
だ
が
そ
れ
は
事
が
前
後
し
て
い
る
だ
け
の
問

う
な
れ
ば
彼
の

明
さ
を
克
明
に
す
る

か

か
の
話
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そ
こ
に

を
見
せ
な
い
彼
が
深
く

り
下

る

も
無
く

話
は
進
ん
だ

も
最
初
か
ら
今
回
の
事

を
想
定
し
て
い
た

じ

な
い

事

が
収
束
し
た
後
は
七
色
が

攻
略
し
た
分
だ
け
リ
セ

ト
す
る
よ
う
備
え

後
は

観
に

し
て
る
つ
も
り
だ

た

レ
イ

ン

七
色
の
姉
・
虹
架
か
ら

人
と
同
じ
内
容
の
依
頼
を

け
る
ま
で
は
な

そ
れ
が

全
て
な
ん
だ

 

と

と
し
た
声

に
万
感
の
想
い
が

め
ら
れ
た

少
年
の
表
情
は

か
し
む
よ
う

で

し
む
よ
う
で

ど
こ
か

哀
し
ん
で
い
る
よ
う
な

複

な
も
の
だ

 
そ
れ
で
も
金
色
の

に

る
光
は
と
て
も
強
い

 
目
指
す
べ
き
も
の
を
し

か
り
見
定
め
て
い
る
眼
だ

た

最
初
は

観
に

し
て
い
る
つ
も
り
だ

た

だ
が
な

が
求
め
る
の
は

極
的
に
は

せ
な
日

な
ん
だ

自
身
の
じ

な
く
て

が
大
切
に
思
う
み
ん
な
の
こ
の
場
に
集
う

間
達
の

せ
だ

 

線
が

女
性
か
ら
外
れ
る

 
意
識
は
遠
く

焦
点
は

虚
空
へ
と
結
ば
れ
た

 
彼
が
夢
想
す
る

福
な
未
来
を

て
い
る
の
だ
ろ
う
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に
と

て
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
は
重
要
じ

な
か

た

で
も

レ
イ
ン

虹
架
は
違
う

の

愛
剣
の
継
承
を
行

て
く
れ
て
後

期
に

い
て
は
鍛
冶
師
と
し
て
攻
略
組
を

え
て
く
れ
た

れ

き
と
し
た

間
だ

然

が

せ
に
な

て
欲
し
い
と
思
う

に
あ

た

だ
か
ら

お
前
は

そ
う
な
る

ど
に

自
分
を

に

じ

な
い

投

だ

 
千
冬
の
非

め
い
た
独
白
に

少
年
に
よ
る
断

と
し
た
語

の
反
論
が
上
が

た

 
怒
り
は
無
い

し
か
し
夢
想
を

る

み
は
な
く
代
わ
り
に
真
剣
な
表
情
が
浮
か
ん
で
い

た
自
分
を

に
す
る

え
で

い
目
を
見
た
事
が
以
前
あ

て
な

そ
れ
を

め
と
し
て
自

分
の
死
を
前

に
し
た
行
動
は
し
な
い
よ
う
心
掛
け
て
る
ん
だ

 
一

少
年
の
眼
が
直
葉
に
向
け
ら
れ
た

 
義
理
の
姉
は

か
に

み
を
浮
か
べ
る

木

達
も
心
な
し
か
剣

な

気
が
鳴
り

を
潜
め
た
気
が
し
た

だ
が

お
前
は
あ
の
事
件
の
後

意
識
不
明
の
重
体
に
な

た
と

い
て
い
る
ぞ

 

そ
の
空
気
を
引
き
裂
く
よ
う
に

び
が
上
が
る
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怒

の
よ
う
で

き
わ
め
く
声
の
よ
う
に
も
取
れ
る
そ
れ
は
千
冬
が
あ

た
も
の
だ

信

じ
ら
れ
な
い
と

を

め
て
少
年
に

葉
を
投

る

 
あ
の
行
動
を
自
分
の
死
を
前

に
し
た
も
の
で
な
い
な
ら

と
い
う
と

彼
の
思

が

理
解
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
の

絶
反
応
が

現
れ
て
い
た

デ
ス
ゲ

ム
の
ラ
ス
ボ
ス
を
倒
し
た
後
の
決
断
も
そ
う
だ

 
ア
レ
こ
そ

自
己

で
は

な
い
の
かい

い
や
投

だ

仮
に
自
己

だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
き

と

が
死
ん
で
他
の

を
確
実
に
生
還
さ
せ
る

だ

の

な
ら

世
界
を

ヒ
ト
を
憎
み

希
望
な
ん
て

持

て
い
る
よ
う
で
持

て
い
な
か

た

な
ら

迷
わ
ず
取

た
だ
ろ
う

だ
よ

 
少
年
は

た

 
女
性
の
感
情
的
な

葉
に
も
の
と
も
せ
ず

 
た
だ

力
な
く

た

よ
り
良
い

福
を
得
る
可
能
性
を

は
追
い
求
め
て
る

そ
れ
は
未
来
へ
の
希
望
に
他
な
ら
な

い

だ
か
ら
投

だ

自
己

は

め

な
ん
だ

 

そ
の
か
お
は

ど
う
し
よ
う
も
な
く
弱

た
も
の
だ

た
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て
い
る

な
の
に

い
て
い
る

 
怒

て
い
る

な
の
に

悲
し
ん
で
い
る

 
希
望
を

い
て
い
る

な
の
に

同
時
に
絶
望
し
て
い
る

 
そ
ん
な

矛
盾
を

み

を

け
る
こ
ど
も
の
か
お
だ

お
れ
は

と
が

い
だ

 
そ
の
か
お
で

彼
は
努
め
て
平

な
声
で

け
る

 

し
切
れ
て
い
な
い
感
情
が

声

に
滲
ん
で
い
た

お
れ
は

と
も

会
も

世
界
も

い
だ

も
信
じ
ら
れ
な
い

も

望
ま
な
い

ど
う
せ
裏
切
ら
れ
る
か
ら

 
肉
親
が
そ
う
だ

た

と
こ
ど
も
が

た

 
友
達
や
学

が
そ
う
だ

た

と
こ
ど
も
が

た

 
世
界
的
に

そ
う
だ

た
と

こ
ど
も
が

た

 
そ
れ
は
人
が
持
つ
悪
性
の
発

彼
が
憎
み

悪
し
破
滅
さ
せ
た
い
理
由
の
根
幹

希
望

を
奪
わ
れ

く
し
た
か
ら
残

た
悪
性
そ
の
も
の

故
に

人

種
の
悪

 
希
望
な
ど
な
い
と

め
た
か
ら
未
来
に
絶
望
し
自
己

に

た

め
を
正

化
出
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来
る
か
ら
だ
ろ
う

 
ホ

ロ

ウ

は
自
己

で

せ
る
善
す
ら
失

た
か
ら
残

た
自
身
の
感
情
に

た

 

絶
望

絶
望
と

人
は

く

う
け
れ
ど

 
本

の

つ

う

と
い
う
の
は

き

と
彼
ら
の
よ
う
な
在
り
方
を

う
の
だ
ろ
う

け
れ
ど

い

し

に

た
い
と
思
え
る

人

が
出
来
た

 
そ
こ
で

少
年
が

わ
り
と

ん
だ

 
花
開
く
よ
う
な
明
る
い

み

目

に

を
滲
ま
せ
な
が
ら

少
年
は

ら
の
義
姉
の
手
を

取

た

小
さ
な
手
が

一
回
り
大
き
な
手
を
握
る

 
二
人
の
手
が

い
を
握

た

そ
ん
な

人

が

た
く
さ
ん
出
来
た

信
じ
て
い
い

人

が
い

い
増
え
た

 
少
年
の

に

人
も
の
人
が
立

た

絶
剣

と
呼
ば
れ
た
少
女
が

少
年
の
背
後
か
ら

き
付
い
た

舞
姫

と
呼
ば
れ
た
少
女
が

子
の
妹
ご
と
後
ろ
か
ら

き

め
た

鼠

と
呼
ば
れ
た
少
女
が

少
年
の

手
を
取
り

し
く
握

た

蒼
猫

と
呼
ば
れ
た
少
女
が

少
年
の

を

で
た
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て
い
け
ば

キ
リ
が
な
い

 
少
年
を
取
り

く
人
達
か
ら
は
強
い
意

を
感
じ
ら
れ
た

少
年
を
信
じ
護
り
愛
そ
う
と

す
る
様

な
想
い
が
渦

い
て
い
る

そ
の
い
ず
れ
も
根

に
は
彼
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
が

あ
る

は
そ
の

ユ未
メ来

を
見

け
た
い

も
う
喪
い
た
く
な
い

が
戦
う
理
由
は
そ
れ
だ
け
だ

か
ず
と

一
 
花
の
よ
う
な

み
に
一

の
悲
し
み
を

り
交

る
少
年
を
千
冬
は
苦

し

に
見
つ
め

た

彼
女
特
有
の
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
の
呼
び
方
が
出
る
が

彼
の
様
子
に
変
化
は
な
い

 
金
の

は

金
色
の
ま
ま
だ

た

だ
が

そ
れ
を

け
て
い
れ
ば

遠
か
ら
ず
死
ぬ
の
で
は
な
い
か

 
少
し
の
無

を

ん
で

千
冬
が
そ
う

た

お
前
が
戦
う
理
由
は
理
解
し
た
が

そ
れ
で
死
ん
で
し
ま

て
は
本

転
倒
だ
ろ
う

そ
う
だ
な

で
も

は
非
才
の
身
投

で
き
る
代
価
な
ん
て
死
に
も
の
狂
い
で
努
力

し
て
付
け
た
力
し
か
無
い
ん
だ

喪
う
事
を
良
し
と
す
る
く
ら
い
な
ら

は
自
分
の
身
を

て
で
も
剣
を
取
る
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む

 
女
性
へ
の
反
論
に
対
し

不

気
な
声
が
上
が

た

そ
れ
は
少
年
の
背
中
か
ら

き
付
く

木少
女
を

と
し
た
も
の

木

は
少
年
の

を

く

み

引

た

気
持
ち
は

し
い
ん
だ
け
ど

ボ
ク
達

そ
れ
は
容
認
し
た
く
な
い
な

て

死
ぬ
よ
り
マ
シ
だ

や

そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
さ

あ

も
う

和
人

て

な
ん
で
こ
う
極

な
の
か

な 
一
切
ブ
レ
る
事
な
く
キ

パ
リ

て
の
け
た
少
年
の
勢
い
に
不

た
ら
た
ら
な
少
女
達
の

方
が
た
じ
ろ
い
で
い
た

て
る
事
は
非
常
に
マ
ト
モ
な
の
だ
が
そ
の
手

が
か
な
り
ア
レ
な

の
は
彼
ら
し
い
と

て
い
い
の
か
ど
う
か

 

そ
ん
な

ま
し
く
見
え
る
一
幕
を

ん
だ
が

 
千
冬
の
表
情
は

し
い
ま
ま
だ

た

 
苦
し

な

で
彼

密
に
は
彼
の

に
い
る
人
間
を

む
女
性
を
見
て
少
年
は

深
く
息
を

い
た

そ
の

子
に

も

と

を

ん
で
い
た
少
女
の
指
が
離
れ
る

白

の

に

で
な
い

み
が
加
え
ら
れ
て
い
た
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い
ち
お
う

事
の
経

は
話
し
た

そ
の
上
で
不

な
の
は
ど
う
し
て
だ

 
い

た
い

が
気
に
入
ら
な
い

あ
あ

違
う
な

こ
れ
じ

回
り
く
ど
い

 

の

み
を
他

に

を
開
い
た
少
年
は

葉
の

中
で

を
振

た

手
は

に
寄
り

う
少
女
達
で

ま

て
い
る
の
で
使
え
な
い

 

手
に
華
以
上
の
状
況
が
千
冬
の
不

気
な
理
由
だ
と
思
う
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か

 
そ
ん
な
私
の
思

を
知
る
由
も
無
く

少
年
は

を
振

て
思

を
リ
セ

ト
し
た

 

ア
ン
タ
は

に

を
求
め
て
る
ん
だ

  
そ
し
て

刀
直
入
に
そ
う
問
う
た

心
を
突
く
よ
う
な
そ
れ
は
変
に

葉
を
重
ね
る
よ

り
も
い

そ
明

な
も
の
だ

じ自
ね
ん然

え
も
分
か
り
や
す
い
も
の
に
な
る

ア
ン
タ
が
思
い
浮
か
べ
る
理
想
と
こ
の
状
況
の
差
異
に
苛
立

て
い
る
ん
だ
ろ
う

 
ア
ン

タ
は

を
求
め
て
い
る
ん
だ

て
き
て

し
い
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分
か
り
や
す
い

え
が
返
さ
れ
て

 
少
年
は

い
も
せ
ず
し
か
し
怒
り
も
し
な
か

た

無
感
情
と
も
違
う
表
情
が
女
性
に
向

け
ら
れ
る

私
が
姉
失
格
で
あ
る
事
は

い
く
ら
い
理
解
し
て
い
る

だ
が

そ
れ
で
も
思

て
し
ま

う
ん
だ

ま
た
家

に
な
れ
た
ら
と

な
る

ど

ま
た
家

に
な
れ
た
ら

か

あ
あ

 
そ
れ
が
お
よ
そ
叶
わ
な
い
願
い
と
知

て
い
て

彼
女
は

め
切
れ
な
い
様
子
で

い
た

 
悲

の

み
を
見
て

少
年
が
数

遠
く
を
見
た

 
義
理
の
姉
は

線
だ
け
で
人
を
殺
せ
そ
う
な

ど
殺
気
立

て
い
た

に

親
の
手
を

か
れ
義
弟
に
手
を
引

ら
れ
て
い
る
か
ら

さ
え
て
い
る
だ
け
で
ど
ち
ら
か
が
無
け
れ
ば

今
に
も

り
掛
か
り
そ
う
な

ど
剣

な

だ

 
な
に
か
が
彼
女
の
逆

に

み

い
た
ら
し
い

ざ
け
な
い
で
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そ
の

合
い
は

し
か

た
よ
う
で

 

と
義
弟
の
制
止
を
以
て
し
て
も
彼
女
を
止
め
る
に
は
至
ら
な
か

た

り
掛
か
り
こ
そ
し

な
か

た
が

葉
が
出
た
の
だ

 
千
冬
の
意
識
が

直
葉
へ
と
集
約
す
る

ざ
け
て
な
ど
い
な
い

ざ
け
ら
れ
る
も
の
か

な
ら

の
事
タ
チ
悪
い
わ
よ

こ
の
子
の

の
前
で

た

で
し

う

自
分
の
名
前

の
大
き
さ
を
も

と
理
解
し
て
お
く
べ
き
だ

た

て

加
え
て

と
の
戦
い
を

見
て

ホ
ロ
ウ
と
の
死
闘
を
見
て

そ
れ
な
の
に

ま
だ
そ
の
思
い
を
持

て
い
る
な
ん
て

見
下

果
て
た
わ

千
冬

 
直
葉
の
眼
が
心

か
ら
の

蔑
に

ま

た

悪
と

心
に
加
え

蔑
が
加
わ

た

眼
と

葉
に

千
冬
の
表
情
に
も
怒
り
が
加
わ
る

私
自
身
と
て
も
立

と
は

え
な
い
と
自
覚
し
て
い
る

だ
が
こ
の
願
い
自
体
は
持

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う

そ
う
ね

そ
の
願
い
自
体
は
間
違

て
な
い

で
も
ね

あ
な
た
は
そ
れ
を
持
つ

べ
き
じ

な
い

少
な
く
と
も
今
は
そ
の

格
な
ん
て
無
い
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な
に

あ
な
た
は
き

と
自
分
は

め
な
か

た
か
ら
と
か
こ
の
子
の
過
去
を
知

た
か
ら
と

思

て
そ
の
願
い
を
持
つ
事
を
正

化
し
て
い
る
ん
で
し

う
け
ど
ね

そ
も
そ
も
の
話
あ

な
た
が

を

白
騎
士

な
ん
て
も
の
を
使
わ
な
け
れ
ば
良
い
話
だ

た
で
し

う

 

そ
の
と
き

空
気
が
一

で
重
く
な

た

 
直
葉
が
そ
う
白
騎
士
と

た
事
で
千
冬
が

圧
を
放

た
か
ら
だ

女
権
の
影

も

あ
り
ス
ル

さ
れ
て
い
る

白
騎
士

の

者
が

者
か

と
い
う
疑
問
だ
が

世
間
的
に

は
限
り
な
く
黒
に
近
い
グ
レ

と
し
て
彼
女
の
名
が

ら
れ
て
い
る

 
間
違

て
い
れ
ば

罪
者
と
一
緒
に
さ
れ
た
事
に
な
る
の
で
怒
る
の
は
ま
あ
間
違
い
で
は
無

い 
し
か
し
合

て
い
れ
ば

意
味
合
い
は
異
な
る

 
現
状
ど
ち
ら
か
は
判
別
不
可
だ
が

ど
う
い
う
意
味
だ

シ
ラ
を
切
る
気

 
あ
の
再
現

像
で
流
れ
た

白
騎
士

と

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

の
戦

闘
ス
タ
イ
ル
は
遠

離
攻
撃
手

の
有
無
片
刃
と

刃
の
差
こ
そ
あ
れ
大
き
な
違
い
は
無
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か

た

太
刀

に
至

て
は
ま

た
く
同
じ

ア
レ
が
デ

タ
と
し
て
再
現
さ
れ
た
も
の
で
あ

れ
ば

必
然
的
に

え
な
ん
て
一
つ
に

ら
れ
る
で
し

う

は

定
と
取
る
わ
よ

 
直
葉
の
推
論
に

千
冬
は
な
に
も
返
さ
な
い

 
そ
の

は

外
に

定
し
て
い
る
も
同
然
だ

し
か
し

が
取
れ
な
い
以
上
有

打
と

は
な
り

い
仮
に
私
が

白
騎
士

だ
と
し
て

そ
れ
と
私
の
願
い
に

の

が
あ
る

あ
な
た
は
自
分
の
行
動
が
原
因
で
こ
の
子
を

め
傷
付
け
た
と
い
う
事
よ

我
を
し
て

る
事
に
気
付
き
も
し
な
い
く
ら
い
意
識
を
向
け
て
い
な
か

た
な
ら
そ
の
気
が
あ

た
か
ど
う
か

な
ん
て

な
事

分
か
る

 
あ
な
た
は

自
分
で

め
て
見
捨
て
た
も
同
然
な
こ
の
子
を

ま
た
同
じ
状
況
に

そ
う
と
し
て
い
る
の
よ

今

は

そ
ん
な
失

は

さ
ん

も
う

に
も

い
ち
か

一

を
傷
付
け
さ
せ
な
い

 

然
と

を

て

う
千
冬

じ

あ
オ
リ
ム
ラ
ア
キ
ト

子
身
中
の

に
は
な
ん
て
説
教
を
し
た
の
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そ
ん
な
彼
女
に

直
葉
が

な
指

を
放

た

あ
の
男
は
あ
た
し
と
同
じ
よ
う
に

き

ま
れ
た

だ
け
ど
そ
の
行
動
は
悪

な
も
の
だ

た

罪
者
の
オ
レ
ン
ジ
達
を
洗

し
て

め
上

て
ボ
ス
攻
略
に
臨
む
集

の
第
二
レ
イ

ド
の
人
達
を

十
人
も
殺
し
て
い
た

ま
し
て
や

和
人
と
殺
し
合
い
す
ら
し
た
の
よ

直
葉
は
そ
の
時
キ
バ
オ
ウ
に

ま

て
た
か
ら
見
て
な
い
け
ど
代
わ
り
に
ボ
ク
達
は
見
て
る

ア
ン
タ
の
弟
サ
ン
が
第
二
レ
イ
ド
を
壊
滅
さ
せ
て
る
シ

ン
は
オ
レ

ち
が
バ

チ
リ
見
て
る

そ
の
節
は

迷
惑
を
掛
け
た

私
か
ら
も
説
教
は
し
て
い
る
か
ら
反

し
て
い
る

だ

ど

だ
か
ね

ア
イ
ツ
ど

え
て
も
反

な
ん
て
し
な
い
タ
チ
よ

そ
れ
こ
そ
Ｓ
Ａ

Ｏ
で
一

死
ん
で
い
よ
う
と
ね

 
弟
の
悪
行
を
指

さ
れ
た
千
冬
は
苦

の

で

を
下

罪
し
た

ど
う
や
ら
説
教
は

し
て
い
る
よ
う
だ
が
リ
ズ
ベ

ト
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
ば
か
す
の
少
女
を

に

も
そ
れ

を
信
じ
て
い
な
か

た

説
教
し
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
そ
れ
が
真
実

を

し
て
い
る
か
に

つ
い
て
信
じ
て
い
な
い

 
あ
の
秋
十
と
い
う
少
年
の
性
根
が
そ
う

に
変
わ
る

が
無
い

と
全

確
信
を

い
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て
い
る
の
だ

 
そ
れ
に

千
冬
は

を
歪
め
た

秋
十
と
は
直
に
会

て
そ
の
性
格
を
知

て
る
か
ら
説
教
さ
れ
た
く
ら
い
で
反

な

ん
て
し
て
な
い
と
あ
た
し
達
は
思

て
る

そ
ん
な

ツ
が
い
る
家
に
ま
し
て
や
内
外

だ
ら

け
の

境
に

こ
の
子
を

す

 
も
し
本

に
反

し
て
い
れ
ば
そ
ん
な
事

浮
か
べ
こ
そ

す
れ

に
な
ん
て
し
な
い

よ

 
そ
れ
を
無

し

直
葉
が
更
に

葉
を
重
ね
て
い
く

 
そ
れ
は
正
論
で
あ
り
真
実
だ

た

再
現

像

め
て
の
放

で
英
雄

さ
れ
て
い
る
少
年

だ
が
彼
の
常

を

し
た
⻤
神
め
い
た
戦
い
ぶ
り
と
プ
レ
イ

を

な
く
斬
る
様
を
危

険

し

が

で
も

め
よ
う
と
す
る
ア
ン
チ
は
決
し
て
少
な
く
な
い

一

だ
か
ら

で
は
な
く

目
を

び
て
い
る
事
で

き
る
自
然
な
も
の
と
し
て

 
ま
し
て
や
女
権
と
も
な
れ
ば

反
一

だ

 
も
し

に

り
彼
女
ら
が
神
格
化
し
て
い
る
千
冬
の
弟
と
し
て

れ
ば
こ
こ
ぞ
と
ば

か
り
に
精
神
的
に
追
い

め
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
危
惧
し
て
い
る
か
ら
直
葉
を
は
じ
め
彼
を
大
切
に
思
う
面

は
剣

な
空
気
を
晒
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し
て
い
る

 

そ
こ
で

ん

と

い
た

手
が
一

い
た

 
そ
れ
を
し
た
の
は
話
の
渦
中
に
な

て
い
る
少
年
だ

た

い
合
い
に
な
り
そ
う
だ

た

空
気
が

し

自
身
に

線
が
集
ま
る
の
を
見
て
か
ら

少
年
は
女
性
を
見
つ
め
た

一
先
ず

の
意
見
を

て
お
く

・

・件
・

・第
・で
・は

て
も
い
い
と
は
思
う

本

か

は

な

き
キ
リ桐

の

う

そ

 
少
年
の
発

に
喜
色
を
表
す
千
冬

反
対
に
絶

の

間
達

バ
ン
ダ
ナ
を

い
た
⻘
年
が

然
と

き

先
生
が

に
手
を

て
て

気
に
取
ら
れ
て
い
た

 

先
生
に
す
ら
無
理

と
思
わ
れ
て
い
る

り
千
冬
は
結
構

バ
い
意
識
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か

が
求
め
る
の
は
み
ん
な
の

福
な
未
来
だ

そ
の

に
取
れ
る
手

は

で
あ
ろ
う
と

取
る

そ
れ
が

に

る
事
で
成
る
の
で
あ
れ
ば

仕

方非
がも
無無
いい

だ

だ
か
ら

て
よ

 
お
前

ン
な
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ク
ラ
イ
ン
さ
ん

て

和
人

を

え
て
る
の

 

情
に

ら
れ
て

い

ろ
う
と
す
る
⻘
年
や
他
の
面

を
義
姉
が
抑
え

み
意

を
問

う
た

少
年
は
意
味
あ
り

に

み
を
返
し

再

線
を
喜
色
を
表
す
女
性
に

す

の
目
的
の

に
は

自
身
の
風

の
払

中
傷
の

止
の
他
に

み
ん
な

の

本

的
人
権
の
保
守
日

の
生
活
の
保
守
な
ど
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
事
が

あ
る

そ
れ
を

補

て
く
れ
る
な
ら

て
も
良
い

あ
あ

必
ず
や
り

る

ど
う
や

て

 
自
信

あ
る
い
は

自

を

め
た
女
性
の

き

 
そ
れ
に

少
年
が

葉
の
刃
を
容
赦
な
く

き
付
け
た

ど
う
や

て

て

の
風

は
女
権
に
よ
る
も
の

中
小
は
風

に
よ
る
も
の

み
ん
な

の
人
権
・
生
活
の

保
守
も
同
じ

そ
れ
ら
全
部
を

学
園
の
一
教
師

国
家
代
表

者
に
過
ぎ
な
い
ア
ン
タ

に
出
来
る
の
か

国
家
代
表
と

え
ど

は
特
務
少

し
か
も
軍
事
面
だ
け
で
あ

て
人

権
・
生
活
を
主
と
す
る

面
に
は

与
で
き
な
い
立
場
だ

そ
れ
な
の
に
ど
う
や

て
や
り
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るそ

そ
れ
は

 
喜
色

面
だ

た
女
性
の

が

に

り

苦
し

な
も
の
に
な

て
い
く

 
名
声
の
大
き
さ
で

で
も
出
来
る
よ
う
に
思
え
る
だ
ろ
う
が

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

と
は
名

・
称

で
し
か
な
く
そ
の
呼
び
名
に

ら
か
の
権
力
が

る
事
は
な
い

一
教
師
で
あ
れ
ば

学
園
で

け
持

た
ク
ラ
ス
に
し
か
影

は
な
い

国
家
代
表
と
な
る
と

な
も
の
だ
が

そ
れ
で
も
軍
事
と
名
声
を
集
め
る

の

プ
ロ
デ

ス
程

後
者
は
彼
女
が

い
し
て

い
る
事
も
あ
り

ノ

タ

チ

 
つ
ま
り
彼
女
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影

を
与
え
ら
れ
る
の
は
学
園
と
軍
事
そ
れ
も
最
高

で

は
無
い
と
い
う
状

だ

 

に
一
切

わ
れ
な
い
以
上

彼
女
に
出
来
る
事
は
決
し
て
多
く
な
い

 

会
的
地

の
観
点
か
ら
そ
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る

だ
が
そ
れ
は
彼
の
方
が
よ
り

い

と

え
よ
う

な
に
せ
ま
だ
学
生
の
身

し
か
も
投

権
す
ら
ま
だ
持

て
い
な
い

一

的

に

を
男
性
は
動
か
せ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
以
上
ま
だ
そ
れ
を
明
か
し
て
い
な
い
彼
は

経

済
に

り
出
す
術
を
客
観
的
に
持

て
い
な
い
事
に
な
る

論
明
か
せ
ば
世
界
を
揺
る
が
し
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の
中
心
点
に
な
る
だ
ろ
う
が

そ
れ
も
全
て
良
い
事
ば
か
り
と
は
決
し
て

え
な
い

 
だ
が

彼
に
は

世
間
の
風

が
味
方
し
て
い
る

 
本
来
で
あ
れ
ば
国
と

法
に
守
ら
れ
る
べ
き
人
権
を
こ
れ
ま
で

さ
れ
て
い
た

そ
の
負

を

払
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
過
去
の
経
歴
を
手
札
に
し
て
多
方
面
と
の
契
約

を
結
び
依

頼
を
達
成
す
る
事
で

会
的
地

に

わ
れ
な
い
桐

谷
和
人
個
人
の
価
値
を
高
く
し
て

き
た

 

来
的
な
見

み

め
る
と

現

の
国
家
代
表

千
冬
と

未
来
の
国
家
代
表

桐

谷
和
人
の
個
人
の
価
値
は

で
あ
る

も
と
も
と
解
放
の
英
雄
な
ど
と
ど
れ
だ
け
持
て

さ
れ
よ
う
と
ア
ン
タ
の

績
と

の

績
は
種

が
違
う

 
第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

勝
す
る
事
を
期

さ
れ
そ
の
見

み
が
お
そ
ら
く
同

じ
よ
う
に

を
動
か
せ
る
だ
ろ
う
実
兄
よ
り
高
い
と
見

ま
れ

を
は
じ
め

と
契
約

を
結
ん
だ
少
年
が

を
組
ん
で

う

 
そ
の

葉
は

な
刃
と
な

て
女
性
を

く

 

も
し
自
分
が

け
て
い
た
ら
と

え
る
と

と
し
た

 

に
立
つ
妹
の
横

を

み
見
る

彼
女
は

然
と
し
た

で
け
れ
ど
ど
こ
か
魅
入
ら
れ



 〜孤高の剣士・人〜

て
い
る
よ
う
な
表
情
で
少
年
に
じ

と

線
を

い
で
い
た

テ
ス
ト
の
点
数
で

う

目
が
体
育
と

数
の
よ
う
な

み
合
わ
な
さ
じ

あ

千
冬

の
負
け

と
桐

谷
和
人
の
勝
ち

は
全
面
的
に

定
さ
れ
る

に
は

れ
た
者

と

る
者
の

者
が
存
在
し
て
い
て

は
後
者
の
存
在
だ

そ
し
て
ア
ン
タ
は
前
者
の
存

在

本
来
で
あ
れ
ば
得
意
不
得
意
の
差
を
理
由
に
そ
こ
ま
で

ら
れ
な
い
ん
だ
が

と
ア

ン
タ
に
限

て
は
違
う

 

と
・似
・た
・り
・寄
・

・た
・り
・な
・表
・情

の
千
冬
を

和
人
は
じ

と
見
つ
め
た

 

こ
れ
が

お
前
の
罪
だ

と

 
そ
う

う
か
の
よ
う
な
眼
だ

た

ア
ン
タ
は
強
過
ぎ
た

き
過
ぎ
た

あ
ま
り
に

か
し
い
か
ら
こ
そ
ア
ン
タ
に
魅
入
ら
れ

た
人
は
多
く
理
性
が

ど解
か
れ
常
道
か
ら

れ
た

的
な
価
値
は
無
価
値
に
さ
れ
常

を

し
た
も
の
が

の

に
な

た

 

的
な
価
値

過
去
を
洗

て
い
け
ば
分
か
る
事
だ
が

こ
の
少
年
は

い

か
ら
無
能

だ

た

で
は
な
い

学

の
成
績
も
決
し
て

く
な
か

た

む
し
ろ
年

を

え
れ
ば
高
い

程
で
加
え
て

少
の

か
ら
家
事
全

を
こ
な
す
能
力
を
持

て
い
た
と
な
れ
ば
あ
る
面
で
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は
大
人
を
超
え
て
す
ら
い
た

 
だ
が

彼
に
求
め
ら
れ
た

の

は

年

応
で
は
不
足
だ

た

 
姉
が
あ
ま
り
に

か
し
い
ば
か
り
に

の
人
間
は
勝
手
に
弟
達
に
期

し
た

あ
る
程

成
⻑
し
て
い
た
兄
は
上
手
く
そ
れ
を

り
切

た
が

時
五

と
い
う
少
年
に
は
無
理
な
話

だ

た

学

に

て
す
ら
い
な
い
子
ど
も
に
因
数
分
解
の

を
求
め
る
事
が
ど
れ

ど
オ

カ
シ
イ
事
か

彼
を

な
じ

り

め
る
人

は

え
て
い
な
か

た
の
だ

 
故
に

的
価
値
は
無
価
値
に
堕
と
さ
れ
た

分
か
る
か

千
冬

直
姉
が
ア
ン
タ
に

た

名
前
の
大
き
さ

と
い
う
の
は

ア
ン

タ
の
自
覚
に
対
す
る
も
の
じ

な
く
て
ア
ン
タ
に
魅
入
ら
れ
ア
ン
タ
を

め
る
女
尊
男

や
信

者
達
の
異
常
性
に
つ
い
て
指

し
た
も
の
だ

た
ん
だ

 

堕
と
さ
れ
た
人
間
が

か
し
い
人
間
を
見
上

る

 

と
し
た
声
で

怨
嗟
に

し
い
声
が
紡
が
れ
る

 
金
色
の

に
ぞ
う殺
お意

の

み
が

ざ

て
い
た

が
ア
ン
タ
の
下
か
ら
離
れ
た
の
は
ア
ン
タ
の
意

に
よ
る
も
の
じ

な
い

で
あ
れ
ば
ア

ン
タ
が
ど
れ
だ
け
自
分
の
意
識

善
を

み
よ
う
と
な
ん
ら
状
況
は
変
わ
り
得
な
い
ん
だ
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だ
か
ら

は
自
分
で
色

と
変
え
よ
う
と
躍

に
な

て
い
る

そ
の

が
と
ん
で
も
な
い
か

ら
命

け
に
も
な
る

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
い
う
存
在
に
魅
入
ら
れ
た
人
間
達
が
見
せ
る
人
の
悪
性
は

境
を

作
り
上

彼
を

め
た

 
直
葉
が
彼
女
に
求
め
た
事
は

そ
の

境
に
目
を
向
け

善
す
る

き
だ

た
よ
う
だ

 
し
か
し
現
状
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
彼
女
が
大
き
く
そ
の
問

で
動
い
た
事
は
無
い

や
新

の
取

を

本
的
に

け
て
い
る
彼
女
が
メ
デ

ア
で
話

に
な
る
の
は

モ
ン
ド
・

グ
ロ

の
事
や

者
の
演

に
つ
い
て
取
り
上

ら
れ
た
場
合
の
彼
女
に

す
る
推

ば
か
り

表
に
出
る
事
が

無
い
以
上

彼
女
の
意

は
反

さ
れ
な
い

 
だ
か
ら

千
冬
像

が
独
り
歩
き
し
て

実

と
の

離
が
あ
る
の
だ
と

彼
は

う

 

外
に
自
分
が
命
を

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ア
ン
タ
の
せ
い
な
ん
だ
ぞ
と

て

い
た

 
そ
れ
も
真
実
だ
ろ
う

だ

て
最
初
か
ら

本
的
人
権
が
守
ら
れ
て
い
れ
ば
彼
は
見
捨
て
ら

れ
る
事
な
ん
て
無
か

た
し
命

け
で
自
身
の
地

復
権
に
動
い
て
い
な
い

自
分
が
一
緒
に

る
事
で
危

を

り
か
ね
な
い
な
ど
と
心
配
す
る
必
要
も
無
か

た
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そ
も
そ
も
な

に
ア
ン
タ
の

に

る
気
は

な
い

え

だ

だ
が

さ

き
は

件

第
で
は

て

 
か

く

悲

の
声
で
女
性
が
問
い
掛
け
れ
ば

少
年
は

眼
を

め

見
返
し
た

気
付
か
な
い
の
か

 
家

と
し
て

る
の
に

件
だ
と
か

メ
リ

ト
デ
メ
リ

ト

リ

ス
ク
に

し
て
話
し
て
い
る
時
点
で
破

し
て
い
る
だ
ろ
う

家

と
し
て
在
る
の
に
必
要
な

の
は
た
だ
一
つ

見
返
り
な
ん
て
求
め
な
い
無
償
の
愛
情
だ
と

は
思
う
よ

 

い
な
が
ら

彼
の

手
は
義
姉
と
義

の

の

を

く

ん
で
い
た

 
そ
れ
が

え
だ
と

わ
ん
ば
か
り
に
女
性
に
見
せ
付
け
る

血
の
繋
が
り

能
力
の
有
無

性
な
ん
て

な
く

む
し
ろ
世
間
で
の
彼
の
事
を
知

た
上
で
引
き
取
り
愛
情
を

い
だ
一
家
の
二
人
の
存
在
が

全
面
的
に
千
冬
を

定
し
て
い
た

わ

私
は

間
違

て

い
た
の
か

ア
ン
タ
が
秋
十
と

の

に

か
ら
晩
ま
で
必
死
に

り
回

て

て
お
金
を

い
で
学

食

そ
の
他

を

て
く
れ
て
た
事
は
知

て
る

そ
の
点
は

に
感

し
て
る
よ

 
千
冬
に
愛
情
が
無
か

た

と
い
う

で
は
な
い
だ
ろ
う
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本

に
無
か

た
な
ら
彼
女
が
国
家
代
表
と
し
て

に
身
を
立
て
生

を
立
て
よ
う
と

は

え
な
い

く
力
と
地

を
持
た
な
い
弟
二
人
を
見
捨
て
親
と
同
じ
よ
う
に

発
し
気

に
自
身
の
生
を

歌
し
て
い
た

だ

 
た
だ

彼
女
の

え
と

世
間
の

え
が

離
し
て
い
て

 

そ
の

離
が

決
定
的
に
彼
ら
を
別
つ
原
因
に
な

て
し
ま

た

 
そ
れ
故
に

直
葉
は

名
前
の
大
き
さ

に
つ
い
て
の
自
覚
を

し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
彼
は
彼
女
の
行
動
を

定
し
た

無
理
解
故
の
行
動
は
善
意
だ
け
だ

た
か
ら

そ

の
善
意
を

彼
は

定
し
た

だ
が

そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
問

一

は

て
く
れ
た
事
を
感

し

他
人
の

身
勝
手
な
主
義
主

に

ら
さ
れ
た
ア
ン
タ
に
同
情
し
つ
つ
同
時
に
護

て
く
れ
な
か

た
事

を
怨
む

 
そ
の
上
で

彼
は
彼
女
を

定
す
る

 
感

は
し
て
い
る

だ
が
怨
む

と

復
讐

一の
獣
と
し
て
の

は
そ
う
い
う
在
り
方
だ

人
の
無
理
解
か
ら
零
れ

ち
怨
み
怒
り

憎
し
み

け
る

の
悪
性
の

ア
ン
タ
に
な
に
か
を

く
の
は

そ

の

在

り

方

さ
れ
た
悪
性
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だ
け

ア
ン
タ
が
求
め
る

一

が
返
せ
る
の
は
救
い
を
求
め
ず

も
赦
さ
な
い
怨

み
だ
け
だ

 
に
こ
り
と
も

わ
ず
少
年
は
怨
み
と
復
讐
心
を

き
付
け
て
い
く

目
と
も
知
れ
ぬ
怨

嗟
の
声

に
千
冬
の
表
情
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で

い
ま
に
もく

ず
おれ

そ
う
な

ど
に
弱

て
い
た

 

こ
の
ま
ま
だ
と

心
が

れ
か
ね
な
い

 
い
や
も
う

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
手

れ
な
感
も
あ
る
が
止
め
る
べ
き
だ
と
思

た

 
彼
の
憎
し
み
は

も
認
め
る
と
こ
ろ
だ

し
か
し
そ
れ
は
然
る
べ
き
時
に
然
る
べ
き
過

程
を

ん
で
の
事
で
あ

て

あ
ま
り
に
も
想
定
外
な
こ
の
事

で
彼
女
の
心
を

ら
れ
る
と

今
後
に

き
か
ね
な
い

 
だ
か
ら

彼
を
止
め
る

に

を
開
い
た

  

そ
れ
で
も

構
わ
な
い

  

し
か
し

か
を

う
よ
り
も
前
に

千
冬
が

葉
を
発
し

し
て
し
ま

た

 
彼
女
が
な
に
を

た
か
理
解
出
来
な
か

た

た
事
は
認
識
で
き
た

だ
が
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が

そ
の
意
味
の
理
解
を

絶
す
る

 
千
冬
の

を
見
る

世
界
最
強
の
女
性
は
そ
の
異
名
の
片

も

い
表
情
だ

と
て
も
で
は

な
い
が

強
な
精
神
で

け
容
れ
た

と
い
う
の
は

え
ら
れ
な
い

 
そ
れ
は
怨
讐
を
語
る
少
年
も
同
じ
だ

た
よ
う
で

か
な

目
を

ん
だ
後

な
眼
を

向
け
た

い
ま

て

た

構
わ
な
い
と

た
ん
だ

か
ず
と

一

に
は
私
を

怨殺
むす

権

が
あ
る

私
は
そ
れ
を

け
る
義
務

が
あ
る

存
分
に
怨
ん
で
く
れ

私
は

お
前
か
ら

る
気
は
無
い

 
い
ま
に
も

き

れ
そ
う
な
表
情
を

め
し
く
歪
め
な
が
ら

彼
女
は

た

 
少
年
が

を

め
る

そ
の
眼
に
は

失
望
で
は
な
い
な
に
か
が

て
い
て

こ
の
弟
に
し
て

こ
の
姉
あ
り
か

 

に
喜
べ
な
い
苦

と
共
に

彼
は

た

 
一

後

表
情
を

め
た
少
年
が

け
つ
い

に

ち
た
面
持
ち
で
女
性
を
見
上

る

る
気
は
無
い

と
い
う
そ
の

葉

二

は
無
い
な
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あ
あ

そ
う
か

 
確
認
に
対
し

女
性
が

い
た

な
ら

と

契
約

を
結
ん
で
も
ら
う

よ
り
ア
ン
タ
に

場
は
な
い
が

そ
れ
を

い
ま
こ
の
時
か
ら
認
識
し
自
覚
し
て
も
ら
お
う
か

に
知
れ
る
事
を

悲
と
取
る
か
復

讐
と
取
る
か
は
自
由
だ

が
背
負
う
も
の
は
そ

く
り
そ
の
ま
ま

千
冬
の
罪

精

自

分
の
原
罪
を
思
い
知
り
生
き
な
が
ら
地
獄
を
味
わ
う
が
い
い

ち

ち

と

て

和
人
君

 
そ
こ
で

よ
う
や
く
私
の
思

は
回
転
を
再
開
し

を

む
事
に
成

し
た

そ
れ

伝
え
ち

い
け
な
い
事
じ

な
い
か
し
ら

 
彼
が

わ
ん
と
す
る
事
は

そ
見

が
つ
い
て
い
た

無
か

た
事
に
な

た
会

時

先
生
が

か
れ

千
冬
に
は
秘
匿
さ
れ
た

来
的
な
話
に
違
い
な
い

 
彼
が
背
負

て
い
る
も
の
は
国
の
未
来
で
あ
り
女
尊
男

や
女
権
で
苦
し
む
人

の
未
来
そ

の
も
の

 
デ
ス
ゲ

ム
で
背
負

た
人
命
よ
り

か
に
多
く

未
来
を

め
て
⻑
く
重
い
も
の
だ
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そ
れ
を
背
負
わ
せ
て
い
る
と
知
れ
ば

千
冬
は
確
実
に
気
に

み

苦
し
む
事
に
な
る

国
家
代
表
を
退
か
れ
た
ら

る
か
ら
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

が
終
わ
る
ま
で
は
秘
匿
す

る
と
な

て
い
た
の
に

現
時
点
で
そ
こ
ま
で
話
し
て
し
ま

て
は

の
木

だ

 
下
手
す
れ
ば
彼
の
立
場
も
危
う
く
な
り
か
ね
な
い

そ
れ
を
理
解
し
て
い
る

な
の
に

故 
そ
の
疑
問
を
浮
か
べ
て
い
る
と

の
少
年
が

肉

な

み
を
浮
か
べ
た

そ
う
だ
な

確
か
に
伝
え
な
い
よ
う

わ
れ
て
い
た
事
だ

だ
が
本
人
が
こ
こ
ま
で

て

い
る
ん
だ

事
実
を
知

て
怖
気
づ
く
よ
う
で
あ
れ
ば

そ
の
程

の
覚
悟
だ

た
と
い

う
話

そ
れ
は

千
冬
の

持
が
許
さ
な
い

で

で
も

万
が
一
が
あ
る
で
し

う

い
い
や

そ
の
可
能
性
は
も
う
無
く
な

た

は
 

気
に
取
ら
れ
二
の

を

な
か

た

故
事
実
を
知

て
も
彼
女
が

れ
な
い
確
信

を
得
ら
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い

以
前
は

れ
か
ね
な
い
と
彼
も

同
し
て
い
た
と
い
う
の
に

な
に
を
キ

カ
ケ
に
そ
の
意
見
を

し
た
と
い
う
の
か



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｔｒｕｅ Ｅｎｄｉｎｇ

 
し
か
し

私
の
疑
問
と
は

裏

に

 

千
冬
は

じ

と
少
年
の

葉
を

て
い
た

 
彼
の
眼
が

私
か
ら
外
さ
れ
る

契
約
名
は

戦

と
で
も
し
て
お
こ
う
か

 

肉

で

不

な

み
で

少
年
は
そ
う

た

 
お
そ
ら
く

千
冬
が

る
間
は

う
つ
も
り
の
無
か

た
事

彼
が
大
切
に
思
う
人
達
に

だ
け
明
か
そ
う
と
し
て
い
た
事

そ
れ
を

怨
み
の
対

人
物
に
も
語

た

 

が
彼
に
求
め
た
事

彼
が

に
求
め
た
事
の

一

 

無
か

た
事
に
な

た
会

で
の
話
し
合
い

 
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

を

千
冬
が

勝
す
る
の
を
前

に
組
ま
れ
て
い
る
日
本

復
興
の

大
な

 
女
尊
男

風

と
女
権
の
完
全
撤

を
目
指
し
男
性

者
と
し
て
身
を
立
て
る
事
が
決
め

ら
れ
た
彼
と

間
の

契
約

が

と
つ

と
つ

に
語
ら
れ
た

こ
こ
ま
で
が
日
本

の
一
部
の
高

・
企
業
幹
部
と
交
わ
し
た

契
約

が
ア
ン

タ
に
求
め
る

契
約

は
そ
の
先
だ
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先

と
は

ア
ン
タ
の
実
力
な
ら

然
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

も

勝
す
る
だ
ろ
う

そ
し
て
第

四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
ア
ン
タ
が
出
る
場
合
殿

入
り
し
た
事
で
シ

ド

の
可
能

性
が
高
い

あ
る
い
は

勝
者
と
の
エ
キ
シ
ビ
シ

ン
マ

チ
に
な
る
か
も
だ
が

が
第
四

回
大
会
で

勝
し
た
場
合

ア
ン
タ
の
全
力
で

と
戦

て
欲
し
い

 
予
想
外
と

い
た

に
千
冬
は

目
し
た

そ
れ
は
そ
ん
な
事
で
い
い
の
か
と
い
う
意

味
で
の

き

そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か

と
思

た
な

 

も

た

だ

お

れ

桐

谷
和
人

が
剣
を

取
り
戦
う
の
は
み
ん
な
の

福
な
未
来
と
い
う
願

め望
を
見

け
る

で
あ
り
一
事
が
万
事

そ
れ
だ
け
に
帰
結
す
る

が
生
き
る
に
は

会
的
復
権
出
来
損
な
い
と
い
う
風

を

す

必
要
が
あ
り
そ
の

に

は
ア
ン
タ
と
同
じ

に
上
が
り

戦
権
を
得
よ
う
と
し
て
い
る

ん
だ

そ
し
て
ア
ン
タ
は

に
応
え
る
義
務
が
あ
る

だ
ろ
う

 
な
に
か
問

は
あ
る
か

と

わ
ん
ば
か
り
の

で
小

を

問
い
を
投

る
少
年
に

千
冬
は

惑
を

わ
に
し
た
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あ

あ
あ

そ
れ
は
そ
う
だ
が

て

き
り
私
を
殺
す
も
の
か
と

後
先

え
ず

も
か
も
殺
し

壊
し

し

共
死
ぬ
事
を
望
ん
だ
破
滅
願
望
は

あ

く
ま
で

復
讐

一の
獣

と
し
て
の

の
も
の

今
の

は

桐

谷
和
人

だ

み
ん
な

に

生
き
る
よ
う
願
わ
れ
希
望
の
未
来
を
得
る
可
能
性
が
あ
る
以
上

観
す
る
道
理
は
な
い

そ

の

す
ら

し
む
べ
き
だ
か
ら
な

 
未
来
へ
の
投

は
希
望
で
あ
り

た
だ
の
自
己

は

観
で
あ
る

 
少
し
前
に
語

た
事
を
彼
は

葉
を
変
え
て

り
返
し

た

そ
の
在
り
方
こ
そ

二

つ
の
名
を
持
つ
自
身
の
在
り
方
だ
と

す
る
か
の
よ
う
に

そ
れ
で

返

は

契
約
を
結
ぶ
の
か

結
ば
な
い
の
か

ど
ち
ら
を

ぶ
ん
だ

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
自
分
が

学
園
に
行
く
事
は
決
定
事

だ
が

と
彼
が

け
た
後

千
冬
は

を
開
い
た

表
情
は
決
し
て
明
る
く
な
い
が

先
程
に

べ
強
い
意

に

ち
て
い
る
よ

う
に
見
え
る

契
約
す
る

そ
う
か

そ
れ
は
よ
か

た

 
強
い
意

に
よ
る

成
に
彼
は

か
な
が
ら

し

な

み
を
浮
か
べ
た

よ
う
に
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え
たな

ら
三

覇
を
果
た
せ
よ

じ

な
い
と
こ
の
国
は
経
済
的
に
滅
ぶ

ア
ン
タ
が
護
ろ
う
と

す
る
秋
十
も

も

無

の
人
⺠
す
べ
て
が
不

に
な
る

あ
あ

分
か

て
い
る

点
で

て
ろ

必
ず

喰
ら
い
付
く
か
ら

に
喰
ら
い
付
い
て
い
る
と
思
う
が

あ
あ

し
み
に

て
い
る

 
不

な

み
が

交
わ
さ
れ
た

 
そ
の
交
錯
に
殺
意
は
無
い

る
戦
意
だ
け
が
そ
こ
に
あ

た

点
に
在
る
人
間
と
そ
れ

に

む

戦
者
の
構

そ
れ
は
少
年
が

む
構

に
も
見
え
る
し
女
性
が

意
を

く
構

に
も
思
え
る

か
ず
と

一んこ
ん
な
私
と

話
を

し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

 
悲

で
は
な
い

を
目

に

め
て

を
下

て
彼
女
は
礼
を

た
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少
年
は

目
で

葉
を
喪
う

ど
う
い
う
意
味
で

ま

た
の
か
は

分
か
ら
な
い

 

い
た
い
事
話
す
べ
き
事
を
終
え
た
と
判
断
し
た
か
彼
女
は
少
年
を

む
人
達

特
に

彼
の
義

に

を
下

た
後

先
生
を

し

を
出
る
べ
く

を
返
し
た

こ
ん
な
私

と

あ
ま
り

下
し
な
い
方
が
い
い
ぞ

 

そ
の
背
中
に

少
年
が

葉
を
投

る

 
責
め
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
声

は

し
い

か
に

え
て
す
ら
い
た

表
情
は
見
え
な

い

き

白
い
前
髪
が

を

し
て
い
る
か
ら
だ

過
ぎ
た

下
と

は
自
分
を

て
く
れ
る
人
へ
の
裏
切
り
で
あ
り

ら
し
い
か
ら

 
そ
れ
は
き

と

彼
も
経
験
し
た
事
な
の
だ
ろ
う

 

こ
の
弟
に
し
て

こ
の
姉
あ
り
か

 
先

の

き
が

裏
に

る

お
そ
ら
く

い
ま
の
彼
女
の
在
り
方
は
彼
の
過
去
に
近
い

部
分
が
あ

て

た
事

罪
悪
感
の
あ
ま
り
自
身
を

下
す
る

動
が
近
か

た
か
ら

出
来
た
の
か

に
銘
じ
て
お
こ
う

 

え
る

し
い
声
を

彼
女
は
問
い
返
す
事
な
く

け
容
れ
た
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そ
れ
が

実
の
姉
弟
が
交
わ
し
た
最
後
の

葉
だ

た

  
思
わ
ぬ
再
会
だ

た
が

代
え
が
た
い
邂
逅
だ

た
と
思
う

 
私
の

え
が
甘
い
も
の
だ

た
と

感
出
来
た
事
は

論
直

彼
と
対
峙
し

葉
を
交
わ

せ
た
事
が
な
に
よ
り
も
そ
う
思
わ
せ
た

 
第
二
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

よ
り
以
前

そ
れ
よ
り
以
後
の

方
を

め

和
人
は
己
の

経
歴
を
語

た

自
分
が
過
去
ど
う

ら
れ
て
い
た
か

誘

さ
れ
た
先
で

を
さ
れ
た
か

わ
れ
て
か
ら

を
し
て
も
ら

た
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

が
あ

た
か
を
事

か
に

外
部
が
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
全
て

現
実
へ
復
帰
し
た
後
で
決
ま

た
事
も

め

 

の
安
全
の

に
桐

谷
家
を
出
て

お

え
の
対
暗
部

暗
部
更
識
家
に

に
な
る

事 
今
か
ら
一
年
後

男
性
の

者
と
し
て
世
間
の
表
舞

に
立
ち

学
園
に
入
学
す
る

事

三
年
時
に
開

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
出
場
し

勝
し

そ
の

に
私
と
決
闘
を
す
る
つ
も
り
だ
と

そ
こ
で
勝

を
勝
ち
取
る
事
で
己
を
見
下
す

風

や

価
を

し
結
果
的
に
モ
ラ
ル
ハ

ド
ル
を
上

大
切
な
人
達
と

ら
す
事
が
出
来
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る
よ
う
に
な
る

 
そ
の

に
私
に

戦

を
し
た

 

る
な

 
そ
う
彼
は

て
い
た

が
背
負
う
も
の
は
全
て
お
前
が

出
し
背
負
わ
な
か

た
罪

そ
の
も
の

だ
か
ら

る
な

と

 
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

を
数
か
月
後
に

え
て
い
る
私
は
そ
れ
を
機
に
引
退
す
る

つ
も
り
だ

た

 
し
か
し
彼
は
私
が
代
表
な
い
し
シ

ド

に
出
場
す
る
現

で
在
り

け
て
い
る
事
を
望
ん

で
い
る

 

国
の
国
家
代
表
は

存
在
す
る

 
し
か
し
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
出
場
す
る
の
は
国
家
代
表
だ
け
で
は
な
い

部

に
も
よ

る
が

自
分
が
出
る

合
部

に

い
て
は

企
業

属
の

士
が
出
場
す
る
事
も
あ
る

 
和
人
は
世
界

一
の
男
性

者
と
し
て

目
を

び
る
だ
ろ
う

し
か
し

も
後
ろ
盾
が
無

い
状

で
は
モ
ル
モ

ト
行
き
が

の

そ
こ
で
束
が
後
ろ
盾
に
な
り
企
業
か

か
に

属

さ
せ

す
る
事
で
モ
ル
モ

ト
行
き
を

止

そ
し
て
モ
ン
ド
・
グ
ロ

へ
出
場
さ
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せ

私
と

全
力
の
勝
負
を
す
る

私
的
な
立
ち
合
い
で
は
反
論
さ
れ
る

地
が
あ
る

だ
か
ら
国
の

信
を

け
た
手
加

の
許
さ
れ
な
い
場
を

ん
だ
全
力
を
出
し
合

て
勝

を

も
ぎ
取
る

に

 
そ
れ
こ
そ
が
己
の
風

を

す

一
の
一
手
だ
と
彼
は
語

た

 
そ
の
全
て
を
集
約
し
た
の
が
先
の

戦

 
私
に
事
情
を
全
て
説
明
し
た
の
は
自
分
の
事
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
目
的
を
知

て
も

ら
う
た
め

学
園
で
世
話
に
な
る
事
を
事
前
に
知

て
も
ら
う
た
め

そ
し
て

現

で
在
り

け
て
も
ら
う
た
め

 
自
分
が

モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
出
場
す
る
ま
で
第
一
線
を
引
く
な
と

て
い
る

 

強
い
眼
だ

た

 
体
こ
そ
絶
対
的
に

く

い

 

的
な
ま
で
の

せ
方
を
し
た
少
年
の
眼
は

し
か
し
強
い
光
を

び
て
い
た

 

彼
が

て
い
た
道
は

私
の

が

絶
え
る
も
の
だ

 
現

を
退
け
ば
女
権
や
風

で
タ
ブ

い
さ
れ
て
い
た
白
騎
士

の
話

も
来
る
だ

ろ
う

あ
ま
り
触
れ
ら
れ
た
く
な
い
か
ら
メ
デ

ア
を

け
て
き
た
が

来
的
に
直
面
す
る
問



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ Ｔｒｕｅ Ｅｎｄｉｎｇ

で
あ
る
事
は
事
実

 
お
そ
ら
く
私
は
投
獄

そ
の
後
に
終
身

か
極

か

 
な
に
し
ろ

と
い
う
も
の
を
世
に
解
き
放
つ
片
棒
を

い
だ
女
だ

親
友
が
世
界
的
指
名
手

配

い
さ
れ
て
い
る
の
も

の

で
多
く
の
無

の
人

が
不

に

り

世
界
を

に

れ
た
罪
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う

で
あ
れ
ば
同
じ

い
を

け
る
の
は
自
明
の
理
だ

 
そ
れ
か
ら

る
事
は
出
来
な
い

私
が

れ
ば
秋
十
と

か
ず
と

一

が
ど
ん
な
目
に
遭
う
か
分

か

た
も
の
で
は
な
い

 
し
か
し

る

に
は
い
か
な
い
現
実
で
は
あ

た

 
復
讐
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う

私
を
追
い

と
す
事
に
喜
悦
を
感
じ
る
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い 
だ
が

よ
り
も
彼
は
己
と
他
者
の

せ
を
求
め
て
い
る

ん
だ
手

が
ま
だ
マ
ト
モ
な
部

な
の
が
そ
の
証

も

と
暗
躍
す
る
と
か
事
情
を

し
た
り
と
か
出
来
た
だ
ろ
う
に
己
の
全

て
を

け
出
し
て
ま
で
求
め
て
来
た

 
そ
れ
に
応
じ
る
な
ら

成

を
問
わ
ず

応
の
覚
悟
を
持
つ
べ
き
だ
ろ
う

 

そ
し
て

私
は
覚
悟
を

め
た
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彼
の
求
め
に

私
は
応
え
る
事
に
し
た

 
返

を

い
た

真
剣
な
面
持
ち
の
少
年
が

か
に
喜
色
を

わ
に
し
た
よ
う
に
思
え
た

が

見
間
違
い
で
な
か

た
と
し
て
も

私
に
と

て
は
誇
れ
る
事
で
は
な
い

 
こ
ん
な
事
で
喜
ば
せ
る
な
ん
て

そ
れ
自
体
が
罪
に

し
い

 

正
直

実
感
は
ま
だ
無
い

 
け
れ
ど
事
実
と
し
て
彼
の
過
去
に

が
あ
り
私
は
そ
れ
に
気
付
け
な
か

た

そ
の
罪
は

重
く
取
り
返
し
が
つ
か
な
い

ど
罪
深
い

未
だ

く
と
い
う
の
に
自
ら
の
未
来
の

に
国

の
未
来
を
背
負
う
道
を

ば
せ
て
し
ま

た

 
そ
の
状
況
す
ら

し
て

ど
ん

に

と
さ
れ
た
弟
は
自
ら
の
力
と
意
思
で
這
い
上
が
り

生
き
よ
う
と
足
掻
い
て
い
る

 
仮

自
分
が

み

に
な
る
運
命
だ
と
し
て
も

み

に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
死
に
は
し
な
い

の
だ

生
死
の
境
を
歩
ん
で
き
た
彼
の
助
け
に
な
る
な
ら
私
は
そ
の
手
助
け
を
す
る
べ
き
だ
と
思

う 

醜
い
女
だ

私
は

 
今
ま
で

に
見
ず
に
弟
と

て
い
た
存
在

彼
を
ど
ん

に

と
し
た
の
は
間

的
に
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は
私
自
身

し
か
し
そ
こ
か
ら
這
い
上
が
る

の

み

に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
そ
ん

な
形
で
も
助
け
に
な
れ
る
事
が

し
く
な

て
い
る

 
歪
な
感
情
だ

と
さ
れ
る
未
来
を
約
束
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
が
頼
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
し
ま

て
い
る

 
け
れ
ど

仕
方
な
い
と
も
思
う

こ
れ
ま
で
家

を

み
ず
手
に
し
た
大
会
二

覇
の

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

と
い
う
名

立
場

あ
ら

る
も
の
の
代
償
な
の
だ

自
分
一
人
で

た
気
に
な

て

を

か
に
し
て
い
た
か
ら

も
か
も
喪
お
う
と
し
て
い
る

 

そ
れ
で
も
い
い

 
か
ず
と

一

は

い
だ
ろ
う
に
己
の
過
去
を

に
語
り
本
来
な
ら
秘
匿
す
る

だ

た
と
い
う

戦

の
経

を

た

そ
こ
ま
で
己
を

け
出
す
事
が
ど
れ

ど
覚
悟
を
要
す
る
の
か
は

想
像
の

外
だ

 
し
か
し
そ
れ
が
生
き
る
希
望
と
覚
悟
を
持

た

今

の

彼

桐

谷
和
人

な
の
だ
ろ
う

 
ヒ
ト
を
憎
み

会
を
怨
み
全
て
を
殺
し

く
す
事
を
望
む
破
滅
願
望
を
抑
え

ん
だ
彼
な

の
だ

 

私
は

本

の
強
者
を
見
た
か
も
し
れ
な
い



 〜孤高の剣士・人〜

 
自
身
の
終
わ
り
の
始
ま
り
で
あ
ろ
う
三
年
後

刃
を
交
え
る
未
来
を
思
い
浮
か
べ

 
少
し
だ
け

全
力
で
戦
う
未
来
を

し
み
に
思

た

  
・

未
来
の
世
界
最
強

桐

谷
和
人

 
恩
讐
の
彼
方
に
向
け
て

り
始
め
た
主
人

 
情
け
と
怨
み

方
を

き
な
が
ら
努
め
て

静
に
対
話
を

み
た

い

そ
直
葉
達
の
方
が

心
高
い
よ
う
に
思
え
る
が

そ
の
実

ぎ

ま
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
る

 
本

は

達
と
の
会

に
つ
い
て
話
す
気
は
無
か

た
事
実
最
初
は
ボ
カ
し
て
い
る
が

千
冬
の
覚
悟
を

い
て

え
を

め
た

 

る
気
は
無
い

 
そ
の

え
の
根

に

手
に
対
す
る
狂
お
し
い
程
の
罪
悪
感
と

罪
の
気
持
ち
が
あ
る
故

に

和
人
は
そ
れ
を
信
じ
た
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か
つ
て

自
身
を
憎
悪
し

空
に
身
を
投

た
⻘
年
に
対
す
る
思
い
と
同
じ
だ

た
が
故
に

こ
の
弟
に
し
て
こ
の
姉
あ
り
と
は
つ
ま
り
そ
う
い
う
事

近
し
い
経

を

て
同
じ

結
論
に

り

い
た
思

・
精
神
性
が
そ
う
思
わ
せ
た

こ
の
と
き
憎
悪
の

び
を
上

な
か

た
の
は

び
せ
ら
れ
た
苦
し
さ
を
知

て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い

  
・

現
在
の
世
界
最
強

千
冬

 

罪
の
機
会
を
得
た
実
の
姉

 

か
ず
と

の
呼
び
方
の
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
が

い
ち
か

の

ち

だ
け
下

る
抑

で
あ

た
事
か
ら
過
去
直
葉
に

た
よ
う
に
桐

谷
の
子
で
あ
る
事
を
認
め
つ
つ
も
内
心

ま

た
く

め
て
い
な
い
事
が

え
る

 
ア
ニ
メ
で
確
認
す
る
と
か
ず
と
は
平

い
ち
か
は
ち
だ
け
下

る
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
で
あ
る
事
が
多
い
事
か
ら

意
識
の
差
別
化
に

し
て
い
る

 
と
は

え
も
の
の
道
理
は

え
た
の
で
無
理

理
引
き

す
よ
う
な
事
は
し
な
い
し

き

び
も
し
な
い

 
願
い
を

に
し
た
も
の
の
そ
れ
が
叶
わ
ぬ
も
の
で
あ
る
と
理
解
は
し
て
い
る

そ
れ
を

い
て
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は
な
ら
な
い
と

わ
れ
て

に
来
た
だ
け
で
叶
わ
な
い
も
の
と

わ
れ
た
事
に
つ
い
て
は
同
意

し
て
い
た

 

来
的
に

破
滅
が
約
束
さ
れ
た
が

そ
れ
を

け
容
れ
た

 
そ
の
在
り
方
は

か
つ
て
の
実
弟
を
思
わ
せ
る

 
そ
れ
故
に
約
束
さ
れ
た
破
滅
の
未
来
に
つ
い
て
想
定
よ
り
数

月

く
明
か
さ
れ
た

心
の

備
が
出
来
る
上
に
そ
の
経

を
最
も
求
め
る
人
間
か
ら
語
ら
れ
た
事
は
和
人
な
り
の
彼
女
へ

の

悲
で
あ
り
復
讐

す
な
わ
ち

恩
讐

 
強
い
憎
し
み
を

い
て
い
な
が
ら

悲
を
も
掛
け
る
そ
の
在
り
方
に

千
冬
は
い
ま
魅

入
ら
れ
た

  
・

世
界
最
強
第
二
候
補

更
識
楯
無

 
イ
ロ
イ
ロ
と
と
ば

ち
り
を

け
た
人
そ
の

 
和
人
が

と
契
約
を
結
ぶ
に
あ
た
り

更
識
の
裏
の

を
存
分
に
使
い
サ
ポ

ト
し
た

 

ち
な
み
に

二

が
二

で
あ
る
事
実
を
知

て
い
る

者
か
ら
だ
と

乱
し

や
す
い
が
表
向
き
だ
と

は
仮
想

の

人
と
し
て
サ
ポ

ト
に
回

て
お
り
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を
は
じ
め
自
衛
隊

に

き
掛
け
た
の
は
国
家
代
表
候
補

者
と
し
て
特
務
中

の
地

に
あ
る
楯
無
と
な

て
い
る

 
し
か
し
二

で
あ
る
事
実
を
知
る
和
人

場

束

更
識

は

裏
で

に
話
を
持

て
行

た
事
を
知

て
い
る

 
直
葉

り
は
自
衛
隊

者
で
あ
る
と
推

し
て
い
る
が
事
実
と
し
て

は
把
握
し

て
い
な
い
状

で
あ
る

 
一

違
い
の
妹
・

と
の

に
悩
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
目
の
前
で
実
の
姉
弟
に
よ

る

別
に
近
い
対
話
が

り
広

ら
れ
た
事
で
精
神
的
ス
ト
レ
ス
過
大
気
味
で
シ

ト
し

か
け
た

 
多
分
一
番

い
て
い
る
の
は
名
前
の
大
き
さ
に
つ
い
て
の
話

彼
女
が

を
遠
ざ
け
た
の

も

更
識

や

楯
無

と
い
う
家

名
前
の
大
き
さ
と
裏
の
危
険
性
に
よ
る
も
の
の
た
め

 

点
で

自
分
の
気
持
ち
は

葉
に
し
て
伝
え
な
い
と
絶
対
に
伝
わ
ら
な
い

 

実
は
こ
の
対
話
を
見
せ
る

だ
け
に
付
き

わ
せ
た
裏
話

護
衛

も
あ
る

 
ち
な
み
に
和
人
が
明
か
し
た
契
約
の
内
楯
無
個
人
の
も
の
だ
け
未
だ
秘
匿
さ
れ
て
い

る

イ
コ

ル

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

と
ま

た
く

わ
り
が
無
か

た
た
め



 〜孤高の剣士・人〜

  
・
更
識

 
イ
ロ
イ
ロ
と
と
ば

ち
り
を

け
た
人
そ
の

 
一

違
い
の
姉
・
楯
無
に
思
い

み
を

い
て

く

た

て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
れ
を
真

向
か
ら

定
す
る

葉
が

自
分
と
重
ね
て
い
た
少
年
か
ら

び
出
て
グ
ラ
グ
ラ
来
て
い
る

 
多
分
一
番

い
て
い
る
の
は
い

し

に

た
い
と
思
え
る
人
が
出
来
た
と
い
う

葉

は
本

な
ど
自
主
的
に
寄
り

て
く
れ
る
人
に
甘
え
て
い
る
状

で
自
ら

み

ん

で
い
な
い
の
で
自
分
の
意
思
で
作

た

が

な
い
た
め

ま
た
原
作
に
て
一
人
で
専

機

を
組
も
う
と
し
て
い
る
点
か
ら
な
ん
で
も
一
人
で
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
前

期
の
キ
リ
ト
状

に

て
い
る
の
も

車
を
掛
け
る

 

点
で

名
前
の
大
き
さ

か

 

合
の
い
い
ヒ

ロ

を
求
め

重
ね
て
い
た
よ
う
に

 

は
承
認
欲
求
が
強
い
子
で
あ
り
姉
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
／
遠
ざ
け
た
反
動
で
人
の
愛
情

に

え
て
い
る

し
か
も
原
作
で
は

親
が
登
場
し
て
い
な
い
事
か
ら
肉
親
で
あ
る
姉
に
絶
対

的
な
信
頼
を

い
て
い
た
と

え
ら
れ

そ
れ
を
裏
切
ら
れ
た
た
め
強
く

た
り

け
て
い
る
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反
感
・
怒
り
は

期

の
裏
返
し
で
あ
る

 
つ
ま
り
楯
無
は

対
応
を
間
違

た
の
だ

 
二
人
が
一
番

い
た

後
ろ
め
た
く
思

て
い
る
事

の
話

が
違
う
の
も
二
人
の
認
識

の
差
異
に
よ
る
す
れ
違
い
を
表
し
て
い
る

楯
無
は
責

・
立
場
が
あ
る
の
で
や
や
仕
方
な
い
部

分
も
あ
る
が

か
ら
す
れ
ば

日
ま
で

し
か

た
お
姉
ち

ん

が

更
識

主

と
し

て
振
る
舞
う
よ
う
に
な

た
認
識
で
あ
る

 
共
感
を
得
ら
れ
る
と
コ
ロ

と
堕
ち
や
す
い

面
を
持
つ

 
更
識
楯
無
の
妹
と
い
う
名
前
よ
り
自
分
自
身
を
見
て
く
れ
る
人
を
こ
そ
重

す
る
き
ら

い
が
あ
る
の
は

そ
う
い
う
理
由
・
背

に
よ
る

も
の
と
作
者
は

え
る

 

実
は
こ
の
対
話
を
見
せ
る

だ
け
に
付
き

わ
せ
た
裏
話

護
衛

も
あ
る

    
以
上

今
話
を
も
ち
ま
し
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
編

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
パ
ス
ト
ラ
ル

は
終
了
で
す

 
パ
ス
ト
ラ
ル
は

歌
的
理
想
郷
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
本
作
に

け
る
こ
れ
は
原
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セ
ブ
ン
の
理
想
郷
の
よ
う
で
い
て

そ
の
実
和
人
の
理
想
郷
だ

た

で
す
ね

 
あ
り
き
た
り
な
平
穏
な
日

は

一

前
の

歌
的
な
そ
れ
で
す

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が
発

で
和
人
の
過
去
が
世
間
の
知
る
と
こ
ろ
に
な
り

来
的
に
千
冬
と
決
闘
す
る
保
険
を
掛
け
ら
れ
た
の
で

良
い
事

く
め
で
し

う

 
神
を
自
称
す
る
セ
ブ
ン
を
倒
し
て
名
声
を
得
て
神
格
化
さ
れ
て
い
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
に
破

滅
の
未
来
か
ら

な
い
よ
う
楔
を
打

て
自
分
の
未
来
の
安

に
保
険
を
掛
け
る
な
ん
て
正

に

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
パ
ス
ト
ラ
ル

 
ヒ
ト
は
他
者
を

に
し
て
生
き
る
ケ
ダ
モ
ノ
だ
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

外
道

  

今
後
に
つ
い
て
で
す
が

  
ゲ

ム
原

の
流
れ
に

う
と
七
色
が

士
と
し
て
失

し
た
も
の
の
能
力
は

在
な

で
す
し

場
も

る
の
で

ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン

が

の
舞

に
な
る
か
も
で

す

キ
リ
ト
が
精
神
的
の

み
か
ね
な
い
で
す
ね
ク

レ
は

 
ち
な
み
に
個
人
的
に
ホ
ロ
リ
ア
の
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン
は
オ
リ
キ

ラ
の
プ
レ
ミ
ア
テ

ア
だ
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け
ど
原
作
キ

ラ
の
中
で
は
シ
ノ
ン
だ
と
思

て
ま
す

 
あ
の
イ
ベ
ン
ト
は

け
た
わ

 
そ
の
前
に

く
は

話
で
も
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね

 
ゲ

ム
で
ス
ト

リ

を
見
返
し

プ
ロ

ト
練
り
直
し
た
い
か
ら
で
も
あ
る

ち

と

キ

ラ
の
内
面
が
成
⻑
し
過
ぎ
と
い
う
か

成
⻑
す
る
キ

カ
ケ
与
え
過
ぎ
た
ん
だ
よ
な

 
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
浮
か
べ
て
ネ
タ
こ
そ
撒
い
て
い
な
が
ら
回
収
し
て
な
か

た
部
分
を

写
・
補
完
出
来
た
の
で
や

て
良
か

た
と
思

て
ま
す

め
か
し
て
お
き
な
が
ら
触
れ
て

な
か

た
直
姉
の
剣
を
捨
て
た
初
日
の
夜
の
出
来
事
と
か

ベ
ン
ダ
・
カ

ト
の

く
だ
り
と
か
Ｐ
ｏ
Ｈ
と

う

ぶ

す
展
開
と
か
キ
リ
ト
が

け
た
三
つ
の

練

と
か

 
ま

三
種
の

練
の
内
三
つ
目
だ
け
未
だ

開
さ
れ
て
い
な
い
ん
で
す
が
キ

ラ
に
は

原

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
が
実

さ
れ
た
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
の
ル

ト
分

ク
エ

ス
ト
の
日

て

ツ
ン
ヘ
イ
ム
で

人
た
ち
が
動
い
て
た

て
キ
リ
ト
が

て
ま
し
た
し

時
系
列
の

線

 

回
か
ら

キ

リ
バ

行
き
た
い
な

高
望
み
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

   
・
こ
こ
最
近
一
番
の
衝
撃

 

王
／
エ
ド
モ
ン
・
ダ
ン
テ
ス
と
ユ

ジ
オ
の
声

が
一
緒

て
知

て
ビ

ク
リ
し
た

  
ア
ド
ミ

さ

私
に
身
も
心
も

ね
な
さ
い

そ
う
す
れ
ば
私
は
あ
な
た
に

遠
の
愛
を

約
束
し
ま
し

う

 
ユ

悲
な
ど
い
ら
ぬ

 
ア
ド
ミ

  
ユ
さ

こ
う
キ
リ
ト
お
前
と

は
最

一
心
同
体
だ

あ
ら

る
道救
標い

を
断
た
れ
た

ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
に

い
て
し
か
し
て
希
望
し
生
還
を
真
に
望
む
者
は
導
か
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
だ
よ

 
お
前
を
導
け
る
の
は

だ
け
だ

 
キ
リ
ト

だ
お
ま
え

い
や

ホ
ン
ト

だ
お
前
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ア
リ
ス

お
ま
え
の

棒
は

そ
の

変
わ

て
い
ま
す
ね

  
ユ
こ
れ
が
の
使
命
だ
 

我
が
く
の
は
恩
讐
の
彼
方
 

ア
ン
フ

ル
・
ア
ン
ダ

ワ

ル
ド

よ

煌

と

え

れ

 
カ

デ

な
ん
じ

 
氷
で
無
力
化
す
る
お
主
が
な
ん
で
黒
い

出
し
と
る
ん
じ

  

別
の
意
味
で

棒
感

れ
て
て

た

 
こ
の
ユ

ジ
オ
君
は
逆
境
の
中
で
キ
リ
ト
を
超
え
て

正

戦
争
を
他

に
キ
リ
ト
を
掻

て
い
く
彼

ラ
キ

ラ
し
そ
う
で
す
ね

死
ん
で
も
死
な
な
そ
う

 



 〜孤高の剣士・人〜
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ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 
Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
Ｅ
ｎ
ｄ
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
 
Ｅ
ｘ
ｔ
ｒ
ａ
Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ

人
の
器

 
一
幕
 

ネ

ト
の
反
応

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
今
話
も

に
よ

て
骨

め
回

掲
示
板
回
は
地

の
分
に
よ
る
キ

ラ
の
動
き
や
表
情
と
か

写
し
な
い
で
済
む
か
ら

で
す
わ

 

が

か

て

私
の
一
番
苦
手
な

導
入

が

な
ん
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ



 一幕 〜ネットの反応〜

 
七
色

士
が

故
あ
ん
な
事
を
し
た
か

 

い
や

そ
れ
は

じ

な
く
て

本
人
に

け
ば
い
い
と
思
う
ん
だ
が

の
意
見
を

き
た
い

て

こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
個
人
の
意
見
だ
か
ら
な

 

こ
れ
ま
で

人
も
の

物
一

的
に

わ
れ
る
天
才
に
会

て
来
た
上
で
思

た
の
は

も
彼
も
そ
ん
な
に
大
差
な
い
と
い
う
事
だ

た

 
ノ
之
束
は
自
身
の
夢
を
人
に
認
め
ら
れ
た
い
が
た
め
に

を
発
表
し
た

あ
ま
り
に
も
先

進
的
過
ぎ
た
せ
い
で

で

わ
れ
た
か
ら
と
ん
で
も
な
い
道
に

た

だ
が

あ
の
人
は

た
だ

に
認
め
ら
れ
た
か

た
ん
だ

者
と
し
て

自
身
が
作
り
上

た
自
身
の
全
て

を

い
て
は
自
分
自
身
を

真

直
ぐ
見
て
欲
し
か

た
ん
だ
ろ
う
な

場

は

自
身
が
夢
想
し
た
子

の

か
ら
の
夢

鉄
の
天
空
城
を
実
現
さ
せ
て

そ
れ
を
よ
り
洗
練
し

多
く
の
人
に
認
め
ら
れ
た
い
と
思
い

ゲ

ム
と
し
て
形
を
与
え
た
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郷

之
は
手

や
方
法
こ
そ
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
だ

た

も
が

場

を

え
自
身
が
後

を

す
る
状
況
を
ど
う
し
て
も

け
入
れ
ら
れ
ず
人
を

に
自
分
を
高
め

よ
う
と
し
て
い
た

そ
の
根

に
あ
る
の
は
他
者
に
認
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
欲
求
だ

向
上
心
は

自
尊
心
と
し
て
常
に
他
者
よ
り
上
に
立
つ
原
動
力
と
な

た

か
の
上
に
在
り
た
い
と
い
う

願
い
は

他
者
が

て
こ
そ
の
も
の

だ
か
ら
認
め
ら
れ
た
が

て
い
た

千
冬

 
い
や

あ
の
人
は

天
才

じ

な
い
だ
ろ
う

あ
の
人
は
愚
直
に

進
し

て
い
た
努
力
家
だ

認
め
て
欲
し
か

た
の
も
大

か
ら
で
は
な
か

た
か
ら
な

た
だ
手

が
大
き
過
ぎ
た

だ
が

そ
し
て
七
色

士
は

そ
う

だ
な

 

彼
女
は

認
め
て
欲
し
い
と
思
う

手
を

れ
て
な
か

た
だ
け
じ

な
い
か
な

 
あ
の
事
件
が

き
て
か
ら

親
は
雲

れ
し
た
し

そ
ん
な
に
親
子

は
良
く
な
か

た

ん
だ
ろ
う

そ
ん
な
親

手
に
は
期

で
き
な
い
と

い

で
見
切
り
を
付
け
て
い
た
ん
じ

な
い
か
な
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多
分

七
色
に
と

て

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は

手

で
し
か
な
か

た
ん
だ
と

思
う

か
に
見
て
欲
し
い

か
に

認
め
ら
れ
た
い

承
認
欲
求
と
い
う
や
つ
だ
な

そ
れ
は

に
で
も
あ
る
も
の
だ
な
に
し
ろ
大
の
大
人
が

い

も

て
大
事
を

こ
す
原
動
力
に
な

て
る
程
だ
か
ら
な

た
だ

ま

そ
う
い
う
の

て

終
わ
り
を
決
め
て
お
か
な
い
と
苦
し
い
だ
け
で
な

そ
の
点

場
は

か

た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

を
ゲ

ム
に

と
し

ん
だ
事
で
ラ
ス

ボ
ス
を
倒
す
イ
コ

ル
夢
の
終
わ
り
に
な

た

あ
の
世
界
は

晴
ら
し
か

た
と
思
う

仮
想

世
界
全
て
の
始
ま
り
で
あ
り

く
全
て
が
終
わ

た

デ
ス
ゲ

ム
化
で

無
し
に
さ
れ
た
事

が
心

悔
や
ま
れ
る
程
だ

ゲ

ム
と
し
て
ま
た
や
り
た
い
と
思
う
が
ま

思
い
出
は
思

い
出
の
ま
ま
に
す
る
の
が
一
番
だ
ろ
う

そ
う
い
う
意
味
で
も

晴
ら
し
か

た

だ
が

ノ
之

士
の

は
在
り
方
か
ら
迷

し
て
い
る

郷
の
場
合
は

場
よ
り
上
に
立

つ
事
が

面
の
目
的
で
は
あ

た
が
き

と
同
じ
よ
う
に

し
得
る
存
在
が
現
れ
れ
ば
ま
た

り
返
し
て
い
た
だ
ろ
う

終
わ
り
を

え
て
も
ま
た
同
じ
事
が
始
ま
る
か
ら
果
て
が
無
い

七
色
も
同
じ
さ

に
認
め
れ
る
か
が
決
ま

て
い
な
か

た
ん
だ

そ
れ
だ
け
孤
独
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だ

た

だ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
主

で

業
し
た
世
界
最
年
少
の
新
た
な
天
才

だ

た
か

 
ニ

ス
で
流

れ
て
た
の
は

自
分
の
意

で
向
か

た
な
ら
ま
だ
し
も

入
学

時
は
十

か
そ
こ
ら
だ
ろ
う

 
意
思

決
定
が
出
来
る
と

う
に
は

な
ラ
イ
ン
だ

そ
れ
ま
で
マ
ト
モ
に
同
年
代
の
友
人
が
出
来
て

い
な
け
れ
ば

不

は

ま
る
一
方
だ

た
だ
ろ
う

他
の
同
年
代
の
人
達
は

良
く

ま

て
い
る
の
に

ど
う
し
て
自
分
だ
け
は

て
な

 

天
才

と
い
う
称

は
な

い
だ
よ

 
一

そ
う
呼
ば
れ
た
ら
一
生

色
眼

で

わ
れ

け
る

や
は
り
あ
の
人
は

晴
ら
し
い

ど
う
し
て
あ
の
人
な
の
に
出
来
な
か

た
の
か
と

大
の
大
人
で
も

プ
レ

シ

で

れ
か
け
て
鬱
に
な
る
事
も
あ
る

上
が

る
か
ら
こ
そ

め
ら
れ
た

と
は
真
逆

下
が

た
か
ら
こ
そ
上
で
あ
る
事
を
定
め

ら
れ
た
人
物
が
七
色
だ

た

そ
の

に
天
才
を
演
じ

け
た

天
才
で
在
ら
な
け
れ
ば
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認
め
ら
れ
な
い
と

そ
う
思
い

む
程
に

認
め
ら
れ
た
い

と
い
う
思
い
は

時
し
か

認

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
義
務
へ
と
変
わ
り
果
て
た

期

し
て
い
な
く
て
も
肉
親
は
た
だ
血
が
繋
が

て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
だ

け
で
大
き
な
存
在
だ

親
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
求
め

七
色
を
Ｍ
Ｉ
Ｔ
へ
入
学
さ
せ
た

そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に

七
色
は
主

業
し
た

明
期
に
あ
る
か
ら
こ
そ
先
達
の

な
い

技
術

に

わ
り

ど
う
に
か
成
果
を
出
そ

う
と
し
て

を
始
め
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
構
想

そ
の
根

は

確
か
に
人
の

だ

た
だ
ろ
う
さ

だ
が
な

そ
れ
は

天
才

と
し
て
の
在
り
方
だ

ど
こ
に
行

て
も

七
色

士

ど
う
動
い
て
も

流

は

士

 

こ

ち
を
向
い

て
セ
ブ
ン
ち

ん

 

今
日
も
か
わ
い
い
ね
セ
ブ
ン
ち

ん

 

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

は

い

た
い
ど
う
思

て
い
た
だ
ろ
う
な
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も
彼
も
が

士

か

歌
姫

と
し
て
し
か
見
ず

弱

十
三

の
子

七
色
・
ア
ル

シ

ビ
ン
は

も
れ
て
い
く
状
況

子

ら
し
さ
の
発

は
無
い

求
め
ら
れ
る
の
は
天
才

と
し
て
の
大
人
水

の
能
力
と
結
果
ば
か
り
だ

作
り
上

た

績
と
背
負

た
期

が
自
分
を

め
に
し

け
る

悪
い

い
方
を
す
れ

ば

常
に
猫
を

り

け
て
い
る
よ
う
な
も
の

然
ス
ト
レ
ス
は

ま
り

け
る

そ
れ
が

も
り
に

も

て

反
動
で
欲
求
は

大
化
し
て
い
き

時
し
か

ク
ラ
ウ

ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
作

て
人
の

に
と
い
う
目
的
は
た
だ
自
身
の
願
い
を
叶
え
る

の
手

に
な

た
の
さ

を

い
て
の

大
化
は

そ
の
表
れ
だ
よ

し
く
話
し
た
け
ど
と
ど
の
つ
ま
り
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の

は

な

話

子

が
あ
り
き
た
り
な
願
い
を

い
て
い
た
だ
け
だ

た

権
力
が
あ
り

が
あ
り
大

に

目
さ
れ
る
容

が
あ

た
か
ら
歌
姫
な
ん
て
し
て

い
た
だ
け
だ

少
し
で
も
自
分
の
承
認
欲
求
を

た
す
人
が

れ
ば

多
分

で
も
良
か

た
だ
ろ
う
な

ん

 

が
こ
こ
ま
で
断

で
き
る
理
由

 
そ
れ
は
ま

な
話
だ
よ
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真
逆
で
は
あ
る
が

も

わ
れ

け
て
い
る
か
ら
な

汝

出
来
損
な
い
で
あ
れ

と

  

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
中
継
イ
ン
タ
ビ

よ
り
一
部

     
英
雄

覇
王
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

生

其
の

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
こ
は
主
に

解
放
の
英
雄

に
つ
い
て
語
る

ス
レ
で
す

解
放
の
英
雄

個
人
の

ア
ン
チ
勢
の
方
は

ジ
バ

ク
推

解
放
の
英
雄
に

す
る
ち

と
し
た

か
ら
ガ
チ
め
の
話
ま
で
リ
ア
ル
と
バ

チ

ル

問
わ
ず

一

り
上
が
り
た
い
人
だ
け
進
ん
で
下
さ
い

し
て
い
る
な
ら
過
去
話
も
可
で
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す 

ス
レ
は

８
０
が
立
て
て
下
さ
い

 
前
ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｅ
ｉ
ｙ
ｕ

ｕ
ｒ
ｏ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
放

ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
ａ
ｏ
ｈ
ｏ
ｕ
ｅ
ｉ

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
中
ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ

 
ホ
ロ
ウ
戦
ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ス
レ
立
て
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名
無
し
の
プ
レ
イ

    

名
無
し
の
プ
レ
イ

解
放
の
英
雄

系
の
ス
レ
も
一

間
で
は
や
く
も

番
目
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
一

間
で
ス
レ
が

つ
目
し
か
無
い

て

く
な
い
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

じ

ね

 

く
は
な
い
が

速
く
も
な
い

 
で
も
内
容
の
密

は
ピ
カ
イ
チ
だ
と
思
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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現
代
の
英
雄
の

業
を

一
解
説
さ
れ
て
る
か
ら
な

解
放
の
英
雄

て

索
し
た
だ
け
で

系

だ

た
り

予
想
系

の
動

や
ブ
ロ
グ

で

め

く
さ
れ
て
る
か
ら
ち
と

く
り
め
な
だ
け
で

一
つ
に

集
し
た
ら
絶
対

バ
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
今

の
ブ
ラ
ウ
ザ

索
ワ

ド

の
一

よ

ノ

 

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
 
 
 
 
 
 
１
０
１
３
４

２
０
回

 

キ
リ
ト
 
 
 
 
 
 
 
３
４

３
０
２
回

 

一

 
 
 
 
 
 
 
４
３
４

３
０
回

 

解
放
の
英
雄
 
 
 
 
 
 
１
３
３
２
８
４
回

 

桐

谷
和
人
 
 
 
 
 
 
４
３
３
４

回

 

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
 
 
 
２
３
１

４
回

 

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
 
１

０
１
１
回

 

第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

 

３
０
２
回

 

第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

 

４
回
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ア
メ
リ
カ
・
オ
リ
ン
ピ

ク
４
３
８

回

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
上

五
つ

と
か

ベ

ｗ
ｗ
ｗ

 
し
か
も
五
つ
と
も
本
人
じ

ね

か
ｗ
ｗ
ｗ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

と
か

が
違
い
過
ぎ
る

一

回
突
破
し
て
る
ぞ

こ
れ
絶
対
外
国
人
も

べ
て
る
だ

ろ  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

開
さ
れ
て
る
プ
レ
イ

ネ

ム
ロ

マ

表
記
で

に

め
る
も
ん
な

出
て
か
ら
日
本
語
が
強
制
的
に
標

語
に
さ
れ
て
る

だ
し
ち

と
学
が
あ
る
な
ら
カ
タ
カ

ナ
表
記
も

め
な
く
は
な
い

中
継
動

の
ハ

シ

タ
グ
も
コ
レ
だ
し
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そ
れ
で
も
ロ

マ

表
記
の
方
が
圧
倒
的
な

り
日
本
語
も
ま
だ

し
切
れ
て
な
い
ら
し

い  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

と

経
済
に

わ
ら
な
い
人
間

え
ば
サ

ビ
ス
業
と
か

護
流

業
界
じ

書
面
こ
そ
日
本
語
強
制
さ
れ
て
も
実

の

語
は
自
国
語
の
ま
ん
ま
だ
ろ
う
か
ら
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
も
そ
も
ア
レ

て

に
加
入
し
て
る
国
に
対
し
て
だ
け
じ

な
か

た

け

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
確
か
そ
う
だ
な

Ｇ
Ｄ
Ｐ
国
内

生

と

学
技
術
設
備
が
一
定
以
上
の
ラ
イ
ン
に
達

し
て
な
い
と

国

会
に
入
会
出
来
な
い
仕
組
み
だ

た
と
思
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
の

は

専

の
ス
レ
が
あ
る
の
で

そ

ち
で
ど
う
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ス
レ

て
女
権
が

て
て
怖
い
ん
だ
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
女
尊
男

風

下
火
に
な

た
と
は

え

ま
だ
し

か
り
と
根
付
い
て
る
か
ら
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
確
か

一

が

男

部
分
の

に
な

て
な
か

た

け

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
う
そ
う

 
で
も
確
か
ア
イ
ツ
第
一
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

開

時

て
五

だ

た
ろ

 
そ
れ

で
小
学
生
高

生
や

て
る
兄
姉
と
同
じ
レ
ベ
ル
求
め
ら
れ
て
も
無
理
だ
ろ

て
話
だ
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

い
て
た
よ
ね

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
ラ
ス
ボ
ス
倒
し
た

り
か
ら
掌
返
し
始
め
て
た
け
ど
今
回
の
事
で
決
定

的
に
な

た
感
じ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
レ
は
な

不

理

て
分
か

て
て
も
女
権
の

い
分
に

と

て

し

た

中
が
悪
い
わ

そ
れ
で
う

ん
晴
ら
し
に

し
て
た
と
か
今

話

に

が

て

る
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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裏
路
地
で
リ
ン
チ
し
て
る
写
真
が

開
さ
れ
て

人
か

な

て
な
か

た

け
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ど
こ
ぞ
の
企
業
の

と
か

理

の

⻑
と
か
だ

け

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

か
数
年
前
の
写
真
で
よ
く
そ
こ
ま
で
特
定
出
来
た
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
密

し
た
人
が

る
ら
し
い

あ
と
自

し
た
人
も

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

い

ツ
は

さ
な
い
で

て

え
て
自

し
て

に

る

て
い
う

が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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う
わ

闇
が
深
い

い

た
い

を
や

て
た
ん
だ
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

て
も
な

解
放
の
英
雄

の
ホ
ロ
ウ
だ

け

 
が

て
た
事
を

め
た
感
じ

し
確
定
だ
ろ

世
界
破
滅
と
か
平
然
と

て
た
ぞ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
英
雄
も
そ
れ
自
体
は

定
し
て
な
い
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
実

問

ど
う
な
ん
か
ね

 
出
来
る
の
か

と
い
う
意
味
で

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
武
力
面
だ
と

に

わ
な
い

と

い
た
い
ん
だ
け
ど
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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件
さ
え

え
ば
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
す
ら

せ
ち

え
そ
う
な
の
よ
ね
あ
の
再
現

像
で
の

戦
い
を
見
る
と

生
身
同
士
だ
と
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
英
雄
は

で
は

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
身
体
能
力
だ
と
流

に
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
に
分
が
あ
る
だ
ろ

仮
想
世
界
だ
か
ら

バ
く
見
え

る
だ
け
で
実

は
二
年
以
上
も

た
き
り
だ

た

人
ゲ

マ

だ
ぞ

技
術
が
あ

て
も
体

力
面
が
無
理
だ
と
思
う

 
逆
に

え
ば

体
力
さ
え

れ
ば
ワ
ン
チ

ン
あ
り
そ
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
す
る
か
し
な
い
か
は
別
問

と
し
て

件
さ
え
整

た
ら
国
家
転

く
ら
い
や
れ
る
ん
じ

な
い
か

 

ビ

タ

と
か
集

意
識
の
誘
導
と
か
し
て
た
し

兵
が
本
業
の

ツ
か

ら
色

と
教
え
ら
れ
た

い
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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と
気
に
な

た
ん
だ
け
ど
さ

 
ア
イ
ツ

第
二
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
誘

さ
れ
て

ど

か
の

に

れ
て
か

れ
た
ん
だ
ろ

 
そ
こ
か
ら
ど
う
に
か

び
た
よ
う
だ
け
ど
ど
う
や

て
日
本
ま
で

て
来
た
ん
だ

 
そ
も
そ
も
そ
れ

て
国
境
無
断
で
越
え
た
不
法
入
国

い
に
な
る
ん
じ

な
い
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
そ
の

に
つ
い
て
は
明

さ
れ
て
な
い
け
ど
不
法
入
国
に

し
て
は
そ
の

も

み
で

人
か
ら
依
頼
を

け
て
た
ん
じ

な
い
か
と
は
推

さ
れ
て
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の
立

者

と
し
て

ば
れ
た
け
ど

そ
こ
に

権
は
無
か

た
と
い
う
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
ち
お
う
報

は

意
さ
れ
て
た

い
け
ど
ね

 
本
人
が

う
限
り
で
は

み
ん
な
の

福
な
未
来

イ
コ

ル

文

な
し
の
ハ

ピ

エ
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ン
ド

だ
と
か

タ
ダ

き
に
近
い
気
も
す
る
が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

大

な
ん
か
ね

そ
れ

 
え
ん

し
た
表
現
し
て
る
だ
け
で

実

間
以
外

し

と
か
で
は
な
い
よ
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
は
対
ホ
ロ
ウ
戦
で
本
人
が

定
し
て
る
な

 
憎
悪
自
体
は
認
め
て
る
け
ど

手

か
ら
し
て
真

向
か
ら
ぶ
つ
か

て
た

も
し

の
予
想

り
と
し
た
ら
勝
て
な
か

た
と
思
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

も

わ
な
い
け
ど
さ

 
ア
レ
さ

完
全
に

ｎ
ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
Ｂ
ｌ
ａ
ｄ
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ

ｓ

だ
よ
ね
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 

体
は
剣
で
出
来
て
い
る

 

て
た
も
ん
な

名

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
他
人
の

福
の

に
と

り

け
て
終
わ
り
を

え
絶
望
し
た
ホ
ロ
ウ

 
ま
だ
終
わ
り
を

え
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
未
来
へ
と

り

け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
ウ

ン

こ
の
絶

な
マ

チ
感

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
れ
さ

て
や

た
の

 
だ
と
し
た
ら

く
ク
サ
い
と
い
う
か

一
気
に
自
演

く
な
る
け
ど

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
確
か
事
変
以
前
の
中
継
イ
ン
タ
ビ

で
戦
い
方

で
突

ま
れ
て
た
け
ど
本
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人
は
そ
の
作
品
を

し
た
事
は
無
い
ら
し
い

武
器
を

ば
し
た
り
剣
を
弓
に
番
え
る
戦
い

方
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
ク
ラ
イ
ン
か
ら
教
え
て
も
ら

た
か
ら
使

て
る
だ
け
ら
し
い
ぞ

 
リ

フ

も
そ
こ
は
同
意
し
て
た

 
そ
も
そ
も
英
雄
は
ア
ニ
メ
を
見
な
か

た
ん
だ
と

鍛

に
時
間
を

や
し
て
た
か
ら

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
戦

は
ク
ラ
イ
ン
か

 
確
か
に
放

時
期
を

え
る
と

に
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
だ

  

鼠

 
ち
な
み
に
本
人

く

り
が
違
う
よ
う
だ

 
正
確
に
は

こ
の
身
は
悪
で
出
来
て
い
る

 
剣

悪
と
い
う
認
識

密
に
は
剣
を
持

て
自
分
が
出
来
る
の
は
他
者
を
殺
し
て

か
を

護
る
だ
け
だ
か
ら
悪
認
識

仮
に
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
の
よ
う
に

も
殺
さ
な
い
で
護
れ
る

な
ら
中
立

善
認
定
ら
し
い
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自
分
は
今
ま
で

か
を
殺
し
て
で
し
か
護
れ
な
か

た
か
ら
ど
う
足
掻
い
て
も
悪
な
ん
だ
そ

う
ダ

 
あ
く
ま
で
自
分
の
事
だ
け
を
前

に

え
て
る
か
ら

悪

て
振

て
る
ん
だ
と
カ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
出
た
な
ア
ル
ゴ
ネ
キ

い
つ
も
新

な
情
報
を

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
し
て
そ
の
ル
ビ
の
振
り
方
ど
う

え
て
も

二

で
す

本

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

来
的
に

絶
死
し
そ
う

み
の
眼

  

鼠

 
あ
と
事
件
後
無

し
過
ぎ
た
せ
い
で
入

し
て
た
ん
だ
け
ど
な
差
し
入
れ
に

か
に
持

て
き
て
も
ら

て
た
ら
し
い
そ
の
作
品
を
見
て

す

め
て
た

ま
た

か
に
エ
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ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
見
ら
れ
る
ん
だ
ろ
う
な

テ

 

の
定

後
日
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
リ
ア
ル
取

で

か
れ
て
た
シ

 
心

イ

が

て

え
な
か

た
け
ど
ナ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

と
少
し
の
怒
り
に

を

く
し
な
が
ら

み
付
け
る

を
思
い
浮
か
べ
る
と
最
高
で
し
た

天
  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
英
雄
が
今
ま
で
見
せ
て
き
た
怒
り

て
そ
こ
は
か
と
な
く

蔑
と
殺
気
が

た
も

の
ば
か
り
じ

な
い
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
む
し
ろ
そ
れ
が
イ
イ
ん
だ
ろ

真
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
殺
気
向
け
ら
れ
て
悦
ぶ
と
か

ヘ
ン
タ
イ
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
巡
り
さ
ん

コ
イ
ツ
で
す

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

さ
れ
て
し
ま
え
ば
い
い
の
に

無

悲

  

名
無
し
の

 
甘
い
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
ボ
ス
戦
放

時
点
で
フ

ン
に
な

た

は

に
十
数
回
襲
い
掛
か

て
全

部
撃
退
さ
れ
て
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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金
入
り
だ

た
わ

戦

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
ん
な

ツ
に
付
き
ま
と
わ
れ
て

英
雄
は

迷
惑
も
い
い

過
ぎ
る
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
撃
退
し
た
ら
却

て
悦
ぶ

な
ん
て
手
の
打
ち
よ
う
が
無
く
な
い
か

  

プ
ロ
フ

サ

 
い
つ
も
思

て
い
た
ん
だ

 
や
 
り
 
た
 
い
 
な
 

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
コ
イ
ツ

ベ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄

て

超

て

  

鼠

 
リ

フ

ち
と

ユ

ち

ん
達
に
も

報
し
と
こ

ト

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
初
手
最
強
セ
コ
ム
軍

ｗ
ｗ
ｗ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
の
命

し
り

は
救
わ
れ
た
な

確
信

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
姉
に
対
す
る
絶
対
的
信
頼
感
よ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
ら
な

 
別
ス
レ
で
話

に
な

て
た
ん
だ
が
ど
う
も
英
雄
が
ホ
ロ
ウ
と
同
じ
根
幹
な
の
に
違
う
道
を

べ
た
の
は
義
理
の
姉
が
自
分
を

に
す
る
や
り
方
を
真

向
か
ら
認
め
た
上
で

定
し
た

か
ら
だ
そ
う
だ
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
認
め
た
上
で

定

 
意
味
わ
か
ら
ん

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
小
説

ま
な
い

ツ
が
増
え
た
か
ら
な

 
容
認
と

定
は
別
カ
テ
ゴ
リ

だ
ぞ

 
容
認

認

 

定

定
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こ
の
二
つ
は
意
味
こ
そ
似
て
い
る
よ
う
で

実

違
う

手
の
感
情
を

認
め
た

上
で

や
り
方
を

定
す
る

と
い
う
の
が
正
確
な
内
容
だ

 
そ
れ
を

め
る
と

認
め
た
上
で

定

と
な
る

 
よ
く
あ
る
お
前
の

い
分
は
分
か

た

だ
が

す
と
い
う

ツ
の
ス
タ
ン
ス
だ

文
と

文
の
間
を

む

と
い
う

ツ
で
も
あ
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
そ
も
そ
も
認
め
る
以
前
の
問

に
な

て
な
い
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ニ
ホ
ン
ゴ

ム
ツ
カ
シ
イ
ネ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
だ
か
ら
お
前
ら
ゲ

ム
ば

か
り
じ

な
く
て
小
説
も

め

近

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
内
部
で
運

と
出

が
契
約
し
た
電
子
書

を

め
る
よ
う
に
な
る
ア

プ
デ

ト
が
あ
る
ら
し
い
ぞ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
で
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
マ
ジ

 
英
雄
が

し
た
ら
し
い
ん
だ

そ
も
そ
も
七
色

士
が

技
術
を
推

し
て
た
の

て

・
教
育
方
面
で
の
活
躍
に
期

出
来
る
か
ら

て
根

が
あ

て
そ
こ
は
英
雄
も
以
前
か
ら

同
意
見
だ

た
ん
だ

今
回
の
事
で
危
険

さ
れ
て
禁
止
し
よ
う

て
運
動
も
あ

た
け
ど
そ

れ
を

し
も
し
な
い
で
全

定
す
る
の
は
ど
う
か

て

 
実

英
雄
は
帰
還
者
学

を

の

信
教
育
で
や

て
る
か
ら
な

恩

は
多
大
だ

 
ん
で

終

期

で

技
術
を

し
て
い
る

者
が

空
間
で
も

を
過
ご
せ
る

よ
う
に
必
要
な
も
の
と
し
て
電
子
新

の
他
に
電
子
書

の
導
入
も
必
要
だ
と

て

験

的
に
運

さ
れ
る
よ
う
に
な

た
ら
し
い

 
確
か

務

仮
想

の

式
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
だ

た
か
な
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場

と
ぶ

と
い
コ
ネ
ク
シ

ン
が
あ
る
か
ら
こ
そ
出
来
た
ん
だ
ろ
う
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
ま
見
て
き
た
わ

マ
ジ
だ

た

 
ど
う
も
英
雄
は

務

仮
想

の

兵
み
た
い
な
感
じ
ら
し
い
な

今
後
増
え
て
い
く
だ
ろ
う

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に

わ
る
も
の
の

と
し
て

こ
に
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
た

 
い

た
い
い
つ
の
間
に
書
き
足
さ
れ
た
ん
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ

い
や
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
ラ
イ
タ

／
リ
サ

チ

と
し
て
リ
ア
ル
ネ

ム
を

ね

て
な
か

た

け

 
こ

ち
は
つ
い
最
近
だ

た
気
が
す
る
け
ど

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
そ
う

確
か
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

運

者
の
人
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ
バ
イ
バ

で

分
世
話
に
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な

た
ん
だ
と
か

地
下
迷

最

に

さ
れ
て
取
り
残
さ
れ
た
運

者
を
助
け
に
ボ
ス
に

独
で

ん
だ
ら
し
い

 
多
分
そ
の
時
の
縁
だ
ろ
う
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

の
中
で
も
一
家

ど
こ
ろ
じ

な
い
発

力
あ
る
も
ん
な

英
雄

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
成
り
立
ち
と
か
進
行
中
の
事
件
の
根
幹
を

い

て
て
た
し
な

  

名
無
し
の
聖
⻯
剣
士

 
そ
れ
に
加
え

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
自
動
修
正
機
能
を
切
る
よ
う
指
示
し
て

代
わ
り
に
自
分
が
デ
バ

ク
と
か
エ
ラ

報

し
て
た

て
ハ
ナ
シ
だ
か
ら
な

運

の
テ
ス
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タ

て

自
動
修
正
機
能
前

で

な
か

た
ら
し
い
し
実

一
人
で
や

て
た

て
事

だ
ろ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

も
そ
う
だ
け
ど

と
シ
ス
テ
ム
に

形
深
い
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
か
の
取

で
と
も
す
れ
ば
自
分
よ
り
理
解

上
か
も
み
た
い
な
事
を

場
さ
ん

て
な
か

た

け
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の
片

つ

か

真

が
事
件
中
に
見
ら
れ
た
し
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ

い
や
七
色

士

て
ど
う
な

た
ん

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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ス
レ
ち
の
よ
う
な
気
も
す
る
が

ま

あ
る
事
だ
し

い
い
か

 
い
ま
は

チ

ム
解

し
て

に
学
生
や

て
る
ら
し
い
ぞ

名
前
も

て

い
う

に
な

た
と
か

ど
う
も
離

し
て
た
実

の

に
身
を
寄
せ
た
ら
し
く
て
な
そ
の

に
な

た
の
が
英
雄
で
引
き
取
り
手
の
方
は
レ
イ
ン

つ
ま
り

私
は
姉
だ

て

て
た

ツ
ら
し
い

 
つ
ま
り
あ
の
姉

じ

な
か

た
ん
だ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
で
か

 

ア
レ
は
ウ

だ
と
思

て
た
わ

に
信
じ

ん
で
あ
そ
こ
ま
で
協
力
し
て
る
英
雄
見

て
か
わ
い
そ
う
だ
な

て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

そ
う
思
う
わ
な

ア
レ
信
じ
て
た
の

て
マ
ジ
で
英
雄
く
ら
い
じ

な
い
か

 

リ

フ

達
も

信

疑
レ
ベ
ル
だ
ろ



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
信
じ
て
た

て
い
う
か
多
分
裏
取
り
し
て
事
実
だ

て
知

た
ん
だ
ろ
う
ね

本

り
見
せ
ら
れ
た
ん
じ

な
い
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
信
じ
た
か
ら
英
雄

て
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
の

勢
を

観
か
ら
全
力
攻
略
に
切

り

え
た
ら
し
い
な

み
ん
な

の
中
に
入

て
る
レ
イ
ン
の

せ
の

に

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
で
あ
そ
こ
ま
で
知

か
せ
て

動
き
回
る
ん
だ
か
ら

マ
ジ
で
大
し
た
も
ん
だ
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
ま
え
が

ナ
ン
バ

だ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ホ
ン
ト
そ
れ

 
ユ

ジ

ン
な
ん
か
一
分
持

て
な
い
上
に
真

向
勝
負
で
攻
略
さ
れ
て
る
か
ら
な

サ
シ
の

勝
負
こ
そ
し
て
な
い
け
ど
も
う
ス
メ
ラ
ギ
す
ら

同
然
の

い

Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
け
じ

な
く
Ａ

Ｌ
Ｏ
で
も
最
強
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
師

ら
し
い
義
理
の
姉
は
ど
う
な
の
か
な

超
え
た
の
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
本
人

く
引
き
分
け
た
事
は
あ

て
も
勝

た
事
は
無
い
ら
し
い

そ
の
引
き
分
け
も
ス

ヴ

ル
ト
が
実

さ
れ
て
か
ら
の
事
で

負
け
の
時
は
こ

ど
く
や
ら
れ
た
ら
し
い

 
ま

そ
れ
も

に
剣

を

て
で
あ

て
魔
法
と
か
魔
術
と
か

め
る
と
完
全
に
逆

転
す
る
ら
し
い
が
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ス
ヴ

ル
ト
実

前
は
負
け
て
て

実

後
か
ら
い
き
な
り
引
き
分
け
レ
ベ
ル

 

そ
れ

レ
イ
ン
か
ら
お
願
い
を

け
た
後

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
じ

な
い
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
命
を

け
て
も
い
い
目
的
に

わ

た

強
さ
が

ね
上
が

た
の
か
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
に
そ
れ
か

こ
い
い

 
死
ぬ
気
の

的
な

ツ
じ

ん
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 

実

死
に
掛
け
た

様

 
事
件
後
は
意
識
不
明
の
重
体
で
入

し
て
た
ら
し
い
か
ら
な

過
去
コ
メ
で
鼠
も

て

る
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
見
ら
れ
る
の
が
イ

な
理
由

て
そ
こ
な
ん
だ
ろ
う
な

本
人

は
死
ぬ
気
で
や

て
る
の
に

か
ら
見
て
る

中
に
は
ま
る
で
シ

の
み
た
い
な

い

け

て
る

だ
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の

に
つ
い
て

出
し
し
て
る
時
は

も

わ
な
い
よ
ね

 
現
実
復
帰
後
の
イ
ン
タ
ビ

と
か
紙
面
記
事
の
内
容
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
事
を

か
れ
た
だ

け
で
も
す

ご
い
不
機

に
な
り
そ
う
な
も
の
な
の
に
全
部

実
に
対
応
す
る
と
か
人
間
出

来
て
る
わ
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あ
の
フ
ラ

ト
さ
は

怖
く
は
あ
る
け
ど
見

い
た
い
な

  
１
０
０
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
イ

 
そ
の
人
間
出
来
て
る

ツ
が
世
界
で
一
番

バ
い
気
が
す
る
ん
だ
が

  
１
０
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

て
も

英
雄
の
ス
タ
ン
ス

て

や
ら
れ
れ
ば
や
り
返
す

で

自
分
の
大
切
な
も
の

全
部
奪
わ
れ
た
か
ら
こ

ち
も
奪
い
返
す

て
い
う
の
が

本
ら
し
い
し

さ
え
し
な

け
り

い
い
話
じ

な
い
か

 
義
理
の
姉
達
を

先
こ
そ
す
る
け
ど
そ
れ
は
お
か
し
な
話
じ

な
い
し

も
し
な
け
れ
ば

む
し
ろ
こ

ち
に
有

だ
と
思
う

  
１
０
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

コ
イ
ツ
危
険
だ
か
ら

て
理
由
で

し
た
場
合

に
し
て
と
ん
で
も
な
い
し

返

し
が
来
る
よ
ね

英
雄
は
そ
の

型

て
コ
ト
で

実

し
て
た

中
が
い
ま

い
眼
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を
見
て
る

 
む
し
ろ
ホ
ロ
ウ
と
い
う
存
在
で
事
前
に
把
握
で
き
た
だ
け
で
も
か
な
り

運
な
の
で
は

  
１
０
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

て
も
最
近
女
権
や
ア
ン
チ
一

が

い
し
な

  
１
０
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

一

の
人
権

奪
を

と
か

テ
ロ
リ
ス
ト
予
備
軍
を

し
ろ

て
騒
ぐ
女

権
の
ニ

ス
が

日
放
送
さ
れ
る
よ
な

 
テ
レ
ビ

の
人
達
に
は
同
情
し
か
な
い
わ

 
い
や
ま

気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
な
い
ん
だ
け
ど
さ

ま
さ
か
ネ

ト

を
す
る
レ
ベ

ル
と
は
思
わ
な
ん
だ

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ
い
最
近
だ
と
桐

谷
家
に
そ
れ
系
の

手
紙
が
届
い
た

て
話

に
な

て
た
な
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が
先
ん
じ
て
回
収
し
て

圧
を
掛
け
て
た
ら
し
く
て

い
ま
ち

と
騒
ぎ
に
な

て
る

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
０

 

レ

ｗ
ｓ

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

と

そ
れ
は
ス
レ
ち
だ
と
思
う

  
１
０
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
だ
な

別
に
ス
レ
立
て
と
く
か
ら

そ

ち
で
見
て
く
れ

悲

桐

谷
家
の
い
ま

追
加
求
ム

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ

ｉ
ｒ
ｉ
ｇ
ａ
ｙ
ａ

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ
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１
０

 

１
０
８

 
ど

ち
も
有
能

す
ば
ら
し
い
ス
レ

者
だ

  
１
１
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
ま
チ
ラ

と
見
て
き
た
け
ど

ウ

ン
こ
れ
は
獣
覚
醒

真

件
に
な
り
か
ね
な

い
の
で
は

 
・
義
理
の
姉
が

の
学

に
復
学
出
来
な
か

た
事
も

裏
で
女
権
が
手
を
回
し
て
た

 
・

一

を
匿

た
罪
で
義

の
仕
事
場
が

さ
え
ら
れ
る

 
家

で

に
こ
の
二
つ
が

が

て
る

て

バ
い
よ
な

 

い

や

が
対
応
し
て
る
か
ら
変
化
な
い
よ
う
だ
け
ど

  
１
１
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
女
権
に
対
し
て
そ
こ
ま
で

が
動
い
て
る

て
そ
れ
も
英
雄
の
契
約
報

が

し
て
る
ん
じ

な
い
か

 
一

前
じ

え
ら
れ
な
か

た
ぞ
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１
１
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
の
闇
を
思
い

き
り
見
ち

た

だ
し

怖
気
づ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な

  
１
１
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
と
異
常
者
は
紙
一
重
と
は
よ
く

た
も
ん
だ

  
１
１
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
が
持
つ
異
常
は
個
人
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
は

境
的
な
も
の
が
大
き
い
気
も
す
る
が

な  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に
せ
よ

変
に

す
る
の
は
最
大

の
悪
手

て

だ
な

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ
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と
思

た
ん
だ
け
ど

そ
の

て

ゲ

ム
的
な

も
ア
ウ
ト
な
の
か
ね

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や
流

に
そ
れ
は
許
容
し
な
い
と
ダ
メ
だ
ろ

そ
れ
な
ら
ゲ

ム
す
ん
な

て
話
に
な
る

ぞ  
１
１
８

鼠

 
そ
の
点
に
つ
い
て
だ
ケ
ド

 
ゲ

ム
的
な

は
キ

も
許
容
し
て
る

そ
れ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ

い
て
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｐ
Ｇ
の
醍
醐
味
だ
し

そ
れ
も
ダ
メ
な
ら
や
ら
な
き

い
い
だ
け
だ

て

て
タ

 
ア
ウ
ト
な
の
は

強

と
か
そ

ち
系
だ
ナ

 
良
識
の

内
で
あ
れ
ば
大

て

て
タ

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
１
８
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サ
ン
ガ
ツ

 
そ

い
う

ら
し
い

  
１
２
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

う

う

デ

エ
ル
的
な

は
良
い
け
ど

め
る
的

は
ア
ウ
ト

て
事
か

確
か
に

良
識
の

内
だ
な

  
１
２
１
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
イ

 
目
の
前
で

間
が
死
ぬ
の
を
見
る
の
は
二

と
ご
め
ん

て

て
お
き
な
が
ら
そ
れ
を
許

す

て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
な

  
１
２
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の

間
が
死
ぬ
の
部
分
確
実
に
ゲ

ム
的
な
も
の
じ

な
い

セ
ブ
ン
に
そ
の
気
は

無
か

た
と
は

え
一
歩
間
違
え
れ
ば
昏

か
ら
の
死
亡
に
繋
が
り
か
ね
な
か

た
状
況
の

だ
ぞ

ガ
チ
さ
が
違
う
だ
ろ
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１
２
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
文

え
れ
ば
分
か
る
と
思
う
ん
だ
が
な

    
３
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
話
は
変
わ
る
ん
だ
け
ど
さ

 
今
日
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
実

直
後
の
状

で
再

を
果
た
し
た

だ
け
ど
英
雄

は
今
後
ど
う
す
る
予
定
な
ん
だ
ろ
う
な

鼠

ネ
キ

そ
の

知

て
た
り
し
な
い

  
３
２

鼠

 
ン

特
に
こ
れ
と

て

い
て
は
な
い
ん
だ
よ
な
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３
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に
話
し
て
な
い
だ
け
で
は

  
３
２
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
た
し
か
に

し
事
多
そ
う
だ
よ
な

英
雄

  
３
２

鼠

 

３
２

 

３
２
８

 
そ
れ
は

定
出
来
な
い
事
だ
け
ど

多
分

く
は
虚
無
期
間
だ
と
思
う

本
人
も

く
は

た
り
す
る

て

て
タ

  
３
３
０

鼠

 
あ
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３
３
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

 
ど
し
た

  
３
３
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
だ

  
３
３
３

鼠

 
い
ま
オ
レ

ち

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

ア
ル
ン
に

る
ん
だ
け
ど
ナ

 
キ

が
一
目

に
ど

か

ん
で
く
の
見
た

メ

チ

速
い

  
３
３
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
確
実
に

か
あ
る
だ
ろ

  
３
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
サ
ン

ま
じ
英
雄
サ
ン
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３
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
集

行
動
大
事

て
教
わ
ら
な
か

た
の
か

こ
れ
ま
で
を
振
り
返

て

 

生
き

い
で

付
い
て
き
や
が
れ

状

だ

た
わ

  
３
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

鼠

ネ
キ

い
で
追
い
掛
け
ろ

 
間
に
合
わ
な
く
な

て
も
知
ら
ん
ぞ

  
３
３
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
出
来
れ
ば
リ
ア
ル
タ
イ
ム
報

と

う
名
の
実
況

を
お
願
い
し
た
い
な

と

  
３
３

鼠

 
ウ

ン

そ
れ
は
ち

と

し
い
か
も
し
れ
な
イ
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３
４
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

む
ん

 

故
に

  
３
４
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
キ

が

り

ん
だ
の
最
高

を
誇
る
地
下
世
界

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
繋
が
る
四
方
に

あ
る
ダ
ン
ジ

ン
の
一
つ
ダ

  
３
４
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
は

  
３
４
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ち

ま

そ
こ
フ
ル
レ
イ
ド
で

ん
で
も
ワ
イ
プ
よ

な
ト
コ

  
３
４
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
こ
に

の

事
が
あ
る
ん
だ
ろ

自
分
を
鍛
え
る
修
行
の

に
と
か
か
な
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３
４
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ツ
ン
ヘ
イ
ム
で
思
い
出
し
た
ん
だ
け
ど
さ

確
か
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
の
分

ク
エ
ス

ト
で

わ

て
た
日

て

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
英
雄
の

が
確
認
さ
れ
た
と
か
い
う

無
か

た

け

  
３
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

あ

た
な

  
３
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た

  
３
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
更
に
思
い
出
し
た
ん
だ
け
ど
ス
メ
ラ
ギ
達
が
進
ん
で
る
時
に

の

人
と
か
出
て
来
な
か

た

け

保
険
と
か

と
か
い

て
た
白
い

ツ
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３
４
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
ま
し
た
ね

  
３
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

の

人
テ
イ
ム
説
で

か
に

や
か
に
な

て
そ
の
後
の
イ
ン
パ
ク
ト
で
忘
れ
去
ら
れ
た

ツ
だ

  
３

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
も
う
一
回
テ
イ
ム
に

た
の
か

 
い
や
で
も
前
は
保
険
と
か
だ

た
よ
な

そ
れ

て
セ
ブ
ン
の

の
事
だ

た
ん
だ

ろ
う
し

も
う
そ
れ
が
終
わ

た
今

も
う
一
回

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
潜
る
必
要
は
あ
る
の
か

  
３

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
に
か

達
の
知
ら
な
い
事

が
蠢
い
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
な
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で

き

た
か
ら
ま
た
同
じ
事
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と

 

英
雄

死
に
な

て
入

し
て
た
の
に
復
活
し
た
て
で
も
う
一
回
し
な
い
と
い
け
な

い
と
か

  
３

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
頼

て
や
れ
よ

間
を
よ

 
じ

な
い
と
お
目
め

て
く
ぞ

  
３

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
多
分

る

は

絶
剣

ち

ん
か
な

  
３

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
義
姉
さ
ん
は

る
よ
り
前
に
お
説
教

ば
し
そ
う
だ
よ
ね

怒
鳴
る
ん
じ

な
く
て
静
か

に

圧
す
る
タ
イ
プ
の

 



 一幕 〜ネットの反応〜

 
３

鼠

 
オ
レ

ち
を
忘
れ
ん
な

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

お
う

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

   
３

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

文

で
投
下
は
や
め
て
く
れ

ト
ラ
ウ
マ
に

く

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
シ

ト
ダ
ウ
ン
し
て
も
消
え
な
い
デ

ス
プ
レ
イ

 
動

以
外
の

面
で
は
蠢
く
怨
念
の
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上
下

無

序
に
浮
か
ん
で
流
れ
て
消
え
る

文

の
羅
列

 
そ
し
て
そ
れ
ら
の
隙
間
か
ら
時

見
え
る

く
て

い
三
本
線
で
形
作
ら
れ
た

  
３

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や
め
ろ
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

  
３

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
う
わ
さ
ぶ
い

が

  
３

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
わ
い
こ
わ
い
こ
わ
い
こ
わ
い
こ
わ
い
こ
わ
い
こ
わ
い
こ
わ
い
こ
わ
い
こ
わ
い
こ
わ
い
こ
わ
い

  
３

３

 
ご
き

ん
よ
う

 



 一幕 〜ネットの反応〜

 
３

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
違
う
そ
う
じ

な
い

い
や

確
か
に
三
本
線
な
ん
だ
け
ど
違
う

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
む
し
ろ
一

で
安
心
し
た
わ

 
キ

ラ
ち

ん

て
か
わ
い
い
よ
ね

て
来
る

か
ら
メ

ラ
シ

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

そ
う
い
え
ば
英
雄
の

死
剣
の
展
開

に

世
界
を

く
は
我
が
ケ
ツ
イ

と
か

あ

た
よ
う
な

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
か
ん

  
３

８
名
無
し
の
プ
レ
イ
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あ
か
ん

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
リ
ア
ル
キ

ラ
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

ダ

  
３

０
魔
女

 

あ
な
が
ち
間
違

て
な
い

  
３

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

０

 

だ
お
前

 



 一幕 〜ネットの反応〜

 
・
中
継
イ
ン
タ
ビ

 
こ
こ
で
の
イ
ン
タ
ビ

の
時
期
は
現
実
復
帰
後

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
終
息
以
前

 
な
の
で
出

と
の

技
術
の
禁
止
に
対
す
る
声
明
も
以
前
か
ら
の
も
の

そ

り
と

務

式
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
が
今

発

さ
れ
た
感
じ

  
・
桐

谷
和
人

 
英
雄

さ
れ
始
め
た
主
人

 
掲
示
板
に

い
て
は
英
雄
と

一
さ
れ
て
い
る
が

つ
か
呼
び
名
が
あ
る

ね
和
人

の
行
動
は

意
的
に

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
危
険

し
て
い
る
女
権
ア
ン
チ
一

か
ら

は

た
り
が
強
く

桐

谷
家
に
火
の

が

て
い
る

 
し
か
し
事
前
に

と
契
約
を
済
ま
せ

本
的
人
権
日
常
の
保
守
尊
重
を
約
束
さ
れ
て
い

た
の
で

大
き
な
問

に
は
至
ら
な
か

た

  
・
天
才
に
つ
い
て

 
束
に
と

て
は

無
理
解
の
極
み
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和
人
に
と

て
は

い

外
に

孤
独

と
も

  
以
前
投

し
た

Ｄ
ｅ
ａ
ｄ
Ｅ
ｎ
ｄ

は

ま
れ
な
か

た
よ
う
で

い
き
な
り
お
気
に

入
り
数

た
の
に
は

い
た

み
が

れ
ま
し
た

れ
た
と
共
に
そ
の
話
は
消
し
ま
し
た

 
や

み
ん
な
求
め
て
る
の
は
ハ

ピ

エ
ン
ド
な
ん
や
な

て

み

め
つ
つ

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 二幕 〜それは確かに求めた〟しあわせ〟〜

 
二
幕
 

そ
れ
は
確
か
に
求
め
た

し
あ
わ
せ

  
二
回
目
の
投
稿

な
の
で

め
だ

 

点

ア
ル
ゴ

 

数

約
六
千

幕

編
の
導
入
か
な

 
で
は
ど
う
ぞ

  
人
は

決
し
て
一
人
で
生
き
ら
れ
な
い
生
き
物
だ
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そ
れ
は
物
の
流

会
の
在
り
様
と
い
う
だ
け
じ

な
い

個
人
の
在
り
様
で
も

え
る
コ

ト

有
体
に

え
ば
出
る

は
打
た
れ
る
だ

集

が
持
つ

像
か
ら

脱
し
た
時

ヒ
ト
は
そ
の
人
を

弾
き
に
す
る

そ
れ
が

郷
の
よ
う
な
凶
悪
な
人
間
だ
と
す
れ
ば
い
い
ん
だ
が
な

仮
に
そ
の
在
り
方
が
そ
の
人
生
来
の
も
の
で
あ
れ
ば

更
に

え
ば
人
の

を
想

て
し

て
い
る
事
を

外
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で

定
さ
れ
れ
ば

ど
う
思
う

 

え
は
明

快
だ

不
快
に
な
る

不
快
は

忌
を
呼
び

忌
は
疑
心
へ
と
誘
わ
せ

果
て
に

つ
の
は
孤
立
だ

も
信
じ
ら
れ
な
い

も

信

し
て
は
な
ら
な
い

信
じ
た
い
が

信
じ
る
事
が
恐
ろ
し
い

故
な
ら
ヒ
ト
は

自
分
の
在
り
方
を

定
さ
れ
た
く
な
い
か
ら
だ

突
き

め
て

え
ば

そ
れ
は
個
性
の

定
で
あ
り

人
に
よ

て
は
生
の

定
に
も
な
る

認
め
て
欲
し
い
と
思

た

手
か
ら

定
を

け
れ
ば
疑
心
を

く
し
不
信
を
持
つ
だ
ろ
う
さ

恐
怖
と
不
信
は

希
望
と
期

の
裏
返
し
な
ん
だ
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そ
れ
に

肉
親
と
い
う
の
は
な
あ
ら

る
意
味
で
大
き
な
存
在
だ
よ

無

件
で
信

で
き
る
か
ら
こ
そ
あ
ら

る
人
は
親
を
定

に
物
事
を
見
る

家
で
の
マ
ナ

生
活

性
格

来
の
夢

そ
し
て
人
間
に
対
す
る

気
な
イ
メ

ジ

こ
れ
ら
人
間
性
は
家

が
育

て
る
も
の
だ

そ
し
て

会
性
は

会

子

か
ら
す
れ
ば

学

が
育
む
も
の
だ

ま

の
記

に
あ
る
マ
ト
モ
な
学

生
活
な
ん
て
一
年
足
ら
ず
だ
け
ど

は

こ
の
十
数
年
の
人
生
で

い
ろ
ん
な
人
を
見
て
き
た
よ

 

こ
の
世
に

悪

が
あ
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は
き

と

ヒ
ト
の
コ
コ
ロ
だ

 

こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間

天
才

と
呼
ば
れ
た
人
間
に
近
し
い
人
達
が
現
れ
る
だ
ろ

う
と

は
予
想
し
て
る

そ
の
人
達
が

ノ
之
束
の
よ
う
に
世
界
を

迷
に

れ
る
の
か

場

の
よ
う
に

し

い
も
の
へ
と

進
す
る
だ
け
か

郷
の
よ
う
に
他
者
の

を
前

に
し
た
も
の
か

七
色
・

ア
ル
シ

ビ
ン
の
よ
う
に
あ
り
き
た
り
な
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
彼
ら
彼
女
ら
と
い
う
前
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が
出
来
た
以
上
人
は
そ
れ
を
許
容
す
る

大

が
じ

な
い
個
人
の
意
識
が
自
身
の
個
性
の
発

を
許
す

法
に

ら
れ

会
に

し
た

名
も
無
き

物

が

的
に

声
を
上

て
い
く

に

仮
想
世
界
で
は

場
の
後
を
追

た
者
が
二
人
現
れ
て
い
る

さ
て
現
実
世
界
で

ノ
之

士
の
後
を
追
う
人
は
一
体

な
の
か

は
興
味
が
あ
る
ね

な
に
し
ろ
現
代
最
初
の
天
才
だ

あ
の
後
を
追
う
人
間
は
中

極
ま

て
い
る

だ

そ
の
人
間
が

く
願
い
が
た
と
え
真

な
も
の
で
あ

て
も
そ
の
手

を
理
解
せ
ず
た

だ

悪

で
あ
る
と

ぶ
人
は

る
だ
ろ
う

そ
う
な
ら
な
い
事
を

は
ヒ
ト
の
善
性
に
信
じ
て
い
る
よ

ヒ
ト
の
コ
コ
ロ
に
悪
は
あ
る
だ

ろ
う
が

生
ま
れ
な
が
ら
の
絶
対
悪
な
ん
て

ヒ
ト
に
は

な
い
だ
ろ
う
か
ら

故
ヒ
ト
を
信
じ
ら
れ
る
の
か

か

そ
れ
も

な
話
だ
よ

ど
れ
だ
け
邪
悪
に
塗
れ
て
い
て
も
そ
の
根

は
き

と
と
て
も
人
間
ら
し
い
欲
求
に

づ
い
た
も
の
だ

複

な
理
由
な
ん
て
無
い

た
だ
本
能
の
ま
ま
に
生
き
て
い
る
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そ
れ
が
あ
ま
り
に
も

過
ぎ
る
か
ら

複

な

会
か
ら
弾
か
れ
る

そ
れ
故
の
理
解
不
能
で
あ
り

そ
れ
故
の
共
感
不
能
だ

だ
か
ら
こ
そ

ヒ
ト
は
彼
ら
を

天
才

と
呼
ぶ

が

努
力
家

と

た
人
物
に
は
私
情
が

じ

て
い
て

定
し
た
だ
け
か
も

な

こ
れ
が
七
色
と
ど
う
繋
が
る
か

な
に

な
話
だ
よ

は
た
だ

そ
れ
は

し
い
も
の
だ
か
ら
色
眼

無
し
で
他
者

を
見
れ
る
人
が
増
え
て
欲
し
い
と
思

て
い
る
だ
け

 
自
分
を
救
え
る
の
は
自
分
だ
け
だ
け
ど
独
り
じ

あ
救

た
と
こ
ろ
で
意
味
が
無
い
か
ら
な

 
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

一

は

そ
う
し
て
救
わ
れ
た
ん
だ

  

朋
著
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

イ
ン
タ
ビ

記
事
彼
は
人
を
ど
う
思
う
よ
り
一
部
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地
下
世
界

ツ
ン
ヘ
イ
ム

 
そ
れ
は
北
欧
神
話
に

い
て
九
つ
存
在
す
る
中
の
一
つ

人
が

べ
る
第
二
層
目
の
世
界

だ

一
応
同
じ

層
に
は
黒
の
妖
精
な
い
し

ド

ワ

フ

ド
ヴ

ル
グ
が
住
ま
う
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ

イ
ム

人
間
が
住
ま
う
ミ
ズ
ガ
ル
ズ
も
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に

い
て
は
地
上
の
上

ダ
ン
ジ

ン
に
代
わ
る
高

フ

ル
ド
と
し
て
運

が
ユ

ミ
ル
に

わ

た

に
妖
精
郷
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の

地
下
に
広
が
る
極

フ

ル
ド
と
し
て
実

さ
れ
た
場

と
し
て
有
名
だ

 
そ
の

は

も
な
く
高
く
ま
ず

ア
ル
ン
の

北
に
一
つ
ず
つ

す
る
高

ダ
ン
ジ

ン

も

来
の
ダ
ン
ジ

ン
よ
り

か
に
高

だ

に
突
入

し

最

に

ち

け
る

む
つ六
め眼
し四
わ
ん

の
人
型
邪
神
ボ
ス
を
倒
す
事
で

く
突
入
で
き
る
と
い
う

正
直
攻
略
す
る
に
は
時
間
も
手
間
も
掛
か
り
過
ぎ
る

場
だ

そ
の
ク
セ
吹
雪
吹
き

ぶ
世
界
を

の
よ
う
に

歩
す
る
個
体
は
全
て
が

番
邪
神
と
同
タ
イ
プ

つ
ま
り
ボ
ス
が
そ
の
ま
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ま

と
し
て
配

さ
れ
て
い
る
と
い
う

ぶ

壊
れ

 
邪
神
一
体
の
強
さ
が
か
つ
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
と
し
て
名
を
鳴
ら
し
た
ユ

ジ
ン
で
も
十

持
た

な
か

た

と

わ
れ
れ
ば

あ
る
程

強
さ
の
予
想
は
付
く
だ
ろ
う

 

対

と
し
て
ス
メ
ラ
ギ
は
真

向
勝
負
で
一
分

キ
リ
ト
が
一
分
足
ら
ず
他
の
上

ダ
ン
ジ

ン
ボ
ス
で
二
分

り
は
持

て
見
せ
る
ら
し
い

攻
撃
の

波
ダ
メ

ジ
だ
け
で
も

命
傷
と
な
れ
ば
フ
ル
レ
イ
ド
で
す
ら
全
滅
は
必
至

 
実

さ
れ
て
か
ら
数

月

未
だ
に

か彼
の
フ

ル
ド
を

定

場
に
出
来
る
パ

テ

は

手
の
指
で
数
え
ら
れ
る
程

と

わ
れ
て
い
る

 
だ
と
い
う
の
に

黒
の
剣
士

解
放
の
英
雄

ブ
ラ

キ

な
ど
と

最
近
黒
の

覇
王

と
も

さ
れ
る
少
年
は

独
で

い
の
ダ
ン
ジ

ン
と

番
を
突
破
し

フ

ル
ド
を

す
る
邪
神
Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
し

え
明
ら
か
に
ボ
ス
格
の

の

人
ヴ

フ

ス
ル

ズ
ニ
ル

を
も
打
倒
し
て
い
た
ら
し
い

 
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
が
引
き

こ
し
た
事

に
よ
り

無
し
に
な

た
ゲ

ム
進

行
を

き

し

結
果
的
に
彼
の
戦
果
は
ゼ
ロ
へ
と

て
い
る

 

だ
か
ら
か
そ
れ
を
取
り

す
よ
う
に
彼
の
少
年
は
再
び
地
下
へ

く
迷

を

れ
て
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い
た

 
虚
空
か
ら
槍
を

本
も

と
し
焦

と
化
し
た
フ
ロ
ア
の
中
で
彼
は

・六
・眼
・四
・

・邪
・神
・ボ
・ス

と
戦

て
い
た

 

体
の
至
る
と
こ
ろ
に
⻑
槍
と

槍
を
突
き
立
て
ら
れ
る

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
六
本
の

体
力
ゲ

ジ
の

少
・速
・

が
眼
に
見
え
て
速
く
な
る

ボ
ス
の

体
に
応
じ
て
太
さ
と
大
き
さ

を
増
し

し
て

大
な

に
思
え
る
そ
れ
が
ガ
リ
ガ
リ
と
見
た
事
無
い
速
さ
で

て
い
く
様

は

観
だ

 

エ
グ
い
戦
法
だ
ナ

 
ハ
イ
デ

ン
グ
を
解
か
な
い
よ
う

心
の
中
だ
け
で

く

 
ボ
ス
フ
ロ
ア
を
焦

に
変
え
て
い
る
事
と
ボ
ス
に
突
き
立
て
ら
れ
て
い
る
武
器
が
全
て
槍
系

で
あ
る
事
の
理
由
を
悟
り

そ
う
思
わ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
物
理
属
性
に
は
斬
撃

突

打
撃

の
四
つ
が
存
在
し
て
い
る

 
そ
の
中
で
も

属
性
は
状

異
常
の

や
出
血
の
よ
う
な

果
を
武
器
が

さ

て

い
る
間
の
み
発
生
さ
せ
る

や
や
特

な
属
性
だ

た

 
ゴ

レ
ム
や
ス
ケ
ル
ト
ン
の
よ
う
に
カ
チ
カ
チ
の
手
合
い
に
は
そ
も
そ
も

さ
ら
な
い
し
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人
や
ス
ケ
ル
ト
ン
ナ
イ
ト
の
よ
う
に
剣
技
を

う
知
能
手
足
を
持
つ
Ｍ
ｏ
ｂ
は

武
器
を

突
き

さ
れ
て
も
恐
怖
の
感
情
が
無
い
せ
い
で
ブ
レ
イ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
発
生
し

第
む
ん
ず
と

ん
で
引

こ

き

遠
く
離
れ
た
場

に
ポ
イ
と
捨
て
て
し
ま
う

 
加
え
て

え
ば
こ
の
属
性
を
持
つ
武
器

大

が
槍
と
投

武
器

は

に
し
て

攻
撃
力
値
が

い

か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

き
た
圏
内
事
件
で
も
ミ
ド
ル

ン
の
タ
ン

ク
の

を
一
撃
で

り
取
る
に
は

力
値
極
振
り
の
レ
ベ
ル
１
０
０
プ
レ
イ

で
無
け
れ
ば

不
可
能
だ
と
あ
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
キ
リ
ト
の
二
人
が
断

し
そ
の
武
器
に
よ
る
直

殺

の
可
能
性
が

定
さ
れ
た
程
だ

 
な
の
で
使
う
と
な
れ
ば
麻

や
ス
タ
ン

タ
ン転
ブ
ル倒

な
ど
で
身
動
き
が
取
れ
な
い
時
に
突
き

す

程

だ
が

発
生
す
る
継

ダ
メ

ジ
も

・
五
パ

セ
ン
ト
と
い
う
少
な
さ

 
使
う
機
会
も
与
ダ
メ

ジ

も
少
な
い
と
な
れ
ば

じ自
ね
ん然

も
そ
れ
を
持
と
う
と
し
な
い

 
せ
い

い
麻

を
プ
レ
イ

手
に
使
う
レ

ド
く
ら
い
し
か
持
た
な
か

た
し
Ａ
Ｌ

Ｏ
に

い
て
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い

 
し
か
し
同
時
に
数
百
の
武
器
を

作
出
来
る

武
器

を
持

て
い
る
な
ら
話

は
別
だ



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 

や
ド
ラ
ゴ
ン
の
よ
う
に

さ
る

の
肉
を
持
つ

に

属
性
を
持
つ
武
器
を

し
た
ま
ま
に
す
る
と
そ
の
間
は
一
定
間
隔
で
ダ
メ

ジ
が
入
る

そ
れ
は
一
つ
の
武
器
で
は

ホ
ン
ト
に

た
る

継

ダ
メ

ジ

し
か
発
生
し
な
い
が

仮
に
十
本

さ

て
い
れ
ば

同
時
に
発

生
し
た
ダ
メ

ジ
は

の
五
パ

セ
ン
ト
に
な
る

 
百
本
と
も
な
れ
ば

間
的
な
ダ
メ

ジ
は

の

分
だ

 
も
の
に
よ

て

合
ダ
メ

ジ
と

定
ダ
メ

ジ
で
分
か
れ
て
い
る
の
で
全
て
の
槍
が
前
者

で
あ
る
と
は
限
ら
な
い

 
し
か
し

数
百
本
の
槍
に
晒
さ
れ
て
い
る

を
見
て
は

の
事
な
ぞ

無
か

た

 
圧
倒
的
な
数
の

力
を
持

て

彼
は

番
ボ
ス
を
開
戦
か
ら
十

足
ら
ず
で
撃
破
し
た

 
い
や
あ
れ
は
撃
破
と
い
う
も
の
で
は
な
い

戦
い
で
す
ら
な
い

殺
し
合
い
で
も
な
い

よ
り
も

い

た
だ
の

だ

た

 
彼
は

そ
の
手
に
剣
を
握
ら
な
か

た

 
た
だ

を
組
み

王
立
ち
で
君
臨
し
て
い
る
だ
け
だ

た
の
だ

 
物
陰
か
ら
じ

と
様
子
を

て
い
る
と

小

な
体
が

揺
れ
た
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ま
る
で
風
に
吹
か
れ
た

の
如
く

前
兆
の
無
い
揺
ら
ぎ
方

 
そ
れ
を
見
た

間
地
を

て
い
た

そ
も
そ
も

れ
て
い
た
の
も
バ
ツ
が
悪
い
か
ら
と
い

う
だ
け

を
見
せ
て
も
特
に
問

は
無
い

そ
ん
な
思

は

け
て
い
る
間
に
浮
か
び

そ
し
て
消
え
た

 

値
極
振
り
の

を
全
力
で
回
す

 
お
よ
そ
二
十
メ

ト
ル
の

離
を
一

で

め

 
く
ろ光

が
閃
い
た

う

う

 
ス
ラ
イ
デ

ン
グ
で

け
止
め
よ
う
と
上
体
を
後
ろ
に
倒
し
た
直
後
眼
前
を

く
ろ光

が

い
で
い

く

そ
れ
が
剣
光
で
あ
る
と
認
識
出
来
た
の
は
そ
の
ま
ま
地
面
を

る
こ
と
三

し
て
か
ら
だ

 
な
ん
で
自
分
攻
撃
さ
れ
た
ん
ダ

 
と
い
う

と
共
に

に
倒
れ

ん
だ
ま
ま
少
年
を

見
る

 
逆
さ
に
見
え
る
少
年
は
先
程
の
揺
ら
ぎ
方
が

で
あ

た
よ
う
に
し

か
り
と
し
た
立
ち

で
こ
ち
ら
に
数

の
武
器
の
切

先
を
向
け
て
い
た

ぎ
り
り
と

を
定
め
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
そ
れ
ら
は

空
気
を
圧
倒
し
て
い
る
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た
ら
り
と

や

が
流
れ
た

 
こ
の
圧

彼
は
自
分
を

ア
ル
ゴ
と
認
識
し
て
い
な
い

ち

ち

と

て
キ

 
オ
レ

ち
だ

ア
ル
ゴ
だ

ア
ル
ゴ

 
今
に
も

出
さ
れ
そ
う
な
中
空
の
武
器

と
彼
の
眼
か
ら
向
け
ら
れ
る

や
や
か
な
殺
気
が

時
に

し
た

 
知
ら
ず
強

て
い
た
全
身
か
ら
力
を

い
て
ご
ろ
り
と
う
つ

せ
に
な
り
立
ち
上
が
る

い
や

い
た

ま
さ
か
オ
レ

ち

て
気
付
い
て
な
か

た
と
ハ

い
た
の
は
こ

ち
の

だ

ツ
ン
ヘ
イ
ム
で

み
撃
ち
さ
れ
た
ら

わ
な
い
と
思

て

誘
き
出
す

に
わ
ざ
と
倒
れ
る
演
技
を
し
た
ら
出
て
き
た
の
が
ア
ル
ゴ
だ

た
か
ら
な

危
う

く
滅
多

し
に
す
る
と
こ
ろ
だ

た
ぞ

え

ア
レ

演
技
だ

た
の
カ

あ
あ

 
て

き
り
復
帰
し
た
て
だ
か
ら
体

が
悪
く
な

た
の
か
と
思
わ
ず

び
出
し
て
い
た
の
だ

が
そ
れ
が
演
技
と
知

て
少
し

然
と
し
て
し
ま
う

い
や
ま

そ
れ
は
そ
れ
で
喜
ば
し
い
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事
な
の
だ
が

い
い
や
演
技
だ
と
し
て
も
そ
も
そ
も
ま
だ

ん
で
る
べ
き
だ
と
は
思
う

て

て
も

キ

の
事
だ
か
ら

ど

せ
引
き
下
が
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
ナ

流

は
ア
ル
ゴ

の
事
を
よ
く
分
か

て
る

少
し
は
悪
び
れ
ろ

 
こ
の

と
小
さ
な
お
で
こ
を
び
し
び
し
指
で

つ
つ突

く

不

を
ぶ
つ
け
る

の
そ
れ
を

に

も
感
じ
て
い
な
い
ら
し
い
少
年
は

は
は
は
は

と

を
組
ん
だ
ま
ま

ら
か
に

う
ば
か
り

 
な
ん
と
い
う
か

吹

切
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

お

い

 
そ
ん
な
や
り
取
り
を
し
て
い
る
と
ボ
ス
フ
ロ
ア
の
入
り

が
あ
る
回
廊
か
ら
少
女
の
呼
び
声

が

こ
え
て
き
た

を
向
け
れ
ば

紺
の
少
女
剣
士
を

と
し
た

な
か
ま

集

が

け
付
け
た
と

こ
ろ
だ

た

や

と
来
た
カ

ち
く
た
び
れ
た
ぞ
ユ

ち

ん

い
や
い
や

こ
れ
で
も
全
力
で
追
い
掛
け
て
き
た
ん
だ
か
ら
ね

 
一
か
ら
マ

ピ
ン
グ
し

て
追
い
付
い
た
ん
だ
か
ら
む
し
ろ

め
て
よ
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り
な
が
ら

こ
ち
ら
の
不

に
あ
ち
ら
も
文

を

て
き
た

 
ま

破

の
勢
い
で
ダ
ン
ジ

ン
内
の
Ｍ
ｏ
ｂ
を
数

で

滅
し
ボ
ス
す
ら
も
同
様
に

る
進
軍
速

を
見
せ
た
少
年
に

同
じ
速

で
進
ん
で
き
た
の
は
流

と

え
た

焦

こ

そ
使
え
な
い
が

間
的
な
演

能
力

つ
ま
り
一

に

れ
る

備
数
が

か
に
多
い
ユ

イ

キ
リ
カ
の
二
人
が

武
器
を
振
る

た
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が

 
そ
ん
な
彼
女
ら
が
フ
ロ
ア
に

り

い
た
の
を
キ
リ
ト
は
や
や

惑
の
面
持
ち
で
見
て
い
た

が

と
思
い
出
し
た
よ
う
に
こ
ち
ら
に

線
を
向
け
て
き
た

 
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

呼
ん
だ
の
ア
ル
ゴ
だ
ろ

か

 

ん

と

を
組
ん
で

み
を
返
し
て
お
く

 
や
ら
れ
た

と
ば
か
り
に
少
年
は
苦

を
浮
か
べ
た

キ

リ

ト

 
先

を
直

る

紺
の
少
女

の
横
を
追
い

い
て

け
る
黒
の
女
性
が
声
を

り
上

た

し
く

名
呼
び
を
し
な
か

た
の
は
彼
の
義
理
の
姉
の
一
人
ユ
イ
だ

た

 
少
女

の
可
愛面
い
さ影

を
残
し
た
ま
ま

な
要

も

ん
だ
怒
り
の

で
女
性
が
少
年
に
突
進

し
た
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そ
の
速

全
力
投

そ
の
も
の
で
あ
る

 
体
重
で

に
も
勝
て
な
い
少
年
は

き

め
よ
う
と

を
広

事
実
キ

チ
し
た

間
に

に
手
を
回
し
て
い
た
が

彼
女
が
味
方
に
つ
け
て
い
た

性
の
力
に
負
け
て
引
き
倒
さ
れ
る

ず
ざ
ざ
ざ
ざ

と

そ
の
ま
ま
ボ
ス
フ
ロ
ア
の
出

手
前
ま
で

て
い

た

 

彼
の
ア
バ
タ

ア
カ
ウ
ン
ト
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
引
継
ぎ
だ
と
し
た
ら

イ
ン
・
ア
ブ

バ

は

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

と
今
更
な
疑
問
を
浮
か
べ
な
が
ら
少
年
と
女
性
の

ま
で
歩
く

ら
に

け
付
け
た
ユ

ウ
キ
達
が

ん
だ

悔
し
そ
う
に
し
て
い
る
理
由
は

え
る
ま
で
も
な
い

 
怒
り
を

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
理
由
も

め
て

ま

た
く

あ
な
た
と
い
う
人
は

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
再

を
果
た
し
て
一
番
に
来
て
く
れ
る

か
と
思

て
た
の
に
ま
さ
か
こ
ん
な
ト
コ
に
直
行
す
る
な
ん
て

 
私
は
ち

と
怒

て
ま

す
よ

 
そ
も
そ
も
で
す
ね

四
日
の

夜
と
は

え

入

す
る
程
の
重
体
だ

た
あ
な

た
が
た

た
一

間
の

だ
け
で
再
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
も

容
認
し
切
れ
な
い
事
な
の
に

え
超
高

ダ
ン
ジ

ン
に

身
突
入
す
る
と
か
い

た
い

を

え
て
い
る
の
か
と
小
一

時
間

ど
問
い

め
た
い
く
ら
い
で
す
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と

り
状

で

ん
す
か
怒
り
を

わ
に

う
女
性
ユ
イ

 

ら
れ
て
い
る
少
年
は
あ
は
は
と
苦

の

み
を
浮
か
べ

参
の
ポ

ズ
を
取

て
い
た

見
よ
う
に
よ

て
は

の

ポ

ズ
に
見
え
な
く
も
な
い

 
そ
の
二
人
の

ら
に

色
の
女
性

も
う
一
人
の

の
姉
ス
ト
レ
ア
が
立

た

そ
う
だ
よ

事
情
は
い
ち
お
う
知

て
る
け
ど
さ
ア
タ
シ
達
ホ
ン
ト
に
心
配
し
て
た
ん

だ
か
ら

 

紺
の

剣
を
地
面
に
突
き
立
て
少
年
の

手
を
持

て
ユ
イ
の
下
か
ら
引

こ

い
た
ス

ト
レ
ア
は

自
分
の
眼
前
に
彼
を

り
下

た

 
む

不

気
に

を

ら
ま
せ
て
い
る
の
は
天
然
な
の
か

な
の
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
あ
ざ
と
い
な

と
い
う
の
が
自
分
の

感
だ

た

ま

キ
リ
ト
の
事
だ
し

 
間
違
い
な
く

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に

か
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど

一
人
で
行
こ
う
と
す
る
の
は
ち

と

け
な
い
か
な

 
お
せ

き

は

れ
な
い
か

も
よ

 
そ
う

て
少
年
の
手
を
離
し
た
後

地
し
た
少
年
の

に
手
を

い
た
ス
ト
レ
ア
は
ぐ

る
り
と
こ
ち
ら
に

を
向
け
さ
せ
た
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横
に

ぶ

な
か
ま

達
の

は

な
が
ら
怒
り
も

え
た
そ
れ

お

お
手

ら
か
に

だ

て

ど
う
す
る

み
ん
な

 
ス
ト
レ
ア
が
ア
ル
カ
イ

ク
ス
マ
イ
ル
を
浮
か
べ
な
が
ら

水
を
向
け
る

 

み
ん
な

は

猛
な

み
を

面
に
浮
か
べ

  

不
・
許
・
可

 
だ

て
さ

デ
ス

ネ

 
声
を

え
て
の
断

に

キ
リ
ト
が

め
を
悟

た

い
声
を
上

ス
ト
レ
ア
も
陽
気
に

た
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仮

こ
れ
が

仮
想
現
実
に
あ
る
も
の
だ
と
し
て
も

 
仮

そ
れ
が

現
実
で
は
物
理
的
に
得
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
し
て
も

 
仮

そ
こ
に

る
人
が

実
在
の
人
間
で
な
い
の
だ
と
し
て
も

 
仮

万
人
が
認
め
る
よ
う
な

真

な
在
り
方
で
な
い
と
し
て
も

  

の
し
あ
わ
せ
は

こ
こ
に
結
実
し
て
い
る

 



 三幕 〜戦うワケ〜

 
三
幕
 

戦
う
ワ
ケ

  

点

掲
示
板

ユ
イ

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

掲
示
板
は
あ
く
ま
で
ネ
タ
な
の
で

ガ
チ
で

え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

予

線

 
英
雄

覇
王
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

生

其
の

 
４
４
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
が
ダ
ン
ジ

ン
に
突
入
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
で
二
十
分
経
つ

だ
け
ど
ア
ル
ゴ
ネ
キ
の

書
き

み
が
ま
だ
だ
な

そ
ん
な
に
手
が
離
せ
な
い
と
い
う
事
か
ね
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４
４
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
な
ん
じ

ね

  
４
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
邪
神
と
戦

た
事
が
あ
る
か
ら
分
か
る
け
ど
ア
イ
ツ
ら
に
ハ
イ
デ

ン
グ
と
か
全
く

か
な

い
か
ら
な

認
さ
れ
な
け
れ
ば
い
い
け
ど

認
さ
れ
る

に
い
る
と
問

無

で

破
さ
れ
る

 
正
直
邪
神
は

候

／
ス
カ
ウ
ト
の
天

だ

  
４
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ゲ

ジ
も

も
多
い
し

ボ
ス

い
な
ん
だ
ろ
う
な

  
４
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
逆
説
的
に
ア
ル
ゴ
ネ
キ
の

報
が
無
い

キ
リ
ト
が
最
高

ダ
ン
ジ

ン
を

独

破



 三幕 〜戦うワケ〜

中
と
い
う
事
か

 
な
に
そ
れ
あ
た
ま
お
か
し
い

  
４
４
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４
４

 
一

あ
た
ま
お
い
し
い

に
空
目
し
て
し
ま

た

   
４
４

名
無
し
の
ア
ラ
フ

フ

 

４
４
８

 
勝

  
４

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４
４

 
数
年
前
の

シ

ゲ
キ

ラ
ネ
タ
持

て
く
る
の
や
め

や
ｗ
ｗ
ｗ
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４

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ど

こ
と

 
ア
ラ
フ

フ
が

で

シ

ゲ
キ

ラ

て
な
る
の

  
４

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４

２

 
数
年
前
一
世
を
風

し
た
一
大
コ
ン
テ
ン
ツ
の

シ

ゲ
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
殺
人
事
件
ミ

ス
テ
リ

ネ
タ
が
あ

た
ん
よ

そ
こ
で
メ
イ
ン
キ

ラ
の
一
人
が
殺

さ
れ
て
な

実

は

秘

で

労
が
取
れ
る
ま
で
死
ん
だ
よ
う
に

て
た
だ
け
な
ん
だ
が
メ
イ
ン
キ

ラ
が
倒
れ
た

時
点
で
は
殺
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
そ
れ
を
す
る
候
補
と
し
て
真

先
に
上
が

た
の
が

ア
ラ
フ

フ

も
と
い
う
さ
ん
く
さ
さ

開
の

さ
ん
キ

ラ
だ

た
ん
だ

 
そ
の
疑
い
が

が

た
直
後
外

か
ら
客
観
的
事
実
と
共
に

定
さ
れ
た
時
ア
ラ
フ

フ
が

勝

て

た
の
が

ネ
タ

  
４

３
名
無
し
の
プ
レ
イ
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罪
界
の
ナ
ポ
レ
オ
ン

て

わ
れ
た
程
だ
か
ら

か
事
件
が
あ

た
ら

疑
わ
れ
て
た

ん
だ
よ
な

 
実

は

快
な
ダ
デ

バ

テ
ン
ダ

な
ん
だ
が
ア
レ
は
多
分
主
人

の
善
性
に
引

ら
れ
て
た
だ
け
で

本

は
策
謀
家

そ
れ
を
み
ん
な
分
か

て
た
か
ら
真

先
に
疑
わ
れ
た

  
４

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
の
キ

ラ
が
出
て
か
ら

し
か

た
ら
と
り
あ
え
ず
疑

と
け
的
な
ネ
タ
キ

ラ
だ

た
よ
ね

  
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
ガ
チ
に
な
る
と
超
か

け

ぞ

決
め
手
に
魔
弾
を
使

た
と
あ
る
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
で

れ
て

引
け
る
機
会
が
あ
る

に
躍

に
な

て
金
を

か
し
た
事
を
覚
え
て
い
る

 
な
お

け

か
は
お
さ

し
で
あ
る

ガ
チ

は
悪
い
文
明

  
４

名
無
し
の
プ
レ
イ
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４

引
け
る
機
会
が
あ
る

に

け

か
は
お
さ

し

 

サ

ビ
ス
終
了
ま
で
引
け
な
か

た
ん
だ
な

推
し
を

  
４

名
無
し
の

北
者

４

 
や
は
り
ガ
チ

は
悪
い
文
明

怨

  
４

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
他
の

シ

ゲ
と

べ
て
も

出

は

い

て

わ
れ
て
た
よ
ね

始
め
て
速
攻
で
推

し
キ

ラ
が
来
て
く
れ
た
お

で
躍

に
な
ら
な
か

た
か
ら
か
そ
こ
ま
で
気
に
な
ら
な
か

た
け
ど
さ

 
一
部
声

は

グ
ラ
ン
ド
ガ

チ

と
か

わ
れ
る
く
ら
い

金
し
て
た
な

  
４

名
無
し
の
プ
レ
イ
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金
は
家

ま
で

出
る
ま
で
回
せ
ば
実

１
０
０

福

で
来
て
く
れ
た
ら
実

無

福

は
有

 
色

あ

た
よ
ね

人
間
の
業
の
深
さ
を
見
れ
る
事
も

め
良
い
ゲ

ム
だ

た
よ

意
味

不
明
な
格

が

多
か

た

  
４

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

集
決
戦

殺
し
た
い
け
ど
死
ん
で
欲
し
く
は
な
か

た

断

魔
が
⻑
い

 
ホ
ン
ト
に
な

  
４

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や

人
間
い

ん
滅
ぶ
べ
き
な
の
で
は
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４

２

鼠

 
そ
れ
キ

の
前
で

て
ミ

  
死
ね
る
か
ら

  
４

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

   
４

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ

い
や
ヒ
ト
の
身
勝
手
な
欲
と
か
感
情
と
か
で
悪
堕
ち
し
た

面
持

て
た
な

  
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
下
手
な
オ
ル
タ
化
よ
り
よ

ど
闇
堕
ち
し
て
ま
し
た
ね

  
４

名
無
し
の
プ
レ
イ
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す
ま
な
い

 

か
い
よ
う
だ
が

オ
ル
タ
化
と

う
よ
り
は
黒
化
の
方
が
近
い
気
が
す
る

一
個
人
の

面
を
切
り
分
け
た
存
在
や
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
オ
ル
タ
化
で
あ

て

全

部

く
る
め
た
闇
堕
ち

は
黒
化
だ
か
ら
な

 
ア
イ
ツ
の
ホ
ロ
ウ
は

後
者
な
ん
だ
か
ら
黒
化

て

た
方
が
い
い
ぞ

  
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
い
加

ス
レ
ち
ネ
タ
や
め
よ
う

こ
の
話

ヘ
タ
に
し
て
る
と
解

違
い
で
論
争

き

る
し

も
来
る
か
ら
さ

 
我
ら
が
ア
ル
ゴ
ネ
キ
が
帰
還
し
た
ん
だ

速

し
よ
う
じ

な
い
か

  
４

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
だ
な

 
で

ア
ル
ゴ
ネ
キ

ど
う
だ

た
ん
だ
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４

鼠

 
タ
ダ
で
情
報
を
教
え
る
な
ん
て

業

ホ
ン
ト
は
イ

な
ん
だ
け
ど
ナ

 
ま

キ

が
全
力
出
す

件

い
か
ら

特
別
だ

  
４

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

件
み
た
く

う
の
や
め
て

  
４

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４

０

 
だ
か
ら
そ
の
ネ
タ
も
う
や
め

に

  
４

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４

１

 
真
面
目
に
ス
マ
ン

か
し
く
て

つ
い
な

 

４



 三幕 〜戦うワケ〜

 
そ
れ
で

そ
の

件

て
ど
ん
な
内
容

  
４

３

鼠

 
打
つ
の
面
倒
だ
か
ら
中
継
動

の
リ
ン
ク

る

も
う
そ
ろ
そ
ろ
で
説
明

け
ら
れ
る
と
思

ウ 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
ス
ト
リ

ム
サ
イ
ト
に

ぶ
か
ら

意
ナ

  
存
亡
を

け
た
戦
い
・
Ａ
Ｌ
Ｏ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ａ
ｌ
ｏ
ｙ
ｏ
ｔ
ｕ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
ｕ

  
４

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ち

と

て

 
タ
イ
ト
ル
が

に
不
穏
な
ん
だ
が

  
４

名
無
し
の
プ
レ
イ
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英
雄

コ
イ
ツ

い
つ
も
存
亡

け
た
戦
い
に

い
て
ん
な

  
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

わ
れ
て
る
の
で
は

  
４

魔
女

 
あ
な
が
ち
間
違

て
な
い

  
４

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４

 
ま
た
あ
ん
た
か

 
そ
し
て
そ
れ
し
か

え
ん
の
か

  
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４



 三幕 〜戦うワケ〜

 
出
た
な

覇
王

ス
レ
に
出
る

に
は
あ
な
が
ち
間
違

て
な
い
し
か

わ
な
い
魔

女

サ
ン

 
略
し
て
魔
女
サ
ン

  
４
８
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４

 
な

よ

て

お
う
と
思

た
の
に
最
後
ｗ
ｗ
ｗ

 
略
で
す
ら
ね

よ
ｗ
ｗ
ｗ

  
４
８
１
名
無
し
の
神

 

者
に
多
く
見
ら
れ
る

で
も
略
そ
う
と
す
る

向

実
に

デ
ス
ね

  
４
８
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４
８
１

 
ま
た

か

き
や
が

た
ぞ
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に

す
る

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
繋
が
る
ダ
ン
ジ

ン
に
キ
リ
ト
が

身

り

ん
で

い
る

 
ア
ル
ゴ
か
ら
そ
の
一
報
が
届
い
た
時
一

間
ぶ
り
と
な
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
を
果
た
し
た

私
達
は

に
動
い
た

メ
ン
バ

は
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
を
攻
略
し
て
い
た

と
変
わ
ら
ず

強
い
て

え
ば

レ
イ
ン
に
引

付
い
て
セ
ブ
ン
が

る
事
く
ら
い
だ

た

 
不
問
に
近
い
と
は

え
現
状
の

学
者
人
生
は

断
た
れ
た
に

し
い
彼
女
は

に
制
裁

を

け
た
も
同
然
で
あ
り
自
分
達
も

罪
を

け
容
れ
て
い
る
の
で
多
少
ギ
ク
シ

ク
し
た

空
気
こ
そ
あ
る
も
の
の

ね
険
悪
で
は
無
い
空
気
だ

た

 
彼
女
の
事
を
気
に
す
る

も
な
い

ど
焦

に

ら
れ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
を
解
決
に
導
い
た
キ
リ
ト
は
そ
れ
か
ら
四
日
間
生
死
の
境

を

い
三
日
の

を
経
て
復
帰
し
た

だ
が
ど
う

え
て
も
四
日

夜
し
た
く
ら
い
で

入

す
る
程
に
は
な
ら
な
い

直
前
ま
で
し

か
り
食
事
を
摂

て
い
て

点

に
よ
る

・
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水
分
補

も
さ
れ
て
い
た
以
上

失

に
よ
る

弱
は
候
補
か
ら
外
れ
る

そ
も
そ
も
そ
れ

で
体

を

す
の
は

性
的
な
状

が
大
き
く

与
し
て
い
る

 

原
因
は
分
か

て
い
る

 
い
や

分
か

た

と
い
う
の
が
正
確
だ

 
現
実
に
肉
体
を
持
た
な
い
自
分
達
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

ビ
ス
が
止
ま

て
い
る
間

ユ

ミ
ル
の

オ
フ

ス
サ

バ

に
構

さ
れ
た

空
間
で
日

を
過
ご
し
て
い
た

オ

プ
ン
空
間
で
な

く
ゲ

ム
要

の
欠
片
も
無
い
そ
れ
は

来
的
に
バ

チ

ル
ス
ク

ル
や
ホ
ス
ピ
ス
を

す
る

の

験
空
間
で
あ
り
つ
ま
り
電
子
書

や
ビ
デ
オ
テ
レ
ビ
な
ど
の
電
子
的

に

ん
だ
空
間
だ

 
約
一

間
を
過
ご
し
た
そ
の
空
間
は
遠
隔
か
ら
の
ビ
デ
オ

話
や

信
も

信
で
き
る
よ
う

に
な

て
い
た

 
つ
ま
り
今
日
の

方
か
ら
ダ
イ
シ

・
カ
フ

に
て
開
か
れ
た
パ

テ

の
様
子
も
私

達
は
見
て
い
た

た
だ
し
キ
リ
カ
の
事
を

慮
し

像
・

声
を
繋

た
の
は
和
人
が

故

七
色

士
の

に

わ

た
か

と
い
う

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

の
始
ま
り
か
ら

終
わ
り
ま
で
話
す
時
だ

た
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信
が
繋

ら
れ
た
の
は
話
し
始
め
だ

た
の
で

然
な
が
ら

千
冬
と
の
対
話
も

見

き
し
た
の
だ
が

そ
れ
は
い
ま
重
要
で
は
な
い

 
重
要
な
の
は

千
冬

が
立
ち
去

た
後
に
語
ら
れ
た
事

和
人
と
日
本

と
の
間

に
交
わ
さ
れ
た

契
約

の

に
つ
い
て
だ

 

コ
ア
を
体
内
に

め

ま
れ
て
い
る
彼
は

が
持
つ
機
能
の
全
て
を
リ
ミ

タ

無
し

で
行
使
出
来
る

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
武
器
を
取
り
出
す
機
能
の
制
限
も
無
く
な
り
自
在
に

を

れ
る
よ
う
に
な

た
い
ま
設

さ
え
あ
れ
ば
ど
ん
な
物
品
も

出
来
る
し

我

も
必
要
な
た
ん

く

や
鉄
分
な
ど
の

を
補

す
れ
ば
立
ち
ど
こ
ろ
に
修
復
で
き
る

 
そ
れ
の
応

で

彼
は

を

し

一

の
演

理
限
界
を
引
き
上

た

 
反
面

ブ
ド
ウ

の
消

が
極

に
速
く
な
り

は

し
や
す
く
な

た

 
そ
れ
も
全
て
は
根
強
く
残
る
女
尊
男

風

を

す
る

経
済

壊
の
危
機
に
あ
る
国
の

未
来
を
救
う

と
い
う

の
意

と

彼
が

に
求
め
る

み
ん
な

の

本
的
人
権
の

保
守

と
い
う
希
望
を
同
時
に
叶
え
る

だ

た

 

血

状

に

た
り

今
回
の
事

対

で

死
レ
ベ
ル
ま
で
容

が
悪
化
し
た
の
は

そ
の

契
約

を
履
行
す
る

に
必
要
な
手

を

じ
た
が
故
の
反
動
だ

た
の
だ
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あ
な
た
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

と
弓
使
い
の

間
は
問
う
た

 
少
年
は

そ
れ
に

と
返
し
た

 
自
分
が
生
き
た
い
と
願

た
の
は

復
讐
を
二
の

に
し
て
い
る
の
は

み
ん
な

が
平
穏

に
生
き
る
未
来
が
あ
る
か
ら
だ
と

そ
の
未
来
に
行
き

く

に
は
不
可
欠
な

だ
と

少
年

は

静
に
彼
ら
彼
女
ら
を

し
た

 
リ

フ

達
は
そ
れ
に
理
解
を
示
し

無
理
を
し
な
い
よ
う
伝
え
た
上
で

か
ら
三

五

帰

た

そ
れ
が

後
九
時

の
事

  
生
死
の
境
を

て
い
た
と
知

て
い
れ
ば

の
根
の

か
ぬ
内
に
高

ダ
ン
ジ

ン
に
突
入
し
た
と

け
ば

で
も
焦
る
だ
ろ
う

  
だ
か
ら

も
う
無

に

し
い

セ
ブ
ン

少
女

と
り
に
構

て
ら
れ
な
か

た

 
明
日
の
仕

み
の

に
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い
エ
ギ
ル
の
代
わ
り
に
セ
ブ
ン
を
加
え
た
私
達
は

フ
ル
レ
イ
ド
の

分
程

の
人
数
で
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
最

の
ダ
ン
ジ

ン
へ
と

み
入

た
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も
入

た
事
が
無
か

た
の
で
一
か
ら
の
探
索
に
な

た
が

⻑
に
す
る

に
も
い
か
な

い
の
で

常
の
ナ
ビ
ピ
ク
シ

と
一
味
も
二
味
も
違
う

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

つ
ま
り
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
一
部
だ

た

と
し
て
の
権
限
を
フ
ル
活

し

未
探
索

の

地

デ

タ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
最

へ
の
最

ル

ト
で
集

を
導
い
た

 
恐
ろ
し
い
の
は

少
年
の
進
行
速

だ

た

 
彼
が
突
入
し
て
か
ら
五
分
足
ら
ず
で
自
分
達
も
突
入
し
た
の
だ
が

地

デ

タ
を
参

す

る
に
あ
た
り

め
て

出
来
た
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
の
プ
レ
イ

は

そ
の
時
点
で
ダ
ン

ジ

ン
の
三
分
の
一
を

破
し
て
い
た
の
だ

し
か
も
ル

ト
は
最

に

く
最

の
も
の

き

す
前
に
一

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行

た
事
が
あ
る
と
い
う
話
だ

た
か
ら
そ
の
時
に

た
ル

ト
を

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
は

せ
た

 
し
か
し

彼
は

ロ
で
あ
る

 
ア
ル
ゴ
は
ハ
イ
デ

ン
グ
で

行
す
る
と
メ

セ

ジ
に
書
い
て
い
た

ハ
イ
デ

ン
グ
を
見

破
る
達
人
の
彼
に
見
つ
か

て
い
る
か
は
不
明
だ
が
仮
に
見
つ
か

て
同
行
し
て
い
た
と
し
て

も
た

た
一
人
増
え
た
程

で
ダ
ン
ジ

ン
の
Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
す
ス
ピ

ド
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
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そ
れ
な
の
に
進
行
速

は
自
分
達
と

で
あ
る
事
に

を

く
と
共
に
大
い
に
焦

の
感
情
に

ら
れ
立
ち
は
だ
か
る
モ
ン
ス
タ

の

く
を
三
人
分
の

武
器
で

滅
し
た

 
そ
う
し
て

二
十
分

ど
掛
け
て
ど
う
に
か
少
年
の
下
ま
で

し
た
の
が

数
分
前
の
事

 

ツ
ン
ヘ
イ
ム
へ
行
く
た
め
の
ダ
ン
ジ

ン
の
最

ま
で
突
き
進
ん
だ
少
年
に

け
付
け
た
面

子
の

全

で
自
身
を
労
わ
る
よ
う

し
た
の
が

さ

き
ま
で
の
事

 
い
ま
は

ツ
ン
ヘ
イ
ム
で

が

き
て
い
る
の
か
を
問
い

し
て
い
た

 
遠
回
し
に
そ
れ
は
い
ま
あ
な
た
が
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
イ
コ

ル
命
を

け
る
べ
き

事
か
と
問
う
て
い
る

契
約

に
つ
い
て
シ
ウ
ネ

ジ

ン

ノ
リ

テ

チ

タ
ル
ケ
ン

レ
コ
ン
は
知
ら
な
い
が
そ
れ
で
も
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
そ
の

か

の

像
を

知

て
い
る
以
上

そ
の
ニ

ア
ン
ス
は

し
て
い
る

だ

時
間
が

し
い

歩
き
な
が
ら
話
す

 
問
い
に
対
し

彼
は
ど
こ
か

が
無
い
様
子
で

を
返
し
た

 
一

間
と

を
見
合
わ
せ
る
が
仕
方
な
し
と
後
を
追
う

越
し
に
こ
ち
ら
を
見
て
い
た

少
年
は
本
格
的
に
足
を
速
め
た

そ
れ
で

キ
リ
ト
は

で

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行
こ
う
と
す
る
の
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ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

壊
を
食
い
止
め
る

だ

は
い

 
返
さ
れ
た

え
に

ユ
ウ
キ
が

狂
な
声
を
上

た

 
つ
か
つ
か
と
ボ
ス
フ
ロ
ア
か
ら

ツ
ン
ヘ
イ
ム

へ
の
回
廊
を
歩
き
な
が
ら
キ
リ
ト
が
話

を

け
た

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
は
大
別
し
て
六
眼
四

の
人
型
と
動
物
型
の
二
種

の
邪
神
が
い
る
の
は

知

て
る
な

 

も
ロ
キ
を
脱
獄
さ
せ
て
か
ら
知

た
ん
だ
が
ア
レ
ら
は
人
型
が

の
動

物
型
は

の

人

の

属
ら
し
い

の

人

も
し
か
し
て

古
エ

ダ
の

の

人
の
事
か
し
ら

 
北
欧
神
話
系

の
本
で
も

ん
で
い
た
の
か

シ
ノ
ン
が
小

を

な
が
ら

う

そ
れ
は
知
ら
な
い
け
ど

と
も
あ
れ

属
が

る

て
事
は
そ
れ
ら
を

い
る

人
が

て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う

 

は
以
前
そ
の

人
を
倒
し
に
来
て
た
ん
だ

で
も

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
だ

け

 
ア
レ
は
倒
さ
な
か

た
の

 

な

で
セ
ブ
ン
が
問
う
と

キ
リ
ト
が
う
へ

と

い
た

な
表
情
を
し
た

一

は
倒
し
た
よ

と

て
も
決
闘
形
式
だ

た
か
ら
全
損
は
し
な
か

た
ん
だ
が
勝
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た
ら
付
い
て
行
く

て

て

か
な
く
て
な

ど
う
せ

き

し
さ
れ
た
ら
ク
エ
ス
ト
状

も

リ
セ

ト
さ
れ
る
と
思

て
保
険
と
し
て

し
た

話
が

れ
た
な

 

な

線
を
銀
髪
の

妖
精
に
向
け
た
後

彼
は
前
に

線
を
向
け
直
し
た

そ
も
そ
も

人
を
倒
し
に
向
か

た
理
由
は
神
話
上
の
ラ
グ
ナ
ロ
ク
に

け
る
主

が
オ

デ

ン

い
る
神

と
ロ
キ

い
る
魔
獣
と

人
達
だ

た
か
ら
だ

神
話
上
の
ラ
グ
ナ
ロ
ク

は
世
界
を

壊
さ
せ
る
程
の

し
い
戦
い
だ

た
と

く

つ
ま
り
舞

と
な
る
ア
ル
ヴ
ヘ
イ

ム
が

壊
す
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い

そ
れ
は
そ
う
で
す
ね

世
界
を

壊
さ
せ
る
事
も
許
容
す
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス

テ
ム

で
動
か
さ
れ
て
い
る

で
す
し

 

像
と
し
て
世
間
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

は

形
も
無
く

壊
し

た

そ
れ
を

者
の

を
し
た
カ

デ

ナ
ル
は
デ

タ
消
去
の

的
表
現
と

て
い

た
が
あ
の

壊
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
完
全
制
覇
さ
れ
た
後
の
セ
レ
モ
ニ

的

い
と
し
て
事
前
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
た
事

で
あ
る

 
つ
ま
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

い
て
は
そ
れ
の
完
全

コ
ピ

で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
カ

デ

ナ

ル
・
シ
ス
テ
ム
に
は
ワ

ル
ド
マ

プ
を
全
て
破
壊
す
る
権
限
が
あ
る
事
を
証
明
し
て
い
る
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ま
た

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト

に
フ

ル
ド
が
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
事
は

定
出
来
な
い

 
そ
れ
の
原
型
と
な

て
い
る
の
は

も
が
知
る
と
こ
ろ
の
北
欧
神
話
に

け
る
最
終
戦
争
そ

の
も
の
だ

そ
れ
に
登
場
す
る
オ

デ

ン
ロ
キ
と
い
う
神
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
登
場
し
て
お
り
ラ

グ
ナ
ロ
ク
ま
で
の
経

も

て
い
る
以
上

そ
れ
が

き
る
事
は
明
ら
か
だ

 
更
に
彼
が

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の

人

に
つ
い
て
知

た
の
は

ロ
キ
か
ら
だ
と
い
う

 
神
話
に

い
て

人

は
ロ
キ
に

さ
れ
オ

デ

ン
の

と

対
す
る
形
で
戦
争
に
参
じ

て
い
た

 
決
し
て
ロ
キ
の
味
方
で
は
な
い
が
オ

デ

ン
の

で
は
あ
る

そ
の
た
め

列
を
二
分
化

す
る
と
ロ
キ

に
配
さ
れ
る

 

人

は
北
欧
世
界
に

け
る
主
神
オ

デ

ン
を
殺
め
世
界
の
新
た
な

配
者
に
な
ろ
う

と
企
て
て
い
た
と
さ
れ
そ
こ
を
ロ
キ
に

き
付
け
ら
れ
動
い
た
と
い
う

そ
の

が
ム
ス

ル
ヘ
イ
ム
に

た

の

人
ス
ル
ト
と
さ
れ
る

い
ま
の
と
こ
ろ

の

人
は
お
ろ
か
そ
も

そ
も
ム
ス

ル
ヘ
イ
ム
実

の
話
す
ら
無
い
が
そ
こ
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
あ

る

ク
エ
ス
ト
自
動
生
成
機
能

に
よ
る
ア
レ
ン
ジ
だ
ろ
う

人

と
い
う
要

が
あ
る
以
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上

ロ
キ

と
い
う
神

オ
ブ
ジ

ク
ト
に
付

す
る
に
は
十
分
だ

 
ラ
グ
ナ
ロ
ク
が
神
話
上
で
あ
り
九
つ
あ
る
世
界
全
て
に

ぶ

で
あ
り

カ

デ

ナ
ル
・

シ
ス
テ
ム
に
フ

ル
ド
破
壊
権
限
が
あ
る
以
上
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

壊
の
予
想
は
決
し
て

え
過
ぎ
で
は
な
い

そ
れ
で
最
初
に

た
理
由
に
繋
が
る
ん
で
す
ね

そ
の

り

ま

Ａ
Ｌ
Ｏ

壊
を

止
す
る
理
由
は
他
に
も
色

あ
る
ん
だ
が

Ａ
Ｌ
Ｏ

が
無
く
な
る
と

そ
の

色

と

る

か
ら

 
ち
ら
り
と

私
や
ス
ト
レ
ア
を
見
て

彼
は

た

 
そ
れ
で
悟
る

彼
の

う

る

と
い
う
の
は

仮
想
世
界
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
て

の

私
達
と
触
れ
合
え
る
の
に

Ａ
Ｌ
Ｏ
が
無
く
な

て
は
出
来
な
く
な
る
か
ら
だ
と

 

仮
想
世
界
と
一

に

て
も
そ
の

境
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
そ
れ
以
外
と
で
大
き
く
異
な
る

 

技
術
と

ナ

ヴ
ギ
ア

を
開
発
し
た
第
一
人
者
は

場

で
あ
り

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｐ
Ｇ
最
初
の
タ
イ
ト
ル
も
彼
が
発
明
し
た
も
の
だ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
発

さ
れ
る
ま
で
に
フ
ル
ダ
イ

ブ
ゲ

ム
は

つ
も

さ
れ
て
い
た

そ
れ
か
ら
二
年

が
経
つ
今
最
初
期
の
知
育
や
パ
ズ

ル
ゲ

ム
な
ど
か
ら
進
化
し
て

性
が
あ
る
程

あ
る
ゲ

ム
が
出
て
き
た
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

べ
る
と
や
は
り

の
面
で
は
大
き
く

る

 

技
術
の

と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
が

取
り

さ
れ
て
い
た
の
は

七
色
・
ア
ル
シ

ビ

ン
が
プ
レ
イ

と
し
て

し
出
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
そ
の

が
他
を
圧
倒
し
て
い
る
か
ら

に
他
な
ら
な
い

 
そ
の
理
由
は
明
白

天
災

ノ
之
束

を
以
て
し
て
も
破
れ
な
い
セ
キ

リ
テ

と
完
全

自
律
性
を
誇
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
有
無
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
開
発
し
た

ア

ガ
ス
に
務
め
て
い
た

郷
が
コ
ピ

し
た
シ
ス
テ
ム
を
流

し
て
い
る
が
他
の

ゲ

ム
は
流

し
て
い
な
い

 
仮
想
世
界
の

境

応
演

に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
を

ん
で
い
る
か

な
い
か
が
Ａ
Ｌ

Ｏ
と
そ
れ
以
外
の
決
定
的
な
差
と
な

て
い
た

 
そ
し
て

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て

カ

デ

ナ

ル
・
シ
ス
テ
ム
の
一
部
だ

た
私
達
は
今
も
そ
の
機
能
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
持

て
い
る

 
独
立
し
て
動
い
て
い
る
と
は

え
そ
れ
は

を
変
え
た
だ
け
の
話
で
あ
り
依
然
と
し
て

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
恩

に
あ
や
か
ら
な
け
れ
ば
仮
想
世
界
で
動
く
事
は
出
来
な
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い

声
・

像

信
の
や
り
取
り
は
可
能
で
も

ア
バ
タ

で
の

触
は
不
可
能
だ

と

し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
フ

マ

ト
が

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

に
し
た
も
の
だ
か
ら

変
更
も
不
可

 
カ

デ

ナ
ル
以
外
の
シ
ス
テ
ム
を

い
た
ゲ

ム
で
自
由
に
動
き
回
る
と
な
れ
ば
そ
れ
専

の
エ
ン
コ

ド
を
掛
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

応
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
い
ま
の
技
術
で

そ
れ
が
出
来
る
の
は
天
才
二
人
だ
け
で
あ
る

 
つ
ま
り

と
い
う

面
に
限
定
す
れ
ば
私
達
が
そ
れ
を
自
由
に

で
き
る

境
は

現
状
Ａ
Ｌ
Ｏ

と
つ
の
み

 
だ
か
ら

彼
は

壊
さ
せ
ま
い
と
動
い
て
い
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

キ

 
無
理
を

し

そ
う
と
す
る
の
は

く
イ

だ
し
許
し
た
く
は
な
い

だ
か
ら
こ
の
後
の

行
動
に
つ
い
て

件
を
付
け
る
か
場
合
に
よ

て
は
無
理

理
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
せ
る
事
も

え
て
い
る

 
そ
れ
で
も

彼
の
心

い
は

心
地
良
い

 

し
い
事
に
は
違
い
な
か

た
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ん

 
少
年
と
目
が

ち
り
と
合
う
も

ず
か
し

に
す
ぐ
背
け
ら
れ
て
し
ま

た

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

つ
ま
り
キ
リ
の

が

て
る
の

て
姉

こ

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

の

ク
ラ
イ
ン
が

得
し
た
と
ば
か
り
に

う

と
こ
ろ
で
前
を

て

い
た
キ
リ
ト
が
速

は
そ
の
ま
ま
に
ぐ
る
り
と
振
り
返

た

ク
ラ
イ
ン
に
焦
点
を
定
め
た
直

後

手
を
突
き
出
し
な
が
ら
指
を

ち
ん
と
鳴
ら
し
た

 
す
る
と
彼
の
⻘
い
ゲ

ジ
バ

が

か
に

れ

直
後
ク
ラ
イ
ン
の

で
ド
ン

 

と
小
さ
な

発
が

き
る

 
う

わ

 
と
絶

を
上

る
⻘
年

い
で
小
さ
な

発
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

こ
し

た
少
年
に

線
が
集
ま

た

な

な
に
す
ん
だ
よ
キ
リ
の

ん

 
怒
り
よ
り
は

き
を
多
く

ん
だ
不

の
声
に
対
し
少
年
は
つ
ん
と

を
背
け
ま
た
前
を

向
い
た

彼
の

は

い

今
の
は
ア
ン
タ
が
悪
い
わ
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う
へ

 
程
近
か

た
リ
ズ
ベ

ト
に

気
な
く

わ
れ
た
⻘
年
は

り
な
が
ら
が
く
り
と

れ

た  

そ
の
光

を
私
の

に

て
い
た
ピ
ク
シ

・
キ
リ
カ
は
む
す

と
し
た

で

め

て
い
た

   
・
キ
リ
ト

Ａ
Ｌ
Ｏ

壊
を

止
す
る
理
由
は
他
に
も
色

あ
る
ん
だ
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
が
無
く
な
る
と

そ
の

色

と

る

か
ら

 

対
人
戦
闘
経
験
を

め
な
く
な
る

経
験
不
足
で
Ｄ
ｅ
ａ
ｄ
Ｅ
ｎ
ｄ
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行
を
交
え
た
戦
闘
経
験
を

め
な
く
な
る

同
上

 

間
と
会
え
る
機
会

時
間
が

る

む

 

ユ
イ
達
の
活
動
場

が
無
く
な
る
の
で
会
え
な
く
な
る

む

 

場
の
夢
が
終
わ
る

む

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

で

感
な
時
期
な
の
で
大
問

を
引
き

こ
し
た
く
な
い

下
手
す

る
と

反
対

に

し
切
ら
れ
て

制
掛
け
ら
れ

退
す
る

全
部

 

は
希
望
と
見
ら
れ
て
い
た
七
色
が
や
ら
か
し
た
事
の
影

こ
れ
以
上
問

そ
れ

も

で

こ
す
と
マ
ズ
い
の
で

と
に
か
く
止
め
た
い

 

い
一

独
ク
リ
ア
し
て
る
の
で

気
持
ち

が
あ
る

  
・
ユ
イ

 
前
話
で
ピ
キ
ピ
キ
来
て
い
た
義
理
の
姉

 
怒
り
そ
の

か

は
ま
だ
収
ま

て
な
い
け
ど
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
自
分
達
の
事
を

慮

し
て
動
い
て
い
る
事
を
理
解
し
た
事
で
心
が

か

か
し
て
い
る

 

千
冬
と
の
対
峙
を
見
て
い
る
が
和
人
最

先
の
た
め

に
意
識
の
外
に

か
れ
て
い
る
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・
ク
ラ
イ
ン

 
思

た
事
が

に
出
ち

う
⻘
年

 
今
ま
で
は
キ
リ
ト
が

め

む
方
だ

た
の
で
そ
れ
で
よ
か

た
が
キ
リ
ト
が
吹

切
れ
た

事
で
ち

と
ズ
レ
て
し
ま
い

を
食

た

 
常
識
人
な
の
で
マ
ト
モ
に
会
話
出
来
て
い
る
間
は
キ
リ
ト
の
メ
ン
タ
ル
は
大

 
な
お

キ
リ
カ

  
・
キ
リ
カ

 

同

体
の

 
お
義
姉
ち

ん
取
ら
れ
て
ム
ク
れ

を
ず

と
ユ
イ
の

に

て
し
て
い
た

 

ユ
イ
達
が
キ
リ
カ
を

み
な
く
な
る
と

れ
な
く
闇
堕
ち
す
る
の
で

意

  
・
魔
術

 
名
称

ポ
イ
ン
ト
・
フ

イ
ア
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動
作

手

手
親
指
・
中
指
で
指

ち
ん

  
消

Ｍ
Ｐ
１

 

果

デ

テ

ル
・
フ

カ
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

で
焦
点
を
合
し
た
三

空
間

の
中
心
点
に
小

の

発
を
発
生
さ
せ
る

魔
槍
ゲ
イ
ボ
ル
ク
と
同
じ

い
の
定
め
方

 
参

ロ
イ
・
マ
ス
タ
ン
グ
大

 

セ
ブ
ン
対
峙
時
の
指

ち
ん
バ
フ
は

親
指
・
人
差
し
指

     
・
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル

あ
る
い
は

く
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四
幕
 

女
王
の
請
願

  

点

オ

ル
ユ
イ

 

数

約
九
千

 
原
作
四

冒

の
ト
ン
キ

救
出

原
作
八

キ

リ
バ

編
の
展
開
を

て

お
り
ま
す

フ

ア
リ

・
ダ
ン
ス

が
無
い
せ
い
で
ト
ン
キ

助
け
て
な
い
か
ら
ネ

 
で
は
ど
う
ぞ

  
十
分

ど
掛
け
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
数

層
分
の

ト
ン
ネ
ル
を

け

け
た
私
達
の

界
に

白
い
光
が

り

ん
だ

 
同
時
下
層
の
空
気
が
い

そ
う

た
さ
を
増
す

の

に
は
氷
の
結

が
き
ら
き
ら
と
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舞
い
始
め
て
い
た

ジ

ネ
レ

ト
・
サ

マ
ル
・
エ
レ
メ
ン
ト

タ

ゲ

ト
・
オ

ル
・
レ
ジ
ス
ト
・
ア
イ
シ

ク
ル

バ
リ
ア
シ

イ
プ

デ

ス
チ

ジ

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
が

メ魔
イ術
ジ師

も
務
め
る
シ
ウ
ネ

や
ラ
ン
達
よ
り
速
く

ら
か
に

し

た

英
語
で
構
成
さ
れ
た
そ
れ
は

Ｏ
Ｓ
Ｓ

魔
術

ん
の
二

で

え
終
え
る
と

三
十
人
に
届
こ

う
か
と
い
う
人
数
の
体
を
一

⻘
い
光
が

み

界

上
の

ゲ

ジ
の
下
に
小
さ
な
ア
イ

コ
ン
が
点

し
た

た
ち
ま
ち

手
の
コ

ト
を

ん
だ
か
の
よ
う
に

さ
が
遠
ざ
か
る

結

性
を
上

さ
せ
る

魔
法
だ

 
そ
し
て

に

わ
れ
た

穴
か
ら

び
出
し

界
に

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
全

を

え
た

お
お

 

式
サ
イ
ト
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
見
た
事
は
あ

て
も
直

ツ
ン
ヘ

イ
ム
そ
の
も
の
を
見
た
事
が
あ
る
の
は
キ
リ
ト
だ
け

彼
以
外
は

れ
な
く
感

の
声
を

ら
し

た 
眼
前
に
広
が
る
の
は
分

い
雪
と
氷
に

わ
れ
た

し
く
も
残

な
常
夜
の
世
界

明
と
な

る
も
の
は
氷
の
天

か
ら

本
も
突
き
出
す

大
な
水

の

が
導
く
い
た
地
上
か
ら
の
光
の
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み

そ
の
他
に
も

か
彼
方
の

線
に
点
在
す
る

人
の

属
の
城
や

が
⻘

や
⻩
緑
色

の

火
を

い
て
い
る

 
地
面
か
ら
天

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
地
層

ま
で
の
高
さ
は
一
キ
ロ
に
達
す
る
と
ま
で

わ
れ
て
い
る

天

に
は
世
界
樹
の
根

こ
が
無
数
に
這
い
回

て
い
る

だ
が
遠
過
ぎ
て
太

い
根
し
か
ロ
ク
に
見
え
な
い

 
地
表
の
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
が
直

百
キ
ロ
以
上
の
広
さ
を
誇

て
い
る

地
下
世
界

ツ
ン
ヘ

イ
ム
は
そ
れ
よ
り

い
と
は

え
ど
う

え
て
も
直

五
十
キ
ロ
以
上
は
確
実
だ

標
高
を

慮
す
る
と

ツ
ン
ヘ
イ
ム
一
つ
で
サ

バ

一
つ
食

て
も
お
か
し
く
な
い

無
論
ア
イ
ン
ク

ラ

ド
全
体
よ
り
は
小
さ
い
が
高
さ
と
広
さ
は

部
の
第
一
層
の

に
十

反
対

に
行

き

く
ま
で
に

時
間
掛
か
る
事
か

 
加
え
て
地
下
世
界
は

火
が
光
源
に
な

て
い
る
時
点
で
推
し
て
知
る
べ
し
レ
ベ
ル
で
陽
光

月
光
が
十
分

届
か
な
い
の
で
そ
の
二
つ
を

力
に
変
換
し
て
い
る
妖
精
の

も

然
使
え

な
い

種

特
性
と
し
て

イ闇
ン妖
プ精

だ
け
光
が
届
か
な
い
ダ
ン
ジ

ン
内
で
も

時
間
だ
け

べ
る

が
せ
い

い
二
三
分
が
限

だ

ツ
ン
ヘ
イ
ム
を

ん
で
動
く
に
は
あ
ま
り
に
足
り
な
い

 
こ
の
広
さ
と
そ
れ
に
反
す
る

動
手

の
制
限
は
一
体
一
体
が
倒
す
の
に
時
間
を
要
す
る
事
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に
定

の
あ
る
邪
神
モ
ン
ス
タ

の
強
さ
と

ま

て

ツ
ン
ヘ
イ
ム
は
不
人
気
気
味
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る

 
倒
せ
ば
見
合
う
だ
け
の
ユ
ル
ド
と
ア
イ
テ
ム
経
験
値
を
得
ら
れ
る
が
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

労
力
が
ラ
イ
ト
プ
レ
イ

に
は
キ
ツ
い
も
の
が
あ
る
の
だ

ネ

ト
の
書
き

み
に
よ
れ
ば
一

回
の
行
き
来
で
六
時
間
は
最

掛
か
る
と
か

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
入
る

の
登
⻯

に

し
い
高

ダ
ン
ジ

ン
も

破
す
る
に
は
フ
ル
レ
イ
ド
で
二
時
間
が
平

 
こ
こ
に
来
る
ま
で
三
十
分
程

し
か
掛
け
て
い
な
い
彼
の
方
が
特

過
ぎ
る

そ
う
い
え
ば
キ
リ
ト
君
本

壊
を

ぐ

に
倒
さ
な
い
と
い
け
な
い

人

て

に
い
る
の

 
一
番
に
感
動
か
ら
帰

て
来
た
の
は
レ
イ
ン
だ

た

を

り
る
間
に
そ
う
い
え
ば
以

前

人

の
話
を

い
た
よ
う
な

と
語

て
い
た
か
ら
初
め
て

く
自
分
達
よ
り
感
動
が

か

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
彼
女
の
問
い
で

と
我
に

た
私
達
は

キ
リ
ト
に

意
を
向
け
た

 
彼
は
あ
る
一
点
を
指
差
す
事
で

え
た

指
の
先
は
し
か
し
地
平
線
彼
方
で
は
な
く
地
下

世
界
の
天

を
指
し
示
し
て
い
る

更
に

え
ば
天

に
這
い
回
る

大
な
根

こ
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世
界
樹

で
す
か

 

気
に
取
ら
れ
な
が
ら
問
う

彼
は

を
横
に
振

た

よ
く
見
る
と
世
界
樹
の
根
に

え

ま
れ
た
よ
う
な
状

の
⻘
白
い
氷

が
見
え
な
い
か

あ

ホ
ン
ト
だ

 
一
番
に
声
を
上

た
の
は
フ

リ
ア

ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
に
使
う
の
か
そ
れ
と
も

ス
カ
ウ
ト候

に

使
う
の
か

望
遠

を
取
り
出
し
て
い
た

最
初
に
見
つ
け
ら
れ
た
の
は
そ
う
い
う
事
ら
し
い

 
そ
れ
を
見
て
私
は

い
ス

ル
を

え
手
の
中
に

平
な
結

を
作
り
出
し
た

遠
見
に

使
う

の
ア
イ
ス
ス
コ

プ

遠
見
氷

の
魔
法
だ

大
き
な
レ
ン
ズ
を

き

む

 
レ
ン
ズ
で
大
き
く

し
出
さ
れ
た
そ
れ
は
⻘
く

き

た
逆

形
の
氷

だ

た

そ

れ
を

の
よ
う
に

え

む
黒
い
チ

ブ
の
よ
う
な
も
の
は

世
界
樹
の
根

こ

遠
近
エ

フ

ク
ト
の
感
じ
か
ら
し
て
全
⻑
は

く
二
百
メ

ト
ル
以
上
あ
る
だ
ろ
う

内
部
は

つ
も
の

層
に

切
ら
れ
氷
の
ダ
ン
ジ

ン
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

氷

の
中
に
い
く
つ
も

の
光
点
が

じ

め
ら
れ

く
り
と

期
的
に

く
様
は

で
す
ら
あ

た

 
見
せ
て
見
せ
て

と
来
る
ス
ト
レ
ア
や
シ
リ
カ

ジ

ン
達
に
氷

レ
ン
ズ
を

し
た
私
は

無

を

く
キ
リ
カ
を

に

せ
た
ま
ま
キ
リ
ト
へ
近
づ
く
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場

は
分
か
り
ま
し
た
が

あ
そ
こ
ま
で

ど
う
や

て
行
く
ん
で
す

空

ぶ
邪
神
に

て
い
く

は
い

 
そ
の

え
に
強
い
デ
ジ

ブ
を
覚
え
る
反
応
を
返
し
て
か
ら
前
回
は
ど
ん
な
経

で
世
界

樹
の
根
に

え
ら
れ
た
氷

に

り

い
た
の
か
を

い
た

  

る
こ
と
約
十
日
前

 

の

人

の

人

を

い
る

目
を

す
る
べ
く

身

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に

り

ん
だ
キ
リ
ト
は

極

の
フ

ル
ド
を

の
風
と
光
の
力
を

い
た
高
速

動
法
を

以
て

け
回

た

 
そ
の
道
中
偶
然
に
も
邪
神
に
タ

ゲ

ト
さ
れ
更
に
キ

ン
プ

り
に

れ
て
い
た
プ
レ

イ

達
が
近
く
に

た
事
で
モ
ン
ス
タ

の

り
付
け
行

ト
レ
イ
ン
を

こ
し
か
ね

な
い
状
況
に

た

流

に
マ
ナ

レ
ス
行

を
す
る

に
も
い
か
ず
六
眼
四

の
人
型
邪

神
を

手
取
る
事
に
し
た
キ
リ
ト
だ

た
が

そ
こ
で

が

き
た

 
キ

ン
プ

り
に

れ
て
い
た
プ
レ
イ

達
は

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
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攻
略
に

い
た
も
の
の
ヴ

ク
リ
ン
デ
の

に
分
身
キ
リ
ト
が

み
全
滅
へ
と
追
い
や

た
種

帰
依
の

合
軍
プ
レ
イ

だ

た
の
だ

 

時
の
攻
略
速

で

え
ば
自
分
達
の

に
種

合
軍
最
後
に
三
刃
騎
士

だ

た

の
で

彼
さ
え

ま
な
け
れ
ば
ス
ヴ

ル
ト
最
初
の
エ
リ
ア
攻
略
者
と
な
り

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ

ロ

の
記
事
に
名
を

ね
て
い
た
可
能
性
は
あ

た
だ
ろ
う

そ
れ
を
恨
み
に
思

て
い
た
人

が
キ

ン
プ

り
レ
イ
ド
に
多
く

て

彼
ら
に
襲
わ
れ
た
の
だ
と

う

 
そ
の
時
キ

ン
プ

り
レ
イ
ド
が

手
取

て
い
た
の
は
動
物
型
邪
神
だ

た

 
動
物
型
邪
神
の
ヘ
イ
ト
は
レ
イ
ド
に
向
い
た
ま
ま
と
は

え
キ
リ
ト
は
前

を
レ
イ
ド
後

を
人
型
邪
神
で

ま
れ
た
形
と
な
り

戦
と
な

た

 

と
は

え

に
そ
の
時
点
で
数
日

夜
で
動
け
る
よ
う
手
配
済
み
の
状
況
だ

た
た

め

キ
リ
ト
に
戦
闘
時
間
の
制
限
は
無
か

た

 

を

使
す
る

を

し
み
な
く
使
い
自
身
を

う
人
型
邪
神
と
レ
イ
ド
を
上
手
く

き

時
に

い
を
け
し
か
け
さ
せ
て
共
倒
れ
を
引
き

こ
し
た
事
で

彼
は

を

れ
た

 
動
物
型
邪
神
は
そ
の
時
点
で
生
き
残

て
い
た
が

く
べ
き
事
に

出
会
え
ば

戦
闘

で
知
ら
れ
る
邪
神
は

キ
リ
ト
に

意
を
向
け
な
か

た
の
だ
と

う
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そ
れ
ど
こ
ろ
か

イ
ベ
ン
ト
が
始
ま

た
の
だ
と
か

 
そ
れ
こ
そ
彼
の

空

ぶ
邪
神
に

て
い
く

と
い
う

え
に
直
結
し
て
い
た

 

キ
リ
ト
の
話
を

き
な
が
ら
フ

ル
ド
を

り
始
め
て
数
分
足
ら
ず
で
運
よ
く
人
型

邪
神

動
物
型
邪
神
で
争

て
い
る
場
面
に
遭
遇
し
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
モ
ン
ス
タ

同
士
が
戦
闘
し
て
い
る
場
合
大
別
し
て
四
つ
の
理
由
が

え

ら
れ
る

 
一
つ
は

ど
ち
ら
か
の
モ
ン
ス
タ

が
テ

イい
ミ

ンら
グし

ス
キ
ル
に
⻑
け
た
ケ

ト
シ

プ
レ
イ

の
使

す
る

ト

で
あ
る
場
合

 
二
つ

ど
ち
ら
か
が
プ

カ

の

で
る
メ
ロ
デ

に
よ

て
煽
動
さ
れ
て
い
る
場
合

 
三
つ

惑
魔
法
に
よ

て
惑
乱
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合

 
四
つ

ク
エ
ス
ト
開
始
の
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
バ
ト
ル
の
場
合

 
い
ま
目
の
前
で

り
広

ら
れ
て
い
る
死
闘
の
内
一
つ
目
か
ら
三
つ
目
は
全
て
違
う
事
が
客

観
的
事
実
か
ら
証
明
さ
れ
る

ト
モ
ン
ス
タ

な
ら
タ

ゲ

ト
カ

ル
が
⻩
緑
色
に
な

る
が
ど
ち
ら
の
邪
神
の
カ

ル
も

モ
ン
ス
タ

を
示
す
⻩
色
の
ま
ま

空
気
を

た
す
の

は

る

る

る

る
と
い
う
雄

び
と
地

き
ば
か
り
で

な
ど
ま
る
で

こ
え
な
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い

惑
乱

魔
法

の
発
動
を
示
す
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
も
一
切
見
え
な
い

 
四
つ
目
は

ク
エ
ス
ト
を
示
す

マ

ク
が
あ
る
場
合
と
無
い
レ
ア
タ
イ
プ
が
あ
る
の

で

無
い
か
ら
と

て
イ
コ

ル
ク
エ
ス
ト
で
は
無
い
と
判
断
す
る
事
は
出
来
な
い

 
し
か
し
い
ま
は
キ
リ
ト
が
事
前
に
話
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

間
違
い
な
く
四
つ
目
で
あ

る
と
推

で
き
る

 
無
論
彼
が
遭
遇
し
た
状
況
と
は
異
な

て
い
る

そ
も
そ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
再
開
か
ら
一
時
間
経

て

い
な
い
間
に

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に

達
出
来
る
人
の
方
が
少
な
い

そ
の
た
め
今
の

ツ
ン
ヘ
イ

ム
に

る
プ
レ
イ

は
確
実
に
自
分
達
だ
け
と
断

出
来

て
状
況
の
再
現
は
不
可
能
と

え
る

 
そ
れ
で
も

し
て
い
る
と

え
る
の
は

彼
が
経
験
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
キ

が

動
物
型

邪
神
を

か
ら
救
う

と
い
う
味
方
と
し
て
の
行
動
を
取

た
事
に

因
す
る
か
ら
だ

 
テ
イ
ム
と
同
じ
よ
う
に
同
種

を
殺
し
過
ぎ
て
い
る
と
ダ
メ
か
も
し
れ
な
い
が
ロ
グ
的
に
は

彼
を

め
て
初
め
て

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
来
た
の
で

証
は
で
き
な
い

ジ

ネ
レ

ト
・
ル
ミ
ナ
ス
・
エ
レ
メ
ン
ト

ア
ロ

シ

イ
プ

デ

ス
チ

ジ

 
動
物
型
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
人
型
邪
神
に
横
合
い
か
ら

り
つ
け
る
よ
う
に
光
の

が
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し
た

ん

と
空
気
を
引
き
裂
き

ぶ
そ
れ
は

六
眼

人
の
一
番
上
の

間
に

弾
し

く

発
を
発
生
さ
せ
た

 

人
の

ゲ

ジ
が

ん
の

か
に

れ
る

 

そ
の
時
点
で

虚
空
に
無
数
の
槍
が

を
開
始
し
て
い
た

 
キ
リ
ト
だ
け
で
は
な
い

自
分
キ
リ
カ
シ
ノ
ン
が
登
録
し
て
い
る

属
性
を
持
つ
武
器

全
て
を

し
て
い
る
の
だ

六
眼
四

人
が
こ
ち
ら
に
ヘ
イ
ト
を
向
け
た
直
後
に
は
全
身

を
三

に
上
る
槍

剣
ピ

ク
な
ど
に

た
れ
る

そ
れ
ら
の
ダ
メ

ジ
そ
の
も
の
は

た
る
も
の
だ
が

人
が
一
歩
足
を

み
出
す
三

後

ゲ

ジ
は
一

で
九

を
白
色

に
変
え
たる

る
る
る
る

 
自
身
か
ら

意
を

ら
し
更
に
一

で

死
に

た

人
の

地
を
見
て
体
力
の

分

近
く
を

ら
れ

勢
に
あ

た
動
物
型
邪
神

見
た
目
は

の

に
く
ら水

を
合
体
さ
せ
た
よ
う

な
白
い
生
物

が
一

強
い

き
声
を
上

突
進
し
た

 
大

の
衝
突

 
衝
撃
と
振
動
が
地

を
揺
ら
し
た
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直
後

人
の
体
力
は

を

き
そ
の

体
は
光
へ
と

た

そ
の

大
さ
故
に

し

た
ポ
リ
ゴ
ン
の
光
も
ま
た

大

強

な
光
が

界
に
突
き

さ

た

 
一

を

ら
し

し
た
時

も
う
表
示
さ
れ
て
い
る
イ
エ
ロ

カ

ル
は
一
つ
だ
け

だ

た
る
る
る
る

 
勝

の
雄

び
ら
し
き
も
の
を
上

無
数
の

あ
し

を
高
く
掲

た

水

は
す
ぐ
に
そ
れ
を

し
て
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
来
た

彼
の
話
の

り

意
は
無
い
が
あ
ま
り
の

大
さ
に

を

む

 

裏
に
か
つ
て

れ
た
女

人
の

が
浮
か
ん
だ
が
構

さ
れ
そ
う
に
な

た
き感
う情

を

し
殺
す

 
ず
ん

ず
ん
と
足

を
揺
る
が
せ
て
近
付
き

す
ぐ
目
の
前
で

止
し
た

水

の
邪
神
は

め
て

れ
る

ど
に
大
き
か

た

人
と
戦

て
い
る
時
は

い
触
手
に
し
か
見
え
な
か

た

の
一
本
が

手
で

え
き
れ
な
い
程
に
太
い

そ
れ
が
大
木
の
よ
う
に

か
高
み
ま
で

び

か

て
い
る

の

型

体
は
輪

し
か
見
え
な
い

 

の
前
面
に
付
い
て
い
る

は
や
は
り
限
り
な
く

に
似
て
い
る

と
い
う
よ
り
エ
ラ
な
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の
だ
ろ
う
ヒ
ラ
ヒ
ラ
が

こ
い

の

に
広
が
り
下
部
か
ら
は

と
同
じ
く
ら
い
⻑
い

こ
う

ん
が
に

ろ
り
と

れ
下
が

て
い
る

 
眼
は
真

黒
い
レ
ン
ズ
上
の
物
が
片

に
三
つ
ず
つ
光

て
い
る
の
が
や
や
不
気
味
だ
が
お

む
す
び
型
に

ん
で
い
る
の
で
た
だ
恐
怖
心
を
煽

て
き
る

形
で
は
な
い

 

で
は
な
い
と
思
う
と

な
か
な
か
に
愛

の
あ
る

に
も
見
え
て
く
る

 
マ
ジ
マ
ジ
と

ぎ
見
ら
れ
ス
ク
リ

ン
シ

ト
に
収
め
ら
れ
る

水

邪
神
は
そ
こ
で

動
き
を
見
せ
た

 
二
十
本
の

を
く
る
く
る
と
内

に

り

み

の
水
平
を
保

た
ま
ま

体
を
下
し
て
い

く

数

で

体
の
下

が
ず
し
ん
と
雪
上
に
設

る
る
と
小
さ
く

く
と
今

は

⻑
い

も
体
の
内

に

め

ん
で
い
き

水

は

そ
こ
で
完
全
に
動
き
を
止
め
た

 

と

を
す

り
と
体
の
下
に
収

し
静
か
に

す
る
様
は
た
だ
の
大
き
な
お

に
し
か
見
え
な
い

 

そ
の
背
後
に

光
の

が

も
無
く
漂
い

集
し

と
つ
の
人
影
を

り
出
し
た

 
ロ

ブ
風
の
⻑
い

背
中
か
ら
足

ま
で
流
れ
る
波
打
つ
金
髪

つ
超
然
と
し
て

い
て

ど
こ
か
無
機

に
も
思
え
る

を
持
つ
女
性

し
か
し
そ
の
身
の

は
ど
う
少
な
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め
に
見

も

て
も
三
メ

ト
ル
以
上
は
あ
る

 
さ
ら
に

大

女
は
完
全
な
人
間
型
で
は
な
か

た

足

ま
で
あ
る
金
髪
の

先
は

明
の
触
手
に
変
じ
て
う
ね
り

⻑
い
ロ

ブ
か
ら

く
手
足
に
は
真

色
の

ら
し
き
も
の
が

う

す
ら
と
見
て
取
れ
る

な
形

の

大
生
物
が
か
り
そ
め
に
人
の

を

ん
で
い
る
よ

う
な

だ

 
突
如
現
れ
た

大
な
女
性
の

上
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
事
を
示
す
イ
エ
ロ

カ

ル
が
表

示

さ
れ
て
い
な
い

 

我
ら
が

属
が

化
の

に
眠
り
に

く
時
が
来
よ
う
と
は
思

て
も
み
ま
せ
ん
で
し

た  

大
な
女
性
は
眼
下
に

化
の

に

眠
に
入

た
ら
し
い

水

を
見
て
そ
う

た

い
で
氷
色
の

が
こ
ち
ら
を

く

我
ら
が

属
を
救
い
し
妖
精
達
よ
そ
な
た
ら
に

の
女
王
で
あ
る
私
ウ
ル
ズ
と
二
人
の

妹
か
ら
一
つ
の
請
願
が
あ
り
ま
す

ど
う
か
こ
の
国
を

の

人

の
攻
撃
か
ら
救

て
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欲
し
い

 

の
女
王
ウ
ル
ズ

は

真

色
に
煌
め
く

手
を

わ
り
と
広
大
な
地
下
世
界
に
向
け

話
し
始
め
た

か
つ
て
こ
の

ツ
ン
ヘ
イ
ム

は

そ
な
た
た
ち
の

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

と
同
じ
よ
う
に

世
界
樹
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
恩

を

け

し
い
水
と
緑
に

わ
れ
て
い
ま
し
た

我

の

人

と
そ
の

属
た
る
獣
た
ち
が

穏
や
か
に

ら
し
て
い
た
の
で
す

 
そ
の

葉
と
同
時
に

の
雪
と
氷
に

わ
れ
た
フ

ル
ド
の
光

が

も
な
く
揺
れ

れ
た

 
二
重
写
し
の
よ
う
に
現
れ
た
の
は
ウ
ル
ズ
の

葉

り
に

木
と
花

そ
し
て

ら
か
な
水

に

ち

れ
た
世
界
だ

た

地
上
の
ノ

ム

や
サ
ラ
マ
ン
ダ

な
ど
よ
り
も
よ

ど

か
と
さ
え

え
る

ど

 
更
に

く
べ
き
事
に

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
中

り
に
は
極

世
界
と
異
な
る
様

だ

た

天

か
ら
ぶ
ら
下
が

て
い
る
だ
け
の
世
界
の
ジ

ネ
は

太
く
寄
り
集
ま

て

に
ま
で
達

し
全
方
向
に
広
が

て
い
る

大
地
か
ら

り
上
が

て
見
え
る
太
い
根
の
上
に
は

太
で

組
ま
れ
た
家

が
存
在
す
る

そ
の
風

は
地
上
の

ア
ル
ン
と
と
て
も
よ
く
似
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て
い
た

 
ウ
ル
ズ
が

手
を
下
す
と

そ
の

の
風

も
消
え
去

た

 

の

し
い
氷
の
世
界
に

た

ツ
ン
ヘ
イ
ム
を
超
然
と
し
た

し
か
し
ど
こ
か

悲
し

な
眼
で
ウ
ル
ズ
は
見

め
る

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
更
に
下
層
に
は
氷
の
国
ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム
が
存
在
し
ま
す

か彼
の

地
を

配
す
る

の

人

の
王
ス
リ

ム
は
あ
る
時
オ
オ
カ
ミ
に

を
変
え
て
こ
の
国

に

び

み
鍛
冶
の
神
ヴ

ル
ン
ド
が
鍛
え
た
全
て
の
鉄
と
木
を
断
つ
剣
を
世
界
の
中

心
た
る
ウ
ル
ズ
の

に
投

入
れ
ま
し
た

剣
は
世
界
樹
の
も

と
も
大
切
な
根
を
断
ち
切

り

そ
の

間
か
ら
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
恩

は
喪
わ
れ
ま
し
た

 
ウ
ル
ズ
が

今

は

手
を
持
ち
上

た

再
び

の
ス
ク
リ

ン
が
ジ

ネ
レ

ト
さ

れ

そ
こ
に

し
出
さ
れ
る
圧
倒
的
な
光

に

私
達
は
越
え
も
無
く
見
入

た

 

線
で
き
ら
き
ら

く
平
面

恐
ら
く
ウ
ル
ズ
の

に

ん
で
い
た
根
が
の
た

う
ち
浮
き
上
が
り
天

へ
と

小
し
て
い
く

根
の
上
に

か
れ
て
い
た

は
全
て

と
た

ま
り
も
な
く

壊
し
て
い
く

 
同
時
に
あ
ら

る
木
の
葉
は

ち

は
彼
光
は

れ
る

が

り
吹
雪
が

れ
狂
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う 
世
界
樹
の
根
が
上
空
へ
と
引
き
上

ら
れ
て
い
く

根
に

み

ま
れ
る
よ
う
に

大
な

氷
の

も
上
が

て
い
く
の
が
見
え
る

お
そ
ら
く

を

た
し
て
い
た

大
な
水
が

結
し
た

も
の
だ

に
生
息
し
て
い
た
無
数
の
大
型
ク
リ

チ

の

人

た
る
ウ
ル
ズ

の

属
達
が
氷

か
ら
弾
き
出
さ
れ
ば
ら
ば
ら
と

下
す
る

そ
の
中
に
は

水

タ
イ
プ

も
見
て
取
れ
た

 
世
界
樹
の
根
は
や
が
て

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
天

に
し
て
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
地

に
ま
で
上

し

え

ん
で
い
た

大
な
氷

が
そ
の

ば
ま
で
天

に
突
き

さ
る

そ
の
氷

こ
そ
が

現
在

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
上
空
に

容
を
構
え
る
氷
の
逆
ピ
ラ
ミ

ド
で
あ
る
事
は
も
う
疑
い

よ
う
が
な
い

 

そ
の
氷

の
最
下

で

き
ら
き
ら
と
⻩
金
の
光
が

い
た

 
氷

の
先

に

じ
ら
れ
て
い
る
の
は

き

る
よ
う
な
⻩
金
の
刀
身
を
持
つ
恐
ろ
し
い

ま
で
に

な
一
振
り
の
⻑
剣
だ

た

刃
を

む

光
⻘
い

と
金
の

な
ど
の

飾
か

ら
し
て
も

そ
の
剣
が
超
絶
レ
ア
リ
テ

を
誇
る
事
は
明
ら
か
だ

う
ば
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の

像
が
よ
り

大
さ
れ
光
の
形
を

え
ら
れ
る
よ
う
に
な

た

間
リ
ズ
ベ

ト

と
レ
イ
ン
が

女
ら
し
か
ら
ぬ
声
を
上

た

あ

ア
レ

て

ま
さ
か

せ

聖
剣
だ
よ

前
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

式
サ
イ
ト
で
写
真
だ
け
見
た
よ

そ
れ

て

最
強
の

レ
ジ

ン
ダ
リ

伝
説

ウ

ポ
ン

武
器
じ

ん

あ
ん
な
ト
コ
に

 

然
と

い
た
鍛
冶
師
二
人
に

き
ユ
ウ
キ
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
ば
か
り
に

れ
声
で

た 

人
を
倒
す
事
と
そ
れ
ま
で
に

む
べ
き
ル

ト
し
か

い
て
い
な
い
た
め
ス
ト

リ

や

手
に
入
る
ア
イ
テ
ム
に

し
て
は
一
切
知
ら
な
か

た
の
だ

そ
こ
に
来
て
い
き
な
り
最
強
の
伝

説

武
器
が
登
場
す
れ
ば

い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

 

さ
れ
た
剣
の
上
に
は

い
螺
旋

が

び
て
い
る
の
が
見
え
る

は
そ
の
ま
ま

大
氷

内
部
の
ダ
ン
ジ

ン
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
つ
ま
り
あ
の
ダ
ン
ジ

ン
を
突
破
す

れ
ば

サ

バ

に
一
本
だ
け
の

極
の
剣
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
事
だ

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か

そ
れ
が
ク
エ
ス
ト
の
ク
リ
ア

件
な
の
で
は
と
思
う

 
こ
の

ツ
ン
ヘ
イ
ム
か
ら
世
界
樹
の
恩

が
喪
わ
れ
た
の
は

の

人

の
王
ス
リ

ム
が
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あ
の
剣
を

に
投

入
れ
た
事
が
原
因
だ

よ
く
よ
く
見
れ
ば

の
真
下
に
は
分

い
樹
の
根

が

て
お
り

そ
れ
を

つ
形
で
剣
が
突
き
立
て
ら
れ
て
い
る

 
そ
こ
で

ウ
ル
ズ
が

手
を
下
し
た

ま
た

の
ス
ク
リ

ン
も
消
え
去
る

 

を

せ
た
二
重
風

が

に

た
が

風

に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い

ス
リ

ム
配
下
の

人

は

ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム
か
ら

ツ
ン
ヘ
イ
ム
へ
と
大

し
て
攻
め

み
多
く
の

や
城
を

い
て
我

の

人

を

ら
え

し
ま
し
た

王
は
か
つ

て

ウ
ル
ズ
の

だ

た
大
氷

に

城

ス
リ

ム
ヘ
イ
ム

を

き

こ
の
地
を

配
し

た
の
で
す

私
と
二
人
の
妹
は

り
付
い
た
と
あ
る

の

に

び
ま
し
た
が
最

か
つ

て
の
力
は
り
ま
せ
ん

 
ウ
ル
ズ
が

ば

を

せ

恐
ら
く
終
わ
り
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
物
語
の

を
再
開
し
た

の

人
た
ち
は
そ
れ
に

き
足
ら
ず
こ
の
地
に
今
も
生
き

び
る
我
ら
が

属
の
獣
た
ち

を
も

殺
し
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

そ
う
す
れ
ば
私
の
力
は
完
全
に
消
滅
し
ス
リ

ム
ヘ

イ
ム
を
上
層
の
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
に
ま
で
浮
き
上
が
ら
せ
る
事
が
出
来
る
か
ら
で
す

こ
こ
で
そ
う
繋
が

て
く
る
の
ね

 

み

め
る
よ
う
に
ア
ス
ナ
が

し
い
面
持
ち
で

た

葉
こ
そ
無
い
が
面

似
た
よ
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う
な
表
情
だ

 

そ
の

き
を

た
と
し
か
思
え
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

女
王
ウ
ル
ズ
が

い
た

 
そ
の
対
応
力
の
高
さ
は

常
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

ま
れ
た

と
は
異
な
る
事
を
表
す
も
の
だ

定
応

ル

チ
ン
で
は
な
く
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
近
い

語
エ
ン
ジ
ン
・
モ
ジ

ル
に

し
こ
れ
ま
で

み
重
ね
て
き
た
学

と

き
上

た
応

ル

チ
ン
を

つ
ま
り

化

し
て
い
る

ス
リ

ム
の
目
的
は
そ
な
た
ら
の
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
も
ま
た
氷
雪
に

ざ
し
世
界
樹
イ
グ
ド

ラ
シ
ル
の

に
ま
で
攻
め
上
る
事

そ
こ
に
実
る
と
い
う
神

の
不

性
の

徴

⻩
金
の
林

を
手
に
入
れ
る

に

 
北
欧
神
話
に

け
る
⻩
金
林

は
ウ
ル
ズ
が
語

た
よ
う
に
不

の

に
あ
る

北
欧

神
話
の
神

は
ラ
グ
ナ
ロ
ク
で
戦
死
し
て
い
る
よ
う
に
不
死
で
は
な
く
ま
た
不

で
も
な
い

故
に

い
を
止
め
る

に
定
期
的
に
女
神
イ
ズ
ン
が

理
し
て
い
た
⻩
金
の
林

を
食
し
生
を

保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
と
い
う

 
つ
ま
り
ス
リ

ム
は
時
の

と
同
じ
よ
う
に
不

不
死
を
求
め
世
界
を

略
し
よ
う
と

し
て
い
る
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ラ
グ
ナ
ロ
ク
が

き
れ
ば

然
女
神
イ
ズ
ン
も
死
に
⻩
金
の
林

が
生
る
樹
が

え
ら
れ
て

い
る
場

も
戦
火
に

ま
れ
る

だ
が
そ
う
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る

で
そ
れ
に

け
て

ロ
キ
の
煽
動
に

た

と
い
う
の
が
裏
の
あ
ら
ま
し
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
も
世
界
樹
の
天

近
く
に
は
あ
り
得
な
い
く
ら
い
強
い
大

型

ネ

ム
ド
Ｍ
ｏ
ｂ
に
守
ら
れ

近
づ
け
な
い
エ
リ
ア
が
存
在
す
る

 
神
話
上
に

い
て
は
ス

ア
チ
と
呼
ば
れ
る

の

人
が
不

不
死
を
得
る
べ
く
女
神
イ
ズ
ン

を

た
事
が
あ
る

そ
の

は
ア

ス
神

に

さ
れ
イ
ズ
ン
を
取
り

し
に

し
た
ロ

キ
と
の

が

り
広

ら
れ
そ
の

に
ロ
キ
は
女
神
フ
レ
イ

か
ら

り

け
た

の

を

い
て

に

ス

ア
チ
は

に
変
化
し
た
と
い
う

 
な
の
で
間
違
い
な
く
あ
の
大

型
ネ

ム
ド
Ｍ
ｏ
ｂ
は
ス

ア
チ
だ
し
守
ら
れ
て
い
る
も
の

は

⻩
金
林

そ
の
も
の
か

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
品
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
あ
る

り

す
な
わ
ち
天

を
這
い
回
る
世
界
樹
の
根
へ
と

線
を
向
け
た
ウ
ル

ズ
は

哀
し

に

を

め

け
た

我
が

属
達
を
な
か
な
か
滅

せ
な
い
事
に
苛
立

た
ス
リ

ム
と

人
の

軍
た
ち
は

ロ
キ
の
誘
い
を

け
た
事
を
契
機
に
オ

デ

ン
と
ロ
キ
の
間
に

き
て
い
る
戦
乱
に

じ
る
事
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に
し
ま
し
た

ロ
キ

に
付
く
事
で
味
方
に
付
け
ら
れ
る
フ

ン
リ
ル

ル
ム
ン
ガ
ル
ド
な

ど
の
強
力
な
魔
獣
の
力
を

し

ツ
ン
ヘ
イ
ム
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル

ヴ
ヘ
イ
ム
の
三
世
界
を

し
よ
う
と
企
て
た
の
で
す

ま
さ
か

ロ
キ
を
裏
切
る
つ
も
り
で
誘
い
を

け
た
の
で
し

う
か

し

ち
か

王
様
な
の
に
ズ
ル
い
ね

 
私
の
推

に
ス
ト
レ
ア
が

た

ウ
ル
ズ
は

き

深
く
息
を

く

そ
の

さ
こ
そ
が
ス
リ

ム
の
も

と
も
強
力
な
武
器
な
の
で
す

こ
の
ま
ま
で
は
あ
の

人

の
思
い

り
な

て
し
ま
い

九
世
界
が
新
生
し
た
後
の

配
者
に
な

て
し
ま
い
ま
す

 

そ
こ
で
話
の
間
ず

と

を
保

て
い
た

水

邪
神
が
高
ら
か
な

き
声
を
上

た
 

た
い
空
気
を
強

に
振
る
わ
せ
彼
方
の
雪

に
木
霊
と
な

て

く
そ
の
声
は
非
常
に
力

強
い

 
ウ
ル
ズ
が

線
を
下

る

憂
い
が
あ

た
そ
の

は

い
ま
は

愛
の
色
に

ち
て
い
た

そ
な
た
た
ち
の
お

で
す

我
ら
が

属
が

化
を

え
る
の
は
本

に

方
ぶ
り
で
す
か

ら
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そ
う

た
直
後

形
の

体
に

つ
も
の
深
い
日

が
入
り

い

白
の
光
が

た

 

裂
を
白
い

き
で

た
し
た

水

の

体
が

も
な
く
四

し
た

吹
き

ん
だ
の
は

く
分

い

だ
け
だ

い
ま
だ

ま
り

け
る
光
の

か
ら
は
螺
旋
状
の

の
よ
う
な
も
の

が

び
あ
が

て
い
く

 
見
上

る

ど
高
く

高
く

立
し
た
光
の
螺
旋
が

わ
り
と
回
転
し

ど解
け
た

 
放

状
に
広

ら
れ
た
の
は

真

白
い

き
を

び
た
四
対
八

の
翼

 

く
そ
れ
を
見
て

や
や
意
外
な
事
に

リ

フ

が

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い
う
声

で

そ
う

い
た

 
そ
の

き
が

こ
え
た
か
そ
れ
だ
け
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い

い

が
持
ち
上

ら
れ

た

⻑
い

を
高

と
掲

ら

ら
し
た

を
大
き
く
広

く

ん

 

と
再

高
ら
か
な
声
を
放

て
か
ら
も
う
水

で
な
く
な

た
邪
神
は
八
翼
を
大
き

く

ば
た
か
せ

直
に
舞
い
上
が

た
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そ
し
て
ウ
ル
ズ
の
方
に

く
り
と
向
き
直
る

⻑
い

を
持
ち
上

る
る
る

と
ま
た

い
た

お
め
で
と
う

愛
し
い
我
ら
が

属
よ

心

し
い
妖
精
達
に
感

な
さ
い

彼
ら
が

な
け
れ
ば
命
を

と
し
て
い
た
の
だ
か
ら

く

ん

 
三

高
ら
か
に

い
て

化
し
た
邪
神
が
こ
ち
ら
を
向
い
た

 
片

三
個
ず
つ
の
黒
い
眼
と
⻑
く

び
る

な
ど

の

形
こ
そ
変
わ
ら
な
い
が
正
面
か

ら

く
り
見
る
と

体
部
の
変
化
の

し
さ
が

立

て
見
え
た

平
べ

た
い

の
よ
う

な
あ
る
い
は
シ

モ
ジ
の
よ
う
な

体
の

面
か
ら
四
対
八

の
白
い
翼
が

び
体
の
下
に

は

物
の
ツ
タ
状
の
触
手
が
無
数
に

れ
下
が

て
い
る

 

で
は
あ
る
が

白
色
も

て

し
く
も
あ
る

に
な

て
い
て
と
て
も
邪
神
と

は
思
え
な
い

 
そ
の
生
ま
れ
変
わ

た

水

は

く
り
と
⻑
い

を
動
か
し
最
前
に
立
つ
少
年
の

に

せ
た

そ
れ
か
ら

ら
か
な
動
き
で
体
を

き
取
り

自
身
の

上
に

せ
た

妖
精
達
よ

我
ら

の

人

の

属
を
救

て

い
た
恩
本

に
感

し
て
い
ま
す
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し
か
し
ど
う
か
我
ら
の
請
願
を

き
届
け
て
欲
し
い

あ
の
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
に

入
し
聖
剣

を

要
の

よ
り
引
き

い
て
下
さ
い

 
無
機

な
眼
に

実
な
光
を

え
た
ウ
ル
ズ
が
そ
の
大
き
な

を
ま

す
ぐ
上
空
の
ス

リ

ム
ヘ
イ
ム

に
差
し

べ

そ
う

願
し
た

  
・
ウ
ル
ズ

 
北
欧
神
話
に
登
場
す
る
運
命
の
女
神

ノ
ル
ン
た
ち

ノ
ル
ニ
ル

の
一
人

 
世
界
樹
の
根

に
住
み

の
水
を
掛
け
て
世
界
樹
を
育
て
て
い
た
一
人
で
も
あ
る

 
英
語
で
は
ウ
ル
ド

ｒ
ｄ

そ
の
名
前
は

編
む
者

姫

を
意
味
す
る
が

の
ち
に

運
命

命

死

を
意
味
す
る
よ
う
に
な

た

人
の
中
で
は
最
年
⻑

 
⻑
女

ウ
ル
ズ

運
命

命

死

過
去

 

女

ヴ

ル
ザ
ン
デ

生
成
す
る
者

現
在
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三
女

ス
ク
ル
ド

税

務

義
務
ま
た
は
未
来

古
エ

ダ

の

巫
女
の
予

に
よ
れ
ば

三
姉
妹
は
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
根

の
海
か
ら
現

れ
た
と
い
う

ウ
ル
ズ
は
ヴ

ル
ザ
ン
デ

と
共
に
木
片
に
ル

ン
文

を

み
運
命
を
決
定

す
る

一

に

過
去
を

る
女
神
と
解

さ
れ
る

 
ち
な
み
に
ス
ク
ル
ド
は
ワ
ル
キ

レ
の
一
人

 

ノ
ル
ン
と
は

 
北
欧
神
話
に
登
場
す
る
運
命
の
女
神
た
ち
の
事

そ
の
数
は
非
常
に
多
数
と
さ
れ
ア

ル
ヴ

ド
ヴ

ル
グ

な
ど
多
様
だ
が

常
は
ウ
ル
ズ
ヴ

ル
ザ
ン
デ

ス
ク
ル
ド
の

人

三
姉
妹
を
指
す

 

ツ
ン
ヘ
イ
ム
か
ら
来
た
り
し
三
姉
妹
の
登
場
に
よ
り
ア

ス
ガ
ル
ズ
に
住
ま
う
神

に
よ

る
⻩
金
時
代
は
終
わ
り
を

た

  
・
聖
剣

 

わ
ず
と
知
れ
た
ア

サ

王
伝
説
に
登
場
す
る
聖
剣

説
あ
り
王
を

定
す
る
も

の
と

別
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る

そ
の
場
合
は

定
の
剣
カ
リ
バ

ン

聖
剣
エ
ク
ス
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カ
リ
バ

と
な
る

 
他
の
呼
び
方
で
は

 

カ
レ
ド
ヴ
ル
フ

 

カ
リ
ヴ
ル
ヌ
ス

 

カ
リ
ボ

ル

 

コ
ル
ブ
ラ
ン
ド

 

エ
ス
カ
リ
ボ

ル

 

な
ど
が
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
原
作
で
は
章
タ
イ
ト
ル
と
同
じ
く
エ
ク
ス
キ

リ
バ

全
て
の
鉄
と
木
を
断
つ

剣

と
さ
れ
て
い
る

原

ゲ

ム
だ
と
ポ
コ
じ

か
出
て
来
る
あ
り
が
た
み
の
無
い
⻩
金
剣

 
本
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
に
出
て
き
た
聖
剣
は

エ
ク
ス
カ
リ
バ

堕
ち
た
聖
剣
は

フ

ル
ブ

ラ
ン
ド

に
し
て
い
た

 

  
・

水

 
原
作
和
人
に
キ
モ
か
わ
い
い
と
思
わ
れ
原
作
直
葉
に
キ
モ
く
な
い
も
ん
可
愛
い
も
ん
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と

わ
し
め
た
存
在

 
原
作
に

け
る
ト
ン
キ

 
本
作
で
は
ま
だ
名
付
け
ら
れ
て
な
い
の
で
一

し
て
邪
神
だ
と
か

水

だ
と
か
呼

ば
れ
て
い
る
が

こ
れ
で
中

愛

が
あ
る

化
し
て
か
ら
は
リ

フ

を
見

れ
さ
せ
た

 
ア
ニ
メ
か

メ
モ
リ

・
デ
フ
ラ
グ

の
一
部
ス
ト

リ

ア
リ
ゼ

シ

ン
・
ブ
レ
イ

デ

ン
グ

ス
ト

リ

ク
エ
ス
ト
で
そ
の

を
見
ら
れ
る

 

き
声
か
わ
い
い

  
・
邪
神
キ

ン
プ

り
レ
イ
ド

 
ヴ

ク
リ
ン
デ
で
キ
リ
ト
に

れ
以

ス
ヴ

ル
ト
攻
略
か
ら
ド
ロ

プ
ア
ウ
ト
し
て
い

た

種

合
軍

 
キ
リ
ト
一
人
に
理
由
解
ら
ず

さ
れ
た
せ
い
で
怨
み
骨

だ

た

 
種

の

金
を

ぐ

に

ツ
ン
ヘ
イ
ム
で
え
ん
や
こ
ら
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
遭
遇

ト
レ
イ

ン
す
ま
い
と
人
型
邪
神
と
律

に
戦
い
始
め
た
キ
リ
ト
の
背
中
か
ら
襲
い
掛
か
り

撃
を
仕
掛

け
た

な
集

人
間
は
時
に
ど
こ
ま
で
も
残

に
な
れ
る
か
ら
ね
仕
方
な
い
ネ

返
り
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ち
 
実
は
キ
リ
ト

リ

フ

の
義
姉
弟
ど
ち
ら
に
も
し
て
や
ら
れ
て
る

  
現
在

出
の

魔
術

一

 
・
サ

マ
ル
・
エ
レ
メ
ン
ト

属
性
魔
術

 
・
ア
ク
ウ

ア
ス
・
エ
レ
メ
ン
ト

水
属
性
魔
術

 
・
エ
ア
リ
ア
ル
・
エ
レ
メ
ン
ト

風
属
性
魔
術

 
・
ガ
イ
ア
・
エ
レ
メ
ン
ト

地
属
性
魔
術

 
・
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
エ
レ
メ
ン
ト

属
性
魔
術

 
・
ク
ラ
イ
オ
ゼ
ニ

ク
・
エ
レ
メ
ン
ト

氷
属
性
魔
術

 
・
ル
ミ
ナ
ス
・
エ
レ
メ
ン
ト

光
属
性
・
回
復
魔
術

 
・
ア
ン
ブ
ラ
・
エ
レ
メ
ン
ト

闇
属
性
魔
術

 
・
ビ
フ
レ
ス
ト
・
エ
レ
メ
ン
ト

指
定
パ

テ

フ
ル
強
化
／
自
身
極
大
デ
バ
フ
魔
術

 
・
破
壊
の

ク
ロ闇

ス
テ
ア

プ
バ
フ
魔
術
／
Ｍ
Ｐ
１
０
０

消

 
・
再
生
の

シ
ロ光

自
動
回
復
バ
フ
魔
術
／
Ｈ
Ｐ

消
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・
ジ

ノ
サ
イ
ド
ブ
レ
イ
バ

前
方
直
線
状

魔
術

 
・
ブ
ラ
ス
タ

・
フ
ル
バ

ス
ト

前
方
広

滅
魔
術

 
・
ポ
イ
ン
ト
・
フ

イ
ア

属
性
極
点

破
魔
術

 
・
フ
レ
ア
ボ
ム

突
き
出
し
た
掌
に

を
形
成

発
さ
せ
る

 
・
ウ

ン
ド
／
カ

タ

前

後

そ
れ
ぞ
れ
で
剣
先
か
ら
風
の
刃
を

ば
す

 
・
ロ

ク
ト
ラ
イ
剣
を
地
に
突
き
立
て
三

形
を

く
形
で

を

し
に
す
る

槍
発

生 
・
ア

ス
ノ

カ

剣

き
付
け
で
地
属
性
衝
撃
波
を
立
ち

ら
せ
る

   

Ｒ
Ｅ
Ｃ
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五
幕
 

自
我
同
一
性

  

点

キ
リ
カ

 

数

約
一
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

桐

谷
和
人

の
精
神
構

は
非
常
に
複

で
す
が
似
た
よ
う
な

は
過
去
に
存
在

し
て
い
ま
す

サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト

で
す
ね

 

サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト

と

え
ば

自
分
が
生
き
残

た
事
を
罪
と
思
う
事

で
し
た

け
に

て
し
ま
え
ば
そ
う
で
す
ね

定
義
と
し
て
は
戦
争
や

な
ど
で
亡
く
な

た
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人
が
い
る
中
同
じ
状
況
で
生
き
残

た
人
が

く
罪
悪
感
の
事
で
す

２
０
０
０
年
初

の
と

あ
る
事
件
を
契
機
に

世
間
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

 

そ
う
い
え
ば
そ
の

か
ら
認
知

が
上
が

て
き
た

で
す

彼
も
同
じ

状
を

し

て
い
る
と
い
う
事
は

一

と
し
て
生
き
て
い
た

の

に
よ
る
反
動
で
し

う
か

い
え
そ
れ
は
違
う
で
し

う

サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト
は
文

り
生
死
が

与
し
て
い

る
事
で
し
か

こ
り
え
ま
せ
ん

再
現

像
で
見
ら
れ
た

ら
し
き
場

で
の
事
の
方
が
可

能
性
と
し
て
あ
り
得
ま
す

 

あ
の
時
の
で
す
か

時
に

話
は
変
わ
り
ま
す
が

シ

ク
・
シ

ル
と
い
う

葉
を
ご
存
知
で
す
か

 

い
え

い
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

そ
れ
は

で
す
か

日
本
語
で
は

弾
神
経

と

わ
れ
る
も
の
で
戦
闘
ス
ト
レ
ス
反
応
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の

一
つ
に
分

さ
れ
て
ま
す

戦
友
が
目
の
前
で
亡
く
な
る
な
ど
し
て
戦
争
自
体
に
疑
惑
を

く

な
ど
状
況
と
理
解
の
大
き
な
齟
齬
が
生
ん
だ
ス
ト
レ
ス
を
中
心
に
発

す
る
ん
で
す
が
そ
う

い

た

状
を

し
た
方
は
し

か
り
と
し
た
心

を

け
な
け
れ
ば
戦
場
に
立
て
な
い

仕
事

え
ば

な
ら

を
持
ち
ま
す
が
そ
れ
で
人
を
撃
つ
事
が
あ

た
場
合
ま
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ず

を
持
つ
時
点
で
フ
ラ

シ

バ

ク
な
ど
が

き
ま
す

そ
も
そ
も

務
へ
の
意
欲
を
著

し
く
欠
く
の
で

そ
こ
に

り

く
事
も

し
い
の
で
す
が

 

今
私
達
が
認
識
し
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
経

に
よ

て

分
化
し
た
も
の
が
シ

ク
・
シ

ル
と
い
う
も
の
な
の
で
す
ね

そ
う
で
す

さ
て
で
は
和
人

は
ど
う
か

件
の

に
行
く
契
機
に
な

た
誘

事
件

は
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

だ

た
よ
う
な
の
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
ま
で
約
一
年
の
期
間
が
あ
る

で
す
が

こ
れ
は
心

期
間
に

い
て
あ
り
得
な
い

ど

い
と

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

 

そ
う
な
の
で
す
か

え
て
も
み
て
く
だ
さ
い

戦
争
を
生
き
残

た
高

の
方

に
は
い
ま
も

時
の
記

に
苦

し
む
人
が

る
の
で
す

強

を

け
て
男
性
恐
怖

に
な
る
方
も
決
し
て
少
な
く
な
い

な

は
出
来
ま
せ
ん
が
そ
れ
ら
前

を

慮
す
れ
ば
あ
ま
り
に

い

な
に
し
ろ

に
心

内

を

け
た
経
歴
も
無
い
の
で
す

同
じ
境
遇
に
あ
り
生
き
る

に
必
要
と
は

え
そ
れ

で
も
同
じ
人
を
手
に
掛
け
ら
れ
る
か

過
去

に
苦
し
み
食
い

持
を

ら
す

に
我
が
子

を
手
に
掛
け
た
事
が
あ
る
女
性
を

た
事
が
あ
り
ま
す
が

な
も
の
で
し
た
よ

 

な
る

ど

桐

谷

の
メ
ン
タ
ル
は
非
常
に

強
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
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そ
れ
は
ど
う
で
し

う

彼
が
戦
闘
ス
ト
レ
ス
反
応
を
克

出
来
て
い
る
と
断

す
る
の
は

し
い
と
こ
ろ
で
す

 

と

い
ま
す
と

確
か
に
強
い
と
は

え
る
と
思
い
ま
す

し
か
し
私
は
彼
が
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
る

の
刃
物
を

持
て
た
の
は

サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト

が
あ

た
か
ら
と
思
う
の
で
す

 

そ
こ
で
そ
れ
が

わ

て
く
る
の
で
す
か

そ
う
で
す

推

年

で
あ

た
の
に
対
し

時

だ

た
彼
が
剣
が

る
世
界

と
銘
打
た
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
理
由
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

な
の
で
こ
れ
ま
で
の

彼
の
行
動
や
情
報
を
集
め
た
の
で
す
が

こ
う

て
は
不

で
す
が
興
味
深
い
事
実
が

浮
か
び
ま
し
た

そ
れ
は
彼
が

か
を
傷
付
け
る
時
は
必
ず
別
の

か
を
助
け
る
時
で
あ
る

と
い
う
事
実
で
す

 

で
す
が

デ
ス
ゲ

ム
開
始
日
に
一
人
手
に
掛
け
て
し
ま

て
い
ま
す
よ
ね

え
え

確
か
に
そ
う
で
す
が
こ
う
も

え
ら
れ
ま
す

そ
の
事

が
あ

た
か
ら
こ
そ
Ｓ
Ａ

Ｏ
に

る
間
の
行
動
が
定
め
ら
れ
た

と

 

つ
ま
り
あ
の
コ

ル
と
い
う
少
年
の

無
く
し
て
ビ

タ

と
い
う
必
要
悪
は
生
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ま
れ
な
か

た
し

デ
ス
ゲ

ム
世
界
に

序
が

さ
れ
る
事
も
無
か

た
と
い
う
事
で
す
か

そ
う
で
す

同
じ
境
遇
で
亡
く
な

た
人
に
罪
悪
感
を

き

け
る
サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル

ト
を

て
い
る
か
ら
こ
そ
彼
は
剣
を
取
れ
た

ゲ

ム
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
人

を
助
け
ら

れ
る
か
ら

そ
れ
は
か
つ
て
助
け
ら
れ
な
か

た
人
達
を
助
け
ら
れ
る
と
い
う
代
償
行

で
す

だ
か
ら
カ

デ

ナ
ル
に

示
さ
れ
た
四
つ
目
の
道
を
断

と
し
て

な
く

べ
た
の
で

し

う

あ
る
い
は

そ
れ
し
か

べ
な
か

た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 

な
る

ど

そ
し
て
先
日
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
に

い
て
も
そ
れ
は
証
明
さ
れ
ま
し
た

彼
は
剣
を

か
を
救
え
る
可
能
性
を

・捨
・て
・ら
・れ
・な
・い

本
来
で
あ
れ
ば
生
き
て
会
う
事
が
な
い

間
の
死

と
い
う
絶
望
を
経
験
し
て
い
な
が
ら

無
か

た
事
に
な

た
た
め
に
彼
ら
が
生

き
る
希
望
を
得
て
い
る

あ
の
事
変
で
は
目
の
前
で
見
た

間
の
死
に
ト
ラ
ウ
マ
を

い

て
剣
を
取

た
の
で
し

う

剣
を
捨
て
れ
ば
大
切
な
人
が
命
を

と
す

だ
か
ら

め
ら
れ

な
か

た

 

そ
れ
も

サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト

に
よ
る
も
の
な
の
で
し

う
か

過

去

の

ト

ラ

ウ

マ

い
ま
を
生
き
る
彼
ら
が
死
ぬ

覚
か

サ

バ

イ

バ

ズ

・

ギ

ル

ト

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
喪

た

間

へ
の
罪
悪
感
か
は
断
定
出
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来
ま
せ
ん
が
ど
ち
ら
に
せ
よ
ト
ラ
ウ
マ
で
ト
ラ
ウ
マ
を
抑
え

み

け
て
い
る
事
に
は
変
わ
り

な
い
と
思
い
ま
す

そ
の
間
目
的
を
達
せ
ら
れ
る
な
ら
き

と
彼
は
自
分
が
死
ぬ
事
に
な
る
と

し
て
も
そ
の

を

ぶ
で
し

う

命
を

け
て
で
も
彼
は
自
分
の
大
切
な
人
達
を
護
り
た

い
と
思

て
る
よ
う
で
す
か
ら

 

彼
ら
彼
女
ら
の

に
死
ぬ
と
し
て
も

て
い
う
や
つ
で
す
か

恐
ろ
し
い
覚
悟
で

す
ねむ

し
ろ
命
を

け
な
け
れ
ば

か
を
助
け
ら
れ
な
い
状
況
に
至
る

境
の
方
が
私
は
恐
ろ
し

い
で
す
よ

  
な
ん
だ
か

す

ご
い
コ
ト
に
な

た
ね

 

の
女
王
ウ
ル
ズ
が
金
色
に
光
る
水

に

け
て
消
滅
し
た
の
を
見
て

化
し
た

白

の

水

邪
神
か
ら
キ
リ
ト
が

り
て
来
る
の
を
出

え
た
ユ
ウ
キ
が
そ
う

い
た

こ
れ

て

ホ
ン
ト
に

の
ク
エ
ス
ト
な
の

 
ユ
ウ
キ
に

き
思

を
立
て
直
し
た
ら
し
い
シ
ノ
ン
が
水
色
の

を

く
振
り
動
か
し
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な
が
ら
疑
問
を

し
た

そ
の

に
は

分
と
話
が
大
掛
か
り

て
い
う
か

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
も
か
な

り
だ
け
ど
ア
レ
は
あ
る
意
味
ス
ヴ

ル
ト
の
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ス
ト
な

で
で
も
こ

ち
は

わ
ば
サ
ブ
ク
エ
ス
ト
な
の
に
動
物
型
の
邪
神
が
全
滅
し
た
ら
今

は
地
上
ま
で

人
に

さ
れ
る
と
か

て
た
わ
よ
ね

て
た
な

 
ク
ラ
イ
ン
が

き

そ
れ
か
ら

組
み
し
て

を

た

で
も
よ

運

が
ア
プ
デ
や

知
も
な
く

そ
こ
ま
で
す
る
か

 

を
ボ
ス
が
襲
撃

イ
ベ
ン
ト
な
ら
他
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
も
あ

け
ど
よ
そ
う
じ

な
か

た
ら
い
き
な
り
本

が

壊
す
る

て
シ
ナ
リ
オ

は
最

で
も
一

間
前
に
は

知
が
あ
る
よ
な

き

す
前

は
キ
リ
ト
が
気
付
け
て
な
か

た
ら
大

事
ど
こ
ろ
じ

ね

 
そ
の

葉
に

全

が
う
ん
う
ん
と

を

に
振

た

そ
れ
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
動
か
し
て
い
る

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
使
わ
れ

て
い
た
フ
ル
ス

ク

の
複
製
と
い
う
点
に

え
が
あ
る

 
そ
の
疑
問
に

オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
が
そ
う

た
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そ
れ
は
そ
の

り
だ

も
う
思
い
出
し
た
く
も
な
い
事
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
そ
も
そ
も

に

り
つ
か
れ
た
一
人
の
男
が
違
法

の
実
験

と
す
る
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

を
コ
ピ

し
て
作
り
上

た
も
の
だ

不
手

と
不
運
が
重
な

て
そ
の
男
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
仕
方
な
く
そ
こ
で
実
験
を
始
め
た

だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
成
り
立
ち
は
秘
密
実
験
場

で
あ
る

だ
か
ら

然
世
界
を
動
か
し
て
い
る
完
全
自
律
シ
ス
テ
ム
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス

テ
ム

も

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
そ
れ
と
同

の
性
能
を
持

て
い
る

と
い
う
事
に
な
る

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
負
の

と
し
て
ホ
ロ
ウ
が
残

て
い
た
よ
う
に

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
セ
ブ
ン
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

に
よ
り

し
た
事
が
裏
付
け
て
い
た

こ
れ
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ら

い
た
事
だ
が

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
人
の
手
を

必
要
と
し
な
い
自
律
性

を
確
た
る
も
の
と
す
る

に

ク
エ
ス
ト
自
動
生
成
機
能

が
あ

た
ら
し
い

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

が

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
バ
ラ
ン
ス
修
正
を
す
る
べ
く
ス

キ
ル
や

備
な
ど
の

証
に
ク
エ
ス
ト
を

意
し
て
い
た
機
能
の
大
本
だ

ネ

ト
ワ

ク
を

し
て
世
界

地
の
伝
説
や
伝
承
を
収
集
し
そ
れ
ら
の

有
名

や
ス
ト

リ

・
パ
タ

ン
を

し

ク
エ
ス
ト
を
無
限
に
ジ

ネ
レ

ト
し

け
る
ん
だ
と

そ
う
い
や
ン
な
事

て
た
な
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ク
ラ
イ
ン
が
無
精

の
生
え
た

を
ざ
ら
り
と

で
な
が
ら
遠
い
眼
を
し
た

い
で
ア

ル
ゴ
も
重
い
息
を

く

ク
リ
ア
直
前
の
ク
エ
ス
ト
・
デ

タ
ベ

ス
に
載
せ
た
だ
け
で
も

く
二
万
近
か

た
か
ら

ナ

人
の
手
が
無
い
分

数
が
多
か

た
覚
え
が
あ
る
ナ

 

時
少
し
で
も
ボ
ス
の
情
報
を
得
る

に
ま
た

者
を

ら
そ
う
と
躍

に
な

て
ク

エ
ス
ト
を

け
て
い
た
情
報

の
猫
妖
精
が

る

る
と

え
な
が
ら

た

 
そ
の

に
立
つ
シ
リ
カ
ま
で

遠
い
眼
を
し
始
め
る

そ
れ
に
時

お
話
が
ミ

で
し
た
よ

三
十
層
く
ら
い
だ

た
か
な
変
な
マ
ス
ク
付
け

て
ノ
コ
ギ
リ
持

て
た
オ

ガ
を
倒
す
ク
エ
こ
な
し
て
も
こ
な
し
て
も

に
は
ま
た
掲
示
板

に
載

て
ま
し
た
も
ん

一
体

の
伝
説
を

に
し
て
た
ん
だ
か

伝
説

て

え
ば
神
話
と
か
種

と
か
カ
ミ
サ
マ
の
名
前
と
か
結
構
ご

ち

ご
ち

し

て
た
わ
よ

ヘ
フ

イ
ス
ト
ス
の
盾
と
オ

デ

ン
の
槍

て
ギ
リ
シ

と
北
欧
で
神
話
が
違

う
で
し

う
に

私
が
使

て
る
魔
槍
も

は
ケ
ル
ト
神
話
だ
も
ん
ね

聖
剣
と
か
ア

サ

王
伝
説
ま
ん
ま
で
エ
リ

シ
オ
ン
も
ギ
リ
シ

神
話
の
死
後
の
世
界
の
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名
前
だ
も
ん
ね

 
シ
リ
カ
に

い
て
リ
ズ
ベ

ト
サ
チ
ユ
ウ
キ
が
同
様
の
テ
ン
シ

ン
で

う

み
ん
な

色

と
思
い

た
る
記

が
あ

た
ら
し
い

 
か
く

う
自
分
も

く
覚
え
が
あ
る
な

と
ユ義
イ姉

の

に

掛
け
な
が
ら
過
去
を
振

り
返
る

と
も
か
く
だ

 
そ
の
ま
ま

と

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
愚

り
大
会
に
な
る
と
危
惧
し
た
か

オ
リ
ジ
ナ
ル
が

払
い
し

話
の

道
修
正
を

た

こ
の
ク
エ
ス
ト
は

さ

き
ウ
ル
ズ
が

て
い
た
よ
う
に
ス
ヴ

ル
ト
の

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・

ク
エ
ス
ト
に
付

し
て

人
を
参
加
さ
せ
る

だ
け
に
自
動
生
成
さ
れ
た
ア
レ
ン
ジ
ク
エ
ス

ト
だ
と
思
わ
れ
る

エ
ラ

修
正
機
能
を

止
し
て
い
な
く
て
も
多
分
こ
れ
は
動
い
て
い
た
だ

ろ
う

 

を
組
み
な
が
ら
の
そ
の

葉
に

ユ
イ
が

し
た

そ
う
で
す
ね

先

ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

定
応

ル

チ
ン
で
は
な
く
あ
る
程

応

の

く

語
エ
ン
ジ
ン
・
モ
ジ

ル
に

結
し

化
さ
れ
た
状

で
し
た

自
動
ク
エ
ス
ト
・
ジ
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ネ
レ

タ
に
よ

て
補
足
の
よ
う
に
追
加
さ
れ
て
い
て
も
エ
ラ

判
定
は

け
な
い
可
能
性
が

高
い
で
す

そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
最
後
は
浮
遊
城
全
体
の

壊
だ

ス
ト

リ

の
展
開
如

で
は
行
き

く

ま
で
行

て
し
ま
う
と

え
ら
れ
る

そ
う
だ
ね

ア
タ
シ
が
ア

カ
イ
ブ
し
て
る
デ

タ
と

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の

設

を

慮
す
れ
ば

そ
の
可
能
性
も
高
い
と
思
う
な

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ユ
イ
二
人
を
指
示
す
る
よ
う
に
ス
ト
レ
ア
が

し
く

し
い

で
同
意
を

わ
に
し
た

ラ
グ
ナ
ロ
ク

て
ね

ツ
ン
ヘ
イ
ム
と
ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム
か
ら

の

人

が

攻
し
て
く

る
だ
け
じ

な
く
て
も

と
下
に

す
る
ム
ス

ル
ヘ
イ
ム

て
い
う

の
世
界
か

ら

の

人
も
現
れ
て

世
界
樹
を

き

く
す

て

わ
れ
て
る
の

む
し
ろ
そ
れ
が
本

で
も
今
は
ま
だ
ム
ス

ル
ヘ
イ
ム
は
実

さ
れ
て
な
い
か
ら
代
わ
り
に
ス
リ

ム
に
白

の

が
立

た
ん
だ
と
思
う

で

達
が
倒
す
べ
き

は
つ
ま
る
と
こ
ろ
ス
リ

ム
な
ん
だ

ツ
は

人
の
王
だ
か

ら
な

ツ
を
倒
せ
ば

攻
は
止
ま
る

少
な
く
と
も
前
回
は
止
ま

た
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ス
ト
レ
ア
の
説
明
を

め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
今
回

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
来
た
目
的
の
達
成

件

を
明
確
に
し
た

の

人

の

攻
と
そ
の

は
種

・
軍
勢
レ
ベ
ル
だ
が
要
はヘ

ドを

て
ば
い
い
と
い
う
事
ら
し
い

 
そ
れ
は
非
常
に
分
か
り
や
す
い
方

だ

た

 
た
だ

引

掛
か
る
点
が
二
つ

少
な
く
と
も

な
ん
て

引

掛
か
る

い
方
だ
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
そ
う
疑
問
を

す
る

 

か
ら
少
し

い
た
よ
う
な
眼
が
向
け
ら
れ
た

空
気
が

す
る

自
分
を
載
せ
る
義

姉
が

く
息
を

む

が

を
打

た

 
そ
れ
に
対
し

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
変
わ
ら
ず

静
を
保

て
い
た

女
王
の
請
願
の
内
容
を
見
れ
ば
分
か
る
が
ク
リ
ア

件
は
聖
剣
を
回
収
す
る
事
で
あ

て
要
の

か
ら

く
事
じ

な
い

そ
れ
で

か
ら

け
は
し
た
ん
だ
が

心
の

聖
剣
は
回
収
出
来
な
か

た

え

ま
さ
か

け
な
か

た
の
か

 
結
構
パ
ワ

フ

イ
タ

な

あ
る
か
ら
結
構

力
値
あ
る
と
思

て
た
ん
だ
け
ど



 五幕 〜自我同一性〜

 
思
わ
ず
と
い

た
風
に
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
前
衛
剣
士
ジ

ン
が
疑
問
を
投

た 
そ
れ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
苦

を
浮
か
べ

を

め
る

忘
れ
て
い
る
か
も
だ
が

の
種

練

は
３
０
０
に
届
い
て
な
く
て
な

更
に
ス
テ
ポ
イ

ン
ト
も

な
く
振

て
る
せ
い
で

力
値
は

い
方
だ

道
中
の

全
部

滅
し
て
た
か
ら
上

が
り
は
し
た
が

そ
れ
で
も

０
０
だ

た
よ

 
種

練

の

正
値
は

原

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
４

０

ツ
ン
ヘ
イ
ム
へ
の
ダ

ン
ジ

ン

０
０

ツ
ン
ヘ
イ
ム
フ

ル
ド
８
０
０
で
あ
る

 
そ
れ
を
２
０
０

か
ら
レ
ベ
ル
ア

プ
し
な
が
ら
切
り

け
た
と
い
う
事
実
に
ジ

ン
が

大
に

を

め
た

お
ま

そ
れ
で
よ
く

ツ
ン
ヘ
イ
ム
ま
で
来
れ
た
な

は

し
て
る

を

し
み
な
く
使

た
か
ら
な

ボ
ス
を

手
に
し
て
も

属
性
持
ち
の
槍
や
ら
ピ

ク
や
ら
を
一

に

百
と

す
戦
法
が

し
た
か
ら
こ
そ
だ

た

た
し
か
に

エ
ゲ
つ
な
い

り
方
を
し
て
ま
し
た
も
ん
ね

 

常
で
あ
れ
ば
一
人
に
つ
き
一
つ
か
二
つ
フ
ル
レ
イ
ド
で
も
百
を
超
え
る
数
を

え
ら
れ
な
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い

属
性
武
器
を

一

に

百
と
放
て
る
と
な
れ
ば

継

ダ
メ

ジ
で

れ
る

も

と
ん
で
も
な
い
事
に
な
る

と
違
い
武
器
が

さ
れ
ば
確
実
に
発
生
す
る
た
め

合
か

定
か
を

け
ば
ボ
ス
に
す
ら
有

と

え
る

ボ
ス
は

な
ど
の
状

異
常
を

け
付
け
な

い
か
ら
こ
そ
有

と
さ
れ
る
戦
法
な
の
だ

 
た
だ

属
性
武
器
を

え
る
事
そ
れ
に
よ
り

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
回
復
ア
イ
テ
ム
な

ど
の
数
更
に

し
た

で
す
ぐ

か
れ
て
放
り
捨
て
ら
れ
る
事
を

慮
し
て

も
取
ら
な
い

だ
け
の
事

 

と
い
う
手

を
離
れ
て
も

れ
る
武

だ
か
ら
こ
そ
取
れ
る
戦
法
だ

た

 
登
録
す
れ
ば

値
は

と

動
し

重
要
な
の
は
攻
撃
力
で
な
い
以
上

数
を

え
る

一
点
に

い
て
は
安
価
な
品
で
い
い
の
で
あ
れ
ば
自
分
や
ユ
イ
シ
ノ
ン
で
も
す
ぐ
取
れ
る
手

で
あ
る

そ
れ
で

聖
剣
の
回
収
が
出
来
な
い
と
ク
エ
ス
ト
は
達
成
に
な
ら
な
い

さ

き
の

で
分

か

た
と
思
う
が

に
聖
剣
が

ち
て
根
を
傷
付
け
た
か
ら
氷

は
あ
そ
こ
に
あ
る

逆
に

え
ば
聖
剣
を
根
か
ら

い
て
し
ま
え
ば
大
樹
の
根
は
ま
た

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
大
地
に

り
る

そ
れ
は
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
の

壊
と
イ
コ

ル
な
ん
だ

が
回
収
で
き
な
い
と

の
中
に
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剣
が

ち
る

で

結

前
回
の

ツ
ン
ヘ
イ
ム
は
さ

き
の

の

を
取
り

さ
な
か

た

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
緑
が
生
ま
れ
た

な
ん
て
話
は

か
な
か

た
だ
ろ
う

あ
 
破

の
勢
い
で
ス
リ

ム
を
倒
し
切

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
し
か
し
聖
剣
を
回
収
で
き
ず
ク

エ
ス
ト
を
達
成
出
来
な
か

た
ら
し
い
事
が
そ
の
発

か
ら

み
取
れ
た

 
つ
ま
り
聖
剣
を

い
た
後
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
の

を
掻
い
潜

て
生
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ら
し
い

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
生
還
こ
そ
し
た

空

ぶ
邪
神
が

え
に
来
て
く
れ
た
ら
し
い

が
そ

れ
は
聖
剣
を
放
り
捨
て
て
の
行
動

ク
エ
ス
ト
が
達
成
さ
れ
な
か

た
せ
い
で

ツ
ン
ヘ
イ
ム
が

を
取
り

す
事
は
無
か

た
よ
う
だ

 
そ
の
事
に
つ
い
て

や
悔
し
さ
が
見
て
取
れ
な
い
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
存

と
い
う
目
的

は
達
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ

こ
の
世
界
が
存

さ
え
す
れ
ば
最
強
の
伝
説

武
器
な
ど
必
要

な
い

そ
ん
な
ス
タ
ン
ス
だ
か
ら
だ
ろ
う

 
ス
ト
レ

ジ
に
入
れ
ら
れ
な
か

た
の
か
と
は
思
う
が

ス
ト
レ

ジ
に
は
入
れ
ら
れ
な
か

た
の
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シ
ノ
ン
が
今
し
が
た
自
分
も
思
い
浮
か
べ
た
疑
問
を

に
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
は

を
横

に
振

た
し
て
み
た
け
ど

弾
か
れ
た

あ

ち

ん
と
入
れ
よ
う
と
は
し
た
ん
だ
ね

い
方
に
ど
こ
と
な
く

肉
が
あ
る
な

ユ
ウ
キ

 
じ
ろ

と

紺
の
剣
姫
を
見
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

彼
女
は
苦

を
浮
か
べ
た

い
や

最
強
の
聖
剣
を
前
に
し
て
も
物
欲
が

ん

ん
無
い
キ
ミ
の
事
だ
か
ら

に

い

て
放
り
捨
て
そ
う
な
気
が
し
て
ね

み
ん
な
が
求
め
る
モ
ノ
を
ぞ
ん
ざ
い
に

わ
れ
る

様
を
思
い
浮
か
べ
る
と

そ
れ
は
ち

と

て

ま
あ
Ｓ
Ａ
Ｏ
み
た
く
少
し
で
も
強
い
武
器
を

て
必
要
に

ら
れ
て
な
か

た
ら

金
色
に

く
剣
な
ん
て
使
い
た
く
な
い
け
ど
そ
れ
で
も
す
ぐ
捨
て
は
し
な
い
ぞ

持

て
帰

て
ユ
ウ
キ
達
の

か
に

ろ
う
と
す
る

実

前
回
は
そ
の
つ
も
り
だ

た

ど

ち
に
し
て
も
物
欲
は

変
わ
ら
ず
無
い
ね

 

面
の
苦

で
ユ
ウ
キ
が
そ
う
断

し
な
が
ら

を

で
た

 
生

か
な

み
を

か
ら
向
け
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
や
や

心
地
悪
そ
う
に
身
動
ぎ



 五幕 〜自我同一性〜

し

を

で
る
ユ
ウ
キ
の
手
か
ら

れ
た

あ
あ

と
ユ
ウ
キ
が
声
を

ら
す
も
オ
リ
ジ

ナ
ル
は

せ
ず

払
い
を
す
る

話
を

す
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
存

の

の
最

件
は

の

人

の
王
ス
リ

ム
を
倒
す

事
だ

聖
剣
に

し
て
は
回
収
出
来
な
く
て
も
問

無
い

た
ぶ
ん

た
ぶ
ん

て

キ
リ
ト

お
前

な

仕
方
な
い
だ
ろ

ツ
ン
ヘ
イ
ム
が

に

ら
な
い
ま
ま

け
ば
ま
た
別
の
ク
エ
ス
ト
が
作
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
事
を

え
る
と

断

は
で
き
な
い
ん
だ

 

い
な
が
ら
の
ク
ラ
イ
ン
の
突

み
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
も
苦

を
浮
か
べ
て
そ
う
返
し
た

場
の
空
気
が

ら
か
な
そ
れ
に
な
る

こ
の
ク
エ
ス
ト
の
事
は

場
に
も
伝
え
て
る
け
ど

き

し
た
と
こ
ろ
で
こ
の
ク
エ
ス
ト
は

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト

実

を
契
機
に
始
ま

て
る
か
ら

今
更
止
め
ら
れ
な
い

最
悪

Ａ
Ｌ
Ｏ
が

壊
し
て
も
現
時
点
ま
で
は

せ
る
か
ら
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ

を

り
返
せ
る
け

ど

出
来
れ
ば
一

も

壊
さ
せ
ず
に
済
ま
せ
た
い

 

い
な
が
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
が

手
を
掲

た

 
そ
こ
か
ら
ぶ
ら
下
が
る
の
は

大
の
メ
ダ
リ
オ
ン

の
女
王
ウ
ル
ズ

が
消
え
る
前
に
与
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え
ら
れ
た
そ
れ
に
は

に
カ

ト
さ
れ
た

大
な
宝

が
は
め

ま
れ
て
い
る

エ
メ
ラ
ル

ド
色
に
煌
め
く
宝

は

し
か
し
一

弱
が

黒
の
闇
に

み

光
を

ね
返
し
て
い
な
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
再

動
を
果
た
し
て
か
ら
ま
だ
一
時
間
程

そ
れ
で
も
一

ん
で
い
る
と
い
う

事
は

残
り

予
は
⻑
く
見

も

て
九
時
間

く
て
六
時
間
と
い
う
程

か

 
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

の
レ
イ
ド
が

ツ
ン
ヘ
イ
ム
を

れ
邪
神
を

し
始

め
る
だ
ろ
う

そ
の
レ
イ
ド
は
こ
の
ク
エ
ス
ト
の
事
を
知
る
由
も
な
い
の
で
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
し

た
邪
神
が
動
物
型
で
あ

て
も

し
な
い

そ
れ
に
よ
り
加
速
す
る
と
す
れ
ば
想
定
は
四
時

間
に
し
て
い
た
方
が
無

か

 
女
王

く
あ
の

が
全
て
暗
黒
に

ま
る
時
地
上
の
動
物
型
邪
神
は
一

残
ら
ず

り

さ
れ
ウ
ル
ズ
の
力
も
ま
た
完
全
に
消
滅
す
る
の
だ
と
い
う

そ
の
時
こ
そ

の

人
の
王
ス

リ

ム

の
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

攻
が
開
始
さ
れ
る
と
い
う
事
だ

本
来
な
ら
ス
リ

ム

組
と
動
物
型
邪
神

衛
組
に
分
け
る
と
こ
ろ
だ
が

い
あ
と
一
時

間
強
は

も

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
来
れ
な
い

だ

だ
か
ら
全

で

り

も
う

 
そ
の

葉
に

全

が

し
た

び

と
雪
原
に
吹
く
風
の

だ
け
が
流
れ
る

な
ん
だ

こ
の
空
気
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な

に

え
ら
れ
な
か

た
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
や
や
不

そ
う
な

で

う

す
る

と
ウ
ン
デ

ネ

水
妖
精

の
ラ
ン
が

苦

を
滲
ま
せ

髪
を
揺
ら
し
た

意
外
だ

た
ん
で
す
よ

前
回

独
攻
略
し
て
る
キ
リ
ト
く
ん
の

か
ら
全

で

り

も

う

て

葉
が
出
る
な
ん
て
思
わ
ず

お
説
教
が
必
要
か
と

え
て
い
た
も
の
で
す
か
ら

そ
う
そ
う

ん
と
そ
う

 
一
人
の
方
が

が
い
い

て

て
行
く
ん
じ

な
い
か

て
思

て
た
か
ら
ち

と
び

く
り
し
ち

た
よ

 
ラ
ン
が

て

ア
ス
ナ
が
力
強
く

く

の
面

も
同
じ
よ
う
に

い
て
い
た

 
同

体
の
自
分
と
し
て
は

な

を
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

心

た
り
が
多
過
ぎ
る

オ

リ
ジ
ナ
ル
も
そ
う
ら
し
く
多
分
自
分
と
同
じ
だ
ろ
う
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た

苦

を

み

し
た
よ
う

だ

 
そ
れ
か
ら

い
で
苦

へ
と
変
わ
り

 

わ
な
い
な

ま

た
く

  
ど
こ
か

せ
そ
う
に

い
て
い
た
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そ
れ
が

ど
う
し
よ
う
も
な
く
思

を
か
き
乱
す
か
ら

全

で

り

む
の
は
い
い
が

編
成
は
ど
う
す
る
ん
だ

 
空
気
が
悪
く
な
る
と
分
か

て
い
る
の
に
思
わ
ず

を
出
し
て
し
ま

た

し
て
い
た

空
気
が
ま
た

す
る

 

原
因
は
分
か

て
い
る

 
ホ
ロ
ウ
の
事
だ

は

ん
だ
道
こ
そ
違
う
け
ど
少
し
の
キ

カ
ケ
で
ホ
ロ
ウ
の
よ
う
に

悪
に
な
り
か
ね
な
い

そ
れ
を
み
ん
な
分
か

て
い
る

分
か

て
い
る
か
ら

し
て
い
る

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
明
確
に

い
て
い
る
未
来
が
あ
る

そ
れ
を

し
て
い
る

そ
こ
に
至

る
ま
で
の
道
程
も
明

し
て
い
る

 
け
れ
ど

キ
リ
カ
は

そ
う
し
て
い
な
い

 
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

未
来
あ
る
人
で
は
な
く

オ

リ

ム

ラ

イ

チ

カ

復
讐
を
決
め
た
人
で
も
な
い

は
未
だ
ど
ち
ら
も
決
め
ら

れ
て
い
な
い

者

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
は
未
来
あ
る

み
ん
な

人
間
を
生
か
す
べ
く
力
に
な
ろ
う
と
決
め

た

そ
れ
が
あ
の
世
界
で
の

で
あ
る
自
分
が
命
を

け
ら
れ
る
至
上
命

だ

た
か
ら

 
で
も
い
ま
は
そ
う
じ

な
い

 
仮
想
世
界
で
命
を

け
る
必
要
は

少
な
く
と
も
直
近
で
は
無
い

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン



 五幕 〜自我同一性〜

事
変

も
終
わ
り

こ
の

女
王
の
請
願

ク
エ
ス
ト
も
Ａ
Ｌ
Ｏ

壊
を

き
こ
そ
す
れ

風

を
気
に
し
な
け
れ
ば
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ

は

で
も
出
来
る

 

キ
リ
カ
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
じ

な
い

 
日
本
の
未
来
の

に
と

そ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ

 
仮
想
世
界
で
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
動
け
て
い
る
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ

 

間
演

速

の
差
で
一

に

れ
る

備
の
数
や
継
戦
能
力
で

え
ば
自
分
が
勝

て
い

る
だ
ろ
う

で
も
そ
れ
は

同
じ

で
あ
る
ユ
イ

を
持
て
ば
ス
ト
レ
ア
だ

て
同
じ

事
が
出
来
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か
人
間
の

と
同
じ

ノ
イ
ズ

を
持
つ
自
分
よ
り

は
上
か

 
自
分
が
不
可
欠
な
時
な
ん
て
な
い

自
分
が
出
来
る
事
は
全
て

オ
リ
ジ
ナ
ル

同

体
か
義
姉
達
が
出
来
て

し
ま
う

み
ん
な
が
求
め
て
い
る
存
在
は
自
分
じ

な
い

 
自
分
の
在
り
方
が
定
ま
ら
な
い

 

ノ
イ
ズ

が
生
じ
る

 

の
た
め
に
戦
え
ば
良
い

 

ノ
イ
ズ

不
安
が
生
じ
る

 

の
た
め
に
剣
を
取
れ
ば
良
い
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ノ
イ
ズ

焦

が
生
じ
る

 
演

速

が

る

 
思

回
路
は
乱
れ
狂
う

 

な
か
ま

か
ら
の

信

あ
る
不
安
の

線
が

び
せ
ら
れ
て

が
苦
し
く
な
る

出
し
た
い

そ
ん
な
衝
動
が
構

さ
れ
る

そ
れ
は
離
れ
た
く
な
い
と
い
う
願
望

と

ぎ
合
う

 
い

し

に

た
い
け
ど
離
れ
た
い

み
ん
な
が

る
と
こ
ろ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

る
か
ら

て
も
意
味
が
生
ま
れ
な
い
か
ら

 
離
れ
た
く
な
い
の
に
い

し

に

た
く
な
い

自
分
だ
け
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
事
が
無

い
か
ら
意
味
が
生
ま
れ
な
い
か
ら

 

た
だ

そ
れ
で
も
見
出
し
た
も
の
が
あ
る

 

キ
リ
ト

と
し
て
の
全
て
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
持

て
い
か
れ
て

人
間

も
喪

た

新
た
に
構

し
た

は

ど
こ
か

か
ら
の
遠
慮
と

が

ま
れ
て
い
る

 
彼
は
キ
リ
ト
じ

な
い

は
そ
う
だ

た
け
ど
今
は
違
う
人
だ

一
緒
に
し
た
ら
失
礼

だ



 五幕 〜自我同一性〜

 
そ
ん
な
認
識
が
根

に
あ
る

記

に
あ
る

と
同
じ
対
応
じ

な
い

だ
か
ら

苦
し

い

お
前
は
も
う
人
じ

な
い
と
突
き
つ
け
ら
れ
て
自
分
は
変
わ

た
つ
も
り
な
ん
て
無
い
の

に

変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い

を
自
覚
す
る
か
ら
苦
し
い

 
け
れ
ど

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
の

は

記

に
も
な
い
新
た
な
無
二
の
も
の

 
苦
し
い
け
れ
ど
他
の
人
達
と
の
も
の
よ
り
は

だ

た

感
情
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る

み
ん
な

が

る
間
は
多
少
抑
え
る
が

そ
う
で
な
い
時
は
遠
慮
な
く
ぶ
つ
け
ら
れ
る
か
ら

 
自
分
自
身
を

自
分
の

葉
で
傷
付
け
る

 
そ
れ
は

か
ら

れ
た
事
だ
か
ら

 
だ
か
ら
在
り
方
が
決
ま
ら
な
い

オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
で
分
か
れ
て
い
て
も
や

て
い
る
事
は

一
人
だ

た
時
と
同
じ
だ
か
ら
決
ま
る

が
無
い

 

も
か
も
持

た
人
間
に

も
か
も
喪

た
身
か
ら
苦

を

す
る
事
く
ら
い
が

の

 
自
分
が
見
出
し
た

意
味
の
あ
る
事

は

そ
れ
だ

た

 
そ
れ
だ
け
だ

た

の
運

方
法
と

レ
イ
ド
の
構
成
か
ら

え
て

ス
ヴ

ル
ト
攻
略
と
同
じ
く

は

後
衛
が
良
い
だ
ろ
う
な

血

対
策
に

分
補

を
し
た
と
は

え

に
三
十
分
近
く
戦
闘
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し
て
い
る
以
上
限
界
も
程
近
い
か
ら

そ
の

の
事

ち

ん
と

慮
し
て
た
の
ね

前
回
そ
れ
で

い
目
を
見
た
か
ら
な

 
リ義
フ理

の
感
心
め
い
た

葉
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
ユ
ウ
キ
を
見
な
が
ら
応
じ
た

見
ら
れ
る

は

思
い

た
る
節
が
あ
る
の
か
に
こ
や
か
に

う
ば
か
り

ち

と
怖
く
見
え
な
く
も
な
い

だ

そ
う
か

 
そ
の
や
り
取
り
を
見
て

は

く

葉
を
返
し

を

ざ
す
し
か
無
か

た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

な
く
死
ぬ

を
し
な
く
な

て
義
姉
達
が
喜
ぶ
事
だ
か
ら

し
く

な
る

な
の
に

し
く
な
る
べ
き
な
の
に

ど
う
し
て
か

喜
ぶ

と
い
う
感
情
が
構

さ

れ
な
い

し
て
く
れ
な
い

 
浮
か
ぶ
べ
き

は

浮
か
ば
な
か

た

 
自
覚
出
来
る
の
は

目
と
も
知
れ
ぬ
喪
失
感

  
や

と
見
出
し
た

が
不
要
に
な

た
と
い
う

事
実
だ
け
だ

た
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中
略

 

最
近
ネ

ト
で
は
と
あ
る
一
大
コ
ン
テ
ン
ツ
の
初
代
主
人

と

さ
れ
時
に
手

く

わ
れ
て
い
る
和
人

で
す
が

も
知
ら
な
い
大
勢
の
人

を
救
う
た
め

に
歩
み

け
る

第
二
ル

ト
主
人

と

大
切
な
人
達
を
最

先
に

え
動
く
彼
は
大
き
く
違
い
ま
す

現

状
は
第
二
ル

ト
と
第
三
ル

ト
の
主
人

の

中
く
ら
い
が
近
い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

 

特
定
個
人
の
味
方

と
定
め
て
い
な
い
か
ら
第
三
ル

ト
と
は
違
う

で
も

て
は

い
る
か
ら

せ
い
ぎ

大

の
味
方

な
第
二
ル

ト
主
人

よ
り
は
第
三
ル

ト
に
近
い
と
い
う
事
で

す
ね

分
か
り
ま
す

で
す
ね

ど
ち
ら
に
せ
よ
少
し
ず
つ
人
間
に
な
て
き
て
い
る
事
は
確
か
で
す

こ
れ
ま
で
和
人

の
境
遇
は
と
て
も
人
間
性
が
育
つ
と
は
い
い
も
の
だ
た
か
ら
こ
そ

人

間

性

の

い

ロ

ボ

ト

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

序
を
保
つ
抑
止
力

に

先
し
て
な

た

そ
し
て
成
り
果
て
た
カ
タ
チ
を

に
私
達
は
見
て
い
ま
す

ホ
ロ
ウ
と
い
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う
存
在
を
ね

自
身
の
根
幹
と
も

う
べ
き
自
己
性
と

来

場

を

奪
さ
れ
寄
り

て
く
れ
る

手
が

な
い
な
い
し
罪
悪
感
で

離
を
取

た
せ
い
で

も
り
に

も

た
怨
み
を
発

し
た
存
在
が
ホ
ロ
ウ

い
や

一

と

う
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 

わ
ざ
わ
ざ
呼
び
分
け
る
ん
で
す
ね

あ
の
ホ
ロ
ウ
を
桐

谷
和
人
と

う
の
は

か
違
う
な

と

⻯
使
い
の
少
女
の
場
面
で

本
人
が

て
い
た
よ
う
に
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

一

と
し
て
生
き
て
い
た
よ
う
で
す
か

ら

護
る
事
を

び

け
る
の
が
桐

谷
和
人
で
怨
み
を

先
し
た
の
が

一

と

私
は

え
て
い
ま
す

そ
し
て
義
理
の
姉
・
直
葉

や

間
が

る
限
り
彼
は

桐

谷
和
人

で
在
り

け
る

で
す

多
分
に

の
作
品
の
影

を

け
て
の
解

だ
と
は
自
覚
し
て
い
ま
す

 

彼
女
ら
が
生
き
て
い
る
事
自
体
が
英
雄
が
戦
う
理
由
で
あ
り

生
き

で
あ
る
と

わ
ば

桐

谷
和
人

を

り

け
る
と
い

た
と
こ
ろ
で
し

う

サ
バ
イ
バ

ズ
・

ギ
ル
ト
は
彼
女
ら
を
も
対

に
し
て
い
る

で
す

彼
女
ら
を
護
れ
ず
死
な
せ
て
し
ま

て

い
な
が
ら
自
分
だ
け
生
き
残

た
事
へ
の
罪
悪
感
は
確
実
に
あ
り
そ
の

に
彼
は
戦
わ
ざ
る
を

得
な
い

あ
の
時
は
救
え
な
か

た
命
を

も
う
二

と

と
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そ
れ
は

前
向
き
と

え
る
の
で
し

う
か

多
く
の

者
を

て
き
た
身
か
ら
す
れ
ば
彼
は
非
常
に
前
向
き
で
す
よ

意
欲
だ
け
見
れ
ば

完

と

て
も
い
い
程
で
す

 

つ
ま
り
意
欲
以
外
の
面
で
は

が
不
可
欠
と
い
う
事
で
す
か

な
ん
と
な
く
わ
か
る

気
は
し
ま
す
が

彼
は
罪
悪
感
と
悔
恨
で
止
ま
る
事
な
く
同
じ
事
に
な
ら
な
い

に
と
進
み

け
て
い
ま
す

心

の
傷
と
向
か
い
合
う
事
を
多
く
の
人
は
苦
手
と
し
て
い
ま
す
が
彼
は
そ
う
じ

な
か

た
ん
で
す

ね

お
そ
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入
る
前
の
時
点
で

り
越
え
て
い
ま
す

ト
ラ
ウ
マ
と
向
き
合
い
過

ぎ
て

二

と
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
と
動
い
て
い
る

そ
ん
な
人
は
初
め
て
見
ま
す
よ

 

そ
う
な
の
で
す
か

 
心

内

を
開
い
て
三
十
年

け
て
い
る

師
で
も

彼

の
よ
う
な
人
は
見
た
事
が
な
い
の
で
す
か

そ
も
そ
も

サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト

な
ん
て

無
い
方
が
い
い
で
す

そ
れ
で
も
見

た
事
が
あ
る

で
す
が

彼
の
特
異
性
は
ト
ラ
ウ
マ
と
向
き
合

た
時
そ
う
な
る
事

を

け
る
事
な
く

む
し
ろ
事

解
決
に
動
く
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す

 

え

と

ど
う
い
う
意
味
な
の
で
し

う
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サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト

に
は

他
者
の
死
と
自
分
の
生
存
と
い
う
二
つ
が
前

に
あ
り

ま
す

そ
れ
は
い
い
で
す
ね

 

は
い

そ
れ
は
理
解
し
て
い
ま
す

冒

に
出
し
た

で
人
を

殺
し
て
し
ま

た

を

に
す
れ
ば

彼
の
行
動
は

で

殺
し
た
記

な
い
し

そ
の
も
の

に
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
の
に

か
が
死

ぬ
事

に
な
ら
な
い
よ
う

目
的
で
あ
ろ
う
と

を
使
う

つ
ま
り
彼
に
と

て

は
自
分
の
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
る

を

け
る
事
よ
り
も
他
者
の
死
を

け
る
事
の
方
が
重
要

と
い
う
事
で
す

 

あ
あ

 
そ
れ
が

ト
ラ
ウ
マ
で
ト
ラ
ウ
マ
を
制
す
る

と
い
う
事
で
す
か

そ
う
で
す

に
対
す
る
戦
闘
ス
ト
レ
ス
反
応
を
他
者
の
死
と
自
身
の
生
存
と
い
う
サ

バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト
に
よ

て
抑
制
す
る

そ
れ
を
彼
に

て

め
れ
ば

同
じ
場

に

行
き

い
た
子

を

百
と
手
に
掛
け
た
刃
物
へ
の
恐
怖
心
目
の
前
で
人
が
死
ぬ
事
で
ぶ
り
返

す
ト
ラ
ウ
マ
を

背
負

て
来
た
他
者
の
死
へ
の
罪
悪
感
で

し
殺
し

け
る
と
い
う
事
に
な

る

そ
れ
ど
こ
ろ
か

華

と
い
う

衛
機
制
が

い
て
ト
ラ
ウ
マ
を

モ
チ
ベ

シ

ン

原
動
力
に
し
て
い
る

分
あ
る
意
味

タ
チ
が
悪
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

自
身
が
生
き
て
い
る
事
そ
の
も
の
に
罪
悪



 五幕 〜自我同一性〜

感
を

き

け
て
い
る
分
彼
は

て
も
覚
め
て
も
ず

と
ト
ラ
ウ
マ
を
意
識
し
て
そ
れ
を

華
し

け
て
い
る

そ
れ
に
彼
は
突
き
動
か
さ
れ
る
し
か
な
い
の
で
す

止
ま

て
い
て
は
罪

悪
感
が
強
く
な
る
一
方
だ
か
ら

 

だ
か
ら

り

け
る
ん
で
す
ね

か
し
て
い
な
い
と

し

さ
れ
る
か
ら

た
だ
不

中
の

い
と

え
る
の
は
彼
が
護
ろ
う
と
し
て
い
る
人
達
は
彼
が
一
線
を
超

え
な
い
よ
う
ス
ト

パ

に
な
れ
て
い
る
と
い
う
事

つ
ま
り
彼
の
状

を
把
握
し
て
い
る
点

で
す

こ
れ
は

今
増
加

向
に
あ
る
自
殺
す
る
人
達
と
大
き
く
異
な

て
い
ま
す

自
殺
に

至

た
人
達
の
親

は

故
そ
こ
ま
で
思
い

め
て
い
た
か
を

時
は
知
ら
な
い
事
が

ど
で

す
か
ら

 

確
か
に
自
殺
し
て
し
ま

た
人

特
に
未
成
年
の

者
は
家

に

し
て
い
な
い

場
合
が
多
い
で
す
ね

自
殺
し
て
か
ら
初
め
て

め
ら
れ
て
い
た
事
を
知

た
な
ん
て
ニ

ス
は
よ
く

き
ま
す

再
現

像
の

中
で
流
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

時
の
や
り
取
り
は
正
に
そ
れ
で
す

自

自

に
な

て
い
た
彼
は

い
に
も
そ
れ
を
し

か
り
知
り
把
握
し
て
い
た
人
の
お

で

み
止
ま
れ
ま
し
た

無
論
そ
こ
に
至
る
事
件
の

事
者
だ

た
か
ら
こ
そ
で
す
が

彼
か
ら
す
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れ
ば
目
の
前
で
人
が
死
ん
で
い
く
中
で

一
生
き
残

て
く
れ
た
女
性
で
す

彼
女
か
ら
の
赦
し

は

彼
が
罪
悪
感
を
向
け
て
い
る

過
去
の
人
達

の
赦
し
に
近
い
も
の
だ

た
で
し

う

 

そ
れ
で
も
和
人

は
止
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね

ナ

ヴ
ギ
ア

を
外
さ
れ
た
人
以
外

を
救
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
変
で
も

十
万
と
い
う

者
を
救
い
出
し
た
の
に

し
か
し
今
の
彼
は

不
特
定
多
数
の
人
よ
り

特
定
の
人
達
の
事
を

先
し
て
い
ま
す

彼
ら
彼
女
ら
が
不

に
傷
付
け
ら
れ
な
い
と
確
信
で
き
る
ま
で
は

く
で
し

う
が
逆
に

え

ば
彼
は
自
分
で
ゴ

ル
を
定
め
て
い
る
の
で
す

こ
れ
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を

え
て
い
る
他
の

者

に
は
無
い
事
で
も
あ
り
ま
す

そ
し
て
ゴ

ル
が
定
ま

た
な
ら

あ
と
は
彼
が
命
を

と
す
よ

う
な
無
理
を
二

と
し
な
い
よ
う
彼
女
達
が
ス
ト

パ

に
な
る
だ
け
で
す

 

そ
れ
は

か
な
り

し
そ
う
で
す
が

し
い
で
し

う
ね

 

そ
ん
な
あ

さ
り
同
意
さ
れ
る
と
は
思

て
ま
せ
ん
で
し
た

ト
ラ
ウ
マ
を

え
て
る
人
は
得
て
し
て

な
だ
と
知

て
い
ま
す
か
ら

た
だ
ま

彼
女
ら

が

に
い
る
限
り

彼
が
死
を
前

に
し
た

を
す
る
事
は
無
い
で
し

う

 

そ
れ
は

な
に
か
根

が
あ

て
の
事
で
す
か



 五幕 〜自我同一性〜

も
ち
ろ
ん
で
す

事
実

は
不
明
で
す
が

直

の
学

を
正
式
に

学
し
た
上
で

四
日
間
も
ゲ

ム
を

夜
で
し
て
い
た
と
な
れ
ば

ま
ず
確
実
に

と
の
間
に

ら
か
の
コ

ネ
ク
シ

ン
が
あ
る
と

え
ま
す

彼
か
ら
か

か
ら
か
は
不
明
で
す
が
事
実
と
し
て
分

か

て
い
る
の
は

フ
ル
ダ
イ
ブ
中
に
死
な
な
い

備
を
し
て
い
た

と
い
う
点
で
す

 

そ
う
で
す
ね

ホ
ロ
ウ
に
対
す
る
返
し
で
も
本
人
が
そ
う
備
え
て
い
た
事
は
明

さ
れ

て
い
ま
す

つ
ま
り

彼
は
死
に
た
く
な
い
生
き
た
い
と
そ
う
思

て
い
る

そ
の
た
め
に
行
動

出
来
て
い
る

死
に

に
華
を
咲
か
せ
る
な
ん
て

え
て
い
な
い

そ
し
て
彼
の
願
い
は
み
ん

な
の

福
な
日
常
を
見
る
事
で
す

そ
れ
は
死
に
た
い
と
思

て
い
る
人
で
は
あ
り
得
な
い
思

回
路
で
し

う

 

確
か
に

で
す
が

そ
れ
だ
と
矛
盾
し
ま
せ
ん
か

 
自
分
が
死
ぬ

だ
と
し
て

も

ぶ
と
い
う
の
と

手

を
決
め
る

で

自
分
の
命
を
罪
悪
感
が
勝

て

ん
じ
る
か

願
い
が
勝

て

重
ん
じ
る
か
が
決
め
手
で
す
ね

そ
し
て
彼
が
大
切
に
思
う
人
達
が

る
限
り
彼
は
重
ん
じ

け

る
で
し

う
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そ
れ
も

な
に
か
根

が

 
桐

谷

和

人

人
を
信
じ
る
者
と

一

人
を
信
じ
な
い
者
の
戦
い
が

理
由
で
す
よ

  

イ
ン
タ
ビ

記
事

心

内

年
の

教

が
語
る

現
代
に
生
ま
れ
し
英
雄
の

コ
コ
ロ

よ
り
一
部

  
・
サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト

 

境
面
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

意

 
戦
争
や
災

事
故

事
件

な
ど
に
遭
い
な
が
ら

的
に
生
還
を

た
人
が

り
の
人

が
亡
く
な

た
の
に
自
分
が
助
か

た
こ
と
に
対
し
て
し
ば
し
ば
感
じ
る
罪
悪
感

の
こ
と

サ

バ

イ

バ

ｓ
ｕ
ｒ
ｖ
ｉ
ｖ
ｏ
ｒ
は

生
き
残
り
・
生
存
者
・

を

ギ

ル

ト

ｇ
ｕ
ｉ
ｌ
ｔ
は

罪



 五幕 〜自我同一性〜

悪
感

を
意
味
す
る
英
語

 

状
と
し
て
は

罪
悪
感

フ
ラ

シ

バ

ク

モ
チ
ベ

シ

ン
・
士
気
の

下

信

頼
心
の

下

疑
的
に
な
る

組

に
対
す
る

心
の

少

な
ど

Ｗ
ｉ

ｉ
よ
り

 
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
初
代
主
人

衛

士

が

式
で
な

て
い
る
と
さ
れ
る

状

 
第
四

聖

戦
争
に
よ
る
大
火
災
の
中
で
生
き

び
た
意
識
が
根
付
い
て
お
り

自
分
だ
け

生
き
て
見
送
ら
れ
た
の
だ
か
ら
生
き
た
責
務
は
果
た
さ
な
け
れ
ば
と
い
う
意
識
と
義

衛

切

の

正
義
の
味
方
に
な
る

と
い
う

い夢
の

果
に
よ
り

と
命
を
捨
て
る

行

も
平
気
で
取
る
よ
う
に
な

た

第
一
ル

ト
で
は
や
や

さ
れ
て
い
る
が
第
二
ル

ト

で
克
明
と
な
り
第
三
ル

ト

意
作
成
中
で
そ
れ
ま
で
の
夢
を
全
て
捨
て
て
個
人

の
味
方
を
す
る

と
い
う
ル

ト
開

を
展
開
し
て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
原
作
に

い
て
は
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
黒
猫

壊
滅
し
た
け
ど
自
分
は
生
き
残

て

る

あ
る
い
は
ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
大
戦
に

け
る
心
神
喪
失
状

ユ

ジ
オ

カ

デ

ナ
ル

シ

ロ

ト
が
死
ん
だ
し
ア
ド
ミ
ニ
を
殺
し
た
け
ど
自
分
は
生
き
残

た
と
い
う

罪
悪
感
で

キ
リ
ト
が
発

 
本
作
和
人
に

い
て
は

と

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
終
戦

の
二
つ
が

し
て
い
る
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結

直
葉
達
は
生
還
し
て
い
る

だ
が

死
ん
だ

と
い
う
事
実
は
あ
り

和
人
は
そ
れ
を

恐
れ
て
三
種
の

練
に
臨
み

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

に

い
て
も
命

け
の
剣
を
手

に
取
り

人

を
救

た

  
・
シ

ク
・
シ

ル

 
自
分
の
行
動
に
よ
り
生
じ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

意

 

弾
神
経

戦
闘
ス
ト
レ
ス
反
応
と
も

必
要
な
事
だ

た
と
認
め
て
も
生
じ
る

・

絶
反
応
の
事
で
あ
る

 
原
作
・
本
作
シ
ノ
ン
が
こ
れ
に
最
も
近
い
が

密
に
は
違
う

 
シ
ノ
ン
の
場
合

人
を

殺
し
た
か
ら

に
ト
ラ
ウ
マ
を

い
た

の
で
は
な
い

 
そ
も
そ
も
シ
ノ
ン
は
強

を

殺
し
た
事
に

し
て
は
や
や

観
気
味
に

を
助
け

る
に
は
仕
方
が
無
か

た

と

け
容
れ
て
い
る

殺
と

の
ト
ラ
ウ
マ
の
間
に

を
護
ろ
う
と
無
我
夢
中
に
行
動
し
た

の

殺
に

親
か
ら
恐
怖
の
眼
を
向
け
ら
れ
た

と
い
う
事
実
が
入
る

つ
ま
り

の
恐
怖

殺
人

と
い
う
式
に
な
り

強

を
思
い
浮
か
べ
る
よ
う
に
な

て
し
ま

た



 五幕 〜自我同一性〜

 
原
作
キ
リ
ト
に

を

き
付
け

人
殺
し
の
手
を

あ
な
た
が
握

て
く
れ
る
の

と

ん
だ
の
は

人
か
ら
の
恐
怖
が
苦
し
か

た
か
ら

と
い
う
の
が
根

に
あ
る

 
そ
し
て
原
作
六

終

で
は

の
恐
怖

の
他
に

自
分
の
行
動
で
救

た
親
子
か
ら
の

感

が
入

た
た
め

シ
ノ
ン
の
心
は
救
わ
れ

ト
ラ
ウ
マ
が
少
し
ず
つ
和
ら
い
だ

 
ち
な
み
に

ヘ
イ黒
シ
ン星

以
外
問

無
く
Ｇ
Ｇ
Ｏ
で

を

に

え
た
事
に

し
て
だ
が

 
第
三
回
Ｂ
ｏ
Ｂ
決
勝
戦
で
キ
リ
ト
か
ら
死

の
事
を

い
た
シ
ノ
ン
の

然
ぶ
り
か

ら
そ
の
安
心
感
が
前

に
あ

た
の
は
明
白
で
あ
り

本

に
人
を

殺
す
る

事
に
対
し

悪
感
を

き
出
し
に
し
て
い
た
事
か
ら
お
そ
ら
く

し
て
も
本

に
死
ぬ

で
は
な
い
と

い
う
安
心
感
が
あ

た
か
ら
だ
ろ
う

 
反
面
現
実
で
は
写
真
す
ら
ア
ウ
ト
な
の
は

現
実

本

の
死

と
い
う
生

し
い
認
識
が

あ

た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る

 
原
作
キ
リ
ト
も

う

時
に
二
人
後
に
ク
ラ
デ

ル
を
殺
め
て
い
る
事
を
思

い
出
し
恐
怖
し
て
い
る
が

剣
を

し
て
い
な
い

の
で
非

そ
も
そ
も
キ
リ
ト
は
そ

の
事
を

必
要
な
事
だ

た

と
認
め
て
い
る

 
む
し
ろ
ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
大
戦
時

因
縁
の

手
に
殺
す
よ
り

い
事
を
し
て
い
る
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り

に
吹

切
れ
て
い
る

 
本
作
和
人
に

い
て
は

コ

ル
を
殺
す

ま
で

が

 
コ

ル
を
殺
し
て
し
ま

た
事
で

か
を
傷
付
け
で
し
か
自
分
は

も
護
れ
な
い

と
い

う

定
観
念
を
作
り
上

た

ヒ
ト
は
他
者
を

に
し
て
生
き
る
ケ
ダ
モ
ノ
と
い
う

認
識
が
あ
る

現
実
を
認
識
し
た
事
で
吹

切
れ
た
の
で
あ
る

 

が
実
は
七
十
五
層
で
ア
キ
ト
を
殺
し
た

り
で
再
発
し
リ

フ

に

正
さ
れ

る
ま
で

い
て
い
る

 

一

と
し
て
の
意
識
で
実
兄
を
殺
し
た
の
で
発

 
リ

フ

に
よ
り

桐

谷
和
人

に
意
識
・
在
り
方
が
シ
フ
ト
し
た
た
め

実
兄
は

実

兄

の
認
識
に
な
り

必
要
な
事
だ

た
で
済
ま
せ
ら
れ
る
事
と
な

た

   
・

キ

リ

ト

桐

谷
和
人

 
そ
の
道

年
の
心

内

教

に
よ
り
内
心

め
て
世
間
に
語
ら
れ
た

者

 
ト
ラ
ウ
マ
で
ト
ラ
ウ
マ
を

じ

せ
て
未
来
の

に

華
し

け
て
い
る

と
は

え
ト
ラ
ウ



 五幕 〜自我同一性〜

マ
な
の
で

歩
み
を
止
め
る
と

き

う

罪
悪
感
で

し

さ
れ
る

 
し
か
し
心
に

と
り
が
出
来
た
た
め
か

最
近
は
根
を

め
な
く
な

て
き
た

様

  
・
キ
リ
カ

 
サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト

び
シ

ク
・
シ

ル

方
を
発

し

け
て
い
る
同

体

 
リ

フ

の

正
を

け
ず
ま
た
ビ
ミ

に
別
た
れ
る
以
前
か
ら

を

い
て
い
た

手
を

し
て
い
る
せ
い
で
心
が

り
始
め
て
い
る

し
か
も

る

の
理
由
が
見
つ
か
ら

な
い

状

で
足
を
止
め
て
る
の
で

き

う

罪
悪
感
が

て
い

て
い
る

 

は
自
分
の

葉
・
認
識
し
か
認
め
な
か

た
在
り
方
だ
が
リ

フ

達
を

先
す
る
よ

う
に
な

た
事
で

き
入
れ
る
よ
う
に
な

た
の
で

一
見
つ
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
苦

を

す
る

と
い
う

も
必
要
無
い
と
悟

た

 
ま
あ
自
分
が

る
意
味
見
出
せ
て
な
い
状

で
見
出
せ
て
る
自
分
を
見
て
た
ら
そ
り

眼
も

る
よ
ね

 
自
己
同
一
性
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
レ
プ
リ
カ
ク
ロ

ン
の
苦
悩
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
自
分
の

一
性

が
揺
ら
い
で
い
る
か
ら

き
る
も
の
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出
番
の
無
さ

在
り
方
が
決
ま

て
い
な
い

と
い
う
キ

ラ



 六幕 〜二刀の思い〜

 
六
幕
 

二
刀
の
思
い

  

点

キ
リ
カ

ユ
イ

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
一
パ

テ

の
上
限
人
数
は

や
や
変

的
な
七
人
で
あ
る

 
他
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
や

た
事
が
あ
る
ク
ラ
イ
ン
を

と
し
た
面

に
よ
れ
ば
大

は
六
人
な

い
し
八
人
の
偶
数
を

し
て
い
る
ら
し
い

理
由
と
し
て
は

得
コ
イ
ン
の

で

り
切
り

や
す
く
す
る
た
め
だ
と
か

し
か
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

数
パ

テ

な
の
で
も
し

得
コ
イ
ン

の
自
動
分
配
機
能
が
無
け
れ
ば
大
変
面
倒
な
事
に
な

て
い
た
と
思
わ
れ
る
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そ
の
七
人
の

を

ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
攻
略
隊
で
あ
る

達
は

重

で

め
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
を
リ

ダ

と
す
る

パ

テ

に
は

リ

フ

シ
ノ
ン

レ
コ
ン

ア
ル

ゴ

レ
イ
ン

セ
ブ
ン
が
入

て
い
る

前
衛
は
リ

フ

レ
イ
ン

後
衛
は
セ
ブ
ン

他
は
中
衛
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
け
体

の
事
が
あ

て
強
制
的
に
後
衛
に
な

て
い
る
が
魔
法

よ
り
高
い

果
を
発

す
る
魔
術
を

発
し
更
に
攻
撃
魔
術
で

も
一
気
に
回
復
出
来
る
事
に

よ
る
高
回
転
に
な

て
い
る
た
め
特
に
問

は
出
な
い

加
え
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で

リ

フ

と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
い
た
シ
ノ
ン
の

の

は
高
ま
る
一
方
な
の
で
全

離
対
応
型
と

え
る

だ
ろ
う

 
ア
ル
ゴ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
同
様

剣
と
ク
ロ

の
ス
キ
ル
を
取

て
い
た

レ
コ
ン

も

剣
ス
キ
ル
を
育
て
て
お
り
二
人
は

さ
と
ハ
イ
デ

ン
グ
系
ス
キ
ル
・
魔
法
を

し
た
不
意
打
ち
を
す
る
中
衛

び
ス
カ
ウ
ト候

の

を

て
い
た

 
ま

パ

テ

の
面
子
に
は
タ
ン
ク
が

な
い
の
だ
が

回

重

つ
常
に
自
動

生
魔
法
が
掛
か

て
い
る
上
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

属
性
を

い
た
戦
法
で
強
制
的
に

期

戦
を
強
い
る
戦
い
方
の
せ
い
で
⻑
期
戦
に
な
り
得
な
い
以
上
タ
ン
ク
は
不
要
だ
ろ
う

 

パ

テ

は
キ
リ
カ
を
リ

ダ

と
し
て
ユ
イ
ス
ト
レ
ア
ア
ス
ナ
シ
リ
カ
フ
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リ
ア
リ
ズ
ベ

ト
が

る

前
衛
が
あ
ら

る
武
器
を

う

と
ユ
イ
中
衛
が

剣
使
い
に

よ
る
ヒ

ト
ア
ン
ド
ア
ウ

イ
重

の
シ
リ
カ
と
フ

リ
ア
タ
ン
ク
は
大
剣
使
い
ス
ト
レ
ア
と

片
手

盾
使
い
リ
ズ
ベ

ト
ア
ス
ナ
が
後
衛
術
師
で
全
体
回
復
と
後
方

を

バ
ラ

ン
ス
重

だ
が
や
や
回
復
が
心
許
な
い
た
め
シ
リ
カ
の
使
い
魔
ピ
ナ
と
シ
ノ
ン
の
回
復
魔
法
で

ア
ル
ナ
の
補
助
も
す
る

 

パ

テ

は
ラ
ン
を
リ

ダ

に
ユ
ウ
キ
シ
ウ
ネ

ジ

ン
ノ
リ
テ

チ
タ

ル
ケ
ン
の
新

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

前
衛
ア
タ

カ

に
ユ
ウ
キ

ジ

ン

タ
ン

ク
に
テ

チ
中
衛
に
⻑

使
い
ノ
リ
と
⻑
槍
使
い
タ
ル
ケ
ン
後
衛
に
ラ
ン
と
シ
ウ
ネ

と
い

う
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
編
成
だ

突
破
力
こ
そ

だ
が
回

ア
タ

カ

の
ユ
ウ
キ
と
断

的

な
魔
術
の
使
い
手
シ
ウ
ネ

に
よ
る
持

力
は
か
な
り
の
も
の
と

え
る

 

パ

テ

は
ク
ラ
イ
ン
を
リ

ダ

と
し
た

風
林
火

六
人

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら

の
鉄
板
編
成
の
た
め
ア
タ

カ

と
タ
ン
ク
ば
か
り
で
ヒ

ラ

と
ス
カ
ウ
ト
が
不
足
し
て
い

る
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
回
復
魔
術

は
レ
イ
ド

の
た
め

パ

テ

が

壊
し
な

い
限
り
回
復
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
事
は
無
い

前
衛
に

る
以
上
リ

フ

達
の
回
復
に
自

動
的
に

に
入
る
か
ら
だ
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パ

テ

は
サ
チ
を
リ

ダ

に
ケ
イ
タ

テ
ツ
オ

ダ

カ

サ
サ
マ
ル
の
五
人

パ

テ

フ
ル
で
な
い
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に

完
全
に
み
そ

か
す

い
だ
が
そ
れ

で
も
サ
チ
の
魔
槍
と
武
器
と
同
名
の

ド
ス
キ
ル
に
よ
る
一
点
突
破
力
が
ト
ン
デ
モ
な
い
の

で
不
要
と
い
う

で
は
な
い

一
応
別
パ

テ

で
は
あ
る
が
ク
ラ
イ
ン
の
指
示
を

け

て
動
い
て
い
る
の
で

パ

テ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

 
七
人
人
フ
ル
パ

テ

が
三
つ
六
人
パ

テ

と
五
人
パ

テ

一
つ
ず
つ
の
合

三
十
二
人
構
成
は

フ
ル
レ
イ
ド
四
十
九
人
の
四
分
の
三
に
も
う
少
し
で
届
く
と
い
う
程

だ

が

数
の
少
な
さ
は

で

し
て
い
る
た
め
問

に
な
り
に
く
い

 
む
し
ろ
問

な
の
は

術
師
が
少
な
い
事
だ

 
こ
の
レ
イ
ド
で
魔
法
ス
キ
ル
を

極
的
に

て
い
る
の
は
ア
ス
ナ
ラ
ン
シ
ウ
ネ

レ

コ
ン
の
四
人
だ
が

回
復
魔
法
と
な
る
と

ウ
ン
デ

ネ

水
妖
精

三
人
に
な
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ス
キ
ル
ス

ロ

ト
に

さ
れ
な
い
魔
術
を
作
成
し
鍛
え
て
い
る
が
そ
れ
を
入
れ
て
も

回
復
手

を
持
つ
の
は
四
人

 
ユ
イ
と
リ

フ

も
魔
法
剣
士
で
は
あ
る
が
使
え
る
の
は
戦
闘

の

系

系
魔
法

と

い
ヒ

ル
の
み

シ
リ
カ
シ
ノ
ン
も
や
や
魔
法
系
だ
が
二
人
と
も

が
メ
イ
ン

リ
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ズ
ベ

ト
と
レ
イ
ン
は
ス
キ
ル
の

分
が
鍛
冶
系

エ
ギ
ル
は
三

人
系

フ

リ
ア
は
ト
レ

ジ

系

ス
ト
レ
ア

風
林
火

六
人

月
夜
の
黒
猫

五
人
の
合

十
三
人
は

近

物
理
戦
闘
系
全
振
り
の

ノ

キ
ン

タ
イ
プ
で
あ
る

 

う
じ
て

プ

カ
妖
精
で
あ
る
セ
ブ
ン
だ
け
攻
撃
魔
法
を

先
的
に

得
し
て
い
る
が

フ

ル
ド
で
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
い
な
か

た

で
使
え
る
の
は
イ
イ
と
こ
中

魔
法
ま

で

消

で

え
ば

良
い
が

与
ダ
メ

ジ

と

手
に
す
る
邪
神
Ｍ
ｏ
ｂ
の

を

め
て

慮
す
る
と

ま

た
く
足
り
な
い

 
そ
れ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
感
じ
て
い
た
よ
う
で
作
成
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ

ル

の

ど
は

広
い
攻
撃
魔
術
が
中
心
だ

 
そ
の
恩

に
あ
や
か

た
事
が
あ
る
の
は
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
第
二
エ
リ

ア
砂

谷
ヴ

ル
グ
ン
デ
で
の
エ
リ
ア
ボ
ス
戦

ス
ヴ

ル
ト
攻
略
で
共
同
戦
線
を
敷
い

た
の
は
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
エ
リ
ア
探
索
で
の
遭
遇
と
ヴ

ル
グ
ン
デ
で
の
エ
リ
ア
ボ
ス
戦
だ

け
だ

た
が

魔
術
を
大

振
る
舞
い
し
て
い
た
の
は
後
者
で
あ
る

 
そ
の
時
も
後
衛
の
攻
撃

回
復

メ
イ
ジ
と
し
て
立
ち
回

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
存
在
は

時

み
の

い
魔
術
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
使

て
い
た
事
も

て
戦
闘
の

が
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に
広
が

た
と

き
お
く

記
録
し
て
い
る

 
お
そ
ら
く
そ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
や
自
分
以
外
も
感
じ
て
い
た

だ
が
そ
れ
で
も
魔
法
ス
キ
ル

を

極
的
に
上

て
い
る
の
は
極
少
数
だ

 
し
か
し

そ
れ
は

仕
方
の
な
い
事
だ
と
思
う

 

故
な
ら

達
は
シ
ウ
ネ

達
以
外
全

が

ド

ア

ト

・

オ

ン

ラ

イ

ン

魔
法
を
一
切

さ
れ
た
剣
の
世
界
か
ら
の

住

組
な
の
だ
か
ら

 
ユ
ウ
キ
の
片
手
剣
リ

フ

の
⻑
刀
ア
ス
ナ
と
ラ
ン
の

剣
シ
リ
カ
と
フ

リ
ア
の

剣
シ
ノ
ン
の
⻑
弓
ク
ラ
イ
ン
の
刀
エ
ギ
ル
の

手

な
ど
は
最

な
る
武
器
で
は
な

く
存
在
証
明

身
と

え
る

に
な

て
い
る

だ

今
更
そ
れ
を
捨
て
て
魔
法
ス

キ
ル
を
上

よ
う
と
は
ま
ず
思
わ
な
い
だ
ろ
う

 
非

と
は
知
り
つ
つ
い

そ
物
理
攻
撃
メ
イ
ン
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
に
誇
り
を

け
て
Ａ

Ｌ
Ｏ
に

り
住
ん
だ

達
は
戦

て
来
た

 
そ
れ
は

オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
と
の
差
だ

た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

と
し
て
プ
レ
イ
し
て
い
た
か
命

け
の
真
剣
さ
で
プ
レ
イ
し
て
い
た
か
で
生

ま
れ
た
差
だ
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最

別
人
と
は

え
自
分
は
キ
リ
ト
と

が
同
じ
だ

た

だ
か
ら
分
か
る

た
だ
の

遊
び
で
あ
れ
ば

は
き

と
片
手
剣
や
二
刀
流
と
い

た
数

の
武
器
を
極
め
よ
う
と
す
る
事

こ
そ
あ
れ
現
実
で
は
使
え
な
い
魔
法
ス
キ
ル
を
上

る
事
は
ま
ず
な
か

た
に
違
い
な
く
よ

し
ん
ば
上

た
と
し
て
も
そ
れ
は
味
方
を
助
け
る

に
聖
魔
法
く
ら
い
な
も
の
だ

た
だ
ろ
う

と 
だ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
違

た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
魔
法
は
現
実
で
は
使
え
な
い

 
だ
か
ら

現
実
で
出
来
る
事
を

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
持

て
き
た

 

の
原
子

作
で
出
来
る
事

ま

た
イ
メ

ジ

を

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス

キ
ル
と
い
う
独
自
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
に

と
し

ん
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
使

て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ

で
反
復
使

し
て
い
く
に
つ
れ
て
現
実
で
の
再
現
性
も
増
し

経
験
を

め
る
か
ら

 
そ
れ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
理
解
さ
せ
ら
れ
る
事

を
前
に

キ
リ
カ
は

強
く
⻭

み
し
た

バ
イ
よ
キ
リ
カ

金
ミ
ノ
の
物
理

性
高
す
ぎ
で

ん

ん
攻
撃
が

ん
な
い

 

の

前
方
で

ド
ラ
グ
ヴ

ン
デ

ル

紺
の

手
剣
を
構
え
る
ス
ト
レ
ア
が

に

た

 

き
返
し
は
し
た
も
の
の

か
を

う
よ
り
先
に

金
ミ
ノ

が

も
な
く

大
な
バ
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ト
ル
ア

ク
ス
を
高

と
振
り
か
ざ
し
た

前
方
で
リ
ズ
ベ

ト

製
の
黒
と
白
の
二

刀
を
構
え
て
い
た
ユ
イ
が

横

を
険
し
く
す
る

衝
撃
波
攻
撃
二

前

 
一

ゼ
ロ

 
ユ
イ
が
大
声
を
振
り

て
の

 
カ
ウ
ン
ト
に
合
わ
せ
て

パ

テ

の
前
・
中
・
後
衛
と
他
パ

テ

の
面
子
が
一

に

に
大
き
く

ん
だ

 
そ
の
間
隙
を

然
と
振
り
下
ろ
さ
れ
た

の
刃
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
シ

ク
ウ

ブ
が
一
直
線
に

け

け
彼
方
の

を

し
く

く

シ

ク
ウ

ブ
が

け

け
た
後

の

は
見
事
に

れ
て
い
て

足
場
の
不
安
定
性
が
増
し
て
い
た

 
チ

と

打
ち
し
つ
つ

に
め
り

ん
だ
ま
ま
の

を
足
場
に
し
て
斬
り
掛
か
る

手

片
手

剣
カ
テ
ゴ
リ
の
黒
剣
を
テ
イ
ク
バ

ク
し

緑
光
を

て
か
ら
大
き
く
横

ぎ
に
一

閃

の

い

に

て
大
道

の
よ
う
に
一
回
転
し
た
重
攻
撃
を

け
金
ミ
ノ
は
大
き
く

ん
だ

 

手
剣

全
方

重
攻
撃

発
技

サ
イ
ク
ロ
ン

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
は

物
理
属
性
の
そ
れ
は

攻
撃

が
広
め
の
技
を
多
く
持
つ



 六幕 〜二刀の思い〜

手
剣
カ
テ
ゴ
リ
の
中
で
も
全
方

を
一

に
攻
撃
す
る

有
な
技
だ

上

剣
技
な
の
で

力

も
中

だ
が
味
方
を

き

む
恐
れ
が
あ
る
た
め
あ
ま
り

ま
れ
な
か

た
そ
れ
を
使

た
の

は

一

仕
切
り
直
す

で
あ
る

 
金
ミ
ノ
が
後
退
し

自
分
も
ス
テ

プ
を

ん
で
下
が
り

パ

テ

で
合
流
す
る

 

氷
の

城
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
に
突
入
し
て
か
ら
お
よ
そ
三
十
分
が
経
過
し
て
い
る

 

人

の
王
が
住
ま
う
だ
け
あ

て

し
て
い
る

Ｍ
ｏ
ｂ
の
数
は

で
は
な
く
行
く

先

で
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
し
ま
く
る

は

攻
略
組

の
指

を
多
く
務
め
て
い
た
ア
ス
ナ
を

し
て

キ
リ
ト
君
の

武
器
多
重
Ｄ
ｏ
Ｔ
戦
法
が
無
け
れ
ば
や

て
ら
れ
な
い

と

わ
し

め
る
苛

さ
だ

た

 
理

さ
え
分
か
れ
ば
再
現
は
可
能
な
の
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
同
じ
戦
法
を
自
分
ユ
イ
シ
ノ

ン
も
す
る
よ
う
に
な
り
進
軍
速

は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
全

の

も
し
な
か

た

中
ボ

ス
も
大

が
速
攻
だ

 

層
へ

り
る

手
前
の
広
間
を
護
る
フ
ロ
ア
ボ
ス
に

し
て
も
第
一
層
の

サ
イ
ク
ロ
プ
ス

眼

人
型

も
戦
闘

勢
に
入

て
か
ら
五

で
倒
し
第
二
層
も

け

け
再
び
ボ
ス
部

ま
で

達
し

た
の
だ
が
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そ
こ
で
三
十
二
人
か
ら
な
る
レ
イ
ド
を

て
い
た
の
は

刀
人
身

ア
イ
ン
ク

ラ

ド
第
二
層
を

歩
し
て
い
た
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
型
の
大
型
邪
神
だ

た

し
か
も
二
体

向
か

て

が
全
身

色

が
全
身
金
色
で
武
器
は

方
と
も
刃
が

ど
も
あ
り
そ
う

な
肉

の
バ
ト
ル
ア

ク
ス

 
魔
法
攻
撃
は
ま
る
で
行
わ
な
い
そ
れ
ら
を

認
し
て
す
ぐ
Ｄ
ｏ
Ｔ
戦
法
の

に

武
器
を

雨
あ
ら
れ
と

ら
せ
た
の
だ
が

こ
こ
で
問

が
発
生
し
た

 
武
器
は
全
て

さ
り
は
す
る

 
金
ミ
ノ
は
物
理

性
が
高
い
反
面
黒
い
方
は
魔
法

性
が
高
い
よ
う
で
黒
ミ
ノ
は
ガ
リ
ガ

リ
と

を

ら
れ
て
い

た

そ
れ
で
も
こ
こ
に
至
る
ま
で

で
邪
神
た
ち
を

て
来
た
事

を

え
れ
ば
黒
ミ
ノ
の
物
理

性
は
十
分
高
い

 
問

は
こ
こ
か
ら
だ

た

黒
の

が
残
り
三

ま
で

る
と

後
方
に
下
が
る
や

や
体

を

め
け

か

結

ざ

か
ら
の
合
掌
を
し
⻩
緑
色
の
オ

ラ
を

た
の
だ

そ
の

さ

て
い
た
武
器
が
全
て
弾
か
れ

更
に

れ
て
い
た

が
ぐ
ぐ

と
回
復
さ
れ
て
し
ま
う

し
か

も
そ
こ
を

て
黒
ミ
ノ
に
襲
い
掛
か
ろ
う
と
す
る
と
金
ミ
ノ
が
衝
撃
波
を
乱
発
し
て
大
変
危

険
な
事
に
な

た
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だ
か
ら
黒
ミ
ノ
を
下
が
ら
せ
た
後
金
ミ
ノ
を
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
あ
ま
り
に

物
理

性
が
高
く
て

を

に

れ
な
い

キ
リ
ト

お
前

コ
レ
前
は
ど
ん
な
手
で
攻
略
し
た
ん
だ
よ

 
刀
を
構
え

隊
と

隊
の
動
き
を

え
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
が

あ
ま
り
の
物
理

性
の
高

さ
に
悲
鳴

じ
り
に
問
う
た

後
方
で
回
復
魔
術
を

え
終
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

を
開
く

前
は
一
人
だ

た
か
ら

を
焦

に
し
て
Ｄ
ｏ
Ｔ
で
黒
ミ
ノ
を
下
が
ら
せ
た
後
属
性

ド
ス
キ
ル
の
コ
ネ
ク
ト
で

和
攻
撃
を
金
ミ
ノ
に

び
せ
て
倒
し
た

焦

ダ
メ

ジ
は
金
ミ
ノ

に

に

て
た
か
ら

つ
ま
り

Ｓ
Ａ
Ｏ
ン
時
と
や
り
方
は
変
え
な
か

た
の
か

あ
あ

ま

焦

の
イ
メ

ジ
は

く

れ
る
か
ら
い
ま
や
る
と
確
実
に
ダ
ウ
ン
す
る
と

思
う
が

い
や
別
に
頼
ん
で
る

じ

ね

か
ら
な

 
お
前

と

の
生
命
線
な
ん
だ
か
ら
倒
れ

ね

で
く
れ
よ

わ
か

て
る

 
遠
回
し
に
お
前
死
ぬ
事
す
ん
な
と
い
う

し

オ
リ
ジ
ナ
ル
は

と
し
な
が
ら
も
ど
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こ
か

し
そ
う
に

い
て
い
た

キ
リ
ト

メ
ダ
リ
オ
ン
は
い
ま

ど
れ
く
ら
い
黒
く
な

て
る
の

 
そ
の

で
弓
に

を

か
け
る
シ
ノ
ン
が

線
は
金
ミ
ノ
に
向
け
た
ま
ま
声
を
掛
け
た

オ

リ
ジ
ナ
ル
が

手
で

か
ら
下

て
い
る
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
ち
上

る

二

く
ら
い
だ
な

大
体
一
時
間
に
一

弱
黒
く
な
る
の
ね

ツ
ン
ヘ
イ
ム
で

り
を

し
て
た
種

レ
イ
ド
の
件
も
あ
る
し
多
分
こ
れ
か
ら
速
く
な

る
ぞな

ら

予
は
あ
と
三

四
時
間

て
ト
コ
か

ち
な
み
に
前
回
の
攻
略
時
間
は
ど
れ
く
ら
い

だ

た
の

ロ
で
二
時
間
だ

た

ギ
リ
ギ
リ
ね

と
い
う
か
ピ
ク
シ

無
し
で
よ
く
そ
ん
な

時
間
で
攻
略
出
来
た
わ
ね

ま

な

 
シ
ノ
ン
の

葉
に
や
や
⻭
切
れ
の
悪
い
返
し
を
し
て
い
る
の
が
や
や
引

掛
か

た
が
今

は
そ
れ
は
良
い
と
意
識
を
戦
闘
に
切
り

え
る
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と
に
か
く
金
ミ
ノ
を
倒
さ
な
け
れ
ば
持

戦
に
な
る

や
ユ
イ
達
は
い
い
が
人
間
の

そ
れ
も

に
弱

て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

持

戦
は

い
だ
ろ
う

 

切
れ
に

し
て
は
心
配
し
て
い
な
い
が
使
い
手
自
体
が
戦
え
な
く
な
れ
ば

て
い
る

の
は
パ

テ

壊
滅

す
な
わ
ち
ワ
イ
プ
だ

か
一
人
で
も
生
き
残
れ
ば
ど
う
に
か

残
り
火
を
一
つ
ず
つ
回
収
し
て

生
さ
せ
る
事
も
不
可
能
で
は
な
い
が
大
変
な
手
間
と
時
間
を

要
す
る

そ
し
て
全
滅
す
れ
ば

然
の
事
な
が
ら

の
セ

ブ
ポ
イ
ン
ト
か
ら
出
直
し
だ

流

に
ダ
ン
ジ

ン
の

番
や
Ｍ
ｏ
ｂ
も
リ
ポ

プ
し
て
い
る

だ
か
ら
ま
た
一
時
間
近
く
掛
け

て
こ
の
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
第
二
層
ま
で
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

 

別
に

Ａ
Ｌ
Ｏ
が
無
く
な
ろ
う
と
構
い
は
し
な
い

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ユ
イ
姉
リ

フ

達
と
触
れ
合
う
機
会
が

る
か
ら
と

て
い
た
が
自

分
に
と

て
そ
の
重
要

は
高
く
な
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
が
無
く
な

た
と
こ
ろ
で
こ
の
身
が
消
え
る
事

は
あ
り
得
な
い
か
ら
だ

 
命
の
危
機
で
無
い
以
上

先
す
る
必
要
は
無
い

 
だ
が

り
掛
か

た
舟
と
い
う

葉
が
あ
る

喰
ら
わ
ば

ま
で
と
も

う
あ義
ね姉

達

が
や
る
気
に
な

て
い
る
の
な
ら

そ
の
手
助
け
く
ら
い
し
よ
う
と
は
思
う
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あ
ま
り
時
間
が
無
い
な
ら
さ

さ
と
片
付
け
る
ぞ

が
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

で
金
ミ
ノ
を
止

め
る
か
ら

そ
れ
で

し
切
ろ
う

 

ド
ス
キ
ル

と
は

か
つ
て
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
た
ら
し
め
て
い
た
最
も
特
徴
的
な

ゲ

ム
シ
ス
テ
ム
だ

 

場

が
責

者
を
務
め
る
ユ

ミ
ル
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
運

が
変
わ

た
時
に
導
入
さ
れ
た

ド
ス
キ
ル
は
し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

と
違
い

つ
か
の
モ
デ

フ

イ
が
加
え
ら
れ
て
い

る 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
斬
撃

突
打
撃

の

物
理
属
性
と

水
地
風
氷

聖
闇
の
八
属
性

か
ら
な
る
魔
法
属
性
が
存
在
す
る

 
加
え
ら
れ
た
モ
デ

フ

イ
と
は
そ
の
魔
法
属
性
の
付
与

す
な
わ
ち
属
性
ダ
メ

ジ

の
追
加
だ

中

以
上
の

ド
ス
キ
ル
に
は

常
武
器
攻
撃
の

物
理
属
性
の
他
に
八

つ
の
魔
法
属
性
を
備
え
て
い
る

つ
ま
り
物
理

性
の
高
い
金
色
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
に
も
ダ
メ

ジ

が

る

 
無
論

リ
ス
ク
は

応
に
高
い

 

撃
数
な
い
し
一
発
の
ダ
メ

ジ
が
高
い

発
ス
キ
ル
は

し
て
技
後
の

直
時
間
が
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⻑
い

そ
こ
に
あ
の
バ
ト
ル
ア

ク
ス
を
直
撃
さ
れ
れ
ば

ゲ

ジ
を

ご
と
持

て
い
か

れ
る

横
方
向
の

攻
撃
な
ら
前
衛
・
中
衛
は
全

死
だ
ろ
う

う

し

 
い

ち

や

た
ろ
う

キ
リ
カ

 

翼
で
ク
ラ
イ
ン
ガ
愛
刀
を
大
上

に

え
な
が
ら

し

に

え
た

 

に
分
か
れ
あ
る
い
は

び

の
武
器
を
握
り
直
す
大
勢
の
気
配

そ
れ
に

さ
る

よ
う
に
数
人
の

の
声

 
や
や

し
た
空
気
に
な

た
が
そ
れ
で
も
反
対
意
見
や
空
気
に
な
ら
な
か

た
事
に

安

を

い
た
自
分
が

た
気
が
し
た

  
浮
遊
城

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

の
創
始
者
に
し
て

愛
す
る
我
ら
が

・

場

が

な

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

な
ど
と
い
う

脱
し
た
力
を
加
え
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い

 
そ
れ
は
本
人
に
も
よ
く
分
か

て
い
な
い
事
だ

た
か
ら
だ

 
本
来
の
想
定

り
た
だ
の
ゲ

ム
と
し
て
リ
リ

ス
さ
れ
て
い
れ
ば
最

で
も
数
年
は
生
き
る

コ
ン
テ
ン
ツ
だ

た

だ

ラ
ス
ボ
ス
専

の

神
聖
剣

は
と
も
か
く

二
刀
流

や

無

限
槍
な
ど
は
最
初
こ
そ
ユ
ニ

ク
の
証
と
し
て
存
在
さ
せ
Ｓ
Ａ
Ｏ
終
了
後
の
二
作
目
か
ら
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は

的
な
コ
モ
ン
ス
キ
ル
に

と
し

む
つ
も
り
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ

体
で

え
ば
不
興
を

た
の
で
は
な
い
か
と
は
思
う
が

 
ラ
ス
ボ
ス
を
務
め
る
つ
も
り
だ

た
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
神
聖
剣
だ
け
が
存
在
し
た
の

な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で

得
出
来
る

最
強
ギ
ル
ド
血

騎
士

の

⻑
が
誇

た
鉄

の

護
り
は
共
に
戦

た
か
ら
こ
そ
イ

と
い
う
程
理
解
し
て
い
る

そ
れ
が
ラ
ス
ボ
ス
と
し
て
立

ち
は
だ
か
る
と
な
れ
ば
か
な
り
の
苦
境
と

え
る

 
愛
す
る
義
弟
が
ラ
ス
ボ
ス
仕
様
の
ホ
ロ
ウ
・
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
刃
を
交
え
た
の
は
再
現

像
で

見
て
い
る
が

そ
の
予

は

分
違
わ
ず

た

て
い
た

 
だ
と
す
れ
ば

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
は

神
聖
剣

一
つ
で
事
足
り
た
の
だ

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
魔
王
と
戦
う
オ
ン
リ

ワ
ン
の

者
は
必
要
な
な
い
し
存
在
し
て
は
な
ら
な
い

プ
レ
イ

間
の
戦
闘
力
の
差
は
生
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で

平
な
ル

ル

に
立

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ル

ル
外
の
力
が
リ

ス
の

在
を

す
事
は

明
な

も
理
解
し
て
い
た

だ

 
し
か
し
彼
は
神
聖
剣
以
外
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を

鉄
の
浮
遊
城
へ
と
解
き
放

た

そ

れ
は
き

と

神
聖
剣

対

二
刀
流

と
い
う
対
決
が

の

い
た

夢
想

の
ピ
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ス
の
一
つ
だ

た
か
ら
な
の
だ
ろ
う

 
⻑
ら
く
人
を
見
て

を

そ
し
て

の
夢
の
欠
片
と

え
る
二
刀
を
振
る
う
義
弟
を
見
て

自
分
も
振
る
い
始
め
た
い
ま
偶
に

え
る
事
が
あ
る

私
は
二
刀
を
振
る

て
い
い
の
だ
ろ

う
か
と

が
認
め
た

者
と
し
て
の
証
を
私
は

た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

郷
の

よ
う
に

の
夢
想
を

し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か

と

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
そ
の
も
の
は
存
在
し
な
い

 
そ
れ
は

Ｓ
Ａ
Ｏ

世
界
の
終
わ
り
を
経
て

な
り
の
ケ
ジ
メ
の
つ
も
り
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

大
な
数
に

ぶ

ド
ス
キ
ル
の
内

し
い

件
が
付
い
た
十
五
種

神
聖
剣
を
彼

は
シ
ス
テ
ム
か
ら
完
全

消
し
た

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
や
キ
リ
カ
私
は
も
う
二
刀
流
や

明
剣
な
ど
を
持

て
い
な
い
し

サ
チ
の

無
限
槍

ク
ラ
イ
ン
の

刀
術

ア
ス
ナ
の

閃
光
剣

な
ど
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は

存
在
し
て
い
な
い

 
私
や
彼
ら
が
使
う
ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム
な
ど
の
二
刀
剣
技
は
シ
ス
テ
ム
ア

シ
ス
ト
無
し
で
使

て
い
た
も
の
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
に

と
し

み
シ
ス
テ

ム
に
認
識
さ
せ
た
技
で
あ
る

そ
れ
は
あ
る
意
味
我

で

り
出
さ
れ
た
技
と

え
よ
う
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の
夢
想
の
結

と

う
べ
き
剣
技
を
お
い
そ
れ
と
使
う
べ
き
で
は
な
い
と
私
は

え
て
い

る 
義
弟
達
は
き

と
別
の

え
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
が
同
じ
よ
う
に
二
刀
を
あ
ま
り
使
わ
な
い

片
や
片
手
剣
一
本
や

手

片
や

手
片
手

剣
一
本
だ

命

け
の
全
力

と
い
う
状

に
な
ら
な
け
れ
ば
背
負
い
切
れ
な
い
重
み
が

二
刀
に

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い

 

そ
れ
で
も

キ
リ
カ
は
二
刀
を
握

て
い
た

 
黒
剣
ブ
ラ

ク
ヴ

ル
ト

 
緑
剣
デ

バ
イ
ネ

シ

ン

 
リ
ズ
ベ

ト

製
の
二
振
り
の
片
手
直
剣
を
手
に

黒
の
剣
士

と
し
て
再
臨
し
て
い
た

 
開
戦
の
火

を
切

て

と
し
た
の
は
後
方
か
ら

来
し
た
水
の
螺
旋
を

た
剣

二
つ

だ

た

 
物
理

を
持
つ
人
間
で

を
持

て
い
る
の
は
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
の
二
人
だ
け

し
か

し
キ
リ
ト
は
復
帰
し
た
て
で

戦
闘
限
界
時
間
も
残
り
少
な
い

 
そ
ん
な
容

で
な
ん
で
そ
ん
な

と
内
心
思
い
つ
つ
一
撃
目
二
撃
目
と
水
の

発
を

こ
し
て

ん
だ
金
ミ
ノ
に
向
け

キ
リ
カ
を

に
他
の
前
衛
・
中
衛
メ
ン
バ

と
突
撃
し
た
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に

え
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
が

得
し
て
い
る
中
で
最
大

の

ド
ス
キ
ル
を

り
出

し
て
い
く

後
方
か
ら
数

の

を

た
最
大

力
の
魔
法
攻
撃
が

来
し
金
ミ
ノ
を

打
す
る

 
パ

テ

で
の
ス
イ

チ
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
く
中
で
先

に
立
つ
少
年
は

交

に
剣
技
を
放

て
い
た

 
黒
剣
で
五

の

突
か
ら

逆
風

の
八

撃
ハ
ウ
リ
ン
グ
・
オ
ク
タ

ブ

物
理
四

六

 
緑
剣
で
水
平
斬
り

逆
風

大
上

か
ら
の
斬
り

と
し

サ
ベ

ジ
・
フ
ル
ク
ラ
ム

物

理
五

氷
五

 

下
に
下
ろ
し
た
緑
剣
が

ら
れ

明
な
⻘
の

を

き
な
が
ら

ね
上
が
り
じ

り

ん

と

く

い
た

と
共
に
氷
の
斬
撃
が
放
た
れ
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
新

追
加
さ
れ
た

発
中

技

ジ

リ

ド
・
ブ
レ

ド

物
理
二

水
四

氷
四

 
真
上
に

ね
上
が

た
緑
剣
が
ま
た

ら
れ

の
光
を
放
ち
な
が
ら
三

振
る
わ
れ
た

め
二
本
と

一
本
の

を
思
わ
せ
る
そ
れ
は
三

撃
技

シ

プ
ネ
イ
ル
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そ
こ
で
黒
剣
に
蒼
い
光
が

る

バ

ク
モ

シ

ン
の
少
な
い

直
斬
り
か
ら
上
下
の

コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
そ
し
て
全
力
の
上

斬
り

高
速
四

撃
バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア

物
理
・

・
水
・
地
・
風
二

ず
つ

 
そ
こ
ま
で
で

技
の
合

斬
撃
数
は
二
十
に

ん
で
い
る

二
刀
流

の
最
上

剣
技
の

一
つ
を
追
い

い
て
い
る
手
数
だ

に
与
え
る

け
反
り

果
の
高
い
一
撃
が
重
い
技
を
中

心
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
で

斬
撃
が
ヒ

ト
し

け
る
限
り

も
デ

レ
イ
し

け
る

 
多
数
の
ス
キ
ル
攻
撃
に
晒
さ
れ
て

中
ボ
ス
で
あ
る
金
ミ
ノ
の

は
残
り
数
ド

ト
だ

た

 
あ
と
一
つ

ス
キ
ル
を

き

む
だ
け
で
金
ミ
ノ
は
倒
れ
る

 
し
か
し

緑
剣
に

光
が

ら
な
い

 
記

で
は

バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア

か
ら

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

あ
る
い
は

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
に
繋
い
で
い
た

な
の
で

に
失

し
た
の
だ
と

す
る

 

に
な

て
反
応
速

が
上

し
た
に
も

わ
ら
ず
の
失

 
そ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し

の
片

に

め
な
が
ら

私
は
全
力
で

け
た

 
キ
リ
カ
が

を
失

さ
せ
た
の
は
パ

テ

同
士
の
ス
イ

チ
の
合
間
と
い
う
絶



 六幕 〜二刀の思い〜

に
悪
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た

に
合
わ
せ
て
い
た
の
で
は
間
に
合
わ
な
い

だ
か
ら
独
断

専
行
し
た

 

撃
が
止
ま
り
金
ミ
ノ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
デ

レ
イ
が
終
了
す
る
ま
で
お
よ
そ
一

か

 

そ
の
一

を

私
は
か
つ
て
な
い

し

う
ち

う
り

く

間
演

速

で

け

け
た

 

と
共
に

深
紅
が
⻘
白
い
空
気
を

い
た

   
キ
リ
カ
ユ
イ
の

性
は
今
話
の
よ
う
な
路
線

 
原
作
キ
リ
ア
ス
み
た
く

護
ら
な
き

え
な
き

の
向
け
合
い
的
な

 

組
が
キ
リ
カ
に

い
を
定
め
れ
ば
原
作
ア
ス
ナ
よ
り
は
愛
が
重
く
な
る
で
し

う
ヴ

ベ
ル

を
見
な
が
ら

 

く
は
ユ
イ
の
一
方
攻
性
か
と

キ
リ
カ
が
そ
れ
ど
こ
ろ
じ

な
い
で
す
か
ら
ネ
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水

れい
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七
幕
 

ぶ
ん分
す
い水
れ
い嶺

  
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
本
作
を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま

す 

か
く
な
が

い

は
活
動
報

に
も

て
お
り
ま
す
の
で

興
味
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ

愚

く
な

て
し
ま

て
ま
す
が

本
作
に
つ
い
て
も
ち

と
触
れ
て
お
り
ま
す

 

し
か
し

新
年
の

を
し
て
お
き
な
が
ら

話
の
内
容
は
平
常

り
な
ん
で
す
よ
ね

 
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
イ
ベ
ン
ト
を
差
し

く
と
か

者
の
名

れ
で
し

う

で
も
仕
方
な
い

よ
ね

一

切
り
つ
い
て
な
い
モ
ン
ね

幕
間

  

点

キ
リ
カ

ユ
イ

 

数

約
一
万
二
千

  
で
は
ど
う
ぞ
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Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て

二
刀
流

を

得
し
た
自
分
に
は
他
の
プ
レ
イ

に
は
な
い
シ
ス
テ

ム
的
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が
存
在
し
た

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
故
の
強
力
な
剣
技
な
ど
で
は
な
い

の
手
そ
れ
ぞ
れ
に
片
手
武
器
を

備
出
来
る
と
い
う

そ
の
一
点
だ

 
片
手
直
剣
の
二
本
持
ち
で
闘
技
場
を
制
覇
し
た
事
が

強
く
残

て
い
る
の
か

違
い
さ

れ
が
ち
だ
が
あ
の
ス
キ
ル
は
原

的
に
片
手
武
器
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
ろ
う
と

ド
ス
キ
ル
を
発
動
出
来
た

そ
れ
は

手
の
武
器
を
同
時
に
使
う
二
刀
流
ス
キ
ル
だ
け

で
な
く

え
ば
片
手
剣
と
片
手

を

備
し
て
い
る
時
に
片
手
ず
つ
で
別
カ
テ
ゴ
リ
の

い
を

け
る
ス
キ
ル
を
放
て
る
と
い
う
事
も
意
味
し
て
い
る

 
ア
ス
ナ
が

得
し
た

閃
光
剣

や
ク
ラ
イ
ン
の

刀
術

な
ど
に

べ
れ
ば

一
点
突
破

の
火
力
に

い
て

二
刀
流

は
後

を

す
る

 
し
か
し

手
別

の
武
器
を
持

て
い
な
が
ら
別

の
ス
キ
ル
を
発
動
出
来
る
と
い
う
点
は
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他
の

に
も
真
似
出
来
な
い
事
で
あ

た

 
そ
の

性
を
最
大
限
に
生
か
す
べ
く
あ
ら

る
武
器
ス
キ
ル
を

得
し
コ
ン
プ
リ

ト
ま

で

し
て
い
た

は

そ
の
過
程
で
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を
編
み
出
し
た

 
そ
れ
が

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

と
名
付
け
ら
れ
た
技
術

 

剣
技

に
は

つ
か
の
種

が
存
在
す
る
が

大
別
す
れ
ば

交

に
発
動

と

片
手
で

発
動

の
二
つ
で
あ
る

そ
の
ど
ち
ら
も

片
手
剣
技
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
技
で
も

繋
が
る

で
は
な
い

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
よ

て
動
か
さ
れ
る
非
攻
撃

の

の
動
き
と
繋

よ
う
と
す
る
新
し
い
技
の
初
動
モ

シ

ン
が

一

し
て
い
る
必
要
が
あ
る

 
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト

ド
ス
キ
ル
の
終
了
か
ら
技
後

直
を

さ
れ
る
ま
で
の
コ
ン
マ
一

以
下
の
間
隙
で
あ
れ

ば

か
に
体
を
動
か
し
て
初
動
モ

シ

ン
に
近
付
け
ら
れ
る
が
タ
イ
ミ
ン
グ
は
あ
ま
り
に

も
シ
ビ
ア

 
と
は

え

そ
れ
は
人
間
で
あ

た

の
話

 

本
的
に

演

思

速

が
一
定

つ
人
間
の
そ
れ
よ
り

か
に
高
速
の

は
ん演
の
う

速

を

持

て
い
る
自
分
や
ユ
イ
と
い

た

は

そ
の
気
に
な
れ
ば
コ
ン
マ
一

で
あ
ろ
う
と

ら

で
も
引
き

ば
す
事
が
出
来
る
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だ
か
ら

剣
技

に
失

し
た
の
は
間
隙
を

う
の
が

れ
た
か
ら
で
は
な
い

 

に
繋

る
技
の
初
動
モ

シ

ン
に
近
付
け
よ
う
と
動
か
し
て
も
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
を
感

知
せ
ず

新
た
に
ア
シ
ス
ト
が
掛
か
る
事
な
く
技
後

直
を

さ
れ
た
が
故
だ

た

 
そ
れ
は

な
失

で
あ
る

 
か
つ
て
で
あ
れ
ば

と
な
く

け
た
失

だ

 
二
刀
か
ら
離
れ
た
過
ぎ
た
事
も
あ
る
が

お
そ
ら
く

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
二
刀
を
握
ら
な
く
な

た
理
由
に
こ
そ

こ
の
失

の
原
因
は
あ
る
と
い
う
確
信
が
あ

た

 

手
に
握
る
黒
剣
ブ
ラ

ク
ヴ

ル
ト
か
ら

し四
こ
う光

が
消
え
た

 

手
の
緑
剣
デ

バ
イ
ネ

シ

ン
に
は

ら
な
い

攻
撃
し
て
い
た
パ

テ

が
後

の

パ

テ

と
入
れ

わ
る

間
と
い
う
最
悪
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
剣
技

を
失

さ
せ

⻑
い
技
後

直
を

さ
れ
て
し
ま
う

 
失

し
た
の
は
バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア

片
手
剣
の
中

剣
技
に

す
る
コ
レ
は

同
格
剣
技
の
中
で
も

め
に

得
出
来
る
事
と

力
特
化
で
な
い
使
い
や
す
さ
の
面
か
ら

技
後

直
は

め
に
設
定
さ
れ
て
い
る

し
か
し
そ
れ
で
も
一

か
ら
二

は

束
さ
れ
る

 
ボ
ス
戦
で
の
一

二

は

全
体
か
ら
見
れ
ば
一

だ
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し
か
し

面
に
よ

て
は

そ
の
一

で
戦

が
一
変
す
る
事
も
あ
る

 
四
色
の
光
が
四
方
に

た
後

金
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
の

ゲ

ジ
は

か
数
ド

ト
残

て

い
た

大
な

を
生
や
し
た

が
ニ

リ
と

猛
に

た

 

が
先
に

直
か
ら
回
復
し

大

を
す

と
水
平
に
テ
イ
ク
バ

ク

 
高
速
回
転
に
よ
る
回
転
攻
撃

直
撃
は
死

て
も

に
よ
る

多

攻
撃
の
た
め
同

じ
こ
と

 
し
こ
う

意
識
は

後
ろ
に

べ

あ
る
い
は
す
ぐ
放
て
る
初
期
剣
技
を
放
て

と
命

し
て
い
る
が

正
な
シ
ス
テ
ム
の

制
下
に
あ
る
肉
体
は

わ
な
い

 

が
凶

に

き

金
ミ
ノ
の
足

か
ら
旋
風
が
立
ち

り
始
め

い

や
あ

あ
あ
あ
あ
あ

 

そ
こ
で

い
気
勢
が

い
た

 

の
背
後
か
ら

く

 
外

機

め
い
た

と
共
に
深
紅
の

き
が
金
ミ
ノ
を

ら
し

り
に
影
を
作

て
い

る

そ
し
て

の

横
を
黒
い

風
が

け

け
た

一

で

離
を
ゼ
ロ
へ
と

め
た

風

が

手
に
握
る
黒
の
片
刃
剣
を
金
ミ
ノ
の

に
突
き
立
て
た
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突
進

離

発

力
最
大

の

片
手
剣

上

重
突
進

発
技

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ

イ
ク

属
性

合
は
物
理
三

三

闇
四

 
い
ま
正
に

を
振
り
回
そ
う
と
し
て
い
た
邪
神
の
体
力
は

一

で
消
え
去

た

 

邪
神
の
動
き
が

た
り
と

止
す
る

 
そ
の
彼
方
で

想
に
よ

て

を
全
開
さ
せ
た
黒
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
が
勝
ち
誇

た
よ
う
に
立

ち
上
が
り
大

を
振
り
か
ざ
す

直
後
今
ま
で
黒

を
が

ち
り
護
り

け
て
い
た
金
ミ
ノ

は

高
い
悲
鳴
を
放
ち

な
サ
ウ
ン
ド
エ
フ

ク
ト
を

て
光
の
欠
片
へ
と

し
た

モ

モ

 

で
も

ん
で
い
る
の
か

黒
ミ
ノ
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に
目
を

き

一

生
だ

た

棒
を
探
す
よ
う
に

線
を

わ
せ
る

 

邪
神
が
晒
す
大
き
な
隙
を

す

も
な
く

 
物
理

性

無
の
黒
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
は
金
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
で

め

け
た
鬱

を
晴
ら
す
か

の
よ
う
な
大
技
の
乱
舞
を

き
付
け
ら
れ
十

足
ら
ず
で

棒
の
後
を
追
う
よ
う
に
光
に

た 
断

魔
は

圧
な
ど
存
在
し
な
い

び
で
あ

た
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シ
ス
テ
ム
上
で

定
さ
れ
て
い
る
最
大
四
十
九
人
編
成
か
ら
な
る
レ
イ
ド
と
い
う

組
み

は
そ
の
時

に
よ

て
一
つ
の
組

と
し
て

さ
れ
る
場
合
と
個
別
パ

テ

判
定
で

さ
れ
な
い
場
合
と
が
存
在
す
る

 

え
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
フ

ル
ド
イ
ベ
ン
ト

層
ボ
ス
な
ど
は
レ
イ
ド
が

さ
れ
る

 
し
か
し

常
の
ク
エ
ス
ト

聖
夜
の
贈
り
物
な
ど
の

ト
シ年
イ
チ一

系
以
外

は

パ

テ

別
に
判
定
を

け
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
も
そ
の

本
は
変
わ

て
お
ら
ず

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
グ
ラ
ン

ド
・
ク
エ
ス
ト
中
も

ダ
ン
ジ

ン
最

に

ち
構
え
て
い
た
中
ボ
ス

で
は
パ

テ

別
判

定
で

エ
リ
ア
ボ
ス
は
レ
イ
ド
判
定
に
な

て
い
た

 
で
は

現
在
自
分
達
が
進
め
て
い
る
女
王
の
請
願
は
と

え
ば
全
て
の
戦
闘
に

い

て
レ
イ
ド
判
定
を

け
て
い
る

い
ま
倒
さ
れ
た
ば
か
り
の
黒
金
の
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
タ

グ
だ
け

で
な
く
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
内
を

す
る
Ｍ
ｏ
ｂ
邪
神
一
体
一
体
の
判
定
が
全
て
レ
イ
ド
判

定
だ

そ
れ
は

み
の
ボ
ス
を

か
に
超
え
る
ス

ク
を
あ
ら

る
個
体
が
有
し
て
い
る
か
ら

だ
と
思
う

あ
る
い
は

属
と

わ
れ
る
Ｍ
ｏ
ｂ
邪
神
た
ち
は
大
ボ
ス
が

し
た
個
体

い
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に
な

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 

い
だ
ヘ
イ
ト
値
や
与
ダ
メ

ジ

味
方
回
復

な
ど
戦
闘

に
応
じ
た
経
験
値
を

え
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

た
だ
棒
立
ち
の
ま
ま
で
は
決
し
て
レ
ベ
ル
ア

プ
し
得
な
い

 
逆
に

え
ば

活
躍
す
れ
ば
す
る

ど
得
ら
れ
る
経
験
値
は
多
く
な
る

 
必
然
的
に

ボ
ス
のラ

ス
ト
ア
タ

クを
得
る
と
い
う

最
高
の
行
動
を
し
た
私
は
大

の
経

験
値
を
得
て
種

練

が
大
き
く
上
が
り
レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
大

に

得
し
た

祝
福
す
る
よ
う
に
黒

で

う
自
身
の

を
金
色
の
光
が

ん
だ

キ
リ
カ

大

で
す
か

 
し
か
し
私
は
上
が

た
レ
ベ
ル
と
入
手
し
た
ポ
イ
ン
ト
更
に
エ
フ

ク
ト
演
出
で
黒
ミ
ノ
が

し
た
地
点
に

転
が
り
出
て
く
る

実

は
地
面
に

ち
た

か
ら
レ
イ
ド
の

テ
ン
ポ
ラ
リ

一
時
的

ス
ト
レ

ジ
に
格

さ
れ
て
い
く

ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム

に
目
も
く
れ
ず
背
後
を
振
り
向

き

問
い
掛
け
た

 
二
刀
を
手
に
し
た

キ
リ
カ

少
年
は
技
を
放
ち
終
え
た

勢
の
ま
ま
私
を
見
上

て
い
た
が
声
を
掛

け
ら
れ
我
に
返

た
か
剣
を
下
し
た

あ
あ

う
ん

大

だ
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そ
う

と
も

え
な
い
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら

キ
リ
カ
は

線
を
外
す

そ
う

で
す
か

 
な
に
か

た
る
も
の
を
覚
え
て
い
る

そ
ん
な

か表
お情

を
す
る
義
弟
に
私
は

も

え
な
か

た

先
の
剣
技

の
失

が
人
間
時
代
に
は
あ

た
肉
体
的

労
に

づ
か
な
い
も
の
で

あ
る
以
上

原
因
は
明
白
だ

た
か
ら
だ

 

の

キ
リ
ト

な
の
だ

彼
は

 

れ
た
と

い

前
線
を
退
い
た
時
の

彼

な
の
だ

 
義
姉
の

す
く
い正

を

け
な
い
ま
ま
こ
れ
ま
で

り

け
て
き
た

自
己

を
許
容
し
て
で
も

か
の

に
立
と
う
と
す
る
価
値
観
の
ま
ま

家

を

ん
だ
五
十
の
人
間
と
無

の
百
人

の
人
間
を
天

に
掛
け
れ
ば

後
者
を

ぶ
そ
の
在
り
方

 
デ
ス
ゲ

ム
時
代
は
生
死
を

し
た
状
況
が
彼
の
在
り
方
と
矛
盾
し
な
か

た

む
し
ろ
必
要

と
さ
れ
る
方
だ

た

そ
し
て
全

の
レ
ベ
ル
が
最
高
値
に
至

た
事
で
彼
ら
が
自
身
を

に
し
よ
う
と
す
る
状
況
は
ラ
ス
ボ
ス
戦
を

い
て

き
得
な
か

た

 
だ
が

も
う

今
は
そ
の
時
代
を
過
ぎ
て
い
る

 
戦
い
に
生
き
死
か
ら
人
を
救
う
事
を
こ
そ
目
的
に
剣
を
取

て
い
た
彼
は
そ
の
価
値
観
を
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持
ち

け
た
が
故
に
剣
の
下
ろ
し
ど
こ
ろ
を
喪

て
い
た

 
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
か
つ
て
⻘
年
の
心

い
の

葉
で

れ
か
け
た
の
は
自
身
を
不
要
と
さ
れ
る
事
を
恐
れ
て
の

事

彼
は
自
身
が
不
可
欠
の
存
在
と
し
て
求
め
ら
れ
る
事
を
望
ん
で
い
る

か
の
代
わ
り
で
あ

る
事
を
恐
れ
て
い
る

最
強

を
求
め
る
が
故
の
恐
怖
だ

代
わ
り
な
ど
あ
り
得
な
い

一
無

二
の

最
強

そ
れ
を
追
う

の
価
値
観
だ
か
ら

二
番
手
以
下
に
甘
ん
じ
ら
れ
な
い

 
そ
し
て

残

な
事
に

 
仮
に
彼
が

い
ち最
ば
ん強

に
な

た
と
し
て
も

彼
が
求
め
る
背
中
に
は
追
い
付
け
な
い

 
生
き
る
世
界
を
違
え
た

 
手
に
し
た
力
を
振
る
え
る
世
界
も
喪

た

 
デ
ス
ゲ

ム
に
で
も
な
ら
な
い
限
り
仮
想
世
界
に
生
き
る
私
達
は

か
を
救
う
な
ん
て
一

切
で
き
な
い

シ
ス
テ
ム
を

制
す
る
カ

デ

ナ
ル
ク
ラ
ス
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
そ
の

配

下
で
し
か
動
け
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ

タ
の
私
達
で
は
出
来
る
事
な
ど
限
ら
れ
る

し
か
し
彼
が

求
め
る
事
は

カ

デ

ナ
ル
ク
ラ
ス
で
も

し
い
事
な
の
だ

 
仮
に
現
実
に
機

の
肉
体
が

意
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
彼
が
求
め
る

場

で
は
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無
い

 
か
つ
て
持

て
い
た

場

に
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
が

る

奪

た
の
で
は
な
い

彼

の

方
が

そ
こ
か
ら
零
れ

ち
た
の
だ

 

郷
の
手
に
よ

て

わ
れ

ス
レ
イ
ヴ
と
し
て
新
生
し

キ
リ
カ
と
し
て
今
を
生
き
る
彼

は

い

た
い

ど
れ

ど
苦
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

 

私
に
は

そ
れ
が
ま
だ
理
解
出
来
な
い

 
感
覚
的
に
は
分
か
る
の
だ

愛
す
る
姉
と
弟
が
ど
ち
ら
も
自
分
と
違
う
存
在
で
あ
る
と
知

て

か
ら
私
は

に
秘
め
た
想
い
を

た

し
に
し
て

で
戦
い

け
て
き
た

そ
れ
に
近
し
い

そ
れ
で
い
て

そ
れ
だ
け
で
な
い
モ
ノ
も

え
て
い
る
事
を

私
は

し
て
い
る

 
た
だ

自
分
と
同
一
存
在
が

る

と
い
う
点
が
無
い
か
ら

分
か
ら
な
い
だ
け

 
仮
に
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
０
０
１
ユ
イ
と
い
う
存
在
が
複
数
い
れ
ば
私
達
は

い
に
い
が
み
合
い

そ
の
存
在
を
消
滅
さ
せ
よ
う
と
あ
の
手
こ
の
手
を

じ
る
だ
ろ
う

 
ユ
イ
と
い
う

リ

フ

の
義
妹
に
し
て
キ
リ
ト

キ
リ
カ
の
義
姉
は

私
一
人
な
の
だ
と

 
そ
う
主

し
て

殺
し
合
う

 
そ
の
光

を
あ
り
あ
り
と
予

出
来
る
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だ
が

キ
リ
カ彼

は

そ
う
は
な

て
い
な
い

 

ま
し
く
思

て
い
る

だ

憎
ま
し
く
も
あ
る
だ
ろ
う

と
も
す
れ
ば

か
の

子
に

け

も

の
一

へ
堕
ち
る
く
ら
い
に
は

の
負
か
ら

さ
せ
て
い
る

だ

 
そ
れ
を
抑
え

ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
の

の
表
情

 

が

苦
し
か

た

 
で
も

も
語
ら
ず

頼

て
く
れ
な
い
事
の
方
が
苦
し
く
て

か

た

 

し
さ
が
身
に

み
る
程
に

さ
は
増
し
て
い
く
ば
か
り
だ

た

  
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
城
突
入
か
ら
一
時
間

 

金

ぎ
に
息

く

種

合
軍
や
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
に
興
味
が
無
い

ツ
ン
ヘ
イ
ム
で
の

キ

ン
プ

り
常

そ
し
て
彼
に

心
を

い
て
い
た
り

快

的
思

で
Ａ
Ｌ
Ｏ

壊

を
面
白

分
に

こ
う
と
企
て
る
者
達
が

中
継
で

の
ダ
ン
ジ

ン
が

く
解
放
さ
れ

て
い
る
事
を
知

て
い
れ
ば

ツ
ン
ヘ
イ
ム
フ

ル
ド
に

り

い
て
も
お
か
し
く
な
い

合
い
だ

そ
れ
ど
こ
ろ
か
現

で
邪
神
Ｍ
ｏ
ｂ
と
戦

て
い
る
可
能
性
も
あ
る

 
無
論

中
継
を
許
し
た
彼
自
身

そ
れ
は
理
解
し
て
い
る
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へ
の

を

め
て
の
行
動
は
他
者
に
情
報
を
与
え
る
事
そ
の
も
の
だ

真
人
間
で
あ
れ

ば

に
迷
惑
を

る
行
動
を

え
る
だ
ろ
う
が

あ
く
ま
で
ゲ

ム

と
い
う

え

的
観
点
で
正
し
く
は
あ
る

を
以
て

え
て
掻
き
乱
そ
う
と
す
る

は
必
ず
出
る

 
殺
人
と
い
う
禁
忌
に
対
す
る
モ
ラ
ル
す
ら
も

み
躙
る
よ
う
誘
導
し
た
者
達
が
か
つ
て

た

よ
う
に

 
そ
の
た
め
聖
剣
を

か
ら
引
き

く
ま
で
の

予
の

り
は
速
く
な
り
こ
そ
す
れ

く
な

る
事
は
あ
り
得
な
い

最
初
の
時
点
六
時
間
前
後
と
予

さ
れ
た
そ
れ
も
中
継
を
始
め
る
以
前

か
ら
ネ

ト
の
掲
示
板
に

ダ
ン
ジ

ン
の
事
を
書
き

ん
で
い
た
ア
ル
ゴ
に
よ
り
四
時
間
前

後
と
推
定
さ
れ
て
い
る

そ
れ
は
動
物
型
邪
神
が

滅
さ
れ
る
事
を

ん
で
の
予
想
だ

 
た
だ

彼
は

別
の
危
惧
も

い
て
い
た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
自
律
性
バ
グ
に
よ
り
流
出
し
た
デ

タ
を
も
ク
エ
ス

ト
報

に
す
る
と
い

た
対
応
力
の
高
さ
故
に

運

の
想
定
し
な
い
事

を

く
事
も
あ
る

 
現
状
の
女
王
の
請
願
ク
エ
ス
ト
は
そ
れ
に

し
て
い
る

だ
が
こ
の
ク
エ
ス
ト
の
進

行
に
よ

て
は

ま
た
新
た
な
る
新
ク
エ
ス
ト
が
自
動
生
成
さ
れ
る
事
も
無
い
と
は

え
な
い

女
王
ウ
ル
ズ

と
し
て

人
を
食
い
止
め
る
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
な
ら
す
な
わ
ち
逆
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人
に
手
を

し

Ａ
Ｌ
Ｏ

壊
を
助
⻑
さ
せ
る
ク
エ
ス
ト
が
無
い
と
は

え
ず

そ
れ
は
現
在

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

を
取
り

く

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト

あ
る
い
は
か

つ
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
第
三
層
か
ら
第
九
層
で
展
開
さ
れ
た
エ
ル
フ
黒
エ
ル
フ
の
勢
力

争
い
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
事
も

十
分

え
ら
れ
る

 
キ
リ
ト
が

独
で

り

ん
だ
前
回
は
ス
リ

ム

も
十

掛
け
な
か

た
と
い
う

焦

武
器
の
雨
と
い
う

極
の
継

ダ
メ

ジ
戦
法
は
シ
ス
テ
ム
的
に

れ
ば
最
強

と

え
る
も
の
だ

 
今
回
焦

を

一
使
え
る

人
は
復
帰
直
後

つ
継
戦
可
能
時
間
が
残
り

か
の
た
め
大

事
を
取

て
後
衛
に
な

て
い
る
が

そ
れ
以
上
に
使
わ
な
い
理
由
は

な
か
ま
が

る
か
ら

と
い
う
理
由
一
つ
に

き
る

そ
の
た
め

属
性
武
器
に
よ
る
物

作
戦
し
か
使
え
な
い

だ

が
第
二
フ
ロ
ア
の
金
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
の
よ
う
に
物
理

性
が
バ
カ
高
い
場
合
は
多
少
な
り
と

も
時
間
を
要
す
る

無
論
そ
れ
も
他
の
平

戦
闘
時
間
を

慮
す
れ
ば
十
分
に
速
い

だ
が

 

ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
の
第
三
層
は

上
の
二
フ
ロ
ア
に

べ
る
と
明
ら
か
に

か

た

 
逆
さ
ま
の
ピ
ラ
ミ

ド
を
下

て
い
る
か
ら
そ
れ
も

然
な
の
だ
が
し
か
し
そ
の
ぶ
ん

路

は

く
ま
た
入
り
組
ん
で
い
る

に
攻
略
し
よ
う
と
思
え
ば
道
に
迷
い
ギ
ミ

ク
に
惑
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て

し
た
だ
ろ
う
が

地

デ

タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
い
う

の
手
を
解
禁
し

が
り
く
ね
る

路
を

私
や
ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ
の
指
示
に

て

ん
そ
く
で

け

け
る

立
ち
は
だ
か
る
レ
バ

⻭
車

み
ス
イ

チ
動
く

や

な
ど
を

使
し
た
パ
ズ
ル

系
ギ
ミ

ク
も

思

時
間
ゼ
ロ
で
が
ち

こ
が
ち

こ
と
片
付
け
る

 
中
継
を
繋
い
で
い
る
ア
ル
ゴ
に
よ
れ
ば
コ
メ
ン
ト
は
そ
れ
な
り
に

い
て
い
る
ら
し
い

全

体
的
に

定
的
で
な
い
の
は
目
的
が
ア
ル
ン

壊
を

ぐ
た
め
と
い
う
事
が
ハ

キ
リ
し
て
い
る

か
ら
だ
ろ
う

 
む
し
ろ
前
回
一
人
で

ん
で
い
な
が
ら
二
時
間

ど
で

破
し
た
キ
リ
ト
が
ど
ん
だ
け
異

様
か
と
い
う
点
で
掲
示
板
の
方
が

り
上
が

て
い
る
と
い
う

実

ピ
ク
シ

の
ナ
ビ
も
無

し
に
ど
う
や

て
全
て
の
ギ
ミ

ク
を

時
間
で
解
い
て
い

た
の
か
は
不
思
議
だ

 
そ
の
疑
問
は

然

間
か
ら

び
交

た

だ
が

の
本
人
は

秘
を

い
た

く

間

内
な
ら
と
も
か
く
大
多
数
の
人
に
手
の
内
を
無
暗
に
晒
し
た
く
な
い
か
ら
だ
そ
う
だ

も

だ
と

得
し

中
継
さ
れ
て
い
る
探
索
中
は
そ
れ
以
上
問
わ
な
い
事
に
決
ま

た

 
そ
ん
な
や
り
取
り
を
第
三
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
部

ま
で

達
す
る
ま
で
し
て
い
て
も
要
し
た

時
間
は
二
十
分
足
ら
ず
だ

た
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ボ
ス
部

で

ち
構
え
て
い
た
の
は
第
一
層
の
ダ
イ
ク
ロ
プ
ス
第
二
層
の
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス

コ
ン
ビ
の
二

近
い
体

を
誇
る
⻑

か

身
の

に
ム
カ
デ
よ
ろ
し
く
十
本
も
の
足
を
生

や
し
た
気
色
の
悪
い

人

オ
リ
ジ
ン
・
リ

パ

に
肉
を
付
け
た
見
た
目

だ

た

が
物
理

性
は
然
程
で
も
無
か

た
の
で

継

ダ
メ

ジ
戦
法
の

の

食
と
な
り

登
場
か
ら
十

も
せ
ず
そ
の
場
か
ら
消
滅
し
た

 
物
語
性
も
情
緒
性
も
無
い

合
理
と

だ
け
が
存
在
す
る
快
進
撃

 
無
論
中
継

え
は
せ
ず
コ
メ
ン
ト

で
も
不

で
は
あ

た
が
失

し
た
時
の
リ
ス
ク

が
大
変
大
き
い
た
め

殺
し

私
達
は
キ
リ
ト
先
導
の
下
に
歩
を
進
め
た

 
そ
し
て
ボ
ス
部

の

の

路
に

み

ん
だ
時
判
断
に
迷
う
光

が
眼
前
に
出
現
し
た

 
そ
れ
は

⻑
い
氷

で

に
作
ら
れ
た

だ

た

 
地
面
と
天

か
ら

の
如
く

く

び
る
氷
の

の
中
に
は
一
つ
の
人
影
が
あ

た

に
倒
れ
て
お
り
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
だ
が
身
⻑
は
ウ
ン
デ

ネ
の
ア
ス
ナ
か
シ
ル
フ
の

リ

フ

と
同
程

く
ら
い
だ
と
思
わ
れ
る

 

は

む
程
の
白
さ

 
⻑
く
流
れ
る
髪
は

あ
で

や
か
な
ブ
ラ
ウ
ン
・
ゴ

ル
ド
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体
を

し

ば
か
り
に

う

か
ら

く

部
の
ボ
リ

ム
は

リ義
フ姉

や
ス
ト義
レ
ア妹

に

る
も
の

が
あ
り
少
な
く
と
も
自
分
は

う
じ
て

北
を

し
て
い
る

そ
れ
だ
け
で
こ
の
場
に
集
う
大

の
女
性

を
圧
倒
し
て
い
る
と

え
た

 
そ
し
て

と
い
う

を
与
え
る
な
よ
な
か
な

手

に

め
ら
れ
た
無
骨
な

⻘
色
の

 
正
直

こ
ん
な
人
物
が

る
と
は
知
ら
な
か

た
の
で

私
達
の
足
速
は

た

だ

あ
れ

 
そ
し
て
あ
ろ
う
事
か
前
回
同
じ
ク
エ
ス
ト
を
進
め
て
い
た
と
い
う
キ
リ
ト
す
ら
も
そ
の
人

物
の
事
を
知
ら
な
い
と
取
れ
る

が

び
出
し
た

え

キ
リ
ト

知
ら
な
い
の

 
思
わ
ず
と
い

た
風
に
ユ
ウ
キ
が
前
の
め
り
に
問
う

を
寄
せ
氷
の

獄
に

わ
れ
た

女
性
を

め
し
く
見
つ
め
な
が
ら

キ
リ
ト
は
小
さ
く

い
た

あ
あ

少
な
く
と
も
第
三
層
ボ
ス
部

の
後
に
こ
ん
な

獄
は
な
か

た
し
ク
エ
ス
ト
で

以
外
の
人
ら
し
い
人
が
出
た
事
も
な
か

た

つ
ま
り

こ
れ
も

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
作

た
新

ク
エ
ス
ト

な
い
し
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変

て
コ
ト

多
分

大
勢
で
来
た
か
ら

ル

ト
が
変
わ

た
の
か

 
足
を
止
め
や
や
悩
む

振
り
を
見
せ
る

そ
の
気
配
に
気
付
い
た
か
う
つ

せ
に

し
て

い
た

わ
れ
の
女
性
は

く
り
と

を
振
る
わ
せ
る
と

⻘
い

を
鳴
ら
し
て

を
上

た

 

の
色
も
ま
た

髪
と
よ
く
似
た
金

だ

た

 

立
ち
は
も
し
こ
れ
が
プ
レ
イ

・
ア
バ
タ

だ
と
す
れ
ば
圧
倒
的

運
で
引
き

て

る
か
圧
倒
的

力
で
ア
カ
ウ
ン
ト
を

い

け
る
か
し
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
程
に
整

て
い

る

し
か
も
日
本
人
プ
レ
イ

の
多
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

し
い
事
に

欧
風
の
気
品

れ
る

だ

 
女
性
は

ら
り
と

線
を

わ
せ
自
身
を

す
る
集

に
焦
点
を
定
め
る
や

や
⻑

い

を
一

上
下
さ
せ
て
か
ら
か

い
声
を
発
し
た

お
願
い

私
を

こ
こ
か
ら

出
し
て

ど
う
思
う

 
流

に
判
断
に
迷

た
か
キ
リ
ト
が
く
る
り
と
振
り
返

て
問
う

表
情
は
苦

と
な

く

え
は
分
か

て
い
る
が

一
応
と
い
う
感
じ
の
問
い
方
だ
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だ
ろ

ダ
ロ

で
す
ね

 

に
キ
リ
カ

ア
ル
ゴ

シ
リ
カ
が

た

 
間
髪
を
入
れ
な
い

に
だ
よ
な

と
キ
リ
ト
が

た

そ
れ
か
ら
思

に
な
る

線
は
女
性
に

定
さ
れ
た
ま
ま
だ

 

わ
れ
の
女
性
の

上
に
は
名
前
表
示
が
無
い

本
焦
点
を
合
わ
せ
れ
ば
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
名
前
は

表
示
さ
れ
る
の
だ
が
見
て
も
現
れ
な
い
と
い
う
事
は
か
つ
て
の
自
分
や

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

ア
ン
ノ
ウ
ン
の
よ
う

に
本
来
存
在
し
得
な
い

に
ゲ

ジ

を

意
さ
れ
て
い
な
か

た
存
在
か
ク
エ
ス
ト
の
分

に
差
し
掛
か

て
い
る
た
め

え
て

せ
ら
れ
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
な
る

 
名
前
こ
そ
無
い
が

カ

ル
は
表
示
さ
れ
る
の
で
後
者
で
あ
る
事
が
分
か
る

 
し
か
し

常
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
の
違
い
が
一
点
あ

た

 

ゲ

ジ
が
イ
ネ

ブ
ル

す
な
わ
ち

有

化
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
だ

常
ク
エ

ス
ト
の
キ

マ
ン
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

ゲ

ジ
が
無

化
さ
れ
て
お
り

中
退
場
に
よ
る
進

行
不
可
に

ら
な
い
よ
う
対
策
を
取
ら
れ
て
い
る
た
め
ダ
メ

ジ
を

け
付
け
な
い
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外
と
し
て
護
衛
ク
エ
ス
ト
な
い
し
エ
ン
デ

ン
グ
分

の

と
な

て
い
る
人
物
の
共

闘

あ
る
い
は
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
実
は

だ

た
と
い
う
三
つ
が
存
在
す
る

だ
よ

で
す

私
も

だ
と
思
う
な

 
ユ
ウ
キ

ラ
ン
が
キ

パ
リ
と

い

サ
チ
が

い
に
く
そ
う
に

を
掻
く

ち
な
み
に

こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
名
前
は
分
か
る
か

フ
レ
イ

と
あ
り
ま
す

北
欧
神
話
に

け
る

の
女
神
の
名
称
と
合

し
ま
す
ね

 
自
分
を
見
な
が
ら
の
問
い
に

く

え
る

フ
レ
イ

で
す

て

 
そ
れ
に
い
ち

く
反
応
し
た
の
は

意
外
な
事
に
シ
ノ
ン
だ

た

そ
の

ら
に
立
つ
リ

フ

も

か
な

目
と
い
う
反
応
を
見
せ
る

フ
レ
イ

て

確
か
ス
リ

ム
の
死
因
に

し
て
い
た
よ
う
な

え
え

確
か
ス
リ

ム
が
ミ

ル
ニ
ル
を

ん
で
そ
の
返
還
の
代
わ
り
に

の
女
神
フ
レ

イ

を
要
求
し
た

が
あ
り
ま
す

ロ
キ
が

女
に
化
け
て
フ
レ
イ

に
ミ

ル
ニ
ル
の
持
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ち
主
ト

ル
が
変

し
て
入
り

ん
だ
話
が
あ
り
ま
す
ね

 

ト

ル

神
話
伝
承
の

に

し
く
無
い
人
で
も

ゲ

ム
を
し
て
い
る
人
な
ら

い
た

こ
と
は
あ
る
く
ら
い
に
有
名
な
名
前
だ

 
ネ

ト
に

さ
れ
て
い
る
情
報
を

め
て
み
れ
ば
北
欧
神
話
で
有
名
な
の
ト

ル
は
戦
神

と
し
て

ら
れ
る

神

と
し
て
だ
が

は

神

だ

た
ら
し
い

を
祈
る

に
収
め
ら
れ
た
の
が

作
業

が
多
く
そ
の
た
め
鉄
精

な
ど
が

ん
に
な

た

い
つ
し

か
そ
れ
は
人
の
争
い
の

に

ん
に
な

て
い
く
の
だ
が
そ
れ
で
も
人

は

神
へ
の

祈
り
を
忘
れ
な
か

た
と
い
う

 

と
は

作
物
の
実
り
が
多
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
い
つ
か
知
ら
な
い
ま
だ
ト

ル

が

神
と
呼
ば
れ
て
い
た

は
そ
の
意
味
が
万
能
と
い
う
意
味
で
取
ら
れ
て
い
た
ら

し
い

万
能
と
い
う
こ
と
で
そ
こ
か
ら
戦
に
勝
つ
た
め
の
祈
り
を

る
よ
う
に
な
り
い

つ
し
か

神

と
し
て
は
忘
れ
ら
れ

今
で
有
名
な
戦
の
神

神

と
し
て
ト

ル
は
知

ら
れ
る
よ
う
に
な

た
の
だ
と
か

 
ア

ス
神

に

い
て
か
つ
て
は
主
神
オ

デ

ン
フ
レ
イ
と
も

ぶ
神
格
だ

た
が

神

と
し
て

め
て
い
た
の
は

⺠

で

戦
士

の

に
よ
り
主
神
の
息
子
に
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甘
ん
じ
た
と
い
う
話
も
あ
る

 
そ
し
て
そ
の
力
は
ア

ス
神

の
中
で
も
全
て
の
神
を
合
わ
せ
て
も

わ
ぬ

ど
強
い

と
さ
れ
た
存
在
だ

ギ
リ
シ

神
話
の
ゼ
ウ
ス
ロ

マ
神
話
の
ユ
ピ
テ
ル
と
同
一

さ
れ
る
事

も
あ
る
ら
し
い

 
神
話
上
で
は
ス
リ

ム
を
始
め

ゲ
イ
ル
ロ
ズ

フ
ル
ン
グ
ニ
ル
と
い

た

人

を
倒
し

神

と
人

を

人
か
ら
護
る

強
な
戦
士
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る

た
だ
し
や
や

気
弱
者

に
対
し
て
⻑

き
は
し
な
い
も
の
の

ミ

ル
ニ
ル
を
手
に

手
を

す
事
も
あ
る
の
だ
と

か 
フ
レ
イ

と
い
う
女
神
は
ヴ

ン
神

出
身
で

ア

ス
神

と
ヴ

ン
神

の

戦
に
あ

た

て
人

と
し
て

・
オ

ズ

子
の
兄
・
フ
レ
イ
と
共
に
ア
ス
ガ
ル
ズ
に

り
住
ん
だ
と

さ
れ
る

生
と
死
愛
情
と
戦
い

を

り
時
に
⻩
金
に
も
縁
が
あ
る
と
し
て

人

か
ら
身

を

わ
れ
る

ス
リ

ム
以
外
の

人
や
ド
ヴ

ル
グ
達
か
ら
も
報

や
身
代
金

と
し
て
求
め
ら
れ
る
な
ど

し
ば
し
ば
性
的
な
対

に
さ
れ
る
事
も
あ

た
と
い
う

 
ま
た

セ
イ
ズ

と
呼
ば
れ
る
魔
法
技
術
を

え
る
存
在
と
さ
れ
る

人
の
魂
を

る
事
を

本

と
す
る
そ
れ
を
主
神
オ

デ

ン
に
伝

し
た
と
も
さ
れ
魔
法
使
い
と
し
て
は
か
な
り
格
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の
高
い
存
在
で
あ
る
事
が
神
話
か
ら
も

え
た

 
そ
し
て
ス
リ

ム
城
に
フ
レ
イ

が

わ
れ
て
い
る
と
い
う
神
話
も
実

に
存
在
し
て
い

る

ト

ル
が
件
の
女
神
に
変

し
て

に
な
る
と
偽
り
宴
の

で
ボ
ロ
を
出
し
か
け
る
も
一

緒
に
同
行
し
た
ロ
キ
に
助
け
て
も
ら
い
つ
つ
や
り
過
ご
し
と
う
と
う

ミ

ル
ニ
ル
を

取
り

す
や

や
そ
の
場
に
い
た
ス
リ

ム
と
そ
の
手
下
達
を
一
人
残
ら
ず

り
殺
し
て
い
く
と

い
う

な
ん
だ
か

の

の
な
の
か
殺

と
し
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
話
だ

 

そ
の
話
を
ネ

ト
で
集
め
た
私
と
北
欧
神
話
系
の
書
物
を

み

て
い
た
ら
し
い

リ

フ

シ
ノ
ン
が
し
て
い
く
に
つ
れ
て
氷
の

獄
に

わ
れ
た
状

の
女
性
に
向
け
る

線
が

疑
か
ら

え

ま
さ
か
お
じ
さ
ん
が
変
化
し
て
る
の

と
い
う
ヘ
ン
タ
イ
に

向
け
る
眼
へ
と
変
化
し
て
い

た

 
レ
イ
ド
の
大

を

め
る
女
性

が
非
常
に

た
い
目
を
し
て
い
る
の
は

女

が
原
因
か

あ
る
い
は
神
話
で
語
ら
れ
る
ト

ル
に
付
い
て
回
る
年

・
外
見
的
な
イ
メ

ジ
が
原
因
か
そ

の

方
か

 

ら
で
神
話
上
の
話

そ
れ
も

た

て
い
れ
ば

獄
に

・わ
・ざ
・と

わ
れ
て
い
る
事
が

に
語
ら
れ
る
状
況
の
た
め
か

心
な
し
か
女
性

の

が

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
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な
く
も
な
い

そ
れ
で

ア
ン
タ
実

で
こ
こ
に

わ
れ
て
る
ん
だ

 
一

り
話
を

い
た
私
達
の
中
で

ク
ラ
イ
ン
が
一
歩
前
に
出
て
そ
う
問
う
た

 

る

る
と

を

わ
せ
て
い
た

定
女
性
は

じ
て
い
た

を
開
け
て
氷
の

の
前
で

を
突
く

に

え
か
け
る
よ
う
に

を
開
い
た

私
は

人
の
王
ス
リ

ム
に

ま
れ
た
一

の
宝
物
を
取
り
返
す
た
め
に
城
に

び

ん

だ
の
で
す

た
だ
三
番
目
の

番
に
見
つ
か
り

え
ら
れ
て
し
ま
い

ち
な
み
に
仮
に
ト

ル
だ

た
場
合
で
す
け
ど

論
ア

ス
神

で
す
よ

ミ

ル
ニ
ル
も

ア

ス
神

が
誇
る
最
強
宝

と

わ
れ
て
ま
す

 
後
ろ
か
ら
リ

フ

が
補
足
し

ク
ラ
イ
ン
が

得
声
を
上

た

キ
リ
ト

ど

す
ん
だ

カ

デ

ナ
ル
が

故
ト

ル
疑
惑
の
フ
レ
イ

を
追
加
し
た
の
か
引

掛
か
る
が
本

物
な
ら
こ
れ
以
上
な
い
戦
力
に
な
る

助
け
よ
う

い
い
な

み
ん
な

 
神
話
の
情
報
を
知

た
事
で

キ
リ
ト
は
助
け
る
方
に
思

を
シ
フ
ト
さ
せ
た
よ
う
だ

た
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特
に
反
対
意
見
は
出
な
か

た
の
を
見
る
と
氷
の

の
前
に
い
た
ク
ラ
イ
ン
が
よ

し

 

と
気
合
を
入
れ
な
が
ら
立
ち
上
が
る

そ
ん
じ

あ
フ
レ
イ

さ
ん

今
助
け
て
や

か
ん
な

 
少
し
離
れ
て
く
れ

は

は
い

 
上
下
か
ら
生
え
た
氷
の

か
ら
女
性

が
十
分
離
れ
た
の
を
見
て

ク
ラ
イ
ン
は

の
愛
刀
を

刀
し
た

ツ

ジの
カ一
ゼ閃

が
ツ
ラ
ラ
の

を
横
一
閃
に
斬
り
裂
く

 
更
に
刀
が
四

閃
き

手

足
に

め
ら
れ
て
い
た
氷
の

が
壊
さ
れ
る

 
完
全
に

か
ら
救
い
出
さ
れ
た

女
は

力
な
く

を
上

い
た

感

し
ま
す

妖
精
の
剣
士
様

礼
な
ん
て
良
い

て
コ
ト
よ

す
り
合
う
も
一

生

一
緒
に
ス
リ

ム
の

ロ

を

ぶ

倒
し
て

そ
ん
で
大
手
を
振

て

ま
れ
た
宝
モ
ン
を
取
り
返
そ
う

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

剣
士
様

 

と

を
花
開
か
せ
た
金
髪

女
が
感

の
あ
ま
り
と
い
う
勢
い
で

の

に

む
ぎ

と
し
が
み
付
い
た

レ
イ
ド
中
一

二

を
争
う

な

部
が

れ
る
の
を
見
て

女
性

が
女

疑
い
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

し
い
目
を
向
け
る
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⻘
年
の

は
と

え
ば

か
な
間
で
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を
見
せ
た
後
き
り
り
と
平
然
を

た
も
の
に

ち

く

 

士
的
で
は
あ
る
が
や
は
り
彼
も
男
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
い
や
し
か
し

そ
の
な
ん
だ
ろ
う

彼
が
フ
レ
イ

に
向
け
る
眼
は

な
る

義

心
だ
と
か

そ
う
い
う
も
の
と
は

異
な
る
気
が
す
る

性
的
な
眼
で
見
て
は
い
る
が

そ
の
要

が
か
な
り
小
さ
い
気
が
し
た

そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

ク
ラ
イ
ン
の
パ

テ

に
入

た
ん
じ

な
い
か

ん
お

 
お

お
お

そ
う
み
て

て

な
ん
じ

こ
の

最
大
値

 
１
２
０
０

０
だ

 
ビ

ル

ド

能
力
構
成
を
把
握
す
る

だ
ろ
う

問
で
我
に
返

た
ク
ラ
イ
ン
の
眼
が

は
そ
の
ま
ま
に

へ
と
向
け
ら
れ
た
直
後

き
の
声
と
共
に

の
事
実
が
明
ら
か
に
な

た

 

最
大
値
１
２
０
０
０

 
そ
れ
は
メ
イ
ジ
特
化
と

え
る
ウ
ン
デ

ネ
を
し
て
も

届
き
得
な
い
数
値
だ

術
師
特
化

の

備
と
バ
フ
を

り
ま
く

て
も
せ
い

い
８
０
０
０
が

の

魔
法
剣
士
と
し
て
も
動
く

ア
ス
ナ
ラ
ン
達
は

０
０
０
前
後
だ
し
シ
ウ
ネ

と

え
ど

０
０
０
を
少
し
上
回

た
程
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と

え
ば

定
フ
レ
イ

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
数
値
が
ど
れ
だ
け
高
い
か
は
推
し
て
知
る
べ
し
と

え
よ
う

な
る

ど
メ
イ
ジ
超
特
化
型
か

物
理
一

倒
の
風
林
火

パ

テ

に
は
最

だ

な
そ
う
だ
な

で
も
欲
を

や

回
復
魔
法
が
使
え
て
く
れ
り

し
い
ん
だ
が

し

あ
り
ま
せ
ん

私
が
使
え
る
の
は

系

の
魔
法
と

許
か
の

魔
法
く
ら

い
で
す

期

に
は
応
え
ら
れ
ま
せ
ん

お

お
う

 
そ

そ
う
か

だ

て
よ

キ
リ
ト

あ
あ

 
特
に
問
う
た

で
も
無
い
の
に
自
発
的
と

え
る
流
れ
で
自
身
の
能
力
を
明
か
し
た

定
フ

レ
イ

に

⻘
年
が
動
揺
し

少
年
が
更
に

を

め
た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
備
え
る

自
動
応

語
化
モ
ジ

ル
・
エ
ン
ジ
ン

と

は

に

え
ば

に
は

と

え
る

と
い
う
パ
タ

ン
リ
ス
ト
の
複

な
も
の
で
あ

り
高

な
予

機
能
や
学

機
能
を
備
え
た
シ
ス
テ
ム
だ

そ
れ
に

さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
プ

レ
イ

と
か
な
り
自
然
な
会
話
を
こ
な
し
て
の
け
る



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 
そ
の
モ
ジ

ル
に

し
た

の
中
に
は

ブ
レ
イ
ク
ス
ル

を

こ
し
た
存
在
も
い
る

 
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

の

緒
は
間
違
い
な
く
キ
リ
カ
だ
ろ
う

彼
は

に
は

不
可
能
と

わ
れ
た

上

権
限
命

に
対
す
る
理

的
矛
盾
回

を
や

て
の
け
た

 
知
性
感
情
と
い
う
も
の
を
一
か
ら
構
成
し
た

で

え
ば
自
分
や
ス
ト
レ
ア
が
そ
れ
に

す
る

 
し
か
し
自
分
達
の
ロ
グ
を

収
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
に
繋
が

て
い
る
自
動
応

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

そ
れ
は
現
状
自
分
達
に
遠
く

ん
で
い
な
い

定
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

を

わ
れ
て
も
決
ま

た
セ

リ
フ
だ
け
を
返
す
様
と

べ
れ
ば
雲
泥
の
差
だ
が
そ
れ
で
も
プ
レ
イ

の

葉

特
に
略

称

称
な
ど

を
認
識
で
き
な
い
場
合
が
多

あ
り
そ
の
場
合
は
プ
レ
イ

が
正

し
い
問
い
掛
け

を

索
す
る
必
要
が
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
少
年
は
ク
エ
ス
ト
で
同
行
し
た
黒
エ
ル
フ
騎
士
に
プ
レ
イ

間
で
使
わ
れ

て
い
た

称
を
教
え
そ
れ
を
黒
エ
ル
フ
騎
士
が
使
い
出
す
と
い
う
一
幕
も
あ

た
が

そ
れ

が
全
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

さ
れ
る

で
は
な
い

 
な
い
の
だ
が

自
発
的
に
会
話
に
参
加
す
る
流
れ
は
ま
る
で

お
う
じ時

の
ク
エ
ス
ト
Ｎ

Ｐ
Ｃ
を
思
い

こ
さ
せ
る
や
り
取
り
だ
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そ
の
点
が
引

掛
か

た
の
か
キ
リ
ト
は
じ

と
金
髪

女
を

め
し
い

で
見

め
て
い

た
ん

 

と
彼
の

線
が

ご
と
横
に
向
い
た

線
の
先
は
お
そ
ら
く
ボ
ス
部

だ
け
だ
ろ

う
四

層
へ
下
る

の

と

そ
こ
に
至
る
た
め
の
回
廊
し
か
無
い

 
し
か
し

彼
は
目
を

め
た

 

流

だ
ね

  
そ
の
時
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
声
が

こ
え
た

 
少
年
ら
し
い

な
が
ら
中
性
的
な
声

の
そ
れ
は
彼
が

線
を
向
け

け
る
回
廊
か
ら

こ
え
て
き
た

 
全

が

勢
を
取
る

横

が
無
い
の
で
タ
ン
ク
の
ス
ト
レ
ア

風
林
火

の
面
子

が
前
に
出
る

が

そ
の
更
に
前
に

ユ
ナ
イ
テ

ウ

ク
ス

黒

剣
とフ

イ
ト
リ
レ
イ
タ

緑

剣
を
取
り
出
し
た
キ
リ
ト
が
立

た

二
刀
が
交
差
し

翳
さ
れ
た



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 

直
後

⻘
い
闇
か
ら

銀
が
閃
い
た

 
黒
と
緑
の
刃
に
銀
の
刃
が
襲
い
掛
か
る

火
花
を

ら
し
て
衝
突
し
ぎ
り
ぎ
り
と

を

る
・

・ち
・く
・た
・び
・れ
・た
・よ

キ
リ
ト

ヴ

フ
ス

 
襲
い
掛
か

た
の
は

時
ぞ
や
保
険
と

い
特
に

も
せ
ず
転

で
立
ち
去

た
銀

色
の

人
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
だ

た

あ
の
時
と
違
い
妖
精
サ
イ
ズ
の
彼
な
い
し
彼

女
は

猛
な

み
を

え

か
つ
て

れ
た
の
だ
ろ
う
少
年
に
襲
い
掛
か

て
い
る

 
し
か
し

動
が

お
か
し
い

 
ま
る
で
以
前
か
ら
の
知
り
合
い
の
よ
う
な

葉
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
事
を

え
れ
ば
お
か
し
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

し
か
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
あ
の
後

き

し

を

け

ク
エ
ス
ト
状

も
リ
セ

ト
さ
れ
て
い
る

女
王
の
請
願
ク
エ
ス
ト
で
か
は
不
明
だ
が

ツ

ン
ヘ
イ
ム
に
て

か
れ
た
キ
リ
ト
と
ヴ

フ
ス
の

は
初
期
状

に

て
い
る

で
あ
る

 
だ
か
ら
ヴ

フ
ス
が

た

ち
く
た
び
れ
た
と
い
う
の
は
時
系
列
的
に
辻
褄
が
合

わ
な
い
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一

の

惑

 
そ
の
一

の
間
に
二
人
の
刃
が

高
く
弾
か
れ
た

い
の

力
が

ぎ
合

た
結
果
か
同

時
に
氷
の

を

て
下
が
る

 
制
動
の

に
剣
を
突
き
立
て
た
の
も
同
時
だ

た

止
ま
る
の
も
同
時

 

手
を
見

え
る
べ
く

を
上

た
の
も
同
時

ず

と

て
い
た
よ

オ

デ

ン
軍
を
一

で
壊
滅
さ
せ

神
を
⻭

に
も
掛
け
ず

世
界
を
切
り
裂
い
た
君
と
戦
う
日
を
さ

 

な

立
ち
の

人
ヴ

フ
ス
は
全
身
を
戦
意
にみ

な
ぎら

せ
不

に

て
い
た

し
く
て

し
く
て

ら
な
い
と
い
う
感
情
を

わ
に
し
た
そ
れ
は
仮

自
動
応

語
化
モ

ジ

ル
・
エ
ン
ジ
ン

に

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
と
し
て
も
異

に
過
ぎ
る

 
つ
ま
り

ヴ

フ
ス
も

同
じ
だ

同
じ
に
な

た
の
だ

 
あ
の

人
ボ
ス
は

キ
リ
ト
と
の
再
戦

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
戦
意
を

ら
せ
る

り

カ

デ

ナ
ル
に
よ
る
初
期
化
に

え

き
初
期
化
さ
れ
た
世
界
に
記

を
持
ち

ん
で
い
る

ま
さ
か

ヴ

フ
ス
も

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
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絶
対
上

権
限
に
対
し
て
抗
う
な
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
生
き
残

て
い
た
ホ
ロ
ウ
の
よ
う

に
強
い
負
の
感
情
デ

タ
を

け
そ
れ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
を

食
上
書
き
し
ゼ
ロ
へ

変
え
る
流
れ
に
抗
う
必
要
が
あ
る

 
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
一

そ
れ
が

き
て
い
る
の
で
ヴ

フ
ス
は
出
来
な
い
な
ど
と
決
し
て
な

い
と

え
な
い

い
や

こ
れ
は
多
分
違
う
な

ヴ

フ
ス
の

せ
ん
い

も
か
な
り
の
も
の
だ
が

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン
を
作
る
に
は
程
遠
い

だ
い
た
い
そ
れ
な
ら
キ
リ
カ
や
ユ
イ
姉
が
先
に
出
来
な
い
と

お
か
し
い
だ
ろ
う

そ

そ
う
で
す
か

 
キ
リ
カ
で
あ
れ
ば
分
か
る

ホ
ロ
ウ
と
い
う
存
在
か
ら
同
一
で

経

だ
け
異
な
る

の
彼

で
あ
れ
ば

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

に
な
れ
る
事
が
証
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

 
し
か
し

私
も

ら
れ
る
の
は
予
想
外
だ

た

 
不
意
を
突
か
れ
て
動
揺
す
る
私
に

せ
ず

お
そ
ら
く
そ
の

も
無
く

ヴ

フ
ス

を

制
す
る
キ
リ
ト
が

ま
た

を
開
い
た

き

し
と

て
も
対

は
あ
く
ま
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
デ

タ
だ
け
で

カ

デ

ナ
ル
・
シ
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ス
テ
ム
は
同
じ
も
の
を
流

し
て
い
る

然
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
事
も
ロ
グ

と
し
て
残

て
い
る

だ

ク
エ
ス
ト
自
動
生
成
機
能
が
カ

デ

ナ
ル
の
機
能
だ
と
い
う
な
ら

事
変

の
フ

ル
タ

が
掛
か
る
し

然
ロ
グ
も

る
だ
ろ
う

の
経
験

だ
が

デ
ス

ゲ

ム
化
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
中
に
は
ベ

タ
時
代
の
ク
エ
ス
ト
ロ
グ
を
夢
と
し
て
語
る
者

が

た

そ
れ
に
近
い
事
が

き
て
い
る
ん
だ
と
思
う

 
ヴ

フ
ス
の
出
方
を
探
り
虚
空
に
呼
び
出
し
た
武
器
の
切

先
を
向
け
て

制
を

け
な
が

ら

キ
リ
ト
が
予

を
語
る

 
無
い
と
は
決
し
て

い
切
れ
な
い

そ
も
そ
も
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
自
体
が
未
だ
未

解
明
な
部
分
の
多
い
非
常
に
流
動
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

情
緒
性
と
可
能
性
を
秘
め
た
シ
ス

テ
ム
と
天
才
少
女
が

語
し
た
そ
れ
の
影

が
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

特
に
天
才
少
女
が

く

し
た
対

と

が
あ

た

ヴ

フ
ス
に
は

変
化
が

き
て
も
お
か
し
く
な
い

 

よ
り

わ
れ
た
自
律
性
に
よ
り
世
界
を
動
か
し
て
い
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
だ

集

し
た
学

デ

タ
を
無

に
す
る

が
無
く
そ
の
影

を

け
た
と

え
れ
ば
彼
の
予

は

た

て
い
る
と
思
え
る
も
の
で
あ

た
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事
実
と
し
て
ヴ

フ
ス
は
キ
リ
ト
の
事
を
覚
え
て
い
る
し
か
つ
て
交
わ
し
た
の
だ
ろ
う
再

戦
の
約
束

も
認
識
し
て
い
る
か
ら

予

が
外
れ
た
と
こ
ろ
で

が

き
る

で
も
無
い

い
つ
ま
で
お

り
を

け
る
つ
も
り
だ
い

 
話
し
て
い
る
と

れ
を
切
ら
し
掛
け
て
い
る
の
か
銀
色
の

人
が
苛
立
た
し

に

て
き
た

今
に
も
斬
り
掛
か

て
き
そ
う
だ
が

制
さ
れ
て
い
る
か
ら
か

み
出
そ
う
と
し
な

い 
ヴ

フ
ス
は

人
な
の
で
完
全
に
ボ
ス
判
定
を

け
る

だ

実

上
に
表
示
さ
れ
て

い
る

ゲ

ジ
は
五
本

妖
精
と
同
じ
サ
イ
ズ
な
の
で
ゲ

ジ
も

応
の
サ
イ
ズ
に
収
ま

て

い
る
が
数
値
上
で
は

方
も
な
い

ど
の

の

だ

マ
ト
モ
に
戦
え
ば
三
十
分
か
ら
一
時
間

程

は
要
す
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
動
物
型
邪
神
が

り

さ
れ
る
ま
で

予
は
あ
る
だ
ろ
う
が

キ
リ
カ

メ
ダ
リ
オ
ン
を

オ
リ
ジ
ナ
ル

お
前

を

 
剣
を
握

た
ま
ま

手
で

か
ら

て
い
た
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
投

た
少
年

に

キ
リ
カ
が
声
を
上

た

そ
の
行
動
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

つ
ま
り
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キ

あ
な
た
ま
さ
か

に
残
る
つ
も
り
で
す
か

 
・一
・人
・で

 
後
で
合
流
す
る
つ
も
り
で
あ
れ
ば
彼
は
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
ち

け
る
だ
ろ
う

レ
イ
ド
を
二

つ
に
分
け
て
片
方
を
先
に
行
か
せ

ヴ

フ
ス
を
倒
し
て
か
ら
合
流
す
る
と
い
う
事
も
出
来
る

そ
の

に
自
身
と
キ
リ
カ
が
分
か
れ
る
の
は
理
解
出
来
る
判
断
だ

 
し
か
し

恐
ら
く
彼
に
合
流
す
る
意
思
は
無
い

 
律

に
も

ヴ

フ
ス
と
の
再
戦
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る

万
全
で
な
い
と
い
う
の
に
だ

 
そ
れ
を
理
解
し
て
だ
ろ
う

間
達
の
眼
が

し
く
な
り

か
を

い

ろ
う
と
し
て

履
き
違
え
る
な
よ

 
そ
れ
を
制
す
る
よ
う
に

強
い

葉
が
放
た
れ
る

レ
イ
ド
を
二
つ
に
分
け
る
の
と
一
人
が
残

て
残
り
全

で
ス
リ

ム
に

む
の
と
で

え

れ
ば
ど
ち
ら
が
目
的
を
達
す
る
の
が
確
実
か

分
か
る
だ
ろ
う

 
虚
空
の
武
器
が

空
気
に

け

消
え
た

 
彼
は

手
の
と
も
だ
ち

製
の
二
振
り
を
握
り
直
す

空
間
把
握
能
力
を
必
要
と
す
る

に
消

の

し
い

武
器
を
自
ら

じ

剣
技
だ
け
で

手
す
る
と
い
う
意
思
表
示

 
す
な
わ
ち

彼
な
り
の

持

戦
の
構
え
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小
さ
く
も

大
き
な
背
中
が

て
い
る

行
け

と

な
に
復
帰
し
た
て
と
は

え
ホ
ロ
ウ
を

手
取

て
い
た
時
よ
り
は

か
に
マ
シ
だ

そ

れ
に

も
同
じ

を

ま
な
い
よ
う
対
策
は
し
て
い
る

分
補

以
外
に

あ
あ

論

多

す
べ
き
で
は
な
い
コ
ト
で
は
あ
る
が

 

そ
こ
で

一

線
が

越
し
に
向
け
ら
れ
た

 

ら
か
く

め
ら
れ
た
眼
が

私
を

私
達
を

く

 
す
ぐ
に
前
に

さ
れ
た

⻑
い
目
で
見
れ
ば
最
高
の
投

に
な
る
だ
ろ
う
さ

な
に
せ

間
・
家

と
会
え
る
場

だ

け
で
な
く

尊

す
る
人
の
夢
を
守
れ
る
ん
だ
か
ら

尊

す
る

と

て

ま
さ
か
そ
れ

て

 
ウ

で
し

と

の
成
分
を
多
く

ん
だ
絶

の
声
が
リ
ズ
ベ

ト
か
ら
上
が
る

 
こ
こ
で
ヴ

フ
ス
を
食
い
止
め
ス
リ

ム
打
倒
を
成
し

る
確

を
上

る

い
て

は

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
存

さ
せ
る
事
が

尊

す
る
人
の
夢

を
守
る

彼
が
尊

し
て
い
る
と
明

し
て
い
る
の
は
義
姉
く
ら
い
で
あ
と
は
ま
ち
ま
ち
だ
が

い
や
そ
ん
な
ま
さ
か
と
私



 七幕 〜
ぶん
分

すい
水

れい
嶺〜

自
身

い
て
い
た

 
だ
が

あ
る
意
味
そ
れ
は

然
な
の
だ

 
ま
だ
正
体
が

れ
て
い
な
い

の
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
の
対

時
に
彼
は

場

に
つ

い
て

意
的
な
意
見
を
発
し

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

来
に
つ
い
て
語
ら
い
た
い
と

て
い
た

黒

幕
で
あ
る
可
能
性
を

定
す
る
よ
う
に

ロ

ブ
ア
バ
タ

を

て
い
た
の
は
別
人
と
い
う

説
も

え
て
い
た

 
尊

し

そ
の
背
を
追

た
か
ら
こ
そ

彼
は

と
も
す
れ
ば
製
作
者
で
あ
る
男
よ
り
も

あ
の
世
界
に
つ
い
て

を
深
く
し
た
の
だ

 

と

む
気
配
が
彼
か
ら
し
た

 
直
後

い

み

み
と
共
に

ヴ

フ
ス
に
斬
り
掛
か
る

 

掛
け
の
初
撃

ぎ
の

撃
は
銀
の
大
剣
に

ま
れ
る

そ
こ
で
止
ま
ら
ず
彼
は
二
刀

を

み
に
振
る
う

時
に
銀
に

ま
れ

さ
れ

け

一

後
退
さ
れ
た
事
で
空
振

た

ハ

ア

 

間

攻
守
が
交
代
す
る

 
前
に

み

ん
だ
勢
い
を

う

剣
が

に
振
り
下
ろ
さ
れ
る

交

し
た
二
刀
と
交
わ

た



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

が

一

に
し
て
少
年
の

が

れ

片

を

に

い
た

せ
 
上
下
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
得
た
ヴ

フ
ス
が
自
身
よ
り
小
さ
な
少
年
を

し

そ
う
と
前

の
め
り
に
力
を

め
た

そ
の
時
交
差
す
る
剣
が
ぐ
る
り
と

ら
れ

剣
を

み

ん
だ

ん
ん
な

 
追
加
さ
れ
た
力
は
少
年
に
よ

て

さ
れ
た

人
ヴ

フ
ス
は
銀
の

剣
か
ら
手
を

離
さ
な
か

た
せ
い
で

に
引

り
上

ら
れ
た

せ

あ

ご
 
体
勢
を

し
て

に
身
を
晒
し
た

人
を
キ
リ
ト
が

り

ば
し
た

ど
ご

と
か
な
り
大

き
な

い

と
共
に
放
た
れ
た

撃
で
ヴ

フ
ス
は
三
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
部

へ
と
吹

ん

で
い
く

 
そ
ち
ら
へ
と

け
る
少
年

 
反

的
に
追
お
う
と

自
分
を

め
て

人
も
足
を

み
出
し
た
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も

わ
せ
る
な

 
一
歩
目
の
足

で
気
配
が
近
く
な

た
か
ら
か
少
年
が
足
を
止
め
し
か
し
振
り
向
か
な
い

ま
ま
そ
う

て
き
た

そ
の
声

は

く
失
望
し
て
い
る
よ
う
に
も
怒

て
い
る
よ
う
に

も

そ
れ
で
い
て

も

ん
で
い
な
い
よ
う
に
も

こ
え
て
ま
た
反

的
に
足
が
止
ま

た
け

け
ど
よ
キ
リ
ト

 
お
前

は
い
つ
も
い
つ
も
そ
う
や

て
無

し
て
き
た
じ

ね

か

 
せ

か
く
フ
レ
イ

さ
ん

て
ト
ン
デ
モ
メ
イ
ジ
が

間
に
な

て
く
れ
た
ん
だ
し
お

前

と

り
合
え
る

間
も

て
ん
だ

全

で
掛
か
れ
ば
サ
ク

と
い
け
る
だ
ろ

 
最

悪
や
り
直
し

い
い
ん
だ
し
よ

 
命
に
代
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と

そ
う

え
か
け
る
ク
ラ
イ
ン

 
対
す
る
キ
リ
ト
は

と
し
て
い
た

そ
の
メ
イ
ジ
を
出
し
た
の
も
ヴ

フ
ス
に

き
お
く

記
録
を
引
き
継
が
せ
た
ま
ま
な
の
も
全
部

カ

デ

ナ
ル
が
し
て
る
事

ま
た
同
じ
事
を

り
返
し
て
労
力
を
使
う
く
ら
い
な
ら
最
初
か
ら

打
て
る
手
は
全
て
打
つ
べ
き
だ

違
う
か

ぐ

そ
り

そ
う
だ
が
よ
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⻘
年
を
初
め
と
す
る
心
情
的
な
意
見
を
彼
は
合
理
と

を

と
し
た
意
見
を
以
て

ね

け
る

期
的
に
見
れ
ば
ク
ラ
イ
ン
の
主

の
よ
う
に
負

は
大
き
い
が
キ
リ
ト
の
意
見
の
よ

う
に
⻑
期
的
に
な
る
事
を
想
定
し
た
場
合
結
果
的
に
負

は
小
さ
く
な
る
と
も

え
ら
れ
る

 
そ
の
意
見
の
ぶ
つ
か
り
合
い

 
そ
れ
を
し
て
い
る
の
も

に

キ
リ
ト
が
大
切
だ
か
ら

 
だ
が
彼
も
自
ら

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

で
は
な
い

に
な
ら
な
い
手
前
ま
で
追

い

め
て
最
後
の
一
線
は
越
え
な
い
よ
う
に
気
を
配

て
い
る

た
だ
そ
れ
が
あ
ま
り
に
ギ
リ

ギ
リ
過
ぎ
て
許
容
し

い
だ
け
な
の
だ

 
私
達
が

協
す
れ
ば

そ
れ
で
済
む

 
済
む

コ
ト
な
の
に

行
き
ま
し

う

 

そ
の

を

た

た
一

が
切
り
裂
い
た

 
黒
と
は
真
逆
の
方
を
向
き
背
中
合
わ
せ
に
立
つ
風
妖
精
の
剣
姫
の

葉

未
だ

み
出

さ
な
い
私
達
を

て
い
る
義
理
の
姉

そ
の
子
は

い
出
し
た
ら

き
ま
せ
ん

だ
か
ら
キ
リ
ト
が
限
界
を

え
る
よ
り
も
前
に
あ



 七幕 〜
ぶん
分

すい
水

れい
嶺〜

た
し
達
が
ス
リ

ム
を

ち
果
た
せ
ば
い
い

攻
略
法
が

れ
て
い
る
な
ら

し
い
話
じ

な
い

で
す

ス
リ

ム
と
ヴ

フ
ス
を
同
時
に

手
取
ら
な
く
て
い
い
か
ら
ベ
タ

で
し

う

そ

も
そ
も
無
理

理
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
せ
な
か

た
あ
た
し
達
に
も

ち

が
あ
り
ま
す

 

と

た
彼
女
は

か
に
振
り
返
り

最
も
遠
く
に
立
つ
少
年
を
見
た

こ
こ
は

せ
て
い
い
の
ね

キ
リ
ト

 

て
来
た
ヴ

フ
ス
が
斬
り
掛
か

た

大
振
り
で

な
斬
撃

時
に
剣
を
振
る
い

な
し
反
撃
を
入
れ
て
つ
い
で
に

撃
で
ま
た
ボ
ス
部

へ
と

き
返
し
た
少
年
は
そ
の

ま
ま
に
声
を
上

た

無
論
だ

こ

こ

ヴ

フ
ス
の

手
は

に

せ
て

み
ん
な
は

さ

き

ス
リ

ム
の
許
へ
行

て
く
れ

わ
か

た

行
き
ま
し

う

さ
ん

時
間
が
無
く
な
り
ま
し
た

 
そ
の

葉
を
最
後
に
義
姉
は
先
に
進
み
始
め
た

も
う
止
ま
る

振
り
は
無
い

義
弟
を
心

配
す
る

振
り
も
無
い

信
じ
て
い
る
か
ら

自
身
に

さ
れ
た
仕
事
を
こ
な
そ
う
と
前
へ

進
ん
で
い
る

 
ク
エ
ス
ト
で
許
さ
れ
た
時
間
よ
り
も

い
彼
の
活
動
限
界
時
間
を

え
る
前
に
全
て
を
終
わ

ら
せ
よ
う
と
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や
や
迷
い
は
し
た
が
し
か
し
合
理
で

え
れ
ば
ヴ

フ
ス
を
一
人
で

さ
え
ら
れ
る
キ
リ
ト

に
こ
こ
を

せ
自
分
達
が
ス
リ

ム
の
許
へ

し
寄
せ
る
事
が
あ
ら

る
意
味
で
最
良
と

え

る
事
は
分
か

て
い
た

 
リ

フ

が

た
の
を

切
り
に
レ
コ
ン
が
動
き
少
し
ず
つ
だ
が

と

間
が

り
出

す

キ
リ
カ

 
最
後
ま
で
残

た
自
分
と
キ
リ
カ
を

キ
リ
ト
が
呼
び
止
め
た

達
は

か
の
真
似
事
ば
か
り
し
て
き
た

使
う
技
術
も
目
指
す
も
の
も

か
の
二
番

じ
で
し
か
な
い

天
才
で
も
な
い
限
り

達
は
先

者
に
な
ん
て
な
れ
な
い

そ
れ
は

達
自
身

が
よ
く
分
か

て
い
た
事
だ

 
背
を
向
け
た
ま
ま
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
少
年
が
語
る

コ
ピ

の
少
年
は

を

め

し
か
し

真
剣
に

を

け
て
い
た

だ
が

そ
れ
で
も

い

ち一
ば無
ん二

に
な
れ
る
コ
ト
は
あ
る

 
ヴ

フ
ス
は

故
か
攻
め
て
こ
な
い

そ
れ
を
良
い
事
に
キ
リ
ト
が

葉
を

け
る

は

み
ん
な
が

せ
に
生
き
る
日
常
を
見
た
い
と
思

た
か
ら
生
き
よ
う
と
思
え
た
し
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剣
を
取
れ
て
い
る

キ
リ
カ

お
前
は

の

な
ら
剣
を
取
る

は

 
惑
う
よ
う
に
声
を

わ
せ

そ
し
て

ら
に
立
つ
私
を

見
上

て
き
た

そ
の

が

一

し

に
歪
み

い
ま
求
め
て
浮
か
ん
だ
も
の
が
あ

た
な
ら
そ
れ
が
き

と
お
前
の
剣
を
取
る
理
由
だ
よ

き

と

と
大
差
な
い
だ
ろ
う
け
ど

で
も
明
確
に
違
う
お
前
だ
け
の

一
無
二
の
願
い

だ
オ
リ
ジ
ナ
ル

お
前

 

の
つ
も
り
で

と

お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
キ
リ
カ
は

は
た
と

を

じ
た

そ
ん
な
ト
コ
ま
で
見

か
し
て
た
の
か

 
不
機

そ
う
に
キ
リ
カ
が

た
の
に
対
し
キ
リ
ト
は
ヴ

フ
ス
を

制
し
つ
つ
器

に

を

め
て
み
せ
た

リ

フ

の

正
を

け
ず
結
果
価
値
観
が
変
わ

て
い
な
い
以
上
は

せ
る
も
の
も
あ
る

も
う
無
理
だ
ろ
う
が
な

 

外
に

お
前
は

も
う
自
分
と
は
別
存
在
だ
と

そ
う

て
い
た
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さ

行
け

 
キ
リ
ト
が

も
う
話
は
終
わ

た
と
ば
か
り
に

し
て
来
た

 
キ
リ
カ
の
手
を
引
い
て

の
後
を
追
う

 
背
後
で
剣

が

く
の
を

き
な
が
ら
ス
リ

ム
が

る
だ
ろ
う
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
第
四

層
へ
と

を

け
下
り
た

  
・
フ
レ
イ

 
北
欧
神
話
に

け
る

の
女
神
と
し
て
有
名

 
そ
れ
以
外
に
も
生
と
死

と
セ
イ
ズ
魔
術
的
な
も
の
も

て
い
る
ヴ

ン
神

生

ま
れ
の
現
ア

ス
神

⻩
金
に
ま
つ
わ
る
権
能
も
持

て
お
り
そ
れ
も
あ

て

身

を

わ
れ
る
か
わ
い
そ
う
な
神
様

 
で
も

性
に
だ
ら
し
な
い

と

わ
れ
る
く
ら
い
色

ア
レ
な
神
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に
も
そ
れ
で
愛
想
を

か
さ
れ
て
い
る
し
愛
人
と
し
て
オ

タ
ル
と
い
う
人
物
が

た
と

い
う

気
に
入

た
愛
人
を

に
変
え
て

り
回
し
た
と
い
う
話
を

い
て

に
見
捨
て
ら
れ

た

話
が
あ
る
が

そ
れ
で
も
性
の
だ
ら
し
な
さ
は
直

て
い
な
い

 
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
も
登
場
し
て
い
る
女
神
だ
が

実
は

本
文
参

  
・
キ
リ
ト

 

女
王
の
請
願

ク
エ
ス
ト
二
回
目

 
四
日
間
の
意
識
不
明
の
重
体
か
ら
の
三
日
で
の
復
活
で

と
ボ
ロ
ボ
ロ
な
容

だ
が
そ
れ

に
も

わ
ら
ず
最
前
線
で
戦

て
い
る

い
ち
お
う
大
事
を
取

て
後
方

に

し
て
い
た

が

ヴ

フ
ス
の
登
場
で
そ
う
も

て
ら
れ
な
く
な

た

 
一

真

向
か
ら
一
人
で
ぶ

倒
し
て
い
る
の
で

外

か

 
時
間

ぎ
に

す
る

も
り

 

ヴ

フ
ス
は
キ
リ
ト
の
戦
闘
技
術
を
記

し
て
い
る

  
・
リ

フ
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剣
の
名
手

 
北
欧
神
話
に

し
い
原
作
キ

ラ
そ
の

 
原
作
だ
と
ス
リ

ム
フ
レ
イ

ト

ル

の
神
話
を
思
い
出
し
た
の
は
ク
エ
ス
ト
終
了

後
ら
し
い
が
今
話
で
は
速
攻
で
思
い
出
し
た

い
ち
お
う
キ
リ
ト

点
で
直
葉
の
自

に
北
欧

神
話

の
書
物
が
あ
る
事
は

写
済
み

 
原
作
に

い
て
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
て
か
ら
興
味
を
持

て

べ
始
め
た
と
思
わ
れ
る
が
本
作

で
は
キ
リ
ト
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
以
前
か
ら
北
欧
神
話

の
書
物
を
持

て
い
た
事
に
な

て
い
る

 

そ
う

え
ば
北
欧
神
話
に
は

の
武
神
が

ま
し
た
ね

ス
メ
ラ
ギ
を
見
な
が
ら

  
・
シ
ノ
ン

 
弓
の
名
手

 
北
欧
神
話
に

し
い
原
作
キ

ラ
そ
の

 
い
じ
め
ら
れ

子
だ

た
せ
い
で
友
達
が
出
来
ず

一
人
を

ん
で
い
た
事
も

て

書

の
主
と
化
し
て
い
た

は

さ
れ
て
い
た
あ
ら

る
本
を

み
こ
ん
で
い
た
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そ
の
た
め

く
広
く
の
伝
承
・
神
話
知
識
が
あ
る

 
そ
れ
で
も
原
作
よ
り

し
が
良
く
な

て
い
る
の
は
ど
う
い
う
事
か

 
き

と

強
し
た
ん
で
し

う
ね

  
・
ユ
イ

 
ち

と
ず
つ
成
⻑
し
て
い
る
ト

プ
ダ
ウ
ン
型

助
け
た
い

と
か
し
て
あ

た
い
と
い
う
自
発
的
思

を

い
て
い
る

り

常
の

か
ら
か
な
り

脱
し
て
い
る
自
覚
は
あ
る
が

そ
の
思

が

と
い
う
か
は
分
か

て
い
な
い

  
・
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル

 
戦
闘
狂

 
原

コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ
で
も
本
家
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
デ

タ
を
コ
ピ

て
い
た
事
が
原
因
で
Ｓ

Ａ
Ｏ
・
Ａ
Ｌ
Ｏ
・
Ｇ
Ｇ
Ｏ
の
三
作
を

合
さ
せ
た
Ｓ
Ｇ
Ｐ
に

い
て

し
た
ユ
ウ
キ
の
事

を

か
に

え
て
い
る

振
り
が
あ

た

 
今
話
の
ヴ

フ
ス
も
そ
う
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原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
の

キ
ズ
メ
ル

と
い
う
黒
エ
ル
フ
騎
士
が

夢
で
キ
リ
ト
を
見
た

と
ベ

タ
テ
ス
ト
時
代
の
話
を
し
て
い
た
が
ア
レ
を
も

と
明
確
に
認
識
し
て
い
る
状

の
よ

う
な
も
の

 

密
に
は

女
王
の
請
願
が
新

ジ

ネ
レ

ト
さ
れ
た

に
過
去
ロ
グ
を
参

し
た
時

者
と
し
て
名
前
が

が

た
ヴ

フ
ス
の
ロ
グ
が

き

さ
れ
た
キ
リ
ト
を
知
ら
な
い

ヴ

フ
ス
に
反

さ
れ

合
し
た
感
じ

な
の
で

・
ク
エ
ス
ト
状
況
的
に
キ
リ
ト
を
知

ら
な
い
の
に
ロ
グ
・
記

で
は
キ
リ
ト
を
知

て
い
る
と
い
う
あ
べ
こ
べ
な
状

で
再
登

場
を
果
た
し
て
い
る

 

小

し
く

べ
た
が
要
は
お
前
と
戦
い
た
い
ん
だ
よ
と
い
う
意
思
一
つ
で
物
事
の
道
理

を

じ

た
存
在
で
あ
る

 
キ
リ
カ
の
目
の
前
で
キ
リ
ト
を
求
め
る
か
ら

キ
リ
カ
の
眼
が

る

る

  
・
キ
リ
カ

 

が

る
と
こ
ろ
だ

た
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
に

さ
れ

か
を
見
出
し
た

 
過
去
が
同
じ
で
あ
ろ
う
と

存
在
が
分
か
た
れ

人
間
と

と
い
う
立
場
は
価
値
観
を

第
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に
変
え
て
い
く

人
間
で
あ
る
和
人
が
人
間
を
重

す
る
よ
う
に

は

を
重

し
始
め
る

 
リ

フ

に

思

の
念
は
あ
る
が

向
け
た
と
こ
ろ
で
意
味
は
無
い
と

め
る

 
な
ら
ば

同
じ
存
在
は
ど
う
な
の
か

 
そ
し
て

い
ま
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
に

り

ん
で
い
る

極
の
目
的
は

だ

た
か

 

義
姉
に

わ
れ
た
な
ら
ま
だ
し
も
憎
ま
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

わ
れ
た
事
が

で

直
に
な
れ
な
い
キ
リ
カ
で
あ

た
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八
幕
 

決
戦
の
幕
開
け

  

点

キ
リ
ト

 

数

約
一
万
一
千

 

者

点
は
ま
だ

け
る
け
ど
対
獣

郷

前

対
ホ
ロ
ウ

郷

直
後
の

時
程

か
も

 
で
は
ど
う
ぞ

 

く
二
人
き
り
に
な
れ
た
ね

キ
リ
ト

 
二
人
分
の
足

が
遠
ざ
か

て
い
く
の
を

き
な
が
ら
第
三
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
部

へ
と

た
自
分
を
出

え
た
の
は
そ
の
一

だ

た

偶
然
か
あ
る
い
は

し

う
ね
ん

必
然
か
前
回
の
記

を
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引
き
継
い
で
い
る
白
銀
の

人
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
が

を
釣
り
上

な
が
ら

に
し
た

葉
で
あ
る

 
見
れ
ば
見
る
程

精

な
面

だ

 
自
分
や
キ
リ
カ
と
同
じ
く
ヴ

フ
ス
は
少
年
に
も
少
女
に
も
見
え
る
容

だ

た

声
で
も
体

格
で
も
判
別
は
付
か
な
い

と
表
情
か
ら
少
年
ら
し
い
部
分
は
あ
る
が
そ
れ
は
ユ
ウ
キ
の

が
あ
る
の
で

あ
ま
り
参

に
は
出
来
な
い
と
個
人
的
に
思
う

 
だ
が

少
な
く
と
も

こ
の
場
に
限

て
は

な
い
だ
ろ
う

 
ヴ

フ
ス
が
向
け
て
来
る
の
は
た
だ
一
つ

白
銀
の
刃
と
い
う
戦
意
な
の
だ

そ
こ
に
性
別
や

個
人
の
事
情
な
ど
が

ま
る

地
は
な
い

こ
れ
で
心

き
な
く
戦
え
そ
う
だ

 

し
そ
う
と
い
う
よ
り
は

し
そ
う
と
い
う
表
現
の
方
が
的
確
な
面
持
ち
の
ヴ

フ
ス
の

葉
に

刃
の
黒
と
緑
の
二
刀
を
持
つ

は
苦

を
返
し
た

さ

き
の
狂
戦
士
ぶ
り
は
や

り
演
技
だ

た
か

気
付
い
て
た
の
か
い

以
前
も

静
だ

た
ヴ

フ
ス
が
あ
そ
こ
ま
で

れ
る
な
ん
て

え
付
か
な
い
事
だ

た
か
ら
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な

そ
の
ク
セ
理
性
だ
け
は
あ
る
と
来
た

な
ら
意

的
に

れ
て
い
た

と
そ
う

え

て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う

そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね

ま

そ
れ
は
い
い

く
始
め
よ
う

の
⻑
年
の

オ

デ

ン
を
真
実
超
え
た
ス
プ
リ
ガ
ン

 

ら
か
さ
を
消
し

ぎ

ま
さ
れ
た
戦
意
の
声
が

を
打

た

片
刃
の

ブ
ロ

ド

ド

銀
大
刀
が
ユ

ラ
リ
と
大
上

に
持
ち
上

ら
れ
て
い
く

き
み
た
ち
妖
精
が
持
つ

常
な
ら
ざ
る
力
の

極

死
と

り
合
わ
せ
の
最
高
の

悦

を

今

こ
そ

に
見
せ
て
く
れ

 
そ
う

希
望
と

喜
に

れ
た
声
を

人
が
上

た

出
し
得
る
全
力
で
応
じ
よ
う

 
そ
れ
に
二
刀
を
握
り
直
し
な
が
ら
応
じ
る

 
直
後

行
く
ぞ

 
同
時
に

び

と
ヴ

フ
ス
は
氷
の

を

た
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の

人

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
に

し
て
現
存
す
る
書

で
得
ら
れ
る
情
報
は
非
常
に

少
な
い

 
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
と
は
北
欧
神
話
の
原
点
の
一
つ
古
エ

ダ
の
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
の

葉

で
出
て
き
た

人
で

知
識

な
存
在
と
し
て

命

け
で
オ

デ

ン

と
の
知

べ
を
し
た
と
さ
れ
る

そ
の

は
オ

デ

ン
に
学
び
を
与
え
る
程
だ

た
が

バ
ル
ド
ル
が
死
ん
だ
時
に

私
は
な
ん
と
息
子
の
亡

に
声
を
掛
け
る
か

と
い
う

問
に

え
ら
れ
ず

命
を

と
し
た
存
在
ら
し
い

 
ち
な
み
に
バ
ル
ド
ル
は
北
欧
神
話
に

け
る
光
の
神
で
あ
り
こ
の
神
が
ロ
キ
の
策
略
で
ミ
ス

ト
ル
テ

ン
の
芽
を

り
付
け
た

に

さ
れ
死
ん
だ
事
が
神

の
⻩
昏
の
最
初
の
出
来
事

だ
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
が
進
ん
で
い
る
現
状
イ
コ

ル
光
の
神
バ
ル
ド
ル
が
死
ん
で
い

る

な
の
で

時
系
列
上
ヴ

フ
ス
が
存
命
し
て
い
る
事
は
や
や
お
か
し
な
事
に
な
る
の
だ
が

そ
の

は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
自
動
生
成
し
た
ク
エ
ス
ト
で
あ
る

物
語
の

整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
の
は
家
宝
と
さ
れ
る
剣
が
ク
エ
ス
ト
達
成
者
が
現
れ
る

に
取
り
出
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さ
れ
る
事
と
同
じ
く
ら
い
気
に
し
て
も
仕
方
が
な
い
事

と

え
よ
う

 
と
も
あ
れ
神
話
上
で

と
強
欲
の
権
化
の
よ
う
に

わ
れ
る

人
の
中
で
ヴ

フ
ス
は

や
や
異

を
放
つ

と

え
る

 
だ
か
ら
と

て
武

は

し
い
か
と

え
ば

決
し
て
そ
ん
な
事
は
無
か

た

 
前
回
の
戦
い
に

い
て
自
分
が
ヴ

フ
ス
と
出
会

た
の
は
ス
リ

ム
を
倒
し
て
聖
剣
を

要
の

か
ら

き
な
が
ら
も
ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム

ム
ス

ル
ヘ
イ
ム
に
繋
が
る
と
い
う
大
穴

に

と
し
た
後

つ
ま
り

女
王
の
請
願

ク
エ
ス
ト
を
失

し
た
後
だ

た

だ
か
ら
ス

リ

ム
ヘ
イ
ム
に

る
事
は
予
想
外
と

え
た

 
し
か
し

人
の
王
で
あ
る
ス
リ

ム
の

城
に
同
じ

人
の

で
あ
る
ヴ

フ
ス
ル

ズ

ニ
ル
が

る
事
は

な
ん
ら
お
か
し
な
こ
と
で
は
な
い

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
仮

バ
グ
で
あ
ろ
う
と
そ
の
バ
グ
す
ら
も

し
て

り

な
く
世
界
を
運

す
る
自
律
シ
ス
テ
ム

そ
の
自
律
性
故
に
対

可
能
な
バ
グ
は
報

に

な

い
事
す
ら
あ
り
今
回
は
そ
の
パ
タ

ン
だ

ア
フ
タ

ス
ト

リ

で
出
て
来
る
べ
き
ボ
ス
が

く
に
登
場
す
る
と
い
う
本
来
の

書
き
か
ら
外
れ
た
展
開
を

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
認
め
て
い
る
の
も

に
ヴ

フ
ス
の
求
め
て
い
る
存
在
が
ク
エ
ス
ト
を

先
し
て
進
め
る
プ
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レ
イ

だ
か
ら
だ
ろ
う

そ
れ
も

き

す
前
の
ク
エ
ス
ト
に

ん
で
い
た
プ
レ
イ

だ

ヴ

フ
ス
が

き
お
く

記
録
を
引
き
継
い
で
い
る
理
由
は

つ
か

え
ら
れ
る
が
カ

デ

ナ
ル
が

過
し
て
い
る
こ
の
状
況
に

し
て
は

自
分
が
参
加
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
一
点
に

き
る

 
た
だ

こ
の
状
況
を
作

て
い
る
大
本
の
バ
グ
は

ヴ

フ
ス
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

に
な

て
い
る
か
ら
で
は

と
つ
い
さ

き
自
分
が

定
し
た

ユ義
イ姉

の
仮
説
が

を

る
 
さ

き

定
の

葉
を

に
し
た
の
は
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ウ
ル
ズ
に
は
前
回
の
記

が
あ

る
と
思
し
き

動
が
見
ら
れ
な
か

た
た
め
で
あ
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は
確
か
に

事
変

の
ロ
グ
を
残
し
て
い
る

だ

が
そ
れ
で
は
ヴ

フ
ス
だ
け
に
影

が
出
る
と
は
思
え
な
い

も
し
そ
れ
だ
け
で
影

が
出
る

な
ら
前
回
一

会

て
い
る
ウ
ル
ズ
も
そ
れ
ら
し
い
反
応
を
し
て
も
お
か
し
く
な
い
か
ら
だ

 
つ
ま
り

ヴ

フ
ス
と
ウ
ル
ズ
の
間
に
は

ら
か
の
差
異
が
あ
る

 
そ
し
て
そ
れ
は
分
か
り
や
す
い

ど
明
確
に
存
在
し
た

自
分
に
対
す
る
ヴ

フ
ス
の

ぶ
り
だ

思
え
ば
七
色
も
自
分
に

し
て
い
る
フ
シ
が
あ

た

に
な

て
い
た
七
色
の
感

情
デ

タ
の
影

を
ヴ

フ
ス
が

け

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を

め
継
承
し

ホ
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ロ
ウ
の
よ
う
に

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

と
な

て
い
る
の
で
は

と
い
う
予
想
は

流

に

ち
過
ぎ
か

 
と
は

え

決
し
て
あ
り
得
な
い
話
で
は
な
い

故
な
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
ホ
ロ
ウ
や

浮
遊
城
の
残

が
残

て
い
た
の
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

も
と
い

の
値
を

カ

デ

ナ
ル
で
は
ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
へ
変
え
ら
れ
ず
完
全

消
出
来
な
い
か
ら
だ

そ
れ
が
出

来
る
の
は
同
じ

な
い
し
事
変
中
に

い
た

死
剣
な
ど
に

り

ま
れ
た
変
動
値

殺
コ

ド
を

し
た
武
器
の
み

つ
ま
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

を
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
程
に

大
化
し

て
い
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が

い
ま
も

残

て
い
る
可
能
性
が
あ
る

 
そ
れ
が
い
ま
ヴ

フ
ス
を

と
し
て
い
て
そ
れ
で
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
ク
エ

ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
影

を
与
え
自
分
の
出
番
が
あ
る
よ
う
上
書
き
し
た
と
す
れ
ば
エ
ラ

判
定
を

け
な
い
で
い
る
事
に
も
説
明
は
付
く

 
し
か
し

追

す
べ
き
時
は

今
で
は
な
い

 

に

は
投

ら
れ
て
い
る

 

手
は
こ
ち
ら
の
命

け
の
全
力
を
求
め
て
い
る

 
お
そ
ら
く

今
回
ヴ

フ
ス
が
記

を

け
継
い
で
い
る
の
も

そ
れ
そ
の
も
の
が

え



 八幕 〜決戦の幕開け〜

な
闘

故
の

が

と
な

て
い
る
の
な
ら
そ
れ
に
真

向
か
ら
応
え
る
事
こ
そ

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
残

た

事
変
の

を

え
さ
せ
る

一
の
手

だ

 
自
分
の
心
のけ

も
の傷

と
向
き
合
い

道
を
明
確
に
定
め
た
時
と
や
る
事
は
同
じ
で
あ
る

 

然
と

銀
が

る

 
上

か
ら
振
る
わ
れ
る
一
閃
を

は

歩
横
に
ズ
レ
な
が
ら
二
刀
を
翳
し

な
す

の

身
の

を
上
回
る
⻑
大
な
大
刀
が
氷
の

に

き
付
け
ら
れ
た

 
そ
れ
を
強
く
片
足
で

み
つ
け

生
じ
た
間
隙
を

う
よ
う
に
緑
剣
を
振
る
う

 
し
か
し
ヴ

フ
ス
が

時
に

手
を
離
し
ぐ

と
体
幹
を

ら
し
た

緑
の
剣

は

を

め
る
に
終
わ
る

は
あ

 
だ
が

は
二
刀
を
持

て
い
る

の
剣
を

さ
れ
た
な
ら
と
大
刀
の

の
上
で
一
歩

み

み

黒
剣
を

掛
け
に
振
る
う

 
二
撃
目
を

ヴ

フ
ス
は

や
か
に
バ
ク
転
し

し
た

 
目
を

く

嗟
に
追
お
う
と
す
る

が

部
分
に

み

ん
だ
時
の
力
が
強
す
ぎ
た
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か

に
突
き

さ

た
大
刀
が
揺
ら
い
だ

シ

の
よ
う
に

と
い
う
重

が

た

部
分
が

に

ち
る

そ
こ

 

が

ち

て
い
た

の
バ
ラ
ン
ス
が

れ
た

間
を

ヴ

フ
ス
は

さ
な
か

た

 
二

の
バ
ク
転
で
開
い
た

離
を
ヴ

フ
ス
は
回
し

り
の
遠
心
力
を
加
え
な
が
ら

め
て

き
た

た
だ

離
を

め
て
き
た
だ
け
な
ら
こ
ち
ら
の
反
撃
を
喰
ら
う
だ
け

だ
か
ら
こ
そ
攻

撃
を

ね
た
攻
撃
法
を
取

て
来
た

 

で
あ
れ
ば
無

備
な

足
な
い
し

部
を

う
と
こ
ろ
だ
が

今
の

は
不
安
定
な

足
場
で
バ
ラ
ン
ス
を

し
て
い
る
上
に
リ
ア
ル
の
容

の

で

の
フ
ル
運

が

し
い

邪
神
Ｍ
ｏ
ｂ
の
よ
う
に

に
放
て
ば
い
い
だ
け
な
ら
問

な
い
が
応

の

し
い

近
戦
と

行
し
な
が
ら
だ
と
負

が
大
き
過
ぎ
る

 
仮
に
リ

フ

や
ユ
イ
達
の
や
り
取
り
か
ら

の
容

を
把
握
し
た
上
で
そ
の
攻
撃
手

を

取

た
の
だ
と
す
れ
ば

は

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル

と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

ま
れ
た

の

学

性

い
て
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の

価
を
大
き
く
上
方
修
正
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
事
を
思

の

に
浮
か
べ
な
が
ら

無
理

理

を

り

後
退
を

る

 
足
場
と
し
て
不
安
定
で
大
し
た
反
動
を
得
ら
れ
な
か

た
た
め
大
刀
の

ば
で
一

地

し
た

 

そ
こ
に

白
い

の
横

ぎ
が

る

 

嗟
に
剣
を
交
差
す
る

人
伝

な
の
か

⺠

ら
し
き
文
様
が

り

ま
れ
た

ブ

ツ
の

が

交
差
し
た
刃
の
中
心
を
強
か
に

く

く
 

も
な
い
圧
力
が

に
掛
か
り

と
大
刀
か
ら
吹

ば
さ
れ
る

 
見
た
目
の
サ
イ
ズ
で

え
ば
リ

フ

や
ア
ス
ナ
と
同
程

の
身
⻑
だ
が

手
は

人

と
い
う
ユ
ニ

ク
ボ
ス
の
一
人

小

な
プ
レ
イ

が

力
極
振
り
で
あ
れ
ば
大
型
の
武
器
を

え
る
よ
う
に
ヴ

フ
ス
も
見
た
目
に
反
す
る

力
を
有
し
て
い
る

の
三

の

力
が
あ
る

と
い
う

そ
れ
も
遠
心
力
を
加
え
た
回
し

り
と
な
れ
ば
棒
立
ち
の

で

り
負
け
る
の

は
自
明
の
理

 

で
の
と
こ
ろ
で
後
ろ
に

か
な
が
ら

べ
た
の
で
ダ
メ

ジ
は
数
ド

ト
程

に
抑
え
て
い
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る 

ダ
メ
の
少
な
さ
に

を
覚
え
つ
つ

イ
メ

ジ
を

裏
に
展
開

手
の
剣
が
光
に

る

代
わ
り
に

光
を

す
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を

・

・手
・に
・の
・み

引
き
金
を

で
引

き

を

ば
す

 
更
に
無
手
の

手
で
パ
チ
ン
と
指
を
鳴
ら
す

親
指
と
人
差
し
指
で
鳴
ら
し
た

界

上
に

るマ
ナ
ポ
イ
ン
トゲ

ジ
が
フ
ル
状

か
ら
全
損

代
わ
り
に
ゲ

ジ
下
に

自
然
回
復

バ
フ
と

自
動

生
の
バ
フ
ア
イ
コ
ン
が
追
加
さ
れ
る

魔
術

再
生
の

シ
ロ光

の
バ
フ
だ

 

が
自
然
回
復
を
始
め

の
回
復
が
ぐ
ぐ

と
速
ま
る

 

い
は

の
完
全
回
復

そ
う
す
れ
ば

を
消

し

ス
テ

タ
ス
ア

プ
の
バ
フ
を

れ

る

そ
の
た
め
に

手
の
ボ
ウ
ガ
ン
で
ヴ

フ
ス
を

い
撃
ち
す
る
が

中

た
ら
な

い

直
撃
コ

ス
は
全
て
大
刀
で
弾
か
れ
体
幹
か
ら
少
し
で
も

れ
れ
ば
容

に

さ
れ

離
を

め
て
来
る

 

然
な
が
ら
吹

び

け
る
こ
ち
ら
の
速

よ
り
あ
ち
ら
が

け
寄
る
方
が
よ

ど

速
いさ

せ
な
い
よ
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ち
 
前
回
同
じ
よ
う
に
バ
フ
を
掛
け
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

い
に

た
り
を
付
け
た
ら
し
く

が
回
復
し
切
ら
な
い
よ
う
に

の

弾
を
無

し
て
斬
り
掛
か

て
来
た

 

が
使
お
う
と
し
て
い
る
バ
フ
は
魔
術

破
壊
の

ク
ロ闇

以
前
レ
イ
ン
が
セ
ブ
ン
と
対
峙
し
た

手
の
指
を
鳴
ら
す
ワ
ン
ア
ク
シ

ン
と
い
う
手

さ
の
代
償
と
し
て

の
九

九
分

や
し

ス
テ

タ
ス
を
ア

プ
さ
せ
た
魔
術
で
あ
る

最
大

中

使

と
い
う
の
は
か
な
り
重
い
代
償
だ

 
だ
か
ら
前
回
は
ヴ

フ
ス
と
戦
う
事
に
な

た
時
初
手
で
使

た
の
だ
が

そ
れ
を
学

し
て
い
た
の
だ
ろ
う

先
の
不
意
打
ち
で
真

向
か
ら

い
だ
時

力
値
で
負
け
た
か
ら

り

ダ
メ

ジ
を
入
れ
ら
れ
て
い
た

回
復
バ
フ
を
掛
け
こ
そ
し
た
が
今

は
そ
の
自
然
回
復
で
使

え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
前
回
に

べ
攻
撃
の
思
い
切
り
が
良
い

 
ボ
ウ
ガ
ン
を
仕
舞
い

し
た
盾

か
つ
て
聖
騎
士
が
使

て
い
た
白
銀
の
十

盾
で
斬

撃
を

な
す

 

か
に
緑
ゲ

ジ
が

れ
た
事
に
⻭

み
し
つ
つ

手
に
握

た
十

剣
を

に

ぐ

深

追
い
し
な
い
と
決
め
て
い
る
の
か
先
に
見
せ
た
戦
意
と
は
裏

に
ヴ

フ
ス
は

く
後
退
し
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た 
白
銀
の

ち⻑
う
か

が

地
を

る

そ
こ
だ

 
ヴ

フ
ス
の

足
が
完
全
に
離
れ
た

間

に

ぐ

動
で
白
銀
剣
か
ら
手
を
離
し
投

つ
け
る

遠
心
力
そ
の
ま
ま
に
回
転
す
る
剣
は

に

ん
だ

人
目
掛
け
一
直
線
に

し

た 
ヴ

フ
ス
に

き
こ
そ
無
か

た
が
そ
れ
は
む
し
ろ

す
る
能
力
が
無
い
故
だ
ろ
う

自

身
に

る
剣
を

け
る
し
か
な
い
状
況
だ
か
ら
焦
る
事
は
な
く
む
し
ろ

の
一
手
を
ど
う
す
る

べ
き
か
と

氷
を
思
わ
せ
る
蒼
い

は

の
光
で

を

え
て
い
る
の
だ

 

が
完
全
回
復
し
た
の
は

白
銀
の
⻑

が
氷
の

に

地
し
た
の
と
同
時
だ

た

 

手
の
指
を
鳴
ら
す

が
一
ド

ト
残
し
て
白
く
な
り

今

は
剣

盾

の

イ
ラ
ス
ト
に
上
向
き
の

が

か
れ
た
ア
イ
コ
ン
が

ん
だ

物
理
と
魔
法
の
攻
撃
力

力
を

ず
つ
上

る
魔
術

破
壊
の

ク
ロ闇

に
よ
る
バ
フ
だ

 
白
の
多
く
な

た
緑
が

に

へ
と

り
始
め
る

や

り

一

縄
じ

い
か
な
い
ね
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ス
テ
バ
フ
を
掛
け
な
い
よ
う
初
手
か
ら
動
い
て
い
た
ヴ

フ
ス
か
ら
す
れ
ば

い
が
外
れ
た

状
況
な

だ
が

そ
の
声

に
残
念
そ
う
な
色
は
感
じ
ら
れ
な
い

 
い
や

む
し
ろ
そ
う
で
な
く
て
は
面
白
く
な
い
と
い
う
喜
悦
す
ら

じ

て
い
る

 
ボ
ス
と
一
対
一
で
戦
う
中
で

を
フ
ル
ま
で
回
復
さ
せ
る
事
の
至

さ
を

え
れ
ば

そ
の

は
如

ど
か

隙
が
大
き
い
以
上
ポ

シ

ン
を
使
わ
ず
魔
法
・
魔
術
だ
け

と
い

う

り
が
あ
る
中
で
達
成
す
る
の
は
至

の
業
だ
ろ
う

そ
し
て
ヴ

フ
ス
は
そ
れ
を
理
解
し
て

い
る

神
話
か
ら
来
る

と
し
て
の

明
さ

戦
い
を
求
め
る
戦
士
と
し
て
の
経
験
か
ら

 
そ
し
て

自
身
の
猛
攻
を

い
て

見
事
ス
テ
バ
フ
と
回
復
バ
フ
の

方
を
掛
け
切
る
事
を

前
回
と
同
じ
状

に
な
る
事
を

願
い

期

し
て
い
た
の
だ

 
今
ま
で
の
は
前

で
あ
り

ヴ

フ
ス
か
ら
す
れ
ば

超
え
て

然
の

練
の

い

 
だ
が

そ
れ
で
こ
そ

の

手
だ

 
超
え
て

然
と
い
う

い
で
あ

て
も

ヴ

フ
ス
は
ど
こ
か

し

だ

た

こ
こ
か
ら
が
本

の
勝
負
だ
よ

そ
し
て

の

戦
に
し
て
再
戦
だ

加

な
し
で

行

く
よ
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白
銀
の
大
刀
を
片
手
で
持
ち
上

た
銀
の

人
が

猛
に

む

無
邪
気
に
し
て
不

な
そ

の
表
情
に

と
あ
る
剣
士
が
重
な

て
見
え
た

来
い

 
そ
う
い
え
ば
一
年

ど
前
の
決

が
ま
だ
だ

た
な

と
い
う
思

は
応
じ
た
一

を

契
機
に

と
消
え
た

    
日
本
標

時

二

二
五
年
五
月
十
七
日

日

後
十
時
三
十
分

 

務

内
に
設
け
ら
れ
た

仮
想

の
第
二
分

⻑
と
し
て
の
デ
ス
ク
ワ

ク
を
終
え

帰

し
た
自
分
が
そ
の
報
を

い
た
の
は

の
進

確
認
の
一

で
部
下
と

絡
を
取

て

い
る
時
の
事
だ

た

く

の

少
年

が
ま
た
ぞ
ろ
動
い
て
い
る

と

 
最
初
に
そ
れ
を

い
た
時
真

先
に
浮
か
ん
だ
の
は

み
上
が
り
な
の
に

を
や

て
い

る
の
か

と
い
う
感
想
だ

た

 
あ
の
少
年
も
別
に
死
に
た
い

で
は
な
い

命
を

し
て
戦
う
事
は
あ
れ
ど
そ
れ
で
死
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ぬ
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
対
策
を

じ
る
程

に
は
生
き
る
事
に

は
持

て
い
る

そ
れ
を

知

て
い
て
も

そ
の

感
を

か
ざ
る
を
得
な
い
行
動
だ

た

 
意
識
不
明
の
昏

状

が
四
日

き
た

た
の
三
日
で
以
前
と
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
回
復
し
た

の
は
異
常
と
す
ら

え
る
回
復
力
と

え
よ
う

し
か
し
な
が
ら
真
の
意
味
で
完
全
回
復
し

た

で
は
な
い

解

と
い
う

語
が
あ
る
よ
う
に
彼
は
潜
在
的
に

状
を

し

け
て
い

る

い
ま
は
そ
れ
が

ち

い
て
い
る
だ
け

そ
れ
は

え
ば

日
差
の

し
い
認
知

や

⻑
期
間
に

る
パ

キ
ン

ン

の
オ
ン
オ
フ
現

の
よ
う
に

か
の

子
に
い
き
な
り
再
発

す
る
事
も
あ
り
得
る
危
う
い
状

 
そ
れ
に
も

わ
ら
ず
退

が
実
現
し
た
の
は

彼
自
身
が
そ
れ
を
希
望
し
た
か
ら
で
も
あ
る

が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
が

し
寄
せ

が
迷
惑
し
て
い
る
事
女
権
な
ど
の
彼
を

め
る

体
な

ど
が

に
圧
力
を
掛
け
て
い
る

お
そ
ら
く
ス
ポ
ン
サ

で

事
も

し
て
い
る

だ
ろ
う

 
運
び

ま
れ
た
時

彼
は
ク
モ

下
多
発
性

出
血
を

し
て
い
た

 
ク
モ

下
出
血
と

え
ば

出
血
の
中
で
最
も

死

の
高
い

血

で
あ
る

そ
れ

を
複
数

に

し
て
い
る
と
知

た
外

は
そ
の
手
術
の

さ
か
ら

を
投

血
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を
取
り

く
ド
レ

ン
を

め

ん
だ
だ
け
で
済
ま
せ
た

そ
の
説
明
を
別

に

い
た
桐

谷

一
家

と
自
分
達
は

一
時
期
血
の
気
が
引
い
た
事
を
よ
く
覚
え
て
い
る

 
と
も
あ
れ
そ
ん
な
経

も
あ

て
入

カ
ル
テ
の

名
に
は

初
そ
う
書
か
れ
て
い
た
の

だ
が

い
ま
確
認
す
れ
ば

そ
れ
は

脱
水

状

や

失

な
ど

今
の

Ｒ
Ｍ

Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

に
あ
り
が
ち
な

状
に
差
し

え
ら
れ
て
い
る

だ

無
論
本
来
退

さ
せ

る
べ
き
で
な
い

者
を
退

さ
せ
た
事
に

し

が
責
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
フ

イ

ク
で
あ
る

そ
れ
は

更
識

や

自

の
意
向

協
力
が
あ

て
実
現
し
た
事

 

一

間
程

の

期
間
入

後
に
退

と
い
う
ケ

ス
は
実

に
少
な
い
な
が
ら
も

存
在
す
る

 
実

と
し
て
も

体
の
人
間
を
⻑
ら
く

い
て
お
く

に
も
い
か
な
い

日

常
生
活
に
問

無
い
と
な
れ
ば
す
ぐ
に
帰
る
場
合
も
あ
る
し

家

が
入

な
ど
で
自
分
一
人

に
な
る
が
一
人
で
生
活
で
き
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
入

す
る

会
的
入

を
し
た
人

な
ら
す
ぐ
帰
る
場
合
も
あ
る

 

論
彼
は
そ
れ
に

て

ま
ら
な
い

本
来
で
あ
れ
ば
こ
ん
な

期
間
で
退

し
て
良
い
容

で
は
な
か

た
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そ
れ
で
も
し
た
の
は
彼
の
身
の
安
全
を

慮
し
こ
ち
ら
が
許
可
を
出
し
た
か
ら
だ

ノ

之
束

士
の
世
界
の
先
を

く
技
術
を
以
て

え
ら
れ
た

機
器
の
方
が
ま
だ
自
衛
隊

よ

り
良
い
と
判
断
し
た
上
で
の
決
定
で
あ
る

 
そ
の
裏
に
す
ぐ
に
事
変
レ
ベ
ル
の
死
闘
を
演
じ
る
必
要
は
無
い
だ
ろ
う
と
い
う
推

が

無
か

た
と

え
ば

そ
れ
は

に
な
る

 
し
か
し

そ
れ
で
も
ま
さ
か
退

し
た

日
ま
た
コ
ト
に

を
突

ん
で
い
る
と
は

予
想
外
に
も
程
が
あ

た

 
自
分
が
部
下
か
ら
教
え
ら
れ
た
中
継
を
見
始
め
た
の
は
地
下
世
界

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
天

付

近
に
あ
る
氷
の
城
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
に
突
入
す
る
時

再
出
血
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
は

を

使
す
る
前
衛
戦
闘
な
い
し

に
よ
る
全
力
戦
闘
な
の
で
後
衛
で
術
師
に

し
て
い

る

を
見
た
時
は

を

で
下
ろ
し
た

  
銀
の

人
ヴ

フ
ス
を
一
人
で
止
め
る
と

て
か
ら
は
全
力
で

を

え
て
い
る
が

 

故

故
そ
こ
で

え
て
一
人
で
止
め
よ
う
と
す
る
ん
だ
キ
リ
ト
君
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デ
ス
ク
に

れ
な
が
ら

を

さ
え

く

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
が
あ

た
二
年
間
で
⻑
ら
く

ん
だ

Ｈ

Ｄ

Ｄ

回
転
型
記

は

を
消
し
後

の
Ｓ

Ｓ

Ｄ

個
体
型
記

も

さ
れ

Ｍ

Ｒ

Ａ

Ｍ

気

抗
メ
モ
リ
と
い
う
超
高
速
不

発
メ
モ
リ
に
な

て
以

あ
ら

る

作
に
体
感
で
き
る
ラ
グ
が
存
在
し
な
い
パ
ネ
ル
型

は

ら
か
に
過

ぎ
る
解
像

で
動

を

し
て
い
た

 

面
に

る
中
継
は
二
つ
あ
る

 
片
方
は
キ
リ
ト
対
ヴ

フ
ス
の
戦
闘
を

し
て
い
る

 
も
う
片
方
は

が
レ
イ
ド
リ

ダ

な
の
か

に
分
か
ら
な
い

ス
リ

ム

隊

の
面

が

し
出
さ
れ
て
い
た

少
年
達
が
戦
い
始
め
て

く
も
一
分
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
が

隊
の
方
は

く
最

に

り

い
た
と
こ
ろ
だ

た

 
彼
ら
が
進
む
回
廊
の
突
き

り
に
は
二

の
オ
オ
カ
ミ
が

り

ま
れ
た
分

い
氷
の

が

立
ち
は
だ
か

て
い
た

そ
こ
が

の

人
の
王

が

る

の
間
な
の
だ
ろ
う

 
そ
の

に
キ
リ
カ
達
が
五
メ

ト
ル

ど
ま
で

み

ん
だ

自
動
的
に

に
開
き
始

め
た

部

の
中
か
ら
は

気
の

も
や

が

を
這

て
彼
ら
の
間
を
す
り

け
て
い
く

 
そ
こ
で
ウ
ン
デ

ネ
の
面

が
全

の

魔
法
を

り
直
し
始
め
た

そ
れ
に

う
よ
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う
に

集

に

ざ

た
金
髪

女
Ｎ
Ｐ
Ｃ
フ
レ
イ

も

を
始
め

バ
フ
を
掛
け

る

像
で
見
た
限
り
で
は
ア
イ
コ
ン
追
加
も
な
い
も
の
だ

た
が
実

に

果
を
見
た
ら
し

い
⻘
年
達
の

葉
を

え
ば

そ
れ
が
最
大

を
ブ

ス
ト
す
る
と
い
う
未
知
の
バ
フ
で
あ
る

事
が
判
明
す
る

無
か

た
よ
ね

そ
ん
な
バ
フ

 
い
ち
お
う
水
妖
精

の
プ
レ
イ

ク
リ
ス
ハ
イ
ト
と
し
て
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
り
メ
イ

ジ
を

ん
で
い
る
身
の
自
分
も
種

特
性
と

向
か
ら
バ
フ

も
一

り
目
を

し
て
い
る

が

そ
れ
も
み
ん
な
の
足
を
引

ら
な
い
よ
う
に
と
少
年
か
ら
目
を

す
事
を

命
さ

れ
た
か
ら
だ

ブ

ス
ト
バ
フ
は

に
し
て

い
た
事
が
無
い

 

き

す
以
前
で
は
フ
レ
イ

を
見
な
か

た
ら
し
い
の
で

と
す
る
と
今

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
彼
が
知
ら
な
い

一
の
事

か
も
し
れ
な
い

 

の
コ
メ
ン
ト
が
未
知
の
バ
フ
と
可
能
性
に
つ
い
て
や
や
活
気
立
つ
中

面
内
の
彼
ら

は

備
が
整

た
の
か

部

の
中
へ
と
一
気
に

け

ん
だ

 
中
継
カ
メ
ラ
も
そ
れ
に
付
い
て
行
く

 
内
部
は
横
方
向
に
も

方
向
に
も

も
な
く

大
な
空
間
だ

た

や

は
こ
れ
ま
で
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と
同
じ
⻘
い
氷

同
じ
く
氷
の

に
⻘

色
の

が
不
気
味
に
揺
れ
て
い
る

か
高
い
天

に
も
同
様
の
シ

ン
デ
リ
ア
が

ん
で
い
る

 
し
か
し

隊
を

む
あ
ら

る
眼
を
真

先
に
奪

た
の
は

の

か
ら

へ

と

な
る
無
数
の
⻩
金
だ
ろ
う

 
無
数
に

く
反

光
を
放
つ
金

飾
品

剣

盾

像
か
ら
家

ま
で

あ
り
と

あ
ら

る
種

の
⻩
金
製
オ
ブ
ジ

ク
ト
が
数
え
る
の
も
不
可
能
な
程
の

で
う
ず
た
か
く

み
重
な

て
い
る

は
暗
闇
に

ん
で
い
る
た
め
全

は
ま

た
く

め
な
い

  

万
⻑
者
じ

な
い
で
す
か

 

え

こ
れ
た
だ
の
背

じ

な
く
て

マ
ジ
モ
ン
な
の

 

慌
て
る
な

き

と
ス
リ

ム
倒
し
た
ら
無
く
な
る
ん
だ

そ
う
に
決
ま

て
る

  
コ
メ
ン
ト

が
動
揺
と
希
望

そ
し
て
そ
れ
ら
と
同

の
悔
し
さ
に

ち
て
い
く

 
正
直
心
境
は

同
じ
と

え
る

自
分
も
同
行
し
て
た
ら
お
零
れ
に
あ
ず
か

て
自
ア
カ

の

持
金
増
え
て
た
だ
ろ
う
に
な

と

の
プ
レ
イ
時
間
の
少
な
さ
か
ら
く
る
未
強
化

合



 八幕 〜決戦の幕開け〜

を
思

て
悔
し
く
思
う

ど
だ

小

が

ん
で
お
る

 
そ
こ
で
広
間

の
暗
が
り
か
ら
地
面
が

え
る
よ
う
な
重

の

き
が

と

い
た

ぶ
ん
ぶ
ん

わ
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い

立
た
し
い
の
う

苛
立
た
し
い
の
う

 
ず
し
ん
ず
し
ん
と

を

わ
す
そ
の
振
動
は
い
ま
に
も
氷
の

を

き

ツ
ン
ヘ
イ
ム

中

に

か
り
と
空
い
た
大
穴
へ

と
し
か
ね
な
い
程
の
重

し
い

き
だ

た

 
や
が
て

ラ
イ
テ

ン
グ
が
届
く

に

ぬ

と
一
つ
の
人
影
が
出
現

 

大

と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
い

ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
内
で
遭
遇
し
て
い
た
人
型
邪
神
や
ボ

ス
邪
神
に

べ
て
も
明
ら
か
に

以
上
は
大
き
い

先
に
戦

て
い
た
タ

グ
の
ミ
ノ
タ
ウ
ロ

ス
の

回
り
を
手
で

ん
で
も
指
が
回
る
サ
イ
ズ

か
高
見
に
見
え
る

は

メ

ト
ル
な

の
か

部

に

入
し
た
彼
ら
の
身
⻑
で
す
ら

そ
の
影
の

に
届
い
て
い
な
い
程
だ

 
そ
の
人
影
の

の
色
は

人
ヴ

フ
ス
の
色
白
さ
と
は
裏

の

の
よ
う
な

い
⻘

足

と

に
は
い

た
い
ど
れ

ど
大
き
な
獣
か
ら

の
か
黒

色
の

が

か
れ
て
い
る

回
り
に
は
パ

ツ
一
つ
が
ち

と
し
た
小
舟

ど
も
あ
り
そ
う
な
板
金

上

身
は

だ
が

と
し
た

肉
は
ど
ん
な
武
器
も

ね
返
し
そ
う
な

強
さ
が
あ
る
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そ
の

し
い

に
は
こ
れ
も
⻘
い

が
⻑
く

れ
る

そ
の
上
に

る

は
シ
ル
エ

ト

に

ん
で
輪

し
か
見
え
な
い

し
か
し

に

る

の
金
色
と
眼
下
で

く

と
し
た
⻘

は

闇
の
中
で

や
か
に
光

て
い
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ボ
ス
に

い
て
強
力
な
個
体
に
な
れ
ば
な
る

ど
高

の
ダ
ン
ジ

ン

内
の

の
方
へ
と
追
い
や
ら
れ
る

向
に
あ
る

そ
の
ジ
ン
ク
ス
に
逆
ら

た
の
が
ス
ヴ

ル

ト
エ
リ
ア
の
エ
リ
ア
ボ
ス
な

で
サ
イ
ズ

で

え
ば
そ
の
エ
リ
ア
ボ
ス

み
は
あ
る

つ
ま

り
こ
れ
ま
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
前
身
と

え
る
Ｓ
Ａ
Ｏ

ん
で

と
異
な
り

方
向
に
大
き
い
の

だ

内
で
あ
る
以
上

べ
な
い
と
い
う
の
に
い

た
い
ど
う
や

て
戦
え
と
い
う
の
か

剣

を
振
り
回
し
た
と
こ
ろ
で
ス
ネ
に
す
ら
届
か
な
い
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
シ
ノ
ン

の
弓

や
ア
ス
ナ
を

と
し
た
術
師
の
遠

離
攻
撃
手

が
重
要
に
な

て
来
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
そ
う

え
れ
ば

と
魔
術
で
物
理
・
魔
法

性
の
ど
ち
ら
に
も
対
応
出
来
る
キ
リ
ト

が
ス
リ

ム
を
圧
倒
出
来
た
事
も

け
る

多
分

を
焦

に
変
え
た
継

ダ
メ

ジ
を
主
流
と

し
て
い
た

な
の
で
今
回
は
流

に
そ
れ
と
は
別
の
手
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
が
そ

れ
で
も

の
使
い
手
は
キ
リ
カ
ユ
イ
シ
ノ
ン
の
三
人
も
存
在
す
る

や

て
や
れ
な
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い
事
は
無
い
だ
ろ
う
と
思

た

 

な
ど
と

え
て
い
る
と

人
は
更
に
一
歩

み
出
し

か
高
み
か
ら
妖
精
を

ね

め
つ付

け
る

様

 
暗
い
眼
下
に

く

光
が

最
前
列
に
立
つ
影
妖
精
の
少
年

キ
リ
カ
に
定
め
ら
れ
た

人
の
王
だ
ろ
う

が
目
を

い
た

 
ク
エ
ス
ト
に

あ
る
だ
ろ
う
フ
レ
イ

な
ら
分
か
る
が

一
プ
レ
イ

で
あ
る

キ
リ
カ
に
定
め
た
と
す
れ
ば

様
は

確
か

あ
の
と
き

に
剣
を
向
け
た

 
お
そ
ら
く
は
前
回
た

た
一
人
に
攻
め
上
ら
れ

え
十

未

と
い
う

時
間
で
倒
さ
れ
た

事
の
怨
み
を

に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う

だ

た
が
そ
れ
が
最
後
ま
で

に
さ
れ
る
事

は
無
か

た

 
に
わ

か
に

き
を

わ
に
し
た

人
に

然
と

を

た

人
Ｎ
Ｐ
Ｃ
フ
レ
イ

が
声
を

た
か
ら
だ

の

人
ス
リ

ム

 
妖
精
の
剣
士
様
た
ち
と
共
に
お
前
を
倒
し

奪
わ
れ
た
一

の
宝
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を
返
し
て
も
ら
う

  

あ
あ

い
ま
メ

チ

大
事
な
ト
コ
だ

た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
フ
レ
イ

さ
ん

 

お
約
束
と
は

え
か
な
り
ア
レ
だ
ぞ
フ
レ
イ

さ
ん

 

シ
ナ
リ
オ
上

合
悪
い
か
ら
テ
コ
入
れ
で
も
入

た
か
な

 

で
も

ス
リ

ム
が
記

持
ち

て
確
定
し
た
ね

  
そ
の

然
と
し
た
発

の
直
後
コ
メ
ン
ト
が
一

に
流
れ
る

そ
れ
は
か
な
り
大
事
な
と
こ

ろ
で
声
を
上

た
事
に
対
す
る

判
に

し
い
も
の
だ

た

 
フ
レ
イ

の
声
が
契
機
に
な

た
の
か

の
路
線
に

た
の
か
ス
リ

ム
で
あ
る
事
が

判
明
し
た

の
眼
が
影
妖
精
の
少
年
か
ら

人
Ｎ
Ｐ
Ｃ
へ
と

た

う

う

そ
こ
に
お
る
の
は
フ
レ
イ

殿
で
は
な
い
か

か
ら
出
て
き
た
と
い
う

事
は

の
花

と
な
る
決
心
が
付
い
た
と
い
う
事
か
な

ン
ン

 

れ

の
よ
う
な
声
で
ス
リ

ム
が

に
し
た
事
は
神
話

り
花

と
し
て
フ
レ
イ

を
求

め
た
と
い
う
経

が
分
か
る
話
だ

た
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そ
の
内
容
に
か

フ
レ
イ

が

な

を
怒
ら
せ

を

め
付
け
る

い
ま
の
私
の

が

こ
え
な
か

た
の
か

 
お
前
の
花

に
な
る
気
な
ど
私
に
は
ま

た
く
無
い

そ
う
か
そ
れ
は
残
念
だ

我
が
花

に
な
る
宴
の
前
の
晩
に
宝
物

を

ぎ
ま
わ

て
い
た

仕

き
に
氷
の
獄
に
繋
い
で
お
い
た
の
だ
が
ま
だ
仕

き
が
足
り
な
か

た
ら
し
い

し
か

し
気
高
き
花

ど
手

る
時
は
興
深
い
と
い
う
も
の

そ
れ
が

と
武

を
九
界
の
果
て
ま

で

か
す
女
神
と
も
な
れ
ば
一
入
だ
ろ
う

小

ど
も
を

り

し
た
あ
と
念
入
り
に
愛
で
て

く
れ
よ
う
ぞ

ぬ

 

大
な
手
で

を

で
な
が
ら
ス
リ

ム
が
発
し
た

は

こ
れ
が
本

に
自
動
ク
エ
ス

ト
・
ジ

ネ
レ

タ
が
書
い
た

本
な
の
か
と
疑
い
た
く
な
る

ど
全
年

向
け
ゲ

ム
で
許

さ
れ
る
ギ
リ
ギ
リ
の
線
ま
で
攻
め

ん
だ
も
の
だ

た

 
し
か
し

自
分
が

と
気
に
な

た
の
は
フ
レ
イ

が

な
い
場
合
の
会
話
内
容
だ

た

 
い
ま
の
会
話
は
フ
レ
イ

が

る
パ
タ

ン
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立

て
い
る
も
の
で
あ

て

お
そ
ら
く
彼
女
が

な
い
な
い
し
あ
の

獄
か
ら
助
け
出
さ
な
か

た
場
合
は
そ
れ
す
ら
な

く

に
戦
闘
に
な

て
い
た
と
思
わ
れ
る

つ
ま
り

人
の
王
ス
リ

ム
が
キ
リ
カ
を
見
た
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時
の
反
応
は
前
回
は
キ
リ
ト
と
の
会
話
し
か
し
て
い
な
か

た
と
い
う
密

の
問

が
反

さ
れ
た
結
果
な
の
で
は
と
い
う
推
論
が
立
つ

 
実

の
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
の
で
こ
の
推
論
を
立
て
た
と
こ
ろ
で
意
味
は
な
い
の
だ
が

ア
ン
タ
そ
ん
な
力

く
で
女
を
ど
う
に
か
出
来
る
と
思

た
ら
と
ん
だ
大
間
違
い
だ

よ 
そ
こ
で
影
妖
精
の
⻑

使
い
ノ
リ
が
声
を

て

た

同
意
と
ば
か
り
に

組
の
女
性

が
大
き
く

き

武
器
を
構
え

を
始
め
る

 
そ
の
様
子
を
見
て

ん

と
ス
リ

ム
が

を
鳴
ら
し
て
嗤

た

お
う
お
う
ぶ
ん
ぶ
ん
と

が

こ
え
る
わ
い

ど
れ

ツ
ン
ヘ
イ
ム
全

が

の
物
を

な
る
前
祝
に

ま
ず

様
ら
か
ら
平
ら

て
く
れ
よ
う
ぞ

 
ず
し
ん

と

人
の
王
が
一
歩

み
出
し
た
そ
の

間

の
上
に
⻑
大
な

ゲ

ジ
が
表

示
さ
れ
た

そ
し
て
そ
れ
は
三

み
重
な

て
い
る

ヴ

フ
ス
が
五

で
あ

た
事
を

え

る
と
少
な
く
思
え
る
が
そ
れ
は
サ
イ
ズ
差
で

節
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

で

え
ば
お

そ
ら
く
ス
リ

ム
の
方
が
圧
倒
的
に
上
の

だ

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

り
切
る
の
は
至

の
業
だ
ろ
う
が



 八幕 〜決戦の幕開け〜

来
る
ぞ

 
ユ
イ
姉
や
ス
ト
レ
ア
の
指
示
を
よ
く

い
て

序

は

た
す
ら
回

と

パ
タ

ン

れ
に
努
め
ろ

 
キ
リ
カ
が

び

集

が
応
じ
た

こ
こ
か
ら
が
本

の
勝
負
だ
よ

そ
し
て

の

戦
に
し
て
再
戦
だ

加

な
し
で

行

く
よ

来
い

 
そ
れ
と
重
な
る
よ
う
に

ヴ

フ
ス
に
対
す
る
キ
リ
ト
の
声
が
上
が

た

 
ヴ

フ
ス
と
ス
リ

ム

二
人
の

人
と
の
戦
い
が
こ
こ
に
始
ま

た

  
・
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル

 
神
話
上
で
は
オ

デ

ン
ミ

ミ
ル
に
片
目
代
償
に

を

た
後
か
は
不
明
と
命

け
の
知

べ
し
て

ズ

コ
い
問
い
で
命
を

と
し
た

人
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出

が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
た
め

コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ

で
肉
付
け
さ
れ
て
い
る

 
オ

デ

ン
を

と
定
め
て
い
た
の
も

レ
ジ
ス
タ
設
定

 
強
さ
を
求
め
る
理
由
も
レ
ジ
ス
タ
設
定

 

つ
ま
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
オ
リ
ジ
ナ
ル
設
定
て
ん
こ

り
キ

ラ

 
方
向
性
は
違
う
が

戦
い

に
対
す
る

勢
だ
け
は
ユ
ウ
キ
に

ず
る
点
が
あ
る

 
本
作
に

い
て
は

認
定
し
て
い
た
オ

デ

ン
を
一

で
倒
し
た
上
に

独
で
神
が

手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
を
倒
し
た
妖
精
キ
リ
ト
の
⻤
気

る
状

に
魅
入
ら
れ
再
戦

を
強
く
望
ん
で
い
た

⻤
気

る

・
在
り
様
に
魅
入
ら
れ
た
と
い
う
点
は
本
作
キ
リ
ト

ヒ
ロ
イ
ン

保
護
者
勢
の
大

と
共

し
て
い
る

 
作
者
の
イ
メ

ジ
と
し
て
は
戦
闘
欲
の
タ
ガ
が
外
れ
た
ユ
ウ
キ

 

ち
な
み
に

死
と

り
合
わ
せ
の
最
高
の

悦
と
い
う
セ
リ
フ
は

コ

ド
・
レ
ジ

ス
タ

の
ヴ

フ
ス
が

に
亡
く
な

て
い
る
ユ
ウ
キ
を
求
め
て
実

に

に
し
た

  
・
ユ
ウ
キ
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片
手
剣
使
い
最
強
剣
士

 
キ
リ
ト
に
も
一
刀
に

い
て
は

で
引
き
分
け
て
い
る

が
リ

フ

と
は
未
だ
戦

た
事
が
な
い

リ

フ

が
技
術
な
ら
ユ
ウ
キ
は
反
応
速

で
勝
負
す
る
タ
イ
プ

先
天
的
な
天

才 
あ
ら

る
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ゲ

ム
を
し
て
き
た
作
者
と
し
て
は
イ
ベ
ン
ト
は

論
デ

エ
ル
に
も

喜

と
し
て
応
じ
る
点
か
ら

常
識
的
戦
闘
狂

と
い
う
一
面
を
見
出
し
て
い
る

 
そ
の
常
識
を
取

払

た
の
が
ヴ

フ
ス

  
・
キ
リ
ト

 
本
気
で
命

と
し
か
ね
な
い
容

の
ク
セ
に

全
力
で
応
じ
よ
う

と
か

て
る
主
人

 
裏
で
は
そ
れ
く
ら
い
し
て
ヴ

フ
ス
を
仕

め
な
い
と
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
残
滓
が

し
か
ね
な
い
可
能
性
に
苦
慮
し
て
い
る

ユ
イ
の

葉
を
や
ん
わ
り

定
し
た
の
は

の

可
能
性
を

絶
え
さ
せ
な
い
た
め

本
気
で

で
な
い
と
は
思

て
い
な
い

 
つ
ま
り
な
ん
も
か
ん
も
七
色
が
悪
い

躍

 
義
姉
が
認
め
て
い
る
の
は

コ
ア
の
回
復
能
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
が

後
か
ら
説
教
は
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れ
な
い
で
し

う

  
・

二

 
強
力
な
カ

ド
を
手
に
し
た
が

そ
れ
の
せ
い
で

を
悩
ま
せ
始
め
た
二

の
自
衛

 
コ
ラ
テ
ラ
ル
ダ
メ

ジ
な
の
で
ね

仕
方
な
い
ネ

無
常

  
・
更
識
楯
無

 

と
組
ん
で
い
る
以
上

確
実
に
和
人
の
容

を
把
握
し
て
い
る
人
物
の
一
人

 
中
継
で
和
人
の
行
動
を
見
て
血
の
気
を
引
か
せ
て
い
る
事
間
違
い
な
い
で
し

う

無
常

  
ち
な
み
に
本
作
の

神
話

の
参

は

Ｗ
ｉ

ｉ
で
す

無
知

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 九幕 〜対スリュム・前〜

 
九
幕
 

対
ス
リ

ム
・
前

  

点

ユ
ウ
キ

 

数

約
九
千

  
八
幕
を
未

の
方
は
一
話
バ

ク
し
ま
し

う

八
幕
は
ヴ

フ
ス
・
ス
リ

ム
戦
の
導
入
な

の
で

ん
で
な
く
て
も
今
話
の

は
あ
ん
ま
り
無
い
で
す
が

今
後
は

し
て
ま
す

 
キ
リ
ト
対
ヴ

フ
ス
戦
は
ス
リ

ム
を
終
え
て
か
ら
す
る
予
定

だ

て
コ

ド
・
レ
ジ

ス
タ
の
ヴ

フ
ス

て
ス
リ

ム
を
倒
し
て
か
ら
登
場
す
る
キ

ラ
な
の
で
設
定
が
ス

リ

ム
倒
れ
て
る
前

な
ん
で
す
も
の

 
で
は
ど
う
ぞ
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ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
最

に
て
開
か
れ
た
戦
闘
は
そ
れ
ま
で
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
常
識
に

ら
せ

ば
異

に
近
い
大

な
戦
闘
に
な

た
と

え
よ
う

 
女
性
の
代
表
と
し
て
ノ
リ
が

を
切

た
の
を

切
り
に

が
手
に
取

た
武
器
は
伝

説

備
こ
そ

ま
れ
な
い
も
の
の

全
て
が

有
名
付
き
の

エ
ン
シ

ン
ト
・
ウ

ポ
ン

古
代

武
器
か

マ
ス
タ

ス

ミ
ス
で
あ
る
リ
ズ
ベ

ト
が
鍛
え
た
会
心
の

品
で
あ
る

し
か
し
名
立
た
る
名
剣
ら
も

人

の
王
ス
リ

ム
か
ら
す
れ
ば
ち

と
⻑
め
の

で
し
か
な
い
の
だ
ろ
う

が

え
た

⻑
い

の
下
の
不

な

み
は
消
え
な
か

た

 
そ
れ
は

然
だ

な
に
し
ろ
Ｓ
Ａ
Ｏ

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
常
識
的
な
大
き
さ
で
は
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
舞

で
あ

た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
一

層
の
高
さ
が
百
メ

ト
ル
ま
で
と

い
う
絶
対
制
限
が
あ

た
の
で
迷

の
ボ
ス
部

も
あ
ま
り
天

を
高
く
出
来
ず
ど
ん
な

ボ
ス
モ
ン
ス
タ

も
必
然
的
に

方
向
の
サ
イ
ズ
は

え
め
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

た

せ
い

い
七
メ

ト
ル
が
最
高
と

た
と
こ
ろ
で
あ
と
は
ド
ラ
ゴ
ン
型
な
ど
横
⻑
に
な

て
い
く

の
が
主
流
で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る

外
と

え
ば
一

層
の
高
さ
制
限
が

無
に

し
か

た
第
百
層
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真
ボ
ス
の
女

人
だ
ろ
う

ア
レ
の
大
き
さ
は
と
も
す
れ
ば

記

補
正
が
あ
る
と

え
ど

ス
リ

ム
以
上
だ

た
可
能
性
す
ら
あ
る

 
正
直
全

を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
前
に
一
撃
で
や
ら
れ
た
の
で
ア

カ
イ
ブ
に
残

た
動

し
か
見
て
い
な
い
身
と
し
て
は
正
確
な
対

は
出
来
な
い

そ
う
い
う
意
味
で
は
多
分
こ
こ
に

る
全

が
そ
う
だ
ろ
う

新
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
の
シ
ウ
ネ

達
は
そ
も
そ
も
い
な

か

た
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た
面

も
開
戦
一
分
以
内
に
や
ら
れ
て
い
る

全

を
見

す
前
に

ボ
ス
の
猛
攻
を

ぐ
の
で
手
一

だ

た

だ

 
し
か
し

肉
な
事
に
そ
の
時
の
絶
望
感
が
あ

た
か
ら
か
対
ス
リ

ム
戦
に

け
る

戦
況
は
決
し
て
悪
く
な
か

た

 
王
ス
リ

ム
の
序

攻
撃
パ
タ

ン
は

の

に

の

を

わ
せ
た

発
打
ち
下
ろ

し

足
に
よ
る
三

ス

トみ
ン付
プけ

直
線

道
の
氷
ブ
レ
ス
そ
し
て

か
ら
氷
の
ド
ワ

フ

兵
を
十
二
体
生
み
出
す
と
い
う
も
の
だ

た

 
近

特
化
ば
か
り
の
構
成
な
の
で

最
も

に
な

た
の
は
氷
ド
ワ

フ
生
成
だ

た
が

そ
れ
は
キ
リ
カ
ユ
イ
シ
ノ
ン
を

に

の
チ

ク
ラ
ム

戦
輪
を

り

属
性
ダ
メ

ジ
を
的
確
に
与

え
て
い
く
事
で

く
間
に
片
付
け
ら
れ
た

あ
と
の
直

攻
撃
も
タ
イ
ミ
ン
グ
さ
え
見
切
れ
ば
完
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全
回

は
可
能
で

三
人
組
の
反

カ
ウ
ン
ト
に
助
け
ら
れ
て

レ
イ
ド
の
前
衛
組
は
ギ
リ

ギ
リ
な
が
ら
も
直
撃
を

け
て
い
く

 

三
人
の
お

で

の
形
が
出
来
た
と
こ
ろ
で

い
よ
い
よ
攻
撃
に
転
じ
た
の
だ
が

ど

ち
ら
か
と

え
ば
こ
ち
ら
が

物
だ

た

 
絶
対
的
な
サ
イ
ズ
差
か
ら
予
想
は
し
て
い
た
が
こ
ち
ら
の
近

武
器
は
ス
リ

ム
の

よ
り

上
に
中

届
か
ず
分

い

の
レ
ギ
ン
ス
に
守
ら
れ
た
そ
こ
は
金
ミ
ノ

み
で
な
い
に
せ
よ

か
な
り
高
い
物
理

性
を
示
し
た

つ
ま
り
同
じ
よ
う
に

に

わ
れ
て
い
る
部
分
や
板
金

部
分
は

属
性
に
よ
る
継

ダ
メ

ジ
戦
法
が

し
に
く
い
と

え
た

き
出
し

の

や

な
ど
に
も

剣
や
槍
は

さ
る
の
だ
が

ダ
メ

ジ
が
発
生
す
る
の
は

さ

て
か
ら
五

後
な
の
で
五

経
た
ず
に

け
る
と

合
ダ
メ

ジ
も
発
生
し
な
い

そ
し
て

人
の
動
き
は
ダ
イ
ナ
ミ

ク

つ

肉

が
ぎ

し
り

ま

て
い
て

い
の
か

け
や

す
い
上
に

さ
り
に
く
い

 
継

ダ
メ

ジ
戦
法
の
片

れ
で
あ
る
焦

も
使
え
る
の
は
人
間
で
あ
る
シ
ノ
ン
く
ら

い
だ
が
彼
女
は
焦

を

持
し
た
上
で
戦
う

ど

練
し
て
い
な
い

つ
ま
り
継

ダ
メ

ジ
戦
法

が

成
り
立
た
な
い

手
だ

た
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焦

は
と
も
か
く

属
性
武
器
も

し
な
い
と
い
う
の
は

か
予
想
外
で
は
あ

た 
し
か
し

よ
く
よ
く
思
い
出
せ
ば
金
ミ
ノ
黒
ミ
ノ
タ

グ
を

手
に
し
た
時
の
キ
リ
ト

も

メ
イ
ン
は
焦

に

え
た
戦
法
の
よ
う
な
返

を
ク
ラ
イ
ン
に
し
て
い
た

 

属
性
武
器
が
ボ
ス
に

し
や
す
い

で
は
な
く
彼
だ
け
の

外
だ

た
の
か
も
し
れ

な
い

 

て
一

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

さ
ず
三
四

撃
ま
で
の
魔
法
属
性
を
持
つ
中

ド
ス

キ
ル
を
撃
ち

み

命
に

を

る
も
の
の

技
後

直
の

い
技
は

じ
て
属
性
ダ
メ

ジ
も

い

 
ま
る
で
破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
を
無

に

い
て
い
る
よ
う
な

な
手
応
え
だ

た

思

た
よ
り

⻑
期
戦
か
も

 
物
理
七

三

の
三

撃
技
シ

プ
ネ
イ
ル
を
小
指
部
分
に

き

ん
だ
時
の

い
手
応
え
と

振
動
す
る
黒

の
剣
に

そ
う

き
を

ら
す

 
し
か
し

そ
れ
は
む
し
ろ

然
な
の
だ

 
こ
れ
く
ら
い
苦
戦
す
る
の
が

の
ボ
ス
戦
で
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
後

期
の

密

の

い
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日

が
記

に
強
く
残

て
い
る
か
ら
忘
れ
が
ち
だ

た
が
ゴ

レ
ム
な
ど
の
カ
チ
コ
チ
系
が

層
ボ
ス
だ

た
時
は

く
て
イ

な
手
応
え
と
剣
の

値
を
気
に
し
な
が
ら
チ
マ
チ
マ
と

を

る
作
業
を

り
返
し
て
い
た

そ
れ
を
い
ま
し
て
い
る
だ
け
で
こ
れ
が
真

な
の
で

あ
る

 
そ
う

え
る
と

武
器
の
反

ぶ
り
を
ま
ざ
ま
ざ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
る
思
い
だ

 

そ
ん
な
物
理
メ
イ
ン
に
は
ツ
ラ
い
戦
況
に
あ

て
大
い
に
心
強
か

た
の
が
フ
レ
イ

の

る

撃
系
攻
撃
魔
法
だ

た

 
そ
も
そ
も
こ
の
レ
イ
ド
の
弱
点
は
魔
法
攻
撃
・
回
復
手

の

し
さ

い
て
は
深

な
メ
イ

ジ
不
足
で
あ
る

ア
ス
ナ

ラ
ン

シ
ウ
ネ

が

間
内
で

極
的
に
上

て
い
る
が

回
復
・

と
一
緒
に
上

て
い
る
か
ら

練

は

く
は
な
い
が
高
く
も
な
い

そ
ん
な
中
で
異

を
放
つ
の
が
風
妖
精
で
あ
り
な
が
ら
闇
魔
法
を
完
全

得
し
て
い
る
レ
コ
ン
だ
が
彼
一
人
で
火

力
を
補
え
る
と
な
れ
ば
苦
労
し
な
い

 
ヴ

ル

グ

ン

デ

ス
ヴ

ル
ト
の
第
二
エ
リ
ア
の
エ
リ
ア
ボ
ス
だ

た

と

手
だ
け
の

男

ヒ
ル
デ

ス

ヴ

ニ
を

手
に
し
た
時
も
キ
リ
ト
の
魔
術
が

大
に

裂
し
た
と
こ
ろ
で

ま
せ
こ
そ

す
れ
決
定
打
に
は
な
り
得
な
か

た
く
ら
い
だ

無
論
そ
れ
は
前
衛
寄
り
の
ビ
ル
ド
故
の
魔
法
攻
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撃
力
の

さ
も
あ
る
だ
ろ
う
が

値
寄
り
な
だ
け
の
似
た
り
寄

た
り
な
ス
テ

タ
ス
な
レ

コ
ン
も
魔
法
攻
撃
力
値
は
同
程

の

な
の
で
彼
が
闇
魔
法
を
全
力
で
使

た
と
こ
ろ
で
戦
況

が

く
り
返
る
事
は
あ
り
得
な
い

自

魔
法
な
ぞ
戦
力
が

る
の
と

生
の
手
間
が
増
え
て

二
重
の
意
味
で
火
力
が

ら
れ
る
の
で
論
外
で
あ
る

 
そ
の
点

Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て

中
参
加
組
で
あ
る
フ
レ
イ

は

の
レ
イ
ド
に
欠

如
し
て
い
た
攻
撃
特
化
型
メ
イ
ジ
な
の
で

大
変
強
か

た

 

化
さ
れ
て
い
る
と
は

え

ユ
イ
達
と

が
異
な
り

キ
リ
ト
の
話
に
よ
れ
ば
前
回
い
な

か

た
そ
う
な
の
で
記

を
引
き
継
い
で
い
る
ら
し
い
ヴ

フ
ス
と
も
違
う
彼
女
は
氷
の

か

ら

の
間
ま
で
一
直
線
で
戦
闘
経
験
を

ま
な
か

た
せ
い
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ら
し
い

の

さ
こ

そ
あ

た
が
そ
れ
が
問

に
な
ら
な
い
程
の
超
火
力
を
見
せ
付
け
た

時

後
方
か
ら

の

が

り

ぐ
た
び

ス
リ

ム
の
体
力
が
目
に
見
え
て

ら
れ
て
い
く

 
い

た
い
あ
の

撃
一
回
で
ど
れ

ど
の
ダ
メ

ジ
値
が
出
て
い
る
の
か
怖
い
も
の
見
た
さ

で
知
り
た
い
な
と
思
う

 
少
な
く
と
も

シ

プ
ネ
イ
ル

十
発
で
は
足
り
な
い
程
で
あ
る
事
は
確
か
だ

 
そ
う
思

し
な
が
ら

発
パ
ン
チ
を
猛
ダ

シ

で
掻
い
潜
り

そ
の
加
速
力
を

せ
て
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ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

深
紅
の
突
進
突
き
を
放
つ

ズ
バ
シ

 
と

な
サ
ウ
ン
ド
と
共
に
剣
が
深

と
ス
リ

ム
の
足

を

た

ヌ

オ
オ
オ
オ
オ

 
そ
の

間

人
の
王
が

と
き
わ
強

な

を

か
せ
た

二
本
目
突
入

 
パ
タ

ン
変
化
に

意

 
技
後

直
を

さ
れ
た
自
分
の
背
を

ユ
イ
の

然
と
し
た

が

い
た

 

界

に
表
示
さ
れ
る
時

を
見
る

現
在
時

は

開
戦
か
ら
十
分

ど
経

て
い
た

あ
の

と
レ
イ
ド

ボ
ス
で
あ
る
事
を

み
れ
ば
ま
あ
ま
あ
の
速

と

え
る

メ
ダ
リ
オ
ン

も
う
そ
ろ
そ
ろ

分
黒
く
な
る
ぞ

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
か
ら
メ
ダ
リ
オ
ン
を

け
取

て
い
た
キ
リ
カ
が
声
を
上

た

さ

き
確

認
し
た
時
は
六

ち

と
あ

た
が

十
分
で
一

前
後

れ
た
と
な
る
と

ホ
ン
ト

イ

に
な
る
ね

 
悪

を

く

 
真
偽
の
程
は
不
明
だ
が
お
そ
ら
く
中
継
を
見
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

の

か
が

快

的
に

獣
型
邪
神
を

り
始
め
た
の
だ

仮

Ａ
Ｌ
Ｏ
本

が

壊
す
る
と
し
て
も

き

さ
れ
る
と
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で
も
思

て
い
る
の
か

 
い
や

き

と

そ
ん
な
も
の
じ

な
い

 
彼
を
英
雄
と

え
る
人
が
い
る
よ
う
に
逆
に
人
殺
し
と

り

め
る
人
も
い
る

 
彼
が
現
実
で
人
を
殺
め
た
事
は
事
実
で
あ
り

定
出
来
な
い
事
だ

必
要
だ

た
か
ら
と
は

え
罪
が
消
え
る
事
は
無
い

だ
が

彼
を

る
中
の
い

た
い
ど
れ
だ
け
の
人
が

に

罪
を
理
由
に
責
め
て
い
る
の
か

 

い
天
才
達
は

て
い
た

人
は

理
性
と
感
情
を
容

に

り
切
れ
な
い
生
き
物
だ
と

 
だ
か
ら
こ
そ

心

か
ら

気
が
差
す

 

裏
に

る
記

が
あ
る

不

の

だ
か
ら
と
い
う
理
由
で

他
す
る
人
達
の
影

そ
の
中

で

に

を
恐
れ
て
い
た
人
が

な
か

た
過
去

は
 
思

を

め
る
忌
ま
わ
し
い

け
れ
ど

定
す
る
気
は
な
い
過
去
を
深
い
呼

と
共
に

し
の
け
る

 
同
時
に
上

剣
技
に
よ
る
⻑
い

直
か
ら
解
放
さ
れ
た

い
で
後
退
す
る
と
一

前
に

た
と
こ
ろ
を

の

が

み

い
た

危
な
い
危
な
い
と

い
て
前
衛
組
と
合
流
す
る
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突

み
過
ぎ
よ

ユ
ウ
キ

え
へ
へ

ご
め
ん
姉
ち

ん

 
メ
イ
ジ
と
し
て
後
方
に

え
て
い
る
姉
か
ら
お
小

を

し
て
し
ま

た

を
出
し
て

く
流
し

前
に
向
き
直
る

 
ス
リ

ム
は
突
然

を

い
ご
の
よ
う
に

ら
ま
せ
大

の
空
気
を

い

み
始
め
た

強

な
風
が

き

こ
り

前
衛
・
中
衛
の
二
十
数
人
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
す
る

 
ま
ず
い

と

を

め
る

 
全
方

攻
撃
を

し

三
人
組
の
攻
撃
予

が
あ
る
か
ら
回

出
来
る
と
高
を

て

い
た
の
が

と
な

た

こ
の
い
か
に
も
大
技
を

り
出
そ
う
と
す
る
モ

シ

ン
は
間
違
い

な
く
広

の
全
体
攻
撃
が
来
る
前
触
れ
で
あ
る

回

す
る
に
は
ま
ず
風
魔
法
で

引
力
を
中

和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
こ
う
い
う
の
は
得
て
し
て

の
モ

シ

ン
を
見
た

間

か
ら
で
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い

み
ん
な

勢
を
取

て

 
そ
う
指
示
し
た
の
は

後
方
で
弓
を
番
え
て
い
た
シ
ノ
ン
だ

た

 
そ
う
す
る
し
か
手
は
な
い
の
で

わ
れ
た

り
剣
を
翳
し
な
が
ら
背
後
を
見

れ
ば
彼
女
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は

手
を
正
面

ス
リ

ム
に
翳
し
て
い
た

マ
ネ
コ
を
思
わ
せ
る

は

人
の
王
を

め
付
け
て
い
る

 
直
後

二
つ
の
事

が
同
時
に

き
た

 
ス
リ

ム
の

か
ら
こ
れ
ま
で

と
な
く

り
出
さ
れ
た
直
線
ブ
レ
ス
と
は
異
な
る

状
に

ら
む
ダ
イ

モ
ン
ド
ダ
ス
ト
が
放
た
れ
た

⻘
白
く
光
る
風
が

る

 
そ
れ
を

る
よ
う
に

と

る

の

が

く
広
く
前
衛
組
を
守
る
よ
う
に
展
開

さ
れ
た

 

シ
ノ
ン
は

確
か
に
焦

を
展
開
し

け
る
事
は
出
来
な
い

 
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
戦
闘
行
動
と

行
し
て
と
い
う

件
に
限
る

フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
も
あ
る
た
め
出
来
な
い
事
情
も
あ
る
が

の
想

に
よ
る
属
性

作
全
て
が

使
え
な
い
と
い
う

で
は
な
い

 

キ
リ
ト
が
属
性

作
を
可
能
と
し
た
の
も
キ

カ
ケ
は
シ
ノ
ン
が
氷
の

を
作
り
出
し
た

か
ら
と
い
う

そ
れ
を
見
て
す
ぐ
キ
リ
ト
も
出
来
る
よ
う
に
な

た

だ
が

の

地
と
し

て
は
シ
ノ
ン
の
方
が
上
な
の
だ

お
そ
ら
く
そ
れ
は
数
多
く
の
本
を

ん
で
鍛
え
ら
れ
た
イ
メ

ジ
力
の

す
技
な
の
だ
ろ
う
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ご
う
ご
う
と

ぶ
吹
雪
と
静
か
に

え
る

の

が
衝
突
し

じ

わ

と
絶
大
な
気

差
に
よ
り
生
じ
た

が

り
を
取
り

い
た

そ
れ
は

と
な
り

り
を

む

あ
 

が
ボ
ク
達
を

み

ん
だ

シ
ノ
ン
の
か

い
声
が
す
る
と
共
に

の

が
消
え
た

継

的
に
展
開
し

け
る
に
は

覚
情
報
が
必

な
の
に

気
に
よ
り
見
え
な
く
な

た
か
ら

だ
ろ
う

 

し
寄
せ
る
蒼
白
い

風

 
シ
ウ
ネ

達
の
バ
フ
す
ら
も

す
る

を
斬
り
裂
く
よ
う
な

気

き
ん
き
ん
と

い

が

く
中
前
衛
・
中
衛
に
い
た
二
十
人

ど
の
ア
バ
タ

が
た
ち
ま
ち

結
し
て
い
く

れ
よ
う
と
す
る
も
分

く

わ
り
つ
く
氷
の

が
動
き
を

す
る

も
の
の
数

で
⻘
い
氷
の

像
と
化
し
た

 
こ
の

で
は
ま
だ

は

て
い
な
い

ブ
レ
ス
は

氷
結

の
状

異
常
を
付
与
す
る

た
め
だ
け
だ

 
し
か
し
安
心
す
る

地
は
な
い

こ
の
手
の
大
技
が
時
間
を
掛
け
れ
ば
掛
け
る

ど

ダ
メ

の
大
き
な
も
の
で
あ
る
事
は

経
験

か
ら
理
解
し
て
い
る
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理
解
し
て
い
て
も
動
き
よ
う
が
な
い
の
で

て
い
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
の
が
⻭
が

く
思

え
た

 
前
方
で
体
を

こ
し
た
ス
リ

ム
が
お
も
む
ろ
に

大
な

を
持
ち
上

ぬ

ん

 
と
太
い
雄

び
と
と
も
に
猛
然
と

を

み

い
た

生
ま
れ
た
衝
撃
波
が

り
付
く
自
分

達
を

み

み

し
く
振
動
さ
せ

 
ガ
シ

ン

 
と
全
身
を
鳴
動
さ
せ
る
破

を

か
せ

氷
が

け

た

 
そ
の
衝
撃
は

大

の
も
の
で
は
な
く

イ
ン
・
ア
ブ

バ

が

い
て
い
る
と
い
う

の
に

を
覚
え
か
ね
な
い

ど
だ

た

目
も

む
よ
う
な
シ

ク
が

り
ダ
メ

ジ
エ

フ

ク
ト
の
光
を
引
き
な
が
ら

け
身
も
ま
ま
な
ら
ず

に

き
付
け
ら
れ
た

 

界
の

に

ぶ
パ

テ

の

バ

の
上
四
つ
が
一
気
に
残
り
一

ま
で

り
真

に

ま
る

 

界
を
巡
ら
せ
れ
ば
他
パ

テ

の
前
衛
・
中
衛
組
も
似
た
り
寄

た
り
の
体
力
だ

た

そ
れ
で
も
ア
ス
ナ
シ
ウ
ネ

ラ
ン
な
ど
の

な
回
復

が
先
ん
じ
て
全
体
回
復
魔
法
を

し
て
い
た
ら
し
い

八
九

近
く
体
力
を
持

て
い
か
れ
た
直
後

ら
か
な
水
色
の
光
が

り

ぎ
体
中
に
付
け
ら
れ
た
傷
を

し
て
い
く

存
魔
法
に

い
て
は
水
妖
精

あ
る
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い
は
風
妖
精

が
回
復
魔
法
ス
キ
ル
の

練

を
高
め
な
け
れ
ば
使
え
な
い
高

の
全
体
回
復

ス

ル

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

回
復
魔
法
は
そ
の
大
部
分
が
時
間
継

回
復
と
い
う

で

ポ
イ

ン
ト
回
復
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る

時
回
復
も
無
く
は
な
い
が
そ
の
場
合
は
全
体
回
復

は

多
く
な
く
継

回
復
も
無
い
の
で
別
に

す
る
必
要
が
あ
る

三
人
は
そ
の

を

整
し
て

く
れ
た
ら
し
く
ぐ
ぐ

と

は
全
回
復
し
更
に
は
継

回
復
バ
フ
も
付
与
さ
れ
て
い
た

至

れ
り

く
せ
り
と
は
こ
の
事
だ

 
た
だ

し
む
ら
く
は

を

分
以
上
持

て
い
か
れ
た
事
で

ス
タ
ン

が
付
与
さ

れ
て
い
る
事
か

 
最

五

は
身
動
き
が
取
れ
な
い
ボ
ク
達
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
べ
く
ス
リ

ム
が
前
進
す

る 

そ
の

の

に
煌

と

え

る
火

が
立
て

け
に
突
き

さ
り

大
に

発
し
た

守
れ
な
か

た
わ

ご
め
ん

 
そ
う

い
な
が
ら
再

火

を
放
つ
の
は
シ
ノ
ン
だ

彼
女
が

得
し
て
い
る

手
⻑
弓
系
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ド
ス
キ
ル

エ
ク
ス
プ
ロ

ド
・
ア
ロ

の
物
理
一

九

の
属
性
ダ
メ

ジ
が

人

の
弱
点
を
突
き

ゲ

ジ
を
ガ
リ
ガ
リ
と
奪
い
去

て
い
く

そ
れ
は
ス
リ

ム

に
怒
り
の
声
を
上

さ
せ

前
進
方
向
を
変
え
さ
せ
る
に
至

た

 
撃
た
れ
弱
い
後
衛
火
力
特
化

が

手
な
攻
撃
で
過

に
ヘ
イ
ト
を

ぎ
前
衛
か
ら
タ
ゲ
を

奪

て
し
ま
う
の
は
初
歩
的
な
ミ
ス
だ
が

今
回
は

然
違
う

 
先
程

の
盾
を

持
し

け
ら
れ
ず
前
衛
・
中
衛
の

壊
を

な
か

た
事
へ
の

罪
な

の
か

決
死
の

を

て
出
た
の
だ

気
に
し
な
く
て
い
い
わ
よ
シ
ノ
ン

 
ス
タ
ン
か
ら
解
放
さ
れ
た
リ
ズ
ベ

ト
が
メ
イ
ス
を
持
ち
上

な
が
ら
応
じ
た

同
じ
よ
う
に

き
上
が

た

間
が

に
声
を
掛
け
横
を

り
過
ぎ
る
ス
リ

ム
に
突

を
仕
掛
け
て
い

く 
ス
キ
ル

直
と

の
事
を

え
ご
づ
め

後

と
し
て
自
分
は
少
し

つ
事
に
し
た

剣
士
様

 
不
意
に

ら
か
ら
声
が
し
て
ぎ

と
目
を

け
る

立

て
い
た
の
は
後
衛

ス
リ

ム
が

み

も
う
と
し
て
い
た

り

に

る
と
ば
か
り
思

て
い
た
ト

ル
疑
惑
の
あ
る
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Ｎ
Ｐ
Ｃ
フ
レ
イ

だ

た

 
不
思
議
な
金

色
の

で
見

め
て
き
な
が
ら

化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

を
開
い
た

こ
の
ま
ま
で
は
ス
リ

ム
を
倒
す
事
は
叶
い
ま
せ
ん

望
み
は
た
だ
一
つ
こ
の
部

の
ど
こ

か
に

も
れ
て
い
る

の
我
が
一

の
秘
宝
だ
け
で
す

あ
れ
を
取
り

せ
ば
私
の
真
の
力
も

ま
た

り

ス
リ

ム
で
あ
ろ
う
と
容

く
退
け
ら
れ
ま
し

う

し

真
の
力

か

 

く

と

を
引
き

ら
せ
る

 
真
の
力
と
は
つ
ま
り
お
そ
ら
く

間
違
い
な
く
化
け
の

が

が
れ
る

間
を

む

事
に
な
る

目
の
前
に
立
つ
女
性
と
し
て

む

な

体
を
持
つ
女
神
が

骨

の

苦
し
い
男
神
に
な
る

間
は
見
た
く
な
い
な

と
や
や
遠
い
眼
に
な

た

 
そ
の
間
で
眼
前
の

定
女
神
か
ら
向
け
ら
れ
る

線
の
圧
力
が
強
く
な

た
気
が
し
て

ら
ず

く

 
正
味
の
話
こ
の
ま
ま
戦

て
い
て
も

に
倒
せ
る
と
は
思
う
が

メ
ダ
リ
オ
ン
の
黒

化
速

が
気
に
な

て
い
る
の
も
事
実

速

つ
手

に
倒
せ
る
手

が
転
が

て
い
る
な
ら

使
わ
な
い
手
は
な
い
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そ
も
そ
も
第
三
層
で
は
キ
リ
ト
が
ヴ

フ
ス

手
に
一
人
大
立
ち
回
り
を
演
じ
て
い
る

み
上
が
り
の
彼
に
こ
れ
以
上
負

を
掛
け
る
の
は
本
意
で
は
な
い

少
し
で
も

く
聖
剣
を

き

ク
エ
ス
ト
を
終
わ
ら
せ

戦
い
を
終
わ
ら
せ
る
事
が
あ
ら

る
意
味
で
最
善
と

え
よ
う

 
そ
の

な
ら
女
神
が
男
神
に
変
わ
る

間
を
見
る
事
も
コ
ラ
テ
ラ
ル
ダ
メ

ジ
と
し
て
許
容

す
べ
き
だ

と
い
う
思

の
下
に
判
断
を
下
す

 

す
る

は
な
い

戦
況
は
い
ま
も

一

と

り
変
わ

て
い
る

解

た
よ

そ
れ
で

宝
物

て
ど
う
い
う
の

 
大
方
予
想
は
付
い
て
い
る
が
自
分
が
知
ら
な
い
マ
イ
ナ

武
器
に
変
更
さ
れ
て
い
る
可
能
性

も
無
き
に
し
も
非
ず
な
の
で
特
徴
を

き
出
す

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
認
識
で
き
る
ぎ
り
ぎ
り
の

で

放

た
問
い
に

フ
レ
イ

は

手
を
三
十
セ
ン
チ
程
の

に
広

て
見
せ
た

こ
の
く
ら
い
の
大
き
さ
の

⻩
金
の
カ
ナ

チ
で
す

あ
あ

そ
う

 
こ
れ
は
確
定
だ
な

と

手
で
目

を

た

  
理

の

業
で

電
気
伝
導

の
話
を

目

の
先
生
が

で
し
た
事
が
あ
る
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絶
縁
体
と
そ
れ
以
外
の
定
義
や
水
で
も
電
気
を
電
導
さ
せ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
で
分

か
れ
る
話
が
主
だ

た
が
そ
の
中
で
⻩
金
の
電
導
に
つ
い
て
話
が
出
た
事
が
あ

た

く

金
は

伝
導
電
気
伝
導
の
触

と
し
て
非
常
に
有

で
あ
り
そ
れ
は
ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ

タ

に

も
使
わ
れ
る
程
で
あ
る
と

 
フ
レ
イ

が
語

た
⻩
金
の
カ
ナ

チ
も
恐
ら
く
ト

ル
の
武
器
で
あ
る

ミ

ル
ニ
ル

の
電
気
伝
導

を

慮
し
た
上
で
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
は

す
ぐ
に

せ
た

 
そ
れ
か
ら
の
行
動
は
速
か

た

 
そ
も
部

の
中
に
あ
る
と
は

え
⻘
い
氷
の

に
う
ず
た
か
く

み
上

ら
れ
た
⻩
金

に

く
オ
ブ
ジ

ク
ト

の
中
か
ら
た

た
一
つ
の
カ
ナ

チ
を
探
す
な
ど

が
高
す

ぎ
る
と

え
よ
う

し
か
も
ボ
ス
と
の
戦
闘
中
で
あ
る

と
す
る
と
ス
リ

ム
の
ヘ
イ
ト

が
前
衛
組
を
無

し
て
宝
探
し
に
動
い
て
い
る
プ
レ
イ

に
向
く
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て

い
て
も
お
か
し
く
な
い

い
や
絶
対
さ
れ
て
い
る
と

え
る
自
信
が
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
ボ

ス
攻
略
に
必
要
な
ギ
ミ

ク
解

に
動
く
プ
レ
イ

が

先
的
に

わ
れ
て
い
た
か
ら
同
じ

シ
ス
テ
ム
を
流

し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
も
同
じ
事
に
な
る
未
来
が
あ
り
あ
り
と
思
い
浮
か
ぶ
程
だ

 
だ
が

探
し
出
す
の
は

カ
ナ

チ
の
形
状
こ
そ
し
て
い
る
が

金
で
あ
る
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し
か
も

を

う
神
が
持
つ
代
物
だ

よ
り
一
層

に
反
応
す
る
に
違
い
な
い
と
そ
ん
な
根

の

い
ヘ
ン
な
自
信
が
ボ
ク
に
は
あ

た

 
こ
れ
で
も
し
ダ
メ
だ

た
ら
反

三
人
組
に
お
願
い
す
る
か

も
う
人
海
戦
術
で

し

で
あ
る

 

手
に
持
つ
黒

の
剣
を
逆
手
に
持
ち
直
し

の
⻩
金
へ

け
寄
る

あ
る
程

近
付
い

た
と
こ
ろ
で

く

び
上
が
り

逆
手
持
ち
の
剣
を
大
き
く
振
り
か
ぶ
る

 
使
う
技
は
た
だ
一
つ

物
理
三

七

の
対
地
専

重

中

ド
ス
キ
ル
ラ
イ

ト
ニ
ン
グ
・
フ

ル

だ

 
刀
身
が

の
光
を

し

地
面
を
深

と

つ
と
共
に

い
た

鳴
と
共
に
放

状
に

撃
が
放
た
れ
た

直
を

さ
れ
る
中
で
も
動
か
せ
る

で

を
ぐ
る
り
と
見

す

線
で

の
オ
ブ
ジ

ク
ト

を
横

ぎ
に
見
て

 
⻩
金
の

の

深
く
で

ご
く

く

い
た

の
光
を
認
め
た

 

直
が
解
け
て
か
ら
全
力
で
そ
ち
ら
に
猛
ダ

シ

ス
リ

ム
の

で
あ
ろ
う

大
な

子
を

に
見
な
が
ら
宝
の

に

り

み

手
で

価

万
ユ
ル
ド
と
す
る
だ
ろ
う
⻩
金

の
品

を
ち
ぎ

て
は
投

ち
ぎ

て
は
投

い

い
捨
て
て

を
か
き
分
け
て
い
く
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こ
れ

か
な

 
数

後
目
の
前
に
転
が
り
出
て
き
た
ど
ち
ら
か
と

え
ば
さ
さ
や
か
な
ア
イ
テ
ム
に

を

る

い
⻩
金
の

と
宝

を
ち
り
ば
め
た

プ
ラ白
チ
ナ金

の

を
持
つ
小
型
の

は
想
像
し
て
い

た

華
な
ハ
ン
マ

と
隔
絶
し
た

な
見
た
目
だ

 
し
か
し

を
握
り
持
ち
上

よ
う
と
し
た

恐
ろ
し
い
程
の
重
さ
が
ず
し
り
と
ア
バ

タ

を

ま
せ
た

フ

フ
レ
イ

さ
ん

こ
れ
を

 
お
り

あ

 
と
気
合
い
で

振
り
向
き
な
が
ら
オ

バ

ス
ロ

で
遠
投
す
る

こ
の
行

で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ア
タ

ク
フ
ラ
グ
が
成
立
す
る
と
目
も

て
ら
れ
な
い
な

と
今
更
な
が
ら
の

い

焦
り
を

い
た
が

い
見
た
目
な
よ
な
か
な
金
髪

女
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
す
ら
り
と

い

手
を
翳

す
と

遠
投
し
た
⻩
金
カ
ナ

チ
を

と

け
止
め
た

 

直
後

そ
の

に

え
か
ね
る
よ
う
に
体
を

め
た

 
⻑
い
ウ

ブ
ヘ
ア
が
流
れ

わ
に
な

た
白
い
背
中
が
小

み
に

え
る

お

と

 
間
違

た
モ
ノ
を

し
ち

た
か
な

 

く
お
ど
け
つ
つ
も

内
心
で

に
焦
り
を

き
始
め
る
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な
に
し
ろ
カ
ナ

チ
と
は
い
え
⻩
金
そ
の
も
の
は
部

の
そ
こ
か
し
こ
に
存
在
す
る

と
す
る
と

し
た
モ
ノ
は
違
う
も
の
で
本

の
カ
ナ

チ
は
反
対

の

に
あ
る
可
能
性
も
あ

る

で

ぎ
る

 
そ
う
焦
り
を

く
ボ
ク
の

が

フ
レ
イ

の
・

・い

き
が

え
た

 

り

と
空
中
に

い
ス
パ

ク
が

く

そ
れ
は
勢
い
を
増
し
て
い
き

電
か
ら
白

の

ま
で

時
に
達
し
た

前
の
め
り

勢
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

風
と

が
放
た
れ
る

な
ぎ
る

み
な
ぎ
る
ぞ

み
な
ぎ
る
う

お
お
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

 
そ
の
絶

は
い
ま
ま
で
の

や
か
な
ハ
ス
キ

ボ
イ
ス
と
異
な
り

く

れ
し

が

れ
た
も
の
だ

た

そ
し
て
完
全
に

女
の
も
の
で
は
な
い

 
や

り
な

見
た
く
な
か

た
な

と
夢
を
ぶ
ち
壊
さ
れ
た
子

の
気
分
に

り
な
が

ら

女
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
変

を

る
シ

ン
を
目
に

き
付
け
て
し
ま
う

 

女
の
真

白
い
四

と
背
中
の

肉
が
縄
の
よ
う
に

り
上
が
り
同
時
に
白
い
ド
レ
ス
が

に
引
き
ち
ぎ
れ

消
滅
し
た

 
そ
し
て

に

大
化
し
て
い
く

や
足
は
最

大
木
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く

板
は
ス
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リ

ム
を
も
上
回
る

ど

と

り
上
が

て
い
た

手
に
握
ら
れ
た
カ
ナ

チ
も
ま
た

持
ち
主
に
合
わ
せ
て
ど
こ
ま
で
も
大
型
化
す
る

あ

と
い
う
間
に
テ

チ
や
エ
ギ
ル
た
ち
で
す

ら

備
不
可
能
な

ど
の
サ
イ
ズ
に
達
し

四
方
に

し
い

光
を
振
り
撒
く

 

け
ら
れ
た

の
ご
つ
ご
つ
と

し
い

か
ら
は
ば
さ
り
と
金

色
の
⻑
い
⻑

い
お
ヒ

ゲ
が
出
現
し
た

 
圧
倒
的

力
で
そ
の

を
持
ち
上

た
大

人
は
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
四
十

を
下
回

ら
な
い
で
あ
ろ
う
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
だ

た

オ

サ
ン
じ

ん

 
そ
れ
を
見
た
部

の
そ
こ
か
し
こ
に

た
男
ど
も
か
ら
絶

が
上
が
る

予
め
神
話
を
教
え
ら

れ
て
分
か

て
い
た
事
だ
ろ
う
に
真
の

の
女
神
で
あ
る
夢
を
捨
て
切
れ
な
か

た
者
の

路

だ 
特
に

も
感
じ
な
か

た
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・
ユ
ウ
キ

 
一
番

を
食

た
主
人

気

ヒ
ロ
イ
ン

 
リ

ダ

で
は
な
い
が
原
作
に

け
る
キ
リ
ト
ポ
ジ
で
戦

て
い
る

剣
技
を

き

む

タ
イ
ミ
ン
グ
の

で
一
刀
の
ま
ま
の

様

 
ア
ニ
メ
見
た
ら
わ
か
る
け
ど
変
身
シ

ン
は

覚
的
に
結
構
エ
グ
い

最
後
の
方
は
そ
の

エ
グ
さ
を
目
の

た
り
に
し
た
せ
い
で
ハ
イ
ラ
イ
ト
オ
フ
だ

 

き
で
も
な
い
男
の

な
ん
ぞ
見
て
も

し
く
な
い
ネ

  
・
シ
ノ
ン

 

た
け
ど
結
実
出
来
な
か

た
ヒ
ロ
イ
ン

 
そ
れ
で
も

持
空
間

を
限
定
的
な
が
ら
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
る

り
地
味
に
強

く
な

て
き
て
い
る

 
た
だ
し
原
作
シ
ノ
ン
は
キ

リ
バ

時
点
で
Ｇ
Ｇ
Ｏ
経
験
済
み
な
の
で

ん
で
る
経
験

値
的
に
は
原
作
よ
り
少
な
め

近
戦
経
験
は

ん
で
い
る
が
原
作
と

べ
て

・
回

面
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の
経
験
は
少
な
い
の
で
ス
リ

ム
に
タ
ゲ
を
取
ら
れ

け
て
た
ら

に
脱

し
て
い
た

継

戦
能
力
重

な
の
で
ボ
ス
の
よ
う
な
一
発
系
に
は
原
作
よ
り
対
応
出
来
な
い

 
そ
の
点
原
作
と
違
い
回
復

が
複
数
い
る
今
話
で
は
前
衛
が

復
帰
し
た
の
で

を

れ

て
い
る

 
な
ん
だ
か
ん
だ
運
が
向
い
て
来
て
い
る
気
が
し
な
く
も
な
い

の
影

  
・
レ
コ
ン

 
影

い
け
ど
一
応
同
行
し
て
る

 
風
・
闇
魔
法
攻
撃
プ
ラ
ス
中
衛
行
動
を
し
て
る
け
ど
ユ
ウ
キ
の
思

に
上
ら
な
い
レ
ベ
ル

の
活
躍
だ

 
自

魔
法
を
使
え
な
い
レ
コ
ン
な
ぞ

そ
ん
な
も
の
よ

 
原
作
で
も
自
種

の

地
幹
部
近
く
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
は

場
で
の
ク

を
サ

ク

に

価
さ
れ
て
な
の
で

数
値

戦
果
に
は
現
れ
な
い
部
分
な
の
で
す

  
・
リ

フ
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あ
る
意
味
レ
コ
ン
よ
り
影

い

 
彼
女
が

く
の
は
対
人
戦
で
あ

て
シ
ス
テ
ム
・
数
値
が
重
要

さ
れ
や
す
い
Ｍ
ｏ
ｂ
ボ

ス
戦
で
は
な
い
の
で
ネ

そ
の
点
に

い
て
は
ユ
ウ
キ
の
方
が
圧
倒
的

で
あ
る

 
・
男
ど
も

 
ユ
ウ
キ
か
ら

男
ど
も

と
投

や
り
に

め
ら
れ
た
男
性

 
分
か

て
い
て
も
夢
を
捨
て
切
れ
な
か

た
哀
れ
な
人
達

主
に
女
日

り
な
風
林
火

と

紅
一
点
は

る
け
ど

の
理
由
で

離
が
開
い
て
る
黒
猫

が
中
心

 

然
キ
リ
カ
は

し
て
い
な
い
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十
幕
 

対
ス
リ

ム
・
後

  

点

リ
ズ
ベ

ト

 

数

約
一
万
五
千

 
聖
剣
入
手
ま
で

け
足
前
進

 
で
は
ど
う
ぞ

 
ヌ
ウ

ン

な

人
め
が

我
が
宝

ミ

ル
ニ
ル

を

ん
だ
報
い

い
ま
こ
そ

て
も
ら
お
う
ぞ

 

と
勝

で

わ
れ
る
女
神
フ
レ
イ

か
ら
一
転
本
来
の

骨

と
し
た

へ
と
変

を

た

神
ト

ル
は

手
に
握

た

大
な
⻩
金
の
ハ
ン
マ

を
振
り
か
ざ
し
分

い
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を

み

か
ん
ば
か
り
の
勢
い
で
突
進
し
た

小

い
神
め

よ
く
も

を
た
ば
か

て
く
れ
た
な

 
対
す
る

人
の
王
ス
リ

ム
は

全
身
を
怒
ら
せ
な
が
ら

手
に

う

と
息
を

き
付

け

氷
の

せ
ん戦

を
生
み
出
し

応
じ
た

 
ス
リ

ム
は
他

人神
の
物
を

み
女
を
要
求
し
た
悪

な
の
で
同
情
す
る

地
は
な
い

し
か

し
あ
く
ま
で
ス
ト

リ

で
定
め
ら
れ
た
事
と
は

え
ス
リ

ム
も
あ
の
フ
レ
イ

が
本
物

の
女
神
で
あ
る
と
信
じ

礼
を

ち
わ
び
て
い
た
の
だ

そ
の
点
に

し
て
ス
リ

ム
が
怒

る
権

は
あ
る

 
ま

身
か
ら
出
た

な
の
で
あ
る
が

か
く
な
る
上
は
そ
の
ヒ
ゲ
面
切
り
離
し
て
ア

ス
ガ
ル
ズ
に
送
り
返
し
て
く
れ
よ
う
ぞ

 
そ
う
ス
リ

ム
が
怒
鳴

た
の
を

切
り
に
広
大
に
過
ぎ
る

の
間
の
中

で

神
と

人
の
王
が
⻩
金
の
ハ
ン
マ

と
氷
の
バ
ト
ル
ア
ク
ス
を

然
と
打
ち
合
わ
せ
始
め
る

発
し

た
イ
ン
パ
ク
ト
は
城
全
体
を
揺
る
が
す
程
で
ま
さ
か

ち
な
い
で
し

う
ね
と
一

の
不
安
に

ら
れ
る

 
そ
こ
で

キ
リ
カ
が
声
を
上

た
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ト

ル
が
タ
ゲ
取

て
る
間
に

し
切
る
ぞ

 

的
に

ら
れ
た
そ
の
内
容
に

は

と
さ
せ
ら
れ
た

 
そ
う
ま

た
く
そ
の

り
だ

神
ト

ル
は
い
ま
で
こ
そ
自
分
達

恐
ら
く
ク
ラ
イ

ン
パ

テ

い

と
し
て
戦

て
く
れ
て
い
る
が

密
に

え
ば
ト

ル
は
個
人
の
報

復
で
戦

て
い
る
だ
け
で

足

に
い
る
こ
ち
ら
を

し
ん
し

く
し
て
い
な
い

あ
る
い
は
す
る

が
な
い
事
は

全
力
で
斬
り
付
け

り
つ
け
を
し
て
い
る
様
子
を
見
れ
ば
一
目

然
だ

 
見
た
限
り

ト

ル
と
ス
リ

ム
の
戦
況
は
五
分
五
分

 
氷
と

の
属
性

は

い
な
の
で
あ
と
は
も
う

に
ス
テ

タ
ス
で
勝
負
に
な
る

が
そ
う
な
る
と
間
違
い
な
く
ス
リ

ム
に
軍
配
が
上
が
る

ト

ル
は
レ
ジ

ン
ダ
リ

ク
ラ

ス
の
ム

ビ
ン
グ
オ
ブ
ジ

ク
ト
な
の
で
そ
こ
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や
中
ボ
ス
な
ど

無
い
ス
テ

タ

ス
を
持

て
い
る

だ
が
対
峙
す
る
ス
リ

ム
も

同
格
加
え
て

対
大
ボ
ス
と
い
う
補

正
が
加
わ

て
い
る

古
今

に
し
て
お
助
け
キ

ラ

騎
で
大
ボ
ス
を
倒
す
と
な
る

と
そ
れ
は
も
う
物

い
お
膳
立
て
を

け
て
い
る
状

で
あ
る
事
が
定

だ

え
る
展
開
と

い
う
も
の
に
付
き
物
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

が
り
な
り
に
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
な
の
で
ど
こ
か
し
ら

で
プ
レ
イ

が

入
す
る

地
が
あ
る
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逆
に

え
ば

・プ
・レ
・イ
・

・

・が
・

・入
・し
・な
・け
・れ
・ば
・ま
・ず
・負
・け
・る

 
そ
も
そ
も
ト

ル
が
最
後
ま
で
一
緒
に
戦

て
く
れ
る
と
い
う
保
証
も
な
い

お

し

あ

 
お
前

ら

全
力
で
キ
リ
カ
に

け

 
い
ち

く
反
応
し
た
の
は

経
歴
的
に
男
性

で
最
⻑
の
付
き
合
い
の
バ
ン
ダ
ナ

だ

た

手
に
握
る
古
代

武
器
の
カ
タ
ナ
を

ぎ
ト

ル
と

り
合

て
い
る

の

人
へ
と

り

寄
る

私
達
も
負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
よ

 
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

攻
撃
で
す

よ

し

ボ
ク
も
二
刀
を
解
禁
し
ち

お
う
か
な

 
後
方
で

ス
タ

フ
手

を

え
た
水
妖
精

の
ラ
ン
が

を
掛
け
る
や

や
ス
ト
レ

ジ
か
ら
白

銀
の
⻑
剣
を
取
り
出
し

二
刀
持
ち
に
な

た
ユ
ウ
キ
が
突
撃
を
開
始
す
る

私
達
も
行
く
よ

 

月
夜
の
黒
猫

突
撃

ま
さ
か
サ
チ
に
指

ら
れ
る
時
が
来
る
な
ん
て
な

か

た

な

で
も
な
い
デ
ス

 
ユ
ラ

と
魔
槍
を
構
え
な
が
ら

む
サ
チ
に

か
さ
れ
る
よ
う
に

男
四
人
が
前
進
す
る
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た
し
か
彼
ら
の
指

系

は
ク
ラ
イ
ン
が
一

し
て
い
た

だ
が

彼
の

た

お
前

ら

に
ケ
イ
タ
達
が
反
応
出
来
な
か

た
の
か
出
足
が

い

サ
チ
は
そ
れ
に
発
破
を
掛
け
た
の
だ

ろ
う

 
あ
り

い
い
お

メ
さ
ん
に
な
る
わ

と

り
な
が
ら
メ
イ
ス
片
手
に
思

す
る

あ
た
し
達
も
行
き
ま
し

う

 
あ
た
し
の

に

と
し
た
声
が
届
い
た

発
信
源
は
リ

フ

だ

キ
リ
ト
が
第
三
層
で

て
い
る
間

臨
時
の
パ

テ

リ

ダ

を
務
め
る
事
に
な

た
彼
女
の

だ

た

 

く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
彼
女
は
一
時
期

主
と
し
て
活
動
し
軍
部
の
ト

プ
に
も

い
て

シ
ル
フ
プ
レ
イ

を
指
導
し
て
い
た
事
が
あ
る
と
い
う

キ
リ
ト
が
修
め
て
い
る
武
の
師
で
も

あ
る
と
い
う
彼
女
の
指

は
ア
ス
ナ
と
は
ま
た
違

た
特
色
の
も
の
だ

た
と
思
う
が
彼
女
自

身
が
あ
ま
り

ま
し
く
思

て
い
な
い
た
め
か

け
て
下
さ
れ
た
指
示
は
か
な
り
大

把
だ

と

て
も
ク
ラ
イ
ン

ラ
ン

サ
チ
達
も
似
た
り
寄

た
り
だ

た
が

よ

し

わ
た
し
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
を
お

目
し
ち

お
う

 

離
取

て
戦
え
る
し
ね

 
前
衛
で
わ
ら
わ
ら
と

め
く
光

を
見
た
か
ら
か
レ
イ
ン
が
そ
ん
な
事
を

て
足
を
止
め
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た

ら
で

し
て
い
た
妹
・
セ
ブ
ン
も
足
を
止
め
る

お
姉
ち

ん

な
に
す
る
つ
も
り

百

は
一
見
に
如
か
ず
だ
よ

い
ま
か
ら
見
せ
て
あ

る

 
不

に

た
レ
イ
ン
は

手
の
剣
の
切

先
を
数
十
メ

ト
ル
先
で

神
と

り
合
う

人
に
向
け
た

エ

ク
・
カ

ラ
・
マ

グ
ル
・
メ
キ
ア

・
レ
ク
ン

 
紡
が
れ
た
の
は

存
魔
法
特
有
の
古
ノ
ル
ド
語
の

広

高

力
に
な
る
に
つ
れ
て

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

語
が

大
に
な

て
い
く
中
そ
れ
に
反
す
る

い

に
セ
ブ

ン
は

論
前
衛
で
一

離
を
取
る
面

も

な

を
す
る

 

語
五
つ
と
な
れ
ば
ど
の
魔
法
系

で
あ
れ
然
し
た
る

果
は
望
め
な
い

コ
ス
パ
は
良
い

が
与
ダ
メ

ジ
が
少
な
い
下

魔
法
が

ど
の

だ

 
そ
れ
を
あ
そ
こ
ま
で
前
振
り
し
て
お
い
て
使
う
と
な
れ
ば
な
に
か
裏
が
あ
る

と
思

て
い
る
と

 
彼
女
の
背
後

上

の
空
間
に

⻘
い
揺
ら
ぎ
が
発
生
し
た

 
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
の
は
⻘
い
光

Ａ
Ｌ
Ｏ
で

う
と
こ
ろ
の

マ魔
ナ力

に

ま
れ
た
武
器
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の
数

種

は
片
手
直
剣
あ
る
い
は

手
剣
で

一
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

そ
し
て
⻘
い
光

に

ま
れ
て
い
る
せ
い
で
分
か
り

い
が
そ
の
全
て
が
古
代

武
器
レ
ベ
ル
の
レ
ア
リ
テ

を

誇

て
い
る

い

け

え
え
え
え

 
レ
イ
ン
が
く
る
り
と
一
回
転
し
再

の
剣
を
ス
リ

ム
へ
突
き
つ
け
た

⻘
い
揺
ら

ぎ
か
ら

十
本
と
い
う
剣
が

出
さ
れ
る

光
の

を
引
い
て

し
た
剣

は
全
て
ス
リ

ム

の

に

弾

 
一
発
一
発
の
ダ
メ

ジ

は
全
体
か
ら
見
て

た
る
も
の
だ
が

一
つ
の
技

と
し
て
見

れ
ば
そ
の

力
は

か
に
高
く

他
の
あ
ら

る
剣
技
の
追

を
許
さ
な
い
程
だ

た

 

そ
し
て

⻘
い
光
に

り

消
え
た

ま
だ
ま
だ
い
く
よ

 
そ
れ
を
見
届
け
て
か
ら
レ
イ
ン
が
そ
う

い
再

同
じ
式

を

え
る

そ
し
て
再

同

じ
数
の
⻘
い
揺
ら
ぎ

⻘
い
武
器
が
出
現
し

す
る

 
ま
る
で
魔
法
の
よ
う
だ
が

恐
ろ
し
い
事
に

が
一
切

て
い
な
い

お

お
姉
ち

ん

レ

 
な
ん
で

て
な
い
上
に

と
同
じ
コ
ト
出
来



 十幕 〜対スリュム・後〜

て
る
の

 
自
他
共
に
と
は
い
か
な
い
が
知

て
い
る
人
は
知

て
い
る
レ
ベ
ル
で
キ
リ
ト
の
フ

ン
な

セ
ブ
ン
が

を
全
面
に

し
出
し
た

そ
り

あ

武
器
を
持
た
な
い
人
が

れ
の
人
と

い
き
な
り
同
じ
事
を
し
た
ら

き
も
す
る

ロ
ジ

ク
が
分
か
ら
な
い
以
上
そ
の
疑
問
は
一

強
い
だ
ろ
う

 
し
か
し
あ
た
し
は
彼
女
が
使

た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
カ
ラ
ク
リ
に
つ
い
て
あ
る
程

の
推

を

立
て
て
い
た

 
と
い
う
の
も
彼
女
が

し
た
魔
法
は
鍛
冶

を

む
身
に
は
と
て
も
身
近
な
も
の
だ

た

か
ら
だ

 
彼
女
が
使

た
魔
法
は

鍛
冶

ス
キ
ル
を
鍛
え
る
過
程
で

得
す
る
も
の
で
あ
る

果

は
鍛
冶

の

に

め
て
武
器
を
放
り

む
事

一
つ
一
つ

に
入
れ
て
そ
れ
を
一
つ
ず
つ
イ

ン
ゴ

ト
に
変
え
て
い
て
は
時
間
の
無

と
い
う
事
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
無
か

た
魔
法
と
い
う
形

で

機
能
代
わ
り
の
魔
法
が

載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

戦
闘
を
一
切

え
ら
れ
て
い
な
い

た
め
か

他
の

定

な
ど
と
同
じ
よ
う
に

魔
法

い
な
が
ら

消

も
無
く

て
ス
パ
ン
を

か
ず

使

も
可
能
だ
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と
は
い
え
こ
の
魔
法

直

に
繋
が

て
い
る

で
は
な
い

空
間

に
武
器
を
入
れ

て
お
き
そ
れ
を

出
し

に
放
り

む
と
い
う
物
理
的
手
間
を

く

に

い
る
の
が
最
大

の

方
法
だ

 
以
前

ん
だ
古
い

の
ネ
タ
で

弾
代
わ
り
に

や
ら
な
に
や
ら
を

め
て

に
突

み

出
す
る
イ
ラ
ス
ト
が
あ

た
が

お
そ
ら
く
そ
こ
か
ら

想
を
得
た
魔
法
だ

 
つ
ま
り
レ
イ
ン
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
と
称
し
て
い
る
そ
れ
は

密
に
は
魔

法
を
運

し
て
い
る
だ
け
な
の
だ
が

 
引

掛
か
る
の
は
ス
リ

ム
に

弾
し
た
後
の
武
器
が
光
に

り
再

再

さ
れ
て
い

た
点
で
あ
る

 

常
放
て
ば
そ
れ
で
終
わ
り
で

空
間
に

さ
れ
て
い
る
武
器
は
空
に
な
る

し
か
し
そ
う

は
な
ら
な
か

た
と
い
う
事
は

Ｏ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
で
一
つ
の
技
と
し
て
設
定
し

空
間

に
剣
を

し
て
い
る
状

へ
と

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る

だ
か
ら
剣
が
自
動
で
消
え
て

空
間
に

て
い
る

 
逆
に

え
ば
彼
女
は
そ
の
魔
法
を

常
の
鍛
冶
で
は
使
え
な
く
な
る
と
い
う
事
だ
が

の

方
法
か
ら
し
て

目
的
で
あ
る

そ
れ

に
使
う
つ
も
り
で
な
け
れ
ば
大
し
た

手
に
は
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な
ら
な
い
だ
ろ
う

 

そ
の

の
事
情
を

鍛
冶

ス
キ
ル
を
取

て
い
た
か
ら
こ
そ

か
ら

せ
た
あ
た

し
は
と
も
か
く
他
の
面

の

は
未
だ

め
や
ら
ぬ
よ
う
で
疑
問
の
眼
が
彼
女
に
じ

と

向
け
ら
れ
て
い
た

 
そ
れ
に

心
地
が
悪
く
な

た
か

レ
イ
ン
が
焦

た
よ
う
に

う

説
明
は
後

 
セ
ブ
ン
も

く

し
て

し
な
い
と

も

も
う

 
約
束
だ
か
ら
ね

 
絶
対
よ

 

く

と

を

ら
ま
せ
て
不

を

わ
に
す
る
あ
ざ
と
さ
を
見
せ
た
後
セ
ブ
ン
は
流

の

切
り

え
の

さ
で
表
情
を
真
剣
な
も
の
に

め
攻
撃
魔
法
の

を
開
始
し
た

中

な
の

で
十
に
上
る
か

か
程

の

語
数
だ
が

そ
の
速

は
眼
を

る
も
の
が
あ
る

 

人
の
弱
点
で
あ
ろ
う

の
魔
法
が

び

追

す
る
よ
う
に
⻘
の
剣

が

更
に

数

の
火

が
ス
リ

ム
の

面
目
掛
け
て

び

弾
と
同
時
に

発
を
撒
き

ら
す

ぬ

ン

ぐ

ぬ
む

 

界
を

さ
れ
た
隙
を
突
い
た

神
ト

ル
の

が
入
り

ス
リ

ム
が
よ
ろ
め
い
た
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そ
の
隙
に
と
あ
た
し
も

け
寄
り

間
達
と
共
に
五

撃
前
後
の

ド
ス
キ
ル
を

き

む

ト
ゲ
付
き
と
は
い
え
片
手

カ
テ
ゴ
リ
の
武
器
グ
リ
ダ
ヴ

ル
は
打
撃
属
性
を
多
大
に

ん
で
お
り

正
直
物
理

性
を
突
破
で
き
な
い
以
上

対
し
た
ダ
メ

ジ
は
見

め
な
い

 
と
な
れ
ば
高
い
ダ
メ

ジ

を
設
定
さ
れ
て
い
る
人
体
の

小
指
部
分
を
攻
め
る

よ
り
他
は
無
い

う

ら

し

あ
あ

 
そ
ん
な

女
ら
し
か
ら
ぬ
気
合
の

た
声
と
共
に
真
紅
の
光
を
こ
れ
で
も
か
と

ら
せ

る

を
横

ぎ
に
振
る
う

物
理
五

五

の

発
重
攻
撃
中

技
ブ
ラ
ス
ト
・
ス
ト
ラ

イ
ク

遠
心
力
を
タ

プ
リ
上

せ
し
た
横

り
の
一
撃
は
ス
リ

ム
の
小
指
の
先
に
真

直

ぐ
入

た

ま
る
で
ボ

ル
の

を
撃
ち

い
た
バ

ト
と
同
じ
手
応
え

会
心
の
一
撃
が
入

た
と

に
や
り
と

く
そ

む

 
そ
の
一
撃
に

め
た
全
力
が

じ
た
か

お
そ
ら
く
打
撃
攻
撃
に
付
与
さ
れ
て
い
る
確

が

た

た
だ
け
だ
ろ
う
が

人
が
ぐ
ら
り
と
体
を
揺
ら
し
つ
い
に

を

に

い
た

 
見
上

れ
ば

ス
リ

ム
が

る

な
王

の

を

き
ら
き
ら
と
⻩
色
い
ラ
イ
ト
エ

フ

ク
ト
が
回
転
し
て
い
る
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ス
タ
ン
状

だ

全
力
攻
撃

 
直
後

パ

テ

リ

ダ

を
務
め
る
キ
リ
カ

リ

フ

ラ
ン

ク
ラ
イ
ン

サ
チ
の

五
人
が
ま

た
く
同
時
に
声
を

り
上

た

ス
ピ

ド
重

で
中
衛
に
い
た
フ

リ
ア
ア

ル
ゴ

シ
リ
カ
ら
も

離
を

め

が
持
つ
最
大

の

力
攻
撃
を
放
つ

 
レ
イ
ン
と
セ
ブ
ン
二
人
の

速

が
上
が
り

攻
撃

が

切
れ
る
事
が
無
く
な

た

 
シ
ウ
ネ

が

で
古
ノ
ル
ド
語
の

存
魔
法
を

し
そ
れ
で
い
な
が
ら

や
体
は
魔
術
を

発
動
す
る

に
動
い
て
お
り
弾
幕
も

く
や
と
ば
か
り
に

と
色
取
り
取
り
の
魔
弾
が
放
た

れ
る

そ
れ
に

し
て

も

て
い
く
が

最

そ
れ
を
気
に
す
る

振
り
も
無
い

 

と
シ
ウ
ネ

の

に

る

の

剣
使
い
二
人
が

な
い
事
に
気
付
く
が
ア
ス
ナ
と

ラ
ン
は

時
の
間
に
か
レ
イ
ピ
ア
に
武

を
持
ち

え
神
速
の
突
進
あ
る
い
は

突
き
を

ス
リ

ム
の
ア
キ
レ
ス

に

き

ん
で
い
る
の
が
見
え
た

だ
か
ん
だ
前
線
で
剣
を
振
る

て
い
る
方
が

ら
し
い

と
思
え
て
し
ま

た

ぬ

ン

 
地
の

に
還
る
が
よ
い

人
の
王

 
全

の
最
大
攻
撃
を
放
つ
中
で
と
ど
め
と
ば
か
り
に
ト

ル
が

手
の
ハ
ン
マ

ミ

ル
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ニ
ル
を
倒
れ

ん
だ
ま
ま
の
ス
リ

ム
の

部
に

き
付
け
た

城
が
ま
た
鳴
動
す
る
程
の

イ
ン
パ
ク
ト

王

が

け
て

ん
だ
の
も
む
べ
な
る
か
な
と

え
よ
う

 
力
な
く
倒
れ

ん
だ
ス
リ

ム
の

上
か
ら
は

に

ゲ

ジ
が
消
滅
し
て
い
る

体

の
四

と
ヒ
ゲ
の
先
が

き

き
と

み
な
が
ら
氷
へ
変
わ

て
い
く

ぬ
 

黒
の
眼
下
に

い
て
い
た
⻘
い

光
も

れ
消
え
る

と
思

た
そ
の
時
も
つ
れ
た

が
動
き

い
嗤
い
が
流
れ
て
き
た

 
す
わ

ま
さ
か
第
二
形

で
な
か
ろ
う
な

と

で
武
器
を
構
え
る

 
そ
ん
な
あ
た
し
達
に
じ
ろ
り
と
眼
を
や

た
ス
リ

ム
が

を
釣
り
上

た

今
は
勝
ち
誇
る
が
よ
い
小

ど
も
よ

だ
が
な
こ
れ
で
終
わ
り
だ
と
思
わ
ん
事
だ

は

ら

の

人

の

望
は

ま
だ

え
て
お
ら
ん

 

く
し

が
れ
た
声
で
ス
リ

ム
が

う

え
て
い
な
い

と

え
る
の
は
ヴ

フ
ス
の

存
在
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

だ
か
ら
と

て
最
後
に
そ
れ
を

い

す
と
い
う
の
は

か
テ

ン
プ
レ
過
ぎ
る
と
思
わ
な
く
も
な
い

そ
し
て
な
ア

ス
神

に
気
を
許
す
と

い
目
を
見
る
ぞ

き

つ

彼

ら
こ
そ
がま

こ
と真

の
し
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ん 

ス
リ

ム
が

え
た
の
は

そ
こ
ま
で
だ

た

 
ま
る
で

か
れ
て
は

合
が
悪
い
と
で
も

う
よ
う
に
ト

ル
が
強

な
ス
ト
ン
プ
で
ス

リ

ム
の

部
を

み

い
た
か
ら
だ

ま
じ
い

の
エ
ン
ド
フ
レ
イ
ム
が
怒
り

体
は

無
数
の
氷
片
と
な

て

し
た

や
れ
や
れ

礼
を

う
ぞ
妖
精
の
剣
士
た
ち
よ

こ
れ
で

も
宝
を
奪
わ
れ
た

を

そ
そ雪

ぐ
こ
と
が
出
来
た

 
話
に
集
中
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
襲
わ
れ
た
思
わ
ぬ
圧
力
に
手
を
翳
し
数
歩
下
が

た
あ
た
し

達
を

神
ト

ル
は

か
な
高
見
か
ら
金
色
の

眼
で

す
る

 
す
る
と
ど
れ

を
や
ら
ね
ば
な
と

神
は

手
に
握
る

大
か
つ
華

な
ハ
ン
マ

の

に

手
で
触
れ
た

 

て
い
た
宝

の
一
つ
が
こ
ろ
り
と
外
れ
そ
れ
は
光
を
放
ち
な
が
ら
小
さ
な
人
間
サ
イ
ズ

の
ハ
ン
マ

へ
と
変
形
す
る

本
体
の

小

で
あ
る
⻩
金
ハ
ン
マ

を
ト

ル
は

い
と

ク
ラ
イ
ン
に
投

と
し
た

な
ん
だ
か
ん
だ
同
行
に
一
番
前
向
き
だ

た
か
ら
か
も
し
れ
な

い
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ミ

ル
ニ
ル

正
し
き
戦
の
た
め
に
使
う
が
良
い

正
し
き
戦

お
そ
ら
く

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト

に

け
る
ア

ス
神

に
付

い
て
戦
う
事
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が

実

の
と
こ
ろ
ど
う
な
の
か

 

と
す
る
と
前
回
キ
リ
ト
が
フ
レ
イ

／
ト

ル
に
出
会
わ
な
か

た
の
は

人
の
話

を
ロ
キ
か
ら

い
た
と
い
う
話
か
ら
分
か
る
よ
う
に
ロ
キ
ル

ト
に
入

た
後
だ

た
か
ら
な

の
か
も
し
れ
な
い

ハ

ド
ル

ト
を
初
手
で

ん
で
い
た
と
い
う
事
だ

そ
れ
で
い
ま
自
分
達

の
戦
闘
時
間
よ
り

か
に

く
攻
略
し
て
い
る
の
だ
か
ら

武
器
の
事
も
あ
る
が

と

格
外
な
少
年
で
あ
る

で
は

さ
ら
ば
だ

 
そ
う
し
て

格
外
な
少
年
に
も
知
ら
れ
て
い
な
か

た

神
は

手
を
翳
し
蒼
白
い

と
共
に
消
え
去

た

お
そ
ら
く
ク
ラ
イ
ン
の
パ

テ

表
示
か
ら
も
ト

ル
の

・

ゲ

ジ
は

さ
れ
て
い
る

だ

 
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
ス
リ

ム
の
消
滅
し
た
地
点
に
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム

が

の
よ

う
に
転
が
り

ち
て
は

レ
イ
ド
の
一
時
的
ス
ト
レ

ジ
に
自
動
格

さ
れ

消
え
て
い
く

 
そ
れ
ら
が
全
て
収
ま
る
と
同
時
ボ
ス
部

の
光

が
増
し
闇
が
遠
ざ
か
る

に
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し
て
い
た
⻩
金
オ
ブ
ジ

ク
ト

も

に

れ
消
え
て
し
ま

た

を
経

す
る
身
と

し
て
は

万
ユ
ル
ド
に
な
る
か
興
味
が
あ

た
の
で

出
来
れ
ば
手
に
入
ら
な
い
か
な

と
思

て
い
た
だ
け
に

は

め
な
い

倒
し
た
ら
消
え
る
演
出
と
思

て
は
い
た
の
で

シ

ク
は
大
き
く
な
い
の
が
救
い
か

リ

ダ

伝
説

武
器
ゲ

ト

お
め
で
と
さ
ん

オ
レ

ハ
ン
マ

系
ス
キ
ル
び
た
イ
チ
上

て
ね

ん
だ
け
ど

 
き
ら
び
や
か
な
オ

ラ
・
エ
フ

ク
ト
を

う
片
手

戦

カ
テ
ゴ
リ
上
は
片
手

を
握
り
ギ
ル
メ
ン
の
祝
福
に

き

い
の
よ
う
な

を
作
る
刀
使
い
に
あ
た
し
は

く
近

付
い
た

盾
を

し
た

手
で
ば
し
ん
と
背
中
を

く

じ

あ
あ
た
し
に
く
れ
な
い

 
メ
イ
サ

と
し
て
も
鍛
冶
師
と
し
て
も

中

お
目
に
掛

か
れ
な
い
伝
説

武
器
は
知
的

心
を

ら
れ
る
の
よ
ね

 
そ
う

う
と

え

と
ク
ラ
イ
ン
が

い

を
し
た

 
そ
の
反
応
に
あ
た
し
は
思
わ
ず
む

と
す
る

な
に
よ

そ
ん
な
反
応
し
な
く
て
も
い
い
じ

な
い

い
や
よ

お
前

に
や
る
と
な
ん
か

な
く

か
し
て
オ
リ
ハ
ル
コ
ン
・
イ
ン
ゴ
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ト
に
変
え
ち
ま
い
そ
う
で
よ

あ
あ

う
ん

定
は
し
な
い
わ

し
な
い
ん
だ
ね

リ
ズ

 
あ
は
は

と
ア
ス
ナ
が
苦

を
浮
か
べ
る

あ

あ
の
な

 
そ
も
そ
も
ま
だ
や
る
な
ん
て
一

も

て
ね

ぞ

オ
リ

ア

 
そ
れ
を
他

に
ハ
ン
マ

を

し

と
か
き

く
ク
ラ
イ
ン
が

わ
め

い
た

か
ら
和
や
か

な

い
が

き
る

 
少
し
し
て
一
先
ず
伝
説

武
器
ミ

ル
ニ
ル
の
事
は
後
回
し
に
し
さ

さ
と
聖
剣
を

い

て
ク
エ
ス
ト
を
終
わ
ら
せ
ヴ

フ
ス
を

し

め
て
い
る
キ
リ
ト
を
解
放
さ
せ
よ
う
と
方

が

ま

た

て
加
勢
す
る

も
あ

た
が
聖
剣
を

い
て
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
を

さ
せ

た
方
が
解
決
が
速
い
と
結
論
が
出
た
の
で

も

て
い
な
い

下
手
に
加
勢
す
る
と
キ
リ

ト
が
味
方
を
認
識
す
る
事
す
ら
も
負

に
な
る
か
ら
ら
し
い

 
ど
こ
ま
で
彼
は
弱

て
い
る
の
か
意
識
不
明
の
重
体
と
だ
け

い
て

し
い

状
に
つ
い
て

は
一
切
話
し
て
も
ら
え
て
い
な
い
身
な
の
で
分
か
ら
な
い
あ
た
し
は
リ

フ

の

い

気

に

を

た
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た
だ

か
な
り

良
い
と

え
な
い
容

な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
事
は

せ
た

  
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
の
最
下

で
⻩
金
の
煌
め
き
を

か
せ
る
聖
剣
へ
は
ス
リ

ム
の

裏

に
生
成
さ
れ
た
氷

を
取
り

く
よ
う
な
螺
旋

を

い
で

り
て
い
く
事
で

り
付
け
た

 
氷
を
正
八
面
体
つ
ま
り
ピ
ラ
ミ

ド
を
上
下
に
重
ね
た
カ
タ
チ
に
く
り

い
た

と

う
べ
き
空
間

は
か
な
り

く
下
方
の
氷
を

か
し
て

ツ
ン
ヘ
イ
ム
・
フ

ル
ド
全

体
が
一
望
で
き
る

を
天

か
ら

が
れ
た
と
思
し
き

水

の
欠
片
が
無
数
に

下
し

て
い
く

螺
旋

は

の
中

を

き

一
番

ま
で

い
て
い
る

 
そ
の

を
下
り
切

た
先
に

深
く

ら
か
な
⻩
金
の
光
が
存
在
し
た

 
そ
の
剣
に
は
確
か
に
見
覚
え
が
あ
る

直

触
れ
る
事
こ
そ
無
か

た
が
あ
の
世
界
を
終
わ

ら
せ
た
少
年
が
振
る

て
い
た
剣
の

き
と
同
じ
も
の
だ

こ
の
世
界
に

い
て
未
だ

の
手
に

も

て
い
な
い
聖
剣
が

フ
ロ
ア
の
中

に
突
き
立
ち

し
て
い
る

 
剣
を

え
る

は
一

五
十
セ
ン
チ

ど
の
氷
の
立
方
体
だ

内
部
に
は

か
小
さ
な
も

の
が

じ

め
ら
れ
て
お
り

す
る
と

く
や
わ
ら
か
な
樹
の
根
で
あ
る
事
が
分
か
る

無
数
の

の
よ
う
な

が
寄
り
集
ま

て
太
く
な
り

一
本
の
根

に

い
て
い
た
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し
か
し

そ
の
根

は
⻩
金
の
刃
に
よ
り

に
断
ち
切
ら
れ
て
い
た

 
刃
に

て
聖
剣
の
全

へ
と

線
を

し
て
い
く

⻩
金
の

き
を

た
そ
の
⻑
剣
は

直
に

び
刀
身
の

ば
で
氷
の

か
ら

出
し
て
い
る

精

な
形
状
の

原

す

ら
わ
か
ら
な
い
⻘
色
の

を
編
み

ん
だ
握
り

 

見
れ
ば
見
る
程

あ
の
世
界
の
聖
剣
そ
の
も
の
だ

た

 

い
た
話
に
よ
れ
ば

彼
が
使

て
い
た
聖
剣
は

ア
カ
ウ
ン
ト
で

郷

之
が
呼
び
出

し
た
も
の
だ

た
ら
し
い

そ
の
精

か
つ

な
作
り
を
自

す
る
よ
う
な
語
り
を
し
て
い
た

と
い
う
が
も
し
そ
れ
が
真
実
な
の
で
あ
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
聖
剣
も
同
じ
見
た
目
で
あ

て
も
お

か
し
く
は
無
い

 
そ
の
剣
を

ん
だ
あ
た
し
達
の
中
で

一
番
に
前
に
出
た
の
は

紺
の

姫

ス
ト
レ
ア

だ

た

く

引
き

く
の
に
力
が

る
な
ら
最

で
し

 
と
の
事

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
ス
テ

タ
ス
は
ポ
イ
ン
ト
で
如

様
に
も
変
化
さ
せ
ら
れ
る
が
そ
れ
で
も

種

特
性
と
し
て
高
い
も
の
と

い
も
の
が
存
在
す
る

ノ

妖
ム精

の
彼
女
の
場
合

で
て
い
る

の
は

力
値
と

値
だ

加
え
て

手
剣
使
い
と
し
て

力
値
に
多
く
振

て
い
る
彼
女
は

恐
ら
く
同

の
タ
ン
ク
・
テ

チ
よ
り
も
更
に

力

だ
ろ
う



 十幕 〜対スリュム・後〜

 
サ
ラ
マ
ン
ダ

火
妖
精
も
パ
ワ

寄
り
の
種

だ
が
ク
ラ
イ
ン
は
技
の
キ
レ
が
身
上
の
刀
使
い
と
し
て
ス
キ

ル
や

備
の
補
正
を

力
に
振

て
い
る
し
ジ

ン
も

力
値
と

値
に
振

て
い
る
ら

し
く

力
も
ア

プ
す
る

値
へ
の
振
り
が
少
な
い
以
上
ス
ト
レ
ア
に
は

る
だ
ろ

う 
つ
ま
り
こ
の
場
に

る
面
子
で
ス
ト
レ
ア
に

け
な
い
と
い
う
事
は
他
の

が

て

も
無

と
い
う
事
に
な
る

ス
ト
レ
ア

気
合
入
れ
な
さ
い
よ

て
く
だ
さ
い

ス
ト
レ
ア
さ
ん

き

る

応

あ
り
が
と

 

に
向
か
い
な
が
ら

ス
ト
レ
ア
は

の
声

に
応
じ
て
い
く

 
し
か
し
そ
れ
も

そ
し
て
聖
剣
の
正
面
に
立

た
と
こ
ろ
で
真
剣
な
面
持
ち
に
切
り

わ

た

手
が
持
ち
上

ら
れ
最
強
の
伝
説

武
器
聖
剣
エ
ク
ス
キ

リ
バ

の

を

握
る

ん

ぬ
り

あ
あ
あ
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あ
り

た
け
の
力
を

め

剣
を
引
き

こ
う
と
す
る

 
し
か
し
剣
は
ま
る
で

い
や
城
全
体
と
一
体
化
し
た
オ
ブ
ジ

ク
ト
で
で
も
あ
る
か
の
如

く
小
さ
く

む
こ
と
は
お
ろ
か
ズ
レ
す
ら
し
な
い

手
も

に

え
ら
れ

を

ん

り

背

を

ら
し
な
が
ら
全
力
を
振
り

り
始
め
た

 
バ
フ

は
全
て
掛
か

て
い
る
以
上
も
う
あ
と
は
ス
ト
レ
ア
の
気
合
と
根
性
に
掛
け
る
し
か

な
い
あ
た
し
達
は

に
声

を
送

た

入
力
と
時
間
の

で
ロ

ク
が
解

さ
れ
る
事

を
信
じ
る
ば
か
り
だ

 
引
き

こ
う
と
し
始
め
て
か
ら
五

十

十
五

が
過
ぎ
た

そ
の
時

 

き

と

と
い
う

い

と

か
な
振
動
が

か
ら
発
生
し
た

 
直
後
刃
が
深
く

つ
足

の

か
ら
強

な
光
が

り
あ
た
し
達
の

界
を
金
色
に
塗

り
つ
ぶ
す

け
て
こ
れ
ま
で

い
た
サ
ウ
ン
ド
・
エ
フ

ク
ト
の
中
で
も
ト

プ
ラ
ン
ク
に

食
い

む
重

つ

快
な
破

が

覚
を

け
た

四
方
に
氷

が

び

る
中
⻩
金
の

⻑
剣
と
そ
れ
を
持
つ
ス
ト
レ
ア
が
す

ん
で
い
く

 
大
き
く
す

ん
だ
ス
ト
レ
ア
は
義
理
の
姉
二
人
と
弟
一
人
の
三
人
が
手
を

ば
し

え

た
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ぬ

け
た

 

手
で
し

か
り
と
握
る
そ
れ
に
一

線
を

と
し
た
ス
ト
レ
ア
の
第
一
声
は
へ
に

と
気
の

け
る
声
だ

た

で
身
を

め
て
い
た
あ
た
し
達
も
思
わ
ず
脱
力
す
る

 

い
で

全

の

が

び

に
変
わ
る

 

だ
が

大
な
快

が
放
た
れ
る
事
は

論

上
層
へ

る
事
も
出
来
な
か

た

 
氷
の

か
ら
解
放
さ
れ
た
小
さ
な
樹
の
根

空
中
に
浮
き
あ
が

た
そ
れ
が
い
き
な
り

び
育
ち
始
め
た
の
だ

極

の

が
み
る
み
る
下
方
へ
広
が

て
い
く

す

り
と
断
ち

切
ら
れ
て
い
た
上
部
の
切
断
面
か
ら
も
新
た
な
組

が

び

直
に

け
上
が
る

 
し
か
し
上
か
ら
も

ま
じ
い

が
近
付
い
て
来
る

見
上

れ
ば
あ
た
し
達
が

け
お
り

て
き
た

穴
か
ら

螺
旋

を

し
な
が
ら
殺

す
る
樹
の
根
が
見
え
た

 
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
を
取
り

い
て
い
た
世
界
樹
の
根

 
正
八

形
の
空
間
を
猛

な
勢
い
で

く
太
い
根
と

か
ら
解
放
さ
れ
た

い
根
が
触

れ

絡
ま
り

合
し
た

 
そ
の

間
そ
れ
ま
で
の
揺
れ
が

だ

た
と
思
え
る
程
の
衝
撃
波
が
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム

全
体
を
襲

た
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ら
ず

を

り

勢
を

く
し
て
振
動
に

え
る

全

が

し
と

い
を
ホ

ル
ド
し

合

た
の
と

の

に
無
数
の

び

れ
が

た
の
は

同
時
だ

た

 

を
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
大

が

し
て

く

 
分

い
氷
の

が

車
一

分

ど
の
大
き
さ
で

に
分
離
し

か
真
下
の
大
穴
グ

レ

ト
ボ
イ
ド

目
掛
け
て

を
始
め
た

ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
全
体
が

壊
を
始
め
ま
し
た

 
脱
出
を

 
焦

た
よ
う
に

ユ
イ
が

ん
だ

と
は

え

が
壊
さ
れ
て
ま
す
し

 
そ
れ
に
シ
ウ
ネ

が
返
す

 

に

り
る

に
使

た
螺
旋

は
上
か
ら
殺

し
て
来
た
世
界
樹
本
体
の
根

こ
に

よ
り

形
も
な
く
吹
き

ば
さ
れ
て
し
ま

た

そ
れ
以
前
に

来
た
ル

ト
を
必
死
に

た
と
こ
ろ
で
空
中
に
開
け
た
テ
ラ
ス
に
出
る
だ
け
で
あ
る

前
回

キ
リ
ト
は
ど
う
や

て
脱
出
し
た

て

て
た

け

 

と
思
い
立

て
声
を
上

る

前
回
の
キ
リ
ト
は
聖
剣
を
回
収
こ
そ
出
来
な
か

た
が
穴

に

ち
た
と
は

て
い
な
か

た

な
の
で
な
ん
ら
か
の
手

で
以
て
生
還
し
た
と

え
て



 十幕 〜対スリュム・後〜

い
い
だ
ろ
う

そ
れ
と
同
じ
事
を
す
れ
ば
い
い
の
で
は
と
思

た
の
だ
が

か
そ
の

に
つ
い
て

い
て
な
い

ご
め
ん
な
さ
い

い
て
な
い
で
す

わ

私
も

ア
タ
シ
も

い
て
な
い
な

も

ア
ウ
ト

 
一
番
話
さ
れ
て
そ
う
な
四
人
が
全

知
ら
な
い
と

て
思
わ
ず
そ
う
反
応
を
返
し
た

他

は
と
目
を
向
け
る
も

全

を
横
に
振
る

つ

つ

か
よ

多
分

い
た
ト
コ
で
意
味
無
か

た
と
思
う

は

 
な
ん
で
よ

ア
イ
ツ
風
使

て
空

ん
で
脱
出
と
か
し
て
そ
う
だ
も
ん
よ

あ

 
ご
ご
ご
ご
ご
と
い
ま
に
も

し
そ
う
な

で

り
な
が
ら
も
ク
ラ
イ
ン
の
予
想
に
思

わ
ず
真

で

得
を

い
て
し
ま

た
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で

で
も

そ
れ
な
ら
一

止
め
る
く
ら
い
し
て
る
と
思
う

 
あ
く
ま
で
足
止
め
す
る
ん

だ

た
ら

私
達
が
聖
剣
を

く
事
も

え
て
た

 
二
手
に
分
か
れ
る
か
ど
う
か
は
と
も

か
く
と
し
て

 
そ
こ
で
声
を
上

た
の
は
サ
チ
だ

動
き
を
止
め

ま

た
樹
の
根
に

ま
り
体
を

定
し

て
い
る

妖
精
の
彼
女
は

の

に
掻
き
消
さ
れ
な
い
よ
う
に
と

し
く
大
声
を

り

上

た

 

わ
れ
て

そ
れ
に
も

得
を

い
た

 
確
か
に
こ
の
ま
ま
で
は
自
分
達
は
無

死
に
す
る

だ

て
聖
剣
を
回
収
す
る
手
立
て
が
無

い

引

掛
か
る
の
は
彼
に
ク
エ
ス
ト
達
成
に

す
る

振
り
が
無
く
た
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
を

壊

さ
せ
る

人
を
倒
せ
れ
ば
い
い
と
思

て
い
る
節
が
あ
る
事
だ
が
そ
れ
な
ら
も

と
や
り
よ
う

が
あ

た

だ

全

で
ヴ

フ
ス
ス
リ

ム
に
掛
か
れ
ば
倒
す
事
は

し
く
な
か

た
だ
ろ

う

そ
し
て
聖
剣
を

く
時
だ
け
彼
が

て
自
分
達
は
先
に
脱
出
す
る
と
い
う
流
れ
も
不
可
能

で
は
無
い

 

え
付
か
な
か

た
と
い
う
予
想
は
し

く
り
こ
な
い

 
つ
ま
り

ら
か
の
救
済
手

が

意
さ
れ
て
い
る

彼
を
信
じ
て
そ
う

え
る
事
に
し
た
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ま

ち
た
と
こ
ろ
で
本

に
死
ぬ

で
は
無
く
た
だ
ク
エ
ス
ト
が
失

い
に
な
る
だ
け

だ
ろ
う
か
ら
そ
こ
ま
で
気
に
は
し
な
い
の
だ
が

 

か
無
い
か
と
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
回
す

 
し
か
し
正
八

形
だ

た

は
見
る
も
無
残
に
樹
の
根
に

食
さ
れ

壊
の
危
機
に
面
し
て

お
り

に
寄
れ
ば
グ
レ

ト
ボ
イ
ド
へ
真

逆
さ
ま
な
の
は
容

に
予
想
で
き
る
未
来
だ

 
で
あ
れ
ば
と
部

の
中
心
に
目
を
向
け
る

第
四
層
に
繋
が
る
天

と
氷

は
上
か
ら

し

寄
せ
て
き
た
樹
の
根
に
ま
と
わ
り
付
か
れ
て
い
る

 
だ
が

そ
れ
は

え
方
を
変
え
れ
ば

の

る

の
で

り
が
多
い
と
い
う
事
だ

 
問

は
振
動
が
非
常
に
大
き
く
て
容

に
振
り

と
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
点
だ
が

武

器
を
持
つ
三
人
の
武
器
や
盾
を

え
に
す
れ
ば

あ
あ

そ
う
よ
そ
う
じ

な
い

 

裏
に
浮
か
ん
だ

に
閃
き
を
覚
え

思
わ
ず
声
を
上

る

ど

ど
う
し
た
ん
で
す
か

リ
ズ
さ
ん

こ
の

地
を
脱
す
る
方
法
が
浮
か
ん
だ
の

 
キ
リ
カ
と
ユ
イ
ち

ん
と
シ
ノ
ン
の

武

器
に
あ
た
し
達
が

ま
れ
ば
良
い
の
よ
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あ

な

な
る

ど
で
す

 

と
シ
リ
カ
の

が

に
明
る
く
な
る

彼
女
は

か
ら
絶

マ
シ

ン
が

く

ど
キ
ラ
い
だ
そ
う
な
の
で

今
の
状
況
か
ら
は

に
脱
し
た
い
一
心
だ
ろ
う

 
あ
た
し
の

は
他
の
面

に
も
伝
わ

た
よ
う
で

す
ぐ

と
な
る
三
人
に

線
が
向
い
た

三
人
と
も
同
時
に
強
く

く

 
希
望
が
見
え
た

 

し
か
し

勝

の
女
神
は

ど
う
や
ら
意
地
が
悪
い
ら
し
か

た

 
ピ
シ
ピ
シ
ピ
シ
ビ
キ
キ
キ

 
と

の

の

に
一
気
に

裂
が

り

氷

を

取
り

く
樹
の
根
が

に
ブ
チ
ブ
チ
と

を
立
て
て
千
切
れ
始
め
た
の
で
あ
る

 
そ
れ
す
な
わ
ち

下
開
始
の
兆
候

い
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
絶

マ
シ
ン
が
心

苦
手
な
シ
リ
カ
の
全
力
の
悲
鳴
の

を
引
き
な
が
ら
三
十
二
人
を

せ

た

の

だ

た

は

果
て
し
な
き
自
由

下
に
突
入
し
た

 
こ
れ
が
ギ

グ

で
あ
れ
ば
コ
ミ
カ
ル
な
や
り
取
り
を
し
な
が
ら

ち
て
い

て
な
ん
や

か
ん
や
と
助
か
る
か
あ
る
い
は
本

に
最
後
ま
で

ち
て
死
に
そ
れ
を

い
話
に
し
て
済
ま
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せ
る
と
こ
ろ
だ

 
し
か
し

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に

け
る
高
高

か
ら
の

下
と
い
う
の
は

こ
れ
は
も
う
正
直
超
怖

い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
⻯
の

の

穴
を

ち
た
時
は
命
が
掛
か

て
い
た
事
も

め
全
身
が

立
ち

り
つ
く
よ
う
な
恐
怖
に
襲
わ
れ
た
事
を
よ
く

え
て
い
る

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
で
は
日

雲
の
上
を

よ

よ

ん
で
い
る
が

そ
れ
は
頼
も
し
い

が
あ
れ
ば
こ
そ
な
の
だ

 
だ
か
ら
あ
た
し
達
は
氷
の

に
四
つ
ん
這
い
に
な
り
い

せ
い
に
悲
鳴
を
上

て
い
た

 

で
は

と
同
時
に

れ

ち
た

大
な
氷

が

い
に

突
し
よ
り
小
さ
な

へ
と

分
解
し
て
い

て
い
る

上
を
見
れ
ば

大
な
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
城
が
下
部
か
ら

に
構

体
を
分
離
さ
せ
そ
の

に
解
放
さ
れ
た
世
界
樹
の
根
が
ぶ

ん
と
揺
れ
動
い
て
い
る
の
が
見

え
た

 
最
後
に

線
を
下
に
向
け
る

 
千
メ

ト
ル
を
切
る

離
ま
で
近
づ
い
て
い
る

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
大
地
に
は

黒

と

グ

レ

ト
ボ
イ
ド
が

を
開
け
て
い
る

然
な
が
ら
こ
の

は
そ
の
中

目
掛
け
て

下
し

て
い
る

生

な
手

で
は
助
か
る
事
は
不
可
能
だ

あ
の
下

て

ど
う
な

て
る
の
か
し
ら
ね
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近
く
に

た
シ
ノ
ン
が

い
た

そ
れ
に
応
じ
た
の
は
そ
の

で

ち

い
た

で
樹
の
根

に

ま

て
い
る
リ

フ

だ

た

ウ
ル
ズ
さ
ん
の
話
の

り
な
ら
ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム
じ

な
い
で
す
か
ね

く
な
い
と
い
い
な

い
や

く

い
で
し

う

人
の
故
郷
で
す
も
ん

あ
ん
た
ら

気
か

 
や
や

観
気
味
の
シ
ノ
ン
は
と
も
か
く
そ
の
や
り
取
り
の
あ
ま
り
の

感
の
無
さ
に
思
わ

ず
そ
う
突

み
を
入
れ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ア
ス
ナ
を
見
て
い
る
よ
う
な
そ
の
や
り
取
り
は

と
も
す
れ
ば
最
前
線
攻
略
組
だ
か
ら
こ
そ
付
い
た
ク

の

れ
な
の
か
も
し
れ
な
い

ん

 

れ
つ
つ

そ
ろ
そ
ろ
シ
ノ
ン
を

そ
う
と

を
上

た
時

リ

フ

が

を

く
つ
か

せ
な
が
ら

を
見

し
た

ケ

ト
シ

猫
妖
精
が

力
に

れ
レ
プ
ラ
コ

ン

鍛
冶
妖
精
が
鍛
冶
技
術
に

れ
る
よ
う

に
シ風
ル妖
フ精

は

速

と

力
が

れ
て
い
る

 
こ
の

の

と
風
の
中
で
も

彼
女
の

は

か
を

え
た
の
だ
ろ
う

ど
う
し
た
の
よ
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今
の
は

 
こ
ち
ら
の
問
い
が

こ
え
て
い
な
い
の
か
リ

フ

は
樹
の
根
か
ら
手
を
離
し

下
中
の

の
上
で
器

に
立
ち
上
が

た

そ
し
て
あ
る
方

へ

を
向
け

 

間

く
お
お

ん

と
い
う
遠
い
鳴
き
声
が

を
打

た

 
は

と

線
を
巡
ら
せ
る

を
取
り

く
氷

の
彼
方

の
空
に
小
さ
な
白
い
光

が
見
え
る

を

い
て

近
し
て
く
る
そ
れ
は

の
よ
う
な
流
線
型
の
体
と
四
対
八

の

翼
そ
し
て
⻑
い

を
持

た
動
物
型
邪
神
だ

た

そ
れ
が
複
数
体

ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
に
突

入
す
る

は
一
体
の

限
界
が
一
パ

テ

の
七
人
だ

た
事
も
あ
り

復
し
た
の
だ
が

い
つ
の
間
に
か
他
の
個
体
も

化
し
て
い
た
ら
し
い

 
恐
ら
く
先

を

ぶ
個
体
が

あ
た
し
達
が
助
け
出
し
た
動
物
型
邪
神
な
の
だ
ろ
う

 

し
か
し
名
前
が
無
い
と
い
う
の
は

か
不

だ
な

と
思
わ
な
く
も
な
か

た

こ

こ

ち
で
す

 

く
来
て
く
だ
さ

い

 
自
分
と
同

の
槍
使
い
タ
ル
ケ
ン
が
大
き
く
手
を
振
る

そ
れ
に
合
わ
せ
て

間
も
手
を
振
る

と
な
ん
と
空

ぶ
邪
神
た
ち
が
触
手
を

く
持
ち
上

く
お

ん
と
応
じ
た

こ
ち
ら
を

助
け
出
す

に

近
し
て
い
る
と
い
う
意
思
表
示
だ
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邪
神
た
ち
は

る
よ
う
な
グ
ラ
イ
ド
で
み
る
み
る
近
付
い
て
来
た

ボ
イ
ド
突
入
ま
で
一
分

あ
る
か
な
い
か
く
ら
い
ま
で
地
面
に
近
付
い
て
い
る
の
で

の
四
方
か
ら
パ

テ

別
に

て
い
く
事
に
な
る

 

の

に
無
数
の
氷

が

て
い
る
せ
い
で
邪
神
た
ち
は

体
を

た
り
横
づ
け

は
出
来
ず
五
メ

ト
ル

ど
の
間
隙
を
開
け
て
ホ
バ
リ
ン
グ
し
た

現
実
だ
と
か
な
り

い

離
だ
が

ゲ

ム
ア
バ
タ

で
あ
れ
ば
た
と
え
重

プ
レ
イ

で
も

べ
な
い
事
は
無
い

 
ま
ず
ア
ス
ナ
が
流

な
フ

ム
を
見
せ
な
が
ら
ロ
ン
グ
ジ

ン
プ
を
決
め
た

く
る
り
と
向

き
直
り

シ
リ
カ
ち

ん

と

ぶ

 
シ
リ
カ
は
こ
く
り
と

く
と

手
で
小
⻯
ピ
ナ
の

足
を

み
や
や
ぎ
こ
ち
な
い
助

な

が
ら
し

か
り
と

み
切

た

シ
リ
カ
を
ぶ
ら
下

る

に
な

た
ピ
ナ
が

た

た
と

ば
た
き

空

離
を
ブ

ス
ト
す
る

行
型

ト
を
持
つ
テ
イ
マ

だ
け
の
特

だ

Ｓ

Ａ
Ｏ
時
代
に
自
分
も
そ
の
恩

に
あ
や
か

た
事
が
あ
る

シ
リ
カ
は
そ
の
ま
ま
無
事
に
ア
ス
ナ

の

に

き

め
ら
れ
た

 
特
に

番
が
決
ま

て
い
る

で
は
な
い
が
あ
た
し
が
一
番

に
近
か

た
の
で

に

ん
だ

ト
リ

ア
ア

 
と

勢
の
い
い
掛
け
声
を
上

た
の
が

を

し
た
か
危
な

な
く
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邪
神
の
平
べ

た
い

体
の
上
に

地
す
る

 

に
フ

リ
ア
が

歌

じ
り
と
も
思
え
る

ど

や
か
に
ジ

ン
プ
し
こ
ち
ら
に

り

て
来
た

ト
レ
ジ

ハ
ン
テ

ン
グ
で
鍛
え
上

た
そ
の
身

さ
は
か
な
り
の
も
の
だ

 
更
に
ユ
イ
が

ら
か
な
動
き
で

躍
し

邪
神
の

近
く
に

り
る

 
残
る
は
キ
リ
カ
と
ス
ト
レ
ア
な
の
だ
が

ど

ど
う
し
よ
う

ア
タ
シ

コ
レ
持

て
る
と

べ
な
い
ん
だ
け
ど

 
聖
剣
を

え
た
ス
ト
レ
ア
が
そ
う

た

よ
く
見
れ
ば
足

の
氷
が
彼
女
の
足

を
中
心

に

れ

け
て
い
る

そ
れ
だ
け
あ
の
聖
剣
は
重
い
の
だ
ろ
う

レ
ア
リ
テ

が
高
く
な
れ
ば

自
然

要
求
さ
れ
る

力
値
と
武
器
の
重

は

し
て
高
く

重
く
な

て
い
く
か
ら
だ

 
つ
ま
り
ス
ト
レ
ア
は
あ
の
聖
剣
を

え
た
ま
ま
で
は
と
て
も
五
メ

ト
ル
も

べ
な
い
の

で
あ
る

 
恐
ら
く
レ
イ
ド
内
で
最
高

力
値
だ
ろ
う
彼
女
で
す
ら
そ
れ
で
あ
れ
ば
い
く
ら
キ
リ
カ
と

え
ど

 
と
そ
の
思

を

断
す
る
よ
う
に
キ
リ
カ
が
動
い
た

ス
ト
レ
ア
の

ら
に
残

て
い
る

少
年
は
奪
う
よ
う
に
聖
剣
の

を
握
る
や

や

全
力
で
真
横
に
放
り
投

た
の
だ
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な

ち

 
ぎ

と

思
わ
ず
あ
た
し
は
目
を

い
た

 
最
強
の
聖
剣

鍛
冶
を

む
者
と
し
て
そ
し
て
か
つ
て
聖
剣
を
振
る

て
い
た
少
年
の
友
と

し
て
興
味
は
非
常
に
そ
そ
ら
れ
て
い
た

自
分
が
持
つ
必
要
は
な
い
が
捨
て
る
に
は

し
い
と

は
思

て
い
た

 
そ
れ
を
キ
リ
カ
は

な
く
捨
て
た
の
で
あ
る

 
状
況
を

み
れ
ば
二
者

一
で
は
あ

た

聖
剣
を

い
た
ま
ま
グ
レ

ト
ボ
イ
ド
へ

し
す
る
か
そ
れ
と
も
捨
て
て
生
き
残
る
か

プ
レ
イ

の
欲
と

を
あ
ま
り
に
も

骨

に

す
五
メ

ト
ル
と
い
う
最
後
の

離

そ
れ
を
前
に
し
て
彼
は
思
い
切
り
よ
く
聖
剣
を
放

り
捨
て
て
見
せ
た

 
他
の
邪
神
に

て
い
る
面
子
が

え
え
え
え
え
え

と
声
を
上

る
の
が

こ
え
る

 
し
か
し
彼
は
そ
れ
を
無

し

ス
ト
レ
ア
の
手
を
引
い
て
こ
ち
ら
に

び

て
来
た

あ

あ
ん
た

良
か

た
の

 
ク
エ
ス
ト
的
に
も
回
収
し
な
い
と
マ
ズ
い
ん
じ

 

び

て
来
た
キ
リ
カ
に

め
寄
る

 
そ
う
な
の
だ

ク
エ
ス
ト
の
経

的
に

聖
剣
が
あ
の
穴

か
つ
て

ウ
ル
ズ
の

で
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あ

た
大
穴
に

ち
た
場
合
前
回
同
様

ツ
ン
ヘ
イ
ム
が
世
界
樹
の
恩

を
取
り

さ
な
い
事

は

に
分
か

て
い
る

 
し
ば
ら
く
は
そ
れ
で
も
異
常
な
く
進
む
だ
ろ
う

 
だ
が
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
自
動
で
ク
エ
ス
ト
を
作
り
出
す
機
能
を
持

て
い

る 
ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム
そ
し
て
ム
ス

ル
ヘ
イ
ム
に
繋
が
る
と
い
う
あ
の
大
穴
に

ち
た
な
ら
そ

の
二
つ
の
世
界
を
舞

に
し
た
ク
エ
ス
ト
で
ま
た
ぞ
ろ
Ａ
Ｌ
Ｏ

壊
の
危
機
に

る
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
あ
た
し
の

裏
に
浮
か
ん
で
い
た

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
少
年
は

仕
方
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
に

を

め
た

ど
ち
ら
に
せ
よ
今
の
状
況
で
聖
剣
確
保
は
無
理
だ

た

聖
剣

共
に

死
す
る
か
捨

て
て
生
き
残
る
か
の
結
果
だ
け
だ

た
よ

む

む

 
そ
う

わ
れ
る
と

反
論
が
出
来
な
い
の
で

る
し
か
無
い

 
仕
方
な
く
あ
た
し
は
彼
方
に

ち
て
い
く
聖
剣
に

線
を

し
た

聖
剣
は
そ
の
重
さ
の

に
は

分

く
り
と
ま
る
で
不
死

の
翼
か
ら

け

ち
た

の
よ
う
に
き
ら
り
き
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ら
り
と
無
限
の
大
穴
目
掛
け
て

下
し
て
い
く

 

二
百
メ

ト
ル

て
ト
コ
か
し
ら

  
最
強
の
伝
説

武
器
が

ち
て
い
く
光

を

め
て
い
る
と
別
の
邪
神
に

て
い
る
シ
ノ

ン
の
声
が

に
入

て
来
た

か
ら

れ
穏
や
か
な

風
に
吹
か
れ
る
上
空
で
彼
女
は

手
で
方
か
ら
⻑
大
な
ロ
ン
グ
ボ
ウ
を
下
ろ
し

て
で
銀
色
の

い

を
番
え

い
を
定
め
て

い
る

 

の
先
に
は

⻩
金
の
煌
め
き
を
引
い
て

ち
る

聖
剣

エ

ク
・
ス
キ

ト
・
ア
フ
ト
ル
・
エ
イ

 

を
定
め
た
猫
妖
精
が

く
古
ノ
ル
ド
語
の

を

ず
さ
む

を
白
い
光
が

ん

だ 

然
と
見
守
る
あ
た
し
達
の
眼
前
で
弓
使
い
に
し
て

撃
手
の

面
も
あ
る
と
さ
れ
る
シ
ノ

ン
が
無

作
に
弓
を
引
き

た

四
十
五

ど
下
方
彼
方
を

下
す
る
聖
剣
の
更
に
下

方
に
向
け

う

と

る
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は
空
中
に
不
思
議
な
銀
の
ラ
イ
ン
を
引
き
な
が
ら

し
て
い
く

先
程

え
た
魔
法
の

果
だ

弓
使
い
専

の
種

共

ス

ル

リ
ト
リ

ブ
・
ア
ロ

に
強
い

性
・

性
を
持
つ

を
付
与
し
発

す
る

果
の
そ
れ
は

常
使
い
捨
て
に
な

て
し
ま
う

を

回
収
し
た
り
手
の
届
か
な
い
オ
ブ
ジ

ク
ト
を
引

り
寄
せ
ら
れ
る

な
魔
法
だ
が

が

の

道
を
歪
め
る
上
に
ホ

ミ
ン
グ
性
ゼ
ロ
な
の
で

は
近

離
で
し
か

た
ら
な
い

と
い
う

 
そ
こ
で
よ
う
や
く
シ
ノ
ン
の
意

を
悟
り
な
が
ら
も
内
心
で

ら
な
ん
で
も
と

か
ざ
る

を
得
な
か

た

 
弓
の

程
は
⻑
弓
に

し
て
は
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
が

く

で
百
メ

ト
ル
で
あ

る

そ
の

内
で
あ
ろ
う
と

リ
ト
リ

ブ
・
ア
ロ

を
使
え
ば

は
大
き
く
ブ
レ
る

更
に

は
物
理
的

を
モ
ロ
に

け
る
の
で

然
風
の
影

も

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
の
上
で
二
百
メ

ト
ル
も
離
れ
た
現
在
進
行
形
で

下
し
て
い
る
モ
ノ
目
掛
け
風
が

吹
く
空
か
ら

い
を
つ
け

目
標
に

て
る
な
ど

 

し
か
し

 
彼
方
で

下
す
る
⻩
金
の
光
と
そ
の
更
に
下
へ
と

す
る
銀
色
の

は
ま
る
で

い
に
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引
き
合
う
か
の
よ
う
に
近
付
き

近
付
い
て

 
た

ん

 
と

や
か
な

を
発
し
て

衝
突
し
た

よ
 
シ
ノ
ン
が

手
か
ら

び
る
魔
法
の

を
思
い
切
り
引

た

⻩
金
の
光
の

下
が
ぐ

と

速
し

止

い
で
上

を
開
始
し
た

た
だ
の
光
点
だ

た
も
の
が
み
る
み
る

⻑

く

そ
し
て
剣
の

へ
と
変
わ
る

 
二

後

も
が
別
れ
を
覚
悟
し
た
だ
ろ
う
伝
説
武
器
が
す

と
シ
ノ
ン
の
掌
に
収
ま

た
う
わ

重

 
よ
ろ
め
き
な
が
ら
も
し

か
り
と

手
を
保
持
し
た
シ
ノ
ン
は
自
身
に
目
を
向
け
る

間

に

を
巡
ら
せ
た

し

し

し

シ
ノ
ン
さ
ん

マ
ジ
か

け

 
三
十
一
人
の
声
が

完
全
に
同
期
し
て
投

か
け
ら
れ
た

 
全

の
称

に
彼
女
は
三

を

こ

こ
動
か
し
そ

を
向
い
た

ハ

カ

の

を
取
り
出
し
て

く
わ

え
す

と
一

を
始
め
る

ス
ナ
イ
パ

に
似
合
い
の
ク

ル
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過
ぎ
る
仕

だ
が

そ
の

が
真

に
な

て
い
る
事
は

魔
化
せ
て
い
な
か

た

  
・
レ
イ
ン

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
キ
リ
ト
達
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
の
一
部
を
確
立
し
た
鍛
冶
師

二
刀
剣
士

 

サ
ウ
ザ
ン
ド
・
レ
イ
ン

は

鍛
冶

魔
法
を
極
め

戦
闘
に
転
化
し
た
技

と
い
う

要

な
の
で

密
に
は
魔
法

い
に
な
る

だ
が

原

ゲ

ム
的
に
は
技

い
に
な

て
い
る

空
間
に
古
代

武
器
を

ば
せ

そ
れ
を

で
も

ば
せ
る

消

が
無
い
の
は
本
作

オ
リ
ジ
ナ
ル

 
つ
ま
り
無
限
に
遠

離
攻
撃
が
出
来
る
前
衛
剣
士
と
い
う
ス
タ
ン
ス

 
原

的
に
は
ス
メ
ラ
ギ
よ
り
強
く

キ
リ
ト
と

す
る
レ
ベ
ル
の
剣
士
ら
し
い

  
・
リ
ズ
ベ

ト
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キ
リ
ト
達
の
メ
イ
ン
鍛
冶
師
と
し
て
動
い
て
い
る
片
手

使
い

 
鍛
冶
ス
キ
ル
で
同
じ
魔
法
を
見
て
使

て
い
る
の
で
レ
イ
ン
が
名
前
・

を
明
か
し

て
い
な
い
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て

し
が
付
い
て
し
ま

た

同
業
な
ら

で
分
か
る

  
・
ス
ト
レ
ア

 
キ
リ
ト
一
行
の
中
で
ダ
ン
ト
ツ
で
パ
ワ

重

な

手
剣
使
い

 
タ
ン
ク
と
し
て

Ｉ
Ｔ
に
振
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ

チ

エ
ギ
ル
と
同
じ
種

な
が
ら

攻
撃
一

倒
の
ス
タ
イ
ル
な
の
で

力
値
極
振
り
ス
タ
イ
ル
故
の
パ
ワ

フ

イ
タ

 
そ
の
片

は
原

ゲ

ム

千
年
の
⻩
昏

に

い
て

手
剣

の
ぶ

壊
れ
攻
撃
力
と

合
わ
さ
り
最
強
に
思
え
る

ど
実

一
撃
で
数
十
万

き
出
せ
る
 
し
か
も

一

で

二
万
突
破
す
る
最
大
最
強
の
ア
タ

カ

タ
ン
ク

攻
撃
・

ア

プ
バ
フ
も
あ
る
の
で

い
 
原

で
は
キ
リ
ト
が

力
値
最
高
だ

た
が
本
作
で
は
ス
ト
レ
ア
が

る
の
で
聖
剣
を

く

は
彼
女
が

う
事
に
な

た
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・
キ
リ
カ

 
物
欲
が
無
い
剣
士

 
剣
士
な
ら

も
が
求
め
る
だ
ろ
う
聖
剣
で
あ

て
も
ど
う
足
掻
い
て
も
回
収
で
き
な
い
と
な

れ
ば

聖
剣
を
捨
て
て
生
き
る
道
を

ぶ

 
し
か
し
ア
ニ
メ
で
思

た
ん
で
す
が
ブ
ン
投

る
方
向
を

間
が

る
方
に
す
れ
ば
投

し

で
回
収
で
き
た
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

な
ん
て
疑
問
は

の
内
に
仕
舞

て
お
き
ま
し

う  
・
シ
ノ
ン

 
シ
ノ
ン
さ
ん
マ
ジ
か

け

 
原
作
と
違

て
ラ
イ
フ
ル
経
験
し
て
な
い

弓
の
レ
ン
ジ
以
上
の

能
力
に

し
て
は
Ｓ

Ａ
Ｏ
編
の
中
る
と
分
か

て
か
ら

る
感
覚
に
よ
る
補
正
で
補

て
い
る
と
し
て
下
さ
い

 
本

ま
じ
か

け

 
を
し
た
か

た
の
で
す

正
直

  
・
ス
リ

ム
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我
が

望
は

え
ぬ

 

実
は
地
味
に
原

か
ら
セ
リ
フ
が
増
え
て
い
る

  
・
ヴ

フ
ス

 

コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ

で
は
ス
リ

ム
に
よ

て

  
・
キ
リ
ト

 

い
て
行
か
れ
た

・

・

 
気
に
は
し
な
い
け
ど
ネ

・

・

 

忘
れ
ら
れ
て
な
い
よ
ネ

・

・
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十
一
幕
 

対
ヴ

フ
ス
・
前

  

点

ユ
ウ
キ

場

ヴ

フ
ス

 

数

約
一
万
六
千

 

場

点
か
ら
は

ユ
ウ
キ
達
が
ス
リ

ム
と
戦

て
る

り
に
時
系
列
が

り
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
五
月
十
七
日

日

後
十
時
四
十
五
分

 
ス
リ

ム

組
に
配
属
さ
れ
た
自
分
達
は
変

を
解
い
た

神
ト

ル
の
力
を

り
な
が

ら

の

人
の
王
を
撃
ち
果
た
し
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
を

し
た
ば
か
り
か

き

し
の

前
に

ん
だ
キ
リ
ト
に
は
出
来
な
か

た
最
強
の
伝
説

武
器
聖
剣
エ
ク
ス
キ

リ
バ

の
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回
収
を
成
し

た

女
王
の
請
願

ク
エ
ス
ト
の
ク
リ
ア

件
を

た
し
た
の
で
あ
る

 
そ
の

猫
妖
精
の
弓
使
い
の

な

の

が

さ
れ
さ
し
も
の
自
分
達
も

と
称

を

わ
に
し
た

 
そ
れ
を
祝
福
す
る
よ
う
に

極

の
地
下
世
界
の
天

を

て
い
た
世
界
樹
の
根
は
蠢
き

そ
れ
に

か
れ
て
い
た
氷
の
城
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
は

し
て
い
く

 

を
立
て
て

れ

天
か
ら
根
を
下
ろ
す
世
界
樹
の
根

 
そ
れ
を
見
て
い
る
と

と

疑
問
が

を

た

そ
う
い
え
ば

勢
い
で
ボ
ク
達
だ
け
で

て
き
た
け
ど
さ

キ
リ
ト
は

 

間

あ

と
異

同

に
声
が

う

 
前
回
彼
が
ど
の
よ
う
に
し
て
脱
出
し
た
か
は
不
明
だ
が

風

を

り

ん
だ
に
せ
よ

自

分
達
の
よ
う
に
邪
神
た
ち
を
使

た
に
せ
よ
い
ま
の
彼
の
容

を

慮
す
る
と
方
法
と
し
て
は

後
者
し
か
取
れ
な
い
気
も
す
る

自
力
脱
出
不
可
能
と
い
う
事
だ

 

故
か

化
し
た
個
体
が
増
え
て
い
る

だ
が
自
分
達
の
パ

テ

と
同
数
の
個
体
を

き

ス
リ

ム
ヘ
イ
ム

地
点

に

化
個
体
は
見
ら
れ
な
い

 
多
分
彼
は
ま
だ
脱
出
出
来
て
い
な
い
か

と
も
す
れ
ば
も
う
穴
に

ち
て
い
る
の
で
は



 十一幕 〜対ヴァフス・前〜

 
そ
う
思

て

線
だ
け

上
に
向
け
る

 

と
り
第
三
層
に
残

た
と
は

え
彼
は
パ

テ

編
成
を
解

し
た

で
は
な
い

だ

か
ら
そ
こ
に
は
ま
だ
彼
の

バ

が
存
在
し
て
い
た

 
表
示
さ
れ
て
い
る
バ

の
緑
ゲ

ジ
⻘
ゲ

ジ
は

分
か

て
い
る
が
五

も
下
回

て
い
な
い
状

だ

こ
ん
な
中

な
数
値
と
な
る
と
ま
だ

下
中
だ
ろ
う

 
同
じ
事
を

え
た
の
か
リ

フ

と
ユ
イ
が
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
遠
見
魔
法
を

し
氷

レ
ン
ズ
を
作
り
出
し
た

そ
れ
で

地
点
を
ズ

ム
で
確
認
し
て
い
く

そ
れ
が
出
来
な
い

ボ
ク
や
他
の
面

は
手
で

を
作
り
な
が
ら
遠
く
を
見
る

し
か
し

色
の
空
や

線
を
背

に

ち
て
い
く

の
ど
こ
に
も

は
見
え
な
い

ね

ダ
ン
ジ

ン
が
あ

た
ト
コ

い
ま
光
ら
な
か

た

 
そ
う
声
を
上

た
の
は
シ
ノ
ン
だ

た

猫
妖
精
の

力
補
正
と

手
と
し
て
遠

能
力
を
上

る
ス
キ
ル
を
取

て
い
る
彼
女
は
聖
剣
を

え
な
が
ら
う
ぞ
う
ぞ
と
蠢
く
樹
の
根
の

り

を

し
て
い
る

 
つ
ら
れ
て
自
分
も
目
を
向
け
る

 

チ
カ

と
光
が
舞

た
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光

た
の
は
蠢
き

り
な
し

だ

た
大
穴
へ
下
り
よ
う
と
す
る
根
で
は
な
く
妖
精
郷

の
地

で
あ
る
天

に
し

か
り

ら
れ
た
動
い
て
い
な
い
根
だ

そ
の
一

が
チ
カ

チ
カ

と
不

に

い
て
い
る

 
そ
こ
に
氷

を
向
け
た
二
人
が
す
ぐ
に
反
応
を
見
せ
た

本

で
す

キ

が
戦

て
ま
す

で
も

な
ん
か

ヴ

フ
ス
の
様
子
が
お
か
し
い
よ

全
体
的
に
禍

し
く
な

て
る

な
ん
か

な
予
感
す
る
ん
だ
け
ど

 

表
情
を

さ
な
い
リ

フ

が

を

め
て
る
上
に
そ
の
彼
女
が
禍

し
い
と
形

容
し
て
る

り
に
ボ
ク
の

裏
に

が
鳴
り

い
て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

ど
バ
リ
バ
リ
で

は
な
い
が
ち

と
危
な
い
予
兆
だ

 
ボ
ス
が
変
身
形

を
持

て
い
る
事
は
も
う

れ

こ
だ
が

人
の
王
で
あ

た
ス
リ

ム
が
変
身
し
な
か

た
の
に
そ
の
配
下
だ
ろ
う
ヴ

フ
ス
が
変
身
す
る
と
か
あ
り
得
る
だ
ろ
う

か

無
い
と
は

え
な
い
が
そ
の

の
序
列
で
能
力
の
数
が
決
ま
る

向
に
あ
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

配
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
ち

と

え
づ
ら
い

 

と

そ
こ
で

裏
に

る
事
が
あ

た

ス
リ

ム
が
今

の

に

し
た

葉
だ
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の

ら
の

望
は

ま
だ

え
て
お
ら
ん

 
そ
う

し
氷
へ
と

け

た

ト

ル
的
に
は
地
の

に
還

た

ス
リ

ム

の
影

が
あ
る
と
は

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か

す
な
わ
ち
王
が
死
ん
だ
か
ら
自
動
的
に
王
に

ヴ

フ
ス
が
な
り

能
力
が
増
え
た
と

 
で
も

そ
れ
で
も

イ

な
予
感
が

え
な
い

 
氷

を
作
れ
る
面

に
集
ろ
う
と
し
た
ト
コ
ロ
で
ア
ル
ゴ
か
ら
中
継
動

が
あ
る
と
教
え
て

も
ら

た
ボ
ク
達
は
個
別
に
メ
ニ

か
ら
ネ

ト
に
繋
ぎ
彼
と
ヴ

フ
ス
の
戦
闘
を
中
継

し
て
い
る
と
い
う
動

を
開
い
た

    
二

二
五
年
五
月
十
七
日
金

日

後
十
時
四
十
分

 
別
の

件
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
潜

て
い
た
私
は

現
実
の
肉
体
へ
と
意
識
を
復
帰
さ
せ
た

 

て
い
た

ア
ミ

ス
フ

ア

を

ら
に

い
て

身
を

こ
す

 
そ
こ
で
影
が
差
し
た



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

お
帰
り
な
さ
い

さ
ん

 
影
の
主
は
女
性
だ

た

て
い
た
大
学
の

の
後

に
し
て
自
身
の
恋
人
で
あ
る

女
性

神
代

子

で
切
り

え
た
黒
髪
が

て
い
る
の
を
見
る
に
入

し
て
い

た
の
だ
ろ
う

 
彼
女
は

手
に
白
の
マ
グ
カ

プ
を
持

て
い
て

そ
の
片
方
を
差
し
出
し
て
来
た

 
あ
り
が
と
う
と
手

に
礼
を

て

を
付
け
る

ブ
ラ

ク
特
有
の
苦
味
が

い

い

に
広
が
る
の
を
感
じ

そ
れ
を

み
下
し
て
か
ら

を
開
く

い
つ
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
か

私
は

て
い
な
か

た

だ
が

女
の

よ

も
う
そ
ろ
そ
ろ
と
思

て
た
の

さ
ん

要

良
い
か
ら

そ
う
か

 
お
そ
ら
く
要

が
良
い
か
ら
こ
そ
時
間
に
目
安
を
付
け
や
す
い
と
い
う
意
味
で

た
の

だ
ろ
う
彼
女
は
ベ

ド
に

掛
け
る
私
の

に

た

数
セ
ン
チ

ど
の
隙
間
も
無
い
そ

の

離
感
は

ま
ざ
ま
ざ
と
自
分
と
彼
女
の

性
に
実
感
を
持
た
せ
て
来
る

 
正
直

私
は

彼
女
の
事
を
よ
く
分
か

て
い
な
い

 
人
間
性
が
善
良
で
あ
る
コ
ト

意
外
に
気
が
強
く
一

決
め
た
ら

な
い
主
義
で
あ
る
コ



 十一幕 〜対ヴァフス・前〜

ト

理
知
的
で

明
で
あ
る
コ
ト

そ
れ
ら

客
観
的
デ

タ

は
数
多
く
持

て
い
る

 
だ
が
私
は

彼
女
を
構
成
す
る

主
観
的
デ

タ

す
な
わ
ち
感
情
に
つ
い
て
は

ど
わ

か

て
い
な
い

 
な
に
を

え
て
い
る
か
は
分
か
る

し
か
し
そ
の
結
論
に
彼
女
が

を
感
じ
る
か
ま
で
は
分

か
ら
な
い

 
他
人
だ
か
ら
そ
れ
は

然
と

え
る
だ
ろ
う
が

私
が
未
だ
分
か
ら
な
い
の
は
一
時
期
は

世

の
大

罪
者
と
ま
で

わ
れ
た
自
身
を
彼
女
は
ど
う
し
て
信
じ

け
ら
れ
た
の
か
と
い
う

事
だ

た

 
同
時
に

私
で
良
い
の
か
と
も
思
う

 
あ
の
城

浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
い
う
子

の

か
の
夢
想
に
た
だ

進
し
時
間
も

技
術
も
金
も

ぎ

み

け
た
私
は
デ
ス
ゲ

ム
以
前
の
時
点
で
恋
人

に
あ

た

子
を

蔑
ろ
に
し
て
い
た
自
覚
が
あ
る

そ
れ
は
主
観
的
だ
け
で
な
く
客
観
的
な
状
況
か
ら
も
明
ら
か

だ

時
間
が
空
い
た
時
を

て
ド
ラ
イ
ブ
や

歩
な
ど
の
息

き
に
誘
わ
れ
る
時
に
断

た
事

は
無
い
が
世
間
一

で

う
恋
人
と
し
て
の
や
り
取
り
と
し
て
は
か
な
り
不
十
分
だ

た

と
思
う
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ま
し
て
や
私
は
人
間
と
し
て
ど
こ
か
欠

し
て
い
る
と
も
感
じ
て
い
る

 
か
つ
て
あ

た

日

夜
不
眠
不

で

き

け
て
も

え
な
い
気

を
い
ま
の
私
は

喪

て
い
た

そ
う
い
え
ば

キ
リ
ト
君
は
ど
う
し
て
い
る
ん
だ
い

 
そ
ん
な
私
を
動
か
し
て
い
る
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
は
じ
め
数
多
く
存

し
て
い
る
仮
想
世
界
と

そ
こ
で
戦
う
大
恩
あ
る
少
年
だ

た

ユ

ミ
ル

の
代
表
取

を
務
め
て
い
る
の
も
私
の

夢
に
付

し
た

人
の
死

を
少
し
で
も

ら
し
救

て
く
れ
た
少
年
へ
の
恩
返
し
な
の
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
進
行
状
況
を

き

し
た
事
で
再
発
す
る

ツ
ン
ヘ
イ
ム
で
の

人
問

に
対

す

べ
く

彼
は
直

動
い
て
い
る

 
私
は
裏
方
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
潜

て
い
た

ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
で
一
体
の

化
邪
神
で

復
し

て
い
る
間
に

彼
が

コ

ル
を

し

直

依
頼
し
て
き
た
事

あ
と
四
体
同
じ
邪
神
を

化
さ
せ
る

に
動
い
て
い
た

 
本
来
で
あ
れ
ば

常
プ
レ
イ
の
手
助
け
を

が
す
る
事
は
ご
法

だ
が

こ
れ
が
失

す
れ

ば
地
上
が

壊
し
ま
た

き

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

そ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
運

に
も
よ
く
な

く
ま
た
私
の
仮
想
世
界
に
掛
け
た
夢
が

に
終
わ
る
か
ら
と

え
て
来
ら
れ
て
は
ノ

と
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突

ね
る
事
は
不
可
能
だ

た

 
そ
れ
で
一
時
間
以
上
掛
け
て
合

四
体
の
動
物
型
邪
神
を

化
さ
せ
る
事
を
了
承
し
い
ま
ま
で

動
い
て
い
た

 
だ
か
ら
私
は

い
ま
彼
ら
が
ど
う
動
い
て
い
る
か
は
知
ら
な
か

た

あ
ま
り
良
い
と
は

え
な
い
と
思
う
わ

 

に

る

子
が
コ

ヒ

を

り
な
が
ら

う

線
は
反
対

の

に
設

さ
れ
た

デ
ス
ク
ト

プ

の
デ

ス
プ
レ
イ
に
向
け
ら
れ
て
い
た

 
立
ち
上
が
り

に
近
付
く

 
大

面
型
デ

ス
プ
レ
イ
は
二
つ
に
分

さ
れ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

の
中
継
動

を
同

時
に

し
て
い
た

 

は
髪
を
一
つ
に

た
二
刀
の
少
年
を
中
心
と
し
た
レ
イ
ド
の
戦
闘

様

⻩
金
の
ハ
ン

マ

を
持
つ

の
男
神
が
加
勢
に
入
り
そ
れ
に

す
る
形
で
三
十
人

ど
の
プ
レ
イ

が

人
の
王

と
戦
い
始
め
た
光

が

て
い
る

 
問

は

だ

髪
を
下
ろ
し
た
黒

く
め
の
ス
プ
リ
ガ
ン
が
銀
色
の

人
を

独
で

手

取

て
い
る
光

が

て
い
る
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思
わ
ず
こ
め
か
み
を
指
で

ん
だ

私
の
記

が
確
か
な
ら

彼
は
か
な
り
重

で
倒
れ
た
と
思
う
ん
だ
が

そ
う
ね

多
発
性
く
も

下
出
血

て

い
た
わ

 

と
息
を

く

 
反
応
速

は

論

の
使

に

し
て

に
多
大
な
負

を
掛
け
る
以
上

く
は

絶
対
安
静
と

わ
れ
て
い
る

し
か
し
そ
れ
を

守
す
る
つ
も
り
は
な
い
ら
し
い

 
そ
れ
よ
り
も
大
事
な
コ
ト
が
あ
る
と

彼
が
判
断
し
た
か
ら
だ

 
少
な
か
ら
ず
私
も

わ

て
い
る
だ
ろ
う

彼
に
は
も

と
自
分
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
の

だ
が
道
中
ま
で
彼
女
ら
が
一
緒
に

た
上
で
一
人
残

た
の
な
ら
そ
れ
は
彼
が
生
き
る
最
大

の
理
由
で
あ
る
彼
女
ら
の

葉
で
も

せ
な
か

た
と
い
う
事
だ

そ
の
場
に
私
が

て

を

た
と
こ
ろ
で
変
わ
ら
な
か

た
だ
ろ
う

彼
は
数
で
は
な
く

ヒ
エ
ラ
ル先
キ

で
行
動
指

を

決
め
る
人
間
だ

そ
う
い
え
ば

こ
の

人

前
回
と
出
現
タ
イ
ミ
ン
グ
が
違
わ
な
い
か
い

 
は
て

と

を

る
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き

す
以
前
の

は
報

を

け
て
い
る

そ
の

人
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
と

決
闘
し
勝

し
た
事
で
保
険
と
し
て
運

す
る
事
も
特
に
問

無
い
か
確
認
さ
れ
る
過
程
で

き
知

て
い
た

彼
が
戦

た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ス
リ

ム
を
倒
し
た
後
つ
ま
り
ス
リ

ム
ヘ

イ
ム
が

し
た
後
で
あ
る
事
も

 
ま

そ
も
そ
も
そ
れ
で

え
ば

神
ト

ル
の
存
在
も
同
じ
な
の
だ
が

あ
あ

そ
れ
が

ど
う
も
前
回
と

展
開
が
違
う
よ
う
な
の

な
に

 
い
ま
の
状
況
と
の
差
異
に

を

て
い
る
と

で
同
じ
よ
う
に

面
を
見
て
い
た

子
か

ら
補
足
を

け
る

 
フ
レ
イ

に
化
け
て
い
た
と
い
う

神
ト

ル
に

し
て
は

ら
か
の
フ
ラ
グ

だ
ろ
う

と
の
事

 
恐
ら
く
前
回
と
違
い
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
の
分

ル

ト
ク
エ
ス
ト
を

に
し
て
い

る
か
し
て
い
な
い
か
の
差
だ

ト

ル
は
ア

ス
ガ
ル
ズ
つ
ま
り
オ

デ

ン

な
の
で
前

回
ロ
キ

だ

た
キ
リ
ト
と
は
必
然
的
に

対

に
な
る

ま
あ
神
話
上
で
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム

に

び

む
ト

ル
は
ロ
キ
の
手
助
け
を

け
て
い
る
の
だ
が
そ
の

ま
で
は
応

が

か
な
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か

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
し
て
ヴ

フ
ス
は

原
因
は
不
明
だ
が

き

す
前
の
ク
エ
ス
ト
の
記
録
を
有
し
た
状

で

キ
リ
ト
に

し
て
い
る
ら
し
い

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

が

し
て
い
る
の
で
は

と
ユ
イ
は
推

を

に
し
て

彼
は
そ
れ
を

定
し
た
と
い
う

む

 

に
手
を

て

え

む

 

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
状
況
と
動
物
型
邪
神
の
全
滅
ま
で
の

予
を

え
れ
ば
正
直
リ

フ

達

と
残
り
ヴ

フ
ス
と
戦

て
も
十
分

予
が
あ

た

だ

現
に
ス
リ

ム

は

勢
を

決
し
て
い
る

容

に
よ
り
少
な
か
ら
ず
制
限
を

け
て
い
る
と
は

え
そ
れ
で
ク
エ
ス
ト
を

失

さ
せ
る

ど
の
大

ロ
ス
に
な
る
と
は

こ
の
面
子
を
見
る
限
り

え

い

 
と
な
れ
ば

彼
が
一
人
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
ヴ

フ
ス
に
あ

た
と

え

る
べ
き
か

 

に
命
を

け
る
状
況
で
な
く
彼
自
身
も
自
分
の
体
の
事
を
理
解
し
て
い
る
上
で
の
行
動
と

な
れ
ば
そ
れ
が
一
番
し

く
り
く
る

 
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
の
よ
う
に
義
姉
と
い
う

で
も
な

い
の
に
彼
が
ヴ

フ
ス
の

に
命
を

け
る
と
は

え

い
か
ら
多
分
ヴ

フ
ス
を

し
て
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か
が
あ
る
と
見
て

危
惧
し

動
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

 

け
ば
彼
自
身
ヴ

フ
ス
が
現
れ
た
事
は

論

神
ト

ル
が
現
れ
た
事
に
も

い
て
い

た
ら
し
い

そ
こ
で

事
変

と
の
因
果

を
疑
う
の
は
む
し
ろ

然
だ

 

と
も
あ
れ

に

は
投

ら
れ
た

 
人
命
を

く
し
た
以
上
最

天
命
を

つ
ば
か
り
と
私
は

に

す
る
事
に
す
る

子

を
持

て
来
て

子
と
横

び
に
デ
ス
ク
の
前
に

る

ジ

ネ
レ

ト
・
サ

マ
ル
・
エ
レ
メ
ン
ト

 

面
の

分
に

る
少
年
が

ぶ

手
で
黒
剣
を
持
つ
彼
は
空
の

手
を
前
に
突
き

出
す

そ
の
開
か
れ
た
五
指
の
先
に
深
紅
の
光
が

た

バ

ド
・
シ

イ
プ

デ

ス
チ

ジ

 
立
て

け
に

く
式

が
紡
が
れ
る

古
ノ
ル
ド
語
よ
り
も
分
か
り
や
す
く

性
を
持

た
せ
や
す
い
よ
う
に
と
英

語
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
彼
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

属
性
の
そ
れ
は

五

の

と
な

て

て
つ
く
広
間
を

ん
で
い
く

 
少
年
は

の

が

び
立

て
す
ぐ

の

に
取
り
掛
か

て
い
る

 
日
本
語
よ
り

く
ま
た
覚
え
や
す
い
英

語
構
成
と

え
ど

に

え
て
も
三

前
後
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は
ど
う
し
て
も

に
要
し
て
し
ま
う

そ
の
三

は

ロ
の
状
況
で
死
に
至
る
に
は
十
分
過

ぎ
る
時
間
だ

 

対
す
る

人
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
は

自
身
に

る

の

た
ち
を
見
て
も

ま
な

い

銀
の
大
刀
を
振
る

て

発
を
誘

て
い
た

波
で
ダ
メ

ジ
を

け
て
い
た
が
そ
れ

も

で
あ
る

 
気
に
し
た

振
り
も
な
く
ヴ

フ
ス
は

離
を

め
る

 
そ
の
速

た
る
や
眼
を

る
も
の
が
あ
る

点
で

め
る
中
継
動

で
は
お
よ
そ
一

で
二
十
メ

ト
ル
前
後
の

離
を

め
て
い
る
の
が

わ
か
り

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

極
振
り

で
な
け
れ
ば
出
せ
な
い
速

を
パ
ワ

タ
イ
プ
の
ボ
ス
が
見
せ
る
そ
の
理
不

ぶ
り
は

ツ
ン

ヘ
イ
ム
に
住
ま
う

人

ら
し
さ
以
上
に

と
な
く
苦
い
思
い
を
さ
せ
ら
れ
た
数
多
の
フ
ロ

ア
ボ
ス
た
ち
の
影
が

間
見
え
た

 
数

で

離
を

め
た
ヴ

フ
ス
が

銀
の
大
刀
を
振
り
下
ろ
す

 
対
す
る
少
年
は

掌
に
白
と
闇
二
色
の

を
保

た
ま
ま

黒
剣
を

め
に
翳
す

間

彼
の
眼
前
に

明
の

が
生
ま
れ
た

に
対
し

直
の
そ
れ
は
パ
シ
パ
シ
ン
と
白

を
弾

け
さ
せ
て
い
る
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と

 
振
り
下
ろ
さ
れ
た
銀
の
大
刀
は

し
か
し
そ
の

に
衝
突
す
る

前
で
止
め
ら
れ
る

 
彼
の
話
に
よ
れ
ば

ア
レ
は
物
理

に
な
る
氷
・
地
属
性
の

い

に

水
と

を
加
え

自
動
的
に
感
電
反
撃
を
付
与
し
た
攻

一
体
の
魔
術
だ
と
い
う

現
実

だ
と
あ
れ

ど

い

な
ど

く
指
で
突
い
た
だ
け
で

け
そ
う
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

い
て
魔
法
属
性
の

は
同
じ

魔
法
属
性
で
な
け
れ
ば
破
壊
不
可
能

氷
だ
け
な
ら

属
性

体
で
破
壊
可
能
だ
が
ア
レ
に
は
地

属
性
も
加
え
ら
れ
て
お
り
そ
れ
は
グ
ラ
フ

ク
を
自
由
に
設
定
出
来
る
と
い
う
点
で
ミ

ス
リ

ド
を
誘
発
さ
れ
て
い
る
た
め
気
付
け
な
い
と
い
う
プ
レ
イ

心
理
を
付
い
た
イ

ら

し
い
属
性
構
成
に
な

て
い
る

 
し
か
も
ア
レ
は
攻

一
体
の
技
で
は
あ
る
が
も

ら

時
に
し
か
使
わ
れ
ず
つ
ま
り

大

が
物
理
属
性
を

手
に
す
る
の
だ
が
物
理
攻
撃
で
は

本
的
に
破
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
的
制

約
も
あ
る

 

を
突
破
す
る
に
は
最

で
も

・
風
属
性
攻
撃
を
同
時
に

き

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

し
か
し
物
理
属
性
に
属
性
を
付
与
出
来
る
魔
法
は
同
一
カ
テ
ゴ
リ

い
の
た
め
一
つ
し
か

さ
れ
な
い

あ
の

魔
術
を
破
る
に
は
ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア
の
よ
う
に
中
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以
上

つ

・
風
属
性
を
有
す
る

ド
ス
キ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
が

ド

ス
キ
ル
は
彼
の
反
応
速

で

え
ば

く
構
え
と
光
を
見
た
時
点
で
対
応
さ
れ
て
し
ま
う

仮

に

魔
術
を
見
て
か
ら
ス
キ
ル
を

し
て
も
魔
術
は
使

後
の

直
が
無
い
た
め

に

離
を
取
ら
れ

技
後

直
の
隙
を
突
か
れ
て
終
わ
り
だ

 
そ
ん
な
魔
法
の
バ
フ
カ
テ
ゴ
リ
や
シ
ス
テ
ム
の
制
約
Ｏ
Ｓ
Ｓ
制
作
時
の

点
を
フ
ル
活

し
自
身
の
反
応
速

ま
で
も

し
た

魔
術
だ
が
一
点
だ
け
そ
れ
を
無
力
化
す
る
方
法

が
あ

た

 
そ
れ
こ
そ

ヴ

フ
ス
が
し
た
よ
う
に

に
攻
撃
を

て
な
い

だ

 
破
る
方
法
は
無
い
が

け
る
方
法
は
あ
る
の
で
あ
る

 
と
は
い
え

彼
の
間
合
い
は

剣
の
そ
れ
で
は
な
い
の
だ
が

デ

ス
チ

ジ

 
ヴ

フ
ス
が
攻
撃
を
無
理

理
止
め
た

間
少
年
が

を
結
ぶ

突
き
出
さ
れ
て
い
た

掌
か
ら
二
色
の
閃
光
が
放
た
れ
た

閃
光
は

に

ま
れ
る
事
も
な
く

人
の
体
に
直
撃
し

吹

ば
す

 

離
が
開
い
た
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キ
リ
ト
は

で

を
動
か
し
な
が
ら

剣
か
ら
弓
へ
と
武
器
を
持
ち

え

を
番
え
る

に

い
光
が

る
と
同
時
に
指
が
離
れ
た

そ
の
も
の
の
よ
う
に

え

る

が
氷
の

に
倒
れ

む
ヴ

フ
ス
へ
と

す
る

く
 
直
撃
す
る

前
ヴ

フ
ス
が
横
に

ん
だ

引
き
付
け
る
た
め
だ

た
の
だ
ろ
う

の

は
ヴ

フ
ス
が
直
前
ま
で

た

に

弾
し

発

そ
の

波
だ
け
が

手
に
与
え
た
ダ
メ

ジ
だ

た

 
し
か
し

攻
撃
は
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
無
い

 

終
わ
り
な
ど

無
い

 
間
断
な
く

と
魔
術
の
魔
弾
が

る

直
線
あ
る
い
は

線
を

き

人
に

る
様
は

ま
る
で
弾
幕
だ

一
つ
一
つ
は
小
さ
い
が
数
で
補
う
事
で

せ
る
隙
間
を

し
て
い
る

そ
ん

な

さ
れ
た
弾
幕
を
前
に
ヴ

フ
ス
は
銀
の
大
剣
を
盾
に
し
て

ぐ
ば
か
り

 

発

氷
が

け
る

が

き

鳴
と
閃
光
が

い
た

 
銀
の
大
刀
に

ま
れ

に

ち
る
鉄
の

と
剣

そ
れ
ら
は
た
ち
ま
ち
光
に
消
え
て
ま
た

人
を
襲
う
武
器
と
し
て

さ
れ
る
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ね

さ
ん

こ
れ
ど

ち
が
ボ
ス
な

キ
リ
ト
君
は

か
ら
本
気
に
な

た
ら
メ
タ
を

る
か
ら
な

 

外
に

今
更
だ
よ
と
返
す

 
実

彼
は
本
気

そ
れ
も
一

戦

た
事
が
あ
る

手
に
は

不

の
メ
タ策

を

じ
て

い
た

そ
れ
か
ら

れ
ら
れ
た
の
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
リ

フ

の
二
人
だ
け

そ
の
二
人
と
も
が

格

外
の
人
間
で
あ
る
と

え
ば

の
存
在
に
は
十
分
メ
タ
と

え
よ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ボ
ス
戦
の
光

を
見
て
い
る

だ
が

そ
れ
で
も
中

け
入
れ
が
た
い
の

か

彼
女
は
ま
だ

な

を
し
て
い
た

 
そ
う
だ
ろ
う
な
と

内
心
で
苦

を
浮
か
べ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
レ
ベ
ル
ス
キ
ル
制
を

し
て
い
た

こ
れ
は

来
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
手
法
を

流

し
た
方
が
成

し
や
す
い
と
い
う
見

み
が
あ

た
か
ら
だ

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
そ
れ
に
反
し
レ
ベ
ル
制
を

し
た
完
全
ス
キ
ル
制
を
掲

て
い
た

つ
ま
り
種

に
よ

て

が

確
定
さ
れ
る
と
い
う
状
況
だ

た

だ
が

え
ば
猫
妖
精
の

で
魔
法

を
水
妖
精
で
剣
と
魔
法
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
い
う
よ
う
に
個
人
の

味

で
少
な
か
ら
ず

そ
の
制
約
と
反
す
る

も
存
在
し
た

そ
の
た
め
運

を

ユ

ミ
ル

に

行
し
て
か
ら
は
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ド
ス
キ
ル
と
レ
ベ
ル
制

つ
ま
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

を

新
し

た
事
で
如

な
る
種

で
も
ス
テ

タ
ス
の
振
り
分
け

第
で
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
出
来

る
よ
う
に
な

た

無
論
種

の
特
性
は
そ
の
ま
ま
な
の
で
火
妖
精
だ
と
水
魔
法
ス
キ
ル
は
育

て
に
く
い
と
い

た
得
手
不
得
手
は
あ
る
が

 
し
か
し
レ
ベ
ル
制
と

ド
ス
キ
ル
な
ど
多
く
の
シ
ス
テ
ム
が
加
わ

た
と
は

え
ボ
ス

は
依
然
と
し
て
プ
レ
イ

を

か
に

す
る
存
在
だ

そ
れ
は
あ
ら

る
プ
レ
イ

の
共

見
解

い
や

そ
れ
以
上
の
常
識
と

て
も
過

で
は
な
い
だ
ろ
う

 
だ
と
い
う
の
に
彼
は

独
で
対
峙
し

そ
れ
も
圧
倒
し

け
て
い
る

ジ
リ

に
な

た
時

プ
レ
イ

は
す
ぐ

る
か

る
に

ら
れ
ず

に
な

て

り
切
ら
れ
る
か
だ
が

そ
の
立
場
が
ヴ

フ
ス
に
な

て
い
る
の
だ

 
こ
の
状
況
に
至

た
の
に
は
少
な
か
ら
ず

サ

テ

ン

武

と
い
う
反

武
器
も

わ

て
い
る

が

現
状
そ
れ
が
最
大
限
使
わ
れ
て
い
る
の
は
武
器
の
換

だ
け
だ

換

は
武
器
ス
キ
ル
の

ク
イ

ク
チ

ン
ジ

で
対
応
出
来
る
し

使

て
い
る
魔
術
も

力
よ
り
は

回
復
の
回
転

重

な
の
で

発
出
来
て
い
る
と
い
う
そ
の
気
に
な
れ
ば

で
も
出
来
る
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
て
い
る
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あ
る
意
味
で
の

重

 
補

と
攻
撃
の

絶
え
を
生
ま
な
い
そ
れ
は
時
に
一
方
的
に

を
追
い
立
て
る
恐
ろ
し
い
武

器
と
な
る

 
そ
れ
が

り
に
も
一
方
的
過
ぎ
る
せ
い
で
プ
レ
イ

と
ボ
ス
の

が
逆
転
し
て
い
る
よ

う
に
彼
女
に
は
見
え
て
し
ま

た
ら
し
い

 

と

そ
う

え
て
い
る
と

と
攻
撃
が
止
ん
だ

 
ど
う
し
た
の
か
と
思

た
が

す
ぐ
に
疑
問
は
氷

す
る

彼
の

が
残
り
五

を
切
ろ
う

と
し
て
い
た
の
だ

 
彼
が
作

た
魔
術
は
与
ダ
メ

ジ
の
一
パ

セ
ン
ト
分
を

な
い
し

に
還

す
る
付
与

果
を
持

て
い
る
が
ヴ

フ
ス
の
銀
剣
に

ま
れ
攻
撃

の

い

つ
ま
り
コ
ス

パ
の
良
い
魔
法
は

く
ノ

ダ
メ

ジ
で

が
れ
て
い
た

発

の
広
い
も
の
だ
と
回
収
分

が
使

分
に

ち
に
く
い

無
論
取
り

き
が

れ
ば
別
だ
が

今
は
ヴ

フ
ス
一
体
で
あ
る

に

が
あ
る
内
に
切
り
上

た
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
弓

だ
け
で
は

し
い
と

え
た
か
彼
は
持
つ
武
器
を
剣
に
変
え
る

黒
の

と
白
の
刃
を
持

つ
出
刃

の
如
き
無
骨
な
大
刀

お
お
ま
か
な
形
状
で

え
ば
ヴ

フ
ス
が
持
つ
銀
剣
と
似
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た
そ
れ
を

手
で
握
り
彼
は
大
上

に
構
え
た

直
に
掲

な
が
ら

を
引
き
そ

れ
で
い
て
ど

し
り
と

を

め
る

 
そ
れ
を
見
て

内
心
で

を

る

 
構
え
と
し
て
は

片
手
剣

の
バ

チ
カ
ル

手
剣

の
ア
バ
ラ
ン
シ

に
近
い
が

ど

ち
ら
で
も
な
い

片
手
持
ち
で
は
あ
る
が
刃
が
真
上
に
向
け
ら
れ
て
い
る

ア
レ
で
は
発
動
さ
せ

る
前
に

刃
を
後
ろ
に
倒
し
て
振
る

振
り
か
ぶ
る
動
作

が
必
要
と
な
る

 
彼
我
の

離
は
お
よ
そ
二
十
メ

ト
ル

 
ヴ

フ
ス
の

動
速

を

え
れ
ば
一

も
あ
れ
ば

め
ら
れ
る

離
だ

そ
れ
は
彼
が

回

す
る
事
も
そ
う
だ
が
あ
の

を
見
た
限
り
斬
り
掛
か
る
気

で
あ
る

し
か
し
構
え
は

ヴ

フ
ス
と

ち
に
な
る
事
も
危
う
い

 
い
や
そ
も
そ
も

故
い
ま
こ
の
時
に

然
の
構
え
を
取
る
の
か

未
だ
銀
剣
を
盾
に
動
か
な

い
で
い
る
ヴ

フ
ス
を

面
か
ら
武
器

で

く
絶

の
機
会
だ
と
い
う
の
に

故

 

そ
こ
ま
で
思

す
る
と
同
時
に

大
刀
に
違
和
感
を
見
出
す

 
刃
の

が
陽

の
よ
う
に
揺
ら
い
で
い
た
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強
い

 
そ
れ
が

そ
れ
だ
け
が

目
の
前
に
立
つ
剣
士
に
対
す
る

価
だ

た

 
世
界
の
時
が

る
前
も
思

た
事
だ
が

今
回
は
よ
り
洗
練
さ
れ
て
い
る
事
が
よ
く
分
か
る

と
に
か
く
隙
が
無
い

刃
を
交
え
て
も
攻
め
き
れ
ず

離
を
取
れ
ば

と
魔
法
に
よ
る
絶
え
間

な
い

打
に

は
有

打
を
見
出
せ
ず
に
い
る

氷
の
盾
で

ぐ
事
も

え
た
が
如

せ
ん

の
魔
弾
に
は
滅
法
弱
い

盾
と
し
て
使

た
と
こ
ろ
で
む
し
ろ
隙
を
生
む
だ
け
だ
と

慮
の
外

に

い
て
い
た

 
体
力
は
ま
だ
ま
だ
残

て
い
る

体
感
的
に
七

弱

強
引
な
手
に
出
る
な
ら
今
の
内
と

え

る
だ
ろ
う

 

いシ
ロ
ガ
ネ

銀
の
大
刀
を
盾
に
す
れ
ば

ど

ぎ
切
れ
て
い
る

し
か
し

れ
ら
れ
る
の
も
そ
う
⻑
く

な
い

キ
リ
ト
な
ら
間
違
い
な
く
影
か
ら
い
ぶ
り
出
す
手
を
打
つ

そ
の
確
信
が
あ
る

 
さ
て
ど
う
し
た
の
も
か
と
思

を
回
す

 

そ
こ
で
気
付
け
ば
剣
越
し
に
伝
わ

て
来
て
い
た
衝
撃
が
無
く
な

て
い
る
事
に
気
付

く 
恐
る
恐
る
様
子
を

え
ば
武
器
を
持
ち

え
て
い
た

魔
力
が
無
く
な

た
か
回
復
・
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存
の

に
魔
法
の
使

を
や
め
た
の
だ
ろ
う
と
判
断
す
る

 
そ
れ
を

機
と

え
る
に
は
十
分
だ

た

 
し
か
し

ま
だ
だ

と

る
衝
動
を
抑
え

む

 
前
回
戦
闘
衝
動
の
ま
ま
に

み
破
れ
て
か
ら
学
ん
だ
事
が
あ
る

そ
れ
は
オ

デ

ン
と

え
る

を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
事
だ

論
理
を
忘
れ
て
は
あ
の
剣
士
に
は
勝
て
な
い

と
い
う
自
分
が
見
出
し
た
結
論
に
し
て
反

 
彼
と
戦
う
に
は

い

そ

重
に

重
を
重
ね
る
く
ら
い
が
い
い
だ
ろ
う

 
不
意
打
ち
で
も
直
撃
を
出
せ
ず

そ
れ
か
ら
以

マ
ト
モ
に
攻
撃
を

せ
な
か

た
事
実
は

そ
の
結
論
を
確
た
る
も
の
へ
と

華
さ
せ
て
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ

う
の
は
今
で
は
無
い

 
キ
リ
ト
自
身
の
身
の

を
超
え
る
無
骨
な
大
刀
を
振
る
う
に
は
そ
れ

応
の
タ
メ
を
要
す
る

だ

突
く
な
ら
そ
こ

タ
メ
て
い
る

間

だ

 
は
ら

を
決
め
あ
り

た
け
の
集
中
力
を
か
き
集
め
少
年
の
全
身
を

す
る

行
し
て
す

ぐ
に

り
出
せ
る
よ
う

勢
を

節
す
る
事
も
忘
れ
な
い

 

線
の
先
で

少
年
の

が
動
く
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そ
の
場
に
立

た
ま
ま
真
上
に
立
て
ら
れ
て
い
た
大
刀
が

く
り
振
り
か
ぶ
ら
れ
後
ろ

に
引
か
れ
て
い
く

オ
オ

 
そ
の

間
裂

の
声
を
上

突
進
を
始
め
た

遠

離
攻
撃
を

け
る
事
を

慮
し
な
い

攻
め
の

勢

反
撃
す
ら
許
さ
ぬ

人
の
猛
撃

 
真

直
ぐ
正
面
を
見
る

 
少
年
と

線
が
交
わ

た

そ
の
黒
い

に
引
き

ま
れ
そ
う
に
な
る
引
力
を
一

感
じ
た

が

す
ぐ
現
実
へ
と
意
識
を
引
き

さ
れ
る
声
が
放
た
れ
た

ん

 
氷
の
広
間
全
体
を
一

だ
け

わ
せ

く
大

声

 
ず
し
ん
と
重
い

を

か
せ
少
年
の

足
が
氷
の

を

み
し
め
た

く
漂

て
い

た

気
の

が
そ
れ
だ
け
で
吹
き

ら
さ
れ
る

 
そ
し
て
恐
ろ
し
く
速
く

そ
れ
で
い
て

然
と
し
た
動
き
で

華

な

そ
し
て

が
回
転

ま

す
ぐ
掲

ら
れ
て
い
た
剣
は
ま
ず

に
倒
れ

い
で
真
横
に
振
る
わ
れ
る

 

の
剣
で
は
な
い
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体
ば
か
り
デ
カ
い
邪
神
に
取

て
食
わ
れ
る
弱
者
と
は
違
う
全
て
を
斬
り
裂
け
る
と
思
え

る

ど
の

い
一
閃
だ

た

 
だ
が

そ
れ
が
振
る
わ
れ
た
の
は
ま
だ
間
合
い
の
外
に

る
時
だ

た

が
間
合
い
に

入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ズ
ラ
し
た
の
で
は
な
い

明
ら
か
に
速
過
ぎ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
キ
リ
ト
が

大
刀
を
振
る

た
の
だ

 
す
わ
斬
撃
が

ん
で
く
る
か
と
身
構
え

し
か
し

か
な
振
動
す
ら
感
じ
な
か

た

 
で
は

の

に
キ
リ
ト
は
剣
を
振

た

 
斬
撃
を

ば
す
た
め
で
は
な
い
の
か

 
あ

る
い
は

そ
の
行
動
で

ら
か
の
魔
法
を
発
動
す
る

で
は
な
い
の
か

 

故

故

と
思

が
回
る

 

ザ
ン

 
と

が

い
た
の
は
そ
の
時
だ

 
予
想
外
の
振
動
と
衝
撃
が
体
を
襲

た

 
発
生
源
は

し
か
し
そ
れ
を
確
認
す
る
間
も
な
く

は
突
風
に
あ
お
ら
れ
た
ボ
ロ
切
れ

の
如
く
吹

び

回
転
も
し
て

を
舞

た

氷
の

に

ち
て

放

状
に

が

る

 
そ
の
時
に
は

け
出
す
前
と
同
じ

離
ま
で
離
さ
れ
て
い
た
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ち
ら
り
と

を
見
下
ろ
す

人
伝

の

に
は

か
ら

に
掛
け
て
深
い
斬

撃

が
あ
り

そ
こ
か
ら

い
光

体
を
構
成
す
る
魔
力
が

て
い
く
の
が
見
て
取
れ
た

め
た
魔
力
を

や
し
傷
を

ぐ
が

そ
の
せ
い
で
体
力
を
使
い

労
感
が
増
す

 
そ
の

労
感
を

し

ら
つ
き
な
が
ら
体
を

こ
し
て

声
を

り
出
す

い
ま
の
技
は

い

た
い

た
だ
ろ
う
全
力
を
出
す
と

は
た
だ

振
り
で
空
気
を
斬

た

で
も
タ
イ
ミ
ン
グ

を
間
違

て
空
振
り
し
た

で
も
な
い

ヴ

フ
ス
が
突

ん
で
く
る

道
に

う
よ
う
に

斬
撃
を

い
た
ん
だ
よ

ざ

斬
撃
を

く
だ

て

 
そ
ん
な
物
を

い
て
来
た
み
た
い
に

く

わ
れ
て
も
と

惑
が

中
に
浮
か
ぶ

斬
撃
な

ん
て
せ
い

い

ば
す
の
が

の

な
の
に
速

を

り
特
定
の

に

め
て
お
く
な
ん

て

出
来
る

が
無
い

 
し
か
し

現

と
し
て
は
確
か
に
そ
う

え
た

 
自
分
が
吹

ん
だ
の
は

間
違
い
な
く
キ
リ
ト
が
剣
を
振
り

き
切

た
後
の
事
だ

た

し
か
し
斬
撃
の
間
合
い
に
入

た

ま
る
で
そ
の

間
剣
が
襲

て
来
た
と
で
も
い
う
よ
う
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に

の
体
は
深
い
傷
を

け
た

物
理
的
に
キ
リ
ト
の
剣
で
無
い
な
ら
彼
が

た
よ
う
に

剣
に
よ

て
発
生
し
た
斬
撃
の

力
そ
の
も
の
が
空
中
に

ま

て
い
た
と

う
べ
き
だ

 
そ
こ
で
戦

を

く

さ

き
よ
り
も

れ
た
声
が

か
ら
出
た

君
は

ま
さ
か

時
間
を

れ
る
と
い
う
の
か
い

 
剣
に
よ
る
攻
撃
を
命
中
さ
せ
る
に
は

正
し
い
場

を

正
し
い

間

に
斬
ら
ね
ば
な

ら
な
い

場

と
時
間
の
ど
ち
ら
が
ず
れ
て
も
剣
は

に

た
ら
ず

て

も
斬
れ
な
い

 
し
か
し
彼
は

場

は
と
も
か
く

時
間
を
ズ
ラ
し
て
斬
撃
を
届
か
せ
て
み
せ
た

 
あ
の
空
間
に
発
生
し
た
斬
撃
を

め
て
お
く
に
は
つ
ま
り
時
間
を

る
力
を
持

て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

剣
を
振
り
終
え
た
後
も

そ
の

に

力
が
残

す
る

 

い
換
え
れ
ば

未
来
に
そ
の
場

に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う

を

斬
る

 
恐
ら
く
一

の
剣

で
残
せ
る
の
は
一
つ
だ
け
だ
ろ
う

外
見
的
に
は
ど
の
魔
法
に
も

る
地

味
な
も
の
だ
が
し
か
し
そ
れ
は
恐
る
べ
き
力
だ

あ
の
剣
が

り
過
ぎ
た
場

が
全
て

命
的

な
空
間
へ
と
変

し
て
し
ま
う

 
も
し
キ
リ
ト
が

れ
る
力
が
時
空

す
な
わ
ち
空
間
も

ん
で
い
る
と
す
れ
ば
彼

の
斬
撃
は
広
さ
を
も

で
き
る
と
い
う
事
で
魔
法
を
使
わ
ず
と
も
面
制
圧
力
を
有
す
る
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事
に
な

て
し
ま
う

剣
と
剣
の

近
戦
な
ど
と
て
も

め
た
も
の
で
は
な
い

 
し
か
し

彼
は

い
に
も

そ
れ
が
真
実
か
は
不
明
だ
が

を
横
に
振

た

時
を
止
め
る
と
か
速
め
る
と
か

め
る
と
か
完
全
に
神
の

分
だ
ろ

そ
れ
に
斬
撃
を

く

と
い
う
の
も

葉
の

実

は
風
の
刃
を

め
て
お
い
た
だ
け
だ

そ
れ
も

ど
う
か
と
思
う
け
ど
ね

 
風
は
空
気
を
切
り
裂
き
進
む
か
ら
こ
そ
無
形
に
し
て
刃
を
保
つ

だ
と
い
う
の
に

し

て
い
る
も
の
を
風
の
刃
と
呼
ぶ
の
は

切
で
な
い
と
思
う

 
そ
の
不

を
見

か
し
た
か

キ
リ
ト
が
大
刀
を

ぎ

片

を
釣
り
上

た

分

い
た
ら
し
い
な

ヴ

フ
ス
対
策
に
と

て
来
て
か
ら

行
で
作

た

が
あ

たそ
れ

対
策
だ

た
ん
だ

あ
あ

ま

他
に
も

人
か
の
対
策
で
作

た
面
も
あ
る
が

 
そ
こ
で

キ
リ
ト
の

線
が

め
下
に
向
け
ら
れ

す
ぐ
に

る

ヴ

フ
ス
な
ら
こ
れ
を

け
て
も
遠

離
で
戦
お
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
む
し
ろ

コ
レ
を
使
わ
せ
て

の

動
を
制
限
し
よ
う
と
策
を
練
る

だ

近
戦
で
な
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く
す
り
と

ん
で
の
そ
の

葉
に

は

と
苦

が

れ
た

 
あ
あ

ま

た
く

本

に
見

か
さ
れ
て
い
る
ら
し
い

ま
あ
ね

多
分
そ
れ
を
見
た

中
は
大

が
遠

離
か
ら
攻
め
よ
う
と
思
う
だ
ろ
う
け
ど

生
憎

の
武
器
は
こ

ち
だ
か
ら

 
そ
う

て

吹

ば
さ
れ
る
時
も
手
放
さ
な
か

た
銀
の
大
刀
を
誇
示
す
る

 
氷
や
闇
の
魔
法
も
使
え
は
す
る
が
自
分
に
と

て
最
も
強
力
な
武
器
と

え
ば
そ
れ
は
剣

を
使

た

近
戦
で
あ
る
と
断

で
き
る

た
だ
し

の
大
き
さ
に

て
の

勝
負
を
仕
掛

け
る
の
は
仮

近
戦
で
も
悪
手
だ

死

が
多
い
上
に
良
い
的
に
さ
れ
る

だ
か
ら
サ
イ
ズ

を
合
わ
せ
て
的
を
小
さ
く
す
る
方
が
キ
リ
ト

手
に
は
ま
だ
良
い

 
と
は

え

キ
リ
ト
が
強
い
事
に
は
変
わ
り
な
い

 
し
か
も
斬
撃
を

く
と
い
う
事
ま
で
し
始
め
た

た
る
直
前
ま
で
分
か
ら
な
か

た
と
い
う

事
は
無
色

明
の
斬
撃
と
い
う
事
で
こ
れ
は
も
う
直
前
に
剣
が
振
ら
れ
た
場

く
ら
い
し
か

覚
え
て
お
け
な
い

 
そ
も
そ
も
斬
撃
が

か
れ
る
剣

と

か
れ
な
い
剣

の
違
い
も
ハ

キ
リ
と
は
分
か

て
い

な
い
の
だ
が
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無
論

そ
れ
で
勝
負
を

め
る
気
な
ん
て

さ
ら
さ
ら
無
い

 
分
か
ら
な
い
な
ら

分
か
る
ま
で
や
る
だ
け
の
事

 

人
は
極

の
世
界
で
生
ま
れ
生
き
戦

て
き
た
一

だ

強
さ
を
求
め
る
に
あ
た

て
未
知
だ
か
ら
と

け
て

る
術
は
無
い

 
命
を

け
て
戦
う
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
強
さ
が
あ
る

 

地
に

て
初
め
て
見
出
せ
る
高
み
が
あ
る

 
そ
し
て
そ
れ
は
い
ま
だ

た

た
一
人
の
妖
精
に
手
も
足
も
出
て
い
な
い
今
こ
そ
が

に

と

て
の

地
だ

い
ま
こ
そ
そ
れ
を
見
出
し

を

み
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
体
を

こ
し

剣
を
構
え
る

手
で
握

た
そ
れ
を
大
上

に
翳
す

 

色
の
光
が
広
間
を

ら
す

 
キ
リ
ト
の
眼
が

光
を

う
銀
剣
に
向
き

め
ら
れ
た

ア
バ
ラ
ン
シ

前
回

し
て
技
を
使
わ
な
か

た
の
に
ど
う
い
う
風
の
吹
き
回
し
だ

前
回
も
今
回
も

に
使
う

が
無
か

た
ん
だ
よ

構
え
な
ん
て

⻑
に
取

て
た
ら

そ
の

間
に

の

さ

け
れ
ど

い
ま
な
ら
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そ
う

い
ま
な
ら

き

と
届
く

 
極

の
世
界
を
生
き

び

人
軍
の

へ
と

さ
れ
る
強
さ
を
得
た
自
分
の
剣
を
振
る

い
届
く
時
だ
と
い
う
予
感
が
あ

た

キ
リ
ト
が
万
全
で
な
い
事
は
刃
を
交
え
る
間
に
分
か

た
が

無
い

そ
れ
も

め
て
の
死
闘
だ

 
全
て
を

し
て

自
ら
の

を
導
き
出
し
て

 
そ
し
て

勝
つ

 
勝

て
強
さ
を
証
明
す
る

 
そ
れ
だ
け
が

人
に
許
さ
れ
た
生
き
方
だ
か
ら

 
だ
か
ら

ど
う
か

応
え
て
欲
し
い

 
こ
れ
ま
で
の
キ
リ
ト
な
ら
い

そ
無

悲
な
ま
で
に

し
た
武
器
や
数

の
魔
法
で
隙
だ

ら
け
な

を
打
ち
の
め
し
た
だ
ろ
う

そ
し
て
そ
れ
を
非

す
る
事
は
出
来
な
い

そ
れ
も
ま
た

戦
い
の
一

に

応
し
い
事
だ
か
ら

 
け
れ
ど

そ
れ
で
も
彼
に
応
え
て
欲
し
い
と
思
う

 

人
あ
る
い
は

人
の

属
を
集

と
は

え
倒
せ
る
よ
う
に
な

て
き
て
最
近

は
オ

デ

ン
達
ア

ス
神

ら
も
目
を
掛
け
始
め
た
妖
精

の

お
そ
ら
く
は
そ
の
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で
あ
ろ
う
少
年
の
剣
と
強
さ
を
全
て
を
知

た
上
で

は
死
に
た
い

そ
れ
で
な
ら
本
望

な
の
だ

 
そ
の

に
は
剣
で
応
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

な
す
の
で
は
な
く

く
の
で
も
な
く

み
合
い
で
の
剣

で
も
な
く

 
た
だ
全
霊
を

め
た
技
で
以
て

応
え
て
欲
し
い

 
そ
の
強
い
願
い
が

じ
た
の
だ
ろ
う
か

 
あ
る
い
は
剣
士
と
し
て
の
魂
が
呼
応
し
た
か

彼
は
大
刀
を
消
し
こ
そ
し
た
が
代
わ
り
に

徴
的
な
黒
色
で

め

か
れ
た
直
剣
を
取
り
出
し
た

 
直
剣
は
一
本

最
初
の
二
刀
流
で
な
い
と
い
う
事
は
力
技
や

撃
よ
り
も
一
刀
の
取

り
回
し
と

さ
を
取

た
の
だ
ろ
う

つ
ま
り
彼
が

ア
バ
ラ
ン
シ

と
称
し
た

の
技

テ
ン
ザ
ン
レ

パ

が
先
に
届
く
か

彼
が

ん
だ
一
刀
の
技
が
先
に
届
く
か
の
勝
負

 

り
合
い
は
出
来
そ
う
に
な
い
か

 
ち

と
残
念
と
内
心
で
思
う
が
真

に
応
じ
て
も
ら
う
だ
け
ま
だ
マ
シ
だ
と
気
を
取
り

直
す

 

線
の
先
で

キ
リ
ト
が
持
つ
黒
剣
が
後
ろ
に
引
か
れ

か
に
⻘
い
光
が

た
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ハ

 
そ
の

裂

の
気
合
を

ら
せ

剣
と
体
を
動
か
す

 
地
を

り

離
を

め
な
が
ら

い

色
に

く
銀
剣
を
上

か
ら
振
り
下
ろ
す

 
そ
の
時
に
は
キ
リ
ト
も
動
き
出
し
て
い
た

最
小
限
の
構
え
か
ら
⻘
い
光

を
引
く
剣
技
が

放
た
れ
る

強
め
の

み

み
で
加
速
し

び

み
気
味
で

掛
け
が
放
た
れ
た

 
そ
の
一
撃
が

銀
剣
と
衝
突
し

ギ

ン

 
と

高
い
金
属

と
共
に
真
下
に

き

と
さ
れ
る

 

ど
う
い
う
事
だ

 
先
に
斬
り
付
け
る
速

勝
負
だ
と
思

て
い
た
だ
け
に
こ
ち
ら
の
剣
に
剣
を
ぶ
つ
け
て
き
た

そ
の

業
に
意
表
を
突
か
れ
る

し
か
し
発
動
し
た
テ
ン
ザ
ン
レ

パ
は
止
ま
ら
な
い

光

を
放
つ
剣
技
は

不
思
議
な
事
に
動
き
出
し
た
が
最
後
止
ま
ら
な
い
特
性
が
あ
る
の
だ

 
だ
か
ら
銀
剣
は
剣
を

き

と
さ
れ
た
隙
だ
ら
け
の
少
年
に
襲
い
掛
か
る

前
に
二

目
の
衝
撃
と

 
眼
下
か
ら
は
⻘
の
光
が

り

め
上
に
剣

が

て
い
る

そ
れ
が
二

目
の
衝
撃
と

の
正
体
だ

テ
ン
ザ
ン
レ

パ

の

力
と
速

が
流

に

る
が

ま
だ
止
ま
る
程
で
は
無
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い 
し
か
し
⻘
の
光
に

ま
れ
た
キ
リ
ト
の
剣
も
ま
だ
止
ま
ら
な
い

彼
か
ら
見
て
剣
は

上

に

ね
上
が

た
が
そ
の
勢
い
に
逆
ら
わ
ず
く
る
り
と
回

た
か
と
思
え
ば
今

は
逆

に
振
る

て
来
た

 
ガ
ギ

 
と
一

い

が

き

果
た
し
て

銀
と
黒
が

か

み
合

た

ぬ

あ

う

お
お

 
自
分
と
キ
リ
ト
の

り
声
が
同
時
に

れ
て

い
に

手
の
剣
を
弾
こ
う
と
力
を
振
り

り

始
め
る

 
種

的
な

で
絶
対
的
に
自
分
の
方
が
力
は
上

剣
の
重
さ

恐
ら
く
技
の
重
さ
も
上
だ

し
か
し
そ
の

合
力
を
あ
ち
ら
は
技
の

撃
数
で

め
て
き
た

一
撃
目

二
撃
目
の
衝
撃
で

テ
ン
ザ
ン
レ

パ
の
衝
撃
を

く
し
三
撃
目
で

に
な
る
よ
う

て
い
た
の
だ
ろ
う

 
だ
と
す
れ
ば

こ
れ
は

自
分
が

初
望
ん
で
い
た
状
況
で
は
な
い
か

 
一
太
刀
の
斬
撃
に
対
し
超
精
密

な
斬
撃
を
三

も
ぶ
つ
け
る
と
い
う
技
術
は

人
で

も

に
し
て

か
な
い

そ
も
そ
も
力
技
で

し

す
ス
タ
イ
ル
が

ど
の
せ
い
だ
ろ
う
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し
か
し
そ
の
差
異

自
分
に
は
無
い
そ
の
技
術
こ
そ
が
キ
リ
ト
の

い
て
は
妖
精
達
が

持
つ

力

で
は
な
い
か

 
な
ら
ば
こ
れ
を
破
り
生
き
学
び
取

て
こ
そ
更
な
る
強
さ
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か 

で
あ
れ
ば

の
事
負
け
ら
れ
な
い

 

負
け
た
く
な
い

あ

あ
あ
あ
あ

 
体
を
動
か
す
見
え
な
い
力
に

自
分
自
身
の
力
を
足
す

上
背
が
あ
る
か
ら
上
下
の
理
は
こ

ち
ら
に
あ
る

し
か
し
中

し
切
れ
な
い

結
ば
れ
た
剣
の
交
差
点
が
白

し

か
い
ス

パ

ク
が

る

 

大
な
圧
力
を

け

め
て
い
る
氷
の

が
放

状
に

れ
み
し
み
し
と
悲
鳴
を
上

て

い
る

 

に

状

は
五

を
上
回

て
い
る

正
直
こ
こ
ま
で
技
を
使

て

抗
し
た
事
は
な

い

時
ま
で
見
え
な
い
力
の
補
助
が
あ
る
か
も
わ
か
ら
ず
仮
に
こ
ち
ら
が
先
に
無
く
な
れ
ば

逆
に

し
切
ら
れ
る
の
で
は
と
い
う
予
感
が

を

始
め
る
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そ
の
予
感
を

し
殺
し

に

め
る
力
を
さ
ら
に
強
め
る

ギ
リ
ギ
リ
と
⻘
の

が

み

を
上

る
程
の
強
さ
だ

 
流

に
仕
切
り
直
す
べ
き
か

と

え
た

そ
の
時

 

は

予
想
だ
に
し
な
か

た
も
の
を
見
た

 
ス
プ
リ
ガ
ン

影
妖
精
の
剣
士
キ
リ
ト
の

や
背
後
に

気
に

き

た
体
の
影
が
浮
か
び
上
が

た

の
だ

心
な
し
光
を

び
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
そ
れ
ら
の
数
は
数
え
切
れ
な
い

ど
多
い

し
か
し

彼
の
す
ぐ
近
く
に
い
る
面

だ
け
は
見
分
け
ら
れ
た

 
ス
リ

ム
の
方
へ
行
か
せ
た

彼
の

間
達

 

き
お
く

記
録
が

る

 
確
た
る
意
識
が
無
く

と
し
て
い
た
夢
を
一
撃
で
引
き
裂
い
た
光
の
渦

そ
れ
か
ら
伝

わ

て
来
た

つ
も
の
情

と

か
な
な
に
か

 
そ
れ
は
眼
前
の
剣
士
の
背
後
に
浮
か
ぶ
人
影
が
彼
の
背
負
う
全
て
で
あ
る
確
信
と
な

た

 
キ
リ
ト
と
い
う
個
が
背
負
う
も
の
の
真
の

 
強
さ
の

真
の
源

 

は

安

に

負
け
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
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そ
ん
な

が

こ
え
た
気
が
し
た

の

間

の

を
こ
れ
ま
で
に
数

す
る
圧
倒

的
な
圧
が
襲

て
来
た

あ
ち
ら
は
片
手
で
剣
を
握

て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
の
に
空
恐
ろ
し
い

力
の
発

だ

 
間
違
い
な
く

こ
の

ぎ
合
い
の
勝

を

望
し
た
事
に
よ
る
覚
醒
だ

 
最

星
光
に
も

し
い
⻘
の

き
を

た
直
剣
が
こ
ち
ら
の
銀
剣
を
ギ
リ
ギ
リ
と

ま
せ

な
が
ら

か
ず
つ

し

ん
で
く
る

命
に

み
止
ま
ろ
う
と
す
る
が

み

い
た
氷
の

を

後
退
し
な
が
ら
め
く
れ
さ
せ
て
い
く

 
あ
と
一
歩
分
後
退
さ
せ
ら
れ
た
ら

勢
を

し
か
ね
な
い

そ
の

間
剣
を
弾
き

ば
さ

れ

深

と
斬
り
裂
か
れ
る
だ
ろ
う

 
体
感
的
な
体
力
は
ま
だ

分
も

て
い
な
い
が

そ
の

間
決
定
的
な

北
を
す
る
確

信
が
あ
る

 
そ
れ
も
ま
た
本
望
で
は
あ
る
が

め
る

に
は
い
か
な
い

だ

て

に

負
け
ら
れ
な
い
ん
だ

 

年

十
年
と
過

な
世
界
を
生
き

び
て
き
た

人
と
し
て
の
全
て
が
強
さ
に

集
さ
れ
て
い
る
以
上

北
は
死
で
あ
り
そ
れ
ま
で
の
生
の

定
だ

故
に
た
だ
の
一

も
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北
は
許
さ
れ
な
い

 
そ
れ
故
に
全
て
の

人

は
強
さ
を
求
め
る

 
ス
リ

ム
の
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

攻
も
不

不
死
を
手
に
入
れ
て
己
の
強
さ
を
確

た
る
も
の

に
す
る

心
故
だ

 
あ
の
王
は

人

の

で
な
く
自
分
の

に
の
み
動
く

い
や

を

め
あ
ら

る

人

が
そ
の
在
り
方
を
許
容
し
て
い
る

そ
う
で
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
か

た
か
ら

 
生
き
る

に
強
さ
を
求
め
る
の
か

 
強
さ
を
得
る

に
生
き
る
の
か

 

人
に
あ
る
差
異
は

き

と
そ
れ
く
ら
い

 

そ
し
て

自
分
は
後
者
だ

 

者
に
あ
る
の
は
死
だ

だ
か
ら
こ
そ

は
勝
者
で
あ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

勝
ち

け

な
け
れ
ば
強
さ
を
探
求
出
来
な
く
な
る

そ
の

北
が
無
か

た
事
に
な

た
今
こ
そ
全
力
を

以
て

む
べ
き
と
判
断
し
て
い
た

お

お
お
お
お
お
お
お

 
あ
ら
ん
限
り
の

力
と
意

力
を
振
り

り

足
を
一
歩

前
へ
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ず
ん
と

み

ん
だ

二
本
の
剣
の
交
差
点
に

さ
れ
て
い
た
圧
が
密

に

え

か
ね
た
か
の
よ
う
に
弾
け
た

ま
る
で
キ
リ
ト
の

魔
法
の

発
に

し
く

も
キ
リ
ト
も

て
後
方
へ
弾
か
れ
る

 
し
か
し
や
は
り
倒
れ
る
事
は

し
前

勢
を
保

た
ま
ま

ん

る

氷
の
上
で
も

り
に
く
い
よ
う
に
と
加
工
し
た

の

が

の
氷
と

れ

で

を

み

を
上

た

そ
れ
ぞ
れ
二
本
の

り

を

み
つ
つ
お
よ
そ
十
メ

ト
ル
の

離
で
後
退
が
止
ま
る

 

方
と
も

剣
は
大
き
く

ね
上

ら
れ
た
ま
ま
だ

 

の
テ
ン
ザ
ン
レ

パ
は

発
技
の
た
め

目
は
終
わ

た
と
ば
か
り
に

色
の
光
が

喪
わ
れ
て
い
く

 
し
か
し

キ
リ
ト
の
剣
は
未
だ
⻘
い
光
を
保

た
ま
ま
だ

た

ま
だ
終
わ

て
い
な
い

の
だ

こ
こ
ま
で

勢
を

す

発
を

け

後
退
し
て
い
て

 

は
動
け
な
い

技
を
放

た
後
特
有
の
動
か
せ
な
い
時
間
に

ら
れ
て
い
る

 

多
分

動
け
た
と
し
て
も
動
か
な
か

た
だ
ろ
う

せ
い
あ
あ
あ
あ
あ

 

い
気
勢
を

ら
せ
キ
リ
ト
は
氷
の

を

た

後
方
に
大
き
く
振
り
か
ぶ

て
の
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掛
け

あ
の
思
い
切
り
の
良
さ
か
ら
す
る
に
恐
ら
く
全
部
で
四

撃
だ

た
の
だ
ろ
う

三
撃
で

破

て
か
ら
こ
れ
で
仕

め
よ
う
と
企
て
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば

な
策
士
だ

 
武

は
オ

デ

ン
を
超
え

 
知
略
は

を
超
え

 

こ
れ

ど
の
剣
士
に
破
れ
る
な
ら

悔
い
は
な
い
か
な

 
自
然
と

そ
ん
な
思

が
浮
か
ん
で

は
彼
の
剣

を

た

  
・
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル

 

強
さ

を
追
い
求
め
て
い
る

人

の

軍

 
過

な
世
界
を
生
き
て
き
た

人

の
中
で

強
く
な
る
た
め
に
生
き
る

と
い
う
目
的

と
手

が
逆
に
な

て
い
る
節
が
あ
る

キ
リ
ト
に

し
て
い
た
の
は
妖
精
の
中
で
一

強

い
キ
リ
ト
の
強
さ
の
本

を
知
り
た
か

た
か
ら
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ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
影

を

け
た
Ａ
Ｌ
Ｏ

コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
の
ポ
ン
コ

ツ

り
が

し

現

が
モ
ロ
に
発
生
し
て
い
る

 

テ
ン
ザ
ン
レ

パ
と
か

人
の
ス
ト

リ

と
か
も
ろ
ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
で

す
が

 
本
作
ま
だ
ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
作
成
さ
れ
て
な
い
の
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の
バ

ク
ボ

ン

と
し
て
カ

デ

ナ
ル
が
自
作
し
て

そ
れ
が
反

さ
れ
て
る
と

え
て
下
さ
い

 
技
名
に

振
ら
れ
て
な
い
の
も
そ
の
一
つ

 

名
前
そ
の
も
の
は
作
者
が
メ
ン
ド
く
さ
が

た
だ
け
の

様
下
手
に
変
え
て
も
分
か
り

い
上
に

乱
す
る
し

み
や
す
さ

覚
え
や
す
さ
第
一

  
・
キ
リ
ト

 
ベ
ル
ク

リ
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
ワ
ン

ど
こ
ぞ
の
騎
士
⻑
と
同
じ
コ
ト
を
し
た
主
人

 
無
論
魔
術
で
斬
撃
ト
ラ

プ
を
仕
掛
け
た
だ
け

武
器
で

き
ト
ラ

プ
す
る
思

が
あ
る
な
ら
こ
う
や

て
斬
撃
ト
ラ

プ
の
魔
術
を
作

て
も
お
か
し
く
な
い

主
に

近
戦
大

き
勢
対
策
で
作

た

様

候
補
と
し
て
は
リ

フ

ユ
ウ
キ

り
か
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ち
な
み
に
魔
術

い
な
の
で
魔
法
攻
撃
は

る
の
だ
が
斬
閃
が

い
の
で
あ
ま
り

盾
に
は
な
ら
な
い

 

が
同
サ
イ
ズ
の
場
合
は
近

離
は
反
応
速

を
活
か
し
た
物
理
攻
撃
と
斬
撃
ト
ラ

プ
遠

離
は

魔
術

と
弓

の
弾
幕
制
圧
で

を
完

す
る

体
が
デ
カ
い
場
合
は

継

ダ

メ

ジ
戦
法

  
・

場

 

え

き

候

気
味
の
苦
労
人

 

極
的
に
仮
想
世
界
に
は

わ
ら
ず

行
く

を
見
守
る
方

な
の
は
や
る
気
が
無
い
か
ら

だ

た

様

 
神
代

子
が

故
自
分
を
愛
し

け
て
く
れ
て
い
る
の
か
疑
問
を

い
て
い
る

 
同
時
に
そ
の

り
で
疑
問
を

く
自
分
自
身
に
欠

が
あ
る
な
と
感
じ
て
い
る

 
そ
の
疑
問
と
自
覚
が

巡
り
に

て
い
る

様

  
・
魔
術
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名
称

フ

ス
・
バ
リ
ア

 
動
作

剣
を

め
に
翳
し
て

勢

  
消

Ｍ
Ｐ

 

果

氷
・
地
属
性
の
物
理
・
魔
法

展
開

 
攻
撃

け
る
と
水
二

・

八

の
魔
法
ダ
メ

ジ
で
反
撃

 
与
ダ
メ

ジ
の

・

収

   
名
称

刃

き

 
動
作

真
上
に
剣
を
掲

手
持
ち
で
剣
を

ぎ
に
フ
ル
ス
イ
ン
グ

  
消

Ｍ
Ｐ
１
０

 

果

風
二

・
光
四

・
闇
四

属
性
の
魔
法
ダ
メ

ジ
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与
ダ
メ

ジ
の

・

収

 
制
限

手
剣
限
定
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十
二
幕
 

対
ヴ

フ
ス
・
中

  

点

ヴ

フ
ス

キ
リ
ト

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

 
剣

を
見
た

 
そ
れ
は

し
く

い
も
の
だ

た

 
閃
く
刃
は
勝

の
証

決
し
て

れ
な
い

強
な
る
覚
悟
の

徴

 
そ
れ
を
見
た
時

は
自
身
の

北
を
悟

た

 

の

人
は
様

な
種

か
ら

と
し
て
見
下
さ
れ

め
ら
れ
て
い
た
一

だ



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

が

誇
り
が
無
い

で
は
な
い

 
む
し
ろ
逆
だ

他
種

に

べ

悪
で
過

な

境
を
生
き

び
る
過
程
で
鍛
え
た
力
を
尊
び

こ
そ
す
れ

如

な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
そ
れ
を

め
る
事
は
し
な
か

た

 
生
ま
れ
な
が
ら
の
戦
士

 
あ
る
い
は

戦
士
で
あ
る
事
を
生
ま
れ
な
が
ら
求
め
ら
れ

決
め
ら
れ
た
種

 
そ
れ
が
極

世
界
ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム
に
追
い
や
ら
れ
し

の

人

の
在
り
方

 
そ
の
性

故
か
生
来
過

な

境
に
不

を

い
た
事
が

ど
無
い
者
も
い
る

王

は
不

た
ら
た
ら
で
地
上
へ
の

略
に
生
き

き
そ
れ
に

く
者
も
少
な
く
な
い

し
か
し

戦
士
で
あ
る
事
を
力
を

く
事
に
喜
び
と
誇
り
を

く

人
は
決
し
て
過

な
世
界
を

定

し
な
か

た

 
妖
精
を

人
間
達
を
見
ろ

 
彼
ら
は

か
な
日
を

び

か
な

と
作
物
に

ま
れ
た
生
活
を
送

て
い
る

そ
れ
は

確
か
に

福
だ
ろ
う

だ
が

⻯
を
は
じ
め
彼
ら
は
外

に
対
す
る
力
と
い
う
も
の
が

命
的

に
不
足
し
て
い
る

 
そ
の
代
わ
り
と
し
て

神

が
彼
ら
を
守
る
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神

は
妖
精
と
人

を
守
る
事
が
多
い

そ
れ
は
人

の
信

を

に
神
と
し
て
の
権
能
を
強

く
し
時
に
オ

デ

ン
の
よ
う
に

ヘ
イ
ン
ヘ
リ

ル

不
死
の
兵

と
し
て

強
な
人

の
戦
士
の
魂
を

し

上

る
と
い

た

を

い
て
い
る
か
ら
だ

 

人
に
は
そ
れ
が
無
い

人
は
神

を
必
要
と
し
な
い
く
ら
い
強
く
こ
ち
ら
に
付
け

入
る
隙
を
神

が
見
出
せ
な
い
か
ら
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

神

は

人
を

共

の

と
定
め

人

妖
精
達
と
の

を

け

る 
神

に
と

て

合
が
い
い
事
に

人
は

か
と
神

人

妖
精
達
の
世
界
に

攻

を

り
返
し
て
い
る

と
勝

の
女
神
と
し
て

わ
れ
る
フ
レ
イ

に
は
⻩
金
の
権
能
が
あ

り
彼
女
を
得
れ
ば

万
の

と
確
実
な
勝

を
得
ら
れ
る
と
信
じ
数

の

人
た
ち
が
彼
女

を
求
め
て
い
た

し
か
し
そ
の
全
て
が
神

に
よ

て

さ
れ
て
い
る

 
現
に
自
分
を

下
に
す
る
ス
リ

ム
と
て
フ
レ
イ

に
化
け
た

神
と
妖
精
達
と
の
戦
い
に

よ
り

許
の
命
も
無
い
だ
ろ
う

 
今
回
の
戦
い
も

ま
こ
と
し
や
か
に
ア

ス
神

の
神
話
の
一
つ
に
列
せ
ら
れ
る

悪

な

人

と
い
う
形
で
広
く
知
れ

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
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そ
れ
は

別
に

構
わ
な
い

 
悪

と
い
う
部
分
は
決
し
て
誇

で
は
な
い

戦
士
気

の
強
い
者
と
て

者
に
は
絶
対
の

死
を
与
え
る
存
在
だ

弱
者
か
ら
す
れ
ば
十
二
分
に
悪

足
り
得
る
存
在
で
あ
る

 
む
し
ろ

人
か
ら
す
れ
ば
妖
精
達
こ
そ
甘
す
ぎ
る
と

え
た

 
そ
の

は

無
か

た
事
に
な

た
過
去

で
数
多
の

人
の

軍
を

自
分
を

そ

し
て
ス
リ

ム
を
も

独
で
打
倒
し
て
い

た
影
妖
精
の
少
年
だ

 
未
だ

な

だ
け
が
生
か
さ
れ
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い

 
容
赦
な
く
同

を

て
い

た
少
年
の

え
て
い
る
事
は
分
か
ら
な
い

 

人
と
妖
精
と
い
う
種

の
差
で
も
戦
士
と
し
て
の
在
り
方
も
彼
と

で
は
大
き
く
違

い
過
ぎ
て
い
る

そ
う
思

て
い
た

 

だ
が

そ
れ
は

と
ち
り
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 

か
つ
て

夢
を
見
た

 

に

ん
だ
意
識
が
一
撃
で
斬
り
裂
か
れ
る
夢
だ

そ
れ
に

み
は
無
く
た
だ

か
か

た
事
だ
け

き
お
く

記
録
し
て
い
る

 
確
か
に

と
彼
と
で
は
在
り
方
が
違
う
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は
強
さ
を
求
め
強
者
と
の
戦
い
を
求
め
て
い
た

そ
れ
に
果
て
は
無
い

果
て
な
き

を
超
え
よ
う
と
歩
き

け
る
よ
う
な
も
の
だ

極
ま
る
点
が
無
い

 
け
れ
ど

彼
は
違

た

 
戦
う
理
由
が
あ

た

強
く
な
る
理
由
が
あ

た

 
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ

た

 
な
に
よ
り

彼
は

独
り
で
は
な
か

た

 
王
ス
リ

ム
と
て
全
て
を
一
人
で
し
て
い
る

で
は
な
い

力
で

え
た
配
下
を
以
て

略

し
て
い
る
よ
う
に
彼
と
て
孤
独
で
は
な
い

本
心
は
ど
う
か
知
ら
な
い
が
彼
に

同
し
協
力

的
な

人
も
少
な
く
な
い

 
そ
れ
は

彼
と
て
同
じ
な
の
だ

 

人
で

う
な
れ
ば

れ
る
と
い
う
行

そ
れ
を
多
く
の
同

は
弱
者
の
行
い
とあ

つ
ら

論

う
け
れ
ど

彼
は

れ
な
が
ら
に
し
て
一
人
だ

 

人
が
尊
ぶ
在
り
方
を
孤
高
と

う
な
ら
ば
そ
れ
は
き

と
彼
に
も

て
は
ま
る

だ
ろ
う

 
た
だ

ス
リ

ム
が
同

を

し
て
い
る

面
が
強
い
の
に
反
し
キ
リ
ト
は
そ
の
色
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が
極
め
て

い
の
だ
が

 

彼
が
彼
女
ら
に

い
て
い
た
感
情
を

は
知
ら
な
い

 
過

な
世
界
を
生
き
る

人
は
弱
者
は
強
者
の

と
し
て
死
ぬ
べ
き
と
い
う
価
値
観
を
絶

対

し
て
い
る

そ
う
で
な
け
れ
ば
自
分
が

に
さ
れ
る

 
だ
か
ら
こ
そ

か
も
し
れ
な
い

 
彼
ら
の
よ
う
に
信
じ
あ
い

寄
り

え
る

手
な
ん
て

人
に
は

な
い
か
ら

 
だ
か
ら

に
は

彼
の

剣

が

し
く

た

 

葉
を
忘
れ

思

を
止
め

た
だ

け
容
れ
よ
う
と
思

た
の
は

そ
れ
が
初
め
て
の
事

負
け
た
く
な
か

た

と
前
回
は
悔
し
く
思

た

 
今
回
は

負
け
て
も
い
い

と

け
容
れ
た

 
同

が
見
て
い
れ
ば
蔑
み
見
下

果
て
る
だ
ろ
う

の
行
い
を
と
も
す
れ
ば

め
と

さ
れ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど

は
そ
れ
で
い
い
と
思

た

  
そ
れ
で
終
わ

て
い
れ
ば

い
い
と
思

て
い
た
の
だ
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黒
き
刃
が

の
肉
を
裂
く
の
を

目
し
て

て
い
る
と
二
つ
の

が
意
識
を
引
き

し
た

 
一
つ
は

高
い
金
属

ま
る
で

い
も
の
に
武
器
を
振
る

て
弾
か
れ
た
よ
う
な

そ

の

が

こ
え
た
時

反

的
に

を
持
ち
上

た

ヴ

フ
ス

ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ

な

ス
リ

ム

 
な
ん
で
キ
ミ
が

 

覚
と

覚
い

い
に

し
寄
せ
る
そ
れ

黒
い
影
の
形
は

の
そ
れ
で

を
打
つ

は
一
時
的
に
王
と

ぐ
事
を
よ
し
と
し
た
男
ス
リ

ム
の
声
だ

た

 
妖
精
サ
イ
ズ
の
自
分
と
同
サ
イ
ズ
の
ス
リ

ム
の
影
が
怨
嗟
を

ま
せ
な
が
ら

の
名
前
を

呼
び

近
付
い
て
来
る

 

嗟
に
銀
剣
を
振
る
う

斬
る
つ
も
り
だ

た
そ
れ
は
影
を
断
つ
が
し
か
し

に
も
感
じ

て
い
な
い
か
の
よ
う
に
影
は
不
動
の
ま
ま
そ
こ
に
在
り

近
を

け
る

 

ら
ず
数
歩
後
退
し
た
と
こ
ろ
で

ス
リ

ム
の
影
が
別
の

葉
を

に
し
た

の

ら

人
の

望
を

悲
願
を

な
る

ど

化
け
て
出
た

て
事
か
い
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影
が
上

た

葉
で
理
解
す
る

予
想

り
ヴ

フ
ス
は

神
ト

ル
と
キ
リ
ト
の

間
達
に

さ
れ
た
よ
う
だ
が
そ
れ
で

め
る
つ
も
り
な
ど
な
く

術
を
発
動
さ
せ
た
と
い
う
事
ら

し
い

 

人
は

か

神

に
よ

て
極

世
界
に
追
い
や
ら
れ
た
種

だ

 
そ
の

に
し
て
現
王
で
あ
る
ス
リ

ム
は
自
身
の
不

不
死
へ
の
夢
と

し
い

の
怨
み

を
神

や

か
な

ら
し
を

し
て
い
る
人
間
妖
精
達
に

い
て
い
た

だ

そ
れ
が
今
回

ロ
キ
の
企
み
に

た
の
を
契
機
に

発
し
た

 
生
ま
れ
た
時
か
ら
あ
る
程

の
権
力
と
力
を
持

て
い
た
ス
リ

ム
は

人
の
中
で
は

応
に
安
全
な
生
が
約
束
さ
れ
て
い
た

だ

し
か
し
却

て
そ
れ
が
悪
か

た
の
だ
ろ
う

世
界

の
過

さ
に
反
し
他
種

・
世
界
の
安
穏
さ
を
見
て
な
に
も
思
わ
な
か

た
と
は

え
ら
れ

な
い

恐
ら
く

し
い

み
と
怨
み
理
不

へ
の

り
を

い
た

だ

そ
れ
が
王
と
し
て
動

き

人
の

軍
ら
を

動
す
る
原
動
力
と
な

て
い
た

 
強
さ
を

け
る
程
の
強
者
と
会
え
る
な
ら
と
参
列
し
た
自
分
と
て
過

な
世
界
を

定
こ
そ

し
な
い
が
不

を

か
な
か

た
と

え
ば

に
な
る

あ
る
い
は
そ
こ
に
付
け

ま
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
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ス
リ

ム
の
動
き
は

人
に
と

て
は
希
望
足
り
得
た
の
だ

 
正
し
く

望
で
あ
り
悲
願

王
と
し
て
そ
れ
を
自
負
し
て
い
た
か
は

だ

し
い
と
こ
ろ
だ

が
種

全
体
を

引
す
る
者
と
し
て
彼
は
決
し
て
無
能
で
は
な
か

た

同

の
中
で
は

き
ん
出
て

だ

た
と
す
ら

え
る

 
・だ
・か
・ら
・こ
・そ
・

・め
・切
・れ
・な
・い

 
も
う
少
し
で
成

す
る
と
こ
ろ
だ

た

望
が
一

の
神
と
見
下
し
て
い
た
妖
精
達
数
十

人
の
手
に
よ

て

さ
れ
る
事
が

彼
の
王
に
は
我

な
ら
な
か

た

 
進
退

ま

た
王
が
取

た
行
動

そ
れ
が

術

 

人
が
紡
ぎ
出
し
た
歴
史
に
し
て

念
の
結
集

 
術
者
の
魂
を
他
者
に

ら
せ

取
る
と
い
う
外
法

身
体
能
力
で
差
が
あ
る
な
ら
体
を

入
れ

え
そ
の

性
を
奪
う

魔
力

も
魂
が

す
る
も
の

体
を
奪

て
直
後
か
ら
全

て
使
え
る

で
は
な
い
が

時
間
を
掛
け
て

ら
せ
ば
問

無
い
と

く

 

か

か
ら

と
王

の
間
で
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う

術
が

い
ま

に
向
け

ら
れ
て
い
る

 

影
に

銀
剣
を
握
る

を

ま
れ
た
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手

手

の
感
覚
が
喪
わ
れ

い
で

と

食
が

く

 
同
時
に

中
に

き
上
が
る
感
情

彼
と
の
戦
い
で

く

も
な
い
そ
れ
が
王

最

怨
念
ス
リ

ム
と

う
べ
き
そ
れ
が

く
も
の
で
あ
る
と
理
解
が
至

た
時
に
自
然
と

悪

が

び
出
た

ざ
け
る
な

 

み
は
な
い

 
苦
し
く
も
な
い

 
恐
れ
は
あ

た

た
だ

そ
れ
以
上
に
怒
り
が
あ

た

 
ス
リ

ム
の
悲
願
も

人
の
悲
願
も
九
世
界
を

べ
る

望
も
過

な
世
界
へ
の
怒

り
と
強
者
と
い
う
自
負
か
ら
く
る
も
の
だ

直

的
に
強
く
な
る
キ

カ
ケ
に
な
ら
な
い
の
で

同
こ
そ
し
な
い
が

定
も
し
な
い
そ
の
願
望
を

は
一

人
と
し
て
理
解
し
て
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ
下
に
付
く
事
を
良
し
と
し
た

仮

最
大
の
目
的
が
ス
リ

ム
自
身
の
不

不

死
で
あ
ろ
う
と
結
果
的
に

人
全
体
の

に
な
り

い
て
は
自
分
も
強
者
と
会
う

と
な

る 

だ
が
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は
い
ま

キ
リ
ト
と
闘

て
い
る
ん
だ

 
邪
魔
す
る
な

 
ス
リ

ム
が

己
を

先
し
た
よ
う
に

 

も

ま
た

己
を

先
し
て
い
る

 
も
し

人
全
体
の
事
を
真
に
思

て
い
れ
ば
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
を

れ
た
女
神
フ
レ
イ

を
名

る
者
が

神
ト

ル
で
あ
る
事
を
す
ぐ
教
え
て
い
た
し

軍
の
一
人
と
し
て
キ
リ
ト
以

外
の
妖
精
も

し

め
て
い
た
だ
ろ
う

そ
れ
を
し
な
か

た
の
は
た
だ
強
者
た
る
剣
士
と
殺

し
合
い
た
か

た
か
ら
だ

 
命
を

け
た
戦
い
に
よ
る

悦
を
そ
の
果
て
に
あ
る
強
さ
を
彼
の
力
の
根
幹
を
知

た
上

で
勝

し

更
な
る
強
さ
へ
の

と
す
る
た
め
だ

 

戦
士
と
し
て

は
彼
に

北
し
て
い
る

 
し
か
し
そ
れ
は
他
人
が
勝
手
に

り

み
勝
負
を
止
め
て
い
い
理
由
に
は
な
ら
な
い

 
怒
り
を

わ
に

え

怨
念
へ
と
堕
ち
た
ス
リ

ム
を
弾

す
る

の

ら

人
の

望
を

悲
願
を

 

の
意
識
が
取
り

ま
れ
る
間
も

影
は
そ
う

り
返
す
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ぐ

あ
あ
あ
あ

 
確
た
る
意
識
が

す
る

自
分
の

の

な
の
に
そ
う
思
え
な
い
と
い
う
違
和
感
が
付

し
て

自
分
の
思

か
そ
う
で
な
い
か
も
わ
か
ら
な
く
な
り
始
め
た

 
た
だ
ハ

キ
リ
と
し
て
い
る
の
は
あ
の

を
殺
せ
と

ぶ
声
は
自
分
の
も
の
で
な
い
と
い

う
事
だ

 

は

人
の

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
は
キ
リ
ト
を
殺
す

に
戦

て
い
る

で
は
な
い

彼
の
強
さ
を
知
る
た
め
に
刃
を
交
え
た
い
と
思

て
い
た

そ
の
過
程
で
彼
が
死

の
う
が
あ
る
い
は
自
分
が
死
の
う
が
そ
れ
は
興
味
の
外
だ

た

そ
の
思

が
あ
る
か
ら
こ

そ

声
の

び
が
自
分
の
も
の
で
な
い
と
判
別
出
来
る

 
だ
が

判
別
し
た
か
ら
と

て

が
ど
う
な
る
と
い
う

で
も
無
い

 

人
の
王

に
伝
わ
る

術
は
強
力
だ

そ
も
そ
も

人
自
体

軍
格
な
ら

一
対
一
で
戦
え
ば
ア

ス
神

一

に
追
い

れ
る
力
を
持
つ

勝
機
が

か
で
も
あ
る
だ
け
強

い
の
だ

そ
ん
な
存
在
が

百
年
と

を
引
き
継
ぎ

念
の
果
て
に
作
り
出
し
た

術

が
強
力
で
な
い

無
い

 
加
え
て
王
ス
リ

ム
の
強

な

己
精
神
は
彼
の
魂
を

強
な
も
の
へ

華
さ
せ
た
よ
う
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だ

た

 

然
で
あ
る

い
ま
で
こ
そ
王
と
し
て

人
達
を

い
て
い
る
が
そ
も
そ
も
王
に
な
る
以
前

は
種

全
体
の

己
的
な
在
り
方
と

か
の
下
に
付
く
事
を

う
気

故
に
数
多
く
の
同

と
殺
し
合
い
を
演
じ
て
い
た

そ
の
果
て
に
王
と
な

た
の
が
ス
リ

ム
で
あ
る

生

な
精
神

で
な
れ
る
も
の
で
は
な
い

流

は

人
の
王
と

そ
う
内
心
で

え
る

 
し
か
し

そ
こ
ま
で
が
限
界
だ

た

 
ス
リ

ム
と

抗
し
て
い
た
状

が

に

れ
ス
リ

ム
の
怒
り
や
憎
し
み
に

た
さ

れ
て
い
く
の
を
感
じ
た

そ
れ
に

て
自
分
の
体
の
感
覚
も

に
遠
ざ
か

て
い
く

 
平

感
覚
は
無
い

触
覚

感
も

 
味
覚
も

多
分
無
く
な

た

 

覚

覚
も

少
し
ず
つ
喪
わ
れ
て
い
く

き
り

と

 
最
後
に

手
を

ば
す

 
見
た
目
で
は
無
傷

け
れ
ど

体
の

は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
ろ
う
事
が
分
か
る

見
え
な
い
傷
を

負

た
少
年

本
来
種

的
に

容
れ
な
い
妖
精
の
剣
士
は

を
解
か
ず
こ
ち
ら
を
見

め
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て
い
た

 
そ
の
小
さ
な

か
ら

が
紡
が
れ
る

か
ら
だ
は

つ
る
ぎ
で
で
き
て
い
る

 
静
か
く

小
さ
な
声

け
れ
ど

め
ら
れ
て
い
る
力
は
強
い

 

て

彼
の
想
い
も

ま
た

 

意
識
が
堕
ち
る

前

 
黒
の

に

光
が

い
た

  
無
我
に

し
い
心
境
で
放

た
剣

は
突
如
出
現
し
た
影
に

ま
れ
弾
か
れ
た

カ

ン

と

高
い

が
氷
の
部

で
木
霊
す
る

 
弾
か
れ
後
退
す
る
中
で
無
意
識
に
体
勢
を
立
て
直
し
た
と
こ
ろ
で

の
意
識
が
無
我
か
ら

帰

て
来
た

の

ら

人
の
悲
願
を

望
を

 

の
剣

を
弾
き

い

さ
る
よ
う
に
ヴ

フ
ス
に

く
り

る
影

そ
の
声
を
か
つ
て

い
た
事
が
あ

た

は

そ
の
正
体
が

人
の
王
ス
リ

ム
で
あ
る
と
す
ぐ
に
気
付
い
た
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そ
し
て
ま
ず

い
た
の
は
安

だ

た

神
ト

ル
と
協
力
し
リ

フ

達
が
ス
リ

ム
を

倒
す
事
に
成

し
た
の
だ
と

し
た

負
け
た
と
こ
ろ
で
現
実
で
死
ぬ

で
は
な
い
が
最

件
反

に
な

て
し
ま

て
い
る
こ
れ
は

時
ま
で
経

て
も

れ
な
い
だ
ろ
う

 
事

に

き
は
あ

た
が

し
か
し
不
安
や
恐
怖
は
無
い

 
前
回
に
は
無
か

た
展
開
は
間
違
い
な
く
前
回
の
記
録
を
引
き
継
い
で
い
る
ヴ

フ

ス
が
参

し
た
た
め
構

さ
れ
た
新
ル

ト
だ

必
要
だ

た
か
と
思
わ
な
く
も
な
い
が

ヴ

フ
ス

フ
レ
イ

ス
リ

ム
と
い

た
主
要
人
物
達
に
は

が

ま
れ
て
い
る
と

思
う
レ
ベ
ル
の
独
自
性
が

見
さ
れ
て
い
る

彼
ら
彼
女
ら
の

動
と
辻
褄
を
合
わ
せ
る
よ
う
に

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が
展
開
を
新
構

し
て
も
お
か
し
く
は
な
い

な
に
せ
ク
エ
ス

ト
自
体

神
話
を

し

ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
も
の
な
の
だ
か
ら

 
と
は

え

問

が
無
い

で
は
な
い

 
先
程
の
影
は
こ
ち
ら
の
剣

を
・弾
・い
・た

 
対
し
て

ヴ

フ
ス
の
剣
は

過
し
た

 
こ
の
事
か
ら
こ
の
流
れ
が
ク
エ
ス
ト
の
新
ル

ト
に

た
も
の
で
あ
る
事
が
分
か
る
が
問

な
の
は
こ
れ
以
上
戦
闘
が
⻑
引
く
と

の
方
が
先
に
参

て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
い
う
点
だ
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ク
エ
ス
ト
は
聖
剣
の
回
収
で
達
成
さ
れ
る

 
し
か
し
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
へ
の

攻

い
て
は
Ａ
Ｌ
Ｏ

壊
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
勝
手
に
作
り
上

た
事
が
世
間
に
知
れ
た
以
上
そ
れ
を
許
す

に
は
い

か
な
い

 

故
な
ら

の
価
値
を
示
す
戦
い
で
も
あ
る
か
ら
だ

 
無
か

た
事
に
な

た
会

で

達
に
は

の
要
足
り
得
る
要

と
実
力
を
見
せ

つ
け
た

 
し
か
し
世
界
は

だ
け
で
成
り
立
つ

で
は
な
い

む
し
ろ

が
生
き
る
の
に
最
も
必
要

な
の
は

一

人
た
ち
が
作
り
上

る
世
論
で
あ
り

世
情
で
あ
る

 
シ
ス
テ
ム
が
勝
手
に
作
り
上

た
Ａ
Ｌ
Ｏ
そ
の
も
の
を

壊
さ
せ
か
ね
な
い
ク
エ
ス
ト
を
完
全

止
す
る

 
そ
の
実
績
が
あ
れ
ば
今
後

葉

節
と
生
ま
れ
て
い
く
だ
ろ
う
仮
想
世
界
に
問

が
発
生
し

た
時

彼
が

れ
ば
大

と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

問

が
あ
る
事
を
理
由
に
仮
想

世
界
を

定
す
る

は
必
ず
い
る

し
か
し
そ
れ
へ
の
反
論

と
し
て

い
ら
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば

桐

谷
和
人

と
い
う
人
間
に
一
つ
の
価
値
が
付
加
さ
れ
た
も
同
然
に
な
る
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も
が
成
り
得
る
立
場
で
は
あ
る

 
し
か
し

そ
の
価
値
を
得
ら
れ
る
一
握
り
に
な
れ
た
と
す
れ
ば

は
仮
想
世
界
の
存

に

で
き
る

 
義
姉
達
が
生
き
る
世
界
を
守
れ
る

 
同
時
に

の
価
値
を
示
し

認
め
ら
れ
る
第
一
歩
に
も
な
る

 
無
論

こ
の
戦
い
が
絶
対
不
可
欠
と
い
う

で
は
な
い

 

に
あ
る
程

価
値
は
認
め
ら
れ
て
い
る

命
を

と
す

よ
り
撤
退
す
る

気
の
方
が

尊
ば
れ
る
だ
ろ
う

生
き
る
事
を

え
れ
ば
む
し
ろ

た
方
が
得
策
だ

 
だ
が

理
性
が

ぶ

ま
だ
手
を
打
て
ば
戦
え
る
と

 
そ
し
て
本
能
も

ぶ

た
い
と
思

て
い
る
の
か
と

  
断
じ
て

 
死
に
た
く
は
な
い

生
き
て
い
た
い

死
ぬ
し
か
な
い
戦
い
な
ら

め
で
も

を

い
て

る
事
を

は
覚
え
た

 
し
か
し

は

剣
士
で
あ
る
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桐

谷
和
人

は
守
る
者
で
あ
る

他
者
を
守
る

に
剣
を
取
り

生
き
る
戦
士
に
し
て

必
要
悪
を

う
愚
か
者
だ

 
同
時
に

一

で
も
あ
る

は

奪
う
者
だ

他
者
の

の
上
に
己
と
大
切
な
者

達
の

福
を

く
事
を
良
し
と
す
る

本

は
己
を

め
た
全
て
を

に
し
た
い
と
願
う
絶

対
悪

 
必
要
悪
と
絶
対
悪

 

に

え
ば

善
と
悪

 
そ
れ
は
人
と
し
て

然
の
在
り
方
で

は

剣
士
と
し
て
生
き
て
き
た

 
現
実
で
も

剣
士
と
し
て
生
き
る
事
が
求
め
ら
れ
た

 
そ
れ
が

そ
の
者
が

き
り

と

 
・剣
・士
・と
・し
・て
・求
・め
・た
・者
・を
・前
・に
・ど
・う
・し
・て
・

・

・る
・事
・が
・出
・来
・よ
・う
・か

 
影
に

ま
れ
た
銀
の

人
が
苦

の

で
手
を

ば
し
た
事
が
決
定
打

 
命
あ

て
の
物
種
だ
と

人
は

を

う
だ
ろ
う

 
な
ら
ば

は
こ
う
返
そ
う

命
よ
り
も
大
切
な
も
の
が
あ
る

と
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全
身
を

る

き
と

み
は

遠
く
へ
放
る

 
誇

り
決
意
を

に

 
覚
悟
を
力
に

 

かこ
らの
だ身

は
つ
る
ぎ悪

で
出
来
て
い
る

  

を

や
し

を
見
た

  
影
が

い

ま
れ

人
の

が

わ
に
な
る

 

と
髪
の
色
に
変
わ
り
は
な
い

だ
が
眼
の
色

束
の
色
が
反
転
し
て
い
た

氷
の
よ
う
に

ん
だ
⻘
だ

た

は
黒
み
を

び
た
⻘
に
白
と
⻘
を

と
し
た
巫
女

に
近
い
⺠

は

黒
と
黒
⻘
の
色
味
に
変
わ

て
い
る

銀
剣
も

刃
の
部
分
は
⻘
黒
色
に
変
化
し
て
い
た

 
銀
か
ら
一
転
し
て
黒
の

人
に
変
化
し
た
ヴ

フ
ス
は
そ
の
黒
み
を

び
た

で
こ
ち
ら

を

す
る

あ

最
悪
な
目
覚
め
だ
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そ
し
て

乱

に
そ
う

た

 
そ
の
目
つ
き
と

は
退

な
表
情
も
あ

て
ヴ

フ
ス
に
見
え
る
が

根

は
違
う

事
が
す
ぐ
わ
か

た

ス
リ

ム
の
影
に

り
つ
か
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

住
ま
い
の
気

が
彼

の
王
寄
り
だ

 
し
か
し
完
全
に
ス
リ

ム
と
い
う

で
は
な
い

も
し
完
全
に
ス
リ

ウ
に
な

て
い
れ
ば

の

の
よ
う
に
横

な

を
最
初
に
見
せ
て
い
た
だ
ろ
う

 

は
ヴ

フ
ス

し
か
し
中
身
は
ス
リ

ム

 
い
ま
の
ヴ

フ
ス
は

わ
ば

君
と
し
て
の
在
り
方
の
ヴ

フ
ス

精
神
性
が

の

人
ら
し
く
な

た
ヴ

フ
ス
と
で
も

う
べ
き
か

別

面
可
能
性
と

う
な
ら
オ
ル
タ

ナ
テ

ブ
と

う
べ
き
か
も
し
れ
な
い

 

定
呼
称

ヴ

フ
ス
・
オ
ル
タ

は

手
に
持
つ
⻘
黒
の
大
刀
を

ら
り
と
持
ち
上

に

い
だ

そ
の

に
重
み
は
無
い

 
だ
が

裏
の

は

い
く
ら
い
鳴

て
い
た

キ
リ
ト

キ
ミ
と
は

も

と

に
殺
し
合
い
た
か

た

 
戦
意
と
殺
意
を
向
け
て
き
な
が
ら
も

乱

な

を

さ
な
い
ヴ

フ
ス
が
そ
う
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た

そ
の
表
情
が
ど
こ
か

し
む
よ
う
に
見
え
る
の
は
発

の
せ
い
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

ス
リ

ム
も

な
事
を
し
て
く
れ
た
よ

自
我
を

保

て
い
る
の
か

 
か
つ
て
洗

さ
れ
た
ユ
ウ
キ
を
目
前
に
し
た
事
が
あ
る
身
と
し
て
は
他
者
の
思
惑
に

ら
れ

る
者
特
有
の
虚
無
感
を
知

て
い
る
が
眼
前
に
い
る
ヴ

フ
ス
は
そ
の

か
ら
外
れ
た
存
在
に

し
か
思
え
な
か

た

あ
の
影
が
ス
リ

ム
で
あ
る
事
は

論
さ

き
と
い
ま
の
自
身
が
根

か
ら
異
な

て
い
る
事
に
も
自
覚
的
で
あ
る
事
が

車
を
掛
け
る

 
そ
れ
で
戦
い
を

け
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い

 
む
し
ろ

少

な
事

に
な

た
か
も
し
れ
な
い
と
す
ら
思
う

 

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば

一
人
の
人
間
と
外
部
要
因
と
が
別

に
存
在
し
て
い
る

で
外
部
要
因
を
ど
う
に
か
す
れ
ば

の
状

に

る
事
に
な
る

ア
バ
タ

を

て
い
る
存

在
を
ど
う
に
か
す
れ
ば

す
ぐ
解
放
さ
れ
る
パ
タ

ン

 
し
か
し
ど
う
も
ヴ

フ
ス
は
違
う

ユ
ウ
キ
と
同
じ
く
精
神
の
根

か
ら
変
え
ら
れ
て
い
る

節
が
あ
る

ユ
ウ
キ
の
場
合
は
価
値
観
は
そ
の
ま
ま
に
記

と
感
情
だ
け
弄
ら
れ
て
そ
の
齟

齬
を
キ

カ
ケ
に
打
ち
破

た
と
い
う
が

い
ま
の
ヴ

フ
ス
は
記

と
感
情
は
そ
の
ま
ま
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に
価
値
観
を
弄
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

 
そ
の
価
値
観
を
歪
め
て
い
る
の
が
ス
リ

ム
に
よ
る
外
部
要
因
で
あ
る
事
は
明
ら
か

 
し
か
し
ス
リ

ム
は
ヴ

フ
ス
の
内

に
入
り

み
内

か
ら
価
値
観
を
書
き
換
え
た
と
す

れ
ば
内
部
要
因
と
し
て

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
な
れ
ば
最

ス
リ

ム
を
取
り

い

た
と
こ
ろ
で

に

る
可
能
性
は

い

人
の
価
値
観

ど
変
え
る
の
は

だ
と
身
を
以
て

知

て
い
る
か
ら
だ

 

そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に

ヴ

フ
ス
は

の
問
い
に

い
た

た
だ
記
録
を
見
て
知

た
み
た
い
な
気
分
か
な

今
の

と
さ

き
ま
で
の

は
異
な

る
存
在
み
た
い
な
も
の

な
ん
て
い
う
か
な

王
と
し
て
歩
む

が
戦
士
と
し
て
生
き
る

を

取

て
日
記
を

ん
だ
と
か

そ
ん
な
感
じ

な
る

ど

 
主
神
オ

デ

ン
と
知

べ
し
た

人
と
し
て

わ
れ
た

り
の

明
さ
を
見
せ
た

実

そ
ん
な
感
じ
だ
ろ
う
と

も
思

て
い
た
の
で

く

得
で
応
じ
る

 
王
ス
リ

ム
の
影

で
歪
ん
だ
の
が
事
の
真

と
は

え
仮

と
し
て
は
ヴ

フ
ス
の
そ
れ

が
一
番
し

く
り
来
る



 十二幕 〜対ヴァフス・中〜

そ
れ
で

キ
リ
ト

キ
ミ
は
ど
う
す
る
ん
だ
い

 

は

容
だ
か
ら
ね

い
ま
か
ら

れ
ば

も
せ
ず
見
送

て
あ

る

そ
の
結
果

地
上
は

壊
す
る
ん
だ
ろ
う
な

然

ス
リ

ム
に

し
付
け
ら
れ
た
歪
み
か
ら
生
ま
れ
た

と
は

え
王
で
あ
る
な

ら
務
め
を
果
た
す
べ
き
だ

少
な
か
ら
ず
ス
リ

ム
に

同
し
て
い
た
し

や
る
気
は
と
も
か

く

や
る
事
自
体
はや

ぶ
さか

じ

あ
な
い

 

そ
れ
が

さ

き
と
い
ま
の

ヴ

フ
ス
の
差
異

 
さ

き
の
ヴ

フ
ス
は

と
の
死
闘
を

先
し
て
い
た

戦
士
と
し
て
の
気

本
能
を
最

先
に

き

お
そ
ら
く
気
付
い
て
い
た
だ
ろ
う
ト

ル
の
変

す
ら
も
見

し

に

み
掛

か

て
来
た

 
だ
が

い
ま
の
ヴ

フ
ス
は
そ
う
で
は
な
い

 

が
戦
う
意
思
を
見
せ
な
け
れ
ば
王
と
な

た

人
は
本

に
王
と
し
て
の
務
め
を
果
た

す
べ
く
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
へ

攻
を
掛
け
る

そ
れ
が
ス
リ

ム
に
よ

て

え
付
け
ら
れ
た
歪

な
も
の
だ
と
理
解
し
た
上
で
だ

 

オ

デ

ン
を
ラ
イ
バ
ル

し
神
話
上
で
も

で

い
合

た

人
だ

王
と
し
て
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の
器
は
あ

た

た
だ
戦
士
と
し
て
の
気

本
能
が
そ
れ
を

て
い
た
だ
け
の
事

ス
リ

ム
の
影
が
ヴ

フ
ス
の
戦
士
と
し
て
の
本
能
を
抑
え

み
王
と
し
て
の
在
り
方
を

え
付
け

た
の
だ
と
す
れ
ば

こ
の

動
も

得
で
あ
る

 
背
後
の
回
廊
に
意
識
を
向
け
る

 
足

は
な
い

下
か
ら
近
付
く
気
配
も
な
い

 

を
信
じ
聖
剣
を
回
収
す
る
事
で
ヴ

フ
ス
と
の
戦
い
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と

え
た
の
だ
ろ

う

多
分
ス
リ

ム
の
影
に
気
付
い
て
い
な
い
の
だ

 
こ
こ
で
王
ヴ

フ
ス
・
オ
ル
タ
を
止
め
な
け
れ
ば
仮

聖
剣
を
回
収
し
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム

が

し
た
と
て
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

壊

止
は
成

し
な
い

そ
れ
で
は
本

転
倒
だ

聖
剣

を
捨
て
て
で
も

壊
を

止
す
る
事
こ
そ
が
至
上
命

で
あ
る

 
味
方
は

な
い

 
食
い
止
め
ら
れ
る
の
は

一
人

 

死
で
は
あ
る
が

そ
れ
を

し
て
で
も
戦
う
理
由
は

ど
あ
る

退
く
理
由
が
無
い

 

な
ら
ば

非
も
な
し

 
大
刀
を
消
し
代
わ
り
に
二
振
り
の
剣
を
出
す

こ
の
世
界
で
リ
ズ
ベ

ト
に
鍛
え
て
も
ら



 十二幕 〜対ヴァフス・中〜

た
愛

の
黒
剣
と
緑
剣

そ
れ
を
手
に

王
ヴ

フ
ス
・
オ
ル
タ
と
対
峙
す
る

 
二
刀
を
手
に
抗
戦
の
意

を
見
た
ヴ

フ
ス
が

す

と
目
を

め
た

 

は

み
の
そ
れ

キ
ミ
な
ら

そ
う
す
る
と
思

た
よ

 

乱

な
が
ら
し
か
し
ど
こ
か
喜
色
を
滲
ま
せ
る
ヴ

フ
ス
に
は
王
と
し
て
の
気

が
強

く
な

た
と
は

え
戦
士
と
し
て
の
在
り
方
も
残

て
い
る
ら
し
い

あ
る
い
は
強
さ
を
至
上
と

す
る

人
の
王
だ
か
ら
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

期

り
と
い
う
声
が

こ
え
そ
う
な

み
を
浮
か
べ
て
い
た

キ
リ
ト

戦
士
と
し
て
の

も
王
と
し
て
認
め
た
孤
高
の
妖
精

手
に
取

て
不
足

無
し

 
そ
う

て
黒
き

人
は
大
刀
を
大
上

に
構
え
る

先

ど
よ
り
暗
い

色
の
光
が
刀

身
を

ん
だ

手
剣

発
重
突
進
技

ア
バ
ラ
ン
シ

の
構
え

無

な
断
罪
の

意

が

め
ら
れ
た
そ
れ
は

決
し
て
生

な
技
で
は
破
れ
な
い
だ
ろ
う

 
な
ら
ば
と

を
交
差
し

だ
め
に
剣
を
構
え
る

の
剣
に
黒

の
剣
に
白
の
光
が

た
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か
つ
て
存
在
し
た
二
刀
流
の
一
つ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
し
て
再
現
し
た
二

撃
重
突
進
技
ゲ

イ
ル
・
ス
ラ
イ
サ

速
さ
を
加
味
し
た
重
さ
で
以
て

を
斬
り

ば
し
な
が
ら
背
後
に

け

る

速

特
化
に
し
て
重
攻
撃
で
も
あ
る
技

 

一

後

 

と
王
ヴ

フ
ス
は

同
時
に
斬
り
掛
か

た

   
・
王
ス
リ

ム

 
原
点
で
あ
る
北
欧
神
話
・
Ｓ
Ａ
Ｏ
原
作
・
ゲ

ム

れ
で
も
小
物
風
に

理
さ
れ
る
ボ
ス

 
実

は

が
り
な
り
に
も
王
な
の
で
配
下
で
あ
る

人
達
よ
り
強
い
し

強
な

人
達
が

う
に
値
す
る
カ
リ
ス
マ
を
持

て
い
る

で
あ
る

 
今
話
で
ヴ

フ
ス
が
語

て
い
る
の
は

君
的
な
王

と
し
て
振
る
舞
う
ス
リ

ム
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己
を

先
し
て
い
る
け
ど
そ
れ
が
結
果
的
に
種

全
体
の
事
に
な
り

い
て
は

人

の
怨
み
や
悲
願

が
叶
う
と
い
う
事
で

彼
は

王

足
り
得
て
い
る
と
い
う

強
さ
を
求
め
て
強
者
と
戦
い
た
い

戦
闘
狂
ヴ

フ
ス
を
し
て
上
に

ぐ
事
を
認
め
た
の
は

君
と
し
て
で
も
王
と
し
て
の
振
る
舞
い
が
あ

た
か
ら
と
い
う
補
足

 

だ

た
の
だ
が

己
を

先
し
過
ぎ
て
ヴ

フ
ス
の
逆

に
触
れ
た

り
ス
リ

ム

の
小
物
キ

ラ
化
は

け
ら
れ
な
い
運
命
な
の
だ
ろ
う

  
・
怨
念
ス
リ

ム

 
コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ
で
ヴ

フ
ス
他
本
作
未
出
演
の

人
二
名
を
狂
わ
せ
た
存
在

 
ヴ

フ
ス
と
だ
け
は
自
我
の
奪
い
合
い
を
演
じ
て
い
る
が
他
二
名
は
問

無

で
人
格
を
歪

め
る

ど
強
い
魂
の
持
ち
主
と
し
て

写
さ
れ
た

イ
コ

ル
ヴ

フ
ス
も
オ

デ

ン
と
ラ

イ
バ
ル

い
さ
れ
て
い
た
の
で
王
足
り
得
る
格
の
持
ち
主
な
の
だ
が
そ
れ
よ
り
強
さ

を
求
め
る
事
に
興
味
が
向
い
て
い
る

コ

ド
・
レ
ジ
ス
タ

だ
と
ス
リ

ム
よ
り
上
ら
し
き

発

も
あ
る
が

多
分
そ
の

が
滲
み
出
た

 
本
作
に

い
て
は
魂
を
他
者
に

依
さ
せ
て
体
を

取
り
生
き

ら
え
る
外
法

術
を
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使
い

影
と
な

て
ヴ

フ
ス
に
襲
い
掛
か

た

 
正
し
く

念
の

せ
る
業

 

そ
れ
ま
で
王
と
し
て
認
め
て
い
た
ヴ

フ
ス
か
ら
の

価
が
地
の

に

ん
だ

様

  
・
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル

 
強
者
を
求
め
て
三
千

な
求
道
者
戦
闘
狂
系

女

人
剣
士

属
性
過
多

 
過

な

境
へ
の
不

は
あ
る
が

人

の
弱
さ
を
知

て
か
ら
は

過

で
あ
れ
ば
あ
る

ど
強
く
な
る
キ

カ
ケ
が
あ
る
と
い
う
価
値
観
に
な

て
い
る

な
の
で
ス
リ

ム
達
の
事

を
理
解
し
つ
つ
も
消
極
的
な

で

に
参
加

 
現
在
は
自
分
が
最
も
興
味
を

か
れ
る
強
者

キ
リ
ト
と
の
殺
し
合
い
を
最

先
中

 
そ
れ
を
怨
念
ス
リ

ム
に

さ
れ
た
た
め
怒
り
心

し
か
し

え
な
く
怨
念
ス
リ

ム
に

り

ら
れ
て
い
く
結
果
に

 
意
識
が
堕
ち
る

前
見
た
も
の
は
戦
士
の
自
身
が
求
め
た
剣
士
と
し
て
の
キ
リ
ト
へ
の

想
い
に
応
え
よ
う
と
す
る
剣
士
キ
リ
ト
の
決
断
だ

た

 

つ
ま
り

わ
れ
の
お
姫
様
と
い
う
事
じ

な
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・
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

 

人
の
王

と
し
て
の
器
・
格
を
解
放
し
た
ヴ

フ
ス

 
イ
メ

ジ
と
し
て
は

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
Ｈ
ｅ
ａ
ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
Ｆ
ｅ
ｅ
ｌ

の
セ
イ
バ

オ
ル
タ

彼
女
は
衛

士

と
共
に

た
記

と
高

な
騎
士
王
と
し
て
生
き
た
過
去
を
記

し

た
上
で

聖

の
泥
を

し
た
マ
ス
タ

に

て
い
る

 
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

も

キ
リ
ト
と
闘

た
記

と

戦
士
と
し
て
生
き
た
過
去

を

記

し
認
識
し
た
上
で
ス
リ

ム
の
王
と
し
て
の

念
憎
し
み
を
引
き
継
ぎ
王
と
し
て

在
る
事
を
良
し
と
し
て
い
る

 
ぶ

ち

け
れ
ば
ア
ル
ト
リ
ア
オ
ル
タ

ク
・
フ

リ
ン
オ
ル
タ
の
よ
う
な
も
の

 
王
と
し
て
在
る
事
を
ス
リ

ム
に

し
付
け
ら
れ

望
ま
れ
戦
士
と
し
て
の
自
分
の
気

願
い
も
理
解
し
た

上
で

人
の
悲
願
を
叶
え
る
王
と
し
て
戦
う
事
を
決
め
た
存
在

 
そ
れ
が
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

の
在
り
方
で
あ
る

 

人
自
体
が
強
さ
を
尊
ぶ
上
に
王
は
そ
の
極

で
あ
る
た
め
キ
リ
ト
と
闘

た

記

持
ち
の
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
も
戦
士
と
し
て
の
ヴ

フ
ス
同
様
キ
リ
ト
に

し
て
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い
る

  
・
キ
リ
ト

 

間
は
い
る
が

人
の
よ
う
に
一
人
で
戦
う
異

の
妖
精

 
弱

十
一

と
思
え
な
い

ど
人
生
経
験

な
剣
士

 
知
り
合
い
が
洗

さ
れ
る
と
か

体
験
し
な
い

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
見
識
が
深
く
ヴ

フ
ス
の
状

も
す
ぐ
理
解
の
手
を

ば
し
て
み
せ
た

 
外
部
か
ら
機

で

ら
れ
て
い
る
の
で
な
く
価
値
観
か
ら
弄
ら
れ
て
い
る
せ
い
で

す
の
は

し
い
と
認
め
つ
つ

も

め
て
い
な
い

命
を

と
し
か
ね
な
い
決
断
も

め
る
理
由

が
無
い

戦
う
理
由
は

ど
あ
る

と
い
う
天

の
結
果
で
下
し
て
み
せ
た

 
戦
い
の
決

が
付
く
前
に

ヴ

フ
ス
に

戦
士
と
し
て

北
し
た

と
思
わ
せ
た

 
ヴ

フ
ス
か
ら
は
キ
リ
ト
の
在
り
方
は
王
ス
リ

ム
と
対

す
る
レ
ベ
ル
だ
と
見
ら
れ
て
い

る

ス
リ

ム
が

己
的
な
王
で
あ
れ
ば

キ
リ
ト
は

他
的
な
王
と
い
う
対

 

原
作
キ
リ
ト
ア
ス
ナ
ら
が
剣
士
と
し
て
の
在
り
方
を
自
負
し
て
い
る
よ
う
に
本

作
キ
リ
ト
も
同
じ
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剣
に
依
存
し

想
い
を

め
戦

て
い
た
キ
リ
ト
だ
か
ら
こ
そ

そ
れ
は
よ
り

著
と
な
る

 

桐

谷
和
人

に
と

て
戦
う
全
て

護
る
事

傷
付
け
る
事

奪
う
事

そ
の
全
て
に
共

し
て
い
る

悪

 

つ
る
ぎ悪

を
持
ち

け
る
事

 
そ
れ
が
自
身
に

す
誓
い
す
な
わ
ち

ゲ誓
シ約

こ
れ
が
破
ら
れ
た
時
キ
リ
ト
は

き
上

た
全
て
を
喪
う
事
に
な
る
だ
ろ
う

 
故
に

剣
士
と
し
て
求
め
ら
れ
れ
ば
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
た
だ
し

剣
士
と
し
て
の
求
め
は

手
は
命

け
で
あ
る
事
が
前

に
あ
る
た
め
ホ

イ
ホ
イ
求
め
ら
れ
た
か
ら
と

て

回
す
る

で
は
な
い

物
語
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十
三
幕
 

対
ヴ

フ
ス
・
後

  
ヴ

フ
ス
戦
決

 

点

ユ
ウ
キ

ヴ

フ
ス

 

数

約
一
万
三
千

 
一
部

食
あ
た
り

不
快
な

写
が
あ
り
ま
す
が

お
気
に
入
り

価
覚
悟
の
上
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
五
月
十
七
日

日

後
十
時
四
十
三
分

黒
の
騎
士
キ
リ
カ
が

い
る
集

が
聖
剣
を

か
ら

こ
う
と
し
て
い
る
時
第
三
層
の

広
間
で
は

解
放
の
英
雄

と

人
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
が
死
闘
を

り
広

て
い
た
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中
で
ス
リ

ム
の
影
ら
し
き
存
在
が
横
槍
を
入
れ

白
銀
の

人
が
黒
銀
に
変
化
し
た
が

戦
い
は
そ
の
ま
ま

い
て
い
る

 
王
と
し
て
の
ヴ

フ
ス
だ
と
い
う
黒
銀
の

人
の
猛
攻
は
苛

を
極
め
た

な
身
体

能
力
は
変
化
を
経
て
よ
り
高
ま
り
一

に
し
て

め
る

離
は
⻑
く
ま
た
一
太
刀
の

力
も

増
し
て
い
る

中
継
は

点
で

て
い
る
の
で

面
か
ら
見
切
れ
る
事
は
ま
ず
無
か

た

が
一

者
と
し
て
は

け
ぶ

る

を
追
う
の
で
や

と

そ
れ
だ
け
速
い
事
が
分
か

て
コ
メ

ン
ト

は

や
か
に
な

た

 
し
か
し

解
放
の
英
雄

二
刀
の
剣
士
キ
リ
ト
も

負
け
て
い
な
い

 

手
に
握
る
黒
と
緑
の
剣
に
闇
と
光
を

し

横
無

に

け
る
ヴ

フ
ス
と
対

の
速

で

り
合
う

動
速

で
こ
そ

り
は
す
れ
ど
反
応
速

は
未
だ
翳
り
な
し

二
刀
を

み
に

り

前
に
後
ろ
に
と
振
る
わ
れ
る
黒
銀
の
大
刀
を

み

時
に
反
撃
を
入
れ
て
い
た

氷
よ

 
我
が
意
に

え

 
剣
が
弾
か
れ

者
の

離
が
開
い
た
そ
の
時
ヴ

フ
ス
が
新
た
な
手
を
打

た

黒
剣
を

に
突
き
立
て
て
部

の
そ
こ
か
し
こ
に
氷

を
作
り
上

る

そ
れ
に

ま
ら
ず
せ
り
出

た
氷

は
人
型
へ
と
整
形
さ
れ
る

出
来
上
が

た
の
は
ス
リ

ム
が
作
り
出
し
て
い
た
氷
の
ド
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ワ

フ
像
だ

た

 
形
は
ス
リ

ム
が
出
し
た
も
の
と
同
じ

違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
作
り
上

ら
れ
た

数

ス
リ

ム
の
時
は

二
パ

テ

分

十
四
体
だ

た
の
に
対
し

ヴ

フ
ス
は
一
レ
イ
ド
分
は
作
り
出
し
て

い
る

し
か
も

そ
れ
を
一

で
は
無
く

部

の
そ
こ
か
し
こ
に
バ
ラ
け
た
状

だ

 
た
ち
ま
ち
キ
リ
ト
は

に

ま
れ
た

 

だ
が

 
氷
の
ド
ワ

フ
像
が
そ
の
力
を
振
る
う
事
は
無
か

た

動
き
出
す
よ
り
も
速
く

部
を

た

れ

さ
れ
て
い
く

少
年
が
虚
空
に
呼
び
出
し

放

た
数

の
武
器
に
よ
る
攻
撃
だ

 
自
在
に
武
器
を
出
し
入
れ
す
る

武

を
持
つ
彼
に
お
よ
そ
物

作
戦
は
意
味
を

さ
な

い 
恐
ろ
し
い
の
は
背
後
を
見
て
も
い
な
い
の
に
そ
ち
ら

の
ド
ワ

フ
像
を
正
確
に
破
壊
し
た

事
か

恐
ら
く

で
お
お
よ
そ
の

を
把
握
し
た
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
は
そ
れ
で
空
間
把
握
能

力
の

ま
じ
さ
の
表
れ
だ

 
じ
ね
ん

自
然

へ
の
負

も
多
大
の

 
し
か
し

の
少
年
は
王
ヴ

フ
ス
を

し
た
ま
ま
不
動
の

勢
を

い
て
い
る
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ハ
ハ

 
そ
れ
に

人
が

喜
のき

う狂し

うを
上

た

の

り
た

を

み

き
再

離
を

め

る

け

る
最
中
の
氷
像
は
邪
魔
だ
と
ば
か
り
に
一

し
て
い
た

 
黒
銀
の
大
刀
が

大
き
く
横

ぎ
に
振
る
わ
れ
る

 
彼
は
自
身
の
身
の

を
超
え
る
大
刀
を

・一
・刀

で

し

め
た

ギ

ン
と

い
金
属

が

く

の

氷
に

が
入
る

ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
衝
突
し
た
場

を
中
心
に

の

を
吹
き

ば
す

魔
剣

解
放

 
衝
突
の

が
消
え
る
前

ヴ

フ
ス
が
新
た
に
手
を
打
つ
よ
り
も
速
く
キ
リ
ト
の
方
が
手

札
を
切

た

 

ず
さ
ま
れ
た
の
は
恐
ら
く
は
魔
術
発
動
の

の
式

た

た
二

の
そ
れ
を
ト
リ

ガ

と
し
て

彼
が

手
で
握
る
黒
の
直
剣
か
ら
闇
が

き
出
し
た

同
時
に

上
の

ゲ

ジ
が
目

り
を
始
め
る

自
身
の
命
を
代
償
と
し
た

魔
術

だ

 
一
見
し
て

そ
れ
は
闇
の
オ

ラ
で
リ

チ
を

ば
す
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る

 
だ
が

発
動
直
後
は
違

た
よ
う
だ

た

剣
か
ら

き
出
し
た
闇

が
黒
銀
の
大
刀
を
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ね
の
け

更
に
ヴ

フ
ス
の
体
を
よ
ろ
め
か
せ
た

 
そ
の
一

の
隙
に

キ
リ
ト
が

み

む

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

 
横
一
閃

振
り

か
れ
た
剣
の

道
に

て
闇
の
オ

ラ
が
放
出
さ
れ
る

波

の
如
き

大
な
闇
は

容

く

人
を

み

ん
だ

そ
の
ま
ま
闇
の
波

は
氷
の
広
間
の

に
衝

突

数

の
衝
突
の

と
共
に

に
は
大
穴
が
開
く

 
少
し
し
て
闇
が
晴
れ

状
に

の
氷
が

ら
れ

に
大
穴
が
開
い
た
広
間
に

果
た
し

て

人
は
未
だ

在
だ

た

 
黒
銀
の
大
刀
を

わ
り
に
す
る

人
の
体
か
ら
は

し

う
し

う
と

が
く

て

い
た

反
転
し
て
黒
み
を

び
た

も

は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

正
直

ど
ち
ら
が
ボ
ス
な
の

か
一

忘
れ
そ
う
に
な
る

そ
も
そ
も
ボ
ス
の

は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
事
も
あ
る
の
か
と
い
ま

知

た
く
ら
い
だ

 
全
体
と
し
て
は
や
は
り
ポ
テ
ン
シ

ル
で
ヴ

フ
ス
に
軍
配
が
上
が
る

剣
の
み
の

常
な

勝
負
に

い
て
は
キ
リ
ト
も
緒
戦
の
よ
う
に

戦
一
方
だ
ろ
う

復
帰
し
て
直
後
の
彼
の
容

は
決
し
て
良
い
と
は

え
ず

戦
い
が
⻑
引
く

ど
ジ
リ

に
な
る
事
は
想
像
に

く
な
い
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だ
か
ら
こ
そ

魔
術

を
絡
め
た
戦
い
方
に
は
個
人
的
に
安

を

い
た
の
だ
が

ど
う
や

ら
戦
い
は
ま
だ

き
そ
う
だ

 
キ
リ
ト
の

は

い
ま
の

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

に
よ
り
全
回
復
し
て
い
る

 
ヴ

フ
ス
は
五
本
あ
る
内
の
実
に
二
本
を
一
気
に
消
し

ば
さ
れ

ゲ

ジ
は
⻩
色
へ
と
変

わ

て
い
た

 

合
で

え
ば
十

と
五

こ
の
ま
ま
い
け
ば
キ
リ
ト
の
勝
ち
に
な
る
が
し
か
し
忘
れ
て

は
な
ら
な
い

感
情

か
の
た
め
非
常
に
忘
れ
や
す
い
事
だ
が
ゲ

ジ
を
五
本
持
つ
ヴ

フ
ス

の

い
は
ボ
ス
で
あ
る

体
力
が

分
を

た
以
上
こ
れ
ま
で
以
上
の
苛

な
攻
撃
手

が
加
わ
る

だ

 
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
黒
の

人
は

猛
な

み
を
浮
か
べ
立
ち
上

が
る

黒
銀
の
大
刀
を
片
手
に
突
進
の

勢
を
取

た

キ
リ
ト
も

す
る
よ
う
に
片
手
直
剣

を

手
で
⻘
眼
に
構
え
る

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

備

件
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
そ
れ
よ
り

ら
か

和
し
て
い
る
事
は

知
の
事
実

だ 
最
た
る

は

二
刀
流

ス
キ
ル
無
し
に
片
手
武
器
を

手
に
持

て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
手
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で

ド
ス
キ
ル
を
撃
て
る

だ
と
い
う

し
か
し
根
本
的
な

件
は
変
わ

て
い
な
い

手

武
器
は

手
で
片
手
武
器
は
片
手
で
持

て
い
な
け
れ
ば
シ
ス
テ
ム
に
ス
キ
ル
発
動

件
を

た
し
た
と
認
め
ら
れ
ず
結
果

ド
ス
キ
ル
を
撃
て
な
く
な
る
か
ら
だ

そ
れ
を
回

し
よ

う
と
大

な
プ
レ
イ

は

備
タ
ブ
を

さ
な
い
で
直

盾
に

を

し

手
武
器
を
持

つ
事
で
盾
持
ち
の

性
と

手
武
器
持
ち
の
攻
撃
力
を

立
し
た
人
も
い
る
と
い
う
が
そ

れ
は
極
め
て
異

な
話

 

然
片
手
直
剣
を

手
で
持
て
ば
ス
キ
ル
は
発
動
し
な
い

常
攻
撃
と

え
ど
彼
の
剣
速

は

ド
ス
キ
ル
の
そ
れ
を

か
に
上
回

て
い
る
の
で
速

は
と
ん
で
も
な
い
高
値
を

示
し
て
い
る

し
か
し
ボ
ス
に
有

打
を
入
れ
る
に
は
非

的
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

武

に
登
録
し
て
い
る
と

値
は

と

動
す
る
の
で

中
で
武
器
破
損
に
至
る
心
配
が

無
い
と
は

え

そ
れ
で
も
⻑
期
戦
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
無
論

い
ま
の
彼
の
容

的
に

⻑
期
戦
な
ど
愚
の
骨

 
し
か
し

お
そ
ら
く
そ
れ
を

ま
え
た
上
で
彼
は

ド
ス
キ
ル
を
使
う

を

外
し
た
の
だ
ろ
う

 

な
剣
で
の
勝
負
に

し
て
い
る
の
で
は
な
い

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
彼
は
魔
術
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す
ら
使
わ
な
か

た

だ

あ
れ
は
彼
な
り
の
本
気
の

勢
な
の
だ

 
彼
か
ら
す
れ
ば
仮

片
手
剣
と

え
ど
サ
イ
ズ
で

え
ば
大
人
に
と

て
の

ブ
ロ

ド

ド

手
剣

に

し
い

シ
ス
テ
ム
に

う
な
ら
片
手
で
持
つ
そ
れ
も

わ
な
い
の
で
あ
れ
ば

手
で
持

て
も
お
か
し
く
は
な
い

 

り

り
と
出
方
を

う
に
ら
み
合
い
が
一

二

と

き
三

に
至

た
時
状
況
に

変
化
が

れ
た

 
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
最
下
層
の
聖
剣
を
要
の

か
ら

い
た
事
で
世
界
樹
が
成
⻑
を
再

開
し
氷
の
城
全
体
を
揺
ら
し
始
め
た
の
だ

速
さ
を
強
み
と
す
る
彼
ら
に
と

て
足
場
が
揺
れ

る
の
は
機
動
力
を

が
れ
る
に

し
く

み応
合
い

が
中
断
さ
れ
る

 
ビ
シ
リ

と

に
開
い
た
大
穴
か
ら

裂
が
広
が

た

 
直
後

め
に
二
分
す
る
形
で
部

の

分
が

し
た

し
て
い
く
部
分
は
黒
銀
の

人
が
立

て
い
た
場

先
の
大
穴
を
開
け
る
衝
撃
で

く
な

て
い
た
の
だ
ろ
う

に

ヴ

フ
ス
と
氷
の
部

の

分
が

ち
て
い
く

 
し
か
し

人
ヴ

フ
ス
は
自
分
の
意

一
つ
で
世
界
の
初
期
化
に
抗
い
記
録
を
保
持
し

た
特
異
な

だ

更
に
ス
リ

ム
の
影

も

け
て
い
る
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部

が

ち
る
か
ら
と

て
決

が
付
く

も
な
か

た

 

す
る
最
中
の

を

り
キ
リ
ト
が
立
つ
部

の

分
へ
と
ヴ

フ
ス
は

び

る

そ

の

ヴ

フ
ス
か
ら
見
て
せ
り
上
が
る

の
三
層

の

を
斬
り

し
シ

ト
カ

ト
を

し
て
い
た

ま
れ
た

の
氷
は

つ
ぶ
て

と
な

て
少
年
を
襲
う

 
そ
れ
は
彼
が

を

れ
よ
う
と
外
に

び
出
す
ま
で
の
わ
ず
か
な
間
の
出
来
事
だ

た

 

る

を
斬
り
払
い
直
後
襲
い
掛
か
る
ヴ

フ
ス
の
大
刀
を
黒
剣
で
止
め
る

火
花
と
剣

が

り

し
た
衝
撃
が
氷
の

を

さ
せ
た

 
少
年
が
後
退
す
る

ヴ

フ
ス
が
そ
れ
を
追

て
大
刀
を
振
る
う

す
る
と
銀
剣
の
直
線
状
に

い
斬
閃
が

り

し
て

分
に
な

た
広
間
を

切
れ
に
し
始
め
た

お
そ
ら
く
そ
れ
が

ボ
ス
と
し
て
の
ヴ

フ
ス

の
体
力
が

し
た
時
に
発

さ
れ
る
パ
タ

ン
変
化

見
た
目

以
上
の
リ

チ
で
攻
撃
す
る
能
力

シ

ト
カ

ト
で

を
斬
り
裂
く
時
に
見
せ
た
斬
撃
も

一

剣
を
振

た
だ
け
で
氷
を

に
変
え
て
い
た
事
か
ら

斬
撃
は
複
数
出
せ
る
の
だ
ろ
う

 
切

先
の

⻑
線
上
の
全
て
を
斬
り
裂
く
斬
撃
を
彼
は

し
あ
る
い
は
黒
剣
で

殺
し
な

が
ら

き

け
る

 
し
か
し
後
退
し
な
が
ら
だ

樹
の
根
に

え
ら
れ
て
い
る
部

も
残
り
わ
ず
か
と
な
る
中
後
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退
を

け
て
い
た
彼
は
と
う
と
う

ま
で
追
い
や
ら
れ
た

チ

 
背
中
に
氷
の

が

た

て

し
く

を
打

た
彼
は
間

ま
で

て
い
た
大
刀
の
横

を
直

い
た

道
が

れ
た
そ
の
隙
を
突
き
彼
は
ヴ

フ
ス
の
横
を

り

き
出
し
に

な

た
外
に

び
出
た

 
彼
が
氷
の
城
を

て
い
た
樹
の
根
を
伝

た
時
ヴ

フ
ス
も
ま
た
同
じ
よ
う
に

す
る

部

の

を

り

蠢
く
樹
の
根
に

び

る

 
戦
場
は

氷
の
城
の
一

か
ら

く
間
に

り
変
わ

た

キ
リ
ト

 
常
に
変
化
し

け
る
樹
の
根
を
足
場
に
ヴ

フ
ス
が

け
あ
が
る

人
と
し
て
の

力
を

存
分
に
発

し
一
息
に

十
メ

ト
ル
と

け
の

る
ヴ

フ
ス
は
す
ぐ
に
先
行
し
て
い
た

キ
リ
ト
に
追
い
付
い
た

名
前
を

び
斬
り
掛
か
る

攻
撃
を
知
ら
せ
る
よ
う
な

び
を

い

て

キ
リ
ト
が
身
を

し

不
安
定
な
足
場
で
黒
銀
の
一
閃
を

け

め
た

 
地

き
と

の
中
で

高
い
剣

が

く
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い
で
キ
リ
ト
が
立
つ
場

を
中
心
に
樹
の
根
が

か
に

し

一

後
に
は

に

た

生
命
力
の
源
と
設
定
さ
れ
て
い
る
世
界
樹
の
根
は
仮

傷
付
け
ら
れ
よ
う
と
も
要
の

に
突
き
立
て
ら
れ
て
い
た
聖
剣
の
よ
う
に

に

る
部

同
士
を
分
断
さ
れ

け
な
い
限

り

す
ぐ
再
生
す
る
の
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
と
ヴ

フ
ス
の
眼
が
す
ぐ

た
足
場
の
根
へ
と
向
け
ら
れ

い
へ
と

さ
れ
た

 
そ
し
て

し
く
斬
り
結
び
始
め
る

 
そ
の
間
も

然

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
大
穴

か
つ
て
ウ
ル
ズ
の

だ

た
の
だ
ろ
う
場

に
根
を
下
ろ
そ
う
と
世
界
樹
は
動
い
て
い
る

一

強
く
根
が
波
打
ち
そ
の
上
で
戦

て

い
た
二
人
が

に
放
ら
れ
た

 

み

め
る
足
場
の
無
い
空
中
で
向
か
い
合
う
二
人
は

し
か
し
戦
う
手
を
止
め
な
い

氷
よめ

ん
な

 
黒
銀
の

人
が
大
刀
で
ぐ
る
り
と

の
空
気
を
か
き

氷
の

つ
ぶ
て

を
作
る

ヴ

フ
ス
の

が
⻘
一
色
に
な

た

 
そ
の
⻘
を
食
い
破
る
よ
う
に

色
の

け
ん剣
だ
ん弾

が

⻘
は
穴
だ
ら
け
に
な
り
三

と
経
た
ず
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空
の

色
へ
と
塗
り

え
ら
れ
た

ア

ハ
ハ

 
ヴ

フ
ス
は
自
身
の
一
手
を
完
全
に

さ
れ
た
に
も

わ
ら
ず

て
い
た

し
そ
う

に
声
を
上

る

 
そ
の

猛
な

み
を
浮
か
べ
た
ま
ま
空
中
で
剣
を
大
上

に
構
え
た

色
の
光
と
共
に
斬

り
掛
か
る

 

ド
ス
キ
ル
は
空
中
で
発
動
し
た
場
合

性
や
重
力
と
い

た
物
理
現

のく
び
きか

ら
解
放

さ
れ
る
性

を
持
つ

そ
れ
を

し
て

離
を

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

 
彼
は

人
の
突
進
斬
り
を

け

め
た

す
る
と
彼
の
背
後
に
あ

た
樹
の
根
に
大
き
な

一
文

の
斬
閃
が

ま
れ
る

彼
が
止
め
た
部
分
だ
け
を
残
し
た
形
だ

仮
に
直

戦
闘
し
て
い

た
場
合
前
衛
タ
ン
ク
が

い
で
も
後
衛
に
攻
撃
が
届
い
た

だ

後
衛

プ
レ
イ

と
し
て

を

く

 
そ
れ
を
他

に

彼
は
蠢
く
樹
の
根
へ
と
吹

ん
で
い
た

え
て
そ
う
し
た
の
だ
ろ
う

だ
け
し
た
彼
は

樹
の
根
に

地
す
る
や

や
上
に
向
か

て

躍
を

り
返
す

 
ヴ

フ
ス
も

彼
を
追

て
樹
の
根
を
伝
い

び
上
が
り

て
い
く
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そ
の

に

は
眼
を

め
る

 
ボ
ス
と
は

え

そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
発
動
し
た
の
で
あ
れ
ば

ヴ

フ
ス
の

は
や
は

り
特
異
な
も
の
と

え
よ
う

は
他
の

と
同
じ
だ

た

だ

だ
か
ら
そ
こ
か
ら
変
わ

た
と

え
る

 
原
因
は

え
る
ま
で
も
な
い

 
キ
リ
ト
と
い
う
少
年
が

わ

た
か
ら
ヴ

フ
ス
は
彼
に

し
記
録
を
保
持
し
た

あ

の
ス
リ

ム
す
ら
も
キ
リ
ト
の
記

を
持

て
い
る

振
り
を
見
せ
る
程
の
強

さ

彼
の
存
在

が

た
だ
消

さ
れ
る
だ
け
だ

た

に
自
我
を
持
た
せ

独
自
に
動
く
思

を
与
え
た

然

し
て
高
性
能
で
な
い
だ
ろ
う

が
独
自
に
動
く
よ
う
に
な

た
現

は

最

進
化
と

て

も
良
い
だ
ろ
う

 
人
で
な
い
の
に
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
い
う

体
意

の

と
な

た
ホ
ロ
ウ
と

い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

壊
し
か
ね
な
い
自
我
を
保

て
み
せ
た
キ
リ
カ
と

い
彼
は
本

に
興
味
深

い
対

だ

 

と

の

み
を
遠
ざ
け
な
が
ら

本
格
的
に
不
可
欠
な
存
在
だ
と

め
て
認
識
し
た

 

線
の
先
で
は
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
地

に
し
て

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
天

に
し

か
り
根
を
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る
部

に
戦
場
を

し
た
二
人
が

三

対
峙
し
た
と
こ
ろ
だ

た

  
ア
ル
ゴ
か
ら
教
え
ら
れ
中
継
動

を
見
始
め
た
の
は
天

に
し

か
り
根
を

て
動
か

な
い
と
こ
ろ
で
対
峙
し
た
時
だ

た

 

と
蠢
く
根
の

振
動
が

く
中

対
す
る
二
人
は
静
か
に
向
き
合

て
い
る

 
そ
の
立
ち
合
い
に

葉
は
無
い

 
キ
リ
ト
は

手
に
ま
た
剣
を
取
り
出
し
二
刀
を
構
え
た

対
す
る
ヴ

フ
ス
は

身
を
前

に
し
て

と
水
平
に
な
る
よ
う
黒
銀
の
大
刀
を
持
ち
上

て
構
え
る

チ

キ

と
三
剣

が

を
鳴
ら
し
た
の
が

故
か
よ
く

こ
え
た

 
先
に
動
い
た
の
は
黒
の

人
ヴ

フ
ス

ヴ

フ
ス
は
構
え
て
い
た
黒
銀
の
大
刀
を
振
り

か
ぶ
り

め
上
に
振
り
上

た

キ
リ
ト
は
そ
れ
に
対
し
高
く

躍
し
上
下
を
反
転
さ
せ

な
が
ら
黒
剣
を
振
る
う

紙
一
重
で
ヴ

フ
ス
は

け
る
も

前
髪
が
ち
り

と
斬
れ
た

 
す
た
ん

と

に
足
を
付
け
た
キ
リ
ト
は

直
後
ヴ

フ
ス
と
刃
を
交
え
始
め
た

 
一
刀
一
刀
を
大
切
に
す
る
か
の
よ
う
に

で
は
な
く

く
速
く
し
か
し
見
え
な
い
程
ま
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で
の
神
速
で
は
無
い
速
さ
で
二
刀
を
振
る
い

ヴ

フ
ス
の
一
刀
を
真

向
か
ら

く

 
十

十
一

十
二
と
刃
を
交
え

十
三

目
で

り
合
い
と
な

た

 
ギ

リ

 
と

し
く
火
花
と

光
を

ら
し
な
が
ら

り
合
う

数

の
後
に
一

離
し
大
上

か
ら
二
人
は
剣
を
ま
た
ぶ
つ
け
た

そ
し
て
そ
の
衝
撃
に
よ

て
後
ろ
に
弾
か
れ

る
は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
後
ろ
に
弾
か
れ
た
キ
リ
ト
は
体
勢
を
立
て
直
し
つ
つ

に

ぐ
よ
う
に
し
て
黒
剣
を
構
え

た

直
後
に
あ
の
深
紅
の

き
を
持
つ
上

剣
技
が
発
動
し

ま
じ
い
速

と
共
に
ヴ

フ
ス

へ
向
け
て
超
速
突
進
を
仕
掛
け
る

 
し
か
し

そ
の
突
進
突
き
は
刃
を
掲

て

か
れ
た
こ
と
に
よ

て
不
発
に
終
わ
る

 
キ
リ
ト
は

背
後
で
背
中
を
向
け
る
と
い
う

命
的
な
隙
を
晒
し
た

た

 
ス
リ

ム
を
思
わ
せ
る

な

み
を
浮
か
べ
た
ヴ

フ
ス

背
後
に
向
き
直
り
大
上

に
黒
銀
の
大
刀
を
構
え
た

 
刀
身
に
は
⻩
色
の
光
が

る

放
と
う
と
し
て
い
る
の
は

手
剣

初
期

発
技

ブ
ラ



 十三幕 〜対ヴァフス・後〜

ス
ト
だ
ろ
う

上

剣
技
ア
バ
ラ
ン
シ

に

べ
れ
ば

力
も
突
進

離
も

る
が
そ

の
分

発
動
も

直
も

時
間
で
済
む

な

 
し
か
し
そ
れ
が

た
る
事
は
無
か

た

大
上

か
ら
⻩
色
を

た
黒
銀
の
大
刀
を
振
り

下
ろ
す
よ
り
一

く
キ
リ
ト
は

の
剣
に
蒼
い
光
を

ら
せ
振
り
向
き
ざ
ま
ヴ

フ
ス
の

を

け
る
よ
う
に
し
て
斬

て
い
た
の
だ

つ
ま
り
キ
リ
ト
は

の
剣
に
よ
る
深
紅
の

突
進
突
き
が
終
了
し
た

今

は

の
剣
に
蒼
白
い
光
を

う

ド
ス
キ
ル
を
発
動
さ
せ

た
と
い
う

で
あ
る

 
キ
リ
ト
の
二

目
の
技
は
そ
こ
で
は
止
ま
ら
ず
今

は

び
上
が
り
な
が
ら
背
中
を
斬
り

上

け
て
振
り
返

た
ヴ

フ
ス
の

か
ら
背
中
に
掛
け
て
を
手

を
返
し
て

の
剣

を
振
り
下
ろ
す
こ
と
で
斬
り
裂
く

ま
た
振
り
返
り
ざ
ま
に
黒
銀
の
大
刀
を
振
り
下
ろ
す
も
ろ

く
に
力
を

め
て
も
い
な
い
剣
閃
は
キ
リ
ト
が
先

み
し
て
し

が
ん
だ
こ
と
で

然

た
ら
ず

空
を
切
り

そ
の
隙
に

斬
り
上

に

の
剣
を
振
り
上

た

 
直
後
に
蒼
い
光
が
四
方
に
パ

と
浮
か
ぶ

 

片
手
剣

四

撃
技

バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア

だ
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大

な
の
か

と
心

心
配
に
な

た

 
使
え
る
よ
う
に
な

た
か
ら
分
か
る
が

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

は
集
中
力
を
非
常
に
要
す
る
し
違
和

感
も

で
は
無
く
つ
ま
り

に
掛
か
る
負

は
過
大
な
も
の
だ

血

破
裂
の
重
体
か
ら

復
帰
し
た
ば
か
り

つ
継
戦
可
能
時
間
も

か
な
彼
が
使

て
い
い
も
の
で
は
断
じ
て
な
い

 
今
に
も
意
識
不
明
に
な
る
の
で
は
と
ハ
ラ
ハ
ラ
と

な

や

を
流
し
な
が
ら
ボ
ク
は
動

を
見

け
る

 
見

け
る
し
か

無
い

 

四

撃
目
を
決
め
た
彼
は

け
て

手
の
剣
に
蒼
い
光
を

ら
せ

ヴ

フ
ス
の

背
後

そ
し
て
前
方
の
四
方
を
回
転
し
な
が
ら
斬
り
裂
い
た

 
直
後

今

は

と

行
に
四

形
が
パ

と

る

 
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

三
回
目

 

片
手
剣

四

撃
技

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ま
た

の
剣
に
今

は
吹
き
出
す
か
の
よ
う
に
血
色
の
光
が

た

光
を

た

の

剣
は
勢
い
よ
く

に
流
れ

人
の
肉
体
を
斬
り
裂
く

の
と
こ
ろ
で
一

止
ま
り
ぐ



 十三幕 〜対ヴァフス・後〜

る
ん
と
刃
が
回
さ
れ

真
上
に
切
り
上

ら
れ
た

そ
し
て
返
す
刃
で
振
り
下
ろ
さ
れ
る

 

剣
技

四
回
目

 

片
手
剣

重
攻
撃
三

撃
技

サ
ベ

ジ
・
フ
ル
ク
ラ
ム

く
 
ヴ

フ
ス
は

け
反
り
な
が
ら
も
体
を
動
か
し

剣
を
翳
し
た

 
キ
リ
ト
の

斬
り
下
ろ
し

三
撃
目
は
そ
の
翳
さ
れ
た
剣
を
容
赦
な
く

き

と
し
更
に
は

人
の

を
切
断

い
ド

ト
を

き

ら
し
な
が
ら
真
白
い

が
ど
さ
り
と

ち
る

ま
だ
だ

 

黒
の
剣
に

色
の
光
が

り

の

間
そ
の
光
は
⻩
金
を
中
心
に

黒
蒼

白

色

深
蒼

⻘

白

銀

の
合

十
色
が
渦

く
光

と
な

た

 
そ
の
光

を

し
た
も
は
や

黒
に
は
見
え
な
い
剣
を
キ
リ
ト
は

で
突
き
だ
し
た

め
上
か
ら

め
下
へ
五
つ
交

す
る
よ
う
に

め
上
か
ら

め
下
へ
五
つ

け
て

か
ら

真
上
か
ら
真
下
へ
五
つ
ず
つ
の
穴
が

く
間
に

た
れ
る

 
そ
こ
ま
で
で
二
十

撃

然
片
手
剣
の

存
ス
キ
ル
に
は
存
在
し
な
い
そ
れ
は
彼
が

作

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
に
違
い
な
か

た

そ
し
て
自
分
の
を
参

に
彼
自
身
が
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作
り
出
し
た
絶
技
だ

二

の
間
に

き

ま
れ
た
二
十
の

突
は
彼
の
限
界
速

が
か
つ
て

の
そ一

れ九
閃
を
上
回

た
事
を
意
味
し
て
い
る

あ
ま
り
の
速
さ
と

突
と
い
う
点
攻
撃
に
よ
る

の

さ
は

彼
の

を
倒
す
意

の
表
れ
だ

 
そ
し
て
最
後

十

と

め
十

か
ら
な
る
四
閃
の
交

す
る
一
点
目
掛
け
て
キ
リ
ト
は
強

な
突
き
を
放

た

 
そ
の
突
き
は
十
色
の

き
を

た

大
な
閃
光
を
発
生
さ
せ
ヴ

フ
ス
の
体
を
深

と

ち

発

色
取
り
取
り
の
閃
光
が

界
に

る

 

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
天
で
も

い
光
が

い
た

ま
だ

だ

 

し
か
し

ヴ

フ
ス
は
ま
だ

れ
な
か

た

 
五
本
あ

た
ゲ

ジ
は
残
り
一
本
と
な
り
色
も

色
に
な

て
い
た
が

そ
れ
で
も
あ

と
一

足

ら

ずど
残
し
て
い
た

サ
ベ

ジ
・
フ
ル
ク
ラ
ム
の
三
撃
目
で
剣
が
翳
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
恐
ら
く

り
切
れ
て
い
た
だ
ろ
う
そ
の

せ
め
て
も
の
足
掻
き
が
ヴ

フ
ス
を
生
き

ら
え
さ
せ
て
い
た

 
黒
銀
の
大
刀
を

手
で
持

て
い
た
ヴ

フ
ス
は

を
斬
り

と
さ
れ
よ
う
と

手
で
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握
り

け
て
い
る

そ
れ
を
振
り
か
ぶ

た

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
も

直
か
ら
回
復
し
た

 

人
の
体
を
深

と

つ
黒
剣
を

き
後
退
す
る

そ
の
時
に
彼
は

身
を
強
く
引

い
て
い
た

代
わ
り
に

身
を
前
に
出
し
て
い
て

⻑
大
な
大
刀
は

を
斬
り
裂
い
た

 
キ
リ
ト
の
体
力
が
ぐ
ぐ

と

り

フ
ル
状

か
ら
残
り

分
を
下
回

た

 

み
分
け
と

え
よ
う

ど
ち
ら
も
技
一
つ
で
死
ぬ

強
い
て

え
ば
キ
リ
ト
が
不

か
彼

は
ヴ

フ
ス
の
た
だ
の
攻
撃
だ
け
で

死
し
か
ね
な
い
紙

だ

 
更
に
ヴ

フ
ス
の

を
奪

た
が
彼
は

を
奪
わ
れ
た

部

欠
損
の
回
復
に
は
五
分

要
す
る

そ
れ
だ
け
の
時
間
が
あ
れ
ば
大

の
勝
負
は
決

が
付
く

ボ
ス

手
で
あ
れ
ば
な

お
さ
ら
だ

キ
リ
ト

 
ぎ

と

手
を
握

て

祈
る
よ
う
に

く

 

そ
の
不
安
は

彼
の

北
を

し
て
の
も
の
だ

 
し
か
し

容

へ
の
不
安
は
と
も
か
く

勝

へ
の
不
安
は
不
要
だ

た
か
も
し
れ
な
い

 

故
な
ら
キ
リ
ト
が
ま
だ
持
つ

手
の
黒
剣
に
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
蒼
白
い

き
の
中
で
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最
も
強

な
光

が

た
か
ら
だ

か
に

光
す
ら
見
て
取
れ
る
そ
れ
は
明
ら
か
に
キ
リ

ト
の

え
る
こ
と
の
無
い
戦
意
に
よ

て

こ
さ
れ
た

の

き

 
キ
リ
ト
は
そ
の
光

を

し
た
黒
剣
を
振
り
下
ろ
し
た

型
で

え
ば
バ

チ
カ
ル
が

最
も
近
い
だ
ろ
う

し
か
し
自
分
も
使
う
バ

チ
カ
ル
と
は
全
く

の
異
な
る
破
壊
力
を
秘
め

て
い
た

剣
を
振
り

い
た
そ
の
後
ろ
の

よ
り

い
世
界
樹
の
根
が

一
閃
に

た
れ
て

い
た

 
そ
れ
に
よ

て
残

て
い
た
ヴ

フ
ス
の

も
付
け
根
か
ら

ん
だ

 
明
ら
か
に
シ
ス
テ
ム
を
超
越
し
た
攻
撃

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に
よ
る
も
の
な
の
か
あ

る
い
は

の
光
の
波

を

く
し
た
も
の
な
の
か

判
断
に
迷

た

 
し
か
し

こ
れ
で

勝

た
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
は

力
・こ
・そ

い

だ
が
攻
撃
力
で

え
ば
ピ
カ
一
だ

た
だ
の
攻
撃
は

ド

ス
キ
ル
よ
り
速
く
そ
れ
を

の
属
性
で
補
助
し

力
は

も
な
く
高
ま

て
い
る

 
後
は

そ
れ
を
確
実
に

て
る
だ
け

 

そ
の
方
法
を

彼
は

に
確
立
し
て
い
る

 
仮

が
無
事
だ
と
し
て
も

世
界
の
法

を

し
付
け
る
手

が
彼
に
は
あ
る
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ら

 
キ
リ
ト
は
剣
を
振
り
下
ろ
し
た
直
後

を
失

て
い
る

に
紅
い
光
を

し
ヴ

フ
ス

に
ぶ
ち

て
た

片
手
剣
と
体
術
の
複
合

ド
ス
キ
ル
メ
テ
オ
ブ
レ
イ
ク
だ

強

攻
撃
を

さ
せ
る
隙
を
タ

ク
ル
で

め
る
そ
れ
で

バ

チ
カ
ル

の
技
後

直
を
上
書

き
し

別
の
ス
キ
ル
へ
繋
が
る
よ
う
に
し
た

 
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

の
よ
う
で
あ
る
が
実

は
違
う

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

は
シ
ス
テ
ム
の
穴
を
突
い
た

も
の
で
あ
る
の
に
対
し

メ
テ
オ
ブ
レ
イ
ク

を
絡
め
た
ス
キ
ル

は
シ
ス
テ
ム
に

た

も
の
な
の
だ

 
メ
テ
オ
ブ
レ
イ
ク
で
繋

ら
れ
る
の
は
原

四

撃
技
ま
で
に
限
る

彼
が
シ
ス
テ
ム
外

ス
キ
ル
で

撃
数
の
多
い
上

剣
技
を

ぶ
事
が
多
い
の
は

撃
数
が
少
な
い
も
の
で
あ
れ
ば

メ
テ
オ
ブ
レ
イ
ク

な
ど
代

の

く
技
が
あ
る
か
ら
な
の
だ

 
も

と
も
キ
リ
ト
が
メ
テ
オ
ブ
レ
イ
ク
を
使
う
場
面
を
見
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
の
事

そ
も
そ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
も

ど
一
緒
に
戦

て
い
な
か

た
か
ら
ボ
ス
戦
で

を
合
わ
せ
る
く
ら

い
だ

た

 

て
身
で
ヴ

フ
ス
の
体
勢
を

し
た
キ
リ
ト
は

を
前
に
し
た
こ
と
で

手
に
持
つ
剣
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を
後
ろ
手
に
持
ち

そ
の
剣
を

ぐ
よ
う
に
し
て
構
え
た

 

メ
テ
オ
ブ
レ
イ
ク

で
繋

ら
れ
る
の
は

原

四

撃
技

・ま
・で

 
上

剣
技
に
な
る

ど

撃
数
が
多
く
な
る

向
に
あ
る

存
ス
キ
ル
だ
が
そ
れ
に
真

向

か
ら
抗
う
技
が
存
在
し
て
い
る

 
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
こ
の
猛
攻
の
最
初
に
放

た
技
の
残

な
ま
で
の
光
が

り

 
こ
れ
で
終
わ
り
だ

あ
あ

  

裂

の
気

が

も

た
大

声
と
共
に
空
気
を
引
き
裂
く
か
の
よ
う
な

高
い

を

た
突
進
突
き
が

り
出
さ
れ
た

 
そ
れ
は
間
違
い
無
く
ヴ

フ
ス
の
穴
が
空
い
て
い
る
下

部
の
更
に
上

骨
が
あ
り
心

も
引

掛
か

て
い
る
だ
ろ
う
正
中
線
を
精
確
に

う

ち
ぬ

い
た

そ
れ
だ
け
に

ま
ら
ず
深
紅
の

光
を
放
ち
な
が
ら
大
樹
の
根
ま
で
突
進
が

く

 

に
ド
ン

 
と

を
立
て
て
突
進
が
終
わ

た
と
同
時

剣
を

い
て
離
れ
る
キ
リ
ト
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ヴ

フ
ス
は

を
失
い

と

を

か
れ

体
力
を
全
て
喪

て
い
た

 
だ
が

未
だ
実
体
を
保
ち

け
て
い
た

  
体
を

刃
が
斬
り
裂
く

 

と
な
く
見
て
き
た
技
ば
か
り
だ

し
か
し
眼
前
で
そ
れ
を
放
ち

け
る

し

う
ね
ん

影
妖
精
は
間

髪
を
入
れ
な
い
勢
い
を
保
ち

け
て
い
る

光
が

く
の
は
せ
い

い
三
四

撃
ま
で
の

な

の
に

に
そ
れ
を
超
え
て
い
る

 
強
い

 

や
は
り

強
い

 
戦
士王
とと
しし
てて
のの
本理
能性

が

目
の
前
の

を
認
め
る

 
同
時
に
負
け
ら
れ
な
い
負
け
た
く
な
い

そ
ん
な
思
い
が
斬
ら
れ
る

に

き
上
が
り

り

み
重
な

て
体
を

た
す

そ
れ
は
昏
い
怨
念
で
あ
り

な
闘

で
も
あ

た

 
命
果
つ
る
ま
で
戦
う

 
そ
れ
は

人
に
と

て

然
の
事
で
あ
り
ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム
の
摂
理
で
あ

た

戦
わ
な
け

れ
ば
死
ぬ

故
に

生
き
る
な
ら
ば
戦
う
し
か
な
い
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自
分
は
戦
う
た
め
に
生
き
て
い
る

だ
か
ら

死
ん
で
い
な
い
以
上
剣
を
振
る
う
事
を
や

め
る
気
は
無
か

た

 
こ
の
身
を
切
り
裂
き

つ
刃
を
前
に
銀
剣
を
翳
す

死
ん
で
い
な
い
と
は

え

も
斬

り
裂
か
れ

に
力
は
入

て
い
な
い

然
一
太
刀
で

き

と
さ
れ
る

 

間

界
を

・

か
れ
た

  

体
はつ

る
ぎ悪

で
出
来
て
い
る

  

か
れ
た
の
が

界
で
は
な
く
意
識
そ
の
も
の
で
あ

た
事
に
気
付
い
た
の
は
そ
の
声
が

裏
に

い
た
時
だ

目
の
前
で
剣
を
握
る
剣
士
の
声

 

な
事
に

い
た
事
も
な
い
く
ら
い
ボ
ロ
ボ
ロ
で

怨
嗟
に

ち
た
も
の
だ

た

 
不
意
を
突
か
れ
た
よ
う
に
思

が
止
ま

た

目
の
前
にキ

リ
トが

る
と
い
う
の
に
だ

を

斬
り

と
さ
れ

を

た
れ
る

 
だ
が
そ
の
全
て
の

み
を
集
約
し
て
も

の
意
識
は
剣
か
ら
伝
わ
る
モ
ノ
に
向
け
ら

れ
て
い
た
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血
肉
は

こ
こ
ろ

精
神
は
救
済

 
あ
ま
ねく

全
て
を

び
捨
て
る
矛
盾

 

た
だ
一

の
成

は
な
く

 

た
だ
一

の
失

も
な
し

  
ジ
リ
ジ
リ
と

を

き

意
識
を

ら
せ
る
そ
れ

に
は

ま
で
し
始
め
た

 

裏
に

る
の
は

一
つ
の
光

 う
ず
た
かく

ま
れ
た
小

の
上
で
剣
を
握
る

か
の

彼
方

む

色
に

ら
さ
れ
た
一
つ
の

情  

い
手

生

は

に
一
人

 
か
ば
ねの

で
け
ん悪

を

る

 

故
に

こ
の
生

に
意
味
は
要
ら
ず
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小

の
そ
こ
か
し
こ
か
ら
流
れ
る

体
は
人
影
が
握
る
剣
か
ら

る
も
の
と
同
じ
だ

見

れ
た
命
の
源

 
小

か
ら
見
え
る

は

彼
の

  

こ
のか

ら
だは

無
限
のつ

る
ぎ悪

で
出
来
て
い
た

  

う
た

が
終
わ
る
と
同
時

背
中
か
ら
大
樹
に

き
付
け
ら
れ
た

 
全
身
を

く

み
が
意
識
を
現
実
へ
と
引
き

す

か

 
空
気
を
求
め
て
呼

し
た

と

に

が

て

を

い
た

の
中
を
血
の

味
が

す
る

少
し
で
も
生
き

ら
え
よ
う
と

な
魔
力
を

え
た
そ
れ
を

収
し
て

き
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る

血
の
味
が
す
る
の
に
空
気
だ
け
が

か
ら

き
出
さ
れ
る

 
気
付
け
ば

い

そ
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
事
が
不
思
議
な
く
ら
い

身
創

だ

た

 

は
斬
り

と
さ
れ
て
い
る

は
無
事
で
は
あ
る
が
体
力
も
魔
力
も
奪
わ
れ
て
い
る

か
ら
力
な
ん
て
入
ら
ず

ず
る
ず
る
と
大
樹
の
根
に

り

ん
で
し
ま
う
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一
番

い
の
は

に
出
来
た
大
穴
だ

た

あ
ま
り
に
大
き
く
て
然
し
て

か
な
く
て
も

ら
か
な
樹

が
見
え
て
し
ま

て
い
る

技
あ
り
き
と
は

え

突
だ
け
で
こ
こ
ま
で
の
大

穴

全
て
の

力
と
衝
撃
を
集
束
さ
せ
れ
ば
ど
れ

ど
の

力
を
誇
る
か
は
見

も
つ
か
な
い

 
眼
前
で
剣
を
手
に

は

け
る
少
年
に
目
を
向
け
る

 
こ
う
し
て
自
分
が

た
状

で

か
を
見
上

た
の
は
初
め
て
の
経
験
だ

戦
場
で

を

す
る
の
は
お
ろ
か

の
眼
前
で

り

ん
だ
事
も

無
論
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
殺
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る

 
前
回
は
マ
ト
モ
に
取
り
合
わ
れ
ず
速
攻
で
吹

ば
さ
れ
た

そ
の
せ
い
か

力
も
あ

て

立
て
て
い
た
が

 

流

に

無
理
そ
う
か
な

 
体
力
は

を

い
た

魔
力
も

血
と
し
て
流
れ
そ
う
な
も
の
を

収
に
回
し
て
い
る
か
ら

り
こ
そ
し
て
い
な
い
が
増
え
て
も
い
な
い

大
気
中
に

け

ん
だ
魔
力
の
回
収
を

め
て

も

生
命

持
が
や

と
だ

た

 
ま
さ
に

万
事

す

 
思
わ
ず

う

み
で

が
強

て
い
る
か
ら
表
情
に
現
れ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
か
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た
が

快
な
気
分
だ

た

 
こ
こ
ま
で
完

を

し
た
と
あ

て
は

北
を
認
め
な
い

に
も
い
か
な
い

 

な
ら
ん

な
ら
ん
ぞ
ヴ

フ
ス

 

北
を
認
め
る
な

 

人
の
誇
り
を
捨
て
る

な 
そ
の

間
う
ち

に
潜
ん
だ
ス
リ

ム
の
怨
念
が
騒
ぎ
出
し
た

 
そ
れ
を
無
理

理

し
殺
す

文

り
無
理
に
だ

体
力
も
魔
力
も

き
た
身
で

し

め

る
な
ん
て
無
理
を
し
な
け
れ
ば
出
来
は
し
な
い

 
そ
れ
で
も

無
理
を
し
て
で
も

ス
リ

ム
を
表
に
出
す

に
は
い
か
な
か

た

 

全
力
で
戦

て

負
け
た
ん
だ

誇
り
を
捨
て
な
い
な
ら
負
け
を
認
め
る
べ
き
な
ん
だ

よ

ス
リ

ム

 
ス
リ

ム
に
そ
う
返
す

戦
士
と
し
て
も
そ
し
て
王
と
し
て
の
自
分
が
彼
を
強
者
で
あ
る
と

認
め

北
を
も
認
め
た
の
だ

前
王
に
あ
た
る
者
の
我
欲
で
こ
の
戦
い
を

さ
れ
た
く
な
か

た 
そ
れ
は

王

と
し
て
の
在
り
方
の
差
異

 
ス
リ

ム
は
君
臨
す
る
者
と
し
て
の
王
を
自
負
し
て
い
た

故
に
こ
そ
の

配
で
あ
り
権
力
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欲
が
高
じ
て
不

不
死
を
求
め
た

 
だ
が

は
戦
士
と
し
て
の
王
だ

勝

し

け
最
強
を
示
し
た
が
故
の
王
者

北
す
れ

ば

に
王

を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
弱
肉
強
食
の

徴

そ
れ
こ
そ
ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム

ツ
ン
ヘ
イ
ム
を

歩
し
た

人
の
在
り
方
の
極

 

人
の
王
と
し
て
目
指
す
も
の
が
違
う
故
の
反
目

 
ス
リ

ム
が
ま
た
騒
ぐ

裏
で
ガ
ン
ガ
ン
と
男
の
し

わ
が
れ
た
声
が

く
が
そ
れ
を

無

し
て

意
識
を
少
年
へ
と

し
た

 

き
た
い
事
が

あ

た

キ
リ

ト

あ
れ
は

だ
い

あ
れ
と
は

剣
を

き

と
さ
れ
た
時
に

体
を
斬
ら
れ
て
る
時
に
見
え
た
ん
だ

死
体
の

に

立
つ

君
の

が

 

え
た
光

を
あ
り
の
ま
ま
伝
え
る
と
キ
リ
ト
の
表
情
が
険
し
く
な

た

戦
い
の
そ
れ
で

は
な
く
ま
る
で

見
ら
れ
た
く
な
い
も
の
を
見
ら
れ
た
と
そ
う
悟

た
時
の
険
し
さ

個
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人
の
怒
り

あ
る
い
は

焦
り

 

キ
リ
ト

と
い
う
個
人
を
作
り
上

る
根
幹
だ
と
確
信
が
深
ま

た

 
あ
の

う
た

も
光

も
た
だ
自
分
の
キ
リ
ト
像
が
見
せ
た
ま
や
か
し
で
は
な
か

た
の
だ

そ
う
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
事
も
あ

た

く

ま
れ
た
死
体
の

そ
の
一

か
ら
せ
り

出
て
い
た
人
物
達
は
容

こ
そ
近
い
が
髪
色
が
黒
や

色
だ

た
り
そ
も
そ
も

が

て

い
な
か

た
の
だ

が

て
い
な
い
妖
精
サ
イ
ズ
の
存
在
な
ん
て

は
見
た
事
が
無
い

見
た
の
か

あ
あ

あ
れ
は

い

た
い

 

れ
た
声
で
問
う

 
彼
は

た
ま
ま
近
付
い
て
来
て

の
前
で

を

り

に
手
を

て
て
き
た

な

に
を

ヴ

フ
ス
が
見
た
の
は

の
心

風

だ
ろ
う

 

故

に
手
を

て
る
の
か

と
い
う
問
い
に
は

え
ず

一
つ
目
の
問
い
に
彼
は

え
た

 
心

風

葉
の
意
味
と
し
て
は
知

て
い
る

個
人
が
心
の
中
に

い
て
い
る
想
像
あ

る
い
は
夢

あ
る
い
は
未
来
に

く
願
望
だ
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そ
れ
を
知

て

し
か
し
疑
問
は
未
だ
晴
れ
な
い

 
あ
の
風

が
キ
リ
ト
の
求
め
て
い
る
未
来
だ
と
は
と
て
も
思
え
な
か

た

で
な
け
れ
ば

裏
に

い
て
い
た
あ
の

は

な
の
か

あ
の

は

極
的
に
は
平
和
を
求
め
た
も
の
だ

た

数
多
の

の
上
の
少
し
の
救
済
を
求
め
て
戦

て
い
る
よ
う
に
し
か

こ
え
な
か

た
の
だ

 
平
和
を
求
め
て
い
る

な
の
に
全
て
を
殺
す
情

が
心

と
は
い

た
い
ど
う
い
う
事
な

の
か

 
惑
乱
が
オ

デ

ン
と
勝
負
し
得
る

の
回
転
を

ら
せ
る

 
そ
の
間
に
彼
は

の

に

て
て
い
た
手
を
離
し
た

す

と
体
内
か
ら
異
物
が
取
り

か
れ
す

き
り
し
た
気
分
に
な

た

を
し
た
ん
だ
と
彼
を
見
れ
ば
彼
の
掌
にわ

だ
か
まる

黒
い

も
や

が
見
え
た

 
ア
レ
は

ス
リ

ム
の
怨
念
だ

 
さ

き

に
手
を

て
て
き
た
の
は
そ
の

だ

た
の
か
と
理
解
す
る

そ
れ
は
握
り

さ

れ

し
た

気
な
い
終
わ
り
だ

 
疑
問
が
一
つ
解
決
し
て

残

た
疑
問
の

え
も
知
り
た
い
と

知
識
欲
が

い
た

あ
れ
が

君
の
求
め
て
い
る
も
の

な
の
か
い
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あ
る
意
味
で
は
求
め
て
い
る
し
同
時
に
最
も
忌
み

う
未
来
で
も
あ
る

が
こ
う
し
て
剣

を
取

て
い
た
の
も
そ
の
光

を
現
実
の
も
の
に
し
な
い
た
め
だ
か
ら
な

そ
う

 
求
め
て
い
る
が

忌
み

て
い
て

そ
れ
を
回

す
る
た
め
に
剣
を
取

て
い
る

 
部
外
者
の
自
分
に
は
ま

た
く
わ
か
ら
な
い
話
だ

キ
リ
ト
の
過
去
を
知
ら
な
い
か
ら
矛
盾

し
て
い
る
よ
う
に
し
か

こ
え
な
い
話
が
分
か
ら
な
い

き

と
彼
と
共
に
い
た

間
達
な
ら
分

か
る
話
な
の
だ
ろ
う

 
だ
が

分
か
る
事
も
あ

た

 
恐
れ
て
い
る
の
は

応
に
大
切
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
事

 
そ
の
恐
れ
を

く

ど
に

間
の
彼
女
達
の
事
が
大
切
で
喪
い
た
く
な
い
と
思

て
い
る
の

だ

こ
の
世
の
地
獄
と
も

え
る

な
情

は
そ
ん
な
彼
の
恐
怖
を
形
に
し
た
も
の
だ

た

の
だ

 
恐
怖
す
る
故
に
強
い
の
で
は
な
い

 
そ
の
恐
怖
に

し
な
い
心
の
強
さ
だ
け
で
は
な
い

 
恐
怖
し
て
も
立
ち
向
か
お
う
と

で
き
る
心
を

え
る

り

が
そ
れ

ど
彼
に
と
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て
重
要
だ
と
い
う
事
実

彼
と

を
結
ん
だ
者
達
と
の

こ
そ
が

彼
を
強
く
す
る

恐

怖

の
強
さ
は

そ
の
裏
返
し

 
そ
れ
は

に
は
無
い
強
さ
だ

 

人
は

れ
よ
う
と
し
な
い

さ
れ
れ
ば
殺
さ
れ
る
弱
肉
強
食
の
世
界
に

い
て
信
じ

ら
れ
る
の
は
自
分
の
み

だ
か
ら
こ
そ
自
身
の
強
さ
を
追
い
求
め
る

打
ち
を
感
じ
た
も
の

は
強
者
の

下
に
入
り

う
が
そ
れ
を
良
し
と
せ
ず

を

み

け
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い

る

は
後
者
の
中
で
も
戦
う
た
め
に
生
き
る
事
を

し
た
圧
倒
的
少
数

か
ら
少

な
い

と
い
う
事
も
あ
り

じ自
ね
ん然

独
り
に
な

た

交
友
が
無
い

で
も
な
い
が
そ
れ
も
や

は
り
個
の
力
を

価
し
た
上
で
成
り
立

て
い
る

 

人
と
し
て
生
き
て
き
た
か
ら
他
者
と
共
に

て
戦
う
事
を

ん
じ
て
い
た
自
覚
は
あ

た
が

  

み
ん
な
と
の
つ
な
が
り
が

の
力
だ

  

と

裏
で
キ
リ
ト
の
声
が

る
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し
た
意
識
の
中
で

こ
え
た
声

か
な
一
撃
で
切
り
裂
か
れ

世
界
の

が

て

も

消
え
な
か

た
記

の
一
つ

そ
の

葉
こ
そ
が
彼
の
強
さ
の
根
源
な
の
だ
と
理
解
す
る

 
彼
一
人
の
力
も
技
も

確
か
に
強
い
だ
ろ
う

 
だ
け
ど

か
の
命
運
を
背
負

た
時
そ
の

か
と
の
つ
な
が
り
が
彼
に
力
を
与
え
る

喪
い
た
く
な
い
と
い
う

願

い

恐
怖
心
が
彼
を
強
く
す
る

人
と

れ
ば

る
程
に
そ
れ
は
よ
り
強

ま

て
い
く
の
だ

キ
ミ
は

キ
ミ
た
ち
は

強
い
ね

 
キ
リ
ト
の
よ
う
に
戦
う
時
は
一
人
だ
と
し
て
も
他
者
と
い
る
事
が
無
意
味
で
は
な
い
と
い
う
事

を

そ
し
て
彼
の
強
さ
の
源

を
理
解
し
た

は

足
感
に

り
な
が
ら
意
識
を

め
た

  
・
戦
闘
参

 

点
か
ら
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Ｆ
Ｆ

Ａ
Ｃ
 
ク
ラ
ウ
ド
対
セ
フ

ロ
ス

 
Ｆ
Ｆ

ク
ラ
イ
シ
ス
・
コ
ア 

ジ

ネ
シ
ス

ア
ン
ジ

ル
対
セ
フ

ロ
ス
ム

ビ

 
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｙ
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

Ｂ
Ｗ
 
衛

士

対
ア

チ

 

ユ
ウ
キ

点
か
ら

 
Ｓ
Ａ
Ｏロ

ス
ト
・

ン
グ 

キ
リ
ト
対
ス
メ
ラ
ギ
ム

ビ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
十
五

ア
ニ
メ
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編

話

 
二
刀
キ
リ
ト
対
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ

タ

  
・

二

 
原
作
で

ウ
ン
デ

ネ

水
妖
精

の
メ
イ
ジ
・
ク
リ
ス
ハ
イ
ト
と
し
て
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
国
家

務

自

衛
隊

二

 
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

常

に
変
異
を
来
し
て
い
る
原
因
が
キ
リ
ト
に
あ
る
と

え

や
は

り

に
は
不
可
欠
な
存
在
だ
と
認
識
を
強
く
す
る

そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
を

し
た
戦
略

か
ら
来
た

え
だ
が
そ
も
そ
も
戦
場
を
転

と
し
て
ま
で
プ
レ
イ

を
追
い
掛
け
る
ボ
ス
と

い
う
イ
レ
ギ

ラ

性
を
許
容
し
て
い
る
カ

デ

ナ
ル
も
大

な
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
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そ
し
て
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
原
作
時
空
だ
ろ
う
と
ゲ

ム
時
空
だ
ろ
う

と

あ
ら

る
仮
想
世
界
の
根
幹
を

す
シ
ス
テ
ム
と
さ
れ
る

 
つ
ま
り

そ
う
い
う
事
だ

フ
ラ
グ

  
・
ユ
ウ
キ

 
神
速
の
十
一

撃
を
作
成
し
た
剣

 
今
回
キ
リ
ト
が
殺
意
マ
シ
マ
シ

反
応
速

フ
ル
活

し
た
絶
技
を
使

た
の
を
見
て
内
心

ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
る

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
容

的
に
大

な
の
か
と

い
心
配

 
武
器

属
性
使

剣
技

三

把
握

立
体
機
動
ヴ

フ
ス
に
伝
わ
る

ど
の

イ
メ

ジ

大

な

が
無
い

  
・
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル

 

人
の
王
に
し
て
戦
士

オ
ル
タ
に
な

て
も
戦
士
気

が

在
な
の
は
王
に
対
す
る

え
が
ス
リ

ム
と
違



 十三幕 〜対ヴァフス・後〜

た
た
め

強
い
者
こ
そ
王
と
い
う
価
値
観
は

の
ヴ

フ
ス
と

ら
変
わ

て
い
な
か

た

 
な
の
で
キ
リ
ト
に
よ

て
ス
リ

ム
が

き
出
さ
れ
て
か
ら
も
変
化
が

見
ら
れ
な
い

 

知
り
た
か

た
事
が
知
れ
て

な
に
や
ら

足
し
て
眠
り
に

い
た
よ
う
だ

麻

神  
・
キ
リ
ト

 

み
ん
な

の
た
め
に
戦
え
る
剣
士

 
現
在
少
し
速
め
の

二

中

感

性

か
過
ぎ
て
成
⻑
樹
形
が

に
で
も
近
付
く

け
ど

と
も
似
て
な
い

と

わ
れ
る
程
だ
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

  
・
い
ま
の
心

風

 
一

が
求
め
る
未
来
に
し
て
和
人
が

む
可
能
性

憎
し
み
だ
け
で

た
場
合
も

助
け

る
た
め
と
か
つ
て
の
よ
う
に
剣
を
振
る
い

け
て
も
和
人
は
そ
こ
に
至
る
だ
ろ
う
と

え
て

い
る
が
故
の
心

風

 
第
三
の

練
に
て

義
姉
を
殺
し
た
が
故
の
深
層
世
界
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成救
わ
れ
た
者
か
ら
す
れ
ば
英
雄
で
あ
り

 

成

し

な

け

れ

ば

救
わ
れ
な
か

た
者
か
ら
す
れ
ば

殺
戮
者

 
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
剣
を
振
る
矛
盾
に

ち
た

え
い子
う

心
は
ト
ラ
ウ
マ
で

い
て
い
る

 
こ
れ
を

に
秘
め
恐
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
り
和
人
は
剣
を

て
い
る

  
・
新
登
場

ド
ス
キ
ル

 

メ
テ
オ
ブ
レ
イ
ク

 
原
作
一

に
て

出

 
片
手
剣
と
体
術
の

練

を
そ
こ
そ
こ
高
め
て
い
な
い
と
使
え
な
い

ド
ス
キ
ル

 
ア
ニ
メ
で
は
光
と
闇
の
剣
舞
に
て
キ
リ
ト
が
空
中
で
剣
を
オ
レ
ン
ジ
に
光
ら
せ
な
が
ら

骨
剣
士
に
回
転
斬
り
を
仕
掛
け
た
時
の
技

 

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

な
ど
で
は

て
身

斬
り
払
い

全
力
の

タ

ク
ル

の
打
撃
・
斬
撃
の
三

撃
技

片
手
剣

に

け
る

一
の
打
撃
技
と
し
て
地
味

に
重
宝
し
た

 

フ

イ
テ

ン
グ
・
ク
ラ
イ
マ

ク
ス

に

い
て
は

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア

発
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動
中
に

ダ

シ

コ
マ
ン
ド
で
攻
撃
を
切
り
上

て
タ

ク
ル

追
加
コ
マ
ン
ド
で
斬
り

と
し
を
仕
掛
け
る

ホ
ン
ト
に
シ
ス
テ
ム
に

た
ス
キ
ル

技

 
今
話
に
出
た

撃
数
が
四
つ
以
下
で
あ
れ
ば
繋
が
る
と
い
う

件
は
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル

設
定

  
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル

 
技
名

グ
ラ
ン
ド
・
ロ
ザ
リ
オ

 

道

上
か
ら

下

上
か
ら

下

か
ら

真
上
か
ら
下
へ

全
て
交
差
す
る
よ

う
に
五
発
ず
つ
突
き

四
つ
の
交
差
点
を
強

に
突
く

 
属
性

物
理
二

水
風
地
氷

闇
聖
一

ず
つ

 
ユ
ウ
キ
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
を
キ
リ
ト
が
真
似
て
編
み
出
し
た
技

間

九
つ
の
斬
閃
を

間
十
の

突
に
変
え

回

不
可
能
な
速

の
殺
意
マ
シ
マ
シ
な
攻

撃
へ
と
変
化
さ
せ
た

見
た
目
が
光
り

い
て
い
る
の
は

キ
リ
ト
の
殺
意

喪
う
事
へ
の
恐

怖

を
倒
す
意

み
ん
な
を
護
る
意

と
い
う

式
が
成
り
立

て
い
る
た
め

つ
ま
り

の
影

を
バ
リ
バ
リ

け
て
い
る
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参

そ
れ
ぞ
れ

め
交

正
十
文

だ

た

ロ
ス
ト
・

ン
グ

に

け
る
ユ
ウ
キ

ア
ス
ナ
の

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

を
組
み
合
わ
せ
た
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十
四
幕
 

戦
い
の
幕
引
き

  

点

キ
リ
ト

 

数

約
一
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

終
わ

た
か

 
静
か
に
目
を

じ
動
か
な
く
な

た
銀
の

人
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
を
見
て

き
を

ら
す

大
樹
の
根
の

に
背
中
を

け
眠
る
ヴ

フ
ス
を
見
な
が
ら

も

を
下
ろ
し
た

 

中
に
安

が
広
が
る

づ



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 
す
る
と
思
い
出
し
た
よ
う
に

に

重
な

み
が

り
重

を

せ
ら
れ
た
よ
う
に
全
身

が
重
く
な
る

た
り
と
背
中
か
ら
力
な
く
倒
れ

む

 

を

じ
る

界
に

る

像
を
認
識
す
る
だ
け
で
も

を
揺
ら
す

動
が
強
ま
る
か
ら

だ
流

に

無
理

し
過
ぎ
た
か

 
大
の

に

転
が
り
な
が
ら
自
分
の
状

を

す
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
な
ら

日

夜
し
て
の

ボ
ス
戦
も
ザ
ラ
だ

た
が
流

に
も
う
そ
う
も
い
か
な
い
ら
し
い

こ
れ
ま
で
無
理
を

し

し
て
来
た

だ

 
今
回
は
重
体
か
ら
復
帰
し
た
て
の
無

だ

た
か
ら

い
思
い
を
し
て
い
る
だ
け
だ
と

思
う
が

 
そ
こ
ま
で

え
内
心
でか

ぶ
りを

振
る

こ
う
だ

た
か
ら
あ
あ
だ

た
か
ら
と
理
由
を
付
け

て
正

化
し
よ
う
と
す
る
の
は
自
分
の
悪
い

だ

ど
ち
ら
に
せ
よ
無
理
を
し
た
事
は
変
わ
ら

な
い

ず

と
前
か
ら

間
達
にた

し
なめ

ら
れ
て
い
た
コ
ト
は
認
め
て
は
な
ら
な
い
の
だ

 
み
ん
な
を

信

し
て
い
な
い

じ

な
い

 
こ
れ
は

の

独
り
善
が
り
な
の
だ
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ヴ

フ
ス
に

し
て
は
完
全
に
想
定
外
だ

た

結
果
論
で
は
あ
る
が
あ
そ
こ
で

が
一
人

残

た
事
は

決
し
て
間
違
い
で
は
な
か

た
と
思
う

心

か
ら
ヴ

フ
ス
を
負
か
す
に
は

前
回
と
同
じ

と
の
一
騎
打
ち
が
前

だ

た
か
ら
だ

 
だ
か
ら
変
え
る
べ
き
は
そ
れ
よ
り
前
の
事

今
日
の

方

ダ
イ
シ
・
カ
フ

に
集
ま

た
時
に
予
め
話
を

し
て
お
け
ば

が
こ
こ
ま
で
無
理
を

す
事
も
無
か

た

ア
ル
ン

の
四
方
に
点
在
す
る

ツ
ン
ヘ
イ
ム
へ
の
ダ
ン
ジ

ン
突
破
だ

て
み
ん
な
と
協
力
し
て
い
れ
ば

こ
こ
ま
で
消

は
し
な
か

た

 
出
来
る
事

取
れ
た
戦
法
は
同
じ
だ

 
で
も
体
力
は

存
出
来
て
い
た

そ
れ
だ
け
で

の
苦
し
み
は
ず

と
や
わ和

ら
い
で
い
た

し
て

み
ん
な
の
苦
し
み
も

ま
た

こ
わ
い

な

 
怒
り
心

だ
ろ
う

間
達
の

を
思
い
浮
か
べ
て

ち

と
だ
け
体
が

え
る

 
で
も

し
あ
わ
せ
な
気
分
だ

た

 

ら
れ
る
事
が
ど
う
し
よ
う
も
な
く

し
く
思
え
る

あ

の一

時
代
を
一
人
残

た
日

を
思
え
ば

て
く
れ
る
人
が

る
だ
け
で
な
ん
と

ま
れ
た
事
か
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生
き
て
い
る
ん
だ

と
喜
び
が
浮
か
ぶ

 
護
れ
て
い
る
ん
だ

と
達
成
感
に

む
せ

ぶ

 

ら
れ
る
事
へ
の
恐
怖
心
は
そ
の
二
つ
が
上
回

て
し
ま
う
の
だ

こ
わ
く
は
あ
る
け
ど
そ

れ
以
上
に

し
い
気
持
ち
で
い

い
に
な
る

体
は

え
て
い
る
の
に

が

り
上
が
る

の
が
分
か
る

 
我
な
が
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
く
歪
ん
で
い
る
と
思
う

 
本

に
ど
う
し
よ
う
も
な
く
だ

浮
遊
城
第
百
層
の
紅

で

間
を
喪

た
光

を
記

し
て
い
て
彼
ら
彼
女
ら
の
事
を
大
切
に
思

て
い
る
限
り
こ
の
歪
み
は
絶
対
に

正
出
来
な

い
と
い
う
確
信
が
あ
る

義
姉
で
す
ら
だ

み
ん
な
を
大
切
に
思
う

ど

の
こ
の
歪
み
も
ま

た
強

な
も
の
に
な
る
の
だ
か
ら

 
願
わ
く
ば

こ
の
歪
み
を
許
さ
な
い
で
欲
し
い

 
け
れ
ど
同
時
に

認
め
て
は
欲
し
い

 
だ
か
ら

は

み
ん
な
か
ら

と

わ
れ
る
か
が

こ
わ
か

た

  
大
樹
の
根
と

ツ
ン
ヘ
イ
ム
全
体
が

え
る
間
も
大
の

に

転
が

て
い
た

は

と
振
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動
が
止
ま

た
の
を
契
機
に
体
を

こ
し
た

ぐ
ら
り
と
揺
れ
る
が
樹

に
手
を
突
い
て
ま

た
倒
れ
る
の
を

む

未
だ
全
身
に

い
重
み
は
掛
か

て
い
る
が
ま
だ
や
る
べ
き
事
が
残

て
い
る

こ
れ
以
上
横
に
な

て
い
て
は

ち
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
危
惧
が

を
衝
き
動
か

し
た

 

を
開
け
る

 
ズ
キ
リ
と
眼

と
後

部
が

く
が
そ
れ
を
無

し
て

界
に

た
も
の
を
認
識
し
て
い

く 
そ
の
過
程
で

人
の

を
認
め

を

る

と

く
に

を
消
し

ば
し

ス
リ

ム
の
怨
念

い
て
は
前
回
と
異
な
る
異
変
の
原
因
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

残
滓
を
収
集
し
た
以
上

ヴ

フ
ス
の
ア
バ
タ

が
残
り

け
る
の
は

え

い
事
だ

 
し
か
し
残
り

け
て
い
る
事
が
事
実

 

故
だ
と

い
思

を
回
し
な
が
ら
世
界
樹
の
根
に

も
た

れ
る

人
の
全
身
を

め
て
い
く

 
ス
リ

ム
の
怨
念
を
取
り

ん
で
か
ら
黒
と
⻘
を

と
し
た
禍

し
い

い
に
変
化
し
て
い

た
ヴ

フ
ス
の

は
今
は

の
銀
と
⻘
色
に

て
い
る

こ
の
分
な
ら
白
目
部
分
が
黒
か

た
の
も

て
い
る
だ
ろ
う
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華

な
体

に

し
て
は
こ
れ
も
ま
た

に

て
い
た

が
倒
れ
る
前
は
開
い
て
い
た

部
の
大
穴
も
今
は

じ
て
い
る

故
か

は

に

て
い
な
い
の
で

ら
か
な

色
が

の
穴
か
ら

い
て
い
る

 

線
を
上
に

す

ム

ビ
ン
グ
オ
ブ
ジ

ク
ト
に
は

し
て
表
示
さ
れ
る
カ

ル
は
Ｎ
Ｐ

Ｃ
で
あ
る
事
を
示
す
イ
エ
ロ

表
示

ゲ

ジ
も
存
在
す
る
が

バ

の
方
は
全
損
し
た
ま

ま
だ

む

 

く
思

を
回
し
て

可
能
性
を

つ
か
浮
か
べ
た

 
ま
ず
は
た
だ
の
バ
グ

残
滓
と

え
ど
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
い
う
バ
グ
そ
の
も
の
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の

に
な

て
い
た
の
だ
ヴ

フ
ス
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

の
初
期
化
に

え

た
存
在
だ
か
ら
こ
う
い
う
不

合
が
あ

て
も
お
か
し
く
は
な
い

が
回
収
し
た
か
ら
少
し

え

く
は
あ
る
の
だ
が

 
二
つ
目
は
運

が
ス
ト

プ
を
掛
け
て
い
る

こ
れ
に

し
て
は
更
に
理
由
を
複
数

え

ら
れ
る

今

の

が

ん
だ
と
い
う
し
レ
ア
ケ

ス
と
し
て
回
収
す
る

に
消
滅
シ

ク
エ
ン
ス
を
止
め
て
い
る
の
が

一
番

え
ら
れ
る
パ
タ

ン
だ
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三
つ
目
は
ク
エ
ス
ト
女
王
の
請
願
の
ル

ト
展
開
の
一

で
あ
る
事

ク
エ
ス
ト
の
展
開

第
で
は

を
全
損
さ
せ
る
イ
コ

ル
倒
し
た
と
し
て
も
死
体
が
残

た
ま
ま
の
場
合
が
少

な
か
ら
ず
存
在
す
る

品
を
手
に
入
れ
る
と
か

属
を
知
る

に

を

し
て
い
る
物
を

ぎ
取
る
ワ
ン
シ

ン
が

入
さ
れ
る
場
合
は

を
全
損
さ
せ
て
も

に
消
滅
す
る
事
は

無
い

 
他
に
も
大
な
り
小
な
り
の
可
能
性
を

え
た
が
一
番
あ
り
得
る
の
は
三
つ
目
の
ク
エ
ス
ト

展
開
に
よ
る
も
の

だ
ろ
う
と

個
人
的
に

え
て
い
た

 
な
に
し
ろ
ヴ

フ
ス
は

き

す
前
で
戦
い

を
全
損
さ
せ
て
も

そ
の
ま
ま
消
滅
せ
ず

と
再
戦
の
約
束
を
交
わ
し
て
か
ら
ロ
キ
戦
力
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

ス
ヴ

ル

ト
で
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
が
展
開
さ
れ
て
い
る
以
上
ヴ

フ
ス
が

か
し
ら
の
形
で

参
戦
な
い
し
中
立
を
保
つ
展
開
を
経
な
け
れ
ば
完
全
消
滅
し
な
い
設
定
に
さ
れ
て
い
て
も
お
か

し
く
な
い

と
い
う
か
十
中
八
九
そ
う
だ
と

は
思

て
い
る

 
た
だ
今
の
自
分
は
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
の
ル

ト

を
し
て
い
な
い

つ
ま
り

ヴ

フ
ス
が
オ

デ

ン
と
ロ
キ
の
ど
ち
ら
に
付
く
か
も
定
ま
ら
な
い
状

に
な
る

で
そ
ん

な
状

で
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
を
前

に
し
た
展
開
に
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
無
く
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は
無
い

 
ま

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の

・
ア
レ
ン
ジ
は
か
な
り

が

く
の
で

そ

の
へ
ん
は
ど
う
に
か
整
合
性
を
取
る
だ
ろ
う

け
れ
ば
と
ん
で
も
な
い
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い

話
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が

シ
ス
テ
ム
に

た
も
の
で
あ
れ
ば

と
て

や
は
な
い

ま

こ
れ
以
上

が

え
て
も
時
間
の
無

か
な

 
気
に
は
な
る
が
直
近
で
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

に
ヴ

フ
ス
は

わ
り

が
無
く
な

て
い
る

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

と
運

に

投

し
て
も
も
う
問

無

い
だ
ろ
う
と

は
思

を
打
ち
切

た

後
は

と
な
れ

と
な
れ
だ

 
い
ち
お
う

人
の

を

界

に
収
め
な
が
ら

は

の
欠
損
状

を
回
復
さ
せ
る

に

古
ノ
ル
ド
語
の
回
復
魔
法
を

え
た

 

し
い
光
が

に
集
ま
り

い
線
で
大
ま
か
な
形
を
作

た
後
実
体
の
あ
る

が
作
り

上

ら
れ
た

 
再
生
し
た

手
を

く
振
り

き

れ
た

の

と
共
に
出
現
し
た
メ
ニ

を

る

つ

か
の
タ
ブ
を

し

コ

ル
を
す
る
ボ
タ
ン
が
あ
る
ト
コ
ま
で

た
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そ
し
て

コ

ル
タ
ブ
を
ク
リ

ク
し
よ
う
と

指
を
動
か
し
た
と
こ
ろ
で

覚
え
の
あ
る

声
が

覚

を

し
て
き
た

キ
リ
ト

お

い

大

な
の
か

 
彼
方
か
ら
小
さ
な
反

と
共
に

こ
え
て
来
る
声

指
を
止
め

線
を

に
巡
ら
せ
る

す
る
と
自
分
か
ら
見
て

の

空
に
五
つ
の

水

邪
神
の

と
そ
の
上
に

る

間
達

の

を
見
つ
け
た

 
そ
こ
か
ら
大
き
く
手
を
振
り

声
を

り
上

こ
ち
ら
の
無
事
を
確
か
め
て
き
て
い
る

 

手
を
剣
か
ら
離
し
手
を
振
り
返
す

そ
れ
で
無
事
が
分
か

た
の
だ
ろ
う

手
の
振
り
と

声
は
た
ち
ま
ち
無
く
な

た

 
く
お
お

ん
と
い
う

き
声
を
数

い
た
と
こ
ろ
で

水

邪
神
は

ツ
ン
ヘ
イ

ム
の
天

に
根
を

た

ま
で

り

い
た

邪
神
の
背
に

て
い
た

間
達
が

と

こ
ち
ら
に

り
立
ち

け
寄

て
来
る

 
そ
の
中
で
シ
ノ
ン
が
⻩
金
に
煌
め
く
聖
剣
を

え

ん
で
い
る
の
を
見
て
思
わ
ず
二

見

し
て
し
ま

た
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シ
ノ
ン

そ
れ

回
収

出
来
た
ん
だ
な

 

間
達
が

か
を

う
よ
り
も
先
に
こ
ち
ら
の

葉
が
突
い
て
出
た

そ
れ
が
開

一
番
の

葉
か

と

な
表
情
を
浮
か
べ
た
シ
ノ
ン
は

そ
の

の
ま
ま
こ
く
り
と

く

キ
リ
カ
が
放
り
捨
て
た
け
ど

リ
ト
リ

ブ
・
ア
ロ

の
魔
法
で
こ
う

い
と
ね

へ
 

中
ま
で
は
前
回
の

と
同
じ
だ

た
ら
し
い
が
シ
ノ
ン
が

性
の
あ
る
ネ
バ
ネ
バ

を

に
付
与
す
る
弓
系
ス
キ
ル
に
付
属
し
た
魔
法
を
使
い
釣
り
の
よ
う
に
聖
剣
を

い
上

た
事

で
回
収
で
き
た
の
だ
と

そ
の

い

葉
か
ら

す
る
事
が
出
来
た

シ
ノ
ン
さ
ん
は

に

て
る
け
ど

全
然
そ
ん
な
事
な
か

た
よ

 
二
百
メ

ト

ル
先
で

下
し
て
る
聖
剣
に
魔
法
の

を

て
た
ん
だ
か
ら

 
と

シ
リ
カ
が
や
や
興

気
味
に

ま
く

し
立
て
る

 

は
と

え
ば
て

き
り
放
り
捨
て
た
直
後
に
使

た
も
の
だ
と
思

て
い
た
の
で
ま
さ

か
そ
ん
な
離
れ
た

離
か
ら

て
て
見
せ
た
と
は

つ

と
も
思
わ
ず

を
引
き

ら
せ
る
ば
か
り

だ

た

 
二
百
メ

ト
ル
と
い
う

離
は

と
て
も
で
は
な
い
が

て

け
る
も
の
で
は
な
い
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Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
弓
は

槍
以
上

魔
法

以
下
の

離
で
使
う
武
器
と
い
う

付
け
だ

正

離
で
あ
れ
ば
誘
導
性
魔
法
と
同
じ
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
よ
る
命
中
補
正
が
掛
か

る
が
そ
れ
を
超
え
た

風
や
重
力
の
影

で

は

た
と
こ
ろ
に

ば
な
い

ロ
ン
グ

ボ
ウ
は

程

先
だ
か
ら
有

程
は
五
十
メ

ト
ル
か
ら
百
メ

ト
ル

そ
の
二

を

て

て
た
と
い
う
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
史
上
初
の
⻑

離

撃
に
違
い
な
い

 
そ
れ
は

あ
ら

る
要

が

的
に

み
合

た
結
果
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う

 
弓
使
い
と

え
ば
機
動
力
の
あ
る

シ

ル

フ

風
妖
精

で
シ

ト
ボ
ウ
を
使
う
か

力
と

力

に

で
る

ノ

ム

妖
精

で
ヘ
ビ

バ
リ
ス
タ

備
の

に
な
る
か
が
定
番
だ

し
か
し
シ
ノ
ン
は

そ
の
セ
オ
リ

を
あ

さ
り
無

し

程
に
特
化
し
た
ロ
ン
グ
ボ
ウ
を
九
種

中
最
高
の

力
を
持
つ
ケ

ト
シ

で
使
う
と
い
う
ビ
ル
ド
を

し
た

の
武
器

剣
に

よ
る
近

戦
も
こ
な
し
て
い
る
か
ら
あ
ま
り
表

に
は
な
ら
な
か

た
が
そ
の
命
中
精

は
か
な
り
の
も
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
誇

て
い
た
攻
略
組
の

全

が

を

く
レ
ベ
ル
の

命
中
精

の
経
験
が
活
き
て
い
る
の
だ

 
更
に

え
ば
お
そ
ら
く

に
登
録
し
シ
ノ
ン
の
イ
メ

ジ

り
に

が

ぶ
よ
う

に
な

て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
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だ
か
ら
と

て
そ
う

と
数
百
メ

ト
ル
先
の
的
に

て
ら
れ
る

で
は
な
い

同
じ

件
で
や
れ
と

わ
れ
て
も

も
ち

と
自
信
は
無
い

 
多
分
シ
ノ
ン
に
は
弓

の
才
能
が
あ
る
の
だ
ろ
う

来
は
ア

チ

リ

の

手
と
か
に
な

る
か
も
し
れ
な
い

 
弓

に

し
て
は
シ
ノ
ン
に
遠
か
ら
ず

か
れ
る
事
に
な
り
そ
う
だ

も
う
シ
ノ
ン
さ
ん
マ
ジ
か

け

で
し
た

ち

シ
リ
カ

や
め
て
よ

は
は

そ
れ
は

直

見
て
み
た
か

た
な

キ
リ
ト
ま
で

も
う

 

め
や
ら
ぬ
と

う
よ
り
は
ぶ
り
返
し
た
興

を

わ
に
す
る
シ
リ
カ
に
シ
ノ
ン
が

を

く
し
て

を
へ
に

り
と

れ
さ
せ
る

の

葉
で
よ
り

を

く
し
て
い
た

 

そ
の
和
気

と
し
た
空
気
は

世
界
の
変
容
で
破
ら
れ
た

 
止
ま

て
い
た
振
動
が
再
び
襲
い
来
る

そ
れ
だ
け
で
な
く

の
如
き
水

が
地
下
世
界

全
体
に
木
霊
し
た

お
そ
ら
く
グ
レ

ト
ボ
イ
ド
に

水
し
た
樹
の
根
に
変
化
が

き
た
の

だ
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ね

み
ん
な
見
て

根
か
ら

芽
が

 
そ
う
悟

た
時

ア
ス
ナ
が

く
よ
う
に

た

 

線
を
下

大
樹
の
根
に
向
け
れ
ば
天

に
根
強
く

り
付
い
た
根
の
至
る
と
こ
ろ
か
ら

新
芽
が

を
出
し
始
め
て
い
る
の
が
見
え
た

そ
れ
は
す
ぐ
に

達
か
ら
見
て
大
木
サ
イ
ズ
へ
と

成
⻑
し

⻩
緑
色
の
葉
を

に
広

て
い
く

 
そ
こ
で

風
が
吹
い
た

 
こ
れ
ま
で
常
に

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
吹
き

れ
て
い
た
身
も

る
木

ら
し
で
は
無
い

か

な

の
そ
よ
風

同
時
に
世
界
全
体
の
光

が
数

に
増
す

天

か
ら

を
出
し
ず

と
お

ろ
に

て
い
た
だ
け
の
水

が
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
な
太
陽
に
な

て
し
ま

た
か
の

如
き
強
い

は白
こ
う光

を
振
り
撒
い
て
い
る
の
だ

 

と

樹
の
根
や
天

に
向
け
て
い
た

線
を

彼
方
に
向
け
る

 

と
し
た

線
の
白
が

く

け
て
い
く
の
が
見
え
た

風
と
陽
光
に
一

で
さ
れ
た
大

地
の
根
雪
や
小

を
分

く

う
氷
が
み
る
み
る

け
て
い
く

そ
の
下
か
ら
現
れ
た
黒

と

れ
た
地
面
に

と
新
芽
が
芽
吹
く

 

に

さ
れ
て
い
た
人
型
邪
神
の

や
城

そ
の
中
に
は
ヴ

フ
ス
の
城
も
あ
る



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

は

た
ち
ま
ち
緑
に

わ
れ

へ
と

ち
て
い
く

く
お
お

ん

 
突
然
五
体
の

水

型
邪
神
が
八

の
翼
と
広
い

更
に

ま
で
も
い

い
に
持
ち
上

高
ら
か
な
遠

え
の

和
を

か
せ
た

 
程
な
く

世
界
の

か
ら
お

ん

く
お
お

ん

と
い
う
返
事
が
木
霊
の
よ
う
に

て
来
る

 
こ
こ
か
ら
で
は
あ
ま
り
に
高
過
ぎ
て
体
⻑
数
十
メ

ト
ル

で
も
点
す
ら
見
え
な
い
が
お
そ

ら
く

の

人

の

属
で
あ
る
多
種
多
様
な
動
物
型
邪
神
た
ち
が
地
面
や
水
面
か
ら

を

出
し
フ

ル
ド
を

歩
し
始
め
て
い
る
の
だ

い
ま
の
遠

え
は
そ
れ
を
喜
ぶ

だ

た

に
違
い
な
い

 
は
ら
り
と

が

を
伝

た

 
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
内
に

を
流
し
て
い
た
ら
し
い

そ
れ
を

う
気
に
は
と
て
も
な
れ

ず
遠

え
を

和
し

け
る
邪
神

い
や
穏
や
か
な
世
界
に
住
ま
う

じ

う
に
ん

動
物
の
声
と

の

再
来
に

く
世
界
と
を

は
心
に

き
付
け
て
い
く

だ
な
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つ
り
と

ま
た
気
付
か
な
い
内
に

は
そ
う

ら
し
て
い
た

そ
れ
が
自
分
の
も
の
だ
と

気
付
く
の
に

も
要
す
る

ど

の
意
識
は
目
の
前
で
新
生
し
て
い
く
世
界
に
向
け
ら
れ
て

い
た

 
そ
の
感

は
初
め
て
仮
想
世
界
に

び

み
浮
遊
城
の

原
に
臨
ん
だ
時
と
同
じ
も
の
だ

 
尊

す
る
人
の
夢
を

え
さ
せ
た
く
な
い

 
義
姉
達
の
生
き
る
世
界
を
護
り
た
い

 
自
分
の
価
値
を
示
し
た
い

 
そ
し
て

自
分
も

き
な
こ
の
世
界
に

は
生
き

け
た
い

 
命
を

し
た
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
て
い
な
が
ら
ず

と
ず

と

き

け
た
想
い
の

一
つ

が

で
も

い
に
な
れ
な
か

た
仮
想
世
界
の

し
い
部
分

 

こ
れ
だ
か
ら

は
こ
の
世
界
が

き
な
ん
だ

 
強
く

強
く

そ
の
想
い
を

み

め
る

 

見
事
に

成
し

て
く
れ
ま
し
た
ね
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そ
の
時

声
が

こ
え
た

 

で
滲
ん
だ

界
を
上
に
向
け
る

五
体
の
動
物
型
邪
神
た
ち
の
向
こ
う
に
金
色
の
光
に

ま
れ
た
人
影
が
浮
い
て
い
た

せ
い

い
二
時
間

ど
し
か
経

て
い
な
い

だ
が

か
し

い
と
す
ら
思
え
る
そ
の

は
間
違
い
な
く
今
回
の
ク
エ
ス
ト
を
出
し
て
来
た
身
の

三
メ

ト

ル
強
の
金
髪

女

の
女
王
ウ
ル
ズ

だ

た

 
そ
の

は
お

ろ
に

き

て
い
た
前
回
と
違
い
明
ら
か
に
実
体
だ

ス
リ

ム
の
手
か

ら

び
る

に

れ
て
い
た
と
い
う

か
ら
脱
出
で
き
た
の
だ
ろ
う

真

色
の

が
見
え

る
手
足
先

が
触
手
状
に
揺
れ
る
金
色
の
髪
体
を

む
ラ
イ
ト
グ
リ

ン
の

全
て
が
陽
光

を

け
て
き
ら
き
ら
と

い
て
い
る

 
ウ
ル
ズ
は

不
思
議
な
⻘
緑
色
の

を
穏
や
か
に

め

再
び

を
開
い
た

全
て
の
鉄
と
木
を
斬
る
剣

エ
ク
ス
キ

リ
バ

が
取
り

か
れ
た
事
に
よ
り

イ
グ
ド
ラ

シ
ル
か
ら
断
た
れ
た
霊
根
は

の

に
還
り
ま
し
た

樹
の
恩

は
再
び
大
地
に

ち

ツ
ン
ヘ
イ
ム
は
か
つ
て
の

を
取
り

し
ま
し
た

こ
れ
も
全
て

そ
な
た
た
ち
の
お

で
す

 

る
り
と

達
全

を
見
た
ウ
ル
ズ
は

し
か
し

と
や
や

根
を
寄
せ
た

私
が
感
じ
た
力

神
ト

ル
の
も
の
で
し
た
が
妖
精
達
よ
気
を
付
け
な
さ
い

彼
ら
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ア

ス
神

は

の

人
の

で
す
が

決
し
て
そ
な
た
ら
の
味
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
そ
の

葉
を

い
て

だ
ろ
う
な

と

は

中
で

と
り
ご
ち
た

 
ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
ク
エ
ス
ト
の
分

で
分
か

た
事
の
一
つ
と
し
て

エ
イ
ン
ヘ
リ

ル

と
い
う
兵

が
オ

デ

ン

に
は
存
在
す
る

人
界
の

士
が
命
を

と
し
た
時
そ
の
魂
を

戦

女
達
が

ヴ

ル
ハ
ラ

へ
と
導
き

不
死
の
兵

の
一

に
加
え

い
つ
か
来
る

ラ
グ

ナ
ロ
ク
に
備
え
さ
せ
て
い
る
と
い
う

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
人
間
が

な
い
の
で
代
わ
り
に
妖
精
達

が

士
の

回
り
に
な

て
い
た
が
そ
れ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
神

は
決
し
て
人

妖
精
達

の
味
方
で
は
な
い

場
合
に
よ

て
は

に
も
な
る

 
絶
対
の

で
は
な
い
が

絶
対
の
味
方
で
も
な
い

 
そ
れ
が
ア

ス
神

ヴ

ン
神

た
ち
の
ス
タ
ン
ス
と

え
る

 
そ
も
そ
も
絶
対
の
味
方
で
あ
れ
ば
神

が
一
つ
の

に
守
護
神
と
し
て

り
立
ち

人
の

攻
の
予

に
動
い
て
い
る

神
話
で
も
神

が
動
い
た
話
は

か
し
ら
の
形
で
神

に

危

が
加
わ

た
場
合
の
み
で
あ
る

神

に
と

て
人
や
妖
精
と
い
う
の
は
わ
ざ
わ
ざ
護
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
の
だ

気
が
向
い
た
ら
護

て
や
ろ
う

と
い
う
程

の
認
識

 
そ
の

は
か
の
天
災
に
似
た
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
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そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
と

ウ
ル
ズ
は

か
に
高

を
上

た

私
の
妹
た
ち
か
ら
も

そ
な
た
ら
に
礼
が
あ
る
そ
う
で
す

 
そ
ん
な

葉
と
共
に
ま
ず
ウ
ル
ズ
の

が
水
面
の
よ
う
に
揺
れ
人
影
が

と
つ
現
れ
た

 
身
⻑
は
ウ
ル
ズ
よ
り
や
や
小
さ
い

無
論

達
か
ら
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
見
上

る
も
の
だ

髪
は
同
じ
く
金
髪
だ
が
こ
ち
ら
も
少
し

め

の
色
は
深
い
⻘

立
ち
は

と
い
う

表
現
が

し
て
い
る
か

私
の
名
は

ベ
ル
ザ
ン
デ

あ
り
が
と
う

妖
精
の
剣
士
た
ち

も
う
一

緑

る
る

ツ
ン
ヘ
イ
ム
を
見
ら
れ
る
な
ん
て

あ
あ

夢
の
よ
う

 
そ
う

け
た
声
で

い
た
ベ
ル
ザ
ン
デ

は

わ
り
と
し
な
や
か
な

手
を
振

た

達
の
目
の
前
に
数

の
ア
イ
テ
ム
や
ユ
ル
ド

恐
ろ
し
い
事
に
全
て
十
万
ユ
ル
ド
ミ

ス
リ
ル

が
ざ
ら
ざ
ら
と

下
し

テ
ン
ポ
ラ
リ
・
ス
ト
レ

ジ
に
流
れ

ん
で
消
え
る

三
十
三
人
か
ら
な
る
レ
イ
ド
な
の
で
容

に
は
か
な
り

は
あ
る

 
更
に

ウ
ル
ズ
の

に
つ
む
じ
風
が

き

こ
り

三
つ
目
の
シ
ル
エ

ト
が
出
現
し
た

 
打

て
変
わ

て

だ

ヘ
ル
メ

ト
の

と
ブ

ツ
の

面
か
ら
は

白
の
⻑
い

翼
が

び
て
い
る

ア
レ
は
戦

女
ワ
ル
キ

レ
の
み
が

備
を
許
さ
れ
て
い
る
と
い
う
代
物
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だ

ウ
ル
ズ
ベ
ル
ザ
ン
デ

と
同
じ
く
髪
は
金
色
で

く
束
ね
ら
れ

し
く
も

ま
し
い

の

で
揺
れ
て
い
る

 
な
に
よ
り
の
違
い
は
こ
の
三
人
目
の
サ
イ
ズ
は

達
と
同
じ
も
の
で
あ
る
点
だ

戦

女
の

活
動
的
に
サ
イ
ズ
を
合
わ
せ
た
方
が

合
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
な
ん
と
は
な
し
に
思

が
回
る

我
が
名
は

ス
ク
ル
ド

 
礼
を

お
う

妖
精
の
戦
士
た
ち
よ

 

と

た
声
で

く

び
ス
ク
ル
ド
も
ま
た
大
き
く
手
を
翳
し
た

再

報

ア
イ
テ
ム

の

が
ざ
ら
ら
ら
ら

と
流
れ
る

新

得
ア
イ
テ
ム
の
ロ
グ
が
目
ま
ぐ
る
し
く
ス
ク
ロ

ル
さ
れ
て
い
き

後
の
分
配
が
大
変
そ
う
だ
な
と
思

た

 
そ
う
し
て

が
流
れ
終
え
た
後
少
し

な
事
が

き
た

妹
ス
ク
ル
ド
が
一

背
後

大
樹
の
根
の

に

れ
掛
か
る

人
へ
と
目
を
向
け
今

は

に
目
を
向
け
そ
し
て

わ

り
と
近
寄

て
来
た
の
だ

 
重
い
体
を
ど
う
に
か
持
ち
上

立
ち
上
が

た

の
前
に
⻑
身
の
戦

女
ス
ク
ル
ド
が

空
し
た

 

な

感
が
場
に

ち
る
中

妹
の
戦

女
が

に
手
を
差
し
出
し
て
来
た

上
に
向
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け
ら
れ
た
掌
に
は
き
ら
き
ら
と
揺
ら
め
く

か
な
闇
と
光
が
あ
る

そ
れ
と

お
前
に
は

こ
れ
を

こ
れ
は

い

た
い

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
の
魂
だ

 
明
ら
か
に

葉
足
ら
ず
な
問
い
掛
け

そ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
正
確
に

み
取
り

え

を
返
し
て
来
た

り

カ

デ

ナ
ル
の
自
動
応

化
モ
ジ

ル
に

し
て
い
る
ら
し
い

つ
ま
り
こ
の
ス
ク
ル
ド
の
行
動
は
カ

デ

ナ
ル
が
正
式
に
動
か
し
て
い
る
が
故
の
も
の
と
い

う
事
だ

 
こ
れ
で
ヴ

フ
ス
の

が
全
損
し
て
い
る
の
に
体
が
残
り

け
て
い
る
理
由
が
ハ

キ
リ
し

た 
ス
ク
ル
ド
が
差
し
出
し
て
い
る
魂
を
使

て
ヴ

フ
ス
を
復
活
さ
せ
る
か

か
を

べ
と
い

う
事
だ
ろ
う

 
し
か
し

故
ス
ク
ル
ド
は

こ
の
魂
を

に
差
し
出
そ
う
と
す
る
の
か

本
来

士
と
し
て
の
魂
に
種

の
別
は
無
い

人

か
ら
も
妖
精

か
ら
も

士
で
あ
れ

ば

ヴ

ル
ハ
ラ

へ
と
魂
を
導
く
の
が
我
ら
戦

女
の

目
だ

だ
が

の

人

は
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神

と
明
確
に

対
し
て
い
る
存
在

仮

士
と

え
ど

ヴ

ル
ハ
ラ

に
は
導
け
な
い

だ
か
ら

そ
の
魂
を

に

す
と

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
の
魂
は
お
前
を
求
め
て
い
る

お
前

ど
の
力
が
あ
れ
ば
オ

デ

ン

様
も
認
め
て
下
さ
る
だ
ろ
う

悪
神
ロ
キ
と
の
戦
い
の

人
を
味
方
に
付
け
て
い
れ
ば

我

と
し
て
も
心
強
い

ヴ

ル
ハ
ラ

へ
は
導
け
な
い
が

ラ
グ
ナ
ロ
ク

へ
の
備
え
に
出

来
な
い

で
は
な
い
か
ら
な

そ
う
来
た
か

 
な
ん
と
も
ま

と
い
う
か

分
な

理

だ
と
思

た

こ
れ
が

カ

デ

ナ
ル

の
独
自
ア

レ
ン
ジ
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
恐
ろ
し
い

と
も
す
れ
ば
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
持

て
い

た
時
の
ヴ

フ
ス
が
展
開
を
上
書
き
し
た
可
能
性
も
あ
る
気
が
し
て
き
た

 

ら
せ
る
か

か
は

せ
る
と
ス
ク
ル
ド
が

に

ば
無
理

理
ヴ

フ
ス
の
魂
を

し
て

き
た

仕
方
な
く

け
取
る
と

妹
二
人
は

に
退
き

も
う
一

ウ
ル
ズ
が
進
み
出
た

私
か
ら
は
そ
の
つ
る
ぎ
を

け
ま
し

う

し
か
し

め

め
ウ
ル
ズ
の

に
は
投

ま
ぬ
よ
う
に

 
そ
う

聖
剣
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を

え
る
シ
ノ
ン
を
見
て
ウ
ル
ズ
が

た
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も
し
も
聖
剣
が
い
ま
は

と
な

た
大
穴
へ
と

ち
た
場
合

ツ
ン
ヘ
イ
ム
は
ま
た
極

世
界
に
な
る
と
知

て
い
る
シ
ノ
ン
が
こ
く
こ
く
と

く

す
る
と
そ
れ
ま
で
彼
女
が
し

か

り
と
ホ

ル
ド
し

け
て
い
た
⻩
金
の
⻑
剣
は

す

と
そ
の

を
消
し
た

お
そ
ら
く
シ
ノ

ン

あ
る
い
は
レ
イ
ド
の
ス
ト
レ

ジ
に
格

さ
れ
た
の
だ

 
つ
ま
り
こ
れ
で

本

の
意
味
で
聖
剣
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
事

 
聖
剣
そ

ち
の
け
で
ク
エ
ス
ト
に

ん
で
い
た
身
と
し
て
は
実
感
は
お
ろ
か
喜
び
も
正
直

か

た

ユ
ウ
キ
を

に
物
欲
が
無
い
と
よ
く

わ
れ
て
い
た
が

と

と
無
い
ら
し
い

あ
り
が
と
う

妖
精
達

ま
た
い
つ
か
会
い
ま
し

う

 
喜
び
を

わ
に

む
者
ぐ

と

を
握
る
者
十
人
十
色
の
リ
ア
ク
シ

ン
を
見
せ
る
中

三
人
の

の

人
達
は

わ
り
と

離
を
取
り

声
を

え
て

た

 
同
時
に

界
中

に

た
フ

ン
ト
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
メ

セ

ジ
が
表
示
さ
れ
る

 
ク
エ
ス
ト
ク
リ
ア
を

る
そ
の
一
文
が

れ
る
と
三
人
の

の

人

は
身
を

し

び
去

て
行

た

  
三

人
が

び
去
り

そ
の

が
見
え
な
く
な

た
時



 十四幕 〜戦いの幕引き〜

 

の
掌
で

た

た

揺

て
い
た
黒
と
白
の
魂
が

お
の自

ず
と
亡

へ

び
始
め
た

わ

わ
と
揺
ら
め

き
な
が
ら
体
の
中
に
入

て
い
き

 
カ

 
と

い
閃
光
が
発
生
し
た

 
反

的
に
目
を

じ
る

数

し
て

を
開
く
と

人
が
そ
の

を
し

か
り
開
け
て

を
見
つ
め
て
い
た

 
た
だ

を
見
る
眼
が
二
対
四
個
だ

た
が

 
あ
た
ま
い
た
い

な
ん
で
自
動
で

た
の
か
と
か

い
た
い
事
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
ま
ず

で
増

え
て
る
ん
だ

 
ど
う
に
か
そ
れ
だ
け

り
出
す
と
向
か

て

の
銀
の

人
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
が

恐
ら
く
だ
け
ど

と
し
た
り

で

を
開
い
た

使
い
魔

に
格
を

と
す
時
に

の

の
力
が
あ
り
過
ぎ
た
せ
い
だ
と
思
う

分

に
分
け
て

く

使
い
魔

と
し
て

れ
た

て
事
だ
ね

 
そ
の
予
想
を
だ
ろ
う
ね
と
向
か

て

の
黒
の

人
ヴ

フ

ス

オ

ル

タ

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
が
同
じ

で

い
た
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つ

使
い
魔

 

人

そ
れ
も
ボ
ス

の
を

 
そ
こ
で

た
を
か
け
る
よ
う
に

の
声
が
上
が
る

声
を
上

た
の
は
シ
リ
カ
だ

た

 
レ
イ
ド
内
で

一
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
モ
ン
ス
タ

テ
イ
マ

を

け
て
い
る

ケ

ト
シ

猫
妖
精

の

剣
使
い
は
信
じ
ら
れ
な
い
と

い
た

な

然
の
表
情
を
ヴ

フ
ス
達
に
向
け

け
て
こ
ち

ら
を
見
る

そ
の
目
は

本

な
の
か
と
問
い
た

に
見
開
か
れ
て
い
る

 
自
分
も
シ
ス
テ
ム
的
な

い
が
ど
う
な

て
い
る
の
か
確
認
し
て
い
な
い
の
で

手
を
振

て
メ
ニ

を
呼
び
出
す

 
最
初
に
表
示
さ
れ
る
自
分
の
ス
テ

タ
ス

種

練

や
取

て
い
る
ス
キ
ル
と
そ
の

練

力
値
な
ど
の

種
パ
ラ
メ

タ
の
ポ
イ
ン
ト
振
り
な
ど
が
ズ
ラ
リ
と

ぶ
ウ

ン
ド
ウ

は

ご
く
見

れ
た
も
の
だ

 
そ
の
最
下

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
変
わ
ら
な
い
ス
キ
ン
で
使
い
魔

い
の
Ｍ
ｏ
ｂ
の
名
前
が
追

加
さ
れ
て
い
た

 
タ

プ
し
て

を
開
け
ば

同

の
パ
ラ
メ

タ
数
値
を

べ
た
ヴ

フ
ス
ル

ズ

ニ
ル
二
人
分
の
ス
テ

タ
ス
が
表
示
さ
れ
る

黒
い
方
に
は
名
前
に
オ
ル
タ
と
追
加
さ
れ

て
い
た
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ホ
ン
ト
に
使
い
魔
に
な

て
る
な

じ

邪
神

モ
ン
ス
タ

の
テ
イ
ム
成

は
最
大
ス
キ
ル
値
に
専

備
の
フ

ル
ブ

ス
ト
で
も
零
パ

セ
ン
ト
な
の
に
そ
の
ボ
ス
の
一

を
使
い
魔
に
出
来
る
な
ん
て

こ

こ
れ
は
テ
イ
マ

業
界
に

が

る
よ

 

件
は

だ
ろ
う

一
定
の
知
能
を
持
つ

手
に

独
で

力
を
示
す
事
か
な

 

人
は
得
て
し
て
個

の
力
を
重

す
る
き
ら
い
が
あ
る

を

け
て
い
た

事
実
ヴ

フ
ス
と
は
一
対
一
で
し
か
戦

て
い
な
い
が
そ
れ
で

に

し
て
い
た
と

え
れ
ば
あ
の

状

に
も
得
心
が
い
く

戦
士
気

の
ヴ

フ
ス
が
決

を
望
む
の
は
ユ
ウ
キ
と
剣
を
交
え
た

事
が
あ
る
身
と
し
て
非
常
に
理
解
出
来
る
感
情
だ

た

 

き
な
が
ら
使
い
魔
に
な

た
自
覚
つ
ま
り

ら
か
の
理
由
で

け
容
れ
た
ら
し
い

人
二
人
に

線
を
向
け
る

二
人
は
こ
く
り
と

い
た

人
は
極

の
世
界
を
生
き

く

に
力
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

命
に
あ

た
ん

だ

だ
か
ら

者
に
は
本
来

死
だ
け
が
与
え
ら
れ
る

で
も
キ
ミ
は

者
で
あ
る

達
を

ら
せ
た

な
ら

達
は
キ
ミ
に

う
だ
け
だ
よ

使
い

魔
だ
ろ
う
と

だ
ろ
う
と

キ
ミ
が

達
を

え
る
王
だ
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一
対
一
の
決
闘
で
勝

し
た
事
は
要
因
の
一
つ
と
し
て

ま
れ
て
い
る
ら
し
い

主
認
定
に

も

ら
せ
た

手
と
い
う
要

よ
り
重
き
を

か
れ
て
い
そ
う
だ

 
流

に

件

し
過
ぎ
や
し
な
い
か

無
理
ス
ジ
だ
よ

だ
よ
な

 
シ
ス
テ
ム
的
に

え
れ
ば

シ
リ
カ
の

う
よ
う
に
か
な
り
の
無
理
ス
ジ
だ

邪
神

Ｍ
ｏ

ｂ
は
一
定
の
知
能
を
持

て
い
る
い
な
い
以
前
に
こ
ち
ら
を
見
れ
ば
す
ぐ
戦
闘
モ

ド
に
入
る

仮

体
力
が
危
険

に
入

た
と
し
て
も
彼
ら
は
戦
闘
行

を
や
め
る
事
は
な
い

ヴ

フ
ス
と

て

前
回
も
今
回
も

が
全
損
す
る
ま
で
戦

て
い
る
の
だ

そ
も
そ
も

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の

面
を
持
つ
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

本
的
に
ネ

ム
ド
モ
ン
ス
タ

や
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

を
一
人
で

手

す
る
設

に
な

て
い
な
い

 
そ
の
無
理
を

し
て
こ
そ
の
テ
イ
ム
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
だ
と
し
て
も

件
が
非
現
実
的

で
あ
る

 
事
実
と
し
て

は
勝
て
て
い
る
が
そ
れ
も

と
い
う
他
に
は
な
い

武
器
悪
く

え
ば
イ
ン
チ
キ
武
器
を
使

て
い
た
に
他
な
ら
な
い

魔
術

で
代

も
可
能
で
は
あ
る
が
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対
物
理
属
性
の
事
を

慮
す
る
と

切
れ
で
成
り
立
た
な
く
な
る

あ
の
状
況
で
ヴ

フ
ス
に

勝
て
る
の
は
自
分
以
外
だ
と
キ
リ
カ

ユ
イ
姉
く
ら
い
な
も
の

 

い

ま
し
た
か
の
よ
う
な
ヴ

フ
ス
の
状

こ
ち
ら
に

権
な
ど
な
い
自
動
的
な

生

つ
使
い
魔
契
約
と

い

カ

デ

ナ
ル
の

を

て
し
ま

て
い
た

 

そ
れ
と
は
別
の
事
で

は

を
悩
ま
せ
る

 
カ

デ

ナ
ル
が

を
企
み
二
人
を
使
い
魔
と
し
て

ら
せ
た
か
は
定
か
で
は
な
い

二
人

を
使
い
魔
に
し
た
事
で

合
的
な
戦
力
は
ア

プ
し
た
だ
ろ
う

 
し
か
し

は

の
事
情
の
せ
い
で
ヴ

フ
ス
達
と
の
契
約
を

け
ら
せ
そ
う
に
は
無
か

た

二
人
と
の
使
い
魔
契
約

他
の

か
に

る
事
は
出
来
な
い
か
な

 
そ
う

う
と
突

子
も
な
か

た
か
ら
だ
ろ
う
ヴ

フ
ス
達
は
一

け
て
か
ら

い
に

を
見
合
わ
せ
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
も
モ
ン
ス
タ

の
テ
イ
ミ
ン
グ
は
あ

た
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

ケ

ト
シ

猫
妖
精

と
い
う
種

と

し
て
本
格
的
に
ビ
ル
ド
の
一
つ
と
し
て
テ
イ
ミ
ン
グ
を
主
体
と
す
る
ス
タ
イ
ル
が
シ
ス
テ
ム
的

に
確
立
さ
れ
て
い
る

種

全
体
で
の
戦
力
と
な
る
性

の
た
め
か
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

け
る
使
い
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魔

は
マ
ス
タ

が
同
意
さ
え
す
れ
ば
他
者
に

が
可
能
に
な

て
い
る

 
た
だ

そ
れ
は
意
思

を

れ
な
い

常
の
モ
ン
ス
タ

の
場
合

 
ヴ

フ
ス
達
に
は
明
確
な
意

が
あ
り
魂
の
状

で
も

を
求
め
て
い
た
と
い
う

そ
れ

ど
強

な
意

を
前
に
果
た
し
て
一

他
者
に

し
新
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
再
契
約
を
認
め

る
か
ど
う
か

達
二
人
に
勝
て
る
な
ら

そ
れ
は
構
わ
な
い
け
ど

で
も

ど
う
し
て
だ
い

 

達
が
使
い
魔
に
な

て
キ
ミ
に

か
不

合
が
あ
る
の
か
い

え

と

不

合
と
い
う
よ
り
は

う

ん

て

た
ら
い
い
の
か

 
説
明
し
よ
う
と
し
て
そ
も
そ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
住
人
す
な
わ
ち
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
ゲ

ム
世
界
と
い

う
認
識
が
無
い

に
現
実
世
界
と
か

別
の
ア
カ
ウ
ン
ト
と
か
の
話
を
し
て

じ
る
か
疑
わ

し
い
と
こ
ろ
が
あ
り

葉
に

ま

た

え

と
な

い
ま

ス
プ
リ
ガ
ン

影
妖
精

だ
ろ
う

 
こ
う
し
て
ス
リ

ム
を
倒
し
て

聖
剣
も

回
収
し
た

だ
し

く

も
う
と
思

て

で
も

が

な
い
間
は
使
い
魔
の
二
人
も
ず

と

動
け
な
い

だ
か
ら
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あ

そ

か

使
い
魔

て

マ
ス
タ

が

な
い
と
動
け
な
い
も
ん
ね

 
得
心
し
た

と
シ
リ
カ
が

く

ん

 
で
も
そ
れ

キ
リ
ト
が
問

す
る
事

 
そ
こ
で

を

た
の
は
リ
ズ
ベ

ト
だ

た

を
組
み

し
む
よ
う
に

を
見
下
ろ
し

な
が
ら

金
属
光

を
持
つ

色
の
髪
の
鍛
冶
師
が

を
開
く

く
ロ
グ
イ
ン

来
な
く
な
る
だ
け
な
ら

別
に
問

無
く
な
い

今
の
は
ロ
グ
イ
ン
と
か
ア
カ
ウ
ン
ト
の

念
が
無
い
二
人
に
対
す
る

葉
だ
か
ら

へ

じ

あ

キ
リ
ト

あ
ん
た

に
悩
ん
で
る

 
あ
た
し
の
経
験

か
ら
す
る

に
あ
ん
た
が
悩
ん
で
る
場
合

て
大

ロ
ク
で
も
な
い
事
な
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

反
論
し

く
は
あ
る
け
ど

ち

と

く
な
い
か

ト
ラ
ブ
ル
の
渦
中
に

過
ぎ
な
あ
ん
た
が
悪
い
の
よ

 
ビ
シ
ビ
シ
と

を
指
で

つ
つ突

か
れ
る

ま

た
く
も

て
反
論
で
き
な
い
の
で

直
に

い
て
お

く
し
か
な
か

た

こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
消
す
つ
も
り
だ

た
か
ら

使
い
魔
を
持

て
も
な

て

は
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指
突
き
が
終
わ

て
か
ら
悩
み
に
つ
い
て
明
か
す
と
一

の
間
を

い
て
全

が
声
を

え

て

天
し
た

キ
リ
カ
レ
コ
ン
で
す
ら
な

て
い
る
あ
た
り

の

合
い
が

ま
じ
い
事

が
よ
く
分
か
る

 
ま
あ
そ
れ
も

然
だ
ろ
う

 

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に

独
で
潜
り
最
強
格
の
ボ
ス
と

独
で

り
合
え
る
ス
テ

タ
ス
と

備

を
持

て
い
る
ア
カ
ウ
ン
ト
を

の
前
触
れ
も
な
く
消
す
と

た
の
だ

が

わ
れ
る

で
も
似
た
よ
う
な
反
応
を
返
す
に
違
い
な
い

ち

で
さ

 
近
く
に

た
ユ
ウ
キ
が

ぐ
わ
し
と

を

ん
で
問
い

め
て
き
た

の
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
作
り
や
す
い

な
に
せ
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

引
き
継
い
で
る
モ
ノ
だ
か
ら
な

え

 
キ
リ
ト

て

新

勢
じ

な
か

た

け

そ
れ
は
ウ

だ

ウ
 
ま
る

き
り
信
じ
て
い
た
ら
し
く

全

が
ま
た
声
を

え
て

天
し
た

リ

フ

も
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声
は
上

て
い
な
い
が

目
し
て
い
る

り

本

に
気
付
か
れ
て
い
な
か

た
ら
し
い

あ
の
な

え
て
み
て
く
れ

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
て
一
月
足
ら
ず
の
完
全
新

の
ア
カ
ウ
ン
ト
で

ま
で
突
破
出
来
る
と
思
う
か

キ
リ
ト
な
ら
お
か
し
く
な
い
な

て

ユ
ウ
キ
に
同
じ

わ
た
し
も

 
ユ
ウ
キ
の

葉
に

リ
ズ
と
シ
リ
カ
が
同
意
し
た

他
の

も
ウ
ン
ウ
ン
と
強
く

く

ま

と
も
あ
れ

は

に
は
新

作
成
と
ウ

を
つ

い
て
最
初
か
ら
引
き
継
ぎ
ア

カ
ウ
ン
ト
を
使

て
た
ん
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
を
果
た
し
た
の
は
三
月

だ

た

か
ら
七
色

士
の
依
頼
を

け

た
の
は
四
月
初

な
の
で

そ
の
時
点
で
は
ま
だ
仕
事
を
し
て
い
な
か

た
事
に
な
る

 
し
か
し

だ

 
そ
も
そ
も

は

無
か

た
事
に
な

た
会

を
セ

テ

ン
グ
す
る
事
を
楯
無

に
求
め
そ
の
代
価
と
し
て

の
労

力
や
情
報
を
差
し
出
し
た

そ
の
労

力
は
現
実
で
の

の
男
性

者
で
あ
り
仮
想
世
界
で
の
プ
レ
イ

と
し
て
の
能
力
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
を
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で
き
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を

さ
な
い
手
は
無
か

た

目
的
の

な
ら

だ

て
す
る
の
が

だ

 
更
に
三
月

や
四
月
初

と

え
ば
七
色
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
活
動
し
て
い
た
事
が

に
な

て

い
た

だ

仮
想
世
界
の
未
来
や
今
後
仕
事
の
場
で
あ
る
実
情
を

べ
て
い
た

も

天
才

と
呼
ば
れ
て
い
た
七
色
の
事
は

し
て
い
た

 
新

作
成
だ
と
ウ

を

い
た
の
は
遠
か
ら
ず

か
ら
依
頼
が
来
る
で
あ
ろ
う
事
を
見

し
そ
の
契
約
に
み
ん
な
を

わ
ら
せ
な
い

で
あ
る

を
持
ち
出
し
た
の
が
分

ク
エ
ス
ト
で
み
ん
な
を

し
た
時
が
初
め
て
で
あ
る
よ
う
に

が
た
だ
遊
び
や
み
ん
な
に

会
う
た
め
だ
け
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る

で
は
な
い
と
悟
ら
れ
る

に
は
い
か
な
か

た 
七
色
や
三
刃
騎
士

へ
の

心
を
掻
き
立
た
せ
つ
つ

が
命
を
掛
け
て
い
る
事
を
悟

ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る

は
非
常
に

し
い

そ
れ
で
も
新

ア
カ
ウ
ン
ト
を
使

て
い
る
と

い
う
だ
け
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
て
命
の
や
り
取
り
が
発
生
す
る
と
い
う
可
能
性
を
確
信
づ
け
る
の

は

し
く
な
る
と

え

は

を

い
て
い
た

 
し
か
し

い
ま
は
も
う
仕
事
を
終
え
て
い
る
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加
え
て

え
ば
シ
ス
テ
ム
的
に

え
ば
バ
グ
を
引
き

こ
す
モ
ノ
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン
を

の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
ど
う
も
生
み
出
し
や
す
い

を
正
せ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で

に
引
き

こ
し
て
い
る
の
だ

強
い
感
情
が
地
形
や
デ

タ
時
に
は
ア
カ
ウ
ン
ト
ご
と
記
録

し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば

の
ア
バ
タ

や
ア
カ
ウ
ン
ト
に
感
情
デ

タ
が

付
け
ら
れ
て
い

て
も
お
か
し
く
は
な
い

そ
れ
は

し
た
七
色
に
最
後
の
一
撃
を

き

む
直
前
の
光

が
全

て
を
表
し
て
い
る

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
確
か
に
情
緒
性
と
可
能
性
と
い
う
人
が
持
つ
特
性
を
有
し
た

変
動
的
な
シ
ス
テ
ム
だ

そ
れ
に
感
化
さ
れ
た
事
で
ユ
イ
や
カ

デ

ナ
ル
ヴ

フ
ス
と
い

た

達
は

人
間
と
思
え
る

ど
の
情
緒
性
を

得
し
て
い
る

 

を
専
攻
と
す
る

者
達
と
し
て
は
一
歩
前
進
と
い
う
快

な
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
そ
れ
は
必
ず
し
も
良
い
事
ば
か
り
で
は
な
い

 
今
回
の
ク
エ
ス
ト
の
よ
う
に
ゲ

ム
の
舞

そ
の
も
の
を

壊
さ
せ
る
ク
エ
ス
ト
が
勝
手
に
作

ら
れ
た
の
は

ま
だ

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に

か
ら
備
わ

た
機
能
と
し
て

情
状

の

地
が
あ
る

 
し
か
し
ヴ

フ
ス
と
ス
リ

ム
の
変
異
は
明
ら
か
に
そ
の

を
超
え
て
い
た

ク
ラ
ウ
ド
・
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ブ
レ
イ
ン
の
影

さ
え
無
け
れ
ば
ヴ

フ
ス
は
前
回
の
記

を
持
た
ず
前
回

り
の
展
開

で
ス
リ

ム
ヘ
イ
ム
に
登
場
し
な
か

た

だ

 
今
回
は
ど
う
に
か
事
を
収
め
ら
れ
た
が
今
後
同
じ
事
が

き
て
ま
た
同
じ
よ
う
に
事

を

終
息
で
き
る
保
証
は
な
い

の
ホ
ロ
ウ
の
よ
う
に
下
手
を
す
れ
ば
ネ

ト
ワ

ク

会
と
も

わ
れ
る
現
代

会
そ
の
も
の
を
根

か
ら

し
か
ね
な
い
危
険
性
が
あ
る
以
上
そ
の
芽
は
速

や
か
に

み
取

て
お
く
べ
き
な
の
だ

 
目
下
の
と
こ
ろ
出
来
る
の
は

負
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

と

づ
け
ら
れ

そ
れ
を
生

み
出
し
や
す
く
な

て
い
る

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
完
全
消
去
す
る
事
だ

た

 
完
全
消
去
に
つ
い
て
は

特
に
問

無
い
と

は

ん
で
い
る

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が
あ
る
限
り
つ
ま
り

ら
か
の
未
練
を
強
く
残
し
て
い
る
な
ど

の
場
合
シ
ス
テ
ム
の
決
定
す
ら
も
抗

て
し
ま
う
性

を
持
つ
が
そ
れ
は

と
な
る
存
在
が

消
去
を

ん
で
い
る
場
合
に
限
る

ヴ

フ
ス
と
ス
リ

ム
が

と
な

て
い
た
そ
れ
ら
を

め

て
取
り

み

と
な

た

が
消
去
を
望
ん
で
い
る
以
上
理
論
上
シ
ス
テ
ム
の
消
去
は
絶
対
に

成
立
す
る

消
去
に
抗
う
事
が
無
い
か
ら

然
だ

 

女
王
の
請
願
を
終
え
た
後
に
消
そ
う
と

え
て
い
た
の
で
ア
カ
ウ
ン
ト
の
事
も
個
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人
的
に

し
く
は
無
い

 
問

は

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
二
人

 
二
人
は

だ

そ
れ
も

多
分

の
ス

ク
と
し
て
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
義
姉
二
人

自
分
か

ら
の
完
全
コ
ピ

の

キ
リ
カ
に
も

ば
な
い

一
定
ル

チ
ン
で
動
く
タ
イ
プ
の
乱

タ
イ

プ

そ
れ
が
如

な
る
過
程
を
経
て
か

自
意
識
を
確
立
す
る
ま
で
に
至

て
い
る

 
ク
エ
ス
ト
の
流
れ
で

意
的
な

を
取
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
こ
れ
ま
で

ど
見
て
き
た

し
か

し
ヴ

フ
ス
達
が
向
け
て
来
る
も
の
は
種

が
異
な
る

 

生
き
て
い
る

と

 

を
義
理
の
家

と
し
て
見
て
い
る

に
は
最

ヴ

フ
ス
達
が

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は

思
え
な
か

た

 
無
論

そ
こ
に
は

な
り
の
下
心
も
存
在
し
て
い
る

 
出
来
る
事
な
ら
今

は
万
全
の
状

で
刃
を
交
え
た
い

欲
を

え
ば
リ

フ

や
ヴ

フ

ス
と
の
鍛

の
よ
う
に
定
期
的
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い

の
し
が
ら
み
も
な
く
出
来
る

手
と
し
て
ヴ

フ
ス
は
あ
る
意
味

良
物
件
と

え
る

戦
う
事
を
至
上
命

と
す
る
そ
の

さ
は

の
探
り
合
い
を
し
な
く
て
良
い
分

非
常
に
気
が

な

手
で
も
あ
る



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 
そ
れ
は
迷
い
だ

 
こ
の
問

を

自
身
が

得
す
る
形
で
決

さ
せ
な
け
れ
ば

の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
完
全
消
滅
す

る
事
は
あ
り
得
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
使
い
魔
契
約
の

が
シ
ス
テ
ム
的
に
可
能
だ
と
知

た
上
で
本
人
た
ち
に

確
認
を
取

た

強
け
れ
ば
主
と
し
て
認
め
る
ら
し
い

と
同

以
上
だ
と
こ
の
面
子
で
も
限
ら
れ
る
が

対
ヴ

フ
ス

騎
で

た
場
合
候

補
は
キ
リ
カ

ユ
イ

リ

フ

ユ
ウ
キ
の
四
人
く
ら
い
か
な

 
対
ボ
ス
と
な
る
と
リ

フ

は

し
い
が
ヴ

フ
ス
は
剣
で
の
近

戦
闘
を

む

向

に
あ
る
た
め
彼
女
の
剣

は
如

な
く
発

さ
れ
る
と
思
う

問

は
氷
の
魔
法
へ
の
対

だ

が
そ
の

は
属
性
付
与
し
た

常
攻
撃
で
あ
る
程

殺
出
来
る
し
魔
法
ダ
メ

ジ
を

さ
せ
る

魔
法

回
復
魔
法
も
使
え
る
か
ら
か
な
り
保
つ

だ

 
ユ
ウ
キ
は
リ

フ

よ
り
対
ボ
ス
戦
に
近
い
戦
闘
ス
タ
イ
ル
だ
か
ら
候
補
に

た

リ

フ

よ
り
回
復
・

魔
法
を
使
わ
な
い
と
は

え

嗟
の
機
転
や
ボ
ス
戦
の
経
験
で

え
ば

絶
対
的
に
上
だ

そ
こ
は

も
保
証
す
る

 
キ
リ
カ
ユ
イ
は

う
に

ば
ず

ユ
イ
は

発
力
こ
そ
キ
リ
カ
に

る
が
代
わ
り
に
安
定
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し
た
戦
い
が
出
来
る

キ
リ
カ
は
そ
の
逆
だ

 
ラ
ン
ア
ス
ナ
サ
チ
や
ク
ラ
イ
ン
達
も
か
な
り
の
や
り
手
だ
が

れ
も

独
戦
闘
に
は
⻑

け
て
い
な
い

間
と
の

や
指

を
重

し
た
ス
タ
イ
ル
を

い
て
い
る
か
ら

然
だ

 

と
は

え

名
前
を

な
か

た
の
も
ま
た
事
実

 

に
不

な
眼
を
向
け
ら
れ
る
が

価
に
感
情
を

ま
な
い
よ
う
心
に
自
制
を
掛
け

前

は

さ
な
か

た

 
二
人
の

人
は
名
前
が

が

た
四
人
を

り
に
見
て
い
く

そ
し
て
キ
リ
カ
に

線

が
定
ま

た

キ
リ
カ
だ

け

 
キ
ミ
は
キ
リ
ト
と

二
つ
だ
け
ど

子
な
の
か
い

 
白
い
ヴ

フ
ス
が
問
う

 
キ
リ
カ
は
物

い

面
を
作

た

内
心

に
複

な
感
情
を

き
み
ん
な
に
対
し
て
も

や
り
き
れ
な
さ
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
キ
リ
カ
か
ら
す
れ
ば
そ
の
問
い
は
自
身
の
傷
を

る
に

し
い
も
の
だ

 
し
か
し
キ
リ
カ
は
強

な
自
制
心
を
発

し
た

異

兄
弟
的
な
ア
レ
だ
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な
る

ど

そ
う
い
う

な
の
か

 
そ
う

黒
いオ
ヴル
フ
スタ

が

得
す
る

 

い
得
て

だ
な
と
思

た
の
は
内
緒
だ

 
そ
う
思

て
い
る
と

オ
ル
タ
が

を
見
て
き
た

ス
リ

ム
の
記

を

い
た
限
り
た
し
か
に
一
番
強
か

た
の
は
キ
リ
カ
だ

彼
な
ら
契
約

し
て
も
い
い
と
思
う

そ
う
か

ち
な
み
に

他
の
三
人
は

ス
リ

ム
の
記

で
も
そ
こ
ま
で

が
強
く
な
い
か
ら

ダ
メ
だ

そ
う
か

 
一
先
ず

契
約

の
目

は
立

た
の
で

速
キ
リ
カ
に

の
メ

セ

ジ
を
送
る

物

く

な
表
情
を
さ
れ
た
が

な
に
か
を

う
事
も
な
く
ア

サ
リ
ト
そ
れ
は

理
さ
れ

た

ス
テ

タ
ス
ウ

ン
ド
ウ
の
下
部
に
あ

た
使
い
魔
の

が
空
白
に
な
り

消
去
さ
れ
る

 

後
で

い
た
話
だ
が

 

見
の
間

に
突
入
し

登
場
し
た
ス
リ

ム
は

キ
リ
カ
を
見
て

前
回
の
事
を
覚
え
て

い
る

振
り
を
見
せ
た
ら
し
い
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そ
れ
を

い
た

は
オ
ル
タ
は
そ
の
ス
リ

ム
の
影

を
も
ろ

に

け
た
存
在
だ
か
ら
キ
リ
カ

だ
け
を
認
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
と

え
だ
か
ら
キ
リ
カ
は
あ
の
表
情
を
し
た
の
か
と

し
た

 
認
め
ら
れ
た
理
由
が
自
分
で
は
な
い
自
分
に
あ
る
と
知

て
い
た
な
ら
あ
の
表
情
を
す
る

の
も

得
だ

た

  
・
キ
リ
ト

 
ボ
ス

使
い
魔
を
二
体
確
保
し
た
プ
レ
イ

強
い

手
と
戦
え
る
か
ら
と
い
う
夢
も
へ

た
く
れ
も
な
い
理
由
で

意
的
に
思

て
い
る

が

然
異
性
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
い

と
い
う
か
そ
も
そ
も
キ
リ
ト
は
ヴ

フ
ス
達
が
女
性

で
あ
る
事
を
知
ら
な
い

今
後
が

し
み
で
す
ネ

 

の
理
由
に
よ
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
引
継
ぎ
で
あ

た
事
が
判
明

 
以
下

証
明
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を
持

て
い
る
の
は

最
初
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
を
引
き
継
い
で
い
た
か

別
ア

カ
で
引
き
継
い
で

備
だ
け
取
り
出
し
た
か

 

ス
ヴ

ル
ト
攻
略
中

フ
レ
ン
ド
登
録
は
初
ロ
グ
イ
ン
後

脱
獄
幇
助

ま
で

い
て

い
る

フ
レ
ン
ド
を
切

て
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
中

で
不
眠
不

で

り
始
め
た
後
Ａ
Ｌ
Ｏ

サ

バ

全
て
を
取
り

ん
だ
セ
ブ
ン
が
キ
リ
ト
の

魔
術

を
取
り

ん
で
い
な
い
事
か
ら

ア
カ

え
し
な
か

た
事
は
確
実

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
構

し
や
す
い

感
情
デ

タ
と
の

付
け
が
多
大

然

も

も
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
方
が
多
い

 

き

し
た
ヴ

フ
ス
は
キ
リ
ト
に

し

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

に
な

て
い
た

作
中
時
間

の

は
自
発
的
に

／

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
作
り
出
せ
な

い
の
で

な
に
か
に
感
化
さ
れ
て
い
る

ヴ

フ
ス
の
場
合
は
キ
リ
ト
に

付
け
ら
れ
て
い
る

 

よ
り

き

す
以
前

セ
ブ
ン
・
ス
メ
ラ
ギ
対

前

の
時
点
で

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン

を
構

す
る
下
地
が
あ

た
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
あ
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
場
合
集
め
て
い
た
負
の
感
情
が
密

も

も
足
り
な
い

キ
リ
ト
自

身
の
感
情
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
七
十
五
層
直
後
に

べ
れ
ば

い

更
に
明
確
に

三
刃
騎
士

セ
ブ
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ン
と

対
す
る
前
で
あ
る

こ
れ
ら
の
た
め

件
を

た
し
得
な
い

 
よ

て
キ
リ
ト
が
使

て
い
た
ア
カ
ウ
ン
ト
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト

 
こ
れ
を
危
惧
し
た
た
め
キ
リ
ト
は
ア
カ
ウ
ン
ト
を
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
残
滓

共

消
し
去
る
事
を
決
断
し
た

 
全
て
は

大

き
な
仮
想
世
界
の
存

の

に

  
・
ヴ

フ
ス

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

 
マ
ス
タ

キ
リ
ト

 
立
場

使
い
魔

 
真
名

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル

 
出

北
欧
神
話

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
の

葉

 
性
別

女
性

 
身
⻑

１

非

大
化

 
 
３

ｍ

大
化

 
体
重

非

大
化
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大
化

 
属
性

中
立
・
中

 

き
な
も
の

キ
リ
ト

死
闘

強
者

 
苦
手
な
も
の

観

間

弱
者

 
天

キ
リ
ト

オ

デ

ン

 
使
い
魔
に
す
る
に
は
力
が
大
き
過
ぎ
た
の
で

二
人
に
分
裂
し
た

人
の
使
い
魔

 
能
力
は

し
て
い
る
が

が
ボ
ス
で
あ
る

し
て
も

然

み
の
プ
レ
イ

よ
り

強
い

更
に
ボ
ス
し
か
使
え
な
い
魔
法

剣
技
は

在

は
流

に
使
い
魔
と
し
て

し
て
い
る
が
キ
リ
ト
の
回
復
魔
術
を

え
る
と
問

に
な
り
得
な
い

回
復
・

魔
法
こ
そ

使
え
な
い
が
全
て
の

離
に
対
応
出
来
る

キ
リ
ト
と
組
め
ば
文

り

は
無
い

正
に
⻤

に
金
棒
状

 
イ
メ

ジ
と
し
て
は

騎
士
王

騎
士
王
オ
ル
タ
を

よ
り
戦
士
気

に
し
た
イ
メ

ジ

 
あ
る
意
味

認
め
た

手
で
あ
る
キ
リ
ト
の
後
を

な

の
如
く
追
い
掛
け
る

道
中
立

ち
は
だ
か
る

は
全
て
斬
り
裂
く

 
全
て
は
更
な
る
強
さ
を
求
め
る

に
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無
論

大
化
も
可
能
で
あ
る

サ
イ
ズ
が
本
来
の
ヴ

フ
ス
サ
イ
ズ

 
ス
リ

ム
の
影

記

を
継
承
し
て
い
て
キ
リ
カ
に
対
す
る

が

だ

た
の
で
キ

リ
ト
か
ら
契
約

す
る
対

と
し
て
認
め
た

  
・
ス
ク
ル
ド

 
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
の
魂
を
回
収
し
て
い
た
戦

女

 
北
欧
神
話
に

け
る

士
の
魂
を
ヴ

ル
ハ
ラ
へ
導
く
戦

女
と
し
て
神
話
に
語
ら
れ
る

の

人

の
一
人

 
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
女
日

り
な
ク
ラ
イ
ン
の

な
ア
プ
ロ

チ
に
な
ん
や
か
や
と
付
き
合

て
い
る
ら
し
い
が

本
作
の
ク
ラ
イ
ン
は
ナ
ン
パ
な

を
し
な
か

た
の
で

無
く
な

た

 
戦

女
と
し
て
の
設
定
・

を
流

し
ヴ

フ
ス

生
の
一

を

た

特
に
キ
リ
ト

か
ら
ア
プ
ロ

チ
を
掛
け
て
い
な
い
の
で

然
シ
ス
テ
ム

の

入
に
よ
る
行
動
で
あ
る

 
カ

デ

ナ
ル
の

ぶ
り
が

間
見
え
る

理

で
あ
る
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ネ

ト
の
反
応
 

聖
剣
回
収
後

  
骨

め
回

カ
カ
ロ

ト
と
Ｋ
Ｈ
３
リ
マ
イ
ン
ド

し
い
で
す

つ
ま
り
今
話
は

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
英
雄

覇
王
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

生

其
の

  
３
１
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

戦
い

動

は

終
わ

た



 ネットの反応 〜聖剣回収後〜

  
３
１
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ス
リ

ム
と
ヴ

フ
ス

同
時
進
行
の

し
い
戦
い
で
し
た

 
す
ご
か

た
で
す

小

感

  
３
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
一

ピ

ポ

な

ら
に

付
い
て
い
け
ね

だ

小
物
感

  
３
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
コ
レ
が

ム
チ

点
と
い
う
も
の
か

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
そ
れ
な
り
に
上

と
思

て
い
た
自
分
だ
が
ど
う
や
ら

の
中
の

だ

た
ら

し
い

  
３
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ツ
ン
ヘ
イ
ム
だ
と
空

べ
な
い

な
ん
だ
が

で

べ
て
た
ん
だ
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３
１
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
や
シ
ノ
ン

キ
リ
カ
達
が
持

て
る

は

自
然
属
性

だ
と
か
風
だ
と
か
イ

メ

ジ
で
使
え
る

て

備
だ

人
間
の

で
使
う
モ
ン
だ
か
ら

組
は
使
え
な
い
が

人
間

の
英
雄
と
シ
ノ
ン
は
使
え
る

 
そ
れ
で
風
を
使

て

ん
で
た
ん
じ

ね

  
３
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
ア
イ
ツ
あ
の
時
点
で

し
て
た
よ
な

そ
れ
で
イ
メ

ジ

て
ま
ま
な
る
モ
ン

な
の
か
ね

  
３
２
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
だ
か
ら
戦
闘
直
後
電

が
切
れ
た
み
た
い
に
倒
れ

ん
だ
ん
だ
ろ
う
な

無
理
し
て
た

て

だ
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３
２
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

絶
剣
ち

ん
た
ち
も
す

心
配
そ
う
だ

た
も
ん
な

止
め
て
も
無

て
分
か

て

る
か
ら
義
姉
の
リ

フ

が
さ

さ
と
ク
エ
ス
ト
を
終
わ
ら
せ
よ
う

て

て
た

り
自

業
自
得
感
も
無
く
は
な
い
が

  
３
２
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
い
う
か

今
回
の
戦
い

て

結

が
ど
う
な

て
存
亡
の
危
機
に

し
て
た
の

  
３
２
３

鼠

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

が

ち
た
影

が

き

し
て
も
残
滓
と

し
て
残

て
た
感
じ
ら
し
イ

 

き

す
時
点
で

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
一
つ
に
取
り

ま
れ
て
た
ヴ

フ
ス
が
キ

へ
の

で

に
な

た
ん
だ
ろ
う

て

キ

て
タ

  
３
２
４
名
無
し
の
プ
レ
イ
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３
２
３

 
お
お

く

鼠

ネ
キ
が
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
た

  
３
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
し
か
し
ビ
ミ

に
不
穏
な
内
容
だ
な

英
雄
に

て

ヴ

フ
ス

て

だ
ろ

あ

り
得
る
の
か
そ
ん
な
の

  
３
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

て

人
間
の
情
緒
性
だ
と
か

や
ら
を
結
集
し
た
シ
ス

テ
ム
で
す
し

が
た
だ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
も
影

さ
れ
て

か
書
き
換
え
ら
れ
た
ん
じ

ね

  
３
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ
ま
り

コ
コ
ロ
を
知

た
ロ
ボ

ト

み
た
い
な

  
３
２
８
名
無
し
の
プ
レ
イ
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３
２

 

晴
ら
し
い
表
現
だ

す

し

く
り
き
た

  
３
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ

い
や
セ
ブ
ン
も

動
を
見
返
す
と
英
雄
に
物

い

し
て
た
ん
だ
よ
な

ヒ
モ
に

し
て
あ

る
か
ら
自
分
の
ト
コ
に
来
て

意

て

と

し
て
る

 
も
し
か
し
な
く
て
も
そ
れ
の
影

じ

ね

  
３
３
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ヴ

フ
ス
の

人
と
し
て
の
バ

ク
ボ

ン

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
作

た
セ
ブ

ン
の
主
義
主

・
思

が
合
わ
さ

て

サ
シ
で
下
し
た
英
雄
に

か
れ
た
の
か

  
３
３
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

た
ら
し
で
す
か
ね
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３
３
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
も

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
か
い
う
特

な

な
ん
だ
ろ

 
彼
女
ら

て
な
ん
で

英
雄
に
付
き

て
る
ん
だ

  
３
３
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
も
そ
も

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

と
は

ぞ
や

  
３
３
４
電
姉

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
は

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
略
で
す

 
ナ

ヴ
ギ
ア
の
特
性
を

し
て
プ
レ
イ

の
感
情
を

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
問

を

え
た
プ
レ
イ

の
下
を

れ
て
話
を

い
て
プ
レ
イ

の
精
神
に

因
す
る
ト
ラ

ブ
ル
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
対

す
る
た
め
の

作
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
を
指
し
ま
す

  
３
３

電
姉

 
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
あ
の
日
カ

デ

ナ
ル
が
予
定
に
な
い
命

を
私
や
ス
ト
レ
ア
に
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下
し
ま
し
た

 
プ
レ
イ

に
対
す
る
一
切
の

禁
止
で
す

 

体
的
な

触
が
一
切
許
さ
れ
な
い
状
況
で
私
達
は
や
む
な
く
プ
レ
イ

の
メ
ン
タ
ル

状

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
だ
け

け
ま
し
た

そ
れ
だ
け
が
許
さ
れ
た
事
で
あ
り
そ
し
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
義
務
だ

た
か
ら
で
す

  
３
３

電
姉

 

論

デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら

く
は

最
悪
と

て
い
い
も
の
で
し
た

 

全
て
の
プ
レ
イ

が
恐
怖
絶
望
怒
り
と
い

た
負
の
感
情
に

じ

配
さ
れ
時

と
し
て
狂
気
に

る

 
私
達
は
本
来
そ
ん
な
人
達
の
心
を

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問

を
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

 
で
も

プ
レ
イ

に
こ
ち
ら
か
ら

触
は
出
来
な
い

 

触
の
権

が
な
く
し
か
し
仕
事
の
義
務
だ
け
が
あ
る
矛
盾
し
た
状
況
の
中
私
達
は
人

の
心
を
ず

と
見

け
て
い
て

第
に
エ
ラ

を

し

壊
し
て
い

た
の
で
す
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３
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

お
お
う

  
３
３
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
の
語
り

と
一
人
称
的
に

ま
さ
か
ユ
イ
さ
ん
ご
本
人

  
３
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
予
想
以
上
に
ど
ん
づ
ま
り
の
状
況
だ

た
ん
だ
な

  
３
４
０
電
姉

 
で
す
が
あ
ら

る
プ
レ
イ

の
中
で
一
人
だ
け

そ
の
恐
慌
か
ら
恐
怖
か
ら
初
日
に

脱
し
た
人
が
い
ま
し
た

そ
れ
が
キ

あ
な
た
達
が
英
雄
と
呼
ぶ

彼
だ

た
の
で
す

 

も
が
絶
望
し

え
る
な
か

彼
だ
け
は
明
確
に
希
望
を

い
て
い
ま
し
た
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３
４
１
電
姉

 

そ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
後
ろ
め
た
さ
か
ら
く
る
義
務
的
な
希
望
だ

た
の
か
も
し
れ

な
い

け
れ
ど
確
か
に

彼
の
精
神
は
絶
望
し
て
い
な
か

た

 
怒
り
が
あ
り

恐
怖
が
あ
り

哀
し
み
も
あ

た

 
で
も
彼
は

彼
だ
け
は

一

た
り
と
も
歩
み
を
止
め
な
か

た

 
そ
れ
は
他
と
大
き
く
異
な
る
メ
ン
タ
ル
パ
ラ
メ

タ

 
恐
怖
し
て
い
な
が
ら

え
な
い

 
怒
り
な
が
ら

他
者
を
助
け
る

 
殺
意
を
向
け
ら
れ
て
い
る
の
に

そ
れ
を
返
さ
な
い

 
哀
し
み
を
覚
え
て
い
る
の
に

を
流
さ
な
い

 
感
情
パ
ラ
メ

タ
は
確
か
に
哀
し
み
怒

て
い
る
の
に
偽
れ
な
い

の
表
情
に
変
化
は
な

い 
あ
ら

る
負
の
感
情
を

き
あ
る
い
は
一
身
に
集
め
な
が
ら
も
彼
は
自
身
の
感
情
と
は
裏

な
行
動
を
取
り

け
た

 
私
達
は
そ
の
感
情
が
行
動
が
理
解
出
来
な
か

た

内
面
と
外
面
と
の

離
を
解
明
で
き
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な
か

た

だ
か
ら
私
達
は

ず

と
ず

と

彼
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

け
た

  
３
４
２
電
姉

 

と
な
く
悪
意
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も
希
望
を

き

け

 
多
く
の
人
が
絶
望
し

る
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
の
戦
い
で
も

彼
だ
け
は
決
し
て

ず

 
負
に

わ
れ
た
感
情
の

ん
の
少
し
の
穏
や
か
な
感
情
は
一

い
て
見
え
ま
し
た

そ

し
て

と
な
く
彼
の

動
に
触
れ
る
内
に

私
の
中
に
不
思
議
な
欲
求
が
生
ま
れ
た
の
で
す

 

会
い
た
い

と

 
彼
の

に
行
き
た
い

 
直

私
と
話
を
し
て
欲
し
い

 
そ
の
欲
求
に

て
私
は
彼
が

入
し
て
い
た
二
十
二
層
の
プ
レ
イ

ホ

ム
に
程
近
い

コ
ン

ル
で
実
体
化
し

触
を

た
の
で
す

  
３
４
３
電
姉

 
た
だ
そ
の
時
点
で

に
一
年

と
い
う
年
月
が
経

て
い
ま
し
た

然
エ
ラ

の

も
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大
で
か
な
り
壊
れ
て
し
ま

て
い
た
の
か
記

や

語
機
能
に
多
大
な
損
傷
が
あ
り

子
そ
の
も
の
な
や
り
取
り
し
か
出
来
な
か

た

 
そ
れ
で
も

か
に
残

て
い
た
記

あ
る
い
は
私
が
構

し
て
い
た
感
情
が
彼
を

求
め
て
い
た

 
そ
の
時
点
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
負
の

で
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は
無
か

た
け

れ
ど
下
地
と
し
て
は
整

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す

私
が
本
来
ル

チ
ン
に
存
在
し
な
い
欲

求
を

け
た
の
も

も
し
か
し
た
ら
そ
の
影

か
も
し
れ
ま
せ
ん

  
３
４
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
う

う

と
ん
で
も
な
く
ヘ
ビ

な
話
じ

ね

か

  
３
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ユ
イ
さ
ん
達
に
と

て
は

正
に
闇
の
中
の
光
だ

た
ん
だ
な

  
３
４

名
無
し
の
プ
レ
イ
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カ

デ

ナ
ル
も

親

て

て
る

場
が
作

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
真

に
終
わ
ら
せ
た
い

と
思

て

英
雄
に
あ
ん
な
話
を
持
ち
掛
け
た
ら
し
い
し
な

 
カ

デ

ナ
ル
が
あ
れ
だ
け
入
れ

ん
で
た
の

て
も
し
か
し
な
く
て
も
ユ
イ
さ
ん
と
同
じ
な

ん
じ

ね

  
３
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

き
で

た
ら
し
だ
ぞ

  
３
４
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

で
も
さ

カ

デ

ナ
ル
に

触
禁
止
さ
れ
て
た
の
に

で
出
会
え
た
の

  
３
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
レ
じ

ね

 
一
年

て

た
し
か
リ

フ

と
か

き

ま
れ
た
時
期
だ
ろ

バ
グ

も
大

に
出
て
た
ら
し
い
し
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３

０
電
姉

 
そ
の

り
で
す

 
私
自
身
の
エ
ラ

が
カ

デ

ナ
ル
か
ら
の
命

を
一
時
的
に

み

め
な
く
し
た
事
と

郷

之
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
の

と
い
う
予
想
外
の
事

に
カ

デ

ナ
ル
の

理
の
大
部
分
が

か
れ
た
事
が
重
な

て

私
は
彼
に
出
会
え
ま
し
た

 
シ
ン
カ

さ
ん
救
出
の

に
地
下
迷

潜

た
時
彼
を
助
け
る
べ
く
コ
ン

ル
か
ら
オ

ブ
ジ

ク
ト
・
イ
レ
イ
ザ

を
使

た
せ
い
で

付
か
れ
て
一

は
消
去
さ
れ
た
の
で
す
が

そ
の

に
キ

は
私
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
ア
イ
テ
ム
と
し
て
切
り
離
し
て
自
分
の
ナ

ヴ

ギ
ア

の
ロ

カ
ル
メ
モ
リ
に

し
ま
し
た

 
更
に
カ

デ

ナ
ル
が
彼
の
事
を

て
い
た

か
あ
る
い
は
自
律
思

を
持
つ

と
い
う

私
の
成
り
立
ち
故
か

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
自
動
で
ア

プ
デ

ト

や
バ
ラ
ン
ス

整
の
テ
ス
ト
を
行

て
い
る
大

験
場
の
ス
タ

フ
と
し
て
再
構

さ
れ
た
の
で
す
が

  
３

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
た
サ
ラ

と
情
報

が
多
い
な
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３

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
つ
い
て
は

に
過
去
出
て
る
か
ら
い
い
と
し
て

 
英
雄
カ

デ

ナ
ル
の
消
去
作
業
に
抗

て
ユ
イ
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
切
り
離
し
た
の

 

ど
ん
だ
け
だ
よ

  
３

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術

パ
な
い
の

 
大
の
大
人
の
ハ

カ

で
す
ら
破
れ
な
か

た
フ

イ
ア
ウ

ル
を
破

て
中

に
食
い

ん
だ

て
コ
ト

  
３

４
電
姉

 

３

３

 
コ
ン

ル
自
体
は
私
が
立
ち
上

た
ま
ま
だ

た
の
で

そ
こ
は
無
い
で
す
ね
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ま
あ
デ
リ

ト
作
業
で
指
定
し
た
ロ
グ
か
ら
私
を
広
い
上

て
不
完
全
で
も
一
部
切
り
離
し

て

オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
た
だ
け
で
も
か
な
り

い
事
な
の
で
す
が

 
ち
な
み
に
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し
た
も
の
が
彼
が
ず

と

か
ら

て
い
る

型
の

ン
ダ

ン
ト
で
す

ユ
イ
の
愛

ま
な
し
ず
く

て
い
う
ん
で
す
け
ど
ね

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
す

自

そ
う
に
語
る
な
こ
の
お
姉
さ
ん

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
の
姉

は

変
わ
ら
ず
ブ
ラ
コ
ン
の
よ
う
で
安
心
し
た
わ

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

し
か
し
あ
の

人
な
お
姉
さ
ん
が

子
み
た
い
な

動

て
パ

と
見
か
な
り
ア
レ

じ

ね
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ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

  
３

８
電
姉

 
あ

私
の
見
た
目

本
来
は
キ

よ
り
ち

と
背
が
高
い
く
ら
い
で
す
よ

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

８

   
ま

然

  
３

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

８

 
な
ん

だ
と

然

  
３

１
名
無
し
の
プ
レ
イ
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シ

タ

女

 
い
や

女

シ

タ

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か
お
ね
シ

タ
ま
で
イ
ケ
る
だ
と

天

 
属
性
過
多
ど
こ
ろ
か
可
変
と
か
万
能
過
ぎ
や
し
な
い
で
す
か
ね
ユ
イ
お
姉
さ
ん

喜

  
３

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
リ

フ

ユ
イ

ス
ト
レ
ア
と
義
理
の
義
姉
三
人
と
も
が

人
な
上
に
ス
タ
イ
ル

と

か 
コ
レ
は
今
年
の

の
コ
ミ
ケ
本
が
分

く
な
り
そ
う
で
す

息

く

 

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

 

て
来
た
ぞ

息

く

  
３

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

２

 

像
権
的
に
大

な
の
か
ね
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３

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
ウ
ト
じ

ね

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
ず

け
る
の
か

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
人
間
の
エ
ロ
に
限
界
な
ど
無
い

真

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
リ

ナ
と
か

グ
ロ
系
で
も
興

す
る

ツ
い
る
し
な

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

像
権
的
に
九

九
分
ア
ウ
ト
だ
と
思
う

  
３

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
同
人

て
著
作
権
的
に
も
グ
レ

だ
し
な

権

が

て
る
の
も

作
品
の
人
気
と
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か

そ
の

を

慮
し
て
の
事
ら
し
い
し

 
で
も

像
権
絡
ん
で
く
る
と
な

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
は

気
に
し
て
な
い
だ
ろ
う
け
ど

女
性

が
反
感
持
ち
そ
う
だ
よ
ね

  
３

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

お
い

て
い

子

 
著
作
権
も

像
権
も
人
権
に

づ
い
た
も
の
だ
ろ

 
キ
リ
ト
は
人
間
だ
か
ら
と
も
か
く
キ

リ
カ
ユ
イ
ス
ト
レ
ア

て

だ
か
ら
人
権
無
い
ん
じ

ね

 

創

物
な

だ
し
さ

 
つ
ま
り

組
の
同
人

な
ら

像
権
も
モ

マ
ン
タ
イ
で
は

ボ
ブ

し
み

  
３

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

０

 
あ
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３

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

０

 
ま

た
論
争
の
種
を

  
３

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

０

 
多
分

も
が

え
て

で
も

え
て

に
し
な
か

た
だ
ろ
う

の
至
上
命

に
し
て

決

が
付
か
な
い
議

を

ど
う
と
う

に
し
て
し
ま

た
な

 
こ
れ
か
ら
は

れ
る
ぞ

確
信

  
３

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
別
に
ス
レ
作

と
い
た
ん
で

論
争

上
は
そ

ち
で
や

て
く
だ
さ
い
ね

  
キ
リ
カ
ら

に
人
権

像
権
は
あ
る
の
か

同
人

的
に

ス
レ
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ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ａ
ｉ

ｉ
ｎ

ｅ
ｎ

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

４

 

晴
ら
し
い
対
応
だ

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

４

 
神
対
応
に
絶

不
可

    
３

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で

結

の
話
だ

け
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３

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ヴ

フ
ス
が
キ
リ
ト
に

し
た
事
か
ら
ユ
イ
さ
ん
が
な
ん
で
キ
リ
ト
に
付
き

て
る
の

か

て
ハ
ナ
シ
に
な

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ク

重
い
裏
話
を

か
さ
れ
た

り

 
結
論

英
雄
は
み
ん
な
の
希
望

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
一
事
が
万
事

そ
の
結
論
に
行
き

い
て
し
ま
う

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
カ

デ

ナ
ル
ま
で

確
実
に
英
雄
に

し
て
た

り
や

す

よ
ア
イ
ツ
は

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
リ
ア
ル
で

事

を
体
験
し
て
る
気
分
に
な
る

中
継
と
か
見
て
る
と
子

の

の
ワ
ク
ワ

ク
感
が

て
来
る
と
い
う
か
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３

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

 
わ
か
り
み

  
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

３

 

同

  
４
０
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ヴ

フ
ス
と
の
一
対
一
の
戦
闘
と
か

ま
ん
ま
小
説
や
ア
ニ
メ
だ
よ
ね

 
剣

の
応

先

み
裏
を
掻
い
て
の
絡
め
手

場
合
に
よ

て
は

い
の
も
ヴ

フ
ス
が
能
力
的
に
上
過
ぎ
る
せ
い
で
全
然
そ
れ

く
見
え
な
い

  
４
０
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
は
ガ
チ
で
や

て
る
か
ら
な
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最
近
の
主
人

と
か
強
キ

ラ
は

め
プ
し
て
る
ト
コ
が
あ
る
か
ら
い
か
ん

必
死
さ
が
足

り
ん

  
４
０
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４
０
１

 
合
体
戦
士
ベ
ジ

ト
と
か
の

め
プ
は
ど
う
な
ん
で
す
か
ね

  
４
０
３
名
無
し
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ル
フ

ン

 

４
０
２

 
ベ
ジ

ト
は
自
分
で
鍛
え
ま
く

た
力
の
ラ
イ
バ
ル
二
人
が
合
体
し
て
最
強
戦
士
が

生
し

て
し
か
も
そ
の

め
プ
に
も

え
て

収
さ
せ
て
内

か
ら

間
を
救
い
出
す

て
い
う
策
が

あ

て
の
も
の
だ
か
ら

自
分
の
気
分
の

だ
け
の

め
プ
と
は
全
然
違
う

 
ア
レ
そ
の
ノ

マ
ル
状

で
も
魔
人
を

殺
出
来
て
た

い
し

  
４
０
４
名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
の
点

英
雄
も
ベ
ジ

ト
に
近
い
ト
コ
は
あ
る

 
確
か
に
ベ
ジ

ト
み
た
い
な
無

感
は
な
い

快
感
も
無
い
し

み
重
ね
た
経
験
と
か
年

月
の
重
み
も
無
い

 
で
も
現
実
で

え
て
み

 
た

た
一
人
の
最
終
決
戦
を
リ
ア
ル
で
や

た
ん
だ

ア

イ
ツ

 
し
か
も
勝

て
る
か
ら
な

ヘ
ン
に

残
し
て
る
と
か
無
く
て

本

に
命

け

の
全
力
で
戦

て

勝

て
る
ト
コ
が

事

と
か
英
雄

に
語
ら
れ
る
英
雄

い
ん
だ

  
４
０

電
姉

 
私
達
と
し
て
は

も
う

ん
で

し
い
ん
で
す
け
ど
ね

 
命

け
と
か
し
な
く
て
い
い
で
す

 
キ

が
格

い
い
の
も
一
生

命
な
の
も

も
う
十
分
わ
か

て
る
か
ら

  
４
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４
０

 
せ

切
実
だ
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４
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４
０

 
ブ
ラ
コ
ン
語
り
の
中
に
悲

感
を
滲
ま
せ
て
や
が
る

  
４
０
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
あ
の
中
継
の
最
後
の
方
で
今
の
ア
カ
ウ
ン
ト
消
し
て
新
し
い
の
作
る
と
し
て
も

く

す
る
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
な
い
と
か

て
た
よ
な

よ
か

た
じ

ん

  
４
０

電
姉

 

４
０
８

 
仮
想
世
界
に
ロ
グ
イ
ン
し
な
い
か
ら

て
イ
コ

ル
現
実
で
も

め
る
と
は
限
ら
な
い
ん
で

す
よ
ね

  
４
１
０

鼠



 ネットの反応 〜聖剣回収後〜

 
ホ
ン
ト
ナ

 
キ

の

む

は

て

く
り
す
る

じ

な
く
て

エ
ネ
モ

ド
で
出
来
る

仕
事
を
す
る

だ
か
ら
ナ

 
シ
ン
カ

救
出
作
戦
の
時
も
ホ
ン
ト
は

れ
た
か
ら

む
よ

て

た
日
の

日
だ

か
ら
ナ

し
か
も

む

て

た
日
は
ず

と
動
き

け
て
た
か
ら
ロ
ク
に

ん
で
な
い
と
い

ウ  
４
１
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

で
す
か

  
４
１
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
間
が
悪
い
と
い
う
か

と
い
う
か

  
４
１
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
少
し
前

ど
こ
ぞ
の
心

内

の
先
生
が

て
た
な

動
き

け
な
い
と
罪
悪
感
が
大
き
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く
な
り

け
る

て

  
４
１
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

あ

英
雄

コ

ル
を
は
じ
め

人
も
斬

て
た
か
ら

罪
悪
感
す
ん

事
に

な

て
そ
う
だ
も
ん
な

  
４
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
今
回
の
ヴ

フ
ス
戦
も
想
定
外
と
は

え
あ
そ
こ
ま
で
無
理
し
た
の
は
自
分
の
不
始

だ
か
ら
と

 

そ
も
そ
も
聖
剣
回
収
ク
エ
ス
ト
最
初
か
ら
リ

フ

達
に
声
掛
け
て
向
か
う
と
い
う

え
は
無
か

た
の
だ
ろ
う
か

  
４
１

剣
姫

 
そ
の
点
に
つ
い
て
は

全
力
で

い

か
せ
ま
し
た

 



 ネットの反応 〜聖剣回収後〜

 
４
１

絶
剣

 
本
人
も
反

し
て
た

あ
れ
は
ガ
チ
だ
ね

ガ
チ
だ
か
ら
多
分
今
後
は
声
掛
け
て
来
る

  
４
１
８
弓
使
い

 
で
も
現
実
で
し

か
り

む
か
ど
う
か
は
も
う
私
達
に
ど
う
に
か
出
来
る

じ

な
い

か
ら

  
４
１

 
ア
イ
ツ
も
な

色

背
負

て

し
な

分
か
り
は
す
る
ん
だ
が
な

上
三
人

を
見
つ
つ

  
４
２
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４
１

 

４
１

 

４
１
８
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４
１

 
色

と

し
た
わ

  
４
２
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
特
に

４
１

の

葉
で

し
た

  
４
２
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
面
子
を
見
て
あ

し

て
な

た

 
て
か
こ
の

り
的
に

弓
使
い
さ
ん
も

白
勢
な
の
か

  
４
２
３
名
無
し
の
と
あ
る
プ
レ
イ

 
シ
ノ
ン
さ
ん

マ
ジ
で

 
あ
い
つ
に
気
が
あ
ん
の

  
４
２
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
正

戦
争
で
も

発
す
る
か
な



 ネットの反応 〜聖剣回収後〜

  
４
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

セ
イ
バ

の
中

異
色
の
ア

チ

に
な
り
そ
う
な
シ
ノ
ン
さ
ん

 

剣
使
い
に
弓

剣
の

と
か

こ
れ
で

の
色
も

え
た
ら
ア
チ

子
に
な
れ
そ
う

性

ら
せ

  
４
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
髪
の
色
と
か
で

え
る
と

英
雄
の
リ
ア
ル
が
近
い
ん
だ
け
ど
な

 
ア
イ
ツ
の
リ
ア
ル

白
髪
金

だ
か
ら

  
４
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４
２

 
は
い

  
４
２
８
名
無
し
の
プ
レ
イ
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４
２

 
黒
髪
黒
目
じ

な
い
ん

 
そ
れ
ど
こ

ス
よ

  
４
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

れ

証

の
写
真

ノ

 
ち
な
み
に
入
学
式
の
日
に

り

み

子
を
片
付
け
て
る
シ

ン
ね
三

ず
つ

に

い

で
る

 

ｏ

ｈ
ｇ

８

０
ｐ
ｉ
ｏ

ｎ

８

８

０
ｗ
ｅ
ｂ
ｐ

  
４
３
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
だ

 
め

ち

キ
レ
イ
な
白
髪
と
金
の

だ

  
４
３
１
名
無
し
の
プ
レ
イ



 ネットの反応 〜聖剣回収後〜

 
つ

か

そ

 
そ
こ
ら
の
女
子
よ
り

い
ぞ

  
４
３
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

こ
れ
ガ
リ
ガ
リ
に

せ
て
る
だ
け
じ

ね

 
に
し
て
も

り

み

子
を
片
方
に
三

ぐ
と
か

意
外
に

力
あ
る
の
ね

  
４
３
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

な
ん
で
小
さ
な
子

に
片
付
け
さ
せ
て
他
の
人
間
は
そ
そ
く
さ
と
出
入
り

に
ぎ

う

ぎ

う

し
く
ら
ま
ん
じ

う
し
て
る
ん
で
す
か
ね

  
４
３
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

を
気
に
掛
け
て
動
け
る
人
こ
そ

会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
人

よ

 
あ
と
自
分
の
意
見
を
は

き
り

え
る
事
と

指
示

ち
人
間
に
な
ら
な
い
事

 

は
出
来
る
コ
ト
前

な
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４
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
が
出
来
て
る
か
ら
こ
そ

務

仮
想

の

と
か

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
サ

チ

と
し
て
名
前
を

ね
て
る
ん
だ
ろ
う
ね

場
さ
ん
と
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

く
頼

て
た
み

た
い
だ
し

  
４
３

写
真

の
プ
レ
イ

 
ち
な
み
に
こ
の
後

持

て
い

た
と
こ
ろ

く

ら
れ
て

四

二

て

ら
し
て

い

て

そ
れ
で
も

ら
れ
た
コ
ト
に

を

て
る
の
が
コ
チ
ラ

ノ

 
小

な
が
ら
し

ん

り
し
て
る
ト
コ
が
可
愛
い

期

 
Ｆ
ｇ
ｈ

ｎ
ｂ
ｇ
ｙ
ｕ
ｉ
ｏ
ｌ
ｍ
ｎ

８

８
ｗ
ｅ
ｂ
ｐ

  
４
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に
分
か

て
な
い
ん
だ
な

て
分
か
る

を
し
て
る
な

 



 ネットの反応 〜聖剣回収後〜

 
４
３
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に

え
て
高

生
と
か
で
も
片
方
三

は
キ
ツ
い
ト
コ
あ
る
よ
ね

体
鍛
え
て
て
も
持

ち
上

て
運
ぶ
の

て
使
う

肉
違
う
か
ら

 
そ
れ
を
三

ず
つ
持

て
い

て

二

一

と

別
に

労
し
た
風
で
な
い
の
に

 
入
学
式

て
四
月
だ

け

 
現
実
復
帰
し
て
一

月

ど
で
こ
の
体
力

て

回
復
力
エ

グ
く
ね

  
４
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
で
い

た
ら
今
回
の
重
体
多
分
大

で
救

送
さ
れ
た
の
に
一

間
で
退

す
る
方
が
お
か
し
い
だ
ろ

  
４
４
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
白
髪
は
ス
ト
レ
ス
だ
と
思
う
な

て
も
お
か
し
く
な
い
け
ど
金
色
に
な

た

と
い
い

お
か
し
い
回
復
力
と
い
い

 
ま
さ
か
と
思
う
け
ど

英
雄

人
間
だ

た
り
し
ね

ア
ニ
メ
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４
４
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
実
姉
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の

お
か
し
い
身
体
能
力
然
り
実
兄
の
能
力
然
り

バ
み
の
オ

ン
パ
レ

ド
だ
か
ら
な

 
天
災
が
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の

か
ら
作

た
ク
ロ

ン
な
り
デ
ザ
イ
ン
ベ
イ
ビ

な
り
が
英

雄
だ
と

わ
れ
て
も

得
出
来
て
し
ま
い
か
ね
な
い
ぞ

だ
か
ら
な
ん
だ

て
話
だ
け
ど

  
４
４
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
血

的
に
高
い
能
力
を
示
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
ん
だ
よ
な

 
英
雄
は
悟

タ
イ
プ
か
な

 
真
剣
に
な
る
か
ら
と
は

え

追
い

め
ら
れ
る

ど
強
い

気
が
す
る

  
４
４
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
確
か
に
怒
り
と
か

発
力
は

常
じ

な
い
が

に
掛
け
る
甘
さ
と
か
遊
び
は
無
い
ぞ

 



 ネットの反応 〜聖剣回収後〜

 
４
４
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

出
来
損
な
い

て

わ
れ
て
た
時

て

修
行
付
け
て
な
い
悟

に
悟
空
と
同
レ

ベ
ル
求
め
て
る
よ
う
な
モ
ン
だ
し
な

修
行
付
け
て
怒
り
で
限
界
突
破
し
て
と
ん
で
も
な
く
強

い

て
い
う

り
は

確
か
に
安
定
し
て
る
悟
空
よ
り
は
感
情
で
ブ
レ
が
あ
る
悟

に
近
い

 
覚
醒
と
か
修
行
の
過
程
は
自
分
を
限
界
ま
で
追
い

め
る
ベ
ジ

タ

い
ト
コ
が
あ
る
が

 

あ
の
世
界
の
修
行
法

て

初
期
は

と
か

死
回
復
が
あ

た

り

物
騒

だ

た
よ
な

  
４
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
つ
か
ア
ル
テ

メ

ト
に
な

た
ら
意
味
の
無
い

め
プ
を
す
る
ん
で
す
か
ね

 
ア
レ
さ
え
無
け
れ
ば
パ

フ

ク
ト
だ

た
の
に

  
４
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

は
絶
対
コ
ロ
コ
ロ
マ
ン
だ
か
ら

せ
る
内
に

形
も
な
く

し
そ
う

 

め
プ

 

ビ

タ

の
時
み
た
く
感
情
を

て
隙
だ
ら
け
に
す
る
く
ら
い
じ

ね
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遊
び
で
⻑
引
か
せ
し
な
さ
そ
う
だ
が

  
４
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ
ま
り
ベ
ジ

ト
に
行
き

く
ん
で
す
ね

 
や

り
お
れ
た
ち
の
ベ
ジ

ト
は
最
強
な
ん
だ

 
た
だ
し
初
登
場
時
の
無

バ

ジ

ン
に
限
る

ブ
ル

 
い
い
ん
じ

な
い

テ
キ

ト  
４
４
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ゴ
ジ

タ
も
ア
リ
ア
リ
の
ア
リ

 
た
だ
し
初
登
場
時
の
バ

ジ

ン
に
限
る

ブ
ル

 
も

と
圧
倒

が
欲
し
い
で
す

真  
４
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
つ
か
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
で
合
体
す
る
時
が
来
る
の
だ
ろ
う
か



 ネットの反応 〜聖剣回収後〜

  
４

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４
４

 
そ
の
場
合

同
化
に
近
い
気
が
す
る
な

  
４

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
キ
リ
カ
が
け
も
の
化
し
て
キ
リ
ト
に
影

を
与
え
る
パ
タ

ン
な
ら
あ
り
得
そ
う
で
す
ね

  
最
近
や

た
ゲ

ム
ネ
タ
が
多
分
に

ま
れ
る

作
者
の

は
私
で
す

  
・
英
雄

キ
リ
ト
／
桐

谷
和
人

 
ヴ

フ
ス

は
予
想
外
だ

た
が
直
面
し
て
す
ぐ
自
分
の
不
始

を
片
付
け
る
べ
く
動
い
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た
剣
士

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
か
ら
時
が
経

た
と
し
て
も
少
し
ず
つ
開
示
さ
れ
る
情
報
で
だ
ん
だ
ん
と
英

雄

が
強

な
も
の
に
な

て
き
て
い
る

本
人
は
英
雄

さ
れ
る
事
に

た
る
も
の
を

感
じ
て
い
る

世
界
最
強

天
災
を
見
な
が
ら

  
・
電
姉

ユ
イ

 
か
つ
て
キ
リ
ト
に
救
わ
れ
た
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

コ

ル
を
殺
し
た
の
を
契
機
に
色

と
超
克
限

界
突
破
し
た
キ
リ
ト
の
メ
ン
タ
ル
が
他
と
違
う
の
を
理
由
に

ず

と
モ
ニ
タ

し
て
い
た

 
殺
意
を

い
て
い
な
が
ら

し
く

す
る
な
ど
の

矛
盾

が

一
番
の
興
味
対

 
人
に
や
さ
し
く

し
希
望
を

き

け
て
い
た
事
か
ら
ユ
イ
自
身
も
救
わ
れ
た
い
と
思
う

よ
う
に
な

た

い
ま
は
と
も
か
く

時
に
救
わ
れ
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
自
覚
は
至

て
い
な
い

 
体
形
可
変
ブ
ラ
コ
ン
お
姉
ち

ん
と
し
て
あ
ら

る

要
に
応
え
ら
れ
る
万
能

応

え
る
の
は
愛
す
る
義
弟
に
対
し
て
の
み
で
あ
る

無

悲

 
実
は
ス
ト
レ
ア

リ

フ

の

く
ら
い
に
ス
タ
イ
ル
が



 ネットの反応 〜聖剣回収後〜

 
そ
の
谷
間
に
ピ
ク
シ

・
キ
リ
カ
は

ま

た
事
が
あ
り
ま
す

  
・
鼠

ア
ル
ゴ
／

朋

 
苦
労
人

多
分
キ
リ
ト
と
の
付
き
合
い
で
一
番
⻑
く
気
を

ん
だ
人

 

然
だ
が
今
も

ん
で
い
る

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

で

す
る
機
会
多
い
し

の
理
由
で

れ
て
る
か
ら
ネ

仕
方
な
い
ネ

 

を
思
い
出
す

に
た
め
息
が

れ
て
い
る

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
今
日
も
キ
リ
ト
の
中
傷
払

の
た
め
の
中
継
や
動

編
集
ネ

ト
ス

レ
巡
回
と

念
が
な
い

情
報
を

す
る
よ
り
も
不

明
で

れ
が
つ
く
前
に
正
確
な
情

報
を
流
す
事
に

力
し
て
い
る

 
情
報

の
精
確
性

超
大
事

  
・
名
無
し
の
と
あ
る
プ
レ
イ

 
シ
ノ
ン
に
や
や
気
の
あ
る
事
を
書
い
た

か
さ
ん

 
シ
ノ
ン
の
容

と
か
リ
ア
ル
と
か
帰
還
者
学

で
イ

で
も

親
し
い
人
間
が
有
名
過
ぎ
て
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広
が
る
の
で
ど

か
か
ら

て
来
て
も
お
か
し
く
な
く
て
ど
こ
か
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
リ

ク
さ

れ
た
過
去
で
知

て

し
て
も
ま
あ
お
か
し
く
は
な
い

   
・
名
無
し
の
プ
レ
イ

一
部

 
キ
リ
ト

ｓ
ａ
ｇ
ｅ
に

念
が
な
い

か
さ
ん

 
実
は

ん
の
少
し
だ
け

ざ

て
い
る

流

に
コ
テ
ハ
ン
だ
と
反
対
意
見
に
ぶ

さ
れ

る
の
を
学

し
た
ら
し
い

 



 ゲーム実績風味時系列表

 
ゲ

ム
実
績
風
味
時
系
列
表

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
設
定
表
に
書
き
足
す
の
も
め
ん
ど
く
せ

上
に
多
く
て
見

だ

た
の
で

一

り
終
わ

て
る

に

い
て
お
け
ば

全
体
の
流
れ
は
分
か
る
か
な

て

 
備
忘
録
に
な
る
と
思
う
の
で

活

し
て
下
さ
い

私
は
し
ま
す
忘
却
力

記

力

 
一
番
上
に
持

て
行
か
な
い
の
は
ネ
タ
バ
レ

い
な
人
へ
の
配
慮
で
す

 

み
終
わ

て
か
ら
見
た
方
が
分
か
り
や
す
い
と
思
う
の
も
あ
る

 

見

い
か
と

え
ば

そ
う
で
も
な
い

多
分
見

い

 
こ
こ
ま
で
の
前
話
を

破
し
て
い
る
人
向
け
の
表
な
の
で

意

と
な

て
い
る
の
は
そ
う
い
う
ル

ト
も
あ
る
け
ど
本
作
で
は

て
な
い

と
い
う
未

得
ト
ロ
フ

の
も
の

上
の
ル
ビ
が
実
績
名
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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キ
リ
ト
の
実
績

 
・
ト

ル

エ
ン
デ

ン
グ

孤
高
の
剣
士

千
冬
と
対
峙
し
た

  
・
ノ

マ
ル
エ
ン
デ

ン
グ

愛

に

溺

れ

て

ユ
ウ
キ
の
誘
惑
に

北
し
た

い

な

る

愛

し
た
セ
ブ
ン
に

北
し
た

  
・
バ

ド
エ
ン
デ

ン
グ

求

め

る

極

ユ
ウ
キ
と
の
デ

エ
ル
で

し
た

絶

対

悪

現

リ

フ

達
と
の
死
闘
に
勝

し
た

実

験

体

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

北
し
た



 ゲーム実績風味時系列表

零

れ

る

未

来

か
ら
の

を

け
ら
れ
な
く
な

た

孤

独

の

剣

士

ビ

ス
ト
・
ホ
ロ
ウ
と
の
死
闘
に

北
し
た

  
・
デ

ド
エ
ン
デ

ン
グ

甘

さ

と

し

さ

層
ボ
ス
フ
ロ
ア
で
ア
キ
ト
と
の
死
闘
に

北
し
た

師

か

ら

の

引

導

リ

フ

と
の
死
闘
で

北
し
た

全

滅

１
０
０
層
裏
ボ
ス

ア
ン
・
イ
ン
カ

ネ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ
デ

ウ
ス

に

北
し
た

  
・
Ｓ
Ａ
Ｏ

ベ

タ
テ
ス
タ

オ

プ
ン
ベ

タ
テ
ス
ト
に

し
た

初

め

て

の

パ

テ

加

入

初
め
て
パ

テ

を
組
ん
だ

初
め
て
の
レ
イ
ド
戦

初
め
て
レ
イ
ド
を
組
ん
だ

デ
ス
ゲ

ム

オ

プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ

を
見
た

初
め
て
の
フ
レ
ン
ド

フ
レ
ン
ド
登
録
し
た



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

絶
望
の
世
界

プ
レ
イ

と
お
別
れ
を
し
た

抗
う
者
達

ボ
ス
攻
略
会
議
に
参
加
し
た

ビ

タ

テ
ス
タ

と
ビ
ギ
ナ

間
の

回

の
た
め
悪
の
演
技
を
し
た

ブ
ラ

キ

黒
系

の

備
で
身
を

め
て
最
前
線
攻
略
を

け
た

背
水
の

死
に

て
も
撤
退
し
な
い
で
戦
い

い
た

黒
の
剣
士

強
さ
を
認
め
ら
れ
始
め
た

黒
猫
の

月
夜
の
黒
猫

が
壊
滅
し
た

き
願
い

年
一
ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ス

背
教
者
ニ
コ
ラ
ス

独
撃
破

猫
の
赦
し

サ
チ
か
ら
赦
し
を

た

キ
ラ

オ
レ
ン
ジ

レ

ド
プ
レ
イ

を

て

す
る
よ
う
に
な

た

殺
隊

殺
隊
か
ら

わ
れ
る
よ
う
に
な

た

⻯
の

も
う
一
人
の
ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

・
シ
リ
カ
と

と
も
だ
ち

に
な

た

の
終
焉

う

を
壊
滅
さ
せ
た

剣
の
誓
い

マ
ス
タ

ス
ミ
ス
・
リ
ズ
ベ

ト
と

と
も
だ
ち

に
な

た

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

間
が

る
状
況
で

二
刀
流

を
解
禁
し
た



 ゲーム実績風味時系列表

望
ま
ぬ
再
会

義
姉
と
再
会
し
た

迷
い
人

シ
ノ
ン
と
出
会

た

無

な
る
義
姉

ユ
イ
が
義
姉
に
な

た

背
負
う
者

層
闘
技
場

個
人
戦

ク
リ
ア

背
負
う
物

層
闘
技
場

レ
イ
ド
戦

参
加

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

ユ
イ
と
お
別
れ
し
た

愛
情
と
は

圏
内
事
件

の
終
焉
を
見
た

絶
剣

ユ
ウ
キ
と
の
デ

エ
ル
で

戦
し
た

求

め

る

極

ユ
ウ
キ
と
の
デ

エ
ル
で

し
た

不
思
議
な
文
様

不
思
議
な
文
様
が
浮
か
ん
だ

白
の
剣
士

ア
キ
ト
と
の
デ

エ
ル
で
勝

し
た

る
者
は

し
か
ら
ず

層
ボ
ス
フ
ロ
ア
で
ア
キ
ト
と
の
死
闘
に
勝

し
た

甘

さ

と

し

さ

層
ボ
ス
フ
ロ
ア
で
ア
キ
ト
と
の
死
闘
に

北
し
た

一
時
の
安
ら
ぎ

ユ
イ
と
穏
や
か
な
時
を
過
ご
し
た

る
殺
意

ケ
イ
タ
と
の
死
闘
で
撤
退
し
た
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憎

悪

の

発

ケ
イ
タ
と
の
死
闘
で
勝

し
た

師
の
想
い

リ

フ

と
の
戦
い
で

北
し
た

独

り

よ

が

り

リ

フ

と
の
戦
い
で
勝

し
た

光
へ
の
楔

リ

フ

ユ
ウ
キ

シ
ノ
ン
と
本

を
ぶ
つ
け
合

た

愛

に

溺

れ

て

ユ
ウ
キ
の
誘
惑
に

北
し
た

み
ん
な
と
の

と
の
死
闘
を
制
し
た

足

り

な

い

と
の
死
闘
に

北
し
た

師

か

ら

の

引

導

リ

フ

と
の
死
闘
で

北
し
た

絶

対

悪

現

リ

フ

達
と
の
死
闘
に
勝

し
た

闇
へ
の
手
引
き

Ｐ
ｏ
Ｈ
と

を

べ
て
戦

た

更
識
楯
無
に
マ

ク
さ
れ
た

砂
上
の
楼
閣

ア
ル
ベ
リ
ヒ
を

し
た

実

験

体

ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

北
し
た

罪
の
果
て

サ
チ
と
共
に
ケ
イ
タ
と
和
解
し
た

憎

し

み

の

ケ
イ
タ
と
和
解
で
き
な
か

た

と
の

別

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
と
の
死
闘
を
制
し
た
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未

練

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
と
の
死
闘
で

北
し
た

業
の

ヴ

ベ
ル
か
ら
未
来
に
つ
い
て

き
出
し
た

外
部

信

対
策
チ

ム
と
の
文

が
始
ま

た

愚
直
の

道

リ
ン
ド
か
ら

意
を
向
け
ら
れ
な
く
な

た

先
見
の
明

自
身
の
今
後
を

え

更
識
と
契
約
の
話
を
し
た

悪
夢
の
最
期

１
０
０
層
表
ボ
ス

ホ
ロ
ウ
・
ア
バ
タ

撃
破

魔
城
の
覇
者

１
０
０
層
裏
ボ
ス

ア
ン
・
イ
ン
カ

ネ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ
デ

ウ
ス

撃
破全

滅

１
０
０
層
裏
ボ
ス

ア
ン
・
イ
ン
カ

ネ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ
デ

ウ
ス

に

北
し
た

解
放
の
英
雄

Ｓ
Ａ
Ｏ
真
ボ
ス

魔
王
ヒ

ス
ク
リ
フ

撃
破

福
へ
の
歩
み

三
種
の

練
を
戦
い

き

生
還
し
た

契
約
成
立

更
識
と
の
契
約
を
交
わ
し

自
身
の
未
来
の

に
動
き
だ
し
た

二
刀
の

者

片
手
武
器
系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

二
刀
流

を

得

明
の
大
刀

全
武
器
対
応
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

明
剣

を

得
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月
下
の
魔
人

手
剣
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

狂
月
剣

を

得

闇

い
し
者

刀
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

暗
黒
剣

を

得

電
光

火

刀
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

刀
術

を

得

の

い
手

系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

地

刃

を

得

命
を

る
カ
タ
チ

手

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

死
閃

を

得

千

万
紅

槍
系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

無
限
槍

を

得

百
発
百
中

弓
系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

撃
術

を

得

る
剣
光

投

武
器
系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

手
裏
剣
術

を

得

主

釣
り

で
十
回
以
上

で
エ
サ
だ
け
持

て
い
か
れ
た

太

望

釣
り

ス
キ
ル
を
完
全

得

理
師

理

ス
キ
ル
を
完
全

得

工
師

工

ス
キ
ル
を
完
全

得

鍛
冶
師

鍛
冶

ス
キ
ル
を
完
全

得
し

全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
を
一

ず
つ
製
作

裁

師

裁

ス
キ
ル
を
完
全

得
し

全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
を
一

ず
つ
製
作

教
師

使
い
魔

を
得
た
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騎

者

騎

ス
キ
ル
を
完
全

得
し

を

入
し
た

行
者

と

車
で

す
る

備
を
整
え
た

解

師

全

層
非
復
活
型
ト
ラ

プ
解

ポ

プ
ト
ラ

プ

む

ロ
プ
レ
イ

ク
リ
ア
ま
で

ロ
を

い
た
証

女
神
の
恩

層
ボ
ス

体

得

層
の
み
ユ
ウ
キ

得

ワ
ン
マ
ン
ア

ミ

層
ボ
ス

独
撃
破

回

層
ボ
ス

魔
物
殺
し

モ
ン
ス
タ

数
３
０
２

４
０
１
０
０
０
０
達
成

人
斬
り

回
数
１
１
３
４
２
１
０
０
達
成

万
⻑
者

得
コ
ル

約

０

０

４
３
２
３
４

８

１
０
０
０
０
０
０
０
０
達
成

時
の

配
者

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

ユ
イ

を

け
容
れ
た

  
・
Ａ
Ｌ
Ｏ

新
た
な
仮
想
世
界

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

フ
レ
ン
ド
登
録

フ
レ
ン
ド
登
録
し
た

Ｏ
Ｓ
Ｓ
作
成
成

初
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル
を
作
成
し
た
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ダ
ン
ジ

ン

破

初
め
て
ダ
ン
ジ

ン
を

破
し
た

間
要
ら
ず

初
め
て
一
人
で
ダ
ン
ジ

ン
を

破
し
た

オ

ル
ラ
ウ
ン
ダ

初
め
て
一
人
で
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

を
撃
破
し
た

快
進
撃

ア
ル
ン
へ

り

い
た

契
約
成
立

か
ら
の
依
頼
を
引
き

け
た

新
エ
リ
ア
攻
略

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
攻
略
に

り
出
し
た

パ

テ

加
入

初
め
て
パ

テ

を
組
ん
だ

闘
技
場
デ
ビ

初
め
て
シ

ヴ

ル
ト
シ
ル
ト
闘
技
場
を

し
た

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

シ
ウ
ネ

達
の
事
情
を

き

協
力
す
る
事
に
決
め
た

天
才

学
者

セ
ブ
ン
と
初
コ
ン
タ
ク
ト
を
果
た
し
た

Ｏ
Ｓ
Ｓ
作
成
成

初
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
を
作
成
し
た

虹
色
の
姉

レ
イ
ン
か
ら

お
願
い

を

い
た

浮

原

ク

リ

ア

ヴ

ク
リ
ン
デ
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を

間
と
倒
し
た

悲
願
達
成

ヴ

ク
リ
ン
デ
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

だ
け
で
倒
さ

せ
た
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自
己

自
分
の

を

し
た

意

行

意

行
を
マ
ス
タ

し
た

キ
リ
ト
の
本
気

リ

フ

と

の
勝
負
を
し
た

秘
密
の

合

自
・

と
話
し
合

た

撃
部

ヴ

ル
キ
リ

麻

と
の
戦
い
に
勝

し
た

高

い

麻

と
の
戦
い
に

北
し
た

更
識
の
⻑

更
識
楯
無
と
の
戦
い
に
勝

し
た

暗

部

の

力

更
識
楯
無
と
の
戦
い
に

北
し
た

二

行

楯
無
の
専

機
が

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

に
な

た

負
の
第
二
形

無
銘
の
負
の

面
を
制

し
て
戦

た

未
来
の

に

契
約
を
交
わ
し

か
ら
の

を

け
ら
れ
る
よ
う
に
な

た

零

れ

る

未

来

か
ら
の

を

け
ら
れ
な
く
な

た

砂

谷
ク
リ
ア

ヴ

ル
グ
ン
デ
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を

間
と
倒
し
た

初
め
て
の
レ
イ
ド
戦

初
め
て
レ
イ
ド
を
組
ん
だ

状

氷

ク

リ

ア

フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を

間
と
倒
し
た
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分

・

オ

デ

ン

分

ク
エ
ス
ト
で
ロ
キ
を
助
け
な
か

た

ロ
キ
を
助
け
た
後

オ

ス
神

兵
士
に

ま

た

分

・
ロ
キ

分

ク
エ
ス
ト
で
ロ
キ
を
助
け
出
し

ま
ら
な
か

た

人
打
破

人
の
王
ス
リ

ム
を
倒
し
た

人
の
戦
士

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
と
の
死
闘
を
制
し
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

セ
ブ
ン
達
か
ら

に
つ
い
て

か
さ
れ
た

Ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ケ
ツ
イ
を

め
て
立
ち
は
だ
か

た

ワ
ン
マ
ン
ア

ミ

一
人
で
千
人
以
上
の
プ
レ
イ

と

り
あ

た

不
眠
不

夜
問
わ
ず
戦
い

け
た

対
峙

レ
イ
ン
を
セ
ブ
ン
に
会
わ
せ
た

神
セ
ブ
ン

し
た
セ
ブ
ン
を
倒
し
た

い

な

る

愛

し
た
セ
ブ
ン
に

北
し
た

追

の
世
界

自
身
の
原
点
を

み
た

こ
の
身
は
悪
で
出
来
て
い
る

ビ

ス
ト
・
ホ
ロ
ウ
を
倒
し
た

原

ク

リ

ア

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を

間
と
倒
し
た



 ゲーム実績風味時系列表

戦
士
の
魂

記

を
引
き
継
い
だ
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
と
再
戦
し
た

黒
銀
の
王

ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル

オ
ル
タ

を
倒
し
た

  
こ
う
し
て
見
る
と

ル

ト
と
か

勝

で
分

す
る
ト
コ
が
見
や
す
く
て
い
い
な
と
思

い
ま
し
た

小

感
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十
五
幕
 

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

  

点

七
色

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
五
月
十
九
日

月

日

前
九
時

 

称

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
学

は

か
ら
全
体
的
に
浮
足
立

て
い
た

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

か
ら
実
に
十
日

キ

リ
バ

・
ク
エ
ス
ト

か
ら
三
日

が
経
過
し
た
そ
の
日
か
ら

解
放
の
英
雄

と
呼
ば
れ
る
少
年
が

実
に
六

間
ぶ
り
の
登

を
果
た
す
日
だ

た
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彼
は

と
の
契
約
に

り
身
の
安
全
の
た
め
に
更
識
家
へ
と
身
を
寄
せ
て
い
た

デ
ス
ゲ

ム
化
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

す
る
重
要
参

人
の
一
人
加
え
て

明
期
に
あ
る
仮
想
世
界

へ
の
最
高

者
と
し
て

ば
れ
て
い
る
か
ら
と
世
間
的
に
は
報
じ
ら
れ
て
い
る

八
月
に

え
る
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
て
彼
が

を

え
る
男
性
で
あ
る
事
実
が
明
か
さ
れ
る
し

水
面
下
で
彼
を
中

と
し
た
日
本
存

の
戦
い
は

に
始
ま

て
い
る
が
そ
の
事
を
知
ら
な
い

一

⺠
か
ら
す
れ
ば
彼
が

の
後
ろ
盾
を
得
て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の
実
績
が
あ

る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で

得
も
の
だ

そ
れ
だ
け

わ
れ
た
約
一
万
人
の
解
放
は
大
き
い

実
績
だ

た

そ
れ
を
良
し
と
し
な
い
女
尊
男

の
女
性

権

体
の
動
き
が
逆
説
的
に
そ

う
思
わ
せ
る
要
因
で
も
あ

た

 
裏

の
事
情
を
知

て
い
な
い
場
合
彼
が
学

に
登

す
る
の
に
そ
こ
ま
で
疑
問
は

か
れ

な
い

登
下

そ
の
も
の
は
更
識
が
持
つ
高

車
で
の
送

だ

後
ろ
盾
と
し
て
明
確
に

の

存
在
が
あ
る
以
上

女
権
も
大

ら
に
手
は
打
ち

い

 

信
教
育
で
あ
る
彼
が
登

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
も
二
つ
の
事

が
理
由
に
な
る

 
一
つ
目
は
定
期
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ

フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
電
話
で
い

い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
生
還
者
に

さ
れ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
た
だ
の

で
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は
な
い

む
し
ろ
あ
ら

る
反

会
的
な

問
に
対
し

波
が
ど
ん
な
状

に
な
る
か
を
目
的
と

し
た
そ
れ
は
現
状
の
技
術
で
は
ま
だ
間

的
な

入
は
不
可
能
な
た
め

が
命
じ
た
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

け
る

に
物
理
的
に
学

へ

く
必
要
が
あ

た

専

の
機
器
は
学

に

か
れ
て
い
る
の
で
更
識
家
に
持
ち

め
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
ら
し
い

 
こ
れ
な
ら
定
期
的
な
登

も

む
無
し
と
判
断
さ
れ
る

 
だ
が

彼
の
登

は

継

的
な
も
の
と
さ
れ
る

 
そ
の
理
由
の
二
つ
目
は
転
入
生
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
謀
者

あ

た

し
七
色

の
監

 
世
間
的
に

重

意
で
済
ま
さ
れ
た
事
に
な

て
い
る
が
そ
れ
は
裏
で

法
取
引
が
あ

た

か
ら
だ

ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で

た
知
識
・
技
術
な
ど
を
日
本

は

ら
せ
た
く
な
い

あ
た
し
は
真

な
生
活
を

と
姉
と
共
に
送
り
た
い

そ
ん
な

い
の

の
一

を
見

て

法
取
引
は
成
立
と
な

た

 
無
論
反
対
意
見
は
あ

た

だ

そ
う
と
分
か
る
の
は

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
対

に
自
分
も

ば
れ
て
い
る
か
ら
だ

 
し
か
し
そ
れ
で
は
足
り
な
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
も
大
本
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は

時
進
め
て
い
た

だ

た
に
せ
よ
思
わ
ぬ

を
経
て
大
事
件
に
至

た

の
話

そ

れ
は
あ
た
し
の
思
惑
を
上
回

た
想
定
外
の
コ
ト

だ
か
ら
こ
そ

重

意
に
値
し
た

だ
が

却

て

謀
者
の
意

せ
ぬ
コ
ト

が
問

で
あ
る
た
め
に

護
も
し

い

 
故
に

事
変

が

き
る
一

月
以
上
も
前
の
時
点
で

そ
を
把
握
し

対

に
動
い
て
い

た
少
年
が
監

に
付
く
事
に
な

た

入

で
時
期
こ
そ

れ
た
が
本
来
は
彼
も
自
分
と
同
時

期
に

常
登

に
な
る
予
定
だ

た

 
未
だ
彼
へ
の
中
傷
は
存
在
す
る
が

事
変

に
対
す
る
実
績
は
思
い
の

か
高
く

価
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
現
状
は
そ
れ
で
反
対
意
見
を

し
切
れ
た
と
監

者
で
あ
る
少
年
は

て

い
た

 
そ
の

あ
た
し
が
そ
ん
な
裏
事
情
を
知

て
も
良
い
の
か
と
思
い
も
し
た
が

え

と

そ
れ

監

対

に

ち

て
い
い
の

七
色
は

外
だ

七
色
は
悪

な
人
間
じ

な
い

む
し
ろ

さ
な
い
方
が
自
分
の

動
を
よ
り

み
る
だ
ろ
う

監

は

い
換
え
れ
ば
抑
止
力

抑
止
の
目
的
の

な
ら
時
に

伝
え
て
お
く
の
も

一
つ
の
手
だ

許
可
も
得
て
い
る
し
な

 
そ
の
疑
問
も

彼
の

葉
で
ア

サ
リ
と
解
消
さ
れ
た
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こ
れ
ま
で
の

生
を

学
と

い
て
は

に
認
め
ら
れ
よ
う
と

て
い
た
あ
た
し
に

と

て
肉
親
か
ら
の
承
認
は

に
も

え

い
も
の
だ

が
雲

れ
し
生
き
別
れ
だ

た

肉
親
に

的
に
出
会
え
た
の
な
ら
そ
れ
は
よ
り
強

な
も
の
と
な
る

だ
か
ら
こ
そ

法
取

引
に
応
じ
た
の
だ

 
今
後
の

来

あ
た
し
は
実

前

持
ち
の

者
と
し
て

の
道
を
進
む
だ
ろ
う

 
し
か
し
そ
う
な
る
と
し
て
も

肉
親
と
の
平

な
生
活
は
喪
い
た
く
な
い
も
の
だ

た

 
そ
の
根

の
思
想
を

し

罪
的
な

動
を
抑
制
す
る
の
に
彼
の
思
惑
は
非
常
に
有

だ

た
と

え
よ
う

 

こ
こ
ま
で
が

日
本
の

来

に
つ
い
て
知
ら
な
い

一

⺠
の
理
解

 

然
だ
が
日
本

の
高

た
ち
は
彼
が
国
の
存
亡
を
背
負
う
中

で
あ
る
と
理
解
し
て

い
る

女
尊
男

風

の
撤

を
は
じ
め
多
く
の
事

は
男
性

者
足
り
得
る
彼
で
な
け

れ
ば

し
得
な
い
事
だ

と
も
す
れ
ば
実
の
兄
も

者
に
な
れ
る
か
も
だ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア

の
実
績
や
戦
闘
経
験
の
信

で

え
ば

ど
う

え
て
も
少
年
の
方
が
上

 
対
し
て
監

対

で
あ
る
あ
た
し
は
ま
だ

え
の

く

学
者
だ

そ
れ
も
実

前

持

ち
の
小
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ど
ち
ら
を
よ
り

先
し

安
全
保

を
す
る
べ
き
か
は

火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る

彼
を
切
り
捨
て
る
の
は
女
権
く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う

 
だ
が
事
実
と
し
て

世
間
的
に
は
あ
た
し
が

先
さ
れ
る
よ
う
な
事

に
な

て
い
る

 
そ
の
裏
事
情
を

彼
の

間
や
義
姉
達
す
ら
未
だ
把
握
し
て
い
な
い

 
し
か
し

彼
の
事
だ

一
見
し
て
彼
が
大
切
に
思
う
人

を
危
険
に
晒
し
か
ね
な
い
状
況
で

も

全
て
を
知

て
い
れ
ば

そ
れ
が
最

解
と

え
る
行
動
な
の
だ
ろ
う

 
あ
た
し
達
は
更
識
の
内
情
を
知
ら
な
い

彼
が

と
交
わ
し
た
契
約
の

要
は
把
握
し

た
が
今
後
ど
う
動
く
か
の

は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
の
対
話
も

て

体
的
に
は
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
状

だ

わ
ば
イ
ベ
ン
ト
日
時
や
内
容
を
知
ら
さ
れ
て
い
て
も
ど
う
や

て
進
め
る
か
は
知
ら
な
い
状

そ
れ
ら
の

か
が
理
由
と
な

て
い
る
な
ら
知
る
由
も
無
い

 

論
そ
れ
を
知
り
た
く
て
も

に
無

の
人
間
が

る
学

で
は

く
に

け
な
い

な

ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
と

え
ら
れ
た
が

彼
の
以
前
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
運

の
手
で

さ
れ
て
い
る

し
そ
も
そ
も

く
は

の

の

に
ロ
グ
イ
ン
し
な
い
と
本
人
が

て
い
る

方
か
ら

夜
に
掛
け
て
電
話
で

く
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
結
論
が
出
た
の
も
速
い
も
の
だ

た

 
そ
ん
な
間
違
い
な
く
裏
の
事
情
も
あ
る
だ
ろ
う
物
理
的
登

を
果
た
し
た
少
年
が
い
ま



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

あ
た
し
の
目
の
前
に
い
る

 

密
に
は
学

の
第
二

三

北

に
あ
る
電

機

に
集
ま
る
一
人
と
し
て
存
在
し

て
い
た

 
生
還
者
学

は

複
数
の
学

の

合
で
出
来
た

を
再

し
た
も
の

こ
の

め
し
い
名
前
の
教

も
そ
の
一
つ
で

立
高

だ

た
時
代
に
情
報

の

業
が
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
別
に

大
な
メ
イ
ン
フ
レ

ム
が

し
て
い
る

で
は
な
い

し

か
も

時
設

さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
デ
ス
ク
ト

プ

も

撤
去
さ
れ
て
お
り

板
倒
れ

の
感
す
ら
あ
る

 
と
は

え

完
全
に

と
な

て
い
る

で
は
な
い

 
教

前
方
の
教

が
使
う
の
だ
ろ
う
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ド
の
前
に
は
最
新
型
と
思
わ
れ
る
メ

イ
ン
フ
レ

ム
が
設

さ
れ
て
い
る
し
部

の

に
目
を
向
け
れ
ば
小

ん
ま
り
と
だ
が

数

の

の
束
だ

た
り

作
業
に
使
う
機

だ

た
り
が

見
出
来
る

 
生
還
者
学

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
た
学
生
の
救
済

と
い
う
名
目
上
中
学
高

大
学
の

一

と
し
て
設
立
さ
れ
て
お
り
他
の
学

か
ら
の

け
入
れ

と
い
う
実
情
を

ま
え
専

学

と
し
て

立
さ
れ
て
い
る

つ
ま
り
生

の
進
路
に
応
じ
た

強
コ

ス
専

学
的
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な

業
を

け
ら
れ
る
体
制
が
根

に
あ
る
の
だ

ま
あ
人
気
不
人
気
の
格
差
が
存
在
す
る
し

初
年

と
い
う
事
も
あ

て
学

の
予

の
振
り
分
け
も
ま
だ

に
進
ん
で
い
な
い
の
で
制

と
し
て
完
全
に
機
能
す
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
の
事

し
か
し
そ
ろ
そ
ろ
個
人
の

き
な
コ

ス
を

ば
せ
て
も
い
い
の
で
は
と
い
う
意

に

て
入
学
し
た
生

は
あ
ら

る
コ

ス
が

記

さ
れ
た
ア
ン
ケ

ト

紙
に
希
望
を
記
入
し
そ
れ
に
応
じ
て
動
い
て
い
る

業
的
な

い
で

あ
る
そ
れ
は

未
だ
不
完
全
で
あ
る
の
で
同

会
や
部
活
動
に
近
い
状

で
始
動
し
て
い
た

 
そ
の
一
つ
と
し
て

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

が
存
在
す
る

 
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
は

機

工
学

電
気
工
学

電
子
工
学

情
報
工
学
の
知
識
・
技
術
を

合
さ
せ
る
事
に
よ
り

来
の
手
法
を
超
え
る
新
た
な
工
学
的
見
解
を
生
み
出
す
学
問
や
技
術

分

を
指
す

こ
こ
か
ら
専

的
に
特
化
し
て
い

た
の
が
情
報
工
学
系
の

場

機

工
学
系
の

ノ
之
束
だ

分

と
し
て
は
複
数
あ
り

機
器
や

も
こ
の
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
の

に
あ
る

 
Ｍ
Ｉ
Ｔ
を

業
し
仮
想
世
界
と
い
う
ネ

ト
ワ

ク

会
の
在
り
様
や
人
の
情
緒
性
を

に
し
た
新
シ
ス
テ
ム
構

を
目
指
し
て
い
た
あ
た
し
は
知
能
化
メ
カ
ト
ロ
と
ネ

ト
ワ

ク

メ
カ
ト
ロ
の
複
合
型
と

え
る
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無
論

に

た

場

士

ノ
之

士
も

一
で
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
分

す
る
事
は

出
来
な
い

 
逆
に

え
ば

あ
ら

る
可
能
性
を
秘
め
た
コ

ス
が

こ
の

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

と
い
う
も
の
と

え
る

技
術

技
術
は
ど
ち
ら
も
高

な
機

・
情
報
技
術
を

に

成
り
立

て
い
る
も
の
で
あ
り
情
報
化

会
と
呼
ば
れ
る

今
の
業
績
向
上
も
や
は
り
根

に
は
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
存
在
す
る

如

に
上
手
く
機
器
を

う
か

化
し
た
機

を
作
り
出
す
か

ア
プ
リ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
か
も

そ
の
一
つ
だ
か
ら
だ

 

法
取
引
で

の

に
な
る
よ
う

し

さ
れ
て
い
る
身
と
し
て
も
あ
た
し
個
人
の
興

味

心
と
し
て
も

数
多
存
在
す
る
コ

ス
の
中
か
ら
そ
れ
を

ん
だ
の
は
必
然
と

え
た

 

そ
れ
は

あ
の
少
年
に
と

て
も
同
じ
だ

た
の
だ
ろ
う

 
マ
ル
チ
フ

ム
ス

ツ
で
あ
る

は
現
代
兵
器
を
圧
倒
す
る
武
力
に
ば
か
り
目
を
向
け
ら

れ
が
ち
だ
が
つ
ま
び
ら
か
に
し
て
い
け
ば
あ
ら

る
部
分
で
精
密
極
ま
り
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
い
る

武
器
の
格

は

論

行

制
シ
ス
テ
ム

や

火
器

制
シ
ス
テ
ム

パ

シ
ブ
・
イ
ナ

シ

ル
・
キ

ン
セ
ラ

を
使
う
た
め
の
物
理
学
演

な
ど

全
て
に

い
て

は
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
を

と
し
て
い
る

そ
れ
を

う
者

な
い
し

整
す
る
者
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も
ま
た
そ
れ
に

が
深
く
な
く
て
は
な
ら
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
プ
レ
イ

で
あ

た
彼

が
シ
ス
テ
ム
へ
の

を
深
く
し
た
事
で
出
来
る
事
と
出
来
な
い
事
を
明
ら
か
に
し
出
来
る

事
に
の
み
力
を

ぐ

化
を
果
た
し
た
よ
う
に

 
ま
た

彼
に
は

の
義
理
の
姉
二
人

も
う
一
人
の
自
分

・だ
・

・た
少
年
と
い
う

知
能
化
メ

カ
ト
ロ
の
権
化
と

え
る
存
在
が

る

 

今

の

が

ん
に
な
り

作
り
出
さ
れ
た
人
工
知
能
の
人
権
に

し
て
も
ユ
イ

達
の
存
在
を
契
機
に
議
論
が

く
な

て
い
る
中
で
そ
れ
を
見
て
見
ぬ

り
を
す
る

ど
彼

も

情
で
は
無
い

彼
女
ら
に
も
感
情
が
あ
り
人
と
変
わ
ら
な
い
知
能
と
心
が
あ
る

し
か
し

物
事
を
理

で

子
定

に

え
る
者
か
ら
す
れ
ば
ど
う
あ

て
も
彼
女
ら
の
事
を

物

と
し
か
見
な
い

者
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ

人
権
を
認
め
な
い

と
い
う
結
論
が

出
た
ら

彼
女
達
は
人
間
の
い
い
よ
う
に
使
わ
れ
か
ね
な
い

 

来
の

者
と
し
て

の
家

を
持
つ
者
と
し
て

彼
が

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

を

し
た
の
は

あ
た
し
に
と

て

ら
不
思
議
な
事
で
は
無
い

 
そ
れ
こ
そ
彼
が
登

を
継

す
る
理
由
に

ん
で
い
る
裏
の
事
情
な
予
感
が
す
る
程
だ

た
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め
て
自
己

を

桐

谷
和
人

属
は
本
来
は
小
学
六
年
生
だ
け
ど
こ
の
学

に
な

い
か
ら
特
別
ク
ラ
ス
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

電

機

で

自
分
よ
り
も
小
さ
な
少
年
が

に

て

こ
り
と

を
下

た

 
五
月
十
九
日
の
今
日
は
入
学
か
ら
一

月
ち

と
経

た
と
い
う
事
で

し
た
コ

ス
別
に

意
に
集
ま
る
日
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た

五
月

ば
の
集
結
と
い
う
の
は
中
学
高

な
ど
で
部
活
に
あ
ま
り
力
を
入
れ
て
い
な
い

つ
ま
り

く
り

味
す
る

が
あ
る

学

の
入
部
期
限
を
参

に
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

 
こ
の

り
が

体
制
と
し
て
整

て
お
ら
ず

部
活

の
始
動
と

し
た
理
由
だ

た

 
そ
の
初
日
に
彼
が
登

し
た
の
は

え
て
の
も
の
か
そ
れ
と
も
偶
然
か

な
ん
に
せ
よ
足

み
を

え
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
非
常
に
良
い
事
だ
と
思
え
た

知

た

だ
か
ら

語
は
良
い
わ
よ

あ
た
し
は
中

部
一
年
だ
け
ど

の
事
情
で
特
別

ク
ラ
ス
に

属
し
て
る
わ

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

め

七
色
よ

今
後
と
も
よ
ろ
し

く
ね

 
帰
国
子
女
的
な
自
分
は
ま
だ
日
本
語
の

語
に
不

れ
な
こ
と
も
あ

て
タ
メ

で
そ
う
自
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己

し
た

 

の
事
情
と
い
う
の
は
学
年
的
に
ユ
ウ
キ
ら
と
同
じ
で
は
あ
る
が

に
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で

士

を
取

て
い
る
状

な
の
で
義
務
教
育
圏
内
の

学
を

け
な
く
て
良
い
コ
ト
同
い
年
の
子

が

な
い
コ
ト
そ
し
て
彼
の
目
が
届
く
コ
ト
な
ど
を
指
す

こ
の
コ

ス
を

し
た
の
は
多

分
偶
然
だ
と
思
う
が

と
す
る
と
彼
の
希
望
を

じ

た
も
の
に
な

た
か
も
し
れ
な

い 
個
人
的
に
は

恐
ら
く
彼
と
あ
た
し
と
を
あ
ま
り
離
し
た
く
な
い
と
い
う
意

が
最
大
だ
と

思

て
い
る

 
特
別
ク
ラ
ス
と
い
う
の
は
特
別
と
は
名
ば
か
り
の
一
種
の
隔
離
状

の
ク
ラ
ス
だ

彼

は
こ
の
学

に
小
学

が
存
在
し
な
い

そ
も
そ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
年

レ

テ

ン
グ
は

中十
学三
生

以
上
推

だ

か
ら

あ
た
し
も
同
い
年
の
子
が
お
ら
ず

ま
た

い
的
に

し
い
か
ら
だ

そ
ん
な

い
の

し
い
子

二
人

の

だ
け
に

が
特
別

い
す
る

に
も
い
か
な
い

片
や
世
間
的
に
風

が
根
強
い
少
年
片
や
実

前

持
ち
の
小

だ
か
ら
だ

少
年
の
安
全
保

も

み
で

え
れ
ば

む
し
ろ
他
か
ら
隔
離
す
る
と
い
う
の
は

然
と

え
た

 
そ
し
て

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

を

ん
だ
の
は

な
ん
と
あ
た
し
と
彼
の
二
人
だ
け
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だ

た

五
人
以
上
の
在

を
必
要
と
す
る
ら
し
い
部
活
と
違
い
コ

ス

者
は
二
人
以
上

れ
ば
い
い
か
ら

現
状
で
も
問

な
い

 
し
か
し
構
成

が
ゲ

ム
的
に

え
ば
ガ
チ
勢
だ

初
め
て

を

く
人
か
ら
す
れ
ば

敷

が
高
過
ぎ
て
コ

ス
変
更
希
望
は
出
て
来
な
い
気
が
し
た

 
そ
ん
な
思

を
他

に

名

片
手
に

を

る
少
年
に
目
を
向
け
る

和
人
君

リ

ダ

は
ど
う
し
よ

か

は
な
ん
ち

て
リ

ダ

だ

た
か
ら

チ

ム
を

い
て
い
た
七
色
の
方
が

だ
と
思
う
が

 
そ
う

て
ち
ら
り
と
目
を
向
け
て
来
る
少
年

 
そ
う

わ
れ
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
あ
た
し
は

を
組
ん
だ

う

ん

で
も
あ
た
し
専
攻
し
て
た
経
験
が
活
き
る
か
ら
メ
カ
ト
ロ
コ

ス
を

ん
だ
だ

け
で

な
に
か
を
し
た
い

て
い
う

じ

な
い
の
よ
ね

 

い
た
い
事
は
明
確
に
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

テ

マ
を
定
め

進
し
て
い
た

と
違
う
か
ら

リ

ダ

と
し
て
他
者
を

引
す
る
程
の

力
が
今
は
無
い
と
い
う
事

 
そ
れ
は
伝
わ

た
の
か

な
る

ど
な

と
少
年
が
応
じ
る
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な
ら

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

は

め
た
の
か

あ
れ
も
使
い
様
に
よ

て
は
良

い
シ
ス
テ
ム
だ
と
は
思
う
ん
だ
が

ホ
ロ
ウ
達
の
よ
う
に

が

に
な
れ
ば

的
な

持

は
可
能
だ
ぞ

そ
う

て
も
ら
え
る
の
は

し
い
わ

そ
れ
に
あ
た
し
も

は
完
全
に

め
た

じ

な

い
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は
無
制
限
に
人
の
強
い
感
情
を
集
め

常
に
変
化
し

け
て

い
く
も
の

人

と

対
し
な
い
事
の
確
実
性
は

の
絶
対

件
だ
か
ら

時
人
に

反

を

す
か
分
か
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
を

化
す
る
の
は
リ
ス
ク
が
大
き
過
ぎ
る

そ
れ
を
ど

う
に
か
す
る
事
も

の
一
つ
で
は
あ
る
ん
だ
け
ど

い
か
ん
せ
ん

実
験
が
ね

 
お
手
上

よ

と

手
を
上

を
振
る

 
問

点
が
明
確
に
な

た
の
は
非
常
に
喜
ば
し
い
事
だ

的
に
も
そ
れ
は
一
歩
前
進
と

え
る

し
か
し
問

に
ど
う
ア
プ
ロ

チ
し
解
決
に
導
く
か
が
分
か
ら
な
い

そ
れ
も
ま
た

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ

だ
が

そ
の
エ
ラ

部
分
の

が
大
き
過
ぎ
る
の
も

に

 
彼
の
ホ
ロ
ウ
は
ま
た
別
格
だ

た
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

は
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
仮

想
世
界
の
サ

バ

か
ら

び
出
し
自
動
的
に
ネ

ト
ワ

ク
に
広
ま

て
し
ま
う
代
物

だ

か
ら
と

て
オ
フ
ラ
イ
ン
に
限
定
す
れ
ば
そ
も
そ
も
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
構

が
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し
い

 
彼
に
手
伝

て
も
ら
え
ば
構

問

は
解
決
す
る
が
そ
れ
は
そ
れ
で
影

の
方
で
問

が
出

か
ね
な
い

 
前

多

の
一

に

き
る
現
状
で
は

こ
う
み

う

光
明
を
見
出
せ
な
い

 
そ
う
や

て
未
練
を
引
き

て
い
る
部
分
が
あ
る
か
ら
新
し
い
事
へ
の

戦
意
欲
を

が

れ

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス
の
リ

ダ

に
な
る
の
は

応
し
く
な
い
と

え
て
い
た

と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
君
の
方
は

 
な
に
か
作

て
み
た
い
と
か

し
て
み
た
い
と
か
そ

う
い

た
希
望
は
キ
ミ
に
は
無
い
の

つ
か
あ
る
な

え
ば

 

に
指
を

て

天

を
見
上

な
が
ら
の
返
事
に

あ
た
し
は
興
味
を
強
く

い
た

今
の

信
メ
デ

ア
は
一
方

行
だ

た
り
情
報

の
制
限
が
強
い
か
ら
そ
れ
を
打
開
す

る
モ
ノ
を
作
り
た
い
と
思

て
る

そ
れ

て

ア
ミ

ス
フ

ア

よ
り
上
の
性
能
の
も
の
を
作
り
た
い
と
か

そ
う
い

う
コ
ト



 十五幕 〜メカトロニクス〜

 
そ
れ
は

情
報

の
制
限
と
い
う

葉
か
ら
出
た
予
想
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
感
覚
情
報
の
再
現
は
非
常
に
精

だ
が
し
か
し
ハ

ド
の

理
性
能
限

界
や
サ

バ

へ
の
負

の

か
ら
再
現
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
数
多
く
存
在
す
る

触
れ

合
う
掌
の
弾
力
や

の

さ
と
冬
の

さ
ま
で
な
ら
現
状
の
技
術
で
も
感
じ
取
れ
る

し
か

し

が

い
付
く
よ
う
な
密

や
掌
紋
の

血
流
が
作
り
出
す

か
な

動
ま
で

は

い
か
に
最
先

の
技
術
を

い
て
も
再
現
出
来
て
い
な
い

 
今
後
技
術
が

新
と
進
化
を

け
れ
ば

れ
は
再
現
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
は

わ
れ
て
い

る
そ
れ
を

彼
は
自
分
で

そ
う
と
い
う
の
か

 
専

の
技
術
者
達
が

を
突
き
合
わ
せ
て
も
解
決
策
が
見
つ
か
ら
な
い
問

を
打
開
し
よ
う
と

い
う
の
か

 
そ
ん
な
無

な

と
い
う

念
が
浮
か
ぶ
も
い
や
彼
な
ら
と
い
う
一
定
の
期

も
ま
た

生
ま
れ
た

彼
は
あ
た
し
の
論
文
か
ら

の
手

ま
で
推

し
切

た

物
だ

同
じ
論
文
と

技
術
で
も
異
な
る

点
か
ら
新
た
な
切
り

を
見
出
す
可
能
性
は
決
し
て
ゼ
ロ
で
は
無
い

そ

ん
な
期

だ

 
し
か
し
彼
は

苦

を
浮
か
べ
てか

ぶ
りを

振

た
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ア
ミ

ス
フ

ア

は

標
登
録
さ
れ
た

品
だ
か
ら
な

そ
れ
の

良
は

レ
ク
ト

の

技
術
者
達
の
分

で
あ

て

が
や

た
ら
違
法

に
な
る
か
ら

と

ま
る
よ

そ
れ
も
そ
う
ね

で
も

じ

あ

を
作
り
た
い
の

可
能
な

方
向

信
機
器
か
な

ス
マ
ホ
と
か
の

だ
と
ど
う
し
て
も

を

持

て
い
る

が
カ
メ
ラ
を
向
け
る
事
に
な
る
か
ら

を

し
た
情
報

信
の
自
由

は

い

だ
か
ら

を

し
た

覚
情
報
の

を

信
者

が
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
か
な

て

が
見
せ
る
ん
じ

な
く
て

信
機
器
の
カ
メ
ラ
を
ユ
イ
姉
達
が
自
由
に
動
か
し
て
全

体
を
見
れ
る
よ
う
に
し
た
い
ん
だ

あ

そ
う
い
う

 
彼
の

わ
ん
と
す
る
事
が
分
か
り

あ
た
し
は

得
の
声
を
上

た

 

に

え
ば
カ
メ
ラ
を

意
に
動
か
せ
る

信

の
作
成
を
し
た
い
と
彼
は

て
い

る
の
だ

確
か
に
い
ま
の

信
機
器
は

そ
れ
を
持
つ

が

を
見
せ
る
か

ん
で
い
る
か
ら

見
て
い
る

が
い
ち
い
ち
希
望
を

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
れ
は
決
し
て
自
由
と
は

え
な

い 
よ
り
人
間
的
に
自
由
に

り
の
物
を
見
る
な
ら
カ
メ
ラ
は
可
動
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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が
そ
ん
な
高
性
能
な
も
の
は
未
だ

に
存
在
し
な
い

あ

て
も
そ
れ
は

動
不
可
の

定
型
だ
か
ら

性
は

無

 

論

動
は

を
持

て
い
る

に
依
存
す
る
が

覚
的
な
情
報
を
自
由
に

べ
る
と
い

う
だ
け
で
も

そ
れ
は
十
分

新
的
と

え
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
実
現
す
る
事
で

彼
は
現
実
世
界
に
出
ら
れ
な
い

の
家

に
色

と
見
せ
た
い
の

だ
ろ
う

写
真
デ

タ
で
は
な
く
カ
メ
ラ
を

し
て
で
も
彼
を

た
家
や
義
理
の
家

た

ち
をい

い
わ
ね

そ
れ

技
術
的
に
は
現
行
の
も
の
の
流

に
な
る
け
ど

す

ご
く
面
白
そ
う

 
あ
た
し
は

そ
れ
に
文

な
し
の
太

判
を

た

 
ど
こ
の
企
業
も

品
化
し
て
い
な
い
の
は
コ
ス
ト
的
な
問

か
そ
れ
と
も
技
術
的
な

が

り
で
未
だ

中
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
だ
か
ら
と

て
メ
カ
ト
ロ
コ

ス
の

に

応
し
く
な
い
と
は

え
な
い

む
し
ろ
世
に
出
て
い
な
い
も
の
だ
か
ら
こ
そ

ぶ
価

値
は
大
い
に
あ
る

 
結
果

あ
た
し
が

成
し
た
内
容
を
テ

マ
に

コ

ス
リ

ダ

に
は
彼
が

ば
れ
た

 
そ
の
あ
と
大
ま
か
に
現
行
の
カ
メ
ラ
技
術
遠
隔

信
技
術
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
方

を
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め

一
限
目
の

業
時
間
は
終
了
と
な

た

  
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

が
九

在

し
て
い
る

称

帰
還
者
学

は

合
で

と

な

た

立
高

の

を

修
し
再

し
て
い
る

そ
の
せ
い
か
キ

ン
パ
ス
内
の
構

は
や
た
ら
と
複

で

存
在
を
知
ら
な
け
れ
ば

り

け
な
い
ス
ポ

ト
が

つ
か
存
在
す
る

そ
れ
は
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス
の

点
と
し
て

ん
だ
電

機

も
そ
う
だ
し
あ
た
し

達
二
人
だ
け
の
特
別
ク
ラ
ス
の
教

も
ま
た
然
り

安
全
対
策
の
た
め
か
そ
れ
と
も
た
だ
修
正

す
る
手
間
が
面
倒
な
の
か

内
見
取
り

に
す
ら
ク
ラ
ス
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ

 
あ
た
し
達
が

属
す
る
特
別
ク
ラ
ス
は

全
て
の
ク
ラ
ス
と
教
務

や

な
ど
が

た
本

で
は
な
く

別

に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る

 
別

に
も

つ
か
種

が
あ
る

大
な

書
や
学
園
内
限
定
の
ク
ロ

ズ
ド
ネ

ト
の
サ

バ

が

か
れ
て
い
る

称

書

は
北
向
き
に

を
持
つ
本

の

に

す

る

本

の

に
は
カ
フ

テ
リ
ア
や
中
庭
が
あ
る

そ
し
て
あ
た
し
達
の
ク
ラ
ス
が
あ
る
別

は

電

機

と
同
じ

の
む
ね

だ

 

を
下
り
て
一

の

り
場
に
は

に
本

へ
の

り
廊
下

り
場
に
面
し
て
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い
る

内
廊
下
の

に
ト
イ
レ
や
ガ
ラ
ガ
ラ
の

が
あ
る
が

そ
ち
ら
に
は

は
無
い

内
廊
下

北

へ
と
進
み

す
ぐ
見
え
た
出
入
り

の
教

へ
と
入
る

 
ち
な
み
に
下

は
教

と
同
じ
場

に
設

さ
れ
て
い
る
の
で

別

に
は
存
在
し
な
い

 
が
ら

と

抗
な
く
ス
ラ
イ
ド
す
る

を
潜
る

 
三
十
人
は
入
れ
る
だ
ろ
う
教

の
中
は
非
常
に

と
し
て
い
た

ホ
ワ
イ
ト
ボ

ド
の
前

に
機

的
な
教

が

か
れ
て
お
り
そ
の
教

の
前
に
二
つ
の
機

的
な

が

り
合
わ
せ
に

設

さ
れ
て
い
る

教

の
後
ろ
に
は
木
製
ロ

カ

や

入
れ
が
あ
る

 
そ
れ
だ
け
だ

 
ま
あ
開

し
て
一

月
と
は

え
こ
の
ク
ラ
ス
に
先
に
配
属
さ
れ
た
あ
た
し
で
す
ら
入
学

し
て
数
日
程

こ
れ
だ
け
が
ら
ん
と
し
て
い
て
も
仕
方
の
な
い
話

 
彼
は
特
に
疑
問
を

い
て
い
な
か

た
が
あ
ま
り
に

し
過
ぎ
る
内

な
の
で
今

プ
ラ

ン
タ

に
入
れ
た
観
葉

物
で
も
持

て
来
よ
う
か
と

し
た
程
だ

 
教

の

的
な
書

を
保

す
る

す
ら
存
在
し
な
い
の
は

業
に

し
て
教

は

技
術
を

す
る
か
ら
だ

に

え
ば

ア
ミ

ス
フ

ア

と
ネ

ト
ワ

ク
を

し

て
現
実
世
界
の
遠
隔
地
と

覚

覚
の
や
り
取
り
を
行
い

業
を
行

て
い
る

教

を
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見

せ
ば
部

の
四
つ

そ
れ
ぞ
れ
の
天

に
カ
メ
ラ
が
設

さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る

ア

レ
は
監

を
目
的
に
設

さ
れ
て
い
る
が
同
時
に

業
中
の
教

内
部
全
体
の

像
と

声
を

デ

タ
と
し
て
取
り

み
ク
ロ

ズ
ド
ネ

ト
を

し
て
ア
ミ

ス
フ

ア
を
経
由
し
て

仮
想
空
間
に
ダ
イ
ブ
し
て
い
る
教

に
届
く
と
い
う
仕
組
み
だ

そ
し
て
教

前
方
に
あ
る
教

は
教

の
ア
バ
タ

を
投
影
す
る

の
機
器
と
い
う
の
が
真

で
あ
る

教

す
ら
来
な
い
特

空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
の
は

間
違
い
な
く
少
年
に
危

を
加
え
ら
れ
る
機
会
を
少

な
く
す
る

の

に
違
い
な
い

 
ち
な
み
に
メ
カ
ト
ロ
コ

ス
の

に
設
定
し
た
和
人
の

は
ホ
ロ
グ
ラ
ム

を

め

る
と
完
全
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
な
る

 
四
方
の
カ
メ
ラ
か
ら
三

空
間
の

標
を

り
出
し
ホ
ロ
グ
ラ
ム
を
投
影
す
る
と
い
う
現
シ

ス
テ
ム
だ
と

化
は

し
い

し
か
し
彼

の
も
の
は

化
は

論
出

な
ど
で

師
に
出
向
く
人
に
も

と
し
て
持

て
い
け
る
事
か
ら
期

し
て
い
る
と
教

か
ら

わ
れ
る
程
の
も
の

 
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス
の

面
の

が
実
現
の
も
の
に
な
れ
ば
最
新

業
体
制
の
モ
デ

ル
ケ

ス
に
も
使
わ
れ
る
本
学
園
の

業
に

さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
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多
分
こ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
得
た
ん
だ
ろ
う
な

と

え
な
が
ら
自
分
に

が
わ

れ
た
デ
ス
ク
に

掛
け
る

 

の
面
は
や
は
り
機

的
な
デ

ス
プ
レ
イ
が

め

ま
れ
て
い
る

ク
ロ

ズ
ド
ネ

ト

に
無
線
で
繋
が

て
い
る
た
め
こ
こ
か
ら
自
由
に

書

が
可
能
だ
し
必
要
書

の
記
入

も
電
子
的
に
行
え
る

論
教

か
ら
の
伝
達
事

も
プ
リ
ン
ト
の
配

す
ら
し
て
い
な
い
こ

こ
で
は
電
子
メ

ル
に
文
書
デ

タ
を

付
し
て
行
わ
れ
る

 
話
に
よ
れ
ば

こ
の
デ
ス
ク
の
シ
ス
テ
ム
は

学
園
の
そ
れ
と
同
じ
ら
し
い

 
パ
ネ
ル
型

の
デ

ス
プ
レ
イ
に

し
く
触
れ

モ
ニ
タ
を
転
倒
さ
せ
る

超
高
速
不

発
メ
モ
リ
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ｒ
を

さ
れ
た
デ

ス
プ
レ
イ
は
体
感
で
き
る
ラ
グ
な
ど
ま

た
く

こ

さ
ず

複
数
の
ア
プ
リ
を
一
気
に
立
ち
上

た

 
メ

ラ

を
見
る
が
教

か
ら
の
メ

ル
を
入
れ
る
ボ

ク
ス
も
学

全
体
の

絡
掲
示

板
も
更
新
は
無
か

た

 

い
て
ク
ロ

ズ
ド
ネ

ト
に
ア

プ
さ
れ
て
い
る
時
間

表
を
見
る

 
他
の
ク
ラ
ス
は

に

業
が
行
わ
れ
る
が
こ
の
特
別
ク
ラ
ス
は

外
だ

現
代

会
情

報
技
術
な
ど
の
こ
こ
最
近
で
一
気
に
進
ん
だ
も
の
古

な
ど
専

知
識
を
要
す
る
も
の
は
と
も
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か
く
現
代
国
語
や
数
学
化
学
な
ど
教

書
や
問

集
で
ど
う
に
か
出
来
る
内
容
は
放

後

ま
で
に

問
を
文
書
デ

タ
と
し
て

教

に
送
り
そ
の
返
事
を

う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を

本
と
し
て
い
る

そ
れ
で
も
分
か
ら
な
い
な
ら
自

と
さ
れ
て
い
る
時
間

か
ら
教

の

合
の
い
い
時
間
で
ホ
ロ
グ
ラ
ム

義
が
取
ら
れ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
な

て
い
る

 
流

に
転
入
し
て
数
日
な
の
で

義

請
シ
ス
テ
ム
を
使

た
事
は
無
い

 
そ
し
て
今
日
の
残
り
時
間
は
全
て
自

に
さ
れ
て
い
る

明
日
は
六
限
中
四
限
が

常

義
な
の
で
多
分
間
が
悪
か

た
の
だ
ろ
う

彼
の
転
入
初
日
だ
か
ら
あ
た
し
一
人
に
教
え
る

と
思

て

意
し
て
い
た
教

の
作
り
直
し
な
ど
も
あ
る

だ

和
人
君

こ
れ
か
ら

後
四
時
ま
で
ず

と
自

な

だ
け
ど

な
に
し
よ

か

は
情
報

理
の
教

書
を

む

 
て

き
り
お
話
出
来
る
か
と
思

て
い
た
だ
け
に

真
面
目
な
回

に
ち

と
苦

し
た

あ

に

強
す
る
の
ね

だ

て
自

だ
ろ
う

信
教
育
や
自
主

強
だ
と
ど
う
し
て
も
こ
の

は

さ
え
切
れ
な
い

し

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

問
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
ん
だ
か
ら
活

し
な
い
と

体

な
い

時
間
も
知
識
も
金
じ

え
な
い
か
ら
な
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和
人
君
が

う
と
重
い
ん
だ
け
ど

ユ
イ
姉
達
が
プ
ロ

ブ
の
話
を

い
て

し
み

て

て
た

ぎ
は
し
な
い
け
ど
そ
の

ぶ
ん
出
来
る
だ
け
い
い
も
の
を
作

て
あ

た
い
ん
だ

そ

か

 
姉
の
た
め
と
そ
う

て
教

書
を
開
い
て
自
主

強
を
始
め
た
少
年
を
あ
た
し
は
邪
魔

な
ん
て
出
来
な
か

た

明
確
に
目
標
を
持

て
い
る
の
は
良
い
事
だ

 
い
ま
ま
で
あ
た
し
は

家

に
認
め
ら
れ
た
い
と
思

て

強
を

け
て
き
た

 
彼
も
そ
れ
に
近
く
は
あ
る
が

家

の
た
め
と

て

強
を
始
め
て
い
る

 
小
さ
い
よ
う
で

大
き
な
違
い
だ

 
よ
く
わ
か
ら
な
く
て

を

え
始
め
る
ま
で
の
数
分
あ
た
し
は

に

て
教

書
を

む
少
年
の
横

を
見

け
た
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・

方
向

信
プ
ロ

ブ

 

覚
・

覚
の

方
向

信
の
自
由

を
上

た
和
人
の

 
そ
の
実

は
原
作
七

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
編
の
ア
ス
ナ
が

に

け
て
い
た
ア
レ

性

覚
情
報

信
の
自
由

を
増
し
て
い
る
が

な
動
作
に
弱
く
ま
た
バ

テ
リ

持
な
ど
問

点
は
そ
れ
な
り
に
多
い

 
こ
れ
の
原
型
は

キ

リ
バ

編

の
打
ち
上

て
ユ
イ
が
使

て
い
る

  
・
特
別
ク
ラ
ス

業
体
制

 
上
記
の
シ
ス
テ
ム
に
ホ
ロ
グ
ラ
ム
投
影
機

と
三

標

り
出
し
の
四
つ
の
カ
メ
ラ
を

足
し
た
も
の

 

性
に

し
い

 

的
に
対
人

触
を

し
て
い
る

り
日
本

が
和
人
を
重
要

し
安
全
確
保
に

念
が
な
い
事
を
表
し
て
い
る

 

原
作
だ
と
メ
カ
ト
ロ
コ

ス
は
最

あ
と
二
人
男
子
生

が

る
け
れ
ど
本
作

で
は

な
い
の
も
そ
の

が

わ

て
い
た
り
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救
わ
れ
た
生

だ
か
ら
と

て
必
ず
し
も
親
和
人

で
は
な
い
し
本
心
ど
う
思

て
い

る
か
不
明
な
以
上
不
確
定
要

を

し
た
結
果
が
コ
レ
で
あ
る

に
異
常
な
学

体
制
だ

が

属
者
が

属
者
な
の
で

し
方
な
し

 
黒
板
に
書
か
な
い
ホ
ロ
グ
ラ
ム
投
影
・

ネ
タ
は
原
作

ア
ク
セ
ル
・
ワ

ル
ド

な
ど

を
参

に
し
て
い
る

  
・

七
色

 
日
本
国

を
得
た
天
才
少
女

 
帰
還
者
学

特
別
ク
ラ
ス

属

月

日

生
日
を

え
て
な
い
の
で
十
二

 
こ
の
た
び

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

の
ヒ

ラ

に

し
た

 
本
人
に
も
想
定
外
の
事
だ

た
の
で
不
問

と
表
向
き
発
表
さ
れ
て
は
い
る
が
裏
で

法
取
引
が
あ

た
故
の
結
果

家

め
て
の
平
穏
な
生
活
を
得
る
べ
く

自
身
の
才
能
を
掛

け

来
を

技
術

の

者
と
し
て
生
き
る
事
を
約
束
し
た

こ
そ
違
う
が
や

て
い
る
事
は
和
人
と
同
じ

 
和
人
が
監

と
し
て

ば
れ
そ
の
た
め
に
登

に
な

た
と
世
間
的
に
見
ら
れ
て
い
る
が
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学

生
活
以
外
で
七
色
は
特
に
束

さ
れ
て
い
な
い

り
た
だ
の

前
で
あ
る
事
が
分
か
る

 
実

は
和
人
が
学

に
来
る
た
め
の
理
由
と
し
て
使
わ
れ
た
と

ば

し
て
い
る

 
ち
な
み
に

学
は
メ
カ
ト
ロ
専
攻
大
学
レ
ベ
ル
ま
で
修
了
し
て
い
る
の
で
そ
こ
ら
の
教
師
よ

り

が
良
い

監

カ
メ
ラ
に
は
自

時
間
中
専
ら
和
人
の
臨
時

師

に
な

て
い
る

が

て
い
る
と
か

 
高

修
了
程

全
教

点
後

キ

プ

 

カ
ナ

チ
で
水

だ
け

点

  
・
桐

谷
和
人

 
物
理
的
に
登

す
る
よ
う
に
な

た
少
年

 
帰
還
者
学

特
別
ク
ラ
ス

属

月

日

生
日
を

え
て
な
い
の
で
十
一

 
こ
の
た
び

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

の
リ

ダ

に

し
た

 
ユ
イ
達
の
た
め
に

信
プ
ロ

ブ
を
作
り

実

に
桐

谷
家
や
直
葉
達
を
見
せ
た
い
と
思

い

メ
カ
ト
ロ
コ

ス
を

的
に
七
色
と
二
人
き
り
の
コ

ス

に
な

た

 
身
の
危
険
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
が

事
変
を
経
て

績
を

価
さ
れ
た
事
で
風

が
だ
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い
ぶ
和
ら
ぎ
更
に
七
色

士
の

に
つ
い
て
事
前
に
把
握
し
た
行
動
で

明
さ
も
知
れ

た
た
め
七
色
の
監

と
し
て

か
ら
認
め
ら
れ
る
程

の
価
値
を
得
て
い
る

こ
の
場
合

は
武
力
よ
り
も
知
識
面

つ
ま
り

七
色
の
天
才
性
と

と
い
う

価
に
な
る

 
身
の
危
険
が
あ
る
か
ら

信
教
育
を

け
て
い
た
の
に

物
理
的
な
登

に
切
り

え
た
の

は

外
に
そ
の
方
が
身
の
危
険
が
少
な
い
と
判
断
し
た
と

た
も
同
然

和
人
の
行
動

は

楯
無

束
ら
が
絡
ん
だ
上
で
認
め
ら
れ
た
も
の

 
表
向
き
違
和
感
が
無
い
よ
う

七
色
を
上
手
く

し
た

 
主
要
五

目
は

の
フ

ロ

で
ど
う
に
か
な

て
い
た
が
情
報

理
な
ど
専

分

は
一

切

強
し
た
事
が
な
い
の
で
手
探
り
状

テ
ン
プ
レ

り
の

整
な
ら
と
も
か
く
イ
チ
か
ら

作
り
上

る
創
作
方
面
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は

外

状

 
専
ら
七
色
に
教
わ

て
い
る

が
監

像
に

て
い
る

 
中
学
一
年
修
了
程

主
要
五
教

点

こ
こ
か
ら
命

け
で
ブ

ス
ト
あ
り

 
他

点

点
ギ
リ
ギ
リ
回

レ
ベ
ル
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十
六
幕
 

表
と
裏
の
生
活

  

点

本

 

数

約
八
千

 
前

と
後

の

差
で
風
邪
を
引
く
が
い
い

  
二

二
五
年
五
月
十
九
日

正

 

千
代

と
あ
る
中
学
高

一

女
子

 
う
ら
ら
か
に
晴
れ

た
空
と
陽
光
が

か
ら
一
望
出
来
る

と

く
太
陽
は

の

や

か
さ
を

殺
す
る

か
み
を
放

て
お
り

を

る
風
も
体
を

か
ら

や
す
も
の
に
は

な
り
得
な
い

と
は

え
じ

と

に

り
付
い
て
い
る
状

で

を
開
け
て
い
れ
ば
流

に
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い

そ
し
て
風
の

り
道
を

い
で
し
ま
え
ば

内
は

が
こ
も

る
一
方
だ

 
フ

シ

ン
に
目
が
無
い
女
子
特
有
の
体

や

水
が

ざ
り
む
せ
か
え
る

い
に

き

気
を
覚
え
る
も

必
死
に
我

す
る
こ
と
し
ば
ら
く

 

れ
し
た

の

が
木
霊
し
た

 
程
な
く
し
て
教

で
教

書
片
手
に
白
チ

ク
で
板
書
し
て
い
た
教
師
が

を
指
示

日

直
の
生

が

立
礼
と
機

的
に

を
掛
け

業
は
終
了

そ
そ
く
さ
と
教
師
が
立
ち
去

る
の
に
合
わ
せ

教

内
の
空
気
が
一
気
に

し
た

 

礼
で
は
十
分
の

み
時
間
の

に
二
三
分
の
換
気
を
指
示
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
に

う
者
は
い
な
い

い
か
ら
だ
が

そ
れ
以
上
に

を
開
け
た
人
に
対
す
る

意
が
怖
い
か
ら

だ

だ

て

のむ
し
ろは

イ

で
あ
る

境

会
に

属
し
て
い
る
人
間
は

を

先
し
て

開
け
る

に

た
る
の
だ
が

彼
女
ら
で
す
ら
動
こ
う
と
す
る

振
り
は
無
い

 
じ
ね
ん

自
然

教

の
中
は
む
せ
か
え
る

い
で

し

け
る

 
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

食
な
ど
摂
れ
た
も
の
で
は
な
い

摂

た
と
し
て
も

に
味
な
ど

し

め
る
も
の
で
は
な
く
学

生
活
で
数
少
な
い

し
み
を
喪
い
た
く
な
く
て
私
は

学
バ

グ

の
中
か
ら

と
水

を
取
り
出
し

を
立

た
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こ
の
学
園
に
は
学
食
が
存
在
す
る

し
か
し

組
も

し
て
良
い
学
食
ス

ス
は

学
食
組
と

組
で
分
か
れ
る

の
い
い
グ
ル

プ
に
人
気
の
場

な
の
で
一
人
も
く
も
く
と

食
べ
て
い
る
と

ん
し

く
を

て
し
ま
う

消
去
法
で
食
べ
る
場

か
ら
学
食
は

外
さ
れ
た

 
中

部
三
年
目
と
も
な
れ
ば
流

に
学
園
内
で

と
け

人
気
の
少
な
い
場

に
も
目
星
は
付
く

つ

か

え
て
い
た
場

に

こ
う
と

教

の
後
ろ
の

へ
と
向
か

た

ね

更
識
さ
ん

 
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
は
そ
の
時
だ

た

そ
ち
ら
に

だ
け
向
け
る

 

な
の
だ
ろ
う
コ
ン
ビ
ニ
の
安
い
パ
ン
や
紙
パ

ク
の
ジ

ス
を

上
に

べ

子
に

て
い
る
女
子
は
ど
う
や
ら
教

で
食
べ
る
組
ら
し
い

つ
ま
り
色

と

ざ
り
合

て

と
し
た

い
の

に

る
事
を
苦

と
感
じ
て
い
な
い

そ
れ
も
そ
の

そ
の
女
子

は
オ
シ

レ
や
フ

シ

ン
に
目
が
無
い
と
自
称
し
様

な
化

品
や

水
を

し

け
て

い
る

い
の

の
一
人
な
の
だ
か
ら

 
そ
の
女
子
と
は
決
し
て
親
し
い

で
は
な
い

あ
ち
ら
が
ど
う
思

て
い
る
か
は
知
ら
な
い

九

方
気
に
入
ら
な
い
と
思

て
い
る
だ
ろ
う

が
少
な
く
と
も
私
は
彼
女
の
事
を

忌

し
て
い
た

お
ん
な女
け気

と
い
う
か
化

な
ど
を
気
に
掛
け
た
事
が
な
い
身
と
し
て
は
そ
れ
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ら
に
興
味
を
示
し
と

か
え

か
え
で
浪

し
て
い
く

手
に
良
い
感
情
は

け
な
か

た

な
に

 
だ
か
ら
と
い
う

で
は
な
い
が

か
ら
出
た
返
事
は
自
分
で
も

れ
る

ど
に
不
愛
想
な

も
の
だ

た

 
声
を
掛
け
て
き
た

化

気
味
な
同

生
の
目

が
一

く
つ
い
た
の
を
私
は
目

く
気

付
い
た
も
の
の

特
に
指

す
る
事
な
く

葉
を

つ

 
あ
ち
ら
も

私
の
不
愛
想
ぶ
り
を
い
ち
い
ち
指

し
て
い
て
は
話
が
進
ま
な
い
と
思

た
の

か

特
に
追

は
し
て
こ
な
か

た

更
識
さ
ん

て
さ

あ
の
英
雄
ク
ン
と

・同
・

し
て
る
ん
だ
よ
ね

同

と
わ
ざ
わ
ざ
強

し
て

て
来
た

を

い
た
い
の
か

そ
見

が
付
い
た
私

は

そ
の
上
で
無

の
ま
ま

先
を

す

な
に
か
無
い
の

 
英
雄
ク
ン
の
新

な
話

き
な

味
と
か

食
べ
物
と
か

女

子
の

み
と
か

な
ん
で
知
り
た
い
の

だ

て

べ
て
も
全
然
そ
の

の
ハ
ナ
シ
が
見
つ
か
ら
な
い
ん
だ
も
ん

で
も
同

し
て
る
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更
識
さ
ん
な
ら

か
知

て
る
ん
じ

な
い
か
な

て

た
と
え
ば
そ
の
お

の
中
身

と
か

英
雄
ク
ン
の

き
な
も
の
だ

た
り
し
な
い
の

 

の

を
釣
り
上

て
私
が
手
に

る

を
指
差
す
女
子
に
思
わ
ず
私
は

悪
感

を

い
た

 
そ
も
そ
も
私
は
彼
女
が
な

彼
に
興
味
を

い
て
い
る
の
か
を
知
り
た
く
て
問
い
を
投

た
の

に
返
さ
れ
た

え
は
見

違
い
な
も
の
だ

い
や
意
味
の
取
り
方
に
よ

て
は
あ
る
意
味
間

違

て
は
い
な
い
か
ら

語

が
あ

た
と

う
べ
き
か
も
し
れ
な
い

桐

谷
君
の
事
を
知

た
と
し
て

や
な
ぎ

八

さ
ん
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の

 
化

の

い
同

生

八

に
そ
う
問
う
と
彼
女
の
表
情
が
一
変
し
た

に
こ
や
か
な

み
が
苛
立
ち
の
そ
れ
へ
と
変
わ

た
の
だ

い
い
か
ら

さ

さ
と
教
え
な
よ

そ
ん
な
コ
ト

わ
れ
て
も

教
え
ら
れ
な
い

私
だ

て
知
ら
な
い
ん
だ
か
ら

は

 
そ
ん
な
コ
ト
あ
る

な
い
で
し

一
緒
に

ら
し
て
て

知
ら
な
い

て

ウ

く
な
ら
も

と
マ
ト
モ
な
ウ

に
し
な
さ
い
よ

ウ

じ

な
い
よ
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を
苛
立
ち

怒
り
の
そ
れ
に
変
え
た
八

に

私
は
弱

し
く
返
す

 
だ

て

本

に
知
ら
な
い
の
だ

更
識

に
身
を
寄
せ
て
か
ら
食
事
は

本
い
つ
も
一
緒

に
摂

て
い
た
が
彼
は

味
し
い

味
し
い
と

う
ば
か
り
で

か
に
対
し
て
喜
色
を
現
し

た
事
は
無
か

た

 

密
に
は
一

は
あ

た
が
そ
れ
は

み
の
問

で
は
な
い

彼
が
喜
ん
だ
ポ
ト
フ
は

彼
の
義
理
の
姉
が
手
ず
か
ら
作

た
も
の
で
あ
り
思
い
出
の
味
だ

仮
に
私
が
作

た
と
し
て

も
同
じ
反
応
は
絶
対
得
ら
れ
な
い

た
だ

味
し
い
と

わ
れ
て
お
し
ま
い
と
し
か
思
え
な

か

た

彼
に
と

て
思
い
出
の

・

・理
を
知

て
は
い
る
が

き
な
食
べ
物
や
味
は
本

に

分
か
ら
な
い

 
で
も

そ
れ
は

然
だ

 
よ
り
強
い
武
器
が
あ
る
と
い
う
の
に

え
て
弱
い
も
の
で
も
自
身
に
と

て
重
要
な
剣
を

先
し
て
使

て
い
た
よ
う
に
彼
に
と

て
物
の
価
値
と
い
う
の
は
常
に
一
定
で
そ
れ
に

付
属
す
る
付
加
価
値
こ
そ
が
重
大
な
の
だ

 

だ
か
ら
こ
そ

く
な
る

 
彼
が

き
な
も
の
を

さ然
し
て
知
ら
な
い

性
が

か

た
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あ
の
さ

更
識
さ
ん

て
ば

今
年
に
な

て
か
ら

子
に

て
な
い

 
そ
の
事
情
を

彼
と
の

性
を
知
る
由
も
な
い
八

が

私
を

み
な
が
ら
そ
う

た

 
が
た
り
と
わ
ざ
と

を
立
て
て
立
ち
上
が

て
ま
で

私
を

圧
す
る

 
女
子
の
平

身
⻑
を
や
や
下
回

て
い
る
私
に
対
し
彼
女
は
テ
ニ
ス
部
で
上

に
入
れ
る

ど
鍛
え
て
い
る
か
ら
か
女
子
に
し
て
は
骨
太
で
身
⻑
も
平

よ
り
上
だ

自
然
と
見
下
ろ
さ
れ
る

形
に
な
る

代
表
候
補
生

だ

け

 
い
い
よ
ね

更
識
さ
ん
は

家
の
コ
ネ
で

来
安

で

も

う
進
路
も
決
ま

て
る
も
ん
ね

私
な
ん
て
高

に
上
が
れ
る
に
し
て
も
進
路
な
ん
て
ま
だ
ま

だ
先
の
事
な
の
に
さ

う
程
安

じ

な
い
よ

そ
れ
に
候
補
生
に
な

た
の
は
コ
ネ
じ

な
い
し

 

は
未
だ

明
期
だ
か
ら
こ
そ
安

に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
実

は

に

期
に
近
い
状

だ

第
一
世
代

第
二
世
代
と

を
進
め

第
三
世
代
機
に
手
を
掛
け
た
今
が
最

期
で

今
後
は

を

小
し
て
い
く
事
が
確
実
と
ま
で

わ
れ
て
い
る

そ
れ
こ
そ

進
出
へ
の

を
始
め
な
け
れ
ば

零

は
確
定
的
だ

 

兵
器
と
し
て

ら
れ
た

で
も
な
く
軍
事
運

も

前
上
は
ア
ラ
ス
カ

約
で
禁
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止
さ
れ
て
い
る
以
上

軍

業
と
し
て
確
立
す
る
事
も
出
来
な
い

 
モ
ン
ド
・
グ
ロ

と
い
う
代
理
戦
争
と
あ
と
は
他
国
へ
の
抑
止
力
で
の
み

に
立
つ

高
コ
ス
ト
の
兵
器
な
ど

持

も

に
な
ら
な
い
以
上
す
ぐ
国
の
負

に
な
る
の
は
目
に

見
え
た
事
だ

実

日
本
は
そ
う
な

て
い
る

分
以
上
は
開
発
者
の
国

と
女
尊
男

風

の
者
の
身
勝
手
さ
に
よ
る
も
の
と
は

え

そ
れ
が
無
い
他
国
で
す
ら

学
園
に

を

ぎ

ま
な
い

り

自
国
の

の

・
開
発
だ
け
で

は
火
の
車
な
の
だ

 

の
軍

業
と
し
て
予

を

り
振
れ
て
い
れ
ば

ま
だ
マ
シ
だ

た
だ
ろ
う

 
し
か
し

は
多
く
の
も
の
が
オ

バ

テ
ク
ノ
ロ
ジ

で
あ
り

ど
こ
の
予

に
組
み

ん
だ
も
の
か
悩
ま
さ
れ

結

ど
の
国
も
新
た
な

業
と
し
て

う
よ
う
に
な

た

 

業
の
新
設
と

え
ば

こ
え
は
い
い
が
国
か
ら
す
れ
ば
数
千

の
予

を
一
つ
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で

決
し
て
喜
べ
る
も
の
で
は
な
い

し
か
も

の
コ
ア
を
増
や

せ
る

で
は
な
い
か
ら
世
界

国
と
話
し
合

て
コ
ア
を
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
国

大
会

出
場
の
機
体
分
を

え
れ
ば

だ
け
に

け
る

数
も
少
な
い

 
そ
ん
な

重
な
コ
ア
を
使

て

し
た
専

機
や

練
機
を
果
た
し
て
家
の
コ
ネ
だ
け
で

候
補
生
に
な

た
人
間
に

与
す
る
だ
ろ
う
か
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絶
対
な
い

で
は
な
い

 
し
か
し
デ

タ

取
を
目
的
と
し
て
い
る
な
ら
よ
り

性
の
高
い
人
間
が

あ
て

が
わ
れ
る
か

ら
す
ぐ
交
代
に
な
る
だ
ろ
う

更
に

え
ば
専

機
持
ち
の
候
補
生
は
国
の

で
あ
る

そ
ん

な
人
物
の
実
力
人
間
性
が
大
し
た
も
の
で
な
い
と
知
ら
れ
れ
ば
世
界
か
ら
バ

シ
ン
グ
を

け
る
か

ん
じ
ら
れ

国
交
で
足

を
見
ら
れ
る
の
は
必
定

 
そ
ん
な
立
場
に
コ
ネ
だ
け
の
人
間
を

え
る

が
無
い
し

え
ら
れ
て
も
そ
れ
の
意
地
に

は

応
の
実
力
を
発

し
て

を
認
め
さ
せ
な
け
れ
ば
す
ぐ
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
る

 
私
は
自
分
の
意
思
で
候
補
生
に
な

た

で
は
な
い

む
し
ろ
代
表
候
補
と
し
て
姉
が
身
を

立
て
た
時
点
で

私
は
そ
の
道
に
は
進
ま
な
い
事
を
自
ら
強
く
心
に
決
め
て
い
た

 
そ
れ
が

た
の
は

来

学
園
に
入
学
す
る
日
本
の
未
来
を
背
負

た

桐

谷
和
人

の
サ
ポ

ト
を
命
じ
ら
れ
た
か
ら
だ

 
更
識
か
ら
離
れ
る
つ
も
り
だ

た
と
は

え
未
だ
そ
の

護
下
に
あ

た
身
で
あ
る
以

上

主
の
命

に
は
逆
ら
え
な
い

だ
か
ら

う
し
か
無
か

た

 
そ
れ
で
候
補
生
に
な
れ
た
の
も
正
直
ど
う
か
と
は
思
う

別
に
私
が

か

た
の
で
は
な
い

に

方
面
の

強
を
し
な
か

た
私
で
す
ら
追
い
越
せ
る

ど

の
レ
ベ
ル
が

過
ぎ
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た
だ
け
だ

女
尊
男

の
人
間
は
少
な
か
ら
ず

た
し
あ
の
世
界
最
強
へ
の
心

が
あ
る
か
ら

か

目
標
を
高
く
持
ち
過
ぎ
て

に
モ
チ
ベ

シ

ン
を
下

て
い
く
人
間
ば
か
り
だ

た

 

で
も
目
指
す
な
ら
ば
一
番
を
目
指
す

 
そ
の
前

が
あ
ま
り
に

大
過
ぎ
た
か
ら

の
人
間
は

に
ド
ロ

プ
ア
ウ
ト
し
て
い

く
か

現
状

持
で
成
⻑
し
よ
う
と
し
な
い

 
対
し
て
私
は

か
ら
一
番
に
な
る
つ
も
り
な
ど
無
い

最

限

わ
れ
た

り
の
候
補
生
の

立
場
を
手
に
し
あ
る
程

の
地

を
得
て
彼
の
サ
ポ

ト
を
出
来
る
よ
う
に
す
れ
ば
そ
れ
で

良
か

た

そ
れ
だ
け
で

期
代
表
第
二
候
補
ま
で
な
れ
た
事
に
私
の
方
が

を

え
た
程
で

あ
る

 
と
も
あ
れ
一

生

と
し
て
は
本

が
サ
ポ

ト
し
専

機
持
ち
と
い
う
特

な
立
場
で

は
私
が
サ
ポ

ト
す
る
事
を
命
じ
ら
れ
た
か
ら

私
は
そ
の
地

に

い
た

 
そ
の
道
程
は

断
じ
て

で
は
な
い

 
な
り
た
く
も
な
い
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
義
務
感
は

も
な
い
ス
ト
レ
ス

で

だ
か
ら
こ
そ
彼
へ
の

は

数
少
な
い
救
い
だ

た
の
だ

 

今
で
は

そ
れ
す
ら
危
う
い
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彼
の
必
死
さ
を

命
を
掛
け
る
様
を

す
ご
い
と
思

た
の
は
事
実
だ

 
で
も
そ
れ
以
上
に
怖
か

た

を
怖
く
思

た
か
さ
え
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
と
に
か
く

怖
か

た

理
解
出
来
な
い
も
の
が
多
過
ぎ
た

あ
あ

そ

か

更
識
さ
ん

英
雄
ク
ン
の
事
が

き
だ
か
ら
教
え
た
く
な
い
ん
だ

は

代
表
候
補
生
に
な

た
ら
お
金
い

い

え
る
ん
で
し

 
そ
れ
で

い
だ
ら
更

識
さ
ん
で
も
振
り
向
い
て
も
ら
え
る
か
も
だ
も
ん
ね

は
キ
レ
イ
だ
し
さ

 

継
ぎ

に

わ
れ
る
内
容
を
理
解
す
る
の
に
ど
れ
も
こ
れ
も
数

要
し
て
し
ま
う

理
解

を
進
め
る
間
に
も
話
が
進
む
か
ら
内
容
の
理
解
な
ん
て
ま

た
く
進
ま
な
い

反
応
が

れ
る
の

も

然
の
事
だ

た

 
そ
れ
を
彼
女
は

に

く
も
の
だ
と
思

た
の
だ
ろ
う

と

け
な
く
て
い
い
よ

と

た
で
も
さ

正
直
更
識
さ
ん
じ

無
理
ス
ジ
だ
よ

気
な
ん
て
無
い
し
い

つ
も
目

の
下
ク
マ
あ
る
し

本

ち

ん
と
し
か
話
さ
な
い
く
ら
い
陰
気
だ
し

ア
ニ
オ
タ
だ
し

 
指

り
数
え
な
が
ら

と
自
覚
し
て
い
る
欠
点
を

て
い
く
八
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で
も
で
も
私
は
人
と
い

い
話
せ
る
し
お
し

れ
に
も
気
を
使

て
る
し
気
が

く

も
ん

英
雄
ク
ン
と
だ

て
す
ぐ

良
く
な
れ
る
か
ら
ね

そ
う

 

と
応
じ
る

た
い

良
く
な
れ
な
い
と
思
う
と
内
心
で

き
な
が
ら

少
な
く
と

も
彼
は
他
者
を

め
て
自
分
を
持
ち
上

る
人
間
を

た
い
信

し
な
い
タ
イ
プ
だ
と
付

き
合
い
の

い
私
で
す
ら
理
解
し
て
い
る

 
そ
れ
に

更
識
さ
ん
よ
り
も

更
識
さ
ん
の
お
姉
さ
ん
の
方
が

い
も
ん
ね

  

思

が
止
ま

た

 

食
を
摂
れ
な
い
原
因
へ
の
苛
立
ち

思

が
止
ま
る

 
そ
れ
は

そ
れ
は

同
じ
代
表
候
補
だ
け
ど
引
退
気
味
の
千
冬
さ
ん
の
後

と
し
て
最
有
力
候
補
で
専

機
も

持

て
る
し
更
識
さ
ん
の
家
の

主
で
ス
タ
イ
ル
も

で

交
的
だ
し
さ

正
直
更
識
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さ
ん
じ

ど
う
や

て
も
取
ら
れ
る
で
し

英
雄
ク
ン

だ
か
ら

も

し
が
悪
い
な

 

わ
せ
な
い
で
よ

と

に
手
を

て
な
が
ら

八

は

お
姉
さ
ん
に
取
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら

私
に

て
く
れ
て
も
い
い
で
し

 
に
ん
ま
り
と

え

み
な
が
ら

そ
う

た

 
気
付
け
ば

教

は
静
ま
り
返

て
い
た

 
残

て
い
る
生

あ
る
い
は
教

で

を
食
べ
る
つ
も
り
だ

た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の

線

が
じ

と
集
ま

て
い
た

そ
う
さ
せ
て
い
る
の
は
ク
ラ
ス
カ

ス
ト
ト

プ
と
ワ

ス
ト

の
対
話
へ
の
興
味
か

あ
る
い
は
彼
の
情
報
を
少
し
で
も
得
た
い
と
い
う
欲
求
か

そ
れ
と
も

ワ

ス
ト
の
自
分
と
彼
の
間
に

も

が
無
い
事
を
確
信
し
た
い
が
故
か

 
ど
う
で
も
い
い

 
心

ど
う
で
も
良
か

た

 

姉

を
引
き
合
い
に
出
し
て

私
を

発
し
て
い
る
と
分
か

た
上
で

そ
う
思

た

 

確
か
に

私
が

姉

に
勝
ち
目
な
ん
て
無
い
の
は
百
も
承
知
だ
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女
性
的
な
魅
力
に

れ
た

体
と

交
的
な
性
格
だ
け
で
も
彼
女
の
方
が
よ

ど
良
い

立

場
的
に
も
彼
女
の
方
が
よ
り
彼
を
守
る
の
に
向
い
て
い
る

 
逆
に
私
は
人
に

か
れ
る
要

を

ど
持

て
い
な
い

同

の
士
な
ら
ま
だ
し
も

ゲ

マ

と

わ
れ
て
い
る
彼
は
必
要
だ
か
ら
ゲ

ム
を
し
て
い
る
だ
け

私
は

き
だ
か
ら
サ
ブ
カ

ル
チ

に
手
を
出
し
て
い
る
が
彼
は
戦
闘
技
術
向
上
の

そ
し
て
物
理
的
に
会
え
な
い

間
達
に
会
う

の
道

と
し
て

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

方
向
性
が
違
い
過
ぎ
る
故
に
交
わ

ら
な
い

 
彼
と
私
と
の
間
の

は

更
識

を
前

に
し
た
も
の
だ
け
な
の
だ

 
彼
へ
の

意
は

私
が
勝
手
に

似
点
を
見
つ
け
て

重
ね
て
見
て
い
た
に
過
ぎ
な
い

 
彼
は

私
の
事
な
ん
て
気
に
掛
け
て
い
な
い

る
も
な
に
も

桐

谷
君
は

物
じ

な
い
し

 
そ
う

き
出
し

き
び
すを

返
す

 
教

が
あ
ま
り
に
静
か
だ
か
ら
だ
ろ
う

背
後
か
ら
小
さ
な

打
ち
と
悪

が

こ
え
た
が

手
を
す
る
だ
け
無

だ

私
は
無

し
て
教

を
出
た

あ

か
ん
ち

ん
だ
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本

 
後
ろ
手
に

を

し

り
と

め
た
と
こ
ろ
で
別
ク
ラ
ス
在

の
仕

え

・
本

が
声
を
掛

け
て
き
た

 

業
終
了
か
ら
二
分
前
後
経

て
か
ら
来
た
と
い
う
事
は

業
が
⻑
引
い
た
の
か

の
い
い
友
人
に
引
き

め
ら
れ
た
か
の
ど
ち
ら
か

 
そ
れ
で
も
私
を

先
し
て
く
れ
て
い
る
事
は

し
か

た

 
同
時
に

そ
う
さ
せ
て
い
る
事
が

心
苦
し
か

た

か
ん
ち

ん

 
な
に
か
あ

た
の

 

と

た

た
と

け
寄

て
来
た
本

の

が

す
ご
く
近
付
い
た

え

な
に
か

て

か
ん
ち

ん

い
て
る
よ

え

 
本

の
手
が
私
の

に

ば
さ
れ
た

す
ぐ
引

め
ら
れ
た
彼
女
の
指
の
先
に
は

か
な

水

が
付

し
て
い
る

さ

き

ば
さ
れ
た
時
に
は
無
か

た
か
ら

に
付
い
て
い
た
そ
れ

を

た
と
し
か
思
え
な
い
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私
も

自
分
の
手
で

に
触
れ
る

 
指
先
が

か
に

れ
た

 
そ
し
て
更
に
指
先
が

れ
て
い
く

じ
ん
わ
り
と

先
が
ツ
ン
と
し
始
め
思
い
出
し
た
よ
う

に

が

く
つ
き
始
め
た

ろ

ろ
と

と止
め

ど

な
く

を

が
伝
う

で

て
も
収
ま
ら

な
い

 
い
き
な
り

き
始
め
た
私
を
見
て
本

は
特
に

も

わ
ず
背
中
を

さ
す

り
な
が
ら
教

か

ら
離
れ
る
の
を

し
て
く
る

そ
の

し
に
身
を

せ
て

私
は
歩
を
進
め
た

 
そ
の
日
の
お

の
味
は

ま

た
く
記

出
来
て
い
な
い

 
 

 
二

二
五
年
五
月
十
九
日

後
五
時

 

の

に
広
が
る
小

あ
き
る

深

の

地
理
の
上
で
は
深

だ
が

分
に

い
て
は
入
間

で
あ
り
深

に
入
る
道
と
は
ま

た
く
違
う
場

に
立
て
ら
れ
て

い
る
せ
い
で
こ
の

の
地
理
に
明
る
く
な
い
人
間
は
中

の

で
間
違
え
る
そ
こ
に
対
暗

部

暗
部

更
識

の

敷
は
立
て
ら
れ
て
い
る

 
交

の

は
正
直
良
く
な
い
が
暗
部
と
し
て
の

練
を
す
る
に
あ
た

て
人
目
を

ぶ
必
要
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が
あ
る
の
で

そ
う
い
う
意
味
で
は

合
と

え
な
く
は
な
い

 
と
は

え
学
生
の
身
で
あ
る
以
上

を

つ
も

い
だ
先
に
あ
る
学
園
ま
で
の
道
の
り
は

中

に
遠
い

電
車

学
出
来
る

内
で
は
あ
る
が
な
に
ぶ
ん

は
代
表
候
補
生
と
し
て
有

名
人
だ
し
対
暗
部

暗
部
更
識

主
の
妹
と
し
て

か
と
命
を

わ
れ
や
す
い
身
の
上
だ

色

と
ア
レ
で
は
あ
る
が
あ
れ
で

の
事
を
溺
愛
し
て
い
る

主
が
危
険
に
晒
し
や
す
い

学

方
法
を
許
す

が
な
く

結
果
家
の
送

に

ち

く
事
に
な

た

 
却

て
そ
れ
が
反
感
を
呼
ぶ
一
要
因
に
な

て
い
る
が
命
に
は
代
え
ら
れ
な
い
の
で
仕
方
な

い 
そ
の
送

者
に
は
運
転
手
の
他
に
助
手

に
護
衛
を
務
め
る
者
が

て
い
て
そ
の
人

が
後
部

の

を
開
け
て
く
れ
た

お

れ

二
人
と
も

 
車
内
か
ら
先
に

て
い
た
少
年
が
労
い
の
声
を
掛
け
て
き
た

今
日
か
ら

め
て

学
す

る
事
に
な

た
和
人
だ

日
本

か
ら
す
れ
ば
立
場
の
重
要
性
で

え
ば

よ
り
も
上

に

し
て
い
る

で

然
彼
も
送

さ
れ
る

い
に
な

て
い
た

 
和
人
が

て
い
る
帰
還
者
学

は

む
か
い
だ
い

向

に
あ
り
更
識

か
ら
は
自
分
達
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が

う
千
代

の
女
学

よ
り
遠
い

更
識

の
あ
る
入
間

か
ら

と
自
分
が

う
女
学

と
和
人
が

う
帰
還
者
学

に
は

か

が
る
必
要
は
あ
る
も
の
の

一
本
道
で

行
け
る
経
路
に

し
て
い
る

は
自
分
達
が
先
に
下
り

帰
り
で
は
彼
の
方
が
先
に

る

 
つ
ま
り
帰
り
の
送

車
に

る
時

彼
が
後
部

に

る
の
は
必
然
の
事
だ

た

 
護
衛
に

さ
れ
い
そ
い
そ
と

車
す
る

華
な
事
に
運
転

助
手

と
背
中
合
わ
せ

の

ま
で
あ
る
の
で

後
部

に

合
四
人

れ
る

ど
の
大
型
車

だ

 
和
人
が

て
い
る
の
は

車

後
部

私
は
彼
の
対
面
に

は
私
の

に

た

 
車
が
発
進
す
る

更
識

へ
向
か
う
道
す
が
ら
の
車
中
に

な
会
話
は
無
い

運
転
手
と
護
衛

の
二
人
は
私
達

密
に
は

要
人
・
和
人
と

主
の
妹
・

の

護
に
意
識
を

い
て
い
る
か
ら
だ
し

の
二
人
も
あ
ま
り

る
性
格
で
は
無
い
か
ら
特
に
話

が
無
け
れ
ば

自
然
と
そ
う
な
る

 

時
も
で
あ
れ
ば
初
登

と
な
る
彼
に
色

と

問
を
す
る
と
こ
ろ
だ
が
今
日
は
学

の
話

は
や
め
た
方
が
い
い
と
思
い

自
重
し
た

桐

谷
君

う
ん
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学

は

ど
う
だ

た
の

 

の
本
人
が
自
分
か
ら
問
い
を
投

た
事
で

そ
の

気

い

自
重
も
無

に
な
る

 
今
日

い
事
が
あ

た
と
い
う
の
に

な

自
分
か
ら
そ
れ
に
突

ん
で
い
く
の
だ
ろ
う

か

に

り
な
が
ら
私
は
内
心
で

を

え
た

 
対
面
に

る
少
年
は

組
ん
で
い
た

を
解
い
た

に
手
を

て

え

む

ど
う

と

わ
れ
て
も
な

七
色
と
二
人
き
り
の
ク
ラ
ス
で

し
か
も
今
日
は
ず

と
自

だ

た
か
ら

と
も

え
な
い

可
も
な
く
不
可
も
な
し
だ
よ

自

を

強
し
た
の

情
報

理
と
現
代

会
・
経
済

あ
と

ば
け化
が
く学

 
三
つ
の
復

内
容
を

い
て
そ
れ
ら
が
全
て
今
後
に
特
に

し
て
い
る
内
容
で
あ
る
と
す

ぐ
に

せ
た

そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
現
代
日
本
の

会
骨
子
原
子

作
を
十
全
に
す
る

の

と
な
る

目
だ

た

そ

か

か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

あ
る

面
は

に
教
え
て
も
ら

た

内
だ
し
中
一
後

ま
で
な
ら
ま
だ
大

そ
う
だ

た
ぶ
ん
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そ
う
小
学
六
年

し
か
も
実

小
三

の
少
年
が

う

た

た
二
三

月
で
三
年

以
上
分
を
カ
バ

し
て
い
る
時
点
で

に
か
な
り
の

才
な
の
だ
が
そ
の
自
覚
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か

国
数
英
は
と
も
か
く

理

会
は

期
間
で
出
来
る

目
で
は
な
い
の
だ
け
ど

 
こ
れ
で
一
年
以
内
に
中
学
二
年

三
年
の

ま
で

さ
え

更
に

の

強
と

の
仕
事
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
彼
の

し
さ
は
同
年
代
の
そ
れ
を

か
に
上

回

て
い
る

 

と

は

強
に

夜
は

の
仕
事
に

時
間
が
出
来
れ
ば

練
を

く
は
ロ
グ
イ

ン
禁
止

が
下
さ
れ
て
い
る
の
で

練
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
戦
闘

練
で
は
な
く
て
現
実
で
の
生
身

か

練
だ
け
だ

 

遊自
び由

時
間
は

ね

ね

き
り
き
り

て

帰

た
ら

す
る
予
定
な
の

ご

ま
で

練
に
参
加
し
て
お
風

入

て
ご

食
べ
て

や

て

る
ま
で

国
代
表
生
の
戦
闘

像
の
確
認
だ
な

最
後
は

の
進

に
も
よ
る
け
ど

 
見
事
に
無
か

た

 
私
は
ま
た

を

え
た
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前

個
人
の
眼
か
ら
見
た

和
人
が
背
負

て
る
日
常

 
後

世
間
を
背
負

て
る
和
人
の
日
常

 
ま
と
め

の
苦
悩
に
は
こ
の
ギ

プ
が

ま
れ
て
い
る

和
人
は
超
克
済
み

  
・
八

 
本
作
オ
リ
キ

ラ

 
千
代

に
あ
る
中
学
高

一

女
学

の
中

部
三
年

 

の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

 
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

を

め
て
た
遠

タ
イ
プ

あ
ち
ら
と
違
う
の
は
ス
ポ

ツ
マ
ン
で
テ

ニ
ス
部
上

組
ぐ
い
ぐ
い
の
自
己
主

と
女
子
に
話

性
の
あ
る
フ

シ

ン

に
強
い

の
で
話
の
主
導
権
を
握
り
や
す
く
ク
ラ
ス
カ

ス
ト
ト

プ
に

し
て
い
る
点

八
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が
ト

プ
の
時
点
で
ク
ラ
ス
の
全
体
レ
ベ
ル
は
お

し

 

か
に
つ
け
て

し

手
を
見
下
し
自
分
を
持
ち
上

る

動
が
あ
る
の
で

か
ら
は

忌
さ
れ
て
い
る

 
女
尊
男

思
想
か
は
不
明
だ
が

和
人
に
対
し
て
気
が
あ
る

様

 
サ
ブ
カ
ル
チ

を

て
い
る
が

の
和
人
は
そ
の
サ
ブ
カ
ル
の
極
み

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

で
復
権
し
た
人
間

で
あ
る
事
が

か
ら

け
て
い
る

 
仮
に
和
人
と
対
峙
し
た
場
合
や
ん
わ
り
と

ま
れ
な
が
ら
の
ら
り
く
ら
り
と

さ
れ
マ

ト
モ
に

を

け
ず
以

ず

と
思

・
行
動
を
先

み
し
て

け
ら
れ

け
る
事
が
運
命

付
け
ら
れ
て
い
る

 
メ
イ
ン
キ

ラ
を
引
き
上

る

に
登
場
し
た
ア
ン
チ
モ
ブ

無

悲

 

今
後
の
登
場
予
定
は
未
定
で
あ
る

無

悲
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

  
・
更
識

 
千
代

に
あ
る
中
学
高

一

女
学

の
中

部
三
年

 
代
表
候
補
生
第
二

客
観
的
に
見
て
進
学

が
決
定
し
て
い
る
コ

ス
な
の
で

も
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の
で
は
あ
る
が
本
人
が
な
り
た
い
と
思

て
い
る

で
は
無
く
あ
く
ま
で
仕
事
上
不
可
欠

だ
か
ら

そ
の
道
に
進
ん
で
い
る
だ
け

こ
う

わ
れ
る
と
反
感
を

か
れ
や
す
い
が

他
人

の

合
で
命
を

る
仕
事
に

い
て
い
る
と

わ
れ
れ
ば
同
情
も
の
で
あ
る

や
は
り
楯
無
の

罪
は
重
い

 
と
は

え
仮
に
楯
無
か
ら
サ
ポ

ト

名
指
示
を

け
て
も
多
少

抗
す
る
程

に
は

が
あ
る

和
人
の
事
は
個
人
的
に
気
に
掛
け
て
い
る
か
ら
で
あ
り
同
時
に
一

候
補
生

に
な

た
か
ら
に
は
と
い
う
姉
に
対
す
る
対
抗
心
な
ど
複

に
絡
み
合

て
い
る
理
由
の
た
め

 
世
間
的
に
は
英
雄
と
同

し
て
い
る
女
子
な
の
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら

望
と

を

け
て
い
る

 

は
和
人
に

を

き
つ
つ
そ
れ
以
上
の
恐
怖
心

理
解
不
能
さ
に
苛
ま
れ
て
い
る
の

で

か
ら
の
感
情
を

に
思

て
い
る

 

が
あ

て
も
楯
無
と

し
て
は
な
ら
な
い

 
そ
れ
で
傷
付
い
た
学

で
の
出
来
事
を

ま
え
て
和
人
に
学

で
の
出
来
事
を

い

て
い
る

り

はじ
ぶ
ん人

の
心
が
分
か
ら
な
い

 
最
近
の

し
は
ア
ニ
メ

と
キ
リ
ト

動
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・

本

 

の

者

 
同
じ
学

に

る
が

と
は
別
ク
ラ
ス

 
八

と

の
や
り
取
り
を
実
は
こ

そ
り

ピ

ピ
ン
グ

み

き
し
て
い
た
の
で

が

い
て
い
る
理
由

も
理
解
し
て
い
る

そ
の
上
で
和
人
に
学

の
事
を

問
し
た
コ
ト

自
分
の
心
の
無
理
解
さ

に

を

え
た

 
表
面
上

観
的
だ
が

実
は
け

こ
う
思
慮
深
い

 
最
近
主
姉
妹
の
板

み
の
他
に

年
下
男
子
の
息
の

ま
る
生
活
と
い
う

念
事

が
増
え

た

が
お
と
も
だ
ち

 
最
近
の

し
は
お

子
と
ご

と

と
か
ん
ち

ん

本
人
ハ
グ

  
・
桐

谷
和
人

 
継

登

初
日
を

え
た
小
学
六
年
生

十
一

 
無
神
経
・
無
理
解
な
世
間
の

に

て
い
る
少
年
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自

は
中
学
一
年
生
を
中
心
と
し
て
い
る
が
手
も
足
も
出
な
く
て
七
色
が
裏
で
臨
時

師
を
し
て
い
た

七
色
に
教
え
て
も
ら

て
い
た
事

を
伝
え
な
か

た

り

の
事
を
よ
く

わ
か

て
い
る

分
か

た
上
で
ア
ク
シ

ン
を

こ
さ
な
い

 
こ
れ
で
一
応

か
楯
無
の
ど
ち
ら
か
か
ら
助
け
を
求
め
ら
れ
れ
ば
動
く
気
で
い
る

が
助

け
を

え
ば
速
攻
で
動
く
だ
ろ
う

た
だ
し

事
者
二
人
以
外
か
ら
の
助
け
は
全
て
ス
ル

あ
く
ま
で

事
者
が
求
め
た

と
い
う
事
実
が
重
要

 
ま
あ
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
な
い
上
に
直

登

す
る
理
由
の
方
が

先

高
い
ん
で
す
け
ど
ね
無

常 
最
近
の

し
は
特
に
な
い

  
・
更
識
楯
無

 

大

き

ら
せ
の
面
倒
く
さ
い
更
識

主

 
自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

を
傷
付
け
る

に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
哀
し
い
人
物

流

に
こ
れ
は
情
状

の

地
あ
り

 
無
罪
放

に
は

に
本
心
を

て

を
修
復
す
る
し
か
な
い
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和
人
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
禁
止

と
帰
還
者
学

直

登

の
指
示
を
下
し
た
一
人

を
ト

プ
に
し
て
動
い
て
い
る
の
で

こ
の
判
断
に
は

の
意

も
絡
ん
で
い
る

 
い
ち
お
う
こ
れ
で
も
原
作
に

け
る
シ
リ
ア
ル
・
コ
メ
デ

要
因

 
最
近
の

し
は
特
に
な
い

ブ
ラ

ク
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十
七
幕
 

現
代
の
シ
ン
デ
レ
ラ

  

点

ク
ロ
エ

 

数

約
一
万
三
千

 

キ

リ
バ

編
が
ま
だ
終
わ

て
い
な
い
の
は
原
作
で
の

キ

リ
バ

人
の
器
の

を
し
て
い

な
い
か
ら
だ
け
で
は
な
い
の
で
す

  

シ
ン
デ
レ
ラ
と
は

の
事
で
し

う

   

か
ら
伝
来
し
た

話
の
中
に

シ
ン
デ
レ
ラ

と
い
う
物
語
が
あ
る
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そ
の
物
語
の
主
人

は
意
地
悪
な

ま
ま継
は
は

と
二
人
の
姉
妹
に

め
ら
れ
あ
れ
こ
れ
と
指

さ

れ
る

な
生
活
を
強
制
さ
れ
る

り
姫
と
も
呼
ば
れ
る
一
人
の
少
女

シ
ン
デ
レ
ラ
の

出
自
が

し
い
か
ら
と
か
で
は
な
く

に
彼
女
の

し
さ
に

し
た
が
故
の
行
動
だ

た

 
そ
れ
な
り
の

の

敷
に
住
む
四
人
だ
が

写
の
中
で
は
使

人
ら
し
き

は
一
切
登
場

し
な
い

お
よ
そ
使

人
が
こ
な
す
で
あ
ろ
う

事
・
家
事
の
一
切
を
シ
ン
デ
レ
ラ
が
こ
な
し
て

い
た
か
ら
だ

 
私
は
そ
の
物
語
の
事
が

き
で
は
な
か

た

 

話

と
い
う
も
の
は
得
て
し
て
非
現
実
的
な
ご

合
主
義
に
塗
れ
た
話
だ
か
ら

で
は
な
い

む
し
ろ
私
は
そ
の
非
現
実
的
な
ご

合
主
義
を
求
め

非二
現

実

へ
と

し
て
い

た

シ

ン
の
転

の

し
い
眠
れ
る
森
の

女

ピ

タ

パ
ン
な
ど
フ

ン
タ
ジ

れ
る

話
は
大

き
だ

無
論

ア
ニ
メ
か
ら
入

た
話
ば
か
り
で
は
あ
る
が

 
そ
ん
な
私
で
も

いき
でで
もは
なな
いい

シ
ン
デ
レ
ラ

故

ま
し
く
な
い
か
と

え
ば

そ
れ

は
主
人

で
あ
る
少
女
が
あ
ま
り
に
も

気
過
ぎ
る
か
ら
だ

た

 
ど
れ
だ
け
理
不

な
事
を

わ
れ
家
事
の
一
切
を
振
ら
れ
て
も
文

を
零
さ
ず
国
の
王
子

が
花

を
決
め
る
舞

会
を
夢
見
て
過
ご
す

妖
精
や
友
達
の
鼠
た
ち
の
助
力
で
舞

会
に
出
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て

忘
れ
た
片
方
の
ガ
ラ
ス
の

が
キ

カ
ケ
で
結
ば
れ
る
事
に
な

た

り
は
良
い
の
だ
が

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
日
常
シ

ン
が
ど
う
し
て
も

き
に
な
れ
な
か

た

 

と
え
に
そ
れ
は
自
己
投
影
を
し
過
ぎ
た
が
故
な
の
だ
ろ
う
と
自
己
分

は
済
ん
で
い
る

 
格
式

時
代
国
す
ら
も
違
え
た

話
の
中
の
話
で
は
あ
る

し
か
し

シ
ン
デ
レ
ラ

彼
女
が

か
れ

た
状
況
の
理
不

さ
は

更
識

を
取
り

く
も
の
に
近
い
も
の
が
あ

た
気
が
し
た

 
無
論
私
と
シ
ン
デ
レ
ラ
と
を

べ
て
も
そ
れ
す
ら
お
こ
が
ま
し
い
事
は
白
も
承
知
だ

月

とス

ポ
ンも

い
い
と
こ
ろ

 
私
に
人
が

む

ど
の

し
さ
は
な
い

 

か
か
ら
尊

さ
れ
る
も
の
も
無
い

 

誇
れ
る
も
の
も

ま
た

 
む
し
ろ

だ
か
ら
こ
そ
私
は

更
識

の

に

し
て
い
る

者
か
ら
も

無

の
人
間
か
ら
も

更
識
楯
無

と

さ
れ

ち
こ

れ
と

わ
れ
る

だ
か
ら
と

て
裏
の
鉄

に
使
わ
れ
る
事
は
無
か

た
が
心

ま
る

の
家
で
す
ら
苦
し
く
思
う
と

い
う
の
は
存
外
苦

な
の
だ

こ
の
苦

を

で
き
る
も
の
は
無
い
し
し
た
と
し
て
も
個

人
の
主
観
を

ん
で
い
る
以
上
正

な

は
不
可
能
だ
ろ
う
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だ
か
ら

そ
う

シ
ン
デ
レ
ラ

を

か
な
い
と
し
て
も

大
し
て
意
味
は
な
い

 
シ
ン
デ
レ
ラ
は
舞

会
と
妖
精
そ
し
て
ガ
ラ
ス
の

と
い
う
手
掛
か
り
一
つ
で
探
し

出
そ
う
と
し
た
王
子
の

愛
に
よ
り

福
を
得
た

彼
女
は
最
初
の
切

掛
け
と
複
数
の
偶
然

で
そ
こ
に

り

い
た

 

り
姫
は

い
つ
し
か
本
物
の
姫
に
な

た
の
だ

 
あ
ま
り
に
も
ご

合
な
展
開

な

 
だ
か
ら
こ
そ

人
は
そ
れ
に
魅
了
さ
れ
る

 
で
も

現
実
に

ヒ

ロ

王
子
様
な
ん
て

な
い

 
だ

て
私
は

シ
ン
デ
レ
ラ

主
人

じ

な
い

白

雪

姫

主
人

で
も

オ

ロ
ラ
姫

主
人

で
も

ウ

ン
デ

主
人

や

ベ

ル

主
人

で
も
な
い

 
ど
こ
ま
で
行

て
も

で
勝
負
し
よ
う
と

私
は
姉
の
後

を

し

け
る

 
そ
れ
を
人
は
私
が

て
い
る
事
で

か
し
ら
の
不

が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
に

無
く
あ

つ
ら
い
こ
れ
で
も
か
と
責
め
立
て
る
だ
ろ
う

理
由
な
ん
て
特
に
な
い

強
い
て

え
ば

だ
け

更
識
楯
無

の
完

さ
へ
の
鬱

を
晴
ら
せ
る

た
だ
の

け

が
私
な
だ

け

理
不

と

え
ば
理
不

だ

ご

合
な
ど
無
い
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そ
れ
で
も

 
現
実
で
ご

合
展
開
な
ん
て

た
い

き
な
い
と
分
か

て
い
て

話

は
人
を
魅

了
す
る

 
伝
説

神
話

話

ア
ニ
メ
と

古
今

時
を
経
る
ご
と
に
呼
び
名
を
変
え
た

作
り

話

の
不
動
の
人
気
は

そ
こ
に
あ
る
の
だ
と
私
は
思
う

 
ま
し
て

作
り
話

が
現
実
の
も
の
に
な

た
と
す
れ
ば

ど
れ

ど
の
人
が
魅
入
ら
れ
る

事
か

 

か
ら
伝
来
し
た

話
の
中
に

り
姫

と
い
う
物
語
が
あ
る

 

型
的
な
ご

合
で

め
ら
れ
た
成
り
上
が
り
ス
ト

リ

の
そ
れ
を
私
達
は
現
代
で
目
に

し
て
い
る

  
キ

リ

ト

主
人

の
姫

は

だ
ろ
う

  
今
日
も
ま
た

の

ジ
が

ら
れ
た

一
日
が
始
ま

た
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二

二
五
年
五
月
二
十
五
日

日

前
七
時

 

の
身

を
終
え
た
私
は

食

へ
と
向
か

た

 

ア
ニ
メ
で
よ
く
見
る
⻑

の
上
に
は
真
白
い
テ

ブ
ル
ク
ロ
ス
が
掛
け
ら
れ
そ
の
上
に

種

様

な
サ
イ
ズ
の
食
器
が

ん
で
い
る

和
食
だ
と
お
膳
の
上
に

が

べ
ら
れ
る
の
で

今
日
は

食
ら
し
い
と
食

に
入

て

し
た

食
だ
と
大

か
ら

き
な

を
摂
る
形
式

な
の
で

べ
ら
れ
て
い
る

は
全
て
空
だ

 
今
日
の
メ
ニ

は

か
と

え
な
が
ら

自
分
が

る

主
が

る
上

か
ら

最
も
離
れ
た

に

を
下
ろ
す

 
動
き
を
止
め
る
と

思
い
出
し
た
よ
う
な

さ
が
意
識
に
上

て
来
た

 

が

れ
た
と
は

え
夜
の

え

み
は
未
だ

い
て
い
る

陽
光
が

て
い
る
も
の
の

日

時
間
が
少
な
い
せ
い
で
気

は
未
だ

く

内
の
足

は

え
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た

ぶ
る
り
と
体
を

わ
せ
る

 

ざ
掛
け
で
も
持

て
来
れ
ば
よ
か

た
と

の

け
を
恨
め
し
く
思

た

お
は
よ
う

あ

桐

谷

君
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自
分
以
外
だ
れ
も

な
い
食

に
来
た
二
人
目
は
更
識
に
身
を
寄
せ
る

候
組
の
一
人
目

の
少
年
だ

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
以
前
の
小
学

指
定
ら
し
い
⻘
の
ジ

ジ
に
黒
の
⻑

ズ
ボ
ン
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
い
う

目
か
ら
見
て
非
常
に
ダ
ウ
ナ

な

の
少
年
は

い

に
反
す
る

発
そ
う
な

を
食

の

か
ら

か
せ
て
い
た

 
陽
光
の
反

で
銀
に
見
え
な
く
も
な
い
白
髪
を
揺
ら
し

金
の
眼
で

を
見
回
し
な
が
ら

す
ぐ
近
く
へ
寄

て
来
る

そ
し
て
私
の

の

子
に

掛
け
た

こ
れ
も
い
つ
も
の
定

だ
今
日
は

が
一
番

り
だ

た
ん
だ
な

た
ま
た
ま
い
つ
も
よ
り
速
く
目
が
覚
め
た
か
ら

で
も

掛
け
忘
れ
た
か
ら

け
て

た
か
も

今
日
の
最
高
気

は

最

は

だ
か
ら

掛
け
忘
れ
た
ら

い
か
も
な

 

く

を
組
ん
で

う
少
年

そ
の
彼
の

は
お
ろ
か
ジ

ジ
以
外
の
上

は
無
く
ハ

キ
リ

て

対
策
は
ま

た
く
さ
れ
て
い
な
い
と

て
い
い

そ
う

う
桐

谷
君
も

掛
け

の

持

て
な
い
け
ど

⻑

の
ヒ

ト
デ

ク
を

て
る
し

ジ

ジ

め
て
三

重
ね
て

て
る
か
ら
大
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む
し
ろ
ご

食
べ
始
め
た
ら

が
滲
む

私
も
同
じ

数

て
る
け
ど

ど

は
掻
か
な
い
な

え
性
な
の
か
な
私

肉

が
男
性
よ
り
少
な
い
女
性
の
方
が
多
い
ら
し
い
け
ど
代
表
候
補
と
し
て

練

ん
で

る

は
む
し
ろ
一

男
性

み
に
あ
る
と
思
う
し

女
性
だ
と

月
経
に
よ
る

部
の
血
流

う

動

化
に
よ
る

血
流
の
悪
化
あ
と

機

の
使
い
過
ぎ
に
よ
る
体

節
機
能
の
弱
化
が

え
ら
れ
る
け
ど

さ

最
後

か
な

 
月
経
は

月
前
に
済
ん
で
る
か
ら
現
状
だ
と
外
れ
る
し
動

化
を
引
き

こ
し
や
す
い

に

し
て
も

面
は
お

え
の

理
人
が

し
て
い
る
か
ら
同
じ
く
外
れ
る

と
す
れ

ば
サ
ブ
カ
ル
チ

に

し
て
い
る
時
に
使

て
い
る

に
よ
る
生
活

が
一
番
の

要
因
と
結
論
付
け
ら
れ
る

 
た
ら
り
と

や

が
流
れ
た

あ
と

掻
い
て
て

い
か
ら

て
シ

ワ

で
済
ま
せ
る

も

え
性
の
原
因
の
一
つ
ら
し

い
ぞ

ど
の

者
全

が
な

て
そ
う
だ
ね
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更

の
あ
る
ロ

カ

ル

ム
の
横
に
は

を
流
す

の
シ

ワ

ル

ム
を

設
さ
れ
て

い
る
事
が
多
い

家
で

に

か
る
と
し
て
も

は
シ

ワ

で
済
ま
せ
る
事
が
大

だ

そ
う
い
う
生
活

で

え
性
に
な

て
い
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い

 

の
方
が

え
性
に
な
り
や
す
い
と
補
足
さ
れ

天
を

ぐ

 
生
活

と
い
う
の
は

く
も
恐
ろ
し
い
も
の
だ

ま

要
は
手
先
足
先
ま
で
血

を
送
れ
る
よ
う
運
動
し
て

肉
付
け
て

む
時
は

ん

で
自
律
神
経
の
オ
ン
オ
フ
を
す
れ
ば
い
い
だ
け
だ
か
ら

運
動
す
れ
ば
全
身
の

り
も
和
ら

ぐ
し

り
か

そ
う
い
え
ば
最
近

り
が

 
つ
い
で
に
目
と
か

も

と
目

を

む
と

目
が
ジ

ン
と
心
地
よ
い

を
持

た

 
そ
の
感
覚
を

能
し
て
か
ら

を
開
け
る

 
金
の
眼
が

ジ
ト

と
私
を
見
上

て
い
た

時
に

た
ん
だ

え

と

じ

十
時

だ
な
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前
二
時
で
す

は
い

 
虚

心
を

ろ
う
と
し
て

時
に
確
信
の

た
一

で

破
さ
れ
た
事
で

魔
化
そ
う

と
し
て
も
無
理
と
す
ぐ
に
判
断

本

に
・ベ
・

・ド
・に
・入
・

・た
・時
・

を

る

 
は

と
彼
は

さ

き
私
が
し
た
よ
う
に
目

を

ん
で

た
め
息
を

い
た

後
十
時
か
ら

前
二
時
は
体
の

れ
を
取

た
り
全
身
の
成
⻑
を

す
成
⻑
ホ
ル
モ

ン
が
一
番
分

さ
れ
る
時
間
だ

同
時
に
自
律
神
経
が
最
も

ま
る
時
間
で
も
あ
る

そ
の
後

に

入
れ
ば
そ
り

あ
狂
い
も
す
る
だ
ろ
う

大
方

く
に
目
が
覚
め
た
の
も
体
が
し

か
り

眠
出
来
て
い
な
か

た
だ
け
だ
な

あ
 
べ

こ
べ
こ
に

わ
れ
る
が
反
論
出
来
ず

く
だ
け

常
識
的
観
点
か
ら

ご
な
し
に

わ

れ
る
よ
り
生
理
学
な
ど
で
理
論
的
に

わ
れ
る
方
が
感
情
で
反
論
出
来
な
く
て
キ
ツ
い
も
の
が

あ

た

 
現
実

気
味
に
思

を
回
し
て
い
る
と

と
気
に
な

た
事
が
あ

た

桐

谷
君

う
ん
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そ
の

ホ
ル
モ
ン
と
か

自
律
神
経
と
か

ど
こ
で

強
し
た
の

 
私
の

強
で
は
教

え
て
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

成
⻑
ホ
ル
モ
ン

て

一
番
体
の
成
⻑
に

わ
る
ホ
ル
モ
ン
だ
か
ら

あ

 

と

苦

と
共
に
彼
方
へ

線
を
投

た
少
年
の

に
は

い
の
に
反
し
て
⻩
昏
の
影

が
滲
ん
で
い
た

男
性
の

に
小

な
事
を
気
に
し
て

べ
た
ん
だ
な
と
す
ぐ
に

す
る

 

と
も

え
な
い

は

私
の

者
た
る

天
的
な
少
女
が
食

に
来
る
ま
で

い
た

 
実

は

の

者
保
護
機
能

か
ら
逆
引
き
の
よ
う
に

べ
た
よ
う
な
の
だ
が

そ

の
事
実
を
私
が
知

た
の
は

も

と
後
の
事
だ

た

 
 

 
私
と
本

和
人
そ
し
て

候
の

ノ
之
束
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
合

五
人
と
い
う

教

と
同
程

の
広
さ
に
反
す
る
少
な
い
人
数
で
の
食
事
は
本

と
束
の
二
人
が
話

を
振
り

け
る
せ
い
か

し
さ
や

し
さ
と
は
無
縁
だ

た

 
話

は

本
今
日
の

業
は

だ
今
日
の
予
定
は

だ
こ
の

が
ど
う
だ

た
な
ど

他
愛
の
無
い
も
の
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Ａ
Ｌ
Ｏ
で
色

と
あ

た
一

間

ど
前
は
和
人
に
対
す
る
話

で
か
な
り
神
経

に
な

て

い
た
記

が
あ
る

彼
の
空
気
も
ど
こ
か

り

り
し
て
い
て
正
直
心

ま
る
食

と
は

え

な
い

気
だ

た

 
し
か
し

今
は
そ
う
で
は
な
い

 
彼
女
ら
が
来
る
ま
で

出
来
て
い
た
の
が
そ
の
証

彼
の
心
に
つ

か
え
て
い
た
も
の

は
一
先
ず
無
く
な

た
ら
し
い

だ
か
ら
だ
ろ
う
食

の
空
気
は
以
前

ど

り

め
た
も

の
で
は
な
く
な

て
い
た

 
彼
の
機

一
つ
で
場
の
空
気
を

配
し
て
い
る

り

に
一
家
の
大
黒

く
な

て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

そ
う
い
え
ば

和
君

今
日

て

す
る
つ
も
り
な
の

 
そ
ん
な
事
を
え
な
が
ら
食
の
ご
ま
サ
ラ
ダ
を
し

く
し
く

は食
ん
で
い
る
と

私
の

め
前

彼
の
対
面

に

る
天
災

女
が

話
を
振

た

 

コ
シ

ウ
を
振
ら
れ
た
ハ
ム
と
白
パ
ン
を
一
緒
に
も
ぎ

も
ぎ

し
て
い
た
少
年
が
話
の

矛
先
が
自
身
に
向
い
た
事
を

し
彼
女
に
目
を
向
け
た

ブ
ラ

ク
・
コ

ヒ

で
ご
く
ん
と

み
下
す
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士
は

に

か

が
あ
る
の
か

え

 
い
や
そ
う
い
う

じ

な
い
け
ど

ら
い
ま
の
和
君

て
フ
ル
ダ
イ
ブ
は

禁
で
し

 
入

し
て
る

じ

な
い
い
ま
日
中
は

を
し
て
過
ご
す
か
知
り
た
い
な

て
思

て

本
来
な
ら

ト
レ
で
も
す
る
と
こ
ろ
だ
け
ど
そ
れ
は

や

士

に
も
止
め
ら
れ
て
る

し
な

た
り
前

い
重
体
だ

た
の
に
復
帰
し
て
す
ぐ
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
あ
ん
な
戦
い
す

る
方
が
異
常
な
ん
だ
か
ら

 
聖
剣
回
収
ク
エ
ス
ト
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の
残
滓
の

と
な

た
ヴ

フ
ス
を
中

心
と
し
て
彼
が
以
前
こ
な
し
た
展
開
と
内
容
を
違
え
て
い
た

そ
れ
を
真
の
意
味
で
終
息
さ
せ

ら
れ
る
の
は
彼
し
か

な
い
と
分
か

て
は
い
る

そ
れ
に
つ
い
て
私
は
あ
ま
り
と
や
か
く

う
つ
も
り
は
無
か

た

 
け
れ
ど
あ
の
行
動
が
常

を

し
て
い
る
事
そ
し
て
彼
の
容

が
決
し
て
良
い
と
は

え
な

い
事
は

今
後
も

を

く
し
て

う
と
思
う

 
そ
れ
だ
け
私
は
心
配
し
て
い
る
の
だ
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怖
い
と
思
う
事
は
あ
る

 
あ
の
常

の

し
ぶ
り
の
全
て
を
理
解
出
来
た

で
は
な
い
し
ま
し
て
や
共
感
も
出
来
な
い

か
ら
恐
怖
感
は
確
か
に
存
在
す
る

名
前
で
分
け
ら
れ
た
憎
悪
の
存
在
の
事
を

え
れ
ば

恐
怖
は
よ
り
深
く
な
る

 
け
れ
ど

彼
自
身
は

信

出
来
る
人
だ

 
自
分
自
身
の
意
思
で
憎
悪
を

定
す
る

そ
れ
が
人
道
と
か

理
を
理
由
に
し
て
い
る
の
で

は
な
く
て
彼
自
身
の
過
去
や
人
間

を
理
由
に
し
て
憎
悪
の
思
念
を
退
け
た

彼
の
心
に

そ
れ
は
ま
だ

て
い
る
の
も
確
か
だ
け
ど
そ
れ
を
自
分
の
意

で

定
し
て
い
る
の
も
ま
た

事
実
な
の
だ

 
私
が

か
れ
た
の
は

そ
の
意

だ

ヒ

ロ

と
思

た
の
は
そ
れ
故
の
行
動
だ

 
復
讐
だ
け
が
彼
の
全
て
で
無
い
以
上
私
は
彼
に

れ
を
見
る
し
親
し
み
を

め
て
信

と

信
頼
を
送
り
も
す
る

 

最
近
は

そ
の

離
感
を

り
か
ね
て
い
る
け
れ
ど

 
彼
自
身
は
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い
の
か
平
然
と
話
し
掛
け
て
来
る

そ
の
テ
ン
シ

ン
に
合

わ
せ
て

け

え
だ
け
は
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら

多
分
気
付
か
れ
て
い
な
い
と
思
う
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も
し
気
付
か
れ
て
い
た
ら
穴
に
入

て

ま
り
た
い

イ
メ

ジ
ト
レ

ニ
ン
グ
も
限
界
が
あ
る
し

ま

無

に

か
ね

あ

そ
う
い
え
ば
和
君
あ
の
七
色
と
か
い
う
ガ
キ
と
同
じ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

ん
だ
ん
だ

け

 
思
い
出
し
た
よ
う
に
束
が

う

す
る
と
和
人
は
少
し
だ
け

根
を
寄
せ
つ
つ
苦

を
浮

か
べ
た士

七
色
に
対
し
て
い
や
に

だ
よ
な

き
に
な
る
要

は
無
い
け
ど

い
に
な
る
要

は
マ
シ
マ
シ
だ
か
ら
ね

あ
と
同

悪
的
な

そ
う

 
あ
ま
り
触
れ
な
い
方
が
い
い
と
思

た
の
か
和
人
は
お

を

す
よ
う
に

り
コ

ヒ

カ

プ
を

け
た

 
絶

な

が
場
を

た
す

あ
の

と
つ
良
い
で
し

う
か

 
そ
れ
を
破

た
の
は

私

の

対

面

士
の

横
に

て
い
る
銀
髪
の
少
女
ク
ロ
エ
だ

た

を

じ
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た
ま
ま
な
が
ら
器

に
食
事
を
取

て
い
た
彼
女
は

小
さ
く

手
を
し
て
発

し
て
い
た

 

こ
そ

じ
ら
れ
て
い
る
が

の
向
き
は
和
人
に

定
さ
れ
て
い
る

あ
あ

か

な
ん
だ
ク
ロ
エ

 
彼
女
の
問
い
掛
け
が
自
身
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
と

し
て

彼
も
応
じ
た

え

と
時
間
が

て
い
る
の
な
ら
そ
の

二
年
ぶ
り
に

理
の

を

け
た
い

の
で
す
が

 
そ
う

ク
ロ
エ
は

た

 

無
表
情
で
和
人
と

士
の
二
人
と
話
す
時
だ
け
表
情
を
和
ら

て
い
た
少
女
の
白
い

に

か
な

が
差
し
た
の
を
見
て

そ
の
発

の
真
意
を

気
に
悟
る

ど
う
や
ら
彼
女
も

絶
剣

た
ち
と
同
じ
一
人
ら
し
い

 
彼
女
の
個
人
的
な
事
は
和
人
の

強
を
見
る
時
に
少
し
だ
け
教
え
て
も
ら

て
い
る

ノ

之
束
の
義
理
の

と
し
て

わ
れ
た
少
女
で
あ
り
壊
滅
的
だ

た
家
事
全

の
彼
が
し
て
そ

の
対
価
と
し
て
不
足
気
味
な
一

教

や
常
識

を
彼
女
が
教
え
る
と
い
う
分

違
い
の

師
弟

に
あ

た
の
だ
と

 
彼
女
の
過
去
に

が
あ

た
か
定
か
で
は
な
い
が
住

不
定
の
世
界
的
指
名
手
配
を

け
た
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彼
女
に

わ
れ
る
と
な
れ
ば
多
分
あ
ま
り
良
い

境
で
は
無
か

た
の
だ
ろ
う
な
と

目
で

は
な
い
が

を
開
け
ら
れ
な
い
と
い
う
理
由
不
明
の
特
徴
か
ら

推
し
あ
ま
り
深
く
は
探
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
る

姉
な
ら
あ
る
い
は
も

と
深
く
知

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
彼
女
は

裏

の
話
を
私
に
持

て
来
る
事
は

な
の
で
知

て
い
た
と
こ
ろ
で
私
に
は
実

無

い
だ
ろ
う

 

そ
れ
は
と
も
か
く

 
こ
れ
は
リ
ア
ル
ラ
ブ
コ
メ
の
予
感
か
と
サ
ブ
カ
ル
に
ど

り

て
い
る
者
と
し
て
ち

と
興
味
を
そ
そ
ら
れ

に

線
を
向
け
る

 
し
か
し

や
や
意
外
な
事
に

彼
は
悩
む

振
り
を
見
せ
て
い
た

ど
う
か

し
た
の

ん

い
や
な

も
う
二
年
も
し
て
い
な
い
上
に
こ

ち
に

て
き
て
以

一

も

に
立

て
な
い
か
ら
流

に

が

び
つ
い
て
る
だ
ろ
う
な
と
思

て
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
リ

ア
ル
じ

勝
手
が
違
う
上
に
使
う

味

な
ん
か
も
違
う
し

あ
あ

 
悩
む
理
由
を

し
て

得
を

い
た
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確
か
に
二
年
以
上
も
リ
ア
ル
の

理
か
ら
離
れ
て
い
れ
ば

ら

理
上
手
だ
と
し
て
も

ら

か

び
付
く
だ
ろ
う

し
か
も

方
ぶ
り
の

理
で
他
人
に
教
え
る
と
な
れ
ば
二
の
足
を

む
の

も
分
か
る
話

あ
と
個
人
的
に
彼
は

協
を
許
さ
ず

的
に
追
い
求
め
る
タ
イ
プ
だ
と
思
う

の
で

中

な
事
を
し
た
く
な
い
の
だ
ろ
う
と
も
思
う

そ
も
そ
も
こ
の
二
年
間
ず

と
ク
ロ
エ
は

士
に
振
る
舞

て
い
た
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
十

分
な
く
ら
い

上
達
し
た
ん
じ

な
い
の
か

 
そ
の

葉
に
は

は
経
験
で
上
手
く
な

た
の
だ
か
ら
と
い
う
意
味
が

め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
た

 
彼
が
そ
う

う
く
ら
い
に
は
ク
ロ
エ
と
い
う
少
女
の

地
は
整

て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
こ
か

ら
更
な
る
成
⻑

を

む
の
は
も
う
経
験
し
か
な
い
と

外
に

て
い
る
よ
う
に
も

こ
え
た

え
え

ま

和
人
に
振
る
舞

た
時
よ
り
上
達
し
た
自
負
は
あ
り
ま
す
け
ど

な
ら

の
指
導
は
不
要
じ

な
い
か

 
二
年
前
の
時
点
で

は
出
来
て
い
た

だ
し
あ

と
は
練

の
問

だ
ろ
う

レ
パ

ト
リ

に

し
て
は

も
分
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
し

む
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個
人
の
経
験
と
技

あ
と
は

み
に

さ
れ
が
ち
な
の
が

理
技
術
な
の
で

部
分

を
学
び
終
え
た
人
間
に
対
し
て
出
来
る
事
は
少
な
い
と

い
た
事
は
あ
る

特
定
の

理
や
仕

み
の
過
程
で
加
え
る
一
工

な
ど
の
助

こ
そ
す
れ
そ
れ
以
外
は
も
う
出
来
て

然
な
と

こ
ろ
だ
か
ら
だ
と

 
そ
れ
を

ま
え
れ
ば

彼
の

い
分
も
非
常
に
分
か
る

 
分
か
る

の
だ
が

 

桐

谷
君

て

や

り

い
の
か

 

か
ら
見
て
と
て
も
分
か
り
や
す
い

を
し
て
い
る
ク
ロ
エ
と
の
会
話
か
ら
彼
女
の
心
情
を

し
た
と
思
し
き
発

表
情
が
彼
か
ら
感
じ
ら
れ
な
い

で
気
付
い
て
い
な
い
の
だ

 
彼
と
ア
ル
ゴ
の
や
り
取
り
を
見
た
時
か
ら

感
じ
て
は
い
た
け
れ
ど
や
は
り
そ
う
ら
し
い

 
前

多

そ
う
だ
な

と
二
人
の
や
り
取
り
を

砂

と
ミ
ル
ク
を
少

ず
つ
入
れ
た
コ

ヒ

を

み
な
が
ら

め
る

 
和
人
と
ク
ロ
エ
の
や
り
取
り
は

く
平
行
線
を

た

最
後
の
方
は

す
気
も
無
い
の
か

あ
る
い
は
そ
も
そ
も
自
覚
し
て
い
な
い
の
か

一
緒
に

理
を
し
た
い
と
ま
で

て
の

け
た
ク
ロ
エ
だ

た
が
和
人
も
強
情
な
の
か
そ
れ
と
も
す
る

に
は
い
か
な
い
理
由
が
あ
る
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の
か

な
に
あ
れ
こ
れ
と
理
由
を
付
け
て

を

に
振
ろ
う
と
し
な
い

 
容

が

い
か
ら
セ

フ
だ
が
こ
れ
が
高

生

り
の
容

な
ら
間
違
い
な
く
ア
ウ
ト
な

面
で
あ
る

悪
い
男
に
引

掛
か

て
い
る
女
と
い
う
意
味
で

も

き
り
き
り
は
分
か

て
な
い
な

 
そ
の
不

に
近
か

た
応

を
断
ち
切

た
の
は
和
人
の

に

る

・
本

の
間

び
し
た
声
だ

た

 

ら
か
な
そ
の
声
が
食

に
上
が

た

二
人
の
声
は

切
れ

線
が
彼
女
へ
と
向
か
う

 
猫
の

ぐ
る
み
を

た
彼
女
は

ぐ
る
み
の

の
猫

を

こ

こ
動
か
し
な
が
ら

た

を

り

り
振

て

た

ク
ロ
ク
ロ
は

き
り
き
り
と
一
緒
に

た
い
だ
け
だ
よ

 
そ
れ
は

心
だ
け

さ
れ
て
い
て
け
れ
ど
お
そ
ら
く
彼
女
の
求
め
て
い
る
行
動
を

い
表

し
た
内
容
だ

た

 
ク
ロ
エ
の
白

の
如
き

の

み
が
一
気
に
増
し
た

し
か
し

の
少
年
は

に

る
少

女
の
方
を
向
い
て
い
る
か
ら
か

気
付
い
た

振
り
が
無
い

理
は
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実
に
決
ま

て
る
じ

ん

ま

 
ハ
ナ

メ

花
シ

ギ
修
業

て
い
う
意
味
で
は

最

か
も
だ

け
ど
ね

そ

そ

実
は
こ
の
子

て
い
ま
修
行
中
な
ん
だ
よ
ね

そ
れ
で
和
君

て
ク

ち

ん
の
お
師

な

で
し

 
そ
り

あ
二
年
ぶ
り
に
修
行
の
成
果
を
お

目
し
た
い

と
思

ち

う
わ
け
だ
よ

の

本

様

束
様

 
和
人
の
横

が

少
し
だ
け
苦
慮
の
そ
れ
に
歪
ん
だ

 
ク
ロ
エ
は

を
寄
せ
て

二
人
の
名
前
を

に
す
る
の
で
精
い

い
の
よ
う
だ

 
記

に
あ
る
彼
女
の

と
の
齟
齬
が

し
い
が
も
し
か
し
た
ら
こ
こ
最
近
の
事
件
解
決

で

か
れ
る
も
の
が
あ

た
の
か
も
し
れ
な
い

恋
は
女
を
変
え
る
と
い
う
か
ら
あ
り
得
な
い
話

で
は
な
い

 

恋
愛
な
ん
て
経
験

無
だ
か
ら

然
そ
れ
も
サ
ブ
カ
ル
チ

由
来
の
知
識
で
し
か
な

い
け
ど

 
多
分
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

と

観
を

け
る

話
の
輪
に
こ
そ
入
ら
な
い
が

い
て
い
る

だ
け
で
も
そ
れ
な
り
に

し
い
と
思
え
た
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結

お

は
ク
ロ
エ
が
メ
イ
ン
に

理
を
し
束
と
本

に

い
く
る
め
ら
れ
た
和
人
が
サ

ブ
で
一
品

す
る
事
で

ち

い
た

 
束
と
本

だ
け
が
に
ま
に
ま
と

て
い
た

 

多
分
私
も

似
た
表
情
は
し
て
い
た
と
思
う

 
ち

と
だ
け

し
そ
う
だ
な

と
い
う

望
を

い
た
の
は
ヒ
ミ
ツ
だ

  

前
十
一
時
過
ぎ

 

を
目
前
に
し
た

私
は
年
下
の
少
年
・
和
人
と
共
に
更
識

の

へ
と

い
て
い

た

ど
ち
ら
も
ス
ト
レ

ト
に
流
し
て
い
る
髪
は

な
髪
ゴ
ム
で
ア

プ
に

り
エ
プ
ロ
ン

を
掛
け

手
洗
い
を
済
ま
せ
た
状

だ

そ
れ
で

を
作
ろ
う
と

え
て
い
る
ん
だ

今

は

食
だ

た
の
で

和
食
を

え
て
い
ま
す

う

う

 
和
食

と

い
て
得
心

で

く
少
年

 
今
に

ぎ
付
け
る
ま
で

こ
そ
あ

た
が

彼
か
ら
学
ん
だ

理
の
イ
ロ
ハ
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そ
の
全
て
を

す
る

と
い
う
の
が
名
目
で
あ
り

目
的
の
一
つ
だ

そ
れ
を
果
た
す

な

ら
彼
か
ら
学
び
取

た
和
食
こ
そ

応
し
い
だ
ろ
う
と

え
た
結
果
彼
に

す
る
時
は
和

食
に
し
よ
う
と

ね
て
よ
り
決
め
て
い
た

 
今

突
発
的
に
出
た

理
の
話
は

然
お

を

す
る

だ

た

理
師
の
方

に
と

て
⻘
天
の

だ

た

で

そ
の
点
に
つ
い
て
は

し

な
い
と
直

罪
は
済
ま
せ
て
い

る

そ
こ
ま
で
気
に
し
て
い
な
い
風
だ

た
が

内
心
ど
う
思

て
い
る
か
は

な

だ

 
と
も
あ
れ

事
前

備
や
予
定
無
し
の
突
発
的
事
業
な

だ
が

い
と

て
い
い
の
か

食
は
最
初
か
ら
和
食
を
予
定
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

お

は

論

味

や

き

な
ど

本
的
な
和
食
式
食

は

い

ま
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

 
一
先
ず
一
番
時
間
を
要
す
る
お

を

く
べ
く
五
人
分
の
白

を

後
に
ザ
ル
に
入
れ

ボ
ウ
ル
で
水

み
し
な
が
ら

を
と
ぐ

こ
の

最
初
の

と
ぎ
を
⻑
く
す
る
と
水
に
流
れ

出
た
ア
ク

が

収
さ
れ
て

み
え
ぐ
み
を
残
し
て
し
ま
う
の
で
一
回
目
は
さ

と
す
ぐ

水
を
入
れ

え
る
事
を
忘
れ
な
い

二
回
目
以

は
ザ
ル
の
中
で
五
回

ど
回
転
さ
せ
な
が
ら
水

み
し

水
の
入
れ

え
を
行
う

 
そ
れ
を
四
回

ど

り
返
し
た
と
こ
ろ
で
た
た
た
た
た
た
ん
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

が
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を
打

た

線
を
横
に
向
け
れ
ば

み

の
上
に
立

た
和
人
が

ね
ぎ
を

に
切
り

ん
で
い

て
い
る

横
の
ボ
ウ
ル
に
は
出
来
合
い
品
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
合
い

き
肉
が
入
れ

ら
れ
て
い
る

ど
う
や
ら
彼
は
ハ
ン
バ

グ
を
作
る
つ
も
り
ら
し
い

 
ハ
ン
バ

グ
は
十
八
世

時
代
の
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
生
み
出
さ
れ
日
本
へ
伝
来
し
た

理
だ

パ
ン
に
も
合
う
が

ス
を
付
け
た
ハ
ン
バ

グ
と

の

性
も
格
別
に
よ
く
故

に
子

か
ら
は
大
人
気
の
お
か
ず
と
し
て
今
日
も
親
し
ま
れ
て
い
る

つ
ま
り
和
食
・

食
の

別
に

い
人
で
無
い
限
り

本

時
出
し
て
も
喜
ば
れ
る
も
の
と
い
う
事
だ

 
こ
れ
は
し

か
り
と
し
た
も
の
を
出
さ
な
け
れ
ば
と
意
気

ん
で

器
に

を
セ

ト
し

た
私
は

味

そ
の

か

の

理
に
手
を

ば
し
た

 
 

 
正

 

食
の
時
間

り
に

理
を
終
え
た
私
達
は
出
来
上
が

た

理
を
食

へ
と
運
ん
だ

に

し
て
い
た
面

の
前
ま
で
膳
を
運
ん
だ
後

私
達
も

に

り

お

に
あ
り
つ
く

 
メ
ニ

は
白

白
み
そ
の
味

ア
ジ
の

き
⻘

の
お

し
し

う

と
砂

を
使

た
甘
め
の

き

と
千
切
り
キ

ベ
ツ
の
合

六
品

四
つ
あ
る
コ
ン
ロ
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の
内
三
つ
を
同
時
に
使

て
い
た
の
で

理
時
間
の
大

に
成

し
た
事
で
一
品
ご
と
の

手
間

も
過
不
足
な
く
掛
け
ら
れ
て
い
る

 
そ
の
品

に
加
え

ば
し
い

い
を
漂
わ
せ
る
品
が
あ
る

わ
ず
と
知
れ
た
彼
手
製
の

ハ
ン
バ

グ
だ

と
は

え

常
の
ハ
ン
バ

グ
と
異
な
る
点
が
一
つ
あ
る

そ
れ
は
サ
イ
ズ

だ

常
の
ハ
ン
バ

グ
と

え
ば

形
に
平
べ

た
く
分

い
も
の
が
主
流
だ
が

彼
が

作

た
も
の
は
小
さ
な
彼
の
手
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
ら
れ
た
一

サ
イ
ズ
の
代
物

海

で
負

け
る
程

の

お
握
り
く
ら
い
だ
ろ
う
か

そ
れ
が
一
人
分
六
個
ず
つ
作
ら
れ
て
い
る

 
合
掌
し
日
本
式
の
食
事
の

を
済
ま
せ
た
私
が
最
初
に

に
し
た
の
は
そ
の
ハ
ン
バ

グ
だ

た

 
切
り
分
け
る
必
要
も
な
い
サ
イ
ズ
の
そ
れ
を
一

で

る

そ
し
て
肉
を

め
ば

肉

が
じ

わ

と

き
出
し
て
来
た

そ
れ
も

ば
か
り
の
ギ
ト
ギ
ト
し
た
も
の
で
は
な
い

ね

ぎ
や
ニ
ン
ジ
ン
を

に
し
て

合
わ
せ
ら
れ
た
肉
は

の
味
も

み

ま
せ
て
い
る
よ

う
で

食
感
の
ボ
リ

ム
に
反
し
て
後
味
は
ア

サ
リ
し
た
も
の
だ

 

り
返
し

す
れ
ば
す
る

ど

ア

サ
リ
と
し
た
肉

は

ら
で
も
吹
き
出
る

 

を

す
る

ば
し
い

ス
も
ま
た
絶

だ

程
よ
い

味
と

味
が

合
し

語
で
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表
現
し

い
味
を
形
成
し
て
い
る

そ
れ
が
肉

と
合
わ
さ
る
事
で
ま
た
新
た
な
味
が
生
ま
れ

る

味
は

の

味
と
引
き
立
て

味
は
肉
の

い
味
を
抑
え
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
味
覚
を

し
て
来
た

 

ら
ず
お

を

へ
運
ぶ

む

ど
甘
く
感
じ
る
お

は

地
の
良
さ
と

き
方
の
良
さ

を
表
し
て
い
る
が

そ
れ
以
上
に
千
変
万
化
の

ハ肉
ンと
バ

グス
の
味
を
和
ら

つ
つ

ま
た
合
わ

さ

て
別
の
味
を
作
り
上

た

 
千
切
り
キ

ベ
ツ
の

味
も

ス
や

と
は
別
の
味
覚

を
発
生
さ
せ
る

 
存
分
に
味
を

能
し
た
と
こ
ろ
で

の
よ
う
に
水
を

り
一

内
を
全
て
リ
セ

ト

そ
し
て
ま
た

に
す
れ
ば

先
程
味
わ

た
味
覚
を
全
て
再
体
験
し
て
い
く

 

が
止
ま
ら
な
い
と
は
こ
の
事
か

 
自
分
と
て
上
手
く

理
を
作
れ
た
と
思

て
い
た
が
お
か
ず
一
品
で
全

し
た
気
分
に
な

た 

論
作

た
品
が
違
う
以
上

な
ん
て
出
来
は
し
な
い

そ
れ
は
分
か

て
い
る
が
ち

と
レ
ベ
ル
が
違
う

そ
も
そ
も
こ
れ

ど
の

を
か
つ
て
味
わ

た
事
は
無
か

た

し
か

し
思
い
出
し
て
み
れ
ば
か
つ
て
の

理
指
導
の

ハ
ン
バ

グ
を
作

て
も
ら

た
事
は
な
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か

た

も
し
か
し
た
ら
こ
こ
最
近

得
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い

で
も
彼
は
こ
こ
最
近

に
立

た
事
は
無
い
か
ら
だ
と
す
れ
ば
レ
シ
ピ
を
見
た
だ
け
か
良
く
て

理
場
面
を
見

た
程

だ
ろ
う

 
も
し
見
真
似
で
こ
れ
だ
と
す
る
と
ど
れ
だ
け

か
つ

理

を
突
き

め
て
い
た
の

か
と
戦

を
覚
え
た

た
だ
生
き
る

に
必
要
だ

た
と
経
験
を

ん
だ
だ
け
の
レ
ベ
ル
と

は

え
な
い
と

私
は
思
う

 
つ
ま
り

私
に
は

ま
だ
彼
か
ら
学
べ
る
事
が
あ
る

 
そ
う
再
確
認
し
た
私
は

無

の
食
事
を
終
え
て
す
ぐ

を
開
い
た

和
人
や
は
り
私
は
ま
だ
学
べ
て
い
な
い
事
が
多
い
よ
う
で
す

非
と
も
今
後
も
ご

指
導
ご

の

ど

お
願
い
し
ま
す

え

 
そ
う
願
い
出
る
と

同
じ
く

を
膳
に

い
た
彼
の
動
き
が
び
し
り
と

ま
り

止
ま

た

い
や
生
き
る
に
あ
た

て
も
う
十
分
過
ぎ
る
ん
じ

な
い
か
な

そ
も
そ
も
ク
ロ
エ
の

理
指
導
だ

て

強
の
見
返
り
と
い
う
よ
り
束

士
と
ク
ロ
エ

た
り
の

理
の
必
要

性
か
ら
し
て
い
た

だ
し
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そ
う

わ
れ

私
は

嗟
に

葉
を
返
せ
な
か

た

 
確
か
に

わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
だ

た

強
を
教
え
る
事
が
対
価
に
な

た
の
は
私
が
教

え
て
も
ら
う
ば
か
り
で
は
不

平
だ
か
ら
と
交

し
た
結
果
で
あ
り
先
に

が

て
い
た
の
は

理
指
導
だ

た

私
が

わ
れ

和
人
と
主
が
再
開
し
た

時
の
食
生
活
が
あ
ま
り
に
悲

だ

た
か
ら
彼
の
方
か
ら

し
出
た
事

そ
の
最
初
の
目
的
を
果
た
し
た
と
な
れ
ば
彼
が

理
指
導
を
行
う
意
義
を
喪
う
と
い
う
事
を
意
味
す
る

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

私
は

ま
だ
指
導
を

け
た
い
の
で
す

 
し
か
し

私
は
彼
か
ら

け
る

理
指
導
を

ま
た

け
た
い
と
思

て
い
る

 
ハ
ン
バ

グ
を
食
べ
て
学
び
取
れ
る
事
は
ま
だ
あ
る
と
再
認
識
し
た
か
ら
で
あ
り

同
時
に

彼
と
一
緒
に

る
と
ど
こ
か
安
心
で
き
る
自
分
が

る
か
ら

む
し
ろ
後
者
が
メ
イ
ン
で

理
指
導
は
そ
の
た
め
の
手

に
な

て
い
る
部
分
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思
う

彼
か
ら
技
を
学

び
取

て
行
け
ば

彼
が

む
味
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

と
い
う
下
心
も

 

士
は

そ
ん
な
私
の
衝
動
を

恋

と
称
し
た

 
桐

谷
直
葉
紺

木

ら
を
始
め
数
人
の
少
女
達
も
同
じ
よ
う
に
彼
を
求
め
欲
し
て

い
る
衝
動
だ
と
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そ
の
表
れ
の

と
つ
が

理
指
導
の
願
い
な
の
だ
ろ
う
と
自
分
で
も
分
か

て
い
た

 
デ
ザ
イ
ン
ベ
イ
ビ

と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
自
分
は
完
成
体
に
な
れ
な
か

た
失

作
だ

た
が

そ
ん
な
私
に

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

と
名
付
け
た

代
わ
り
の
女
性
と

の
理

由
か
ら
家
事
全

を
指
導
し
て
く
れ
た
少
年
は

自
分
に
と

て
特

な

付
け
だ

 
女
性
に
は

代
わ
り

と
い
う
立
ち

が
あ
る

 
な
ら
少
年
の
立
ち

は

な
の
か

⻑
ら
く
私
の
中
で
も

ぶ
ら
り
ん
だ

た
そ
れ
は

気
に
形
を
得
て
き
た
気
が
し
て
い
る

 
そ
の
決
定
打
が
欲
し
い

だ
か
ら
求
め
る

い
繋
が
り
を
強
い
も
の
に
し
た
い
か
ら

 
自
分
で
も
び

く
り
す
る
く
ら
い
の
欲
の
強
さ
は
き

と

代
わ
り
の
女
性

り
な
の
だ
と

思
う

 
自
分
は
恋
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
よ
く
わ
か

て
い
な
い

た
だ
彼
を
求
め

る
衝
動
が
そ
う
な
の
だ
ろ
う

と
い
う
理
解
だ
け
が
あ

た

や

楯
無
と
の
契
約
期
間
内
は
多
分
時
間
が
無
い

か
な
り
不
定
期
な
上
に
以

前
よ
り
回
数
も
少
な
い

そ
れ
で
も
い
い
の
か

構
い
ま
せ
ん

和
人
の

合
が
付
く
時
で
あ
れ
ば

時
で
も
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事
前
に
教
え
て
も
ら
え
る
な
ら

が

で
も
自
分
の
予
定
は
空
け
る

存
で
あ
る

む
し
ろ
私

よ
り

し
い
時
は

し
い
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
自
分
が
予
定
を
開
け
る
必
要
に

ら
れ
る
事
が
無
い

と

う
方
が
正
し
い
気
も
す
る

 
と
も
あ
れ

ノ

タ
イ
ム
で

い
た
私
に

彼
は

め
気
味
に

を

と
し
た

 

こ
こ
ま
で

骨
に
リ
ア
ク
シ

ン
さ
れ
る
と

こ
ち
ら
と
し
て
も

す
ご
く

る

あ
の
私
は
な
に
か
和
人
に
不
快
な
事
を
し
ま
し
た
か

 
確
か
に
や
や
強
引
だ

た
自
覚
は
あ
り
ま
す
が

ん

 
ま

強
引
だ
と
は
思

た
け
ど

上

向
が
あ
る
の
は
良
い
事
だ
か
ら
別
に
気

に
し
て
な
い
よ

イ

と
思

て
る

で
も
無
い

た
だ

期
間
が
済
ん
だ
後
の
鍛

時
間
が

り
そ
う
だ
な

と

き
り
き
り

て
ば

オ
ン
ナ
ゴ
コ
ロ
が
分
か

て
な
い
な

 
そ
れ
デ
リ
カ
シ

に
欠

け
て
る

て

う
ん
だ
よ

 
む

と

を

ら
ま
せ
て
猫
の

ぐ
る
み
パ
ジ

マ
を

た

本

が
和
人
を

く
責

め
る

そ
の
非

に

彼
は

参
の
ポ

ズ
を
取

た

だ

て
分
か

て
る
よ
だ
か
ら
ず

と

て
た
ん
だ
ろ
う

で
も
鍛

は

に
と

て
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死
活
問

に
直
結
し
て
る
ん
だ

か
と

て

な
指
導
じ

ク
ロ
エ
に
失
礼
だ
し

く
ら
い
許
し
て
く
れ

 

ん

と
む
く
れ

で
和
人
が

た

 
そ
の

を
見
て

束
が
へ
ら
り
と
苦

す
る

和
君

て

か
ら

り
強
い
と
い
う
か

協
許
さ
な
い
も
ん
ね

ス
グ直

ち

ん
か
ら

い
て
る
よ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た

初
の
和
君
の
鍛

が

ホ
ン
ト
に
ス
パ
ル
タ
だ

た

て
生
き
る

に
必
要
な
事
だ

た
か
ら
な

直
姉
と

は
最
前
線
で
戦
う
事
を
求
め
て
た
し

自
衛
で
き
る
力
が
無
い
と

バ
か

た
か
ら
自
然
と

し
く
な
る
の
は

然
だ

出
来
る
事
を

出
来
る
内
に
や

て
お
く
事
で
後

後
悔
し
な
く
て
済
む

そ
れ
を
自

し

け
ら
れ
る

り

和
君
も
中

極
ま

て
る
よ
ね

そ
の

で

め

葉
と
し
て

け
取

て
お
く
よ

 
に
こ
や
か
に
主
の

葉
を
流
し
た
和
人
は
手

く
食
器
を
集
め
る
や

や
食

ま
で
運
ん

だ
ワ
ゴ
ン
へ
と
善
を
運
び
始
め
た

自
分
も
そ
れ
を
手
伝
い
に
向
か
う

つ
い
で
に
食
後
の
紅

を

れ
て
来
る

と
彼
は
そ
の

に

た
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紅

と

え
ば

ユ

ミ
ル

へ
出

し
た
私
が

仕
と
し
て
行
う
仕
事
の
一
つ

 
だ
か
ら
私
が

れ
る
と

う
も

な
ら

味
し
い
一
工

を
教
え
よ
う
と
返
さ
れ
て
し
ま
い

反
論
を

じ
ら
れ
た

指
導
を
逆
手
に
取
ら
れ
た
形
だ

さ

き
ま
で

を
し
て
い
た
と
い
う

の
に
こ
の
返
し
を

に
出
来
る
く
ら
い
切
り

え
ら
れ
る
の
は
彼
の
強
み
で
あ
り
恐
ろ
し
い
一

面
の
一
つ
だ
と
思
う

 
食

へ
ワ
ゴ
ン
を
運
び

む
と

に
は
更
識
家
の
使

人
が
数
人
立

て
い
た

こ
れ
か

ら

食
の
仕

み

を
す
る
と
ら
し
い
彼
ら
は

食
の
食
器
は
こ
ち
ら
で
洗
い
ま
し

う
と

て
ワ
ゴ
ン
を
流
れ
る
よ
う
に

け
取

て
行

た

 
し
て
く
れ
る
な
ら
有

い
の
で

紅

を

れ
て
さ

さ
と
退

す
る
事
に
す
る

今
日
は
ロ
イ

ル
ミ
ル
ク
テ

を

れ
よ
う
と
思
う

む

ち
な
み
に

故
そ
の
チ

イ
ス
な
の
か

い
て
も

理
指
導
を

け
た
い
と

わ
れ
た
か
ら

の

れ
方
も
教
え
よ
う
と
思

て

そ
う
で
す
か

 
私
の

的
な
返
事
に
は
あ
な
た
紅

の

れ
方
も
独
自
法
あ

た
ん
で
す
ね
と
い
う

な
感

を

ん
で
い
る
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確
か
に
さ

き
一
工

に
つ
い
て
教
え
る
と

わ
れ
は
し
た
が

め
て

わ
れ
る
と
ち

と
意
外
だ

た

紅

と

え
ば

品
の
一
つ
だ
が
彼
が

れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
イ

ン
ス
タ
ン
ト
テ

で
は
な
く

葉
か
ら

出
す
と
い
う
レ
ベ
ル
の
も
の

だ
か
ら
こ
そ
意
外

に
思

た

 
そ
ん
な
私
が
見
る
中
で
彼
は
テ
キ
パ
キ
と

備
を
進
め
て
い
く

に
水
を
入
れ
そ
の
中
に

紅

の

葉
を
放
り

み

電
気
コ
ン
ロ
に
掛
け
る

で

葉
を

出
し
ま
せ
ん
か

 
ロ
イ

ル
ミ
ル
ク
テ

と
い
う
も
の
は

を
火
に
掛
け

葉
を

出
し
て
作
ら
れ
る

も
の
の

だ

本
で
そ
う

ん
だ
覚
え
が
あ
る

は
そ
う
だ

だ
か
ら
ま

こ
れ
は
邪
道
に

た
る

で
は

故
こ
の
方
法
を

で

出
す
の
は
時
間
が
掛
か
る
し

葉
に
も
良
く
な
い

み
出
た
味
の

に
は
ム

ラ
が
生
ま
れ
る

更
に

は

さ
せ
る
と
風
味
が

ん
で
し
ま
う
か
ら
そ
う
な

た
ら

味
を

し
め
な
い

な
る

ど

だ
か
ら
先
に

葉
か
ら

出
し
て
後
か
ら

で
加
え
る
事
で
風
味
が

ば
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な
い
上
に
紅

そ
の
も
の
の
味
も
し

か
り
残
る

と

序
を
逆
に
し
た
の
で
す
ね

 

に
は

出
さ
れ
た
黒
い
紅

 

葉
を
取
る
作
業
を

み
再

に

し
た
そ
こ
に

が
投
下
さ
れ

の

い
風
味
と

が
加
わ

た
甘
い
風
味
が

に
漂
い
始
め
た

く
り
と
小
さ
な
お

で
掻
き
回
さ
れ

る
事
で
そ
の
二
つ
が

合
を
始
め

と
つ
の

り
へ
と

華
さ
れ
る

 
そ
れ
を
テ

ポ

ト
に

し

と
お

は

洗
い
を
し
て
い
る
使

人
の
方

へ

す

 
運
ぶ
の
は
私
が
請
け
負

た

ポ

ト
と
五
人
分
の
カ

プ
を
ト
レ
イ
に
載
せ
食

へ
と

る 
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
配
膳
を
終
え
て

め
て

に

き
カ

プ
を

け
る

ロ
イ

ル
ミ
ル
ク
テ

の
甘
味
が

の
中
い

い
に
広
が

た

 
私
も

と
な
く

れ
た
事
の
あ
る
紅

は
自
分
が

れ
た
時
と
は
異
な
る

甘風
さ味

の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
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・
更
識

 
古
今

人
を
魅
了
し
た
ご

合
展
開
へ
の

れ
を
持

て
サ
ブ
カ
ル
に

て
い
る
少
女

 

れ
て
い
る
と
い
う
事
は
現
状
に

足
し
て
い
な
い
事
の
現
れ

そ
れ
は
ま
る
で
舞

会

に

れ
る

り
姫
の
よ
う
に
い
つ
か
自
分
を
救
い
出
す
王
子
様
が
現
れ
る
の
で
は
と
い
う

い
希
望
を

定
し
な
が
ら
も

き

け
て
い
る
た
だ
の
少
女

 

主

は
自
分
で
は
な
い

と
い
う
思

と
の
矛
盾
に
気
付
か
な
い

 

だ
か
ら
こ
そ

者
の

遠
で
は
あ
る
が

発
破
に
気
付
け
な
い

 

離
を

り
か
ね
て
い
る
の
は

和
人
に
対
す
る
恐
怖
心
故
か

そ
れ
と
も
別
の
感
情
か

 

は
自
分
のキ

モ
チ心

が
分
か
ら
な
い

  
・

本

 
更
識

に
仕
え
る
よ
う

き

ま
れ
た

者
の
家
系

の

女

 

観
的
な
風
を

て
い
る
が
中
身
は
か
な
り
デ
キ
る
タ
イ
プ

和
人
が

心
を
持
つ
前

に
間
合
い
に

み

め
る
レ
ベ
ル
で

形
技
術
に
⻑
け
て
い
る

暗
殺
と
い
う
一
点
の
み
で
あ
れ
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ば
和
人
を
上
回
る
可
能
性
を
秘
め
る
少
女

 
な
ん
だ
か
ん
だ
と

の
フ

ロ

に
動
い
て
い
る
が
本
人
に
そ
の
気
が
無
か

た
り
気
付
い

て
い
な
か

た
り
で
だ
い
た
い

労
に
終
わ
る

 
今
回
も

え
て
ク
ロ
エ
の

心
を
突
く
事
で

遠
的
に

に
発
破
を
掛
け
て
い
た
が

観
に

し
て

し
む
だ
け
だ

た
の
で
無

に
終
わ

て
い
る

 
内
心

を

え
る
の
も
い
つ
も
の
事

 

が
お
と
も
だ
ち

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
ん
の
う

衝
動
の
ま
ま
に
和
人
を
求
め
始
め
た

ア

ド伝
ヴ子

強
ン化
ズ個
ド体

の
一
人

 
失

作
だ

た
事
で

分
さ
れ
る

前
だ

た
自
身
を
救

た
束
を

代
わ
り
と
し
て

見
て
い
る

そ
れ
以
上
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い

と
い
う
よ
り
は
主
と
い
う

向
の
方
が
強
い

か 
自
身
に
家
事
全

を
教
え
た
和
人
は
こ
れ
ま
で
一

で

い
表
せ
ら
れ
る
明
確
な

性

が
無
か

た

今
回
の

理
指
導
を
強
く
求
め
た
の
も
繋
が
り
を
喪
い
た
く
な
か

た
が
故

繋
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が
り
を
喪

て
自
己
性
を
保
て
な
く
な
る
事
を
恐
れ
た

そ
の
恐
怖
心
だ
け

し
て
い
る

 
束
は
そ
の
衝
動

を
恋
と
称
し
た
が

果
た
し
て
自
己
性
を
保
つ

だ
け
の
衝

動
を

恋

と
呼
ん
で
い
い
も
の
か

 

が
行
動
を

こ
さ
な
か

た
の
は

そ
の
点
を
見

い
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い

 
ま
あ
異
性
と
し
て

か
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
百
四
十
章
参

  
・

ノ
之
束

 
義
理
の

の

極
ぶ
り
に
内
心
ウ
キ
ウ
キ
な

代
わ
り

 
今
話
で
は

代
わ
り
と
お
姉
さ
ん
ぶ
り
の
み
発

し
た

 
天
災
だ
ろ
う
と

学
者
だ
ろ
う
と
そ
の
前
に
人
間
で
あ
り

代
わ
り
な
の
で

心
が

そ
ち
ら
に
寄
れ
ば

護
し
た
い
と
思
う
の
も
ま
た
人
情

に
親

を
発

し
そ
う
な
も
の

だ
が
ク
ロ
エ
が

い
寄

て
る

手
が

に
自
身
も
認
め
る

努
力
家

天
才
な
の
で
反
対
す
る
ど

こ
ろ
か

成
し
て
い
る

ど

 
人
間
的
な
成
⻑
が

的
な
一
人

 
あ
る
意
味
原
作
よ
り
良
い
空
気
を

て
い
る
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・
桐

谷
和
人

 
自
分
の
お
手

サ
イ
ズ
・
ミ
ニ
ハ
ン
バ

グ
を

し
た
少
年

 
生
き
る

に
必
要
だ

た
か
ら

得

練

を
上

た
家
事
全

だ
が

が

一

で
あ
り
突
き

め
よ
う
と
す
る
桐

谷
和
人
の

面
も

せ
持

て
い
る
の
で
ク
ロ
エ

に
対
す
る
発

は
見
事
に
自
分
へ
ブ

メ
ラ
ン
し
て
い
る
事
に
気
付
か
な
い

を
誇
る

 
戦
闘
技
能
面
ば
か
り
ピ

ク
ア

プ
さ
れ
が
ち
な
和
人
で
は
あ
る
が
三

月
以
上
家
事
を
出

来
な
か

た
八

の
時
点
で
十
二

の
直
葉
を
超
え
る
レ
ベ
ル
の
家
事
技
能
を
持

て
い
た
事
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

 
戦
闘
面
が
原
作
和
人
の
要

を
大
き
く

む
の
で
あ
れ
ば
家
事
全

マ

サ

ジ
も
出
来

る
な
ど

主

と
し
て
の

は
原
作
一

を

に
し
て
い
る

 
ま
あ

感
さ
も
引
き
継
い
で
る
ん
で
す
が
ね

 
ク
ロ
エ
が

ア

ド伝
ヴ子

強
ン化
ズ個
ド体

で
あ
る
事

わ
れ
た
経

は
知

て
い
る
の
で
指
導
を
強
く

願
わ
れ
た
の
も

自
身
の
在
り
方
を
再
認
識
し
た
い
が

な
の
か
な
と

え
て
い
る

 

た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
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完
全
に
恋
心
が
無
い
か
と

え
ば
そ
れ
は

り
で
あ
る

  

本

以
外
コ
ミ

な
せ
い
で
自
分
の
心
も
分
か
ら
な
い

無

悲

  
ち
な
み
に
今
話

和
人
は

え
て

自
分
が

の
事
を

し
く
知

て
る
話

を
し
て
な
い

し

ク
ロ
エ
か
ら
の
見
返
り
に
教
え
て
も
ら
う

強
内
容
も

え
て

の
事

は

し
て
い
る

 
そ
し
て
和
人
は

の

が
定

 

そ
う
い
え
ば

達
と
の
対

の
夜

更
識

に
不
信
感
を
持

て
ま
し
た
ネ

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



  振興の会・掲示板回

 

振
興
の
会
・
掲
示
板
回

  
ど
う
も

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
で
す

 
仕
事
で
ス
ト
レ
ス

ま

て
ネ
タ
は
あ
る
の
に
い
ざ
書
こ
う
と
す
る
と
思

が
千

に
乱
れ

て
手
に
付
か
な
い
状
況
だ

た
の
で

骨

め
回
で
す

 
ホ
ン
ト
は
前
話
の
お

会
の
後
に
色

も
う
と
思

た
け
ど
力

き
て
し
ま

た
の
だ

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

ヒ
ト
は
善
悪
一
体
の
生
き
物
で
あ
る

 
称

す
る
者
が

れ
ば

て

り

責
め

め
よ
う
と
す
る
者
も
い
る

 
今
話
は

そ
ん
な
人
達
の
お
は
な
し
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振
興
の
会
ブ
ロ
グ

 
・
ブ
ロ
グ
更
新
者
メ

セ

ジ

２
０
２

Ａ
Ｍ

時
更
新

 

さ
ま

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

振
興
の
会
会
⻑

で
す

 
五
月
も

に
近
付
き

へ
と

に
近
づ
い
て
い
る
い
ま

さ
ま
が
お

し
の
地

の
気

候
は
如

で
し

う
か

私
が

ら
し
て
い
る

心
は

今
の
地

化
と
そ
れ
に
対
抗

し
よ
う
と
ガ
ン
ガ
ン
使
わ
れ
る

機

に
よ
る
ヒ

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

が

し

に

日
中
気

は

に

達
し
て
お
り
ま
す

更
に
は

気
ガ
ス
も

く

や

が
過

な
身

と
し
て
は

マ
ス
ク
や

対
策
が
欠
か
せ
ず

い
時
期
で
す

 
ま
た
緑
の
少
な
さ
の
解
消
と
し
て
最
近
で
は
様

な

物
の

林
花

り
な
ど
が

ん
で
す
ね

人
に
よ

て
は
花

も

く
な
る
時
期
で
し

う

地

に
よ

て
は

花

も
出
て
来
る

で

も
う
出

な
ど
し
た
い
と
は
思
え
ま
せ
ん

 
私
も
こ
の
ブ
ロ
グ
の
文
を
書
き
な
が
ら
な
ん
で
私

い
て
る
ん
だ
ろ
う
な

と
遠
い
目
を
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す
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す

 
ま

く
理
由
な
ん
て

生
き
る

と
し
か

え
な
い
の
で
す
が
ね

 
そ
れ
以
外
の
理
由
と

え
ば

や
は
り

き

に

き
る
で
し

う

こ
の
場
合
の

き

と
い
う
の
は

主
に
人
間

を
主
体
と
し
た

場

境
を
指
し
て
お
り
ま
す

 
私
も
こ
の
ブ
ロ
グ
を
開
き

企
業
の
仕
事
に

く
ま
で

様

な

場
を
転

と
し

て
き
ま
し
た

そ
の
中
の
一

を

さ
せ
て

き
ま
す

 
私
の
か
つ
て
の
上

に
は

型
的
な

和
ス
テ
レ
オ
な
気

の
人
物
が
い
ま
し
た

と
か
く

ア
レ
ル
ギ

へ
の
理
解
は
ま

た
く
な
い
中
年
男
性
で
す

が
カ
タ
い
と

い
ま
す
か

食
べ
物
の
残
し
が
あ
る
の
を
見
た
時

悪
と
断
定
し
て
し
ま
う
人
で
す

私
と
て
残

す

る
人
を
良
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
し
か
し

え
ば
お
残
し
を
し
た
人
が
ア
レ
ル
ギ

だ
か
ら

と

え
ば
ど
う
で
し

う
か

 
私
の
友
人
に
リ
ン
ゴ
ア
レ
ル
ギ

の
方
が
い
ま
し
て
紙
パ

ク
の
リ
ン
ゴ
ジ

ス
も

め

ず

差
し
入
れ
の
ジ

ス
で
そ
れ
が
来
る
と

け
取
る
だ
け
し
て
友
人
の

か
に

る
な
ど

し
み
を
共
有
で
き
な
い

い
経
験
を

と
な
く
し
て
い
ま
し
た

論
私
の
友
人
が
リ
ン

ゴ
ア
レ
ル
ギ

持
ち
と
知
る

が
無
い
の
で
差
し
入
れ
を
持

て
き
て

い
た
先
方
に
非
は
全
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く
あ
り
ま
せ
ん

 
し
か
し
上

は

然
違
い
ま
す

労

法
や
業
務

制
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
定
期
的
な

断
の
結
果
に
は

し

か
り
と

ア
レ
ル
ギ

・
有

リ
ン
ゴ

と
表
記
さ
れ
て
お
り

そ

の
書

に
男
性
上

は
目
を

し
て
い
る

な
の
で
す

だ
と
い
う
の
に
そ
の
男
性
は
友
人
が

ジ

ス
を

る
場
面
を
見
た
時

お
前

ま
な
い
の
か

と
怒
鳴
り
付
け

ア
レ
ル
ギ

だ

か
ら
と

明
し
て
も
そ
ん
な
の

き

い
の

い

だ
と

い
無
理

理
リ
ン
ゴ
ジ

ス
を

ま
せ
る
と
い
う
大
事
に

き
ま
し
た

に
救

送
さ
れ
ま
し
た
が

師

護

師
の
方

か
ら
キ
ツ
く

わ
れ
て
も
ま

た
く
理
解
す
る

振
り
を
見
せ
な
い
と
い
う
異
常
振

り 
そ
れ
を

い
て
こ
れ
は
ダ
メ
だ
と
思

た
の
で
し

う

そ
の
後
私
の
友
人
は
上

へ
の

不

と
不
信

そ
し
て
恐
怖
心
を

え
付
け
ら
れ

一
身
上
の

合
に
よ
る
退

を
し
ま
し
た

い
ま
も

と
メ

セ

ジ
の
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
す
が
極

の
男
性
恐
怖

を

て
し

ま

た
よ
う
で
転

は
お
ろ
か
そ
も
そ
も
日

の

い
出
し
に
も

足
に
出
来
な
い
程
で
す

 

今
女
性
の

会
進
出
が
増
え
て
き
た
と
は

え

ど
の

場
に
は
男
性

が
多
く
を

め
て
い
ま
す



  振興の会・掲示板回

 
そ
の

会
で
生
き
て
き
た
女
性
が

男
性
の
無
理
解
の
せ
い
で
男
性
恐
怖

を

え
付
け
ら

れ
い
ま
も
苦
し
ん
で
い
る

そ
の
せ
い
で

会
に
出
ら
れ
な
い
の
に
後
ろ
指
を
指
さ
れ
る

本

人
も

き
た
い
け
ど
怖
い
ん
だ

と
メ

セ

ジ
は

ば
し
て
い
る
の
で
す

 
Ｓ
Ｏ
Ｓ

 
そ
れ
を
発
信
し
て
い
る
け
れ
ど
世
の
こ
と
男
性
の
無
理
解
さ
に
は

と

と

れ
る
ば
か

り 
心

内

に

し
て
い
る
け
れ
ど
一
向
に
良
く
な
る
気
配
は
な
い

リ
ン
ゴ
ア
レ
ル
ギ

が
あ
る
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん

世
の
中
に
男
性
が

る
か
ら
恐
怖
心
は
残
り

け
て
い
る
の
で

す 
無
論

男
性
は
不
要
と
い
う
極
論
を
翳
す
気
は
あ
り
ま
せ
ん

業

な
ど

多
く
の
力
仕
事
は
男
性
が
技
術
と
経
験
で

い

存

さ
せ
て
き
た
文
化
で
す

 

て
女
性
は
と

え
ば
力
仕
事
で
は
な
く
家
事
全

の
他
に
地

で
の
や
り
取
り
に

先
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た

 
ど
ち
ら
も
生
活
に
必
要
で
す

 
け
れ
ど

会
の
存

に
い
ま
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は

ど
ち
ら
な
の
で
し

う
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会
は
人
と
人
の

に
よ

て

き
上

ら
れ
る
コ
ミ

ニ
テ

の
名
称
で
あ
り
国
と
は

そ
の
最
大

の
コ
ミ

ニ
テ

で
す

 
国
を
動
か
す

に
は

女
性
の
強
み
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

う
か

 
そ
の
気
持
ち
を

に

私
は
今
日
も
国
会
議
事

へ
と

い
て
き
ま
す

 
こ
の
ブ
ロ
グ
を

ん
で
下
さ

て
い
る
方

へ

 
我
こ
そ
は
と
声
を
上

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

こ
の
人
も
こ
う

て
い
る
と

ぶ
必

要
も
あ
り
ま
せ
ん

反
感
の
声
に
は
必
ず
反
感
が
返

て
き
ま
す

そ
れ
で
は
反
感
の
キ

チ

ボ

ル
で
す

 
で
も

愚

す
ら

え
な
い
の
は

い
で
す
よ
ね

 
こ
の

振
興
の
会

に
登
録
し
て

け
れ
ば

同
じ
気
持
ち
の

さ
ん
と
コ
ミ

ニ
テ

の
一
人
と
な
り
多
く
の

と
意
見
交
換
が
出
来
ま
す

そ
の
不

点
を

め
上

私
は
国

へ
と
上

さ
せ
て

き
ま
す

 
ど
う
か
少
し
で
も

と
つ
で
も
多
い

生
の
声

を

に
残
し
て
く
だ
さ
い

 
忘
れ
去
ら
れ
な
い
よ
う

私
が

い
上

ま
す
か
ら

 
で
は
今

の
一
日
が
少
し
で
も
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
事
を
願
い
な
が
ら

め
さ
せ
て



  振興の会・掲示板回

き
ま
す

  

者

振
興
の
会
会
⻑

 

議

・
無

属

 

件
出
身

 

大
学
法
学
部
２
０
Ｘ
Ｘ
年

 

式
会

Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｆ
Ｍ
グ
ロ

バ
ル
・
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
・
フ
イ
メ

ル
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

現
代
表
取

⻑

  
・

 
・

 
・

  
２
０

さ
る

振
興
者
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今
日
も
仕
事
と
か
ダ

ル
い

 

が
デ
ス
ゲ

ム
な
ん
か
に

わ
れ
た
せ
い
で
私
も

か
な
い
と
い
け
な
く
な

て
そ
れ

が
今
も

い
て
る

専
業
主

が
い
い

て
結

し
た
時
か
ら

て
た
の
に

 

の
入

で

が

れ
た
か
ら

め
な
い
と

て

私
の
意
見
は

  
２
０

さ
る

振
興
者

 

２
０

 
う
わ

災

だ

た
ね

そ
の

さ
ん

あ
な
た
の
事
を
見
て
な
い
の
か
な

 

気
付
く
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね

  
２
０

さ
る

振
興
者

 
気
を
配
れ
る
男
な
ん
て
き

う
び
絶
滅
種
よ

  
２
０
８
さ
る

振
興
者

 

２
０

の
人
の

さ
ん

お
か
し
く
な

た
ん
じ

な
い

 
あ
の
世
界
で



  振興の会・掲示板回

ち

て
る

て
多
い

て

く
よ

  
２
０

さ
る

振
興
者

 
そ
の
代
表

が
最
近
取
り

さ
れ
て
る

一

よ
ね

 
な
ん
か

名
し
て
る

い
け
ど

今
の
名
前
は
忘
れ
た
わ

  
２
１
０
さ
る

振
興
者

 
そ
う
そ
う
私
達
が
こ

ん
な
に
必
死
に

い
て
る
の
に
あ

ち
は
ゲ

ム
で
ち
や

や
さ

れ
て
る

て
い
う
ね

生
活
能
力

無
な
の
に

め
ら
れ
て
て

ず
か
し
く
な
い
の
か
し
ら

 
と
い
う
か

ア
レ

て
絶
対

に
さ
れ
て
る
だ
け
で
し

  
２
１
１
さ
る

振
興
者

 
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い
ん
で
し

 
だ

て

出
来
損
な
い

よ

 
オ
ツ
ム
が
弱
い
に
決
ま

て
る
じ

な
い
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２
１
２
さ
る

振
興
者

 
ア
レ
を
称

し
て
る
の
も
男
が
多
い

い
し
デ
ス
ゲ

ム
で
洗

で
も
さ
れ
た
ん
じ

な

い
の
か
な

て
最
近
思
う
よ
う
に
な

た

ウ
チ
の
息
子
が
最
近
キ
リ
ト
キ
リ
ト

て
う
る
さ

い

た
ら
あ
り

し
な
い

少
し
前
は
セ
ブ
ン
チ

ン
セ
ブ
ン
チ

ン
だ

た
の
に

  
２
１
３
さ
る

振
興
者

 

２
１
２

 
そ
の
洗

て
い
う
ス
ジ
は
あ
る
か
も
ね

 
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
だ

て

は
と

え
ば
洗

サ
イ
コ
パ
ス
な
男
名
前
忘
れ
た
が

場

を

め
る

だ
け
に

意
し
た
け
ど
後

で
人
体
実
験
場
に

し
て
た

て
い
う
話
で

し

 
そ
れ
を
モ
ニ
タ

時

対
策
チ

ム
に
文
書
で
伝
え
た
の

て
あ
の

出
来
損
な

い

だ

て
い
う
話
だ
も
ん

 
機

と

さ
え
あ

た
ら
後
は
そ
の

り
に
す
れ
ば
い
い
だ
け
だ
し
あ
の
世
界
に
い
た

人
間
だ
け
は
洗

を

し
て
て
も
お
か
し
く
な
い
わ
よ
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２
１
４
さ
る

振
興
者

 

２
１
３

 
え

ウ

で
し

 
そ
ん
な
コ
ト
あ

た
の

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

て
や

り
危
な
い
じ

な
い

息
子
に

て
や
め
さ
せ
な
い
と

  
２
１

さ
る

振
興
者

 
い
や

無

だ
と
思
う
な

 
だ

て
男

て
バ
カ
だ
も
ん

ゲ

ム
の
世
界
に

び

め
る
か
ら

て
よ
く
わ
か
ら
な
い
機

器
を

る
し
デ
ス
ゲ

ム
が
分
か

た
後
で
も
や
ろ
う
と
す
る

私
の
息
子
も
そ
う
だ

た
わ

 
一
回
工

の
カ
ナ

チ
で
壊
し
た
の
に

め
に

め
て
た
お
年

の

り
で
ま
た
同
じ
も
の

て
た
か
ら

 
あ
れ
だ
け
心
配
し
て
息
子
の

を
思

て
や

た
の
に
全
部
お
じ

ん
に
さ
れ
た
か
ら
ア

レ
以
来
一

も

て
な
い
わ

ネ
グ
レ
ク
ト

て

わ
れ
た
ら

る
か
ら
生
活

だ
け
出
し
て

る
け
ど

も
う

も
見
た
く
な
い
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２
１

さ
る

振
興
者

 
や

り
男
が
作

た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
な
ん
て
や
ら
な
い
方
が
い
い
の
よ

 
時
間
の
無

だ
し

お
金
も
無

に
す
る
し

ホ
ン
ト
も
う
無

し
か
無
い

  
２
１

さ
る

振
興
者

 
少
し
前
ち

と
話

に
な

て
た
最
年
少
天
才

学
者
と
か
い
う
女
の
子
は

に

定
的

だ

た
け
ど

あ
れ
は
正
気
疑

た
わ

ゲ

ム
を

定
す
る

て
世
も

よ

  
２
１
８
さ
る

振
興
者

 
私
も
数
年
前
に
ゲ

ム
の
世
界
大
会
が
あ
る
と
か
知

た
時
は
正
気
を
疑

た
わ

お

で

ゲ

ム
な
ん
か
に
打
ち

も
う
と
す
る
バ
カ
息
子
の
出
来
上
が
り
よ

ト

プ
に
な
れ
な
く
て
悔

し
が

て
る
け
ど
無

だ

て
ハ
ナ
か
ら
分
か

て
る
事
に
な
ん
で

も
う
と
す
る
の
か
し
ら

  
２
１

さ
る

振
興
者

 
そ
の

は
男
と
女
の

の

り
の
違
い
も
あ
る
ら
し
い
け
ど
ね

あ
と
女
の
方
が
男
よ
り
現
実



  振興の会・掲示板回

的
な
思

が
多
い
と
は

と

か
ら

わ
れ
て
る
か
な

  
２
２
０
さ
る

振
興
者

 
そ
れ
を

え
る
と

ノ
之
束
と

場

て
本

に
分
か
り
や
す
い

よ
ね

 

会
に
寄
与
す
る

と

会
に
寄
与
し
な
い
ゲ

ム

て
い
う
発
明
だ
も
の

ど

ち
が

れ
て
い
る
か
な
ん
て
小
学
生
で
も
す
ぐ
分
か
る

  
２
２
１
さ
る

振
興
者

 
で
も
最
近

面
に
つ
い
て
見
直
す
方

に
な

て
る

い
の
よ
ね

国
の

策
的
に

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

の
法

の
立

と
か

に
話
し
合
わ
れ
て
る

て
こ
こ
の
ブ
ロ
グ
の
人
が

い
て
た
わ
よ

  
２
２
２
さ
る

振
興
者

 

２
２
１

 
は
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２
２
３
さ
る

振
興
者

 

２
２
１

 

で
し

う

  
２
２
４
さ
る

振
興
者

 

２
２
１

 
信
じ
ら
れ
な
い

な
の

 
あ
あ

家

て

ど
男
ば

か
り
だ
か
ら
か

  
２
２

さ
る

振
興
者

 
あ
ん
な
大
事
件
が
あ
り
な
が
ら
ま
だ
法

と
し
て

え
る

て

も
う
一
発
で

制
掛

け
て

技
術
も

す
る
べ
き
だ
と
思
う
の
に

な
ん
で
ま
だ
禁
止
し
な
い
の
か
し
ら

 
そ
ん
な
ん
だ
か
ら
あ
の
天
才

学
者
と
か
い
う
子
み
た
い
に
事
件
を

こ
す
ん
で
し

う

 
事
件
を

止
す
る
な
ら

ま
ず

と
な
る
も
の
か
ら
禁
止
す
る
べ
き
で
し

う
に



  振興の会・掲示板回

  
２
２

さ
る

振
興
者

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
推
進

が

立
し
て
る
の
が
桐

谷
和
人

出
来
損
な
い
本
人
ね

ま
あ

人
は
そ
ん
な
つ
も
り
な
い
か
も
だ
け
ど

務

に
あ
る

て
い
う
仮
想

と
し
て

名
前
を

ね
て
る
し
日
本
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム

合
情
報
サ
イ
ト
の
サ

チ

の
ト
コ
に

も
名
前
あ
る
か
ら

事
実
上
シ
ン
ボ
ル
み
た
い
な
も
ん
よ

 
こ
の
間
も

セ
ブ
ン

と
か
い
う
女
子
が

こ
し
た
事
件
を
一
人
で
収
め
て
た
し

  
２
２

さ
る

振
興
者

 
事
件
が

き
た
ら
危
険

す
る
流
れ
に
な
る
ん
じ

な
い
の

  
２
２
８
さ
る

振
興
者

ま
だ
対

で
き
る

内

と
か

こ
の
人
が

る
か
ら
大

て
い
う

前
が
出
来

る
か
ら

禁
止
ま
で
持

て
い
け
な
く
な
る

 
そ
れ
に
出
来
損
な
い
は
デ
ス
ゲ

ム
経
験
者
で
も
ま
だ
確
実
に

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に

定
的
だ
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か
ら

あ
い
つ
が
生
き
て
る
限
り

絶
対

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
禁
制
化
は
進
ま
な
い

て

  
２
２

さ
る

振
興
者

 
私

ツ
テ
に
女
権
の
友
人
が

る
か
ら

お
願
い
し
よ
う
か
し
ら

  
２
３
０
さ
る

振
興
者

 

２
２

 
救
世
主
キ
タ

  
２
３
１
さ
る

振
興
者

 

２
２

 
目

り
だ
し
あ
の
千
冬
様
の
血
縁
者

て
い
う
最
高
ポ
ジ
シ

ン
な
の
に
出
来
損
な
い
な
の

は
気
に
入
ら
な
か

た
か
ら

非
お
願
い
す
る
わ

  
２
３
２
さ
る

振
興
者



  振興の会・掲示板回

 

２
２

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を

し
ん
で
る
バ
カ
息
子
も
こ
れ
で
目
が
よ
う
や
く
覚
め
る
の
ね

  
２
３
３
さ
る

振
興
者

 

２
２

 
出
来
れ
ば

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
推
進

の

家
も

対
応

し
て
欲
し
い
わ

も
う
二

と
男
が

作

た

な
文
化
を
の
さ
ば
ら
さ
な
い
よ
う
に

的
に

  
２
３
４
さ
る

振
興
者

 

２
３
３

 
そ
れ
は
こ
こ
の
ブ
ロ
グ
更
新
者
の
仕
事
だ
け
ど

気
持
ち
は
同
じ
よ

 
ま
ず
は
英
雄

て

わ
れ
て
い
い
気
に
な

て
る
男
に
現
実
を
見
せ
て
あ

ま
し

う

文

り

リ
ア
ル

て
い
う
も
の
を
ね

  
２
３

さ
る
ヒ

ロ

・
ポ
イ
ン
タ
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速
依
頼
し
た
わ

 

け
れ
ば

い

ど
対
応
さ
れ
に
く
く
な
る
か
ら

今
日
の

の
間
に
や
る

て

  
２
３

さ
る

振
興
者

 

２
３

 
仕
事
が
速
い

  
２
３

さ
る

振
興
者

 

２
３

 
流

は
同
じ
女

男
な
ん
か
よ
り
断
然
の
ス
ピ

ド

  
２
３
８
さ
る

振
興
者

 

２
３

 
私

過
ぎ
の
オ
バ
さ
ん
だ
け
ど

お
姉
さ
ま

て

い
た
く
な
る
程
の
ク

ル
ぶ
り
ね

 



  振興の会・掲示板回

 
２
３

さ
る

振
興
者
 
２
０
２
０

Ｍ
ｏ
ｎ

 

２
３

 
も
う
今
日
は
仕
事

ん
で
こ
こ
の
書
き

み
と
ニ

ス
を
見
る
し
か
な
い
わ

  

前

振
興
の
会

  
本
性

信

の
会

女
尊
男

千
冬
信

の

  
・
今
話
の
ま
と
め

 

技
術
は
色

出
来
る

て
ハ
ナ
シ
だ
け
ど

結

は
ゲ

ム

そ
れ
に
夢
中
に
な

て
る

男
は
バ
カ

女
は
現
実
見
て
る

 

場

男
が
作

た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
せ
い
で
色

と
狂

た
け
ど
ま
だ
禁
制
化
さ
れ
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な
い
し

立
さ
れ
て
る

出
来
損
な
い

英
雄
を
亡
き
者
に
し
た
ら
男
が
作

た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は

れ
て
女

が
作

た

の
覇
権

し

 
な
ん
で

一

は
コ
ロ
コ
ロ
さ
れ
ま
し

う
ね

ノ

  

実

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
禁
制
化
は
な

て
も
お
か
し
く
な
い
ん
だ
よ
な

 
な

ち

た
ら

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ス
ト

リ

が
終
わ

ち

う
か
ら

し
な
い
け
ど

 
た
だ
そ
の
反
対
意
見
に
性
別
と
か
個
人
的
感
情
価
値
観
の

し
つ
け
が
あ
る
か
ら
お

か
し
く
な
る
だ
け
で

今
話
の
振
興
者
達
は

一

憎
し
な
の
か

憎
し
な
の
か
論
点
ブ
レ

ブ
レ
な
ん
で
す

 
ア
ン
チ
は
ア
ン
チ
で
一

し
な
い
と

に
も
取
り
合

て
も
ら
え
な
い

 
だ
か
ら

一

か
ら

お

し
な
き

使
命
感

て

わ
れ
る
対

に
な

て
る
ん
ん
で
す
よ
ね

話
し
合
い
出
来
な
い
程
に

み
合
わ
な
い
か
ら

 

さ

事
件
の

い
だ
ぞ

 
ヒ

ト
マ
ン

女
権
風
味

を

手
に

月

の

に
仕
掛
け
ら
れ
る
和
人

・達
は
ど
う



  振興の会・掲示板回

す
る
か
な

自
ら
ハ

ド
ル
を

て
い
く
ス
タ
イ
ル

 
な
に
し
ろ

を
和
人
は

発
表
時
期
も

整
し
て
る
せ
い
で

使
え
な
い
か
ら
ネ



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 
十
八
幕
 

更
識
の
姉
妹

  

点

楯
無

 

数

約
一
万
二
千

 
事

は
風
雲

を

る

 
で
は
ど
う
ぞ

  
違
和
感
を
覚
え
た
の
は

そ
の
日
の

か
ら
だ

た

 

千
代

の
女
学

に

う
自
分
と
本

は
あ
き
る

入
間

に
あ
る
更
識

か

ら
護
衛
付
き
の
送

車
で
登

し
て
い
た

最
近
は
そ
れ
に

向

の
帰
還
者

学

に

う
和
人
が
同

す
る
形
に
な

て
い
た

護
衛
の
手
間
や
人
件

の
事
を

え
て

め



 十八幕 〜更識の姉妹〜

た
の
だ
と

私
で
も

せ
た
も
の
だ

 
し
か
し
そ
の
日

五
月
二
十
七
日
の

は

そ
う
は
な
ら
な
か

た

 

前
七
時
四
十
分

食
を
済
ま
せ
身

を
整
え
登

し
よ
う
と

か
ら
外
に
出

れ
ば
車
は
二
つ

意
さ
れ
て
い
た

け
ば
片
方
が
女
学

行
き
そ
し
て
も
う
片
方
が
帰
還

者
学

行
き
だ
と
い
う

 

故
わ
ざ
わ
ざ
護
衛
対

を
二
つ
に
分
け
た
の
か

と
い
う
疑
問
を
本

が
投

た

 
そ
れ
に

主
か
ら
の
命
で
す
と

え
た
の
は
先
代
楯
無
の
時
代
か
ら
⻑
く
仕
え
て
い
る
と
い

う
一
人
の

事
だ

た

見
た
目
こ
そ
五
十
代
前

す
る
が
実
年

は
七
十
を
超
え
る

と
い
う
話
の
そ
の
男
は

今

現
楯
無
か
ら
送

車
を
分
け
る
指
示
が
あ

た
の
だ
と
話
す

桐

谷
様
を

う
者
が
増
え
た
事
で

お

さ
ま
が

き

ま
れ
な
い
よ
う
に
と
お

え
に

な

て

送

ル

ト
を
分
け
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ

て

桐

谷
君
を

見
捨
て
る

て
い
う
事

 
ま
る
で
私
の

に

を
さ
せ
る
よ
う
な
物

い
に

を

め
る

き

と
そ
れ
は
こ
う
い

う
時
だ
け
大
切
な
よ
う
に
振
る
舞
う
姉
へ
の
反
感
も
あ

た

 
そ
の
私
の

葉
に

事
は

を
横
に
振

た
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と
ん
で
も
な
い

む
し
ろ
よ
り
確
実
に
護
衛
出
来
る
よ
う
に
と
い
う
目
的
の

で
す

そ
う

 
そ
う

わ
れ
て
し
ま
え
ば

護
衛
や
そ
の
手

に
つ
い
て
一
切
把
握
し
て
い
な
い
私
と
し
て

は

も
う

る
し
か
な
か

た

人

え
で

出
し
し
て
も
良
い
事
な
ど
無
い

 
疑
問
が
無
か

た
と

え
ば

に
な
る

 
彼
を

う
者
が
増
え
た
と

事
は

た

過
日
の
事
変
以

速
に
彼
の
フ

ン

流
行
に

え
ば
ク
ラ
ス
タ

が
彼
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で

増
し
て
い
る
今
や
は
り

同
じ

ス
で
反
感
を

く
ア
ン
チ
と
い
う
も
の
も
増
え
て
い
る

そ
の
ア
ン
チ

は
や

は
り
女
権

体
を
初
め
と
し
た
女
尊
男

の
人
間
と

千
冬
を
至
高
と
す
る
あ
ま
り
彼
を

出
来
損
な
い

と

め
る
者
達
だ

 

で

え
ば
か
つ
て
に

べ
て
確
実
に

小
し
て
い
る
と

え
よ
う

そ
の

と

え

た
国

会
が
今
や

ノ
之
束

士
の
手
に

ち

や
運

の
人

が

新
さ

れ

正
常
な
体
勢
へ
と
向
か
い
始
め
て
い
る
か
ら
だ

 
だ
が
危
険

で

え
ば
ど
ち
ら
も

違
い
に
高
い

 
な
に
し
ろ
彼
女
ら
は
本
気
で

を
至
高
と

え
て
い
る
し

男
を
見
下
し

る
悪

す



 十八幕 〜更識の姉妹〜

ら
一
時
は

安

持
を

過
さ
せ
る
程
の
勢
い
が
あ

た

彼
女
ら
は
自
身
の
思
想
が

正正
し義
いだ

と

本
気
で

え
て
い
る
の
だ

つ
ま
り

⻭
止
め
が

か
な
い
の
で
あ
る

 
そ
う
な
れ
ば
そ
れ
こ
そ
事
変
で
の
セ
ブ
ン
・
ク
ラ
ス
タ
達
の
よ
う
に
ど
ん
な
手

に
も

手
を

ば
す

彼
女
ら
が

え
得
る
最
強
武
器
は

だ
が

彼
を

出
来
損
な
い

と
見
下
し

て
い
る
彼
女
ら
で
あ
れ
ば

一
つ
で
も
十
分
殺
せ
る
と
判
断
し
て
持
ち
出
さ
な
く
て
も
お
か

し
く
な
い

無
論
確
実
性
を
期
し
て
複
数
人
で

を
持

た
り

機

を
持
ち
出
し
た
り

な
ど
は
す
る
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
彼
女
ら
は

火
器
と
い
う

・

・

・に
・

・べ
・て
・集
・め
・や
・す
・い
・兇
・器

を
手
に
彼
を
襲
撃
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う

だ

 
そ
れ
は

現

主
を

と
し
た
上
層
部
も
同
じ

え
な
の
だ
ろ
う

も
し

を
持
ち
出
し

て
く
る
事
を

慮
に
入
れ
て
い
る
な
ら
護
衛
に

士
を
加
え
て
も
お
か
し
く
な
い
し
な
ん
な

ら
私
に
打
鉄
を

与
す
る
な
ど
し
て

が

で
も
彼
を
死
な
さ
な
い
対
応
の
指

が
下
る

そ
う
し
な
い
と
い
う
事
は
つ
ま
り
現
実
的
に

え
て

火
器
で
の
襲
撃
を
一
番

し
て

い
る
と
い
う
事
だ

 

そ
こ
で

気
付
く
べ
き
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
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私
達
の
送

は
護
衛
を
目
的
と
し
た
も
の
と
な

て
い
る

 
だ
が

護
衛
は

も

事
や
送

中
に
付
く
男
達
だ
け
で
は
な
い

 
・私
・の
・

・者
・・
・本
・

・も
・ま
・た
・私
・の
・護
・衛
・で
・あ
・る

 
送

手

や
ル

ト
の
変
更
を
予
め

か
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

故
な
ら
送

中
に
襲
撃
さ
れ
た
場
合
ど
こ
を
ど
う

れ
ば
安
全
に

ら
れ
る
か
を
護
衛
は
把
握
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ

と
同
じ
送

ル

ト
を

る
か
も
し
れ
な
い
不

明
な

突

さ
は

護
衛
を

さ
れ
て
い
る
者
が
し
て
は
い
け
な
い

件
で
あ
る

 
加
え
て
本

と
現

主
の
親
密
さ
を

え
れ
ば
時
間
的
に

は
無
理
で
も
メ

ル
な
り

な
ん
な
り
で
一

伝
達
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
か

た

は
彼
か
ら

く
よ
う
に

そ
ん
な
電
文
が

無
い
方
が
お
か
し
か

た
の
だ

 
私
は
そ
れ
に
気
付
け
な
か

た

 
で
も
本

は
気
付
い
て
い
た
よ
う
で

根
を
寄
せ
た
険
し
い
面
持
ち
で

事
を

ん
で

い
た

見
な
い
表
情
を
見
て
そ
れ
で
も

付
け
な
か

た
私
は

な
平
和
ボ
ケ
を
し

て
い
た
の
だ
ろ
う

 
送

の

に

り

ん
だ
車
の
中
で

私
は
意

も
容

く
気
絶
さ
せ
ら
れ
た
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そ
し
て
今
意
識
を
浮
上
さ
せ
た
私
は
己
の
不

無
さ
を
悔
や
み
無
力
を

い
な

が
ら

事
の

謀
者
を

み
付
け
て
い
た

く
お
目
覚
め
で
す
か

お

さ
ま

夜
は

く

ら
れ
た
よ
う
で
す
ね

 
そ
う

味

た
ら
し
く
お

さ
ま
呼
び
し
て
き
た
の
は
一
人
の

人
だ

今
ド
キ
コ
ス
プ

レ
や
二

く
ら
い
し
か
見
な
い
だ
ろ
う

事

達
な

を
隙
間
な
く

み
片
目

の
モ
ノ
ク
ル
を
付
け
白
髪
を

に

で
つ
け
る
と
い
う
こ
れ
で
も
か
と

わ
ん
ば
か
り

の

事
然
と
し
た
男

 
無
論

送

を
分
け
る
事
を
説
明
し
た

あ
の

事
で
あ
る

木

 
か
し
ぎ木
そ
う
す
け助

 
そ
れ
が
先
代
か
ら
今
代
⻑
ら
く
更
識
に
仕
え
私
達
の
世
話

ま
で
し
て
い
た

事
の
男

の
名

同
時
に
車
内
で
私
と
本

を
無
力
化
後
に
気
絶
さ
せ
ど
こ
か
の

工
場
へ
誘

し

た

人
の
名

 

か
ら
あ

た
違
和
感

 
彼
へ
の
信
頼
が
失
せ
て
か
ら

と

き
出
し
て
く
る
そ
れ
を
自
覚
し
て
こ
の
男
へ
の
不
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信
が
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な

た

 
そ
の
男
か
ら

線
を
外
し
て

を
見
回
す

一
緒
に

わ
れ
た

の

の

が
見
え

な
か

た本

は

ど
こ

 
誘

さ
れ
太
い
パ
イ
プ
に
縄
で

り
付
け
ら
れ
た
私
と
実
行

で
あ
る

木
が

る

工
場

は

全
て
の
機

や
コ
ン
テ
ナ

が
撤
去
さ
れ
て
い
て
ガ
ラ
ン
と
し
て
い
た

広
さ
は
体

育

二
つ
三
つ
分
く
ら
い
だ
ろ
う
か

横
に
広
い
シ

タ

が
反
対

に
見
え
る
が
そ
こ

が
開
い
て
い
な
い

り
か
ら

す
る
に
事
務

の
出
入
り

か
ら
私
を
運
び

ん
だ
の
だ
ろ

う 
つ
ま
り
本

が

る
と
す
れ
ば
事
務

の
部

く
ら
い
し
か
あ
り
得
な
い
の
だ
が
見
回
し

た
限
り
で
は
そ
う
と
思
し
き
部

が
無
い

 
だ
か
ら

場

が
分
か
ら
ず

木
に
問
う
し
か
な
か

た

こ
れ
か
ら
死
に

く

女
に
教
え
る
必
要
性
を
感
じ
ま
せ
ん
な

 

木
は
白
手

を

め
た

手
で

を

で
な
が
ら
そ
う

た

死
ぬ
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え
え
死
に
ま
す

も
う
す
ぐ
で
死
に
ま
す

価
値
が
無
く
な
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
心
の

を
止
め
ま
し

う

 
こ
れ
か
ら
の
予
定
を

る
よ
う
に

と

ら
か
に

て
の
け
る
男

そ
の
表
情
は

を

り
越
し
て
最

無
だ

私
を
殺
す
事
に

い
は

論
の
こ
と
達
成
感
と
い

た
感

す
ら
も
見
出
し
て
い
な
い

 
白
い
髪
と

の
浮
か
ん
だ

そ
の
中
で

一
黒
い

が

私
を

え
て
い
る

 

ぞ
わ
り
と

全
身
の

が

立

た

 
感
じ
た
事
が
あ
る

だ
か
ら
分
か

た

 
こ
れ
は
殺
気
だ

 
か彼

の
少
年
が
負
の
第
二
形

に
変

し
た
時

た
だ
放
た
れ
た
だ
け
の
も
の
と
同

の
そ
れ

私
を
殺
す
と
い
う
絶
対
の
意

氷
の
よ
う
な

な

 
ガ
ラ
ガ
ラ
と

彼
に

い
て
い
た

が

れ
て
い
く

ど
う
し
て

 
ま
る
で

み

め
る
大
地
が

れ
て
い
く
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
中
そ
う
問
い
を
発
し
た
の

は

無
意
識
の
事
だ

た

り
出
し
た
よ
う
な

れ
声
に

は
無
い



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 
私
は
人
が

い
だ

た

 
姉
と

べ

て
い
る
事
を

る
更
識
の
者
達
の
事
も

き
で
は
な
か

た

 
と
は

え
全

が
私
を

な
じ

て
い
た

で
は
な
い

の
本

そ
の
姉
のう

つ虚
は
姉
と

し
な
か

た

そ
れ
は
目
の
前
の

木
も
同
じ
で
私
に
と

て

と
は
亡
く
な

た

先
代
楯
無
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
程
だ

た

 
そ
れ
だ
け
に

失
意
は
大
き
く
な

て

私
に
襲
い
来
る

教
え
る
必
要
性
を
感
じ
ま
せ
ん
な

 
こ
れ
か
ら
死
に

く

女
に
は

 
そ
う

わ
れ
た
事
で
私
は
も
う

く
事
を
止
め
た

木
の
目
的
は
分
か
ら
な
い
が
⻑
年

暗
部
に
身
を

い
て
い
た
男
だ
無

に
情
報
を
与
え
る
よ
う
な
ご

合
展
開
を
し
て
く
れ
る
と

は
思
え
な
か

た

 

こ
の
世
界
は
現
実
だ

 

合
の
い
い

話

夢
物
語
な
ん
か
で
は
な
い
の
だ

 
怨
嗟
の
よ
う
な

び

れ
た
声
が

裏
に

い
た

そ
れ
は

私
が
求
め
て
止
ま
な
い

夢

を

大

き
な
モ
ノ
全
て
を

定
す
る
に

し
い

葉

現
実
を
直

さ
せ
る

絶
望
の
真
理
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あ
な
た
は

無
能
で
い
な
さ
い
な

 
姉
の
声
が

木
霊
す
る

 
私
を

り

け
る

い
の

葉

が
良
か

た
そ
れ
ま
で
を
全
て

定
す
る
に

し
い

別
の

に

い
て
も
上
を

く
も
の
が
発
し
た
離
別
の

霊

 
指
先
が

す

と

め
た
く
な
る

 

も
う

無

だ
よ

 
ま
た

び

れ
た
声
が

い
た

 
そ
れ
は

れ
も
な
い
自
分
自
身

夢

を
見
る
中
で

絶
え
ず

裏
で

き

け
た
自
身
の

理
性

現
実
を
生
き
る

に
希
望
を

く
自
分
自
身

 
そ
れ
が

私
を
見
て
い
る

 

観
と

絶
望
と

悲

と

憎
悪

 
見
て
取
れ
る
感
情
は
そ
れ
ば
か
り

そ
の
真

な

が

で
見
る
そ
れ
よ
り
昏
く
見
え
た

 

も
う
終
わ
り
だ
よ

 

助
け
な
ん
て

来
な
い
よ

 
そ
の
昏
い

で

更
識

が
そ
う

た
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そ
れ
を
私
は

定
出
来
な
か

た

定
で
き
る

ど

観
的
で
は
な
か

た

定
で
き

る

も
無
か

た

私
を
信
じ
愛
し
守

て
く
れ
る
人
は

な
い

の

在
も

分
か
ら
な
い
以
上
彼
女
の
助
力
も
絶
望
的

工
場
の

気
か
ら
し
て
人

り
も
か
な
り
少

な
い

だ
ろ
う
事
は
見
て
取
れ
た

 
他
者
の
助
け
が
無
け
れ
ば
救
わ
れ
な
い

 
で
も

現
実
で

助
け
て
く
れ
る
人
な
ん
て
い
る

が
無
い

 
私
が
出
来
る
事
は
た
だ

つ
だ
け

で
も

も
来
な
い
の
で
は
意
味
が
無
い
の
だ

自
分
で

脱
出
す
る
術
も
無
い
以
上

み
な
の
だ

 

を

ん
で

く

 
無
力
感
を

い
な
が
ら

ど
う
し
て
私
ば
か
り

と
い
う
恨
み
が

中
を

め
て
い
く

 
い
ま
ま
で
十
五
年
を
過
ご
し
て
来
た
あ
ま
り
に

た
く
過

な
世
界

生
ま
れ
な
が
ら
の

暗
部
の
家
系

生
ま
れ
な
が
ら
の
出
来
損
な
い

そ
れ
が
私

更
識

物
心
つ
く
前
に

は

し

も

死
し
て

一
の
肉
親
か
ら
も

ま
れ
て
い
る
い
ま
私
が
生
き
る
意
味
は

無
い
に

し
い
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こ
ん
な

い
世
界
を

現
実

と
は
認
め
た
く
な
い

 

思

が

躍
す
る

 
こ
れ
は
現
実
で
は
な
い

と
い
う

 
こ
れ
は
無
数
に
重
な

た
世
界
の
た

た
一
つ
の

で

き
て
い
る
だ
け
の
取
る
に
足
ら

な
い
出
来
事
だ

き

と
そ
れ
ら
の
世
界
の
内
に
は

全
て
が

き
な
か

た
世
界

も
あ
る

だ

更
識

の
家
に
生
ま
れ
ず

義
姉
も
生
ま
れ
ず

も

も
死
な
ず

一
人

子
の

と
し
て
生
を

け
平

だ
が

せ
な

ら
し
を
送

て
い
る
■
■

も
ど
こ
か
の
世
界
に
は

る
に
違
い
な
い

 
そ
ん
な

想
を

裏
に
浮
か
べ
る

の

気
な
女
性
と

明
な
男
性
に

ま
れ

手
で

そ
れ
ぞ
れ
の
手
を
握
り

ど
こ
か
の
レ
ジ

設
で

い
合
う
光

が
浮
か
ぶ

 
求
め
て
止
ま
ぬ

望
を

い
た
他
者
の
光

だ

 

ど
う
し
て
私
ば
か
り
が

こ
ん
な
目
に

 
人

み
以
上
に
は
努
力
し
て
い
る
自
負
が
あ

た

学

の

強
と
代
表
候
補
生
と
し
て
の

高
い
水

の
専

強

者
と
し
て
の
技
術

機
体

整
の

の
知
識
と
実
技
な
ど

同
年
代
の
学
生
と

べ
れ
ば
自
分
の
時
間
と
い
う
の
は
と
て
も

重
で
だ
か
ら
こ
そ
夜
更
か
し
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を
し
な
け
れ
ば
マ
ト
モ
に
サ
ブ
カ
ル
チ

へ
の

も
出
来
な
か

た
く
ら
い
だ

も
し
そ
の

数
少
な
い

味
す
ら
も
無

と

わ
れ
れ
ば

更
識

と
い
う
個
人
は
不
要
で
あ
る
と
す
ら

え
る

そ
れ
く
ら
い
に
は

自
分
の
生
活
を

て
生
き
て
き
た

 
姉
と

べ
ら
れ
る
事
へ
の
反
骨
心

 
和
人
と
い
う
少
年
へ
の

と
興
味

 
私
を

え
て
い
る
の
は

そ
の
二
つ
だ
け
だ

姉
を
見
返
せ
れ
ば

で
も
良
く
て

に
な

ん
て

わ
る
つ
も
り
が
無
か

た
身
か
ら
す
れ
ば
い

そ

め
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
程
の

努
力

 
こ
こ
ま
で

て
い
る
の
に

こ
の
世
界
は
あ
ま
り
に
も

し
い

 

も
う
無

だ
よ

を
や

て
も

 

彼
も

て
い
た
で
し

 

こ
の
世
界
は

じ
ご
く

現
実

な
ん
だ

て

 
無
表
情
に
な

た

更
識

が
そ
う

く

 
抗
う
力
は
な
く
気

も
喪

た
私
は

を

じ
た

闇
に

界
が

わ
れ
全
身
も
闇
に

ま
れ
た
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る

そ
の
中
で
も

生

悪
く
私
は

か
い
光
の
中
で

て
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い
る
自
分
の

を
夢
見
て
い
た

 

残
さ
れ
た

か
な
理
性
の
中
で

と

か
な

ア
イ
ロ
ニ肉

が
浮
か
ん
だ

 
現
実
の
過

さ
に

え
き
れ
ず
夢
想
の
中
に

も
う
と
し
て
い
る
自
分
は
あ
る
意
味

で
は
か
の
獣

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
の

似
形
で
は
な
い
か
と

 
二
親
を
失
く
し
あ
ら

る
人
か
ら

ら
れ
誘

さ
れ
見
捨
て
ら
れ
絶
望
す
る

そ

の
過
程
こ
そ
が
あ
の
負
の
二

形

で
あ
り
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
の
原
点
だ
と

い
た

人

へ
の

極
の
不
信
と
世
界
へ
の
絶
望
こ
そ
が
根
源
だ
と

 
そ
れ
故
に
か
つ
て
の
彼
は
現
実
を

い

仮
想
世
界
へ
と
身
を

し
た

デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
た
め
疑
似
的
に
も
現
実
に
近
し
く
な
り

を
経
て
彼
は
現
実
に

い
て
も
他
者
と

し
得
な
い
あ
ま
り
あ
る
価
値
を
手
に
入
れ
た
の
だ

⻯
使
い
の
少
女
に
語

て
い
た
内
容
か
ら

す
る
に
お
そ
ら
く
そ
の
望
み
も
あ

て
仮
想
世
界
に
彼
は

た
の
だ
と

思
う

 

て
私
は
仮
想
世
界
に
入

た
事
は
無
く
た
だ
彼
を
見
て

れ
強
さ
の
根
幹
を
知
ろ

う
と
し
た
が

結

な
ん
に
も
還

出
来
て
い
な
い

現
実
の
闇
か
ら

ば
さ
れ
た
手
に

わ

れ

れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
に

そ
れ
に
対
し
て

一
つ
対
抗
す
る
手

が
無
い
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も
う
目
を
開
け
る
事
す
ら

だ

 
助
け
は
来
な
い

姉
は
自
分
の
事
な
ど

も
気
に
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

人

り
の
無
い

で
は
第
三
者
の

入
な
ん
て
絶
望
的
だ
し
一

人
が
来
て
し
ま
え
ば

木
の
手
に
掛
か

て
意
味
も
無
く
死
ん
で
し
ま
う

 
私
が
出
来
る
事
は

も
う
自
身
の
死
を

け
容
れ
る
だ
け
な
の
だ

 

た
く
な

た
手
先
足
先
か
ら
体
と
意
識
の

が

に
切
れ
て
い
く

全
身
が
無
気
力

に

ま
れ
る

 
自
分
自
身
が
裁
断
さ
れ

小
さ
れ
て
い
く
感
覚

闇
の
よ
う
な
脱
力
感
の
中
で
ぎ

と
手

足
を

め

小
さ
く

し
た
無
機
物
へ
と
変
化
し
て
い
く

  

ち

ん

  

そ
れ
は
突
然
の
事
だ

た

 
が
し

 
と
け
た
た
ま
し
い

を

か
せ
る
ガ
ラ
ス
の
破

と
金
属
が

し

け
る

高
い

に

れ
な
が
ら
も
そ
の

は

姉
の
声
は
確
か
に

を

き
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意
識
に
届
い
て
来
た

 

を
開
く

 

を
持
ち
上

て

前
を
見
る

よ
か

た

無
事
だ

た

 
喜
色
を
表
す
蒼
髪
の
女
性

 

い

は

に

れ

暗
い
工
場
内
か
ら
だ
と
逆
光
に
見
え
る
中
で
も
煌
め
て
い
る
よ
う
に

見
え
た

 
は
た
は
た
と

を
伝
い
地
面
に

を

ら
す
彼
女
は
私
を
見
て
心
の

か
ら
安

し
て
い

る 
水
色
の
三

槍

部

の
⻘
い
ク
リ
ス
タ
ル

手

足
を

む
先

化
さ
れ
た

部

部

を
持
つ

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

そ
れ
を

る
人
な
ん
て

た

た
一
人

期
日
本
代
表

の

候
補
で
あ
る
姉

お
姉
ち

ん

更
識
■
■

 
ぎ

と
目
を

い
て

く

 
な
ん
で

に
と
い
う
疑
問
で
い

い
だ

た

助
け
に
来
た
の
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
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ら
か

し
か
し
そ
の
疑
問
は

場

を
突
き
止
め
た
方
法
で
は
な
く
助
け
に
来
た
理
由
に
つ

い
て
だ

た

な

故

に

 
あ
の
小

の
救

は
ど
う

り
な
さ
い

し

が

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

し
く

す
る

木
に

姉
は

と
す
る

ど

な
声
で

な
手
で

ら
せ
た

三

槍
を

く
間
に
振
る
い

木
の

手

足
を
斬
り

と
し
た
の
で
あ
る

 
び
し

ば
し

と
血
が
流
れ
大
き
な
血
だ
ま
り
が
出
来
る

達

に
な

た

木
は
そ

こ
へ
と

ち
た

い
ぎ

そ
こ
で

て
な
さ
い

ち

ん
に
手
を
出
し
た
報
い
よ

後
で
死
ぬ

ど

い
拷
問
に
掛
け

て
や
る
わ

い
先

い
人
生
を
棒
に
振

た
事
を
後
悔
す
る
だ
け
じ

済
ま
な
い

ど
の
と

び

き
り
の
を
ね

 
血
だ
ま
り
で
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
く

木
に
そ
う

い
捨
て
た
彼
女
は
ホ
バ

動
で
こ
ち
ら

に
来
る
や

や

い
水
の
カ

タ

で
縄
を
切
り
裂
い
た

自
由
の
身
に
な
る
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直
後

き

め
ら
れ
た

よ
か

た

無
事
で

本

に
良
か

た

 

き

め
ら
れ
た
か
ら

よ
く
分
か

た

彼
女
の
声
が

ん
の

か
に

え
て
い
る
事
が

彼
女
の

が

足
が

体
が

全
身
が

小
さ
く

え
て
い
る
事
が

よ
く
分
か

た

 
カ
チ
カ
チ

と
⻭
の
根
が
合
わ
な
い

も

こ
え
た

 

あ
の
姉
が

天
才
の
姉
が

恐
怖
し
て
い
る

 

に

恐
怖
し
て
い
る
の

 

惑
が
浮
か
ぶ

え
な
ど
分
か
り
切

て
い
る
け
れ
ど
そ
れ
は
私
が
今
ま
で
彼
女
に

い

て
い
た

と
ま
る

き
り
逆
の
事
だ
か
ら

す
ぐ
に

み

め
な
か

た

 
こ
の
人
が

姉
が

私
が
死
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
に
恐
怖
し
て
い
る

な
ん
て

 
そ
ん
な
の

信
じ
ら
れ
な
か

た

 

け
れ
ど

 
こ
の
人
が

本

に
恐
怖
し

し
て
い
る
と
感
じ
た
の
は
事
実
だ

 
分
か
ら
な
い
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が
分
か
ら
な
か

た

  
二

二
五
年
五
月
二
十
七
日
月

日

前
八
時
十
五
分

 

学
園
生

会

 

ど
う
す
る

私
は
ど
う
す
る
べ
き
な
の

 
焦

が

中
を

け

け
る

思

は
千

に
乱
れ
動

は

し
い

ハ

キ
リ

て

静
な
判
断
を
下
せ
る
状

で
は
無
い
と

乱
気
味
の
今
で
す
ら
思
え
る
程
に
私
は
焦

て
い

た 
つ
い
数
分
前
本

の
方
か
ら

絡
が
あ

た

学

付
近
に

り

ま
せ
て
い
る
護
衛
の
定

期

絡
で

と
本

が
登

し
て
い
な
い
と
い
う

絡
が
学

か
ら
あ

た
と
い
う

体

不

良
で

ん
だ
の
か
と
も
思

た
が

私
は
そ
ん
な

絡
は

け
て
い
な
い

 
だ
か
ら
す
ぐ
に
分
か

た

彼
女
達
の
身
に

か
が
あ

た
の
だ
と

 
本
家
か
ら
も
分
家
か
ら
も
妹
が

ま
れ
て
い
る
事
は
知

て
い
た

自
分
も
主
に
年

い
小

が

主
に
な

た
件
で

ま
れ
て
い
る
が
暗
部
を

べ
る
者
で
あ
る
か
ら
か
手
出
し
さ
れ
る

事
は
少
な
く
反
面
妹
に
矛
先
は
向
き
や
す
か

た

だ
か
ら
先
手
を
打
つ
よ
う
に
暗
部
か
ら
切
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り
離
し
た
の
だ

私
と
彼
女
の

事

を
一
つ
で
も

ら
す
た
め
に

 
そ
れ
が
今
回

わ

て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い

ど
れ
だ
け

と

え
ど
他
者
を
四
六

時
中
護
れ
る
存
在
は

な
い

そ
の
隙
を
突
く
の
も
ま
た
暗
部
だ
か
ら
だ

 
だ
か
ら
今
は

理
由
は
ど
う
で
も
い
い

 
大
事
な
の
は
大
切
な
妹
と
そ
の

の

者
二
人
が
ど
こ
に

れ
去
ら
れ
た
か
と
い
う

事
だ

し
い
の
は
運
転
手
や
そ
の
護
衛
だ
が
彼
女
達
の
送

に

い
て
い
る
者
は

も
が
先

代
の

か
ら
更
識
に
仕
え
て
い
る
者
達
ば
か
り

信

に
足
る
者
達
で
あ
る
以
上
外
部

で
あ

る
可
能
性
は
非
常
に
高
い

 
虚
に
情
報
収
集
を
さ
せ
て
い
る
が
手
古

て
い
る
ら
し
く
中

情
報
が
来
な
い

送

車
を

襲

た
な
ら
確
実
に
騒
ぎ
に
な

て
い
る

な
の
に

そ
れ
が
無
い
と
い
う
の
だ

 

か
お
か
し
い

 
得
も

え
ぬ
違
和
感
が

み
上
る

も
ど
か
し
い
気
持
ち
に

ら
れ
い
ま
か
ら
で
も

び
出

し
た
く
な

て
し
ま
う

 
だ
が
闇
雲
に
動
い
た
と
こ
ろ
で
意
味
は
無
い

国
家
代
表
候
補

と
し
て
専

機
を

与
さ

れ
て
い
る
私
は
そ
れ
だ
け
で
国
を
滅

せ
る
戦
力

い
を

け
て
い
る

下
手
に
動
こ
う
も
の
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な
ら
す
ぐ

束
さ
れ

対

に
な

て
し
ま
い
か
ね
な
い

お

お

さ
ま

虚
ち

ん

か
分
か

た

 

ち

ん
と
本

は

い

い
え

そ
れ
が

様
た
ち
で
は
な
く

と
に
か
く
こ
れ
を

 

惑
と
焦

の
面
持
ち
で
彼
女
が
最
近
よ
く

べ
も
の
や
仕
事
で
使

て
い
る
タ
ブ
レ

ト

を

け
取
る

表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
有
名
な
動

サ
イ
ト
だ

た

そ
れ
の
生
中
継

像

が
全

面
表
示
で

し
出
さ
れ
て
い
る

 
動

は

点
な
の
か
三
四

て
の

ビ
ル

を
見
下
ろ
す

か
ら
の
も
の
だ

面

で
見
切
れ
て
い
た
り
ビ
ル

の

を

ん
で
い
る
の
は
私
も
見

れ
て
い
る

で

あ
る

そ
れ
が
三
機

打
鉄
が
二
機

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ
が
一
機

影
者
の

も
の
も
恐
ら
く

打
鉄

で

多
分
四
機
動
い
て
い
る

 
そ
れ
に
私
は

を

め
た

の
中
は

疑
問

で
い

い
だ

 

で

ち

ん

の
情
報
を
探

て
い
た
ら
こ
ん
な
動

に
行
き

い
た
の
か
と
い
う
疑

問
も
確
か
に
あ
る

し
か
し
そ
れ
以
上
に
こ
ん
な
大
取
り
も
の
の
話
は

い
て
い
な
い
と
い

う
疑
念
が
強
く

き
上
が

た
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罪
者
の

作
戦
で

が
導
入
さ
れ
る
事
は
決
し
て
少
な
く
な
い

な
に
せ
現
代
兵
器

手
に
は

無

で

発
物
を
前
に
し
て
も
平
然
と

み
倒
し
て
い
け
る
く
ら
い

な
代
物

だ

安
全
性
を

先
す
る
な
ら
全
て
の

部
隊
に
配
備
さ
れ
る
方
が
い
い
レ
ベ
ル
で
あ
る

し

か
し
コ
ア
の
上
限
数
や
国
家
間
の

も
あ
り

に
は
配
備
さ
れ
ず
事
前

で

さ

れ
た

士
が
動
く
く
ら
い
だ

た

 
そ
の

真

先
に
声
が
掛
か
る
の
は
専

機
持
ち
だ

し
ろ

練
機
は
補

の

備

を

回
必
要
と
し
終
わ
れ
ば
コ
ン
テ
ナ
へ
収

す
る
手
間
が
あ
る
の
に
対
し
専

機
は

者
が
そ
の
場
に
行
け
ば
全
て
事
足
り
る
の
で

の
手
間
が
圧
倒
的
に

か
れ
る
か
ら
で

あ
る

 
だ
か
ら
疑
問
に
感
じ
て
い
た
の
だ
が

そ
れ
は

す
ぐ
に
氷
解
し
た

さ

さ
と
死
ね

 

く

た
女
性
が
打
鉄
標

備
の
近

ブ
レ

ド

を
振
り
下
ろ
す

そ
の

刃
は

ビ
ル
前
の
道
路
を

て
い
た
一
人
の
子

に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ

 

ま
で
な
び
く
白
髪
と

華

な

の
黒

の
子

 
振
り
下
ろ
さ
れ
る

の

が

子

を

え
る
直
前

子

は
横
に
全
力
で

ん
だ

ア
ス
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フ

ル
ト
の
地
面
を

り

き
な
が
ら

打
鉄

は
そ
の
ま
ま

り
過
ぎ
る

が
死
ぬ
か

和
人
君

 
空
を

ぶ
四
機
の

を
前
に
そ
う

え
た

力
に
感
心
す
る
よ
り
も
前
に

そ
の
声
の
主
が

明
ら
か
に
な

て

私
の
思

は
今

こ
そ
空
白
に
な

た

目
に

か
れ
た
黒
い
眼

と

目
の
金
色

そ
し
て
覚
え
の
あ
る
黒

正
確
に
は
紺
色

の
ブ
レ
ザ

の
制

ま
で
記

と
合

す
れ
ば

間
違
い
よ
う
が
な
い

 
先

か
ら

た
ち
の
送

に
同

し

学

へ

う
よ
う
に
な

た
桐

谷
和
人
そ
の
人
だ

 
彼
は
ビ
ル
の
間
を

い

が

り

い
と
こ
ろ
を

ん
で

て
い
る
よ
う
だ

た

そ

れ
を

に
追
い

時
に
ブ
レ

ド

時
に

専

の

器
で

死
の
攻
撃
を
仕
掛
け
る
三
人

の
女
た
ち

よ
こ
れ

護
衛
は

を
や

て
る
の
よ

そ

そ
れ
が

信
不

で

 
ぐ

と

⻭

み
す
る
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分
か

て
い
る

彼
ら
に
付
け
て
い
た
護
衛
は
⻑
年
更
識
に
仕
え
て
い
て
経
験

の
実
力

者
だ
が

を
前
に
し
て
は
流

に
手
も
足
も
出
な
い
と
い
う
事
を

立
ち
向
か

た
と
し
て

も

で
引
き

さ
れ
死
ぬ
事
は

者
だ
か
ら
こ
そ
よ
く
理
解
し
て
い
た

 
お
そ
ら
く

彼
ら
は
も
う

 
無
事
を
祈
り
な
が
ら
も

同
時
に

福
も
祈

て
お
い
て

私
は
思

を
切
り

え
た

 

か
ら

を
取
り
出
し
ホ

ム

面
に
設

し
て
い
る
電
話

ア
プ
リ
を
開
く

目

て
の
件
名
を
見
つ
け
て
す
ぐ
に
ダ
イ

ル
を
掛
け
た

 

と
本

二
人
の
誘

と
彼
に
対
す
る
襲
撃
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
あ
ま
り
に

に

い
過

ぎ
て
い
る

た
か
の
よ
う
な
そ
れ
は

決
し
て
偶
然
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

 
最
悪
の
可
能
性
が
す
ぐ
に
浮
か
ん
だ

方
を
人

に
取
り

ど
ち
ら
を

ぶ
か
と
い
う

そ
し
て
ど
ち
ら
を

う
と
も
す
ぐ
に
助
け
に
行
け
る
場

に

な
い
以
上
は
ど
ち
ら

も
取
り
こ

す
と
い
う

最
悪
の
未
来
だ

 
正

真

な
手

な
ん
て

取

て
ら
れ
な
い

 

更
識

と
い
う
家
に

け
る

桐

谷
和
人

の
価
値
は

彼
の
命
一
つ
で
家
の
取
り

し

も

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ど
に
大
き
い
も
の
だ

彼
が

な
け
れ
ば
日
本
の
未
来
が
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無
い
と
な
れ
ば

は
無
能
の
暗
部
な
ど
容

く
切
り
捨
て
る
だ
ろ
う

仮

歴
史
あ
る
暗
部

だ
と
し
て
も

だ

 

て

の
方
は
そ
う
で
も
な
い

代
表
候
補
生
第
二

で
あ
り
じ
き
に
専

機
も

与

さ
れ
る
話
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
が
彼
女
個
人
は
更
識
を
大
き
く
揺
る
が
す
程
で
は
無
い

せ
い

い
私
が
死
ん
だ
時
の
代
理
く
ら
い
に
し
か

に
は

価
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う

 

そ
れ
で
い
い

と
私
は

え
て
い
た

 
私
が

で
あ
れ
ば
あ
る

ど

彼
女
は
暗
部
に
近
付
か
な
く
て
良
く
な
る
と

え
て
い
た

だ
か
ら

て
い
た

 

楯
無

を
名

て
い
る
理
由
は

一
も
二
も
無
く

愛
し
い
妹
を

残
る

一
の
肉
親
を

守
る
た
め
な
の
だ

無
邪
気
に

て
く
れ
た
彼
女
を
不

に
し
た
く
な
い
が

に
身
を

に
し

て

い
て

心
を
⻤
に
し
て
邪
険
に
し
た

 
そ
れ

ど

彼
女
の
存
在
は
大
き
い

 
彼
女
が
死
ん
で
し
ま
え
ば

私
は

楯
無

を
名

る
意
味
の

ど
を
喪
う
も
同
然
で
あ
る

 
日
本
の
未
来
な
ど
知

た
事
で
は
無
い

私
と
彼
女
の

ら
す

境
が
少
し
で
も
良
い
も
の
に

な
る
な
ら

と
い
う
程

の
認
識
だ

良
く
仕
え
て
く
れ
て
い
る

姉
妹
は
ま
た
特
別
だ
が
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だ
か
ら

彼
女
を
救
う
た
め
な
ら
ば

ど
ん
な
手
も
打
つ

も
り
だ

た

 

電
話
が
終
わ
る

 

の
使

許
可
が
下
り
正
式
に
日
本
の

空
圏
内
で
あ
れ
ば

行
可
能
と
な

た

継
ぎ

に
虚
に
指
示
を
出
し

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
方

を
示
し
て
お
く

 
そ
れ
で
も

ま
だ
悩
む
事
は
あ

た

 
そ
れ
は

た
ち
と
和
人

ど
ち
ら
を
先
に
救
う
か

と
い
う
点
だ

 

の

場

は

に

れ
て
い
る

彼
女
の

は
電
源
を
切
ら
れ
て
い
た
が
有
事
に

備
え
て
こ

そ
り

学

に

ば
せ
て
い
た
探
知
機
が
仕
事
を
し
て
く
れ
た

 
だ
か
ら
問

は
ど
ち
ら
を

先
す
る
か

 
■
■姉

と
し
て

妹
を

先
す
る
か

 
楯

無主
と
し
て

和
人
を

先
す
る
か

 

立
場
上
で

え
ば

い
な
く
後
者
を

先
す
る
べ
き
で
あ
る

 
仮
に

を

先
し

そ
の
せ
い
で
和
人
が
死
ん
だ
場
合

更
識

は

う
ま
で
も
無
く
取
り

さ
れ
る

日
本
の
裏

会
に
精

し
て
い
る
と

え
ど
怨
恨
を

て
い
な
い

で
は
な
い

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

か
れ
る
の
は
目
に
見
え
た
事
だ

日
本
の
未
来
を

慮
し

に

す
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る
な
ら
ば

和
人
を

先
す
る
以
外
に
は
無
い

 
だ
が

そ
れ
を

び
切
れ
な
い

■
■私

が

た

 

が
在

て
こ
そ
の

楯
無私

な
の
だ

彼
女
が
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
私
は
姉
で

て
同
時
に

楯
無
と
し
て
自
分
を

り

け
ら
れ
て
い
る

な
の
に
彼
女
を
死
な
せ
て
し
ま

て
は
本

転

倒 
し
か
し
状
況
は

立
場
は

彼
を

先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
板

み
に
遭

て
い
た

 
そ
の
時

の

が
振
動
し
た

 

を

け
下
り
な
が
ら
制

の
内
ポ
ケ

ト
か
ら
そ
れ
を
出
す

面
に
は
桐

谷
和

人

と
あ

たま
さ
か

 
ざ

と
血
の
気
が
引
く
の
が
分
か

た

間
に
合
わ
な
か

た
の
か

と

 
彼
は
生
体
同
期
型
の

を
持

て
い
る

し
か
し
世
間
に
は
ま
だ

表
さ
れ
て
い
な
い
し

表
時
期
も
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
す
る
と

達
と
話
し
合

て
決
め
て
い
る
か
ら
律

な
彼
が
そ
れ
を
使
う
と
は

思
え
な
か

た

つ
ま
り
彼
は

生
身
で

四
機
を

手
に
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が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 
無
論
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
無
銘
の
能
力
を
フ
ル
活

し
て
い
る
と
は
思
う
が
常
に
中
継
さ

れ
て
い
る
以
上
は
そ
れ
も
限

が
あ
る

 
だ
か
ら

最
悪
の
予
想
が
浮
か
ん
だ

 
私
が

び
切
る
前
に

も
う
全
て
が
終
わ
り
始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と

 

え
る
手
で
ボ
タ
ン
を
タ

プ

ダ
イ

ル
を
繋

る

 

ス
ピ

カ

か
ら
は
騒

が

い
て
来
た

楯
無

こ
え
る
か

和
人
君

 
間
を

か
ず

切

し
て
い
る
と
分
か
る
少
年
の
声
が

こ
え
た

 
ま
だ
生
き
て
い
た
と
安

す
る
と
共
に

が

い
て
来
る
が
そ
れ
ら
が

葉
に
出
る
よ

り
も
前
に

か
ら
の
声
が

み
か
け
ら
れ
る

い
い
か

よ
く

い
て
く
れ

は
い
ま

四
機
に
襲
わ
れ
て
る

女
権

体
ら
し
い

を
殺
し
て

の

明
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
の
が
目
的
だ
そ
う
だ

 

ん
の
少
し
の
情
報
を

い
て
彼
を
殺
し
た
と
こ
ろ
で

技
術
は

絶
え
な
い
な
ど
色
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い
た
い
事
が
浮
か
ん
だ
が

努
め
て

を
つ
ぐ

ん
だ

 
ス
ピ

カ

か
ら

と

女
の

り
声
が

こ
え
て
来
る

 
ず
し

と
地
面
を

る

が
し
た

そ
れ
か
ら

る
足

が

す
る

同
時
に

と
本

も

わ
れ
た
ら
し
い

女
権

体
が

て
た
内
部

だ
ろ
う

・だ

・か
・ら

楯
無
は

達
を
助
け
に
行

て
く
れ

え

え

 
現
在
襲
撃
真

最
中
の
本
人
か
ら
そ
ん
な
事
を

わ
れ
る
と
思

て
い
な
か

た
だ
け
に

は
一
入
だ

た

 
し
か
し

シ

ク
は

す
ぐ
に
収
ま

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
彼
の
在
り
方
を
知

て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い

自
分
よ
り
も
他
人
を

先
す

る

と
い
う
そ
の
生
き
方
を
知

て
い
た
か
ら

で

で
も
和
人
君

私
は

を
死
な
せ
た
い
の
か

  

そ
ん
な

な
い
で
し

う
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そ
れ
は
最

反

だ

た

迷
い
と
か
悩
み
と
か
立
場
と
か
そ
ん
な
の
一
切
合
切

え

な
い

心
の

か
ら
の
本

だ

た

 

ス
ピ

カ

か
ら

ん
の
少
し
の

む
気
配

ん

な
ら

の
事
行
か
な
い
と

・お
・姉
・ち
・

・ん

だ
も
ん
な

 
く
す
く
す
と

う
よ
う
に
彼
は

て
そ
う

た

そ
し
て
有
無
を

わ
さ
ぬ
よ
う

に
電
話
が
切
ら
れ
る

 
つ

つ

と
無
機

な

が
鳴
る

を
ス
リ

プ
さ
せ
ポ
ケ

ト
に
仕
舞
い

ん
だ
私

は

手
で

を

い
た

ん

と
い
う

い
た

が
し
て
ジ

ン
と
し
た

が
伝
わ

て
来
る

あ
り
が
と
う

和
人
君

 
彼
の

い
た
い
事
は

よ
く
伝
わ

た

 

か
つ
て

彼
は
誘

さ
れ

ま
り

ま
し
い
人
体
実
験
を

け
た

 
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い

境
に
身
を

い
た
彼
は
き

と
今
の

の
状
況
に
自
身
を
重

ね
て
い
た

救
い
の
手
が
無
か

た
自
分
と
重
ね

だ
か
ら
こ
そ
私
に
そ
の
救
い
の
手
に
な
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る
よ
う
発
破
を
掛
け
た
の
だ

 
彼
か
ら
す
れ
ば

私
と

の

は
も
ど
か
し
い
も
の
だ

た
に
違
い
な
い

 
で
も
そ
れ
は
生
き
て
い
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い

だ

同
時
に
生
き
て
い
な
け
れ
ば

彼
女
と
の

違
い
を
解
決
す
る
事
は
出
来
な
い

私
は

後
悔
に
苛
ま
れ
生
き
て
い
く

 
実
姉
と
事
実
上
の

別
を
し
た
彼
か
ら
す
れ
ば
本

も

い
合
わ
ず
面
と
向
か

て
対
峙

し
な
い
内
の
離
別
は

え
無

な
他
人
だ
と
し
て
も
見
た
く
な
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
経
験
が
あ

た
か
ら
こ
そ
無

と
は

え
身
近
な
人
間
の
私
達

に

同
じ
思
い
を
さ
せ
た
く
な
か

た
の
か

 
人
の

い
彼
の
事
だ
か
ら

ど
れ
も
あ
り
得
そ
う
だ

た

き
ま
し

う

レ
イ
デ

 

子
か
ら

り
下

た
一
対
の

ね
つ
け

根
付
に
呼
び
掛
け
る

 

裏
に

Ｙ
ｅ
ｓ

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

と
い
う

し
い
女
性
の
声
が

こ
え
た

 
セ
カ
ン
ド
・
シ
フ
ト

二

行
を
果
た
し
た
海
神
の
淑
女
を

た
私
は
一
目

に
探
知
機
が
示
し
た

標

へ
と

し
た
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そ
う
し
て

私
は
妹
を
助
け
出
せ
た
の
だ

   
ス
リ

プ
さ
せ
た

を
制

の
内
ポ
ケ

ト
に

す

 
本
来
で
あ
れ
ば
直

く
つ
も
り
だ

た
助
け
て葉

そ
れ
を

い
て
い
な
い
以
上
こ
れ
は
本

に
勝
手
な
お
節

身
勝
手
な

の
エ
ゴ

み

む
べ
き
で
な
い

ま
で

足
で

み

入

た
自
覚
は
あ
る

 
だ
が
い
ま
彼
女
が

か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
状
況
が
か
つ
て
の
自
分
と
似

て
い
る
と

せ
れ
ば

自
ず
と
そ
の
心
境
も
想
像
出
来
る

 
そ
れ
で
人
を
救
え
る
な
ら

間
違

て
は
い
な
い
だ
ろ
う

 
発
破
は
掛
け
た

 
間
に
合
う
か
ど
う
か
は

も
う

が
感
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

 
・

・の
・手
・で
・ど
・う
・に
・か
・出
・来
・る
・

・

・で
・は
・な
・い

 

も
う

に
出
来
る
事
は
な
に
も
な
い

 

を
上

空
を
見
る
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打
鉄

三
機
と

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ

一
機
を

る
四
人
の
女
性
が

怒
り
に

を

歪
め

を
見
下
ろ
し
て
い
た

  
・
更
識

 

さ
れ

け
て
き
た
事
で

人
間

い
に
な

た
人
物

 
彼
女
は

運
が
悪
か

た

暗
部
に
生
ま
れ

な
姉
を
持
ち

そ
れ
を
超
え
る
間
す
ら

な
く

の

が

り
く
る

く
に

を
喪

た
今

一
の
肉
親
で
あ
る
姉
か
ら
は
邪
険

に
さ
れ
頼
れ
な
い

 

は

た
が
彼
女
は
裏
に
触
れ
て
い
る
反
面
自
身
は
な
ん
ら

わ

て
い
な
い

 
そ
の

感
は
自
身
を
苛
み

時
し
か
非
現
実
へ
と

現
実
を

う
と

ん
じ

い
と

い

絶

す
る

は

全
て
を

め
よ
う
と
し
た

か
つ
て
の
少
年
の
よ
う
に

 

そ
う
し
て
絶
望
し
切
る
そ
の

前

救
い
の
手
は

ば
さ
れ
た
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こ
れ
は
た
だ
の
キ

カ
ケ

ス
タ

ト
ラ
イ
ン
を

む

前

戦

 
そ
の
手
に

く
も
の
は

果
た
し
て

  
・
更
識

■楯
■無

 

私
の
立
場
で
板

み
に
遭

て
い
た
人
物

 

に
古
く
か
ら
仕
え
る
暗
部
家

主
楯
無
と
し
て
は
和
人
を

先
・し
・な
・け
・れ
・ば
・な
・ら

・な
・い

 
し
か
し
一
個
人

■
■

と
し
て
は

を

先
・し
・た
・い

 

そ
の
決
断
は

第
三
者
の
発
破
で
下
さ
れ
た

 
こ
の
先
ど
ん
な
結

に
な
ろ
う
と
も

■
■
は
決
し
て

後
悔
し
な
い
だ
ろ
う

 
こ
こ
に
覚
悟
は

ま

た

  
・
桐

谷
和
人

 
に

ち
も
さ

ち
も
い
か
な
い
姉
妹
を
二

月

ど
見
守

て
い
た
少
年

 
二
人
が

別
す
る
の
も

直
り
す
る
の
も
別
に
構
わ
な
い
が

個
人
的
に
は

本

を

い
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合

た
上
で
結
論
を
出
す
方
が
い
い
だ
ろ
う

と
い
う
身
勝
手
な
お
節

で

楯
無
を
煽

た 
こ
れ
で
間
に
合
う
か
は
和
人
に
も
分
か
ら
な
い

自
分
で

と
か
出
来
る
事
と
出
来
な
い
事
の

線
引
き
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
事
で

サ
バ
サ
バ
し
た
面
が
出
て
き
た

 

和
人
も

二
人
に
重
ね
て
見
て
い
た
も
の
が
あ
る

 
こ
れ
は
彼
の
エ
ゴ

 
彼
が

く

未
練
の
残
滓

 
在
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
少
年
の
歪
な
形
に
な

た
願
い
は

そ
れ
で
も
確
か
に
二
人

の
命
と
心
を
絶
望
か
ら
守

た

 
最

せ
る
事
は
無
い

 
願
わ
く
ば

よ
り
良
い
未
来
に
な
り
ま
す
よ
う
に

 
そ
れ
が

彼
の
エ
ゴ
だ

た

 

同
時
に

と
本

も

わ
れ
た
ら
し
い

女
権

体
が

て
た
内
部

だ
ろ
う

・だ

・か
・ら

楯
無
は

達
を
助
け
に
行

て
く
れ
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契
約

を
危
険
に
晒
す
人
物
へ
の
対

に
協
力
す
る

意

 

を

先
し
て
和
人
を
見
捨
て
る
事
を
前

に
し
た
も
の
で
は
な
い

め

 
こ
れ
を
結
ん
だ
の
は
和
人
が
現
実
に
復
帰
し
た
直
後
で
あ
る
た
め

ま
だ
会

た
事
も
な
い

人
物
を
守
る
事
に
了
承
し
た
と
い
う
持
ち
か
け
た
楯
無
の
シ
ス
コ
ン

ぶ
り
と
引
き

け

た
和
人
の
ア
レ
ぶ
り
が

著
に
表
れ
て
い
る
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十
九
幕
 

掌
の
上

  

点

直
葉

和
人

 

数

約
九
千

 
今
話
は
主
に

故
和
人
が
楯
無
に
発
破
を
掛
け
て
ま
で

か
ら
見
れ
ば
自
分
の
命
を
蔑
ろ

に
し
て
い
る

を
し
た
か
直
葉
達
と
生
き
て
彼
女
ら
を

せ
に
し
た
い
と
願

て
い
る
の

に

の
説
明
み
た
い
な
も
の

 
で
は
ど
う
ぞ

  

時
は

・
本

誘

発
覚
の
前
に

る

 
二

二
五
年
五
月
二
十
六
日

月

日

前
八
時
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越

桐

谷

 
月

の

学

に
行
か
な
け
れ
ば
と

を
済
ま
せ
同

し
て
い
る
紺

姉
妹
を

そ
う

と

え
た
時
だ

た

リ
ビ
ン
グ
の
外
家
の
敷
地
を
取
り

む

の
向
こ
う

に
人
がた

む
ろし

て

い
る
気
配
を
感
じ
た

 
あ
た
し
が
そ
れ
に
気
付
け
た
の
は

に
経
験
が
あ

た
か
ら
だ

た

 
義
弟
に
出
会
う
よ
り
も

か
前

多
流

道
場
へ
出

古
に
行

て
い
た

に

発
し
て
い
た

お道
礼場
参破
りり

の
空
気
と

騒
を
直
に
感
じ
て
い
た
か
ら
だ

出

古
を
済
ま
せ
道
場
か
ら
帰
ろ

う
と
し
た

に

ち
構
え
ら
れ
て
い
た
時
と

同
じ

 

り

り
と

を

す
る
感
覚
と
意
識
の
ス
イ

チ
が
切
り

わ
る
感
覚
は
と
も
す
れ

ば
デ
ス
ゲ

ム
の
時
と
同

か

直
葉

こ
れ

て

 
お
そ
る
お
そ
る

木

が
声
を
掛
け
て
き
た

 
感
覚
の

い
彼
女
も

の

と
異
な
る
空
気
を

に
感
じ
取
り
違
和
感
を
覚
え
た
の

だ
ろ
う

未

の
攻
略
を
し
て
い
た
彼
女
で
あ
れ
ば
身
の
危
険
を
感
じ
取
る
感
覚
が

い
の

も

得
だ

見
れ
ば

子
も
感
じ
取

て
い
る
よ
う
だ

た
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息
を
潜
め
る

 
テ
レ
ビ
も
消
し
生
活
が

う失
せ
た
リ
ビ
ン
グ
の
中
で
三
人

て
り
ん
だ

じ
ね
ん

自
然

外
か
ら
の

が
よ
り

明
に

こ
え
る
よ
う
に
な
る

 

て

て
い
る
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い

だ
が

の

り
様
や
抑

か
ら

感
情
的
に

な

て
い
る
事
だ
け
は
分
か

た

 

と
う
と
う
来
た
か

と
内
心
で

と
り
ご
ち
る

 
目
的
理
由
は
ど
う
あ
れ

か
し
ら
の
悪
意
を
持

て
あ
た
し
達
に
危

を
加
え
る
可
能
性

は
初
期
の

か
ら
危
惧
さ
れ
て
い
た

最
近
ま
で
は

時
来
る
か
も
不
明
な
襲
撃
に

時
も
気

を

て
い
た
の
で
は

れ
る
し

更
識

の
護
衛
・
監

も
あ
る
か
ら
そ
こ
ま
で

し
て

い
な
か

た
程
だ

 
し
か
し

事
変

の
後
か
ら
は
別
だ

 
彼
の
実

を
世
界
は
知

て
し
ま

た

彼
の
行
い
を
非

す
る
者
が

れ
ば
称

す
る
者
が

る
よ
う
に
彼
を
認
め
る
者
が
増
大
し
て
い
く
に
つ
れ
反
感
や

意
と
い
う
も
の
も
よ
り
大
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き
な
も
の
と
な

て
い
く

 
世
間
は
彼
を
認
め
始
め
て
い
た

 
で
あ
れ
ば

一

は
出
来
損
な
い

と
い
う

定
観
念
が

に

れ
始
め
た
も
同
義

だ

そ
れ
は
彼
を

め
た
い
と

え
て
い
る
者
達
に
と

て
不

合
過
ぎ
る

 
な
ら
ば
ど
う
す
る
か

 

え
は

力
だ

彼
を

め
る
者
達
は
ど
う
し
て
か
法
律
に
反
す
る
事
で
あ
ろ
う
と

平
然
と

す

向
に
あ
る
と
見
て
い
る
し
男
を
見
下
す
女
権
で
あ
れ
ば

い
な
く
兇
器
の

を
持
ち
出
す
事
も
目
に
見
え
て
い
た

最
悪

す
ら
も
ど
こ
か
か
ら

達
な
い
し
強
奪
す
る

つ
ま
り
彼
を
殺
す
事
も

え
て
い
る
の
な
ら
そ
の

な
ら
他
者
を
人

に
す
る
事
だ

て

に
や

て
の
け
る
だ
ろ
う

 
そ
の

真

先
に

わ
れ
る
の
は
あ
た
し
だ
と
理
解
し
て
い
た

共
に
戦

た

間
達
よ
り

も
家

と
し
て

け
入
れ
て
い
る
義
理
の
姉
桐

谷
直
葉
を

さ
え
た
方
が
確
実
と
い
う

の
は

至
極

然
の
結
論
だ

 
無
論

ま

て
や
る
義
理
は
無
い

ま
る
つ
も
り
も
無
い

 
あ
の
子
の

に
在
ろ
う
と
す
る
な
ら

た
だ
守
ら
れ
る
だ
け
で
は
ダ
メ
な
の
だ
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念
の
た
め

備
え
ま
し

う

間
違

て
た
時
は
そ
の
時
で
す

了
解

分
か
り
ま
し
た

 

を
見
合
わ
せ

い
た
後

あ
た
し
達
は

速
に
行
動
を
始
め
た

 
木

は
一
目

に
キ

チ
ン
へ
と
近
付
く

木

を
し
て
い
る
の

フ
ラ
イ
パ
ン
を
盾
に
し
よ
う
か
な

て

武
器
に
も
な
る
し

 
そ
の
手
が
あ

た
か

と
あ
た
し
は
思
わ
ず

得
し
た

 
チ
タ
ン
製
の
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ら
数
発
く
ら
い
は
弾

け
に
は
な
る
だ
ろ
う

武
器
に
も
な
る

代
わ
り
に

今
後

理
に
は
使
え
な
く
な
り
そ
う
だ
が

命
の
対
価
と
思
え
ば
安
い
も
の
だ

 
そ
う

え
て
い
る
の
を
他

に

子
も
感
化
さ
れ
た
の
か
キ

チ
ン
で

か
を
探
し
始
め
た

じ

あ

私
は
こ
れ
で

 
そ
う

て
取
り
出
し
た
の
は
バ

ベ
キ

の

き

だ

た

し
か
も
金
属
製

先

が

て
い
る
の
で
突
け
ば

然
肉
を

つ

な
攻
撃
力
で

え
ば
あ
た
し
の

刀
が
最

高
だ
が

部

に
よ

て
は
こ
の

き

の
方
が
殺
傷
力
は
上
だ
ろ
う
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う
わ

姉
ち

ん

物
騒
だ
ね

本
数
が
あ
る
か
ら
ピ

ク
の
要

で
投

ら
れ
る
わ

後
方

は

せ
て

ボ
ク
の
姉
ち

ん
が
マ
ジ
過
ぎ
る

よ
り
マ
シ
で
し

ど

ち
も
ど

ち
だ
と
思
う
な

 
し

し

と
シ

ド

の
よ
う
に

き

を
持

た

手
で
華

な
ス
ナ

プ
を
見
せ

る

子
に

木

は
真

に
な

た

 
信
頼
し
て
る
味
方
か
ら
の

が

き

の
投

な
ん
て

が
大
き
過
ぎ
て

に
も
な
ら

な
い
の
で
あ
た
し
は
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
は
や
め
て
ね
と

く
返
す
に

め
て
お
い

た 
そ
れ
を
横
目
に

き
な
が
ら
護
身
の

に

刀
を
持
ち

り
に
く
い
よ
う

足
に
な

て

い
た
あ
た
し
は
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て
救

目
的
の
電
話
を
掛
け
て
い
る

違
い
だ
と
向
こ

う
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う
が
間
違

て
い
な
け
れ
ば
命
を

と
し
か
ね
な
い
の
だ

備
え
て

お
い
て
損
は
無
い

 
出

時
間
だ
か
ら
か

コ

ル
回
数
が
十
回
近
く
に
な

て
も
繋
が
ら
な
い
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そ
の
間
に
リ
ビ
ン
グ
を
離
れ
道
場
に
向
か
う
廊
下
へ
と
向
か
う

内
で
は

足
に

刀
を

振
る
え
な
い
か
ら

外
に
行
く
の
は
道
理

し
か
し

や
リ
ビ
ン
グ
の

か
ら
出
る
の
は
悪
手

な
の
で

り
廊
下
か
ら

り
て
向
か
う
べ
き
だ
と

え
た
の
だ

 
し
か
し

動
す
る
間
も
電
話
が
繋
が
る
気
配
は
な
い

 
ま
さ
か
向
こ
う
も

か
あ

た
の
か
と

え
た
と
こ
ろ
で
無
機

な
電
子

が
止
ま

た

う

い

束
さ
ん
れ

す

 
ス
ピ

カ

か
ら

分
間

び
し
た
女
性
の
声
が

こ
え
て
き
た

ま
た

夜
で
も
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
と

し
は
付
く

Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

を

き

し
た
と
い
う
の
に

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン
の
残
滓
が
あ
る
と
な
れ
ば
そ
の
精

や
バ
グ
確
認
に
追
わ
れ
る
の
も
む
べ
な
る
か
な

と

え
よ
う

し
い
時
は
更
識

に
帰
ら
な
い
事
も
あ
る

と
は
本
人
か
ら

い
て
い
た

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

こ
ち
ら
も
要
件
を

お
う
と

を
開
く

 

が
し

ん

と

大
な
ガ
ラ
ス
の
破

が

こ
え
て
き
た
の
は
そ
の
時
だ

 

の
発
生
源
は
後
ろ

恐
ら
く
は
リ
ビ
ン
グ
に

み
入
ら
れ
た

動
し
て
い
て
良
か

た

と

自
分
の
判
断
を

め
た
く
な

た

こ
う
い
う

な
ん
で
す

救

お
願
い
で
き
ま
す
か
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束
さ
ん
は
出
れ
な
い
か
ら

ク
ロ
ち

ん
に
お
願
い
す
る
よ

二
分
持
ち

え
て

了
解

 

手
が

を
持

て
い
た
場
合
初
手
で

離
を

め
な
け
れ
ば

み
確
定
の
武

の

弱
さ
は
な
ん
と
も
頼
り
な
く
感
じ
る

し
か
し
や
る
し
か
な
い
の
だ
と

し
て
あ
た
し
は

え
た

 
木

と

子
を
見
る

フ
ラ
イ
パ
ン
を
持

た
少
女
は
不

な

み
を

子
は
金
属
製

き

を
束
に
し
て

和
に

み

息
の
合

た

を
返
し
て
来
た

 

話
が
切
れ
た
ス
マ
ホ
を

に
入
れ
る

ガ
キ
共
を
さ

さ
と
探
せ

 
愚

共
が

 
後
ろ
か
ら

な
女
の
声
が

こ
え
た
の
は

道
場
に
繋
が
る

り
廊
下
に
出
た
時

 

そ
う
い
え
ば

道
場
に
は
真
剣
を
立
て
掛
け
て
い
た

け

 
そ
の
思

が

と
浮
か
ん
だ

   
二

二
五
年
五
月
二
十
六
日

月

日

前
八
時
十
七
分
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く
じ

う

福
生

多

付
近

ビ
ル

 

話
を
終
え

ス
リ

プ
さ
せ
た

を
制

の
内
ポ
ケ

ト
に

す

 

を
上

空
を
見
る

打
鉄

三
機
と

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ

一
機
を

る
四

人
の
女
性
が

怒
り
に

を
歪
め

を
見
下
ろ
し
て
い
た

生
身
な
の
に

ま
だ

切
れ
る
気
で
い
る
の

 
お
前
は
も
う
終
わ
り
よ

 
苛
立
ち

じ
り
の
そ
れ
は

を
四
機
導
入
し
て
も
殺
せ
な
い
事
へ
の
苛
立
ち
か

あ
る
い

は

が
生
き
て
い
る
事
で
間

的
に

の
絶
対
性
を

定
し
て
い
る
が
故
の
苛
立
ち
か

も
う

う
ん
ざ
り
だ
と

い
た

な
面
持
ち
で

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ

を

る
女
性
が

大

サ
イ
ズ
の

を
向
け
て
き
た

本

に

そ
う
思
う
の
か

 
だ
と
す
れ
ば

分
と

い
思

回
路
だ
な

で
す

て

 

肉
気
に

た

部

の
指
が
引
き
金
を
引
い
た

 

大
な
マ
ズ
ル
フ
ラ

シ

が

く

 
そ
の
時
点
で

は

か
ら
弾
道
を
予

し
横
に

ん
で
い
る

人
の

ど
も
あ
る
弾

は
直
前
ま
で

が

た

を
精
確
に
撃
ち

い
て
い
た
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そ
れ
を
横
目
に

は

断
せ
ず
四
機
へ
の

を

け
な
が
ら

葉
を

け
た

 
い
ま

が
す
る
べ
き
事
は
救

を

つ
事

 
す
な
わ
ち

時
間

ぎ
だ

疑
問
に
思
わ
な
か

た
の
か

 

出
来
損
な
い

と

め
る
行

を

過
し
て
い
た

が

故
今
更
に
な

て

護
衛
を
付
け
て
ま
で

を
保
護
し
始
め
た
の
か

 

先
だ
け
で
時
間
を

ぐ
の
は
至

の
業
だ

手
の

心
を
引
く
話

を

け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
は
特
に

し
く
未
だ
世
間
に

せ
る
べ
き
情
報
が
多
く
あ
り
複

に
絡
ん

で
い
る
以
上
下
手
な
事
を

れ
な
い

打
鉄
の
一
機
が
カ
メ
ラ
中
継
し
て
い
る
ら
し
く

つ
ま
り
発

が
完
全
に

像
に
残
る

で
少
し
で
も
矛
盾
し
た
事
を

え
ば
そ
の

か
ら
真
実

に

達
す
る
可
能
性
す
ら
あ
る

 
真
実
に

達
さ
れ
な
い
よ
う
理
路
整
然
と
し
た
話
を

手
の
攻
撃
を

し
な
が
ら

け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

 
更
に

今
の

手
は

情
に

ら
れ

静
な
判
断
力
や
思

能
力
を
大
き
く
欠
い
て
い
る

そ
れ
に
は
誘
導
し
や
す
い
と
い
う
メ
リ

ト
の
他
に
こ
ち
ら
に

を

さ
な
い
と
い
う
リ
ス
ク

も
あ
る
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ま
し
て
や

が

え
る
事
の

ど
は

女
権
に
と

て
は
面
白
く
な
い
話
ば
か
り
で
あ
る

に

点
を
超
え
る
と

て
も
過

で
は
な
い

 

ま

そ
れ
で
も
や
れ
る
事
に
変
わ
り
は
な
い

無
銘

は
使
え
な
い

そ
れ
が

達
と
の
契
約
だ

 

が

を
使
え
る
事
実
は

モ
ン
ド
・
グ
ロ

と
い
う
大

な
国
交
事

を

り
越

え
た
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
で
な
け
れ
ば

と
日
本

と
の
間
に
直

的
な
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
を

く
前
に
他
の
国
が

出
し
を
し
て
無

属

い
に
さ
れ
て
し
ま
う

そ
れ
は

る
の
だ

後
が
な
い
日
本
と
し
て
も

大
切
な
人
達
の
安
全
確
保
を
求
め
る

と
し
て
も

そ
し
て
そ
の

が

を

し
て
い
る
お
前
達
を

し
な
い
の
か
と
も

 
大

の
人
か
ら
危
険

さ
れ
て
い
る
女
権
の
悪
意
が

に

び
る
可
能
性
を

達
が

慮
し

な
い

が
無
か

た

 
だ
か
ら

の
代
わ
り
と
な
る
自
衛
手

そ
の
も
の
は

意
さ
れ
て
い
た

 

手
を
後
ろ

に

ば
す

上

に

れ
ベ
ル
ト
に

ん
で
い
た
そ
れ
を

み
取
り
出
す

 
パ

と
見
で
は
そ
れ
は
発

の
よ
う
に
思
え
る
形
状
だ

直

三
セ
ン
チ
⻑
さ
は
二
十

五
セ
ン
チ

ど

片

に
は
登

の
カ
ラ
ビ
ナ
に
似
た
金

が
釣
り
下
が
り
も
う
一
方
は
少
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し
太
く
な

て
い
て
中

に
は

か
の
発

に
も
見
え
る
黒
い
穴
が
開
い
て
い
る

持
つ
部

分
は

ら
か
な

感
だ
が

の

面
上
部
の
一

だ
け
小
さ
な
ス
イ

チ
が
あ

た

 
そ
れ
を
見
た

打
鉄

使
い
の
一
人
が

は
ん

と

で

し
た

い
ま
さ
ら
発

使
う
の

違
う

こ
れ
は
自
衛
に
と

験

に

か
ら

さ
れ
た
も
の
だ

 
そ
の

弄
を
無

で
流
し

の

面
上
部
の
ス
イ

チ
を

す

 
す
る
と

の
中
心
が

き
⻘
い
光
を
放
出
し
た

そ
れ
は
ド

ム
状
に
な
り

を

み

む
よ
う
に
展
開

定
さ
れ
る

対

罪
者
の

型
シ

ル
ド
バ
リ
ア
発
生

だ
と
か

強

は
お

付
き
だ

 

男
で
あ
る

が

を
使
え
る

と
い
う
事
実
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
い
い

 
要
は

を

う
決
定
的

間
さ
え
無
け
れ
ば
良
い

そ
れ
は

逆
に

う
な
ら

・

・

・の
・機

・能
・一
・つ
・一
・つ
・を
・バ
・ラ
・バ
・ラ
・に
・使
・う

事
は
問

に
な
り
得
な
い
と
も

え
る

バ
リ
ア
発
生

て

は

 
な
ん
で
男
な
の
に

を

い
や
で
も
そ
れ

じ

な
い
しが

世
に
出
て
か
ら
も
う
す
ぐ
で
十
年

世
界

国
の

者
達
は

今
も
コ
ア
の
解

に
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力
を
入
れ
て
い
る
の
は
知

て
い
る
よ
な

そ
ん
な
コ
ト
男
の
お
前
に

わ
れ
な
く
て
も
知

て
る
わ
よ

そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ

の

つ
も
り

打
鉄

を

う

者
の
一
人
が

を
構
え
な
が
ら

て
来
た

要
は

コ
レ
は

の
機
能
の
一
つ
を
再
現
す
る

だ
け
に
作
り
出
さ
れ
た
物
と
い
う
事
だ

 

が
良
け
れ
ば
こ
の
話
を
し
た
時
点
で
分
か
る
も
の

し
か
し
そ
れ
を
女
権
に
求
め
る
の

は

と
い
う
も
の
か
も
し
れ
な
い

女
権
は

と

そ
れ
を

え
る
女
性
を
至
高
の
存
在
と

付
け
た
集

だ

つ
ま
り

と
は
完
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
り

性
能
や
武

な
ど
で

良
の

地
こ
そ
あ
れ

機
能
面
に

し
て
は
根
本
的
に
変
わ
り
な
い
と
い
う
認
識
な
の
だ

 
そ
の

定
観
念
が
あ
る
か
ら
分
か
ら
な
い

 
武

を
格

す
る

パ
ス
ス
ロ

ト

と
は
ど
う
い
う
も
の
か

武

の

子
変
換

子
か
ら
原
子
へ

の
再
変
換
構

の
技
術
理
論

そ
ん
な
現
行
の
ス

パ

コ
ン
ピ

タ

で
す
ら
不
可
能

だ
ろ
う
事

を

コ
ア
は

列
演

し
な
が
ら
や

て
の
け
る
と
い
う
オ

バ

テ
ク
ノ
ロ

ジ 
今
の
認
識
は

出
来
る
事
が
分
か

て
い
る
だ
け
で

故
出
来
る
か

ど
う
や

て
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し
て
い
る
か

の
部
分
が
全
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
の
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス

い
で
あ
り

不
可
能
な
代
物
と
し
て

コ
ア

は

わ
れ
て
い
る

 

な
ら
ば

発
想
を
逆
に
す
る

 

コ
ア
と
い
う
ス
タ

ト
か
ら

い
ま
出
来
て
い
る
事
を
解
明
す
る

ボ
ト
ム
ア

プ

の

思

を
や
め

 
い
ま
出
来
て
い
る
事
か
ら

序
立
て
て
コ
ア
の
機
能
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
と
い
う
ト

プ
ダ
ウ
ン
の
思

い
き
な
り
コ
ア
と
そ
の
全
て
の
機
能
を
再
現
す
る
の
で
は
な
く
一
つ
一

つ
機
能
を
再
現
し

理
論
を
解
明
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き

を
動
か
す
コ
ア
は

え
る
な
ら
ス

パ

コ
ン
ピ

タ

の
上

換

あ
ら

る

シ
ス
テ
ム
を
一
つ
の
コ
ア
で
演

し
そ
れ
を
実
行
す
る

と
つ
の

制
シ
ス
テ
ム

な
ら
再

現
す
る
機
能
を
一
つ
に

れ
ば
下

換
の
ス

パ

コ
ン
ピ

タ

で
も
可
能
な
事
は
あ
る

だ

と
い
う
ア
プ
ロ

チ
で
作
り
出
さ
れ
た
も
の
が
コ
レ
さ

は
そ
の

験
者
み
た
い
な

仕
事
も
や

て
い
る
ん
だ

 
そ
の
集
大
成
の
一
つ
が

こ
の

バ
リ
ア
発
生
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人
の
手
で
作
ら
れ

理
論
で
作
り
上

ら
れ
た

を

天
才
か
ど
う
か
の
違
い
だ
け
で
作
れ

な
い
わ
け
が
な
い

技
術
故
に
そ
れ
は
他
の
人
で
も
再
現
可
能
な
も
の
な
の
だ

そ
れ
は
現
在

の
束

士
が
求
め
る
事
で
も
あ
る

 
人
の
手
に
よ

て
解
明
さ
れ
再
現
さ
れ
て
い
け
ば

進
出
へ
の
道
行
き
も
現
実
的
な
も

の
と
な
る

 

か
つ
て

行

と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
さ
れ
た

は

見
向
き
も
さ
れ
ず
に
終
わ

た 
そ
の
結
果

士
が

し
て
白
騎
士
事
件
な
ん
て
引
き

こ
し
兵
器
と
し
て
の
運

に

目
が
向
い
た

だ
が

つ
ま
り
人
の
眼
に
も
明
ら
か
な
形
と
し
て

へ
行
く
た
め
の
機

能
よ
り

兵
器
を

え
る
機
能
の
方
が
目
立

た
と
い
う

だ

 
・な
・ら
・ば
・人
・の
・眼
・に
・分
・か
・り
・や
・す
・い
・形
・に
・

・と
・し
・

・も
・う

 
足
が
か
り
は

で
も
い
い

 
た

た
一
つ
で
も
構
わ
な
い

 
な
に
か

外
と
な
る
一

が
生
み
出
さ
れ
れ
ば

コ
ア
解
明
の
動
き
は

し
く
な
る
だ
ろ

う

い
ま
取
り
出
し
た
の
は
バ
リ
ア
発
生

だ
が
他
に
も

や

子
変
換
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な
ど
も
あ
る

そ
れ
ら
全
て
を

み

み
つ継

ぎ
は

ぎ
な
が
ら
も

と
同

の
代
物

が
出

来
上
が
れ
ば

あ
る
意
味
で
は

男
女

の

と

え
な
く
は
な
い
も
の
が
完
成
す
る

 
そ
う

こ
れ
も
ま
た

女
尊
男

風

を
撤

す
る

の

の
一
つ

 
女
性
に
し
か

え
な
い

を
至
高
と
す
る
思
想
を
真

向
か
ら

定
し

き

す

の

の
策

 
女
権
は

を
至
高
と

え
る
あ
ま
り
そ
の
運

方
向
を

め
て
い
る

そ
の
機
動
力
と
性
能

を
以
て
す
れ
ば

災
地
の
救
助
活
動
や
工
事
な
ど
に

立
つ
と
い
う
の
に

そ
れ
を
認
め
な
い

数
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
ど

も
な
理
由
を
取

て
付
け
て
い
る
が
本
心
は
違
う
と
い

う
の
は

も
が
分
か

て
い
る

 
故
に

限
ら
れ
た

数

と
い
う
制
限
を
撤

す
る

に
近
し
い
が
異
な
る
も
の
を
作
り

出
せ
ば

女
権
の

性

絶
対
性
は

壊
す
る

 

無
論

世
間
が
い
き
な
り
そ
こ
ま
で
理
解
出
来
る

が
無
い

 
だ
が
そ
れ
で
い
い

今
は
点
で
バ
ラ
撒
き

後
に
出
す
点
と
線
で
結
べ
る
よ
う
に
す
る
事
が

上
層
部
の

い
な
の
だ
か
ら

な

ん

こ
の

男
の
分

で

一
部
と
は
い
え

の
技
術
を
使
う
な
ん
て
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出
来
損
な
い
が

に
し
て

 
そ
れ
を
理
解
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
が

の
絶
対
性

を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
る
と
は
別

ベ
ク
ト
ル
で
分
か

た
ら
し
く
四
人
と
も
が
表
情
を
更
に
歪
め
て
い
く

部

で
握
ら
れ

る

色
の
ブ
レ

ド
の

か
ら
ギ
シ
ギ
シ
と

む

が

こ
え
る
程
怒
り
を
煽
る
も
の
だ

た

ら
し
い

 
あ
ま
り
の
怒
り

り
に
こ
ち
ら
が
内
心
面
喰
ら
う

て
お
く
が

だ
か
ら

て
コ
レ
の
バ
リ
ア
強

を

め
な
い
方
が
い
い
ぞ

の
コ

ア
と
違

て
バ
リ
ア
に
だ
け
リ

ス
を

い
て
い
る
分
強

に

し
て
は
お

付
き
だ
か
ら

な 
バ
リ
ア
強

に
は
四
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
り

最
高
の

レ
ベ
ル
は

の
衝
突
す
ら

ぎ
切

る

ど
の
出
力
だ
と
い
う

流

に
そ
こ
ま
で
は
出
せ
な
い
が

そ
れ
で
も

レ
ベ
ル
の
出
力

は
出
せ
る

の
物
理
攻
撃
に

し
て
は

レ
ベ
ル
の
出
力
で
も
十
分

る

や
時
間

を

慮
す
れ
ば

高
く
て
も

レ
ベ
ル
が

良
い
だ
ろ
う

 
無
論
消

速

は
バ
リ
ア
に
衝
突
す
る
攻
撃
の
重
さ
数
に

す
る
の
で

え
ば
全
力

突
進
を

け
る
と
ゴ

リ
持

て
い
か
れ
る
し
最
悪
バ
リ
ア
が

れ
る
事
に
な
る

バ
リ
ア
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を

ら
れ
な
い
よ
う
使

者
も
動
き
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
し
か
し

の
攻
撃
を
真

向
か
ら

す
な
ん
て

の
人
間
に
は
出
来
な
い

そ
こ
で

男
性

故
に

を
使
え
な
い
と
思
わ
れ

つ

無
銘

の
存
在
が
明
ら
か
に
な

て
な
い
今

物
理

法

を

脱
し
な
い

で
動
き
回
れ
る

に
自
然
と
白

の

が
立

た

 
自
衛
の

に
使
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

り
が

と
も
イ

ら
し
い

 
個
人
的
に
は
親
し
い
人
達
に
も
持

て
欲
し
か

た
が

作

と
い
う
事
で
こ
れ
一
つ
し

か
無
か

た
の
が
残
念
で
あ
る

お
前
み
た
い
な
出
来
損
な
い
が

故
そ
ん
な
モ
ノ
を

 
リ

ダ

格
の
リ
ヴ

イ
ブ

者
が

忌

し

に

た

 
た
か
が
ゲ

ム

デ
ス
ゲ

ム
で
名
を

た
だ
け
の

が

人
で
も
分
か
る

重
な
も
の
を
持

て
い
る
理

由
と
経

 
そ
れ
は
分
か
ら
な
く
て
も
仕
方
が
な
い
話
で
あ
る

 
デ
ス
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
た

績
者
と
し
て
目
を
付
け
ら
れ

務

仮
想

の
リ
サ

チ

と
し
て

う

に
保
護
す
る

そ
れ
が

が
更
識
に
身
を
寄
せ
て
い
る
一

的
な
見
解

 
だ
が

そ
れ
は

わ
ば

仮
想
世
界

に

す
る
事
で
あ
る
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現
実
で
の

を
す
る
理
由
に
は
な
り
得
な
い

リ
サ

チ

に

し
て
は

よ
り

れ

た
人
が
多
く

る
だ
ろ
う
し

一
人
と
い
う

で
は
な
い

が
良
い
人
は
そ
こ
に
違
和
感
を

覚
え
る
だ
ろ
う

と

達
の
認
識
で
は

者
と
し
て

来
身
を
立
て
る
か
ら

と

い
う

え
が
あ
る
が
世
間
的
に
そ
こ
だ
け
不

明

ま
し
て
か
つ
て
人
権

さ
れ
て
い
た
人

間
を

が
匿
う
な
ど

な
ん
の
説
明
も
無
け
れ
ば

も

得
し
な
い
し

分
か
ら
な
い
事
だ

に
わ
ざ
わ
ざ
保
護
す
る
程
の
価
値
が
あ
る
か
ら
自
衛

に
こ
ん
な
モ
ノ
ま
で
持
た
せ
て

く
れ
た
ん
だ
ろ
う
さ

 
い
ま
の
こ
の
場
面
は
そ
れ
に
回

を
見
せ
た
よ
う
な
も
の

ミ
ス
リ

ド
を

て
い
る
部
分

は
あ
る
が
全
部

と
い
う

で
は
な
い

男
な
が
ら
の

者
だ
け
で
な
く
第
四
回
モ
ン

ド
・
グ
ロ

勝
の
可
能
性
と
女
尊
男

撤

を

立
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
の

は
自
分
な
の
だ
か
ら

価
値
ね

ど
う
せ
あ
の
ゲ

ム
に

た

中
み
た
い
に
洗

か

眠
で
も
し
た
の
で
し

う

 
知

て
る
わ
よ

 

郷

之
の

文
書
は

お
前
が
保
持
し
て

対
策
チ

ム
に

し
て
た

て

つ
ま
り
お
前
も

郷
と
同
じ
事
が
出
来
た
の
よ

だ
か
ら

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
な
ん
か

に

倒
し
て
る

中
は

も
彼
も
が
お
前
を
称

す
る
よ
う
に
な

た

そ
う
な
る
よ
う
お
前
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が
洗

し
た
か
ら

違
う

生
憎
だ
が
違
う

 
自
信

の

み
で
自
説
を
展
開
し
た
女
性
に

は
バ
リ
ア
発
生

の

を
握

た
ま

ま

を
横
に
振

た

そ
も
そ
も
あ
の

郷
の
洗

は

ナ

ヴ
ギ
ア

で
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
し

果

も
ナ

ヴ
ギ
ア
を

し
て
い
る
間
だ
け

外
せ
ば

果

外
だ

だ
い
た
い

郷
の

が
発
覚
し
た

り
か
ら

は
ず

と
対
策
チ

ム
に
モ
ニ
タ

さ
れ
て
い
た
ん
だ

そ

ん
な

罪
し
て
た
ら
今

監
禁
状

に

か
れ
て
る

そ
こ
は
シ
ス
テ
ム
を

魔
化
し
て

と
か
し
た
ん
で
し

う
に

そ
ん
な
事
出
来
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う

 
あ
ま
り
の

論
に

れ
果
て
て
し
ま

た

 
確
か
に
シ
ス
テ
ム
を
狂
わ
せ
る
要
因
に
心

た
り
は
あ
る
が
ア
レ
は
そ
ん
な
に

な
も

の
で
は
な
い

別
の
存
在
が
使

て
い
る
も
の
と

殺
す
る
の
に
は
有

だ
が
自
分
一
人
が
使

う
と
な
れ
ば
シ
ス
テ
ム
全
体
に
影

す
る
以
上
メ
リ

ト
以
上
の
デ
メ
リ

ト
が
発
生
す
る

そ
れ
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

で
あ
り

だ
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な
チ

ト
だ
と
か

反

技
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

 

と
も
あ
れ

女
権
は
な
に
が
な
ん
で
も

を

定
し
た
い
ら
し
い

 
理

で

え
れ
ば

が
そ
ん
な

け
道
を
使
え
る
わ
け
が
な
い
と
い
う
の
は
す
ぐ
分
か
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
は

に
あ

た
が
そ
れ
を
自
覚
し
た
の
は
事
変

の
最
中
だ

そ
れ
で
は

い

ま
し
て

郷
の

を
悪

す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る

だ
が

そ
の
不
可
能
を
可
能
に
す
る
不
確
定
要

と
し
て

外
に
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
引
き
合
い
に
出
す

ど

に

心
を

い
て
い
る

 
こ
れ
以
上
話
を
し
た
と
こ
ろ
で
意
味
は
無
い
だ
ろ
う

と
も
あ
れ
お
前
は
世
界
に
と

て

悪
な
の
よ

い
い
加

死
ん
で
も
ら
う
わ

そ
の
バ
リ

ア
発
生

と
い
う
の
も

遠
に
使
い

け
ら
れ
る

で
は
な
い
で
し

う

 
結
論
は
同
じ
に
な

た
の
か
リ

ダ

格
の
女
が
そ
う

て
ア
サ
ル
ト
カ
ノ
ン
を
二

構
え
た

打
鉄

の
ブ
レ

ド
使
い
達
も

ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル

備

を
構
え
る

 
こ
れ
ま
で

め
切

て
ブ
レ

ド
を
構
え
て
い
た
が
ず

と

さ
れ
た
か
ら
弾
幕
で
勝
負

を
決
め
に
掛
か
る
つ
も
り
ら
し
い

 
そ
し
て
そ
の
判
断
は
正
し
い

し
切
れ
る
ブ
レ

ド
に

べ
れ
ば

火
器
の
弾
幕
の
方
が
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弾

は
上
が
り
バ
リ
ア
も
よ
り
多
く

ら
れ
る

一
撃
で

る
の
は

攻
撃
だ
が
確
実

を
期
す
な
ら
物

攻
撃
が
一
番
だ

 
ま

こ
れ
以
上
な
い
く
ら
い
時
間
を

た
か
ら
構
わ
な
い
が

 
あ
あ
そ
う
そ
う

の

に
い
い
事
を
教
え
て
あ

る

あ
な
た
が

て
る
大
切
な

大
切
な
義
理
の
お
姉
さ
ん
は

も
う
こ
の
世
に
は

な
い
わ

  
そ
の

が

時
に
消
え
た

  
・

ま
と
め

意

 
価
値
を
示
さ
な
い
と
生
き
ら
れ
な
い
な
ら

命
を
掛
け
て
で
も
示
さ
な
い
と
ダ
メ
だ
よ
ね

 
だ
か
ら
命

け
の

伝
行

を
し
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
ね
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女
権
は

さ
れ
た
の
だ

タ
イ
ミ
ン
グ
は
意

し
な
か

た

様

  
・

式
シ

ル
ド
バ
リ
ア
発
生

 
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
日
本

開
発

 
見
た
目
は
発

な
い
しラ

イ
ト
セ

バ

光
剣
の
持
ち
手

ボ
タ
ン
ク
リ

ク
で

的
に
バ
リ
ア
を

る
女
性
に
し
か

え
な
い

の
絶
対
性
を

す
一
手
と
し
て

バ
リ
ア
展
開

と
い
う
一
点

の
み
に

て
再
現
さ
れ
た
代
物

こ
の
見
た
目
で
実
は
内
部
に
超
小
型
ス
パ
コ
ン
を
仕

ま
れ

て
い
る

 
他
に

つ
か
種

が
あ
る
ら
し
い

  
・
桐

谷
直
葉

 
剣
術
小

と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
全
国
中
学
女
子
剣
道
大
会
二

覇
経
験
者

 
現
実
で
の
剣
の

と
デ
ス
ゲ

ム
で
の
命
の
や
り
取
り
を
経
験
し
た
事
で
剣
客
と
し
て
か
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な
り
出
来
上
が

て
い
る
少
女

 
し
か
し
直
葉
で
も

手
に

刀
で
は
頼
り
な
い
と

え
る
ら
し
い

 
そ
も
そ
も
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
る
時
点
で
メ
ン
タ
ル
お
化
け

 
和
人
の
心
の
楔
の
一
人

  
・
桐

谷
和
人

 
生
身
で
十
数
分
は

四
機
の
猛
攻
を

し

け
た
少
年

 
実
は
こ
こ
ま
で
無
銘
の
能
力
は
一
切
使

て
い
な
い

つ
ま
り
和
人
は
か
な
り

弱
し

て
い
る
体
力
と

力
で

の
攻
撃
と

撃
を

し
切

て
い
る

 

お
か
し
い

 
最
後
の
最
後
で
大
地

を

み

か
れ
た
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二
十
幕
 

ヒ

ロ

／
ヒ
ロ
イ
ン

  

点

ん
の
ち

と

エ
ギ
ル

 

数

約
一
万

 

中
で

入
れ
て
護
る
た
め
に

使
わ
せ
よ
う
か
な

と
思

た
け
ど
テ
ン
プ
レ
過

ぎ
る
し

お
前
ら
な
ん
で
そ
こ
に

る
の

て
な

た
の
で
路
線
変
更
し
ま
し
た

 
和
人
は
キ
レ
る
と

発
的
に

に
な
る
か
無

で

れ
回
り
ま
す

手
に
負
え
ね

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
五
月
二
十
六
日

月

日

前
八
時
二
十
分

 

外

工
場
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く
し
て
私
か
ら
離
れ
た
姉
は

れ
て

し
た
更
識
の
者
と

い
の
者

本

も

助
け
ら
れ
て
い
た

に
裏
切
り
者
の

木
の
身

を
引
き

し
私
も
保
護
す
る
よ
う
指
示
を

出
し
た

 
正
直
信
じ
る
の
は
怖
か

た
け
れ
ど
そ
う
も
い
か
な
い
事
情
が
彼
女
に
は
あ
る
ら
し
か

た

さ
て

そ
れ
じ

あ
私
は
も
う
行
か
な
い
と

 
指
示
を
出
し
終
え
た
と
こ
ろ
で

ま
だ

海
神
の
淑
女

を

た
ま
ま
だ

た
姉
が
そ
う

た
え

 
行
く

て

ど
こ
に

和
人
君
の
救

お
姉
ち

ん
と
し
て
の
私
情
を

先
し
た
け
ど

そ
れ
が
終
わ

た
な
ら

今

は
ち

ん
と
お
仕
事
し
な
い
と
ね

 

と

む
姉

そ
の

は
ど
こ
か

を

え
て
い
る
よ
う
で
い
つ
も
見
る

い

た
も
の
で
は
な
か

た

 
そ
の
姉
が

部

を

子
化
し

き
出
し
に
な

た

手
で

私
の

手
を
握

た

ス

ツ
特
有
の
ゴ
ム

い

感
を
感
じ
る

ね

ち

ん
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な
に

行

て
き
ま
す

 
そ
の

は

ど
こ
か
不
安
そ
う
で

  
で
も

苦
悩
に
立
ち
向
か
う

ヒヒ
ロ

イロ
ン

の
よ
う
に
見
え
て

  

の
内
が

も
や
も
や
と
し
た

   
二

二
五
年
五
月
二
十
六
日

月

日

前
八
時
二
十
分

 

ダ
イ
シ

・
カ
フ

二

自

 
今
日
は
月
二
回
あ
る
不
定

だ

た
の
で

食
を
摂

て
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
情
報
収
集
を
し
て

い
た

は

れ
縁
の
男
・

ク

ラ

イ

ン
太

か
ら
の

絡
を

け
て
和
人
達
が
と
ん
で
も
な
い
事

に
な

て
い
る
と
知

た

 
問

の
中
継
は
女
権

体
が
圧
力
で
も
掛
け
た
の
か
テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ
れ
て
い
た

ど
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だ
桐

谷
和
人
と
名

る
男

一

は

い
ま
や
か
の
デ
ス
ゲ

ム

ド
ア

ト
・
オ

ン
ラ
イ
ン
を
ク
リ
ア
し
た
事
で
名
声
を
集
め
て
い
ま
す
が

を
正
せ
ば

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
な
ん
て

モ
ノ
は
危
険
な
代
物
な
ん
で
す
よ

 
先

の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

数
日
前
の
Ｎ

Ｐ
Ｃ
の
件
も

を
正
せ
ば

一

に
遠
因
が
あ
る

 
つ
ま
り
我

が
安
全
に
過
ご
す

に
は

あ
の
男
は
邪
魔
な
ん
で
す

 
ゲ
ス
ト
と
い
う
表
札
を

い
た

に

り
中
継

面
に
手
を
振
り
な
が
ら
キ
ツ
そ
う

な

の
女
性
が

を
振
る
う

 
今
日
の

の

に
特
番
ニ

ス
や
情
報
収
集
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ

は

ど
こ
か
迷
惑
そ
う
だ
が

手
が

手
だ
か
ら
無

に
は
出
来
ず
な
る

ど

と

に

を
打

て
い
た

そ
も
そ
も

一

は
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
開

地
ロ
シ
ア
で
行
方
不
明
だ

た
の
に

ど
う
や

て
日
本
へ

て
来
た
の
か

 
こ
れ
は
立

な
国
交
問

で
あ
り

罪

で
す
よ

 
な
の
に

は

一

を

う
か
の
よ
う
に
護
衛
を
付
け
た
り
と

し
た
り

と
特
別

い

 
最
も

正
中
立
で
あ
る
べ
き

法
機

も

を
下
さ
な
い
な
ど

狂

て
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い
る
と
し
か

い
よ
う
が
な
い

 
こ
れ
は
も
う

一

が

ら
か
の
洗

を
行

て
い
る

と
見
る
べ
き
で
し

う

 

故
だ
か
分
か
り
ま
す
か

 
そ
う

突
然
女
権

体
の
構
成

が
水
を
向
け
た

向
け
ら
れ
た
ア
ナ
ウ
ン
サ

の
男
性
が

ぎ

と
目
を

き

自
分
か
と
指
さ
し
た

え

 
え

え

と

故
で
し

う

こ
ん
な
事
も
分
か
ら
な
い
な
ん
て

い
い
で
す
か

 

一

は
出
来
損
な
い
で
人

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
価
値
な
ど
無
い
ん
で
す

だ
と
い
う
の
に
認
め
ら
れ
て
い
る

し
か
も
そ

れ
は
あ
の
ゲ

ム
を
し
て
い
た
者
を
中
心
に
広
ま

て
い
る

と
な
れ
ば

郷

之
の

を

流

し
て

プ
レ
イ

全

に
洗

を

し
て
い
る
と
見
る
の
が
自
然
で
し

う

と
ん
で
も
ね

論
だ
な

 

で
和
人
を
襲
う
中
継
を
見
つ
つ

は
そ
う
ポ
ツ
リ
と

ら
す

な
ん
で
出
来
損
な
い
出

来
損
な
い
と

能
力
で
あ
る
事
を
前

に

め
て
い
る
の
に

人
で
は

せ
な
い
洗

だ

と
か
は
出
来
る
と

え
る
の
だ
ろ
う
か

は
本
気
で
分
か
ら
な
か

た

 
い
や
ま

情
報

制
と
か
で

作
行
動
の
誘
導
く
ら
い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
し
て
い
た
と

く
が

キ
リ
ト

和
人
は

手
の
感
情
や
思

は
重

す
る
思
想
だ

た
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も
し
自
分
の
思
い

り
に
し
よ
う
と
す
る
人
間
な
ら
今

ど
れ
だ
け
の
人
が
洗

さ
れ
て
い

る
事
か

 
な
ん
だ
か
ん
だ
味
方
を
増
や
し
た
り
人
た
ら
し

い
と
こ
ろ
を
悪
意
あ
る
解

に
す
れ
ば

洗

に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い

だ
と
し
て
も
歪

が
過
ぎ
る
話
だ
が

あ
あ
そ
う
そ
う

の

に
い
い
事
を
教
え
て
あ

る

あ
な
た
が

て
る
大
切
な

大
切
な
義
理
の
お
姉
さ
ん
は

も
う
こ
の
世
に
は

な
い
わ

 
そ
こ
で

の
中
継

面
に

る

緑
色
の
機
体
を

る
リ

ダ

ら
し
い
女
性
の
声
が

こ
え
た

はい
ま

て

た

 
間
の

け
た
声
を

が
発
し
た
の
と

く

ん
だ
声
を
和
人
が

か
ら

こ
え
た
の
は

同
時
だ

た

 

面
に

る
少
年
の

は

い
て
い
る

高
性
能
な
カ
メ
ラ
な
の
だ
ろ
う

な
部
分
ま
で

し
出
さ
れ
て
い
る
彼
の

は

か
に

え
て
い
た

手
は
強
く
握
り

め
ら
れ
て
い
る

 
悲

の

え
で
な
い
事
は
す
ぐ
に
分
か

た
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あ

あ
の

今
の

て
ど
う
い
う
事
な
ん
で
し

う

 
テ
レ
ビ
中
継
の
方
で
も
そ
の
や
り
取
り
は
す
ぐ
に
取
り
上

ら
れ
て
い
た

 
ア
ナ
ウ
ン
サ

の
男
性
が

を
や

て
る
ん
だ
と
い
う
形

を
し
て
い
る

お

の
間
に
人

を
殺
し
ま
し
た
と

て
い
る
よ
う
な
も
の

間
違
い
な
く
現
行

す
る
べ
き

件
で
あ

り

テ
レ
ビ

に

て
良
い
存
在
で
は
な
い

そ
の
目
つ
き
で

ん
で
い
た

 
そ
れ
を
ど
こ
吹
く
風
と
ば
か
り
に

ゲ
ス
ト

の
女
性
は
髪
を

わ
り
と
な
び
か
せ
る

そ
の
ま
ま
の
意
味
よ

一

は
彼
女
達
の

に
生
き
る
事
を
決
意
し
た
の
で
し

う

 
だ
か
ら
そ
れ
を
断

て
あ

た
だ
け
の
事

な

な

そ
れ
を
し
て

き

が

を
す
る
か
と
は

え
な
か

た
の
で
す

か
あ
あ

世
界
を
滅

す
と
か

そ
う
い
う
の

 
あ
ん
な
の
ゲ

ム
で
増
⻑
し
て
い
る
だ
け

よ

真
に

け
る
方
が
ど
う
か
し
て
い
る
の

男
が

に

う

な
い
で
し

う

 

葉
も
出
な
い
と
は
こ
の
事
か

ア
ナ
ウ
ン
サ

は

葉
を
喪

て
い
た

 

も
同
じ
だ

 

バ
い

と
い
う
思

し
か
浮
か
ば
な
い

が

バ
い
か

て

と
に
か
く

バ
い
の
だ
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あ
の
女
権
の

葉
は
確
か
に
あ
る
意
味
事
実
だ

を

め

全
人

は
生
身
で
は

に

わ
な
い

に

う
の
は

だ
け

 

そ
う

に

う
の
は

・

・

だ

 
男
女
の
性
別
で
は
な
い

を
使
え
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
の
だ

 
そ
し
て

和
人
は

を
使
え
る

に
持

て
い
る

そ
の
実
力
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

き
上

ら

れ

三
種
の

練
に

ん
だ
時
に
は

白
騎
士

と

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

と
思
し
き
ボ
ス
と
の

一
騎
打
ち
を
制
し
て
ま
で
い
る

数

間
前
の
秘
密
の

合
に

い
て
は

代
表
候
補
現
代
表

候
補
二
人
に
勝

ま
で
し
た
と
い
う

 
つ
ま
り

い
ま
和
人
が

し
た
場
合

止
め
ら
れ
る
者
は
ま
ず
い
な
い
の
だ

お
い
お
い

し
て
や
が
ん
だ
よ

 
せ

か
く
自
分
か
ら
未
来
の

に
歩
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
に
そ
れ
を
大
人
が
自
分
の

合
や
エ
ゴ
で

し
て
良
い

が
無
い
だ
ろ
う

確
か
に
和
人
は
人
を
殺
し
た
事
が
あ
る

だ

が

そ
れ
以
上
の
数
の
人
を
救
い

世
の

人
の

に
生
き
て
き
た

な
ら
最

限
の
救
い
が

あ

て
も
良
い

だ

 
本

に
直
葉
達
が
殺
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば

そ
れ
は
も
う
救
い
が
無
い
と
し
か

え
な
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い 

を
見
る

中
継

面
の
和
人
は
ブ
ル
ブ
ル
と

を

を

わ
せ

り

ん
で
い
た

 
そ
の
横
に
展
開
さ
れ
て
い
る
コ
メ
ン
ト
が

ざ
ら
ざ
ら
と
流
れ
て
い
く

  

い
や

ア
カ
ン
わ

一
発
ア
ウ
ト
や
わ

 

故
事
実

録

あ
り

を

合
の
い
い
よ
う
に
歪

し
て
断
定
し
ち

う
か
な

 

女
権

ベ

わ

今
ま
で
も
思

て
た
け
ど
今
日
で
最
高
に
最
悪

て
理
解
し
た

 

そ
も
そ
も

四
機
か
ら

ら
れ
て
る
時
点
で
身
体
能
力

人

 

つ
い
で
に
デ
ス
ゲ

ム
で
精
神
面
も

人

 

達
の
自
衛
ア
イ
テ
ム
持

て
る
ん
だ
し

な
ん
な
ら
対

武
器
持

て
て
も

お
か
し
く
な
い
の
で
は

 

も
し
持

て
た
ら
コ
イ
ツ
ら

ぬ
な

確
信

 

ら
に
も

び
火
す
る

 

収
ま
る
ま
で

人
命
を

と
す
の
か

 

今
日
が

の
命
日
か
な
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中
に
見
て
い
る
の
か

だ
と
い
う
の
に
意
外
に

者
数
は
多
く
一
万
人
は
超
え
て
い

た

そ
し
て
コ
メ
ン
ト
で
打
ち

ま
れ
る
八
九

が
和
人
に
同
情
的
で

つ
ホ
ロ
ウ
の

件
を
前

に
し
て
い
た

 
一

ア
ン
チ

女
権

体
と
そ
れ
以
外
の
認
識
の
差
が

著
に
表
れ
た
形
だ

あ
な
た
の
せ
い
で
あ
の

達
は
死
ん
だ

て
事
後
悔
し
た
か
し
ら

 
な
ら

撃
て

 

声
が
木
霊
す
る

 

り

ん
だ
和
人
に
対
し

四
機
の

が

撃
を
開
始
し
た
の
だ

見
た
と
こ
ろ
緑
色
の
機

体
の
二

は
ア
サ
ル
ト
カ
ノ
ン
残
る

色
の
機
体
は
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
の
よ
う
で

の
差
は
あ
る
が
そ
の
弾
幕
は
立
ち
ど
こ
ろ
に
地
面
の
ア
ス
フ

ル
ト
や
付
近
の
ビ
ル
を
ボ
ロ
ボ

ロ
に
し
て
い
く

 

小
さ
な
白
が

そ
の
間
を

う
よ
う
に

け
回

て
い
た

 
弾
の

ら
か
は

た

て
い
る

だ
が

が
展
開
す
る

に

ま
れ
て
い
る
の
か
彼
に

弾
の
影

は
ま

た
く
見
ら
れ
な
い

中
継
を
見
て
い
る

に
も

た

て
い
る
か
ど
う
か
も
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見
て
取
れ
な
い
程
の
高
速
戦
闘

な

な
ん
で
こ

ち
に

 
少
し
ず
つ

離
を

め
る
和
人
に
女
権
は

惑
を
見
せ
る

や
や
後
退
す
る
も
車
の

行

よ
り

く
り
な
そ
れ
は

全
力

す
る
少
年
に

然
追
い
付
か
れ
た

 

の
後
ろ
に
回
り

び
上
が

た

 
そ
し
て

つ
か
の
出
来
事
が
立
て

け
に

き
た

 
ブ

ン
と

い
振
動

が
し
た

和
人
が
握
る
金
属

か
ら
蒼
白
く
光
る
エ
ネ
ル
ギ

の
刃

が
一
メ

ト
ル
強

ど

⻑
し
て
い
る

 
そ
う
認
識
し
た

の

間

ボ
ン

と
小
さ
な

発

が
し
た

カ
メ
ラ
に

る

の
一

つ
の
背
面
ス
ラ
ス
タ

四
つ
が

く
間
に
斬
閃
を

ま
れ

発
し
た
の
だ

そ
う
と
認
識
す

る
の
が

か
に

れ

そ
の
間
に
和
人
は
地
面
に

地

後
を
追
う
よ
う
に

も

ち
た

が

し

ん
と
け
た
た
ま
し
い

が

こ
え
て
来
る

 
し
ん

と
静
ま
り
返

た

 
中
継
さ
れ
て
い
る
現
場
も

テ
レ
ビ

も

動

サ
イ
ト
の
コ
メ
ン
ト
も

反
応
が
無
い

 
そ
れ
は

然
だ

現
代
兵
器
で
は

を
倒
せ
な
い
と
い
う
世
界
の
常
識
を
い
ま
目
の
前
で
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く
り
返
さ
れ
た
の
だ

を

て
お
ら
ず

の
技
術
を
流

し
た
も
の
を
使

て
い

る
と
は
い
え

生
身
の
人
間
が

を
無
力
化
し
た

間
を
見
て

か
な
い

が
無
か

た

 
不
気
味
な
そ
の

を
破

た
の
は

し
た

の

者
の
声
だ

た

な

な
ん
で

い
ま

を
し
た

ス
ラ
ス
タ

と

Ｐ
Ｉ
Ｃ
を
斬

た
ん
だ
よ

コ
レ
で

斬

た

て

よ
そ
れ

お
か
し
い
で
し

 
シ

ル
ド
バ
リ
ア
で
護
ら
れ
て
る

を
そ
ん
な
オ
モ
チ

で
斬
れ
る

が
な
い

 
そ
う

く

者

 

は

と
和
人
が

息
を

く

を

う
か
と
思
え
ば
斬
れ
る

が
な
い

 
な
ら
ア
ン
タ
は
ど
う
し
て

し
た

 

ま
さ
か
ス
ラ
ス
タ

四

と
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
ま

た
く
同
時
に
偶
然

発
し
た
と
で
も

う
気
か

 

み
か
け
る
よ
う
に

和
人
は

う

 
表
情
は
見
え
な
い

だ
が
そ
の
語

か
ら
彼
が

情
に

ら
れ
そ
れ
を
抑
え

も
う
と

し
て
い
る
事
が
分
か

た

会
話
に
応
え
る
理
性
が
あ
る
だ
け
ま
だ
大

と
い
う
ヘ
ン
な
認

識
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大
体
お
前
達
シ

ル
ド
バ
リ
ア
で
保
護
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
を
全
部
把
握
し
て
な
い
だ
ろ
う

絶
対

と
シ

ル
ド
バ
リ
ア
の
保
護
部

は
同
じ
つ
ま
り
四

と

体
だ
け

機
体
と
一

に

う
が
な
要
は

部

部

背
部
の
ス
ラ
ス
タ

や
Ｐ
Ｉ
Ｃ
制

は
守
ら
れ
て

い
な
い

そ
う
で
な
け
れ
ば

の

合
で
ス
ラ
ス
タ

が
破
壊
さ
れ
る
な
ん
て
事
は

き
得
な

い
だ
ろ
う

 
や
や

を

け
た
ま
ま

カ
メ
ラ
に
は

い
た
横

だ
け
が

て
い
る

彼
は
語
り
出

す

中
に

る
感
情
を

き
出
し
て

少
し
で
も
発

さ
せ
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に

 
そ
れ
は

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

彼
自
身
が

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

自
分
自
身
を
抑
え

ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ

た

な

な
ん
で
男
の
お
前
が

そ
こ
ま
で
知

て

を
知
り

己
を
知
れ
ば

百
戦
危
う
か
ら
ず

れ

を
使

て
あ
ん
た
達
が
襲

て
く

る
と
予
想
す
る
の
は

だ

た

だ
か
ら

は
あ
ん
た
達
が
使
う
だ
ろ
う
あ
ら

る
武
器
の

特
性
と

に
つ
い
て
学
ん
で
お
い
た
ん
だ

ど
う
や

て
無
力
化
す
る
か

バ
リ
ア
の

は
ど
こ
ま
で
な
の
か
ど
こ
か
ら
バ
リ
ア
は

ら
れ
て
無

化
さ
れ
る
の
か
使
わ
れ
て
い
る
武

器
の

力
と

程
と

速

と
弾
数
は
と
か

知

て
る
の
と
知
ら
な
い
の
と
で
は
大
き
く

違
う
か
ら
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な

な

 
絶

と
ば
か
り
に

葉
を
喪
う
女
権

体
と
テ
レ
ビ

の
女
権
構
成

 
ア
ナ
ウ
ン
サ

も
流

に

然
と
し
て
い
た
が
共
感
で
き
る
部
分
も
あ

た
の
か
女
権
に

べ
れ
ば
ま
だ

き
は
小
さ
く
見
え
た

情
報
収
集
の
重
要
性
と
い
う
意
味
で
共
感
を
覚
え
た
の

だ
と

す
る

ど
こ
か
ら
そ
ん
な
情
報
を

論
文

は
ノ
之
束

士
が

白
騎
士
事
件

前
に
発
表
し
た
時
の
論
文

ア
レ
に
は

の
全
て
が
書

か
れ
て
い
る

ア
レ
を

み

め
ば
自
ず
と
理
解
も
深
ま
る

下
手
に
人
に
教
え
て
も
ら
う
よ

り
よ

ど

強
に
な
る
よ

 
知

て
る
か

 

の
参

書
は

全
て
あ
の
論
文
か
ら

出
さ
れ
た
内
容
な
ん
だ

と
彼
は

う

 

出
と
い
う
事
は
本

で
見
る
電
話

の
如
き
分

い
本
の
内
容
は

ノ
之
束

士
が

出
し
た
論
文
の

ん
の
ご
く
一
部
あ
る
い
は

に
し
た
内
容
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
事
だ

下
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手
な
専

書
よ
り
よ

ど

強
に
な
る
事
は
間
違
い
な
い

無
論
そ
の
た
め
の
下
地
は
必
要

だ
ろ
う
が

そ
れ
に

あ
ん
た
達
は
コ
レ
を
オ
モ
チ

と

た
が
な

コ
レ
も
れ

き
と
し
た

技
術

の
一
つ
だ

 
そ
う

て

蒼
白
く

く
刃
を
放
出
し

け
る

を
か
ざ翳

す

 
見
れ
ば
見
る

ど

を
舞

に
戦
う
男
達
の
武
器
そ
の
も
の
だ

で
活
動
す
る
な
ら
や

は
り
物
理
現

を
無

で
き
る
エ
ネ
ル
ギ

系

の
武

が
前

に
な
る
の
か

さ

き
展
開
し
て
い
た
バ
リ
ア
は
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を
使

て
い
た

の
バ
リ
ア
そ

の
も
の
だ

そ
し
て
こ
の
刃
は
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を
・攻
・撃
・

・に
・転
・換
・し
・た
・代
・物

い

た
事
あ
る
だ
ろ
う

こ
う
い
う
の

 
横

だ
け
が
見
え
る
彼
の

の

が

肉
気
に

り
上
が

た

ま
さ
か

零

白
夜

 
千
冬
様
の

ワ
ン
オ
フ
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
よ

 
そ
の
能
力
は

中
継
に

て
る
機
体
名
が
分
か
ら
な
い
く
ら
い

に

し
く
な
い

で
も

い
た
事
が
あ

た
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世
界
最
強
の
⻤
札

刃
の
刃
に
し
て
必
殺
の
剣

そ
れ
が
零

白
夜
と
い
う

千
冬
が

る
機
体

一
の
能
力
だ
と

自
身
の
エ
ネ
ル
ギ

を

る
代
わ
り
に
絶
大
な
攻
撃
力

へ
と
変
え
る
も
の
だ
と

わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
蒼
白
い
刃
は

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

中
継
に

て
い
た
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
剣
の
そ
れ
と
そ

く
り
だ

 
そ
の
技
術
が
和
人
の
手
に
握
ら
れ
る
金
属
製
の

に
使
わ
れ
い
ま
女
権
達
に

を

い
て

い
る
の
だ
と
い
う

 

た
だ
け
で
も
エ
ネ
ル
ギ

を
ゴ

リ

る
代
物
と
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
和
人
か
ら

い

た
事
が
あ
る

そ
れ

ど
の
出
力
に
な
れ
ば

鉄
の
ス
ラ
ス
タ

の
外

を
斬
り
裂
く
事
も
容

い
だ
ろ
う

な

な
ん
で

そ
ん
な
も
の
を
お
前
が

だ
か
ら

の
発
明
品
だ
と

た
だ
ろ
う

で
そ
ん
な
危
険
な
も
の
を
持

て
る
の
よ

お
前
達
が
物
騒
な
事
を
す
る
集

だ
か
ら
だ
ろ
う

 

と

女
権
達
と

線
を
合
わ
せ
る
事
な
く
和
人
は

葉
を
返
し
て
い
く
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ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
十
八
番
取
ら
れ
た
ワ
ロ
ス
ｗ
ｗ
ｗ

 

ワ
ン
オ
フ
再
現
出
来
た

て

ト
ン
デ
モ
な
い

新
じ

ね

 
こ
り

の

の
モ

ン
ド

勝
も

い
ま
し
た
わ

 

い
や
あ
ん
な
ち

ち

な

に
エ
ネ
ル
ギ

め
れ
る
な
ら
機
体
の
エ
ネ
ル
ギ

と

は
別
に

意
で
き
る
の
で
は

 

女
権
が

め
る
世
界
最
強
の

徴
を
男
が
使

て
女
権
が
倒
さ
れ
る
と
か
そ
れ

て
ド

ラ
マ
展
開

 

あ
ん
ま

い
事
な
状
況
じ

な
い
け
ど

女
権
ま
じ
ザ
マ

  
コ
メ
ン
ト

は

零

白
夜

を
流

し
た
剣
を
使

て
女
権
を
倒
し
た
事
が
ツ
ボ
に

た
ら
し
く

特
定
で
き
な
い
の
を
良
い
事
に
煽
り
倒
し
て
い
た

中

に
悪

で
あ
る

 

も
そ
れ
に

て
お
い
た

  

ま

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
よ
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そ
し
て

空
気
が
ま
た

る

 
コ
メ
ン
ト
も

し
た
の
か

あ
や

べ

な
ど
の
反
応
が

い
て
い
た

さ

き

て
い
た
な

の
大
切
な
義
理
の
姉
は
こ
の
世
に
は

な
い
と

そ
れ
は
事

実
か

 

は
許
さ
ん
と

い
眼
差
し
が

者
た
ち
に
向
け
ら
れ
る

カ
メ
ラ
に
も
そ
の
目
は

た 
黒
い
眼
と

の

が

  

あ

 

え

マ
ジ
で

 
さ

き
ま
で
白
目
金

だ

た
の
に

リ
ア
ル
で
も
黒
目

に
な

る
の

 

コ
レ
返

間
違

た
ら
獣

現

バ

ド
エ
ン
ド
直

 

女
権
ど
う
な
ん
だ

ど
う
な
ん
だ
よ

 

マ
ジ
で

ち

て
た
ら
世
界
終
わ
り
か
ね
な
い
ぞ
コ
レ

 

な
ん
せ
英
雄

て
ば
ど
う
や

て
ロ
シ
ア
に

て
来
た
と
か
そ
も
そ
も
あ
の
地
下
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か
ら
ど
う
や

て
生
還
し
た
か
の
部
分
が
完
全
に

け
て
る
怖
い
ト
コ
あ
る
か
ら
な

 

ま
だ
セ

フ

ま
だ
リ

チ
の

こ
こ
で
ツ
モ
ら
せ
た
ら

ベ

ぞ

  
別
の
意
味
で

わ
う
中
継
動

そ
れ
を
知
ら
な
い
だ
ろ
う
現
地
の
女
権
達
が
お
そ
る
お
そ

る

と
い
う
風
に

を
開
い
た

そ

そ
の

よ

お
前
の
家
の
方
に

別
動
隊
で
向
か
わ
せ
た
か
ら

そ
う
か

 
返
さ
れ
た
の
は

定
の

葉

 
少
年
の
声
は

れ
た

 
ア
ウ
ト

 
と
い
う
悲
鳴
が
コ
メ
ン
ト

で

し
た

は

会

た
事
も
な
い
人
間
を
信
じ
て
い
な
い

だ
か
ら
護
衛
と

じ
て
い
た
と

し
て
も

き
は
無
い

お
前
達
の
手
の
者
が
直
葉
達
を
殺
し
た
と
い
う
話
も
こ
の
目
で
見
な
い

限
り
信
じ
切
る
事
は
出
来
な
い

だ
が
死
ん
で
い
な
か
ろ
う
と
不

な
理
由
で
直
姉

や
木

達
を
危
険
に
晒
し
た
事
が
事
実
な
ら
ば

 
そ
こ
で

い
て
見
え
な
か

た
和
人
の

が
完
全
に
見
え
る
よ
う
に
な

た
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目
は
黒
い
眼

で

わ
れ
て
い
る

目
は
黒
目
に

い

今
や
世
界
に
知
ら
れ
て
い

る
ホ
ロ
ウ
と
同
じ
目

そ
れ
だ
け

情
に

ら
れ
そ
れ
だ
け
負
に
煽
ら
れ
て
い
る
証

眼
に

さ
れ
た
ナ
ノ
マ
シ
ン
の

 

絶
対
に
タ
ダ
で
は
済
ま
さ
ん
ぞ

・

・様
・ら

  
そ
の
目
で

怒
り
の
形

で

和
人
が
怒

を
放

た

 

と

え
た
声
を
発
す
る

を

う
四
人

一
人
は

し

Ｐ

Ｉ

Ｃ

完
成
制

シ
ス
テ
ム

と
ス
ラ
ス
タ

を
破
壊
さ
れ
て
い
る
せ
い
で

直

地
面
の
上
に
立

て
後
退
し
た

 
そ
の
四
人
と

離
を

め
る
よ
う
に

⻘
い
刃
を
後
ろ
に
引
い
て

和
人
は
構
え
た

 
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
で

も
見
せ
た
も
の
と
同
じ
剣
の
構
え
方

絶
対
倒
す
と
い
う
意
思
の

れ

こ
の
場
合
は

殺
す
と
い
う
意

か
も
し
れ
な
い

そ
れ

ど
今
の
和
人
は
殺
気
立

ち

剣

な
面
持
ち
だ

た

う

え
る
な

 
そ
れ
を
前
に
気

に
声
を

た
の
は
意
外
に
も
緑
色
の
機
体
を

る
リ

ダ

格
の
女
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だ

た
あ
の
剣
は
エ
ネ
ル
ギ

を
攻
撃

に
転
換
し
て
い
る

 
つ
ま
り

ア
レ
を
出
し
て
い
る
間

は

の
バ
リ
ア
は
展
開
出
来
な
い

だ

 
撃
て

 
先
に
殺
せ

 
殺
さ
れ
る
前
に

こ
ち
ら
が
殺
す
ん
だ

 
そ
の
指
示
は
正
確
だ

た

お
よ
そ

最

解
と

え
る
程
に
正
確
な
指
示
だ
と

で
も

思

た

 
だ
が

手
が
悪
か

た

 
リ

ダ

と
違
い
空
に
浮
く
二
機
と
地
面
に
立
つ
一
機
は

し
動
け
な
い
で
い
た

彼

女
ら
に
と

て
和
人
は
い
ま
や
想
定
外
の

だ

想
定
を

か
に
超
え
る
的
を
前
に
対
応
出

来
な
い

ど

惑
し
て
い
た

 
そ
の
状

を

和
人
が
見

す

も
無
い

 
リ

ダ

が
指
示
を
出
し
て
い
る
間
に
和
人
は

足
で

離
を

め

空
に
浮
く
二
機
へ
と

追
い

た

す
ぐ
高

を
上

さ
せ
る
が

片
方
の
反
応
が

れ
る

彼
は

そ
の

打
鉄

の
足
を

み

ぶ
ら
下
が

た

 
そ
う
思

た
の
も
束
の
間
彼
は
鉄
棒
の
逆
上
が
り
の
要

で
ぐ
る
り
と
回
転
し

部
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に

り
上
が

た

な

 
は

離
れ
ろ

ち
ろ

 

ら
れ
た
方
は
惑
乱
し
て

の

を
振
り
回
す

し
か
し
彼
は
ま
る
で

の
よ
う
に

・く

・る
・く
・る
・り

と

を

に
背
面
へ
と
回
り

容
赦
な
く
ス
ラ
ス
タ

を
斬
り
裂
い
た

 
浮
力
を
喪
い

勢
い
で

み
回
転
し
な
が
ら

下
す
る

中
継
カ
メ
ラ
を
持

て
い
な
い

打
鉄

 
そ
れ
に

き

ま
れ
る
前
に

和
人
は

に
身
を

り
出
し
た

 
そ
の
高

は

お
よ
そ

五
十
メ

ト
ル

和
人
が

び

た
時
は
も

と

か

た

が

ス
ラ
ス
ラ

を
斬
る
ま
で
に
上

し
て
い
た
事
で

か
な
り
の
高
さ
に
な

て
い
た

は

そ
の
高
さ
か
ら

ち
れ
ば
死
ぬ
だ
け
よ

 
ざ
ま

な
い
わ
ね

 
リ

ダ

の
女
権
が
嗤
う

手
に
握
る
カ
ノ
ン
を
下

て
い
る
の
は
そ
の
必
要
が
無
い
か

ら

と
い
う
先
を
予
見
し
て
の
も
の
だ
ろ
う

  

う
わ

グ
ロ
展
開
か
コ
レ

 

て

カ
メ
ラ
止
め
さ
せ
る
気
無
い
な
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世
界
的
に
は
コ
レ
が
良
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

後
味
悪
過
ぎ
ン
だ
ろ

 

そ
し
て
伝
説
へ

  
コ
メ
ン
ト

も
あ
の
高
さ
で
は
無
理
だ
な
と
い
う
結
論
で
一

し
て
い
る
よ
う
で
こ
れ

か
ら

き
る
だ
ろ
う
展
開
へ
の
危
惧
が

ど
を

め
て
い
た

 
テ
レ
ビ

の
方
も

そ
の
ま
ま

ち
ろ

と

ゲ
ス
ト

の
女
権
が
声
を

り
上

る

え

こ
の
反
応
は

 
そ
こ
で

と

打
鉄

の

者
が

そ
う
声
を
発
し
た

  

の

間
高

五
十
メ

ト
ル
か
ら
自
然

下
す
る
少
年
を
横
合
い
か
ら

ん
で
き
た
⻘

色
の

か
が
掻

て
い

た

 

間
一
髪
ね

和
人
君

 
い
や
ホ
ン
ト

 
本
気
で
焦

ち

た
わ
よ

 
そ
れ
は

だ

た

⻘
を

と
し
た
先

的
な
形
状
の

を

い

部

に
⻘
の

ク
リ
ス
タ
ル
を
は
め

ん
だ
機
体
を

る

蒼
髪

眼
の
少
女
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片

で
少
年
を

き

え
な
が
ら
開
い
て
い
る

手
で

の

を

て
そ
う

う
⻘
色
の

機
体
の

者
は

以
前

ダ
イ
シ

・
カ
フ

に
護
衛
と
し
て
来
て
い
た

現
在
和
人
が
身

を
寄
せ
て
い
る
更
識
家
の

主
だ
と
い
う
少
女
だ

た

た
し
か
現
在
の
日
本
代
表
候
補
の

者
だ
と

い
た
覚
え
が
あ
る

 
楯
無

と
い
う
名
前
が
少
年
か
ら

か
れ

さ

き
電
話
し
て
い
た

手
か
と
悟

た

 
楯
無
の
表
情
に
悲

な
そ
れ
は
無
い

つ
ま
り
彼
女
は
妹
を
助
け
ら
れ
た
と
い
う
事
だ
ろ
う

さ
更
識
楯
無

 
こ

ち
に
来
た

て
コ
ト
は
ま
さ
か
も
う
出

ら
し
の
妹
は

私
の
妹
を

そ
ん
な
風
に

わ
な
い
で
も
ら
え
る
か
し
ら

 

え
な
が
ら
リ

ダ

格
の
女
性
が

葉
を
発
し
た
直
後

と
い
う
子
を

す
発

に

怒
り
が

い
た
ら
し
い
楯
無
は

少
年
に
向
け
て
い
た

な
表
情
を

な
も
の
へ
と
変
え

た

手
に
取
り
出
さ
れ
た
水
色
の
三

槍
を
振
る
い

空
中
に
水
を
呼
び
出
し
た
と
思
え
ば

そ
れ
を

い
刃
に
し
て
四
方
八
方
か
ら
緑
色
の
機
体
を

い
て
行
く

 
最
後

流
と
な

た
水
で
地
面
に

き
付
け
ら
れ
た
事
で
エ
ネ
ル
ギ

が

し
た
の
か

者
が
生
身
で
放
り
出
さ
れ
た

楯
無
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ダ
メ
よ

和
人
君

気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
け
ど
こ
こ
は
自
制
し
な
き

ん
だ

て
ダ

メ

 
黒
目

で
じ

と
楯
無
を
見
る
和
人
だ
が
彼
女
は
そ
れ
を

い
な
が
ら

け
流
し
た

コ

メ
ン
ト

で

力
や
べ

と
称

す
る
声
が

ぐ

さ
て

残
る
は
あ
な
た
一
人
よ

わ

あ
あ
あ
あ

 
そ
の
や
り
取
り
を

突
に
切
り
上

た
楯
無
が
カ
メ
ラ
を
持

て
い
る
女
権

最
後
ま
で

残

た

打
鉄

に

ぎ
ら
り
と
紅
の

を
向
け
た

 
向
け
ら
れ
た
女
権
は
楯
無
の

に
収
ま

た
ま
ま
の
和
人
の
黒
目

に

ま
れ
た
恐
怖
が

あ

た
か
ら
か

反
転
し

び
去
ろ
う
と
す
る

し

あ
り
ま
せ
ん
が

こ
こ
は

行
止
め
で
す
よ

え
 
そ
の
眼
前
に

銀
色
の
少
女
が

び

ん
で
き
た

 

ま
で
届
く
銀
髪
を
な
び
か
せ
る
少
女

背

は
和
人
よ
り
確
実
に
高
く
お
そ
ら
く

シ
リ
カ子

や
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木

く
ら
い

 
そ
の
四

を

う
の
は
楯
無
の
よ
う
に
先

化
さ
れ
た

で
色
は

力
的
な
光

を
も
つ

黒
だ

は
黒
の
バ
イ
ザ

に

わ
れ
て
い
て
目

が
見
え
な
い

そ
し
て

手
に
握
ら
れ
て

い
る
の
は
黒
色
の

刃
剣

 
ど
こ
と
な
く
ネ

ト
で
探
せ
ば
見
つ
か
る
白
騎
士
を

と
さ
せ
る
機
体
だ

た

色

を
反
転
さ
せ
れ
ば
正
に
こ
う
な
る
と
い
う

ど
よ
く
似
て
い
る

あ

あ
ん
た
は

し

れ
ま
し
た

私
は
国

会
直
属

者

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

国

会
よ
り

状
そ
の
他
状
況
の

静
化
の

に

さ
れ
ま
し
た

無
論
あ
な
た
達
が

桐

谷
家
に
送

た
と
い
う
下
手
人
も

私
が

理
し
て
い
ま
す

う
そ

信
じ
る
か
ど
う
か
は
ご

意
に

と
も
あ
れ

あ
な
た
達
を

の
無
断
使

び
一

⺠
へ
の
傷

ま
た
殺
人
未

の
現
行

で

し
ま
す

抗
は
構
い
ま
せ
ん
が
こ
ち
ら
も

手

に
行
く
の
で
ご
了
承
を

 
そ
の

葉
の
後
カ
メ
ラ
を

載
し
て
い
る
打
鉄
の

者
は

よ
う
と
空
に
向
か
い
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時
に
先
回
り
さ
れ
た

黒
騎
士

の

刃
剣
で

き

と
さ
れ
た

 
中
継
は

そ
こ
で
終
わ

た

一
先
ず

全

無
事

て
コ
ト
か
ね

 
イ
マ
イ
チ
全
容
を
把
握
し
切
れ
て
い
な
い
身
と
し
て
は
不
完
全

感
の
あ
る
終
わ
り
方
だ

こ
れ
が
い
わ

る

の
外

て
や
つ
か

と
な
ん
だ
か
ん
だ
と
和
人
を
中
心
と
し
た
騒

動
に

き

ま
れ

そ
の
実
情
を
把
握
出
来
て
い
た

と
の
ギ

プ
を
感
じ
た

 
と
も
あ
れ
無
事
な
事
を
確
認
す
る

に

は
直
葉
に
電
話
を
入
れ
繋
が
ら
な
か

た
の
で

メ

セ

ジ
を
送

て
お
い
た

な

な
ん
で
よ

な
ん
で
私
が

ま
る

 
私
は
悪
く
な
い
わ

 
あ
ん
な
危
険
な
モ
ノ

を
振
り
回
し
て
る

一

の
方
が
よ

ど
危
険
な
の
に
ど
う
し
て
私
が

 
テ
レ
ビ

の
女
権
も

面
外
へ
フ

ド
ア
ウ
ト

 
そ
れ
が

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
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・

型
シ

ル
ド
バ
リ
ア
発
生

 

め

型

零

白
夜

再
現

 
見
た
目
は
完
全
に
ラ
イ
ト
セ

バ

 
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
フ

ト
ン

ド
の
色
を
⻘
く
し
た
ら
完

 
実

対

武

生
身
で

う
上
に

さ
れ
て
る
エ
ネ
ル
ギ

の
消

は
原

り

い

の
で

出
し

な
し
は
良
く
な
い

 

う
エ
ネ
ル
ギ

が
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

な
時
点
で
そ
れ
を
攻
撃
の

に
転
換
す
れ

ば

で
も
零

白
夜
に
な
る
と
い
う

論

原
作
白
式
二

形

の
盾
や
ク
ロ

も
似

た
よ
う
な
も
ん
だ
し
同
じ
同
じ

 

実

超
強
力
エ
ネ
ル
ギ

て
な
る
と
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

が
一
番
だ

た

 
こ
れ
が

の
代
わ
り
に
使
わ
れ
た

 

電

型
な
の
で
そ
の
気
に
な
れ
ば

で
も
使
え
る
が

を
前
に
弾
幕
を

し
た
り
二

メ

ト
ル
以
上
の

躍
し
た
り
と

人
の
身
体
能
力
が
必

な
時
点
で
使
い
手
を

ぶ

 
バ
リ
ア
限
定
に
す
れ
ば
対

罪
者

グ

ズ
と
し
て
人
気
を

す
か
も
し
れ
な
い
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・
更
識

 
楯
無
と
■
■
の
事
で
も
や
も
や
し
て
る
妹

 
姉
へ
の

を

き
自
身
と

し
ヒ

ロ

に
自
己
投
影
す
る
事
で
自
尊
心
を
保
ち

け
て
い
た
少
女

そ
の
ヒ

ロ

に
姉
が
重
な

て
見
え
た
せ
い
で
も
や
も
や

 
苦
悩
し

努
力
し

最
後
は
勝
つ
正
義
の
味
方

そ
れ
が
ヒ

ロ

 

じ

あ

姉
も
苦
悩
し

努
力
し
て
い
る
の

 

も
か
も

な
く
こ
な
す
終
始
完

な
姉
と
い
う

の
中
の
姉
の
イ
メ

ジ
像
に

裂
が
入

た

  
・
ア
ン
ド
リ

・
ギ
ル
バ

ト
・
ミ
ル
ズ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者

達

ダ
イ
シ

・
カ
フ

の

主

 
不
定

で
た
ま
た
ま

み
だ

た
の
で
中
継
と
テ
レ
ビ
同
時

と
い
う

を
や

て
い

る

て

い
て
る
か
ら
ネ

 
な
ん
だ
か
ん
だ
こ
れ
ま
で
和
人
の

に

て
異
変
や
事
件
に
は

わ

て
経

や
全
容
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を
把
握
し
て
い
た
の
で
今
回
完
全
に

の
外
な
感
覚
を
味
わ

て
い
る

ち

と
新

だ

が
や

り
不
安
な
の
で
把
握
し
た
い
と
思

て
い
る

最
初
期
攻
略
組

み
感

 
和
人
や
直
葉
達
の
事
が
心
配
な

り

真

に
保
護
者
ポ
ジ
を
保
守
し
て
い
る

 
ち
な
み
に
女
権
へ
の
煽
り
倒
し
に
は

し
た

様

  
・
桐

谷
和
人

 
義
理
の
姉
が

わ
る
と

点

く

く
な
シ
ス
コ
ン
義
弟

 
大
切
な
人
達
の

の

か
が
不

に
傷
付
け
ら
れ
れ
ば

回
怒
る

一
応
護
衛
を
信

し
て
い
な
い
の
で
傷
付
け
ら
れ
る
事
も
覚
悟
し
て
い
た
が
そ
れ
は
そ
れ
こ
れ
は
こ
れ

怒
る

時
は
メ

チ

怒
る

 
怒
り
過
ぎ
て
目
の
色
が
完
全
に
獣
化
し
て
い
た
が
自
覚
は
無
い

 
キ
レ
て
身
体
能
力
ぶ

ち
し
て
い
る
が

つ
い
数
日
前
ま
で
一

間
入

す
る
程
の
重
体
で

つ
ま
り
身
体
能
力
が

ち
ま
く

て
い
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

め
 
要
す
る
に
無

理
し
て
い
る
ん
だ

 
怒
り
で
リ
ミ

タ

解

は
主
人

の
必

技
能
で
す

代
償

 

情
に

ら
れ
過
ぎ
て
高

五
十
メ

ト
ル
か
ら
フ
リ

フ

ル
を

行
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そ
の
気
に
な
れ
ば
五
点
倒
地

地
法
な
り
分
か
り

い
よ
う
風
使

た
り
で
対
応
出
来
た
か
も

だ
が

静
じ

な
い
の
で

と

し
い

  
・
更
識
楯
無

 
ギ

リ
ギ
リ
で
和
人
を
救
出
し
た
日
本
代
表
候
補
主

 
そ
れ
は
ま
る
で
主
人

の
よ
う

ヒ
ロ
イ
ン
を
助
け
る
的
な
意
味
で

 
つ
ま
り
楯
無
が
ヒ

ロ

で
和
人
が
ヒ
ロ
イ
ン
だ

た
ん
だ
よ

論

 
世
界
に
中
継
さ
れ
て
い
る
前
で
和
人
と
親
し
く
し
更
に
妹
愛
を
見
せ
付
け
る

動
を
取

た

時
点
で

最

こ
れ
ま
で
の
邪
険
行
動
は
水
の

対
暗
部
が
こ
れ
で
も
か
と

う
だ
ろ
う

が

そ
れ
よ
り
も
楯
無
は
■
■
と
し
て
家

愛
を

先
し
た

様

 
最
愛
の
妹
を

さ
れ
た
ら
一

で

点
突
破
す
る

り
原
作

と

て
い
い
の
か
シ
ス

コ
ン

マ
シ
マ
シ
と

う
べ
き
か
迷
う
と
こ
ろ

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

こ
こ
は

行
止
め
だ
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原
作
七

キ
リ
ト
の
名

を
黒

く
め
の

で

て
の
け
た

ア

ド伝
ヴ子

強
ン化
ズ

ド体
の
一
人

不
明
な
精
神

黒

は
生
体
同
期
型

つ
ま
り
ク
ロ
エ
の
体
に
あ
る
も
の
で

定

黒
騎
士

は
ま
た
別
の
も
の

 
体
に

め

ま
れ
て
る
と
か
バ
レ
た
ら

バ

バ
な
の
で
ネ

 
直
葉
達
を
安
全
な
場

に
送

て
か
ら
や

て
来
た
和
人
セ
コ
ム

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
楯
無
と

た

り

時
間
が
掛
か

た

様

 
遠
回
し
に
直
葉
達
は
守

た
と

て
い
る

り
和
人
の
状

を
よ
く
分
か

て
い
る
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エ
ピ
ロ

グ
 

ｍ
ａ
ｎ

ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ

大

器

晩

成

  

点

七
色

千
冬

楯
無

 

数

約
一
万
二
千

 
事
後
説
明
会

ダ
イ
ジ

ス
ト
進
行
で
す
が

る
し
て

 
リ
ア
ル
タ
イ
ム
進
行
は
ク

つ
ま
ん
な
い
上
に
話
数
喰

て
面
白
味
な
い

確
信

な
の
で

 
主
人

高

価
が
苦
手
な
人
は

意

今
更

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
六
月
一
日

日

日

前
十
一
時

 

心

家
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ｍａｎ ｈｉｇｈ ｃａｌｉｂｅｒ
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自

一

リ
ビ
ン
グ
の
自

に

ん
ぞ
り
返

て
あ
た
し
は
パ

ク
に
入

た
い
ち
ご

グ
ル
ト
ド
リ
ン
ク
を
ス
ト
ロ

で
力

せ
に

い
上

た

女
が
立
て
る
に
は

応
し
く
な
い

騒

が

大
に
発
生
し

対
面
に

る
実
の
姉
・

虹
架
が

を
し
か
め
た

ち

と

七
色

そ
れ
や
め
な
よ

行

が
悪
い
よ

む

だ

て

 
ス
ト
ロ

か
ら

を
離
し
た
あ
た
し
は
む

と

の
姉
に
目
を
向
け
る

最
初
は

め
る
面
持

ち
だ

た
表
情
が

第
に

れ

最
終
的
に
は
彼
女
も
同
情
的
に
苦

を
浮
か
べ
る

そ
り

ま

七
色
の
キ
モ
チ
も
分
か
ら
な
く
は
な
い
け
ど
さ

で
も
仕
方
な
い
よ

和

人
君
だ

て

き
で

な
く
な

た

じ

な
い
ん
だ
し

む
 

め
て

に
さ
れ
る
と
ま
た
苛
立
ち
が

み
上

て
来
て
ス
ト
ロ

を

え
る
や

や

手
で
ぎ

と
紙
パ

ク
を
握
り

す

に
残

て
い
た

体
が
ず
ず

と

の
中
に
入

た 
空
に
な

た
パ

ク
を
握
り

し
数
メ

ト
ル
離
れ
た

に
放
り

ん
だ
あ
た
し
は
テ

ブ
ル
に

を
つ
い
て

大
に

息
を

く
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あ

あ

せ

か
く
二
人

き
り

て
思

て
た
の
に
一

間
で
離
れ
離
れ
と
か

そ
ん
な
の
あ
る

 
イ
マ
ド
キ
転

生
だ

て
も
う
ち

と

る
わ
よ

 
が

く
し
と

あ
た
し
は

に

を
う
ず

め
る

 
彼
が
登

を
始
め
た
の
五
月
十
九
日
月

日

最
後
の
登

日
は
二
十
四
日
金

日
だ

事
件

が
あ

た
二
十
六
日
も
登

は
し
て
い
た
が
結

学

に

か
ず
事
情

取

で
お
流
れ
に

な
り

い
ま
で
は

の
人
工

に

て
い
る

 
そ
の

の

整
を
す
る
お

か
み上

や
保
護
者
で
あ
る
桐

谷
家
の
ご
家

も
大
変
だ
ろ
う
と
は
思
う

が

一
番
大
変
な
の
は

境
が

変
し
て
い
る
和
人
本
人
だ
ろ
う

流

に

を
生
身
で
撃

す
る
と
い
う
の
は

異
的
と
は

え
そ
れ
を
危
険

す
る
く
ら
い
な
ら
彼
と

対
す
る
行

を

し
な
け
れ
ば
済
む
話
な
の
に
身
勝
手
な
主

を
す
る
人
間
の
た
め
に
彼
が
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
か
ど
こ
か
お
か
し
い
と
し
か
思
え
な
い

 

初
こ
そ
私
の
監

目
的
だ

た
ら
し
い
の
に

も
う
無

だ
ろ
う
で
解

さ
れ
る
と
か

最

私
を
ダ
シ
に
別
の

か
を
企
ん
で
い
た
と

て
い
る
も
同
然
だ

 
て

き
り
私
は
彼
が
登

す
る

に
私
の
監

を

し
て
い
る
も
の
だ
と
思

て
い
た

し
か
し
真
実
が
逆
で
私
の
監

を
理
由
に
彼
は
登

す
る
必
要
が
あ

た
の
だ

更
識
家
に
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た
の
で
は
ど
う
に
も
出
来
な
い
問

が
あ

た
の
だ
ろ
う

そ
し
て
そ
れ
は
更
識

と
い

う
少
女
が
誘

さ
れ
た
事
と

が
あ
る
と
私
は
見
て
い
る

 
よ
く
よ
く

え
れ
ば
在

中
の
セ
キ

リ
テ

理
も

し
過
ぎ
た
気
が
す
る

そ
の
ク
セ

彼
が
登

し
な
く
な
る
と
分
か

た

あ
た
し
の
行
動

の
自
由

も
増
し
た

 
ま
さ
か
と
思
う
が

登

中
に
襲
撃
さ
れ
る
よ
う

て
い
た
の
で
は
と

て
し
ま
う

ま

和
人
君
も
タ
イ
ヘ
ン
だ
か
ら
ね

 
そ
ん
な
私
の
思

を

の

ん
と
し
た

で

て
済
ま
せ
て
し
ま
う
姉
・
虹
架

甘
い

甘
い
わ
よ
お
姉
ち

ん

 
そ
ん
な
姉
に
物

す
べ
く
ず
び
し
と
指
を
突
き
つ
け
る

や
め
な
さ
い
と

ん
で
の
け
ら
れ

る
け
ど

そ
れ
で
も
あ
た
し
は
物

す

た
だ

タ
イ
ヘ
ン
だ
か
ら

て
済
ま
せ
る
の
は
思

止
よ

 
い
い

恋
は
戦
争
な
の

 
そ
ん
な
の

ん

て
し
て
た
ら
あ

と
い
う
間
に
行
き

れ
ち

う
の
よ

い
き
な
り
話
が
ぶ

ん
だ
ね

 
わ
た
し
今
ち

と
付
い
て
い
け
な
か

た
よ

 
ぎ

と
し
た
眼
で
見
て
来
る
が
あ
た
し
は

ん
と

て

ね

け
た

く
と

姉
の

が
引
き

る
の
が
見
え
る
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な

な
ん
か
七
色

て
ば

わ
た
し
の
事
を

め
て
な
い

そ
ん
な
事
な
い
わ
よ

 

意
と
か
に
か
な
り

手
だ
な

と
は
思

て
る

と
い
う
の
は
ナ
イ
シ

し

白

し
過
ぎ
る

 

を

く
つ
か
せ
る
姉
と

発
的
な

み
を
向
け
合

て
ば
ち
ば
ち
と
火
花
を

ら
す

 
そ
ん
な
不

な
争
い
は
数

後
同
時
に

息
を

い
た
事
で
す
ぐ
に
終
わ

た

な
ん
だ

か
ん
だ
で
姉
も
自
分
と
同
じ
心
境
な
の
だ

 
体

面
か
ら
フ
ル
ダ
イ
ブ
も
制
限
さ
れ
て
い
る
い
ま
今

会
え
る
の
は

時
に
な
る
の
や
ら

と

あ
た
し
は
海
の
彼
方
へ
思
い
を
馳
せ
た

  
同
時

 

人
工

学
園

 
無
機

の

を
進
む

が
反

す
る

 

的
な
そ
れ
は
二
人
分

一
つ
は

で
も
う
一
つ
は
や
や

ら
か
い

前
者
が
ヒ

ル

を
履
い
た
自
分
の
足

で
後
者
が
後
を
付
い
て
来
る
者
の
足

そ
れ
を

き
な
が
ら
無

で
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進
め
ば

も
無
い
廊
下
か
ら
開
け
た
空
間
へ
と
出
た

 
大
き
な

型
ド

ム
の

ア
リ

ナ
技
場

 

め
四
方
に
ピ

ト
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
そ
こ
か
ら
は

色
あ
る
い
は
緑
色
の
機
体
を

た
少
女
達
が

ら
に

び
出
て
ア
リ

ナ
を

び
回

て
い
る

中
に
は
武
器
を
手
に
戦
闘

練
を
行

て
い
る
者
も
見
え
た

 
そ
れ
を
振
り

ぎ
な
が
ら

私
は
後
ろ
に
付
い
て
来
た
人
物
へ
と
振
り
返
る

が
第
三
ア
リ

ナ
だ

・和
・人

 
血
の
繋
が

た
弟
の
片

れ
だ

た
少
年
が

出
し
た

の
金
の

で

空
を

ぎ
見
た

  

学
園
は

合
に
人
工
的
に
作
ら
れ
た

の
上
に
立
て
ら
れ
た

に
つ
い
て
学
ぶ

専

機

で
あ
る

は
女
性
に
し
か

え
な
い
の
で

実

女
学
園
化
し
て
い
た
が

六
月

か
ら
は
そ
こ
に
一
人
の
未
成
年
男
子
が
加
わ
る
事
に
な

た

 
そ
れ
が
桐

谷
和
人

一

 
加
わ
る
と
は

え

無
論
学
生
と
し
て
の
入
学
で
は
無
い

 
き

う

六
月
一
日
か
ら
六
日
前
の
五
月
二
十
六
日
の

和
人
は
展
示
会
予
定
会
場
か
ら

を
強
奪
し
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た
女
権

体
に
襲
撃
さ
れ
た
が

が
開
発
し
た

技
術
の
護
身

を

い
て
撃
退
し
た

 
内
容
だ
け

さ
ら

え
ば
特
別

し
い

で
は
な
い

 
し
か
し

が
異

で
あ
る

な
に
し
ろ
彼
は
実

対

備
と
は

え
生
身
で

を
退

け
た
も
同
然

更
に
そ
の
最
中
彼
は
家

を
傷
付
け
ら
れ
た
と
知
る
や

や
怒
り
を

わ
に

れ
狂
い
ま
で
し
た

そ
の
様
は
悪
⻤
と
思
え
る
⻤
気

り
よ
う
で
殺
気
立

て
い
る
と
は
正
に

あ
の
様
と
す
ら

え
る

ど

 
事

の

を
知

た
世
間

こ
の
場
合
は
日
本
国
内

の
意
見
は

そ
二
分
化
し
た

 
家

を
傷
付
け
ら
れ
怒
り
を

わ
に
し
た
点
は

理
解
さ
れ
て
い
る

だ
が
そ
の
後
が
問

で

道

あ
り
と
は

え

を
下
す
能
力
を
危
険

し
て

束
す
る
べ
き
と
い
う
意
見
と

し
な
け
れ
ば
安
全
だ
か
ら
様
子
見
と
い
う
意
見
で

れ
た
の
だ

過

穏

と
い

う
や
つ
で
あ
る

 
結
論
か
ら

え
ば

現
状
は
様
子
見

 

は
と

え
ば
悪
い
の
は
女
権

体
だ

あ
の
集

は
こ
れ
以
上
な
い

ど
世
間
を

き
付
け

る
よ
う
動
い
て
い
た
が
そ
も
そ
も
テ
レ
ビ
中
継
も

し
入
り
な
上
に
強
権
発
動
と
い
う

業

罪
に
問
わ
れ
か
ね
な
い
し

に

し
て
も
強

罪
傷

罪
国
家
間
の
取
り
決
め
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で
あ
る
ア
ラ
ス
カ

約
に
も

触
し
て
い
る
と
い
う

い

れ
出
来
な
い
程
の

罪
性

そ
こ

ま
で
や

て
お
い
て

さ
れ
た
時
は

罪
を
主

つ
ま
り
和
人
が
悪
い
と
い
う
主

を
す
る
の
だ
か
ら

れ
果
て
る
ば
か
り

 

こ
れ
も
ま
た
自
分
の
罪

と
は
少

認
め

い
と
こ
ろ
だ

た

 
彼
女
ら
の
思
想
を

で
塗
り

え
た
原
因
は
確
実
に
自
分
に
あ
る

だ
が

あ
そ
こ
ま
で

し
た
の
は
個
人
の
判
断
で
あ
り
そ
こ
ま
で
責

は
持
て
な
い

そ
ん
な
事
を

え
る
私
は
ダ

メ
な
の
だ
ろ
う
が

ぎ
よ
う
が
な
い

 
い
ま
の
自
分
に
で
き
る
事
は

第
二

第
三
の
女
権
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
力
を

く
し
つ
つ

最
初
の
女
権
を

的
に

す
事
だ
ろ
う
と

え

私
は
動
い
た

 

し
た

者
四
人
と
テ
レ
ビ

か
ら

行
さ
れ
た
女
権
と
繋
が
り
の
あ
る
者
達
を
洗
い
出

し
女
権

体

企
業
に

属
し
て
い
る
全

を

す
る

無
論

抗
も
さ
れ
た
が
こ
ち

ら
は
ア
ラ
ス
カ

約
に
反
し
た

体
人
間
を

す
る
と
い
う
国
家
の
指
示
で
動
く
大
義

名
分
が
あ
り
実
力
行
使
に
出
ら
れ
て
も
問

無
い
の
で
特
に

り
な
く
終
わ

た

救

の

な
い

城

抗
戦

ど
虚
し
い
も
の
は
中

無
い
だ
ろ
う

 
そ
う
す
れ
ば

と
出
て
来
る

罪
の
証

物
件
の
数
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罪
で
裁
判

に
な

て
い
る
男
性
の
多
く
が
救
わ
れ
る
キ

カ
ケ
に
な

た
と
知

て

多
少
救
わ
れ
た
気
分
に
な

た

 
無
論
数
日
で
済
む

件
で
は
無
い
の
で
い
ま
も
国
は
動
い
て
い
る

だ
が
教

と
国
家
代
表

と
い
う
地

を

け
ば
一

人
な
私
は
そ
の

を
あ
ま
り
知
ら
な
い

更
識

と
し
て
動
い
て

い
る
楯
無
の
方
が
よ

ど
知

て
い
る
だ
ろ
う

 
と
は

え

そ
の

更
識

も
ゴ
タ
ゴ
タ
は
あ

た
よ
う
だ

 
事
件

日

和
人
が
襲
わ
れ
た
件
を

め

他
に
複
数
の
事
件
が
重
な

て

き
て
い
た

 
ま
ず

前
八
時
に
桐

谷
家
襲
撃

一
分
程

で
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
が

し
襲
撃
者

達
を

さ
せ
た
後
更
識

へ
と
送

て
か
ら
和
人
の
救

に
向
か

た
の
で
二
十
分

ど

こ
こ
で
要
し
て
い
る

 

に

き
た
の
が
更
識

本

誘

こ
れ
は

前
八
時
過
ぎ

 
そ
の
あ
と

前
八
時
十
分
に
和
人
が

四
機
に
襲
撃
さ
れ
る

 

前
八
時
十
五
分
に
更
識
楯
無
へ

和
人
が
電
話
を
掛
け

楯
無
が
国

会
に

の

使

許
可
を

い
出
撃

に
十
分

に

本

を
救
出
し
そ
の
足
で
和
人
の
救

に
向
か

た
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前
八
時
二
十
五
分

に

和
人
が

を
二
機
撃

そ
の

す
ぐ
後
に
更
識
楯
無
と
ク

ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
が
同
時
に

同
時

に
テ
レ
ビ

の
女
権
が

行
さ
れ
る

 
そ
ん
な
流
れ
に
な

て
い
た

 
私
が
出
撃
し
な
か

た
の
は

楯
無
が
出
撃
し
た
事
で

学
園
を
襲
撃
さ
れ
て

数
十
機
の

コ
ア
が

ま
れ
る
な
ど
し
な
い
た
め
の
抑
止
力
と
し
て
の
面
が
あ
る

事

が
⻑
引
け
ば

集
が

掛
か
る
予
定
だ

た
が

一
時
間
足
ら
ず
で
終
わ

た
の
で
出
動
要
請
は
掛
か
ら
な
か

た

 
こ
れ
だ
け

け
ば
女
権
が

わ

て
い
る
の
は
和
人
襲
撃
と
桐

谷
家
襲
撃
テ
レ
ビ

し
掛
け
で
あ
り

更
識
の
方
に
は

わ

て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る

 
無
論

こ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

き
て
い
る
の
に

無

な

が
な
い

 
実

は

更
識

の
先
代

主
の

か
ら
仕
え
て
い
た
古

と
女
権
が
裏
で
内

し
て
お
り

タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
を
仕
掛
け
た
ら
し
い

 
そ
の
古

だ

た

木
と
い
う
男
は
実
は
他
の
暗
部
組

属
の
ス
パ
イ
だ

た
と
い

う

現
在
そ
の
ス
パ
イ
は
学
園
地
下
で
死
な
な
い
よ
う
生
き

ら
え
さ
せ
ら
れ
な
が
ら

ご
う
も
ん問

を

け
て
い
る

あ
ま
り
進

は
無
い

と
残
念
そ
う
に
楯
無
が

を
振

て
い
た

 
そ
れ
故
推

で
は
あ
る
が

と
彼
女
は
私
に
も
事
情
を
話
し
て
く
れ
た



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 

木
の

い
は

お
そ
ら
く

更
識

の
内
部

壊

 
方
法
は
二
つ

 
一
つ
目
は

対
暗
部

暗
部

と
し
て
の
信

失

 
こ
れ
が
和
人
を
亡
き
者
に
し
た
い
女
権
と
繋
が

た
要
因
ら
し
い

 
和
人
が
更
識
に
身
を
寄
せ
る
理
由
に

を
使
え
る
男
性
の
保
護

と
い
う
も
の
が
あ
る
が

こ
れ
は
本

に
ご
く
一
部
に
し
か
伝
え
て
お
ら
ず

知

て
い
る
の
は
更
識
姉
妹

姉
妹

ノ
之
束
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
六
人
だ
け
に

し
て
い
た

護
衛
に
も
伝
え
な
い
の
か

と
思

た
が

そ
の

は
暗
部
故
の

心
な
の
か
と
勝
手
に

得
し
て
い
る

が

の

強
を
教
え
て
い
た
ら
し
い
が
今
回
の
事
件
の
よ
う
に
襲
撃
を
予

し
て
事
前
知
識
を
得

る

と

え
る
の
が

で

流

に
使
え
る
事
を
前

に
と
は

も

え
な
い
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ
ス
パ
イ
は

和
人
が

を
使
え
る

事
実
を
知
ら
な
い
の
で

必
然
そ
れ
以
外
で

な
に
か
を

え
る
事
に
な
る

 
そ
こ
で
浮
か
ぶ
の
は
楯
無
が
和
人
の
護
衛
を
し
て
い
る
と
い
う
点
だ

世
間
的
な
意
見
で

は

和
人
は

明
期
に
あ
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
リ
サ

チ

と
し
て
の

を
期

さ
れ
て
お

り
リ
ア
ル
の

護
の

に
更
識
に
身
を
寄
せ
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
た

専

機
を
持
つ
楯
無
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が
最
大
の
護
衛
と
な
れ
ば
そ
の
重
要
性
は
非
常
に
大
き
く
思
え
る
だ
ろ
う

更
に
事
変
に

け
る
日
本

の

が
表

に
な

た
事
で
和
人
の
存
在
が
か
な
り
重
要
で
あ
る
事
も

知
の
事
実
と
な

た

お

え
の
更
識
が

が
重
要

す
る
人
間
を
護
衛
し
て
い
る
と
い
う

が
克
明

に
な

た
の
で
あ
る

 
そ
れ
は
正
に
更
識
と
し
て
の
仕
事
そ
の
も
の
と

え
る
わ
け
で
他
の
組

か
ら
す
れ
ば

と
て
も
面
白
い
と
は

え
な
い

な
ら
ば
と
逆
手
に
取

た
の
が
和
人
を
亡
き
者
に
す
る
事
で

護
衛

務
を
失

し

信

を
失

さ
せ
る
と
い
う

だ

 
か
つ
て
見
下
さ
れ

め
ら
れ
て
い
た
少
年
を
わ
ざ
わ
ざ
重

す
る

の
期

を
裏
切
る

た

た
一

で
も
そ
れ
は
大
打
撃
と

え
る

し
か
も

主
直

と
な
れ
ば

の
事
だ
と
楯

無
は
重
い

で

て
い
た

 
二
つ
目
は

更
識
姉
妹
の
不

で
あ
る

 

を

ん
だ
時
に

親
が
亡
く
な
り
数
年
前
に

親
が

し
た
事
で
楯
無
は

く
し
て

現

主
に
な

た
ら
し
い
が

主
を
決
め
る

に

が
あ

た
と
い
う

そ
の

こ
そ
が
ス
パ
イ
に
よ
る

乱
だ

た
の
だ
ろ
う
と
彼
女
は
語

た

私
は
部
外
者
な
の
で
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を
教
え
て
も
ら
え
な
か

た
が

不

を

さ
れ
た

と
い
う
話
を

け
ば

主
を

推
す
二
つ
の

を
煽
り

収

が
つ
か
な
い
よ
う
誘
導
し
て
い
た
と
は

せ
た

 
結

代
表
候
補
生
に
な

た
事
が
決
め
手
と
な
り
楯
無
が

主
に
な

た
の
は
不

中
の

い
だ

た
と

え
る
の
か
も
し
れ
な
い

 

と
も
あ
れ

そ
の
展
開
は
ス
パ
イ
の
組

に
と

て

面
白
く
な
い
展
開
だ

 
だ
か
ら

て
つ
け
の
よ
う
に
妹
の

を

い

主

か

個
人

か
を

ぶ
よ
う
仕
向
け

た

そ
れ
は
和
人
が
電
話
で
発
破
を
掛
け
た
事
で
無

に
な
り
結
果
的
に
そ
れ
が
最
善
と
な

た

だ
が
も
し
そ
の
発
破
が
無
け
れ
ば
彼
女
は
妹
を
喪

て
い
た

更
識
は
存

し
て
も
他

の
部
分
で
影

が
あ

た
だ
ろ
う

 
大
別
し
て

和
人
襲
撃
事
件

と

誘

事
件

と

わ
れ
て
い
る
そ
れ
は

和
人
の
電
話
の

像
に
よ
り

し
た
事
と
思
わ
れ
て
い
る

た
だ
裏
の

面
を
少
し
で
も
消
す
た
め

か

木
の

行
も
女
権
が
し
た
事
に
な

て
い
る
以
外
は

真
実
そ
の
ま
ま
だ

た

 
そ
し
て

そ
の
後

 
女
権
が

解
体
さ
れ
る
間

和
人
の

い
は

め
に

め
た

 
零

白
夜
を
再
現
し
た
技
術
は
日
本
の

の
成
果
で
あ
り
ま
だ

験

の
た
め
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表
さ
れ
て
い
な
い
し

が

目
的
の
た
め

の
対

に
は
な
ら
な
い

と
い
う
よ
り

今
回
の
事
で
和
人
が

さ
れ
る
よ
う
な
事
は
な
い

 
冒

で
話
し
た
よ
う
に
彼
の
精
神
性
や
行
動
を
危
険

す
る
過

と
心
情
を
理
解
し
た

穏

の

い
合
い
が

化
し
た
の
だ

 
彼
が
定
め
る

大
切
な
存
在

を
傷
付
け
た
場
合

彼
は
今
回
の
事
件
の
よ
う
に
怒
り
狂
い

人
を
攻
撃
す
る
だ
ろ
う

そ
の

に
殺
し
が

き
る
可
能
性
は

定
出
来
な
い
と
い
う
の
が

過

の
意
見

 
穏

の
反
論
で
は
エ
ネ
ル
ギ

切
れ
で
撃

し
た

者
た
ち
は
攻
撃
し
な
か

た
と

あ
る

 
殺
す
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
危
険
性
で
意
見
が

れ
た
の
だ

 
和
人
自
身
は
あ
の
時
女
権
を
殺
す
つ
も
り
は
無
か

た
た
だ
直
葉
達
を
助
け
に
行
く
に
は

ま
ず
無
力
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

え
た
か
ら
剣
を
振

た
と

解
し
て
い
る

攻
撃

す
る
意

は
あ

た
が
殺
意
は

定
し
た
の
だ

そ
れ
を
穏

は

持
し
過

は
疑

て

い
る

 
ハ

キ
リ

て
水
掛
け
論
だ
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そ
の
た
め
様
子
見

 
と
は

え

そ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
無
い
の
で

色

と

境
が
変
わ

て
い
る

 
道

あ
り
と
は

え

を
生
身
で
下
し
た
の
は
事
実

そ
の
身
体
能
力
な
ど
は

に

と
判
断
さ
れ
た
和
人
は

の
話
し
合
い
を
経
て

学
園
に
身
を

く
事
が
決
ま

た

学
自
体
は

の

信
教
育
に

り

生
活
の
場
を
更
識

か
ら
人
工

に

し
た
の
だ

 
理
由
は
明
白

 

学
園
は
全

制

つ
ま
り

護
衛
や
抑
止
力

い
に
な
る
楯
無
は

学
園
が
あ
る

人
工

に

在
し
て
い
る

で
有
事
の

に
す
ぐ
対
応
出
来
な
い

だ
か
ら
近
く
に

た
方
が

い
い

と
い
う
安
直
な
話
だ

た

世
界
最
強
と

わ
れ
る
私
が

る
の
も
あ
る

だ

 

か
ら
す
れ
ば
入
学
し
て
い
な
い
だ
け
で
結

そ
こ
に
行
く
の
だ
か
ら
と
安
全
面
の
方

で
安
心
し
た
い
一
心
だ
ろ
う

 
そ
れ
に

和
人
は
帰
還
者
学

の

業
を

信
教
育
で

し
て
い
た

そ
れ
が
事

変
後
に
な

て
い
き
な
り

学
に
な
り
今
回
の
事
件
だ

信
教
育
に

る
の
は
あ
る
意
味

必
然

そ
ん
な
経

で
和
人
は

学
園
に
隔
離
さ
れ
た

 

か
ら
見
れ
ば
か
な
り
の
不
遇
ぶ
り

つ
理
不

な
状
況
だ
が
地
下
ア
リ

ナ
も
あ
る
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に
隔
離
さ
れ
た
と
い
う
事
は

秘
密
裏
に

の

練
も
可
能
と
い
う
事
で
あ
る

 
裏
の
事
情
を
知

て
い
れ
ば
い
る

ど

来
の

に
地

め
が
出
来
る

境
に
近
付
い
て

い
る
よ
う
に
思
え
る

 

も
し
こ
こ
ま
で
和
人
の
思
惑

り
な
ら
空
恐
ろ
し
い
な

 
そ
ん
な
事
を

え
な
が
ら

空
を
舞
う

達
を

め
る
少
年
の
後
ろ

を
見
つ
め
る

 

論
私
と
て
本
気
で

え
て
は
い
な
い

誘

自
身
へ
の
襲
撃
直
葉
達
へ
の
襲
撃
は
危

惧
し
て
は
い
た
か
も
し
れ
な
い

だ
が
直
葉
達
を
危
険
に
晒
す
よ
う
な
事
を

に
入
れ
る

ど

彼
は
悪

で
は
無
い
人
格
だ
と
思
う

も
し

り
だ
と
す
れ
ば
あ
そ
こ
ま
で
本
気
で
怒
れ

る
と
は
思
え
な
か

た

 
だ
が

そ
れ
以
外
は
ど
う
だ
ろ
う

と
も
思
う

 

と
話
し
合
う
機
会
を
持

た
の
も
更
識
家
に
身
を
寄
せ
た
の
も
仮
想
世
界
で
の

を
認
め
さ
せ
て

務

仮
想

の
一

に
な

た
の
も
そ
れ
は
全
て
彼
自
身
の
行
動
の
結
果

だ

あ
る
程

の
偶
然
は
あ
る
だ
ろ
う
が

そ
和
人
の
思
惑

り
に
な

て
い
た
と
は

え
る

だ
ろ
う

 
つ
ま
り
最
初
は

信
教
育
で

事
変
の
後
に
な
に
か
を
理
由
に

学
に
切
り

え
今
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回
の
よ
う
に
襲
撃
が
あ

た
場
合
に

信
教
育
に

す

学
園
に
隔
離
さ
れ
よ
う
と

え

て
い
た
と
し
て
も
私
は
お
か
し
く
な
い
と

え
て
い
る
の
だ

感
情
を
誘
導
し
思

を
制
限

し

あ
る
程

予
想

り
に
事
を
運
ぶ
く
ら
い
は
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と

 
と
ん
だ
突

な

想
だ
と

そ
う

い

ば
し
た
い

 
だ
が
こ
の
少
年
は
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た
人

の
心
理
を

り

序
を
体
現
し
た

明
さ
が
あ
る

 
こ
れ
は
決
し
て

目
に
よ
る
ヘ
ン
な

想
で
は
終
わ
ら
な
い
の
で
は

せ
い

・

・

・先
・生

 
く
い
と

を
引
か
れ
な
が
ら
呼
ば
れ
は

と
意
識
が
思

の
海
か
ら
浮
上
し
た

線
を

下
に
向
け
れ
ば

金
色
の

が
私
を
じ

と
見
つ
め
て
き
て
い
る

す
ま
な
い

え
事
を
し
て
い
た

も
う
い
い
の
か

 
そ
う
問
う
と

少
年
は
こ
く
り
と

い
た

そ
う
か

も
う
す
ぐ
正

に
な
る

こ
の
ま
ま
食

ま
で

内
し
よ
う

付
い
て
来
い

は
い

 

い
返
事
と
共
に

私
の
後
を
付
い
て
来
る
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血
の
繋
が
り
が
あ
る
と
は
思
え
な
い

他
人
行

な

だ

在

す
る
生

で
な
い
彼
は

年
上
の

手

と
い
う
形
で

語
を
使

て
来
る

 
そ
の
事
実
に

の

が
少
し
だ
け

く
の
を
感
じ
な
が
ら
一
路

食

へ
と
向
か

た

  
二

二
五
年
六
月
一
日

日

日

前
十
一
時
四
十
五
分

 

学
園

食

 
サ
ン
ド
イ

チ
を
メ
イ
ン
に

え
た

食
セ

ト
を
二
つ
カ
ウ
ン
タ

で

け
取

た
後

う
つ虚

が
取

て
く
れ
て
い
た
テ

ブ
ル

へ
と
そ
そ
く
さ
と

動
す
る

こ
の
あ
と
に
来
る
二
人
の

に

の
確
保
は
必

事

だ

た

 

と
す
る
と
今
後

定
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
食

の

の
方
の

を
取

て
い

る 
人
で

れ
返
り

に

れ
な
い
せ
い
で
立

た
ま
ま
食
べ
る
事
に
な
る
哀
れ
な
人
に
は

し

な
い
が
そ
こ
は
我

し
て
欲
し
い
と
思
う

て

く
来
て

を
取
れ
る
事
を
願
う
ば

か
り
だ

 
そ
の
苦
労
を

え
れ
ば

護
衛

監

と
い
う

務
が
あ
る
と
は

え

私
は
気
が

だ
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と
思
う

 
請
け
負

て
い
る

務
の
対

で
あ
る
桐

谷
和
人
は
世
間
の
過

が
危
惧
す
る
危

険
人
物
で
は
無
い
か
ら
だ

場
合
に
よ

て
は
危
険
に
な
り
得
る
が

本
的
に

な
性
格
で

あ
る
彼
は
そ
れ
こ
そ

理
的
に
も
ア
ウ
ト
な
ラ
イ
ン
の
タ
ブ

を

さ
な
い
限
り
こ
ち
ら
に

を

さ
な
い

私
は

い
付
き
合
い
か
ら
そ
う
理
解
し
て
い
た

 
だ
か
ら
こ
の
食
事
も

前
上
護
衛
と
監

に
な
る
に
せ
よ

の
食
事
と
変
わ
ら
な

い
と
い
う

だ

お

さ
ま

来
た
よ
う
で
す
よ

あ
ら
ホ
ン
ト

先
生

和
人
君

 
こ

ち
で
す
よ

む

 
食

に
入

て
来
た
黒
ス

ツ
を

こ
な
し
た
教
師
と
そ
の
後
ろ
を
付
い
て
歩
く
黒

く
め

な
が
ら
白
髪
金

の
少
年
に

声
を
掛
け
る

気
付
い
た
二
人
が
こ

ち
に
来
た

 
そ
の
二
人
を
見
て

食

に

た
生

た
ち
が
じ

と

線
を
向
け
る

 

先
生
が
食

に

る
の
も

し
い

生

と
食
事
時
間
が
ズ
レ
る
事
が
多
い

だ

の
に
そ
れ
に
加
え
て
男
子
が

る
と
い
う
異
様
な
状
況
だ
か
ら
だ
ろ
う

ま
し
て
や
世
間
に
知
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ら
れ
る
レ
ベ
ル
で
恨
み
つ
ら
み
を

い
て
い
る
少
年
と
そ
の
対

・だ
・ろ
・う

女
性
だ

あ
ら

る

意
味
で

感
が
生
ま
れ
そ
う
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
る

 
今
の
と
こ
ろ
和
人
の
眼
の
色
が
変
化
し
て
な
い
か
ら
大

そ
う
で
は
あ
る
が
内
心
ど
う

な
の
か
は

に
も
わ
か
ら
な
い

 

か
ら

線
を
集
め
る
二
人
が
こ
ち
ら
に
来
た
と
こ
ろ
で
女
性
が
和
人
を

し
私
の

に

ら
せ
た

し
か
し
彼
女
が

る
気
配
は
な
い

先
に

て

て
い
ろ

そ
れ
と

を
食
べ
る

で

が
食
べ
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い

そ
う
だ

た
な

和
食
セ

ト
で
構
わ
な
い
か

そ
れ
で

わ
か

た

 

葉
少
な
い
会
話

お

い
目
を
見
て
話
し
て
い
る
が

や
は
り
ど
こ
か

い

 

先
生
は

く
後
ろ
め
た
い

だ
し

和
人
も
内
心

た
る
も
の
を

え
て
い
る

で

そ
れ
が
こ
の
ぎ
こ
ち
な
い
会
話
な
の
だ
ろ
う
と

す
る
の
は
容

か

た

 

時
も
の
私
な
ら

二
人
が
会
話
し
や
す
い
よ
う
話

を
振
る
と
こ
ろ
な
の
だ
が
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こ
の
二
人
の
問

は
根
が
深
い
ば
か
り
か
二
人
の
間
で
結
論
が
出
て
い
る
の
で
下
手
に

出
し
す
る
方
が

と
い
う
も
の

先
生
を
見
送

た
後
私
は

た
り

り
の
な
い
話
を

振
る
事
に
決
め
て
い
た

そ
れ
で
和
人
君

ど
う
か
な

こ
の

学
園

こ
れ
か
ら

ら
し
て
い
け
そ
う

 
そ
の

葉
に
は

入
学
し
て
か
ら

と
い
う
意
味
も

め
て
い
た

 

前
と
化
し
て
い
る
が
監

さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
は

さ
れ
て
い
る
彼
は
生
身
に

い
て
は
上
か
ら
数
え
た
方
が

い
レ
ベ
ル
で

異
的
で
あ
る

そ
の
抑
止
力
と
し
て

ら
れ
て

い
る
の
が
私
と

千
冬
で
ど
ち
ら
か
が
一
緒
に

な
け
れ
ば
学
園
内
を
自
由
に
歩
く
事
も
出

来
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

 
そ
し
て
彼
が

生
活
す
る
場

は
学
生
が
住
む

で
は
な
く
学
園
地
下
に
あ
る

だ

重
大
な
違
反
を

し
た
生

を
入
れ
て
反

を

す

に
あ
る

の
よ
う
な
場

で
あ

る 
と

て
も

が

入
り

の
入
学
が
多
い

学
園
だ

一
つ
で

え
ら
れ
て
は

わ
な
い
と
経

も

え
た
の
か

と
は
名
ば
か
り
の

と
変
わ
ら
な
い
部

の
方
が
多
い

本
格
的
な
違
反
の
場
合
は
本

の

に
入
れ
ら
れ
る
が
そ
こ
を
使
わ
れ
る
事
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は
極

だ
と

く

そ
し
て
彼
が
住
ま
う
の
も

と
変
わ
ら
な
い
方
の
部

だ

た

 
正
に

前
の
オ
ン
パ
レ

ド

表
向
き

束
が
多
い
が
自
由
な
面
も

ど

ど
に
あ
る
と
い

う
の
が
実

 
現
状

持
と
は
そ
う
い
う
事
な
の
だ

 
そ
れ
を
不
自
由
と
取
る
か
は
人
に
よ
る
が

今
後
過
ご
す
部

は
見
た
け
ど

ア
レ
は
そ
の

問

と
か
は

も

わ
な
い
の
か

 
下
手
な
ホ
テ
ル
よ
り

華
だ
と
思
う
ん
だ
が

モ

マ
ン
タ
イ
よ

学
園
の
全
体
が
そ
ん
な
感
じ
だ
し

れ
た
方
が
精
神
衛
生
上
良
い

わ
そ

そ
う
か

そ
う

 

な

で

を
も
ご
も
ご
さ
せ
た
後

彼
は

を

ん
だ

 

い
た
い
事
は
分
か
る
が

こ
こ
に
来
る
大
体
の
女
子
が

入
り
な
時
点
で
お

し
で
あ
る

本
来
の

の
も
の
も

意
し
て
い
る
の
な
ら

認
と
い
う
の
が
現
状
だ

た

 
税
金
の
無

い
と
は
こ
の
事
だ

 
そ
の
無

い
の
数

を

ら
か
の
形
で
日
本
に
還

す
れ
ば
デ
フ
レ
で

ぐ

層
の
多
く
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を
救
え
る
と
思
う
の
だ
が

あ
あ

そ
う
い
え
ば

和
人
君
に

わ
な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ

た
の
よ

 

ん

と

手
を
合
わ
せ
て

話

を
変
え
る

 
少
年
が
小

を

た

い
き
な
り

わ
れ
れ
ば

ま
あ
そ
う
な
る
か

 

そ
ん
な
少
年
に

私
は

を
下

た

 
ど
よ

と

が
ざ
わ
め
く
が
そ
ん
な
の
は
ど
う
で
も
い
い

い
や

て
や

て
る
部

分
は
あ
る
け
ど

真
意
は
そ
こ
じ

な
い

あ
な
た
の
お

で

ち

ん
を
助
け
出
せ
た

他
に
も

色

と

本

に
あ
り
が
と
う

 

か
ら
す
れ
ば
あ
の
事
件
中
の
電
話
の
事
だ
と
思
う
だ
ろ
う

そ
れ
は
確
か
に

ん
で
い

る 
し
か
し
そ
れ
は

分

 
残
り

分
は

そ
の
後
の

色

に
あ
る

 

彼
が
現
実
に
復
帰
し

と
の
話
す
場
を
設
け
る
事
を
頼
み

ん
で
き
た
時
の
事
だ

 

と
私
の
二
人
で
そ
れ
を
引
き

け
る
時
対
価
と
し
て
私
達
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
事
を
求

め
た
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は
仮
想
世
界
で
の
戦
力
や

と
し
て
の

き
を

 
私
は
最
愛
の
妹
・

の
事
を
気
に
掛
け
る
よ
う
お
願
い
し
た

彼
女
が
彼
を
フ

ロ

す

る
な
ら
彼
も
ま
た
出
来
る
限
り
彼
女
を
フ

ロ

し
て
欲
し
い
と
願

た
か
ら
だ

最
終
的
に

の
危
険
に
晒
す
人
物
へ
の
対

に
協
力

と
い
う
文

に
収
ま

た

そ
れ
を

彼
は
承

し
た

 
ま
だ
会

た
事
が
無
か

た
彼
女
を
守
る
事
を

故
承

し
た
か
そ
の
真
意
は
定
か
で
は
な

い
が
そ
の
承

が
ど
れ
だ
け
本
気
だ

た
か
は
事
件
中
の
電
話
の
事
を

え
れ
ば
推
し
て

知
れ
る

 
だ
が

件
の

色

は

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 

彼
は
生
還
者
学

に
在

し
て
い
る
も
の
の

信
教
育
制

を
使

て
い
た

身

上

の
安
全
を
理
由
に
し
て
い
た
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
以

は
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

め

七
色
の
監

と
し
て

物
理
的
に
登

す
る
よ
う
に
な

た

 
結
果

彼
は
登

中
を

わ
れ

襲
撃
を
仕
掛
け
ら
れ
た

 
し
か
し

そ
れ
は
彼
の
術
中
で
あ
る

 
彼
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
時
は

ノ
之
束

士
に

が
わ
れ
た
部

か
あ
る
い
は
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が
手
配
し
た
場

の
ど
ち
ら
か
し
か
使
わ
な
か

た

自

で
は
決
し
て
ダ
イ
ブ
し
な
か

た
の

で
あ
る

そ
れ
は
正
し
く
事
件
中
の

り

も
見
た
事
が
無
い
人
間
を
信

し
て
い
な
か

た
か
ら
だ
ろ
う

あ
る
い
は
見
て
い
て
も

信

し
て
い
な
か

た
の
か

 
そ
の
理
由
は

事
変

の
後
に
知

た

楯
無

こ
れ
は

の

え
だ
け
ど

更
識

内
部
に
は
ス
パ
イ
か

か
が

る
と
思
う
ぞ

 

で

し
て
い
る
時
の
事
だ

 
見
舞
い
に

れ
た
私
を
見
て

突
に
そ
ん
な
事
を

て
来
た
の
が
事
の
始
ま
り

け
ば

私
と

の

主
決
め
の
時
に
私
が
代
表
候
補
に
な
る
代
わ
り
に

が

主
に
な
る
あ
る
い
は

逆
な
ど
自
分
で
も

え
付
く

を
経
験

な
面

が
出
さ
な
か

た
時
点
で

し
い
と
い
う

の
が
彼
の
主

裏

の
人
間
が
目
立
つ
仕
事
を
す
る
デ
メ
リ

ト
を

よ
り
も
理
解
し
て
い

る

な
の
に

わ
な
か

た
事
が

し
い
の
だ
と

 
実

そ
れ
が
古

だ

た

木
の
策
だ
と
後
で
判
明
し
た

 
ま

古

で
信
頼
し
て
い
た
か
ら
こ
そ

木
が
裏
切
り
者
だ
と
分
か
ら
ず
ま
ん
ま
と

達
を

わ
れ
た

な
の
だ
が

 

な
か

た
事
は
仕
方
が
な
い

む
し
ろ
オ
リ
ン
ピ

ク
や
モ
ン
ド
・
グ
ロ

な
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ど

大
仕
事
の
前
に
対

出
来
た
と
前
向
き
に

え
れ
ば

彼
に
は
感

の
念
し
か
無
か

た

 
ス
パ
イ
と
は

え

が
り
な
り
に
も
暗
部
の
古

で
あ
る

木
が
あ
ん
な

な

を

実
行
し
た
の
も
間

的
に
彼
が
煽
り
に
煽

た
結
果

彼
の
価
値
が
上
が
り
認
め
ら
れ
始
め

た
事
で
彼
の
保
護
を

さ
れ
て
い
る

件
の
意
味
が
大
き
く
な
り
自
然
と
更
識
の

価

も
高
く
な

て
い
る
と
い
う
認
識
で
焦

た
の
だ

 
と
な
れ
ば

か
し
ら
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
の
場
合
一
番
な
に
か
し
や
す
い
の
は

な

だ
が

そ
の
焦
り
が
出
た

か
ら
彼
が

登

を
始
め
た

 
つ
ま
り
登
下

を
一
緒
に
し
て
い
る

で
そ
の
実
力
を

練
で
知

て
い
る

木
も
下
手
に

手
を
出
せ
な
か

た

な
ま
じ

兵
か
ら

練
を

け
て
い
て
し
か
も
実

が
ホ
ロ
ウ
の
よ
う

に

バ
い
と
知

て
い
れ
ば

む
し
ろ

け
る
部

で
あ
る

 
そ
こ
に
来
て
女
権
の
事
情
を
知
り
内

し
た

木
は
一
気
に
手
を
打
つ
事
に
し
た

す
ぐ

バ
レ
る
と
い
う
の
に
送

車
を
二
つ
に
す
る
と
い
う

な
行
動
は
そ
の
結
果

ス
パ
イ
の

木

か
ら
す
れ
ば

更
識

を
内
部

壊
に
導
け
ば
い
い
わ
け
で

つ
ま
り
は
護
衛
失

を
引
き

こ
す
の
が
目
的
だ

楯
無

で
あ
る
私
を
ど
う
に
か
す
れ
ば
良
く

溺
愛
す
る
妹
と
和
人
の
ど
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ち
ら
か
を

ば
せ
る
事
で
身
の
破
滅
を

こ
う
と
し
た
の
だ

 
結
果
的
に
ど
ち
ら
も
取

た

だ
が
そ
れ
は
和
人
が
対
応
出
来
る

件
を

え
て
い
た
と
い

う

外
で
あ
る

 

つ
ま
り
彼
の
登

は

を
守
る

で
あ
り
同
時
に
自
分
の
価
値
を
高
め
る
事
で

焦
る
ス
パ
イ
の
者
を
あ
ぶ
り
出
す
作
戦
で
も
あ

た
の
だ

 
仮
に
こ
れ
で
釣
れ
な
く
て
も
実

は
守
れ
る
し

彼
は
学
生
生
活
を
エ
ン
ジ

イ
出
来
る

し

な
ら
七
色
と
い
う
天
才
か
ら

強
を
教
え
て
も
ら
い
一
緒
に

か
を
作
り
上

る
事
も

出
来
る
と
い
う

ど

ち
に
転
ん
で
も
彼
に
と

て
は
構
わ
な
い
と
い
う

 
送

護
衛
の
手
間
は
増
え
る
が
内
部
の

を
あ
ぶ
り
出
せ
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
と

し
た
結
果

コ
レ
で
あ
る

 

を
使
え
る
事
は
広
め
て
い
な
い
が

彼
の
登

や
あ
ぶ
り
出
し

は
更
識
の

裏

の

幹
部
は
多
少

し
た
よ
う
で

彼
を
見
る
目
が
こ
こ
数
日
で
大
き
く
変
わ

た
よ
う
に
感
じ
た

更
識

の
一

と

て
も
良
い
だ
ろ
う

 
そ
れ

ど

彼
の

点
と
気
付
き
は

更
識

に
大
き
な

を

し
て
く
れ
て
い
た

 
そ
の
感

の
礼
に

彼
は
や
や

線
を

が
せ
た

白

の
よ
う
な

に

が
掛
か
る
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助
け
に
な

た
の
な
ら
良
か

た
け
ど

面
と
向
か

て

わ
れ
る
と

れ
く
さ
い
な

可
愛
い
わ
よ

ん

 

う
と

を
組
ん
で

い

と
そ

を
向
か
れ
た

 
そ
の

を
見
な
が
ら

彼
が
大
い
に
力
を

し
て
く
れ
た
事
に
思

を
回
す

 
彼
が
必
死
に
繋

て
く
れ
た

と
の

に

し
て
だ
が

ま
だ
話
は
出
来
て
い
な
い

 
話
を
し
た
い
と

い
は
し
た
が
彼
女
の
方
が

て
欲
し
い
と

わ
れ
た

経
験
者
の
和

人
に

す
れ
ば
下
手
に

し
な
い
方
が
い
い
と

わ
れ
た

逆
に
焦

た
り
意
地
を

た
り
で
ヘ
ン
な
方
向
に
転
ぶ
か
ら

と

 
だ
か
ら
今
は
ま
だ
返
事

ち

 
た
だ
ま

一

で

さ
れ
て
な
い
以
上
ま
だ
望
み
は
あ
る
と
見
て
い
い
の
だ
ろ
う

か 
か
つ
て
の

な
行
い
を

い

や
り
直
す
第
一
歩
の

の
望
み
は

感

す
る
の
は

も
だ

直
姉
達
を

け
容
れ
て
く
れ
た

あ
り
が
と
う

 

と

い

を
そ

に
向
け
た
ま
ま

そ
う

て
来
た
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ち

と
苦

し
て
し
ま
う

そ
れ
は
こ

ち
の

な
ん
だ
け
ど
ね

 
桐

谷
家
に
襲
撃
を
仕
掛
け
ら
れ

黒
騎
士

を

た
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
が
救

に

向
か
う
ま
で
の
お
よ
そ
一
分
間
直
葉
木

子
の
三
人
は

が
武
器
を
持

て
抗

た

直
葉
だ
け
は
真
剣
で

兇
器
や
ナ
イ
フ
を
持

た
男
達
を

手
に
大
立
ち
回
り
を
し
た
が

木

は
持
ち
前
の
反
応
速

で

弾
を

ぎ

子
は
近
付
い
て
来
る
男
達
へ
の

制
に

き

を
投

る
な
ど
ち

と
現
実
と
仮
想
を
間
違
え
て
る
ん
じ

な
い
か
と
思
う
レ
ベ
ル
の
応

戦
を
し
て
い
た
と
い
う

 
結
果

三
人
は
多
少
の

過
傷
く
ら
い
で
済
ん
だ
の
だ
が

問

は
そ
こ
で
は
な
い

 
桐

谷
家

に
は
監

護
衛
を

さ
れ
て
い
た
更
識
の
手
の
者
が

た
が
そ
こ
か
ら

絡
が
来
な
か

た

そ
し
て
護
衛
や
監

の
配

は

木
が
決
め
て
い
た

つ
ま
り

木
と
同

じ
内

者
だ

た
の
だ

三
人
は

論
桐

谷

も
不
信
感
を

え
表

に
な

て
こ

そ

な
い
が
そ
こ
は
か
と
な
い
問

に
な

た

 
し
か
し

最
終
的
に
彼
女
達
は

更
識

に
・

・け
・入
・れ
・ら
・れ
・た

 

け
容
れ
た
で
は
な
い

和
人
が
更
識

か
ら
出
た
の
と
入
れ

わ
り
で
彼
女
達
の
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り
す
る
場

が
更
識

に
な

た
の
で
あ
る

 
無
論

そ
れ
に
は
彼
女
達
の
理
解
と

得
が
必
要
で

そ
こ
は
も
う
彼
が

て
く
れ
た

 

そ
も
そ
も

彼
も

更
識

に

子
身
中
の

が

る
の
は
安
心
で
き
な
い

で

 
そ
れ
を
取
り

く
の
に
協
力
し
た
の
も
今
後
更
識
に
彼
女
ら
の
身

護
を

せ
る

で
あ
り
つ
ま
り

け
容
れ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
の
だ

や
や
変

的
で
は
あ
る

が

の
一

と
い
う
や
つ
で
あ
る

そ
の

を
彼
自
身
が
説
明
し
た
か
ら
ど
う
に
か

得
し

て
も
ら
え
た
が

そ
う
で
な
か

た
ら
決
裂
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る

 

を
助
け
彼
も
助
け
た
の
に
そ
こ
で
決
裂
し
た
ら
和
人
の
保
護
と

と
の

ね
合
い
で

ま
た
面
倒
な
事
に
な

て
結
果
的
に

木
が

た
組

の

い

り
に
な

た
可
能
性
す
ら
あ

る
の
だ

 
心

彼
の
理
解
が
あ

て
良
か

た
と
思
う

 
ホ
ン
ト

礼
を

う
の
は
こ
ち
ら
の

だ

た

な
ん
だ

分

が
良
い
な

お
前
達

 
そ
こ
で

手
に
お

を
持

た

先
生
が

て
来
た

片
方
を
彼
が

け
取
る

彼
女

は
虚彼
のの

対
横面

に

た
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た
と
こ
ろ
で
四
人
で
合
掌
し

食
事
に
あ
り
つ
く

 

こ
れ
か
ら
こ
の
日

が

く
の
だ
な

 
そ
う
思
う
と

そ
こ
は
か
と
な
く

し
そ
う
だ
と
思
え
た

   
結
論

全
部
和
人
の
お
か

な
ん
だ
よ

月

さ
ん

み
感

  
・
桐

谷
和
人

 
契
約
の
事
に
な
る
と
ガ
チ
る
小
学
六
年
生

 

達
と
話
を
し
た
夜
楯
無
と
の
会
話
で

い
た
更
識
へ
の
疑
念
か
ら
行
動

楯
無
は

の
保
護

和
人
は
直
葉
達
と
自
分
の
安
全
保
護
と
い
う

一

の

に

事
変

解
決
後

に
七
色
監

と
い
う
名
目
を
キ

カ
ケ
に
登

開
始
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結
果

一

間
で

木
と
い
う
ス
パ
イ
が
釣
れ
る

ち

ろ
い

 

四
機
を

道

あ
り
と
は

え
生
身
で
撃

し
た
事
で
世
界
は

そ
れ
を

と
す

る
過

に
配
慮
し
て

学
園
に
隔
離
さ
れ
る

 

本
人
は
む
し
ろ

練
目
的
で
ノ
リ
ノ
リ
の

様

 

更
識

で
隔
離
さ
れ
て
た
上
に

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
リ
ア
ル

離

無
し
か
鍛

強

く
ら
い
し
か
し
て
な
か

た
の
で

実

境
に
変
化
が
無
い
と
い
う

 
ダ
メ

ジ
あ
る
の
は
七
色
く
ら
い
で
は

  
・

七
色

 
無
情
に
も
一

間
で
二
人
き
り
の
時
間
は
喪
わ
れ
た
天
才
少
女

 
学

に
登

す
る

に
自
分
を

し
て
い
る
と
思

て
い
た
ら
登

の
理
由
本
命
の
カ

モ
フ
ラ

ジ

に
自
分
が

さ
れ
た
と
気
付
い
た

手

と
目
的
が
逆
転
し
て
い
る
事
は
結

構
重
要

 
ボ
ス
を

て
る
時
か
ら
和
人
に

心
し

時
点
だ
と
実

白
み
た
い
な
事
を
し
て
る

の
で

バ
リ
バ
リ

の

と
手

は

ば
な
い
が
常
識
は
守
る
良
い
子
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一
緒
に

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

ん
だ
の
に

と
恨
み
節
中

  
・

虹
架

 
七
色
の
実
姉

 

発
に

て
バ
チ
バ
チ
し
て
る
時
点
で
内
心
は
お

し

今
後

離
を

め
る
機
会
は
あ
る

の
か

 

な
年
下
の
子

七
色

和
人

を
見
て
感
覚
が
色

マ
ヒ
し
て
い
る

  
・
更
識
楯
無

 
苦
労
人

 
先
代
楯
無
の
時
代
か
ら
入
り

ん
で
た
ス
パ
イ
と
か
ど
う
し
ろ
と

と
い
う
心
境
の
現
楯
無

こ
れ
は
先
代
が

と
悪
い

 
和
人
の

価
ス
ト

プ
高
中

 
以
前

更
識

に
勧
誘
し
て
い
た
が

ジ
ワ
ジ
ワ
と
外

暗
部
幹
部

か
ら

め
て
い

て

い
る
節
が
あ
る
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と
の

は

の
心
の

備
が
出
来
て
か
ら

楯
無
は
一
歩

み

ん
だ
の
で
進
展
し
た
と

え
る

数
年
分
の

で

め

ん
で
た
ら
す
ぐ
に
は
解
消
で
き
ま
せ
ん
ゼ

  
・

千
冬

 
世
界
最
強
の

板
を
以
て

和
人
の
抑
止
力
に
な

た
教
師

 
や
や

ん
じ
て
い
る
世
界
最
強
の
名
前
が
弟
を

め
い
ま
は
そ
の

板
が
弟
と
触
れ
合

う
機
会
の

し
守
と
は

と
ん
だ

肉
で
あ
る

 

葉
は
少
な
い
が

み

め
る
よ
う
に
時
間
を
大
切
に
し
て
い
る

様

 

秋
十
の
事
は

か
ら

け
て
い
る

そ
う
い
う
ト
コ
だ
ぞ

  
ち
な
み
に
今
話

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

ｍ
ａ
ｎ

ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ

大

器

晩

成
と
章
タ
イ
ト
ル
の

ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ

人
の
器

と

で
掛
け
て
い
ま
す

 
実

の
大
器
晩
成
は
ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
ｍ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
な

の
で
す
が
和
人
の
場
合
は
晩
成
を
経
て

に
大
器
に
な

て
い
る
と
い
う
こ
じ
つ
け
解

で
す

原
作
キ

リ
バ

も
そ
ん
な
感
じ
だ
か
ら
気
に
す
る
で
な
い

論
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つ
ま
り

幕
の
話
は
こ
れ
で
終
わ
り

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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ネ

ト
の
反
応
 

更
識
家
ゴ
タ
ゴ
タ
編
後

  
い
 
つ
 
も
 
の
 
骨
 

 
め

 

手

き
と
思
わ
れ
て
も

し
方
な
い

で
ご
め
ん
な
さ
い

 
英
雄

覇
王
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

生

 
其
の

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄

ベ

わ

生
身
で

撃

と
か
マ
ジ

ベ

わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
道

あ
り
な
の
は

然
だ
か
ら

点
に
な
り
得
な
い

そ
れ
で

生
身
で

に
喰
ら
い
付
く
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と
か

お
か
し
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
体
力

人
レ
ベ
ル

少
な
く
と
も

技

手

み

 
知
識

の
特
性

弱
点
に
つ
い
て

羅

 
技

上
記
二
つ
で

を
精
確
に
責
め

と
せ
る

 
判
断

こ
こ
ぞ
と
い
う
機
会
を

さ
な
い
戦
略
眼

 

あ
ら

る
意
味
で
メ
タ
を

て
や
が
る
ぞ
ア
イ
ツ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ノ
之

士
の
論
文
を

み

ん
だ
か
ら
知
識
付
い
た
と
し
て
も
さ

 
ま
ず
そ
の
前

と
し
て
そ
れ
を

み

み
理
解
し
記

し
て
実

す
る
ま
で
の
過
程

が
あ
る
だ
ろ

前
三
つ
で
も
高
名
な
学
者
す
ら
投

だ
し
そ
う
な
勢
い
ら
し
い
の
に

そ
れ
を

ぶ

つ
け
で
や

て
の
け
る
と
か
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

ぶ

つ
け
本
番
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
多
か

た
ら
し
い
で
す
し

お
す
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
出
来
な
い
と
攻
め
切
ら
れ
て
死
ぬ

て

え
た
か
ら

発
力
が
増
し
た
と
か
も
あ
る
と
思
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
み
ん
な
目
を

ら
す
ん
じ

な
い

 
あ
の
時
の
英
雄
は

怒
り
狂

て
い
た
事
実
か
ら

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
や
め
て

 

や
め
て

願
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

オ
ラ
お

た
ま

た
だ

リ
ア
ル
に
黒
目

眼
に
な
る

ツ
が

る
な
ん
て

な

白
目

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

で
は
殺
意
表
現
で
よ
く
あ
る

写
に
な
る
け
ど
リ
ア
ル
は
ち

と
ノ

セ
ン
キ

か
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

実

あ
れ
ど
う
や

て
な
る
ん
だ
ろ
う
か

 
や

英
雄

て

人
間
な
ん
じ

な
い
か

 
だ
と
し
た
ら

を

と
せ
る
の
も

得

で
き
な
く
は
な
い

一

人
に
は

出
来
な
い
と
い
う
意
味
で

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
過
去
の
記
録

像
的
に

れ
去
ら
れ
た

で

か
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
が
一
番
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だ
よ
な

 

で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
入
る
前
と
か

ナ

ヴ
ギ
ア

て
る
間
の
ス
キ

ニ
ン
グ
さ
れ
て
再

現
さ
れ
た
ア
バ
タ

は

黒
目
な
ん
だ
よ
な

ア
レ
ど
う
な

て
る
ん
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
た
し
か
に

 
色
が
い
き
な
り
変
わ

た
に
し
て
も
そ
れ

て
生
還
後
だ
よ
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
中
は
黒
目
だ

た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
う

ん

 
ホ
ロ
ウ
が
黒
目

眼
だ

た
し
以
前
か
ら
な

て
た
け
ど

の
色
は
黒
の
ま
ま
で

か

理
由
が
あ

て
金
色
に

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
黒
目
は
カ
ラ

コ
ン
タ
ク
ト
説
を
推
す
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名
無
し
の
プ
レ
イ

  
残
念
な
が
ら
カ
ラ
コ
ン
説
は
本
人
も
義
姉
も

定
し
て
る
ん
だ
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
サ
ラ

と
だ
か
ら
流
し
や
す
い
け
ど

カ
ラ
コ
ン
は
し
て
な
い

て

 
ど
う
も

を

使
す
る

使
わ
な
い
神
経

も
代

し
て
戦
力
に
つ
ぎ

ん
で
た
と
か

と
か

運
動
能
力
に

を
使
う

に

神
経

と
か
回
し
た
せ
い
で

力
が

下
し
て
そ
れ

を
補
う
た
め
に
目
に

か
仕

ん
だ
み
た
い
な
話
を

い
た
事
が
あ
る
気
が
す
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
そ
れ
は
眼
に
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

め

ん
で
る

て
い
う

ツ
だ
ろ

実
は
そ
れ
ネ

ト
で

か

れ
て
る

で
未
確
認
情
報
な
ん
だ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

そ
う
い
や
そ
う
い
う
の
あ

た
な

 
な
ん
だ

け

な
ん
と
か
オ

ジ

と
か
い
う

の
技
術
を
流

し
た
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

め

ん
で

を

活
す
る

技
術
が
あ
る
と
か

い
た
事
あ
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
多
分

ヴ

ダ
ン
・
オ

ジ

の
事
か
な

 

は
少
な
い
け
ど

失
明
し
た
人
に
ナ
ノ
マ

シ
ン
を
打
ち

ん
で

力
回
復
を
目
指
し

た

て
い
う
コ
ラ
ム
を
呼
ん
だ
事
が
あ
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
れ

 
で
も
そ
れ

確
か
危
険
だ
と
か
で
中
止
さ
れ
て
な
か

た

け

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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あ
あ
二
三
年
前
に
中
止
さ
れ
て
今
で
は

験
は
無
し

モ
ル
モ

ト
使

た

を
し
て
る
か
ど
う
か

て
い
う

タ
話
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

二

三
年
前
に
中
止

そ
れ
ま
で
は

験
が
あ

た

 
そ
し
て
英
雄
が
誘

さ
れ
た
の
は

今
か
ら

三
年
前

 
あ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
そ
こ
に
気
付
い
て
し
ま

た
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
君
の
よ
う
な

の

い
ガ
キ
は

い
だ
よ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

  

し
い
人
を
亡
く
し
た
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
君
の
事
は
忘
れ
な
い
よ

カ

プ
ラ

メ
ン
が
出
来
る
ま
で
は

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
怒

の
勢
い
で
見
捨
て
ら
れ
て
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
う

ん

救
い
よ
う
が
な
い
な
コ
レ
は
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
真
実
に

り

い
た
者
は
得
て
し
て

期
脱

す
る

命

 
共
に
二

特
進
し
よ
う
じ

ね

か

雨
が

て
き
た
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
私
よ
り
上
に
行

て
ど
う
す
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

な
ん
で

め
ち

う
の

 
お
仕
事
で
き
な
く
な

ち

う
よ

 
や
だ
よ

め
な
い
で
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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う

心

止

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

無

の

え
・
苛
立
ち

  
１
０
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
行
き
ま
し

う

大

 

こ
こ
は

え
ま
す

  
１
０
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
の
流
れ

き
よ

隙
自
語

  
１
０
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
女
性
が

い
た
と
は
思
え
な
い

金
術
バ
ト
ル

の
哀
し
い
シ

ン
の
セ
リ
フ
を
立
て

け

に
再
現
す
る
ん
じ

な
い
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く
だ
ろ

 

が

  
１
０
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
一
期
の
シ
リ
ア
ス
・
ダ

ク

真

ス
ト

リ

 
二
期
の
シ
リ
ア
ス
・
コ
ミ
カ
ル

ス
ト

リ

 
ど

ち
も

き
だ
よ

は

  
１
０
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
立
て
よ
ド
三
流

 

達
と
テ
メ

の
格
の
違
い
を
見
せ
て
や
る

 
あ
の
セ
リ
フ
は

れ
た

第
一
話
の

か
ら

達

て
変
わ

て
る
の
が

い
イ
イ

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
レ
は
正
し
く
兄
と
弟
兄
弟
の
強
く
結
ば
れ
た

の
物
語
だ

た

い
や

わ

た
人
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全
て
の
戦
い
と

が
集
結
し
た

大
決
戦
だ

た

 
あ
あ
い
う
の
が
リ
ア
ル
に
も

き
ね

か
な

 

に

が

ば
な
い
ト
コ
ロ
で
さ

保
身
の

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
０

 
最
後
の
一
文
が
無
け
れ
ば
い
い

だ

た

 
だ
が
同
意
だ

掌

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
兄
と
弟

と

え
ば
や

兄
弟
が
浮
か
ぶ
ん
だ
よ
な

 
や

今
の
有
名
人

と
い
う
か

パ

と
思
い
浮
か
ぶ
く
ら
い
強

な
面
子
だ
か
ら
さ

  
１
０
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

て
も
あ
の
二
人

す

悪
い

だ
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人
伝
て
な
上
に
確
認
取
れ
て
な
い
か
ら
ア
レ
だ
け
ど
あ
の
二
人
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
中
で
殺
し
合

て
た
程
ら
し
い
し

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
い
が
み
合

て
た
の
は
事
実
だ
ろ
う
な

 
事
変
の
時
じ

な
く
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
出
来
始
め
た
時
の
ホ
ロ
ウ
と
の

別
は

実
兄
を
殺
す
か

か
が

だ

た

い
し
さ

 
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
殺
し
た
ら
最
初
期

望
者
以
外
の

外
と
い
う
意
味
で
自
分
の
身

が
危
な
く
な
る
か
ら
殺
さ
な
い
と
い
う
決
断
を
下
し
た
殺
意
と
憎
悪
に
正
直
だ

た
ホ
ロ
ウ
と

を
別

て

殺
し
合

た

て
い
う
経

が
後
で
ネ

ト
に

ら
れ
た

 
今
の
本
人
が
ど
う
か
は
知
ら
な
い
け
ど
ホ
ロ
ウ
が
生
ま
れ
る
時
点
で
は
実
兄
を
憎
ん
で
い
た

み
た
い
だ
し

殺
し
合

て
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
な

  
１
１
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

裏
で

一

の
煽
動
し
て
た
み
た
い
で
す
し



 ネットの反応 〜更識家ゴタゴタ編後〜

  
１
１
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い

た
い

一

現
桐

谷
和
人
が
な
に
を
し
た

て
い
う
ん
だ

  
１
１
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
１
１

 
特
に
理
由
は
無
い
ん
じ

ね

 
こ
の
ご
時
世

男
だ
か
ら

て
い
う
理
由
で
生
ま
れ
た

ち

ん
殺
す
女
が

る
く
ら
い
だ
し
目

り
だ
か
ら

て
い
う
理
由
で
殺
意
持

て
も
お
か
し

く
な
い
の
で
は

  
１
１
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

一

が
女
尊
男

の
男

の
槍

に

ら
れ
て
た
し
そ
れ
で
秋
十
の
方
に
も

か
あ

た
ん
か
ね

 
そ
れ
で
ス
ト
レ
ス
発

に

弱
い
者
い
じ
め
し
て
た
と
か

 



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 
１
１
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に
せ
よ
ク
ズ
に
は
変
わ
り
ね

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で

そ
の
秋
十
は
い
ま

を
や

て
る
ん
だ

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
１

 

越
学
園
に
自
力
入
学
し
て

風

な
生
活
送

て
る
ら
し
い
ぞ

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ

 

に
退
学

分

け
そ
う
な
コ
ト
を
や
ら
か
し
て
る
ん
だ
が

確
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
攻
略
組

の
メ
ン
バ

を
四
十
人
殺
し
た
と
か

罪
者
の
オ
レ
ン
ジ
を
八
十
人
く
ら
い

動

洗

し
た
と
か
ネ

ト
に
流
れ
て
る
け
ど



 ネットの反応 〜更識家ゴタゴタ編後〜

  
１
１
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

一

時
代
の
煽
動

事
実
確
認
取
れ
な
い
物
証
無
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
煽
動
ロ
グ
は
あ
る
け
ど
会
話
ま
で
は
不
明
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
の

罪
は
全
て
不

問
・
不

い

 
よ

て

秋
十
は

か
な
り
疑
わ
し
い
黒
寄
り
の
グ
レ

本
人
も
前
者
は

定
し
て
て

後
者
は

記

に
あ
る
け
ど
ど
う
か
し
て
た

て

解
し
て
る

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
か
よ

  
１
２
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

仮
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

罪
も

ま
で

て
た
ら
そ
も
そ
も
英
雄
自
身
が
大

殺

戮
者
な

で
す
し

 



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 
１
２
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

く
ん

１
０
０
万
人
も
殺
せ
ば
英
雄
だ
よ

  
１
２
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
実

マ
ジ
で
そ
れ
で
英
雄
は
英
雄
に
な

ち

た
ん
だ
よ
な

  
１
２
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
１
０
０
人
を
見
殺
し
に
し
て
２
０
０
人
を
救
う
か

 
２
０
０
人
を
見
殺
し
に
し
て
１
０
０
人
を
救
う
か

 
ウ

ン

こ
の
虚
淵
み
の
深
い

よ

  
１
２
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
よ
り
多
く
の
人
を
救
う
た
め
に

い

で
覚
悟
を
決
め

者
を

び
切
り
捨
て
る

 
そ
れ
を
英
雄
は
ず

と
や

て
た
ん
だ
な

 



 ネットの反応 〜更識家ゴタゴタ編後〜

 
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
秋
十
は
ど
う
な
ん

 
オ
レ
ン
ジ
を

動
し
て
た
の
も

ク
リ
ア
に
導
く

と
か

い
た
事
あ
る
け
ど

  
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
２

 
そ
れ
本
人
の

い
分
な

 
そ
の
場
に

合
わ
せ
た
プ
レ
イ

ら
し
い
発

に
よ
れ
ば

ヒ

ス
ク
リ
フ
は

場

デ
ス
ゲ

ム

謀
者
は

場

つ
ま
り
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
ラ
ス
ボ
ス
で

す
れ
ば
ゲ

ム
ク

リ
ア

て
い
う

え
だ

た
ら
し
い

  
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ん

  
１
２
８
名
無
し
の
プ
レ
イ
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ｃａｌｉｂｅｒ
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て

文

が

め
な
い

 
違
う

行
間
が

め
な
い

  
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
デ
ス
ゲ

ム

謀
者

場

 

分
か
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ

場

 

ど
こ
で
知

た
か
気
に
な
る
け
ど
ま
あ
分
か
る

 
ヒ

ス
ク
リ
フ

ラ
ス
ボ
ス
 

  
１
３
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
秋
十
は

郷
時
代
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ

い
的
に
は
少
し
前
の
デ
バ

ク

し
て
た
英
雄
だ

た
み
た
い
だ
し
ま
あ
ヒ

ス
ク
リ
フ

場
は
知

て
て
も
お
か
し
く
は

な
い

 
ラ
ス
ボ
ス

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
発
想
だ

  
１
３
１
名
無
し
の
プ
レ
イ



 ネットの反応 〜更識家ゴタゴタ編後〜

 

場

ラ
ス
ボ
ス
で

り
付
け
た
の
か

 
い
や

に
し
て
も
疑
い

て
だ
け
で

行
動
に

す
ま
で
で
は
な
い
だ
ろ

  
１
３
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
天
才
に
あ
り
が
ち
な

過
程
を

か
し
て
結
果
だ
け
を
導
き
出
す
直
感

て
や
つ
か

  
１
３
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
だ
け
で
オ
レ
ン
ジ
を

動
す
る

て
行
動
力
パ
ね

な

  
１
３
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
を

め
て

手
し
な
が
ら
生
き

い
た
ら
し
い
英
雄
も
パ
な
い
が
な

 
つ

か
数
の

力
に
頼

て
お
い
て
負
け
る
と
か

神

  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ウ

ン
明
ら
か
に
な
れ
ば
な
る

ど
神

て

う

ど
神

じ

な
い
よ
な

は
そ
う
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だ

た
の
か
も
し
れ
な
ん
が

  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
正
直

か
な
り
見

り
す
る

ど
こ
に
で
も

る
学
生

て
い
う

し
か
無
い

 
英
雄
み
た
い
な

一
無
二
と
か
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
や
天
災
み
た
い
な
世
間
を

わ
す

な
に
か
を
持

て
な
い
し
七
色

士
み
た
い
な

び

け
た
学
力
と
か
も

い
た
事
な

い  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
数

に
表
れ
な
い

か

て
い
う
線
も
正
直
英
雄
と
同
じ

で
負
け
て
る
の
見
る
と
な

  
１
３
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
今
の

境

 
・
英
雄

学
園

を
生
身
で
撃

す
る
天
才
少
女
の
陰
謀
を

期
に
見
破

て
対
策
す

る
な
ど

文
武

の

を

慮
さ
れ

に
更
識
楯
無

期
国
家
代
表
最
有
力
候
補



 ネットの反応 〜更識家ゴタゴタ編後〜

か

千
冬
世
界
最
強
が

な
い
と
外
を
出
歩
け
ず
独

内

自
体
は
ホ
テ
ル

み
に

て

禁
中

強
は

信
教
育
で
生
還
者
学

と
学
園
の
教
師

か
ら
教
え
て
も
ら

て
い
る

本
五
教

は
中
学
二
年
レ
ベ
ル

保

や
家
庭

は
欠
点
ギ
リ
ギ
リ
ら
し
い

 
・
神

越
学
園

内
定

異
の
１
０
０

を
誇
る
超
有
名

の
一
年
生

Ｓ
Ａ
Ｏ

に

き

ま
れ
た
の
で
多
少

強
の

れ
が
あ
る
が

に
リ
カ
バ
リ

済

現
在
は

に
学

生
生
活
を
送

て
い
る

成
績
は
中
の
上

上
の
下
ネ

ト
情
報
を
ウ
ロ
ウ
ロ
と

全
教

平

点
後

点
前

キ

プ

  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
３
８

 
よ
く
こ
ん
な
に

べ
た
な

い
や
ネ

ト
に
広
め
た

ツ
が

し
過
ぎ
る
の
か

し

い
の
か

 
そ
し
て

べ
れ
ば
よ
く
分
か
る
英
雄
の
異
常
さ
よ

  
１
４
０
名
無
し
の
プ
レ
イ
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ｃａｌｉｂｅｒ
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１
３
８

 

を
生
身
で
撃

お
か
し
い

 
天
才
少
女
の
陰
謀
を

期
に
見
破

て
対
策

お
か
し
い

 
更
識
楯
無

期
国
家
代
表
最
有
力
候
補
か

千
冬
世
界
最
強
が

な
い
と
外
を
出

歩
け
ず

お
か
し
い

 
独

内

自
体
は
ホ
テ
ル

み

に
て

禁
中

お
か
し
い

 

の
小
学
生
に
対
す
る

じ

ね

よ

に
い
る
監

に
世
界
最
強
レ
ベ
ル
必

と
か

ガ
チ
過
ぎ
て

も
生
え
ね

わ

  
１
４
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
ら
ま

今
回
の
事
件
で
ガ
チ
ギ
レ
し
て
た
か
ら

  
１
４
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
結

そ
こ
に
帰
結
す
る

 



 ネットの反応 〜更識家ゴタゴタ編後〜

 
１
４
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
マ
ジ
で
ア
レ
は

バ
い

て

 
お
れ
今
ま
で
は
さ
直
葉
ち

ん
と
か
木

ち

ん
と
か
親
し
い
人
全

死
ん
だ
ら
獣
化

ガ
チ
ギ
レ

す
る
か
と
思

て
た
け
ど

生
死
に

無
く
危

加
え
れ
ば
ガ
チ
ギ
レ

て
い

う
ラ
イ
ン
の

さ
で
び

く
り
し
た

 
ち

と
キ
レ
や
す
過
ぎ
な
い

  
１
４
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

そ
ん
な
モ
ン
だ
ろ

  
１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
義
姉
さ
ん
は
ど
う
や
ら
れ
い

さ
れ
た

い
し
そ
れ
で
ピ
リ
ピ
リ
し
て
る
の
も
あ
る

と
思
う

  
１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ



 Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ 〜
ｃａｌｉｂｅｒ
人の器〜

 
ま

あ
ん
だ
け
世
界
中
に
発
信
し
て
お
い
て
傷
付
け
ら
れ
れ
ば

う
理
由
も
無
い
し
な

 
む
し
ろ
ア
レ
は

も

ね
て
た
と
思
う
ぞ

生
死
に

無
く
危

を
加
え
ら
れ
た
だ
け

で
ガ
チ
ギ
レ
す
る
ぞ

て

命
を
奪
う
か
ど
う
か
は
そ
の
時

に
よ
る
ん
だ
ろ
う
が

 
今
回
は
人
死
に
が
無
か

た

い
け
ど
多
分
事
実
確
認
が
取
れ
て
な
か

た
か
ら
手
に
掛

け
な
か

た
だ
け
だ

  
１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

そ
も
そ
も
英
雄
の
憎
し
み

て
自
分
を

め
る

対

に
さ
れ
て
た
実
姉
世
界
最

強

に
は
向
け
ら
れ
な
い
ん
で
す
か
ね

  
１
４
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

  
１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の
発
想
は
無
か

た



 ネットの反応 〜更識家ゴタゴタ編後〜

  
１

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

学
園
に
血
の
雨
が

る

  
１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い

い
や

ち

け

英
雄
は

危

を
加
え
ら
れ
た
ら

ガ
チ
ギ
レ
す
る
ん
で
あ

て

近
く
に
復
讐
対

が

て
も
復
讐
は
二
の

に
し
て
る
ん
だ
か
ら
し
な
い

だ

す
れ
ば

て
抑
え
て
る
意
味
が
無
く
な
る
ん
だ
し

  
１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
秋
十
と
は
殺
し
合

た
ら
し
い
し

ワ
ン
チ

ン
あ
る
の
で
は

  
１

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

学
園
に

て
る
女
子
に
は
同
情
す
る
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・
世
間
の
認
識

 
女
権

ツ
ら
や
べ

な

を

る

手
的
に

 
和
人

コ
イ
ツ
や
べ

な

常
識
的
に

 
秋
十

コ
イ
ツ
や
べ

な

理
的
に

 

や
べ

な

対
策
的
に

 

学
園

コ
コ
や
べ

な

和
人
と
千
冬
の

的
に

 
ハ
ガ
レ
ン

展
開
最
高
だ
な

作
者
の
声

  
和
人
の
目
の
色
の
変
化
は

力

下
は
知
ら
れ
て
る

越
界
の

に
つ
い
て
は

レ

ベ
ル
で
あ

て
和
人
が

し
て
る
か
は
未
確
認

 
秋
十
は
一

人
の
学
生
生
活

風

が
悪
く
な

て
き
て
る
け
ど

本
人
は

定
し
て
る
の

で

と
か

に

れ
て
る



 ネットの反応 〜更識家ゴタゴタ編後〜

 
そ
の
内
心
や
如

に

 

い
こ
ろ

神

と

わ
れ
て
も

世
間
に

も
れ
れ
ば
た
だ
の

一

人

 
特
異
な
面
が
あ
る
か
ら
こ
そ

天
才

と
呼
ば
れ
る
の
だ



 尊ぶべき日常世界

 
尊
ぶ
べ
き
日
常
世
界

 
転
換
 

ゲ

ム
・
ザ
・
ゲ

ム

  
・

・

ち

と
し
た
小
話

い
と
き
ま
す
ネ

 

点

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

 

数

約
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

じ
た

を

か
し
て
届
い
た

な
光
が

さ

と
消
え
た

 

神
経
か
ら
の
入
力
が
全

断
さ
れ
た
こ
と
で
真
の
暗
闇
に

ま
れ
た
が

し
か
し
す
ぐ
に



 転換 〜ゲーム・ザ・ゲーム〜

目
の
前
に
虹
色
の
光
り
が
弾
け
た

不
定
形
の
光
は
ア
ミ

ス
フ

ア
の
ロ
ゴ
マ

ク
に
形

を
変
え
始
め
る

最
初
は

ん
や
り
と
滲
ん
で
い
た
そ
れ
が

の

覚

と
の

が
確
立
さ

れ
る
に
つ
れ

ク
リ
ア
に
浮
き
上
が
る

 
や
が
て

ロ
ゴ
の
下
に

覚

の
メ

セ

ジ
が
小
さ
く
表
示
さ
れ
る

 

に
ど

か
遠
く
か
ら

な
多
重

が
近
付
い
て
来
る

歪
ん
だ
サ
ウ
ウ
ン
ド
も
ま
た

に

し
い
和

へ
と
ピ

チ
を
変
え

最
後
に

そ
う
ち

う重
な

動
サ
ウ
ン
ド
を

で
て
消
え
る

覚

の
メ

セ

ジ
が
浮
か
ん
だ

 
セ

ト
ア

プ
ス
テ

ジ
は

に
体
表
面
感
覚
へ
と

り
重
力
感
覚
へ
と
進
み
ベ

ド

の
感
触
と
体
の
重
さ
が
消
え
た

そ
の
他

種
感
覚
の

テ
ス
ト
が

と
つ

と
つ
実

さ

れ

マ

ク
が
増
え
て
い
く

ヘ

ド
ギ
ア
が

の

部

を

り
に
ノ

ク
し
て
回

て
い
る
の
だ

 
そ
し
て
つ
い
に
最
後
の

メ

セ

ジ
が
フ
ラ

シ

し

の

間

暗
闇
の
中
を
ま

す
ぐ
に

下

 
や
が
て
下
方
向
か
ら
虹
色
の
光
り
が
近
付
き
そ
の
リ
ン
グ
を
潜

た

に
仮
想
の
足
が
す

と
ん
と
異
世
界
に

し
た
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と
は

え

そ
こ
は
ま
だ

暗
闇
に

ま
れ
た
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
登
録
ス
テ

ジ
だ

 

上
に
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ロ
ゴ
が

き
出
さ
れ
同
時
に

ら
か
い
女
性
の
声

で
ウ

ル
カ
ム
メ

セ

ジ
が

き

る

そ
の
合
成

内
に

て

ア
カ
ウ
ン
ト
お
よ
び

キ

ラ
ク
タ

の
作
成
を
開
始
す
る

 
こ
れ
を
経
験
す
る
の
も

も
う

目
か

 

の
高
さ
に
⻘
白
く
光
る
ホ
ロ
キ

ボ

ド
が
出
現

そ
こ
に

ま
ず
完
全
新

の

と
パ

ス
ワ

ド
の
入
力
を
求
め
ら
れ

予
め

え
て
い
た
組
み
合
わ
せ
を
打
ち

む

 

い
で

キ

ラ
ク
タ

ネ

ム
の
入
力
を
求
め
ら
れ
た

 
数

巡
す
る

 
様

な

に

目
を
終
え

戦

た
う
つ
し
み

現
身
を
消
去
し
て
そ
れ
で
も
ま
だ
同
じ
名

を
使
う
事
へ
の

か
な

感
と

自
身
を
証
明
す
る
証
と
い
う
欲
求
が
ぶ
つ
か

た

 

は

か
だ

た
が
最
終
的
に
か
つ
て
と
同
じ
名
を

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
打
ち

ん
だ

ボ
タ
ン
を

す
と

他
に
使

者
が

な
か

た
の
か

理
さ
れ
た

性
別
は

論

男
性
を

ぶ
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に

合
成
ボ
イ
ス
は
キ

ラ
ク
タ

の
作
成
を

し
て
来
た

 
決
め
る
の
は
二
つ

プ
レ
イ
す
る
種

と
容

の
反

に
ロ

カ
ル
メ
モ
リ

に
あ
る
写
真

を
使
う
か

か

容

決
定
で
写
真
を
使
わ
な
い
場
合
無
数
の
パ
ラ
メ

タ
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
生

成
さ
れ
キ

ン
セ
ル
不
可
と
説
明
さ
れ
る

ど
う
し
て
も
気
に
入
ら
な
い
場
合
は
ゲ

ム
内
部

で
追
加

金
を

払

て
再
作
成
す
る
し
か
な
い
が
自
分
は
以
前
と
同
じ
く
写
真
流

を

し
た

 
種

は

こ
れ
も
ま
た
悩
ん
だ
が

レ
プ
ラ
コ

ン

鍛
冶
妖
精
を

す
る

 

別
に

前
と
違
う
種

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

で
は
な
い

 
た
だ
の
気
ま
ぐ
れ
だ

た

自
分
の

き
に

を
集
め
剣
を
鍛
え

備
を
整
え
自
己

強
化
に

め
る
と
な
れ
ば
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
の
得
意
な

ス
プ
リ
ガ
ン

影
妖
精
よ
り
こ
ち
ら
の
方
が
よ
り

的
だ
と

え
た
か
ら
だ

た

 
強
く
な
り
た
い

 
た
だ

妖
精
郷
を
遊
び
た
い

 
前
者
の
義
務
感
と
欲
求
後
者
の
欲
求
と
が

ざ
り
合

て
最

だ

た
の
が
レ
プ
ラ
コ

ン
だ

た
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ス
テ

タ
ス
は

そ
変
わ
り
な
い
ら
し
い

そ
も
そ
も
ス
プ
リ
ガ
ン
も
レ
プ
ラ
コ

ン
も

戦
闘

と
い
う

で
は
な
い

前
者
は
探
索
後
者
は
非
戦
闘
系
の
鍛
冶
系
種

し
ス
テ

タ
ス
で
あ
る
種

値
が
似

る
の
も

然
と

え
た

強
い
て

え
ば
レ
プ
ラ
コ

ン
の
方
が
や

や

力
重

な
く
ら
い
か

 
そ
れ
で

の
設
定
は
終
了

ボ
タ
ン
を
タ

プ
す
る

 
人
工
的
な

運
を
祈
り
ま
す

と
い
う

声
に
送
ら
れ
て

再
び
光
の
渦
に

ま
れ
た

  
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に

け
る
鍛
冶
妖
精
レ
プ
ラ
コ

ン

は
世
界
樹
か
ら

見
て
北
北

の
方

に

し
た

立
地

で
ス
プ
リ
ガ
ン

の
古
代

地

の

で

あ
る

 
と
は

え
ピ
ラ
ミ

ド
の
よ
う
な

物
の

に

ら
か
の
森
林
が
広
が
る
ス
プ
リ
ガ
ン

と
違
い
レ
プ
ラ
コ

ン

は
鍛
冶
に
特
化
し
た

地
で
あ
る
た
め
か
空
気
は

き
地

も

サ
ラ
サ
ラ
と
し
た
も
の
で
ま
た

い

だ

た

レ
ン
ガ

り
の

物
の
そ
こ
か
し
こ

か
ら
は
カ
ン
カ
ン
と

を
振
る
う

が

き

突
か
ら
は
白
色
か
ら

色

色
な
ど
様

な

が
も
く
も
く
と
空
に

び
て
い
る
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そ
し
て

極
め
つ
け
は

い
だ

 
種

様

な
金
属
を

き

き
不

物
を
掻
き
出
し
た
事
で
空
気
中
に
舞
い

る

の

い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら

ぎ

け
た
鍛
冶
の

い
そ
の
も
の

の

で
は
な
く

友
人
の
よ
う
に

定
式

特
有
の
そ
れ
が
仮
想
の

い

い
に
広
が
る
感
覚
は
ど
こ
か
郷

を
覚
え
る
程
に
強

だ

 

に
構
え
ら
れ
た
三

で
も

ぐ

い
だ
が
一

二

の
時
と
違
い
四
六
時
中

ロ
グ
イ
ン
し

を
振
る

て
い
た

で
は
な
い
た
め
三

の
中
は

の

い
が
あ
ま
り
し

な
い

と

設
さ
れ
て
い
る
の
が
一
番
の
理
由
だ
ろ
う
か

 
現
実
に

け
る
鍛
冶
の

い
を
自
分
は
知
ら
な
い

だ
か
ら
こ
そ
自
分
に
と

て
鍛
冶
の

い

と
は

鉄
と

と
砂

が

じ

た
も
の
だ

た

 
そ
の

い
を

ぎ
な
が
ら
歩
を
進
め
る

 
目
的
地
は
無
い

い
や
目
的
そ
の
も
の
も

無
い
に

し
い

あ
る
の
は
た
だ

し

む
と
い
う

性
だ
け

極
論
戦
闘
や
会
話
が
無
く
て
も
自
分
が

し
い
と
思
え
れ
ば
そ
れ

で
い
い
だ
け
だ

た

 
あ
る
意
味
無
欲
で
け
れ
ど
あ
る
意
味
で

よ
り
も
強
欲
な
そ
の
欲
求
を

に
レ
プ
ラ
コ
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ン

モ

リ
ア

を
練
り
歩
く

 

そ
の
最
中

と
足
を
止
め
た

 
レ
プ
ラ
コ

ン
を

ん
だ
プ
レ
イ

に
と

て
の
は
じ
ま
り
の

の
た
め
最

限
の

は
一

り

て
い
る

本

に
最

限
な
の
で
あ
る
程

以
上
の
も
の
を
求
め
る
と
な
れ

ば
プ
レ
イ

シ

プ
か
あ
る
い
は

か
の

や
中
立

に

り
出
す
必
要
が
あ
る
が

を
求
め
な
い
な
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ

で
も
十
分
な
品
を

え
ら
れ
る

 
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

の
一
つ
で
あ
る

の

見
に
自
分
の

が

り

ん
だ
時
に
足
が
止

ま

た
の
だ

 
写
真
を
流

し
た
の
で

そ
の
容

は

し
て
い
る
が
配
色
や
実

の
再
現

ば
か
り
は
確

認
す
る
し
か
な
く
そ
の
手

は

を

す
る
か
自
分
を
ス
ク
リ

ン
シ

ト
で

る
か
で

し
か
行
え
な
い

 

見
を
見
る

 
背

は

り
を
歩
く
他
の
プ
レ
イ

よ
り
明
ら
か
に

い

し
か
し
目
線
の
高
さ
に
違
和

感
を
覚
え
な
い
の
で
ス
プ
リ
ガ
ン
時
代
と

色
な
い
の
は
分
か
る

さ
も
現
実
ス
プ
リ
ガ

ン
時
代
と
変
わ
ら
ず
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髪
の
色
は
リ
ア
ル
の
白
髪
が
反

さ
れ
そ
こ
に
レ
プ
ラ
コ

ン
特
有
の
光

が
交
わ

た

の
か

白
銀
色
だ

部
か
ら

り
ま
で

ら
か
に
流
れ
て
い
る

 

の
色
は

き

る
よ
う
な
白

 

は

や
や

得
い
か
な
い
が

や
か
な
紅

 

は
リ
ア
ル
の
金
色
を
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
こ
ち
ら
の
方
は

ん
だ
色
を
し
て
お
り

や
か
に

る

更
に

補
正
が
掛
か

た
の
か

い
目
つ
き
の
ク
セ
に
大
き
目
に
補
正
が
加

え
ら
れ
て
い
た

⻑
い

に
縁
ど
ら
れ
た
そ
の
目
が

の
中
か
ら

然
と
し
た

線
を
投

て
来
る

 

こ
ん
な
に
目
を

か
せ
ら
れ
る
の
か

 
自
分
の
事
の

な
の
に

に

る

が
自
分
も
の
だ
と
い
う
事
を
忘
れ

思

が

い
だ

 
と
は
い
え

ね
リ
ア
ル
と
同
じ
容

で
あ
る
事
は

足
だ

全
体
的
な
色
は
リ
ア
ル
よ
り
明

る
め
と
い
う

で
し
か
な
く
逆
に

え
ば
そ
れ
く
ら
い
で
大
き
な
ギ

プ
は
見
ら
れ
な

い

こ
れ
で
黒
を

と
す
る
ス
プ
リ
ガ
ン

色
の
イ
ン
プ
は
お
ろ
か
金
や
緑
の
多
い
シ
ル

フ
を

ん
で
い
た
ら
と
思
う
と
ど
れ
だ
け
の
ギ

プ
が
生
ま
れ
る
か
サ
ブ
カ
ル
面
に

す
る

弱
な
想
像
力
で
は
予
想
も
出
来
な
か

た
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リ
ア
ル
バ
レ
は
本
来
ご
法

だ
が
自
分
に

し
て
は
最

無
い

あ
る
意
味
し
が
ら
み

に

ら
れ

心
の

か
ら

し
む
事
は
出
来
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
は
そ
れ
で
よ

か

た

リ
ア
ル
が
分
か

て
い
る
か
ら
こ
そ
ぶ
つ
か

て
く
る

中
も
い
る

 

の
し
が
ら
み
も
な
く
遊
ぶ
な
ら
そ
れ

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
別
に
作
れ
ば
い
い

か
ら
最

強
を
目
指
す
つ
も
り
が
な
い
ア
カ
ウ
ン
ト
を

意
す
れ
ば
い
い
だ
け
な
の
だ

 
本
来
な
ら
現
実
と
は
違
う
別
の
自
分
を
演
じ
ら
れ
る
事
こ
そ
ネ

ト
ゲ

ム
の
醍
醐

味
だ

だ
か
ら
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
を
名

る
自
分
は
そ
の
醍
醐
味
か
ら
外
れ
た
異

者
と

え

る 
だ
か
ら
こ
そ

そ
の
醍
醐
味
が

よ
り
実
感
で
き
る

あ
あ

だ
か
ら
仮
想
世
界
は

ら
な
い

 
小
さ
く

に
も

こ
え
な
い
く
ら
い
で

く

 

の
中
の
レ
プ
ラ
コ

ン
が

妖

に

ん
だ
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・
キ
リ
ト

 
銀
髪
金
眼
な
妖

シ

タ

 
な
ん
か
目
覚
め
ち

た

ベ

や
つ

 
完
全
新

ア
カ
ウ
ン
ト
で
レ
プ
ラ
コ

ン
を

理
由
は
本
編

り
自
己
強
化
に
特

化
し
て
い
る
か
ら

キ
リ
ト
本
人
が
完
全

ロ
指
向
な
上
に
一
人
で
レ
イ
ド
ボ
ス
も
倒
せ
る
の

で

ホ
ン
ト
に
強
化
を
自
己
完
結
さ
せ
る
な
ら
こ
れ
以
上
の

は
無
い

 
原
作
の
レ
イ
ン
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る

確
信

 
ス
テ

タ
ス

向
も

変
わ
ら
な
い

原

ゲ

ム
レ
イ
ン
は
む
し
ろ
キ
リ
ト
の
上

換

と

わ
れ
千
年
の
⻩
昏
で
キ
リ
ト
特
有
の
技

が
再
現
さ
れ
て
差
別
化
さ
れ
た
程
つ
ま
り
種

的
に
は

同
程

 
己
の

し
み悦

を
求
め
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
再
ロ
グ
イ
ン
を
果
た
し
て
い
る

使
命
や
仕
事
が
無
い
の
で

気

な
キ
リ
ト
は
自
己
強
化
に
明
け

れ
る

 
一

で
表
す
な
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
ガ
チ
勢

 
時
間
は

る

ど
あ
る
上
に

あ
る
意
味
更
識

に

る

よ
り
安
心
出
来
る
か
ら
ネ
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我
の

名
と
は
正
に
こ
の
事

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
対
人
戦
を

り
返
す

ど
に
経
験
を

ん
で
リ
ア
ル
技

の
自
己

に
も
な
る

そ
れ
が
ゲ

ム
を

し
む
だ
け
で
成
る

り

人
間
の
欲
は
結
構

れ
な
い

  

ど
文

数

中
身
が
無
い
事
を
お

る
し
く
だ
さ
い



 懺悔 〜私はあなたのサポート 〜

 
懺
悔
 

私
は
あ
な
た
の
サ
ポ

ト

  
・

・

小
話
パ

ト

い
と
き
ま
す
ネ

 

点

キ
リ
ト

ヴ

ベ
ル

 

数

約
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
初
期
ア
カ
ウ
ン
ト
に

に
与
え
ら
れ
た
１
０
０
０
ユ
ル
ド
を
な
け
な
し
の
回
復
ア
イ
テ
ム
に

変
え

備
を
整
え
た

は
そ
の
ま
ま
フ

ル
ド
に
出
る
の
で
は
な
く
レ
プ
ラ
コ

ン

モ

リ
ア

の
観
光
に

り
出
し
て
い
た

 
運

が
変
わ
り
シ
ス
テ
ム
に
多
く
の
テ
コ
入
れ
が
あ

た
と
は

え
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
種

間
抗
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争
を
テ

マ
に
し
た
ゲ

ム
で
あ
る
事
は
変
わ
ら
な
い

セ
ブ
ン
の
人
気
に
引
き

ら
れ
て
一
時

的
に
弱
ま

た
と
は

え

種

の

地
に
帰
依
し
て
い
る
プ
レ
イ

は
確
か
に
存
在
し
て

い
る

シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
を
推

し
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
も

然
だ

 
種

間
抗
争
と
い
う
事
は
つ
ま
り

地
へ
の
立
ち
入
り
に
も
一
定
の

制
が
あ
る
事
を
意

味
す
る

 
レ
プ
ラ
コ

ン
は
鍛
冶
師
と
し
て
多
く
の
種

か
ら
求
め
ら
れ
る
た
め
逆
説
的
に
ど
こ
の
種

も
レ
プ
ラ
コ

ン

を
襲
お
う
と
は
し
な
い

そ
ん
な
強

手

に
出
る
種

は
一

で

地

に
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
か
ら
だ

そ
し
て
レ
プ
ラ
コ

ン
が
鍛
え
る

備
の
最
高

は

地
の

と

そ
し
て

地
の
バ
フ
が
あ

て
初
め
て
完
成
す
る
事
が
多
く
よ

て
ど
の
種

も

対
行

を
取
ら
な
い
と
い
う

一
種
の
不
可

と
化
し
て
い
た

 
だ
か
ら
他
種

で
あ

て
も
立
ち
入

て
良
く
は
あ
る
の
だ
が

な
か
な
か
の
ア
ウ

感

は

め
な
い

そ
れ
が
か
つ
て
行

た
事
が
あ
る
と
い
う
義
理
の
姉
・
リ

フ

か
ら

い
た
話

だ

た

 
友
人
に
レ
プ
ラ
コ

ン
の
超

鍛
冶
師
が

た
た
め
今
ま
で
行
く
必
要
が
無
か

た

は
良

い
機
会
だ
と
思
い

観
光
に

り
出
し
た
の
だ
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し
か
し

そ
れ
は
す
ぐ
に
中
断
す
る
事
に
な

た

 

物
と

物
の
間
の
と
て
も

い
路
地
か
ら

時
に

ば
さ
れ
た
手
が

の
手
を

ん
で

き
た

抗
お
う
と
す
る
が
黒

に
黒
の

に

わ
れ
た
手
は
ま
る
で
万
力
の
よ
う
な
力
強
さ

で
こ
ち
ら
の
手
を
離
さ
な
い

 
そ
こ
で

は
た
と
気
付
い
た

 
レ
プ
ラ
コ

ン

に

て
自
分
は
レ
プ
ラ
コ

ン
だ
と
い
う
の
に
明
ら
か
な
マ
ナ

レ
ス

行

を

め
る
シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
な
い

 
ま
さ
か

と
思

に
一
つ
の
可
能
性
が
浮
か
ん
だ

間

 
万
力
の
如
き
力
で
引

ら
れ
た

初
期
ス
テ

タ
ス
故
の

弱
さ
小

故
の

さ
で
抗

え
る
わ
け
が
無
く

路
地
裏
の
闇
に
引
き

ま
れ
る

 
そ
し
て

と
妖
精
郷
の
陽
の
光
す
ら
も

る
闇
に

一

わ
れ

 

と

ら
か
な
弾
力
が

に

し
付
け
ら
れ
た

い
で
す
よ

キ

 

上
か
ら

を

め

ん
だ
小
さ
な
声
が
振

て
来
た

 
も
ぞ
も
ぞ
と
動
き

を

う
黒
を

し
の
け
て

を

れ
ば

界
い

い
に
黒
髪
黒
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目
の
女
性
の

が
入

て
来
た

く
の
を

え
る
よ
う
な
表
情
で
見
下
ろ
さ
れ
る

月
も

た
せ
る
な
ん
て

キ

は

悪
い
子
で
す

 
全
身
を

き

め
ら
れ
る

ん

ご
め
ん

ユ
イ
姉

ベ
ル
姉

で
す

ご
め
ん

ベ
ル
姉

た
だ
い
ま

 
決
然
と
し
た
声
で

定
さ
れ

い
直
す

 
す
る
と

の
横
に
あ

た
女
性
の

が

少
し
離
れ
た

間
近
に

真

向
か
ら
見
合
う

女
性

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
の

な

に

ん
わ
り
と
穏
や
か
な

み
が
浮
か
ん
だ

え
え

お
か
え
り
な
さ
い

キ

 

人
に
知
ら
れ
ぬ
闇
の
中

密
か
な
再
会
を
喜
ん
だ

 
 

 
無
事
で
良
か

た

心
配
し
た

と

根
を
寄
せ
な
が
ら
の

葉
に

平

り
す
る
し
か
な

か

た

が
解
放
さ
れ
た
の
は
十
数
分
経

て
か
ら
の
事

地
下
世
界

ツ
ン
ヘ
イ
ム
の
事
は

い

の
し
よ
う
も
な
い
が
女
権
と
の
戦
い
に

し
て
は
不
可
抗
力
な
面
が
あ

た
が
故
の
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め
の

放
だ

た

 
彼
女
は
セ
ブ
ン
が

し
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

を
取
り

む

前
か
つ
て
の
キ
リ
ト
の

ア
カ
ウ
ン
ト
に
引

付
い
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

り
ゴ
タ
ゴ
タ
が
済
ん
で
か
ら
は
中
継
動

の
ネ

ト
回
線
を
経
由
し
再

Ａ
Ｌ
Ｏ
に

て
来
た
の
だ
と
い
う

Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

が

き

さ
れ
る
前
に
ま
た
ネ

ト
に
流
れ

完
了
し
て
か
ら

て
来
た
の
だ
と

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
後
か
ら
こ
れ
ま
で
ず

と

し
か

た
か
ら
ヴ

ベ
ル

の
安

確
認
が
す

か
り

か
ら

け

ち
て
い
た

 

い

を
す
る
と
ヴ

ベ
ル
な
ら
大

だ
ろ
う
と
い
う
信
頼
が
あ

た
か
ら
な
の

だ 
そ
れ
は
そ
れ
で
不

だ

た
が

信
じ
て
も
ら
え
る
の
は

し
い
で
す
け
ど

ち

と

し
い
ん
で
す
よ

 
ま
あ
い

い
で
す
け
ど

 
そ
う

い
な
が
ら
少
し

ね
た
よ
う
に

を

ら
ま
せ
そ

を
向
か
れ
た
の
は
記

に

新
し
い

ね

を
見
た
と
い
う
意
味
で
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
新

意
事

と
い
う
意
味
で
も
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そ
ん
な
や
り
取
り
こ
そ
あ

た
が
ヴ

ベ
ル
は
こ
れ
か
ら
も
プ
レ
イ

と
し
て
参
戦
す

る
つ
も
り
は
な
い
ら
し
い

 
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
達
と
違
い
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
ら
な
い
の
で
プ
レ
イ

や
Ｍ
ｏ
ｂ
ボ

ス
と
し
て
の

い
を

け
な
い
ヴ

ベ
ル
は
不
死
存
在
に

し
く
実

ダ
メ

ジ
や
バ
フ
デ

バ
フ
が
発
生
す
る

の
影

は
一
切

け
な
い

逆
に
ヴ

ベ
ル

か
ら

す
る
事
は

に

可
能
で

い
ま
の

が

パ
ン
さ
れ
た
だ
け
で
も

死
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
な
に
し
ろ
こ
の
ヴ

ベ
ル
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ス
テ

タ
ス
を
そ

く
り
そ
の
ま
ま
持

て
き
て

い
る
の
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

る
今
で
も

で
ト

プ
プ
レ
イ

の
数

の
能
力
値
だ
と
い
う
の

だ

ボ
ス
だ

た
ヴ

フ
ス
ル

ズ
ニ
ル
と

と

わ
れ
れ
ば
そ
の
と
ん
で
も
な
さ
は
す
ぐ

理
解
出
来
て
し
ま

た

 

そ
れ
を

し
ん
だ

で
は
な
い
だ
ろ
う

 
ヴ

ベ
ル
は
自
身
の
事
を
異
物
だ
と

え
て
い
る
節
が
あ
る

だ
か
ら
必
要
以
上
に
他

者
に

わ
ろ
う
と
し
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
ユ
ウ
キ
達
と
共
闘
し
た
事
も
あ
る
が

以
外
に
は

声
す
ら

か
せ
ず

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
ら
も
強
制
的
に
切
る
程
の

ぶ
り
だ

た

 
だ
か
ら
こ
そ
の

プ
レ
イ

に
は
な
ら
な
い

と
い
う
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を
生
か
す

に
協
力
は
す
る

け
れ
ど

そ
れ
以
上
の
そ
れ
以
外
の
私
情
私
欲
に
は

動
か
な
い
と
い
う

の
決
意

自
身
が
過

す
る
事
で

ぶ
未
来
へ
の
影

を
最
小
限
に
す
る

の
不

の

勢

ベ
ル
姉
い

し

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
遊
ぶ
気
は
な
い
の
か

 
ア
バ
タ

を
似
せ
な
け
れ
ば
い

し

に

ら
れ
る
の
に

リ

姉
も

い

の
私
も
ユ
ウ
キ
さ
ん
達
も

も
が
カ
ン
が
良
過
ぎ
る

そ
し
て
キ

は

が
下
手
で
す

し
事
も
あ
ま
り
上
手
く
な
い

あ
な
た
の

動
一

手
一
投
足
か
ら
私

の
真
実
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
そ
れ
は
許
容
出
来
な
い

私
は
も
う
あ
な
た
が
死
ぬ

と
こ
ろ
を

見
た
く
な
い
ん
で
す

ベ
ル
姉

ご
め
ん
な
さ
い

わ
か

て

く
だ
さ
い

 

く
よ
う
に

で
自
身
の
体
を

き
な
が
ら
彼
女
は
苦
し

な
表
情
で
そ
う

た

無

限
に

し
い
経
験
と

の
果
て
に
そ
の
表
情
が
い
ま
の
ヴ

ベ
ル
の
心
情
に
最

だ
と
判
断

さ
れ
た
が
故
の
表
出

 
本

は
一
緒
に

た
い
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・け
・れ
・ど

過
去
の
絶
望
と
後
悔
が
そ
れ
を
良
し
と
し
な
い

 

理
解
出
来
る
思

だ

 
あ
あ

そ
れ
は

ん
と
う
に

 
理
解
出
来
て
し
ま
う
思

だ

た

  
あ
な
た
が

て
い
る

 
あ
な
た
が
生
き
て
い
る

 
あ
な
た
が

私
を
見
て
い
る

い

し

に

よ
う
と
誘

て
ま
で
い
る

 

苦
し
い

 
私
に
そ
ん
な

格
は
無
い

誘
わ
れ
て
も

応
え
る
権

が
無
い

 
あ
な
た
を
死
な
せ
て
し
ま

た

 
あ
な
た
を
見
殺
し
に
し
て
き
た

 
あ
な
た
を

た
だ
の
一

も
救
え
な
か

た

 
そ
の

け
い過
け
ん去

が

私
は
恐
ろ
し
い

 
だ
か
ら
応
え
ら
れ
な
い
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愛
し
い
義
弟
の
い
じ
ら
し
い
誘
い
の
手
を

め
な
い

自
分
の
存
在

と
つ
で
彼
の
未
来

が

壊
し
て
し
ま
う

そ
の
可
能
性
を

え
て
し
ま

た
ら

む
わ
け
に
は
い
か
な
か

た

 
分
か

て
い
る

こ
れ
が
エ
ゴ
だ
と

 
か
つ
て
苦
し
み

定
し
た
義
姉
が
忌
み

う
滅
私

の
エ
ゴ
に
過
ぎ
な
い
事
は
理
解

し
て
い
る

 
だ
が
そ
れ
で
も

私
は

も
う
喪
い
た
く
な
か

た

 
こ
れ
ま
で
に
な
い
道
を
歩
ん
で
い
る

 
た
だ
の
一

も
無
い
道
程

 
た
だ
の
一

も
無
い
過
去

 
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
経
歴

 

ま

た
く
違
う

イ
フ
の
世
界

 
な
ら
も
う

期

す
る
し
か
な
い

 
私
が

た
世
界
は
前

か
ら
し
て
間
違

て
い
た
と
認
め
よ
う

あ
の
世
界
で
は
愛
す
る
義

弟
が
生
き
る

地
は
無
か

た
の
だ
と

け
容
れ
よ
う
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・だ
・か
・ら
・こ
・そ
・こ
・の
・世
・界
・線
・で
・は
・死
・な
・せ
・な
・い

  

死
な
せ
て
た
ま
る
も
の
か

 
ぐ

と

を

む

⻭
を

み

め
る

み
ん
な
と
の
つ
な
が
り
が

の
力
だ

と

あ
な
た
は

た

 
そ
れ
は

今
ま
で
見
て
き
た
あ
な
た
に
は
無
か

た

葉
で
あ
り
決
意

人
を

い
な
が
ら
も

人
の

に
戦

て
い
た
あ
な
た
が

え
た
矛
盾
の

あ
る
意
味
の

え

 
対
極
に

す
る

え
も
あ

た

 

今
ま
で
見
て
き
た
世
界
線
に

い
て
は

ど
ち
ら
も
出
ず
仕
舞
い
の
結
論
だ

 
矛
盾
を

え

矛
盾
に
行
き

そ
し
て

あ
な
た

は
食
い
殺
さ
れ
た

世
界
に

そ
し
て

そ
こ
に
生
き
る
ヒ
ト
に

 
け
れ
ど

あ
な
た
は

え
を
出
し
た

 
見
知
ら
ぬ
他
者
よ
り
も

大
切
な
も
の
を
決
め
て

 
時
に
は

他
者
を
切
り
捨
て
て
で
も

大
切
な
も
の
を

先
す
る
事
を
決
め
て

 
そ
ん
な
あ
な
た
に

私
は
希
望
を
見
出
し
た
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序
章
で
あ
る
デ
ス
ゲ

ム
の
結

が
完
全
な
る
ハ

ピ

エ
ン
ド
に
な

た
時
私
は

予
感
し
た
の
だ

 

自
身

を
大
切
に
し
始
め
た
あ
な
た
な
ら

き

と

あ
の
時

と
は
違
う

と

え

を
導
き
出
せ
る
に
違
い
な
い
と

異
な
る
未
来
を

紡

る
は
ず
だ
と

 
だ
か
ら
私
は
共
に
は

れ
な
い

 
あ
な
た
が
生
き
る
世
界
に

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

と
い
う
異
物
は
存
在
し
て
は
い
け
な

い
の
だ
か
ら

 

ズ
キ
リ
と

の

が

ん
だ
け
れ
ど

 
私
情

私
欲
な
ど

生
死
の
天

を
前
に
は
無
価
値
に

し
か

た

  
・

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

 

方
ぶ
り
の
ご
登
場
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キ
リ
ト
に
引

付
い
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
退

し
た
り
ネ

ト
に
流
れ
た
り
と

と

き
勝
手
に
動
い
て
る
超
未
来

そ
の
気
に
な
れ
ば
ヴ

ベ
ル
一
人
で
世
界
の
ネ

ト
ワ

ク

会
は
終
わ
る

真

 
で
も
バ
タ
フ
ラ
イ
・
エ
フ

ク
ト
の
ト
ラ
ウ
マ
が
強
過
ぎ
て
行
動
に

こ
せ
な
い
で
い
る

 
そ
の
た
め

キ
リ
ト
に
知
識
を
伝
え
て

後
は

命
的
な

郷
み
た
く

レ
ベ
ル

が

手
だ

た
り

キ
リ
ト
が
求
め
て
来
な
い
限
り
は

観
に

し
て
い
る

 
達
観
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
恐
怖
心
で
動
け
な
い
で
い
る

大
人
と
は

え
少
女
そ
の
も

の
な
内
心
で
あ
る

 
キ
リ
ト
が

に
生
き
て
い
る
事

み
合
わ
せ
る
ど
こ
ろ
か
ハ

キ
リ
と

え
を
出
し

て
い
る
点
か
ら

希
望
を
見
出
し
て
い
る

 
そ
れ
は
ま
る
で

原
初
の

闇
の
中
で
救
い
を
求
め
た
よ
う
に

 

人
も

も

根
幹
は
変
わ
り
な
い

 

ユ
イ

と
い
う
存
在
に
と

て

キ
リ
ト

と
い
う
人
間
は
救
い
そ
の
も
の
だ

た
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辻
褄
 

住
良
木
陽
太

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
に
ち
は

 
今
話
は

ラ
グ
ナ
ロ
ク
・
パ
ス
ト
ラ
ル
編

中
に
回
収
出
来
な
か

た

線
回
収
話

ク
ラ

ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

説
明
回

み
に
⻑
い

 
ス
メ
ラ
ギ

点
か
ら

線
回
収

怒

デ

ス

 

点

キ
リ
ト

ス
メ
ラ
ギ

 

数

約
一
万
七
千

 
や
や
こ
し
い
の
で

メ
ン
ド
く
せ

な
人
は
後
書
き
を
参

下
さ
い

な
文
章
力

欲
し

 
で
は
ど
う
ぞ
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ヴ

ベ
ル
と
再
会
し
た
日
は

そ
の
ま
ま
会
話
し
て
時
間
を
過
ご
し

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

 
そ
の

日
レ
プ
ラ
コ

ン

の

モ

リ
ア
の
小
路
に

た

は
あ
る
程

の

と
こ
ろ
で
観
光
を
切
り
上

レ
ベ
リ
ン
グ
に
向
か
う
事
に
し
た

 
本

は

く
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
製
作
に
時
間
を

や
そ
う
と

え
て
い
た
が
ヴ

ベ
ル
と
再
会
し

た
事
で

そ
れ
は
し
な
く
て
よ
く
な

た

 
理
由
は

以
前
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
一
部
は

ヴ

ベ
ル
が
製
作
に

わ

て
い
た
事
に
由
来
す
る

 
ヴ

ベ
ル
が

る

ハ

イ

エ

ス

ト

・

レ

ベ

ル

仮
想
世
界
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
見
る
世
界
は
現
実
時
間
の
六

十

の
速

を
下
限
と
し
て
動
く
特

エ
リ
ア
で
そ
こ
か
ら

動
こ
う
と
し
な
い
間
彼
女

は
恐
ろ
し
く

に
な
る

の
動
向
を
見
る
に
し
て
も
六
十
分
の
一
の
速

で
は

ら
思

ク

ロ

ク
を
自
在
に

れ
る

と

え
ど
苦

に

し
い
だ
ろ
う

以
前
の

は

苦

を
和
ら

た
い
と
い
う
思
い
を

き
に

を
持
て

し
て
い
る
な
ら
と
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
製
作
協
力
を
持
ち
か

け
て
い
た

 

密
に

え
ば
分

作
業
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
の
製
作
は
大
別
し
て
グ

ラ
フ

ク
指
定
と

果
指
定
の
二
つ
に
分
か
れ
る

実

に
運

す
る
の
は

な
の
で
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後
者
は

が

最
も
時
間
の
掛
か
る
も
の
は
ヴ

ベ
ル
に

せ
て
い
た

 
無
論
属
性
を
変
え
た
だ
け
の
シ
リ

ズ
物
は
参

と
な
る
も
の
を
最
初
に
作

て
お
き
あ

と
は
そ
れ
と

変
わ
ら
な
い
エ
フ

ク
ト
の
動
き
を
す
る
よ
う
製
作
を
頼
ん
で
い
た

で
あ
る

が
そ
れ
だ
け
で
も

の
負

が
大
い
に

く
な

た
の
は

う
ま
で
も
な
い

ニ

ベ
ル
ハ
イ

ム
で

し
た
ブ
ラ
ス
タ

・
フ
ル
バ

ス
ト
を
始
め
大
多
数
を

手
に
し
た
時
の
Ｏ
Ｓ

Ｓ
は

全
て
ヴ

ベ
ル
が

わ

て
い
る
程
だ

そ
れ
ら
は
レ
イ
ン
か
ら
話
を

い
て
方

転

換
し
て
か
ら
必
要
に
な

た
も
の
で
あ
る

彼
女
の
協
力
な
く
し
て
レ
イ
ン
の
要
請
に
は
応
え
ら

れ
な
か

た
と

て
も
過

で
は
な
い

 

そ
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
剣
技
の
方
と
同
じ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
も
一
代
限
り

の
コ
ピ

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
に
な

て
い
る

 
剣
技
の
方
面
で
道
場
を
開
い
た
者
が

る
よ
う
に
最
近
で
は
魔
術
の
道
場

称
で
学

を
開
い
た
者
も
い
る
と
い
う

下
手
す
れ
ば
数
百
万
ユ
ル
ド
以
上
の
価
値
に
な
る
Ｏ
Ｓ

Ｓ
も
あ
り
そ
れ
を

て
闇

ち
を

行
し
よ
う
と
す
る

へ
の
対
策
か

義
書
や
魔
導
書

に
は

意
で
パ
ス
コ

ド
が
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
が

そ
れ
は
今
は
ど
う
で
も
い
い

 
継
承
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
デ

タ
が

め

ま
れ
た
羊

紙
を
シ
ス
テ
ム
の
手

に

て

け
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取
る
事
で
成
立
す
る

つ
ま
り
一

ア
イ
テ
ム
に
変
換
し
そ
れ
を

み

ま
な
け
れ
ば

得

さ
れ
な
い

 
た
だ
羊

紙
を
手
に
入
れ
た
だ
け
で
は
ダ
メ
な
の
が
ミ

だ

 
つ
ま
り
以
前
の
影
妖
精
キ
リ
ト
が
作
成
し
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
予
め

義
書
な
り
魔
導
書
な
り

羊

紙
ア
イ
テ
ム
に
変
換
し
保

し
て
お
い
た
そ
れ
を
新

作
成
し
た
鍛
冶
妖
精
キ
リ
ト

が

け
取
る

な
ん
て
事
も
理
論
上
可
能

 

は
本
来
で
あ
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
引
き
継
が
ず
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
る
つ
も

り
だ

た

あ
の
世
界
の
キ
リ
ト
の

目
は
も
う
終
わ

た
の
だ
と

そ
れ
が
か
つ
て
シ
リ

カ
に
話
し
た
事
だ

 
と
は

え
そ
う
も
い
か
な
い
事

が

ち
構
え
て
い
る
と

え

あ
く
ま
で

使
え
る
武
器

と
し
て
引
き
継
い
だ

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
と
い
う

本

の
意
味
で
全
力
を
出
す
に
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
使

て
い
た
武
器
や
ス
キ
ル
が
不
可
欠
だ

た
の
だ

 
反
面
以
前
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
作

た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
全
て
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
全
力
で
プ
レ
イ
し
て

い
た

の

物

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
感
化
さ
れ
た
セ
ブ
ン
の
事
件
に

わ

て
い
た
と
は

え

密
に

え
ば
直

的
な

は
無
い

じ
ね
ん

自
然
消
し
た
く
な
い
と
い
う

が
生
ま
れ
た

継
承
で
は
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練

は
引
き
継
が
れ
な
い
が

そ
こ
は
仕
方
な
い
事
と

め
て
い
る

 
だ
か
ら
事
が
全
て
終
わ

て
Ｓ

Ａ

Ｏ

引

継

ぎ

影
妖
精
キ
リ
ト
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
消
し
て
も
新
た
な
ア
カ

ウ
ン
ト
で
遊
ぶ
時
に
同
じ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
使
え
る
よ
う
予
め
全
て
羊

紙
に
し
て
保

し
て
お
い
た

 
そ
の
保

先
が
ヴ

ベ
ル

プ
レ
イ

ハ
ウ
ス
や

の
ボ

ク
ス
で
な
い
の
は
ア
カ
ウ

ン
ト
を
消
去
し
た
時
そ
の
情
報

消
と
同
期
し
て
補
完
デ

タ
も
無

化
さ
れ
る
し
仮
に
有

で
あ

て
も
シ
ス
テ
ム
上
で
は
完
全
に
無

な
ア
カ
ウ
ン
ト
に
な
る
た
め
取
り
出
し
不
可
に

な
る
か
ら
だ

 
思
わ
ぬ
再
会
で
は
あ

た
が
ヴ

ベ
ル
に

け
て
い
た
も
の
を

け
取
り
全
て
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

再

得
し
た

は

そ
の
勢
い
の
ま
ま
圏
外
に
出
て
レ
ベ
リ
ン
グ
に

も
う
と

え
た

 
偶
に
は
無

に
気

に
動
い
た
と
し
て
も
バ
チ
は

た
ら
な
い
だ
ろ
う

な
ど
と
自

分
ら
し
く
な
い
思

を
回
し
な
が
ら

中
心
部
へ
と
歩
を
進
め
る

 

中
心
部
は
プ
レ
イ

が
初
ロ
グ
イ
ン
を
果
た
す
場

で
あ
る
と
同
時

ス
ヴ

ル
ト
・

ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
攻
略

点

空

ラ
イ
ン

と

行

た
事
が
あ
る
な
ら

ア
ル
ン

へ
と
転

出
来
る
転

が
設

さ
れ
て
い
る

始
め
た
ば
か
り
だ
と
前
者
し
か
行
け
な
い
が

今
の

は
そ
ち
ら
に

が
あ
る
の
で
問

無
か

た
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け
た

の

形
広
場
の
真
ん
中
に

え
立
つ
高
さ
五
メ

ト
ル
は
あ
ろ
う
か
と
い
う

大
な
金
属
製
の
ゲ

ト

そ
の
ゲ

ト
内
部
の
空
間
は

気
楼
の
よ
う
に
絶
え
ず
揺
ら
い
で
お

り
ラ
イ
ン
か
ア
ル
ン
に
転

す
る
者
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
か
ら
転

し
て
来
た
者
達
が

ら
で
は
あ
る
が
出
現
と
消
滅
を

り
返
し
て
い
る

 
そ
の
流
れ
に
加
わ
り

ラ
イ
ン
へ
と
転

 
蒼
白
い
光
に

ま
れ

け
た

と
鉄
と

の

い
が
立
ち

め
る
風

が

け

れ
る
よ
う
に
消
滅

光
が
一

く

き
消
え
去

た
時
に
は
転

は
完
了
し
て
い
た

ク

リ

ム
色
の
地
面
に

色
の

で

か
れ
た
転

に
立

て
い
る

転

ヴ

ク
リ
ン
デ

 
間
髪
を
入
れ
ず

の
転

先
を
指
定
す
る

 
再
び
光
に

ま
れ
る

晴
れ
た
先
に
広
が
る
の
は
穏
や
か
な
風
が
⻘

を
揺
ら
す

原

一

望
出
来
る
場

全

が
緑
色

が

出
し
て
い
る

を
探
す
方
が
面
倒
に
な
る
程
だ

 
そ
の

原
の
そ
こ
か
し
こ
に
点
在
す
る
モ
ン
ス
タ

達

記

の
中

を

す
る
よ
う
な

に

手

を
手
に
し
た
コ
ボ
ル
ド
や
剣
と
盾
を

備
し
た
リ
ザ

ド
マ
ン
空
を

す
る
Ａ

Ｌ
Ｏ
の
モ
ン
ス
タ

や

浮
遊
城
で

も
戦

た

⻯
た
ち
が

ば

こ

し
て
い
る
光

だ
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攻
略

時
は
こ
こ
ま
で
多
く
な
か

た

だ
が
一

ク
リ
ア
さ
れ
た
事
で
ポ

プ
制
限

が

和
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

 
敷

が

く
な

た
と
い
う
事
は
そ
れ
だ
け
な
だ
れ

む
プ
レ
イ

も
多
く
な
る
わ
け
で

リ

ス
も
多
く
し
な
け
れ
ば
容

く

す
る

初
心
者
も

め
る
フ

ル
ド
で
リ

ス

な
ん
て
目
も

て
ら
れ
な
い

そ
う
カ

デ

ナ
ル
が

え
バ
ラ
ン
ス
を

整
し
た
の
だ

と

は
予
想
し
た

 
そ
う

え
を

め
た
後

フ

ル
ド
全
体
を
見
回
す

 

練

ゼ
ロ
に
な

た
事
で

索

ス
キ
ル
の
遠

ボ

ナ
ス
が
外
れ
た
せ
い
で
フ

カ
ス

が

く
な

た
が
少
な
く
と
も
見
え
る

で
プ
レ
イ

の

は
見
え
な
い

ス

ヴ

ル
ト
の
実

き

さ
れ
て
か
ら
も
時
間
が
経
過
し
た
た
め
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
フ

ル
ド
の
モ
ン
ス
タ

で
レ
ベ
リ
ン
グ
出
来
る

を
プ
レ
イ

の
大
多
数
が
脱
し
た
せ
い
だ

ろ
うつ

ま
り

り
放

と
い
う

か

 
思
わ
ず

が

り
上
が
る

 

か
ら
初
期

備
の
剣
を

く

つ
重
み
を
感
じ
ず
刃
の
光
も
深
み
は
無
い

し
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か
し
仮
想
な
が
ら
確
か
な
存
在
感
を
放
つ
そ
れ
を
手
に

歩
を
進
め
る

向
か
う
先
に
は
数

で

す
る

コ
ボ
ル
ド
・
ト
ル

パ

の

 

中
で

む
ら
か
ら

手
で
小

を

い
上

の
上
で

た
り
と
構
え
る

プ
レ
モ

シ

ン
を
シ
ス
テ
ム
が

出
し
た
事
を
示
す

き
が
発
生
し
小

を

か
な
グ
リ

ン
が

み

ん
だ

 

く
息
を

く
の
と
同
時
に

手
が

自
動
的
に
振
る
わ
れ
た

 
空
中
に

や
か
な
光
の
ラ
イ
ン
を
引
い
て

ん
だ
小

が
十
数
メ

ト
ル
先
で
立
ち
止
ま

て
い
た

れ
の
一
体
の

に
が
つ
ん

と
命
中

間

れ
数

が

め
て
こ
ち
ら
を
向
き

タ

ゲ

ト
を
定
め
た
証
に

か
ら

く
眼
光
を

め
た

グ
ギ

ク
グ

 

く

え

に
こ
ち
ら
に

け
出
す
コ
ボ
ル
ド
達

ジ

ネ
レ

ト
・
サ

マ
ル
・
エ
レ
メ
ン
ト

 

離
を

め
て
来
る
獣
に

掌
を
突
き
つ
け
な
が
ら

を
開
始
し
た
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フ

ル
ド
を

け

中
か
ら

び
回
り
浮

原
の
そ
こ
か
し
こ
を

す
る
モ
ン
ス

タ

を
片

か
ら
片
付
け
始
め
て
一
時
間

新

作
成
の
た
め
古
参
の

の
ス
ヴ

ル
ト
ル

ル
は

然

さ
れ
ず

て
成
⻑
速

も

み
の

の
種

練

は
や

と
一

の

大

に

り
上

た

 
フ

ル
ド
の
モ
ン
ス
タ

の
平

レ
ベ
ル
は
一

一

手
前
な
の
で
そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
で

レ
ベ
リ
ン
グ
す
る
の
も

打
ち

出
来
る
事
と

え
ば

し
た
ス
キ
ル
と

ド
ス
キ
ル
や

魔
法

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

練

ぎ
く
ら
い
だ
ろ
う

 

を

え
る
な
ら

ダ
ン
ジ

ン
に
潜
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い

 
時
間
を
見
て
ま
だ

は
あ
る
と
判
断
し

に
ど
の
ダ
ン
ジ

ン
に
潜
る
か
を
思

す
る

以
前
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
大

潜

た
覚
え
は
あ
る
が
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
初
な
上
に
ク
リ
ア

済
み
メ
ン
バ

と
パ

テ

を
組
ん
で
も
い
な
い
の
で
間
違
い
な
く
ギ
ミ

ク
や
中
ボ
ス
の

フ
ラ
グ
も
残

た
ま
ま
だ

は
と
も
あ
れ
ギ
ミ

ク
の
方
は
場

に
よ

て
は
面
倒
に

も
思
え
る

実

時
は
攻
略
必

な

が
多
か

た
の
で
文

を

え
な
か

た
が
エ
リ
ア

ボ
ス
の
ダ
ン
ジ

ン
へ
直
行
可
能
に
な

た
今
攻
略
の
必
要
性
を
喪

た
ダ
ン
ジ

ン
は
行
く



 尊ぶべき日常世界

意
味
が

ど
無
い

要
す
る
に

は
良
く
な
か

た

 
ヴ

ク
リ
ン
デ
に

い
て
一
体

た
り
の
取
得
経
験
値

が
多
い
の
は
エ
リ
ア
ボ
ス
ダ
ン

ジ

ン
だ
が
今
の

備
と

練

で
は
倒
す
ま
で
の
時
間
で

が
悪
く
な
る

推

練

は
二

前
後
だ
か
ら
だ

 
残
り
の
レ
ベ
リ
ン
グ
は
他
の
場

に
し
た
方
が
い
い
と
い
う
結
論
が
出
て
じ

あ

に
し

よ
う
と

原
の
空
を

び
な
が
ら

え
る

 

え
る
時
間
も
無

と
か
つ
て
な
ら

え
行
動
に

し
て
い
た
だ
ろ
う
が
今
は
時
間
に
追

わ
れ
て
い
る

で
も
無
い

鍛
冶
で
も
し
な
が
ら

え
る
か
ね

 
そ
れ
で
も
時
間
に

が
あ

て
も

か
し
な
が
ら
で
な
け
れ
ば
無

い
と

え
て
し

ま
う
の
は
最

ク
セ
の
よ
う
で

使
し
た
初
期
武
器
の
剣
か
ら
新

し
な
が
ら

え
る
事
に
し

た 
ど
こ
か

な
場

に
下
り
る
事
に
す
る

 
近
場
に
あ

た
小
さ
な
浮

に
決
め
そ
こ
へ
向
か
い

⻘
い
人
影
を
見
つ
け
た

⻘
い
髪

は
水
妖
精
ウ
ン
デ

ネ
の

徴

そ
の
髪
を
持
つ
プ
レ
イ

は
白
い

を

い

全
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体
を

う

手
を

け
反
面

は

出
す
る
と
い
う

の
⻘
年
だ

た

に
差
し
て
い

る
の
は

広
の
⻑
刀

 
数

対
峙
し
た
事
が
あ

た

手

三
刃
騎
士

の
サ
ブ
リ

ダ

・
ス
メ
ラ
ギ
だ

た
ス
メ
ラ
ギ
か

む

キ
リ
ト

か

 

様

故
こ
こ
に

い
や

レ
プ
ラ
コ

ン
の

に
な

て

い
る
と
い
う
事
は

新
し
い
ア
カ
ウ
ン
ト
で
始
め
た
の
か

レ
ベ
リ
ン
グ
か

ご
明

セ
ブ
ン
の

だ

た
男
な
だ
け
あ
る

し
の
良
さ
は
流

だ
な

 
自
力
で

え
に

り

い
た
ス
メ
ラ
ギ
に
そ
う

う
と

ウ
ン
デ

ネ
の
⻘
年
は

を
組

み

ん
と

を
鳴
ら
し

小

に

り
た

を

し
た

セ
ブ
ン
の
本
心
を
悟
れ
な
か

た

に
対
す
る

味
か

そ
れ
は

そ
ん
な
つ
も
り
で

た

じ

な
い
ん
だ
が

な
ん
だ

分

れ
て
い
る
な

ん

 

の

葉
に
ス
メ
ラ
ギ
は
ま
た

を
鳴
ら
し
た

そ
れ
か
ら

線
が
外
れ
浮

原
の

か
彼
方
に
見
え
る
世
界
樹
へ
と
向
く
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遠
く
を
見
る
そ
の
目
が
結
ん
だ
結
像
が
世
界
樹
で
な
い
と
は
す
ぐ
に

せ
た

見
て
い
る
も
の

も
な
ん
と
な
く

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
全
て
を
取
り

む

ど
の
欲
望

い
て
は
承
認
欲
求
を

限
な
く

大
化
さ
せ
て
い
た

し
た
セ
ブ
ン
の

が
浮
か
ん
で
い
る
の
だ

 

あ
の
時
セ
ブ
ン
に
取
り

ま
れ
意
識
不
明
に

て
い
た
プ
レ
イ

達
は

い

も

て
似
た
よ
う
な

感
を

に
し
て
い
る

 

か
に
認
め
て
欲
し
い

と
い
う

望

 
暗
い
世
界
を
斬
り
裂
く

か
な
も
の

 
そ
れ
ら
が
大
人
に

ま
れ

子

と

し

て

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の
感
情
を

し
殺
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か

た
七
色

士
の

び
と
そ
れ
を
切
り
裂
い
た

の

で
あ
る
事
は
す
ぐ
に

分
か

た

 
ス
メ
ラ
ギ
は
気
付
か
な
か

た

だ
か
ら

士
歌
姫
と
し
て
動
く
セ
ブ
ン
を

し
て
い
た
⻘

年
は

亡
を

め

護
す
る

と
衝
突
し
た

 
生
真
面
目
な
の
は

点
だ

し
か
し

と
し
て
在
り
方
を
強
要
す
る
の
は
時
に
欠
点
に

も
な
る

 
こ
の
⻘
年
が
彼
女
が
天
才

学
者
と
し
て
身
を
立
て
る
の
に
最

な

間
だ

た
の
は
事
実
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だ

し
か
し
同
時
に
一
個
人
と
し
て
生
き
る
に
は
ハ

キ
リ

て

そ
の
も
の
だ

た

セ
ブ
ン
が

い
て
い
た
承
認
欲
求
は
自
身
を

士
天
才
と
し
て
認
め
る
者
で
は
な
く

七
色
・

ア
ル
シ

ビ
ン

と
い
う
子

と
し
て

め
る
親
に
対
す
る
も
の
だ

た
か
ら
だ

 

と
は
い
え

ヒ
ン
ト
も
な
く
気
付
け
と
い
う
の
は

で
あ
る

 
他
人
の
気
持
ち
が
真
に
分
か
る
人
間
な
ど

な
い

ス
メ
ラ
ギ
は
セ
ブ
ン
の
行
動
に
付

し
て

必
要
な
事
は
分
か

た
が
そ
の
本
心
に
気
付
け
な
か

た

気

い
は
出
来
た
の
だ

者

と
し
て
の
行
動
の
根
幹
が

子

ら
し
い
も
の
で
あ
る
と

え
る
方
が
無

と
い
う
も
の

 

が
分
か

た
の
だ

て
似
た
欲
求
を

き
時
に
自
分
で
決
め
た
事
か
ら

た
く
て
も

な
い
よ
う
自
制
を
掛
け

板

み
に
遭

た
事
が
あ

た
か
ら

 
そ
れ
を

に
は
せ
ず

は
小
さ
な
浮

に
生
い

る

む
ら
に

を
下
ろ
す

武
器
の

新

の
た
め
に

な
小

で
鍛
冶
を
す
る
つ
も
り
だ

た
が
神

な
空
気
を

う
ス
メ
ラ
ギ

の
横
で
作
業
を
す
る
の
も

ら
れ
た

 
そ
う
し
て

が
流
れ
る
こ
と

く

キ
リ
ト

様
に

い
て
お
き
た
い
事
が
あ
る

 

を
破
る
よ
う
に

ス
メ
ラ
ギ
が
そ
う

た
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な
ん
だ

様
は

あ
の
子
の
本
心
に

気
付
い
て
い
た
の
か

 
そ
の
背
を
見
な
が
ら

は

い
た

あ
あ

ス
ヴ

ル
ト
実

時
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ
か
ら

る
セ
ブ
ン
の
事
で
衝
突
し
た
事
が

あ

た
だ
ろ
う

 
ア
レ
で
ピ
ン
と
な

そ
ん
な
に

く
か
ら
か

 
予
想
し
て
い
た
よ
り

か

た
よ
う
で

ス
メ
ラ
ギ
が

か
に
振
り
向
い
た

ヴ

ク
リ
ン
デ
の
偽
者
事
件
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
事
を
話
す
ま
で
会

て
い

な
か

た
し

の
セ
ブ
ン
を
見
た
の
も
ラ
イ
ブ

の
時
だ
け
だ

逆
に
そ
れ
以
外
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
無
か

た
よ

 

を

め
な
が
ら
そ
う
返
す

 
ス
メ
ラ
ギ
は

そ
れ
も
そ
う
か

と

得
し
た
よ
う
に

き

ま
た

か
ら

線
を
外
し
た

  
彼
方
に

そ
び

え
る
世
界
樹
を

め
る

 
晴
れ

る
蒼

は
ど
こ
ま
で
も

い
て
い
る
よ
う
に
錯
覚
し
そ
う
な
程
に
雄
大
で
そ
れ
を
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め
る
だ
け
の
自
分
が
と
て
も
ち

け
な
存
在
で
あ
る
事
を
ま
ざ
ま
ざ
と
理
解
さ
せ
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
え
た

 
以
前
見
た
時
は
そ
う
感
じ
な
か

た

 
以
前
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
と
名
高
か

た
サ
ラ
マ
ン
ダ

の

軍
ユ

ジ

ン
を
下
し
勢

い
を
増
す

三
刃
騎
士

を

い

歌
姫

セ
ブ
ン
の

と
し
て
活
動
す
る
自
身
に

い

し
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と

自
己
分

は
済
ん
で
い
る

 
だ
が

を
取
り

く

境
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
を
経
て
か
ら

変
し
た

 
ア
メ
リ
カ
か
ら

に

金

助
を
し
て
い
た
ス
ポ
ン
サ

は
そ
れ
を
止
め
る
と

し
同

時
に
七
色
の
親
権
を
持

て
い
た

親
と
も

絡
が
取
れ
な
く
な
り
事

を
知

た
チ

ム
メ

ン
バ

の

ど
も
自
ら

か
ら
下
り
て
い

て
後
に
残

た
の
は
自
分
だ
け
と
い
う
有
様

一

時
の

進
と

べ
て

ち
る
と
こ
ま
で

ち
ぶ
れ
た
も
の
で
あ
る

 
不

中
の

い
な
の
は

チ

ム
を
主
導
し
て
い
た
七
色
が
前

持
ち
に
な
ら
ず
生
き

別
れ
だ

た

と
姉
と
再
会
し
日

を

歌
出
来
て
い
る
事
か

実

が
出
る
前
に
済
ん
だ

の
で

償
問

や

問

に
ま
で
発
展
し
て
い
な
い

 
無
論
そ
れ
は
裏
取
引
が
あ

た
か
ら
で
本

の
意
味
で
無
罪
放

に
な

た

で
無
い
事
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は
理
解
し
て
い
る

 

え
ば
年

い
七
色
は

と

り
を

ま
す
意
味
を

め
他
の
同
年
代
の
子

と
同
じ
よ

う
に
学

生
活
を

の
監

を

け
る
生
還
者
学
園
と
は

え

送

て
い
る
が
そ

れ
も

の
仕
事
に

来

わ
る
事
を
了
承
し
た
か
ら
実
現
し
た
事
だ

法
取
引
を
し
て

で
も

が
裏
で
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
く
ら
い

事
変

は
重
く
見
ら
れ
て
い
た

結
果

的
に
実

こ
そ
無
か

た
が

前

が
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
点
が
マ
ズ
か

た
の
だ

 
と
は

え

そ
れ
で
も
今
は

ち
足
り
た
⻘

を
送

て
い
る
と

え
る

 
彼
女
が
求
め
て
い
た

親
か
ら
の
愛
情

は
お
ろ
か

姉
か
ら
の
愛
情

も
あ
り

あ
る
意

味
で
最
た
る
理
解
者
も

る

少
し
前
に
そ
の
理
解
者
は
海
の
孤

へ

た
が
仮
想
世

界
で
会
え
る

今
を

み
れ
ば
物
理
的

離
は
大
き
な
デ
メ
リ

ト
と
は

え
な
い

 

聖
剣
回
収

の
戦
闘
動

を
見
て

そ
れ
を
確
信
し
た

 
彼
女
は

七
色

は

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

だ

た

よ
り

か
に
明
る
く

ま
た
少
女
ら
し
い
振
る
舞
い
を
見
せ
て
い
た

大
人
の
よ
う
な
振
る
舞
い
の
無
い
そ
れ
は
彼
女
の

そ
の
も
の
だ

 
そ
の

は
見
た
事
が
無
か

た
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自
分
が

い
て
い
る
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の

は
大
人
と
対

に
意
見
を
交
わ

す

明
な
天
才

学
者
と
し
て
の
一
面
か
目
標
へ

進
す
る
歌
姫
と
し
て
の

ば
か
り

 
そ
の
認
識
を

い
た
時
点
で
彼
女
自
身
の
真
の

福
が
ど
ち
ら
な
の
か
は

え
る
ま
で
も

な
か

た

 
そ
れ
ま
で
も

か
突

子
の
無
い
行
動
や

か
く
れ
ん

の
よ
う
な
出
来
事
は
あ

た
が

そ
の
全
て
が
事
変
に
至

た
本
心
と

し
て
い
た
ら

と

え
れ
ば

る

無
さ
が

更
に

み
上

て
来
る

 
そ
の
本
心
を

け

め
た
の
が
自
分
か
ら
見
れ
ば
ポ

と
出
の
人
物
で
あ

た
事
も
気
に
入

ら
な
い

 
彼
女
の

を
引
き
出
し
た
の
が
自
分
が
セ
ブ
ン
の

と
見
て
い
た
少
年
だ
か
ら
始

に
負
え
な
い

最
も
彼
女
の
身
近
に
い
た
か
ら
こ
そ
そ
う
思
う

 
そ
れ
も
初
め
て
会

た
時
の
行
動
と
彼
女
を
探
す

と
の
衝
突
か
ら
見
出
し
た
と

う

 
か
つ
て

ビ

タ

と
い
う
使
命
を
自
ら
見
出
し

そ
れ
に

し

さ
れ
掛
け
た
と
い
う

彼
だ
か
ら
分
か

た
の
だ
あ
の
子
の
限
界
と
い
う
も
の
が

だ
か
ら
こ
そ

に
も
気
付
か
せ
る

よ
う
遠
回
し
な
指

の
意
味
を

ん
だ
問

を
し

少
し
で
も
意
識
を
向
け
さ
せ
よ
う
と
し
た
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本
命
は
自
身
に
と

て
大
切
な
者
達
を
守
る
た
め
そ
し
て
レ
イ
ン
に
対
す
る
サ

ビ
ス
だ

と
し
て
も

対

時
の

ぶ
り
か
ら
そ
れ
は
確
か
だ

 
し
か
し

は
気
付
か
ず

そ
の
ま
ま
あ
の
子
を

さ
せ
る
ま
で
追
い

め
て
し
ま

て
い

た

あ
の
子
の
情

を

け
て
本
気
で
応

し
た
く
な

た

は

目
に
な

て
い
た
の
だ

 
そ
の
事
実
が

の
心
を
苦
し
め
て
い
た

か
ら
も
一
つ
確
認
し
た
事
が
あ
る
ん
だ
が

い
い
か

な
ん
だ

 

線
を
世
界
樹
か
ら
離
さ
ず
問
い
返
す

 
ア
ン
タ

二

と
グ
ル
だ

た
な

   
思

が
止
ま
り

空
白
が
生
ま
れ
た

な
ん
の
事
だ

 

ん
の
数

の
時
間
を
か
け
思

を
再

回
転
さ
せ
始
め
た

は
動
揺
を
悟
ら
せ
な
い
よ
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う

意
し

問
い
返
し
た

れ
た
よ
う
な
息
を

か
れ
る

 
悟
ら
れ
た
よ
う
だ

た

レ
イ
ン
が
以
前

三
刃
騎
士

に
入

し
て
い
た
事
は
覚
え
て
い
る
な

あ
あ

彼
女
が

つ
き
と
呼
ば
れ
る
事
に
な

た
原
因
の
一

は

に
も
あ
る
か
ら
な

 
忘
れ
る

が
な
い

つ
き
レ
イ
ン

と

名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た
の
も

そ
う
呼

び
蔑
ん
で
い
た
事
も
忘
れ
ら
れ
る

が
無
か

た

彼
女
が

て
い
た
事
が
真
実
だ
と
知

た
時
の

は
未
だ
記

に
新
し
い

 
し
か
し

そ
れ
と

二

が
ど
う
繋
が
る
の
か

に
は
分
か
ら
な
か

た

は
レ
イ
ン
か
ら

と
協
力
依
頼
を

け
て
動
い
て
い
た

三
刃
騎
士

に

属
し
て

い
る
レ
イ
ン
か
ら
そ
の
動
向
を
教
え
て
も
ら
い

は

に
動
い
た
り
ユ
ウ
キ
達
が
先
に
進

め
る
よ
う

し
て
い
た

だ
ろ
う
な

 
レ
イ
ン
は
三
つ
目
の
フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
で
脱
退
し
た
が
そ
れ
ま
で
は
三
刃
騎
士

の

の

方

を
キ
リ
ト
に
教
え
先
回
り
さ
せ
て
い
た
事
は
想
像
に

く
な
い

キ
リ
ト
と
レ
イ
ン
が
繋

が

て
い
る
事
実
が
知
れ
た
時
点
で
そ
の

性
は
自
然
と

の
認
識
に
な

て
い
た

と
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は

え
そ
れ
が
判
明
し
て
す
ぐ
に
セ
ブ
ン
の

も
明
ら
か
に
な

た
の
で

に
は
あ
ま
り

残

て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
ま
で
キ
リ
ト
が
出
し

け
て
い
た
の
は

鼠

で
知
ら
れ
る
親
し
い
情
報

か
ら
情
報

を

け
て
い
た
と
い
う
認
識
だ

た

 
そ
う

え
ば

少
年
は
こ
く
り
と

き

み
を
浮
か
べ
た

レ
イ
ン
は
内

の
ア
ル
ゴ
は
外

の
情
報
を
集
め

に
伝
え
る

そ
う
い
う
協
力
体
制
を

い
て
い
た

 
ま

ア
ル
ゴ
に

し
い
事
情
は
話
さ
な
か

た
け
ど

と
キ
リ
ト
は
付
け
足
し
た

 

し
い
事
情
を
教
え
ら
れ
な
い
の
に
仕
事
を
こ
な
す

り

ネ

ト
で
の

動
も

慮
す
れ

ば

あ
の
情
報

が
ど
う
い
う
心
境
だ

た
か
は
想
像
に

く
な
か

た

だ
が
レ
イ
ン
は
フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
攻
略
中
に

隊
さ
れ
た

つ
ま
り
フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
の
エ
リ
ア
ク

リ
ア

は
レ
イ
ン
か
ら
情
報
を

け
取
れ
な
か

た

だ
な

 
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

と

く

 
ギ
ル
ド
に

属
し
た
時
に
メ
ニ

面
に
追
加
さ
れ
る
ギ
ル
ド
タ
ブ
に
は
情
報
共
有

の

性
を
求
め
た
結
果
書
き

み
板
や
掲
示
板
な
ど
が
あ
る

時
ど
こ
で
ど
ん
な
イ
ベ
ン
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ト
ク
エ
ス
ト
に
参
加
す
る
と
い
う
メ

セ

ジ
ア
プ
リ
の
よ
う
な
使
い
方
を
す
る
そ
れ
を
見

れ
ば

攻
略
隊
が
い
つ
ど
こ
に
向
か
う
か
は
一
目

然

 
と
は
い
え

そ
の
機
能
は

然
ギ
ル
ド
の

で
あ
る
間
に
の
み
有

な
も
の

 
ギ
ル
ド
か
ら

名
さ
れ
れ
ば
自
動
的
に
ギ
ル
ド
タ
ブ
も
消
滅
す
る

で
つ
ま
り
レ
イ
ン

が

隊
さ
れ
て
か
ら
は
そ
の
伝
手
が
使
え
な
く
な

た
事
を
意
味
す
る

シ
ス
テ
ム
に

た

理
論
の
た
め
こ
れ
に

け
道
は
無
い

 
そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は
三
刃
騎
士

を

同
時
に
ユ
ウ
キ
達
も

出
し

き
エ
リ
ア

ボ
ス
直
前
ま
で
は
攻
略
を
先
ん
じ
て
い
た

だ
が
そ
の
先
回
り
は
レ
イ
ン
以
外
の
伝
手

を
使

た

と
い
う
予
想
を

え
と
し
て
出
せ
る

 
そ
し
て
そ
の
予
想
と
し
て

ら
れ
る
存
在
を

世
間
は
認
知
し
て
い
た

 
だ
か
ら
却

て
レ
イ
ン
が

隊
さ
れ
て
か
ら
の
先
回
り
に

し
て

も
疑
問
を
浮
か
べ
な

か

た
し
か
し
そ
れ
は

鼠

の
情
報
で
ど
う
に
か
な

た
の
で
は
な
い
か

い
く
ら
ア
ル
ゴ
で
も
集
め
ら
れ
る
情
報
に
は
限
界
が
あ
る

特
に
時
間
は
な

最
初
の
エ
リ

ア
ク
リ
ア
を
目
指
し
て
攻
略
を

い
で
た
三
刃
騎
士

の
情
報
な
ん
て
手
に
入
れ
て
か
ら
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動
い
て
も

か

た

事
実

が

し
な
け
れ
ば
ス
メ
ラ
ギ
達
は
ユ
ウ
キ
達
よ
り
も
先
に
エ

リ
ア
ボ
ス
に

み

そ
し
て
倒
せ
て
い
た

だ

倒
す
前

で
編
成
を
組
ん
で
い
た
か
ら
な

 
実

問

倒
せ
て
い
た
か
は
未
知
数
だ
が
そ
の
意
気

み
と
勢
い
は
あ

た
と
思
う

い

で
い
た
と
は

え
三
刃
騎
士

に
入

す
る
程
の
プ
レ
イ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
中
で
も

い

の
強
者
だ

た
の
は
確
か

レ
ベ
ル
マ

ジ
ン
も
十
分
だ
と
判
断
し
て
い
た
か
ら
キ
リ
ト
の

さ
え
な
け
れ
ば

倒
せ
て
い
た
可
能
性
は
高
い

 
と
も
あ
れ
キ
リ
ト
の
話
の
流
れ
か
ら

す
れ
ば
彼
は
ア
ル
ゴ
の
情
報
を
頼
り
に
フ
ロ
ス
ヒ

ル
デ
で
先
回
り
し
て
い
た

で
は
な
い
ら
し
い

レ
イ
ン
が

三
刃
騎
士

か
ら

隊
さ
れ
た
後

に
情
報
を
回
し
て
い
た
の
は

な

ん
だ
よ

 
そ
こ
で

と
グ
ル
だ
ろ
う
と
推

さ
れ
て
い
る
男
が

わ

て
来
る
ら
し
い

は
七
色

士

依
頼
の
最
初
の
依
頼
人
だ

だ
か
ら
そ
れ
に

す
る
情
報
を

し
て

く
る
事
は
な
ん
ら
お
か
し
く
な
い

で
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
現
実

の
話
ま
で
だ

三
刃
騎
士

は
仮
想
世
界

そ
れ
も
一

人
で
は
把
握
で
き
な
い
ギ
ル
ド
の
動
向
に
つ
い
て
伝
え
て
来
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る

信
頼
性
に
疑
問
を

い
て
情
報
ル

ト
を

い
た
ん
だ

そ
れ
で

三
刃
騎
士

内
に
自
分
と
内

し
て
る
七
色

士
の
フ

ン
が

て

彼
に
教
え
て
も

ら

て
い
る

と

て
来
た

会
人
と
は

え
人
間

そ
れ
も

時
の
セ
ブ
ン
は

歌
姫

と
し
て
絶
大
な
人
気
を
得
た
ア
イ
ド
ル
だ

だ
か
ら
ま

セ
ブ
ン
の
ク
ラ
ス
タ
に
な

て
い
る

事
は
疑
問
に
も
な
ら
な
か

た

 
だ
が
な

と
キ
リ
ト
は
話
を

け
る

そ
れ
だ
と
少
し
引

掛
か
る
事
が
あ

た

ヴ

ク
リ
ン
デ
で
の
偽
者
事
件
の

の
事
で
な

そ
れ
が
ど
う
し
た

時
レ
イ
ン
は
ま
だ
三
刃
騎
士

の

だ

た
し

も
そ
の
事
で
や
り
取
り
を
し
て

い
た
が
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ
の
後
に
エ
リ
ア
ボ
ス

に
行
く
事
と
か

番

ち
す
る
先

部
隊
の

事
と
か
を

の
レ
イ
ン
は
把
握
し
て
い
な
か

た
事
が
引

掛
か

た

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う

レ
イ
ン
は
攻
略
隊

で
は
な
か

た
か
ら
な

 
特
に
二
つ
名
が
あ
る

で
も
無
く
有
名
人
と
い
う

で
も
無
く
そ
の
実
力
は
謎
に

ま
れ

て
い
る
部
分
が
あ

た

入

験
も
他
の

に

せ
て
お
り
合
格
し
た
と
い
う
事
は
最
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限
の
ラ
イ
ン
は
あ
る
の
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
だ
け

 
そ
れ
に

入

し
た

は

全

が
攻
略
に

い
て
い
た

で
は
な
い

 
セ
ブ
ン
は

三
刃
騎
士

と
い
う
攻
略
ギ
ル
ド
の
リ

ダ

だ
が

同
時
に

歌
姫

と
い

う
ア
イ
ド
ル
で
も
あ
り
ギ
ル
ド
は
そ
の

組

の

面
も
持

て
い
た

じ
ね
ん

自
然
ギ
ル
ド
の

活
動
も
二
種

に
分
け
ら
れ
る

 

は
セ
ブ
ン
の

と
し
て
ど
ち
ら
に
も

わ

て
い
た
が
平
の

は
ど
ち
ら
か
に
振
り

分
け
ら
れ
そ
の

り
に
活
動
す
る

攻
略
隊
に
組
ま
れ
て
い
な
い
者
は
ラ
イ
ブ

備
の

集
が

掛
か
ら
な
い
限
り
は
ま
ず
自
由

そ
れ
は
セ
ブ
ン
が
掲

て
い
た
理
念
で
あ
り

人
の
自
主
性

を
尊
重
し
た
も
の

と
い
う

前
の
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
だ
か
ら

う
前
に
ラ
イ
ブ
を
見
に
行

く
だ
ろ
う
と
い
う
暗

の
了
解
だ

た

 
ボ
ス
に

め
る
者
は
七
人

七
パ

テ

の
四
十
九
人

そ
れ
よ
り

が
増
え
て
か
ら

は
加
入
し
た
メ
ン
バ

は
よ

ど
実
力
を

価
さ
れ
な
い
限
り
ラ
イ
ブ
組
に
自
動
的
に
入

れ
ら
れ
る

レ
イ
ン
は
そ
の
ラ
イ
ブ
組
に
入
れ
ら
れ
た
者
の
一
人
だ

た

な
に
し
ろ
彼
女
が
入

し
た
時
は

セ
ブ
ン
が
人
気
を
集
め
始
め
て
か
ら

く
し
て
の
事
で

正
に

三
刃
騎
士

の

期

ど
う
し
て
も
人
の
波
に

も
れ
て
し
ま
う
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と

時
の
経

を

に
話
せ
ば

そ
こ
だ

と
キ
リ
ト
が
び
し
り
と
指
を
立
て
た

こ
れ
は

の
予
想
に
過
ぎ
な
い
ん
だ
が
ス
メ
ラ
ギ
は
情
報
板
を
攻
略
隊

と
ラ
イ
ブ
組

で
分
け
て
使

て
い
な
か

た
か

 
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
方
の
板
し
か
見
れ
な
い
と
か
そ

う
い
う
設
定
で

あ
あ

ま

そ
う
し
て
い
た
な

や

り
そ
う
だ

た
か

 
最
初
の

は
一

で
同
じ
板
に
し
て
い
た
が
人
数
が
増
え
攻
略
と
ラ
イ
ブ
そ
れ
ぞ
れ
の
回

数
も
増
え
た

で

人
に
メ

セ

ジ
を
送
る
の
が
面
倒
に
な
り
ギ
ル
ド
の
機
能
を
活

し
た
の
が
始
ま
り
だ

た

 
ギ
ル
ド
リ

ダ

と
そ
の
サ
ブ
は
他
の
平
の

と

し
て

つ
か
の
権
限
を
持

て
い
る

そ
れ
に
は

名

に
ま
る
で
付

の
よ
う
に
タ
グ
を
付
け
グ
ル

プ

に
分
け
て

理
す

る
事
も

ま
れ
て
い
た

他
の
攻
略
ギ
ル
ド
で
は

集
め
攻
略
メ
イ
ン
な
ど
で
分
け
る

で

使

て
い
る
だ
ろ
う
そ
の
機
能
を

は
攻
略
隊

と
ラ
イ
ブ
組

と
し
て
使
う
事
に
し
た
の

だ 
そ
う
す
る
事
で

え
ば
攻
略
に

な
い

の

乱
や
ト
ラ
ブ
ル
を
少
な
く
出
来
た
か
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ら

⻑
期
的
に
活

し
始
め
た

 
攻
略
に

し
た
い
と
直

す
る
者
の

手
を
す
る
の
が

た
の
が
一
番
の

点
だ

た
の

は
ど
う
か
と
思
う
が

 
キ
リ
ト
は

ど
う
や
ら
そ
の
機
能
を
知

て
い
た
ら
し
い

ヘ
ル
プ
に
も
書
か
れ
て
い
る
が

一
番
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
知
り
合
い
だ

た
血

騎
士

の

⻑

⻑
組
と
の
話
で
出
た

事
が
あ

た
か
ら
と
い
う
経
験

に

づ
い
た
も
の
だ

た

そ
の
話
が
あ

た
か
ら
推
論
も

出
来
上
が

た
と

彼
は
語

た

と
も
か
く
板
の
使
い
分
け
を
さ
れ
て
い
て
レ
イ
ン
が
見
て
い
た
の
は
ラ
イ
ブ

だ
と
す
れ

ば
レ
イ
ン
か
ら
情
報
を

え
て
い
た
事
が
お
か
し
な
話
に
な
る

ラ
イ
ブ

の
板
を
見
て
い
た

の
に

故
攻
略
情
報
に
つ
い
て
把
握
出
来
た
の
か

て

確
か
に

そ
う
だ
な

 

わ
れ
て
気
付
く

ラ
イ
ブ
組

の
板
し
か
見
れ
な
い

の
レ
イ
ン
が

故
攻
略
方

や
行

動
に
つ
い
て

キ
リ
ト
に
情
報
を
流
せ
た
の
か

か
ら
情
報
を
流
し
て
も
ら
い
始
め
た
の
は
レ
イ
ン
が
脱
退
し
て
か
ら
だ

た
が

多
分

最
初
か
ら
だ

た
な

て

は
思

た
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最
初
か
ら

そ
う
だ

レ
イ
ン
が

し
て
来
た
情
報
は
ギ
ル
ド
タ
ブ
で
見
れ
る
板
の
も
の
で
は
な
く

か
ら

い
た
も
の
だ

た
ん
だ

て

だ
か
ら

は
常
に
三
刃
騎
士

の
先
を

け
た

そ
う

え
れ
ば

辻
褄
は
合
う
だ
ろ
う

ま

な

 
確
か
に
辻
褄
は
合
う

と
い
う
男
の
部
下
が
ク
ラ
ス
タ
と
し
て
入

し
て
い
て
そ
の

実
力
が
一
軍

み
で
あ
れ
ば
そ
の
部
下
か
ら

レ
イ
ン
を
経
由
し
キ
リ
ト
に

り

く

一
本
の
情
報
ル

ト
が
構

さ
れ
る

だ
が

の
部
下
が

三
刃
騎
士

の
一
軍
を

れ
た
と
は
思
え
な
か

た

 
な
る

ど
と

い
て
い
る
と

キ
リ
ト
が
そ
う
話
を
切
り

え
た

そ
れ
は

様
の
予
想
だ
ろ
う

 
実

れ
て
い
た
か
も
し
れ
ん

確
か
に

の
予
想
だ

不
可
能
と
も

え
な
い

だ
が
そ
れ
で
も
可
能
性
は

い
と
思
う

狂
信
レ
ベ
ル
で
歌
姫
を
神

に

ぎ
上

て
い
た
集

の
一

と
し
て
入

て
い
く
の
は
場

の

気
に

め
る
か
ど
う
か
の
ス
ト
レ
ス
面
か
ら
仕
事
だ
と

し
い

だ
し

の
協
力

者
は

先
し
て
ク
ラ
ス
タ
し
て
た

手

い
か
ら
真

向
か
ら

対
す
る

に
情
報
を
流
す
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よ
う
な
事
を
す
る
と
も
思
え
な
い

と
な
れ
ば
そ
の
協
力
者
は

に
情
報
が
流
れ
て
い
る
と

知
ら
な
い
と

え
る
の
が
自
然
だ

そ
の
仮
説
で
あ
れ
ば
そ
う
だ
ろ
う
な

 
全
て
キ
リ
ト
の
予
想
に
過
ぎ
な
い
が
仮
に

の
部
下
な
い
し
協
力
者
が

先
し
て
ク

ラ
ス
タ
を
し
て
い
る
者
で
あ
れ
ば

対
行

ば
か
り
取

て
い
た
キ
リ
ト
に
情
報
が
流
れ
る
の

を

い

秘
を

こ
う
と
す
る
の
は
想
像
に

く
な
い

仕
事
と
し
て
流
す
の
を
強
要
さ
れ
れ

ば
ど
う
か
と
い
う
穴
は
あ
る

し
か
し
そ
の
穴
は
そ
の
協
力
者
が
キ
リ
ト
に
情
報
が
流
れ
て

い
る
事
を
知
ら
な
け
れ
ば

と
い
う
仮
定
で
意
味
を
喪
う

 
全
て
た
だ
の
推

に
過
ぎ
な
い
話
で
は
あ
る
が

だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
全
力
で
プ
レ
イ
し
て
る
面

に

日
仕
事
が
あ
る
人
が

う
と
な
れ
ば

な
セ
ン
ス
と

を
求
め
ら
れ
る

時
間
的
な

が

違
い
だ
か
ら
だ

会
人
だ
か
ら

し
い
と

 

確
か

様
の

間
の
中
に
も

会
人
は

た

だ
が

ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
の
事
か

あ
の
二
人
は
ア
カ
ウ
ン
ト
引
継
ぎ
組
の
生
還
者
だ

レ
ベ
ル

が
違

う

逆
に

え
ば

会
人
が
ト

プ
プ
レ
イ

を

る
に
は
そ
れ
だ
け
時
間
を

や
さ

な
い
と
い
け
な
い

レ
イ
ン
が
あ
れ
だ
け
怒

た
の
は

や
し
た
時
間
や

意

を
理
解
し
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て
い
る
か
ら
だ

た
ん
だ

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
手
を
出
し
た
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
初
め
て
の
自
分
に
は
分
か
ら
な
い

だ
か
ら

そ
う
い
う

点
の
意
見
は
キ
リ
ト
の
方
が
上
だ

そ
の
付
き
合
い
が
あ
る
彼
が

う
と
な
れ
ば

確
か
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う

そ
の

は

よ
く
わ
か

て
い
な
い
な

 
最
近
の

会
問

に

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
多
く

ら
れ
て
い
る
の
に
知
ら
な
い
の
か

い
や
そ
れ
は
知

て
い
る

だ
が
ト

プ
を

る

の
と
こ
ろ
が
正
直
わ
か
ら
ん

ず

と

め
で
ネ

ト
ゲ

ム
も
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
初
め
て
の

が
一
時
期
Ａ
Ｌ
Ｏ
ト

プ
に

な
れ
た
か
ら
そ
こ
ま
で

し
く
な
い
と

え
て
い
た

そ
り

あ
種

に
束

さ
れ
て
る

軍
と
自
由
に
中
立

や
ダ
ン
ジ

ン
で

り
が
出
来
る

上
に
種

成
の
ギ
ル
ド
の
サ
ブ
リ

ダ

で
は
レ
ベ
リ
ン
グ
の

境
や

が
違
う
か
ら
な

種

間
抗
争
を

外

し
た
レ
ベ
リ
ン
グ
と
な
れ
ば
必
然
的
に
高

ダ
ン
ジ

ン
に
な
る

だ
ろ
う

そ
の
ク
エ
ス
ト
に
ト

プ
プ
レ
イ

ば
か
り
集
め
た
ギ
ル
ド
で
行

て
い
た
か
ら

必
然
的
に
リ

ス
も
大

に
集
ま

て
た
ん
だ

一
か
ら
鍛
え
た
他
の
プ
レ
イ

の
力
を

り
て
な

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ

無
し
の
成

ば
か
り
な
ら
そ
り

あ
レ
ベ
ル
ア

プ
も
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い
だ
ろ
う
さ

 
三
刃
騎
士

の
そ
の
ス
タ
ン
ス
に

た
る
も
の
が
あ
る
の
か
じ
と

と
し
た
目
で
こ

ち
ら
を
見
な
が
ら

そ
う

て
来
る

を
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
す
る
か
ら

て
平
日

日

な
く
ロ
グ
イ
ン

が
高
く
て
高

ク
エ
ス
ト
も

き
り
な
し
に
行

て
い
れ
ば
自
然
と
強
く
な
る

で
も
そ
れ
は
逆
に

え
ば
ス
メ
ラ
ギ
に
そ
れ
を
す
る
だ
け
の
時
間
が
あ

た
か
ら
だ

一
日
二
三
時
間
だ
け
の

会
人
の
プ
レ
イ
時
間
を
ス
メ
ラ
ギ
は
四
五
日
分

め
て

け
ら
れ
る
と

え
れ
ば
強
く
な

る
の
は

然
だ
ろ
う

 
前

が
違
う
の
に

べ
て
ど
う
す
る

と

に

い
切
ら
れ

は

る
し
か
無
か

た

話
を

そ
う

そ
れ
だ
け
し
か
な
い

会
人
が

ト

プ
の

の

三
刃
騎
士

の

更

に
一
軍
メ
ン
バ

入
り
出
来
る
の
か

確
か
に
不
可
能
で
は
な
い

リ
ア
ル
を
あ
る
程

に
す
れ
ば
可
能
な
レ
ベ
ル
だ
ろ
う

 

だ
が

と
彼
は

を
振

た

は
少

特

な
立
場
の

人
だ

そ
の
部
下
が
決
し
て

向
き
で
な
い
事
を

は
こ
の

目
で
見
て
知

て
い
る

リ
ア
ル
で
体
を
動
か
し
て
い
る
人
間

ど
仮
想
世
界
の
戦
闘
に
違
和
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感
を
覚
え
や
す
い
か
ら
だ

 
そ
れ
は

初
め
て

く
話
だ

た

興
味
を

か
れ
て

ご
と
キ
リ
ト
の
方
を
向
く

は
む
し
ろ
逆

運
動
を
し
て
い
る
人
間

ど

仮
想
世
界
で
は
動
き
や
す
い
も
の
だ
と

思

て
い
た
が

論
そ
う
い
う
部
分
も
あ
る

け
ど
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ト

プ
プ
レ
イ

ど
ど
う
し
て
も
不

れ
な
も
の
が
あ
る

リ

フ

を

に

る
な
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
来
た

時
は

ド
ス
キ
ル

の
構
え
や
自
動
で
動
か
さ
れ
る
体
に
違
和
感
を

え
て
い
た
し

の
知
り
合
い
に
は

な
い
け

ど
フ
ル
ダ
イ
ブ

い

て
い
う
の
で
苦
し
む
の
も
運
動
を
多
く
す
る
人
に
多
い
ら
し
い

リ

フ

の
場
合
は
シ
ス
テ
ム
の
ル

ル
に
不

れ
フ
ル
ダ
イ
ブ

い
は
重
力

の
物
理
演

が

リ
ア
ル
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
か
ら
だ

そ
し
て
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
現
実
で
は
絶
対
再
現
出

来
な
い
二
つ
の
要

が
存
在
す
る

 
そ
れ
は

魔
法
と

行
だ

と
キ
リ
ト
は

た

の
部
下
は
三
刃
騎
士

一
軍
に
入

て
い
な
い
と

え
た
の
は

行
の
方
さ

リ

ア
ル
で
理
論
的
に
体
を
鍛
え
動
か
し
て
い
る
技
術
を
持
つ
人
間

ど
こ
の
世
界
の

行
戦
闘
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は

み
に
く
い

・

・が
・そ
・う
・だ
・

・た

 
は

と
す
る

 
世
間
の

目
を

び
て
い
た
キ
リ
ト
は
ス
ヴ

ル
ト
実

か
ら

く
経
つ
ま
で
は
補
助
コ
ン

ト
ロ

ラ

を
使

て

行
し
て
い
た

他
者
に

べ
て

正
は
高
い
だ
ろ
う
に
も

わ
ら

ず
だ

 
し
か
し
そ
れ
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
地
に
足
を
付
け
た
戦
い
に

ん
で
い
た
か
ら

と

え
れ

ば

い
や

だ
が

様
は

確
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

ん
で
戦

て
い
た
よ
う
な

で
の

行
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
そ
れ
と
別
物
だ

あ

ち
は
イ
メ

ジ

こ

ち
は

骨

を
動
か
す
フ

ジ
カ
ル
面
で
の

作
だ
ぞ

剣
を
振
る
時
に
も
別
の
動
作
を

え
な
い
と
い
け
な

い
時
点
で
そ
れ
ま
で
構

し
て
い
た
動
か
し
方
が

し
な
く
な
る

 
そ
の
点
補
助
コ
ン
ト
ロ

ラ

は

を
自
在
に
動
か
せ
る
と
キ
リ
ト
は
静
か
に

み
を
浮

か
べ
た

 
だ
か
ら
彼
は

意

行
を
使
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
時
間
が
掛
か

た
の
か
と
思
う

他
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
組
は
彼
に

べ
て

か
月
も
先
に
始
め

そ
れ
だ
け
体
に

ま
せ
て
い
た
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に
最
も

れ
て
い
る
キ
リ
ト
で
す
ら

意

行
と
い
う
上

者
の
必

技
能
を
会

得
す
る
の
に
一

月
以
上
の
時
を
掛
け
た

 
他
の
面

も
二
三

月

そ
れ
で
も
一

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

と

べ
れ
ば
十
分

い

 
だ
か
ら
こ
そ

だ
か
ら
無
い

て
思

た

意

行
を
会
得
す
る
ま
で
も
会
得
し
て
か
ら
の
戦
闘
も

上

者
は
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
れ
が
三
刃
騎
士

に
入

出
来
る

・最
・
・ラ
・イ
・ン

そ
こ
で
更
に

を

て
ト

プ
に
な
る

な
ん
て
リ
ア
ル
で
体
を
動
か
す
仕
事
を
日

こ

な
す

会
人
に
は
流

に
無

が
あ
る
だ
ろ
う

 
人
間
の

は
リ
ア
ル
と
バ

チ

ル
で
体

の
動
か
し
方
を
変
え
る
な
ん
て
器

に
出
来
る

り
じ

な
い
か
ら
な

 
会
得
し
て
か
ら
の
空
中
戦
闘
に

き
を
掛
け
る
と
な
れ
ば
更
に
時
間
を
要
す
る

で
そ
う

な
れ
ば
本

に
一
握
り
の
プ
レ
イ

だ
け
が
ト

プ
に

す
る

 
三
刃
騎
士

は
そ
の
ト

プ
を
寄
せ
集
め
更
に

る
いに

掛
け
ら
れ
残

た
者
だ
け
が
攻
略

隊

に

ば
れ
て
い
た

 

と
な
く
直

し
て
き
て
い
た
の
は
そ
の
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で
行

た
者
達
だ

た

の
だ
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し
か
し

リ

フ

は
ど
う
な
ん
だ

 
彼
女
は
リ
ア
ル
で
全
国
レ
ベ
ル
の
剣
道
を
し
て
い

る
と

く
が

こ
の
世
界
で
Ｃ

Ｃ
で
戦

て
た
り
リ
ア
ル
の
護
衛
が
真
剣
使

て
る
の
を
見
た
事
あ
る
か

い
や

だ
ろ
う

 
リ

姉
も
多
少

し
た
よ
う
だ
け
ど

ま
だ

り
合
い
が
付
く

な
だ
け

だ

ま

も
リ

姉
の
実
力
は
か
な
り
ど
う
か
と
思

て
い
る
け
ど
さ

 
や
や

な

で
キ
リ
ト
は
そ
う

い
た

す
ぐ
息
を

い
て

表
情
が

ま
る

こ
こ
ま
で

え
て
お
い
て

だ
が
こ
れ
で
も
レ
イ
ン
や

に
情
報
を
流
し
て
い
た
の
が

の
部
下
で
あ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
と
は

え
な
い

で
も
現
実
的
に
は
か
な
り

い
方
だ
と

え

た

そ
れ
で

故

が

そ
の

と
い
う
人
間
と
グ
ル
だ
と

 
そ
う
問
う
と

銀
髪
の
レ
プ
ラ
コ

ン
は
こ
く
り
と

い
た

住
良
木
陽
太

子

力
学
の

者
で
他
に
は
ア
メ
リ
カ
人

者
ば
か
り
の
チ

ム
に

い
て
七
色
の

ら
し
い
な

そ
し
て

は

務

仮
想

に
務
め
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
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対
策
チ

ム
の
リ

ダ

だ

た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
今
後
に
つ
い
て
か
な
り

え
て
い
る

そ
の

男
が
天
才

学
者
な
ん
て
人
間
を

放
し
に
す
る
と
は
思
え
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
内
に
い
た

に
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
り
協
力
を
取
り
付
け
た
時
の
よ
う
に
現
実
で
も
仮
想
世
界
で
も
七
色
の

に
い

る
ア
ン
タ
に
協
力
を
要
請
し
た
ん
じ

な
い
か

 
そ
う

め

り

ど
う
な
ん
だ

と
キ
リ
ト
は
目
で
問
う
て
き
た

 
そ
の
目
か
ら

線
を
外
し

 

は
深
く
息
を

い
た

 

こ
こ
ま
で
確
信
を
持
た
れ
て
い
て
は

魔
化
し
よ
う
も
な
い
か

 
確
か
に

人
に

ら
す
べ
き
で
は
な
い
が
バ
ラ
し
て
は
な
ら
な
い
と

わ
れ
て
は
い
な
い
の

だ

バ
レ
て
い
る
な
ら
い

そ
全
て
話
し
て
し
ま
う
方
が
い
い

 

し
立
て
す
る
理
由
は

も
う
無
い
の
だ
か
ら

確
か
に

さ
ん
は

世
界
の
把
握
と

今
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
を
見

定
め
る
事
を
目
的
に
し
て
い
た

そ
の
変
化
の
要
因
と
な
り
得
る
セ
ブ
ン
の
情
報
を

し
て
欲

し
い
と
あ
る
日

に

絡
を
寄
越
し
て
来
た

し
い
事
を
し
て
い
る

で
も
無
い
と

え
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は

に
つ
い
て
伝
え
た

あ
わ
よ
く
ば
仮
想

の

を

け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

え
た
か
ら
だ

そ
の
時
に
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
構
想
も

ま

て
動
い
て
い
た
か
ら

そ
の
事
も
伝
え
て
い
た

い
つ

確
か

三
月

だ

た
か

に
依
頼
を
出
す
前
じ

な
い
か

め

 

い
な
が
ら

や

を

く
つ
か
せ

を
握
り
し
め
る
キ
リ
ト

自
分
が

し
た
事
を

に
知

て
い
た
と
い
う

労
に
近
か

た
と
い
う
真

を
知
れ
ば
そ
う
な
る
の
も

然

だ
ろ
う

 
ま

そ
れ
は

に
は

無
い
事
だ

彼
は
セ
ブ
ン
を

し
て

世
界
の
在
り
様
を
見
定
め
よ
う
と
し
て
い
た

だ
か
ら

三
刃
騎

士

の
攻
略
情
報
も

ラ
イ
ブ
情
報
も

一
伝
達
し
て
い
た

面
倒
じ

な
か

た
か

 
少
な
く
と
も
攻
略
方

に
つ
い
て
は

文
書
デ

タ
は
攻
略
板
の
も
の
を
コ
ピ

し
て
作

て
い
た
か
ら

面
倒
で
は
な
か

た
な

手
間
と
は
思

た
が
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ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後

か
ら
送
る
と
い
う
一
手
間
が
必
要
だ

た
か
ら
だ

 
し
か
し
そ
れ
が
レ
イ
ン
そ
し
て
キ
リ
ト
へ
と
伝
わ

て
い
る
と
は
知
ら
な
か

た

キ
リ

ト
が
動
い
て
い
た
か
ら
大
事
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
と
思
え
ば
結
果
的
に
良
か

た
の
か
も
し
れ
な

い
が

に
喜
べ
な
い
部
分
も
あ
る

 
だ
が

結
果
的
に
で
は
あ
る
が

そ
の
手
間
を

し
ま
な
か

た
か
ら

今
が
あ
る
の
だ
ろ
う
な

な
ん
だ
い
き
な
り

フ
ン

は

結
さ
れ

チ

ム
は
解

セ
ブ
ン
も

も
今
は

と
の

取
引
を

け
た
身
だ
が

そ
の
今
も
悪
く
な
い
と
い
う
事
だ

あ
の
子
が

し
そ
う
な

ら

そ
れ
で
い
い

 
そ
れ
は

れ
も
な
い
本
心
だ

た

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

が

発
し
た
直
後
の

 

子
物
理
学
者
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た

場

が

こ
し
た
と
さ
れ
た
大
事
件
の
煽

り
を

け

子
や
物
理
と
名
の
付
く
学
者
た
ち
は
一
時
期
苦
境
に
立
た
さ
れ
た

あ
る
程

実

績
を
上

た
学
者
で
す
ら
苦
境
と
付
く
の
だ
か
ら

場

を

出
し
た
大
学
の
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を
目
指
し
最
終
的
に
ア

ガ
ス

も

と
夢
見
て
い
た
学
生
に
は
と
ん
で
も
な
い

波

だ

た
の
は
確
か
だ

 

の
影

を

け

子

力
学
を
専
攻
し
て

し
た
い

と

え
て
い
た
自
分
に

学

の
教
師
は
こ
ぞ

て

定
と

判
の

を
突
き
つ
け
て
き
た

 
流

に
自
信
を
打
ち

か
れ
夢
も
失

た
と

て
良
い
状

だ

た

は
い

そ
国
外

に
行
け
ば

と

え

高

の
進
学
を

学
に
定
め
た

が
世
に
放
た
れ
て
か
ら
日
本
語

が
共

語
に

定
さ
れ
た
事
で

学
へ
の
敷

が

く
な

た
か
ら
出
来
た
決
断
で
あ
る

そ

れ
だ
け

も

か

た
の
だ

 
一
つ
の
事
に
集
中
す
れ
ば
そ
れ
を

が

で
も
成
し

よ
う
と
す
る
人
か
ら
は
生
真

面
目
だ
と
か

さ
れ
る

の
気

は
ど
う
や
ら

を

し
た
よ
う
で
成
績
を
高
く

価
し

た

学

に
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の

験
を

め
ら
れ
た

 
無
事
合
格
し

子

力
学
専
攻
の

に
入
る
事
が
出
来
た

 
そ
の

こ
そ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
テ

マ
に
活
動
し
て
い
た

チ

ム
で

あ
る

 

が
入

た

年
に
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
と
い
う
Ｍ
Ｉ
Ｔ

び

中
の
少
女
が
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に
入

た

彼
女
の
専
攻
は
ネ

ト
ワ

ク

会
学
だ
か
ら
全
く
分

が
異
な
る
が

を
取
り
上

て
い
た
の
は

が

た

だ
け
だ

た
か
ら
入

て
来
た
と

後
に
知

た

 

が
彼
女
の

に
な

た
の
は

正
直
成
り
行
き
の
部
分
が
大
き
い

 
一
番

が
近
か

た
か
ら

と
か

 
日
本
人
と
ロ
シ
ア
人
の
ハ

フ
の
彼
女
に
と

て
日
本
人
の

は
親
近
感
が

き
や
す
か

た
か
ら

と
か

 

よ
り

に

す
る

意
は

共

し
て
い
た
か
ら

と
か

 
会
話
は
仮
想
世
界
や
そ
の
技
術
の
事
ば
か
り
だ

た

年

の

で
七
色
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
を

し
た
事
が
無
か

た
が

に

で
デ

ス
カ

シ

ン
出
来
る
レ
ベ
ル
で
論
理
的
な
思

を
確
立
さ
せ
て
い
た
少
女
に

仮
想
世
界
が
ど
う
い

た
も
の
な
の
か
を
語
り

け
た

 
予
想
外
だ

た
の
は

彼
女
の
興
味
の
持
ち
よ
う
だ

 
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
と
い
う
少
女
は

の
予
想
を

か
に
超
え
未
知
の
世
界
へ
の
興
味

を

ら
ま
せ
果
て
に
は
自
ら
ア
メ
リ
カ

か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
と
突

し
て
し
ま
う
始

そ
し
て

帰

て
き
た
後
興

し
な
が
ら
仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会
の
構
想
そ
し
て
後
に
実
験
へ
と

す
ま
で
に
掲

ら
れ
た

テ

マ
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
骨
子
を
創
り
上

そ
れ
を
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語

た
の
で
あ
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
つ
つ

強
を
こ
な
す
日

を

も
共
に
過
ご
し

時
の
間
に
か
七
色

と
構
想
を
語
る
時
間
を

し
み
に
し
始
め
た

が

た

夢
へ
と
直
向
き
に
向
か
い
道
を

索

し
論
理
を
展
開
し
て
い
く

は
か
つ
て
の

自
身
を
想

さ
せ
そ
し
て
共
に

し
く
見
え
た

は

時
の
間
に
か

彼
女
を
本
気
で
応

し
て
い
た
ん
だ

大
切
に
し
て
い
る
ん
だ
な

あ
あ

あ
の
子
は
ア
メ
リ
カ
に

る
間

一
人

ら
し
を
し
て
い
た
よ
う
で
な

 
今
は
雲

れ
し
た

親
セ
ヴ

ク
・
ア
ル
シ

ビ
ン
は
あ
ま
り

の
七
色
に

を
見

せ
ず
彼
女
に
必
要
な

金
を

す
る
程

で
し
か
無
か

た

が

を
合
わ
せ
に
行

た

時
な
ど
天
才
へ
と
成
⻑
さ
せ
て
く
れ
よ
と

た
の
だ

あ
れ
だ
け
で
あ
の
男
に
は

悪
感

を
覚
え
た

 
同
年
代
の
友
達
も
お
ら
ず

親
や

の
大
人
達
に
よ

て
天
才
少
女
と

わ
れ
る
彼
女
に

は
親
身
な
る
存
在
が
お
ら
ず

故
に

は
彼
女
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

た

最
初
は

さ
ん
に

わ
れ
た

り
た
だ
の
観

対

だ
と
し
か
思

て
い
な
か

た
の
だ

が
な

時
し
か
本
気
で
応

す
る
よ
う
に
な
り

守
ろ
う
と
す
ら
思

て
い
た

だ
か
ら
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だ
ろ
う
な

は
彼
女
の
悲
鳴
に
気
付
か
ず
あ
る
い
は
応

す
る
形
で
彼
女
か
ら
本
来
あ

る
べ
き

せ
を
奪

て
い
た
の
か
も
し
れ
ん

和
人

が

う
の
も

な
話
だ
が
あ
の
子

に

せ
を

し
て
や

て
く
れ
て

礼
を

う

あ
り
が
と
う

は
た
だ

に
し
て
も
ら

た
事
を
し
た
だ
け
だ

 
真
正
面
か
ら
礼
を

わ
れ
た
事
が

れ

い
の
か

か
に

を

く

め
て

線
を

ら
し

た
の
を
見
て

は
少
し
だ
け
苦

し
て
し
ま

た

ど
う
や
ら
こ
の
男
は
礼
を

わ
れ
る
事
に

れ
て
い
な
い
ら
し
い

 
ま

た
く

な

だ

 
少
し
ば
か
り

が

く
な
る
の
を
自
覚
し
な
が
ら

は

た

 
そ
の

に

が

い
ぞ

と

キ
リ
ト
は

を

く
し
な
が
ら
指

し
て
く
る

お

い
様
だ

 
そ
う

て

は

た

 

方
ぶ
り
に

心
が
晴
れ

る

い
だ

た

 
 

 
二
人
し
て

を

く
し
な
が
ら

い
合
い

を

魔
化
し
た
後

と
思
い
出
し
た
事
が
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あ

た
あ
あ

そ
う
だ

い
忘
れ
て
い
た
事
が
あ
る

う
ん

 
一

り

て
気
が
和
ら
い
だ
か
さ

き
ま
で
の
真
剣
さ
を

れ
さ
せ
た
キ
リ
ト
は

和

な

み
を

え
な
が
ら

を

た

さ
ん
か
ら
観

を
依
頼
さ
れ
て
い
た
の
は
セ
ブ
ン
と

あ
と
も
う
一
人
い
る

様

だ

キ
リ
ト

様
が
セ
ブ
ン
と

触
し

ぶ
つ
か
り
合
う
事
で
ど
う
な
る
の
か
を
見
た
い
と

て
い
た

へ

 

和
な

み
が
消
え

な
面
持
ち
で
生
返
事

 
面
白
く
な
い
と
い
う
の
が
今
の
心
境
だ
ろ
う
か

そ
れ
と
も

さ
ん
に
対
す
る
恨
み
節
で

も
内
心
で

え
て
い
る
の
か

と
し
て
は
キ
リ
ト
の
別

面
で
あ
る
ホ
ロ
ウ
の
よ
う
な
危
険

な
感
情
を
持

て
い
る
人
間
を
観

し
よ
う
と

え
る
事
に
疑
問
も
不

も

か
な
い
が
や

は
り
観

さ
れ
る

と
い
う
事
で
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う

リ

姉
達
が

わ
ら
な
か

た
ら

止
す
る
よ
う

う
つ
も
り
だ

た
な

め
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か
も
し
れ
ん
な

ま
あ
い
い
が

そ
れ
で

て
報

し
た
ん
だ

 
あ
ま
り
良
い
予
想
を
し
て
い
な
い
の
か

表
情
を
変
え
ず
に
問
う
て
く
る

 

と

は

み
を
零
し

 

様
は

ど
こ
ま
で
も
こ
の
世
界
に

め
上

ら
れ
た

人
ゲ

マ

だ
よ

  

て

そ
う

た

あ
あ

知

て
る
よ

 
レ
イ
ド
ボ
ス
を

ぐ
程
に
シ
ス
テ
ム
を

し

組
み
合
わ
せ
て
使

て
い
た

プ
レ
イ

英
雄
は

ら
か
に

て

定
し
た

 

原
に

再
び
二
人
分
の

声
が
上
が

て
い
た
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今
話
は

原

で
は

レ
イ
ン
が
キ
リ
ト
達
と
誘
導
し

そ
こ
で

三
刃
騎
士

の
情
報

を
横
流
し
し
て
い
た

で
も

隊
さ
れ
て
か
ら
だ
と
出
来
な
い
の
で
は

 
と
い
う
本
編
中

で
は

ぶ
ら
り
ん
な
疑
問
解
消
に
な

た

ゲ

ム
ク
リ
ア
後
の
ス
メ
ラ
ギ
と
の
イ
ベ
ン
ト

 
要
は

が
裏
で
レ
イ
ン
に
情
報
を
流
し
て
た
ん
だ
よ

 
情
報
源
は
ス
メ
ラ
ギ

と

い
う
事

 
そ
れ
を
や
や
こ
し
く
し
た
の
が
今
話

 
情
報
板
を
グ
ル

プ

に
と
い
う
の
は
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
グ
ル

プ
み
た
い
な
感
じ
で

Ｌ
ｉ
ｎ

ｅ
は
参
加
制
だ
け
ど

ギ
ル
ド
の
は
上

権
限
者
が
振
り
分
け
る
イ
メ

ジ

 
そ
れ
を

ま
え

Ａ
Ｌ
Ｏ
編
十
四
章

二
つ
の
戦
い

に

け
る
話
で

ラ
ン

点
で
は

三

刃
騎
士

先

隊
が

せ
ん

し
て
い
る
事
を
内

し
て
い
る

の
レ
イ
ン
が
把
握
し
て
い

な
い

と
い
う
矛
盾
点
を
解
明
し
た

 
内

し
て
る

の
レ
イ
ン
が
キ
リ
ト
か
ら
先

隊
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ

く
と
い
う
内

者
の
意
味

と
い
う

線
に
気
付
い
て
い
た
人
は
い
た
だ
ろ
う
か

線
で
す
ら

な
い
と
い
う
の
は
無
し
で

目
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・
キ
リ
ト

 
原

キ
リ
ト
よ
り
思

回
路
が
お
か
し
い
主
人

 
一
番

に
回
し
ち

い
け
な
い

ベ

真

 
シ
ス
テ
ム
的
な
不
可

ル

ル
に

て
い
る
な
ら
ル

ル
に

て
理
解
す
る
ト

プ
ダ

ウ
ン
式
の
思

を
構

し
て
い
る
十
二

他
人
の
や

て
い
る
事
を
見
て
部
分
部
分
を
解
明

し

全
容
を
把
握
す
る
思

回
路

 
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
構

の
思

は
ボ
ト
ム
ア

プ
式

ル

ル
全
て
を
理
解
し
そ
の
穴
を

見
出
し
た
上
で
攻
め
る
か
ら

 

方
の
思

を
備
え
て
い
る
キ
リ
ト
に
死

な
し

 

人
ゲ

マ

い
さ
れ
て
喜
ん
で
い
る
が

こ仮
の想

世
界

は
キ
リ
ト
に
と

て
特
別

つ

場

を
尊

し
て
い
る
か
ら
で
あ
り

人

の
事
で
喜
ん
で
い
る

で
は
な
い

 
ヴ

ベ
ル
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
作
成
を
協
力
し
て
も
ら

て
い
て
更
に

義
書
魔
導
書
を

け
て
い

た
の
で

け
取

た
キ
リ
ト
は
以
前
と
同
じ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
使
え
ま
す

 

消

と
回
復
の
シ
ナ
ジ

が
あ
る
の
で

に
最
強
で
す
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さ
れ
て
も

に
強
い

様

  
・

ス

メ

ラ

ギ

住
良
木
陽
太

 

年

の

会
人

 
専
攻
は

子

力
学

原

設
定

 

場

が
作
り
出
し
た
仮
想
世
界
に
影

さ
れ

し
心
無
い
教
師
た
ち
に
打
ち
の
め
さ

れ

に
も

る
思
い
で

学

学
に
あ
た

て

気
に

び

し
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
入
学
す
る
と
か

い
う

格
外
エ
リ

ト

オ
リ
ジ
ナ
ル
設
定

 
そ
こ
で
七
色
に
出
会
い

仮
想
世
界
へ
の

意
で
意
気
投
合

オ
リ
ジ
ナ
ル

 

親
の

た
さ
を
知
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
護
ろ
う
と
保
護
者

点
に
な

た
事
で
七
色
の
夢
を

応

す
る
よ
う
に
な

た

原

設
定

 

く
し
て

性
に
生
ま
れ
た
男

 
原

キ
リ
ト
に
対
す
る
ス
メ
ラ
ギ
の
対
応
は

は
や
ら
ん
ぞ
な

親
の
ノ
リ

性
的
に
見

て
な
い
以
上

真
面
目
な
話
ロ
リ
コ
ン
と
は

え
な
い

 
そ
ん
な
エ
リ

ト
な
の
で

Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
や

た
の
は
実
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
初
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更
に

と

し
て
時
間
を
気
に
し
な
い
で
フ
ル
ダ
イ
ブ
を

り
返
し
自
己
強
化
に

め
る

と
い
う

ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
キ
リ
ト
達
と
し
て
い
る
事
が
一
緒
な
の
で
強
さ
が

違
い
に
速

く
上
が

た
経

が
あ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル

 
し
か
し
二
年
の
経
験
を
持
つ
生
還
者
組
に
は
密

的
に

る

 

正
直
こ
の
理
由
じ

な
い
と

レ
イ
ン
の
方
が
強
い

レ
イ
ン
は

軍
よ
り
強
い

と
い
う

が

得
出
来
な
か

た

  
以
上

終
わ
り

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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友
誼
 

つ
な
が
り

  
ど
う
も

お

り
振
り
で
す

 
仕
事

先
し
て
て

れ
ま
し
た

る
し
て

 

点

キ
リ
ト

 

数

約
五
千

 
今
話
で
ス
メ
ラ
ギ
と
の
対
話
は
終
わ
り

 
で
は
ど
う
ぞ

 

キ
リ
ト

様
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
だ

 
一

り

た
後
ス
メ
ラ
ギ
は

と
思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
う
切
り
出
し
て
き
た

そ
の
表
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情
に
切

感
が
無
い
こ
と
か
ら
興
味
本

で

い
た
だ
け
ら
し
い

そ
れ
は
ゲ

マ

と
し
て
の
意
味
か

 
そ
れ
と
も

兵

と
し
て
の
意
味
か

方
だ

方
か

 
返

を

い
て

え
な
が
ら
鍛
冶
道

を
取
り
出
す

風
化
し

れ
去

た

の
上
に

い
た

ア
ン金
ビ
ル

の
上
に

に

る
ボ
ロ
ボ
ロ
の
初
期

備
の
剣
を

い
た

そ
の

に

と

や

を

意
し
て
い
く

 
手
は
動
い
て
い
る
が

し

か
り
思

も
回

て
い
る

 
精
確
性
を
要
さ
な
い
作
業
で
あ
れ
ば

自
動
的
に
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

て
い
る
の
は
⻑
年

の
経
験
の

物
だ
ろ
う

く
は
レ
ベ
リ
ン
グ
だ
な

兵

と
し
て
動
こ
う
に
も

パ
ラ
メ

タ
や

備
を
整
え

る
必
要
が
あ
る

前
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
引
き
継
い
だ
ス
キ
ル
や

備
が
あ

た
が

新

で
始
め
た
今
は
全
て
一
か
ら
だ

戦
い
方
を
ま
た
構

し
直
す
必
要
が
あ
る

仕
事
で
動
く

の
は

そ
れ
か
ら
に
な
る
だ
ろ
う

 
情
報
収
集
は
強
く
な
く
て
も
出
来
る
が
こ
の
容

は

か
人
の
目
を
集
め
す
ぎ
る
の
で
あ
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ま
り
向
い
て
い
る
と
は

い

い

そ
う
い
う
時
は
サ
ブ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
も
作
り
ダ
イ
ブ
す
れ
ば

い
い

 
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
し
て

こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
強
く
な
る
必
要
が
あ
る
の
は
強
さ
が
必
要
に
な
る
場
合
に
備
え
て
の
事

だ 
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
対
外
的
な
理
由

表

に
出
来
な
い
理
由
と
し
て
は

が

来
第
四
回

モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

勝
出
来
る
よ
う
に
す
る

の
自
己

だ

た
り

と

の

間
に
結
ば
れ
た
契
約

ユ
イ
や
キ
リ
カ
と
い
う

格
外
な

の
存
在

そ
し
て

ヴ

ベ
ル

か
ら
知
ら
さ
れ
た
未
来
に

ち

け
る
戦
い
に
備
え
る
な
ど

数
多
く
存
在
し
て
い
る

 

は
別
に
ス
メ
ラ
ギ
に
流
し
て
も
良
い
と
思
う
が
そ
う
な
る
と

的
に

故
そ

の
契
約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
部
分
ま
で
思

は
進
む
だ
ろ
う

大

の
人
は

で
一
家

あ
る
か
ら
と
い
う

え
で
止
ま
る
と
思
う
が
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
と
も

う
よ
う
に

憂
の
種
は
今
の
う
ち
に

ん
で
お
く
べ
き
だ

だ
か
ら
ま
だ
知
る
必
要
は
な
い
と

え

は
そ
れ
ら
の
理
由
を
秘
匿
し
た

レ
ベ
リ
ン
グ
か

様
は

ス
ヴ

ル
ト
の
攻
略
を
す
る
つ
も
り
か

 
ス
ヴ

ル
ト
の
攻
略
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破
済
み
エ
リ
ア
を

て
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
い
く
の
か
と
い
う
意
味
で
は
な
い

最
後
の

浮
遊
大

原

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
の
エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒
す
つ
も
り
な
の
か
と
い
う
意

味
だ

 

と
セ
ブ
ン
が
衝
突
し
た
の
は
五
月
九
日

 
今
は
も
う
六
月
に
入

て
い
る
が

な
ん
と

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ト

プ
を
直

て
い
た
面

は

未
だ
ス
ヴ

ル
ト
を
制
覇
し
て
い
な
か

た

 
理
由
の

ど
は
モ
チ
ベ

シ

ン

下
だ
ろ
う

そ
も
そ
も
攻
略
し
て
い
た
面
子
が

と
ユ

ウ
キ
達
三
十
数
人

セ
ブ
ン
・
ク
ラ
ス
タ

三
刃
騎
士

と
い
う
有
様
だ

た

セ
ブ
ン
の
求
心
力
が

喪
わ
れ

三
刃
騎
士

が
事
実
上

壊
し
た
今
攻
略
で
き
る
の
は

や
ユ
ウ
キ
達
く
ら
い
な
も
の

し

か
し

は
依
頼
で

し
て
い
た
か
ら
攻
略
し
て
い
た
だ
け
ユ
ウ
キ
達
も

中
か
ら

か
ら
突

き
放
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
と
い
う
理
由
で
の
攻
略
だ

た

 
つ
ま
り

あ
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

を
契
機
に

時
攻
略
し
て
い
た
面

が

モ
チ
ベ

シ

ン
を
喪

た
の
で
あ
る

 
こ
れ
は

に
と

て
も
予
想
外
の
事
で
あ

た

 

時
攻
略
し
て
い
た
面

が
攻
略
か
ら
手
を
引
く
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
見
て
い
た

特
に
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セ
ブ
ン
を
リ

ダ

と
す
る
ギ
ル
ド
は
そ
の

結
性
を
喪

た
事
で

壊
し
集

か
ら
個
へ

と
分
解
さ
れ

く
は
大
人
し
く
な
る
だ
ろ
う
と

ま
あ
空
中

壊
し
て
も
自

の
ノ
リ
で
レ

イ
ド
を
組
む
可
能
性
も

え
て
は
い
た
が

 
ユ
ウ
キ
達
に
は

く
平
穏
を
求
め
る
と
い
う
予

が
あ

た

 
予
想
外
だ

た
の
は
こ
の
隙
に

種

に
帰
依
し
て
い
る
面

が
攻
略
し
な
か

た
点
で
あ

る 
ロ
キ
を
脱
獄
さ
せ
る
か
さ
せ
な
い
か
で
の
分

ク
エ
ス
ト
の
時
点
で

種

の
軍
部
は
種

合
の
レ
イ
ド
を
組
み

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
潜

て
い
た

つ
ま
り
自
己

へ
の

欲
さ
は

在
な
の
だ

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の

グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ス
ト

攻
略
と
な
れ
ば

か
な
り
の
経
験
値
や
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を

え
る
事
は
間
違
い
な
く

プ
レ
イ

の
強
化
に
は

打

て
付
け
と

え
る

 

一
種

で
一
人

め
出
来
れ
ば
他
種

よ
り
か
な
り
の
差
を
付
け
ら
れ
て
種

合
で
差

が
小
さ
く
て
も
リ

ス
の
取
得
が
出
来
る
と
い
う
の
に
そ
れ
に

り
出
し
て
い
な
い
と
い
う

の
は

の
予
想
の

外
の
事

だ

た

 

さ

き
の
は

そ
れ
を
す
る
の
か

と
い
う
ス
メ
ラ
ギ
の
問
い
な
の
だ
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そ
こ
ま
で

し
て

は
苦

を
浮
か
べ
た

こ
れ
は
セ
ブ
ン
か
ら
攻
略
に
誘
わ
れ
た
時
に

た
事
な
ん
だ
が
な

生
憎
と

は
最
前
線

攻
略
は
す
る
気
が
無
い

レ
イ
ン
か
ら
お
願
い
さ
れ
る
ま
で
レ
ベ
リ
ン
グ
し
か
し
な
い
予
定
だ

た
そ
の
お
願
い
を
達
成
し
た
今

攻
略
に
向
か
う
理
由
も
無
い
と
い
う

か

そ
う
い
う
事
だ

 

論
一
ゲ

マ

と
し
て
全
く
興
味
が
無
い

で
は
な
い
が

く
種

練

を
上

て

強
力
な

備
を
入
手
し
上

の
プ
レ
イ

達
と

り
あ
え
る
よ
う
に
す
る
方
が

先

的
に

は
高
い

そ
の
過
程
で
攻
略
す
る
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

先
し
て
す
る
つ
も
り
は
無

か

た

 
し
た
り

で
そ
う

い
な
が
ら
金

に

い
た
剣
を

に

で

い
で
い
く

 
イ
ン
ゴ

ト
か
ら
新
し
い
剣
を
作
り
直
す
事
も

え
た
が
ダ
ン
ジ

ン
内
で
手
に
入
る

や
定
期
的
に
復
活
す
る
宝

か
ら
武
器
が
手
に
入
る
可
能
性
を

慮
す
れ
ば
現

で
は
作

り
直
す
よ
り
強
化
が
見

め
る
と
結
論
を
出
し

値
を
回
復
さ
せ
る
方
を

ん
だ

 
初
期

備
故
に

弱
な
シ

ト

ド
だ
が
パ
ラ
メ

タ
の

向
は
バ
ラ
ン
ス
型
で
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可
も
な
く
不
可
も
な
し
な
ク
セ
の
無
さ
は
却

て

い
や
す
い

攻
略
は
他
の
面

に

せ
る
よ

ス
ヴ

ル
ト
攻
略
も

三
刃
騎
士

と
ユ
ウ
キ
達
の

争
だ

た
し

エ
ン
ジ

イ
勢
が

む
機
会
は
あ

た
方
が
い
い
だ
ろ
う

そ
う
か

 

を
組
む
ス
メ
ラ
ギ
は

得
し
た
風
に

い
た

 
だ
が
ど
こ
か

然
と
し
な
い
と
い
う
か
意
外
そ
う
な
面
持
ち
で

線
を
向
け
て
来
る

ぎ

が
終
わ

て

の
道

を
片
付
け
た

は
剣
を

の

に

め
て
立
ち
上
が

た
後

線

を
投

返
す

な
ん
だ

そ
う
に

を
見
て

い
や

な
ん
で
も
な
い

そ
う
か

 か
ぶ
りを

振
り

裏
に
浮
か
べ
る
思

を
捨
て
る
よ
う
な

振
り
で

う
ス
メ
ラ
ギ

 
そ
ん
な
ウ
ン
デ

ネ
の
⻘
年
を

し
見

め
た

は

手
を
振
り

メ
ニ

を

る

し
む

線
が
ま
た
向
け
ら
れ
る
が
無

を

け
た

 
少
し
し
て

ス
メ
ラ
ギ
の
眼
前
に
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
る
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フ
レ
ン
ド

請
だ
と

 
そ
れ
は

が
送

た
フ
レ
ン
ド

請
だ

た

 
新

ア
カ
ウ
ン
ト
で
や
り
直
し
た

は
ま
だ

と
も
フ
レ
ン
ド
に
な

て
い
な
い

ヴ

ベ
ル

は
今
も

を
見
て
い
る

だ
が
彼
女
は
プ
レ
イ

と
も

常
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
も
違
う
存
在
な
の

で
フ
レ
ン
ド

請
は
出
来
な
い

 
つ
ま
り
ス
メ
ラ
ギ
が
こ
れ
を

け
れ
ば
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に

け
る
最
初
の
フ
レ
ン
ド
に
な

る
と
い
う
事
だ

 
だ
か
ら
ど
う
し
た

と
い
う
話
な
の
だ
が

様

正
気
か

 

そ
う
に

を

め
た
⻘
年
が
こ

ち
を
見
て

開

一
番
に
そ
う

て
来
た

 
流

に
失
礼
過
ぎ
て
む

と

を
寄
せ
る

フ
レ
ン
ド

請
し
た
だ
け
で
正
気
疑
わ
れ
る
の
は
流

に

い
と
思
う
ん
だ
が

そ
ん
な
に

変
か予

想
だ
に
し
な
い
事
で
は
あ

た

を

え
て
い
る

に
フ
レ
ン
ド
に
な
り
た
い
の
が
五

い
ず
れ
デ

エ
ル
の
誘
い
を
す
る
た
め
が
三
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残
り
二

は
繋
ぎ
だ
な

ス
メ
ラ
ギ
は

法
取
引
で
現
状

の
部
下
と
し
て
動
い
て
い
る

ん
だ
ろ
う

あ
あ

ま

今
の
と
こ
ろ

上
に
近
い
が

 
や
や

な
表
情
で
⻘
年
は

く

 

と
取
引
し
た
事
で

事
変

の
事
を
二
人
は
不
問
に
さ
れ
た

 
七
色
は
思
想
の
危
険
性
を
問
わ
れ

く
監

下
に

か
れ
た
が
現
状
は
解
放
さ
れ

的

の
学
生
生
活
を
送

て
い
る

だ
が

を
動
か
し
て
い
る
上
層
部
が

て
放

て
い
る

と
は
思
え
な
い

遠
か
ら
ず

と
の
契
約
で
動
い
て
い
る
間
に

を
合
わ
せ
る
日
が
来
る
確

信
が
あ

た

 
そ
し
て
ス
メ
ラ
ギ
は
七
色

ど
で
無
い
に
せ
よ

な
成
績
を
収
め
Ｍ
Ｉ
Ｔ
を

び

で

業
し
た
⻤
才
で
あ
る

に

け
る
以
上

す
手
は
無
く
現
在
は
繋
が
り
の
あ

た

の

下
に
身
を
寄
せ
て
い
る
と

い
た

 
ち
な
み
に

法
取
引
を

け
て
い
る
の
は
七
色
と
ス
メ
ラ
ギ
の
二
人
だ
け
だ
が

故

チ

ム
に

た
他
の
者
達
が

け
て
い
な
い
の
か

 
理
由
と
し
て
は
二
つ
あ
る
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一
つ
目
は
事
変
が

き
た
の
は
二
人
が
来
日
し
て
い
た
時
だ
か
ら

時
二
人
を

い
た

メ
ン
バ

は
ア
メ
リ
カ

に
残

て
い
た

裁
判

に
な

て
い
れ
ば
国
家
間
で
の
更

送
な
ど
も
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
が

二
人
が

法
取
引
し
て
表
向
き
不
問

い
に

な

た
以
上
は
事
変
を
理
由
に

す
る
事
も
出
来
な
い

仮
に

す
れ
ば
そ
れ
は
イ

コ

ル
七
色
た
ち
も
罪
に
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

や

結
な
ど
が

な
と

こ
ろ
だ
が
自
ら
の
意

で
チ

ム
を
離
れ
て
い
る
以
上
そ
れ
以
上
の
追

は

に
な
り
か

ね
な
い

加
え
て

技
術
の

明
期
を

え

そ
れ
に

わ
る
人

を
欲
し
て
い
る
日
本
と
し

て
は

多
少
経
歴
に
傷
が
付
い
た
と
し
て
も
七
色
と
ス
メ
ラ
ギ
の
二
人
を
手
放
す
手
は
無
い

 
チ

ム
全
体
の
責

と
し
て
追

し
た
場
合
七
色
の
国

変
更
は

し
ス
メ
ラ
ギ
も
日

本

で
身

を

か
り
な
が
ら

に
協
力
さ
せ
る

な
ん
て
事
は
出
来
な
か

た

だ

 
も
う
一
つ
は
ス
メ
ラ
ギ
は

学
生
で
七
色
に

し
て
は
後
見
人
の

親
が
雲

れ
し

た
以
上

に
名
が
あ
る

を
頼
る
の
は

然
の
事
な
の
で
日
本
国

に
変
わ
る
事
に
然
し

て
問

が
無
い
と
い
う

の
問

で
あ
る

 

法
取
引
は

と
の
取
引

つ
ま
り
国

と
国
家
が
一

し
て
い
な
け
れ
ば
ま
ず
話
に

な
ら
な
い

外
国

と
の

法
取
引
も
な
く
は
な
い
が
七
色

士
の
ネ

ム
バ
リ

を
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す
る
事
が
出
来
な
く
な
る
デ
メ
リ

ト
が
増
え
る
の
で

と
し
て
も
日
本
に
帰
依
し
て
も

ら

て

だ

た

だ

そ
の

と
繋
ぎ
を
作

て
お
け
ば

に
立
つ
場
面
は
あ
る
ぞ

地
味
に

の
繋
が
り
が
あ

る
か
ら
な

 

ん

と

を

る

 
声
を
大
に
し
て

え
な
い
が

こ
れ
で
も

の
立
場
は

に
日
本
の
中

に
食
い

ん
で
い

る

大
き
く
動
か
せ
る
の
は
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
が

の
上

に
あ
た
る

と

裏
を

る
更
識
の

主
や
そ
の
構
成

達
か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
以
上
対
価
を
差
し
出

せ
ば

き
は
出
来
る
と

ん
で
い
た

 

で
特
に
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
と
な
り
得
る
の
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
発
明
し
た
男
・

場

と
の
繋
が
り
を
得
ら
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る

協
力
を
取
り
付
け
ら
れ
る
か
は
ス
メ
ラ

ギ
が

場
に
認
め
ら
れ
る
か
で

さ
れ
る
が

む
キ

カ
ケ
を
得
ら
れ
る
だ
け
で
も
か
な
り

の
メ
リ

ト
と

え
る
だ
ろ
う

 
も
ち
ろ
ん

デ
メ
リ

ト
も

応
に
存
在
す
る

 
そ
れ
は
主
に
リ
ア
ル
面
で
の
事

は
少
し
前
に

を
生
身
で

道

あ
り
き
と
は

え
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撃

し
て
い
る

出
来
損
な
い

が
目
立
ち
過
ぎ
で
目

り
だ
か
ら

と
い
う
理
由
で
襲

撃
し
て
き
た
女
権
を
返
り

ち
に
す
る
ど
こ
ろ
か

に
目
立
ち

更
に

を
絶
対

し
て

い
る
者
か
ら
は
強
い

心
を

た

 
リ
ア
ル
で
親
交
が
あ
る
人
に
は
更
識
の
護
衛
が
付
い
て
い
る

と
は

え

誘

の
主

が
古
く
か
ら
の
幹
部
だ

た
事
を

ま
え
れ
ば
や
は
り
交
流
が
無
い
人
間
を
信

で
き
る
は

ず
も
な
い

 
だ
か
ら

は
交
流
を
広
め
る
べ
き
で
は
な
い

 
護
り
た
い
者
が
増
え
る

そ
れ
は

き

と
い
い
こ
と
だ

 
で
も

は
一
人
で
出
来
る
事
に
は
限
り
が
あ
る

あ
れ
も
こ
れ
も
と
護
り
た
い
者
を

限
な

く
増
や
し
て
い
て
は

え
き
れ
な
く
な
り
取
り
零
す

零
れ

ち
た
者
は

救
わ
れ
な
い
者

と
し
て

に
な
る
だ
ろ
う

 
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

は
自
分
の
価
値
を
高
め
て
い
る
最
中
だ

 
だ
か
ら
交
流
を
広
め
る
べ
き
で
は
な
い

本

転
倒
に
な

て
し
ま
う
か
ら
だ

 

だ
が

 
あ
く
ま
で
そ
れ
は

不
必
要
な

と
い
う

し
書
き
が
付
け
ら
れ
る
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必
要
な

で
あ
れ
ば

え
ば

個
人
的
に
で
は
な
く

仕
事
が
絡
ん
だ

で
あ
れ
ば

け
道
が
出
来
る
の
だ

か
つ
て
攻
略
組
の
一
人
だ
か
ら
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
達
と
の
交
流
が

あ

た
よ
う
に

事
変

で

を
合
わ
せ
た

の

者
同
士
だ
と

・対
・外
・的
・に

示
せ
ば
問

無

い 

そ
ん
な
理

で

は
ス
メ
ラ
ギ
に

請
を
出
し
て
い
た

さ

き
も

た
け
ど

は
ス
メ
ラ
ギ
と
い
ず
れ
は
デ

エ
ル
し
た
い
と
思

て
い
る
か
ら

な

強
者
と
の
対
戦
に
は
目
が
無
い
ん
だ

 
そ
う
決
め
た
理
由
は

本
人
に
伝
え
た
事
そ
の
ま
ま
だ

 
ヴ

ク
リ
ン
デ
と
ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
そ
れ
ぞ
れ
で

達
は
対
峙
し
そ
の
全
て
で

は
勝

を
得
て
い
る
が
一

た
り
と
も
一
対
一
の
決
闘
を
し
た
事
は
な
い

ス
メ
ラ
ギ
は
指

と
し

て
の
立
場
が
あ
り

そ
れ
に

さ
わ
し
い
振
る
舞
い
を
求
め
ら
れ
た

 

サ
ブ
リ

ダ

・
ス
メ
ラ
ギ

に
は
勝

て
い
る
が

剣
士
・
ス
メ
ラ
ギ

と
は
戦

た

事
が
な
い
の
で
あ
る

 

が
り
な
り
に
も
ユ

ジ

ン

軍
に
勝

し
た
そ
の

前
を
見
た
事
が
無
い

強
い
プ
レ
イ

と
の
戦
闘
経
験
を
得
た
い
と
も

え
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
身
か
ら
す
れ
ば
誘
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え
る
手
を
み
す
み
す

す

が
無
か

た

戦
闘
狂
め

 
ス
メ
ラ
ギ
は
苦

に
不

さ
を
滲
ま
せ
な
が
ら

を
そ
う

し

ウ

ン
ド
ウ
の

ボ
タ

ン
を
タ

プ

 
フ
レ
ン
ド

請
が

理
さ
れ
た
事
を
メ

セ

ジ
が
知
ら
せ
て
き
た

求
道
者
と

て
欲
し
い
ね

 

と

み
を
零
し
な
が
ら

ウ

ン
ド
ウ
を
消
す

 
ス
メ
ラ
ギ
も
同
種
の

み
を
浮
か
べ

を
返
し
た

そ
の
白
い

を

う
背
か
ら

⻘

い
四

の

が
出
現

り

と

に

え
て
浮
力
を
発
生
さ
せ
始
め
る

が
あ
れ
ば
呼
べ

お
そ
ら
く
仕
事
で

に
は
ロ
グ
イ
ン
出
来
な
い
だ
ろ
う
が

が
あ

れ
ば

様
の
呼
び
掛
け
に
は
応
え
て
や
る

あ
り
が
と
う

 

そ
の
礼
は

心
か
ら
の
も
の
で

こ
ち
ら
の

だ

そ
れ
は

 
険
の
取
れ
た
声

で
そ
う

た
直
後
ス
メ
ラ
ギ
は

を
大
き
く

わ
せ
蒼
空
へ
と
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し
た

  
フ
レ
ン
ド
に
な
る
だ
け
で
一
話

会
話
だ
け

使
う
の
は
私
く
ら
い
な
も
の
で
し

う

 
ホ
ン
ト
は
二
人
を
バ
ト
ら
せ
た
か

た
け
ど
今
の
キ
リ
ト
は
ア
カ
ウ
ン
ト
作
り
た
て
の
よ
わ

よ
わ
ス
テ

タ
ス

１
０
０
程

な
の
で

勝
ち
目
が

い

 
勝
ち
目
が
あ
る
だ
け

オ
カ
シ
イ
け
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
前
線
組
な
ら
平
常
運
転
で
す
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朋
友
 

絶
剣
の

あ
い恋

  

が

て
二
つ
目
だ

ノ

 
で
も

い
ん
だ
よ
な

 

点

キ
リ
ト

ユ
ウ
キ

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ス
メ
ラ
ギ
と
フ
レ
ン
ド
に
な

て
か
ら
数
日
後

 
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
ダ
ン
ジ

ン
を
巡

て
自
己
強
化
に

み
種

練

も
二
百
の
大

に

り
上

た
の
を
良
い
止
め
時
と
判
断
し
た
の
は

後
十
一
時
を
少
し
過
ぎ
た

だ

た



 尊ぶべき日常世界

 
今
日
は
日

日

日
仕
事
や
学

が
あ
る
と
は

え
日
を

ぐ
前
の
今
は
多
く
の
プ
レ
イ

が
ロ
グ
イ
ン
し
ク
エ
ス
ト
や
シ

ピ
ン
グ
レ
ベ
リ
ン
グ
に
精
を
出
す
時
間

空

ラ
イ
ン
の
人

り
は

そ
の
ロ
グ
イ
ン
数
に
反
し
て
や
や
少
な
い

を

け
た

 
自
分
は

信
教
育
制

を
取

て
い
る
し
プ
レ
イ
時
間
を
制
限
さ
れ
て
い
る

で
も
無
い
の

で

別
に
ま
だ
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
必
要
は
な
い

 
し
か
し

鍛

を

め
た
日

の
サ
イ
ク
ル
を

さ
な
い
事
を
心
掛
け
て
い
る
の
で
今
日

は
も
う
や
め
る
つ
も
り
だ

た

 
空

の

グ金
リ

ンの
カ雄
ム

ビ

に
入
る

 

の
部

は

さ
え
た
ま
ま
な
の
で
カ
ウ
ン
タ

に
立
つ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
話
し
掛
け
て
木
製
の

を

う

 
そ
う
し
て
振
り
返
ろ
う
と
し
た
時

背
後
に

気
配

キ

リ
ト

 
直
後

快
活
な
声
が
背
後
か
ら

こ
え
た

 
同
時
に
体
に

が
回
さ
れ

後
ろ
か
ら

き

め
ら
れ
た

界
に

る

を

う

は

色

覚
え
の
あ
る
声
で

色
の

と
な
れ
ば

心

た
り
は
一
人
だ
け
だ

た
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く
る
り
と

だ
け
回
し

背
後
を
見
る

ユ
ウ
キ

い
き
な
り
な

ん

だ

 
名
前
を
呼
び
な
が
ら
振
り
返

た

の

葉
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

す

み
に
な

て
い

た

界
に

た
人
物
が
心

た
り
の
人
物

ユ
ウ
キ
そ
の
人
で
あ
る
と
自
信

を
持
て
な
く
な

た
か
ら
だ

ん
 
に
か
り
と
ま
る
で
悪

が
成

し
た
子

の
よ
う
な

み
を
浮
か
べ
小

を

る
女
性

そ
の

つ
き
は
と
て
も
大
人
び
た
も
の
で

記

に
あ
る
ユ
ウ
キ
の
そ
れ
よ
り
年
上
の

形
だ

 

き
上

ら
れ
て
い
る
高
さ
か
ら
し
て
も

以
前
よ
り
少
し
高
い
気
が
し
た

 
確
か
に
自
分
は

間
内
で
も
非
常
に
背
が

く

に

き
上

ら
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
に
小

だ
が

そ
れ
で
も
ユ
ウ
キ
に
さ
れ
た
時
は
ま
だ
ギ
リ
ギ
リ
足
が
付
い
て
い
た

し
か
し
今
は

記

よ
り
も
少
し
太
く
⻑
い

で

完
全
に
足
が
付
か
な
い
く
ら
い

え
ら
れ
て
い
る

 

上
を
見
る

 

Ｙ
ｕ
ｕ

ｉ
と
フ
レ
ン
ド
に
だ
け
見
え
る
名
前
の
フ

ン
ト
が
表
示
さ
れ
て
い
た

 

線
を

に

す

ア
メ
ジ
ス
ト
を
思
わ
せ
る

は
そ
の
ま
ま
で
イ
ン
プ
特
有
の
や
や
陰
り
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の
あ
る

の
色
も
記

の
彼
女
そ
の
も
の

て
い
る

も
多
少
サ
イ
ズ
ア

プ
さ
れ
て
い
る

が
形
状
自
体
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
の
も
の
だ

に

び
て
い
る
黒
剣
も
リ
ズ
ベ

ト
会
心
の

品
 
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も

絶
剣

と
呼
ば
れ
て
い
る
剣
士

 
た
だ

ア
バ
タ

の
外
見
年

だ
け
が
一

し
て
い
な
い

メ
タ
モ
ル
・
ポ

シ

ン

で
も
使

た
か

大
正
解

 
こ

ち
に
も
ア
シ

レ
イ
さ
ん
が

て
ね

お
客
様
第
一

と
し
て
お

分
け

し
て
も
ら

た
ん
だ
よ

へ
 
予
想
は

た

て
い
た
ら
し
く
大
人
び
た

つ
き
で
も
快
活
少
女
然
と
し
た

で
ユ
ウ
キ

は

い
た

 
し
か
も

か
し
い
名
前
ま
で
出
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
全
プ
レ
イ

中
最
速
で
裁

ス
キ
ル
を
完
全

得
し
た
事
で
カ
リ
ス

マ
お

子
の

を

得
し
た
プ
レ
イ

そ
れ
が

ア
シ

レ
イ

女
性
ら
し
い

葉
を
使

う
独
特
な
人
物
で
は
あ
る
が
そ
の

的
セ
ン
ス
は
非
常
に
高
く
男
女

無
く
魅
了
す
る
意
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の

を

も

り
に
出
し
界

で
は
ア
シ

レ
イ
・
ブ
ラ
ン
ド
な
る
シ
リ

ズ
品
も

存
在
し
た
と
い
う

 
か
く

う
自
分
も

備
の
作
成
で
手
を

り
た
事
が
あ
る
し
ア
ス
ナ
達
は
フ

シ

ン

で
足

く

て
い
た
と
い
う

 
そ
し
て
ユ
ウ
キ
は

付
け
て
い
る
バ
ン
ダ
ナ
が
ア
シ

レ
イ
作

し
か
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で

を
出
し
た
時
の
来

客
一
人
目
で
そ
れ
か
ら
の
付
き
合
い
だ
と

い
て
い
る

お
そ
ら
く

今
回
の
お

分
け
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
付
き
合
い
を

め
た
も
の
だ
ろ
う

 
彼
は
フ

シ

ン
業
界
の

に

こ
う
と
し
て
い
た
が
男
性
だ
か
ら
と
正

な

価
を

け
ら
れ
ず

理
不

な
煽
り
を

け
て
い
た
一
人

だ
か
ら

で

い
て
や
る
の
だ
と
息

い

て
い
た

 
ア
シ

レ
イ
も
デ
ス
ゲ

ム
を
経
験
し
た
一
人
だ
が
彼
は
死
の
恐
怖
に
直
面
す
る
戦
闘
よ
り

も

飾
と
い
う
仕
事
に
血
道
を

た
生

そ
ち
ら
に

倒
し

け
る
生
活
に

れ
れ

ば

自
然
と
デ
ス
ゲ

ム
と
重
ね
て

き
る

空
間
へ
の
忌

感
も

く
な
る

 
リ
ズ
ベ

ト
も

め
戦
闘
以
外
の
事
で
あ
の
非
日
常
に

れ
て
い
た
人
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

て
も

別
に
お
か
し
く
な
い
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む
し
ろ
最
前
線
で
命
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
自
分
や
ユ
ウ
キ
達
の
方
が
世
間
的
に
は
異
常

い
さ
れ
て
い
る

ア
シ

レ
イ
と
違
い
今
も

も
戦
闘
ば
か
り
し
て
い
る
イ
メ

ジ
が
あ
る
か

ら
だ

たむ

キ
リ
ト

思

た
よ
り

い
て
な
い
ね

 
そ
ん
な
事
を
思
い
出
し
て
い
る
と
大
人
び
た
ユ
ウ
キ
が
や
や
む
く
れ
た

を
し
た

び

く

り
し
て
い
な
か

た
事
が
不

ら
し
い

 
生
憎
だ
が
悪

き
な

ス
ト義
レ
ア姉

が
い
る
か
ら
突
発
的
事

に
は

れ
て
し
ま

た

あ
の
義
姉
は

絡
な
く

き
付
い
て
来
る
か
ら

ユ
イ
姉
の

の
経

は
知

て
る
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
だ
よ

あ
あ

そ
う
い
え
ば
ユ
イ
ち

ん

て
本
来
は
キ
リ
ト
く
ら
い
小
さ
い
ん
だ

け

忘
れ

て
た
や

も
う
あ
の

で

定
し
て
る
み
た
い
だ
し
な

 

は
数
日
リ

フ

シ
ノ
ン
ス
ト
レ
ア
は
一
日
そ
れ
以
外
が
数
時
間
程

し
か
少
女

を
見
て
お
ら
ず

か
ら
大
人
形

を

持
し
て
い
る
以
上
イ
メ

ジ
さ
れ
る

が
そ
ち

ら
で

定
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
話
だ

世
間
的
に
も
ス
ト
レ
ア
の

も

て
大
人
形

で
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伝
わ

て
い
る
ら
し
い

 
少
女

が

の

と

わ
れ
て
も

得
出
来
る
人
が
い

た
い
ど
れ

ど

る
こ
と
か

と
こ
ろ
で
さ

ユ
イ
ち

ん
達
は

 

と
リ

フ

場
は
確
定
で
ス
ト
レ
ア
は

だ
な

と

内
で
数
え
て
い
る
と

ユ
ウ
キ
が
そ
う
問
う
て
く
る

体
が

に
少
し
揺
れ
て
い
る
か
ら

り
を
見
回
し
て
い
る
の
だ

ろ
う多

分
今
は
キ
リ
カ
達
と

集
め
に
で
も
行

て
る
ん
じ

な
い
か

ん

ヴ

フ
ス
達
も

圏
外
に
行

て
る
な

 

手
を
振
り
メ
ニ

面
か
ら
ヴ

フ
ス
と
オ
ル
タ
の

情
報
を
確
認
す
る

キ
チ
ン

と
し
た

を

ま
れ
て
い
る
二
人
は

常
の
使
い
魔
と
違
い
独
自
の
思

と
精
神
の
下
で
行
動

す
る

も
ち
ろ
ん
契
約
者
の
指
示
や
制
約
は

け
付
け
る
が

程
の
も
の
で
な
い
限
り

取

る
に
足
ら
な
い

か
な
指
示
な
ど
は

二
人
の
独
自
判
断
で
取
捨

さ
れ
る

 
そ
し
て

は

の
フ
レ
ン
ド
や

間
達
か
ら
の
誘
い
で
あ
れ
ば

え

が

な
い
と
し
て

も
行
動
し
て
良
い
と
伝
え
て
い
る
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そ
の
た
め
ヴ

フ
ス
達
は
自
分
達
が

う
に
値
す
る
強
者
つ
ま
り
キ
リ
カ
と
リ

フ

の

指
示
の
み
よ
く

い
て
動
く
し
共
に
行
動
す
る

そ
れ
以
外
と
は
応

だ
が
あ
ま
り

て

く
れ
な
い
が

キ
リ
カ
は

と
し
て

常
に
ロ
グ
イ
ン
状

な
の
で
二
人
が

良
行
動
す
る

心
配
は
あ
ま
り
し
て
い
な
い

こ
れ
で

か
リ

フ

し
か

く
つ
も
り
が
無
か

た
ら

た

事
に
な

て
い
た
だ
ろ
う

そ

か

 
だ
か
ら
近
く
に
は

な
い
と
伝
え
る
と

で

か
れ
る

 

く
す

と

む
気
配

 
ぞ
わ
わ

と
背

の

が

立
つ

気
と
も

悪

で
も
な
い

こ
の
感
覚
は

 
じ

あ
さ

ボ
ク
に
付
き
合

て
よ

 

に

ク
エ
ス
ト
に

 

そ
の
独
特
の
気
配
を
打
ち
消
す
よ
う
に
あ

け
ら
か
ん
と
ユ
ウ
キ
が
そ
う
誘
い
を
掛
け
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て
来
た

そ
う

 

と
も

え
な
い
心
地
に
な

た
の
は
内
緒
だ

た
い
に

 
ち
な
み
に
人
が
い
な
い
の
を
確
認
し
た
の
は

間
の

に
も
知
ら
れ
ず
二
人
き
り
で
向
か

い
た
か

た
か
ら
ら
し
い

然
程
時
間
を
要
さ
な
い
と
い
う
事
で
日
を

め
ず
直
行
す
る
事
に

な

た

 
明
日
学

だ
か
ら

く
な
い
の
か
と

い
た
が
攻
略
組
時
代
の
サ
イ
ク
ル
で

れ
た
か
ら

大

だ
よ

と

わ

わ

い
な
が
ら
返
し
て
き
た

 
大

じ

な
い
と

え
ば

キ
リ
ト
に
だ
け
は

わ
れ
た
く
な
い
な

と
返
さ
れ
て

 
ぐ

の

も
出
な
か

た

 

む

 
 

 

天
使
の
指
輪

 
そ
れ
が
ボ
ク
が

け
キ
リ
ト
を
誘

た
ク
エ
ス
ト
の
名
前

確
定
報

の
一
つ
に
は
指
輪
の

備
品
が
あ
り

そ
れ
を

す
る
ク
エ
ス
ト
名
に
な

て
い
る
ら
し
い

そ
の
ア
イ
テ
ム
名
は
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リ
ン
グ
・
オ
ブ
・
エ
ン
ジ

ル
ズ
・
ウ

ス
パ

直

す
れ
ば

天
使
の

き
声
の
指
輪

と
な
る

 
な
ん
で
も
か
ん
で
も
英
語
に

し
た
ら
い
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
う

 
偶
に
思
う
の
だ
が

備
品
の
名
前
を
決
め
て
い
る
製
作
者
や
あ
る
程

は
自
動
生
成
で
付
け

て
い
る
の
だ
ろ
う
カ

デ

ナ
ル
の
ネ

ミ
ン
グ
セ
ン
ス
は
壊
滅
的
な
事
が
あ
る
気
が
す
る
の

は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か

 
じ

あ
ボ
ク
が
付
け
ろ

て

わ
れ
て
も

に

る
け
れ
ど

 
そ
ん
な
事
を

え
な
が
ら
ボ
ク
と
キ
リ
ト
は
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
本

の
一

ス
プ
リ
ガ

ン

に

た
る
古
代

の

に

り
立

た

 
ち
な
み
に
そ
こ
ま
で
の
道
中
は
別
行
動
だ

た

 
キ
リ
ト
は
新

ア
カ
ウ
ン
ト
で
始
め
た
ば
か
り
で

に
行

て
お
ら
ず

て
ア
ク
テ

ベ

ト
情
報
に
も
載

て
い
な
い
の
で
北

に

す
る
ス
プ
リ
ガ
ン
の
更
に
北
寄
り

北

北

の
レ
プ
ラ
コ

ン

に
転

で

て
か
ら

下
し
た
だ
け
で
あ
る

 
ボ
ク
は

の

に

す
る
イ
ン
プ

か
ら
北
へ
と
進
み
ウ
ン
デ

ネ

を
経
由
し

て

ス
プ
リ
ガ
ン

へ
と
向
か

た
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Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

が
変
わ

て
か
ら
無
制
限
に
な

た
と
い
う

行
を

使
し
全
力

行
し
た

の
で

動
に
要
し
た
時
間
は
十
分
か
そ
こ
ら
だ

行
モ
ン
ス
タ

も

な
く
は
無
か

た

が
す
れ
違
い
ざ
ま
に

を

と
し
て

死
さ
せ
て
い
る
の
で
ト
レ
イ
ン
な
ど
の
マ
ナ

レ
ス
行

も

て
い
る

 
フ
レ
ン
ド
登
録
も
済
ま
せ
て
い
た
の
で
合
流
も
問

無
か

た

 

フ
レ
ン
ド

か

 

裏
に
思
い
返
さ
れ
る
の
は

レ
プ
ラ
コ

ン
で
始
め
た
キ
リ
ト
と
出
会

た
日
の
事

 
そ
の
日
キ
リ
ト
は
レ
プ
ラ
コ

ン
の
ア
カ
ウ
ン
ト
二
日
目
で
ヴ

ク
リ
ン
デ
で
レ
ベ
リ

ン
グ
を
終
え
て
空

に

た
彼
と
偶
然

合
わ
せ

こ
れ

い
と
フ
レ
ン
ド
登
録
し
た

 
問

は
そ
の
時
の
発

だ

た

ん

め
に
み
ん
な
と
フ
レ
ン
ド
に
な
り
た
い
と
思

て
た
け
ど
ス
メ
ラ
ギ
の
す
ぐ
後
と
は

タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
い

 
特
に
深
く

え
ず
の
発

だ

た
の
だ
ろ
う

え

ボ
ク
が
最
初
じ

な
か

た
の

 
で
も
そ
の

間
ボ
ク
は
び
し
り
と

ま

た

だ

て

間
内
の

か
ら
も
キ
リ
ト
が
Ａ
Ｌ
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Ｏ
を
再
会
し
た
話
を
し
て
い
な
か

た
の
だ

実

彼
も
ま
だ

に
も
伝
え
て
い
な
か

た
と

て
い
た

 
そ
し
て
キ
リ
ト
は
や
や
人
間
不
信
の
き
ら
い
が
あ
り
フ
レ
ン
ド
登
録
す
る
の
も
リ
ア
ル

れ
し
て
い
る
事
か
ら
色

と

慮
し
本

に
護
り
た
い
大
切
な
人
だ
け
に

し
て
い
る

く
深
く

そ
れ
が
彼
の
ス
タ
イ
ル
だ

た

 
だ
と
い
う
の
に

二
番
手

し
か
も

ス
メ
ラ
ギ
が
最
初

 

し
か
も

一
番
手
は
少
し
前
ま
で
彼
と

対
し
て
い
た
男
だ
と
い
う

う
ん

 
あ
あ
う
ん

一
時
間
く
ら
い
前
に
ヴ

ク
リ
ン
デ
で
ス
メ
ラ
ギ
と
会

て
そ

の
時
に

そ
れ

キ
リ
ト
か
ら

あ
あ

へ

ん

へ

 
メ
ラ
メ
ラ
と

中
に

が

き
立

た

ド
ス
黒
く
は
無
い
け
ど
黒
い

人
が

う
と
こ

ろ
の

の
そ
れ



 朋友 〜絶剣の
あい
恋〜

 
別
に
フ
レ
ン
ド
の

番
で

付
け
さ
れ
る

で
は
な
い

な
ん
な
ら
ラ
イ
バ
ル
の
女
性

で
は
最
初
に
フ
レ
ン
ド
に
な

て
い
る
の
だ
か
ら

け

け

み
た
事
を
し
て
い
る
と

え
る

 
け
れ
ど

そ
れ
で
も

や

り

一
番

は
特
別
な
の
だ

 
一
番
付
き
合
い
が
⻑
い
ア
ル
ゴ

 
一
番
に
フ
レ
ン
ド
に
な

て
い
た
ク
ラ
イ
ン

 
ボ
ク
よ
り
も

よ
り
も

一
番
に

先
さ
れ
て
い
る
義
姉
リ

フ

 

意
味
な
ん
て
無
い
事
は
分
か

て
る

 
彼
が
そ
れ
で

ボ
ク
達
と
の

し
方
を

え
て
い
る
な
ん
て
事
は
な
い

 

あ
あ

け
れ
ど

 
そ
れ
で
も

 
ボ
ク
は
ス
メ
ラ
ギ
が

ま
し
い

 
一
番
手
な
上
に
キ
リ
ト
か
ら

請
を
送

て
も
ら

た
男
が

ま
し
い

 

だ

た
じ

な
い
か

彼
は

 
そ
う

か
ら

い
て
出
そ
う
だ

た

葉
は
ど
う
に
か
し
て

み
下
せ
た

キ
リ
ト
と
ス

メ
ラ
ギ
の

は
キ
リ
ト
の
方
か
ら

し
出
て
成
立
し
た
も
の

そ
れ
に
不

を

け
ば
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い
て
は
キ
リ
ト
を

定
す
る
事
に
も
な
る

 
ス
メ
ラ
ギ

か
ら
の

し
出
な
ら

文

の
一
つ
や
二
つ

自
然
に
出
せ
た
だ
ろ
う

 
で
も

キ
リ
ト
か
ら
の

し
出
じ

え
な
い

 
・人
・間
・不
・信
・の
・キ
・リ
・ト
・か
・ら
・

・み
・出
・し
・た
・一
・歩
・は
・

・定
・出
・来
・な
・い

 

セ
ブ
ン

七
色
と
も

親
し

だ
し

 
た

た

一

間

 
さ
れ
ど

一

間

 
事
変
中
の
戦
い

神
を

せ
ん
し

う称
す
る
程
に
承
認
欲
求
を

大
化
さ
せ
た
セ
ブ
ン
は
欲
望
に

実
だ

た

そ
れ
は
必
然
だ

彼
女
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
る
事
を
手

と
し
て

人
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
無
自
覚
に
願
い

動
く
子

だ

た

 
だ
か
ら
こ
そ

そ
の
欲
望
は
果
て
し
な
く

 

故
に

な
想
い
そ
の
も
の

 
ボ
ク
は
彼
女
の
事
が

き
で
は
な
い

の
他
人
そ
の
も
の

で
も

キ
リ
ト
の

で

二

人

き
り
で
一

間
も
学

で
過
ご
し
て
い
た
か
ら

し
て
い
る

 
彼
女
が

い
て
い
る
感
情
は

多
く
の
人
が
知

て
い
る
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論
ボ
ク
や
リ

フ

達
も
把
握
し
て
い
る

だ
か
ら

し
て
い
る

彼
が
コ
ロ

と
堕

ち
る
事
は
無
い
事
は

だ
が
理
解
し
て
い
る

で
も

対
抗

と
し
て
出
て
く
れ
ば
彼

女
は
か
な
り
強
い

手
に
な
る
だ
ろ
う

 
セ
ブ
ン
だ
け
で
は
な
い

彼
女
の
実
姉
た
る
レ
イ
ン
ま
で
も
が
キ
リ
ト
の
事
を
語
る

か表
お情

に

変
化
が
あ

た

 

こ
の

女
た
ら
し
め

 
少
し
だ
け

背
後
を
振
り
返
る

 
メ
タ
モ
ル
・
ポ

シ

ン
を
使
い
大
人
の

に
近
付
い
た
ボ
ク
に
は
以
前
よ
り
彼
が
小

さ
く
見
え
る

華

で

リ
ア
ル
を

実
に
再
現
し
て
い
る
き
め

か
な
白

の

光

を
持

て
白
銀
色
に
見
え
る
⻑
髪
が
そ
の

を
強
く
す
る

 
で
も

彼
は

男

だ

 
そ
の
歩
み
は

然
と
し
て
い
る

 
金
の

に
は

然
を

か
せ
る
煌
め
き
が
あ
る

 

呼

と

が

れ
る

 
ど
ん
な
に

を
変
え
苦
境
に

と
さ
れ
よ
う
と
命

け
で
生
き

く
彼
の

は

れ
て
い
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な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
強
く
な

て
い
る

 

ボ
ク

あ
れ
に
触
れ
た
ん
だ

 
金
の

に

る
強
い
光

 
そ
れ
は
あ
の

事
変

の
時

女
神
へ
と

へ
ん
じ

う

変
生
し
た
セ
ブ
ン
を
下
し
た
一
撃
の
心

だ

 
護
る
と
い
う
誓
約

 
生
き
る
と
い
う
意
思

 
死
に
た
く
な
い
と
い
う
本
能

 
強
く
な
り
た
い
と
い
う
願
望

 

理
め想

へ
と

る

真
な
決
意

 
そ
の
た
め
な
ら

払
え
る

を
払
う
覚
悟

 

い
も
甘
い
も

み
分
け
て

み
下
し
て
光
と
闇
の

方
を
体
現
す
る
守
護
者

か
つ
て

は

序
の
体
現
者
だ

た

序
の

に
命
を

や
し

序
の

に
死
ぬ
事
を
良
し
と
す
る
狂

人
だ

た

 
い
ま
は

個
人
の

の
守
護
者
だ

 
た
だ

そ
の
覚
悟
と
決
意
が

み
の
人
を

し
て
い
る
だ
け
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そ
れ
が

と
て
も

し
く
て

 
ボ
ク
達
は

明
か
り
に
集
る

の
よ
う
に

引
き
寄
せ
ら
れ
て

ど
う
か
し
た
か

ユ
ウ
キ

 

を
転
が
し
た
よ
う
な

や
か
な
声
が

を
打
つ

 
じ

と
見
過
ぎ
た
の
だ
ろ
う

眼
前
の
少
年
は

し
む
よ
う
に
小

を

て
い
る

不
快

で
な
い
の
は
彼
の

し
さ
故
か

そ
れ
と
も

自
分
へ
の
信
頼
な
の
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

少
年
ら
し
か
ら
ぬ
可
愛
ら
し
い

作
は
目
を
奪
う
に

り
あ
る

ね

キ
リ
ト

う
ん

ボ
ク
の
手

離
さ
な
い
で
ね

 
そ
う

て
彼
の

手
を
取
る

彼
が
剣
を
握
る
手
だ
け
ど
ク
エ
ス
ト
に
登
場
す
る

は

種

練

七

超
え
の
自
分
な
ら
片
手
間
で
片
付
け
ら
れ
る

ば
か
り

 
偶
に
は
良
い

を
見
せ
た
か

た

 

で
も

そ
れ
だ
け
じ

な
く
て

離
し
ち

だ
め
だ
よ
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ギ

と

記

よ
り
小
さ
な
手
を
握
る

  

心
の

に

る
影
が

ま

た

   
・
天
使
の
指
輪

ク
エ
ス
ト

 

式
ス
ピ
ン
オ
フ

ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス

に
登
場
す
る
ク
エ
ス
ト

 
本
作
に
も
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
登
場
し
た
ル
ク
ス
が
正
式
に
登
場
す
る
ス
ト

リ

  
・
リ
ン
グ
・
オ
ブ
・
エ
ン
ジ

ル
ズ
ウ

ス
パ

 
確
定
報

で
手
に
入
る
指
輪

ウ

ス
パ

き
声
と
入

て
い
る
の
は

備
品
の

果

手
に
入
れ
た
指
輪
を
他
者
に

す
事
で

月
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に
一
回
だ
け

手
に
声
を
届
け
ら
れ
る
と
い
う
メ
ル
ヘ
ン
ア
イ
テ
ム

 
原

キ
リ
ト
は
シ
リ
カ
か
ら

て
い
る
が

ア
イ
テ
ム

と
い
う
認
識
だ

た
ら
し

い

月
一
回
で

ア
イ
テ
ム

  
・
ユ
ウ
キ

 
キ
リ
ト

をに
あ
い恋

す
る

女

 
キ
リ
ト
の
事
が
大

き

セ
ブ
ン
レ
イ
ン
と
い
う
強

出
現
に
危
機
感
を

き
ラ
イ
バ
ル

の

も
把
握
し
て
い
な
い
状
況
で
二
人

き
り
で
ク
エ
ス
ト
に
誘
う
と
い
う
高

プ
レ
イ
を

や

て
の
け
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

白
済
み
だ
が
キ
リ
ト
が

来
的
に
生
き
る
道
を
確
立
出
来
る
ま
で
は
ラ
イ

バ
ル
全

保

に

得
し
て
い
る

 

に

感

ぎ

だ
け
で
は
な
い
が

ん
だ
理
由

 
最
初
に
フ
レ
ン
ド
登
録
し
た

を

て
い
た
が
ス
メ
ラ
ギ
に
取
ら
れ
て
い
た
事
に

全

開 
ち
な
み
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
時
代
は
ア
ル
ゴ
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ
ス
ゲ

ム
時
代
は
ク
ラ
イ
ン
引
き
継
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ぎ
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
ユ
イ
未

写
に
初
回
を
取
ら
れ
て
い
る

今

こ
そ
は
と
息

い
て
い
た
の
に
ま
さ
か
の
ス
メ
ラ
ギ
に
取
ら
れ
て
い
て

や
る
か
た
な
い
心
境

  
・
ユ
ウ
キ

大
人
ｖ
ｅ
ｒ

 
作
者
の

味
で

し
た
大
人
び
た
ユ
ウ
キ

 
メ
タ
モ
ル
・
ポ

シ

ン
を
使
い
少
し
体
が
成
⻑

現
在
１

ア
ス
ナ
く
ら
い

な
の
で

に
キ
リ
ト
を

き
上

ら
れ
る

イ
メ

ジ
と
し
て
は
ユ
イ
と

き
合
う
ア
ス
ナ
く

ら
い
の
体
格
差

 
下
手
す
る
と

親
と
子

く
ら
い
の
身
⻑
差
が
出
来
た
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傷
心
 

誓
約
の
裏
返
し

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
ス
ロ

テ
ン
ポ
進
行
は
変
わ
ら
ず
デ
ス

ユ
ウ
キ
独

回
と
思

て

め
て
お
く
ん
な
ま
し

 

点

ユ
ウ
キ

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ス
プ
リ
ガ
ン

の
特
徴
で
あ
る
古
代

の

に
は
シ
ル
フ

の

る古
も
り森

に
負
け
ず

ら
ず
鬱
蒼
と
し
た
森
林
地

が
広
が

て
い
る

そ
の
森
の
ど
こ
か
に

天
の

い
が

る

と

ま
こ
と
し
や
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
が

し
て
い
る
ら
し
い
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ス
ヴ

ル
ト
攻
略
か
ら
離
れ
た
プ
レ
イ

達
が
確
認
に
向
か

た
結
果
が
Ａ
Ｌ
Ｏ

式
サ
イ

ト
の
情
報
掲
示
板
に
報

さ
れ

そ
の
報

を
見
た
時

ボ
ク
は
彼
を
誘
う
事
を
決
意
し
た

 
そ
の
時
は

ま
さ
か
二
人
き
り
で
行
け
る
と
は
想
定
し
て
い
な
か

た

 
正
に
望
外
の
展
開
と

え
る

い

ま福
を

み

め
る
べ
く
そ
し
て
自
分
の
強
さ
を
見
せ
付
け
た

い
が
た
め
に

彼
の

手
を
引

り

先
導
し
て
い
た

 

そ
の

こ
う思
く惑

は

⻑
く
は

か
な
か

た

 

彼
の
手
を
取

て
い
た
の
は
自
分
の
欲
だ
け
で
な
く
ク
エ
ス
ト
の
開
始
地
点
が
中
立

の

深
く
に
あ
る
事
に

因
す
る

 
セ
ブ
ン
や
ス
ヴ

ル
ト
実

で
他
種

と
の
触
れ
合
い
が
多
く
な

て
い
た
の
で
忘
れ
ら
れ
が

ち
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

種

間
抗
争
を
テ

マ
に
し
た
ハ

ド
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ

ビ
ギ
ナ

は

自
種

の
エ
リ
ア
で
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
あ
る
程

強
く
な
れ
ば
中
立

果
て
は

ア
ル
ン

の
レ
プ
ラ
コ

ン
鍛
冶

や
地
下
世
界

ツ
ン
ヘ
イ
ム
な
ど
の
高

ダ
ン
ジ

ン
に

み

自
己
強
化
を

る

 

種

エ
リ
ア
の
中
立

は

わ
ば
中

ラ
イ
ン
の
登
⻯

と

え
よ
う

し
過
ぎ
る
事

は
無
い
が

初
心
者
に
は

い

そ
れ
が

だ
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種

練

は
ス
テ

タ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
振
る

の
指
標
で
あ
り
そ
れ
が
上
が

た
か
ら
と

て

的
に
強
く
な
る

で
は
な
い

や

は

増
加

が
少
な
く

ス
キ
ル
値

に
よ
る
ダ
メ

ジ
増

補
正
や

備

件
の
達
成
で
の
強
化
が

本
と
な

て
い
る

 
つ
ま
り
種

練

が

け
れ
ば
ス
テ

タ
ス
に
振
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
も

く

て

備
も
強
い
も
の
は
使
え
ず

苦
戦
す
る

 
彼
は
そ
れ
を

く
り
返
す
技

を
持

て
い
る
が
そ
れ
が

す
る
の
は
対
プ
レ
イ

戦
が

本

プ
レ
イ

に
は

や
心

な
ど

死
な
い
し
ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
が
多
い

が
Ｍ
ｏ
ｂ
は

死
な
ん
て

し
な
い
ス
テ

タ
ス
あ
り
き
の
バ
ト
ル
に
な
る

性
に
よ

て
は
一
方
的
に
な
る
場
合
も
あ
る
と
い
う

 
流

に
こ
ち
ら
か
ら
誘

て
お
い
て
そ
れ
は

し

な
い

と
い
う

慮
が
あ

た

 

生
ア
イ
テ
ム
を

し
む
つ
も
り
は
な
か

た
が
そ
れ
な
り
に
値
が

る
た
め
使
わ
な
く

て
済
む
な
ら
そ
れ
が
良
い
と
い
う
思

が
あ

た

 
戦
闘
に

し
彼
に
は
後
衛
を
頼
ん
で
い
た

前
衛
を

せ
る
と

時
倒
れ
る
事
に
な
る
か
不

安
だ

た
の
が
一
番
の
理
由

そ
れ
に
現
時
点
で
中
後
衛
で
動
け
る
手

を
自
分
が
持
た
な

か

た
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だ
か
ら
手
を
離
し

自
分
は
前
に
出
た
の
だ
が

 
彼
は

そ
れ
ら
全
て
を
真

向
か
ら

し
て
い

た

闇
よ

 
銀
髪
金

の
レ
プ
ラ
コ

ン
の
少
年
が

く

ず
さ
ん
だ

 
突
き
出
さ
れ
た

掌
に
蒼
黒
い

が
渦
を

き
間
を

か
ず
放
た
れ
た

い

を

い
て

空
を

け
た
蒼

は
六
つ
の

弾
に
分
裂
し
加
速
す
る

そ
れ
ら
は
や
や
離
れ
た

に
立

ち

が
る
樹
木
型
Ｍ
ｏ
ｂ
イ
ビ
ル
・
ト
レ
ン
ト
に

弾

が
吹
き
上
が
る

断

魔
が
上

が
り
間
も
な
く
そ
れ
も

絶
え
る

絶
命
し
た
事
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
ガ
ラ
ス
が

け
る

と

共
に

の
中
の
シ
ル
エ

ト
が
消
滅
し
た

 
あ
る
程

攻
撃
し

を

ら
し
て
い
た
と
は

え

ま
だ

分
く
ら
い
は
あ

た

そ

れ
を
魔
法
一
つ
で
消
し

ば
す
と
は
恐
る
べ
き

力
で
あ
る

 
そ
れ
に

し
た
様
子
も
な
く

戦
闘
中
な
の
で

た
り
前
か

キ
リ
ト
の
目
が
他
方
へ

向
い
た

線
を
追
え
ば
樹
木
の
影
か
ら
新
手
が
向
か

て
来
る
の
が
見
え
る

イ
ノ
シ
シ
型

の
Ｍ
ｏ
ｂ
だ

た

 
弱
点
属
性
は
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キ
リ
ト

ち

だ
い

 

け
な
が
ら

を
求
め
る

 
ん
と

い
返
事
の
後
に
英

語
で
構
成
さ
れ
た

が

ら
か

つ

も
な
い
速
さ
で

流
れ

三

後
に
自
分
が
持
つ
黒
剣

ル
ナ
シ

イ
ド

に
紅

の

が

た

 
ご
う
ご
う
と

し
く

え

る
剣
を

に

ぐ

 

き

ん

と

で

高
い

が

い
た

 

界
の

に
は

の

の
他
に

緑
の
光
が
見
え
た

は

あ

 
ど
ど
ど
と
真

直
ぐ
に
突
き
進
む
イ
ノ
シ
シ
の
雄

し
い

先
に

い
を
定
め

片
手
剣

突
進
系

発
技

ニ

ク
リ

プ

を
発
動
さ
せ
る

 
森
林
の

闇
を

ら
す

と

を
斬
り
裂
く
よ
う
に

る

緑
色
の

を
引
き
な
が
ら
刃

が
閃
い
た

 

え
な
い
力
の
後

し
を

け
た
ボ
ク
の
体
は
勢
い
よ
く
ス
ピ

ド
ア

プ

直
前
の
二

三

も
の
加
速
を
体
感
す
る
が
意
識
は
極
限
の
集
中
を

け
て
い
る
た
め
む
し
ろ

く
り

見
え
て
い
た

と
緑
に
煌
め
く
直
剣
が
イ
ノ
シ
シ
の

先
と

に
切
り
裂
き

に

け
る
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あ
わ
や
真
正
面
か
ら
衝
突
し
そ
う
に
な
る
が

直
前
に
一

い
ス
テ

プ
を

ん
だ
事
で

加
速
と

性
の
後

し
を

け
て
横
に
す

ん
だ

隙
だ
ら
け
な
の
で
対
人
戦
で
は
論
外
だ

が

Ｍ
ｏ
ｂ
戦
で
は
有

な
回

手

だ

 
大
き
く

離
を
離
し
な
が
ら
す

ん
だ
ボ
ク
は

返
り
の
要

で
地
面
に

地

イ
ノ
シ

シ
に
向
き
直
る

ブ
グ

グ
グ

 

息

く
興

を
表
す
イ
ノ
シ
シ
は
こ
ち
ら
に
向
き
直

て

け
出
す

備
を
始
め
て
い

た

意
外
に
も
向
き
直
り
が
速
い

上
の

を
見
れ
ば
今
の
一
撃
で
残
り

分
を
下
回

て

い
た

な
ダ
メ

ジ
で

け
反

た
事
で

け

け
た
場
合
よ
り
も
方
向
転
換
が
速
く
な

た
の
だ

 
イ
ノ
シ
シ
の
ヘ
イ
ト
は
ボ
ク
に
向
い
た
ら
し
く

眼
に
は
怒
り
の

が

と

え
て
い
る

よ
う
に
見
え
る

 
ま

一
撃
で
あ
れ
だ
け

れ
ば

む
し
ろ
向
か
な
い
方
が
お
か
し
い
の
だ
が

ジ

ネ
レ

ト
・
エ
タ

ナ
ル
フ
レ
イ
ム

 
そ
こ
で

キ
リ
ト
の
別
の

が

こ
え
た
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突
進
し
て
き
た
イ
ノ
シ
シ
を

し
な
が
ら

線
を
少
年
に
向
け
る

 
キ
リ
ト
の

手
に
は

を

う
十

手
裏
剣
型
の
チ

ク
ラ
ム
が
収
ま

て
い
た

色
の

手
裏
剣
を
取
り

く
よ
う
に

が

き

こ

て
い
る

恐
ら
く
地
属
性
で
形
を
作
り

を

わ
せ
た
武
器
を
作
り
出
す

魔
術

そ
ら

 
そ
の
二

を

や
か
な
動
作
で
投

ク
ル
ク
ル
と
高
速
回
転
す
る
二

の
チ

ク
ラ
ム

戦
輪
は

制
動

を
掛
け
こ
ち
ら
に
向
き
直
ろ
う
と
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
に
直
撃

い
斬
撃

を

か
せ
後

方
に

け

 

を

い
て

彼
の
手

に

て
行

た

え

え
え

 
ギ

と
目
を

く

 

備

か
ら

備
す
る
事
で
シ
ス
テ
ム
的
に
保
護
さ
れ
た
武
器
な
ら
投

後
に

て

来
る
の
は
理
解
出
来
る

チ

ク
ラ
ム

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
は
そ
う
い
う
動
き
を
す
る
よ
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

値
の
限
り
残
弾
無
限
そ
れ
が
投

武
器
カ
テ
ゴ
リ

に
属
す
る
チ

ク
ラ
ム
の
ピ

ク
や
投
剣
に
は
無
い

点
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し
か
し

ア
レ
は

魔
術

で
あ
る

 

存
魔
法
と

別
し
て
呼
ば
れ
る
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
上
で
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
な
ら
Ｏ
Ｓ
Ｓ

と
し
て

ら
れ
た
個
人
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

魔
法

だ

そ
の
性

上

に

弾
し

を

ら
せ
ば

エ
フ

ク
ト
そ
の
も
の
は
消
滅
す
る

そ
の
場
に
残
り

け
る
特
性
を
持
つ
水
や
地

氷
属
性
も
設
定
さ
れ
た
行
動

攻
撃
や

の
有

時
間
経
過
な
ど

を
終
え
れ
ば
消
滅

す
る
の
が

だ

水
魔
法
を

み
水
と
し
て
使
え
な
い
の
が
最
た
る

だ
ろ
う

 

論

中
に
は
追
加

し

動
を
制

す
る
魔
法
も
無
く
は
無
い

 
し
か
し
キ
リ
ト
に
追
加
で

を
し
た

振
り
が
無
か

た

つ
ま
り
あ
の
二

の
戦
輪
を

作
る
魔
術
し
か

し
て
い
な
い

手

に

る

道
を
前

に
し
て
い
る
な
ら
違
和
感
は

な
い
が

そ
ん
な
使
い
場
面
を

ぶ
魔
術
を
彼
が
作
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
あ

る

武
器
と
し
て
使
う
魔
術

な
ら
あ
ら

る

面
で
使
え
る
よ
う
構

す
る
の
が
キ
リ
ト

と
い
う
イ
メ

ジ
が
先
行
す
る

 
だ
が

そ
う

え
れ
ば

ど
う
し
て

魔
術

で
作
ら
れ
た
戦
輪
は

武
器
と
し
て
の
戦
輪
と

同
じ

動
が
出
来
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る

 
そ
の
疑
問
で

ま
る
ボ
ク
の
目
の
前
で
間
髪
入
れ
ず
放
た
れ
た

の
極
太
光
線
が
イ
ノ
シ
シ
を
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き
払
い

戦
闘
は
終
了
し
た

 
 デ

テ

ル
・
フ

カ
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

 
戦
闘
後
少
年
の
手
を
引
き
な
が
ら
ク
エ
ス
ト
地
点
へ
と
進
む
道
す
が
ら
さ

き
の
戦
輪
の

魔
術

は
ど
う
い
う
理

で
手

に

た
の
か
を

問
し
た

そ
し
て
返
さ
れ
た
の
は

シ

ス
テ
ム
の
名
前

 
ど
こ
か
で

い
た
事
が
あ
る
よ
う
な

と

に
指
を

て

虚
空
を
見
上

る

 
そ
れ
を
見
か
ね
た
か

く
い
く
い

と

手
を
引

ら
れ
た

線
を
少
年
に
向
け
る

焦
点
を
合
わ
せ
る
と

そ
こ
の
デ

テ

ル
だ
け

明
に

写
さ
れ
る
だ
ろ
う

 
ア
レ

の
事
だ
よ

 
彼
に
そ
う

わ
れ
て

そ
ん
な
現

も
あ

た
な
と
思
い
出
す

 
道

い
の
木
や
花
に

線
を
向
け
じ

と
目
を

ら
せ
ば
焦
点
を
合
わ
せ
た
対

物
だ

け
が
ど
れ
だ
け

離
が
開
い
て
い
て
も

無
論
索

ス
キ
ル
の
遠

補
正

内
で

明
に
見
え
る

論
遠
近
エ
フ

ク
ト
に
よ

て

部
は
見
え

い
が
現
実
で
は

離
と

力
に
よ

て
全
体
が

や
け
る
の
に
対
し

仮
想
世
界
で
は
ピ
ン
ト
の
あ

た
対

物
だ
け
は
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く

き
り
浮
か
ん
で
見
え
る
の
だ

 
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
の
過
程
が
あ
る
の
は

に
現
実
の
見
え
方
を
再
現
し
て
い
る
か
ら
で

は
な
い

 
横
を

り
過
ぎ
る

間
横
目
で

⻘
い

車

に
似
た
花
を
見
つ
め
る

花
は

か
い

の

た
五

の
花

か
ら
白
い
お
し
べ

緑
の

に
至
る
ま
で

く

ど
の
精

さ
で
作

り

ま
れ
て
い
る

 
た

た
一
つ
の
花
で
そ
こ
ま
で
デ

テ

ル
が

て
い
る

そ
の
精

さ
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
や

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
存
在
す
る
全
て
の

物
や

物
動
的
オ
ブ
ジ

ク
ト
や
ア
イ
テ
ム
に

し
て
い

れ
ば
如

に
サ

バ

の
メ
イ
ン
フ
レ

ム
が
高
性
能
で
あ
ろ
う
と
た
ち
ま
ち
シ
ス
テ
ム
リ

ス
を
使
い
果
た
し

オ

バ

ヒ

ト
し
て
し
ま
う

 
そ
れ
を
回

し
つ
つ
プ
レ
イ

に
現
実

み
の
リ
ア
ル
な

境
を

す
る
た
め
に
組
ま
れ

た
シ
ス
テ
ム

そ
れ
が

さ

き
彼
が

え
た
シ
ス
テ
ム
の
名
称
だ

 
プ
レ
イ

が
あ
る
オ
ブ
ジ

ク
ト
に
興
味
を
示
し

線
を

ら
し
た
そ
の

間
そ
の
対

物
の
の
み
リ
ア
ル
な
デ

テ

ル
を
与
え
る

リ

ス
の
使

期
間
を
限
定
し

負

を
和
ら

た
の
だ
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う

ん

 
で
も
ボ
ク

別
の
事
で

い
た
事
あ
る
よ
う
な
気
が

 
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
事
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

い
た
事
が
あ

た

で
も
遠
近
エ
フ

ク
ト
や

明

に
疑
問
を
覚
え
て

べ
た
か
ら
で
は
な
か

た

だ

 
は
て

な
ん
だ

け
か

と

を

る

サ
チ
の
魔
槍
の
事
じ

な
い
か

 

を
追

す
る
機
能
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
流

だ

て
ユ

イ
姉
が
話
し
て
た
し

や
り
方
を
サ
チ
が
教
え
ら
れ
て
る
時

ユ
ウ
キ
も
そ
の
場
に

た

だ

あ

 
そ
れ
だ
そ
れ
だ

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
キ
リ
ト
が
ケ
イ
タ
と
死
闘
を
し
た
後
だ

た
か

魔
槍
の
恐
ろ
し
さ

を
知
り
逆
に
武
器
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
強
力
だ
と
知

た
サ
チ
が

し
く
喰
い
気

味
に
教
え
を

う
時
期
が
あ

た

そ
の
時
に
投

追

の
機
能
を
活
か
す
べ
く
シ
ス
テ
ム
面

で
は
キ
リ
ト
よ
り
上
な

理

ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

た
ユ
イ
か
ら
レ
ク
チ

さ
れ
て
い
た

 
確
か
に
そ
の
場
に
自
分
も

た
の
だ

魔
槍
を
使
う
事
は
無
い
事
と

追

の
発
動

件
が

対

に
焦
点
を
合
わ
せ
る
事

と
把
握
し
た
と
こ
ろ
で

使
わ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
事
は
話

分
で

い
て
い
た
か
ら
忘
れ
て
い
た

 
サ
チ
や
キ
リ
ト

ど
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
で
は
な
か

た
か
ら
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だ
ろ
う

 
多
分
他
の
プ
レ
イ

は
よ

ど
気
に
な

て
し

う
が
な
い
人
や

証

く
ら
い
し
か

い
た
事
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

 

そ
し
て

話
は
彼
の

魔
術

に

る

 
彼
が
魔
術
で
作
り
出
し
た
二

の
戦
輪
が

備
し
た
武
器
と
同
じ
よ
う
に
手

に

た
ロ
ジ

ク
に
つ
い
て

 
攻
撃
対

の

は

存
魔
法
の
タ

ゲ
テ

ン
グ
に
使
わ
れ
る

線
追

で
行
わ
れ
る

投

後
は

指
定
さ
れ
た
タ

ゲ

ト
の
下
ま
で

ぶ

 

は

そ
の
タ

ゲ

ト
は

複
数
に
対
し
て
可
能
な
点
に
あ
る

 
彼
は
戦
輪
の
攻
撃
対

と
し
て

だ
け
で
な
く
自
分
の
手
も
指
定
し
て
い
た
の
だ

し
か

も
後
者
に

し
て
は
自
動
で

ん
で
い
る
の
で
わ
ざ
わ
ざ

線
で
焦
点
を
合
わ
せ
る
必
要
は
な

い

結
果

に
だ
け

線
を
合
わ
せ
て
お
け
ば
勝
手
に
戦
輪
は

ん
で
い
き
そ
の
あ
と
勝

手
に
手
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
て

て
来
る
魔
術
が
出
来
上
が
る

彼
は
自
分
の
手
を
切
り

裂
か
れ
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
キ

チ
し
て
い
る
だ
け
な
の
だ
と
い
う

 

戦
輪
は
キ

チ
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

れ
ば
自
分
の
手
が
切
れ
ダ
メ

ジ
を
負
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て
し
ま
い
か
ね
な
い
武
器
だ

そ
れ
を
再
現
す
る
形
と
し
て

手
を
タ

ゲ

ト
に
指
定
す

る
事
で

そ
こ
ま
で
仮

魔
術

に
よ
る
武
器
だ
ろ
う
と
完
全
再
現
へ
と
至

た
の
だ
ろ
う

欠
点
は
攻
撃
対

を
一
体
し
か
指
定
で
き
な
い
事

手
と
も
投

な
い
と
ダ
メ
だ
か
ら
無
手

に
な
り
が
ち
な
事
か
な

集

戦
に
は
向
か
な
い
か
ら

い
が

し
い

い
や

Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
前
の
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
引
き
継
い
で
る
な
ら
対
集

戦
は
問

無
い
ん

じ

な
い
か
な

 
こ
こ
ま
で
の
道
中
で
前
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
使

て
い
た
ジ

ネ
レ

ト
シ
リ

ズ
を
始

め

ど
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
引
き
継
い
で
い
る
事
は
把
握
し
て
い
た

ヴ

フ
ス
と
の
戦
い
で

き
ト

ラ

プ
に
使

た
風
の
斬
撃
Ｏ
Ｓ
Ｓ
だ
け
は
再

作
り
直
し
た
そ
う
だ
が
そ
れ
以
外
は
以
前
と

ま

た
く
同
じ

 
た

た
一
人
で
数
十

数
千
の
プ
レ
イ

を

め
て
壊
滅
に
追
い
や

て
い
た
彼
が
集

戦
に
は
向
か
な
い
と
か

て
も

他
に
戦
え
る
手

あ
る
で
し

と
突

ん
で
し
ま
う

 

を

て
い
る
の
か

と
横
目
で
ジ
ト
目
を
向
け
る

 
キ
リ
ト
は

や
や
面

そ
う
に
苦

を
滲
ま
せ
る
の
み
だ

た
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よ
く
こ
こ
ま
で

り

い
た
わ
ね

妖
精
達
よ

 
ど
う
せ
私
の
指
輪
を
手
に
入
れ
た
い
と

根
も
葉
も
な
い

に
誘
わ
れ
て
き
た
ん
で
し

う
け
ど
お
生
憎
様
そ
う

と

え
る
だ
な

ん
て
思
わ
な
い
事
ね

 
森
の

開
け
た
場

に
あ
る

水
に

り

く
や

や
光
と
共
に

臨
し
た
金
髪
の
女
性

天
使
は

を
組
み

ん
ぞ
り
返
り
な
が
ら
そ
う

た

 
ツ
ン
と
お
高
く
と
ま

た
そ
の

は
人
に
よ

て
は
不
快
な
気
持
ち
に
さ
せ
る
か
も
し
れ

な
い

 
た
だ
万
人
が
プ
レ
イ
す
る
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

い
て

で
も
無
い
の

に
不
快
に
ば
か
り
さ
せ
る
個
体
は
そ
う
多
く
な
い

 
そ
の

に

れ
ず

実
は
こ
の
天
使
も
そ
う
悪
い
性
格
は
し
て
い
な
い

私
の
指
輪
が
欲
し
け
れ
ば
こ
の
森
を
進
ん
だ
先
に
い
る
魔
獣
を
倒
し
て
き
な
さ
い

 
そ
う

す
れ
ば
認
め
て
あ

ま
す

 
プ
イ
と
そ

を
向
い
て
も
う
語
る
べ
き
事
は
な
い
と
ば
か
り
に
だ
ん
ま
り
を
決
め

ん

だ
天
使

 
一
方
的
に
要
求
を
突
き
付
け
て
き
た

だ
が
明
確
に

件
を
し
て
い
る

り
ま
だ
良
心
的
だ
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苦

し
な
が
ら

ボ
ク
は
や
や

然
と
天
使
を
見
上

る
キ
リ
ト
の
手
を
引
く

目
的
地
は

マ

プ
に
マ

キ
ン
グ
さ
れ
た
か
ら
道
に
迷
う
事
は
無
い

気
を
付
け
て
行
き
な
さ
い

 
後
ろ
か
ら

少
し
だ
け
天
使
の
声
が

こ
え
て
き
た

 
ち
ら
り
と
少
年
が
背
後
を
振
り
返
る

線
に
気
付
い
て
は

と
し
た
天
使
は
神
聖
な
地
を

さ
れ
て
は

ら
な
い
か
ら

と

に

い

を
展
開
し
て
さ

さ
と
消
え
て
し
ま

た

い
や

な
ん
と
い
う
か

ツ
ン
デ
レ

型
的
だ

た
ね

シ
ノ
ン
み
た
い

は
リ
ズ
に
近
い
気
が
し
た

ク
ラ
イ
ン
に
対
す
る

と
か
あ
ん
な
感
じ
の
イ
メ

ジ
が

あ
る

シ
ノ
ン
は
も

と

直
に
心
配
し
て
く
れ
る

あ

ま

そ
う
か
も

 

ん
で
歩
き
な
が
ら
会
話
を
し
て
い
く

 
そ
こ
で
彼
と
の
イ
メ

ジ
の
ギ

プ
が
あ
る
と
知

て

と
も

え
な
い
気
持
ち
に
な

た

シ
ノ
ン
が

直
に
心
配
す
る
の
は
多
分
キ
リ
ト
に
対
し
て
だ
け

そ
の
理
由
も
分
か

て
い

る
か
ら

く

な
心
境
だ

と
こ
ろ
で

こ
の
先
に

る
魔
獣

て
ど
ん
な
モ
ン
ス
タ

な
ん
だ
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そ
れ
は

 
対
策
の

に
問
わ
れ

え
よ
う
と

を
開
い
た

 

そ
の
時

獣
の

が

こ
え
て
き
た

 
び
り
び
り
と
大
気
を

わ
せ

木

が
ざ
わ
め
く

小

た
ち
が
一

に

び
立

た

今
の
か

多
分

情
報
板
に
は

型
の
ボ
ス
だ

て
あ
る
よ

フ
ル
パ

テ

で
倒
せ
る
く
ら
い

で

魔
法
攻
撃
一
つ
以
外
は
全
部
物
理
攻
撃

の
ク
エ
ス
ト
ボ
ス
か

 
そ
の
情
報
で
あ
る
程

推
し

れ
た
よ
う
で

彼
は
気
負
う

振
り
も
な
く
息
を

い
た

 

古
今

あ
ら

る
モ
ン
ス
タ

を

手
に
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
判
断
力

 
種

練

的
に
ま
だ

正
値
に
届
い
て
い
な
い
の
だ
が
そ
の
差
を
彼
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
と

の
偵

戦
の
時
の
よ
う
な
不

な
状
況
と
同
程

に

え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

一

も
死

ね
な
か

た
あ
の
世
界
の
ボ
ス
と
の
初
見
の
戦
い
を
思
え
ば
気
負
う
事
も
そ
う
多
く
な
い
の
は

然
だ

彼
の

常
な
ら
ざ
る

力
は
そ
こ
か
ら
来
て
い
る
に
違
い
な
い

前
衛

と
り
で
大

か
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そ
こ
で
も
の

い
た

な
表
情
で
キ
リ
ト
が
ボ
ク
を
見
上

な
が
ら

て
来
た

ク
エ

ス
ト
ボ
ス

手
に
ボ
ク
一
人
で

手
出
来
る
の
か
心
配
ら
し
い

 
彼
は
ボ
ク
を
見
く
び

て
い
る

 

い
い
や

こ
れ
は
信
頼
故
の
確
認
だ

 

手
は
ボ
ス

レ
ベ
リ
ン
グ
し

応
の
強
力
な

備
で

め
て

く
勝
負
に
な
る
の
が
Ｍ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

特
に
ス
テ

タ
ス
面
の
補
正
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
よ
り
強
く
な
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
モ
ン
ス
タ

戦
に

い
て
数
の
力
は
絶
対
的
な
も
の
だ

 
ボ
ク
が

ロ
で
戦

た
と
し
て
ク
エ
ス
ト
ボ
ス
程

な
ら

手
取
る
事
も
不
可
能
で
は
な
い

だ
ろ
う

 
彼
は
そ
れ
を
知

て
い
る

そ
の
上
で

心
配
し
て
来
て
い
る

 
複

だ

 
七
色
か
ら

い
た
事
が
あ
る

ス
ヴ

ル
ト
実

初
フ
レ
ン
ド
に
な
る
時
に
攻
略
に
誘

た
時

彼
は
目
の
前
で

間
が
死
ぬ
場
面
を
見
た
く
な
い
と

て
断

た
と
い
う

 
こ
の
世
界
は
ゲ

ム
だ

 
死
ん
で
も

実

に
は
死
な
な
い
真

な

ゲ

ム
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あ
ま
り
に
リ
ア
リ
テ

あ
る

ゲ

ム

 

そ
う
と
分
か

て
も

の

少
は
ヒ

リ
と
さ
せ
ら
れ
る

 
意
識
の

に

み
始
め
て
い
る
危
機
感

そ
れ
は

界

に
表
示
さ
れ
る
緑
の
バ

が
⻩

色
へ
そ
し
て

色
へ
変
わ
る

に
表
層
へ
と
浮
上
す
る

平
穏
に
生
き
て
い
て

忘
れ
ら
れ

な
い
恐
怖
は
確
か
に
心
に

ま
れ
て
い
る

 
ボ
ク
で
す
ら

こ
れ
な
の
だ

 
ラ
ス
ト
バ
ト
ル

あ
の
戦
い
で
最
初
に
死
ん
で
他
の

が
死
ぬ
場
面
を
見
て
い
な
い
自
分
で
す
ら
恐
怖
が
あ

る

層
ボ
ス
と
の
戦
い
で
戦
死
し
た
人
達
を
見
た
事
は
あ
る
が

実
感
な
ん
て

か

た

 
ボ
ク
達
は

生
ま
れ
な
が
ら

死

は
身
近
な
も
の
だ

た

 
け
れ
ど

人
が
死
ぬ

間
を

現
実
で
見
た

で
は
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
そ
れ
は
人
の
死
に
方
で
は
無
か

た

が
無
く
な
れ
ば

け

て

体
は

残
ら
ず

生
命
の

に

ま
れ
た
名
前
に
⻩
色
の
二
重
線
が
横
に
引
か
れ
る
だ
け

 

な
く
な

て

名
前
が
消
さ
れ
て

 
あ
あ

こ
の
人

脱

し
た
ん
だ
な

て

 
そ
う
認
識
す
る
の
が

ボ
ク
に
と

て

あ
の
世
界
で
の
死
の

え
方
だ

た

愛
す
る

の

体
も
生
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還
し
た
時
点
で
火

さ
れ
て
い
た
か
ら

正
直
実
感
な
ん
て
あ
ま
り

い
て
い
な
い

い
き
な

り

な
く
な

た

と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ

た

 
ボ
ク
も

姉
も

多
分
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た
多
く
の
人
が

き

と
そ
う

 
死
ん
だ

て
い
う
認
識

 

然
と
し
た

死
の
イ
メ

ジ

 
そ
れ
ば
か
り
が
先
行
し
て

だ
か
ら
こ
そ
明
確
な
イ
メ

ジ
よ
り
恐
怖
心
ば
か
り
が
先

行
す
る

だ
か
ら

を
求
め
る

現
実
で
は
ま
だ
死
ん
で
な
い
の
は
と
い
う
希
望
に

も
が

た

 
で
も
キ
リ
ト
は
違
う

 
彼
は

わ
れ
る
前
に
人
を
手
に
掛
け
て
い
た

命
を
奪
い
奪
わ
れ
る

間
を
彼
は
目
に
し

て
い
た

明
確
に
死
を
死
ぬ

間
を
イ
メ

ジ
出
来
る
せ
い
で
却

て
絶
望
感
は
大
き
か

た

だ

 
百
層
で
最
後
ま
で
生
き
残

た
彼
は

 

愛
す
る
義
姉
が
身
を

し
て

た
彼
は

 
そ
の
心
に

ど
れ

ど
の
傷
を
負

て
い
る
の
だ
ろ
う
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大

だ
よ

キ
リ
ト

こ
れ
で
も
リ

フ

に

か
れ
て
る
ん
だ
か
ら

 
握

た
彼
の

の
手
を

ぎ

と
握
り

め
る

そ

か

 
小
さ
く
て
華

な
手
が
握
り
返
し
て
来
た

 
表
情
は

ど
こ
か
不
安

で

で
も
安

し
た

み

 

紺

木

は
生
き
て
い
る

と
安
心
し
た

み

 

彼
が
剣
を
取
る
理
由
は

一
も
二
も
無
く

と間
の
た
め

 
自
分
達
が
生
き
て
い
れ
ば

彼
の
心
は
保
た
れ
る

 
で
も

そ
の
理
由
は
誓
約
で
あ
る
と
同
時
に
過
去
の
傷
か
ら
く
る

の
ろ
い

恐
怖
そ
の
も
の

も

う
二

と
喪
わ
せ
な
い
と
い
う
覚
悟

一

は
喪

た
絶
望
の
経
験

 
安

は
出
来
な
い

 

安
心
な
ん
て

し
ち

い
け
な
い

 
彼
が
戦
場
に

る
限
り
彼
の
心
は
悲
鳴
を
上

け
て
い
る

そ
の
戦
場
に
ボ
ク
達
が

れ
ば

キ
リ
ト
は

恐
怖
と
苦
悩
に
苛
ま
れ
る

 
ぐ

と

が
引
き

た
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ね

キ
リ
ト

今
は

し
い

 
ど
う
に
か

の
引
き

り
を
無

し
て
問
い
掛
け
る

 
キ
リ
ト
は
小

を

た

実
し
て
て

し
あ
わ
せ

か
な

 
握
る
手
の
力
が

か
に
強
ま

た

 

や

り
安
心
出
来
そ
う
に
な
い
や

 
意
識
し
て
る
の
か
無
意
識
な
の
か
知
ら
な
い
が

・

・え
・に
・な
・

・て
・な
・い

時
点
で
安
心
な
ん
て

出
来
る

が
無
か

た

  
・
ユ
ウ
キ

大
人
ｖ
ｅ
ｒ

 
死
に
身
近
だ

た
少
女

 
原
作
と
違
い

姉
が
死
ん
だ

間
に
立
ち
会

て
い
な
い
の
で

リ
ア
ル
の
死

と
い
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う
も
の
が
イ
メ

ジ
で
止
ま

て
い
る

人
の
死
に
方
じ

な
い
は

プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
・

ア
ス
ナ
が
デ

ア
ベ
ル
の
死
に

を
見
て
思

た
事
と
同
じ

 

人
間
不
信
の
き
ら
い
が
あ
り
深
く

み

ま
な
い
気

な
の
で

の
希

な
人
間

の
死
は

然
と
し
た
イ
メ

ジ
し
か
持
た
な
か

た

 
更
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
身
近
な
人
間
の
死
が
キ
リ
ト
だ
け

生
還
後
は

の
死
を
知

た
が
そ

れ
も
死
に

を
見
て
い
な
か

た
の
で
実

死
へ
の
イ
メ

ジ
は
未
だ

然
と
し
て
い
る

な
く
な

た
ん
だ
と
い
う
実
感
で
死
ん
だ
ん
だ
と
い
う
実
感
に
繋
が

て
な
い

つ
ま
り

身
近
な
人
間
の
死
に

性
が
無
い

 

し
方
を

る
と

発
し
か
ね
な
い

弾
と
い
う
の
が
実
情

 
現
状

発
の
恐
れ
が
あ
る
の
は
キ
リ
ト
を
傷
付
け
ら
れ
る
事
と
ラ
ン
を
傷
付
け
ら
れ
る

事

ど

ち
も

な
く
な
る
と
闇
堕
ち
す
る

  
・
キ
リ
ト

 
ト
ラ
ウ
マ
で
ト
ラ
ウ
マ
を
制
し

け
て
い
る
主
人

 
ユ
ウ
キ
達
と

す
る
事
で
護
れ
て
る
と

実
感
を
得
て
い
る
が
同
時
に
死
ん
だ

間



 傷心 〜誓約の裏返し〜

も
想

す
る
事
に
な
る
の
で
プ
ラ
マ
イ
ゼ
ロ

 
本
人
は

序
良

の

な
ら
ゲ

ム
だ
か
ら
と

過
し
て
い
る
が
リ

フ

や
ユ
ウ

キ
達
が

さ
れ
る

に
地
味
に
精
神
す
り

ら
し
て
た
り
す
る

そ
の
理
由
で

り
切
れ
る
な

ら

自
分
で
手
を
下
し
た
時
に

依
頼
で
必
要
な
事

と

り
切
れ
る

 
ユ
ウ
キ
と
一
緒
に

て
ち

と
ず
つ
回
復
し
て
い
る

  

ユ
ウ
キ
は
主
人

キ
リ
ト
は
ヒ
ロ
イ
ン

  
・
魔
術

 
名
称

ダ

ク
フ

イ
ガ

 

闇
よ

 
動
作

手
を
突
き
出
す

 

果
追

す
る

速
火

弾
一
発
放
ち
し
ば
ら
く
進
ん
で
か
ら
六
発
の
高
速
火

弾
に
分

裂

五

闇
五
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名
称

エ
タ

ナ
ル
フ
レ
イ
ム

 

ジ

ネ
レ

ト
・
エ
タ

ナ
ル
フ
レ
イ
ム

 
動
作

無
し

 

果

手
に

を

う

の
十

手
裏
剣
を
構
成

 
投

後
は
ロ

ク
オ
ン
し
た

手
の

で

道
を

く

触
れ
た
ら
タ
ゲ
は
外
れ
る
の
で

キ

チ
す
れ
ば
ダ
メ

ジ
は
負
わ
な
い



 状況 〜キミとボク〜

 
状
況
 

キ
ミ
と
ボ
ク

  

点

ユ
ウ
キ

 

数

約
五
千

 
本
編
と
本
編
の
間
の
ス
ト

リ

な
の
で

五
千
文

前
後
を
目
標
に
し
て
い
ま
す

 

い
い
加

く
ど
い
と
思
わ
れ
る

写
が
あ
り
ま
す
が
必
要
な
事
で
す

価
お
気
に

入
り
解

覚
悟
で
す

  
ス
プ
リ
ガ
ン

の
森
林

天
使
が

臨
し
た

か
ら
更
に

へ
進
ん
だ
先
に

く
だ
ん件

の
天
使
か

ら

示
さ
れ
た

対練
で
あ
る
魔
獣
は

た

 

を

り

内
部
を
空

に
し
た
形
の
フ
ロ
ア
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そ
の
入
り

に
は
三

て

み
の
高
さ
を
誇
る

も
ん

が
あ

た
が
ボ
ク
達
が

し

た
時
に
は

そ
こ
は

に
開
い
て
い
た

 
定
期
的
に
リ
ポ

プ
し

す
る
フ

ル
ド
ボ
ス
は
と
も
か
く
ク
エ
ス
ト
や
イ
ベ
ン
ト

エ
リ
ア
フ
ロ
ア
ボ
ス
な
ど
特
定
地
点
に

定
さ
れ
る
タ
イ
プ
の
ボ
ス
は

本
的
に

の
あ

る
プ
レ
イ

が

れ
た
時
に
ポ

プ
す
る
シ
ス
テ
ム
だ

そ
う
で
な
け
れ
ば

を
開
け
た
時

部

に
入

た

間
に
攻
撃
さ
れ

ど
の
人
が
ボ
ス
の

を

む
事
す
ら
出
来
ず
に
死
ん
で
し

ま
い
か
ね
な
い

リ
ア
リ
テ

を
追

し
て
い
る
と
は

え

ゲ

ム
で
あ
る
以
上

お
約
束

は
守
る
べ
き
と
い
う
不
文
律
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
は
存
在
し
て
い
た

 

逆
に

え
ば

 
ボ
ク
達
が

し
た
時
点
で
ボ
ス
が
ポ

プ
し
て
い
る
以
上
他
の

か
が
同
じ
ク
エ
ス
ト
を

け

同
じ
場

を

れ

キ

ボ
ス
と
戦

て
い
る
と

え
る

ど
う
す
る

 
あ
る
程

離
を

い
て
立
ち
止
ま

た
ボ
ク
は
手
を
引
く
少
年
に

を
向
け
問
い
掛
け

る 

大
な

は
人

と
り
分
く
ら
い
の
隙
間
が
開
い
て
い
る

森

が
明
る
く

の
向
こ



 状況 〜キミとボク〜

う

は
暗
い
せ
い
か
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
の

節
の
影

で
内
部
の
状
況
は

認
不
可
能

情

報
と

え
る
の
は
凶

な

と

と
な
い
地

き
く
ら
い
な
も
の

 
剣

の

れ
る

や
足

指

す
る
声
な
ど
お
よ
そ
人
が
立
て
る

の

は
一
切

こ
え
て
こ
な
い

 
ボ
ス
の

に
掻
き
消
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い

 
ボ
ス
の
行
動
パ
タ

ン
に
は
一
定
の
パ
タ

ン
が
存
在
し
て
お
り
複
数
の
ル

チ
ン
を

組
み

え
て
動
か
さ
れ
て
い
る

プ
レ
イ

が
指
す
隙
と
い
う
の
は
そ
の
ル

チ
ン
変
更

時
の
ラ
グ
だ

運

が
攻
略
出
来
る
よ
う
に

え
て
残
し
た
隙
で
あ
る

超
高

や
複
数
の

パ

テ

で
タ
ゲ
取
り
を
し
て
い
る
間
に

面
か
ら
突
く
戦
法
を

本
と
す
る

ロ
攻
略
不
可

レ
イ
ド

ボ
ス

で
も
な
い
限
り
こ
の

隙

は
原

存
在
す
る

 
先
に
ボ
ス
と
戦

て
い
る
で
あ
ろ
う
者
達
が

け
て
い
る
ク
エ
ス
ト
は
お
そ
ら
く
自
分
達
の

そ
れ
と
同
一
の

で
あ
れ
ば
一
パ

テ

で

可
能
な
水

で
設
定
さ
れ
て
い
る

で
あ

り

如

に

し
い
猛
攻
で
あ
ろ
う
と

数

の
ク

ル
タ
イ
ム
は

ま
れ
る
の
が
道
理

 

の
向
こ
う
か
ら

こ
え
る

や
地

き
に
は
や
は
り
数

の
間
が
あ
る
が
や
は
り
人
が

立
て
る

は

こ
え
な
い



 尊ぶべき日常世界

 
正
直
判
断
に

た

 
ボ
ス
が
戦

て
い
る
以
上
プ
レ
イ

が
生
き
て
い
る
事
は
確
実
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
な
ら
一

も
二
も
な
く
加
勢
に

び

ん
だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

に
重
き
を

い
て
い
る
の
で
同
意
無
し

の
参
戦
は
リ

ス
の
横
取
り
と
い
う
マ
ナ

レ
ス
行

に
な
り
か
ね
な
い

な
ま
じ
リ
ア
ル

れ
し
て
い
る
だ
け
あ

て

行

に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
る
行
動
は

心
の

意
が
必
要
な
の

だ 
本
来
で
あ
れ
ば
ク
エ
ス
ト
を
勧
め
た
自
分
が

年
上
と
い
う
意
味
も

め
て

先
す

る
べ
き
事
だ
と
は
思
う

 
し
か
し
リ
ア
ル

れ
に
よ
る

リ
ス
ク

影

で

え
ば

彼
の
方
が

違
い
に
高
い

 
自
分
と
彼

ど
ち
ら
が
よ
り
危
険
に
晒
さ
れ
や
す
い
か
で

え
れ
ば

悩
む
必
要
は
無
い

 
だ
か
ら
ボ
ク
は
ど
う
動
く
か
の
判
断
を
彼
に

ね
た

彼
の
方
が
よ
り
的
確
な
判
断
を
す
る
だ

ろ
う

と
い
う
信
頼
の
下
に

 

小
学
生
の
彼
に
年
上
の
ボ
ク
が
判
断
を

ね
る
の
も
ど
う
か
と
は
思
う

 
で
も
ボ
ク
が
知
ら
な
い
事
情
が
あ
る
可
能
性
を

慮
す
れ
ば
知

て
い
る
だ
ろ
う
彼
が
判

断
す
る
方
が
確
実
だ

た



 状況 〜キミとボク〜

 
そ
れ
を

い
と

称

を
浮
か
べ
る
よ
り
も

と悔
おし
いい

と

 
彼
我
の
差
を
見
て
⻭

く
な

た

一
先
ず
中
の
様
子
を
見
よ
う

壊
滅
し
掛
け
て
る
に
せ
よ
善
戦
し
て
る
に
せ
よ
見
る
だ
け

で
情
報
が
手
に
入
る
か
ら
な

 
こ
ち
ら
の
内
心
を
知
る
由
も
な
い
少
年
は

静
に
そ
う

て
歩
を
進
め
た

手
を
引
か
れ

る
形
で
自
分
も
足
を
動
か
す

 

か
に
開
か
れ
た
隙
間
か
ら
中
に
は

み
入
ら
な
い
程

に

き
見
る

明
暗
の
差
で

界

が

れ
な
い
が

程
な
く
暗
さ
に

れ
て

に
中
で
蠢
く
存
在
が

明
に
浮
か
び
上
が
る

 
一
つ
の

大
な
オ
オ
カ
ミ
の
シ
ル
エ

ト
が
大
き
な
広
間
で

え
て
い
た

ど
す
黒
い
オ

ラ

を

て
四
方
八
方
を
前

で

き
付
け
時
に

と
共
に

か
ら
放
た
れ
る
魔
法
弾
が
空

を

け
る

な
る

ど

確
か
に

魔
獣

の
名
に

応
し
い

と

え
よ
う

 
問

は

そ
れ
に
攻
撃
さ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

だ
が

 

キ
ラ

と
光
が

い
た
の
は
そ
の
時
だ

た

 
そ
れ
は
空
を
裂
く
よ
う
に

る
光

暗
い

穴
に
流
れ
る
一

の
流
れ
星
に
も
見
え
た
そ
の

光
が
剣
光
で
あ
る
と
気
付
い
た
の
は
魔
獣
の

に
流
星
が

弾
し
た
時
だ

た

ギ

オ
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ン
と

太
い
悲
鳴
が
上
が

た
時

を

め
に
斬
り
裂
くダ

メ

ジ
エ
フ

ク
ト

い
光
が
闇
の
中
に
ク

キ

リ
と
浮
か
び
上
が

た
の
で
あ
る

 
そ
の
エ
フ

ク
ト
は
す
ぐ
に
見
え
な
く
な

て
し
ま

た
が
傷
が

え
た

で
は
な
い

魔

獣
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る

バ

は
今
の
一
撃
で

れ
た
分
を
し

か
り
と
目

り
さ
せ

た
ま
ま
だ

 
ど
う
や
ら
自
己
修
復
能
力
は
無
い
ら
し
い

と
ク
エ
ス
ト
ボ
ス
の
特

能
力
を
一
つ
ず
つ

確
認
し
て
い
く

 
そ
の
過
程
で
ボ
ス
の
能
力
を
あ
る
程

推
し

る
た
め
に

ん
で
い
る
プ
レ
イ

の

備
を
見
よ
う
と

線
を
巡
ら
せ
た

 
そ
し
て

目
す
る

一
人

 
魔
獣
か
ら

離
を
取
り
魔
法
弾
を

し

け
る

し

け
る
妖
精
は
一
人
だ
け
だ

た

ボ
ス
部

の
ど
こ
を
見
て
も

間
ら
し
き

は
無
い
し

リ
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
も

と
つ
も
無
い

 
と
い
う
事
は

お
そ
ら
く
は

ロ

 
確
か
に
十
分
な
マ

ジ
ン
を
取
り

備
と
ス
キ
ル
を
し

か
り
鍛
え
自
信
の
技

も
高
め



 状況 〜キミとボク〜

た
プ
レ
イ

な
ら

ロ
で

す
る
事
は
理
論
上
可
能
で
あ
る

キ
リ
ト
は
そ
の

だ

し

自
分
と
て
そ
れ
を
成
し

る
ポ
テ
ン
シ

ル
が
あ
る

 

け
れ
ど

ま
さ
か

え
て

ロ
で

む
人
が

よ
う
と
は

 
そ
の

き
は

ロ
プ
レ
イ
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い

 
自
分
が

い
た
の
は

に
い
ま
自
分
達
が

け
て
い
る
ク
エ
ス
ト

天
使
の
指
輪

の
報

が

ロ
向
き
で
な
い
か
ら
だ

た

 
報

と
し
て
手
に
入
る

リ
ン
グ
・
オ
ブ
・
エ
ン
ジ

ル
ズ
ウ

ス
パ

は

そ
れ
を
手
に

入
れ
た
プ
レ
イ

が

か
と

・同
・じ
・指
・輪
・を
・交
・換
・す
・る

事
で
真
価
を
発

す
る

指
輪
を
交
換

し
た
者
同
士
が

け
取

た
指
輪
に
メ

セ

ジ
を
吹
き

み
そ
れ
を

手
に

し
た
指
輪

を

し
て
伝
え
ら
れ
る

 
つ
ま
り
報

で
確
定
入
手
出
来
る
指
輪
は

交
換
す
る
事
を
前

に
し
た
一
方

行
な
メ

セ

ジ
専

ア
イ
テ
ム
な
の
だ

 
ク
エ
ス
ト

で
は

二
人
以
上
推

な
ど
の

意
書
き
は
無
か

た

 
し
か
し
そ
れ
は

然
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ク
エ
ス
ト
は
生

の
も
の
を

き

全
て
が

パ

テ

プ
レ
イ
前

の

な
の
で
あ
る
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そ
も
そ
も

ロ
プ
レ
イ
と
い
う
の
は
古
今

あ
ら

る
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ゲ

ム
に
存
在
す
る
プ
レ

イ
ス
タ
イ
ル
と

エ
ギ
ル
か
ら

い
た
事
が
あ
る

 
パ

テ

プ
レ
イ
を
は
じ
め
他
人
と
の
交
流
協

性
を
面
倒
く
さ
が

た
り
あ
る
い
は

ロ
の
自
分

に

て
い
る
人
間
が
取
り
が
ち
な
プ
レ
イ
ン
グ

プ
レ
イ
ン
グ
ス
キ
ル
を
鍛

え
る
の
は
か
な
り
の
も
の
だ
が
レ
イ
ド
を
前

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は

確
実
に
上

に
な

れ
な
い
し
強
力
な
ボ
ス
と
の
戦
闘
は
一
撃

死
の
オ
ワ
タ
式
に
近
い
な
ど
キ

ラ
強
化
の
面

か
ら
す
れ
ば

み
は
か
な
り
少
な
い
と
い
う

 
キ
リ
ト
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
最
強
に
な
れ
た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
に
な
り

ば
ス
タ
ン
ド

ア
ロ

ン
に
近
い
運

に
な

て
い
た
か
ら
だ
と

ク
ラ
イ
ン
は

て
い
た

 

集

戦
を
前

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

無
か

た
か
ら
ギ
ル
ド
な
ど
の
価
値

先

が
下
が
り

対
的
に

ロ
プ
レ
イ
の
価
値
が
上
が

た

も
ち
ろ
ん
彼
自
身
の
技

や

場

危
険
な

を
探
し
出
す

な
ど
も
彼
の

ロ
プ
レ
イ
に
大
き
く

与
し
て
い
る

 

に
行
く
に
し
て
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ

は

備
で
強
く
な
る
の
に
も
限

が
あ
り

戦
闘
の

勢
は
プ
レ
イ

本
人
の
技

に
大
き
く

さ
れ
や
す
い
た
め
ア
ル
ン
高
原
を
取

り

む

を

け
る
三
つ
の

に
し
て
も
パ

テ

や
レ
イ
ド
を
前

に
し
て
い
る

ア
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タ

カ

タ
ン
ク

バ
フ

デ
バ
フ

ヒ

ラ

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

ス
カ
ウ
ト
の

を
的
確
に
振
り
分
け
如

に
戦
闘
を

よ
く
進
め
あ
る
い
は

を

け
る
か
が

要

出
会
う

全
て
を

手
に
し
て
い
た
ら
気
力
も

備
の

値
も
ア
イ
テ
ム
も

保
た
な
い
か
ら
だ

 
と
も
あ
れ
ど
う
プ
レ
イ
す
る
か
も
そ
れ
を
確
立
し
継

さ
せ
る
力
も
そ
の
人

第
と
い

う
事

感

こ
そ
す
れ

く
要

は

ど
無
い

 
キ
リ
ト
が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で

を
回
復
出
来
る
シ
ナ
ジ

を
確
立
さ
せ
た
の
も

ロ
故
の
持

戦
の

を
解
消
す
る

だ
ろ
う

魔
術

で
武
器
を
使
え
る
よ
う
に
し
た
の
も

値
を

無

で
き
る

の
代
わ
り
と
い
う

面
が
あ
る

だ

 

話

 
ボ
ス
部

内
部
の
状
況
は
把
握
し
た

 
ボ
ス
一
体
と
プ
レ
イ

一
人

は
ボ
ス
が
残
り
三
本
で

三
本
目
は
七

残

て
い
る

プ
レ
イ

の
方
は
残
り
四

の

意

戦
況
は
プ
レ
イ

が
攻
め
あ
ぐ
ね
て
い
る
と
見

て
い
い
だ
ろ
う

助
け
る
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い
て
み
て
か
ら
だ

 
返

は

だ

た

 
そ
う
と
だ
け
返
し
て
彼
の
手
を
離
し
な
が
ら

の
剣
に

手
を
掛
け
る

彼
の
指
示
一
つ

で
す
ぐ
に

び
出
せ
る
よ
う

も
出
し
た

 

の

に
も
す
ぐ
二
刀
に
な
れ
る
よ
う
銀
剣
を

い
て
い
る
が
そ
ち
ら
は

か
な
い

初

見
の
ボ
ス

手
に
自
分
の
二
刀
は

性
が
悪
過
ぎ
る

あ
ん
た

一
人
か

 
そ
ち
ら
が
良
け
れ
ば
加
勢
す
る
が

 
そ
の
声
に

内
を

ん
で
い
た
プ
レ
イ

が
反
応
し
た

と
共
に

来
す
る
魔
法

弾
を
く
る
ん
と
タ

ン
で

し

を
こ
ち
ら
に
向
け
た

 

少
年

と

て
い
い
の
だ
ろ
う

 

い
黒
髪

黒

く
め
の
ロ
ン
グ
コ

ト

の
色
は

だ
か
ら
ス
プ
リ
ガ
ン
だ
ろ
う
か

手
に
白
剣

手
に
黒
剣
を
握
る
少
年

ど
こ
と
な
く

ど
こ
ろ
で
は
な
い

意
的
で
あ

る
と
確
信
出
来
る

ど
に

黒
の
剣
士

そ

く
り
の
出
で
立
ち
だ

 
彼
が
成
⻑
し
髪
を

く
切

て
眼
光
が
和
ら

ば
あ
ん
な

立
ち
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
え

る



 状況 〜キミとボク〜

 
そ
の

和
で
け
れ
ど
今
は

く

め
ら
れ
た
眼
が
見
開
か
れ
た

し
て
い
る
の
は
キ

リ
ト
の

だ
キ
リ
ト

・先
・生

 
そ
し
て

称
と
し
て
そ
ん
な
呼
び
方
で

き
を

わ
に
し
て

 

そ
の
一

で

そ
の
ス
プ
リ
ガ
ン
が

か
を
悟

た

 
先
生

だ
な
ん
て

 
年
下
の
彼
を
呼
ぶ
人
を

ボ
ク
は
一
人
し
か
知
り
得
な
い

ま
さ
か
キ
ミ

ル
ク
ス

あ

あ
あ

今
は

ク
ロ

て
名

て
る
け
ど

 

惑
に

を
下

て

え
る
黒

く
め
の

少
年

少
女
ス
プ
リ
ガ
ン

 

部
は
遠
目
か
ら
見
て
も
平

か
つ
て

を

い
た
小

さ
に
反
す
る

な

部
は
見

る
影
も
な
い

だ
が

あ
の
表
情
は

確
か
に
覚
え
が
あ

た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

わ

れ
て
い
る
間

よ
く
見
せ
て
い
た

だ

た

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

ば
さ
れ

自
身
の
ホ
ロ
ウ
を
攻
撃
す
る

と
い
う
あ
り
得
ぬ
事

で
の
オ
レ
ン
ジ
で
エ
ラ

を

け
て
い
た
彼
女
は
そ
の

か
ら
解
放
さ
れ
て
以

攻
略
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組
と
し
て

し
か

た
自
分
達
と
は

遠
に
な

て
い
た

あ
の
あ
と
彼
女
が
ど
こ
で
ど
う
し
て

い
た
か
は
定
か
で
は
な
い

 
も
う
少
し
で
一
年
に
な
る

方
ぶ
り
の
再
会

そ
れ
は
思
わ
ぬ
形
で
実
現
し

ボ
ク
も
彼
女

も

惑
で
動
き
が
止
ま

た

オ
オ
オ

ン

 

そ
れ
は

明
確
な
隙
だ

 
モ
ン
ス
タ

を
前
に
し
て
い
な
が
ら
他
方
に
意
識
を

ら
す

そ
れ
が
ど
れ

ど
危
険
で
命

取
り
で

愚
か
な
事
か

ボ
ク
達
は
知

て
い
た

だ

た

 

境
は
人
を
変
え
る

 
死
ね
ば
終
わ
り

デ
ス
ゲ

ム
の
世
界
に

た
時
も

は
あ

た

だ

 
け
れ
ど
今

ど
明
確
に

も
な
ん
こ
と

も

葉
を
交
わ
す
な
ん
て
事
は
し
な
か

た

ま
ず

は
目
の
前
の

を
退
け
る
事
を
最

先

と

静
に
判
断
を
下
し
私
情
を

に

し

殺
し
て
い
た
と
い
う
確
信
が
あ
る

 
だ
か
ら
こ
そ

自
分
に

が
浮
か
ん
で

あ
あ



 状況 〜キミとボク〜

 
魔
獣
が

え
暗
黒
の
魔
法
弾
が
発

さ
れ
る
そ
の

前

か
ら

び
出
し
た

黒銀
を
見

て

苦

が
浮
か
ぶ

 
遠
い
な

と

 
感

と

観
と

悲

と

と
が

ご
ち

ま

に
な

た

 

時
で
も
斬
り
掛
か
れ
る
よ
う
に
備
え
て
い
た
の
に

出
ら
れ
な
か

た

 
そ
れ
ま
で
後
衛
に

し
て
い
た
の
に

時
に
前
に
出
る
判
断
を
下
し
た

 

た
か
が

ゲ

ム
だ

 
そ
ん
な
事

ボ
ク
は

が
裂
け
て
も

え
な
い

 
そ
れ
は

い

だ

 
彼
に
追
い
付
け
な
い
事
を
正

化
す
る

な
思

だ

 

死
ぬ

間

を
こ
の
目
で
見
て
い
な
い
か
ら
だ

 
彼
と
ボ
ク
の
意
識
の
差
を
作
る
根
幹
す
ら
も

ボ
ク
は

い

に
し
か
思
え
な
か

た
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・
リ
ン
グ
・
オ
ブ
・
エ
ン
ジ

ル
ズ
ウ

ス
パ

 

い
に
指
輪
を
交
換
し
合
わ
な
け
れ
ば
メ

セ

ジ
を
送
れ
な
い
と
い
う
二
人
以
上
で
ク
エ

ス
ト
に

ま
な
い
と
真
価
を
発

し
な
い
指
輪
ア
イ
テ
ム

 

ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス

に

い
て
は

ル
ク
ス

ク
ロ

リ

フ

シ
リ
カ

リ
ズ
ベ

ト
が
そ
れ
ぞ

れ
指
輪
を
交
換
し
合

た

  
・

ユ

ウ

キ

紺

木

 
日
常
を

歌
す
る
少
女

絶
剣
と

わ
れ
た
の
も
過
去
の
事

命
を

す
技
を
持

て
い
て
も
そ
れ
を
振
る
う

の
舞

が
無
く
現
実
で
は
見
守
る
ば
か
り
な
以
上
想
い
を
寄
せ
る
者
の

に
振
る
え
な
い

現
実

で
同
じ
師
に
師
事
し
始
め
た
が

そ
れ
も

護
身
の
た
め

 

で
き
る
平
穏
は

せ
な
も
の
で
あ
る

 
し
か
し

想
い
人
に

平
穏
は
無
く

 
彼
我
の
境
遇
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ

鬱

し
た
思
い
を

も
ら
せ
る



 状況 〜キミとボク〜

 
剣
で
全
て
を
解
決
で
き
る
時
は
過
ぎ
ま
ま
な
ら
ぬ
現
実
を
彼
女
は
生
き
る

つ
だ
け
は

苦

だ
と

き
な
が
ら

  
・

キ

リ

ト

桐

谷
和
人

一

 
非
日
常
を

け
る
少
年

 
少
年
に
と

て

現
実
も
デ
ス
ゲ

ム
も

し
く

地
獄

故
に
生
還
し
た
と
し
て
も
非
日

常
に
は
変
わ
り
な
い

 
未
来
を

み

生
き
る

現
実
で
も
仮
想
で
も
剣
を
取
る

 

覚
悟
は
変
わ
ら
ず

決
意
は

に

 
そ
の
在
り
方
は
時
に
人
を
魅
入
ら
せ
る
が

時
に

人
を
苦
し
ま
せ
も
す
る

 

も
が
そ
の
強
さ
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い

 
現
実
も
仮
想
も
命

け

だ
な
ん
て

そ
ん
な
非
日
常
が

す
る

が
無
い
の
だ
か
ら

 

い
に
も

少
年
に
は
自
身
を
理
解
す
る
人
が

る

 
理
解
出
来
な
い

共
感
出
来
な
い
と
全
て
か
ら
は

他
さ
れ
な
い
未
来
が
約
束
さ
れ
て
い
る

 
そ
れ
は

と
も

べ
ら
れ
な
い
程
に

せ
で
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だ
か
ら
こ
そ
喪
い
た
く
な
く
て

少
年
の
歩
み
は
止
ま
ら
な
く
な
る

非
日
常
の
深
み
に

ん
で
い
く

 
生
き
る
覚
悟

死
に
た
く
な
い
願
望
が
そ
う
さ
せ
る

 

生
き
て

と
願
わ
れ
て
い
る
以
上

こ
の
歩
み
は
止
ま
ら
な
い

 
歩
み
を
止
め
る
時
は

望
み
が
絶
た
れ
た
時
だ
け
故
に

 

一

桐

谷
和
人
が

え
て
い
た
矛
盾
は

の
人
間
に
伝

し
た

 
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
に
は
二
つ
に
一
つ

 

く

め
る
か

 
同
じ

に
上
が
る
か

 

想
い
を
寄
せ
る
者
達
は

に
そ
の

え
を
出
し
て
い
る



 救済 〜救われた人〜

 
救
済
 

救
わ
れ
た
人

  

点

ユ
ウ
キ

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
鍛
冶
妖
精
の

徴
と

え
る
構

物
的
な

が
る

え
る

に
振
動
し
空
気
を

く
そ
れ

は

小

な
妖
精
を

ラ
へ
と

ば
た
か
せ
る

銀
の

を
引
い
て

黒
が
舞

た

 

暗
い

穴
の
主
た
る
オ
オ
カ
ミ
の
魔
獣
と
対
峙
す
る
影
妖
精
の
二
刀
剣
士

影
妖
精
の
少
女

は

と

惑
の
隙
を
突
か
れ

今
に
も
魔
獣
の
魔
弾
に

た
れ
そ
う
だ

 

そ
の
間
隙
を

キ
リ
ト

黒
銀

が

め
る
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二

 
そ
れ
が
数
十
メ

ト
ル
の

離
を
彼
が

め
る
の
に
要
し
た
時
間

を
出
し
振
る
わ
せ

び
出
し

り

む

こ
れ
ら
一

の
工
程
を
同
時
進
行
し
て
の

り

み
は
経
験
に
裏

付
け
さ
れ
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
に

り
あ
る

先
生

 
魔
弾
が

う
影
妖
精

そ
の
少
女
を

う
よ
う
に

り

み

剣
を
翳
す
鍛
冶
妖
精
の
少
年

 

り
の

な
直
剣
を
彼
は

手
で
握
り

め
に
翳
す

彼
の
眼
前
に

明
の

が
構

さ
れ
た

バ
チ
バ
チ
と
白

を
弾
か
せ
る
そ
れ
に
魔
弾
は
命
中

暗
い

の

発
は
し
か
し
そ
の
影

を

も

せ
て
い
な
か

た

術
者
た
る
少
年
標
的
た
る
少
女

者
と
も
に
ま

た
く
の
無
傷

 
Ｏ
Ｓ
Ｓ

フ

ス
・
バ
リ
ア

氷
・
地
属
性
が
持
つ
物
理

の

に
よ
り

物
理
攻

撃
と
魔
法
攻
撃
の

方
を

断
す
る

魔
術

破
る
に
は

と
風
の
二
属
性
を
同
時
に
ぶ
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
ず
出
来
な
け
れ
ば
水
二

・

八

の
属
性
ダ
メ

ジ
に
よ
る
反
撃
が
見
舞
わ

れ
る

 
魔
法
弾
を

ぎ

反
撃
で
あ
る
白

が

る



 救済 〜救われた人〜

 
間
近
ま
で

近
し
て
い
た
魔
獣
は
小
さ
く

い
て

け
反

た

 

を

わ
せ

り
上

る
よ
う
な

道
で
舞
い
上
が
り
⻘
い
光
に

ま
れ

後
退
し
た

魔
獣
の

上
に
出
現
し
た

す

 
一

強
く
少
年
が

た

 
容
赦
な
い
逆

と
し
が
仕
掛
け
ら
れ
る

ズ
ド
ン

と
地
を
揺
る
が
す
程
の
衝
撃

地
面
ま

で
直
下
し
た
彼
は
剣
を
突
き
立
て
て
お
り
そ
こ
を

点
と
し
て

状
の
衝
撃
波
が
発
生
し
て
い

た

ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ

ル
に
も
見
え
た
が

が
発
生
し
て
な
い
か
ら
そ
れ
に
近
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
・

ド
ス
キ
ル

だ
ろ
う

 
し
か
し

そ
れ
よ
り
も
疑
問
に
思
う
事
が
あ
る

 
彼
が

間
転

し
た
よ
う
に
見
え
た

転

に
よ
く
似
て
い
る
光
に

ま
れ
直
後
に
魔
獣
の

上
に
出
現
し
た
あ
れ
は

い

た
い
ど
う
い
う
原
理
な
の
か

は
 
そ
う
疑
問
を
浮
か
べ
る
ボ
ク
を
他

に

キ
リ
ト
の
猛
攻
は

く

 
剣
を

き
な
が
ら
彼
は

か
ぎ
づ
め

の
如
く

り

た
五
指
を
振
り
上

た

そ
の

間
五
指
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の

⻑
線
上
を

る
よ
う
に

蒼
黒
い

が
吹
き
上
が
る

 

が

か
に

れ
た
の
が
見
え
た

そ
れ
も

魔
獣
に

が
ヒ

ト
し
て
か
ら
す
ぐ
に
回
復

す
るグ

グ
ギ

 

状
に

る
五
つ
の
火

は
ど
う
や
ら
多

ヒ

ト
す
る
魔
術
で
あ
る
ら
し
く

体

故
に
か
な
り
の
回
数

弾
す
る
魔
獣
は

き
声
を

も
上

る

そ
の

に
魔
獣
の

バ

が

か
ず
つ
で
は
あ
る
が
ガ
リ
ガ
リ
と
確
実
に
目

り
し
て
い
く

 
ま
だ
ゲ

ジ
は
三
本
残

て
い
る
が
こ
の
ま
ま
の

ス
な
ら
倒
し
切
れ
る

と
い
う

え
は
甘
過
ぎ
る

 

と
シ
ス
テ
ム
的
ノ

ク
バ

ク
を

す
剣
技

な
ら
ま
だ
し
も
魔
法
・
魔
術
に

よ
る
ノ

ク
バ

ク
は

非
シ
ス
テ
ム
的

物
理
的
圧

な
も
の
が

ど
だ
か
ら
だ

こ
れ
は

ド
ス
キ
ル
が
実

さ
れ
る
以
前

郷

之
が
運

責

者
で
あ

た
魔
法
が
猛

を
振
る

て
い
た

Ａ

Ｌ
Ｏ
時
代
の
名
残
り

近

離
を
強
い
ら
れ
る
故
の
シ
ス
テ
ム
的
ノ

ク
バ

ク
遠

離
を
強

い
る
故
の
非
シ
ス
テ
ム
的
ノ

ク
バ

ク
と
い
う

み
分
け
が
存
在
し
て
い
た

 
こ
れ
は
一

に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
特
徴
で
あ
る
が
ボ
ス
攻
略
に

ん
だ
事
が
あ
る
プ



 救済 〜救われた人〜

レ
イ

な
ら

感
覚
か
経
験
的
に
理
解
出
来
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て
今
の
キ
リ
ト
が
放

て
い
る
攻
撃
は

魔
術

 
魔
獣
は

み
こ
そ
し
て
い
る
が

程
な
く
無
理

理
攻
撃
を
仕
掛
け
る

だ

 

そ
の
推

り

魔
獣
が
動
い
た

 
グ
ギ

 
と
怒
り
を
滲
ま
せ
た

を
上

魔
獣
が
大
き
く

び
上
が
る

ク
ル

ク
ル
と
空
中
で
回
転
し

い
を
定
め
て

前

の

い

を
振
り
下
ろ
す

 
そ
こ
で

り

む

 
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

片
手
剣

発
重
突
進
技
を
全
力
で
放
つ

全
身
を
衝
き
動
か
す
強

な
推
進
力
を

を

わ

せ
る
事
で
フ
ル
ブ

ス
ト
し
突
進

離
を

⻑

血

め
の
突
進
が
魔
獣
の

前

を
深
く

つ 
ズ
ゴ
ン

と
重
い

き
が
手
を

し
て
伝
わ

て
来
る

 
確
か
な
手
応
え

ぶ
る
り
と
全
身
が

え
た

 
会
心
の

み
を
浮
か
べ
る

 

・意
・識
・を
・

・手
・に
・切
・り
・

・え
・る

 
・

・手
・に
・握
・る
・銀
・剣
・か
・ら
・血
・色
・の
・光
・が
・消
・え
・

・手
・に
・握
・る
・黒
・剣
・か
・ら
・

・紺
・の
・光
・が
・

・る
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ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

 

マ

ザ

ズ

・

ロ

ザ

リ

オ

片
手

Ｏ
Ｓ
Ｓ
十
一

撃

や

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

を

わ
せ
前

を

く

道
か
ら

が

か下
か
ら

う
が

ち
ぬ

く
よ
う
に

節
す
る

め
十

に

交
わ
る
よ
う
放
つ
五
発
ず
つ
の

突
と

交

し
た
一
点
を

つ
一
撃
が

裂

 
ち

う
ど

動

を

つ
そ
の

道

 
魔
獣
の
絶

が
木
霊
し
た

 
あ
ま
り
の

か
専

の
モ

シ

ン
で
も
あ
る
の
か

滅
多
に
前

を
振
り
回
し
始

め
る

ら
ず

離
を
取
る

が

前

の

ぎ
払
い
が

る

 

せ
な
い

や
ら
せ
な
い

 
自
分
の
体
を

う
程
に

大
な
前

が

る
中
中
性
的
な
声
が

こ
え
た

そ
う
し
て

り

ん
で
き
た
の
は
全
き
黒
の
妖
精

手
に
白

手
に
黒
の
二
刀
を
構
え
る
影
妖
精
の
ク

ロ 
か
つ
て
は
ル
ク
ス
と
名

て
い
た
彼
女
は
記

に
な
い

し
さ
を

て
振
る
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わ
れ
る
前

を
見

え
て
い
た

 

を
す
る
つ
も
り
だ

と

そ
う
思

し
た
の
も
束
の
間

 
ク
ロ
の

手
に
握
ら
れ
た
黒
剣
が
振
る
わ
れ
か

ん
と

高
い

が
し
た

直
後
ぶ

ん

と
空
気
を

ぎ
払
う

が

上
か
ら

こ
え

魔
獣
の

大
な
前

が

り
過
ぎ
る

 
肉
体
的
ス
テ

タ
ス
的
に
圧
倒
的
に
勝
る
ボ
ス
の
攻
撃
を

い
が
出

目
と
は

え
片

手
剣
一
本
で
完

に
弾
い
て
み
せ
た
と
い
う
の
か

なう

そ

 
ル
ク
ス

ク
ロ
が
や

て
の
け
た
パ
リ

の
実

を
理
解
し
て

思
わ
ず
声
が

れ
た

 
あ
の
キ
リ
ト
で
す
ら
信
じ
が
た
い
も
の
を
見
た
か
の
よ
う
な
反
応

 
そ
れ
は
そ
う
だ

あ
ん
な
パ
リ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
す
ら
彼
が
や

て
の
け
た
事
は
無
い

パ

リ

と
い
う
の
は

り
ダ
メ

ジ
覚
悟
で
直
撃
を

ら
す
苦
肉
の
策
の
よ
う
な
も
の

論

常
Ｍ
ｏ
ｂ
で
あ
れ
ば
無
傷
で
弾
く
事
も
可
能
だ
が

手
が
ボ
ス
な
ど
の
強

に
な
る

ど
無
傷

は

し
く
な
る

あ
の
キ
リ
ト
で
す
ら
ボ
ス
の
直
撃
コ

ス
の
攻
撃
を
パ
リ

を
使

て
無
傷

だ

た
事
な
ん
て
な
い
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パ
リ

は

も
な
い
精
密
性
を
求
め
ら
れ
る

コ
ツ
を

め
ば
あ
と
は
経
験
と
感
覚
に
よ

る

れ
で
出
来
る
よ
う
に
な
る
が

手
の
攻
撃
が
強
く
な
る

ど
精
密
性
は

要
だ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
鉄

性
も
彼
が
ゲ

ム
製
作
者
と
し
て
モ
ン
ス
タ

の
攻
撃
パ
タ

ン
と

タ
イ
ミ
ン
グ
を
記

し
そ
れ
を
な
ぞ
る
よ
う
に
剣
と
盾
を
動
か
し
無

化
し
て
い
た
か
ら
こ

そ
成
り
立

て
い
た
部
分
が
大
き
い

そ
れ
は
神
聖
剣
の
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
セ
ン
ト
ラ
ル
・

ブ
ロ

ク
に
よ
り
盾
の
中

で

ば
ノ

ダ
メ

ジ
と
い
う

果
が
あ

た
事
が

車
が

掛
か

て
い
た
が

中

で

け
止
め
る
よ
う
誘
導
す
る
事
も
あ
る
意
味
至

の
業
で
あ
る

 
知
識
の
ヒ

ス
ク
リ
フ

経
験
の
キ
リ
ト
で
も
不
可
能
で
あ

た
ノ

ダ
メ

ジ
・
パ
リ

 
そ
れ
は

正
時
の
リ

フ

が
や

て
の
け
た
レ
ベ
ル
の
超
技
術

 

く

だ

彼
女
を

い

師
事
し
て
い
る
彼
だ
か
ら
こ
そ

に

す
る

だ

 
師
事
し
て
お
ら
ず
そ
れ
ど
こ
ろ
か
攻
略
組
で
す
ら
な
か

た
ル
ク
ス
が
義
姉
と
同
じ

超
技
術
を
や

て
の
け
た
事
実
を
知

て

か
な
い

が
無
か

た

 

く

の

が

い
た

 
そ
れ
を
振
り
払
う
よ
う
に

ボ
ク
は
無
心
に
二
刀
を
振
る
い

け
た
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え

こ
の
ク
エ
ス
ト

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
も
あ

た
も
の
な
の

そ
う
だ
よ

 
ク
ロ
に
加
勢
し
魔
獣
を

し
て
か
ら

め
て
自
己

し
天
使
に

し
た
事
を

に
行
く
道
中
の
事

も
る
話
は
あ

た
が
い
き
な
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
事
か
ら
突

む

の
は
気
が
引
け
た
た
め

無

に
ク
エ
ス
ト
を

け
た
理
由
か
ら

く
事
に
し
た

 
結

そ
れ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ

だ

た

だ
が

 

け
ば
天
使
の
指
輪
ク
エ
ス
ト
は
実
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
Ａ
Ｌ
Ｏ

に
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
が
実

さ
れ
た

と
同
時
に
ク
エ
ス
ト
も
実

さ
れ
た

と
い
う

ク
ロ
こ
と
ル
ク
ス
は

こ
の
ク
エ
ス
ト
に
思
い
入
れ
が
あ

て

け
に
来
た
ら
し
い

 

く

大
切
な
友
人
が
く
れ
た
指
輪
が

天
使
の
指
輪

だ

た
の
だ

と

ユ
ウ
キ
や
キ
リ
ト
先
生
た
ち
と
出
会
う
前
私
は
パ

テ

メ
ン
バ

を
目
の
前
で
喪

て

い
て
ね

そ
れ
で
無
気
力
に
な

て
い
た

に
良
く
し
て
く
れ
た
友
人
だ

た
ん
だ

こ
の
ク

エ
の
報

ア
イ
テ
ム
は

そ
の
時
に
く
れ
た
指
輪
だ

た
ん
だ
よ

そ

か

思
い
出
の
品

て
事
だ
ね

う
ん

だ
か
ら

が
非
で
も
手
に
入
れ
た
い
と
思

て

ん
だ
ん
だ
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グ

と

を
握
り
し
め

み
を
浮
か
べ
る
ク
ロ

ま

流

に
無
謀
だ

た
み
た
い
だ
け
ど
ね

キ
リ
ト
先
生
み
た
い
に
ボ
ス
の

ロ

が
出
来
れ
ば
と
思

て
た
ん
だ
け
ど

上
手
く
い
か
な
い
や

 
そ
の

み
は

す
ぐ
に
見
覚
え
の
あ
る
苦

気
味
の
も
の
に
変
わ

た

 
そ
ん
な
彼
女
を

キ
リ
ト
は

な
面
持
ち
で
見

め
て
い
た

あ
の

キ
リ
ト
先
生

ど
う
か
し
た
か
い

い
や
そ
の

ま
だ
先
生
呼
び
な
の
か
と
か

あ
の
パ
リ

の
精

な
ら

ロ

も
不

可
能
で
は
な
い
ん
じ

な
い
か

と
か
思

て

本

は

キ
リ
ト
様

て
呼
び
た
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
け
ど

様
付
け
は
や
め
て
く
れ

偶
像

さ
れ
る
の
は

い
だ

 
ク
ロ
の
発

に

せ
る
よ
う
に

し
く

を

め
た
キ
リ
ト
が
ハ

キ
リ
と

い
と

に
し
た

 
自
分
自
身
を
見
ら
れ
な
く
な
る
偶
像

過
大

価
と
い
う
も
の
を

て
い
る
か
ら
こ
そ
の

反
応

そ
れ
を

し
て
い
た
か

ク
ロ
の
苦

は

に
変
わ

た

そ
う

う
と
思

て
ね

キ
リ
ト
先
生
に
は
多
大
な
恩
が
あ
る

称
を
付
け
て
な
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い
と

私
自
身
が

い
ん
だ

先
生
呼
び
は
ど
う
か

し
て

し
い

そ
う
か

 

し

な
さ
そ
う
に
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
一
歩
も
引
く
つ
も
り
が
無
い
の
が
見
て
取
れ
る
ク

ロ
の
発

に

キ
リ
ト
は
神

に

い
た

 

か
を

し
た
よ
う
な

そ
ん
な
表
情
だ

 

を

し
た
か
は
分
か
ら
な
い
が

あ
と
パ
リ

は

て
練

し
た
と
し
か

え
な
い
か
な

一
応
リ

フ

と
キ
リ
ト
が

し
て
た
時
の
を
真
似
て
み
た
ん
だ
け
ど

ど
う
か
な

 
は
に
か
み
な
が
ら

こ
て
ん
と
小

を

い
て
来
る
ク
ロ

 
そ
ん
な
可
愛
ら
し
い
仕

で

さ
れ
そ
う
に
な
る
が
や

て
い
る
事
や

い
て
き
て
い
る
内

容
は
超

技
術
の

練

で
あ
る

し
か
も
リ

フ

以
外

出
来
て
い
な
か

た
レ
ベ
ル
の

も
の

 
思
わ
ず
キ
リ
ト
と

を
見
合
わ
せ
て
し
ま

た

ど
う
か
な

て

ね

ま
し
い
程
に
完

だ

た
な
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ま

た
く
同
意

 
思
う
事
は
同
じ
だ

た
ら
し
い

 
今
は
そ
の
喜
び
よ
り
も

攻
略
組

じ

な
か

た
ル
ク
ス
に

か
れ
た

 
と
い
う

悔
し
さ
の
方
が
上
だ

彼
女
を
下
に
見
て
い
る

で
な
く
彼
女
よ
り
経
験

と
い
う
点
で

か
れ
た
自
身
へ
の
怒
り

れ
同
時
に
自
身
を
超
え
た
才
能
を
見
せ
た
彼
女
へ
の

望
と
い
う

も
の
が

ざ
り
合

た

悔
し
さ

 
思
わ
ぬ

兵
と
は
正
に
こ
の
事

 
確
か
に
彼
女
は

キ
リ
ト
の
根
幹
を

そ
う
と
打

て
出
た
リ

フ

の

正
を
見
て
い
た

が

時
は

観
者
に

し
い

性
だ

た

彼
女
が
キ
リ
ト
の
事
を
先
生
と

ぐ

よ
う
に
な

た
の
も

正
の
後
で
あ
る

 
後
に
な

て
強
さ
を

望
し
た
と
し
て
も
パ
リ

限
定
と
は

え
一
年
足
ら
ず
で
リ

フ

レ
ベ
ル
の
技
術
を
も
の
に
し
て
み
せ
る
な
ど

と
ん
で
も
な
い
才
の

だ

 
キ
リ
ト
の
眼
が

ど
ん
よ
り
と

て
い
る
の
は

多
分
気
の
せ
い
で
は
な
い

金
の

が
く
す
ん
で
い
る

 
き

と
ボ
ク
の
眼
も
似
た
よ
う
な
状

だ
ろ
う
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い
て
い
か
れ
て
る
な

ボ
ク

 
ル
ク
ス
は
別
の
目
的

あ
る
意
味
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
地

き
の
事
情

が
あ
る
し
キ
リ
ト
も

Ａ
Ｌ
Ｏ
で

を

む
事
に
真
剣
だ

た

 
ボ
ク
は

に
遊
び
で
来
て
い
る

 
そ
れ
が

の
事
で
キ
リ
ト
が
望
ん
で
い
る
未
来
だ
と
分
か

て
は
い
る
け
れ
ど

 

呼

も
ど
か
し
い

 
ズ
キ
リ
と

が

の

が

が

く

苦
し
く
な
る

 
そ
れ
を
見
せ
な
い
よ
う
表
情
を
取
り

う

と
こ
ろ
で

ク
ロ
の
黒

く
め

て

間
違
い
な
く
キ
リ
ト
を
意
識
し
て
る
よ
ね

う
ん

そ
う
だ
よ

キ
リ
ト
先
生
は
私
の

れ
な
ん
だ

だ

て
さ

キ
リ
ト

真

向
か
ら

わ
れ
る
と

ず
か
し
い
な

 

を
掻
き
な
が
ら

キ
リ
ト
が

線
を

が
せ
る

 

こ
れ
で
ボ
ク
の
内
心
に
気
付
く

は
少
な
く
な

た
だ
ろ
う

そ
れ
で

キ
リ
ト
を
意
識
し
て
る
な
ら

な
ん
で
剣
が

逆
な
の
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ええ

逆

で
す
か

だ

て
キ
リ
ト

手
が
エ
リ

シ
デ

タ

手
が
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

だ

た
し

か

か
で
し

か
り
確
認
し
た
の
に

ず
か
し
い

 

し

と

気
が
出
そ
う
な
く
ら
い

と

を
真

に
し
て

手
で

を

た
ク

ロ
が
そ
う

く

で
見
た
か
ら
だ
ね

 
カ
ラ
カ
ラ
と

ル
ク
ス

ク
ロ
の
天
然

り
を
苦

す
る

は
わ
わ

と

で
慌
て
始
め
た
ク
ロ
は

と
て
も
見
て
い
て
可
愛
く

快
だ

た

 
 

 

あ

た

 
天
使
の

に

て
み
れ
ば

人
に

ら
さ
れ
て
い
て
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天
使
が

し
た
ク
リ
ス
タ
ル
か
ら

た
く
突
き
放
す

そ
の
実
こ
ち
ら
を
心
配
し
た

葉
を
伝
え
ら
れ
て

 
一
人
で
入
手
し
た
い
と

た
ク
ロ
は

て
い
た
が

ロ
で
は

い
と
い
う
現
状
を
見
て

そ
れ
を

み
こ
み
三
人
で
ク
エ
ス
ト
を
攻
略

に

め

む
形
で
天
使
を

え
た
ゴ

レ
ム

型
の

人
を

キ
リ
ト
が
後
衛

ボ
ク
と
ク
ロ
が
前
衛
で
戦
い

撃
破

 
そ
う
し
て
天
使
を
助
け
出
し
そ
の

を

え
ら
れ
る
と
共
に
ク
エ
ス
ト
達
成
と
な
り
魔

法
の
指
輪

天
使
の
指
輪

が
報

と
し
て
コ
ル
や
他
の
ア
イ
テ
ム
や
ら
と
共
に
入
手
出
来
た

や

た
よ

ロ

サ

 
ク
ロ
は

い
て
い
た

 
指
輪
を
握
り
祈
る
よ
う
に
手
を
組
み
な
が
ら

を
流
し
て

ん
で
い
た

救
わ
れ

た

と
い
う

願
い
が
叶

た
と
い
う
表
情

 
喜
び
の
感
情
そ
の
も
の
だ

た

 

ロ

サ

と
い
う
の
が
彼
女
の

て
い
た

友
達

な
の
だ
ろ
う

 
パ

テ

が
全
滅
し
無
気
力
状

だ

た
彼
女
に
指
輪
を

た
と
い
う
少
女

彼
女
を

て
死
ん
で
し
ま

た
友
達

彼
女
か
ら
指
輪
を

ら
れ
今

は
自
分
が
入
手
し
て
返
す
と
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い
う
約
束
を
交
わ
し
て
い
た

ル
ク
ス

ク
ロ
は

世
界
が
変
わ

た
今

そ
れ
を
成
し

た
の
だ

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

故
し
な
か

た
の
か

と
は
指

し
な
か

た

 
彼
女
の
中
で

ん
切
り
が
つ
い
て
い
な
か

た
の
だ
と
想
像
に

く
な
い

り
切
れ
て
い

な
い
間
に
亡
く
し
た
人
を
思
い
出
す
よ
う
な
事
を
し
て
い
れ
ば
気
が
狂

て
し
ま
い
か
ね
な
い

現
実

は
時
に
必
要
な
事

一
種
の

衛
本
能
な
の
だ

 
結
果

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
ク
リ
ア
さ
れ
る
ま
で
の
間

出
来
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
で
も
ク
リ
ア
後
全
損
者
も
生
還
し
た
と
い
う
事
実
が
彼
女
か
ら
罪
悪
感
を
払
い
の
け
た

ま

だ
残

て
い
る
が

そ
れ
は
最

残
滓

現
在
進
行
形
で
背
負

て
い
る
も
の
で
は
な
い

キ
リ
ト
先
生
ユ
ウ
キ

最
初
は
一
人
で
や
る

て

た
け
ど

手
伝

て
く
れ
て
あ

り
が
と
う

こ
れ
で
私
は

一
歩
前
に

み
出
せ
る

 
は
ら
は
ら
と

大

の

を
流
し
な
が
ら

ク
ロ
は
深
く
礼
を
し
た

特
に
キ
リ
ト
先
生
は
本

に

私
も
ロ

サ
も
死
ん
だ

間
達
も
救

て
く
れ
て

本

に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
強
く

な

お
礼
の

葉
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キ
リ
ト
の
表
情
は

な
ん
と
も

複

そ
う
だ

た

 
そ
れ
な
り
に
⻑
い
付
き
合
い
だ
か
ら

を

え
て
い
る
か
は
分
か
る

は

の
目
的
の

に
し
た
と
か

ル
ク
ス
の

に
し
た

じ

な
い
と
か

あ
る
い
は
も

と
偽
悪
的
な
事
を

え
て
い
る

 
で
も
彼
は

そ
れ
を

に
し
な
い

 

時
だ

た
か

リ

フ

が

て
い
た
事
だ

 
彼
は

な
の
だ
と

意
に
は

意
を
悪
意
に
は
悪
意
を
殺
意
に
は
殺
意
を
返
す

そ

の
も
の
だ
と

彼
女
は

て
い
た

 
だ
か
ら
彼
は
偽
悪
的
な
事
を

に
し
な
い

ル
ク
ス
の
感

を

定
し
な
い

 
彼
の

点
か
ら
す
れ
ば
あ
る
い
は
独
善
的
な

の
よ
う
に
思
え
た
か
も
し
れ
な
い
が

そ
の

で

千
人
も
の
人
命
が
救
わ
れ
た
事
も
ま
た
事
実

い
や
人
命
を
救
わ
な
け
れ
ば

彼
の
未
来
も

ざ
さ
れ
て
い
た
と

え
れ
ば
ボ
ク
達
の
命
は
そ

く
り
そ
の
ま
ま
キ
リ
ト
の
命

そ
の
も
の
だ

た
と
も

え
る

 
偽
悪
的
な
こ
れ
ま
で
で
後
ろ
め
た
さ
を
覚
え
て
け
れ
ど
彼
女
の
真

な
感

を

定
し
な
い

彼
は

中
の

り
を
数

の

巡
で

み
下
し
た
よ
う
で

か
に

み
を
滲
ま
せ
た
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あ
あ

そ
れ
は

よ
か

た

 

し
く

ど
こ
か

な

み
だ

た

  
・

ク
ロ
／
ル
ク
ス

よ
り

 

式
ス
ピ
ン
オ
フ

ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス

メ
イ
ン
キ

ラ

 
今
話
登
場
の
ク
ロ
は

ス
プ
リ
ガ
ン

影
妖
精
の
少
女
剣
士

黒

く
め
二
刀
流
だ
が
二
刀
を
再
現
し

た
技
は
無
く

手
は
片
手
剣
ス
キ
ル
の
再
現

手
は
完
全

専

に
な

て
い
る
原

仕
様

 
本
作
に

い
て
レ
イ
ン
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
が

彼
女
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

時

代
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を

か

て
い
る
の
で

二
刀
流

に
し
て

Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
は

多
刀
流

で
も
あ

る

キ
リ
ト
も
似
た
よ
う
な
も
の

 
な
ん
だ
か
ん
だ
努
力
だ
け
で
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
の
攻
撃
を
ノ

ダ
メ
パ
リ

し
て
の
け
る
技

が

あ
る

こ
れ
で
攻
略
組
で
は
な
か

た
事
実
が
恐
ろ
し
い

原

で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は
失
意



 救済 〜救われた人〜

の
ま
ま
過
ご
し
て
い
た
の
で

Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ
中

ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス

時
系
列
的
に
キ

リ
バ

前
の
一
年
足
ら
ず
で
こ
こ
ま
で
至

て
い
た

本
作
で
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
精

年
く
ら
い

し
か
出
来
な
い
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
後

期
で
キ
リ
ト
達
と
出
会
い
感
化
さ
れ
て
い
る
の
で
合

し
て
一
年
く
ら
い
に
な

て
い
る

 
一
応
成
⻑
期
間
の

は
合

て
い
た

な
ん
な
ら
原
作
の
新
生
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
と

え
た
場

合

原

ル
ク
ス
よ
り
成
⻑
期
間
は
⻑
い

 
ち
な
み
に
本
作
ル
ク
ス
を
経
歴
を
時
系
列
で

る
と

パ

テ

全
滅

Ｐ
ｏ
Ｈ
に

さ
れ

う

加
入

う

壊
滅

２
０
２
４

無
気
力
時
期
に

天
使
の
指
輪

を
く
れ
た
少
女
と
出
会
う

友
人
の
少
女

ル
ク
ス
を

て
死
亡

再
び
無
気
力
に

 

原
作
で
は
こ
こ
か
ら
一

二
年
間

と
り

原

ル

ト

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に

ば
さ
れ

ユ
ウ
キ
達
と
邂
逅

２
０
２
４

月

ば
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本
作
ル

ト

 
・
ユ
ウ
キ

大
人
ｖ
ｅ
ｒ

 

攻
略
組

で
も
な
か

た
少
女
に
技
術
面
で

か
れ
て
い
よ
い
よ
危
機
感
が
マ

ク
ス
に

な

て
き
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
女
性
最
強
剣
士

対
Ｍ
ｏ
ｂ
限
定

 
自
分
の
強
さ
が
ア
イ
デ
ン
テ

テ

の
大
部
分
を

め
て
い
る

少
な
く
と
も
キ
リ
ト
と
の

繋
が
り
に

い
て
は
か
な
り

重
を

め
て
い
る

の
で
恋
心
的
な

面
か
ら
強
さ
を

望
し
始
め
た

 
フ

ス
の
暗
黒
面
に
堕
ち
な
い
事
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る

意
味
違
う

  
・
キ
リ
ト

 
尊

す
る

直
葉師

の
技
術
を
先
に
他
人
に
実
現
さ
せ
ら
れ
ム
ク
れ
て
い
る
義
弟

 
シ
ス
コ
ン
な
上
に
求
道
者
気

な
の
で
ね

非
も
な
い
ネ

  
・
新
登
場
Ｏ
Ｓ
Ｓ

登
場

 
分

魔
術



 救済 〜救われた人〜

 
名
称

ワ

プ

  
動
作

サ
マ

ル
ト
気
味
に

び
上
が
る

 

果

び
上
が
る
直
前
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
空
間
へ

間

動

 

離
に
応
じ
て
消

変
動

 

Ｋ
Ｈ
３

ダ

ク
・
リ
ク

リ
ミ
カ

が

上
転

し
て
く
る
モ

シ

ン

  
分

剣
技

 
名
称

り

 
動
作

空
中
か
ら
大
上

逆

と
し

 

果

物
理

・
光

・
闇

の
斬
撃
・
衝
撃
波
を
一
回
見
舞
う

 

Ｋ
Ｈ
３

ダ

ク
・
リ
ク

リ
ミ
カ

の
技

  
分

魔
術

 
名
称

シ

ド
ウ
ウ

ル
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動
作

の
よ
う
に
五
指
を

り

い
上

る
よ
う
に
振
り
上

る

 

果

五
指
の
直
線
上
に
闇

の
蒼
黒
い
火

が
吹
き
上
が
る

多

ダ
メ

ジ

 
与
ダ
メ

ジ

分

収

 
ダ
メ

ジ

レ
ベ
ル

 

Ｋ
Ｈ
３

ダ

ク
・
リ
ク

リ
ミ
カ

の
技

  

忘
れ
て
い
る
か
も
だ
が
キ
リ
ト
の

Ｏ
Ｓ
Ｓ

魔
術
は
現
実
の
無
銘
運

で
の
イ
メ
ト
レ
の

に
・現
・実
・で
・出
・来

る
・事
・を
・仮
・想
・世
・界
・で
・再
・現
・し
・て
・い
・る

と
い
う
本
来
現
実
で
出
来
な
い
事
を
仮

想
世
界
で
す
る

と
は
真
逆
の
あ
べ
こ
べ
物
で
あ
る

 

指

ち
ん

発
は
楯
無
の

ク
リ
ア
・
パ

シ

ン

き
情

の
真
似

 
そ
し
て
ヴ

ベ
ル
は
時
空
を
超
え
て
や

て
き
た
存
在
で
あ
り

平
行
世
界
和
人

の

無

銘

の

と
し
て
動
い
て
い
た
経
歴
が
あ
る

 
時
空
を
超
え
る
デ

タ
が
あ
る
と
い
う
事
は
ヴ

ベ
ル
に
教
え
を

え
ば
和
人
も
同
じ
事
が

可
能
で
あ
る

Ｏ
Ｓ
Ｓ
ワ

プ
を
見
な
が
ら



 救済 〜救われた人〜

 

キ
リ
ト
が
見

え
て
い
る
も
の
が
分
か
ら
な
い
ユ
ウ
キ
の
眼
が

る

る
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焦
慮
 

主
観
／
客
観
の
付
加
価
値

  

点

木

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ク
ロ
は

天
使
の
指
輪

を
交
換
せ
ず

フ
レ
ン
ド
登
録
だ
け
し
て
立
ち
去

た

 
仕
方
な
い
の
で
キ
リ
ト
と
指
輪
を
交
換
す
る
事
に
な
る

こ
れ
が

初
の
目
的
だ

た
か

ら
思
わ
ぬ
再
会
に
掻
き
乱
さ
れ
た
と

え
な
く
も
な
い
が

か
し
い

間
が
救
わ
れ
る

間

に
立
ち
会
え
た
の
は
良
か

た
と

直
に

え
る

さ
て

じ

あ
キ
リ
ト

指
輪
ち

だ
い



 焦慮 〜主観／客観の付加価値〜

ん
 
ボ
ク
が

て

手
を
手
の

を
上
に
し
て
差
し
出
す
と
同
時
に
ト
レ

ド
ウ

ン
ド
ウ

が
表
示
さ
れ
た

 
ち
が
う
そ
う
じ

な
い

い
や
ア
イ
テ
ム

の

け

し
と
し
て
こ
れ
以
上
無
く
正

な
手

だ
け
ど
求
め
て
い
る
の
は
そ
れ
じ

な
い

ん
 
不

を

線
に

め
て
見

め
る
と

小

を

ら
れ
た

 
本
気
で
分
か
ら
な
い
の
か
と

け
て
い
る
だ
け
な
の
か

を
見
て
取
れ
な
い
事
か
ら
多

分
本
気
だ
知
識
と
し
て
知

て
い
て
も
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
と
ま
で
判
断
出
来
て
い
な
い
の

だ
ろ
う

十
二

の
子

に
情
緒
を
求
め
る
の
は
ま
だ

だ

た
か

 

生
殺
し
と
い
う
や
つ

う
ん

キ
リ
ト

て

そ
う
い
う
と
こ
あ
る
よ
ね

 
た
め
息
を

い
て

そ
の
あ
と
苦

 
ト
レ

ド
ウ

ン
ド
ウ
に
自
分
が
手
に
入
れ
た

天
使
の
指
輪

を

し

ボ
タ
ン
を

タ

プ

い
の
指
輪
が
交
換
さ
れ
た

一

月
に
一

だ
け
し
か
メ

セ

ジ
を
送
れ
な
い
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正
直
あ
ま
り
意
味
の
無
い
指
輪
だ
が

交
換
し
合

た

と
い
う
事
実
が
重
要
だ

 
ス
ト
レ

ジ
に
入

た
キ
リ
ト
の
指
輪
を
ド
ラ

グ
し

備

の
内

手
の
指
輪

に
入

れ

む

 

め
る
指
は

個
人
的
に
は

指
を
望
む
と
こ
ろ
だ
が

 
流

に
そ
れ
は

が
過
ぎ
る
の
で
中
指
に
し
て
お
く

こ
れ
が
一
番
波
風
を
立
て
な
い
対

法
だ

 
そ
こ
で
指
輪
を

め
る
こ
ち
ら
を
じ

と
見
て
い
た
キ
リ
ト
が
ボ
ク
と
合
わ
せ
る
つ
も
り

な
の
か

手
中
指
に
同
じ
指
輪
を

め
た

そ
し
て
ボ
ク
を
見
上

て
く
る

キ
リ
ト

ホ
ン
ト
そ
う
い
う
と
こ
だ
よ

え
 
合
わ
せ
た
の
に
な
ん
で

と

か
れ
る

 
空
気
を
呼
ん
で
く
れ
る
の
は
良
い
け
ど

期

さ
せ
ら
れ
る
か
ら

て
し
ま
う

 

ま

指
に

め
て

と
直

わ
な
い
自
分
が
悪
い
の
だ
け
ど

え
ば
よ
か

た

な

な
ん
て
今
更
な
が
ら
に
小
さ
な
後
悔
が
生
ま
れ
た

 
 



 焦慮 〜主観／客観の付加価値〜

え

 
木

ち

ん

て
ば
和
人
君
と
二
人
で
ク
エ
ス
ト
に
行

て
た
の

 
ズ
ル

い 

日

 
更
識
家
か
ら
出
る
送

者
で
生
還
者
学

に
登

し

前
中
の

業
を
終
え

食
を
摂
る

に
カ
フ

テ
リ
ア
に

み
の

ぶ
れ
が
集
ま

た
時

日
は

を
し
て
い
た
か
と
い
う

話

が
出
た

 
別
に
ボ
ク
を
つ
る
し
上

よ
う
と
か
そ
う
い
う
目
的
で
な

た

で
は
な
い

日
は
ヴ

フ
ス
達
を

れ
キ
リ
カ
や
ユ
イ
ア
ス
ナ
達
も
そ
れ
ぞ
れ
別
行
動
し
て
お
り
そ
れ
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
思

た
面
子
が
自
然
と
話

に

た
だ
け
で
あ
る

 
そ
こ
で
ボ
ク
が

を
し
て
い
た
か

の
話
に
な
り

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
空

に
向
か

た
時
ち

う
ど

て
来
た
リ

フ

や
姉
・
ラ
ン

に
見
つ
か
り
キ
リ
ト
と
二
人
で
ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
た
事
が
バ
レ
て
し
ま
い
七
色
が
文

を

て
き
た
の
で
あ
る

 
オ
レ
ン
ジ
ジ

ス
の
ス
ト
ロ

か
ら

を
離
し
大
声
で
そ
う

う
天
才
と

わ
れ
る
少
女

の

い
様
に

ボ
ク
は
苦

を
禁
じ
え
な
か

た



 尊ぶべき日常世界

ズ
ル
い

て

わ
れ
て
も
な

誘
い
を
掛
け
て
な
か

た
の
に
責
め
ら
れ
て
も

る
よ

 
そ
り

あ
和
人
が

き
な
面
子
か
ら
す
れ
ば
出
し

か
れ
た
と
か
思
う
の
は

然
だ
と
思

う

し
か
し
彼
と
二
人
で
ク
エ
ス
ト
に
行
く
事
に
な

た
の
も

を
正
せ
ば
偶
然

を
合
わ
せ

た
か
ら
だ

示
し
合
わ
せ
た

で
は
な
い

 
彼
が
新

ア
カ
ウ
ン
ト
を
作

て
か
ら

数
日
が
経

て
お
り
未
だ

に
行

て
こ
そ
い

な
い
が

に
彼
は
キ
リ
カ
か
ら
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
の
二
人
の
使
い
魔
契
約
を

さ
れ
て
い

る
し

間
メ
ン
バ

と
の
フ
レ
ン
ド
登
録
も
済
ま
せ
て
い
る

ズ
ル
い
と
思
う
く
ら
い
な
ら

い

そ
自
分
か
ら
行
動
し
て
お
け
ば
良
か

た
の
で
は
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
だ

た

彼
女
は

事
が
出
来
た
か
ら

と

の
約
束
を
破
る
よ
う
仕
向
け
た

で
も
な
い

 
む
し
ろ
自
分
の
事
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
行
動
を
し
た
ぞ
と
ラ
イ
バ
ル
達
に

を

れ
る
く

ら
い
だ

後
ろ
め
た
い
事
は

も
な
い

ま

実

そ
う
よ
ね

和
人
な
ら
よ

ど
の
事
情
が
無
い
限
り
誘
い
を
断
る
と
は
思
え
な

い
し

 
眼

を
掛
け
た
黒
髪
の
少
女
・

が
そ
う
同
意
し
た
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彼
女
も
ま
た
ボ
ク
と
同
じ
想
い
の
持
ち
主

キ

カ
ケ
理
由
方
向
性
こ
そ
差
異
は
あ
れ
ど

ね
同
じ
立
場
な
の
で
あ
れ
ば

真

に
行
動
し
た
事
を
責
め
よ
う
と
は
思
わ
な
い

だ

 

ま
し
い
く
ら
い
は
思

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

一
人
で

そ
う
に
し
て
い
る
彼
に
会
え

た

と
い
う

運
に
対
し
て

あ
は
は

そ
れ
で
木

さ
ん
と
和
人
く
ん
は
ど
ん
な
ク
エ
ス
ト
に

ん
で
い
た
ん
で

す
天
使
の
指
輪

て
い
う
ク
エ
ス
ト
だ
よ

天
使
の

 
そ
れ

て
ま
さ
か

指
輪
を
交
換
し
合

た
人
と
だ
け
メ

セ

ジ
を
交

わ
せ
る

て
い
う

ア
レ
の
事
で
す
か

 
ダ
ガ

使
い
の
シ
リ
カ
こ
と

子
が
小

を

る

知

て
る
ん
だ

知

て
る
も

も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
も
あ

た
ク
エ
で
す
よ
そ
れ

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
も
あ

た
ん
で
す

ね 
あ
た
し
も
や

た
事
あ
り
ま
し
た
と

か
し
む
よ
う
に
虚
空
を
見
上

る

子

そ
の

で

マ
ス
タ

ス
ミ
ス
の
片
手

使
い
リ
ズ
ベ

ト
こ
と

が

あ

た
ね

と

く
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そ
こ
ま
で
高

て

じ

な
か

た
か
ら
非
戦
闘
系
の
あ
た
し
で
も
攻
略
出
来
た
ク
エ

だ
わ

道
中
に
い
た
で

か
い
兎
が
ま
た
可
愛
い
見
た
目
で
さ

も
う
攻
撃
し

い

た
ら
あ

り

し
な
い

で
し
た
ね

兎

 
え

オ
オ
カ
ミ
じ

な
い
の

は

 
オ
オ
カ
ミ
型
の
Ｍ
ｏ
ｂ
な
ん
て
出
て
来
な
か

た
わ
よ

 
最
後
の
方
に
天
使
を

え
た
で

か
い
ゴ

レ
ム
は
出
て
き
た
け
ど

へ

じ

あ

そ
こ
が
変
更
点
だ

た
ん
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
攻
略
経
験
が
あ

た
ら
し
い

子

に
よ
れ
ば
ど
う
や
ら
ク
ロ
と
共
闘

し
た
オ
オ
カ
ミ
型
の
ボ
ス
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
実

す
る
に
あ
た

て
変
更
さ
れ
た
点
だ

た
ら
し

い

ま
あ
魔
法
弾
の
存
在
を

え
れ
ば
あ
る
意
味

然
で
は
あ
る

モ
ン
ス
タ

と
は

え
可

愛
ら
し
い

の
兎
を

す
る
の
も
天
使
的
に
ど
う
な
ん
だ
と
い
う
話
が
あ

た
の
か
も
し
れ

な
い

 
キ
リ
ト
は
特
に

も

わ
な
か

た
の
で
彼
は
し
た
事
が
無
か

た
ク
エ
ス
ト
な
の
だ
ろ
う

 
攻
略
ボ
ス
情
報

得
ク
エ
ス
ト
に
も

ら

無
さ
そ
う
な
上
に
シ
リ
カ
達
が
攻
略
で
き
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る

だ

た
事
を

え
れ
ば
彼
が
ビ

タ

と
し
て

ロ
攻
略
を
し
て
い
た
全

期

殺
隊
の
結
成
前
後
と

え
れ
ば
し
て
い
な
い
の
も

け
る

そ
の

だ
と

月
夜
の
黒
猫

の
事
で
キ
リ
ト
も
サ
チ
を
加
え
た
ボ
ク
と
ラ
ン
も
ピ
リ
ピ
リ
し
て
イ
ベ
ン
ト
ク
エ
ス
ト
ど
こ
ろ
で

は
な
か

た
か
ら

ボ
ク
達
が
経
験
し
て
な
い
と
い
う
の
も

然
だ

た

む

や

り
木

ち

ん
達
は
強

ね

あ
の
話

け
よ
う
か
し
ら

 
ズ
ズ
と
紙
パ

ク
の

に
残

て
い
た
ジ

ス
を

い
上

切

た
七
色
が
悩
む
表
情

で
小
さ
く
そ
う

ら
す

騒
に

ま
れ
て
い
る
カ
フ

テ
リ
ア
内
で
も
同
じ
テ

ブ
ル
に

い

て
い
れ
ば
あ
る
程

は

こ
え
る

七
色
あ
の
話

て

の
事

 
ま
さ
か
和
人
も
う
別
の
契
約
で
動
い
て
る
と
か

 
事
変
の
事
ヴ

フ
ス
の
事
そ
し
て
最
近

き
た
女
権

事
件
で
体
を

使
し
た
彼

は
し
ば
ら
く
は

を

し
て
い
る

し
か
し
彼
の

う
事

特
に

は
あ

ま
り
信

出
来
な
い

め
る
時
間
を
作

て
お
き
そ
れ
以
外
は
裏
で
動
く
と
か
は
ザ
ラ
な
の

が
彼
だ

極
論

死
な
な
け
れ
ば
安
い

と
い
う

え
で
動
い
て
い
る
節
す
ら
あ
る

 
七
色
は

者
と
し
て
の
立
場
こ
そ

奪
さ
れ
て
い
る
が
あ
れ
だ
け
の
問

を

こ
し
て
い

な
が
ら
損

償
だ
と
か
裁
判

に
な

て
い
な
い

り
和
人
と
同
様
に

と
取
引
を
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し
て
い
る
可
能
性
は
高
い

 
名
声
や

判
こ
そ
失

は
し
た
が
ア
イ
ド
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
た
彼
女
の
パ
フ

マ
ン

ス
力
や

学
者
と
し
て
の

行
動
力
発
想
力
は

れ
も
本
物
で
あ
る

手
探
り
状

の

方
面
で
活
動
し
て
い
た
事
も
あ
り
そ
の
能
力
を

ら
せ
る

ど
日
本
に
も

力
が
無
い
事
は
和

人
の
話
か
ら
判
明
し
て
い
る

二

の
気

か
ら

え
て
い
ま
仮
想
世
界
で
の
活
動
に

呼
ば
れ
や
す
い
人
物
の
一
人
は
七
色
と

て
い
い
だ
ろ
う

 
だ
か
ら

わ

て
い
る
の
か
と
思

た
が

え

 

う

ん

多
分
違
う
と
思
う
わ

 
ボ
ク
の

問
に
一

キ

ト
ン
と
し
た
彼
女
は

定
を
返
し
て
来
た

た
だ
自
信
が
無
い
の

か

を

り
な
が
ら
の
返
事
だ

 
ま
あ

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
る

彼
も

し
事
が
多
い
人
だ
か
ら
七
色
が
知
ら
な
い
だ
け

で
実

動
い
て
い
る
可
能
性
も
捨
て
切
れ
な
い

 

こ
う

え
る
と

疑

て
ば
か
り
で
イ

に
な
る

 

が
悲
し
く
て

き
な
人
を
疑

て
掛
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
か

じ

あ

あ
の
話

て
い
う
の
は

な
の
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え

と
ね
和
人
君
が
登

し
て
き
た
初
日
に
ね
あ
た
し
は
彼
と
一
緒
に
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
コ

ス

て
い
う
の
を

ん
で
た
の

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

て
い
う
の
は
機

工
学
電

気
工
学

電
子
工
学

情
報
工
学
と
か
を
複

に

合
さ
せ
た
技
術
分

の
事
で

技
術
は

こ
こ
に
分

さ
れ
る
の
ね

あ
た
し
と
和
人
君
は

技
術
と
か

ハ

ド
の
事
と
か

そ
れ
ら

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て

今
後
に

立
て
よ
う
と
話
し
合

て
た
の

 
そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
た
な
と

月

ど
前
の
事
な
の
に
遠
い

の
よ
う
に
思

え
る
記

を
想

す
る

だ
か
ら
こ
そ

和
人
が

合
の
人
工

学
園

に
隔
離

さ
れ
た
事
を
心

し
ん
だ
と
い
う
の
も
知

て
い
る

で
今
は
そ
の
和
人
君
が
隔
離
さ
れ
て
る

一
応
フ
ル
ダ
イ
ブ
も

し
た

信
教
育
で

は
し
て
る

い
け
ど

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

の
作
業
は

ば

結
も
同
然

彼
も

な
き

実
験
が
出
来
な
い
か
ら
ね

あ

そ
れ
は
そ
う
だ
よ
ね

七
色
ち

ん
と
和
人
君
の
た

た
二
人
の
コ

ス
だ

た

だ
し

 

ト
ボ
ト
ル
の
紅

を

ん
で
い
た
明
日
奈
が
合
い
の
手
を
入
れ
た

 
そ
し
て

あ
れ

 
と

を

る
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で
も
七
色
ち

ん

て

ま
だ
同
じ
コ

ス
だ
よ
ね

 
一
人
だ
と
流

に
認
め
ら
れ
な
い

ん
じう

ん

認
め
ら
れ
な
い
か
ら
他
の
コ

ス
に

る
よ
う
勧
め
ら
れ
て
る
ん
だ
け
ど

そ
こ

で
学

の

上

の
方
か
ら
話
が
来
て
る
の
よ

あ
た
し
も

あ

ち

に
行
か
な
い
か

て

上

と
い
う
の
が

恐
ら
く
は

を
指
し

あ

ち

と
は

わ
ず
も
が
な

の

学
園
で
あ
る
事
は

す
ぐ
に
理
解
出
来
た

 
気
に
な
る
の
は

故
彼
女
に
そ
ん
な
話
が
舞
い

ん
で
き
た
か

メ
カ
ト
ロ
コ

ス
の
成
果
を
期

し
て
る

と
か

さ

 
あ
た
し
も

し
い
事
は
知
ら
な
い
の
よ

 
無
い
だ
ろ
う
な

と
思
い
な
が
ら
浮
か
ん
だ
事
を

う

七
色
は
お
手
上

だ
と

手
を
上

を
横
に
振

た

ど
う
や
ら
本

に

も
知
ら
な
い
ら
し
い

 

と
思
い
浮
か
ぶ
事
と
し
て
は
さ

き
自
分
が

た
事

仮
想
世
界
技
術
に

の
深
い
二
人
が
作
り
出
す
も
の
に
期

を
掛
け
て
い
る
事
で
一
つ

あ
と
は
和
人
と
七
色
の
二

人
を

え
る
事
に
ま
た
別
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
事
で
二
つ

学
園
に

か
が
あ
り

そ

れ
に
七
色
も
必
要
で
あ
る
事
で
三
つ
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お
そ
ら
く

三
つ
目

 
メ
カ
ト
ロ
コ

ス
の
成
果
は
多
分
表
向
き
の
理
由
と
し
て
し
か
使
わ
れ
な
い
だ
ろ
う

七
色
は

に
義
務
教
育
レ
ベ
ル
の
学
業
を
修
了
し
て
い
る
か
ら
極

に

て
し
ま
え
ば
登

す
る
必

要
性
す
ら
な
い

日
本
の
現
状
を

み
れ
ば

技
術
の
安
定
化
を

る
べ
く
す
ぐ
に
で
も

と
し
て
活
動
さ
せ
る
方
が

そ
の
た
め
に

人
に
触
れ
ら
れ
な
い
学
園
に
隔
離
す
る
と
い

う
の
は

存
外
悪
い
話
で
は
無
い

 

論

未
成
年
者
と
か

事
変

で
の
経

を

え
れ
ば

あ
る
程

の
バ

シ
ン
グ
は
あ

る
だ
ろ
う

 
し
か
し

学
園
が

し
て
い
る
時
点
で

が

与
し
て
い
る
の
は
明
白
だ
か
ら

七
色

個
人
の
人
間
性
は
そ
こ
ま
で
重
要

さ
れ
な
い

が
高
い

 

ま

そ
れ
は
い
い
ん
だ

 
そ
う

そ
れ
は
い
い

今
の
話

に

い
て
そ
の

の
事
情
は
然
し
て
問

で
は
無
い

 
問

は

そ
れ

七
色
が
あ

ち
に
行

た
ら

和
人
と
二
人
で
過
ご
す

て
い
う
事

生
活

は
流

に
別
だ
と
思
う
け
ど

メ
カ
ト
ロ
コ

ス
の
成
果
は

業

に
な

て
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る

だ
し

は
合
わ
せ
る
と
思
う
わ

あ

ち
な
ら
機

や

も

そ
う
だ
し
こ

ち
に

る
よ
り
色

と
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ

出
来
そ
う
な
の
も
魅
力
だ
と
思
う

 
危
機
感
を

ら
せ
な
が
ら
問
う
と

ば
以
上
色
気
の

い

え
が
返

て
来
た

 
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が

者
気

な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
う

同
時
に
和
人
と
気
が
合
い
そ

う
だ
と
も

彼
も
な
ん
だ
か
ん
だ
デ

タ
取
り
や
ら
実
験
や
ら

証
や
ら

者
気

な

面

が
あ

た

 
リ

フ

や
ボ
ク
達
は
心
情
面
か
ら
彼
に
近
付
い
て
い
た

だ
が
彼
女
は
仕
事
や
性
格
の
気

面
か
ら
彼
に
近
付
い
て
い
る

だ

 

中

の
強

だ

彼
女
は

 
話
し
方
か
ら

す
る
に
彼
女
は
そ
の
話
を

け
る
気
で
い
る
の
だ
ろ
う

と
い
う
か
メ
カ
ト

ロ
コ

ス
は

業

に

ま
れ
る
の
で
コ

ス
を
変
更
す
る
気
が
無
い
の
な
ら
必
然
的
に

け
ざ
る
を
得
な
い

そ
し
て

は
七
色
に

技
術

の

に

わ

て
欲
し
い
と

え
て
い
る

メ
カ
ト
ロ
コ

ス
は

そ
の
プ
レ
テ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の

 

そ
れ

そ
も
そ
も

け
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
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そ
う
思
い
至

た
の
も
束
の
間

 

か
を

し
た
か

七
色
が
ボ
ク
を
見
て

発
的
に

ん
だ

 

す
る

 
こ
の
少
女
は
全
部
分
か

た
上
で
話
を
し
て
き
た

二
人
で
ク
エ
ス
ト
に

ん
だ
事
へ
の
不

み
は
本
物
だ
ろ
う

そ
の
仕
返
し
の
よ
う
な
形
で
こ
の
話
を
明
か
し
て
き
た
の
だ

 

気
に
入
ら
な
い

 
彼
女
に
悪
気
が
無
か

た
事
も

性
根
が
悪
く
な
い
事
も

理
解
し
て
い
る

 
そ
の
立
場
に
在
る
事
も

 
物
理
的
に
彼
に
近
付
け
る
の
も

 
す
べ
て
彼
女
が
努
力
し

み
上

た
彼
女
の

に

因
し
て
い
る

だ
か
ら
メ
カ
ト
ロ

コ

ス
の
成
果
を

あ
る
い
は
学
園
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か

へ
の
一

と
し
て
期

さ
れ

学
園
に

る
話
が
舞
い

ん
で
い
る

 
ボ
ク
に
そ
れ
が
無
い
の
は
そ
れ
だ
け
ボ
ク
自
身
に
彼
に
見
合
う
だ
け
の
価
値
が
無
い
か

ら
だ

 
ボ
ク
だ
け
じ

な
い

直
葉
も

子
も

や
明
日
奈
達
だ

て
み
ん
な
一
緒

デ
ス
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ゲ

ム
を
共
に
戦
い

い
た
間

そ
れ
は
確
か
に
強

な

を
繋
ぐ
も
の
だ
け
ど

世
間
か

ら
す
れ
ば

性

の
一

で

め
ら
れ
る
だ
け
の
も
の

そ
れ
そ
の
も
の
に
付
加
価
値
は

無
く
て

価
の
対

外

 

と
し
て

和
人
は
そ
の
実
力
と
精
神
性
を

価
さ
れ

隔
離
さ
れ
た

 
有
能
と
し
て

七
色
は
そ
の

と

心
を

価
さ
れ

話
を
持
ち

ま
れ
た

 

分
か

て
る

こ
れ
が

し
い
気
持
ち
だ

て
事
も

 
た
だ

そ
れ
で
も

 
ボ
ク
は

七
色
の
事
が

ま
し
く
て

気
に
入
ら
な
か

た

  
一
番
気
に
入
ら
な
い
の
は

そ
う
や

て

り

け
る
自
分
自
身
だ

た
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・
紺

木

 
自
分
の

価
値力

の
無
さ
に
絶
望
気
味
の
ヒ
ロ
イ
ン

 

し
は
あ
る
け
ど
和
人
や
七
色
の
よ
う
な
世
間
に

価
さ
れ
る
能
力
と
い
う
も
の

は
な
く

一

人
か
ら
す
れ
ば

デ
ス
ゲ

ム
生
還
者
な
現

女
子
高
生

和
人
の

に
い
る

に
は
同

の
価
値力

が
必
要
と

え
て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は
レ
ベ
ル
や
実
力

覚
悟
が
求
め
ら
れ
た

 
現
実
に

い
て
は
客
観
的
な

価
・
価
値
が
求
め
ら
れ
る

そ
う
と
分
か

て
は
い
る
が
良

く
も
悪
く
も

一

人

な
の
で
動
こ
う
に
動
け
な
い

 

和
人
は
一

人
と
い
う

を
こ
そ
望
ん
で
い
る

に

わ

て
欲
し

い
と
思

て
い
る
な
ら
束
に
頼
ん
で

に
専

機
の

練
を
付
け
て
い
る
だ
ろ
う

 
現
実
と
は
ま
ま
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る

  
・

七
色

 
和
人
と
セ

ト

い
さ
れ
始
め
た
天
才
少
女

 
和
人
が
抑
止
力
に
な
る
ト
ラ
ブ
ル
メ

カ

い
か
あ
る
い
は
和
人
の
成
⻑

進

い
さ
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れ
て
い
る
の
か
は
未
だ
不
明

多
分
ど

ち
も
か
な

ヒ
ド
い

 
メ
カ
ト
ロ
コ

ス
の
成
果
の

か

学
園
へ
の

動
の
話
が
出
て
い
る

 
実

義
務
教
育

程
レ
ベ
ル
の

学
は
修
了
し
て
い
る
の
で
法
律
的
に
も
問

無
か

た
り

す
る

動
か
せ
る

を
遊
ば
せ
て
い
る

は
日
本
に
は
無
い
の
だ

無

悲

  
・

二

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

け
る
日
本

の

 

上
自
衛
隊
二

同
時
に

の
行
く

を
見
守
る

務

仮
想

の

⻑

仮

想
世
界
の
事
は

と
あ
る
目
的

の
た
め
に
つ
ぶ
さ
に
監

し
て
い
る

 
和
人
と
七
色

者
の
衝
突
で
の
変
化
を
見
届
け
よ
う
と
し
た
男
の
手

に
二
人
が

た

今

動
か
さ
な
い
手
は
無
い

 

そ
う
い
え
ば

事
変

に
和
人
が
使

て
る

験
機
が
あ
り
ま
し
た
ネ

 
和
人
は

情
報
を
特
定
さ
れ
る
チ

カ

を

い
て
お
り

学
園
か
ら
動
け
な
い

六
本
木
に
は
行
け
な
い

 
学
園
に
あ
る
地
下
は
一

人
は
お
ろ
か
在

生
に
も

存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
い
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あ
と
は

分
か
る
ネ

  
こ
れ
で
一
先
ず

ガ

ル
ズ
・
オ
プ
ス

編
は
終
了
か
な

全
然
ガ

ル
ズ
出
て
来
て
な

い
上
に
原

よ
り
暗
い

 
ル
ク
ス

ク
ロ
の
過
去
を

写
し
よ
う
と
し
た
ら
ロ

サ
生
還
し
て
る
か
ら
深
め
よ
う
が
な
い

と

な

た
の
で

ゲ
ス
ト
出
演
的
に
登

と
な

た

第
で
ご
ざ
い
ま
す

 
ル
ク
ス
フ

ン
の
方

ご
め
ん
な
さ
い

 
わ
た
し
も
つ
ら
い

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 尊ぶべき日常世界

 
ネ

ト
の
反
応
 

幕
間
の
裏
話

  
い
つ
も
の

 
前
の
ア
ン
ケ

ト
で
ル

ト

ち
し
て
た
の
で
そ
の
間
に
書
き
上

た
お
話
で
す

 
大
し
て
重
要
で
は
な
い

は
ず

 
で
は
ど
う
ぞ

 
英
雄

覇
王
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

生

其
の
１
０
８

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
こ
は
主
に

解
放
の
英
雄

に
つ
い
て
語
る

ス
レ
で
す



 ネットの反応 〜幕間の裏話〜

解
放
の
英
雄

個
人
の

ア
ン
チ
勢
の
方
は

ジ
バ

ク
推

解
放
の
英
雄
に

す
る
ち

と
し
た

か
ら
ガ
チ
め
の
話
ま
で
リ
ア
ル
と
バ

チ

ル

問
わ
ず

一

り
上
が
り
た
い
人
だ
け
先
に
進
ん
で
下
さ
い

し
て
い
る
な
ら
過
去
話
も
可

で
す

 

ス
レ
は

８
０
が
立
て
て
下
さ
い

 
前
ス
レ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
放

ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｅ
ｉ
ｙ
ｕ

ｕ
ｒ
ｏ

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
中
ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
ａ
ｏ
ｈ
ｏ
ｕ
ｅ
ｉ

 
ホ
ロ
ウ
戦
ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
存
亡
を

け
た
戦
い

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ

 
対
女
権

生
身

撃

編
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ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｖ
ｓ
ｉ
ｓ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ス
レ
立
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

    

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ス
レ
立
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 ネットの反応 〜幕間の裏話〜

 
い
や

事
変
前
後
か
ら

い
て
る
解
放
の
英
雄
ス
レ
も
い
よ
い
よ
因
縁
の
１
０
８
ス
レ

目
か

 
感

深
い
な

白
目

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
イ

ホ
ン
ト
ダ
ナ

 

番
目
に
ま
た
来
た
り
し
な
い
よ
ネ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
流

に
無
い
だ
ろ
う

残

思
念
は
英
雄
が

収

化
し
て

殺
し
た
ん
だ
か
ら

 

無
い
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
キ
リ
カ
が

る
か
ら
絶
対
は
あ
り
得
な
い
と
思
う
け
ど

 



 尊ぶべき日常世界

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
や
め
て
く
れ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ

い
や

た
ね

同
一
存
在
の

君

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
生
身
の
人
間
の
大

を
ス
キ

ン
し
て
そ
の
精
神
構

記

論
理

理
観
念
と
い
う

お
よ
そ
人
を
構
成
す
る
あ
ら

る
要

を

完

に
コ
ピ

し
て
作
り
上

ら
れ
た

か

 
結

そ
れ
ら
は

キ
リ
カ

と

ホ
ロ
ウ

で
分
か
れ
て

そ
の
う
ち
後
者
は
消
滅
し
た

だ

け
ど
現
実
問

と
し
て
今
の
キ
リ
カ
か
ら
ホ
ロ
ウ
に
変

す
る
可
能
性
も
無
く
は
無
い
の
よ
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
こ
ん
と
こ
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
な
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ホ
ロ
ウ
戦

時
の
英
雄
の

ぶ
り
か
ら
す
る
に

キ
リ
カ
と
ホ
ロ
ウ
が
分
か
れ
た
原
因

て

カ

デ

ナ
ル
と
の
契
約
が
遠
因

で
そ
れ
が
キ

カ
ケ
で
ホ
ロ
ウ
は
リ

フ

と
の
和
解
と

絶

更
に

の

間
達

絶
剣
ち

ん

と
も

離
を

い
た

 
今
の
英
雄
と
キ
リ
カ
が
善
性
を
保

て
る
理
由
が
そ
の

間
達
な
ん
だ
し
そ
れ
が
無
い

か
ら
ホ
ロ
ウ
は
あ
あ
な

た

で

 
キ
リ
カ
が
変

す
る
と
い
う
事
は
つ
ま
り
英
雄
も
獣
と
し
て
覚
醒
す
る
と
い
う
事
に
な
る
の

で
は

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
こ
は
女
権
戦
ス
レ
で

に
結
論
が
出
て
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
だ
な

本
人
も
明

し
て
る
し
今
更
論
議
す
る
程
の
事
で
も
な
い

知
ら
な
か

た
り
興
味

が
あ
る
人
は
過
去
ス
レ
を

る
と
い
い

 



 尊ぶべき日常世界

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
色

と
事
件
の

に

生
ス
レ
が
生
ま
れ
て
る
の
に
こ
こ
の
勢
い
は

え
る
ど
こ
ろ
か
む
し

ろ
加
速
し
て
る

り

英
雄
の
フ

ン
が
ど
れ
だ
け
多
い
か

て
い
う
証

な
気
が
す
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
極

に
だ
け
ど
外
国
語
の
書
き

み
も
あ
る
し
偶
に
変
な
日
本
語
で
打
た
れ
た
コ
メ
ン
ト
も

見
さ
れ
る
か
ら

十
中
八
九
外
国
の
人
も
見
て
る
だ
ろ
う
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

未
だ
に

索
ワ

ド
ラ
ン
キ
ン
グ

を

持
し
て
ま
す
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

   



 ネットの反応 〜幕間の裏話〜

 
そ
ら
そ
う
よ

 
だ

て
ア
レ
だ
ぞ

道

あ
り
き
と
は

え
生
身
で

撃

だ
ぞ

使
え
な
い
男
ザ
マ

ｗ
ｗ
ｗ

て

て
た
女
共
全

の

を
あ
か
す
大
事
件
だ
ぞ

 
世
界
的
に

目
し
な
い
方
が
あ
り
得
な
い
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

未
だ
に
動

見
返
し
て
る
け
ど
い

そ
ス
カ

と
す
る
く
ら
い

殺
し
て

て
る

よ
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ミ

な
の
は

零

白
夜

を
使

て
い
な
が
ら

え
て

を
全
損
さ
せ
て
い
な
い

と
い

う
点
に
あ
る

 
シ

ル
ド
バ
リ
ア
や
絶
対

が
発
生
し
な
い
ラ
イ
ン

つ
的
確
に

の

動
を
抑
え
ら

れ
る
弱
点
を
見
極
め

そ
こ
だ
け
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
斬
り
裂
い
た
ん
だ

 
流

は
英
雄

達
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

魔
法
破
壊

ス

ル
ブ
ラ
ス
ト

を
や

て
ね
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

ニ

ベ
ル
ハ
イ
ム
で

三
刃
騎
士

と
の
正
面
衝
突
の
緒
戦
に

し
た
ア
レ
か

 
ア
レ
な
ん
か
す

ご
い

し
い

て

い
た
ん
だ
け
ど
Ａ
Ｌ
Ｏ
や

て
ね

オ
レ
に
は
よ
く

分
か
ら
な
い
ん
だ
わ

分
か
る
人

か
現
実
に
あ
る

え
で
教
え
て
く
れ
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

に
過
去
ス
レ
に
あ
る
事
な
ん
だ
が

ま

定
期
的
に
初
見
勢
来
る

だ
し
仕
方
な
い

教
え
て
進

よ
う

 

魔
法
破
壊

み
を
ス

ル
ブ
ラ
ス
ト
と

う
そ
れ
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
実

さ
れ
て
い
る
魔

法
属
性

れ
か
を

た
剣

で
魔
法
の
攻
撃
判
定
を
ぶ

た
斬
り
攻
撃
を

殺
す
る
事
で

無
力
化
す
る
と
い
う
超
絶
技

の
事
だ

 
英
雄
保
護
者
勢

く
理
論
上

に
で
も
出
来
る
が

高
過
ぎ
て
キ
リ
ト
に
し
か
出
来
な

い
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

だ
そ
う
だ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

 
な
ん
だ
そ
れ

グ
リ

チ
か
バ
グ
技
か

か
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

と
一

に
は

う
が
色

と
種

が
あ

て
な

 

の
タ
ゲ
を
取
る

の
ヘ
イ
ト
上

で

ん
だ
り
す
る
が
実
は
ア
レ
も
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

だ

た
り
す
る

運

も
そ
れ
を
前

に
ゲ

ム
を
組
ん
で
る
ん
で
違
反
技
と
か
で
は
な
い

グ

リ

チ
と
か
で
も

然
な
い

 
つ

か
英
雄
は

存
の
シ
ス
テ
ム
ル

ル
で
出
来
た
隙
間
に
技
術
を

ん
で
新
し
い
技
術
を

作
り
上

て
る

て
い
う
タ
イ
プ
だ
か
ら
修
正
の
し
よ
う
が
な
い

 
だ

て
英
雄
が
参

に
し
て
る
シ
ス
テ
ム

正
常
な
ん
だ
も
の

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

て

英
雄
保
護
者
勢
か
ら
は

ポ
ン
コ
ツ
自
律
シ
ス
テ
ム

と
か
称
さ
れ
て
る
く
ら
い
バ
グ
が
多
か

た
ら
し
い
け
ど
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

そ
れ
は

郷

之
に
よ
る
外
部
か
ら
の

触
で
タ
ブ
が
増
え
た
影

ら
し
い
し

 
あ
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

全

の
負
の
感
情
で
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
ユ
イ
さ
ん
達
が
バ
グ

て
た
の
も

あ
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の
バ
グ
や
ら

や
ら
を
一
発
で
決
壊
さ
せ
た
の
が
キ
リ
ト
対
ア
キ
ト
と
か
い
う
ザ
・
骨
肉

の
争
い
と
い
う
業
の
深
さ
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
権
化
の
カ

デ

ナ
ル
ち

ん
が
遠
回
し
で
も
明

し
て
た

も
ん
ね
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
点
で
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
英
雄
は
一
人
で
作

て
た

て
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
う
し
て
見
る
と
英
雄
や

お
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
事
変
終
息
後
は

カ

デ

ナ
ル
か
ら

け
た
三
種
の

練
で
戦

た

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

と
そ
の
強
化
個
体
白
騎
士
と
一
対
一
し
て
勝

し
て
て
リ
ア
ル
で
も
体
鍛
え
れ
ば
ワ
ン

チ

ン

て
話
が
あ

た
よ
な

 
そ
れ
が
女
権
戦
を
経
て
よ
り
現
実
味
を

び
始
め
た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
話

が
ル

プ
し
て
る
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
は
し

な
い

だ

て
英
雄
保
護
者
勢
が

投
下
し
て
く
れ
な
い
ん
だ
も
の
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
じ

あ
英
雄

で
保
護
者
勢
の
話

い
こ
か

 
な
ん
か
あ
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
が
テ
イ
ム
し
た

人
の
白
黒
コ
ン
ビ
が
実
は
女
性
だ

た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
の
使
い
魔
の

人
コ
ン
ビ
が
そ
こ
ら
の
中
ボ
ス
を

殺
す
る
く
ら
い
強
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
の
使
い
魔
の

人
コ
ン
ビ
が
実
は

大

で
平
然
と

で
Ｍ
ｏ
ｂ
を

し

し
て
た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
攻
略
に
種

合
軍
や
ら

三
刃
騎
士

の
メ
ン

バ

が
取
り
掛
か

て
る
け
ど

バ
い
く
ら
い
最
終
ダ
ン
ジ

ン
の

高
く
て

ん
で
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
う

ん

や

目
新
し
い
の

て
い

た
ら

人
コ
ン
ビ
に
な
る
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
女
権
よ
り
前
の
出
来
事
だ
か
ら
出

く
し
て
る

な
の
に
ね

不
思
議
だ
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

ヴ

フ
ス
ち

ん
達
は
生
き
て
る
か
ら
ネ
タ
が
生
ま
れ
る
け
ど
女
権
は
そ
こ
で
終
わ

り
で
す
し

お
す
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

と
気
に
な

た
ん
だ
が

あ
の
女
権
達

て
結

ど

な

た
ん

 
お

の
間
に
ま
で
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殺
人
未

現
場
を
中
継
し
て
た
か
ら
と
ん
で
も
な
い
事
に
な

て
そ
う
な
ん
だ
け
ど

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

つ

に
裁
判

に
な

と
る
よ

 

収
と

共
電
波
ジ

ク
に
よ
る
損

償
で

金
背
負

て
一
家
離

更
に
務
め

て
た
会

も

ど

を
出
し
て
な
か

た
か
ら

て
地
方

共

体

を

し
て
国
か
ら
の

圧
力
掛
か

て

ね
倒

 
他
に
も
協
力
者
は

る

だ

て
あ
ぶ
り
出
し
中
だ

て
さ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
サ
ラ

と

て
み
よ
う
か

 
未
成
年
略
取

誘

監
禁

殺
人

恐

越
権
行

権

テ
ロ

止
法

金

助

幇
助

違
反

電
波
法
違
反

贈

力
業
務

動

放
火

器
物
損
壊

刀
法
違
反

武
器
集
合
罪

ア
ラ
ス
カ

約
違
反

 

ベ

な
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 

は
そ
れ
を
サ
ラ

と

ら
れ
る

に
ビ

ク
リ
す
る
よ

法
律

に
な
に

か

わ

て
る
ん
で
す

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

つ

に
ネ

ト
記
事
か
ら
転
載
し
た
だ
け
だ
が

 

に
そ
ん
な
高
い
知
能
あ

た
ら
苦
労
し
ね

よ

 
あ

て
も
こ
の
世
の
中
じ

苦
労
し

て
た
だ
ろ
う
け
ど
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
か
な
し
い
ね

バ

ニ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
話
を
変
え
よ
う
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実

ス
ヴ

ル
ト
の
攻
略

て
英
雄
は

り
出
さ
な
い
の
か
ね

 
本
人
の
気
分
と
い
う
よ

り
は
運

か
ら
の
依
頼
と
か
で

流

に
ず

と

し
た
ま
ま
と
い
う
の
も
マ
ズ
い
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
依
頼
と
か
出
さ
れ
た
ら
出
る
だ
ろ
う
け
ど

く
は
無
理
そ
う
じ

な
い
か

 
新
し
い
ア
カ
ウ
ン
ト
作

て

鍛
冶
妖
精
レ
プ
ラ
コ

ン
で
レ
ベ
リ
ン
グ
中
ら
し
い
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
銀
髪
金

の
シ

タ

 
ロ
リ

 
レ
プ
ラ
コ

ン
が
黒

く
め
の

を

て

絶
剣

ち

ん
と
空

で
歩
く

を
見
た
人
が

て
で
す
ね

 
ま
あ
私
な
ん
で
す
け
ど

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

し
く
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名
無
し
の
プ
レ
イ

  
さ
あ
キ
リ
キ
リ
話
せ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
前
ら

 

を

が
す
な

 

え

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
銀
髪
金

 
女
権
戦
の
動

だ
と
白
髪
金

で
す
よ
ね

な
の
に
銀

 
リ
ア
ル
の
写
真
使

て
な
い
の

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

そ
れ
は
多
分
レ
プ
ラ
コ

ン

の
特
色
だ
な

 
鍛
冶
妖
精

て

わ
れ
る
く
ら
い
な
せ
い
か
あ
の
種

の
髪
は
金
属
光

い
光
反

グ



 尊ぶべき日常世界

ラ
フ

ク
が
追
加
さ
れ
て
る
ん
だ

だ
か
ら
実

は
白
髪
で
も
光
の
反

に
よ

て
銀
髪
に

見
え
る
と
い
う

だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

へ

初
め
て
知

た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で

そ
の
銀
髪
金

シ

タ

子
英
雄
が
ど
う
し
た

て

 

  

情
報

者

 
え

と

書
き
そ
び
れ
た
ん
だ
け
ど

ア
レ
が

絶
剣

ち

ん
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

な
ん
か
記

に
あ
る
絶
剣
ち

ん
よ
り
大
人
び
て
た

背
高
か

た
１

ｃ
ｍ
く
ら
い

し

ス
タ
イ
ル
も
良
く
な

て
た
し

 
正
直

か
ら
見
て

親
子
か

て
思

た

 
声
も

ち

い
て
た
し

ア
レ
だ

シ
リ
ア
ス

さ
ん
だ

た
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
え

絶
剣

ち

ん
大
人
ｖ
ｅ
ｒ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

 
ガ
チ
の
お
ね
シ

タ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
１

て

１
ｃ
ｍ

か
れ
た
ん
で
す
け
ど

リ
ア
ル
も
ア
バ
タ

も

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

て

ア
バ
タ

が
育
つ

て
お
か
し
い
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 尊ぶべき日常世界

 
で
も

ユ
イ
さ
ん

て
い
う
前

が

る
し
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

メ
タ
モ
ル
・
ポ

シ

ン

て
い
う

ツ
だ

け

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
あ

た
ら
し
い

し
そ
の
コ
ピ

サ

バ

の
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
よ
な

ス
ヴ

ル
ト
の
デ

タ
や
シ
ス
テ
ム
も
大
部
分
が

だ

て
話
だ
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

生
還
者
学

で

絶
剣

の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
な
ん
だ
け
ど
さ

 
最
近
や
べ

の

す

色

い
時
が
増
え
て
し
か
も
ス
タ
イ
ル
も
良
く
な

て
き
て

る

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
動

と

べ
た
ら
分
か
る
ん
だ
け
ど
あ
か
ら
さ
ま
に
違
う

子
の
姉
の

舞
姫

は
な
ん
か

閃
光

に
似
て
き
た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 



 ネットの反応 〜幕間の裏話〜

 
は

 
裏

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ダ
ン
プ
カ

に

か
れ
て
し
ま
え
ば
い
い
の
に

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
上
二
人
の
サ
ツ
イ
高
過
ぎ
て
ワ
ロ
タ

  

で
す

 
最
近
さ

に

つ
い
て

の
外
見
て
は

て

息

く
時
が
あ
る
の
ね

そ

れ
で
ス
マ
ホ
見
て

ま
た

は

て

憂
い

 
声
掛
け
ら
れ
た
ら

に
な
る
ん
だ
け
ど
そ
れ
も
ど
こ
か
翳
り
が
あ
る

 
ま
だ
男
子
よ
り
小

だ
し
子

い
と
こ
あ
る
な

て
思
う
の
に

と
し
た

子
に

大
人

い

て
思
う
カ
オ
が
増
え
て
き
た
気
が
す
る



 尊ぶべき日常世界

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
ら
お
前

恋

い
し
か
な
い
よ

絶
剣
ち

ん
は

人

の
こ
の
ス
レ
の

と
つ
で
英
雄
大

き

を
し
た
猛
者
だ

ぞ

ガ
チ
恋
勢
だ
ぞ

な
ん
な
ら
ヴ

ク
リ
ン
デ
の
偽
者

実

は

影
魔
法
で
作

た
分

身

の
英
雄
見
て
最
初
に

し
た
く
ら
い
感
情
表
現

し
い
女
の
子
だ
ぞ

 
そ
の
想
い
人
が

罪
気
味
に
隔
離
さ
れ
て

か
海
の
孤

で

禁
状

て
そ
り

そ
う

も
な
る
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
一

だ
よ
ね

絶
剣

ち

ん

応

し
た
く
な
る

 

論
他
の
女
の
子
た
ち
も
ね

 
一
人
分
け
ろ
と
思
わ
な
く
も
な
い
け
ど
さ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 ネットの反応 〜幕間の裏話〜

 

手
は
オ
リ
ム
ラ

も
と
い
桐

谷
和
人
だ
け
ど

 
な
ん
だ
ろ
う
な

ま
し
い
と
も
悔
し
い
と
も
思
う
け
ど
応

し
た
い
気
持
ち
が

く
強

い  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
前
ら
に

同
だ
よ

 
つ

か
さ
英
雄
は
そ
ろ
そ
ろ

め
よ

お
ま
え
リ
ア
ル
に
帰

て
来
た
の
二
月

ば
だ

ろ

 
退

が
実

四
月

ま
だ
二

月
し
か
経

て
な
い
の
に
な
ん
で
も
う
事
件
に

三
つ

四
つ
と

わ

て
る
ん
だ
よ

 
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
達
が
キ

リ
バ

の
時
に
心
配
し
て
た
だ
ろ

 
そ
れ
以
上
動
く
と
過
労
死
ど
こ
ろ
か

出
血
で

死
す
る
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

 

ホ
ロ
ウ
戦



 尊ぶべき日常世界

 

ヴ

フ
ス
戦

実

ホ
ロ
ウ
か
ら
の

行

 

対
女
権
戦

 
明
ら
か
に
な

て
る
だ
け
で
こ
れ
く
ら
い
か

 
絶
対
ま
だ
あ
る
だ
ろ

し
み

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
な
ら
現
在
進
行
形
で

き
て
て
も
お
か
し
く
な
い

疑
心

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な

ん
か
更
識
家
の
方
で
も
ゴ
タ
ゴ
タ
が
あ

た
ら
し
い
し
な

そ

ち
方
面
で
も
動
い
て

る
気
が
す
る
の
は
私
だ
け
か
な

 
か
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
更
識
家
は
英
雄
が

か
し
で
か
さ
な
い
か
の
監

抑
止
力
と
し
て
の
面
を
持

て
い
た

 

で
も
英
雄
を
見
て
る
と
な

ん
か
別
の
意
味
合
い
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
ん



 ネットの反応 〜幕間の裏話〜

で
す
よ
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

を
撃

で
き
る
の
は

だ
か
ら

て

学
園
の

に

禁
状

て
い
う
の
も
ち

と

躍
し
過
ぎ
な
気
は
す
る
ん
だ
よ
な

更
識
の
方
で
カ
バ

し
切
れ
な
い

か
が
あ

た
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
英
雄
が

を
動
か
し
て

そ
の
事
実

と
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

そ
れ
は
無
い
だ
ろ

 

無
い
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 尊ぶべき日常世界

 
事
実
は
小
説
よ
り
も

な
り

と
い
う

が
あ

て
だ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

初
期

者
は

千
冬

 

発
明
者
は

ノ
之
束

 

英
雄
は

一

千
冬
の
血
縁
者

 

英
雄
の
容

は

く
女
性
寄
り

中
性
的
を
超
え
て
る

 

 

 

 

 
認
 

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
り
そ
う
だ
か
ら

る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
ん
な
事
で

動
出
来
た
ら
世
の
中
の
男
の

達
は
苦
労
し
ね

よ

 



 ネットの反応 〜幕間の裏話〜

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
女
性
ホ
ル
モ
ン
男
性
ホ
ル
モ
ン
の

が
ど
う
と
か

て
い
う
与
太
話
に
近
い

が

一
時
期
ネ

ト
の
ま
と
め
に

が

て
た
な

あ
な
が
ち
外
れ
て
い
な
い

と
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
時
期
的
に
お
か
し
く
な
い
か

 
女
権
襲
撃
前
な
ら
な
ん
で
使
わ
な
か

た
か
と
い
う
話
に
な
る

英
雄
は

人
つ

ま
り
日
本

と
取
引
出
来
て
た

だ
し
更
識
家
と
い
う
名
家
に
身
を
寄
せ
て
い
た
な
ら
す
ぐ

情
報
が
い

て

対
応
さ
れ
て
た
と
思
う

 
か
と

て
襲
撃
後
は

す
ぐ
に
学
園
に
引

越
し
た
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
確
か
に
動
か
し
て
そ
う
な
時
期
が
見

た
ら
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 尊ぶべき日常世界

 
と
い
う
か
ガ
チ
で
動
か
せ
て
た
ら
全
世
界
の
男
性
に

性

実

す
る
流
れ
に
な
る
の
で
は

 
女
尊
男

の

ツ
か
ら
す
れ
ば
最
悪
だ
ろ
う
け
ど

と
か
国
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
こ
そ
自

衛
隊
み
た
い
な
軍
事
プ
ロ
の
人
間
も

を
使
え
る
よ
う
に
な
る

有
事
の

の
救
助
活
動
と
か

な
ん
な
ら
そ
の
ま
ま
国

の
力
が
増
す

だ
か
ら
し
な
い
メ
リ

ト
は

ど
無
い

 
ま
あ
そ
こ
か
ら
反
動
で
男
尊
女

に
な

た
ら
ア
レ
だ
け
ど

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
こ
は
英
雄
が
ス
ト

プ
掛
け
そ
う
だ
よ
な

英
雄
自
身
経

は
ア
レ
だ
け
ど
女
尊
男

の

者
な

だ
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
今
ま
で

ら
れ
て
き
た
人
達
の
復
讐
が
あ
り
そ
う
で
こ
わ
い
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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ま

確
実
に
一
騒
動

き
る
だ
ろ
う
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
で
英
雄
が
動
か
し
た
け
ど
そ
の

乱
を
想
定
し
て

え
て

せ
て
い
る
可
能
性
説
ワ
ン

チ

ン
な
い
で
す
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
可
能
性
は
無
限
大
だ
か
ら
ね

ら
で
も
ワ
ン
チ

ン
は
あ
る
さ

  

水
槍
使
い

 
な
ん
で
そ
こ
ま
で
持
ち
上

ら
れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど

 
い
や
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
か

に

い
事
は
分
か
る
け
ど
で
も
流

に
期

掛
け

過
ぎ
じ

な
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 尊ぶべき日常世界

  
ア
ン
チ

で
は

な
い

い
な

 
ま

確
か
に

と
期

し
て
る
と
こ
は
あ
る

ま
あ
ダ
メ

な
ん
だ
け
ど
さ

や

こ
の

ク

タ
レ
な
世
の
中
を
変
え
て
欲
し
い
な

て

し
も
思

て
る

て
事
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

み
ん
な

流

に
ナ
イ
ナ
イ

て
テ
キ
ト

に

想
語

て
る
だ
け
だ
か
ら
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ん

で
も

の

い
た
い
事
も
分
か
ら
ん
で
も
な
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
い
う
期

を
背
負
い
過
ぎ
て

と
ん
で
も
な
い
事
に
な

た
天
才
少
女
が

た
か
ら
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 ネットの反応 〜幕間の裏話〜

 
な
ん
な
ら
英
雄
が
メ
タ
メ
タ
に
さ
れ
て
た
原
因
も

は
過

な
期

だ
し
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
む

ち

と
過

だ

た
か
も
し
れ
な
い

 
こ
れ
で
英
雄
が

れ
た
ら
目
も

て
ら
れ
ん

  
１
０
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
だ
な

 
よ
し

め
の

に
呼
び
方
を
変
え
よ
う

 

が
い
い
か
な

  
１
０
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
０
０

 
か
わ
い
い
か
よ

 
フ
ツ

に

黒
の
剣
士

で
い
い
ん
じ

ね

 
も
し
く
は

ブ
ラ

キ



 尊ぶべき日常世界

  
１
０
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
も
う
黒

く
め
じ

な
い
し
な

白
／
銀
髪
金

だ

  
１
０
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
じ

あ

黒
銀
の
剣
士

  
１
０
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
安
直
過
ぎ
る

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

覇
王

に
一

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

覇
王

は
ギ
リ
ア
ウ
ト

ン
な
気
が
す
る



 ネットの反応 〜幕間の裏話〜

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

ビ

タ

は
ど
う
だ

 

は

な
ベ

タ
テ
ス
タ

て
い
う
悪
名
を
背
負
う
も
の
だ

た

だ
け
ど
別
の

見
方
を
す
れ
ば

デ
ス
ゲ

ム
の
最
前
線
を
常
に

て
た
先

者
だ
ろ

 
あ
い
つ
は
仮
想
世
界
の
先

者
み
た
い
な
も
ん
だ
し
そ
う
い
う
意
味
で
ビ

タ

て

の
は
良
い
と
思
う
ん
だ

  
１
０
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
０

ビ

タ

か

ウ

ン

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
０

 
ネ
タ
と
か
理
由
は
良
い
ん
だ
が

の
悪

が
付
き
ま
と
う
呼
び
名
だ
か
ら
な

事
情
を
知



 尊ぶべき日常世界

ら
な
か

た

と
か
事
変
前
な
ら
と
も
か
く
内
部
が

に
明
か
さ
れ
た
い
ま

極
的
に
使
い

た
い
か

て

わ
れ
る
と

ち

と

抗
あ
る
と
し
か

  
１
１
０
鼠

 

先

者

て
い
う
意
味
な
ら
ま
ん
ま
で
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

て
呼
び
方
が
あ

た

  
１
１
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

あ
ん
た
は

鼠

ネ
キ

 

鼠

ネ
キ
じ

な
い
か

  
１
１
２
鼠

 
オ

ス

な
ん
か
興
味
深
い
話
し
て
る

い
か
ら
見
に
来
た

 

定
期
巡
回
ダ

 
な

ん
か
キ

の
あ
る
こ
と
な
い
こ
と

い

ら
し
て
な
い
だ
ろ
う
ナ

  
１
１
３
名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
れ
だ

  
１
１
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
だ

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
お

そ
れ
が
あ

た
か

  
１
１

鼠

 
エ

 
な

な
ん
だ

ど
う
し
た
ん
ダ

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

鼠

ネ
キ

そ
の

キ

て
呼
び
方

こ
れ
か
ら

達
も
使

て
い
い
か

  
１
１
８
鼠



 尊ぶべき日常世界

  
ダ
メ
に
決
ま

て
ン
だ
ろ
ぶ

す
ぞ
ゴ
ラ

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ヒ

  
１
２
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ

こ
の
１
０
８
ス
レ
目
で
そ
の

文

コ
メ
ン
ト
は
や
め
て
く
れ

ト
ラ
ウ
マ

  
１
２
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
語

が
カ
タ
カ
ナ
に
に
な

て
な
い
時
点
で
鼠
ネ
キ
の
殺
気
が

ベ

よ

一

で
怒

髪
天
を
衝
い
た
よ

  
１
２
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ

い
や

鼠

ネ
キ
も
保
護
者
勢
に
し
て
ガ
チ
恋
勢
の
一
人
で
し
た
ね



 ネットの反応 〜幕間の裏話〜

 
そ

か

そ
の
呼
び
方
は

鼠

ネ
キ
だ
け
の
も
の

て
感
じ
だ

た
の
か
ね

  
１
２
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

流

に

え
過
ぎ
で
し

鼠

て

情
報

て
話
だ
け
ど

最
前
線
で
あ
ま
り
戦

て
な
か

た

て
話
だ
し

実
力
は
大
し
た
事
な
い
ん
で
し

 
匿
名
掲
示
板
で

ら
の
リ
ア
ル

れ
な
い
ん
だ
か
ら

ユ

ユ

ｗ
ｗ
ｗ

  
１
２
４
鼠

 

１
２
３

 

う

 
よ
く

た

い
い
よ
特
別
に
こ
の
鼠
の
ア
ル
ゴ
が
直

手
し
て
あ

る

キ

仕

み
の
ク
ロ

と

剣
と
暗
器
と
格
闘
術
を
絡
め
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

き
上

た
戦
闘
術
で
骨

の

ま
で

開
さ
せ
て
や
ん
よ

 

と
く
け
ど

お
れ

チ
キ

と
の
圏
内
戦
闘
は
全
戦

止
め
全

を

し
て
る



 尊ぶべき日常世界

け
ど
さ

 
最
前
線
の
情
報
集
め

で
キ

の
パ

ト
ナ

を
ベ

タ
時
代
か
ら
務
め
て
た
か
ら

  
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
え

  
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ち

思

た
以
上
に
戦
闘
力
高
く
な
い
か

鼠

ネ
キ

  
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
キ
リ
ト
仕

み
の
時
点
で

バ
い
ん
だ
が

し
か
も
ベ

タ
時
代
か
ら
だ
と

  
１
２
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ア
イ
ツ
は
ず

と

ロ
で

し
て
た
ん
だ
か
ら
パ

ト
ナ

と
か
あ
り
得
な
い
だ
ろ
ｗ
ｗ
ｗ
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そ
う
や

て
自
分
目
立
た
せ
な
い
と
対

感
出
せ
な
い
と
か
コ
ン
プ
レ

ク
ス
あ
り
過
ぎ
な
の

か

ア
イ
ツ
に
夢
見
過
ぎ
て
る
か
の
ど

ち
か
で
し

  
１
２

鼠

 
対
戦
場

教
え
ろ

Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
ろ
う
が
そ
れ
以
外
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
だ
ろ
う
が

ロ
グ
イ
ン
し

て

し
に
行

て
や
る

こ
れ
で
も

ス
ト
の
ラ
イ
タ

で
色

ア
カ
作

て
る
か
ら
す
ぐ
に

勝
負
で
き
る

境
だ
か
ら
な

  
殺
人
ギ
ル
ド
と
や
り
合

て
返
り

ち
に
し
て
生
き

び
た
実
力

見
せ
て
や
る

  
１
３
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
た
だ

た
だ
け
じ

ね

の

 
い
い
よ

Ａ
Ｌ
Ｏ
や

て
る
か
ら
今
か
ら
シ

ヴ

ル
ト
シ
ル
ト
闘
技
場
で
や
ろ
う

 
化
け
の

が
し
て
や
ん
よ
ｗ
ｗ
ｗ

 

が
勝

た
ら
お
ヒ
ゲ

イ
ン
ト
取

た

見
せ
て
よ
ｗ
ｗ
ｗ
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１

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ

ろ
そ
ろ

鼠

ネ
キ
の
進
展
あ

た
か
ね

  
１

鼠

 
た
だ
い
ま

 
あ

ス

キ
リ
し
た
ゼ

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
大
変
だ

た
な

鼠

ネ
キ

そ
の
様
子
だ
と
勝

た
み
た
い
だ
な

  
１

鼠

 
圧
勝

ノ
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こ
れ
で
も
キ

の
背
中
を

せ
ら
れ
た
事
な
ん
て
数
え
き
れ
な
い

ど
あ
る
ん
ダ

そ
り

実
力
も
付
く

て
も
ん
サ

付
か
な
い
と
死
ぬ
し

付
け
ら
れ
な
か

た
か
ら
ナ

 

う

か
ら

び
た
実
力
は

達
じ

ね

  
１

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

 
お

お

 
あ
れ

び
た
だ
け

  
１

名
無
し
の
生
還
者

 

う

と
出
会

た
時
点
で

殺
さ
れ
る
の
確
定
し
て
る
ジ
ン
ク
ス
が
あ

た

か
ら

非
戦
闘

の
鼠
が
そ
れ
で
生
き

び
て
る
時
点
で

バ
い
ん
だ
よ
な

  
１
８
０
名
無
し
の
生
還
者

 
初
手
で
麻

投
剣
ピ

ク
の
雨
あ
ら
れ
だ

た

い
し
な

は
事
変
時
の
ラ
フ
コ
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フ

り
の
動

  
１
８
１
名
無
し
の
生
還
者

 
ア
レ
を
真

向
か
ら

し
た
り

き

と
し
た
り
誘
導
で
ミ
ス
リ

ド
さ
せ
る

黒
の
剣
士

が
お
か
し
い
ん
だ
よ

  
１
８
２
鼠

 
キ

は
大

お
か
し
い
か
ら
ナ

  
１
８
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
保
護
者
か
ら
も
お
か
し
い

わ
れ
て
る
ぞ
あ
の
小
学
六
年
生

  
１
８
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ

い
や
呼
び
名
ど
う
す
る
ん

 
も
う

黒
の
剣
士

に
す
る
の
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１
８

鼠

 
義
弟
で
良
い
と
思
う

こ
の
ス
レ
内
な
ら

か
分
か
る
ダ
ロ

  
１
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
分
か
り
や
す
い

ち

分
か
り
や
す
い
が

し
か
し
鼠
ネ
キ
よ
キ
リ
カ
は
ど
う
す

る  
１
８

鼠

 
電
弟

 
ユ
イ
ち

ん
が
電
姉
ス
ト
レ
ア
が
電
妹
リ

フ

が
剣
姫

義
姉
だ
し
キ
リ
カ
は
電
弟

が
い
い
と
思
ウ

  
１
８
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

鼠

ネ
キ

あ
ん
た

天
才
か
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１
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
決
ま

た
な

こ
の
ス
レ
に
限

て
は
こ
れ
か
ら
キ
リ
ト
を
義
弟
キ
リ
カ
を
電
弟
と
呼
ぶ
事

に
し
よ
う

 

に
作
る
ス
レ
か
ら
は
タ
イ
ト
ル
も
変
更
し
て
新
し
く
す
る
ぞ

  
１

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
前
ら

知

を
心
掛
け
ろ

 
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
か
掲
示
板
と
か
で
電
報
を

ば
せ

  
１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１

０

 
ラ
ジ

  
１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１

０
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サ

イ
エ

サ

  
１

３
ド

イ

ツ

の

ウ

サ

ギ

Ｋ
ａ
ｎ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

 

１

０

   
和
人
は
英
雄
と
か
偶
像

さ
れ
る
の
を

う

他
者
が
ど
う
見
よ
う
と
あ
ま
り
気
に
は
し

な
い
が

真

向
か
ら
様
付
け
さ
れ
た
り
す
る
と
忌

す
る

 

論

そ
れ
は
二
つ
名
も
同
様

 
そ
れ
を
知

て
る
ア
ル
ゴ
ネ
キ
に
よ
る

制

 
キ
リ
カ
も

が
同
じ
な
以
上
呼
び
方
に

る
か
ら
ネ

む
し
ろ
今
の
容

的
に
キ
リ
カ
の
方
が

黒

く
め
な
ま
で
あ
る

義
姉
弟
の

を

し
出
し
て

電

の

は

れ
な
か

た
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ア
ル
ゴ
ネ
キ
に
よ
る
影
で
の

仕

ど
ん
だ
け
ぞ

こ
ん
か
分
か
る
話
に
な

た
ら
い
い

な

て

  
・
水
槍
使
い

 
ど
こ
ぞ
の
生

会
⻑

 
和
人
の
事
を
高
く

価
し
て
い
る
が
同
時
に
出
来
る
事
出
来
な
い
事
限
界
も
間
近
で
見

て
い
る
の
で

世
間
の
高
い
期

に
違
和
感
を

い
た

 
本

に

き
な
の
で
あ
れ
ば

あ
り
の
ま
ま
の
そ
の
人

を
見
て

過

な
期

に
は
違
和

感
を
持
つ
べ
き
な
の
で
す

  
・
鼠

 
ス
レ
巡
回

そ
の

 
実
は
結
構
実
力
が
あ
る

ま

第
五
層
ボ
ス
戦
に
同
行
し
て
た
り
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
に
同

行
し
て
た
り
そ
も
そ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
圏
外
ク
エ
ス
ト
情
報
で
キ
リ
ト
に
同
行
を
許
さ
れ
て
る

時
点
で
弱
い

が
無
か

た
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キ
リ
ト
仕

み
の
戦
闘
術
は

で

き

ま
れ
た
戦
闘
方
が
ナ
イ
フ

つ
ま

り

剣

だ

た
事
に

因
す
る

 
ま
あ
サ
チ
の
⻑
槍
を
鍛
え
て
た
な
ら
ア
ル
ゴ
の

剣
使
い
を
鍛
え
て
も
お
か
し
く
は
な
い

後

略
の
生
命
線
と
も
な
れ
ば

更
死
に
に
く
い
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
だ
ろ
う

 
近

限
定
で
あ
れ
ば
シ
ノ
ン

ク
ラ
イ
ン
よ
り
ギ
リ
ギ
リ
上

合
的
に
は
負
け
る

  
・
Ｋ
ａ
ｎ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

ド
イ
ツ
の
ウ
サ
ギ

 
ド
イ
ツ
語
で

う
さ
ぎ

を
意
味
す
る

 
・

 
ド
イ
ツ
語
で

は
い

な
ど
の
了
解
を
意
味
す
る

 

リ
ア
ル
和
人
は
白
髪
金

白
目
が
黒
に
金

は

に
変

す
る
眼

を
付
け
て

い
る

 
そ
し
て
ド
イ
ツ

あ
と
は

分
か
る
な

骨

 
ヒ
ン
ト
は
サ
ブ
カ
ル

骨
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暗
部
 

拷
問
技
術

  
ま
ず
は

罪
を

 
前
話
に
出
て
き
た
ド
イ
ツ
の
う
さ
ぎ

て
隊
⻑
や
な
い
ん
や

ホ
ン
ト
は

隊
⻑
な
ん

や

ネ

ト
ス
レ
と
か
サ
ブ
カ
ル
オ
タ
ク
気

で

え
た
ら

隊
⻑
の
方
が

く
て

 
後
書
き
で

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

て
書
い
た
私
の
せ
い
で
す

 
ク
ロ
エ
の
容

見
て
隊
⻑
と

あ
る
と
見
て
和
人
に
興
味
を
持

た

隊
⻑

て

い
う
流
れ
で
ク
ロ
エ

て
よ
く

え
ず
に
書
い
て
し
ま

て
た

サ
ブ
カ
ル

て
書
い
た
方

が
良
か

た

て
感
想
で
見
て
気
付
き
ま
し
た

 
ア
レ
は

隊
⻑
で
す

修
正
し
ま
す

 
色

な
意
味
で
ご
め
ん
な
さ
い

平
身

  

で
は
今
話
に
つ
い
て

 

点

裏
切
り
男

楯
無
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数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

気
が

狂
い
そ
う
だ

 
手
足
の
感
覚
は
無
い

 
錯
覚
だ
と
か
感
覚
が

麻
し
た
と
か
で
な
く
四

は
全
て
斬
り

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

ス
パ
イ
と
分
か

た
自
分
を

更
識

の
現

主
で
あ
る
小

が

い
な
く
切
り
捨
て
た

 
そ
れ
は
い
い

然
の
事
だ
と

け
容
れ
ら
れ
る

 
だ
が

今
は

そ
れ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
時
が
経

た
の
だ
ろ
う

 
四

を
斬
り

と
さ
れ
た
自
分
は

に
動
け
な
い

や

節
は
あ
る
か
ら
動
か
し
た
反
動

で

の
よ
う
に
動
け
は
す
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
す
ら
さ
せ
ま
い
と
達

に
な

た
自
分
の

体

は

重
に

ベ
ル
ト
に

り
付
け
ら
れ
て
い
る

ガ
タ
ガ
タ
と
体
を
動
か
す

に
背
面
の

い
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の
感
触
が
返

て
来
る

 
体
を
揺
す
る
の
を
や
め
た
自
分
の
五
感
は

機
能
を
果
た
し
て
い
な
か

た

 
自
身
が
放
り

ま
れ
て
い
る

獄
は
常
闇
に

ま
れ
て
い
る

は
無
い

出
入
り
出
来
る

場

は
最

ど
れ

ど
前
に
見
た
か
も
不
明
な

鉄
の

一
つ
だ
け

ら
れ
な
い
よ
う
に

か
あ
る
い
は
地
下
に
作

て
い
る
か
ら
か

の
隙
間
か
ら
光
が

れ
入
り
す
ら
し
な
い
事
か

ら
外
も

明
を
完
全
に

と
し
て
い
る
事
が
分
か
る

 

故
に

覚
は
意
味
を

さ
な
い

 

獄
の
中
は

び
と

す

え
た

い
で

し
て
い
る

前
者
は

獄
自
体
に

み
つ
い
た

お
そ
ら
く

鉄
の

が

気
で

化
し
た

い
後
者
は

を

れ
流
し
て
い
る
状

の

せ
い
だ
ろ
う

欠
に
な

て
い
な
い
以
上

風

は
あ
る

だ
が
部

の
中
は
二
つ
の

で

た
さ
れ
て
い
た

そ
れ
に
も

れ
切

て
し
ま
い

が
す
る
と
認
識
す
る
の
は
ツ
ン
と

を
衝
く

み
が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い

 

故
に

覚
は
意
味
を

さ
な
い

 

内
は

に

き
切

て
い
る

カ
ラ
カ
ラ
に

い
た

は

新

な
水
分
を
欲
し
て
い
た

下

下

か
ら
分

さ
れ
る

す
ら

内
に
放
出
さ
れ
た

間
砂

に

た
水
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分
の
如
く
た
ち
ま
ち

収
さ
れ
る

然
足
り
る

が
無
い

最

は

き
切
り
味
な
ど

と
う
の

に
忘
れ
て
い
た

 

故
に

味
覚
は
意
味
を

さ
な
い

 

か
ら

こ
え
て
来
る

は
不

に
木
霊
し
て
三

を
揺
ら
し
て
く
る

前
後

上
下

の

別
す
ら
出
来
な
い
常
闇
で
す
る

は
自
分
が
体
を
揺
ら
し
た
り
新
た
に

を
流
し
た
時
く
ら
い
だ
と
い
う
の
に

ど
こ
か
ら

こ
え
た
か
も
最

分
か
ら
な
い

 

最

覚
は
己
を

す
る

だ

た

 
そ
し
て
自
身
の
体
を
最
も

す
る

感
覚

そ
れ
す
ら
も
機
能
し

け
て
い
る
か
分
か

ら
な
か

た

 
自
分
は

に

て
い
る

そ
の

だ
と
い
う
の
に
暗
闇
で
見
え
な
い
せ
い
で
そ
れ
も
分

か
ら
な
い

手
足
の
感
覚
が
無
い
せ
い
で
ど
れ
く
ら
い
の
広
さ
か
も
不
明

背
中
は
同
じ
部

を

圧

さ
れ

け
て

で
ジ
ン
ジ
ン
と
し
た

れ
を

り
越
し

み
す
ら
も

り
過
ぎ
最

も
分
か
ら
な
く
な

た

ベ
ル
ト
の

も

に
同
じ
だ

 

に

触
覚
は
己
と
外
界
の
境
界
を
示
さ
な
く
な

た

 
五
感
全
て
が
発

さ
れ
な
い

発

さ
れ

け
て
い
る
が
今
の
状

が

き
過
ぎ
た
せ
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い
で

正
常

と

異
常

が
入
れ

わ
り

け
て
い
る

 

一
変
化
の
あ
る

は

だ
け

し
か
し
最

動
く

ど
の
体
力
も
無
く
し
た
今
そ
の

は

を
流
す
も
の
で
あ
る

 
そ
の
過
程
は
自
分
の
人
と
し
て
最

の
プ
ラ
イ
ド
す
ら
も
打
ち

く
に
は
十
分
過
ぎ
た

一

二

で
す
ら

の
極
み
だ
と
い
う
の
に

と
同
じ
場

に
止
め

な
く
流
さ
れ

け
る
こ
の
仕
打
ち
は

く

 

悪
魔
だ

 
あ
の
子

は

一

は

悪
魔
だ

た
の
だ

 
オ
カ
ル
ト
な
ん
て
信
じ
な
い

そ
ん
な
も
の
よ
り
目
の
前
の

や
他
者
の

の

の
方

が
ど
れ

ど
恐
ろ
し
い
か
と
思
い

数
十
年
の
人
生
を
生
き
て
き
た

 
た
し
か
に

一

も
他
人
で
あ
る
以
上

そ
の

が
見
え
な
い
点
は
恐
ろ
し
い
も
の
が

あ

た

 
だ
が

そ
れ
で
も

子

で
あ
る

 
い
く
ら
デ
ス
ゲ

ム
を
生
き
て
い
よ
う
と
子

が

え
る
コ
ト
な
ど

た
か高

が
知
れ
て
い
る

そ
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う

え
て
い
た

 

そ
れ
は
違

た

 
ア
レ
は
子

な
ど
で
は
な
い

化
け
物
だ

物
の

だ

悪
魔
だ

お
よ
そ
人
で
は
な
い

と
な
ら
ざ
る
人
外
の
存
在
だ

他
者
と
隔
絶
し
た
精
神
性
は
そ
の
表
れ
だ

た
の
だ

 
手
を
出
す
べ
き
で
は
無
か

た

 

意
を
向
け
る
べ
き
で
は
な
か

た

 

そ
も
そ
も

ア
レ
の
近
く
に

る
事
す
ら

過
ち
そ
の
も
の

 

ご
き

ん
よ
う

ス
パ
イ
さ
ん

  

突
に

 
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

い
声
が

こ
え
た

 
ガ
タ

ギ
シ

 

が

す
る

そ
れ
が
突
然

い
た
声

に
で
は
な
く
声
の
主
に
恐
れ
を

い
た
自

分
が

体
を

ね
さ
せ
た

だ
と
認
識
す
る
の
は

数

れ
て
の
事
だ

た
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獄
は
未
だ
常
闇
だ

し
か
し
声
だ
け

こ
え
る
と
い
う
事
は
ど
こ
か
に
ス
ピ

カ

が
あ

る
の
だ
ろ
う

暗
闇
で
自
分
以
外
の
な
に
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
は
如

か
な

 
な
に
せ
天
才
を
自
称

し
て
い
た

郷
も

え
た
拷
問
だ

自
分
が

え
出
し
た
も
の
に
し
て
は
な
か
な
か

を

ら
し

た
も
の
だ
と
自
負
し
て
い
る
ん
だ
が

ど
う
だ
ろ
う
か

 

が
不

に
反

乱
反

す
る
せ
い
で
ス
ピ

カ

の

は
特
定
で
き
な
い

し
か

し

を

て
い
る
か
は

き
取
れ
た

そ
う
出
来
る
よ
う

練
し
た
能
力
は
憎
た
ら
し
い
事

に
こ
こ
で
力
を
発

し
て
し
ま

て
い
た

 
自
分
に

手
が
あ

た
な
ら

を

い
で
や
り
過
ご
し
た
だ
ろ
う
声
が

応
も
な
く

を
打

て
来
る

 

郷

と

ツ
は

た

 
つ
ま
り
あ
の
子

は
以
前
同
じ
拷
問
を
最

一

は
他
者
に
行
い
平
然
と
日
常
を
生
き
て

い
た
と
い
う
事
だ

 

練
さ
れ
た
ス
パ
イ
や
軍
人
で
あ

て
も
発
狂
し
か
ね
な
い
拷
問
を
自
分
の
手
で
下
し
て
お

き
な
が
ら

あ
あ
も
平
然
と
生
き
て
い
ら
れ
る
な
ど
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正
気
じ

な
い

い
ま

に
対
し
て

正
気
じ

な
い

と
思

た
か
な

 
思

を

い

て
ら
れ
息
を

む

き
切

た

の
内
部
が
引
き

り
が

と

が
し
て

る

 

ク
ス
ク
ス
と

邪
悪
な

声
が
反

す
る

そ
の
反
応
は

な
ん
で
分
か

た
か
不
思
議
に
思

た
な

 
で
も
そ
う
お
か
し
く
な
い
だ

ろ
う

ス
パ
イ
に
せ
よ

家
に
せ
よ

手
の
思

を

む
の
は
必

技
能
だ

技
能
で
あ

る
以
上

に
出
来
た

て
お
か
し
く
な
い
と
思
う
が
な

 
お
か
し
そ
う
に
ど
こ
か

に

蔑
す
る
よ
う
に

う
子

の

葉
に
そ
ん
な

無
い

だ
ろ
う
と

う
と
す
る

き
切

た

か
ら
は
ヒ

ヒ

と
情
け
な
い

れ
声
し
か
出

な
か

た

う
ん

 

あ
あ

が

い
て
い
る
の
か

ず

と

え
て
か
ら
放

だ

た

だ
し

そ
れ
も

然
だ
な

 
然
も
あ
り
な
ん

と
い
う
風
に
子

は
苦

を
滲
ま
せ
る



 尊ぶべき日常世界

・ま
・あ
・そ
・れ
・は
・ど
・う
・で
・も
・い
・い

 
あ

け
ら
か
ん
と

わ
れ
た
事
に

思
わ
ず

然
と
す
る

 
な

と

中
も

裏
も
疑
問
で

た
さ
れ
る

て

き
り

対
組

の
情
報
を
手
に
入

れ
る

に
拷
問
に
掛
け
て
い
る
の
か
と
思

て
い
た
の
に

そ
れ
が
目
的
で
は
な
い
だ
な
ん
て

想
像
の

外
だ

 
で
は

報
復

・で
・は
・な
・い
・ぞ

 

ま
た

思

を

ま
れ
た

 
自
分
は
一

も
発
し
て
い
な
い

故
に
予
想
も

に
し
て
い
な
い

だ
と
い
う
の
に

一

は
・ま
・る
・で
・一
・つ
・目
・の
・予
・想
・を
・知
・

・て
・い
・る
・か
・の
・よ
・う
・に

発

し
た

お
前
を

え
拷
問
に
掛
け
て
い
る
の
は
お
前
が

属
し
て
い
た
組

の
情
報
を
得
る

だ

 

目
か
分
か
ら
な
い
絶

 

故

と
疑
問
が
更
に

る

れ
な
い
状

に
な

て
も
気
に
し
て
い
な
い
と
い
う
の
に

目
的
は
情
報
を
得
る
事
だ
と
い
う

そ
れ
は
矛
盾
し
て
い
な
い
か
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問
一
つ
目

お
前
が

属
し
て
い
る
組

は
ど
こ
だ

 

れ
な
い
と
い
う
の
に

お
構
い
な
し
に

い
て
来
る

 

だ
ろ
う
か

と
思

た

ん

か

 
そ
し
て

化
生
が

に
し
た

語
に

然
と
し
た

 
自
分
は

え
て
い
な
い

も

葉
を
発
し
て
い
な
か

た

さ

き
は
ま
だ

え
を

ん
だ

と
か
で

得
出
来
る
が
こ
れ
ば
か
り
は
お
か
し
い

え
現

主
の
楯
無
に
候
補
を
教
え
ら
れ

て
い
て
も

あ
て
ず

う
で

ん
だ
と
こ
ろ
で
間
違

て
し
ま
え
ば
意
味
が
無
く
な
る

の

問
だ

お
前
が

更
識

に
潜
り

ん
だ
目
的
は

 

そ
う
か

や

り
内
部

壊
の

だ

た
の
か

 
ま
た

問
さ
れ

も

て
い
な
い
の
に
正
確
に

え
を
突
き
つ
け
て
き
た

ま
あ
こ
れ
は

ま
だ
予
想
の

と

え
な
く
は
な
い
が

の

問
だ

お
前
と
協
力

に
あ

た
人
物
の
名
前
は

 
全
部

て
も
ら
お
う
か

は
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三
つ
目
の
そ
の
問
い
掛
け
に

自
分
は
思
わ
ず

声
を

ら
し
た

れ

れ
で
は
あ
る
が

ど
う
に
か

を

わ
せ

息声
を

り
出
す

だ
れ
が

う
と
思

て

 

あ
あ

違
い
し
て
い
る
よ
う
だ
が

お
前
が

る
必
要
は
無
い

お
前
は

そ
う

た
だ

の
声
を

い
て

で
思

す
れ
ば
い
い
ん
だ

  
反
抗
し
よ
う
と
な
け
な
し
に
な

た
プ
ラ
イ
ド
を
か
き
集
め
声
を

り
出
し
て
い
た

し

か
し
そ
れ
も
す
ぐ

れ
る

一

の
疑
問
と

時
の
理
解
が
そ
う
さ
せ
た

 
こ
の
時

ど

拷
問
に
精

し
て
い
る
事
を
恨
め
し
く
思

た
事
は
な
い

も
う
感
じ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
い
ま
お
前
の

に
は
ヘ

ド
ギ
ア
を
取
り
付
け
て
い

る

ナ

ヴ
ギ
ア

だ

そ
れ
は

の
声
を

い
て
思

し
た
お
前
の

波
を

一
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る

ち

と
し
た

発
見
器
と
い
う
事
だ
な

え
ま
い

え
な
い
よ
う
に
と

す
れ
ば
す
る

ど

そ
の
思

は

真
実

を
意
識
し
て
い
る

だ

し
事
は
出
来
な
い
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常
闇
の
世
界
で

そ
の
声
は
容
赦
な
く
襲
い
掛
か

て
来
る

 
理

は
分
か
る

や
暗
部
な
ど
も

し
て
い
る
も
の
で

に
電
極
を

り
付
け

問
し
た
時
の
振
れ

で

か
本

か
を

波
で
見

く
と
い
う

問
法
だ

ナ

ヴ
ギ
ア

で

も
同
じ
事
は
出
来
る
だ
ろ
う

と
は
暗
部
界

で
共

認
識
に
す
ら
な

て
い
た

な
ら

Ｙ
ｅ
ｓじ

た

問
に
し
か

い
れ
な
い
が
ナ

ヴ
ギ
ア
は
少
し
特

で
な

部
全
体
を

て
全
体
の

波
を
ス
キ

ン
す
る
せ
い
か

イ
メ想
ジ像

し
た
事
も
立
体
再
現
出
来
る
機

能
が
あ
る

 

そ
こ
ま
で

わ
れ
て

や
は
り

と
絶
望
す
る

あ
あ
そ
う
だ

こ
の
闇
の
中
で
お
前
は

の
声
を

く
し
か
な
い

覚
は
闇
の
中
だ
か
ら

裏
に
明
確
に
イ
メ

ジ
が
浮
か
ぶ
だ
ろ
う

定
し
よ
う
と
そ
の

定

を
意
識
し
て

い
る
以
上
イ
メ

ジ
は
こ

ち
に
伝
わ

て
来
る

  

さ

え
を
浮
か
べ
て
も
ら
お
う
か

  
仕
事
だ
か
ら
と
少
年
の
声
が

と
し
た
も
の
に
な
る

そ
れ
で
い
て
こ
ち
ら
の
意
識
を
引
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き
付
け
て
止
ま
な
い
引
力
を
感
じ
た

 
最

抗
の

地
な
し

助
け
ら
れ
る
可
能
性
も
な
く
生
き
る
希
望
も
絶
た
れ
た
事
を
理
解

し
て

私
は
思

を
手
放
し
た

 
そ
れ
で
も

か
ら

へ
と

問
さ
れ

得
し
た
声
が

こ
え
て
来
る

思

を
手
放
し
て
も

意
味
は
無
い
ら
し
い

 
気
絶
し
て
も

回
復
し
て
か
ら
ま
た
再
開
す
る

 
水
を
ぶ

か
け
る
な
ど
で
強
制
的
に

こ
さ
れ
は
し
な
い

自
然
に
目
が
覚
め
た
時
に
ま
た

再
開
さ
れ
る

眠
気
が
な
く
ス
ト
レ
ス
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
回
復
し
た
以
上
す
ぐ
に
気
絶
す
る

事
も
出
来
な
い

 

た
し
か
に

こ
れ
は
拷
問
だ

 
四

を
喪
い

に

り
付
け
ら
れ
て
い
る
事
以
外
は

初
か
ら
変
わ
り
な
い

 
た
だ
精
神
的
苦

ば
か
り

を

れ
流
す
人
と
し
て
の
尊

の
失

だ
け
で
な
く
ス
パ

イ
と
し
て
自
負
し
て
い
た
自
身
が

抗
も
出
来
ず
情
報
を
自
動
で

か
れ
て
い
く
と
い
う
こ
の
状

況
は
な
に
に
も
勝
る
拷
問
そ
の
も
の

き
た
く
な
く
て
も

ぐ
手
が
無
い
以
上

く
し
か
な

い
声
は
苦

そ
の
も
の
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い

そ

み
を

う
拷
問
で
あ
れ
ば
ま
だ

え
ら
れ
た
も
の
を

と
悔
し

れ
に
仮
定

す
る
が

 
結

そ
れ
は

無

だ

た

の

問
だ

 
い
ん
い
ん

と

い
声
が
木
霊
す
る

 
そ
れ
を

す
る

道術
は
全
て
喪
わ
れ
て
い
た

 

に
回
す
べ
き
で
は

な
か

た
の
だ

 
あ
ま
り
に
も

い
後
悔
の
海
に

私
の
意
識
は
溺
れ
て
い

た

 
 

知

て
は
い
た
け
ど

流

に

と
す
る
わ
ね

 
私
は
そ
う

感
を

ら
し
た

 
そ
れ
に
同
意
す
る
よ
う
に

一
緒
に
こ
の
場
に

る
者
達
も
神

に

く

 

こ
こ
は

学
園
の
地
下

設

 
学
園

設
の
地
下
五
十
メ

ト
ル
に

さ
れ
た
秘
密
の
空
間

レ
ベ
ル

と
い
う

最

高
権
限
を
持
つ

者
し
か
入
れ
ず
そ
も
そ
も
そ
の
存
在
を
知
ら
さ
れ
な
い
秘
匿
さ
れ
た
場
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学
園
は
世
界
で
最
多
の
コ
ア
保
有
数
を
誇

て
い
る

そ
の
た
め

テ
ロ
組

な
ど
に

わ
れ
る
危
険
性
は
非
常
に
高
く
有
事
の

の
要
と
し
て
こ
の
空
間
が
作
ら
れ
た
と
い
う
経

が

あ
る

そ
し
て
こ
の
空
間
は

本
的
に

人
に
知
ら
れ
る
事
が
な
い
場

の
た
め

後

ろ
暗
い
事

を
す
る
に
は
打

て
付
け
の
場

で
あ
る

 

え
ば

一

人
に
は
明
か
せ
な
い

業

 

え
ば

国
家
機
密
に

す
る

 

内
は

暗
い

 
部

を

ら
す
光
は
デ

ス
プ
レ
イ
の
光
だ
け

と
は

え
そ
れ
も

闇
に

し
い

闇
し
か

し
て
い
な
い

実

は
あ
の
闇
の
中
に
更
識
の
裏
切
り
者
が

る

な
の
だ

が

そ
れ
す
ら

ら
な
い

 

問
す
る

い
声
が

す
る

 
裏
切
り
者
が
立
て
る

は

を
流
す
も
の
と
小
さ
く

い
呼

の
も
の
だ
け
だ

人
間

的
に
最

終
わ
り
と

て
い
い
だ
ろ
う

し
か
し
精
神
が

壊
し
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
で

止
め

自
然
と
気
絶
さ
せ
て
い
る
か
ら

人
に
は
至

て
い
な
い

 

の
付
け
方
が
上
手
い
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拷
問
は
た
だ
力

く
だ
と
か
器

を
使

て
身
体
的
苦

に

え
る
も
の
が
多
い
と
さ
れ

て
い
る
が
そ
れ
で
本

に

を

る
ス
パ
イ
は
極
少
数
だ

今
回
の
よ
う
に

練
タ
イ
プ
に
な

る
と
て
ん
で

を

ら
な
い

隙
あ
ら
ば

を

み
切

て
自

し
よ
う
と
す
る
く
ら
い
手
古

る
手
合
い

 
正
直

も
う
あ
の
男
か
ら
情
報
は

き
出
せ
な
い
と

そ
う

ば

め
て
い
た
の
だ
が

 
そ
れ
に

た
を
掛
け
た
の
が

あ
の
少
年

桐

谷
和
人
だ

た

 
彼
が

学
園
に
隔
離
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
一

間
の
時
が
経
過
し
た

 
そ
の
一

間
の
内
に
上
層
部
で
動
き
が
あ

た
ら
し
く
学
園
地
下

設
に
は
最
新

の
機
器

が

入
さ
れ
て
い
る

彼
に
仮
想
世
界
面
で
の
依
頼
を
出
し
て
い
る

務

の

人
・

二

が
主
導
と
な

て
動
い
て
い
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
必
要
な
機
器
だ
と
い
う

 
ち
ら

と

部

の

に

か
れ
て
い
る
機
器
を
見
る

 

技
術
を

い
た
特

合
金
製
の

に
は

上

が
天

に

す
る

ど

大
な
直
方
体

が

し
て
い
た

外

は
無
塗

の
ア
ル
ミ
板

き
出
し
だ
が

い
銀
色
の

き
が
い

そ

う
機

と
し
て
の
存
在
感
を
伝
え
て
来
る

ナ

ヴ
ギ
ア

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

ハ

イ
ス

ク
機
と
し
て
紺

姉
妹
や

が
使

て
い
た
と
い
う

メ
デ

キ

ボ
イ
ド
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と

べ
て
も

ま
だ
数

大
き
い
も
の
だ

 
そ
れ
に
メ

カ

の
ロ
ゴ
な
ど
は
存
在
し
て
い
な
い

つ
ま
り

ど
こ
か
の

品
で
は
な
い

と
い
う
事
だ

 
そ
れ
で
も
名
称
は
あ
た
よ
う
で

面
に
は
シ
ン
プ
ル
な
英
で

魂

の

機

Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｌ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ

と

そ
の
上
に
大
き
く
数

が

と

イ
ン
ト
さ
れ
て
い
る

作
一

機
と
い
う
意
味
だ
ろ

う 
そ
の

大
な
機

に
は
四

に

を

か
れ
達

に
な

た
男
性
の
肉
体
が

か
れ
て

い
る

 

桐

谷
少
年
と
裏
切
り
者
が
し
て
い
る
や
り
取
り
は

仮
想
世
界
で
の
も
の
な
の
だ

 

を

れ
流
し
て
い
る
の
も
自
身
を
苛
ん
で
い
る
だ
ろ
う

え
と

き
も
全
て
は
あ
の

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

の
ハ
イ
ス

ク
性
能
に
よ
る
リ
ア
ル

換
に
よ
る
も
の

現

実
と

し
い
苦

を
味
わ

て
い
る
か
ら
こ
そ
拷
問
足
り
得
る
と
い
う
事
だ

 
し
か
し
あ
の

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

と
い
う
機

が

入
さ
れ
た
の
は
男
の
拷

問
に
使
う
た
め
で
は
な
い

 

は
桐

谷
和
人
が

二

か
ら

け
て
い
た
依
頼
の
一

事
変

終

で
の
戦
い
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に

い
て
彼
は
更
識
家
か
ら
離
れ
て
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
が
そ
の
時
に

の
依
頼
も
同
時

に
こ
な
し
て
い
た
の
だ
と
い
う

彼
の
フ
ル
ダ
イ
ブ

正
は

を

い
て
高
く
ま
た

の

き

も
他
を
隔
絶
し
て
い
る
た
め

験
機
の
運

を
す
る
代
わ
り
に
身
体
面
の
バ

ク
ア

プ
を
す

る

と
い
う
取
り
決
め
が
あ

た
ら
し
い

 
し
か
し
彼
は
先
の
女
権
と
の
戦
い
で
そ
の
実
力
・
能
力
を
危
険

さ
れ

学
園
に

禁
さ

れ
る
事
に
な

た

 

に

か
れ
た
チ

カ

が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
代
わ
り
に
な

て
い
る
た
め
下
手
に
学
園
か
ら
出
る

に
も
い
か
な
い

私
も

千
冬
も

日
も
離
れ
ら
れ
る
よ
う
な

は
な
い
か
ら
だ

 
な
ら

学
園
の
方
に
機

を
持
ち

め
ば
い
い
で
は
な
い
か

と

上
層
部
が
決
定
し

た
か
ら
こ
こ
に

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

が
来
て
い
る

 
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
中

は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り

わ
ば
こ
の
一

機
は

部
の
よ
う
な
形
に

な
る
の
で
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
全
て
を
こ
こ
で
行
う

で
は
な
い

し
か
し
和
人
が
表
立

て
身

動
き
取
れ
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
ド
ン
ド
ン
水
面
下
で
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
進
め
ら
れ
る
の
は
日
本

上
層
部
と
し
て
大
変
喜
ば
し
い
事
実
と

え
た

 

技
術
面
で
は

主
導
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
進
行

ま
た
日
常
的
な
フ
ル
ダ
イ
ブ
時
間
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を
確
保
し
や
す
い

 

方
面
で
は

地
下

設
を

い
た

練
も
行
え
る
し

私
と
の

戦
も
行
え
る

か
ら

来
の

を
確
実
な
も
の
に
出
来
る

 
日
本

と
し
て
は
こ
れ
以
上
な
い

ど
喜
ば
し
い
事
な
の
だ
と
い
う

 

で
は

故
そ
の
国
家
機
密

の
機

を

あ
の
裏
切
り
者
に
使

て
い
る
の
か

 
そ
れ
は

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

略
称

Ｓ
Ｔ
Ｌ

が

使

者
の
意
識
の
有

無
に

無
く
使

で
き
る
フ
ル
ダ
イ
ブ
機
器
だ

た
事
に

因
す
る

 

常

ナ

ヴ
ギ
ア

や

ア
ミ

ス
フ

ア

は

リ
ン
ク
ス
タ

ト

と
い
う
決
め
ら
れ

た

声
入
力
で
フ
ル
ダ
イ
ブ
・
シ

ク
エ
ン
ス
を

動
す
る

逆
に

え
ば
そ
れ
を
使

者
が

わ
な
い
限
り

仮
想
世
界
へ
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
は
不
可
能
な
の
だ

 
し
か
し

Ｓ
Ｔ
Ｌ

は
そ
の
原

か
ら
外
れ
て
い
た

 
そ
も
そ
も
Ｓ
Ｔ
Ｌ
は
現
行
の
ア
ミ

ス
フ

ア
に
取

て
代
わ
る

に
開
発
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い

つ
ま
り
個
人
で

目
的
に
使

す
る
も
の
で
な
い
た
め
他
か
ら
の

作
で

フ
ル
ダ
イ
ブ
す
る
事
も

え
ら
れ
て
い
た

そ
の

作

に
な

た
の
は

フ
ル
ダ
イ
ブ

ハ

ド

メ
デ

キ

ボ
イ
ド

だ
と
い
う
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つ
ま
り
Ｓ
Ｔ
Ｌ
は

目
的
以
外
に

に
も
転

可
能
な
機

だ
と
い
う
こ
と

 
そ
の
特
徴
を
知

た
和
人
は

現
実
で
の
拷
問
で

を

ら
な
い
事
に
業
を

や
し

Ｓ
Ｔ

Ｌ
が

入
さ
れ
る
や

や
す
ぐ
に
男
を

め

み

の
方
で

意
し
て
い
た
サ

バ

に

ダ
イ
ブ
さ
せ
た

そ
し
て
か
つ
て

郷

之
に
し
た
よ
う
に
世
界
か
ら
光
を
奪
い
身
動
き
取

れ
な
い
よ
う

束
さ
せ

そ
の
ま
ま
男
の

の
思

ク
ロ

ク
を

十

に
引
き
上

た
 
思

加
速
は
イ
コ

ル
仮
想
世
界
の
加
速
と

て
も
い
い

そ
の
理

と
し
て
Ｓ
Ｔ
Ｌ

で
ダ
イ
ブ
中
の
人
間
の

波
は

眠
中
の
パ
タ

ン
に
か
な
り
近
く
そ
れ
を
意

的
に
引
き

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
意
識
の
加
速
が
行
え
て
い
る
の
だ
と
い
う

 
つ
ま
り
リ
ア
ル
で
は
ダ
イ
ブ
し
て
数
時
間
も
経

て
い
な
い
の
に
内
部
で
は

か
に

大

な
時
が
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
事
だ

 
身
動
き
が
出
来
ず
闇
に

わ
れ
た
中
で

え
と

き
に

ぎ
な
が
ら

を

れ
流
す

 
現
実
で
は

し
得
な
い
拷
問
と
そ
れ
を

え

い
な
く
実
行
す
る
少
年
の
精
神
性

に

私
は

怖
を

い
た

護
る

と
決
め
た
者
達
を
傷
付
け
ら
れ
た
事
を
許
さ
な
い
苛

な

面
は

な
る

ど

確
か
に

獣

と
し
て
の
一
面
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
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そ
の

の
少
年
は
別

に
て

ア
ミ

ス
フ

ア

で
同
じ
サ

バ

に
ダ
イ
ブ
し
て
い
る

Ｓ
Ｔ
Ｌ

と
違
い
加
速
機
能
を
持
た
な
い
の
で

サ

バ

の
加
速
時
間
も

に

て
い

る
い
ま

デ

ス
プ
レ
イ
か
ら
流
れ
て
来
る
や
り
取
り
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
も
の
だ

 

問
し
男
が
無

の
中
で
的
確
に

え
を
見
出
し
精
神
を
追
い

め
て
い
く
そ
の
手

は

彼
の
手

と
判
断
力
に
よ
る
も
の

 

Ｓ
Ｔ
Ｌ

に
ダ
イ
ブ
中
の
男
の

波
は

夢
の
そ
れ
に
近
し
い
も
の
が
あ
る

 
夢
と

え
ば
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た

郷

之
が
企
て

し
て
い
た
内

容
に
近
し
い
も
の
だ

少
な
く
と
も
キ
リ
ト
は
自
身
の
心

世
界
を

化
さ
せ
ら
れ
た

眠
り

に

ち

が
展
開
す
る

夢

の
中
で

し
く
戦

た

 
そ
の
技
術
を
流

し
自
身
の

問
で
男
が
浮
か
べ
た
イ
メ

ジ
を
的
確
に

み
取

て
い
く

 
そ
こ
か
ら
更
に
問
い
を
投

男
の
精
神
を

り
な
が
ら
も
情
報
を

か
ら

へ
と

き
出

し
て
い
く

 

と

く
声
で

と

機

的
に

 
そ
の
様
を

こ
の
場
に
集

た
面
子

私

更
識
楯
無

学
園
⻑

木
十

千
冬

麻

二

タ
ケ
ル

場

神
代

子

ノ
之
束
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル



 暗部 〜拷問技術〜

は

と
見
届
け
て
い
た

  
・
Ｓ
Ｔ
Ｌ

 
正
式
名
称

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

 
魂
の

機

 
ア
ミ

ス
フ

ア
な
ど
が

に
直

仮
想
世
界
の
情
報
を
入
力
し
て
い
る
の
に
対
し

Ｓ
Ｔ
Ｌ

は

に
保
存
さ
れ
た
記

を

し
て
リ
ア
ル
そ
の
も
の
を
再
現
し
て
い
る

も

の

記

そ
の
も
の
を

み
取
る
の
で
ポ
リ
ゴ
ン
で
作
ら
れ
た
ア
イ
テ
ム

と
違
い
水
の

感

は
リ
ア
ル
そ
の
も
の

覚

覚
味
覚

覚
触
覚

記

全
て
を

動

す
る

 
そ
の

理
の
た
め
に
Ｓ
Ｔ
Ｌ
は
超

大

 

ぶ

ち

け
れ
ば
本
作
に

け
る

化
技
術

で
す

 
キ
リ
ト
対

の
ア
レ
の
舞

に
な

た
場

と
か

シ
ノ
ン
の
記

の
ア
レ
ね
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原
作
で
は
六
本
木
に
あ

た
ラ

ス

部
は

学
園
地
下

設
に

転
し
ま
し
た

オ
イ

オ
イ

リ

フ

達

け
付
け
ら
れ
る
の
か

 

恋
す
る
天
才
少
女
が
一

に
な
る

様

情
報

制
ガ
バ
の
予
感
し
か
な
い

 
千
年
の
⻩
昏
で
発

し
た
超
絶
フ

イ
ン
プ
レ

を
見
せ
る
時
は
来
る
の
か

  
・
拷
問
シ

ン

 

と
あ
る
魔
術
の
禁
書
目
録
二
十
数

く
ら
い
の

ア
ク
セ
ラ
レ

タ

一
方

行
と

ミ
サ
カ
ワ

ス
ト

番
外
個
体
が
や

て

た

問
を
導
入

そ
こ
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

波
を
モ
ニ
タ

す
る
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
を

導
入
し
て

魔
化
そ
う
と
し
て
も

魔
化
す
事
実
を
意
識
し
た
時
点
で
ア
ウ
ト
な
や
り
取

り
に

 
人
間
的
尊

も
仕
事
人
的
プ
ラ
イ
ド
も
ズ
タ
ズ
タ
で
ど
う
足
掻
い
て
も
情
報
を

か
れ
る
虚

脱
感
が

こ
の
拷
問
の

 
身
体
的
苦

だ
と
シ

ク
死
も
あ
る
か
ら
ね

非
も
な
い
ネ

外
道
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日
常
 

忘
却
の
傷

  
お

り
振
り
で
す

黒

谷
で
す

 
見
て
な
い
間
に
じ
わ
じ
わ
と
お
気
に
入
り
が
増
え
て
て

し
い
で
す

文

数
で
根
気
が
い
る

本
作
を

く
り

ん
で
下
さ

て
い
る
人
が
入
れ
て
く
れ
て
る
の
で
し

う

 
あ
と
ず

と

無
か

た
け
ど
私
は

気
で
す

年

初
め

て
や

大
変
で
す
よ

ね

仕
事

れ
で

が
進
ま
な
か

た

 

さ
ま
も
し

か
り

て

ん
で

高
め
て

気
に
お
過
ご
し
下
さ
い

今
の
と
こ

ろ
コ
ロ
ナ
に
出
来
る
事
は
そ
れ
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す

他
の
風
邪
イ
ン
フ
ル
な
ど
感

も

原

が
重
要
な
の
で

 
で
は
今
話
で
す

 

点

楯
無

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
六
月
七
日

日

前

 
一

的
に

日
と
さ
れ
る
今
日
だ
が

学
園
は
高

学

と
し
て
の
教
育
に

の
専

学
問
が
追
加
さ
れ
カ
リ
キ

ラ
ム
的
に
キ
ツ
キ
ツ
な
せ
い
か

程
の
事
が
無
い
限
り

は
原

ド

ン

日

業
と
さ
れ
て
い
る

中
学
が
進
学

だ
と

日
と
も

業
と
い
う
事
も
あ

た
せ

い
か

こ
れ
を
苦
に
思
う
生

は
あ
ま
り
い
な
い

 

ド
ン
の
日
の

業
は
大

が

学

こ
れ
は
最

二
コ
マ
は
時
間
を
要
す
る

の
実

業
が
平
日
に
多
い
分
一

教

目
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
だ

と
は

え
そ
の
一
学
期
の
間

は

の

学
も
入

て
い
た
り
す
る

本
日
の

業
は
こ
れ
ま
で
と
す
る

の

業
ま
で
に
さ

き
配

し
た
プ
リ
ン

ト
を
や

て
お
く
よ
う
に

 

理
論
の

業
を

義
し
て
い
た

教

が
そ
う
指
示
を
出
し
た
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そ
こ
で

い

ま
し
た
よ
う
に

の

を

し
た
チ

イ
ム
が
ス
ピ

カ

か
ら
流
れ
る

最

新

機
器
を
設

さ
れ
て
い
る
だ
け
あ
り
中
学
ま
で

れ
親
し
ん
た

れ
な
ど
一
切
無
い
そ

れ
は

学

中
に
木
霊
し
た

立

礼

 
ク
ラ
ス
代
表
に

ば
れ
て
い
る
私
が
指
示
を
出
し

生

全

が

業
終
了
の

を
行
う

教

に
立
つ
教

が
そ
れ
に

い
て

線
を
教

の
ド
ア
に
向
け
て
か
ら

か
に
空
気
が

ん

だ
の
を
感
じ
た

あ
あ

更
識

ち

と
来
い

え

 
あ

は
い

 
そ
の
ま
ま
廊
下
に
出
る
と
思
い
き
や
予
想
を
裏
切

て
直
前
で
立
ち
止
ま
り
振
り
返
る
な

り
名
指
し
で
私
を

ん
で
き
た

な
ん
だ
ろ
う
と

を

な
が
ら
近
付
く

 
平

的
な
女
性
の
身
⻑
よ
り
や
や
高
い
教

は

な
表
情
を

さ
ず

出

と

義

デ

タ
の
入

た
フ
ラ

シ

メ
モ
リ
を
持

た
ま
ま

を
開
い
た

カ
ズ
ト

一

の
事
だ
が
今
日
の

食
と

食
の
時
間

私
は
外
せ
な
い

事
が
入

た

だ
か
ら

今
日
は
お
前
一
人
に
あ
い
つ
の

手
を

せ
る
事
に
な
る

頼
め
る
か
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あ

は
い

大

で
す

 

し
い
事
も
あ
る
な

と
思
い
な
が
ら

く

 
日
本
代
表
と
し
て
の
立
場

と
し
て
の
仕
事
の
他
数
十
個
の
コ
ア
を
保
有
す
る
学
園
の

備

の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
方

と
の
や
り
取
り
で

し
い
彼
女
は
そ
れ
で
も
ど
う
に
か

時
間
を
見

て

弟
と
の
時
間
を
確
保
し
て
い
た

し
か
し
今
月
の
学
年
別
ト

ナ
メ
ン
ト
や

近
づ
い
て
き
て
い
る
モ
ン
ド
・
グ
ロ

な
ど
で
彼
女
も
様

な

取
り
の
対
応
に
追
わ
れ

始
め
た
の
だ
ろ
う

表
情
は

な
ま
ま
だ
が

葉

に
そ
こ
は
か
と
な
く

し
む
心
情
が
滲

み
出
て
い
る

 
無
論

滲
み
出
る
そ
れ
に
気
付
け
た
の
も

同
じ

姉

と
い
う
立
場
だ
か
ら
だ
ろ
う
が

 
そ
れ
以
上
な
に
か

う
事
は
無
く

彼
女
は
教

か
ら
出
て
行

た

た

ち

ん

き
 

背
後
か
ら
勢
い
よ
く

き

か
れ
た

い
き
な
り
や
め
て
よ
ね

子
ち

ん

あ

は
は

い
つ
も
の
お
返
し
よ
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後
ろ
か
ら

き
付
き

ら
か
に
文

を
流
し
た
の
は
眼

を
掛
け
た
同

ま

ず
みか
お
る
こ子

だ

た

自
身
の
事
を
期

の
エ

ス
と
称
し
て

ら
な
い
新

部

属
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
あ

る
そ
れ
で

か

か
し
ら

あ
ら

か

事
が
無
い
と
声
を
掛
け
ち

い
け
な
い
の

そ
う
じ

な
い
け
ど

子
ち

ん
の
事
だ
し
ま

た
格

の
ネ
タ
を
見
つ
け
た
と
思

て
声

を
掛
け
て
き
た
ん
じ

な
い
か
な

と
思

て

 
彼
女
の
姉
も
ジ

ナ
リ
ス
ト
を

し

い
て
い
る
影

か
彼
女
自
身
も
そ
の
道
に
進
も

う
と
日

精
進
し
て
い
る
の
は

知
の
事
実

な
ま
じ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
一
番

が
良
い
と

て
も
い
い
間

な
の
で
彼
女
の
思

回
路
も
ど
う
い
う
も
の
か
は
あ
る
程

せ
る
と
い
う
も

の 
そ
の
予
想
は

た

て
い
た
の
か

越
し
に
こ
ち
ら
を
見

る
彼
女
の

が
に
ん
ま
り
と

し
た

み
に

ら
れ
た

さ

す
が
た

ち

ん
分
か

て
る

ね
ね
私
も
お

と

食
一
緒
に
い
い
か
な

 
そ
の

し
出
は
予
想
出
来
た
事
だ

た
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は
私
とう

つ虚

教

そ
し
て
和
人
の
四
人
で
テ

ブ
ル

に

り
食
事
し
て
い
る

そ
の
メ
ン
バ

に
変
更
は
一

も
な
か

た

無
論
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
二
つ
名
を
得
て
い

る

教

へ
の

怖

の
念
が

そ
の
場
に

み

む
事
を

わ
せ
る
か
ら
で
あ
る

 
逆
に

え
ば

教

が

な
け
れ
ば
他
の
生

が
入

て
来
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い

 

教

も

で
は
な
い

む
し
ろ
多

な
身
な
の
で
食
事
の

に
彼
女
が
同

で
き
な
い

時
も
出
て
来
る
事
は
予
想
に

く
な
い
事

と

え
る

だ
か
ら
い
ず
れ
こ
う
な
る
だ
ろ
う
と

思

て
は
い
た

う

ん

そ
れ
は

和
人
君
に

か
な
い
と

と
も

え
な
い
か
も

 
し
か
し

私
は
返

に

し
た

 
こ
の
事

を
予
想
出
来
て
い
た
な
ら
予
め

え
を

意
し
て
お
く
の
が
常
と

え
る

し
か
し

そ
う
出
来
な
か

た
の
は

件
の

彼

の
意
向
に
よ
る
も
の
だ

あ
ら
意
外

も

と
キ

パ
リ
断
ら
れ
る
も
の
か
と
思

て
た
わ

彼

て
人

を
重

す
る
タ
イ
プ
だ
か
ら

ま

子
ち

ん
な
ら
多
分
大

だ
と
思
う

け
ど

 
見
ず
知
ら
ず
の

手
と
食
事
を
共
に
す
る
事
に
対
し
彼
自
身
も
忌

感
と
い
う
も
の
は
無
く
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は
な
い
と
い
う

出
来
る
事
な
ら
他
者
と
の

点
は
少
な
く
し
た
い

そ
れ
が
彼
の
本

だ

 
し
か
し

未
だ

表
さ
れ
て
い
な
い
と
は

え

と
の
密
約
に
よ
り

来
的
に

学
園

に
在

す
る
事
が
決
ま

て
い
る
以
上
現
在
在

し
て
い
る
生

と
学
食
で

を
合
わ
せ
る
事

は
必
定

今
の
一
年
二
年
生
と
学

生
活
を
共
に
す
る
未
来
が
分
か

て
い
る
以
上
あ
る
程

の
人
付
き
合
い
は
し
て
お
く
べ
き

と
い
う
の
が
彼
の

え
だ

た

 

備

護
の

も
あ
る
の
で
不
特
定
多
数
と
の
見
境
の
無
い

触
は
喜
べ
な
い
も
の
で

あ
る

 
だ
が

護
を

す
る
立
場
の
人
間
が

別
し
て
お
け
ば
あ
る
程

は
そ
れ
も
許
容
で

き
る
の
が
実
情
だ

 
世
間
的
に
私
と

教

は
彼
の
凶
悪
な

面
に
対
す
る
抑
止
力
と
し
て
見
ら
れ
て
い

る

そ
れ
も
ま
た
事
実
で
は
あ
る
が
同
時
に
私
達
は
日
本
の
未
来
を
背
負
う
彼
を

護
す
る

身
で
も
あ

た

後
ろ
盾
と
い
う
権
力
的
な
意
味
で
も
あ
る

 
つ
ま
り
私
と

教

の
信

を

け
彼
と

を
合
わ
せ
る
以
上

か
を
す
れ
ば

応
の

報
復
を
与
え
る
と
い
う

外
の

で
も
あ
る

だ

そ
ん
な
事

に
な
れ
ば
私
達
も

か
ら

ら
か
の

を

け
る
事
に
な
る
の
で

こ
ち
ら
も
報
復
は
全
力
で
行
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
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と
も
す
れ
ば

彼
が
し
た

拷
問

以
上
の
事
も
行
う
可
能
性
は
あ
る

 
そ
れ
ら
を

慮
し
た
上
で

子
と
い
う
少
女
は
彼
と
合
わ
せ
て
も
い
い
人
種
だ

と
思
え
て
い
る

 
ジ

ナ
リ
ス
ト
の
悪

か
人
に

け
や
す
い

作
や

色
多
分
の

記
事
を
作

る
き
ら
い
が
あ
る
の
は
こ
の
二

月
で

知
の
事

 
し
か
し

そ
れ
を
彼
に
ま
で
す
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば

ノ

と
私
は

え
る

 
下
手
な
事
を
し
て
獣
を
呼
び

こ
し
た
く
な
い
の
は

だ

て
同
じ

そ
の
意

を

ま

せ

変
な
事
は
し
な
い
よ
ね

と
確
認
も

め
て

線
を
投

か
け
る

 
そ
れ
を

し
た
ら
し
く

子
は
苦

の
中
に
神

な
表
情
を

ま
せ

い
た

分
か

て
る
変
な
事
は
し
な
い
わ

私
だ

て
ま
だ
死
に
た
く
な
い
も
の

彼
が

が

て

た
ら
無
理
強
い
も
し
な
い

な
ら
良
い
わ

 
そ
の
返

に

足
し
た
私
は

の

業
の

備
を
し
つ
つ

を
取
り
出
て
メ

セ

ジ
ア
プ
リ
を

動
さ
せ
る

送
る

手
は
件
の
彼

食
と

食
で

教

は

事
で
来

れ
な
い
事
と

私
の
友
人
が
同

し
て
も
い
い
か
の

い
を
立
て
る
内
容
で
送
信



 日常 〜忘却の傷〜

 

ま
れ
れ
ば

ア
イ
コ
ン
が
付
く

だ
が

前
中
の

業
が
終
わ
る
ま
で

て
も
返
事

は
お
ろ
か

も
付
か
な
か

た

 
彼
が

禁
さ
れ
て
い
る
部

ま
で
向
か
う
道
す
が
ら
も
こ
ま
め
に
確
認
す
る
が
や
は
り

は
付
い
て
い
な
い

絡

ま
だ
無
い
の

 

こ

と

私
の

を

き

む

子

そ
う
み
た
い

悪
い
け
ど

先
に
食

に
行

て

を
取

て
お
い
て
も
ら
え
る

そ
れ
は
い
い
け
ど

で
も
彼
が
イ

が

た
場
合
は
ど
う
す
る
の

 
後
か
ら
行

て
も

合
よ
く

が
空
い
て
る
と
は
思
え
な
い
け
ど

 

子
が
小

を

て
疑
問
を

す
る

 
そ
れ
は

も
な
意
見
だ

食

で
食
事
を
す
る
時
自
分
達
が

る
テ

ブ
ル

は
い
つ
も
同

じ
だ

た
が
そ
こ
に

も

ら
な
い
と
い
う

で
は
な
か

た

共
の
場
で
あ
る
以
上
自

分
達
だ
け
で
常
に
独

す
る
と
い
う
の
は
マ
ナ

違
反
で
あ
る

そ
れ
は
私
は

論
教

と
少

年
も
望
ま
な
い
だ
ろ
う

 
か
と

て
そ
こ
以
外
の
場

え
ば

上
や
中
庭
な
ど

で
食
べ
る
の
も
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の
事
情
で

し
い

そ
の
時
は
彼
が

り
て
る
部

で
食
べ
る
だ
け
よ

食

で
食
べ
な
き

い
け
な
い

が
あ

る

じ

な
い
し
和
人
君
だ

て
常
に

人

の
中
で
食
べ
る
の
は
イ

で
し

う
か
ら

ね 
結
果

一
緒
に

な
く
て
良
い
部

が

え
に
な
る

 
そ
も
そ
も
私
か

教

の
ど
ち
ら
か
が
一
緒
に

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
彼
個
人
の

に
対
す
る
抑
止
力

い
を

け
て
い
る
か
ら
だ

 
要
は
彼
が
部

の
外
に
出
な
け
れ
ば
私
達
が
一
緒
に

る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る

 
彼
自
身

来
的
に
直
面
す
る
問

を
先
に
解
決
す
る
べ
く
部

か
ら
出
て
い
る
だ
け
で
そ

の
必
要
が
無
い
な
ら
部

に

じ

る
だ
ろ
う

ヘ
ン
な

が
立
た
な
い
よ
う

の
彼
を

知

し
た
以
上

回
食

に
向
か
う
必
要
性
も
か
な
り

れ
て
い
る

無
理
に
出
る
必
要
が
無
い
な

ら
そ
ろ
そ
ろ
部

で
食
べ
る
機
会
も
作

て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
と
私
は

え
て
い
た

 
こ
の
学
園
に
世
界
中
か
ら
集
う
エ
リ

ト
の
少
女
達
は

が
女
性
に
し
か

え
な
い
特
性

も

て
か
男
性

れ
し
て
お
ら
ず
大
部
分
が

想
や
想
像
な
い
し
ド
ラ
マ
や
ゴ
シ

プ

な
ど
で

り

ま

た
男
性
像
を

い
て
い
る

そ
れ
は
他
者
の
情
報
を
真
に

け
や
す
い
と
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い
う
事
を
意
味
し
て
い
て
つ
ま
り
彼

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

一

に
対
す
る
イ
メ

ジ
像
も

初
か
な

り
悪
い
も
の
だ

た

 
悪
い
と
い
う
の
は
心
証
が
悪
い
と
い
う
意
味
で
は
無
い

正
確
性
の

い
極

な
も
の
と

い
う
意
味
だ

 
世
の
中
で
彼
を

持
す
る
人
が

れ
ば

的
に
こ
き
下
ろ
す
人

デ
ス
ゲ

ム
で
殺
し

合

た
と
思
し
き
人
物
の
発

も
あ
れ
ば

出
来
損
な
い

と
い
う
か
つ
て
の
風

を
理
由
に

め
る
者
も

て
そ
の
内
容
や
人
物
像
は
正
に
千
差
万
別

そ
の
ご

た

状

の
人
物
像
を

真
実
と
思
い

ん
で
い
た
の
が
こ
の
学
園
の
生

た
ち
の
大
部
分
だ

た

 
彼
を
理
解
し

け
容
れ
よ
う
と
し
て
い
る
者
は
確
か
に
い
る

 
し
か
し

世
界

で

え
ば

そ
れ
で
も
ま
だ
一
握
り
レ
ベ
ル

 
少
し
ず
つ

し
て
は
い
る
が
未
だ
に

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

出
来
損
な
い
と
し
て
の
風

は

を
引
い
て
い
る

え
デ
ス
ゲ

ム
を

事
変
を
終
わ
ら
せ
た
立

者
で
あ
ろ
う
と

そ
れ
は
ゲ

ム
の
話
だ

と

り
切
る
人
間
の
前
で
は
無
意
味
と
化
す

 
彼
自
身

そ
の

績
が
過
去
の
も
の
で
あ
り

現
実
世
界
に

か
を

す
わ
け
で
な
い
以
上

現
実

で
も
な
に
か
し
ら
ア
ク
シ

ン
を

こ
す
必
要
が
あ
る
と
は

え
て
い
た
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そ
の
第
一
歩
が
食

で
の
食
事

大

に
あ
り
の
ま
ま
の

を
知

て
も
ら
お
う
と
い
う
行

動
だ

た

 
男
へ
の

見

出
来
損
な
い

と
し
て
の
風

そ
の
他

数
多
く
の
中
傷
が
未
だ
強
く

を
引
い
て
い
る
彼
を
見
て

衝
撃
を

け
た
人
は
決
し
て
少
な
く
な
い

 
学
園
に
来
た

時
の
人
物
像
は
復
讐
⻤
と
い
う

然
の

し
か
し
彼
を
知
ら
な
い
が

故
の
的
外
れ
な

価
だ

た

 
そ
れ
を
真

向
か
ら

定
し

え
憎
悪
の
対

だ
ろ
う
実
姉
と
ぎ
こ
ち
な
い
な
が
ら

も

葉
を
交
わ
し

み
を
浮
か
べ
同
じ

で
食
事
を
す
る

そ
の
光

を
見
て
い
つ
ま
で
も

無

な
人
物
像
を
保
て
る

ど

十
代
女
子
の

定
観
念
は

く
な
い

 

論
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

教

を
絶
対

し
て
い
る
人
間
か
ら
は

心
を
向
け
ら
れ
る
事
に
な

た
が

そ
の
程

は

り

み
済
み
だ

 

よ
り
彼
は

万
人
に

け
入
ら
れ
よ
う
と
は
し
て
い
な
い

 
必
要
な
の
は
大

の
認
識
で
あ
る

大

が
彼
を

け
容
れ
る
流
れ
を
作
れ
ば
そ
の
時

点
で
彼
の
目
標
は

ば
以
上
達
せ
ら
れ
た
も
同
然
に
な
る

 
日
本
国

法
に
は
人
と
し
て
必
要
最

限
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
個
人
を
守
る

が
存
在
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し
て
い
る

そ
れ
を
一

で

え
ば

人
権

と
な
る

 

法
は
個
人
を
守
り

人
権
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
個
人
情
報
が
ネ

ト
に
流
出
し

わ
れ
な
き
中
傷
と
差
別
に

し
て
い
た

時
を

え
れ

ば
と
て
も
彼
を
守
り
人
権
を
尊
重
し
て
い
た
と
は

え
な
い

そ
れ
は

法
が

い
て
い
な

か

た
と
か

が
動
か
な
か

た
よ
り
も
大

が
そ
れ
を

と
し
た
が
故
の
動
き
で
あ
る

と

え
ど
そ
れ
を
動
か
す
の
は
人
で
あ
り
大

の
意
思
を
反

し
た
人
間
だ

議

や

の

持
に
は
大

に

た

き
を
求
め
ら
れ
る

 
・故
・に

和
人
は
大

を
味
方
に
付
け
る
べ
く

あ
の
手
こ
の
手
を
使
い

策
を

じ
て
き
た

 

わ
れ
な
き
中
傷
で

れ
見
知
ら
ぬ
第
三
者
に
知
ら
れ
る
ネ

ト
中
継
に
大
き
な

絶
反
応

を
見
せ
た
事
が
無
い
の
は

彼
の
策
と
結
果
的
に
合

し
た
も
の
だ

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

仮
に

絶
反
応
を
見
せ
て
い
れ
ば

止
め
ら
れ
な
い
中
継
は
と
も
か
く

彼
を
想
う
少
女
達

が
情
報
を

ら
す
よ
う
な
真
似
は

む

だ

 
そ
れ
を
前

に
す
れ
ば

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

仮
想
世
界
プ
レ
イ

と

学
園
の
生

の
大
部
分
は

そ
の
術

中
に

て
い
る

 

子
の
要
望
が
そ
の
証

新

記
者
と
し
て

穴
に

び

む
事
も
時
に

と
す
る

が
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あ
る
と
は

え

裏

は

論

極
限
状

に

た
事
す
ら
無
い
少
女
で
し
か
な
い
彼
女
の

行
動
は

彼
の
策
が
成

し
て
い
る

と

え
よ
う

 
学
園
に
来
て
た

た
六
日
し
か
経

て
な
い
の
に
実
を
結
ん
で
い
る
事
に
は
戦

を
禁
じ
え
な

い
私
で
あ
る

 
そ
れ
を
知
る
由
も
な
い
新

新

部

は

の
食
事
風

を
思
い
出
し
て
い
る
の
か
苦

を
滲
ま
せ
た

あ

い

つ
も

目

び
て
る
も
の
ね

た
し
か
に
ス
ト
レ
ス

そ
う

わ
か

た

わ

先
に
行

て
る
ね

お
願
い
ね

結
果
は
メ

セ
で

絡
す
る
か
ら

は
い
は

い

 
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
手
を
振
る

子
と

中
で
分
か
れ

私
は

の
あ
る
方
に
足
を
向
け
た

  
然
し
て
時
間
を
掛
け
ず

に

り

い
た
私
は
彼
に

が
わ
れ
て
い
る
部

に
向

か

た

 
金
持
ち

入
り

を

い

と
し
て
入
れ
る

と
は
名
ば
か
り
の
部

は
内

の
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間
取
り
も
全
部

の
そ
れ
と
同
じ

そ
れ
故
か

も

の
木
製
ド
ア
だ

 
入
る
前
に
礼

と
し
て
ド
ア
を
三
回
ノ

ク
す
る

和
人
く

ん

 
ノ

ク
し
て
か
ら

声
も
掛
け
る

 
し
か
し
返
事
は
無
い

あ
れ

 
と

を

る

 
も
う
一
回
ノ

ク
と
呼
び
掛
け
を
行
う
も
結
果
は
同
じ

し

ん
と
無

が
空
間
を

配
し

た

事
と
か
は

い
て
い
な
い
け
ど

 

人
に
知
ら
れ
な
い
秘
密
地
下
の
ア
リ

ナ
で
こ
こ
数
日

練
す
る
事
は
あ

た
が
そ
れ
で

も
部

の
外
に
出
て
い
る
た
め

教

か
自
分
の
同

は
必

い
に
な

て
い
る

の

チ

カ

か
ら
発
せ
ら
れ
る
信

は
国

会
ト

プ
に
な

た
束

士
が

ら
で
も

出
来
る
と
は

え
そ
れ
を

発
さ
せ
る
リ
モ
コ
ン
を
持

て
い
る
私
達
が
近
く
に

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
変
わ
ら
な
い
た
め
だ

部

の
出
入
り

に
も
感
知
器
が
取
り
付
け
ら
れ
て

お
り
彼
が

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

数
メ

ト
ル
以
内
に
リ
モ
コ
ン
の
反
応
が
な
け
れ
ば

発

す
る
な
ど
の
ギ
ミ

ク
も
あ
る

学
園
に

禁
さ
れ
始
め
て
か
ら
制
限
が

し
く
な
り

外
に
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る
間
に

・無
・断
・で

数
十
メ

ト
ル
離
れ
た
場
合
も
同
じ

 
束

士
も
リ
モ
コ
ン
を
持

て
い
る
一
人
な
の
で

れ
出
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る

彼
女
の

場
合
は
国

指
名
手
配
中
な
の
で
表
向
き
一
緒
に

ら
れ
ず
信

ロ
グ
の

も
面
倒
な
た
め

か

彼
女
が
こ
の
六
日
間
で

れ
出
し
た
覚
え
は
記

に
無
い

 
ま

今
回
が
初
回
の
場
合
も
無
き
に
し
も
非
ず
だ
が

 
疑
問
を

き
な
が
ら

私
は
制

の
内
ポ
ケ

ト
か
ら
生

会
⻑
権
限
を
付
与
さ
れ
た
生

証
を
取
り
出
し

の

み
に
差
し

む

に
生
体
認
証
の
指
紋

の

合
を
行
う

ピ

ピ

と
い
う
機

と
重
な
る
よ
う
に
開

が

こ
え
た

 

を
開
け
て
部

に
入
る

 
部

は

の
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
間
取
り
の
た
め
ベ

ド
も
二
つ
あ
る

し
か
し
ど
ち
ら
も

も
ぬ
け
の

性
格
を
表
し
て
い
る
の
か

ち
り
と
整
え
ら
れ
た
そ
こ
に
少
年
の

が
無
い
事

に

私
は

を

め
た

 

日
の

ド
ン
体
制
を
取

て
い
る
学

は
進
学
コ

ス
な
ど
を

し
て
い
る
場
合
を

い
て

本
少
な
い
の
が
日
本
だ
が
彼
が

を

い
て
い
る
帰
還
者
学

は

の

ド
ン
は

あ
る
と
こ
ろ
だ

然
二
年
分
の

れ
を
取
り

す
た
め
の
苦
肉
の
策
で
あ
る

信
教
育
制
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を

し
て
い
る
彼
も

そ
れ
は
同
じ

 

常
の

信
教
育
と
異
な
る
の
は
彼
の
場
合
は
ア
ミ

ス
フ

ア
で
フ
ル
ダ
イ
ブ
す
る

事
だ
ろ
う

常
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を

し
て
問

集
を
解
い
た
り
時
に
テ
レ
ビ

義
を

し
て

業
を

け
る
な
ど
だ
が
彼
の
場
合
は
学

が

意
し
た
サ

バ

に
ロ
グ
イ
ン
し
そ
の
ア

バ
タ

を
学

が

意
し
た
投
影
機
で
ホ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
投
影
し
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を

取
る
と
い
う

技
術
に

み

ん
だ
ス
タ
イ
ル
を
取

て
い
る
と

く

論

回
で
は
な
い

ら
し
い
が
私
は
ど
の

業
で
そ
れ
を
す
る
の
か
ま
で
は
把
握
し
て
い
な
い
か
ら
返
事
が
無
い

の
も
て

き
り
フ
ル
ダ
イ
ブ
の

業
を

け
て
い
る
た
め
か
と

え
て
い
た

 
し
か
し
ベ

ド
に

が
無
い
の
で

あ
て
が
外
れ
て
し
ま

た

と
な
る
と

ト
イ
レ

 

前
中
の

業
の
時
は
彼
も

信
教
育
の
方
に
集
中
し
そ
れ
が
終
わ

て
す
ぐ
ト
イ
レ
に

け

ん
だ
な
ら
私
の
メ

セ

ジ
に
気
付
か
な
い
と
し
て
も
無
理
は
な
い

か
な
り
集
中
し
て

い
た
と
す
れ
ば
メ

セ

ジ
に
気
付
か
な
い
と
い
う
の
は

え
ら
れ
る
話
だ

た

 

そ
こ
で

背
後
か
ら
ガ
チ

と
い
う

が

こ
え
た

 
部

に
入

て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
ト
イ
レ
と
シ

ワ

一
体
型
の
部

と
小
さ
め
の
キ
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チ
ン
が
備
え
ら
れ
て
い
る

ド
ア
が
あ
る
の
は
前
者
だ
け
だ

 
き

と
ト
イ
レ
に
入

て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
確
信
を
持

て
振
り
向
い
た

あ
あ

和
人
君

お

呼
び
に
来
た

 
振
り
向
い
て

そ
こ
ま
で

に
し
た
と
こ
ろ
で

し
り
と

ま
る

 

た

た
と

を

ら
せ
る
白
の
⻑
髪

れ
そ

た
白
髪
を

り
つ
か
せ
た
上
体
は
傷

だ
ら
け
の

体
で

う
じ
て
下

身
を
ト
ラ
ン
ク
ス
の
下

で

し
て
い
る
と
い
う
か
な
り
キ

ワ
ど
い

だ

た

見
方
に
よ

て
は
水

と

え
な
く
も
な
い

 
し
か
し
決
定
的
に
違
う
の
は

か

か
と

気
を
上

て
い
る
点
だ

 

か
に

色
を
足
さ
れ
た

白
の

は

に

て
ら
れ
上
気
し
て
い
る

タ
オ
ル
で

を

い
て

と
息
を

く
仕

は

男
の
も
の
と
は
思
え
な
い

気
を

し
出
し
て
い
る

 

で
も

男
の
子

な
ん
だ
よ
ね

 
ど
れ
だ
け
少
女
の
よ
う
に
華

で
整

た

を
し
て
い
て
も

か
な
が
ら

た

肉

を
付
け
て
い
る

体
は
男
性
の
そ
れ
だ

女
性
も
鍛
え
れ
ば
同
程

の
体
格
に
な
る
だ
ろ
う
が

平
ら
な

に
付
い
て
い
る

さ
は
や
は
り
異
性
特
有
の
も
の
だ

た

の

体
に

す
と
こ
ろ

な
く

ま
れ
て
い
る
古
傷
が

そ
う
思
わ
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
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体
の
傷

と

べ
白

を
保
つ

や
四

の

ら
か
さ
は
却

て
恐
ろ
し
い
も
の
を
感
じ

さ
せ
る
が楯

無

も
う
来
て
た
の
か

 
そ
こ
で

タ
オ
ル
か
ら

い
た
金
色
の

が

こ
ち
ら
に
定
め
ら
れ
る

え

え
え

和
人
君
は

シ

ワ

を

び
て
た
の

あ
あ

う
ん

気
分
を
変
え
た
く
な

て

 
ご
し
ご
し
と

れ
そ

た
髪
の
水
気
を
取

て
い
き
な
が
ら

少
年
は
そ
う

た

 
ど
こ
か

気
が
無
い
よ
う
に
思
え
る
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か

そ
の

和
人
君

大

 
今
日
は
部

で
食
べ
る

 

先
生
も

事
が
あ

て

と

方
は
一
緒
に
食
べ
ら
れ
な
い
ら
し
い
し

そ
う
な
の
か

え
え

前
中
に
メ

セ

ジ
ア
プ
リ
で
和
人
君
に
も

絡
し
て
お
い
た
け
ど

 

を

て
い
る
の
を
見
る
に
気
付
い
て
い
な
か

た
ん
だ
な
と

せ
た

程

信
教
育
の

に
集
中
し
て
い
た
か

気
が
無
く
な

た
原
因
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
か

 
そ
の
理
由
は
教
え
て
く
れ
な
か

た
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た
だ

は
部

で
と

そ
う

く

え
た
彼
は
の
そ
の
そ
と

意
し
て
い
た

え
に

を

し
て
い

た

 
そ
の
様
子
は

と
話
し
た
夜
を
思
い
出
せ
て

 
一
も
二
も
無
く

い
た
私
は
メ

セ

ジ
ア
プ
リ
で

子
に
結
果
を
伝
え
て
自
分
の
分
と

彼
の
分
の

食
を

達
し
に
食

へ
向
か

た

  
・ま

ず
みか
お
る
こ子

 
原
作

に
一

か
ら
登
場
し
て
い
る
キ

ラ
ク
タ

 
新

部

属
の
エ

ス

セ
シ
リ
ア
と
の
対
決
後
ク
ラ
ス
代
表
決
定
お
め
で
お
う
パ

テ

に
て
登
場
し
イ
ン
タ
ビ

し

足
い
か
な
い
返

の
場
合
は

記
事
を
作
り
上

る
と

ん
で
も
な
い
記
者
の

 
パ
パ
ラ

チ
や
マ
ス
ゴ
ミ
に

た
い
か

進
化
し
な
い
か
が
心
配
で
す
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姉
が
情
報

に
務
め
て
い
る
記
者
と
い
う
の
も
原
作
設
定

 
楯
無
の
事
を

た

ち

ん

と
呼
ぶ

離
感
の
近
さ

  
・
更
識
楯
無

 
逆
ラ

キ

ス
ケ
ベ

を
か
ま
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
候
補

 
予
想
外
の
事

や

し
に
弱
か

た
り
す
る
の
で

突
な
展
開
に
あ
た

た
し
そ
う
な
も
の

で
あ
る
が

外

静

そ
れ
は
無
か

た
事
に
な

た
会

の
夜
和
人
の
様
子
を
重
な

る
も
の
が
あ

た
か
ら
ら
し
い

 
ま

し

か
り

面
動
揺
し
て

思

が
ピ
ン
ク
色
に

い
た
ん
で
す
が
ね

  
・
桐

谷
和
人

 
か
な
り
ダ
ウ
ナ

な
状

の
主
人

 
テ
ン
シ

ン
の
振
れ

が
大
き
い
が

的
フ
ラ

ト
な
事
が
多
い
和
人
に
し
て
は

し
く

ダ
ウ
ナ

テ
ン
シ

ン

大
体
こ
う
い
う
時
は
良
く
な
い
事
が

き
て
い
る

 

無
か

た
事
に
な

た
会

の
夜
で
は

木

に

裏
切
ら
れ
た

意

と

わ
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れ
た
事
で
ト
ラ
ウ
マ
発

か
ら
の
ト
ラ
ウ
マ
で
抑
制
と
い
う
極
限
状

に

た

お
そ
ら
く

一
生
解
消
さ
れ
な
い
状

で
あ
る

 
問

は

前
中

食
以

に

が
あ

た
か
だ
が
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誘
引
 

頼
ら
れ
る
人
の
弱
い
ト
コ

  

点

楯
無

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

楯
無
さ
ん

て
頼
ら
れ
る
事
は
多
く
て
も

・対
・

・な
・意
・味
・で

頼
る
事
は
あ
ま
り
無
い
よ

ね

て
お
話

  
二

二
五
年
六
月
七
日

日

後
十
二
時
三
十
分

 

学
園
一

桐

谷
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食

か
ら
二
人
分
の
食
事
を
取

て
来
た
後
私
達
は

付
け
の
デ
ス
ク
の
前
に

り

り

合
わ
せ
で
食
事
を
摂
り
始
め
た

 

食
の
時
と
打

て
変
わ
り
ど
こ
か
ダ
ウ
ナ

な

を

け
る
少
年
は
も
そ
も
そ
と

く
り
食
事
を
摂

て
い
る

 

内
は
静
か
だ

食
器
を

く

が
食
器
に
触
れ
る

か
な

が

に
残
る

ど
に
静

に

ま
れ
て
い
る
の
は

彼
が
食
事
中
に

ら
な
い
タ
チ
だ
か
ら

だ
け
で
は
な

い

少
な
く
と
も
今
日
は

そ
れ
以
外
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

 

前
中
の

業
の
間
に
い

た
い

が
あ

た
の
か

気
に
な

て
仕
方
な
か

た
が
果
た

し
て

み

ん
で

い
て
も
い
い
も
の
か
と
悩
ん
で
し
ま
う

下
世
話
な
思
惑
で
気
に
な

て
い

る

で
無
い
な
ら
仮
に

み

ん
で

い
た
と
し
て
も
彼
は
怒
ら
な
い
と
思
う
が
不
快
な
気
持

ち
に
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
と
思
う
と

無
遠
慮
に

く
の
は
ど
う
し
て
も

ら
れ
た

 
悩
み
事
や
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
も
身

を

か
る

と
し
て
は
気
に
掛
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が
哀

し
い
か
な

私
が
そ
れ
に

応
し
い
立
場
と
は
思
え
な
か

た

と
の

だ
け
で
は
な
い

人
を

い
る
地

に
い
る
た
め
か

に
し
て
リ

ダ

に

く
事
が
多
か

た
私
は
必
然

的
に

さ
れ
る
事
も
多
か

た

私
は
そ
れ
に
真
剣
に
向
き
合

て
来
た
つ
も
り
だ
が
生
来
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の
気

か

の

動
故
か
ど
う
し
て
も
そ
う
取
ら
れ
な
い
事
も
少
な
か
ら
ず
あ
り

手

を
不
快
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
し
ま
う
事
も
あ

た

と
の
不

は
そ
の
一

と
も

え
る

 
つ
ま
り
私
は

手
と
し
て
立
場
的
に
見
合

て
い
る
が
個
人
の
感
情
や
性
格
面
で
見
る

と

あ
ま
り

性
の
い
い

手
で
は
な
い

と
い
う
事
が
多
い

だ

 
友
人
に
よ
れ
ば
私
が
共
感
を
示
す
よ
う
な
反
応
を
す
る
と
得
て
し
て
反
感
を

か
れ
や
す

い
ら
し
い

の

い

動
以
上
に
平

以
上
の
成
績
を

な
く
取

て
い
る

か
ら
本

に
共
感
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
の
だ
と

 
そ
れ
を
知

た
時
ち

と
理
不

で
は
な
い
か
と
思

た
の
は
記

に
強
く
残

て
い
る

 
自
分
だ

て
努
力
し
て
い
る
し
命

け
の
家
業
を
継
い
で
い
る
身
で
あ
る
以
上
む
し
ろ
人

み
以
上
と
い
う
自
負
が
あ

た

し
か
し
そ
れ
は

人
に
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
多
く

見
え
な
い
部
分
だ
か
ら
こ
そ
一

人
か
ら
は
苦
も
な
く
や

て
の
け
る
天
才
と

る

現
実

と
想
像
の

離
と
い
う
も
の
が

私
を
苛
ん
で
い
た

 

そ
れ
は

ま
る
で
私
と

の

を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ

 
い
や

実

に
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

更
識

内
で
の

価
は
ど
う
し
て
も

裏

が

わ
り
そ
れ
を
彼
女
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
工
作
し
て
い
た
か
ら
彼
女
か
ら
す
れ
ば
な
ん
で
も
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す
ぐ
に
出
来
て
い
る

と
い
う
風
に
取
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
か

た

 
そ
れ
は
私
の
自
業
自
得
だ

 
あ
の
日

が
亡
く
な
り

主
を
継
ぐ
事
に
な

た
あ
の
日
の
失

が
悪
か

た

彼
女

を
大
切
に
想
い
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
に
心
無
い

葉
を

い
て
し
ま

た
私
の
失

が

不

の

凶

 
だ
か
ら
私
は

彼
に

け
な
い
で
い
る

 
彼
は
妹
と
の

を
取
り
持

て
く
れ
た

自
分
が
大
変
だ

た
時
に
自
身
を
後
回
し
に
し

て
ま
で
私
に

か
ぞ
く

を

先
さ
せ
て
く
れ
た

契
約
だ

た
か
ら
彼
も
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
か
ら
で
流
せ
る
恩
で
は
な
い

楯
無

を

る
理
由
そ
の
も
の
で
あ
る
無
二
の
肉
親
を
喪
い

そ
う
だ

た
の
を
助
け
ら
れ
た
以
上
一
生

報
い
る
べ
き
恩
と

て
も
過

で
は
な
い
と
私

は
思
う

 
裏
を
知
り

を
多
く
作
る
暗
部
に
身
を

た
す
身
で
あ
り
な
が
ら
表
で
生
き
る
少
女
の

よ
う
な
思

と
感
情
が

き
出
て
止
ま
な
い

 
少
年
に

ま
れ

わ
れ
た
く
な
い

と
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結

 
食
事
は
始
終
無

の
ま
ま
終
了
し
た

私

て
自
分
で
思

て
い
た
以
上
に
ヘ
タ
レ
だ

た
ん

だ
な

と
⻩
昏
な
が
ら
食
後
の
お

を
ず
ず

と

る

を
お

で

か
す
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の

緑

だ
が
最
近
の
技
術
進
歩
故
か

葉
か
ら

れ
た
も
の
に
限
り
な
く
近
い
風
味
が

内
に
広

が
り

と

か
ら
力
が

け
る

 
そ
こ
で

く
い

と

を
引

ら
れ
た

な
に

そ
の

気
を

わ
せ
て
し
ま

て

ご
め
ん
な
さ
い

は
い

 

を

く
し
目
を

が
せ
な
が
ら
の

罪

い
き
な
り
の
事
に

で
気
の

け
た
声
が
出
て

し
ま
う
く
ら
い

い
た

え

て

の
事
か
し
ら

だ

て
楯
無

は
マ
シ
ン
ガ
ン

み
に
話
し
掛
け
て
来
る
の
に
さ

き
は
ず

と
無

だ

た
か
ら

あ
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理
由
を
教
え
て
も
ら
い

す
る

み

ん
だ

問
を
し
て
い
い
も
の
か
そ
れ
で

わ
れ

た
く
は
な
い
な

と

と
ヘ
タ
レ
て
い
た
あ
の
無

の
時
間
を
彼
は
気
を

て

か
な

い
で
い
た

と
い
う
風
に
解

し
た
ら
し
い

 
や

り
根

こ
は
良
い
子
な
の
だ
な

と
分
か
る
思

回
路
に

こ
り
す
る

 
マ
シ
ン
ガ
ン

み
と

さ
れ
る
く
ら
い

い
勢
い
だ
ろ
う
か
と
疑
問
は
あ

た
が

そ
れ
は

み

ん
で

い
た
ら

が
る
か
な

と
悩
ん
で
た
か
ら
無

だ

た
の
よ

気
に
し

な
く
て
良
い
わ

ど

ち
に
し
ろ
気
を

わ
せ
て
る
じ

な
い
か

ル

プ

て
怖
い
わ

 
ど
う

え
て
も
そ
こ
に
行
き

く
の
ね
と
い
う

れ
を

め
て

う

実

無
限
ル

プ

て
怖
い

 

わ
れ
た
く
な
い
と
思

た

と

直
に

え
ば
解
決
す
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

 
そ
れ
は
ち

と

ず
か
し
か

た

そ
れ
で

話
は
そ
れ
だ
け
か
し
ら

 
あ
ま
り
引

ら
れ
る
と
取
り

え
な
く
な
る
気
が
し
て

ば
無
理

理
会
話
を
打
ち
切
る
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事
に
し
た

話

を
変
え
れ
ば
彼
も
気
が

れ
る
と
期

し
て
話
を
振
る

 
す
る
と

得
い
か
な
そ
う
に

を
下

て
い
た
少
年
は
気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に
表
情
を

め

た 
食
事
中
の
気

ち
し
た
様
子
が

れ
て
い
る
か
ら

少
し
は
気
が

れ
た
よ
う
だ

あ

い
や

こ
の
後

で
食

を

い
た
い

時
間

大

か

今
日
は

ド
ン
だ
し

時
間
は
大

だ
け
ど

食

 
は
て

な
ん
の
つ
も
り
だ
ろ
う
と

を

る

 

と
ま
ず
話
は
歩
き
な
が
ら

く
事
に
し
た

が
あ
る
と
は
い
え
時
間
の
浪

は

け

る
べ
き
だ
し

人
に

か
れ
て
も
問

無
い
内
容
だ
と
判
断
し
て
の
事
だ

 
ち
な
み
に
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
食
べ
た
分
の
食
器
と
ト
レ
イ
を
持

て
運
ん
で
い
る

食

だ

と

教

が

先
し
て
彼
の
分
も
持

て
行

て
し
ま
う
か
ら
か
今
日
は

と
し
て

ら
な

か

た

先
生
を
小
間
使
い
に
し
て
い
る
と
い
う
悪

を

た
の
か
そ
れ
と
も
さ

き
気
を

わ
せ
た
と
思

て
い
る
か
ら
か
は
分
か
ら
な
い

そ
れ
で

食

と

て
も

で

を

う
の

 

子
パ
ン
か
な
に
か

 
歩
き
な
が
ら
問
い
掛
け
る
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肉
と
か

と
か
お

と
か

 
食
器
を
載
せ
た
ト
レ
イ
を

手
で
運
ぶ
少
年
は

的
に
そ
う

た

 

の
学

の

に
あ
る

が
な
い

が

ら
れ
て
い
る
事
は

学
園
が
作
ら
れ
る

経

に

が
あ
る

 

学
園
は
人
工

の
上
に
作
ら
れ
た

設
で
有
事
の

に
は

城
反
撃
を
行
え
る
よ
う

み
の
軍
事

設
を
超
え
る
レ
ベ
ル
の

備
を
前

に

さ
れ
て
い
る

こ
の
場
合
の

備

と
は

や
現
代

火
器
の
他
に

食

を

め
て
の
事
だ

 
学
園
の
地
下
に
も
一

に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

前
者
は

や

食
品
な
ど
を

め

ん
で
い
る
食

な
ど
で
後
者
は
和
人
が
拷
問
を

行
う

に
使

た
部

や
地
下
特
設
ア
リ

ナ
な
ど

 
そ
し
て
一

に
知
ら
れ
て
い
な
い
地
下

設
に
は

を
育
て
る

園
も
存
在
し
て
い
る

人

工
の
日
光
を
使

し
て

を
育
て
出
来
上
が

た
も
の
を

し

に

め
て
い
く
事

で
有
事
の

の

食
問

に
備
え
る
と
い
う
目
的
の

設
だ

サ
ツ
マ
イ
モ
や
カ
ボ
チ

大

根

ニ
ン
ジ
ン

大

子
な
ど

節
や
気
候
を
機

で
再
現
す
る
事
で

地

気

に

さ
れ
な
い
よ
う
育
て
る

園
に
よ
り
学
園
の
食

に
は
大

の

が

保
存
さ
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れ
て
い
る

ら
し
い

 
ら
し
い
と
い
う
の
も
私
自
身
見
た
事
は
無
い

有
事
の

に

面
に
立
つ
生

会
⻑
と
し
て

か
さ
れ
た
事
が
あ
る
だ
け

 
た
だ
そ
の

園
の
存
在
が
あ
る
お

で
学
園
の

に
は
一

生

が
あ
ま
り

い
求
め

な
い
だ
ろ
う
食

品
が
あ
る
程

存
在
し
て
い
る
よ
う
だ

た

 
そ
れ
は

わ
ば

日
本

の
苦
肉
の
策
だ

た

 
日
本
は
食

自

が
か
な
り
の

水

を
記
録
し

け
て
い
る

つ
ま
り

入
に
大
部
分
の

食

達
を
頼
る
事
に
な
る
が
経
済
破

前
の
国

を

え
れ
ば
そ
れ
が
遠
か
ら
ず
破

す
る
も
の
だ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
事

 
そ
れ
は

が
世
に
出
る
前
か
ら

い
て
い
る
事

 
そ
こ
に
来
て

と
い
う
新
し
い
国
家
予

部

で
国

は

し

更
に

学
園
に
在

す
る
生

の
食

達
に
掛
か
る

金
も

日
本

が
負

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

高

一
つ
分
と

え
ば
安
く
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が

学
園
は
国

色

か
で
あ
り

そ
こ
に
務
め
る

理
人
も
あ
ら

る
国
の

理
を
出
せ
る

前
を
持
つ

人

は

論
の

事
あ
ら

る
国
の

理
を
出
せ
る
よ
う
あ
ら

る
国
の
食

も
定
期
的
に

え
て
お
か
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い

地

の

食
セ
ン
タ

な
ら
地

や

家
直
送
な
ど
で
安
く
仕
入
れ
る
事

も
可
能
だ
が

学
園
の
場
合
は
無
国

中
立
の
立
場
な
上
に

税
金
泥
棒

と

の
如

く

わ
れ
て
い
る
の
で
そ
ん
な

情
を
掛
け
る
ト
コ
は
な
い

 

な
の
は

日
同
じ

理

全
種

が
頼
ま
れ
る

で
は
な
い
事
だ

 
あ
る
日
は
中
華

理
は
頼
ま
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
ド
イ
ツ

理
フ
ラ
ン
ス

理
が
頼

ま
れ
な
い
日
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

な
ん
か
は
ま
だ
流

可
能
だ
が

と
肉
は

節
問

わ
ず
か
な
り
気
を
付
け
な
け
れ
ば
食
中

を

こ
し
か
ね
な
い

 

だ
か
ら
学
園
地
下
の

園
で

は
自

自
足
に
し
浮
い
た
経

を
予
備

に
回
し

て
い
る

 
人
間
数
百
人
分
の

理
に
使
わ
れ
る

と

え
た
だ
け
で
も

大
な

だ

そ
れ
を

て

り
あ
る

を

に
保
存
し

か
な

だ
け
自

す
る
生

の
た
め
に

で

り
に

出
す

 
つ
ま
り

で

え
る

は
食

達
に
掛
か

て
い
る

を
少
し
で
も
回
収
し
よ
う

と
い
う
日
本

の
苦
肉
の
策
と
食

で

日
お
金
を
掛
け
ら
れ
な
い
生

の
自

意
欲
と
の

の
一

に
よ
り

り
に
出
さ
れ
て
い
る
代
物
と
い
う
事
だ
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ち
な
み
に

に
出
さ
れ
て
い
る
間
に
少
し
古
く
な

た
も
の
は
食

の

理
に
回
さ
れ
て

い
る

 
ス

パ

な
ど
だ
と
そ
の
ま
ま

分
が
多
い
と
い
う
が

日
本
国

の

学
園

い

て
は
日
本

に
そ
ん
な

は
無
い
の
だ

 

そ
ん
な
裏
話
を

一

思

か
ら
追
い
や
る

 

お
う
と

え
て
い
る
物
を

く
限
り
彼
は
自

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
は
別

に
お
か
し
な
事
で
は
な
い

部

に
備
え
ら
れ
て
は
い
な
い
が
ち

と
し
た
ス

パ

み

の
品

え
の

に
は
電
子
レ
ン
ジ
電
気
ポ

ド

器
な
ど
食
べ
る
の
に
使
う
だ
ろ
う

家
電
く
ら
い
は
安
め
に

ら
れ
て
い
る

そ
れ
を

う
か
家
か
ら
持

て
き
て
自

し
た
り

を
作
る
生

も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る

ん

そ
れ
に
し
て
も
い
き
な
り
ね

 
食

の

理
が

に
合
わ
な
か

た
の

 
し
か
し

そ
う
い

た
生

は
得
て
し
て

理
が

味
か
あ
る
い
は
金
欠
で

食
食

に
は
行
け
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る

彼
は
そ
の

に
不
釣
り
合
い
な
家
事
の

を
持

て
い
る

が
必
要
に

ら
れ
て
と

協
を
許
さ
な
い
気

が

て
の
も
の
だ
し
後
者
に
至

て
は

束

士
の
手
伝
い
で
か
な
り
の

が

に
あ
る
ら
し
い
の
で

外
さ
れ
る
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理
が

に
合
わ
な
か

た
か
は
あ
ま
り

に
出
な
い
か
ら

な
と
こ
ろ
だ
が
違
う
気

が
し
た

 

裏
を
過
ぎ
る
の
は

ど
こ
か

ん
だ
様
子
の
少
年
の

 

故
だ
か
無

と
は
思
え
な
い
気
が
し
て
い
た

だ
か
ら
か

気
に
な

て
し
ま
う

 
内
心
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
の
問
い
掛
け

彼
は
こ
ち
ら
の
内
心
に

付
い
た
様
子
も
な
く

を
横
に
振
り

理
が

に
合
わ
な
か

た
か
を

定
し
た

ク
ロ
エ
に

理
の

を
頼
ま
れ
て
い
て
な

更
識

に
い
る
時
に
二

三
回
は
し
た
け
ど

流

に
二
年
以
上
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
と
マ
ト
モ
に
教
え
ら
れ
な
く
て

真
面
目
ね

 
中

で
教
え
た
く
な
い

と
い
う
事
だ
ろ
う

そ
れ
が
自
身
の

に
対
す
る
自
負
故
か

そ
れ
と
も
ク
ロ
エ
に
対
す
る
礼

故
か
は

す
ぐ
に
分
か
る
事
だ

た

そ
れ
に

食
事
の

に
足
を
運
ば
せ
る
の
も
悪
い

楯
無
も

み
や

み
の
日
く
ら
い
は

く
り
し
た
い
だ
ろ
う

え

 
い
や

別
に
気
に
し
な
く
て
い
い
ん
だ
け
ど

生

会
⻑
と
し
て
の
仕
事
が
あ
る
だ
ろ
う

今
年
は
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

と
ア
メ
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リ
カ
・
オ
リ
ン
ピ

ク
が
あ
る

先
生
と
楯
無
は
そ
れ
ぞ
れ
国
家
代
表
代
表
候
補
と
い
う

立
場
で
動
く
以
上
近

し
く
な
る

だ

今
日

先
生
が
来
ら
れ
な
い
と
い
う
の
も
そ
れ

な
ん
じ

な
い
か

す

い

 
事
実
確
認
を
取

た

で
は
な
い
が

お
そ
ら
く
そ
う
だ
ろ
う
と
私
も

え
て
い
た

 
一

生

に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が

生

会
⻑

と
い
う
の
は
有
事
の

に

面

に
立
つ

で
あ
り
場
合
に
よ

て
は
教

を
引

て

備
指

を

る
事
も
あ
る
重
大

な

だ

生

な
覚
悟
と
知
識
で
は
務
ま
ら
な
い

 
逆
に

え
ば
そ
の

に

い
て
い
る
生

は
教

と
同
レ
ベ
ル
の
要

を
持

て
い
る

と
外
部
か
ら
は
取
ら
れ
る

 
世
界
最
強
で
あ
り
日
本
代
表
の

者
で
あ
る

教

も
自
衛
隊
式
の

練
を

け
て
い
る
以
上

備
の

は
あ
る

モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
は

手
と
し
て
出
場
す
る
の
で

備
メ
ン
バ

か
ら
外
れ
る
が

手
で
な
い

者
は

に
し
て
来

者
の

備
に
振
ら
れ

る

オ
リ
ン
ピ

ク
も
同
じ
だ

に

が
来
る
か
来

の

間
取
り

備
の
手

や

備
会

と
の

な
ど
も

え

日
本
に
外
国
の

客
を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
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で

備
は

ど
存
在
す
る

 

が
世
を

し
て
い
る

今
で
は

国
家
代
表
の

判
が
国
の
ス
テ

タ
ス
と
直
結
す
る

部
分
も
あ
る

国
家
代
表
候
補
で
あ
る
自
分
も
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
出
場
す
る
し

期

代
表
に

ば
れ
て
い
る
の
で

や
は
り
来

と
の

合
わ
せ
は
あ
る

 

教

は

世
界
最
強

と

国
家
代
表

学
園

備
指

の
者
と
し
て

私
は

期
国
家
代
表

と

学
園
生

会
⻑

対
暗
部

暗
部

更
識

主

と
し
て

こ

れ
か
ら

し
く
な

て
い
く

 
彼
も
そ
れ
を
予
想
し
て
い
た
ら
し
い

し
い
時
に

の
事
で
手
を

わ
せ
る
の
も
悪
い

少
し
は
自

し
て
負

を

ら
さ
な
い

と

時
間
の
や
り
く
り
で

る
だ
ろ
う

そ
う

ね

和
人
君
の

う

り
か
も

 

こ
そ

学
園
の
教

生

で
は
あ
る
が

国
交
に

し
て
は
ど
ち
ら
も
要

に
あ
る

た
め
動
く
事
が
多
い
身
だ

彼
の
近
く
に

な
い
時
だ

て
あ
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
見
越
し
て
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
て
く
れ
る
の
は

直
に
有

い
と
思
え
た

 

で
も

ち

と
だ
け

直
に

き
た
く
な
い
気
持
ち
が
あ

た
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取

意
な
部
分
は
あ
る
が

彼
と
一
緒
の
時
間
は
得

い
も
の
だ
と
思
う

 
和
人
は
私
の

り
に

な
か

た
タ
イ
プ
の
人
間
だ

虚
と
も
本

や

本

に
い
る
部

下
た
ち
と
も
違
う
気

の
人
間

気
を

う
と
こ
ろ
は
虚
に
物
静
か
な
と
こ
ろ
は

に
似
て
い

る
け
れ
ど

で
も
ど
こ
か
が
違
う
不
思
議
な
少
年
だ

 

そ
し
て

す
ご
く

し
い

 

し
い
け
れ
ど

し
い
人
だ
と

あ
の
騒
動
で
よ
く
理
解
出
来
た

 
そ
れ
を

き

と

強
い

と

う
の
だ
ろ
う

 
か
つ
て
自
身
が

て
た
負
を
真

向
か
ら

け

め
容
認
し
苦

の
道
を
進
ん
で
未
来

を

も
う
と

進
す
る
そ
の

を
見
て

弱
い
と

う
人
な
ん
て
き

と

な
い

 
彼

ど
克
己
心
の
強
い
人

私
の

り
に
は

な
か

た

 
戦
え
ば

ま
だ
勝
て
る

 
で
も

心

の
面
で
は

も
う
負
け
て
る

 
実
力
も

そ
う
遠
か
ら
ず

 

私
よ
り
も

強
い
人

 
心
も

体
も

そ
う
思
え
た
人
は
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彼
が

初
め
て
で

 
だ
か
ら

触
れ
合
え
る
時
間
が

る
の
は

に

し
く
て

で
も
私

和
人
君
と
お

り
す
る
時
間

き

な
ん
だ
け
ど
な

て

 
気
付
け
ば

横
目
に
少
年
を
見
な
が
ら

悪

め
い
た
風
に

て
い
た

と
ち
り
し
て
る
か
も
し
れ
な
い
が

一
先
ず
直
近
で

え
て
る
の
は

食
だ
け
自

に
し
て

で
食
事
に
出
る
時
に

で

い
出
し
を
す
る
感
じ
だ
ぞ

あ

そ
う

な
の

 
て

き
り
三
食
と
も
自

に
す
る
も
の
か
と

楯
無
た
ち
が
動
け
な
い
と
か
学
園
に

な
い
日
と
か
は
そ
う
す
る
つ
も
り
だ
け
ど

む

そ

う
な
る
と
食

の

い
出
し
は

に
掛
け
合

て
配
達
に
し
て
も
ら

て
た
方
が
い
い
か

 
そ
う
す
れ
ば
い
ず
れ
は
三
食
自

も
不
可
能
じ

な
い
し

楯
無
た
ち
の
負

も

 
ぶ
つ
ぶ
つ
と

え

み
な
が
ら
思

を

く
少
年

三
食
自

で
な
い
と
分
か

て
浮
か
ん

だ
感
情
が
ま
た

み

ん
で
い
く
の
を
自
覚
す
る

え

お
姉
さ
ん

和
人
君
と
ご

食
べ
た
い
ん
だ
け
ど

部

に
来
て
食
べ
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

え
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思
わ
ず
足
を
止
め
る

し

に
少
年
が
振
り
返

て
私
を
見
て
来
る
が

き
の
方
が
大
き

く
て
反
応
出
来
な
い

な
ん
だ
そ
の
反
応

さ

き
も
一
緒
に
部

で
食
べ
た
の
に

今
更
だ
ぞ

 

わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
だ

 
彼
が
気

ち
し
て
い
る
原
因
と
か
そ
れ
を

い
て
い
い
も
の
か

い
て

わ
れ
た
り
し
な

い
か
と

え

け
て
い
た
か
ら

気
に
す
る

も
な
か

た
が

気
に
し
て
い
な
か

た
が

  
私
は
さ

き

男
の
子
と
二
人
き
り
で
部

で
食
事
を

  

そ
れ
か
ら
の
事
は

よ
く
覚
え
て
い
な
い
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・
更
識
楯
無

 
中
学
生
に
し
て
人
の
上
に
立

て
い
た
十
七
代
目

楯
無

 
親
や
大
人
に
頼
ら
な
け
れ
ば
不
安
で
仕
方
な
い
多
感
な
お
年

暗
部
の

主
と
な
り
安

に
頼
れ
な
く
な
り

頼
ら
れ
る

と
し
て
自
立
し
よ
う
と

努
力
し
た

才

 

そ
の
た
め

頼
れ
る

手
と
い
う
の
が
ま
ず
い
な
い

 

裏

を
知
り

同

以
上
の
実
力
持
ち

つ
信

で
き
る

手
と
な
る
と

今
ま
で

な

か

た

 
し
か
し
今

妹
を

先
さ
せ
て
く
れ
た
少
年
が

る

頼
る

と
い
う
事
が
出
来
な
か

た
少
女
に
と

て
頼
れ
る

強
い
少
年
は

に

た

 

キ

カ
ケ

経

は
異
な
る
が

 

か
れ
る
理
由
が

心
の
強
さ

と
い
う
結
論
は

姉
妹

て
同
じ
で
あ
る

  
・
桐

谷
和
人

 

な
仕
事
は
許
さ
な
い

真

り
性
主
人

 

事
か
が
原
因
で
気

ち
し
て
い
た
が
楯
無
が
気
を

て
く
れ
た

ば

解
事
で
持



 誘引 〜頼られる人の弱いトコ〜

ち
直
し

極
的
に
話
を
振

た

負

を

ら
そ
う

と
い
う
思

は

気
を

て
く
れ

た
か
ら
報
い
た
い
と
い
う

仕
思

に

づ
い
て
い
る

楯
無
た
ち
が
手
を
離
せ
な
い
状
況
を

想
定
し
て
の

し
出
だ
が

ち

と
強

観
念
気
味
な
節
あ
り

異
性

と

二
人
き
り

で

食
事

と
い
う

と
ハ

ド
ル
高
い

件
を

な
く
こ
な
し
て

い
る
点
は
無
自
覚

 
ク
ロ
エ
と

理

し
て
た
か
ら
ネ

原

一

ム

ヴ

  
性
別
反
転
さ
せ
た
ら

ど
こ
の
ギ

ル
ゲ

絶
対
気
が
あ
る
だ
ろ

と
し
か
思
え
な

い
状
況
に

え
た

主
人

が
ヒ
ロ
イ
ン
ム

ヴ
な

り
と
か

 
楯
無
先

は
生
殺
し
状
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刀
奈
 

あ
な
た
に
教
え
る

私
の

な真
名

  

点

楯
無

前

回
想

後

現
実

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

暗
部

主
の
楯
無
さ
ん
は

十
代
女
子
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

め

  
私■

■
と

を

ん
だ

は
恋
愛
結

だ

た

 
ど
ち
ら
も
更
識
に

な
る
家
系
で

い
に
密
に
触
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
成
り
立

た
も

の

そ
れ
に

れ
が
無
か

た
と

え
ば

に
な
る

せ
な
家
庭
を

く
事
は

も
が

く

夢
の
未
来
だ
ろ
う
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逆
に

え
ば
お

い
が

非
日
常

暗
部
に

わ

て
い
な
け
れ
ば
恋
愛
結

は
不
可
能
と

え
る

 
更
識
は
日
本
国
内
に

い
て
最
大

の
力
を
持
つ
が
な
に
も
更
識
以
外
に
暗
部
が

無
い
わ
け
で
は
な
い

古
今
か
ら
更
識
を
目

り
に
思

て
い
る
小
組

が
集
ま

て
出
来

た
暗
部
も
存
在
し
て
い
る

そ
う
い

た
暗
部
は

属
す
る
人
間
の
家

を
時
に
人

に
取

て
命

け
の
作
戦
を
強
制
さ
せ
る

そ
れ
く
ら
い
し
な
い
と
組

と
し
て
成
り
立
た
な
い
事
も
あ

る
か
ら
だ

だ
か
ら
小

暗
部
の
人
間
の
配
偶
者
は

に
し
て
同
じ
組

内
の
異
性
で
あ
る

事
が
多
い

仕
事
中
に

を
結
び

そ
し
て
愛
が
芽
生
え
る
事
も
あ
る
か
ら
だ

 
更
識
の
配
下
に
も
結

し
て
い
る
人
は

然
い
る

そ
し
て
そ
の
配
偶
者
が
必
ず
し
も

更
識

の
裏
の

を
知

て
い
る

で
な
い
の
も

そ
れ
だ
け

更
識

の
経

や

な
も

の
で
あ
る
事
を
裏
付
け
て
い
る

古
く
は

の

か
ら
繋
が
り
が
あ
り
今
も

と
繋
が

て
い
る
か
ら
そ
れ
も

然
だ

 
つ
ま
り

私
は
や
ろ
う
と
思
え
ば
恋
愛
結

も
不
可
能
で
は
な
い

が

 
そ
れ
は
同
じ
暗
部
の
人
間
で

つ
心

か
れ
る
異
性
が

る
場
合
に
限
ら
れ
る

 

が
亡
く
な
り

名
を
襲
名
し
て
か
ら

数
年

そ
の
間
に
縁

の
話
は

に

が
な
い

更
識
も
表
向
き
は
古
い
名
家
な
の
で
本
家

分
家

と
い
う

い
が
存
在
す
る
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自
分
は
そ
の
本
家

つ
ま
り

更
識

全
体
を

べ
る
人
間

 
古
い
名
家
で
あ
る
以
上

け
て

れ
な
い
と

う
べ
き
か

主
の

は
男
で
あ
る
べ
き

と
い
う

え
も
定

し
て
お
り
本
家
⻑
女
の
自
分
が
襲
名
す
る
時
も
か
な
り
の
反
対
意
見
が
出

た

代
表
候
補
に
な
り

と
女
尊
男

が

す
る
世
の
中
を

慮
し
て
襲
名
と
成

た

だ
が

裏
で
は
や
は
り

主
を
男
に

と
い
う
意
見
が
出
て
い
る

 
そ
し
て
分
家
の
人
間
が

え
る
事
と
し
て
自
身
の
息
子
を

に
出
し
本
家

と
の
結
び
付

き
を
強
く
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ

た

 
そ
れ
が
件
の
縁

の
真
実

 
襲
名
す
る
前
は
真

向
か
ら
女
で
あ
る
事
を
理
由
に

能
力

外

で

判
さ
れ

襲
名
後
は
手
の

ら
を
返
し
て
す
り
寄

て
来
る

物
を
私
は
心

か
れ
な
か

た
し
信
じ

て
は
な
ら
な
い
と
自

も
し
た

 

呼

人

て
醜
い
ん
だ
な

 
そ
の

感
に
男
女
の
別
は
無
い

息
子
を
自

す
る

ら
私
を

る
分
家
の
女
性
も

ど

い
た

 
だ
か
ら
私
の

来
設

に
暗
部
内
で
の
結

は

ま
れ
て
い
な
い

更
識

内
で
あ
れ
ば
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か
ら

け
継
ぎ
妹
を
守
る

の
手

で
あ
る
楯
無
を
喪

て
し
ま
う
し
外
部
の
暗
部
と

の
結

は

略
結

に
な
る

一
人
の
少
女
と
し
て

略
結

を

け
容
れ
ら
れ
る

ど
ま
だ

達
観
は
し
て
い
な
い

 
だ
か
ら
恋
愛
結

に
な
る
な
ら

手
は
一

人
に
限
ら
れ
る

 
け
れ
ど

一

の
人
が

果
た
し
て

私楯
無

を

け
容
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

 
私
の
手
は
ま
だ
血
に

れ
て
い
な
い

 
で
も

血
を
流
さ
せ
る
指
示
を
下
し
た
事
は
あ
る

人
が
死
ぬ
作
戦
も
指

し
た
事
が
あ
る

直

命
を
取

て
い
な
い
か
ら
と

て
自
身
を

れ
て
い
な
い
と
は
と
て
も
思
え
な
い

 

え
ば

 
楯
無
を
襲
名
し
た
直
後
ま
で

ま
だ
血
を
流
す
作
戦
指

を

る
前
に

き
な
人
が

た
と
し
て

私
は
襲
名
を
後
悔
し
た
だ
ろ
う
か

 

か
に

ろ
う
と

そ
う
決
心
し
た
だ
ろ

う
か

 

断
じ
て

だ

 
そ
も
そ
も

そ
ん
な

も
し
も

は
あ
り
得
な
い

 

主
の

を
ス
テ

タ
ス
と
し
か
見
て
い
な
い
者
達
に

た
と
し
て
明
る
い
未
来
が
望
め
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る
か
は
不
明
確

む
し
ろ
そ
ん
な
者
達
は
私
や

を

の
よ
う
に
使
う
だ
ろ
う

 
そ
れ
は

私
が
襲
名
し
た
理
由
と
矛
盾
す
る

か
の
う
せ
い

未
来

 
血な

ま
ぐ
さい

暗
部
の
世
界
か
ら
妹
を
遠
ざ
け
た
い

そ
の
一
心
で
襲
名
し
彼
女
に
心
無
い

葉
を

き

楯
無

と
し
て
自
分
を

て
来
た

そ
の
決
意
は

が
危

に

た
時
に

の
内

に
秘
し
た
も
の

 

不

に
な
り
た
い

じ

な
い

 
私
だ

て

せ
に
は
な
り
た
い

 
で
も
私
は

自
分
の
事
よ
り
も

 
大
切
な

い
も
う
と

の

せ
の
方
が

重
要
な
の
だ

 

は
お
世

に
も
人
の
上
に
立
つ
器
で
は
な
い

性
格
が
内
気
だ
か
ら
人
を

い
る
の
に
あ

ま
り
向
い
て
い
な
い

め

む
タ
イ
プ
だ
か
ら

発
力
は
あ
る
だ
ろ
う
が
不
安
定
な
そ
れ
を

頼
り
に
す
る
に
は

暗
部
の
世
界
は
あ
ま
り
に
リ
ス
キ

 

の
危

を
知

て

乱
し
て
哀
し
く
な

て

一
番
に
不
安
に
な

た
の
は
自
分

と

の
未
来

 
と
て
も

と
て
も
悩
ん
だ
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そ
し
て
私
は

自
の分

の
福

を福
を

先

しめ
たた

 
妹
と
の
不

は

か

た

 
け
れ
ど
暗
部
は
命
を

と
し
得
る
危
険
な
世
界

彼
女
が
生
き
て
い
れ
ば

せ
に
な

て
く

れ
れ
ば
と
想
い

を

ん
で
不

を

け
た

そ
れ
だ
け
彼
女
の
事
が
大
切
だ

た

 

そ
れ
が

自
己
投
影
を
求
め
て
の
事
だ
と
は

分
か

て
い
る

 
彼
女
が

せ
に
な
る
事
で

あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
自
身
の

福
の

か
の
う
せ
い

未
来
を
体
験
し
て
い

る
よ
う
な

そ
ん
な
錯
覚
を
せ
め
て
も
の
慰
め
に
し
よ
う
と
し
て
い
た

 

を
大
切
に
想
う
心
に
偽
り
は
無
い

 
た
だ

彼
女
へ
の
身
勝
手
な

し
付
け
は

私
自
身
の
未
練
に
よ
る
も
の
だ

た
の
だ

  

あ
な
た
は

無
能
で
い
な
さ
い
な

  
無
能
の
レ

テ
ル
を
彼
女
に
与
え
て
暗
部
か
ら

離
を

か
せ

の
生
活
を
送
ら
せ

る

そ
う
し
て
い
つ
か
は

か
に

か
れ

恋
を
し
て

家
庭
を

く

 
あ
ま
り
に
も
醜
い
自
己

足



 尊ぶべき日常世界

 
邪
悪
な
エ
ゴ
だ
と

自
分
で
自
分
に

き
気
が
す
る

 

へ
の
感
情
は
本
物
で
も
そ
の

動
が

が
未
練
そ
の
も
の
で
し
か
な
く
て
彼
女

個
人
の
心
情
な
ん
て
ま
る
で

外

独
り
善
が
り
に
も
至
ら
な
い

な
思

だ

た

 
そ
れ
に
気
付
け
た
の
も

つ
い
最
近

 
と
あ
る

に
て

思
わ
ぬ
邂
逅
を
果
た
し
た
姉
弟
の
対
話
を
見
て

私
は
気
付
い
た

 
人
の
振
り
見
て
我
が
振
り
直
せ
と
は
よ
く

く
話

そ
れ
を
あ
の
形
で
思
い
知
る
事
に
な
る
と

は
思
わ
な
か

た

あ
れ
は

あ
の
二
人
の

は
私
と

が
至

た
か
も
し
れ
な
い

か
の
う
せ
い

未
来

の

と
つ

 
姉
は

妹弟
を
求
め
る

 
妹弟

は

姉
を

絶
す
る

 
程

の
差
は
あ
れ
私
の
エ
ゴ
が

に
そ
う
さ
せ
て
い
た

私
と

が
あ
の

に
な
る
の
も

時
間
の
問

 

肉
な
も
の
だ

私
は

か
の
う
せ
い

未
来
の
自
分
を
見
た
事
で

見
て
見
ぬ
振
り
し
て
い
た
自
身
の
過

ち
に
向
き
合
え
た

想
像
は
し
て
い
た

た
だ
想
定
が
甘
か

た

肉
親
に

ま
れ
る
現
実
を
見

て

我
が
事
の
よ
う
に

え

彼
女
に

ま
れ
る
未
来
に
恐
れ
を

し
た
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本
来
で
あ
れ
ば

自
ら

絶
し
た
彼
女
と
寄
り
を

そ
う
な
ど

が
ま
し
い
思

だ
と
思

う

罪
を
自
覚
し
て
い
る
な
ら
己
か
ら
身
を
引
く
べ
き
だ
と

 
し
か
し

和
人
は
私
の
願
望
を

定
し
て
く
れ
た

 

女
権
襲
撃
が
終
わ
り

に
話
が
し
た
い
と

し
出
る
前
の
事

 
彼
を

学
園
の
地
下

に

送
し
終
え
た
時
に

を
持
ち
掛
け
た

 
一

の
事
件
で

め
て

を
如

に
大
切
に
想

て
い
る
か
自
分
の
中
で
ど
れ
だ
け
大
き
な

存
在
か
を
再
認
識
し
た
私
は

と
話
を
し
て

直
り
し
た
い
と

え
て
い
る

だ
が

直
り

出
来
る
自
信
が
無
い

と

私
は
自
分
の
エ
ゴ
や
自
己
投
影
の
事
も
洗
い
ざ
ら
い
懺
悔
も
し
た

楯
無
は

の

に
似
て
る
な

 

れ
る
私
に
彼
は
そ
ん
な
事
を

た

を
上

て
彼
を
見
れ
ば
彼
は
回

す
る
よ

う
に
遠
く
を
見
つ
め
て
い
た

ど
う
い
う

こ
と

は

桐

谷
直
葉

を
姉
と

て
い
た

だ
が
同
時
に

秋
十

の
事
を
兄
と
認

識
し
て
い
た

一

の
名
を

い

忌

し

兄
を
殺
す
程
に
憎
ん
で
い
た
の
に

実

の
兄
を
殺
し
た
と
後
悔
す
る
く
ら
い
強
い
認
識
だ

桐

谷
の
立
場
と

の
意
識
そ
の
齟
齬
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が
あ

た
か
ら

は
あ
の
時
苦
し
ん
だ

第
一
層
の

か
ら
そ
の
齟
齬
が
あ

た

そ
れ
は

 
そ
れ
は
確
か
に
自
分
に
似
て
い
る

楯
無
と
い
う
立
場
と

■
■
■

■
■
と
い
う
意
識
に
板

み
に
遭
い

苦
し
む
自
分
と

あ
の
再
現

像
で
は

ら
な
か

た
が

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で

と
再
会
し
た
時
に

直
姉
と
大

を
し
た
ん
だ

兄
を
殺
し
心
身
と
も
に

れ
果
て
て
い
た

は
生
き
る
気
力

も
喪

て
い
て

で
も
自
殺
だ
け
は
そ
れ
ま
で
殺
し
た
人
達
の
全
て
が
無
意
味
に
な
る
か

ら
ダ
メ
だ
と
自

し
て
い
た

そ
の
生
き
方
を

定
さ
れ
た

様
の
つ
も
り
だ

て

自

己

精
神
だ

た
か

と
に
か
く

は

も
知
ら
な
い
人
ま
で
守
ろ
う
と
自
分
を

に
し

て
い
た

キ
バ
オ
ウ
に
よ

て
直
姉
と

が
外

部
か
ら

と
さ
れ
二
個
し
か
無
か

た
転

結

を
二
人
に
使
う
事
を
決
心
し
た
事
で

直
姉
の

の
緒
が
切
れ
た
ん
だ

 
と
つ
と
つ

と
語
ら
れ
る
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い
エ
ピ

ド

キ
リ
カ
ホ
ロ
ウ
と
の
差
異
と

し
て
直
葉
と
の

が
あ

た
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
そ
ん
な
事
情
だ

た
と
は
初

だ

た

 
知
ら
ず

を

け
る

 
そ
の
話
は
た
だ
の
前

き

彼
が
私
の

に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

葉
を
正
し
く
理
解
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さ
れ
る
よ
う
に
と
い
う
気
配
り

 

か
な
け
れ
ば

と

私
の
意
識
は
集
約
さ
れ
た

直
姉
だ
け
が
そ
う

え
て
た
わ
け
じ

な
い

ク
ラ
イ
ン
や
ユ
ウ
キ
ア
ル
ゴ
達
も
ず

と

ず

と

を
止
め
て
く
れ
て
い
た

自
分
を

に
し
て
ま
で

か
を
救
う
そ
の
在
り
方
を
危
ぶ

ん
で
い
た

た
だ
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
状
況
で

の
行
動
で
救
わ
れ
る
命
も
あ

た
か
ら
無

理
に
止
め
な
か

た
だ
け
な
ん
だ

 
で
も
直
姉
は
違

た

と
彼
は

う

も
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
前
は
も

と

の
子

だ

た

ゲ

ム
に
一
喜
一
憂
し

て
直
姉
と

て
テ
レ
ビ
を
見
て

そ
ん
な

を
知

て
い
た
の
は
直
姉
だ
け

そ
し

て

は

ビ

タ

の

を
立
て
た
時
か
ら
意
識
が

一

に
変
わ

た

は

そ
の
時
に
未
来
を

め
て
い
た

生
き
る
希
望
を
捨
て
て
い
た

 
ド
ク
ン

と

ま
れ
た
よ
う
に
心

が
一

大
き
く

動
し
た

 

同
じ
だ

 

が
危

に

り

楯
無
を
襲
名
す
る
覚
悟
を

め
た
時
私
は
自
分
の

福
を

め
た

彼
は
デ
ス
ゲ

ム
に
直
面
し

ビ

タ

の
名
を
背
負
う
覚
悟
を

め
た
時

自
身
が
生
き
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る
未
来
を

め
た

 
彼
は

私
と
同
じ
だ

た

に
未
来
は
無
い

だ
か
ら

の
命
を

に
他
の
人
達
を
生
か
そ
う

て

え
て

で
も
な

直
姉
か
ら
す
れ
ば

ざ
け
る
な

て
話
な
ん
だ
よ

直
姉
は

の
事
を
大
切
に

想

て
く
れ
た

く
愛
し
て
く
れ
て

だ
か
ら
こ
そ
あ
れ
だ
け

し
く
怒

た

の
事

を

に

判
し
た

論

ご
な
し
に

判
し
た

じ

な
い

の
努
力
を
認
め
労

て

く
れ
て
も
い
た
よ

そ
の
上
で
弾

し
て
き
た
ん
だ

・け
・れ
・ど
・そ
・れ
・は
・本
・

・に
・

・自
・身
・の
・命

・を
・未
・来
・を
・

・め
・

・

・て
・ま

で
・す
・る
・程
・の
・こ
・と
・な
・の
・か

と

そ
し
て

は
負
け
た

心
の

く

く

で
未
来
を

め
切
れ
て
い
な
か

た

か
ら

見

か
れ
て

い
た
ん
だ
ろ
う
な

 

と
深
く
息
を

い
て
少
年
は
背

れ
の

子
に
大
き
く

れ
掛
か

た

大
き
く
背

を
反
ら
せ
て
天

を
見
上

る

勢
に
な
る

未
練
が
無
か

た
ら

は
け復
も讐
の⻤

に
堕
ち
て
い
た

け
ど
憎
む
の

て

く

れ
る
ん
だ

怒
る
の
も

人
間
や

り

を
し
た
い
生
き
物
だ
か
ら
な

希
が望
出が
来あ
るる

な
ら
し
た
い
と
思



 刀奈 〜あなたに教える、私の
な

真名〜

う
だ
ろ
うそ

れ
は

ち

ん
も

 
彼
と
千
冬
の
よ
う
な

に
な
ら
な
い
未
来
は
確
か
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か

ま
た

直
り
出

来
る
の
だ
ろ
う
か

 
そ
ん
な
不
安
で

が
い

い
に
な

て
い
た
私
は
そ
ん
な
問
い
を
投

か
け
て
い
た

け
ば

く

ど
直
葉
は
彼
の
事
を
理
解
し
て
い
て
反
面
私
は

の
事
を
理
解
し
て
い
な
い
事
が

よ
く
分
か

た
か
ら

 
背
を
反
ら
し
て
天

を
見
て
い
た
少
年
は

勢
を

し

私
を
真

直
ぐ
見
て
き
た

憎
む
と

う
は
別
物
だ

な
ら

・恨
め
し
く
思

て
い
て
も

手
の
事
を

わ
な
い
場
合

だ

て
あ
る
だ
ろ
う

で
も

き

と

わ
れ
て
る
わ

然
だ
ろ
う

わ
れ
な
い

が
無
い
事
を
し
て
る
か
ら
な

あ
 
バ

サ
リ
と

容
赦
な
く

い
捨
て
ら
れ

目
で
少
年
を
見
る

で
も

き
の
反
対
は
無

心
だ

い
の
反
対
も
同
じ

わ
れ
て
る
だ
け
マ
シ
だ
ろ
う
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は
確
か
に

千
冬
を

て
は
な
い
が

・

・心
・が
・あ
・る
・と
・も
・

・

・て
・な
・い

わ
れ
て

る
怒
ら
れ
る
だ
ろ
う
そ
ん
な
ビ
ジ

ン
が
浮
か
ぶ
だ
け
希
望
は
あ
る
と
思
え
ば
い
い

手

に
対
し
て
理
想
像
を
作

て
そ
れ
か
ら
外
れ
て
る
か
ら

い
怒
る
も
の
な
ん
だ

今
回

の
七
色
に
対
す
る
ク
ラ
ス
タ
達
み
た
い
に

和
人
君
は

先
生
に
怒
ら
な
い
の

 
そ
れ
は

外
に

千
冬
に
対
す
る
理
想
像

し
い
姉
と
し
て
の

な
ど
は
無
い

の
か

と
い
う
問
い

私
の
不
安
と
は

の
無
い

問

 

が

い
か
ら
か

彼
は

を

め

え
な
か

た

 
理
想
像
は
無
い

だ
か
ら
怒
ら
な
い
と
い
う

外
の
返

 

同
時
に

私
と

は

ま
だ
間
に
合
う
と
も
伝
え
て
来
て
い
た

 
彼
女
は
私
の
事
を

い
忌

し
て
い
る

そ
し
て
私
の
行
い
に
怒
る
だ
ろ
う

そ
れ
が
私

へ
の

理
想

い
換
え
れ
ば
期

の
裏
返
し
だ
と
す
れ
ば

楯
無

 
少
し
ず
つ

思

が
上
向
き
に
な

て
い
く
時

か
に
名
を
呼
ば
れ
た

負
の
感
情
は
正
の
感
情
の
裏
返
し

希
望
へ
の
道
の
り
を
恐
れ
て
心
を

る
か
絶
望
を
恐
れ



 刀奈 〜あなたに教える、私の
な

真名〜

て
希
望
に
向
け
進
む
か
は
そ
の
人

第
だ

あ
の
時
楯
無
は

を
喪
う
事
を
恐
れ
た
ん
だ
ろ

う

 
そ
の
恐
れ
と
恐
れ
を

く
だ
け

を
大
切
に
想

て
い
る
事
は
伝
わ

て
い
た
と
思
う

よ

そ
う

か
な

追
い

め
ら
れ
た
時

ど
性
格
や
精
神
性
が
表
に
出
る

平
時
の

葉
だ
と
伝
わ
ら
な
か

た

だ
ろ
う
け
ど

な

に
憎
み

け
る

れ
る
道
を

ぶ
よ
り
は

く
か

う
か
の

な
道

を

ぶ
だ
ろ
う
さ

肉
親
を
憎
ん
で
る

が
保
証
す
る

す

直
に
喜
べ
な
い
ん
だ
け
ど

で
も
説
得
力
は
あ
る
だ
ろ
う

 
そ
う

て

真
剣
な
表
情
を
悪

め
い
た

み
に
変
え

彼
は

た

 
悪

が
成

し
た
よ
う
な
ち

と
だ
け
生
意
気
な

み

そ
の

に
こ
ち
ら
を
気

う

し
い
色
が
浮
か
ん
で
い
る
の
は

私姉
で
も
分
か

た

 

強
く
て

し
い

と子

 

の
苦
悩
を
経
て

い
ま
の
強
く

し
い
少
年
へ
と
成
⻑
し
た
の
だ
と
理
解
し

 
そ
の

し
さ
に

気
づ
け
ら
れ
て
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良
い
の
か
し
ら

私
も

立
場
を
気
に
せ
ず
自
分
の

せ
を
求
め
て

ち

ん
と

寄
り
を

し
て
も

 

と
寄
り
を

す

と
い
う

な
願

せ望
も

 
心

か
れ
た
人
と
立
場
を

き
に
恋
愛
結

し
た
い

と
い
う

せ夢
も

 

ど
ち
ら
も

強
欲
に
求
め
て

 

せ
を
得
る

を
守
る

に
そ
の
立
場
に

る
ん
だ
ろ
う
に

  

を
い
ま
さ
ら

と
彼
は

し
い

で

定
し
て
く
れ
た

 
 

付
き
合

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

楯
無

色

と
教
え
て
く
れ
て
助
か

た

 
遠
く

彼
方
に

ん
で
い
た
私
の
意
識
を

少
年
の
声
が
引
き

し
た

 

線
を
下

る

大

の
食

と

に

い
で
い
た
十
キ
ロ
の

を
部

の

に

き
な
が

ら
ま
だ

そ
う
な
白
髪
金

の
少
年
が

裏
で
想

し
て
い
た
表
情
で
礼
を
伝
え
て
く
る

え
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て



 刀奈 〜あなたに教える、私の
な

真名〜

 
私
は
そ
れ
に
気
の

け
た
返
事
を

魔
化
す
よ
う
に

子
を
開
く
ば
か
り

い
ま
の
私
は
正

直
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か

た

 

今
の
私

く
な

て
な
い
か
し
ら

 

れ
を
知
ら
な
い
少
女
の
如
き

え
が
思

を
止
め
て
い
る
間
に
彼
の

い
物
は
終
わ

て
し

ま

て
い
た

 

に
向
か
う
道
中

い
物
し
て
い
る
間
の
や
り
取
り
は
記

に
無
い

し
か
し
彼
が

う

よ
う
に
色

と
教
え
て
い
た
の
が
た
だ
の
気

い
で
な
い
の
な
ら

そ
し
て
そ
れ
は
事
実

だ
ろ
う

私
は
オ

ト
パ
イ
ロ

ト
状

で
や
り
取
り
し
て
い
た
事
に
な
る

 
思

が

結
し
て
い
た
な
ら
恐
ら
く
感
情
も
フ
ラ

ト
か
あ
る
い
は

時
も

て
い
る

ね楯
こ無

が
仕
事
を
し
て
く
れ
た
と
思
う

 
逆
に

え
ば

思

が
動
き
始
め
た
い
ま
私
の
感
情
は
大
き
く
揺
れ
動
く
と
い
う
事
だ

 
仕
事

ポ

カ

フ

イ
ス
は
鍛
え
て
い
る
つ
も
り
だ
が
色
恋
の

は

初
め
て

し
か

も
自
分
の
内

か
ら
発
生
し
て
い
る
感
情
で
あ
る

手
か
ら
一
方
的
に
求
愛
さ
れ
た
事
こ
そ
あ

れ

自
分
の
方
が

を
入
れ
る
事
に
な

た
事
は
今
ま
で
な
か

た

 
楯
無
の
襲
名
を
覚
悟
し
た
時
点
で

な
恋
愛
な
ん
て
出
来
る
わ
け
が
無
い
と

め
て
い
た
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か
ら

対

法
は
不
明
で

経
験
も

然
無
い

 

予
想
で
き
る
わ
け

な
い
じ

な
い

 

か
を

き
に
な
る

な
ん
て

 

子
を
開
き
直
す

時
も
は

だ
け

す
よ
う
に
し
て
い
る
が
い
ま
は
目

ま
で
大
き

く

し
て
い
る

 

線
の
先
に
は
私
に
背
中
を
向
け
て

と

に
食

を

め

ん
で
い
る
少
年
が

い
る

手
伝
お
う
か
と
も
思

た
が
入
れ
る

番
に

り
で
も
あ
る
の
か
ジ

ス
チ

で

や
ん
わ
り
断
ら
れ
た
の
で

観
に

す
る

 
一

り
片
付
け
が
終
わ

た
と
こ
ろ
で

彼
が
こ
ち
ら
を

く

そ
う
い
え
ば

先
生
は
た
し
か

食
も
来
れ
な
い

て

て
た
よ
な

え

 
え

え
え

な
ら

食
は
作
る
か

楯
無
は
ど
う
す
る

 
こ
こ
で
食
べ
る
か

え

 
今
な
ん
て

と
ま
た
思

が
止
ま
る

時
も
世
話
に
な

て
る
し
お
礼
に
ご
馳

し
て
も
い
い
か
な

て

一
人
分
か
二
人
分
か



 刀奈 〜あなたに教える、私の
な

真名〜

で
作
れ
る

理
の

が
違
う
し

 
声
に
は
出
な
い
が

い
た
い
事
は
伝
わ

た
ら
し
く
そ
う
付
け
加
え
て
来
る
少
年

そ
れ

か
ら

を

じ
て
こ
ち
ら
を
見
上

て
く
る

返
事

ち
ら
し
い

 
ど

ど
う
し
よ
う

い

い
い
の

が

し
て
る
ん
だ
が

じ

じ

あ

お
願
い
し
ま
す

ん

せ
ろ

 

に
手
を

て

を

て

る
少
年

そ
う
い
え
ば
家
事
だ
け
は

直
に
自

す
る
子

だ

た
か

と
過
去
の
会
話
か
ら
思
い
出
す

さ
て
そ
う
と
決
ま
れ
ば
仕

み
し
な
い
と

を

い
で

と
か
食
器

洗

て

肉
と

は

を
使
お
う
か

 
備
え
付
け
の
キ

チ
ン
に
足
取
り

く
向
か

た
少
年
は
あ
あ
そ
う
だ
と
思
い
出
し
た
よ

う
に
こ
ち
ら
を
向
い
た

楯
無

立
に
希
望
は
あ
る
か
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え

 
な

無
い
わ

ん

な
ら

の

き
に
作
る
ぞ

あ

ア
レ
ル
ギ

て
あ
る

そ
れ
も
無
い
わ

ん

な
ら
今
日
は

お
に
ぎ
り
と

き

千
切
り
キ

ベ
ツ
に
し
よ
う

 
う
ん
う
ん
と

い
た
彼
は
さ

き

入
し
た
食
器
や
ボ
ウ
ル
な
ど
を
取
り
出
し
シ
ン
ク
に

い
て
い
く

 
そ
こ
で

ま
た
私
の
方
を
向
い
た

あ

備
で

食
ま
で
動
け
な
い
か
ら
四
五
時
間
は

だ
ぞ

そ
れ
ま
で

・楯
・無

は

 
か
た
な

刀
奈

 

自
分
の
事
を

ん

 

せ
る
よ
う
に

た
か
ら
よ
く

き
取
れ
な
か

た
ら
し
く

を

こ
ち
ら
を
向
い

た
ご
め
ん

て
た
か
ら

き
取
れ
な
か

た

い
ま

て

た
ん
だ



 刀奈 〜あなたに教える、私の
な

真名〜

刀
奈

楯
無
を
襲
名
す
る
前
の
私
の

し
ん真
め
い名

よ

主
の
名
を
襲
名
し
た
ら
親
が
付
け

た
個
人
の
名
前
は
事
実
上

奪
さ
れ
る

わ
し
が
あ
る
の

私
の
真
名
は
更
識
刀
奈

て

う

の
よ

 
上
手
く

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か

は
真

に
な

て
い
な
い
だ
ろ
う
か

 
不
安
だ

せ
ら
れ
た
時
の

を

え
る
と
ド
キ
ド
キ
が
止
ま
ら
な
い

で
も
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
が

今
は
勝

て
い
た

奪

て
マ
ジ
か

そ
う
い
え
ば
学
生
証
と
か
も
楯
無

て

が
そ
の

し
た
の
かの

方
も

名
で

楯
無

に
変
わ

て
る
わ

刀
奈

な
ん
て
名
前

書

上
で
は

も
う
存
在
し
な
い
の
よ

 
小
中
学

ま
で
に

わ

て
い
た
人
に
は
覚
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が

今

名
な
ん
て

あ
り
得
な
い
話
で
は
な
い

だ
か
ら
こ
う
更
識
の
実

を
知
ら
な
い
人
か
ら
す
れ
ば
ち

と
は

ち

け
た
エ
ピ

ド

い
が

の

 
そ
し
て
代
表
候
補
と
し
て
身
を
立
て
た
時

世
間
に
知
ら
れ
た
の
は

楯
無

の
方

 

や

の

者
た
ち

更
識

の

近
を

い
て

果
た
し
て
ど
れ
だ
け
覚
え
て
い
る
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人
が

る
だ
ろ
う
か

妹
を

め
て
こ
こ
数
年
は

お

さ
ま

や

楯
無
様

現

主

と

し
か
呼
ば
れ
て
い
な
い
か
ら

忘
れ
て
い
る
人
の
方
が
身
内
で
も
多
い
だ
ろ
う

書

上
で
は
死
ん
だ
事
に
な

て
る

一

み
た
い
だ
な

そ
う
か
も

 
彼
と
し
て
は
あ
ま
り
気
分
の
い
い
話
で
は
な
い
だ
ろ
う

で
も
私
か
ら
す
れ
ば
ま
た

似
点

を
見
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
て

ち

と

し
か

た

そ
れ
で

そ
の
名
前
を

ど
う
し
て
い
き
な
り
教
え
た
ん
だ

私
の
事
を
個
人
と
し
て
の

私刀
奈
を
和
人
君
に
は
知

て
欲
し
い
と
思

た
の

い
触

ら
し
た
り
と
か
し
な
い
と
思
う
し
そ
れ
に
二
人
き
り
の
時
は
そ
う
呼
ん
で
欲
し
く
て

だ
め

か
し
ら

 
じ

と

金
の

が
私
を
見
つ
め
る

 
数

後

か
を

み
下
す
よ
う
に

目
し

息
を

い
て

善

す
る

忘
れ
て
た
ら

て
く
れ

 
そ
う

前
向
き
な

え
を
返
し
て
く
れ
た
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な
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え
切
れ
ず

破

し
た

 

の

が

か

か
し
た

  
・

の
楯
無
に
対
す
る
認
識

刀
奈
ｖ
ｅ
ｒ

 
怨
む

憎
む

殺
意
的
な
憎
悪

 
・

の
楯
無
に
対
す
る
認
識

和
人
ｖ
ｅ
ｒ

 
恨
む

不

文

鬱

し
た
怒
り

 

義
語

恨
め
し
い

  
・
更
識
楯
無

 

め

更
識
刀
奈

 

主

前
後
に
本
家
分
家
の
人
達
と
色

あ
り
人
間
不
信
気
味
に

主
と
し
て
結
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の
事
を

に
入
れ
て
い
る
が
現
実
を
知

て
夢
を

め
て
い
た

 

が

夢
見
た
未
来
を

め
切
れ
て
お
ら
ず

を

の

せ

に
す
る
事
で

そ
れ

に
自
己
投
影
し
て

足
し
よ
う
と
い
う
未
練
た
ら
た
ら
な
事
を
無
意
識
に
し
て
い
た
本
作
オ
リ

ジ
ナ
ル

 
そ
れ
だ
け

恋
愛
結

を
望
み

略
結

を
望
ん
で
い
な
か

た
と
い
う
事

 
せ
め
て
精
神
が
成

し
て
い
る
二
十
代
に

主

し
て
い
れ
ば
変
わ

た
か
も
し
れ
な
い

 

の

せ
を
自
分
の

せ

と

え
る
思

は
実
は
和
人
と

似
し
て
い
る

 
自
分
の
ど
ん

ま
り
を

た
人
間
は
他
者
を

福
に
す
る
事
で
自
分
の

せ
と
錯
覚
し

し
た
い
の
か
も
し
れ
な
い

た
り

ら
さ
な
い

り

刀
奈
も
和
人
も
根

こ
が

し
い

 

に
心
無
い

葉
を

き

離
を
取
ろ
う
と
い
う
愚
行
も
裏
を
返
せ
ば
そ
れ
だ
け
刀
奈
が

楯
無
と
し
て
暗
部
と
し
て
そ
し
て
姉
と
し
て
苦
悩
し
た

れ

だ
か
ら
赦
さ
れ
る

で
は
な

い
が

を
大
切
に
想

て
い
た
気
持
ち
に
偽
り
は
無
い
の
で
あ
る

暗
部

主

の
前
に

刀
奈
も
ま
た
一
人
の
少
女

 
頼
り

甘
え
ら
れ
る

手
を
欲
す
る
の
も

然
の
事
で
あ
る

原
作
同
様

 
甘
え
ら
れ
る

手
を

の
他
に

和

人

一

人

も

め

ど
ち
ら
も
手
に
入
れ
る
事
を
決
め



 刀奈 〜あなたに教える、私の
な

真名〜

た
強
欲
な
少
女
と
し
て
覚
醒
し
た

 
和
人
は

を
守
る
事
だ
け
を
楯
無
の

せ
と

え
て
お
り
認
識
に
差
異
が
あ
る
が
刀

奈
は
分
か

た
上
で
や
り
取
り
を
終
え
て
い
る

 
甘
え
る
だ
け
で
は
な
い
有
能
な
人
物
な
の
で
ヒ
ロ
イ
ン
レ

ス
に

有
権

立
場
的
に

強

出
現

現
状
和
人
の
手

理
を
食
べ
ら
れ
る
片

れ

も
う
一
人
は
ク
ロ
エ

 
実
は

物
が
苦
手

  
・
桐

谷
和
人

そ
し
て

は
負
け
た

心
の

く

く

で
未
来
を

め
切
れ
て
い
な
か

た

か
ら

見

か
れ
て

い
た
ん
だ
ろ
う
な

 

え

あ
あ
で
も

と
つ
だ
け

忘叶
れえ
てた
たい

コ
ト
が
あ

た

も
う
一
回
く

ら
い

す
ぐ
ね

が
作

た
ポ
ト
フ

食
べ
た
か

た
な

 

ホ

ロ

ウ

一

キ
リ
ト

 
立
場
と
認
識
の
差
で
苦
し
ん
だ
事
が
あ
る
少
年

 
な
ま
じ
あ
る
意
味
楯
無
に
近
い
事
を
し
て
い
た
ビ

タ

と
い
う
経
験
が
あ
る
た
め
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刀
奈
か
ら
す
る
と
先
達
と
し
て
和
人
は
か
な
り
重
要

さ
れ
て
い
る
更
識
ス
カ
ウ
ト
を
真

先
に

え
る

の
身
の
安
全
で
依
頼
を
出
し
て
い
い
と
信
頼
す
る
程
の
高

価

 
ち
な
み
に
和
人
か
ら
す
れ
ば
話
し
合
え
る
な
ら
そ
の
方
が
い
い
自
分
の
よ
う
に
は
な
ら

な
い
方
が
い
い
と
い
う

お親
節切

心
程

の

葉
で
あ
る

刀
奈
と

方
か
ら

さ
れ
た
か
ら

応
じ
て
い
る
の
で
あ

て

結
果
が
ど
う
な

た
と
し
て
も
ど
う
で
も
い
い

 
二
人
の
事
は

い
で
は
な
い
が

き
で
も
な
い

 
多
少
同
情

共
感
が
あ
る
が
故
の
お
節

で
あ
る

 

ち
な
み
に

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
百
五
章

観
光
デ

ト

の
ユ
ウ
キ

く

 
親
切
心
は

無
責

な
偽
善
行

 
お
節

は

後
の
事
も
あ
る
程

面
倒
見
る

 
け復
も讐
の⻤

に
堕
ち
な
い
限
り

和
人
は
お
節

を

け
る
だ
ろ
う

 
和
人
は

み
が
分
か
る
人
だ
か
ら

  
・

千
冬

 
流
れ
弾
で

を
食

た
人



 刀奈 〜あなたに教える、私の
な

真名〜

 
和
人
に
怒
る
程
の
期

は
し
て
な
い
し

心
も
無
い
と
断

さ
れ
た

に
会

話
し
て
い
る
の
は
無

心
故
の
フ
ラ

ト
な
対
応
と
い
う
恐
怖

こ
の
対
応
す
ら
千
冬
は
大

切
に
し
よ
う
と
思

て
い
る

り

実
は

と

ん
で
い
る

 
地
味
に
刀
奈
か
ら
の
姉
と
し
て
の

価
も
ボ
ロ
ク

反
面
教
師
に
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
千

冬
は
和
人
と
対
話
し
た
の
で
心
で

き
な
が
ら
も

は

て
刀
奈
を
応

出
来
る
す
る
と

は

て
な
い

 

後
で

ご

し先
生
に

き
付
い
て

を

る
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展
望
 

義
姉
弟
の
未
来

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

オ

ル
キ
リ
ト

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

    

ル

プ
の
切
れ
目

て

ど
こ
で
す
か

  

ど
う
や

て

切
り
ま
す
か
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日
の
夜

食
の
後
片
付
け
も
終
え

の
消

時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
楯
無
と

の
機

動

練
を
し
た
後
体
の

息
と

作
業
を

行
し
て
行
え
る

Ａ

Ｌ

Ｏ

仮
想
世
界
へ
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
た

は

ア
ル
ン

外
に
構
え
ら
れ
た
リ

フ

の

に

た

 
中
庭
を
展
望
で
き
る
二

の
リ
ビ
ン
グ
に
設

さ
れ
た
揺
り

子
に

か
け

の

を

び
な
が
ら
ホ
ロ
キ

ボ

ド
を
打

し
て
い
た

し
い

 
開
い
て
い
る
テ
キ
ス
ト
デ

タ
の

目
は
化
学

記

や
分
子
結
合
式
化
合
物
に
つ
い

て
の
問

が
ズ
ラ
ズ
ラ
と

べ
立
て
ら
れ
て
い
る

知
識

の
内
容
だ
が
ま
だ

い
始

め
な
の
で

し
い

 
し
か
し
学
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
今
後
に
差
し

え
る

 

常

の
武

は
一

実
物
を
作
り

そ
れ
を

子
デ

タ
へ
と
分
解

変
換
す
る
事
で
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の
デ

タ
に
設

が
登
録
さ
れ
る

そ
の
時
に
分
子
配
列
や
結
合
分

も
記
録
さ
れ
取
り

出
す
時
は
設

り
に
コ
ア
が
演

し

物

化
さ
せ
る

 
だ
が
自
分
に

め

ま
れ
た
無
銘
が
真
価
を
発

す
る
な
ら

序
が
逆
に
な
る

無
銘

の
真
価
は

楯
無
と
の

戦
で

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

を
コ
ピ

し
た
よ
う
に

構

を
解

し
コ
ピ

を
生
成
す
る
事

そ
れ
を
フ
ル
活

す
る
な
ら

者
で
あ
る

自
身
も

分
子
構

に

し
て

知
し
て
い
る
必
要
が
あ
る

と
ダ
イ

モ
ン
ド
は
同
じ

原
子
で

構

さ
れ
て
い
る
の
に
結
合
の
仕
方
が
違
う
だ
け
で

さ
が
ま
る

き
り
違
う
よ
う
に
身
の
回

り
の
物
品
の
原
子
の
結
合
を
変
え
る
だ
け
で
強
力
な
武
器
に
変
化
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

 
強
力
な
武
器

そ
れ
は

も
刀
剣
の

の
事
だ
け
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い

古
来
よ

り
武
器
と
い
う

語
に
は
盾

な
ど
の

も

ま
れ
る

使
い
方
に
よ

て
は
そ
れ
ら

も

器
に
な
り
得
る
か
ら
だ

 

な
話
同
じ
見
た
目
で
も
完
全
に
分
子
構

や
結
合
の
形
数
ま
で
同
一
な
存
在
は
あ

り
得
な
い

 
ヒ
ト
で
体
格

肉

で
個
人
差
が
出
る
の
も
同
じ

自
分
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
女

性
寄
り
に

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
全
身
の
成
⻑
が

ら
れ
て
い
る
が

の
取
り
方

す
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な
わ
ち
原
子
の
摂
取

を

整
す
れ
ば
義
姉
・
直
葉
の
よ
う
に
し

か
り
し
た
骨
格

肉

を
保
有
す
る
事
も
不
可
能
で
は
な
い

 
生
命
の

幹
と

え
る
大

の

も
行

て
い
る
の
だ

カ
ル
シ
ウ
ム

骨
密

の

整
や

肉

の

整

も
そ
れ
に

れ
た
人
達
の
原
子
構

を
解

し
て
い
け
ば
よ
り
強
力
な
肉
体
へ
と
変

化
出
来
る
だ
ろ
う

 

と
は

え

そ
れ
で
は
こ
の
先
が
不
安
だ

 
肉
体

は

に
無
銘
を

め

ん
だ

中
が
し
て
い
た
事
そ
の
も
の

無
銘
は

番
外
コ
ア
ら
し
い
か
ら

製
作
者
は

士
で
は
無
く

に
コ
ア
を

め

ん
だ
組

の

か

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

状

だ

た

と
無
銘
の
デ

タ

に
あ

た
武
器
が
全
て
存
在
し
た
以

上

あ
る
程

の
思

行
動
は

ま
れ
て
い
る
と

え
た
方
が
い
い

 
技
術
的
に
可
能
な
事
は

そ
の
全
て
に

い
て
他
者
も
再
現
可
能
な
代
物
で
あ
る

 

が

に
頼

て
出
来
る
事
は

中

も
行
え
る

 

な
ら
ば
知
識
を

技
術
を

く
し
か

方
法
は
無
い

 
一

に

め
れ
ば

経
験

 
事
変
の

セ
ブ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
デ
タ
を
取
り
ん
だ
事
で
間
的
に

ユ

ウ

キ

達

上

プ
レ
イ
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の
技

を
再
現
し
て
い
た

少
な
く
と
も
刃
を
交
え
た
時
の
太
刀

は
見
知

た

間
達
の
も

の

そ
れ
ら

技
の
手
札

を
と

か
え

か
え
し
て
い
た
の
が
あ
の
時
の
セ
ブ
ン
の
実

 
使
う
手
札
の
切
り
方
そ
の
も
の
は
セ
ブ
ン
個
人
の
判
断
に

ね
ら
れ
て
い
る

 
そ
の
判
断
を
下
す
の
は
経
験
に
由
来
す
る
思

だ

戦
闘
経
験
が

し
か

た
セ
ブ
ン
は

の
攻
撃
を
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に
よ
る
自
動

撃
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か

た

し
か
し

は

命
傷
に
な
り
得
る
攻
撃
を

き
回

か

な
す
か
で
負

を

ら
し
て
い
た

体
を

分
に
動
か
す
分
こ
ち
ら
の
方
が
消

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う

だ
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ

レ
イ
ン
の

持
指
示
は
全
て
自
分
の
思

が
行
う
も
の
で
あ
る

思

リ

ス
を

く
の

に

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

と
体

体
だ
け

で

え
れ
ば
ど
ち
ら
が
負

は
小
さ
い
か

と
問
え
ば

外

の
人
間
で
も
分
か
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て

そ
の
時
に
光
る
の
が

経
験

で
あ
り

そ
れ
に
裏
付
け
さ
れ
た

技
術

 
そ
の
果
て
に

経
験
と
技
術
は

合
し

一
つ
の

技
能

へ
と

華
さ
れ
る

遠
い
な

 
打

の
手
を
止
め

つ
り
と

ら
す

 

裏
に

る
背
中
は

と
て
も
遠
い
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金黒
髪髪

を
な
び
か
せ

⻑木
刀刀

を

え
る
女
性
の
背
中

命
の
奪
い
合
い
に

い
て
は
取
れ
る
手

が
多
い
こ
ち
ら
が
有

で
あ
る

だ
が

経
験
技
術
と
い
う
点
に

い
て
は
未
だ

て

い
る

 
二
年

 
デ
ス
ゲ

ム
で
剣
を
振
る
い

け
た
年
月
は

密
だ

た

知
識
技
術
経
験
い
ず
れ
も

他
の

ゲ

マ

プ
レ
イ

に

て
い
た
自
身
が
最
後
ま
で
生
き

け
る
程
の
密

だ

ゲ

ム
と
同

じ
よ
う
に
数

で
そ
れ
ら
を
表
わ
せ
ら
れ
た
ら

レ
ベ
ル
ア

プ
を

り
返
せ
る

ど

ま

て
い
る
か
は

も
つ
か
な
い

天
才
に
し
て
創

者
の
ヒ

ス
ク
リ
フ
を
始
め
数
多
の

天
才

の
プ
レ
イ

と
出
会
い
戦
線
を
共
に
し
て
き
た
が
一
方
的
に
負
け
る
事
は
無
い
と

思
え
る
強
さ
を
手
に
入
れ
た

人
に
教
え
る
事
も
あ
り
自
身
の
欠
点
新
た
な
発
見
を
見
出
せ
る

重
な
経
験
も

め
た

 
そ
れ
で
も

ま
だ
足
り
な
い

 
義
姉
・

リ

フ
直
葉
に

し
て
は
事
情
が
異
な
る

彼
女
が
潜

て
来
た
場
数
は
多
分
自
分
の
そ
れ

よ
り
少
な
い
し

命
の
危
機
も
少
な
い
方
だ

た
と
思
う

 

・そ
・も
・そ
・も
・少
・し
・で
・も
・あ
・

・た
・方
・が
・お
・か
・し
・い
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頼
み

み
武
道
を
師
事
し
た

は
自
分
の
動
き
を
制

出
来
ず
良
く
て
気
絶
悪
け
れ
ば

の
骨
を

り
か
ね
な
い
攻
撃
が
思
わ
ず
出
そ
う
に
な

て
い
た

そ
れ
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
あ

の

は
生
き
ら
れ
な
か

た
か
ら
だ

 
そ
れ
を

知
し
て

 
そ
し
て

対

し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る

に
は

正
さ
れ
以

は
コ

ル
を

て

し
殺
す
時
以

外
は
自
分
の
意

で
切
り

え
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
し
か
し

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
の
大

で
は
完

を

し
て
い
る

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
が
実

さ
れ
た

を

し
た
日
に

ノ引
き

ダ分
メけ

ま
で

持
ち

ん
た
事
は
あ
る

し
か
し
そ
れ
は
技
術
経
験
面
で
は
な
く
ハ

ド
ス

ク
で
無
理

理
の
反

技

 
自
信
過

な
気
も
す
る
が
知
識
経
験
技
術
い
ず
れ
も
戦
闘
に

い
て
義
姉
を
上
回

て
い
る
と
思
う

 
そ
れ
で
も
勝
て
な
い
の
は

未
だ

離
が
あ
り

合
出
来
て
い
な
い
か
ら
だ

 
心
・
技
・
体
そ
れ
ら
の
合
一
が
武
術
の
極

い
か
な
る

地
に

て
も
心
は
不
動
と
な
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り

静
に

に
状
況
を
分

し
て
対

で
き
る
よ
う
に
な
る

そ
れ
を
意

的
に
引
き

出
せ
る
よ
う
に
同
時
に
無
意
識
の
内
に
入
り

め
る
よ
う
に
な
れ
ば
剣
士
と
し
て
は
完
成

に
近
づ
い
た
と

え
る

 
十
一

二
年

ど
し
か

を
重
ね
て
い
な
い
身
だ

そ
の
高
み
を
目
指
す
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

ま
だ
至
れ
て
い
な
い

と

う
の
は

が
ま
し
い
と
い
う
も
の
だ
ろ
う

 

だ
が

そ
れ
で
も

と
思
う

 
時
間
が

し
い

 
と時
き間

が

足
り
な
い

 

の

み
重
ね
も
足
り
ず

今
後
の
時
間
も
足
り
な
い

 
・あ
・と

三
年
も
あ
る

 

・も
・う

三
年
だ

 

三
年
な
ん
て

あ

と
い
う
間
だ

 
あ
と
五

月
で

桐

谷

に

わ
れ
て
か
ら
三
年
が

  

お
義
姉
ち

ん
は
不

で
す
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突
然

で
大
声

揺
り

子
に

け
て
い
た
身
が
び

く

と

び
上
が
る
程
に

す
る

再
び

子
に

地
し
て

一

大
き
く
ガ
コ
ガ
コ
揺
れ
る

 

子
に
つ
ら
れ
て
体
も

界
も
揺
れ
る
中
カ
メ
ラ
一

に

り

む
よ
う
に
目
の
前
に
現
れ

た
存
在
は

ら

ら
と
小
さ
な

光
を

ら
し
な
が
ら

を

わ
せ
る
黒
髪
の
小
妖
精

の
義
理
の
姉
・
ユ
イ
だ

た

最
近
全
然
ロ
グ
イ
ン
し
な
い
し
し
て
も

ば

か
り
で
お
義
姉
ち

ん
は

し
い
で
す

 
悲
し
い
で
す

 
少
し
は
構

て
欲
し
い
で
す

 
そ
う

て

怒

て
い
ま
す
と

に
手
を

て
て
全
身
で
表
現
す
る
義
姉

 

ん
だ
気
分
で

思
に

て
い
た
せ
い
で

近
に
近
付
か
な
か

た

を

わ
せ
る
特

有
の

す
ら
思

の
フ

ル
タ

に
弾
か
れ
た

り

深
く

し
て
い
た
ら
し
い

も
し
か

し
た
ら

か
声
を
掛
け
ら
れ
て
い
た
か
も

い
や
ユ
イ
の
性
格
的
に
恐
ら
く
掛
け
て
く
れ

て
い
た

あ
ま
り
人
を

か
す
よ
う
な
事
は
し
な
い
性
格
だ

 
そ
れ
を
し
た
と
い
う
事
は

ユ
イ
姉
の
鬱

は
か
な
り
限
界
ま
で

ま

て
い
た
の
だ
ろ
う
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ユ
イ
姉
か

い
き
な
り
大
声
出
さ
れ
た
か
ら
び

く
り
し
た

 

事
か
と

い
て
い
た

は

す
ぐ
全
身
か
ら
力
を

い
た

 

に
足
が
付
か
な
い
揺
り

子
で
良
か

た
と

心
の

か
ら
思

た

 
反

的
に
力
ん
で
い
た

の

子
や

フ

な
ら
反
動
を
付
け
て
体
幹
だ
け
で

ね

き

ら
れ
る

そ
の
ま
ま

剣
か
手
刀
で

そ
の

を

ん

 
じ

と
見
て
き
て

ど
う
か
し
ま
し
た
か

い
や

す
ご
く

れ
た
な

て

 
返
事
は

魔
化
し
た
が

れ
た
の
は
本

だ

た

 

こ
こ
最
近
な
ん
だ
か

れ
や
す
く
な

て
い
る
気
が
す
る

肉
体
的
で
な
い
な
ら
精
神

的
に

労
が

ま

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
は
そ
う
で
す
よ

こ
う

て
は
な
ん
で
す
け
ど
キ

は
ス
ト
レ
ス

理
が
下
手
で
す
か

ら

学
園
な
ん
て
場

に

て

こ

ち
に
ロ
グ
イ
ン
し
な
い
日
が

け
ば
ス
ト
レ
ス
な
ん

て
四
六
時
中

ま
り

な
し
で
す

リ

姉
に
電
話
で
も
す
る
か
と
思
え
ば
伝
達
事

だ
け
の

業
務
電
話
だ

た
ら
し
い
で
す
し

そ
れ
に

日
も
と
あ
ね姉

と

を
合
わ
せ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね

 
正
直
い
つ
か

発
す
る
ん
じ

な
い
か
と
ヒ

ヒ

し
て
た
ん
で
す
よ
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の
上
に

り

を

ん
だ
ユ
イ
が
そ
う

み
か
け
て
来
る

し
い
の
は
分
か
り
ま
す
け
ど
キ

の
そ
れ
は
常

を

し
て
る
レ
ベ
ル
で
す
か
ら

キ

が

学
園
に

て
か
ら
は

会
人
と
し
て

い
て
る
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
や
エ
ギ
ル
さ
ん

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん
達
の
方
が
ロ
グ
イ
ン

が
高
い
く
ら
い
で
す

ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は

日
ロ
グ

イ
ン
さ
れ
て
ま
す
よ

そ
れ
本

 
ま
さ
か

と
思

て

き
返
す
が

小
妖
精
の
姉
は
不

気
に

を

ら
せ
な
が
ら

い
た

を

て
ど
う
す
る
ん
で
す
か

い
や

会
人
の
ク
ラ
イ
ン
達
の
方
が
ま
だ

し
い
か
な

と
思

て

 
会

や
企
業
で

い
た
事
が
無
い
身
だ
か
ら
そ
の

の
時
間
間
隔
が
よ
く
分
か
ら
な
い

 
義

・

は
ア
メ
リ
カ
の
証

会

で

い
て
い
る
の
で

時
出

し
退

し
て
い
る
か

は
不
明
だ
し
義

・

も
情
報

に
数
日

め
に
な

た
り
か
と
思
え
ば
一
日
家
に

た
り
と
よ
く
わ
か
ら
な
い
生
活
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
る

 
他
に

会
人
と

え
ば
先
程
名
前
が

が

た
面
子

だ
か
ら
仕
事
内
容
は
把
握
し
て
い
る

が
生
活
面
ま
で
は

外

一

的
な
サ
ラ
リ

マ
ン
ら
し
い
ク
ラ
イ
ン
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
後
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か
ら
す
ぐ
復
帰
出
来
た
上
に
残
業
も
少
な
い
ホ
ワ
イ
ト

と
い
う
触
れ

み
で
実

夜
間
の
ロ

グ
イ
ン

も
高
い

し
か
し
業
務
の
密

で

え
ば

の

で
は
な
い
と
思
う

エ
ギ
ル
は

場
な
の
で

夜

き
づ
め
で
偶
の
不
定

・
定

が
ゲ

ム
の
日

ヒ

ス
ク
リ
フ
は

こ
こ
一

間
で
ロ
グ
イ
ン
し
た
日
が
あ

た
事
を
い
ま
知

た
の
で

に

い
て
い
る

日

仕
事

け
と

い
た
の
に
そ
ん
な

あ

た
の
か

と

 

て
自
分
は

信
制
の

業
な
の
で
時
間
の

節
が

き
や
す
い
し
登

も
し
な
く
て

良
い
の
で
自
由
が
多
い

 
今
は
依
頼
も
少
な
い
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
や

事
変

の
時
に

べ
れ
ば
非
常
に

と

え
る

 
そ
の
ギ

プ
に

惑
し
て
い
る
の
が
分
か

た
ら
し
い
小
妖
精
の
姉
は
む

と

を

ら

ま
せ

目
で
見
上

て
き
た

そ
の

多
分
で
す
け
ど

ま
だ

な
方
と
か
思

て
ま
せ
ん
か

ん
ぐ
む

や

り
そ
う
な
ん
で
す
ね

 

が
常

を

し
て
い
る
以
上

多
少

和
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
一

人
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
も

し
い

の

な
ん
で
す

 
い
い
加

理
解
し
て

下
さ
い

 
怒
り
ま
す
よ
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立
ち
上
が
り

を

け
あ
が
り

ま
で
上

た
小
妖
精
が

を
つ
つ突

い
て
く
る

 
も
う
怒

て
る
じ

な
い
か

と
思

た

 
ぎ

こ
ぎ

こ
と
揺
れ
る

子
に
身
を

せ
つ
つ
姉
の
怒
り
を

に

け

け
る
事

く
し

て

怒
り
が
一

し
た
ら
し
い
ユ
イ
が
は

と
息
を

き

を
つ
つ突

く
手
を
止
め
た

ま

キ

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た

か
ら
そ
う
で
し
た
か
ら
ね

を

て
も
あ
ま
り
意

味
が
無
い
と
い
う
の
は
分
か

て
た
事
で
す

さ

き
の
怒
り
様
は

そ
れ
は
そ
れ
こ
れ
は
こ
れ
で
す

と
い
う
か

ら
な
い
と
こ
れ
が
異
常
な
ん
だ

て
キ

は
思
わ
な
い
で
し

う

 
今
は
良
く
て
も

今
後

れ
が

ま
り
始
め
た
ら
マ
ト
モ
な
思

を
保
て
な
い
で

性
の
ま
ま
無

な
仕
事

を
こ
な
し

け
て
そ
の
結
果
過
労
死
に
至
る
ん

で
す

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
私
達
が
ス
ト

パ

に
な

て
る
ん
で
す

大
人
し
く

ら
れ
て
下

さ
い

 
ま

た
く
も
う
と

の
上
で

組
み
を
す
る
姉

を
へ
の

に

て

ん
ぞ
り
返

た

姉
は

そ
れ
で
で
す
ね

と

火
を
切

た

心
配
さ
せ
た

ず

と
お
義
姉
ち

ん
達
を
放

て
仕
事
を

先
し
て
い
た
悪
い
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こ弟
に
は

を
与
え
よ
う
と
思
い
ま
す

は
い

で
す

め
で
す

 
そ
う

え
姉
が

を

わ
せ
ま
た
目
の
前
の
空
間
に

空
す
る

界
を
小
妖
精
に

さ
れ
た

 
そ
の

に
は

悪

め
い
た

み
が
浮
か
ん
で
い
る

思

た
ん
で
す
け
ど

キ

て
私
達
を
眼
中
か
ら
出
す
時

得
て
し
て

目
的

が
あ
る
ん

で
す
よ
ね

で

そ
れ
に
ば
か
り
集
中
し
て
し
ま
う

り
が

か
に
な

て
し
ま
う

自
覚

あ
り
ま
すい

ち
お
う

 

悪
い
で
す
ね

 
に

と

面
の

み
で
断

さ
れ
た

 

の

が

し
く

い
た

心

の

動
が

い
く
ら
い
強
く

を
撃
つ
よ
う
に
速
く
な

る 
な
き
た
い
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く

格
な
ん
て
無
い
だ
ろ
う
が

ま

仕
事
に
集
中
す
る
事
は
良
い
ん
で
す

キ

が
背
負

て
る
事
な
ら
集
中
し
て
な

い
と
マ
ズ
い
ん
で
し

う
し
ね

事
実
以
前

か
さ
れ
た
話
も
そ
の

私
達
も
そ
の

は
理
解

し
て
ま
す

 

あ
な
た
は
い
つ
も

そ
う
だ

た

 
こ
ち
ら
に
背
を
向
け

少
し
ず
つ
離
れ
て
い
き
な
が
ら

 

し
そ
う
に
ユ
イ
は
そ
う

た

 

は
見
え
な
い

表
情
が
分
か
ら
な
い

け
れ
ど
そ
の
声

に
秘
め
ら
れ
た
感
情
が

な
の

か
は

す
る
に

り
あ

た

た
だ
不
安
な
ん
で
す

忘
れ
ら
れ
て
る
ん
じ

な
い
か

私
達
の
想
い
は
届
か
な
く

な

て
る
ん
じ

な
い
か

気
付
か
な
い
内
に
そ
う
な

て
い
て
気
付
い
た
時
に
は
取
り
返
し

が
付
か
な
く
な

て

キ

が
ど
こ
か
遠
く
へ
行

て
し
ま
う
ん
じ

て

そ
ん
な
不
安

に

と
し
た
時
に

ら
れ
る
ん
で
す

 
背
を
向
け

手
を
後
ろ
に
組
み
な
が
ら
話
が

く

 

家
の
中
に
は

の

が

え

れ
る

だ
け
が

い
て
い
る
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そ
こ
で

く
る
り
と
小
妖
精
が
振
り
返
り

光
に

ま
れ

 

の

間
背
の
高
い

ス黒
プ髪
リの
ガ女
ン性

が
現
れ

び
か
か
る
よ
う
な
勢
い
で

き
付
い
て
き
た

 

界
が
ま
た

さ
れ
る

黒
い

に
な
み
だ

を

え
た
女
性
の

だ
か
ら

を
与
え
る
ん
で
す

そ
し
て
キ

は

を

け
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す

は

め
な
ん
で
す

キ

は

め
ら
れ
な
い
と
ダ
メ
な
ん
で
す

 
ぎ

と

を

む
力
が
強
く
な
る

体
に
掛
か
る
重
み
が
増
し
て
妖
精
形

に
な

た

姉
が

子
に

り
掛
か

て
来
た
の
だ
と
理
解
す
る

 

手
は
指
を
絡
め
る
よ
う
に
握
ら
れ
て
い
る
た
め
振
れ
な
い

メ
ニ

を
出
せ
ず

ロ
グ
ア
ウ
ト

脱
出

も
不
可

 
身
動
き
が
取
れ
な
い

体
重
で

り
ま
た
ス
テ

タ
ス
も
圧
倒
的
に
負
け
て
い
る
た
め
物

理
・
能
力
の

方
で
勝
て
な
い

 

は
動
く
の
で

魔
術
・
魔
法
の
使

は
可
能
だ

 
し
か
し

そ
れ
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

た

 

そ
し
て

 

し
く

が
れ
た
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パ
チ
パ
チ
と

い
た

が

か
ら

こ
え
て
来
る

 
開
い
て
い
た

の
テ
キ
ス
ト
を
消
し
て

を
す
る
で
も
な
く
た
だ

う

と

で
揺
ら

ぐ

を
見
つ
め
る

 
電

の
義
姉
は

に
立
ち
去

て
い
る

自
分
は

然
と
し
て
い
た
か
ら
表
情
は
覚
え
て
い
な

い
が

会
話
の
内
容
は
記

し
て
い
た

葉
だ
け
じ

不
安
で
す

思
い
出
が
良
い
ん
で
す

カ
タ
チ
に
は
な
り
ま
せ
ん
が

一

緒
に
過
ご
し
た
記

が

一
番
い
い
ん
で
す

特

で
す

 

し
そ
う
に

け
れ
ど
ど
こ
か

し
そ
う
に
声
を
弾
ま
せ

を
離
し
た
姉
は

て
い
た

私
は

リ

姉
達
と
は
違
う
か
ら

キ

と
は

そ
の

・そ
・う
・い
・う
・

・

に
な
れ
な
い
と
思

い
ま
す

で
も
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
ん
で
す

キ

と
も
キ
リ
カ
と
も

理
的
に
破

し
て
る
事
は
分
か

て
ま
す

で
も

理
的
に
破

し
て
て
も
そ
の

性
で
あ

な
た
を

め
ら
れ
る
な
ら
私
は
そ
れ
で
い
い
ん
で
す

み
ん
な
と
の
繋
が
り
が

が

あ

な
た
を
引
き

め
る

楔
だ
か
ら

 

あ
の
時

姉
は
ど
ん
な
表
情
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
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た
だ

を
流
し
て
い
た
事
だ
け
分
か

て
い
る

か
い

が

に

み
た
感
触
が
生

し

く

つ

明
に

ま
れ
て
い
る

だ
か
ら

も

と
思
い
出
を
作
り
ま
し

う

あ

そ
う
で
す

私

海
を
見
た
い
ん
で
す

大
き
な
ク
ジ
ラ
さ
ん
を
見
た
い
ん
で
す

合
が
付
い
た
ら
バ
カ
ン
ス
で
す

キ

に

権
は

無
い
で
す
か
ら
ね

に
な

た
ら
ウ
ン
デ

ネ

に
家

で
行
き
ま
し

う

 

よ
り
も
大
き
な
体
で
同
い
年
の
少
女
の
よ
う
な
事
を

て
声
を
弾
ま
せ
て
い
た
気
が

す
るそ

し
て
も

と

と
一
緒
に

て
下
さ
い

私
達
は
み
ん
な
あ
な
た
の
存
在
で
繋
が

て
る

ん
で
す

も

命
も

み
ん
な

あ
な
た
と
一
緒
に

た
い
と
思

て
る
ん
で
す
か
ら

 

そ
う

姉
は

に

を
付
け
て
か
ら

立
ち
去

た

そ
う

わ
れ
て
も

 

に
手
を

て

界
を

ぐ

 

い
た
い
事
は
分
か
る

み
ん
な
を
不
安
に
さ
せ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま

て
い
た
事
も

負
い
目
に
感
じ
て
い
た

フ
レ
ン
ド
登
録
こ
そ
し
た
が
ま
と
も
に

を
合
わ
せ
て
い
な
い

 

い

に
な
る
か
も
だ
が

時
間
が

足
り
な
い
の
だ
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食
事
時
の

動
が

て
よ
り
自
由
な
時
間
を
作

た
事
で
知
識
を

え
た
り
食
事
時
間

を
ず
ら
し
て

練
時
間
を
作

た
り
と
自
由

が
増
し
た

あ
と
は

な
ど
を
如

に

よ
く

く
終
わ
ら
せ
ら
れ
る
か
に
掛
か

て
い
る

し
か
し

か
に
出
来
な
い
の
は
化
学
の

化
学
式
の
事
で

に
分
か

て
い
る
事

 
だ
と
す
れ
ば

あ
と

れ
る
の
は
遊
ぶ
時
間

 
戦
闘

練
を

け
ば

み
ん
な
と

を
合
わ
せ
る
事
す
ら

し
い

 

ヴ

ベ
ル
の
世
界
の

は

ず

と
直
姉
と
鍛

し

け
て
い
た
と
い
う

 
仮
想
世
界
と

わ
ら
な
く
な
り
現
実
で
ず

と
肉
体
を
技
を
経
験
を

ん
で
い
た

学
園
に
入
学
し
て
か
ら

と
な
く
襲
撃
を

け
そ
の

に
戦
い

我
を
負
い
な
が
ら
も
生

還
し
た
と
い
う

 
だ
が

今
か
ら
三
年
後
の
二

二
八
年

第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

が
開
か
れ
る

年
に
外

か
ら
襲
い
来
る
存
在
と
戦
い

ち
で

は
死
ぬ
と
い
う

 
あ
ら

る
世
界
線
で
二

二
八
年
ま
で
生
き

い
て
も
必
ず

は
そ
こ
で
死
ん
で
い
た
と

か
さ
れ
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
て
か
ら
二

二
八
年
ま
で
ず

と

三
四
年
を

鍛

に

や
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し

学
園
の

業
を

け
て
い
て
も
実

機
動

練
を

り
返
し
て
い
た
と
な
れ
ば

今
の

ま
ま
で
は
三
年
後
に
生
き
残
れ
な
い

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
仕
事
で
時
間
を

ら
れ
て
い
る

そ
れ
が

日

年
も
と
な
れ
ば

決
定
的
な
差
と
な

て
襲
い
来
る
の
は
自
明
の
理

 

ジ
レ
ン
マ
だ

 
み
ん
な
と

る
事
が
大
切
で

せ
な
の
に
今
は
そ
れ
を
自

し
て
自
分
を
鍛
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

し
か
し
そ
れ
を
し
て
い
れ
ば

み
ん
な
の
方
が
不

を

く

 
一
番
手

取
り

く

つ
生
存

が
上
が
る
手
も
無
く
は
な
い
が

取
り
が
必
要
か

 
ダ
メ
で

れ
ば
い
い
し

ら
な
い
な
ら
行
動
に
変
化
は

こ
ら
な
い

な
い内
な
い

の
話
で

済
ま
せ
れ
ば

に

乱
も
来
さ
な
い

話
す
の
で
す
か

未
来
を

 
突
如

背
後
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る

 

思
し
て
い
た
が
姉
が
来
る
前
程
で
は
無
か

た
た
め
気
配
の
出
現
に
は
気
付
い
て
い
た

声

は

先
程
立
ち
去

た
人
物
と
同
一

だ
が
彼
女
に

間

動
の
技
能
は
無
い

 
闇
を

出
さ
せ
る
回
廊
を
以
て
仮
想
世
界
の

を

り
歩
く
電

存
在

五

万ル
四
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千ナ
年・
未ヴ
来

のベ
姉ル

ベ
ル
姉
は
反
対
か

正
直

迷

て
い
ま
す

個
人
的
に
は
話
さ
な
い
で
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る

 

葉
を

ぶ
よ
う
に

重
に

わ
れ

そ
う
だ
ろ
う
な
と
内
心
で

く

 
未
来
を
知

て
い
る
と
い
き
な
り
話
し
出
さ
れ
れ
ば
ま
ず

を
疑
う

に
精
神

を
疑

う

人
格
分
裂
と
い
う
前
代
未

の
状

に
あ

た
か
ら
ま
た

か

き
た
の
で
は
と
心
配
さ
れ

る
可
能
性
が
非
常
に
高
い

と
い
う
か

信
じ
る
と
い
う
事
の
方
が
よ

ど

有
な

で

あ
る

 
そ
の

有
な

が

だ
け
ど
そ
れ
が
他
の

に
ま
で

化
さ
れ
る
事
で
な
い
の
は
理
解
し
て

い
る

で
す
が

こ
う
も
思
う

今
ま
で
の

キ
リ
ト

と
異
な
り

こ
の
世
界
の
あ
な
た
は
人

と
の
結
び
付
き
を

を
重
要

し
自
身
の
憎
悪
に
打
ち
勝

た

あ
な
た
の
力
の
源

が
他

者
と
の

で
あ
る
な
ら
そ
し
て
そ
の

こ
そ
あ
な
た
が
生
き
る

に
な
り
得
る
な
ら
話
す
べ
き

だ
ろ
う

と
も

ん
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を

に
向
け
た
ま
ま

え

む

 
彼
女
が

け
て

た
事
は
正
し
く
真
実
だ

の
生
き
る
理
由
で
あ
り
戦
う
理
由
で
あ

る

と
の
繋
が
り
を
強
く
自
覚
す
る
程
に
そ
し
て
協
力
が
あ
る
程
に
き

と

は
強
く
前
に

進
め
る
だ
ろ
う

 

時
間
が
足
り
な
い

な
ん
て
た
だ
の

い

だ
な
ん
て
分
か

て
い
る
の
だ

本

は

 
ユ
イ
に

め
ら
れ
な
く
と
も

分
か

て
い
た

 
た
だ
現
実
の
肉
体
を
鍛
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

然
た
る
問

が
示
さ
れ
て
い
る

そ

れ
を
解
決
で
き
る
の
は
仮
想
世
界
で
は
な
い

現
実
世
界
で
の

練
だ

対
人
戦
闘
経
験
を

め

る
の
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

点
だ
が

代
わ
り
に
肉
体
は

え
る

 
本

は

入

な
ん
て
す
る
つ
も
り
は
な
か

た

 
体
を
弱
ら
せ
た
く
な
か

た

 
体
を
強
く
し
な
い
と
い
け
な
く
て

た
だ

真

な
手

で
は
追
い
付
か
な
い
と
思

て

肉
体

に
手
を
出
し
て

キ

い
え

・和
・人

 

意
識
を
引
き

さ
れ
る
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わ
ざ
わ
ざ
現
実
の
名
前
で
呼
ば
れ
思

を
止
め
後
ろ
を
向
く

の

に

ら
さ
れ
た

黒

く
め
の
女
性
は

苦
悩
に
表
情
を
歪
め
な
が
ら
も
真

直
ぐ

を
見
て
い
た

私
は
あ
な
た
を
救
う
た
め
だ
け
に
時
を
超
え
て
き
た

過
去
別
の
あ
な
た
に

絶
さ
れ
そ

れ
を
恐
れ
て
不

を

き

け
て
い
た
私
が

そ
う
に

か
を

う

格
は
無
い
と
思
う

け
れ
ど

こ
れ
だ
け
は

わ
せ
て

し
い

こ
の
世
界
を
生
き
て
い
る
の
は
未
来
を
生
き

る
の
は
和
人
だ

和
人
が
生
き
る
可
能
性
の
道
が
あ
る
な
ら
そ
ち
ら
を

ん
で
欲
し
い
と
切
に

願
う
し

 
そ
こ
で
ヴ

ベ
ル
は
一

を

ん
だ
が

す
ぐ
に
ま
た
開
い
た

同
時
に

和
人
の

せ
を
こ
そ

一
番
に
願

て
い
る

 
決
然
と
し
た
声

で

て

ヴ

ベ
ル
は
近
付
い
て
来
た

 
背
中
か
ら

い

さ
る
よ
う
に

き

め
ら
れ
る

か
な
息

い
が

と

に
掛
か

た
あ
な
た
が
生
き
ら
れ
る
な
ら
私
は

で
も
す
る

あ
な
た
が

う
な
ら

私
は
自
分
の
ロ
グ

デ

タ
だ

て

す
る

私
の

た
るプ

ロ
グ
ラ
ム

魂
が
壊
れ
る
事
に
な
ろ
う
と
も
構
わ
な
い

そ
れ
は
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私
は
本
来
な
ら
こ
の
世
界
に

る
べ
き
で
な
い
異

の
存
在

異

人
で
あ
り
異
物
そ
の
も

の

世
界
を

り
歩
い
た
数
だ
け
あ
な
た
を
守
れ
な
か

た
私
な
ん
か
が
あ
な
た
が
生
き
る

の

に
な
れ
る
な
ら
喜
ん
で
こ
の
身
を
差
し
出
す

そ
の

だ
け
に

の
時
を

た

た

揺

た

そ

の

だ
け
に

生
き
て
き
た

 

く

重
い

 

の

し
く

ら
か
な
声

で
は
な
い

空
虚
と
悔
恨
絶
望
に

ち
た
そ
れ
が
こ
れ

ま
で

義
弟
の
死

を
見
て
き
た
事
で
構

し

ま
り

け
たエ

ラ負
で
あ
る
と
理
解
す
る

私
は
あ
な
た
の
判
断
を

持
す
る

話
す
時
は

私
の
事
も
話
し
て
く
れ
て
構
わ
な
い

呼
ん
で
く
れ
て
も
構
わ
な
い

た
だ

そ
う

 
そ
こ
で

や
や
強
引
に

を
引
か
れ
た

 
黒
い

線
と
交
わ

た

 
悲
し

で

し

で

ど
こ
か
超
然
と
し
た
黒
い
光

に

ら
さ
れ
て

ら

ら
と

揺
れ
る
滲
ん
だ
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・生
・き
・て

そ
れ
が
守
れ
な
か

た
愚
か
な
私
が

よ
り
も
願
う
一
番
の
想
い
で
す

和

人  

く
よ
う
に

名
前
を
呼
ば
れ
る

ユ
 

も

呼

う
と
し
た

 

し
く

が
れ

呼
べ
な
か

た

  
・
ユ
イ
の
本
心
≒
ヴ

ベ
ル
の
本
心

 
ヴ

ベ
ル
は

密
に
は
本
世
界
線
ユ
イ
の
未
来
で
は
な
い

し
か
し
大
ま
か
な

性
は
同
じ

で
あ
り
そ
の
愛
情
の
持
ち
方
に

し
て
は
本
世
界
線
ユ
イ
よ
り
⻑
い
年
月
を
掛
け
て
い
る
分
だ

け

さ
れ

密
に
な

て
い
る
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逆
に

え
ば

 
ヴ

ベ
ル
の
感
情
の
密

は

れ
ユ
イ
が
至
る
で
あ
ろ
う

達
点
を
示
し
て
お
り

 
ユ
イ
の

動
は

見
せ
な
い
ヴ

ベ
ル
の
本
心
を
語

て
い
る
も
同
然
で
あ
る
と

え
る

 
本
世
界
線
和
人
が
死
ん
だ
時

ユ
イ
は

魔
女
に
堕
ち
る
の
だ

  
・
ユ
イ

 

理

壊
し
た
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

現

 
原
作
と
違

て
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
機
能
を
保
持
し
て
い
る
が

大
ま
か
な
感
情
を

み
取
る
だ
け

ス
ト
レ
ス
を

え
て
ち

と
不
安
定
な
と
こ
ろ
を

知
し
て
突
撃
を
か
ま
し
た

 
事
変
後
の
入

の
説
明
も

に
し
な
い
で
ヴ

フ
ス
戦
か
ら
の
女
権
襲
撃
で
フ

レ
ン
ド
登
録
だ
け
し
て

に
話
を
し
て
い
な
か

た
せ
い
で

・や
・や

ん
で
い
る

 

ん
で
き
て
い
る
の
で

愛
さ
え
あ
れ
ば
義
弟

二

で
も
問

無
い
よ
ね

を
地
で
行

き
始
め
た

 
原

ユ
イ
ち

ん
も
結
構

放
だ
し
変
わ
り
な
い

白
目

 

密
に
は
そ
れ
く
ら
い
愛
し
て
い
る
大

き
と
伝
え
て
無

を

め
る
楔
に
す
る
事
が
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目
的
な
の
で

や

て
い
る
事
は
シ
ノ
ン
達
と
同
じ

る

で
な
い
の
が
ミ

あ
く
ま
で

め
る

な
の
で

自
発
的
に
抑
え
て
欲
し
い

り
付
け
た
く
な
い
と
い
う

が
見
え

れ 
し
か
し
哀
し
い
か
な
電

な
の
で
生
身
の
和
人
と

が
出
来
な
い

命
を
背
負

て
い
る

 

ア
リ
シ
ゼ

シ

ン

 
キ
リ
カ
に

し
て
は
ガ
チ
で

て
い
た
り
す
る

 
や

あ
の
義
姉

直
葉
に
し
て

こ
の
電
姉

ユ
イ
や
で

 
ち
な
み
に
千
冬
の
呼
び
方
は

も
と
あ
ね姉

  
・

五

万ル
四

千ナ
年・
未ヴ
来

のベ
姉ル

 

理

壊
し
た
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
未
来
の

 
ま
ず
間
違
い
な
く

創
成
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
の
年
月
を
生
き
て
い
る
が
精
神
年

は
実

は
ユ
イ
と
同

か
ち

と
上
く
ら
い
で
止
ま

て
い
る

こ
れ
は
本
人
の

点
地
の
文
で
あ

た
よ
う
に
ヴ

ベ
ル
世
界
線
和
人
が
自

特
攻
か
ま
し
た
時
点
で
自
意
識
の
時
が
止
ま

て
い

る
か
ら
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本
世
界
線
和
人
と
会
話
し
た
事
で

他
者
と

点
を
持
つ
事
に
や
や
前
向
き
に
な

た

 
つ
ま
り
ヴ

ベ
ル
世
界
線
和
人
死
亡
後
は
あ
ら

る
人
間
と
の

触
を
断

て
い
た

 
過
去
の
自
分
が
ち

か
い
出
し
た
事
に

し
て
同
じ
事
を
し
た

 
ま

想
い
は
同
じ
だ
か
ら

モ

マ
ン
タ
イ

無
問

だ
ネ

 
ち
な
み
に
千
冬
の
呼
び
方
は

あ
の
女

  
・
桐

谷
和
人

 
星
の
未
来
を
背
負

ち

た
系
主
人

 
ワ
ン
チ

ン
抑
止
力
の
後

し
を

け
て
い
る
可
能
性
ア
リ

歴
史
の
修
正
力
的
に

 
三
年
後
の
未
来
を
見

え
て

備
を
進
め
て
い
る
せ
い
で

間
の
事
を
放

て
し
ま
い
今
回

え
な
く
逆
襲
を

け
た

逆
襲
イ
コ

ル
想
い
の
伝
え
合
い
な
の
で

か
ら
見
る
と
ボ

ナ
ス

イ
ベ
ン
ト

 

本
人
は
い

い
い

い
で
お
目
目
ぐ
る
ぐ
る

 
戦
闘
経
験

む
た
め
の

備
が
ス
メ
ラ
ギ
と
の
フ
レ
ン
ド
ユ
ウ
キ
と
の
ク
エ
ス
ト
攻
略

レ

ベ
ル
が
あ
る
程

上
が
り

備
が
整

て
対
プ
レ
イ

戦
が
ま
と
も
に
出
来
る
よ
う
に
な

た
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の
で
現
実
に
力
を
入
れ
始
め

遠
に
な

た

 
楯
無
に
真
名
を
教
え
て
も
ら

た
日
の
夜
に
こ
の
展
開
流

は
し

じ
ん
こ
う

一

と

わ
ざ
る
を

得
ま
い

 
い
つ
か
背
中
か
ら

さ
れ
ま
す
ね
ク

レ
は

 
千
冬
の
呼
び
方
は
対
本
人

先
生

他

千
冬

   
・
今
話
の
ま
と
め

 
前
書
き
の

ル

プ

と
は

和
人
が
死
ぬ
可
能
性

の
事

 
切
る
場

は

他
者
を
信
じ
る
か

か

 
切
る
方
法
は

和
人
が
話
を
す
る
こ
と

 
要
す
る
に
今
話
は

分
水
嶺

と
い
う
事
で
あ
る

 

も
し

和
人
が
未
来
を
話
す
気
に
な
ら
な
け
れ
ば

同
じ
未
来
を
進
ん
で
い
た

 し

じ
ん
こ
う

和
人
は

独
り
で
は
強
く
な
れ
な
い
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分
史
 

終
わ

た
世
界
線

  
今
回
は

め

 
和
人
が
気

ち
し
て
い
た
理
由
の
一
部

 

点

和
人

 

数

約
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
血
色
の
太
陽
が
空
を

め
て
い
る

 
雲
海
は
果
て
し
な
く

⻘
の
海
原
も
ま
た
同
じ

⻩
昏
に

み

く
世
界
と
同
期
し
て
そ
の

色
を
深
く

め
て
い
く
光

が
広
が

て
い
る

雲
の
隙
間
か
ら
は

か
な
星
の
光
が
見
え
た
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夜
に
な
り

く
世
界
を

た
だ

う

と

め
る

や

と
会
え
た
わ
ね

■
■

 
背
後
か
ら

声
が
し
た

 
振
り
返
る

色
の

を

い

の
大
刀
を
手
に
し
た
女
性
が
浮
い
て
い
た

洗
練
さ

れ
た

身
の

は

さ
を

想
さ
せ
る

 
そ
れ
ら
を

う
女
性
の
目
は

真

直
ぐ
だ

た

 
黒
い

が
こ
ち
ら
を

く

 

な
に
か
を

伝
え
て
い
る
よ
う
な
目
だ

 
そ
の
な
に
か
が

な
の
か
は

分
か
ら
な
か

た

多
く
は
語
ら
な
い

あ
な
た
は

分
か

た
上
で
そ
の
道
を
歩
ん
だ
だ
ろ
う
か
ら

そ
の

決
断
を
あ
た
し
は

定
し
な
い

あ
な
た
に
は
そ
れ
を
す
る
だ
け
の
理
由
が
あ
り
権

が
あ

る 
目
に
な
に
か
を

え
な
が
ら

と
女
性
は
語
る

 
背
中
の
中

ど
ま
で

ば
さ
れ
た
黒
髪
が
風
に
揺
れ
て
い
る

前
髪
も
揺
れ
る

そ
の
髪
の
隙

間
か
ら

た
い
目
が

見
え
た
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だ
か
ら
あ
な
た
を
止
め
よ
う
と
す
る
こ
の
行
動
は
あ
た
し
の
エ
ゴ
に
過
ぎ
な
い

あ
な
た
の
意

思
を
無

し
た
身
勝
手
な
想
い

怨
む
な
ら

存
分
に
怨
み
な
さ
い

 

い
な
が
ら
女
性
が
⻑
刀
を
正
眼
に
構
え
た

女
性
の

が
刀
身
で

し
く
二
分
さ
れ
て
見

え
るけ

れ
ど
こ
れ
だ
け
は
覚
え
て
い
て
欲
し
い

あ
た
し
は
■
■
を
愛
し
て
い
ま
す

だ
か
ら

 

さ
よ
う
な
ら

 
一

別
れ
の

を

に
し
た
女
性
が

斬
り
掛
か

て
来
た

 
 

 
世
界
は
闇
夜
に

ま
れ
て
い
た

 
空
を
舞
い
時
に
海
原
に
潜

て
刃
を
交
え
て
い
る
間
に
そ
れ
な
り
の
時
間
が
経

て
い
た

ら
し
い

全
力
で
戦

て
い
る
と
い
う
の
に
中

女
性
は
倒
れ
な
い

ん
と
う
に

強
く

な

た
わ
ね

 
女
性
は

に

身
創

だ

 
女
性
が

う

は
ボ
ロ
ボ
ロ
で

ど
が
使
い
物
に
な
ら
な
い

ど

け
て
し
ま

て
い
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る

速

も
か
な
り

ち
て
い
た

反
応
も

く
な
り
こ
ち
ら
の
攻
撃
が

る
事
も
目
に

見
え
て
増
え
て
い
る

 
あ
と
一

二
撃
の
直
撃
で

と
せ
る
だ
ろ
う

 

そ
ん
な
思

が
上

て

は
や
数
十
回

 
そ
の
直
撃
が
中

出
な
い

を
四

の

を

ら
せ
る
の
で
精
い

い

そ
の
回
数

が
増
え
た
と
は

え

命
打
が
な
か
な
か
入
ら
な
い

 

流

は
■
姉
だ

 
そ
の
称

が

直
に
浮
か
ぶ

 
実

は

い
付
け
ら
れ
た
よ
う
に

を

く

じ
ら
れ
て
い
て

も

葉
を
発
さ
な
い

呼

の
た
め
に
開
け
る
事
は
あ
る

け
れ
ど

が
上
手
く
動
か
な
い

 
ま
る
で
声
の
出
し
方
を
忘
れ
て
し
ま

た
か
の
よ
う
だ

 

無

で

離
を

め
る

 
■
姉
が
構
え
直
し

撃
の
体
勢
を
取

た

の
⻑
刀
が
翳
さ
れ
る

そ
れ
目
掛
け
真

黒
な
大
刀
が

・振
・り
・下
・ろ
・さ
・れ
・る

 

ん

と

高
い

が
し
た
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あ

 

観
を

ん
だ

小
さ
な
声

・斬
・鉄

ま
さ
か

そ
ん
な

上
の
空
論

を

 

の
刃
は
中

ど
で
断
ち
切
ら
れ

そ
の
ま
ま

ご
と
女
性
の
体
を
斬
り
裂
い
て
い
た

が

び

る

き
出
し
た

が

こ
ち
ら
に
掛
か

た

 

覚
を

す
る
鉄
の

い

 
武
器
を
喪
い

命
傷
の
深
手
を
負

た
女
性
は
最

死
に
体
だ

た

空
し
て
い
る
事

も

そ
う
な
深
い
死

が
浮
か
ん
で
い
る

 
そ
れ
で
も

女
性
は

ん
で
い
た

 

観
と
称

死

の
中
に
そ
れ
ら
を
滲
ま
せ
て
女
性
は

み
を

え
こ
ち
ら
を
見

め
て
い
た

■
■

 

ば
で

れ
た
⻑
刀
を
捨
て
て

女
性
が
手
を

ば
し
て
く
る

 

意
は
無
い

 
殺
意
も
無
い
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絶
望
も
無
い

 
あ
る
の
は

あ
な
た
を
止
め
よ
う
と
し
た
身
だ
け
ど

世
界
を
怨
む
あ
な
た
を

絶
し
て
た

じ

な

い

た
だ

・忘
・れ
・な
・い
・で
・欲
・し
・か
・

・た

 
目

に

を

え
て

願
す
る
よ
う
に
弾

す
る
よ
う
に
女
性
が

葉
を
紡
ぐ

そ
れ

が
死
に

の
最
後
の
力
を
振
り

て
の
事
と
は
理
解
出
来
た

 

の

が
消
え
る
直
前
の

一

強
く

く
現

と
同
じ

あ
た
し
は

が
あ

て
も
■
■
の
味
方
で
い
る
つ
も
り
だ

た

あ
た
し
は
■
■
の
昏
い
部

分
を
知

て
て

け
容
れ
て
た

愛
し
て
た

義
姉
と
し
て

し
て
た

み
ん
な
が
死
ん
で

ぎ

む
事
も

人
を
信
じ
れ
な
く
な
る
事
も

然
だ
と
思
う

人
を

世
界
を
憎
む
事
も

 
だ
け
ど

と

葉
を

切

た
女
性
が

血
に

れ
た
手
で

を

で
て
き
た

 
あ
た
し
は

ま
だ

生
き
て
た
ん
だ
よ

  
女
性
の

を

が
伝
う

大

の
そ
れ
が

ろ

ろ
と
止
め

な
く

か
ら

へ
と
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れ
て
い
る

世
界
と
戦
う
く
ら
い
な
ら

あ
た
し
と

て
欲
し
か

た

デ
ス
ゲ

ム
の
時
も

学
園
の
時
も

 
ご

と
女
性
が
血
を

い
た

死

は
よ
り
一
層

く
な
り
血
色
も
悪
く

色
は

気
色
に
変
わ

て
行

て
い
る

の
白
さ
は
最

的
を

り
越
し
て
い
た

 
命
の

が

消
え
て
い
く

 
力
強
さ
は
最

な
く

眼
前
に
い
る
の
は
弱
り
果
て
た
女
性
の
み

 

弱

て
い
る
の
は

果
た
し
て
死
に
掛
け
だ
か
ら
な
の
か

 
焦
点
が
合
わ
な
く
な
り
始
め
た
黒
の

そ
の
目
に

え
る
も
の
は

最
初
か
ら
変
わ

て
い
な
い

あ

■
■
の

見
え
な
く

 

ば
さ
れ
た
手
が

力
な
く

ち
始
め
る

 
代
わ
り
に

く
り

離
を

め

き

い
て
来
た

そ
れ
で
も
回
さ
れ
た

は

に
下

り
て
い
く

力
が

け
て
い

て
い
る

 
流
れ
出
る

と
共
に

力
の
源
も

け
て
い
る
か
の
よ
う
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ね

最
期
に

教
え
て

 

る

る
と

え
な
が
ら
女
性
が

う

か

く
覇
気
の
な
い
そ
れ
は
静
か
な
夜
空
の

中
を
し

か
り

て
い
た

あ
た

し

ち

ん
と

お
義
姉
ち

ん

で

き

て

 

と

 

え
る

か
ら

光
が
消
え
た

 

ち
て
い
く

 
雲
海
か
ら

下
へ
下
へ

ち
て
い
く

  
闇
色
の
水
面
へ

ち
て

消
え
た

  
 

 
び
く

と
全
身
が

す
る
よ
う
に
強

る
と
共
に

ば
ち

と
目
を
見
開
く

 

は
闇
に

ま
れ
て
い
る

し
か
し
背
中
や

手
に
感
じ
る

ら
か
さ
や
体
に
掛
か

て
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い
る

の
感
触
か
ら

こ
こ
が
現
実
の

学
園
地
下

の
一

で
あ
る
と
理
解
し
た

 
は

と
息
を

き
な
が
ら
力
を

く

イ

な
夢
だ

 
護
る
と
誓

た

手
を
自
分
の
手
で
殺
す
と
い
う
意
味
で
も
イ

だ
し
ヴ

ベ
ル
の
話
を

い
た
限
り
で
は

ま

た
く
な
い
と

え
な
い
と
い
う
意
味
で
も
イ

だ

た

最
近
多
い
な

こ
う
い
う
夢

 
愚

る
よ
う
に
ボ

く

 
原
因
は
分
か

て
い
る

学
園
に
身
を

き

来

三
年
後
の
事
を
意
識
す
る

り

ヴ

ベ
ル
が
見
て
き
た
別
世
界
線
の
未
来
の
事
が

を
過
ぎ
る
か
ら
だ

そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
と
意
識
す
れ
ば
す
る

ど
夢
に
出
て
き
て
し
ま
う

 
ヴ

ベ
ル
は

の
世
界
に

い
て

無
銘

の
コ
ア
人
格
と
し
て
イ
ン
ス
ト

ル
さ
れ
た
と

い
う

 
少
な
く
と
も
ヴ

ベ
ル
世
界
線
の

の
過
程
は

中
か
ら
把
握
し
て
い
る
事
に
な
る
し
他
の

世
界
線
に

い
て
も
あ
ら

る
手

を
使

て
観

し
て
い
た
な
ら
そ
れ
ら
も
ま
た
同
じ

つ
ま

り

そ
れ
ら
の
知
識
を
手
に
入
れ
れ
ば

あ
る
程

は
自
衛
手

対
策
を
立
て
ら
れ
る

だ



 尊ぶべき日常世界

 

に
は
独
自
の
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
と
い
う
情
報

が
形
成
さ
れ
て
い
る
が

そ
れ
は

も
コ
ア
の
間
で
の
み
で
な
く
情
報
化

会
と

え
る
イ
ン
タ

ネ

ト
に
も

じ
そ
こ
か
ら

知
識
情
報
を
得
る
機
能
も
備
わ

て
い
る

え
で
ス

パ

コ
ン
ピ

タ

が
持
ち

出
さ
れ
る
の
は

の
機
能
で
イ
ン
タ

ネ

ト
で
情
報
収
集
が
出
来
る
事
に

因
し
て
い
る

の
だ

 
そ
し
て
ヴ

ベ
ル
は
電
子
の
海
を
自
由
に

り
歩
く
術
を
持

て
い
る

 
一

日
の
六
月
七
日

日
の
夜
未
来
の
知
識
に
つ
い
て
話
す
べ
き
か
と
思
い
ま
ず
そ
の

未
来
の
知
識
を
得
る
べ
く

同
時
に
ヴ

ベ
ル
の

を

け
れ
る
よ
う
に
す
る
べ
く
無

銘

に
入

て
も
ら

た

 
知
識
を
得
る
と

て
も

葉
で

わ
れ
る
だ
け
で
は
ア
レ
な
の
で
夢
を

し
て
の
追
体

験
と
い

た
形
を
取

て
い
る

に
は
コ
ア
内
部
で
形
成
さ
れ
た
空
間
に
ダ
イ
ブ
す
る
電

ダ
イ
ブ
と
い
う
技
術
が
存
在
し
そ
れ
を

し
た
形
だ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
は
覚
醒

し
て
い
る
時
し
か
出
来
な
い
が

の
電

ダ
イ
ブ
は

て
い
る
間
も
出
来
る
の
が

点
で
あ

る

極
論
眠

て
い
る
間
も
ヴ

ベ
ル
と
の
戦
闘

練
を

め
る
よ
う
に
な

た
と
も

え
る

 
そ
う
し
て
別
世
界
線
の
自
分
の
死
に

や
人
生
を
あ
る
程

ピ

ク
ア

プ
さ
れ
追
体
験
を
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り
返
し
て
い
た

 
眠

て
い
る
間
に
見
る
夢
は
と
て
も
⻑
い
時
間
見
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
も
実
時
間
に

い

て
は
十
分
前
後
と
い
う
の
も
ザ
ラ

そ
れ
を

し
た
形
で
追
体
験
し
て
い
る
の
で

に
十
数

回
分
の
追
体
験
は
済
ん
で
い
る

 
さ

き
見
た
夢
は

そ
の
一
つ

 

学
園
で
出
来
た
学
友

戦
友
達
が
か
の
組

亡
国
機
業

と
の
戦
い
に

い
て
命

を

と
し
て
い
く

彼
女
ら
は
必
至
に
抗

て
い
た

そ
れ
を
理
解
せ
ず

み
躙
り
守
ら
れ

て
い
る
事
を

上

し
糾
弾
を

り
返
す
人

へ
の
怨
み
が
限
界
を
超
え

そ
し
て
義
理

の
家

を
殺
さ
れ
た
と
知

て

獣
に
堕
ち
た

 

対
し
て
い
た
女
性
は

そ
ん
な

を
止
め
よ
う
と
し
て
い
た

 

自
分
は
ま
だ
生
き
て
い
る

と

え
か
け
て
い
た

 
止
め
た
と
こ
ろ
で

世
界
に

を

い
た
時
点
で
生
き

び
ら
れ
る

が
無
い

そ
れ
を
分

か

た
上
で
立
ち
は
だ
か

て
い
た

い
と
し
て
も
二
人
だ
け
で
の

行
を
期

し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
お
れ獣

は
そ
れ
を

絶
し
た
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そ
し
て

人
を
殺
し

く
し

世
界
を
滅

し
た
の
だ

悪
い
夢
だ

 
そ
う
で
あ

て
く
れ

と
い
う
切
な
る
願
い

 
追
体
験
と
い
う
時
点
で
成
立
し
な
い
思

だ

た

  
・
和
人
が
気

ち
し
て
い
た
理
由

 

来
の
事
を
意
識
し
過
ぎ
て
イ
メ

ジ
で
悪
夢
に

さ
れ
て
た

ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
か
ら

ネ

仕
方
な
い
ネ

  
・
今
話
の
悪
夢
を
見
た
理
由

 
気

ち
し
て
い
た
理
由
と
は
ま
た
別

 
ヴ

ベ
ル
を
イ
ン
タ

ネ

ト
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
経
由
で
無
銘
に
イ
ン
ス
ト

ル



 分史 〜終わった世界線〜

し

ヴ

ベ
ル
の
別
世
界
線
ロ
グ
を
夢
で
追
体
験
し
た
か
ら

 
セ
ル
フ

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

状

  
・
電

ダ
イ
ブ

 

原
作

ワ

ル
ド
・
パ

ジ
編

に
出
て
来
る
技
術

 
原
作
で
は

学
園
に
ハ

キ
ン
グ
を
仕
掛
け
ら
れ

そ
れ
に
対

す
る
べ
く
一

ラ
バ

ズ

が
サ

バ

に
ダ
イ
ブ

そ
こ
で
原
作
ク
ロ
エ
の
黒

の
能
力
で
精
神

の

惑
を
掛
け

ら
れ

想
い
人
と
理
想
の
生
活
を
送
る

と
い
う

惑
を
見
せ
ら
れ

わ
れ
る

後
で
一

が
助
け
に
来
る

ｉ
ｔ
ａ

の
ゲ

ム
二
作
目
で
も
舞

設
定
と
し
て
登
場
し
て
い
る

 
状

と
し
て
は
Ｓ
Ｔ
Ｌ
に
ダ
イ
ブ
し
て
い
る
時
に
近
い

 
つ
ま
り

が

て
い
て
も
ダ
イ
ブ
は
出
来
る

が
死
ん
で
る
状

は
無
理

 

ナ

ヴ
ギ
ア

ア
ミ

ス
フ

ア

は

ち
ロ
グ
ア
ウ
ト
が
あ
る
が

Ｓ
Ｔ
Ｌ

電

ダ
イ
ブ
に
は
無
い

ま
た
電

ダ
イ
ブ
に
加
速
機
能
は
本
来
無
い
が
和
人
は
生
体
同
期
型
で
あ

る
た
め

の
思

ク
ロ

ク
と
コ
ア
の
世
界
の
時
間
を
同
期
さ
せ
ら
れ
る

論
別
に
す
る
事
も

可
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和
人
は

き
て
い
る
時
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

て
い
る
間
は
電

ダ
イ
ブ
で
戦
闘

練
出
来
る
事

に  
・
亡
国
機
業

 
地
味
に
本
作
で
名
前
初
登
場

 
一

／
和
人
を

た
り
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
契
約
を
持
ち
か
け
て
い
た
組

か
は
明
ら
か
に
な

て

い
な
い

 
別
世
界
線
の
和
人
は

か
星
の
戦
い
ま
で
生
き

び
て
い
る
の
で

必
然
的
に

学
園
で

亡
国
機
業

と

対
し
て
い
る
事
に
な
る

 

と
は

え

然
原
作

本
世
界
線
と
は

が
異
な
る

  
・
桐

谷
和
人

 
未
来
の
事
を

え
過
ぎ
て
色

行
き
過
ぎ
て
い
る
主
人

 
現
時
点
で
世
界
を
滅

す
力
を
持

て
い
る
が
同
時
に
世
界
を
救
う
力
に
も
な
り
そ
れ
が

未
来
を
生
き
る

な
の
で

重
に

を
練

て
い
る
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と
は

え
一
人
で

え
る
に
は
大
き
過
ぎ
る

件

本
人
も
遠
か
ら
ず

し
よ
う
と
は
思

て
い
る
が

す
る
前
に
自
分
が
把
握
し
て
お
か
な
い
と
話
が
と

ら
か
る

と
い
う
生

真
面
目
な
性
格
が
出
て
背
負

て
し
ま

た

 
別
世
界
線
だ
と
義
姉
を
斬
り
殺
し
て
い
る
の
だ
と

葉
だ
け
で
な
く
追
体
験
も
し
て
理
解
し
た

の
で

か
な
り
メ
ン
タ
ル
を
や
ら
れ
て
い
る

 
地
味
に
夢
の
ラ
ス
ト
が
外

部

下
と
似
た
構

の
た
め
ト
ラ
ウ
マ
が
ぶ
り
返
し
て
い
る

 
と
い
う
か

み
ん
な

の
死
に
目
全
部
が
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
る
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推
参
 

専
属
家
庭
教
師
・
七
色

  
す
ま
な
い
本

に
す
ま
な
い

文

数
が
少
な
い
上
に
全
然
進
ん
で
な
い
ん
や

 
ち

と
し
た
小
話
な
ん
や

 

ら

作
の
一
話

て

一
つ
の
テ

マ
を
一

し
て
語
る
か
ら

 
広

よ
う
が
無
か

た

絶
望

 
他
の
話
と

め
る
と
収
ま
り
が
悪
い
の
で

い
け
ど
投
稿

そ
の
代
わ
り
投
稿
間
隔
が

ま

た
と
い
う
事
で

赦
し
て

今
後
は
未
定

 

点

和
人

 

数

約
三
千
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今
日
も
良
い
天
気
だ
な

 
二

二
五
年
六
月
九
日

月

日

前
八
時

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
か
ら

一

月
が
過
ぎ
た
今
日
の
天
気
は
す
こ
ぶ
る
快
晴

く
ま
ば
ら
な
雲
が
風
に
流
さ
れ
地
平
線
へ
と
消
え

く
光

が

が
近
づ
き

を
上

て
き
て
い
る
太
陽
が

ら
し
て
い
る

 
少
し

を

ま
せ
れ
ば

さ
ざ
波
の

が

を
打
つ

 
空
気
を

え
ば

の

り
が

を

る

 
近
代
的
な

の

物
こ
そ
目
立
つ
が

上
に

さ
れ
た
人
工

は
あ
る
種
大
自
然

に

ま
れ
た

境
と

え
な
く
も
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

林
作
業
の
苦
労
を
し
の
ぶ
に

り
あ
る
広
大
な

木
林
を
見
て
そ
う
思
う

 
た
だ
た

ま
ぬ
影
の
努
力
が

を

し
て

と
そ
れ
ら
に
目
を
向
け
た
時
の
心
地
は

と

も

え
な
い

感
を

か
せ
る

 
人
の

騒

し
が
ら
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
な

そ
ん
な
感
覚

を
悩
ま
せ
る
物
事
も

ち

け
に
思
え
て
し
ま
う

 
無
論

錯
覚
な
上
に
現
実

で
し
か
な
い

だ
が
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ち

と

こ
こ
ま
で
無
反
応
だ
と
流

の
あ
た
し
も
傷
付
い
ち

う
ん
だ
け
ど

 
天
気

よ
り
あ
た
し
を
見
て

て
ば

  
現
実

じ
り
に
思

を

躍
さ
せ

気
に
し
な
か

た
絶
海
の
孤

特
有
の

境

に
身
を

け
て
い
た

は
真
横
か
ら
掛
け
ら
れ
た
声
で
無
理

理
現
実
に
意
識
を
引
き

さ

れ
る

声
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
手
を
引

ら
れ
て
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
ま
で
無

出
来
る

ど
険
悪

な

で
は
な
い

 

乱
に
横
に

線
を
向
け
る

も
う

や

と
こ

ち
を
見
て
く
れ
た

 

を
返
さ
な
い
で
天
気
の
感
想
と
か

和
人

君

ち

と
失
礼
よ

 
レ
デ

に
対
す
る
マ
ナ

と
い
う
も
の
が
な

て
な
い
わ
ね

 
そ
う

て

ん
と

を

る
⻑
い

髪
を
ス
ト
レ

ト
で
流
す
同
年
代
の
少
女

手
の
シ

ツ
と
ス
カ

ト
を

う
人
物
は
か
つ
て
事
変
を
偶
発
的
に
引
き

し
た

本
人
に
し

て

今
は
名
声
を
失

さ
せ
た
天
才
少
女
・

七
色

そ
の
人
で
あ
る

最
近
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
少

し
ず
つ

ア
イ歌
ド
ル姫

と
し
て
の
人
気
を
取
り

し
て
き
て
い
る
と
い
う
が

一

プ
レ
イ
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に
な

た
今
以
前

ど
常
に
話

に
あ
が
る
と
い
う

で
も
な
く

目

は
そ
こ
ま
で
高
く

な
い

 
現
実
に

い
て
は

と
同
じ
特
別
ク
ラ
ス
に

属
し

ま
た

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

を

し
て
い
た

一
の
同

 

精
神
的
に

れ
て
い
る
か
ら

れ
る

七
色
は

ま
る
で

だ
な

 

動
し
始
め
た
ば
か
り
な
の
で
現
実

も
実

は

ん
の
数

程

で
し
か
な
い

 
天
才
と

さ
れ
る
人
物
の
テ
ン
シ

ン
は
得
て
し
て
勢
い
が

ま
じ
く
思
う
の
は
き

と
気
の
せ
い
で
は
な
い

 
こ
ち
ら
の
心
情
を

み
な
い
で
意
見
を

て
来
る
様
は

天
・災

と

さ
れ
る
女
性
の

そ
れ
を
想

さ
せ
た

興
味
が
あ
る
事
に
は

真

直
ぐ
な
と
こ
ろ
が
特
に
重
な
る

 
そ
ん
な
彼
女
は
い
ま

絶
海
の
孤

学
園

に
足
を

み
入
れ
て
い
た

 

称

事
変

の
後
始

の

裏
で

と
取
引
を
交
わ
し
て

重

意
に
済
ま
せ
経

歴
上
は
前

無
し

つ
日
本
国

へ
と

に
国

を
変
え
る
と
い
う
異

の

遇
を
さ
れ
た

七
色
は

そ
の
取
引
に
応
じ
る
べ
く

学
園
に
来
た
の
だ
と
い
う

更
に
地
下
の

を

代
わ
り
に
使
う
の
だ
と
か
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事

の

は
ま
だ

け
て
い
な
い

 
と
い
う
の
も
七
色
が
来
た
の
は
今

つ
ま
り
三
十
分

ど
前
で
し
か
な
く

は
事

前
に

か
さ
れ
て
い
な
か

た
し

を
合
わ
せ
た
の
は
た

た
今

食
を
摂
る
べ
く

動
し

て
い
た
と
こ
ろ
で
後
ろ
か
ら
声
を
掛
け
て
き
た
七
色
は

食
と
学
園
内
の
説
明
と
生

た
ち
へ

の

見
せ
も

ね
て
学
食
へ

動
し
て
い
て
そ
こ
で
合
流
し
た
よ
う
だ

た

ち
な
み
に

の

内
を

楯刀
無奈

が

七
色
の

内
を
教
師
で
あ
る

千
冬
が

し
て
い
た

い
き
な
り
で

乱
し
た
ん
だ
よ

予
想
し
て
な
か

た
か
ら

い
た
ん
だ

 
あ
る
意
味
年

応
に
無
邪
気
な
天
才
少
女
・
七
色
に

恨
み
が
ま
し
く
反
論
す
る

 
す
る
と
七
色
は
あ
れ

 
と
疑
問
を
表
情
に
出
し
な
が
ら

を

た

さ
ん
か
ら

い
て
な
い
の

 
あ
た
し
今
日
か
ら
和
人
君
と
一
緒
に
過
ご
す
事
に
な

て
る
ん
だ
け
ど

私
達
も
そ
う

い
て
い
た
か
ら

え
て

達
し
て
い
な
か

た
の
だ
が

 
七
色
と
千
冬
の
二
人
が

し

に
問
う
て
き
て
楯
無
も

を

て
い
る
の
を
見
て

以

外
に
は
知
れ

て
い
た
事
が
よ
く
分
か
る

だ
か
ら
こ
そ
ど
う
し
て
い
き
な
り
決
ま

た
か



 推参 〜専属家庭教師・七色〜

の
よ
う
に
な

た
か
原
因
が
判
明
し
怨
嗟
の
声
を
上

る

そ
こ
ま
で
怒

て
い
る

で
は
な

い
が

大
事
な
事
に
は
変
わ
り
な
い
以
上
忘
れ
な
い
で

達
し
て
お
い
て
欲
し
か

た

 
最
近
色

し
そ
う
に
あ
ち
こ
ち
に
電
話
を
掛
け
て
い
た
し

先

が
下
の
方
で
忘
れ

て
し
ま

て
い
た
の
だ
ろ
う

話
す
機
会
で
絶
対
文

て
や
る

 

と
ま
ず
今

電
話
し
た
時
に
チ
ク
リ
と
文

を

う
事
を
心
に
決
め
た

そ
れ
は
と
も
か
く

業
は
い
い
の
か

 
一
応
と
は

え
生
還
者
学

に
学

が
あ

る
の
に信

教
育
制
の
和
人
君
に

わ
れ
て
も
ね

忘
れ
て
る
か
も
だ
け
ど
あ
た
し
こ
れ
で
も
Ｍ

Ｉ
Ｔ
を
主

び

業
し
て
る
か
ら
ね

専

程
が
あ

た
と
は

え
大
学

程
ま
で
修

了
し
て
る
あ
た
し
な
ら
一

高

レ
ベ
ル
は
お

の
子
さ
い
さ
い
よ

信
教
育
制
で
も
モ

マ

ン
タ
イ

 
苦

し
な
が
ら
こ

ち
を
見
て
そ
う

て
く
る

 
確
か
に

未
取
得
で

信
教
育
制

を

し

を
取
る
事
で
学
業
を

け
て
い
ら
れ

る
の
だ

に

程
を
修
了
し
て
い
る
七
色
が
同
じ
対
応
に
な

て
も
問

は
ま
ず
発
生
し
得
な
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い 
強
い
て

う
な
ら
二
つ

ど
か

以
前

が
登

す
る
時
の
理
由
に
使

た
七
色
監

つ
ま
り

か
良
か
ら
な
ぬ
事
を
企
て
て
い
な
い
か
と
い
う
疑
い
と
二
人
し
か

な

か

た
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス
の
リ

ダ

の

が

な
く
な

た
事
で
立
ち
行
か
な
く

な

た
事

そ
れ
に
こ
う
し
て
一
緒
に

れ
ば
メ
カ
ト
ロ
コ

ス
の
実
験
も
出
来
る
で
し

 
そ
こ
で
ま
る
で
思

を

ん
だ
か
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
七
色
が
に
こ
や
か
に

い
な

が
ら

て
き
た

お
世

に
も
生
還
者
学

の
機

の

は
あ
ま
り
良
く
な
か

た
け
ど
こ

ち
は
日
本

直

の
学
園
だ
も
の
し

か
り

の

を
作

て
お
け
ば
あ
る
程

は
機

を

し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な

て
る
の

こ
れ
な
ら
和
人
君
と
の

も
進
み
や
す
い

よ

て

そ
こ
ま
で
話
を
付
け
て
た
の
か

根
回
し
は

本
だ
も
の

然
じ

な
い

界
だ
ろ
う
と

業
界
だ
ろ
う
と
そ
こ
は
変

わ
ら
な
い
わ

 

ん

と
ま
た

を

て
誇
ら
し

に
七
色
が

う
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ま
だ

学
園
に

在
す
る
事
を
許
し
た
日
本

の
思
惑

い
て
は
七
色
と
の
契
約
内
容

は
定
か
で
は
な
い
が
少
な
く
と
も
七
色
が
こ
ち
ら
で
や
る
事
の
一
つ
は
判
明
し
た

そ
れ
だ
け

メ
カ
ト
ロ
コ

ス
へ
の

意
は
本
物
だ

た
ら
し
い

ま

そ
れ
く
ら
い
で
な
い
と

者
と
し
て
大
成
し
な
い
わ
な

 
し
か
も

の
一
つ
上

そ
れ
で

も
な
い
才
能
を
見
せ
付
け

能
力
を
活
か
し
た
の
だ
か

ら

そ
の

意
は

常
で
は
な
い

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

の

に

進
し
て
い
た

を
思
い
出
す

 
あ

そ
れ
と
あ
た
し

和
人
君
と
同
じ
部

で

ま
り
す
る
か
ら
ね

  

す
ぐ
後
に

い
た
話
だ
が

 

に
は
そ
れ
ぞ
れ
キ

ロ

ク
を
外

か
ら
掛
け
ら
れ
出
入
り
に
は

を
持

て
い
る

権
限
者
が

を
開
け
る
必
要
が
あ
る
が
七
色
は
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス
や

の

強
を

教
え
る
つ
も
り
で

た
の
で
い
ち
い
ち
そ
ん
な
手
間
を
取

て
い
て
は
面
倒
だ
か
ら
同

を

希
望
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そ
し
て

が
あ

た
の
か

を

ん
で
い
る
だ
ろ
う
上
層
部
は
そ
れ
を

し
て
し
ま

た

 
お
そ
ら
く

強
で
ハ
ン
デ
を
負

て
い
る

の
サ
ポ

ト
に
最

と
い
う
理
由
だ
ろ
う

同
時

に

が

学
園
に
入
る
と
決
ま

た
時

国
か
ら
向
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
ハ
ニ

ト
ラ

プ

を
事
前
に

ぐ
た
め
に

え
て
同

者
を
作

た
と
い
う

い
も
あ
る

だ

 
無
論
そ
こ
に

の
意
思
は
無
い

く
つ
も
り
も
な
か

た
の
か

え
て

か
な
か

た
の

か
は
不
明
だ
が

反
対
さ
れ
て
は
面
倒
と
後
者
の
対
応
を
取

た
の
だ
と
思
わ
れ
る

 
ど
う
や
ら
私
生
活
面
で
も
滅
多
な
事
で
気
を

け
な
く
な

た
ら
し
い

 

の
知
ら
な
い
新
た
な

弾
を
放
り

ま
れ

は
再
び

乱
な
眼
で
天
を

ぎ
見
た

 
憂
鬱
な
気
分
の

を

う
か
の
よ
う
に

そ

ら
蒼

は
憎
ら
し
い
く
ら
い

み

て
い
た

  
・

七
色
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和
人
絶
対
手
に
入
れ
る

真

ガ

ル

 

し
て
て
も
愛
を

く
く
ら
い
ぞ

こ
ん

和
人
の
同

者

原
作
初
期
の

た

だ
し
家
事
能
力
は

無

 

理
的
に
同

は
ア
ウ
ト
な
気
も
す
る
が
そ
こ
は
そ
れ

の

一

に
な

て
話
が

た

 
和
人
と
二
人
き
り
の

境
に
な
れ
て
内
心
ウ
キ
ウ
キ
が
止
ま
ら
な
い

 
そ
こ
は
か
と
な
く
原
作

み
に

れ
て
い
る
気
が
し
な
く
も
な
い

  
・
桐

谷
和
人

 

天
才

と

か
と
縁
深
い
少
年

 
実
は

Ｓ
Ａ
Ｏ

方
の
天
才

に

全

会

て
い
る
く
ら
い
交
友

が
広
い

束

場

子

郷

七
色

Ｐ
ｏ
Ｈ

 
前
話
の
別
世
界
線
和
人
の
追
体
験
で
精
神
ズ
タ
ボ
ロ
だ
が
地
味
に
七
色
の
テ
ン
シ

ン

で
メ
ン
タ
ル
が
上
向
き
に

 
や

人
間

時
に
は

も

え
ず
に
過
ご
す
の
が
い
い
ん
や
な

て

し
み
じ
み
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和
人
は
色

え
過
ぎ
で
す

 
七
色
の
人
を
振
り
回
す
テ
ン
シ

ン
は
今
の
和
人
に
と

て
は
あ
る
意
味
救
い
な
の
か
も
し

れ
な
い

つ
ま
り
フ
ラ
グ
で
す
ね
わ
か
り
ま
す



 共感 〜果てしなく遠く、限りなく近い〜

 
共
感
 

果
て
し
な
く
遠
く

限
り
な
く
近
い

  
空
気
が

た

 

発
は
空
気
を

か
せ
衝
撃
が
放

状
に
放
た
れ
る

が

に
舞
い
上
が
る

ん
の

少
し

け
た

の
幕
を
引
き
裂
い
て

機

の

を

た
女
性
が

を
現
し
た

 
外
に

ね
た
蒼
髪
と

の
如
き
深
紅
の

 
そ
の
手
に
持
つ
の
は

螺
旋
状
に
水
を
渦

か
せ
る
⻑
大
な
槍

蒼
流
旋

あ

 
裂

の
声
と
共
に

蒼
流
旋
が
振
る
わ
れ
る

 
対
す
る
よ
う
に

界
の

か
ら
片
刃
の
大
刀
が
横

ぎ
に
振
る
わ
れ
た

 
刃
が
交
わ
り

火
花
が

た

 

し
か
し

振
動
は
伝
わ
ら
な
い

死
に
な
さ
い

 
⻤
気

る
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き
付
け
ら
れ
る

い
殺
意

そ
の
強
さ
を
証
明
す
る
よ
う
に

し
く
槍
が
振
る
わ
れ
る

⻘
色
の
水
は

時
し
か

な
紅
色
へ
と
変
化
し
槍
の
リ

チ
も

力
も
強
化
さ
れ
て
い
た

 

し
き
ク
リ

ス
ナ

 

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

・日
・本
・代
・表

者
・
更
識
楯
無
が

る
第
三
世
代

機
に

載
さ
れ
た
機
能

ス
カ

ト
状
の

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

全
て
使
い
攻
性
エ
ネ
ル
ギ

へ
と
転
換
し
よ
り
攻
撃
的
な
形

へ
と

る
た
め
の
そ
れ
が
使

わ
れ
て
い
た

 
そ
の

真
紅
の
水
を
逆

か
せ
た
槍
の

先
が

自
身
に

い
を
定
め
た

ミ
ス
ト
ル
テ

ン

 
ご
う
ご
う
と
大
気
を

わ
せ
る
程
に

し
く
渦

く
水
の
槍

突
進
と
共
に
そ
れ
が

て

来
る

  
び

こ
う

白
光
を

し
た
大
刀
が
そ
れ
に
対
抗
す
る

  

一
閃
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世
界
を

断
す
る
よ
う
に

い
光
が

に

た

海
は

れ
空
は

か
れ

か
彼
方

に
見
え
る
大
地
に
は
深
い

裂
が

ま
れ
る

天
・
地
・
空
の
三
つ
を
斬
り
裂
い
た
光
の
斬
閃
は

地
平
線
の
先
を
超
え

空
に

け
て
か
ら
消
え
た

 
紅
の
槍
を
握

て
い
た
人
物
は
影
も
形
も
な
く
な

て
い
る

 
今
の
光
に

ま
れ

死
ん
だ
の
だ

一
つ
こ
の
世
に
残
す
事
無
く
消
滅
し
て
い
た

  

息
す
る
よ
う
な
呼
気
が

こ
え
た

 
直
前
ま
で
の
死
闘
が
ウ

の
よ
う
な
静
け
さ
が
漂
う

一

の
後
そ
の
静
け
さ
を

う
よ
う

に

動
を
始
め
た

 

今

て
い
る
光

は

現
実
で
の
事
で
は
な
い

 
こ
れ
は

記
録

だ

果
て
し
な
く
遠
く

し
か
し
限
り
な
く
近
い
世
界
の

記
録

か

し
ら
の
形
で
死
ん
だ

お
れ

が

し
た
デ

タ

 
世
界
を

り
歩
く
ヴ

ベ
ル
が

な
け
れ
ば
知
る
事
も
無
か

た
で
あ
ろ
う
イ
フ
の
歴
史

 
そ
れ
を

は
夢
と
い
う
形
で
追
体
験
し
て
い
る
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追
体
験
と
は

え
夢

そ
れ
も

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

と
い
う

が
写
し
た
ロ
グ
で
あ

る

そ
の
実

は

観

の
そ
れ
に
近
く
主
要
人
物
で
あ
る
お
れ
の
思

や
感
情
が
流

れ
て
来
る

で
は
な
い

 
し
か
し

影

は
さ
れ
る

 
ど
れ
だ
け
似
て
い
よ
う
と

本

的
に
自
分
と

彼

は
別
存
在
で
あ
り

他
人
で
あ
る

 
し
か
し
似
て
い
る
の
は
事
実

そ
の

境
や
人
間

経
歴
が
同
じ
で
あ
れ
ば

え
名

が
違

て
い
よ
う
と
大
差
な
い
人
間
性
を
構

す
る

 

別
世
界
線

に

い
て

実
兄
・

秋
十
は
存
在
し
て
い
な
い

 
だ
が

そ
れ
以
外
の
要

は

全
て
同
じ
だ

た

 

一

と
し
て
生
ま
れ

出
来
損
な
い

と
し
て
蔑
ま
れ

第
二
回

モ
ン
ド
・
グ

ロ

で
誘

さ
れ

コ
ア
無
銘
を

め

ま
れ
桐

谷
家
に

わ
れ
そ
し
て

わ
れ
た
一
年
後
に
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
る

そ
の
過
程
は
実
兄
の
存
在
が
無
か

た
だ
け
で

同
じ
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

わ
れ
て
か
ら
も

ま
た

 

ビ

タ

と
し
て
必
要
悪
を
名

た
事
も

黒
の
剣
士

と
し
て
希
望
を
背
負

た
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事
も

ロ
を

い
て
い
た
事
も

 
ヴ

ベ
ル
は

と
会

た
こ
の
世
界
線
に
来
た
時
間
が
こ
れ
ま
で
の
中
で
最
も

い
時
間

だ

た
と

て
い
た

ま
た
こ
の
世
界
線
ま
で
は

時
を

る
以
前
の
違
い
は
存
在
し
な

か

た
と
も

 
つ
ま
り

別
世
界
線
の

も
リ

フ

シ
ノ
ン
を
助
け

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

へ
と

た
事
も
同
じ

 

逆
説
的
に

別
世
界
線
の
お
れ
も
こ
の

と
大
差
な
い
精
神
状

だ

た
と

え
る

 
ユ
イ
と
会
え
た
の
な
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
初
期
の

か
ら
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
に

目
さ
れ
る
精
神
構

を
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
し

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

に
行
く
ま
で
同
じ
な
ら
ユ
ウ
キ
と
の
デ

エ
ル
後
に

現
れ
た

後
に
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
一

報
い
る
要
因
と
な

た
も
の

も
持

て
い
て

カ

デ

ナ
ル
か
ら
目
を
付
け
ら
れ
て
い
た
事
に
な
る

実
兄
と
の
死
闘
が
無
い
時
点
で
多
少
の

差
は
あ
る
だ
ろ
う
が

本

的
な
部
分
に

い
て
は
同
じ
な

だ

 

千
冬
へ
の
殺
意

会
・
世
界
へ
の
憎
悪

そ
れ
ら
を

じ
た

が

る

な
の
だ

 
ヴ

ベ
ル
の
世
界
の
お
れ
は
ど
う
や
ら
自
己
を

い
た
ら
し
い

個
よ
り
も
全
を

ん
だ
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事
で
命
を

と
し
て
し
ま

た
よ
う
だ
が

獣
に
は
堕
ち
な
か

た

 
そ
れ
は

自
己

精
神
の

れ
に
他
な
ら
な
い

 
ヴ

ベ
ル
の
世
界
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
生
還
者
は

と
直
葉

郷

之
達
だ
け

な
Ｓ
Ａ

Ｏ
プ
レ
イ

に
限
定
す
れ
ば

だ
け
だ

た

だ

護
れ
な
か

た

と
い
う
喪
失
感
は
絶

大
で

む
し
ろ
よ
く
自
殺
し
な
か

た
と
思
う
程

 
だ
か
ら
こ
そ

な
の
だ
ろ
う

 
三
年
後
に

え
た
星
の
戦
い
に

い
て

よ
う
と
し
な
か

た
の
は

罪
悪
感
か
ら
く

る

罪
か
そ
れ
と
も
代

行

だ

た
の
か
は
定
か
で
は
な
い

し
か
し
命
を

し
て
で
も
家

を

世
界
を
救
お
う
と
し
た
そ
の
決
断
に

少
な
く
な
い

ざ
ん
き愧

の
念
が
あ

た
事
は
確
か

 
そ
れ
は

確
信
だ

 
共
感
故
の
確
信
だ

 
今
の

は
自
身
を

に
し
て
ま
で
見
ず
知
ら
ず
の
人
を
救
お
う
と
は
思
わ
な
い

力
が

あ
れ
ば
そ
う
し
よ
う
そ
う
し
た
方
が
自
身
の
価
値
を
認
め
ら
れ
や
す
い
か
ら
と
い
う
下
心
あ

り
き
の
思

 
だ
が
一

前

義
姉
・
リ

フ

に

正
さ
れ
る
以
前
の
自
分
で
あ
れ
ば
間
違
い
な
く
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ヴ

ベ
ル
の
世
界
の
自
分
と
同
じ
決
断
を
下
し
て
い
た

の
差
こ
そ
あ
れ
リ

フ

達
に
し

た
事
そ
の
も
の
な
時
点
で
疑
う
べ
く
も
な
い

 
だ
か
ら
経

を
追
体
験
す
れ
ば
同
じ
結
論
に
行
き

い
て
し
ま
う

 

は
自
身
の
殺
意
を
憎
悪
を

定
し
た

で
は
な
い

む
し
ろ

定
し
た
上
で
護
る
と
決
め

た
存
在
を

先
し
て
い
る

だ
か
ら
他
者
を
守
る
決
断
に

し
て
別
世
界
の
お
れ
と
は

が
異
な
る

 
だ
が

・護
・る
・人
・が
・

・な
・く
・な
・れ
・ば

同
じ

に
な
る

 
護
る
人
が

な
く
な

た
世
界
線
の
お
れ
の
追
体
験
を
見
て

は
そ
の
結
論
を
得
た

を

か
し
ん
で
あ
る
い
は
亡
く
な

た
人
の
想
い
を

ん
で
大
人
し
く

な
ん
て
絶
対
に
し

な
い

自
分
に

し
く
し
て
く
れ
た
人
達
を
追
い

め
殺
し
た
人

へ
の
怨
み
を

び
世
界

を
滅

す

そ
の
確
信
を
得
た

 
想
像
と

体
験
は
違
う

 
こ
の
夢
で
の
追
体
験
も

疑
似
体
験
と
い
う
点
に

い
て
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
と
変
わ
り
な
い

空
想
上
の
事
を
体
験
で
き
る

人
が
死
ぬ

間
も
人
を
斬
る
感
覚
も
限
り
な
く
リ
ア
ル
に
体

験
で
き
る
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そ
れ
を
ど
こ
ま
で
真
に

て

け
取
る
か
の
違
い
だ
け

 

こ
の

記
録

は

本

に
あ

た
出
来
事
で
あ
る

 
作
り
物
の

作
物
で
も
ゲ

ム
の
そ
れ
と
も
違
う
本

の
命
の
や
り
取
り
を
記
し
た
歴
史

書
だ

 

に

き
付
く

戦
禍
の
現
実

 

に

く

怒

と
残

 

一

振
動
の
無
さ
だ
け
が
現
実
味
を
損
な

て
い
る
が

そ
れ
以
外
は

全
て
本
物
だ

覚
を

し
て
殺
意
の
念
が
伝
わ

て
来
る

覚
を

し
て
怒
り
と
憎
し
み
の
念
が
伝
わ

て
来
る

 

お
前
達
が

お
前
達
が

直
姉
を
殺
し
た
か
ら

お
れ
は

 
そ
し
て

一

大
き
く

こ
え
る

彼自
身
の
声

 
負
の
第
二
形

に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

特
徴
的
な
エ
コ

が
掛
か

て
い
る
そ
の
声
は

え
て
い
た

  

お
れ
ば
か
り
喪

て
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お
れ
ば
か
り

責
め
ら
れ
て

 

無
能
で
な
に
が
悪
い

出
来
な
く
て
な
に
が
悪
い

 

い
つ
も

い
つ
も
そ
う
だ

 
お
れ
を
守

て
く
れ
る
人
を
大
切
に
想

て
く
れ
た
人
を
殺
し
た
の
は
お
前
達
の
ク
セ
に

守
れ
な
か

た
事
を
な
ん
で
お
前
達
が
責
め
る
ん
だ

 

あ
あ

あ

憎
い

 

人
が

会
が

世
界
が

全
て
が
憎
い

 

な
ん
の
罪
も
無
い
人
を
殺
す

ツ
は
許
さ
れ
て

 

真

な
人
ば
か
り
責
め
ら
れ
て

 

お
れ
は
た
だ
直
姉
と
生
き
た
か

た
だ
け
な
の
に

そ
の
直
姉
も
も
う

な
い

  

お
前
達
が
殺
し
た

  

だ
か
ら

お
れ
も
同
じ
事
を
す
る

 

お
前
達
の
大
切
な
も
の
を
全
部

ん
ぶ

ん
ぶ

ん
ぶ

ん
ぶ
奪

て
や
る
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お
れ
の
憎
悪
を

記

に

魂
に

ん
で

そ
し
て
死
ね

  

お
れ
が

出
来
損
な
い

だ

  
深
い

怒
と

か
な

し
み
を
同

さ
せ
た
怒

い
に
怨
み
骨

な
の
か

お
れ

と

対
し

て
い
る

者
達
の
殺
意
は
揺
る
が
な
い

 

か
ら
見
れ
ば

悪

は
き

と

お
れ

な
の
だ
ろ
う

 
無

の
人
を
襲
い

命
を
奪
い

く
し
て
い
る

直

義
姉
を
傷
付
け
た

で
は
な
い
者
達

も

い
子

生
ま
れ
た
ば
か
り
の

子
だ
ろ
う
と
無
差
別
に

殺
し
て
い
る

そ
う
し
た
時

点
で

少
な
く
と
も

お
れ

は

悪

だ

 
無
論
だ
か
ら
と

て

合
軍
の

者
達
が
善
と
い
う

で
は
な
い

中
に
は
本

に
無

な
人
間
も

た
の
だ
ろ
う
が

最

無
い
事
だ

見
て
見
ぬ

り
し
て
い
よ
う
と

い
な
か
ろ
う
と

本

に
知
ら
な
か

た
と
し
て
も

無
い

は

に
投

ら
れ
た

 
守
る
べ
き
人
も

守
り
た
い
人
達
も

生
き
るし

る
べ導

も
喪

た
じ
ぶ
ん

お
れ

に
残
さ
れ
た
も
の
は

憎
悪
だ
け
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自
己

精
神
も

し
か

な
い
の
で
は
発

さ
れ
な
い

 

だ
か
ら

深
い
共
感
を

い
て
し
ま
う

 
そ
し
て

記
録

に
記
さ
れ
た
数
多
の
別
世
界
の
自
分
自
身
と

限
り
な
く
近
い
感
情
を

く 

感
情
は

心
の

か
ら
生
じ
る
衝
動
で
あ
る

 
共
感
も
そ
う

理
解
も
そ
う

目
の
前
の
自
称
に
対
し
己
の
人
間
性
性
格

き

い
な

ど
が

わ

て
構

さ
れ
る
結
論
の
一
つ
が

感
情

 

お
れ

と
限
り
な
く
近
い

が

お
れ

と

同
じ
感
情
を

く
の
は
自
明
の
理

 
未
だ
限
り
を
見
せ
な
い
追
体
験

 
そ
れ
を

も

も

り
返
す

  

と
て
も
遠
い
ど
こ
か
か
ら

ち
り
り
ん

と

の

が

こ
え
た
気
が
し
た
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・
■
■
■
■
■
■
■

 
別
世
界
線
の
一

／
和
人

 
守
り
た
い
人
達
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
喪
い
義
姉
・
直
葉
を
も
現
実
で
殺
さ
れ
た
事
で

が

持

て
い
た
憎
悪
を
覚
醒
さ
せ

獣
に
堕
ち
た
復
讐
⻤

 
出
来
損
な
い
を
自
称
し
た
の
は
世
界
の
悪
意
を
背
負
い
つ
つ
そ
の
悪
意
を
そ

く
り
そ
の

ま
ま
返
す

肉
を

め
て
い
る

作
者
的
に
は

お
れ

白

だ

の
勢
い
を

ま
せ

て
い
る

 
復
讐
⻤
で
は
あ
る
が

桐

谷
和
人

の
名
を
捨
て
た

で
は
な
い

 
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
で
も
あ
り
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
で
も
あ
る
の
が
数
多
の
世
界
線
の
一
つ
の

彼

で
あ
る

  
・

秋
十

 
別
世
界
線
だ
と
存
在
す
ら
確
認
さ
れ
て
い
な
い
人
物

 
秋
十
が

な
い
と
い
う
事
は
七
十
五
層
で
の
死
闘
が
無
く
し
た
が

て
キ
リ
ト
の
メ
ン
タ
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ル
も
ギ
リ
ギ
リ
に
追
い

め
ら
れ
ず
リ

フ

の

正
を

け
ず
自
己

精
神
は

在
の

ま
ま
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
進
ん
だ
事
に
な
る

 
そ
の
状

で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
生
還
者
が
ア
ミ

ス
フ

ア

者
と
自
身
の
み
と
な
れ
ば

キ
リ
ト
の
心
は

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
傷
を
負
う

 
秋
十
は
和
人
の

で
あ
り
悪
の

い
を

け
て
い
る
が

善人
が
生
き
る
の
に
必
要
な

悪天
才

だ

た
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に
秋
十
が

た
か
ら
ユ
ウ
キ
が

白
し
よ
う
と
し
た

ア
ル
ゴ
に

さ
れ
た
が

  
・
桐

谷
和
人

 
本
世
界
線
を
生
き

別
世
界
線
の
記
録
を
見
て
い
る
少
年

 
別
人
で
あ
り

秋
十
の
存
在
の
有
無
で
過
去
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
と
は

え

い
や

境
に
大
差
が
無
い
の
で
事

に
対
す
る

け
取
り
方
も
大
差
が
な
い

護
る
対

が

な
く

な

た
場
合
は
憎
悪
に

直
に
な
る
の
で
別
世
界
線
の

彼
ら

と
同
じ

路
を
進
む

 
そ
の
可
能
性
を
理
解
し

影

を
少
な
か
ら
ず

け
て
い
る

 

そ
れ
で
も
追
体
験
を
止
め
る
つ
も
り
が
な
い
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情
報
収
集
は
大
切
で
す

  

ち
り
り
ん

 

の

 
■
■
■
を
形
作
る
世
界
の

 

手
を
振
れ
ば
い
つ
も
鳴

て
た

 
い
ま
は
も
う

き
こ
え
な
い



 極点 〜闇払う光〜

 
極
点
 

闇
払
う
光

  

点

キ
リ
ト

 

数

約
八
千

 
正
直
今
話
を
入
れ
る

だ
け
に
追
体
験
の
事
を

写
し
た
感
が
あ
り
ま
す

 
サ
ブ
タ
イ
の
極
点
は
物
事
の

合
い
が
最
も
高
ま

た
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す

そ
う
い
う
意
味
で
は

特
異
点

と

て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

 

ち
な
み
に

光

て

七
色
で
構
成
さ
れ
て
る
ん
で
す
よ
ね

あ
か
ら
さ
ま

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
六
月
十
五
日

日

日

前
五
時
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和
人
君

 
声
が

こ
え
た

け
て

体
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
感
覚

 

じ
て
い
た

を
開
け
ば

界
い

い
に
同

者
の
少
女
・

七
色
の

が

し
出
さ

れ
た

な
ん
だ

 

分

乱

な
声
だ
な

と
自
分
で
思
う
問
い
に
対
し

を

ん
で
い
た
七
色
が
も
う

と
息
を

い
た

ど
こ
か

れ
を
滲
ま
せ
た
苦

で
見
て
来
る

な
ん
だ
じ

な
い
わ
よ

た
ま
ま

る
と

と
か

と
か

い
事
に
な
る
か
ら
ベ

ド

で

る
よ
う
に

て

あ
た
し
ち

く
ち

く

て
る
で
し

ん

あ

て
た
の
か

 
ど
う
や
ら

た
ま
ま

て
し
ま

て
い
た
ら
し
い

 

を
動
か
せ
ば

し
り
と

な

が

の
骨
か
ら
鳴
り

全
体
に
イ

な

み
が

た

み
を
我

し
て
時

に
目
を

ら
せ
る

時
間
は

前
五
時

上
に
は
電
源
が
付

い
た
ま
ま
の
デ
ス
ク
ト

プ
型

と
三
面
デ

ス
プ
レ
イ
が
あ
り

開
か
れ
て
い
る
フ

イ
ル
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は
学

の

と
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

作
プ
ロ
グ
ラ
ム

切
り
の
良
い
と
こ
ろ
ま
で
と
進
め

て
い
る
内
に

魔
に
負
け
て

ち
て
し
ま

た
よ
う
だ

 
回
転
の

い

で
思

し
追
体
験
の
事
を
思
い
出
す

追
体
験
は
夢
の
形
で
見
て
い
る
の
で

意
識
を
眠
り
に

と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
と
分
か

て
い
た
の
に

ち
し
て
い
た
事

実
に
理
解
が

れ
た
の
は

そ
れ
だ
け

労
が

ま

て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う

和
人
君

ち

と
無
理
し
過
ぎ
な
ん
じ

な
い

 
体
の

に

れ
が

ま

て
い
る
と
七
色
も

え
た
の
か

表
情
を
心
配

な
そ
れ
に
変
え

そ
う

い
て
来
た

ん
む

そ
の
つ
も
り
は
無
い
ん
だ
け
ど

 
事
変
の
時
み
た
い
に
無
理
を

し
て
仕
事
や

を
し
て
い
る

で
は
な
い

む
時
は

し

か
り

ん
で
い
る
か
ら

そ
ん
な
に

労
を

め
る
事
は
無
い
と
思

て
い
た

 
実

は
そ
う
で
は
な
か

た
よ
う
だ
が

ま

こ
う
い
う

れ

て
自
覚
し
に
く
い
も
の
だ
し
分
か
ら
な
い
の
も
仕
方
な
い
の
か
も

ね

あ
た
し
も

と
か
論
文
書
い
て
る
時
は
よ
く

ち
し
て
た
も
の
よ

そ
れ
で
よ
く
ア
イ
ド
ル
と
し
て
作

作

パ
フ

マ
ン
ス
の
練

と

業
出
来
て
た
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な
あ
の

は
ア
イ
ド
ル
の
仕
事
イ
コ

ル

だ

た
か
ら

練

ば
か
り
だ

た
わ
よ

ス
メ
ラ
ギ
君
や
チ

ム
メ
ン
バ

が
進
め
て
く
れ
て
た
か
ら
集
中
出
来
て
た
の
も
あ
る
か
な

ん

 
そ
う

ら
か
に

う
七
色
の
表
情
に
陰
り
は
無
い

別
れ
の

も
残
さ
ず
に
立
ち
去

た

チ

ム
の
人
達
に
文

の
一
つ
や
二
つ

て
も
バ
チ
は

た
ら
な
い
だ
ろ
う
が
そ
の
片

を
見
せ
な
い

り

に
心
の
整
理
は
つ
い
て
い
る
ら
し
い

 
一

月
と
い
う
時
間
は
そ
う
出
来
る
だ
け
の
⻑
さ
だ

た
よ
う
だ

 
あ
る
い
は
住
良
木
と
い
う
日
本
人
の
⻘
年
や
実
の
姉
と

に
邂
逅
出
来
た
事
で
吹

切
れ

た
の
か

 
な
ん
に
せ
よ
引
き

る
事
無
く
過
ご
せ
て
い
る
の
は
良
い
事
だ

少
し
ば
か
り

気
過
ぎ
て

そ
の
勢
い
に

さ
れ
て
し
ま
う
時
が
あ
る
け
ど

し
お

れ
て
い
る
よ
り
は
マ
シ
で
あ
る

 

個
人
的
に

そ

ち
の
方
が
助
か
る
し
な

 
内
心
で

そ

と
思
う

 

が

し
い
の
か

面
の

み
を
浮
か
べ
て
開
い
て
い
た

子
に

り

足
を
ぶ
ら
ぶ
ら
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さ
せ
て
い
る
少
女
は

歌
を
歌

て
い
る

 
そ
の
様
が

い
ま
は
こ
の
上
な
く
救
い
に
思
え
た

 
・義
・姉
・の
・声
・を
・

・く
・よ
・り
・も
・

・か
・に

 

追
体
験
は

滅
び
に
向
か

た
歴
史
の
学

 
ヴ

ベ
ル
が

め
に

め
た
ロ
グ
の
集
大
成
で
あ
る
そ
れ
は
原

と
し
て
ユ
イ
と
し
て

の
個
人
の
記
録
と
無
銘
の
ロ
グ
デ

タ
の
二
つ
で
構
成
さ
れ
る
た
め
登
場
人
物
は
大

似

た
も
の
に
な
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
の
戦
友
達

き

ま
れ
た
義
姉
弓
使
い

た

る

郷
達

リ
ア
ル
で

え
ば

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬

暗

部

主

更
識
楯
無
な
ど

あ
る
世
界
線
で
は
味
方
と
し
て

あ
る
世
界
線
で
は
殺
し
合
う

と
し
て
対
峙
し
た

味
方
だ

た
人
が

に
回

た
世
界
線
も

あ
る

 
そ
の
経

を
見
て

獣

に
堕
ち
る
か

あ
る
い
は
自
己
を

い
て
そ
の
身
を

ら
す
か
の

決
断
を
あ
ら

る
お
れ
は
下
し
て
来
た

そ
の
中
で
復
讐
の
道
に

る
決
断
に
限
り
深
い

共
感
を
得
て
い
る

護
る
者
を
全
て
喪
え
ば
同
じ
決
断
を

は
取
る

そ
の
確
信
と
そ
こ
に

至
る
ま
で
の
心
情
へ
の
共
感
が
あ

た

 
そ
の
共
感
は

い
換
え
れ
ば

憎
し
み

だ
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他
者
と
の
共
感
は
自
己
の
感
情
を
確

た
る
も
の
に
し

よ
り
強

な
も
の
へ
と

華
す
る

苛
立
ち
は
怒
り
に

怒
り
は

怒
に

果
て
に
は
憎
悪
へ
と

堕

華
し
て
い
く
の
だ

 
故
に

数

の
追
体
験
を
経
た

の

憎
し
み

は

お
そ
ら
く
以
前
に

べ
て
よ
り
強
く

凶
悪
な
も
の
に
な

て
い
る
だ
ろ
う

今
は
親
し
い
人
の
死
を
見
て
最
初
は
あ

た
忌

感
が

れ
て
い
る
の
が
そ
の
証

 
追
体
験
を
す
る

に

自
分
の

に
潜
む

が
強
く
な
る
自
覚
が
あ

た

 
な
に
か
の

子
に
殺
意
が
吹
き
出
た
ら
反

的
に
無
銘
を
使

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い

そ
ん
な
危
惧
を

く

ど

 

そ
の
危
険
な
状

に

七
色
の
存
在
が
⻭
止
め
を
掛
け
て
い
る

 
七
色
は

に

わ
り
は
な
く

デ
ス
ゲ

ム

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
も
直

的
に

与
し
て
い
な
か

た

出
会

た

の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
以

で
あ
る

 
つ
ま
り
別
世
界
線
の
お
れ
も
七
色
に
会
う
と
す
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
後
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ

イ
ン
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る

そ
れ
も

郷

之
の
非
道
な

が
明
る
み
に
な
り
一
万

人
近
い
死
者
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
出
て
い
な
が
ら

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
そ
の
も
の
が
存

し
て
い
な
け
れ
ば
成

り
立
た
な
い
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し
か
し
ヴ

ベ
ル
が
見
て
き
た
世
界
線
に

い
て
絶
対
的
な
原

が

つ
か
存
在
し
て
い

た 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
生
還
す
る
に
は

お

れ

キ
リ
ト

と

リ

フ

ユ
イ

が
最

生
き
残

て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
し
た
時
生
き
残
る
の
は

お

れ

キ
リ
ト
以
外
に
は
ア
ミ

ス
フ

ア
使

者

と
ユ
イ
だ
け

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
後

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
原

と
し
て
法

制
さ
れ
使

な
ど
一
切
が
禁

止
さ
れ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
か
ら
約
一
年
後

お

れ
和
人

と

直
葉

は

学
園
に

て
入
れ
ら
れ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
か
ら
約
四
年
後
の
星
の
戦
い
は

お

れ
和
人
が
生
き
て
い
な
け
れ
ば
地

は

滅
ぶ

 

他
に
も

つ
か
共

し
て
い
る
事
は
見
ら
れ
た

 
上
記
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

件
を

た
し
て
い
な
け
れ
ば

え
ば

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
終
戦
時
に

リ

フ

が

な
く
て
も
ユ
イ
が

な
く
て
も

そ
の
先

は
必
ず
死
ん
で
い
る

逆
に

え
ば

件
を

た
せ
ば
大
小
の
差
異
は
あ
れ
ど
決
定
的
な
事

は
必
ず

き
る
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Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
時
に
お
よ
そ
一
万
の
死
者
が
出
て
そ
の
せ
い
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が
禁
止
に
な
る

事
も
ま
た
同
じ

少
な
く
と
も
向
こ
う
十
年
以
上
は

く
禁
じ
ら
れ
る
技
術

い
に
な

て
い

た 
だ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
倒

の
ま
ま
立
ち
消
え

て
七
色
も

Ｒ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

者
と
し
て
名
を
上

ず

ア
メ
リ
カ
に

在
し

け
・た
・だ
・の
・一
・

・も

お
れ

と
は
出
会
わ
な
か

た

 

だ
か
ら
こ
そ

七
色
の
存
在
は
救
い
だ

た

 
追
体
験
の
記

に
引
き

ら
れ
堕
ち
そ
う
に
な
る
昏
い
思

そ
こ
に
七
色
の
声
が

が

り

む
だ
け
で
一
気
に
開
け
る

彼
女
と
の

は
こ
の
世
界
を
生
き
る

・

だ
け
の
も
の
だ

か
ら

 
七
色
を
こ
こ
に
送
り

む
事
を
企
て
た
人
達
は
そ
れ
を

た

で
は
な
い
だ
ろ
う

良
く
て

楔
に
な
れ
ば
と
そ
う

え
て
い
た
く
ら
い
の

だ

追
体
験
の
事
は
お
ろ
か
星
の
戦
い
の
事

も

ヴ

ベ
ル
の
事
も
未
だ

に
も
話
し
て
い
な
い

の
思

を
知
る
由
が
な
い

 
そ
ん
な
偶
然
が
重
な

て

今
の
自
分
は

に
在
る

 
み
ん
な
と
の
繋
が
り
が

の
力
と
自
分
が

に
し
た

葉
は
思
い
も
寄
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
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自
分
自
身
に
恩

を

け
て
い
る
よ
う
だ

た

ん

 
じ

と
あ
た
し
の

を
見
て

ど
う
か
し
た

い
や

分
と

し
そ
う
だ
な
と

 
見

め
過
ぎ
た
よ
う
で

な
目
を
向
け
ら
れ
た

 
そ

と

線
を
外
し
て

い

を
返
す

ん

あ
た
し

し
そ
う
に
見
え
る

 
そ
れ
か
ら
ヘ
ン
な
事
を

か
れ

を

た

し
そ
う
に
見
え
た
か
ら
そ
う

た
の

に

そ
う
見
え
た
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
疑
問
に
も
思
う

あ
あ

見
え
る

そ

か
そ

か

見
え
ち

う
か

 
に

と
深
く

む
七
色

な
ん
な
ん
だ

 
そ
の
ノ
リ
が
よ
く
分
か
ら
な
く
て

は

惑
す
る

同
い
年
の

だ
が
異
性
と
い
う
だ

け
で
こ
ん
な
に
も
変
わ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か

い
や

異
性
は

無
い
か
も
し
れ
な
い

 

か
ら
そ
う
だ
が

他
人
が

え
て
い
る
事
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
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二

二
五
年
六
月
十
五
日

日

日

前
九
時

 
平
日
は

論

日
も

前
中
は
み

ち
り

業
カ
リ
キ

ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る

学

園
と
生
還
者
学

だ
が

日

日
は
学
生
特
権
の
完
全

日

 
部
活
に

属
し
て
い
れ
ば
そ
れ
も

れ
る
事
請
け
合
い
だ
が
ど
ち
ら
の
学

も

の
事
情

に
よ
り

大
会
な
ど
に
は
出
場
で
き
な
い
た
め

ば
同

会
に
近
い
様

を

し
て
い
る

 

信
教
育
制

を

し
て
い
る

と
七
色
は

然
な
が
ら
ど
の
部
活
に
も

属
し
て
い
な

い

出
来
な
い
と

た
方
が
正
し
く
⻘

を

歌
す
る
一
要

を
喪

て
い
る
事
を
一
部
の

人
は

い
て
い
る
と
い
う
が
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス
の

時
間
や

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
プ
レ
イ

時
間

個
人
と
し
て
は

練
時
間
を

出
し
や
す
い
た
め

む
し
ろ
有

く
思

て
い
る
方

だ

た
り
す
る

 

さ
て

 
で
は

学
園
に
正
式
在

し
て
い
る
女
子
生

・
更
識
楯
無
は
と

え
ば

ど
の

部
活
に
属
し
て
い
な
い

有
な
人
物
だ

た
り
す
る

 
楯
無
が

学
園
で
持

て
い
る

書
き
は

生

会
⻑

ん
で

の
如
く
生

た
ち
の
⻑
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と
し
て
君
臨
し
て
い
る

だ
が
そ
の
仕
事
は

常
の
生

会
⻑
と
は
一
線
を

し
て
お
り
対

暗
部

暗
部

主
と
し
て
の
権
力

実
力
も

使
し
て
学
園
の
実
権
の
一
部
を
握
る

で
あ

る

専

機
を
持

て
い
る
事
も
あ
り
有
事
の

に
は

面
に
立
ち
教
師
の
指

下
の
も
と
戦

闘
行

を
行
う
た
め
生

な
人

で
は
そ
の

に

け
な
い
し
仮
に

い
た
と
し
て
も
⻑

く
は
持
た
な
い

 
そ
の
た
め
そ
れ
を
補

す
る
メ
ン
バ

か
ら
な
る
生

会
の

は
特

で
部
活
に

属
す
る
事
を

さ
れ
る
ら
し
い

が
あ
れ
ば
興
味
が
あ
る
部
活
に
参
加
す
る
事
も

さ
れ
て
い
る
と
い
う
が

少
な
く
と
も
楯
無
は
ど
こ
に
も
属
し
て
い
な
い
と
い
う

 
と
は

え
そ
れ

ど

し
く

つ
危
険
な

の
人
間
が
日

だ
か
ら
と

て
自
由

時
間
を
持
て
る
か
と

え
ば
そ
う
と
も

え
な
い

運
動
部
に

属
す
る
一

学
生
に

べ
れ
ば

か
に

が

く
だ
ろ
う
が
一
部
と
は

え
学
園
の
実
権
の
一
部
を
持
つ
以
上
は

応
の
仕

事
も
あ
る
ら
し
い

そ
の
た
め

み
の
日
で
も
更
識
家

に
帰
る
事
は
中

無
い
と
い
う

 

そ
れ
は
い
い
の
だ

 
問

はな

楯
無

そ
の
仕
事
は

で
し
て
も
い
い
の
か

 
一
応

も
七
色
も
部
外
者
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な
ん
だ
が

 

と
七
色
が

ま
り
し
て
い
る
地
下

の
一

に
生

会
の
仕
事
を
持
ち

み
作
業

を
し
て
い
る
と
い
う
事
だ

た

 

が
使

て
い
る
デ
ス
ク
を

し
書

を
広

内
容
を

分
し
て
か
ら
ハ
ン
コ
を

し
て
い
く
蒼
髪
の
生

会
⻑
に

ベ

ド
に

掛
け
な
が
ら
そ
う
問
い
掛
け
る

し
ち

ダ
メ
な
も
の
な
ら
持

て
き
て
な
い
か
ら

ダ
イ
ジ

ブ

大

よ

ま
そ
う
い
う
も
の

て
一

人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に

て
い
う

で
和
人
君
と
七
色
ち

ん
な
ら
問

無
い
ん
だ
け
ど

ね

あ
た
し
も
い
い
の

そ
れ

だ

て
七
色
ち

ん

と
裏
取
引
し
て
る
で
し

 
な
ら
こ

ち
の

だ
も
の

 
一

の
ベ

ド
に

掛
け
て
い
る
七
色
に
目
を
向
け
意
味
深
に

を
釣
り
上

た

楯
無
の
そ
の

み
を
見
て
七
色
が

を

め
る

コ
レ
を
ば
ら
せ
ば
七
色
の
裏
取
引
も
ば
ら
す

と

そ
う

し
を
掛
け
て
い
る
の
だ

 

い
に
弱
み
を
握

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
こ
の
応

軍
配
は
ど
う
や
ら
楯
無
に

が

た

ら
し
い
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そ
も
そ
も
内
容
を
見
な
け
れ
ば
ど
ん
な
書

か

そ
れ
が
生

会

外
で
し
て
は
な
ら
な
い

も
の
か
も

分
か
ら
な
い
か
ら
バ
ラ
し
よ
う
が
な
い
の
だ
が

楯
無
も
人
が
悪
い
な

え

 
そ
こ
ま
で

う
程
の
事
か
し
ら

こ
れ

を

し
て
る
の
だ

て

今
日
は

も
う
和
人
君
に

は
使
わ
せ
な
い

て
七
色
ち

ん
が
息

い
て
た
の
を
知

た
か
ら
だ
し

七
色

 
じ
ろ

と
横
目
で
一
つ
年
上
の
天
才
少
女
を
見
る

彼
女
は
不

な

み
を
浮
か
べ
て
い
た

だ

て
和
人
君
ま
と
も
に

め
て
な
い
じ

な
い

た
ま
ま

ち
と
か
よ

ど
体

が

れ
て
る
証

よ

 

も
さ

き
終
わ

た
ん
だ
し

メ
カ
ト
ロ
の

だ

て
そ
ん

な
に

い
で
る

じ

な
い
ん
だ
か
ら

が
あ
る
時
に
す
れ
ば
い
い
の
よ

だ
か
ら
も
う
今
日

は

む
こ
と

 
い
い
わ
ね

 
び
し

と
指
を
突
き
付
け
そ
う

い

し
て
く
る
七
色

有
無
を

わ
せ
な
い
気

だ

テ

コ
で
も
意
見
を

さ
な
い
意
思
を
感
じ
る

ま
だ

の
九
時

な
ん
だ
が

夜
な
べ
し
て
た
和
人
君
が
悪
い
ん
で
す

そ
れ
に
和
人
君
の
こ
と
直
葉
ち

ん
達
か
ら
も
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お
願
い
さ
れ
て
る
か
ら
ね

無
理
し
過
ぎ
な
い
よ
う
見

て

て

む
 
義
姉
達
の
事
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ

は

る
事
し
か
出
来
な
か

た

に
心
配
さ
れ

て
い
る
事
が
分
か
る
以
上
な
に
も

え
な
く
な

て
し
ま
う

あ

そ
の
事
な
ん
だ
け
ど

実
は
今
日
の

後

和
人
君
に
し
て
も
ら
う
事
が
あ
る
の

 
そ
こ
で

楯
無
が

し

な
さ
そ
う
に

り

ん
で
き
た

 
き

と
七
色
が
キ
ツ
い
眼
差
し
を
向
け
る

そ
れ

今
日
じ

な
い
と
ダ
メ
な
や
つ
な
の

ダ
メ
な
や
つ

七
色
ち

ん
は

あ

触
り
は

い
て
た
は
ず
よ
ね

 
和
人
君
に
専

機
が

与
さ
れ
る
話

あ
あ

ア
レ
ね

 
そ
の
話
は
お
よ
そ
一

月
前
に
新
国
立

技
場
の
地
下
で

達
と
話
し
合
い
決
め

ら
れ
た
内
容
の
一
つ
だ

た

主
に
束

士
が
主
導
し
つ
つ
日
本
企
業
の
製
作
と
銘
打

て
専

機
を

与
す
る
事
で
間

的
に
日
本

の

を

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の

 
そ
の

と
な
る
専

機
が
出
来
た
ら
し
い
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専

機

と
な
る
と

や
る
事
は

フ

テ

ン
グ

初
期
化
と

パ

ナ
ラ
イ
ズ

最

化
か

 
な
ら
あ
る
程

は
出
来
上

が

た
ん
だ
な

 
フ

テ

ン
グ

初
期
化
と
は

者
の
デ

タ
を
打
ち

む
最
初
期

の
工
程
を
指
す

身
⻑

体
重
の

他

実

に

し
て

コ
ア
に
直
に
身
体
の

ま
で
を

さ
れ
る
の
で

本
人
が

な

け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

こ
こ
で

さ
れ
る
の
は
骨
密

密

の
他
電
気
信

の
伝
達

速

や
感
覚
の
分

動
体

力

反
応
速

な
ど
が
主
で
あ
る

 
そ
し
て

パ

ナ
ラ
イ
ズ

最

化
は

フ

テ

ン
グ

初
期
化
で
得
た

者
の
パ
ラ
メ

タ
情
報

び
そ
れ
に

し
た
機

能
性
能
を

出
し

者
に

応
し
い
形

へ
と

行
す
る

の
工
程
を
指
す

 
こ
の
二
つ
が
終
わ
る
と

機
体
は

フ

ム
・
シ
フ
ト

形

行
を
行
い

フ

ス
ト
・
フ

ム

一

形

の
機
体
で

定
さ
れ
る

こ
こ
ま
で
至
る
事
で
専

機
と
し
て
正
し
い
形
を

し
て
い
る
と

え
る

そ
そ

そ
れ
を
す
る

に
和
人
君
本
人
が
来
て
く
れ
な
い
と

る
の
よ
ね

 
ク
ロ
エ
と

か
ら
教
わ

た
事
を
反

し
な
が
ら

え
ば
楯
無
は
く
る
り
と

子
ご
と
こ
ち

ら
に
回
り

ん

と
小
気
味
良
い

を
立
て
て

子
を
開
い
た

の
部
分
に
は

明

と
達

な

文

ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
の
技
術
を
使

て

の
分
子

作
を
行

た
の
だ
ろ

う
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え
な
に
そ
の

子

前
見
た
時
は

も
書
か
れ
て
な
か

た

ど
う
い
う
構

し
て
る

の

企
業
秘
密
よ

七
色
ち

ん

ぐ
ぬ
ぬ

 

悔
し

に

る
七
色
と

そ
れ
を

し

に

め
る
楯
無

 
ど
う
や
ら
い
い
反
応
を
返
す
七
色
を
格

の

手
と
定
め
た
ら
し
い

は

ま
あ
い
い
わ

で
も
完
成
し
て
な
い
の
に
最

化
ま
で
す
る
の

 
二

手
間

じ

な
い

の
ん
の
ん
そ
れ
が
そ
う
で
も
な
い
の
よ
ね

機
体
の
性
能
が
完
成
し
た
ら
武

の

整
も

る

て
も
の
な
の

と
い
う
か
専

機

て
そ
う
い
う
も
の
だ
か
ら
ね

忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
け

ど
専

機

て

験
機
つ
ま
り
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

て

ツ
だ
か
ら

専

機
に
完
成
の

二
文

は
本
来
あ
り
得
な
い
の

ま

そ
う
だ
な

 
楯
無
の

葉
に

も
同
意
し
た

 
物
作
り
は

本
的
に
終
わ
り
な
き

路
だ
が
一
定
の
ゴ

ル
は
存
在
す
る

し
か
し
専

機
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に
そ
れ
は
無
い

ゴ

ル
が
あ
る
の
は
精

機

そ
の

機
の
ゴ

ル
を
見
出
す
た
め

に
専

機
は
種

様

な
武

良
を

さ
れ
て
い
く
の
で
ず

と
現

を

り

け
る

事
に
な
る

 

一

と
変
化
を

て
い
く
専

機
に

者
も
付
い
て
行
く
の
は
中

の

業
で
そ
う

し
て
ド
ロ

プ
ア
ウ
ト
し
た

な

者
は
自
身
の
国
家
の
後
進
を
育
て
る

に

く
ら
し

い 
だ
か
ら
一

に
も
専

機
の
変
化
は
悪
い
事
と
も

え
な
い

 

が
そ
う
な

た
ら
目
も

て
ら
れ
な
い
か
ら
全
力
を

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
ど

 
つ
ら
い

ま
ホ
ン
ト
に

フ

テ

ン
グ

初
期
化
と

パ

ナ
ラ
イ
ズ

最

化
を
す
る
だ
け
だ
か
ら
そ
ん
な
に

れ
な
い
と
思
う
わ
よ

束

士
と

場

士
が
メ
イ
ン
で
や
る

て

い
て
る
し

え

場

士
も
手
伝
う
の

 
あ
の
人

て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

じ

な
か

た

け

Ｓ
Ａ
Ｏ
は
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
け
ど
一
先
ず
終
わ

た
か
ら
前

か
ら
興
味
が
あ

た

に
手
を
出
し
て
い
ま
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

て
る
ん
で
す

て

ち

く
ち

く
束

士
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と
和
気

と
話
し
て
る
の
見
る
わ

や

て
る
の
あ
の
人

自
由
人
だ
な

 

い
こ
ろ
か
ら
夢
見
て
い
た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
デ
ス
ゲ

ム
と
な

て
し
ま
い
２
４

３
名
の
死
者
が
出
た
も
の
の
一
先
ず
は
終
わ
り
を

え
た
事
で

場

に
と

て
の
夢
も

終
焉
を

え
た
の
は
間
違
い
な
い

だ
か
ら
以
前
か
ら
交
友
が
あ

た
束

士
経
由
で

に
つ

い
て
学
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
が

な
る

心
か
ら
か

の
仕
事
と
し
て
見
て
い
る
か
ら
か

あ
る
い
は

へ

の
罪

助
力
の

か
は
定
か
は
な
い

 
た
だ

信
頼
す
る
戦
友
が
力
を

し
て
く
れ
る
事
実
だ
け
は
確
か
で

  

君
は
私
の

だ

キ
リ
ト
君

  

裏
に

き
ろ
く

記

が

た



 極点 〜闇払う光〜

 

郷

之
に

わ
れ
洗

さ
れ

に
な

た
男
の
声
が

こ
え
る

真

の
如
き
無
機

な

が
こ
ち
ら
を

え
て
い
る

白
銀
の
十

剣
と
十

盾
を

え
紅
の

を

た
騎
士

が

意
を
向
け
て
き
て
い
る

後
ろ
に

ぶ
戦
友
達

眼
に
は
殺
意
が

て
い
る
が
表
情

は
ど
こ
か
空
ろ
だ

 
彼
ら
を

彼
女
ら
を

・お
・れ

は

 

和
人
君

  

き
ろ
く

記
録

が
止
ま

た

 
意
識
が

る

覚
に
色
が

り

覚
が

を
取
り

し
た

 

を

ま
れ
体
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
る

い
つ
か
ら

た
の
か
目
の
前
に
は

七
色
が
立

て
い
て

不
安

に

根
を
寄
せ
て
い
た

大

七
色

あ

大

だ

ん
と
に

 
い
き
な
り

り

ん
だ
か
と
思
え
ば

う
つ空

ろ
に
な
る
し

目
の
色
も
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・

・は
・金
・色
・の
・ま
・ま

な
の
に

り
が
黒
く
な
る
し

ん
と
か

う
ん

い
ま
は
も
う

て
る
け
ど
ね

 
目
の
色
の
事
で
引

掛
か
り
を
覚
え

問
い
返
す

要

を
得
な
い
問
い
方
だ
が
意

は
伝

わ

た
よ
う
で

彼
女
は
し

か
り
と

え
て
く
れ
た

 
以
前
女
権

体
に
対
し
て
怒
鳴

た
時
の

像
だ
と

の
目
は
黒
目

に
変
化
し
て
い

た
ら
し
い

 
だ
が

さ

き
の

は

黒
目
金

だ

た
と
い
う

 
黒
目
金

と

え
ば

無
銘

の
負
の
第
二
形

し
か
あ
り
得
な
い

シ
ロ
や

ホ

ロ
ウ
の
容

目
の
色
も

を
正
せ
ば
負
の
第
二
形

に
影

さ
れ
て
い
る
も
の
だ

 
そ
し
て
あ
の
形

は

無
銘
を

め

ま
れ
た
時
に

が

い
て
い
た
負
の
感
情
に
よ
り

一
足

び
に
至

た
二

形

無
銘

を
展
開
し
て
い
な
い
の
に
そ
の
片

が
現
れ
始
め
て
い
る
と
い
う
事
は

 

そ
れ
だ
け

の
中
の

が
強
ま

て
い
る
の
か

 
追
体
験
の

だ

か
つ
て
は
人
格
分
裂
に
よ

て
無
理

理
制

し
た
と
い
う
の
に
こ
れ
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で
は
本

転
倒
で
あ
る

 
か
と

て
追
体
験
を
止
め
る

に
も
い
か
な
い

別
世
界
線
と
は

え
共

点
が
多

あ
る

か
ら
参

に
で
き
る
部
分
は
大
い
に
あ
る

特
に

対
し
て
い
る

手
の
戦
術
を
学
べ
た
り
ス

パ
イ
を

り
出
す
の
に
は
こ
れ
以
上
な
い
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
だ

 

と
は

え

く
は

え
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い

専

機
の

整
が
終
わ

た
ら

も
う
今
日
は

く
り

む
よ

 
無
理
を

し

し
過
ぎ
て
獣
に
堕
ち
て
は
本

転
倒

死
ん
で
も
死
に
き
れ
な
い
し
み

ん
な
に
も

し

が
立
た
な
い

 
も
う
今
日
は
追
体
験
も
し
な
い

 
そ
う
心
に

く
誓
い
な
が
ら
七
色
と
楯
無
の
二
人
と

く
り
時
間
ま
で
過
ご
し
て
い

た

  
・
今
話
に

け
る

極
点

と
は
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別
世
界
線
と
本
世
界
線
の
差
異

七
色
と
の
交
友

  
・
世
界
線
間
に

け
る

極
点

 

秋
十
の
存
在
の
有
無

 
桐

谷
和
人
の
価
値
観
の
変
動

  
・

七
色

 
今
の
和
人
に
と

て
の
光

 
別
世
界
線
の
和
人
と
本
世
界
線
の
和
人
の
間
に
生
ま
れ
た
明
確
な

違
点

あ
る
種
の
特

異
点

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が

れ
た
別
世
界
線
に

い
て
は
大
成
で
き
な
か

た
が
本
世
界
線
で
は

大
成
し

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
て
和
人
達
と
出
会

た
事
で
交
流
が
生
ま
れ
た

 
そ
の
事
実
が
和
人
を
本
世
界
線
へ
と
引
き

す
楔
に
な

て
い
る

 

回
り
的
に
は
こ
の
上
な
く
ヒ
ロ
イ
ン

こ
の

目
は
実
は
直
葉
達
で
も
無
理

と
い
う
か

直
葉
達
が
声
を
掛
け
る
と
却

て
悪
化
す
る
ま
で
あ
る

 
追
体
験
の
事
は
知
ら
な
い
の
で
偶
然
に
過
ぎ
な
い
が

こ
の
上
な
い
フ

イ
ン
プ
レ
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千
年
の
⻩
昏

で
キ
リ
ト
達
に

再
ロ
グ
イ
ン
で
き
な
い

事
実
を
伝
え
た
り

本
作
で
存

在
そ
の
も
の
か
ら
和
人
の
意
識
を
引
き

す
楔
に
な

た
り
イ
イ
ポ
ジ
シ

ン
を
保
守
し
て
い

る
天
才
少
女

け
目
が
な
い

  
・
更
識
楯
無

 
中

間

理

学
園
生

会
⻑

 
一
年

二

月
目
に
し
て
学
園
在

生
最
強
の

に
君
臨
し
て
い
る
日
本
代
表
候
補

生

専

機
持
ち
な
の
で
そ
れ
系
の
知
識
は

だ
し
生

会
⻑
な
上
に
楯
無
な
の
で
学
園
上

層
部

上
層
部
と
の
コ
ネ
ク
シ

ン
も
分

い

 
そ
の
分

責

重
大
だ
し

ス
ト
レ
ス
も
多
い

 
和
人
と
の

が
も

ら
の

し

 
七
色
の

動
で
仕
事
が
増
え
た
の
で
八
つ

た
り
気
味
に
弄
り
つ
つ
ま
と
も
に
対
応
し
て
い

る

り

き
な
人
の
前
で
は
良
い

し
い

な

女

  
・
桐

谷
和
人
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負
の
想
念
が
強
ま

て
て
か
な
り
危
な
い
状

な
主
人

 
ま
あ
一

間

ど

て
も
覚
め
て
も

間
殺
し
の
悪
夢
を

百
回
と

り
返
し
見
て
た
ら
そ

り

あ
精
神

む

む
し
ろ
ト
ラ
ウ
マ
複
数
持
ち
で
よ
く
持

た
方

 
だ
か
ら
無

す
る
ん
で
す
が
ね

生
活
サ
イ
ク
ル
の
乱
れ

 
七
色
の
存
在
が
心
の

 
ノ

マ
ル
状

で
目
の
色
が
負
の
第
二
形

に
な

た
の
で
今
日
は
追
体
験
を
自
重
す
る
方

の

様

 
専

機
が
一
先
ず
出
来
上
が

た

Ｎ
Ｅ
Ｗ

  
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
ど
こ
か
の
世
界
の
騎
士

 
洗

さ
れ
て

に
回

た
一
人

 

論
キ
リ
ト
以
外
の
全

が
同
じ
状

に

て
い
る

 
ユ
ウ
キ
が
我
を
取
り

さ
な
か

た
ら
対
峙
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
の
世
界
線

 
人
が

え
る
事
は

全
て
現
実
に
な
り
得
る
の
だ
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承
認
 

う
さ
ぎ

天
災
か
ら
の
贈
り
物

  

点

和
人

 

数

約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
六
月
十
五
日

日

日

後
一
時
三
十
分

 

学
園
地
下
秘
匿
ア
リ

ナ

 

食
を
学
園
の
食

で
摂

て
食

み
を

ん
だ
後

と
七
色
は
楯
無
の

内
の

地
下

秘
匿
ア
リ

ナ
へ
と
足
を
運
ん
で
い
た

 
目
的
は

前
中
に
話
さ
れ
て
い
た

の
専

機

整

の
精
密
な
デ

タ
を
取

て
お
く
事
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で
よ
り
設

確

を
高
く
す
る

の

整
な
の
で
ま
だ
本
格
的
に

す
る

で
は
な
い

し
か

し
専

機
と
対
面
す
る
事
に
は
変
わ
り
な
く

は
得
も

わ
れ
ぬ

感
を

い
て
い
た

そ
う
い
え
ば

と
気
に
な

た
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
独
特
の

を
覚
え
な
が
ら
地
下
秘
匿
ア
リ

ナ
へ
と
向
か
う
道
中
思
い
出
し
た
よ
う
に
七

色
が
声
を
上

た

専

機

て

一

月
や
そ
こ
ら
で
出
来
上
が
る
も
の
な
の

 
イ
メ

ジ
だ
と
数

月
か

ら
数
年

の
時
間
を
要
す
る
感
じ
な
ん
だ
け
ど

そ
れ
は
場
合
に
よ
る
ん
じ

な
い
か

専

機
を
作
る
に
は
ま
ず

の

で
最
重
要

さ
れ
る
テ

マ
が
必
要
に
な
る

そ
れ
を
実
現
す
る
の
に
必
要
な
理
論
そ
の
他

が
現

実
的
か
ど
う
か
の
議
論
に
時
間
を
多
く
要
す
る
と
こ
ろ
を

の
専

機
の
場
合
は
も
う
終
わ

て
た
ん
だ
ろ
う

 

中
だ

た
か
そ
れ
と
も

結
さ
れ
て
い
た
も
の
を
発
明
者
・

ノ
之
束

士
の
協
力

を
得
た
事
で
再
開
し
た
か
あ
る
い
は
欠

品

い
を

け
て
い
た
も
の
の
型

ち
品
か

え

ら
れ
る
可
能
性
は
多
く
あ
る
が
共

は

れ
も
製
作

中
で
あ
る
事

制
作
に
取
り
掛

か

て
い
る
以
上

面
上
の
議
論
の

は
終
わ

て
い
る

な
の
だ
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た

た
一

月
で

整
出
来
る
レ
ベ
ル
に
仕
上

た
と

い
て

は
そ
う
結
論
付
け
て
い
た

論

だ
け
出
来
て
て
一
か
ら
作
り
上

た
と
も

え

い
し
大
方
プ
ロ
ジ

ク
ト
の

中
で
方

転
換
か

か
で
引
き
継
い
だ
も
の
だ
と
思
う
が

 
と
は

え

に
分
か
る
事
は
そ
こ
ま
で

に

し
て
は

か
さ
れ
て
い
な
い
た

め

知

て
い
そ
う
な
楯
無
に
目
を
向
け
る

 
前
を
歩
き
つ
つ

越
し
に
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
蒼
髪
の
生

会
⻑
は

に

み
を
浮
か

べ

い
た

流

は

し
が
良
い
わ
ね

そ
の

り
よ

和
人
君
に

意
さ
れ
る
専

機
は

結
さ
れ

て
い
た
機
体
を
流

し
た
代
物
な
の

 
歩
き
な
が
ら
話
す
わ
ね

と
楯
無
は
話
し
始
め
た

 

の
専

機
に
な
る
予
定
で
あ
る

結
さ
れ
て
い
た
機
体

そ
れ
を
今
回
仕
上

た
の
は

束

士
だ
と
い
う
が

大
本
は
日
本
の

企
業

持
技

が
作

て
い
た
代
物
だ
と
い
う

 
骨
子
と
し
て
い
た
テ

マ
は

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
の
意

的
発
現

 
ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
は
現
状

者
や

者
が
意

的
に
発
現
さ
せ
た
事

が
存
在
し
な
い

原

と
し
て
判
明
し
て
い
る
事
は
発
現
タ
イ
ミ
ン
グ
は

セ
カ二
ン
ド
・
シ

行フ
トの

時

こ
の
一
点
の
み
だ
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そ
れ
も
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
け
分
か

て
い
る
だ
け
で

セ
カ二
ン
ド
・
シ
フ
ト行

す
れ
ば
必
ず
発
現
す
る

で
も
な

い 
そ
の
た
め
専

機
を

有
す
る

者
で

セ
カ二
ン
ド
・
シ
フ
ト行

し
た
と
し
て
も

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
を
発

現
し
て
い
る
か

か
で
も
戦
力
は
か
な
り
の
差
が
存
在
す
る

論

性
や
状
況
に
よ

て

果

の
大
小
は

さ
れ
る
か
ら
発

し
て
い
れ
ば
必
ず
勝
て
る

で
も
無
い
の
だ
が

 
ち
な
み
に

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
・
零

白
夜
を
発
現
し
て
い
る
機
体
と
し
て
有
名
な

は

こ
の
原

か
ら

に
セ
カ二
ン
ド
・
シ
フ
ト行

を
果
た
し
て
い
る
と

え
ら
れ
て
い
る

 

件
の
機
体
は

持
技

が
ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
を

フ

ス
ト
・
フ

ム

一

形

の
時
点
で
発
現
さ
せ

る
事
を
目
的
に
開
発
さ
れ

結

断
念
さ
れ
て
い
た
代
物
だ

た

 
思

た
以
上
に

が

し

結
さ
れ
て
い
た
そ
の
機
体
は
フ
レ

ム
な
ど
本
体
部
分

が
あ
る
程

作
ら
れ
て
い
た
た
め

の
専

機
と
し
て
流

す
る
形
に
な

た
ら
し
い

 

に
不
安
定
不
安
が
残
る

く
の
機
体
だ
が
一
か
ら
作
り
直
さ
な
か

た
の
は
お
そ
ら

く
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
間
に
合
う
よ
う

え
て
の
事
だ
そ
の
時
に
全
世
界
に
発

信
す
る
の
が

初
の
予
定
だ
か
ら

あ
と
束

士
が
直

に
協
力
す
る
た
め

持
技

の

が
成

す
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う

い
期

も

め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
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な
る

ど
な

し
か
し
機
体
製
作
の

に

し
て
い
た
ん
だ

 
そ
れ
に
話
に

い

た
限
り
だ
と

完
成
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う

 
な
ら
逆
に
な
ん
で
一

月
も
時
間
を
掛
け
た

ん
だ

持

属
の

者
が

し
て
も

コ
ア
が
反
応
し
な
か

た
ん
で
す

て

な
話
だ
な

企
業

属
な
ら

正
は

以
上
あ
る

だ
ろ
う

そ
れ
な
の
に
反

応
し
な
か

た
の
か

そ
う

い
て
る
わ

 

正
は

の

に
高
く
な

て
い
く
四

か
ら
な
る

正

価

ラ

ン
ク
だ
と
中
に
は

を
動
か
せ
な
い
人
も
い
る
と

く
が

そ
う
い
う
人
物
が
企
業

属
の

者
に
な
れ
る
と
は
思
わ
な
い

か
ら
安
定
し
て

動
出
来
て

以
上
に
な
る
と

コ
ア

と
の
シ
ン
ク
ロ

が
高
く
な
り

専

機
で
の

セ
カ二
ン
ド
・
シ
フ
ト行

が

き
や
す
い
と

い
た
事
が
あ
る

事
実

と
の

戦
で

セ
カ二
ン
ド
・
シ
フ
ト行

を

こ
し
た
楯
無
の

正
は

ラ
ン
ク
だ

 
シ
ン
ク
ロ

技
術
に
差
は
あ
れ
ど

動
自
体
は
出
来
な
け
れ
ば
お
か
し
い

 
ウ
ン
と
も
ス
ン
と
も

わ
な
か

た
と
い
う
の
は
そ
れ
だ
け

な
話
だ

た

だ
か
ら
こ
そ

結
さ
れ
た
事
も

け
る

で
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そ
の
機
体
を

ノ
之

士
が
引
き
取

て
色

と
精

は
し
た
け
ど
原
因
は
分
か
ら
ず
終
い

だ
か
ら
和
人
君
本
人
で
反
応
す
る
か
を

さ
な
い
と
い
け
な
い

て
い
う
話
ら
し
い
わ

動
け
ば

そ
の
ま
ま
和
人
君
の
専

機
に

動
か
な
い
な
ら

士
が
代
わ
り
を

意
す
る

て

な

ん
だ
じ

あ
今
日
見
る
機
体
が
和
人
君
の
も
の
に
な
る

て
決
ま

た

じ

な
い
の

ね 
つ
ま
ん
な
い

と
い
う

気
で
七
色
が
ボ

く

 

そ
う
話
し
て
い
る
と

目
的
地
に

し
た

 
機

的
な
分

い

が
道
を

い
で
い
る

の
方
に
カ

ド
キ

を

ら
せ
る

み
取
り

と
暗
証
番

を
入
力
す
る
電
子

更
に
指
紋
や

で
の
認
証

を
行
う
機
器
が
一

め
に
さ
れ
た
解

が
あ
り
楯
無
が

ら
か
な
動
作
で
立
て

け
に
認
証
を
済
ま
せ
て
い
く

 
十

と
要
さ
ず
ロ

ク
が
解

さ
れ

分

い

が
自
動
的
に

に
開
い
た

や

や

て
い
た
よ
和
君

 
開

一
番

出

え
の
大
き
な
声
が

を
打

た

 
空
気
を

わ
せ

く
は
な
い

内
で
反

が
す
る
程
の
声

が
き

ん
と
鳴
る
程
の

大
き
さ
に
思
わ
ず

を

め
る

七
色
と
楯
無
も

め

面
に
な

て
い
た
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達
を
い
の
一
番
に
出

え
た
の
は

レ
デ

ス
の
カ

タ

シ

ツ
と
タ
イ
ト
ス
カ

ト
タ
イ
ツ
を
履
き
⻑
い
白

に

を

し
た
女
性

天
災
・

ノ
之
束

士
だ

た

話
風
の

い
だ

た
一

前
か
ら
一
転
し
ま
と
も
な

に
な

て
い
る
今
の

に
は
未
だ
違

和
感
が
あ
る

そ
れ
で
も

こ
な
し
て
い
る

り
が

学
者
ら
し
い
と

え
た

い
切
れ
な
い

違
和
感
は

ま
る
で
子

の
よ
う
な
無
邪
気
さ
と
の
ミ
ス
マ

チ
感
な
の
か
も
し
れ
な
い

 

そ
の
女
性
の
背
後
に

大
き
な
物
体
が

し
て
い
る

 
白
い
シ

ツ
を

せ
ら
れ
て
い
る
の
で

部
は
分
か
ら
な
い

だ
が

を
突
き
上

る
が
如
き

り
上
が
り

り
よ
う
を
見
れ
ば

に

わ
れ
て
い
る
も
の
が

で
あ
る
か
は
あ
る
程

せ
る
と
い
う
も
の

お

和
君
も
そ
の
気
だ
ね

 
う
ん
う
ん

ち

と
複

な
ト
コ
も
あ
る
け
ど

興
味

を
持

て
も
ら
え
る
事
は

し
い
よ

 

の

線
を

し
た
か
わ
く
わ
く
を
抑
え
き
れ
な
い
と
ば
か
り
に

ん
の

か
に

が
滲
ん
で
い
た
が

葉
を

ね
る
白

の
天
災

 
部

の
そ
こ
か
し
こ
に
機
器
を

か
れ
て
い
る
が

士
以
外
の
人
影
は
数
え
る
程
し
か
い
な

い

そ
れ
も
全
て
見
知

た

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

千
冬

場

神
代

子
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二

そ
し
て

 
ん
ぐ
と
思
わ
ず
変
な
声
が
出
た

き
出
し
そ
う
だ

た

を
無
理

理

み

ん
だ
せ
い

だ

が
来
る
と
は
一

も

い
て
い
な
い

 
そ
の
時

の
眼

を

い
て
い
な
い

目
と

の

目
の

線
が
交
錯
し
た

た

も
来
て
い
た
ん
で
す
か

 
無

す
る

に
も
い
か
ず
会

を
し
て

を
開
く

 
す
る
と

は

を

し
て
み
せ
る

私
は
た
だ
の
見
物
人
に
過
ぎ
ん
よ

そ
れ
と
こ
こ
は

人
の
目
も
無
い
そ
う

く
な
る
必

要
は
無
い
ぞ

ん

ぐ

 

な
が
ら

か
く
し

く
と

う

に

は
や
り
に
く
さ
を
感
じ
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
出
会

た
プ
レ
イ

達
は
全

年
上
ば
か
り
だ

た

最
高

で
は
Ｓ

Ａ
Ｏ
で
出
会

た
釣
り
師
・
ニ
シ
ダ
さ
ん
で
あ
る

あ
の
時
は
ゲ

ム
世
界
だ
か
ら
自
分
の
方

が
強
い
か
ら
と
い
う
潜
在
的
な
意
識
か
ら
タ
メ

で
話
し
て
い
た
が
現
実
だ
と
そ
う
も
い
か
な

い

く
な
ら
な
く
て
い
い
と

わ
れ
て
も
自
分
は
子

で
学
生
対
す
る
あ
ち
ら
は
ル

ル
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の

し
い
軍

で
生
き
残

た
大
人
だ

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
の
人
間

は
最
悪
ア
カ
ウ
ン
ト
を
消
せ
ば
立
ち
消
え
る
も
の
で
し
か
な
い

 
だ
が
現
実
で
の
そ
れ
は
一
生

く
事
が
確
定
し
て
い
る

お
い
そ
れ
と
下
手
な
事
を
出
来
る

が
無
か

た時
間
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
し

速
構
わ
な
い
で
し

う
か

 
そ
こ
で
救
い
の
手
を
差
し

べ
て
く
れ
た
の
は

の
部
下
で
あ
る

だ

た

反
応
出

来
な
い
で
い
る

を
見
か
ね
た
ら
し
い

 

の
目
が
そ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
た

そ
う
だ
な

手

く
済
ま
せ
よ
う

ノ
之

士

頼
ん
だ
ぞ

は
い
は

い

束
さ
ん
に
お

せ
あ
れ

あ

く
ん
達
も
ヘ
ル
プ
よ
ろ
し
く
ね

さ
れ
よ
う

は
い
は
い

 

ら

ら
と
手
を
振
り
つ
つ
シ

ツ
を

せ
ら
れ
た
物
体
の
近
く
に
設

さ
れ
て
い
る
機

へ
と
進
む
技
術
者
達

そ
の

の
人
が
こ
の
光

を
見
た
ら

倒
す
る
ん
じ

な
い
か
し
ら
ね
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そ
の
光

を
見
た
七
色
が

戦

を
滲
ま
せ
な
が
ら

う

き
は
し
て
も

倒
は
し
な
い
ん
じ

な
い
か

そ
れ
は
和
人
君
の
感
覚
が
マ
ヒ
し
て
る
だ
け

と

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
権

が

て
る
上
に

一
人
の

の

だ
け
に
協
力
し
て
る
な
ん
て
大
ス
ク

プ
ど
こ
ろ
じ

な
い
わ

そ
れ
に
し
て
も

場

士
達
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ど
の

を

し
て
る
の
か
し
ら

 
戦

の
表
情
を

七
色
は
疑
問
で
上
書
き
し
た

反
応
速

と
か

そ
の

の
デ

タ
じ

な
い
か

そ
れ
は

フ

テ

ン
グ

初
期
化
の
時
に
取
る

で
し

う

事
前
情
報
と
し
て
打
ち

ん
で
お
け
ば
精
確
性
が
増
す
ら
し
い

そ
れ
に

場
は
ナ

ヴ
ギ

ア
の
設

者
だ

が
使

て
い
た
ナ

ヴ
ギ
ア
の
デ

タ
を
打
ち

む
の
に
一
番

し

て
い
る
人
物
だ
ろ
う

 
そ
れ
に

ナ

ヴ
ギ
ア

の
技
術
の
一
部
に
は

の
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

の
技
術
が
流

さ
れ
て
い
る

そ
の
確
信
を

い
た
の
は

の
特
性
を
知

て
か
ら
だ
が
そ
れ
を

ま

え
れ
ば
数
値
の

換
性
は
あ
る
程

く

だ

 
そ
れ
を
す
る
理
由
と
し
て
は
今
か
ら

し
た
と
し
て
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
全
力
レ
ベ
ル
を
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で
き
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
だ
ろ
う

そ
こ
で
二
年
以
上
も
使

て
い
た

ナ

ヴ
ギ
ア

の
デ

タ
を
フ
ル
活

す
れ
ば

の
最
大
反
応
速

や
バ
イ
タ
ル
デ

タ
な
ど
多
く
の
情
報
の

精
確
性
が
増
し

結
果
的
に

フ

テ

ン
グ

初
期
化
と

パ

ナ
ラ
イ
ズ

最

化
の

が
向
上

そ
う
し
て

の
最
大
反
応
速

を
把
握
し
た
上
で

整
を

せ
ら
れ
て

の
反
応
と
機
体
の
反
応
の
ラ
グ
も
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
事
に
な
る

戦
闘
は
ゼ
ロ
コ
ン
マ
数

の
戦
い
だ
か
ら
ラ
グ
が

か
で
も
あ
れ
ば

命
的
な
の
で

そ
れ
を

る
手
立
て
と
し
て

場
達
が
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う

 
む
し
ろ
今
ま
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
専
攻
に
し
て
い
た

場
神
代
の
二
人
が

現
時
点
で
手
伝
え
る
事
と

え
ば
そ
れ
く
ら
い
の

だ

 
そ
う
話
し
て
い
る
と

備
に
参
加
し
て
い
な
か

た
一
人

ク
ロ
エ
が
近
付
い
て
来
た

り

ま
れ
た
黒
色
の
な
に
か
を

え
て
い
る

和
人

機

の

備
を
し
て
い
る
間
に

こ
ち
ら
に

え
て
下
さ
い

そ
れ
はス

ツ
で
す

今
後

式
戦
に
出
場
す
る
以
上

必

で
す
か
ら

 
そ
う

い
な
が
ら

え
て
い
る
そ
れ

ス

ツ
を
差
し
出
し
て
く
る

け
取

た
そ

れ
の

感
は

さ
と

の
き
め

や
か
な

ら
か
さ
が
同

し
て
い
た

さ
と

ら
か
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さ
が

立
し
て
い
る
不
思
議
な

だ

少
し
引

れ
ば

外

び
る

無
銘

に

ス

ツ
は
不
要
の
た
め

今
ま
で

ス

ツ
は
他
人
が

て
い
る
も
の
を
見
た

事
し
か
な
か

た
が

こ
ん
な
感
触
ら
し
い

 

ち
な
み
に

本
的
に

を

す
る
に

り

ス

ツ
は
不
可
欠
と
い
う

で
は

な
い

 
た
だ
し
あ
る
か
な
い
か
で
多
少
の
差
は
生
ま
れ
る

ス

ツ
は

表
面
の

弱
な
電

差

を

知
し

者
の
動
き
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

部

へ
と
伝
達
す
る
事
で
必
要
な
動
き
を

が
補
助
し
や
す
く
な
る
メ
リ

ト
が
あ
る

ま
た
一

的
な
小

の

弾
程

な
ら

け

止
め
ら
れ
る
と
の
触
れ

み
だ

無
銘
で
ス

ツ
が
不
要
な
の
は

の
体
に

め

ま
れ
て
い
る
コ
ア
が
直
に
電

差
を

知
す
る
か
ら

だ
か
ら
無
銘
を
使

す
る
に
あ
た

て
ス

ツ
を

た
場
合
の
メ
リ

ト
は

後
者
の

と
し
て
の

果
が
主
体
と
な
る

 
だ
が
こ
れ
か
ら

が
表
で

う
の
は
一

的
に
知
ら
れ
て
い
る
機
体

す
る
に

り

ス

ツ
を
使
う
の
は
む
し
ろ

然
と

え
よ
う

郷
に
入

て
は
郷
に

え

と
い
う

ツ
だ

 
ク
ロ
エ
に

内
さ
れ
た
更

で
手

く

え
る

ジ

パ

が
背
中

に
付
い
て
い
て
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そ
れ
に
手
足
を

し
て
か
ら
上

る
事
で
四

と

体
全
体
を

う
ス

ツ
の

が
完
了
す

る 
形
と
し
て
は
全
身
タ
イ
ツ
そ
の
も
の

黒
色
の
そ
れ
は

か
つ
て
対
峙
し
た

が
身
に

た
も
の

黒
色
に

ま

た

線

と

そ
の

を

く
白
い
線
が

る
ス

ツ
状
の

も
の

と

二
つ
だ

意
外
な
事
に

め
付
け
ら
れ
る
感
じ
は
し
な
い

体
を
大
き
く
動
か
せ

ば
エ
ナ
メ
ル
状
に
感
じ
る
ス

ツ
の

部

が

い
い

に

す
る

む
し
ろ
体
を
動

か
す
の
を
補
助
し
て
く
れ
て
い
る
気
す
ら
す
る

 
こ
れ
で

が

て
い
た
も
の
と
似
て
い
な
け
れ
ば
最
高
だ

た
の
だ
が

流

に
そ

れ
は

な
話
と

え
よ
う

 

え
終
わ

た
た
め

の
部

に

る

お

帰

て
来
た
ね

 
こ

ち
も

備
が
終
わ

た
か
ら

速
始
め
よ
う

 
部

に

れ
ば
束

士
が
ま
た

気
の
い
い
声
を
上

た

流

に

れ
た
の
か

を

め

て
い
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い

む
し
ろ
そ
れ
を
気
に
す
る
こ
と
な
く

の

線
は

に

わ
れ

た
物
体
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
た

さ

目
し
て
見
る
と
い
い

 
こ
れ
が
和
君
に
贈
る
専

機
だ
よ
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ば
さ

 
と
勢
い
よ
く
シ

ツ
が

ぎ
取
ら
れ
る

 

黒

が
現
れ
た

 
黒

真

黒

飾
り
気
の
な
い

光
を

み

む
が
如
き
闇
の

 
そ
の

の
形
状
に
は

感
が
あ

た

記

を

て
す
ぐ
に
思
い
出
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
後

期
に

い
て

が
身
に

て
い
た
金
属

と
同
じ
意

流

に
生
身
の

と

べ
れ
ば

サ
イ
ズ

は
大
き
い
が

一

的
な

に

べ
れ
ば
そ
れ
で
も
小
さ
い

だ
か
ら
気
付
け
た

 
そ
し
て

こ
れ
が

こ
れ
が

そ
う

 
和
君
の
専

機

そ
の
名
も

く
ろ
つ
ば
き

黒
椿

く
ろ

つ
ば
き

 

持
技

で

開
発
さ
れ
た

体
を
束

士
が

整
し
た
機
体

ま
だ
動
く
か
は

定
か
で
は
な
い

 
し
か
し

故
だ
ろ
う
か

 
無
感
情
無
機

に
感
じ
る
真

黒
な
機
体
は
動
く
気
が
し
た

そ
れ
は
ど
こ
か

か
れ
る

の
錯
覚
か
も
し
れ
な
い

あ
る
い
は

無
銘

を
使
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
感
覚
か

そ
れ
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と
も

無
銘

が
共
鳴
で
も
し
て
い
る
の
か

 

語
化
出
来
な
い

な
感
覚
を
覚
え
な
が
ら

は

そ
れ

の

部

に
触
れ
た

  

キ
ン

と
金
属

の

が

裏
に

く

  
ズ
キ

と

内
の
血

が

打

た
よ
う
な

を
覚
え
た

界
が
歪
む

 
そ
れ
と
同
期
す
る
よ
う
に
直

流
れ

ん
で
く
るお

び
た
だし

い
情
報
の
数

未
だ
知
る

が
な

い
黒
椿
の

本
動
作

方
法
性
能
特
性
現
在

ま
れ
て
い
る
完
成

備
設

だ
け
の
未
完
成

備

可
能
な
活
動
時
間

行
動

セ
ン
サ

精

レ

ダ

レ
ベ
ル

ア

マ

残

出
力
限
界

ま
る
で
⻑
年

知
し
た

備
で
あ
る
か
の
よ
う
に

と

情
報
が
浮
か
ん
で
く
る

 
だ
が
あ
り
得
な
い

は
黒
椿
の
事
を

も
知
ら
な
い
の
だ

近

系
か
遠

離
系

か
す
ら

 
つ
ま
り
別
世
界
線
の

も
黒
椿
の
事
は
知
ら
な
か

た
事
に
な
る

・似
・た
・名
・前
・の
・機
・体

は
追
体
験
で
見
た
事
あ
る
が
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だ
が

形
状
が
違
い
過
ぎ
る
だ
ろ
う

 

あ
ち
ら

は

打
鉄

に
近
い

つ
ま
り
和
風

だ

た

対
す
る

黒
椿

は

似
て
も
似
つ
か
な
い

だ
が
そ
れ
は

然
な
の
だ

別
世
界
線

に

い
て

日
本

が

の
た
め
だ
け
に
専

機
を

意
す
る
事
は
な
か

た

は
無
銘
が
あ
り
共
に
入
学

し
て
い
た
義
姉
は

士
が
作

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
機
体
だ

た
か
ら

 
そ
れ
に

が

た
デ

タ
と
い
ま
流
れ
て
き
た
デ

タ
に
も
多
く
の

違
点
が
存
在
す
る

黒
椿
も
七
色
と
同
じ
く
こ
の
世
界
線
特
有
の

違
点
と
い
う
事
に
な
る

な
ら
似
る

が

無
い
の
は
自
明
の
理
だ

 
な
ら

こ
の
感
覚
は

情
報
が
流
れ
て
来
る
原
因
は

和
人
君

 

名
前
を
呼
ば
れ

我
に
返
る

 
気
付
け
ば
す
ぐ
横
に
心
配

の
七
色
が
い
た

楯
無
や
束

士

場

も
記

に

べ
て

離
が
近
く
な

て
い
る

い
き
な
り
動
き
が
止
ま

た
け
ど

大

あ
あ

な
ん
か

変
な
感
覚
が
し
て

で
だ
ろ
う

て

え

ん
で
た
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変
な
感
覚

 
和
君

そ
れ

て

多
分
だ
け
ど

黒
椿

の
デ

タ
が
一
気
に
流
れ
て
き
た

デ

タ
が

 

し

に

束

士
が

に
手
を

て

思

を
始
め
た

そ
ん
な
前

い
た
事
が

う
う
ん

は
無
限
に
成
⻑
す
る

だ
し

者
の

別

を
し
て
て
も
お
か
し
く
は

和
君
を
認
め
た

 
そ
れ
と
も

無
銘

を

め

ま
れ
て
る

か
ら

 

絶
反
応
は

ク

ち

ん
も
無
か

た

だ
し

あ

一
先
ず

て
み
た
ら
ど
う
か
な

 
動
く
か
動
か
な
い
か
を
確
か
め
な
い
と

い
け
な
い

だ
し
さ

 
自
分
の
世
界
に

し
て
あ
り
得
そ
う
な
事
を
ぶ
つ
ぶ
つ
と

く
だ
け
に
な

た

士
を

い

て

が
そ
う

し
て
き
た

い
ま

き
た
現

は
未
だ
謎
だ
が
実

が
あ
る

で
も
な
い

の
で
や
る
事
は
変
わ
ら
な
い

 
心
配

な
七
色
に
離
れ
る
よ
う

て
か
ら

は

体
の
開
い
た
部
分
に
体
を

け
た

コ

ク
ピ

ト
に
あ
た
る
そ
こ
に

け
止
め
ら
れ
る
感
覚
が
し
て
か
ら
す
ぐ
に

の
体
に
合
わ
せ
て

が

じ
る

か
し

か
し

と
い
う
空
気
を

く

が

い
た
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そ
れ
か
ら

上
か
ら
金
属
製
の
リ
ン
グ
が

り
て
き
た

そ
れ
に
は
黒

色
の
板
が
は
め

ま
れ
て
い
る

ど
う
や
ら
バ
イ
ザ

ら
し
く

そ
れ
は
目

を

う
よ
う
に
取
り
付
け
ら
れ
た

意
外
に
フ

ト
感
が
あ
り

ア
ミ

ス
フ

ア

を
付
け
た
よ
う
な
感
覚
と
重
み
だ

し
か

し
意
外
な
事
に

界
は
そ
の
ま
ま
の
色
を
保

て
い
て

む
し
ろ
ク
リ
ア
に
も
見
え
る

 
そ
の

界
に
は

フ

テ

ン
グ

初
期
化
な
ど
が
ま
だ
だ
と
い
う
の
に

つ
か
の

表
示
が
浮
か
ん
で
い

た

上
に
は

と
表
記
さ
れ
た
緑
の
ゲ

ジ

上
に
は
今
は
空
表
示
だ
が

同
じ
く

の
白
い
ゲ

ジ
バ

が
あ
る

下
は

Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｔ
Ｙ

と
記
さ
れ
た

備

下
に

あ
る
方

が
記
さ
れ
た

表
記
は
レ

ダ

に
よ
る

マ

プ
だ
ろ
う
か

ど
こ
と
な
く
Ｓ
Ａ

Ｏ

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

設
定
を
感
じ
る

 
そ
の

界
に
バ
イ
タ
ル
を

し
安
全
で
あ
る
事
を
保
証
す
る
結
果
が
届
く

そ
れ
は
フ

ル
ダ
イ
ブ
す
る
時
の
ダ
イ
ブ
シ

ク
エ
ン
ス
の
よ
う
に
も
思
え
た

 
そ
れ
を
経
る
ご
と
に

和
す
る
よ
う
に

合
す
る
よ
う
に

黒
椿

と
一
体
化
す
る
感

覚
が
増
し
て
く
る

自
分
の
体
も
同
然
な
く
ら
い
自
然
と

ん
で
い
く

 
ま
る
で

ず

と
使
い

け
た
愛
剣
の
よ
う
な

和
人
君

ど
う
か
ね

は

動
し
て
い
る
か
な
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流
れ
て
来
る
情
報
を
見
て
い
る
と

場
が
話
し
掛
け
て
き
た

な
ら
分
か
ら
な
い
く
ら

い
の

か
な
声
の

え
ま
で
判
別
し
認
識
で
き
る

ど
の

覚
の

え

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

が
し

か
り

い
て
い
る
証

 
つ
ま
り

こ
の

は

動
し
て
い
る

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

と
か

ど
こ
か
Ｓ
Ａ
Ｏ

い

と
か
し

か
り
見
え
て
る

上
に

シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

の
表
示
が
あ
る
し

多
分

動
い
て
る
と
思
う

そ
う
だ
な

そ
れ
ら
が
見
え
て
い
る
と
い
う
事
は
ど
う
や
ら
黒
椿
は
し

か
り
動
い
て

い
る
ら
し
い

で
は
黒
椿
が
和
人
君
の
専

機
に
な
る
と
し
て

束
君

整
を
始
め
る

か
ら
そ
ろ
そ
ろ
現
実
に
復
帰
し
て
も
ら
え
る
か
な

え

 
あ

動
か
せ
た

 
や

よ
か

た
よ
か

た

 
他
の

者
じ

動
か

せ
な
い
原
因
が
束
さ
ん
で
も
分
か
ら
な
か

た
か
ら
不
安
だ

た
ん
だ
よ
ね

じ

あ
パ
パ

と
や

つ
け
ち

お
う
か

束

士

そ
れ

て
ど
れ
く
ら
い
で
終
わ
り
そ
う
な
ん
だ

今
回
は
二
十
分
く
ら
い
か
な

な
ら
十
分
も
掛
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
束
さ
ん
で
も
分

か
ら
な
い
部
分
が
あ
る

だ
か
ら
ち

と

重
に
行
こ
う
と
思
う
ん
だ
よ
ね

万
が
一
が
あ
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た
ら
和
君
も

る

だ
し
さ

あ
と
あ

く
ん
達
の
経
験
も

ね
て
る

わ
か

た

 

の
完
全
自
動
で
三
十
分

ど
で

の
い
い
技
術
者
が

わ

て
二
十
分
ま
で

さ
れ

る
と

わ
れ
る
工
程

発
明
者
に
し
て
天
災
た
る
束

士
に
掛
か
れ
ば
確
か
に
数
分
で
終
わ
り
そ

う
な
も
の
だ
が

の
事
情
を

え
れ
ば

く
な
る
の
は
仕
方
な
い

 
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ

と
数
人
分
の
打

が

く

 
同
じ
よ
う
に
ち
き
ち
き
ち
き
ち
き
と
黒
椿
が

大
な
情
報

を

理
す
る

が
ま
る

で
体
内
か
ら
す
る

の
よ
う
に

こ
え
る

フ

テ

ン
グ

初
期
化
を
行
い

す
ぐ
に

パ

ナ
ラ
イ
ズ

最

化
と
し
て

の
あ

ら

る
情
報
を

し
デ

タ
化
し
て
い
る
の
だ

一

の
間
に
も
黒
椿
は
表
面

を

わ
ず
か
ず
つ
だ
が
変
化
・
成
形
さ
せ
て
い
る
し
中
身
の
方
も

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
き
換
え

て
い
る

表
示
さ
れ
て
い
る
数
値
は

み
の
コ
ン
ピ

タ

を
超
え
る

と
ク
ロ

ク
数

 
そ
れ
ら
を

う

と

め
て
い
る
と
タ
ブ
レ

ト

を
手
に
し
た
眼

の

人
・

が

近
付
い
て
来
た

 

に

し
て
い
て
も

よ
り
目
線
が
や
や
下

し
て
も
背

は
１

０
セ
ン
チ
を

超
え
な
い
ら
し
い
が

の
身
⻑
が
１
２

セ
ン
チ
だ
か
ら
あ
る
意
味

然
か

多
分
義
姉
や
木
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達
と
同
じ
く
ら
い
だ
ろ
う

 
そ
う

え
る
と
ど
れ
だ
け
自
分
の
体
が
小

で

つ

も
小
さ
め
な
サ
イ
ズ
な
の
か
を

感
す
る

 
そ
ん
な
思

を

に
追
い
や

て

に
意
識
を

す

キ
リ
ト
君

今
の
内
に

黒
椿

の
ス

ク

要
を
伝
え
て
お
き
た
い
ん
だ
け
ど

い
い
か

な

 
ま

ス

ク
と

う
よ
り
は
コ
ン
セ
プ
ト
と
表
現
し
た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
な

い
け
ど
ね

こ
こ
か
ら
変
わ
る

だ
か
ら
な

わ
か

た

く

 
こ
く
り
と

き

目
の
前
の

人
を
見
る

 

は

の

に
立

て

見
え
や
す
い
よ
う

の

面
を
見
せ
つ
つ

話
を
始
め
た

ま
ず
は

・表
・向
・き
・の
・情
・報

か
ら

製
作

は

持
技

日
本

に
正
式
承
認
さ
れ
た

だ

か
ら

そ
の
機
体
の

属
は
日
本
と
い
う
事
に
な
る

製
作
責

者
は

火
ヒ
カ
ル
ノ

機

体
構

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ベ

ス
は
打
鉄
形
式
だ
か
ら

パ

ケ

ジ

換

備
も
日
本
製
の
も
の
な
ら
大

は

合
す
る
ら
し
い
ね

 
パ

ケ

ジ

換

備
と
は
第
二
世
代
型
か
ら
追
加
さ
れ
た

イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備
の
一
つ

機
に
使
わ
れ
る
事
が
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多
く
要
は
追
加
す
る

備
一
式
の
よ
う
な
も
の

近

離
特
化
遠

離
特
化
の

備
の

他
状
況
に
応
じ
て
様

な
武

を
追
加
出
来
る
よ
う

機
に
は
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
た
武

が
存
在
す
る

打
鉄

を

に
す
れ
ば
近

ブ
レ

ド

ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル

備

が
標

備

い

そ
れ
以
外
の
武

が

ま
れ
て
い
る
場
合
は
そ
れ
が

イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備

い
と
な
る

打
鉄

に
は

撃
鉄

と
い
う
超
著

離

撃
パ

ケ

ジ

換

備
が
存
在
し
て
い
る

 
ち
な
み
に

語
が
分
か
れ
て
い
る
の
は

イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備
が
大

で
そ
の
中
の
一
つ
が

パ

ケ

ジ

換

備

だ
か
ら

更
に

え
ば

パ

ケ

ジ

換

備
は

機

で
専

機
に

い
ら
れ
る
機
能
特
化
専

の

も
の
は

オ

ト
ク
チ

ル

と
呼
ば
れ
る

 
専

機
が

機
パ

ケ

ジ

換

備
を
使
え
な
い
の
も
理
由
が
あ
る

 
専

機
は

機
の
テ

マ
や
ゴ

ル
を
見
出
す

き

の
よ
う
な

い
で
あ
り
あ
ら

る

備
を
使
う
特
性
か
ら

パ

ケ

ジ

換

備
の
よ
う
に

型
イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備
と
は

性
が
悪
い
か
使
え
て

も
機
体
性
能
を
十
全
に
発

し

い

だ
か
ら
こ
そ
そ
の
専

機
の
特
性
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ

る
事
か
ら

オ

ト
ク
チ

ル

と
い
う
も
の
が
作
ら
れ
た

 
し
か
し
黒
椿
は
そ
の

に
反
し
第
二
世
代

機
打
鉄
と
同
じ
も
の
が
使
え
る

こ
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れ
だ
け
で
も
戦
略
の

が
広
が
る
と
い
う
も
の
だ

フ
ラ
ン
ス
に
第
二
世
代

機
ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ
を
フ
ル
カ
ス
タ
ム
し
て
専

機
と
し
て

て
い
る
代
表
候
補
生
が

る
が

そ
の
人
物
の
強
み
も

機
故
の

パ

ケ

ジ

換

備
の
存
在
が
大
き
い
だ
ろ
う

 

と
は

え
こ
の

黒
椿

の

点
は
あ
く
ま
で
表
向
き
の
情
報

 
本

は
違
う
場
合
も
あ
る
か
ら
ま
だ
喜
べ
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
機
体
の
サ
イ
ズ

的
に
理

論
上

え
る
と
し
て
も

の
体
格
的
に
不

合
判
定
で
使
え
な
い
可
能
性
だ

て
あ
る
の
だ

 
や

り
小

な
の
は
不

で
あ
る

機
体
性
能
は

載
予
定
の
武

の

り
か
ら
や
や
近
・
中

離
向
き
こ
れ
は
君
の
目
で
確
認

し
た
方
が
正
確
だ
と
思
う
か
ら

く
ね

製
作
コ
ン
セ
プ
ト
は
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
の

載
と

の

化

だ
か
ら
第
三
世
代
と
い
う
事
に
な
る

 
世
代
を

い
て

だ
ろ
う
な

と
思

た

 
世
界
の

は
第
三
世
代
へ
と
シ
フ
ト
し
て
お
り

国
で
も
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス

を

載
し
た
特

兵

の
開
発
が
進
ん
で
い
る

日
本
で
は
楯
無
の
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ

シ
ン
が
そ
う
だ
し
ド
イ
ツ
で
は

性

止
結
界
・
ア
ク
テ

ブ
・
イ
ナ

シ

ル
・
キ

ン
セ

ラ

イ
ギ
リ
ス
で
は
遠
隔

作
を
主
と
し
た
兵

・
ブ
ル

・
テ

ア

ズ
兵
器
な
ど
が
報
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さ
れ
て
い
る

論
そ
れ
ら
は
ま
だ

験

な
の
で
本
格

は
ま
だ
先
と
の
事
だ
が

別

世
界
線

の
記
録
を
見
た
限
り
で
は
数
年
は
前
線
を

る
も
の
ば
か
り

で

こ
こ
か
ら
裏
の
情
報
だ

論
さ

き
伝
え
た
内
容
が

と
い
う

じ

な
い
け
ど

し
て
る
内
容
と
い
う
事
か

ん

わ
か

た

教
え
て
く
れ

ま
ず

黒
椿

は
第
四
世
代
で

 

ち

と

て

 
一
つ
目
か
ら
ち

と

が
分
か
ら
な
く
な

た

 
世
界
は
い
ま
躍

に
な

て
第
三
世
代
の

を
始
め

く
成
果
が
出
て
一

験
機
が

出
来
始
め
た
時
期
だ
と
い
う
の
に

も
う
第
四
世
代

て
な
ん
だ
第
四
世
代

て

ま
だ
定
義
か
ら
し
て

だ
ろ
う

を
目
的
に
し
た
世
代

な
ん
だ

 
第
一
世
代
は

の
完
成

を
目
標
と
し
た
機
体

 
第
二
世
代
は

イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備
に
よ
る
多
様
化

を
目
標
と
し
た
機
体

 
第
三
世
代
は

者
の
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
を

し
た
特

兵
器
の
実

 
こ
こ
ま
で
は
ク
ロ
エ
や

に
教
え
て
も
ら

て
覚
え
て
い
る

も

と

か
い
部
分
は
あ
る
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が

要
点
だ
け

さ
え
れ
ば
そ
ん
な
も
の

 
だ
が

第
四
世
代
と
い
う
の
は

い
た
事
が
無
い

お
そ
ら
く

開
発
の
現
場
の
間

で
話

に
な

て
い
る
も
の
だ
と
は
思
う
が

束

士
に
よ
れ
ば

備
の
換

無
し
で
全

・
全

面
展
開
運

能
力
の

得
を
目
指
し

た
世
代

だ
と
か

だ
か
ら
機
体
性
能
も
近
・
中

離
ど
こ
ろ
か
遠

離
も
対
応

遠

離
武

器
は
ス

ク
デ

タ
に
も

載
さ
れ
て
る
か
ら

合
で
使

て
も
第
四
世
代
と
バ
レ
る
事
は
な

い
よそ

う
か

そ
れ
は
安
心
出
来
る
が

ど
う
せ
第
四
世
代
な
ら
で
は
の
兵

が
あ
る
ん
だ
ろ

う
う
ん

士
の

葉
を

り
れ
ば

展
開

と
い
う
ら
し
い

そ
し
て

黒
椿

は
攻

撃
・

・
機
動
と

に
応
じ
て
切
り

え
可
能
な

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
マ
ル
チ
ロ

ル
・
ア
ク
ト
レ
ス

時
万
能
対
応
機

だ
と
か

い
切
れ
る
気
が
し
な
い

 
い
や
最
終
的
に
は

い
切
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
け
ど

そ
う
じ

な
い
と
機
体
性
能
を
発

し
切
れ
ず
つ
ま
り
対
戦
で
は
常
に
デ
バ
フ
を

け
て
い
る
状

に
な
る

だ
け
ど

引
き
出

し
が
多
い
の
は
い
い
け
ど

い
き
な
り
多
く
さ
れ
て
も
却

て

る
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そ
れ
に

展
開

と
い
う
名
前
は

に
し
て

い
た
事
が
無
い

 
そ
れ
は
つ
ま
り
先
達
や
先

者
が
い
な
い
と
い
う
事
で
完
全
に
手
探
り
状

と
い
う
事
だ

 
こ
れ
は
マ
ズ
い

非
常
に
マ
ズ
い

ど
れ
く
ら
い
マ
ズ
い
か
と

え
ば
使

た
事
が
な
い
武

器
で
初
見
の
ボ
ス
に

正
レ
ベ
ル
ギ
リ
ギ
リ
で
勝
て
と

わ
れ
る
く
ら
い
マ
ズ
い

 

は
あ
く
ま
で

人

Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
強
者
と
な
れ
た
の
は

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
い
う

ジ

ン
ル
で
共

す
る
知
識
情
報
と
い
う
も
の
を

え
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
テ
ス
ト
を
出
来
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い

ぶ

つ
け
本
番
が
多
か

た
過
去
の
戦
歴
だ
が

は
本
来
入
念
に

備

を
重
ね
て
の
戦
闘
を
本

と
す
る

事
実
偵

戦
を
行
え
な
か

た

層
ボ
ス
戦
で
は

か
し

ら
の
死
者
を
出
し
て
い
る

対
応
が

れ
る
か
ら

然
だ

ま
し
て
や
自
分
に

が
出
来
る
か

の
限
界
が
分
か
ら
な
い
の
で
は
問

外

 
束

士
か
ら

け
る
の
は
使
い
方
特
徴
ま
で

が
使

て
来
た
場
合
の

意
点
ま
た
戦

闘
に
使

し
た
場
合
の
弱
点
ま
で
は
流

に
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う

仮
に
分
か

て
も

が
ど
う

対
応
す
る
か
ま
で
は
自
分
で

え
る
必
要
が
あ
る

 
一
気
に

が
増
え
た
ぞ

こ
れ
は

 

と
は

え

え
よ
う
に
よ

て
は
重

の
至
り
と
も

え
る
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最
初
か
ら

が
ハ

キ
リ
す
る
上
に
他
を
圧
倒
す
る
兵

を
⻑
期
間
に

て
練

で
き

る

こ
れ
は
他
に
は
な
い
絶
対
的
な
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
だ

 
加
え
て
第
四
世
代
の
定
義
が
あ

た
と
し
て
も

体

が
な
い
以
上
は
展
開

と

や
ら
を
使

て
も
第
三
世
代
で
な
い
事
が
バ
レ
る
可
能
性
も

い

時
加
速
の
よ
う
に
要

要

で
使
う
場
面
を

て
お
け
ば
増
設
ス
ラ
ス
タ

の
よ
う
な
も
の
と

違
い
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う

 

論

れ
は

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が

時
代
を
先
取
り
し
て
い
る
以
上

程
他
意
は
し
な
い
限
り

が

黒
椿

を

り
換
え
る
事
は
ま
ず
無
い
と

え
る

 

⻑
い
付
き
合
い
に
な
り
そ
う
だ

 

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む

黒
椿

 

に
は
出
さ
ず

中
で
だ
け

く

 
黒
椿

桐

谷
和
人

を
正
式

者
と
し
て
認
証
し
ま
す

  
そ
の

波
を

み
取

た
か

界
に
一
つ
の
メ

セ

ジ
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た
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・
黒
椿

 

前
／
実

 
・
製
作

持
技

／

ノ
之
束

機
体
製
作
は

持

完
成
を
束
が
手
掛
け
て
い
る

 
・
世
代

第
三
／
第
四

 
・
対
応

近
・
中

離
／
全

全

面

 
・
コ
ン
セ
プ
ト

 
表

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
兵

運

の

下

化

 
裏

攻
撃
・

・
機
動
と

に
応
じ
て
切
り

え
可
能
な

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
マ
ル
チ
ロ

ル
・
ア
ク
ト
レ
ス

時
万
能
対
応
機

 
和
人
が

し
た
第
四
世
代

 
見
た
目
は

白
騎
士

を
黒
く
し
て

ミ
ニ
サ
イ
ズ
に
し
た
バ

ジ

ン
が
一
番



 尊ぶべき日常世界

近
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
後

期
に

い
て
キ
リ
ト
が

て
い
た

が
モ
チ

フ

バ
イ
ザ

が
あ
る

の
で

キ

リ

カ

ス
レ
イ
ブ

の

い
が
一
番
近
い
か

 
反
応
速

な
ど
は
ナ

ヴ
ギ
ア
に
記
録
さ
れ
た
デ

タ
ま
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
が
記
録
し
た
デ

タ
を
反

さ
せ
て
い
る
の
で
和
人
が
出
し
得
る
最
大
能
力
に
付
い
て
い

け
る
レ
ベ
ル
に
な
り
得
る

 
前

で
楯
無
が
語

た
よ
う
に

は

一

形

に

い
て

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
を
発
現
さ
せ
る

事
を
目
的
に

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た

し
か
し

者
に
反
応
せ
ず
結
果

結
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
を
束
が

け
取
り
原
因
は
分
か
ら
な
い
が
と
り
あ
え
ず

整
を
進
め
た

結
果

的
に
和
人
が
正
式

者
と
し
て
機
体
か
ら
承
認
さ
れ
る

 
第
四
世
代

展
開

と
前

の
な
い
機
体
と
い
う
事
で

を

え
た
が

え
方
を
変

え
て
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
と
思
う
よ
う
に
し
た

実

戦
闘
経
験
を

む

ど
和
人
の
対
応
は
的
確

に
な
る
の
で

時
間
の
限
り

練
を

め
ば
無

の
強
さ
を
発

す
る

  
・
メ
タ
情
報

 

持
が
作
り

結
さ
れ
て
い
た
流
れ
は
原
作
一

の
白
式
そ
の
ま
ま

つ
ま
り
黒
椿
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の
コ
ア
は

白
騎
士

の
も
の

 
ま
た

展
開

は

白
式

の
武

・
雪
片
弐
型
に
限
定
的
に

原
作

の
専

機

紅

椿
に
は
ア

マ

全
体
に
使
わ
れ
て
い
る

黒
椿
が
ど
ち
ら
か
明

さ
れ
て
い
な
い
が

の
語
り
は

紅
椿

の
も
の
と
ま

た
く
同
じ

 
以
上
の
要

か
ら
原
作
と

べ

黒
椿

は

 

コ
ア
が

白
騎
士

の
も
の

機
能

零

白
夜

を
発
現
し
得
る

 

白
式

と
同
じ
製
作
経

で
あ
り
な
が
ら
初
期

で
近
・
中
・
遠

離
の
武

が

ま
れ
て
い
る

白
式
が
ブ
レ

ド
一
本
だ

た
の
は
束
が
そ
う
し
た
か
ら
と
原
作
三

で
明
か
さ
れ
て
い
る

の
で
逆
説
的
に
和
人
に
親
身
な
本
作
束
が
し
な
け
れ
ば
複
数
の
武

を

載
可
能

ま
た
零

白
夜

発
現
も

え
な
い
の
で
容

制
限
も

き
得
な
い

後
に

電

子

が
追
加
さ
れ
た
の
は
シ

ル
の

器
を
使

た
事
を
学

し
二

行

で
追
加
し
た

白
式

の

り

 

世
代

機
体
特
性
は

紅
椿

と
同
じ

 

白
式

紅
椿

は
ど
ち
ら
も
一

形

時
点
で

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
を
発
現
し
て
い
る
の
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で

黒
椿

も

か
を
発
現
す
る
可
能
性
が
高
い

白
式

と
同
じ
製
作
経

紅
椿

と
同
じ
特
性
と
兵

 

と
い
う

白
式

と

紅
椿

の
設
定
の
い
い
と
こ
ど
り
を
し
た
機
体
と
い
う
事
に
な

る 
ち
な
み
に
原
作

白
式

の
機
体
を

か
り

束
が

・手
・を
・加
・え
・た
・結
・果

黒
椿

が
出
来

た
の
で
あ

て

紅
椿

を
黒
く
し
て

し
た

で
は
な
い

 
な
の
で

が
専

機
を
喪

た

で
は
な
い

別
世
界
線
の
記
録
で
は

黒
椿

の
デ

タ
に
近
い
機
体
が
あ

た
そ
う
だ
が

そ
れ
が

紅

椿

か

使

て
い
た
の
が

か
は
不
明

  
・
フ
ラ
ン
ス
代
表
候
補
生

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ

を
フ
ル
カ
ス
タ
ム
し
て
専

機
と
し
て
使

て
い
る
人
物

 
原
作
時
点
で

二
年
前
に
本

に
呼
ば
れ
て

正
が
高
い
と
分
か

た
か
ら
企
業

属

の
代
表
候
補
し
て
い
た
と
明
か
さ
れ
て
る
の
で
こ
の
時
点
で
代
表
候
補
と
し
て
名
前
を
あ
か

し
て
て
も
お
か
し
く
は
な
い



 承認 〜
う さ ぎ
天災からの贈り物〜

 

棒

 
む
し
ろ
原
作
は

故
ミ

ハ

の
多
そ
う

見
な
一

生

女
子
が
気
付
い
た
り

が

流
れ
た
り
し
な
か

た
の
か

 
本
作
和
人
は
戦
う
可
能
性
の
あ
る

手
は
事
前
情
報
を
し

か
り
す
る
の
で

然
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
た

代
表
候
補
の

と

強
し
て
た
か
ら
ネ

原
作

も
気
付
い
て
た
可
能
性
あ
る
ん

じ

な
か
ろ
う
か

逆
に
気
付
か
な
い
他
の
候
補
生
組

  
・
ブ
ル

・
テ

ア

ズ
兵
器

 

称

兵
器

 
イ
ギ
リ
ス
が

開
発
し
て
い
る
第
三
世
代
兵

の
シ
リ

ズ

 
思

に
よ
る
遠
隔

作

撃
を
強
み
と
す
る

反
面

列
思

や

正
が
高
く
な
い

と

自
分
が
動
き
な
が
ら
遠
隔

作
と
い
う
事
が
出
来
な
か

た
り
す
る

 

正

が
高
く
な
る
と
レ

ザ

の

道
の

が
出
来
る
よ
う
に
な
る

 
絡
め
手

パ
タ

ン
戦
術
の
得
意
な
人
に

し
た
兵
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・
ア
ク
テ

ブ
・
イ
ナ

シ

ル
・
キ

ン
セ
ラ

 

称

Ａ
Ｉ
Ｃ

 
ド
イ
ツ
が

開
発
し
て
い
る
第
三
世
代
兵

の
技
術

性

止
結
界
あ
る
い
は
完
成

止
能
力
と
も

 

な
理

は
不
明
だ
が

性
と
あ
る
の
で
原
子

で
動
き
を
止
め
る
事
で
物

を
止

め
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る

風

で
弾
を
止
め
る
ゴ
ム
人
間
的
イ
メ

ジ

 
つ
ま
り
原
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
物

は
止
め
ら
れ
る
が

逆
に
エ
ネ
ル
ギ

は

す
る

原
作
で
も

零

白
夜

兵

の
レ

ザ

は
有

だ
が

実
弾

空
間
圧
兵
器
の

は
無

化
さ
れ
て
い
る

 
多
大
な
集
中
力
を
要
す
る
た
め
少
し
気
が

れ
ば
無

化
さ
れ
る
安
定
し

い
が

れ
ば

強
い
兵

一
対
一
だ
と
無

出
来
る
が

一
対
多
に
な
る
と
弱
い

 
攻
略
の
仕
方
に

者
の

が
現
れ
る
問



 認識 〜
千 冬
理想と

和 人
現実／

和 人
仮想と

千 冬
現実

 
認
識
 

千

冬
理
想
と

和

人
現
実
／

和

人
仮
想
と

千

冬
現
実

  

時
の
間
に
か
お
気
に
入
り
が
１
１
０
０
件
超
え
て
い
た

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 

点

千
冬

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
六
月
十
五
日

日

日

後
二
時
十
分

 

学
園
地
下
秘
匿
ア
リ

ナ
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和
君

ど
う

 
動
か
す
の
に
違
和
感
な
い

 
機
器
に
手
を

え
つ
つ

れ
縁
の
天
災
・
束
が
そ
う

い
た

そ
れ
は

に
近
い
形

状
の
機
体
を

い

部

を
動
か
し
て
い
る
少
年
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ

あ
あ

問

無
い

違
和
感
な
く
動
く

 
そ
の
問
い
に

少
年
は

く

え
た

 
今
ま
で
見
て
き
た
生

や
企
業
や

属
の

者
達
が
専

機
を

し
動
か
し
て

い
る
時
は
ど
こ
か
期

と
興

を
滲
ま
せ
て
い
た
が

の
少
年
に
そ
の
様
子
は
無
い

と

性
能
把
握
に
努
め
る
様
は
求
道
者
の
そ
れ
だ

 
そ
の

ち

き
の
あ
る
表
情
に

少
し
の
苦
み
が
浮
か
ぶ

ん

 
ど
う
か
し
た

そ
の

一

行
し
た
時
に
形
状
変
化
す
る
事
は
知

て
た
ん
だ
け
ど
本

に

み
に

小
さ
く
な
ら
な
く
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か

い
や

そ
こ
は

コ
ア
の
自
動

整
だ
か
ら
束
さ
ん
と
し
て
も

と
も

 
苦
み
し
ば

た

の
少
年
の

葉
に

束
は
苦

を
浮
か
べ
た

 
か
な
り
小

な
か
ず
と

一

に
合
わ
せ
て
サ
イ
ズ
を

整
さ
れ
て
い
た
の
で

か
ら
小
さ
め
だ

た
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黒
椿

は
パ

ナ
ラ
イ
ズ

最

化
の
影

を
如
実
に

け
た
よ
う
で

機
体
を
よ
り
小
さ
く
し
て
し
ま

て

い
た

本
人
が

う
よ
う
に
本

に

を

た
だ
け
の
よ
う
に
し
か
見
え
な
い

 
し
か
し

れ

き
と
し
た

で
あ
る

 

を
守
る
ア

マ

と
足
を
守
る
ガ
ン
ト
レ

ト
と
グ
リ

ヴ
は
見
た
目
こ
そ
チ
タ
ン

製
に
見
え
る
が

そ
の

は

技
術
を
フ
ル
活

し
て
作
り
出
さ
れ
た
超
合
金

彼
の
身
の

安
全
を
束
が
最
重
要

し
た
結
果

シ

ル
ド
ピ
ア

ス

盾
殺
し
で
す
ら

り
傷
が
や

と
な

を
誇

て
い

る
と
い
う

そ
の
ク
セ
重

は
然
程
無
い
ら
し
い

を
大
き
く
し
て
再

す
る
事
も
出
来
は
す
る
け
ど

そ
れ
だ
と
和
君
の

の
⻑
さ
が

ネ

ク
な
ん
だ
よ
ね

武
器
を
振
る
時
に

が
大
き
過
ぎ
る
と
自
分
の
体
に
ぶ
つ
か

ち

う
か
ら

 
束
が

て
い
る
事
は
事
実
だ

 

の

は

部
と
四

の

四
つ

そ
れ
ら
に

結
部
分
は
無
い
が

Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ

て

分
離
し
て
も
過
不
足
な
く
動
か
せ
る
よ
う
に
な

て
い
る
た
め
全
体
重

を

と
す
事
で
速

上

を

る
方

が
製
作
の
主
流
に
な

て
い
る

つ
ま
り

者
の
四

が
⻑
く
な
い
と

自
体
の

み
で
動
き
が

さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
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そ
れ
を
補
う
よ
う
に
前

部
分
を

む

部

で
四

の
⻑
さ
を
カ
バ

し
⻑
大
な
武
器

を
振
る
え
る
よ
う
に
対
応
す
る

だ
が

か
ず
と

一

ど
小

な
体

で
は
そ
れ
も

し
い

仮
に
し

て
も

彼
が

足
に
武
器
を
振
る
え
な
く
な
る

 
そ
う
判
断
し
た
か
ら
こ
そ
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
だ
と
思
わ
れ
た

う
ぐ

や

り

小

な
の
は
不

だ
な

 
そ
れ
は
分
か

て
い
る
の
か
そ
れ
以
上
不

を

に
は
し
な
か

た

た
だ
自
分
の
体
格
を

い
て
い
る
だ
け

 
そ
の
原
因
に
自
分
は
大
い
に

わ

て
い
る
か
ら

も

え
な
い

罪
は
火
に

を

ぐ
だ

け
だ
と

そ
ん
な
気
が
し
て
い
る
か
ら
私
は

を

ん
で
い
た

 
代
わ
り
の
よ
う
に
声
を
上

た
の
は
興
味
本

で
か
こ
こ
に
来
て
い
た

七
色
だ

た

和
人
君
ポ
ジ
テ

ブ
シ
ン
キ
ン
グ
よ

 

み
の
機
体
の

分
以
下
の
サ
イ
ズ
な
ら

手
を

乱
す
る
事
に
⻑
け
て
る

て
事
よ

 
そ
れ
に
和
人
君
の
最
大
の
持
ち
味
を
活
か
せ
る
じ

な
い持

ち
味

キ
リ
ト
君
と
し
て
の
戦
い
方
よ

 
き
み
が
ア
バ
タ

の
容

を
現
実
と
同
じ
に
し
て
る
の
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て

ラ
ン
ダ
ム
ア
バ
タ

で
体
格
が
変
わ

た
ら
戦
い
に
く
く
な
る
か
ら
で
し

 
そ
れ
と

同
じ
だ
と
思
え
ば
い
い
の

 
気
に
す
る
な
と
は

わ
な
い
け
ど

メ
リ

ト
を
忘
れ
ち

ダ

メ
よ

な
る

ど

こ
れ
も

物
は

え
よ
う
か

 
七
色
の

葉
は
か
な
り
強
引
と
い
う
か
多
分
気
に
し
て
い
る
事
は
そ
う
い
う
事
じ

な
い
と

思
う
内
容
だ

た
が

い
た
い
事
は
間
違

て
い
な
い

彼
も
そ
う
思

た
の
か
苦
い
表
情
が

少
し

れ
る

う
む

こ
う

て
は

だ
が

り
に

だ
と
私
は
思
う
よ

 
そ
こ
で
会
話
に
参
加
し
た
の
は
白

を

た
男
性
・

場

だ

た

ど
こ
か
く
た
び
れ

て
い
る

を

け
る
が

し
ん
で
い
る
と
分
か
る
表
情
で

男
性
は
少
年
へ
と
近
付
い
た

 
男
性
へ

少
年
の

し

な

線
が
向
け
ら
れ
る

実
は
ね

先
程
話
に

が

て
い
た

展
開

を
使

て

一
つ
シ
ス
テ
ム
を
組
も
う
と

え
て
い
る
ん
だ

束
君
も

同
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
問

無
い
と
思
う

シ
ス
テ
ム

 

場
が
組
む
と
な
れ
ば

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
も
絡
ん
で
る

だ
よ
な

 
く
ろ黒
が
ね鉄

色
の

手
に

わ
れ
た

を
組
み

彼
は

か
に

思
し
た
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展
開

を
使

た
シ
ス
テ
ム

攻
撃

機
動

シ
ス
テ
ム

 

ま
さ
か

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
の
再
現
か

 

を
上

導
き
出
し
た

え
が
出
さ
れ
た
時

場
が

と
感

の
声
を

ら
し
た

に
は

く
は
あ
る
が

確
か
な

み
が
浮
か
ん
で
い
る

正
解
だ

展
開

は
理
論
上

あ
ら

る

面
に

い
て
オ
ン
オ
フ
の

時
の
切
り

え
を
可
能
と
す
る
兵

故
に
身
体
へ
の
負

で

論
上
限
は
あ
る
が

間
的
な
加
速
と

速
を

実
現
で
き
る

し
か
も
黒
椿
は
ア

マ

部

に
小
ま
め
に

り

ま
れ
て
い
る

こ

れ
が
ど
う
い
う
事
を
意
味
す
る
か

分
か
る
か
ね

攻
撃
す
る
時

だ
け
を
加
速
さ
せ
ら
れ
る

そ
う
だ

こ
れ
ま
で
の

は
大
型
の
ス
ラ
ス
タ

と
バ

ニ
ア
で
機
体
全
体
を
動
か
し
て
い

た
か
ら
攻
撃
に
使
う
と
な
れ
ば
必
然
的
に
突
進
斬
り
や
突
き
と
い
う
大
振
り
な
も
の
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
か

た

だ
が
ア

マ

部

に
展
開

を
付
け
た
事
で
黒
椿
は
片

や
片

体
の

加
速
を
可
能
と
し
た

発
の
突
進
斬
り
の
他
に

斬
り
を
可
能
と
し
た

だ
 

突
き
は

し
い
が
ね

と

苦

が

ま
れ
る
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論
そ
れ
を
全
て
マ
ニ

ア
ル
で
使
う
の
は
不
可
能
で
は
な
い
が
無

が
大
き
い

だ
か

ら
こ
そ
の
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
の
構

な
の
だ

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で

整
も
済
ま
せ
れ

ば

君
は

ド
ス
キ
ル
を
現
実
の
も
の
と
し
て
再
現
す
る
事
が
出
来
る

ド
ス
キ
ル
を

再
現

だ
と

 

目
し

然
を

わ
に
す
る

か
ず
と

一

 
そ
の
反
応
を
見
て

ど
こ
か

足
気
に

み
を

え
る

場

か
会
話
す
る
機
会
が
あ

り
彼
の
人
と
な
り
は
知

て
い
る

か
ず
と

一

に
対
す
る
深
い
信
頼
と
友
愛
を

い
て
い
る
事
は
少

な
い
話
か
ら
で
も

え
た

信
頼
す
る

手
を

か
せ
ら
れ
た
事
に

価
さ
れ
る
と
い
う

意
味
で

足
感
を

い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
い
い
が

個
人
的
に
少
し
疑
問
が
あ

た

 

そ
こ
ま
で
大

に

く
事
か

 
そ
れ
が

私
の
疑
問
だ

た

 

ド
ス
キ
ル
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
も
の
か
は
知

て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ボ
ス
戦
放

は

た
し

事
変
に

け
る
残
影
の
キ
リ
ト
が
使

て
い
た
光
る
技
が
そ
う
で
あ
る
事
も

ど
う
い
う

道
を

く
剣
技
が
あ
る
か
も
見
た
も
の
は
全
て
記

し
て
い
る
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か
な
り
の
剣
速
の
技
だ
と

そ
う
見
て
い
た

 
だ
が
剣
速
だ
け
で

え
ば
彼
自
身
の
技
も
負
け
ず

ら
ず
だ

刃

も
し

か
り
し
て
お
り

剣

き
も
か
な
り
の
も
の

ド
ス
キ
ル
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
と
て
も
思
え
な

い 
あ
あ
い
う
モ
ノ
は

大

向
け
に
シ

ウ
・
ア

プ
さ
れ
た
見
世
物
の
技
だ

 
光
り

が
鳴
り

そ
れ
は

く
子

心
を

る
要

だ
が
そ
れ
が

す
る
か
と

え
ば
そ
う
で
も
な
い

同
じ
技
で
あ

て
も
剣
術
と
は

さ
が
異
な
る

ま
し
て
や
記

に
あ
る

ド
ス
キ
ル
の
よ
う
な
大
技
は
隙
が
大
き
い

 

火
器
に
よ
る
中
・
遠

離
も
少
な
く
な
い

戦
闘
に

い
て

剣
一
本
で
戦
う
の
は
至

の
業
だ

そ
れ
を
無
理
だ
と

ご
な
し
に

う
つ
も
り
は
無
い
が

し
か
し
シ
ス
テ
ム
ア
シ

ス
ト
や

ド
ス
キ
ル
と
や
ら
に
頼
り
切
り
と
い
う
の
は

危
な
い
と
思
う

 

う
べ
き
か

 

わ
ざ
る
べ
き
か

現

手
と
し
て

し
て
お
く

合
で
は

火
器
で
中
・
遠

離
を
強
い
ら
れ
る
事
も
少

な
く
な
い

ド
ス
キ
ル
と
や
ら
を
頼
り
に
し
て
い
て
は
危
険
だ
と
思
う
ぞ
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結
果

と
し
て
一

て
お
く
事
に
し
た

わ
な
い
で
お
く
よ
り
は

て
お
く
方

が
い
い

反
感
を

う
か
も
し
れ
な
い
が
そ
う
い
う
意
見
見
方
現
実
と
し
て
そ
う
い
う
場

面
も
想
定
し
て
お
く
べ
き
と
い
う
話
だ
か
ら

間
違

た
指

で
は
な
い

だ

 
た
だ

か
ず
と

一

に
は
や
や
不

だ

た
よ
う
で

む

と

め

面
に
な

て
し
ま

た

 
だ
が

こ
こ
は

心
を
⻤
に
す
る

 
彼
と
は
も
う

の
姉
弟

に
は

れ
な
い

だ
が
だ
か
ら
と

て
死
ん
で
良
い
と
思

て
い
る

で
は
な
い

来
的
に

合
に
勝
た
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
と

え
ら
れ
て
い
る
な

ら

少
し
で
も
勝
ち
の
目
を
増
や
し
て
や
り
た
い

そ
れ
に

ド
ス
キ
ル
と
い
う
も
の
は
私
が
知
る
限
り
だ
と
隙
が
そ
れ
な
り
に
あ
る

そ
の

一

は
命
取
り
だ

り
あ
い

理
合
の
面
か
ら
剣
術
を
使
う
事
を

慮
し
て
お
い
た
方
が
い
い

 
剣
術
は
実
戦
剣
術
と
道
場
剣
術
に
二
種

に
分
か
れ
る

そ
れ
を
判
別
す
る
に
は
そ
の
流

の

過
去
を

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
か
な
り
の
労
力
を
要
す
る

中
に
は

が

し
て
分
か
ら

な
く
な

て
い
た
り
名
前
が
同
じ
の
別
物
も

ざ

て
い
た
り
す
る

 
私
が
知
る
限
り
で
は

ノ
之
流
は
前
者
実
戦
剣
術
に
分

さ
れ
る

つ
ま
り
理
合
は

命
の
や
り
取
り
を
前

に
し
た
も
の

非
力
な
女
性
で
も
剣
を
振
る
え
る
よ
う
に
と
い
う
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面
を
持

て
い
る
た
め
か

ノ
之
流
の

理
合

は
隙
が
少
な
く

ま
た

労
も
少
な
く

と
い
う
色
が
か
な
り
強
い

 
桐

谷
流
が
ど
ん
な
理
合
か
知
ら
な
い
の
で

と
も

え
な
い
が
テ
レ
ビ
向
け
の
技
よ

り
は

真

な
剣
術
を
学
ん
だ
方
が
よ
り
実
戦
的
と
い
う
の
が
私
の
意
見
だ

た

そ
れ
は

ノ
之
流
を
勧
め
て
い
る
つ
も
り
で
す
か

 

た
い
声
だ

た

た
く

い
感
情
の

て
い
な
い

と
し
た
問
い
掛
け

ち

い
て
い
る
か
ら
こ
そ
逆
に
恐
ろ
し
く
も
感
じ
る

 
そ
れ
で
も
私
は
努
め
て

静
さ
を
保
ち

を
振

た

そ
う
い
う

で
は
な
い

さ

き
も

た
よ
う
に

の
つ
も
り
だ

そ
れ
に

 
そ
こ
で

一

い

む

て
お
く
べ
き
か
ど
う
か
で
ま
た
迷
い

決
断

こ
う

て
は

な
ん
だ
が

・

・

・ド
・ス
・キ
・ル
・は
・ゲ
・

・ム
・の
・技
・だ
・ろ
・う

  
ギ
ロ
リ
と

黒
目
金

の

眼
が
向
け
ら
れ
る

 
本
能
的
な
危
機
感

 

が
鳴
る

向
け
て
き
た
の
が

か
ず
と

一

で
な
け
れ
ば
思
わ
ず

を

て
い
た
く
ら
い
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の

密
な
殺
気

の
見
え
な
い
闇
に
見
ら
れ
る
錯
覚
を
覚
え
そ
う
だ

 
そ
の
目
が

き
で

じ
ら
れ
る

そ
ん
な
事

わ
か

て
る

 
再
び
開
け
ら
れ
た
目
は

の
色
に

て
い
た

 

い

と

を
背
け
ら
れ
る

金
の

が
虚
空
に
向
け
ら
れ
た

か
を
求
め
る
よ
う
に

同
時
に

む
よ
う
に

く

め
ら
れ
る

で
も

仕
方
が
無
い

は
ゲ

ム
の
技
に
頼
る
し
か
な
い
ん
だ

そ
れ
は

故
だ

 

練
を

め
ば
剣
術
を
少
し
で
も
修
め
て
い
け
る

だ

ま
だ

時
間
は
あ
る
ん
だ
ぞ

 

ぎ
り

と

む

が

こ
え
た

 
か
ず
と

一

が

⻭
を

ん
で
い
た

表
情
は
険
し
く

け
れ
ど

線
は
虚
空
に
向
け
ら
れ
て
い
る

眼
の
色
は

ま
た

変
わ

て
い
た

 
違
和
感
を
覚
え
る

 
事
変
で
見
た
残
影
か
ら
彼
が

常
で
な
い
努
力
家
で
あ
る
事
は
分
か

て
い
た

他
者
が

無

と
断
じ
る
事
も
無

と

わ
ず

の

程
の
経
験
値
に
な
ら
な
く
と
も
経
験
値

ぎ
に
出
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る

ど

協
を
許
さ
な
い
そ
の

勢
を
知

て
い
る

 
つ
ま
り
こ
の
違
和
感
は

剣
術
の

練
を

む
事
を

す
る
理
由
が
分
か
ら
な
い
か
ら

い
た
も
の
な
の
だ

 
時
間
は
あ
る

ま
だ
三
年
も
あ
る

 
た

た
三
年
と
そ
の
道
の
人
間
に

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

確
か
に
武
道
に

や
す
時
間

と
し
て
は
非
常
に

い

し
か
し
や
ら
な
い
よ
り
は
や

た
方
が
マ
シ
で
は
な
い
か

彼
の

え
方
を
思
え
ば
む
し
ろ
そ
う

て

欲
に

練
を

み
無
理
を
止
め
ら
れ
る
方
が
ら
し

い

と
す
ら
思
え
る
の
だ
が

の
体
格
じ

使
え
な
い
ん
だ

ま
と
も
に
は

あ
 
悔
し

に

彼
は
そ
う

り
出
し
た

 
私
は
自
分
の
失

に
気
付
い
た

 
剣
術
は
確
か
に
そ
う
だ

的
な

練
は

少
の

よ
り

む
が

実

内
容
の
大

は
原

大
人
の
体
格
を

に
し
て
い
る

手
の
体
格
は
自
分
と
同

前
後
を
前

に
し
て
い

る

武
器
も
そ
う

打
刀
は
平

的
な
背

の
男
性
で
あ
れ
ば

刀
く
ら
い
の
サ
イ
ズ
に
な
る
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が

彼
に
は
大
き
過
ぎ
る

差
や
小
太
刀
サ
イ
ズ
は

良
い
だ
ろ
う
が

戦
闘
で
は
ま
ず

マ
ト
モ
に
使
え
な
い

 
無
論

練
の
全
て
が
無

に
な
る
と
は

え
な
い
が

そ
れ
に

は

人
だ

少
な
く
と
も
天
才
じ

な
い

一
も
二
も
三
も
四
も
教
え
て
も

ら
わ
な
い
と
先
に
進
め
な
い

は
先
達
が

な
い
と
成
⻑
出
来
な
い
ん
だ

そ
し
て
他
の
人

よ
り
時
間
が
掛
か
る
か
ら

新
し
い
事
に
手
を
出
し
て
も
実

レ
ベ
ル
に
は
な
れ
な
い
と
思

う

そ
れ
な
ら
ゲ

ム
の
技
と

わ
れ
て
も
今
の
戦
い
方
を
更
に
三
年

け
る
方
が
マ
シ
だ

そ
う
か

 

三
年

 
三
年

全
て
を
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い
剣
術
を
学
び

使
え
る
よ
う
自
分
で

整
す
る
か

 
三
年

三
年
間
デ
ス
ゲ

ム
や

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で

た
経
験
や
技
術
に
上

せ
す
る
か

 
ど
ち
ら
を

ぶ
か
と

わ
れ
れ
ば

え
は
お
そ
ら
く
一
つ

三
年
の
間
に

練
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
剣
術
だ
け
で
は
な
い

の

技
術
は

論

中
・
遠

離
に

け
る

火
器
の

練
機
動

練
も
必
要
に
な
る

学
も
必
要
だ

二

経
由
で
仮
想
世
界

の

す
る
事
も

え
れ
ば

練
時
間
は
よ
り

れ
る
だ
ろ
う
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同
じ
三
年
で
も
密

は
絶
対
的
に

く
な
る
事
が
決
定
し
て
い
る

そ
れ
で
新
し
い
事

に
手
を
出
し
て
今
ま
で
の
戦
い
方
を
捨
て
る
か
と
問
わ
れ
た
と
し
て
私
も
そ
う
す
る
と
は
思

え
な
いが

Ａ
Ｌ
Ｏ
を

け
て
い
る
の
は
そ
れ
が
理
由

ド
ス
キ
ル
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
の
は
予
想
外
だ

た
け
ど

そ
う
で
な
く
て
も

の
技
術
は
そ
の
ま
ま

に
す
る
つ
も
り
だ

た

そ
う
す
れ
ば
仮
想
世
界
の
戦
闘
経
験
は
そ
の
ま
ま
フ

ド
バ

ク
さ

れ
る
か
らそ

こ
ま
で

え
て
い
た
ん
だ
な

な
ら
私
か
ら

う
事
は
無
い

す
ま
な
か

た

 

な

罪

え
な
し
な
発

へ
の

意

気
に
し
て
な
い
で
す

ど
う
せ
ゲ

ム
の
技
だ
か
ら

と

そ
う

う
人
が

る
と
は

予
想
し
て
ま
し
た

の

え
を

い
て

て
く
れ
た
だ
け

 
そ
れ
を

彼
は

ゲ

ム
の
技
と
見
下
し
て
い
た

と
解

し
て
い
た
ら
し
い

 
私
は
あ
わ
て
て

を
振

た

て

違
う

私
は
そ
ん
な
つ
も
り
で

た
ん
じ

な
い

少
な
く
と
も

ゲ

ム
の
技
は
現
実
で
は

し
な
い
と

て
た
も
同
然
で
し

う
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そ
れ
は

 

解
し
よ
う
と
し
て

ご
も
る

 
ゲ

ム
だ
か
ら
と
そ
う
見
下
し
て
い
た
つ
も
り
は
な
か

た
か
ず
と

一

が
命
を

る
勢
い
で
生

き

い
た
世
界
の
事
を
私
は
知

て
い
る

そ
こ
で

い
今
も
修
練
を

ん
で
い
る
そ
の
技

を

私
は
見
下
し
て
い
た

で
は
な
い

め
る
気
も
な
か

た

 
た
だ

彼
が
鍛
え
た

技

と
命
を

け
る
に
値
す
る
と

え
て
い
た

経
験

を

定
し
て
い
た
の
は
事
実
と

え
て

も

え
な
く
な

た

 
私
個
人
の
意

と
し
て
は
違
う

 
た
だ
無
意
識
の
部
分
で
そ
う
思

て
い
た
の
で
は
と
問
わ
れ
て

と
返
せ
ば

そ
れ
は

に
な
る
気
が
し
た

違
う

違
う
ん
だ

そ
ん
な
つ
も
り
じ

 
ぎ

と
ス

ツ
の

を

む

⻭
を

む

思
い
の

を

び
た
い
衝
動
に

ら
れ
る

の
に

ぶ
べ
き

葉
が
浮
か
ば
な
い

思

が

ま
ら
な
い

 
結
果

か
ら
突
い
て
出
る
の
は

て
ん
で
要

を
得
な
い

葉
ば
か
り

 
そ
ん
な
私
を
彼
は
見
て
い
た
が

く
し
て
か
ら
機
体
を

り
残

た

整
を
束
に
頼
ん
だ
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後

楯
無
と
七
色

に

れ
ら
れ
て
地
下
ア
リ

ナ
を
去

た

 
私
は

も

え
な
い
ま
ま
そ
れ
を
見
送

た

 
 ち

ち

ん

束

私
は

そ
ん
な
つ
も
り
じ

な
か

た
ん
だ

た
だ

う
ん

わ
か

て
る

和
君
の
事
を

え
て
の
発

だ

た
の
は
わ
か
る
よ

ど
ん
な
風
に

な

て
も
弟
だ
も
ん
ね

心
配
に
な
る
気
持
ち
は
束
さ
ん
に
も
わ
か
る

人
間
だ
も
ん
間

違
う
事
く
ら
い
あ
る
よ

た
だ

定
は
ダ
メ
だ

た
か
な

て

あ
あ

そ
う
だ
な

か
ず
と

一

が
必
死
に
鍛
え
た
も
の
だ
も
ん
な

定
さ
れ
た
ら
怒
る
よ

な
そ
う
そ
う
だ
か
ら
今
後
は
気
を
付
け
た
ら
い
い
ん
だ
よ

束
さ
ん
も
気
を
付
け
る
よ
う
に
し

て
る
か
ら
さ

お
前
が
変
わ

た
の

て

も
し
か
し
て

う
ん

和
君
の

対
応

て
結
構

く
ん
だ
よ
ね

罪
悪
感
も
あ
る
か
ら

更
ね

そ
う
だ
な

私
も

変
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
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束
さ
ん
が
変
わ
れ
た
ん
だ
か
ら

ち

ち

ん
く
ら
い
な
ら
変
わ
れ
る

て

そ
う
だ
ろ
う
か

私

怨
ま
れ
て
る
が

葉
と
か

に
出
さ
な
い
だ
け
で
多
分
束
さ
ん
も
怨
ま
れ
て
る
し
大

だ

て

和
君
憎

し
み
と
信

は
別

い
し

お
前
も
怨
ま
れ
て
る
の
か

 
そ
り

あ
ね

な
ん
せ
束
さ
ん
は

こ
ん
な
世
界
に
し
た

本
人
だ

   
・
黒
椿

 
新
シ
ス
テ
ム

再
現
・
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト

 
Ｓ
Ａ
Ｏ

二

小
説
定
番
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展
開

の
限

使

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

制
し

ド
ス
キ
ル
の
動
き
を
す
る
よ
う

指
定
す
る
事
で
実
現
可
能
と
な
る
再
現
シ
ス
テ
ム

要
は

や
足
の
ブ

ス
タ

で

ド
ス
キ

ル
の
動
き
を
再
現
さ
せ
る

 
そ
こ
か
ら

者
が

節
す
る
の
が

ス
キ
ル
ブ

ス
ト

剣
技
増

の
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

 
和
人
が
キ
リ
ト
と
し
て

た
経
験
技
の
全
て
を
フ
ル
活

出
来
る
よ
う
に
な
る
の
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
の
戦
闘
経
験
が
活
か
さ
れ
や
す
く
な

た

 
一

行
で
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
り
も
う

を

備
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
程

に
な

た
が
こ
う
な

た
事
で
再
現
・
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を
フ
ル
活

出
来
る
よ
う
に

な

た
と
い
う
流
れ

 
こ
れ
に
は

場
も
思
わ
ず
ニ

コ
リ

 
た
だ
し
和
人
は
シ

ン
ボ
リ

・

・

  
・
桐

谷
和
人

 
ハ
ン
デ
負
い
過
ぎ
主
人

 
体
格
の
制
限
で
機
体
の
サ
イ
ズ

備
武

の
他
今
の
体
格
で
仮
想
世
界
の
技
を

き
上
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て
き
た
た
め
成
⻑
す
る
事
を
前

と
し
た
剣
術
の
修
練
と
は

命
的
に

性
が
悪
い

更
に
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
無
銘
に
よ
り

整
さ
れ
て
い
る
た
め
今
後

び
る
可
能
性
が
絶
望
的

 
そ
の
ハ
ン
デ
を

き
返
す
よ
う
に
バ

ク
ア

プ
が

実
し
て
き
て
い
る

 
千
冬
と
の
対
話
中

語
が
千
冬
に
対
し
て
の
も
の
タ
メ

の
部
分
は
自
分
に

い

か

せ
る
内
容
だ

た
り
す
る

  
・

千
冬

 

ノ
之
流
剣
術

下
生

 
剣
術
の

で

の
世
界
を
剣
一
本
で
の
し
上
が

た
実
力
者

ゲ

ム
を
し
た
事
が
無
く
ま

た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
経
験
も
無
い
の
で
理
解
は
あ
る
も
の
の

見
と
い
う
フ

ル
タ

が
ま
だ
残

て

い
るゲ

ム
だ
か
ら
と

ご
な
し
に

定
し
な
い
よ
う

意
し
て
い
る
多
分
に

の
念
も
あ

る

が

剣
術
で
の
し
上
が

た
人
な
の
で

ど
う
し
て
も
ゲ

ム
の
技
を
強
い
と
思
え
な
い

と
い
う
か

和
人
自
身
の
技
術
で
ど
う
に
か
出
来
る
の
で
は

と
い
う
思

で

ド
ス
キ

ル
な
ど
は
不
要
と

え
て
の
発
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な
の
で
よ
く
あ
る
ど
う
せ
ゲ

ム
の
技
だ
か
ら
弱
い
と
い
う

見
イ
コ

ル
生
還
者

の
和
人
や
一

を
下
に
見
る

で
は
無
い
そ
も
そ
も
こ
の
千
冬
は
和
人
の
実
力
を
高
く

価

し
て
い
る

 
た
だ
無
自
覚
と
は

え
そ
れ
に
近
い
発

を
し
間

的
に

か
ず
と

一

を
・

・め
・て
・い
・た

事
に
気
付

き

シ

ク
を

け
た

 
か
ず
と

一

が

め
ら
れ
た
事
を
心

悔
い
て
る
か
ら
ネ

非
も
な
い
ネ

 
無
自
覚
だ
か
ら
こ
そ
罪
は
重
い

真

  
・

場

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
権

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を
作
り
上

た

本
人
な
の
で
知
識
さ
え
持
て
ば

で
も
活
躍
可
能
な
お
人

実

ク
ロ
ス
オ

バ

作
品
で
束
と

場
の
協
力
は
鉄
板
で
す

 
和
人
の
強
み
を
理
解
し
て
い
る
の
で
経
験
や
技
術
を
フ
ル
活

出
来
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
ア
シ

ス
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
も
う
と

し
た

こ
れ
に
よ
り
和
人
の
戦
闘
の

が
広
が

た

し

か
も
こ
の
ア
シ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
第
四
世
代
兵

展
開

の

れ

に
な
る
前
話
で
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千 冬
理想と

和 人
現実／

和 人
仮想と

千 冬
現実

和
人
は
限
定
的
な

面
で
使
う
よ
う
に
す
れ
ば
見
破
ら
れ
に
く
い
と

え
て
い
た
が
ま
ん

ま
そ
れ
で
あ
る

 
和
人
は

場
を
尊

し
て
思

を

む
よ
う
に
な

た

 
結
果
的
に
和
人
と

場
は
同
じ
結
論
に
行
き

い
た

た
だ
天
才
で
あ
る

場
が
道
を
開
き

和
人
は
ヒ
ン
ト
を

示
さ
れ
て
気
付
い
た
だ
け
の
違
い

一
も
二
も
三
も
四
も
教
え
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
は
未
知
の
分

に
限

さ
れ
る
か
ら
ネ

非
も
な
い
ネ

和
人
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と

方
の
英
才
教
育
を

け
た

も
同
然

 

き
な
事
を
し
始
め
て
イ
キ
イ
キ

 

り
が
大

に
あ
る
和
人
に
協
力
で
き
る
か
ら

と
全
力
投

し
て
い
る

 
天
才
と
天
災
が
交
わ
る
時

未
知
のル

トが
開
か
れ
る
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機
運
 

時
機
の
巡
り

  

点

和
人

七
色

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
六
月
十
五
日

日

日

後
八
時
三
十
分

 
地
下
秘
匿
ア
リ

ナ

 
和
君

は
い
コ
レ

 
そ
ん
な
声
と
共
に
束

士
が

型
タ
ブ
レ

ト
を
差
し
出
し
て
来
た

個
人

で
は
な
く



 機運 〜時機の巡り〜

学
園
で

さ
れ
て
い
る
業
務

タ
イ
プ
の
そ
れ
を

は

し
く
思
い
な
が
ら

け
取

た

面
上
部
に
は
黒
椿
と
い
う
名
前
が
あ
り
下
部
に
は
ズ
ラ
ズ
ラ
と
機
体
性
能
を
表
わ
す
パ

ラ
メ

タ
が

し
と

ん
で
い
る

 

葉
が
少
な
過
ぎ
て
分
か
り

い
が
要
は

食
後
に

整
し
た
専

機
の
デ

タ
を

し
に

来
た
ら
し
い黒

椿

の
デ

タ
か

う
ん

一

り

整
が
終
わ

た
か
ら
ね

コ
レ
が
専

機
ね

 
そ
う

い
な
が
ら

型
の
ネ

ク
レ
ス
を
差
し
出
さ
れ
る

 
非
常
に
見

れ
た
そ
れ
は
以
前
消
去
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
ず

と
身
に

け
て
い
た
ユ

イ
の
愛

と
同
じ
形
状
を
し
て
い
る

⻘
く

き

た
結

体
の
中
で
光
が

い
て
見
え

る
部
分
ま
で
同
じ
だ

 
そ
し
て

こ
れ
が

黒
椿

の

機
形

だ
と
い
う

速
い
な

 

け
取
り
な
が
ら

思

た
事
を

る

士
は
そ
れ
に

束
さ
ん
で
す
か
ら

と

を

て
応
じ
た

そ
の
自
信

な
と
こ
ろ
は

か
ら
変
わ
ら
な
い
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そ
う
思

て
い
る
と

ま
で
来
た
七
色
が

い
と
タ
ブ
レ

ト
を

い
た

反

的
に
タ

ブ
レ

ト
を
引
く

ね

あ
た
し
に
も
見
せ
て
よ

く
前
か
ら
見
よ
う
と
し
て
る
じ

な
い
か

 

乱
に

く

 
そ
こ
で
機
密
的
に
見
せ
て
大

な
の
だ
ろ
う
か
と

と
思
う

機
体
構

は

持
技

の
技
術
の
結
集
だ
し
束

士
の
手
が
か
な
り
加
わ

た
時
点
で
機
密
の

に

し
い

別
に

者
に
な
る

で
も
な
い
七
色
が
こ
れ
を
見
て

か
問

が

き
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に

な
る

 

士
を
見
る
と

や
や

根
を
寄
せ
て
い
た

ま

イ
ツ
も
和
君
の
専

機

整
に

わ
る
し

見
て
い
い
と
思
う
よ

え

そ
う
な
の
か

 
束

士
と

場
神
代

子
の
三
人
が

わ
る
事
は
知

て
い
た
が
七
色
も

わ
る
と
は

い
て
な
い

初

だ

そ
う
思

て

い
た

を
他

に

ま
で

子
を
持

て
き
た
七
色
が

ん

と
誇
ら
し

に

を

た
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あ
た
し
が

業
し
た
と
こ
ろ

マ
サ
チ

セ

ツ
・工
・

・大
・学

よ

 
専
攻
こ
そ

Ｒ
Ｍ
Ｍ

Ｏ
だ

た
け
ど
ハ

ド
面
の

だ

て
し
て
た
し
工
業
技
術
と
し
て
メ
カ
ト
ロ
に

ま
れ
て

い
る
以
上

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
設

に
つ
い
て
も
一

り

て
る
ん
だ
か
ら

ま

流

に
専

家
に
は

る
け
ど
ね

す
ご
い
な

 

気
に
取
ら
れ

直
に
称

を

に
す
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
テ
ス
ト
に
ド

り
し
興
味
を
持

た
か
ら
ナ

ヴ
ギ
ア
の
設

思
想
や

そ
の
ロ
ジ

ク
に
つ
い
て
知
識
を

え
た
し
生
還
後
に

か
ら
依
頼
を

け
て
か
ら
は

の

事

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
機
器
に
つ
い
て
学
ん
だ

に
つ
い
て
も
ク
ロ
エ
と
束

か
ら
そ
れ
ぞ
れ

専

知
識
と
一

知
識
の

方
を
教

さ
れ
て
い
る

 
だ
が

は

士
と
し
て
身
を
立
て
る
つ
も
り
な
の
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
は

に
学

ん
で
い
な
い

 

論
機
体
や
エ
ネ
ル
ギ

配
分
で
必
要
な
最

限

は
修
め
た
が
火
器
制

シ
ス
テ
ム
や

動
系

シ
ス
テ
ム
な
ど
根
本
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
ま

た
く
し
て
い
な
い

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
も
メ
カ
ト
ロ
コ

ス
の

で

く

手
し

学
び
始
め
た
と
こ
ろ
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ま

七
色
は

が
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
い
る
二
年
の
間
に
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
全
て

を

て
い
る
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
入
学
し
主

業
す
る
程
の
⻤
才
だ

学
ん
で
い
な
い

よ
り

か

に
知
識
を

え
て
い
る
の
は
お
か
し
な
話
で
は
な
い

 

し
か
し

こ
う

な
ん
だ

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
知
識
だ
け
で
な
く

の
知
識
も
持
ち

更
に

会
心
理
学
な
ど
に
も
手
を

広

程
と
は

え
ア
イ
ド
ル
業
ま
で
し
て

二
足
ど
こ
ろ
か
三
足
四
足
の

と

て
も
過

で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

 
今
後
は

と
の
取
引
に
応
じ
て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

に

わ

て
い
く
と

い
て
い
る
が

と
も
す
れ
ば

と

じ
て

方
面
で
も
身
を
立
て
る
つ
も
り
な
の
で
は
な
い
か

七
色

ま
さ
か
と
思
う
が

業
界
で
も
名
を
上

る
つ
も
り
か

そ
の
つ
も
り
よ

 

な
ん
て
ね

お

い

書
き
だ
け
ど

と
し
て
は
不
安
定
な

の

と
い
う
か

に
そ
れ
で
一
生
食
べ
て
い
け
る

無
い
し

広
く
な
い
と
つ
ぶ
し
が

か

な
い
の
よ
ね

お

お
う

 

く
現
実
的
な
意
見
だ

た
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と

に
手
を

て
て
息
を

く

か
ら
は
ど
こ
か

労
の
よ
う
な
色
が
見
て
取
れ
る

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

と
し
て
有
名
だ

た

か
ら
そ
の

は
苦
労
し
て
い
た
よ
う
だ

和
人
君
に

た
か
忘
れ
た
け
ど
前
に
あ
た
し
が
ア
イ
ド
ル
や

て
た
の
も

時
ス
ポ
ン

サ

か
ら
の

が
打
ち
切
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に

備
す
る
意
味
も
あ

た
の
よ
ね

バ

チ

ル
ア
イ
ド
ル
配
信

て
や
つ

ブ

イ
ン
グ
と
か

そ
う
だ
け
ど
な

 
そ
れ
ま
で
無
償
で
ラ
イ
ブ
を
見
ら
れ
た
の
に
有

に
な

た
と
知
れ
ば
離
れ
る
フ

ン
も

た
だ
ろ
う

ハ
イ
エ
ナ
プ
レ
イ
し
て
い
た

ク
ラ
ス
タ

狂
信
者
で
あ
れ
ば
ま
だ
追

か
け
を
し
て
い
た
気
は
す

る
が

そ
れ
な
り
に
物
議
を

か
も

す
よ
う
に
な

て
い
た
可
能
性
は
高
い

ん

 

あ

有

コ
ン
サ

ト
か

か
か
と
思

て
る

 
そ
う
じ

な
く
て

動

配
信
の
広

で

ご
う

て
い
う
魂

よ

あ
と
は
登
録
制
の
会

も
あ

た
け
ど
そ

ち
は
和
人
君
が

う
よ
う
に
ブ

イ
ン
グ
あ
り
そ
う
だ
か
ら
有

に
よ
る
ス
パ
チ

を
期

し

て
の
ラ
イ
ブ
配
信
と
か

す

す

和
君
和
君

ス
パ
チ

て
い
う
の
は

な投
せ
ん

の
ネ

ト
ス
ラ
ン
グ
だ
よ
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あ

あ
あ

投

の
事
か

 
束

士
の
補
足
で
意
味
を
理
解
す
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
第
一
層
の

な
ど
に

じ

て
い
た
人
達
は
偶
に
最
前
線
や
他
の

の
転

広

場
の

に
来
て
は
物

い
を
す
る
事
が
あ

た

そ
の
中
で
ま
だ
友

的
だ

た
の
は

遊

な
ど
文
化
的
な
創
作
活
動
だ

き
や

手
品
な
ど
人

を

し
ま
せ
る

興
の
活
動
に

対
し

人
に
よ

て
は
コ
ル
を

か
れ
て
い
る

子
や

に
入
れ
る
事
が
あ

た

 
か
く

う

も
し
た
事
が
あ
る

 
そ
れ
の
バ

チ

ル

だ
と

え
れ
ば
す
ん
な
り
と
理
解
出
来
た

ス
パ
チ

と
い
う

葉

が
ど
う
い
う
経

で
作
ら
れ
た
の
か
は
謎
だ
が
後
で

索
す
る
か
七
色
に

こ
う
と
心
の
メ

モ
に
記
す

ま
あ

内
容
的
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
な
い
と
達
成
出
来
な
い
か
ら
本

に

業
的
に
や

て
た
だ
け
よ

い
ま
は
実

業
中
だ
け
ど

ま

あ
れ
だ
け
の
事
件
が

き
れ
ば
な

う
ん

ま

で
も
ま
だ
あ
た
し
の

が

き
で

り
返
し

い
て
る

て
人
が

偶
に

送

て
来
て
く
れ
る
の

だ
か
ら
近

活
動
を
再
開
さ
せ
よ
う
か
な

て

そ
の
時
は
お
姉
ち
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ん
と
一
緒
に
歌
い
た
い

て
思

て
る
の
よ

そ
う
か

 
物
理
的
に
は
離
れ
離
れ
に
な

た

と
い
う
か

ば

の
事
情
で
さ
せ
て
し
ま

た

だ
が
日
本
国
内
で
あ
れ
ば
時
差
な
ど
も
無
い
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
さ
え
す
れ
ば

時

で
も
会
え
る

ま
し
て
や
七
色
は

信
教
育
制
を

し
て
い
る
か
ら
時
間
の

は

く
方

だ

そ
の
自
由
さ
を
武
器
に
活
動
し
て
い
く
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て

今

は

方
面
で
も

そ
れ
で

今

は

で
も
活
動
す
る
の
か

う
ん

で
も
あ
た
し

正
自
体
は

だ
か
ら

は
無
理
か
な

戦
闘
自
体
が
苦
手
だ

か
ら
向
い
て
な
い
の
よ
ね

 

手
を
上

を
振
り
な
が
ら
息
を

く
七
色

 

事
変

時
か
ら
あ
ま
り
圏
外
に
出
て
な
か

た
し

そ
う
だ
ろ
う
と
は
思

て
い
た

 
あ
と

故
か
知
ら
な
い
が
槍
を
使
う

の
知
り
合
い
は
戦
闘
そ
の
も
の
を
苦
手
と
す
る
人
が

多
い
気
が
す
る

セ
ン
ス
で
は
な
く
性
格
的
な
意
味
で
だ

サ
チ
は
今
で
こ
そ

猛
果

に
槍
を

振
り
回
し
て
戦
う
が
そ
れ
で
も
本

は
変
わ

て
い
な
い

戦
う
理
由
が
あ
る
か
ら
か
た
だ
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れ
た
か
ら
な
の
か

反
面
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
か
機
体
の

整
と
か
そ

ち
の
方
面
は
多
少
な
ら
力
に
な
れ
る

わ
な
る

ど

そ
れ
は
頼
も
し
い

ち
な
み
に
今

来
年
に

学
園
に
入
学
で
き
な
い
か
打

中
だ

た
り

そ

そ
う
か

 
少
し
前
は
真

向
か
ら
衝
突
す
る

同
士
だ

た
が
今
で
はわ

だ
か
まり

も
無
く
な
り
友

的
な

を

け
て
い
る

個
人
的
に
七
色
の
存
在
は
あ
ち
ら
に
引

ら
れ
な
い

で
も
あ
る

の
で
今
後
一
緒
に

ら
れ
る
と
い
う
の
は
有

い
話
だ

 

た
だ

危
険
に
晒
し
か
ね
な
い
と
い
う
点
が
気
掛
か
り
だ
け
ど

あ
れ

 
な
ん
か

あ
ん
ま
り

し
そ
う
じ

な
い
わ
ね

ん

ち

と

直
に
喜
べ
な
く
て
な

 

別
世
界
線

の
記
録
を

た
限
り

学
園
は
必
ず
ど
こ
か
し
ら
で
襲
撃
さ
れ
て
い
る

そ

の
時
に
死
傷
者
が
出
る
か
は
世
界
情
勢

第
だ
が
死
者
も
出
る
時
は
少
な
く
な
い
数
が
出
て
い

た

そ
の
点
に

し
て

義
姉
を
始
め
大
切
な
人
達
が
入
学
し
な
い
事
に
は
安

す
る
ば
か
り
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だ
か
ら
こ
そ

ジ
レ
ン
マ
だ

 
七
色
が
近
く
に

る
事
は
喜
ば
し
い

そ
の
反
面

学
園
に

る
と
危
険
に
晒
さ
れ
や
す

く

そ
れ
は

の
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い

 

そ
れ
を

は
明
か
せ
な
い

 
ま
だ

別
世
界
線

の
こ
と

ヴ

ベ
ル
の
事

い
て
は

星
の
戦
い

に
つ
い
て
話
せ
て

い
な
い

そ
れ
で
は

が
語
る
未
来
の
襲
撃
も
あ
る
事
を
確
信
し
て
い
る

に
対
し

七
色
た
ち
は

予

と
い
う
判
断
に
終
わ
り

危
機
感
に
齟
齬
が
生
ま
れ
る

 
な
ら
さ

さ
と
話
し
て
し
ま
え

と
い
う
話
な
の
だ
が

む

う

え

ち

と

な
ん
で
そ
ん
な
に

を
寄
せ
て

て
る
の

 
そ
ん
な
に
あ
た
し
に
来

て
欲
し
く
な
い
の

そ
う
い
う

じ

な
く
て

 
ど
う
切
り
出
せ
ば
い
い
も
の
か

 
そ
し
て
話
し
た
と
こ
ろ
で
信
じ
て
も
ら
え
る
の
か
と
い
う
不
安
も
あ
る

そ
れ
は

か

つ
て

ヴ

ベ
ル
が

い
た
恐
怖
と
同
じ
だ
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独
り
に
な
る
の
が
怖
い

  
信
じ
ら
れ
な
か

た
ら

協
力
を
得
ら
れ
な
か

た
ら

は
独
り
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

 
ヴ

ベ
ル
が

る
か
ら

密
に
は
独
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

だ
が
物
理
的
に
は
独
り

だ

星
の
戦
い

に
向
け
て
の
バ

ク
ア

プ
を
得
ら
れ
な
く
な
り

い
て
は

の
生
存

が

す
る

 
明
か
す
事
は

最

確
定
事

 
た
だ
ど
う
切
り
出
せ
ば
ど
う
話
せ
ば
信
じ
て
も
ら
え
る
か

そ
れ
が
一
番
の
悩
み
の
種

 
こ
の
話
を
す
る
の
に
七
色
は

さ
な
い

そ
れ

ど
の
信

と
信
頼
を

け
て
い
な
い

い
ま

七
色
が
向
け
て
き
て
い
る
信
頼
は

事
変

を

し
て
の
も
の
の
み
だ

一
緒
に
過
ご
し
始
め

て
ま
だ
一

間

ど
し
か
経

て
な
い
の
に

を
深
く
理
解
し
て
い
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い

 
話
を
す
る
と
す
れ
ば

 
一
番

欲
し
て
い
る

協
力
者

は
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な

束

士

今
か
ら

黒
椿

の

運
転

て
出
来
な
い
か
な

お
よ

 
地
下
ア
リ

ナ
な
ら
使
え
る
け
ど

今
か
ら

 

突
な

し
出

然

白

の
女
性
は

し

に

を

た

 
同
時

に

る
少
女
が

は

 
と
声
を

る

ち

と
和
人
君

話
が
違
う
で
し

 
今
日
は
も
う

む

て

今
日
中
に

済
ま
せ
た
い
ん
だ

 

ち
し
て
い
た
か
ら

の
体
を
思

て
今
日
は

強
も

も

も
鍛

も
禁
止
さ
れ

て
い
た

そ
し
て

は

定
し
て
い
た

そ
れ
を
破
る
物

い
に
七
色
が
怒
り
を

わ
に
す
る

の
は
仕
方
な
い
事
だ

 
た
だ

機
運
が
巡

て
来
た

 
・ま
・だ
・間
・に
・合
・う

 
七
色
は
ま
だ

学
園
へ
の
入
学
を
打

予
定

ま
だ
入
る
と
決
ま

て
な
い

生

に
さ
え

な
ら
な
け
れ
ば

有
事
の

に
は

先
的
に
本

へ
と

さ
れ
る
対

に
な
り
得
る

 
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
現
時
点
で
全
て
を
明
か
し
七
色
も
そ
れ
を
知

た
上
で
協
力
す
る
事
を
覚
悟
す
る
事
が
出
来
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る

最
初
か
ら
心
構
え
が
出
来
る
事
は

中
か
ら
知
ら
さ
れ
て
す
る
よ
り
も

程
強

つ
頼
り

が
い
の
あ
る
も
の
と
な
る

束

士
は
強
制
的
に

き

む
つ
も
り
だ
が
七
色
は

意
で
も
構

わ
な
い

 
ま
だ
七
色
は
引
き
返
せ
る
の
だ

命
を
掛
け
る
未
来
に
身
を
投
じ
る
か

か
に

の

地

が
あ
る

 
同
時
に

も
ま
た
同
じ

 
こ
れ
を

せ
ば
き

と

は
ズ
ル
ズ
ル
と
引
き

て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
ま

で

て
い
て
し
ま
う

苦
し
む
だ
ろ
う
し
み
ん
な
に
も
心
配
を
掛
け
る
だ
ろ
う

そ
れ
は
決

し
て

の
本
意
で
は
な
い

 

も
う

一
年
経
と
う
と
し
て
い
る

 
ヴ

ベ
ル
が

に

性
を
語
り
未
来
を
教
え
て
か
ら
も
う
す
ぐ
一
年

間
に
そ
れ
を
伝

え
ず

自
分
と
ヴ

ベ
ル
の
二
人
だ
け
で
秘
し
て
い
た
そ
れ
も
最

限
界
だ

  
・な
・り
・

・り
・構
・

・て
・ら
・れ
・る
・場
・合
・じ
・

・な
・い
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追
体
験

を
し
た
事
で

な
ん
て
無
い
事
を

感
し
た

士
和
君

 
タ
ブ
レ

ト
を
手
に

て

天
災
を
見
上

る

 
天
災
は
少
し
哀
し

に

根
を
寄
せ
目
を

め

は

と
息
を

い
た

そ
う

し
て

を
返
し
た
後

付
い
て
来
て

と

と

て
歩
き
始
め
る

 

は

子
か
ら
立
ち
上
が
り

そ
の
後
を
追
う

て
よ

 

手
を
引
か
れ
た

 

が
さ
な
い
と
で
も

う
よ
う
に
華

な
手
が
こ
ち
ら
の

手
を
握
り

め
て
い
る

華

と

は

え

よ
り
一
回
り
体
格
が
大
き
い
か
ら
か
男
女
差
が
あ
る

の
手
は

同
じ
大
き
さ
だ

ね

い
き
な
り
ど
う
し
た
の

 
さ

き
ま
で
と
全
然

気
が
違
う
よ

 

か

え

て
る
の

 

を

え
て
る
の

 

あ
た
し
に
は

教
え
て
く
れ
な
い
の

 
不
安
そ
う
に

え
た
声
で

継
ぎ

に

問
が

ん
で
く
る

い
ず
れ

話
す

で
も
ま
だ
話
せ
な
い
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そ
れ
は

あ
た
し
が

ま
だ
信

で
き
な
い
か
ら

 
ぎ

と

手
を
握
り

め
ら
れ
た

え
が
伝
わ

て
来
る

話
す

番
を
決
め
て
る

信

の
問

じ

な
く
て

事
の

先

の
問

な
ん
だ

 
束

士
と
七
色
ど
ち
ら
を
よ
り
信

し
て
い
る
か
で

か
れ
れ
ば

然
前
者
だ

で
も
今
回

は
そ
れ
だ
け
じ

な
い

七
色
に
話
し
た
と
こ
ろ
で

未
だ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
も

に
も
深
く

わ

て
な
い
立
場
で
は

え
な
ん
て
出
し
よ
う
が
な
い

 
い
や

来
を

え
れ
ば

の
方
が
よ
り
重
き
を

く
べ
き
だ

 

の
発
明
者
で
あ
り

最
大
の
協
力
者
と

え
る
人
物
に
ま
ず
話
す

そ
れ
か
ら

必
要
な

人

に
話
を

す

 

が

え
得
る
限
り
一
番
ス
ム

ズ
な
話
の

り
や
す
さ
に
違
い
な
い

下
手
に
話
を
し
て

も

乱
さ
せ
て
し
ま
う
だ
け

七
色
は

の

専

機
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う

え
え
え

来
的
に
は
そ
の
つ
も
り
よ

と

て
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
く
ら
い
し
か
力
に

な
れ
な
い
か
も
だ
け
ど

な
ら

い
ず
れ
話
す

で
も
ま
ず
は
束

士
か
ら
だ

で
は
一
番
頼
れ
る

ヘ
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タ
に
人
に
話
し
て

乱
さ
せ
た
く
な
い

 

に
話
し
て

に
話
さ
な
い
べ
き
か
そ
の

別
は

は
不
向
き
だ

個
人
的
感
情
が
大
い

に

す
る

束

士
も
そ
の

は
ち

と
頼
り
な
い
と
こ
ろ
が
る

 
で
も

を
話
す
べ
き
で
ど
う
す
る
べ
き
か
の
方

対
策
に
つ
い
て
は

士
が
一
番

頼
れ
る

 
実
力

権
力

能
力

そ
の
全
て
に

い
て

が
知
り
得
る
限
り
一
番
力
が
あ
る
人
だ
か
ら

そ
う

一
番
頼
れ
る
か
ら

ノ
之

士
か
ら
話
す
の
ね

で
あ
た
し
に
は
後
で
話
す

の
ねあ

あ

 
後
ろ
を
見
な
い
ま
ま

会
話
を

け
る

わ
か

た

ち

ん
と
話
し
て
よ
ね

そ
ん
な
に
大
事
な
話
な
ら
す
ぐ
に
は
無
理
か
も
だ

け
ど

て
る
か
ら

話
さ
な
い

て
い
う
の
は
無
し
よ

わ
か

た

 
理
解
を
得
ら
れ
た
の
か

手
が
放
さ
れ
た

 

は
そ
の
ま
ま

部

の
外
で

て
く
れ
て
い
た

士
の

に

り
寄

た
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イ
ラ
イ
ラ
す
る

 
あ
れ
だ
け
の
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
る
女
性
に

 
こ
れ
だ
け
の
親
愛
を
寄
せ
て
い
る
の
に

後
回
し
に
さ
れ
た
自
分
に

 

四
六
時
中
一
緒
に
い
た
の
に

え
て
た
苦
悩
を
欠
片
も
見
せ
な
か

た
彼
に

 
あ
た
し
は

苛
立

て
い
た

 

い
つ
か

見
返
し
て
や
る
ん
だ
か
ら

  
そ
れ
は

戦

 
自
分
の
専
攻
は
仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会

人
が
構

す
る

み
に
つ
い
て
の

に

し
て
で
あ

て
本
来
メ
カ
ニ

ク
は
専

外

強
い
て

え
ば
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
少

出

来
る
程

で
し
か
な
い

 
だ
が

・そ
・れ
・で
・は
・ダ
・メ
・ら
・し
・い
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一
番
頼
れ
る
人
と

彼
は

ノ
之

士
を
そ
う

え
た

で

え
ば
そ
れ
は
間
違
い

で
は
な
い
の
だ
ろ
う

重
要
な
話
を
一
番
頼
れ
る
人
に
す
る
と
い
う
の
は
決
し
て
間
違

た
思

で
は
な
い

 
た
だ

苦
悩
を
見
せ
る
事
も

も
し
て
く
れ
な
か

た
事
が

立
た
し
い

 
そ
れ
が
醜
い

と
い
う
感
情
で
あ
る
と
は
理
解
し
て
い
る

一
緒
に
い
た
年
月
頼

た
回
数
や
助
け
ら
れ
た

合
い
な
ど

自
分
が

ぶ
べ
く
も
な
い
事
は
理
解
し
て
い
る

 
こ
れ
は

意
地
だ

 
天
才
と

自
分
は
称
さ
れ
て
い
た

 

の

手
は
天
災
だ

の
権

発
明
者

後

を

し

の
年
月
を
生
き
て
い
る

女
性
を

手
に

無
謀
に
過
ぎ
る
感
情
で
あ
る

 

無
い

 
彼
は
ど
う
だ

た

彼
は

そ
ん
な
事
で

め
て
い
る
か

 

断
じ
て

 
彼
は
抗

て
い
る

か

き
を

み

え
憎世
き界
実最
姉強

を
超
え
ん
と
自
ら
を

き
あ
ら

る
手

を

じ
て
い
る
で
は
な
い
か
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才
と
無
能
と
そ
う

わ
れ
た
少
年
が
自
身
の

の
年
月
生
き
て
い
る
姉
に

ま
ん
と

声
を
上

て
い
る

 

自
分
は

天
才
の
器
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
も
し
か
し
た
ら
自
分
の
全
て
を

み
上
回

た
少
年
こ
そ
が
天
才
の
器
な
の
か
も
し
れ
な

い 
だ
が
そ
ん
な
事
は
全
て
仮
定

そ
も
そ
も
自
分
に
付
け
ら
れ
た
天
才
の

価
す
ら

会
に
出
れ
ば
有

無

の
一
人
に
過
ぎ
な
い

そ
の
道
を

め
れ
ば

だ

て
天
才
で
そ

の
道
を
外
れ
れ
ば

だ

て

才

い

 
だ
か
ら

意
地
だ

 
あ
た
し
は
天
才
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

な
ら

天
才
に
な

て
や
る

そ
の

道
を

め
て

彼
に
認
め
ら
れ
る

そ
の
道
の
事
で
一
番
に

し
て
も
ら
え
る
事
を
作
る

 

世
間
で
は

場

の
後

は
あ
の
事
変
の
対
応
か
ら
桐

谷
和
人
が

応
し

い
の
で
は
と

わ
れ
て
い
る

 
な
ら
ば
あ
た
し
は

ノ
之
束
の
後

に

応
し
い
と

わ
れ
る
よ
う
努
力
し
彼
の

に

び
立
と
う

作
る
事
で
は

わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
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だ
が

せ
め
て

を
頼
ら
れ
る
よ
う
に

 
生
ま
れ
な
が
ら
の

を
活
か
せ
ば
決
し
て
出
来
な
い
事
で
は
な
い

人
間
そ
の
気
に
な
れ

ば

だ

て
出
来
る

な
の
だ

 
彼
が
そ
う
だ

た

 

和
人
君
の
ば

か

  

じ
ら
れ
て

気
配
の
な
く
な

た

の
向
こ
う
を
見
て

く

 

自
覚
出
来
る
程
に

あ
た
し
の

は

み
を

て
い
た

  
・
桐

谷
和
人

 
無
自
覚
型
ハ

レ
ム
主
人
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か
ら
見
る
と
⻘

を

歌
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
実
情
は
覚
悟
ガ
ン
ギ
マ
リ
の
Ｒ
Ｔ

Ａ
中
み
た
い
な
も
の

失

死
な
事
が

別

ル

ト

別
世
界
線

で
判
明
し
て
る
か
ら

が
無
い

 
追
体
験
で
メ
ン
タ
ル

ら
れ
て
る
同
日

前
中
の
事
の
で

更

が
な
く
な

て
い
る

 

中
で
七
色
が

気
が
変
わ

た

と

た
の
は
そ
の
せ
い

ど
う
や

て
切
り
出
す
べ
き
か

で
悩
ん
で
い
た
が

黒
椿

を
い
い
キ

カ
ケ

機

運
と
見
て
ま
ず
束
に

す
る
事
に
決
め
た

実

一
番
有
力
な
協
力
候
補
な
の
で
味
方
に
出
来

た
ら
最
高

 
ち
な
み
に
ヴ

ベ
ル
は
デ

タ
な
上
に

無
銘

の
中
に
入

て
い
る
の
で

束
さ
ん
な
ら

デ

タ
引

り
だ
し
て
真
偽
を
ハ

キ
リ
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
の
人

だ

た
り
す
る
七

色
は

然
知
ら
な
い

  
・

七
色

 
自
分
を

人
と
し
て

天
才
に
な
る
事
を
決
意
し
た
少
女

 

外
に
和
人
の
事
を
天
才
と
認
め
て
い
る
も
同
然
の
思

を
ナ
チ

ア
ル
に
し
て
い
る
が

か
つ
て

対
し
て
い
て
そ
の
実
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
実
感
し
て
い
る
以
上

と
説
得
力
あ
る
方
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束

場
か
ら
も
さ
れ
て
い
る
の
で
間
違
い
で
は
な
い

 
和
人
は
努
力
し
て
い
る

と
い
う
思

も
実
は
束
と
同
じ

 
以
前
束
は
七
色
の
事
を

し
て
い
る
理
由
を
同

悪
と
称
し
た

こ
れ
が
そ
の
理
由

の
一

 
和
人
の
横
に

び
立
つ
事
を
決
意
し

の
事
を
深
く
学
び

束
の
後

に
な
る
よ
う

努
力
す
る
決
断
を
下
し
た

 
実
は
ヒ
ロ
イ
ン
レ

ス
で
楯
無
直
葉
と

の

に
来
た

木

達
は
現
実
の
立
場
が

て
い
な
い
の
で
一
歩

れ
て
い
る
が

心
理
的

離
で
は
木

達
の
方
が
絶
対
的

楯
無

七
色
が

白
し
て
認
識
さ
れ
れ
ば
七
色
が

合
的
に

に
な
る

 
直
葉
は
不
動
の
ト

プ
ラ
ン
カ

で
す

真

  

和
人

事
変

か
ら
の
一

月
間

分
と
色

い
人
生
を
送

て
ま
す
ね
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黒
椿
 

冬
を
越
え
て
花
開
く

  
機
体
の
説
明
で
一
話
使

ち

た

 

点

束
さ
ん

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
じ

あ
和
君

黒
椿

を

動
し
て

あ
の

を
強
く
イ
メ

ジ
す
れ
ば

 
秘
匿
ア
リ

ナ
の
中

に

動
し
振
り
返
り
な
が
ら
そ
う
指
示
を
出
す

だ
が
私
は
そ
の

葉
を

中
で
止
め
る
事
に
な

た

後
ろ
を
付
い
て
来
て
い
た
少
年
の

を
見
れ
ば

全
身

が
光
に

ま
れ

け
て
黒
い

に
変
わ

た
と
こ
ろ
だ

た
の
だ



 黒椿 〜冬を越えて花開く〜

 

は
ヘ

ド
ギ
ア
型
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を

し

の
イ
メ

ジ
信

を
キ

チ
し
そ

の
信

を

に

部

を
動
か
す
シ
ス
テ
ム
を
組
ん
で
い
る

練
の

者
と
な
れ
ば
そ
れ

こ
そ
コ
ン
マ
五

で

を

う
事
す
ら
可
能
な
程
に
正
確
だ

 
今
の
彼
は
そ
れ
く
ら
い
の

い

だ

た

 
た
だ

前
中
に

整
の

に
一

使

た
と
は

え
そ
れ
だ
け
で
す
ぐ
出
来
る

ど

な
も
の
で
も
な
い
の
だ
け
ど

速
い
ね

 
な
ん
か
デ
ジ

ブ

た
気
が
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
に
使

て
た

と
同
じ
だ
か
ら

あ
あ

 

え
を

い
て

得
す
る

に
イ
メ

ジ
が
出
来
て
い
る
な
ら

間
的
な

が
出
来
て

も
不
思
議
で
は
な
い

 
ち
な
み
に
イ
メ

ジ
が
し

か
り
出
来
て
い
な
い
場
合

で
機
体
名
を

に
す
る
事
で

で
き
る

こ
れ
は
武

を
呼
び
出
す
時
も
同
じ
だ

密
に
は
機
体
名
や
武
器
名
と
結
び
付
け

ら
れ
た
イ
メ

ジ
を
強
く
す
る
た
め
の
ト
リ
ガ

で
し
か
な
く
ま
た
初
心
者

の
手

で
あ
る
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た
め

専

機
持
ち
が
そ
れ
を
す
る
と
流

に

ず
か
し
い
レ
ベ
ル
と

え
る

 
ま
あ
イ
メ

ジ
を
武
器
に
デ
ス
ゲ

ム
を
生
き

い
た
と

て
も
い
い
彼
の
事
だ

数
回

と
も
す
れ
ば
一

イ
メ

ジ
を

き
付
け
た
だ
け
で
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
す
ら
あ
る

 

を
入
れ
た

中
の
事
は

け
容
れ

い
が
そ
れ
を
使
い
こ
な
し
て
い
た
少
年
の
努

力
は

に
尊
ぶ
べ
き
だ

イ
メ

ジ
を
形
作
る
工
程
は
た

ま
ぬ
努
力
と
気
の
遠
く
な
る
反

復
練

同
時
に
強
く

付
け
る
程
の
意
識
が
不
可
欠

本
気
で
な
け
れ
ば
そ
こ
ま
で
に
は
至

ら
な
い

 

そ
の
本
気
が

今
は
心
配
だ
け
ど

 
つ
い
先

ど
こ
こ
最
近
の
様
子
か
ら
一
変
し
て

い
表
情
に
な

て
な
に
か
思
い

め
た

よ
う
な
様
子
を
見
せ
始
め
た
事
が
気
掛
か
り
だ

黒
椿
を
見
て

来
の
不
安
を

め
て
直

し
た

と
か
そ
う
い
う

で
あ

た
ら
い
い

の
だ
け
ど

 
ど
う
に
も
イ

な
予
感
が
す
る

ま

い

は

練

士
の
証
だ
し
出
来
る
分
に
損
は
無
い
け
ど
ね

と
も
あ
れ

速
専

機
の

運
転
を
始
め
よ
う

和
君

れ
て
る
ん
だ
も
ん
ね
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む
 
ち

と
だ
け

を

ら
せ
て
不

を

わ
に
さ
れ
た

 

自
覚
し
て
る
な
ら
し
な
け
れ
ば
い
い
の
に

 
内
心

そ
う
思
う

一
生

命
な

を
い
じ
ら
し
く
思
う
が

同
時
に
危
惧
を

く

 
あ
の
小

の
反
応
を
見
て
今
日
は

む
事
で
話
が

ま

て
い
た
の
に
そ
れ
を
破
る
よ
う
な

事
を
い
き
な
り

い
出
し
た
事
は
す
ぐ
に
理
解
出
来
た

そ
れ
は
あ
ま
り
良
く
な
い
兆
候
だ

Ｓ

Ａ
Ｏ
で
の
経

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
事
変
の
時
の
行
動
か
ら
イ

と
い
う

ど
そ
れ
は
実
感
し
て

い
る

 

だ
が

そ
れ
は
後
で

け
ば
い
い

 
今
は
機
体
確
認
の
方
が
先
だ

彼
の
方
か
ら

て
来
た
し
そ
れ
を
し
て
か
ら
で
も

く
は

な
い

 
・

・が
・さ
・な
・け
・れ
・ば
・い
・い
・だ
・け
・だ

取
り

え
ず

本
機
動
か
ら
し
よ
う
か

黒
椿

は
ね

な
ん
と
機
動
シ
ス
テ
ム
が
四
つ

も
あ
る
の
だ

 
ど
ど
ん

 
セ
ル
フ

果

付
き
で

を

る
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無
反
応
だ

た

線
で

く
先
を

と

さ
れ
る

 
ち

と
ち

ち

ん

親
友
に
似
て
る
な

今
の
反
応

と
心
の
中
で
思
い
つ
つ

説
明
を
始
め
る

ま
ず

に
と

て
欠
か
せ
な
い

パ

シ
ブ
・
イ
ナ

シ

ル
・
キ

ン
セ
ラ

性
制

シ
ス
テ
ム

で
し

 
二
つ
目
が
ブ

ス

タ

だ
け
ど

常
の
機
体
と
違

て
展
開

が
自
動

節
す
る
よ

ち
な
み
に

常
速

は

打
鉄

のイ
グ
ニ

シ

ン
・
ブ

ス
ト

時
加
速
く
ら
い
出
る
よ

そ
う
か

 
す
ご
く

な

さ
れ
た

 

え
て
る
事
は
分
か
る

そ
ん
な
大

に
展
開

使

て
い
い
の
か
と
か
機
動
シ
ス

テ
ム
が
多
く
て

が
大
変
そ
う
だ
と
か
そ
ん
な
感
じ
の
事
を
ざ
ら
ざ
ら
と
浮
か
べ
て
い
る
に

違
い
な
い

 
た
だ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
も
展
開

も
黒
椿
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
節
す
る
か
ら
そ
こ
ま
で
気
に
す

る
必
要
は
無
い

行
速
も
彼
の
反
応
速
と
戦
闘
時
の
カ
ン
そ
し
て

リ
ボ
ル
バ

・
イ
グ
ニ

シ

ン
・
ブ

ス
ト

個
別

時
加
速

を

え
れ
ば
決
し
て
過

で
も
無
い

だ

 
む
し
ろ
本

は
残
り
の
二
つ

三
つ
目
は
重
力

境
下
に

い
て
使
え
る
反
重
力
力
場
だ
よ

ブ

ス
タ

の
推
進
力
と
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か
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

の

力
と
か
と

べ
る
と
あ
ま
り
ス
ピ

ド
出
な
い
か
ら

い

内
と
か
そ

う
い
う
ト
コ
で
の

が
個
人
的
に
オ
ス
ス
メ
か
な

や
か
な
分

小
回
り
が

く
か
ら
ね

 

は

内
戦
闘
に
非
常
に
弱
い

や
武

が

に
し
て
大
き
く

常
の
人
が

る

サ
イ
ズ
の

路
で
は

過
ぎ
る
か
ら
だ
が

の
強
み
と
も

え
る
機
動
能
力
が

じ
ら

れ
る
か
ら
で
も
あ
る

回

が
出
来
な
い
の
だ

小
回
り
に
よ
る
回

が
出
来
ず

体
故
の

弾
の
し

さ
が

の
弱
点
と

え
る

 
む
し
ろ
そ
の
制
約
が

無
か

た

外
で
生
身
で
勝
ち
を

た
彼
が
色

と
常
識
外
れ

だ 
小
回
り
の

き
に
く
さ
は
機
体
が

サ
イ
ズ
ま
で
小
さ
く
な

て
解
決
さ
れ
た

機
動
面
は

ブ

ス
タ

だ
と
逆
に
速
過
ぎ
る
と
い
う
問

を
反
重
力
力
場
を
使

た

や
か
な
加
速
で
解

消
し
て
い
る

 
あ
と
ブ

ス
タ

は

や
エ
ネ
ル
ギ

を
使
う
が
反
重
力
力
場
に

し
て
は
機
構
さ
え
無

事
な
ら
使
え
る
か
ら
極
論
彼
が
死
な
な
い
限
り
常
に
使
え
る
も
の
と

え
る

だ
か
ら
機
動
で

生
す
る
事
は

き
に
く
い

だ

使

感
覚
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
風
で

ん
だ
り

く
動
く
の
と
同
じ
だ
と
思
う

あ
と
で
確
認
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し
て

使
い
勝
手
を
教
え
て
ね

て
く
れ
れ
ば
束
さ
ん
や
あ

く
ん
が
再

整
す
る
か
ら

ん

そ
の

整

に
も
教
え
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か

い
い
よ
い
い
よ

教
え
た

る

 
自
分
で
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い

と

て
教
え
を

わ
れ
た
の
で
快

す
る

最
後
は
一
応
第
三
世
代
兵

い
に
な
る
も
の
な
ん
だ

そ
の
名
も

エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス

タ 

世
界
を

に
掛
け
る

の
一
味
を
追
う

部
が
手

を

機
能
付
き
の
も
の
に
し

て
そ
れ
を

の
手

に
付
け
る
事
で

え
る
と
い
う
シ

ン
が
ア
ニ
メ
や

場

で

写
さ

れ
た

手

を
掛
け
ら
れ
た

は
そ
の

機
能
に
よ

て
引

ら
れ

も
お
縄
に

な

た
り
対
策
と
し
て
手

型
の
手

で
縄

け
し
た
り
と
器

な
対
応
を
し
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
る

 
エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス
タ

は
そ
れ
か
ら

想
を
得
た

空
気
中
の

水

原

子
な
ど
で

不
可

の
縄

を
作
り
出
し
引

た
り

不
可

の
道

で

手
と
自
分
を

繋

て
彼
我
の

離
を
無
理

理

め
た
り
な
ど
が
主
な
使

法

 

論

そ
れ
は
表
向
き
の
も
の
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イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス

を
使

た
兵

が
第
三
世
代
機
の
定
義

黒
椿

は

第
四
世
代
機
だ
が

第
三
世
代
と
世
間
に
思
い

ま
せ
る
た
め
に
こ
の

エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス

タ

を

載
し
た

 
い
ま
世
界
中
が
躍

に
な

て
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
の
兵

を

開
発

し
て
い
る
が
そ
の
大

は
攻
撃
的
な
も
の
ば
か
り

中
国
は
空
気

に

想
を
得
た
兵
器
イ

ギ
リ
ス
は
原
子

作
を
応

し
た
エ
ネ
ル
ギ

波
の
遠
隔

作
日
本
は
水

原
子
を

る
ナ
ノ

マ
シ
ン
な
ど
だ

一
ド
イ
ツ
が
指
定
空
間
内
の
原
子
を

定
し
物

的
な
も
の
の

性
を
止

め
る
補
助
的
兵

の
開
発
に

手
し
て
い
る

 

エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス
タ

は

そ
の
ド
イ
ツ
の
兵

ア
ク
テ

ブ
・
イ
ナ

シ

ル
・

キ

ン
セ
ラ

の
発
展
形
と

え
よ
う

あ
ち
ら
は
空
間
内
の
物

を

止
さ
せ
る
だ
け
だ

と
は

え
一

の

止
で
も

で
は
あ
る

が
こ
ち
ら
は
イ
メ

ジ
に
よ

て
自

由
自
在

最
終
的
に
は
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

に
よ
る
全
方

認
可
能
性
能
を

使
し
全
方

の
空
間
を

配
す
る
可
能
性
す
ら
秘
め
て
い
る

無
論
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば

が

使
さ
れ
る

か
ら

・

・

・は
出
来
な
い
よ
う
リ
ミ

タ

を
掛
け
て
い
る
が

 
そ
し
て
そ
れ
が
表
向
き
な
理
由
な
の
は

論
無
銘
の
能
力
を
使
う

の
カ
モ
フ
ラ
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ジ

に
す
る
た
め
だ

無
銘

は
物

の
分

分
解

再
構

を
可
能
と
す
る
の
に
対
し

黒
椿

は

動
・
補

助
に
重
き
を

い
て
い
る

だ
が
ど
ち
ら
も
原
子
を

る
事
に
は
変
わ
り
な
い

 
仮
に
ど
こ
か
か
ら
襲
撃
を

け
登
録
さ
れ
て
い
な
い
武
器
を

り
出
し
た
時
こ
の
エ
レ

メ
ン
タ
ル
マ
ス
タ

を

い

の

と
す
る

に
わ
ざ
わ
ざ

載
し
た
の
が
真
実
で
あ
る

す
ご
い
な

 
そ
の
話
を

と
す
れ
ば
バ
イ
ザ

を
付
け
た
黒
騎
士
の
よ
う
な
出
で
立
ち
の
少
年
が
感

の
声
を

ら
し
て
く
れ
た

声

に
は

な
尊

の
念
が
滲
ん
で
い
る

 
む

ん

と
思
わ
ず

が

り
上
が
る

 

思
え
ば

色
眼

無
し
の
称

は
い
つ
振
り
だ
ろ
う
か

 
彼
か
ら
は

け
て
い
る
が
そ
れ
以
外
は
天
災
の
フ

ル
タ

が
掛
か

て
い
る
よ

う
に
思
え
る

た
だ
自
分
が
天
邪
⻤
な
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が

さ
て
さ
て
機
動
シ
ス
テ
ム
の

要
は
話
し
終
え
た
し
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
で

ん
で
み
よ
う

か

束
さ
ん
は
こ
こ
か
ら

を
す
る
か
ら
自
由
に

ん
で
お
い
で

ん
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少
し
下
が

て

動
型
ラ
ボ

名

前

はは
ま猫
だで
なあ
いる

を
呼
び
出
す

作
業

の
工
作
機

を

多
数
内

し
て
い
る
こ
れ
は
同
時
に
様

な
デ

タ
の

機
器
も
備
え
て
い
る
た
め

の

状

を
確
認
す
る
の
に
は
う

て
つ
け
だ

 
そ
れ
を
見
届
け
た
後

黒
椿

黒
騎
士
が

し
た

 
近
く
に
生
身
の
私
が

た
か
ら
か
最
初
は
か
な
り

く
り
だ

た
が
あ
る
程

の
高

を

取

て
か
ら
は

ア
リ

ナ
全
体
を
ぐ
る
ぐ
る
と

回
し
始
め
る

加
速
や

時
加
速
は

論

ロ

リ
ン
グ
や
タ

ン

バ

ク
フ
リ

プ

後
退
加
速
な
ど
様

な

動
手

を

す
る

お

や

り
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の

行
経
験

て

活
き
て
る
よ
ね

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
へ
の
風

た
り
は
依
然
と
し
て
キ
ツ
い
の
で
世
間
か
ら
は
あ
ま
り

価
さ
れ
て

い
な
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
が

郷

之
が
作
り
上

た
フ
ラ
イ
ト
・
エ
ン
ジ
ン
は
大
し
た
も
の
だ

現
実
と

色
な
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の

行
は

者
や
戦
闘
機

士
に
得

い
経
験
を
与
え
て

く
れ
る

そ
れ
も
大
し
た
デ
メ
リ

ト
や
リ
ス
ク
も
無
し

技
術
全
て
を
流

で
き
る

で
は

な
い
が

行
時
の
重
力
感
覚
な
ど
は
や

て
損
は
無
い

 
そ
れ
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た

か
ら
見

い
て
い
た
彼
の

明
さ
は
流

だ

 
あ
る
い
は

そ
れ
を
気
付
か
せ
る
き

か
け
を
作

た
義
姉
・
桐

谷
直
葉
の

績
か
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二

三
分
し
て

彼
は
一

り
の
確
認
を
終
え
た
の
か
下

し
て
来
た

も
う
終
わ
り
で
い
い
の

行

練
は
明
日
か
ら
も
存
分
に
出
来
る
か
ら

そ

か

 

く

い
た
私
は

空
中
に
指
を
躍
ら
せ

デ

ス
プ
レ
イ
を
呼
び
出
す

そ
れ
は

黒
椿

に

ん
で
い
る
武
器
の
デ

タ

そ
の
デ

タ
を
黒
椿
に
送
る
と
彼
も
デ

ス
プ
レ
イ
を

呼
び
出
し
た

じ

は
武
器
と

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力

に
つ
い
て
説
明
す
る
ね

し

か
り
発
現
し
て
た
ん
だ
な

で
も

一
仕
様
能
力
も
一
緒
に

 
や
や
こ
し
く
な

い
か黒

椿

の
は
武
器
と
密

に

し
て
る
か
ら
分
け
る
方
が
や
や
こ
し
い
よ

 

一
仕
様
能
力
は
そ
の
機
体
が
独
自
に
作
り
上

た
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
マ

プ
と

者
の
ク

セ
や

み
シ
ン
ク
ロ

な
ど
様

な
要

が
絡
み
合

て
構

さ
れ
る
機
能
な
の
で
絶
対
数

が
少
な
い
事
も
あ

て

原

と
い
う
も
の
を
語
れ
な
い

 
だ
か
ら
武
器
と

し
て
い
る

一
仕
様
能
力
と
い
う
の
も
別

お
か
し
な
話
と
は

え
な
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い
の
だ

 

し
い
と
は
思
う
が

そ
う
い
う
事
も
あ
る
だ
ろ
う

黒
椿

の
武
器
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
使

て
た
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

で
一
セ

ト
う
ち
が
た
な

打
刀
二
本
で
一
セ

ト

あ
と

と
同
じ

ツ
で
一
セ

ト
の

合

三
種

ね

 
三
番
目
は
無
銘
の
カ
モ
フ
ラ

ジ

が
主
な
理
由

あ
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

た

経
験
を
フ
ル
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に

と
い
う
配
慮
も

ん
で
い
る

原
子

作
に
よ
る

や

の
発
生
は
強
力
な
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
だ
か
ら
使
わ
な
い
手
は
な
い

エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス

タ

の
使

に

の
形
状
は
イ
メ

ジ
を

め
る
の
に

立
つ
だ
ろ
う

 
一
番
目
の
二
刀
は
世
間
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
と
は

え
彼
を

徴
す
る
二
刀
で
あ

り
彼
自
身
も
心

世
界
で

現
化
さ
せ
る

ど
大
切
に
し
て
い
る
か
ら

剣
士
に
と

て
剣
は

己
の
命
も
同
然

な
れ
ば
こ
そ

剣
士
と
し
て
の
意
識
付
け
に

立
つ

だ

と
あ

場
く

ん

は

て
い
た

 
二
番
目
の
二
刀
一
対
の
打
刀
は

私
か
ら
の
贈
り
物
だ

 
確
か
に
彼
は

ノ
之
流
剣
術
を
は
じ
め

ど
の
流

剣
術
を
ま
と
も
に
は
使
え
な
い

だ
が

彼
の
義
姉
か
ら
教
え
を

け
て
い
る
以
上
全
て
使
え
な
い

で
は
な
い

だ

と
い
う
か
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使
え
な
い
技
術
を
教
え
る

ど
彼
女
は

じ

な
い

使
わ
な
く
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
が

使
う
時
が
来
た
場
合
の
事
を

え
て

意
し
て
お
い
た

で
ね

心
の

一
仕
様
能
力
な
ん
だ
け
ど

 

そ
こ
で

私
は

い

ん
だ

 

を

て
見
上

ら
れ
る

疑
問
の
意

が
バ
イ
ザ

越
し
で
も
分
か
る
く
ら
い

し

し
と
伝
わ

て
来
た

 
・三
・つ

発
現
し
た
ん
だ
よ
ね

 

は

 
間
の

け
た

さ
を

わ
に
し
た
声
が
上
が
る

そ
ん
な
バ
カ
な
と
い
う

き

に

し
た
風
で
な
い
の
が
彼
ら
し
い
と
現
実

気
味
に
思

た

い
や

束
さ
ん
も
ち

と
信
じ
が
た
い
と
い
う
か

い
く
ら

原

を
語
れ
な
い
と
は

え
複
数
発
現
な
ん
て

て
思

た
ん
だ
け
ど
さ

 
和
君
前
は
三
つ
に
人
格
分
裂
し
て
た
じ

ん

 
で

そ
の
ロ
グ

て

無
銘

に
も
あ
る
し

然
和
君
の
記

に
も
あ
る

だ
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よ
ねあ

う
ん

そ
う
だ
な

で
ね

 
こ
れ
は
推

と
し
て

い
て
欲
し
い
ん
だ
け
ど

黒
椿

が
パ

ナ
ラ
イ
ズ

最

化
し
て
る

時
に
多
分
無
銘
か
和
君
の
記

の
ど

ち
か
を
見
て
反

さ
れ
た
ん
だ
と
思
う
ん
だ
よ

ね

今
は
一
つ
に
な

て
る
の
に

う
ん

多
分

無
銘

の
方
に
ア
ク
セ
ス
が
あ

た
ん
だ
と
思
う

無
銘

に

か

 
今
の
彼
は

合
人
格
と
し
て
一
つ
に
な

て
い
る
か
ら
彼
の
記

で
反

さ
れ
た
と

え
る
と
や
や
無
理
が
あ
る

で
あ
れ
ば
無
銘
の
ロ
グ
と
コ
ア
人
格
を
吹
き

ば
し
た
と
い

う
強
い
感
情
を

み
取

た
と

え
た

う
が

ま
だ

得
出
来
る
話
だ

無
銘

は

に
コ

ア
・
ネ

ト
ワ

ク
と
繋
が

て
い
る
か
ら
そ
こ
と
リ
ン
ク
し
て
黒
椿
が
最

化
を
実
行

し
て
い
た
と
見
る
の
が
一
番
的
確
だ
ろ
う

 
い
ず
れ
に
せ
よ

は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め

千
差
万
別
の
成
⻑
を
し
て
い
く
存
在

原

だ
と
か
定

だ
と
か
そ
う
い
う

組
み
で
は
語
れ
な
い
も
の
だ

そ
う
い
う
事
実
と
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し
て

け
入
れ
た

う
が
い
い
の
だ
ろ
う

 
作
り
主
は
自
分
だ
が

そ
の
自
分
で
も
予
想
出
来
な
い
成
⻑
の
仕
方
を
す
る
か
ら

ら
な
い

ま

多
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

発
表
す
る
か

か
は
ま
た

え
る
と
し
て

はさ

き

た

り
の
武
器
を
出
せ
ば
発
動

機
状

に
な
る
よ

 
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

で
一
つ

と
い
う

合
だ

ち
な
み
に
エ
リ

シ

デ

タ
と
打
刀
の
組
み
合
わ
せ
だ
と
同
時
に
二
つ
発
動
可
能
だ

 
無
論
可
能
に
な
る
だ
け
で
武
器
を
持

た
か
ら
と

て

に
発
動
す
る

で
は
な

い 

そ
れ
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
で

彼
が
直
剣
を
二
本
取
り
出
し
た

 

ぶ
わ

と

黒
の

や

手

て
の
そ
こ
か
し
こ
に
作
ら
れ
た
展
開

か
ら
蒼
白
い

光
を

ら
せ
る

わ

お

 

直
に

の
声
が

れ
た

 
確
か
に
武
器
を
持
て
ば

発
動
可
能

う
な
れ
ば

機
状

に
な
る

だ
が

そ
こ
か
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ら

件
を

た
す
事
で

初
め
て
発
動
す
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
で
も
彼
は

そ
の

件
を

く
前
に

も
う
発
動
し
て
し
ま

て
い
る

 
発
動

件
を
知

て
い
る
身
と
し
て
は

彼
ら
し
い
な

と
思
う
ば
か
り

な
ん
か
光
り
始
め
た
ん
だ
け
ど

な
に
コ
レ

そ
れ
が
そ
の
二
本
の
ど

ち
か
を
持

た
時
の

一
仕
様
能
力
だ
よ

 
は覇
ど
う導

絶
う

 
そ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
手
に
し
た
二
刀
を
持

た
時
に
発
動
す
る
能
力
の
名
称

お
そ
ら
く

黒
の
剣
士

と

ビ

タ

と
し
て
動
い
て
い
た

守
護
人
格

の
特
性
を
強
く
発
現

し
た
も
の

 
能
力
は

エ
ネ
ル
ギ

の
増

 
世
界
で
最
も
有
名
な

一
仕
様
能
力
で
あ
る
零

白
夜
が
一
対
零
の
エ
ネ
ル
ギ

消
滅
能

力
な
の
に
対
し

覇
導
絶

は
一
対
百
の
エ
ネ
ル
ギ

増

能
力
な
の
だ

 

黒
椿

の

一
仕
様
能
力
は

全
て
使

に

し
強
い

感
情

を
ト
リ
ガ

と
し
て

い
る

 
そ
れ
が
お
そ
ら
く
人
格
分
裂
を
参

に
し
た
と

え
る
根

の
一
つ

分
裂
も
感
情
を

に
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さ
れ
て
い
た

 
覇
導
絶

発
動
に
必
要
な
の
は
守
護
の
感
情
だ

そ
し
て

合
人
格
の
主
人
格
が
そ

の
感
情
を
一
番
に
し
て
い
る
の
で
剣
を

る
理
由
が
あ
る
以
上
は

ば
無
制
限
自
動
発
動
だ
ろ

う

だ
か
ら
剣
を
出
し
た

発
動
し
た
の
だ

 

惑
気
味
に
少
年
に
推

を
交
え
つ
つ
教
え
る
と
理
解
と

得

い
で
悩
む
よ
う
な
表
情

を
浮
か
べ
た

合
で
使
え
な
い
ん
じ

な
い
か

ま
あ

一
の
対
抗
手

は

零

白
夜

だ
か
ら
ね

実

常
時
無

 
常
時
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

ブ

ス
タ

の
エ
ネ
ル
ギ

が
無
限

さ
れ
る
の
で

者
で
あ
る
彼
が
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
を

こ
す
ま
で

遠
に

し

け
ら
れ
る
事
に
な
る

 
意

せ
ず
し
て

機

が
出
来
た

だ

 
エ
ネ
ル
ギ

問

も
こ
れ
で
解
決
だ
ね
と

う
と
そ
う
だ
な
と
苦

で
返
さ
れ
た

あ
ま
り
面
白
く
な
か

た
ら
し
い

ち
な
み
に
二
つ
目

打
刀
の
は

ば
ん万し

う絶
か
い解

零

白
夜

の
物
理

み
た
い
な
も
の
か
な

原
子
レ
ベ
ル
か
ら
物

を
斬
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り
裂
く
か
ら

不
可

あ
と
原
子
結
合
で
刀
身
を
保
護
す
る
か
ら
絶
対

れ
な
い

 
あ

場
く
ん

の
話
に
よ
れ
ば
第
二
人
格
・
シ
ロ
は
片
刃
の
大
刀
を

ん
で
使

て
い
た
と
い
う

刀
で
も
い
い
だ
ろ
う
に

え
て
大
振
り
の
大
刀
を
使

て
い
た
の
は
と
も
す
れ
ば

さ
と
重

さ
で
補
い
た
か

た
か
ら
な
の
か

 
ま
た
和
人
の
話
に
よ
る
と
シ
ロ
は
自
身
の
生
存
本
能
を
特
に
切
り
取

た
人
格
だ

た

ら
し
い

 
万

絶
解
は
物

に
対
し
て
絶
対

の
能
力

発
動

件
で
生
存
本
能
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は

物
理
的

か
ら
身
を
守
ろ
う
と
す
る
意

の

れ
な
の
か
も
し
れ
な
い

物
理

不
可
攻
撃
と
か
束
さ
ん
で
も

バ
い
と
し
か
コ
メ
ン
ト
出
来
な
い
よ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
エ
セ
リ
ア
ル
シ
フ
ト
と
い
う
物
理

た
り
判
定
を

か
し
て
攻
撃
を

て

る
伝
説

武
器
・
魔
剣
グ
ラ
ム
が
あ
る
が
そ
れ
を
リ
ア
ル
で
再
現
し
た

だ

論

過
な

ん
て
出
来
る

が
無
い

だ
か
ら

不
可
の
部
分
を

実
に
再
現
し
た
パ
タ

ン
だ

 
原
子
レ
ベ
ル
で
刀
身
を
保
護
し
触
れ
た
物

の
原
子
を
分
解
し
て
い
る
以
上
エ
ネ
ル
ギ

の
本
流
を
形
作
る
光
子
や
流
動
波
の
影

も
打
刀
は

け
な
い
だ
ろ
う

Ａ
Ｉ
Ｃ
の

性

止
結

界
も

む
し
ろ
食
い
破
る

だ
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そ
れ
は
と
も
か
く

 
問

は
三
つ
目
だ

 

の

品

作

た
の
は
私
だ
け
ど
問

は
参

に
さ
れ
た
人
格
だ

守
護
生

存
本
能
と
来
て
最
後
に
残
さ
れ
た
の
は

そ
の
も
の

一
番
殺
意
が
高
い

だ
が
そ
れ

は
同
時
に
世
界
や
実
姉
に
対
す
る
憎
し
み
が
最
も
強
い
事
も
意
味
す
る

三
つ
目
は

の
だ

た
よ
な

人
格
も
残
り
は

も
う
な
ん
と
な
く

想
像
出
来
て
る
け
ど

な
ん
だ

多
分
想
像

り
だ
と
思
う
よ

名
前
こ
そ
違
う
け
ど

零

白
夜

ま
ん
ま
だ
か
ら

 

の
武
器
に
あ

た
黒
と
白
で
一
対
の
片
刃
片
手
剣
は
組
み
合
わ
せ
て
一
本
の

刃

⻑
剣
に
す
る
事
で

零

白
夜

と
同
じ
能
力
を
発
動
出
来
る
と

い
て
い
る

無
銘

の
も

そ
う
だ
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
も
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

明
剣
の
本

発

に
は
そ
う
す
る
必
要
が

あ

た
の
だ
と

黒
椿

の

・
影
打

も
同
じ

武
器
に
引
き

ら
れ
た
の
か

発
現
し
た

一
仕
様
能

力
・

く
う空
は
く白

絶
き虚

の
能
力
は

零

白
夜

と
完
全
同
一

 
そ
の
殺
傷
力
は

万

絶
解

と

ぶ
程
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絶
対

を
発
動
さ
せ
る

ど
こ
ろ
で
は
な
い

常
の
出
力
で
使
え
ば
絶
対

を
も
斬

り
裂
き

者
本
人
を
斬
り
捨
て
ら
れ
る

 
そ
の
危
険
性
を

零

白
夜

を
再
現
し
た
護
身
武
器
を
使
う
に
あ
た

て

強
し
た
彼
は

よ
く
理
解
し
て
い
る
ら
し
く

が
引
き
つ

た

 

し
に
と

彼
は
打
刀
を

け
て

の
武
器
で
あ
る
黒
と
白
の
片
刃
剣
を
出
す
が

れ
も

一
仕
様
能
力
が
発
動
し
た

合
人
格
だ
か
ら
か
い
ず
れ
の
感
情

衝
動
も
強
い
た

め

武
器
を
出
し
た
時
点
で
自
動
発
動
し
て
し
ま
う
ら
し
い

 
空
白
絶
虚
の
能
力
に
よ
り
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

が

て
い
く
の
を
見
て
彼
は
全
て

の
武
器
を
格

し
た

 
そ
し
て
私
を
見
上

る

黒
椿

の
標

武
器

全
部
使
え
な
く
な
い
か

そ

こ
と
だ
ね

 
ダ
メ
じ

ん

 
と
実
に
く
だ
け
た

の

え
方
を
す
る
少
年

乱
と

き
に

け
て

の
事
実
に
直
面
し

流

に

惑
を
抑
え
切
れ
な
く
な

て
き
た
ら
し
い

 
む
し
ろ
そ
れ
く
ら
い
が
ち

う
ど
い
い
と
思
う
の
だ
け
ど
す
ぐ
に
彼
は

の

子
を
取
り
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し
たえ

ど
う
す
れ
ば
い
い
の

流

に

ま
れ
た
武
器
を
全
部
使
え
な
い
な
ん
て
予
想
し
て
な

か

た
ん
だ
け
ど

 
い
や

の

子
に
は
ま
だ

て
な
か

た

る
よ
う
に
見
上

て
来
て
ど
こ
か
気
弱

だ 

時
に
な
い
ギ

プ
に
ち

と
だ
け

の

が
動
い
た

そ
れ
を

し

し
て

を
組

む 
う
ん

だ
か
ら
代
わ
り
の
武
器
が
こ
ち
ら
に
な
り
ま
す

  
ざ
ら

と

動
型
ラ
ボ
の

か
ら
武
器
を
出
し
ア
リ

ナ
の
地
面
に
突
き
立
て
る

最
初
に
そ
れ
を
出
し
て
よ
束

士

 
非
常
に
強
い
抗
議
の
声
が

き
付
け
ら
れ
た

 
あ

は

は

と
私
は

た
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・
椿

実

の
椿
に
黒
色
は
無
い

 
開
花
時
期

月

月

月

月

 
花

葉

 
日
本
語

誇
り

え
め
な
や
さ
し
さ

 
英
語

愛

感

完
全

完

 

つ
ま
り
こ
の

黒
椿

と
い
う
名
前

 

外
に

千
冬
を
越
え
て
い
く

と
い
う
意
味
に
な
る
ん
で
す
ね

こ
じ
つ
け
解

  
・
黒
椿

 
実
は
数
話
前
の
解
説
で
は
第
三
世
代
兵

が
明
か
さ
れ
て
い
な
か

た

 
第
三
世
代
兵

エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス
タ

 
原
子

作
で

手
と
の
ラ
イ
ン
を
作
り
引
き
寄
せ
た
り
指
定
空
間
の
原
子
を

作
し
て
場
を
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配
し
た
り
な
ど
覚
醒
し
た
ら
強
い

真
 
原
子
を

れ
る
性

上

手
を

息
死
さ

せ
る
事
も
可
能

マ
ス
タ
ン
グ
大

の

作
で
パ

チ
ン

発
も
再
現
出
来
る

 
夢
が
広
が
リ
ン
グ
な

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス

載
兵

一
仕
様
能
力

 
か
つ
て
の
分
裂
人
格
に
合
わ
せ
て
三
つ
発
現

 

覇
導
絶

 
守
護
人
格
の
影

で
発
現

 
エ
ネ
ル
ギ

無
限

 
原
作
紅
椿
の

舞

と
同
じ
能
力

エ
リ

シ
デ

タ
か
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を

出
せ
ば

守
護
の
意

に
よ

て
自
動
発
動

 
そ
の
性

上

合
で
は
使

制
限
を
掛
け
ら
れ
る
可
能
性
・
絶
大

 

万

絶
解

 
生
存
本
能
の
人
格
の
影

で
発
現

 
原
子
分
解
ブ
レ

ド
能
力

不
可
攻
撃

 
物
理
に
対
し
て
絶
対

銘
が
出
て
い
な
い
打
刀
二
本
の
片
方
を
出
せ
ば
自
動
発
動

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
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な
の
で
刀
さ
え
出
し
て
い
れ
ば
エ
リ

シ
デ

タ
な
ど
に
も
こ
の
能
力
は
付
与
さ
れ
る

絶
対

れ
な
い
部
分
は

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

の
黒
刀
や

武

色
の
覇
気

を
イ
メ

ジ

全

て
の
武
器
に

さ
れ
る
の
で
後
者
が
近
い
か

 
そ
の
性

上

合
で
は
使

制
限
を
掛
け
ら
れ
る
可
能
性
・
絶
大

 

空
白
絶
虚

 

の
人
格
の
影

で
発
現

 
エ
ネ
ル
ギ

消
滅
能
力

 
エ
ネ
ル
ギ

に
対
し
て
絶
対

 
ま
ん
ま

零

白
夜

千
冬
へ
の
殺
意

千
冬
を

め
る
世
界
へ
の
復
讐
心
を
根

に
し
て

い
る
た
め

肉
の
よ
う
に
同
じ
能
力
に
な

た

名
前
の

空
白

は

零

白
夜

の
事
を

た
も
の

 
そ
の
性

上

合
で
は
使

制
限
を
掛
け
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が

や
原
作
白

式

の

か
ら
使

て
い
い
と
許
可
が
下
り
る
可
能
性
ア
リ

 

な
の
だ
が
和
人
が
全
部
使
え
な
い
と

て
い
る
時
点
で
使
う
つ
も
り
が
ま
ず

無
い



 尊ぶべき日常世界

 
ち
な
み
に

展
開

は
実

零

白
夜

と
同
じ
性

な
の
で

に

し
て
も
エ

ネ
ル
ギ

に
対
し
て

を
誇
る

  
・

ノ
之
束

 
流

に

黒
椿

の
真
価
に

き
を

せ
な
い
で
い
る
天
災

 
自
分
の
予
想
外
の
成
⻑
を
し
て
い
く

に

を
躍
ら
せ
て
い
る

り
や

り

者

実

は
今
話
は
和
人
を
意

的
に
か
ら
か

て
い
る
節
が
あ
る

 
原
作

に
対
し
て
の
説
明
に

べ

実
演
が
無
い
も
の
の

と

 
人
の
心
が
分
か
る
天
災
だ
か
ら
ネ

 
直
葉
に
対
し
て
の
信
頼
が

く
高
い
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発
覚
 

愚
直
な
狂
気

  

点

和
人

束

 

数

約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
黒
椿
の
ス

ク
は
ア
リ

ナ
ま
で

動
す
る
間
の
道
中
で
タ
ブ
レ

ト

を
流
し

み
し
て
い
た

前
中
に

か
ら

要
を

か
さ
れ
て
い
た
の
で
武
器
の
種

に

し
て
も
把

握
は
し
て
い
た

と
は

え
一

行
し
て
か
ら
は
す
ぐ
に
束

士
達
に

け
た
た
め
発
現
し

た
ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か

た

 
武
器
に
応
じ
て
発
現
す
る

と
い
う
点
に
は

あ
ま
り

き
は
な
い
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の

一
仕
様
能
力
零

白
夜
は

載
さ
れ
て
い
た
雪
片
が
無
け
れ
ば
使

不
可
能

雪
片
は
物
理
刀
と
エ
ネ
ル
ギ

ブ
レ

ド
の
二
形

を
備
え
て
い
て

そ
こ
に
対
エ
ネ
ル

ギ

形

が
加
わ

た
形
が

零

白
夜

の
在
り
方
だ

キ

カ
ケ
は
ど
う
あ
れ
雪
片
が
無

け
れ
ば
始
ま
ら
な
い

そ
の
パ
タ

ン
が

武
器
あ
り
き
の
発
現
の
一

 
も
ち
ろ
ん
発
現
す
る
に
あ
た

て
新
た
な
兵

が
増
え
る
パ
タ

ン
も
あ
る
が

そ
も
そ
も

セ
カ
ン
ド
・
シ
フ
ト

二

行
す
る
時
点
で

存
の
武
器
・
兵

を
使

て
の
経
験
を
前

に
し
て
い
る
た
め
こ
の

場
合
の
方
が
む
し
ろ
少
な
い
だ
ろ
う

 
つ
ま
り

一
仕
様
能
力
の
発
現
パ
タ

ン
に

い
て
武
器
あ
り
き
の
方
が
オ

ド

ク
ス

と

え
た
の
だ

 
だ
か
ら
と

て

黒
椿

に

ま
れ
て
い
た

つ
ま
り
ス

ク
デ

タ
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る

武
器
が
全
て

合
で
使
え
な
い
の
は
予
想
外

 
多
分

も
予
想
出
来
な
い
と
思
う

 
能
力
の

も
同
じ

エ
ネ
ル
ギ

増

能
力

覇
導
絶

物

分
解
能
力

万

絶
解

エ
ネ
ル
ギ

消
滅
能
力

空
白
絶
虚
と
そ
れ
ぞ
れ
強
力
な

も
の
で
は
あ
る
が
発
現
経

で
あ
る
人
格
分
裂
の
事
を
前

に
す
れ
ば
違
和
感
は
無
い

だ
か

ら
と

て

き
が
無
か

た

で
は
な
い
が
三
つ
目
な
ん
か
は

い

肉
が

い
て
い
る
か
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ら

得
し
た
程
だ

 
そ
ん
な

零

白
夜
と
同
一
と
目
さ
れ
る
た
め
使

許
可
が
下
り
る
か
も
し
れ
な
い
空

白
絶
虚

だ
が

最
終
的
に
は

こ
れ
も
禁
止
さ
れ
る
と

は

え
て
い
る

 
そ
も
そ
も

零

白
夜

と
は
事
情
が
異
な
る

 
零

白
夜
が
エ
ネ
ル
ギ

系

の
兵

に
対
し
て

性
が
良
い
の
は

知
の

り

最

エ
ネ
ル
ギ

兵

の
天

と

て
も
過

で
は
な
い
そ
の
性

は
出
力
を
限
界
ま
で
抑
え
な

け
れ
ば
絶
対

す
ら
斬
り
裂
け
る

事
実

の
モ
ノ
は
限
界
ま
で

整
さ
れ
た
上
で

一

太

刀

一

の

触
で
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を

さ
せ
ら
れ
る

使
い
手
の

に
も
依
る
だ
ろ
う

が

む
し
ろ

使
い
手
が
上
手
く
な
け
れ
ば
人
が
死
ぬ

一

の

触
で

が

き
る
な
ら

す
ぐ
に
解

し
な
け
れ
ば

者
を
斬
る
場
合
だ

て
あ
り
得
る
か
ら
だ

 
だ
が
そ
の
リ
ス
ク

を
使
う
上
で
は
ど
ん
な
兵

で
も
大
な
り
小
な
り
存
在
し
て
い
る

そ

の
リ
ス
ク
を
理
由
に
使

を
許
可
し
な
い
な
ら

そ
も
そ
も

の
使

す
ら
ご
法

い
に
出

来
る
だ
ろ
う

 

権
者
達
は
そ
れ
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
零

白
夜
を
禁
止
し
な
い

日
本

は
自
国
の

の

に
他
国
は
自
国
の
専

機
の
機
能
を
同
じ
よ
う
に
制
限
さ
れ
た
く
な
い

に
前

を
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作
り
た
が
ら
な
い

 
そ
れ
の

れ

に
な
れ
る
理
由
が

零

白
夜

に
は
あ

た

発
動
中
シ

ル
ド
エ
ネ
ル

ギ

を

速
に
消

す
る
と
い
う
大
き
な
デ
メ
リ

ト
だ

他
の

者
に
は
無
い
そ
の
デ
メ

リ

ト
が
心
理
的
に

け
入
れ
ら
れ
る
理
由
に
な
り
得
た

そ
れ
を
技
術
で
リ
カ
バ
リ

し
た
の

が
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬

で
あ
り

だ
か
ら
こ
そ
神
格
化
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る

あ
の
人
は

刃
の
刃
を
使
い
こ
な
せ
る

者
だ

と

 

空
白
絶
虚

も

果
が
同
じ
な
ら
デ
メ
リ

ト
も
ま
た
同
じ

 
し
か
し

そ
の

果

が

大
き
く
異
な
る

 
万

絶
解
と
の
違
い
は
物
理
か
エ
ネ
ル
ギ

か
だ
け

分
か
り
や
す
く

え
ば

影
打
ち

の
武

を
ど
れ
か
一
つ
出
し
て
い
る
だ
け
で
全
て
の
武
器
に

さ
れ
る
能
力
な
の
だ

武

器
や

が

力
に

ん
で
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
や

て
い
た
よ
う
な
武
器
の
雨
を
し
て

場
を
無
く
せ
ば

そ
れ
で
終
わ
る

 
多
分
そ
れ
が
分
か

た
時
点
で

合
で
の
使

は
禁
止
さ
れ
る
だ
ろ
う

 

だ
け
ど
仮

禁
止
さ
れ
な
か
ろ
う
と
そ
も
そ
も
空
白
絶
虚
を
使
う
気
な
ん
て

無
い
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空
白
絶
虚
の
性

そ
の
も
の
は
零

白
夜
と
ま

た
く
同
一

名
前
が
違
う
だ
け

と

束

士
す
ら
そ
う
表
現
し
た

人
も
同
じ
表
現
を
す
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
一
番
分
か
り
や
す
い
か
ら
だ

 

同
時
に

べ
ら
れ
や
す
い

と
い
う
特
徴
も
生
み
出
す

 

に
は

つ
か
の
種

が
存
在
す
る

 
理
解
を
得
や
す
く
す
る

の

が
あ
る

パ

セ
ン
ト
増
な
ど
が
そ
の
一

体

を
出
す
事
で

そ
の
内
容
を
正
確
に
伝
え
よ
う
と
す
る
パ
タ

ン

 

を
付
け
る

の

が
あ
る

そ
れ
の
方
が
点
数
が
上
だ

た
と
い
う
間
隔

そ
れ
が
一
番
だ

た

と
い
う

序

を

い
て
伝
え
る
パ
タ

ン

 

え
ば

空
白
絶
虚

は

零

白
夜

と
同

の
性

で
あ
る

と
伝
え
ら
れ
れ
ば

人

は

を

え
る
だ
ろ
う
か

 
エ
ネ
ル
ギ

消
滅
能
力

 
な
る

ど

そ
れ
は
事
実
だ

 
エ
ネ
ル
ギ

消

の
デ
メ
リ

ト

 
な
る

ど

実

そ
れ
は
あ
る

 
け
れ
ど

⺠

か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は

無
い
話
だ

 
零

白
夜
よ
り
ど
れ
く
ら
い
エ
ネ
ル
ギ

を

り
や
す
い
か
ど
れ
く
ら
い
消

が

し
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い
な
い
し

や
か
な
ど
そ
の
業
界
に

わ

て
い
な
い
一

⺠
か
ら
す
れ
ば

に
過
ぎ
な

い

こ
れ
く
ら
い

よ
く
生

出
来
て
い
ま
す

と

わ
れ
て
も

現
場
の
苦
労
が
分
か
ら

な
け
れ
ば
実
感
が

か
な
い

 
故
に
正
確
な
理
解
も
得
ら
れ
な
い

 
焦
点
を
集
め
る
の
は

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

世
界
最
強
と
同
じ
能
力

と
い
う
一
点
の
み

 
す
な
わ
ち

なお
ん
な姉

と

愚

なお
と
こ弟

と
い
う

性

世
界
最
強

の
二
つ
名
は

本
人

の
技

の
上
に
成
り
立

て
い
る

だ
が
零

白
夜
が
あ

た
か
ら
こ
そ
剣
一
本
で
の

期

決
戦
で
勝

出
来
た

と

え
な
く
は
な
い

面
も
あ
る

戦
い
が
⻑
引
く

ど

弾
が
増

え

北
確

は
高
ま
る
か
ら
だ

 

が

空
白
絶
虚

を
使
い

世
界
最
強
を
下
し
た
と
す
る

そ
の
時

零

白
夜

よ
り

性
に

む
こ
の

一
仕
様
能
力
が
あ

た
か
ら
勝
て
た
の
だ
と

わ
れ
れ
ば

は
そ
れ
を

定
出
来
な
い
だ
ろ
う

 

そ
れ
で
は

の
価
値
を
正

に

価
さ
れ
得
な
い

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

憎
い

手
と
同
じ
力
は
使
い
た
く
な
い

と
い
う

憎

悪
心
情
が
あ
る

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

世
界
最
強
を
自
分
の
力
だ
け
で
越
え
る

と
い
う

意

地
心
情
が
あ
る
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あ
の
機
体
が
あ

た
か
ら
力
が
あ

た
か
ら
勝
て
た
ん
だ
と
そ
う
思
わ
れ
れ
ば
本

の
意

味
で

の
価
値
は
認
め
ら
れ
な
い

い
て
は

み
ん
な

と
の
願
い
も
果
た
せ
な
い

か

も
し
れ
な
い

 

こ
れ
を
語

た
時

他
者
か
ら
は
た
だ
の
可
能
性
を
危
惧
し
過
ぎ
と

わ
れ
る
だ
ろ
う

 
だ
か
ら

に
も

わ
な
い

 

果

を

め
て
零

白
夜
と
完
全
同
一
で
発
現
す
れ
ば
話
は
別
だ

た
が

そ
れ

も
今
と
な

て
は
仮
定
の
話

影
打
ち

で
出
す

備
を
制
限
し
あ
た
か
も
零

白
夜
と

完
全
同
一
と
思
わ
せ
る
よ
う
使
う
事
も
可
能
だ
ろ
う
が

す
る
気
は
な
い

 

は

剣
士
だ

 
デ
ス
ゲ

ム
を
戦
い

い
た

黒
の
剣
士

な
の
だ

 
仮

剣
を

る
理
由
が
代
わ
り
剣
を
振
る
う
世
界
が
変
わ

て
も

の
意
識
は
変
わ
ら
な

い 

零

白
夜

は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

千
冬
の
代
名

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

の

徴

 
な
ら
ば

は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の

徴

剣
士
と
し
て
の
技
で
そ
れ
を
打
ち
破
る

女
尊
男

出
来
損
な
い

を

た
数

の
要

を

は

の
せ
い
ち

う

経
験
だ
け
で

す



 尊ぶべき日常世界

 

は
ゲ

ム
の
技
と

嗤
い
た
け
れ
ば
嗤
う
が
い
い

 

に
は

の
信
念
が
あ
り

覚
悟
が
あ
る

年
月
を
重
ね
た
剣
術
に

る
事
な
ど
百
も
承
知

の
道
で
あ
る
事
も
先
達
の

し
い
事
も
先

承
知

使
え
る
手

を

え
て

す
る
事
が

愚
か
な
事
も

全
て
承
知
の
上
で
の
決
断
だ

 
戦

た
後
に
引
き

ら
せ
る
事
で

無

か

か
を
証
明
す
る

 

世
界
最
強

を
確
た
る
も
の
に
し
て
い
る
最

極強
のの
一刃

零

白
夜

 
そ
れ
を

は
無己
限の
の全
剣て

で
打
ち
破
る

 
天
災
が
代
わ
り
と
し
て
出
し
た
数

の
武
器
を
見
て

剣
士
の
心
が
そ
う

え
た

 
武
器
に
は
全
て
見
覚
え
が
あ

た

然
だ

今
は
無
き
天
空
の
彼
方
に
浮
か
ん
だ
城
で
共

に
戦

た

間
達
の
武
器

同
時
に
三
つ
の

練
に

ん
で
い
る
三

月
間
ず

と
助
け
ら
れ
た

武
器
だ

 

み
ん
な
の
武
器
の
再
現
は

決
し
て
強
力
と
は

え
な
い

 
原
子
解

で

れ
ば
そ
の
全
て
が

な
構

で
あ
る
と
分
か
る

蒼
流
旋
や
雪
片
の
よ
う

な
特

構

な
ん
て
一
切
無
い
あ
り
き
た
り
な
武
器
ば
か
り

黒
椿

の
機
体
の
サ
イ
ズ
と
武

器
の
サ
イ
ズ
も
ど
ち
ら
も
標

を
下
回

て
い
る
以
上
は
リ

チ
の
面
で
も
不

で
あ
る

弓
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は
あ
る
が

火
器
に

べ
れ
ば

性

力
共
に

て
い
る

 

れ
ば
不

な
点
は
キ
リ
が
な
い

 
零

白

夜

強
力
な

一
仕
様
能
力
と
数
は
多
い

常
武
器
ど
ち
ら
か
を

べ
と

わ
れ
れ
ば
大

は

前
者
を

ぶ
く
ら
い
の
魅
力
の
差

 
け
れ
ど

み
ん
な
の
武
器
は

キ

リ

ト

黒
の
剣
士

の
一
部
に

し
い

 
空

白

絶

虚

零

白
夜

を
使
う
く
ら
い
な
ら

は

自
身
の

を
捨
て
て
で
も

剣
士

と
し
て

の
自
分
を
取
る

あ
の
世
界
に
あ

た
全
て
が

の
証
だ
か
ら

 
み
ん
な
の
武
器
は

同
時
に
み
ん
な
の
死
の
証
で
も
あ
る

 

も
う
二

と

間
は
死
な
せ
な
い

 
そ
の
決
断
は
月
夜
の
黒
猫

の
件
で

に
し
て
い
た
誓
い
だ

全
て
を
喪

た
そ
の
過
去

は

に
恐
怖
と
覚
悟
を
与
え
て
く
れ
る

 
そ
れ
だ
け
で

は
あ
の
世
界
を
生
き

い
た

 

世
界
最
強

な
に
す
る
も
の
ぞ

 
こ
ち
ら
に
は

ド
ス
キ
ル
と
み
ん
な
の
武
器

そ
し
て
誓
い
が
あ
る
の
だ

す
る

手
で
は
ま

た
く
な
い
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が

し
て
い
る
の
は

み
ん
な
が
死
ぬ
未
来

な
の
だ
か
ら

  
 

ウ

ア
ア
ア
ア

 
目
を

き
気

を

め
た
声
を
発
し
た
少
年
が
全
力
で

け
る

手
に
握
ら
れ
た
刀
剣

を

べ

大
上

か
ら
振
り
下
ろ
し
て
来
た

 
そ
れ
を

大
振
り
の
大
刀

で

け
止
め
る

 

を

く
金
属

が
上
が
る

ま
じ
い
圧
力
が
大
刀
を

を

し
あ
ま
つ
さ
え

ん

る
こ
ち
ら
の

を
地
面
に

め
た

な
ん
と
い
う
力
技
か

特

な

と
製
法
で
作
ら
れ
た

武
器
で
な
け
れ
ば

方
の
刀
剣
は
刃

れ
す
る
か
あ
る
い
は

れ
す
ら
し
て
い
た
イ
ン
パ
ク

ト
だ

 

ら
ず

を

手
で
握
る

 
更
に
強
く

ん

る

が

し
返
せ
な
い

レ
ベ
ル
で
オ

バ

ス

ク
故
に
人

の

も
力
が
あ
る
自
分
を
し
て

し
返
せ
な
い
な
ん
て
そ
の

華

な

の
ど
こ
に
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そ
ん
な

力
を
秘
め
て
い
る
の
か

彼
は
二
年
の

た
き
り
か
ら
目
覚
め
て
四

月
そ
の
間
に

入

し
て
い
る
と

わ
れ

得
出
来
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う

 
少
年
の
形

は

⻤
気

る
と
し
か
形
容
出
来
な
い

 
そ
れ
が

怒
や
憎
悪
殺
意
な
ど
の
人
を

す
る
意

で
な
く

な
闘

で
し
か
な
い
と

い
う
の
だ
か
ら
却

て
・恐
・ろ
・し
・い

 
だ
が

・ま
・だ
・ま
・だ

 
息
を

い
て

力
を

く

 

然

し
切
ら
れ
る
が
そ
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
横
に
流
す

ギ

ギ
ギ
と

を

く

が

し
た

い
で

ズ
ド
ン

と

い

が

く

少
年
の
二
刀
が
地
面
を

い
た

だ

か
れ
た
地
面
は

く
は
あ
る
が
小
さ
な

を
作

て
い
る

 
金
属
で
出
来
て
い
る
と
は

え

な
棒
で

い
て
も

は
ま
ず
し
な
い

 
見
た
目
に
そ
ぐ
わ
ぬ

力
ぶ
り
に

を

め
る

ど
ん
な

力
し
て
ん
の
さ

 

め
る
だ
け
で
な
く

で
も

た

 
体
を

こ
し
た
少
年
は

を
歪
め
た
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生
還
し
て
か
ら
ず

と

禁
生
活
だ

た
ん
だ

仕
事
と

強
を

け
ば

ト
レ
ば
か
り

持

力
は
な
い
が

そ
の
ぶ
ん

間
的
な

発
力
は
そ
れ
な
り
だ
ろ
う

 
真
似
は

の
十
八
番
だ
か
ら
な

と

に

の
⻑
刀
を

ぎ
な
が
ら
彼
は

た

 

肉
体

 
そ
の

語
が
浮
か
ん
だ

に

れ
去
ら
れ
た
時
で
な
く

学
園
に
来
て
か
ら
彼
女

の
身
体
構

を
真
似
た
の
だ
と

レ
ベ
ル
で
オ

バ

ス

ク
の
自
分
と

あ
る
い

は
上
を
行
く
彼
女
の
身
体
能
力
を

え
る

肉
を
真
似
す
れ
ば
今
の

力
ぶ
り
は
む
し
ろ

然
だ

 
こ
の
分
な
ら

肉
を

え
る

た
る

骨

の
密

構

も
真
似
し
て
い
る
だ
ろ
う

 
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

な
運
動
最
強
を

え
る

肉
と
骨
の
構

身
体

能
力
面
で
は

に
最
強
格
か

と
は

え
そ
れ
を

持
す
る
努
力
も

す
る
覚
悟
も

本
物
だ

 
そ
れ
は
人
道
に

も
と

る
行

で
あ
り

人
に
知
ら
れ
れ
ば
ズ
ル
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
狂

気
の

 
け
れ
ど

私
に
そ
れ
を

定
す
る
権

は
無
い
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い
や
き

と

に
も
無
い

彼
に
そ
う
ま
で
さ
せ
る
こ
の
世
界
に
生
き
る

に
も

定
す
る

権

な
ん
て
無
い

彼
の
行
動
を

定
す
る
事
は
す
な
わ
ち

世出
界来
の損
悪な
性い

が
生
み
出
し
た

歪
み
を

定
す
る
事
に

し
い

 
世
界
の
歪
み
が

な
ん
の
変

の
無
い
子

を
修
羅
へ
堕
と
し
た
の
だ
か
ら

 

目
を

め
る

 
黒
の

を

う
少
年
は

手
に

の
刀
を

手
に
白
銀
の
刀
を
握

て
い
る

そ
れ
ぞ

れ
が
義
姉
・
リ

フ

と
親
友
・
ク
ラ
イ
ン
が
使

て
い
た
武
器
だ

銘
は

ノ
大
刀
陰

打
刀
を
参

に
し
て
い
る
そ
れ
ら
は

黒
椿

の
標

備
で
は
な
い

黒
椿

専

の

イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備

す
な
わ
ち

パ

ケ

ジ

換

備
で
追
加
さ
れ
た
武
器
の
一
つ
だ

 
だ
か
ら
そ
れ
ら
を

備
し
て
も

一
仕
様
能
力
は
一
つ
も
使
え
な
い

 
使
わ
な
く
て
も
い
い
の
か
と
問
う
た
が
彼
は

葉
少
な
く
使
わ
な
い
と

え
た

ハ

キ
リ

と
目
力
を

め
た
そ
の
返

は

明
に

た
も
の
だ

 

か
新
し
く
決
意
し
た
ら
し
い

そ
う

す
る
事
は

と
て
も
容

 
そ
れ
は

彼
の

天
才
性

努
力

を

進
さ
せ
る

も
同
じ
で

さ

行
く
ぞ
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一
声
掛
け
て
か
ら
彼
が
地
を

た

空
を

け
ま
た
足
を

み
出
し

無
色
の

を

る

展
開

が
火
を

き

加
速
し
た

 
そ
の
間
に

持

て
い
る
武
器
が
変
わ
る

 
そ
の
間

コ
ン
マ
三

 
二
本
の
刀
が
真
紅
の
⻑
槍
に
変
わ
る

リ

チ
が
変
わ
る

突
が

り
身
を
引
き
な
が

ら
ブ
レ

ド
を
振
る
う

が

空
を
切
る

⻑
槍
は

ま
た

の
⻑
刀
へ

て
い
た

 
た
だ
し
一
刀

に
収
ま
り

に
構
え
ら
れ
た
状

で
少
年
が
肉

す
る

 
攻
撃
を
空
振
り
し
た

勢
で
は

も
回

も

共
に
不
可
能

 

色
の

が

た

 
き

ん
と

を

く
極
め
て

い

そ
れ
を
知
覚
し
た
時
に
は
日
本
刀
を

し
た

ブ

レ

ド
の
刀
身
を
断
つ
よ
う
に

が
閃
い
て
い
た

 
直
後

刀
身
が
ズ
レ
る

な
 
さ

き
の

は
ブ
レ

ド
を
斬
り
裂
い
た
時
の
も
の
で
あ
る
と
気
付
き

 
・絶
・

・し
・た
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斬
鉄

 
名
前
だ
け
は
お
そ
ら
く
そ
こ
ら
の
子

で
も
知

て
い
る
だ
ろ
う
有
名
な

語

大
泥
棒
の

ア
ニ
メ
に
出
て
来
る

が
振
る
う
刀
の
銘
に
も
使
わ
れ
て
お
り
そ
の

の
十真
八骨
番

と
も

え
る

技
術
だ

 
だ
が

あ
く
ま
で

空
想
上
で
し
か
な
い

 
理
論
上
で
は

学
技
術
を
結
集
さ
せ
れ
ば
可
能
だ

逆
に

え
ば
人
力
で
は
不
可
能
と

す
ら

え
る
そ
れ
を

い
ま
目
の
前
で
さ
れ
た
の
だ

私
は

 
そ
れ
も

原
子
レ
ベ
ル
か
ら

を

作
さ
れ
て
い
る

か
な
り
特

な
製
法
で
作
ら
れ
て
い
る

ブ
レ

ド
を
斬
ら
れ
た

 
眼
前
で

き
た
事

を
理
解
し
た
が
そ
の
理
解
を
思

が

絶
す
る

天
災
と

わ
れ
る

が

定
す
る

あ
り
得
な
い

そ
ん
な
文

が

り
返
さ
れ
た

 
自
分
は
も
ち
ろ
ん

彼
女

で
す
ら
恐
ら
く

し
得
な
い
だ
ろ
う
事
を

今
さ
れ
た

 

い

た
い

ど
う
し
て

 

け
て
浮
か
ぶ
そ
の
疑
問

 
理

理
論
に
対
し
て
で
は
な
い

む
し
ろ
そ
れ
は
分
か

て
い
る

原
子
レ
ベ
ル
で
結
合
を

見
て
も

び
だ
け
を
斬

た
の
だ

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を
使

て
も
原
子

な
ん
て
見
え
る
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な
い
が

彼
の

無
銘

と

黒
椿

は
ど
ち
ら
も
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る

 
見
え
た
と
こ
ろ
で

え
る
の
か
と
い
う
問

は
あ
る
が

そ
れ
は
い
ま
問

で
は
な
い

 
彼
の
成
⻑
を
知
り
鍛

に
付
き
合

て
い
た
か
ら
こ
そ

の
事
疑
問
が

き
な

い 

た
り
判
定
の
あ
る
一
ド

ト
を
斬
る

ス

ル
ブ
ラ
ス
ト

魔
法
破
壊

武
器
の

い
部
分
を
一
撃
で

す

る
ウ

ポ
ン

武
器

ブ
ラ
ス
ト

破
壊

が
出
来
る
か
ら
な
ん
て
理
由
で
可
能
に
は
な
ら
な
い

 
そ
も
そ
も
前

が
お
か
し
い

 
彼
の
成
⻑
に
は
必
ず
理
由
が
あ
る

先
の
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
必
要
と

す
る
状
況
が
あ

た
か
ら

つ
ま
り
剣
を
取
る
だ
け
の
理
由
が
あ

た
か
ら
そ
の
理

を

見
出
し
技
を
鍛
え
た

た

ま
ぬ
努
力
の
上
に
成
り
立

た
だ
ろ
う
そ
れ
は

応
の
時
間
を

要
し
た

だ

 
そ
の
努
力
と
時
間

す
な
わ
ち
経
験
は

確
か
に
彼
の

と
な
り

斬
鉄

の

の
一

つ
を
作

て
い
る
だ
ろ
う

 
だ
が

世
界
が
違
う

現
実
と
仮
想
の
差
は
歴
然
だ

斬
鉄

を

す
な
ら
ば

応
の

行
回
数
が
あ
る
の
が

だ
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彼
の

禁
生
活
は

知
の
事
実

更
識

に

た

も

学
園
の
地
下
に
来
て
か
ら
も
私

は

日

を
合
わ
せ
て
い
る

鍛

に
付
き
合

て
い
る

楯
無
が

手
す
る
時
だ

て
同
じ
場

で
そ
の
過
程
を
見
て
い
た

 
だ
か
ら
知

て
い
る

彼
は
斬
鉄
の
練

な
ん
て
し
て
い
な
い

と

 
今
回
が
初
め
て
の
成

だ
と
し
て

な
ら

・失
・

・は
・ど
・こ
・に
・い
・

・た

斬
鉄

い
つ

そ
ん
な
技
を

う
う
ん

い
つ

斬
鉄
の
練

を

 

然
と

問
い
を
投

か
け
る

 
武
道
を
学
び

剣
術
を
修
め
た
か
ら
こ
そ
分
か
る
異
常
事

時
間
が
足
り
な
い
彼
な
の
に

人
が
一
生
を
掛
け
て
達
成
で
き
る
か

か
の
技
術
を
見
せ
ら
れ
て
お
か
し
い
と
い
う
違
和
感
が

を
鳴
ら
す

 
私
は
知

て
い
る

 
彼
は
努
力
の
天
才
で
あ
る

で
も
先
天
的
な

才
能
の
天
才
で
は
な
い

 

か
が

お
か
し
い

え

 

あ

 
彼
は
一

不
意
を
突
か
れ
た
よ
う
に

然
と
し
た
が

に
な
に
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
声
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を
発
し
た

し
ま

た

と
い
う
表
情

知
ら
れ
た
く
な
い
事
が
知
ら
れ
た
時
の
よ
う
な

 
違
和
感
は

確
信
に
変
わ

た

和
君

な
に
か

し
て
る
よ
ね

 
問
い
に
確
信
を

ま
せ
る

そ
れ
が

で
あ
る
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が

彼
を
こ
こ
ま

で

成
⻑
さ
せ
る
事
だ

絶
対
ロ
ク
な
事
じ

な
い
と
い
う
自
信
し
か
な
い
予
想
が
あ

た

 
こ
の
天
災
に

し
事
な
ん
て

は
出
来
な
い

表
情
を
見
れ
ば
大
体
分
か
る

 
そ
れ
を
こ
こ
ま
で

し
お
お
せ
た
の
だ

 
つ
ま
り

そ
れ

も
し
か
し
て
生
還
し
た
時
か
ら
の

し
事
だ

た
り
す
る

 

に

し

事

を

し

た

後

に

を
見
る
よ
う
に
な
る
前
か
ら
だ

た
か
ら
私
が
気
付
か
な
か

た
と
い
う
事
に
な

る 
反
応
は

く
分
か
り
や
す
か

た

 
表
情
を
取
り

え
て
い
な
い

を

わ
に

目
を

く

直
さ

し
事
は
上
手
い
が

や
は
り

が
下
手
だ

色

と
成
⻑
し
て
い
る
が
根

こ
の
と
こ
ろ
は
変
わ

て
い
な
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い 

く
少
年
は
百
面

し
て
い
た

き
苦
悩
へ
と
変
わ
る
表
情
の
変
化
を

て
見
守
る

 

こ
こ
で
話
せ

と
い
う

外
の
圧
力

う
ん

し
事

し
て
る

 
そ
の
圧
力
に
負
け
た
の
か

ば

め
た
よ
う
な
表
情
で
そ
う

た

 
表
情
に

る
も
う

分
の
感
情
は

な
に
か
を
覚
悟
し
た

然
と
し
た

も
し

か
し
た
ら
あ
の
小

と
の
約
束
事
を
破

て
ま
で

験
運

を
頼
み

ん
で
き
た
理
由
な
の
か
も

し
れ
な
い

実
は

士
に

話
し
て
お
き
た
い
事
が
あ
る

今
後
に
つ
い
て
な
ん
だ

じ

ち

い
て
話
せ
る
場

に
行
こ

か

打
鉄
の

部

を
格

し
生
身
の
手
で
少
年
の
手
を
引
く

く

た
い

手
の
感
触

 
小
さ
な
手
が
弱

し
く
握
り
返
し
て
き
て

か
な
り
参

て
い
る
と
い
う

を

い
た

 
 

 
地
下
ア
リ

ナ
の
ピ

ト
に
入

た
私
は
一

彼
を
ベ
ン
チ
で

ま
せ

み
物
を
取
り
に

向
か

た

話
が
⻑
く
な
り
そ
う
な
予
感
と
い
き
な
り
の
展
開
だ
か
ら
話
す
内
容
を

め
る
時



 尊ぶべき日常世界

間
を
あ

る
と
い
う
目
的
の
た
め
だ

 
地
下
ア
リ

ナ
は
ち

く
ち

く
入
り

る
の
で

制

の
備
え
付
き
の

の
中
に

み
物
を

ら
か

い
て
い
た

 
親
友
が

む

無

の

ト
ボ
ト
ル
コ

ヒ

や
楯
無
が

む
紅

の
他
に
彼
が

む

み
物
も
入

て
い
る

彼
が
突

ん
だ
の
で
は
な
く
私
達
が
彼
の

み
を
知

て
か

ら

き
始
め
た
も
の
だ

カ
テ
キ
ン
が
多
め
に
入

て
い
る
お

と
い
う
中

異

を
放

て
い

る

ト
ボ
ト
ル
と

自
分
が

む
コ
コ
ア
の

ト
ボ
ト
ル
を
取
り
出
し

ピ

ト
へ

る

は
い

こ
れ

あ
り
が
と
う

 
し

か
り

や
さ
れ
た
お

の
ボ
ト
ル
を
差
し
出
す

や
や
弱

し
い
お
礼
と
共
に
ボ
ト
ル

が

る

 
彼
の

に

掛
け
自
分
の

み
物
に

を
付
け
る

よ
く

や
さ
れ
た
甘
い
コ
コ
ア
が

内

に
広
が

た

そ
の
甘
味
を

し
み
な
が
ら

少
年
が
話
し
始
め
る
の
を
気
⻑
に

つ

今
か
ら
話
す
事
は

無

な
話
だ

正
直

信
じ
て
も
ら
え
る
と
は
思

て
な

い
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な

で

彼
は

火
を
切

た

で
も

和
君
は
信
じ
て
る
ん
だ
よ
ね

う
ん

 

根
を
寄
せ
な
が
ら
の

信
じ
た
く
な
い
で
も
信
じ
ざ
る
を
得
な
い

そ
ん
な
心
情

が

け
て
見
え
る
反
応
だ

た

な
ら

束
さ
ん
も
信
じ
る
よ

 
そ
れ
を
見
て

え
は
決
ま

た

 
行
動
を
ど
う
す
る
か
は
と
も
か
く
彼
が
話
す
事
は
真
実
だ
ろ
う
と
確
信
を
得
た

虚
偽
を

に
し
て
も
そ
れ
な
ら
こ
ん
な
に
苦
悩
を
表
に
出
さ
な
い

を

く
と
き
は

と
し
て

手
に
不
信
や
疑
念
を

か
せ
な
い
演
技
を
彼
は
す
る

か
せ
た
時
点
で
思
惑

り
と
は
い
か
な

い
か
ら
だ

そ
れ
は
三
流
以
下
の
事
で
あ
る

 
あ
の
世
界
で
人
心
を
掌
握
し

作
を
し

け
た
彼
が
そ
ん
な
下
手
を
打
つ
わ
け
が
な

い 
そ
の
信
頼
の
下
に
応
え
た
の
だ
が

彼
か
ら
す
れ
ば
意
外
だ

た
ら
し
い

不
安
そ
う
に

見
上

て
き
た
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出

目
を

に
す
る
と
か

そ
う
い
う
疑
い
を
持
た
な
い
の
か

束
さ
ん
は
自
他
共
に
認
め
る

天
災

だ

 
む
し
ろ
束
さ
ん
の
存
在
と
か
や
る
事
自
体

が
出

目
そ
の
も
の
だ
よ

 

も

今
で
こ
そ
世
の
常
識

い
さ
れ
て
い
る
が

十
年
前
は
そ
れ
こ
そ

物
と
し
て

手
に
さ
れ
な
か

た
し

発
明
者
の
自
分
に
も
予
想
出
来
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

 

こ
そ
違
う
が
斬
鉄
を
し
た
点
で

え
ば
こ
の
少
年
は
自
分
以
上
の
出

目
さ
を
見
せ
た

だだ
い
た
い
和
君
が
そ
ん
な
深

な

し
て
る

て
事
は
現
実
に
な
り
得
る

て
判
断
し
て

る

で
し

な
ら
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

て
束
さ
ん
は
思
う

だ
よ

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
事
は
流

に
見

せ
な
か

た

小

の
存
在
主

は

知

て
い
た
し
論
文
に
も
目
を

し
て
い
た
が
理
解
が
足
り
な
か

た
の
だ

だ
か
ら
彼
の

行
動
を

め
ず

指
示
に

う
ば
か
り
に
な

た

 
そ
の
前

が
あ
る
以
上

信
じ
て
も
損
は
し
な
い
と
い
う

え
が
あ

た

 
と
い
う
よ
り
彼
が
深

な

を
し
て
い
る
イ
コ

ル
命
が
危
ぶ
ま
れ
る
事

と

て
も
過

で
は
な
い

可
能
性
と
い
う
だ
け
で

す
る
の
は
必
然
と

え
る
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そ
れ
で

い

た
い
ど
ん
な
事
な
の
か
な

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
を
覚
え
て
る
か
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

郷

作
戦
と
か
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
も

て
た
と
思
う
ん
だ
け
ど

あ
あ
覚
え
て
る

カ

ル
と
か
な
か

た
し
ロ
グ
を
見
て
も
反
応
が
残

て
な
か

た

か
ら
記

に
残

て
る
よ

使

て
る
武
器
も
和
君
の

と
一
緒
だ

た
し
さ

 
色

と
謎
が
多
か

た
人
物
だ
か
ら
む
し
ろ
忘
れ
る
方
が

し
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
ろ
う
と
ロ
グ
に

残
る

な
の
に

そ
れ
す
ら
無
い
時
点
で
か
な
り
異
常
な
存
在
だ

た

 
そ
の
人
物
は
月
夜
の
黒
猫

の
リ

ダ
・
ケ
イ
タ
と
の
和
解
の
後

を
見
せ
な
く
な

た
がそ

の
ヴ

ベ
ル
が
ど
う
か
し
た
の

郷
を

し
た
後
ケ
イ
タ
と
和
解
し
た
り
ホ
ロ
ウ
の

と
決

を
付
け
た
り
す
る
前
の
時

の
事
だ

ア

ク

フ

ア

に

り

部

で

み
を
取
る
と
決
め
た
時
に

ヴ

ベ
ル
が

来
た
ん
だん

 
は
て
そ
ん
な
事
あ

た
だ
ろ
う
か
と
記

を
探
る

ヴ

ベ
ル
が
ア

ク

フ

ア
を
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れ
て
い
た
場
面
な
ん
て
見
た
覚
え
は
無
い

あ
ア
レ
か
な

そ
の
時
く
ら
い
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
い
き
な
り

切
れ
た
事
が
あ
る
け

ど

そ
の
時
か
な

 
そ
こ
で

と

た

時
の
記

見
た
事
は
無
い
が
彼
が

た
時
期
か
ら
し
て
あ
り

得
る
と
す
れ
ば

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
い
き
な
り

切
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
く
ら
い
し
か
な
い

 
そ
う
問
え
ば

多
分
そ
う

と
少
年
は

い
た

多
分

だ
け
に
話
す
た
め
に

か
れ
な
い
よ
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
切

た
ん
だ
と
思
う

ん

そ
ん
な
コ
ト
が
出
来
た
ん
だ
そ
い
つ

で
そ
の
話
の
内
容
が
和
君
が

し
て
た
事
な
の

 
そ
う

け
ば

こ
く
り
と
少
年
は

い
た

そ
れ
が
話
し
た
い
事
ら
し
い

 
し
か
し

そ
れ
だ
と

ち

と
お
か
し
な
話
に
な
る

で
も

そ
れ
な
ら
斬
鉄
の
練

を
生
還
直
後
か
ら
し
て
る

だ
よ
ね

 

し
事
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
に

た
時
の
ヴ

ベ
ル
と
の
密

の
内
容
と
い
う
事
は
理
解
出
来

た 
し
か
し
時
期
が
お
か
し
い
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し
事
が
成
⻑

進
の

に
な

て
い
る
事
は
確
か
だ

で
も
実

に

成
⻑
を
始

め
た
の
は
こ
こ
最
近
の
出
来
事
と

え
る

少
し
前
は
あ
ん
な

力
は

論
斬
鉄
な
ん
て
空

恐
ろ
し
い
技
術
は
見
せ
な
か

た
し

そ
の
練

も
見
な
か

た
か
ら

 
こ
の
時
期
の
ズ
レ
は

一
体

を
追

て
話
す
よ

ま
ず
は

一
年
前
く
ら
い
に
ヴ

ベ
ル
か
ら
話
さ
れ
た
事
だ

 
そ
う

て

一
先
ず
疑
問
を

に
寄
せ

話
に
集
中
す
る
事
に
し
た

 

ヴ

ベ
ル
は

五
万
四
千
年
未
来
か
ら
来
た
ユ
イ
姉
だ

た

  
い
き
な
り

そ
ん
な
事
を
ぶ
ち
ま
け
ら
れ

疑
問

が
思

を

め

く
し
た

 
未
来
か
ら
来
た

タ
イ
ム
ス
リ

プ
か

そ

か

と
違
和
感
と
疑
問
の
オ
ン
パ
レ

ド

だ
が
話
は
全
部

い
て
お
く
事
に
し
た

 

彼
は

明
だ

 
ヴ

ベ
ル
の
正
体
が
ユ
イ
で
あ
る
と

彼
が
そ
う
確
信
し
て
い
る
な
ら

そ
う
な
ん
だ
ろ
う

い
ち
お
う

や
使

て
い
る
武
器

体
格
も
大
人

の
ユ
イ
と
同
じ
だ
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そ
う
自
分
を

得
さ
せ
て
話
を

い
て
い

た

 

平
行
世
界

で
自
身
の
死
に
立
ち
会
い

五
万
四
千
年
を
生
き
た

ユ
イ

が

そ
の
世
界

の
全
て
を
捨
て
て
時
間

行
し
た
事

 

り
歩
く
世
界
で

キ
リ
ト

義
弟
を
時
に
助
け

見

守観
りし

と
に
か
く
命
を
救
お
う
と
し
て
き

た
事

 
そ
の
果
て
に

こ
の
世
界
線

に

り

き

今
ま
で
見
て
き
た
世
界
の
ど
れ
と
も
違
う
歴

史
と

彼

の
大
き
な
成
⻑
に
期

を
か
け

力

え
を
し
た
事

 
そ
し
て

彼
に

あ
ら

る
世
界
に
共

し
た
未
来
を
教
え
た
事

 

中
で

彼
は
持

て
い
た

を

し
て

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

を
呼
び
出
し

た

面
に

し
出
さ
れ
た
の
は
ユ
イ
の

そ
の
も
の

憂
い
を

え
て
い
る
以
外
は
ま

た
く

同
じ

だ

た

 
そ
の
人
物
が
和
人
の
語

た
内
容
を
よ
り

に
語

た

 
ど
ん
な
未
来
が
あ

た
ど
ん
な
死
が
あ

た
か

ど
れ
だ
け
こ
の
世
界
と

離
し
て
い

た
か
を

に

そ
の

と
し
た
様
が
却

て
深
い
絶
望
を
伝
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
思
わ

ず

え
た
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三
年
後
に
外

か
ら

が
来
て

そ
し
て

和
君
が

 

死
ぬ

と
は

に
し
な
か

た

 
別
の
世
界
線
の
別
人
と
は

え

同
一
人
物
に

し
い
存
在
の
死
を

に
す
る
事
は
彼
に

対
し
て

だ
し

自
分
も
あ
ま
り
気
分
が
い
い
も
の
で
は
な
い
か
ら

そ
の
話
を

い
て
か
ら

は
最
終
的
に

星
の
戦
い

に
意
識
を
向
け
る
よ
う
に
な

た

だ

て
死
に
た
く
な
い

で
も
ま
ず
は
目
の
前
の
事
だ

た

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
キ
ナ

い
仕
事

と
か

と
の
交

と
か

 
そ
こ
ま
で

て

と
彼
は

を
振

た

う
う
ん

い

だ

本

は

怖
か

た

怖
か

た

か

う
ん

話
し
た
と
こ
ろ
で

信
じ
ら
れ
な
い
と
思

た

だ
か
ら
一
人
で
や
ろ
う
と
思

た

平
行
世
界

の

の
デ

タ
を

ヴ

ベ
ル
は
持

て
た

さ

き
の

斬
鉄

は

そ
の

影

一

間
く
ら
い
前
に
ヴ

ベ
ル
を
無
銘
に
イ
ン
タ

ネ

ト
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

し
て
イ
ン
ス
ト

ル
し
て

は

て
い
る
間
に
見
る
夢
を
ヴ

ベ
ル
が
見
て
き

た
お
れ
の
追
体
験
に
し
て
も
ら

た
ん
だ

現
実
で
は
体
を
仮
想
世
界
と
夢
の
世
界
で
技
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術
を
鍛
え
る

に

な
 
そ
れ
は

今
日

目
の
絶

だ

た
か

 

 

き
て
い
る
間
も

て
い
る
間
も

ず

と
ず

と

自
身
の
死

を
意
識
し

を

む

日

デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
極
限
の
世
界
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
し
て
も
彼
は
未
だ

獄
に

え
ら
れ
て
い
た
も
同
然

 

狂
気
の

に
も
な
る

だ

 
彼
の
覚
悟
は
狂
気
を

ん
で
い
る

そ
う
思

て
い
た
が

む
し
ろ
そ
う
な
る
の
が
自
然

だ

た

 

え
ら
れ
る

が
な
い

平
行
世
界

と
は

え

自
分

に
変
わ
り
な
い
人
間
の
歴
史

を

も

も
体
験
し
て
い
る

ボ
タ
ン
を
少
し
掛
け
違
え
た
だ
け
で
歩
む
だ
ろ
う
死
の
歴

史
を

本
来

速
に
使
う
べ
き

眠
の
間
に

無
限
回
に

て
体
験
し
て
い
た

自
分
は
自
分
他
人
は
他
人
と
い
う

え
を
持

て
い
た
と
し
て
ど
こ
ま
で
そ
れ
を

け

る
事
か

 

サ
ブ
カ
ル
チ

の
発
展
が
そ
れ
を
物
語
る
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感
動
物

物
い
ず
れ
の
創
作
物
で
も
そ
れ
を
作
ら
れ

け
る
の
は
そ
う
い

た
も
の

を

む
人
間
が
い
る
か
ら
だ

 
感
情

入
自
己
投
影
と
い
う

語
が
出
来
た
の
は
そ
う
す
る
人
間
が
多
い
か
ら
だ

よ
く

そ
れ
が
出
来
な
い
と

う
人
間
が

る
が

仮
に
容

思

経
歴
身
を

く

境
の

全
て
が

同
一
の
同
名
異
人
を
そ
の
人
間
の
主
観

点
で
体
験
し
て
い

て
そ
れ
で
も
感

情

入
し
な
い
と

え
る
だ
ろ
う
か

自
身
に
と

て
大
切
な
存
在
と
の
触
れ
合
い
に

ま

た
く

心
を
動
か
さ
な
い
と

え
る
だ
ろ
う
か

 
私
は
無
理
だ

 
親
友
と
の
学
生
時
代

い
妹
と
の

思
い
出

過
去
を
追
体
験
し
た
上
で
現
在
や
未
来
の
主

観

点
の
追
体
験
ま
で
し
た
ら

感
情

入
な
ん
て
ガ

ツ
リ
す
る
に
決
ま

て
い
る

い
や

む
し
ろ
し
な
い
わ
け
が
な
い

 
自
己
を
作
り
上

た
記

が
多
い
程

自
己
投
影
は
よ
り
強
く
な
る

だ

 

そ
れ
を

彼
は

も

り
返
し
た

 
同
じ
数
だ
け
自
身
の
死
を
あ
る
い
は
身
内
や

間
の
死
を
見
て
い
る

中
に
は
自
分
が
殺

し
た
追
体
験
も
あ

た
と
い
う
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ぎ
り

と

⻭
を

み

め
る

 

故
も

と

く
教
え
て
く
れ
な
か

た
の
か

な
ん
て
そ
う

う
の
は

だ

で
も

そ
の
理
由
は

に
教
え
ら
れ
た

怖
か

た

と

明
快
に
し
て

 
そ
し
て

く
深

な
理
由
だ

た

ノ
之

士

キ

を

ど
う
か
責
め
な
い
で
欲
し
い

責
め
る
わ
け
な
い

そ
う

い
た
い
け
ど

 
責
め
た
い
と
は

思
わ
な
い

 
で
も

で
も

和
君
の
ば
か

 

い
た
い
事
が

あ
り
過
ぎ
て

 
上
手
く
伝
え
ら
れ
る
気
が
し
な
く
て

 

私
は

気
付
け
ば
少
年
を

き

め
て
い
た

 
足

に

二
本
の

ト
ボ
ト
ル
と

が
転
が

た

死
に
た
く
な
い
な
ら

で
も
使
う
つ
も
り
な
ら

束
さ
ん
も
使

て
よ

 

す
く
ら
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い
の
気
持
ち
で

し
て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
よ

 
そ
れ
は

私
の

罪

 

を
軍
事

す
る
つ
も
り
な
ん
て
無
か

た

で
も
私
は
失

し
て

そ
の
失

が
世
界

を
歪
め

親
し
い
人
を

傷
付
け
た

一
家
は
離

し

親
友
の
家

が
傷
付
い
た

 

の
私
な
ら

こ
の
少
年
の
存
在
を
知

て
も

心
を
動
か
さ
れ
な
か

た
だ
ろ
う

 
あ
の
失

が
あ

た
か
ら
自
身
の
天
才
と
い
う

判
を
信
じ
な
く
な

た

だ
か
ら
他

人
を
見
る
よ
う
に
な

た

天
才
と
呼
ば
れ
た
神

に
失
望
し
そ
の
弟
で
あ
る
少
年
の
努
力
を

発
見
し
た

 
そ
し
て

私
は

こ
の
少
年
に
救
わ
れ
た

 

に
も

定
さ
れ
な
か

た
夢

妹
と
約
束
し
た

月
へ
の

行

と
い
う
約
束

そ
の
夢

を

彼
は
認
め
て
く
れ
た
の
だ

 
そ
れ
は

さ
故
の
無
知
だ

た
の
か

あ
る
い
は
生
来
の

し
さ
が

合
を
判
断
し
た
の

か

そ
れ
と
も

姉
の
友
人
と
い
う

性
が
そ
う
さ
せ
た
の
か

 

ど
れ
で
も
構
わ
な
い

 
大
切
な
の
は

私
は
彼
に
救
わ
れ
た
と
い
う
事

そ
し
て

そ
の
少
年
が

時

を
発

に
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ら
れ
て
い
て

そ
の
原
因
で
あ
る
自
分
を
知

て
も
夢
を

定
し
た
と
い
う

性
だ

和
君
は

し
過
ぎ
る
よ

 
思
わ
ず

が

れ
た

 

に
掻
き

く
少
年
に

が
零
れ
る

す
こ
し
の
身
動
ぎ

し
ろ
と
い
う

葉
か

あ
る
い
は

し
過
ぎ
る

と
い
う

価
に
対
す
る
反
論
が
あ

た
に
違
い
な
い

 
そ
れ
を

に

し
付
け
て

し

す

ば
か

 
ま
た

な
が
ら
の

倒
を
投

る

 
ど
う
す
る
か
な
ん
て

も
う

決
ま

て
い
た

  
 

 

葉
を
喪

た

 
絶

と
は
こ
の
事
か

思

が
止
ま
り
そ
う
な
事
実
の

に

然
を
禁
じ
え
な
い

七
色

か
ら

絡
が
入

て
気
を
付
け
て
い
れ
ば

彼
の

が
使
わ
れ
た
か
ら

し
て
い
た
が



 発覚 〜愚直な狂気〜

予
想
外
に
も
程
が
あ
る
事
を
知

て
し
ま

た

キ

あ
な
た
は

ま
た

 
一
人
で
背
負
お
う
と
し
て

ま
た

れ
か
け
た

 
で
も
今
回
は

事
が
事
だ

責
め
ら
れ
な
い

で
も
天
災
に
頼

た
の
は
成
⻑
の
証
で

は
あ
る
がリ

姉
達
に
も
話
さ
な
い
と

あ
の
子

一
人
で
は

 
自
分
で
は

ど
う
に
も
出
来
な
い

 
現
実
に

な
い
自
分
で
は
き

と

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
と
同
じ
結
果
に
な
る
か
ら

 
そ
う
判
断
し
て

と
に
か
く

彼

を
思
う
人
達
と
意
見
を

め
る
事
を
決
め
た

  
・
桐

谷
和
人
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千
冬
ア
ン
チ

 

ア
ン
チ
で
は
あ
る
が

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

強
い

と
認
め
て
る
し

ど
う
い

た
理

由
要

で
最
強
に
な

て
い
る
か
を
理
解
し
た
上
で
心
情
・
立
場
的
に
ア
ン
チ
を
決
め

ん

で
い
る

 

零

白
夜

の
事
は

き
で
は
な
い
が

い
で
も
な
い
し

空
白
絶
虚

も
使
う
べ
き
だ

と
分
か

て
い
る
が

黒
の
剣
士

と
い
う
仮
想
世
界
を
生
き
た
者
の
意
地
が
色

と
邪
魔
し

て
面
倒
な
事
に

と
も
あ
れ
一
番
の
理
由
は
デ
ス
ゲ

ム
で

い
た
自
分
の
全
て
を

定
さ
れ

た
く
な
い

と
い
う
意
地

 

の

有
能
力

強
さ
で
は
な
く

機
動
技
術
や
戦
闘
技
術

剣
技
の
面
で
打
ち
勝
ち
た
い

と
い
う
願
望
が

三
つ
の

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
の

を
決
断
さ
せ
た

 
そ
の
願
望
を
よ
り
強

な
も
の
に
し
た
の
が
代
打
と
し
て

さ
れ
た

間
達
の
武
器

本
文
だ
と

剣
士
の
心
が
そ
う

え
た

と
あ
る
の
で

え
の
一
つ
と
し
て

て
い
た
が

武
器
を
見
て
一
気
に

え
上
が

た
感
じ

 
テ
ン
シ

ン
と
気
合
は
結
構
重
要
で
す

真

 
ち
な
み
に

斬
鉄

を

行
で
使
え
た
た
め

平
行
世
界

の

自
身

が
使

て
い
た
技



 発覚 〜愚直な狂気〜

術
を

す
ぐ
使
え
る
事
実
発
覚

 

斬
鉄

は

の
⻑
刀
を
持

た
義
姉
を
斬
り
殺
す
の
に
使

た
技
術

  
・

ノ
之
束

 
人
の
心
が
分
か
る
天
災

 
か
つ
て
の
失

か
ら
自
分
の
天
才
性
を
疑
い
他
者
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な

た
か
ら
秋
十

に
失
望
し
た
し

一

／
和
人
の
努
力
を
見
出
し
た

場

と
の
交
流
も
出
来
た

 
そ
ん
な

で
色

と
後
ろ
め
た
く
思

て
い
る

手
に
物

く
気

わ
れ
て
い
て
自
分
自
身

心
配
し
て
い
る
子

が

く
重
い
も
の
を
背
負

て
い
る
事
に
メ
ン
タ
ル
を
や
ら
れ
た

な
ま
じ

が
良
い
の
で
す
ぐ
想
像
出
来
ち

う

人
の
心
が
分
か
る
か
ら
心
情
も
理
解
し
共
感
す
る

  
・

 
和
人
の
電
話
を

し
て
い
た
人
物

 
掲
示
板
な
ど
を
定
期
巡
回
し
て
い
る

今
回
は
七
色
か
ら

絡
を

け

し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ヒ

ト
し

の
事
実
を
知

て
し
ま

た

様



 尊ぶべき日常世界

 
原
作
の
彼
女
も
自
分
の
意
思
で
和
人
の

か
ら

の

に
電
話
し
た
り
ネ

ト

を
行
き
来
し
て
オ

シ

ン
・
タ

ト
ル
内
部
の
状
況
を

把
握
し

ア
ン
ダ

ワ

ル

ド
の
危
機
に

入

し
た
り
し
て
る
か
ら
ね

こ
れ
く
ら
い
は

前
で
し

う

 
お
義
姉
ち

ん
に
不
可
能
な
ん
て
無
い
の
で
す



 思惑 〜三者三様、十人十色、多種多様〜

 
思
惑
 

三
者
三
様

十
人
十
色

多
種
多
様

  

点

ラ
ウ
ラ

眼

ド
イ
ツ
軍
人

和
人

明
日
奈

 

数

約
一
万
二
千

 
今

こ
そ
ラ
ウ
ラ
さ
ん
の
登
場
や
で

 
あ
と
明
日
奈
さ
ん
で
残

た
問

も

て
展
開
す
る
で

解
決
す
る
と
は

て
な

い 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
六
月
二
十
一
日

日

前
九
時
三
十
分

 

学
園
第
一
ア
リ

ナ

Ｉ
Ｐ
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学
園
は
正
式
名
称
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
と
い
う
マ
ル
チ
フ

ム
ス

ツ
の

い
を
学
ぶ
た
め
の
教
育

設

そ
の

は
世
界
に
向
け
て
開
か
れ
て
お
り

者
の

光
を
夢
見
て

験
す
る

者
は
数
知
れ
ず

験

は

年
一
千

を
下
ら
な
い
と
す

ら

わ
れ
て
い
る

 
そ
ん
な

き

を
潜
り

け
て
見
事
入
学
を
果
た
し
た
生

は
国

の
別
こ
そ
あ
れ
全

が
エ
リ

ト
と
呼
ば
れ
る

才
ば
か
り

高

学

の
教
育

程
と

の

本
的
な

学

自

衛
隊

練
を

に
し
た
実
技

練
の

か
整
備

と

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
の
専

知

識
を

え
成
⻑
す
る
た
め
の
場
で
あ
る

入
学

格
を
も
ぎ
取
る
ま
で
に
努
力
す
る
事
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と

入
学
後
も
た

ま
ぬ
努
力
と

く
な
き
精
進
が
必
要
不
可
欠

 

故
に

 
私
は
い
ま

非
常
に
不

快
な
気
分
だ

た

 
理
由
は

明
快

学
園
の
運

目
的
そ
し
て

が
国

力
に
直
結
し
て
い
る
事
か
ら

運

は
ど
う
取
り

て
も
兵
器
で
あ
る
と
い
う
の
に

い
ま
目
の
前
で
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
事
は

そ
の
真
逆
の
事

だ
か
ら
だ

学
園

個
人
ト

ナ
メ
ン
ト

一
年
の
部



 思惑 〜三者三様、十人十色、多種多様〜

 
眼
下
に
見

せ
る
ア
リ

ナ
の
電
光
掲
示
板
に
は
そ
う
表
示
さ
れ
て
い
た

 

手
た
る
生

が

を

て
入

て
く
れ
ば

コ
ア
ネ

ト
ワ

ク
を

し
て

制

に

デ

タ
が
送
ら
れ

そ
れ
が
ア
レ
に
反

さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
ら
し
い

こ
れ
は

世
界

技
大
会
た
る

モ
ン
ド
・
グ
ロ

に

い
て
も

さ
れ
て
い
る
技
術
だ
と
い
う

 
そ
う

や

て
い
る
こ
と
は
世
界
大
会
と
変
わ
ら
な
い

 
ト

ナ
メ
ン
ト
は

日
の
二
日
間
を
掛
け
て
行
わ
れ
る
大
イ
ベ
ン
ト
だ
と
い
う

一
年
生
二

年
生
は
企
業
や
国
へ
の

り

み
を
三
年
生
は
進
路
や

の
た
め
の
最
終

験

い
さ
れ
て

い
る
ら
し
く

学

行
事
だ
と
し
て
も
決
し
て
気
が

け
る
も
の
で
は
な
い
ら
し
い

そ
れ
は

ま

国
要
人
が

さ
れ
自
分
の
よ
う
に
専

機
持
ち
の
代
表
候
補
性
が
護
衛
と
し
て
付

き

生

の

を

せ
ら
れ
て
い
る
時
点
で
わ
か
る
話
だ

 
問

は

生

の
意
識
の
方
だ

 

合
は
ま
だ
始
ま

て
い
な
い

だ
が

合
以
前
の
問

だ

た

 
気
が

み
過
ぎ
て
い
る

と
は

兵
器

で
あ
り

そ
れ
を

う
に
あ
た

て
決
し
て
気

を

め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
に

そ
れ
を
理
解
で
き
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か

た

 
軍
人
と
し
て
生
き
て
き
た
自
分
に
は

た
だ
の
ご

こ
遊
び
そ
の
も
の
に
し
か
見
え
な
い
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く
だ
ら
な
い

 
小
さ
く

を
鳴
ら
す

 
じ
ろ
と

高

に

線
を
向
け
ら
れ
る
が

食
わ
ぬ

で
平
時
の
様
子
を
保
つ

あ
ち

ら
も
い
つ
も
の
事
と
判
断
し
た
か

線
は
す
ぐ
に
外
れ
た

 
高

の

線
の
先
に
は

国
主
要
人
物
が
集
う

Ｉ
Ｐ

の
一
面
を

し
て
あ
ま
り
あ
る

大
ホ
ロ
グ
ラ
ム

 
そ
こ
に

し
出
さ
れ
て
い
る
人
物
が
彼
ら
の

お
そ
ら
く
い
ま
世
界
が

目
し
て

い
る
だ
ろ
う
一
人

え

二

二
五
年

個
人
ト

ナ
メ
ン
ト
一
年
の
部
の

会
と
解
説
を

し
ま
す

日
本
代
表
候
補

生

現
一
年
一
組

の

麻

で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に

て
い
る
人
影
は
三
つ

 
そ
の
う
ち
中
継
カ
メ
ラ
に
向
い
て
い
る
の
は
二
人

向
か

て

に

る
緑
髪
の
女
性
が

そ
う

て

を
下

た

だ
が

の

線
は
そ
ち
ら
に
は
向
い
て
い
な
い

向
い
て
い
る

の
は

も
う
一
人
の
方
だ

同
じ
く
個
人
ト

ナ
メ
ン
ト
一
年
の
部
の
進
行
解
説
を

し
ま
す
桐

谷
和
人
で
す



 思惑 〜三者三様、十人十色、多種多様〜

 
そ
う
自
己

す
る
白
髪
金

で

目
に
眼

を

い
た
少
年
こ
そ
が
い
ま
世
界
が

目

し
て
い
る
だ
ろ
う
人
物

国
要
人
も
思
惑

価
の
差
は
あ
れ
ど
少
な
か
ら
ず
興
味
の
対

と
し
て
は
同
じ
な

だ

 
な

の

人
で
あ
る
は
ず
の
少
年
が
解
説

に
い
る
の
か

・で
・は
・な
・い

 
あ
の
少
年

桐

谷
和
人
の
異
常
性
は

に

知
の
事
実

危
険
性
は
も
ち
ろ
ん
だ
が

を
生
身
で
下
す
そ
の
実
力
は
た
だ
身
体
能
力
が
高
い
だ
け
の
ゴ
リ

し
な
ど
で
は
な
く
軍

人
と
同
じ
よ
う
に
知
識
に

づ
い
た
極
め
て
論
理
的
な
も
の
で
あ
る
事
が
共

認
識
だ

 
彼
は
男
性
故
に

は
動
か
せ
な
い

 
だ
が

だ
か
ら
と

て

で
き
る
も
の
で
は
な
い

彼
は

に
抗
し
得
る
道

一
つ
と

知
識

そ
し
て
己
の
体
と
い
う
絶
対
的
不

を

し
た
実
績
を
持
つ

 
そ
し
て

世
界
を

さ
せ
た
あ
の

デ
ス
ゲ

ム

大
事
件
を
終
焉
へ
と
導
い
た
人
間
だ

 
裏
で
情
報
を

り
人
の
思

感
情
の
矛
先
を

り
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
へ
と

進
す
る

は
世
界
に
知
れ

て
い
る

十

百
と
い
う
死
線
を
潜
り
対
人
戦
も
こ
な
し

け
た

 
ゲ

ム
で
は
あ

た
だ
ろ
う

 
し
か
し

命

け
だ

た
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そ
の
時
点
で
も
は
や

ゲ

ム

遊

で
は
な
い

事
実
か
の
大
事
件
に
よ

て
２
４
３
名
も
の
人
命
が
失

わ
れ
た
と

く

一
つ
の
事
件

と
し
て

え
る
な
ら
か
な
り
の
大
人
数

い
や

あ
の
少
年

の

が
な
け
れ
ば

五

に
届
く
人
命
が
失
わ
れ
た
可
能
性
す
ら
あ
る

 

だ
か
ら
我
が
国
は
も
ち
ろ
ん

他
国
も
目
を
付
け
て
い
る

 
ギ
ラ
リ
と
光
る

は
肉
食
獣
の
そ
れ
だ

他
に
出
し

か
れ
て
た
ま
る
か
と
い
う
強
い
意

を
感
じ
る

 

業
界
と
い
う
点
に

い
て

あ
の
少
年
は
決
し
て

に
立
つ
わ
け
で
は
な
い

だ
が
天
才

と
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
デ
ス
ゲ

ム
の
黒
幕
先
月

き
た
と
い
う
事
変
の
発

と
も

え
る

に
先
ん
じ
て
手
を
打
ち
対

し
て
い
た
と
い
う
報

は

け
て
い
た

正
直

信

疑
だ

た
が

お
そ
ら
く
事
実
だ

た
の
だ
ろ
う
と

な
ん
と
な
く
感
じ
て
い
る

 
そ
う
で
な
け
れ
ば
国
の
主
要
人
物
た
ち
が
こ
ぞ

て
興
味
を

わ
に
目
を
向
け
な
い

 

報
部

と
し
て
か
軍
人
と
し
て
か
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の

・

・

か
は
不
明
だ
が

十

り
の

方
法
が

策
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い

 
そ
れ
故
に

彼
に
は

心
を
寄
せ
て
い
る

 

そ
れ
は

私
も
同
じ
か
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他
人
事
の
よ
う
に

え
る
自
身
に

内
心
で
自

す
る

 
あ
の
少
年
に
は
自
分
と
て

な
ら
ぬ

心
が
あ
る

 
い
や

む
し
ろ
持
た
な
い
者
は
い
る
の
だ
ろ
う
か

デ

タ
と
は

え

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

を
真

向
か
ら
破

た
あ
の
衝
撃

像
を
見
て

か
な
い
者
は
い
る
だ
ろ
う
か

 

る
わ
け
が
な
い

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

世
界
最
強

は
世
界
の
覇
者

を

う
者
達
の

点
で
あ
り

す
べ
き
で
な
い
神
聖

な
存
在
な
の
だ

 
・仮
・

・再
・現
・デ
・

・タ
・で
・あ
・

・て
・も
・

・れ
・た
・と
・あ
・

・て
・無
・

・心
・で
・あ
・

・て
・は
・な
・ら
・な
・い

 

あ

て
は
な
ら
な
い
の
だ

 

線
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に

る
少
年
に

 
し
か
し
私

ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
の
意
識
は
追

の
彼
方
へ
と

し

た 
 

 
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ

 
そ
れ
が
私
の
名
前

一
番
最
初
に
つ
け
ら
れ
た
記

ア

ド伝
ヴ子

強
ン化
ズ

ド体

三
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七

の

に
つ
け
ら
れ
た

個
人
と
し
て
の
識
別
記

 
私
は
人
工
合
成
さ
れ
た

伝
子
か
ら
作
ら
れ

鉄
の
子

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
存
在

 
原
初
の
記

は

暗
い
暗
い

闇
の

だ

 
た
だ
戦
い
の
た
め
だ
け
に
作
ら
れ
生
ま
れ
育
て
ら
れ
鍛
え
ら
れ
た

知

て
い
る
の
は

い
か
に
し
て
人
体
を
攻
撃
す
る
か
と
い
う
知
識

わ
か

て
い
る
の
は
ど
う
す
れ
ば

軍
に
打

撃
を
与
え
ら
れ
る
か
と
い
う
戦
略

そ
れ
ら
は
い
わ
ば
本
能
と
も

え
る
も
の
で
あ
る
程

で
あ
れ
ば
直
感
的
に
理
解
し
再
現
出
来
る

ど

格
闘
を
覚
え

を

い

種
兵
器
の

方
法
を
体
得
し
た

 
私
は

だ

た

 
お
よ
そ
同
期
同

た
る
者
達
に

べ
性
能
面
に
お
い
て
は

を

い
て
最
高
値
を
出
し

け
た

  
し
か
し
そ
れ
は
世
界
最
強
の
新
兵
器
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
が
出
る
ま
で
の

事 



 思惑 〜三者三様、十人十色、多種多様〜

 

の

合
性
に
は
個
体
差
が
あ
り

こ
れ
は

変
わ
ら
な
い

 
し
か
し
そ
れ
ま
で
金
を

ぎ

ん
で
育
て
上

た
兵
士
を
無

に
す
る
の
は

し
い
と
判
断
し

た
上
層
部
は

合
性
向
上
の
た
め
に

ヴ

ダ
ン
・
オ

ジ

越
界
の

と
い
う

を

さ
れ
た

疑
似
ハ
イ

パ

セ
ン
サ

と
も
呼
ぶ
べ
き
そ
れ
は

へ
の

覚
信

伝
達
の

発
的
な
速

向
上
と
超
高

速
戦
闘
状
況
下
に
お
け
る
動

反

の
強
化
を
目
的
と
し
た
肉
眼
へ
の
ナ
ノ
マ
シ
ン

理
の

こ
と

そ
の

を

さ
れ
た

の
事
も
さ
し
て
い
る

 
危
険
性
は
ま

た
く
な
い

理
論
上
で
は
不

合
も

き
な
い

 

し
か
し
私
は

不

合
だ

た

 
そ
の

に
よ

て

目
は
金
色
へ
と
変

し
常
に

状

の
ま
ま
カ

ト
で
き
な
い
制

不
能
へ
と

た

そ
の
事
故
が
あ

た
こ
と
で
そ
れ
ま
で
部
隊
の
中
で
ト

プ
に
君

臨
し
て
い
た
私
は

練
に
お
い
て
後
れ
を
取
り

転

し
た

 

て
い
た
の
は

そ
れ
ま
で
自
分
が
一

だ
に
し
な
か

た
部
隊

か
ら
の

蔑

そ
し
て

出
来
損
な
い

と
い
う

だ

た

 
世
界
は
一
変
し
た

 

私
は

闇
か
ら
よ
り
深
い
闇
へ
と

止
ま
る
こ
と
な
く
転

ち
て
い

た
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そ
ん
な
私
が

じ
ん
て
目
に
し
た
光

そ
れ
が

か
の

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

世
界
最
強

千
冬
と
の
出
会

い
だ

た

こ
こ
最
近
の
成
績
は
振
る
わ
な
い
よ
う
だ
が
な
に
心
配
す
る
な

一

月
で
部
隊
内
最
強

の
地

へ
と

れ
る
だ
ろ
う

な
に
せ

私
が
教
え
る
の
だ
か
ら
な

 
そ
の

葉
に
偽
り
は
な
か

た

特
別
な

練
を

さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
た
だ
彼
女
の
教

え
を

実
に
実
行
す
る
だ
け
で

私
は

専

へ
と
変
わ

た
部
隊
の
中
で
再
び
最
強
の

に

君
臨
し
た

 
し
か
し

安

は
な
か

た

 
自
分
を

ん
で
い
た
部
隊

の
事
が
気
に
な

て
い
た
か
ら
で
は
な
い

む
し
ろ
最

眼
中

に
な
か

た

 
そ
れ
よ
り
も
ず

と

強

に

深
く

あ
の
人
に

れ
た

 
そ
の
強
さ
に

そ
の

し
さ
に

そ
の

と
し
た
様
に

自
ら
を
信
じ
る

に
焦
が
れ

た 

あ
あ

こ
う
な
り
た
い

こ
の
人
の
よ
う
に
な
り
た
い

 
そ
う
思

て
か
ら
は
彼
女

教

が
帰
国
す
る
ま
で
の
間
時
間
を
見
つ
け
て
は
話
に
行
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た

ど
う
し
て

教

は
そ
こ
ま
で
強
い
の
で
す
か

 
私
は

ど
う
す
れ
ば

あ
な
た

の
よ
う
に
強
く
な
れ
ま
す
か

 
い
つ
だ

た
か

に
い
て
そ
の

を
見
つ
め
て
い
て

つ

つ
と
体
の
深
い
場

か
ら

い
て
く
る

ち
か
ら

感
情
の
後

し
を

け
て

思
い
切

て
問
い
か
け
た
こ
と
が
あ

た

 

そ
の
時
だ

 
あ
あ
そ
の
時
だ

彼
女
は
⻤
の
よ
う
な

し
さ
を
見
せ
る
険
し
い
表
情
を

れ
さ
せ
た
の

だ

浮
か
ん
だ
の
は
苦
い

み
だ

た

 
そ
の
表
情
に

な

だ
か
心
が
ち
く
り
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

私
に
は
な

弟
が
二
人
い
る

弟

で
す
か

あ
あ

私
が
生
き
る
理
由
で
あ
り

強
く
な
ろ
う
と
決
意
し
た
理
由
で
も
あ
る

 

と

練
時
に
は
見
せ
な
い
憂
い
の
表
情
で
彼
女
は
そ
う

た
ら
く悲
た
ん哀

を

し
き
れ

な
い
と
い
う
よ
う
な
様
子
だ

た

間

け
な
話
だ

守
る
た
め
に
生
き
る
た
め
に
私
は
日
本
代
表
の
地

を
保

て
い
た

そ
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れ
が
だ
そ
の
せ
い
で
弟
達
は
誘

さ
れ
て
私
は

心
な
時
に
気
付
け
な
か

た

そ
の
う
え

下
の
弟
は
今
は
行
方
不
明
と
き
て
い
る

索
は
さ
れ
た
が
生
存
は
絶
望
的
と

わ
れ
た

秋

十
が
い
な
け
れ
ば

私
は
と

く
に
引
退
し
て
い
た
だ
ろ
う
な

 
見
た
こ
と
も
な
い

話
し
か
け
れ
ば
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
程
に
弱
り
切

た
表
情

 
そ
れ
は
私
が
光
と
見
た
様
と
は
か
け
離
れ
て
い
た

自
信
に

ち

れ
人
を

き
つ

け
る
カ
リ
ス
マ
に

れ
る
最
強
の

で
は
な
か

た

 

そ
う
さ
せ
た
の
は

あ
な
た
の
弟
た
ち
な
の
で
す
か

 
そ
の
時

怒
り
の
念
が
浮
か
ん
だ

 

然
と
し
た

の
女

を
あ
あ
ま
で
弱
ら
せ
て
し
ま
う
存
在

そ
れ
も
彼
女
の

点
と
な

る
事
を
し
た
存
在
を

と
て
も
で
は
な
い
が
許
容
出
来
そ
う
に
な
か

た

 
認
め
ら
れ
な
い

 
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

  

だ
が
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再
会
し
た
彼
女
は
女

と
し
て
の

風
を
取
り

し
て
い
た

 

ト

ナ
メ
ン
ト
の
要
人
護
衛

務
で
学
園
を

れ
た
身
な
の
で
直

会
話
し
た
わ
け
で

は
な
い

し
か
し
遠
目
に
見
て
も
記

に
あ
る
弱
り
切

た

と
は
打

て
変
わ

た
も
の
だ

と
理
解
し
た

完

に
払

で
き
た

で
は
な
い
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
も
か
つ
て
よ
り
は

か
に

世
界
最
強

の
覇
気
を
取
り

し
て
い
る

と
も
す
れ
ば

第
一
回

第
二
回

勝
時
以
上
だ

ろ
う
か

 
そ
こ
ま
で
の
変
化
を
見
せ
た
要
因
な
ど

に
わ
か

て
い
る

 

あ
の
少
年
だ

 

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

桐

谷
和
人

が

教

を
変
え
た
の
だ

 

神

と
呼
ば
れ
る

上
の
弟

は

な
い

だ
か
ら

必
然
的
に

下
の
弟

の
存
在

が

与
し
て
い
る
と
し
か

え
ら
れ
な
い

 

時
八

だ

た
と
い
う
下
の
弟

出
来
損
な
い
と
呼
ば
れ
立
場
と
し
て
は
多
少
の

共
感
と
同
情
を
覚
え
な
く
も
な
い
少
年
だ
が
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
生
還
し
後
に
生
還
者
全

を

救

て
い
た
事
実
ま
で
発
覚
し
た
人
物

そ
の
覚
悟
の

ど
は

の
指
示
や
部
隊

の
勧
め

も
あ

て
見
た

像
で
イ

と
い
う

ど
知

て
い
る
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だ
か
ら

わ
か
ら
な
い

 
私
に
血
縁
上
の
兄
弟
姉
妹
は
多
く
い
る
が

一

的
な

家

と
呼
べ
る
存
在
は
い
な
い

だ
か
ら
感
覚
的
な
も
の
は
イ
マ
イ
チ
理
解
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
あ
る

 
だ
が
名

が
違
え
ば
家

で
は
な
い
と
い
う
認
識
に
大
き
な
違
い
は
な
い
と
思

て

い
る

 
そ
れ
に

ら
せ
ば
教

と
少
年
の

は
非
家

と
い
う
事
に
な
る

彼
女
の
様
子
か
ら

の
生
活
に

り
た
い
事
は
明
白
だ
と
い
う
の
に
な

少
年
の
方
は
よ
り
を

そ
う
と
し
な
い

の
か
が
理
解
不
能

 
も
し
や
あ
の
世
界
で

に
倒
し
た
存
在
だ
か
ら
教

に
存
在
を

い
て
い
な
い
の
か

 

ざ
け
る
な

 
そ
れ
は

そ
ん
な
事
は
あ

て
は
な
ら
な
い

 
確
か
に
デ
ス
ゲ

ム
は
た
だ
の
遊

で
は
な
か

た
だ
ろ
う

そ
こ
で
の
戦
い
が
す
べ
て
現

実
の
戦
場
と
同
じ
命

け
の
も
の
で
あ

た
事
は
理
解
す
る

 
し
か
し

だ

 
た
と
え
再
現
デ

タ
だ
か
ら
と

て
そ
れ
に
勝

た
と
し
て
も
真
実

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

世
界
最
強
を
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超
え
た

で
は
な
い

で
あ
れ
ば
そ
れ
で
興
味
を
失
う
な
ど

語
道
断
だ

 

で
戦
え
は
し
な
く
と
も

生
身
で
は
ど
う
な
の
か

教

は
生
身
で
の
戦
闘
能
力
も
他
の

追

を
許
さ
ぬ

ど
の
高
み
に
あ

た

そ
れ
を
超
え
ず
し
て
興
味
を

か
な
い
な
ど
あ

て

は
な
ら
な
い

 
そ
れ
は

教

を
弱
ら
せ
る
行
い
だ

 
そ
れ
を
許
し
て
は
な
ら
な
い

 
そ
ん
な
事
は

あ

て
は
な
ら
な
い

 
だ
か
ら

 
 

 
意
識
を
現
実
へ
と
引
き

す

覚

に
入
力
さ
れ
る
白
髪
金

の
少
年
の

に
焦
点
を
合

わ
せ
る

 

私
の

務
は

自
国
要
人
の
護
衛

と

 

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

と

黒
の
剣
士

方
の
引
き

き

 

い

さ
れ
た

務
を

の
内
で
復

す
る

 
正
直

黒
の
剣
士

に
対
し
て
内
心

た
る
も
の
は
あ
る

あ
の
少
年
の

二
人
の
弟
の
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存
在
が
彼
女
を
弱
く
す
る
事
は
わ
か

て
い
る

だ
が

い
な
い
方
が
も

と
弱
く
な
る
と

い
う
の
な
ら
近
く
に
い
た
方
が
よ

ど
マ
シ
だ

上
は
と
も
か
く
下
は
英
雄
と

さ
れ

る

ど
だ
か
ら
教

に
対
し
て
見

り
は
あ
ま
り
し
な
い

 

二
人
と
も
ま
と
め
て
引
き

け
れ
ば
い
い
の
だ
が
な

 
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も

が
あ
る

女

を

け
な
け
れ
ば
意
味
が
な
く
か
と
い

て
少
年

を

け
な
け
れ
ば
女

が
女

足
り
え
な
い

 
し
か
し

そ
ん
な

合
の
い
い
展
開
は
な
い
か

と
自
分
の

え
を
一

に
付
し
た

オ
リ
ム
ラ

桐

谷
イ
チ
カ

和
人

 
内
心

た
る
も
の
を
覚
え
な
が
ら

名
前
を

く

 
そ
れ
は

と
ト

ナ
メ
ン
ト
の
内
容
と
ル

ル
を
語
る
少
年
の
声
で
か
き
消
さ
れ

の
意

識
に
も

ま
ら
な
か

た

 
 

 

そ
の
話
を

け
た
の
は

四

日

前

六
月
十
八
日
の

食
後
の
時
だ

た

 

学
園
に

国
主
要
人
物
や
企
業
幹
部
ら
を

し

生

の

合
を
見
物
さ
せ

代
表
候

補
性
や
企
業

属
の

者
の

価
を
し
た
り
ス
カ
ウ
ト
し
た
り
な
ど
が
あ
る

ら
生

に
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と

て
は
自
分
を

り

む
千
載
一
遇
の
機
会
と
も

え
る
大
行
事
・

個
人
ト

ナ
メ
ン
ト

を
四
日
後
に

え
た
そ
の
日

は
楯
無
を

し
て

を

ん
だ
自
身
に

く
み与

す
る

界
上
層
部
の
意
思
を
知

た

 

個
人
ト

ナ
メ
ン
ト
の
解
説

そ
れ
も
主
に
戦
闘
面

を

て

し
い
と

い
う

め
い依
れ
い頼

だ

た

 

正
直
な
話

し
か

わ
な
い
と
思

た

 
た
だ
で
さ
え
こ
こ
最
近
は
表
に
出
過
ぎ
て
い
る

有
名
人
と

え
ば

こ
え
は
い
い
が
悪
く

え
ば
目
立
ち
過
ぎ

そ
こ
に
さ
ら
に

を
投
下
し
て
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

練
の

家
達
で
は
な
い

だ

 
ま
し
て

来
的
に

日
本
に
帰
属
し
た

者
に
な
る
の
だ

 

き

ま
れ
た
と
か
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

今
か
ら
能
動
的
に

業
界
で
活
動
し
て
い
て
は

後

国
か
ら

る
し
上

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

 
そ
の
心
配
も
し
た
が
結

は

し
切
ら
れ
た

 
理
由
は
三
つ

 
一
つ
目
は

判
を

な
も
の
に
す
る
た
め

男
な
が
ら
に
解
説

に

さ
れ
た
点
は
女
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権
に
襲
撃
さ
れ
た

に
つ
い
て

知
し
て
い
る
事
実
を
理
由
と
し
て

す
る
ら
し
い

 
と
は
い
え

達
も

を

う
リ
ス
ク
は
理
解
し
て
い
る
ら
し
い

そ
の
上
で

し
切

て
き
た
の
は

二
つ
目
の
目
的
に
理
由
が
あ

た

 
二
つ
目
も
地

め
だ
が
こ
ち
ら
は

交
的
な
意
味
を
持

て
い
る

無
か

た
事
に
な

た
会

を

じ
て

は
日
本
の

家
企
業
の
ト

プ
組
と

繋
ぎ
を
し
た

だ
が

然

な
が
ら
そ
ん
な
事
実
は
秘
密
な
の
で
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い

つ
ま
り

は

と
も
企
業

ト

プ
や

持
技

の
人
と
も
一
切

触
を
持

た
事
が
な
い
事
に
な

て
い
る

そ
れ

で
い
き
な
り

持
技

属
に
な
り
か
つ
て
自
身
を
不

に

た
日
本
に
帰
属
す
る
と

い
う
の
は
不
自
然
に
過
ぎ
る

そ
こ
で
上
層
部
の
人
間
が
集
ま
る
こ
の
ト

ナ
メ
ン
ト
の
食
事

時
間
や
空
き
時
間
で
対
面
し

ぎ
を
し
て
お
く
こ
と
で
後

日
本

属
に
な
る
繋
ぎ
の
理

由
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
目
的
が
あ

た

む
し
ろ
今
回

を
表
に
出
し
て
い

る
の
は
そ
れ
が
一
番
の
理
由
だ
と
い
う

 
本
来
な
ら

千
冬
更
識
楯
無
が
近
く
に
い
な
け
れ
ば
出
歩
け
ず

の

弾
と
発
信
機
付

き
チ

カ

が

発
す
る
仕
組
み
に
な

て
い
る
が

そ
れ
は
束

士
が

る
国

会
が
手
配
し
た
も
の
で
あ
る

つ
ま
り
裏
で
は
束

士
が
手
を
引
い
て
い
る
わ
け
で
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そ
こ
に

属
し
て
い
る
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
は

の
人
間
と
い
う
事
に
な
る

千
冬
は

備
に

き
楯
無
が
生

と
し
て
出
場
し
て
い
る
今

の
近
く
で
監

護
衛
を

し
て

い
る
の
は
束

士
と
も
ど
も
こ
ち
ら
に

点
を

し
た
ク
ロ
エ
だ

た

 
ク
ロ
エ
は

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
運

す
る
企
業

ユ

ミ
ル

の

仕
と
し
て

い
て
い
る
が

正
式
な

と
い
う

で
は
な
い
の
で
出

な
ど
の

束
力
は
存
在
し
な
い

む
し
ろ
国

会

属
だ
か
ら
今
の
方
が
自
然
と

え
る

 
女
権

襲
撃
の
時
に
止
め
に
入
り

た
一
人
を
一

で

き

せ
た
一
幕
も
実
力
の
高
さ

を
感
じ
さ
せ
る
要
因
と

え
る

 
少
な
く
と
も
学
内
で

千
冬
更
識
楯
無
に

ぐ
第
三
の
監

者
と
し
て

さ
れ
た
話
が

広
ま

た
と
き
あ
ま
り
反
感
や
疑
念
は
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
な
か

た

き

と
そ
の

理
由
は
あ
の
一
幕
に
あ
る

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
表
に
出
て
き
て
い
る

だ
が
三
つ
目
の
目
的
は
身
の
安
全
の
確
保
だ

た
り
す
る

 
も
ち
ろ
ん
暗
殺
や
誘

そ
の

か

の
リ
ス
ク
が

む
以
上
む
し
ろ

の
外
に
出

て
い
る
い
ま
の
方
が
危
険
だ
ろ
う
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し
か
し

あ
の

は
学
園
の
地
下
に
あ
る
場

だ

学
園
に
は
地
下
シ

ル
タ

が
あ

り
世
間
一

の
認
識
で
は
そ
の
ど
こ
か
と
思
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
が
実

は
秘
密
地
下

設

な
の
で

人
に
知
ら
れ
な
い

で
あ
る

 
そ
こ
な
ら
見

り
も
必
要
な
い
が

逆
に

え
ば

潜
り

ま
れ
れ
ば
最
後
と
も

え
る

 
か
つ
て

と

兄
・
秋
十
を

た
組

フ

ン
ト
ム
・
タ
ス
ク

亡
国
機
業

は

国
代
表
と
代
表
候
補

国
要
人
の
護
衛
や

備
巡
回

わ
れ
の

兵
会

の

備
を
潜
り

け
て

行
を
成

さ

せ
た

内

者
が
い
た
事
は
間
違
い
な
い
と
さ
れ
る

 
問

は
そ
こ

内

者
が
い
る
可
能
性
だ

 
い
ま

学
園
に
は
日
本

に
と

て
二
つ
の

ば
く秘
だ
ん密

が
あ
る

 
一
つ
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
分

の
抑
止
力
で
あ
り

の
面
で
も
抑
止
力
に
な
り
得

る
存
在

女
尊
男

風

を
打
ち
破
り

つ

千
冬
引
退
後
の
世
界
大
会
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

勝
す
る
事
で

日
本
の
未
来
を

え
る

と
し
て
見
ら
れ
て
い
る

 
も
う
一
つ
は

主
導
の

の

で
あ
る

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

の
存
在
だ

間
違
い
な
く

上
自
衛
隊
も
絡
ん
で
い
る
そ
の

は

の
興
味
・

心
が

キ
リ
カ

ユ
イ
ヴ

フ
ス
ら
に
向
け
ら
れ
て
い
る
事
か
ら

し
て
い
る
の
で
そ
の
内
容
が
他
国
に
流
れ
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る
の
は
日
本
の
国

面
か
ら
あ
ま
り
に
マ
ズ
い
と

え
る

を

限
ら
れ
た

軍
ユ
ニ

ト

と

え
れ
ば

機

さ
え
組
め
ば

可
能
な

は

無

限
の
兵
士
ユ
ニ

ト

と

え
る

だ
ろ
う

現
実
の
人
命
を
喪
わ
な
い
点
で

え
ば
非
常
に
合
理
的
と
す
ら

え
る

 
仮
に
内

者
が
い
た
場
合

を
重

す
る
理
由
と

Ｓ
Ｔ
Ｌ

を
運
び

ん
だ
記
録
な
い

し

に
付

す
る

務

仮
想
化
の
動
き
か
ら

か
を
推

し
探
り
を
入
れ
る
可
能
性
は
十
分

あ
る

大

に
も
突
撃
す
る
可
能
性
も

め
な
い

 
万
が
一
地
下
に
潜
り

ん
だ
と
し
て
も
束

士

製
の

非無
常人
識機

の

備
が
あ
る
か
ら
あ
る

程

安
全
な
気
は
す
る

 

だ
が

断
は
禁
物
だ

 
万
が
一

 
そ
れ
は

人
が
思
う
よ
り
も
圧
倒
的
に

実

に

こ
り
得
る
現
実
的
な
数

だ

 

も

追
体
験

を

り
返
す
内
に

自
然
と
そ
う
思
う
よ
う
に
な

た

 
だ
か
ら

達
か
ら
の
依
頼
を

け
た
の
だ

万
が
一
を
回

す
る
た
め
に

達
か

ら
の
バ

ク
ア

プ
と
束

士
の

と
ク
ロ
エ
で
立
て
ら
れ
る
対
策
と
手

を

し

や
れ
る
だ
け
の
事
を
や

た
上
で

リ
ス
ク
を
下

た
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そ
も
そ
も
目
に
見
え
る

な
ど
恐
る
に
足
ら
な
い

 
本

に
怖
い
の
は

目
に
見
え
な
い
水
面
下
の

な
の
だ

 
 

  

今

君
は
な
に
を

え
て
い
る
の
か
な

  
外
行
き
の
礼

で

飾

て

客

で
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に

る
少
年
を
見
な
が
ら
疑
問
を
浮

か
べ
る

で
は

に
一

生

が
使

す
る
機
体
に
つ
い
て
の
解
説
に

り
ま
し

う
か

桐

谷
君

お
願
い
し
ま
す

ま
た
自
分

 

え

ト

ナ
メ
ン
ト
出
場
予
定
の
生

が

べ
る
機
体
は

い
ず
れ
も
第
二
世
代
型

機
で
す

日
本
製
の

う
ち打
が
ね鉄

フ
ラ
ン
ス
製
の

ラ
フ

ル
・

リ
ヴ

イ
ブ

イ
タ
リ
ア
製
の

テ
ン

ス
タ

イ
ギ
リ
ス
製
の

メ
イ
ル
シ

ト
ロ

ム

の

四
つ
で
す

 
緑
髪
の
女
性
・

日
本
代
表
候
補

性
の

麻

の

し
に

か
に

惑
を
見
せ
た
が
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す
ぐ
立
ち
直

た
白
髪
金

の
少
年
・
桐

谷
和
人
の

と
し
た
声
が
ス
ピ

カ

か
ら

こ

え
る

中
継
中
の
解
説

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

機
の

が
四

の
小
さ
な
ホ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
浮
か
ん
で
い
た

 
そ
こ
で
少
年
は

手
を
上
に
あ

二

の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
を

に

べ
る

 
一

は

武
士

な
⻘
年
を
想

さ
せ
る
武
士

み
た

色
の
機
体

も
う
一

は

ネ
イ
ビ

カ
ラ

紺
色
を

と
し
た
翼
を
生
や
し
た
よ
う
な
機
体

年
の

像
を
見
返
し
た
限
り
だ
と
多
く
の
生

が
打
鉄
か
ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ

ブ

を

し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね

残
り
二
つ
が

ば
れ
て
い
る
事
は
少
な
い

で
す

そ
う
で
す
ね

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ

が

ば
れ
や
す
い
の
は

他
と

べ
て

の

性
が
特
徴
だ
か
ら
と

わ
れ
て
い
ま
す

者
を

ば
な
い
た
め
あ
る
程

の
性
能

を
発

出
来
る
か
ら
で
す
ね

ま
た
機
体
ス

ク
の
面
で
も
第
二
世
代

さ
い最
こ
う後
は
つ発

な
が
ら
現
在

ん
に

が
進
め
ら
れ

験
機
が
出
始
め
て
い
る
第
三
世
代
に
も

ら
な
い
た
め
安
定
し
た

性
能
と
高
い

性
が
わ
か
り
や
す
い
強
み
と

え
ま
す

そ
こ
に

か
れ
る
ん
で
し

う

個
人
的
に
は

イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備
の
種

が
極
め
て

で
あ
る
事
が

点
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す

近
・

中
・
遠

離
い
ず
れ
の
武
器
に
も
持
ち

え
ら
れ
更
に

も
あ
る
た
め
格
闘
・
撃
・
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の
い
ず
れ
の

も

い
や
す
い

他
の
三
種

よ
り

か
に
多
様
性
に

ん
で
い
る
と
い

う

価
は
七

国
の
ラ
イ
セ
ン
ス
生

十
二

国
の
正
式

と
い
う
情
勢
か
ら
も

え
る

も
の
で
し

う

そ
の
特
徴
を

ば
す
よ
う
に

パ
ス
ス
ロ

ト

の
容

は
平

よ
り
大
き
く
業
界
で

は

す
る
武
器

の
異
名
を
付
け
ら
れ
る

ど

ま
あ
コ
レ
を

べ
ば
外
れ
じ

な
い

と
い
う
感
じ
な
ん
で
し

う
ね

そ

そ
う
で
す
ね

 
自
身
が
出
し
た
強
み
を
補
強
す
る
よ
う
で

に
ズ
レ
て
い
る

そ
し
て
恐
ら
く
は

心
を

突
い
て
い
る

に

先
生
は

を
引
き
つ
ら
せ
て
い
た

苛
立
ち
で
は
な
く

ち

て
い
い
の
か
な
そ
れ

と
い
う
危
惧
だ

ち

ち
な
み
に

桐

谷
君
は

打
鉄

に

し
て

ど
う
見
て
い
る
ん
で
す
か

 
話
の
流
れ
を
変
え
よ
う
と
思

た
か

彼
女
は
そ
う
話
を
切
り
出
し
た

 
少
年
は
そ
れ
を

け

ん

と
小

を

根
を
寄
せ
た

あ
く
ま
で
ス

ク
上
の
話
で
す
け
ど

ま

実

て
い
う

語
を
表
し
て
ま
す

よ
ね

近

ブ
レ

ド
と
中

離
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
を
一
つ
ず
つ

常
の

に

を
浮
く

非

定
型

機
体
性
能
も

し
な
べ
て
平

的

先
の
ラ
フ

ル
と

べ
て
攻
撃
性
に
は
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や
や

て
る

で
す

あ
 
そ
の

葉
に

彼
女
は

得
の
声
を
上

た

代
表
候
補
性
と
し
て

を

て
い
た

時

を
思
い
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

わ
れ
て
み
れ
ば

と
い
う

得
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る

が
多
い
の
で
ラ
フ

ル
よ
り
加
速

最
大
加
速

面
で
も
多
少

て
る
よ
う
で
す

そ
の
反
面

面
に

で
て
い
て
エ
ネ
ル
ギ

い
わ

る

と
い
う
も
の
も
い
い

よ
う
で
す
か
ら
ク
セ
は
少
な
め
か
と

近

中

離
を
得
意
と
し
て
た
り
あ
と
は
剣
道
や
剣

術
武
術
な
ど

離
を

め
る

い
事
を
し
て
る
人
に
は
向
い
て
る
と
思
い
ま
す

標

備
の

ブ
レ

ド

は
日
本
刀
の
形
状
を
し
て
ま
す
か
ら

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
専

機

の
機
体
を
参

に

打
鉄

が
作
ら
れ
た
ら
し
い
で
す

し

似
て
る
の
は
そ
の

も

し
て
る
ん
で
し

う
ね

そ
う
で
す
ね

 

先
生
の

葉
に

少
年

和
人
が
一

真

に
な

た

わ
ず
か
な

目

で
は
残
る
二
つ
は

桐

谷
君
は
ど
う

え
ま
す

テ
ン

ス
タ
は

手
空

を
前

に
し
た
機
体
な
の
で

火
器
に
よ
る
中
・
遠

離
戦
で
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の

制
も
必
要
と
さ
れ
る

合
に
は
不
向
き
で
し

う
イ
グ
ニ

シ

ン
・
ブ

ス
ト

時
加
速
な
ら
一
気
に

離
を

め
ら
れ
ま
す
が
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を

る

刃
の
剣
な
の
で
使
い
ど
こ
ろ
に

意
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず

二
の
足
を

み
や
す
い

メ
イ
ル
シ

ト
ロ

ム

は
逆
に
近

離
武
器
を
あ

ま
り

ま
れ
て
い
な
か

た
り
ラ
イ
フ
ル
と
い

た
遠

離
で
真
価
を
発

す
る
系

の
武
器

ば
か
り
な
の
で
戦
闘
空
間
を
制
限
さ
れ
る

合
で
は
本

を
発

出
来
な
い

ど
ち
ら
も
せ
め

て
タ

グ
形
式
な
ら
違

た
ん
で
し

う
け
ど
一
対
一
で
は

な
技

を
求
め
ら
れ
る
わ
け

で
そ
れ
を
予
約
制
の
限
ら
れ
た
時
間
し
か
実
技

練
を
行
え
な
い
一

生

に
成
せ
る
か

と

え
れ
ば
と
て
も
現
実
的
と
は

え
な
い

こ
こ
ま
で

え
た
上
で
の

遠
か
そ
れ
と
も

に

い
や
す
さ

実
さ
を
求
め
て
先
の
二
つ
を
求
め
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

テ
ン

ス
タ
と
メ
イ
ル
シ

ト
ロ

ム
が

式

合
で
も
日
の
目
を

び
に
く
い
の
は
そ
の

が

し
て
る
と
思
い
ま
す
よ

こ

ち
は
直

攻
撃
し
か
出
来
な
い
の
に

手
は
バ
ン
バ
ン
遠

離
攻
撃
が
出
来
る
状
況
に

き
に
突

む
人
は
ま
ず
少
な
い
で
し

う
か
ら

 
怒

と
も

え
る
理
由
の
羅
列
に
緑
髪
の
教
師
は
面
食
ら

て
い
た

知
識
面
だ
け
で
そ
こ

ま
で

し
た
の
か
と
い
う

き
と

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
は

え

み
重
な

た
戦
闘
経
験
に
よ
る

思

回
路
に
対
す
る

き
か
ら
く
る
も
の
だ
と

な
ん
と
な
く

し
た
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い
や

和
人
君
だ

た
か
な

彼
は

い
な

 

そ
こ
で

を
打
つ
男
性
の
声

 

ち

き
の
あ
る
そ
れ
は
私
の

・
結
城

三
の
も
の
だ

た

深
い
紺
色
の
ス

ツ
を

こ
な
し
た

年
の

は

の
自
分
で
す
ら

返

て
い
る
と
思
う
時
が
あ
る

ど
活
力
に

ち

れ
て
お
り

少
し
前
の

ぶ
り
が

だ

た
か
の
よ
う
だ

 
そ
ん
な
彼
は

ま
る
で
初
め
て
見
た
よ
う
な
反
応
を
見
せ
て
い
る
が

そ
れ
は

演
技
だ

 
事
変
が

き
る
前
の
事

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
の

と
桐

谷
和
人
の
暗
躍
が
人

知
れ
ぬ
水
面
下
で

ぎ
合

て
い
る

私
は

親
か
ら
生
還
者
学

か
ら
進
学

三
年
へ
の

転
入

験
の
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ
た

あ
の
日
は
兄
・

一

の

出
し
で
事
無
き
を
得
て
最

終
的
に
は

事
変

後
に
転
入
し
な
く
て
い
い
結
論
で

ち

い
た

 
そ
の

結
論

に
絡
ん
で
い
る
の
が

・

三
な
の
だ

 

三
は
転
入

験
を

が
持
ち
掛
け
て
き
た
あ
の
日

突
な
会
合
で
家
を
空
け
て
い
た

そ

れ
が
な
ん
と

新
国
立

技
場
の
地
下
の
会
議
場
に
て

更
識
家
に
身

を

け
て
い
た
少
年
・

桐

谷
和
人
と
会
い
以
前
ダ
イ
シ

・
カ
フ

で
彼
が
話
し
て
く
れ
た

と
の
取
引
に

つ
い
て
対

を
し
て
い
た
の
だ

そ
の
事
実
は

事
変

解
決
後

彼
の
近
く
に
い
た
方
が
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子
の
意

に
も

る
と
い
う
話
を

が
し
て

・

子
は
転
入

験
の
話
を
白
紙
に

し
た

と
い
う
経

が
あ
る

 

に
よ
り

福
な
先
行
き
を

 

に
よ
り
良
い
キ

リ
ア
を

 

は
そ
う
願

て
い
る
事
は
分
か
る

自
身
の
子
を
肉
親
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気

持
ち
は

理
解
で
き
る

 
た
だ

思
う
の
だ

 

私
は

彼
を

し
て
ま
で

自
分
を

せ
に
し
た
く
な
い

 
ず

と

ず

と
彼
の
背
を
見

け
て
き
た

 
一
人
で
戦

て
い
た

 
人
と

離
を

め
よ
う
と
し
た

 
繋
が
り
の
喪
失
を

恐
れ
た

 
自
身
の
生
を
見
出
し
た

 
自
身
の
憎
し
み
よ
り

大
切
な
も
の
を
見
出
し

超
克
し
た

間

 
彼
は
ず

と

か
の
た
め
に
自
分
以
外
の
人
の
た
め
に
戦

て
き
た

彼
は
き

と
自
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分
の
目
的
の
た
め
と
偽
悪
的
に

う
だ
ろ
う
が
彼
が
剣
を
握
る
理
由
は
始
終
そ
れ
に
帰
結
し

て
い
る

 
そ
の
在
り
方
を
彼
の
義
姉
は

観
と
そ
れ
を
は
る
か
に
超
え
る

愛
を
以
て

け
容
れ
た

 
な
ら
ば

そ
れ
に

を

む
の
は

と
い
う
も
の

 

だ
か
ら
こ
そ

な
ん
て
出
来
な
い

 
彼
が
自
発
的
に
限
ら
れ
た
人
を
助
け
よ
う
と
す
る
の
は
構
わ
な
い

た
だ
そ
う
誘
導
し

す
る
事
を
前

と
す
る
の
は

イ

だ

た

 

が

彼
と
ど
ん
な
話
を
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い

 
で
も

も

も

外
に
伝
え
て
き
て
い
る

彼
に

と

彼
の
実
力
で
あ
れ
ば
明
る
い

未
来
は

れ
る
と
確
実

し
て
い
て
そ
れ
に

か
る
形
で

来
を

め

と
そ
う
伝

え
て
き
て
い
る
の
だ

 

三
の

に
は
彼
の

・
結
城

子
が
外
行
き

の
ピ
シ

と
し
た
ス

ツ
を

て
行

よ
く

て
い
る

は
新
一
文

に
引
き
結
ば
れ
て
い
て

線
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に

る

少
年
に
じ

と
合
わ
さ
れ
て
い
た

 
品
定
め
し
て
い
る
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の

動

礼

振
る
舞
い
で
も
品

を
付
け
て

の
友
人

と
し
て

応
し
い
か

か
の

る
いに

掛
け
て
い
た

と
同
じ
目
だ

た

 

や
め
て

や
め
て
よ

さ
ん

 

私

そ
ん
な
の

望
ん
で
な
い
よ

 

そ
ん
な
目
で

彼
を
見
な
い
で

 

ま
で
声
が
出
掛
か

た

 
で
も
出
な
く
て

え
づ
く
よ
う
に

が
引
き

る

 
声
が
出
な
か

た
の
は

き

と
剣
士
で
な
い
私

結
城
明
日
奈
が
持
ち

け
る
弱
さ
の
せ
い
だ

た

  
・

個
人
ト

ナ
メ
ン
ト

 

で

れ
る
行
事
の
一
つ

 
原
作
で
は
一

シ

ル
ル

ラ
ウ
ラ

と
い
う
カ

ド
か
ら
の
ヴ

ル
キ
リ

・
ト
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レ

ス
・
シ
ス
テ
ム
の
事
件
が

き
た
も
の

原
作
で
は
タ

グ
だ

た
が
こ
れ
は
ク
ラ
ス

対
抗
戦

一

で
束

製
無
人
機
ゴ

レ
ム

が
襲
撃
を
仕
掛
け
て
き
て

勢

に
な

た
た
め

 
原
作
で
も

国

人
企
業
ト

プ
組
は
来
て
い
る
が
護
衛
は
学
園

に
一

か

を

て
い
る
の
か

明
確
な
表
記
は
な
い

 

が

ま
さ
か
他
国
の

者
に
護
衛
を

せ
る
は
ず
が
な
い

 
代
表
代
表
候
補
を
護
衛
と
し
て

れ
て
き
て
い
た

地
味
に

者
目
線
で

を
引
き

く
た
め
と
し
て
も
使
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思

た
り
思
わ
な
か

た
り
経

者
技

術
者
じ

分
か
ら
ん
方
が
多
い
と
思
う
の

 
ラ
ウ
ラ
は
来
年
入
学
予
定
な
の
で

護
衛
つ
い
で
の
下
見

 

つ
ま
り

他
も

  
・
打
鉄

 
日
本
製
第
二
世
代

機

 
和
風

に
近
い
形
状



 尊ぶべき日常世界

 

な

で
か
な
り
多

な
武
器
を
後
付
け
出
来
る
の
が
強
み

し
か
し
ラ
フ

ル
と

べ
る
と

の
容

で
も

て
い
る

 
他
よ
り
勝

て
い
る
の
は

力
と

の
良
さ

 
和
人
に
は

実
と

い
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

を
し

か
り
し
て
い
る
人
に
向
い
て
い

る

近

ブ
レ

ド

中

離
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
が
標

備
な
の
で
近
・
中

離
向
き

 
原
作
で
は

紅
椿

入
手
前
の

が
使

し
て
い
た

  
・
ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ

 
フ
ラ
ン
ス
製
第
二
世
代

機

 
第
二
世
代
の
中
で
は
最
後
発
な
が
ら
ス

ク
が
高
く

も
大
き
い
た
め

す
る
武
器

の
名
を

し
た
オ

ル
ラ
ウ
ン
ダ

な
機
体

こ
れ
を

ん
で
お
け
ば
外
れ
は
な

い
が
真
価
を
発

す
る
に
は
か
な
り
の
器

さ
と
実
力
を
求
め
ら
れ
る
の
で

と
対
応

が

広
い

 
機
体
の
色
は
ネ
イ
ビ

カ
ラ

・

紺
色

 
ア
ニ
メ
で
は
グ
リ

ン
色

麻

が

る
機
体
と
し
て

か
れ
て
お
り
本
作
で
も
和
人



 思惑 〜三者三様、十人十色、多種多様〜

と
の

合
で
は
こ
れ
を
使

て
い
た

 
ま
た
こ
れ
の
フ
ル
カ
ス
タ
ム
機
を
フ
ラ
ン
ス
代
表
候
補
生
更
に
別
バ

ジ

ン
を

麻

が

て
い
る

  
・
テ
ン

ス
タ

 
イ
タ
リ
ア
製

 

密
に
は
世
代
不
明
で
更
に

機
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

不
明
の
た
め
本

作
で
は

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ
・
カ
ス
タ
ム

の

に

い
第
二
世
代

機

い

 
原
作
で
は
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

不
戦
勝

勝
者
・
イ
タ
リ
ア
代
表
ア
リ

シ
・
ジ

セ
ス
タ

フ

の

機

イ
ギ
リ
ス
代
表
候
補
生
が

と
し
て

た
機
体
で

近

格
闘

を
主
体
と
す
る

と
し
か
判
明
し
て
い
な
い

発
展
機
も
存
在
す
る

 
ち
な
み
に
ア
リ

シ

は
千
冬
に

零

白
夜

を
発
動
さ
せ
た
数
少
な
い
実
力
者

  
・
メ
イ
ル
シ

ト
ロ

ム

 
イ
ギ
リ
ス
製
第
二
世
代

機
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原
作
で
は
名
前
だ
け
の
登
場

テ
ン

ス
タ

と
同
じ
く

世
代

機
か
専

機
か
も

不
明

モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
出
て
い
た
事
は
確
実
だ
が
カ
ス
タ
ム

の

が
あ
る
た
め
こ
れ

も
第
二
世
代

機

い
と
し
た

 
一

が
悪
友
・
五
反

だ
ん弾

と
の

の
ゲ

ム

／

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ

ト
ス
／
ヴ

サ
ス
・
ス
カ
イ

を
プ
レ
イ
中

弾
の
セ
リ
フ
か
ら
出
て
き
た

弾

く

非

常
に
使
い

い
機
体

と
の
こ
と

 
情
報
と
し
て
は
そ
れ
だ
け
な
の
で

遠

離
武
器
ば
か
り

な
ど
の
設
定
は
本
作
オ
リ
ジ
ナ

ル  
・
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ

 

伝
子
強
化

体
の
一
人

 
ド
イ
ツ
代
表
候
補
生

専

気
持
ち
と
し
て
護
衛
に
つ
い
て
い
る
の
で

格

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
ハ

ゼ
部
隊

の
隊
⻑

は
少

 

目

目
眼

金

⻑
い
銀
髪
で
１
４
８

の
ロ
リ

ロ
リ

 

和
人
を
見

な
が
ら

こ
の
世
界
で
は
お
姉
ち

ん
ム

ヴ
出
来
ま
す
ね

な
人



 思惑 〜三者三様、十人十色、多種多様〜

 
内
面
は
原
作
と
大
差
な
し

越
界
の

を

め

ま
れ

不

合
に
よ
り

ギ

プ
に
苦
し
ん
で
い
た
が
千
冬
の
教
え
に
よ
り
部
隊
内
最
強
に
復
活
す
る

そ
の
た
め
千
冬
の
ブ

リ

ン
ヒ
ル
デ
と
し
て
の

に
強
い

を

い
て
い
る

 
二
人
の
弟

特
に
悲
哀
の
表
情
を
見
せ
る
要
因

一

は
行
方
不
明
に
な

て
た
の
で

に

な

た
一

／
和
人
に
対
し
強
い
怒
り
の
感
情
を

く

ち
な
み
に
原
作
だ
と
一

の

気

を
語

た

を
見
た
た
め
強
い

と

れ
の

を
危
ぶ
め
る
存
在
へ
の

心
を

き

勝
二

覇

し
た
誘

事
件
を
知

て
こ
れ

い
と
攻
撃
的
に
な

た
経

が
あ

た

要
は

テ
メ

絶
対
認
め
な
い

 
本
作
に
お
い
て
は
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
真
実
憎
し
み
の
超
克
の
経

を

の
命

と

部
隊

の
勧
め
で

把
握
し

出
来
損
な
い
と
呼
ば
れ
た
経
歴
へ
の
同
情

を
持

て
い
る
た
め

原
作
の

よ
り
や
や
マ
イ
ル
ド

 
む
し
ろ
秋
十
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
が

原
作
一

に
な
る
か

経
歴
的
な
意
味
で

 
た
だ
千
冬

を

ら
せ
て
い
る
の
で

れ
の

に

る
要

と
し
て
一

／
和
人
が

必
要
だ
か
ら

に
い
ろ
や

 
と
内
心
鬱

を

め
て
い
る

 

な
ん
で
お
前

に

て
な
い
ん
だ
よ

 

ら
な
い
と
教

が
強
く
在
れ
な
い
だ



 尊ぶべき日常世界

ろ

と
い
う

と
身
勝
手
と
い
う
か

そ
れ

弟
が
い
な
い
と
し

か
り
し
な
い
ダ
メ
人
間

と
し
て
見
て
ね

と
突

め
る
矛
盾

載
な
思

に
な

て
い
る

 

論
指

し
た
ら
ビ
ン
タ
か
ナ
イ
フ
が

ん
で
き
ま
す

 
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
と
は
血

的
に
姉
妹

に

た
る
た
め
二
人
の
容

は
か
な
り
近

い 
ち
な
み
に
く
だ
ら
な
い
と
い
う
思

は
ト

ナ
メ
ン
ト
と
い
う
行
事
で
は
な
く
そ
れ

に
臨
む
生

た
ち
の
心
構
え

人
を
傷
つ
け
殺
め
る
道

を

う
事
に
対
す
る
意
識
の

さ

に
対
す
る

蔑
で
あ
る

  
・
桐

谷
和
人

 
弱

の
解
説

 
様

な
思
惑
に
よ
り
解
説

を
す
る

目
に
な

た

主
に
表
向
き
の

ぎ
づ
く
り
で

点
に

判
の

作
り

の
リ
ス
ク

み

Ｓ
Ｔ
Ｌ
と
離
す
こ
と
で
襲
撃
者
の
人

分

が

ぶ

リ
ス
ク
を

慮
し
た
上
で
打
て
る
だ
け
の
手
を
打

た
後
な
の
で

と
え

つ
な
い
仕
上
が
り
の

様



 思惑 〜三者三様、十人十色、多種多様〜

 
知
識
面
で
も
え

つ
な
く

者
の
代
表
候
補
生
・

麻

を
圧
倒
す
る
見
識
を
展
開
し

た 

者
が
あ
の
説
明
を
理
解
出
来
た
と
す
れ
ば
つ
ま
り

者
も
理
解
で
き
た
と
い

て
も
過

で
な
い
の
で
は

心

  
・
結
城
明
日
奈

 

親
と
の

性
に
悩
む
⻘

少
女

 
実
は

親
と
の
問

は
解
決
し
て
い
な
い

転

す
る
こ
と
は
な
く
な

て
一
安
心
か
と
思
い

き
や

今

は
和
人
と
の

性
に

く
問

で

を
悩
ま
せ
て
い
る

 
こ
こ
で

し
く
な

て
も
い
い
が

心
情
的
に
出
来
な
い

り
が
ま
だ

直

 

実

さ
れ
て
る
と
分
か

た
時
点
で

遠
さ
れ
る
の
で
交
友
を
保
つ
な
ら
明
日
奈

の
判
断
が
正
し
い



 尊ぶべき日常世界

 
勧
誘
 

水
平
線
上
のス

ト
ラ
テ
ジ

戦
略

  

点

和
人

明
日
奈

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  

和
人
の
解
説

に
つ
い
て

 
暗

は
し
て
た
け
ど

明
確
に
記
し
て
な
か

た
の
で

 
話
が
出
て
引
き

け
た
の
が
四
日
前

そ
ん
な
大
ニ

ス
を
流
さ
な
い
手
は
な
く

と

い
う
か
対
外
的
に

ぎ
を
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
知
ら
し
め
る
た
め

和
人
が
解
説

を
す
る
事
は

知
さ
れ
て
い
る

そ
れ
は
ラ
ウ
ラ
が
和
人
が
表
に
出
て
い
る
の
を
前

と
し
た

勧
誘

務
を
引
き

け
う
け
て
い
る
事
か
ら
も

み
取
れ
る



 勧誘 〜水平線上の
ストラテジー
戦 略〜

  
二

二
五
年
六
月
二
十
一
日

日

後
五
時
三
十
分

 

学
園
第
一
ア
リ

ナ

放
送

  

以
上
を
も
ち
ま
し
て

個
人
ト

ナ
メ
ン
ト
一
年
の
部

前

を
終
了

し
ま
す

 

後

の

合
は
事
前

達
さ
れ
て
い
る

り
明
日

前
九
時
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で

出
場

手

ま
た
機
体

整

者
は
時
間
ま
で
に

備
を
終
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い

 

様

お

れ
さ
ま
で
し
た

  
そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
流
し
て
放
送

の
マ
イ
ク
と
ス
ピ

カ

の
ス
イ

チ
を
そ
れ
ぞ
れ
オ

フ
に
切
り

え
る

ブ

ン
と
特
有
の

と
共
に
機
器
か
ら
断

的
に

こ
え
て
い
た
電
子

が

絶
え
た

 

と

に
入

て
い
た
力
が

け
る



 尊ぶべき日常世界

あ
 
背

れ
に
身
を

け
た

は

じ
ん
じ
ん
と

く

を

さ
え
な
が
ら
声
を
発
し
た

 
声
が

り
や
す
い
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス

合
進
行
や
解
説
の

に
は

式
呼

を
し
て
い
た
が

そ
れ
で
も
四

日
以
上
も

り

け
て
い
る
と

か

た

カ
メ
ラ
外
に

い
て
い
た
ロ
ク
に
手

を
付
け
て
い
な
い

ト
ボ
ト
ル
を
取
り

内
容
物
た
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

タ

で

を

す

あ
は
は

お

れ
様
で
す

桐

谷
君

 
苦

し
な
が
ら
そ
う
労

た
の
は

の

で

会
・
解
説
を
一
緒
に
し
て
い
た

真

先

生
だ

た

自
分
の
方
が
多
く

て
い
た
か
ら
か
ま
だ

そ
う
だ
が

そ
れ
で
も

時
間
も

ず

と
中
継
さ
れ
て
い
て
精
神
的
に

れ
て
い
る
ら
し
く

表
情
の

労
は
色

く
見
え
る

そ
れ
は
お

い
様
で
す

 
そ
う

い
返
し
て
か
ら

で
も

と
切
り

え
る

も
う
ち

と

先
生
が

て
く
れ
て
も
よ
か

た
と
思
う
ん
で
す
が

機
体
も
で
す
け

ど

戦
闘
中
や
後
の
解
説

に
振

て
ば
か
り
で
し
た
よ

の

合
解
説
は
立
場

経
験

と
も
に

先
生
の
方
が

で
し

う

う



 勧誘 〜水平線上の
ストラテジー
戦 略〜

 
そ
う

は
不

を

に
し
た

 

達
か
ら
依
頼
を

け
た
時
に
戦
闘
面
の
解
説
を
メ
イ
ン
で
や

て

し
い
と
確
か
に

わ
れ
て
は
い
た

そ
れ
は
デ
ス
ゲ

ム
を
生
き

い
た
プ
レ
イ

と
し
て

対
人
戦
を

十

百
と

り
返
し
た
こ
と
を

価
し
て
の
も
の
だ
と
わ
か

て
は
い
る
が
そ
れ
を

う
な
ら
彼

女
は

と
は
い
え
れ

き
と
し
た
代
表
候
補
生
と
い
う

者
だ

た
の
だ

戦
闘
の
解
説

で

え
ば

よ
り
的
確
で
あ
る

 
中
継
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
を
見
た
人
た
ち
の
中
で

を
出
し

ば
り
と
見
た
人
は
ど
れ

ど

か

決
し
て
少
な
く
な
い
数
と
い
う
の
は
確
か
だ

た

 
そ
れ
を
指

す
る
と

緑
髪
の
教
師
は
苦
い

を
し
た

そ
れ
は

そ
の

か
ら
も
桐

谷
君
に
話
を
振
る
よ
う

わ
れ
て
い
た
の
で

ま

中
か
ら
そ
ん
な
気
は
し
て
ま
し
た
け
ど

 
ま
さ
か
な

と
思

て
い
た
が

本

に

た
る
と
は

明
日
は

に
振
る

も
う
ち

と
少
な
く
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
り
ま
す

ノ
ド

い

ん
で

 
な
ら
ば
こ
の
事
で

先
生
に
グ
チ
グ
チ

た
と
こ
ろ
で
あ
ま
り
意
味
は
な
く
む
し
ろ



 尊ぶべき日常世界

が
ギ
ク
シ

ク
し
て
今
後
に

き
か
ね
な
い
の
で

協

を
一
つ
振

て
今
回
は
水
に
流
す

こ
と
に
し
た

 
そ
れ
に

先
生
が

い
て

を
立

た

 

も

を
立
ち
放
送

を
出
た

廊
下
に
出
る
と

後
か
ら
は
廊
下
で

機
し
て
い
た
ク

ロ
エ
が
目
を
向
け
て
き
た

目
と

て
も
女
権

を
退
け
た
時
に
し
て
い
た
バ
イ
ザ

を

に
つ
け
て
い
る
か
ら

実

は

を
向
け
て
き
た
だ
け
だ
が

和
人

教

お

れ
様
で
す

ク
ロ
エ
こ
そ

お

れ

ず

と
護
衛
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

い
え

仕
事
で
す
か
ら

 

の
労
い
に

時
間
も
ず

と

機
し
て
い
た
ク
ロ
エ
は

目

つ
無
表
情
で
事
も
無

な
様
子
で
そ
う

た

 
実

は

れ
て
い
る
だ
ろ
う
が

追

し
た
と
こ
ろ
で

さ
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
た

め
そ
れ
以
上
は

わ
ず
ク
ロ
エ
に
先
導
さ
れ
る
形
で

と

先
生
は
食

へ
と

動
し
始

め
た

 
廊
下
を
進
む
間
会
話
は
特
に
な
か

た

だ
か
ら
か
前
を
歩
く
ク
ロ
エ
の
格

が
気
に
な
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て
し
ま
う

 
機

的
な
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
多
い
廊
下
で
も
黒

に
銀
髪
は
さ
す
が
に
目
立

て
見

え
た

お
そ
ら
く
生

の
制

が
白
だ
か
ら
だ

が

の
意

が

学
園
の
も
の
に

近
い
せ
い
か

違
和
感
は
な
い

く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

ス

ツ
の
技
術
を

と
し
て
転

し
た
も
の
の

作
品
ら
し
く
つ
ま
り
そ
れ
な
り
の

力
を
持
つ

と
い
う
事
に
な
る

生

身
で
の
戦
闘
を

慮
し
た

の

物
な

だ

 

く

く
は

が

学
園
に

う
時
の
制

に
も
使
わ
れ
る
予
定
ら
し
い

 
万
が
一
を
想
定
し
て

を
進
め
ら
れ
て
い
る
の
は

し
い
限
り
だ
が
ク
ロ
エ
を
実
験
体
に

し
て
い
る
よ
う
で

彼
女
の
過
去
を
知

て
い
る
身
と
し
て
は
少
し
気
が
引
け
る
思
い
に
な
る

 
今

の
時
点
で
そ
れ
を
見

か
れ
気
に
し
な
い
よ
う

わ
れ
て
し
ま

た
の
で

も

え
な

い
が

間
に

が
寄

て
ま
す
よ

和
人

 
い
き
な
り

ク
ロ
エ
が
そ
う
声
を
掛
け
て
き
た

 
後
ろ
を
振
り
返

て
い
な
い
に
も

わ
ら
ず
表
情
を

い

て
て
き
た
事
に

を
歩
い
て
い

た
女
性
が
え

と

き
を

わ
に
す
る

目
を

て
い
る
の
に
ど
う
し
て
と

バ
イ
ザ
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で
目

は
見
え
な
い
が

い
つ
も

て
い
る
か
ら
そ
う
思
う
の
は

然
だ

こ
の
後
の
予
定
を

え
て
た
か
ら
な

そ
う
で
す
か

 

で
あ
る
そ
れ
を
ま
る
で
見

い
て
い
る
か
の
よ
う
に
ク
ロ
エ
が

く

た

多
分

の

線
で

し
た
か
ら
だ

 

ち
な
み
に

ク
ロ
エ
は
別
に
目
が
見
え
な
い

で
は
な
い

 
目
に

め

ま
れ
た
疑
似
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

ヴ

ダ
ン
・
オ

ジ

越
界
の

が

合
せ
ず

常
に

状

に

か
れ
て
い
る
せ
い
で

に
過
負

が
掛
か

て
し
ま
う
た
め
そ
れ
を
抑
制
す
る
た
め
に

え
て

覚
情
報
を

断
し
て
い
る
だ
け
で
実

は
見
え
る
の
だ

た
だ
あ
ま
り
に
も
精

に

見
え
過
ぎ
る

そ
の
ま
ま
で
も
一
応
十
数

は
開
け
ら
れ
る
が

そ
れ
以
上
は

に
苛
ま
れ

一
日
は

に

や
す
こ
と
に
な
る
と
い
う

 
そ
の
不

合
が
原
因
で
ク
ロ
エ
は
殺

分
さ
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
を
束

士
に
救
わ
れ
た
と

は

い
て
い
る

本
人

く
ど
う
も
そ
れ
以
外
に
も
理
由
が
あ
り
そ
う
だ
が
あ
ま
り
深
く
は

か
な
か

た

 
と
も
あ
れ

目
を

て
い
る
の
は
そ
れ
が
理
由
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で
は

こ
ち
ら
を
向
か
な
い
で
ど
う
や

て
表
情
を

み
取

た
の
か

と
い
う
問

だ
が

こ
れ
は
別
に
や
や
こ
し
い
話
で
は
な
い

 
結
論
か
ら

え
ば

彼
女
は
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を
使

て
い
る
の
だ

 
彼
女
は
目
を

じ
る
事
で

越
界
の

か
ら
の

覚
情
報
を

断
し
て
い
る
の
で
あ

て

大

の

覚

や
眼

眼
神
経
な
ど
が
損
傷
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

ア
ミ

ス
フ

ア

な
ど
で
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
も

覚

が

さ
れ
て
い
な
い
限
り
他
の

常
者
と
同
じ
よ
う
に

風

を
見
て

し
め
る

 
現
実
だ
と
そ
ん
な
ツ

ル
が
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が

そ
れ
は
間
違
い

 
仮
想
世
界
で
の
感
覚

方
向
ツ

ル
が
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
な
ら
現
実
世
界
で
の
感
覚

方

向
ツ

ル
は

の
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

と

え
る

触
覚
や

覚
な
ど
は
と
も
か
く

覚
と

覚
の

機
能
を
持
つ
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

は

信
し
た
情
報
を
直

に
送
る
事
で

者
に
情
報
を
知
覚
さ
せ
て
い
る

あ
の
バ
イ
ザ

は
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

の
技
術
を
流

し
作

り
出
さ
れ
た

作
品
の
一
つ
な
の
だ

 

年
も
前
に
出
さ
れ
た

ハ

ド
は
立
体
的
に
見
せ
た

像
を

覚
器

つ
ま
り

眼

を

し
そ
の
立
体
感
と
リ
ア
ル
さ
を
体
感
さ
せ
て
い
た

そ
れ
を
よ
り
リ
ア
ル
に
し
た
も
の
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が
ナ

ヴ
ギ
ア
を
始
め
と
す
る
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

の
機
能
は

定
呼
称

マ
ス
ク

と

フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド

の

中
に

す
る

眼

の

覚

を

し
た
認
識
が

者
や
一

に
認
知
さ
れ
て
い
る
ハ
イ

パ

セ
ン
サ

の
機
能
だ
が
実

は
３

０

の

を

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
大

覚

を
直

し
情
報
を
伝
え
る
フ
ル
ダ
イ
ブ
タ
イ
プ
の
使
い
方
も
存
在
す
る

そ
れ
を
す

る
に
は

密
な
精

と
本
人
の
大

モ
ニ
タ

を

り
返
し
行
い
個
人
の
バ
イ
タ
ル
を
把
握
し

た
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

コ
ア
は

者
の
バ
イ
タ
ル
を
常
に
把
握
し

整
し

て
い
る

だ

 

者
の
安
全
の
た
め
だ
け
で
な
く

の
機
能
を
フ
ル
活

す
る
た
め
で
も
あ
る
と

ど

れ

ど
の

者
が
認
識
出
来
て
い
る
事
だ
ろ
う
か

 

話

 
と
も
あ
れ

ク
ロ
エ
は
目
を
開
け
ら
れ
な
い
ハ
ン
デ
を

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

で
あ
る
バ
イ

ザ

を
使
う
事
で
解
消
し
て
い
る

だ
が

の
日
常
で
バ
イ
ザ

を
し
て
い
な
い
時
は
ど

う
し
て
い
る
の
か

と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ
だ
ろ
う

 
そ
れ
も
ま
た

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を
使

て
い
る

と
い
う

え
に
な
る
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謎
か
け
の
よ
う
だ
が
そ
う
で
は
な
い

軍
事
目
的
の
運

が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ま
り

日
の
目
を

び
な
い
が

に
は
光
学
迷

機
能
が
備
わ

て
い
る

そ
れ
を
使

て

は

見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
だ
け
な
の
だ

 
し
か
も

使
う
時
の
も
の
は

今
の
バ
イ
ザ

で
は
な
か

た
と
い
う

 
あ
の
バ
イ
ザ

は
国

会
直
属
の

者
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
が
正

登

録
し
て
い
る
機
体
黒
騎
士
の
も
の
で
一
部
展
開
だ
け
で
も
ロ
グ
は
残
り
そ
の
情
報
は

に

会
に
発
見
さ
れ
る
事
に
な
る

正

な
理
由
な
き
無
断
使

は

に

さ
れ
る
た
め

バ

ク
に

士
が
い
る
と
し
て
も
お
い
そ
れ
と
は
使
え
な
い

だ
か
ら
桐

谷
和
人
の
監

護
衛

と
い
う
名
目
が
無
か

た
日
常
で
は

束

士
が

意
し
た

の
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を
使

て
い
た
ら
し
い

生
憎
と
光
学
迷

に
よ
り
見
た
事
は
な
い
の
だ
が

 
つ
ま
り
ク
ロ
エ
は

越
界
の

を
使
わ
ず
と
も

使

時

み
の

覚
・

覚
性
能
を
発

し
て
い
る

で
た
と
え
ど
れ
だ
け
遠
く
か
ら
の

撃
だ
と
し
て
も
す
ぐ
に

手
の

場

を
見

け
て
し
ま
う

ト
ン
デ
モ
護
衛
と
い
う
事
に
な
る

 
束

士
の

が
あ
る
か
ら
あ
る
意
味

然
だ
が

ク
ロ
エ
も
ク
ロ
エ
で
大

常
識
外
れ
だ

あ
あ

そ
う
い
え
ば
こ
の
後

国
や
企
業
の

と
の
会
食
で
し
た
ね
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そ
ん
な
思

や
事
情
を
知
る
由
も
な
く

更
に
は

で
人
を

わ
が
な
い
気

の

先
生

は

の

を
真
に

け
て
い
た

あ
ま
り
人
の
悪
意
に
晒
さ
れ
た
事
が
な
い
の
だ
ろ
う

 
出
来
る
こ
と
な
ら

そ
の
ま
ま
の

先
生
で

て

し
い

 
や
や

気
味
に

そ
う
願

た

 
 

 
六
月
二
十
一
日

日

後
六
時
三
十
分

 

学
園

食

 

ト

ナ
メ
ン
ト
の
前

が
終
わ

て
か
ら

内
さ
れ
た
の
は
学
園
の
食

と
は
思
え
な

い

ど
大
き
く
立

な
内

と
そ
こ
か
し
こ
の
テ

ブ
ル
に

べ
ら
れ
た
種

様

な

理
の

数

だ

た

来

の
国
の
外
国

理
も
少
な
く
な
く
む
し
ろ
日
本
な
ら
で
は
の
も
の
が
少
な

い
と
感
じ
る
く
ら
い
の
そ
れ
を
見
て

私
は
圧
倒
さ
れ
た

 

か
ら

食
の
フ

ミ
リ

レ
ス
ト
ラ
ン
や
一

家
庭
で
も
そ
う
出
な
い
だ
ろ
う

理
を

に
し
て
き
た
し

に
あ
る
結
城
の
本
家
や
企
業
幹
部
の
人
と
の
付
き
合
い
で
レ
ス
ト
ラ
ン

に
行

た
時
も
か
な
り
値
の

る
も
の
を
食
べ
て
き
た

は
も
ち
ろ
ん
目
も

え
て
い
る

と
自
負
は
し
て
い
る

そ
ん
な
自
分
を
し
て
圧

の
一

し
か
な
く
こ
の

設
に
は
本

に
お
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金
が
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

 
そ
の

を

て
い
る
の
が
日
本
だ
け
と

い
て
そ
こ
は
か
と
な
い
反
感
を
覚
え
る
が

彼

を
他
国
か
ら
守
る
カ

ド
と
し
て
使
え
る
と
知

て
い
る
た
め
か

そ
こ
ま
で
大
き
く
な

か

た

 
食
事
は
ビ

フ

形
式
を
取

て
い
る
ら
し
く

そ
れ
な
り
の
サ
イ
ズ
の
お

に
個

人

き
な
も
の
を
取

て
い
く
ス
タ
イ
ル
を
取

て
い
た

日
本
食
は
少
な
い
た
め

的
食
べ

れ
て
い
る
ブ
ル

チ

ズ
の
パ
ン
や
ハ
ム

サ
ラ
ダ
な
ど
を

に

て
い
く

 
海

物
を
使

た

理
の
原

は
き

と
学
園
で

た
も
の
も

ま
れ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
な

と

え
つ
つ

理
を
持

た

を
片
手
に
そ
れ
と
な
く

を
見
回
し
た

 
食

は
太
い

で
ス

ス
を

切
ら
れ
て
い
る
が
そ
う
と
思
え
な
い

ど
広
く

路
の

間
隔
も
か
な
り

が
あ
る

だ
か
ら
か
そ
こ
か
し
こ
に
企
業
や

の
ト

プ
が

ま
り
話

を
す
る
グ
ル

プ
が
作
ら
れ
て
い
た

 
そ
の
い
ず
れ
も
日
本
語
な
の
は

き

と

が
兵
器
と
し
て

歪
な
形
で
世
界
に
広
ま
り

国
が
認
め
た

事
で

き
た
変
化
だ

世
界
を

り
他
企
業
他
国
と

い
合
う
以
上
前

と
な
る
日
本
語

を

得
し
て
い
な
け
れ
ば
下
に
見
ら
れ
る

と
そ
ん
な

け
引
き
精
神
の

徴
の
一
つ

実
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は
外
国
企
業
の
内
部
で
は
今
も
十
年
前
と
変
わ
ら
ず
英
語
イ
タ
リ
ア
語
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど

で
書

を
作
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
く
ま
で

限
定
の
変
化
と

え
る
の
だ
が

 
と
も
あ
れ
そ
れ
ぞ
れ
が
対
抗
心
故
に
日
本
語
で

て
い
る
せ
い
か
そ
の
内
容
が
イ

で

も

に
入
り
認
識
し
て
し
ま
う

ど
れ
も
生

の

合
を
見
た
感
想
品
定
め
だ

た
り
あ

る
い
は
企
業
間
の
契
約

共
同

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
だ

た
り
と

種

様

だ

 
こ
の
集
ま
り
に
私

密
に
は

結
城

三
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
る

レ
ク
ト

は

業

界
に
直

し
て
い
る

で
は
な
い

機
体
開
発
や
技
術

も
し
て
お
ら
ず
あ
く
ま
で
手

掛
け
て
い
る
の
は
一

け
の
す
る
大
型
家
電
の

製

ま
で
で
あ
る

 
だ
が
出

者
と
い
う
点
に

い
て

レ
ク
ト
は
決
し
て
無

で
は
な
い

一
代
で
大
企

業
へ
と
躍
進
さ
せ
た
・
三
の
手

は
決
し
て

達
で
は
な
く
古
い
友
人
か
ら

の
話

を

い
た

は
様
子
見
で
は
あ

た
が
出

を

ら
か
し
た
事
が
あ
る
ら
し
く
以
前
の
無

か

た
事
に
な

た
会

と
今
回
の
会
食
も
そ
の
ツ
テ
を
使

て
参
加
を
実
現
さ
せ
た
と
い

う

会

の
時
は
私
と
彼
の

も
あ

て
話
が
振
ら
れ
た
が
今
回
は

極
的
に
動
い
た

と
も

い
て
い
る

事
実

は
会
食
が
始
ま

て
か
ら

見
知
り
の
企
業

は
目
を
付
け
て
い

た
ら
し
い
他
国
の
企
業
と
話
に
向
か

て
お
り

兄
・

一

は
そ
れ
に

れ
回
さ
れ
て
い
た
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う方
う

を
動
き
回
る

と
兄
の

が
そ
こ
か
し
こ
に
見
え
て
組

の
ト

プ
や
重

は
大
変
だ

な

と

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
事
を

に
上

て

え
る

 
も
し
か
し
た
ら
私
も
い
ず
れ
は
レ
ク
ト
の

に
な

て
兄
の
よ
う
に
動
く
日
が
来

る
の
か
も
し
れ
な
い

 

で
も

親
は

 

う
う
ん

親
は

な
に
を
私
に
求
め
て
る
ん
だ
ろ
う

 

親
が

い
て
る

私
の

来

て

ど
ん
な
の
だ
ろ
う

 
会

を
継
い
で

し
い
と

わ
れ
た
事
は
な
い

教

に

い
て

し
い
教

と
し
て
共
に

き
た
い
と
そ
う

わ
れ
た
事
も
な
い

高
い
学
歴
と
高
い

学
こ
の
二
つ
を
求
め
ら
れ
て

き
た

強
が
で
き
な
い
よ
り
は

で
き
る
方
が

は
広
が
る
か
ら
だ

と

 
だ
か
ら

だ
ろ
う

 
私
に

来
な
り
た
い

業
だ
と
か

夢
だ
と
か

そ
う
い

た
ビ
ジ

ン
は

無
い

 
あ
る
の
は
た
だ

女
子
が
共

し
て

く
だ
ろ
う

的
で

他
愛
の
な
い

 

我
が

と
契
約
す
る
気
は
無
い
か
な
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そ
う
し
て
い
る
と

グ
ル

プ
の
中
で
も

と

大
き
い
も
の
が
目
に
付
い
た

 
一
人
の
子

と

多
数
の
大
人

 
桐

谷
和
人
と

界
の
ト

プ
達
の
集
ま
り
だ

彼
の
後
ろ
に
は
黒
い
バ
イ
ザ

を
付
け

た
銀
髪
の
少
女
・
ク
ロ
エ
が
付
き
和
人
の
監

も
と
い
護
衛

を
し
て
い
る
が
彼

ら
の
意
識
は
少
年
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る

存
在
感
が
希

な
の
が
そ
う
さ
せ
て
い
る

で
は

な
い
だ
ろ
う

 
そ
し
て
今

少
年
と

ど
こ
か
の
重

だ
ろ
う
男
性
が
対
峙
し
て
い
た

 
金
髪
を

め
の
オ

ル
バ

ク
に
ま
と
め
た
男
だ

身
⻑
は
少
な
く
見

も

て
も
１
８
０

セ
ン
チ
以
上
は
あ
る

身
な
が
ら
も
鍛
え
ら
れ
て
い
る

が
あ
る
骨
太
さ
の
体
を

む
の

は
白
の
ド
レ
ス
シ

ツ
に
ダ

ク
グ
レ

の
ス
ラ

ク
ス

は
ど
こ
か
の
特

品
だ
ろ
う

 

ア
メ
リ
カ
の

お
そ
ら
く
は

層

 
白

し
い

ど
の
白
人

配
者
層
然
と
し
た
出
で
立
ち
を
見
て

私
は
す
ぐ
に
判
断
し
た

 
こ
れ
ま
で
多
く
の
企
業
の
重

や
そ
の
子
息
に
あ
た
る
者
達
を
見
て
き
て
自
分
の
人
を
見
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る
目

識
眼
と
い
う
も
の
が
あ
る
程

育

て
い
る
事
は
自
覚
し
て
い
た

 

で
も

ま
い

多
分

た
だ
の
重

じ

な
い

 
だ
か
ら
か

そ
の
男
を
見
た
時
に
違
和
感
を
覚
え
た

 
あ
の
金
髪
⻑
身
の
男
に
は
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
の
人
種
の
差
以
外
の
な
に
か
が
あ
る

と

骨
太
な
体
格
か
ら

あ
る
い
は
軍

か

か
の

練
を

け
た
可
能
性
も

更
識
の

を

知

て
か
ら
は

定
で
き
な
い
と

え
て
い
る

 
だ
が

違
う

 

か
が

違
う

 
で
も
そ
の

か
が
わ
か
ら
な
い

き

と
そ
れ
は
私
に
と

て
出
会

た
こ
と
の
な
い
未
知

の

人
種

だ
か
ら
だ

 
そ
ん
な
人
間
が

属
し
彼
を
勧
誘
し
て
い
る
我
が

が
と
て
も
ま

と
う
な
も
の
と

は
思
え
な
か

た

だ
か
ら
と

て

か
が
出
来
る

も
な
く
た
だ
私
は
遠
目
に
そ
の
や
り

取
り
を
見
守
る
ば
か
り

我
が

正
確
に
は
私
が

を
務
め
て
い
る
企
業
グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・

シ
ス
テ
ム
ズ
は
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
デ

エ
ゴ

に

点
を
構
え
る
⺠
間
軍
事
会

だ

君
の
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そ
の
能
力
と

謀
を

な
く
発

出
来
る

境
だ
と
思
う
が

 

をそ
ば
だて

て
い
る
と
男
の
声
が
よ
く

こ
え
た

決
し
て
大
き
く
な
い
と
い
う
の
に
食

中
の

騒
を
突
き

け
て

こ
え
た
そ
れ
は
ど
こ
か
意
識
を
引
き
付
け
る
引
力
を
発
生
さ
せ
て

い
る
よ
う
に
も
感
じ
る

 
そ
の
男
性
を

少
年
は
眼

で

て
い
な
い

目
で
見
返
し
た

し

な
い
が

遠
慮
さ
せ
て

き
ま
す

 
外
国
企
業

そ
れ
も
実
力
を

価
し
て
の
ヘ

ド
ハ
ン
テ

ン
グ
を
彼
は

に

退

し
た

礼
を
し
て
の
そ
の
返
し
に
男
は
気
分
を

し
た
風
も
な
く
そ
う
か
と
小
さ
く

く

で
は

気
が
向
い
た
時
に

絡
し
て
も
ら
え
れ
ば

仕
事
の
依
頼
で
も
構
わ
な
い
が
ね

 

み
も
せ
ず

と
し
た
様
子
で
内
ポ
ケ

ト
か
ら
出
し
た
名

を
少
年
に

し

グ

ロ

ジ

ン

の

ら
し
い
男
は
そ
の
場
を
離
れ
た

あ
ま
り
に
も
ア

サ
リ
と
し
た
引

き
方
に
少
年
が

か
に

し

に
し
て
い
る

 
そ
こ
に
機
を

て
い
た
ら
し
い

企
業
の
男
た
ち
が
わ

と

め
寄

た

に
依

頼
を
仕
事
を

に
と

り

み
を
行

て
は
名

を

し
去

て
い
く

そ
れ
が

全

な
の
は

国
や
大
企
業
に
目
を
付
け
ら
れ
に
く
い
よ
う
空
気
を

ん
で
の
事
か
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つ
ま
り
さ

き
の
男
は
そ
の
空
気
を

ん
で

あ
る
い
は
作
る
た
め
に
ア

サ
リ
と
身

を
引
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
怒

の
勢
い
で
名

を

し
て
い
く
者
達
と
最
初
に
少
し
話
し
て
名

を

し
去

て
い
く

男
と
で
は
ど
ち
ら
が
よ
り
記

に
残
り
や
す
い
か
な
ど
明
白

え
て
そ
う
す
る
よ
う
仕

み

つ
つ

り

み
は
行
い
悪

を
残
さ
な
い
よ
う
去

て
い

た
の
だ

を

か
れ

に
く
い
な
ら

そ
の
逆
を

た

で
あ
る

 
無
論
こ
れ
は
私
の
予

に
過
ぎ
な
い
が
も
し

た

て
い
る
と
す
れ
ば

な
策
士
と

え
よ
う

三
十
代
に
も
な

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
が

そ
の
年
で

を
務
め
て
い
る
以

上
国
を

い
で
の
ス
カ
ウ
ト
に

さ
れ
た
の
は

書
き
以
上
の
も
の
を
持

て
い
る
か
ら
に

違
い
な
い

ま
さ
か

と
い
う

で
は
な
い

だ

明
日
奈

や

と
見
つ
け
た
わ

さ
ん

 

そ
れ
に

さ
ん
に
兄
さ
ん
も

 

え
事
を
し
て
い
る
と

親
と
兄
の
三
人
が

て
い
た

の

ぶ
り
か
ら
す
る
に
ど
う

や
ら
私
を
探
し
て
い
た
ら
し
い

 

の

だ
ろ
う
と

え
た
と
こ
ろ
で

の

間
に

が
寄

た

ま
さ
か
ま
だ
分
か

て
い
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な
い
の

 
と

わ
ん
ば
か
り
の
表
情
だ

明
日
奈

達
も
彼
の
ト
コ
に
行
く
ん
だ
よ

ぎ

し
と
か
な
い
と

 
兄
に
そ
う

わ
れ
や

と
理
解
す
る

達
も
他
に
後
れ
を
取
ら
な
い
よ
う

ぎ
を
す
る

つ
も
り
な
の
だ

と

や

と
分
か

た
の
ね

こ
う
い
う
事
は
出
だ
し
が

心
だ
と
い
う
の
に
こ
の
人

た
ら

明
日
奈
か
ら
も

か

て
や

て

 
そ
う

・

子
が

三
を

む

ま
れ
た
方
は

は
は

と
苦

を
浮
か
べ
た

そ
う
は

う
が

他
の
方

と
の

を

か
に
出
来
な
い
か
ら
ね

今
の

彼
の
価
値

は

ま
だ

い
ん
だ

し
い
ん
だ
よ

こ
う
い
う
事
の

は

 
や
や

れ
気
味
に

三
は
そ
う

た

 

い
た
い
こ
と
は
分
か
る

多
分

は
本
心
で
は
も

と

く
に
行
き
た
か

た
が
他
の

企
業
の
面
子
を

す
わ
け
に
は
い
か
ず

回
り
を
先
に
し
て
い
た
の
だ

他
の
企
業
が
そ
う

し
て
い
た
中
で
最
初
に
彼
の
も
と
に
行
け
ば

自
分
達
よ
り
あ
の
少
年
を

先
し
た

と

下

に
見
ら
れ
て
い
る
と

た
見
方
を
さ
れ
か
ね
な
い

そ
れ
は
企
業
間
の
信
頼
や
契
約
に

く
か

ら
と

そ
ち
ら
を

先
し
た

達
の
立
場
で
は
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か

た
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そ
の
中
で

あ
の

グ
ロ

ジ

ン

が
先

け
ら
れ
た
の
は

お
そ
ら
く

⺠
間
軍
事

会

事
を
専

に
し
た
契
約
上
の

だ
け
の
企
業
だ
か
ら
だ
ろ
う

一
時
的
な

し
か

か
な
い
か
ら

回
り
も
少
な
く

く
終
わ

た
の
だ

 
あ
る
い
は
彼
の
事
を
高
く

価
し
て
い
て

え
て

回
り
を
後
に
し
た
の
か
も
し
れ
な

い 

彼
が

明
な
人
物
で
あ
る
こ
と
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
放

や
過
去
の
残
影
を
見
て
い
れ
ば

理
解
で
き
る

 
物
事
の
機

裏
の
事
情
や
思
惑
を

む

覚
は

達
で
は
な
い

そ
う
と
分
か

た
上
で
彼

を

先
す
れ
ば
そ
れ
だ
け

価
し
て
い
る
と

外
に
伝
わ
り
興
味
を
持
つ
キ

カ
ケ
に
な
り

得
る

 

は
そ
う

え
て

に
文

を

た
の
だ

だ
が

も
立
場
が
あ
る
か
ら
そ
う
し
た
く
と

も
出
来
な
か

た

ま
あ
ま
あ
こ
こ
で

い
合
う
く
ら
い
な
ら

く
行
こ
う
よ

達
に
は
彼
に
会

て
話
す
理

由
が
あ
る
ん
だ
し
さ

そ
う
ね
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二
人
の
や
り
取
り
を
見
か
ね
て

一

が

し
た

そ
れ
に
や
や

然
と
し
な
が
ら
も

子

が
同
意
し
た
た
め

私
達
は
一
家

て
彼
の
下
へ
と
向
か
う

 
我
が

と
契
約
し

来
的
に

に

非
と
も
我
が

の

作
品
を
使

て

伝
に

ウ
チ
の
企
業
の
広
報
部
と
し
て

我
が
国
の
精

候
補
と
し
て

学

来
的
に

住
し
て

  
彼
の

は
数
十
人

の
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
た

ど
う
や
ら
ど
の
国
の

企
業
も

り

み
自
体
は

て
い
た
ら
し
く

食

に
い
た

ど
が
集
ま

て
い
る

 
だ
が

い
た
い
事
だ
け

て

り

ん
で
サ

ナ
ラ
す
る
様
を
見
た
限
り
で
は
本

心
か
ら
求
め
て
い
る
風
に
は
見
え
な
い

 
一
応
の

ぎ

わ
ば
保
険
と
し
て
や

て
い
る
よ
う
な
そ
ん
な

だ

や
れ
と

わ

れ
た
仕
事
だ
か
ら
か
や
り

る
と
い
う
意
思
は
あ
る
が
彼
を
本
気
で
引
き

む

意
は

無
い
と
こ
ろ
の
方
が
多
い
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そ
ん
な
中
で
か
な
り
の

意
を
放

て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
⺠
間
軍
事
会

な
ど
の

事
を
業
務
と
し
て
い
る
企
業

女
権

の

を

い
た
襲
撃
に
対
し

道

一
つ
で
二
機
撃

し
た
現
実
の
身
体
能
力
デ
ス
ゲ

ム
の
そ
れ
ぞ
れ
で
見
せ
た

報
能
力
や
戦
闘
能
力
か
ら
そ

う
な
る
の
は
仕
方
な
い
の
だ
ろ
う

今
年
で
十
二
に
な
る
年

の
子
に
す
る
か
と
思
う
が
逆
に

え
ば
育
成
期
間
と

え
る
わ
け
で
本
格
的
に
仕
事
を
す
る
事
に
は
大
人
の

中
参
加
組
よ
り

実
力
が
上
に
な
る
可
能
性
も
あ
る

そ
れ
を

て
ス
カ
ウ
ト
す
る
の
は
決
し
て
間
違

た
判

断
で
は
な
い

 

り

む
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
い
う
観
点
に

い
て
は
報
わ
れ
て
い
る
と

え
る
わ
け

な
の
で
彼
と
⻑
い
付
き
合
い
で
あ
る
身
と
し
て
は

し
い
限
り
だ
が

事

と
い
う
点
で

た
る
も
の
を
感
じ
る

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
も
う

と
ん
ど
の
人
は

り

み
を
終
え
た
の
か
他
を

制
す
る

よ
う
に

ま

て
は
い
る
も
の
の

話
し
か
け
る
人
が

な
く
な

た

ち

と
す
み
ま
せ
ん

し
て

き
ま
す
よ

 
す
か
さ
ず

と
兄
が
入
り

む

も
そ
れ
に

き

私
も

れ
な
い
よ
う
後
を
追

た

 

か
ら

女
性

 
と
疑
問
の
声
が
上
が
る
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ま

違
和
感
あ
る
の
も

然
だ
よ
ね

 
会
食
に
来
て
い
る
中
に
は

然
女
性
も
い
る
が

り

み

を
し
て
い
た
者
達
は

全

男
性
限
定
だ

彼
は
女
尊
男

風

の

者
で
あ
り
少
し
前
に
は
女
権

に
襲
撃
を
掛
け
ら

れ
て
い
る

女
性
を

り

み

に
す
る
の
は
正
直
愚
策
と

え
る

 
だ
か
ら
か

の
気
配
が
向
け
ら
れ
た

ん

 
ア明
ス日
ナ奈

 
そ
の

は

へ
と
変
わ
る

 

り

み
対

で
あ
る
少
年
が
名
指
し
を
し
て

私
を
見
た
か
ら
だ

み
で
あ
る
と

知

て
危
機
感
を

い
た
の
だ
ろ
う

は

く
も
焦

へ
と
変
わ

て
い
る

 
だ
け
ど

も
う

無
意
味
だ

 
彼
ら
の

り

み
は
も
う
終
わ

て
い
る

そ
れ
に
私
達
は

り

み
で
は
な
く
話
に
来
た

面
が
強
い

他
の

り

み

の
者
か
ら
は

争
の
意
味
合
い
で
先
を
行
く
別
方
向
の
ア
プ

ロ

チ
に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う

 
そ
う
思

を
終
え
た
私
は

や
や

い
た

で
見
て
く
る
少
年
に

小
さ
く
手
を
振

た

こ
ん
ば
ん
は

か

ず

と

キ
リ
ト
君

女
権

に
襲
わ
れ
る
前
日
以
来
だ
ね
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現
実
で
は
と
い
う

し
書
き
が
付
く
も
の
の
直
に

を
合
わ
せ
た
の
が
そ
れ
以
来
と
い
う

の
は
本

だ

と
は

て
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
ロ
ク
に

を
合
わ
せ
て
い
な
い
の
だ
け
ど

え

な
ん
で
明
日
奈
が

私
が

れ
て
き
た
の
だ
よ

君
に

お
礼
を

い
た
く
て
ね

 

・

三
が
来
る
事
は
知

て
い
た
だ
ろ
う
が
私
が
来
る
事
は
知
ら
な
か

た
ら
し
く

を

わ
に
す
る
少
年
に

が

的
に

え
を
出
し
た

 
彼
と

の

線
が

に
集
ま
る

 

和
な

を
人
に
与
え
る

は
今
は
大
企
業
の
ト

プ
の

を

て
い
た

に
立

つ
兄
と

も
ま
じ
め
な
面
持
ち
に
な

て
い
る

影

を

け
た
か
少
年
の

付
き
も

か
し

い
剣
士
と
し
て
の
そ
れ
に
変
わ

た

こ
の
子
は
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
で

わ
れ
の
身
だ

た

君
は

の
命
を
救

て
く
れ
た
恩
人

な
の
だ

を
救

て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

和
人
君

か
ら
も
礼
を

わ
せ
て

し
い

本

は

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
す
る
つ
も
り
で
ゲ

ム
を

た

ん
だ
け
ど

そ
の
日
に
出

が
入

ち

て
さ

だ
か
ら
妹
が
や
り
た
い

て

た
時

い
い
よ

て

し
た

そ
れ
で
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た

て
知

て

く
後
悔
し
て
さ

明
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日
奈
が
死
ん
で
た
ら

悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
か

た
よ

だ
か
ら
あ
り
が
と
う

 

と
兄
が

し
立
て
る
よ
う
に

た

 
す
る
と

か
ら

ま
さ
か

閃
光

か

 
と
い
う
声
が
上
が
る

容

が
同
じ

つ

彼
と

み
と
い
う
事
が
わ
か

て

よ
う
や
く
思
い
出
し
た
の
だ
ろ
う

 

い
で
礼
を

て
い
る
の
が
大
企
業
レ
ク
ト
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
重

と
知

て
似
た
系

列
の
中
小
企
業
は

め
ム

ド
で
離
れ
始
め
た

恐
ら
く
広
報
に
と
誘
い
を
掛
け
た
の
だ
ろ
う

が

レ
ク
ト

は

ア
ミ

ス
フ

ア

を
製

し
て
い
る
故
に

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
の
結

び
付
き
は
強

な
た
め

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

の
彼
が
広
報
を
す
る
な
ら

レ
ク
ト

を
取
る
と
判
断
し

撤
退
し
た
の
だ

特
な
縁
で
は
あ
る
が
君
さ
え
良
け
れ
ば
今
後
と
も
明
日
奈
と

良
く
し
て
あ

て
欲
し
い

 
そ
し
て

が

み
な
が
ら
そ
う

た

そ
れ
は

こ
ち
ら
か
ら
お
願
い
し
た
い
事
で
す

 
す
る
と
そ
れ
ま
で
保

て
い
た

を
破

て
少
年
が

た

表
情
は
ど
こ
か

き
そ

う
で

し
そ
う
な

み

 
私

け
入
れ
ら
れ
て
る
ん
だ

と

の
内
が

か
く
な

た
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で
は
今
後
と
も

く
よ
ろ
し
く
頼
む
よ

出
来
れ
ば
レ
ク
ト
の
広

依
頼
を
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が

ま

そ
れ
は
ま
た
別
の
機
会
に
し
よ
う

 
そ
う
意
味
深
な

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

が

て

け
て
私
を
見
て
す
ぐ
に

線

が
少
年
に

さ
れ
る

と
こ
ろ
で
桐

谷
君
は

食
を
摂

た
の
か
な

も
し
摂

て
い
な
い
な
ら
一
緒
に
ど
う
だ

ろ
う
か

明
日
奈
も
喜
ぶ

ち

さ
ん

 
い
き
な
り
の
発

に

き

を
見
る

は
い
た
ず
ら
め
い
た

み
を
浮
か
べ
て
お
り
そ

れ
が
確
信

で
あ
る
と
理
解
で
き
た

の
人
か
ら
は
そ
の
手
が
あ

た
か
と
い
う
発
見

や
本
気
で
ス
カ
ウ
ト
し
て
い
た
面

か
ら
の
恨
み
の
目
を
向
け
ら
れ
る
が

界
の

波
を

経
験
し
た

に
は
そ
よ
風
で
も
な
い
ら
し
く

に
も
感
じ
て
い
な
い
ら
し
か

た

そ
う
ね

私
も

非
と
も

方
と
話
し
て
み
た
い
わ

明
日
奈
と
の

れ
初
め
も

め
て
ね

あ

も
知
り
た
い
な

そ
れ

さ
ん
に
兄
さ
ん
ま
で

 

は
食
事
を

し
て
ま
た
品

を
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
が
ま
さ
か
兄
ま
で
こ
こ
で
裏
切
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る
と
は
思
わ
な
か

た

私
に
味
方
は
い
な
い
の
か
と
内
心
で

を

え
る

か

和
人
君

イ

だ

た
ら
断

て
も
い
い
か
ら
ね

な
ん
だ
明
日
奈

ず
か
し
い
の
か
ね

違
う

て
ば

 

に

わ
れ
ボ
リ

ム
を
抑
え
つ
つ
も
語
気
を
強
く

定
す
る

そ
れ
が
却

て
墓
穴
を

た
の
か

は
面
白
そ
う
な
も
の
を
見
つ
け
た
よ
う
な

み
を
浮
か
べ
た

 

結

護
衛
の
ク
ロ
エ
が
問

な
い
と

い

彼
も

け
入
れ
た
た
め

結
城
家
と
彼

ク
ロ
エ
の
六
人
で
の
食
事
が
実
現
す
る
事
に
な

た

  
・
食

に
つ
い
て

 
原
作
小
説

ア
ニ
メ
共
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が

食

は

と

の
二
つ

あ
る
の
で
は
な
い
か

 
と

え
ら
れ
る

と

方
は

の
食

は

の
食

と
い
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う
事

 
別
に
食

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
ア
ニ
メ
や
ゲ

ム
で
見
た
限
り
だ
と
教

が
あ
る

の
一

に
は
あ
る
と
思
わ
れ
る

食
を
摂
る
た
め
に

に

る
の
も
非

的

 
さ
ら
に

⻑
が

千
冬
と
明
か
さ
れ
た
点
で

⻑
が
絡
ん
で
い
る
時
点
で

に
食

が
あ
る
と

て
る
も
同
然

こ
れ
も
明
記
さ
れ
て
な
い
が
一
年
二
年
三
年
生
の

は

で
分
け
ら
れ
て
い
る
の
か
そ
れ
と
も

か
ら
違
う
の
か
不
明

前
者
で
あ
れ
ば
一
年
生

の
食

は
一
年
生
し
か
お
ら
ず
後
者
で
あ
れ
ば
二
三
年
生
も
一
緒
に
い
る

だ
が
一

に

絡
み
始
め
た
楯
無
先

を

い
て

食
・

食
で
上

生
が
絡
ん
で
く
る
シ

ン
は
な
い

初
期

時
点
で

に
一

に
絡
ん
だ
三
年
生
は
い
た
が

の
食

で
全
学
年
共
有
と

え
れ
ば
辻
褄

が
合
う

の

写
で
も
同

生
し
か
登
場
し
て
い
な
い
の
で
お
そ
ら
く

は
学
年
で

自
体

が
分
け
ら
れ
て
い
る

 
な
の
で
今
話
の
会
食
は

の
食

生

は

り

の
食

で
摂

て
る
設
定

 
つ
ま
り
食

は

学
年
の

で
合

四
つ
あ
る
事
に

 
要
す
る
に
税
金
の
無

い

て
事
だ
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・
結
城

三

 

合
電
子
機
器
メ

カ

レ
ク
ト

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

 
原
作
で
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
事
件

に
よ
り
引
退
気
味
だ

た
が
本
作
で
は
ま
だ
引
退
し
て
い
な
い

 

に
あ
る
結
城
家
本
家
の

な

金

助
が
あ

て

レ
ク
ト

を
一
代
に
し
て
大
企

業
へ
と

し
上

た

を
持
つ

た
だ
し
人
を
見
る
目
が

な
く

郷
と
い
う

を
引
き

入
れ
て
し
ま

て
い
た

来
的
に
明
日
奈
と
結

さ
せ
る
気
で

た
だ
け
に
場

が
場

な

の
で
話
に
は
出
さ
な
か

た
が

和
人
に
は
か
な
り
の
感

の
念
を

い
て
い
る

  
・
結
城

一

 
原
作
で
は
名
前
し
か
出
な
い
明
日
奈
の
実
兄

 
レ
ク
ト
の
そ
れ
な
り
の

に

い
て
い
る

か
し
妹
に
甘
く
自
分
の
意

で

来

を
決
め
て

し
い
と

え

子
と
は
や
や
反
目
し
て
い
る

が
悪
い
わ
け
で
は
な
い

 
出

が
重
な

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
出
来
な
く
な

た
時
そ
れ
ま
で
ゲ

ム
を

わ
な
か

た
兄
の

様
子
を
見
て
や
り
た
い
と
思
い

し
出
た
明
日
奈
に

し
た
後
デ
ス
ゲ

ム
に
な

た
事
で

後
悔
し
て
い
た

し
か
も
身
近
に
黒
幕
が

て

ま
と
め
て
片
づ
け
た
和
人
に
感

し
て
い
る
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和
人
と
明
日
奈
の

に

出
し
し
て
い
な
い
が

本
人
た
ち
が
良
け
れ
ば
付
き
合
え
ば
い

い

と
い
う
ス
タ
ン
ス

 
話
を

き
た
が

た
の
は

根
性
と

れ
の
少
年
心
に
よ
る
も
の

  
・
結
城

子

 
和
人
が
明
日
奈
に

応
し
い
人
間
か
品

中

 
判
断
し
か
ね
て
い
る
た
め
食
事
の
場
を
設
け
る
事
に
同
意
し
た

数
の
少
な
さ
は

企
業

が

り

み
を
し
て
い
る
場

女

な
い
で

を
開
く
こ
と
の
マ
ズ
さ
を

み
取

た
か
ら

企
業

で
は
な
く

教

だ
し
ね

 
原
作
で
も
交

術
や
心
理
戦
は
得
意
ら
し
い
の
で
ね

 
ち
な
み
に

明
日
奈
を
助
け
た
点
に
対
し

一
礼
を

て
い
な
い
人
物
で
あ
る

  
・
桐

谷
和
人

 

り

み
さ
れ
ま
く
り
の
人
気
者

肉

 
内
心
価
値
が
上
が
る
の
は
良
い
け
ど
自
分
は
平
穏
に
過
ご
し
た
い
ん
だ

と
遠
い
目
を
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し
て
い
た
り

 
そ
ん
な
中
で
現
れ
た
明
日
奈
を
見
て

が
出
た

 
結
城

三
と
直

対
話
し
て
い
な
か

た
の
で
今
話
で

合
わ
せ
事
実
が
作
ら
れ
る

ば

家

認
の
お
付
き
合
い

 
外

り
か
ら

め
ら
れ
て
る
な

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
和
人
の
監

前

護
衛

 
国

会
直
属
の

者

持

は
黒
騎
士

バ
イ
ザ

を
し
て
い
る
の
は

そ
れ
だ
け
監

と
護
衛
に
本
気
を
出
し
て
い
る
と
い
う
対
外
的
な
意
思
表
示

 
目
を

じ
て
い
る
の
が
見
え
る
間
は
光
学
迷

の
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を

け
て
い
る

と
い
う
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
原
作
だ
と
実

ど
う
な
の
か
は
不
明
だ
が
生
体
同
期
型

黒

を
原
作
ク
ロ
エ
は
使

て
い
る
の
で

似
た
よ
う
な
ロ
ジ

ク
だ
と
思
わ
れ
る

 
陰
に
日
向
に
和
人
を

え
よ
う
と
す
る

気
さ
よ
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中
継
 

放
送
事
故

  

点

 

数

約
一
万
五
千

 
今
話
は

動

サ
イ
ト
の
生
配
信
を
見
て
い
る
体
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
お
風

か
ら
出
た
私
は
自

に

て
す
ぐ
に

上
の

を
立
ち
上

た

ブ
ラ
ウ
ザ
を

動
す
る
と

ス
タ

ト
ア

プ

Ｒ
Ｌ
に
設
定
さ
れ
た
サ
イ
ト
に
自
動
で
ア
ク
セ
ス
が
行
わ
れ

つ
か
の
タ
ブ
・
ウ

ン
ド
ウ
が
重
層
的
に
表
示
さ
れ
た

 
そ
れ
ら
は
自
分
が
定
期
的
に
巡
回
し
て
い
る
ニ

ス
イ
サ
イ
ト
だ

た
り
あ
る
い
は
個
人
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運

の
ブ
ロ
グ
だ

た
り
と
様

だ
が
そ
の
内
の
一
つ
に
動

投
稿
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た

も
の
が
あ

た

を
立
ち
上

た
目
的
で
も
あ
る
そ
の
タ
ブ
を
ク
リ

ク
す
る
と

最
上

に

ジ
が
表
示
さ
れ
る

 
そ
れ
は

つ
も
の
動

を
配
信
し
て
い
る
他
人
の
チ

ン
ネ
ル
だ

 
個
人
的
に
興
味
を

か
れ
る
も
の
が
多
く
ま
た
そ
の
動

サ
イ
ト
で
見
る
機
会
が
最
多
で
あ

る
た
め

ス
タ

ト
ア

プ
に
設
定
し
て
お
い
た
そ
の

ジ
の
一
部
分
に

プ
レ
ミ
ア
ム
配

信

と
表
記
さ
れ
た
動

リ
ン
ク
が
あ
る
の
を
見
つ
け
る

 
セ
ブ
ン
放
送

が

時

分
に
ラ
イ
ブ
配
信
予
定

配
信

同

人
が

学

園
ト

ナ
メ
ン
ト
解
説
に

さ
れ
た
お
話

  
あ
と
数
分
で
配
信
予
定
時

に
な
る
そ
れ
を
ク
リ

ク
す
る
と
配
信

機

面
へ
と

た

 

に
配

さ
れ
て
い
る
コ
メ
ン
ト

で
は

機
中

な
ど
配
信
を

期

し
て
い
る
面

の
書
き

み
が
ズ
ラ
リ
と

ん
で
い
て
現
在
進
行
形
で
増
え
て
い

て
い

る
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平

し
て

配
信
は
一
二
時
間
を
超
過
す
る
た
め
⻑

場
を
予
想
し
私
は

み
物
や

つ
ま
め
る
お

子

を

意
す
る

 

意
し
終
え
た
と
こ
ろ
で

時
間
に
な

た

 
は
い

時
間
に
な

た
の
で
開
始
し
ま

す

 
初
見
の
方
も
古
参
の
方
も
プ
リ
ヴ

エ

ト

 
こ
ん
ば
ん
は

 
一
人
放
送

状

の
セ
ブ
ン
よ

 
見
に
来
て
く
れ
た
み
ん
な

スあ

パり
シが

と
バう

  

機

に
設
定
さ
れ
て
い
た

像
が
切
り

わ
り
少
女
が
一
人

し
出
さ
れ
た

白
銀
の
髪

色
と

を
持
つ
少
女
は
一
時
は
世
間
を

わ
せ
た
天
才

学
者
・

七
色
だ

 

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

セ
ブ
ン

は

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
一
人
と
し
て
動

配
信
者
の
界

で

も

目
を

び
て
い
る
一
人

 
数
か
月
前
か
ら
そ
の
手
の
業
界
で
も
名
を
馳
せ
た
少
女
は

事
変

を
契
機
に
チ

ン
ネ
ル

登
録
数
が

し
た
も
の
の

歌
姫

と
い
う
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
手

ポ
テ
ン
シ

ル
は

本
物
の
た
め
根
強
い
フ

ン
は
今
も
登
録
を

け
て
い
る

た
だ
登
録
者
の
中
に
は
自
分
の
よ
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う
に

心
の
あ
る
話

に

あ
る
人
物
だ
か
ら

と
い
う
情
報

者
と
し
て
の

面
で

し
て
い
る
者
も
一
定
数

る
は
ず
だ

 
彼
女
が
配
信
す
る
動

は

か
生
歌
配
信
の
ど
ち
ら
か
に
大
別
さ
れ
る
が
最
近
は

配
信
の
方
に

が
寄

て
い
る

が
あ
る

や
は
り
事
変
の
影

で

の
編
集
を
手
伝

う
人
が

た
の
が
一
番
の
理
由
ら
し
い

 
そ
ん
な
彼
女
が
話

に
す
る
内
容
と

え
ば

こ
れ
は
も
う

一
つ
に

ら
れ
る

 
ズ
バ
リ

桐

谷
和
人

だ

 
彼
は
更
識
家
に
保
護
さ
れ

今
は

学
園
に
隔
離
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
が

そ
の

の

説
明
は
あ
ま
り
世
に
発
信
さ
れ
て
い
な
い

マ
ス
コ
ミ
も
情
報
を
集
め
よ
う
と
は
し
て
い
る
が

の
息
が
掛
か

た
更
識
家
が
護
衛
し

イ
ン
タ
ビ

を

ね
返
し
て
い
る
か
ら
だ

 

論

学
園
の
他

彼
と

わ
り
の
あ
る

人
が
匿
名
で
イ
ン
タ
ビ

を

け

事
情
を

説
明
し
て
い
る
が

そ
れ
を
信
じ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
多
く
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
は
彼
が
過
去

か
ら
も
見
捨
て
ら
れ
た
状
況
に
身
を

い
て
い
た
か
ら
だ

と
も
す
れ
ば
女
権

の
陰
謀
で

は

と

そ
ん
な
説
が
ま
こ
と
し
や
か
に

か
れ
て
も
い
る

 
つ
ま
り
世
間
一

の
認
識
で
マ
ス
コ
ミ
や

人
の
発
信
が
あ
ま
り
信
じ
ら
れ
て
い
な
い
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の
で
あ
る

 
そ
ん
な
状
況
に
一

を
投
じ
波
紋
を
呼
ん
だ
の
が

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
セ
ブ
ン
こ
と
ク

ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

の

謀
者
で
あ
る
少
女
だ

た

彼
の
後
を
追
う
よ
う
に

学
園

に
場

を

し
た
彼
女
の
発
信
は
か
な
り
攻
め

ん
だ
も
の
が
多
く

そ
れ
が
話

を
呼
ん
だ

信

性
の
部
分
は
い
ま
だ

疑
的
な
見
方
も
さ
れ
て
い
る
が
マ
ス
コ
ミ
が
取
る
に
足
ら
な
い

話
と
判
断
し
た
で
あ
ろ
う
小
話
も
語
ら
れ
て
い
る
た
め
興
味
本

で
見
に
来
る
人
は
多
い
と

い
う

 

え
ば
主
要
五
教

を
は
じ
め
と
し
た
高

生
ま
で
の
内
容
を
彼
に
教
え
て
い
る
と

い
う
エ
ピ

ド
と
興
味
の
あ
る
議

に
生

が
グ
ル

プ
で
取
り
組
む

業
で
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
コ

ス
を

ん
だ
時
は
彼
を
リ

ダ

に
し
て
い
た
と
い
う
エ
ピ

ド
が
あ
る

 
そ
の
二
つ
は
一
見

も

な
い
よ
う
に
思
え
る
話
だ

実

彼
が

学
園
に
隔
離
さ
れ

た
の
は
生
身
で

と

り
合

た
事
実
に
よ
る
も
の
な
の
で
無

に
な
る

だ
が
彼
女
が

学
園
に

た
理
由
に
は
な

て
い
た

監

す
る
目
的
も
あ

て
登

し
て
い
た
彼
の
近
く
に

る
事

業
の
事
情

更
に

も

目
し
て
い
る
と
い
う

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス

の

が
あ

た
か
ら
自
分
も

学
園
に

た
の
だ
と

彼
女
は
世
に
発
信
し
た
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マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上

な
か

た
話

が
発
信
さ
れ
た
時
か
ら
彼
女
の
チ

ン
ネ
ル
登
録
数
は

う
な
ぎ
上
り
を
見
せ
た

 
事
変
の
事
で

か
れ
な
が
ら
も
彼
女
の
生
配
信
を

て
い
る
人
が
多
い
の
も
そ
の
経

が
あ

た
か
ら
こ
そ

 
さ
て

彼
女
は
今
日

ど
ん
な
話
を
し
て
く
れ
る
の
か

 
そ
う
期

を
寄
せ
て

私
達
は
配
信
を

す
る
の
だ

 
な
ま
じ
彼
は
世
間
的
に
見
て
も
異

な
が
ら
信

出
来
る
情
報
が
少
な
い

身
近
に
い
る

人
間
の
発
信
と
い
う
も
の
が

対
的
に

重
だ

た

 

学
園
の
学
年
別
ト

ナ
メ
ン
ト
の

合
も

年
は
マ
ス
コ
ミ
が
そ
う
い
う
行
事
が
あ

た
と
伝
え
る
だ
け
で

像
で
は
発
信
さ
れ
な
か

た
が
今
年
は
テ
レ
ビ

一
つ
の
番
組
を

有
す
る
形
で
発
信
さ
れ
て
い
た

更
に
は

会
・
解
説

に
男
性

そ
れ
も
あ
の
少

年
が

さ
れ
た
と
い
う
事
実
に

は

や
か
に
な

て
い
る

 
そ
れ
に
つ
い
て
触
れ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
気
に
な
ら
な
い

が
な
か

た

あ

初
見
の
方
に
説
明
す
る
と

今
日
の
生
配
信
は

桐

谷
和
人
君
が
な
ん
で

の

合

の
解
説
に

さ
れ
た
か

て
い
う
話
を
メ
イ
ン
に
い
ろ
い
ろ
と

し
よ
う

て
い
う
内
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容
よ

 
い
つ
も
一

二
時
間
く
ら
い
話
し
て
る
か
ら

合
的
に
は

が
メ
イ
ン
に
な

ち

う
か
も
だ
け
ど
そ
こ
は

し
て
ね

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

妖
精
プ

カ
の
ビ
ジ

ア
ル
に
モ
デ
リ
ン
グ
さ
れ
た
少
女
が
に
こ
や
か
に

い

そ
う
補
足
を
入
れ
た

  

同

人

て

ど
う
い
う
事

 
年

の
男
女
が
一
緒
に

ら
し
て
る
の

  
そ
こ
で

コ
メ
ン
ト

に
そ
ん
な
内
容
が
流
れ
た

 
ど
う
や
ら
初
見
の
人
ら
し
い

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

過
去
の
動

で
も
説
明
さ
れ
て
い

た
も
の
な
の
だ

色

と
物
議
を

し
て

論
だ
が
結
論
と
し
て
は

が
悪
い
と

黒
の
剣
士

は

れ
て
い
る

と
い
う
二
つ
に

ち

い
た

 
多
分
本
人
は
こ
ん
な
話

が

き
て
い
る
事
も
知
ら
な
い
だ
ろ
う

下
手
す
る
と
監

目
的

だ
か
ら
仕
方
な
い
と
思

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
が
古
参
リ
ス
ナ

達
の
見
解
に
も

な

て
い
る

古
参
組
か
ら
す
れ
ば
自
分
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
と
同

と
か

ま
し
過
ぎ
る
と

心
し
か
無
い
だ
ろ
う
け
ど
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あ

こ
れ
は
初
見
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
か
な

 
一
応
お

え
す
る
と
ね

同

し
て
る
の
は

ね
あ
た
し
達
が

ま
り
し
て
る
部

て

い
で
名
目
上
は
学

に
違
反
し

た
生

の
反

部

に
な
る
か
ら
な
の

二
人
部

な
ん
だ
け
ど
二
人
で

を
二
つ

有

す
る
と

数
的
に
足
り
な
く
な
る
か
も

て
い
う
話
ら
し
い
よ

あ
と
一
応
あ
た
し

て
監

対

に

か
れ
て
る
か
ら
か
な

 
あ
た
し
が

さ
れ
て
る
の
も

と
か

バ

チ

ル
的

な
も
の
だ
か
ら

に
い
な
い
と
分
か
り
づ
ら
い
か
も

て
い
う
意
見
が
反

さ
れ
て
る

て

和
人
君
か
ら

い
た
わ

  

監

務
の
人
が
監

対

に
教
え
て
い
い
の
か
な

そ
れ

 
教
え
て
い
い
事
だ

た
ん
だ
と
思
う

和
人
君
そ
の

は
キ

チ
リ
し
て
る
と
い
う
か
仕

事
が
絡
む
と
怖
い
く
ら
い
性
格
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
か
ら

ま
あ
こ
の

は
あ
た
し
の
過
去
の

動

と
か
彼

の
動

を
見
た
ら
わ
か
る
と
思
う
わ

オ
ス
ス
メ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ラ
フ

ン
・
コ
フ

ン

作
戦
ね

 
小

を

な
が
ら
の
発

に

導
入
か
ら
い
き
な
り
ハ

ド
過
ぎ

と
コ
メ
ン
ト
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が

き
立
つ

 
私
も
い
き
な
り
そ
れ
を
見
る
の
は
か
な
り
キ
ツ
い
と
い
う
か
あ
ら
ぬ

解
を
生
み
そ
う
で

マ
ズ
い
の
で
は
と
思

た

  

そ
う
い
え
ば

こ
の
配
信

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
じ

な
い
ん
だ
よ
ね

 
リ
ア
ル
配
信

て
事
は
本
人

る
ん
じ

な
い
の

  
そ
こ
で

古
参
ら
し
き
リ
ス
ナ

の
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
た

 

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
セ
ブ
ン
の
配
信
は

実
は
リ
ア
ル
で
の
二

的
モ
デ
リ
ン
グ
を
使

た
も

の
と
彼
女
が
メ
イ
ン
で
プ
レ
イ
し
て
い
る
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
正
真
正
銘

の
バ

チ

ル
配
信
の
二
種

存
在
し
て
い
る

今
の
生
配
信
で
は
二

モ
デ
リ
ン
グ
が
使

わ
れ
て
い
る
た
め

必
然
的
に
リ
ア
ル

学
園

の
部

の
配
信
と
い
う
事
に

な
る

実

背

に
は
高
価
そ
う
な

品
や
彼
女
が
使

て
い
る
の
だ
ろ
う

か

か
の

ベ

ド
が

て
い
た

が

て
い
る
か
ら
ど
う
や
ら
彼
女
は

の
ベ

ド
を
使

て

い
る
ら
し
い
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と
も
あ
れ
一
部
の

ク

ラ

ス

タ

ヘ
ン
タ
イ
が

を
上

そ
う
な
背

で
あ
る

 
ち
な
み
に
二

モ
デ
リ
ン
グ
は
多
数
の
機

と
人
手
が
必
要
と

い
た
こ
と
が
あ
る
が
彼

女
は
事
変
後
か
ら
独
自
の
ア
プ
リ
を
組
ん
だ
事
で
機

の

意
だ
け
す
れ
ば

独
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
反

を
出
来
る
よ
う
に
し
た
ら
し
い

天
才
の
面
目
躍
如
と
い

た
と
こ
ろ
だ

他
の

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
か
ら

依
頼
が
あ

た
と
以
前
の
動

で
話
し
て
い
た
が

そ
の
あ
と
ど
う

な

た
か
は
ま
だ

が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る

あ
あ
和
人
君
は
部

に
い
な
い
わ

合
の
解
説
が
終
わ

た
後

国
の

や
企
業

経

と
の
会
食
に
参
加
し
な
き

い
け
な
い
ん
だ

て

⻑
引
く
と
は

い
て
た
け
ど

 
小

を

な
が
ら

面
外

お
そ
ら
く
時

へ
と

線
を
向
け
る
セ
ブ
ン

そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る

 
確
か
に
会
食
に
し
て
は
か
な
り
⻑
引
い
て
い
る

今
日
の

合
が
終
了
し
た
の
が

後
五
時

で

会
食
は

く
と
も
六
時

に
は
始
ま

て
い
る
だ
ろ
う

し
か
し
も
う

後
九
時
を

回

て
い
る

会
食
と
は

え
二
三
時
間
の
日
程
は
や
や
⻑
い
方
だ

ま

ま
だ
あ
り
得

な
く
は
な
い
時
間
で
は
あ
る
が

 
彼
が

を

え
る
と
知
ら
れ
て
い
れ
ば
話
は
別
だ
が

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
以
上

企
業
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の
ト

プ

中
は

い
の

制
に
国
の

は

に
引
き
上

て
情
報
を

ら
さ
な
い
よ

う

す
る
方
が
自
然
だ

一
時
は

撃

や

デ
ス
ゲ

ム
の
覇
者

か
ら

目
の
的

勧
誘
の

だ
と
し
て
も

そ
こ
ま
で
⻑

き
し
な
い
だ
ろ
う

な
に
せ
今
日

学
園
に
集

た

者
達
は

合
を
見
て
生

の
中
か
ら
ダ
イ

の
原

た
る

者
を
見
出
し

を
掛
け

る
事
が
最
大
の
目
的
な
の
だ
か
ら

 
日
本

の
息
が
掛
か

て
い
る
者
達
は
む
し
ろ
彼
と

触
し

ぎ
を
メ
イ
ン
に
す
る

し
か
し
不
審
に
思
わ
れ
な
い
た
め
に
あ
ま
り
⻑
く
は
話
さ
な
い

だ

黒
椿
を
手
掛
け
た

持
技

以
外
も

や
は
り
他
企
業
と
の

衝
を
メ
イ
ン
に
す
る
と
思
わ
れ
る

 
そ
の
事
情
を
知

て
い
る
身
か
ら
す
れ
ば

や
は
り
⻑
引
き
過
ぎ
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い

う

ん

ま

和
人
君

て
ヘ
ン
に
律

と
い
う
か
真
面
目
な
性
格
だ
し
会
食
が
終

わ

て
か
ら
明
日
の
解
説
の

備
と
打
ち
合
わ
せ
を
や

て
る
の
か
も
ね

一
年
の
専

機
持
ち

が
二
人

て
そ
の
解
説
も
多
く
な
る

か
ら

今
日
の

合
だ
と

機
を
メ
イ
ン
に
解
説
し

て
た
け
ど
専

機
持
ち
同
士
の

合
が
明
日
あ
る
わ
け
だ
し
そ
の
予

を
し
て
る
の
か
も
し

れ
な
い
わ

下
手
す
る
と
過
去
の

開
動

全
部
見
返
し
て
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

合
解
説

の
仕
事
を

け
て
か
ら
過
去
の
学
園
の
動

を

全
部

く
り
返
す
勢
い
で
見
て
た
し
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う
わ

 
思
わ
ず
引
き

た
声
が
出
た

 

学
園
は
今
年
で
創
立
三
年
目

だ
か
ら
動

の
本
数
も
少
な
い

と

え
ば

そ
う
で

は
な
い

一
学
年
四
ク
ラ
ス
一
ク
ラ
ス
三
十
人
な
の
で
定

は
百
二
十
人

そ
れ
が
三
学
年
だ

か
ら
三
百
六
十
人

そ
の
全

の

合

像
を
見
返
す
と
な
れ
ば

も
な
い
労
力
と

わ
ざ

る
を
得
な
い

専

機
持
ち
の

像
も
と
な
れ
ば
他
国
か
ら

開
さ
れ
て
い
る
も
の
も

め
て
い

る

だ

合
理
性

を

え
て

か
は

略
し
て
い
る

だ
が
そ
れ
で
も

数
が

大

で
あ
る

 
代
表
候
補
生
で
も
そ
こ
ま
で

心
な
人
は
な
か
な
か

な
い

 

論

来
の
事
を

え
て
予

が
て
ら
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
が

他
の
人
は

ど
う
思

て
る
ん
だ
ろ
う

 
裏
の
事
情
を
知

て
い
る
自
分
で
も
正
直
や
り
過
ぎ
と
思

た

 
な
ら

も
知
ら
な
い
一

人
に
は

い

た
い
ど
う

え
ら
れ
る
の
か

 
あ
の
解
説
の
仕
事
も
世
間
か
ら
の

価
を
上

る
た
め
だ
と

い
て
い
る

つ
ま
り
一

人

に
ど
う

け
取
ら
れ
る
か
が

な
の
だ
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コ
メ
ン
ト

に
目
を
向
け
る

  

弱

十
一

で

に

魂
が

哀
れ
な

 

デ
ス
ゲ
時
代
の
ク
セ
や

そ
の
ま
ま
だ
と
し
た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
逆
に
問

な
気
も

 

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
か
他
に
教

で
も

た
だ
ろ
う
に
な

依
頼
し
た
方
も

を

え
て
い
る
ん
だ
か

 

異
常
過
ぎ
る

仕
事

も
だ
け
ど
本
人
の
動
き
方
も

い

た
い

を

え
て
そ
こ
ま

で
や

て
る
ん
だ

 
解
説
を
ミ
ス

て
も
死
ぬ
わ
け
じ

な
い
の
に

  

ね
や
り
過
ぎ
と
い
う
か
異
常
に
感
じ
て
い
る
よ
う
だ

た

事
情
を
知
ら
な
け
れ
ば
や

は
り
異
常
に
感
じ
る
の
だ
ろ
う

知

て
い
る
自
分
で
も
そ
れ
に
近
い
心
境
だ
か
ら
そ
れ
も

然
だ

た

 
こ
れ
が

彼
に
近
し
い

間
達
が

き

け
た
心
境
な
の
だ
ろ
う

  

そ
も
そ
も
な
ん
で
彼
は
解
説
の
仕
事
を

け
た
わ
け

 
メ
イ
ン
は
そ
こ
で
し

女
子
中
学
生
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似
た
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が

ぶ
中

話
を

す
内
容
が
目
に
付
い
た

確
か
に

忘
れ
て
た
わ

と

主

に
目
を
向
け
る
流

れ
が
生
ま
れ
る

セ
ブ
ン
も
は

と
目
を
見
開
い
た

そ
う
い
え
ば
そ
れ
が
今
回
の
配
信
の
メ
イ
ン
だ

た
わ

忘
れ
ち

て
た

て
も
う

開
始
か
ら
十
分
経

て
た

 

速
メ
イ
ン
を
話
す
わ
よ

 
私
が

い
た
話
で
は

 
た
だ
い
ま

 
ぶ

 
配
信
の
メ
イ
ン
を
語
ろ
う
と
し
た
正
に
そ
の
時

た
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
少
年
の
声
が

り

ん
で
き
た

し

と
機

的
に
開
く

の

と
と
も
に

的
な
足

も
高
性

能
マ
イ
ク
は
し

か
り

て
い
る

 
び
く

と

を

ね
さ
せ
た
セ
ブ
ン
が
彼
女
か
ら
見
て

面
で
は

を
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見
て

い
た
様
子
を
見
せ
た

     

・

 
 

 

本
人
帰

て
き
ち

た

 

ｗ
ｗ
ｗ

 

ク

 

ど

す
ん
だ
コ
レ

 

そ
も
そ
も
同

し
て
る
の
に
リ
ア
ル
配
信
な
以
上
こ
う
な

て
然
る
べ
き
だ
よ
ね

  
セ
ブ
ン
の
反
応
に
コ
メ
ン
ト

が
一

で

や
か
に
な
る

 
自
分
も

思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま

た

ん

 
な
ん
だ

べ
物
か
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え

え
え
え

と

え

と

 
そ
う

 

べ
物
よ

 
今
日
の
和
人
君
に
つ
い
て
世

間
的
に
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の
か
な

て

え
ら
く

動
不
審
だ
が

い

た
い
ど
う
し
た

な
ん
で
も
な
い
わ

 
気
に
し
な
い
で

ん

ん

  

気
に
す
る
な
と

う
の
が
無

な

で
ク

ワ
ロ
タ
ｗ
ｗ
ｗ

 

の
定
不
審
が
ら
れ
て
る
じ

な
い
で
す
か

ダ

 

放
送
事
故

件
で

  
リ
ス
ナ

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が

彼
女
を
煽
る
よ
う
な
内
容
に
な

て
い
く

 
失
礼
な
が
ら
自
分
も

い
が
止
ま
ら
な
か

た

事
変

前
は
ど
こ
か
超
然
と
い
う
か

大

人
の
よ
う
に

ち

き
払

た

振
り
を
見
せ
て
い
た
が
今
は
年

応
の
少
女
ら
し
さ
を

し
出
し
て
い
る

ま

分
か

た

気
に
し
な
い
で
お
く
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マ
ジ
で

 

く
彼
の
反
応
に
思
わ
ず

け
た
ス
ラ
ン
グ
が

び
出
た

似
た
よ
う
な
反
応
が
リ
ス
ナ

達
か
ら
も

出
す
る

そ
れ
で

世
間
で
は
な
ん
て

ん
う

な
ん
で
い
ち
い
ち

く

い
や

そ
れ
は
い
い

で

ど
う
な
ん
だ

え

と

ち

ち

と

て

 
ま
だ

べ
て
る

中
だ
か
ら

そ
う

な
ら

べ
終
え
て
か
ら
教
え
て

し
い

大
方

と
い
う
か

を

て
る
だ
ろ
う
が
な

 
小
声
だ

た
の
だ
ろ
う
最
後
の
方
は
か
な
り
ボ
リ

ム
が

と
さ
れ
て
い
た
が
マ
イ
ク

は
残

な
く
ら
い

明
に

て
し
ま

て
い
た

 
な
ん
と
い
う
か
彼
自
身
の
世
間
へ
の
見
方
と
い
う
名
の
闇
が

ま

て
い
る
気
が
し
た

あ

七
色

お
風

ど
う
す
る

ぶ
 

け
て

突
な
問
い
に

ま
た
セ
ブ
ン
が

き
出
し
た
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な
ん
で
吹
き
出
す

で

ど
う
す
る

さ

先
に
入

て
い
い
よ

ん

分
か

た

 

い
返
事
の
後

を
開
け
て

を
取
る

が

こ
え
た

  

お
風

の

番
決
め
を
配
信
中
に
す
る
と
は
思
え
な
い
し

ガ
チ
の
放
送
事
故

件

じ

な
い
で
す
か

 

最
初
は
や
ら
せ
か
と
思

た
け
ど

こ
の
反
応

ガ
チ
か

  

疑
う
事
を
知
ら
な
い

じ

な
い
し

え
て
触
れ
な
い
で
お
い
て
あ

よ
う

と
い

う
親
切
心
が
滲
み
出
て
る
ｗ
ｗ
ｗ

 

骨
に

し
い

を
見
て
見
ぬ
振
り
す
る
義
弟
く
ん
マ
ジ

士

 

年
下
の
男
の
子
に
気
を
使
わ
れ
て
る

て
年
上
と
し
て
ど
う
よ

煽
り

 

か
ら
気
を
付
け
な
い
と
ね
セ
ブ
ン
ち

ん
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う
 
煽
り
に
煽
る
リ
ス
ナ

達

ネ
タ
を
見
つ
け
た
と
ば
か
り
に
食
い
つ
き
か
ら
か

て
い
く
コ

メ
ン
ト
の
流
れ
に
セ
ブ
ン
は

に

を

く
し
て
⻭

み
し
て
い
た

な
ま
じ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
モ

デ
リ
ン
グ
が
精

だ
か
ら
そ
の
様
子
も
か
な
り
リ
ア
ル
に

さ
れ
る

そ
ん
な
に
先
に
入
り
た
か

た
な
ら
遠
慮
し
な
く
て
良
い
ん
だ
が

 
そ
れ
を
我

と
苦
悩
と
取

た
ら
し
い
少
年
の
や
や

然
と
し
た
声

彼
か
ら
す
れ
ば
理
不

に
思
え
た
の
だ
ろ
う

 
い
や

そ
う
じ

な
く
て

そ

そ
う
だ

 
そ
う
い
え
ば
和
人
君

て

な
ん
で

今
回
の
解
説
の
仕
事
引
き

け
た
の

 
ち

 

で
思

回
路
が
オ

バ

ヒ

ト
し
た
か
と
ん
で
も
な
い
問
い
を
投

た
事
に
私
は

い
た

 
彼
は
い
ま
配
信
中
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

つ
ま
り
人
の
目
が
な
い
と
思

て
い
る
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だ

そ
ん
な
状

な
ら

人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
話

ま
で
出
る
事
請
け
合
い
で

あ
る

彼
女
も

に
し
て
か
ら
し
ま

た
と
表
情
を
引
き

ら
せ
た

そ
れ
が
裏
事
情
の
事

ま
で
思

が
至

て
の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い

  

お

と

こ
れ
は
思
わ
ぬ
展
開
で
す

 

ま
さ
か
の
ご
本
人
か
ら
直

け
る
と
か
予
想
外
過
ぎ
る

 

そ
し
て
そ
の
本
人
は
配
信
中
と
知
ら
な
い

こ
れ
は

来
る
ぞ

遊

 

セ
ブ
ン
ち

ん
テ
ン
パ
り
過
ぎ
て
自
分
で

を

て
る
か
わ
か

て
な
い
の
で
は

 

み
ん
な

つ
ん
だ
ま
だ
本
人
は
話
す

て
認
め
て
な
い
じ

な
い
か

焦
る
に
は
ま

だ

い

  
リ
ス
ナ

達
は

ま
さ
か
の
ご
本
人
か
ら
か

と
期

を
寄
せ
る
コ
メ
ン
ト
を
打

て
い
く

本
人
が
配
信
中
と
知
ら
な
い
か
ら
本

を

け
る
と
い
う
状
況
に
対
す
る
期

だ

 
そ
れ
を

い
て
る
か
ら
配
信
し
た
の
で
は

と
疑
問
の
コ
メ
ン
ト
も
あ

た
が
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ん

 
ま

理
由
は
色

と
あ
る
が

そ
も
そ
も
そ
の
仕
事
が
来
た
経

七
色
は

か
さ
れ
て
た

け

え

と

前
に

を
撃

し
た
か
ら

そ
の
知
識
を
見

ん
で

て
い
う
の
は

い
た
け

ど
う
ん
発

は
そ
れ
ら
し
い
な

た
だ
ま

そ
れ
以
外
に
も
あ

て

え
ば
今
回
初
め

て
学
園
の
ト

ナ
メ
ン
ト

合
が
放
送
さ
れ
た
わ
け
だ
け
ど

そ
れ
は
今
年
が
第
三
回

モ
ン

ド
・
グ
ロ

の
開

年

し
か
も
日
本
で
開

予
定
で
あ
る
事
が

し
て
る

あ
あ

呼
び

み

て
事
ね

そ
う
だ

そ
も
そ
も

で
の

合
が
放
送
さ
れ
る
と
す
れ
ば
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
も
の

が
大

だ
ろ
う

 
で

そ
の

合

て

出
場
者
の

と
ん
ど
は
専

機

い
わ

る

金

の
機
体
な
わ
け
だ

機
み
た
い
に

化
さ
れ
た
も
の
じ

な
い

か
な
り

て
る
以

上
ど
う
し
て
も

見
は
生
ま
れ
が
ち
に
な
る

で
も
過
去
の
放
送
を
見
返
し
た
限
り
解
説
や

会
者
は

合
の
流
れ
を
語
る
だ
け
で

機
体
性
能
や
技
術
に
つ
い
て
あ
ま
り
触
れ
な
か

た

そ
れ
じ

あ

程
興
味
を
持

て
い
る
人
じ

な
い
と
付
い
て
い
け
な
い

で
そ
う
い
う
人

て

女
権
み
た
い
な
女
尊
男

の
人
間
か

に

わ

て
い
る
人
か

個
人
的
に
出
場

手
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の
フ

ン
く
ら
い
な
も
の

つ
ま
り

ど
女
性
で
男
性
は
ご
く
少
数
な
わ
け
だ

実

は
機

体
開
発
・

に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に

わ

て
る
男
性
技
術
者
は
多
い
ん
だ
が
そ
う
い

う
人
た
ち

て
生
活
の
た
め
に

い
て
い
る
の
で
あ

て

が

き
か
ど
う
か
は
か
な
り

だ

仕
事
で

わ

て
る
の
に

男
は

わ
る
な

て
パ
ワ
ハ
ラ
で
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
人

も
多
い
ら
し
い
し

あ
要
す
る
に
ト

ナ
メ
ン
ト
の
放
送
は

と
か
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
興
味
を
持

て
も
ら
う

だ

た

だ
な

 
セ
ブ
ン
の
表
情
が

乱
な
も
の
に
な

て
付
い
て
い
け
な
く
な

た
と
判
断
し
た
か
少
年

が
要
約
し
た

で

そ
の
た
め
の
工

が

に
来
た
仕
事
だ

 
そ
こ
で
配
信
の
メ
イ
ン
で
も
あ
り
セ
ブ
ン
が
し
て

・し
・ま
・
・た

問
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た

 

今
の
と
こ
ろ

彼
が

を
使
え
る
と
か

の

ぎ
と
か
に
触
れ
ら
れ
て
な
い

か
ら

ま
だ
セ

フ

 
し
か
し
問

は
こ
こ
か
ら
だ

今
ま
で
の
話
は
彼
が
引
き

け
た
仕
事
に

す
る
前

件
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を
把
握
す
る
た
め
の
も
の
で
し
か
な
い
の
だ
か
ら

は
良
く
も
悪
く
も

目
の
的
だ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
業
界
は
も
ち
ろ
ん

業
界
で
も

女
権

の

を

道

あ
り
き
と
は

え
生
身
で

十
分
と

ぎ

二
機
撃

し
た
か
ら
だ

そ
の

時
に
束

士
の
論
文
を

み

ん
で
い
た
事
も

知
の
事
実

要
す
る
に

は

業
界
で

は
初
の
男
の
有
名
人
に
な

た

だ

 
そ
れ
は

確
か
に
そ
う
だ

た

 

は
そ
の
性

上

ど
う
し
て
も
女
性
の
方
が
著
名
人
に
な
る

者
が
そ
う
だ

機
体

開
発
の
方
は
男
性
が
メ
イ
ン
に
な

て
い
る
と
話
に
は
上
が
る
が
だ
か
ら
と

て
名
前
が

更
取
り
上

ら
れ
る
事
は
ま
ず
な
い

あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
問

が
発
生
し
た
時
の
責

を
取
る
人
間

と
い
う
ス
ケ

プ
ゴ

ト
の
時
く
ら
い
な
も
の

 
悪
くい
な
いい

意
味
で

業
界
で
名
が
知
ら
れ
た
の
は

彼
が
初
め
て
だ

た

ま
あ

業
界
で
も

え
ば
出

者
や
大
企
業
の

⻑
の
方
が
知
ら
れ
て
る
だ
ろ
う
け
ど

と
彼
ら
の
違
い
は
身
分
の
差
だ

も

と
明
確
に

え
ば
ど

ち
が
よ
り
身
近
か
と
い
う
点
に

あ
る身

近
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え
ば
レ
ク
ト
だ
な

大
手
電
機
メ

カ

と
し
て
大
き
な
企
業
の
レ
ク
ト
は

業

界
で
は
ア
ミ

ス
フ

ア
の
発

を

業
界
で
は

に
多

の
出

を
行

て
い
る

で

一

人
か
ら
す
る
と
よ
り
身
近
な
の
は
ア
ミ

ス
フ

ア
と
か
家
電
製
品
と
か
に
な
る

生
活

に
密

に

わ

て
い
た
り
あ
る
い
は
ア
ミ

ス
フ

ア
の
よ
う
に

一
無
二
の
製
品
を

て
い
る
か
ら
だ

出

者
と

わ
れ
て
も
他
も
そ
う
で
あ
る
以
上
大
多
数
の
一
つ
と
い
う

し
か
残
ら
な
い

と
い
う
か
出

し
て
い
る
事
自
体
知
ら
な
い
人
が
多
い
ん
じ

な
い

か
な

  

レ
ク
ト
が

に
出

し
て
た
事
は
初
め
て
知

た
わ

強
に
な
る

 

あ
そ
こ

て
電
機
製
品
を

て
る
だ
け
か
と
思

て
た
け
ど

業
に
も

わ

て
た
の
な

 

十
一

の
子

に
現
代

会
を
教
わ
る
成
人
の

よ

 

コ
ラ
ム
か
な
ん
か
で

ん
だ
の
を
今
思
い
出
し
た

で
も

レ
ク
ト

て

え
ば

ア
ミ

ス
フ

ア
と
か

家
電
の
イ
メ

ジ

は

な
る

ど
な

 

わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に

こ
れ
が
無
意
識
と
か

そ
う
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
な
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そ
こ
で

だ

同
じ
男
性
だ
と
し
て
も

解
説
者
と
し
て
身
近
に
感
じ
る
な
ら

と
出

者

ど
ち
ら
だ
と
思
う

そ
れ
は

和
人
君
よ
ね

今
の
話
の
流
れ
だ
と

そ
う

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
一

で
い
え
ば
サ
ブ
カ
ル
チ

と
か

だ

デ
ス
ゲ

ム
で

ら
ず
し
も
有
名
人
に
な

た

だ
が

逆
に

え
ば
そ
れ
は

い
の
一

人
に
も

存
在
を
知
ら
れ
て
い
る
事
に
な
る

ポ
ピ

ラ

で
は
な
い
け
ど

場

郷
信
之

秋
十
の

く
ら
い
に
は

い
た
こ
と
あ
る
な

程

の
認
識
が
最

限
あ
る
と

え
る

し
か

も

は
つ
い
最
近

を
生
身
で
撃

し
た
事
で

男
性
か
ら
あ
る
程

心
を
寄
せ
ら
れ
て

い
る
だ
ろ
う

だ
か
ら

を

い
し
て
い
る
人
以
外
は

し
に
見
て
み
よ
う

と
思
う

・か

・も
・し
・れ
・な
・い

そ
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
キ

カ
ケ
を
得
る
た
め
に

の
下
に
仕
事

が
来
た
ん
だ
ろ
う

出

者
と
か

業
界
で
有
名
な
人
が
声
を
か
け
て
も
変
化
は

い
だ
ろ
う

か
ら
な

  

あ

な
る

ど
な

ま
ん
ま
と
引

か
か

た

だ

ら
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実

そ
ん
な

え
で
見
て
た

モ
ン
ド
は
見
る
気
サ
ラ
サ
ラ
無
か

た
け
ど

ブ
ラ

キ

が
解
説
す
る
の
は
ち

と
興
味
が
あ

た
か
ら
な

 

見
て
た
感
じ
結
構
斬
新
な
解
説
で
面
白
か

た

戦
闘
の

け
引
き
と
か
得
手
不
得

手
の
話
を
し
て
く
れ
た
か
ら

く

合
が
分
か
り
や
す
か

た
と
思
う

 

サ

カ

と
か

も
知
識
や
経
験
が
あ
る
か
な
い
か
で
解
説
の
精
確
性
が
上
下
す
る

か
ら
な

 

全
力
で
解
説
し
て
た
か
ら

こ

ち
も
な
ん
か
集
中
し
ち

た
ト
コ
が
あ
る

 

そ
こ
は
本
人
の

勢
で
裏
の
思
惑
は

無
か

た
だ
ろ
う
な

い
や
そ
れ
も
逆
に
す

ご
い
け
ど
さ

 
な

な
る

ど

色

と
フ
ク
ザ
ツ
だ

た
の
ね

あ
あ

ま
あ
学
園
の

合
が
放
送
さ
れ
た
の
は
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

千
冬
の
快
進
撃

ば
か
り
に
な
る
の
が
イ

だ
と
か
そ
う
い
う
感
情
面
も
あ
る
と
は
思
う

千
冬
を

て

る
日
本
人
も
少
な
く
な
い
し
そ
う
い
う
意
味
で
は
今
回
の
学
園
放
送
は
い
い

に
な

た

ん
じ

な
い
か
な

特
定
の
人
物
の
成
⻑
過
程
を
見
る
事
に

り

を
見
出
す

コ
サ
ン
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ラ

と
か
い
う
人
も
出
来
て

と
い
う
ス
ポ

ツ
が
定

し
や
す
く
な
る
と
か
な
ん
と
か

コ
サ
ン

ラ

て

せ
め
て
フ

ン

て

て
あ

よ
う
よ

和
人
君

あ
や

り
フ

ン
と
か
そ
う
い
う

の
意
味
だ

た
ん
だ
そ
れ

と
も
あ
れ

を

し
て
で
も
収

還

の
た
め
に
国
内
外
か
ら
人
が
集
ま

て
欲
し
い
と
い
う
意

更
に
女

権

の
影

で

に
対
し
て

れ
な
い

見
を
ど
う
に
か
し
た
か

た
ん
だ
ろ
う
な

国
は

ん

 

国

 
え

日
本

だ
け
じ

な
い
の

む
し
ろ
な
ん
で
日
本
だ
け
だ
と
思

た
ん
だ

国
の
了
解
が
な
い
と
多
国

が

し
て

い
る

学
園
で

が
解
説

に
な
れ
る

が
な
い
だ
ろ
う

 

わ
れ
て
み
れ
ば

と
私
は
は

と
さ
せ
ら
れ
た
思
い
に
な

た

 
確
か
に

学
園
は
日
本
が
運

を

持
し
て
い
る
も
の
の

そ
こ
に
送
り

ま
れ
る
学
生
は

ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
な
ど
数
多
の
国

だ

国
家
が
そ
う
し
て

わ

て
い
る
以
上
解
説

に

ば
れ
る
人

も
そ
れ
な
り
の

が
あ
る
は
ず
だ

特
定
の
国
を

す
る
よ
う
な
人

物
を
ど
の
国
も
許
す
と
は
思
え
な
い

 
そ
の
点

彼
は
日
本

を
信

で
き
な
い
エ
ピ

ド
が
あ
る

 
実

は
裏
で
ズ
ブ
ズ
ブ
な

な

だ
が

表
向
き
は
不
信
な

で
取
ら
れ
て
い
る
以
上
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一

人
に
と

て
身
近
と

え
る
彼
を

し
な
い
手
は
な
い

に
つ
い
て
語
れ
る

有
な

男
性
と
い
う
点
で
も
だ

 
リ
ス
ナ

達
も
似
た
よ
う
な
こ
と
を
思

た
ら
し
く
確
か
に
と
同
意
す
る
文

が
打
ち

ま

れ
て
い
る

そ
も
そ
も

は
ス
ポ

ツ
で
は
な
く
て

進
出

の
マ
ル
チ
フ

ム
ス

ツ
だ

開

発

業
に
加
え
ら
れ
て
も
い
い
の
に

見
が
あ

た
ら
開
発
が
進
ま
な
い

そ
れ
を

会
問

と
し
て
取
り
上

て
る
の
は
日
本
以
外
に
も
多
数
あ
る
ぞ

ア
メ
リ
カ
と
か
が
最
た
る
も
の

む
し
ろ
七
色
は

ア
メ
リ
カ
に
い
た

に

か
な
か

た
の
か

ん

ん

ま

た
く

ん

ま
あ

開
発
メ
イ
ン
に
な

て
か
ら
も
ス
ポ

ツ

業
と
し
て

く
か
は
分

か
ら
な
い
以
上

小
化
を
危
惧
し
て
モ
ン
ド
・
グ
ロ

運

会
と
か
が

え
て
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上

さ
せ
な
い
よ
う
根
回
し
し
て
い
る
の
か
も
な

  

デ
ス
ゲ

ム
で
色

暗
躍
し
て
た

ツ
が

う
と

に

こ
え
ね

ん
じ

が

 

じ

が
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ホ
ン
ト
に
そ
ん
な
や
り
取
り
が
水
面
下
で
動
い
て
そ
う

 

界
は
や

魔
境
や
で

 

そ
こ
に
放
り

ま
れ
た
十
一

が

応
済
み

て
デ
ス
ゲ

ム
も
魔
境
だ

た
ん
で
す

ね 

そ
ら
お
前

前
代
未

の
大
事
件
だ

た
も
の

 

と
こ
ろ
で
コ
レ

配
信
で
広
ま

ち

て
い
い
の
か

 

た
し

 

展
開
ど
こ
ろ
か
内
容
ま
で
放
送
事
故

件

セ
ブ
ン
ち

ん

大

 

に

消
さ
れ
た
り
し
な
い

 

と

と
こ
ろ
で
そ
の
話

私
に
し
て
い
い
の

 

デ

ス
プ
レ
イ
に

線
を

し

コ
メ
ン
ト
を
見
て
不
安
に

ら
れ
た
か

え
た

声
で
セ
ブ
ン
が
問
う
た

ダ
メ
な
話
を
す
る

な
い
だ
ろ
う

あ

あ
と
で
配
信
す
る
ん
だ
け
ど

そ
の
時
に
話
す
ネ
タ
と
し
て
は
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現
在
進
行
形
で
配
信
中
な
の
だ
が
や
は
り
確
認
し
て
安
心
し
た
一
心
な
の
だ
ろ
う

こ
れ

で
仮
に

ダ
メ

と

わ
れ
た
ら
マ
ズ
い
の
だ
が

あ
あ

構
わ
な
い
ぞ

ホ
ン
ト
に

 
あ
な
た
が
神
か

 
と

わ
ん
ば
か
り
に
表
情
を

か
せ

同
面

外者
を
見
や
る
少
女

 
コ
メ
ン
ト

が

良
か

た
な

の

一

や
で

と
安

と
労
い
を
掛
け
て

い
く

ま
だ

セ

フ

か
な

 
い
や

ギ
リ
ギ
リ
か
も

 
私
は
判
断
つ
き
か
ね
て
い
た

ま
だ
彼
の

の
事
は
流
れ
て
な
い
が

か
な
り
グ
レ

に
近
い
気
が
し
て
い
る

 

ぎ
と
い
う
点
は
客
観
的
事
実
に

ま

て
い
る
か
ら

ま

セ

フ
か
も

や

良
か

た

 
人
に
話
し
ち

ダ
メ
な

か
と

や

や
し
た
わ

さ

き
も

た
が

ダ
メ
な
話
を
す
る

な
い
だ
ろ
う

 
七
色
は
慌
て
た
ら

を

い

出
す
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
な

あ
た
し

て

信

さ
れ
て
な
い
の
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監

対

に
な

て
る
事
を
忘
れ
て
な
い
か

あ

  

忘
れ
て
た
な
こ
の
天
才
少
女

 

そ
う
い
え
ば
監

者
と

監

者
の

で
し
た
ね

 

の
掲
示
板
で

さ
れ
て
た
け
ど
そ

い
や
こ
の
二
人
甘
い
か

り
の
無
い

で

し
た
ね

 

と
い
う
か
そ
れ
が
無
く
て
も
ナ
チ

ラ
ル
に
信

さ
れ
て
な
く
な
い

ｗ
ｗ
ｗ

 

慌
て
た
ら

を

い
出
す
か
わ
か
ら
な
い

め

ち

信

さ
れ
て
な
い
や
ん

 

ま
あ
配
信
者
だ
か
ら
一
定
以
上
の

心
を
持
つ
の
は

然
よ
な

そ
れ
を

き
に
し
て

も
信

さ
れ
て
な
い
気
は
す
る
が

 
ま
ま
あ
そ
れ
は
い
い
の
よ

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
ね
ね
ま
だ
他
に
話
し
て
い
い
コ

ト

て
無
い
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そ
し
て
セ

フ
と
分
か
る
や

や
す
ぐ

子
に

る
天
才
少
女
で
あ
る

 

メ
ン
タ
ル
強
す
ぎ
な
い

 
信

し
て
な
い
か
ら

て

面
も
な
く

わ
れ
て
す
ぐ
コ

レ

て

強
す
ぎ
な
い

 

て
ん
さ
い
は
く
う
き
を
よ
ま
な
い

じ

う
し
き
だ

 

そ
こ
は
か
と
な
く
天
災
み
を
感
じ
る

 

こ
れ
だ
か
ら
近

の
天
才
は

年
寄
り

み
間

 

面
外
の
義
弟
ク
ン
が
ど
ん
な
表
情
を
し
て
る
か
す
さ
ま
じ
く
見
て

 

と
い
う
か
お
風

に
行
か
せ
て
あ

な
よ

れ
て
る

な
ん
だ
し
さ

 
他

 

あ
と
話
し
て
い
い
コ
ト
と

え
ば

が
依
頼
を

け
た
理
由
く
ら
い
だ
が

そ
れ
一
番
大
事
な

ツ

 
話
し
て

良
い
け
ど
食
い
つ
き
が

す
ぎ
て
こ
わ
い

ご
め
ん
な
さ
い

 
や
や
引
く
よ
う
な

葉
に

一

で
し

ん
と

を

と
し
て

む

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

お

り
を

け
て
し

ん

り
と

ち

む

を
リ
ス
ナ

達
は

の
よ
う
だ
ゴ

ル
デ
ン
レ
ト
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リ

バ

だ

と

し
て
い
た

 
や
は
り
彼
は
天
才
の

い
に

れ
て
い
る

そ
れ
で

な
ん
で
あ
の
依
頼
を

け
た
の

生
き
る
た
め
だ

 
問
い
に
対
し

彼
の

え
は

で

的
だ

た

 
そ
の

い
一

に

す
べ
て
が

め
ら
れ
て
い
る

ど
う
い
う
意
味

が
出
来
損
な
い
と

わ
れ
て
い
る
の
は
リ
ア
ル
の
話
だ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

仮
想
世
界

で
ど
れ
だ
け
持
ち
あ

ら
れ
よ
う
と
大
人
に
な

て

会
に
出
れ
ば
意
味
な
ん
て
な
い

ど

れ
だ
け

い
プ
レ
イ

で
も
リ
ア
ル
で
ま
と
も
に

け
な
い
と
な

た
ら
見
下
さ
れ
る
だ
ろ

う 
ぐ
は

 
と

を
突
か
れ
た
と
思
し
き
コ
メ
ン
ト
が

十

百
と
流
れ
た

セ

ブ
ン
の
チ

ン
ネ
ル
登
録
者
の

か
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

で
彼
の
動
向
を
知
り
た
い

と
思

て
い
る
人
ら
し
い
か
ら

多
分
そ
の
人
た
ち
だ
ろ
う

 
そ
う
で
な
く
て
も
ネ

ト
依
存

と
か
ア
イ
ド
ル
の
追

か
け
で
仕
事
を
放
り
だ
し
た
人
も
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少
な
く
な
い

だ

自
分
も
今
で
こ
そ
代
表
候
補
生
と
し
て
身
を
立
て
た
が
そ
れ
も
彼
の
サ

ポ

ト
を
命
じ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ

そ
う
で
な
け
れ
ば
今
も

な

来
像
に
悩
ま
さ
れ
最
悪

引
き
こ
も
り
に
な

て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

 
と
て
も
で
は
な
い
が

他
人
事
に
は
思
え
な
い
事
情
だ

 

だ
か
ら
こ
そ

彼
の
事
を

身
近

と
思
う
の
だ
ろ
う

 
自
分
個
人
で
は
な
く

大
多
数
の
人
に
と

て
の

身
近

な
存
在
だ
と

一

の
人
な
ら
さ

中
傷
で
終
わ
る

い
や
そ
う
片
づ
け
た
ら
い
け
な
い
事
な
ん
だ

と
思
う

会
問

に
も
な

て
い
る
事
だ
か
ら
な

 

た
だ

さ

 
そ
う
彼
は

葉
を

切

た

ど
こ
か
や
る
せ
な
い

の
滲
ん
だ
声

だ

の
世
間
で
の

い
は
も
う
知

て
い
る
だ
ろ
う

 
プ
ラ
イ
バ
シ

と
か
人
権
と
か
そ

う
い
う
の
を
完
全
に
無

し
た
流
れ
だ

た

肉
体
的
に
も

精
神
的
に
も

さ
れ
て
た

ネ

ト
で

し
て
い
た
情
報
を

れ
ば

も

も
地

の
行

だ

て
対
応
は
出
来
た

は
ず
だ

結

そ
う
は
な
ら
な
か

た
が
な

 
配
信
が

静
か
に
な
る
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と

少
年
の
深
い
呼
気
が

こ
え
た

そ
し
て

第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
日

と
秋
十
の
誘

事
件
は
一

せ
ら
れ
た

女
権
が
止
め
て
い
た
ん
だ

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の

勝
を

た
か
が
男
の

に
喪
い
た
く
な
い

そ
ん
な
理
由
で
だ

そ
の
あ
と

に

れ
て
い
か
れ
て
脱

し
て
行
き
倒
れ
た
と
こ

ろ
で
今
の
家
に

わ
れ
た

肉
な
事
に
見
捨
て
ら
れ
た
か
ら

は
助
か

た

新
し
い
名
前

を

て
別
人
と
し
て
生
き
る
よ
う
に
な

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
を
契
機
に
身
バ
レ
し

て

同
一
人
物

て
わ
か

た
け
ど
な

あ
の

キ
バ
オ
ウ

て
い
う
人
の

あ
の
世
界
に
法
は
な
く

あ
る
の
は
個

の
人
が
持
つ

モ
ラ
ル

だ
け

で
も

法
が

あ

た
リ
ア
ル
で
も

出
来
損
な
い

に

し
て
は
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ド
が

き
て
い
た

行

は
止
め
ず

法
は
裁
か
ず
だ

そ
の
状
況
を

然
と
思

て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
加

者
で
あ
る
キ
バ
オ
ウ
も

ま
た

者
で
あ
る
と

え
る
だ
ろ
う

 
抑

の

い
声

が
紡
が
れ
て
い
く

 

恐
ろ
し
く

た
い
声
だ

 
ど
れ
だ
け

直
で

し
い
性
格
で
も
心
の

で
は
憎
悪
の

が

て
い
る

そ
う
再
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認
識
さ
せ
ら
れ
る
声

だ

た

で
は
キ
バ
オ
ウ
に
同
情
的
だ
が
内
心
は
そ
う
で
な
い
事
が

声

か
ら

え
る

と
も
あ
れ
現
実
が
そ
れ
な
ん
だ

法
は

を
守

て
く
れ
な
い

行

も

法
も

も
だ

法
律
は
人
権
を

て
い
る
が

を
構
成
す
る
人
の
意
識
は
無
意
識
に
か

を
攻
撃
す
る

世
間
も
そ
れ
を

然
だ
と
思

て
い
る
節
が
あ
る

 

問

と
同
じ
だ
よ

 
彼
は

そ
う

い
捨
て
る

人
権
と

い
は
す
る
が
そ
れ
を
守
る
の
は
人
の
意
識
だ

仮
に
い
ま
ユ
イ
姉
や
キ
リ
カ

達
の
人
権
を

的
に
認
め
ら
れ
て
も
人
間
の
意
識
は
そ
う

に
は
変
わ
ら
な
い

変
わ
る

が

な
い

人
の
常
識
と
価
値
観
は
そ
う
容

く
変
わ
る
も
の
じ

な
い
ん
だ

だ
か
ら
今

の
立
場
も
か
な
り

だ
・法

的
・に
・人
・権
・を
・認
・め
・ら
・れ
・て
・い
・て
・も
・人
・の
・意
・識
・が
・そ
・れ
・を
・認
・め

・て
・い
・な
・い

い
じ
め

中
傷
の
問

が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る

 

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は

現
実
世
界
の

だ
と

い
た
こ
と
が
あ
る

 
仮
想
世
界
で
あ
ろ
う
と
女
尊
男

を

う
者
が
い
た

シ
ス
テ
ム
的
ル

ル
の
穴
を
突
い
て

人
を
殺
す
こ
と
に
快

を
見
出
す
狂
人
も
い
た

人
を
助
け
る
こ
と
を
生
き
が
い
と
す
る
人
が
い
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た 
現
実
世
界
も

仮
想
世
界
も

と
し
く
地
獄
と

す
る
人
が
い
た

 
あ
の
世
界
の
生
き
証
人
と
も

え
る
彼
が

し
て
い
る
の
は

現
実
世
界
の
事

問

の
事
だ
け
で
は
な
い

彼
自
身
の
問

だ
け
で
も
な
い

 
こ
の
世
界
を
生
き
る

す
べ
て
の
人
が

え
る

悪
性

に
つ
い
て
語

て
い
る
の
だ

に

べ
れ
ば

の

い
は
か
な
り
良
い
方
だ
よ

で
も
そ
れ
は
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
か

撃

の
話

で
認
め
ら
れ
て
い
る
だ
け

そ
し
て
そ
れ
も
い
ず
れ
過
去
の

績
に
な
り
風
化

す
る

そ
う
な

た
時

に

会
的
立
場
が
な
け
れ
ば
ど
う
な
る

 

え
は
一
つ
だ

客
観
的
に
数
値
化
し
て

価
で
き
る
も
の
が

も
な
け
れ
ば

は
ま
た
出
来
損
な
い
の

を

さ
れ
る

今

は
き

と

生
身
で

を
撃

で
き
る
危
険
人
物
と
で
も

理
由
を
付
け
て

さ
れ
る
ん
じ

な
い
か
な

今
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
方
面
で
も

価
値
が

あ
る
か
ら
生
か
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い

い
ず
れ

を
上
回
る

な
人
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
出

て
き
て

価
値
も
無
く
な

て

護
す
る
必
要
も
無
く
な
る

人
権
を
守
る
理
由
が
法

律
で

ぎ
取
ら
れ
世
間
の

価
が
守
る
事
を

定
す
る

そ
う
な
れ
ば
闇
に

ら
れ
て
終
わ
り
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だ

の
生
殺
与
奪
は

常
に

た
に
ん

世
間
に
握
ら
れ
て
い
る
ん
だ
よ

 

る

る
と

銀
髪
の
少
女
が

え
る

 
横

で
も
わ
か
る
く
ら
い
の

惑
と
恐
怖
の
表
情

い
ま
彼
が
ど
ん
な
表
情
を
し
て
い
る

の
か

き

と

も
な
い

で
も

は
死
に
た
く
な
い

死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
理
由
も
あ
る

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
責
務
も
あ
る

だ
か
ら
出
来
る
こ
と
は
な
ん
で
も
や

て
意
地

か
ろ
う
と
生
き
足
掻

く

今
回
の
依
頼
も
そ
う

を

す
る
人
間
に
は

名
行

と
か

業
界
に
す
り
寄

て
い
る
と
か

を

て
い
る
だ
ろ
う

そ
れ
は
事
実
だ

そ
う
で
も
し
な
い
と

は
生殺
きさ
られ

れる
なん
いだ

か
ら

呼

ホ
ン
ト

憎
ま
し
い
限
り
だ
よ

 

た
く
平

な
声

で

肉
の
限
り
が
放
た
れ
る

 

静

が

れ
た

取
り
乱
し
た
悪
い

と
も
か
く

が
あ
の
依
頼
を

け
た
理
由
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
だ

こ
れ
で
い
い
か

う
ん

な
ん
か

そ
の

無
神
経
に

ご
め
ん
な
さ
い
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気
に
し
て
い
な
い

そ
れ
に

る
の
も

の
方
だ

そ
の

え
よ
う

多
分

の
目
の
色

ま
た
変
わ

て
い
た
だ
ろ

う

う
ん

黒
目
に

が
金
色
に

い
よ
い
よ
制

が

か
な
く
な

て
き
た
な

制
い
や
こ

ち
の
話
だ

う
ん
ま

と
り
あ
え
ず
ま
た
目
が
変
化
し
て
た
ら
す
ぐ

て
く
れ

と
に
か
く
取
り
乱
し
て
悪
か

た

お
風

行

て
く
る

う
ん

行

て
ら

し

い

 
セ
ブ
ン
が
手
を
振

た

た

た
と
足

が
遠
ざ
か
り
ぎ

ば
た
ん
と
い
う

の
開

が

す
る

 
数

そ
ち
ら
を
見

け
て
い
た
セ
ブ
ン
が

く
り
と

面
に
向
き
直

た

え

と

す
る
気
分
で
も

気
で
も
な
く
な

ち

た
か
ら

今
日
は

も
う
終
わ
り
ま
す

み
ん
な

ダ
ス
ヴ

ダ

ニ

 

惑
と
い
う
か
や
や

き
の
入

た

で
そ
う

し
た
後
ラ
イ
ブ
動

は
二
十
分
程

で
終
了
す
る
と
い
う
異

の
事

で
幕
を
下
ろ
し
た
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色

と

大
変
そ
う

 
七
色
も
問

と
し
て

わ
れ
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
以
上
に
和
人
と
日
本
の
事

彼
を

め

て
い
た
者
達
の
行
動
な
ど
が

く
は
ニ

ス
サ
イ
ト
の
ト

プ
を

す
る
だ
ろ
う

彼
を
見

下
し
て
い
た
者
達
は
理
解
を
示
す
こ
と
な
く
反
発
一
色

や
行

の
問

を
見
て
声
高
に

ぶ
が

体

は
な
く
問

を
大
き
く
す
る
だ
け
の
人
間
も
少
な
く
な
い

だ

 
良
く
も
悪
く
も
彼
は
世
界
の
常
識
に
波
紋
を

す
一

を

ら
ず
し
も
投
じ
た
と
い

う

だ

 
た
だ
彼
の

価

判
の
地

め
と
い
う
観
点
に

い
て
は
あ
る
意
味

し
た
と

え
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
苦
し
い
結
論
を
ど
う
に
か

く
り
出
し
て

私
は
現
実

気
味
に
ベ

ド
に
足
を
向
け
た

 

だ
が

夜
の
間
に
 
チ

ン
ネ
ル
登
録
数
は

増
し
て
い
た

 
件
の
動

が

意
同

人
の
行
動
の
真
意
と
闇
放
送
事
故

と
い
う
タ
イ
ト
ル

に
変
わ

た
も
の
の

残
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ

 
消
さ
な
か

た
理
由
は

定
か
で
は
な
い
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・

と

の
違
い

 

客
観
的
事
実

専

的
経
験
・
知
識
に

づ
く
論
理
的

 

個
人
の
主
観

感
情
に

づ
い
た
非
論
理
的
意
見

  
・
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

 
シ放
リ送
ア事
ス故

  
・
セ
ブ
ン
放
送

 
登
録
数
１
０
０
万
人
突
破
の
大
型
チ

ン
ネ
ル

 

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
セ
ブ
ン
こ
と

七
色
が
現
在
一
人
で
回
し
て
い
る
個
人
チ

ン
ネ
ル

歌

姫
全

期
に

べ
れ
ば
活
動
も
フ

ン
も

て
い
て
今
は
同

人
・
桐

谷
和
人
の
話

が
気
に
な

て
い
る
人
が
多
い
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実
は
そ
れ
を
見
越
し
和
人
か
ら
七
色
七
色
か
ら
世
間
に
と
い
う
一

の
情
報
メ
デ

ア
と
し
て

し
て
い
る
節
が
あ
る

 
情
報

作
と
い
う

ツ
で
す
ネ

ど

か
で

い
た
事
あ
る
ハ
ナ
シ

 
最

期
は
１
０
０
０
万
突
破
し
て
い
た
と
か
な
ん
と
か

  
・
更
識

 
サ
ブ
カ
ル
ど

り
な

ヒ
ロ
イ
ン
メ
ガ
ネ

子

 
セ
ブ
ン
の
事
は
ど
う
で
も
よ
く
て
和
人

で
よ
く
配
信
す
る
か
ら
チ

ン
ネ
ル
登
録
し
て

い
た

裏
の
事
情
を
知

て
い
る
の
で

一

人
と
は
や
や
違
う
観
点

反
応
を
出
来
る

 
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
後

は

も

え
な
く
な

た

  
・

七
色

 
和
人
の
裏
の

を
世
界
に
配
信
し
ち

た

ｐ
ａ
ｒ
ｔ

な
同

人

ア
イ
ド
ル

歌
姫
活
動
の
広
報
も

ね
て
バ

チ

ル
配
信
者
と
し
て
身
を
立
て
て
い
て

配
信
も

や

て
い
て

今
回
放
送
事
故

深

を
引
き

こ
し
た
大
戦

事
変

の
時
と
い
い
今
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回
と
い
い
意

せ
ず
そ
ん
な
事
を
や
ら
か
し
ち

た
七
色
本

に
天
才
な
ん
で
ご
ざ
ろ
う

か 

上
系

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
に
な
る
日
も
近
い
か
も
し
れ
な
い

  
・
桐

谷
和
人

 
世
界
に
自
分
の
事
を
配
信
さ
れ
ち

た

ｐ
ａ
ｒ
ｔ

な

者

 
今
回
は
ず

と

面
外
に
フ

ド
ア
ウ
ト
し
て
る
状

で
ゲ
ス
ト
意

せ
ず
出
演
し
て

い
た

 
解
説
の
仕
事
は
実
は

業
界
に

わ
る

国
か
ら
の

意
の
依
頼
だ

た
事
実

ま
あ
そ
う

じ

な
い
と

学
園
と
は

え

合
の
解
説

を
日
本
の
独
断
で
し
て
れ
ば
日
本

バ

シ
ン

グ
で
す
わ

 
ま
だ
身
近
な
人
間
で
あ
る
男
性
・
和
人
が
解
説

を

う
事
で
少
し
で
も
⺠

の

心
を
引
く
の
が
依
頼
を
出
す
こ
と
に
な

た
経

 
そ
れ
を

け
た
理
由
が

和
人
の
後

の
放
送語
事
故り

 
根
本
的
に
和
人
は
他
人

会
世
界
を
憎
み
信
じ
て
な
い
の
で
ね

自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
と
決
め

対
外
的
に
価
値
を
示
し

無
価
値

死
ん
で
い
い

と
い
う
結
果
に
な
ら
な
い



 中継 〜放送事故〜

よ
う
自
衛
手

で
動
い
て
い
た

 

ら
ず
も
そ
れ
を
世
間
に
知
ら
れ
た

だ
が

 
最
近
感
情
が
制

で
き
な
く
な

て
目
の

合
い
が
キ
ツ
く
な

て
き
た

様

 
制

の
目
の
色

 

白
目
金

原
作
・
本
作
ラ
ウ
ラ

 

黒
目
紅

本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
真

黒
目
金

原
作
・
本
作
ク
ロ
エ
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蠢
動
 

前
触
れ
の
静
け
さ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

お

し
ぶ
り
で
す

 
に
ん

ん
か
ん
け
い
つ
か
れ
る

 

点

先
生

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
六
月
二
十
二
日

日

日

前
八
時
四
十
五
分

 

学
園
第
一
ア
リ

ナ

放
送
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う

す
る
な

 

合
中
継
が
開
始
さ
れ
る
前
に
身

と
食
事
を
終
え
た
後
私
は
放
送

に
ス
タ
ン
バ
イ
し

て
い
た

 
た
だ

ス
タ
ン
バ
イ
し
た
の
は
い
い
も
の
の

で
体
は
ガ
チ
ガ
チ

は
カ
ラ
カ
ラ
だ

正
直

合
の

会
・
解
説
ど
こ
ろ
で
は
な
い
気
が
す
る

揺
す
り
の
よ
う
に
体
が
小

み
に

え
て
い
た

心

は
も
ち
ろ
ん
バ
ク
バ
ク
だ

 

か
ら
自
覚
し
て
い
る
が
直
せ
な
い
で
い
る

あ
が
り

の
発
作
だ

 

と
な
く

住
ま
い
を
正
し
て
い
る
と

の

に

る

会
・
解
説
の

方
と
な
る
少
年

が
苦

を
向
け
て
き
た

日
も
し
た
事
で
し

う

そ
れ
は
そ
れ
こ
れ
は
こ
れ
で
す

だ
い
た
い
桐
谷
君
は
ち
き
過
ぎ
な
ん
で
す
よ

も
う
事
こ
こ
に
至

た
以
上

な
る
よ
う
に
な
れ

の
心
境
で
す

 
あ
は
は

と

ん
だ
目
が
虚
空
を
向
く

 
あ
あ
彼
も

な
ん
だ
な
こ
の
仕
事
と

す
る
の
は
容

だ

た

ま
あ
こ
の
話
が
来
た

初
か
ら
一

し
て
い
る
事
だ
か
ら
今
更
で
は
あ
る
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し
か
し

日
の
中
継
の
様
子
か
ら
そ
う
と
悟
ら
せ
な
い
の
は
や
は
り

場

れ
し
て
い

る
の
だ
ろ
う

加
え
て

夜
の
会
食
で
も

神
経
を
す
り

ら
し
た

だ
が
そ
れ
を
悟
ら
せ

な
い
ク

は
見

い
た
い
と
思
う

そ
れ
を
付
け
る
特

が
命

け
の

感
と

わ
れ
た

日
に
は
流

に
お
手
上

だ

ど
う
や

た
ら
桐

谷
君
み
た
い
に

静
に
な
れ
る
ん
で
し

う
ね

極
限
ま
で
追
い

め
ら
れ
る
体
験
が
あ
れ
ば
自
然
と

が
生
ま
れ
る
か
と

あ
と
は
も
う

直
に
場
数
を

む
く
ら
い
で
し

う
ね

や

り
そ
う
な
る
ん
で
す
ね

 
予
想
は
し
て
い
た
が

予
想

り
の

え
だ

た

 
人
生
遠
回
り
が
一
番
の
近
道
ら
し
い

出
来
る
事
な
ら
命

け
の
ギ
リ
ギ
リ
感
は
味
わ
い
た

く
な
い

 

そ
こ
ま
で
思

を
脱
線
さ
せ
た
と
こ
ろ
で

意
識
を
現
実
に
引
き

す

 
放
送

に
備
え
付
け
ら
れ
た
時

を
見
る

二
日
目
の
ト

ナ
メ
ン
ト
開
始
予
定
時

ま
で

あ
と
十
分

ど

あ
と
少
し
だ
け

に
興
じ
て
い
た
い
と
思
い

私
は

を
開
い
た

そ
う
い
え
ば
桐

谷
君

と
つ
気
に
な

て
い
た
ん
で
す
が
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少
年
を
見
な
が
ら
声
を
掛
け
る

彼
は
二
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
出
場
者
名

ま
た
機
体
の

デ

タ
の

に
目
を

し
て
い
た
が

す
ぐ

ご
と
こ
ち
ら
を
向
い
た

 
そ
の
彼
の

に
掛
か

た
機

が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
る

か
ら

目
の
目

に

て

く

し
た
そ
れ
は

イ

ホ
ン
マ
イ
ク
の
形
状
に

似
し
て
い
た

 
私
は
そ
の
機

を
指
さ
し
た

そ
の

の
機

で
す

 
そ
の

問
に
は

日
は
し
て
な
か

た
で
す
よ
ね

と
い
う
疑
問
も

ん
で
い
る

 
そ
れ
を

し
た
ら
し
い
少
年
は
あ
あ
と
い
ま
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
な
声
を
上

機

を

で
た

コ
レ
は

レ
ク
ト

の

作

品
で

オ

グ
マ

て
い
う
ウ

ア
ラ
ブ
ル
・
マ
ル

チ
デ
バ
イ
ス
で
す

ウ

ア
ラ
ブ
ル
・
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス

 
ウ

ア
ラ
ブ
ル
と
い
う

語
の
意
味
は
直

で
身
に

け
て
と
な
る

こ
れ
は

今

の
技
術

新
に
よ

て
大

な
進
化
を

た

電
話

近
年
で
い
う

ス
マ

ト
フ

ン

も

し
得
る

ス
マ
ホ
は
ア
プ
リ
を
入
れ
た
り

あ
る
い
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
イ
ン
ス
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ト

ル
す
る
事
で
テ
キ
ス
ト
文
書
の
編
集
や

像
編
集
動

編
集
・

グ
ラ
フ
作
成
の

他

遠
隔

作
で
の
電
子
機
器

作

電
子
マ
ネ

な
ど
多
種
多
様
な

を
持
つ

 
そ
し
て

ス
マ
ホ
で
行

た
そ
れ
ら
を
別
の
デ
バ
イ
ス

や
ク
レ
ジ

ト
カ

ド
な
ど

他
の
デ
バ
イ
ス

で
も

間
性
を
持
つ
も
の
を

マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス

と
呼
称
す
る

 
つ
ま
り
彼
が

に
掛
け
て
い
る
オ

グ
マ

と
い
う
機
器
は
形
状
こ
そ
異
な
れ
ど
機
能

的
に
は
ス
マ

ト
フ

ン

の
電
子
機
器
に
近
し
い
機
能
を
持
つ
と

え
る

 
し
か
し

そ
の
形
状
で

い

た
い

が
で
き
る
と
い
う
の
か

 
イ

ホ
ン
マ
イ
ク
の
形
状
が
そ
の
ま
ま

を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
機
能
は
正
し
く

覚
に

き
か
け
る
も
の
だ
ろ
う

無
線
マ
イ
ク
の
機
能
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

だ
が
そ
れ
は

ワ
イ

レ
ス
機
能
の
技
術
が
生
み
出
さ
れ
て
す
ぐ
⺠
生
品
の
ワ
イ

レ
ス
イ

ホ
ン
が
発

さ
れ

て
い
て

わ
ざ
わ
ざ

レ
ク
ト

が

作
品
を
作
る
程
で
は
な
い
と
思
う

そ
の
オ

グ
マ

と
い
う
の
は
ど
ん
な
機
能
を
持
つ
ん
で
す

現
実

機
能
で
す

ホ
ロ
グ
ラ
ム
と
か

 

現
実

オ

グ
メ
ン
テ

ド
・
リ
ア
リ
テ

 
そ
れ
は

ヴ

チ

ル
・
リ
ア
リ
テ

の
変
種
の

語
で
あ
り

技
術
の
一
つ



 蠢動 〜前触れの静けさ〜

が

リ
ア
ル
な
世
界
を
作
り
出
す
技
術

と
す
れ
ば

は

現
実
に
情
報
を
追
加
す
る
技

術

人
間
の

覚
・

覚
な
ど
が
得
る

生
の
五
感
情
報

に

電
子
的
な
情
報

を
追
加
し

た
そ
れ
は

ホ
ロ
グ
ラ
ム

虚
空
投
影
技
術
が

し
て
い
る

 
彼
が

か
ら
掛
け
て
い
る
そ
れ
は
彼
の

覚
と

覚
に

き
掛
け
彼
に
だ
け
ホ
ロ
グ
ラ
ム

を
見
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う

が
世
に
出
て
か
ら

技
術
は
あ
る
程

進
ん
だ
と
い
え
ど

そ
の
恩

を

け
て
い
る
の

は

企
業
や

種

あ
る
い
は
上
場
企
業
が

ど
で
す
か
ら
ね

そ
れ
を
憂
い
た
重

教

と
い
う
人
が
作
り
出
し
た
の
が
こ
の
オ

グ
マ

で
す

ア
ミ

ス
フ

ア
の
製

流

を
仕
切

て
い
る

レ
ク
ト

が
コ
レ
の
生

ラ
イ
ン
も
確
保
す
る
べ
く
動
い
て

は
そ
の
テ
ス
タ

と
し
て
依
頼
が
来
た
ん
で
す
よ

へ
 
な
る

ど
な

と

得
を

い
た

 
レ
ク
ト
と

え
ば
ア
ミ

ス
フ

ア
の
生

を
取
り
仕
切

て
い
る
上
に
多
く
の
電
化

製
品
の
製

も
行

て
い
る
大
手
電
機
メ

カ

だ

そ
の
重

教

と
い
う
の
が

ど
ん
な
人
物
か
知
ら
な
い
が
⺠
間
で
使
わ
れ
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
の
品
を
企
業
に

り

む
と
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い
う
の
は

し
く
な
い

オ

グ
マ

も
そ
の
一
つ
な
の
だ
ろ
う

 
そ
こ
で

と
気
付
く

て

ま
さ
か

夜
の
内
に
契
約
を
し
た
ん
で
す

は
い

会
食
の
時
に

レ
ク
ト

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
親
し
く
な

て

そ
の
流
れ
で

え
 
ア

サ
リ
と

か
れ
こ

ち
が

か
さ
れ
た

一

の
会
食
で
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
親
し
く
な

る
だ
け
で
な
く

す
ぐ
契
約
を

け
る

ど

手
を
信
頼
し
た
彼
の
行
動
に
も

い
た

 
彼
は
も
う
少
し
人
間
不
信
の
き
ら
い
が
あ
る
と
思

て
い
た
の
だ
が

桐

谷
君
意
外
と

交
的
だ

た
ん
で
す
ね

て

き
り
人
見
知
り
が

し
い

と
ば
か
り
思

て
ま
し
た

 
そ
う

感
を

る
と
ど
う
し
た
こ
と
か
彼
は
バ
ツ
が
悪
そ
う
に

線
を
反
ら
し
た

あ

と
分
か
り
や
す
く

悩
ん
で
ま
す

の

き
ま
で
セ

ト
だ

レ
ク
ト

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

知
り
合
い
の
親
だ

た
ん
で
す

閃
光

の
ア
ス
ナ
の

親

 
閃
光
と

わ
れ
て
少
し

え

ん
だ
が
そ
れ

ど
苦
労
せ
ず
記

か
ら

す
る
人
物
を

り

こ
し
た

閃
光

と

え
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ボ
ス
戦
で

指

を
よ
く
取

て
い
た
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紅
白
の
騎
士

の
少
女
の
二
つ
名
だ

 
と
な
る
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
真
の
黒
幕

郷
信
之
が

約
し
て
い
た
と
い

う

レ
ク
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
⻑
女

と
や
ら
は

そ
の
結
城
ア
ス
ナ

の
事
か

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

な
ん
と
い
う
か

世
間
は

い
で
す
ね

い
や
ま
さ
か
こ
の
ト

ナ
メ
ン
ト
の

客
と
し
て
レ
ク
ト
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
来
て
る
と
は

明
日
奈
も
来
て
た
し

レ
ク
ト

は

学
園
に
多

の
出

を
し
て
下
さ

て
る

お

得良
意企
様業

で
す
か
ら

出

す
る

価
値
が
あ
る
か
を
判
断
す
る
た
め
に

年
来
ら
れ
て
る
ん
で
す

 

レ
ク
ト

は

に
直

わ

て
い
な
い
が

出

の
他
に

機
体
の

整
に
使
う
機

の

な
ど
で
取
引
は
少
な
く
な
い

学
園
は
も
ち
ろ
ん
お
そ
ら
く

持
技

を
始
め
と

す
る

製

企
業
と
も
そ
れ
な
り
の
パ
イ
プ
が
あ
る

だ

 
と
は
い
え

そ
れ
も
現
場
で

わ

て
い
る
か
ら
こ
そ
把
握
し
て
い
る
事
実

 
現
場
に
い
な
い
人
で
知

て
い
る
の
は
よ

ど
物

き
か
経
済
や

価
の

で
把
握

し
て
い
る
人
く
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う

彼
は
現
場
の
人
間
に
な

た
か
ら
知

た
と
い
う
事
だ

ま

そ
の

さ
ん
が
来
ら
れ
た
の
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
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そ
り

去
年
の

ま
で
デ
ス
ゲ

ム
内
で
し
た
か
ら
ね

そ
れ
に

学
園
は
今
年
で
創
立

三
年
目
で
し

う

 
三
年
前
の
明
日
奈
は
高

験
の
年
だ

た
ら
し
い
か
ら

来
て
た
か

は
か
な
り

し
い
で
す
ね

進
学
先
を
こ
こ
に
し
て
た
な
ら
来
て
た
か
も
で
す
け
ど
そ
ん
な
話

は

に
し
て

い
た
事
な
い
し

そ
う
な
ん
で
す
か

 
絶
大
な
信
頼
と
信

を
得
て
い
る
だ
ろ
う
彼
が
知
ら
な
い
と
な
れ
ば
本

に
目
指
し
て
い
な

か

た
の
か
も
し
れ
な
い

も
し
く
は
彼
の
来
歴
を

え
て

え
て
伝
え
な
か

た
可
能
性
も
あ

る
が

そ
こ
は
実

か
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ

 
だ
か
ら
そ
れ
以
上
話
が

ら
む
事
は
な
か

た

そ
れ
に
し
て
も

桐

谷
君
そ
ん
な
に
依
頼
を
引
き

け
て
大

な
ん
で
す

 
そ
こ
で

と

を

た
の
は

彼
の
仕
事

に
つ
い
て
だ

た

 
ト

ナ
メ
ン
ト
の

会
・
解
説

は
今
だ
け
の
仕
事
だ
が
そ
れ
以
外
に
も
彼
は
複
数
の
依

頼
を
引
き

け
て
い
る

二

か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｌ
と

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

達
か
ら

は

方
面
の
他

ど
う
も
自
分
が

し
て
い
る
ク
ラ
ス
の
生

・
更
識
楯
無
と
も

か
契
約

を
結
ん
で
い
る
ら
し
い

有
名
無
実
と
は

え

七
色
の
監

務
も
あ
る
し
彼
女
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と
の
共
同

だ

て

と
し
て
あ
る

 
そ
も
そ
も
彼
は
ま
だ
十
二

の
子

 

に
義
務
教
育

程
を
終
え
て
い
る
七
色
女
史
と
異
な
り
れ

き
と
し
た
学
生
そ
の
も
の
な

の
だ

生
き
る
た
め
と
は
い
え

学
を

か
に
す
る
事
は
も
ち
ろ
ん
仕
事
に
か
ま
け
て

息

を
ロ
ク
に
取
ら
ず

そ
れ
で
体

を

し
て
も
本

転
倒

 
学
生
の
本
分
は

強
だ

 
し
か
し

そ
れ
以
前
に

子

の
本
分
は
遊
ぶ
事
だ

 
彼
に
は
特
に
後
者
が
欠
け
て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い

息
も

て
い
る
現
状
は
お
よ

そ
コ
ド
モ

人
間
ら
し
か
ら
ぬ
様
と

え
よ
う

苦
し
か

た
り

か

た
り
し
た
ら

断

て
も
い
い
ん
で
す
よ

 
本
来
な
ら
大
人
が

先
し
て
す
る
べ
き
事
な
ん
で
す
か
ら

 

い

か
せ
る
よ
う
に

し
く
そ
う
伝
え
る

 
教
師
歴
は
少
な
い
が
そ
れ
で
も
数
年
務
め
て
き
た
経
験
で
な
ん
と
な
く
わ
か
る
事
が
あ
る

少
し
後

し
し
な
い
と
自
分
を
許
せ
な
い
子
が
偶
に
い
る
の
だ

そ
う
や

て
自
分
を
追
い

め

て
目
標
を
達
成
で
き
な
か

た
事
に
自
信
を
失
い
学
園
を
去

て
い
く
子
を

人
も
見
て
き
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た
か
ら

 

桐

谷
君
は

確
か
に
強
い
子
だ

 

で
も
本

は

と
て
も
弱
い
子
な
ん
だ

 
彼
は
異

と
い
う
か
と
て
も
型
に

て

め
ら
れ
な
い

格
外
さ
が
目
立
つ
け
れ
ど
性
格

は
そ
こ
ま
で
突

子
無
い

で
は
な
い

で
も
持
つ
弱
さ
を
持

て
い
て
そ
れ
を

け
出
す

事
が
怖
く
て
弱
さ
を

そ
う
と
必
死
に
自
分
を

舞
し

め

ん
で
い
る
弱
い
子

な
の
だ

 
た
だ

め

ん
で
い
る
鬱

と
し
た

イ
ロ感
イ
ロ情

が
大
き
く
深
す
ぎ
て
反
動
で
他
も

く
な

て

い
る
だ
け

 
そ
の
果
て
の
一
つ
が

ホ
ロ
ウ

と
い
う
少
年
だ

た

 
ず

と

め

ん
で
い
た
怒
り
と
憎
し
み
を
ぶ
つ
け
よ
う
と

を

こ
し
て
い
た

や

目
的
を

外

す
れ
ば

彼
の

動
は

そ
の
も
の

 
そ
れ
を

目
の
前
の
少
年
は
ず

と
我

し

け
て
い
る

 
そ
の
上
で
し
た
い
事
を
我

し
て

学
と
仕
事
に

し
み

自
分
を
殺
し

け
て
い
る

 
・そ
・れ
・は
・ビ
・

・タ
・

・の
・経
・

・と
・ま
・る
・で
・同
・じ

 
そ
れ
を

け
て
い
た
ら
そ
れ
を

過
し
て
い
た
ら
壊
れ
て
し
ま
う
ん
じ

な
い
か
と
心
配
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に
な

た

そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す

集
中
し
ま
し

う

 
そ
の

念
は

に

か
れ

謎
の
ま
ま
話
は
切
り
上

ら
れ
た

 
ま
る
で
そ
の
話
は
触
れ
ら
れ
た
く
な
い

そ
う

わ
ん
ば
か
り
の

が
私
の
心
を

く
ざ
わ
め
か
せ
た

 
 

 
日
本
標

時

二

二
五
年
六
月
二
十
二
日

日

日

前
十
一
時
三
十
分

 
協
定
世
界
時

カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ン
デ

エ
ゴ
時
間

同
日

前
五
時
三
十
分

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ン
デ

エ
ゴ

グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ

ム
ズ

本

ビ
ル
地
下

個
人
ル

ム

 

さ
ん

果

に

離
を

め
て
い
き
ま
す

 
対
す
る

さ
ん
は

備

の

制

撃
で
応
じ
ま
す
が

と
ん
ど
が

ア
ン
ロ

ク

非

定
ユ
ニ

ト
の
シ

ル
ド
で
ダ
メ

ジ
を

さ
れ
て

ま
す

 
五
分
五
分
の
勝
負
で
す

弾
道
予

と
加
速
の
タ
イ
ミ
ン
グ

こ
の
二
つ
が
勝
負
の

に
な
り
そ
う
で
す
ね
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ル

ム
の

暗
い
部

を

ら
す
光
と
共
に

そ
れ
な
り
の

で
二
人
分
の

声
が
流

れ
て
く
る

バ

ク
に
は
い
く
つ
も
の

声
と
声

の
エ
コ

面
に
は
二
つ
の

の

合

風

が

て
お
り
下
部
に
は
緑
髪
の
女
と
白
髪
金

の
子

が
絶
え
間
な
く

葉
を
発
す
る

様
子
が
ズ

ム
ア
ウ
ト
さ
れ
た
状

で

し
出
さ
れ
て
い
る

 
し
ば
ら
く
そ
れ
が

き

合
が
終
わ

た

の

合
に

り
ま
す

コ

ナ

か
ら
は
日
本
代
表
候
補
生

更
識
楯
無
さ
ん

専

機
は

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

で
す

対
す
る

コ

ナ

か
ら
は
ギ
リ
シ

代
表
候
補
生

フ

ル
テ
・
サ
フ

イ
ア
さ
ん

専

機
は

コ

ル
ド
・
ブ
ラ

ド

で
す

 
女
と
少
年
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

け

の
発

場
か
ら
二
人
の
少
女
が

び
出
し
て
く
る

 
片
や
⻘
色
を

と
し
た

か
つ

身
の

に
水
を

わ
せ
る
三

槍
の
⻘
髪
片
や
白

に
近
い
水
色
を

に
氷
を

想
さ
せ
る
ク
リ
ス
タ
ル
を

り
ば
め
た

を

う
三
つ
編
み
の

ボ
サ
ボ
サ
髪

前
者
が
水
使
い
の
更
識
楯
無

後
者
が
氷
使
い
の
フ

ル
テ
・
サ
フ

イ
ア
だ

水
と
氷
の
勝
負
夢
が
あ
り
ま
す
ね

一
見
氷
を
使
う
フ

ル
テ
・
サ
フ

イ
ア
さ
ん
に
分

が
あ
り
そ
う
で
す
が

桐

谷
君
は
ど
う
思
い
ま
す
か



 蠢動 〜前触れの静けさ〜

更
識
さ
ん
の
海
神
の
淑
女
は
水
を
使
う
と
い
う
触
れ

み
で
す
が

密
に
は
水

を

作
す
る
と
い
う
機
能
な
の
で
個
体
の
氷
だ
ろ
う
と
気
体
の

気
だ
ろ
う
と
水

が
あ
る
以
上

は

な
い
で
し

う

そ
の
気
に
な
れ
ば
氷
も
作
れ
る
と
思
い
ま
す

し
か
し
そ
こ
は
サ
フ

イ
ア
さ
ん
も
同
じ
だ
と
思
う
の
で
機
能
的
に
は

手
札
の
切
り
方

み
合
い
が

勝

に
直
結
す
る
で
し

う
ね

第
三
世
代
兵

の

以
た
る
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ

ス

は

者
の
発
想
力
が
そ
の
ま
ま

性
に
直
結
す
る

で
す
か
ら

な
る

ど

で
は
ど
ち
ら
も

同
時
期
に
代
表
候
補
生
に

さ
れ
て
い
ま
す
が

技
術
に

し
て
は
ど
う
で
し

う

過
去
の

合
の

像
を
見
た
限
り
更
識
さ
ん
は
絡
め
手
上
手
サ
フ

イ
ア
さ
ん
は
守
り
上

手
の

で
す

だ
か
ら
と

て
攻
め
か
守
り
の
ど
ち
ら
か
片
方
が
苦
手
と
い
う

で
な
い
の

は
代
表
候
補
生
と
し
て
専

機
を

与
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
も
明
ら
か
で
す

多
少
ス
ケ

ル
ダ

ウ
ン
す
る
と
は

え
あ
る
意
味
で
は
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

合
に
近
し
い
状
況
と

え
る
と

思
い
ま
す

つ
ま
り

 
緑
髪
の
女
が

を

て
問
い
か
け
た
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そ
れ
に

白
髪
の
少
年
が

を
開
く

結
果
は
見
て
の
お

し
み

と
い
う

ツ
で
す

 

一

一

た
が違

う
こ
と
な
く

葉
を
重
ね
る

 
く
つ
く
つ
と

の

で

う

あ

和
人

ホ
ン
ト
お
前

の

う

り
だ

 
空
恐
ろ
し
い

ど
色
白

の
子

が

る

面
部
分
を
指
で
な
ぞ
る

無
機

な
電
板
の
感

触
と

し
か
返

て
こ
な
い
が

そ
ん
な
の
は

な
い

そ
ん
な
も
の
に
意
味
は
な
い

 
ア
イ
ツ
は

た

モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

ス
ケ

ル
ダ
ウ
ン
だ
と

 

そ
う
だ

正
に
そ
の

り
だ

 
現
場
に
い
る
観
客
は
学
園
の
生

と

そ
れ
か
ら

国

と
企
業
の
上
層
部

中

そ
し
て
部
外
者

・に
・見
・せ
・か
・け
・た
・少
・年

あ
の
時

三
年
前
の
あ
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
時

と

状
況
は

似
し
て
い
る

 
で
あ
れ
ば

彼
は
分
か

て
い
る

だ

 
想
定
し
て
い
な
い

が
な
い

 
監

の
一
人
で
あ
る
更
識
楯
無
は
生

そ
し
て
代
表
候
補
生
の
立
場
と
し
て
勝

し

け
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
か
ら
共
に

ら
れ
な
い
の
は

然
だ

 
し
か
し

少
年
の
近
く
に

実
姉
が

な
い
の
は
不
可
解
な
話
だ

 
危
険
だ
か
ら
と
監

を
付
け
ら
れ
る
な
ら
ま
ず
あ
の
解
説
の

に
監

に

ば
れ
た

者
以
外
を

え
る
の
は

不
自
然
で
あ
る

ど
う
や
ら
放
送

の
外
に
監

の
少
女
が

る

ら
し
い
が

が

じ
て
い
て
は
万
が
一
少
年
が
乱
心
し
た
時
に
対
応
で
き
な
い
だ
ろ
う

安

全
だ
か
ら

と

う
な
ら
監

を
す
べ
て
外
す
の
が
道
理
と

え
る

外
さ
れ
て
い
な
い

な
ら

今
の
状
況
は
お
か
し
な
も
の
な
の
だ

 
な
の
に

い
ま

だ
ろ
う
実
姉
が

な
い
の
は

お
そ
ら
く

さ

て

一
年
ぶ
り
に

れ
よ
う
じ

ね

か

 

の

を

り
上

た

は

そ
の
ま
ま

の
電
源
を

と
し

す
ぐ
ベ

ド
に
向
か

た

 
安
物
の
ベ

ド
の

に
は
古
び
た
機
器

ナ

ヴ
ギ
ア

が

し
て
い
る

デ
ス

ゲ

ム
事
件
が
発
覚
し
て
か
ら
日
本

が
主
体
で
回
収
し
た
も
の
だ
が

そ
れ
は
人
を
殺
し

得
る
性
能
を
持
つ
こ
と
を
危
険

し

ア
ミ

ス
フ

ア

と
い
う
安
全
な
代

品
が
発

さ

れ
た
経

が
あ
る
か
ら
だ

人
を
殺
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
仕

ま
れ
て
い
な
い
ゲ

ム
で
あ
れ
ば

ナ

ヴ
ギ
ア

も

本
は
無

な
の
で
あ
る
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そ
し
て

が
こ
れ
か
ら
ダ
イ
ブ
す
る
先
は
ゲ

ム
で
は
な
い

つ
ま
り

の

を
チ
ン
す

る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ん
て
存
在
し
な
い

 
い
や

仮
に
あ

た
と
し
て
も

は

ナ

ヴ
ギ
ア

を
使
い

け
た
だ
ろ
う

 
ア
ミ

ス
フ

ア
に
は
無
い
バ

テ
リ

セ
ル
の
お
陰
で

理
能
力
が
高
い
か
ら
と
い

う
理
由
も
な
く
は
な
い

し
か
し
そ
れ
以
上
に

万
が
一
に
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
ス

リ
ル
が

に
程
よ
い

感
を
与
え
て
く
れ
る
の
だ

 

は

破

者
な
の
だ
ろ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
は
生
き
る
た
め
死
な
な
い
た
め
と
暗
躍
し
て
い
た

だ
が
同
時
に

は
日

本
人
同
士
が
殺
し
合
う
の
を
見
る
た
め
な
ら
あ
る
程

自
分
の
身
を
危
険
に
晒
す
事
も

過
出

来
る
部
分
が
あ
る

 
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ア
イ
ツ
と
殺
し
合
え
る
の
な
ら
そ
の

に
死
ぬ
事
に
な

て
も

 
く

く
く

イ

ツ
・
シ

ウ
・
タ

イ
ム

  
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
塗

が

た
古
び
た
メ

ト
を

り
な
が
ら
あ
の
世
界
の
常

を

に
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し
た

 
 

 

ラ
と
数

一
ま
と
め
に
ホ
チ
キ
ス

め
さ
れ
た

紙
を

る

さ
れ
た
黒

の
フ

ン
ト
を
追

て
い
き

記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を

の
記

へ

く

み

む

 
こ
の
作
業
を
し
始
め
て

く
も
十
年
近
い
年
月
が
経

た

 
送
ら
れ
て
く
る

紙
に
目
を

し
記

に

き

み
そ
れ
の

り
に
動
く

文
章
に
す
れ

ば
そ
れ
だ
け
の
事
だ
が

仕
事

は
そ
う
生

し
い
も
の
で
は
な
か

た

命
の
危
機
な
ど
ザ

ラ
で
そ
れ
を
生
き

び
る
た
め
の

練
も
命

け
の
も
の

結
果
を
出
せ
な
け
れ
ば
ト
カ
ゲ
よ

ろ
し
く

切
り
さ
れ
て

終
わ
り
だ

 
文

り

死
に
物
狂
い
の
十
年
だ

た

は

ら
し
く
な
い
な

 

を
振
り

間
を

み
解
す

 
自
分
を
し
て
ら
し
く
な
い
と
自
覚
で
き
る
思

が
浮
か
ん
だ
の
は
こ
れ
ま
で
に

べ
て

あ
る
程

の

が
生
ま
れ
た
か
ら
だ

練
の
し
始
め
に

な
ん
て
あ
る

な
く
実
戦
に

出
る
よ
う
に
な

て
か
ら
も
必
死
だ

た
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今
は
そ
の
実
戦
に
す
ら
も

れ
て
し
ま

た

 
自
分
の
能
力

出
来
る
事

得
意
な
事

武
器

を
理
解
し
て
か
ら

届
く
仕
事
内

容
を
見
て

と
い
う
も
の
を
推
し

れ
る
よ
う
に
な

た

気
を
引
き

め
る
事
に
変
わ
り

は
な
い
が

感
の
有
無
が
違
う

 
い
ま
手
に
し
て
い
る

の
内
容
も
決
し
て

な
も
の
で
は
な
い

だ
が

し
い
か
と

問
わ
れ
れ
ば

と

え
ら
れ
る
程

の
レ
ベ
ル

程

か

私
も

ま

た
も
の
だ
な

 
思
わ
ず
自

の

み
が
零
れ
た

 
こ
の
十
年
生
き
る
た
め
仕
事
だ
か
ら
と

い

し
て
ど
れ
だ
け
手
を

し
て
き
た
事
か

罪
に
手
を

め
る
事
は
序
の

で

命
を
奪
う
事
だ

て
多
か

た

表

に
な

た
時

死

も
容

い
だ
ろ
う
コ
ト
は
想
像
に

く
な
い

ま
あ
国
を

い
で
行

た
悪
事
は

れ
も
そ

の
国
に
と

て
他
国
に
知
ら
れ
た
く
な
い
部
分
と

し
て
い
る
の
で
表

に
な
る
事
は
万

が
一
に
も
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
が

オ
イ

エ
ム

 

り
な

こ
え

が

こ
え
た
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か
け
て
い
る

子
の
前

仕
事

と
し
て
与
え
ら
れ
た
デ
ス
ク
の

か
ら
そ
れ
は

こ

え
て
き
た

絡

に
と

の
デ
ス
ク
に

え
ら
れ
た
機
器
だ

電
話
と
違
い
強
制
的
に

話
が
繋
が
る
仕
様
な

り

表

と
違

て
プ
ラ
イ
バ
シ

な
ど
気
に
し
な
い

裏

の
気

が

間
見
え
る

 
そ
の
機
器
も
伝
え
る
の
は

声
だ
け
だ

テ
レ
ビ
や
カ
メ
ラ
な
ど
と
違

て

像
ま
で
は
伝

わ
ら
な
い

 
き

と

像
ま
で
伝
わ

て
い
れ
ば

話

手
は
苛
立
ち
の
ボ
ル
テ

ジ
を
更
に
上

て
い

た
に
違
い
な
い

こ
え
て
い
る

な
ん
の

だ

そ
ろ
そ
ろ
出
る
時
間
だ
か
ら

絡
し
て
や

た
ん
だ
よ

ん

別
に
頼
ん
で
い
な
い
が

 
ぶ

き
ら

う
に
返
せ
ば

機
器
の
向
こ
う
の

手
が
ケ

と

く

き
捨
て
た

オ
レ
だ

て
し
た
く
な
か

た
よ

ス
コ

ル
が
し
ろ

て

て
き
た
か
ら
し
た
だ
け
だ

じ

あ
な

れ
た
ら
承
知
し
ね

ぞ

 
そ
う
し
て
一
方
的
に

話
が
切
ら
れ
る



 尊ぶべき日常世界

ま

た
く

い

た
い

私
の

が
気
に
入
ら
な
い
ん
だ
か

 
自
分
も
人

き
さ
れ
る

や
性
格
で
は
な
い
と
自
覚
し
て
い
る

無
自
覚
の
内
に

手
に

不
快
感
を
与
え
る
事
も

然
あ
る
だ
ろ
う

だ
か
ら

意
を
向
け
ら
れ
た
り
一
方
的
に

わ
れ

た
り
し
て
も

そ
こ
ま
で
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

 
し
か
し
理
由
が
わ
か
ら
な
い
と
気
に
は
な
る

 

に
し
て
問
い

し
て
も
教
え
て
く
れ
な
い
の
だ
が

 

今
は

ど
う
で
も
い
い

 

話

手
が

て
い
た
時
間
ま
で
残
り
三
十
分
を
切

た

い
い
加

え
を
始

め
な
け
れ
ば
ま
た
イ

ミ
の
一
つ
や
二
つ

わ
れ
今
後

と
同
じ
事
を

わ
れ

け
る
苦
行

が
増
え
る

実

は
な
い
が

き

ん
で
そ
れ
を
体
験
し
た
い
と
も
思
わ
な
い
た
め
私
も
動

く
事
に
し
た

仕
事

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
紙
を

デ
ス
ク
横
の
シ

レ

ダ

で
紙

へ
と
変
え
る

 
ク
ロ

ゼ

ト
に
入
れ
て
お
い
た
も
の
に

え

に

備
し
て
い
た
ト
ラ
ン
ク

を
持

た
自
分
は

デ
ス
ク
に
近
付
く

 
手
を

ば
し

デ
ス
ク

に
立
て
か
け
て
い
た
写
真
立
て
を
手
に
取

た



 蠢動 〜前触れの静けさ〜

因
果
な
も
の
だ
な

 
日

け
し

少
し
変
色
し
た
写
真
を
見
て

感
を

ら
す

も
う
少
し
で
会
え
る
と
い
う
の
に

私
は

直
に

し
い
と
思
え
な
い

 
会
い
た
い
と

思

て
い
た

け
れ
ど
会
え
な
か

た

 
こ
れ
か
ら
会
え
る
と
分
か

て
い
る

で
も

会
い
た
い
と
思

て
い
な
い

 
気
持
ち
が
無
く
な

た
わ
け
で
は
な
い

心
変
わ
り
し
た
わ
け
で
も

然
な
い

ど
ち
ら
も

あ

て

ど
ち
ら
も

絶
し
て
い
る
の
だ

矛
盾
と

が
私
の
心
を
苛
ん
で
い
た

 
だ
が

私
は

組

抗
え
な
い

 
抗

た

間
体
内
に
仕

ま
れ
た
監

ナ
ノ
マ
シ
ン
が
作
動
し
内

か
ら
私
を
殺
す
の

だ

だ
か
ら
組

の
意
向

命

に
は

し
か
出
来
な
い

 
生
き
る
た
め
に
は

に
な

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 
そ
の
た
め
に

自
分
が
生
き
る
た
め
に

私
は

す
ま
な
い

い
ち
か

和
人

 
肉
親
も

手
に
掛
け
る
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務
指

 
・
内
容

 

先

に

て
下
記
に
記
す

 

ゴ

レ
ム

作

型
の
護
衛

 

一

の
引
き

き

あ
る
い
は
誘

 

国

企
業
上
層
部
の
殺

 

千
冬
の
殺

お
よ
び

の
強
奪

 

学
園
配
備
コ
ア
の
強
奪

あ
る
い
は
破
壊

 

国
候
補
生
の
専

機
強
奪

あ
る
い
は
コ
ア
の
破
壊

お
よ
び

者
の
殺

 

以
上

 

ゴ

レ
ム

作

型
が
破
壊
さ
れ
た
時
点
で
作
戦
を
終
了

帰
投
す
る
こ
と

  
・
作
戦
日
時

 
日
本
標

時

２
０
２

Ｓ
ｕ
ｎ
 



 蠢動 〜前触れの静けさ〜

  
・
投
入
メ
ン
バ

 

ス
コ

ル
・
ミ

ゼ
ル
／

ゴ

ル
デ
ン
・
ド

ン

⻩
金
の
夜
明
け

 

オ

タ
ム
／

ア
ラ
ク
ネ

 

マ
ド
カ華

／

打
鉄
・

  
・
協
力
機

 

グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ

Ａ
ｌ
ｌ
ｙ

 
・
一
人
の
み
参
加

 
・

入
経
路

空
路

メ
ン
バ

同

 
・
ゴ

レ
ム

作

型
遠
隔

作
戦
闘
デ

タ

集
の
協
力

 
・
使

機
体

ゴ

レ
ム

作

型

近
・
中

離
型

 
・

コ
ア
・
ネ
オ
・
ネ

ト
ワ

ク
経
由
で
遠
隔

作
す
る
た
め

最

一
名
は
近
場

で

機
す
べ
し

 

女
性

権

体
残

Ｎ
ｏ
ｔ
Ａ
ｌ
ｌ
ｙ
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・
推
定
五
十
人
前
後

 
・

入
経
路

路

海
路

 
・

有
武

ハ
ン
ド
ガ
ン

ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル

 
・

有

打
鉄

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ

 
・
場
の

乱

 
・

対
し
た
場
合
は
殺

滅
を
許
可
す
る

 

者
の
会
過

Ｎ
ｏ
ｔ
Ａ
ｌ
ｌ
ｙ

 
・
推
定
二
百
人

 
・

入
経
路

海
路

 
・

有
武

ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル

ス
ナ
イ
パ

ラ
イ
フ
ル

 
・

有
兵
器

大
型
潜
水

不
明

 
・
場
の

乱

 
・

対
し
た
場
合
は
殺

滅
を
許
可
す
る

 

Ｐ

Ｍ

Ｃ

⺠
間
軍
事
会

そ
の
他

Ｎ
ｏ
ｂ
ａ
ｄ
ｙ

 
・
推
定
三
十
人



 蠢動 〜前触れの静けさ〜

 
・
オ

レ

ト

ハ

キ
ン
グ
な
ど
の

メ
イ
ン

  
・
オ

グ
マ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ

場

オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル

に
て
登
場
し
た

機
器

 
ウ

ア
ラ
ブ
ル
・
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
の
一
つ

こ
れ
一
つ
で
電
子
決

地

索

カ
ロ

リ

ゲ

ム
な
ど
様

な
事
が
出
来
る
と
さ
れ
る

場

で
は

ゲ

ム

オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル

を
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要

 

で
は
不
明
だ
が
本
作
で
は
オ

グ
マ

の
生

を
レ
ク
ト
が
請
け
負
う
設

定
に
な

た

そ
の
過
程
で
明
日
奈
と
交
流
が
あ
り

の
著
名
人
・
和
人
に
デ

タ
収

集
の
依
頼
が
舞
い

み

引
き

け
た
こ
と
で
和
人
が
コ
レ
を
入
手
す
る

  
・
重

教
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場

郷
信
之

タ
ケ
ル

神
代

子
な
ど

技
術
に

け
る
著
名
人
ら
が

属
し
た

大
学
の
教

こ
の
四
人
は
重

ラ
ボ
出
身

 

で
は

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
死
亡
し
た
た
め

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
記

の
断
片
を
よ
り
集

め

他
者
が
持
つ

Ｙ
ｕ
ｎ
ａ

の
イ
メ

ジ

で

生
を

み
て
い
た

そ
ん
な
大
出
力
ス

キ

ニ
ン
グ
を
行
え
ば
み
ん
な
死
ぬ
た
め
キ
リ
ト
達
に
よ
り

止
さ
れ
る

 
そ
の
時
に
立
ち
は
だ
か

た
ボ
ス
が
本
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
第
百
層
裏
ボ
ス
の
女

人

 
要
す
る
に

で
の
悲
運
の
悪

 
後
日
な
ん
ら
か
の
形
で
色

補
完
さ
れ
た
ら
し
い
が

私
は
知
ら
ん

 
重

ユ
ナ
が
他
プ
レ
イ

と
同
じ
死
亡
か

物
状

か
で

に
つ
い
て
展
開
さ

れ
る
か
決
ま
る
が

ど

ち
に
し
ろ
和
人
の
記

が
取
ら
れ
た
時
点
で
重

教

の
悲
願
は
成

し
て
し
ま

た
り
す
る

  
・

麻

 
生

思
い
な
教
師

 

に
お
け
る
良
心
と

て
も
過

で
は
な
い

原
作
で
も
一

達
が
無

を
す
る
時
真



 蠢動 〜前触れの静けさ〜

先
に
心
配
す
る
く
ら
い
生

の
事
を
特
別

い
し
て
い
な
い

 
な
の
で
和
人
に
対
し
て
も

い
と
は
思
い
つ
つ

そ
れ
で
も
子

だ
か
ら
と

え
て
い
る

 

え
方
の

非
は
と
も
か
く
本
作
に

い
て
和
人
を

に
子
ど
も

い
す
る

有
な

人
物
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る

  
・
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ル
ザ
ス

 
破

者

 
生
き
た
い
死
に
た
く
な
い
と
思
い
つ
つ
同
時
に
命

け
の
ギ
リ
ギ
リ
を

し
み
た
い
と
も

思

て
い
る

和
人
と
殺
し
合

た

に
死
ぬ
な
ら
悔
い
は
な
い
と
す
ら

う

 
も

と
突
き

け
た
ら
更
木
剣
八
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

  
・

華

 
コ

ド
ネ

ム

エ
ム

 
一

／
和
人
の
も
う
一
人
の
実
の
姉

 
秋
十

高

一
年

の
一
つ
上
の
た
め

現
在

十
七
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一

／
和
人
が
二

の
時
に

親
か
ら
捨
て
ら
れ
た

マ
ド
カ
は

れ
去
ら
れ
た
た
め
彼
女

は

裏

の
組

に

属
し
て
今
年
で
十
年
に
な
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
骨
肉
の
争
い
に
お
け
る
千
冬

点
で

い
一

／
和
人
の
面
倒
を
見
て
い
た

の
は
マ
ド
カ
だ
と
明
か
さ
れ
て
い
る

マ
ド
カ
も
和
人
の
事
は
大
切
に
し
て
い
た
が
組

に
反

抗
的
だ

た
が
た
め
に
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

入
さ
れ

死
に
た
く
な
く
て

て
い
る

 
よ

て
和
人
に
手
を
出
す
事
を
後
ろ
め
た
く
思

て
い
る

 
な
お
姉
に
対
し
て
は
ガ
ン
ス
ル

し
て
い
る

り
お

し

で
あ
る



 対決 〜水対氷〜

 
対
決
 

水
対
氷

  

点

楯
無

 

数

約
五
千

 

い
け
ど
導
入

バ
ト
ル
な
の
で

る
し
て

 
で
は
ど
う
ぞ

 
こ
う
し
て
対
面
す
る
の
は
初
め
て

ス
か
ね

 
お
手

ら
か
に
お
願
い
す
る

ス

 

な
ノ
リ
で
対
戦

手
で
あ
る
ギ
リ
シ

代
表
候
補
生
フ

ル
テ
・
サ
フ

イ
ア
が

そ
う

て
き
た

 
や
や

け
た
感
の
あ
る
黒
髪
を
大
振
り
の
三
つ
編
み
に
結
わ
え

か
ら
前
に

れ
さ
せ
た
そ
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の
様
は

そ
の
ノ
リ
と

て
ど
こ
か
気
の

け
る
空
気
を
漂
わ
せ
て
い
る

目
の
そ
れ

も

と
も
す
れ
ば
眠
い
か
ら
か
と

違
い
し
そ
う
だ

 
し
か
し

そ
の

は

り
だ

 
彼
女
は
こ
れ
で

で
あ
る

取
り

て
る
わ
け
で
も
演
技
で
も
な
く
あ
る
が
ま
ま
の

で

こ
の
場
に
立

て
い
る

か
ら
見
れ
ば
不
真
面
目
な

だ
ろ
う
が
彼
女
に
と

て
は
至
極
真

面
目
だ
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

恐
ろ
し
い
の
は

手
の

断
を
誘
う

を

き
に
し
て
い

る
気
が
す
る
と
こ
ろ
か

 

し
て

手
の

を
解
き
内

に
入
り

む
こ
と
を

し
ご
と

信

と
す
る
私
と
は
ま
る
で
真
逆

の
在
り
様
だ

 
そ
ん
な

手
に
私
は

を

め
た

決
し
て
大
き
な
動
作
で
は
な
か

た
が
四

を

う

が
動
い
た
た
め

そ
の
動
作
は
大

に
も
見
え
た
事
だ
ろ
う

 
ま
し
て
や

眼
前
に
立
つ
彼
女
で
あ
れ
ば

更
だ

生
憎
だ
け
ど

私
も
立
場
が
あ
る
か
ら
ね

日
本
代
表
候
補
生
と
し
て
も

そ
し
て

学
園

の
生

最
強

生

会
⻑
の
地

に
あ
る
者
と
し
て
も

万
が
一
に
も
負
け
ら
れ
な
い
の
よ

あ

そ

か

会
⻑
さ
ん
に
勝

た
ら
ジ
ブ
ン
が
会
⻑
し
な
き

い
け
な
く
な
る

で
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わ

メ
ン
ド
く
さ
そ
う
な

い
が

ん

ん
す
る

ス

会
⻑
さ
ん
も
し
ジ
ブ
ン
が
勝

て

も
生

会
⻑

け
て
も
ら
え
る

ス
か

い
い
え
ダ
メ
よ

 
な
に
を

い
だ
す
の
か
こ
の
子
は
と
ジ
ト
目
で
フ

ル
テ
を
見
る

や
や
猫
背

勢
の
少
女

は
ど
こ
か
眠
た

な
目
で
抗
議
の
意
思
を
返
し
て
き
た

 
そ
の

線
に

肉
の

み
を
浮
か
べ
る

ま

私
が
勝

た
ら

モ

マ
ン
タ
イ

無
問

な

だ
け
ど
ね

自
信

ス
ね

そ
の

思
い

き
り
へ
し

て
や
り
た
く
な

た

ス

容
赦
な
く
い
く
ん
で
覚
悟
す
る

ス

 

肉
を

め
た
一

が
彼
女
の

に

た
の
だ
ろ
う

間
に

を
寄
せ

を

く
つ
か

せ
て
い
る

 

発
は
上
手
く
い

た
と

え
る
だ
ろ
う

 
苛
立

た
よ
う
な

動
が
演
技
で
な
け
れ
ば
の
話
だ
が

な
に
ぶ
ん
眠
た

な
眼
つ
き
自
体

は
変
化
が
な
い
か
ら
実

ど
う
な
の
か
わ
か
ら
な
い

感
情
の
振
れ

が
小
さ
い
と
い
う
の
か

こ
れ
が

マ
イ

ス

と
い
う

な
の
だ
ろ
う
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の
少
女
も
か
な
り
の
マ
イ

ス
ぶ
り
だ
が

あ
の
ノ
リ
に

ず
る
も
の
を
感
じ
る

こ
れ
よ
り
一
年

ト

ナ
メ
ン
ト
二
日
目

決
勝
第
二

合
を
開
始

し
ま
す

 

少
年
の
声
で

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

 
一
年
生
と
教
師
来

で

わ

て
い
た
観
客

も

か
に
静
か
に
な

た

ア
リ

ナ
内

を
一

の
風
が

よ過
ぎ
る

い
の

名

機
体
名

残

が
表
示
さ
れ
た
電
光
掲
示
板
が
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
ブ
ザ

を
高
ら
か
に

か
せ
て
い
く

 
ブ
ザ

が
五

鳴

た

五

目
の
そ
れ
は

と

強
く

ま
た

を
引
く
⻑
さ

 
ば

ん

  

合
が
始
ま

て

す
ぐ
に
私
は
槍
を
持
た
な
い

手
の
指
を
パ
チ
ン
と
鳴
ら
し
た

は

ち

 
・今
・の
・一
・

・で

さ
れ
た
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
が
空
気
中
の
原
子
分
子
を

限
な
く
振
動

さ
せ
一

に
し
て

を

生

こ
の
時
点
で
コ

ル
ド
・
ブ
ラ

ド
か
ら

を

け

た
の
だ
ろ
う
フ

ル
テ
が
焦

の
表
情
を
浮
か
べ
た
が
彼
女
が
動
く
よ
り
も

発
の
方
が
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か

た

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を

し

レ
イ
デ

か
ら

示
さ
れ
る

機
の

残

は
今
の

発
で

七

を
下
回

て
い
る

時
に
機
体

の
原
子
分
子
の
振
動
を
抑
え

結
さ
せ
よ
う
と

し
て

力
を

そ殺
が
れ
た
よ
う
だ

く

ム
チ

ク
チ

ス
ね

 

か
ら

び
出
し
た
フ

ル
テ
が
そ
う

て
く
る

ま
さ
か
開
幕
い
き
な
り

発
を
喰
ら

わ
せ
ら
れ
る
事
に
な
ろ
う
と
は

代
表
候
補
生
の
彼
女
を
し
て
も
予
想
外
だ

た
よ
う
だ

 
ま

そ
れ
も
そ
う
か
と

私
は

得
を

い
て
い
た

 
国

会
が
定
め
た

定
に
は

合
が
始
ま
る
前
の
武

展
開
は
許
可
さ
れ
て
い
る

が
そ
れ
が
攻
撃
行
動
の

備
に
な
る
と
違
反
対

と
い
う
内
容
が
存
在
す
る

体

を

る
と

を
構
え
る
事
ト
リ
ガ

に
指
を
掛
け
る
の
は
良
い
が
セ

フ
テ

ロ

ク
を
解

す
る
と
違
反
に
な
る

海
神
の
淑
女
の
強
み
は

部

に

め

ま
れ
た
二
個
の
ア
ク
ア
・
ク
リ
ス
タ
ル
か
ら

生
さ
れ
る
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
で
こ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
機
体
性
能
を
十
全
に
活
か
せ
ら
れ

る

し
か
し

定
に

ら
す
と
そ
れ
を

生
す
る
事
は
セ

フ
だ
が
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

機
の
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に

し
て
お
く
の
は
ア
ウ
ト
に
な
る

 

は
現
状
ス
ポ

ツ

い
を

け
て
い
る
た
め

ス
ポ

ツ
マ
ン
シ

プ
と
い
う

手
自
身

の
良
識
に

せ
る
部
分
は
あ
る
が

論
違
反
の
有
無
を
判
断
す
る
審
判
も
存
在
す
る

む
し
ろ

打
突
判
定
を
審
判
に

せ
る
剣
道
な
ど
と
違

て

は

全
損
で
勝

が
決
す
る
上
に
離
れ
た

か
ら
機
器
を

し
て
観
戦
す
る
た
め
審
判
は
機

が
違
反
を
認
識
し
た
事
を

る

だ
け
に
な

て
い
る
の
が
現
状
だ

 
つ
ま
り
機

を
弄
ら
れ
て
い
な
い
限
り
違
反

が
な
い
以
上
は
ル

ル
に

た
行

と

判
断
さ
れ
る

 
彼
女
が
ム
チ

ク
チ

と

た
の
は
事
前
に
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

し
て
い
な
か

た

つ
ま
り
開
戦
直
後
の
一

で

し
た

事
を
理
解
し
た
が
故
の

だ

 
ク
リ
ア
・
パ

シ

ン

き
情

と
い
う
攻
撃
手

を

彼
女
は
も
ち
ろ
ん

国
外
の
人
間
は
初
め
て
見
る

だ 
一

形

の
時
は

速

が
発
動
ま
で
時
間
を
要
し
目
ま
ぐ
る
し
く
戦
況
が
変
化
す

る
実
戦
で
使
う
事
が

し
か

た
事
情
も
あ
る

し
か
し
そ
れ
以
上
に
不
可

つ
残
弾
無
限

の

弾
と
い
う
エ
グ
い
攻
撃
を
必
要
と
す
る

ど
追
い

め
ら
れ
る
事
が

ど
無
か

た
か
ら
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と
い
う
理
由
が
一
番
大
き
い

国
内
で
の

練

そ
れ
も

千
冬
と
桐

谷
和
人
の

二
人
し
か
そ
れ
を
使
わ
せ
る

ど
私
を
追
い

め
た
事
が
無
か

た
の
だ

 
他
の
候
補
生
も
自
前
の
槍
術
と
武

で
ど
う
に
か
出
来
る
以
上
使
う
必
要
性
は

く
必
然
的

に
情
報
は
制
限
さ
れ
る

 
彼
女
か
ら
す
れ
ば
一

で
数
十
メ

ト
ル
の

離
を

め
て

さ
れ
る

弾
を
見
せ
ら
れ

た
も
同
然

決
し
て
心
中
穏
や
か
で
は
あ
る
ま
い

 
し
か
も

ク
リ
ア
・
パ

シ

ン

き
情

は
分
子
結
合
を

持
し
た
ま
ま
振
動
さ
せ

を
発
生
さ
せ
る
性

上
空
気
が
存
在
す
る
地

上
に

い
て
は
残
弾
無
限
の

弾
と

え
る

ど
れ
だ
け
撃

ち

ま
れ
て
も
弾
切
れ
を

こ
さ
な
い
事
も
彼
女
を
動
揺
さ
せ
る
要
因
の
一
つ

 

無
論

そ
れ
は
私
も
同
じ

コ

ル
ド
・
ブ
ラ

ド

は

機
中
の
水
分
を

結

結
さ
せ

自
機
の

強
化

機

の
動
作

を
誘
発
す
る

結
兵

を

ん
で
い
る

つ
ま
り
水
分
子
や
水

が
多
い
空
間
で
あ

る

ど
強
み
を
増
す
の
だ

 
対
す
る
こ
ち
ら
の
強
み
は
初
手
の
攻
撃
こ
そ

な
ど
も

め
た
原
子
振
動
の

発
だ

た

が
本
来
の
強
み
は
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
に
よ
る
流
水
で
あ
る

原
子
レ
ベ
ル
で

作
し
よ
う
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と
結
果
的
に

水

を

う
以
上

コ

ル
ド
・
ブ
ラ

ド

と
の

性
は

命
的
に
悪
い

最

悪
自
分
で

た
水
を
氷

け
に
さ
れ
て
自
滅
な
ん
て
事
す
ら
あ
り
得
る

 
と
は

え
あ
ち
ら
の
氷

振
動
を
止
め
ら
れ
た
原
子

に

し
彼
女
の

力
を
殺

ぐ
事
も
可
能
だ
か
ら

彼
女
か
ら
し
て
も
私
と
は

性
が
悪
い
と
思

て
い
る
だ
ろ
う

  
だ
が

負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
理
由
が
出
来
れ
ば

そ
れ
は
別
の
話

 
ど
ち
ら
の
理
由
も
自
分
本

の
も
の
で
し
か
な
い

 
で
も
そ
う
し
て
ら
れ
る
の
も

北
の
可
能
性
が

ど
な
い
か
し
て
も
許
さ
れ
る
立
場
だ

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

 
今
の
私
は
そ
れ
を
許
さ
れ
て
い
な
い

代
表楯
候
補無

と
し
て
も

生生
最会
強⻑

と
し
て
も
そ
の

地

が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い

目
を
負

て
い
る

来
年
入
学
す
る
だ
ろ
う
少
年
の
サ
ポ

ト
を

す
る
な
ら
ど
ち
ら
も
喪

て
は
な
ら
な
い

彼
が
私
を
下
す
分
に
は
学
園
内
で
の
サ
ポ

ト
を

目
的
と
す
る
以
上
ま
だ
良
い

そ
う
な

た
場
合
は
私
が

会
⻑
を
す
れ
ば
い
い
だ
け
だ

が

と
彼
の
息
が
掛
か

て
い
な
い
人
間
に
負
け
る
展
開
は
マ
ズ
い

そ
れ
こ
そ
国
外
の
人

間
に
負
け
る
と
あ

て
は

で
済
め
ば
い
い
方
だ
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た

た
一

の
し

い北
で
全
て
喪
う
と
分
か

て
い
る

 

そ
う

予
め
分
か

て
い
る
の
だ

 
だ
か
ら
私
は
日
本
と
彼
の
未
来
を
背
負

て
い
る
間
は
生

最
強
で
在
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

自
分
に

し
て
い
る

 
そ
れ
が

わ
た
し

刀
奈
が

楯
無

を

り

け
る
理
由
で
も
あ
る
か
ら

私
は

負
け
る

に
は
い
か
な
い
の

 
勝

を
確
実
な
も
の
に
す
る
な
ら

速
攻
に
限
る

 
無

悲
だ
と
か
ギ
リ
ギ
リ
の
戦
い
を
求
め
る
観

か
ら

と
心
無
い

葉
を

わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が

そ
れ
ら
も
今
と
な

て
は

事

 

よ
り
も

先
す
べ
き
は

最
強
を
示
し

け
る
事

な
の
だ

 
開
幕
か
ら
五

に
ア
リ

ナ
の

ま
で

し
終
え
た
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

し
て

原
子
・
分
子
を

し

め
て

 

界
す
べ
て
を
真
紅
が
塗
り
つ
ぶ
し

を
止
め

な
い

が

く

ク
リ
ア
・
パ

シ

ン

き
情

め

ビ超
新

グ星
バ

ン発

と

た
と
こ
ろ
か
し
ら

 

創
成
の

発
が
あ

た
か
ら
こ
そ
今
の

地

が
存
在
す
る
と

え
れ
ば

原
子
・



 尊ぶべき日常世界

分
子
か
ら

こ
し
た

発
を
そ
う
名
付
け
て
も
い
い

だ

 
そ
こ
で

合
終
了
の
ブ
ザ

が
鳴
り

か
に

騒
が

て
く
る
も
や
は
り

惑
の
色
が

強
い

そ
れ
も
予
想
出
来
て
い
た
事
だ
か
ら
す
ぐ
に

線
を
切
る

ハ

力
も

も

お
か
し
い
け
ど
ネ

ミ
ン
グ
セ
ン
ス
も

バ

ス
ね

 

地
と
化
し
た
ア
リ

ナ
の
大
地
を
見
下
ろ
し
て
そ
う

え
ば
眼
下
か
ら
対
戦

手
の
憎
ま

れ

が

こ
え
た

 

を
全
損
し
て
機
体
は

子
化
し

ス

ツ

で
大
の

に
倒
れ
て
い
る
彼
女
が

れ
た
よ

う
な
目
を
向
け
て
き
て
い
る

バ
い

て
名
前
の
付
け
方
が
ダ
サ
い
と
い
う
事
だ
ろ
う
か
と

不
安
を
覚
え
る
も
そ
れ
を
心
の
内
に

め
私
は
彼
女
の
近
く
に

り
立
ち

み
を
返
し

た
今
の

フ
ツ

に
使

制
限
指
示
が
下
る
と
思
う

ス
よ

え
え

下
る
で
し

う
ね

き
情

も

と
す
る
と
な

ち

う
か
も

 

発

レ

ベ

ル

四
方
四

を

き

く
す
ま
で
は

し
い
だ
ろ
う
が
そ
れ
以
下
の

で
あ
れ
ば

破
出
来

て
海
に
近
け
れ
ば
水

発
力
が
増
す
超
新
星

発
を
危
険

す
る
意
見
は

然
出
る
だ

ろ
う
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き
情

は
対

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

の
技
で
も
あ

た
の
で

そ
れ
も
モ
ン
ド
・
グ

ロ

な
ど
で
使
え
な
く
な
る
の
は
確
か
に

く
は
あ
る

 
だ
が

な

に
ニ

コ
ニ
コ

て
る
ん
ス
か

別
に
ア
レ
が
主
力

て

じ

な
い
も
の

使
え
な
く
な

た
ら
な

た
で
ま
た
別
の
方
法

を

く
だ
け
よ

 
原
子

で

発
を

こ
せ
る
の
だ

振
動
静
止
に
よ
る

結

に
よ
る
電
気
発
生
な

ど
他
に
も
出
来
る
事
は
た
く
さ
ん
あ
る

加
え
て
あ
ま
り

力
の
高
す
ぎ
る
技
よ
り

性
の

高
い
小
技
を
多
く
持
つ
方
が
私

み

 
そ
れ
に
私
が
必
ず
し
も
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
に
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
は
な
い

達
が
期

し
て
い
る
の
は
和
人
が
勝

し
た
事
に
よ
る
男
女
平

の
世
界
で
あ
り
彼
も
生
き

る
た
め
に
そ
れ
を
目
標
に
し
て
い
る

そ
う

え
れ
ば

不

で
は
あ
る
が

気
は

だ

 
そ
も
そ
も
私
の

務
は
彼
の
サ
ポ

ト

そ
の
た
め
に
生

会
⻑
に
な

た
し
そ
の
た
め
に

日

鍛

を

け
て
い
る

そ
し
て
彼
を
守
り
鍛
え
る
事
が

体
的
な

務
内
容

 
彼
が
持
つ
無
銘
も
黒
椿
も
原
子
に

す
る
機
能
を
持
つ

な
ら
私
が
出
来
る
事
は
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原

彼
も
出
来
る

 

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス

は

者
の
想
像
力
で

そ
の

性

強
み
を

大
き
く

さ
れ
る

 
そ
の
兵

の
機
能
が
同
じ
で
あ
れ
ば

そ
れ
は

特
性

で
は
な
く

技
術

と

え
よ
う

想
像
力
が
そ
の
ま
ま

技
術

に
直
結
す
る
の
だ

 
私
が
強
く
な
り

力
を
高
く
す
る

ど

彼
も
ま
た

性
を

け
て
戦
術
の

が
広

が

て
い
く

 
そ
れ
こ
そ
が

更
識
楯
無

に
求
め
ら
れ
た

希後
望進

を
育
て
る
と
い
う

誇
れ
あ
る
仕
事

 
そ
し
て

更
識
刀
奈

が

し
た
い

と
自
ら
思

た
事
の
一
つ

 
結

の
と
こ
ろ

私
が

え

てて
い
る
の
は
そ
れ
が
理
由
だ

ジ
ブ
ン

会
⻑
さ
ん
は

に
回
し
た
く
な
い

ス
ね

 
フ

ル
テ
・
サ
フ

イ
ア
は

苦

を
滲
ま
せ

そ
う

た

明
ね

私
を

に
回
す
と
怖
い
わ
よ

 
私
は
に
こ
や
か
に
そ
う

て

を
解
い
た

手
を
差
し
出
し
た

彼
女
は
一

気
に

取
ら
れ
た
が

す
ぐ
に
ま
た
苦

を
浮
か
べ

手
を
取

て
立
ち
上
が
る
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そ
れ
が
観

か
ら
は
ス
ポ

ツ
マ
ン
シ

プ
の
や
り
取
り
に
見
え
た
の
だ
ろ
う

に
だ

が

声
が
上
が
り
始
め
た

こ
う
い
う
時

オ

デ

エ
ン
ス

て
ゲ
ン
キ
ン

ス
よ
ね

こ

ら

そ
う

わ
な
い
の

定
は
し
な
い
ん
ス
ね

ま

ね

 
二
人

ん
で
観
客

を

に
見
な
が
ら
手
を
振
る

最
後
に

や
企
業
上

が

取

る

客

に

て
向
き

礼
を
し
た

声
と

手
が

と

強
く
な
る

こ
れ
で
一
年

ト

ナ
メ
ン
ト
二
日
目

決
勝
第
二

合
を
終
了

し
ま
す

決
勝
戦
は

後
一
時
三
十
分
を
予
定
し
て
い
ま
す

 
観
客
か
ら
の

声

手
に

れ

少
年
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る

手
は
そ
れ
ま
で
に

備
を

 
そ
れ
が

な
と
こ
ろ
で

切
れ

 

楯
無

上
だ
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切

ま

た
怒

が
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

し
て

き

た

 
名
指
し
さ
れ

き
な
が
ら
も

は
反

的
に
上
を
向
く

 
直
後

力
的
な

き
が

ア
リ

ナ
天

の

を
食
い
千
切

た

  
・
楯
無

上
だ

 
初
代
ゴ

ド
イ

タ

よ
り

 

マ

エ
リ

ク

上
だ

  
・
超
新
星

発

 
ビ

グ
バ
ン

 
水

原
子
を

さ
せ

を
作
り

そ
れ
を

発
さ
せ
る

き
情

の
超
強
化



 対決 〜水対氷〜

き
情

が

の
一
部

あ
る
い
は
機
体
を

う

発
が
限

な
の
は
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ

シ
ン
の

速

に
よ
る
制
限
が
あ

た
か
ら

本
作
独
自
解

 
二

行
を
果
た
し
た
海
神
の
淑
女
は
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を
使

た
機
能
の
大

バ

シ

ン
ア

プ
を
果
た
し
て
お
り
そ
の
欠
点
を
克

結
果
開
幕
一

で
数
十
メ

ト
ル

の

五

あ
れ
ば
数
百
メ

ト
ル
の

を
可
能
と
し
た

イ
コ

ル
そ
の

が

発

水

弾
四
個
分
の

力
を
強
化
し
て
い
る
の
で
か
な
り
エ
グ
い

 
そ
の

は

認

全
体
に
至
り

力
は
Ｓ
Ｅ

０
０
以
上
を
一
撃
で
全
損
に
追
い

む

 
イ
メ

ジ
と
し
て
は
テ
イ
ル
ズ
シ
リ

ズ
の
秘

義

ビ

グ
バ
ン

 
本
作
で
は
五

も
あ
れ
ば
数
百
メ

ト
ル
四
方
を

め
て

破
で
き
る

・

・義

危
険
な
の
で

さ
れ
た
が

楯
無
の
実

に
よ
り

学

し
た
和
人
も
使
え
る
よ
う
に
な

た

  
・
フ

ル
テ
・
サ
フ

イ
ア

 
楯
無
と
同
学
年
の
ギ
リ
シ

代
表
候
補
生

 
原
作
で
は
ビ
ジ

ア
ル

写
が
無
く

ア
ニ
メ
で
は
未

 
小
説
で
は
七

一

が

と
タ

グ
を
組
ん
だ
ト

ナ
メ
ン
ト
で
の
ゴ

レ
ム
乱
入
に
て



 尊ぶべき日常世界

 
レ
ズ
ビ
ア
ン
な
一
学
年
上
の
先

と
付
き
合

て
お
り
先

と
タ

グ
を
組
ん
で
の

戦

法
イ

ジ
ス
は
束

製
ゴ

レ
ム

の
攻
撃
を

き
同
時
に
反
撃
し
て

き
の
め
す
程

の
練

を
持
つ

 
後
に
こ
の
先

が
原
因
で

国
を
離
反
し

一

達
と

対
す
る

に
な
る

 
ボ
サ
ボ
サ
の
黒
髪
を

に
三
つ
編
み
に
結
わ
せ

か
ら

れ
さ
せ
て
い
る
少
女

眠
た

な

目
を
し
て
い
る
が
そ
の
実
力
は
確
か

や
や
猫
背

小

 
専

機
は

コ

ル
ド
・
ブ
ラ

ド

氷
を

う
機
能
を
持
ち

機
体
の

部

に
氷
を
思

わ
せ
る
結

型

を
付
け
て
い
る

 
そ
の
性

上
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を
強
み
と
す
る
楯
無
に
対
し

だ

た
が

海
神
の

淑
女
に
二

行
し
て
大

強
化
さ
れ
て
い
た
事
で
逆
転
さ
れ
て
い
た

氷
つ
ま
り
原
子
の

振
動
を
止
め
る
性

上
実

は
楯
無
と
五
分
五
分
の
機
能
だ
が
今
回
は

発
の
速

と

に
圧
倒
さ
れ
た
形

 
つ

か
開
幕
い
き
な
り
全
体

の

死

秘

義
を
ぶ

さ
れ
た
も
同
然
な
の
で
フ

ル

テ
が
弱
い
の
で
は
な
く
楯
無
が
ず

こ
い
だ
け
で
あ
る

 



 対決 〜水対氷〜

 
・
更
識
楯
無

 
愛
機
が
二

行
し
て
超
強
化
さ
れ
た
人
物

 
原
子
・
分
子
に

す
る
機
能
に
よ
り
自
身
が
で
き
る
事
は
和
人
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

把
握
し
て
お
り
仕
事
の
た
め

そ
し
て
刀
奈
と
し
て
自
己
を
鍛
え
る
事
を
喜
び
と
感
じ
始

め
て
い
る

 
心
境
と
し
て
は
直
葉
と
限
り
な
く
近
い
が

違
い
は

切

す
る

で
あ
る
事

 
仕
事
に
よ
り
守
り

鍛
え
て
い
る
が

そ
の

は
決
し
て
上
下
で
な
く

あ
く
ま
で
対

外
に
自
分
に
無
い
も
の
を
和
人
が
持

て
い
る
と
認
め
そ
れ
を
学

う
と
す
る

勢
が

思

に
影

を

し
て
い
る

 
原
作
の
一

と
楯
無
と
違
い
対

な

に
な

て
い
る
た
め
精
神
的
に

女

女
し
始

め
た

 
恋
愛
結

に
夢
を
持
ち

け
て

希
望
を
見
出
し
た
か
ら
ネ

非
も
な
い
ネ

  
・
桐

谷
和
人

 

会
・
解
説
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
十
一
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な
ん
な
ら

先
生
よ
り
真

に
仕
事
を
し
て
る
ま
で
あ
る
が
最
後
の
最
後
で

が
出
た

あ
た
り

ま
だ
ま
だ

め
が
甘
い

 
し
か
し
観

の
目
を
も
の
と
も
せ
ず
名
指
し
呼
び
捨
て
で

す
る

り

と
楯
無
の
事
を
認

め
て
い
る

 
と
こ
ろ
で
レ

ザ

よ
り
先
に
気
づ
け
た
の

て
な
ん
で
な
ん
で
す
か
ね

す

と

け

 



 騒乱 〜振り撒かれる悪意〜

 
騒
乱
 

振
り
撒
か
れ
る
悪
意

  

点

先
生

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ビ

ビ

と
残

を
引
く

が
木
霊
す
る

 
第
一
ア
リ

ナ
全
体
に

ら
れ
た

を
突
き
破

た

入
者
を
危
険
因
子
と
判
断
し

を

て
き
て
い
る
の
だ

世
界
的
に
見
て
も
ト

プ
ク
ラ
ス
の
情
報

制
を
敷
か
れ
る

学

園
を
強
襲
す
る
存
在
だ
か
ら
そ
れ
も

然
だ

 
襲
撃
者
で
最
も
恐
ろ
し
く
思
う
の
は

の
衝
突
す
ら
も
理
論
上

る
と
い
う
触
れ

み
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の

を
突
き
破

た
と
い
う
点
だ

襲
撃
者
が
現
れ
て
か
ら
観
客

は
一

に

シ

タ

に

わ
れ
物
理
的
に

断
さ
れ
は
し
た
も
の
の

を
破

た
攻
撃
の
前
に
は
あ

て

な
い
に

し
い

 
し
か
も
ア
リ

ナ
地
下
に
設

さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ

か
ら

さ
れ
自
動
修
復
さ
れ
る

が

故
か
復
活
し
な
い

先
生

ま
す
よ

 
危
険
に

一
つ
で
晒
さ
れ
て
い
る
も
同
然
な
中

に

る
少
年
は

静
さ
を
保

て
い
た

 
彼
に
手
を
引
か
れ
て

を
立
つ

出
入
り

の
自
動

は
非
常
事

故
か

く

じ
ら
れ
て
い

た
が

彼
が

し
て
い
る
対

護
身
兵

の
エ
ネ
ル
ギ

刃
で

を
切
り
裂
き

脱
出
に

成

す
る

か

和
人

ク
ロ
エ
も

る
ぞ

は

は
い

 
廊
下
で

機
し
て
い
た
ク
ロ
エ
も

惑
を

わ
に
オ
ロ
オ
ロ
し
て
い
た
が

彼
の
一

を

け

一
も
二
も
な
く

り
始
め
た
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こ
の
分
だ
と
観
客

の
出
入
り

も

さ
れ
て
そ
う
だ
な

先
生

は
持

て
な
い

ん
で
す
か

い

い
え

 
廊
下
を
ア
リ

ナ
出
入
り

に
向
け
て

り
な
が
ら

私
は
彼
の
問
い
に

を
横
に
振
る

 
か
つ
て
は
代
表
候
補
生
と
し
て

合
に
出
て
い
た
身
だ
が
現

時
も
愛
機
は
第
二
世
代
機

ラ
フ

ル
で
あ
り

専

機
は
持
た
な
か

た

使

し
て
い
た
機
体
と
コ
ア
自
体
は
同
じ

だ

た
が

合
以
外
で
は
す
ぐ
整
備

に
返
却
し
て
い
た
た
め

は
し
な
か

た

 
ち
な
み
に
先

の

は

ノ
之

士

製
だ

た
の
で
実
は
代
表
と
代
表
候
補

て
日
本

製
の
機
体
を
使

て
い
な
か

た
り
す
る

 
と
も
あ
れ

仮
に
現

だ

た
と
し
て
も

を

し
て
い
な
い
事
を

る
と

白
髪
の

少
年
は

し
い
表
情
に
な

た

ち
な
み
に
襲
撃
時
の
対
応
は
ど
う
指
導
さ
れ
て
る
ん
で
す

原

無
力
化
で
す

の
使

も

と

会
の
承
認
を
原

必
要
と
し
ま
す
が

手

が

を
使

て
い
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
一
応
小
型
の
オ

ト
マ
チ

ク
ハ
ン
ド
ガ
ン
を

し
て
い
る
が

別
に

技
術
で
作
ら
れ
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た

で
も
彼
が

し
て
い
る
護
身

作
品
と
違

て
対

で
も
な
い
代
物
な
の
で
今

は

に
立
た
な
い

 

と
い
う
よ
り

そ
も
そ
も
襲
撃
自
体
あ
ま
り
想
定
さ
れ
て
ま
せ
ん
で
し
た
し

 
日
本
は
平
和
ボ
ケ
し
て
い
る
と
よ
く
他
国
か
ら

わ
れ
時
に
は
日
本
国
⺠
か
ら
も

さ

れ
る
が
今
回
そ
れ
が

し
た
形
だ

デ
ス
ゲ

ム
が

き
る
前
の
日
本

の
体
制
で
学
園

運

方

を
作
り
上

た
影

だ
ろ
う

 

ノ
之

士
の
協
力
で
今
後
は

重
に
な
る
は
ず
だ
が

 
と
も
あ
れ

い
ま
目
の
前
の
事
を
ど
う
に
か
す
る
の
が
先
決
だ

じ

あ

先
生
が

を
使

て
も
今
回
は
セ

フ

そ
う
な
り
ま
す
が

 
追
加
の

問
に

く

 
そ
の

ら
で

得
も

え
ぬ
感
覚
を
自
覚
し
た

 

故
か
な
ん
だ
か
あ
ま
り
良
く
な
い
方
向
に
事
が
進
ん
で
い
る
気
が
し
た
の
だ

合
的
に

は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

や
そ
の
あ
と
の

ヴ

フ
ス
騒
動

時
の

気
を
少
年

か
ら
感
じ
る
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な
ら
先
生

出
入
り

じ

な
く
て
ピ

ト
に
向
か
い
ま
し

う

え

え

 
直
後

そ
の
不
安
は
見
事
的
中
し
た

 
い
の
一
番
に

よ
う
と

た
本
人
に
前

を

さ
れ

私
と
し
て
は

天
も
の
だ

た

話
の
流
れ
か
ら
生

に
と
ピ

ト
の
ハ
ン
ガ

に
格

さ
れ
て
い
る
機
体
を
取
り
そ
れ
で

か
を
し
よ
う
と

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
が

で

で
も
桐

谷
君

あ
な
た
は

違
い
し
て
る
よ
う
で
す
が

を
使
う
の
は

先
生
で
す

 
反
応
が

れ
た
私
の
手
を
引
き
な
が
ら

少
年
が

違
い
を
正
し
て
く
る

 
い
や
そ
の
内
容
は
な
ん
と
な
く
わ
か

て
い
た

私
が
罪
に
問
わ
れ
る
か

か
の
流
れ
だ

た
か
ら

で
も
命

け
の
事

に

む

を
あ
り
あ
り
と
予
想
出
来
て
し
ま
う
彼
の
人

を
思
う

と

達
と
の
契
約
を
無

し

事

収

の
た
め
に

を
動
か
し
そ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い

 
彼
か
ら

定
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
危
惧
は

え
な
か

た

で

で
す
が

な
ら

故
桐

谷
君
も
来
て
る
ん
で
す



 尊ぶべき日常世界

放
送

の
出
入
り

も

じ
ら
れ
て
た
な
ら
ピ

ト
も
同
じ
で
し

う

こ
じ
開
け
る
な
ら

の
コ
レ
が
最

で
す

 
ク
ロ
エ
の
黒
騎
士
の
近

武

は
物
理
し
か
無
い
で
す
し
と
彼
が

う

確
か
に

カ

タ

の
よ
う
に
使
え
る
物
の
方
が

を
切
り
裂
く
時

に

は
出

い
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
れ
な
ら
彼
ま
で
同
行
す
る
必
要
は
な
い

だ
か
ら

て
コ
レ
を
先
生
に

し
て

だ
け

る
の
は
得
策
じ

な
い
で
す

そ
も
そ
も

襲
撃
者
が
ア
リ

ナ
の

中
だ
け
と
は
限
ら
な
い
ん
で
す
よ

ピ

ト
に

り

く
前
に

で

襲
わ
れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す

う

そ
れ
は

 
流

に
彼

ど
の
身
体
能
力
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め

同
じ
武
器
を
持

た
と
し
て
も

間
違
い
な
く

に
は
勝
て
ず

殺
さ
れ
る
だ
ろ
う

一
応

・事
・前
・に
・許
・可
・を
・取
・

・て
有
事
の

の

の
行
動

は
学
園
全
体
に

大
さ
れ
て
ま
す

と
は
い
え

も

に
確
実
に
勝
て
る

じ

な
い

安
全
を
期
す
な
ら
ク
ロ
エ
の
近
く
に
い
た

方
が
確
実

で
も
そ
れ
を

先
し
て
も
し
先
生
が
殺
さ
れ
た
ら
生

や

客
の
救
助
は

れ

死
傷
者
が
増
え
る
リ
ス
ク
は
高
ま

て
し
ま
う
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そ
ん
な
の
で
非

さ
れ
る
の
は
ご
め
ん
で
す

と
彼
は

い
捨
て
た

 
日
本
の
未
来
を

え
る
な
ら
彼
は
己
の
身
を
最

先
に
す
る
べ
き
で
あ
る

し
か
し
未
来
を

見
る
あ
ま
り

今
の

を
生
み
出
す
の
を
良
し
と
は
出
来
な
い
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
そ
の
決
断
に
は
少
な
か
ら
ず

客
と
し
て
来
て
い
る
結
城
家
息
女
も

わ

て
い
る
に
違
い

な
い

 
と
も
あ
れ

彼
の
思
惑
は
理
解
で
き
た

 
私
自
身
彼
の

え
に
は

成
だ

た

有
事
の

に
は

面
に
立
つ
者
と
し
て
そ
し
て
生

を

か
る
教
師
と
し
て

者
た
ち
を
守
れ
る
術
が
あ
る
な
ら
出
来
る
限
り
の
事
を
し
た
い

 
そ
れ
以
上
の
問

は
必
要
な
か

た

足
を
速
め

目
的
の

ピ

ト
ま
で

す
る

 

人
工

の

学
園
の

設
は
四
方
に

て

さ
れ
て
い
る

 
高
速
機
動

練
に

い
ら
れ
る
螺
旋
タ
ワ

を
中

に

き
そ
こ
か
ら

に
面
す
る

北
に

に
ア
リ

ナ

に
部
活

や
整
備

な
ど
の

種

設

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

運
動

園
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る

 
こ
の
四
方
に

う

は
個

の

設
に
対
し
て
も

さ
れ
て
お
り
第
一
ア
リ

ナ
も
そ

の

に

れ
な
い
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第
一
ア
リ

ナ
は

型

北

北

の

め
四
方
に
ピ

ト
が
一
つ
ず
つ

あ
り
間
に

ま
れ
る
形
で

に
電
光
掲
示
板
北
に
放
送

に

制

が
あ
る

観
客

は
四
方
の
ピ

ト
と
電
光
掲
示
板
を
境
に
し
て
合

六
つ
存
在
す
る

放
送

と

制

は

観
客

の
上
部

客

は
電
光
掲
示
板
の
下
部
に

し
て
い
る

 
つ
ま
り
私
達
は
北
の
放
送

を
出
て
時

回
り
に
廊
下
を

り
北

に

す
る

ピ

ト
へ
向
か

て
い
る
事
に
な
る

 
そ
の
道
中

ピ

ト
の
出
入
り

の

に
設

さ
れ
た
観
客

の

を

た

な
ん
で

 
な
ん
で
開
か
な
い
の
よ

く
開
け
て

お

さ
ん

助
け
て

千
冬
様

 

の
向
こ
う

か
ら
生

達
の
悲

な

び
が
届
い
て
き
た

そ
れ
に

れ
て
ア
リ

ナ
全

体
を
揺
ら
す
振
動
も

を

し
て
伝
わ

て
く
る

あ
の

桐

谷
君

 
黒
の

を

た
少
女
に
ピ

ト
の

を
開
け
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
少
年
は
私
を
見
て
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か
ぶ
り
を
振

た

誘
導
す
る
な
ら

を

て
か
ら
の
方
が
い
い
で
す

今
開
け
て
も

乱
で
ロ
ク
に

声
な
ん
て
届
か
な
い

人
の
波
に

ま
れ
て

我
し
ま
す
よ

 
そ
れ
は

静
な
判
断
だ

た

 
感
情
は
彼
女
ら
の

び
を

け
そ
の
判
断
に

た
る
も
の
を

か
せ
る

け
れ
ど
有
事

対
応
の
事
を

え
れ
ば
彼
の
判
断
は
決
し
て
間
違
い
で
は
な
い
の
だ

 
私
は
そ
う
や

て
自
分
を

得
さ
せ
た

 

程
な
く

ピ

ト
の

が
こ
じ
開
け
ら
れ
た

 
道
中

に
合
わ
な
か

た

運
を
喜
び
つ
つ
私
は
ハ
ン
ガ

に

る
さ
れ
て
い
る
深
緑
の
機

体
を
下
ろ
し

仕
事

の
下
に

こ
ん
で
い
た
ス

ツ

で

し
た

 

け
れ
ど

は

動
し
な
か

た

え
 
思

は

惑
一
色

救
助
手

誘
導

経
路
の
確
認
で
い

い
だ

た

の
中
が

真

白
に
な

た
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確
か
に
女
性
で
も

を
動
か
せ
な
い
人
は
い
る

正

の
ラ
ン
ク
判
定
で

を

け
た
人
で
も
ご
く

に

動
も
出
来
な
い
人
が

る
と

そ
う

い
た
事
は
あ

た

 
だ
が

動
か
せ
な
く
な
る
と
い
う
事

は
知
ら
な
い

 

正
ラ
ン
ク
も
変
動
は
あ
り
得
る

だ
が
そ
れ
は

⻑
期
間
の

練
を

け
た

の
上

だ
け
で

下
に

し
て
は

い
た
事
が
無
か

た

 
思
わ
ぬ
事

に

乱
は
さ
ら
な
る

乱
を
呼
び

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
る

ク
ロ
エ

ダ
メ
で
す

私
の

黒
騎
士

も

が

動
し
な
い

て

流

に
予
想
外
だ
ぞ

 
彼
に
と

て
も
想
定
外
の
事
ら
し
く
一
気
に
険
し
く
な

た
表
情
で
な
に
や
ら

え

み
始

め
た

動
か
な
い
機
体
に

て
い
て
も
仕
方
な
い
の
で
私
は
機
体
か
ら

り
た

 
そ
の
時
虚
空
に

子
が
集
ま

た
と
思
え
ば

大
の
氷
が
出
現
し
彼
の
手
の
中
に

ま

た

そ
し
て
す
ぐ
光
に
消
え
る

え

桐

谷
君

今
の
は

ど
う
や
ら

無
銘

は
問

な
い
よ
う
で
す

そ
れ
に
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そ
こ
で

葉
を
切
り

彼
は

線
を
ピ

ト
の
外

バ
ト
ル
フ

ル
ド
へ
向
け
た

 
フ

ル
ド
か
ら
は
地
を
揺
る
が
す

の
他
に

の
明
る
さ
と

気
が
伝
わ

て
く
る

そ

れ
を

み

む
よ
う
に

大
な

の
水
も
ま
る
で
生
き
物
の
如
く
蠢
い
て
い
た

ど
う
も
襲
撃

者
の
機
体
だ
け
で
な
く

海
神
の
淑
女

も

し

け
て
い
る
ら
し
い

 
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
以
前
無
銘
の
コ
ピ

対
策
で

時
に
組
ん
だ
と
い
う
ア
ン
チ
・

ハ

キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
存
在
だ
ろ
う
か

逆
に

え
ば
彼
女
し
か
現
行
の

者
は
戦

力
に
な
ら
な
い

つ
ま
り
い
ま
こ
の
学
園
の

備
は

も
同
然

備

も
そ
れ
な
り
に

配

さ
れ
て
い
る
が

が

を
使

て
き
た
ら
ま
ず
⻭
が
立
た
な
い

い
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 

と

強
い

発
と
衝
撃

ピ

ト
の

の
観
客

か
ら
大
き
な
悲
鳴
が
上
が

た

彼

の

線
が
バ
ト
ル
フ

ル
ド
か
ら
ピ

ト
の

に
向
け
ら
れ
る

ア
レ
コ
レ

え
る
よ
り
も
目
の
前
の
事
に
集
中
す
る
方
が
良
さ
そ
う
だ
な

 

組
み
し
て
そ
う

た
彼
は
護
身

の
エ
ネ
ル
ギ

兵

を
ク
ロ
エ
に
投

し
た

バ

イ
ザ

で
目

は

れ
て
い
る
が

そ
れ
で
も
わ
か
る
く
ら
い

惑
が
表
情
に
浮
か
ん
で
い
る

 
私
も
な

彼
女
に
投

し
た
の
か
わ
か
ら
な
か

た
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二
人
分
の

線
が
集
ま
る
中

彼
の

の

に
二
振
り
の
日
本
刀
が
出
現
し
た

は
黒

は
白
の

え
の
そ
れ
ら
は

黒
椿

の
デ

タ
に
登
録
さ
れ
て
い
た
第
二
兵

万

絶
解

発
動
の

と
な
る
二
刀
だ

た

無
銘

の
原
子

作
で
構

か
ら
再
現
し

作
り

出
し
た
の
だ
ろ
う

 
で
も

な
そ
の
護
身
武
器

実
は

動
す
る
の
に

件
が
あ
る
ん
だ

 

の

か
ら
刀
を

き
な
が
ら

突
に
そ
ん
な
事
を

い
始
め
る

 
護
身

の

作
品
に

動

件
が
あ

た
な
ん
て
初

だ

た

万
が
一
に
も
悪

さ
れ
な
い
よ
う
に
と

そ
れ

に
ロ

ク
オ
ン
さ
れ
た
時
し
か

動
出

来
な
い
ん
だ
よ

こ
れ
で
も

監

さ
れ
て
る
対

だ
か
ら

え
 
明
か
さ
れ
た
事
実
は
そ
こ
ま
で
意
外
な
も
の
で
も
な
い

⺠
生
品
に
す
る
に
あ
た

て
悪

対
策
を
練
る
の
は

然
だ
し
世
間
体
的
に
も
彼
が
持
つ
に
あ
た
り
そ
う
い

た
制
限
を
設
け

て
も
お
か
し
く
は
な
い

 
だ
が

そ
の

動

件
が

真
実
だ
と
す
れ
ば
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放
送

に

た
時
は
お
ろ
か

ピ

ト
の

を
開
け
る
時
も

ず

と

に

わ
れ
て
い
た

事
に
な
る

 

空
気
を

く

が
す
る

 
発
生
源
は
バ
ト
ル
フ

ル
ド
の
方
か
ら
だ

そ
ち
ら
に

線
を
向
け
る

な

で
す

ア
レ

 
ピ

ト
の
発
進

に
は

一
機
の

が

わ
り
と

空
し
て
い
た

 
そ
の
機
体
は

フ
ル
ス
キ
ン

全
身

だ

た

 

常

は
部
分
的
に
し
か

を
形
成
し
な
い

ス
ポ

ツ

い
を

け
て
い
る
た
め

手
の

が
見
え
な
い
と
あ
ま
り

け
が
良
く
な
く
ま
た
最

限
の

に

め

ま
れ
た
バ
リ

ア
ブ

ス
タ

が
シ

ル
ド
バ
リ
ア
と
絶
対

を
形
成
し

者
を
保
護
す
る
た
め

本
必

要
に

ら
れ
な
い
か
ら
で
も
あ
る

特
化
型

で
物
理
シ

ル
ド
を

載
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
が

そ
れ
で
も

を
全
く
晒
さ
な
い
機
体
は
な
い

 
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
暗

の
了
解
だ

た

を
見
せ
な
け
れ
ば
身

を
特
定
し

く
つ

ま
り
裏
で
悪
ど
い
事
は
出
来
な
い
と

そ
う
い
う
空
気
が

成
さ
れ
て
い
た

 
そ
れ
が
今
こ
の

間
破
ら
れ
た

だ

あ
の
中
に
は
間
違
い
な
く
襲
撃
者
が

る
の
だ
ろ
う
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深
い
黒

色
を
し
た
そ
れ
は

手
に
近

ダ
ガ

を
手
に
し
て
い
た

片
刃
で
肉

の
そ

れ
は
中
華

理
や

理
に
使
う

を

想
さ
せ
る

 

の

が
ち
り

と

い
た

が
コ
レ
を
止
め
る

先
生
と
ク
ロ
エ
は

く
救
出
に

え

で
も
一
人
じ

を
使
え
な
い
現
状
で
は
却

て
邪
魔
で
す

 
バ

サ
リ
と
切

て
捨
て
ら
れ
た

自
分
自
身
こ
こ
に
残

た
と
こ
ろ
で
出
来
る
事
は
な
い
と

分
か

て
い
た
か
ら

私
は

り

ん
だ

 

分
か

て
い
て
も

そ
れ
で
も

か
ら

葉
が
出
た

 
状
況
を

み
れ
ば
彼
の
判
断
は
確
か
に
正
し
い

 
で
も

た
だ

正
し
い

か
ら
と

い
彼
に
大
人
が
頼
り
き
り
な
の
は

そ
れ
に

い
ま
先
生
が
す
る
べ
き
事
は
違
う
で
し

う

 

い

巡
す
る
私
に

白
髪
の
少
年
が

越
し
に

線
を
向
け
て
き
た

 

を
前
に
し
て
の
そ
の
大

な
行

で
も

は
ま
る
で
見
届
け
る
か
の
よ
う
に
手
出
し
す

る

振
り
を
見
せ
ず

た
だ

空
を

け
て
い
た
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そ
れ
を
見
越
し
て
い
る
の
か

彼
の
意
識
は
私
に
向
け
ら
れ
て
い
る

 
ま

す
ぐ
と

⻩
金
色
の

線
が
私
を

く

助
け
を
呼
ぶ
声
を

ど
う
か

無

し
な
い
で
あ

て

し
い

 
そ
れ
は

真

な

葉
だ

た

  
そ
し
て

切
実
な
願
い
だ

た

  
理
性
と
理

合
理
性
で

し
殺
す
彼
の
声
が

こ
え
た
気
が
し
た

死
な
な
い
で
く
だ
さ
い

 
一

私
は
そ
れ
だ
け

て

を
返
し
た

に
背
を
向
け
て
の
全
力

銀
髪
の
少

女
も
後
を
追

て
き
た

 

然

少
年
の
声
が

を
打

た
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状
況

 
・

を
使
え
る
の
は
楯
無

和
人

襲
撃
者

だ
け

た
だ
し
和
人
は

無
銘

し
か
使

え
ず

ま
た
そ
れ
を
大

ら
に
は
出
来
な
い

 
・
ア
リ

ナ
の
制

系
は

取
ら
れ
た

解

じ

め

信

 
・
和
人
が
黒

色
の
全
身

機
体
と
タ
イ
マ
ン

 
・
楯
無
は

使
い
と
対
峙

他
は
不
明

 
・
二
年

三
年

の
襲
撃
有
無
は
不
明

 
・
第
一
ア
リ

ナ
の
救
助
活
動
は

先
生

ク
ロ
エ
に

さ
れ
る

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
和
人
の
監

護
衛

本
命

 
し
か
し

を

さ
れ
た
事
で
絶

お

物
に

い
ち
お
う

は
見
え
て
い
る
よ
う
な
の

で
生
体
同
期
型

黒

と
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

は
生
き
て
い
る

様
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・
桐

谷
和
人

 

助
け
て

の
声
を
無

で
き
な
い
少
年

 
過
去
自
分
が
無

さ
れ
た
上
に
ケ
イ
タ
達
の
事
な
ど
で
色

ト
ラ
ウ
マ
が
出
来
て
い
る
が

理
性
と
理

合
理
性
で

し
殺
し
て
一
時
は
ピ

ト
開
放
を

先

し
か
し

を
動
か
せ

な
い
と
分
か

た
の
で

襲
撃
者
の

手
を
引
き

け

救
助
活
動
を

先
生
達
に

し
た

 
ピ

ト
に
入
る
前
と

が
現
れ
た
後
で
発

が
矛
盾
し
て
い
る
の
は
前

合
理
性

後

感
情

の
対

 
ホ
ン
ト
は
今
す
ぐ
に
で
も
来

に

て
い
き
た
か

た
り
す
る

 
あ
ら
か
じ
め

時
の
行
動

を
学
園
全
体
に
広
め
て
い
る

り

意

で
あ
る

 

信

が
あ
る
時
点
で

破
ラ
イ
ン

な
く
な

て
そ
う
で
す
け
ど
ネ

  
・

麻

 
生

思
い
な
教
師

 
和
人
は
ま
だ
生

で
は
な
い
が

決
ま

て
い
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
見
方
が
ど
う
し
て

も
子

・
生

い
に
な
る

そ
の
理
想
と
現
実
の
ギ

プ
に

た
る
も
の
を
覚
え
た
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そ
の
ギ

プ
が
あ

た
か
ら

和
人
の
本
心
を

せ
た

 



 動乱 〜騒乱のすぐ横で〜

 
動
乱
 

騒
乱
の
す
ぐ
横
で

  

点

ア
ス
ナ

ラ
ウ
ラ

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
六
月
二
十
二
日

日

日

後
十
二
時
三
分

 
第
一
ア
リ

ナ

客

・

 
ア
リ

ナ
へ
の
襲
撃
は

突
な
出
来
事
だ

た

 
そ
れ
を
予
期
出
来
た
人
は
い
な
い

ア
リ

ナ
の

が
破
ら
れ
る
直
前

う
じ
て
放
送

に
い
る
少
年
が

手
で
あ
る
生

会
⻑
に

意
を

で
き
た
く
ら
い
な
も
の

そ
の

直
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後
に
破
ら
れ
た
か
ら
反
応
出
来
て
も
対
応
は
出
来
な
か

た
だ
ろ
う

 
ビ

ビ

と

心
を
掻
き
立
て
る

が
鳴
り

く

 

裏
で

が
木
霊
し
て
い
る

恐
怖
心
を
も
掻
き
立
て
る

の
光
が

シ

タ

が
下

り

じ

め
ら
れ
た

客

を

た
し
て
い
る

 

事

だ
か
ら
シ

タ

が
下
り
た
の
は
ま
だ
分
か
る

だ
が
出
入
り

の

が

く

じ
ら
れ
て
い
る
点
は
不
可
解
で

客

に
い
た

国

を
護
衛
し
て
い
た

者
達
の

話
を

い
た
と
こ
ろ
お
そ
ら
く
指

系

を

取
ら
れ
て
い
る
と
い
う
予

が
立

た

そ

の
時
点
で
取
り
乱
し
た
他
国
の
権
力
者
が

の
展
開
を
指
示
し
た
が

な

か

者
は

を
展
開
で
き
な
か

た

 
絶
対
の
力
と
信

し

護
衛
に
ま
で
し
て
い
た

が
使
え
な
い
と
知
り

場
は

乱
に

た

さ
れ
る

■
■
■
■

■
■
■
■

 

乱
は
興

を
呼
び

興

は
理
性
を
忘
却
さ
せ
る

 
取
り
乱
し
た
他
国
の
権
力
者
達
は

の

国
語
で

者
を

り
焦
り
我
先
に
と

ま
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で
進
む
が
立
ち

生

護
衛
の

者
達
も
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
は
す
る
が
護
身

に

を
持

て
い
る
く
ら
い
で

を
使
え
な
い
彼
女
ら
は

少
な
く
と
も
機

に
対
し
て

無
力
だ

た

を

し
て
シ
ス
テ
ム
ク
ラ

ク
を
し
て
い
た
か
ら

そ
れ
を
使
え
な
い
せ
い

で

も
出
来
な
い
ら
し
い

 
つ
ま
り
私
達
は
最
強
の

で
あ
ろ
う
シ

ル
ド
バ
リ
ア
を
突
き
破
る
兵

に

え
な
が

ら

た
だ
救
助
を

つ
事
し
か

う
う
ん

違
う

 
小
さ
く

の

騒
や
ア
ラ

ト

で
掻
き
消
さ
れ
る
く
ら
い
小
さ
く

定
す
る

 
救
助
を

つ

確
か
に
そ
れ
は
現
実
的
な
意
見
だ

物
理
的
な
解
決
手

が
無
い
以
上
は
そ

れ
が

明
で
あ
る

下
手
に
騒
ぐ
事
な
く

静
さ
を
保
つ
の
も
か
な
り
労
力
が
要
る
事
だ

 

な
ら

ど
う
し
て

静
さ
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

 

論
状
況
把
握
を
精
確
に
行
い
わ
ず
か
な
変
化
や
手
掛
か
り
救
い
の

を
見

さ
な
い

た
め
だ

 
私
に
現
状
を
打
破
す
る
力
は
な
い

権
力
も

発

権
も
無
い

 
で
も
本

に

も
で
き
な
い
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
そ
れ
は
違
う

私
で
も
で
き
る
事
は
あ



 尊ぶべき日常世界

る 

え
ば
そ
う

迷

に
は

み

ま
な
か

た
が
ボ
ス
の
情
報
を
集
め
て
い
た
彼
女

の
よ
う
に

 
下
手
に
動
け
な
い
事
に
変
わ
り
は
な
い

 
で
も
情
報
を
集
め
る
だ
け
な
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
や
る
意
味
は
あ
る

や
ら
な
い
で

後
悔
す
る
く
ら
い
な
ら
や

て
後
悔
し
た
方
が
い
い

 

を
ぐ
る
り
と
見
回
す

権
力
者
た
ち
は
焦
慮
に
騒
ぎ
護
衛
の

者
達
も
だ
ん
だ
ん
と

静
さ
を
失
い
始
め
て
い
る

中
に
は

信
機
や

を
取
り
出
し

ど
こ
か
に

絡
を

取

て
い
る
人
も
い
た

ア
リ

ナ
の
外
で

機
し
て
い
る
人
達
に
救

を
呼
び
か
け
た
の
だ
ろ

う 

た

ん

と

い
た

が
空
気
を

い
た

 

か
の

が
発
信
源

断

的
な
機

の

と
外
国
語
の
ス
ラ
ン
グ
が
木
霊
し

き
と
共
に

信
は

絶

の

惑
が

に

り

め
る
の
を

で
感
じ
た

 
ア
リ

ナ
の
外
に

て
も
襲
撃
者
は

る
ら
し
い

 
学
園
内
の
ア
リ

ナ
に
攻
め

ん
で
き
て
い
る
か
ら
こ
れ
は
想
定
内

予
想
外
と

え
ば
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を
使
え
た
点
だ

電
子
機
器
を
一

で
使
い
物
に
な
ら
な
く
し
た
か
ら

は

動
せ
ず
ア

リ

ナ
の

も
動
か
ず

て

な
ど
も
使
え
な
い
と
思

て
い
た
が
実

は
違
う
の
か

も
し
れ
な
い

そ
う
い
え
ば

取
ら
れ
た

て

 
そ
こ
で

さ

き

者
達
が
話
し
て
い
た
内
容
を
思
い
出
す

 
そ
の
前

知
識
を
ド
忘
れ
し
て
し
ま
う
と
は
自
分
も
か
な
り

乱
し
て
い
る
ら
し
い

深
呼

の
後

く

を
振

て
思

を
リ
セ

ト
す
る

 

状
況
を
整
理
し
よ
う

 
私
は
静
か
に

を
回
転
さ
せ
た

 
自
分
達
は
今

謎
の
襲
撃
者
の
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る

 

客

か
ら
は
出
ら
れ
な
い

出
入
り

の

は
指

系

を

取
ら
れ
て
い
る
た
め
と

え
ら
れ
る

 

は
使
え
な
い

は
不
明
だ
が

ア
レ
も
精
密
機
器
の
一
つ
だ
か
ら
そ
れ

の
ジ

ミ

ン
グ
を
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い

し
か
し

を

め
電
子
機
器
の

は
ま
だ
使
え

て
い
る

少
な
く
と
も
外
部
と
の

絡
は
ま
だ
断
絶
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
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ア
リ

ナ
の
外
で

機
し
て
い
た
人
達
も
襲
撃
者
と
交
戦
中

客

を
脱
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
ぐ
安
全
と
は

え
な
い

 
襲
撃
者
の
武

は
ア
リ

ナ
内
部
に

外
部
に

火
器

し
か
し
外
に
も

が
存
在
す
る

可
能
性
は
あ
る

つ
ま
り
未
知
数
だ

 
対
し
て
こ
ち
ら
の
戦
力
は
か
な
り

し
い

シ

タ

の
向
こ
う
か
ら

発
や

が

こ

え
る
以
上
お
そ
ら
く
襲
撃
者
と
戦

て
い
る

者
が
い
る

そ
れ
は
多
分
更
識
楯
無
と
い
う

少
女
だ
ろ
う
事
は
す
ぐ
に

せ
た

問

は

彼
女
以
外
の

は
現
状

動
で
き
な
い
で
い
る

事
だ

ど
れ
く
ら
い
の

内
だ
と
動
か
せ
な
い
か
は
不
明
だ
し
そ
も
そ
も

故
彼
女
は
動
か

せ
て
い
る
の
か
も
不
明

 

こ
え
る

が
シ

タ

で

わ
れ
た
観
客

を
攻
撃
し
て
い
る
も
の
の
可
能
性

は

え
な
い
事
に
し
た

こ
れ

は

 

に
指
を
あ
て

を
悩
ま
せ
る

 
分
か
ら
な
い
事
が
多
い
上
に

衛

の
戦
力
が
実

一
人
な
の
に
対
し

が
多
方
向
か
ら

の
同
時
攻
撃
中

作
戦
と
か
立
て
る
以
前
の
問

だ
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そ
れ
な
ら

作
戦
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
情
報
を
集
め
る
だ
け
だ

 
私
は

か
ら
下

て
い
た
バ

グ
に
手
を
突

ん
だ

そ
の
中
か
ら
一
つ
の
小
さ
な
機
器

を
取
り
出
す

を

せ
る
穴
を
あ
け
た
イ

ホ
ン
マ
イ
ク
型
の
そ
れ
は
放
送

に

る
彼
も

け
て
い
た
代
物

近
い

来
レ
ク
ト
の
目

品
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
ウ

ア
ラ
ブ

ル
・
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス

オ

グ
マ

だ

 

日
の
会
食
の
時

彼
は
オ

グ
マ

の

験
運

の
契
約
を
結
ん
だ

 
発

さ
れ
れ
ば
現
行
の

に
取

て
代
わ
る
だ
ろ
う
オ

グ
マ

は

会
話
や
メ

セ

ジ
の
や
り
取
り
を
オ

グ
マ

同
士
で
行
う
事
が
前

に
さ
れ
て
い
る

つ
ま
り
も
う
一
人

オ

グ
マ

を
使
う

手
が
必
要
に
な
る

 

レ
ク
ト

や
開
発
者
で
あ
る
重

教

と
し
て
も

験
デ

タ
は
多
い
方
が
い
い

 
そ
こ
で
名
前
が

が

た
の
が
私
だ

た

自
分
も

日

か
さ
れ
た
事
だ

た
が
な
ん
で

も
彼
と
プ
ラ
イ
ベ

ト
で
交
流
を
持
て
て

や

に
一
定
の
理
解
・

心
を
持

て
い
て

を
出
来
る
と
見

ま
れ
る
人
物
の
一
人
が
自
分
だ

た
の
だ
と
い
う

直
葉
達
は
ど
う
な

の
か
と
思

た
が

に
彼
女
ら
に
は
ま
だ
話
を
し
て
い
な
い
だ
け
ら
し
い

 
と
は

え

ど
う
も
実

面
の
事
情
だ
け
で
は
な
い
ら
し
い
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そ
れ
は

場

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
で
出
た

者
ま
た

わ
れ
た
人
達
更

に

機

へ
の

罪
の
た
め
に

オ

グ
マ

開
発
に
全
面
協
力
し
て
い
る
か
ら
だ

 
そ
も
そ
も
重

教

は

技
術
の
権

・

場

が

属
し
て
い
た

の
教

を

務
め
て
い
た
人
物

郷
信
之
や

場
の
恋
人
・
神
代

子
も

そ
こ
の
出
な
の
だ
と
い
う

 
そ
の
教

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
と
化
し
た
事
で
様

な

中
傷
に
遭

た

郷
信
之

が
黒
幕
と
分
か

て
も

同
じ

の
出
で
あ
る
以
上
境
遇
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

技

術
は

目
さ
れ
て
い
た
が
そ
の
風

が
邪
魔
を
し
て
中

上
手
く
事
を
運
べ
な
か

た
の
だ
と

い
う

体
的
に

え
ば
テ
ス
タ

が
集
ま
ら
な
か

た

テ
ス
タ

が

な
け
れ
ば
デ

タ
が
集
ま
ら
ず

て

も
進
ま
な
い

 
そ
の
状
況
に

場

が

入
し
た

そ
の

入
と
い
う
の
が
彼
と
私
の
オ

グ
マ

テ
ス

ト

⺠
生
品
と
し
て
完
成
す
れ
ば
ま
ず
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
に

き

ま
れ
た

事
者
約
一
万
人
を

先
的
に

に

者
の

機

の

属

に
流

さ
せ
て
い
く
事
が

場

の
目
標
だ
と
い
う

 
実

悪
い
の
は

郷
信
之
な
の
だ
が
そ
れ
に
気
付
け
な
か

た
か
ら

と

⻑
は
負
い

目
に
感
じ
て
い
る
の
だ
と

し
た

師
と

ぐ
人
が
悩
ん
で
い
る
事
の
遠
因
が
自
分
に
あ
る
と
知
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れ
ば
そ
の
気
持
ち
に
な
る
の
も
分
か
ら
な
く
は
な
い

 
絶
対
成

さ
せ
た
い
と
思
い

浮
か
び
上
が

た
人

が
彼
や
私
だ

た
の
だ
ろ
う

 

話

 
そ
ん
な
複

な
事
情
が
あ

て
手

に
転
が
り

ん
で
き
た
機

を

に
付
け
た

 
ヴ

ン
と

に

れ
な
い
振
動
を
感
じ
た

そ
う
思

た
時
に
は

界
に
電
子
的

な

像
が

つ
か
浮
か
び
上
が
る

 
現
実
に
い
る
の
に

仮
想
世
界
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
た
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
そ
う
に
な
り
つ
つ

私
は

夜
の
内
に
整
理
し
た
タ
ブ
内
か
ら

索
ブ
ラ
ウ
ザ
を
立
ち
上

た

同
時
に

を

取
り
出
し
テ
ザ
リ
ン
グ
機
能
を
オ
ン
に
変
更

す
る
と
設
定
し
て
い
た
オ

グ
マ

の
ア
ド
レ

ス
と
リ
ン
ク
し

ブ
ラ
ウ
ザ
の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
が
ニ

ス
サ
イ
ト
に

ん
だ

 
そ
れ
か
ら
見
出
し
だ
け
ざ

と
見
た
限
り

流

に
襲
撃
騒
動
の
情
報
は
上
が

て
い
な
い

 
ま
あ
そ
れ
は
仕
方
な
い

な
に
せ
発
生
し
て
か
ら
ま
だ
五
分
足
ら
ず
だ
た

た
五
分
で
記
事

に
出
来
る
程
の
情
報
を
得
る
な
ん
て
現
場
に
い
な
い
限
り
不
可
能
で
あ
る

そ
し
て
現
在
進
行
形

で
事

が
進
ん
で
い
る
以
上

現
場
に
い
て

気
に
原
稿
を
書
く
人
な
ん
て
ま
ず
い
な
い

 
な
ら
ば
と

索
カ
テ
ゴ
リ
を

ニ

ス

か
ら

動

へ
と
切
り

え
る
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す
る
と

い

り
ト

プ
に

学
園
ト

ナ
メ
ン
ト
の
ラ
イ
ブ
配
信
動

が
あ
る
の
を
見
つ

け
た

最
近
の
ネ

ト
は
テ
レ
ビ
中
継
だ
け
で
な
く
動

の
ラ
イ
ブ
配
信
も
手
掛
け
て
い
る
企

業
が
あ
る
と
エ
ギ
ル
か
ら

い
て
い
た
の
が

を

し
た
形
だ

 
動

は
一
年
二
年
三
年
の
ト

ナ
メ
ン
ト
に
分
か
れ
て
配
信
さ
れ
て
い
る

そ
れ
ら
を
複

数
タ
ブ
で
同
時
展
開
さ
せ
た

 

点
は

い
ず
れ
も

点
だ

た

 
ど
う
や
ら
電
光
掲
示
板
付
近
に
カ
メ
ラ
を
設

し
て
そ
こ
か
ら

点
で
全
体
を

え
る

よ
う
に
し
て
い
る
ら
し
い

 
一
年
生
の
動

で
は
水
を

る
海
神
の
淑
女
を

た
楯
無
が

を

る
金
髪

面

の
女
性
と
戦

て
い
る
光

が

て
い
る

能
力
の

性
は
五
分
五
分

機
動
の

も
大
差
は

な
い
よ
う
に
見
え
る

千
日
手

と
い
う

ツ
だ
ろ
う
か

 
二
年
生
の
動

に
は
バ
ト
ル
フ

ル
ド
に

も
お
ら
ず
た
だ
シ

タ

が
下
り
た
観

客

が

て
い
る
の
み

一
年

よ
り

く

合
が
終
わ

た
の
か
そ
れ
と
も
襲
撃
者
が
向

か

て
い
な
か

た
の
か
は
不
明
だ

 
三
年
生
の
動

に
は

地
に
立
つ
女
性
と

空
か
ら
見
下
ろ
す
少
女
の

が
あ

た
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女
性
は

千
冬

黒
ず
く
め
の
全
身
タ
イ
ツ
の
よ
う
な

ス

ツ
を

い

の

に
一

本
ず
つ

後
ろ

と
背
中
に
交
差
し
て
二
本
ず
つ
日
本
刀
と
同
じ
構

の
刀
剣
を

い
て
い
る

そ
し
て
そ
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
の
は

打
鉄

の
近

ブ
レ

ド

全
⻑
一
七

セ
ン

チ
に
上
る
大
太
刀
を
彼
女
は
生
身
で
手
に
し
て
い
た

 
対
す
る
少
女
が

て
い
る
機
体
は
打
鉄
だ
ろ
う
か

カ
ラ

リ
ン
グ
は
黒
に

め
直
さ

れ
て
い
る
か
ら

襲
撃
し
て
か
ら
強
奪
し
た
な
ど
で
は
な
く

持

て
き
た
も
の
だ
ろ
う

 
生
憎
と
少
女
の

は
バ
イ
ザ

で

さ
れ
て
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い

背

は
お
そ
ら
く
ユ

ウ
キ
ら
と
そ
う
変
わ
ら
な
い

 
そ
う
し
て
少
女
の
全
身
を
見
終
え
た
時

強
い

感
を
覚
え
た

 
知

て
い
る

 
私
は

彼
女
を

彼
女
に
似
た
人
を

見
た
事
が
あ
る

 

似
て
る

な
ん
て
も
の
じ

な
い

 

裏
に
浮
か
ぶ
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
乱
入
し
た

ア
ル
ベ
リ
ヒ

郷
信
之
に

属
さ
せ
ら
れ
て
い
た
少
年
の

時
彼
は

に
バ
イ
ザ

を
付
け

を

い

黒
の
大
剣
を
手
に
戦

て
い
た

彼

の

と

も

と
い
え
ば

桐

谷
和
人

と
い
う
少
年
と

襲
撃
者
の
少
女
は
重
な

て
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見
え
て
い
た

 

ま
で
な
び
く

色
の
髪

 

と
ス

ツ
か
ら

く

白
の

 
華

な
体

が
見
せ
る

然
と
し
た

 
少
年
が

の
ま
ま
成
⻑
し
て
い
れ
ば
あ
る
い
は

千
冬
が
も
う
少
し

け
れ
ば
き

と

あ
の
容

に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
せ
る
少
女
だ

た

ど
う
い
う
事

 
他
人
の
空
似
だ
と
か
世
界
に
似
て
る
人
は
三
人
い
る
と
か

い
た
事
は
あ
る

そ
れ
で
済
め

ば
い
い

 

け
れ
ど

 
も
し
仮
に
あ
の
少
女
が

の
血
縁
者
だ
と
す
れ
ば

思

て
い
た
よ
り
も

か
に
あ
の
家
は
闇
が
深
い

上
か
ら
も
存
在
を
消
さ
れ
た
姉
か
妹
だ
と
す
れ
ば

発
し

た
と
い
う

親
は

罪
組

に

を

た
事
に
な
る

彼
ら
彼
女
ら
の
血
か
ら
ク
ロ

ン
を
作

り
出
し
た
の
だ
と
す
れ
ば

親
の

発
も
か
な
り
疑
わ
し
い
も
の
だ
ろ
う

 

ク
ロ

ン
と

え
ば
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時

ク
ロ
エ
と
い
う
少
女
と
彼
が
ま
る
で
姉
弟
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
事
が
あ
る

 
更
に

え
ば

こ
の
場
に
は
彼
女
と

二
つ
の
少
女
が
ド
イ
ツ
候
補
生
と
し
て
立

て
い
た

見
間
違
え
そ
う
な
く
ら
い

似
し
て
い
る
事
は
決
し
て
無

で
は
あ
る
ま
い

 
本
来

血
縁

の
な
い
和
人
と
ク
ロ
エ
の
見
た
目
の

似

 
さ
ら
に

外
国
の
軍
人
と

二
つ
の
容

 
そ
し
て

な
に
や
ら
事
情
が
あ

て

ノ
之

士
に

わ
れ
た
と
い
う
ク
ロ
エ
の
過
去

 
イ

な
想
像
だ

 
今
は
情
報
を
集
め
る
事
に
集
中
す
る
べ
き
だ
と
分
か

て
い
る
の
に
思

が

れ
る

そ
う

あ

て
欲
し
く
な
い

そ
う
強
く
思
う

ど
そ
れ
が
真
実
で
は
な
い
か
と
い
う
予
感
が

強
く
な
る

 
は

と
深
く
息
を

く

明
日
奈

大

か
い

 
そ
の
様
子
で
不
安
が

て
い
る
と
思

た
の
だ
ろ
う

兄
が
表
情
を
和
ら

な
が
ら

そ

れ
で
も

感
は
依
然
と
し
て
あ
る

み
か
け
て
き
た
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そ
れ
に
ど
う
に
か

き
を
返
す

み
を
浮
か
べ
た
つ
も
り
だ
が
多
分
強

て
い
る
だ
ろ

う
大

よ

兄
さ
ん

そ
り

あ
不
安
だ
け
ど

ボ
ス
戦
の
時
に

べ
れ
ば
マ
シ
だ
も
の

そ
れ

が

も

え
な
く
な
る
ん
だ
け
ど

 
私
の
返
し
に

兄
は

た
よ
う
な
苦

で
そ
う

た

さ
ん
達
は

大

か
な

分
か
ら
な
い

電
話
し
て
も
出
な
い
し
一
応
メ

セ

ジ
は
送

た
け
ど

も
付
い
て
な

い 

レ
ク
ト

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て

業
と
学
園
に
出

し
て
い
る

は

と
共
に
他
の
学

年
の

合
を
見
に
行

て
い
た

レ
ク
ト

は

か
ら
コ
ア
を

与
さ
れ
て
い
る

で
は
な

い
が

来
有
望
な
子
に
企
業
の

ゲ
ス
ト
の
契
約
を
頼
ん
だ
り

ぎ
し
て
お
く
事
が
メ

イ
ン
だ
と
い
う

だ
か
ら
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
二
年
三
年
の

合
を
見
る
べ
く
今
日
は
別
行

動
し
て
い
た

 
し
か
し
こ
の
騒
動
だ

絡
手

は
ま
だ
生
き
て
い
る
が
レ
ス
ポ
ン
ス
が
無
い
の
で
は
安

確
認
も
出
来
な
い
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無
事
な
事
を
祈
り
つ
つ

私
は

で
展
開
し
て
い
る
動

タ
ブ
を

に
見
て
い
く

 
そ
し
て

第
一
ア
リ

ナ
を

す

面
に

一
つ
の
異
物
が
入
り

ん
だ

 
全
身

に

を

た
よ
う
な

フ
ル
ス
キ
ン

全
身

の
機
体
が
虚
空
か
ら
い
き
な
り
現
れ
ア
リ

ナ
に

四
つ
あ
る
ピ

ト
の
一
つ
に

ん
だ
の
だ

そ
の
方
向
に
放
送

が
あ
り

謎
の

は

面
手

前
の
ピ

ト
に
向
か

た
た
め
ど
う
や
ら
北

つ
ま
り
こ
の

客

の

横
の
ピ

ト

に

る
ら
し
い

 

と

背

に
イ

な

が
流
れ
た

 
そ
の
謎
の

は
数

ピ

ト
の
入
り

で

空
し
て
い
た
が

く
り
中
に
入

て
い
き

そ
の

が
見
え
な
く
な
る

 
そ
の
間
も
フ

ル
ド
で
は
楯
無
と

使
い
の

者
が
争

て
お
り
そ
の
振
動
が
こ
ち
ら

に
も
伝
わ

て
き
て
い
た

動

の
コ
メ
ン
ト

を
見
て
も

さ

き
の

に

目
し
て
い
た

人
は
あ
ま
り
い
な
い
よ
う
で

と
ん
ど
が
水
と

の

の
戦
い
の
内
容
ば
か
り

 
こ
れ
以
上
ネ

ト
を
巡
回
し
て
も
情
報
は
手
に
入
ら
な
さ
そ
う
だ

繋
が
る
か
な

 
な
ら
ば
と
場
合
に
よ

て
は
事

解
決
に
動
い
て
そ
う
な
少
年
の
オ

グ
マ

に

話
コ
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ル
を
掛
け
る

し
ば
ら
く
コ

ル
の

が
す
る
が

し
か
し
出
る
気
配
は
な
い

 
出
る

が
な
い
の
か
そ
れ
と
も
今
は
オ

グ
マ

を
外
し
て
い
る
か
ら
分
か
ら
な
い
だ
け

な
の
か

 
と
も
あ
れ
彼
を
頼
る
事
は
出
来
な
さ
そ
う
だ
と
判
断
し

私
は
コ

ル
を
切

た

 

そ
の
時

ど
よ
め
き
が

を
打

た

 
そ
れ
ま
で
焦
慮
と
恐
怖
の
声
に

た
さ
れ
て
い
た
空
間
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ

惑
が

き
る

い
で

き
の
声
が
上
が
り

最
後
に

声
に
至

た

 
人
が
動
き
出
す

出
入
り

が
開
い
た
ら
し
い

兄
に

さ
れ
る
形
で

私
も
人
の
流
れ
を

追

た
地
下
シ

ル
タ

ま
で
ご

内
し
ま
す

 
焦
ら
ず

ち

い
て

動
し
て
く
だ
さ
い

 
廊
下
を
出
て
す
ぐ

緑
髪
の
女
性
教
師
・

麻

の
声
が

を
打
つ

 
彼
女
は
エ
ネ
ル
ギ

ブ
レ

ド
を
手
に
し
て
い
た

そ
れ
で
入
り

の

を
切
り
裂
い
た
ら
し

い

あ
の
エ
ネ
ル
ギ

ブ
レ

ド
は
和
人
の
護
身
武
器
だ

た
記

が
あ
る
が
放
送

で
一
緒

に
い
た
彼
女
に

誘
導
の
一
助
に
な
れ
ば
と

し
た
の
だ
ろ
う
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キ
ン

 
え

 

の
出

に
向
か
お
う
と
し
た
足
が

と
止
ま
る

明
日
奈

 
兄
が

し
む
目
で
見
て
き
た

彼
に
は

こ
え
な
か

た
の
か
そ
れ
と
も

る
事
を

先

し
て
い
て

き

し
た
の
か

 
で
も
私
は
確
か
に

い
た

 
ア
ス
ナ

剣
士
と
し
て
の
経
験
が
そ
れ
を

さ
な
か

た

か
で
は
あ

た
が
い
ま
確
か
に
剣

の

が

明
日
奈

を
し
て
る
ん
だ

く

る
よ

兄
さ
ん

で
も

い
ま

 
も
ど
か
し
く
な

た
か
手
を
引
い
て

を

し
て
く
る
兄

私
は
ど
う
伝
え
る
べ
き
か
分

か
ら
ず

え
た

 

そ
も
そ
も

予
想

り
だ
と
し
て
も

そ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
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わ
た
し

剣
士
の

裏
に

わ
た
し

の
声
が

い
た

 

た
く

無
機

な
声
の
主
は

現
実
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
い
る
自
分
自
身

あ
の
世
界
は

剣
士
で
あ
る
日

は
終
わ

た
の
だ
と
現
実
を
見
ろ
と
そ
う

え
か
け
て
く
る
理
性
の
声
だ

 

い
い
加

現
実
を
見
な
き

 

も
う

わ明
た日
し奈

は
剣
士
じ

な
い
ん
だ

て

明
日
奈

 
業
を

や
し
た
兄
に
強
く
手
を
引
か
れ
た

体
が
引

ら
れ
転
倒
を

す
る
よ
う
に
足

が
動
く

 
離
れ
る

 
離
れ
て
い
く

 
剣

が

こ
え
た
場

か
ら

確
実
に
離
れ
て
い

て
し
ま
う

 

そ
し
て

た

 
無
機

な
廊
下
を

く

気
な

ア
ス
ナ

剣
士
の

紅
白
の
騎
士

と
銀

仕
上

の

剣
と
い
う

出
で
立
ち
の
剣
士
が

私
が
行
き
た
い
場

に
向
か

て
い
た
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あ
の
世
界

に

た
時
に
取

た
だ
ろ
う
行
動
の

影

 
だ
か
ら
こ
そ

今
の
無
力
な
自
分
が

悔
し
く
て

 
そ
れ
で
も

自
分
に
で
き
る
事
な
ん
て
無
い

と
い
う
認
識
が
抗
う
力
を
奪
い

私
は
悔
し

さ
を

み

め
な
が
ら
た
だ

る
だ
け
だ

た

 
 
 
 

 

日
本
代
表
候
補
生
・
現

学
園
教

の

麻

の
手
引
き
に
よ
り

私
達
は

じ

め

ら
れ
て
い
た

客

か
ら
脱
出
し

の
出

か
ら
ア
リ

ナ
の
外
に
出
た

 
そ
こ
に
は
自
分
と

二
つ
の
少
女
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
が
い
た

ど
う
や
ら
彼
女
が
地
下

シ

ル
タ

ま
で
の

内
人
ら
し
い

 

オ
リ
ム
ラ

桐

谷
イ
チ
カ

和
人
は
ど
こ
だ

 
事
前
情
報
に
よ
る
と

教

更
識
楯
無
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
の

か
か
ら
一
定
以
上

離
れ
る
と
発
信
機
付
き
チ

カ

が

発
す
る
と

い
て
い
た

し
か
し

り
を
見
回
し
て

も
少
年
ら
し
き

は
見
え
な
い

 
恐
ら
く

と
や
ら
に
退

し
た
の
だ
と
す
ぐ
結
論
を
出
す

あ
の
少
年
が

を

と
せ
た

の
は

教

が
持

て
い
た
エ
ネ
ル
ギ

ブ
レ

ド
が
あ

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

そ
れ
を
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他
者
に

し

誘
導
を
可
能
に
し
つ
つ

足
手

い
に
な
る
自
身
は
安
全
圏
に
退

す
る

 
思
う
と
こ
ろ
も
無
く
は
な
い
が
合
理
的
な
対
応
で
は
あ
る

そ
も
そ
も
こ
ん
な

事

で

と
し
て
前
に
出
て
い
れ
ば

も
の
だ
か
ら
退

す
る
の
は

然
だ

 

し
か
し

我
先
に
と
は
な

 
思
う
と
こ
ろ

と
い
う
の
が
そ
こ
だ

た

 
ク
ロ
ニ
ク
ル
も

誘
導
に
動
い
て
い
る
な
ら
せ
め
て
最
初
の
時
ま
で
一
緒
に
い
れ
ば
よ
か

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

わ
ざ
わ
ざ
教

に

さ
ず
彼
自
身
が

を
切
り
裂
き
ク
ロ
ニ
ク

ル
と

誘
導
を
一
緒
に
す
れ
ば
二

手
間
に
は
な
ら
な
か

た

だ

彼
と
親
し
い
と
判
明

し
た
レ
ク
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

は
ど
う
や
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
戦
友

つ
ま
り
彼
が
守
る
と

誓

た
メ
ン
バ

の
一
人
な
の
だ
か
ら

 
少
し

失
望
し
た

 

そ
の

間

が
背
後
か
ら
上
が

た

 
思
わ
ず

シ

ル
タ

に
向
か

て
い
た
足
を
止
め

振
り
返
る

 

の
発
生
源
は
ア
リ

ナ
の
外

だ

た

か
り
と
穴
を
開
け
も
う
も
う
と

を
上

る
外

か
ら

く
り
と
全
身

の

が
出
て
く
る

Ｐ
Ｉ
Ｃ
を
使
わ
ず

え
て

歩
を
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使

て
い
る

り
が

の
表
れ
だ

 
予
想
は
し
て
い
た
が

や
は
り
襲
撃
者
達
は

を
使
え
る
よ
う
だ

 
そ
れ
に
危
機
感
を
煽
ら
れ
た
企
業
や

国
の
お

方
が
ま
た

り
始
め
る

私
も
そ
の
後
を

和
人

君

む
 
後
を
追
う
べ
く

を
返
し
た
と
こ
ろ
で
近
く
に
い
た
結
城
家

が

に
し
た
名
前
に
意
識

を
取
ら
れ
た

 

色
の
⻑
髪
を
結
わ
え
礼

を

て
い
る
彼
女
は
兄
ら
し
き
男
の

葉
に

を

さ
ず

然
自
失
の
体
で
一
点
を
見
つ
め
て
い
た

そ
の

線
を
追
う

 

機
が

く
り
歩
く
先
に
転
が

て
い
る
も
の
が

結
城
家

が
見
つ
め
て
い
る
正
体

だ

た
ぐ

ぬ

 
地
面
に
転
が

て
い
た
そ
れ
が

く
り
を
身
を

こ
す

 
白
の
カ

タ

シ

ツ
も
白
髪
も
血
に

ま
り

ま
で

が

り
切
れ
て
し
ま

て
い
た
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わ
り
に
黒
い
刀
身
の
刀
を
突
き
た
て
て
い
る
が
白
い
刀
身
の
刀
を
持
つ

手
と
共
に
そ

の
握
る
力
は
弱

し
い

ま
さ
か

・あ
・ん
・な
・も
・の

で
足
止
め
を
し
て
い
た
の
か

 
現
代
兵
器
で
は

に
勝
て
な
い

そ
れ
が
世
間
に
広
ま

て
い
る
常
識
だ

 
あ
の
刀
も
お
そ
ら
く
特
別
製
で
バ
リ
ア
を
発
生
さ
せ
や
す
い

来
の
機
体
に
は
十
分

果
が

あ

た
だ
ろ
う
が

手
が
全
身

で
は
分
が
悪
す
ぎ
る

 
そ
れ
を
分
か

た
上
で
レ

ザ

兵

を

し
た
の
だ
と
す
れ
ば

そ
れ
は
流

に

を

め
過
ぎ
だ

 
戦
場
で
は

断
し

心
し
た
者
か
ら
死
ん
で
い
く

あ
の
少
年
も
以
前

を

と
し
た
事

で

心
し
た
の
だ
ろ
う

足
止
め
す
る
心
意
気
も

で
あ
り
一
軍
人
と
し
て
は

然
の
報
い

と
思
え
た

オ
イ
オ
イ
オ
イ
オ
イ

い
い
加

意

地
に
な
る
の
は
や
め
に
し
ね

か

 
ン
な
つ
ま

ら
ね

死
に
方
し
た
く
な
い
だ
ろ

お
前

も

 
少
年
に
近
付
く

か
ら

合
成

声
が
流
れ
た

変
声
機
を
使

た
よ
う
な
声
だ
が

か

ら
し
て
男
の
そ
れ
だ
ろ
う
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少
年
は
血
を

き
な
が
ら

近
付
く

を

み
上

の

を

り
上

た

葉
は

な
か

た
が

男
の

し
に

る
気
が
な
い
の
は

で
あ
り
あ
り
と
分
か
る

 
全
身

の

は

手
を

て

を

め
た

 
そ
し
て

に

す
る
部
分
の
無
機

な
モ
ノ
ア
イ
が
こ
ち
ら
を

止
め
た

 
状
況

 
・
ア
リ

ナ
の
制

は

取
ら
れ
て
い
る

 
・

な
ど
の

絡
手

は

絶
し
て
い
な
い

 
・
第
一
ア
リ

ナ
で
楯
無
と

使
い
が

戦
中

 
・
第
二
ア
リ

ナ
は
平
穏

 
・
第
三
ア
リ

ナ
は
千
冬
と
千
冬
似

の
少
女
が
対
峙
中

 
・
第
一
ア
リ

ナ
外
部
に
て
和
人
対
全
身

オ
ブ
ザ

バ

に
明
日
奈

ラ
ウ
ラ
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・
第
一
ア
リ

ナ
内
部
で
は

真

が

を
破
壊
し
て
退
路
確
保
外
部
に
て
ク
ロ
エ
が

誘
導
中

  
・
オ

グ
マ

 
実
は
和
人
だ
け
で
な
く
明
日
奈
に
も
テ
ス
タ

依
頼
が
あ

た

 
目
的
は
メ

ル
や

話
を
問

な
く
行
え
る
か

行

た
時
に
バ
グ

が
な
い
か
の
テ
ス
ト

現
状
ネ

ト
経
由
に
は

の
テ
ザ
リ
ン
グ
が
不
可
欠

 

場

の

罪
の
表
れ
で
あ
り

来
的
に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の

者
を

先
し
て
⺠
間

全
体
に
流

さ
せ
て
い
く
方

  
・
結
城
明
日
奈

 

夜
の
会
食
で
世
界
に
認
知
さ
れ
た
存
在

 
レ
ク
ト
ご

と
い
う
よ
り
は
桐

谷
和
人
と
親
し
い
と
い
う
意
味
で
認
識
さ
れ
て

い
る

 
剣
士
と
し
て
の
意
識
と
現
実
の
無
力
さ
に
打
ち

し
が
れ
て
お
り

メ
ン
タ
ル
よ
わ
よ
わ
に



 動乱 〜騒乱のすぐ横で〜

だ

て
原
作
七

の
問

親
子
の
確

が
解
決
し
て
な
い
か
ら
ネ

 

と

騒
渦

く
中
で

か
な
剣

の

を

う

力
は

ば

業

か
も
し
れ
な
い

 

⻑
し
て
た
だ
け
あ
り

明

動
揺
し
な
い

力
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

た

 

か
ら
見
る
と
慌
て
る
軍
人
と

静
な
一

人
の
構

和
人
と
親
し
い
と
知
ら
れ
て
な
か

た
ら
手
引
き
し
た
ス
パ
イ
疑
惑
掛
け
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
ね
知
ら
れ
て
る
今
で
も
可
能

性
は
あ
る
が

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ

 
ド
イ
ツ
代
表
候
補
生

 
ま
だ
ま
だ

た
い

ド
イ
ツ
の

氷

時
代

 
ア
ン
チ
一

ビ
バ
千
冬

 
軍
人
と
し
て

心
す
る
者
兵
器
を

ん
じ
る
者
を

蔑
す
る
思
想
が
ま
だ
根
付
い
て
い
る
た

め

和
人
が
足
止
め
に
残

た
理
由
を

以
前

に
勝

た
か
ら

と
い
う
思
い
上
が
り
と
断

じ
て
い
る

無
銘
を
使

て
な
い
点
で

り
と
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い

ま
と
も
な
武
器
も

も
な
く
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刀
二
本
と
生
身
で
数
分

を

て
る
だ
け

価

格
外
だ
が

ラ
ウ
ラ
か
ら
す
る
と

思
い

あ
が

た

と
い
う
時
点
で

点
対

な
の
で

な
い

 
合
理
的
な
判
断
を
高

価
し
て
い
る
の
で

を
動
か
せ
ず
足
手
ま
と
い
に
な

て
い
る
現

状
で
も

最

先
に
し
て
い
た
事
で

殺
し
て
い
る

え

 
ま
あ
護
衛
が

務
だ
か
ら
ね

仕
方
な
い
ネ

 
だ
か
ら
さ

さ
と

れ
ば
よ
か

た
の
に

 

ベ

や
つ
に
見
つ
か

た

  
・
桐

谷
和
人

 
た

た
数
分
足
ら
ず
で

死
状

の
主
人

無
銘

は
使
え
る
が

え
て
使

て
な
い

機
の
ロ
グ
で

を
使

て
る
と
思
し
き

像

が
世
に

開
さ
れ
た
ら

が

壊
す
る
た
め

え
て
生
身
で
抗

て
い
る
の
が
実
情

可
能

性
が
あ
る
な
ら

し
て
お
く
の
が
安
全
パ
イ

 
そ
の
結
果
死
に
か
け
て
い
る
の
で
本

転
倒
感
が

め
な
い

 
ま
だ
生
き
て
い
る
の
は

手
が
手
加

し
て
く
れ
て
い
る
お
陰
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・
全
身

 
中
華

い
ダ
ガ

を
手
に
し
て
い
る

機

 
和
人
の
事
を
知

て
い
る

振
り
を
見
せ
て
い
る

棒 
最
後
の
最
後
に
立
ち
止
ま

て
い
る
明
日
奈
と
ラ
ウ
ラ
を
見
つ
け
た

  
設
定
集

め
て
で
す
が
今
話
で
３
０
０
話
に

達
し
ま
し
た

今
後
も
本
作
を

し
く
お
願
い

し
ま
す
・
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戦
渦
 

ぎ

う
う
ん

暁
雲
斬
り
裂
く
光
の
刃

  

点

ネ

ト
ス
レ

明
日
奈

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

暁
雲
と
は

 
夜
明
け
の
雲
の
こ
と

 
仮
想

義
弟
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

現
実

其
の

  
 



 戦渦 〜
ぎょううん
暁雲斬り裂く光の刃〜

 
 

 
 

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な

ど
う
な

た
ん
だ

 

学
園
で
襲
撃
あ

た

い
け
ど
ど
う
な

た
ん
だ

 
な
ん
か
新
情
報

ん
で
る
人
い

な
い
の
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
現
在
進
行
形
で
進
ん
で
る
事
な
上
に
中
継
カ
メ
ラ
が

ア
リ

ナ
に
一
つ
ず
つ
じ

な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
第
一
ア
リ

ナ

生

会
⻑
さ
ん
と

使
い
の

者
が

闘
中

 
第
二
ア
リ

ナ

不
気
味
な
く
ら
い
平
穏

 
第
三
ア
リ

ナ
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
似
の
襲
撃
者
が
会
話
し
て
る

い
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内
容
ま
で
は
不
明

 
え
ら
い
カ
オ
ス
だ
な

差
的
な
意
味
で

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
第
一
ア
リ

ナ
の
ピ

ト
の
方
に
数

だ
け
黒
い

も
見
え
た
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
で

 

に
見

し
て
た
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
て
か

バ
過
ぎ
る
だ
ろ

 
い
ま

国
の

と
か
護
衛
で
代
表
代
表
候
補
と
か
来
て
る
の
に
襲
撃
と
か
い

た
い

ど
こ
の
組

が
や

た
ん
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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お
そ
ら
く
少
し
前
に

き

さ
れ
た
女
権

の
残

一

だ
と
思
わ
れ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
逆
恨
み

 
つ
ま
り

い
は
英
雄

も
と
い
義
弟
か

 
に
し
て
は

無
さ

な
ア
リ

ナ
ま
で
襲
撃
し
掛
け
て
る
の
が
気
に
掛
か
る
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
第
三
ア
リ

ナ
は
多
分
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
が

る
か
ら
だ
ろ

 
最
強
戦
力
の
足
止
め
は
常

手

だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

そ
れ

つ
ま
り

備
体
制

け
だ

た

て
事
だ
よ
な

 
内

者
が
い
る

て
事
に
な
ら
な
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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デ
ス

ネ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
生

会
⻑
さ
ん
に
対
し
て
明
ら
か
に
メ
タ

て
る

者
ぶ
ち

て
て
る
も
ん
な

 
会
⻑
さ
ん
は
原
子
レ
ベ
ル
で
水

原
子
水
分
子
を

作
し
て

発
生
と
か
振
動
静
止
で

気

水

氷
を

る

対
す
る

手
は

お
そ
ら
く

原
子
レ
ベ
ル
で

を

て
る
か

ら

手
の
強
み
を
自
分
の
強
み
で

殺
し
合

て
る
ん
だ
よ
な

 
こ
れ
第
一
ア
リ

ナ
の
は
決

つ
か
な
い
の
で
は

ボ
ブ

し
み

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

中
か
ら
会
⻑
さ
ん
が
焦
り
出
し
た
か

攻
撃
が
大

に
な

て

て
る

 

や
べ

す

 
て
か
二

行

て
あ
そ
こ
ま
で

ベ

く
ら
い
パ
ワ

ア

プ
す
ん
の
ね
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
は
機
体
の
能
力
に
も
よ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

 
し
か
し
新
技
・
ビ

グ
バ
ン
と
か
い
う

ツ
の
大

と
衝
撃
波
を
無
傷
で
ス
ル

す
る
襲
撃

者
マ
ジ

バ
な
い

 
会
⻑
さ
ん

て

期
日
本
代
表
の

候
補
だ
ろ

 
二

行
ま
で
し
て

と
ん
で
も
火

力
持

て
る
の
に
ノ

ダ
メ
と
か
無
理
ゲ

や
ん

絶
望

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
逆
に
会
⻑
さ
ん
も
無
傷
だ
け
ど
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

中
か
ら
こ
れ

が
明
か
ん
わ

て
悟

て
水
の
槍
と

の

の

近
戦
し
始
め

て
る
し

 
で
も
機
体
性
能
も
技

も

な
の
か
ず

と

抗
し

け
て
る
ん
だ
よ
な

襲
撃
者
の

方
が
年
上
に
見
え
る
し

そ
う

え
る
と
会
⻑
さ
ん
は
む
し
ろ

て
る
方
だ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
反
面

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は
な
に
や

て
ん
の

 
こ
の

と
さ

き
か
ら
百
面

し
な
が
ら

て
る
だ
け
じ

ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
見
る
か
ら
に
因
縁
あ
り

な

手
だ
が

 
気
持
ち
は
わ
か
る
け
ど

く
対

し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は

 
会
話
は

ま
え
た
後
で

も
出
来
る
ん
だ
し
さ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
こ
最
近
ブ
リ
ン
ヒ
ル
デ
の
が
ち
て
行
て
る
気
が
す
る
の
は
気
の
せ
い
で
す
か
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
前
の
女
権

テ
ロ
事
件
の
時
も

学
園
の
コ
ア
を
守
る
た
め
に

て
動
か
な
い
で

結



 戦渦 〜
ぎょううん
暁雲斬り裂く光の刃〜

会
⻑
さ
ん
た
ち
が
動
い
て
事
無
き
を
得
た
ん
だ
も
ん
な

義
弟

 
そ
ら
実
姉
よ
り
も
義
姉
を
信

し
ま
す
わ

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は
和
人
を
信

し
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
だ
か
ら

て
そ
れ
は
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
信

と

え
ば

会
⻑
さ
ん
も

外
さ
れ
て
る
方
だ
よ
ね

 
襲
撃
直
前
と
か

で
の
と
こ
ろ
で
レ

ザ

に
気
づ
い
て

楯
無

上
だ

て
呼

び
捨
て
で
全
力
の

意

か
ま
し
て
る
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

そ
も
そ
も
な
ん
で
光
速
の
レ

ザ

に
気
付
け
た
ん
で
す
か
ね

 

ム
リ
じ

ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

  
そ

い
え
ば

  
１
０
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
が
付
け
て
た
イ

ホ
ン
マ
イ
ク

い
ア
レ
の
お
陰
じ

ね

 
な
ん
か
の
ネ

ト
記
事
だ

た
か
で

デ
バ
イ
ス
の

と
か
で
あ
あ
い
う
の
が

作
さ

れ
て
る

て
の
を
見
た
覚
え
が
あ
る

形
が

ク
リ
だ
し
テ
ス
タ

と
し
て

ば
れ
た

て

事
な
ん
じ

な
い
か
ね

  
１
０
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
あ

オ

グ
マ

て

ツ
だ
な

場

士
と
か

郷
信
之
達
が

業
し
た
大
学
の

教

が

し
て
る

て
ち

と
ず
つ
話

に
な

て
る
代
物
だ
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な
ん
で
も
ア
レ
一
つ
で
ス
マ
ホ
に
取

て
代
わ
る
デ
バ
イ
ス
に
な
る
ん
だ
と

 
も
う
そ
ろ
そ
ろ
で
テ
ス
タ

使

て
の

整
と
か

い
て
た
け
ど
多
分
義
弟
の
ア
レ
が
そ
う

だ
な

  
１
０
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
へ

知
ら
な
か

た

  
１
０
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
じ

あ
そ
れ
で
監

カ
メ
ラ
か

か
で
襲
撃
者
の

を
見
て

意

し
た

て
事
か

 
な
ん
か
今
回
も
義
弟

兵
と
し
て
裏
で
動
い
て
る
の
か
ね

備
と
か
そ
の

の
依
頼
を

け
て

 
そ
し
て

の
義
弟
は

い
ず
こ

へ

  
１
０
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

さ
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１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と

く
に

に

た
ん
じ

ね

  
１
０

名
無
し
の
セ
ブ
ン
フ

ン

 

１
０

 
い
や

セ
ブ
ン
チ

ン
ネ
ル
の
ラ
イ
ブ
配
信
見
て
る
限
り

義
弟
が

た
様
子
は
な
い
な

 
と
い
う
か
未
だ
に

て
来
な
い
義
弟
を
心
配
し
て
そ
ろ
そ
ろ
セ
ブ
ン
が

動
不
審
に
な

て

き
て
る

オ
ロ
オ
ロ
し
て
て
か
わ
い
そ
う
か
わ
い
い

期

  
１
０

名
無
し
の
セ
ブ
ン
フ

ン

 
気
持
ち
は
分
か
る

 
わ
か
る
が

あ
ま
り

に
し
な
い
で
く
れ

同
じ
セ
ブ
ン
フ

ン
と
し
て
の
願
い
だ

  
１
０
８
名
無
し
の
プ
レ
イ



 戦渦 〜
ぎょううん
暁雲斬り裂く光の刃〜

 
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
は
業
の
深
い

中
が
多
い
な

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
は
と
も
か
く

 
い
や

マ
ジ
で
義
弟
ど
こ
行

た
の

 

に

て
な
い
な
ら

し
て
な
い

て

事 
ま

た
騒
ぎ
の
中
心
に

を
突

ん
で
る
ん
で
す
か
ね

れ

  
１
１
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

学
園

て
地
下
シ

ル
タ

無
か

た
か

 
そ
こ
に
行

て
る
か
ら

の
方
に

て
な
い
と
か
じ

な
い
の

 
他
の
人
と

し
て
と
か
で
さ

  
１
１
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
第
一

第
三
ア
リ

ナ
未
だ
に
ど
の
観
客

の
シ

タ

も
動
い
て
な
い
ん
で
す
が
そ
れ

は
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１
１
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
シ

タ

が

じ
た
ま
ま
で
分
か
ら
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
が
ね

  
１
１
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

か
第
一
ア
リ

ナ
の
ピ

ト
に
入

て

た
と
か
い
う
黒
い

一
向
に
出
て
来
ね

な  
１
１
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ホ
ン
ト
だ

も
う
襲
撃
か
ら
五
分
近
く
経

て
る
よ
ね

 
な
に
や

て
る
ん
だ
ろ

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や
る
と
す
れ
ば

コ
ア
と
か
機
体
の
強
奪

 
で
も
そ
ん
な
に
時
間
か
か
る

 
や

の
設

と
か
構

知
ら
な
い

人
だ
か
ら

よ
く

わ
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
さ
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１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
ま
え
ら

じ

め
ら
れ
て
る
と
思
し
き
生

の
ラ
イ
ブ
配
信
動

を
見
つ
け
た

本
人

と
し
て
は
生
存
報

的
な
も
の
も

め
て
の
中
継
ら
し
い

 
絶

非
常
事

な
の
に
こ
の
子
心

に

生
え
て
そ
う
な
神
経
し
て
ん
な

 

ａ
ｏ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ

ｗ
ｗ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｎ

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
パ

フ

ク
ト
だ

１
１

  
１
１
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
１

 

晴
ら
し
い
仕
事
ぶ
り
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１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

速
確
認
だ
オ
ラ

  
１
２
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

な
ん
か

黒
く
て
で

か
い

が

に

断
さ
れ
て
る
ん
で
す
が

  
 
 

  
無
機

な

色
の
レ
ン
ズ
が
ぎ

ろ
り
と
動
く

き

う

と
し

り
が
回
り
数
十
メ

ト
ル
離
れ
た

に
い
る
私
と
兄

銀
髪
眼

の
少
女
を
見

め
た

 
正
確
に
は

私
に

焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る

 

線
が
交
錯
し
た
そ
の

間

私
は
背

を
氷
で

か
れ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
た

 
こ
の
感
じ
を

私
は
知

て
い
る

 
機

の
レ
ン
ズ
を

し
て
で
も
わ
か
る
程
の

・殺
・気

あ
ち
ら
か
ら
す
れ
ば
た
だ

線
を

し

た
だ
け
の
も
の
で
あ
り

れ
流
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
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た

た
そ
れ
だ
け
な
の
に
こ
れ

ど

く

の
見
え
な
い
闇
を
感
じ
さ
せ
る
殺
気
を
放
て

る
な
ん
て

 
チ
リ
チ
リ
と
記

の
片

を

り
つ
く
感
触
と
全
身
を
襲
う

い
殺
気
を
味
わ

て
い
る
と

と

な

が
し
た

の
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
を
発
す
る
ス
ピ

カ

が

そ
の
も
の
を
再
現
出
来
な
か

た
よ
う
で
そ
れ
に
近
い

を

ね
り
出
し
た
結
果
間
の

け
た
も
の
に
な

て
い
た

よ
う

し
ぶ
り
だ
な

閃
光

 
少
年
に
向
い
て
い
た
黒
い

ご
と
こ
ち
ら
を
向
き
な
が
ら

そ
れ
は
そ
う

葉
を
発
し
た

 
ボ
イ
ス
チ

ン
ジ

に
よ

て
特
定
し

い
中
性
的

つ
ノ
イ
ズ
交
じ
り
の

声
だ

た

が

そ
の
セ
リ
フ
を

い
た

間

私
は
記

を

り

け
て
い
る
正
体
を

ん
だ

プＰ
ｏ
Ｈ

 
わ
な
な

戦

く

が

た

た
一

の
名
前
を
密
や
か
に

ら
す

 

間

黒
い

の

が
揺
れ
た

ス
ピ

カ

か
ら
は
抑
え
ら
れ
た

し
か
し

え
切
れ
て

い
な
い

か
ら
の

声
が
伝
え
ら
れ
る

そ
の
反
応
こ
そ
が
私
の
推

を
正
解
と
語
る

よ
り

の
返

だ

た
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あ
な
た

ど
う
し
て

を

 
そ
れ
は

彼

可
能
性
と
し
て

秋
十
も

め
る
が

以
外
に
は

を

動
出
来

る
男
性

者
は
現
状
存
在
し
な
い

と
い
う
認
識
が
あ

た
が
故
の

だ

た

 
ま
さ
か
Ｐ
ｏ
Ｈ
ま
で
も
が

を

え
る
の
か
と

そ
う

外
に
問
う

あ

 
そ
り

企
業
秘
密

て

ツ
だ

し

か
し

い
た

こ
こ
に
来
り

キ
リ
ト
が

る

て
わ
か

て
た
が

ま
さ
か

閃
光

も
い
る
と
は
な

 
Ｐ
ｏ
Ｈ

本
名
を
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス
と
い
う
男
は
お
ど
け
た
よ
う
に

い
な
が
ら

を

め
た

い
モ
ノ
ア
イ
が
シ

カ
シ

カ
と

を
立
て
て
動
く

 

に

か
れ
た
形
だ

ま

に
そ
ん
な
重
大
な
情
報
を

ら
す
わ
け
な
い
か
と

か

ら
す
ぐ
復
帰
し
た

明
日
奈

あ
の

の
中
に

あ
の
レ

ド
ギ
ル
ド

て
い
う
や
つ
の

が

う
ん

確
実
に

そ
う
だ
と
思
う

 
兄
か
ら
小
さ
な
声
で
問
わ
れ
た

き
な
が
ら

き
声
で
返
す
と
彼
は
そ
う
か

と
神

な
面
持
ち
で
黒
い
全
身

の

を
見
つ
め
る

 
兄
は
女
尊
男

風

全

期
の
煽
り
を

け
た
時
が
あ
る
と

い
た
事
が
あ
る

男
で
あ
る



 戦渦 〜
ぎょううん
暁雲斬り裂く光の刃〜

ヴ

サ
ゴ
が

を

て
い
る
事
実
に

た
る
も
の
を
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

あ

る
い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
狂
人
を
前
に

怖
を

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

明
日
奈

一

さ
ん

な
ん
で

て
な
い
ん
だ
よ

 
そ
う

え
て
い
る
と
少
年
の

り
出
し
た
よ
う
な
声
が

を
打

た

れ
ば

か
ら
だ
く

だ
く
と
血
を
流
し
な
が
ら

彼
は
私
達
を

ん
で
い
た

 

し
く

彼
が
怒

て
い
る

 
す
こ
し
だ
け

こ
わ
く
感
じ
た

 

て
る
時
に
君
が

ん
で
き
た
の
だ

な
ん
て
他
の
人
が

て
い
る
中
で
足
を
止
め

た
私
が

に
し
て
い
い

い

で
は
な
い

責
さ
れ
て

然
の
事
実
だ

た

 

い

の
金

が

け
て
後
ろ
に
い
る
銀
髪
の
眼

少
女
に
向
け
ら
れ
る

そ
れ
に

後
ろ
に
い
る
ア
ン
タ
は
ド
イ
ツ
代
表
候
補
生
の
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
だ
な

一

人
の

誘
導
く
ら
い
し

か
り
し
て
く
れ

 
な
ん
の
た
め
に

が
時
間

ぎ
に
残

た
か
分
か
ら
な
く
な
る
だ
ろ

様
に

倒
さ
れ
る

わ
れ
も
指

さ
れ
る

合
い
も
無
い

 
そ
も
そ
も

様

ロ

ク
な
武

も
無
く

を
止
め
ら
れ
る

が
な
い
だ
ろ
う
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彼
の
怒
り
が

に

た
か
ド
イ
ツ
人
ら
し
い
銀
髪
の
少
女
が

根
を
寄
せ
険
し
い
面
持

ち
で

葉
を
返
し
た

葉
の

か
ら
彼
に
対
す
る

悪
や

心
を
感
じ
取
れ
て
し
ま
い

な
ん
か
い
や
だ
な

と
思

た

ク

ク

ク

無
能
な
味
方

ど

で
邪
魔
な
モ
ン
は
ね

な

黒
の
剣
士

が

く
し
て
や
ろ
う
か

 
二
人
の
や
り
取
り
を
見
て
や
れ
や
れ
と

れ
る
ジ

ス
チ

を
交
え
な
が
ら
ヴ

サ
ゴ
が

発

す
る

 
そ
う
し
て
二
人
の

線
を
集
め
た
黒
い

は

浮
遊
城
で
人

を
恐
怖
さ
せ
た
魔
剣

の

剣
を
想

さ
せ
る
ダ
ガ

の
切

先
を
私
達
に
向
け
た

 

殺
さ
れ
る

さ
せ
る
か

 

と
背

が

た
時

そ
れ
を
氷
解
さ
せ
る
声
が

い
た

 
ヴ

サ
ゴ
の

線
が

手
を
死
に
至
ら
し
め
る
死
神
の

気
な
ら
和
人
の
気

は
味
方
を

護
し

を

ね
の
け
る
覇
気
そ
の
も
の

安
心
感
と
活
力
を

か
せ
る

気
な
怒
声
と
共

に

血
ま
み
れ
の
少
年
が
地
を

け
た



 戦渦 〜
ぎょううん
暁雲斬り裂く光の刃〜

 

の
手
に
は
二
本
の
刀

 

の
黒
刀

の
白
刀
を

に
引
き

刀
身
を
上
下
に

べ
る

い
ち
ご
り
ら

一

力
羅

に

ご

り

ら

二

力
羅

 
そ
の
ま
ま

き
な
れ
な
い

語
を

い
た
後
彼
の

上

が

大
と

え
る
レ
ベ
ル
で

し
た

 
血

が
浮
き
出
る

ど
の
そ
れ
が
力
を
極
限
ま
で

め
て

き
た
事
だ
と
気
付
く
の
に
数

要

す
る
く
ら
い
常
識
外
の
見
た
目

あ
ん
な
華

な
体
の
ど
こ
に
そ
ん
な

肉
が
あ

た
と
い
う
の

か 
し
か
し
ヴ

サ
ゴ
は
ま
た
そ
れ
か
と

れ
た
よ
う
に

た
事
か
ら
ど
う
や
ら
見
た
の

は
初
め
て
で
は
な
い
ら
し
い

二
刀
流

に
ご
り
ざ
け

二

力
斬

 

ダ
ガ

が
大
振
り
に

が
れ
る
の
に
合
わ
せ

彼
の
二
刀
が
振
り

か
れ
た

 

空
間
が
揺
れ
た

 

き
で

覚
で

え
る
空
間
は
揺
ら
ぎ
大
地
も
鳴
動
し
た

そ
れ

ど
の
衝
撃
が
彼

ら
の
攻
撃
の

ぎ
合
い
で
発
生
し
て
い
る
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揺
れ
は
数

で
収
ま

た

 
し
か
し

り
合
い
は
ま
だ

い
て
い
る

片
や
マ
ル
チ
フ

ム
ス

ツ
片
や
人
体
と
い
う

火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
な
勝
負

と
思
わ
れ
た
が
予
想
に
反
し
て
未
だ

抗
が

い
て
い

た 
そ
し
て

お
お
お
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ぎ

あ
あ
ん

 
と

を

く
け
た
た
ま
し
い

と
共
に
二
刀
が
振
り

か
れ
た

太

刀
の
如
き
ダ
ガ

を
退
け

え

に
た
た
ら
ま
で

ま
せ
る

そ
れ

ど
の

力
と
圧
力
を

彼
は
発

し
た
の
だ

生
身
で

な

な

 
生
身
の
人
間
が

を

 
そ
の
異
常
さ
を
客
観
的
に
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
ド
イ
ツ
人
の
少
女
が

然
と
声
を
上

た

 
私
は

彼
を
よ
く
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

そ
の
異
常
性
の
方
に

目
し
て
い
た

 

三
か
月
前
ま
で

た
き
り
だ

た
の
に

 
や
せ

て

き
で
骨
と

だ
け
だ

た

い
子

が

重
機
に
も
勝
る

と
真

向
か
ら
の
力
勝
負
で
打
ち
勝
つ
だ
な
ん
て

な
ん
の

だ

こ
れ
は
本

に
現
実
化
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彼
は
本

に

を
使

て
い
な
い
の
か

 
私
の
思

は
あ
ま
り
に
も
現
実
離
れ
し
過
ぎ
た
現
状
に

ま
れ

乱
と
疑
問
に
乱
れ
切

て
い
た

だ
か
ら
⻤
の
如
き
形

で
彼
が

ん
で
き
て
も
そ
の
意

を

す
る
こ
と
が
出
来
な

か

た
い
い
加

さ

さ
と

ろ

は

は
い

 
全
力
の
怒

を

き
つ
け
ら
れ

私
は
反

的
に
立
ち
上
が

て
い
た

 
こ
れ
ま
で
も
彼
に
怒
声
を
投

ら
れ
た
こ
と
は
あ
る

い
や

そ
れ
ら
は
大

焦
り
だ
と
か

い
で
い
る
時
の
力
み
に
よ
る
も
の
だ
か
ら

密
に

え
ば
彼
は
怒

て
い
た
わ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う

 
だ
か
ら
こ
そ

に
心
が

え
た

 
た
だ
た
だ
心
が

た

が
な
い
と

く

な
い
と

彼
の
邪
魔
に
な
る
と

生
死

外

で
彼
に
怒
鳴
ら
れ
た
事
で

が
い

い
だ

た
私
は
兄
の
手
を
引
い
て
一
目

に

り
出
し
た

オ
イ
オ
イ

そ
り

あ
無
い
だ
ろ
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だ
が

死
神
の

は

そ
う

と
見

し
て
は
く
れ
な
い
よ
う
だ

た

 
彼
と
斬
り
結
ん
で
い
た
は
ず
の
ヴ

サ
ゴ
機
は
背
面
の
ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
せ
て
一
気
に
先

回
り
し
私
と
兄
が
向
か
う
道
の

上
で

り
立

た

慌
て
て
立
ち
止
ま
る
が
も
う
数
メ

ト
ル
の

離
し
か
開
い
て
い
な
い

 

が
一
歩

み

め
ば

そ
れ
だ
け
で
間
合
い
に
入
る

シ

ウ

て
の
は
オ

デ

エ
ン
ス
が

て

り
上
が
る
も
ん
な
ん
だ

 
無
機

な

い
モ
ノ
ア
イ
が
私
達
を
見
下
ろ
す

 
ぎ

と
兄
が

き
し
め
て
く
れ
る
が
小

み
に

え
て
い
る

り
恐
怖
は
あ
る
ら
し
い

然
だ
死
を
間
近
に
感
じ
て
怖
く
な
い
人
な
ん
て
ま
ず
い
な
い

自
分
の
死
に
無

に
見
え

た
あ
の
少
年
も
死
へ
の
恐
怖
心
は
持

て
い
る
の
だ
か
ら

 
そ
う
し
て

ま

て
い
る
と

モ
ノ
ア
イ
が
一

小
さ
く

小
し
た

 
そ
れ
は
ま
る
で
人
の

が
小
さ
く
な

て
い
る
よ
う
で

あ
あ

い
い

 
そ
の
モ
ノ
ア
イ
が

一

大
き
く
し

ら
れ
た

 

い
レ
ン
ズ
の

な
の
に

ま
る
で

無
し
の
闇
を
見
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に

る
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実
は
よ
ア
イ
ツ
中

マ
ジ
に
な

て
く
れ
ね

ん
だ
わ

け
ど
ア
イ
ツ
に
と

て
大
事
な

中
が
コ
ト
に
な
れ
ば
別
だ
ろ

だ
か
ら

閃
光

お
前

こ
こ
で
死
ん
で
く
れ
や

 

く

死

を
突
き
付
け
ら
れ
る

 

よ
り
も
大
き
な
ダ
ガ

が
振
り
上

ら
れ
る

明
日
奈

 
兄
を
突
き

ば
す

私
は
地
面
に
倒
れ

ん
で
し
ま

た
が
そ
れ
で
よ
か

た

ヴ

サ
ゴ

の

い
は
私
に
な

て
い
る

な
ら
兄
を

き

む
の
は

し

な
い

と
い
う
思

は
後

か
ら
つ
い
て
き
た

 
そ
う
認
識
し
た
時

刃
が
振
り
下
ろ
さ
れ
る

   

死
ぬ
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け
よ
う
の
な
い
ど
う
し
よ
う
も
な
い
死
が
目
の
前
に

て
い
る

明
確
な
死
の
予
感

を
全
身
で
感
じ
る

自
分
の
命
が

き
よ
う
と
し
て
い
る
ギ
リ
ギ
リ
の
感
覚
が

魂
の

か
ら

て
き
て
い
る

 
思

が
加
速
す
る

 
加
速
す
る

 
加
速
す
る

  
初
め
て

死

を
予
感
し
た
の
は

い
つ
だ

た

け

  
思

が
加
速
し

る
肉

の
刃
が

に

く
な
る
感
覚
を
覚
え
な
が
ら
も
最
期
の

間

に
浮
か
ん
だ
の
は
そ
ん
な
疑
問

そ
し
て

そ
の

え

 

と
い
う
名
の

デ
ジ

ブ

 

全
て
が
終
わ
り

そ
し
て
始
ま

た
時
か
ら
二

間
後
の
あ
の
日

 
た
だ

て
い
く
く
ら
い
な
ら
流
星
の
如
く
突
き
進
み

え

き
て
や
る
と
い
う
覚
悟
の

も
と
一
念
発

し
て
動
き
出
し
た
初
日

ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の

を
頼
り
に
向
か

た
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の
暗
が
り
で

け
た
不
意
打
ち
に
よ
り
私
は

死
の
上
に
行
動
不
能
の
デ
バ
フ
と
い
う
絶

体
絶
命
の
ピ
ン
チ
に

た

 
あ
の
時
と
今
の
状
況
は

と
て
も
よ
く
似
て
い
る

 

我
し
て
い
る

で
は
な
い

 
戦
う
力
も

わ

た

し

明
日
奈
は
持

て
な
い

 
そ
う

無
力
な
小

そ
し
て
そ
の
小

の
命
を
奪
う
強
大
な
存
在
が
眼
前
に
い
る
状
況

が

似
し
て
い
る

自
分
で
は
ど
う
に
も
出
来
な
い
状
況

め
る
し
か
な
い
現
実

 
ヴ

サ
ゴ
が

る
機
体
の
ダ
ガ

は
肉

で

重

だ

刃
も

い

の
パ
ワ

で

振
る
え
ば

ら
か
い
人
体
な
ぞ
一
撃
で

に
し
て
し
ま
え
る
に
違
い
な
い

ア
レ
を

ぐ

術
は
な
く

ま
た

け
る
術
も
持

て
い
な
い

 

結
城
明
日
奈

の
命
は

こ
こ
で

き
る
の
だ

 
あ
の
刃
が

を
肉
を
裂
き
骨
を
断
ち
圧
力
だ
け
で
内

か
ら
破
裂
さ
せ
る

も

も
ま
と
め
て
ぶ
ち
ま
け
る
事
だ
ろ
う

う
じ
て

色
の
髪
だ
け
は
原
形
を
保
つ
だ
ろ
う

か 
自
分
が
死
ぬ
未
来
を

私
は
ま
ざ
ま
ざ
と
想
像
し
て
い
く



 尊ぶべき日常世界

 
死
へ
の
恐
怖
は
あ
る

で
も
不
思
議
と
少
な
い

あ
の
世
界
で

れ
た
の
か

め
が

観

を
生
み

静
さ
を
取
り

さ
せ
た
の
か

さ

き
ま
で

乱
に

ち
て
い
た
思

が

故
か

ス

キ
リ
し
て
い
る

だ
か
ら
こ
そ
の
思

の
加
速

色

な
事
を
一

の
内
に
思

し
整
理

し
て
い
く

 
そ
の
果
て
に

一
つ
の
感
情
が
浮
か
ん
だ

 

く
や
し
い

な

 
そ
れ
は
彼
が
命

け
で
救

て
く
れ
た
の
に
大
し
て
恩
も
返
せ
な
い
ま
ま
死
ぬ
事
へ
の
悔

し
さ

な
に
か
で
き
る
事
は
と
抗

て
い
た
の
は

彼
の

た
め
だ

た

 

あ

そ

か

 
そ
し
て

ス
ト
ン

と

中
に

る

 
今
ま
で

か
り
穴
が
開
い
て
て

め
る
も
の
が

か
分
か
ら
ず

て
い
た
の
に
最
後

の
最
後
に
な

て
よ
う
や
く
見
つ
か

た

そ
ん
な
達
成
感
が

中
に

き
上
が
る

限
な

く

か
ら

へ
と

一

で
吹
き
上
が
る

 

私

和
人
君
の
事

き

だ

た
ん
だ

 
そ
れ
は

あ
ま
り
に
も

い
自
覚
だ

た
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取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な

て
か
ら
気
付
く
愚
か
な
認
識

で
も
そ
れ
こ
そ
が
ど
こ
か
私

ら
し
い
と
も
思
え
て
し
ま

て

不

は
無
か

た

 
た
だ

し
む
ら
く
は

 

き

て

い
た
か

た
な

 
そ
れ
は
人
生
で
初
め
て
の
恋
だ

た

か
を
異
性
を

き
に
な

た
事
な
ん
て
無
か

た

魅
力
に
思

た
こ
と
も

理
想
に
思

た
こ
と
も

か
れ
た
こ
と
も

 

呼

で
も

初
恋
は

報
わ
れ
な
い
と

う
け
れ
ど

  

ど
う
や
ら

本

ら
し
い

      

が

い
た
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大
気
を
天
地
を
鳴
動
さ
せ
る
に
足
る
裂

の

を
上

て
背
後
か
ら
一
つ
の
小
さ
な
人

影
が

ん
で
き
た

上
を

ん
で
前
に
躍
り
出
た
影
は

そ
の
ま
ま

手
を
振
り
下
ろ
す

 

ヒ

カ

 
と

 
Ａ

ｓ

ｕ

ｎ

ａ

結
城
明
日
奈

の
人
生
に
終
止

を
打
つ
存
在
だ

た

は

体
の
正
中
線
を
結
ぶ
よ
う

に
一
本
の
光
を

ら
せ
た

抗
も
な
く
ス
ル
リ
と

る
光
の
線

そ
れ
に

て
黒
の

が

ズ
ル
リ
と

で
ズ
レ
た

な
 

目
で

ま
る

 
す
る
と

手
に
黒
い
刀
を
持

た
ま
ま
人
影

白
髪
の
少
年
が
振
り
返

た

そ
の
ま

ま

を

に
広

行
機
の
よ
う
な

勢
を
取

た

か

和
人
君

ど
う
し

 
た
の
と

お
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

を

く

と
衝
撃
に

ら
れ
る

さ

き
の

が

発
し
た
の
だ
と
す
ぐ
に

し

彼
は
そ
れ
か
ら
守

て
く
れ
た
の
だ
と
理
解
す
る

 

発
の
煽
り
の
中
で

少
年
を
見
つ
め
る

 
目
の
前
に
立
つ
少
年
に
見
下
ろ
さ
れ
て
い
る

少
年
の

に
は
い
つ
の
間
に
か
現
れ
た
白
い
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仮
面

白
色
よ
り
は
無
機

的
な
白
さ
の
そ
れ
か
ら
見
え
る
眼
は

黒
目
金

 

か
つ
て

浮
遊
城
七
十
五
層
の
闘
技
場
で
現
れ
た

過
去
の
彼

 
負
に
よ
り
覚
醒
し
た
無
銘
の
第
二
形

あ
る
種

の
似

記

と
違
い

は

的
な
白
さ
で
は
な
い
が

そ
の
仮
面
と

の
色
は
正
し
く
あ
の
ホ
ロ
ウ
そ
の
も
の
だ

た

 

そ
れ
ら
は

ん
の
一

だ
け
の
変
化

 

発
の
最
大

力
が
過
ぎ
去

た

間
に
仮
面
は
消
え
た

ず

と

い
て
い
た
か
ら
下
か
ら

見
上

ら
れ
た
私
し
か
見
え
な
か

た
だ
ろ
う
変
化
は
彼
が
ま
だ

開
し
て
は
な
ら
な
い

の

力
を
使

て
ま
で
助
け
て
く
れ
た
証

だ

 
助
け
て
く
れ
た
事
へ
の
感

と
喜
び
が

き
上
が

た

 
同
時
に

無
力
な
自
分
と

彼
に
無

を
さ
せ
た
事
へ
の
慚
愧
と

怒
が

た

あ
り

が
と
う

ご
め
ん

な
さ
い

 
フ
ク
ザ
ツ
な
心
境

が
使
え
る
事
を
明
か
し
て
は
な
ら
な
い
事
情
を

め

上
手
く

語

化
で
き
そ
う
に
な
か

た

だ
か
ら
た
だ
感

を

そ
し
て

罪
を

に
し
た

 
黒
目
金

で
私
を
静
か
に
見
つ
め
て
い
た
彼
は

も

わ
ず

手
を
差
し
出
し
て
き
た

血
と
泥

塗
れ
更
に
は

波
に
よ
る
火
傷
も
見

け
ら
れ
る
彼
の
手
を
私
は

く
り
手
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に
取

た

引
き
上

ら
れ
て
立
つ
と

上
下
が
逆
転
し
て

私
が
見
下
ろ
す

に
な
る

よ
か

た

え
 

と

つ
り
と
和
人
が

い
た

間
に
合

て

よ
か

た

 

わ

と

ら
か
く

み
が
花
開
い
た

 
思

が

発
し
た

  
・
な
ん
で
い
き
な
り
ゴ
リ

た
の

 
一

力
羅
・
二

力
羅

 
二

力
斬

 

和
人
の

ト
レ

肉
体

の

物
で
す

真
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生
身
で

ブ
レ

ド
持

て

白
式

と

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
レ

ゲ
ン

の
攻
撃
を

止
め
た
千
冬
さ
ん
の

肉
を
参

に
し
て
る
か
ら
ね

非
も
な
い
ネ

  
・
な
ん
で
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
機
体
ぶ

た
斬
れ
た
の

無
銘

は
他
の
機
体
を

で
き
る

 

一
仕
様
能
力
は
発
動
に
必
要
な
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
原
作
一

の
零

白
夜
に
は
雪
片
弐

型
が
あ
れ
ば
部
分
展
開
で
も

の
で

和
人
は

黒
椿

の
刀
の

品
を

本

の
黒
椿

の
刀
に
一

で
変
え
て

万

絶
解

を
発
動

バ
リ
ア
が
発
生
し

い
全
身

だ

た
か

ら
一
撃
で
斬
り
裂
け
た

無
銘

の
仮
面
形

は
シ

ル
ド
バ
リ
ア
に
よ
る

の
た
め
に
出
し
た

  
・
桐

谷
和
人

 

み
ん
な

を
守
る
た
め
な
ら
命
も

け
る
主
人

無
銘
を
使
う
と
い
う
禁
じ
手
を
や
ら
か
し
た
け
ど
武
器
は
変
わ
ら
な
い
し
仮
面
は

い

て
た
以
上
明
日
奈
に
し
か
見
え
て
な
い
の
で
セ

フ
セ

フ

明
日
奈
を
守
る
た
め
だ
け
に
無
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も
禁
じ
手
も
や
ら
か
し
た

 
本
人
は

自
分
の
未
来
よ
り
明
日
奈
の
方
が
大
事
だ
か
ら

と
い
う
ス
タ
ン
ス

 
和
人
が
生
き
て
る
理
由
も
自
分
が
生
き
れ
ば
み
ん
な
が

せ
だ
か
ら
と
い
う
の
が
一
緒

に
い
た
い
か
ら

と
い
う
自
分
の
願
望
よ
り
先
に
来
る
か
ら
ネ

闇
深

件

  
・
結
城
明
日
奈

 
思

が

発
し
た

 
死
を
予
感
し
覚
悟
し
た
事
で
色

と
自
分
の
事
を
整
理
し
た
結
果
自
分
の
想
い
に
気
付

い
た
ヒ
ロ
イ
ン

死
の
間

で
自
分
が
ど
う
し
て
無
力
さ
を
あ
あ
も
悔
や
ん
で
い
た
の
か
と

い
う
根
本
の
理
由
に
気
付
け
た

 
堕
ち
た
な

確
信

 
し
か
し
原
作
キ
リ
ト

み
に
気
付
く
の

い
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

 
本
作
で
は
年
上
は
明
日
奈
だ
け
ど
恋
の
先

は
木

で
す
ね

面
の

み

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
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立
た
ず

 
で
も
実

一

人
よ
り
現
状
把
握
出
来
る
し
か
も
現

軍
人
な
ら

く
よ
り
先
に

を

せ
よ
と

和
人
か
ら
す
れ
ば

明
日
奈
が
死
ん
だ
ら
意
味
無
い
ん
だ
よ

件
な
の
で

非
も
な
し

  
・
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

 
和
人
を
本
気
に
さ
せ
よ
う
と
明
日
奈
に
手
を
出
し
た

間
一
撃
で
退
場
し
た
悪
者

 
か
な
り
小
物
感

れ
る
セ
リ
フ
と
立
ち
回
り
を
し
て
い
る
が
あ
く
ま
で
ヴ

サ
ゴ
の

務
は

無
人
機
ゴ

レ
ム
の
性
能

価
手
伝
い

な
の
で

む
し
ろ
遊
ぶ
の
が
メ
イ
ン
で
あ
る

 
ど
う
転
ん
で
も
ヴ

サ
ゴ
に
と

て
は

し
く
な
る
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原
罪
 

罪歪
よ
り
生
ま
れ
出
で
た
人
の

ユ理
メ想

  

点

束
さ
ん

 

数

約
三
千

 
時
系
列
は

真
・
ク
ロ
エ

誘
導
開
始

Ｐ
ｏ
Ｈ
機

断
の
間
五

十
分
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  

一
方

そ
の

 
ち

ち

ん
と
話
し
て
る
の

あ

そ
う
い
う
事
か

 
片

か
ら
掛
け
た
機
器
か
ら
見
た
一
部
始
終
を
そ
う

す
る
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ク

こ
の
女

ざ
け

あ

は
い
は
い

ろ
う
ね

 

か
そ
れ
と
も
怒
り
か
目
出
し

の
ア

シ
イ
男
が
声
を
上

た

手
に
す
る

性
機

か
ら
は

が

ん
で
く
る

し
か
し
弾
は
体
に

た
る
前
に

バ
リ
ア
発
生

の

に
よ

て

ま
れ
て
い
た

 
そ
の
ま
ま

離
を

め

る
よ
う
に
刀
を
振
る
う

 

太
い

き
を
上

て
血

と
一
緒
に
地
面
に
倒
れ
た

ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

こ
い
物
体
が

地
面
を
転
が
る

断
面
か
ら
は
命
の
源
が
流
れ

に
水
た
ま
り
を
広

て
い

て
い
る

 

間
が
死
ん
だ
か
ら
だ
ろ
う

私
を
遠

き
に

う
不
審
者
達
の
間
に

動
揺
が

た

な

な
ん
だ
よ
こ
れ

話
が
違
う
ぞ

を
無
力
化
す
れ
ば

勝

て
話
だ
ろ

 

え
る
よ
う
に

い
と
思
し
き
男
が

た

 
私
は
そ
れ
を

で

う

あ
の
さ

束
さ
ん
は
こ
れ
で
も

技
術
の
第
一
人
者
だ

 

が
強
み
で

が
弱
点
か

く
ら
い
分
か

て
る

つ

の

 
血
を

ら
せ
る
日
本
刀
を

い
で

男
達
を

に
す
る



 尊ぶべき日常世界

 
彼
ら
の

眼
点
は
決
し
て
悪
く
な
か

た

学
園
だ
け
で
な
く

先
進
国
の
多
く
は

衛
力
と
し
て

を

し
て
お
り

重
要

設
に
は
最

一
機
配
備
さ
れ
て
い
る

そ
れ
は
現

代
兵
器
に
対
し
て
絶
対
的
な
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
有
す
る
か
ら
だ

 
し
か
し
そ
れ
を
重

す
る
あ
ま
り
歩
兵
を
は
じ
め

以
外
の

衛
力
は
か
な
り

い
と
い
う

欠
点
を
生
ん
で
い
た

は
あ
く
ま
で
事
後
の

衛
力
に

立
つ
だ
け
で

予

線
と
し
て
使

え
る
場
面
は
少
な
い

光
学
迷

な
ど
の

密
行
動
を
可
能
と
し
て
い
る
か
ら
攻
撃

撃

襲
に
特
化
し
て
い
る
た
め
だ

そ
れ
を
無
力
化
す
れ
ば

残
る
の
は

に
さ
れ
た

者
と

に
予

を

く
た
め
に
弱
く
な

た
現
代
兵

だ
け

襲
で

乱
し
更
に
無
力
な
一

人

の

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
応
戦
な
ど
あ

て
な
い
よ
う
な
も
の
だ

た

 
そ
う
認
識
し
て
い
た
か
ら
こ
そ

男
達
は
動
揺
し
て
い
る

バ
リ
ア
発
生

は
一
つ
だ
け
だ
と
思

た

 
そ
れ
と
も

束
さ
ん
が
協
力
し
て
る
事
が

予
想
外
だ

た

 

と
す
る
と

束
さ
ん
の
生
身
の
実
力
に

い
て
る

 
だ
と
し
た

ら
大
間

け
だ
ね

 
ち

ち

ん
し
か
マ
ト
モ
に
付
い
て
こ
ら
れ
な
か

た
束
さ
ん
が
弱

い

な
い
じ

ん

 
そ
の
動
揺
を
突
き

士
気
を
傷
つ
け

傷

を
広

る
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こ
の
襲
撃
者
達
は

女
尊
男

風

の

者
達
だ

 

が
世
に
広
ま

て

増
⻑
し
た
愚
か
な
者
達
に
弄
ば
れ

に
さ
れ

捨
て
ら
れ
た
男

達
の
集
ま
り

憎
し

女
憎
し
と

り

ま

た
思
想
の
者
達

家

を
奪
わ
れ

怨
み
骨

と
気

を
上

る
真

な
人

 
彼
ら
の
怨
み
の
原
因
は

え
な
し
に

を
広
め
た
私
に
も
あ
る

 
男
達
も

私
が

を

ら
な
け
れ
ば
と

そ
う
怒
り
猛

て
い
た

さ

き
斬
り
捨
て
た
男

が
そ
う

て
い
た

生
ま
れ
て
こ
な
け
れ
ば
よ
か

た
と

て
い
た

 
そ
れ
を
私
は

定
し
な
い

 
全
て
に
非
が
あ
る
と
ま
で
は

わ
な
い

愚
か
な
人
間
が
先

り

人
を

て
い
る
部
分

に
私
の
意

は

在
し
て
い
な
い
の
だ

全
知
全
能
の
神
で
も
あ
る
ま
い
し
自
分
一
人
で
全

て
を
変
え
れ
た
と
は
思
わ
な
い

 

そ
れ
で
も

と

え
る
事
が
あ
る

 
星
の
未
来
を
知
り

は

あ

て
よ
か

た
も
の

と
思
え
る
よ
う
に
な

た

 
し
か
し

平
行
世
界

の

路
を
知
り

本

に
そ
う
か
と
揺
ら
ぐ
事
も
あ
る

 
平
行
世
界
に

い
て
は

結
果
的
に
と
は

え

世
界
を
救
い
も
す
る
し
滅

し
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も
す
る
武
器
だ

た

 

き
知

た
平
行
世
界
は
少
年
達
の
人
生
そ
の
も
の

そ
れ
故
分
か
ら
な
い

も
少

な
く
な
い

知
り
得
た
情
報
も
断
片
的
で
ヴ

ベ
ル
と
和
人
と
い
う
二
人
を

し
た
主
観
も

じ

た
も
の
だ

事
の

非
は
と
も
か
く
精
確
性
は
や
や
下
が
る

と
は

え
彼
ら
の

絶

な
人
生
の
根
本
に

女
尊
男

を

し
た

の
存
在
が
あ

た
の
は
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実

 

を
ど
う

う
か
は

そ
れ
に

わ
る
人
間
が
決
め
る
事
な
の
だ

 
だ
か
ら
私
は

平
行
世
界

の
話
を

い
た
あ
の
日
に

め
て
決
意
し
た

  
桐

谷
和
人
を
守
ろ
う

と

  
世
界
を
救
う
時
も
世
界
を
滅

す
時
も
決
ま

て
中
心
に
は
彼
が
い
た

た
だ

き

ま
れ
た

で
は
な
い

人
と
世
界
を
守
る

英
雄善

あ
る
い
は
世
界
の

た
る

獣悪
と
い
う

事
者

と
し
て
事
の
渦
中
に
立

て
い
た

 
な

か

 
人
に
絶
望
し
て
い
な
が
ら

彼
は
な

人
を
守

て
い
た
の
か
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人
を
傷
つ
け
得
る
力
を
最
後
の
最
後
ま
で
使
わ
な
か

た
の
か

 

な
事
だ

み
ん
な
と
い

し

に

た
い

と
も
だ
ち
は
み
ん
な

な
く
な

た
か
ら

み
ん
な
と

ま
た
い

し

に

る
こ
と
が

く
の
ユ
メ

 

ユ
メ

と

い
彼
は

て
い
た

彼
は
た
だ

そ
う
願

て
い
た

 
そ
の

ユ
メ

は

の
せ
い
で
生
ま
れ
た
歪
み

が
女
尊
男

を

へ
の

や
レ

テ
ル
付
け
を
呼
び

ん
だ
せ
い
で

そ
れ
は
生
ま
れ
た

 

そ
の

ユ
メ

が

ノ
之
束
の
罪

 
彼
が
剣
を
振
る
う
理
由
も

ま
た

お
前
た
ち
に
は
悪
い
け
ど
さ

束
さ
ん
に
も

・引
・け
・な
・い
・理
・由

て
の
が
出
来
ち

た
ん
だ

よ
ね

 

桐

谷
和
人

一

が

ら
れ
た
が
故
に
生
じ
た
人
間

の

ユ
メ

も

在
り
方
も

生
き
様
も

そ
の
す
べ
て
が
私
の
罪
の
証

 
故
に

罪
を

う
必
要
が
あ
る
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そ
し
て
彼
の

ユ
メ

を
成

さ
せ
る
事
こ
そ
が
私
の

い

 
安
全
と
い
う
物

的

福
を
死
守
し
よ
う

 
安

と
い
う
精
神
的

福
を

守
し
よ
う

 
彼
が
世
界
を
守
る
な
ら

力
を

そ
う

 
彼
が
世
界
を
滅

す
な
ら
加

し
よ
う

お
前
た
ち
も
同
じ
で
し

 
じ

な
い
と

命

け
な
い
だ
ろ
う
し

ざ
け
や
が

て

は
と

え
ば

テ
メ

の
せ
い
だ
ぞ

そ
う
だ
ね

 
び
き
び
き
と
目

に
⻘

を

ら
せ
た
目
出
し

の
男
が
突
撃
し
て
く
る

手
に
し
て
い

る
の
は

弾

 
地
を

る

引
き
金
が
引
か
れ
る
よ
り
も

く

離
を

め
切
り
刀
を
振
り
下
ろ
す

肉
と

骨

内

を
一
太
刀
で
斬
り
裂
い
た

 
上
下
に
分
か
れ
て

ち
る
男
を

け
て

心
を

わ
に
す
る
集

に
向
き
直
る

で
も
ま
無
実
の
人
を

き

む
コ
ト
を
決
め
た
の
は
お
前
た
ち
自
身
だ
か
ら
ね

同
じ
穴
の

む
じ
なだ

よ
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彼
を

す
る

も
私
の
罪
で
は
あ
る

 
私
の
罪
で
生
ま
れ
た
悪

ど
こ
か
で
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
れ
ば

彼
ら
こ
そ
が
今
の

和
人

の
立
場
に
収
ま

て
い
た

そ
の
悪
を
破
り
善
良
な
人

を
守

て
も
私
の
行
い
は
悪
の
ま

ま

マ

チ
ポ
ン
プ

み
た
偽
善
に
過
ぎ
な
い

獣
に
堕
ち
た
彼
を
私
が
止
め
る
よ
う
な
も

の 
私
の
罪
で
生
ま
れ
た
罪
を
止
め
た
と
こ
ろ
で

く
は
な
ら
な
い

む
し
ろ
悪
と
し
て
よ
り
深

ま

て
い
く
一
方
だ

 
だ
が

そ
れ
で
も

ら

掛
か

て
き
な
よ

と
名
前
は

え
て
お
く
か
ら
さ

 

私
は

彼
を
守
る
と
決
め
た

 
た
と
え

本

の
意
味
で
は

え
て
な
い
と
し
て
も

 
た
と
え

そ
れ
で
悪
事
を

く
事
に
な

た
と
し
て
も

 
私
は

私
だ
け
は
彼
に
刃
を
向
け
て
は
な
ら
な
い
の
だ

 
 
 

 
上

し
て
い
た
歩
兵
を
斬
り
捨
て

そ
の
足
で

に

し
て
い
た
物

し
い
潜
水

に
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入

内
部
に
い
た
男
達
も
見

必
殺
で

滅
す
る

 
そ
の
後

潜
水

上
部
ハ

チ
か
ら

を
見
せ
て
い
た
機

ジ

ミ
ン
グ
機

の
電
源
を

と
す

機

の
全
容
を
解

し
た
後
中
心
部
で
動
力

い
さ
れ
て
い
た
コ
ア
を

き
取
る

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク

か
ら

動
の

か

こ
の
子
達
を
無
理

理
苦
し
め
る
形
を
す

る
な
ん
て

コ
レ
を

え
た

ツ

た
だ
じ

お
か
な
い

 
回
収
し
た
コ
ア
を
握
り

め
る

ぎ
り

と

⻭
が

を
鳴
ら
し
た

 
し
か
し

と
脱
力
す
る

最
初
に
兵
器

い
に
し
た
束
さ
ん
が

え
た
こ
と
じ

な
い
か

 
そ
う
自

を
零
す

 
そ
れ
か
ら

ラ
を
見
上

た

い
つ
の
日
か

ば
せ
て
あ

る
か
ら
ね

 
コ
ア
を
翳
す

 
陽
光
を

し
て

⻘
い
コ
ア
が
き
ら
り
と
煌
め
い
た
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・

ノ
之
束

 

の
発
明
者

 

が
世
界
を
変
え
た
の
か

 
世
界
が

を
変
え
た
の
か

 

ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
定
か
で
は
な
い

 
確
か
な
事
は
世
界
は
歪
に
歪
ん
で
い
る
事
だ

そ
れ
故
に

ら
れ

し
た
才
の
子
の

足
掻
き
は

そ
の
生
き
方
す
ら
も
彼
女
の
罪

 
だ
か
ら
天
災
は
個
人
に
加

す
る

 
他
の
罪
は

え
な
い

だ
か
ら
背
負
う

 

少
年
が
背
負

た
だ
ろ
う

悪

を
背
負
う

 
世
界
を
守
る
と
も
滅

す
と
も
天
災
は
少
年
だ
け
は
裏
切
ら
な
い

止
め
る
た
め
と

対

も
し
な
い
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世
界
を
滅

す
時
は

そ
の

悪

す
ら
も
背
負
う
覚
悟
だ
か
ら

 

ユ
メ

を
知
る
か
ら
こ
そ
孤
独
に
さ
せ
な
い
決
意
を
持

た
か
ら

 
故
に
彼
女
は

な
に
が
あ
ろ
う
と
少
年
の

に
は
な
り
得
な
い

 

他
者
か
ら
見
れ
ば

一
個
人
だ
け
を

遇
し

他
を
切
り
捨
て
る
人
格
破

者

 
そ
の

正
に

天
災

の
名
が

応
し
い
も
の
で
あ
る

 
罪
の
名
を
背
負
う
事
を
彼
女
自
身
も
認
め
た
の
だ

た
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逆
境
 

手
負
い
の
獣

  

点

明
日
奈

 

数

約
一
万
一
千

 
ご

合
主
義
だ
け
ど

く
和
人
活
躍

他
有
力
キ

ラ
無
能

写

線

線
の
た
め

だ
か
ら

い

 
他
の
作
者
の
よ
う
に

カ

コ
い
い
ラ
ウ
ラ
を
書
き
た
い

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
六
月
二
十
二
日

日

日

後
十
二
時
十
八
分

 
第
一
ア
リ

ナ
外

・

出

付
近
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Ｐ
ｏ
Ｈ

ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス
が

て
い
た
全
身

の
機
体
が

断
に
よ
り

発

し
機
能

止
に

た
事
で

り
は
一
時
の
静

を
取
り

し
た

と
は

え
未
だ
ア
リ

ナ
内
部
か
ら
は

と
振
動
が
北

の

な
ど
か
ら
は

声
が

こ
え
る
よ
う
に
事

は
未

だ
収
束
し
て
お
ら
ず

気
を

く
に
は

い
と
い
え
る

 
そ
れ
で
も

と
ま
ず

地
を
脱
し
た
の
も
事
実

 
眼
前
に

た
死
が

さ
れ
た
事

そ
れ
か
ら
救

て
く
れ
た
少
年
が
無
事
で
あ
る
と
分

か

て

ら

ら
と
へ
た
り

ん
で
し
ま

た

明
日
奈

 

二
人
分
の
声
が
掛
け
ら
れ
る

少
年
の
も
の
と

兄
・

一

の
も
の
だ

た

 
心
配

に

き

ん
で
く
る
少
年
に
ジ

ス
チ

で
大

で
あ
る
事
を
伝
え
て
い
る
と

け
寄

て
き
た
兄
に
強
く

き

め
ら
れ
る

ロ
ウ

 
死
ん
で
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ

 
兄
に
し
て
は

し
く

い

倒
だ

た

で
も
そ
れ
は
私
を
想

て
の
怒
り

倒
の

な
の
に

ど
こ
か

か
く
て

心
地
良
く
感
じ
た
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に

と
強

た

が

に

れ
る

え
へ
へ

和
人
君
の
ク
セ

ち

た
か
も

え
 

き

め
ら
れ
な
が
ら
少
年
を
見
れ
ば

そ
こ
で

に
振
る
の

と

い
た

な
あ
ど
け

な
い

で
見
返
さ
れ
た

彼
か
ら
す
れ
ば
い
き
な
り
責

転

さ
れ
た
も
同
然
だ
か
ら

く
の
は

仕
方
な
い

そ
う
か

桐

谷
君
が
原
因
か

桐

谷
君

今

と
お
話
し
よ
う
か

え

 
ぐ
る
ん
と

を
回
し
少
年
を
見
な
が
ら
兄
が

た

少
年
が
結

が
悪
い
の

と

い
た

な

惑

に
な
る

 
彼
は

く

得
い

て
な
さ

な

を

然
な
が
ら

し
て
い
た
が

め
た
よ
う
に

息
を

き
苦

を
浮
か
べ
た

仕
方
な
い
な

と
ア
テ
レ
コ
出
来
そ
う
な

は
ま
る
で
風
に
煽

ら
れ
る

の
よ
う
だ

 
白
髪
と

発
で
シ

ツ
が
破
け
て
晒
さ
れ
た

を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

く

め
つ
つ
二
刀
を

手
に

む

と

ま

て

強
者
の

風
を
感
じ
た
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も
う

が
悪
く
て
い
い
か
ら

く

し
て
く
れ
な
い
か
な

さ

き
か
ら
気
が
気

じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の

み
が
形
は
そ
の
ま
ま
に

が
変
わ

て

圧
を
発
す
る

さ

き
の
意

返
し
だ

ろ
う
か

危
険
を
感
じ
る
も
の
で
は
な
い
が

ど
こ
か
圧

感
が
あ
る

 
こ
れ
を
意

的
に
し
て
い
る
と
す
れ
ば
彼
は

界
の

の
探
り
合
い
で
も
上
手
に

て
い

け
る
だ
ろ
う

 

や

や

て

 
そ
こ
ま
で

え
た
と
こ
ろ
で

思

を
止
め
る

 
一
足

び
に
行
き
過
ぎ
だ

た

た
い
ま
自
覚
し
た
ば
か
り
な
の
に
そ
ん
な
先
の
事
ま
で
想

像
し
て

に
な
る

ま
だ

も
行
動
出
来
て
い
な
い
の
だ

こ
れ
で
は

ら
ぬ

の

そ
の
も
の
で
は
な
い
か

ま
だ

も
し

か
り
し
て
な
い
の
に
気
ば
か
り

い
て
は
仕
損
じ
か

ね
な
い

 
兄
か
ら
離
れ
た
私
は

を
ぶ
ん
ぶ
ん
と
振
る

明
日
奈

ど
う
し
た

明
日
奈
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兄
と
少
年
男
二
人
が

を

て

い
て
く
る

で
も
な
い
と

て

魔
化
し
て
お
い

た

て

ち

と

て

 
和
人
君
は

し
な
い
の

 
そ
し
て

と
気
付
く

 
さ

き
の

い
方
だ
と
ま
る
で
彼
は
事

の
解
決
に

た
る
か
の
よ
う
に

こ
え
た

フ
ロ
ア

ボ
ス
戦
で

と
な
く

い
た
セ
リ
フ
だ
か
ら
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

間
違

て
い
な

い 
彼
に

す
る
気
は
無
い
の
だ
ろ
う
か

は
ク
ロ
エ
と
合
流
し
て

者
の
誘
導
と
護
衛
を
し
よ
う
と
思
う

が
使
え
な
い
現

状
だ
と

く
ら
い
で
も
戦
力
に
な
る
か
ら
な

 
じ

と
無

で
彼
の
後
ろ
に
見
え
る
黒
焦

の

の
残

を
見
る

そ
か
に
無
銘
を

使

た
の
だ
ろ
う
け
ど
最
期
の
一
撃
ま
で
は

で
戦

て
い
た
こ
と
を

え
れ
ば
特
記
戦
力

み
の

価
を

け
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
正
直

ど
の

が

う
の
か
と
思

た
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そ
も
そ
も
別
行
動
を
取

た
の
だ

て

者
を
守
る
た
め
の

だ

た
か
ら
な

 

い
な
が
ら
彼
は

手
に
持
つ
白
刀
の
切

先
を
私
が

線
を
向
け
て
い
た
残

に
向
け

た
そ
れ
が
終
わ

た
な
ら
下
手
に
動
か
ず
合
流
し
た
方
が
い
い

そ
ろ
そ
ろ

て
く
る

だ
か

ら

脱
出

に
な
る
こ
の

出

に

取
ろ
う
と
思
う

ん

じ

あ
私
達
も
一
緒
に
い
て
い
い

 
少
人
数
だ
と
ち

と
不
安
だ
か
ら

 
そ
れ
は
本
心
だ

 
今
か
ら

す
る
と
な
れ
ば
私
と
兄
そ
し
て
ド
イ
ツ
人
の
少
女
の
三
人
で
行
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る

本
来
な
ら
代
表
候
補
生
だ
と
い
う
少
女
は
と
て
も
頼
も
し
い
存
在
な
の
だ

が

を

動
で
き
な
い
今

白
兵
戦
を

け
ば
一

人
と
変
わ
ら
な
い

そ
れ
な
ら
武
器
を

持
ち

生
身
で

を
退
け
ら
れ
る
彼
の
近
く
に
い
た
方
が
ま
だ
安
全
と

え
る

 
あ
と
ク
ロ
エ
の

内
が
無
い
か
ら
シ

ル
タ

ま
で
の
道
が
分
か
ら
な
い

地
理
が
分
か
ら

ず

状
況
も
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
の
に
無
暗
に
動
く
気
に
は
な
れ
な
か

た

 
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
彼
は

を
退
け
ら
れ
る

そ
れ
は

現
然
た
る
事
実
だ

他
者
に
分
か
ら
な
い
よ
う

無
銘
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を
使

た
か
ら
と
は

え

そ
れ
ま
で
の

抗
は
彼
自
身
の
能
力
に
よ
る
も
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

却

て

心
配
に
な
る

 
邪
魔
に
な
る
事
は
分
か

て
い
る

た
だ
そ
れ
で
も

労
り

労

て
あ

た
か

た

 

最
悪

無
銘

を
使
う
た
め
の
理
由
と
し
て
使
わ
れ
て
も
構
わ
な
か

た

 
彼
が

方
面
に
動
き
名
を

る
行
動
を
し
て
い
る
の
も
全
て
は
世
間
に
広
ま
る
風

の
払

だ

死
ぬ
に
は

し
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
と

死
ぬ
べ
き
だ
と

わ
れ
な
い
よ
う
に

と 
彼
の
平
穏
を

む
要
因
は
人

の
集
合
無
意
識

常
識

に
よ
る
も
の
だ
と
理
解
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
の
行
動

 
今
の
彼
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ク
リ
ア
の

績
や
事
変
解
決
の

労

や
獣
と
の
死
闘
が
英
雄
的
だ

た
か
ら
こ
そ

人
に
真
似
で
き
な
い
善
な
る
行

と
見
ら
れ

た
か
ら
こ
そ
だ

た

あ
り
て
い
に

え
ば

一
無
二
の
価
値
を
彼
は
得
て
い
た

 
そ
れ
を

も
う
一

得
る
の
だ

無
銘

と
い
う

力

を
振
る
う
の
は

人
を
傷
つ
け
る
た
め
で
も

感
情
に

せ
て
で
も
な

く

た
だ
た
だ

人
を
守
る
た
め
な
の
だ
と
そ
う
い
う
形
で
世
間
に
知
ら
し
め
れ
ば
彼
を
無

に
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う
事
を
良
し
と
し
な
い
人
間
は
一
定
数
現
れ
る

そ
れ
こ
そ

う
理
由
が
あ
れ
ば

達
を

は
じ
め
グ
ル
の
大
人
達
が

方
面
に
圧
力
を
掛
け
る
だ
ろ
う

達
は
彼
の
そ
の
在
り
方
を

価
し

話
を
持
ち
掛
け
た
の
だ
か
ら

 

そ
れ
を
知
れ
ば

君
は

く
怒
る
ん
だ
ろ
う
ね

 
彼
は

し
い
人
間
だ

背
負
う
必
要
の
な
い
事
ま
で
罪
と
し
て
背
負
お
う
と
す
る

あ
の
世

界
で
斬

た
人
の
数
を

を
名
前
を

え
て
い
た
の
が
そ
の
証

私
が
傷
つ
け
ば
彼
は

ず

と
そ
れ
を
気
に
掛
け
る
だ
ろ
う

と
も
す
れ
ば
深
い
心
の
傷

ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
も
お

か
し
く
な
い

 
で
も

で
も

そ
れ
で
い
い
と
思
う
私
が

る

 
今
ま
で
た
く
さ
ん
苦
し
ん
で

て
き
た
の
だ

そ
れ
に
報
い
る
一
助
と
な
る
な
ら

し

い
限
り

ん

む

 
そ
ん
な
思
い
が
あ

て
の

し
出
に

彼
は

を
組
み

悩
ま
し
気
に

て
い
た

 
私
達
に
は
す
ぐ
に
で
も

て
欲
し
い
と
思

て
い
る
事
は
確
か

し
か
し
悩
ん
で
い
る
と
い

う
事
は
同

を
許
す
事
情
が
あ
る
と

え
る

も
ち
ろ
ん
彼
と
共
に

れ
ば
死
な
な
い
保
証
が
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あ
る

で
も
な
い

そ
れ
は
彼
自
身
よ
く
知

て
い
る
か
ら

さ

き
は

を

し
て
き
た

そ
れ
で
も
悩
ん
で
い
る
の
は
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
い
た
方
が
守
り
や
す
い
と
か
そ
う

え

て
も
い
る
か
ら
に
違
い
な
い

 
ど
ち
ら
も
不
確
実
だ
か
ら
こ
そ

べ
な
い
で
い
る

 
喪
う
苦
し
み
と
恐
れ
を
知

て
い
る
か
ら

安

に

べ
な
い
で
い
る
の
だ

 
そ
う
し
て
彼
が
う
ん
う
ん
と
悩
ん
で
い
る
間
に

事

は
進
ん
だ

 
ア
リ

ナ
の
出
入
り

の
方
か
ら
複
数
の
声
と
足

が

こ
え
始
め
た
の
で
あ
る

者

第
二
波
だ

こ
う
な

て
は
も
う
一
緒
に
行
動
す
る
し
か
道
は
な
い

彼
も
そ
れ
は
分
か

た
ら

し
く

不
承
不
承
と
い
う
表
情
に
な

た

時
間
切
れ
か

 

観
気
味
に
和
人
が

い
た

そ
の
す
ぐ
後

白
を

と
し
た

学
園
の
制

を

た
少

女
達
が
出

か
ら
雪

の
よ
う
に

び
出
し
て
く
る

と
は

え
そ
の
数
は
一
レ
イ
ド
分
の

分

程

一
学
年
の
定

１
２
０
人
が
ピ

ト
で
六
つ
に

切
ら
れ
た
観
客

に
分
か
れ
て

て

い
た
の
だ
か
ら

人
程

が
第
二
波
と
い
う
の
は

な
数
と

え
る

あ

 
や

と
外
に
出
ら
れ
た
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怖
か

た
よ

て

う
わ

 
な
ん
か
外
も

バ
イ
事
に
な

て
な
い

 

さ
れ
た
空
間
か
ら
脱
出
し
て
安

を
見
せ
た
少
女
達
は

を
上

た
黒
焦

の
残

と
近
く
に
い
た
血
塗
れ
の
少
年
を
見
て
ギ

と
目
を

い
て

き
を

わ
に
す
る

一
部
の

生

に
は
ヴ

サ
ゴ
の
機
体
が
空
け
た
穴
に
今
更
気
付
い
た
者
も
い
る

か
な
り
気
が
動
転
し

て
い
た
ら
し
い

 

そ
う
い
え
ば
今

と
思

た
が

 
あ
の
穴
か
ら
ヴ

サ
ゴ
の
機
体
は

と
出
て
き
た

だ
が
和
人
は
吹

ば
さ
れ
る
形
で

外
に
放
り
出
さ
れ
て
い
た

も
し
か
す
る
と
あ
の
穴

の
攻
撃
で
空
い
た
の
は
確
か
だ
ろ
う

が

そ
の
と
き
和
人
は

に
た
た
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
そ
う
思

て
和
人
の
背
中
を
見
る

無
銘
の
仮
面
を
出
し
て
私
を
守

て
く
れ
た
彼
の
背
は

に

風
を

け
た
た
め
か

は

に
そ
の

を
果
た
せ
な
い
く
ら
い
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
る

そ
の
背
中
に
は
大
小
の

真
新
し
い

り
傷
と

く
な

た

い
火
傷
の

が
あ

た

打

と
思
し
き

我
は
現
状

見

た
ら
な
い

ま
だ
ア
ザ
と
し
て
見
え
る
形
に
な

て
な
い
だ
け
か
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明
日
奈

じ

と
見
て
き
て
ど
う
し
た

え

 
な

な
ん
で
も
な
い
よ

 
じ

と
見
過
ぎ
た
よ
う
で

し

な

線
を
向
け
ら
れ
た

 
今
更
な
が
ら
異
性
の
人
の

体
を
見
て
い
た
事
が

ず
か
し
く
な

て

を
反
ら
す

や

が

で

く
な

て
い
く
の
が
よ
く
分
か

た

ね

ア
レ

だ
よ
ね

ま

そ
う
と
し
か

打
鉄

じ

な
い
よ
ね

教

書
で
も
あ
の
形
状
は
見
た
事
な
い
し

て

か
ア
レ

真

二
つ
に
な

て
な
い

え

じ

あ

も
し
か
し
て

 

と
少
女
達
の
目
が
少
年
に
向
い
た

し
む
も
の
が
恐
れ
を
内

し

気
を

わ
に

し
て
い
く

 

人
を
殺
し
た
と

そ
う
判
断
し
た
の
だ

 
そ
こ
で
ラ
ウ
ラ
が
し
た
と
思
わ
な
い
の
は
男
性
を
見
下
し
て
い
る
か
ら
か
そ
れ
と
も
見
る

か
ら
に
戦

た
傷

を
残
し
て
い
る
の
が
少
年
だ
か
ら
か

生
身
で

は
下
せ
な
い
と

代
表
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候
補
生
が

う

ど
の
認
識
を
ス
ル

し
て
い
る
の
は
な

な
の
か
が
気
に
な

た

あ
ん
た

 
先

に
立
つ
少
女
が

事
か
を

う
と

を
開
い
た

て
お
く
が

ア
レ
の
中
に
人
は
い
な
い
ぞ

 
し
か
し

機
先
を
制
す
る
よ
う
に
少
年
が
そ
う

た
事
で

惑
が
広
が
る

 
私
も
同
じ
だ

た

女
子
に
だ
け

さ
れ
る

に
つ
い
て
の

義
に

い
て

は
原

人

が

し
な
け
れ
ば

動
せ
ず

て
無
人
機
は
あ
り
得
な
い

と
そ
れ
が
常
識
で
あ
る

と
学
ん
だ

様

デ
タ
ラ
メ
を

う
に
も
程
が
あ
る
ぞ

は
人
が

ら
な
け
れ
ば
絶
対
に
動
か
な

い
の
だ

 
そ
こ
で

そ
れ
ま
で
無

を
保

て
い
た
ド
イ
ツ
人
の
少
女
・
ラ
ウ
ラ
が
話
に
入

て
き
た

れ
た

振
り
を
一
切

し
て
い
な
い

だ

た
が
和
人
は
そ
れ
に
気
分
を

し
た
風
も
な

く

彼
女
に

線
を
返
す

な
ら
そ
の
残

か
ら
血
は
流
れ
て
い
る
か

 
肉
が

タ
ン
パ
ク

が

け
る

い
は
あ
る

か
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む

 
彼
の

葉
を

い
た
ラ
ウ
ラ
は

根
を
寄
せ

残

に
近
寄

た

い
や

流
れ
て
い
る

体
は

こ
れ
は
オ
イ
ル
だ
な

人
が

て
い
た

は
な

い 
そ
し
て
彼
の

を

定
し
た

残

か
ら
上
が
る

の

い
も

人
が

け
る

い
な
ど

然

い
だ
事
は
な
い
が

肉
を

い
た
時
の
も
の
で
は
な
い
事
く
ら
い
は
分
か

た

 
つ
ま
り
ア
レ
は

本

に
無
人
機
だ

た
の
だ

そ

か

だ
か
ら

Ｐ
ｏ
Ｈ
が
動
か
せ
て
た
の
ね

 

得

と
私
は

い
た

 
和
人
や

秋
十
で
あ
れ
ば
発
明
者
の

ノ
之
束

士
最
初
の

者
で
あ
ろ
う

千

冬
の

者
だ
か
ら
ま
だ

得
出
来
る

し
か
し
ヴ

サ
ゴ
は
無

の
人
間
だ

血
縁
者
以
外

の

正
が
あ
る
と

え
づ
ら
い
現
状

Ｐ
ｏ
Ｈ
が
生
身
で

を
動
か
す
事
に
は
違
和
感
し
か
無

い 
し
か
し

無
人
機
と
し
て

遠
隔

作
す
る
と
な
れ
ば
話
は
別
だ

 

今
の
情
勢
で
電
波
が
届
か
な
い
地

は
か
な
り
限

さ
れ
る

学
園
は

信
機
器
の
使
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に
少
な
か
ら
ず
制
限
が
掛
か
る
が
電
波
そ
の
も
の
は
届
く
か
ら
遠
隔

作
も
問

な
く
行

え
る
理

に
な
る

 
そ
し
て
そ
れ
ら
を
同
時
に

た
す
ツ

ル
は

に
あ
る

私
達
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
に
と

て

因
縁
深
い
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
だ

お
そ
ら
く
ヴ

サ
ゴ
は
ア
ミ

ス
フ

ア
で
電

空
間
に
フ
ル

ダ
イ
ブ
し
あ
の
機
体
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
送
ら
れ
て
く
る
３

０

全
体
の
空
間
内
で
ア
バ

タ

を
動
か
す
要

で
無
人
機
を

作
し
て
い
た
に
違
い
な
い

戦
闘
に
限

す
る
な
ら
必
要

な
五
感
は

覚
と

覚
の
二
つ
だ
け
で

そ
れ
ら
は
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

で

た
し
て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

い
て

の
存
在
か
ら

技
術
と
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
の

換
性
に
つ

い
て
和
人
と

⻑
は

く
議
論
を
交
わ
し
て
い
た
が

こ
れ
が
そ
の

型

と
な
る
の
だ
ろ
う

 
ど
う
や

て

動
し
た
の
か
だ
け
は
未
だ
未
知
数
だ
が

 

少
年
が

ん

と
手
を

く

 
無
人

と
い
う
非
常
識
的
な
存
在
を
す
ぐ
に
は

け
入
れ
ら
れ
ず

惑
す
る
面

が
意
識

を
引
き

さ
れ
た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

桐

谷
和
人

様

コ
レ
が
無
人
機
だ
と
知

て
い
た
の
か

 
ま
さ
か
と
思
う
が

様

が
手
引
き
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
な
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キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

桐

谷
和
人
だ

ア
レ
が
無
人
機
と
知

た
の
は

発
し
た
後
血
や

い
が
無
か

た
か
ら

だ

そ
れ
と

が
手
引
き
し
た

だ
と

 

も

み

み

え
・死
・な
・な
・い

ゲ

ム

で
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

・死
・に
・得
・る

状
況
に
命

け
で
助
け
た

間
を

き

む
も
の
か

 
苛
立
た
し

に

根
を
寄
せ

銀
髪
の
ド
イ
ツ
人
・
ラ
ウ
ラ
を

み
付
け
る

 

し
い
事
も
あ
る
も
の
だ

 
感
情
的
に
な
る
事
は
決
し
て
多
く
な
い
彼
が
自
分
を
怒
鳴

た
さ

き
に

き
ま
た

わ

に
し
た

演
技
で
は
な
く
本
心
か
ら
と
分
か

た
の
は

ビ

タ

時
代
の
演
技
を
見

け

て
き
た

物
だ

 
そ
れ

ど

今
の
発

は
彼
の

に

た
ら
し
い

 
無
理
も
な
い

守
る
と
誓

た
人
を
あ
わ
や
喪
い
か
け
て
禁
じ
手
を

め
た
全
力
を
出
す

程
に
彼
は
本
気
で
打
ち

ん
で
い
た
の
に

そ
れ
を
マ

チ
ポ
ン
プ
と

わ
れ
た
よ
う
な
も
の

本
気
だ

た
か
ら
こ
そ

そ
の
苛
立
ち
は
と
て
も
強
い
も
の
に
な
り
得
る

 
そ
の
苛
立
ち
を
見
て
予
想
が
違
う
の
で
は
と

者
達
も

え
を

め
る
様
子
が
見
え
始
め

る

そ
れ
で
も
完
全

定
し
切
れ
な
い
の
は

対

し
た
人
物
の
少
年
が
あ
ま
り
に
イ
レ
ギ

ラ

で

型

り
の
思

が

し
な
い
か
ら
だ
ろ
う
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そ
の
光

に

和
人
が
重
く
息
を

い
た

 

線
が
集
ま
る

ど
う
あ
れ
そ
う
い
う
事
は
上
の

い
人
間
が
や
る

今
は

し
て
身
の
安
全
を
確
保
す
る

方
が
先
決
じ

な
い
か

 
そ
れ
は
正
論
だ

た

だ

だ
け
ど

あ
ん
た
が

じ

な
い
と
も
限
ら
な
い
し

 

正
論
で
あ
る
が
故
に

人
の
反
感
も

い
や
す
い

そ

そ
れ
に

ク
ロ
ニ
ク
ル
さ
ん
は
ど
こ
に
行

た
の

 
監

の
人
と
別
行
動
し
て
る

時
点
で

し
い
よ

そ
の
武
器
だ

て

日
本
刀
な
ん
て

こ
の

時
間
の
間
に
ど
こ
か
ら
持

て
き
た
の

ホ
ン
ト
は
復
讐
の
た
め
に
動
い
て
る
ん
じ

 
疑
心
暗
⻤
が
生
ま
れ
て
い
た

自
分
の
安
全
を
守
り
た
い

が
だ
れ
か
ハ

キ
リ
さ
せ
た
い

そ
う
い

た
不
安
の

か
ら
生
ま
れ
た
疑
心
が

少
年
に
向
け
ら
れ
る

 

こ
れ
が

和
人
君
の

 
彼
が
生
き
る
に
あ
た

て
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
可

の

悪
意
あ
る
風

悪
意
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な
き
疑
心
の
光

平
穏
な
生
を
得
る
た
め
に
戦

て
い
る
彼
が
直
面
し
て
い
る
理
不

な
現

実 
生
き
る
た
め
に
他
者
を
助
け
て
い
る
の
に
助
け
た
人
か
ら
疑
心
と

意
を
向
け
ら
れ
る
報
わ

れ
な
い
実

 
現
実
の

た
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
あ

た
事

 
彼
は

そ
の
根
幹
す
ら
もつ

ま
びら

か
に
晒
さ
れ

そ
の
尊
い

を
広
く
知
ら
し
め
た
と
い
う
の

に

風

一
つ
で

さ
れ
て
し
ま
う
の
か

 
い

た
い
ど
う
し
て

そ
ん
な
に
も
彼
を
悪
者
に
し
た
い
の
か

分
か
ら
な
か

た

 
ま
だ
こ
ん
な
に
も

く
て

だ
れ
よ
り
も
傷
付
い
て
い
る
と
い
う
の
に

ま
だ
彼
を

傷
付
け
足
り
な
い
の
か

わ
か

た

も
う
い
い

 

い
声
が

を
打

た

の
事
が
信

出
来
な
い
な
ら
そ
こ
の
ド
イ
ツ
代
表
候
補
た
る
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ

の
後
を
付
い
て
い
け
ば
い
い

れ

き
と
し
た
国
家
に
帰
属
し
て
い
る
人
間
だ

そ
れ
な
ら
信

出
来
る
だ
ろ
う
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そ
れ
は

ま

 
そ
れ
な
ら

と

く
者
多
数

和
人
君
だ

て

後
ろ
盾

あ
る
の
に

 
ま
だ
表
立

て

表
は
さ
れ
て
い
な
い
が
彼
の
身
の
上
は
世
界
中
に
広
ま

て
お
り
身

も
更
識
家

学
園
で

け
ら
れ

プ
ラ
イ
ベ

ト
も

め
て

把
握
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
だ

そ
の
監

の
目
を
掻
い
潜

て
ど
う
裏
組

と

絡
を
取
る
と
い
う
の
か

 
少
し

か
く

べ
れ
ば

そ
れ
く
ら
い
は
す
ぐ
わ
か
る
事
で
し
か
な
い

 
そ
れ
も
し
な
い
で
数
に
頼

て
一
方
的
に

手
を
責
め
る
の
は

だ
と
思

た

彼
は

実

に

正
直
に
対
応
し
て
い
た
の
に

 
不

は
大
き
か

た
が
ラ
ウ
ラ
が
少
女
達
を

い
て
シ

ル
タ

ま
で
動
き
出
し
て
私
も

動
か
ざ
る
を
得
な
く
な

た

流

に
こ
れ
に
ま
で

れ
る
と
和
人
に
掛
け
る
迷
惑
が
多
く
な

り
過
ぎ
る

 
し
か
し

離
れ
る
前
に

て
お
き
た
い
こ
と
が
あ

た

 
動
き
始
め
た
集

か
ら

線
を
外
し
少
年
を
見
下
ろ
す

線
に
気
付
い
て
彼
も
見
返
し
て

き
た
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・眼
・が
・い
・

・

・い
・に
・開
・か
・れ
・る

 
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う

と
疑
問
が
浮
か
ん
だ

和
人
く

き

 
名
前
を
呼
ぶ
最
中

横
に
引
き
倒
さ
れ
た

も
ち
を
つ
く

 

一

れ
て

木
霊
す
る

 
ば
し

と

い

が
し
た

 

た
た

と

に

体
が
掛
か
る

な

な
に

が

 

を
開
け
て

を
上

る

そ
こ
に
は
さ

き
の

き
直
し
の
よ
う
に
少
年
が
立

て
い

た

こ
ち
ら
を
見
下
ろ
し
て

ん
の

か
に

を

り
上

て
い
る

 

イ

な
予
感
が
し
た

 
そ
の

の

か
ら

い

が

れ
て
い
る

下
か
ら

ち
る

も

や
は
り

い

 
そ
う
し
て

ち
る

を
目
で
追

て

気
付
く

気
付
い
て
し
ま

た

 
彼
の

部
か
ら
ボ
タ
ボ
タ
と
血
が
流
れ
て
い
る

流
れ
て
い
る
そ
こ
は
穴
が
開
い
て
い
て

向
こ
う

の
空
が
見
え
て
し
ま

て
い
る
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れ
な
い

い
が

を
突
く

あ

か

か
ず

か
ず
と

く
ん

 
外
行
き
の

に
私
の

に
掛
か

た

体
は
彼
の
血
だ

た

さ

き
ま
で
私
が

た
場

を

て
撃
ち

ま
れ
た
弾

か
ら
私
を

た
の
だ

 
⻭
の
根
が
合
わ
な
い

 
動

が

し
く
な
る

の
す
ぐ
横
で
鳴

て
い
る
と
思
う
く
ら
い

動
が

こ
え
て
い
る

 

人
の
私
が
見
て
も
わ
か
る
く
ら
い
そ
の
傷
は

命
的
だ

た

シ

ク
死
失
血
死
が

に
あ
り
得
る
く
ら
い
の
重
傷
だ
と
直
感
で
分
か

て
し
ま

た

 

確
か
に
自
分
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
事
が
彼
が
全
力
を
出
す

実
に
な
れ
ば
と
思

た

 
で
も
で
も

そ
れ
は
あ
く
ま
で
私
の

え
に
過
ぎ
な
い

彼
を
死
な
せ
な
い
た
め
と
い

う
思

が
前

に
あ

た

彼
は
違
う

彼
は

み
ん
な

が
死
ぬ
く
ら
い
な
ら

自
分
の
身

を

に
す
る
事
も
よ
し
と
す
る
人
だ

た

 
こ
れ
は
そ
の
齟
齬
が
生
み
出
し
た

だ

 
私
が

私
が

く

て
い
れ
ば

こ
ん
な
事
に
は

撃

し
か
も
明
日
奈
を

う
と
は

も
い
い
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安

の

み
で
私
の
無
事
を
認
め
た
彼
は

線
を
上
に
あ

た

私
の
背
後
の
空

力
な

く

私
も
振
り
返

て
天
を
振
り

ぐ

 
最
初
は

も
な
い
よ
う
に
見
え
た
が

滲
む
よ
う
に
一
つ
の
物
体
が

を
見
せ
た

 

そ
こ
に
は
異
形
が

た

 
や
や

身
な
全
身

の

だ

異
形
な
の
は
背
部
か
ら
見
え
る
も
の

八
本
あ
る
そ
れ
は

先

に

い
刃
を
備
え
た

の
よ
う
な
も
の
で
黒
と
⻩
色
の
ま
が
ま
が
し
い
配
色
は
ク
モ
を
思

わ
せ
た

と
い
う
よ
り
は

と
い
う
表
現
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い

 
八
本
あ
る

の
内

一
本
が
こ
ち
ら
に
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る

先

の
刃
が
先

れ

て

内
部
か
ら

が
見
え
て
い
た

ア
レ
で

撃
し
て
き
た
ら
し
い

 
そ
れ
も

私

を

チ

外
し
た
か

カ
ン
が
良
い

て

の
も

え
モ
ン
だ
な

オ
イ

ア
イ
ツ
を
ぶ

倒
せ

る

だ

 
彼
が
全
力
で

ん
で
も
届
か
な
い
だ
ろ
う
程

の
高

を
保

た
ま
ま

機
は
ス
ピ

カ

を

し
て
声
を
発
し
た

や
や
機

的
で
は
あ
る
が
変
声
機
の

は
付
い
て
い
な
い
ら
し
く
女

性
の
も
の
だ
と
分
か
る

ア
レ
が
有
人
か
無
人
か
ま
で
は
ま
だ
不
明
だ
が

で
あ
る
事
は
明
白
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だ

た
ア
レ
は

ア
メ
リ
カ
の
第
二
世
代
機
ア
ラ
ク
ネ

 

様

軍
で
は
な
い
の
か

 
そ
う

の
声
を
発
し
た
の
は
ラ
ウ
ラ
だ

た

彼
女
は
あ
の
機
体
が
ど
ん
な
も
の
か
知

て

い
る
ら
し
く

だ
か
ら
却

て

い
て
い
る
ら
し
い

 
ア
メ
リ
カ
と

え
ば

確
か
和
人
に
い
ち
ば
ん
に

り

み
を
し
て
い
た

グ
ロ

ジ

ン
・

デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ

を
は
じ
め

学
園
に
多
数

さ
れ
て
い
た
企
業
の
国

で
あ
る

そ
の
ア
メ
リ
カ
軍
機
が
襲
撃
し
て
い
る
と
な
れ
ば
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

行

と
取

ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
が

あ
あ

 
状
況
見
り

分
か
ん
だ
ろ

が
よ

ガ
キ
が

 
ラ
ウ
ラ
の
疑
問
を

く

き
下
ろ
し
た

が

を
動
か
し

を
そ
こ
か
し
こ
に

向
け
た

そ
の
先
に
は
い
ず
れ
も

し
よ
う
と
す
る
少
女
達
が
い
る

動
け
ば
撃
た
れ
る
と

思

た
か

も
か
れ
も
が
足
を
止
め

人
に
よ

て
は
へ
た
り

ん
で
し
ま

た

オ
イ

桐

谷
和
人

交

と
い
こ
う

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

で
そ
れ
を
確
認
し
た
の
か

を

定
し
た
ま
ま
の

機
が

突
に
交

を
持
ち
出
し
て
き
た
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な
ん
だ

テ
メ

に
は
ウ
チ
に
来
て
も
ら
う

か
な
け
れ
ば
こ
こ
に
い
る

中
全

を
殺
す

お
前
だ

け
は
生
け

り
だ

は

い
方
が
い
い

そ
の
ま
ま
だ
と
失
血
死
し
ち
ま
う
だ
ろ

か
ら

な

そ
う
い
う
の
は
交

じ

な
く
て

し

て

う
ん
だ
よ

 
や
や

れ
た
よ
う
に
苦

を
浮
か
べ
た
彼
は

く
り
目
を

じ
た

 

に
目
を
開
け
た
時
彼
は
離
れ
た
場

で

え

ん
で
い
る
生

達
を
見
た

に
私
を
見

る

そ
れ
か
ら
天
を

ぎ
見
て

 
深
く
⻑
い
息
を

い
た

そ
れ
は
ま
る
で

か
強
い
決
心
を
し
た
か
の
よ
う
な
風
情

和
人
君

ま
さ
か

 
ま
さ
か

私
達
を
助
け
る
た
め
に
そ
の
実
を
差
し
出
す
つ
も
り
か

 

そ
れ
は

そ
れ
は
ダ
メ
だ

 
そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
水
の

で
は
な
い
か

そ
ん
な
の
は

ダ
メ
だ

イ

だ

 
ま
る
で

子
の
よ
う
な
思

彼
が
し
た
だ
ろ
う
決
断
を

定
す
る
事
に

た
る
も
の
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が
あ

た
が

そ
れ
で
も

認
め
て
は
な
ら
な
い
と
思

た

  
だ
が

 
が
ん眼

・
じ

・
び

・
つ

・
し
ん身

・
い意

人
の

ろ六
こ
ん根

に
こ
う

・
あ
く悪

・
へ
い平

 

に
了
承
を
返
す
と
思
わ
れ
た
少
年
が

に
し
た
の
は
よ
く
分
か
ら
な
い

語
の
羅
列
だ

た

も

を

て
い
る

オ
イ

を

て
や
が
る

ま
た
お
の
お
の
にじ

うと
せ
ん

い一
せ世

三
十
六

悩

オ
イ

い
て
ん
の
か

 

の
女
性
は
え
ら
く

気
な
の
か

も
う
声
を

始
め
た

 
い
つ

が
火
を

い
て
も
お
か
し
く
な
い
剣
幕
に
人

に
さ
れ
て
い
る
少
女
達
か
ら
の

線
が
彼
に
突
き

さ
る

 
そ
の

線
を
無

し
て

彼
が
動
い
た

の
黒
刀
を
地
面
に
突
き
立
て
る

の
白
刀
は

に

ぐ
構
え
で

の
前
に
構
え
た

そ
の
前

を

手
で
が

し
り
と

み

を

と
す
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は
い
ま

大

を
構
え
た

ハ

数
に
は

る

離
も

る

だ
が

力
だ
け
は

こ

ち
が
上
だ

 
ど
う
見
て
も
明
ら
か
に
間
合
い
の
外
の

た
と
え
彼
が
す
さ
ま
じ
い

躍
力
を
発

し
て
も

高

二
十
メ

ト
ル
に
は
届
か
な
い

そ
れ
で
勝
負
な
ど

無
理
な
話

 
だ
か
ら

は
強
力
で
あ
り

絶
対
的
と

わ
れ
て
い
る

 
彼
は
今
そ
れ
に
真

向
か
ら

を

て
い
る
の
だ

火
器
が

し
て
か
ら
後
退
せ
ざ

る
を
得
な
か

た
刀
剣
を
以
て

現
代
兵
器
す
ら

わ
な
い

に

勝
負
を
仕
掛
け
て
い
る

 
人
の
命
が

か

て
い
る
事
だ

達
や

狂
で
は
な
い
と

私
は
よ
く
知

て
い
る

 
つ
ま
り

彼
は

つ
ま
り

テ
メ

は

の
話
に
は

ら
な
い

て
事
で
い
い
ん
だ
な

・

・た
・り
・前
・だ

そ
の
誘
い
に

れ
ば

が
求
め
る
未
来
が
無
く
な
る

だ
か
ら
お
前
は
邪
魔

だ

こ
こ
で
く
た
ば
れ

 
覇
気
を

た

強
い

定

 
私
は

そ
れ
が

ら
な
く

し
か

た



 尊ぶべき日常世界

そ
う
か
よ

お
前
は
も

と

い

ツ
か
と
思

て
た
が
な

勢
だ
け
じ

現
実
は
ど

う
に
も
な
ら
ね

こ
こ
は
ゲ

ム
じ

な
い
ん
だ

な
の
に
ど
う
や

て
こ
の

離
で
オ
レ

を
ぶ

ば
す

て
ん
だ

 

れ
た
よ
う
に

の
女
性
が

う

 
そ
れ
は

然
の
疑
問

然
の
対
応

 
だ
け
ど

人
の
命
を

け
て
ハ

タ
リ
な
ん
て
し
な
い
彼
な
ら

も
し
か
す
れ
ば

  

ぶ
斬
撃
を
見
た
こ
と
あ
る
か

  
横

で

彼
が
不

に

た
事
が
分
か

た

一
刀
流オ

イ

テ
メ

ま
さ
か

 
事
こ
こ
に
至
り

ま
さ
か
と

も
思

た
ら
し
い

声

か
ら
焦
り
不
安
を
滲
ま
せ

を
す
べ
て
こ
ち
ら
に
向
け
た

直
後
マ
ズ
ル
フ
ラ

シ

が
発
生
が

き
る
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さ
ん
じ

う
ろ
く

三
十
六

ポ
ン
ド悩
う

  
直
後

つ
か
の
出
来
事
が
立
て

け
に

こ

た

 
私
と
彼
を

け
る
よ
う
に

の
地
面
が
小
さ
く

発
し
た

が

ま

て
い
た
こ
と
か

ら

機
が
発

し
た

弾
だ
と

す
る

 

け
て

空
し
た
ま
ま
だ

た

機
が

の
一
部
を
空
中
で
分
離
さ
せ
背
部
の
ス
ラ
ス

タ

か
ら

を
上

な
が
ら

み
回
転
で
ぶ

ん
で
い

た

ア
レ
は
一
撃
撃

な
い

し

命
的
損
傷
を

け
た
ぶ

び
方
だ

シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

は
残

て
い
る
だ
ろ
う
が

ス
ラ
ス
タ

な
ど

備
の
方
が
ダ
メ
に
な

て
い
る
気
が
す
る

こ
え
て
る
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が

み
入
る
よ

確
か
に
現
実
は

勢
だ
け

じ

ど
う
に
も
な
ら
な
い

 

機
が

ち
た
方
を
見
な
が
ら

彼
が
静
か
に

う

だ
が
そ
れ
は
あ
の
世
界
も
同
じ
だ

た

同
じ
地
獄
だ

た
ん
だ

他
人
の
い
い
よ
う
に
さ

れ

け
る

ど

は
も
う

弱
く
な
い

テ
メ

エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
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強
い
気

を

め
た

葉
で

め

ら
れ
た
直
後

が
怒

を
上

て
復
帰
し
た

殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す

 
め
く
さ
り
や
が
て
こ
の
ク
ガ
キ
が

 
背
部
か
ら
八
本
の

を
展
開
し
残

た
ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
し
て
突
進
し
て
き
た

そ

れ
に
応
じ
る
よ
う
に
彼
も
黒
刀
を

き

二
刀
と
な

て

離
を

め
る

 

い
の

離
が
近
づ
い
た
時

が

横
無

に
振
る
わ
れ
た

先

の
刃
が
フ
ク
ザ
ツ

な

道
を

く

 
彼
は
二
刀
を
以
て

き

金
属
の

を

か
ら

へ
と
輪
切
り
に
し
て
い

た

な

ン
だ
よ

こ
れ
は

火
器
は
壊
し
た

 
全

全
力
で

ろ

 
全
て
の

を
あ
る
程

破
壊
し
た
と
こ
ろ
で

彼
が

ん
だ

ア
ラ
ク
ネ

の
強
み
は
背
部
の

そ
れ
に
リ

ス
を

く
分

パ
ス
ス
ロ

ト

に
突

め
る
容

は

無
だ

て
め

ま
さ
か

最
初
か
ら
コ
レ
を

て
や
が

た
な

今
更
気
付
い
た
と
こ
ろ
で

い

 

と
動
揺
で

の
動
き
が

た
と
こ
ろ
を
突
き
背
後
を

く
取

た
彼
は
ス
ラ
ス
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タ

を
斬
り

破
壊
し
た

 
・血
・を
・零
・し
・な
・が
・ら

彼
は
会
心
の

み
を
浮
か
べ
た

ハ

ハ

ハ

 
ク
ロ
エ
が

て
く
る
ま
で
の
間

存
分
に

の
時
間

ぎ
に
付
き
合

て
も
ら
う
ぞ

ク

が

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
背
後
か
ら
少
年
の
誇
ら
し

な
声
と
女
性
の
怒
り
の
怒

が

こ
え
て
く
る

ガ
シ

ン

ガ
シ

ン
と

の

部

の
足

に

れ

ア
ラ
ク
ネ
の

と
彼
の
二
刀
が
衝
突
し
た
の
だ

ろ
う
金
属

も

い
て
い
た

 
そ
れ
を
背
に

け
な
が
ら

私
は

た
す
ら
他
の
面

と

り

シ

ル
タ

に
向
か

た

 
今
は
と
に
か
く
あ
の
場
を
離
れ

そ
し
て
助
け
を
呼
ぶ
事
が
最
善
だ
と
信
じ
て

 

そ
う
信
じ
る
し
か
な
か

た

  
現
実
の
私

明
日
奈
は

無
力
だ
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・
ア
ラ
ク
ネ

 
第
二
世
代
機

 
ア
メ
リ
カ
製

背
部
か
ら
八
本
の

を
展
開
し
多
重
攻
撃
で
仕
掛
け
る
手
数
勝
負
の
機

体

黒
と
⻩
色
の
カ
ラ

リ
ン
グ

他
に

備
が
あ
り

の
先

は
実
弾

撃
可
能
な

を
備
え
て
い
る

 
原
作
に

い
て
は
経

不
明
で

亡
国
機
業

に
強
奪
さ
れ
て
い
た
代
物

 
な
お

登
場
し
て
す
ぐ
自

離
脱
に
使
わ
れ

以

は
お

入
り
に
な

た

  
・
桐

谷
和
人

 
血
反

き
な
が
ら
も
高

い
し
て
い
る
主
人

 

労
と
失
血
で
テ
ン
シ

ン
が
お
か
し
く
な

て
い
る
が

は

え

て
お
り
手
負
い

な
が
ら

と
真

向
か
ら

に
や
り
合

て
い
る
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ち
な
み
に
最
後
の

写
で

と
衝
突
し
て
い
る
事
か
ら

手
に
し
て
い
る
二
刀
は

で
あ

り

黒
椿

の
も
の
で
な
い

黒
椿

の
だ
と

も
鳴
ら
さ
ず
物

を
分
解
す
る

事
が
判
明

し
て
い
る

 
つ
ま
り

の
斬
鉄
は

で
あ
る

 
二

力
斬
を
使
え
る

力
で
力
技
で
斬
撃
を

ば
し
た

い
ず
れ
は
斬
鉄
剣
の
使
い
手
や

ル
ジ

み
た
く
ビ
ル
斬
り
も
出
来
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
対
空

悩

 
対
地

  
・
結
城
明
日
奈

 
無
力
ヒ
ロ
イ
ン

 
大
企
業

⻑
の

な
の
で
ス
テ

タ
ス
は
か
な
り
高
い
の
だ
が
ヒ
ロ
イ
ン
勢
が
求
め
て
る

の
が
殺

な
戦
力
な
の
で
意
味
が
な
い

 
で
も
和
人
は
平
穏
な
生
活
を
求
め
て
い
る

 
そ
の
平
穏
な
未
来
を
得
よ
う
と
戦

て
い
る
和
人
の
手
助
け
を
で
き
な
く
て
苦
し
ん
で
い
る
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大
な
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る

悦

 
そ
ろ
そ
ろ
心
が

み
そ
う

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ

 
ド
イ
ツ
代
表
候
補
生

 
代
表
候
補
生
と
い
う

書
だ
け
で
実
績
持
ち
の
和
人
よ
り
信
頼
を
得
た

後
ろ
盾
と
か
身
分

が
は

き
り
し
て
い
る
か
ら

と
い
う
よ
り
は
先
入
観
や
不
安
で
の
正
常
な
判
断
能
力
の
欠

が
正
し
い

 
話
に

り

ん
で
く
る
ま
で

い

た
い

を
思

て
和
人
を
見
て
い
た
の
か
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覚
悟
 

想
い
を
力
に
変
え
て

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

点

ク
ロ
エ

シ
ノ
ン

ラ
ウ
ラ

 

数

約
一
万

 
本
作
の
国
家
代
表
は
少

専

機
持
ち
代
表
候
補
は
中

の
地

で
す
が
現
在
ラ
ウ

ラ
は
大

原
作
は
少

で
す

ラ
ウ
ラ
に
限

て
は
正
式
な
軍
属
と
し
て
の

を
与
え
ら

れ
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
特

部
隊
シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
ハ

ゼ
は
正
式
な
ド
イ
ツ
軍

部
隊
の
一
つ

 
色

ゴ
チ

ゴ
チ

し
て
き
た
ん
で

に
戦
国
無

風
の
戦
況
報

を
ば

  
・
戦
況

学
園
北
・
モ
ノ
レ

ル

り
場

国

備
 
対
 

学
園

・

物

束
 
対
 

者
男
性

束
勝

・

動
可
能
に
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学
園

・
部
活

無
し

学
園
・

シ

ル
タ

ク
ロ
エ

国

者
来

客
護
衛
対

中

学
園
中

部
螺
旋

・

第
一
ア
リ

ナ
内
部

楯
無
 
対
 

使
い

抗

第
一
ア
リ

ナ
外
部

和
人

護
衛
対

対
 
ア
ラ
ク
ネ

和
人

死
・

勢

第
二
ア
リ

ナ

無
し

第
三
ア
リ

ナ

千
冬
 
対
 
千
冬
似
の
少
女

未
戦
闘

 
脱

者

無
人
機
ゴ

レ
ム

ヴ

サ
ゴ

男
性

 
生
身
で

を

無
傷
で
下
し

死
な
が
ら
も
戦
闘

行
中
の
和
人
の
生
命
力
と
戦
績
が

一
つ

び

け
て
る

  
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
六
月
二
十
二
日

日

日

後
十
二
時
二
十
分

 

学
園

地
下

シ

ル
タ

  

を

し
な
が
ら
人
工

を

下
し
始
め
て
十
分
近
く
が
経
過
し
て
よ
う
や
く
知
ら
さ

れ
て
い
た
地
下
シ

ル
タ

の
入
り

を
発
見
し
誘
導
し
て
い
た
来

客
や
そ
の
護
衛
達
を
収

容
し
た
後

私
はあ

る
じ主

に
し
て

代
わ
り
の
人
物
・

ノ
之
束
か
ら
一
報
を

け
た

 

く

の
ジ

ミ
ン
グ
発
生
器
を
破
壊
し
た

と

 
要
は

を

動
出
来
る
よ
う
に
な

た
と
の

絡

あ
の
女
性
の
事
だ
か
ら
動
い
て
い
る
と

は
思

て
い
た
が

格
な
対
応
で
流

だ
と
思

た

 
そ
の
後

が
使
え
る
よ
う
に
な

た
事
を

客
の
護
衛

国
の
代
表
代
表
候
補

に
伝
達
し

や

と
護
衛
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な

た
と
判
断
し
た
私
は

国

会
の
⻑
た
る
束
の
指
示
の
下
事

解
決
に

た
る
事
に
な

た

こ
の
場
合
の
事

解
決

は
和
人
救
出
の
事
で
あ
り

わ
ば
方

に
近
い

無
論
裏
の
事
情
な
ど
知
ら
な
い
他
国
の
者
達

が
そ
う
と
気
付
く
事
は
無
か

た
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違
和
感
を
覚
え
た
の
は

そ
の
時
だ

 

国
の
護
衛
達
に
伝
達
し
た
時
に

覚
え
の
あ
る

が
数
人

な
か

た

 
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ

完
成
形
た
る
少
女
と
結
城
兄
妹
が

な
い

結
城

三
・

子

は
二
三
年
の
見
学

に
向
か

て
い
た
か
ら

な
い
の
は
知

て
い
た

し
か
し
あ
の
三
人
は

誘
導
時
に
は

た

と
記

し
て
い
る

な
の
に
な

な
い
の
か

 
ど
こ
か
に
取
り
残
さ
れ
た
か

 
あ
る
い
は

を
使
え
る

方
に
ス
テ
ル
ス
迷

を
使

た

兵
が

て

誘

さ
れ
た
か

 
ラ
ウ
ラ
も
デ
ザ
イ
ン
ベ
ビ

に
し
て
生
ま
れ
つ
き
の
軍
人
と
は

え

生
身
で

を

手
に

出
来
る

で
は
な
い

そ
ん
な
デ
タ
ラ
メ
が
出
来
る
の
は
天
災
た
る
主
そ
の
親
友
た
る
世
界
最

強
そ
し
て
後
天
的
に
人
体

を

さ
れ
て
い
る
和
人
く
ら
い
な
も
の

伝
子

作
を
さ
れ

た
と
は

え

自
然
成
⻑
に
大
部
分
を

せ
て
い
る

ア
ド
ヴ

ン
ズ
ト

私
達

で
は
分
が
悪
い

だ
か
ら
こ
そ

先
天
的
な
主
た
ち
二
人
は

異
常

の

に
入
る
の
だ
が

 
と
も
あ
れ

来
た
道
を

ろ
う

 
ど
の
み
ち
和
人
を
救
出
し
に
向
か
う
の
だ

取
り
残
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
道
中
で
遭
遇
す
る

し
他
の

者
も
事

の
解
決
に

た
る
指
示
を
下
さ
れ
た
よ
う
な
の
で
結
果
的
に

か
は



 覚悟 〜想いを力に変えて〜

機
の
破
壊
に
動
く
は
ず

 

り
そ
う
に
な
る
気
持
ち
を
抑
え
い
の
一
番
に
シ

ル
タ

か
ら
出
撃

外
に
出
て
す
ぐ
主

に

意
さ
れ
た

黒
騎
士

を
展
開
し
て
ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
せ
る

 

だ
が

そ
の
進
軍
も
数

 
道
中
で

中
の
集

を
見
つ
け
た
か
ら
だ

た

そ
の
先

を
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ

完
成
形
た
る
少
女

後

ろ
を
一
年
生
が
二
十
人

ど

そ
し
て
最
後

に
結
城
兄
妹
が

て
い
る

ん
 
空
を

ん
で
い
る
こ
ち
ら
を

先

を

る
少
女
が

ぎ
見
た

 
眼

を
し
て
い
な
い

の
紅

が
私
を
認
め
る
と

を
使
え
る
よ
う
に
な

た
と
分
か

た
の
か

そ
の
体
を

黒
の
機
体

ド
イ
ツ
第
三
世
代

験
機

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・

レ

ゲ
ン

が

た

こ
ち
ら

ド
イ
ツ
特

部
隊

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
ハ

ゼ

属

ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ

ヴ

ヒ
大

応

願
う

 
直
後
オ

プ
ン
・
チ

ン
ネ
ル
で

信
が
入
る

無

す
る

に
も
い
か
ず

こ
こ
で
無
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す
る
と

機

い
さ
れ
か
ね
な
い
た
め

制
動
を
掛
け
て

空
を

持
す
る

国

会

属

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
で
す

な
ん
で
し

う

後
方
で
⺠
間
人
が

と
り
襲
撃
者
を
足
止
め
し
て
い
る
私
は
そ
の

護
に
向
か
う

⺠
間

人
の
護
衛
を
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い

え

ち

 

う
が

い
や
こ
ち
ら
の
返
事
を

か
ず
に
レ

ゲ
ン
は

び
立
ち
反
転
し
て

び
去

た

第
一
ア
リ

ナ
の
方
に
向
か

て
い
る
た
め

葉

り

護
に
向
か

た
の
だ
ろ
う

 

私

引
き

け
る
と
も

て
な
い
ん
で
す
が

 

か
に
焦

て
い
る
の
だ
ろ
う

あ
ま
り
に
性

な
そ
の
行
動
は
と
て
も

め
ら
れ
た
も
の

で
は
な
い

の

信
で
あ
る
オ

プ
ン
・
チ

ン
ネ
ル
や

プ
ラ
イ
ベ

ト
・
チ

ン
ネ
ル

個
人
間
秘
匿

信
は
思

で
生
じ

た

波
を

に

声
を
合
成
し

手
に
伝
え
る
過
程
を

ん
で
い
る
た
め
肉
声
で
は
な
い
の

だ

つ
ま
り
彼
女
が
誘
導
し
て
い
た

中
の
⺠
間
人
は
い
き
な
り
の
事
で
状
況
を

め
な
い
の

で
あ
る

 
自
分
た
ち
を
守
る
存
在
だ

た
代
表
候
補

者
が
い
き
な
り

び
立

て
不
安
と

惑
を

わ
に
足
を
止
め
た

者
達
が
そ
の
証
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じ
ね
ん

自
然

者
達
の
眼
は
こ
ち
ら
を
向
く

セ
ン
サ

越
し
に
見
え
る

に
安

が
見
え
る
の

は
私
が

誘
導

と
し
て

教

か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
か
た
だ
無

件
に
味
方

と
信
じ

ん
だ
か
ら
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
放

て
お
く

に
も
い
か
な
い

あ
の
中
に
は
和
人
に
と

て
大
切
な
存
在

足
り
得
る
人
物
も
い
る
の
だ

ど
う
か

無
事
で
い
て
く
だ
さ
い

 
不
安
は
残
る
が

護
を
し
に
行

た
の
な
ら
彼
は
き

と
無
事
だ
ろ
う
と
自
分
を

得
さ
せ

て

私
は

者
の
下
へ
と

り
立

た

 
 
 
 

リ

フ

気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
な
い
が
少
し

ち

け

焦

た
と
こ
ろ
で
私
達
に
出

来
る
事
は
無
い
ん
だ
ぞ

わ
れ
な
く
て
も
分
か

て
る
わ
よ

 
深
緑
色
の
⻑
髪
を

れ
さ
せ

色
の

を

う
サ
ク

の

め
る
声
に

く
グ
リ

ン

が
か

た
金
色
の
ポ
ニ

テ

ル
を
背
中
で
揺
ら
し
な
が
ら
リ

フ

が
応
じ
た

表
情
は

然

と
し
て
い
て

揺
れ
る
金
髪
も
不

不
機

を
表
す
か
の
よ
う
に
小

み
に
揺
れ
て
い
る
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そ
ん
な
彼
女
に
対
し

な
面
持
ち
の
ウ
ン
デ

ネ
・
ス
メ
ラ
ギ
が

を
組
み
な
が
ら

を
開
い
た

キ
リ
ト
の
対
応
力
は
か
な
り
の
も
の
だ

身
の
危
険
が

て
も

ツ
な
ら

切
に
対
応
す

る
だ
ろ
う

そ
れ
は

様
が
よ
く
知

て
い
る

だ
が

 
彼
の
先
見
の
明
を
イ

と
い
う

ど
知

て
い
る
⻘
年
の

葉
に
リ

フ

の
表
情
が

更

不
機

な
も
の
に
な

た

あ
の
子
が
自
分
だ
け
先
に

る
ビ
ジ

ン
が
浮
か
ば
な
い
ん
で
す
よ

 

い
声
で

そ
り
と

か
れ
た
そ
れ
に
あ

と

人
も
声
を
上

る

デ
ス
ゲ

ム
時

代
は
も
ち
ろ
ん

直
近
だ
と
女
権

襲
撃
事
件
の
時
も
彼
は
更
識

の
身

確
保
を

先
さ
せ

自
身
を
後
回
し
に
し
て
い
た

そ
れ
を
知

て
い
る
身
か
ら
す
れ
ば
彼
女
が

う
ビ
ジ

ン
は

明
に
浮
か
ん
で
し
ま
う

 
そ
し
て
そ
れ
は

お
そ
ら
く
彼
と
親
し
い

ど
に
克
明
に
浮
か
ぶ

 
サ
ク

や
ス
メ
ラ
ギ
は
彼
と
の
付
き
合
い
が

い

静
な
判
断
を
下
す

物

と
い
う
認

識
だ
け
な
ら

自
分
の
身
の
安
全
を

先
す
る
よ
う
動
く
と

え
る
の
も
無
理
は
な
か

た

 
だ
が

そ
れ
は
違
う
の
だ
と

こ
こ
一
年
の
付
き
合
い
で
私
は
理
解
し
て
い
る
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彼
が
自
己

精
神
の

で
あ
る
事
は
よ
く
思
い
知

て
い
る

外

部
で
身
代
わ
り
に

ち
た
事
実
は
私
を
打
ち
の
め
す
に
十
分
だ

た
し

桐

谷
和
人

と
い
う
少
年
に
対
す
る
イ

メ

ジ
は
そ
れ
で

ま

て
し
ま

て
い
る

義
姉
た
る
直
葉
に

さ
れ
こ
そ
す
れ
そ
の
根

幹
は
あ
ま
り
変
わ

て
な
い
の
だ

 
た
と
え
自
身
が
生
き
る
事
を

先
し
て
い
る
と
し
て
も

彼
は
他
者
を
見
捨
て
な
い

 

見
捨
て
ら
れ
な
い

自
身
に
殺
意
を
持
つ

手
す
ら
も
時
に
救
う
事
を
よ
し
と
す
る
の
が

彼
だ

全
体
の
事
情
を

み
て
見
限
る

つ
ま
り
殺
す
事
こ
そ
あ
れ
自
発
的
に
個
人
の
感

情
一
つ
で
見
捨
て
る
事
を
彼
は
ま
ず
し
な
い

出
来
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
全
力
で
打
ち

ん
で

そ
の
上
で
ダ
メ
な
ら
反

し

背
負
い

ん
だ
上
で

け
止
め
る

自
身
の
生
を
念

に

い
た
事
で
多
少
の
線
引
き
は
出
来
た
と

え
る

で
も
そ
れ
は
イ

コ

ル

自
分
か
わ
い
さ
に
他
人
を
見
限
る

に
な

た

で
は
な
い

 

事
に
も
全
力
で
打
ち

む
の
が

彼
な
の
だ

 
死
な
な
け
れ
ば
安
い
と
彼
な
ら
き

と
そ
う

う

そ
う
で
な
け
れ
ば
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ

イ
ン
事
変

の
時
も
四
日
四
晩
ダ
イ
ブ
し

け
る
無

は
し
な
か

た

 
大
け
が
を
し
て
死
に

す
る
と
し
て
も

死
な
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
な
ら
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他
者
が
少
し
で
も
生
き
る
可
能
性
を
見
出
し
た
な
ら

 
彼
は
そ
れ
に
全
力
で
打
ち

む
だ
ろ
う

 

彼
は

み
を

苦
し
み
を
知

て
い
る
人
だ

 

で
な
い
人
間
を
前
に

人
を
助
け
な
い

は
な
い

 
見
て
見
ぬ

り
な
ん
て
出
来
る
と
は
思
え
な
い

て
彼
自
身
が
そ
う
や

て
見
て
見
ぬ

り
を
さ
れ

助
け
て
も
ら
え
ず

見
捨
て
ら
れ
た
の
だ
か
ら

さ
ん

報

で
す

 
手
掛
か
り
が
見
つ
か
り
ま
し
た

 

と

に
光
を

て
出
現
し
な
が
ら

小
妖
精
・
ユ
イ
が
声
を
上

た

 
襲
撃
が
あ

て
か
ら

た
だ
祈
る
ば
か
り
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

 
中
継
テ
レ
ビ
を
Ａ
Ｌ
Ｏ

ア
ル
ン
の
リ

フ

で
見
て
い
た
私
達
は
襲
撃
に
よ
り
中

継
が
切
断
さ
れ
て
か
ら
す
ぐ
に
情
報
収
集
に

し
て
い
た

も
ち
ろ
ん
現
在
進
行
形
の
事

だ

か
ら
ど
こ
も

乱
し
て
い
る

そ
れ
で
も
な
に
か
手
掛
か
り
が
あ
れ
ば
と
躍

に
な

て
い
た

 
と
は
い
え

さ
ん
で
は

静
に
動
け
な
い
で
し

う

と
や
ん
わ
り
と

三
姉
弟
に

め
ら
れ
て

動
い
て
い
た
の
は
実

そ
の
三
人
だ
け
な
の
だ
が

 
そ
の
報

ち
を
し
て
い
て

ワ

ワ
し
て
い
た
と
い
う
事
だ
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し
か
し
今
事

は
進
展
し
た
ら
し
い

こ
こ
に
集
ま

て
い
る
面
子

リ

フ

ユ
ウ

キ

ラ
ン

サ
チ

シ
リ
カ

リ
ズ
ベ

ト

ア
ル
ゴ

フ

リ
ア

レ
イ
ン

レ
コ
ン

ス
メ

ラ
ギ

サ
ク

ア
リ
シ

・
ル

ケ
イ
タ

テ
ツ
オ

ダ

カ

サ
サ
マ
ル

そ
し
て
私

の

線
が

ユ
イ
と
追

て
現
れ
た
ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ
達
に
集
中
す
る

 
三
人
は

葉
の
代
わ
り
に
そ
れ
ぞ
れ
が
メ
ニ

を

作
し
合

四

の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
を

に

し
出
し
た

 
そ
の
い
ず
れ
も
が
動

う
ち
三

は

学
園
の
一
年

二
年

三
年
の

合
風

を

す
べ
く
動

投
稿
サ
イ
ト
の

式
ニ

ス
ア
カ
ウ
ン
ト
が
ラ
イ
ブ
配
信
中
の
も
の
だ

た

二

年
の
ア
リ

ナ
は
静
か
な
も
の
だ
が
一
年
ア
リ

ナ
は
楯
無
と

使
い
の
襲
撃
者
が

抗
し
た

戦
い
を

り
広

て
お
り
反
面
三
年
ア
リ

ナ
で
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

に
よ
く
似
た

の
少
女
が
対
話
す
る
光

が

さ
れ
て
い
る

 
残
る
一

の
動

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
動

配
信
を

し
た
も
の
の
よ
う
だ

た

こ
れ
も
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
よ
う
で

だ
か
ら
か
手
ブ
レ
な
ど
の
振
動

が

し
い

ア
リ

ナ
三
つ
の
方
は
動

サ
イ
ト
か
ら

て
き
た
ニ

ス
ア
カ
ウ
ン
ト
の
も
の
で
す

最
後
の
一
つ
は

学
園
の
生

と
思
わ
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ラ
イ
ブ
配
信
動

で
す
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リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
も
の
と
し
て
は
い
い
か
な

て

ち
な
み
に
ア
タ
シ
が
見
つ

け
た
ん
だ
よ

他
は
事
件
中
で

乱
し
て
る
か
ら
か
有
力
な
情
報
は
見

た
ら
な
か

た

情
報

制
も
ま
だ

だ
と
思
う
か
ら

こ
れ
で
全
部
の
は
ず

 
三
姉
弟
が

け
て
そ
う

た

 
ち
な
み
に
セ
ブ
ン
の
チ

ン
ネ
ル
も
候
補
に

が

て
い
た
そ
う
だ
が
事

を
中
継
し
て
い

る

で
は
な
い
た
め

外
し
た
と
の
こ
と
だ

た

 

実

三
つ
の
動

を
見
た

の
反
応
は

正
に
十
人
十
色
と

え
た

 
第
三
ア
リ

ナ
で

み
合
い
つ
つ
対
話
を

け
て
い
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を

く
見
る
者
も
い

れ
ば
第
一
ア
リ

ナ
の

闘
を
ハ
ラ
ハ
ラ
と
見
守
る
者
い
ま
一
番
変
化
が
あ
り
そ
う
な
Ｓ
Ｎ

Ｓ
ラ
イ
ブ
配
信
に
期

を
寄
せ
る
者
も
い
る

 
私
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
動

に
集
中
し
て
い
た

 
程
な
く
事

が
動
く

動

を

て
い
る
の
だ
ろ
う
学
生
が
緑
髪
の
教

・

麻

に
救
出
さ
れ
そ
の
足
で

経
路
を

て
い
く
の
だ

と
も
す
れ
ば
和
人
が

し
て
い
る

と
こ
ろ
も

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期

が
あ

た
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揺
れ
る

面
が
廊
下
を

け
て
出
入
り

を

し
た

 

そ
こ
で

人

の
足
が
止
ま
る

 
理
由
は

疑
問
に
思
う
こ
と
も
な
い

ど
に
歴
然
と
し
て
い
た

 
ア
リ

ナ
を
出
て
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
黒
い

の
よ
う
な
物
体
が

に

断
さ
れ
る

形
で
残

に
な

て
い
た
か
ら
だ

そ
れ
が

だ
と
見
て
す
ぐ
に

せ
た

 
だ
が

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
い
い
加

ち
や
が
れ
ク

ガ
キ
が

 
や
や
反

し
た
女
の
怒
声

 
そ
れ
に
応
じ
る
小
さ
な
影
が
在

た

血

め
の
白
髪
を
な
び
か
せ
て
黒
と
白
一
対
の
日

本
刀
を
握

た
少
年
だ

黒
と
⻩
色
の
禍

し
い
色
合
い
の

を
前
に
一
歩
も
引
く
こ
と
な
く

立
ち
は
だ
か

て
い
る

 

思

た

り
だ

た

 
彼
は

桐

谷
和
人
は

や

り
先
に

て
い
な
か

た
の
だ

 
私
達
と

像
を

て
い
る

者
た
る
生

達
が
見
守
る
中
で

者
が

離
を

め
た

 
襲
撃
者
で
あ
る
全
身

み
た

が

い

鉄
の

を
振
り
下
ろ
す

対
す
る
少
年
は
二
刀
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を
平
行
に

べ

め
上
に
大
振
り
に
振
る

た

と
二
刀
が
真

向
か
ら
衝
突
し

二

刀
が

振
り
ぬ
か
れ
る

 
そ
の

⻑
線
上
に
あ

た
木
の

を

め
て

一
直
線
に
線
が

り

切
断
さ
れ
た

 

だ
け
で
は
な
い

衝
突
し
た

の

鉄
の

す
ら
も
斬
り

ば
さ
れ
て
い
た

な
 

然
と

か
が
声
を

ら
し
た

斬
鉄
に

ぶ
斬
撃

 
信
じ
ら
れ
な
い

と

い
た

な
声

で
リ

フ

が

う

チ

デ
タ
ラ
メ
過
ぎ
ん
だ
ろ

が

 
特

合
金
製
だ
ぞ

の

は

 
そ
れ

を
さ

き
か
ら
ト

フ
を
斬
る
み
て

に
ス
パ
ス
パ
と
よ

 

手
の

を
破
壊
さ
れ
た
事
に
動
揺
し
た
襲
撃
者
が

離
を
取
り
悪

を

く

か
ら

血
を
流
す
少
年
は
気
に
し
た
風
も
な
く
白
刀
を

に

い
だ

 

さ
れ
る
背
は

然
と
し
て
い
る

 
そ
の

が

快
気
に
揺
れ
た

気
が
し
た

生
憎
と

は

と
生
身
で
対
峙
す
る
事
を
前

に
生
き
て
い
る

な
ら
金
属
を
斬
れ
な
い
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と
話
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う

出
来
て
た
ま
る
か
ン
な
事

そ
れ
は

出
来
な
か

た
ら
今
日
死
ん
で
た
だ
ろ
う

の
セ
リ
フ
だ
よ

 
取
り
乱
し
た
風
も
な
く
気
負

た
風
で
も
な
く
た
だ
あ
る
が
ま
ま
を

る
よ
う
に
少
年

の

葉
は

か

た

 

い
か
ら
こ
そ

却

て
重
み
を
感
じ
る

 
そ
れ
を
感
じ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
生

達
も
足
を
止
め
一
様
に

者
の
欧

に
目

を
奪
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ

た

し
か
し
少
年
が

越
し
に
こ
ち
ら
を
見

め
る

と
も
あ
れ

も
こ
の
傷
だ

限
界
ま
で
体
を

使
し
て
も
そ
う
保
た
せ
そ
う
に
な
い

め

に

し
て
も
ら
え
る
と
有

い
な

 
少
し

肉

に

い
な
が
ら
少
年
の

線
が
下
が
る

か
ら
流
れ
る
血
の
原
因
を
見
た

の
だ
ろ
う

 
そ
こ
か
ら
は
今
も
だ
く
だ
く
と

い

体
が
流
れ
て
い
る

の
白
い

を
黒
い
ズ
ボ
ン

を
流
れ
緑
の

生
の
至
る
と
こ
ろ
に
血

し
ぶ
き

を

ら
し
て
い
た

大
近
い
穴
が
開
い
て
い
る

状

で
あ
れ
だ
け
動
け
ば
大

出
血
も

然
で
あ
る

い
つ
失
血
死
し
て
も
お
か
し
く
な
い
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見
た

だ
な
オ
イ

 
後
ろ
を
向
い
た
隙
を
突
く
よ
う
に

が

離
を

め
た

手
の

を
振
り
か
ぶ
る

 
少
年
が
正
面
を
向
く

同
時
に
彼
の

特
に
上

の

肉
が
異
常
な

ど
に

し

直
後
二
刀
を
振
る

た

真

向
か
ら
ま
た
衝
突
す
る

 
今

は
二
刀
を
振
り
ぬ
か
れ
て
い
な
い

だ
が
そ
れ
は

を
斬
り
裂
い
て
い
な
い
と
い
う
意

味
で
あ
り

り
合
い
に
負
け
た

で
は
な
か

た

勝
負
は
お
か
し
い
事
に

抗
し
て
い
る

全
力
で

ん

て
い
る
の
は
分
か
る
が

そ
も
そ
も
重
機
以
上
の
パ
ワ

を
誇
る

と
勝
負

が
成
り
立

て
い
る
時
点
で
人
間
業
で
は
な
い

 

の
穴
か
ら

血
が

き
出
た

 

と
生

達
の
間
か
ら

え
る
声
が
上
が
る

無
理
も
な
い

私
達
の
年

で
血
を
見
る

と
い

て
も

あ
そ
こ
ま
で
大

と
い
う
の
は
極
め
て

な

だ

お
ら

 
そ
の
出
血
が

と
な

た
か

間
を

か
ず

の

が

り

か
れ
た

二
刀
は
弾

か
れ

少
年
が
吹

ぶ

生

達
の

い
悲
鳴
が
上
が

た

 
カ
メ
ラ
が
ブ
レ
て

の
方
を

し
出
す



 覚悟 〜想いを力に変えて〜

 
和
人
は

に

き
付
け
ら
れ
て
い
た

白
の
カ
ン
バ
ス
に

い

の

を
ぶ

掛
け
た
よ
う
に

血
が
広
が

て
い
て

そ
れ
を
見
た
生

達
が
ま
た
小
さ
く
悲
鳴
を

ら
す

な
ら
な
い
な

ま

た
く

 

の
本
人
は
未
だ
戦
意
の

え
な
い

で
眼
前
の

を
見

え
て
い
た

 
と
は

え

に
体
は
限
界
を

え
て
い
る
よ
う
で

に
力
な
く

れ
掛
か

て
立

て
い
る

の
が
や

と
に
見
え
た

意
地
な
の
か
二
刀
は
ま
だ
握

た
ま
ま
だ
が
も
う

足
に
振
れ
る
と
も

思
え
な
い

 
そ
の
少
年
の

が

か
に

れ
た

 
方
向
は

彼
か
ら
見
て

の
空

カ
メ
ラ
が
そ
れ
に
追

す
る

 

空
に
は

が
二
つ

空
し
て
い
た

 
金
色
の
カ
ラ

リ
ン
グ
が
さ
れ
た

と

黒
を

と
し
た

打
鉄

の
よ
う
な

だ

そ

れ
ぞ
れ
第
一
ア
リ

ナ
で
楯
無
と
第
三
ア
リ

ナ
で
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
対
峙
し
て
い
た
襲
撃

者
で
あ
る

 
ア
リ

ナ
の
動

は

い
つ
の
間
に
か
も
ぬ
け
の

に
な

て
い
た

分
手
古

て
る
よ
う
ね

オ
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エ
ス

 
和
人
と
戦

て
い
た
襲
撃
者

オ

が
や
や
喜
色
を
表
し
て
金
色

の
事
を

エ
ス

と

呼
称
す
る

本
名
の
イ
ニ
シ

ル
か

あ
る
い
は
コ

ド
ネ

ム
の
イ
ニ
シ

ル
か

す
ま
ね

ま
さ
か

を
ぶ

た
斬
れ
る
と
は
思
わ
な
く
て
よ

コ
イ
ツ

き
で
や

べ

ぞ
オ

が
そ
こ
ま
で
し
て
や
ら
れ
る

て
事
は

そ
の
よ
う
ね

 
オ

の

い
分
に

ど
こ
か
同
情
的
な
色
を
滲
ま
せ
な
が
ら
エ
ス
が
応
じ
た

 
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
な
か

た

仮
想
世
界
で
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
ま
さ
か
現
実
世
界
で

く

を

り
越
し
て

斬
る

を
金
属

手
に
や

て
の
け
る
な
ど

事
前
に
想
定
し
て
お

く
レ
ベ
ル
で
は
な
い

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
が
し
た
事
が
あ
れ
ば
あ
る
い
は
と

慮
に
上
る
か

も
だ
が

現
時
点
で
彼
に
対
し
て

く
危
機
感
と
し
て
は

わ
れ
な
か

た
だ
ろ
う

が
さ
な
い
わ
よ

ス

コ砂
ルり

て

マ
ド
カ

 
そ
こ
で
空
か
ら
新
た
に

が
二
機
現
れ
る

海
神
の
淑
女

と

楯
無
と
千
冬

だ

た

そ
れ
ぞ
れ
が
対
峙
し
て
い
た

手
が

び
去

た
か
ら
そ
れ
を
追
い
か
け
て
き
た
よ
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う
だ

彼
女
ら
の
発

か
ら
推

す
る
に
ど
う
や
ら
エ
ス
が
ス
コ

ル
残
る
少
女
が
マ
ド
カ
と

い
う
名
前
ら
し
い

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

桐

谷
和
人

 
さ
ら
に
無
骨
な
黒
い
機
体
を

た
銀
髪
の
眼

少
女
が

け
つ
け
た

ク
ロ
エ
と
い
う
少

女
に
似
て
い
る
が
眼

や

の
色
更
に
は
以
前
見
た
機
体
と
形
状
が
違
う
か
ら
別
人
だ
ろ
う

 
彼
女
ら
が
現
れ
た
と
こ
ろ
で
マ
ド
カ
と
い
う
黒
い
打
鉄
を

う
少
女
が
二
人
の
前
に
立

ち
は
だ
か
る
よ
う

動
し
た

止
ま
り
な
さ
い

生

の
命
が

し
い
な
ら
ね

 
そ
し
て
ス
コ

ル
は

サ

リを
思
わ
せ
る

の
先
を
生

達
に
向
け
た

 

い
を
定
め
ら
れ
た
の
が

護
す
る
べ
き
者
達
と
知

て
楯
無
達
が

て

を
歪
め
そ

の
場
に

空
す
る

千
冬
は
遠

離
兵

を
持

て
お
ら
ず
楯
無
は
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
に

よ
る

発
を
使
え
る
が
ス
コ

ル
に
対
し

果
が
出
ず

抗
し
た
勝
負
に
な

て
い
た
か

ら
動
け
な
い
の
だ
ろ
う

眼

少
女
は
大

の
よ
う
な

が
見
え
る
が
ア
レ
か
ら

弾
が
発

さ
れ
る
よ
り
も
ス
コ

ル
が
行
動
す
る
方
が
速
そ
う
だ

 
そ
の
二
人
の
様
子
を
見
て

足

に

い
た
ス
コ

ル
が

い
て
和
人
に
目
を
向
け
る
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ま
さ
か
ヴ

を
こ
ん
な

時
間
で
し
か
も
あ
な
た
が
倒
す
と
は
全
く
の
想
定
外
だ

た
わ

桐

谷
和
人

そ
い
つ
は
ど
う
も

で

ア
ン
タ
も

交

と
い
う
名
の

か

え
え

そ
の
方
が

分
か
り
や
す
い
で
し

う

 
バ
イ
ザ

で

さ
れ
て
い
な
い

が

い

を

く

あ
な
た
が
私
達
の
下
に
来
れ
ば
私
達
は
速
や
か
に
身
を
引
く
わ

け
れ
ど
断
れ
ば

く
ま
で

学
園
に
い
る
あ
ら

る
人
を
殺
し
て
い
く

そ
の
子
達
の
命
を
生
か
す
も
殺
す
も
あ
な
た
の
決
断

第
と
い
う
事
よ

解
せ
な
い
な

ツ
も
そ
こ
の
オ

と
や
ら
も
そ
し
て
ア
ン
タ
も
こ
の
状
況
で
す

ら

を

故
引
き

こ
う
と
す
る

 

に
対
し
て
そ
こ
ま
で
価
値
を
見
出
し
て
い
る

あ
ら

あ
る

者
の
ス
カ
ウ
ト
は
世
の
常
よ

 
生
身
で

し
か
も
あ
の
対

前

の

武
器
も
な
し
に
圧
倒
な
ん
て

他
に
な
い
価
値
じ

な
い

そ
れ
は
い
ま
こ
の
場
で
知

た
価
値
だ
ろ
う

ツ
が
最
初
に

て
き
た
時
点
で
そ
れ
以

外
の

か
を
見
て
る

だ

そ
れ
は
い

た
い

ゴ
チ

ゴ
チ

て
ね

で
さ

さ
と
決
め
や
が
れ



 覚悟 〜想いを力に変えて〜

 
和
人
の
情
報
収
集
と
時
間

ぎ
が
オ

に
よ

て
切
り
上

ら
れ
る

こ
れ
以
上
は
危
険
と

判
断
し
た
ら
し
い
彼
の
表
情
が

か
に
歪
ん
だ

 

く
り
と

和
人
の
背
が

か
ら
離
れ
る

 
重
体
を

し
て
二
本
の
足
で
立

た
少
年
が
生

達
を
見
た

影
し
て
い
る

の

マ
イ
ク
が
彼
女
ら
の
不
安

な

を

う

い

い
や

死
に
た
く
な
い

お
ね
が
い

  

た
す
け
て

 

な
ら
な
い
な

ま

た
く

 
少
年
が
苦

を
滲
ま
せ

目
し
た

さ

き
も

に
し
て
い
た

葉
は

け
れ
ど
さ

き
よ
り
も

に
残
る

律
だ

た

 
少
年
が
上
空
の
ス
コ

ル
を
見
上

る

違
う
よ
ね

和
人
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か

い
こ願
え望

を
発
し
た
の
が
自
分
だ
と
気
付
く
の
に
数

の
時
を
要
し
た

 
彼
な
ら
他
者
の
命
を
救
う
た
め
に
自
分
を

に
す
る
事
も

わ
な
い

だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
三
つ

の

練
を

け
た
理
由
は
彼
が
守
る
と
誓

た
人
た
ち
を
救
う
た
め
だ

た

い
ま
あ
の
場
に

は
い
な
い
が

で
も

日
今
日
と
明
日
奈
が
学
園
に
行

て
い
る

自
身
が
断
れ
ば
明
日
奈
を
危
険
に
晒
す

と

え
た
な
ら

あ
る
い
は

え
は

ノ

だ

 

そ
の
危
惧
は

す
ぐ
に

定
さ
れ
た

 

と
分
か
り
や
す
い
く
ら
い
安

の
息
が
そ
こ
か
し
こ
か
ら

れ
る

現
場
に
い
る
生

達
は
希
望
を
私
達
は
安
心
の
息

未
だ
事

は
変
わ
ら
ず
で

に

命
傷
で
も
あ
る
が

 

き

返

せ

る

決
定
打
で
な
い
な
ら

希
望
を
持
て
る

テ
メ

状
況
分
か

て
ん
の
か

あ
あ
分
か

て
い
る
よ

が
応
じ
て
も
生

達
が
安
全
と
は
限
ら
な
い
事

加
え
て
明

確
に
世
界
全
体
に

成
す
と
い
う
事

そ
し
て

け
ば
最
後

が
望
む
未
来
が
叶
わ
な
く

な
る
事
も
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か
に

マ
ド
カ
と
呼
ば
れ
た
少
女
が
振
り
返

た

知
ら
な
い
よ
う
な
ら
い
ま
一

こ
こ
に

し
よ
う

 
そ
れ
に

し
た
風
も
な
く
彼
は

と

を

た

華

な
が
ら
し

か
り
鍛
え
ら
れ

て
い
る
と
分
か
る
肉
体
が
晒
さ
れ
る

血
に

れ
た

も

ま
た

は
た
だ

み
ん
な

と

せ
に
生
き
た
い

そ
の
た
め
に

剣
を

と

て

人
を
守

て

い
る

そ
れ
が

い
て
は
み
ん
な
を

を
生
か
す
術
に
な
る
か
ら
だ

そ
れ
だ
け

が

の
生
き
る
意
味
な
ん
だ

 

然
と

彼
は
天
を
振
り

ぐ

そ
れ
は
天
に

逆
す
る
が
如
き

ま
い

 
も
う
戦
え
る

ど
の
力
は
な
い

な
の
に

 

の
戦
力
を
前
に

持
ち

え
る
事
も
出
来
な
い

な
の
に

 
彼
の

葉
は

と
て
も
重
か

た

自
身
が

福
に
な
ら
な
く
て
も
い
い

そ
れ
が

の
ユ願
メ望

と

立
し
な
い
事
は

理
解
し
て
い
る

 

そ
れ
は

ホ
ロ
ウ
と
の
戦
い
で
彼
が

に
し
た

葉
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彼
な
り
の
覚
悟
の

れ

そ
れ

ど
重
く

え
て
い
る
と
い
う
認
識
の
証

あ
の
少
年
が

ど
ん
な
人
間
性
か
を

的
に
表
し
た
発

そ
れ
で
も

は
剣
を

る

大
恩
あ
る
人
達
が

す
べ
き

福
に
一
片
の
翳
り
も
見
せ
た

く
な
い
か
ら
だ

が
死
ぬ
事
も

が
生
き
る
た
め
に

み
ん
な

を
守
る
た
め
に

か
を

に
す
る

コ

ト

も

は
許
容
出
来
な
い

し
ち

い
け
な
い

そ
う

子

ね

 
彼
の
覚
悟
の
声
を

ス
コ

ル
は
哀
れ
み
で
応
え
た

 

間
髪
入
れ
ず

の
先
か
ら

の
弾
が
発

さ
れ
る

 
無

悲
に
現
実
を
教
え
る
か
の
よ
う
な
前
兆
の
無
い
攻
撃

殺
戮
の

が
カ
メ
ラ
に
生

達
に

る

水
の

が
形
成
さ
れ
る
も
全
て
一

で

発
す
る

ど
の

が

て
い
た

 
少
女
達
の
悲
鳴
が
木
霊
す
る

 
し
か
い面

が
真

に

 
 
 
 

 

も
う
間
に
合
わ
な
い

 
そ
う
判
断
す
る
し
か
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
の
攻
撃
だ

た

金
色
の

ゴ

ル
デ
ン
・
ド

ン

⻩
金
の
夜
明
け

か



 覚悟 〜想いを力に変えて〜

ら
放
た
れ
た

の

弾
ま
で
に
間
に

り

め
る
味
方
は
い
な
か

た
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

桐

谷
和
人
の

葉

に
意
識
を
取
ら
れ
た
隙
を
突
く
完

な
不
意
打
ち
だ

た

 
そ
う
と
理
解
し
た
直
後

私
は

え

む
生

を
・見
・捨
・て
・た

 
ど
れ
だ
け

ご
う
と
助
け
る
事
は
出
来
な
い

全
身
大
や
け
ど
で
生
き
残

て
い
れ
ば

の

で

確
実
に
あ
の
一
撃
で
少
年
も
ろ
と
も
絶
命
す
る
事
は
容

に
想
像
で
き
た

 
な
ら

・そ
・れ
・以
・上
・の
・

・

を
出
さ
な
い
よ
う
速
や
か
に

を
倒
す
方
に
集
中
し
た
方
が
合
理

的 

が
出
た
事
は
反

す
べ
き
点
だ
が
人

に
取
ら
れ
て
い
た
上
に
あ
の
少
年
が
そ
う
決

断
し
た
以
上
仕
方
の
な
い
事
だ

と
そ
う
結
論
を
出
し
た
私
は

を

う
レ

ル
カ
ノ
ン

の

を
ス
コ

ル
へ
向
け
た

  

が
消
え
た

 

な
に

 
そ
れ
は

の
声
だ

た
か

惑
に

ま
り
切

た
密
や
か
な
そ
れ
が
よ
く

る
程
に

り
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は
静
か
だ

た

 
空
気
を

く

も

え
広
が
る

火
の

も
人
を
焦
が
す

も

え
苦
し
む
絶

す

ら
も

こ
え
な
い

を
打
つ

は
た
だ
風
の
そ
よ
ぐ

と

十
人
も
の
息

い
だ
け
だ

 
そ
し
て

こ
え
た

  

本

は

墓
の
下
ま
で
持

て
行
く
つ
も
り
だ

た

  
少
年
の
声
だ

 

死
に

え
て
い
る
が
し
か
し

の

た
強
い
声
が
大
気
を

わ
せ
こ
の
場
に
集
う
数

十
人
へ
と
届
け
て
い
る

に
力
を

め
て
い
る

で
は
な
い
の
に
届
い
て
し
ま

て
い
る

 
い
や

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

が
あ
る
か
ら

届
く
の
は

然
だ

 
だ
が

に

意
識
に
残
る

そ
れ

は

い

た
い
な
ん
だ

  

ま
し
い
も
の
だ

コ
レ
の
せ
い
で
全
て
が
狂

た

コ
レ
だ
け
の
せ
い
で
ず

と
苦
し

め
ら
れ
て
き
た



 覚悟 〜想いを力に変えて〜

  

も
が

彼
に
目
を
向
け
る

 

白
髪
の
少
年
は

目
し
て
い
た

 

か
な
苦

を

え
て
い
る

か
ら

の

か
ら
血
を
流
し
て
い
な
が
ら
そ
の

ま
い

は
強
者
の
そ
れ
だ

  
そ
し
て
ま
た
コ
レ
の
せ
い
で
全
て
が
狂
う

を

わ
れ
る
か
こ
れ
か
ら

が
ど
う
な
る

か
も
分
か
ら
な
い

の
せ
い
で
近
し
い
人
間
が
ど
ん
な

を

る
か

え
た
だ
け
で

に
血

が
上
る

  
そ
し
て

 
そ
の
目
が

開
か
れ
た

 
黒
の
目

に
金
の

え
る

み
が
邪
悪
な
も
の
に
見
え
る
そ
の
眼
は
た
だ
ま

す
ぐ

に

天
と
地
に
在
る

を
見

え
る
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だ
け
ど

ま

助
け
を
求
め
る
声
を
無

す
る
よ
り
は

か
に
マ
シ
だ
ろ
う
な

  

と

 
少
年
が

み
を
深
く
し
た

 

れ
の
人

教

と

重
な

て
見
え
る

 
風
が

き
た

 
黒
と

白
と
⻘
の
光
が
発
生
す
る

発
生
源
は
あ
の
少
年

彼
の
晒
さ
れ
た

の
あ
た
り
か

ら

き
出
る
四
色
の

流
が
強
く
な
る
と

少
年
の

に
黒
い

体
が
現
れ
る

 
そ
れ
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

の
後
で

開
さ
れ
た

少
年
と
ホ
ロ
ウ
と
が
兄
を

前
に
決
別
し
た
時
の
戦
い
で
見
た
も
の
だ

た

あ
の
時
も

に
な

た
少
年
の

に
は
確
か

に
あ
の
黒
い

体
が
あ

た

今
ま
で
は
な
か

た
が

お
そ
ら
く
見
え
な
い
よ
う

色
の

テ

プ
か

か
で

し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
あ
の

体
を

私
た
ち
は
見
た
事
が
あ
る

 

者
で
あ
れ
ば
無
い
方
が
お
か
し
い

ア
レ
は
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様
ら
全

覚
悟
し
ろ

加

な
し
の

  

光
と
闇
が
収
束
す
る

 
学
生

ら
し
き
ズ
ボ
ン
か
ら
黒
の
ロ
ン
グ
コ

ト
に
切
り

わ
る

 

な
ど
か
ら
見
え
る

は
雪
の
如
き
白
さ
を
得
る

同
色
の
仮
面
が

を

う
中
見
え
る

黒
目
金

は

さ
を
感
じ
さ
せ
る

仮
面
の

は
獣
を
思
わ
せ
る

力
的
な
⻭
が
ズ
ラ
リ
と

ぶ
 
禍

し
い

だ

と
思

た

 

そ
う
思

を
終
え
た

間

少
年
は
金
の

の
眼
前
に
立

て
い
た

 
黒
い
刀
を
大
き
く
振
り
か
ぶ

て
い
る

刀
身
か
ら
は

黒
一
色
の

が
立
ち
上

て
い
た

  

全
力
だ
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闇
が

金

を

み

ん
だ

    

願
う
か

     
意
識
の
ど
こ
か
で

な
に
か
が
ざ
わ
め
い
た
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・
桐

谷
和
人

 
主
人

た
す
け
て
の
声
を
ど
う
あ

て
も
無

出
来
な
い

な
ト
ラ
ウ
マ
持
ち

打
て
る
手
が

あ
る
な
ら
自
分
が
死
な
な
い
程

ま
で
の

を
払

て
で
も
助
け
よ
う
と
全
力
を
出
す

 

い
て
は
そ
れ
が
名
声
や

価
に
繋
が
る
か
ら

と
助
け
な
か

た
場
合
の
事
も

え
て

行
動
し
て
い
る
が

 
打

よ
り
も
前
に

心
情
が
決
断
を
下
し
て
い
る
の
が

わ
か
り

 
和
人
は
必
ず
し
も
善
を

す
わ
け
で
は
な
い
必
要
で
あ
れ
ば
悪
も

す
偽
善
者
で
あ
る

そ

れ
で
救
わ
れ
る
人
が

る
の
な
ら
ど
れ
だ
け
傷
付
こ
う
と
も

足
す
る

 
死
な
な
け
れ
ば
安
い
の
だ

 

の
銘
は

や
ら
な
い
偽
善
よ
り
や
る
偽
善

 
ち
な
み
に

影
さ
れ
て
い
る
事
に
は
気
付
い
て
な
い

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
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か
つ
て

出
来
損
な
い

の

を

さ
れ
た
者

 
か
つ
て

世
界
最
強

に
救
わ
れ
た
者

 
自
身
を
救

た
強
者
に

そ
の
強
さ
に

か
れ

強
く

れ
た
者

 

ラ
ウ
ラ

が

れ
て
い
る
の
は

千
冬

で
は
な
い

れ
た
強
さ
を
持
つ
者

が

た
ま
た
ま

千
冬

だ

た
だ
け
の
事

そ
の

れ
を

定
さ
れ
た
く
な
い
が
た
め
に
強
く
力
を

定
す
る

 
力
を

定
す
る
た
め
に

無
力
を

定
す
る

 

自
分
が
無
力
な
人
間
を
見
捨
て

い
て
は
自
身
の
強
さ
を

定
す
る
矛
盾
に
気
付
か

な
い

 
そ
れ
で
も

れ
は
そ
こ
に
あ
る

 

れ
た
が
た
め
に
ラ
ウ
ラ
は

千
冬
を
目
指
し
て
い
る

強
さ
を
得
れ
ば
至
れ
る
と

信
じ
て
い
る

 

ラ
ウ
ラ

は
知
ら
な
い

 
同

の
力
を
得
て
も

心
ま
で
は
同
じ
に
な
ら
な
い
事
を

 

ラ
ウ
ラ

に
は

命
的
な
ま
で
に

人
間過

去

が
欠
如
し
て
い
る
事
を
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の
銘
は

力
は
正
義

無
力
は
罪

  
・
謎
の
声

汝

自
ら
の
変

を

よ
り
強
い
力
を
欲
す
る
か

 
想

い

を

力

に

れ
エ
ネ
ル
ギ

Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
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幕
間
之
物
語

黒
兎
編
 

理
解
カ
ラ
最
モ
遠
イ
感
情

   

の
た
め
に

強
さ力

を
求
め
る
か

  
そ
ん
な
お
話

   

な
ん
だ

こ
れ
は

 

な
ん
だ

ア
レ
は

 

ツ
は

い

た
い
な
ん
だ
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と

惑
が
思

を

す
る

絶
え
間
な
く
疑
問
が
浮
か
ん
で
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
な

く

し
て
い
く

 
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

桐

谷
和
人
が
黒

と
白
仮
面
の

に
変

し
て
か
ら

襲
撃
者
ら
し
い

⻩
金
の
夜
明
け

が

と
さ
れ
る
ま
で
一

足
ら
ず

期
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
す
ら

さ
れ
て
い
る
更
識
楯
無

を
し
て
勝
負
が
つ
か
な
か

た
と
思
わ
れ
る
リ

ダ

格
の
女
を
不
意
打
ち
と
は

え
一
撃
で

仕

め
る
そ
の

力
と

そ
も
そ
も
そ
の
不
意
打
ち
を
成

さ
せ
る
技

と
速
力
は

決
し
て

て
い
い
も
の
と
は
思
え
な
か

た

 
だ
か
ら
こ
そ

惑
す
る

 

は

女
に
し
か

え
な
い
欠

品
だ

 

兵
器

と
い
う

面
で
運

す
る
以
上

に
で
も

え
る

力
は
必

事

で
あ
り

そ
の
点
で
欠

を

え
る

は
決
し
て

れ
た
も
の
と
は

え
な
い

だ
が
そ
の
力
が
絶
大
な

も
の
で
あ
る
事
は
確
か
で
あ
る

 
故
に
こ
そ

そ
の
発

の
地
と

え
る
日
本
で
は
特
に
女
尊
男

風

が
流
行
し
た
と
い
う

そ
れ
に

ら
れ
た
男
達
女
も
少
な
く
な
く
そ
の
風

を

ん
じ
た
事
で
下
火
に
な

た
と

も

い
て
い
た

そ
の
裏
で

や
女
に
復
讐
す
る
べ
く

く
も

ま
し
い
非
人
道
的
な
実
験
が
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行
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
事
も

私
は
自
身
の
出
自
か
ら
な
ん
と
は
な
し
に
予
想
し
て
い
た

 
だ
が

そ
れ
ら
の
実
験
が
確
か
な
意
味
で
実
を
結
ん
で
い
る
と
は

え
て
い
な
か

た

 
男
性
も

を

え
る
よ
う
に
と

非
道
な
実
験
を
行

て
い
た

も
表

に
な
ら
な

い
よ
う
秘
密
裏
に

理
さ
れ
た
事
は

か
あ

た

そ
の
内
容
を
見
た
事
も
あ
る

 

の
コ
ア
を
直

人
体
に

め

む

 
そ
れ
は
ま
る
で

ヴ

ダ
ン
・
オ

ジ

越
界
の

の

を
思
わ
せ
る
発
想
だ

し
か
し

然
な
差
は
あ
る

に

め

ま
れ
る
の
は

技
術
を

い
て
作
ら
れ
た
人
体

に

整
さ
れ
た
ナ
ノ
マ
シ
ン
だ

が
コ
ア
の
方
は
人
体
へ
の

め

み
を
前

に
し
た
も
の
で
は
な
い

そ
れ
は

わ
ば
人
体

に
自
動
車
の
ガ

リ
ン
タ
ン
ク
を

め

む
よ
う
な
狂
気
の

の
発
想
だ

の

ス

メ

カ

な
ど
と
は
違
う
以
上

え
付
い
た
と
し
て
も
実
行
に

す
者
は
そ
う
は
い
な
い

逆

に

え
ば
実
行
に

し
た
な
ら
そ
れ
は

狂
気
の

だ

 

そ
の

狂
気

が
い
ま

目
の
前
に
い
る

 
あ
の

に

め

ま
れ
て
い
る
黒
い

体

 
間
違
い
な
く

ア
レ
は

の
機
体
に

ま
れ
る
コ
ア
そ
の
も
の

コ
ア
本
体
を

め

ま
れ

た
者
は

外
な
く
死
亡
し
た
と

い
て
い
た
か
ら
正
直
信
じ

い
が
生
身
の
人
間
が
空
を
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び
一

で

動
し
黒
色
の
光
線
を
放
つ
な
ど
出
来
る

が
な
い

そ
れ

の
道

と

う
の

も
無
理
が
あ
る

 
だ
か
ら
い
ま

あ
の
少
年
の

に
あ
る
黒
い

が
コ
ア
で

て
い
る
の
が

だ
と
結
論

付
け
た

 

理
由
は
他
に
も
あ
る

 
そ
れ
は
目
だ

の
色
は
黒
だ

た
と
い
う
の
に
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
は

に
金
に
と

の

色
を

そ
れ
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
変
え
て
い
る

の
果
て
に
白
目
の
部
分
を
黒
く

め

て
ま
で
い
た

 
黒
目
は
と
も
か
く

目
と
金
目
の
変
化
に

し
て
は
正
し
く
越
界
の

の
特
徴
そ
の

も
の

 
そ
し
て
疑
似
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

と

え
る

越
界
の

の

目
的
は

と
の

合

性
向
上
で
あ
る

つ
ま
り

を

う
者
で
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も

す
る
理
由
が
無
い

世
間

一

で
は

力

正
だ
と
か

方
面
の

と
し
て

え
ら
れ
て
い
る
が
そ
れ
は
あ
く
ま

で

れ

で
し
か
な
い

本
命
を
知
ら
れ
れ
ば
非
人
道
的
だ
と

さ
れ
禁
止
さ
れ
る
か

ら
だ

結

も
ら
し
い
理
由
で
禁
止
さ
れ
た
の
で
意
味
は
な
く
な

た
が
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女
子
で
あ
れ
ば
と
も
か
く

男
子
が
そ
れ
を
す
る
理
由
は

限
ら
れ
る

 
そ
し
て
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
の
場
合

時

そ
れ
を
さ
れ
た
の
か
も

 

な
ん
な
ん
だ

ツ
は

  

本

に

出
来
損
な
い

な
の
か

  
し

こ
く黒

と
そ
う
は
く

蒼
白
の

を
絡
ま
せ
な
が
ら

残
る
襲
撃
者
に
攻
め
か
か
る
剣
士
に
疑
問
を

ら
せ

る 
少
な
く
と
も
越
界
の

を

さ
れ
コ
ア
を

め

ま
れ
た
の
は

第
二
回
モ
ン
ド
・

グ
ロ

で
誘

さ
れ
て
か
ら
桐

谷
家
に

わ
れ
る
ま
で
の
間
し
か

え
ら
れ
な
い

つ
ま

り
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
と
い
う
事
に
な
る
が

あ
の
デ
ス
ゲ

ム
放

で
は
黒
目
黒
髪
だ

た
事
を

え
れ
ば

ツ
は
あ
の
目
に
は

合
し
て
い
た
と
い
う

え
が
出
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か

験
者

のこ
と
ご
とく

が
死
に
絶
え
て
い
た
コ
ア
の

め

み
に
も

合
し

生
き

い
て
い
る

 
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
は

と
ん
ど
の
人
間
が

え
ら
れ
ず

あ
る
い
は

合
し
な
か

た
コ

ト
を
最

二
つ
は

り
越
え
て
い
る

い
や
デ
ス
ゲ

ム
と
後
の
事
変
の
事
を

え
れ
ば
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も

と
多
い
だ
ろ
う

 
前

技
術者

は
肉
体
的
に

 
後

技
術者

は
精
神
的
に

 
オ

リ

ム

ラ

イ

チ

カ

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
と
い
う
人
間
を
出
来
損
な
い
と
い
う

組
か
ら
脱
却
さ
せ
あ
ま
つ
さ

え
他
と
隔
絶
す
る

に
ま
で

躍
的
に

し
上

て
い
る
の
で
は
な
い
か

 

ツ
が

私
よ
り
下

・だ
・

・た
だ
と

 
戦
い
の

だ
け
に
生
み
出
さ
れ
鍛
え
ら
れ
十
四
年
を
生
き
た
私
よ
り
も
一

の
生
ま
れ

な
が
ら
た

た
三
年
で
自
分
を
追
い
越
し
た

 
自
分
が

合
出
来
な
か

た
越
界
の

に

も

本
来
人
体
に

合
す
る

が
な
い
コ
ア
に
も

合
し
て

 
そ
ん
な

ツ
が

そ
ん
な

ツ
で
す
ら

出
来
損
な
い

 
戦
う
事
を
求
め
ら
れ
ず
安
穏
と
生
き
る
一

人
が
同

の
価
値
を
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い

う
の
か

  

そ
れ
で
は

わ

た

し

た

ち

伝
子
強
化

体
の
存
在
意
義
が
無
い
で
は
な
い
か
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生
ま
れ
な
が
ら
に

戦
う
事
だ
け
を
求
め
ら
れ
た

 
生
き
て
い
る
限
り

良

な
戦
果
だ
け
を
必
要
と
さ
れ
た

 

死
な
な
い
限
り

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 
そ
の
た
め
に
は

力

が
不
可
欠
だ

た

必

だ

た

そ
れ
を
得
る
た
め
な
ら
あ
ら

る
手

を

じ
己
を
高
め
な
け
れ
ば
生
き
る
事
す
ら
出
来
な
い
苦
境
に

わ

た

し

た

ち

伝
子
強
化

体
は

在

た

 
そ
れ
を
不

と
思

た
こ
と
は
な
い

 
他
者
を
見
て

ズ
ル
い
と

ん
だ
事
も

少
な
く
と
も
私
は

な
い

 
だ
が

く
な
か

た
と

え
ば

に
な
る

 
そ
ん
な
と
き
に
私
は
出
会

た
の
だ

 

福
と
も

希
望
と
も

救
い
と
も

え
る

な

き
に

最
近
の
成
績
は
振
る
わ
な
い
よ
う
だ
が

な
に

心
配
す
る
な

 
た

た
一

月

更
特
別
な

練
を
し
た

で
も
な
い
の
に
私
は
最

か
ら

点
へ
と

返
り
咲
け
た

そ
れ
は

れ
も
な
く
教

の

績
で
あ
り

私
に
と

て
の
大
恩
だ

 
そ
う
し
て
最
強
た
る
彼
女
に

か
れ
た
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故
に

私
は

教

に

れ
た

 
国

も

立
場
も
違
え
ど

者
と
い
う
点
は
同
じ
で
あ
る

一

者
と
し
て
最
強

た
る
彼
女
を
尊

し

れ
る
の
は
不
思
議
で
は
な
か

た

 
そ
の
中
で
も

私
は
直

彼
女
に
救
わ
れ
た

 
な
ら
ば
私
は
彼
女
に

教救
わわ

れ
てて
いい
なな
いい

者
よ
り

か
に

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
で

な
け
れ
ば

私
を
指
導
し
た
彼
女
の

に
泥
を
塗
る
事
に
な
る

そ
れ
は
私
自
身
が
許
せ
な
い

  
だ
が

い
ま
は

ど
う
だ

  
私
は
生

を
見
捨
て
た

も
う
間
に
合
わ
な
い
と
見
限

た

私
に
打
て
る
手
は
な
か

た

 
し
か
し

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
は
見
捨
て
な
か

た

め
な
か

た

男
が

を
使
え
る

と
い
う
事
実
で
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
に

そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
と
い
う
の
に

ツ
は
た
だ

な
い
人
間
を
助
け
る
た
め
だ
け
に
禁
じ
手
だ

た
だ
ろ
う

を
使

て
ま
で

襲
撃
者
を
撃
退
し
始
め
た

 
な

動
け
な
か

た



 尊ぶべき日常世界

 
人

を
取
ら
れ
て
い
た
か
ら
か

そ
れ
も
間
違

て
は
い
な
い
私
の
専

機
シ

ヴ

ル

ツ

ア
・
レ

ゲ
ン

に
は
非
物

の

を

ぐ
術
が
無
い

 
意
思
決
定
が
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
に
あ

た
か
ら
か

そ
れ
も
間
違

て
は
い
な
い

教

が
止

ま

て
い
た
か
ら

そ
れ
に
合
わ
せ
た
方
が
い
い
と
い
う
思

も
あ

た

 
で
も

実

は
ど
れ
も
違
う

力

が
無
か

た
か
ら
だ

 
現
状
を
打
破
す
る
力
が
あ
れ
ば
違

た
は
ず
だ

を

断
す
る
兵

が
一

で

離
を

め
る
ス
ピ

ド
一
撃
で

を

と
す
パ
ワ

が
あ
れ
ば
自
分
一
人
が
動
い
て
も
ど
う

に
か
な

た

だ

 
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
は

そ
れ
ら
を
持

て
い
る

 
だ
か
ら
動
け
た

 

重
な
る

 
ど
う
し
よ
う
も
な
く

れ
の
人
と
重
な
る

 
彼
女
に
は

力
が
あ

た

最
強
の

者
と
し
て
の
力
が
あ

た

だ
か
ら
私
を
救
え
た

 
そ
れ
と
同
じ
だ
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同
じ
な
の
だ

  
そ
れ
は
つ
ま
り
彼
女
に

教救
わわ

れ
たた

私
よ
り
彼
女
に

教救
わわ

れ
てて
いい
なな
いい

ツ
の
方
が
強
い
と

い
う
事

  

認
め
ら
れ
な
い

 
強
く

強
く
思

す
る

 
私
と
彼
女
の
間
に
血
縁

は
な
い

肉
親
で
あ
る

ツ
の
方
が
よ

ど
彼
女
に
近
い

に
い
る

だ
が

ツ
は
そ
の

を
自
ら

ん
じ

名
を

そ
う
と
し
て
い
な
い

 
な
ら
ば
直

を

た
私
の
方
が
同
じ
出
来
損
な
い
だ
と
し
て
も
よ
り
近
く
よ

り
上
に
立

て
い
る
に
決
ま

て
い
る

 
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 

力
が
欲
し
い

 

の

の

で

ド
ク
ン
と
深
く
ざ
わ
め
く

情
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願
う
か

  
直
後
意
識
の
ど
こ
か
で
な
に
か
が
ざ
わ
め
い
た

判
然
と
し
な
い
思
念
が
声
な
き
声
を

裏
に

か
せ
て
く
る

汝

自
ら
の
変

を
望
む
か

 
よ
り
強
い
力
を
欲
す
る
か

 
ざ
わ
り
と
心

を

ま
れ
る
か
の
よ
う
な
感
覚
が
襲

て
く
る

不
可

の
存
在
が
私
を

て
い
る
の
だ
と
直
感
し
た

 

無
論
だ

 
そ
れ
に

私
も
ま
た

声
な
き
声
で
応
じ
た

 

私
は
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

強
さ
を
得
て

教

の

光
を

し
て
は
な
ら
な
い
の
だ

 

力

を
得
ら
れ
る
の
な
ら
そ
れ
を

む
理
由
は
な
い

  

よ
こ
せ
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私
が

一
無
二
の

な
き
最
強
へ
至
る
た
め
の
力
を

よ
こ
せ

  
Ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
Ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ

 
Ｍ
ｉ
ｎ
ｄ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
ｉ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｐ
ｌ
ｉ
ｆ
ｔ

 
Ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｒ

 
Ｉ
ｎ
ｃ
ａ
ｒ
ｎ
ａ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ

  

ａ
ｌ

ｙ
ｒ
ｉ
ｅ
Ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｅ
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ

ｂ
ｏ
ｏ
ｔ
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快
進
 

快
刀
乱
麻
を
断
つ

  

点

オ

さ
ん

楯
無

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
そ
れ
は
一

の
出
来
事
だ

た

 
闇
と
光

反
す
る
二
色
の

流
を
そ
の
身
に
収
束
さ
せ

全
身
を

う
フ

ド
付
き
の
黒

コ

ト
を

た
和
人
は
た

た
一

ま
ば
た
き
す
る
間
に
数
十
メ

ト
ル
の

離
を

め
て

い
た

 
そ
し
て

黒
刀
が
振
る
わ
れ
る
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大
気
を

わ
せ
る

絶
な

が

と

を
打
つ

黒
の
刀
身
を

て
い
た
黒
い

が

に
放

状
に
放
出
さ
れ
た

⻘
空
が
闇
で
引
き
裂
か
れ
真

の
明
る
さ
が
黒
く

食
さ

れ
る

 

闇
の
極
光

 
表
現
す
る
と
す
れ
ば

そ
れ
が
最
も

格
と

え
る
光

だ

た

ス
コ

ル

 
⻘
い
カ
ン
バ
ス
を

に
引
き
裂
く
闇
か
ら

・生
・身
・の

女

モ
ノ
ク
ロ

ム
・
ア
バ
タ

の
リ

ダ

で
あ
る
ス
コ

ル
・
ミ

ゼ
ル
が

下
す
る
の
が
見
え

嗟
に
名
前
を

ぶ

下
地
点
を
予

し

Ｐ
Ｉ
Ｃ
で

う
じ
て
動
作
制

が
可
能
な
ア
ラ
ク
ネ
を

命
に
動
か
す

 

だ
が

 

見
と
は

だ
な

 
一
歩
目
を

み
出
し
た
と
こ
ろ
で

眼
前
に

虚
無

が
現
れ
た

 
黒
の
外

 
白
の
仮
面
に
白
の

 

の
手
に
握
ら
れ
た
黒
と
白
一
対
の
⻑
刀
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ど
こ
か
虚
ろ
と
も
思
え
る
色
合
い
を

う
ガ
キ
が

ん
の
一

で

離
を

め
て
き
て
い

た

つ
い
さ

き
ま
で
数
十
メ

ト
ル
離
れ
た
空
に
い
た
と
い
う
の
に
だ

な

ん

 
理

で

え
れ
ば

ツ
の
行
動
は
理
に

た
も
の
で
あ
る

襲
撃
者
の

目
と
思
し
き

手
を
一
撃
で

と
し

に

と
判
断
し
た
こ
ち
ら
を

た

機
動
力
を

え
れ
ば
エ
ム
を

う
だ
ろ
う
が
そ
ち
ら
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
が
対
峙
し
て
い
る
以
上
危
険

で
こ
ち
ら
を

先
し
た
の
だ
と

せ
ら
れ
る

 
だ
か
ら
こ
れ
は

確
か
に
自
分
の

断
が

い
た
展
開
な
の
だ
ろ
う

 
だ
が

だ
が

い
て
ね

ぞ
こ
ん
な
の

お
お
お
お
お
お
お
お
お

 

を

わ
せ
た
直
後

全
て
が
闇
に

ま

た

 
 
 
 

 

を

る

を

て
い
た
襲
撃
者
が

ち
て
間
を

か
ず

二

目
の
闇
が
世
界
を

ら

し
た

ア
ラ
ク
ネ
を

て
い
た
襲
撃
者
が

し
な
が
ら
そ
れ
に

ま
れ
る

 
闇
が
晴
れ

世
界
に
光
が

た
時

大
地
に
は
二
人
の
女
性
が
横
た
わ

て
い
た
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ス
コ

ル
と
の
戦
い
で
は

抗
が

い
て

し
切
れ
な
か

た
事
と

べ
る
と

あ
ま
り
に

あ

け
な
い
決

に
得
も

わ
れ
ぬ
も
の
を
覚
え
る

 
し
か
し

そ
れ
以
上
に
思

を

す
る
事

が
あ
る

 

無
銘

を
使
わ
せ
て
し
ま

た
事
だ

 

が
ア
リ

ナ
の
指

系

を
奪

て
き
た
事

備
に

い
て
い
た

が
無
力
化
さ
れ

て
い
る
事
な
ど
想
定
外
を

れ
ば
キ
リ
が
な
い

だ
が
そ
の
想
定
外
に
す
ら
も
対
応
し

て

務
を
こ
な
す
の
が
そ
の
道
の
プ
ロ
で
あ
る

そ
れ
に

ら
せ
ば
今
回
は
私
も
学
園
に
い

る
そ
の
手
の
人
間
の

と
ん
ど
が
プ
ロ
失
格
と

え
る

 
彼
の
行
動
は

そ
の
ツ
ケ
だ

 
私
達
が
如

に
無
力
で
無
能
な
の
か
を

的
に
表
し
て
い
る
も
同
然
の
事

本
来
彼
は

護
さ
れ
る
べ
き
一

人

だ
と
い
う
の
に
一

人
を
守
る

と
し
て
動
か
せ
て
し
ま

て
い
た

 
彼
は
そ
う
い
う
人
だ
か
ら

な
ど
と

そ
ん
な

葉
で
片
づ
け
て
い
い
話
で
は
な
い

 

も
ち
ろ
ん

彼
も
色

と

え
て
の
決
断
だ

た

だ

 

達
と
の
対

に

い
て
彼
が

を

え
る
事
が
発
覚
し
た
時
期
は
意

的
に
第
三
回
モ

ン
ド
・
グ
ロ

の
前
後
く
ら
い

つ
ま
り

こ
こ
最
近
の
事
で
あ
る

と
世
界
に
伝
え
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あ
た
か
も
日
本
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
と

わ
ん
ば
か
り
の
対
応
を
す
る
予
定
だ

た

持
技

か
ら
専

機
を

与
さ
れ
る
話
も

日
の
会
食
で

ぎ
を
し
た
縁
と
い
う

前
を

使

て

彼
の
事
を

表
し
た
後
に
表
向
き
に
発
表
す
る
予
定
だ

た
の
だ

 
し
か
し
彼
の
今
の
行
動
は

そ
の
前

を
大

に

す
も
の

わ
ば
契
約
違
反
に
近
い

 
だ
が

そ
れ
を
責
め
る
事
は
間
違

て
い
る

 
ス
コ

ル
に
よ

て
生

達
を
人

に
取
ら
れ
な
が
ら

彼
は

を

ら
れ
た

 
世
界
に

成
す
組

に
下
る
か

か

 
下
れ
ば
彼
は
世
界
の

に
な
る

彼
が

た
よ
う
に
望
む
未
来
は
叶
わ
な
く
な
る
事
は
目

に
見
え
た
事
だ

更
に

う
事
を

い
た
と
し
て
も
彼
女
が
生

を

直
に
解
放
す
る
か
も
分
か

ら
な
い

 
下
ら
な
け
れ
ば
生

達
は
殺
さ
れ
て
い
た

彼
が
見
殺
し
に
し
た

と
そ
う

に
認

識
さ
せ
る
形
で
だ

 

は
あ

て
な
い
よ
う
な
も
の
だ

た

ど
ち
ら
を

ん
で
も

彼
が
望
む
未
来
は
無

か

た
だ
ろ
う

も
出
て
い
た
は
ず
だ

 
だ
か
ら
彼
は

新
た
な

を

り

道
を
切
り
開
い
た
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後

の
事
も

え
て
の
決
断
の

だ

 

的
に
見
れ
ば
彼
は
自
分
の
望
む
未
来
の
た
め
に
契
約
に
違
反
し
た
と
取
れ
る

生

達

が
助
か

た
の
も
襲
撃
者
達
を
下
し
た
の
も
結
果
的
な
戦
果
と
取
れ
る
だ
ろ
う

い
ま
の
世
界

は

彼
の
価
値
を
そ
の
程

に
し
か
見
て
い
な
い

 
だ
が

を
は
じ
め

日
本

の
見
方
は
違
う

 

達
と
の
契
約

来
の
動
き
に
は
桐

谷
和
人
と
い
う
少
年
が
世
界
的
に

け
入

れ
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
事
が
大
前

だ

そ
う
で
な
け
れ
ば
男
性
代
表
と
し
て
女
尊
男

を

す

事
も
第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
日
本

勝
の
恩

を

け
る
事
も
夢
の
ま
た
夢
に
な
る

 
そ
の
た
め
に
は
彼
の
行
動
は
英
雄
的
で
あ
る
事
が

合
が
い
い

 
後

を
動
か
せ
る
事
が
分
か

て

あ
る
い
は

わ
れ
る
よ
り
前
か
ら

を
動
か
せ
る

事
が
分
か

て
自
分
の

合
で

し
て
い
る
事
が
バ
レ
た
時

彼
の
手
が
届
く

で
彼
が

を
使

て
い
れ
ば
助
け
ら
れ
た
命
が
あ

た
と
し
て

そ
れ
を
知

た
万
人
の
過

数
が
彼
を

責
め
な
い
と

果
た
し
て

え
る
だ
ろ
う
か

 
あ
ら
ぬ
風

中
傷
だ
け
で

ら
れ
る
モ

ラ
ル
ハ
ザ

ド
の

者
た
る
彼
が

 
ま
ず
あ
り
え
な
い
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彼
は
自
ら
を

み
な
い
人
間
と
世
間
で
見
ら
れ
て
い
る

死
に

し
て
で
も
他
者
を
助
け
る

者
だ
と

そ
れ
が
大
切
な
者
達
に
限

さ
れ
て
い
る
か
は

な
い

重
要
な
の
は
そ
う
す
る

こ
と
が
出
来
る
人
間
と
し
て

い
ま
彼
は
世
間
に

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

事
実

だ

 
そ
の
事
実
に
反
し
彼
が
自
己
保
身
に

り
救
え
た
命
が
零
れ

ち
た
と
世
界
が
知
れ

ば

彼
の
名
声
も
立
場
も

く
間
に
失

す
る
だ
ろ
う

 

だ
か
ら
彼
は

無
銘

を
使
う
事
を
よ
し
と
し
た

 
人
を
助
け
る
た
め
の
手

と
し
て
無
銘
を
使
う

が
あ

た

そ
し
て
実
行
に

す

の
に
後

し
し
た
の
は
事
情
だ

助
け
た
い
と
い
う

し
い
人
間
性
と

助
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
合
理
の
理
性
が

一

し
予
定

和
か
ら
外
れ
た
行
動
を
取
る
に
至

た

 
ま
る
で
そ
れ
は

か
つ
て
分
裂
し
て
い
た
人
格
の
守
護
と
本
能
の
協
力
の
よ
う

 
し
か
し
そ
の
決
断
を
後

し
し
て
い
る
の
は
空
恐
ろ
し
い
獣
性
そ
の
も
の
だ

憎
悪
と
怨
念

で
形
作
ら
れ
た

だ

 

華
と
は
良
い
得
て

人
を
憎
み
殺
す
こ
と
を
望
む
獣
性
で
得
た
力
で
彼
は
本
能
に

て
己
を
守
り
つ
つ

可
能
な

で
守
護
の
意

に

い
人
を
守

て
い
る

な
ら

私
は
私
の
や
る
べ
き
事
を
し
な
く
ち
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本
来
な
ら
彼
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
が
い
ま
は
彼
よ
り
も
無
力
な
一

生

を

護
す
る
べ
き
だ
と
判
断
し
私
は
未
だ
ア
リ

ナ
の
出
入
り

付
近
で

直
し
事

を

然
と

見
て
い
る
同

生
の
下
に
近
付
い
た

今
の
内
よ

彼
が

と
か
し
て
る
間
に

あ
な
た
た
ち
は

し
な
さ
い

え

あ

ね

ね

更
識
さ
ん

な
ん
で
桐

谷
君

を
使
え
て

 

を

す
が

反
応
は

し
く
な
か

た

 
思
わ
ず

を
打
ち
そ
う
に
な

た

な
ん
の
た
め
に

の
た
め
に
彼
が
あ
ん
な
禁
じ
手
ま
で

使

た
の
か

ま
だ

せ
ら
れ
て
い
な
い
の
か
と

そ
の

感
さ
が

に

る

知
ら
な
い
わ

で
も
そ
れ
よ
り
い
ま
あ
な
た
達
が
気
に
す
る
べ
き
な
の
は
自
分
達
の
安
全

じ

な
い
か
し
ら

 

い
な
が
ら

全

を
把
握
す
る
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

で
彼
と
襲
撃
者
に
意
識
を

す

 
機
体
が

子
化
さ
れ
無

備
に
な

た
ス
コ

ル
と
オ

を
一

め
に

束
し
た
彼
は

先
生
に

二
つ
な
最
後
の
襲
撃
者
の
少
女
に

振
り
向
き
ざ
ま
に
黒
刀
を
振
る

た

闇
が

み三

た
び

世
界
を

ら
す
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そ
の
闇
を

プ
ラ
チ
ナ

白
金
の

き
が
引
き
裂
い
た

 
襲
撃
者
の
少
女
・
マ
ド
カ
が

う
黒
い
打
鉄
の
よ
う
な
機
体
か
ら
そ
し
て

手
に
握
ら

れ
た
日
本
刀
型
の
ブ
レ

ド
か
ら

そ
の
光
は
放
た
れ
て
い
た

 
真

向
か
ら
ま

す
ぐ
に

そ
の
光
は
闇
と
衝
突
す
る

危
な
い

 
反

的
に
私
は
水

原
子
と
水
分
子
を

て
水
の

を

く
広
く
展
開
し
後
ろ
の

生

達
を

護
し
た

直
後
大
気
を
伝

て

が
襲
う

衝
撃
波
と
突
風
が
吹
き

び

を

い
た

 
あ
と
数

れ
て
い
れ
ば
こ
の

波
だ
け
で
生

は
吹
き

ば
さ
れ
な
に
か
し
ら
の

我

を
負

て
い
た
だ
ろ
う

 

ぬ

 

波
に

ん

る
少
年
の
声
と

少
女
の
声
な
ら
ぬ
気

を

え
る

  

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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そ
こ
に

新
た
に
加
わ

た
声
が
あ

た

 
そ
れ
は

シ

ル
タ

が
あ
る
方
か
ら
や

て
き
た
ド
イ
ツ
の
代
表
候
補
生
の
も
の
だ

た

己
を

す
る
か
の
よ
う
に
声
を

り
上

な
が
ら
彼
女
は

目
を

う
無
骨
な
眼

を

投

捨
て
る
よ
う
に
外
し

の

眼
と

の
金
眼
で
上
空
を

み
付
け
る

の

に
備

え
ら
れ
た
レ

ル
カ
ノ
ン
の

が
同
じ
方
向
を
向
い
た

 
間
を

か
ず

か
ら
火
が

い
た

ち
 
超

速
の

弾
を
少
女
は

を
打
つ
も

を
見
せ
な
が
ら
回

し
た

闇
と
の

ぎ
合
い

も
同
時
に
終
わ
る

 
そ
こ
で
ラ
ウ
ラ
が
突
撃
す
る

イ
グ
ニ

シ

ン
・
ブ

ス
ト

時
加
速
で
一
息
に

離
を

め

プ
ラ
ズ
マ
で
構
成
さ

れ
た
エ
ネ
ル
ギ

手
刀
を

⻑
し
更
に

か
ら
エ
ネ
ル
ギ

で
繋
が

た
ワ
イ

ブ
レ

ド
が

出
さ
れ
る

近

離
兵

と
中

離
兵

の
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
だ

間

け

 
そ
う

く

倒
し
た
マ
ド
カ
は

ま
ず
ワ
イ

ブ
レ

ド
を
⻑
刀
で
弾
い
た
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け
て

離
を

め
プ
ラ
ズ
マ
手
刀
と
刃
を
合
わ
せ
る

事
は
な
か

た

未
だ
白
金
の

き
を

び
た
刃
は
非
実
体
の
刃
を
投
下
す
る
よ
う
に
切
り
裂
き
そ
の
ま
ま
ラ
ウ
ラ
本
体
を
も

斬
り
裂
い
た
の
で
あ
る

が

は

 

然
と
ラ
ウ
ラ
が
目
を
見
開
き

き
を
上

る

見
れ
ば

出
し
て
い
る

の

か
ら

に
掛
け
て
血
が
流
れ
て
い
た

な
ら

外
な
く
備
わ

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ

シ

ル
ド

と
絶
対

を

方
無

化
さ
れ
て
い
る

 
原
因
が
あ
る
と
す
れ
ば

お
そ
ら
く

あ
の
白
金
の

き

ま
さ
か

そ
れ
は

零

白
夜

か

 
ラ
ウ
ラ
が

ど
こ
か

違
う
と

て
く
れ

と

る
よ
う
な
声

で
問
い

す

 
だ
が
そ
れ
は

の
ど
こ
か
で
そ
の
可
能
性
が
真
実
だ
と
理
解
し
て
い
る
事
の
裏
返
し
で
あ

る

そ
し
て
私
も
そ
う
だ
と

え
て
い
た

先
生
が
零

白
夜
を
発
動
し
た
時
正
し

く
あ
の
白
金
の

き
が
放
た
れ
る
か
ら
で
あ
る

ま

彼
女
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ

を

ば
す

と
こ
ろ
は
見
た
こ
と
な
い
し

そ
も
そ
も
出
来
る
か
も
不
明
だ
が

 
と
も
あ
れ
あ
の
黒
い

打
鉄

は

と
も
す
れ
ば

の
コ
ピ

か

あ
る
い
は
ど
こ
か
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か
ら
強
奪
し
た
打
鉄
が
二

行
し
た
形

な
の
だ
ろ
う

だ
と
す
れ
ば

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
と

し
て

零

白
夜

を
発
現
し
て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ

そ
の
前

は

黒
椿

と
い
う
彼

の

が
別
名
と
は

え

て
い
る

 

あ
る
い
は

や
は
り
ス
パ
イ
が
潜
ん
で
い
る
の
か

 
零

白
夜
は

に
現
在
の
技
術
で
再
現
さ
れ
彼
の
護
身

攻
撃
兵

に
転

さ
れ
て
い

る

危
険
性
を

慮
し
て
現
状
彼
が
持
つ
一
本
に
し
か

さ
れ
て
い
な
い
が

に
技
術

と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
だ

そ
れ
を

し
た
メ
ン
バ

の
中
に

組

の
ス
パ
イ
が

れ
ば
そ

の
技
術
は
流
れ
る
こ
と
に
な
り
道

さ
え
あ
れ
ば

で
も
対
エ
ネ
ル
ギ

兵

と
し
て
零

白
夜

を

え
る
よ
う
に
な
る

 
と
は

え
マ
ド
カ
の
場
合
は
そ
の
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う

仮
に
技
術
再
現
の
も
の
だ
と
す

れ
ば
白
金
の

き
は
放
出
さ
れ
な
い
か
ら
だ

 
だ
が

ラ
ウ
ラ
か
ら
す
れ
ば

そ
れ
は
問

で
は
な
い
の
だ
ろ
う

 
彼
女
は
今
で
こ
そ
シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
ハ

ゼ
部
隊
の
隊
⻑
の
地

に
あ
る
が

が

世
に
出
て
か
ら
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

ま
で
は
成
績
が

迷
し

出
来
損
な
い

の

を

さ
れ
て
い
た
ら
し
い

し
か
し
弟
の

索
で
協
力
し
て
も
ら

た
見
返
り
に
教

と
し
て
一
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年
間

在
し
た
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
教
え
を

け
メ
キ
メ
キ
と

を
現
し
再
び
最

の

地

に
返
り
咲
い
た

一

者
と
し
て
尊

し

れ
る
者
も
少
な
く
な
い
中
直

救
わ
れ

た
も
同
然
の
彼
女
か
ら
す
れ
ば
正
し
く
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は
救
い
主
そ
の
も
の
だ

た
と

え

る

な
ま
じ
一

は
最

か
ら
最

に

ち
た
の
だ
か
ら
そ
の

感
と
そ
こ
か
ら
返

り
咲
い
た
時
の

福
感
は

と一
し
お入

だ

た
に
違
い
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
彼
女
も

狂
的
な
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
フ

ン
だ
と
裏
の
情
報
で
知

て
い
る

 
な
ら
ば

然
彼
女
に
と

て
他
人
が
零

白
夜
を
使
う
事
は
我

な
ら
な
い

だ

そ

の
力
は
救
い
主
の

徴
で
あ
り

あ
る
意
味
で

最
強
の
力
と
も

え
る
も
の
な
の
だ
か
ら

 
そ
う
予
想
さ
れ
た
か
ら
彼
の

護
を

う
者
と
し
て

対

に
し
て
い
た
が

そ
の
危

惧
が
思
い
も
よ
ら
ぬ
方
向
で
実
現
し
た
の
が
彼
女
の

だ
ろ
う

 
も
し
も
彼
が
件
の
護
身
兵

を
使

て
い
た
ら
と

え
る
と

ぞ

と
し
な
い

 

そ
ん
な
彼
女
の
問
い
に
応
え
ず

マ
ド
カ
は
⻑
刀
を
振
り
か
ぶ

た

 
ラ
ウ
ラ
は

で
思

が
止
ま

て
い
る
の
か

直
し
た
ま
ま
で

す

振
り
も
見
せ
な

い 

ど
け
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ぐ
あ

 
そ
こ
で
和
人
が
ラ
ウ
ラ
を

ば
し
つ
つ

て
入

た

 
そ
の
ま
ま
白
金
に
煌
め
く
⻑
刀
を

黒
い
闇
を
放
つ
⻑
刀
で

け
止
め
る

光
と
闇
が

に

し
な
が
ら

し
く

ぎ
合
う

波
が
ま
た
水
の

を

い
た

 
和
人
と
マ
ド
カ
が
空
で
斬
り
結
ぶ
の
を
よ
そ
に
私
は
地
に

り

さ
れ
た
ラ
ウ
ラ
に
意
識
を

す
 

け
身
も
取
れ
ぬ
ま
ま

ち
た
よ
う
で
彼
女
は
地
面
に

て
い
た

マ
ド
カ
に
斬
ら
れ
た
傷

か
ら
だ
く
だ
く
と
血
が
流
れ
て
い
る

 

そ
し
て

バ
シ
ン

と

が

た

 

ぐ

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
び
く
ん

と
ラ
ウ
ラ
の
全
身
が

す
る

身
を
裂
か
ん
ば
か
り
の
絶

が
上
が

た

 
バ
リ
バ
リ
と
放
電
兵

も
か
く
や
と
ば
か
り
に
電
撃
が

に

び

る

ア
リ

ナ
の
外

を

き
地
面
の

生
を
焦
が
す

こ
ち
ら
ま
で

ん
で
き
て
水
の

に

ま
れ
た
も
の
も

あ

た

 

け
つ
け
た

客
の
護
衛

者
達
も

エ
ム
もか
め
てら

こ
こ
に
い
た
者
も
背
後
の
生

達
も
息
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を

ん
で
彼
女
に
目
を
向
け
る

 

そ
の
隙
を
突
い
て
マ
ド
カ
に
斬
り
か
か
る
彼
は

ど
こ
ま
で
も
彼
ら
し
か

た

 
闇
が

一

れ
て
光
が
世
界
を

め
る
中

変
容
が

き
る

 
ラ
ウ
ラ
が

て
い
た
黒
く
無
骨
な
機
体

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
レ

ゲ
ン

そ
の

が
ぐ
に

り
と
へ
し

た
の
だ

い
や

さ
を
喪
い
ま
る
で

性
の

体
の
如
く

け

て
い

て
い
る

そ
の
ま
ま
ド
ロ
ド
ロ
に

け
た
そ
れ
ら
が
ラ
ウ
ラ
の
全
身
を

い
始
め
た

 
闇
の
如
く
黒
く

深
く

た
で
い泥
ね
い

が

白
氷銀

の
少
女
を

み

ん
で
い
く

な
に

ア
レ

の

が

け
て

 
恐
れ
を
滲
ま
せ
な
が
ら

し

に
生

達
が
疑
問
を

に
す
る

 
そ
の
疑
問
は

も
だ

が
変
形
す
る
機
会
は

ス
タ

ト
ア

プ
・
フ

テ

ン
グ

者
初
期

応

と
フ形
ム
・
シ
フ
ト行

の

原

二
つ
だ
け

パ

ケ

ジ

換

備
な
ど
で
外
観
が
変
化
す
る
事
は
あ
れ
ど

フ
レ

ム
な
ど
の
構

が
大
き
く
変
容
す
る
事
に

外
は
あ
り
得
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
他
を

す
る
事
で
結
果
的
に

に
で
も
な
れ
る
が
故
に
名
無
し
た
る
無
銘

は
異

な
の
だ
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だ
が
そ
の
無
銘
で
す
ら
個
体
が

体
へ
変
化
す
る
よ
う
な
形
状
変
化
は
見
せ
な
か

た

故
な
ら

が
悪
い
か
ら
だ

原
子
レ
ベ
ル
で
一
か
ら
設

り
に
配

し
直
す
物

化
に

べ
れ
ば
流
動
変
化
に

し
い
今
の
変
化
は
時
間
が
掛
か
る
事
も

め
て

も
悪
い

そ
の

を

上

し
非
実
体
の

と
攻
撃

を
実
現
し
た
の
が
海
神
の
淑
女
の
ア

ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
だ

た

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
レ

ゲ
ン
に
そ
の
よ
う
な
兵

が
あ
る
と
は

い
て
い
な
い

ド
イ

ツ
の
第
三
世
代
兵

は
ア
ク
テ

ブ
・
イ
ナ

シ

ル
・
キ

ン
セ
ラ

と
い
う

性

止

結
界

流
動
的
な
あ
の
変
化
と
は

正
に
真
逆
の
機
能
で
あ
る

 
故
に

あ
の
変
化
は

異
常

だ

 
和
人
と
マ
ド
カ
を

い
た
こ
の
場
に
い
る
人
間
が

す
る
中
で
レ

ゲ
ン
は
そ
の

を
完

全
に

し

者
た
る
ラ
ウ
ラ
を

み

み
黒
い

体
と
な

た

心

の

動
の
よ
う
に

ド
ク
ド
ク
と

動
を

り
返
し

く
り
地
面
へ
と

り
る

 
そ
れ
が
大
地
に

い
た

速
再
生
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
に

速
に
全
身
の
変
化
形

成
を
始
め
た

 
そ
し
て
形
作
ら
れ
た
の
は

黒
い
全
身

の

に
似
た
機
体
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そ
の
形
状
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で

断
さ
れ
残

と
し
て
転
が

て
い
る
も
の
と
は
全
く
違

う 
ボ
デ

ラ
イ
ン
は
ラ
ウ
ラ
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
表
面
化
し
た
少
女
の
そ
れ
だ

最
小
限
の
ア

マ

が

と

に
再
現
さ
れ
て
い
る

部
は
フ
ル
フ

イ
ス
の
ア

マ

に

わ
れ
目
の

に
は

の
下
に
あ
る
ラ
イ
ン
ア
イ
・
セ
ン
サ

が

い
光
を

ら
し
て
い
た

 
そ
し
て

そ
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
の
は
一
本
の
機

的
な
⻑
刀

雪
片
だ
と

の

者
が

の
声
を
上

た

か
ら
動
揺
が

れ
る

 
雪
片

 
そ
れ
は
世
界
最
強
の

者
・

千
冬
が
振
る
う

一
の
武
器

そ
し
て
零

白
夜

を
発
動
す
る
に
あ
た

て
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
た
最
強
の

徴

 

白
か
ら

黒
に

め
上

ら
れ
た
雪
片
が

完

に
ト
レ複
ス写

さ
れ
て
い
た

 

ま
さ
か

シ
ス
テ
ム

 
再
現
さ
れ
た
武
器
を
見
て
そ
の
黒
い

体
が
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を

く
し
た

自
分
と
同
じ
く
ら
い

と
見
立
て
た
時

そ
の

異
常

の
正
体
に

た
り
を
付
け
た
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正
式
名
称

ａ
ｌ

ｙ
ｒ
ｉ
ｅ
Ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｅ
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ

 
過
去
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
ヴ

ル
キ
リ

部

者
の
動
き
を
ト
レ

ス
す
る
シ
ス
テ
ム

千
冬

は
第
一
二
回
共
に

合

勝
し
て
い
る
た
め
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
大

会
の
記
載
に

い
て
は

ヴ

ル
キ
リ

が
正
し
い

 
し
か
し
そ
の
存
在
は
闇
に

ら
れ

表

に
は
な
ら
な
か

た

 

シ
ス
テ
ム
は
現
在

ア
ラ
ス
カ

約
で
ど
の
国
家
・
組

・
企
業
に
お
い
て
も

い
か
な
る

・
開
発
・
使

全
て
が
禁
止
さ
れ
た
代
物
な
の
だ

 
ア
レ
は
ヴ

ル
キ
リ

の

化
コ
ピ

で
し
か
な
い

し
か
し
一
兵
力
と
し
て
は
非
常
に
強

力

と

シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

そ
し
て

者
が

て
い
れ
ば

に
ヴ

ル

キ
リ

の
戦
力
が

と
り
出
来
上
が
る

 
だ
が

そ
れ
で
も
禁
止
さ
れ
た

 
そ
れ
は
ヴ

ル
キ
リ

の
戦
力
を
発

す
る

者
の
身
体
能
力
以
上
の
動
き
で

あ

て
も
強
制
的
に
実
行
し
て
し
ま
い
人
間
の
体
を
壊
し
て
し
ま
う
か
ら
だ

な
ま
じ
ヴ

ル

キ
リ

が
あ
の
体
力
お
化
け
な
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
で
あ
る

ア
レ
に

え
ら
れ
る
の
は
そ

れ
こ
そ
同
格
の
天
災
く
ら
い
し
か
い
な
い
だ
ろ
う
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彼
女
以
外
の
ヴ

ル
キ
リ

麻

な
ど

も
参

に
さ
れ
た
が
生
中
な

練
を

け
た
人
間
で
は
無

な

道
に

え
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
が
出
た

高
速

道
を
自
分
で
行

う
か
他
人
に
さ
れ
る
か
で
も
体
感
と
し
て
は
か
な
り
違

て
く
る

体
の
方
が

備
出
来
な
い

ま
ま
振
り
回
さ
れ
る
も
同
然
故
に
レ
ベ
ル
を
下

て
も
結
果
は
同
じ

多
少
戦
闘
時
間
が

び

た
程

で

験
者
は
死
に
至
る

 
だ
か
ら

シ
ス
テ
ム
は

さ
れ
た

 
そ
れ
が

約
で
禁
じ
ら
れ
た
兵
器
目
的
の

で
あ
り

人
の
死
を

く
人
権
を
無

し

た
非
道
な
も
の
だ

た
か
ら

表

に
も
な
ら
な
か

た

 

そ
れ
が

故

ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
の
機
体
に

 

に

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
の
上
層
部
も
多
く
は
知
ら
な
か

た

だ

も
し
知

て
い
れ
ば
彼
女
の
立
場
は
外
交
カ

ド
に
さ
れ
る
代
表
候
補
で
は
な
く
秘
密

の
実
験
場
な
ど
に
送
ら
れ

シ
ス
テ
ム
の

に
使
わ
れ
て
い
た

 
ラ
ウ
ラ
本
人
が

意
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
が

 

そ
の
思
索
が
い
け
な
か

た

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
・
コ
ピ

の
外

を
完
全
に
作
り
上

た

シ
ス
テ
ム
が
上
を
見
た

直
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後

び
出
す
よ
う
に

す
る

行
く
先
は

 
少
年
だ和

人
君

危
な
い

 

く

 

嗟
に
プ
ラ
イ
ベ

ト
・
チ

ン
ネ
ル
で

意
を

す
る

体
性
の
欠
け
た
も
の
だ

た

が
彼
も
ラ
ウ
ラ
に

き
た
異
変
に
は

意
を
払

て
い
た
ら
し
く
黒
雪
片
の
刀
身
を
ギ
リ
ギ

リ

し
た

 
返
す
刃
が

に
振
る
わ
れ
る

 
彼
は

手
の
黒
と
白
の
⻑
刀
を
交
差
し

上
に
翳
し
た

二
刀
に
黒
雪
片
が

き
付
け
ら

れ

さ
れ
る
が

大
地
に

す
る
直
前
で
彼
は
体
勢
を
立
て
直
し
て

我
無
く

地
し
た

 

シ
ス
テ
ム
が

彼
の
眼
前
に

下
し
た

 
黒
雪
片
は

に

に
振
り
か
ぶ
ら
れ
て
い
る

 

い
は

か

 
な
ら

に
ご
り
ざ
け

二

力
斬

 
忌

し

に
そ
う

ら
し
な
が
ら

時
に

の

肉
を

さ
せ

二
刀
を

に

ぐ

黒
雪
片
と
衝
突
し

と
衝
撃
波
が
発
生

は

し
な
か

た
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キ

ン

と

高
い

と
共
に

彼
の
斬
撃
は

な
さ
れ
て
い
た

 

の
剣
の
弱
点
が

晒
さ
れ
た

 

シ
ス
テ
ム
が
⻑
刀
を
振
り
上

る

 

き

 
そ
の
時
彼
が
時

回
り
に
回
転
二
刀
を
振
る

た

速
く
そ
れ
で
い
て
力
強
い
回
転
に

闇
と
光
が
絡
み
合

て

に

び
る

 
⻯

だ

 
二
色
で
色
づ
け
ら
れ
た
⻯

が
黒
雪
片
の
斬
撃
と
ぶ
つ
か
り

さ
え

弾
く

 

は

シ
ス
テ
ム
が
隙
を
晒
し
た

 

二
刀
流
・
弐
斬
り

と
う登
ろ
う楼

 
一
転

和
人
が
怒

の

撃
を
放

て
い
く

 
一
撃
目

の
黒
刀
を
逆
手
に

の
白
刀
を

手
に
し
て

び
上
が
り
な
が
ら
斬
り
上

る

偽
千
冬
が
後
退
し

空
振

た

 
お
う応
と
う登
ろ
う楼

 
二
撃
目

方
と
も

手
で
振
り
下
ろ
し
大
地
を

つ
斬
撃
が

ん
だ

横
に
動
か
れ
て
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さ
れ
た

 
ら
め
き

閃

 
三

目

横
に

し
た
偽
千
冬
を
追
う
よ
う
に
横

ぎ
の
斬
閃
が

る

黒
雪
片
で

が
れ

た

弾
か
れ
る

 
さ砂
も
ん紋

 
四
撃
目

弾
か
れ
た
反
動
で
く
る
り
と
反
時

に
体
を
回
し

掛
け
の

道
に
二
刀
を
振

る
い

不
可

の
斬
撃
が

ぶ

こ
れ
も
黒
雪
片
で

な
さ
れ
る

 
す
ず
き

 
五
撃
目

二
刀
を
引
き

り

ま

す
ぐ
突
き
出
し
た

 

ガ
ギ

ン

 
と

が

し
た

 
偽
千
冬
の

部

そ
の
中
で
も
黒
雪
片
を
握
る
手
部
が

た
れ
壊
さ
れ
た

そ

し
て
も
う
一
本
の

ぶ
斬
撃
で
黒
雪
片
が
弾
き

ば
さ
れ
た

だ

た

 
そ
の
ま
ま
彼
は
二
刀
を
大
上

に
構
え
た

天
を
衝
く
よ
う
に
黒
と
白
の
刀
身
が
ま

す
ぐ

翳
さ
れ
る
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あ
い愛
そ憎

  

一

い
て

偽
千
冬
を
形
作
る
黒
い
外

が

断
さ
れ
た

  

な
ん
で
和
人
の
セ
リ
フ
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
強

さ
れ
て
る
の

 
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
のホ

ロ
ウ虚

仮
面
を
出
し
て
る
時
の
声
を
イ
メ

ジ
し
て
ま
す

 
あ
と
ち

と
負
の
感
情
が

れ
て
る

対
楯
無

戦
時
に
ク
リ
ア
な
声
に
な
れ
て
い
た

  

前
話
で

シ
ス
テ
ム

動
し
た
ん
じ

な
い
の

 

原
作
だ
と

シ
ス
テ
ム
発
動
は

者
の
精
神
状

機
体
の

ダ
メ

ジ

者
の
意

・
願
望
が

う
と
発
動
す
る
と
な

て
い
る

前
話
の
ラ
ウ
ラ
は
精
神
状

意

を

た
し
て
い
た
が

ノ

ダ
メ

ジ
だ

た
の
で
二
つ
目
を

た
し
て
い
な
か

た
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し
か
し
マ
ド
カ
の
零

白
夜
で
一
撃
で
戦
闘
不
能
に
持
ち

ま
れ
た
た
め
発
動

件
を

た
し
た

 
な
の
で
最
初
の
突
撃
は

な
ラ
ウ
ラ
の
錯
乱
で
し
か
な
い

迷
惑

  
・
二
刀
流
・
弐
斬
り

 
ロ
ロ
ノ
ア
・

ロ
の

二
刀
流

で
の
戦
闘
方
法

 
本
作
で
は
和
人
も
使
う

き
と
違
い
こ
ち
ら
は

パ
ワ

を
使

て
い
な
い
の
で

ぶ

斬
撃
は
真
空
波
で
不
可

状

 
弐
斬
り

撃
の
内

す
ず
き

と
あ
い愛
そ憎

は
オ
リ
ジ
ナ
ル

ち
な
み
に
ど
れ
も

 

ス
ズ
キ
の
こ
と

二
刀
を
強
く
突
き
出
し

斬
撃
を

ば
す

 
愛
憎
お
愛
想
の
事

定
を
す
る
の
意
味

板
前
が
客
に

定
を
求
め
る
時
の

業
界

語

板
前
が
客
に
対
し
て
お

定
の
こ
と
な
ど
お

い
し
ま
し
て
さ
ぞ
か
し
愛
想
の
悪
い

こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
と
使
う

葉
を
由
来
と
し
て
い
る

よ

て
客
が
板
前
に
対
し
て
使
う

の
は
間
違
い
で
あ
り

客
が

し
出
る
場
合
は

お

定

と
す
る
の
が
正
し
い

 

て

に

し
て
は
気
に
し
な
い
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攻
撃
の
イ
メ

ジ
は

Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
主
人

一
護
の

・
黒

一
心
の

月

天
衝

至

近

離
で
ぶ

た
斬
る
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幕
間
之
物
語

楯
無
編
 

人
ヲ
守
ル
悪
性

  

線
回

え
に
み
じ
か
い

 

点

楯
無

 

数

約
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
そ
の

断
は

天
地
を
別
つ
一
撃
だ

た

 
黒
と
白
対
と
な
る
そ
れ
ら
が

べ
ら
れ
振
り
下
ろ
す
事
で
発
生
し
た
斬
撃
は
不
可

の
そ

れ

だ
が
空
気
を
断
つ
刃

真
空
波
が
合
わ
さ
り

大
な
一
つ
の
真
空
と
な

た
事
を
機

体
が
伝
え
て
く
る

ア
レ
は
見
た
目
こ
そ
二
刀
に
よ
る
二
撃
だ
が
本

は
合
わ
さ

た
一
撃
な
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の
だ
と

 
そ
の
証

に

大
地
に

天
空
に

ま
れ
た

は
一
本
で
あ
る

 
不
可

の
斬
撃
は
そ
れ
そ
の
も
の
が
彼
の

の
力
で
あ
る
事
を
物
語

て
い
る

空
気
を
断

つ

さ
の
剣

そ
れ
を

す
だ
け
の
根
本
的
な

力

そ
も
そ
も
か
ら
し
て
人
間
離
れ
し
た

能
力
が

目
に
分
か
る
形
と
し
て
晒
さ
れ
て
い
た

 

果
た
し
て

な
に
で
あ
れ
ば

た
の
か

 
真
空
と
は

す
な
わ
ち

無

で
あ
る

 
空
気

原
子
に

ち
た
空
間
に
発
生
し
た
無
を
人
は
真
空
と
呼
称
す
る

そ
れ
を
彼

は
自
在
に

う
の
だ

如

に

な
盾
を

意
し
よ
う
と
彼
の
剣
の
前
で
は
最

意
味

を

さ
ず

メ

ト
ル
に

る

鉄
だ
ろ
う
と
一

の

紙
同
然
に
斬
り
捨
て
る
だ
ろ
う

た

と
え

シ

ル

ド

バ

リ

ア

や

絶

対

意
さ
れ
た
盾
が
非
物

の
も
の
だ
ろ
う
と

無

を
放
つ
斬
撃
の
前
で
は
同
じ
事

 
そ
れ
は
残

と
し
て
転
が
る
全
身

の
物
体
が
証
明
し
て
い
た

 

本

に

彼
が

良
い
人
で
よ
か

た

 
し
み
じ
み
と

そ
う

み

め
る

 

シ
ス
テ
ム
は

過
去
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を

し
て
い
た

参

に
さ
れ
て
い
た
の
は
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見
た
目
か
ら

す
る
に
第
一
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

の
彼
女
だ
ろ
う

も
ち
ろ
ん
外
見
と
参

に
さ
れ
た
技
術
が
同
一
時
期
と
断
定
は
出
来
な
い
が
ど
ち
ら
に
せ
よ
世
界
最
強
が
参

に

さ
れ
て
い
た
事
に
は
変
わ
り
な
い

 
つ
ま
り
彼
は
間

的
に
と
は

え
世
界
最
強
を
真

向
か
ら
下
し
た
も
同
然

 
女
権

体

ど
差
別
的
で
は
な
い
が

一

者
と
し
て
彼
女
を
尊

す
る
者
は
少
な
く
な

い

中
に
は
絶
対

す
ら
す
る
者
も
い
る

 
ま
あ

シ
ス
テ
ム
も
本

的
に
は

つ
ま
り
偽
物
な
の
で

彼
が
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
よ

り
強
い
と
も

い
切
れ
な
い
の
だ
が

だ
か
ら
と

て
彼
が
弱
い
わ
け
で
も
な
い

偽
物
と

は

え
参

は
世
界
最
強
で
あ
る

ア
レ
に
勝
て
る
者
は
世
界
中
で
片
手
も
い
れ
ば
い
い
方
だ

ろ
う

 
だ
が

そ
れ
で
も
彼
の
方
が

バ
い

 
強
さ
で
い
え
ば
彼
女
が
ま
だ
上
だ
と
は
思
う

 
し
か
し
彼
は

で

不
可
能
の
斬
撃
を
放
て
る

ば
せ
も
す
る

ま
ず
間
違
い
な
く

に
も
有

な
そ
れ
を
自
在
に
使
え
る
時
点
で

零

白
夜

よ
り
も
危
険

は
上

 

合
は
彼
女
が
上
手
だ
が

能
力
で

え
ば
死
合
は
彼
が
絶
対
的
な
の
だ
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そ
う
と
分
か
ら
な
い
よ
う
あ
る
程

カ
モ
フ
ラ

ジ

し
て
い
る
事
が
せ
め
て
も
の
救

い
か

 
思
え
ば
彼
が
無
銘
を
使

た
の
は
自
身
の
実
力
を

解
さ
せ
る
意

も

ん
で
い
る

の
だ
ろ
う

 
世
間
の
意
見
は
希
望
的
観

を

め

に
分
か
ら
な
い
よ
う
無
銘
を
使

て
い
た

と
い
う
見
解
が
多
数
を

め
る
と
思
わ
れ
る

で
斬
鉄
な
ど
を
出
来
る
と

わ
れ
る
よ
り
よ

ど
現
実
的
だ
か
ら
だ

無
論

を
使
え
な
い
よ
う
限
定
す
れ
ば
危
険

は
下
が
る

と

そ
う
思
わ
れ
た
方
が

合
が
い
い
か
ら
で
も
あ
る

彼
が
そ
う
な
る
よ
う

情
報
の

作
を

行
う
可
能
性
は
決
し
て

く
な
い

 
そ
も
そ
も
彼
は

無
銘

の
力
を
ち

と
も
使

て
い
な
い

無
銘

の
真
骨

は
小
回
り
の
良
さ

多

さ
で
は
な
く

そ
れ
を

え
る

原
子

作

で

あ
る

時
に

の
機
体
や
能
力
を

し

時
に

す
る
物

的
な
影

と

や

風
と

い

た
非
物

的
な
影

の
二
つ

前
者
は
傷
の

時
回
復
や

力
強
化
な
ど
限
定
的
な
肉
体

に
使
わ
れ
て
い
る
が

特
異
性
の
面
か
ら
後
者
の
方
が
他
を
圧
倒
し
て
い
る

 
先
の
戦
い
は

物

的
な
影

が

著
に
表
れ
た
も
の
だ

た
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つ
ま
り
一

人
は
原
子

作
の
力
を
見
て
い
な
い

無
銘
の
特
性
を
見

る
が
故
に

彼
の
真
価
も
見

せ
な
い
の
で
あ
る

そ
れ
は

も
う

作
の
一
手
と

え
よ
う

 
そ
う
な
る
と

無
銘

と
い
う

を
世
間
は
ど
う
見
る
か

無
銘

は

来
の

と
異
な
る
生
体
同
期
型
で
あ
る

 
男
が
生
身
で

と

り
合
い

と
せ
る
よ
う
に
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

に
し
た
生
体
兵
器

へ
の
人
体

で
得
た
代
物

そ
れ
故

無
銘

は
生
身
で
の
運

を
前

と
し
て
い
る

原

子

作
は
真
骨

で
は
あ
る
が
同
時
に
そ
れ
で
肉
体
を
強
化
す
る
事
も
真
価
そ
の
も
の
な
の

だ 
彼
は

無
銘

を

肉
体
強
化
特
化

と
し
て
世
の
中
に
広
め
る

も
り
な
の
だ
ろ
う

 
そ
う
で
な
け
れ
ば

生
身
の
力
や
原
子

作
能
力
を
伝
え
る
つ
も
り
な
ら

以
前
の
よ
う

に
機
体
を

し
て
い
た
は
ず
だ
か
ら

 
同
時
に

そ
れ
は
彼
自
身
を
守
る

楔

に
も
な
る

 
彼
の

に
は
発
信
機
と

弾
付
き
の
チ

カ

が
あ
る

対
外
的
に
は
ア
レ
で
行
動

や
危
険
行
動
の
制
限
を
行

て
お
り
お
そ
ら
く
今
後

か
し
ら
の
制
約
が
ま
た
増
え
る
だ
ろ
う

が
そ
も
そ
も
無
銘
の
原
子

作
を

使
す
れ
ば
あ
ん
な

束

な
ど
あ

て
な
い
よ
う
な
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も
の
に

し
い

彼
が
そ
の
気
に
な
れ
ば

あ
の
残

に
な

た

も

ア
ラ
ク
ネ
も

生

達
が

す
る
ま
で
の
間
に
原
子

作
で

死
さ
せ
ら
れ
た

そ
う
し
な
か

た
の
は
後

で
齟

齬
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ

に
は

像
ロ
グ
が
あ
る

匿
名
で
情
報
を
流
せ
ば
そ
れ

で

が
終
わ

て
し
ま
う

し
か
し
知
ら
れ
な
け
れ
ば
あ
の
チ

カ

で
彼
の
行
動
は
制

限
さ
れ
る
と

は
思
い

む

 
彼
は

信
じ
て
い
る
の
だ

 
自
分
が
こ
の
力
を
使
わ
な
く
て
済
む
だ
ろ
う

と

 
そ
う
な
る
よ
う
動
く
だ
ろ
う
と
不
確
実
な
可
能
性
を
信
じ
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

え
て
く
れ
て
い

る

女
権
騒
動
の
時
が
そ
う
だ

た

今
回
は
無
銘
を
使
わ
せ
て
し
ま

た
が

そ
れ
で

も

い
ち
ば
ん
世
に
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
真
骨

を

し

け
た
の
は
そ
う
い
う
事

 
だ
か
ら
と

て

喜
べ
は
し
な
い

 
彼
が
信
じ
て
い
る
の
は
人

で
は
な
い

立
場
だ

私
達
が
持
つ

書
き
立
場
で
動
く

事

と

動
か
な
い
事

を
推

し

そ
こ
か
ら
ど
う
動
く
か
の
未
来
を
予

し

そ
れ
を
信
じ

た
上
で

え
て
い
る

彼
の
信
頼
は
私
達
を
高
く

価
し
て
い
る

で
は
な
い

そ
こ
ま
で

え

ら
れ
る
彼
自
身
の
強
さ
に

づ
い
た

え
で
し
か
な
い



 幕間之物語：楯無編 〜人ヲ守ル悪性〜

 
彼
は

刀
奈私

の
事
も
信
じ
て
い
な
い

彼
が
信
じ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
楯
無
で
あ
り
そ

れ
を

持
す
る

力

だ

 
あ
る
い
は
そ
れ
は

能
力

を
理
由
に

ら
れ

け
た
彼
な
り
の
人
間
不
信
の

れ
な
の

だ
ろ
う

 

肉
な
も
の
だ

 
生
き
る
た
め
に
自
身
の
価
値
を
知
ら
し
め
る
た
め
に
彼
は
力
を
欲
し
て
い
る

だ
と
い
う

の
に
今
は
身
を
守
る
た
め
に
力
を

真
価
を

し
て
い
る

 
最

彼
の
力
は
今
の
世
界
に
と

て

物
に

し
い

 
そ
れ
だ
け

彼
が
背
負
う

こ
の
世
の
悪

は

彼
自
身
の

獣
性

は
重
く

ま
た
大
き
い

の
だ

 
そ
れ
を

殺
す
る
だ
け
の
善
性
も

ま
た

 
黒
い
泥

が
切
り
裂
か
れ

そ
こ
か
ら

ス

ツ

の
少
女
・
ラ
ウ
ラ
が
出
て
く
る

気
を

失

て
い
る
の
か
表
情
に
険
は
な
い

 
そ
れ
を

け
止
め
る
少
年
を

私
は
じ

と
見
つ
め
た
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・
無
銘

 
生
体
同
期
型

 

原
子

作

に
よ
り

物
理
的
な
影

武

の

自
己

の
分
解

死

と

非
物
理
的
影

な
ど
の
自
然

作

の
二
つ
の
特
徴
を
持
つ

 
和
人
は
先
の
戦
い
で

影
に
気
付
い
て
は
な
い
が
一

人
の
目
が
あ
る
た
め

え
て
解
放
後

も
肉
体

の

近
戦
を
仕
掛
け
て
い
た

闇
の
極
光
は
ヒ
ミ
ツ

 
世
間
的
に
は

肉
体
強
化
特
化

と

け
取
ら
れ
る
予
定

 

に

れ
去
ら
れ
た
過
去

人
体

疑
惑
も
あ
る
の
で
ネ

 

斬
撃

ば
す
の
と
か
も
無
銘
の
恩

が
あ

た
か
ら
こ
そ
と

動
を
制
限
さ
れ

れ
ば
危
険

は

い

と
ミ
ス
リ

ド
を

て
い
た
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・

ぶ
斬
撃

 
真
空
波

 
真
空
は
空
気
に
生
ま
れ
た
無
の
空
間
で
あ
り
そ
れ
の
波

原
子
の
分
断
が
真
空
波
と
い

う
本
作
の
定
義

不
可
能

 
要
は
る
ろ
剣
の

 
殺
し
の
能
力
で
は

に
千
冬
以
上

と
い
う
の
が
楯
無
の
見
立
て

  
・
和
人
の
獣
性

 
出
来
損
な
い
と

ら
れ
捨
て
ら
れ
た
怨
み
世
界
へ
の
絶
望

能
力
至
上
主
義
の
思

想 
い
ま
の
世
界
が

し
た

  
・
和
人
の
善
性

 
人
を
想
い

愛
し

し
む
守
護
の
根
幹

 
直
葉
を

に
育
ん
だ
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 ネットの反応 〜 学園襲撃篇後〜

 
ネ

ト
の
反
応
 

学
園
襲
撃
篇
後

   
お
 
ま
 
た
 
せ
 

  
前

イ
ン
タ
ビ

動

後

ネ

ト
掲
示
板
で
お
送
り
し
ま
す

 
ち
な
み
に
事
件
か
ら
三
日
後
の
時
系
列
で
す

 

数
は
約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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あ
あ

傷
で
す
か

 
え
え

技
術
を

い
た
最
先

を

け
て
る
の
で

あ

る
程

は

が
り
ま
し
た

は
残
る

て

わ
れ
ま
し
た
け
ど
ね

ま
あ
フ
ル
ダ
イ
ブ
で

る

く
ら
い
な
ら
問

な
い
ら
し
い
の
で
お
気

い
な
く

  

分
か
り
ま
し
た

と
も
あ
れ
体

が
悪
く
な
れ
ば

て
く
だ
さ
い
ね

で
は

刀
直

入
に

問
し
て
い
き
ま
す

ま
ず
今
回
の
取

に
応
じ
て
下
さ

た
の
は
な

で
し

う
か

 
し
か
も
不

を

し
て
ま
で

 

で
ア
レ
コ
レ

く
な
い

を
探
ら
れ
る
よ
り
は
む
し
ろ
自
分
か
ら
情
報
を
発
信
し
た
方

が
絶
対
い
い
と

実

本
人
が

わ
な
い
と
分
か
ら
な
い
事
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
か
ら

  

あ
あ

ま

そ
う
で
す
ね

事
前
に

問
内
容
を

集
し
た
と
こ
ろ

に
つ
い

て
の
他

ノ
之

士
と
の

な
ど
に

す
る
も
の
が
多
か

た
で
す

 
で
し

う
ね

自
分
は
気
付
か
な
か

た
で
す
が
襲
撃
者
を
倒
し
た
後
に

士
が
親
し

に
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声
を
掛
け
な
が
ら
現
れ
た

で
す
し

  

ノ
之

士
と
は

時

か
ら
お
知
り
合
い
に
な
ら
れ
た
の
で
す
か

 
自
分
が

一

だ

た

２
０
２
０
年
の

七

の

で
し
た
か
ね

夜
に

強
を
し
て
た
ら
い
き
な
り
二

の

か
ら
入

て
き
た
の
が
初
め
て
の
出
会
い
だ

た
と
思
い

ま
す

付
き
合
い
自
体
は
桐

谷
家
に

わ
れ
て
少
し
し
て
か
ら
始
ま

て

無
銘

の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
と
か

の

い
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
て
ま
し
た
ね

  

出
会
い
は
二

の

か
ら
で
す
か

 
え
え

二

の

か
ら

多
分
光
学
迷

を

し
た
自
分
の

に

て
き
た
の
だ
と
は
思

い
ま
す
け
ど

  

流

天
災

常
識
か
ら
外
れ
て
ま
す
ね

そ
れ
で

か
話
さ
れ
た
ん
で
す
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ま
あ
色

と

お

い
の
夢
と
か

  

夢

で
す
か

桐

谷
さ
ん
は
な
ん
と

 

み
ん
な
と
一
緒
に
い
た
い

と

あ
の

は
ま
だ
肉
親
を
信
じ
て
い
た
の
で

  

今
は

 

血
の
繋
が
り
な
ん
て

の
意
味
も
な
い

て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た

え
え
実
兄
に
ね

  

そ
う
い
え
ば
桐

谷
さ
ん
は
実
の
兄
・

秋
十
さ
ん
と
い
が
み
合

て
い
る
と
い
う

話
が
あ
り
ま
す
が

 
事
実
で
す
よ

自
分
は
確
認
し
て
な
い
で
す
け
ど
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
ホ
ロ
ウ
と
決
別
す
る
動
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が

開
さ
れ
た
の
で
し

う

 
そ
の
動

の

り
で
す

  

そ
う
な
ん
で
す
か

で
は

が
悪
く
な

た
の
は
い
つ

か
ら
な
の
で
し

う

 
自
分
が
明
確
に

悪
し
始
め
た
の
は
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
時
か
ら
で
す
よ

不

は

そ
れ
ま
で
に

め

ん
で
て
あ
の
時
に
憎
む
ま
で
に
な
り
ま
し
た

た
だ
あ

ち
が
な

自
分

を

て
る
の
か
は
な
ん
と
も

  

え

分
か
ら
な
い
の
で
す
か

 
そ
れ
が

で
し
た
か
ら

物
心
付
い
た

か
ら
ず

と

  

な
に
か
心

た
り
に
な
る
よ
う
な
事
は
あ
り
ま
し
た

 
そ
れ
が
ま

た
く
な
い
ん
で
す
よ
ね

ま

か
が

に

た
ん
で
し

う
ね
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家
は
自
分
が
二

の
時
に

親
が

発
し
て
実
の
姉
が
出

ぎ
に
出
て
た
の
で
家
の
中
は
兄

と
二
人
き
り
で
し
た

を
合
わ
せ
る
事
は
少
な
か

た
の
で
同
じ
家
の
中
に
い
な
が
ら
別

の

よ
う
な
も
の
で
し
た
け
ど

そ
れ
な
り
に
ス
ト
レ
ス
が
あ

た
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

  

だ
か
ら

て
そ
れ
は

秋
人
さ
ん
が
小
学

に
入
学
し
て
か
ら
は
ど
う
さ
れ
て
い
た

ん
で
す
か

 
実
姉
の
友
人
の
家
に

け
ら
れ
て
い
ま
し
た

ノ
之
家
で
す

ノ
之

士
の
生
家

今
は

重
要
人
物
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

て
名
を
変
え
一
家
離

の
憂
き
目
に
あ

て
道
場
も
親

の
お
ば
が

理
し
て
い
る
だ
け
で
も
ぬ
け
の

で
す
が

そ
の
前
は

ノ
之
一
家
が
い
ま
し

た
か
ら
ね

ち
な
み
に
自
分
の
家
事
技
術
は

ノ
之

士
の

親
か
ら
学
び
ま
し
た

親
は
道

場
の
師

を
し
て
い
た
の
で
も

ら
面
倒
を
見
て
く
だ
さ

て
た
の
は

親
の
方
で
し
た
ね

  

へ

あ
れ

 
で
も

士
と
知
り
合

た
の
は
七

の

て

て
ま
し
た
よ

ね

け
ら
れ
て
る

時
は

を
合
せ
な
か

た
の
で
す
か
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記

に
は
な
い
で
す
ね

遠
く
か
ら
見
ら
れ
る
く
ら
い
は
あ

た
か
も
で
す
け
ど

む
し
ろ

記

に
あ
る
の
は

そ
の
妹
の
方
で
す
ね

  

士
の
妹
さ
ん
で
す
か

 
え
え

自
分
の
三
つ
上
秋
十
の
一
つ
下
だ

た

で
す

な
の
で
秋
十
が
小
学
生
に
な

て

か
ら
そ
の
妹
が
入
学
す
る
ま
で
の
一
年
間

日

を
合
わ
せ
て
ま
し
た

秋
十
に
気
に
入

ら
れ
て
い
た
の
か
そ
れ
と
も
秋
十
を

い
て
い
た
の
か

自
分
の
主
観
で
す
け
ど
ま
あ
性

格
は

き
に
な
れ
な
い
も
の
で
し
た
ね

今
は
ど
う
な

て
る
か
知
り
ま
せ
ん
け
ど

  

な
に
か
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か

 
ノ
之
流
剣
術
と
合
気
道

術
を

て
い
た

で
す

道
場
で
兄
や
姉
他
の

下
生
と

じ

て
鍛

し
て
い
た
の
を
見
て
る
の
で
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あ

そ
う
じ

な
く
て

な
に
か
そ
の
妹
さ
ん
に
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
意
味
で
す

 
あ
あ

そ
う
い
う
意
味
で
し
た
か

ま

別
に

う

ど
の
事
は
無
か

た
で
す
よ

  

中
略

  

話
は
変
わ
り
ま
す
が

実

の
と
こ
ろ
桐

谷
さ
ん
の
ア
レ
は

な
の
で
し

う
か

 
世
間
一

で
知
ら
れ
る

と
同
じ
に
は
見
え
な
か

た
の
で

そ
こ
の
と
こ
ろ
で
物
議
が

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね

 
一
応
は

で
す
よ

た
だ
見
た
目
の

り

特

で
は
あ
り
ま
す

  

体
的
に
ど
う
特

な
の
で
し

う
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無
銘

は
生
体
同
期
型
な
ん
で
す

ぶ

ち

け
て

う
と
あ
の
黒
い

体
を
取
り

か
れ

る
と
死
に
ま
す

と
い
う
よ
り
コ
ア
を

め

む
こ
と
自
体
人
体
に
有

な
エ
ン
ジ
ン
機

部

を

め

む
よ
う
な
も
の
な
の
で
生
き
て
る
事
が
そ
も
そ
も

ら
し
い
ん
で
す
が

第
二
回
モ

ン
ド
・
グ
ロ

で
誘

さ
れ
た
先
の

事
変
で
ホ
ロ
ウ
と
戦

て
る
時
に
再
現

さ
れ
た
記

の
場

で

無
銘
を

め

ま
れ
ま
し
た

生
身
で

を
撃

で
き
る
よ
う
に

と
い
う
テ

マ
の
人
体
実
験
だ

た
ら
し
い
で
す
ね

目
の
色
が
物
理
的
に
変
わ
る
の
も
そ
こ
で

ナ
ノ
マ
シ
ン
を

め

ま
れ
た
か
ら
で
す

自
分
が

ば
れ
た
の
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
肉
親

だ
か
ら
誘

し
た
後
の

分
を
有

活

し
た
形
な
ん
で
し

う

  

お

う

と
真
実
が
明
ら
か
に

絶

 
と

と
も
あ
れ

無
銘

は

で
あ
り
な
が
ら
生
身
と
同
じ
よ
う
な
も
の

と
い
う
感
じ
で
す
か

 
そ
う
で
す
ね

シ

ル
ド
バ
リ
ア
や
絶
対

Ｐ
Ｉ
Ｃ
に

す
る
機
能
は
あ
り
ま
す
け
ど

パ
ワ

ア
シ
ス
ト
は
あ
り
ま
せ
ん

だ
か
ら

部
や

部

が
無
い
分

内
な
ど
限
定
さ
れ

た
空
間
で
の
小
回
り
は
か
な
り

き
ま
す
ね

回

し
や
す
い
ん
で
す
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で
も
そ
れ
だ
と
力
勝
負
や
速
さ
勝
負
で
は
勝
て
ま
せ
ん
よ
ね

 
そ
れ

て

命
的
じ

な
い
で
す

 
え
え

た
だ

無
銘

は

さ

き
も

た
よ
う
に
生
体
同
期
型

そ
し
て

は

者

の
バ
イ
タ
ル
や
コ
ン
デ

シ

ン
を

切
に
保
つ
機
能
を
有
し
て
い
る

来
の

が
機
器
を

し
て
間

的
に
行
わ
れ
る
の
に
対
し
自
分
の
場
合
は
直

的
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影

を

け
る
事
に
な
り
ま
す

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん

出
力
や
そ
の

性
も

外
じ

な
い

  

も
し
か
し
て
事
件
中

の

肉
が
異
常
な
く
ら
い

れ
上
が

て
た
り
消
え
た
よ
う

な
速
さ
で

動
し
て
た
の
は

 
想
像
の

り
で
す

も
ち
ろ
ん

ト
レ
は
欠
か
さ
ず
し
て
ま
し
た
け
ど
自
分
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

生
還
し
て
三

月
程

な
の
に
あ
そ
こ
ま
で
肉
体
が
回
復
し
て
る
こ
と
ま
た
一

月
前
の
事
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変
の
時
の
回
復
力
は
無
銘
あ

て
こ
そ
で
す

に
穴
が
空
い
て
た
の
に
あ
そ
こ
ま
で
動

け
て
い
た
事
も
消
化
器

に
回
さ
れ
る
血

を
限
界
ま
で

ら
し
て
い
た
か
ら
で
す

と
は

え
そ
れ
も
食
事
前
で

の
中
が
空

だ

た
か
ら
出
来
た
の
で
す
が

  

う
わ

し
か
し

だ
と
す
る
と
刀
の
間
合
い
の
外
の

を
斬

た
り

の

を
斬

た
の
は

無
銘

と
い
う

の
能
力
で
は
な
い
と
い
う
事
に
な
り
ま
せ
ん
か

 
斬
撃
を

ば
す
事
自
体
は
そ
う
で
す
ね

流

に

を
斬
る

斬
鉄

は
刀
身
に
エ
ネ
ル

ギ

を
流
し
て
切
れ
味
を
上

て
ま
し
た
が

  

あ
あ

だ
か
ら

も

断
出
来
て
た
ん
で
す
ね

ち
な
み
に

こ
れ
は
私
の
個
人
的

な
興
味
な
ん
で
す
け
ど
エ
ネ
ル
ギ

と

え
ば
桐

谷
さ
ん
か
ら
流
れ
て
た
エ
ネ
ル
ギ

は
黒

と
白
の
二
色
あ
り
ま
し
た
よ
ね

 
黒
が

に
強
く
残

て
い
ま
す

色
が
違
う
理
由

て

あ
る
ん
で
す
か
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士
に
よ
る
と

無
銘

の
進
化
経

が
原
因
だ
ろ
う
と

  

と

い
ま
す
と

 

で

め

ま
れ
た

時

事
変

で
知
ら
れ
て
い
る
状

で
し
た

い
ま
と
違

て

希
望
も
無
か

た
の
で
絶
望
と
か
怨
み
ば

か
り

で
自
分
と
無
銘
が

に
与
え
る

影

は
ど

ち
も
ダ
イ
レ
ク
ト
な
ん
で
す

は

者
の
事
を
知
り

進
化
し
て
い
く
も
の

無
銘
は

の
負
そ
の
も
の
を

け
た

そ
れ
が
原
因
で
あ
の

の
仮
面
と
黒
い
オ

ラ

白
い

が
構

さ
れ
た
ら
し
い
で
す

だ
か
ら
無
銘
を

に

え
る
と
白
い
エ
ネ
ル
ギ

の

方
が
異

な
ん
で
す
ね

  

精
神
状

で
色
が
変
わ

て
る

て

は

ん
と
に
不
思
議
で
す
ね

 
ま
あ

の
正
式
名
称
も

シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

じ

な
い

い
で
す
か
ら
ね
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え

 
そ
う
な
ん
で
す
か

 

の
動
力
源
と
も

え
る
も
の
が
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

て

わ
れ
て
ま
す
け
ど

名
称

り
な
ら
シ

ル
ド
バ
リ
ア
と
か
に
し
か
使
え
な
い

な
の
に
も
の
に
よ

て
は
武
器
に
も
使

わ
れ
ま
す
か
ら
ね

零

白
夜

と
か
そ
の
最
た
る

で
し

う

  

あ
あ

で
も
そ
れ
は

上
な
の
で
は

 

零

白
夜

は

シ

ル
ド
エ
ネ
ル

ギ

を
攻
撃

の
エ
ネ
ル
ギ

に
転
換
し
た
も
の
な
ん
で
し

う

 
え
え
ま

た
だ

上
だ
か
ら
こ
そ
別
に
名
前
が
あ
る
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね

じ

な

い
と
精
神
状

で
色
が
変
わ
る

て
い
う
特
徴
が
お
か
し
く
な
る
の
で

ノ
之

士
の
性

格
的
に
色

と
流

出
来
る
と
分
か

て
い
れ
ば
も

と
別
の
名
前
を
付
け
そ
う
で
す
し

ま
あ
あ
く
ま
で
推

な
の
で

話

分
で
い
い
で
す
よ

  

桐

谷
さ
ん
が

う
と
そ
う
と
し
か
思
え
な
い
ん
で
す
が
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そ
う

わ
れ
る
と
面

い
で
す
ね

  

中
略

  

い
や

気
付
け
ば
一
時
間
以
上
話
し
て
ま
し
た
ね

 
そ
う
で
す
ね

問
さ
れ
て

さ
す
が
に
ち

と
気

れ
が

  

桐

谷
さ
ん
も
気

れ
な
ん
て
す
る
ん
で
す
ね

 
失
礼
な

だ

て
人
と
話
せ
ば
気

れ
く
ら
い
し
ま
す

  

で
も
ボ
ス
戦
に

べ
れ
ば
ま
だ
マ
シ

で
し

う

 
あ
の

事
変

の
時
よ
り
も
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い
や

命

け
の
そ
れ
と

べ
れ
ば

そ
り

な
ん
だ

て
マ
シ
だ
と
思
う
ん
で
す
が

  

す
み
ま
せ
ん

で
も
最
後
に
も
う
一
つ
だ
け
お

か
せ
く
だ
さ
い

今
後
桐

谷
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
お
つ
も
り
な
の
で
し

う
か

 
国

会
か
ら
は
来
年
に
は

学
園
に

う
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す

国

か

ら
は
男
性

者
の
確
保

立
ま
た
技
術
発
展
の
た
め
ど
こ
か
の
国
直

の
企
業
が
作

た
機
体
を
専

機
と
し
て
男
性
の
バ
イ
タ
ル
デ

タ

取
の
協
力
要
請
が
あ
り
ま
す
ね

  

に

無
銘

が
あ
る
の
に

専

機
を

さ
れ
る
の
で
す
か

 
無
銘
は
異

の
も
の
で
す

化
を
目
指
す
な
ら
他
の

件
も
出
来
る
限
り
同
じ
に

そ
れ
こ
そ
差
異
を
性
別
に
限
定
す
る
く
ら
い
し
な
け
れ
ば
デ

タ

取
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん

か
ら

そ
れ
に
コ
ア
を
体
に

め

む
の
が
常
識
に
な
る
と
か
地
獄

で
し
か
な
い
で
す

あ

と
は

的

つ
正
式
な
専

機
を

与
し
て
後

自
国

に
取
り

も
う
と
い
う
魂

で
し
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う  

葉
に
す
る
と
え

つ
な
さ
が

じ

な
い
で
す
ね

 
ま
あ

は
戦
う
理
由
が
ス
グ
姉
と
か
家

間
の
た
め
な
の
で
必
然
的
に
日
本
以
外
の
企

業
は

ば
な
い
ん
で
す
け
ど
ね

  

う
わ

 
現
実

だ
と

あ
と
は
実
況
解
説
中
に
し
て
い
た
オ

グ
マ

と
い

た

や

技
術
の
広
報
活
動
や
テ
ス
タ

で
す
か
ね

良
く
も
悪
く
も
名
前
が

れ
て
ま
す
か
ら

  

現
実

と
い
う
こ
と
は
仮
想
世
界

で
も
な
に
か
動
く
予
定
が
あ
る
ん
で
す
ね

 
そ

ち
は
確
定
で
は
な
く
て
も
の
に
よ

て
は

依
頼
が
来
る
と
い
う
程

で
す

Ａ
Ｌ
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Ｏ
の
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
最
終
エ
リ
ア
の
攻
略
が
進
ま
な
く
な

て
二
か
月
経

ち
ま
す
し
そ
れ
の
協
力
要
請
が
来
そ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね

そ
れ
が
企
業
か
ら
か
個
人

か
ら
か
は
別
と
し
て

  

む
し
ろ
今
ま
で
要
請
が
無
か

た
ん
で
す
ね

確
か
に
最
終
エ
リ
ア
の
攻
略
に
参
加
し

た

て
話
は

か
な
か

た
で
す
け
ど

 
事
変

の
後
か
ら

し
か

た
の
で

  

あ

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

ヴ

フ
ス
騒
動

女
権

襲
撃
事
件
学

園
襲
撃
事
件

定
期
的
に

き

ま
れ
て
ま
す
ね

し
か
も
仮
想
で
も
現
実
で
も

 
前
二
つ
は
家

の
事
も
あ
る
の
で
自
分
か
ら

を
突

ん
だ
き
ら
い
も
あ
り
ま
す
が
ね

  

今
後
も
桐

谷
さ
ん
は
大
変
な
日

を
送
る
事
に
な
る
で
し

う
ね
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無
銘
を
使
う
と
決
め
た
時
に
は
覚
悟
で
き
て
い
た
事
で
す

そ
れ
で
も

せ
な
み
ん
な

と

ら
せ
る
日

が
来
る
な
ら
大
変
で
は
あ

て
も
そ
れ
は
決
し
て
無

な
日

で
は
な
い

で
す
よ

 
あ
る
意
味

そ
れ
が

の

福
で
す
か
ら

  
男
性

者

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

 
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

 
桐

谷
和
人

 
世
界
最
兇

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

解
放
の
英
雄
・
キ
リ
ト
／
世
界
初
の
男
性

者
・
桐

谷
和
人

に
密

フ
ル
ダ
イ
ブ
取

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ
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４

０

回

・
２
０
２

 
チ

ン
ネ
ル
登
録
者
数

８
３
万
人

 
・
キ

ス
ト

 

会

ユ
リ
エ

ル

 
ゲ
ス
ト

キ
リ
ト
／
桐

谷
和
人

     
仮
想

義
弟
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

現
実

其
の
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ト
モ
の
ラ
イ
ブ
と

国

会
の
会
見
が
終
わ

た
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
取
り

さ
れ
た
女
権

を
怨
む
男
達
の
一

そ
れ
か
ら
あ
の
襲
撃
者
達
か

裏

で

を
引
い
て
い
た
の
は
襲
撃
者
が

属
す
る
フ

ン
ト
ム
・
タ
ス
ク

て
組

ら
し
い
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に
す
る
と

亡
国
機
業

だ

け

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
そ
う
そ
う
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
襲
撃
者
の
ス
コ

ル
マ
ド
カ
あ
と
義
弟
が

手
し
て
た
オ

て
の
が
オ

タ
ム

て

ツ
ら
し
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
襲
撃
の
目
的
が

存
の
コ
ア
奪
取

あ
と

国

者
と
要
人
の
殺

と
機
体
の
奪
取

 
ま

こ
こ
ま
で
は
予
想

り
だ

た
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
予
想
外
だ

た
の
は
義
弟
だ
よ

 
つ

か

か
ら

ま
で
予
想
外
だ
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や
ホ
ン
ト
そ
れ

 
確
か
に
さ
義
弟
の
お
か
し
い
回
復
力
と
か
あ
の
目
の
変
化
と
か
あ
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ホ
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ロ
ウ
と
戦

て
る
時
の

見
て

ん

と
は
話
に

が

て
た
よ

 
で
も
ま
さ
か
マ
ジ
で
人
体

け
て
た

て
予
想
外
に
も

ど
が
あ
る
わ

 
極
め
つ
け
に

コ
ア
を

め

ま
れ
て
た

て
一
番

い
た
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
と

ぶ
斬
撃
な

 
話
に

が

て
た
無
人
機
を
無
力
化
し
た
の
も
義
弟
で

レ
ク
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

く

一
撃
で

断
し
た
ら
し
い

あ
の
刀
の
刃

り
的
に
確
か
に
斬
撃
が

ば
な
い
と

断
出
来
な
い

よ
な

 
シ

ル
ド
バ
リ
ア
と
か

し
た
の
も

あ
の
刀
が

無
銘

て
い
う
生
体
同
期
型

の

武
器
だ

た
か
ら
か
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
な
ん
じ

ね
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
い
え
ば
義
弟
が

め

ま
れ
て
る
こ
と

と
更
識
は
知
ら
な
か

た
ん
か
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
お
や
そ
の
反
応
か
ら

す
る
に
義
弟
と
天
災
が
実
は
繋
が

て
た
事
は
知
ら
な
か

た
り

す
る
の
か
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
え

な
に
そ
れ

ど
こ
情
報

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
あ

も
し
か
す
る
と
戦
い
の
動

と

ト
モ
は
見
て
な
い
ん
じ

な
い
か

 
会
見
の
方

だ
と
襲
撃
者

の
事
と
男
性

者
に
つ
い
て
が
中
心
で
あ
ま
り

士
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
な
か

た
か
ら
な
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名
無
し
の
プ
レ
イ

  
義
弟
は
第
一
ア
リ

ナ
の

誘
導
中
に
襲
撃
者
四
人
組
の
中
で
無
人
機
と
対
峙

こ
れ
を

下
し
た
後
ア
ラ
ク
ネ
の

襲
で
深
手
を
負
い
つ
つ
も
応
戦
し
善
戦

ス
コ

ル
と
マ
ド
カ
が

け
つ
け
て
生

を
人

に
取
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

無
銘

解
放

三
人
を

殺
し
た
と
こ
ろ
で

ド
イ
ツ
少
女
が

し
て

ヴ

ル
キ
リ

・
ト
レ

ス
・
シ
ス
テ
ム

が
発
動

 
実
は
こ
の
間

ど

国
要
人
の
護
衛
と
か
ク
ロ
エ
ち

ん
を
始
め
と
し
た
一

者
が

活
躍
し
て
な
い
ん
だ
が

こ
れ
に
は

が
あ

た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

く

ノ
之

士
製
の

存
コ
ア
を
使

た

は

更
識
楯
無
を

い
て
す
べ
て

動
不

可
能
に

て
い
た
ん
だ
と

 
ど
う
も

存
コ
ア
の
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

し
て
ハ

キ
ン
グ
を
仕
掛
け
て

動
で
き

な
い
よ
う
に

し
て
い
た
ら
し
い

ち
な
み
に
そ
の
機

は
襲
撃
し
た
男
達
の
潜
水

に
あ
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た
ら
し
い
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
そ
れ
だ
と

更
識
楯
無
は
な
ん
で
戦
え
て
た
ん
だ

 
そ
れ
に
襲
撃
者
も

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

が

存
の
コ
ア

て

て
る
よ
な

 
実
は
襲
撃
者
四
人
が
使

て
た
機
体
の
コ
ア
は

ノ
之

士
の
作

た
コ
ア
じ

な
い
ら
し

い

だ
か
ら
上
の
ハ

キ
ン
グ
対

外
だ

た

だ
な

ち
な
み
に
無
人
機
の
遠
隔

作
は
そ

の
新
コ
ア
の
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

し
た
も
の
だ

た
ら
し
い
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
更
識
楯
無
の
機
体
は
二

行
し
て
て
そ
の
時
に
ア
ン
チ
・
ハ

キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

て
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

し
て
た
ん
だ
と
か

だ
か
ら
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
経
由
の
ハ

キ



 尊ぶべき日常世界

ン
グ
も

か
な
か

た
ら
し
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
さ
す
が
は

期
代
表

候
補

つ
よ
い

確
信

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

で

そ
れ
が
な
ん
で
天
災

士
と
義
弟
が
繋
が
る
ん
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
潜
水

の
ハ

キ
ン
グ
機
器
を
無
力
化
し
た
の
は
天
災
な
ん
だ
と

 
多
分
天
災
が
ハ

キ
ン
グ
を
止
め
て
か
ら

す
ぐ
く
ら
い
に
ス
コ

ル
達
が
義
弟
の
ト
コ
に

行

た
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
れ
か
ら

シ
ス
テ
ム
を
義
弟
が
ぶ

た
斬

た
後
女
権

の

が

動
し
て
襲
撃
を
始
め

た
ん
だ
が
そ
こ
で

に
穴
が
空
い
て
る
義
弟
も
戦
お
う
と
し
た

天
災
は
そ
こ
に
止
め
に
入

た
ん
だ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で

そ
の
一
幕
が
原
因
で

に
二
人
の

が
知
れ

た

だ
な

 
ち
な
み
に
二
人
は
義
弟
が
桐

谷
家
に

わ
れ
た
後
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
入
る
前
か
ら
の
知
り
合
い

ら
し
い

と
更
識
が
無
銘
に
つ
い
て
認
知
し
て
な
か

た
の
は
天
災
が

て

し
て
た
か
ら
な
ん
だ
と

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
コ
ミ

と
い
う
か

気
に
入

た

ツ
以
外
は
と
こ
と
ん
無

す
る

て

い
て
た
か
ら

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
た
時
は

を

か
れ
た

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
義
弟
以
外
と
も
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
取

て
た
か
ら
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
え

そ
ん
な
事
に
な

て
た
の
か
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ち
な
み
に
義
弟
に
負
け
ず

ら
ず
ク

強
い
ら
し
い
ぞ

ス
は
義
弟

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

ノ
之
流
剣
術
道
場
の
師

代
の

ら
し
い
か
ら
な
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

く

そ

ら
強
い
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

と
す
る
と
義
弟
の
剣
の

は
天
災
仕

み
な
の
で
は

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
は
強
い
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
り
得
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
が

義
姉
・
直
葉
に
も
仕

ま
れ
て
る
ん
じ

な
い
か
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 

い
た
話
だ
と
更
識
楯
無
の
鍛

に
も
付
き
合

て
る

て

も

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ト
モ
で
明
ら
か
に
な

た
話
も
加
味
す
れ
ば

ワ
ン
チ

ン

ノ
之
流
も

て
た
可
能

性
も
あ
る
よ
な

姉
と
兄
が
ど

ち
も

て
た
な
ら

 
そ
ん
な
話
は

い
た
事
は
な
い
が

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
や
べ

な

義
弟

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
話
は
変
わ
る
が

 
天
災

士

て

確
か
世
界
的
に
指
名
手
配
に
な

て
な
か

た

け

 
義
弟
と

が

あ

た
事
は
義
姉
も
知

て
た
ん
だ
ろ

 
な
の
に

報
と
か
し
な
か

た
の
か
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名
無
し
の
プ
レ
イ

  
い
や

天
災
は
義
弟
に

め

ま
れ
た
無
銘
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
か

面
倒
見

て
た
み
た
い
だ
し
あ
の
ブ
ラ
コ
ン
義
姉
は
む
し
ろ

に
協
力
し
て
た
ん
じ

な
い
か
と
思
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
い
う
か

無
銘

の
成
り
立
ち
か
ら
し
て
ア
レ
だ
し
な

 
義
姉
と

え
ど
も

は

外

だ
し

頼
れ
る

手
に
頼

て
も
お
か
し
く
は
な
い
よ

な

義
弟
の

性
も

性
だ
し
さ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
が
無
銘
を

し

し
て
た
の
だ

て
自
分
の
事
も
だ
け
ど

の
人
の
事
を

慮
し
て
た

い
発

を
し
て
た
か
ら
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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義
弟
が
剣
を

て
る
の
だ

て

を
正
せ
ば
近
し
い
人
の
た
め
だ
も
ん
な

守
る
た
め
に

力
を
振
る

て
で
も
却

て
そ
の
力
で

を

い
て
た
ん
じ

本

転
倒
だ
か
ら
そ
の
判
断
は

道
理
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
を

じ

て
ま
で
な
に
も

な
い
む
し
ろ
疑
念
ぶ
つ
け
て
き
た
一

生

を

守
る
た
め
に
使

た
か
ら
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
見
て
お
い
て
な
ん
だ
け
ど

正
直
動

る
よ
り
さ

さ
と

ろ
と
思

た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
下
手
に
動
い
て
流
れ
弾
に

た

て
も
と
は
思
う
け
ど
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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な
く
て
も

よ
う
と
し
て
も
邪
魔
と
か

無
力
は
罪
で
す
ネ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
せ
め
て

国

者
が
も
う
ち

と
キ
ビ
キ
ビ
動
い
て
れ
ば
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
外

が
後
か
ら
責
め
る
の
は
身
勝
手
な
ん
だ
が
な

実

天
災
で
す
ら
予
想
し
て
な
か

た
事
な

だ
し
そ
れ
こ
そ
義
弟
が
カ
メ
ラ
の
無
い
ト
コ
で
無
銘
を
使

て
速
攻
を
キ
メ
れ

ば
よ
か

た

て
極
論
ま
で
出
る
事
に
な
る

 
こ
う

う
と
ア
レ
だ
が

女
権

も
男
集

も
日
本
の
問

だ

た

だ
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

も
日
本
人
が
作

た
モ
ノ
だ
し
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
の

に
は
日
本

あ
ん
ま
り

か
れ
て
な
い
よ
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
表
向
き
に
は
な

 
日
本

ど

ど
く
な
い
と
は
い
え
や

外
国
で
も
女
尊
男

風

は
あ
る
み
た
い
で
そ

れ
を
打
開
す
る

に
な
る
得
る
存
在
が
現
状
一
人
だ
け

兄
も
出
る
か
も
だ
が
ど

ち
に
せ
よ

日
本
人
だ

生
ま
れ
の
国
を

遇
す
る
可
能
性
は
高
い

そ
こ
で
日
本
と

対
し
て
れ
ば
男
性

者
の
デ

タ
を

さ
れ
な
い
可
能
性
も
出
て
く
る

 

論
ア
ラ
ス
カ

約
と
か

国

会
の
事
も
あ
る
か
ら
全
く
出
さ
な
い
事
は
な
い
だ

ろ
う
け
ど

出
す
情
報
の

別
は
出
来
る
か
ら
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
は
日
本
企
業
か
ら
専

機
を

与
さ
れ
る
つ
も
り
ら
し
い
か
ら
な

専

機
か
ら
デ

タ

を
取

て
企
業
が
日
本

と

会
に

出
す
る
以
上

の

意
的
な

作
が
入
る
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地
は
い
く
ら
で
も
あ
る

デ

タ
だ
か
ら
義
弟
本
人
が

別
す
る
事
は

し
い
か
も
だ
が
定
期

報

と
か
で

え
て

い
て
企
業
で
機
体
か
ら
直

く
時
じ

な
い
と
分
か
ら
な
い
と
か
に

し
て
し
ま
え
ば
日
本
だ
け
圧
倒
的
に
リ

ド
出
来
る
構

も
出
来
上
が
る

 
そ
こ
を
恐
れ
て

い
ま

国
は
日
本
と
の

離
を

り
か
ね
て
る
ん
だ
ろ
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
現
状
日
本
が
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
二

覇
し
て
て

千
冬
と
更
識
楯
無
で
三

覇
の
可

能
性
も
高
く

更
に
は
桐

谷
和
人
と
か
い
う

血

努
力

実
績

が

て
る
実
力

者
ま
で
日
本
寄
り
で

最
悪
六

覇
ま
で
い
く
可
能
性
あ
る
か
ら
な

 
そ
れ
な
ら
少
し
で
も
取
り
こ

し
の
蜜
を
回
収
し
よ
う

て
魂

な
ん
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
は
え

て

こ
わ
い
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
こ
に
平
然
と

り

む

男
と

女
が
い
る
ん
だ
よ
な

白
目

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
後
者
は

フ

ド
ア
ウ
ト
し
て
る
け
ど

前
者
は
こ
れ
か
ら

て
い
う
感
じ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
こ
に
高
確

で
神

も
放
り

ま
れ
る
ん
だ
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
来
月
の

月

か
ら
全
年

の
男
性
が
対

の

性

を
実

す
る

て
会
見
で
会
⻑
さ

ん

兎

が

て
た
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

も

正
出
な
い
か
な

ロ
ボ
と
か

れ
し
か
な
い
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
お
血

い

様

練
は
軍
人
の
そ
れ
で
す

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や

な
く
て
い
い
で
す

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

だ
れ
も
会
⻑
さ
ん

兎

に
突

ま
な
い
の
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や
ま

会
見
で
理
由

て
た
か
ら
な

の

本
理
念
と
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

進
出
の
た
め
の
方

転
換

て
い
う
理
由
な
ら

ま
あ

得
と
い
う
か
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
る
意
味
初
心
に
帰

た
感
じ
だ
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
自
分
の
技
術
で

い
人
体
実
験
を

け
た
子

が
身
近
な
人
間
の
弟
に
い
れ
ば

そ
り

あ

ね

間
違
い
だ

て
気
づ
く
で
し

う
よ

そ
こ
で
行
動
に

せ
る

り

と
本
気
で

入
れ

に
非
ず

し
て
る

い
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
天
災
な
り
の

罪
と
か

そ
ん
な
感
じ
な
ん
か
ね

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
は
ど
う
す
る
ん
だ
ろ
う
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
真

な
教
育

と
か

 
来
年
入
学

て

て
も
本
来
小
学
六
年
生
な

で

Ｓ
Ａ
Ｏ

事
件
と
か
そ
の
前
の
生
活

境
を

え
る
と
義
務
教
育
な
ん
て

け
て
な
い
も
同
然
だ

た
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だ
ろ

 
下
手
す
る
と

わ
れ
て
か
ら
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
る
ま
で
の

年
弱
く
ら
い
し
か

マ
ト
モ
に

強
で
き
て
な
い
可
能
性
す
ら
あ
る
し

 

の
第
一
人
者
と
し
て

同
時
に
高

学

の
教
師
と
し
て

真

な
教
育
を

す

の
が

罪
に
な
り
得
る
の
で
は

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
弟
二
人
の

す
ら
把
握
し
て
る
か
も
ア

シ
イ
世
界
最
強
に
真

な
教
育
な
ん
て
出
来
る

の
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
⻤
軍

と
か

⻤
教

と
か

そ
ん
な
イ
メ

ジ
し
か
無
い
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

物
で
生
真
面
目
な

だ
か
ら
ず

と
息
の

ま
る
よ
う
な
空
間
な
気
し
か
し
ね

だ

た
ら
い
く
ら

罪
と
は
い
え
お
断
り
し
た
い
な
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
の
緑
髪
の

先
生

て
い
う
人
の
方
が
い
い
な

お
れ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
わ
か
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
分
か
り
み
し
か
な
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
む
し
ろ
あ
の
人
が

の
方
が
い
い
の
で
は

 
現
実
で
も

程
の
事
が
無
い
限
り
実
の
子

が
在

す
る
ク
ラ
ス
を
教
師
の
親
が

す
る
事

て
な
か
な
か
無
い
だ
ろ
う
し
義
弟
と
ブ

リ

ン
ヒ
ル
デ
の

も
か
な
り
ギ
ク
シ

ク
し
て
る

だ
し
な

 
そ
れ
よ
か
実
況
で

ら
か
に
話
せ
て
た
あ
の
人
の
方
が
絶
対
い
い
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 

性
に

れ
て
る
し
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
姉
を
思
い

こ
さ
せ
そ
う
な
立

な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
も
し
か
し
て
義
弟
が
ま
と
も
に
話
せ
て
た
の

て
義
姉
と
重
ね
て
た
り
す
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ご
立

な
も
の
以
外
共

点
が

無
な
気
が
す
る
ん
で
す
が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
ん
な
事

た
ら
お
ま
え
ら

絶
剣

ち

ん
と
か
ア
ル
ゴ
ネ
キ
は
ど
う
な
る
ん
だ
よ
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鼠

  
ぶ

こ
ろ

怒

  

絶
剣

  
絶
許

怨

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
う
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
だ
か
ら

文

は
や
め
ロ

テ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
し
か
も

絶
剣

ち

ん
の
方

よ
く
見
れ
ば
怨
念
の
怨
じ

ね

か

  

絶
剣

 

日

日
同

し
て
る
彼
の
義
姉
の
ス
タ
イ
ル
見
せ
つ
け
ら
れ
て
る
身
に
も
な

て
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
サ

セ
ン
し
た

  

絶
剣

  
ぶ

こ
ろ

怒
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 

て
も
ダ
メ
と
か
ど

し
ろ
と

惑

  

ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

 
女
性
の
体
の
話

を
す
る
の
が
い
け
な
い
ん
だ
と
思
い
ま
す

 
で
も
正
直
絶
剣
さ
ん
は
ま
だ
マ
シ
で
す
よ

こ
こ

年
で
背
も

び
て
ス
タ
イ
ル
も
よ
く

な

て
る
ん
で
す
か
ら

そ
れ
に

べ
て
同
い
年
の
あ
た
し
は

  

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
ド
ン
マ
イ

  
１
０
０
ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

  
ぶ

こ
ろ

怒
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１
０
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

な
ん
か

い
つ
も
よ
り

の
面

や
さ
ぐ
れ
て
ね

 
気
の
せ
い
か

  
１
０
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
絶
剣
ち

ん
が
こ
こ
ま
で
グ
レ
て
る
の
も

し
い
よ

な

  
１
０
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
大
方
コ
ア
の
事
を
教
え
ら
れ
て
な
く
て

ね
て
る
と
か
じ

ね

の

  
１
０
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
く
ら
い
で

ね
る
と
は
思
え
ん
が
な

義
姉
を

に
か
な
り
理
解
あ
る
面

だ
ぞ

 
そ
れ
で
怒

て
れ
ば
義
弟
の
方
が

反
応

こ
し
そ
う
な
も
ん
だ
が

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ
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で

そ
こ
ん
と
こ
ど

な
ん

  
１
０

鼠

 
マ

確
か
に
オ
レ

ち
達
は
ち

と

い
や
か
な
り
ピ
リ
ピ
リ
し
て
ル

で
も
そ
れ

は

の
事
を

て
ら
れ
た
か
ら
と
か
じ

な
い

事
が
事
だ
し
ネ

 
だ
か
ら

て

我
を

し
て
守
る
た
め
に
戦

て
か
ら
と
か

そ
う
い
う
事
で
も
な
イ

  
１
０

義
姉

 
あ
た
し
は
そ
の
事
で

く
怒

て
ま
す
け
ど
ね

  
１
０
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

   
１
０

鼠

 
マ

ウ
ン
怒

て
な
い

じ

な
い
け
ど
サ

で
も
一
番
怒

て
る
の
は
そ
こ
じ

な
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い
ん
だ

  
１
１
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
じ

あ
な
ん
だ

 
他
に
あ
ん
た
ら
が
怒
り
そ
う
な
事

て
あ

た
と
は
思
え
ん
が

  
１
１
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

た

け

そ
ん
な
の

  
１
１
２
マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 

な
ん
で
み
ん
な
ナ
チ

ラ
ル
に
キ
リ
ト
が
怒
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た

て
信

じ
て
る
事
に
突

ま
な
い
の
か
し
ら
ね

し
か
も
そ
れ
を
前

に
話
が
進
ん
で
る
し

  
１
１
３
ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

 
ま

キ
リ
ト
く
ん
で
す
か
ら

 
今
ま
で
が
今
ま
で
な
だ
け
に
一
人
で

え

ん
で
そ
れ
で
ま
た
怒

て
る

そ
う
思
わ
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れ
て
る
ん
で
し

う

  
１
１
４
魔
女

 
一
理
あ

  
１
１

電
姉

 

あ

そ
こ
に
い
た
ん
で
す
ね

    
・
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

 
略
し
て

ト
モ
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原
作
七

で
ク
ラ
イ
ン
が
呼
称
し
て
い
る

フ

ン
ト
ム
・
バ
レ

ト

な
ど
で
は

今

の
勝
ち
組
さ
ん
な
ど
定
期
的
な
フ
ル
ダ
イ
ブ
番
組
を
配
信
し
て
い
る
事
が
分
か

て
お
り
ま

た
ネ

ト
掲
示
板

な
ど
に
も
手
を
広
め
て
い
る
事
が
後

判
明
し
て
い
る

 
運

者
は
シ
ン
カ

本
作
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
ア
ル
ゴ
キ
リ
ト
と
協
力
し
て
主
に
下
層
の

広
報
活
動
や
戦
え
な
い
プ
レ
イ

に
日

い
の
仕
事
を

し

罪

や
死
亡

の

下
に

力
し
て
い
た

 
本
作
で
は

ア

ル

ゴ

保

朋
や

キ

リ

ト

桐

谷
和
人
な
ど
著
名
人
が
リ
ポ

タ

や

と
し
て
名
を

て
い
る

  
・
ユ
リ
エ

ル

 
動

の

会
者

 
そ
の

性
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
地
下
迷

最

に
取
り
残
さ
れ
た
シ
ン
カ

の
救
出
依
頼
を
キ

リ
ト
に
持

て
き
た

使
い
の
女
性

ト
モ
運

者
で
あ
る
シ
ン
カ

の

で
も
あ
る

 

の
手
伝
い
と
し
て
表
で
キ

ス
タ

を
し
て
い
る
時
に

事
変

で
キ
リ
ト
と
会
話
し

そ
れ
以

キ
リ
ト

の
フ
ル
ダ
イ
ブ
取

で
は
キ
リ
ト
か
ら
指
定
さ
れ
る

ど
信
頼
さ
れ
て
い
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た
り
す
る

 
ど
こ
に
ど
ん
な
縁
が

く
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
ネ

 
実
は
か
な
り
の
高
身
⻑
で

シ
ン
カ

よ
り
も
背
が
高
い

作
中
女
性

で
最
高

  
・
桐

谷
和
人

 
な
ん
で
三
日
で
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
る
ん
で
す
か
ね

な
現
時
点
で
世
界
最

・兇
の
異
名

を
持
つ
少
年

 
本
作
に

い
て

式
に
世
界
最
初
に
な

た
男
性

者

 
小
学
生
に
な
る
前
は
日
中
は

ノ
之
家
に

け
ら
れ
て
い
て

そ
こ
で
束
の

か
ら
家
事
を

て
い
た

と
い
う
よ
り
見
て
覚
え
た

見
真
似
は

で
最
も

に
な
る
も
の
だ
か

ら
ネ

 
学
園
襲
撃
で
一
時
ピ
ン
チ
に

た
が
自
分
の
実
力
と
無
銘
で
や
り
過
ご
し
人
を
守

た
者
と
し
て
自
分
の
立
場
を
守
り

い
た
少
年

地
味
に
束
と
の

性
も
明
か
し
対
外
的
に

あ
の
束
と
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
取
れ
る

本
気
で

入
れ
さ
れ
て
い
る

と
い
う
認
識
を

作
り
出
し

ら
と
の
会

で
楯
無
が

し
た
事
を
実
現
さ
せ
た
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一
番
ネ

ク
だ

た
の
が
束
の
立
場

性
を
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
明
か
す
タ
イ
ミ
ン

グ
だ

た
が
今
回
の
襲
撃
を

し
た
形
に
な
る

情
報

作

作
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か

ら
お
手
の
物
だ
か
ら
ネ

 
ち
な
み
に
自
分
の

者
と
し
て
の
希
少
性
を
武
器
に
し
て
い
る
の
で
内
心
秋
十
に

正
が
無

け
れ
ば
い
い
と
願
う
反
面
真

向
か
ら
ぶ
ち
の
め
し
た
い
殺
意
の
ジ
レ
ン
マ
を

え
て
い
た
り
す

る

獣

  
・
魔
女

 
未
来
の
ユ
イ

  
・
電
姉

 
現
在
の
ユ
イ

 
い

ま
現
在
と
未
来
が
交
差
す
る
時

物
語
は
動
き
出
す

 



 黒兎 〜強さの根源〜

 
黒
兎
 

強
さ
の
根
源

  
ど
う
も

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
で
す

 
ど
れ
か
ら
ど
う

い
た
も
ん
か
な

と

を

り
な
が
ら

な
の
で
時
間
が
か
か
り
ま
し

た 

点

ラ
ウ
ラ

 

数

約
一
万
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

と

意
識
が
浮
上
し
た

 
目
を
覚
ま
し
た
私
の

は
闇
に

ま
れ
て
い
た

も
や

の
よ
う
な
闇
に

い

さ
れ
て
い
て



 尊ぶべき日常世界

夜
目
が

く
よ
う

練
さ
れ
て
い
る
私
で
も
先
が
見

せ
な
か

た

だ

こ
こ
は

 
い
や

そ
も
そ
も
私
は

 
い

た
い

を
し
て
い
た
か
を

え

そ
し
て
す
ぐ
に
思
い
出
し
た

 
力
が
欲
し
い
か
と

い
て
き
た
謎
の
声
に
誘
惑
さ
れ
意
識
を
明
け

し
て
し
ま

た

そ

こ
か
ら
今
ま
で
意
識
が
無
か

た

だ
が

を

し
て
い
た
た
め
か
記

に
は
し

か
り
意

識
を
失

て
い
る
間
の
事
が
残

て
い
た

黒
い

を

い
雪
片
を
振
る
い
そ
し
て

れ
た
事
を

 

故
自
身
の
専

機
た
る
ド
イ
ツ
の
第
三
世
代
機

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
レ

ゲ
ン

に

の
コ
ピ

を
形
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ス
テ
ム

が

載
さ
れ
て
い
た
か
は

不
明
だ

少
な
く
と
も
私
は
そ
ん
な
も
の
を

意
し
た
覚
え
な
ど
な
い

軍
人
で
あ
り
一
部
隊

の
⻑
と
は

え
軍
部
全
体
か
ら
す
れ
ば

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
私
が
出
来
る
事
な
ど
た
か
が
知

れ
て
い
る

む
し
ろ
軍
に

理
さ
れ
て
い
る
身
だ
か
ら
こ
そ
法
に
触
れ
る
も
の
に
は
物
理
的
に
触

れ

か

た

 
だ
と
す
れ
ば

国
を

あ
る
い
は
私
に

意
を
持
つ
者
の
仕
業
だ
ろ
う

い
や

モ
ル
モ

ト

だ

た
の
か
も
し
れ
ん
な
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そ
こ
で
思

を

め
る

 

よ
り
私
は
と
あ
る

で
作
り
出
さ
れ
た

物
の
一
つ

金
を
か
け

伝
子
レ
ベ
ル
か
ら

弄
り
至
高
に
し
て
最
強
の
兵
士
を
作
り
出
す
非
道
な
実
験
か
ら
私
は
生
ま
れ
た

者
た
ち

か
ら
す
れ
ば
私
は
ラ

ト
も
同
然
の
モ
ル
モ

ト
で
し
か
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
軍
部
と
グ
ル
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が

そ
れ
は

な
い

 
あ
れ
だ
け
大
勢
の

し
か
も
他
国
の
代
表
や
代
表
候
補
達
に
現
場
を
見
ら
れ

に
も
ロ
グ

と
し
て
残
さ
れ
た
は
ず

他
国
に

り
を
作

て
ま
で
私
を

護
す
る
と
も
思
え
な
い
以
上
十

中
八
九
ト
カ
ゲ
の
し

切
り
を
さ
れ
る
に
違
い
な
い

 

問
の
後

無
期

か

最
悪
死

か

 
い
ず
れ
に
せ
よ
ス
ケ

プ
ゴ

ト
に
さ
れ
る
未
来
は
容

く
想
像
で
き
た

 

そ
れ
は

れ
か
ら
離
れ
る
未
来

 
け
れ
ど

な

だ
ろ
う
か

思

た
よ
り
シ

ク
は
小
さ
か

た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

桐

谷
和
人
は

故

あ
あ
ま
で
強
い
の
だ
ろ
う
な

 

と

そ
ん
な
疑
問
が
よ
ぎ

た

 
意
識
を
失
う
前

あ
の
少
年
は
人

に
取
ら
れ
た
生

達
を
守
る
た
め
だ
け
に
今
ま
で
秘
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匿
し
て
い
た
だ
ろ
う

を
使

た

そ
れ
は
人
か
ら

え
ら
れ
る
英
雄
的
決
断
だ

直
前
の
発

か
ら
使
え
ば
ど
う
い
う

い
を

け
る
か
分
か

て
い
て
そ
の
上
で
決
断
を
下
し
て
い
た
事

が
わ
か
る

 

故
そ
こ
ま
で
し
て
人
の
た
め
に
動
け
る

 

故
そ
う
も
人
を
守
ろ
う
と

え
ら
れ
る

 
あ
の
時

私
は
生

を
助
け
る
事
を

め
た

ス
コ

ル
の

を
止
め
る
術
を
私
が
持
た
な

か

た

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に

ん
で
も
間
に
合
わ
な
か

た

そ
し
て
生

に
守
ろ
う
と

思

す
る

ど
の
価
値
を
見
出
し
て
い
な
か

た

だ
が
彼
は
そ
の
逆

な
ん
ら
か
の
価
値

を
見
出
し
て
い
た
の
だ

そ
れ
が
彼
の
主
観
的
な
も
の
か
あ
る
い
は
客
観
的
価
値
か
は
別
と
し

て

な
に
か
を
見
出
し
た
か
ら
守
る
た
め
に
思

を
回
し

秘
匿
し
て
い
た

の
使

を

に

決
断
で
き
た

 
そ
の
根
幹
こ
そ

彼
を
英
雄
た
ら
し
め
る
根
源
な
の
だ
ろ
う
と
は
私
で
も
理
解
で
き
る

 
だ
が

そ
れ
で
も
分
か
ら
な
い

ど
れ
だ
け

え
て
も

え
は
出
な
か

た

 
自
身
を

理
解
し
な
い
者
達
の
た
め
に

ど
う
し
て
あ
あ
ま
で
体
を

れ
る
の
か

レ

ク
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

な
ら
い
ざ
知
ら
ず

の
他
人
も
同
然
の
人
間
の
た
め
に
ど
う
し
て
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む

 
思

を
回
し
て
い
る
と

と

の
闇
が

ら
ぎ
始
め
た
事
に
気
付
く

 

く
し
て
形
成
さ
れ
た
の
は
ど
こ
か
の

の
風

そ
れ
は
現
代
の
日
本
や
外
国
で
は
な
く

時
代
的
に
中
世
的
な
風
情
が
あ

た

の

り
や
レ
ン
ガ

り
の

物
が
そ
の

を
加

速
さ
せ
る

ど
こ
だ

こ
こ
は

 
ロ
ン
ド
ン
か

 
お
も
む
ろ
に
英
国
の

を
思

に

る
も
多
分
違
う
な
と
内
心
で

定
し
た

そ
れ
に

し
て
は
交

が
無
さ
す
ぎ
る
し
そ
も
そ
も

路

の
一
本
も
無
い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
だ

ろ
う
と
思

た

色
の
レ
ン
ガ

り
や
黒
い
ド

ム
は
と
も
か
く
天
は
黒
い
天

に

わ
れ

て
空
が
見
え
ず

り
は
車
が

れ
る

ど
は
あ

て
も
ど
う
見
て
も
車
道
と
は

え
な
い
道
ば

か
り

 
そ
こ
で

界
の

に

が

り

ん
だ

 

か
あ
る
か
と

な
興
味
が

い
て
見
て
み
る
と

Ｃ
ｏ
ｌ

と
値
札
が
付
け
ら
れ
た
武

器
や

ん
だ

色
の

体
が

ま

た
小

が

ら
れ
て
い
た

剣

だ
と

 
真
剣
か

 
そ
れ
に
レ
イ
ピ
ア
や
カ
ト
ラ
ス

槍
に



 尊ぶべき日常世界

 
こ
ん
な
物
騒
な
物
を

て
い
る

が
あ
る
の
か

 
ラ
ウ
ラ
が

を

て
見
て
い
る
と
黒
髪
の
九

程
の
少
年
と
大
人
と
分
か
る
バ
ン
ダ
ナ
を

い
た

武
者
の
よ
う
な
男
の
二
人
組
が
現
れ
た

 

チ
リ

と

裏
が

か
を

め
る

 
そ
ん
な
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
間
に
男
は
少
年
の
助

を

き
つ
つ

い
物
を
し

り
か

ら

を
出
よ
う
と
す
る

私
も
そ
れ
に
付
い
て
行

た

 
二
人
の
後
を
追

て
も
こ
ち
ら
に
気
付
く

振
り
は
無
か

た
た
め

中
か
ら

真
後
ろ

を

取
り
始
め
る
間
に

者
の
名
前
を
把
握
す
る

⻘
年
の
方
は
ク
ラ
イ
ン
そ
し
て
少
年
の

方
は
キ
リ
ト

後
の

解
放
の
英
雄
と
同
じ
名
前
だ

た

ま
さ
か

こ
こ
は

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

桐

谷
和
人
の

過
去
の
記

か

 
ネ

ト
に

開
さ
れ
て
い
る
記
録

像
と
異
な
る
容

の
二
人
を
見
て
私
は
そ
う
予

を
立

て
た

 
ど
う
や

て

開
さ
れ
て
い
な
い
部
分
の
光

を
見
れ
て
い
る
の
か
そ
も
そ
も

故
私
が
そ

れ
を
見
る
事
に
な

て
い
る
か
は
い
く
ら

え
て
も
分
か
ら
な
い

私
は

に
思

を

め

事
の
成
り
行
き
を
見
守
る
事
に
し
た
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の
外
に
出
た
二
人
は
⻘
い
イ
ノ
シ
シ

手
に
剣
を
振

て
い
た

ク
ラ
イ
ン
の
方
は
ヘ

ピ

リ

で
し
ば
ら
く
最
弱
ら
し
い
イ
ノ
シ
シ
に
ど
つ
か
れ
回
さ
れ
キ
リ
ト
と
私
の

い
を
誘

た

が
悪
戦
苦
闘
の
後
に
光
を
放
つ
剣
技

ド
ス
キ
ル
の
発
動
に
成

し
以

は
快
進
撃

を

け
た

 
そ
し
て
体
感
的
に
数
分
が
経

た
と
こ
ろ
で
世
界
は

色
に

ま
る
と
共
に

な

の

が
遠
く
か
ら

い
て
き
た

二
人
が
光
に

ま
れ
る
と
私
が
立
つ
場

も

原
か
ら

の

広
場
に

て
い
た

 
背
後
に
は
黒
ド

ム

楼
の
広
場
の
天
空
に
は
天
を

め

く
す

様
の
隙
間
か
ら

流
れ
出
た
血
だ
ま
り
で
形
成
さ
れ
た

の

ロ

ブ
が

ん
で
い
る

そ
れ
が

と
し
た

き
を
以
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化

を
し
た

場
は
騒
然
と
な
り

に

ま
れ

始
め
る

 
し
か
し

一

キ
リ
ト
は
ま
だ

静
だ

た

ロ

ブ
が
消
え
て
す
ぐ
に
ク
ラ
イ
ン

を
路
地
へ
と
引
き

ん
だ

そ
れ
を
追
う
と

二
人
の
会
話
が

こ
え
た

さ
進
も
う

て
思

て
た
ん
だ

出
来
れ
ば
ク
ラ
イ
ン
も

て

け
ど
ク
ラ
イ

ン
に
は

間
が
い
る
ん
だ
よ
ね
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あ
あ

悪

な
キ
リ
ト

ン

て
キ
リ
ト

お
前

間
は
い
ん
の
か

 
友
人
は

に
友
人
な
ん
て
一
人
も
い
な
い
よ

男

達
ら
に
こ
ん
な
容

だ
か
ら
ね
女
尊
男

の

世
界
じ

り
が

い
ん
だ

 

そ
れ
は

世
に
発
信
さ
れ
て
い
た
会
話
の
一
幕

 
ク
ラ
イ
ン
の
誘
い
を
断

て
フ
レ
ン
ド
登
録
と
い
う
も
の
を
し
た
二
人

ク
ラ
イ
ン
が
再
び

を
歪
め
な
が
ら
誘
う
も
キ
リ
ト
は
自
分
へ
と
向
け
ら
れ
た
手
を

手
で

し
く

み

く

り
と
下
ろ
さ
せ
な
が
ら
ク
ラ
イ
ン
の

を
見
て

を
開
く

そ
の

葉
は

以
外
の
人
に
掛
け
て
あ

て

一
人
で
進
ん
で
リ

ス
を
独

し
よ
う
と

す
る

者
の
ベ

タ
テ
ス
タ

に
は

体
無
い

葉
だ
か
ら

友
達
を

い
て
い

く
人
間
に
は

体
無
い
か
ら

 
そ
う
い

て
別
れ
の

葉
を
二

交
わ
し
キ
リ
ト
は
路
地
を
去

た

ク
ラ
イ
ン
は

く

を
浮
か
べ
て
そ
の
後
ろ

を
見
て
い
た
が
す
ぐ
に
彼
も

の
地
獄
と
化
し
て
い
た
広
場

へ
と
友
人
を
探
し
に

た

 
こ
の
後

あ
の
少
年
は
世
界
に
絶
望
す
る
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記
録
を
思
い
出
し

そ
う

え
る
と

私
は
な
に
も

え
そ
う
に
な
か

た

 
ま
た
場

が
変
わ

た

 

の
レ
リ

フ
が
二
つ
交
差
す
る
不
気
味
な
大

そ
の
前
で
大
勢
の
人
間

剣
や

槍
を
持

た
十
代

二
十
代
の

者
達
の
集
合
光

だ

た

そ
の
中
で
黒
の
フ

デ

ド

ロ

ブ
に
身
を

む
一

小

な
子

を
見
つ
け

あ
れ
が
キ
リ
ト
な
の
だ
ろ
う
と
判
断
す
る

 
蒼
髪
の
騎
士
の
よ
う
な

を
し
て
い
る
男
が
声
を
か
け
大

に
手
を
付
い
て

く
り
と

開
い
た

自
動
的
に
重
い

を
立
て
な
が
ら
開
く

の
中
は

ま
じ
く
広
い
大
部

が
あ

た

そ
の
更
に

の

に

と
メ
イ
ス
を
構
え
て
い
る
取
り

き
の
王
が

し
て
い
た

白
い

と
楯
を
持
ち

ま
じ
い

と
共
に
集

へ
と
突

む

 
大
の
男
達
も

そ
し
て
戦
う

で
も
な
い
の
に
あ
ま
り
に
リ
ア
ル
な

容
に
私
も
動
け
な
い

中
た
だ
一
人
一

小
さ
な
子

の
剣
士
だ
け
が

び
出
し
た

取
り

き
を
数

も
掛
け
ず

に
⻘
い
結

片
へ
と

ら
し
あ
ま
り
に
も
体
格
差
が
あ
る
化
け
物

手
に
真

向
か
ら
剣
を
交

わ
し

あ
り
得
な
い
事
に

を
弾
き
返
す

 
私
も
あ
る
程

経
験
を

ん
で
い
る
だ
ろ
う
他
の
者
達
も

む

手
に
キ
リ
ト
だ
け
が

す
こ
と
な
く
戦

て
い
た

少
年
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
他
の
者
も

く
が
や
は
り
キ
リ
ト
の
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子

振
り
は

立

て
い
る

独
で
動
い
て
集

の
フ

ロ

に

す
る
と
い
う
実
力
が
無

け
れ
ば
不
可
能
な

を
も
き

ち
り
と
こ
な
し
て
い
た

 
化
け
物
の

の
近
く
に
あ

た
バ

が
残
り
一
本
に
な

て
カ
タ
ナ
を

い
て
か
ら
集

に

一

離
を
取
る
よ
う
キ
リ
ト
は
蒼
髪
の
指

に

し
て
剣
士
も
指
示
し
た
が
し
か
し
数

人
が
そ
の
指
示
を
無

し
て
突

し
真

向
か
ら
血
色
の
剣
技
を
喰
ら

た

大
上

か
ら
の

振
り
下
ろ
し
返
す
振
り
上

最
後
の
突
き

そ
の
三
撃
目
を
キ
リ
ト
は
自
分
の
剣
を

に

し
て
ま
で

ぎ

け
て
く
る
追
撃
を
新
た
に
出
し
た
剣
で

き

一
対
一
へ
と
も
つ
れ

む

 

も
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
死
闘

私
は
目
を
奪
わ
れ

部

の

近
く
で
心
を

わ
せ
た

合

き
を
本

の
ギ
リ
ギ
リ
で

け
て
二

撃
を
加
え
て
ト
ド
メ
を

し
た
時
は
思
わ
ず
小
さ

く

す
る

 

一

見
て
い
る
光

な
の
だ

 
だ
が

か
つ
て
と
違
い

私
の
感
情
は
揺
れ
動
い
て
い
た

 
 

 
時
が
進
む

 
場
が
変
わ
る
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人
が
増
え
る

 
そ
し
て

も

な
く
な

た

 
第
百
層

紅

 
デ
ス
ゲ

ム
を
攻
略
し
て
い
た

強
な
剣
士
達
が

く
間
に

ら
れ
た

た
一
人
に
な
り
な

が
ら
も
義
姉
の

生
に
よ

て
生
き

ら
え
た
少
年
が
終
止

を
打
ち

Ｓ
Ａ
Ｏ
は
終
わ

た

 
最
高
権
限
者
を
名

る
者
と
契
約
を
交
わ
し
彼
は
死
ん
だ
者
達
を
も
生
還
さ
せ
る
べ
く

練

に

み
始
め
た

 
第
一
層
ボ
ス
と

似
し
た
大
刀
を
持
つ
獣
と
斬
り
合
う

 
樹
木
の

現
と

え
る
樹
木
型
ボ
ス
を
斬
り
裂
く

 
火

そ
の
も
の
と

え
る

大
さ
と

そ
れ
に
斬
り
掛
か
る

小
な
が
ら

な

 
氷

を

び

の

を

ば
す
禍

し
い

の
如
き
ボ
ス
に
弓
を
引
く

 

か
な

殿
内
で

を

た
戦

女
ボ
ス
ザ
・
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
斬
り
合
う

 

と
マ
グ
マ
を
背
負

た

の
如
き

神魔
獣

 
禍

し
い

の

で
空
を
舞
い

波
を

ば
す

神魔
獣
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大
な
剣
を

に
持
つ
刃
⻯
型
の

神魔
獣

 

の
化
身
の
如
き
ワ
ニ
型
の

神魔
獣

 
闇
の

現
の
よ
う
に
黒
い
四
つ
の

を
持
つ
骨
の
大

ム
カ
デ

百
足
型
の

神魔
獣

 

た
る
子
を
生
み
出
し
軍
勢
で
戦
う

型
の

神魔
獣

 

の

と
力
を
有
す
るコ

ボ
ル
ド
ロ

ド
王
型
の

神魔
獣

 
⻩
金
の

を
有
す
る
刃
⻯
型
の

神魔
獣

 
最
初
か
ら
白
銀
の

を

た
二

目
の

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

剣
の
女

 
剣
を

わ
せ
体
を

わ
せ
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
で

み
止
ま

て
立
ち
は
だ
か
る
八
体
の

武
神
と

点
た
る
女

を
斬
り

九
武
神
の

練

を
突
破
す
る

 

目
ま
ぐ
る
し
く

戦
い
の
場
だ
け
を
見
せ
ら
れ
た

 
圧
倒
的
な
物

を
あ
る
い
は
絶
対
的
な

を
前
に
一
人
で

む

を

と
な
く
見
せ

つ
け
ら
れ
る

同
時

私
は
そ
の

に
魅
入
ら
れ
て
い
く

 
黒

を
は
た
め
か
せ
る
そ
の
背
に

彼
女

に
見
出
し
た

れ
と
同
じ
も
の
を
感
じ
た
か
ら

だ

た
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第
二
の

練

解
放
さ
れ
た
け
れ
ば

千
層
か
ら
な
る
迷

を
突
破
せ
よ

  

ば場
し面

が
変
わ
る

 

華
な

の

殿
が

れ

ち
た

殿
の
外
に
広
が

て
い
た

テ
ク
ス
チ

⻘
い
空
が
パ
ラ
パ

ラ
と
破
片
に
な

て

が
れ

ち

世
界
は
闇
に

ま
れ
て
い
く

 
ば
ら
ば
ら

が
ら
が
ら
と
大
地
は

壊
す
る

 
少
年
も

ち
た

 
小
さ
な
体
は

闇
に

ち

 

じ場
か
ん面

が
変
わ
る

 
暗
闇
の
中
に
星
が
光
る

無
数
の
星
が
煌
め
い
て

昏
い
道
を

か
に

ら
す

 
広
が
る
の
は
電
子
の
回
廊

目

様
に
⻘
い
線
が

る

を

み

を
過
ぎ
て

ラ

が

広
が
る
光

を

か
す

を
後
に
し

剣
士
は
迷

を
進
ん
で
い
た

 
そ
し
て

暗
い
回
廊
の

で
⻘
白
く
光
る
転

が
出
現
し
た

 
カ

デ

ナ
ル
が

た
一
千
層

が

そ
の
最
後
の

層

 
残
影
の
少
年
は

備
そ
の
他

を
確
認
し
た
後

せ
ず
に
そ
の
ま
ま
転

し
た
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転

の
光
か
ら
現
れ
た
少
年
を

二
つ
の
黒
の
剣
士
が
出

え
る

イ
ン
カ

ネ
イ
ト
・

ヒ

ロ

想
像
の
英
雄

少
年
を

し
た
デ

タ
が
迷

最
後
の
ボ
ス
と
し
て
立
ち

は
だ
か

て
い
た

 
そ
れ
を
彼
は
苦
労
し
た
風
も
な
く
破

て
し
ま
う

 
・第
・三
・の
・

・練
う
つ
し
よ

現
世
へ
還
り
た
け
れ
ば

全
て
の
虚
像
を
打
ち

け

  
そ
し
て

ら
れ
る
最
後
の

練

 
お
そ
ら
く

も
知
ら
な
い

三
つ
目

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
と
の
戦
い
に

た
た
め
に

し

出
さ
れ
な
か

た
そ
れ
が
今

私
の
目
の
前
で
再
現
さ
れ
る

 
獣
の
王
が

し
て
い
た
大
広
間

そ
こ
に

し
と
敷
き

め
ら
れ
る
人

そ
の
す
べ
て

の
目
に
は
光
が
無
く
た
だ
無
機

に
無
感
情
に
少
年
に
武
器
を
振
る
い
命
を

り
取
ら
ん

と
し
て
い
た

そ
の
数
ち

う
ど
百
人

そ
の
数
だ
け
彼
は
ヒ
ト
ガ
タ
の
デ

タ
を
欠
片
へ

還
し
て
い

た

 
そ
し
て
少
年
以
外

な
く
な
る
と

⻘
い
光
で
場

が

さ
れ
る
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は
第
二
層
の
ボ
ス
部

だ

た

そ
こ
に
ま
た
ち

う
ど
百
人
の
ヒ
ト
ガ
タ
が
い
た

ぶ
れ
は
す
べ
て
違
う

し
か
し
少
年
に

た
か集

り
始
め
る
と
こ
ろ
は
同
じ

そ
れ
を

え
撃
ち
カ
ケ

ラ
へ
還
す
展
開
も
ま
た

 

百
の

殺
は

ち

う
ど
百

り
返
さ
れ
た

 
紅

の
城
で
は

少
年
と
共
に

を

べ
て
い
た
少
女
達
の
デ

タ
も
立
ち
は
だ
か

た
が

彼
は
そ
れ
を
一
息
に

滅
し
て
い

た

手
に
握
る
黒
剣
で
直

還
す
時
も
あ
れ
ば
虚
空
に
呼
び

出
し
た
武
器
の
雨
で

め
て
欠
片
に
す
る
時
も
あ
る

対
一
対
多
ど
ち
ら
に
も
対
応
で
き
る
少

年
に
は
決
し
て

な
戦
い
で
は
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
む
し
ろ

問

は
心
理
面
に
あ

た

う

あ

き

う

 
ヒ
ト
ガ
タ
達
は
デ

タ
で
あ
る
以
上

の
反
応
を

実
に
再
現
す
る

載
さ
れ
て
い
る

は
あ
る
程

高
性
能
な
の
か
人
が
中
に
い
る
か
の
よ
う
な
セ
リ
フ
を

く
事
も
あ
り
少
年

も
少
な
か
ら
ず
動
揺
す
る
事
が
あ

た

 
そ
れ
で
も

彼
は
剣
を
止
め
な
か

た
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少
年
が
無
理
を
し
て
い
る
事
な
ど
一
目

然
だ

た

目
は
ど
こ
か
虚
ろ
で
足
取
り
も

初

ど
し

か
り
し
て
い
な
い

表
情
は

け

ち
て
い
る

だ
と
い
う
の
に
目
か
ら
流
れ
る

は
止
ま

て
い
な
い

は
お
ろ
か

心
で
す
ら

し
て
い
た

  

も
う
行
き
な
さ
い

和
人

い

し

に
生
き
た
い
人
達
が

る
の
で
し

う

  
百
人
を
百
回

滅
し

一
万
人
の
虚
像
を
打
ち

い
た

に

て
い
た
の
は
最
初
は
デ

ス
ゲ

ム
に
い
な
か

た
妖
精
だ

た

少
年
の
義
姉
は
本

に
虚
像
か
と
思
う

ど
感
情

か

に

葉
を

く

た

 

月
夜
だ
け
が
光
源
の
和
風
の
家
で

二
人
の
義
姉
弟
が

葉
を
交
わ
す

 
少
年
は

そ
れ
ま
で
の
無
感
情
が

の
よ
う
に
生
き
生
き
と
し
て
い
た

 
妖
精
は

虚
像
で
あ
る
こ
と
が

の
よ
う
に

穏
や
か
に
応
じ
て
い
た

 
そ
の
果
て
に
妖
精
が
先
の

葉
を

に
し
た

ホ
ロ
ウ
に
も

て
い
た
少
年
の
戦
う
理

由

無

の
人
間
で
は
な
い
者
達
を
守
る
意
味

 

あ
な
た
は

あ
な
た
の

し
あ世
わ
せ界

を
求
め
な
さ
い
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虚
像
の
妖
精
は
そ
れ
を

定
し
た

自
ら
を
切
り
捨
て
る
べ
き
存
在
に
振
り
分
け
戦
う
事

な
く

た
だ
消
え
る
事
を

と
し

少
年
の
剣
を
無

抗
に

け
入
れ
た

 

か
な

に

光
す
ら

む
闇
の
剣
が
突
き
立
て
ら
れ
た

 

 
声
な
き
絶

が
上
が
る

 
そ
れ
を
抑
え
る
よ
う
に
妖
精
が

し
く
小
さ
な
子

を
か
き

く

は
な
い

に
浮

か
ん
で
い
る
の
は

ら
か
な

み

恨
め
し
さ
も
悲
し
さ
も
な
い
た
だ

福
だ
け
を
感
じ
さ

せ
る
表
情
だ

た

 

さ

行生
きき
なな
ささ
いい

 

祝
ぐ
よ
う
に

い
て

妖
精
は
欠
片
へ
と
還

た

  

じ場
く
う面

が
変
わ
る

  
彼
方
に

み

く

色
に

ら
さ
れ
た
一
つ
の
情

 う
ず
た
かく

ま
れ
たか

ば
ねの

が
見
え
る

の
上
で

か
が
剣
を
握
り

ん
で
い
る

小

の
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そ
こ
か
し
こ
か
ら
流
れ
る

体
は
人
影
が
握
る
剣
か
ら

る
も
の
と
同
じ
だ

見

れ
た
命
の

源 

の

り
に
は

数
え
る
の
も

な

ど
の

骨

 
し
ざ
ん
け
つ血
が

に
は

び
た
武
器
の
数

が
墓
標
の
如
く
突
き
立

て
い
る

 
ま
さ
に
こ
の
世
の
地
獄

に

い
た
よ
う
な
地
獄

し
か
し
真
に
恐
る
べ
き
は

こ

の
風

を
記

と
し
て
持

て
い
る

そ
の
事
実

 
だ
が
決
し
て
お
か
し
な
事
で
は
な
い

第
三
の

練
で
虚
像
と
は

え
一
万
も
の
人
を
斬

た
の
で
あ
れ
ば
精
神
的
外
傷
を
負

て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ

だ
か
ら
こ
そ

戦
え
て

い
る
事
の
謎
が
深
ま

て
い
く

  

体
はつ

る
ぎ悪

で
出
来
て
い
る

  
戦

を

い
て
い
る
と

不
意
に

と

く
声
が

こ
え
て
き
た

  

血
肉
は

こ
こ
ろ

精
神
は
救
済
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あ
ま
ねく

全
て
を

び
捨
て
る
矛
盾

  
ボ
ロ
ボ
ロ
で

怨
嗟
に

ち
た
声
だ

た

 

い
決
意
を
感
じ
さ
せ
る
反
面
風
に
さ
ら
さ
れ
打
ち
付
け
ら
れ

ち
果
て
始
め
た

を

思
わ
せ
る

  

た
だ
一

の
成

は
な
く

 

た
だ
一

の
失

も
な
し

  
闇
が

く
な

た

色
が

⻘
色
に
変
わ
り

夜
の

が

れ
る

 
天
に

た
月
は

血
の
よ
う
に

紅
い

 
大
地
は
ま
る
で
月
の
光
を

た
か
の
よ
う
に

体
が

く
光
を
発
し
て
い
た

そ
こ
か

し
こ
の

の
隙
間
か
ら
見
え
る

は

第
に

を
増
し
て
い
く

止
め

な
く
流
れ
る

の

よ
う
に

墓
標
の
如
き
剣
達
か
ら
そ
れ
は
滲
み
出
て
い
た
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い
手

生

は

に
一
人

 

か
ば
ねの

で
け
ん悪

を

る

  

が
流
れ
て
い
る
の
は

墓
標
ば
か
り
で
は
な
か

た

 

に
立
つ
人
影
も
そ
の
身
を

く

め
て
い
る

ら
れ
た
剣
か
ら

て
い
る
そ
れ
は

そ
の
人
物
の

も

じ

て
い
た
の
だ

上
体
に
下

身
に

本
も
の

を
作

て
流
れ
る
そ

れ
は

明
ら
か
な

死

だ

た

 
だ
が

そ
の
人
影
に
揺
る
ぎ
は
な
い

  

故
に

こ
の
生

に
意
味
は
要
ら
ず

  
理
解
す
る

 
コ
レ
は
彼
の
記

彼
の
精
神
が

り

す
心

風

記

と
心
に
深
く

み

ま
れ
た
そ

れ
は

逆
説
的
に

あ
の
少
年
が
英
雄
に
至

た
全
て
を
内

し
て
い
る
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他
人
が
決
め
た
価
値

客
観
的
な
事

で
は
足
り
な
い

 
必
要
な
の
は

主
観
的
な

え
方
と
心
情
な
の
だ

  

こ
のか

ら
だは

無
限
のつ

る
ぎ悪

で
出
来
て
い
た

  

間

全
て
を

か
れ
た

  

覚

覚

味
覚

覚

触
覚
の
す
べ
て
が
あ
ら

る
情
報
に
上
書
き
さ
れ
る

 

無
数
の
戦
場
を

た

 
刃
と

が
見
え
た

 

と
悲
鳴
が

こ
え
た

 
鉄
の
味
が
広
が

た

 

け
た
肉
の

い
を

い
だ

 

り
つ
く

み
を
感
じ
た

 
一

の
う
ち
に
全
て
を

か
れ
る

き
ゴ
テ

を
あ
て
ら
れ
た
か
の
よ
う
に

い

み
と
共
に
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情
報
が
流
れ

ん
で
く
る

見
知

た

知
ら
な
い

覚
え
の
あ
る
機
体

覚
え
の
な
い
機

体 
時
に
世
界
を
救
う

を

た

 
時
に

世
界
を
滅

す

を

た

 

ど
う
し
よ
う
も
な
く

を
衝
か
れ
る

 
な
ん
の
変

の
無
い

こ
ど
も

剣
士
の
始
ま
り
を
見
た

そ
れ
か
ら
英
雄
へ
と
至
る
過
程
を
そ
の
行
く

を
見
た

決
断
を
見
た

そ
し
て

同
じ
数
だ
け
の

ま
つ
ろ

結

を

た

 
そ
れ
で
も

分
か
ら
な
い

 

に
分
か
ら
な
い

な

だ

 

そ
う
ま
で
し
て

な

守
ろ
う
と
す
る

 
お
前
は

で
は
な
い

故
に
分
か

て
い
た
は
ず
だ

カ

デ

ナ
ル
が
持
ち
掛
け
た
契

約
が
決
し
て
容

い
も
の
で
は
な
い
と

者
が
負
う
べ
き
労
を
も
背
負
う
事
に
な
る
と
理
解
し

て
い
た
は
ず
だ

 
な
の
に
な

そ
れ
を
良
し
と
し
た
の
だ
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生
き
る
意
味
だ
か
ら
だ

 

の

に
立
つ
影
は

だ
け

か
に
振
り
向
い
た
後

ま
た
向
こ
う
を
向
い
た

 
そ
し
て
そ
の

え
を
返
し
て
き
た

だ
が

な
ら
生

達
を
守
る
と
き

故

を
使
お
う
と
思
え
た
の
だ

 
あ
の
者
達
の
中

に
お
前
が
大
切
だ
と
思
う
者
は

な
か

た

だ

 

得
で
き
な
か

た
私
は

ず

と
疑
問
に
思
い

け
て
い
た
事
で

た
だ糾

し
た

そ
れ
が

を

た
ら
し
め
る
根
源
だ
か
ら
だ

な

に

 
そ
し
て

再

返
さ
れ
た

え
に

私
は

惑
で
勢
い
を
失

て
し
ま

た

か
つ
て
肉
親
に
見
捨
て
ら
れ
絶
望
し
た
事
を
キ

カ
ケ
に

一

は
三
つ
の
人
格
に

別
た
れ
た

要
す
る
に
ト
ラ
ウ
マ
だ

は
ど
う
し
て
も
助
け
て
と
い
う
声
を
無

で
き

な
い

が
そ
れ
を
さ
れ
て

絶
望
し
た
か
ら
だ

そ
う
し
た
肉
親
を
憎
み

を
別

た
か
こ

そ

は
憎
ん
だ
行
動
を
取
れ
な
い

で
あ
れ
ば
話
は
別
だ
が

護
さ
れ
る
べ
き

手
に

は

更
だ

も
ち
ろ
ん

後

に
な

て

を
使
え
る
事
が
分
か

た
時

責
め
ら
れ
な
い

よ
う
に
と
い
う
保
身
も
あ
る
が
な
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惑
す
る
間
に

葉
は

く

 
心
情
的
に

し
さ
の
発

で
助
け
た
の
で
は
な
く
彼
が
彼
で
あ
る
た
め
に
は
助
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

た
あ
る
意
味
で
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ

テ

を
守
る
行
動

極
め
て
特

な
自

己
愛
の
形

 

つ
ま
り

あ
の
行
動
は
必
然
だ

た
の
だ

 
彼
は
数
多
の

練
を

苦

を

り
越
え
た

だ
が
そ
れ
も
あ
る
意
味
で
必
然
だ

た
の
だ

め
て

間
を
死
な
せ
て
い
れ
ば
そ
の
時
点
で
彼
は
負
に

ま
れ
自
身
が
抑
え

ん
だ
獣
に

立
ち
返
り
か
ね
な
か

た

か
つ
て
憎
ん
だ
行
動
を
自
身
が
取
る
事
に
よ
る
自
己
矛
盾
が
己
を
苛

み

壊
さ
せ
る
か
ら

お
前
は

強
い
な

 
そ
こ
ま
で
理
解
し
た
時

ご
く
ご
く
自
然
に
私
は
そ
う

ら
し
て
い
た

 

く
気
配

に
立
つ
影
が
こ
ち
ら
を
見
て
き
て
い
た

紅
い
月
下
の
中
で
も
見
え
る
金

の

が
私
を

く

私
の

目
と
同
じ
色
と
交
錯
す
る

 
そ
の
目
が

な

と
問
う
て
い
る
事
を

し
た

己
の
事
を
よ
く
理
解
し
て
い
る

そ
れ
は

に
も
勝
る
強
さ
だ
ろ
う
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そ
う

見
え
る
か

あ
あ

そ
う
か

な
ら
そ
れ
は

み
ん
な

が
い
る
お
陰
だ

に
と

て
生
き

戦
う
理
由
の

人
達
が
い
る
か
ら

は
自
分
自
身

に
負
け
な
い
で
い
ら
れ
る

そ
し
て
そ
う
在
り
た
い
と
願
い

目
指
し
て
い
る
か
ら
強
く
見
え
る
ん
だ
ろ
う

も
い
な
く
な

た
ら
す
ぐ
こ
う
だ

 
そ
う

て

金
の

が
眼
下
の

血

に
向
け
ら
れ
る

 

外
に
世
界
を
滅

し
て
い
た
無
数
の
光

の
事
を
指
し
て
い
る
事
を
指
し
て
い
る

そ
う
な

り
た
く
な
い
と
願
い

今
も
抗

て
い
る
の
だ
と

 

生

を
救

た
事
も

同
じ
だ

 
さ

き
は
ト
ラ
ウ
マ
だ
か
ら

り
か
ら
責
め
ら
れ
な
い
た
め
に
と
自
己
保
身
を
理
由
に
し

て
い
た

確
か
に
そ
れ
は
あ
る
の
だ
ろ
う

 
し
か
し

そ
れ
は
一
番
で
は
な
い

 
彼
は

て
い
た

み
ん
な

と
い
う
大
切
な
人
達
は

自
身
に
と

て
生
き

戦
う
理
由

な
の
だ
と

そ
れ
を
最

先
に
し
て
い
る
の
な
ら
あ
の
行
動
の
真
意
も
ま
た
別
の
見
方
が
出
来

て
く
る

り
か
ら
責
め
ら
れ
な
い
よ
う
た
め

そ
れ
は
⻑
い
目
で
見
れ
ば
み
ん
な
を
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世
間
か
ら
守
る
た
め
の
行
動
な
の
だ
と

 
そ
の
た
め
に
動
く
と
決
め
て
い
る
か
ら

の
秘
匿
を
や
め
た

今
後
も
他
者
を
守
り

風

を

し

結
果
的
に

み
ん
な

を
守

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ

あ
あ

や
は
り
お
前
は

強
い

 
深
く

深
く
息
を

い
て

感
を

ら
す

 
出
会

て
そ
し
て
過
去
を

て
わ
か

た

強
さ
と
な
ん
な
の
か

え
は
無
数
に
あ
る

だ
ろ
う
が

そ
の
中
で
も
強

な
一
つ
に

私
は
出
会

た

き
り
が
や
か
ず
と

桐

谷
和
人

私
は

お
前
の
よ
う
に

強
く
な
れ
る
だ
ろ
う
か

 
強
さ
に
焦
が
れ

彼
女
に

れ
を
持

た
私
は

そ
う
問
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

た

さ

強
さ
な
ん
て
人
そ
れ
ぞ
れ
だ

心
の
在

自
分
の

り

と
か

あ

て

戦
う
理
由
が
出
来
る

の
た
め
に
力
を
強
さ
を
求
め
る
か
が
重
要
だ
ろ
う

自
分
が
ど
う
在

り
た
い
か

ど
ん
な
風
に
な
り
た
い
か
を
思
い

い
て
な
い
と
迷

す
る

お
前
は

そ
れ
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
か

あ
あ

す
ご
く
時
間
が
掛
か

た
け
ど

み
ん
な

が

教
え
て
く
れ
た
か
ら

 
金
の
目
が
再

こ
ち
ら
を
向
く
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ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ

あ
ん
た
は

ど
う
だ

 
大
切
な
も
の

あ
る
ん
じ

な
い

か
私
は

 

わ
れ

思

す
る

わ
か
ら
な
い

 
だ
が

結
論
は
そ
れ
だ

た

 
軍
人
と
し
て
生
き
出
来
損
な
い
の

を

さ
れ
死
に
物
狂
い
で
返
り
咲
い
た
私
は
強

さ
こ
そ
を
絶
対

し
て
き
た

食
事
は

補

の
作
業

眠
は
作
業
能

向
上
の
過
程
で
し

か
な
く
い
ず
れ
も
必
要
不
可
欠
だ
か
ら
行
う
と
い
う
だ
け

が
あ
れ
ば

練

け
の
日

を

送

て
い
た
私
は
世

の
事
を
よ
く
知
ら
な
い

だ
か
ら
こ
そ
私
の
世
界
の
一
部
で
あ
る

を

フ

シ

ン

い
し

兵
器
を

ん
じ
て
い
る
事
に
は
反
感
が
あ

た

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
大
切
な
の
は

だ
と
か

力
に
な
る
ん
だ
ろ
う
が

多
分
そ
う
じ

な
い
と
い
う
事
は

私
で
も
わ
か

た

 
で
も

な
ら

が

す
る
の
か
ま
で
は

分
か
ら
な
か

た

 
力
を
求
め
て
い
た
理
由
も
彼
女
の
強
さ
に

れ
追
い
求
め
て
い
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い

そ
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れ
も
確
か
に
大
切
だ
が

そ
れ
で
は
今
ま
で
の
私
と
同
じ
だ

 

私
は

自
ら
の
変

を
求
め
て
い
る
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
あ
の
時
私
は
声
に

さ
れ
て
し
ま

た

今
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
だ
と

変

わ
ら
な
け
れ
ば
と

変
わ
り
た
い

と

で
も
ど
う
す
れ
ば
変
わ
る
か
分
か
ら
な
い

 
分
か
ら
な
い

 
分
か
ら
な
い

 

え
て
も

え
て
も

え
は

出
な
い

私
は

ど
う
す
れ
ば

分
か
ら
な
い
な
ら
自
分
の
事
を
知
れ
ば
い
い

弱
さ
を
補
う
事
も
強
さ
を

ば
す
事
も

そ
し
て
欠
点
を

め
る
事
も

自
分
の
事
が
分
か

て
な
い
と
出
来
な
い
事
だ

己
の
事
を
理

解
し
て
い
る
の
は

に
も
勝
る
強
さ
だ

と

さ

き

に
そ
う

て
い
た
だ
ろ
う

 
私
は

も
知
ら
な
か

た

ど
う
し
て
成
績
が
悪
く
な

た
の
か
キ

カ
ケ
は
越
界
の

だ
と
分
か

て
い
た
が

ど
う
影

し
て
い
る
か
ま
で
は
分
か
ら
な
か

た

 
け
れ
ど
教

は
そ
ん
な
私
を
一

月
で
最
強
へ
と
返
り
咲
か
せ
た

彼
女
は
私
よ
り
も
私
の
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事
を
理
解
し
て
い
た
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
世
界
最
強
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
至
る

 
私
は

も
分
か

て
い
な
か

た

知

て
す
ら
い
な
か

た

あ
ん
た
は

の

と

ど
く
似
て
い
る
な

千
冬
に

れ
て
い
る
事
も
強
さ
を

望
し
て
い
る
事
も

自
分
の
事
が
分
か

て
い
な
い
事
も

 

と

か
し
む
よ
う
な
声
で
影
が

た

 
だ
か
ら
こ
そ

一
つ

て
お
こ
う

れ
は
理
解
か
ら
最
も
遠
い
感
情
だ

 

あ

そ
う
だ
な

 
そ
の

は

今
は
共
感
で
き
る
も
の
だ

た

 
私
は
教

の
強
さ
に

れ
た

彼
女
の
力
に
世
界
最
強
と
い
う

を
夢
見
て
い
た

そ
の
せ

い
で
た
だ
た
だ
同
じ
力
だ
け
を
求
め
る
よ
う
に
な

て
し
ま

た

精
神
は
未

な
ま
ま
だ

た

の
だ

 
も
し
精
神
も
成
⻑
し
て
い
た
な
ら

あ
の

声

に
抗
え
て
い
た
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逆
説
的
に

 
桐

谷
和
人
が
同
じ
状
況
に

た
と
し
て
も

彼
は
あ
の

声

に
抗
え
て
い
た
と

え

る

彼
は

千
冬
に

れ
て
い
な
い

目
標
に
し
て
い
て
も
そ
の
強
さ
を
彼
女
の
在
り
方

を
知

て
い
る
の
だ

故
に
同
じ
者
に
は
な
り
得
な
い
と
理
解
し
て
い
る

 
私
は
分
か

て
い
な
か

た
か
ら
負
け
た

 
そ
の
差
が

そ
の
差
こ
そ
が

あ
あ

本

に

強
い
な

お
前
は

 
他
者
を

り

に
立
つ
様
を

人
に
よ

て
は

弱
と

う
だ
ろ
う

 
だ
が
違
う
の
だ

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い

心
が
成
⻑
し
な
い

私
が
そ
う
だ

た

れ
だ
け
を

き
他
者
と
交
流
を
持
た
な
か

た
事
で

命
的
な
弱
さ
を

見
さ
せ
た
の

が
そ
の
証

 

な
ん
と
な
く

分
か

た
気
が
す
る

 
レ
ク
ト
の

の

桐

谷
和
人
に
対
す
る

動
と
表
情
が
他
に
対
す
る
そ
れ
と

異
な

て
い
た
理
由

 
そ
れ
以
上
に
桐

谷
和
人
の

に
人
が
集
ま
り
複
数
の
女
性
に
焦
が
れ
ら
れ
て
い
る
ワ
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ケ
が

 
心

が

を
打

て
い
る

伝
え
て
き
て
い
る

 

れ
は
あ
る

け
れ
ど
明
確
な
目
標
に
な

た

ど
う
し
て
強
い
の
か

戦
う
の
か
を
知

て

彼
女
の
よ
う
な
遠
い
存
在
と
は
思

て
い
な
い

身
大
の
人
物
像
を
持

た
の
だ

 
と
て
も
強
い
剣
士

 
け
れ
ど

本

は
人
恋
し
い

弱
い
子

 
こ
い
つ
の
前
で
は

未

な
私
は
た
だ
の
十
四

た
だ
の

女

に
過
ぎ
な
い
の
だ
と

を
打
つ
心

が
伝
え
て
き
て
い
る

き
り
が
や

か
ず
と

 
あ
あ

こ
れ
は

た
し
か
に

 

れ

な

か

た

ら

知

て
し
ま

た
ら

え
ら
れ
な
い

 
 
 

 
血
の

は
水
と
異
な
り
人
体
の

を

せ
た

体
が
月
光
を

り
返
し
て
い
た

さ
れ
ど
私

や
彼
の
影
は

さ
な
い

は
見
え
ず

先
も
同
じ

 
光
を

ね
返
し
て
い
な
が
ら

そ
の
実
体
は
夜
の
闇
に

ん
で
い
た
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そ
の
泥

に
倒
れ

む
が

不
快
感
は

無
か

た

 
 
 

う
 
ギ
シ

と

い

み
を
感
じ
な
が
ら
目
を
開
い
た

 

界
は

色
を

て
オ
レ
ン
ジ
色
に
光
る

光
カ

テ
ン
と
天

が
あ
り
こ
こ
が

務

な
の
だ
と

す
る

き
た
か

ボ

デ
ヴ

ヒ

教

 

つ

た
た

 
反

的
に

身
を

こ
そ
う
と
し
た
が

に
横
た
え
て
い
た
全
身
が

み

み
に

を

め
た

ベ

ド
横
の

子
に

て
い
た
女
性
・

千
冬
が
苦

を
浮
か
べ
る

そ
の
ま
ま
で
良
い

良
い
な

は
い

教

あ
れ
か
ら
ど
う
な

て

こ
こ
は

学
園
の

務

だ

学
園
に
襲
撃
を
仕
掛
け
た

中
は

か
ず
と

一

が

め

ま
れ
て
い

た

を
使

し

返
り

ち
に
し
た
た
め

学
園
在

者
に
死
者
は
い
な
い

負
傷
者
も

に
穴
が
空
い
て
い
た

か
ず
と

一

が
い
ち
ば
ん
重
傷
だ

た
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そ
う
で
す
か

 
あ
れ

ど
大

な
襲
撃
だ

た
の
に
そ
の
程

し
か
も
死
者
無
し
と
は
と

き
が
大
き

す
ぎ
て
生
返
事
し
か
返
せ
な
か

た

重
傷
者
に

し
て
は
ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
と
い
う

だ

 
あ
れ
で
死
に
そ
う
な
気
が
し
な
い
の
は

故
か
分
か
ら
な
か

た

合
な
ど
は
ど
う
な

た
の
で
し

う
か

無
観
客
で
決
勝
戦
だ
け
行
わ
れ
た

ち
な
み
に
今
日
は
あ
の
襲
撃
か
ら
三
日
経
過
し
て
い
る

三
日

 
よ
く
眠
り
こ
け
た
も
の
だ
と

肉

に

わ
れ
私
は

に
手
を

て
た

そ
の
動
作
だ
け

で
も
全
身
が
ズ
キ
ズ
キ
と

む
が
気
に
し
な
い
事
に
す
る

お
前
の
不

の
原
因
に
つ
い
て
だ
が

シ
ス
テ
ム
は
知

て
い
る
な

は
い

正
式
名
称

ヴ

ル
キ
リ

・
ト
レ

ス
・
シ
ス
テ
ム

過
去
の
モ
ン
ド
グ
ロ

者
の
動
き
を
ト
レ

ス
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
が

確
か
あ
れ
は

そ
う

約
で
一
切
の

・
開
発
・
使

が
ど
の
国
家
・
企
業
・
組

で
も
禁
じ
ら
れ
て

い
る
も
の
だ

そ
れ
が
お
前
の
専

機
に

ま
れ
て
い
た

に

さ
れ
て
い
た
が
な

ボ

デ
ヴ

ヒ

お
前
に
は
ア
レ
の
発
動

件
は
分
か

て
い
る
か
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強
い
願
望

で
し

う
か

う

 
よ
く
分
か

た
な

ど
う
や

て
知

た

私
自
身
が
強
い
変

を
望
ん
で
い
て
教

を
強
く
思
い
浮
か
べ
た
の
で

あ
な
た
に
な
り

た
い

と

そ
う
か

ラ
ウ
ラ

す
ま
な
か

た
な

 
す
る
と
教

は

表
情
を
暗
い
も
の
に
し
て

を
下

て
き
た

き

教

 
な

を
下

る
の
で
す
か

お
前
が
私
に

れ
て
い
る
事
は
分
か

て
い
た

だ
が

そ
れ
を

練
の
モ
チ
ベ

シ

ン

に
繋
が
る
と
ず

と
放

し
て
い
た

そ
れ
が
今
回
の
事

に
繋
が

た
と
も

え
る

だ
か

ら

す
ま
な
か

た

 
そ
う
い

て

を
下

る
千
冬
に
私
は
慌
て
て
身
を

こ
し
た

み
に

を

め
つ
つ
も

を
開
く

い
い
え
あ
な
た
は
そ
れ
以
上
の
事
を
し
て
く
だ
さ

た
の
で
す
か
ら

を
上

て
く
だ

さ
い

そ
れ
に
悪
い
コ
ト
ば
か
り
で
も
あ
り
ま
せ
ん

ど
う
い
う
意
味
だ
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教

に
し
て
は

し
く

か
ん
と

け
た

を
し
た

そ
れ
を
見
な
が
ら

裏
で
は
さ

き
の
対
話
を
思
い
出
す

き
り
が
や
か
ず
と

桐

谷
和
人
で
す

夢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

自
分
を
知
る
事
を
そ
し
て
ど
う
な
り
た
い

か
が
重
要
な
の
だ
と

た
だ

れ
て
い
た
か
ら

シ
ス
テ
ム
の

声

に
抗
え
な
か

た
の
だ

と
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
し
た

そ
う

か

 
く
し

り
と
教

は
表
情
を
歪
め
た

ど
こ
か
悲
し
そ
う
で
け
れ
ど

し
そ
う
な
複

な
表
情
だ

た

本
来
は
私
が
教
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が

お
前
は
本

の
意
味
で
和
人
に
救
わ
れ
た
の

だ
なか

も

し
れ
ま
せ
ん

 
し
ば
ら
く

が

い
た

少
し
だ
け

心
地
が
悪
く
け
れ
ど
空
気
が
悪
い

で
は
な
い

不
思
議
な
時
間
だ

 
た
だ
そ
れ
で
も

心
地
が
悪
い
の
に
変
わ
り
は
な
い
の
で

を
破
る
べ
く
私
は

を
開

い
た
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あ
の
教

一
つ
お

い
し
た
い
の
で
す
が

私
の

分
は
ど
う
な

た
の
で
し

う

か

 

約
に

触
す
る

シ
ス
テ
ム
が

ま
れ
て
い
た
事
に

し
て
国

問

に
な

て

い
る
と
思
う
の
で
す
が

あ
あ

そ
れ
も
あ

た
な

 
一

イ

な
事
を
思
い
出
し
た
と
で
も

い
た

に

を

め
た
の
を
見
た

な
ん
と
な
く

予
想
が

た

て
い
る
予
感
を

き
つ
つ

を

け
る

お
前
も
予
想
し
て
い
る
だ
ろ
う
が

事
が
収
ま

た
後

国
や

会
か
ら
ド
イ
ツ
本

国
に
問
い
合
わ
せ
が
殺

し
た

そ
の
表
明
で
は
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
個
人
が
勝
手
に

行

た
事
で
あ
り

軍
部
は
一
切

与
し
て
い
な
い

と
の
こ
と
だ

そ
う

で
す
か

 
予
想
が
的
中
し
た
事
に
感

は
浮
か
ば
な
か

た

や
は
り
か
と

思
う
だ
け

 
た
だ

強
い
て

う
な
ら

ん
の
少
し
の

は
あ

た

 
生
ま
れ
な
が
ら
の
軍
人

そ
れ
故
に
生
ま
れ
な
が
ら

国
に

じ
て
き
た
身
だ

滅
私

と
ま
で
は
い
か
な
い
が
そ
の
生
き
方
を
強
制
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
国
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
か
ら

ど
う
な
る
か
な
ど
見

し
が
立
た
な
か

た
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と
は
い
え
ど
う
い
う

分
が
下
る
か
は
あ
る
程

予
想
が
つ
く

と
な
る
と
専

機
の
返
還
機
体
の

償
そ
の

か
他
国
へ
の

償
が
請
求
さ
れ
て
い
る

の
で
し

う
か

あ
あ

最
初
は

そ
う
だ

た

 
最
初
は
と
強

し
て

う
教

に
少
し
の
違
和
感

不
機

で
少
し
怖
か

た
表
情
が

苦

に
変
わ

た
の
を
見
て
そ
れ
は
確
信
に
変
わ

た

お
前

覚
え
て
い
る
か

 
か
ず
と

一

の

に
い
た
お
前
に
よ
く
似
た
少
女
を

え
え

よ
く

覚
え
て
い
ま
す

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
で
し
た
か

そ
う
だ

ア
イ
ツ
は
今
で
こ
そ

和

人
一

の
監

護
衛
を
し
て
い
る
が

本
来
は
国

会
直
属
の

者
だ

そ
し
て

を
正
せ
ば

お
前
と
血
と
分
け
た
姉
妹
ら
し
い

そ
う
で
す
か

 
な
ん
と
な
く
無

で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

あ
そ
こ
ま
で
容

が
近
け
れ
ば
む

し
ろ

得
だ

 
疑
問
が
残
る
と
す
れ
ば
ど
う
や

て
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
に
来
て
い
る
か

そ
れ
に

や
住

⺠

な
ど
も
ど
う
し
て
い
る
の
か

年

も
そ
う
変
わ
ら
な
い

な
の
で
身

保
証
人
な
ど
も
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必
要
な
は
ず
だ
が

ア
イ
ツ
の
親
代
わ
り
は
束
だ

束

 
ま
さ
か

ノ
之
束
で
す
か

あ
あ
そ
の
ま
さ
か
だ

ど
う
い
う
経

で
親
代
わ
り
に
な

た
か
ま
で
は

い
て
い
な
い
が

な

そ
し
て
束
は
お
前
を
引
き
取
る
事
を

し
た

そ
れ
に
あ
た

て
お
前
に
掛
け
ら
れ
て

い
た

償
金

も

代
わ
り
し

機
体
も
完
全
に
復

し
た
上
で
ド
イ
ツ
へ
返
却
済
み
だ

え

え

 
ギ

と

目
を

い
て

く

と
も
す
れ
ば

白
騎
士
事
件

で

の
猛

を
目
の

た

り
に
し
た
時
以
上

人
生
最
大

の

か
も
し
れ
な
か

た

そ
れ

ど
に

い
た

 
世
界
中
の
国

が
血
眼
に
な

て
探
し
て
い
る
と
い
う

の
生
み
の
親
に
引
き
取
ら
れ

し

か
も

の

償
金
も

代
わ
り
さ
れ
た
と

い
て

か
な
い

が
な
い

  

も
す
も
す

ね
も
す

  

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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そ
こ
で

上
か
ら
大
声
を
掛
け
ら
れ
悲
鳴
を
上

て
し
ま

た

絶

で
全
身
が
ビ
キ
ビ

キ
と

ん
で
す
ぐ

る
事
に
な

た
が

う
じ
て

を
上

る
と
す
た
ん
と

に

び

り

た
白

の
女
性
の

を

認
す
る

 
そ
の
女
性
に

教

が
は

と
た
め
息
を

い
た

束

ボ

デ
ヴ

ヒ
は

我
人
な
ん
だ

加

し
て
や
れ

え
へ
へ

善

し
ま

す

加

す
る
気
が
ま

た
く
な
い
事
は
分
か

た

だ

て
コ
イ
ツ
の
身

は
も
う
束
さ
ん
の
も
の
だ
も

ん

 
ク

ち

ん
の
手
前

人
と

し
て
は

う
け
ど

和
君
に

意
向
け
て
た
の
は
許
さ
れ
な
い
事
だ
し

 
お
仕

き
も

ね
て
こ
れ
く
ら
い
は
し
な
い
と
ね

 
に
こ
に
こ
と
に
こ
や
か
に

た
白

の
女
性
・
ノ
之
束
が
ぐ
る
ん
と
こ
ち
ら
を
向
い
た

 
表
情
は

み
を

え
て
い
る

だ
が

そ
の
目
が
決
し
て

て
い
な
い
も
の
だ
と
理
解

し

体
が

ま

た

に

ま
れ
た

も
同
然
の
よ
う
に

直
し
て
し
ま
う

や

や

黒
兎
な
ん
て
ち

と
和
君
と
束
さ
ん
と

キ

ラ

り
気
味
な
ド
イ
ツ
人

お
加

は
い
か
が
か
な

 
ま

束
さ
ん
特
製
の

ナ
ノ
マ
シ
ン
使

て
る
か
ら

肉
も
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方
く

つ
い
て
る
と
思
う
け
ど
ね

 
さ

き
も
大
声
で

べ
て
た
し

し

ノ
之

士

え

え
え

ま
だ

み
は
あ
り
ま
す
が

そ
か
そ
か

や

束
さ
ん
の
発
明
品
は
グ
レ

ト
だ
ネ

 
ビ
シ

と

を

に
し
な
が
ら
親
指
を
立
て
る

士

い
て
い
た

り
や
は
り
か
な
り

テ
ン
シ

ン
が
高
い

そ
れ
で

多
分
だ
け
ど
束
さ
ん
が
ど
う
し
て
お
前
を
引
き
取

た
か

て
疑
問
に
思

て

る

し

 
ま
あ
ぶ

ち

け
ク

ち

ん
が
気
に
掛
け
て
る

か

た
か
ら
さ

ド
イ
ツ
が

手
放
し
た
か
ら
じ

あ
私
が
も
ら

て
も
い
い
よ
ね

て

償
金

は
し

か
り
払

た
か
ら

そ
の
分
は

い
て
も
ら
う

 
ち
な
み
に

権
無
い
か
ら

は

は

 
怒

の
勢
い
で
事
情
を
説
明
さ
れ
る

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
肉
親
だ
か
ら
引
き
取
ら
れ
た

と
い
う
部
分
に
は
ま
だ
違
和
感
は
あ

た
が
下
手
に

出
し
し
な
い
方
が
身
の
た
め
だ

ろ
う
と
結
論
付
け
る
事
に
し
た

ま

あ
と
は
束
さ
ん
も
私
兵
が
欲
し
か

た
か
ら
か
な

も

と

う
と
束
さ
ん
の

て
い

う
よ
り
は
和
君
の
護
衛
的
な
意
味
で
の
私
兵

ク

ち

ん

て
一
応

会

属
だ
か
ら
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場
合
に
よ

て
は
動
け
な
い
時
も
出
て
く
る
か
ら
ね

そ

時
に
和
君
を
守
る
盾
に
な
る

手

が
欲
し
か

た
ん
だ
よ

者
は
い
ず
れ
か
の
国
家
に
帰
属
す
る
義
務
が
あ
る

で
は

束
さ
ん
を

だ
と
思

て
る
の
さ

 
ま
あ
束
さ
ん

一
応
日
本
国

持
ち

け
て
る
か
ら

お
前
も
そ
う
な
る
予
定
だ
け
ど
あ
く
ま
で
お
前
が

う
べ
き
な
の
は
束
さ
ん
と
和
君
で
あ
る
事

を

に
銘
じ
て
お
く
よ
う
に

監

ナ
ノ
マ
シ
ン
で
す
ぐ
分
か
る
か
ら
変
な
気
を

こ
さ
な
い

よ
う
に
ね

 
そ
こ
ま
で

い
切

た
後

ま
た
ね

と

い
捨
て
て

務

を
立
ち
去

て
行

た

 
ま
る
で

の
よ
う
な
人
だ
な
と
思
う
と
共
に
話
に

い
て
い
た

ど
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン

が
成
り
立
た
な
い
事
も
な
か

た
な
と
も
思

た

お
そ
ら
く

話
に
出
て
い
た
ク
ロ
エ
・
ク

ロ
ニ
ク
ル
と
桐

谷
和
人
の
存
在
が
あ

た
か
ら
だ
ろ
う

 
教

と
二
人
き
り
に
な

て

を
見
合
わ
せ
る

ま

あ
い
つ
は
色

と
ア
レ
だ
が

根
は
悪
い

じ

な
い

そ
う

で
す
か

 

中
に
あ

た

士
へ
の

き
と

惑
は

第
に
あ
た
た
か
な
も
の
へ
と
変
わ

て
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い
く

桐

谷
和
人
の
近
く
に
い
れ
る
と
分
か

て
少
し
感
情
が
高
ぶ

て
い
た

と
も
あ
れ
お
前
は
も
う
こ
れ
ま
で
の

ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ

ド
イ
ツ
の

氷
で
は
な
い

だ
か
ら
お
前
も
色

と
知

て
い
く
と
い
い

な
に
し
ろ

か
ず
と

一

の
近
く
に
い
る
ん
だ
色

と

き

ま
れ
て
知
る
機

会

新
た
な
発
見
は
多
い
だ
ろ
う

私
の
よ
う
に

な

き

教

も

桐

谷
和
人
か
ら
な
に
か
を
知

た
ん
で
す
か

あ
あ

む
し
ろ
発
見
ば
か
り
だ
よ

い
つ
も
い
つ
も
私
の
知
ら
な
い
事
を
思
い
知
ら
さ
れ
て

ば
か
り
だ

 
そ
う

少
し

し

に

た
教

は

を
振

た

さ
て

私
も

で
は
な
い
か
ら
な

そ
ろ
そ
ろ
行
く

気
が
向
け
ば
ま
た
見
舞
い
に
来
よ
う

は

は
い

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

で
は
な

 
最
後
に
一
つ

ら
か
な

み
を
私
に
向
け
て

彼
女
は
立
ち
去

た

 
 

 
ピ
シ

リ
と

が

ま
る
と

部

の
中
は
し
ん
と
静
ま
り
返

た

 
私
は

く
り
と
体
を
ベ

ド
に
横
た
え

真
白
い
天

を
見
る
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こ
れ
か
ら

ど
う
な

て
い
く
か
は
分
か
ら
な
い

 
先
行
き
は
不

明

未
来
は
不
確
定

 
で
も

そ
れ
が

た
り
前
だ

そ
し
て
不

明
な
そ
れ
に
形
を
与
え
る
の
は
人
だ

理
想
が

目
標
が

未
来
を
創
る

大
き
な
創

は

よ
り
強
い
力
が
必
要
に
な
る

 
桐

谷
和
人
は

望
む
と
望
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
世
界
を

し

時
に

引
す
る
だ

ろ
う
人
間
だ

故
に
彼
は
強
く
在
ろ
う
と
す
る

世
界
の

波
理
不

の
数

か
ら
大
切
な

人

を
守
る
た
め
に
戦
う

に
い
れ
ば

私
は

少
し
は
成
⻑
で
き
る
だ
ろ
う
か

 
ど
う
し
て
強
く
な
り
た
い
の
か

 
な
に
を
ど
う
し
た
い
の
か

 
私
に
欠
如
し
て
い
る
そ
れ
ら
を
彼
と
共
に

る
事
で
得
ら
れ
る
か

私
は
期

に

を

ら
ま
せ
な
が
ら

く
り
と

れ
た
安

に
意
識
を
手
放
し
た
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な
ん
で
ラ
ウ
ラ
は

像
で
過
去
を
知

て
る

な
の
に
最
初
は
認
め
て
な
か

た
の

 

像
で
見
る
か
立
体
的
な
リ
ア
ル
さ
と
臨
場
感
で
見
る
か
の
違
い
や
で
無
理

理
感

 
あ
と
和
人
の
行
動
を
見
て
疑
問

心
を
持
ち

揺
ら
い
で
い
た
か
ら
も
あ
る

  

な
ん
で
和
人
の
記

を
ラ
ウ
ラ
が
見
れ
て
る
の

原
作
で
は
コ
ア
を

し
た
一

と
ラ

ウ
ラ
の
会
話
だ
け

 

原
作
と
違

て
天
災
が

入
し
と
る
や
ろ

私
兵
欲
し
い
発

  

ラ
ウ
ラ
は

和
人
が

て
る

平
行
世
界

を
知

た
の

 

世
界
を
救
う
部
分
も
見
た
の
で

認
識
は
し
ま
し
た

 
し
か
し
ラ
ウ
ラ
の
理
解
が
追
い
付
い
て
い
ま
せ
ん

ラ
ウ
ラ
は
過
去
実

に
あ

た
事

未
来

和
人
の
想
像
で
作
ら
れ
た
可
能
性
の
一
つ

と
い
う

常
の
認
識
の
ま
ま
で

ヴ

ベ

ル
の
事
情
を
知
ら
な
い
た
め

和
人
と
は
差
異
が
あ
り
ま
す
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な
の
で
あ
く
ま
で

そ
う
な
り
得
る

と
い
う
状

実

ホ
ロ
ウ

無
銘

の

一

や
生
身
で

を
撃
破
す
る
場
面
を
見
て
る
の
で

世
界
破
壊
く
ら
い
出
来
そ
う
と
は
思

て
ま
す

 

逆
に

え
ば
世
界
を
救
う
部
分
に
つ
い
て
突
き

め
始
め
る
と
気
付
け
る
状

で
す

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ

 
原
作

離
に
な

た
人
物

 
今
話
付
け
で
ド
イ
ツ
か
ら
放

さ
れ
た
た
め
束
に

わ
れ
た

ク
ロ
エ
と
同
じ
く
和
人
の
身

護
の

務
に
付
く
が
ク
ロ
エ
と
違
い
捨
て

も

に
入

た
私
兵
と
し
て

わ
れ
る
事

に

ま

和
人
と
ク
ロ
エ
の
手
前

先
し
て
捨
て

は
し
ま
せ
ん
が

 
和
人
と
対
話
し
た
事
で
在
り
方
を

強
い

と
思
え
る
状

ま
で
の
過
程
を
事

か
に
知

た
の
で

れ
を
理
解
が
追
い
越
し
た

 
そ
し
て

か
れ
た

 
和
人
の
事
を
理
解
す
れ
ば
す
る

ど
ド
ツ
ボ
に

て
い

た
の
だ

ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
は
一
目

れ
だ

た
が
そ
こ
か
ら
キ
リ
ト
を
知

て
い

て

ド
ツ
ボ
に

た
タ
イ
プ
で
一
目
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れ
以
外
が

同
じ

 
実
は
ク
ロ
エ
と
理
由
が
一
緒
だ

た
り
す
る

  
・

ノ
之
束

束
さ
ん
を

だ
と
思

て
る
の
さ

強
気

 
原
作

離
の
最
大
要
因

だ
い
た
い
こ
の
人
を
理
由
に
し
と
け
ば
い
い
感
は
あ
る

ラ
ウ
ラ
に

ナ
ノ
マ
シ
ン
を
ぶ
ち

み
つ
い
で
に
監

ナ
ノ
マ
シ
ン
も
ぶ
ち

み
私
兵
運

目

的
に

償
金
な
ど
を

代
わ
り
し
た

 
発

だ
け

く
と

無
人
だ
け
ど
や

て
る
事
と

遇

え
る
と
程
よ
い
善
人
と
い

う
ネ

監

ナ
ノ
マ
シ
ン
で
す
ぐ
分
か
る
と
い
う
ま
で
で

め
て
る

り
か
な
り
マ
イ
ル

ド
仕
様

 
や

に
な
る
と

ち

く
ん
や
な

て

独
身
で
あ
る

 
ま
あ
和
人
に

し
て
は
ネ
ガ
テ

ブ
に
な
る
ん
で
す
が
ね
無

悲
 
今
話
の
テ
ン
シ

ン

は
外
行
き
の

な
の
さ
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・

千
冬

 

れ
を
持
た
れ
て
い
た
人

 
い
ち
お
う
家

を

い
守
る
た
め
に
力
を
求
め
世
界
最
強
に
な

た
の
で
和
人
に

ず
る

部
分
は
あ
る

た
だ
他
者
を

り

に
し
て
い
た
か
い
な
か

た
か
で
別
れ
た

 
近
く
に
い
た
頼
れ
る

手
は
破

者
た
る
束
だ
け

 
も
し
ま
と
も
な
人
間
が
い
た
な
ら

千
冬
は

か
ず
と

一

を
喪
わ
な
か

た
か
も
し
れ
な
い

 
つ
ま
り
秋
十
が
悪
い
ん
だ
よ

秋
十
が

な
い
平
行
世
界

  
・
桐

谷
和
人

 
か
つ
て

世
界
最
強

に

れ
て
い
た
人
間

 
そ
の
在
り
方
を
義
姉
に
は

わ
れ
て
い
る
と
称
さ
れ
て
い
た

後
の

で
解
放
さ
れ

た
事
で
吹

切
れ

今
で
は

を
見
て

り

に
し
て
い
る

 

れ
だ
け
を

り

に
し
て
い
た
あ
の

と
ラ
ウ
ラ
を
重
ね

助

を
し
て
い
る

 

果
た
し
て

似
て
い
る
発

は
ど
こ
ま
で
指
し
て
い
る
の
か
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 決断 〜ココロを求めて〜

 
決
断
 

コ
コ
ロ
を
求
め
て

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

お

し
ぶ
り
で
す

 
ア
リ
リ
コ
や

て
た
の
と
展
開
を
練

て
は
消
し
を

り
返
し
て
た
の
で

く
な
り
ま
し
た

 

い
や
マ
ジ
で
展
開
迷

て
ん

わ
か
り
や
す
い
よ
う

え
て
た
ん
で
す
け
ど
ま
だ
分
か

り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い

分
か
ら
な
か

た
ら

あ
と
が
き
で

め
て
る
の
で
参

に
ド

 

点

オ

ル
シ
ノ
ン

 

数

約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
六
月
二
十
五
日

水

日

後
十
一
時
三
十
分

 

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

ア
ル
ン

リ

フ

  

を

み
ま
し
た
と

静
な
声
が
上
が

た

 
そ
う
報

し
た
の
は
電
子
の
妖
精
に
し
て
覇
王
の
異
名
を
得
て
い
る
少
年
の
義
理
の
姉
の
一

人
・
ユ
イ

デ
ス
ゲ

ム
時
代
の
闘
技
場
で
手
に
入

た
黒

の

を
今
も

う
女
性
は

し
い

立
ち
に

さ
を
滲
ま
せ
な
が
ら

こ
の
場
に
集
う
面

を
見
た

 

義
理
の
姉
で
あ
り
同
時
に
義
弟
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を

て
い
る
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
ユ
イ
と

ス
ト
レ
ア
は
イ
ン
タ

ネ

ト
と
い
う
電
子
の
海
を
自
由
に

り
歩
き
あ
ら

る
情
報
を
得

ら
れ
る
特
性
を

し

水
面
下
で
あ
る
活
動
を
行

て
い
た

 
そ
れ
は
義
弟
・
桐

谷
和
人

の
情
報
収
集
と

制
だ

 
彼
女
ら
は
イ
ン
タ

ネ

ト
上
で
あ
れ
ば

無

件
に
動
き
回
れ
あ
る
程

の
セ
キ

リ

テ

シ
ス
テ
ム
な
ら
突
破
出
来
る
高

な
演

能
力
を

い
彼
が
契
約
し
て
い
る

と

の
ア
ド
レ
ス
を
特
定
監

し
い
つ
ど
こ
の
ブ
ラ
ウ
ザ
に

し
た
か
を
監

し
て
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い
た

同
時
に
彼
女
ら
は
彼
を
傷
つ
け
る
で
あ
ろ
う

中
傷
あ
ら
ぬ
風

が
彼
の
目
に
触

れ
な
い
よ
う

索
対

か
ら

外
す
る
よ
う

き
か
け
て
い
た

そ
れ
が
情
報
の
収
集
と

制

の
実

制
に

し
て
は
未
成
年
者
が
成
人
向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

あ
る
い
は

索
そ
の

も
の
に
引

か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
機
能
を
流

し
彼
の
名
前
や
デ
ス
ゲ

ム

そ
れ

に

す
る

語
を
対

に

索
結
果
か
ら

外
さ
れ
る
よ
う
設
定
す
る
事
で
実
現
さ
せ
て
い

た

と
は

え
全
て

外
す
る
と
生
還
後
の
事
件
す
ら
も
ヒ

ト
し
な
く
な
る
た
め
そ
の

は

整
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

 
そ
し
て
収
集
は

索
履
歴
や

み

ん
だ

ジ
ア
ド
レ
ス
を
追

更
に
は
メ

ル

の
履
歴

電
話
の

な
ど
が
主
だ

た

 
プ
ラ
イ
バ
シ

の
面
か
ら
流

に
行
き
過
ぎ
な
気
は
し
た
が

い
た
ず
ら
電
話
な
ど
を

に

決
定
的
な
証

が
な
け
れ
ば

き
に

か
せ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら

と
上
の
電
姉
は

い

定
で
き
な
い
た
め
そ
れ
以
上
は

も

え
な
か

た

 
そ
れ
は
思
わ
ぬ
形
で
実
を
結
ん
だ

 
人
知
れ
ぬ
場

で
交
わ
さ
れ
た
英
雄
と
天
災
の
密
約

そ
こ
に
参
加
し
た
五
万
四
千
年
の
時
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を
過
ご
し

無
数
の
時
空
を
超
え
る
程
に
義
弟
を
救
わ
ん
と
動
く

⻩
昏
の
魔
女

ル

ナ
・

ヴ

ベ
ル
の

話
を

ユ
イ
が

た
の
だ

 
彼
女
は

彼
が
心
か
ら
信
を

く
者
に
だ
け

話
記
録
を
開
示
し
た

 
そ
れ
を
知

た
私
達
の
反
応
は
種

様

だ

た
が

共

し
て
い
た
の
は
星
の

存
亡
を
一
年
間
も
一
人
で
背
負

て
い
た
少
年
に
対
す
る
悲
し
み
と
そ
れ
に
気
付
け
な
か

た

自
分
た
ち
へ
の
苛
立
ち
だ

た

 

知

て
い
た
は
ず
だ

 
あ
の
少
年
は

ウ

は
下
手
な
く
せ
に

突

ま
れ
る
ま
で
は

し
事
が
上
手
い
の
だ
と

な
に
も
か
も
一
人
で
背
負
お
う
と
す
る
事
を

私
達
は
イ

と
い
う

ど
知

て
い
た

 
た
だ

忘
れ
て
い
た

 
命

け
の
世
界
か
ら
解
放
さ
れ
た
事
で

私
達
は
気
を

め
て
い
た

 
ボ
ス
戦
放

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

な
ど
を

し

彼
の
本

や

明
さ
が

価

さ
れ
て
い
く
に
つ
れ

か
つ
て

ど

く
は
な
い
だ
ろ
う
と

観
し
て
い
た

 
事
変
後

来
的
に
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
覇
を

う
事
に
な
ろ
う
と
も
彼
な
ら
ば
勝

す
る

だ
ろ
う
と

断
し
て
い
た
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の
後
ろ
盾
技
術
的
な

彼
の
実
力

を

慮
す
れ
ば
命
を

と
さ
な
い

だ
ろ
う
と
思

て
い
た

 
で
も

ん

ん

違

た

 
彼
は
識

て
い
た

 

現
実

の
醜
さ
を

 

未
来

の
絶
望
を

 

地

の
運
命
を

 

己

の

命
を

 

け
ら
れ
ぬ
戦
い
が
あ
る
と

を
作
ら
な
い
よ
う
味
方
を
作
る
よ
う
動
い
て
消
滅
さ
せ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い

外

か
ら
の

略
者
が
来
る
事
を
彼
は
識

て
い
た
の
だ

そ
し
て

平
行
世
界
の
自
身

が
お
の己

が
み身

を

し

独
で
撃
退
し
た
事
実
も
識

て
い
る

 
魔
女
の

話
は

が
語
ら
れ
る
前
に
切
れ
そ
の
後
は
彼
の

に
電
話
は
一
本
も
入

て
い
な
い

だ
か
ら
そ
の

略
者
が
果
た
し
て
剣

を
鍛
え
て
ど
う
に
か
出
来
る
存
在
か
は
不

明
だ

 
そ
し
て
現
実
で
は
た
だ
の
一

人
の
私
達
が
出
来
る
事
も
不
明
だ

む
し
ろ
力
に
な
れ
る
事
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の
方
が
少
な
い
だ
ろ
う
コ
ト
は
想
像
に

く
な
か

た

の
電
話
か
ら

学
園
襲
撃
事
件

を
経
て

の
戦
闘
を
見
た
い
ま

更
そ
の
結
論
は
強

な
も
の
に
な

て
い
る

 
・だ
・か
・ら
・こ
・そ

彼
が
私
達
に
未
だ
話
さ
な
い
で
い
る
事
も
理
解
し
て
い
る

 
彼
は
心

し
い
少
年
だ

 

学
園
入
学
だ
と
か

第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

だ
と
か

日
本
の
未
来
だ
と
か
で
心
配

し
て
い
る
私
達
に
更
な
る
負

を
掛
け
な
い
よ
う
そ
し
て
私
達
が
力
に
な
る
べ
く
動
こ
う
と
し

な
い
よ
う
そ
も
そ
も
情
報
を
伝
え
な
い
事
を
決
め
た
の
だ

そ
う
す
る
こ
と
が
私
達
に
と

て

福
だ
と
判
断
し
て

 
そ
う
じ

な
い
か

と
問
わ
れ
れ
ば

私
は
き

と

そ
う
だ

と

え
て
い
た
だ
ろ
う

 
で
も

同
時
に
間
違
い
だ
と
も

う

 
そ
の

福
に
は
彼
も
い
な
い
と
ダ
メ
な
の
だ

ま
た
想
い
を
寄
せ
る
少
年
に
だ
け
危

険
を
負
わ
せ

自
分
た
ち
は
安
穏
を
過
ご
す
事
も

福

と
は

え
な
い

 
・だ
・か
・ら

私
達
は

自
分
達
の
想
う

福

の
た
め

自
ら

わ
る
事
に
し
た

  

彼
は
き

と

私
達
の

を
非

す
る
だ
ろ
う
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そ
れ
も

覚
悟
の
上
だ

 
も
う
彼
に
だ
け
苦
し
い
思
い
は
さ
せ
な
い

そ
れ
は
デ
ス
ゲ

ム
時
代
か
ら
彼
を
知

て
い
る

面

の

も
が

い
て
い
る
気
持
ち

あ
の
世
界
で
彼
に
心
を
救
わ
れ
命
を
助
け
ら
れ
た
裏

に
あ

た
彼
の
死
闘
を

と
も
知
ら
な
か

た
私
達
の
苦
い
誓
い
だ

 
彼
が

が
り

し
よ
う
と
も

 
彼
が
私
達
の
た
め
に
戦
う
の
で
あ
れ
ば
せ
め
て
彼
の
苦
し
み
を
心
の
負

を
一
緒
に
背
負

う
く
ら
い
は
し
た
か

た

 
そ
れ
を

的
に
表
現
す
る
な
ら

き

と

罪

が

応
し
い

思

た

り

の
掲
示
板
に
出
て
き
た
ナ

 
独
特
の
イ
ン
ト
ネ

シ

ン
で

ケ

ト
シ

猫
妖
精
の
情
報
・
ア
ル
ゴ
が

う

こ
そ

と
変
わ

り
な
い
が
表
情
は

の
そ
れ
だ

そ
し
て
そ
の
感
情
を
浮
か
べ
て
い
る
の
は
彼
女
だ
け
で

は
な
い

あ
た
し
達
が
コ
メ
ン
ト
を
し
た
後
く
ら
い
に
出
て
く
る

て
い
う
予
想
が
ド
ン
ピ
シ

で
し
た

ね
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水
色
の

に
こ和

の
小
⻯
を

く
ケ

ト
シ

猫
妖
精
・
シ
リ
カ
が
や
や
意
外
そ
う
に

う

そ
れ
に

ん
と

に
ね

と
応
じ
た
の
は
マ
ス
タ

鍛
冶
師
と
し
て
有
名
な

レ
プ
ラ
コ

ン

鍛
冶
妖
精
・
リ
ズ
ベ

ト
だ

た

で
も

な

ん
か
上
手
く
行
き
過
ぎ
て
る
気
が
す
る
の
は
あ
た
し
が
気
の
せ
い
か
し
ら

気
の
せ
い
じ

な
い
か
も
ね

 
デ
ス
ゲ

ム
時
代
か
ら
攻
略
組
を

え
て
き
た
鍛
冶
師
に
私
は
そ
う
応
じ
た

心
境
に
呼
応

し
て
か

が

ん
と
風
を
切
る

件
の
五
万
四
千
年
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

の
年
月
を
生
き
た
ユ
イ
ち

ん

て
こ
の
世
界
を

生
き
る
人

あ
の
キ
リ
ト
へ
の

す
ら

く

て
い
た

て
い
う
話
で
し

う

 

な
の
に
掲
示
板
に
コ
メ
ン
ト
を
残
す
な
ん
て

違
和
感
が
あ
る
と
思
わ
な
い

う

ん

で
も
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
の
件
を

え
る
と

だ
よ
ね

あ
れ
ガ

ツ
リ

わ

て
る
し
さ

ケ
イ
タ
君
と
戦

た
時
も
乱
入
し
て
き
た
ら
し
い
し
ね

な
ん
な
ら
キ
リ
ト
を
気
絶
さ
せ
て

更
に
は
誘

ま
で
し
て
る
も
ん
ね

 
私
の
疑
問

に
イ

ン

プ

影
妖
精
・
ユ
ウ
キ

鍛
冶
妖
精
・
レ
イ
ン

プ

カ
妖
精
・
サ
チ
が

と

異
を

え
た

そ
う

わ
れ
る
と
反
論
す
る

が
な
い
た
め
ま

そ
う
だ
け
ど

と
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ご
も
る
し
か
な
い

ユ
ウ
キ
と
サ
チ
が

た
件
は
道

内
ケ
イ
タ
の
件
は
彼
を
殺
さ
な
い
よ

う
に
と
い
う
配
慮
だ
ろ
う
が
そ
れ
は
そ
れ
で

し
て
い
る
た
め
未
来
の
ユ
イ

ヴ

ベ
ル

が

更
に
不

を

こ
う
と
し
て
い
た
話
と
矛
盾
す
る

 
無
論

あ
る
程

の
推

は
可
能
だ

 
ケ
イ
タ
に

し
て
は
キ
リ
ト
の
心
の
傷
そ
の
も
の
だ
か
ら
そ
れ
が
決
定
的
に

を
別
つ
ま
で

に
至
ら
な
い
よ
う

入
し
た

道

内
に

し
て
は
あ
ま
り
時
間
を
掛
け
過
ぎ
る
と

合
の
悪
い

事
が

き
て
い
た

そ
し
て
そ
れ
ら
の
行
動
を
取
ら
な
け
れ
ば
結
果
的
に
キ
リ
ト
は
死
ん
で
い

た

と
そ
う

え
れ
ば
彼
女
の

入
に
も

得
は
い
く

ヴ

ベ
ル
の
目
的
は
彼
の
死

を
回

す
る
事
に
帰
結
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
極
力
他
者
と
の
不

を

き
彼
に
だ
け

触

つ
平
行
世
界
に
つ

い
て
語

た
の
も

世
界
を
広
く
見
て

切
に
情
報
を

で
き
る
と

ん
だ
か
ら
の

だ

 

い
ず
れ
も
た
だ
の
推

で
し
か
な
い
が

 
真
実
は
分
か
ら
な
い

私
達
の
想
像
の

ば
な
い

か
が

わ

て
い
る
可
能
性
は
十
分
に

存
在
す
る
の
だ
か
ら

ど
う
あ
れ

直

く
し
か
な
い
よ
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推

に
推

を
重
ね
て
も

定
し
て
も
水
掛
け
論
で
し
か
な
い
不

さ
を
切
り
捨
て
る
よ

う
に

ウ
ン
デ

ネ

水
妖
精
・
ア
ス
ナ
が

然
と
し
た
面
持
ち
で

た

 
そ
の

で

彼
女
と
同
種

の
少
女
・
ラ
ン
も
そ
う
で
す
ね

と

い
た

そ
の
た
め
に
こ
こ
に
集
ま

て
る
ん
で
す
か
ら

 
そ
う

い

彼
女
は
ぐ
る
り
と
全
体
を
見

し
た

 
こ
の
場
に
集
ま

て
い
る
人
数
は
私
キ
リ
カ
ユ
イ
ス
ト
レ
ア
ヴ

フ
ス
ヴ

フ
ス
・

オ
ル
タ

ア
ス
ナ

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ

ユ
ウ
キ

ラ
ン

サ
チ

レ
イ
ン

ア
ル
ゴ

そ

し
て
リ

フ

の
合

十
五
人

秘
密
を

え
る
に
は
か
な
り
の
大

だ
が
い
ず
れ
も
彼
に

と

て

大
切
な
存
在

で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い

 

し
む
ら
く
は

兄

分
で
あ
る
ク
ラ
イ
ン
と
エ
ギ
ル
が

な
い
事
だ
ろ
う
か

片
や
出

片
や

の

業
と

て
し
ま

た
か
ら
仕
方
な
い
と
は

え
彼
ら
の
存
在
は
心
強
い
か
ら
こ

そ

し
い
と
思
え
た

演

終
了

ゲ

ト

開
く
よ

 
そ
う
電
姉
の
片

れ
た
る

ノ

ム
妖
精
の
女
性
・
ス
ト
レ
ア
が

虚
空
に
手
を
翳
し
た

ヴ

ベ
ル
の
根
城
た
る
ア
ド
レ
ス
を
特
定
し

そ
こ
ま
で
の
直

回
路
を
開
い
た
の
だ



 決断 〜ココロを求めて〜

 
そ
れ
は
つ
ま
り

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
外

に

び
出
す
と
い
う
事

 
ネ

ト
ゲ

ム
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
い
る
私
達
の
体
は
あ
く
ま
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

格
プ
ロ

グ
ラ
ム
に

た
も
の
の
た
め
そ
の
外
に

び
出
す
事
は
原

不
可
能
だ
と
思
わ
れ
る

だ
が

密
に

え
ば
今
回
は
話
を
し
に
行
く
だ
け
で
あ
り
体
は
不
要
だ

最
悪

話
だ
け
で

も
出
来
れ
ば
そ
れ
で
い
い

知
る
事

が
今
回
の
目
的
な
の
だ
か
ら

 
無
論

行
け
る
に
越
し
た
事
は
な
い

行
き
ま
し

う

 
そ
の
可
能
性
を
知

た
上
で

然
と
先

を
切
る

シ

ル

フ

風
妖
精
の
剣
姫

 
表
面
上
は

ち

き
払

て
い
る
が

そ
の
実

内
心
は

情
に

ら
れ
て
い
る
事
だ
ろ
う

そ
れ
が
怒
り
や
苛
立
ち

焦

あ
る
い
は
不
安
や
危
惧
か
は
定
か
で
は
な
い

 
果
た
し
て
ス
ト
レ
ア
が
開
い
た
渦

く
空
間
へ
緑

を

し
進
ん
だ
剣
姫
は
虚
空
へ
と

を
消
し
た

 
そ
の

す
ぐ
あ
と
を
キ
リ
カ

ヴ

フ
ス
ら
が

き

私
達
も
後
を
追
う

  

を

風
が

で
た
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ざ

と
⻘

が
揺
ら
め
く

が
広
が
る

感
覚
が
あ
る
と
い
う
事
は
ど
う
や
ら
ア
バ
タ

は
こ
ち
ら
で
も
再
現
さ
れ
た
よ
う
だ

と
思

し
な
が
ら

を
上

る

 

上
は
空
を

う
天

に

わ
れ
て
お
り
彼
方
に
は
そ
れ
を

え
る
極
太
の

が

間
隔

で

ん
で
い
る
の
が
見
え
た

ア
イ
ン

ク
ラ

ド

 

の
声
だ

た
か

気
を
引
き

め
て
い
た

な
の
に
今
は
も
う
存
在
し
な
い

の
光

を

前
に
し
て

思
わ
ず

然
と
し
た
声
が
上
が

て
い
た

 

こ
の
光

を
知

て
い
る

 
第
一
層
に
広
が
る

は
じ
ま
り
の

原

だ

私
は

中
参
加
で
あ
り

始
ま
り
の

に

行

た
事
こ
そ
あ
れ

原
に
足
を

み
入
れ
た
事
は
一

も
な
い

だ
が

彼
の
残
影
が
の

ち
に
刀
使
い
と
な
る
⻘
年
と

り
を
し
て
い
た
光

か
ら
知

て
い
た

 
け
れ
ど

目
の
前
に
広
が
る

原
は

記

り
の
そ
れ
で
は
な
い

 
そ
こ
ら
中
の
大
地
に
剣
が
突
き
立

て
い
る

槍

剣
盾
な
ど
あ
り
と
あ
ら

る
武

が

と
り

た
り
は

ん
で
歩
け
る
程

の
間
隔
で

線
の
彼
方
ま
で

れ
も
古
び
て
お
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り

び
付
き

風
化
し
て
い
る

年

十
年
も
の
間

 
そ
れ
ら
の
中
に

自
分
た
ち
が
愛

し
て
い
た
武

が
あ
る
事
に
も
気
付
い
た

 

こ
の
光

も

知

て
い
る

 

事
変

に
お
い
て

し
て
い
た
セ
ブ
ン
を
前
に
広

た
彼
の

心

風

彼
が
恐
ろ

し
い
と
思
い

定
し
た
い
と
思

て
い
る
可
能
性

以
前
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
最
終
戦
の
ト
ラ
ウ
マ

の

現
だ
と
思

て
い
た
が

未
来
を
知

た
今
は
平
行
世
界
の
未
来
を
恐
れ
て
い
た
か
ら

で
は
な
い
か
と
も

え
ら
れ
る

 

少
し
だ
け

違
和
感
は
あ
る
が

 
・来
・て
・し
・ま
・

・た
・か

  
意
識
の
外
か
ら

声
が

こ
え
た

 

心
を
掻
き
立
て
ら
れ
る

機

に
声
が
し
た
方
へ
向
き
直
る
と

ら
か
離
れ
た
と
こ
ろ

に
外

を
風
に
な
び
か
せ
る
人
物
の

が
あ

た

二
本
の
チ

ン
が
チ

リ
チ

リ
と
鳴

て
い
る
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そ
の

い
は
ユ
イ
と
同
じ
だ

 

見
え
て
い
る

も

同
じ

 

か
未
来
か
ら
そ
し
て
平
行
世
界
か
ら

り
来
た
と
い
う
ヴ

ベ
ル
は
正
し
く
ユ
イ
そ
の

も
の
だ

た

立
ち

体
格

容

の
全
て
に
お
い
て

二
つ

 
異
な
る
と

え
ば
面
持
ち
だ

た
こ
ち
ら

現
在
の
ユ
イ
が

然
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

あ
ち
ら

未
来

の
ユ
イ
は
ど
こ
か
亡
羊
を
滲
ま
せ
つ
つ

さ
を

し
出
し
て
い
る

ど
こ
か
リ

フ

を

思
わ
せ
る

気
だ

た

 

意
は
な
い

 
殺
気
も
感
じ
な
い

 
だ
が

そ
う
と
も
し
な
い

だ
け
が

私
達
に
向
け
ら
れ
て
い
た

あ
な
た
が

未
来
の
私

で
す
か

時
間
的
な
意
味
で

え
ば
確
か
に
そ
う
だ

平
行
世
界
の
私

 
ユ
イ
の
問
い
か
け
に

意
味
深
に
ヴ

ベ
ル
が
応
じ
た

ユ
イ
の
表
情
が

に
歪
む

時
間
的
な

 
ど
う
い
う
意
味
で
す
か

正
確
な
意
味
で
は
私
と
お
前
は
同
一
存
在
で
は
な
い
と
い
う
事
だ

世
界
は
矛
盾
が

き
な
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い
よ
う
出
来
て
い
る

ま

た
く
同
じ
存
在
が
同
じ
時
間
同
じ
場

に
存
在
し
そ
れ
ら
が
対

面
す
る

な
ど
事

か
ら
し
て
あ
り
得
な
い

同
じ
時
間
と

え
ど
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
行

動
が
違
う

同
じ
場

と

て
も

標
が
違
う

故
に
そ
れ
ぞ
れ
が
認
識
し
記

す
る
過

程
も
異
な
る

自
身
と
完
全
同
一
な
存
在
が
い
る
な
ん
て
事
は
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も

き
得

な
い

も
し
そ
れ
が

き
る
と
す
れ
ば
そ
れ
こ
そ
矛
盾
す
る

事
実
私
と
お
前
と
で
は
生
き
た

年
月
も

精
神
性
も
大
き
く
違
う

 

な

で

ヴ

ベ
ル
が

う

そ
れ
に

た
と
え
お
前
が
私
と
同
じ
だ
け
の
時
間

同
じ

を
下
し

同
じ
立
場
と
な
り

同
じ
道
を
歩
ん
だ
と
し
て
も

に
私
と
異
な
る
過
去
を
歩
ん
で
い
る
以
上
異
な
る
存
在
に
な

る

私
が
見
て
き
た
世
界
で
は
愛
す
る
我
が

ぎ
き

う
だ
い

義
姉
弟
を

き

も
生
き
残
ら
な
か

た
の

だ
か
ら

 
そ
の

な

に
深
い
悔
恨
と
絶
望
を
滲
ま
せ
な
が
ら
彼
女
は
そ
う

た

そ
の
悔
恨

と
絶
望
を

く
過
去
が
こ
ち
ら
の
ユ
イ
に
は
無
い
か
ら
こ
そ

ど
れ
だ
け
時
間
を
掛
け
よ
う
と

ヴ

ベ
ル
と
同
じ
存
在
に
は
な
ら
な
い

だ
か
ら
平
行
世
界
の
私
と
称
し
た
の
だ
ろ
う
と

す
る
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そ
れ
を

ど
う
し
て
か

み
の
よ
う
に
感
じ
た

 
お
前
は
こ
の
苦
し
み
を
あ
の
絶
望
を
味
わ
お
う
と
も
自
分
と
は
違
う
と

事
実
を

べ
る

文

に

確
か
な

の
感
情
が
見
え

れ
し
て
い
た

 

そ
れ
は

い
て
然
る
べ
き
も
の
だ

 
そ
の
気
持
ち
の
根

に
は

義
弟
の
生
死

が

わ

て
い
る

ヴ

ベ
ル
は
五
万
四
千
年

も
の
間

ず

と
彼
を
死
な
せ
て
し
ま

た
事
を
悔
い

生
か
す
た
め
だ
け
に
行
動
し
て
き
た

そ
の
結
果

自
身
と
は
違
う

し
か
し

同
じ
存
在
が
義
弟
と
触
れ
合

て
い
る
の
を
見
て

感
情
を
波
立
た
せ
な
い
な
ん
て
あ
り
得
な
い

だ

 
義
弟
が
生
き
る
未
来
に

本

は
自
身
も

た
い

な
の
だ
か
ら

だ
か
ら
こ
そ

こ
の
世
界
の
よ
う
に
彼
が
生
き

え
お
前
た
ち
す
ら
も
生
き

び
て
い

る
現
状
は

に

し
い
の
だ

彼
が
己
の
獣
性
を
真

向
か
ら
超
克
し
た
事
も

め
兆
を

超
え
る
だ
け
世
界
を

り
歩
い
た
私
で
も
初
め
て
見
る
の
だ
か
ら

 
そ
の
衝
動
を
抑
え

む
よ
う
に
声
を

わ
せ
な
が
ら

ヴ

ベ
ル
が

く

お
前
た
ち
は
そ
れ
が
分
か

て
い
な
い

お
前
た
ち
が
ど
れ

ど
の

の
上
で
生
き

び

平
穏
を
日
常
を

出
来
て
い
る
か

百
分

で
表
そ
う
に
も
あ
ま
り
に
小
さ
な
希
望
の
上
に
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今

が
あ
る

そ
の

の

さ
を

理
解
し
て
い
な
い

か
な

ず歪
み
で

れ
去
る

さ
を

認
し
て
い
る

 
ぎ
り
と

⻭
を

み

め
な
が
ら

ヴ

ベ

ル

未
来
の
ユ
イ
が
私
達
を

ん
で
く
る

わ
と
な
る

心
お
前
た
ち
の
そ
の
行
動
が

あ
の
子
を
苦
し
ま
せ
て

  

ヴ

ベ
ル

  
更
に

い

ろ
う
と
し
た

の

が
が
ち
ん
と

じ
ら
れ
る

た
だ
名
前
を
呼
ば
れ
た
だ

け
な
の
に

る
事
を
禁
じ
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
行
動
だ

 
そ
れ
は
お
そ
ら
く
彼
女
に
と

て

先

が
最
高

に

す
る
存
在
に
制
止
の
意
味

で
名
を
呼
ば
れ
た
か
ら
だ

 

時
か
ら

そ
こ
に
い
た
の
か
分
か
ら
な
か

た

 
彼
方
ま
で

く
武
器
の
墓
標
と

原
に

い
つ
の
間
に
か
小
さ
な

シク
ロロ

が
立

て
い
た

に
ヴ

ベ
ル
を

に
私
達
を
見
る

の
小

か
ら

そ
れ
ぞ
れ
を
見
下
ろ
し
て
い
る
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彼
の

線
は
ヴ

ベ
ル
に
向
け
ら
れ
て
い
る

仕
方
が
な
い
な

と
い
う
苦

 
対
し
て

そ
れ
を
向
け
ら
れ
る
ヴ

ベ
ル
の
表
情
は

苦
悩
に

ち
て
い
た

す
み
ま
せ
ん

あ
あ

気
持
ち
は
有

い
け
ど

八
つ

た
り
は
良
く
な
い
な

す
み
ま
せ
ん

 

を
理
由
に
し
た
八
つ

た
り
な
の
か
は

も

か
な
い

 
多
分

も
が
分
か

て
い
た

 
彼
の
思
い
を
知

て
い
る

私
達
の
た
め
に
彼
が
戦

て
い
る
事
を
知

て
い
る

だ
か
ら

こ
そ
そ
れ
を

み
躙
る
よ
う
な
私
達
の
行
動
を
責
め
る
形
で
彼
女
は

望
と

を
ぶ
つ
け

て
き
て
い
た

そ
れ
が
出
過
ぎ
た
真
似
だ
と
自
覚
し
て
い
た
か
ら
彼
女
は
一
も
二
も
な
く
平

身

で

罪
を

に
し
て
い
る

 
少
年
は

た
だ

に

む
ば
か
り

 

や
は
り

ヴ

ベ
ル
は
姉
な
の
だ

 
彼
に
と

て
は
今
も
未
来
も
変
わ
り
な
く
彼
女
は
ユ
イ
と
い
う
義
理
の
姉
に
他
な
ら
な

い

だ
か
ら
こ
の
上
な
く
甘
い
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そ
う
し
て

私
達
は
少
年
と
対
峙
し
た

 
 

 
時
を

る

の
魔
女
を

え
白
髪
金

の
剣
士
が
私
達
を
見

え
る

に
は

か
な

み
が
浮
か
ん
で
い
た

 
そ
の
彼
の
前
に

一
歩

剣
姫
が
歩
み
出
た

キ
リ
ト

い
え

和
人

あ
た
し
達
が
こ
こ
に
来
た
理
由
は

分
か

て
る

あ
あ

と
束

士
の
話
し
合
い
で
ヴ

ベ
ル
を
呼
ん
だ
時
の

話
を
録

し
そ
れ
を

い
た
ん
だ
ろ
う

 
リ

フ

の
問
い
に
彼

和
人
は
こ
ち
ら
が
知
る
情
報
源
か
ら
正
確
に

え
て
見
せ
た

そ
れ
に
動
揺
を
見
せ
た
の
は
ユ
イ
達
だ

ヴ

ベ
ル
か
ら

い
た
の
で
す
か

録

さ
れ
て
い
た
事
は
確
か
に
教
え
て
も
ら

た

だ
が

の
電
話
や

を
監

さ

れ
て
い
る
事
は
か
な
り
前
か
ら
気
付
い
て
い
た
よ

・気
・付
・い
・て
・い
・た
・か
・ら
・

・え
・て
・電
・話
・で
・ヴ
・

・ベ
・ル
・を
・呼
・び
・出
・し
・た
・ん
・だ

え
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動
揺
は

惑
へ
と

り
変
わ

た

そ
れ
は
そ
こ
か
し
こ
か
ら
生
じ

波

し
て
い
く

 
い
ま
の
発

を
真
実
と
取
る
な
ら
彼
は
私
達
が
未
来
の
事
実
を
知
る
事
を
承
知
で

あ

る
い
は

望
ん
で
い
る
と
も
取
れ
る
の
で
は
な
い
か

そ
れ
は

私
達
に

気
付
か
せ
る
意

が
あ

た
と
い
う
こ
と

 
戦

が
滲
む
声
で

私
は
そ
う
問
い
か
け
た

 
問
い
か
け
な
が
ら
期

に

が

ら
ん
で
い
く
事
を
自
覚
す
る

だ

て
そ
れ
な
ら
彼
は
私

達
を
求
め
て
い
た
と

え
る
の
だ

も
な
く

遠
で
は
あ
る
が

そ
れ
で
も

確
実
に

気
付
く
だ
ろ
う
手
を
取

て
く
れ
て
い
た
の
だ
と

私
達
を

必
要
と
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ

と

気
付
か
せ
る

と
い
う
の
は
語

だ
な

 
だ
が

 
彼
は

苦

と
共
に

を
振
り

定
し
た

あ
の
電
話
を

い
て
い
た
ん
だ

ヴ

ベ
ル
が
無
銘
の
コ
ア
に
い
る
事
そ
の
ヴ

ベ
ル

の
記

デ

タ
か
ら

が
平
行
世
界
の
追
体
験
を
し
て
い
る
事
な
に
よ
り

来

が

き
る
か

も
知

て
い
る

平
行
世
界
に

い
て

直
姉
と
ユ
イ
姉
を

い
た

は
死
ん
で
い
た
事
も
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え
え

確
か
に

知

た
わ

世
界
に
よ

て
は
あ
た
し
が
あ
な
た
を
斬

て
い
た
事
も

逆
に

が
直
姉
を
斬
り
殺
す
事
も
な

ち
な
み
に
斬
鉄
は
そ
の
世
界
線
で
体
験
し
た
技
術

だ

た
な
る

ど
道
理
で

技
術
が

躍
し
て
成
⻑
す
る

だ
わ

平
行
世
界
と
は
い
え
自
分

自
身
の
技
で
あ
れ
ば

に

得
で
き
て
も
お
か
し
く
な
い
も
の
ね

 
得
心
が
い

た
と
リ

フ

が

く

だ
が
表
情
は
未
だ

い

得
は
出
来
て
も
安

は

も
出
来
な
い
か
ら
だ
ろ
う

 
な

な
ら

追
体
験

と
い
う
事
は

彼
は
あ
く
ま
で
体
験
と
は

え
大
切
な
義
姉
を
殺
す

感
覚
を
知

た
と
い
う
事
を
意
味
し
て
い
る

キ
リ
カ
が
自
我

壊
や
命

違
反
を

こ
し
て
ま

で
リ

フ

や
サ
チ
を
守
ろ
う
と
し
た
強

な
誓
約
を
真

向
か
ら
破
る
体
験
は
和
人
に
と

て
間
違
い
な
く
負
を
増
大
さ
せ
る
要
因
そ
の
も
の

そ
ん
な
事
を
し
て
彼
の
心
が
タ
ダ
で
済
む

と
は
思
え
な
い

 
ヴ

ベ
ル
は
ユ
イ
そ
の
も
の

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
存
在
と
し
て

他
者
の
感
情
デ

タ
を
収

集
・

す
る
機
能
を
持

て
い
る

 
そ
ん
な
彼
女
が
無
銘
に
入
り

し
た
デ

タ
を
一
か
ら
追

て
行
く
過
程
で
平
行
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世
界
の
彼
の
感
情
の
影

を

け
な
い
と
も
限
ら
な
い

仮
に
影

が
無
く
て
も
平
行
世
界
の

光

を
見
る
だ
け
で
彼
の
心
は

し
て
い
く

 
私
達
は

そ
れ
が
恐
ろ
し
い
の
だ

 
だ
か
ら
安

な
ん
て

け
る
は
ず
が
な
か

た

ど
う
あ
れ
こ
の
世
界
の
み
ん
な
は
生
き
て
い
る

で
も

か
が
違
え
ば
死
ん
で
い
た

そ

れ
を
知

て

は
み
ん
な
を

わ
ら
せ
た
く
な
い
と
思

た

 
そ
れ
は

然
だ

私
達
と
て
彼
が
危
険
の
渦
中
に

び

む
事
は
や
め
さ
せ
た
い

事
件
そ

の
も
の
が
来
る
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と

観
を

い
て
い
る
だ
け
な
の
だ

み
ん
な
は

を
心
配
す
る

し
て
く
れ
る

そ
れ
は

の
生
き
る
理
由
で
あ
り

戦
う
力

だ

悪

で
は
あ
る
け
ど
さ

 
悪

 

い
得
て

だ
と
思

た

 
私
達
は
彼
を
心
配
す
る

彼
は
私
達
を
想
い
心
配
さ
れ
る
事
を
喜
び
守
ろ
う
と
剣
を
手

に
戦
い
へ

く

そ
れ
を
知

て
更
に
私
達
は
心
配
す
る

そ
ん
な
シ
ナ
ジ

が
出
来
て
し

ま

て
い
る
の
だ
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人
の
た
め
に
戦
え
る
彼
は

そ
う
や

て
自
己
を
確
立
し
て
い
る

 
だ
か
ら
と

て
心
配
を
や
め
た
と
こ
ろ
で
止
ま
る

で
は
な
い

彼
は
私
達
を
想

て
い

る

そ
れ
は
心
配
さ
れ
る
事
の
返
礼
だ
と
か
恩
返
し
だ
と
か
で
な
く
リ

フ

に
よ

て

い
た
彼
自
身
の
願
望
が
そ
う
さ
せ
て
い
る

だ
か
ら
た
と
え
私
達
が
彼
か
ら
離
れ
よ
う
と

そ

ん
な
事
は
洗

さ
れ
た
場
合
し
か
あ
り
得
な
い
が

彼
は
私
達
の
た
め
に
戦
い

け
る
だ
ろ

う

た
だ

み
ん
な
の

せ

を
守
る
た
め
に

 
メ
リ

ト
デ
メ
リ

ト
で
構

と
解
消
が
多
い
人
間

の
原
理
を

外

し
た
そ
の
在
り

方

そ
れ
こ
そ
が

彼

な
の
だ

で
も

そ
れ
と
同
時
に

別
の
願
望
も
あ

た

 
そ
こ
で

彼
は
表
情
を
変
え
た

苦

か
ら
苦

へ
と

思
い
悩
む

に
表
情
を
歪
め
る

 

一
人
は
つ
ら
い

 

一
緒
に
い
て

し
い

 

一
緒
に
戦

て

し
い

 

み
ん
な
の

を

近
く
で
見
て
い
た
い

 

離
れ
た
く
な
い
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と

彼
の

願
望

が
列

さ
れ
る

 
そ
れ
は
彼
自
身
が
剣
を

と

る

理
由
そ
の
も
の
だ

た

み
ん
な
に
は
死
ん
で

し
く
な
い
危
険
な
目
に
遭

て

し
く
な
い

だ
か
ら
更
識

や
学

園
へ
の
隔
離
み
た
い
に
物
理
的
に

離
を

く
事
は
合
理
的
だ
と
判
断
し
て
た
ん
だ

で
も

イ

じ

な
い
と

え
ば
ウ

に
な
る

 
く
し

り
と

が
そ

め
ら
れ
る

だ
か
ら
と

て

一
緒
に
来
て

し
い

と
は

け
い
け
い

に

に
で
き
な
い

に
は
戦
う
理

由
が
あ
る

男
性

者

日
本
の
未
来

な
に
よ
り

世
界
が
掛
か

た
未
来
を
知

た

戦
わ
な
け
れ
ば
み
ん
な
が
死
ぬ
だ
ろ
う
未
来
を
知

た

剣
を

る
キ

カ
ケ
が
あ

て

け

ら
れ
な
い
戦
い
が
あ
る
事
を
知

た
ん
だ

 
己
の
風

を

さ
な
け
れ
ば
真

に
生
き
ら
れ
な
い

そ
の
た
め
に

彼
は

を

え
る

事
を

表
し
真

向
か
ら
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
を
下
す
道
を

ん
だ

そ
れ
が
キ

カ
ケ
だ

私

達
と
生
き
る
た
め
に

け
ら
れ
な
い
戦
い
だ

 
そ
こ
に
世
界
の
重
み
が
加
わ

た

 

そ
れ
は

平
行
世
界
の
彼
が

独
で
背
負
い
切

た
重
み
だ
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で
も
み
ん
な
は
違
う

み
ん
な
は
日
常
に

た

未
来
の
戦
い
に
み
ん
な
の
力
は
不
可

欠
で
は
な
い
と
知

て
し
ま

た

 
ヴ

ベ
ル
の
世
界
の
彼
は
直
葉
と
ヴ

ベ
ル
束
を
死
な
せ
な
い
で
世
界
を
救

た
と

い
う

し
か
し
私
達
は
死
ん
で
い
た

だ
か
ら
束
の
協
力
を

に
得
て
ヴ

ベ
ル
に
よ
り
現
時

点
で
知
識
と
方
法
を
得
た
今

彼
は
私
達
の
協
力
に
必
要
性
を
見
出
し
て
い
な
い
の
だ

 
不
可
欠
で
は
な
い

と
い
う
表
現
は

そ
れ
を
意
味
し
て
い
る

 
だ
か
ら
こ
そ

に

え
な
い
と

死
の
危
険
が
あ
る
戦
い
に
不
可
欠
で
な
い
と
知

て

き

む
事
を
彼
は
許
せ
な
か

た
の
だ

は

べ
な
か

た

来
て

し
い
と
い
う
願
望
死
な
せ
な
い
と
い
う
誓
約
ど
ち
ら

を

先
す
る
べ
き
か
分
か
ら
な
か

た

 

そ
の

は

彼
の
成
⻑
を
表
し
て
い
る

 

前
の
彼
な
ら
迷
い
な
く
誓
約
を

先
し
て
い
た

だ
が
彼
は
義
姉
に

さ
れ
己
の
欲

求
や
願
望
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な

た

そ
の
せ
い
で
判
断
を
下
せ
な
く
な

て
い
る

 
死
な
な
い
方
が
大
切
だ

と

そ
う
か
つ
て
な
ら

断
し
て
い
た
事
に
も
迷

て
い
た

そ
れ
で
も

取
れ
る
行
動
は
あ

た

束

士
へ
の
協
力
要
請
が
そ
れ
だ

た
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平
行
世
界
の
彼
が
世
界
を
救

た

そ
の
背

に

士
の
協
力
が
あ

た
事
は
間
違
い
な

い

体
的
に
は
不
明
だ
が
ヴ

ベ
ル
の
情
報
で
そ
の

は

に

め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
彼
は

士
を
信

し
て

と
い
う
よ
り
は
未
来
を
救
う
の
に
確
実
に

わ

て

い
る
人
物
の
協
力
を
得
よ
う
と
し
た
の
だ

未
来
を
知

て
話
を
す
る
覚
悟
を
持
つ
ま
で
一
年
も
掛
か

た

信
じ
て
く
れ
る
か
怖
く
て

中

切
り
出
せ
な
か

た

あ
た
し
達
に
は
話
さ
な
か

た
の
は

信
じ
ら
れ
る
と
思
わ
な
か

た
か
ら

 
シ
リ
カ
が

を
下

な
が
ら

悲
し

に
問
い
か
け
た

そ
れ
も
あ
る

そ
れ
に
信
じ
て
も
ら

た
と
し
て
き

と
み
ん
な
は
一
緒
に
背
負
お
う
と
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う

そ
の
と
き

は
み
ん
な
に
返
す

え
を
持
た
な
か

た

な
し

し

的
に

わ
る
事
に
な

て
も
し
も
守
れ
な
か

た
ら

て

そ
う

え
る
と
ど
う
し
て
も
話

す
決
心
が
つ
か
な
か

た

そ
う

な
ん
だ

で
も
い
ま
は
話
し
て
く
れ
て
る
じ

な
い

つ
ま
り

決
心
が
つ
い
た

て
事
よ
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
が
問
う
と
彼
は
こ
く
り
と

い
た

表
情
は
未
だ
苦
悩
の
そ
れ
だ

本

に
こ
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れ
で
よ
か

た
の
か
と

そ
ん
な
不
安
を
払
い
切
れ
て
い
な
い
事
を

み
取
れ
る

知

て
の

り
ヴ

ベ
ル
は
無
銘
の
コ
ア
人
格
と
し
て
入

て
る

そ
し
て
無
銘
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
束

士
が
引
き

け
て
く
れ
て
い
た

の
電
話
の
後
は
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

し
て

士
と
ヴ

ベ
ル
が
直

話
を

め
て
い

て
る

平
行
世
界
の

が
取

た
方
法

か
ら
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
方
策
を
練

て
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う

つ
ま
り
作
戦
に

が
ど
う
必
要
か
な

必
要
で
な
い
か
の
判
断
を

士
は

切
に
下
せ
る

で
は
感
情
で
み

ん
な
に

不

を
決
め
か
ね
な
い
け
ど

士
な
ら
そ
れ
は
な
い

え

と

つ
ま
り

ノ
之

士
に

投

し
た

て
事
か
な

 

そ
う
と
も

う

え
 
和
人
が
ぶ

ち

け
て

い
た
事
に

レ
イ
ン
が
へ
に

と

を
下

る

そ
ん
な
に
お
か
し
い
事
か
な

が

る
な
ら
そ
の
人
に

せ
る
判
断
は
間
違

て
な
い

と

は
思
う
よ

作
戦
に

が
必
要
か
と
か
つ
ま
り
そ
の
ハ
カ
セ

て
い
う
人
物
は
軍
師
の

な
ん
だ

ろ
う

 
な
ら
別
に
構
わ
な
い
と
思
う
け
ど
ね
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そ
こ
で

人
の
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ
が

定
を
示
し
た

 
彼
女
ら
の
発

で
は

と
す
る

確
か
に
し
て
い
る
事
は
戦
国
時
代
な
ど
で
作
戦
立

と
人

投
入
を
し
て
い
た
と
い
う
軍
師
そ
の
も
の
だ

合
戦
で
も
大

の
判
断
指

は
大

が
下
す

と
は
い
え

を
向
か
わ
せ
る
か
な
ど
の
助

は
軍
師
が
し
て
い
た
と
い
う

 
そ
う

え
る
と

和
人
は
決
し
て
間
違

た
判
断
は
し
て
い
な
い

 
自
身
の
問

を
他
人
に

投

し
た
と

え
ば

こ
え
は
悪
い
が
戦
い
に
向
け
て
作
戦
に
要

不
要
の
判
断
を
軍
師
に

せ
た
と

え
れ
ば
非
常
に
合
理
的
で
あ
る

む
し
ろ
そ
う
し
な
い
大

は

バ
い
と
す
ら
思
え
る

 
と
は

え

で
も
そ
れ

て
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
よ
ね

 
私
達
が
不

に
さ
れ
た
ら
和

人
君
は

あ
あ

で
も

そ
れ
で
い
い
ん
だ

 
ア
ス
ナ
の

念
を

し
か
し
和
人
は
力
な
く

い

流
し
た

観
だ

が
み
ん
な
に
話
せ
な
か

た
の
は
信
じ
て
く
れ
な
い
可
能
性
以
上
に
恐
れ
た
コ
ト
が
あ

た
か
ら
だ
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知

て
い
る

 
さ

き
も

て
い
た

事
変

の
時
も

ホ
ロ
ウ
と
の
戦
い
の
時
も

と
な
く
見
せ

つ
け
ら
れ
た

私
達
を
想
い
生
き
る
理
由
に
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
喪
う
事
を
恐
れ
て
い
る
の
だ

と

は
生
き
な
く
ち

な
ら
な
い

そ
う
み
ん
な
に
願
わ
れ
て
い
る
か
ら

み
ん
な
の

せ
を

壊
し
た
く
な
い
か
ら

み
ん
な
を
裏
切
り
た
く
な
い
か
ら

 

誓
の
よ
う
に

和
人
が

か
に

る

 
私
達
は

て
彼
の

葉
に

を

け
た

そ
の
想
い
で
感
情
で
判
断
を
下
し
て
み
ん
な
を
守
れ
な
か

た
時

き

と

は
自

分
で
自
分
を
許
せ
な
く
な
る

い
話

は
責

が
自
分
に
来
な
い
よ
う
に
し
た
ん
だ

自
分

の
判
断
が
正
し
い
と
信
じ
ら
れ
な
か

た
か
ら

自
分
以
外
の
判
断
に

せ
る
事
に
し
た

く

か
な
い
の

を
み
ん
な
に
投

た

み
ん
な
の

不

を

士
に
投

た

全

部
み
ん
な
を
喪

た
時
に
自
分
の
せ
い
じ

な
い

て

い

れ
た
く
な

た
か
ら

そ

れ
で
も
み
ん
な
にい

た
わ労

て

し
か

た
か
ら

 
不
安
苦
悩

そ
し
て
後
悔

色
ん
な
感
情
が
ぐ

ち

ぐ
ち

に

ざ
り
合

た
の
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か

少
年
は

解
し
て
い
く

己
の
罪
を
晒
し
て
い
く

 
そ
れ
は

懺
悔

そ
の
も
の
だ

た

 
そ
し
て

彼
は

弱

し
く

た

 
せ
め
て
仮
想
世
界
で
く
ら
い

み
ん
な
の

福
を

感
じ
て
い
た
か

た
ん
だ

  

ろ

と

 
金
の

か
ら

が
零
れ
た

だ
か
ら
知
ら
れ
る
と
分
か

て
ヴ

ベ
ル
を
電
話
で
呼
び
出
し
た

掲
示
板
に
書
き

み
し

て
い
た
事
を
知

て
も
む
し
ろ

け
て
も
ら

た

こ
う
し
て

き
に
来
て
く
れ
る
事
を
期

し
て
た

そ
う
だ

た
の

 
な
る

ど
と
つ
い
数

前
に
リ
ズ
ベ

ト
が

に
し
た
上
手
く
行
き
過
ぎ
て
い
る
と
い

う
引

か
か
り
に

得
が
い

た

 
彼
女
の
行
動
は

ば
彼
の
指
示
だ

た

彼
が
苦
悩
を

し
た
く
て

ど
う
か
気
付
い
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て

と

必
死
に
送

て
い
た
メ

セ

ジ
だ

た
の
だ

 
そ
し
て

私
達
は
そ
れ
に
応
え
ら
れ
た

 
と
て
も
と
て
も
時
間
が
掛
か

て
あ
の
少
年
に

を
流
さ
せ
て
し
ま

た
け
れ
ど

応
え

ら
れ
た
事
だ
け
は

今
は
喜
ん
で
い
い
と
思
え
た

和
人

す
ご
く
時
間
を
掛
け
て
し
ま

た
し
現
実
で
は
力
に
な
れ
な
い
か
も
だ
け
ど

あ
な
た
の
苦
悩
を
少
し
で
も
背
負
わ
せ
て

し
い

あ
な
た
一
人
に
背
負
わ
せ
た
く
な
い
一
心

で
あ
た
し
達
は
こ
う
し
て
こ
こ
に
来
た
の
よ

秘
密
を
持
つ
な
と
は

わ
な
い
け
ど
こ
れ
か
ら

は
出
来
る
限
り

あ

あ

 
限
界
だ

た
の
だ
ろ
う

か
ら
流
れ
る

は

も
は
や
⻭
止
め
が

か
な
い
よ
う
だ

た

ろ

ろ
と
大

の
そ
れ
に

し
た
風
も
な
く
な
だ
ら
か
な
小

を

け
下
り
彼
は
義

姉
に

き

き

を
突
い
た

 
抑
え
ら
れ
た

が

こ
え
る

 
あ
の

あ
の
苦
し
み
の
分
だ
け
彼
が

え
た
苦
悩
を

く
思

て
い
た
と
い
う
事
だ

労

う
よ
う
に

剣
姫
は

に
か
き

く
彼
の

を

で
る

ま
る
で

ち

ご

を
あ
や
す
か
の
よ
う
だ
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が

実

そ
の

り
だ

今
の
彼
は

た
だ
姉
に
甘
え
る

い
子

で
し
か
な
い
の
だ
か
ら

 
ど
れ
だ
け
覇
王
と

英
雄
と
称

さ
れ

ぎ
上

ら
れ
よ
う
と

 
そ
の

だ
け
は

き

と

遠
不
変
に
違
い
な
か

た

  

を

風
が

で
た

  
そ
れ
が

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
の
は

き

と

気
の
せ
い
だ
ろ
う

 
だ

て

彼
の

に
は

み
が
咲
き
誇

て
い
る
の
だ
か
ら

  
・
今
話
の
ま
と
め

 

ヴ

ベ
ル
が
掲
示
板
に
出

し
て
た
の
は
和
人
が
み
ん
な
に

し
て
欲
し
が

て
た
か

ら

そ
れ
も
自
分
か
ら

い
出
す

気
が
無
い
の
で

キ

カ
ケ
を
作
る
つ
も
り
だ

た
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束
と
和
人
の
会
話
で
ヴ

ベ
ル
を

で
呼
び
出
し
た
の
は
上
記
を

て
の

事 

和
人
は
直
葉
た
ち
に
協
力
し
て

し
い
反
面

き

ん
で
死
の
可
能
性
を
高
め
た
く
な

い
矛
盾
に
苛
ま
れ
て
い
た

結
果
的
に
現
実
面
は
束
や
七
色
仮
想
世
界
な
ど
で
メ
ン
タ
ル
面
を

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

え

を
覚
悟

で
も
自
分
で

い
出
す

気
が
無
か

た

 

仮
に
現
実
面
で
直
葉
達
の

か
が
参
戦
し
て
も

士
の
判
断
な
ら
文

は
な
い

参

戦
し
な
い
と
自
分
が
死
ぬ
の
で

 
ま
た
仮
に

間
が
死
ん
で
も
自
分
が
決
断
し
た
わ
け
じ

な
い
か
ら
と

い

れ
出
来
る

よ
う
に
し
た

あ
る
種
の
ス
ト
レ
ス
・
コ
ン
ト
ロ

ル

 

上
記
と
直
葉
達
の
せ
め
て
心
の
負

を
背
負
い
た
い
と
い
う
目
的
が

一

し
た

た
め

今
話
は
平
和
的
に
話
が
収
束
し
た

  
・
今
話
の
舞

 
和
人
の
心

が
デ

タ
と
し
て

現
化
さ
れ
た
も
の

 
ヴ

ベ
ル
が
根
城
と
し
て
い
る
の
は
現
実
の

の
ハ
イ
エ
ス
ト
・
レ
ベ
ル
か

無
銘
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の
コ
ア
世
界

前
者
は
ア
ミ

ス
フ

ア
で
は
入
れ
な
い
た
め
必
然
的
に
後
者
に
限
定
さ
れ
る

 
行
き
方
は

原
作

ワ

ル
ド
・
パ

ジ
編

に
出
た
技
術

電

ダ
イ
ブ
と
同
じ

電

ダ
イ
ブ
は

を

い
て
セ
キ

リ
テ

ネ

ト
の
修

を

モ
デ
リ
ン
グ
で
行
う
よ
う
な
も
の

だ
が
要
は
意
識
と
五
感
の

間
が
可
能
な
ら
い
い
の
で

フ
ル
ダ
イ
ブ
で
も
同
じ
事
が

出
来
る
と
い
う
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル
設
定

 

事
変

以

は

心

世
界
の
風

ヴ

ベ
ル

ラ
ウ
ラ

点

出

は
変
わ

た

だ

が 

そ
う
い
え
ば

ワ

ル
ド
・
パ

ジ
編

て

と
あ
る

の

覚
機
能
が
使
わ
れ
て

ま
し
た
ね

  

事
変

前
後
を

し
て
共

し
て
い
る
の
は

和
人
が
恐
れ
て
い
る
可
能
性
の
光

で

あ
る
事
で
す
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再
演
 

骨
肉
の
闘
争
・
前
編

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
ど
う
し
た
も
ん
か
と
悩
み
に
悩
み

い
て

く
な
り
ま
し
た

今
話
は
本
作
の

に

わ

て
る
の
で
ね

本
作

一

が
成
⻑
し
て
無

す
る
過
程
の
物
語

 

点

場

和
人

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
七
月
四
日

日

後
零
時
四
十
五
分
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新

・
日
本

技
場
ア
リ

ナ

ピ

ト

  

ん

と

や
か
な
電
子

が

す
る

 

来
の
キ

ボ

ド
か
ら
進
化
を

ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
上
に
触
れ
る
だ
け
で
打

出
来
る

ホ
ロ
・
キ

ボ

ド
が
デ
バ
イ
ス
を

し
て
伝
え
て
く
る

だ

一
説
に
よ
れ
ば
仕
事

に

し
て

み
重
な
る
指
の

労

を
抑
え
る
の
に
有

で
は
な
い
か
と
見
ら
れ

目
を
集

め
て
き
て
い
る
ら
し
い

理
由
は
も
ち
ろ
ん

に

さ
れ
て
い
た

技
術
が

に

し

始
め
た
か
ら
で
あ
る

 

技
術
が
表
舞

に
登
場
し
た
キ

カ
ケ
は

二

間
近
く
前
の

学
園
学
年
別
個
人
ト

ナ
メ
ン
ト
の
解
説

を

て
出
た
少
年
が
開
発
中
の

デ
バ
イ
ス

オ

グ
マ

を
身
に

け
た
状

で
生
中
継
に
登
場
し

世
間
に
広
め
た
事
だ
ろ
う

 

技
術
そ
の
も
の
は
十
年
以
上
前
か
ら

さ
れ
て
き
た

た
だ
持
ち
運
べ
る
よ
う
コ
ン
パ

ク
ト
化
す
る
事
ま
た
小
型
化
す
れ
ば
す
る

ど

え
る
情
報

や
出
力
可
能
な

の
限
界
を

え
る
の
が
速
い
な
ど
様

な
観
点
の
問

を
解
決
出
来
ず
こ
れ
ま
で

は
な
か
な
か
進
ま

な
か

た
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し
か
し
二

一

年

か
ら
技
術
の
進
歩
が
目
覚
ま
し
く
な
り
今
で
は
手

サ
イ
ズ
の

で

と
同
程

の
情
報
を

え
る
よ
う
に
な

た

み

み
速

や
バ

テ
リ

問

は

あ
る
が

そ
れ
も
別
個
に
対

法
を

さ
れ
て
い
る

 
そ
の
技
術

新
の
発

は

間
違
い
な
く

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

に

あ

た

 
マ
ル
チ
フ

ム
ス

ツ
で
あ
る
そ
れ
は

面
に
反
し
か
な
り
機

的
で

動
の

と
ん
ど

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

い
て
制

し
て
い
る

ど
だ

し
か
も
そ
の
演

を

て
い
る
の

は
コ
ア
と
呼
ば
れ
る

大
の

体

と
つ

未
だ
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
が
多
く
製
法
も
秘
匿
さ

れ
て
い
る
コ
ア
だ
が

す
る
事
で

解
け
た
も
の
も
あ

た

そ
の

物
こ
そ
が
小
型

の
高
性
能
化

を
実
現
す
る

だ

 
し
か
し
そ
の
技
術
を
得
た
企
業
は
決
し
て
多
く
な
い

 
製
作
者
た
る
女
性
も

・世
・界
・の
・た
・め
・に
・は

新
た
に
作
る
気
な
ど
サ
ラ
サ
ラ
無
い
た
め
コ
ア
の

数
は
限
ら
れ
て
い
る

そ
し
て
国

会
に
参
加
し
て
い
る

国
家
に
分

そ
こ
か
ら

更
に
企
業
に
分

さ
れ
る
と
な
れ
ば
コ
ア
を

与
さ
れ
た
企
業
は

手
の
指
で
足
り
る

ど
だ

ろ
う

そ
し
て
そ
の
企
業
の
大

が

を

機
体
の
製

を
す
る
技
術

だ

方
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面
の
企
業
は
ま
ず
手
に
入
れ
ら
れ
な
い

 

だ
が

 
そ
れ
に
も

外
は
あ
る

 
製
作
者
た
る
天
災

ノ
之
束
と
親
し
い
場
合
と
い
う

外
だ

極
め
て
対
人
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
に

が
あ
る
彼
女
と
は
ま
ず
彼
女
自
身
の
興
味
・

心
を
引
か
な
け
れ
ば
会
話

に
な
ら
な
い

し
か
し
そ
う
仕
向
け
よ
う
に
も
彼
女
の
内
的
な
心
の
動
き
で
キ

カ
ケ
の
有
無

が
決
ま
る
の
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

 
そ
の
点
で

え
ば

天
才

と
い
う

書
き
で

心
を
引
く
事
に
な

た
ら
し
い
私
は

か
不

か
は
別
に
し
て

な
る
機
運
を
持

て
い
る
と

え
る
の
だ
ろ
う

 
彼
女
と
親
し
く
な
り
密
か
に
知

を

り
た

と
い
う
よ
り
は
彼
女
の
気

な
発

か

ら

想
を
得
た

事
で
極
め
て
大
型
だ

た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
・
ナ

ヴ
ギ
ア
は
⺠
生
品

と
し
て
知
ら
れ
る
カ
タ
チ
へ
の
小
型
化
に
成

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

に

い
ら
れ
る

プ
ロ

グ
ラ
ム
を
流

し
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
部
で
は
指
を
振
る
事
で
ウ

ン
ド
ウ
や
ホ
ロ
・
キ

ボ

ド
を
呼

び
出
す
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
の
だ

 
そ
の
技
術
の
源
流
に

ま
さ
か
自
ら
が

に

わ
る
形
で
触
れ
る
事
に
な
ろ
う
と
は

と
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感

深
い
も
の
を
感
じ
た

 
そ
の
間
も
虚
空
に

し
出
さ
れ
た
ホ
ロ
・
ウ

ン
ド
ウ
に
は
数
多
の
デ

タ
が
列

し

と
シ

ク
エ
ン
ス
が
進
ん
で
い
く

 

回
路

動

確
認

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

作
動

確
認

 
ス
キ
ン
バ
リ
ア

展
開

完
了

 
パ

シ
ブ
・
イ
ナ

シ

ル
・
キ

ン
セ
ラ

性
制

シ
ス
テ
ム

動

完
了

 
ス
ラ
ス
タ

推
進
機
正
常
作
動

確
認

 

部
展
開

正
常
作
動

確
認

 
第
三
世
代
兵

エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス
タ

正
常
作
動

確
認

 
パ
ス
ス
ロ

ト

内
兵

物

化

子
化
シ

ク
エ
ン
ス

確
認

 
ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム

剣
技
再
現
補
助
シ
ス
テ
ム

動

終
了

 
オ

プ
ン
・
チ

ン
ネ
ル

動

終
了

 
プ
ラ
イ
ベ

ト
・
チ

ン
ネ
ル

動

終
了
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黒
椿

シ
ス
テ
ム
・
オ

ル
グ
リ

ン

よ
し

完
了
だ

 
流
れ
行
く
情
報
の

に

え
ら
れ
た
一
文
を
見
て

私
は

い
た

 
シ

ク
エ
ン
ス
の
時
間
を

想
に

や
し
て
い
た
黒
椿
の

者
が

く
り
と

を

開
け
る

眼

で

さ
れ
て
い
な
い

の
金

が

光

の
光
を
キ
ラ
リ
と
反

す
る

あ
り
が
と
う

あ
と
は

く
り

ん
で
い
て
く
れ

あ
あ

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
よ

と
は

え
応

は
さ
せ
て
も
ら
う
が
ね

そ
う

 

み
が
滲
む
事
を
自
覚
し
つ
つ

う
と

黒
椿
の

者

桐

谷
和
人
は

葉
少
な
く

応
じ

ア
リ

ナ
へ
と
向
き
直

た

感
情
に

し
い
反
応
だ
が

し
か
し
私
は
知

て
い
る

少
な
か
ら
ず
の

の
他
に
多
少
の

と
喜
色
を

き
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
る
前
に
見
え

た
彼
の

が

に

ま

て
い
る
事
を

 
と
ど
の
つ
ま
り

れ

し
だ
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浮
遊
城
で

を

べ
て
い
た
時
に

べ
れ
ば
感
情

か
に
な

た
と
思
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た

は
彼
が
ど
ん
な
感
情
を

い
て
い
る
の
か
あ
る
程

親
し
い
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
事
が
多

あ

た

 
そ
れ
だ
け
信

さ
れ
る
よ
う
に
な

た
と
い
う
事

そ
れ
は

に

し
く
思
え
る

 
そ
の
信

こ
そ

彼
を

か

れ

桐

谷
和
人

た
ら
し
め
る
楔
な
の
だ
か
ら

勝

は

あ
る
の
か
ね

 
目

を

う
バ
イ
ザ

仮
面
型
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を

け
た
剣
士
の

に

び

線
は
バ
ト
ル
フ

ル
ド
の
向
こ
う

ち

う
ど
対

線
上
に

す
る
ピ

ト

に
向
け
た
ま
ま
問
い
か
け

る 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を

し
て
彼
に
は
克
明
に
見
え
て
い
る

だ

 
反
対

の
ピ

ト
に
運
び

ま
れ
た
機
体
と

そ
の

者

秋
十
の

が

  

日
本
標

時
間

二

二
五
年
七
月
一
日
水

日

世
界
は
大
き
く
動
い
た

  
桐

谷
和
人
に

を
発
し
た

男
性

者

が
存
在
す
る
可
能
性

そ
れ
は
現
在
日
本
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に
し
か
な
い
絶
対
的
な
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
だ

た

日
本

ど
極

で
な
い
に
せ
よ
女
尊
男

の

思
想
が
一
世
を
風

し
今
も

様

な

会
問

に
発
展
し

を
悩
ま
せ
る
国
は
数
知
れ
な

い 
そ
れ
を
打
開
し
得
る
存
在
が
世
界
で
日
本
に
し
か
存
在
し
な
い

と
な
れ
ば
世
界

国
も

て
は
い
ら
れ
な
い

 
た
だ
で
さ
え

と

と
い
う
二
十
一
世

を
代
表
す
る
発
明
が
日
本
人
の
手
で
生
み
出
さ
れ

国
も
な
ん
と
か

応
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
に
ま
た
日
本
だ
け
先
に
進
も
う
と
す
る
状
況
な

の
だ

国
交
の

性
を
少
し
で
も
得
て
少
し
で
も
有

な

件
で

の
話
を
進
め
る
べ

く
動
き
出
す
の
は
自
明
の
理

動
き
出
す

の
内
容
も

体
的
に
語
ろ
う
に
も
一
つ
だ
け
だ

 
全
男
性
の

正

の
実

で
あ
る

 

行
か
ら
三
日
経
つ
が
そ
の
努
力
は

全
て
が
無

だ

た
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 
無
論

合
が
悪
く
て
ま
だ

を

け
て
い
な
い
者
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
が
し
か
し
私

に
は
確
信
め
い
た
予
感
が
あ

た

お
そ
ら
く
男
性
で
動
か
せ
る
の
は

あ
の
二
人

だ
け
な

の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
感
だ
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そ
の
二
人
と
は
も
ち
ろ
ん

桐

谷
和
人
と

彼
の

実
兄
・

秋
十
で
あ
る

白
騎
士
の

者
と
思
わ
れ
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
・

千
冬
の
血
を
引
く
彼
ら
で
あ
れ
ば

あ
る
い
は
と
い
う
予
想
は
ネ

ト
で
も
上
が

て
い
た

む
し
ろ
彼
ら
以
外
で
は
出
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
話
す
ら
あ
る

実

今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
二
人
だ
け
だ

 

国
も
日
に

万

十
万
と
不

合
判
定
を
報

さ
れ

ば

観
を

い
て
い
る
と

が
流
れ
て
い
る

 
そ
し
て

い
つ

ど
こ
か
ら
始
ま

た
の
か

本

は
あ
の
二
人
は
動
か
せ
な
い
の
で
は
な

い
か

と
い
う

が

び
交
い
始
め
た

生
身
で

を
撃

さ
せ
た
事
実
は
あ
る
の
だ
ろ
う

だ
が

し
か
し

と

 
こ
れ
ま
で
世
間
の

目
を
集
め
た
異

の
事

は
そ
の

す
べ
て
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動

配
信
サ

イ
ト
を
中
心
と
し
た
情
報
だ

た

然

彼
が

無
銘

を

い

を

え
る
事
が
発
覚

し
た
時
も
個
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
動

が

で
あ
る

シ

ル
・
ネ

ト
ワ

キ
ン
グ
・
サ

ビ
ス

つ
ま
り
テ
レ
ビ

な
ど
と
異
な
り
完
全
匿
名
の
た
め
一

⺠
か
ら
す
れ
ば

も
名

前
も
不
明
な

か
で
あ
り
責

や

を
追

す
る
事
が

し
い

そ
れ
を
逆
手
に
取

た

論
法
な
の
だ
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人
は
己
が
信
じ
る

コ常
ト識

を
絶
対
と
思
い
そ
れ
が
揺
ら
ぐ
こ
と
を

界
に
入
れ
よ
う
と
し
な

い 

れ
る
か
ら
だ

 
イ

だ
か
ら
だ

 
不
快
だ
か
ら
だ

 
だ
か
ら
非
現
実
的
な

そ
れ
ま
で
の
日
常
と
常
識
を

す

物
事
に
は
疑
念
を
ぶ
つ
け

あ
た
か
も
事
実
が
虚
構
で
あ
る
か
の
よ
う
に

い

ら
し
そ
れ
に
大
多
数
の
者
が

同
し
そ

し
て
そ
れ
が

真
実

の

い
を

け
る
よ
う
仕
向
け
て
い
く

 
つ
ま
り

日
本
は

を

い
て
い
る

た
だ
の
ブ
ラ
フ
を
か
ま
し
て
い
る
だ
け
だ

と

 

国
が
同

す
れ
ば
多
数
決
が

本
の
国

会
議
で
日
本
を

め
ら
れ
る
か
ら
だ

 
し
か
し

日
本

も

て
み
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

 
一

を
投
じ
る
よ
う
に
日
本

正
確
に
は

を

と
す
る

が
動
い

た 
今
年
八
月
に
開

さ
れ
る
予
定
の
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
会
場
日
本

技
場
に

て
男
性

者
の
二
人
を

し

を
動
か
せ
る
シ

ン
を
完
全
生
中
継
で
世
界
に
発
信
す
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る
の
で
あ
る

先
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
動

で
は
信

性
信
頼
性
に

る
な
ら
国
を

い
だ
放
送

衛
星
放
送
に
よ
る
生
中
継
で

全
て
の
疑
念
を

き

し
に
掛
か

た
の
で
あ
る

 
衛
星
放
送

つ
あ
ら

る
国
の
テ
レ
ビ
放
送
の

を
取
る
と
な
れ
ば
日
本
の
声
一
つ
で
実

現
で
き
る
は
ず
が
な
い
が

そ
こ
で

し
た
の
が
国

会
だ

  

国

会
の
存
在
理
由
は

の
更
な
る

開
発

発
展
と

そ
れ
に

う
危
険
性
な
ど
の
対

理
の

で
あ
る

男
性

者
は
過
去
に
な
い

で
あ
り
そ

の
存
在
が
事
実
で
あ
る
の
な
ら

の
更
な
る
発
展
に

す
る
だ
ろ
う

真
実
か
ど
う
か
確

か
め
る
場
を
整
え
る
事
は
今
後
の

発
展
の
た
め
に
は
必
要
な
事
で
あ
る

  

と
実
は
日
本

と
裏
で
繋
が

て
い
る
現
会
⻑

ノ
之
束
が
声
明
を
発
し
た
事

で

衛
星
放
送
に
よ
る
中
継
は
実
現
の
運
び
と
な

た

な
に
せ

会
に
加

し
て
い
な

け
れ
ば

の

有
権

権
限
そ
の
他
全
て
の
権

を
は
く
奪
さ
れ
る
た
め
そ
れ
を
絶
対
さ

れ
た
く
な
い
先
進
国
か
ら
す
れ
ば

今
回
の
話
は

け
ざ
る
を
得
な
い
も
の
だ

た
の
で
あ
る

 
無
論

明
る
み
に
な

た
束
と
和
人
の

性
か
ら

る
者
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
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だ
が
ま
さ
か

と

会

学
園
の
生

会
⻑
を

主
と
す
る

更
識

更
に
は

学
園
の
学
園
⻑
と
一
部
教
師
が
結

し
て
い
る
と
は
思
う
ま
い

 
い
ま

で
流
れ
て
い
る
説
は
二
分
し
て
い
る

桐

谷
和
人
の
復
讐
説

と

モ
ル
モ

ト

行
き
を
決
め
る
説

だ

 
そ
の
ど
ち
ら
も
正
解
で
あ
る

 
彼
が

の
場
で

を
使
う
の
は
彼
自
身
の
復
讐
心
と
そ
れ
を

華
し
た

護
る
と
い
う
意

福
へ
の

の
た
め

 
そ
れ
に
は
彼
自
身
の
価
値
を
知
ら
し
め
る
必
要
が
あ
り
こ
の
展
開
は
彼
に
と

て

合
の
い

い
も
の
だ

た

憎
き
実
兄
と
の

を
逆
転
さ
せ
る

間
を
世
界
に
知
ら
し
め
復
讐
を

果
た
せ
る
か
ら
だ

 
後
者
の
説
だ
が

こ
れ
は
こ
の
戦
い
で
す
ぐ
決
ま
る

で
は
な
い

 
彼
ら
二
人
の
間
に
は
多
く
の

違
点
が
存
在
し
て
い
る

そ
の
中
で
も
一
番
と

え
る
事
は

や
は
り
コ
ア
が

め

ま
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
と
い
う
差
異
だ

そ
の
差
の

も
必
要

で
あ
る
以
上
二
人
が
存
在
す
る
価
値
は
ま
だ
あ
る

逆
に

え
ば
そ
の
価
値
や

先

が

く
な
れ
ば

よ
り

て
い
る
方
が
モ
ル
モ

ト
行
き
に
な
る
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こ
の
生
中
継
さ
れ
る

合
は

レ

ス
で

う
と
こ
ろ
の

ス
タ

ト
ダ

シ

だ
ろ
う

こ
こ
で
勝

た
方
が
加
点
さ
れ
る
か
ら
だ

 
そ
し
て

残

な
事
に

こ
の

合
は

出
来
レ

ス

と

て
も
過

で
は
な
い

 
束

製
の
黒
椿
は
第
四
世
代
型

あ
ら

る
状
況
に

応
対
応
す
る
事
を
目
指
し
た
機

体
で
あ
り

そ
の
出
力
は
現
行
の
機
体
全
て
を

す
る

 
そ
の

者
た
る
少
年
も

戦
う
者

と
し
て
最
高

加
え
て

表
向
き
で
は

黒
椿

は

七
月
一
日
に

し
た
事
に
な

て
い
る
が
実

は
二

間

ど
前
か
ら

日
欠
か
さ
ず
学
園

地
下
ア
リ

ナ
で

練
を

り
返
し
て
い
る

機
体

整
の

も

ね
後
学
の
た
め
に
束
や

楯
無
ク
ロ
エ
と
の

戦
を
見
て
き
た
が
現
実
だ
ろ
う
と
黒
の
剣
士
と
し
て
の
剣

は

在
だ

生
身
の
戦
闘
能
力
も
学
園
襲
撃
事
件
か
ら
明
ら
か
に
な

て
お
り
機
体
の
性
能
も
か

な
り
発

出
来
る
だ
ろ
う

 
襲
撃
事
件
で
負

た

の
傷
は
無
銘
の
原
子

作
に
よ
り
事
件
以
前
と
原
子
レ
ベ
ル
で
同

配
列
に
修
復
さ
れ

血

状
も
こ
こ
数
日
の
食
事
で
摂
取
し
た

な
ブ
ド
ウ

を
分
解

子
化
し
て

し
て
い
る
た
め

き
得
な
い
と
い
う

そ
れ
ど
こ
ろ
か
骨
・

系
の
見
本
が
身

近
に
い
た
た
め
事
件

時
よ
り
更
に
身
体
能
力
が
向
上
し
て
い
る
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今
の
彼
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
終

の
レ
ベ
ル
カ
ン
ス
ト
状

に
近
い
と

え
よ
う

 
和
人
は
ア
キ
ト
と
刃
を
交
え
た
時
よ
り
成
⻑
し
て
い
る

人
間
的
に
精
神
的
に
大
き
く
前
に

進
み

更
に
は
あ
の
直
葉
と

の
技

に
至

た

 

世
界

を
識

た
い
ま

更
に
前
に
進
ん
で
い
る

 
経
験
を

そ
そ

ぐ
器
は
更
に
深
く
大
き
な
も
の
に
な

た

足
り
な
い
ま
だ
足
り
な
い
も

と

と

欲
な
ま
で
の
向
上
心
が
そ
う
さ
せ
る

 
生
へ
の
願
望
が
器
を
大
き
く
し

 
復
讐
心
が
器
を
強
く
し

 
恐
怖
心
が
器
を

き

 
そ
し
て

福
感
が

が
れ
た
全
て
を
甘

に

す

 

て

秋
十
の
方
は
ま

た
く
違
う

 
彼
は
件
の
誘

事
件
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
乱
入
事
件
以
外
は
至

て
平

な
一

人
で
し
か
な
か

た

和
人
と
違
い

彼
は
現
実
に
生
還
後

真

に
学
生
生
活
を

歌
し
て
い
た

 
彼
の
経
験
は
そ
こ
ま
で
な
の
だ

 
そ
れ
故
に
和
人
と
秋
十
の
間
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
く
ら
い
の
経
験
の
差
が
生
ま
れ
て
い
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る 
始
め
て
使
う

備
と
ス
キ
ル

ア
バ
タ

で

初
め
て
戦
う
格
上
ボ
ス
と
戦
い

勝

せ
よ

と
い
う
ク
エ
ス
ト
を
強
制
的
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
同
然
の
状
況
だ

そ
れ
を

わ
れ
出

来
る
と
返
せ
る
者
が
ど
れ

ど
い
る
事
か

  

し
か
し
私
は

彼
に

勝

は
あ
る
の
か

と
問
う
た

  
な

か

 
一

の
不
安
を

え
な
い
で
い
る
か
ら
だ

 
な

な
ら
そ
の
強
制
ク
エ
ス
ト
の
状
況
は
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た
ア
キ
ト
が
直

面
し
し
か
し

り
越
え
た
状
況
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

シ
ス
テ
ム
に

り

備
は
あ
る
程

弱
体
化
ス
キ
ル
も
魔
法
無
し
で
使

た
事
の
な
い

ド
ス
キ
ル
だ
け
更
に
自
身
は
レ
ベ
ル

で

は
レ
ベ
ル
１
０
０
近
い
と
い
う
ホ
ロ
ウ
・
エ

リ
ア

を

ア
キ
ト
は

独
で
生
き

い
た
の
だ

 
逆
境
に
強
い
と

わ
れ
る
者
が
い
る
よ
う
に

追
い

め
ら
れ
れ
ば
追
い

め
ら
れ
る

ど



 尊ぶべき日常世界

ア
キ
ト
は
眠

て
い
る
潜
在
能
力
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
そ
ん
な

え
が
ど
う
し
て
も
こ
び
り
つ
い
て
離
れ
な
い

一
年

も
の

氷
の
上
を
歩
く
死
闘
経
験
を

ん

だ
彼
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
経
験
が
あ

た
と
は
い
え
一

月
と
い
う
期
間
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
に

応
し
死
闘
を

り
広

た
秋
十
の
才
能
を

め
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
と
い
う
危
惧
が
あ

た 
そ
れ
故
に

私
は
彼
に
問
い
掛
け
た
の
だ

 

無
論
だ

  
彼
は

私
の
不
安
や
危
惧
を
払
い
の
け
る
よ
う
に

に

み
を
浮
か
べ
て

い
た

士
に
ク
ロ
エ

場
に
神
代
さ
ん

と

さ
ん
七
色
と
住
良
木
楯
無
や

先
生

ま
で
全
力
で
サ
ポ

ト
し
て
く
れ
て
る
ん
だ

秋
十
に

し
て
は
不
可
解
な
事
も
多
い
け
ど

そ
ん
な
の

フ
ロ
ア
ボ
ス
の

騎
偵

戦
で

れ

こ
だ

う
む

ま

君

ど
初
見
殺
し
が

し
な
い
プ
レ
イ

も
お
る
ま
い
よ

 
情
報
が
あ
れ
ば
メ
タ
を

り
無
く
て
も
自
力
で
突
破
す
る
力
を
育
て
上

た
の
だ

生

可
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な
初
見
殺
し
が

す
る

も
な
い

現
に
彼
は
そ
う
し
て
ア
キ
ト
を
二

も
打
ち
破

た

 

こ
れ
で

三

目

 
現
実
で
は
初
だ
ろ
う
が

な
い

戦
い
方
に
は
ク
セ
が
出
る

そ
れ
を
二

も
経
験
し
一

は
全
力
の
殺
し
合
い
ま
で
し
て
い
る
以
上

秋
十
に

し
て
情
報
は
あ
る

 
な
ら
ば
あ
と
は

こ
れ
ま
で
の

彼

を
信
じ
る
し
か
な
い

 

は

に
投

ら
れ
た

で
は
行

て
き
た
ま
え

君
の

闘
を
祈

て
い
る

ん

 
最
後
に

を
一
つ

で
る

 

白
髪
に
な

て
も
髪

は

や
か
な
⻑
髪
を
な
び
か
せ
て
白
髪
の
黒
の
剣
士
は
い
ま

世
界
の
舞

へ
と

び
立

た

 
 
 

 
空
を

ぶ

 
原
子
の

を

り
風
を

い

性
を
味
方
に
つ
け
て
空
を

け
る

そ
う
し
て
身
を
晒
し

た
空
間
は
広
大
な

バ
ト
ル
フ

ル
ド

闘
技
場
だ

運
び

ま
れ
た

の
色

を
作
る

の
色

天
を

う
不
可
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の

が
四
方
数
十
メ

ト
ル
に

て
広
が

て
い
る

 

そ
の
中
で

色
の

が
異

を
放

て
い
た

よ

し
ぶ
り
だ
な

一

こ
う
し
て
会
う
の
は
一
年
ぶ
り
か

 

色
の

を

た
男
の
声
が

こ
え
た

 

に
見
ら
れ
て
い
る
事
で

し
た
か
ご

に
も

プ
ラ
イ
ベ

ト

個
人
間
秘
匿
チ

ン
ネ
ル
を

し
て

の

信
だ

バ
イ
ザ

型
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

が

覚

を

し
て
き
た

 

で
は
あ
る
が

明
に

し
出
さ
れ
た
表
情
に
は
苛
立
ち
が

間
見
え
て
い
る

お
よ
そ

一
年

ど
前
に
刃
を
交
え

真

向
か
ら

れ
た
時
の

を
思
い
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
の
苛
立
ち
よ
り
も

今
は

の
方
が
勝

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

ネ

ト

く

男
の
ロ
マ
ン

ら
し
い

を

え
る
事
に
対
し
て
か

そ
れ
と
も
因
縁
の

手
を

れ
る
機
会

と

え
て
の

ぶ
り
か

 

ど
う
で
も
い
い

 
応
じ
る
必
要
性
を
見
出
せ
な
か

た
た
め

は
無

の
ま
ま
武
器
を
構
え
た

手
で
正
眼

に
構
え
る
の
は
学
園
襲
撃
事
件
の

に
使

て
い
た
黒
椿
の
黒
刀

の
贋
作
だ

贋
作

な
ら

万

絶
解

が
発
動
す
る
事
も
な
い

も
ち
ろ
ん

覇
導
絶

も

空
白
絶
虚

も
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そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
れ
ぞ
れ
の
武

の
贋
作
す
ら
出
す
つ
も
り
は
な
か

た

 
こ
の
戦
い
は

贋
作
の
武
器
一
つ
で
制
そ
う
と
決
め
て
い
た
か
ら
だ

 

か
つ
て

自
分
た
ち
は
第
二
十
二
層
で
刃
を
交
え
た

 
あ
の
と
き

は
自
ら
数

の
制
限
を

し
た

二
刀
流

を
始
め
と
し
た
ユ
ニ

ク
ス
キ

ル
の

の

回
復
ス
キ
ル
の

な
ど
後
に
ユ
ウ
キ
が
秋
十
を
弾

し
た
内

容
だ

レ
ベ
ル
差
は
あ
れ
ど
そ
れ
以
外
を
対

に
す
れ
ば
文

の
つ
け
よ
う
が
な
い
だ
ろ
う
と

慮
し
て
の

そ
れ
に
は

論

少
な
く
な
い
黒
い
感
情
も

ん
で
い
た

思

だ

た

 
そ
し
て

は

人

の
中
で
刃
を
交
え
る
機
会
が

れ
た
時
再
び
あ
の
時
と
同
じ
制
約

を
自
ら
に

す
事
を
決
め
て
い
た

 
故
に
他
の
武
器
は
一
切
使
わ
な
い

の
事
情

き
に
し
て
も

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

一
仕
様
能
力
も
使
わ

な
い

場
に
は
悪
い
が

展
開

を

い
た

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム

も
使
う
つ
も
り
は
な
い

 
機
体
の
性
能
差
は

慮
し
な
い

そ
れ
は
ア
バ
タ

と
レ
ベ
ル
の

と
同
じ
事

重
要
な
の

は
そ
の
機
体
性
能
を
ど
れ
だ
け
活
か
し

え
る
か
の
技

面

そ
こ
は
完
全
ス
キ
ル
制
だ

た

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
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こ
れ
を

あ
る
い
は

心
と
い
う
の
だ
ろ
う

 
そ
う

わ
れ
れ
ば

定
は
す
ま
い

出
せ
る
全
力
を

え
て
出
さ
な
い
事
を

心
と

わ
ず

し
て

と

お
う

こ
れ
で

北
す
れ
ば
道
化
も
い
い
と
こ
ろ

 

だ
が

そ
れ
で
も

 
す
べ
て
は

な
力
を
見
せ
る
た
め
に

返
事
も
な
し
か
よ

お
前
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で

に
勝
て
た
か
ら

て
強
く
な

た
つ
も

り
か

 
現
実
に
還

て
き
た
今

お
前
が

に
ま
さ

る
な
ん
て
不
可
能
だ

・ゲ
・

・ム
・は
・

・

・ゲ

・

・ム
・だ
・ぞ

変
わ
ら
ず
だ
な

 
反

的
に

怒

り

が

理

性

を

突

き

け

た

葉
が

か
ら
つ
い
て
出
た

ゲ

ム

か

四
百
人
あ
ま
り
の
人
間
が
死
ん
だ
と
知

た
上
で
そ
うの

た
まう

と
は
気

が
知
れ
な
い
な

 

を
握
る
手
に
力
が

る

 

裏
に

と
名
前
が
一

し
な
い
プ
レ
イ

が

と
浮
か
ん
で
は
消
え
て
い
く

 
デ
ス
ゲ

ム

の
時
点
で
ナ

ヴ
ギ
ア
を
外
さ
れ
た
プ
レ
イ

達
は
ホ
ロ
ウ
と
し
か
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会

て
い
な
い

ア
バ
タ

が
現
実
の

に
変
わ
る
前
で
あ
れ
ば

更
知
り
よ
う
が
な
い

 

だ
が

そ
れ
で
も

し
く

者

で
あ
る

 
そ
の
存
在
を
知

た
上
で
あ
の
世
界
の
す
べ
て
が
遊
び
だ

た
と
表
現
さ
れ
る
事
は

け

容
れ
ら
れ
な
い
事
だ

そ
れ
は
死
者
を

ん
じ

冒

す
る
行
い
で
あ
る

 

な

猫

り
は
も
う
や
め
た
ら
ど
う
だ

  
す
る
と

突
に
そ
ん
な
事
を

て
き
た

ど
こ
か

れ
を
感
じ
る
そ
の

葉
の
真
意
を

り
か
ね

反
応
が

れ
る

 
猫

りそ
れ
は

ど
う
い
う
意
味
だ

お
前
は
世
界
を
憎
み
怨
ん
で
る
ん
だ
ろ

な
ら
人
が
死
ぬ
の
は
む
し
ろ

し
い
と
か
思

て

る
ん
じ

な
い
の
か

 
プ
ラ
イ
ベ

ト
・
チ

ン
ネ
ル
で

密
か
に
交
わ
さ
れ
る
会
話

 
そ
れ
は

い
な
が
ら
秋
十
の
人

と
思

の
一

を
知
る
に
は
十
分
過
ぎ
た

そ
れ
だ
け
強
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と
い
う
証

だ

む
ろ
ん

下
種
な
意
味
で

そ
ん
な

あ
る
か

 
そ
の
下
種
な

り
は
キ

パ
リ
と

え
を
返
す

 

あ
あ

そ
う
だ

喜
ん
だ
事
な
ど
一

も
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
あ
る
い
は

平
行
世
界

現
実
で
他
者
を
殺
し
た
時
に

喜
し
た
事
な
ど
一

も
な
い

あ
る

が
な
い

 
殺
人
は
罪
だ

 
ど
ん
な
理
由
が
あ

て
も
殺
人
は
忌

さ
れ
る
も
の

い
や

忌

し
て
然
る
べ
き
行
い
だ

 
生
き
る
た
め
に
必
要
だ

た

守
る
た
め
に
必
要
だ

た

動
機
は
数
多
く
状
況
に
よ

て

は
労
わ
ら
れ
る
事
こ
そ
あ
れ
責
め
ら
れ
は
し
な
か

た

だ
が
責
め
ら
れ
な
か

た
の
は

に

殺
人
行

に
対
し
罪
悪
感
を

い
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

だ
か
ら

や

は
明
日
奈
達

に

け
入
れ
て
も
ら
え
た

 
あ
の
世
界
が
無
法
地

で
あ

て
も

 
他
の
人
間
が
殺
し
に
手
を

め
て
い
て
も

 
だ
か
ら
と

て

悦
び
を
覚
え
ら
れ
る

が
な
い
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復
讐
に
身
を
堕
と
し
た

も
同
じ
だ

た

 
殺
し
て
も
殺
し
て
も

た
さ
れ
な
い

 
悦
べ
な
い

 

た
さ
れ
る

が
な
い

 
か
ぞ
く福

そ
の
も
の
を
喪

て

福
を

た
すミ

ラ
イ器

も
壊
さ
れ
た
の
だ

そ
ん
な
状

で
な
に
を
し

て
も
意
味
は
な
い

復
讐
は
な
に
も
生
ま
な
い
と

う
が

ん
と
う
に

そ
う
思
う

 
コ

ル
を
殺
し
た
時

 
モ
ル
テ
を
殺
し
た
時

 
ア
キ
ト
を
殺
し
た
時

 
キ
バ
オ
ウ
を
殺
し
た
時

 
い
ず
れ
も

は
怒
り

憎
し
み

殺
意
に

わ
れ
事
を

し
た
が

達
成
感
は
な
か

た

や

て
し
ま

た

そ
ん
な
虚
脱
に
近
い
後
悔
が
襲

て
き
た
事
を
よ
く
覚
え
て
い
る

 

け
ら
れ
た
の
で
は

と

 
か
つ
て
義
姉
に

め
ら
れ
た
思

の
根
幹
だ

さ
れ
て
か
ら
後
悔
こ
そ

か
な
い
よ
う
自

制
し
始
め
た
が

そ
れ
で
も
大
本
は
変
わ

て
い
な
い
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い
か
な
る
理
由
が
あ
れ

殺
人

は
罪
だ

 
現
実
だ
ろ
う
と
ゲ

ム
だ
ろ
う
と
そ
こ
で
鍛
え
た
技
術
は
人
を

す
る
も
の
と
な
る

武
器

を

う
術
はす

べ
から

く
殺
人
術
に

す
る

ど
ん
な
理
想
を

に
し
た

て
戦
い
を

す
る
な

ら
事
の
本

は

力

だ

守
護
も
復
讐
も
そ
の
本

は
変
わ
ら
な
い

 

故
に

 
そ
の
過
程
に

悦
び
を
見
出
し
て
は
な
ら
な
い

 
倒
し

み
越
え
た
者
達
の

を

嗤

て
は
な
ら
な
い

 
彼
ら
が
本
気
で
あ
れ
ば
あ
る

ど
に
悦
び
も
嗤
い
も

し
く
彼
ら
を

ん
じ

す
る

も
の
だ
か
ら

 
必
死
に
生
き
た
か
ら
こ
そ

し
て
は
な
ら
な
い
の
だ

 

で

 
浮
遊
城
で

 
生
き
た
く
て
も
死
ん
だ
人
を
知

て
い
る
か
ら

へ

そ
う
か
い

を

と
し
て
殺
し
て
お
い
て
よ
く

う

と
し
て
第
二
レ
イ
ド
を

滅
し

や
ヒ

ス
ク
リ
フ
ま
で
手
に
掛
け
よ
う
と
し
て
お
い
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て
よ
く

う

 
秋
十
の

肉
を

肉
で
返
す
不

な
応

し
か
し
そ
れ
も

れ
た
も
の
だ

浮
遊
城
で
は

こ
れ
が
日
常

事
だ

た

む
し
ろ

い
ま
が

な
の
だ

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
開
始
予

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
掛
か

た

電
光
掲
示
板
に
十

の
カ

ウ
ン
ト
が
表
示
さ
れ
る

 
意
識
を
前
に

す

正
眼
に
構
え
る
黒
刀
を
強
く
握
り

に

か
れ
た

の
感
触
を
再

確
か
め
る

 

思

が
戦
闘
モ

ド
に
切
り

わ
る

 
そ
れ
を

黒
椿

も
認
識
し
た
ら
し
く

機
の
情
報
が
バ
イ
ザ

に
表
示
さ
れ
る

 
対
戦

手

秋
十

 

機
名
称

第
三
世
代
型

白
式

 

設

持
技

 
武

日
本
刀
型
ブ
レ

ド

 
能
力

不
明

 
状

・最
・

・化
・中
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あ

 
ピ
キ

と

に
⻘

が
立
つ
感
覚

 
武

能
力
に

し
て
で
は
な
い

製

が
黒
椿
の

設
と
同
じ
だ

た
か
ら
あ

る
程

情
報
は
流
れ
て
き
て
い
た

黒
椿

も

が

て
い
た

表
向
き
の
情
報

は

に
世
間
に

開
さ
れ
て
い
る
た
め

そ
こ
は
秋
十
も
知

て
い
る
だ
ろ
う

 
問

は
そ
こ
で
は
な
い

お
前

そ
の
機
体

 

が
引

か
か

た
の
は

表
示
さ
れ
た
情
報
の
最
後

状

の

目
だ

 
フ

テ

ン
グ

最

化
中
と
い
う
表
示

そ
れ
は

初
期
状

の
機
体
に

り

自
動
で
三
十
分

手
動
で

め
て
い
き

者
の
バ
イ
タ
ル
や
体
格
な
ど
に
合
う
よ
う

整
し
て
い
る
間
の
過
程
を
指
す

専

語

で

う
と
こ
ろ
の

ス
タ

ト
ア

プ
・
シ

ク
エ
ン
ス

だ

 
つ
ま
り
秋
十
は

万
全
で
な
い
機
体
を
以
て

万
全
な

を
下
そ
う
と
し
て
い
る

 
そ
れ
が

に

た

 
ど
こ
ま
で

こ
の
男
は

対

な
場
で
戦
お
う
と
し
な
い
の
だ
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・へ
・

 
・そ
・の
・反
・応
・や
・

・

・り
・お
・前
・も
・そ
・う
・な
・の
・か

  
苛
立
ち
に

え
て
い
る
と

を

違
い
し
た
の
か

秋
十
が
得
心
し
た
風
に
そ
う

た

 
や

り
お
前
も

と
は

ど
う
い
う
意
味
な
の
か

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を

し
て
い
る
な
ら

に
フ一
ス
ト
シ
フ
ト行

を
済
ま
せ
て
い
る
事
く
ら
い
分
か
る

は
ず
だ

つ
ま
り
今
の
セ
リ
フ
は
最

化
の
事
を
指
し
た
わ
け
で
は
な
く
別
の

か
の
事
を

て
い
る

 
十
中
八
九

あ
ち
ら
の

と
ち
り
の

だ
と
思
う
が

 

ヴ

ベ
ル
の
話
が

と
浮
か
ぶ

 

秋
十
と
い
う
人
間
は
こ
れ
ま
で

て
き
た
平
行
世
界
に
は
存
在
し
な
か

た
と

い
う
話
だ

 
な

い
ま
そ
れ
が
思
い
浮
か
ん
だ
の
か

 
そ
れ
は
き

と

得
も

え
ぬ

歪
み

が
彼
我
の

認
識
の
差
異

と
繋
が

て
い
る
よ
う

に
思
え
た
か
ら
だ
ろ
う

合
開
始
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ブ
ザ

が
鳴
り

く

 

色
の
機
体
が

り
く
る

 

は
疑
問
と
回
想
を
思

の

に
追
い
や

て

黒
刀
を
手
に

え
撃

た

  
男
性

者
同
士
の
戦
い
を
わ
ざ
わ
ざ
ク
ラ
ス
代
表
決
定
戦
に
し
な
く
て
も
え
え
じ

ろ

 

く
に
見
つ
か

た
な
ら
も

と

く
に
実

す
れ
ば
い
い
ん
だ
よ

 
な
お

経
験
の
差
は

慮
し
な
い
も
の
と
す
る

無

悲

 
一

ア
ン
チ
の
流
れ
が
そ
う
だ

た
か
ら
ネ

 
な
ら
秋
十
も
同
じ

件
で
や

て
か
な
い

と
ダ
メ
だ
よ
ネ

邪

 
そ
ん
な

で
バ
リ
バ
リ
マ

チ
ポ
ン
プ

出
来
レ

ス
な

合
で
す

 

戦
い
は

話
に
お

け
じ

ス
マ
ヌ

・

・
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・

場

 
和
人
フ

ン

 
あ
る
意
味
ク
ラ
ス
タ

技
術
者

 

に

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
技
術
の
源
流
が
あ
る
こ
と
と

和

人
の
た
め
に

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
手
を
出
し
始
め
て
い
る

 
現
在
は

黒
椿

専

の
技
術
者

 
本
作
で
は
第
一
層
ボ
ス
戦
か
ら
百
層
ま
で
の
付
き
合
い

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
同
士
な
の
で
信
頼

が
超
高
い

友

に
す
れ
ば

を
成
す
者

最
高

レ
ベ
ル

 
こ
の

合
に
間
に
合
う
よ
う
突

で

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
組
ん
だ
の
に

使

て
も
ら
え
な
い
事
に

場
は

い
て
い
い

 
で
も
和
人
の
判
断
な
ら

と

て

け
容
れ
そ
う
な
の
が
本
作

場
の
人
間
味

 
義

を
差
し

い
て

に

親

に
入
り

み
か
け
て
い
る

さ
ん
キ

ラ

  
・
桐

谷
和
人

 
世
界
最
兇

 

ト

プ

自
衛
隊
ト

プ

企
業
ト

プ

学
園
ト

プ

暗
部
ト

プ

天
災

天
才
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ら
を
味
方
に
付
け
て
る

の

ベ

や
つ

 
そ
の

ベ

と
こ
を
理
性
一
つ
で
抑
え

ん
で
る

や

ベ

 
サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト
が
あ
る
の
で
死
生
観
が
か
な
り
独
特
だ
が
実
は

時
の
直
葉
が

語

た
事
だ

た
り
す
る

な
の
で
怨

を
守
護
人
格
が
殺
し
た
時
守
れ
た
事
以
外
で

喜

悦

を
表
出
し
た
事
は
な
い

 
復
讐
心
を

い
て
い
な
が
ら

復
讐
を

し
た
時
に
感

を

か
な
い

矛
盾

を

む

  
・

秋
十

 
本
作
に

け
る
主
人

の
ア
ン
チ
テ

ゼ

 
お
よ
そ
２

０
話
ぶ
り
に
発

し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
て
か
ら

年
間
は

験

強
と

越
学
園
で
の
平
穏
な
日

を
送

て

い
た

い
ち
お
う
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

だ
が

き

ま
れ
た
後
に
千
冬
が
プ
レ
イ
を
許
容
し
た

か
は
定
か
で
は
な
い

 

郷
に

わ
れ
て
か
ら
ク
リ
ア
ま
で
昏

状

だ

た
期
間
を

め
る
と
戦
闘
経
験
に
最
⻑
一

年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
可
能
性
も
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そ
の

に

 
剣
道
の

振
り
で
も
し
て
い
た
ん
で
す
か
ね

す

と

け

   
個
人
的
に

会
会
⻑
タ
バ
ネ
ネ
キ
が
真

に

会
人
し
て
て

こ
う

モ
ニ

た  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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再
演
 

骨
肉
の
闘
争
・
後
編

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

桐

谷
和
人

先
生

秋
十

初

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
空
を

け
る

 

界
／

裏
を
黒
と

が

び
交
う

 

が
交
わ
る

に
火
花
が

る

 
剣

が

い
て

を

る
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お
ら

 

色
の
刃
が
振
り
下
ろ
さ
れ
る

握
る
黒
刀
を
翳
し

け
止
め
る

衝
撃
に
抗
う
の
で
は
な

く

そ
れ
に

る
よ
う
に
後
退
す
る

に

う
よ
う
横
に

性
を

か
せ

け
る

ち

こ
ま
か
と

 
苛
立
ち
の
声
が

を
打
つ

 
後
退
す
る
こ
ち
ら
に
追
い

り
未
だ

な銘
も
な
き

の
大
刀
が
振
る
わ
れ
る

機

的
な

え

と
刀
身
の
そ
れ
は

か
つ
重

だ

機
の
パ
ワ

も

て

け
止
め
る

に
振
動
が
伝

わ
る

 
だ
が

れ
は

な
い

 

ぐ

く

な
す

す

で
た
だ
た
だ

り
返
す

 
極
力
攻
撃
は
し
な
い

反
撃
も
し
な
い

出
来
な
い
の
で
は
な
い

 
今
は
た
だ

時
間

ぎ
が
目
的
だ

お
前

や
る
気
あ
ん
の
か

 
怒

が
上
が
る

苛
立

て
い
る
よ
う
だ
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気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い

技
場
ア
リ

ナ
の
観
客

は
無
人
だ
が
こ
れ
が

常

の

合
で
あ
れ
ば
の
ら
り
く
ら
り
と

ぐ
だ
け
の

に
は
ブ

イ
ン
グ
の

だ
ろ
う

そ
れ
を

得
意
と
し
て
い
る
専

機
持
ち
も

な
い
で
は
な
い
が

に
持
た
れ
て
い
る
イ
メ

ジ
で
は
な

い
た
め

な
い

 
だ
か
ら
と

て

共
感
す
る
つ
も
り
は
な
い

フ

テ

ン
グ

最

化
も
済
ん
で
い
な
い
状

の
お
前
が
人
に

や
る
気

ど
う
こ
う

え
る
立
場
か
よ

 
そ
こ
で
ア
リ

ナ
の

に

地
す
る

そ
の
ま
ま
思

だ
け
で
Ｐ
Ｉ
Ｃ
を
制

め
後
方

に

か
せ
て
い
た

性
を
前
方
に
切
り

え

地
時
の
反
動
を
増

さ
せ
る

 

り

た

を

勢
い
よ
く

ば
す

 
真

向
か
ら

手
と
刃
を
交
わ
す

性
の
衝
突
が
刃
を

し

に
伝
わ

た

白
式

の
重

も

ん
だ
そ
れ
は

黒
椿
の
ア
シ
ス
ト
で
ど
う
に
か

え
切
り

抗
に
持
ち

み

抑
え

む

 
年
上
の
男
の

が
眼
前
に
広
が
る

 
黒
髪

黒
目

分
な
肉
が
な
い

正
な

立
ち

人

け
は
す
る
だ
ろ
う
面

 
目
つ
き
は

千
冬
を
思
わ
せ
る

さ
を
滲
ま
せ
て
い
る

戦
意
と

意
を

し
た

は
ギ
ラ
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リ
と

力
的
な
光
が

て
い
る
が
そ
こ
に

弄
が

じ

て
い
る
せ
い
で

が

ち
て

い
る

 

は
歪
ん
で
い
る

と
苛
立
ち
か

や
は
り

弄
が
見
え

れ
し
て
い
る
が
お
そ

ら
く
本

を
知

て
い
る
が
故
の

け
取
り
方
だ
ろ
う

 
そ
う

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

は
イ

と
い
う

ど

に
情
報
を
伝
え
て
き
た

  

間

の

で
蠢
く
な
に
か

 
ち

 
よ
く
な
い
モ
ノ
だ
と
理
解
し
て
い
る

は

手
の
力
を

な
し

離
を
取

た

未
だ
セ

ン
サ

が

え
て
は
い
る
が

物
理
的
に

離
を
取

た
か
ら
か
蠢
き
は
す
ぐ
に
和
ら
ぐ

 
だ
が

未
だ

て
い
る

 

こ
の
戦
い
で
一
つ

ど
う
し
よ
う
も
な
い
問

が
あ

た

 
そ
れ
は

の
復
讐
心

と
し
て
の
衝
動
だ

 
様

な
制
約
を
自
ら
に

し
剣
一
本
で
戦
う
秋
十
と

件
を

え
た
の
は
世
間
に

と
秋
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十
の

対
的
な

価
を
克
明
に
す
る
た
め

な
剣
の
技

で
ど
ち
ら
が
上
か
ハ

キ
リ
さ
せ

る
た
め
に
出
来
る
限
り
差
を

し
た

 
無
論
そ
れ
は

い
に
同
じ
機
体

た
と
え
ば
打
鉄
な
ど

を
使

た
方
が
よ
り
確
実

だ
ろ
う
が
今
回
は
専

機
の
お

目
も

ね
て
い
る
か
ら
無
理
な
話
だ

た

だ
が
仮
に

練
機
を
使

た
と
し
て
も

復
讐
衝
動
ば
か
り
は

け
得
な
い
問

で
あ
る

 
も
し
そ
の
衝
動
に
理
性
が
負
け
れ
ば

は

無
銘

の
力
も
使
い

秋
十
を
殺
す
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

決
し
て

現
実
の
も
の
に
し
て
は
な
ら
な
い

 
だ
か
ら
と

て
そ
れ
だ
け
で

し

め
ら
れ
る

ど
生

可
な
負
で
も
な
い

確
か
に

と
戦
い
超
克
は
し
た

だ
が
ア
レ
は
現
在
進
行
形
の
も
の
ま
で

み
下
せ
る
と
い
う
証

に
な
ら
な
い

あ
の
戦
い
は
過
去
を

み
た
上
で

未
来
を
定
め
た
戦
い
で
あ
る

 
こ
れ
は

現
在
の
戦
い
だ

 
憎
ん
で
い
る

と
対
峙
し
た
時

は
衝
動
に
抗
い

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
最
大
の

は
自
分
自
身
だ

た

 

く

最

化
を
終
え
ろ

 
電
光
掲
示
板
に
表
示
さ
れ
た
経
過
時
間
は
十
分

ど

最

化
を

に

せ
て
い
る
場
合
は
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最
⻑
三
十
分
を
要
す
る
た
め

⻑
け
れ
ば
あ
と
二
十
分
掛
か
る

 

い
制
限
時
間
は
一
時
間
も
あ
る

 
肉
体
的
な
制
限
時
間
も
数
時
間
ま
で

⻑
出
来
て
い
る
か
ら
問

に
な
り
得
な
い

 
だ
が

衝
動
は
時
間
を
追
う
ご
と
に
強
く
な

て
い
る

 

憎
い

 

殺
せ

 

を
掻
き
切
れ

 

四

を
引
き
裂
け

 

心

を

り
出
せ

 

を

み

け

  

ツ
を
殺
せ

  
一

強
く

大
き
く

衝
動
の
声
が
強
く

い
た

 
目

に

を

び
る

お
そ
ら
く

バ
イ
ザ

で

れ
て
い
る

は
ま
た
変
化
し
て
い
る
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お
そ
ら
く
は

衛
本
能
が

い
て
い
る

し
か
し

覚

に
直

情
報
を

き

む
ハ
イ
パ

セ

ン
サ

が
あ
る
限
り

覚
情
報
を

断
す
る
事
は
不
可
能
だ

だ
か
ら
と

て
バ
イ
ザ

を

外
せ
ば

の
速

に
反
応
し
切
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る

 

北
は

死
に
直
結
す
る

 
こ
こ
で
負
け
て
も
す
ぐ
モ
ル
モ

ト
に
な
る

で
は
な
い

だ
が

の

を

け
ら

れ
な
く
な
れ
ば

未
来
は
遠
の
く

ガ
ラ
空
き
だ

 
意
識
の

か
ん間
き隙

を
突
か
れ
る

翼
か
ら

大
に

を
吹
か
し

色
の
機
体
が

ん
で
く
る

 
刃
が
振
る
わ
れ
る

 
黒
刀
を
翳
し

け
流
し
た

 
 
 
 

わ

い
で
す
ね

く
ん

の

も
ま
だ
二
回
目
な
の
に
あ
ん
な
に
動
け

て
ま
す

 

技
場

制

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ

で

合
を
見
て
い
た
私
は

直
に
感
心
し
た
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秋
十
は

桐

谷
和
人
が

を
動
か
し
た
事
が
世
界
に
広
ま

た
そ
の
日
の
内
に

予

め
備
え
て
い
た
日
本

に
よ
り
身

を
保
護
さ
れ
て
い
た

そ
れ
か
ら

の

性

を

け

動
出
来
る
と
判
明
し
て
か
ら
は
機
動

練
を
し
た
も
の
の
時
間
や
場

備
の

合

で
一

し
か
出
来
て
い
な
い

 
一

き
り
の

練
で

彼
は

本
的
な
歩
行

行
動
作
は
出
来
て
い
た

 

は

者
の
イ
メ

ジ
を

み
取
り
そ
の

り
に
動
く
よ
う

整
さ
れ
て
い
る
た
め
Ａ

Ｌ
Ｏ
で
の

行
や
戦
闘
経
験
が
活
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
は
和
人
か
ら

い
て
い
る

 
そ
れ
で
も
一

的
に

も

練
を

り
返
し
て
ブ
レ
の
な
い

行
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

の
に

彼
は
二

目
の

で
そ
れ
を
行
い

更
に
は
戦
闘
ま
で
こ
な
し
て
い
る

 

神

と
い
う
呼
び
名
は

達
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

先
生
に
は

ど

ち
が

勢
に
見
え
ま
す
か

 
観
戦
し
て
い
る
と

一
緒
に
モ
ニ
タ

を

め
て
い
た

学
園
生

会
⻑
の
少
女
が

い
て

き
た桐

谷
君
で
す
ね

な



 尊ぶべき日常世界

だ

て
彼
はイ

グ
ニ

シ

ン
・
ブ

ス
ト

時
加
速

・も
使

て
ま
せ
ん
か
ら

 
思
い
浮
か
ぶ
の
は

初
め
て

す
る
と
い
う

打
鉄

を
以
て

リ
ボ
ル
バ

・
イ
グ
ニ

シ

ン
・
ブ

ス
ト

個
別

時
加
速
を

使

た
少
年
の

だ

世
界
で
も
片
手
で
数
え
ら
れ
る
く
ら
い
使
い
手
の
少
な
い
超
高

技
術
は

さ
す
が
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
か

た

 
そ
ん
な
技
術
を
使
え
る
の
な
ら

発
の

時
加
速
く
ら
い
は
使
え
て

然

 

ま

黒
椿

の
下
の
ス

ク
が
高
す
ぎ
る
せ
い
で

時
加
速
を
使
う
と

に

突
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
使

を

え
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
だ
が

 

く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
黒
椿
は

常
加
速
の
平

値
が
第
二
第
三
世
代
機
の

時
加

速
と
同

と
い
う
話
だ

た
か

 
ど
の
み
ち

時
加
速

の
ス
ピ

ド
を
彼
が
見
せ
て
い
な
い
時
点
で

力
が
あ
る
事
は
明
確

だ 

な

力
を
残
し
て
い
る
の
か

 
さ

き
か
ら

に
反
撃
も
せ
ず
回

と

な
し
で

行
動
を

け
て
い
る

彼
の
機
体
性

能
と
実
力
で
あ
れ
ば

は

人
な
⻘
年
を
す
ぐ
下
せ
る
は
ず

そ
う
し
な
い
と
い
う
事
は

か
を

て
い
る
の
だ
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時
間

ぎ

で
す
ね

 
楯
無
が

ん

と

子
を
開
い
た

時
間

ぎ
と
達

な

文

で
書
か
れ
て
い
る

横

目
で
そ
れ
を
見
た
後

彼
女
の

線
を
追
う

 

線
の
先
に
は

機
の
パ
ラ
メ

タ
が
表
示
さ
れ
た
モ
ニ
タ

が
あ

た

黒
椿

白
式

そ
の

方
が

残

１
０
０

展
開
中
の
武
器
も
剣
一
本

黒
椿

に
は

一
仕
様
能
力
の

目
で

未
使

と
表
記
さ
れ
て
い
る

 
そ
し
て

白
式

に
は
状

の

目
で

最

化
中

の
表
記
が
あ
る

 
彼
は
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

し

機
の
情
報
を

み
取
り

す
る
事
が
出
来
る

衛
星
放
送
に
は
回
し
て
い
な
い
そ
の
情
報
を
彼
は

み
取

た
の
だ
ろ
う

だ
か
ら
時
間

ぎ

を
し
て
い
る

実
の
兄
を
真

向
か
ら
全
力
で
下
す
た
め
に

白
式

が
一

行
す
る
の
を

て
い
る

を
ま

た
く

て
い
な
い
の
は
万
全
な
状

で
仕
切
り
直
す
た
め
か

手
に
攻
撃
し
な
い
だ
け
で
な
く

弾
も
ゼ
ロ
に
抑
え
よ
う
と
し
事
実
今
は
ノ

ダ
メ

ジ
で

せ
て
い
る
彼
の
技

に
は

を

く

付
い
て
来
れ
る
か

 
だ
が

技

が
高
い
の
は

秋
十
も
だ

た
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彼
が

手
で
持
つ

色
の
大
刀
が

け
ぶ

る

高
性
能
の
カ
メ
ラ
で
も

え
き
れ
な
い
速
さ

ま
る

で
刃
が
分
身
し
た
か
の
よ
う
に

一
息
の
内
に
二

四

と
振
る
わ
れ
始
め
た

め
ん
な

 
そ
の
剣

に

黒
は
応
じ
た

 
陽
光
を
反

す
る
斬
閃
が
立
て

け
に
生
じ
る

ア
リ

ナ
の
空
の
そ
こ
か
し
こ
を

び
交
い

な
が
ら

と
黒
が
交
錯
し

火
花
が

る

 
そ
れ
で
も

ど
ち
ら
も

に

り
は
な
い

白
式

の
攻
撃
が

て
い
な
い

全
撃

か
れ
て
い
る

黒
椿

の
攻
撃
は
な
い

時
間
を

ぐ
こ
と
に

し
て
い
る

 
そ
ん
な
応

が

重
と
交
わ
さ
れ

ち
 

突
に

終
わ

た

 
二
人
の

離
が
開
く

開
け
た
の
は

然
秋
十
の
方
だ

数
十

も
の
息
も
つ
か
ぬ
猛
攻
の

代
償
と
し
て
呼

が
速
い

が
追
い
付
い
て
い
な
い

 

彼
と
戦

た
経

は

い
て
い
た
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一

で
八
回
攻
撃
で
き
る
反
応
速

そ
れ
は

も
な
い
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
だ
ろ
う
が
現

実
世
界
で
は
不
可
能
に
近
い

肉
体
が
骨
が

節
が
そ
の
速

を
保
て
な
い

現
実
の
体

に
は

労
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
だ

ど
れ
だ
け

か
ら
信

を
発
し
て
も
体
を

動
か
す

肉
が

れ
き

て
い
て
は
動
く

が
な
い

 
そ
し
て

肉
を
動
か
す
の
に
必
要
な
の
は

で
あ
る

 
秋
十
の

持

力
は

に
限
界
に
近
い

の

者
保
護
機
能
に
よ
り
生
身
よ
り
回
復
は

速
い
だ
ろ
う
が

も
は
や
万
全
と
は

い

い
だ
ろ
う

 
対
し
て
同
じ
速

で
黒
刀
を
振
る

て
い
た
和
人
の
方
は
ま
だ

が
あ
り
そ
う
な

ま

い
だ

正
眼
に
構
え
ら
れ
た
刀
身
に

え
は
な
い

こ
こ
ま
で
だ
な

 
く
う空

に
立
つ
少
年
が

静
か
に

火
を
切

た

は

は

な
に
が

だ
よ

そ
の
機
体
が
一

行
す
る
ま
で
も
う
少
し
時
間
を

ぐ
つ
も
り
だ

た

お

い
フ

ス
ト

一
・
フ

ム

形

同
士
で
戦

た
方
が
い
い
と
思

た
が
そ
の
様
子
だ
と
形

行
し
た
と
こ
ろ
で
大
し
て
変
わ

ら
な
い
だ
ろ
う
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な
 

し
い
表
情
で
和
人
が

う

 
秋
十
は

然
の
表
情
を
浮
か
べ

い
で
怒
り
の
そ
れ
に
な

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
一

勝

た
か
ら

て

め
ん
な

 
ア
レ
は

だ

そ
う

も

は

き
ね

よそ
う
か

 
⻘
年
の
怒
り
の
声
に

少
年
は
小
さ
く

息
し
た

 

直
後

つ
か
の
事

が
立
て

け
に

こ

た

 
ま
ず

少
年
の

が

た

そ
の
場
か
ら
掻
き
消
え
る
よ
う
に
い
な
く
な

た
と
思
え
ば

は

高
い

が

き

る

そ
の
後

⻘
年
の
背
後
に
少
年
が
現
れ
る

あ

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

で
も

え
き
れ
な
か

た
の
か
あ
る
い
は
呼

苦
で

の
反
応
が

れ

た
の
か
秋
十
が
反
応
を
示
し
た
の
は
数

の
間
を

い
た
後
の
事

す
ぐ
に
振
り
返

て
大
刀

を
正
眼
に
構
え
る

 
そ
こ
で

異
変
に
気
付
く
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大
刀
の
刀
身
が

ば
か
ら
先
が
無
か

た

は

な

ん

 

き
に

然
と
す
る
秋
十
の
目
が
無
銘
の
大
刀
と
少
年
と
を
行
き
来
す
る

そ
こ
で
私
は
少

年
の

手
に
無
く
な

て
い
た
大
刀
の
刀
身
が
収
ま

て
い
る
事
に
気
付
い
た

 
あ
の
一

で
彼
は

離
を

め

斬
鉄
で
大
刀
を

き

り

れ
た
刀
身
を
手
に
背
後
に

回

た
の
だ

 

な
ん
て
速

 
他
を

す
る
と
は

い
て
い
た

だ
が
せ
い

い
数

増
し
と
か
持

て
も
二

程

だ
ろ
う
と
思

て
い
た
が

今
の
は
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い

カ
メ
ラ
に
も

ら
な
か

た

か
ら

時
加
速
だ
と
し
て
も
現
行
機
の
十

以
上
の
速

を

き
出
し
た

だ

無
銘

も
設

思
想
か
ら
お
か
し
か

た
が

天
災

製
な
だ
け
あ
り

黒
椿

も
同

の
常

の

し
方
だ

 
一
番

脱
し
て
い
る
の
は

方
を
使
い
こ
な
す
少
年
だ
ろ
う
が

は
一

と

た
な

 

れ
た
刀
身
を
放
り
捨
て
た
少
年
が

を
開
い
た
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カ
メ
ラ
越
し
で
目
も
見
え
な
い
と
い
う
の
に
ど
こ
か

圧
感
を
覚
え
る
そ
の

私
は
世

界
最
強
の
影
を
見
た

 

少
年
の

が
ま
た

た

 
直
後

 
発
生
源
は
地
面

空
に
浮
い
て
い
た

色
の
機
体
が
ア
リ

ナ
の
地
面
に

き
付
け
ら
れ
て

い
た

速

も

て

方
も
な
い
衝
撃
だ

た
よ
う
で

マ

ク
ス
だ

た

が
み
る
み

る

少
し
て
い
く

 

分
の
３
０
０
を
下
回
り

２
０
０

１
０
０
を
切
り

 
そ
し
て

に
な
る

 
じ

あ

二

目
は
な
ん
だ

  
一

で

決

が

い
た

 
 
 
 

 

だ
ろ
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な
ん
だ
よ

こ
れ

 

ど
う
な

て
る
ん
だ

い

た
い

 
思

が
ち千

に
乱
れ
る

理
解
が
追
い
付
か
な
い

 
許
容
し

い
現
状
が
理
解
で
き
な
い

 
現
実
で
自
分
が
出
せ
る
最
速
の
四

撃
を

な
さ
れ
た
事
は
ま
だ
分
か
る

あ

ち
も

を

使

て
る
ん
だ

身
体
能
力
の
差
は

の
パ
ワ

ア
シ
ス
ト
が

め
て
く
れ
る

そ
れ
に
ア
イ

ツ
は

・ユ
・ウ
・キ
・が
・

・た
・に
・も
・

・わ
・ら
・ず

二
刀
流
を

得
す
る
反
応
速

の
持
ち
主
だ

こ

ち
の
剣
に
合
わ
せ
る
事
く
ら
い

な
い
は
ず
だ

 
だ
が

だ
が

 
今
の
は
お
か
し
い
だ
ろ
う

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

は
使

て
い
た

光
速
は
流

に
無
理
だ
が

速
程

な
ら

に
見

え
る
性
能
だ

そ
う
で
な
け
れ
ば

を

い
た

合
な
ん
て
成
立
し
な
い

 
そ
の
上
で

の
反
応
速

が
あ

て
も
見
え
な
か

た

 
気
付
け
ば
地
面
に

き
付
け
ら
れ
て
い
た

シ

ル
ド
バ
リ
ア

を

し
機
体
そ
の
も
の

に
大
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
た
事
を
突
き
付
け
ら
れ
る

絶
対

も
発
動
し

は
完
全
に
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を

い
た

 

は

負
け
た
の
か

 

ア
イ
ツ

一

に

 

い
思

で
応
え
に
行
き
つ
く

⻭
を
食
い
し
ば
り
手
を
キ
ツ
く
握
り
し
め
て
も

め
や
ら
ぬ
怒
り
が

い
て
き
た

 

そ
ん
な
事

あ

て
は
な
ら
な
い

 

ア
イ
ツ
は

出
来
損
な
い

だ

  

白
式
を
手
に
入
れ
た

こ主
の人

が
負
け
る
な
ん
て
あ

て
は
な
ら
な
い

  
一

で

に
血
が
上
る

 
感
情
が
猛
り
狂
う

 
全
身
に
力
が
入
る

 

そ
の
時

眼
前
に
一

の
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た

フ

マ

ト

び
フ

テ

ン
グ
が
終
了
し
ま
し
た

確
認
ボ
タ
ン
を

し
て
く
だ
さ
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い 
同
時

そ
ん
な
声
と
共
に

意
識
に
直

デ

タ
が
送
ら
れ
て
く
る

ハ
ハ

 

い
が

み
あ
が

て
き
た

 
ま
だ
ツ
キ
に
見
放
さ
れ
た

で
は
な
い
よ
う
だ
と

え
な
が
ら
た
め
ら
わ
ず
確
認
と
書

か
れ
た
ボ
タ
ン
を
タ

プ

す
る
と
更
な
る

大
な
デ

タ
が
流
れ

み

整
理
さ
れ
て
い
く

 

白
式
が
高

波
め
い
た

を
上

光
の

子
に
弾
け
て
消
え
た

間
を

か
ず

再

形
を
成
し
て
体
を

む

 
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
浮
い
た

は
全
身
を

モ
デ
ル
で
確
認
し
た

 
新
し
く
形
成
さ
れ
た

は

色
か
ら

白
を

に
⻘
い
ラ
イ
ン
を

ら
せ
た
も
の
に

様

え
し
て
い
た

形
状
も

さ

き
の
も
の
よ
り
ス
ラ
ス
タ

ウ

ン
グ
が
大
き
く
な
り

よ
り
洗
練
さ
れ
た
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る

他
の

も
最
初
の
工
業
的
な

は
消
え

ら
か
な

線
と
シ

プ
な
ラ
イ
ン
が
特
徴
的
な
ど
こ
か
中
世
の

を
思
わ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
へ

と
変
わ

て
い
る

地
面
に

き
つ
け
ら
れ
た
時
に
出
来
た
傷
や

れ
も
真

新
に
な
り

ら

れ
た

も
全
回
復
し
て
い
る
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な
に
よ
り
変
わ

た
の
は

手
に
持
つ
武
器
だ

 

近

特
化
ブ
レ

ド
・

き

ら

雪
片

に弐
が
た型

 

ば
で

ら
れ
た
大
刀
か
ら
打

て
変
わ
り
こ
ち
ら
も
白
を

と
し
た
刀
身
だ

に

か
に

が
あ
り
そ
こ
か
ら
呼
応
す
る
よ
う
に
光
が

れ
出
て
い
る

機

的
な
そ
れ
は
間
違
い

な
く

備
と
し
て
作
ら
れ
た
武
器
で
あ
る
証
明
だ

雪
片

の
銘
も
実
の
姉
が
振
る

て
い
る
専

一
の

備

そ
れ
の
後
継
品
と
い
う
意

味
で

弐
型

 

然
と

う
べ
き
か
機
体
の
情
報
に
目
を
向
け
れ
ば
武
器
を
使

て
発
動
す
る

一
仕
様

能
力
も
し

か
り
発
現
し
て
い
る

い
い
ね

最

高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
じ

ね

か

 

白
式

最
高
だ

 

こ
れ
で

白
式

は
正
真
正
銘

の
も
の
だ

そ
れ
が

白
式

の
一

形

か

 

ツ
は

を
見
下
ろ
し
て
い
た
が

に
高

を
下

地
面
に
足
を

い
た

そ
う
だ

 
そ
し
て

こ
こ
か
ら
先
は

の
タ

ン
だ

 

手
で
弐
型
の

を
握
り

め
る

応
え
る
よ
う
に

い
機

の

り
が
上
が
る

出
力
が
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上
が
り

エ
ネ
ル
ギ

が
そ
の
密

を
上

て
い
く

 
す
る
と
刀
身
が

に
分
か
れ
中

の
空
間
を
⻘
白
い
エ
ネ
ル
ギ

が

め

く
す

エ
ネ

ル
ギ

の
刀
身
だ

 
こ
れ
な
ら
刀
身
を

ら
れ
て
し
ま
う
心
配
も
な
い

し
か
も
こ
の
刃
に
は
実
体
が
な
い
か
ら
物

理
的
な

も
出
来
な
い

理
由
は
知
ら
な
い
が

ツ
は
黒
刀
し
か
使

て
な
い
今
は

合

 
さ

き
み
た
い
に

し
よ
う
と
す
れ
ば

そ
の
上
か
ら
食
い
破

て
や
る

い
き
な
り

分
強
気
な
発
現
だ
な

さ

き
の
速

に
付
い
て
来
れ
て
な
か

た
よ
う
に
見
え

る
がハ

 
そ
り

こ

ち
は
形

行
が
ま
だ
だ

た
か
ら
な

 
だ
が
も
う

し
ね

同

じ

は
二

き
ね

 

と
白
式
な
ら

お
前
を
倒
せ
る

 
行
く

 

の
意
思
に
応
え

白
式

の

大
な
ウ

ン
グ
か
ら

が

き
出
す

初
期
状

の
時
と

べ
て
雲
泥
の
加
速
で
空
を

け
る

 
同
時

ツ
も

離
を

め
て
き
た

 
弐
型
を
振
る
う

 
非
実
体
の
刃
は

⻘
白
い

を
虚
空
に

ん
だ
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さ
れ
た

そ
う
と
認
識
し
た
時

掛
か

た
と

く
そ

む

 
そ
の
場
で
く
る
り
と
回
る

そ
う
だ
よ
な

お
前
な
ら

の
背
後
を
取
る
だ
ろ
う
さ

 
思

た

り

ツ
は
背
後
に
回

て
い
た

 
七
十
五
層
の
時
も

そ
し
て
さ

き
も

に

襲
を
仕
掛
け
る
時
は
決
ま

て
背
後
か
ら

だ

た

し
か
も
そ
の
時
だ
け

ス
ピ

ド
が

ね
上
が
る

 
そ
れ
を
逆
手
に
取

た
の
だ

お
前
を
斬
る

 
弐
型
が
強
く
光
を
放
ち

一
回
り
大
き
い
エ
ネ
ル
ギ

状
の
刃
を
形
成
し
た

■
■
■
■

を
使

可
能

エ
ネ
ル
ギ

転
換

九

オ

バ

 
そ
の
情
報
を

は

く
の
で
は
な
く
理
解
し
て
い
た

世
界
自
体
を
把
握
で
き
る
よ
う
な

ク
リ
ア

な
五
感
と

集
中
力
が
数
十

に
も

ね
上
が

た
よ
う
な
高
解
像

の
意
識

 
そ
し
て
な
に
よ
り

全
身
か
ら

き
立
つ
よ
う
な
力
を
感
じ
た

 

頼
む

白
式

 

に
応
え
ろ

 
意
思
に
呼
応
し

弐
型
か
ら
放
た
れ
る
光
が
更
に
強
く
な
り

の
よ
う
に
吹
き
上
が
る
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つ月
が
て
ん天し

う衝

  
そ
う

び

眼
前
に
立
つ

ツ
目
掛
け
て
振
り
下
ろ
し
た

 
弐
型
の
刃
の
切

先
か
ら
⻘
白
い
エ
ネ
ル
ギ

が
放
出
さ
れ
る

そ
れ
は
三
日
月
型
を
し
て
い

て

大
地
を

り
な
が
ら
突
き
進
ん
だ

 

月

天
衝

の
性

は

零

白
夜

と
同
一
だ

 
使
え
ば

を
消

す
る

だ
が
シ

ル
ド
バ
リ
ア

を
無

化
し

強
制
的
に
絶
対

を

発
生
さ
せ
る
た
め

手
の

を
大

に

ぐ

そ
れ
が

零

白
夜

の
能
力
だ

 
月

天
衝
は
そ
の
性

を

け
継
ぎ
つ
つ
刃
先
か
ら
高
密

の
エ
ネ
ル
ギ

を

ば
し

斬
撃
そ
の
も
の
を

大
化
さ
せ
る
事
で
リ

チ
の

さ
と

の

さ
と
い
う
本
家
の

点
を

解
消
し
た

一
仕
様
能
力
に
な
る

高
密

故
に
生

可
な

は
切
り
裂
く
し
エ
ネ
ル
ギ

は
論
外
な
の
が

零

白
夜

を
更
に
発
展
さ
せ
た
能
力
だ

 
こ
れ
を

け
れ
ば

た
と
え
世
界
最
強
だ
ろ
う
と
タ
ダ
で
は
済
ま
な
い
だ
ろ
う

 
し
か
し
ま
と
も
に
や
り
合
う
つ
も
り
は
な
い
の
か

ツ
は
横
に

ん
で

し
た
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甘

よ

 
そ
の

上
に
高
速
で

動
し

再

月

天
衝

を
放

た

が

か
に

れ
る

 
地
面
に
衝
突
し
た
⻘
白
い
斬
撃
は
波

と
な

て
地
面
を
流
れ

く
そ
こ
に

ま

た

そ

れ
を

け
る
よ
う
に

ツ
が
空
に

ま
る

そ
こ
だ

 
月

天
衝

 
三

月

を
放
つ

一

大
き
な
斬
撃
が

ん
だ

 

は

  
そ
れ
は

ツ
が
一

し
な
が
ら

く
振

た
手
で

弾
き

ば
さ
れ
て
し
ま

た

な
ん

だ
と

 
バ
リ
ア
無

化
能
力
の
斬
撃
を

ど
う
や

て

い
く
ら

手
を
し
て
い
る
か
ら
と

て

も

高
密

の
エ
ネ
ル
ギ

は
容

に

の

な
ら
大

は
斬
れ
る

な
の
に

な

 
疑
問
が
一
気
に

き
出
す

 
終
始

ど
う
や

て

と
思

が
回
る
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そ
ん
な
隙
を

ツ
が

す

も
な
い

 
わ
ざ
と
な
の
か
ギ
リ
ギ
リ
見
え
る
が

ら
れ
な
い
速

で

離
を

め
て
き
た

黒
刀
が

振
り
下
ろ
さ
れ
る

慌
て
て
刀
身
を

し
な
が
ら
弐
型
を
翳
し
刃
を
止
め
る

ぎ

ん
と

高
い
金
属

を
上

火
花
が

た

 
せ
め

ぐ
二
刀

  

に

ツ
が
黒
刀
に

手
を
翳
し
た

  

こ虚
つ月
せ
ん閃

 
な

ん

 
黒
刀
の
刃
が

黒
に

き

闇
が
世
界
を
引
き
裂
い
た

 
そ
の
後

ブ
ザ

が
木
霊
し
た
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ち

と
秋
十
の
勝
ち
目
無
さ
す
ぎ
ん
よ

 
や

出
来
レ

ス
な
だ
け
あ

た
ね

  
・
月

天
衝

 
高
密

の
エ
ネ
ル
ギ

を
切

先
か
ら
放
出
し

斬
撃
を

大
化
し
て

ば
す
能
力

 
要
は

ぶ

零

白
夜

 
生

可
な

は
切
り
裂
く
し
エ
ネ
ル
ギ

な
ん
て
論
外
だ
が
逆
に

え
ば
生

可

じ

な
い

で
あ
れ
ば

は
可
能

黒
椿

の

は

束
を
し
て
か
す
り
傷
を

な
ん
と
か
付
け
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の

さ
だ
か
ら
コ
レ
を
弾
け
た

 
つ
ま
り
和
人
に
は

意
味
を

さ
な
い

  
・
虚
月
閃

 
学
園
襲
撃
事
件
の

亡
国
機
業

の
三
人
を
吹

ば
し
て
い
た
黒
い
波

 
高
密

の
エ
ネ
ル
ギ

を
切

先
か
ら
放
出
し
斬
撃
を

大
化
す
る
能
力

要
は
黒
い
月
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天
衝

 
使

に
あ
た

て
無
銘
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
そ
れ
は
和
人

点
の
黒
刀
以
外
使

わ
な
い
と
い
う
制
約
に
反
す
る
が

そ
の
前

は
秋
十
が

一
仕
様
能
力
を
使
え
な
い
事

一

形

で
ワ
ン
オ
フ
発
現
は
異

の
た
め

 
そ
れ
が

れ
て

月

天
衝

を
使
い
始
め

た
の
で

自
分
の
方
が
上
手
い
し
強
い
ぞ

と

外
の
マ
ウ
ン
ト
を
取
る
べ
く
使

た

 
あ
く
ま
で

・同
・

の

件

だ
か
ら
ネ

  

な
ん
で
和
人
は
最
初
か
ら

き

さ
な
か

た
の

 

件
を
対

に
す
る
べ
く
時
間

ぎ
に

し
て
い
た
た
め
で
す

息
切
れ
し
て
か
ら
は

め
て

し
ま
し
た
が

  

も

と
和
人
は
無

出
来
た
ん
じ

な
い
の

 

自
身
に
制
約
を

し
て
い
た
事
と
衝
動
を
抑
え
る
の
に
必
死
だ

た
の
で
す

な
お

そ

れ
く
ら
い
で
も
秋
十
を

完

出
来
て
い
る

様
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な
ん
で

白
式

の
ワ
ン
オ
フ
が

月

天
衝

 

原
作

白
式

は

白
騎
士

の
コ
ア
を
使

て
た
事

束
の
手
が
加
え
ら

れ
て
意

的
に

零

白
夜

が
発
現
し
ま
し
た

し
か
し
本
作
で
は

は
現

束
も

手
を
加
え
な
い
の
で

別
の
も
の
が
発
現
す
る
要
因
が
あ
り
ま
す

 
そ
れ
で
も
原
作
よ
り
発
展
し
た
能
力
な
の
は

零

白
夜
の
弱
点
を
把
握
し
そ
れ
を
白

式

が

み
取

た
か
ら
で
す

 

故
弱
点
を
把
握
し
て
い
た
か
は

ヒ
ミ
ツ

  
・
桐

谷
和
人

 
最
大
の

は
自
分
自
身

学

 
復
讐
衝
動
に
抗
い
つ
つ
最
後
ま
で
ノ

ダ
メ

ジ
で
秋
十
を
下
し
た

対
的
に
秋
十
の
実
力

は
和
人
に
と

て
片
手
間
レ
ベ
ル
と
い
う
事
に
な
る

合
中

数
が
少
な
め
だ

た
の
は
そ
れ

ど
こ
ろ
じ

な
か

た
か
ら

 
束
が
本
気
出
し
過
ぎ
て

黒
椿

の
性
能
が
エ
ラ
い
事
に
な

て
い
る
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・

秋
十

 
覚
醒
ヒ

ハ

か
ら

さ
れ
た
男

 
ど
こ
ぞ
の

結
と

を
や
ら
れ
る
直
前
の
死
神
代
行
と
ボ
ス
格
す
ま
ぬ
の
要

で

前
振
り
し
つ
つ

大
に
や
り
返
さ
れ
た

機
体
性
能
の
差
も
あ
る
け
ど

に

め
が
甘
い

 

の
前
で

け
て
る
と
か

み
そ
ユ
ル
い

て

わ
れ
て
も
仕
方
な
い

白
一
護

 
そ
の
せ
い
で

北
し
て
る
け
ど
出
来
レ

ス
だ
か
ら
ね

し

う
が
な
い
ネ
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ネ

ト
の
反
応
 

和
人
対
秋
十
戦
直
後

  
ど
う
も

お

し
ぶ
り
で
す

黒

谷
で
す

 

月
空
い
て

し

あ
り
ま
せ
ん

く
な

た
理
由
は

お
の
れ
コ
ロ
ナ
怨
 
こ
れ

で
も

事
者
な
の
で
て
ん
て
こ
舞
い

 
で
は
ど
う
ぞ

 
仮
想

義
弟
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

現
実

其
の

  
 

 
 



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

 
 

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
対
神

対
に
決

 
勝
者

義
弟

  

８
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や

た

  

８
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

合
時
間

分

 
思

た
よ
り
掛
か

た
な

  

８
２
名
無
し
の

 

８
１
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神

そ
ん
だ
け

た
の
か

 
ま
さ
か
い
い
勝
負
で
泥
仕
合
に
な

た
の
か

 
い
ま
や

と

に
入
れ
た
か
ら

合
見
て
な
い

に
教
え
て
ク
レ
メ
ン
ス

下

  

８
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

８
２

 
実

の
と
こ
ろ

ど
時
間

ぎ

マ
ジ
の
勝
負
な
ん
て
十

あ
る
か
な
い
か

 
神

が

与
さ
れ
た
白
式
が
ま
だ
一

行
も
し
て
な
い
状

初
期
セ

ト
ア

プ
中

だ

た
か
ら

義
弟
の
方
が
一

行
す
る
ま
で

て
た
感
じ

  

８
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

８
２

 
ち
な
み
に
そ
の
間
は
ノ

ダ
メ

 
義
弟
も
ノ

ダ
メ
だ
け
ど
神

の
方
も
ノ

ダ
メ

ど

ち
も

は

れ
な
か

た

た
だ

神

が
か

ば
し
て
息
が
上
が

て
か
ら
は
一

行
し
て
も
こ
れ
以
上
は
無
理
そ
う
意

て
義
弟
が
判
断
し
て

一
撃
で

全
損
に
追
い

ん
で
た



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

  

８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

８
２

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

で
も
見
失
う
速

中
継
カ
メ
ラ
も
同
様
で
近

ブ
レ

ド
の
刀
身
を

ぶ

た
切

て
背
後
を
取
り

そ
の
あ
と
地
面
に

き
つ
け
て

一
撃
全
損
だ

た

 
直
前
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
勝

た
の
は

二

目
は
な
い
意

て

発
し
て
た
け
ど

直
後
に
返
り

ち
に
さ
れ
て

じ

あ
二

目
は
な
ん
だ

ま
で
さ
れ
て
た

  

８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

８
２

 
で
も

合
終
了
す
る
前
に

白
式

が
一

行
し
て

フ
ル
回
復

神

完
全
復
活
し
た

 
そ
の
あ
と
神

が
三
日
月
型
の
斬
撃

ば
し
て
攻
撃
し
て
た
な

義
弟
の

手
の
払
い
で
弾
か

れ
て
た
け
ど

 
ち
な
み
に
三
日
月
型
の
斬
撃
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
放

で
義
弟
や
電
弟
が
使

て
た
狂
月
剣
の
ア

レ
と
全
く
同
じ
見
た
目
だ

た



 尊ぶべき日常世界

  

８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

８
２

 
反
撃
で
義
弟
が

り
合
い
に
持
ち

ん
で
黒
刀
の

に

手
を

て
て

こ

つ
せ
ん

て

い
た

 

そ
し
て
世
界

カ
メ
ラ

は
闇
に

ま
れ
た

  

８
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

８

 
最
後
ど

こ
と

  

８

名
無
し
の

 
ア

オ

ケ

理
解
し
た

 
ア
レ
だ
ろ

 
ヴ

フ
ス
ん
時
の
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
と
同
じ

ツ
を
ぶ

し
た

て
事

だ
ろ



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

  

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
ン
タ
理
解
力
す

な

き

  

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

そ
の
コ
テ
ハ
ン

 
さ
て
は
ア
ン
タ

ギ
ル
ド

風
林
火

の
リ

ダ

で
は

  

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
デ
ス
ゲ

ム
で
義
弟
に
レ
ク
チ

さ
れ
て
た
人
だ

け

  

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
数
少
な
い

刀

ス
キ
ル
の
使
い
手
で
も
あ

た
な

  

４
名
無
し
の



 尊ぶべき日常世界

 
い
や

過
去
の
戦
闘
動

見
て
た
ら
す
ぐ
わ
か
る
ぞ

 
な
ん
な
ら
学
園
襲
撃
事
件
で
も
使

て
た
か
ン
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

そ
う
い
や
そ
う
だ

た
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ち

と

た

そ
れ
お
か
し
く
な
い
か

 
だ

て
さ

き
の

合
で
使

て
た
の
は

黒
椿

だ
ろ

 
な
ん
で

無
銘

の
時
の
攻

撃
が
出
来
る
わ
け

  

鼠

  
そ
ん
な
キ
ミ
に
こ
の
チ

ン
ネ
ル

ノ

Ｉ
Ｓ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
Ｃ
Ｈ

 

動

サ
イ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
て
る

ツ
に

あ
の
天
災
・

ノ
之
束
が

ホ
ロ
グ
ラ



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

ム
で
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
る
番
組
が
あ
る

 
今
は
機
体
と

合
の
解
説
に
入

て
る
ナ

  

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
で

 
ち

と
ス
マ
ホ
と
合
わ
せ
て
見
る
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
サ
ン
キ

ネ

キ
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３
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
天
災
に
よ
る
解
説
の
ま
と
め

き
な
が
ら
打

た
か
ら
ミ
ス
あ
る
か
も
あ

た
ら
ス
マ
ン

 
義
弟
が

黒
椿
で
使

た

こ

つ
せ
ん

は

全
身
を

う
シ

ル
ド
バ
リ
ア
に
使
う

を
刀
身
に
収
束
さ
せ

一
気
に
ぶ

す
る
技
能

黒
刀
自
体
に

を

す
る
機
能
が
あ

て

を

し
て
ぶ

す
る
か
ど
う
か
を
決
め
れ
る

 
さ

き
の

合
で
使

て
た
の
は

の
襲
撃
事
件
で
無
銘
が
出
し
た
の
と
同
じ
機
能
を
持

つ
が

物
と
し
て
は
別
物

 
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば

数
あ
る
同
型
作
品
の
一
本

つ
ま
り
二
本
目

 
そ
し
て
シ

ル
ド
バ
リ
ア
は

無
銘

に
も

黒
椿

に
も
あ
る
か
ら

エ
ネ
ル
ギ

を
放
出

で
き
る
事
は
ど
ち
ら
で
も
お
か
し
く
な
い

  

３
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
追
加
で

色
が
黒
か

た
の
は
原
因
不
明

 
別
の
動

で
義
弟
自
身
が

無
銘

と
過
去
に
由
来
す
る
と
か

て
た
が

黒
椿

で
な

ん
で
黒
く
な

た
の
か
は

不
明

そ
も
そ
も
無
銘
の
エ
ネ
ル
ギ

が
黒
い
の
も
あ
く
ま



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

で
推

レ
ベ
ル
の
話
ら
し
い

 
ま
あ
ま
だ
分

出
来
て
な
い
か
ら

て

て
た
け
ど

  

３
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ん

 
い
ま

と
思

た
け
ど

な
ん
で

無
銘

と

黒
椿

で
同
じ
武
器
が
あ
る
ん

  

３

名
無
し
の
プ
レ
イ

黒
椿

て
ガ

ツ
リ
束

士
が

与
し
て
る
か
ら
な

し
て
く
れ

て

わ
れ
れ
ば
義

弟
も

し
た
だ
ろ
う
し

参

に
し
た
ん
じ

な
い
か

無
銘
の

整
も
し
て
た

士
な
ら
同
じ
も
の
を
も
う
一
本
作
る
く
ら
い

な
い
ん
じ

ね

  

３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
し

か
し

め
て
国

会
の
ホ

ム

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
る

黒
椿

の
性
能

を
見
た
け
ど

変
わ
ら
ず
の
ぶ

壊
れ
だ
よ
な



 尊ぶべき日常世界

  

３

名
無
し
の
プ
レ
イ

黒
椿

 
・
製
作

持
技

／

ノ
之
束

は

持

他
の
技
術
・
機
能
を
束
が
手
掛
け
て
い
る

 
・
世
代

第
三

 
・
対
応

近
・
中

離

 
・
コ
ン
セ
プ
ト

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
兵

運

の

下

化

 
・

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム

剣
技
再
現
補
助
シ
ス
テ
ム

 
・
第
三
世
代
兵

エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス
タ

 
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス

載
兵

原
子
を

作
す
る

・

動
な
ど
補
助
的

使

が
メ
イ
ン

一
仕
様
能
力

 

覇
導
絶

 
エ
ネ
ル
ギ

無
限



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

 
専

兵

の
エ
リ

シ
デ

タ
か
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に
よ

て
自
動
発
動

 

合
で
は
使

不
可

 

万

絶
解

 
原
子
分
解
ブ
レ

ド
能
力

不
可
攻
撃

 
打
刀
二
本
を
出
す
と
発
動

刀
さ
え
出
し
て
い
れ
ば
他
の
兵

に
も
こ
の
能
力
は

さ
れ
る

 

合
で
は
使

不
可

 

空
白
絶
虚

 
エ
ネ
ル
ギ

消
滅
能
力

 
実

零

白
夜

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

武
器
の
初
期

備

を
出
す
と
発
動

 
特
に
制
限
は
掛
け
ら
れ
て
な
い

  

３
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
機
体
性
能
的
に
は
ト

プ
ク
ラ
ス
ら
し
い
し
な

 
パ
ワ

は
他
の
第
三
世
代
と
同

だ
が

は
第
二
世
代
最
強
攻
撃
力
と
名
高
い
パ
イ
ル
バ



 尊ぶべき日常世界

ン
カ

で
す
ら

り
傷

ノ

ダ
メ

で

ス
ピ

ド
は

合
を
見
て
の

り

体
的
に

は
第
三
世
代
最
新
型
の

時
加
速
が

常
速

な
ん
だ
と
か

  

３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
だ
そ
の
ト
ン
デ
モ
機
体

  

４
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
初
め
て
知

た

 
つ

か
そ
れ

神

に
勝
ち
目
無
く
ね

  

４
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
最
初
か
ら
無
か

た
定
期

  

４
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

手
は
デ
ス
ゲ

ム
の
覇
者
だ
し
な

年
の
前
に
コ
ア
を

め

ま
れ
て
天
災
直

に



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

の
事
を
学
べ
ば
知
識
面

戦
闘
能
力
面
ど

ち
も
上
に
な
る
わ
け
だ

 
機
体
に

し
て
は

ま

人
生
全
て
コ
ネ
よ
ね

観

  

４
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

４
０

 
あ

ち

と

て
い

子

黒
椿

は
論
外
レ
ベ
ル
だ
が

白
式

も
か
な
り
ア
レ
だ

  

４
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
以
下

さ

き
更
新
さ
れ
た
情
報

内
は

黒
椿

と
の
対

な

白
式

 
・
製
作

持
技

こ

ち
は

士
一
切

与
せ
ず

 
・
世
代

第
三
・
五

 
・
対
応

全

離
対
応
型

 ・コ
ン
セ
プ
ト
攻
撃・

・機
動
と

に
応
じ
て
切
り
え
可
能
な

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
マ
ル
チ
ロ

ル
・
ア
ク
ト
レ
ス

時
万
能
対
応
機
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・
第
三
世
代
兵

雪
片
弐
型

 
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス

載
兵

エ
ネ
ル
ギ

・
放
出
機
構
を
備
え
る

一
仕
様
能
力

 

月

天
衝

 
エ
ネ
ル
ギ

消
滅
能
力

 

ぶ

零

白
夜

雪
片
弐
型

備
時
に
発
動
可
能

 
使

に

し
て

を
消

す
る

展
開
中
消

継

  

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

月

天
衝

て

お
ま

Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
じ

ね

か

  

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
一

行
す
る
直
前
に
あ
の
オ
サ
レ

の
や
り
取
り
を
し
た
影

な
ん
で
す
か
ね

 
い
や
ま

確
か
に
零

白
夜
の
白
い
斬
撃
を

ば
せ
ば
月

天
衝
に
な
り
ま
す
け
ど

も



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

  

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

も
絶
望
し
て
立
ち
上
が

て
力
を
つ
け
て
は
絶
望
し
て

を

り
返
す
ん
で
す
ね
わ
か

り
ま
す

  

４
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
覚
醒
し
て
か
ら
の
イ
キ
り
と
か

似
点
は
あ
る
な

最
終
章
に
入
る
前
と
同
じ
年

で
思

期
な

だ
か
ら
分
か
ら
な
く
も
な
い
が

  

４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

義
弟
が

無
銘

の
時
に
付
け
て
た
仮
面
に
影

さ
れ
て
た
り
し
て

  

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
り
そ
う
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１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟

て
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
を
意
識
し
て
る
の
か
ね

 
仮
面

黒
刀

黒
い
コ

ト

黒
い

エ
ネ
ル
ギ

霊
圧

と
共

点

な
ん
じ

が

  

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

い
は
と
も
か
く

仮
面
に

し
て
は

無
銘

由
来
だ
か
ら

な
い
ん
じ

ね

  

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
意
識
し
て
真
似
て
る
か
は
こ
の

ど
う
で
も
い
い
と
し
て

 
し
か
し

白
式

近

特
化
か
と
思
え
ば
全

離
対
応
型
な
の
な

他
の
兵

て

が
あ

る
ん
だ
ろ

  

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
国

会

式

に
は
武

の
ト
コ

雪
片
弐
型
と
し
か
記
載
無
い
な

 



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
雪
片

て

千
冬
の

の
武
器
と
同
じ
じ

ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
せ
や
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
武

の
名
前
は
意

し
て
同
じ
に
な

た
の
か
も
な

と

白
式

の
製
作

が

持
で
同
じ
だ
し

 
に
し
て
も
ま
さ
か

一
仕
様
能
力
の

も

同
じ
と
は
な

 

ぶ
か

ば
な
い
か
の
差
だ
け

て
そ
ん
な
大
き
く
な
い
で

つ

か

ば
せ
る
か
ら
全

離

対
応
型
と
か

わ
ん
よ
な

 
今
後
の
成
⻑
も

め
て
の
事
だ
と
し
て
も
ち
と
無
理
あ
る
く
ね

  

８
名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
も
そ
も
姉
弟

て
だ
け
で
同
じ
の
が
出
る
な
ん
て
こ
と
あ
り
得
る
の
か

  

名
無
し
の
ラ

メ
ン

 
ア
タ
シ
と
し
て
は

一
仕
様
能
力
は
二

行
の
時
に

に
発
現
す
る

て

た
か
ら
そ

ち
の
方
が
気
に
な
る
け
ど
ね

一

形

で

百
時
間
も

し
て

が

者
の
事
を
深

く
知

て

合

が
高
ま

た
時
に

て
発
現
す
る
も
の
だ

て

 
な
の
に
和
人
も
秋
十
も
な
ん
で
一

行
の
時
に
発
現
し
て
る
の

  

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ

な
の
か

知
ら
ん
か

た

  

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

そ
れ

士
が
解
説
し
て
た
な

黒
椿
の
方
は

一

形

で

一
仕
様
能
力
が
発
現
す
る
事
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

機
体
ら
し
い

た
だ

持
で

者
の

に
も
反
応
し
な
か

た
か
ら
お

入
り
に
な

て
て



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

義
弟
が

を
使
え
る

て
発
覚
し
て
か
ら
他
に
先
ん
じ
て
ア
ク
シ

ン
欠
け
て

承

え
た

か
ら
と
り
あ
え
ず
い
ま
使

て
な
い
や
つ

て
事
で

し
た
ん
だ
と
そ
れ
で
欠

機

す
の

も
ど
う
か
と
思
う
が

 
で

的
に
義
弟
が
動
か
し
た
か
ら

天
災
が

入

整
し
た
ん
だ
と
か

 
ち
な
み
に

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
構

に

場

七
色
も
協
力

し
て
る
ら
し
い
ぞ

  

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
世
界
有
数
の
天
才
が
こ
ぞ

て
協
力
し
た
機
体
と
か

や
そ
れ
チ

ト
や
チ

タ

や
ん
そ
ん

な
ん

  

３
鼠

 
ま

そ
の
ぶ
ん
プ
レ

シ

は

な
い
と
思
う
が
ナ

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
だ

て

の
ゲ

ム
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う

境
な

ら
そ
ん
な
強
力
な
ス
キ
ル
持

て
る
な
ら
最
前
線
で
戦
え
よ

て

わ
れ
る
理
由
に
な
る



 尊ぶべき日常世界

だ
シ

実

キ

本
人
も
そ
う

て
た
か
ら
複
数

持
す
る
事
に
な

た
時
は

め
て
た

 

ベ

タ
テ
ス
タ

と
し
て
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ホ
ル
ダ

と
し
て
キ

は
最
前
線
に
立

ち

け
た
け
ど
ナ

  

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
力
を
持
つ
者
は

応
の
責

を
負
う

て

ツ
か

  

鼠

 
そ

事
ダ

 
と
も
あ
れ

持
は
男
性

者
を
な
ん
と
し
て
も
モ
ノ
に
し
た
い
一
心
で
そ
の
欠

機
を
出

し
た
ん
だ
ろ
う
が

あ
ま
り
に
欠

過
ぎ
た
せ
い
で

士
が

入
し
た
ら
し
い

 
反
面
秋
十
の
方
は
原
形
が

の
打
鉄
だ

た
ら
し
い
か
ら

に
動
か
せ
タ

だ

か
ら

入
す
る
必
要
は
無
か

た
ん
ダ

 
ち
な
み
に
コ
レ

ス
は
ニ

ス
で

士
本
人
が

て
た
話
ナ



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
う

ん

天
災
が
助
力
し
た
事
で
強
力
な
機
体
に
な

た
の
は
確
か
だ
ろ
う
け
ど

に
欠

を

え
て
る

て
い
う
の
は

え
て
み
る
と
怖
い
な

安
定
性
で

え
ば
白
式
の
方
が
上

な
わ
け
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
安
心
感

は

白
式

に
軍
配
が
上
が
る
な
こ
り

 
で
も

の
性
能
と
し
て
は

黒
椿

の
方
が
圧
倒
的
じ

ね

  

８
鼠

 
と
こ
ろ
が
ど

こ
い

そ

で
も
な
い
ん
だ
よ
ナ

 

式

見
れ
ば
分
か
る
け
ど

白
式

の
機
体
性
能

ス
ピ

ド
も
か
な
り
の
モ
ン
だ

パ
ワ

は
第
三
世
代
型
ト

プ
ク
ラ
ス

ス
ピ

ド
は

を

い
て
速
く

黒
椿

と
い
い
勝

負
ダ

間
加
速
で
は

が
少
な
い

黒
椿

が
上
だ
が

最
高
速

は

白
式

が
上
み
た



 尊ぶべき日常世界

い
だ
し
ナ

 
タ
イ
マ
ン
な
ら

黒
椿

キ

ノ
ン
・
ボ

ル
・
フ

ス
ト

み
た
い
な
レ

ス
な
ら

白

式

が
上

て
事
に
な
ル

 

い
換
え
れ
ば

地
戦
な
ら

黒
椿

⻑

離

動
を

う
戦
闘
で
は

白
式

の
方
が

対
応
力
は
上

て
事
ダ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
い
や
あ

た
な
そ
ん
な
レ

ス

技

 
し
か
し
そ
う
か
そ
う

え
る
と
白
式
の
方
が
国

と
か
そ
う
い
う
の
を

え
る
と
有

な
ん
だ
な

  

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
明

さ
れ
て
な
い
け
ど

ど
こ
の
国
も

を
自
国
の
戦
力
と
し
て
見
て
る
の
は
あ
り
あ
り
だ

か
ら
な

国
家
代
表
生
に
な
る

練
と
か
自
衛
隊
の
そ
れ
と
同

以
上
と
か

い
た
事
あ
る
し

 
仮
に

を

り
出
す
事
に
な

た
時
は

白
式

の
方
が

合
力
で
勝
る
の
か
も
な



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

  

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

期
決
戦
型
は
強

に
は
強
い
け
ど

滅
力
に
欠
け
る
事
が
少
な
く
な
い
し
な

  

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１

 
虚
月
閃

ボ

  

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

   

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
レ

極
の

滅
攻
撃
じ

ね

か

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
直

け
た

ツ

  

鼠



 尊ぶべき日常世界

 
あ
と
忘
れ
て
る
か
も
だ
け
ど

黒
椿

の

一
仕
様
能
力

無
限

の

覇
導
絶

が
あ
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の
う
え
物
理
無

攻
撃
と
エ
ネ
ル
ギ

無

攻
撃
だ
ろ

 
つ
ま
り
あ
ら

る

を
無

化
す
る
攻
撃
を
持

た
ボ
ス
ガ
チ
が
常
に
全
回
復
し
な

が
ら

遠
に
追

て
く
る

状
況
が
出
来
上
が
る

で

 

う
わ

ド
ン
引
き

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
サ
ツ
意
高
過
ぎ
て

も

れ
ま
す
よ

 



 ネットの反応 〜和人対秋十戦直後〜

 
和
人
が
使

て
た
黒
刀
の
説
明
と

白
式

の

開
デ

タ
と
経

を
見
て
違
和
感
を
覚
え

た
人
は

カ
ン
が
良
い
人

デ
ス



 尊ぶべき日常世界

 
幕
間
之
物
語

義
弟
編
 

モ
ウ

独
リ
ジ

ナ
イ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

く
て
ご
め
ん
ね

 

点

和
人

 

数

約
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
七
月
四
日

日

後
一
三
時
一

分

 

新

・
日
本

技
場
ア
リ

ナ

 



 幕間之物語：義弟編 〜モウ、独リジャナイ〜

 
闇
は
消
え

⻩

色
の
大
地
を
取
り

く
砂

も
払
わ
れ
た

 
大
き
く

ん
だ
大
地
に
は
⻘
年
が
一
人

し
て
い
る

体
を
大
の

に
広

て
い
る
の
は
大
し

た

だ
が
ア
レ
は

に
気
絶
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る

ダ
イ
バ

ス

ツ
の
如
き
男
性

特

ス

ツ
か
ら
晒
さ
れ
た

に
目
立

た
外
傷
が
な
い

た
り

白
式

は
し

か
り

を
果
た
し
た
ら
し
い

 
静
か
に

く
り
と
息
を

く

 

い
た
息
は

え
て
い
る

き
上
が
る
衝
動
が
甘
く

く
の
だ
今
が

機
だ
と

秋
十

を
守
る
盾
は
も
う
存
在
し
な
い
が
故
の
そ
の

き
は

甘

な
も
の
に
思
え
て
し
ま
う

 
だ
が

そ
れ
に

え
ば

終
わ
り
だ

 

や
ホ
ロ
ウ
と
対
峙
し
超
克
し
た
事
も
こ
れ
ま
で
命

け
で
戦

て
き
た
事
も
な

に
も
か
も
無

に
な
る

望
む
未
来
が

え
て
し
ま
う

 

を
振
り

そ
の
誘
惑
を
振
り
払
う

 
気
絶
す
る
秋
十
の
近
く
に

り
立

た

そ
の

を
見
る

 
憎
ま
し
い

秋
十
の

か
ら
は

感
が
ま

た
く
感
じ
ら
れ
な
い

 

気

そ
う
で
い
い
な

お
前
は
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み
で
は
な
い
感
情
を
波
立
た
せ
る

 
自
分
が
剣
を

て
い
る
の
も
未
来
を
見
て
備
え
て
い
る
の
も

か
か
ら

め
ら
れ
た
い

が
故
で
は
な
い

し
い
自
分
を

し
て
欲
し
い
と
思

て
い
る

で
は
な
い

 
な
に
も
知
ら
な
い
人
間
を

む
な
ら

教
え
て
し
ま
え
ば
い
い
の
だ

 
そ
れ
が
出
来
れ
ば
苦
労
し
な
い

 
一
個
人
の
感
情
で

序
を
乱
せ
ば

て
い
る
の
は
無

序
だ

無
論
こ
ち
ら
の

う
事
を

信
じ
る
の
な
ら
だ
が

い
ま
下
手
を
打

て
も
メ
リ

ト
な
ん
て
な
い

リ
ス
ク
に
対
し
て
リ

タ

ン
が
あ
ま
り
に
少
な
過
ぎ
る

 
だ
か
ら

え
る
し
か
な
い

  

呼

だ
か
ら
ど
う
か

こ
れ
以
上

お
れ獣

を

し
な
い
で
く
れ

  
い

ま

の
合
人
格
は

的
な

の
上
で
成
り
立

て
い
る
の
だ
か
ら

  
 



 幕間之物語：義弟編 〜モウ、独リジャナイ〜

 
実

は
二

三

の

の
後

は
秋
十
を

ぎ
上

ピ

ト
へ
と
引
き
上

た

 
ピ

ト
に
は

者

と
し
て
実
姉
・
千
冬
と

務

人

上
自
衛
隊
中

の

と

そ
の
部
下
数
名
が

機
し
て
い
た

ダ

ク
ス

ツ
に
グ
ラ
サ
ン

と
い
う

の
物

し
い

に
千
冬
が
や
や

心
を

わ
に
し
て
い
る

さ
ん

秋
十
を
頼
み
ま
す

 
そ
の
様

を

え
て
無

し

は

意
さ
れ
て
い
た

架
に
実
兄
を

せ
る
形
で
引
き

し

た
了
解
し
た

重
な

備
の
下

彼
を

学
園
に
送
り
届
け
よ
う

で
は
私
も
失
礼
す
る

 

い
た
い
事
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
千
冬
は
そ
れ
以
上
な
に
も

わ
ず

達
の
後
を
追

て
い

た

 
世
界
的
な
価
値
に

い
て
男
性

者
と
い
う
レ
ア
リ
テ

が
今
は
世
界
最
強
を
上
回

て

お
り
日
本

と
し
て
も

と
秋
十
は

が
な
ん
で
も
保
護
し
て
お
き
た
い

て
他
国
か

ら
す
れ
ば

が

で
も
男
性

者
を
手
中
に
収
め
人
体
実
験
を
経
て

一
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
手
に
し
た
い
と
思

て
い
る

そ
れ
を
危
惧
し
護
送
中
の
護
衛
と
し
て

千
冬
が
あ
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て
が
わ
れ
た
形
に
な
る

 
国
家
権
力
の
一
つ
で
あ
る

上
自
衛
隊
の
他
日
本
代
表
の
千
冬
ま
で
護
衛
に

い
た
上
で
襲

撃
を
掛
け
た
な
ら

そ
れ
は

戦

に

し
い
も
の
と
な
る

 
日
本
は
非
戦
争
を
掲

て
い
る
の
で

開
戦
と
は

え

い
が
経
済
的
制
裁
を
加
え
る
事
は

容

に
想
像
が
つ
く

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

と
秋
十
を
守
る
た
め
の
護
衛
が
存
在
し
て
い
る

に
ク
ロ
エ
と
い
う
護
衛

が
い
る
よ
う
に

秋
十
に
は
実
姉
が
付
い
た

だ

 

ま

さ
ん
が

し
た
の
は

そ
れ
だ
け
じ

な
い
が

 
実
姉
に
は

せ
ら
れ
て
い
る
こ
の
後
の

を
思
い
浮
か
べ
し
か
し
す
ぐ
に

へ
追
い
や
る

 
今
は
ま
だ

他

事
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
場
合
じ

な
い

 
秋
十
の

合
は

世
界
に
と

て
は
本
命
と
し
て

た
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
の
事
は

足
に

る
事
だ
ろ
う

 
だ
が

か
ら
す
れ
ば

・こ
・こ
・か
・ら
・が
・本
・命
・だ

 
秋
十
を
下
す
事
も

世
界
最
強
を
追
い
越
す
事
も

全
て
は
自
ら
が
生
き
る
た
め
の

り
道

が
目
指
す

は
て

は
そ
う
じ

な
い

そ
こ
じ

な
い

そ
こ
で
終
わ
る
も
の
じ

な
い



 幕間之物語：義弟編 〜モウ、独リジャナイ〜

 

モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

勝
し
て
も

世
界
が
滅
ん
だ
ら
意
味
が
な
い

 
同
時
に

が
死
ん
で
も
意
味
が
な
い

 
け
れ
ど

間
達
を

き

む
つ
も
り
は
な
い

学
園
に
入
学
す
れ
ば

亡
国
機
業

の
襲

撃
で
命
を

と
す
危
険
も
あ
る
だ
ろ
う

世
界
を
守
る
戦
い
の
最
前
線
に
立
ち
と
も
す
れ
ば
死

ん
で
し
ま
う
事
だ

て
十
分
あ
る

そ
ん
な
リ
ス
ク
を

ら
せ
る
く
ら
い
な
ら

が
も

と

る
方
が
マ
シ
だ

た

  
け
れ
ど

け
れ
ど

て
ん
さ
い
達
が

変
え
た

  

つ
ま
り
は
さ
戦
場
に
本
人
が

な
き

い
い
ん
だ
よ
ね

 
な
ら
束
さ
ん
に
ま

か
せ

な

さ

い

 
こ
の

代
の
大
天
災
が
和
君
の
お
悩
み
を
解
決
し
て
あ

よ
う

 

ま

中
の
技
術
を
パ
ク
る
み
た
い
で
ア
レ
だ
け
ど
技
術
に
罪
は
無
い
か
ら
ね

さ

和
君

独
り
だ
な
ん
て
思
え
な
い
く
ら
い
に
し
て
あ

ち

う
ゼ

  

あ
の
機
体
に

ま
れ
て
い
た
機
器
そ
れ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
非
常
に
興
味
深
い

な
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に

せ
た
ま
え

無
人
機
開
発

我

で
成
し

て
み
せ
よ
う

あ
あ
無
人
機
に
組
み

み
た
い
か
ら

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
デ

タ

は

頼
む
よ

と

の
真
の
コ
ラ
ボ
レ

シ

ン

方
ぶ
り
に

が
躍
る
と
い
う
も
の
だ

  

コ
ア
な
ん
て
ハ
イ
エ
ン
ド
の
ス
パ
コ
ン
を
使
う
ん
だ
か
ら

方
向

信
プ
ロ

ブ
の
演

な
ん
て
使
い
た
い
放

じ

な
い

 

覚
と

覚
の

信
は
あ
た
し
に

せ

て

マ

ハ

く
ら
い
は
見
え
る
よ
う
に
し
て
み
せ
る
わ

 
黒
椿

が
ア
リ

ナ
の
空
に
浮
か
ぶ
複
数
の
影
を

え
る

 

れ
も
見
覚
え
の
あ
る

見
覚
え
し
か
な
い

の

女
性
達

黒
騎
士

を

う
ク
ロ
エ
を
取
り

く
よ
う
に

ん
で
い
る

 
白
を

と
し

を
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
た
騎
士

を

い

色
の
髪
を

か
せ
る

剣
使

い

閃
光

ア
ス
ナ

 

紺
の
⻑
髪
と
ク
ロ

ク
ス
カ

ト
を

か
せ

黒

の
如
き
剣
を

え
る
片
手
剣
使
い

絶
剣

ユ
ウ
キ



 幕間之物語：義弟編 〜モウ、独リジャナイ〜

 
紺
色
の
騎
士

を

い

黒
の
⻑
髪
を

か
せ
る

剣
使
い

舞
姫

ラ
ン

 
水
色
の

に

そ
し
て
深
紅
の
⻑
槍
を

え
た
槍
使
い

蒼
猫

サ
チ

 
メ
ガ
ネ
を
掛
け

緑

の
上
か
ら

め
に

を
掛
け
た
弓
使
い

ア

チ
弓
兵

シ
ノ
ン

 

髪
を

か
せ
舞

の
よ
う
な
ブ
ラ

ク
ド
レ
ス
を

う

剣
使
い

鉄
レ
イ
ン

 
⻑
い
黒
髪
と
黒
の
外

を
は
た
め
か
せ
黒
の
⻑
剣
を
手
に
臨
戦

勢
を
取
る
⻑
剣
使
い

き

う

え
い影

キ
リ
カ

 
フ

ド
付
き
の
黒
コ

ト
を

い
一
つ
に

た
髪
を

か
せ
る
二
刀
使
い

し
ん心
け
ん剣

ユ
イ

 

い

と

を

い

紺
の
大
剣
を

ぐ
大
剣
使
い

剣

ス
ト
レ
ア

 
白
と
黒
の
色
違
い
の
⺠

を

い
片
刃

手
剣
を
持
つ
二
人
の

人

の

軍
ヴ

フ
ス

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

 
そ
し
て

金
髪
緑

の
風
妖
精
と
し
て
⻑
刀
を

え
る
義
理
の
姉

剣
姫

リ

フ

 
合

十
三
人
も
の

間
が

い

み
し
て
い
た

 

の
願
い
は

み
ん
な
を
守
る
事
だ

 
み
ん
な
は

の
事
を
助
け
よ
う
と

え
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
が
現
実
は
そ
う

な

事
で
は
な
い

命

け
の
場
に

が
出
る
事
を
許
し
た
く
な
か

た
か
ら
だ

結

自
分
で
判
断
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す
る
事
が
怖
く
て

士
に

投

し
た

だ
が

最
終
的
に
そ
れ
は
よ
か

た
の
か
も
し
れ

な
い
と
今
は
思
う

 
こ
の
場
に
い
る

生
身
の
人
間

は
自
分
と
ク
ロ
エ
の
二
人
だ
け

 
で
は
他
の
面

が

像
だ
け
か
と

え
ば

そ
う
で
は
な
い

 
件
の
学
園
襲
撃
事
件
の

と
結
城
兄
妹
を
襲

た
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
機
体
は
無
人
機
だ

た

そ

れ
は
襲
撃
し
て
き
た
ス
コ

ル
ら
の
コ
ア
を
経
由
し
て
の
遠
隔

作
で
あ
り
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術

を

い

リ
ア
ル
タ
イ
ム

つ
ダ
イ
レ
ク
ト
に

作
し
て
い
た
と
い
う

 
あ
の
天
才
達
は
そ
れ
を
流

し
た
の
だ

 

と
ク
ロ
エ
を

い
た
十
二
の
面

は
全
て
マ
ネ
キ
ン
型
の
無
人
機

そ
れ
に

の
ホ
ロ

グ
ラ
ム
技
術
を

い
た
テ
ク
ス
チ

デ

タ
を

り
付
け
て
見
た
目
を
整
え

作
を

技
術

の
フ
ル
ダ
イ
ブ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
行

て
い
る
の
が
事
の
か
ら
く
り

そ
う
す
る
事
で
た
と

え
機
体
が
破
壊
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
を

作
す
る
み
ん
な
に
直

的
な
影

は
出
ず

の
目

的
も

み
ん
な
の
願
い
も
叶
う
事
に
な
る

本

に

代
の
大
天

・才
だ
よ

ど
こ
が

者
な
ん
だ

ま

た
く

 

ど
う
し
て
か



 幕間之物語：義弟編 〜モウ、独リジャナイ〜

 

が

零
れ
た

  

回

大
本
命

 
解
放
の
英
雄
 
対
 

存
在
し
な
か

た
者
達

機

 
デ

エ
ル
・
ス
タ
ン
バ
イ

  

な
ん
で
一
方
的
に
数
が
多
い
の

 

和
人
の
危
険

に
対
す
る
抑
止
力
の

合
い
で
す

 
ち
な
み
に
和
人
は

世
界
の
守
護
者

抑
止
力
と
契
約
し
た
英
霊
的
な

 
彼
女
達
が
森
羅
の
守
護
者

抑
止
力
と
契
約
し
た
英
霊
に
影

さ
れ

さ

れ
る
英
霊
的

と
呼
ば
れ
る
予
定
で
す

 

ど

か
で

い
た
事
が
あ
る
な
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結
集
 

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

点

七
色

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

子
の

は
勝
手
に

本
真

さ
ん

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

タ

Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
ジ

ン
ヌ
な
ど

と
思

て
ま
す
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な
ん
と
か
間
に
合

た

ス
ね

 
背

れ
付
き
の
キ

ス
タ

チ

ア
に
ぐ
で

と
背
中
を

け
な
が
ら
男
が

う

こ
こ
数
日

間
の
デ
ス
マ

チ
に

し
い
仕
事

を
ギ
リ
ギ
リ
の

期
で
な
ん
と
か
終
え
た
男
・

タ
ケ
ル

の
声
だ

労
を
色

く
滲
ま
せ
な
が
ら

彼
は

手
を

ら

ら
と
振

て
い
た

 

れ
切

た
男
の
目
は
力
な
く

モ
ニ
タ

に

る
光

に
向
け
ら
れ
て
い
る

 

英
雄
と

対
す
る
十
三
の
機
体

 
コ
ン
セ
プ
ト
は

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

 
英
雄
を

世
界
に
危
機
が

れ
た
時
に
立
ち
上
が
る
守
護
者

す
な
わ
ち
危
機
に
対
す
る
カ

ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン
と
定
義
し
た
時
そ
れ
に

し
て
活
動
を
始
め
る
英
雄
自
体
の
守

護
者

同
時
に

世
界
を
滅

し
か
ね
な
い
獣
性
を
抑
え

む
楔

そ
れ
故
の
ガ

デ

ア
ン

 
あ
の
十
三
機
の
内
生
身
の
人
間
は
ク
ロ
エ
一
人
だ
け

他
の
十
二
人
は
全

が
フ
ル
ダ
イ
ブ

技
術
を

い

無
人
機
を
動
か
し
て
い
る
だ
け
で

あ
の
場
に
は
存
在
し
て
い
な
い

 
そ
の
無
人
機
を
あ
た
し
達
は

意
す
る
の
に

し
て
い
た

実

は

ノ
之
束

士

場

士
の
他
神
代

子

士
や
あ
た
し

タ
ケ
ル
な
ど
そ
の
業
界
の
著
名
人
ら
全

が
協
力
し
て
い
た
の
だ
が

天
災
と
天
才
が
別
件
で

け
た
今

残
る
主
力
は
三
人
だ

た
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そ
し
て
無
人
機
の
機
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
に
組
ん
で
い
た
の
は

タ
ケ
ル
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
彼
の
負

が
大
き
く
な
り

あ
そ
こ
ま
で

し
て
い
る

あ
の
ね

君

も
う
少
し
な
ん
と
か
な
ら
な
か

た
の

 
流

に
突

作
業
過

ぎ
る
わ
よ

ん
が

し

う
が
な
い
ん
ス
よ

子
先

エ
モ
ン
シ
リ

ズ
の
製
作
は
も

と
後
期
に
予
定
さ
れ
て
た
ト
コ
を
前
倒
し
に
し
た
ん
ス
か
ら

 
同
じ
く

し
て
い
る
理
知
的
な
女
性
・
神
代

子
の
不

に

が
間

び
し
た
声
で
応

じ
る

 

が

に
し
た

エ
モ
ン
シ
リ

ズ

な
る
呼
称
こ
そ

日
本

技
場
に
あ
る
十

二
機
の
無
人
機
の
正
体
だ

 
正
式
名
称
は

エ
レ
ク
ト
ロ
ア
ク
テ

ブ
・
マ

ス
ル
ド
・
オ

レ

テ

ブ
・
マ
シ

ン

と

い

文

を
取

て

Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｍ

そ
れ
に
一

機
の
数

を

て

め
た
呼
び
方
が

付
け
ら
れ
て
い
る

二

が
リ

ダ

に
な

て
引

て
い
て
和
人
と
自
分

場

士

ノ
之

士
す
ら
も

わ

て
い
る

で
必
要
と
さ
れ

策

が
練
ら
れ
て
い
た

代
物
だ

く

が
現
実
世
界
で
活
動
す
る

動
か
せ
る
体
が
あ

た
方
が
い
い
だ
ろ
う
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と 
デ

タ
収
集
を
目
的
に
し
た
初

機
は

ば

た
フ
レ

ム
に
突
出
し
た

節
な
ど

う
じ

て
ヒ
ト
ガ
タ
を
保

て
は
い
た
が

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ゴ

レ
ム
の

が
強
か

た

 
し
か
し

を

載
す
る
予
定
の
二

機
以

は

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

重
力
感
覚
系
の
演

式
が
あ
る
た
め
セ
ン
サ

と
バ
ラ
ン
サ

の
性
能
が

躍
的
に
向
上
し
外
付
け
の
機

を
外

せ
る
た
め
も

と
ス
マ

ト
に
な
る

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
時
こ
れ
く
ら
い

い
た
か
ら
足
を

こ
れ
く
ら
い

ば
そ
う

と
意
識
的
に

え
て
る

で
な
い
よ
う
に

人
間
や

に
は
オ

ト

バ
ラ
ン
サ

機
能
が
備
わ

て
い
る

そ
れ
を
機

的
に
再
現
し
た
か
ら
初

機
は
ゴ
ツ
く
な

た
だ
け
で

を

載
す
る
の
で
あ
れ
ば

不
要
に
な
る
か
ら
だ

 
そ
し
て
二

機
以

の
エ
モ
ン
シ
リ

ズ
を

ノ
之

士
が

仕
様
に

良
し
つ
つ

場

士
と
自
分
と
が
フ
ル
ダ
イ
ブ
の
感
覚
系
演

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
正
常
に

く
よ
う

整
し

と
神
代
が
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
上
で
の
デ

タ
コ
ン
バ

ジ

ン
作
業
を
行

た

 

そ
れ
を
四
日
前
エ
モ
ン
シ
リ

ズ
二

機
が

作

に
あ
る
状

か
ら
突

作
業
で

進
め
て
い
た
の
だ

 

体
と
そ
の
制

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

と

の
一
人
者
達
が

し
た
か
ら
こ
そ
の
力
業

正
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直
も
う
二

と
こ
ん
な
デ
ス
レ

ス
は
や
り
た
く
な
い

も

と

を
持

て

・
開
発

に
取
り
組
み
た
い

あ

四

し
た
の

て

い
つ
ぶ
り
だ

け

 
ズ
キ
ズ
キ
と

く
こ
め
か
み
と

多
分
い
ま
立
ち
上
が

た
ら
立
ち

み
で
倒
れ
る
確
信

が
あ
り

あ
た
し
は
行

悪
く
デ
ス
ク
に
突

し
た

 
も
ぞ
も
ぞ
と
蠢
き
な
が
ら

を
回
し

モ
ニ
タ

を
見
る

 
そ
こ
に
浮
か
ぶ
十
三
の
機
体
と

そ
れ
と
対
峙
す
る
黒

く
め
の

ヒ英
ロ雄

を
見
て

知
ら
ず

み
が

れ
る

こ
の
あ
た
し
が
こ
こ
ま
で
や
た
ん
だ
か
ら

ば
ち
り
決
め
て
よ
ね

和
人
く
ん

 

労
の
中
に
確
か
な
達
成
感
を
覚
え
な
が
ら
あ
た
し
の
意
識
は

み
に

ん
で
い

た

 
 

 

そ
れ

に

が
気
付
け
た
の
は
ま

た
く
の
偶
然
だ

た

 
数
年
前
の

強

事
件
か
ら

写
真
や

像

あ
る
い
は
手
を
使

た
ハ
ン
ド
ジ

ス

チ

で
す
ら

を

想
さ
せ
る
も
の
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
引
き
金
と
な

て
い
た

は
ア

ニ
メ
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
ニ

ス
な
ど
も
滅
多
に
見
な
い
生
活
を
送

て
き
た

世
界
を
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さ
せ
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

す
ら
知

た
の
は
デ
ス
ゲ

ム
化
の

日
だ

た
程
だ

 
と
に
も
か
く
に
も

に
と

て

は
忌

す
べ
き

徴

 
そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

郷
信
之
に

ま
り
実
験
対

に
さ
れ
た
時
記

に

ま
れ
た
負

の

徴
と
し
て

あ
の

が

ば
れ
た
事
か
ら
も
明
ら
か
だ

 

の
記

に
は

心
に
は

未
だ
深
い
傷

が

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

 

し
か
し

あ
る
転
換
期
を

え
て
い
た

 
六
月

日

 

中
で
あ
る
少
年
が

を

た
四
人
の
女
権

に
よ

て
追
い
回
さ
れ
る
事
件
が

き

た

そ
れ
か
ら

ば
く
か
し
て

学
園
学
年
別
個
人
ト

ナ
メ
ン
ト
で
の
襲
撃
事
件
が

き
た

 
そ
の
ど
ち
ら
も
ニ

ス
あ
る
い
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
動

で

が

で
き
自
身
も

間
達
と

共
に
そ
れ
を
見
た

 

だ

た
と
は
思
う

 

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

は

進
出
を
目
的
と
し
た
マ
ル
チ
フ

ム
ス

ツ
だ
が
現
状
は
あ
ら

る
武
器
を

い
世
界
大
会
を
勝
ち
上
が
る
ト

ナ
メ
ン
ト
ス

ポ

ツ
の

面
が
強
い

そ
し
て
そ
の
武
器
に
は
刀
剣
だ
け
で
な
く

火
器
を

に
設
え
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た
も
の
も
存
在
し
て
い
た

 

も
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
存
在
自
体
は
知

て
い
る

だ
が
そ
れ
を
見
た
事
は
な

い
し

女
子
に
人
気
な

界

の

自
体
に
も
興
味
は
な
か

た

火
器
が

て
い
れ

ば

な
シ

ク

状
が
現
れ
る

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
小
中
学

に
導
入
さ
れ
た

を
学
ぶ

業
は

に
と

て
⻤

そ
の
も
の
だ

た
と

え
る

 

だ
が

 
あ
の
二
つ
の
事
件
を
こ
の
目
で
見
た
時

を
シ

ク

状
が
襲
う
事
は
な
か

た

あ

る
と
し
て
も
多
少
の

や

と
動

ど

過
呼

全
身
の

直
見

識
の
喪
失
か
ら
失
神

な
ど
は

き
な
か

た

 
な

な

大

な
の
か
と

時
の

は

と
な
く

し
た

そ
の
果
て
に
二

つ
の
可
能
性
を
見
出
し
た

 
一
つ
目
は
あ
の
少
年
が

わ

て
い
た
か
ら

己
の
負
の
イ
メ

ジ
を

化
さ
せ
た
空
間

に

み

み
親
友
に
な

た
少
女
と
共
に

き

こ
し
に
来
て
く
れ
た
人
が
危
険
に
晒
さ
れ
て

い
た
か
ら
こ
そ
五
年
前
の
よ
う
に
無
我
夢
中
に
な

て
シ

ク

状
を

こ
す
程
の

が
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無
か

た
可
能
性

 
も
う
一
つ
は

そ
の
ニ

ス
や
動

を
見
た
時
は

仮
想
世
界
に
い
た
か
ら

 
あ
の

弾
は

は
現
実
世
界
の
も
の
で
あ
り
仮
想
世
界
に
は
存
在
し
な
い

だ
か
ら
自

身
が
傷
付
け
ら
れ
る
事
は
な
い

と
い
う

無
意
識
の
認
識

 

ず

と

こ
の
ま
ま
じ

い
け
な
い

 

火
器
が
生
活
に
密

に

わ

て
く
る
事
は
か
な
り
少
な
い
だ
ろ
う

だ
が
ド
ラ
マ
や
ア

ニ
メ
は
と
も
か
く
子

の

や
ジ

ス
チ

に
す
ら

状
を

こ
す
よ
う
で
は
実
生
活

に

を
来
す

そ
う
と
分
か

て
い
な
が
ら
し
か
し
ど
う
し
た
も
の
か
と
こ
れ
ま
で
悩
ん
で

き
た

 
だ
が

思
い
が
け
ず
光
明
が
見
え
た

 
二
つ
の
事
件
を
無
事
に
見
終
え
ら
れ
た
要
因
は
定
か
で
は
な
い
が
し
か
し
少
し
ず
つ
ト
ラ
ウ

マ
を
直
し
て
い
く
に
は
最

で
は
な
い
か
と
思

た

 
そ
ん
な
と
き
に
舞
い

ん
で
き
た
の
が

ノ
之
束

士
か
ら
の
誘
い
だ

 
和
人
は
私
達
が
現
場
に
い
る
事
を
望
ん
で
い
な
い

し
か
し
共
に
戦

て
く
れ
る
事
は
望
ん

で
い
る

そ
れ
を
叶
え
る
手

が
あ
る
と
す
れ
ば
ど
う
す
る
か

と
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現
実
問

と
し
て

私
達
が

学
園
に
入
学
す
る
事
は

し
い

 
学
年
的
な
問

は
い
い

自
身
の
他
に
直
葉
木

子

子
は
今
年
で
高

一
年

の
年

だ
が

五
人
と
も
が
現
在
中
学
三
年
の
学
年
だ

学
園
に
編
入

験
を

け
る
に
あ

た

て
来
年
は

タ
イ
ミ
ン
グ
が
い
い

 
し
か
し

学
力
の
問

が
あ
る

 
真

な
手

で
な
け
れ
ば
ブ

イ
ン
グ
を

け
る
事
は
想
像
に

く
な
い

そ
し
て

学

園
は

一
千
を
超
え
る

ど
の
超

定

百
人

り
に
対
し
て
世
界
中
か
ら
希
望
者
を

集
し
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
も

然

そ
し
て
入
学
す
る
に
あ
た

て
ず

と

強
を

け
て

き
て
い
る
者
は
エ
リ

ト
そ
の
も
の
で

年
あ
る
い
は
二
年
も
デ
ス
ゲ

ム
に

じ

め
ら
れ

て
い
た
身
に
は
キ
ツ
い
も
の
が
あ
る

 
一
番
の
問

と
し
て

そ
れ
を
和
人
は
望
ま
な
い
と
い
う
点
が
あ

た

 
学
園
襲
撃
事
件
の
よ
う
に

学
園
は
確
か
に
セ
キ

リ
テ

は
高
い
の
だ
ろ
う
が

だ
か

ら
と
い

て
安
全
と
は

い

い

む
し
ろ
襲
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
か
ら
あ
れ

ど
の

備
体

制
な
の
だ
と
今
は
思
う

平
行
世
界
の
話
を

く
限
り

と
な
く
襲
撃
を

け
て
い
た
よ
う
だ

し

そ
れ
を
知

た
上
で
入
学
を
喜
ぶ
と
は
と
て
も
思
え
な
か

た
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そ
の
問

を

め
て
打
破
し
た
の
が

士
が
持
ち
掛
け
て
き
た
話
だ

 

学
園
襲
撃
時

明
日
奈
の
前
に
現
れ
た
と
い
う

う

Ｐ
ｏ
Ｈ
が

た
無

人
機

の
技
術
を
流

し

フ
ル
ダ
イ
ブ
す
れ
ば
共
に
戦
え
て

が
全
損
し
て
も
私
達
の
肉

体
は
傷
付
か
な
い

そ
ん
な
方
法
が
あ
る
と

そ
し
て
そ
の
機
体
展
開
は
今
後
和
人
を
中
心

に
行
え
る
よ
う
に
す
る
方

だ

と

 
和
人
は
あ
ま
り
に
強
過
ぎ
る

本
人
の
実
力
も
去
る
こ
と
な
が
ら

無
銘

と

黒
椿

の

実

二
つ
の

を
個
人
で

有
し
て
お
り

そ
れ
ら
の
能
力
も
強
力
な
の
だ

前
者
は

を
一

撃
で
後
者
は

一
仕
様
能
力
を
三
つ
発
現
し
た
上
に
機
体
性
能
が
他
を
圧
倒
し
て
い
る

そ
ん

な
も
の
を
持

て
い
る
彼
に
ク
ロ
エ
楯
無
千
冬
の
三
人
だ
け
で
果
た
し
て
抑
え

め
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
う

念
の
声
が

に
上
が

て
い
た

抑
え
る
の
な
ら
義
理
の
姉
や
そ
の

間

達
が
最

だ
ろ
う
と
い
う
声
も
あ

た
と
い
う

襲
撃
事
件
を

え
護
衛
が
足
り
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う

念
の
声
も

 
そ
れ
ら
に

め
て
対
応
で
き
る
の
が

無
人
機

の
登

お

目
の
時
こ
そ
ク
ロ
エ
を

中
心
と
す
る
が

そ
れ
以

は
和
人
に
無
人
機

を

機
状

に
変
え
た
も
の
を

し

有
事

の

は

に
展
開
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
の
だ

私
や
明
日
奈
な
ど
は
す
ぐ
に
ダ
イ
ブ
出
来
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な
い
だ
ろ
う
が

キ
リ
カ
や
ヴ

フ
ス
と
い

た

組
は

な
い

 

士
の
話
は

正
に
目
か
ら

だ

た

 
そ
し
て

そ
れ
に
私
は
立
候
補
し
た

 
和
人
の
力
に
な
り
た
い
と

て
い
た
想
い

 
ト
ラ
ウ
マ
を
克

し
た
い
と
い
う
切
な
る
願
い

 
そ
の
二
つ
が
私
を

り
立
て
た

現
実
で
は
た
だ
の
学
生
で
も

仮
想
世
界
で
は
あ
の
デ
ス

ゲ

ム
を
生
き

い
た
一
人
な
ん
だ
と
い
う
自
負
が
後

し
し
た

 

を
番
え
る

 

に
光
る

か
ら

さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ

を

い

白
に

く

そ
の

が
強
く

く

ハ

 
バ
シ

と

い

と
共
に

が

出
さ
れ
る

は
あ
る
程

ん
だ
と
こ
ろ
で
光
を
解

放

白
の
エ
ネ
ル
ギ

は

か
く
分
裂
し

弾
の
如
く
対

黒
椿
を
追
い

め
る

 
し
か
し
神
速
で
振
る
わ
れ
た
黒
刀
で
そ
の

く
が
切
り
裂
か
れ
そ
の
刀
身
に
取
り

ま
れ
た

 

イ
タ
チ
ご

こ
も
い
い
と
こ
ね

こ
れ
は

 
内
心

り
な
が
ら
再
構

し
た

を
ま
た
番
え
る
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自
分
が

る
機
体

ア

チ

に
備
え
ら
れ
た
蒼
い
⻑
弓

ア
ニ
ヒ
レ

ト
・
レ
イ

は

弓
自
体
が
エ
ネ
ル
ギ

を

し
て
い
る

で
は
な
い

の
ス
ラ
ス
タ

や
エ
ネ
ル
ギ

兵

が
空
間
に
放
出
す
る
エ
ネ
ル
ギ

を

収
し
そ
れ
を

を

し
て

に

す
る
事
で
真
価

を
発

す
る

時
加
速
も
ス
ラ
ス
タ

に

き
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ

を
再

収
し

さ
せ
る
事
で
ト

プ
ス
ピ

ド
へ
一
気
に
加
速
す
る
技
術
で
そ
の
技
術
を
武
器
に
応

し
た
も

の
が
コ
レ
だ

 
し
か
し

そ
れ
は

な
に
も
私
だ
け
の
特

武

と
い
う

で
は
な
い

 
ど
の

も

時
加
速
が
可
能
な
よ
う
に

少
し
開
発
者
が

れ
ば
同
じ
機
能
を
持

た
武

器
は

ら
で
も
出
来
上
が
る

 
事
実

彼
が
持
つ
黒
刀
は

正
に
そ
の
機
能
を
有
し
て
い
た

 
あ
の
黒
刀
も
ま
た

に

さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ

収
能
力
を
持

て
い
る

戦
闘
時
間

が
⻑
引
け
ば
⻑
引
く

ど
エ
ネ
ル
ギ

は
機
体
に

し
て
い
く

そ
し
て
解
放
し
た
時
の

力

が
格

に
高
く
な
る

秋
十
を
倒
し
た
闇
の
一
撃
は
先
に
月

天
衝
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ

そ
の
も
の
の
攻
撃
を
三

撃
た
れ

空
気
中
に

し
て
い
た
分
を

収
し
て
の
一
撃
だ

た

零

白
夜

や

月

天
衝

が
自
身
の
内

か
ら
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ

を

い
る
の
で
あ
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れ
ば

彼
の

虚
月
閃

は
自
身
の
外

の
エ
ネ
ル
ギ

を
流

す
る
と
い
う
事
だ

 
無
論

を
そ
の
ま
ま
攻
撃

に
転
換
し
て
い
る
の
で

彼
の

虚
月
閃

も
私
の

も

果
自
体
は

零

白
夜

の
そ
れ
と
同
じ

た
だ

源
が
自
身
の

か

空
間
に
漂
う

か

と
い
う
違
い
だ
け
だ

 
そ
し
て
今

場
の
リ

ス
は

限
な
く

さ
れ
て
い
る

我
ら
の
力
は
こ
こ
に
あ
り
て

 
フ
ラ

グ
・
オ
ブ
・
ヴ

ラ

武

の

 
紺
色
の
騎
士

を

う
ラ
ン
が

剣
の
代
わ
り
に
持

た
物
を
天
に
突
き
上

る

 
そ
れ
は

だ

 
軍

の
よ
う
に
大
き
な

を
は
た
め
か
せ
先

が
槍
の

先
に
な

て
い
る
そ
れ
が
大
き
く

振
る
わ
れ
る

す
る
と

先
か
ら

し
い
光
が

れ
ア
リ

ナ
中
に
展
開
し
て
い
る
味
方
へ
と

り

ぎ

少
し
た

を
回
復
し
て
い
く

更
に
そ
れ
が
ト
リ
ガ

と
な

て
機
体
性
能
の

ロ

ク
が
外
れ

パ
ワ

ス
ピ

ド
が
更
に
向
上
す
る

ハ
ハ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
上
が

て
き
た
上
が

て
き
た

さ

行
く
よ
キ
リ
ト

こ
の
戦
闘
狂
ど
も
が
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を
上

る

二
つ
の
女

軍
達

間
に
な

て

二

月
⻑
ら
く
放

さ
れ

て

い
た
二
人
が
思
い
切
り

し
ん
で
い
る
の
は

が
見
て
も
明
ら
か
だ

た

 
和
人
は
⻭

み
し
な
が
ら

け
れ
ど

に
は

絶
な

み
を
浮
か
べ
て

黒
刀
を
振
る

い

な
し
て
い
く

参
り
ま
す

ア
タ
シ

か

つ

 
さ

き
は
よ
く
も
や

て
く
れ
た
な

 
そ
の
背
後
か
ら

上
か
ら
二
人
の
義
姉
が
襲
い
掛
か
る

ど
ち
ら
も
さ

き

と
さ
れ
て

い
た
が

ラ
ン
が
掲

た

武

の

に
よ
る

で
復
帰
し
た
ら
し
い

 
こ
れ
が
あ
の

の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
な
の
だ

 
機
体
性
能
ア

プ
も
強
力
だ
が

回
復

更
に
全
損
機
体
の
復
帰
ま
で
も

離
が
離
れ
た

状

で
可
能
に
し
て
し
ま
う

同
士
の

の

け

し
は
理
論
上
可
能
と
さ
れ
る
が

そ
れ

は

程
息
を
合
わ
せ
た
上
で

同
士
を
触
れ
合
わ
せ
て
初
め
て
実
現
す
る
事

離
が
離
れ
た

状

で

を

す
る
兵

は
こ
れ
ま
で
無
か

た
と

い
て
い
る

行
く
ぞ
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
絶
大
な
バ
フ
を

け
た
キ
リ
カ
が
⻑
剣
を
手
に
肉

し
て
い
く
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ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

ユ
イ

ス
ト
レ
ア

そ
し
て
キ
リ
カ
と
い
う

五
人
組
に
よ
る

攻
撃

さ
し
も
の
和
人
も
黒
刀
一
本
で

な
す
の
は
限
界
ら
し
く
大
き
く
回

行
動
を
取
り
始

め
る

 
だ
が

手
加

な
し
よ

気
が
引
け
る
け
ど

全
力
で
行
く
か
ら
ね

 
退
路
を
断
つ
よ
う
に
リ

フ

と
ユ
ウ
キ

片
手
剣
使
い
最
強
と
称
さ
れ
る
二
人
組
が
立
ち

は
だ
か

た

片
や
剣
の
⻤
片
や
絶
対
無

の
剣
と

わ
れ
る
実
力
者

和
人
を
し
て
一
対
一

で
は
勝
ち
星
が
な
い
と
い
う
二
人
だ

 
こ
の

は

ア
ス
ナ
が
指
示
し
た
事

流

血

騎
士

の

⻑
だ

 
そ
の
二
人
を
見
て

彼
の

か
ら

み
が

れ
る

私
を
忘
れ
な
い
で
よ

わ
た
し
も
ね

 
私
と

復
帰
し
た
ば
か
り
の
レ
イ
ン
が
声
を

え

攻
撃
を
開
始
し
た

 

た

か
ら
光
が
分
裂
し
そ
こ
を
無
数
の
鉄
剣
が
雨
の
よ
う
に
襲
撃
す
る

彼
女
の
代
名
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た
る

サ
ウ
ザ
ン
ド
・
レ
イ
ン

そ
の
再
現

 
私
達
の

撃
を
前
に
し
か
し
ユ
イ
や
ヴ

フ
ス
達
は

離
を
取
ら
な
い

ラ
ン
の
掲

る

の

果
で

弾
し
た

か
ら
回
復
す
る
か
ら
だ

に
い
う

ン
ビ
ア
タ

ク
と
い
う
戦
法

ら
し
い

必
至
に

と
回

を
こ
な
す
和
人
に
対
し

な
ま
で
に
攻
撃
を

り
返
し
て
い

る

め
る
な

 
そ
こ
で
我

の
限
界
か
の
よ
う
に
彼
が
声
を

り
上

る

黒
刀
か
ら
闇
が

き
出
し

に
振
る
わ
れ

彼
を
守
る

と
な

た

零

白
夜

の

だ

 
い
か
に
回
復
す
る
と
は

え
そ
れ
を
ま
と
も
に

け
れ
ば
タ
ダ
で
は
済
ま
な
い

 
彼
の
黒
刀
は

ア
ニ
ヒ
レ

ト
・
レ
イ

の
上

換

無
銘

や

黒
椿

な
ど
自
機
の

は
消

し
な
い
が

の
空
間
と

斬
り
つ
け
た

手
の

を
も

収
し

自
身
の
攻
撃

力
へ
と
変
え
て
し
ま
う

零

白
夜

程
で
は
な
い
が

の
斬
撃
す
ら
も
場
合
に
よ

て
は

命
傷
に
な
り
得
る
の
だ

無
論
自
身
の

も

ぎ

め
る
か
ら

無
限
回
復
の

覇
導
絶

を
発
動
す
れ
ば
最

手
を
付
け
ら
れ
な
い

 
更
に

虚
月
閃

を

え
て

わ
せ
た
状

で
斬
ら
れ
れ
ば

え
る
だ
に
恐
ろ
し
い
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だ
か
ら
こ
そ
み
ん
な
は

離
を
取

た

 

そ
こ
に

ゲ
イ

ボ
ル
グ

 
こ
れ
ま
で
ず

と
息
を
潜
め
て
い
た
サ
チ
が

深
紅
の
魔
槍
を
投

し
た

 
機
体
が
モ

シ

ン
を

出
し

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
が

く

彼
女
の

部

に

作
ら
れ
た
展
開

か
ら

な
エ
ネ
ル
ギ

が

さ
れ
た

紅
色
の
光
が
ア
リ

ナ
を

め
上
に

す
る

 
行
き
つ
く
先
は
闇
に

わ
れ
た

の
中

 
流

だ
な

  
闇
の
中
か
ら

れ
た
声
が

こ
え
て
き
た

 
そ
う
思

た
時
世
界
は
紅
と
黒
に
二
分
さ
れ
て
い
た

闇
を
突
き
進
む
紅

紅
を

み

ま

ん
と
す
る
闇

結
果
は
闇
の
勝
ち
だ

た

紅
は

ま
れ
弾
き

ば
さ
れ
た

し
か
し

時
に

子
へ
と
解
け

サ
チ
の
手

に

る
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闇
の
中
か
ら
影
が
現
れ
る

 

白
い
仮
面
に

黒
目
金

 
先
の

の
上
か
ら

ユ
イ
と
同
じ
フ

ド
付
き
黒
コ

ト
を

て
い
る

黒
椿

か
ら
更

に
無
銘
も
同
時
展
開
し
た
と
い
う
事
だ

そ
れ
も
本
気
も
本
気
出
し

し
み
な
し
の
全
力

状
ア

チ

が
そ
の
危
険

を
伝
え
て
く
る

 

無
限
回
復

覇
導
絶

物
理
無

攻
撃

万

絶
解

エ
ネ
ル
ギ

無

攻
撃

空
白
絶
虚

三
種

の

一
仕
様
能
力
の
発
動

そ
の
発

動

件
で
あ
る
武

も
全
て
彼
の
背
後

に
展
開
さ
れ
て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
見
た
武

達 
理
論
上

現
状
最
強
と
目
さ
れ
る
形

だ

 

ち
り

と
記

が

い
た

 
見
た
事
が
あ
る

 
そ
の

を

 
こ
の
光

を

 
な

な
ら
七
十
五
層
の
闘
技
場
で
出
て
き
た
過
去
の
彼
の

と

似
し
て
い
た

あ
の
仮
面
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も

展
開
し
て
い
る
武

も

黒
剣
と

剣

二
本
の
黒
刀
が
付
け
足
さ
れ
て
い
る
だ
け

 

過
去
を
思
い
出
し
た
あ
の
戦
い
が

裏
に

る

 
そ
し
て

喜
に

え
た

 
あ
の
存
在
は

最
強

の
前
に
し
か
現
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
た

 
し
か
し
今

私
の
目
の
前
に
い
る
の
は

そ
の

最
強

を
も
超
え

さ
ら
に
成
⻑
を

た

英
雄
だ

 
私
達
は
一
人
で
は

彼

に

わ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
け
ど

弱
気
に
な
ん
て
な

て
ら
れ
な
い

 

私
達
が
戦

て
い
る
の
は
私
達
が
彼
の
抑
止
力
足
り
得
る
こ
と
を
世
界
に
証
明
す
る
た

め 
な
ら
ば

し
力
の
制
限
を
無

し
た
時
に
な
る
だ
ろ
う
最
強
状

を
下
せ
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い

 
な
ら
ば
こ
そ
私
達
は
こ
れ
を
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
の
思
い
は
同
じ
な
の
だ
ろ
う

か
ら
と
も
な
く
私
達
は
一

離
を
取
り
身
構
え
た

心
境
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
対
峙
し
た
時
以
上
の

感
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死
ぬ
こ
と
は
な
い

 
そ
れ
で
も

そ
れ
で
も
あ
の
世
界
に
い
た
時
よ
り
も

感
と
高

感
を

い
て
い
る

自
分
が
い
る

 
で
も
そ
れ
は

然
だ

 
今
か
ら
私
達
は

最
強
へ
と

戦
す
る
の
だ
か
ら

 
カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

全
力
攻
撃

  
銀

仕
上

の

剣
を
振
る
い

ア
ス
ナ
が

を
下
し
た

  
・
Ｓ
Ａ
Ｏ
闘
技
場

 
見
て
る
だ
け
だ

た
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で
も
今
は

立
ち
向
か
う

に
な
れ
て
い
る

  
・

の
ト
ラ
ウ
マ

 
本
作
現
時
点
で
は
ま
だ
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず

て

事
件
の

は
見
れ
な
い

 
し
か
し

は
し

か
り
知

て
い
る

仮
想
世
界
で
あ
れ
ば

火
器
に
対
す
る
恐
怖
心
が

れ
る

と
い
う
原
作
要

が
あ
る
た
め
で
あ
る

 
そ
の
た
め
仮
想
世
界
を

し
て
で
あ
れ
ば

は
無
人
機
を

り

の
戦
い
に
参
入
で

き
る

 

ま

あ
の

を
見
た
ら
ま
だ
シ

ク
が

き
ま
す
が

  
・
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
シ
リ

ズ

 
原
作

に
て
登
場
す
る
人
型
メ
カ

 
原
作
で
は
イ
チ
エ
モ
ン
と
さ
れ
最
終
的
に
ア
リ
ス
が
現
実
で
使

す
る

体
の

体
と

な

た
代
物

 
本
作
で
は
無
人
機
技
術
を
流

し

機
体
の

体
に
使
わ
れ
て
い
る

バ
ラ
ン
サ
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は
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
と
プ
レ
イ

で
解
決
す
る
上
人
間
が
登
場
す
る
必
要
が
無
い
分
小
型

化
に
成

し
て
い
る

 

ぶ

ち

け
こ
の
時
点
で
本
作
ア
リ
ス
が
使
う

体
が
完
成
し
た
と

て
も
過

で
は

な
い

 
ま

ま

束

場

七
色

神
代
が
全
面
協
力
す
れ
ば
こ
れ
く
ら
い
不
可
能
じ

な
い
で
し

え

 
ち
な
み
に
原
作
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
は
作
中
時
間
で

の
年
に

こ
る
も
の
で
そ
の
時
点
で

イ
チ
エ
モ
ン
の
デ

タ
収
集

だ

た
の
で
一
年
以
上
予
定
が
前
倒
し
に
な

て
い
る
冒

の

神
代
の
愚

は
そ
れ

  
・フ

ラ

グ
・
オ
ブ
・
ヴ

ラ

武

の

 
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ

ま
た
本
作
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
第
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
の

ボ

ナ
ス

 
本
作
で
は
キ
リ
ト
の
手
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
代
物

は

に
登
録
し
た
ギ
ル
ド
の

に
だ

け

果
が
あ
る
バ
フ
を

を
突
き
立
て
た
地
点

二
十
メ

ト
ル
内
に
付
与
す
る
代
物

攻

撃

状

異
常

性
バ
フ
を
時
間
無
制
限
で
掛
け
ら
れ
た
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今
話
で
は
そ
れ
に
加
え

遠

離

回
復

備
に

 

機

で
あ
る
以
上
再
現
性
な
い
と
お
か
し
い
で
す
し

黒
椿

が
発
現
し
た

覇
導
絶

を
流

し

載
さ
れ
た
の
が
こ
の

ま
あ
こ
れ
く
ら

い
な
い
と

和
人
を
止
め
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
よ
ね

て

  
・
紺

子

 

本
真

ボ
イ
ス
で

を
振
る

た
人

 
そ
れ
な
ん
て
聖
女

 

に
は
イ
ル
カ
や
サ
メ
を

え
て
る
か
も
で
す
ね

お
前
も
家

だ

姉
ビ

ム

  
・

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

 
抑
止
力
に
対
す
る
抑
止
力

 
キ
リ
ト
を

カ

ウ

ン

タ

・

ガ

デ

ア

ン

災

に

し
て
立
ち
上
が
る
英
雄
と
し
た
と
き
そ
の

護
を
す
る
べ
く
立
ち

上
が
り

同
時
に
和
人
が
世
界
の
災

に
な

た
時
に

ち
取
れ
る
た
め
の
抑
止
力
で
も
あ
る

 
今
話
で
は
ク
ロ
エ
を
中
心
に
し
て
い
る
が

以

は
和
人
が

機
形

を

持
す
る
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十
三
人
な
の
は

と
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ

の
騎
士

ま
た
本
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
後
期
の

攻
略
組

の

幹
部
会
議
と
掛
け
て
い
る

 
ち
な
み
に
ヴ

ベ
ル
も
そ
の
一
人
だ
が

し

な
の
で

れ
て
い
る

十
三
人
構
成
は
対
外

的
に

和
人

ク
ロ
エ
を

め
た
人
数

と
い
う
解

だ
が

実

は

和
人

ク
ロ
エ
を

め

ず

ヴ

ベ
ル
を

ん
だ
人
数

 
ま
あ

は
和
人
を
リ

ダ

と
し
た
十
三
人
組

と
い
う
見
方
に
な
る
の
で
大
差
は
な

い
で
し

う

ヴ

ベ
ル
が
ジ

カ

な
事
以
外
は

 
構
成

の
名
称
は
以
下
の

り

 
・
キ
リ
ト

ア
ヴ

ン
ジ

構
成

外

 
・
ユ
ウ
キ

セ
イ
バ

剣
士

 
・
サ
チ

ラ
ン
サ

槍
使
い

 
・
シ
ノ
ン

ア

チ

弓
使
い

 
・
レ
イ
ン

キ

ス
タ

鍛
冶
師

 
・
ユ
イ

ラ
イ
ダ

多
く
の
武
器
を
使
う

 
・
リ

フ

ア
サ
シ
ン

一
振
一
殺
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・
ア
ス
ナ

バ

サ

カ

バ

サ
ク
ヒ

ラ

 
・
ス
ト
レ
ア

バ

サ

カ

力

せ

 
・
ヴ

フ
ス

バ

サ

カ

戦
闘
狂

 
・
ラ
ン

ル

ラ

聖
女

 
・
キ
リ
カ

ア
ル
タ

エ
ゴ

別

面

 
・
オ
ル
タ

ア
ル
タ

エ
ゴ

別

面

 
・
ヴ

ベ
ル

フ

リ
ナ

平
行
世
界
の
存
在

 
地
味
に
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン
組
で
七
騎
士

た
と
い
う
ね

  
・
ア
ニ
ヒ
レ

ト
・
レ
イ

 
原
作
で
は

太
陽
神

ル
ス

ア
カ
ウ
ン
ト
に

付
け
ら
れ
た

備

 

の
リ

ス
を

収
し

を
強
く
引
く
事
で
攻
撃
強

で
攻
撃

を
決
定
す

る

全
力
攻
撃
は
五
千
人
の

兵
を

め
て
倒
す

広

滅
攻
撃

を
可
能
と
す
る

 
本
作
で
は

ア

チ

シ
ノ
ン
の

備
と
し
て
先
に
登
場

 
空
気
中
に

し
た

を

収

し
そ
れ
を
攻
性
エ
ネ
ル
ギ

と
し
て

出
す
る

機
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体
の
ス
ラ
ス
タ

か
ら
出
る
エ
ネ
ル
ギ

も
再

可
能
な
の
で

は
高
速
機
動
中
く
ら
い

  
・
無
銘
の
黒
刀

 
和
人
が
持
つ

黒
椿

の
黒
刀
の
贋
作

 
万

絶
解
を
発
動
す
る
事
は
出
来
な
い
が
大
気
中

機
の
シ

ル
ド
バ
リ
ア
を

し

て

を

収
し

刀
身
に

す
る
機
能
は

在

虚
月
閃
は
そ
れ
を
一
気
に
放
出
す
る
技
能

の
名
称

 
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
ア
ニ
オ
リ
キ

ラ
九

望
実
の
斬

刀
あ
ら
ぞ
め
し
ぐ
れ

退
紅
時
雨
が
能
力
の

ネ
タ

あ
ち
ら
は
霊
力
の

で
あ
る
⻤
道
ま
た
斬

刀
同
士
を
直

触
れ
さ
せ
な
け
れ
ば

収
で
き
な

か

た
が

こ
ち
ら
の
黒
刀
は
空
気
中
に
あ
る
も
の
も
対

に
な
る
の
で
や
や
上

換

 

然
だ
が

零

白
夜
の
天

で
あ
る

月

天
衝
は
自
分
に
は

た
ら
な
い
よ
う

し
つ
つ
刀
身
を
触
れ
さ
せ
れ
ば

に
回
収
で
き
る
か
ら
も

と
天

に
な
る

 
万

絶
解
が
物
理
無

原
子
切
断
能
力
な
の
で
上
記
の
機
能
と
合
わ
せ
る
と
こ
の
刀

一
本
で
物
理

エ
ネ
ル
ギ

方
が
無
力
化
さ
れ
る
こ
と
に

 
日
本
刀
に
恨
み
で
も
あ
る
ん
で
す
か
ね

す

と

け
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■ ■ ■
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反
証
 

■

■
抑
止
の

■

■

■

守
護
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
能
力
ツ
エ

束
さ
ん
ス
ゲ

回

戦
闘
回
な
ク
セ
し
て

そ
の
解
説
と
い
う
ね

 

点

ラ
ン

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

全
力
攻
撃

 
銀

仕
上

の

剣
が
振
り
下
ろ
さ
れ

ア
ス
ナ
の

が
ア
リ

ナ
に

い
た

 
私
は
軍

フ
ラ

グ
・
オ
ブ
・
ヴ

ラ

武

の

の
コ

ク
式
の
握
り
を
持
ち

ガ
シ

コ

と
機

的
な
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と
共
に
回
し
た

我
ら
の
武

に
光
あ
れ

 
フ
ラ

グ
・
オ
ブ
・
ヴ

ラ

武

の

 
そ
れ
か
ら
解
放
式
を
大
声
で
放
つ
と
直
後

と

全
体
か
ら
光
が

れ
出
す

機
に

が
れ
る
光
は

大
な
も
の
と
な
り
ス
テ

タ
ス
も

み
ア

プ
し
て
い
る
事
が
表
示
さ
れ

る 
そ
れ
を
見
て

仮
面
か
ら
黒
目
金

を

か
せ
る
彼
が

目
す
る
気
配

二
つ
目
の

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
か

 
和
人
の
く
ぐ
も

た
声

 
ま
さ
か

と
い
う

黒
椿

が
そ
う
だ

た
か
ら
あ
り
得
な
く
は
な
い

し
か
し

ま

さ
か
こ
う
も

く
出
会
う
と
は

と

そ
ん
な

き
を
感
じ
取
る

は

あ
あ
あ
あ

ぐ
 
そ
の
隙
を
突
く
よ
う
に
リ

フ

が

風
と
な

て

び
出
し
た

大
上

か
ら
の
斬
り

と
し

彼
が
黒
刀
を
翳
し

刃
を

・止
・め
・た

な
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再

の

目

 

一

目
の
彼
の

は

分
的
外
れ
だ

 
そ
も
そ
も
無
人
機
は

一
仕
様
能
力
を
発
現
し
得
な
い

な

な
ら
そ
も
そ
も

一
仕
様

能
力
は

者
の
人
間
の
ク
セ
や
戦
闘
方
法
を

知
し
そ
の
上
で
最

な
能
力
を
発
現
す
る
進

化
の
一
種
だ
か
ら
だ

仮
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
で
戦

て
い
る
現
状
も
デ

タ
の
一
つ
と
な
る
と
し
て

も

そ
も
そ
も
期
間
が

過
ぎ
る

 
だ
か
ら
と

て

常
の
機
体
性
能
と

う
に
も

回
復
機
能
は
破
格
に
過
ぎ
る

 
そ
の
た
め
彼
は

違
い
し
た

明
な
彼
を
し
て

間
違

た

 

分
だ
け

 

一
仕
様
能
力
と
い
う
認
識
は

決
し
て
間
違
い
で
は
な
い

 
な

な
ら
こ
の

の
機
能
は
正
に
黒
椿
の

一
仕
様
能
力
覇
導
絶

を
参

に
し
た

も
の
だ
か
ら
だ

理

と
し
て
は
無
銘
と
同
じ
く

機
を
解

再
現
し
た
場
合
の
武

と
同
じ
で
あ
る

 
そ
れ
が
さ

き
ま
で
の
機
能

 
そ
し
て
今
発
動
し
た
の
は
そ
の
発
展
系

う
な
れ
ば

・

・一
・仕
・様
・能
・力
・第
・二
・解
・放

見
た
目
の
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上
で
は
回
復
力
性
能
ア

プ
の
向
上
だ
け
だ
が
第
二
解
放
の
真
価
は
そ
れ
で
は
な
い

そ
れ

だ
け
で
は

獣彼
の
全
力
形

と

り
合
え
な
い
の
だ

黒
椿
の

一
仕
様
能
力
は
無
限
回
復
原
子
分
解
エ
ネ
ル
ギ

分
解
の
三
種

一
つ
は

自
身
に

も
う
二
つ
は
す
べ
て
の
武
器
に
付
与
さ
れ
て
い
る

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

触
れ
れ
ば
死
ぬ

 
た
と
え
零

白
夜
を
使
え
る
武
器
で

対
し
て
も
刃
を
交
え
た
時
点
で
エ
ネ
ル
ギ

を

う
刀
身
が

せ
つ分
だ
ん解

さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ

無

な
の
で
シ

ル
ド
バ
リ
ア
絶
対

も

然

無

攻
撃
は
お
ろ
か

も
不
可
能

ま
る
で
魔
剣
グ
ラ
ム
の
エ
ク
ス
ト
ラ

果
エ
セ
リ
ア過

ル
シ攻
フ
ト撃

を
極
悪
化
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
能
力
だ

 

一
の
救
い
な
の
は
原
子
分
解
能
力
が
武
器
に
だ
け
で

に
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
事

だ
ろ
う

 
つ
ま
り
正
攻
法
で
真

向
か
ら
倒
す
場
合
は
彼
の
武
器
に
一

も
触
れ
る
事
無
く
無
限
回

復
の
速

以
上
の
攻
撃
を

に

き
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

二
刀
流

を
与
え
ら
れ
る

最
高
の
反
応
速

の
持
ち
主

手
に

だ

 
彼
が
正
気
を
保

て
い
れ
ば
ま
だ
し
も

獣
が
発

し
て
い
れ
ば

不
可
能
で
あ
る
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そ
ん
な

最
兇

の
抑
止
力
に
な
る
の
な
ら

第
二
解
放
能
力
は
必
要
不
可
欠
だ

た

武

の

に
備
わ

た

一
仕
様
第
二
解
放
能
力
は

機
の

と
性
能
ア

プ
更

に
コ
ア
同
士
の

列
演

の
中
継
点
と
な
り

全
て
の

果
を
同
時
に
付
与
す
る
事

 
万

絶
解
の
原
子
分
解
は
原
子
結
合
か
ら
分
解
し
繋
が
り
を
解
く
能
力

パ
ス
ス
ロ

ト

に

子
分
解
し
て
取
り

ん
で
い
る

で
は
な
い

 
そ
し
て
そ
の

果
対

は
あ
く
ま
で
物

 

黒
刀
と

刀
の
間
に

火
花
は
な
い

 
よ
く
よ
く
見
れ
ば
数
ミ
リ
の
隙
間
が
空
い
て
い
る

刀
を

う
よ
う
に

な
ど
の
気
体
を

定
し

あ
ち
ら
の
原
子
分
解
に
抗

て
い
る
の
だ

 
そ
し
て
い
ま

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

全
機
の
武
器
は
気
体
に

ま
れ
そ
の
状

で

定
さ
れ
て
い
る

そ
う
す
る
た
め
の
演

は
コ
ア
の

列
演

そ
し
て

結
果
の
共
有
に
よ
り
保
た
れ
て
い
る

前
衛
に
出
る
機
体
の
コ
ア
の
演

を
後
衛
の
機
体
の
コ
ア

が

代
わ
り
す
る
形
で
だ

 
こ
れ
で

万

絶
解

は

ば

じ
た
も
同
然
と
な
る

 
同
時
に
こ
の

が
あ
る
限
り

覇
導
絶

と

同
じ

件
に
も
な

た
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如

に
気
体

定
と

え
ど
光
や
電

な
ど
エ
ネ
ル
ギ

を

る

で
は
な
い
の
で
流

に
空
白
絶
虚
に

し
て
は

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
つ
ま
り
ま
と
も
に
攻
撃
を

け
て
は

な
ら
な
い
の
だ
が

 
ち
ら

と
横
目
で

間
を
見
や
る

 
た
だ
ま

す
ぐ
黒
を

ぎ

間
断
な
く
分
裂
す
る
光
の

を
放
つ
蒼
き

手

彼
女
の
⻑
弓

ア
ニ
ヒ
レ

ト
・
レ
イ

の

は

零

白
夜

つ
ま
り

空
白
絶
虚

と
も
同
じ

果
を
有

す
る

更
に

に

す
る

収
能
力
も
あ
る
た
め

彼
の
黒
刀
は
中

エ
ネ
ル
ギ

が

ま
ら
な
い
状
況
だ

 
彼
が
現
状
を
打
破
す
る
な
ら

を
持
つ
私
か

の
エ
ネ
ル
ギ

を
根
こ
そ
ぎ
喰
ら
う
シ

ノ
ン
か
を
堕
と
す
し
か
な
い

 
だ
が

チ
 
リ

フ

に

き

ユ
ウ
キ

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

キ
リ
カ

ユ
イ
と

襲
い
来
る
面
子

を
前
に

黒
刀
一
本
で
応
じ
て
い
た
和
人
が

を
打
ち

く

離
を
取

た

 

間

黒
い
刀
身
か
ら
ぶ
わ

と
吹
き
出
す
闇
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黒
椿

と

無
銘

方
の

が
三

ど

れ
る

吹

べ

 
気
合
一
閃

振
る
わ
れ
た
黒
刀
に

う
よ
う
に

三
日
月
が
闇
の

を
引
き
な
が
ら

ぶ

 

虚
月
閃

 
実
兄
を
一
撃
で
倒
し
た

空
白
絶
虚

の
力
を
持
つ
闇
の
斬
撃

さ
せ
ま
せ
ん

 

認
し
て
す
ぐ

で
大
気
を

く

 
闇
の
月

の
前
に

び
出
し
た

す
か
さ
ず

を
翳
し

 
す

く喰
え

  
た
だ
一

葉
を
発
し
た

  

闇
が
消
え
る
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正
確
に
は

く

ま
で

た
と
こ
ろ
で

に

み

ま
れ
て
い
き
立
ち
ど
こ
ろ
に

し
て
し
ま

た

な

 
彼
が

気
に
取
ら
れ

動
き
を
止
め
る

 
そ
れ
が

ど
う
し
よ
う
も
な
く
面
白
く
て

ん
の
少
し
だ
け

み
が

れ
た

な

ど
う
や

て
と

そ
う
疑
問
に
思

て
い
る
で
し

う
が

な
ん
て
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
よ

あ
な
た
の
黒
刀
と
同
じ
機
能
で
す

 
あ
る
時

剣
⻤
は

た

技
術
と
は
万
人
が

え
る
も
の
を
指
す
の
だ
と

 
あ
る
時

天
災
は

た

技
術
と
は

が
使

て
も
差
が
生
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
と

 
そ
れ
と
同
じ

シ
ノ
ン
の

ア
ニ
ヒ
レ

ト
・
レ
イ

と
同
じ
く

収
機
能
が
備
わ

て
い
る
だ
け

ア
レ
は
黒
刀
を
参

に
さ
れ
て
い
る

こ
の

も
同
じ
だ

た
と
い
う
事

 
こ
の
機
能
が
無
け
れ
ば

一
仕
様
能
力
も
そ
の
第
二
解
放
能
力
も
使
う

に
自
分
の

を

て
し
ま
う
能
力
に
な

て
し
ま
う

だ
か
ら

に

し
た

を

収
す
る
機
能
が

必

だ

た

無
論

零

白
夜

や

空
白
絶
虚

レ
ベ
ル
の
高
密

な

収
に
は
そ
れ

の
機
構
が

い
ら
れ
て
い
る
が
強

と
変
換

が
違
う
だ
け
で
原
理
は

常
の
そ
れ
と
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変
わ
り
な
い

 

こ
の

分
と
多
機
能
で
あ
る

な
る

ど

そ
の

が
あ
る
限
り
エ
ネ
ル
ギ

は

収
さ
れ
物
理
は
全
て
気
体
の

で

弾
か
れ

そ
の
う
え

の
ジ
リ

も
な
し

完

に
メ
タ
を

て
き
て
る
な

 

葉
の

か
ら
苦

の
気
配

 

心
深
く

は
解
い
て
お
ら
ず
打
つ
手
を

ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

だ
が
彼
の

に

空
す
る
武
器
の
数

を
前
に

も
安

に

み

め
な
い
で
い
る

 

す
る
と

彼
の

手
に
一
本
の
刀
が
握
ら
れ
た

 

に
は
⻩
色
の

刀
身
は
空
恐
ろ
し
い
白
さ
を
晒
し
て
い
る

そ
の
刀
身
か
ら
は

が

き
て
い
た

の
初
期
武

に
も
あ

た

の
刀
だ

 
そ
れ
が
天
に
向
け
ら
れ
る
と
同
時
こ
ち
ら
に

い
を
定
め
て
い
た
数
十
の
武
器
の
先

で
か

な
り
の
速
さ
で

が
発
生
し
て
い
る
の
を
感
知
す
る

 
原
子
同
士
の

振
動
の

気
の
発
生

 
電
子
の

離

 
す
な
わ
ち

プ
ラ
ズ
マ
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ま

ず
い

 

気
付
い
た
時
に
は

も
う
終
わ

て
い
た

 

を

く

と
共
に
閃
光
が

た

直
後
衝
撃
が
全
身
を

く

そ
れ
ら
が

が

こ

し
た
も
の
だ
と
理
解
す
る
の
に
数

要
す
る

ど

な
攻
撃

は
感
電
し
機
体
は
全
体
が
火

花
を

ら
し
な
が
ら
地
面
に

下
す
る

 
そ
れ
で
も
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

は

い
て
い
る
よ
う
で

下
す
る

が

か
ら
し
た
の
も

明
に
届
い
た

 
そ
の
数

十
二
回

 
ク
ロ
エ
を

く
す
べ
て
の
無
人
機
が
今
の
一
撃
で

と
さ
れ
た
事
に
な
る

 
機
体
は
ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
い

人
が

て
い
な
い
の
を
良
い
コ
ト
に
最
大
出
力
の

撃
を

見
舞

た
の
だ
ろ
う

仮
に
人
が

て
い
れ
ば
絶
対

が
あ

て
も
感
電
死
し
て
い
た
に
違

い
な
い

 

な

非
実
体
の
攻
撃
が

た
の
か

 
気
体

に
よ
る
物
理
無

収
機
構
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

無

更
に

回
復

こ
こ
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ま
で
は
三
つ
の

一
仕
様
能
力
に
対
す
る
メ
タ
だ

た

 
し
か
し

無
銘

の
真

が

け
て
い
る

 
原
子

作
能
力

そ
れ
は
な
に
も

原
子
分
解
だ
け
を
指
し
て
い
る

で
は
な
い

黒
椿

の
第
三
世
代
兵

エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス
タ

も
近
し
い
が

攻
撃
的
な
の
は

無

銘
の
方
だ

原
子
レ
ベ
ル
で
物

・
空
間
を

作
で
き
る
の
な
ら
分
子
か
ら
陽
子
と
電
子
に

分
け
意

的
に
プ
ラ
ズ
マ
を
発
生
さ
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

あ
の

の
刀
は
そ

の
イ
メ

ジ
を
引
き
出
す
触

な
の
だ
ろ
う

 
更
に

は
電
子

離
し
た
時
陽
性
イ
オ
ン
と
結
び
つ
き
や
す
く
な
り
電

差
を
生
じ
る

 

を
呼
び
出
し
た
時
に

を
電
気
を

び
せ
陰
性
イ
オ
ン
に
し
電

差
を
生
じ
さ

せ
て

を
誘
導
さ
せ
て
き
た
の
だ

無
人
機
の

は
そ
れ
そ
の
も
の
が
誘
電
し
や
す
い
代
物

そ
れ
で
感
電
し

全

撃

さ
れ
た
の
だ
ろ
う

眼
点
は
良
か

た
が

ま

手
が
悪
か

た
な

 
天
に
立
つ
少
年
の

苦

の
声
が

ち
て
く
る

  
そ
の

葉
に

あ
あ

本

に
と

・

・く
・そ
・

・む



 尊ぶべき日常世界

  

ざ
り

と
地
を

み
し
め
る

が
立
つ

 
一
つ

二
つ

四
つ

六
つ

加
速

的
に
増
え

最
終
的
に
十
二
回

に
打
た
れ

の
よ
う
に

ち
た
数
だ
け
立
ち
上
が
る

が
上
が

た

 
そ
の
全
て
が
新
品
同
様
の

さ
を
取
り

し
て
い
る

 
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
見
せ
か
け
で
は
な
い

中
身

め
て

全
て
が
新
品
だ

な

に

 

三

目

 
あ
の
少
年
を
こ
う
も
立
て

け
に

か
せ
る
な
ど
滅
多
に
な
い
事
だ

け
れ
ど
そ
れ
だ
け
天
才

達
が
意
見
を
出
し
合
い

全
力
を
出
し
合

た
と
い
う
証

 
そ
の
分
だ
け

彼
が
如

に

ま
じ
い
か
を
表
し
て
い
る

 

遠
隔

回
復
能
力
は

コ
ア
同
士
の
バ
イ
パ
ス
を
遠
隔
で
繋
い
で
い
る
事
を
意
味
す
る

 
本
来

触
し
そ
の
上
で
シ
ン
ク
ロ

が
高
ま
ら
な
け
れ
ば
繋
が
ら
な
い
バ
イ
パ
ス
だ
が

士
は
少
し
工

し

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

間
で
の
み
い
つ
で
も
繋

が
る
バ
イ
パ
ス
を
構

し
た
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そ
の
カ
ギ
と
な
る
の
が

や
は
り
こ
の

 
バ
イ
パ
ス
を
繋

ら
れ
る
以
上

こ
の

に
は
コ
ア
が

ま
れ
て
い
る

 
そ
の
デ

タ

に
全
無
人
機
の
戦
闘
前
の
状

を
保
存
し
て
お
き
破
壊
さ
れ
れ
ば
こ
の

の
パ
ス
ス
ロ

ト

の
原
子
か
ら
必
要
分
を
取
り
出
し

損
傷
を
修
復
す
る

こ
れ
は
彼
の

無
銘

と
彼
が
自
ら
に

し
て
い
る
人
体

そ
し
て
修
復
の
ロ
ジ

ク
を
流

し
た
無
人
機
修
復

シ
ス
テ
ム
な
の
だ

 
ど
れ
だ
け
メ
タ
を

て
も
絶
対
は
な
い

然
損
傷
を

け
時
に
は
機
体
も
破
壊
さ

れ
る
事
は
あ
る
だ
ろ
う

そ
ん
な
時
に

機
を
救
え
る
よ
う
に

外
に
彼
を
救
え
る
よ
う

に
と

意
さ
れ
た
の
が
こ
の

な
の
だ

 

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

は

彼
を
殺
す
抑
止
力
と
し
て
の
部

隊
で
は
な
い

 
そ
の
本

は

彼
を
守
る
た
め
の
守
護
者
で
あ
る

 
私
達
が
出
向
く
事

に
な

た
時
出
来
る
事
な
ら
こ
の

を
彼
に
持

て
も
ら
い
た
い

そ

ん
な
想
い
が

ま

た
代
物
な
の
だ

対
外
的
に
は
彼
を
攻
略
す
る
メ
タ
武

に
な

て
し
ま

て
い
る
が
本

は
違
う

彼
の
黒
椿
の
能
力
を
複
数
に
行
き

ら
せ
る
た
め
に
あ
る
彼
の
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た
め
だ
け
の

対
軍
兵

で
あ
る

 
コ
レ
の
強
力
さ
は

逆
説
的
な
彼
の
強
さ

 
コ
レ
の
頼
も
し
さ
は

彼
を
守
る
想
い
の
強
さ

 

あ
の
世
界

を

ず

と
一
人
で
生
き

い
た
彼
の

ギ

ルり
ド

 
世
界
を
守
る
彼
は
自
分
自
身
を
忘
れ
が
ち
だ
か
ら
私
達
は
彼
に
助
力
し
世
界
も
そ
し
て

彼
も

全
て
を
守
り

く

 

森
羅
の
守
護
者

と
は

そ
う
い
う
意
味
だ

 
 

 
そ
の
後

と
な
く
機
体
を
破
壊
さ
れ
て
も

で
も
回
復
し
立
ち
向
か

て
い
く
内

に
彼
の
ス
タ
ミ
ナ
の
方
が
限
界
を

え

私
達
は
彼
に
ジ
リ

勝
ち
を
し
た

 
結
果
的
に
彼
の
抑
止
力
足
り
得
る
事
が
認
め
ら
れ
無
人
機
の

機
形

は
彼
が
身
に

け
る

事
に
な

た

 
ヴ

フ
ス
や
ス
ト
レ
ア
な
ど
は
そ
の
無
人
機
を

し
て

を
見
つ
け
て
は

を
し
に
行

て
い
る
ら
し
い
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・
エ
キ
シ
ビ
シ

ン
マ

チ

解
放
の
英
雄

桐

谷
和
人

 
 
 

 
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

 
勝
者

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

 

合
時
間

時
間

分

  
・
ま
と
め

 
森
羅
の
守
護
者
は
義
弟
の

た
い
ユ
ル
サ
ネ

ン
ビ
ア
タ

ク
部
隊

て
事

だ
ネ
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・
武

の

 
フ
ラ

グ
・
オ
ブ
・
ヴ

ラ

 
本
作
に

け
る

対
軍
兵

 

一
仕
様
能
力
が
二

に
分
か
れ
て
い
る

ど

か
の
虚
無
を

る
破
面
の
よ
う
で
す

ね 
束

士
に
よ

て
チ

ト
化
し
た

攻
撃

収

遠
隔
回
復

能
力
ア

プ

更
に
味

方
の
演

を

列
化
結
果
の
共
有
化

状

の
演

を
共
有
し
て
手
間
を

ら
す
な

ど

な
ど

黒
椿

に
対
す
る
メ
タ

 
た
だ
し
エ
ネ
ル
ギ

収

果
は

系

零

白
夜

系

に
の
み

果
を
発

す
る

の
で
あ

て

電

子

な
ど

以
外
の
非
実
体
攻
撃
は
そ
の
ま
ま
真
空
バ
リ
ア
も

さ

せ
て
し
ま
う

 

が
和
人
が
し
て
た
肉
体

修
復
の
ロ
ジ

ク
を
そ
の
ま
ま
流

し
機
体
完
全
修

復
能
力
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

真
空
に
す
る
原
子

作
と
同
じ
理

 
ぶ

ち

け
コ
レ
一
つ
で
無
銘
と
黒
椿
の
機
能
を
持

て
い
る
と

て
も
過

で

は
な
い
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ま
あ

て
機

で
再
現
性
あ
る
も
の
だ
か
ら
ね

天
災
に
掛
か
れ
ば

も
可
能
で
し

う 
ち
な
み
に

の
部
分
に
は

交
差
し
た
二
本
の
剣

の
マ

ク
が

ら
れ
て
い
る

  
・
森
羅
の
守
護
者

 
も
と
い

義

弟
抑
止
の

保

護

者

守
護
者

 
和
人

抑
止
力

守
護
者

保
護
者
と
い
う
意
味

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
保
護
者
に
な
る
キ
リ
カ

と
思
わ
な
く
も
な
い
が
ま
あ
義
姉
や

間
の

メ
ン
タ
ル
を
想

て
守
る

と
い
う
事
で

 
こ
の
戦
力

和
人
の
強
さ
と
い
う
反
証
が
成
り
立

て
い
る

 
和
人
が
リ

ダ

と
な

て

を
持
ち
指

を

る

前
衛
で
戦
わ
な
い
と
い
う
目
的
が
あ

る

そ
の
た
め
か
シ
ノ
ン

レ
イ
ン

を
持
つ
ユ
イ

キ
リ
カ
を

く
過

数
が
前
衛

特
化
ビ
ル
ド

 

こ
の
面
子

手
に
一
時
間

も
持
ち

え
た
和
人
は

バ
い
と
思
う
の

 
一
応
和
人
を
リ

ダ

と
す
る
ギ
ル
ド
の
よ
う
な
組

今
後
和
人
を
襲

た
ら
保
護
者
が
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速
攻
で

け
付
け
ま
す

和
人
の

は
ど
こ
ま
で
も
追
い
か
け
て
行

て

倒
さ
れ
よ
う
と
完

全
修
復
し
て
復
活
す
る

ン
ビ
ア
タ

ク
部
隊

真

 

組
は

機
形

か
ら
お
話
し
す
る
の
で

し
事
が
出
来
な
い

 
秋
十
が

か
し
て
た
ら

無
人
機
コ
ア
の
ロ
グ
が

 
和
人
に
メ
タ

た
ら
秋
十
は
自
動
的
に
完

で
き
る
よ
う
に
な

ち

て
け
ど
参

が

黒
椿

と

無
銘

だ
し

非
も
な
い
よ
ネ

邪
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ネ

ト
の
反
応
 

対

森
羅
の
守
護
者

戦

 
仮
想

義
弟
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

現
実

其
の

  
 

 
 

 
 

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
さ
て

エ
キ
シ
ビ
シ

ン
マ

チ
が
終
わ

た

な
ん
だ
が

一

い
い
か
な

 

な
ん
だ
ね
あ
れ
は

地
獄
か
ね

・

・

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
さ
か
一
時
間

も
戦
い

け
ら
れ
る
と
か
予
想
外
過
ぎ
て

え

ド
ン
引
き
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

ど

ち
か
と
い
う
と
無
人
機
と
は
い
え

に

か
れ
て
も

で
黒
焦

に
な

て
も

水
で
切
り
裂
か
れ
て
も
修
復
し
て
立
ち
向
か
う
カ
ウ
ン
タ
・
カ
ウ
ン
タ
・
ガ

デ

ア
ン

の
方
に
ド
ン
引
き
な
ん
だ
が

 
か
な
り
恐
怖
を
感
じ
た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

義
弟
を

た
ら
あ
あ
な
る
ん
だ
よ

て
い
う
見
本
だ
よ
な

 
保
護
者
勢
は
そ
れ
を
身
を

し
て
知
ら
し
め
て
く
れ
た
ん
だ
よ

尊
い

だ

た
ん
だ

生
身
は
ノ

ダ
メ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

中
か
ら
義
弟
の
方
も
グ
ロ

キ

気
味
だ

た
よ
う
に
見
え
た
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
ら
そ
う
だ
ろ

ア
バ
タ

み
た
い
な
も
の
と
は

え
護
る

て
決
め
た

手
を

回

死

さ
せ
て
る
よ
う
な
も
ん
だ
ぞ

 

ア
レ

く
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
も
お
か
し
く
な
く
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

倒
し
て
も

ら
で
も
襲

て
く
る
と
か
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

ン
ビ
ア
タ

ク
戦
法
だ
ろ
う
け
ど

リ
ア
ル
に
見
る
と

ま
し
さ
し
か
な
い
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

人

軍
の
ヴ

フ
ス
達
は
ま
あ
と
も
か
く
と
し
て

中
か
ら

絶
剣

と
か

剣
姫

が

面
の

み
で
斬
り
か
か

て
た
の
は
ビ

ク
リ
し
た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

剣
姫

は
成
⻑
を
喜
ん
で
た
ん
だ
ろ
う

絶
剣
は

あ
ん
ま
目
立

て
な
い
け
ど
意
外
と
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

な
節
が
あ
る
ら
し



 尊ぶべき日常世界

い
し

そ
れ
で
じ

ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
以
下

合
中
の
発

を
一
部

剣
姫

あ
あ

本

に

強
く
な

た
わ
ね

キ
リ
カ影

い
い
加

に
倒
れ
ろ

オ
リ
ジ
ナ
ル

ユ

イ
心
剣

ま
た
強
く
な
り
ま
し
た
ね

キ

ス
ト
レ
ア剣

も

容
赦
な
い
な

 
で
も
こ

ち
も
全
力
で
い
く
か
ら
ね

閃
光

ま
た
速
さ
が
上
が

て

ホ
ン
ト
ど
こ
ま
で
も
速
く
な
る
ね
キ
リ
ト
君
は

舞
姫

こ
の

は
あ
な
た
の
強
さ
で
も
あ
る

 
あ
な
た
が
在
る
限
り

こ
の

も
決
し
て

れ
な
い

蒼
猫

え
き
れ
な
い
な
ん
て

流

だ
ね

弓
兵

ま
だ

ま
だ
よ

ま
だ
私
は
戦
え
る

鉄

わ
た
し
だ

て

ま
だ
ま
だ
い
け
る
よ

絶
剣

あ
は

あ
は
は
は

 
流

キ
リ
ト

 
や

り
強
い
な
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ヴ

フ
ス

あ
あ

あ
あ
あ

 
本

に
強
い
な

キ
ミ
は

 
最
高
だ

 
オ
ル
タ

も

と
だ

も

と

達
に

死
と

り
合
わ
せ
の
闘
い
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
他
は
と
も
か
く

絶
剣

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
他
の
女
性

の
中
で
絶
剣
ち

ん
だ
け

び

け
て
バ
ト
ル
ジ

ン
キ

が

い
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

絶
剣

ち

ん

て
義
弟
に

れ
て
る
勢
じ

な
か

た

け

 

こ
の
ま
ま
だ
と
殺
し
愛
に
発
展
し
た
り
し
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 尊ぶべき日常世界

 
定
期
的
に
デ

エ
ル
や

て
そ
う
な
イ
メ

ジ
は
あ
る
な

あ
と
ど
こ
ま
で
も
強
さ
を
求
め
て

求
道
者

み
た
レ
ベ
リ
ン
グ
に

し
ん
だ
り
と
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
の
方
が
そ
れ
を

先
し
て
や

て
る

り

マ
イ
ナ
ス
に
な
り
得
な
い
の
が
ま
た

と

も  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
今
回
の
エ
キ
シ
ビ
シ

ン
マ

チ
で
そ
れ
が

見
し
た
形
だ
よ
な

日

コ
ツ
コ
ツ
と
体
を
鍛

え
て
な
い
と
一
時
間

も
戦
闘
を
こ
な
せ
れ
な
い
だ
ろ
武
術
の
実

合
を
一
時
間

ぶ

け
で
や

た
時
以
上
の
運
動

の

だ
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
恐
ろ
し
い
の
は

に
穴
が
空
く

ど
の
重
傷
を
負

て
か
ら
ま
だ

月
程

し
か
経

て
い
な

い
と
い
う
事
よ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
如

に
人
体

と
か
コ
ア

め

ま
れ
て
る
と
か
特

な
経

が
あ
る
と
は

え
や

回
復
力
エ
グ
い
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
フ
ル
マ
ラ

ン
は

り
切
れ
る
の
か
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
使
う

肉
が
違
う
と
は
い
え
可
能
で
は
あ
る
と
思
う
ぞ

流

に
世
界
記
録
更
新
ま
で
は

し
い
と
思
う
が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
エ
キ
シ
ビ
シ

ン
マ

チ
の
後

と
か
か
な
り
息
が

か

た
も
ん
な

動
き
の
精

も

欠
い
て
て

最
後
は
も
う

を
上

る
よ
う
に

く
り

下
し
て

参

て

し
て



 尊ぶべき日常世界

ぶ

倒
れ
た
し

 
つ

か
い
ま

め
て
思

た
け
ど
義
姉

合
は
ホ
ン
ト
容
赦
ね

な

白
目

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
姉

合
と
は

ま
た
新
し
い
呼
称
が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

お
い

て
い

子

 
あ
の

合

キ
リ
カ

が

る
事
を
忘
れ
て
ね

か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
あ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
れ
で
欲
情
と
か
し
て
た
ら
ナ
ル
シ
ス
ト
で
も
あ
る
な

 

自
己

悪

し
そ
う
な
義
弟
と

影
に
ナ
ル
シ
ス
ト
疑
惑
と
か
あ
り
得
な
さ
そ
う
だ

が  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
自
己

悪

し
い
の

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 尊ぶべき日常世界

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
時
の
義
弟
対
ホ
ロ
ウ
戦
を
見
た
限
り
か
な
り
の
自
己

悪
を
覚
え
て
る
節
は
あ
る
ぞ

じ

な
い
と
あ
そ
こ
ま
で
自
己

定
の
極
み
と
も
い
え
る
戦
い
は

中

発
し
な
い
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
あ
る
格
ゲ

で
聖

と
し
て
覚
醒
し
た

同
士
の
戦
い
が
ラ
ス
ト
に

こ
る
ア

ケ

ド

が
あ

た
ん
だ
が
な

ア
レ
を
見
れ
ば

と
な
く
わ
か
る
と
思
う
ぞ

 
そ
う
で
な
く
と
も

正
義
の
味
方

を

す
者
同
士
の
戦
い
も

あ
る
意
味
自
己

悪
だ
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

ナ
ル
シ
ス
ト
で
は
な
い
わ
な

  

名
無
し
の

 

も

に
反
応
し
て
く
れ
ね

 



 ネットの反応 〜対《森羅の守護者》戦〜

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ス
マ
ン
な
２
０
２
０
年
に
フ
ラ

シ

が
終
わ

て
か
ら
ネ
タ
に
反
応
し
な
い
勢
が
増
え
て

き
た
ん
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
う
ん

で
も
近
付
く
よ
う
に
見
せ
る
の
は
ち

と

カ
ナ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

ま

キ
リ
カ
も
義
弟

ち

義
弟
だ
し

義
弟
電
弟
の
保
護
者

て
い
う
意
味
で
義

姉

合

て
い
う

り
で
い
い
ん
じ

な
い
か
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
も
う
保
護
者

合
で
い
い
ん
じ

ね

 
も
う
明
ら
か
に
天
災
束
に

場

セ
ブ
ン
も
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入
れ
し
て
る
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
う
ん

ま

安
直
だ
け
ど
一
番

な
さ

よ
ね

保
護
者

合

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
し

か
し

義
弟

マ
ジ
で
最
兇
だ
な

 
確
か
に
保
護
者

合
の

ン
ビ
ア
タ

ク
戦
法
は

ま
し
か

た
が
裏
を
返
せ
ば
そ
れ
で
ス

タ
ミ
ナ
切
れ
を

つ
し
か
止
め
る
方
法
が
な
い

て
事
で
も
あ
る
よ
な

し
か
も
絶
対

も

す
る
攻
撃
あ
り
だ
と
有
人
機
じ

死
者
が
増
え
る
だ
け
だ
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
物
理
無

能
力
と
か
は
使

禁
止
じ

な
か

た

け

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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義
弟
が

し
た
時

そ
の

を
律

に
守
る
と
思
う
か

 

ま

保
護
者

合
全
滅
だ
か
ら
そ
う
な

た
時
点
で
義
弟
を
止
め
れ
る

ツ
は

い
な
い
も
同
然
だ
が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
千
冬
様
が
負
け
る

な
い
わ
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
信
者
か

 
現
実
見
ろ
よ

零

白
夜

系

の

攻
撃
は

収
対

の
武
器
を
持

て
て

完

メ
タ

を

て
る
じ

ね

か

速
さ
は
第
三
世
代
機
の

時
加
速
が

常

は
パ
イ
ル
バ
ン

カ

で
す
ら

り
傷
程

う
人
間
が
デ
ス
ゲ
の
英
雄

そ
の
う
え
無
銘
も

せ
て

は

二
つ
持
ち
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黒
い

ぶ

零

白
夜

に

攻
撃

収

回
復
能
力

物
理

無

絶
対

無

と
か

で
ど
う
や

て
攻
略
し
ろ
と

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
原
子

作
能
力
も
あ
る
か
ら
武

を
壊
し
た
と
こ
ろ
で
す
ぐ
修
復
さ
れ
る
し
な

 
い
や

密
に
は

パ
ス
ス
ロ

ト

に

し
て

不
足
分
の
原
子
を
足
し
て
再
構

だ

た
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
た
し
か
そ
の

だ
な

 

開
さ
れ
た
情
報
に
よ
れ
ば

黒
椿

の
原
子

作
能
力
は
見
え
な
い

と
か

手
を
見

え
な
い

で
絡
め
と
る
と
か

そ
う
い
う
補
助
的
な
目
的
が
主
ら
し
い

 

は
そ
の

物
だ
と
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 ネットの反応 〜対《森羅の守護者》戦〜

 
あ

と
か
電
気

て
電

差
ウ
ン
ヌ
ン
の
話
だ
よ
な

で
保
護
者

合
は

を
展
開
し
て
た
が
電
気
分
解
を

け
て
陰
性
の

イ
オ
ン
陽
性
イ
オ
ン
と
引
き
合
う
に

な

た
か
ら

そ
の
電

差
で

を
誘
導
し
た
と
か
解
説
さ
れ
て
た
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ん

わ
か
ん
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

あ
の
自
然
属
性
の
攻
撃
は
原
子

作
能
力
を

い
た

物

て
事
だ
な

 
本

は
原
子
を

め
た
見
え
な
い

と
か
見
え
ざ
る
手

と
か
の

動
補
助
な
ん
だ
ろ
う

お
そ
ら
く
無
銘
の
方
に
も
似
た
よ
う
な
機
能
が
あ
る

だ
じ

な
い
と
空
に
立

て
な
い

し  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

む

む

じ

あ

機
の
兵

と
か

を
分
解
し
て
自
分
の
も
の
に
す
る

て
事
は
出



 尊ぶべき日常世界

来
な
い

て
事
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
と
思
わ
れ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

ど
う
だ
ろ
う
な

え
て

し
て
る
と
か
あ
り
そ
う
だ
が
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
仮
に
可
能
だ
と
す
れ
ば
も
う
義
弟
が
獣
化
し
た
ら
目
の
前
に
立

た
時
点
で
原
子
分
解
さ
れ

て
死
ん
じ

う

て
事
だ
か
ら

 
無

じ

ん

真

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

も

わ
な
い
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

ま

本
人
た
ち
が
ま
だ
気
付
い
て
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
か
ら

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ン
ビ
ア
タ

ク
戦
法
を
見
て
義
弟
が
自
分
の
体
も
修
復
す
る
よ
う
に
な

て
そ
の

⻑
戦
で

を
分
解
・
再
構

す
る
よ
う
に
な

た
り
し
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
も
し
そ
う
な
ら
も
う
手

れ
じ

な
い
で
す
か

絶
望

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

対
す
る

中
に
は
今
か
ら

福
を
祈

と
こ
う
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１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
い
え
ば
話
は
変
わ
る
ん
だ
が

 

学
園
襲
撃
事
件
で
義
弟
に
や
ら
れ
て

わ
れ
た

亡
国
機
業

の
三
人

て

あ
れ
か
ら

ど
う
な

た
か

か
知

て
る

  
１
０
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
他
の
女
尊
男

の

中
と
か

者
の
会
男
勢
な
ん
か
は

応
の

分
を

け
た

て

い

て
る
が

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
裏
で
拷
問
さ
れ
て
た
り
し
て
な
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１
１
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
な
が
ち

定
で
き
な
い
か
ら
恐
ろ
し
い
よ
な

  
１
１
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
も
し
か
し
た
ら
義
弟
の

で
チ
リ
も
残

て
な
か

た
り
し
て
な

文

り
分
解
さ
れ
て

 

お

こ
わ
い
こ
わ
い

 
触
ら
ぬ
神
に

り
な
し
と
は
こ
の
事
だ
な

く
わ
ば
ら
く
わ
ば
ら

  
・
世
界
を

手
取
れ
る
和
人
の

騎
全
力
戦
闘
能
力

和
人
を
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
に
す
る
ま
で

手
取
れ
る

ン
ビ
ア
タ

ク
部
隊

森
羅
の
守
護
者

 

な
ん
だ
ね
あ
れ
は

地
獄
か
ね

・

・



 尊ぶべき日常世界

  
・
無
銘

黒
椿

白
式

の

機
を
完

に
メ
タ

じ
完
了

た
だ
し
殺
し
合
い
に
限
る

 

合
に

い
て

り
合
え
る

地
は
あ
る
が

武
器
の

収
能
力
は

在
な
の
で
ど

ち
に
し
ろ
⻤

に
は
変
わ
り
な
い

 
原
子
分
解
能
力
で

認
し
た

手
を
分
解
し
て

死
さ
せ
ら
れ
る
事
を
和
人
束
た
ち
は

そ
う
と
し
て
い
る

そ
れ
も
あ

て
黒
椿
に
は
エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス
タ

が

載
さ

れ
て
い
る
し

無
銘

に
原
子

作
能
力
が
あ
る
と

表
し
て
い
な
い

 
し
か
し
ネ

ト
⺠
に
は

そ
悟
ら
れ
て
し
ま

た

様

 
ま

と
か

と
か

原
子
レ
ベ
ル
の
こ
と
や

て
た
ら

非
も
な
い
よ
ネ

 

束
さ
ん
が

し
く
解
説
し
な
け
れ
ば
武

の

果
で
す
で

し
切
ら
れ
た
け
ど
ネ



【備忘録】桐ヶ谷和人

備
忘
録

桐

谷
和
人

  
お

し
ぶ
り
で
す

 
ス
マ
ヌ

今
話
は
振
り
返
り

キ

ラ
設
定
集
な
の
だ

主
人

だ
け
だ
け
ど

 

と

た
か
ら

ユ
ル
シ
テ

 
で
は
ど
う
ぞ

 
・
桐

谷
和
人

 

も
く
じ

 

プ
ロ
フ

ル

 

人
物

 

出
身
・
家

・
交
友
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外
見
・
性
格

 

才
能
・
能
力

 

経
歴

 

専

機

 

無
銘

 

黒
椿

  

プ
ロ
フ

ル

 
真
名

一

 

 
桐

谷
和
人

 
性
別

男
性

 
身
⻑

１
２

ｃ
ｍ

 
体
重

３
８

ｇ

 
生
年
月
日

 

 

 
血

型

型

 
 
色

黒



【備忘録】桐ヶ谷和人

 
特
技

技
術

人
心
理
解

 

き
な
物

世
界

想
い
出

ポ
ト
フ

 
苦
手
な
物

会

ヒ
ト

の

 
天

桐

谷
直
葉

 
属
性

 
守
護

序
・
善

 
本
能

中
立
・
中

 

・
悪

 

合

中
立
・
中

 
異
名

出
来
損
な
い

ビ

タ

黒
の
剣
士

解
放
の
英
雄

覇
王

義
弟

 

日
本

務

合

信

高

信

振
興

第
二
分

属
仮
想
世
界
特
別

 
 
 
 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

特
別
リ
ポ

タ

リ
サ

チ

ラ
イ
タ

 
 
 
 

レ
ク
ト

特
別
テ
ス
タ

 
 
 
 

ユ

ミ
ル

特
別
テ
ス
タ
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世
界
初
の
男
性

者

 
一
人
称

／
お
れ

 
二
人
称

お
前
／
あ
ん
た
／
ア
ン
タ
／
中
立

味
方

さ
ん
付
け

称

／

様
・

呼
び
捨
て

 
三
人
称

ツ
／

ツ
ら
／

呼
び
捨
て

 

性

和
人

和
人
君

和
人
く
ん

和
君

桐

谷

桐

谷
君

き
り
き
り

 
 
 
 
キ
リ
ト

キ
リ
ト
君

キ
リ
ト
く
ん

キ

キ

 
 
 
 
一

い

く
ん

 
出
身

日
本

横

 
国

日
本
 

 
無
国

 

人
物

 

は
⻑
い
黒
髪
黒
色
の

と
い
う

日
本
人
の
容

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生
還
後
は

重
な
る

心
労
で
髪
は
色
が

け

は
目
に

め

ま
れ
た
ナ
ノ
マ
シ
ン
越
界
の

の
影

で
黒
目

金

に
変
色
す
る
よ
う
に
な

て
し
ま

た

成
⻑
期
に
十
分
な

息
運
動
を
取
れ
て

い
な
か

た
た
め
全
体
的
に
背
格

は

で
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肉
親
に
見
捨
て
ら
れ
放
浪
の

に
行
き
倒
れ
た
と
こ
ろ
を
桐

谷
家
に

わ
れ

名
し
た

 

し
み
に
し
て
い
た
世
界
初
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
夢
を
馳
せ
ロ
グ
イ
ン
し
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
か
ら
少
し
で
も
多
く
の
人
を
助
け
る
と
決
意
し
以

ロ
プ
レ
イ

の

剣
士
と
し
て
生
き
る
事
に
な
る

 
尊

す
る
人
物
は
桐

谷
直
葉

場

ノ
之
束

 

悪
す
る
人
物
は

千
冬

秋
十

復
讐
⻤
・

一

 
一
人
称
は

だ

た
が

デ
ス
ゲ

ム
開
始

は

に
変
わ

て
い
る

 
・
出
身
・
家

・
交
友

 
出
身
は
日
本
の
横

は

の
時
に

発
し
て
お
り

姉
・
千
冬
と
兄
・
秋
十
の

三
人
で
八

ま
で

ら
し
て
い
た

小
学

に
入
学
す
る
ま
で
は

ノ
之
家
に

け
ら
れ
入

学
し
て
以

は

自
動
的
に
家
事
を
一
手
に
引
き

け
る

兄
か
ら
は

を

け
姉
は
無

心
だ

た
た
め
家

は
良
く
な
い

 

ノ
之
束
と
は
七

の

自

で

強
し
て
い
た
夜
中
に

を
合
わ
せ
た
の
が
初
の
邂
逅

桐

谷
家
に
引
き
取
ら
れ
て
か
ら
は
体
に

め

ま
れ
た

コ
ア

無
銘

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
他

に

す
る
専

知
識
を
教
え
ら
れ
て
い
た

和
人
に
対
し
て
大
き
な
負
い
目
が
あ
り
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罪
も

め
て
か
な
り
協
力
的
な

に
あ
る

ク
ロ
エ
の
義

と
し
て
ク
ロ
エ
と
和
人
の
交
流

を
見
る
中

束
自
身
も
和
人
に
対
し
や
や
特
別
な
感
情
を
持

て
い
る

 
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
に
は
常
識
的
な

学
を
教
わ
る
代
わ
り
に
束
の

を
気
に
し
た
事

に

を
発
し

本
的
な
家
事
の
指
導
を
行
う

師
弟
の
間

に
あ
る

ま
た
そ
の
間

を

り

に
さ
れ
て
い
る
事
を

め

ク
ロ
エ
か
ら
は

な
ら
ぬ
思

の
念
を
向
け
ら
れ
て
い
る

 

ノ
之

と
は
道
場
で

を
合
わ
せ
て
い
た
が
実

的
な
指
導
を

し
付
け
ら
れ
た
事
が
原
因

で
苦
手
意
識
を
持

て
い
る

 

ノ
之

と
は
交
流
が
あ

た
も
の
の

は
不
明

家
事
の

は

ノ
之

の
家
事
を
見

取
り

古
で

得
し
た
も
の
な
の
で

直

指

を

け
た
事
は

無
に

し
い

 

に
は

か
遭
遇
し

け
が
の
手

て
を
さ
れ
た

に
あ
る
が

和
人
の
記

に

残

て
い
る
か
は
不
明

 
桐

谷
直
葉
と
は
義
理
の
姉
弟

に
あ
り
武
道
の
師
で
も
あ
る
た
め
強
い
尊

と
信

を

向
け
て
い
る

直
葉
か
ら
は

情
を
向
け
ら
れ
て
お
り
和
人
も
そ
れ
を
認
識
済
み

実
力

は

合
形
式
だ
と
直
葉
に
圧
倒
さ
れ
生
死
を

し
た
実
戦
形
式
で
は
逆
に
圧
倒
す
る

性
の
上

下

に
あ
る
が

２
０
２

年

月

か
ら
は
五
分
五
分
の
勝
負
に
な
り
始
め
て
い
る
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保

朋
／
ア
ル
ゴ
と
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
テ
ス
ト

太

／
ク
ラ
イ
ン
や
結
城
明
日
奈
／

ア
ス
ナ
ら
と
は
デ
ス
ゲ

ム
以

で
知
り
合
い
秘
密
を
打
ち
明
け
る

ど
の
信
頼

を

い

て
い
る

 
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ル
ザ
ス
／
Ｐ
ｏ
Ｈ
は
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
誘

し
た

本
人
で
あ
り

同
時
に
和
人
に
実
戦
の
い
ろ
は
を

き

ん
だ
人
物

あ
る
意
味
の
師
弟

に
あ
り
ヴ

サ

ゴ
か
ら
は
死
闘
の

し
み
か
ら

念
を
向
け
ら
れ
て
い
る

 
・
外
見
・
性
格

 
デ
ス
ゲ

ム
以
前
ま
た
デ
ス
ゲ

ム
中
は
⻑
い
黒
髪
と
黒
目
色
白
の

な
ど
少
女
然
と
し

た
容

を
し
て
お
り
そ
の
せ
い
で
性
別
を
間
違
え
ら
れ
る
事
も
少
な
く
な
か

た

ま
た

の
出
来
損
な
い
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
た
人
物
で
そ
の
容

や
背
格

な
ど
も
ネ

ト
に

晒
さ
れ
て
い
る

そ
の
た
め
デ
ス
ゲ

ム
一
か
月
目
ま
で
は
黒
ロ

ブ
で
人
目
を

ん
で
い
た

が
第
一
層
ボ
ス
・
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
の
攻
撃
で
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
更
に
キ
バ
オ
ウ
の

に
よ
り
身
バ
レ
し
て
し
ま
う
な
ど
外
見
で
得
を
し
た
事
は

と
ん
ど
な
い

し
か
し
初
め
て
そ

の
容

を
目
に
し
た
ユ
ウ
キ
か
ら
は
天
使
様
と

さ
れ
カ
リ
ス
マ
お

子
の
ア
シ

レ
イ

に
は
モ
デ
ル
の
依
頼
を
頼
ま
れ
る
な
ど
後

に
な

て
人
間

構

に

立
つ
場
面
が
出
て
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き
た

 
デ
ス
ゲ

ム
生
還
後
か
ら
は
ス
ト
レ
ス
か
ら
白
髪
に
ま
た
大

覚

の

使
に
よ
り
眼

に

さ
れ
た
ナ
ノ
マ
シ
ン

越
界
の

が

状

で

動
し

け
金

に
な

て
い
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
後
か
ら
は
色

と
見
え
過
ぎ
る
事
か
ら
更
に
眼

を

ま
た

情
を
覚
え
る
と
黒
目
紅

に
な
る

 
性
格
は

本
的
に

し
く

て
い
る
人
は

放

て
お
け
な
い

強
さ

を
得
る
事

に
は

無
し
の

欲
さ
を
見
せ
自
ら

め
る
事
は
断

と
し
て
許
さ
な
い

し
さ
を
持
つ

た

だ
し
あ
く
ま
で
許
さ
な
い
の
は
己
に
対
し
て
の
み
で
あ
り
そ
の
事
を
他
者
に

し
付
け
る
事
は

な
い
の
で
衝
突
す
る
事
は
非
常
に

 
肉
親
に
見
捨
て
ら
れ
た
過
去
か
ら
助
け
て
の
声
に
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
り
そ
れ
を
無

す
る

事
が
出
来
な
い

な
心
的
外
傷
を
負

て
い
る

デ
ス
ゲ

ム

初
は
無
自
覚
だ

た
の
で

限
な
く
人
助
け
を
行
い
自
身
の
命
も

つ
覚
悟
も

め
る
な
ど
自
己

精
神
が
非
常
に
強

か

た
が
義
姉
に

正
さ
れ
て
か
ら
は
鳴
り
を
潜
め
て
い
る

と
は
い
え
完
全
に

正
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
た
め

以

も
直
葉
ら
と
は

衝
突
を

り
返
し
て
い
る

 

く
ま
た

の
背
格

か
ら

性
を
知
ら
れ
て
も

め
ら
れ
る
事
が
少
な
く
な
く
そ
れ
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故
か
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
て
か
ら
は

が
一
変
し

対
的
に
強
気
な
も
の
に
な

て

い
る

 
し
か
し
心
を
許
し
た
者
特
に
直
葉
な
ど
全

の
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
者
の
前
で
は
年

応
の

を
見
せ
る

更
に
小
動
物
や

物
を
前
に
す
る
と

か
に

す
る
な
ど

な
心
も
持

て
い
る

  
・
才
能
・
能
力

 

出
来
損
な
い

と
い
う

名
で
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に

義
姉
・
直
葉
か
ら
は

才
能
は
な

い

と

を
強
く
断

さ
れ

天
災
・

ノ
之
束
か
ら
も
同
様
の
見
解
を
持
た
れ
て
い
る

 
一
方
で
最
年
少
人
生
経
験
の
少
な
さ
更
に
才
能
の
無
さ
と
い
う
数
多
の
不

な
要

を

し
て
強
者
の

に
上
り

め
る
努
力
に

し
て
は
極
め
て
高
く

さ
れ
て
お
り
束
や
天

才
少
女
・
七
色
に
は
そ
の
努
力
こ
そ
が
才
能
だ
と

え
ら
れ
て
い
る

客
観
的
に
分
か
り
や

す
い
結
果
数
値
と
し
て
出
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い

そ
の
た

め
和
人
は
不

な

価
を

け
や
す
い
が
近
く
で
⻑
く
見
る

ど
そ
の
判
断
が

り
で
あ
る

と
気
付
く
者
は
少
な
く
な
か

た

中
に
は
直
感
で
そ
れ
に

付
く
者
も
お
り
木

と

子
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は
初
め
て
共
同
戦
線
を

た
第
一
層
ボ
ス
戦
で
和
人
の
本

を
見

き
色
眼

な
し
で
高
く

価
し
て
い
る

 
成
⻑

向
は
直
葉

く

大
器
晩
成

一
も
二
も
教
え
ら
れ
な
け
れ
ば
成
⻑
で
き
な
い
と
和

人
本
人
も
認
め
て
い
て
そ
れ
故
に
物
事
の

・

本
と
な
る
も
の
を
最
重
要

し
生
存
に

繋
が
る
と

え
て
い
る
た
め
学

意
欲
は
非
常
に
高
い

直
葉
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た
時

点
で

大
成
し
て
い
る
状

で
事
実
２
０
２
１
年
ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ス
第
四
十
九
層
フ
ロ
ア

ボ
ス
を

ば
自
失
し
な
が
ら

ロ
で
撃
破
し
て
お
り
直
葉
が
来
る

年
前
の
時
点
で
他
プ
レ
イ

に

べ

を

い
て
高
い
戦
闘
能
力
・
生
存
能
力
を
保
持
し
て
い
る
事
が
明
ら
か
に
な

て

い
る

ま
た

を

ん
じ
る
事
も
ま
ず
な
く

や

発
と
い

た

も
根

に
は
自
身

が
想
定
し
た
流
れ
に

手
を

せ
る

と
い
う
思

が
あ
る

 

本
的
に
一

間
一
層
の
攻
略

ス
を
保
つ
べ
く
キ
リ
ト
は
三
日
に

層
攻
略
二
日
に

偵

戦
な
ど
の
情
報
収
集
一
日
に
ボ
ス
戦
を
あ
て
が
い
他
が

む
最
後
の
一
日
も

身
攻
略

に

り
出
す
な
ど
年
中
無

状

で
動
い
て
い
た

精
神
的
に
追
い

め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
も

あ
る
が
そ
れ
を
こ
な
し

け
る
ポ
テ
ン
シ

ル
も
有
し
て
い
る

更
に
ボ
ス
戦
で
は
突
出
し
が

ち
な
キ
バ
オ
ウ
リ
ン
ド
ら
の
フ

ロ

に
回
る
べ
く

ロ
で
遊
撃
を

て
出
て
お
り
そ
れ



【備忘録】桐ヶ谷和人

で
救
わ
れ
た
者
も
少
な
く
な
い

第
二
十
五
層
で
レ
イ
ド
が
一
時
壊
滅
状

に

た
時
は
神

聖
剣

を
使

し
て
い
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
二
人
だ
け
で
戦
線
を

持
す
る
な
ど

力
も
あ
る

 

・
思

の
面
で
は
デ
ス
ゲ

ム
開
始

直
後
か
ら
ベ

タ
テ
ス
タ

と
ニ

ビ

の

を
予
想
し
ク
ラ
イ
ン
が

き

ま
れ
る
の
を

け
る
た
め
一
人
で
行
動
し
第
一
層
ボ
ス

戦
で
ビ

タ

と
し
て
活
動
出
来
る
よ
う

え
て
ボ
ス
の
全

ス
タ
ン
技
の
情
報
を
ア
ル
ゴ

に
伝
え
な
い
な
ど
の

明
さ
を
見
せ
て
い
た

そ
の
点
で
ア
ル
ゴ
や
ク
ラ
イ
ン
ら
は
和
人
の
判
断

力
を
極
め
て
信

し
て
お
り
ボ
ス
の
情
報
収
集
で
ア
ル
ゴ
が
頼
る
な
ど
の
一
幕
も
あ
る

シ
ス

テ
ム
面
の

も
深
く
開
発
者
た
る

場
と
同

レ
ベ
ル
の

論
を
交
わ
す
な
ど
知
識
も

で
ロ
ジ

ク
を

ん
だ
物
事
の
違
和
感
を
見

い
て
圏
内
事
件
の
真

に
い
ち

く
気
付

く
事
も
あ

た

そ
の
た
め
オ
カ
ル
ト
は
信
じ
て
い
な
い

そ
の
理
由
が
も
し
本

に
霊
が
い

る
な
ら
真

先
に

の
前
に
来
る
人
を
最

一
人
知

て
い
る
と
い
う
自
分
の
前
に
現
れ
て

な
い
か
ら

霊
は
い
な
い
と
い
う

論

 
全
体
的
に
自
己

滅
私

自

的
な
精
神

向
に
あ
り
直
葉
を
は
じ
め
大
切
な
人

間
の

え
が
無
け
れ
ば
ま
と
も
な
精
神
状

を
保
て
な
い

さ
が
あ
る
が
四
十
九
層
ボ
ス
の

独
撃
破
時
を

め
自
失
の
体
で

北
を

し
て
い
る
の
は
実
は
対
リ

フ

の

戦
の
み
で
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あ
る
な
ど
戦
闘
技
能
自
体
に
は
あ
ま
り
影

し
て
い
な
い

  
・
経
歴

 
過
去

 
２
０
１
３
年

月

日
に

一

と
し
て
生
を

け
る

一

が

の
時
に

親

が

発
し
姉
・
千
冬
と
兄
・
秋
十
の
三
人

ら
し
に
な

た

姉
が
バ
イ
ト
な
ど
で

ぎ
に
出

た
り
登

し
て
い
る
間
は
千
冬
が

意
に
し
て
い
た

ノ
之
家
に

け
ら
れ
そ
こ
で

ノ
之

の
家
事
を
見
て
覚
え
て
い
る

こ
の
一
年
後
一

が

の
時
に

が
世
に
発
表
さ
れ
た

 
束
に
は
こ
の
時
点
で
認
識
さ
れ
て
い
た
が
興
味
自
体
は
持
た
れ
て
い
な
か

た

と
も
こ
の

か
ら

見
知
り
だ
が

一

が

の
時
に
道
場
に
入

し

二
日
で

め
た
事
を
契
機
に

遠
に
な

て
い
る

ま
た
同
年
千
冬
が
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

勝
し
世
界
最
強
に

い

た
事
を
契
機
に

か
ら

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
意

せ
ず
男
の
代
表
と
し
て

め
ら

れ
る
よ
う
に
な

た

や
一

の
ア
ン
チ
勢
力
の
中
に
は
女
尊
男

の
世
が
出
来
た
の
は

一

が
結
果
を
出
せ
な
か

た
せ
い
と
信
じ
て
い
る
者
も
お
り
後
に
キ
バ
オ
ウ
を

と
し

て
命
を

わ
れ
る
事
に
な
る
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小
学
一
年
生
に
な

た

の
年
に

ノ
之
束
に
興
味
を
持
た
れ
夢
を
語
り
合
い

努
力

を

価
さ
れ
た

 
小
学
二
年
生

の
年

第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
千
冬
を
不
戦
勝
に
さ
せ
よ
う
と
兄

と
共
に

わ
れ
る

秋
十
は

出
し
た
が

そ
の

に
見
捨
て
ら
れ

こ
れ
を
契
機
に
人
格

が
別
た
れ

送
ら
れ
た

で
コ
ア
を

め

ま
れ
死
に

し
た
事
を
契
機
に
人

格

生
存
本
能

が
別
た
れ

を

じ

め
た

 

め

ま
れ
た

コ
ア
を

い
て
脱

し

日
本
に

び
た
も
の
の
行
き
倒
れ

桐

谷
家
に

子
と
し
て
引
き
取
ら
れ
る

こ
の
時
に
桐

谷
和
人
に

名

わ
れ
て

く
は

の
事
で
過
呼

を

こ
す
な
ど
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
見
ら
れ
た
が
直
葉
を
始
め
家

の

身
的

な

え
も
あ

て
収
ま
り
を
見
せ

直
葉
ら
に
絶
大
な
信

を
持
つ
事
に
な

た

 

わ
れ
て
か
ら
ち

う
ど
一
年
後
の
２
０
２
２
年

月

日

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ

ン

の
正
式
サ

ビ
ス
開
始
に
合
わ
せ
ロ
グ
イ
ン

ロ
グ
イ
ン
直
後
に

髪
バ
ン
ダ
ナ
の

・

ク
ラ
イ
ン
に
レ
ク
チ

を
頼
ま
れ
デ
ス
ゲ

ム

ま
で
レ
ク
チ

す
る

心
や
人

間
不
信
の
き
ら
い
が
あ
る
和
人
に
は

し
く

会

て
数
時
間
の

手
と
親
し
く
話
せ
て
い
る

が
こ
れ
は
ベ

タ
テ
ス
ト
や

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
ネ

ト

境
が
現
実
と

離
し
無
意
識
に
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安

し
て
い
た
事
に
よ
る

 
そ
れ
を
ぶ
ち
壊
す
デ
ス
ゲ

ム

の
後
は
命

け
の
状
況
に

た
事
を

静
に

け
入
れ

る 
ク
ラ
イ
ン
と
は
始
ま
り
の

で
分
か
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
容

が
現
実
の
も
の
と
な
り

リ
ア
ル
バ
レ
必
至
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
た
め

ま
た
ベ

タ
テ
ス
タ

に
対
す
る
や

か
み

も

め
そ
れ
に
ク
ラ
イ
ン
を

き

ま
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
が
あ
る

フ
レ
ン
ド
登
録
を

交
わ
し
た
の
は
ク
ラ
イ
ン
を
経
由
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
情
報
を
流

さ
せ
攻
略
の
戦
力

を

し

た
り
ベ

タ
テ
ス
タ

と
ニ

ビ

達
が
協
力
し
や
す
い
よ
う
必
要
悪
ビ

タ

を
演

じ
る
た
め
の

こ
の
時
点
で
は
ク
ラ
イ
ン
に
対
し
て
心
を
開
き
切

て
い
な
か

た

 
そ
の
あ
と
強
力
な
片
手
剣
を
入
手
し
よ
う
と
ホ
ル
ン
カ
の

へ

身
向
か
う
も
同
じ

ベ

タ
テ
ス
タ

の
コ

ル
の
裏
切
り
に
遭
い
反

的
に
殺
し
て
し
ま
う

こ
れ
が
原
因

で
こ
の
世
界
も
現
実
と
同
じ
地
獄
で
あ
る
こ
と
少
し
で
も
他
者
を
助
け
よ
う
と
決
意
さ
せ
自

分
の
安
全
面
を

外

し
始
め
る

 
第
一
層
ボ
ス
攻
略
会
議

ボ
ス
攻
略
戦
を
経
て
身
バ
レ
し
た
も
の
の

一

へ
の
ヘ

イ
ト
と
絡
め
て
自
身
を
情
報
を
独

す
る
ベ

タ
テ
ス
タ

と
認
識
さ
せ
悪
意
を
集
中
さ
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せ
る

 
以

は
キ
バ
オ
ウ
リ
ン
ド
な
ど
の
ア
ン
チ
勢
力
を
誘
導
し
つ
つ

層
攻
略
に
血
道
を
上

て

い

た

中
で

殺
隊

な
ど
集

に
遭
い
始
め

か
外

部
に

と
さ
れ
る
も

く
も
生
還
し

け
て
い
る

な
お

殺
隊

と
の
戦
い
で
死
者
は
出
て
い
な
い

 
デ
ス
ゲ

ム
開
始
か
ら

年

ど
が
経
過
し
た

武
器
の
強
化

集
め
に

り
立

た

層
で
月
夜
の
黒
猫

と
邂
逅

モ
ン
ス
タ

を

リ
ン
ク
さ
せ
壊

状

を
見
か
ね
て
手

助
け
し
そ
の
強
さ
を
見

ん
だ
ケ
イ
タ
に
よ
り
黒
猫

の
強
化
に
手
を

す
事
に
な
る

キ

リ
ト
は
黒
猫

の
ア

ト
ホ

ム
な

気
に

か
れ
る
も
の
が
あ
り
ケ
イ
タ
が

し
出
た
の

は
そ
れ
を

し
た
か
ら

 

期
間
で

的
な
レ
ベ
ル
ア

プ
を
果
た
し

攻
略

層
を

つ
も
上

た
が

子
に

た

が
事
前
確
認
も
せ
ず
ト
ラ

プ

層
と

わ
れ
た

層
迷

を

れ

手
つ
か

ず
の

し
部

で
ト
ラ

プ
を
引
い
て
し
ま
う

黒
猫

の
紅
一
点
た
る
槍
使
い
・
サ
チ
の
メ

セ

ジ
で
ギ
リ
ギ
リ

け
つ
け
た
キ
リ
ト
だ

た
が
錯
乱
す
る

間
の
フ

ロ

が
間
に
合
わ

ず
サ
チ
以
外
は
全

目
の
前
で
失

て
し
ま

た

ホ

ム

入
に
出
か
け
て
い
た
ケ
イ
タ
が

そ
の
事
実
を
知

て
キ
リ
ト
を
怨
み
な
が
ら

び

り
自
殺
し
生
き
残
り
は
サ
チ
だ
け
と
な
り
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黒
猫

は
事
実
上
壊
滅
す
る

こ
の
事
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
キ
リ
ト
は
以

も

な
に

間

の
死

を

い

そ
れ
を

ぐ
た
め
な
ら
命
を

つ
無

を
す
る
よ
う
に
な

た

  

専

機

 
和
人
は

外
的
に
二
種

有
し
て
い
る

 
・
無
銘

 
コ
ア

亡
国
機
業

作

ネ
オ
・
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
式

 
製
作

亡
国
機
業

 
世
代

零

番
外

 
対
応

近
・
中

離

 
コ
ン
セ
プ
ト

生
身
で

を
撃

す
る
能
力
の

得

 

機
形

黒
い

形
コ
ア

心

直
上

め

み

生
体
同
期
型

 
展
開
形

フ

ド
付
き
黒
ロ
ン
グ
コ

ト

黒
手

ブ

ツ

 

の

機

が

う
闇
を
退
け
る

 

３
０
０



【備忘録】桐ヶ谷和人

 
パ
ワ

身
体
能
力
依
存

 
ガ

ド

バ
リ
ア
依
存

紙

 
ス
ピ

ド

身
体
能
力
依
存

 
ス
タ
イ
ル

め
手

暗
殺

自
己
強
化
タ
イ
プ

  
和
人
の
体
に

め

ま
れ
た
零

世
代

 
見
た
目
は
黒
い
コ

ト

真

黒
な
の
で
闇
に

け

み
や
す
く

な
の
で
動
作
を
邪
魔

し
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
も
存
在
し
て
お
り

現
在
は
ユ
イ
が

有

備
し
て
い
る

 

全
体
に
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を
流
し
て

を
展
開
し
更
に
強
化
す
る
事
で
重

は

そ
の
ま
ま
に

を
上

た

の

と
つ

特
に
ス
ピ

ド
を
重

し
て
い
る
が
反
面

常
の

機
体
に

載
さ
れ
た

部
・

部

が
無
い
の
で
パ
ワ

ア
シ
ス
ト
は
存
在
せ
ず

ま
た
物
理
的

性
能
も

い
た
め
真

向
勝
負
に
は
向
い
て
い
な
い

常
の
機
体
に

べ

て
攻
撃
力

力
に

り
ス
ラ
ス
タ

な
ど
も
な
い
事
か
ら
速

で
も

る
な
ど
全
体
的

に

常
の

に

て
い
る
部
分
が
目
立
つ

 

本
的
に
和
人
自
身
の
身
体
能
力
を

使
し
て
戦
う
仕
様
で

刃
の
刃
そ
の
も
の
だ
が
こ
れ
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は
も
と
も
と
生
身
で

を
撃

す
る
技
術

の

物
で
あ
り

わ
ば
失

作
に

し
く
技

術
と
し
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
な
い
た
め
で
あ
る

機
能

 

本
的
な

の
機
能
は
備
わ

て
い
る
が

無
銘

は
他
と
異
な
り
リ
ミ

タ

が
無
い
た

め

常
に
全
力
で
機
能
を
発
動
で
き
る

他
に
な
い
機
能
は
以
下
の

り

自
己
回
復

 

を
補

す
る

が
な
い
代
わ
り
に

時
間
を
掛
け
て
自
力
で

を
補

す
る

行

を

慮
す
る
と
他
の

に
も
あ

て
然
る
べ
き
機
能
の
一
つ

 
エ
ネ
ル
ギ

タ
ン
ク
に
な
り
得
る
も
の
が
無
い
た
め

他
の
機
体
に

べ

の

自
体
は

少
な
い

し
か
し
生

を
増

さ
せ
て
過

な
エ
ネ
ル
ギ

を
攻
撃
に
転

す
る
な
ど
の
方
法

が
可
能
で

楯
無
の
最
大

力
の
攻
撃

グ
ン
グ
ニ
ル
の
槍

も

殺
し
て
い
る

原
子

作

 

の
武

の
出
し
入
れ

子
変
換
を
発
展
さ
せ
た
機
能

物

の
原
子
構

を
解

し
そ
れ
を
立
体
的

面
に
書
き
出
し
原
子
を
そ
の
よ
う
に
配
列
す
る
事
で
完
全
に

す
る

事
が
可
能

こ
の
機
能
に
よ
り
直

対
峙
し
た

機
の
機
体
と

一
仕
様
能
力
ま
で
も
完
全
に
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し

自
分
の
力
と
し
て

う
事
が
出
来
る

 
和
人
は
こ
の
機
能
を
肉
体

に
使

し
て
お
り

に
束
を
参

に

の
演

速

上

列
演

能
力
上

の
他

千
冬
を
参

に
骨

肉
な
ど
を
自
己

し
て
い
る

 
ま
た
原
子
を

作
す
る
た
め

的
に

氷

な
ど
の
自
然
現

を
引
き

こ
せ
更
に

我
の

に
も
使

可
能

 
負
の
第
二
形

 

の
影

を

に

け
て
至

た
二

形

 

が
白
色
の

に

わ
れ
黒
目
金

に
な
り
仮
面
を

け
た

い
に
見
た
目
が
変
化
す
る

 
和
人
が
コ
ア
を

め

ま
れ
た
時
の
負
の
想
念
を

け

無
銘
コ
ア
が

常
と
は
異
な
る
進

化
を
行

た
発
現
し
た
禍

し
い

本
能

が
無
理

理

じ

め
て
も

形

が
解

さ
れ
な
い
な
ど
危
険
性
は
非
常
に
高
か

た
が

そ
の
時
点
で
は

守
護

と

本
能

が

て

に

極
的
で
な
か

た
の
で
あ
り
心
の

か
ら
世
界
に
絶
望
す
れ
ば
そ
の
力
を

な

く
発

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る

事
実

平
行
世
界

に

い
て
は
世
界
滅
亡
の

に
使
わ
れ
て

い
る
事
も
あ
り
つ
ま
り
現
時
点
で
世
界
を
滅

す
ポ
テ
ン
シ

ル
を
秘
め
て
い
る
事
が
示
さ
れ
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て
い
る

 
一
応
二

形

の

い
に
な
る
が

常
の
コ
ア
が

り
手
に
合
わ
せ
て
進
化
す
る

で
は
な
く

り
手
が
コ
ア
を

わ
せ
て
い
る
と
い
う
異

な

性
な
の
で

一
仕
様
能

力
が
発
現
し
て
い
な
い
点
も

め

正
し
い
意
味
の
二

形

で
は
な
い
と

さ
れ
て
い
る

 
現
在
は

を
自
ら

け
入
れ
負
を
守
る
意
思
へ
と

華
し
た
事
で
自
我
を
保

た
ま
ま
力
を
振
る
う
事
が
可
能

ま
た
和
人
の
負
に

ま
れ
死
滅
し
た
人
格
に
代
わ
り
未
来
の

ユ
イ
こ
と
ヴ

ベ
ル
が
イ
ン
ス
ト

ル
さ
れ

コ
ア
人
格
に
な

て
い
る

 

一
仕
様
能
力

 
な
し

 
兵原

子

作
に
よ
り
実
物
を
見
れ
ば

で
も

可
能

こ
こ
で
は
無
銘
自
体
に

ま
れ

て
い
た
武
器
に
限
定
し
て
記
す

 
・
片
手
剣

く
ろ
が
ね

黒
鉄
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反
り
の
無
い
片
刃
の
黒
い
片
手
剣

ナ

ク
ル
ガ

ド
が
付
い
て
い
る

 
初
め
か
ら

零

白
夜

と
同
性

の
機
能
を
使

可
能

 
和
人
は
使

を
忌

し
て
い
る

 
・
片
手
剣

し
ろ
が
ね

白
金

 
反
り
の
無
い
片
刃
の
白
い
片
手
剣

ナ

ク
ル
ガ

ド
が
付
い
て
い
る

 
初
め
か
ら

零

白
夜

と
同
性

の
機
能
を
使

可
能

 
和
人
は
使

を
忌

し
て
い
る

 
・
片
手
剣

む
み

う

無
明

し
ら
が
ね

白
鉄

 
黒
鉄
と
白
金
を

同
士
で
合
わ
せ

合
体
さ
せ
た

刃
剣

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
二
十
四
章
に
て
闘
技
場
個
人
戦
第
三
戦
に
登
場
し
た
ボ
ス
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｈ
ｏ

ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
Ｓ
ｅ
ｉ

ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｍ
ａ
ｒ
ｅ

ｐ
ａ
ｓ
ｔ
が
こ
れ
を
持

た

を

て

無

攻
撃
を
放
つ

明
剣

を
使

し
た

 
ま
た

が
自
身
の

徴
の
剣
と
し
て
使

て
い
る

 
初
め
か
ら

零

白
夜

と
同
性

の
機
能
を
使

可
能

 
和
人
は
使

を
忌

し
て
い
る
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・

手
剣

こ

つ

虚
月

 
出
刃

を
思
わ
せ
る
刀
身
黒
い

と

先
か
ら

ば
く
か

び
る
黒
い

が
特
徴
的
な
大

刀 

の
⻑
さ
は
３

ｃ
ｍ

刃

り
１
２
０
ｃ
ｍ
と

和
人
の
背

よ
り
も

大
で
重

 

本
能

の
化
身
・
シ
ロ
が
自
身
の

徴
の
剣
と
し
て
使

て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

手
剣
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

狂
月
剣

に
対
応
し
て
い
た

分

上

手
剣

だ
が

片
手
剣

と
し
て
も
運

可
能

 
和
人
は
使

を
忌

し
て
い
る

 
・

剣

ア
ク
ア
リ
ウ
ム

 
蒼
色
の

刀
身
を
持
つ
片
刃
の

剣

 
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

い
る
こ
と
で
水
の

に
よ
る

や
波

に
よ
る
攻
撃
な
ど

圧
倒
的
物

に
物
を

わ
せ
た
攻
撃
が
可
能

水
場
で
あ
れ
ば
真
価
を
発

す
る

後

の
氷
を

る
フ
リ

ズ
プ
ラ
イ
ド
と
組
み
合
わ
せ
る
事
で

更
な
る
攻
撃
が
可
能
と
な
る

 
ア
ス
ナ
が

有
す
る
リ
ズ
ベ

ト

製
の
継
承
剣
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
と

似
し
て
い
る

 
・

刀

エ
ン
ゼ
ル
イ

タ
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悪
魔
の

を
思
わ
せ
る
黒
い
刀
身
⻩
色
の
目

を

た

黒
色
の

と
緑
の
ナ

ク
ル

ガ

ド
が
特
徴
的
な

刀

 
文
中
で
は

本
的
に

剣

と
表
記
さ
れ
る

 
参

武
器
は
リ
メ
イ
ク

テ
イ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
デ
ス
テ

ニ

デ

レ
ク
タ

ズ
カ

ト
の

デ

ア
ン
ベ
ル
セ
リ
オ
ス
と

シ
リ

ズ
の
リ
ク
の
武
器

ウ
ル
イ

タ 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

刀
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

暗
黒
剣

に
対
応
し
て
い
る

 
・
刀

て
ん
ら
い

天

 
白
い

が

か
れ
た

形
の

白
銀
の
刀
身
を
持
つ
刀

 
⻑
さ
は
一

的
な
刀
と

差
の
中
間
で
あ
る
小
太
刀
程

で
小
回
り
が

く

キ
リ
ト
か
ら

す
れ
ば
平

的
な
男
性
が
振
る
う
刀
と
そ
こ
ま
で
変
わ
ら
な
い

 
電
気
の
伝
導

が
高
く
電
撃
を

ば
し
た
り

手
を
麻

さ
せ
る
な
ど
間

攻
撃
手

が

で

を

う
事
で
斬
撃
そ
の
も
の
の

さ
も

躍
的
に
高
め
ら
れ
る

し
か
し
日
本
刀
の
構

も

て
刀
身
そ
の
も
の
の
強

は
高
く
な
く

打
ち
合
い
に
は
向
い
て
い
な
い

 
文
中
で
は

本
的
に

刀

と
表
記
さ
れ
る
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Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
刀
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

刀
術

に
対
応
し
て
い
た

 
・
片
手

ル
ナ
テ

ク

 
星
を

た

を
持
つ

全
体
的
に
蒼
い
片
手

武
器

 
た
だ
し
見
た
目
は
ま
る

き
り

手
剣
で

い
方
は
片
手
剣
と
同
様

 
文
中
で
は

本
的
に

ク
レ
イ
モ
ア

と
表
記
さ
れ
る

 
一
応

系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
地

刃
に
対
応
し
て
い
る
が
片
手
武
器
で
あ
る
事
と
大
地

の
力
を
有
し
て
い
な
い
た
め
下
記
の
武
器
に

べ
て

力
や

果
は

え
目
に
な
る

 
・

手

ガ
イ
ア
ブ
レ
イ
ド

 
十
手
を
分

く
し
た
よ
う
な
形
状
で

黒
く
分

い
刀
身
が
特
徴
的
な
ア

ク
ス
ブ
レ

ド

 
見
た
目
は
ま
る

き
り

手

だ
が
刃
が
無
い
の
で

系
武
器
に
な
る

文
中
で
は

剣

や

ア

ク
ス
ブ
レ

ド

と
表
記
さ
れ
る

 

的
に
振
動
を
伝
達
さ
せ
る
機
能
を
持

て
お
り
物

の
結
合

壊
を

こ
す
事
を
得
意

と
す
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

地

刃

に
対
応
し
て
い
た

 
・

手

ダ
リ
ア
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し
た
黒
い
持
ち
手
と
金
色
に

く
刃
が
特
徴
的
な
大

大

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
で

は

手

に
分

さ
れ
て
い
る

攻
撃
属
性
は
斬
撃
属
性

 
特
に
こ
れ
と

て
特
別
な
属
性
を
有
し
て
は
い
な
い
が

手

に
し
て
は

な
の

で
か
な
り

い
攻
撃
を
可
能
と
す
る

一
振
り
の
攻
撃

は
か
な
り
広
い

 

手

ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
死
閃

に
対
応
し
て
い
る

ち
な
み
に

み
方
は
し
せ
ん
が

ま 
・
⻑
槍

ド
ラ
ゴ
ニ

ク
ス
ピ
ナ

 
⻯
の

を
思
わ
せ
る
刃
を
持
つ
六
本
で
一
対
の

色
の
⻑
槍

攻
撃
属
性
は
斬
撃

突

の
三
属
性

 
風
を

る
力
を
有
し
て
お
り
攻
撃
し
た
後
に
は
風
の
刃
で
追
撃
し
た
り

風
で
吹
き

ば
し

た
り
な
ど

臨
機
応
変
な
運

が
可
能

 
キ
リ
ト
が
手
に
し
て
い
な
い
場
合
は
風
を

て

に
浮
い
て
お
り
特
に
イ
メ

ジ
し
て
い

な
い
場
合
は
キ
リ
ト
の
背
面
百
八
十

を
六
分

す
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る

キ
リ
ト
が
追

撃
に
多

す
る
お
気
に
入
り
の
武
器

よ
く
エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ
と
セ

ト
で
使
わ
れ
る

 
・
投

武
器
チ

ク
ラ
ム

エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ
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四
方
に
大
き
く

び
出
た
刃
そ
れ
ら
の
中
間
に
小
さ
く

び
出
た
刃
を
持
つ
十
文

手
裏
剣

の
よ
う
な
二

一
対
の
戦
輪

中
心
の
持
ち
手
は
黒
い

で

わ
れ
て
お
り
刃
は
紅
く
縁
取
ら

れ
て
い
る

を

る
力
を
持
ち
火

を

き
出
し
な
が
ら

を
斬
り
裂
く
事
で
切
り
傷
と
火

傷
を
同
時
に
負
わ
せ
る
事
が
出
来
る

 
キ
リ
ト
が
手
に
し
て
い
な
い
間
は

を

て

に
浮
い
て
お
り
特
に
イ
メ

ジ
し
て
い
な

い
場
合
は
キ
リ
ト
の

を
護
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る

投

後
の

道
は
イ
メ

ジ
に

う

キ
リ
ト
が
追
撃
に
多

す
る
お
気
に
入
り
の
武
器

よ
く
ド
ラ
ゴ
ニ

ク
ス
ピ
ナ

と
セ

ト
で
使
わ
れ
る

 
投

武
器
系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
手
裏
剣
術
に
対
応
し
て
い
る

鍛
え
る
と
他
の
武
器
も
投

出
来
る

 
・
弓

シ

プ
シ

タ

 

色
の
エ
ネ
ル
ギ

を
無
限
に
放
て
る

紺
色
で
カ
ラ

リ
ン
グ
さ
れ
た
二

一
対
の
ボ
ウ

ガ
ン

エ
ネ
ル
ギ

は
一

に
つ
き
百
発
分

さ
れ
て
お
り
構
え
直
す
と
自
動
で
再

さ
れ
る
た
め
実

弾
切
れ
が
無
い

一

の

撃

に

結
さ
せ
る
事
が
出
来
そ
の
場
合
は

強
力
な

を
二
十
発
分
放
て
る
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攻
撃
属
性
は
少

特

で
二

一
対
で
は

突
属
性
の
み

結
時
は

突
と

属
性
を

有
す
る

 
キ
リ
ト
が
手
に
し
て
い
な
い
場
合
は

に
分
か
れ
て
浮
い
て
お
り

定

の
よ
う
に
な

る

こ
の
状

で
は
構
え
を

ま
な
く
と
も
自
動
で

は
補

さ
れ
て
い
く

 
弓
系
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

撃
術

に
対
応
し
て
い
る

 
・
盾

フ
リ

ズ
プ
ラ
イ
ド

 
氷
の
結

を
思
わ
せ
る
⻘
色
で
縁
取
ら
れ
た
蒼
の
大
盾

 
あ
く
ま
で
盾
な
の
で
こ
の

備
そ
の
も
の
に
攻
撃
判
定
は
無
い
も
の
の
氷
を

る
力
を
使
う

事
で

手
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る

盾
の
先

に
氷

を
生
や
す
事
で
攻
撃
判
定
は
発
生
す

る

こ
の
場
合

攻
撃
属
性
は
斬
撃

突
属
性
に
な
る

 
キ
リ
ト
が
手
に
し
て
い
な
い
場
合
は
前
面
か
ら
の
攻
撃
か
ら
守
る
よ
う
に
正
面
に
浮
き

イ

メ

ジ
に
よ

て
自
由
に
動
か
す
事
が
出
来
る

然
な
が
ら

常
の
様
に

で
持
つ
事
も
可
能

だ
が

キ
リ
ト
の
身
⻑
が
足
り
な
く
て
下

が
地
面
に

さ
る
の
で

本
的
に
浮
い
て
い
る

 
水
を

る

剣
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
と
セ

ト
で
使

す
る
と
水
で

れ
た

手
を
氷

け
に
し

て
動
け
な
く
し

傷
ダ
メ

ジ
で
じ
わ
じ
わ
追
い

め
る
と
い

た
行

が
可
能
に
な
る
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・
黒
椿

 

前
／
実

 
コ
ア

束
作

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
式

 
製
作

持
技

／

ノ
之
束

機
体
製
作
は

持

完
成
を
束
が
手
掛
け
て
い
る

 
世
代

第
三
／
第
四

 
対
応

近
・
中

離
／
全

全

面

 
コ
ン
セ
プ
ト

 
表

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
兵

運

の

下

化

 
裏

攻
撃
・

・
機
動
と

に
応
じ
て
切
り

え
可
能
な

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
マ
ル
チ
ロ

ル
・
ア
ク
ト
レ
ス

時
万
能
対
応
機

 

機
形

型
の
ネ

ク
レ
ス
ト

プ

 
展
開
形

黒
の
バ
イ
ザ

 

１
０
０
０
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パ
ワ

第
三
世
代
ト

プ

 
ガ

ド

パ
イ
ル
バ
ン
カ

を

り
傷
で
済
ま
す

 
ス
ピ

ド

平

速

は
第
三
世
代
機

時
加
速

 
ス
タ
イ
ル

真

向
か
ら

き

す
正

ラ
ス
ボ
ス
タ
イ
プ

  
和
人
が

し
た
第
四
世
代

 
見
た
目
は

白
騎
士

を
黒
く
し
て

ミ
ニ
サ
イ
ズ
に
し
た
バ

ジ

ン
が
一
番

近
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
後

期
に

い
て
キ
リ
ト
が

て
い
た

が
モ
チ

フ

バ
イ
ザ

が
あ
る

の
で

キ

リ

カ

ス
レ
イ
ブ
の

い
が
最
も
近
い

 
反
応
速

な
ど
は
ナ

ヴ
ギ
ア
に
記
録
さ
れ
た
デ

タ
ま
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
が
記
録
し
た
デ

タ
を
反

さ
せ
て
い
る
の
で
和
人
が
出
し
得
る
最
大
能
力
に
付
い
て
い

け
る
レ
ベ
ル
に
な
り
得
る

 

は
一

形

に

い
て

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
を
発
現
さ
せ
る
事
を
目
的
に

開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
た

し
か
し

者
に
反
応
せ
ず
結
果

結
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
束
が

け
取

り
原
因
は
分
か
ら
な
い
が
と
り
あ
え
ず

整
を
進
め
た

結
果
的
に
和
人
が
正
式

者
と
し
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て
機
体
か
ら
承
認
さ
れ
る

 
第
四
世
代

展
開

と
前

の
な
い
機
体
と
い
う
事
で

を

え
た
が

え
方
を
変

え
て
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
と
思
う
よ
う
に
し
た

実

戦
闘
経
験
を

む

ど
和
人
の
対
応
は
的
確

に
な
る
の
で

時
間
の
限
り

練
を

め
ば
無

の
強
さ
を
発

す
る

 

メ
タ
情
報

 

持
が
作
り

結
さ
れ
て
い
た
流
れ
は
原
作
一

の
白
式
そ
の
ま
ま

し
か
し
本
作
に

い
て
千
冬
専

機

が
現

で

つ
ま
り

白
騎
士

の
コ
ア
は

に
使
わ
れ

た
ま
ま
な
の
で

黒
椿

の
コ
ア
は

白
騎
士

の
も
の
で
は
な
い

 
ま
た

展
開

は

白
式

の
武

・
雪
片
弐
型
に
限
定
的
に

原
作

の
専

機

紅

椿
に
は
ア

マ

全
体
に
使
わ
れ
て
い
る

黒
椿
が
ど
ち
ら
か
明

さ
れ
て
い
な
い
が

の
語
り
は

紅
椿

の
も
の
と
ま

た
く
同
じ

 
以
上
の
要

か
ら
原
作
と

べ

黒
椿

は

 

コ
ア
が

白
騎
士

の
も
の
で
な
い

機
能

零

白
夜

を
発
現
し
な
い

零

白
夜

の
発
現
理
由
は

に
使
わ
れ
て
い
た
コ
ア
に
よ
る

が
大
き
い
と
さ
れ

る
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白
式

と
同
じ
製
作
経

で
あ
り
な
が
ら
初
期

で
近
・
中
・
遠

離
の
武

が

ま
れ
て
い
る

白
式
が
ブ
レ

ド
一
本
だ

た
の
は
束
が
そ
う
し
た
か
ら
と
原
作
三

で
明
か
さ
れ
て
い
る

の
で
逆
説
的
に
和
人
に
親
身
な
本
作
束
が
し
な
け
れ
ば
複
数
の
武

を

載
可
能

ま
た
零

白
夜

発
現
も

え
な
い
の
で
容

制
限
も

き
得
な
い

後
に

電

子

が
追
加
さ
れ
た
の
は
シ

ル
の

器
を
使

た
事
を
学

し
二

行

で
追
加
し
た

白
式

の

り

 

世
代

機
体
特
性
は

紅
椿

と
同
じ

 

白
式

紅
椿

は
ど
ち
ら
も
一

形

時
点
で

ワ
ン
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力
を
発
現
し
て
い
る
の

で

黒
椿

も

か
を
発
現
す
る
可
能
性
が
高
い

白
式

と
同
じ
製
作
経

紅
椿

と
同
じ
特
性
と
兵

 

と
い
う

白
式

と

紅
椿

の
設
定
の
い
い
と
こ
ど
り
を
し
た
機
体
と
い
う
事
に
な

る 
ち
な
み
に
原
作

白
式

の
機
体
を

か
り

束
が

・手
・を
・加
・え
・た
・結
・果

黒
椿

が
出
来

た
の
で
あ

て

紅
椿

を
黒
く
し
て

し
た

で
は
な
い
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な
の
で

が
専

機
を
喪

た

で
は
な
い

別
世
界
線
の
記
録
で
は

黒
椿

の
デ

タ
に
近
い
機
体
が
あ

た
そ
う
だ
が

そ
れ
が

紅

椿

か

使

て
い
た
の
が

か
は
不
明

 
兵原

子

作
に
よ
り
実
物
を
見
れ
ば

で
も

可
能

こ
こ
で
は
黒
椿
自
体
に

ま
れ

て
い
た
武
器
に
限
定
し
て
記
す

  
・
コ

ド

ブ
ラ

キ

 
黒
剣

エ
リ

シ
デ

タ

 

剣

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

  
・
コ

ド

ホ
ワ
イ
ト

 
黒
刀

さ
く
や夜

 
白
刀

び

く
や

白
夜
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・
コ

ド

ビ

ス
ト

 

兵

・
レ
プ
リ
カ

 
直
剣

く
ろ
が
ね

黒
鉄

 
直
剣

し
ろ
が
ね

白
金

 
直
剣

む
み

う

無
明

し
ら
が
ね

白
鉄

 
大
刀

こ

つ

虚
月

 

剣

ア
ク
ア
リ
ウ
ム

 

刀

エ
ン
ゼ
ル
イ

タ

 

刀
て
ん
ら
い

天

 

ル
ナ
テ

ク

 
⻑

ガ
イ
ア
ブ
レ
イ
ド

 
大

ダ
リ
ア

 
⻑
槍

ド
ラ
ゴ
ニ

ク
ス
ピ
ナ

 
戦
輪

エ
タ

ナ
ル
ブ
レ
イ
ズ
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シ

プ
シ

タ

 

盾

フ
リ

ズ
プ
ラ
イ
ド

  
・
コ

ド

フ
レ
ン
ド

 
和
人
／
キ
リ
ト
が
記

し
て
い
る
武
器
が
再
現
さ
れ
た
も
の

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
武
器
は
束
に
よ
り
再
現
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
和
人
の
記

か
ら
原
子

作

で
再
現
さ
れ
た
も
の
が
大

を

め
て
い
る

こ
ち
ら
は

間
と
認
識
し
て
い
る
者
達
の
武

器
が
登
録
さ
れ
て
い
る

 
手
に
取
れ
ば
様

な
感
情
を
呼
び
覚
ま
す
が

じ
り
気
が
あ
る
た
め

一
仕
様
能
力
を
発
動
さ

せ
る
事
は
出
来
な
い

 
直
剣

剣
リ
メ
イ
ン
ズ
ハ

ト

キ
リ
ト

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
直
剣

煌

剣
エ
ク
ス
エ
タ

ナ

キ
リ
ト

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
直
剣

偽

剣
ベ
ロ
シ
ア
ス
ブ
レ
イ
ン

キ
リ
ト

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
⻑
弓

秘
弓
ス
タ

ク
ラ
フ
ト

キ
リ
ト

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
黒
剣

ブ
ラ

ク
ヴ

ル
ト

キ
リ
ト
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緑
剣

デ

バ
イ
ネ

シ

ン

キ
リ
ト

 
黒
剣

ユ
ナ
イ
テ

ウ

ク
ス

キ
リ
ト

新

 
黒
剣

フ

イ
ト
リ
レ
イ
タ

キ
リ
ト

新

 
直
剣

聖
剣
エ
ク
ス
キ

リ
バ

キ
リ
ト

新

 
直
剣

魔
剣
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

キ
リ
カ

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
直
剣

魔
剣
デ
ス
ブ
リ
ン
ガ

キ
リ
カ

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
⻑
刀

ジ

ワ
イ
ユ

ズ

リ

フ

Ｓ
Ａ
Ｏ

 

刀

之
大
刀

リ

フ

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
⻑
刀

之
剣

リ

フ

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
⻑
刀

影

ク
ラ
イ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
黒
刀

ク
ラ
イ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
⻑
刀

緑

ク
ラ
イ
ン

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
黒
剣

ル
ナ
テ

ク

ユ
ウ
キ

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
直
剣

神
剣
ラ
グ
ナ
ロ
ク

ユ
ウ
キ

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ

 
黒
剣

エ
リ

シ
オ
ン

ユ
ウ
キ

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ
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黒
剣

マ
ク
ア
フ

テ
ル

ユ
ウ
キ

Ａ
Ｌ
Ｏ

 

剣

エ
ル
ト

リ

ネ
ン

ラ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ

 

剣

煌
剣
ス
カ
イ
・

リ
オ
ン

ラ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ

 
直
剣

月
光
剣
ル
ナ
リ
ア
ム

サ
チ

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ

 
⻑
槍

魔
槍
ゲ
イ
・
ボ
ル
グ

本

サ
チ

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ

 

剣

ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト

ア
ス
ナ

Ｓ
Ａ
Ｏ

 

剣

天

剣

ア
ス
ナ

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ

 

剣

レ
イ
グ
レ
イ
ス

ア
ス
ナ

Ａ
Ｌ
Ｏ

 

剣

剣
デ
ゼ
テ
ラ

ア
ス
ナ

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
大
剣

ド
ラ
グ
ヴ

ン
デ

ル

ス
ト
レ
ア

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ

 
大
剣

剣
オ
ブ
ジ

ク
ト
イ
レ
イ
サ

ス
ト
レ
ア

Ａ
Ｌ
Ｏ

 

剣

ガ
ル
ム

シ
ノ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ

 

剣

日

剣
ス
コ
ル

シ
ノ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ

 

剣

月

剣
ハ
テ

シ
ノ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ

 
⻑
弓

聖
弓
ア

キ
ヌ
フ

ト

シ
ノ
ン

Ａ
Ｌ
Ｏ
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剣

イ

ボ
ン
ダ
ガ

シ
リ
カ

Ｓ
Ａ
Ｏ

 

剣

ジ

ル
デ

ノ

シ
リ
カ

Ａ
Ｌ
Ｏ

 

ア

デ
ン
ト
ス
マ

シ

リ
ズ
ベ

ト

Ｓ
Ａ
Ｏ

 

神

グ
リ
ダ
ヴ

ル

リ
ズ
ベ

ト

Ａ
Ｌ
Ｏ

 

剣

ド
ブ
レ
イ
カ

・
リ
ノ
ベ
イ
ト

フ

リ
ア

Ｓ
Ａ
Ｏ

 

剣

ブ
レ
イ
ド
ク
ラ

シ

フ

リ
ア

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
直
剣

ド
・
オ
ブ
・
ホ
グ
ニ

レ
イ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ

 
直
剣

魔
剣
ダ

イ
ン
ス
レ
イ
ヴ

レ
イ
ン

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
大

バ
ト
ル
ア

ク
ス

エ
ギ
ル

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
大

ナ
ズ

エ
ギ
ル

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
大

聖

シ

ナ
イ
ピ
ア

エ
ギ
ル

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
剣
盾

リ
ベ
レ
イ
タ

ヒ

ス
ク
リ
フ

Ｓ
Ａ
Ｏ

 
剣
盾

邪
聖

ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ

ヒ

ス
ク
リ
フ

Ａ
Ｌ
Ｏ

 
⻑
槍

神
槍
レ

ヴ

テ

ン

セ
ブ
ン

 
⻑
刀

天

雲
剣

ス
メ
ラ
ギ
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大
剣

闘
剣
レ
グ
ル
ス
ネ
ラ

ヴ

フ
ス

 
大
剣

覇
剣
レ
グ
ル
ス
ネ
ラ

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

 
黒
剣

フ
ル
ン
テ

ン
グ

ル
ク
ス

 
白
剣

カ
ン
シ

ン
ス

ル
ク
ス

  
・
コ

ド

エ
ネ
ミ

 
和
人
／
キ
リ
ト
が
記

し
て
い
る
武
器
が
再
現
さ
れ
た
も
の

 
和
人
の
記

か
ら
原
子

作
で
再
現
さ
れ
た
も
の
が
大

を

め
て
い
る

こ
ち
ら
は

と
認
識
し
て
い
る
者
達
の
武
器
が
登
録
さ
れ
て
い
る

 
手
に
取
れ
ば
様

な
感
情
を
呼
び
覚
ま
す
が

じ
り
気
が
あ
る
た
め

一
仕
様
能
力
を
発
動
さ

せ
る
事
は
出
来
な
い

 
下
記
に
は
平
行
世
界
に
存
在
し
な
か

た
現
時
点
で
平
行
世
界
と

者
と

の

組
み
合
わ
せ
が
違
う

あ
る
い
は
存
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
パ
タ

ン
を
列
記

 
直
剣

ア
ル
ジ

ン
ト
ブ
レ

ド

ア
キ
ト

Ｓ
Ａ
Ｏ
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・
コ

ド

 
和
人
／
キ
リ
ト
が
記

し
て
い
る
機
体
が
再
現
さ
れ
た
も
の

 
ヴ

ベ
ル
の
記

デ

タ
に
よ

て
知
り
得
た

平
行
世
界

の

す
ら
も
再
現
可
能

本
的
に
再
現
さ
れ
る
の
は
和
人
が
直

対
峙
し
た
事
の
あ
る
機
体
お
よ
び
そ
の
兵

に

ら
れ

て
い
る

 
下
記
に
は
平
行
世
界
に
存
在
し
な
か

た
現
時
点
で
平
行
世
界
と

者
と

の

組
み
合
わ
せ
が
違
う

あ
る
い
は
存
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
パ
タ

ン
を
列
記

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

武

の
み
再
現

本
編
楯
無

黒
騎
士

本
編
ク
ロ
エ

打
鉄
・
黒

本
編
マ
ド
カ

白
式

本
編
秋
十

雪
片
弐
型

む

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

の
淑
女

分
史
楯
無

白
騎
士

分
史
千
冬

サ
イ
レ
ン
ト
・
ゼ
フ

ル
ス

分
史
マ
ド
カ

彼

分
史

直
葉
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⻤
椿

分
史

直
葉

人

分
史

直
葉

 
 

 
 

 
 剣

⻤

分
史

直
葉

黒
椿

初
期
状

と

似

  
・
第
三
世
代

シ
ス
テ
ム

 

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム

 
展
開

の
限

使

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

制
し

ド
ス
キ
ル
の
動
き
を
す
る
よ
う

指
定
す
る
事
で
実
現
可
能
と
な
る
再
現
シ
ス
テ
ム

要
は

や
足
の
ブ

ス
タ

で

ド
ス
キ

ル
の
動
き
を
再
現
さ
せ
る

 
そ
こ
か
ら

者
が

節
す
る
の
が
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の

ス
キ
ル
ブ

ス
ト

剣
技
増

 
和
人
が
キ
リ
ト
と
し
て

た
経
験
技
の
全
て
を
フ
ル
活

出
来
る
よ
う
に
な
る
の
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
の
戦
闘
経
験
が
活
か
さ
れ
や
す
く
な

た
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発
動
の
可

は
和
人
の
発
動
す
る
意

と
構
え
に
対
す
る
イ
メ

ジ
に

さ
れ
る

た
め

使
う
気
が
無
け
れ
ば
構
え
を
取

て
も
発
動
し
な
い

  
・
第
三
世
代
兵

 

エ
レ
メ
ン
タ
ル
マ
ス
タ

 
原
子

作
で

手
と
の
ラ
イ
ン
を
作
り
引
き
寄
せ
た
り
指
定
空
間
の
原
子
を

作
し
て
場
を

配
し
た
り
な
ど
使
い
手
に
よ

て

果
が
大
き
く

さ
れ
る
代
物

原
子
を

れ
る
性

上
生
身
の

手
を

息
死
さ
せ
る
事
も
可
能

を
弄

て

に

発
も

こ
せ
る

 

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス

載
兵

  
・
第
四
世
代
兵

 

展
開

 
世
間
に
秘
匿
さ
れ
た
兵

 

体
四

を

う

種

に

在
す
る
攻
撃
・

・
機
動
と
あ
ら

る
状
況
に

時
に

対
応
す
る
た
め
の
兵

そ
の
た
め
エ
ネ
ル
ギ

兵

と
し
て
の

い
に
な
る
が
同
時
に
ブ
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ス
タ

な
ど
の

も
果
た
せ
る

 
和
人
は

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
運

の
た
め
に
ブ

ス
タ

と
し
て

専
ら
使

し

こ
れ
の
秘
匿
を
し
て
い
る

 

一
仕
様
能
力

 

覇
導
絶

 
守
護
人
格
の
影

で
発
現

 
エ
ネ
ル
ギ

加
能
力

 
原
作

紅
椿

の

舞

と
同
じ
能
力

コ

ド

ブ
ラ

キ

の
武
器
を
出
せ

ば

守
護
の
意

に
よ

て
自
動
発
動

 
そ
の
性

上

合
で
は
使

制
限
を
掛
け
ら
れ
て
い
る

 

万

絶
解

 
生
存
本
能
の
人
格
の
影

で
発
現

 
マ
テ
リ
ア
ル
無

能
力

 
原
子
分
解
ブ
レ

ド
能
力

不
可
攻
撃
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物
理
に
対
し
て
絶
対

コ

ド

ホ
ワ
イ
ト

の
武
器
を
出
せ
ば
生
存
本
能
に
よ

て

自
動
発
動

 

一
仕
様
能
力
な
の
で
刀
さ
え
出
し
て
い
れ
ば
エ
リ

シ
デ

タ
な
ど
他
の
武

に
も
こ
の
能

力
は
付
与
さ
れ
る

絶
対

れ
な
い
部
分
は

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

の
黒
刀
や

武

色
の

覇
気

を
イ
メ

ジ

全
て
の
武
器
に

さ
れ
る
の
で
後
者
が
近
い
か

 
そ
の
性

上

合
で
は
使

制
限
を
掛
け
ら
れ
て
い
る

 

空
白
絶
虚

 

の
人
格
の
影

で
発
現

 
エ
ネ
ル
ギ

無

能
力

 
エ
ネ
ル
ギ

に
対
し
て
絶
対

コ

ド

ビ

ス
ト

の
武
器
を
出
せ
ば
負
の
感
情
に
よ

て
自
動
発
動

 
ま
ん
ま

零

白
夜

千
冬
へ
の
殺
意

千
冬
を

め
る
世
界
へ
の
復
讐
心
を
根

に
し
て

い
る
た
め

肉
の
よ
う
に
同
じ
能
力
に
な

た

名
前
の

空
白

は

零

白
夜

の
事
を

た
も
の

 
そ
の
性

上

合
で
は
使

制
限
を
掛
け
ら
れ
る
可
能
性
は
あ

た
が

の

零
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白
夜

や

白
式

の

月

天
衝

の

か
ら
使

許
可
が
下
り
て
い
る

 

し
か
し
和
人
に
使
う
つ
も
り
は
無
い

   
和
人
の

が
ク

⻑
く
て
書
く
の
に
苦
労
し
た

 

や

経
歴
も
ク

⻑
い
ん
で
す
け
ど
ね

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
以

い
て
る
し

 
あ
と
コ

ド
フ
レ
ン
ド
で
列
記
さ
れ
て
る

間
の
武
器
の
内

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ
と

書
か
れ
て
い
る
も
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
引
き
継
ぎ
今
も
使

て
る
物
と
い
う
意
味
で
す

つ
ま
り

最
終
戦
で
使

て
い
た
最
強
武
器
で
す
ね

 
い
く
つ
か
は
ア
ク
セ
ル
・

ド
の
無
限
ダ
ン
ジ

ン
で
だ
け
手
に
入
る
最
強
レ
ア

武

器
も

ざ

て
い
る
と
い
う

こ
れ
が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ガ
チ
勢
の
実
力
よ

 
ち
な
み
に
い
く
つ
か
ゲ

ム
作
品
の
小
ネ
タ
が

ざ

て
お
り
ま
す
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・
直
剣

剣
リ
メ
イ
ン
ズ
ハ

ト

 

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

に

け
る
リ
ズ
ベ

ト

イ
ベ
ン
ト
で
手
に
入
る
片
手
剣
武
器

前
者
で
は
片
手
剣
最
強
と
呼
ば
れ
る

ど
強
か

た

本
作
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
終

で
導
入
イ
ベ
ン
ト
が
ち

ろ

と
あ

た
り
す
る

 

回
プ
レ
イ
で

可
能

し
か
し
鍛
冶
強
化
で
二
本
の
強
化

が
重
な
る
と
片
方
が
消
失

す
る
バ
グ
が
二
作
と
も
に
存
在
し
て
い
た

後
に
ホ
ロ
フ
ラ
は
修
正
さ
れ
た
が
強
化
す
る
パ
ラ

メ

タ
の
種

も
同
じ
だ
と
極
ま
れ
に
ま
だ

き
た
り
し
な
か

た
り

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
専

備

リ

フ

に

備
さ
せ
よ
う
と
思

た
け
ど
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か

た
プ
レ
イ

特
に
初
代
作
品

は
き

と
多
い

 
そ
し
て

手
に
エ
リ

シ
デ

タ

手
に
リ
メ
イ
ン
ズ
ハ

ト
の

備
を
見
た
時
原
作

の
人
は

と

感
を
覚
え
た
に
違
い
な
い

悲
し
み

 
本
作
初
登
場
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
で
ユ
ウ
キ
達

と
も
セ
ブ
ン

オ

デ

ン
ら
を

殺
し
た
時

  
・
直
剣

煌

剣
エ
ク
ス
エ
タ

ナ

 

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

に

け
る
片
手
剣
最
強
の
一
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虹
色
に
煌
め
く
結

の
よ
う
な
刀
身
を
し
た
煌
び
や
か
な
剣
で
そ
の
性
能
に

す
る
よ
う

に
取
得

も
極
め
て
高
い

⻩
金
に
煌
め
く
最
強
ド
ラ
ゴ
ン
を
倒
し
て
よ
う
や
く
手
に
入
れ

る
事
が
出
来
る

 

ド
ス
キ
ル

力
増
加
の
バ
フ
を
有
す
る

大

ボ
ス
特

バ
フ
の
聖
剣
ラ
グ
ナ
ロ
ク
と

セ

ト
だ

た

同
じ
武
器
の
バ
フ
は
重
複
し
な
い
制
限
が
あ

た
た
め

 
神
獣
武
器
な
の
で

間
隔
で
明
滅
を

り
返
す

 
一
応
本
作
キ
リ
ト
も
入
手
は
し
て
い
た
も
の
の
結

日
の
目
を

び
る
事
な
く
ア
カ
ウ
ン
ト
と

共
に
電
子
の
海
へ
と
消
え
た
が

を

し
て
復
活
す
る
機
会
を
得
た

  
・
直
剣

偽

剣
ベ
ロ
シ
ア
ス
ブ
レ
イ
ン

 

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

に

け
る
片
手
剣
最
強
の
一

の

化
品

 
虹
色
に
煌
め
く
結

の
よ
う
な
刀
身
を
し
た
煌
び
や
か
な
剣
で
そ
の
性
能
に

す
る
よ
う

に
取
得

も
極
め
て
高
い

秘
匿

深

に
て

ち
構
え
る

ナ
イ
ト
メ
ア
・
ホ
ロ
ウ

強
化
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

を
打
ち
倒
し
た
先
の
宝

か
ら
確
定
で
入
手
で
き
る

 
背
後

力
増
加
バ
フ
を
持
つ
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神
獣
か
ら
手
に
入
れ
た
も
の
で
は
な
い
が

的
に
は
同
ク
ラ
ス
な
た
め
明
滅
す
る

 
正
直
探
索
時
間
を

慮
す
る
と
ナ
イ
ト
メ
ア
・
ホ
ロ
ウ
を
倒
せ
る
プ
レ
イ

は
エ
ク
ス
エ

タ

ナ
を
取
得
し
て
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
手
に
入
れ
た
と
こ
ろ
で
感

は
あ
ま
り
大
き
く
な

い
だ
ろ
う

 
一
応
本
作
キ
リ
ト
も
入
手
は
し
て
い
た
も
の
の
結

日
の
目
を

び
る
事
な
く
ア
カ
ウ
ン
ト
と

共
に
電
子
の
海
へ
と
消
え
た
が

を

し
て
復
活
す
る
機
会
を
得
た

  
・
⻑
弓

秘
弓
ス
タ

ク
ラ
フ
ト

 

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

に

け
る
最
強
の
弓
の
一

 
見
た
目
は
ア
ニ
メ
Ａ
Ｌ
Ｏ
シ
ノ
ン
が
使
う
弓
ア

キ
ヌ
フ

ト

ゲ

ム

面
や
攻
略
本

な
ど
で
手
に
し
て
い
る
弓
で
も
あ
る

と
同
じ
だ
が

一
定

期
で
明
滅
を

り
返
し
て
い
る

そ
の
性
能
に

す
る
よ
う
に
取
得

も
極
め
て
高
い

百
層
を
超
え
る
秘
匿

の
最

に

ち
構
え
る
女

ボ
ス
を
打
ち
倒
し
た
先
の
宝

か
ら
確
定
で
入
手
で
き
る

 
悲
し
い
事
に

備
で
き
る
の
は
シ
ノ
ン
だ
け
だ
が
原
作
勢
か
ら
す
れ
ば
か
な
り
見

え
す
る

上
に
性
能
も
良
し
な
の
で
大

足
で
あ
る
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個
人
的
に
は
名
前
も
ア

キ
ヌ
フ

ト
だ

た
ら
文

な
し
だ

た
と
い
う
無

話

 
一
応
本
作
キ
リ
ト
も
入
手
は
し
て
い
た
も
の
の
結

日
の
目
を

び
る
事
な
く
ア
カ
ウ
ン
ト
と

共
に
電
子
の
海
へ
と
消
え
た
が

を

し
て
復
活
す
る
機
会
を
得
た
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違
和
 

そ
の
男

異
物
に
つ
き

  
ど
う
も

お

し
ぶ
り
で
す

 
黒

谷
で
す

 

前
回
か
ら
一

月

 
月
日
が
経
つ
の
は
速
い
な

白
目

 
時
間
が
開
き
ま
し
た
が

に

を
重
ね
た
結
果
の
今
話

し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

い
で
す

 

点

ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 

数

約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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約
一
時
間

 
そ
れ
が
和
人
と

和
人
を
守
る
た
め
の
部
隊
と
が
決

を
つ
け
る
の
に
要
し
た
時
間

 
彼
ら
は
そ
の
間
ず

と

戦
を

り
広

て
い
た

 
そ
の
戦
い
は

を
極
め
た
も
の
だ

た

 
今
回
和
人
を
守
る
部
隊

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者
は
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
を

い

た
全

が
機

の
体
で
あ
る

彼
か
ら
す
れ
ば
見
た
目
も

て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
ア
バ
タ

と
同
じ
よ
う
な
感
覚
だ

た
だ
ろ
う

 
そ
れ
故
か
和
人
の
攻
撃
は
苛

の
一

に

き
た

と
た
び
剣
が
振
る
わ
れ
れ
ば

鳴
が

き

光
と
共
に

が
突
き

け
る

彼
女
ら
は
そ
れ
ら
に

き

く
さ
れ
て
い
く

 
だ
が

然
と
光
を

ら
す

が

彼
女
ら
の

北
を
許
さ
な
い

 

と
な
く

か
れ

焦
が
さ
れ

氷

け
に
さ
れ

切
り

ま
れ
た

し
か
し
そ
の
身
は

ア
バ
タ

物
だ

で
も

で
も

事
も
な
か

た
か
の
よ
う
に

修⻩
復

さ還
れり

天
に
立
つ
剣

士
へ
と
立
ち
向
か
う

 

裏
に

白
騎
士
事
件

時
の
戦
闘
光

が

る

 

像
記
録
は

騎
な
が
ら
⻑
剣
と

電

子

の
二
つ
の
武

だ
け
で
数
千
も
の
ミ
サ
イ
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ル

数
十
国
の
軍
隊
を
あ
し
ら

て
い
く
光

だ

た

あ
の
絶
対
的
な
光

も
ま
た

に
対

す
る
強
い

信
の
一
助
と
な

て
い
る
気
が
す
る

白
騎
士
の

り
手
の
気
分
一
つ
で
そ
の
戦
い
は
殺
戮

に
変

し
て
い
た
事
は
想
像
に

く
な
か

た

 
い
ま
だ

て
そ
う
だ

 
無
論
い
ま
は

合
だ

 

だ
が

 
一
つ
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
れ
ば
彼
は
真
に

悪
へ
と
変
じ
そ
の
殺
意
を
世
界
へ
向
け

る 
そ
う
さ
せ
な
い
た
め
の
抑
止
力
が
森
羅
の
守
護
者
な
の
だ
と
世
間
に
は
報
じ
ら
れ
て
い
る

対
外
的
に
彼
女
ら
は
彼
の

で
あ
り
監

者
で
あ
る

そ
う
し
て
国
を
世
界
を
守
ろ
う
と

し
て
い
る

 
世
界
か
ら
す
れ
ば
あ
の
部
隊
は
自
分
た
ち
を
守
る
た
め
に
少
年
を
殺
す
も
の
で
し
か
な
い
の

だ 
真
実
は

和
人
を
守
る
た
め
の
部
隊
な
の
だ
が
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ま
で

葉
が
出
掛
か

た
が
そ
れ
は
意
味
を

し
て
い
な
か

た
故
に
空
気
だ
け
を

き

出
し
た

 
 は

こ

 
ピ

ト
に

て
き
た
彼
は

く

労
し
て
い
た

 

に

ら
し
た
こ
と
で
血

値
変
動
に
よ
る
戦
闘
可
能
時
間
は

び
て
い
た
が

は

持

力
の
方
が
追
い
付
か
な
か

た
ら
し
く
ベ
ン
チ
に

た
彼
は

に
背
を

け
大
き
く
深

呼

を

り
返
す

や

ま
さ
か
あ
ん
な
⻑
時
間

る
な
ん
て
思
わ
な
か

た
よ

な
と
こ
ろ
で

参
す
れ

ば
よ
か

た
の
に

キ
リ
ト

て

達
が
思

て
た
以
上
に
負
け
ず

い
な
ん
だ
ね

 
そ
の

ら
で

⻘
銀
と
黒
銀
の
少
女
が
苦

し
な
が
ら

葉
を
掛
け
る

森
羅
の
守
護
者
の
一

に
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

人
の
ボ
ス
キ

ラ
だ
と
い
う
ヴ

フ
ス

と

王
と
し
て
の

面
を
持
つ
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

だ
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二
人
は
現
在

リ
ア
ル
ワ

ル
ド
の
ど
の
国
家
に
も
帰
属
し
な
い

だ

 
生
ま
れ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
彼
女
ら
が
帰
属
す
る
国
家
や

属
は
明
確
に
は
無
い
が

強
い
て

え

ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

企
業
た
る
ユ

ミ
ル
こ
そ
が
彼
女
ら
の

有
権
を
表
明
で
き
る

そ
し
て

ユ

ミ
ル
は
日
本
人
が
経

す
る
日
本
企
業
な
の
で
国
家
的
な

属
も
日
本

必
然
ヴ

フ
ス
ら
の

属
も
日
本
に
な
る
の
が
自
然
の
流
れ
と

え
る

 
ち
な
み
に
和
人
の
義
理
の
家

を
名

る
ユ
イ

ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ
の
三
名
は

場

の
手
に
よ
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

さ
れ
た
経

が
あ
る
ら
し
く

彼
女
ら
の

属
も
そ
の
時
点
で
は

ユ

ミ
ル

に
あ

た
よ
う
だ

 
だ
が
彼
は

森
羅
の
守
護
者
を
立
ち
上

る
に
あ
た
り
ヴ

フ
ス
と
オ
ル
タ
そ
れ
か
ら
ユ

イ
ら
の
合

五
人
の

の

有
権
を
ユ

ミ
ル
か
ら
正
式
に

い
取

て
い
る

現
在
は

学
園
地
下
に
あ
て
が
わ
れ
て
い
る
部

の
デ
ス
ク
ト

プ
か

無
銘
の
コ
ア
に
い
る
ら
し
い

 
経

と
し
て
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

と

ヴ

フ
ス
事
件

を

が
出
る
前

に
収
め
た
事
の
礼

 
裏
の
事
情
を
知

た
た
め

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

に

す
る
報

ら
と
対

す
る
機
会
を
設
け
る
事
な
ど

は

払
わ
れ
た
と
教
え
ら
れ
た
が
そ
の
前
は
大
き
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な
動
き
は
無
か

た
よ
う
に
見
え
て
い
た

そ
こ
を

す
る
形
で

場

い
て
は
ユ

ミ
ル
が

有
権
を
主

で
き
る
ユ
イ
達
を

て
も
ら
う
事
で

の
事
件
二
つ
の
報

と
す

る
と
世
間
に
報
じ
ら
れ
た

報

が
キ
リ
カ
と
義
理
の
姉
二
人
な
の
で
世
間
も
今
の
と
こ
ろ
特

に
違
和
感
を

え
て
い
る
節
は
無
い

 
ヴ

フ
ス
達
は
つ
い
で
の
よ
う
な

い
だ
が

 
私
は
決
し
て

つ
い
で

で
は
な
い
と
思
え
た

 
も
し
も
つ
い
で
だ
と
思

て
い
た
な
ら
そ
ん
な
存
在
に
自
身
の

護
を

せ
る

が
な

い
だ
ろ
う

 

ち
な
み
に
こ
の
人

は
対
外
的
に
桐

谷
和
人
と
殺
し
合
い
に
な

て
も

し
な

い
戦
闘
狂

存
在

と
見
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
の
だ
が

真
実
は
定
か
で
は
な
い

和
人

大

で
す
か

 
こ
れ

め
そ
う
で
す
か

あ
あ

も
ら
お
う

 
ク
ロ
エ
が
差
し
出
し
た
水

を

け

彼
は
中
身
を

た

う
あ
あ
あ

ミ
ネ
ラ
ル
が
五

六

に

み

る

な
ん
だ
い
そ
の

い
方

ま
る
で

年
の
男
み
た
い
な
感
想
だ
ね
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ク
ラ
イ
ン
の

い
方
を
真
似
し
た
だ
け
な
ん
だ
が

じ

あ
ク
ラ
イ
ン
が
見
か
け
に
よ
ら
ず
年
寄
り

て

だ

ク
ラ
イ
ン
に
は
内
緒
に
し
と
こ
う

 
哀
れ

武
士
⻘
年
は
己
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
お
じ
さ
ん

い
さ
れ
て
し
ま

た
よ
う
だ

ら
か
に

う
イ
メ

ジ
が
知
ら
れ
て
い
る
⻘
年
は
き

と
男

き
す
る
事
だ
ろ
う

 
そ
の
シ

ン
を
想
像
す
る
と

可

し
さ
に

い
が
こ
み
上

る

ラ
ウ
ラ

を
し
て
い
る
の
で
す
か

タ
オ
ル
を

し
て
あ

な
さ
い

 

い
を

み
殺
し
て
い
る
と

ク
ロ
エ
に
呼
ば
れ
た

 
慌
て
て

け
寄
る

 

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
と
対
面
し
た
の
は

ノ
之
束
に
引
き
取
ら
れ
て

す
ぐ
の

だ

た

 
天
災
に

れ
ら
れ
る
形
で
救
護

を

れ
た
彼
女
は
ど
う
も

伝
子
的
に
姉
ら
し
く
天
災

に
よ

て
ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
に

名
し
た
た
め

上
も
彼
女
の
妹
と
い
う
事
に
な

た 
フ

ミ
リ

ネ

ム
が
変
わ

た
事
に
も
一
応
理
由
が
あ
る

ク
ロ
エ

く

伝
子
強
化
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体
の
完
成
系
こ
そ
が
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
と
い
う
名
称
で
あ
り

密
に
は
個
人
を

示
す
名
前
で
は
な
か

た
ら
し
い

彼
女
も

は
ク
ロ
エ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
と
名
付
け
ら

れ
て
い
た
ら
し
く
ク
ロ
ニ
ク
ル
の

は
天
災
に
付
け
て
も
ら

た
も
の

ボ

デ
ヴ

ヒ

が
生
ま
れ
つ
い
て
の
軍
人
で
あ
る
の
な
ら

ク
ロ
ニ
ク
ル

は
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
た
者
と
い

う
意
義
に
な
る
ら
し
い

 

だ
が

ク
ロ
ニ
ク
ル
は
ギ
リ
シ

語
を
語
源
と
し

ク
ロ
ノ
な
ど
時
間
の
意
味
を

内

し
て
使
わ
れ
て
き
た
た
め

現
在
で
は

年
代
史

と
い
う
和

が
さ
れ
る

語
だ

束

様
は
私
達
に
人
と
し
て
の
時
を
歩
め
と

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
と
は
ク
ロ
エ
の

で

あ
る

 

話

 
と
も
あ
れ
そ
う
し
て
人
と
し
て
の
先
達
で
あ
る
姉
に

さ
れ
る
形
で
私
は

し
て
い
る

和
人
に
真
新
し
い
タ
オ
ル
を
差
し
出
し
た

あ
あ

あ
り
が
と
う

ラ
ウ
ラ

 
片
手
で
タ
オ
ル
を

け
取

た
彼
が

や

を
伝
う

を

て
い
く

に
差
し
掛
か
る

時
期
故
に
最
近
気

が
上
が

て
き
て
い
る
た
め
か
高
く
な

た
体

は
中

下
が
ら
な
い
よ
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う
で

の
流
れ
は
止
め

な
い

あ

つ
い

 
数

し
て

無

だ
と
悟

た
彼
が
強
く
声
を
上

た

 
そ
の
反
応
が
ま
る
で
子

が

を
こ
ね
る
様
子
と

似
し
て
い
て

事
実
彼
の
容

は
子

そ
の
も
の
だ

ど
う
し
て
か

い
が
こ
み
上

て
く
る

そ
り

あ

や
さ
な
い
と

い
の
は
そ
の
ま
ま
だ
か
ら
ね

達
が

や
し
て
あ

よ
う

体

を
下

る
に
は

血

か
ら

や
す
と

果
的
だ
と
か

ネ

ト
で
見
た
よ

 
そ
れ
は
ヴ

フ
ス
達
も
同
じ
の
よ
う
で
ど
こ
か

し
い

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
彼
女
達
は

指
先
に
小
さ
な
氷
の

を
作
り
出
し
た

そ
れ
を
ヴ

フ
ス
は

に
オ
ル
タ
は
シ

ツ
の

か
ら

下
へ
と
突

ん
だ

つ
め
た

 
び
く

と
小
さ
な
体
が

ね
る

ち

い
き
な
り
過
ぎ

て
い
う
か
氷
が

に
つ
め
た

あ

は

は

は
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う

 

に

ま
り
な
が
ら

み

に
な
る
が

い
は
止
ま
る
様
子
が
無
い

あ
ら

な
ん
だ
か

し
そ
う
ね

お
姉
さ
ん
も

な
さ

い

 
そ
こ
で

制

か
ら
や

て
き
た
更
識
楯
無
が

け
寄

て
き
た

私
に

 
な

私
に

 
と

惑
し
つ
つ

楯
無
の

タ

ク
ル
を

け
止
め
る

 
和
人
の

護

と
し
て
身
を

き
始
め
て
か
ら
彼
女
と

す
る
機
会
は
必
然
的
に
増
え
た

そ

し
て
事
あ
る
ご
と
に

を

で
て
き
た
り

き

め
て
き
た
り
と
身
体
的
ス
キ
ン
シ

プ
が
か

な
り

し
い

 
最
初
の

は

し
て
い
た
が

そ
れ
も
無

と
分
か

て
か
ら
は
最

無

抗
だ

ね

ね

な
に
話
し
て
た
の

く

が

て
た
和
人
に

達
が
氷
を
突

ん
だ
ら
反
応
が
お
も

も
と
い

可
愛

か

たい
直
し
た
意
味

 

い
直
し
た
と
こ
ろ
で
彼
か
ら
す
れ
ば

た
も
の
で
な
い
事
に
変
わ
り
は
な
い
た
め
強
く
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突

み
が
入
る

ヴ

フ
ス
は

を
反
ら
し
て
ス
ル

し
た

 
そ
し
て

そ
れ
を
見
て
楯
無
は
目
を

か
せ
た

 
こ
れ
は
悪

を
思
い
つ
い
た

だ

も

け
て
き
た
か
ら
分
か
る

分
か

て
し
ま
う

間
違
い
な
い

あ
ら

そ
れ
な
ら
私
か
ら
も
氷
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
あ

よ

か

 
私
の
エ

ギ
ル
は
氷

も
作
り
出
せ
る
し

要
ら
な
い

 
も
う
十
分

え
た

い
や
そ
も
そ
も
の
話

合
外
で
の
展
開
は
許
可
を
取

て
か
ら
で
な
け
れ
ば

約
違
反
に

な
る
だ
ろ
う

よ

 

に

を

せ
た
姉
が
に
こ
や
か
に

い
な
が
ら

子
を
ば

と
開
く

部
分
に
は

と

イ
ラ

と
す
る
く
ら
い
達

な

文

で
書
か
れ
て
い
た

 
あ
の

文

は
エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女
の
水

原
子

作
機
能
と
フ

ン
ト
設
定
を
組
み
合
わ
せ
て

作

て
い
る
だ
け
で

楯
無
自
身
は
書
く

の
指
定
し
か
し
て
い
な
い
事
を
私
は
知

て
い
る

見
え
な
い
プ
リ
ン
タ

だ
と
思
え
ば
的
確
だ
ろ
う
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多
分
ア
レ
も

の
無
断
展
開
に

す
る
と
思
う
の
だ
が

ま

こ
れ
で
も
対
暗
部

暗

部

主
だ

穴
だ
ら
け
な

ア

ラ

ス運
カ

約定

の

け
道
を

意
し
て
い
る
に
違
い
な
い

あ

る
い
は

森
羅
の
守
護
者

の
よ
う
な
世
間
の
認
識
の
ミ
ス
リ

ド
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

さ
ん
あ
ま
り
桐

谷
君
を
か
ら
か

ち

い
け
ま
せ
ん
よ

そ
も
そ
も
ヴ

フ
ス
さ
ん
達

は
止
め
る
べ
き
立
場
の

で
す

こ
れ
は
参

た

正
論
過
ぎ
て

い
返
せ
な
い
ね

ま
あ
十
分

し
め
た
し

達
を
⻑
ら
く
放

し
て
た
件
の

は
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
よ
う
か

 
そ
う

い
な
が
ら
間
に

て
入

た
の
は

先
生
だ

た

 
楯
無
に

れ
る
形
で

制

か
ら
来
た
彼
女
は

れ

い
を
浮
か
べ
つ
つ
ヴ

フ
ス
達
に

意
を
す
る

ヴ

フ
ス
達
は

参
と

い
た

に
氷
を
取
り

和
人
か
ら

離
を

い
た

 
⻑
ら
く
放

と
い
う
の
は

お
そ
ら
く
彼
が

学
園
に
隔
離
さ
れ
て
か
ら
の
事
だ

 
あ
ま
り
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
話
は

か
な
い
か
ら
彼
女
達
は
そ
れ
が
面
白
く
な
か

た
の
だ

和
人
の
使
い
魔
に
な

た
事
も
そ
の
強
さ
に

か
れ
た
が
故
ら
し
い
し
彼
自
身
に
会
え
な

い
状
況
を
退

と
感
じ
る
の
は
仕
方
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
事
情
が
あ

た
と
理
解
し
て
い
る
か
ら
悪

程

で
済
ま
せ
た
あ
た
り
彼
女
ら
に

ま
れ
て
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い
る

の
性
能
は
極
め
て
高
い
事
が

い
知
れ
る

あ

 
私
を
ハ
ブ
に
し
て
ワ
イ
ワ
イ
し
て
る
な
ん
て

い
じ

な
い

 
私
も

な
さ

い 
更
に
勢
い
よ
く

び

ん
で
く
る
銀
髪
の
少
女

七
色

へ
と
へ
と
に

れ
て
い
る
事
も

お
構
い
な
し
に
少
年
に
突

み

に

し
付
け
る
よ
う
に

き

い
て
い
た

 
ゴ

ン

と

い

が

く

 
和
人
が

に
後

部
を
ぶ
つ
け
た

だ

た

お
れ
が
な
に
を
し
た

て
い
う
ん
だ

 

る

る

え
な
が
ら
彼
は

を

さ
え
る

 
い
ま
の
は
理
不

だ
と
私
も
思
う

に

て
い
い
と
思
う
ぞ

も

七
色
ち

ん

た
ら
勢
い
良
過
ぎ
よ

加

し
て
あ

な
い
と
ダ
メ
よ

え
そ
れ
楯
無
ち

ん
が

う

 

た
い
楯
無
ち

ん
の
方
が
悪

の
回
数
多
い
し
程

も

い
と
思
う
ん
だ
け
ど

か
ら
す
れ
ば
ど

ち
も
ど

ち
な
ん
だ
よ
な

 

乱
な
目
で
二
人
を
見
る
少
年
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和
人
に
な
に
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

こ
の
二
人
は

え

と

そ
の

気
出
し
て
く
だ
さ
い

同
情
す
る

が
ん
ば
れ

あ

あ
あ

二
人
は

そ
の
ま
ま
で
い
て
く
れ

は
は
は

 
肉
体
的
な
も
の
で
は
な
い

労
感
を
滲
ま
せ
な
が
ら
彼
が
苦

す
る

 

本

に
な
に
を
し
て
る
ん
だ

こ
の
二
人
は

し
そ
う
で
な
に
よ
り
だ
よ

和
人
君

 
七
色
に

き

黒
椿

の
整
備
を
終
え
た
ら
し
い

場

が

い
な
が
ら

を
現
し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
不
遇
を
知

て
い
る
彼
か
ら
す
れ
ば
感

深
い
も
の
が
あ
る
の
か
ま
だ
二
十

代
の
彼
は

年
を
思
わ
せ
る
空
気
を

て
い
る

し
い
け
ど
大
変
だ

身
体
的
に

い
い
事
じ

な
い
か

精
神
的
に
は

せ
だ
ろ
う

 

快
気
に

男
は

う
そ精
ち神
ら的
こな
そ方

が
重
要
だ
ろ
う
と

ま

な

 
少
年
も
ま
た

穏
や
か
に

ん
だ
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数
分
後

 

時
ま
で
も

る

に
は
い
か
な
い
と
い
う
事
で
私
達
は
国

技
場
か
ら
撤
収
し
た

 
行
先
は

学
園
だ

 
本
来
で
あ
れ
ば
入
学
し
て
い
な
い
ク
ロ
エ
や
私
が
入
る
事
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
が

現
在
は

桐

谷
和
人
の
監

護
衛

と
し
て

会

日
本

学
園
上
層
部
か
ら
特

と
し
て
許
可
を

て
い
る

論
そ
の
三
つ
の
上
層
部
は
和
人
と
共
謀
し
て
い
る
面
子
な
の
で

完
全
な
裏
工
作

他
国
か
ら
な
に
か

わ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が

国

会
が
承
認
し

て
い
る
か
ら
そ
の

は
問

な
い
は
ず
だ

 

あ
の
天
災
が
味
方
に
回

て
い
る
以
上

程
の
事
が
無
い
限
り
表
明
し
な
さ
そ
う
な
気

は
す
る
が

 
と
も
あ
れ
彼
の
監

護
衛
と
し
て
学
園
に

ま
り
し
て
い
る
私
は
そ
の
ま
ま
完
全
部
外

秘
と
さ
れ
る
学
園
の
地
下
へ
と

さ
れ
た

 
表
向
き

開
さ
れ
て
い
る
の
は
地
下
シ

ル
タ

と

の
二
つ

私
が

ま
り
し
て
い

る
の
も

和
人
と
同
じ

エ
リ
ア
だ
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し
か
し
今
回

さ
れ
た
地
下
フ
ロ
ア
は

エ
リ
ア
の
先

重
も
の
ロ

ク
を
解

し

種
セ
ン
サ

を

載
し
た

備
シ
ス
テ
ム
を
潜
り

け
た
そ
の
先
は
未
だ
足
を

み
入

れ
た
事
が
無
い

だ

 
大

で
は
な
い
が
高
性
能
と
一
目
で
分
か
る
ホ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ

つ
も
の
打

孤

全
体
を

す
る
ホ
ロ
グ
ラ
ム
マ

プ
の
他
に

種

様

な

の
パ
ラ
メ

タ

そ
の

中
に
は

白
式

も
あ

た

も
表
示
さ
れ
て
い
た

 
代
表
候
補
生
や
軍
人
と
し
て
様

な
合

や

練
に
参
加
し
て
き
た
身
だ
が
そ
れ
ら
の

で

は
な
い
高
レ
ベ
ル
な
設
備
に
思
わ
ず
圧
倒
さ
れ
る

こ
れ
はは

学
園
の
心

部
と
も

え
る
場

だ

ク
ロ
ニ
ク
ル
妹

教

先
生
だ

 
圧

し
て
い
る
と

秋
十
の

送
護
衛
に

い
て
い
た
教

千
冬

が

葉
を
先
取
り
し
て
く
る

 
ダ

ク
ス

ツ
を

こ
な
す
世
界
最
強
は
チ
ラ
リ
と
私
に

線
を
向
け
た
後
そ
の
後
は
体
ご

と
部

全
体
を

ら
す
ホ
ロ
グ
ラ
ム
へ
向
き
直

た
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お
前
は
初
め
て
だ
か
ら

て
お
く

さ

き
も

た
が

は
学
園
の
心

部
に

し
い

場

だ

完
全
部
外
秘
で
あ
る
事
を
覚
え
て
お
け
よ

上
の
学
園
と
地
下
の
ネ

ト
ワ

ク
は
完
全
に
分
断
さ
れ
て
る
け
ど
逆
に

え
ば

が
奪

わ
れ
る
と

バ
い
か
ら
ね

ま
こ
の
束
さ
ん
が

備
シ
ス
テ
ム
に

出
し
し
た
以
上

な
ま生
な
か

な

備
じ

突
破
不
可
能

だ
け
ど
ね

無
銘

の
デ

タ
を
参

に
零

白
夜

そ
の
他

も
作

た
し

 
そ
こ
で
別

に
い
た
ら
し
い
天
災
が
に

と

を
出
し
た

和
人
と
ク
ロ
エ
が
そ
ち
ら
に
行

き

ヴ

フ
ス
と
オ
ル
タ
も
そ
の
後
を
追
う

よ
く

た
ね

和
君

 
ク

ち

ん
も

 
晴
れ
舞

バ

チ
シ
見
て
た
よ

お

れ
様

 
ネ

ト
も
テ
レ
ビ
も
世
界
中
で

狂
状

だ

た
よ

ま

黒
椿

の
性
能
自
体
え

つ
な
い
か
ら
な

秋
十
に
は
も

と
手
古

る
と
思

て
た

正
直

機
体
性
能
に
助
け
ら
れ
た

で
も
そ
の
性
能
を
使
い
こ
な
し
た
の
は
和
君
自
身
の

前
な
ん
だ
し
そ
こ
は

直
に
誇

て

い
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね

最
後
ま
で
ノ

ダ
メ
だ

た
ん
だ
し
さ

む
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向
上
心
故
か
そ
れ
と
も

直
に
喜
ぶ
事
に

れ
て
い
な
い
の
か
悩
ま
し
気
な
声
が
上
が
る

ま
ど

ち
に
せ
よ
勝
て
た
の
は
良
い
事
だ
し
い
い

り
出
し
に
な

た
ん
だ
か
ら
喜

う

 
・

・合
・よ
・く
・ア
・イ
・ツ
・は
・気
・絶
・し
・て
・る
・ん
・だ
・し
・さ

そ
う

う

て
事
は

秋
十
は

い
ま

 

か
を

し
た
少
年
の
問
い
に
天
災
は
意
味
深
に

を

り
上

て
か
ら

を
返
し
別

へ
と

て
い

た

和
人
が
そ
の
後
を
追
う

 
意
味
あ
り

な
や
り
取
り
に

を

て
い
る
と

背
中
を

く
教

に

さ
れ
た

行
け

と
い
う
事
ら
し
い

 
疑
問
を
覚
え
な
が
ら
別

に
入
る

 
部

の
中
は
直
前
の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に

ら
さ
れ
る

暗
い
部

と
異
な
り

な
白
で

一
さ
れ
た
フ
ロ
ア
だ

た

か
な
り

と
り
の
あ
る
間
取
り
の
そ
こ
に
は
上

が
天

に

す
る

ど

大
な
直
方
体
が

・二
・つ

し
て
い
た

外

は
無
塗

の
ア
ル
ミ
板

き
出
し
で

い

銀
色
の

き
が
い

そ
う
機

と
し
て
の
存
在
感
を
伝
え
て
来
る

面
に
は
シ
ン
プ
ル
な
英

で

魂

の

機

Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｌ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ

と

そ
の
上
に
大
き
く
数

が

と

が
そ
れ
ぞ

れ

イ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
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そ
の
二

機
の
方
に

が

れ
る
形
で
男
が
一
人
眠

て
い
た

体
格
と
直
前
の
や
り
取
り
か

ら
し
て

お
そ
ら
く

秋
十
だ
ろ
う

い
ま
ダ
イ
ブ
中
だ
け
ど

ど
う
す
る

す
ぐ
実
行
に

そ
う

時
間
が

し
い

り

か
い

じ

一

機
を
使

て
ね

姉
よ

ア
レ
は
い

た
い

な
の
だ

 
天
災
と
和
人
の
や
り
取
り
の
意

を

み
取
れ
ず
仕
方
な
く

ら
に
い
た
姉
・
ク
ロ
エ
に
問

い
か
け
る

ア
レ
は

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

略
称
は

Ｓ
Ｔ
Ｌ

最
近
和
人
が
テ
ス
ト
し
て

い
る

技
術
の
一
つ
で
す

あ
あ

だ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
の
ロ
グ
イ
ン
が
少
な
く
な

て
い
た
の
か

 
付
き
合
い
こ
そ

い
が
和
人
は

学

練
の
他
に

か
ら
の
依
頼
企
業
か
ら
の
依
頼

な
ど

日

し
く
し
て
お
り
正
直
遊
び
に
手
を
出
す

を
見
つ
け
ら
れ
な
い
く
ら
い
だ

時
間

を

出
し
よ
う
と
す
れ
ば
可
能
だ
と
は
思
う
が
最
近
は
現
実
に
重
き
を

い
て
い
る
節
が
あ
る

か
ら

足
が
遠
の
い
た
の
だ
ろ
う
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そ
う
得
心
す
れ
ば

に
私
の

心
は

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

な
る
機
器
そ
の
も

の
に
向
い
た

そ
の
Ｓ
Ｔ
Ｌ
と
や
ら
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
の

世
代
機
か

見
る
か
ら
に

作

の
よ
う
だ
が

新
型
フ
ル
ダ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の

ブ
レ
イ
ン
・
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ

フ

ス

そ
の
も
の

だ
と
は

い
て
い
ま
す

ナ

ヴ
ギ
ア

や

ア
ミ

ス
フ

ア

な
ど
と
は
完
全
に
異
な
る

ア
プ
ロ

チ
で
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
い
る
よ
う
で
す
よ

う

日
本
の
技
術
は
や
は
り

ま
じ
い
な

 

国
ド
イ
ツ
も
決
し
て
負
け
て
い
な
い
と
思
う
が
電
子
機
器

の
技
術

争
で
上

を
死

守
し

け
る

力
は
や
は
り

在
だ

ノ
之
束

場

な
ど
の
⻤
才
を

人
も

出
し
て

い
る
の
が
そ
の
証

フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
が
発
表
さ
れ
て
十
年
も
経

て
い
な
い
と
い
う
の
に
異

な
る
ア
プ
ロ

チ
か
ら
攻
め
る
と
は

な

金
源
を
有
す
る
ベ
ン
チ

企
業
ら
し
い

 
そ
こ
ま
で

え

い
や

こ
れ
は
国
策
な
の
か
も
し
れ
ん

と

え
を

め
る

 
な
に
せ
和
人
が
世
間
に

表
し
な
い
で

け
て
い
る
依
頼
だ

他
国
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
見

る
な
ら

そ
れ
が
国
家

の
も
の
と
推

し
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
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国
の
主
要
メ
デ

ア
の
報
道
に
は
目
を

す
よ
う
に
し
て
い
る
が
日
本
で

世
代
型
シ
ス

テ
ム
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
な
ど
の
話

が
上
が

た
記

は
な
い

せ
い

い
が
レ
ク
ト

が
バ

ク
に
つ
い
て
い
る
ウ

ア
ラ
ブ
ル
・
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス

オ

グ
マ

く
ら
い
だ
ろ
う
か

そ
れ
で

体
的
に
ど
う
違
う
ん
だ

人
の
心

そ
し
て
魂
に
直

ア
プ
ロ

チ
す
る
と
か

う
ん

 
返

を

い
て

を

る

 
お
か
し
い
な

論
理
的
な
部
分
を

い
た
の
に

な

か

学
的
な

え
が
返

て
き
た

姉
よ

意
味
不
明
な
の
だ
が

気
持
ち
は
分
か
り
ま
す

で
す
が
そ
の
不

明
で
不
定
形
な
モ
ノ
に
あ
る
理
論
を

い
て
そ

の

え
に

た
ら
し
い
の
で
す

あ
る
理
論

子

力
学

だ
よ

 
そ
こ
で

ク
ロ
エ
の

葉
を
先
取
り
す
る
形
で
男
が

り

ん
で
き
た

場

だ

一
応
私
も
物
理
学
者
故
に

た
事
は
あ
る
が
中

の
キ
ワ
モ
ノ
で
ね

人
の
感
情
や
意
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を
波
形
で
表
す
イ
メ

ジ

を
見
た
事
は
あ
る
か
な

 
ア
レ
を
導
き
出
す
理
論
を
下
敷
き
に

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

は
作
ら
れ
た
ら
し
い

あ

な

た

場

を
し
て
キ
ワ
モ
ノ
と

わ
せ
る
理
論
な
の
か

二
年
間
学
問
と

か
ら
離
れ
た
以
上

私
も
現

と
は

い

い
が
ね

 
自

す
る
よ
う
に

た
男
性
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
の

備
を
進
め
る
和
人
達
を
見
な
が
ら
話
を

進
め
た

さ

き
感
情
や
意

を
波
形
で
表
す
と

た
が
脱
分
極
で
発
せ
ら
れ
る

波
と
は
ま
た
別

物
だ

Ｓ
Ｔ
Ｌ

は

の
表
面
で
は
な
く

内

そ
れ
も

全
体
を

え
る

マ
イ
ク

ロ
チ

ブ
ル
と
い
う
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
骨
格
内
に

る
も
の
を

み
取

て
い
る

常
で

う

が
肉
体
を
動
か
す

な
ら

こ
の

マ
イ
ク
ロ
チ

ブ
ル

は
心
を
動
か

す

と

え
る
だ
ろ
う

な
る

ど

そ
の
チ

ブ
の
中
に
は

が

て
い
る
の
だ

光
子
さ

 

場
の

え
は

的
だ

た

 
光
子

す
な
わ
ち

子
で
あ
り

者
に
と

て
は
多
少
身
近
な

語
で
あ
る
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子
は
変
動
的
だ

そ
の
存
在
は
非
決
定
論
的
で
あ
り
常
に
確

論
的
な
揺
ら
ぎ
を
生
じ
て

い
る

故
に

マ
イ
ク
ロ
チ

ブ
ル

内
を

る
光
の
揺
ら
ぎ
を

前
世

の
学
者
は
感
情
・

意

の
波
形
グ
ラ
フ
に
表
し
た
と
い
う
事
だ
ね

 
そ
し
て
そ
の
揺
ら
ぎ
こ
そ
が
心
だ

と
男
は

め

た

 
そ
の

葉
を

い
た

私
の
背

か
ら
二
の

ま
で
を

た
さ
を

た
戦

が

と

け
巡

た

心
と
は
揺
ら
ぐ
光

そ
の
イ
メ

ジ
は
神
秘
的
な

し
さ
に

ち
て
い
る
と

同
時
そ
れ
は

理
的
に
人
が
触
れ
て
は
な
ら
な
い

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
せ
る
も
の

が
あ

たつ
ま
り

Ｓ
Ｔ
Ｌ

は

そ
の
光
子
を

み
取
り

ま
た
マ
シ
ン
か
ら
情
報
を
流
す
事
に

よ

て
仮
想
世
界
へ
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
を
確
立
し
て
い
る

 
だ
が
そ
れ
は

 
そ
こ
か
ら
先
を

私
は
上
手
く

語
化
で
き
な
か

た

 

小

の
中
を

る
光
の
揺
ら
ぎ
あ
る
い
は
光
そ
の
も
の
を
魂
と
定
義
づ
け
て
い
る
か
ら
こ

そ
そ
れ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
機
器
は

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

と
名
付
け
ら
れ
た
の
だ

ろ
う

 
つ
ま
り
あ
の
機
器
は
魂
そ
の
も
の
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
い
う
事
に
な
る



 尊ぶべき日常世界

 

故
だ
か

ま
し
い

 
人
の
感
情
記

を

作
す
る

を
し
て
い
た

郷
信
之
は
そ
れ
を
非
人
道
的
な
も
の
と

し
て

さ
れ
て
い
た

人
体
実
験
の
面
人
格
な
ど
の
精
神
的
な
も
の
に
対
す
る

理
観
な
ど

の
観
点
な
ど

て
い
け
ば
キ
リ
が
な
い

 
だ
が
今

目
の
前
に
そ
の
極
地
と
も

え
る
も
の
が
一
つ
の
技
術
と
し
て
存
在
し
て
い
る

 
生
ま
れ
な
が
ら
の
軍
人
だ

理
や
命
の
尊
さ
な
ど
を
説
き

善
悪
を
語
る
つ
も
り
は
な
い

し
か
し
人
と
し
て
超
え
て
は
な
ら
な
い
一
線
が
や
は
り
あ
る
と
は
思
う
の
だ

 
た
と
え
憎
か
ろ
う
と

兄
に
対
し
て
行

て
い
い
事
で
は

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
る
よ

 

葉
に

ま
る
私
を
見
も
せ
ず

場
が

た

し
か
し

必
要
な
事
な
の
だ

憎
し
み

は

な
い

な

だ

 

ツ
の
魂
を

み
取

て

い

た
い

の
意
味
が
あ
る

 
以
前

べ
た
限
り

秋
十
は
確
か
に
非

な
存
在
だ
ろ
う
が
し
か
し
一

人
の

を
出

て
い
な
い

ま
だ
桐

谷
和
人
の
方
が

脱
し
て
い
る
だ
け

べ

が
あ
る
と
い
う
も
の
だ

そ
れ

ど
あ
の
⻘
年
は
非

で
あ
り
な
が
ら
平

な
存
在
だ

た
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そ
ん
な
男
の
魂
を

み
取
る
事
に
憎
し
み
が

な
い
な
ら
他
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
と
い

う
の
か

彼
に
は
不
可
解
な
点
が

つ
か
あ

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
て
か
ら
初
め
て
私
達
の
前
に

を
現
し
た
時
彼
は
な

か
和
人
君
の
黒
猫

と
の
因
縁
を
知

て
い
る
風
だ

た

確
か
に

サ
チ
君
が
別
の
ギ
ル
ド
に
い
た
事
は

知
の
事
実

攻
略
組
に
入
る
事
に
な

た
経

も

き
な
ら
多
少

ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い

だ
が

・黒
・猫
・

・の
・事
・で
・彼
・が
・思
・い
・悩
・ん
・で
・い
・る
・事

・を
・知
・

・て
・い
・た
・の
・だ
・よ

 
息
を

む

 
確
か
に
お
か
し
い

サ
チ
と
や
ら
の

性
黒
猫

と
い
う
ギ
ル
ド
の
壊
滅
は
私
も
彼
の

記

を
見
て
知

て
い
る

攻
略
組
に
い
き
な
り
参
加
し
た
彼
女
の
事
で
身

を
す
れ
ば
す

ぐ
分
か
る
事
で
は
あ
る
だ
ろ
う

 
協
力
し
て
い
た
人
達
が
死
ん
だ
事
を
悔
い
る
の
も

は
お
か
し
く
な
い

だ
が

キ
リ
ト

和
人
は

時
悪
と
し
て
振
る
舞
う
ビ

タ

の

名
で
知
ら
れ
て
い
た

秋
十
が

き

ま
れ
た
時
点

で

に
レ

ド
ギ
ル
ド
や
オ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
た
事
も

て
彼
に
向
け
ら
れ
る
他

者
の
死
に
対
す
る
イ
メ

ジ

は

く

な
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
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秋
十
の
発

は
和
人
や
情
報

が
定

さ
せ
る
よ
う
動
い
て
い
た
ビ

タ

像
か
ら
遠

く
か
け
離
れ
た
も
の
だ

た
の
だ

そ
れ
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
で
あ

た
私
が

場

で
あ
る
と
知

て
い
た
事
も
だ
が
私
を
殺

せ
ば
ゲ

ム
ク
リ
ア
と
な
る

と
い
う
発
想
が
よ
く
分
か
ら
な
く
て
ね

ま
あ
あ
り
そ
う
な
展

開
で
は
あ
る
の
だ
が
だ
と
し
て
も
実

に
行
動
に

す
か
と
な
れ
ば

は
リ
ス
キ

過
ぎ

て

し
い
だ
ろ
う

私
に
は
英
雄
願
望
に
目
が

ん
だ
よ
う
に
思
え
ま
す
が

は
は

違
い
な
い

 
ク
ロ
エ
の

な

葉
に

場
が

う

 
目
が

て
な
い
せ
い
で
場
は
全
く
和
ん
で
い
な
い
が

と
も
あ
れ
今
回
は
そ
の
不
可
解
な
点
を
解
消
す
る
た
め
に
あ
あ
し
て
い
る

さ

動
は
虚

偽
出
来
て
も

た
ま意
し
い識

ま
で
は

を

け
な
い
か
ら
ね

ち
な
み
に
こ
の
マ
シ
ン
テ
ス
ト
を
和
人
が

け
た
理
由
の
大
部
分
は
秋
十
が

与
し
て
た

り
し
ま
す

そ
う
な
の
か
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え
え

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

を
入
れ
た
者
つ
ま
り
和
人
に
無
銘
を

め

ん
だ
組

と

秋
十
は
繋
が
り
を
持

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

て
い
る
の
で
す

ア

ガ
ス

や

レ

ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
に
は
更
識
の

で
も
足
取
り
が
つ
か
め
な
い
者
が
複
数
確
認
さ
れ
て
い

ま
す

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

場

で
あ
る
と
知

た
理
由
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ
ス
タ

と
し

て

郷
と
や
り
取
り
を
し
て
い
た
と

明
し
て
い
ま
す
が

だ
か
ら
こ
そ
と
疑

て
い
る
の
で

す
な
る

ど
な

 
ち
な
み
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で

郷
の

デ

タ
が
あ

た
の
に
確
認
し
な
か

た
の
か
と

け

ば
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
た
せ
い
で
動
く
に
動
け
な
か

た
ら
し
い
と

場
が
教
え
て
く

れ
た

万
が
一
に
も
非
道
な
事
を
し
て
い
る
場
面
が

開
さ
れ
た
ら

る
か
ら
と
実
行
に

さ
な

か

た
事
を

今
回
始
め
た
と
い
う
事
だ

 
和
人
と
の

合
で
圧
倒
さ
れ

あ
ま
り
の
衝
撃
に
気
を
失

た
事
を

機
と
み
て

ん

 

た
フ
ル
ダ
イ
ブ
は
確
か
意
識
を
喪
う
と
自
動
切
断
さ
れ
な
か

た
か

 

と
そ
こ
で
疑
問
を

し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
は
常
時
ロ
グ
イ
ン
を
強
制
さ
れ
て
い
た
か
ら

眠
状

に
入

て
も
ダ
イ
ブ
し

け
た
ま
ま
だ
が
現
行
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
は
原

と
し
て

波
が

眠
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波
を
発
生
さ
せ
た
時
点
で
自
動
ロ
グ
ア
ウ
ト
に
切
り

え
ら
れ
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る

 
で
あ
れ
ば

気
絶
し
て
い
る
秋
十
を
フ
ル
ダ
イ
ブ
さ
せ
る
事
は
不
可
能
な

だ

そ
れ
に
こ
ん
な
事
を
し
て

ツ
が

い
触
ら
し
た
ら
終
わ
り
だ
ぞ

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
も
気

絶
し

け
て
い
る
と
は
思
い

い
し

 
そ
の
問
い
に

場

は

か
な

み
を
浮
か
べ
た

ナ

ヴ
ギ
ア
な
ど
は

波

つ
ま
り

の
表
面
の
電
波
を

み
取
る
も
の
だ
が

Ｓ
Ｔ

Ｌ
は
内

の
光
子
を

み
取
る
マ
シ
ン
だ

極

に

え
ば
生
き
て
さ
え
い
れ
ば
フ
ル
ダ
イ

ブ
可
能
だ
よ

そ
れ
に
後
者
の
点
も
問

な
い

ま
さ
か

記

を

作
で
き
る
の
か

 
上
書
き
や

消
去
も

 
知
ら
ず

声
が

え
た

 
し
か
し

い
に
も

そ
の
疑
念
は
ク
ロ
エ
に
よ

て

定
さ
れ
た

い
え

密
に

え
ば

作
と
は

え
ま
せ
ん

⻑
期
的
な
記

を
保
持
し
て
い
る
部
分
は

あ
ま
り
に
も
広
大

つ
ア

カ
イ
ブ
方
法
が
フ
ク
ザ
ツ
で
現
状
で
は
手
が
出
せ
な
い
の
で

す
る
記

へ
の
経
路
を

断
す
る
ア
プ
ロ

チ
を
取

て
い
る
の
で
す

そ
れ
は
大

な
の
か

 

か
の

子
に
記

が

た
り
な
ん
か
は
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人
生
で
⻑
ら
く

れ
親
し
ん
だ
物
品
や
人
物
の
記

を

断
し
た
場
合
は
可
能
性
は
高
い
で
す

が
ご
く
ご
く

時
間
で
あ
れ
ば

ゼ
ロ
に
近
い
と
は

い
て
い
ま
す

一
応
保
険
も
掛
け
る

と
い
う
話
で
す
し

保
険

え
え

そ
れ
は

 
や
や
神

な
面
持
ち
で
話
し
始
め
る
と
こ
ろ
で
ご
う
ん
と
一

大
き
な

が
部

に
木
霊

し
た

見
れ
ば
一

機
の
ジ

ル
ベ

ド
に
は
華

な
少
年
が
横
た
わ

て
い
る
の
が
見
え
る

ど
う
や
ら
フ
ル
ダ
イ
ブ
を
開
始
し
た
ら
し
い

保
険
に

し
て
は
見
て
か
ら
説
明
し
た
方
が
分
か
る
と
思
い
ま
す

後
に
し
ま
し

う

 
そ
う

て

ク
ロ
エ
は

を
返
し

一
つ
前
の

暗
い
部

へ
と

て
い

た
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は
い

そ
ん
な

で
魂
レ
ベ
ル
でつ

ま
びら

か
に
し
て
い
く
前

戦
で
し
た

 
以
前
更
識
を
裏
切

た
男
が

を

け
な
か

た
の
も
魂
レ
ベ
ル
で
解

さ
れ
て
た
か
ら
な
ん

で
す
ね

こ
り

あ

魔
化
し
が

か
な
い
ね

邪

 
ラ
ウ
ラ
が
戦

し
て
い
る
よ
う
に

す
べ
き
で
な
い

で
す
が
和
人
は
疑
念
に

え
を
出

せ
て

場
は
意

返
し
が
出
来
て

は
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
発
展
に
必
要
な
人
体
実
験
が
出

来
て
本
人
は
思
い
出
さ
な
い

も
取
ら
れ
て
い
る
対
策
も
し

か
り
し
て
い
て
良
い
コ
ト

く
め
だ
ネ

邪

  

お
前
の

ウ
ル魂

を
寄
越
せ

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
ク
ロ
エ
の
妹
に
し
て
和
人
の
姉

 
実
妹
と
い
う
よ
り
は

妹
と
か
の
表
現
が
近
い
原
作
和
人
に
と

て
の
直
葉
み
た
い
な
立
ち

 
楯
無
に
猫
可
愛
が
り
さ
れ
て
お
り

抗
し
て
も
無

と
悟

て
無

抗
に
な

て
か
ら
は



 違和 〜その男、異物につき〜

り
て
き
た
猫
の
よ
う
だ
と

わ
れ
て
い
る
と
か
い
な
い
と
か

た
だ
し
目
は
死
ん
で
い
る

 
和
人
の
監

護
衛

生
身
と
し
て
ク
ロ
エ
と
共
に

し
て
い
る

今
回
は
ま
だ
専

機
を
持

て
な
い
の
で

合
に
不
参
加
だ

た

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に

し
て
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
で
和
人

場
ク
ロ
エ
な
ど
か
ら
英
才
教
育
を

け
て
い
る

無
自
覚

 
和
人

に
入

た
の
で

束
経
由
で
更
識

日
本

の
思
惑
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る

 
家
事
全

が
苦
手
で
修
行
中

 

ボ

デ
ヴ

ヒ

が

伝
子
強
化

体
の

称
コ

ド

い
な
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

す

ク
ロ
ニ
ク
ル
の

に
特
別
性
を
持
た
せ
た
か

た
が
故
で
す

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
ラ
ウ
ラ
の
姉
に
し
て
和
人
の
姉

 
ラ
ウ
ラ
よ
り
人
と
し
て
生
き
た
期
間
が
⻑
い
の
も
あ

て
姉
と
し
て
地
味
に

わ
れ
て
い

る

そ
の
ク
ロ
エ
は
和
人
を

て
い
る

 
行
き
つ
く
先
は
桐

谷
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な
ん
だ
か
ん
だ
で
ハ
イ
ス

ク
な
の
で
実
は
現
実

戦
力
で
ト

プ
ク
ラ
ス
に
食
い

ん
で

い
た
り
す
る

 
家
事
全

が
得
意
で
ラ
ウ
ラ
の
お
師

様

  
・

場

 
和
人
の

な
天
才
物
理
学
者

 
専

機

黒
椿

を

う
和
人
の
専
属
技
師
で
も
あ
る

 
物
理
学
者
の

く
れ
な
の
で
一
応
物
理

力
学
も
学
ん
で
い
た

原
作
和
人
が
九

で
解
説
し

た
内
容
を
語

て
い
る

 
な
ん
だ
か
ん
だ
で
秋
十
に
対
し
て
恨
み
つ
ら
み
が
あ
る
人
間
味

れ
る

様

 
最
近
は
和
人
を
見
て

福
を
感
じ
て
い
る
の
だ
そ
う
な

 
家
事
は
出
来
る
が
し
な
い

  
・

七
色

 
ム

ド
メ

カ

な
悪

子
姉
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専

機

黒
椿

を

う
和
人
の
専
属
技
師
で
も
あ
る

 
隙
あ
ら
ば
和
人
に
ア
プ
ロ

チ
を
仕
掛
け
て
い
る

悪

子
な
ア
プ
ロ

チ
の
た
め
楯
無
と

ち

く
ち

く
衝
突
す
る
が

は
良
い

 
最
近
は
和
人
の

強
を
見
て

福
を
感
じ
て
い
る
の
だ
そ
う
な

 
家
事
は

理
だ
け
苦
手

  
・
更
識
楯
無

 
ム

ド
メ

カ

な
悪

子
姉

そ
の

 
和
人
の
良
き
契
約

手
で
あ
り

練

手
で
あ
り
理
解
者
で
も
あ
る

重
な
存
在

救

出

以

全

の
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
の
で
実

更
識
家
を
掌
握
し
た
も
同
然

 
全
力
で
和
人
を
欲
し
が

て
い
る
が

ず
か
し
い
の
と

の
負
い
目
で
や
や

え
目

 
最
近
は

練
後
に
息
を

て
い
る

を
見
て

こ
う

ん福
を
感
じ
て
い
る
の
だ
そ
う
な

 
家
事
は
裁

だ
け
苦
手

  
・
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ
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子

い
求
道
者
系

剣
士

 
ヴ

フ
ス
が
⻘
銀
オ
ル
タ
が
黒
銀
色
を
中
心
に
し
た
色
味

前
者
が
戦
士
気

後
者
が
王

気

の

え
方
だ
が

方
と
も
和
人
の
事
を
マ
ス
タ

と
し
て
認
め
て
い
る

 
戦
闘
に
特
化
し
た
ボ
ト
ム
ア

プ
型

だ
が

和
人
と
そ
の

間
以
外
を
守
る
気
は
ま

た

く
無
い
の
で

ら
が
進
め
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
は
あ
ま
り

立
た
な
い

 
現
在

的
な

有
権
は
ユ
イ
達
も

め
て
和
人
に
あ
る

 
家
事
は
男

理
な
ら
出
来
る
が
他
は
修
行
中

 
最
近
は
和
人
を
か
ら
か

て

し
む
事
で

福
を
感
じ
て
い
る
の
だ
そ
う
な

  
・

千
冬

 
秋
十

和
人
の
実
の
姉

 
今
回
秋
十
の
魂
を
解

す
る
流
れ
を

止
す
る
動
き
が
見
ら
れ
な
い

り

内
心
は
と
も
か

く

対
外
的
に
は
認
め
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

 

数
が
少
な
い
の
は
そ
の
せ
い
だ

 
家
事
は
手

は
悪
い
が
自
分
一
人
分
な
ら
な
ん
と
か
可
能



 違和 〜その男、異物につき〜

 
最
近
は
和
人
と
の
食
事
で

福
を
感
じ
て
い
る
の
だ
そ
う
な

た
だ
し
会
話
は
少
な
い

  
・
桐

谷
和
人

 

せ
を

み

め
て
い
る
世
界
最
兇
の
子

 

は
束

千
冬

楯
無

ラ
ウ
ラ

ク
ロ
エ

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は

場

神
代

七
色

 

面
は
楯
無

学
園
⻑

 
バ

ク
が
強
力
過
ぎ
て

バ

手

だ

 
秋
十
に
対
す
る
疑
念
を
一
年
以
上
持
ち

け
絶

の
機
会
を

て
い
た
策
士

一

い

た
疑
念
は
絶
対
晴
ら
す
マ
ン

や
ら
れ
た
方
は
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
る

て
コ
ト
さ

 
家
事
は
全
て
得
意

 
最
近
は
Ｓ
Ｔ
Ｌ
で
引
き

ば
さ
れ
た
時
間
の
中
で
た

り

眠
を
摂
る
こ
と
が
お
気
に

入
り

肉
体
は

め
て
い
な
い

様
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幕
間
之
物
語

実
兄
編
 

堕
チ
タ

ニ
ン人
ゲ
ン間

  
サ
ブ
タ
イ
で

の
事
か
分
か
る
お
話

 

メ
タ
発

多
め
な
の
で

意

 

設
定
的
に
差
別
と

え
ら
れ
る
表
現
が
あ
り
ま
す
が
決
し
て
特
定
個
人
を

中
傷
す
る

意

で
書
い
た

で
は
あ
り
ま
せ
ん

ご
了
承
く
だ
さ
い

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

さ
一
セ
ン
チ
に
も

た
な
い

ケ

ス
を
開
く

 
デ

ス
ク
を
デ

キ
に
入
れ

み

ま
せ
る
と

が

像
を
再
生
さ
せ
始
め
た

金
属
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的
な
光

の
あ
る
タ
イ
ト
ル
海
原
や
空
を
舞
う
躍
動
的
な
オ

プ
ニ
ン
グ
を
経
て
本
編
が
始

ま
る

 
シ
リ

ズ
物
の
最
初
を
飾

た
第
一
話
は
一
人
の
少
年
が
多
数
の
少
女
達
か
ら
じ

と
見
つ

め
ら
れ
て
い
る
シ

ン
か
ら
始
ま

た

そ
の
後

緑
髪
の
教
師
が

を
す
る

 

も
見
返
し
た
ア
ニ
メ
故
に

裏
に
は
こ
れ
か
ら
先
の
展
開
が

明
に
思
い

こ
さ
れ

る

教
師
の

の
後
は
自
己

の

番
が
回

て
き
た
主
人

が
慌
て

た
め
き
失

を

い

更
に
無

な

で

め

る

そ
こ
で

こ
れ
で
終
わ
り
じ

な
い
よ
ね

的

な
空
気
と

線
を

け
て

や

を
流
す
主
人

が
過
去
の
回
想
を
始
め
ス
ト

リ

の
根

幹
が
語
ら
れ
る

と
い
う
内
容
だ

 

と
な
く
目
を

し
た
作
品
故
に
ど
の

り
で
ど
の
キ

ラ
ク
タ

が
ど
ん
な
セ
リ
フ
を

に
す
る
か
こ
の
設
定
は
こ
う
だ

た
と
い
う
の
も

思
い
出
せ
る
く
ら
い
見
返
し
て
い

た

残
念
な
が
ら
二
期
で
終
わ

て
お
り
そ
れ
以

の
原
作
文

は

む
気
が
無
か

た
の
で

ど
う
完
結
し
た
か
は
知
ら
な
い
が

二

界

が

な
の
で
特
に
気
に
し
な
か

た

  
そ
れ
だ
け

た
作
品
の
名
は

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
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ぶ

ん
と

い

が

か
ら
上
が

て
い
る

 
い
く
つ
か
の
ボ
タ
ン
を

し
機
器
を

動
す
る
と
う

ん
と

却
器
の
フ

ン
が
回

り
始
め
た

予
め
入
れ
て
い
た
デ

ス
ク
を

み

む

が

を
打
つ

 

に
色
が

る

 
入
力
を
求
め
る
表
示

手

の
コ
ン
ト
ロ

ラ

を

作
す
る
と
主
人

の
声
と
共
に
ゲ

ム
ス
タ

ト

 
白
色
の
背

の
中
心
で

か
ら
手
前
へ
と
様

な
色
の
棒
線
が

て
見
切
れ
る

い
て

⻘
の

が
一
つ
二
つ
と
増
え
て
い
き
最
後
は

に

ん
だ
五
つ
の

が
緑
へ
と
変
色
し

へ
と

り
去
る

そ
れ
ぞ
れ
に
は

Ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ

触
覚

Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ覚
Ｔ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ

味
覚

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

覚
Ｓ
ｍ
ｅ
ｌ
ｌ覚

の
ロ

マ

フ

ン
ト
が
書
か
れ
て
い
た

 

け
て

Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ

語

の

間
を

か
ず

ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ

日
本
語

が

さ
れ
る

 
そ
の
後

Ｌ
ｏ
ｇ

の
横
に
ア
カ
ウ
ン
ト
と
パ
ス
ワ

ド
を
入
力
す
る
ウ

ン
ド
ウ
が
表
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示
さ
れ
る

そ
れ
ら
は
自
動
で
入
力
さ
れ
て
い
く
が

全
て

で

め

く
さ
れ
て
い
る

 
そ
し
て
最
後

キ

ラ
ク
タ

登
録

面
に
て
確
認
事

の
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た

テ
ス
ト
時
に
登
録
し
た
デ

タ
が
残

て
い
ま
す
が

使

し
ま
す
か

 
そ
の
文
面
の
下
部
に
は
登
録
さ
れ
て
い
る
デ

タ
の
ア
バ
タ

ネ

ム
が
タ
ブ
と
し
て
明
滅

し
て
い
た

そ
れ
が
ク
リ

ク

と
共
に
一

強
く
明
滅
し

面
は
暗
転

 
そ
し
て
タ
イ
ト
ル
ロ
ゴ
が
現
れ

ゲ

ム
の
中
の
ゲ

ム
も
ス
タ

ト
し
た

  
そ
の
作
中
作
の
名
は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

  
 

 
ど
れ
だ
け
時
間
が
経

た
の
か

文

を
手
に
し
て
い
た
時
は
日
が

て
間
も
な
か

た
と

い
う
の
に
気
付
け
ば
日
は

き
夜
が

れ
よ
う
と
し
て
い
た

そ
う
気
付
く
と
ぐ

と

の

が
鳴
り

空

感
を
今
更
な
が
ら
に
自
覚
す
る

 
な
に
か

に
す
る
べ
く
立
ち
上
が
る

 

時
間
も

て
い
た
影

だ
ろ
う

は

く

も
ガ
チ
ガ
チ
に

ま

て
い
て
立
ち
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上
が
る
時
に
は

が
鳴

て
い
た

⻑
時
間
同
じ

勢
だ

た
事
と
⻑
年
の
運
動
不
足
が
原
因

だ 
運
動
し
な
け
れ
ば
な
と
行
い
も
し
な
い

へ
の

念
を
思

し
な
が
ら

に

め

ん
で
い
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

メ
ン
を
取
り
出
す

食
事
を
全
て

で
取
り
寄
せ
て
い
く
中
で

行
き
つ
い
た
そ
れ
は

面
的
に
悪
い
と
分
か

て
は
い
た
が
作
る
手
間
や
後
片
付
け
の
手

さ
を

先
し
て
し
ま

て
い
た

 
ポ

ド
か
ら
お

を

ぎ
こ
れ
ま
た

で

入
し
た

り

を

意
し
再
び
テ
レ
ビ

面
の
前
に

る

 
そ
こ
で

こ
ん
こ
ん

と
ノ

ク

兄
さ
ん

話
が
あ
る

 
部

の
外
か
ら
声
が
し
た

 
血
の
繋
が

た
弟
の
声
だ

そ
れ
は
確
か
に
自
分
の

覚
を

し
た
が

え
て
無

し

コ
ン
ト
ロ

ラ

を
握
る

 
だ
が
弟
は
こ
ち
ら
に
お
構
い
な
し
に

越
し
に
話
し
か
け
て
く
る

そ
の
語

は
強
く
こ
ち

ら
を

る
に
近
い
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う
る
せ

よ

 
い
ま

し
い
ん
だ

話
し
か
け
ん
な

 
強
く
怒
鳴
る

そ
れ
で
あ
ち
ら
も
怒
鳴
り
声
を
上

て
く
る
が

は
内

か
ら
ロ

ク
し
て

い
る
の
で
こ
ち
ら
に
来
よ
う
に
も
来
れ
な
い

ド
ン
ド
ン
と

く
振
動
は
苛
立
た
し
い
が
無

し

て
イ

ホ
ン
ジ

ク
を

に

め
る

 

を

わ
せ
る

は

く
し
て
無
く
な

た

 
や

と
行

た
か
と

立
ち

れ
に
息
を

く

 
そ
こ
で

を

る

い
に
気
付
く

見
れ
ば
お

を
入
れ
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

メ
ン
は

と

く
に
出
来
上
が
り
の
時
間
を
過
ぎ

び
始
め
て
い
た

 
せ

か
く
の
メ
シ
が
心
情
的
に
も
品

的
に
も
マ
ズ
く
な

た
事
に
ま
た
苛
立
ち
の
息
を

い
た

 
 

 
人
生
を
や
り
直
し
た
い
と

性
的
に

え
て
い
た

 
常
に

い
て
い
た
そ
れ
が

と

を

る
感
覚

え
な
い
よ
う

に

し
て
い
た

が

現
実
と

か
に
向
き
合

た
時
に

そ
の
思

が
よ過

ぎ

て
い
た

 
そ
れ
が
ま
た

め
で

イ

に
な

た

叶
う

が
無
い
と
空
し
く
も
な

た
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そ
の
苛
立
ち
と

観
が
イ

で

ま
た

へ
と

す
る

日

 

そ
う
な

た
キ

カ
ケ
は
忘
れ
ら
れ
な
い

 
四
年
制
大
学
に

て
か
ら
の

活
の
時
不

気
に
よ
る

氷

期
に
直
面
し
自
分
は

あ
ら

る
企
業
の
面

を

け
て
は
不

の
お
祈
り
文
書
を
返
さ
れ
る
日

を
送
り
心
身
共

に

し
て
い

た

内
定
を

え
な
い
ま
ま
大
学
を

業
し
実
家
に
帰

て
か
ら
も
面

を

け

け
た
結
果

足
を
運
ん
だ
企
業
数
は
三

に
上

た

 
そ
の
分
だ
け
履
歴
書
を
書
い
た
し

そ
の
分
だ
け
ス

ツ
に

を

し
た

 
し
か
し

た
だ
の
一

も
そ
の
努
力
が
実
る
事
は
無
か

た

 
自
身
に
は

り
出
せ
る
特
徴
が
無
か

た

履
歴
書
に
書
け
る

格
の

は
白
紙

業
し
た

学

は
そ
れ
な
り
の
ラ
ン
ク
だ

た
が

更
取
り
上

る
も
の
で
も
な
く

価
対

外
だ

た

だ
ろ
う

成
績

内

点
も
可
も
な
く
不
可
も
な
し
だ

た

 
少
し

格
を
取

て
い
た
り
表

さ
れ
た
経
歴
が
あ
れ
ば
そ
ち
ら
を
す
ぐ

先
さ
れ
る
く

ら
い
平

な
人
間

争

の
高
い

活
で
そ
の
ス
テ

タ
ス
は

し
か

た

然

の

如
く

か
ら

ね
ら
れ
た

 
そ
れ
で
も

な
に
く
そ
と
抗

て
い
た
の
は
意
地
だ

た
の
だ
ろ
う
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家
は
教
育
の
た
め
に
兄
弟
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
は
学

へ

わ
せ
ら
れ
る
程

の
収
入
が
あ

り

し
く
は
無
か

た

も

し
か

た

物

的
に
精
神
的
に

ま
れ
て
い
た
と

え
る
だ
ろ
う

だ
か
ら
こ
そ
意
地
で
も

活
を

け
て
い
た

 

そ
の
心
が

れ
た
の
は

弟
が
ア

サ
リ
と

し
た
時
だ

 

氷

期
は

１

３
年
か
ら
十
年
間
を
指
し
て

わ
れ
る

語
だ

自
分
は
１

０
年
後

に
生
ま
れ

ス
ト
レ

ト
で
高

大
学
を

業
し
た
た
め

だ

た
時
は
正

に
真

中
で
あ
る

 
弟
は
四
つ
年
下
で

自
身
と
同
じ
よ
う
に
四
年
制
大
学
ま
で
ス
ト
レ

ト
で

業
し
た

 
そ
し
て
弟
が

業
し
た

気
が
一
時
的
に
回
復
し

が
良
く
な

た
時
期
が
あ

た

そ
れ
で
も
不

気
の
影

は
あ
る
の
で

争

は
依
然
高
か

た
の
だ
が

弟
は
大
企

業
の
内
定
を
一
発
で
取
り
付
け
て
い
た
の
だ

 
弟
の
報

を

い
て
以

活
に
対
す
る
意
欲
は
一
気
に
喪
わ
れ
数
年
間

や
し
た
気
力

の
反
動
故
か
引
き
こ
も
り
に
な

た

数

の
ゲ

ム
ア
ニ
メ
を

り

に
な

た
食
文

化
に

し

に
人
と
し
て

て
い

た

そ
の
せ
い
で
目
は
悪
く
な

て

の
キ
ツ
い

眼

を
か
け

体
は

を

え
た
醜
悪
な

に
な
る
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こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
と
思

て
も

変
え
ら
れ
な
い

 
変
え
る
だ
け
の
気
力
が

か
な
い

 

変
わ
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

も
う

い
と

観
し
て
い
た

 
一

も

い
た
事
が
な
い
四
十
代
の
男
な
ど

も

わ
な
い
だ
ろ
う

か
つ
て
に

べ
れ
ば
ま

だ

は
良
い
と
は

え

歴
年

い
か
ん

如

に
よ

て
は
弾
か
れ
る
と
は
よ
く

く

手
に

を
付
け
て
い
れ
ば
ま
だ
し
も
そ
れ
系
の

格
は
一
切
取

て
い
な
か

た

 

で
き
る
ス
テ

タ
ス
を

一
つ
持

て
い
な
い
身
で
は
も
う
無
理
だ
ろ
う
と

め
て
い
た

の
だ

 
も
し
も

ん
の
数
年

く
生
ま
れ
て
い
れ
ば

 
も
し
も

専

学

に

て
い
れ
ば

 
も
し
も

先
を
見

え
て

ら
か
の

格
を
取
り
に
動
い
て
い
れ
ば

 

全
て
が
後
の

り
だ

た

 
学
生
時
代
は
バ
ブ
ル
真

り

こ
の
ま
ま

に

で
き
る
だ
ろ
う
と
安
穏
と
構
え
遊
び

け
て
い
た
過
去

し
か
し
バ
ブ
ル
は
大
学
生
時
代
に
終
焉
を

え
経
済
が

迷
を
始
め
て
い

た
の
だ
と
後
で
知

た

銀
行
が
倒

し
た
ニ

ス
で
よ
う
や
く
危
機
感
を
覚
え
た
が
そ
の
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時
点
で
は
も
う
手

れ
だ

 
失

た
時
間
は
取
り

せ
な
い

 
新
し
く
や
り
直
そ
う
に
も

も
う
無

だ

 
そ
ん
な
喪
失
感
と

観

絶
望
が

へ
と

さ
せ
る
原
動
力

 
死
ね
ば

に
な
れ
る
か
と
か

人
生
を
や
り
直
せ
る
か
と
か

そ
う

え
た
事
も
あ

た

が

自
殺
す
る
だ
け
の
勢
い
を
持
て
ず

ダ
ラ
ダ
ラ
と

に

溺
し
生
き
て
い
た

 

死
ん
で
く
れ

兄
さ
ん

  
そ
の
日

は

突
に
終
わ
り
を

た

 
あ
る
日
金
属
バ

ト
を

え
た
弟
が

を
打
ち
壊
し

し
入

て
き
た

そ
し
て
開

一

番
そ
う

て
き
た

弟
の
表
情
は
真
剣
で

狂

た

で
な
い
事
を

間
的
に
理
解
す
る

 

嗟
に
死
に
た
く
な
い
と

そ
う
思

て
後
退
し
た

 
だ
が
ゲ

ム
の
た
め
に

る

重
な
肉

と
な

た
自
身
と

に
気
を
使

て
運
動
を

け
て
立
ち
は
だ
か
る
弟
で
は
そ
も
そ
も
の

地
が
違

た

そ
れ
は

発
力
で
あ
り
動
体
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力
で
あ
り

反
応
速

だ

た

 
空
を
裂
く

と
共
に

ギ
ラ
リ
と

く
刃
物

ハ
サ
ミ
が

ん
で
き
た

 
弟
が
持

て
い
た
も
の
は
バ

ト
だ
け
で
は
な
か

た
の
だ
と
気
付
い
た
の
は

に
そ
れ
が

さ
り

み
が

た

間
だ

呼

が
乱
れ

か
ら

内
へ
鉄
の
味
が
す
る

体
が
逆
流

す
る

い

め
ば
気
道
に
入

て
む

せ
た

し
か
し

せ
る
と
い
う
事
は

の
空
気
を
出
し

入
れ
す
る
事
だ

せ
て
も

せ
て
も
血
が
気
道
に
入
り
ま
た

内
に
逆
流
し
て
を

り
返
す

 
声
を
出
す
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
横
に
倒
れ
る

 
横
転
し
た

界
で
弟
を
見
上

る

弟
の
目
が

そ
の
時
は

な
も
の
に
見
え
た

も

さ
ん
と

さ
ん
も
も
う
ウ
ン
ザ
リ
な
ん
だ

で
も
こ
れ
で
解
放
さ
れ
る

さ
よ
な

ら

兄
さ
ん

 

に

に

弟
は
そ
う

て

部

を
去

た

 
そ
の
と
き
ビ
ニ

ル
手

を
し
て
い
る
事
に
気
付
き
指
紋
対
策
ま
で
し

か
り
さ
れ
て
い
る

な
ら

的

行
で

ハ
サ
ミ
を
使

た
の
は
自
殺
に
見
せ
か
け
る
た
め
か
と
把
握
す
る

 
自
分
は
弟
だ
け
で
な
く

に
も
見
限
ら
れ
た
の
だ
と
理
解
し
た
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イ

だ

 

イ

だ

死
に
た
く
な
い

 

こ
ん
な

こ
ん
な
の
あ
ん
ま
り
だ

 

は
悪
く
な
い

 

あ
ん
な
に

活

た
の
に

ち
た
ん
だ
ぞ
百

以
上

け
に
行

て
ダ
メ
だ

た

ん
だ

一
発
で

か

た
お
前
に
そ
の
苦
し
み
は
分
か
ら
な
い
だ
ろ

 

悪
い
の
は

じ

な
い

会
が
悪
い
ん
だ

 

な
の
に
な
ん
で

な
ん
で

が
死
な
な
き

い
け
な
い
ん
だ
よ

 

不
況
だ

た
経
済

会
が
悪
い

 

学
歴

会
だ

た
企
業
が
悪
い

 

格
持
ち
を

遇
す
る
企
業
が
悪
い

 

実

の
能
力
を
見
な
い
で
不
合
格
に
す
る
企
業
が
悪
い

 

悪
い
の
は

じ

な
い

  
血
を
流
し

苦
し
い
中

思

に

が

た
の
は
死
へ
の
恐
怖
だ

た
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そ
れ
に

世
の
中
に
対
す
る
不

と
恨
み
つ
ら
み
が

く

 
そ
し
て
最
後
に
点
け

な
し
の
ゲ

ム
と

み
立
て
て
い
た
Ｄ

Ｄ
デ

ス
ク
ケ

ス

を
見
な
が
ら
意
識
が
遠
の
く

  

そ
れ
が

と
あ
る
ニ
ン
ゲ
ン

■
■
■
■

の
最
期
だ

た

  
 

 
あ
る

い
人
が

た
ら
し
い

創

の

前

に

破

壊

あ

り

終
わ
り
は
始
ま
り
で
あ
る

と

 
死
し
た
魂
が
輪

の
輪
に
入
り
新
た
な
命
と
し
て
転
生
す
る
輪

転
生
と
い
う

念
は
正

に
そ
の

り
と

え
る
だ
ろ
う

異

を

る
な
ら
前
世
を
覚
え
て
い
る
事
だ
ろ
う
が

 

密
に

え
ば

思
い
出
し
た
と
い
う
の
が
正
し
い

 
思
い
出
し
た
時
期
は
ハ
イ
ハ
イ
し
始
め
た

だ

あ
ま
り
の
情
報

に
高

を
出
し
て
ぶ

倒

れ
た
の
で

親
と
姉
は
た
い
そ
う
心
配
し
た
そ
う
で
自
我
が
覚
醒
し
た
の
は
小

で

ら
れ

て
い
る
時
だ

た
か
ら
よ
く
覚
え
て
い
る

 
ま
だ

足
に
動
け
な
い
体
で
出
来
る
事
は
思

を
回
す
事
に

き
た
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前
世
を

み

応
の
学
歴
背

が
無
け
れ
ば
ま
と
も
に
仕
事
に
あ
り
付
け
な
い
と
判
断
を

下
す
の
は
そ
う
遠
く
な
か

た

し
か
し
二
十
一
世

に
入

て
か
ら
は
高

で
も

可
能
な

ど
学
歴

会
が
終
わ
り
を

て
い
た
の
を

み
る
に
大
学
に
行
か
な
い
で

す
る
の
も

手
か
と
も
悩
む

 
だ
が

二
十
年

ど
も

に

溺
し
て
い
た
精
神
を
引
き
継
い
だ
せ
い
か
ま
と
も
に

強
す
る
事
は
も
ち
ろ
ん

真

に

く
事
に
も
や
る
気
は

き
な
い

 
む
し
ろ
平
成
の

に
な

て
か
ら

し
た
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
い
う
ジ

ン
ル
に

し
た
身

な
の
で

し
て

く
な
り
た
い
気
持
ち
が
強
く
ま
と
も
に
努
力
す
る
事
が

ら
し
く
な

て
し
ま

て
い
た

無
論
そ
れ
は
百
を
超
え
る

活
面

の
無

骨

合
が
色

く
記

に
残

て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
自
分
に

天神
は
味
方
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

 

ま
れ
た
家
の

は

姉
の
名
は
千
冬

一
つ
上
の
姉
が

マ
ド
カ華

 

ど
く
覚
え
の
あ
る

合
に
期

を
覚
え
た

そ
れ
は
生
前
最
も

ん
だ
文

の
片

れ
に

登
場
す
る
主
人

の
姉

お
よ
び

キ

ラ
と
同

同
名
だ

た
か
ら
だ

 
一

的
な
家
庭
で
生
ま
れ
育

て
い
る
時
点
で
原
作
と
な
る
文

の
設
定
か
ら

に

離
し
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て
い
る
が
そ
ん
な
事
は
気
に
す
る
だ
け
無

だ
と

り
切
る

数
多
の
創
作
小
説
に
よ
り
そ
の

の
設
定
は
大
な
り
小
な
り

そ
も
そ
も
原

か
ら
し
て

離
し
て
い
る
事
は
多
か

た 
そ
の
手
の
も
の
を

み

ん
で
い
た
自
分
に
と

て
大
切
な
の
は

千
冬
の
弟
で
あ
る
事

そ
れ
に

き
た

 

千
冬

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

と
い
う
作
品
に
登
場
す
る
パ
ワ

ド
ス

ツ

者
に

け
る
世
界
最
強
に
し
て

男
性

一
の

者
に
な

た
者
の
姉

 
世
界
で

一

女
性
に
し
か
動
か
せ
な
い
と
さ
れ
る
パ
ワ

ド
ス

ツ

を
動
か
せ
る

可
能
性
を
自
分
は
秘
め
て
い
る
の
だ
と
期

に

を

ら
ま
せ
た

姉
の
同

生
で

を

発
明
す
る
天
災
が
い
る
こ
と
そ
の
道
場
に

て
い
る
事
を
把
握
し

合
の
数
が
多
く
な
る

に
つ
れ
て
期

は
更
に
高
ま

て
い
く

 

し
か
し
そ
れ
故
に

後
に
生
ま
れ
た
子

の
存
在
が
邪
魔
で
仕
方
な
か

た

 
自
身
の
名
前
は
秋
十
と
名
付
け
ら
れ
た

節
と

数

の
組
み
合
わ
せ
は
よ
く
あ
る
も

の
だ
が

作
品
の
主

の
名
前

一

で
な
い
事
が
不
安
を
煽
る

 
そ
し
て
そ
の
不
安
が
的
中
し
た
の
だ



 幕間之物語：実兄編 〜堕チタ
ニン
人

ゲン
間〜

 

合
四
人
目
と
な
る
子

を

む
の
は

体
の
方
が
保
た
な
か

た
ら
し
く
四
番
目
は
体
外

精
更
に
人
工

か
ら
生
み
出
さ
れ
た

無
論
そ
れ
は
話
に

い
た
だ
け
で
見
に
行

た

事
は
一

も
な
い

そ
の
四
番
目
が
男
で
あ
る
時
点
で
イ

な
予
感
は
し
て
い
た
が

名
前
が

一

で
あ

た
事
か
ら
予
感
が
確
信
に
変
わ

た

  

コ
イ
ツ
は
危
険
だ

 

い
つ
か

を

し
に
来
る

  
ま
だ

み
子
で
あ

た

い
四
番
目
が
い
つ
か
自
分
を

し
て
主

の

を
奪
う
に
違
い

な
い
と
予

し

と
に
か
く
ど
う
に
か
し
て
死
な
せ
よ
う
と
し
た

 
一

が
一

に
な
り

が
不
要
に
な

て
か
ら

く
後

親
が

華
と
共
に
行
方
を
晦

ま
し
た

発
だ

姉
は
た
い
そ
う
惑
乱
し
た
が
弟
の
前
で

乱
し
て
は
不
安
を
煽
る
と
気
を

使

た
の
か

目
に
は

ち

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

無
論
前
世

め
れ
ば
年
上
の
自
分
に

は
わ
か
り
や
す
く
動
揺
し
て
い
た
の
は

け
だ
が

 
生
活
す
る
に
は
金
が
必
要
だ
が
そ
れ
を
他
者
に
無
心
す
る

ど

か
ま
し
く
な
れ
な
か

た



 尊ぶべき日常世界

千
冬
は
中
学
生
な
が
ら
新

配
達
な
ど
の
肉
体
系
の
バ
イ
ト
を
始
め
ど
う
に
か
生
活

学

を
工
面
し
始
め
た

 
そ
の
一
年
後

一

が
二

の
時
に

が
発
表
さ
れ

千
冬
が
日
本
代
表

者
と
し
て
名

を

り

金
を

ぎ
始
め
る

 
と
に
か
く
千
冬
は

し
く
家
に
帰

て
来
な
い
の
も
ザ
ラ
だ

た

つ
ま
り
家
に
自
分
と
一

の
二
人
き
り
が
多
い
と
い
う
事
だ

と
は

え
一

が
小
学
生
に
な
る
ま
で
は

ノ
之
家
に

け
ら
れ
る
事
が
多
か

た
の
で

一
番

い
や
す
い
年

で

え
な
か

た
の
だ
が

 
一
番
最
初
に

え
付
い
た
の
が

失

で
あ

た
だ
け
に

ノ
之
家
に

け
ら
れ
る
の
は

想
定
外
だ

た

よ
く
あ
る
創
作
だ
と
千
冬
は
自
分
一
人
で
弟
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
ま

さ
か
人
を
頼
る
と
は
思
わ
な
か

た
の
だ

 
し
か
し
そ
れ
は
小
説
の
千
冬
と
実

の
千
冬
の
バ

ク
ボ

ン
が
完
全
に
違
う
点
に
あ
る
だ

ろ
う
と

得
し

流
す
事
に
し
た

 
あ
と
出
来
る
事
と

え
ば
精
神
を
追
い

め
自
殺
に
追
い

む
方
法

失

に
追
い

め
な
い
以
上
は
こ
れ
が
ベ
ス
ト

 

点
で
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
他
殺
さ
れ
る
事

こ
れ
は
一

覚
醒
の
フ
ラ
グ
が
あ
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た
か
ら

え
て
自
分
も
誘

さ
れ
る
リ
ス
ク
を
冒
し
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
引

て
か
ら

し
た

 
そ
の
後
は
千
冬
の
追

を

け

自

な
日

を
送

て
い
た

 

場

の
名
を

い
て
こ
の
世
界
が
二
作
品
の
ク
ロ
ス
オ

バ

物
だ
と
知
り
ア
イ
ン
ク

ラ

ド
に
行
く
夢
も
あ

た
が
ベ

タ
も
本
製
品
も

た
ら
な
か

た
時
点
で

め
Ａ
Ｌ
Ｏ

の
テ
ス
タ

集
に
応

し
た

し
た
の
は
運
が
よ
か

た
と

え
る

 

時
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の

責

者
・

郷
信
之
に

触
さ
れ
た

の
は
そ
の
時
だ

 
そ
れ
が

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
キ

ラ
ク
タ

と
初
め
て
の

触
だ

た

 
あ
の
作
品
は
二

小
説
ア
ニ
メ
二
期
ゲ

ム
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
舞

作
品
フ

イ
タ
ル
・
バ
レ

ト
ま
で
で
原
作
は

ん
で
い
な
い
が

郷
が
ど
ん
な
男
で
ど
ん
な

路
を

る
か
は
知

て

い
た

 
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ

郷
が

さ
れ
る

き

ま
れ
る
か

か
の
境
界
線
も
分
か

て
い
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
に

極
的
に
参
加
し

来
的
に
レ
ク
ト
入

し
や
す
い
よ
う
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コ
ネ
を
作

て
お
く

そ
れ
で
い
て

郷
の

に
は

わ
ら
な
い
よ
う
程

に

離
を
保

つ

学
生
テ
ス
タ

と
い
う
立
場
の
た
め

い

へ
の
誘
い
は
掛
か
ら
ず
そ
れ
ど
こ
ろ

か

テ
ス
ト
終
了
後
も

さ
れ
る
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
わ
せ
て
く
れ
る
と
い
う

遇
ぶ

り
だ

た

 
し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
る
事
に
な
る
と
は
流

に

だ

た
が

 

そ
こ
で

ま
さ
か
一

が
生
き
て
い
る
と
も

キ
リ
ト

に
な

て
い
る
と
も
思
わ
な

か

た

 
原

で
数
千
人
を
結
果
的
に
救

た
英
雄

ネ

ト
ゲ

ム
で
は
彼
を

し
た
名
前
を
付
け
る

者
が

出
し
二
刀
流
を

し
た
り
上
下
を
黒
一
色
で

一
す
る

の
ア
バ
タ

が
増
え
る

な
ど

あ
る
種
の

会
現

に
も
な

た
存
在
に

あ
の
一

が
な

て
い
る

 
な
ん
と
い
う
悪
夢
だ

と
思

た

 
し
か
し

同
時
に
チ

ン
ス
で
も
あ

た

黒
の
剣
士
が
英
雄

さ
れ
る
よ
う
に
な

た
の
は
デ
ス
ゲ

ム
を
ク
リ
ア
し
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い

無
論
原

だ
と
リ
ア
ル
バ
レ
が
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
ご
く
一
部
の
限
ら

れ
た
人
間
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
が
し
か
し
そ
の
経
歴
は
確
か
に
黒
の
剣
士
の
魅
力
と
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な

て
い
る

そ
の
因
縁
は
血
生

い
も
の
も
あ
る
が
同
時
に
数
多
の
フ

ン
を
持
つ

ヒ
ロ少
イ
ン女

達

と
の
出
会
い
が
あ

た

 
作
品
の
そ
し
て
登
場
人
物
達
の
フ

ン
と
し
て
彼
女
達
を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
欲
求
が

れ
上
が

た

 
そ
し
て

キ
リ
ト

一

に
戦
い
を

み

北
し
た

 
血
を
分
け
た
弟
に

殺
さ
れ
た

 
前
世
と
同
じ
よ
う
に
ま
た
弟
に
殺
さ
れ
た
の
だ

前
世
よ
り
運
動
神
経
も
知
識
も
高
く

手

は
ま
だ
ま
だ
子

だ
と
い
う
の
に

北
を

し
た
事
実
は

け
容
れ

い
も
の
だ

た

 

い
に
も
デ
ス
ゲ

ム
の
死
者
は
最
初
期
に
ナ

ヴ
ギ
ア
を
外
さ
れ
た
者
だ
け
に
抑
え

ら
れ
た
の
で
自
分
も
生
還
し
た

だ
が

そ
こ
か
ら
先
は
あ
ま
り
に
も
知
識
の
流
れ
と
違

い
過
ぎ
て

惑
し
た

 

は
知
識
と
同
じ
展
開
だ

し
か
し
そ
の
展
開
を
経
た
後
追
加
で

き
た
戦
い
に

し
て

は
ま

た
く
の
想
定
外
ば
か
り

 
更
に
想
定
外
な
の
は
一

を
自
殺
に
追
い

も
う
と
ネ

ト
を
使
い
煽
り
に
煽

た
ア
ン
チ

風

が
鳴
り
を
潜
め
始
め
称

す
る
声
が
上
が
り
始
め
た
事

今
更

き
返
そ
う
と
し
て
も
動
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か
ぬ
事
実
が
世
界
に
広
ま

て
い
る
せ
い
で

け

に
水

獣
の
危
険
性
と
剣
を

る
絶
対
的
な

理
由
が
広
ま

て
い
る
せ
い
で

下
手
な
中
傷
も
意
味
が
無
い

 

コ
ア
が
体
に

め

ま
れ
て
い
る
事
も

 
そ
の

備
が

を
武
器
に
し
て
戦
う
作
品
の

組

と
同
じ
事
も

 
更
識
楯
無
と
天
災
を
味
方
に
付
け

あ
ろ
う
こ
と
か
姉
・
千
冬
と
和
解
し
て
い
る
事
も

 
二
つ
目
の
専

機
が
作
ら
れ
て
い
る
事
も

 
全
て
が
想
定
外

 
自
分
の
知
る

未知
来識

か
ら

離
し
て
い
る

ド
イ
ツ
の
代
表
候
補
生
が
追
放
さ
れ
直
後
に
天
災

が
身

を
確
保
し

一

の
護
衛
に

え
た
時
点
で
そ
う
認
め
ざ
る
を
得
な
か

た

  

も
う
見
て
る
だ
け
じ

て
る
だ
け
じ

ダ
メ
だ

 

こ
の
ま
ま
だ
と
も
う

道
修
正
が
出
来
な
く
な
る

  
そ
の
危
惧
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

七
月
に
入

て
か
ら
の
全
国
一

の
男
性
の

正

然
の
如
く
自
分
は
引

か
か
り

一

と
対
峙
す
る
事
が
決
ま

た



 幕間之物語：実兄編 〜堕チタ
ニン
人

ゲン
間〜

 

い
に
も

持
技

か
ら
専

機
白
式
を

す
る
話
が
舞
い

ん
で
き
た
た
め
有

く
そ
れ
を

け

苦
戦
し
た
が
原
作
同
様
の
形

に
変
化
し
た

 
そ
れ
で

  

そ
れ
か
ら

ど
う

な

た
ん
だ

た
か

  
思

が

た

  

今
話
の
内
容
は
和
人
達
が
把
握
し
た
デ

タ
で
は
な
く
秋
十
の
バ

ク
ボ

ン
が
主
で
す

  
・

秋
十

 

と
欲
望
に

実
過
ぎ
る
男
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前
世
大
人
に
な

て
初
め
て

し
た

弟
に
対
し
て
コ
ン
プ
レ

ク
ス
絶
大
な
Ｓ
Ａ
Ｏ

オ
タ
ク
引
き
パ
ラ
サ
イ
ト

し
か
も
リ
ア
ル
で

う

パ
ラ
サ
イ
ト

と
呼
ば
れ
る
部

の

中
で
も
フ
リ

タ

や
非
正

労

者
で
も
な
く
親
の
年
金

弟
の
収
入
で
自
堕

に

生
活
し
て
い
た
最
悪
な
部

個
人
的
に

ワ

ス
ト
パ
ラ
サ
イ
ト

と

え
て
い
る

 

義
語
に
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
が
あ
る
が
こ
れ
は

い
て
い
る
人
が

を
家
に
入

れ
ず
自
分
の
た
め
だ
け
に
使

て
い
な
が
ら
親

で

ら
し
食
事
風

な
ど
の

本
的
生

活

件
を
親
に
依
存
し
て
い
る
事
を
指
す
の
で

ま

た
く
の
別
物

 
前
世
弟
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ

ク
ス
ま
た
前
世
で
殺
さ
れ
た

間
の
記

か
ら
弟
と
い

う
存
在
そ
の
も
の
を
忌

し
て
お
り

死
に
た
く
な
い
か
ら

し
た
い
と
無
意
識
に
思

し

そ
れ
を
後

し
す
る
よ
う
に
欲
求
が
表
に
出
て
い
る

一

が

四
つ
下
の
弟
と
前
世
の

自
分
を
殺
し
た
弟
と
年

差
が
合

し
て
い
る
せ
い
で

助
⻑
さ
れ
て
い
る

更
に
Ｓ
Ａ

Ｏ
で
キ
リ
ト
と
死
闘
を

り
広

て
い
る
の
で
こ
の
ま
ま
だ
と
殺
さ
れ
る
と
い
う
恐
怖
心
は

確

た
る
も
の
と
な

て
お
り
な
に
が
な
ん
で
も

し
た
い
一
心
だ
が
欲
望
も
共
存
し
て

い
る
せ
い
で

か
ら
は
か
な
り
下
心
が
あ
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
あ
る
意
味
不

な
存
在

 
と
は
い
え
秋
十
が
前
世
の
事
実
を
語
ら
な
く
と
も
一

／
和
人
に
真

に

し
て
い
た
ら



 幕間之物語：実兄編 〜堕チタ
ニン
人

ゲン
間〜

最

で
も
現
在
の
千
冬
レ
ベ
ル
の
対
応
に
は
な

て
い
た

で
こ
の
恐
怖
に
は
晒
さ
れ
な
く
て

済
ん
だ
の
だ
か
ら
完
全
な
自
業
自
得
で
あ
る

無
情

  
・
原
作
知
識

 

ア
ニ
メ
二
期

原
作
七

の
二

小
説

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
ニ
メ
二
期
お
よ
び
マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ
編
ま
で
の
二

小
説

フ

イ

タ
ル
・
バ
レ

ト

ま
で
の
ゲ

ム
展
開

原
作
九

以

・
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
は

や

と
か
で
だ
け
把
握
し
て
る
程

  
タ
グ
に

転
生

と
あ
る
時
点
で

分
か
り
で
し
た
ね
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は
死
ん
で
も
直
ら
な
い

て
か

 
こ
れ
じ

あ
前
世
の
弟
も

・ホ
・ネ

り
損
の
く
た
び
れ
も
う
け

て

だ

     



 審判 〜
しゅじんこう
特異点の成り損ない〜

 
審
判
 

し

じ
ん
こ
う

特
異
点
の
成
り
損
な
い

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

キ
リ
ト

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

が
作
り
出
す
仮
想
世
界
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
始
め
と
す
る

一

的
な
そ
れ
と
異
な
り
ビ
ジ

ア
ル
デ

タ
は
ダ
イ
ブ
者
の
記

を
下
敷
き
に
し
て
作
り
出

し
て
い
る

 

ニ

モ
ニ

ク
・
ビ
ジ

ア
ル
・
デ

タ
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そ
れ
は
万
物
が
ポ
リ
ゴ
ン
で
形
作
ら
れ
る

来
の
も
の
と
異
な
り
本
物
さ
な
が
ら
の
感
触
を

ダ
イ
ブ
者
に
与
え
て
く
る

し
か
し
そ
れ
は

然
だ

ナ

ヴ
ギ
ア

や

メ
デ

キ

ボ
イ

ド
は

波
を

し
実

に
見
て
触
れ
た
よ
う
に
情
報
を
与
え
る
の
に
対
し
Ｓ
Ｔ
Ｌ
は
ダ

イ
ブ
者
の
記

マ
イ
ク
ロ
チ

ブ
内
で

す
る
光
子

を

し

意
識
へ
浮
上

再
生
さ
せ
る
手

を

ん
で
い
る

 

・

覚
は

そ
の

状
を

し
て
い
る
人
に
し
か
見
え
な
い

だ
が
全

が
そ
れ
を
認

識
す
れ
ば

そ
れ
は
決
し
て

な
ど
で
は
な
い

Ｓ
Ｔ
Ｌ
の

ニ

モ
ニ

ク
・
ビ
ジ

ア
ル
・

デ

タ

は

か
の
記

情
報
を

Ｓ
Ｔ
Ｌ
を

し
て
他
人
に
見
せ
る
も
の
と

え
て
い
い

 

そ
の
技
術
を

は

に
知

て
い
る

 
な

な
ら
そ
れ
は

郷
信
之
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

し

が
シ
ノ
ン
を
目
覚
め
さ
せ
る

に

し
た

化
技
術
そ
の
も
の
だ
か
ら
だ

あ
の

デ

タ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

す
な
わ
ち

二

が

の

ナ

ヴ
ギ
ア

か
ら

収
し
て
い
る

え
て

い
て

は
い
な
い
が

ま
ず
間
違
い
な
く

Ｓ
Ｔ
Ｌ

の
開
発
に

さ
れ
た
だ
ろ
う

 

ワ

ル
ド
を
構

す
る
の
に
必
要
な
制

機
構

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は
Ｓ
Ａ

Ｏ
製
作
者
に
し
て
現
Ａ
Ｌ
Ｏ
運

者
で
あ
る

場

に
よ
り

さ
れ
て
い
る
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だ
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｌ
を
使
え
ば
ニ

モ
ニ

ク
・
ビ
ジ

ア
ル
・
デ

タ
で
形
作
ら
れ
た
仮
想

世
界
へ
と
ダ
イ
ブ
出
来
る
の
だ

 
 

 
ダ
イ
ブ
し
た
ワ

ル
ド
は
教

一
つ

ど
の
広
さ
の
ワ
ン
ル

ム

は
木
製
の
タ
イ
ル

や
天

に
は

感
を
漂
わ
せ
る
白
の

紙
が

ら
れ
て
お
り
電

は
な
い
が

間
の
よ
う
な

明
る
さ
だ

そ
し
て
大
き
な

見
が
一
つ

 
こ
の
ワ

ル
ド
は
Ｓ
Ｔ
Ｌ
テ
ス
ト
の
最
初
ア
バ
タ

を
初
め
て
作
成
す
る

に

し
た
も

の
だ

だ
か
ら

見
以
外
の
物
が

か
れ
て
い
な
い

 
そ
の

見
に
己
を

す

 
そ
し
て

苦

が

れ
た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は
指
示
さ
え
あ
れ
ば

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
よ
う
に
ゼ
ロ

か
ら
全
て
を
作
り
出
せ
る
が

然
な
が
ら
ダ
イ
ブ
者
の
記

り
に
再
現
す
る
事
も
不
可
能
で

は
な
い

そ
れ
は
ア
バ
タ

と
て

外
で
は
な
か

た

 
な

予
め
作
ら
れ
た
ア
バ
タ

え
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
も
の

を
流

し
な
い

の
か
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そ
の
問
い
に
対
し

は
こ
う

え
た

Ｓ
Ｔ
Ｌ
は
ダ
イ
ブ
者
が
持
つ
強

な
自
己
イ
メ

ジ
を

に
ア
バ
タ

を
作
り
出
す
か
ら
だ

と

 

故
自
己
イ
メ

ジ
を

に
す
る
の
か
ま
で
は

え
な
か

た

Ｓ
Ｔ
Ｌ
の
演

に
負

が
掛

か
る
か
ら
か
あ
る
い
は
ア
バ
タ

だ
け
ア
プ
ロ

チ
法
を
変
え
て
し
ま
う
と
不

合
が
あ
る
と

え
た
か
ら
な
の
か

そ
こ
ま
で
は
不
明
だ

 
分
か

て
い
る
の
は

が

た
事
実
一
つ
だ
け

 
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
残

な
事
実
で
も
あ
る

自
己
イ
メ

ジ

か

い
得
て

だ

 
自
己
イ
メ

ジ

 
そ
の

語
を
ポ
ジ
テ

ブ
に
取
る
か
あ
る
い
は
ネ
ガ
テ

ブ
に
取
る
か
は
人
に
よ
る
だ
ろ
う

が

の
場
合
は
ネ
ガ
テ

ブ
な
イ
メ

ジ
に

て
い
る

み
ん
な
か
ら
自
己

価
が

い
と

わ
れ
た
の
は
そ
れ
が
原
因
だ
と
思
う

 
背
が

い

力
が
弱
い

女
の
よ
う
な
髪
の
⻑
さ

傷
だ
ら
け
の
体

ナ
ノ
マ
シ
ン
を

さ

れ
た
眼

ｅ
ｔ
ｃ
ｅ
ｔ
ｃ

身
体
的
特
徴
に
つ
い
て

さ
れ
た
事
は
数
知
れ
な
い

他
者

に
誇
れ
た
の
は

義
姉
が

め
て
く
れ
た
髪
く
ら
い
な
も
の
だ

た
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特異点の成り損ない〜

 
他
者
と

べ

ネ
ガ
テ

ブ
な

を
持
つ
思

を

コ
ン
プ
レ

ク
ス

と
い
う

 
あ
る
意
味
で
の
心
の
傷

 

う
な
れ
ば

負
の

 
つ
ま
り

Ｓ
Ｔ
Ｌ

が
形
成
す
る
ア
バ
タ

は

自
身
に
対
す
る

コ
ン
プ
レ

ク
ス

心
の
傷
が
強
い

ど

深

け
れ
ば
深
い

ど

そ
れ
が
如
実
に
反

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ

 
自
分
に
と

て
の
負
の
イ
メ

ジ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
く

一

時
代
の
記

で

あ
り
獣
の

で
あ
る

憎
悪
を

定
し
過
去
を

け
入
れ
て
い
る

の
自
己
イ
メ

ジ
に
よ

り
黒
髪
黒
目
の
ア
バ
タ

が
作
ら
れ
た
事
は
必
然
と

え
た

更
に
ビ

タ

と
い
う

一

と
し
て
振
る
舞

て
い
た
影

か
Ｓ
Ａ
Ｏ
前

期
の
二
刀

備
に
な

て
い
る

背
中

に
掛
か
る
重
み
は

と
も
す
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
よ
り
も

か
に
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
る

ま
だ
ま
だ

か

 
秋
十
と
刃
を
交
え
た
ば
か
り
の
せ
い
か
心
情
が
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

秋
十
に
対

す
る
憎
し
み
は

の
自
己
イ
メ

ジ
を

獣負
へ
と
寄
せ
る
フ

ク
タ

そ
の
も
の

 
こ
の
ア
バ
タ

が
白
髪
金

と
な
り
秋
十
と
対
峙
し
て
も
変
わ
ら
な
か

た
時

は
本

の

意
味
で
過
去
に
打
ち
克

た
と

え
る
の
だ
と
思
う

だ
か
ら

の
心
は
ま
だ
打
ち
克
て
て
い
な
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い

打
ち
克
て
て
い
た
ら
あ
の

合
で
も
変
に
⻑
引
か
せ
ず
開
幕
か
ら
一
気
に
終
わ
ら
せ
て

い
た
の
は
明
白
な
の
だ
か
ら

 
や
は
り
真
の
意
味
で
過
去
に
打
ち
克
つ
に
は
万
全
を
期
し
て

秋
十
を
そ
し
て

千

冬
を
打
ち
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

い
い
加

仕
事
を
し
よ
う

し
か
し
秋
十
が
い
な
い
ん
だ
よ
な

 
再

己
を

み
た
後

を
振

て
思

を
切
り

え
る

 
こ
こ
に
来
た
目
的
は

が
反

す
る
事
で
は
な
く

秋
十
が

郷
を

じ

無
銘

を

に

め

ん
だ
組

と
内

し
て
い
な
い
か
の
確
認
の
た
め
だ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
束

士
達
も
見

る
以
上
あ
ま
り

⻑
に
も
し
て
い
ら
れ
な
い

そ
う
し
て
部

の
中
を
見
回
す
が
自
分
以
外

に
人
影
は
見

た
ら
な
い

オ
ブ
ジ

ク
ト
は

見
だ
け
だ
か
ら

れ
て
い
る

で
は
な
い
だ
ろ

う 
し
か
し
探
し
始
め
て
す
ぐ

離
れ
た
空
間
に
光
が
発
生
し
た

 
先
に
ダ
イ
ブ
し
た

の
秋
十
が
後
か
ら
来
る
の
は

も
し
か
し
た
ら

士
達
が

に
配
慮
し

気
を

め
る
時
間
を
設
け
て
く
れ
た
か
ら
な
の
か

だ
と
す
れ
ば
後
で
礼
を

て
お
こ
う

 
そ
う
思

を
終
え
た

だ

た
が
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予
想
と
異
な
る
人
物
が
そ
こ
に
立

て
い
た

だ

あ
ん
た

 
光
の
中
か
ら
現
れ
た
の
は
リ
ア
ル
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
見
た
⻘
年
で
は
な
く

体
型
の
中
年
男

性
だ

た

で

り
と
し
た

部
に
よ
り
引
き

ば
さ
れ
た
⻩
ば
ん
だ
シ

ツ

黒
ず
ん
だ

ジ

パ
ン

も
髪
も

ぎ

て
い
て

ニ
キ
ビ
が

中
に
び

し
り
と
出
来
て
い
る

 
あ
ま
り

い
た
く
な
い
が

か
な
り

醜
悪
な
見
た
目
だ

 
そ
の
男
が
こ
ち
ら
を
見
つ
け
た

ぎ

と
眼
を
開
い
た

お

お
ま

一

 
な
ん
で
お
前
が
こ
こ
に

ま
さ
か

を

に

れ
て
き
た

の
は
お
前
の
仕
業
か

ま
さ
か

秋
十

な
の
か

 
男
の
セ
リ
フ

そ
し
て
ネ

ト
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
学
園
地
下
の

ワ

ル
ド
に
来
ら
れ
る
の

が
Ｓ
Ｔ
Ｌ
ダ
イ
ブ
者
だ
け
と
い
う
状
況
か
ら
中
年
の
意
識
が
秋
十
だ
と
結
論
を
出
す
ま
で

に
間
が
あ

た
が

し
か
し
そ
れ
も
仕
方
な
い
事
と

え
よ
う

 

が
記

し
て
い
る

秋
十
と
は
内
面
と
違

て
外
見
は
人

け
の
す
る
整

た

立
ち
で
あ
り

て
い
れ
ば

⻘
年
と

け
取
ら
れ
る
容

を
し
て
い
る

そ
し
て
秋
十
の
強



 尊ぶべき日常世界

い
自
尊
心
は
そ
の
容

に
対
し
強

な
自
信
す
な
わ
ち
正
の
自
己
イ
メ

ジ
を
構

し
て

い
る

な
の
で
自
分
と
は
真
逆
の
自
己
イ
メ

ジ
を
以
て
リ
ア
ル
と
同
じ
容

の
ア
バ
タ

を

作
る
も
の
だ
と
思

て
い
た

 
そ
の
予
想
を
裏
切
り
ど
う
や

て
も

意
的
に
見
れ
な
い
容

に
な

て
い
る
と
は
ま
さ
か

思
う
ま
い

 
声
も

の

⻘
年
然
と
し
た
も
の
か
ら

く
う
ね

た
よ
う
な
も
の
に
変
わ

て
い
て
面
影

が
ま

た
く
無
か

た

は

 
な
に

て
る
ん
だ
よ

お
前

な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
を

く
ん
だ

や

気
付
い
て

な
い
の
か

 
リ
ア
ル
と
全
然

が
違
う
ぞ

え

 

の
反
応
の
理
由
が
分
か

て
い
な
い
様
子
だ

た
が
そ
の
指

で
自
分
の
体
を
見
て
よ

う
や
く
意
味
が
分
か

た
ら
し
い

 
え

な

は

 
な

な
ん
で

な
ん
で

・前
・世

の
格

に
な

て
ん
だ
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惑
乱
す
る
の
は
仕
方
の
な
い
事
と

え
よ
う

 
だ
が
そ
れ
も
理
由
が
分
か

て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
の
話
だ

た

ど
う
や
ら
秋
十
か
ら
す

れ
ば
あ
の
容

は
見
知

た
も
の
で
あ
る
ら
し
い

 
し
か
し前

世

 
し
か
し

理
解
に
苦
し
む

語
が

ま
る
で

然
の
事
の
如
く

び
出
て
き
た

 
前
世

 
そ
れ
は
あ
る
生
を

点
と
し
て
そ
れ
よ
り
以
前
の
事
を
指
す

葉

教
を
は
じ
め
転
生
の

念
を
有
す
る
世
界
観
な
ら
必
然
的
に
内

し
て
い
る

念

教
に
お
い
て
は

さ
ん三

世

の

過
去
世

に

す
る
も
の

 

学
的
思

故
か
学
術

も
過
去
に

さ
れ
た
事
が
あ
り
ス
テ

ヴ
ン

ン
は
１

１
年
か
ら
生
ま
れ
変
わ
り
事

の

を
始
め
最
終
的
に
２
０
０
０

を
超
え
る
生
ま
れ
変

わ
り
を
強
く
示

す
る
事

を
収
集
し
た
結
果

最
終
的
に
あ
る
種
の

生
ま
れ
変
わ
り
説

が

さ
れ
た
経

も
あ
る

 
他
に
は
前
世

法
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る

眠

法
の
一
種
で
あ
り
人
間
は
死
後
人
間
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に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
転
生
論
を
前

と
し
た
そ
れ
は
退
行

眠
に
よ
り

者
の
記

を
本

人
の
出

以
前
ま
で
誘
導
し
心
的
外
傷

を
取
り

く
と
主

さ
れ
て
い
る
心
理

法
の
一
つ

だ 
学
術

前
世

法
は
ど
ち
ら
も
他
者
の
主
観
的
主

を

に
し
て
お
り
物
的
証

な
ど

に
よ
る
実
証
が

な
た
め

物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

自
分
と
て

に
勧
め
ら
れ
た
サ

ブ
カ
ル
チ

で
一

的
な

念
を
知
り

く

べ
た
だ
け
で

ど
信
じ
て
い
な
い

あ
り
得

な
い
も
の
と
み
ん
な

え
て
い
る
か
ら
こ
そ
フ

ク
シ

ン
の

に
さ
れ
て
い
る

 
だ
が

こ
と
今
回
に
限

て
は
事
情
が
異
な

て
く
る

 

Ｓ
Ｔ
Ｌ

は
己
に

く
強

な

自
己
イ
メ

ジ

を

に
ア
バ
タ

を
形
成
す
る

 
そ
れ
は

や
対

ホ
ロ
ウ
戦
で
使

た

で

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

な

な
ら
そ
の
自
己
イ
メ

ジ
は
己
の
過
去
で
あ
り
歩
ん
で
き
た
道
程
思
い
悩
ん
だ
心

の

そ
の
も
の

そ
の
極

が

で
あ
る
以
上

を

い
た
自
己
イ
メ

ジ
の
完

全

定
は

す
な
わ
ち
自
我
の

壊
に
直
結
す
る

い
ま
在
る
己
の
全
て
を

定
す
る
か
ら
だ

 
己
を

す
と
し
て
も

出
来
る
の
は
表
面
的
な
も
の
ま
で

 
い
や

こ
れ
は

で
あ
る

と
自
身
を

そ
う
と
す
れ
ば
す
る

ど

そ
の
事
実
を
強
く
意
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識
す
る

そ
れ
も
ま
た
己
に
対
す
る

負
の
イ
メ

ジ

に
他
な
ら
な
い

 
つ
ま
り

あ
の
醜
悪
な

が
秋
十
の
前
世
の

と
い
う
の
は

間
違
い
な
い
の

だ 
あ
の
容

の
年

が
い
ま
の
秋
十
か
ら
見
て
過
去
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
ど
う

え
て
も
未
だ

れ
て
い
な
い
未
来
の

な
の
だ
か
ら

 
そ
れ
に
前
世
を
覚
え
て
い
る
な
ら
こ
れ
ま
で
秋
十
が
神

い
さ
れ
て
い
た
事
に
も

得
が
い

く

中
身
は
大
人
の
知
能
と
精
神
状

な
の
だ
ま

た
く
の

人
と
違

て
一

経
験
し
た
事

が
あ
る
の
な
ら

な
く
こ
な
せ
て
も
お
か
し
く
な
い

転
生
者
と
知
ら
な
い
人
間
か
ら
す
れ
ば
神

い
す
る
の
は
む
し
ろ

然
な
の
だ

い
た

あ
り
得
な
い
与
太
話
だ
と
思

て
た
の
に

転
前
世
を

生
覚
え
て

者
る
人
間

て
ホ
ン
ト
に

い
た
の
かそ

ん
な
事

て

お
前
も
な
ん
だ
ろ

は

 
中
年
の
返
し
に

今

は
こ
ち
ら
が

惑
す
る

 
な

そ
ん
な
思

に
な

た
の
か
が
分
か
ら
な
い

本

に

も
前
世
を
覚
え
て
い
る
の
だ
と
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す
れ
ば

な

出
来
損
な
い
と

わ
れ
る

ど
に

も
で
き
な
か

た
の
か
と
い
う
話
に
な
る

小
学
生
レ
ベ
ル
の

強
な
ら
同
格
に
な
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
に

  

お
前

白
式

の
事
を
知

て
た
ろ

  

そ
ん
な

の
疑
問
が
ど
う
で
も
良
く
な
る
事
を

て
き
た

ど
う
い
う

意
味
だ

 
知
ら
ず

声
が

え
る

 
手
に
力
が

る

 
そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か

中
年
男
が
下

た

み
を
浮
か
べ
た

あ
の

合
の
時

お
前

白
式

を
見
て

て
た
だ
ろ

そ
の
機
体

て

一

に
な

た
自
分
に

が
わ
れ
な
か

た
事
に
対
す
る
疑
問
の

え
が
出
て
思
わ
ず

て
い
う
感
じ
で

ら
し
て
た

  

ま
さ
か
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で
も

こ
の

い
方
は

  
中
年
男
の
セ
リ
フ
そ
の
下
敷
き
と
な

て
い
る
だ
ろ
う
思

前
世
と
い
う
不

明
な
前

件
を

み
な
が
ら
思

を
回
し

一
つ
の
仮
説
を
立
て
て
い
く

 
そ
の
過
程
で
一
つ

確
認
す
る
方
法
を
思
い
つ
い
た

ま
さ
か
と
思
う
が

んＳ
Ａ
Ｏ
時
代

二
十
二
層
で
の
デ

エ
ル
の
後

黒
い
猫
と

い
な
が
ら
サ
チ
を
見
な

が
ら

と

く
に
後
悔
し
て
る
か

て

て
た
の
は

お
前
は

し識

て
た
の
か

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
デ
ス
ゲ

ム
に
な
る
事
も

中
で

が

き
る
の
か
も

ん
ぶ

  

な
ん
だ

お
前

ま
さ
か
知
ら
な
か

た
の
か
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あ

け
な
く

真
実
を

ら
れ
る

あ

そ
う
い
う
事
か

お
前
ア
レ
だ
な

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

は
知

て
る

け
ど

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は
見
て
な
か

た
ク
チ
か

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

て

名
前
付
け
て
た
か
ら
て

き
り
知

て
る
モ
ン
か
と
思

て
た

 
中
年
男
の
中
身
は
秋
十
だ

も
分
か
ら
ず

を
憎
み

邪
魔
者

い
し
て
く
る
あ
の
男
だ

そ
の
男
が
生
ま
れ
て
初
め
て

ま
る
で

間
を
見
つ
け
た
か
の
よ
う
に

れ

れ
し
く
話

し
て
く
る

 
そ
の
内
容
が
理
解
で
き
な
い

 
意
味
は
分
か
る

 
同
じ
日
本
語
だ
か
ら
分
か
ら
な
い

が
な
い

 

け
れ
ど

 

て
い
る
事
が

ど
う
し
て
も

に

ま
ら
な
い

 

が
理
解
す
る
事
を

絶
し
て
い
る
の
だ

 

そ
れ
で
も

鍛
え
上

た
思

速

が

と
う
と
う
理
解
へ
と
手
を

ば
し
た

 
意
味
を

内
容
の
意

を

す
る
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み

む

 
理
解
す
る

 

理
解

し
て
し
ま
う

知
ら
な
い
な
ら
教
え
て
や
る
よ

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

て
の
は

キ
リ
ト

て
主
人

が

二
刀
流

で
デ
ス
ゲ

ム
の

謀
者
の

場

を
倒
し
て
か
ら
の

  

だ
ま
れ

  

嗟
に
出
た
の
は

絶
の

葉
だ

た

 
そ
れ
以
上

い
て
い
れ
ば
気
が
狂

て
し
ま
い
そ
う
だ

た

な
ん
だ
よ

そ
ん
な
に
怒

て

あ
あ

ネ
タ
バ
レ
が
イ

て
タ
チ
な
の
か

 
そ
れ

な
の
に
Ｓ
Ａ
Ｏ

の
ヒ
ロ
イ
ン

取
り
出
来
る

て
ス
ゲ

な

 
ど
う
や

た
ん
だ
よ

 

そ
れ
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
知
ら
な
い
な
ら

死
す
る

の
木

と

子
の
姉
妹
が
生
き
て
る
の
は
な
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ん
で
な
ん
だ

 
グ
イ
グ
イ
と

い

そ
不
気
味
な
く
ら
い
話
し
か
け
て
く
る

肉
の
間
か
ら

く
黒
の

が

て
見
え
る

 

四
十
八
層
で
ア
キ
ト
と
初
遭
遇
し
た
後
の
事
だ

 
リ
ズ
や
ユ
ウ
キ
は
ア
キ
ト
の
眼
に
対
し

な
感
覚
を
覚
え
た
と
い
う

時
は
ア
キ
ト
と

会

た
人
が

を
ま
る

き
り
変
え
る
事
に
な

た
要
因
の
も
の
か
と
も
思

た
が
み
ん
な

に
変
わ
り
が
無
か

た
事
に
安

を
覚
え

そ
れ
以
上
は

え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

 
け
れ
ど

そ
の

な
感
覚
の
眼

と

て
い
た
事
が
分
か

た
気
が
す
る

 
ヒ

ロ

イ

ン

女
性
キ

ラ
と
い
う

語
か
ら
理
解
し
た

 
恐
ら
く
こ
の
世
界
は

男
の
前
世
で

う
と
こ
ろ
の
サ
ブ
カ
ル
チ

作
品
だ

た
の
だ
ろ

う

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

と

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
二
つ
に
分

か
れ
て
い
て
そ
れ
が

合
し
た
の
が
こ
の
世
界
な
の
だ

が
前
者
を
知

て
い
て
後
者
を

知
ら
な
い
転
生
者
だ
と
決
め
つ
け

こ
の
男
は
話
し
か
け
て
き
て
い
る

 

一

が

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

の
主

男
性
な
ら

キ
リ
ト

は

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

の
主

男
性
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現
実
世
界
で
会

た

者
は

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

に

い
て

一

に

か
れ

寄
り

う
女
性
キ

ラ
ク
タ

達

 
仮
想
世
界
で
会

た
人
達
は

キ
リ
ト

に

か
れ

寄
り

う
女
性
キ

ラ
ク
タ

達

 

そ
う
い
う
認
識
な
の
だ

こ
の
男
は

 
紙
面
上

物
語
上
の
登
場
人
物
と
し
て
み
ん
な
を
見
て
い
る

 
だ
か
ら

取
り

だ
と
か

人
を
物

い
す
る
よ
う
な

葉
が
出
る

 

だ
か
ら
平
然
と

木

と

子
が

故
死
ん
で
い
な
い
の
か
と
問
え
る

 
こ
の
男
に
と

て
他
人
の
人
生
は
全
て
紙
面
上
の
も
の
で
し
か
な
い

 
こ
の
男
に
と

て
他
人
の
死
は

す
る
に
値
し
な
い

 
あ
る
の
は
た
だ

醜
い
欲
望

 
人
を
弄
び

己
を
良
く
見
せ
る
舞

と
し
か
他
者
を
見
な
い
狂
人
な
の
だ

 

こ
れ
ま
で
の

生
が

裏
に
浮
か
ぶ

 

一

と
し
て
生
き
た

生
の
苦
し
み
は
こ
の
男
の
せ
い

 

キ

リ

ト

桐

谷
和
人
と
し
て
戦

た
全
て
を
こ
の
男
は
識

て
い
た

そ
の
上
で
こ
の
男
は
死

者
が
出
た
事
件
を
も

た
か
が
ゲ

ム

と

い

ん
じ
た
の
だ
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月
夜
の
黒
猫

の
事
を
ケ
イ
タ
達
の
苦
し
み
を
サ
チ
の
恐
怖
す
ら
も
識

た
上
で
あ
の

と
き

た
の
だ

 
も
う

を

て
無

だ

 
こ
の
男
は

そ
の
見
た
目
同
様
に
前
世
の

か
ら

魂
か
ら

て
る

 
怒
り
と
憎
し
み
が
止
め

な
く

き
上
が
る

二
つ
は
よ
り
合
わ
さ
り
結
合
し
よ
り
強

な
意

殺
意
へ
と

華
し
た

ピ
キ
パ
キ
と

を
立
て
な
が
ら
ま
る
で

の
よ
う
に

を
白
の

が

め
始
め
る

 
そ
れ
を
見
て
か

中
年
男
が

根
を
寄
せ
た

お
い
お
い

い

い

だ
な

ま
あ
デ
ス
ゲ

ム
の
事
を
知

て
た
上
で
動
か
な
か

た
事

に
対
し
て

て
る
ん
だ
ろ
う
が

お
前
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ

の
方
を
知

て
る
な

ら

そ
の
上
で
動
い
て

か
を

し
た
事
く
ら
い
あ
る
ん
じ

な
い
か

 
そ
う
や

て

白
式

を
手
に
入
れ
て

の
主

も
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
ん
だ
ろ

ど
う
や
ら

が
苛
立

て
い
る
理
由
を
理
解
出
来
て
い
な
い
ら
し
い

そ
も
そ
も
前

か
ら
し
て
履
き
違
え
て
る
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ま
で
仮
面
が

い

く
し

声
が
反

を

い
始
め
た

無
銘

に
よ
る
負
の
第
二
形

こ
れ
も
ま
た

自
身
が

い
て
い
る
負
の
自
己
イ
メ

ジ
ら
し
い

自
然
と
反

さ
れ

た
の
は

そ
れ

ど
殺
意
が
強

と
い
う
表
れ
だ

が
殺
気
立

て
い
る
の
は
お
前
が
デ
ス
ゲ

ム

で
動
か
な
か

た
か
ら
じ

な
い

そ

れ
を

か
に

た
と
こ
ろ
で

も
信
じ
な
か

た
だ
ろ
う

ま
あ

そ
う
だ
な

で
も
な
ら

に
怒

て
る
ん
だ
よ

お
前
の
す
べ
て
に
だ

 
二
十
二
層
で
の
発

 
七
十
五
層
で

第
二
レ
イ
ド
を
壊
滅
さ
せ
た
事

 

な
に
よ
り
も

 
こ
の
男
が
作
品
の
主

と
い
う
身
勝
手
な
理
由
で

を
追
い

め
殺
そ
う
と
し
て
き
た

事
実
が

を
殺
気
立
た
せ
る

作
品

 
主

 
転
生
者

 

は
は
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ざ
け
ん
じ

ね

ぞ
お
前

  

か
が

を
切

て

き
出
し
た

 

ば
無
意
識
の
内
に
体
が
動
い
て
い
た

背
負

て
い
た
黒
剣
で
気
付
け
ば
中
年
男
の

え

太

た

部
を

掛
け
に
斬
り
つ
け
て
い
た
の
だ

す
る
と
Ｓ
Ｔ
Ｌ
が

み
取

た

血

の
デ

タ
が
再
生
さ
れ

秋
十
の

ニ

モ
ニ

ク
・
ビ
ジ

ア
ル
・
デ

タ

形
式
の
体
か
ら

血
が

き
出
す

い
い

 
い

い

 
血

 

み
に
も
ん
ど
り
打
ち
血
を
流
し
な
が
ら
男
が

ぶ

ぎ

た

を

中
に
浮
か
べ
な
が

ら

高
い
悲
鳴
を
上

る

 
一
歩

前
に

み

む

く

来
る
な

 
す
る
と
数
歩
分
大
き
く

ツ
は
後
退
し
た

血
だ
ら
け
に
な

た
手
を
突
き
出
し

え
の
表

情
を
見
せ
る

も
う
片
方
の
手
は
ま
だ

部
に

て
ら
れ
て
い
る
が
手
で

る

ど
小
さ
く

な
い
切
り
傷
に

を

め
て
い
る
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こ

こ
ん
な
事
を
し
て

良
い
と
思

て
る
の
か

お
前
が

う
な
よ

ク

ニ
ン
ゲ
ン
が

 

く
男
の

を

き
捨
て

剣
を
振
る
う

ブ

ブ

の

が

ね

ん
だ

い
ぎ

 

 
ま
た

ま
た
な
の
か
よ

 
ま
た
お
前
が

を
殺
す
の
か
よ

はお
前
に

が
解
る

 

活
の

し
さ
な
ん
て
知
ら
な
い
ク
セ
に

先
に
仕
事
に

け
た
か

ら

て
弟
と

べ
ら
れ

け
る

の
気
持
ち
が
解
る
か

 
ど
ん
だ
け
努
力
し
て
も
不
合
格
に

な

た
時
の
絶
望
が
弟
と

日

日

べ
ら
れ
る
の
が
ど
う
い
う
こ
と
か
お
前
に
解
る
の
か
よ

 

み
で
思

が
ト
ん
だ
ら
し
い
男
が

錯
乱
し
な
が
ら
そ
う

き
立
て
る

 
推

だ
が
前
世
で
は
血
を
分
け
た
弟
に
殺
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

活
で
苦
労
し
て
た
と
こ
ろ

に
弟
が
先
に
内
定
を

た
事
で

さ
れ
る
事
が
苦
し
く
な

た
ク
チ
か

 
そ
れ
か
ら

を
し
て
い
た
か
は
体
型
と
性
格
を

え
れ
ば
自
ず
と

せ
ら
れ
る
と
い
う
も

の
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そ
し
て

に
対
し
て

た
り
が
強
か

た
理
由
も

よ
う
や
く
見

が
つ
い
た

 
前
世
で
自
信
を
殺
し
た
弟
を

に
重
ね
て
見
て
い
た
の
だ
ろ
う

さ
れ
る
事
に
対
す

る
怒
り

弟

に
対
す
る

望
と

鬱

し
た
怒
り

そ
し
て
殺
さ
れ
た
事
に
対
す
る
感

情

が

に
来
て
い
た
の
だ

 
こ
れ
で
は

に
対
す
る
仕
打
ち
の
理
由
が
分
か
ら
な
い
の
も

然
だ

 

が
分
か
る
と
い
う
の
だ

前
世
の

弟

に

す
る
八
つ

た
り
な
ど
と

 

だ
か
ら
ど
う
し
た

 

べ
ら
れ
る
事
が

努
力
し
て
も
認
め
ら
れ
な
か

た
時
の
絶
望
だ
と

解
る
さ

な
に
せ
物
心
付
い
た
時
か
ら
ど
れ
だ
け
努
力
し
て
も
お
前
と

べ
ら
れ
そ
の

の
人
間
に
認
め
ら
れ
な
か

た
か
ら
な

お
前
と

と
じ

程

が
違
う
ん
だ
よ

へ

そ
う

ま

は

に

を
得
て
い
る
か
ら

を
得
ら
れ
な
か

た
事
に

す

る
お
前
の
気
持
ち
は
解
ら
な
い
し

解
る
必
要
性
も
感
じ
な
い
が
な

ガ
キ

こ
の
ガ
キ
が

ガ
キ
が

 
怒
り
で

み
と
我
を
忘
れ
た
か

男
は
裏
返
り
な
が
ら
も

太
い
悲
鳴
と
共
に
体
を

こ
し
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て
き
た

圧
倒
的
な

が

し
寄
せ
る

そ
の
体
が
間
合
い
に
入
る
や

や

は

手

の
剣
を

く
一

ぎ
さ
せ
た

 
ズ
グ
ジ

と
生

し
い

と
共
に

が
裂
け

更
に
血
が

き
出
す

 

み
で
足
を
取
ら
れ

ま
た
転
が
り

男
は
も
ん
ど
り
う
ち
始
め
た

い

あ

ぎ

あ
あ

 

を
流
し
て

み
に

ぐ

は

の
殺
意
を
更
に

え
立
た
せ
た

こ
ん
な
男
に

は

ら
れ
数
少
な
い
友
人
を
失
い
過

な

境
に
身
を

く
事
に
な

た
の
だ
と
思
う
と

え

か

た

お
い

立
て
よ

立

て
な
に
か

て
み
ろ

 
近
づ
い
た

は
無
感
情
な
声

で
そ
う

て

付
き
ブ

ツ
の

先
で

部
を

た

斬
り
付
け
た
と
こ
ろ
だ

た
た
め

が

た
よ
う
で

男
の
悲
鳴
が
一

止
ま
る

 
そ
ん
な
事
は

に
は

な
い

 

で

り
上

る

ゴ
ス

ド
ス

と

い

が
上
が
る

 
悲
鳴
も
上
が
る

い

だ

こ
の
程

じ

の
気
は
収
ま
ら
な
い

合
八
年
は

け
た
仕
打
ち

の

し

を
付
け
て
も
全
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然
足
り
な
い

前
世
の
弟
と
な
に
か
因
縁
が
あ

た
ら
し
い
が
そ
ん
な
の
知

た
事
か
よ

八
つ

た
り
さ
れ
る

と
し
ち

た
も
の
じ

な
い
い
い
迷
惑
だ

な

な
に
か

て

み
ろ
よ

な

オ
イ

 

葉
に
す
る

に

故
だ
か
全
身
が

す
る
よ
う
な

を

び
る
よ
う
に
感
じ
た

界

が
ぎ

う
ぎ

う
と

ま

て
血
と

で
ド
ロ
ド
ロ
の
肉

に
焦
点
が

ら
れ
る

呼

が
深

く

け
れ
ど
速
く
な
る

 
握
る
剣
の
切

先
が

え
て
い
た

い

 
そ
こ
で

肉

が

を
発
し
た

足
を
止
め
て

意
識
を

け
る

 
す
る
と
今

は
ハ

キ
リ

こ
え
た

 
死
に
た
く

な
い

 
そ
う
か
な
ら

は
お
前
の

葉
を

り
て
こ
う
返
そ
う

・

・の
・た
・め
・に
・こ
・こ
・で
・死
・ね
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た
く

い
捨
て

を

て
剣
を
振
り
下
ろ
し
た

 
 

 

し
か
し

が

ち
る
事
は
無
か

た

 

の
剣
は

横
か
ら

り

ん
で
き
た
刀
身
に
止
め
ら
れ
て
い
た

 

く

し
た
日
本
刀
だ

そ
れ
を
持
つ
の
は
女
性

に

べ
て

骨
く
ら
い
ま
で
黒
髪

を

ば
し

剣
道

を

ん
だ
義
理
の
姉
・
桐

谷
直
葉
だ

た

ど
う
や

て

に

束
さ
ん
に
呼
ば
れ
た
の

ビ
ジ

ア
ル
デ

タ
形
式
が
違
う
だ
け
で
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス

テ
ム
を
使

て
る
以
上
は
ア
ミ

ス
フ

ア
で
も
ダ
イ
ブ
出
来
る
ワ

ル
ド
だ

て
話
だ

か
ら

黒
椿

を
経
由
し
て
来
た
の
よ

そ
う

 
ギ
リ
ギ
リ
と

り
合
い
を

け
な
が
ら
の
静
か
な
問

そ
れ
は

の
前
の
静
け
さ
の
よ

う
に

り

め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た

ど
う
し
て

り

ん
だ
ん
だ

 
そ
の
静
け
さ
を
破
る
よ
う
に

根
幹
に
触
れ
た
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に
引
き

め
ら
れ
た
日
本
人
然
と
し
た

が

か
に
歪
ん
だ

止
め
な
い
と

和
人
が

帰

て
来
な
く
な
る
気
が
し
た
か
ら

そ

う

 
悲
し

に
静
か
に

ら
れ
た

全
身
を

わ
せ
る

ど
だ

た
殺
意
が
怒
り
が

下
し
た

を

て
い
た
白
の

も
た
ち
ま
ち
ボ
ロ
ボ
ロ
と

れ
始
め
す
ぐ
に
無
く
な

た

 
最
後
に

を

て
い
た
仮
面
が

が
れ
る

 
間
近
に

義
姉
と

を
見
合

た

ち

い
た

ん

 

く
り
と
剣
を
下
ろ
し

く

 
義
姉
は

に
こ
り
と

み

を

し
く

し
た

 

目
に
ジ
ン
と

が
生
じ

か
い

体
が

れ
る
の
を
感
じ
な
が
ら

は
全
身
か
ら
力
を

い
た
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な
ん
で
秋
十

と

れ

れ
し
い
の

 

マ
ウ
ン
ト
取
り
で
す

  

結

束
を
始
め
と
し
た
外
部
は
ど
こ
ま
で
把
握
で
き
て
る
の

 

今
話
で
秋
十
が
ゲ
ロ

た
内
容
だ
け
で
す

前
話
は
秋
十
の
記

深
層
心
理
部
分
の
回

想
で
す

  

秋
十
が

狂
人

て

和
人
に

べ
れ
ば
全
然
一

人
レ
ベ
ル
じ

ね

 

秋
十
が
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
達
を

作
品
の
キ

ラ
ク
タ

と
し
か
見
ず

人
の
生
き
死

に
も

物
語

と
し
か
見
て
い
な
い
事
に
気
付
き

そ
の

点
・
生
き
方
に
つ
い
て
の

で
す

 
実

に
生
き
て
い
る
世
界
な
の
に

者

点
の
感
覚
が

け
切

て
な
い
事
を
指
し
て
い

ま
す

  

和
人

て

秋
十
と
対
話
時
は
か
な
り
キ
レ
て
ね

 

点

い
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今
ま
で
苦
し
ん
で
き
た
の
全
部
コ
イ
ツ
の
八
つ

た
り

理
不

な
因
縁

思
い
悩
ん
で

い
た
事
も
全
て

物
語
上
の
事

と
い
う
事
が
分
か

て
ド
怒
り
モ

ド
で
す

 
必
死
に
努
力
し
た
事
を
ま
あ

り
越
え
て

然
だ
よ
ね

て

わ
れ
て

と
す
る

パ
タ

ン
の
超
悪
化
バ

ジ

ン
で
ご
ざ
い
ま
す

  

最
後
直
葉
が

た
事

て

 

平
然
と
人
を
傷
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
感
情
を
抑
え
る
事
が
容

に
な

て

獣
化

が
進
み
や
す
く
な
る
た
め

た
だ
で
さ
え
問

み
な
上
に
和
人
は

め

ん
で

発
す
る
タ

イ
プ
な
の
で
ネ

  

こ
ん
な
ト
ラ
ウ
マ

の
事
し
て
ホ
ン
ト
に
記

ロ

ク
可
能
な
の

 
保
険

て
な
ん

の
こ
と

 

Ｓ
Ｔ
Ｌ

て
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト

魂

の
コ
ピ

が
出
来
る
ん
だ
よ
ね

 
技
術
的
に
は

れ

キ
リ
カ
が
お
る
じ

ろ

む
く
な

と
み
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運
命
 

定
め
の
因
果

変
わ
る
未
来

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
最
近

が
前
触
れ
な
く

ち
て
電
源
は
付
く
の
に
モ
ニ
タ

に
信

が
来
て
な
い
で
す

て
く
る
よ
う
に
な

て
時
間
を

い
た
ら

に
使
え
る
よ
う
に
な
る

状
に
見
舞
わ
れ
て
ま

す

謎
過
ぎ
る

ま
だ

て
一
年

や
ぞ

 
そ
ん
な
事
は
と
も
あ
れ

 

点

和
人

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
七
月
四
日

日

後
七
時
三
十
分

 

学
園

別

  
今
日
予
定
し
て
い
た
仕
事
を
全
て
終
え
た
後

は

ま
り
し
て
い
る

の

の
部

で

食
を
摂

て
い
た

 
ま
だ
部

に

て
い
な
い
の
も
理
由
が
あ
る

 
本
来
で
あ
れ
ば
こ
の
後

し
ぶ
り
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
気
分
転
換
を
し
て
か
ら

む

つ
も
り
だ

た

し
か
し
思
わ
ぬ
事
実
が
判
明
し
た

で

に
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
必
要

が
生
じ
て
し
ま
い

ま
だ

め
て
い
な
い

 

秋
十
は
前
世
の
記

持
ち
の
転
生
者
で
あ
り
こ
の
世
界
の
知
識
を
持

て
い
た

 
こ
の
事
実
は

け
手
の

え
方
に
よ

て

事
に
も
な
れ
ば

お
お大
ご
と事

に
も
な
る
複

な
も
の

だ

た

 

の
場
合
は

う
ま
で
も
な
く
後
者

ヴ

ベ
ル
か
ら
平
行
世
界
に
つ
い
て

か
ず
と
も
秋

十
は

の

生
に
大
き
く

与
し
て
い
る
上
に
今
後
も

す
る
身
の
上
だ

せ
め
て
男
性

者
で
あ
る
と
判
明
す
る
前
に
分
か

て
い
れ
ば
更
識
に
依
頼
し
秘
密

に

理
し
て
も
ら
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て
い
た
が

も
う
そ
の
手
も
取
れ
な
い

 

故
な
ら

は

務

仮
想

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の

に
名
前
が
あ
る

た
め
無
国

な
が
ら
日
本
寄
り
の

い
を

け
や
す
い
が
書
面
上
で
は

に

も
秋
十
も
国

を
は
く
奪
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る

 
日
本
人
で
あ
れ
ば
あ
の
手
こ
の
手
で

そ
れ
こ
そ
女
権

に

り
付
け
る
形
で

理
出

来
る
が

そ
れ
が
出
来
な
く
な

て
し
ま

た
の
だ

以
前

に
襲
撃
が
あ
り

学
園
を
も

襲
撃
さ
れ
た
事
で

に

レ
ベ
ル
は
か
な
り
高
い

亡
国
機
業

な
ら
い
ざ
知
ら
ず

た
だ

の
女
権

に
は

が
勝
ち
過
ぎ
て
い
る

 
か
と

て

放
し
に
す
る

に
も
い
か
な
い

 

秋
十
の
対
外
的
な

価
は

決
し
て

異
的
で
は
な
い

 
だ
が

そ
の
思

回
路
と
価
値
観
は

常
識
で
は
推
し

れ
な
い
も
の
で
あ
る

 
そ
の
せ
い
で
秋
十
の

動
は
予
想
が
出
来
な
い

は
そ
れ
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
七
十
五
層
で

イ

と
い
う

ど
味
わ

て
い
る

  
だ
か
ら

的
に

べ

く
し
た
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ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

は
文

り

魂
の

機

で
あ
る

 

と
は
解

し
た
情
報
を
理
解
可
能
な

語
へ
と

換
し
出
力
す
る
事
を
意
味
す
る

ダ

イ
ブ
者
の
自
己
イ
メ

ジ
か
ら
ア
バ
タ

を
形
成
し
た
時
点
で
そ
の
魂
は
全
て

み
取
ら
れ

Ｓ

Ｔ
Ｌ

に
内

さ
れ
た
メ
モ
リ
へ
複
写
さ
れ
た
と

て
も
い
い

 
魂
と
は

学
的
な
呼
称
だ
が
こ
と
Ｓ
Ｔ
Ｌ
で

え
ば

を

え
るマ

イ
ク
ロ
チ

ブ
ル

小

内

を

る
光
子
で
あ
り

子
だ

物
理
学
的
に
そ
こ
に
存
在
す
る
の
で
あ
る

で
あ
れ
ば
機

で
波

形
や
変
化
を
記
録

保
存
す
る
事
は
決
し
て
非
現
実
的
な
話
で
は
な
い

 
そ
の
複
写
さ
れ
た

光
子魂

を

は
Ｆ
ｌ
ｕ
ｃ
ｔ
ｕ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

揺
れ
動
く
光

略
し
て
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
と
呼
称
し

た 
あ
の
ア
バ
タ

も
感
情
表
出
や

も
そ
の
す
べ
て
が
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
か
ら
発
せ
ら
れ

る
強

な
信

で
あ
り

桐

谷
和
人

を
構
成
す
る
要

 
で

あ
る
な
ら
ば

 
同
じ
よ
う
に
ダ
イ
ブ
し
前
世
か
ら
持

て
い
た
だ
ろ
う
負
の
自
己
イ
メ

ジ
か
ら
前
世
の

を
再
形
成
し
た

秋
十
も
ま
た
あ
の
Ｓ
Ｔ
Ｌ
に
よ
り
魂
を
複
写
さ
れ
た
と

え
る
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転
生
者
で
あ
る
と
初
め
て
知

た
時
の
秋
十
は

秋
十
の
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
を
コ
ピ

し
た
存
在
だ

た

そ
の
コ
ピ

に

を
し
よ
う
と
ど
ん
な
会
話
を
し
て
も
そ
の
魂
に

ま

れ
る
記

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
自
動
で
反

さ
れ
る
事
は
な
い

  
だ
か
ら

秋
十

の
魂
を
切
開
し
た

  
越
え
て
は
な
ら
な
い
一
線
を
越
え

魂
をつ

ま
びら

か
に
し
た

 
終
わ

て
は
消
し
て

複
写

の
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
を
再
ロ

ド

同
じ
会
話
を

り
返
す

情
報
を
得
る
た
め
に
打
て
る
手
を

し
み
は
し
な
か

た

 

り
返
し
て

り
返
し
て

り
返
し
て

 

そ
の

い
か
り

獣
性
が

を
切

て

 
直
葉
が
そ
の

に
止
め
に
来
て
く
れ
た
が

中
か
ら

れ
出
る
殺
意
が
秋
十
の
コ
ピ

だ
け

で
な
く
ワ

ル
ド
そ
の
も
の
果
て
は
ワ

ル
ド
越
し
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
秋
十
の
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト

に
ま
で

し
た
ら
し
く

は
そ
こ
で
終
了
し
た

 
十
を
超
え
た

り
か
ら
数
え
る
の
を

め
た
の
で

回

り
返
し
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
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数

り
返
し
た
の
は
確
か
な
の
で
か
な
り

労
感
が
あ
る
が

し
か
し

応
に
得
ら

れ
た
も
の
も
あ

た

 
前

と
し
て

秋
十
の
知
識
は
あ
ま
り
使
い
物
に
な
ら
な
い
事
が
分
か

た

 
な

な
ら
こ
の
世
界
の
時
間

は

に
秋
十
の
知
識

作
品
で
い
う
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ

ン

を

ど
超
え
て
い
る
か
前

件
が
異
な
り
過
ぎ
て
参

に
す
る
事
が

し
か

た

た
め
だ

 
そ
う
判
断
し
た
直
後

や

て
ら
れ
る
か

と
不

す
る
よ
う
に
義
姉
に
倒
れ

ん
だ

は
悪
く
な
い

 
秋
十
は
確
か
に

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化

郷
信
之
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ

イ
ン

を
知

て
い
た
し
現
実

だ
と

第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
時
に

千

冬
の
弟
が

わ
れ
る
こ
と

と

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
レ

ゲ
ン

に

シ
ス
テ
ム
が
仕

ま
れ
て
い
る
事
も
知

て
い
た

現
実

の
年
数
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
が
少
な

く
と
も

シ
ス
テ
ム
発
覚
が

ま

た
事
は
確
か
だ
と
い
う

 

の
流
れ
と
し
て
は
今
後
ガ
ン
ゲ
イ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が
今
後
開

発
さ
れ
そ
こ
で

ラ
フ

ン
・
コ
フ

ン

う

の
幹
部
・
ザ
ザ
と
の
因
縁
を

し
て
シ
ノ
ン
と
出
会
う

そ
れ
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か
ら
少
し
し
て
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
回
収

そ
の
後
に
ア
ス
ナ
が
姉
を
亡
く
し
た

ユ
ウ
キ

と
出
会
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
上
空
に

来
し
た
新
生
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

層
ボ
ス
を
一
パ

テ

で
撃
破
し

か
つ
て

黒
鉄

内
部
に
設

さ
れ
た

剣
士
の

に
名
を

む
流
れ
だ

た

と
い
う

 
更
に
人
気
を

し
て
開
発
さ
れ
た
ゲ

ム

で
は

ル

ト
が

写
さ
れ
て
お
り
ま
た
違

た
展
開
が
あ

た
ら
し
い

原
作

で
は

場

が
本

に
黒
幕
で

七
十
五
層
で
ヒ

ス

ク
リ
フ
の

性
に
気
付
い
た

キ
リ
ト

が
決
闘
を

み
勝

し
た
が

で
は

郷
信
之

の
乱
入
で
バ
グ
が
発
生
し
た
た
め
決

が

か
ず
百
層
ま
で
攻
略
す
る
事
に
な

た
と
い
う
の

だ

そ
の
後

郷
は
お
縄
に
つ
き
七
色
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
し
て
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ

ン

を
実
行
に

し

結
果
的
に

止
さ
れ
た

 
そ
れ
が
転
生
者
の

う
と
こ
ろ
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
原
作

 
こ
の
世
界
の
歴
史
は
ゲ

ム

の
方
に
か
な
り
近
い

 
黒
幕
が
異
な
る
の
は

お
そ
ら
く

場
が
束

士
と
出
会
い

な
ん
ら
か
の
心
境
の
変
化
が

あ

た
か
ら
だ
ろ
う

あ
る
い
は
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
と
い
う
個
人
の
限
界
を

見
て

極
を
追
い
求
め
た
が
故
に

め
た
の
か
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無
論
デ
ス
ゲ

ム
化
を

え
た
事
が
無
い
こ
の
世
界
の

場
に

い
た
と
こ
ろ
で

え
な
ど

持

て
い
な
い
か
ら

真

は
闇
の
中
だ

 
そ
し
て
現
実

に

し
て
は

学
園
に
入
学
し
た
年
の
四
月

九
月
と
い
う
限
定
的
な
期

間
の
情
報
し
か
な
か

た

 

の
作
品
が
人
気
だ

た
影

か
様

な
二

創
作
作
品
が
作
ら
れ
ネ

ト
に

開
さ
れ
て

い
た
と
い
う
が
い
ず
れ
も
大

の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い

作
品
に
よ

て
は
七
月
の
臨
海
学

で
あ
る
と
い
う
軍

無
人
機

事
件
こ
と
福

事
件
終
了
後
に
エ
ピ
ロ

グ
を

え

る
も
の
も
あ

た
と
い
う

そ
れ
は
原
作
が
完
結
し
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

あ
る
い
は
広

た
風

敷
を

む
苦
肉
の
策
だ

た
だ
ろ
う
が

 
と
も
あ
れ

ど
に
共

す
る

の
原
作

に

き
て
い
た
騒
動
は
そ
の
大

が
天
災
・

ノ
之
束
に
よ
る
も
の
だ
と
推

さ
れ
て
い
た

実

の

写
と
し
て
束
が
仕
組
ん
だ
事
が
確
定

的
な

写
が
多
数
あ

た
事
か
ら
そ
れ
は
確
実
だ
と
い
う

 
だ
が

こ
の
世
界
で
は

そ
れ
は

こ
り
得
な
い
と

は
判
断
し
て
い
る

主
人

を
表
舞

に
立
た
せ
る

書
き
に

り
世
界
の
裏
で
暗
躍
し
て
い
た
異
常
ぶ
り
か
ら

彼
女
は

称
黒
い
束
と
呼
ば
れ
逆
に
真

な
思

を
持

て
い
る

異
常
で
な
い
と
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は

て
な
い

場
合
を
白
い
束
と
称
す
る
の
が
多
か

た
ら
し
い

秋
十

く
こ
の

世
界
の
束

士
は
白

だ
と
も

て
い
た

 
そ
の
代

と
し
て
女
権

や
亡
国
機
業
が

が
わ
れ
や
す
い
ら
し
い
が
現
時
点
で
あ
ま

り

と
は

え
な
い

女
権

は

に

滅
さ
れ

亡
国
機
業
も
実

部
隊
で
あ
る
ス
コ

ル
達
を

ら
え
て
出
せ
る
だ
け
の
情
報
を
引
き
出
し
て
い
る

更
に
は
ヴ

ベ
ル
か
ら
平
行
世
界

の
知
識
・
経
験
を

け
継
い
で
い
る
の
だ

見
ず
知
ら
ず
の
原
作
世
界
の
知
識
よ
り
秋
十

に

す
る
事
以
外
は

知
と

え
る

平
行
世
界

の
知
識
の
方
が
重
要

は
高
か

た

 
だ
か
ら
秋
十
が
持

て
い
た
知
識
は
あ
ま
り
使
い
物
に
な
ら
な
い
と
判
断
で
き
た
の
だ

 

運
命
論

な
ん
て
信
じ
て
い
な
い
ク
チ
だ

た
が

世
界
の
修
正
力
が

い
て
い
る
節
が

多

見

け
ら
れ
る
か
ら
実

運
命
と
い
う
も
の
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

収
束
し
必
ず

過
す
る
分

路
の
如
き
世
界
の
運
命
と
い
う
も
の
が

運
命

か

 
ず
ず

と
み
そ

の

を

け
た
後

つ
り
と
零
す

 

で
食
事
を
摂

て
い
た

場
が
横
目
で
見
て
く
る

和
人
君

い
き
な
り
ど
う
し
た
の
か
ね
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秋
十
の
話
を
思
い
返
し
て
い
た

大
な
り
小
な
り
差
は
あ
れ
世
界
に
は
必
ず

こ
る
事

と
し
て
定
め
ら
れ
た
運
命
が
あ
る
の
か
も
と
思

た
ん
だ

 

場

が
生
ま
れ
る
か
と
い
う
事
で
は
な
い

秋
十
の
話
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と

の

者
で

場

ノ
之
束
が
同
じ
世
界
に
生
ま
れ
て
な
か

た
ら
し
い

 
逆
に

え
ば

だ

 

場

が
生
ま
れ
れ
ば

い

か
ら
思
い

い
て
い
た

鉄
の
浮
遊
城
を

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

と
い
う
形
で
再
現
す
る
の
だ
ろ
う
し

ノ
之
束
が
生
ま
れ
れ
ば
そ
の
天
災
性
を
以
て

ラ
へ
の

翼
を
発
明
す
る
の
だ
ろ
う

そ
こ
か
ら
先
が
ど
う
な
る
か
で
ま
た
分

す
る
が
世
界
の
転
換

期
と

か
れ
れ
ば
大
多
数
が

る
だ
ろ
う
二
人
の
名
と

業
は
確
実
に

づ
け
ら
れ
た
事

運
命
に
し
て

命
な
の
だ
と
思
え
な
く
も
な
い

 
そ
の
裏
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
解
放
の
立

者
が

と

触
し
仮
想
世
界
を
中
心
と
し
た
事
件
に

き

ま
れ
る
事
も

ノ
之
束
に
気
に
入
ら
れ

白
騎
士

を

る
者
と
し
て

千
冬
が
協

力
し

家

を

う
事
も

 
世
界
に
定
め
ら
れ
た
事

だ

た
の
か
と
思
え
て
し
ま
う

が

ら
れ
る
事
も
決
ま

て
い
た
の
か
も
な
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秋
十
が

な
い

平
行
世
界

で
も

は

ら
れ
て
い
た

 
原
作
の

一

が
そ
う
で
な
か

た
の
は
こ
の
世
界
の

秋
十
の
よ
う
に
あ
る
程

の
才
覚
を
発

し
て
い
た
か

千
冬
や

ノ
之
束
が
裏
か
ら
フ

ロ

し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い

そ
の
二
つ
を

た
し
て
い
な
け
れ
ば

千
冬
の
弟

は

ら
れ
る
運
命
に

あ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う
思
い
至

た

の
心
境
は

正
直

る

無
い
の
一

に

き
た

 
別
の
自
分
や

秋
十
よ
り
も

い
自
分
が
ど
う
や

て
才
覚
を
発

し
ろ
と
い
う
の
か

自

分
で
ど
う
に
も
出
来
な
い
部
分
で
中
傷
さ
れ
る
事
は

れ
た
と

て
も
や
は
り

い

 
な
に
よ
り
そ
れ
が
世
界
的
に
決
め
ら
れ
て
い
る

し
が
た
い
も
の
と
思
う
と
抗
う
気
力
も

が
れ
る
と
い
う
も
の
だ

和
人
君

そ
れ
は

 
も
の

い
た

に
対
面
に

る
楯
無
が

を
歪
め
る

を

い
た
い
の
か

し
た

は

を
振

て
そ
の
先
を

た

解

て
る

え
て
も
仕
方
の
な
い
事
だ

て

も
解

て
る
ん
だ

 
そ
う
理

で
は
承
知
の
上
だ

た
だ
感
情
面
で

得
し
切
れ
て
い
な
い
だ
け

け
止
め
切
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れ
て
い
な
い
と

た
方
が
正
し
い
か

こ
れ
ば
か
り
は

自
身
の

え
方
の
問

だ

時
間
を

掛
け
て

自
分
自
身
が

得
出
来
る
結
論
を
導
き
出
す
し
か
な
い

そ
れ
に

な
に
も
か
も
決
ま

て
る
と
は
思

て
い
な
い

な
に
が

こ
る
か
は
と
も
か
く

そ
れ
が
ど
う
終
わ
る
か
ま
で
決
ま

て
る
と
は
思

て
な
い
よ

 
月
夜
の
黒
猫

は
原

作

世

界

秋
十
の
知
識
で
は
全
滅
し
た
が
こ
の
世
界
も
平
行
世
界
も
サ
チ
だ

け
は
生
き
残

て
い
る

そ
の
差
は
ど
れ
だ
け
黒
猫

に
向
き
合

て
い
た
か
の
差
だ
と

は

思

て
い
る

 
秋
十
が

う

キ
リ
ト

は

自
身
が

ビ

タ

で
あ
る
事
を

し

レ
ベ
ル
も
偽

て

ギ
ル
ド
に
加
入
し

ケ
イ
タ
達
の
力
に
な
る
事
で

心
地
の
良
さ
を
覚
え
て
い
た
と
い
う

 
対
す
る

は
ビ

タ

で
あ
る
事
を
明
か
し
レ
ベ
ル
も
正
直
に
明
か
し

で
き
る

情
報
を
出
せ
る
だ
け
出
す
な
ど
出
来
得
る
事
は
全
て
し
た
つ
も
り
だ

攻
略
と

行
し
つ
つ

と
深
夜
一
時
間
ず
つ
サ
チ
と
実
戦
形
式
の
鍛

を
し
て
い
た
事
も
そ
の
一
つ

 
黒
猫

の
こ
と
一
つ
取
り
上

た
だ
け
で
こ
れ

ど
の
差
が
あ

て

結
果

サ
チ
の
生
存

と
い
う
大
き
な
変
化
を

し
た

 
こ
れ
は
努
力
が
決
し
て
無

で
は
な
い
事
を
意
味
す
る
重
要
な
事

だ
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に
と

て
す
れ
ば
一
番
と

て
い
い
く
ら
い
の
事

と

え
る

 

わ
ば
テ
ス
ト
と
同
じ
な
の
だ

テ
ス
ト
が
あ
る
事
い
ず
れ

え
る
事
は
絶
対
的
で
そ
れ

ま
で
に

強
す
る
か

か
で
合

が
決
ま
る
と
い
う
流
れ
と
な
に
も
変
わ
ら
な
い

こ
の
世
界
に

き
る
大
事
件
は
あ
る
程

は
秋
十
の
知
識
に
似

て
る
ん
だ
ろ
う

き

と
そ
れ
は
止
め
ら
れ
な
い

止
め
よ
う
と
し
て
も
そ
れ
を
引
き

こ
そ
う
と
あ
の
手
こ
の
手
を

じ
る

で

そ
の
全
て
を

る
と
は

も
思
わ
な
い

 
ど
れ
だ
け

意
を

し
対
策
を
取
り
キ
ラ

と
し
て
抑
止
力
に
な

て
も

け
る
人
は

い
たオ

レ
ン
ジ
プ
レ
イ

罪
者
の
よ
う
に
ど
れ
だ
け
事
件
を

ご
う
と
対
策
を

じ
た
と
こ
ろ
で
そ
の
対
策

を
上
回
る
形
で
事
件
が
引
き

こ
さ
れ
る
は
ず
だ

な

な
ら
仕
立
て
人
は
そ
の
事
件
を

こ
す

だ
け
の
動
機
と
目
的
が
あ
り

そ
の
た
め
に
動
く
の
だ
か
ら

 
そ
し
て

異
世
界
の
知
識
が

す
る
の
は
最
初
の
一

だ
け
だ

だ
か
ら

は

え
て
そ
の
流
れ
に

し
な
い
よ
う
に
す
る

下
手
に

す
る
と
バ
タ
フ
ラ
イ
エ
フ

ク
ト
が

き
か
ね
な
い
か
ら

だ
よ
ね

 
束

士
が
確
認
す
る
よ
う
に

い
て
く
る

そ
れ
に

き
を
返
し
同
じ
部

で
食
事
を
摂

て
い
る
面

場

束

ク
ロ
エ

ラ
ウ
ラ

七
色

楯
無

を
ぐ
る
り
と
見
回
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す
然
だ
け
ど
監

の
目
を
絶
や
す
つ
も
り
は
な
い

秋
十
の
知
識
が
使
い
物
に
な
る
の
は
か

な
り
限
定
的
だ

前

も
大
き
く
違
う
以
上

む
し
ろ
共

点
は
少
な
い
方
だ
ろ
う

そ
う
だ
ね

 

の

葉
に

流
し

の

が

を
打
ち

を

る

え
ば
ラ
ウ
ラ
さ
ん
の

シ
ス
テ
ム
も
本
来
は
学
年
別
ト

ナ
メ
ン
ト
の
時
に
発
覚
す
る
流

れ
だ

た
け
ど
実

は
女
権

と
亡
国
機
業
襲
撃
の

果
み
た
い
に

し
た

だ

し
ね

彼
の
知
識
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

さ
れ
た
状
況
が

常
と

え
れ
ば
こ
れ
ま
で
と
大
差
な
い

対
応
が
い
い
と

も
思
う
よ

実

あ
た
し
が
引
き

こ
し
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

だ

て

秋
十
く
ん
の
話
と

部
が
色

違

た
も
の
ね

世
界
線
の
キ
リ
ト
君
達
は
直

話
を
さ
れ
る
ま
で
気
付
か
な

か

た
ら
し
い
し

そ
の
後
の
ヴ

フ
ス

は
そ
も
そ
も
知
ら
な
か

た
よ
う
で
す
か
ら
ね

 

に

き

七
色
と
ク
ロ
エ
も
思
い
至

た
事

を

て
い
く

 
ヴ

フ
ス
事
件
に

し
て
は

が
一
人
で
倒
し
て
保
険
と
し
て
引
き
入
れ
た
事
が
そ
も
そ
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も
の
キ

カ
ケ
な
の
で

そ
れ
さ
え
し
な
け
れ
ば

き
得
な
か

た
の
は
ま
あ
解
る

ク
ラ
ウ

ド
・
ブ
レ
イ
ン

は

世
界
線
だ
が

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行
く
話
は
原
作
世
界
線
の
話
で
別

な

だ
か
ら

前

か
ら
し
て
ま
ず
違
う
の
も
あ
る

 
そ
う
い
う
点
を

慮
す
れ
ば
や
は
り
秋
十
の
知
識
が
使
い
物
に
な
る
事
の
方
が
少
な
い
よ
う

に
感
じ
た

 

が
原
因
で
一
部
の
事
件
が

き
て
い
る
事
も
そ
れ
に

車
を
掛
け
て
い
る
気
は
す
る
が

ま
現
実
で
は
束
さ
ん
が
更
識
が
仮
想
世
界
は
あ

く
ん
と
七
色
と

が
味
方
に
付
い
て

る
し
直
ち

ん
達
も
こ
の
事
は
把
握
し
た
ん
だ
か
ら
さ

和
君
は
も
う
ち

と

の
力
を

め
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 

代
の
天
才
が
三
人
も

て
る
上
に
事
前
知
識
も
あ
る

な
ら
⻤
に
金
棒
だ

 
そ
う
快
活
に

い

を
持

た
ま
ま

手
で
ブ
イ
サ
イ
ン
を
向
け
て
く
る

士

思
わ
ず
苦

し
て
い
る
と

横
か
ら
も
話
し
か
け
ら
れ
た

そ
う
だ
ぞ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た

君
は
情
報
収
集
を
し
て
万
全
の

勢
で

ん
だ
事
で
勝

を
手
に
し

け
て
き
た

そ
の
力
は
本
物
だ

心
は
禁
物
だ
が
構
え
過
ぎ
る
の
も
良
く
な
い

そ
も
そ
も
い
つ
ど
こ
で

の
事
件
が
ど
う

き
る
か
な
ん
て

に
も
予
想
し
切
れ
な
い
も
の
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君
が
そ
う
だ

た
で
し

う

 

場
が
覚
え
の
あ
る

み
を
浮
か
べ
て

う

 
更
に
そ
れ
に

か
る
よ
う
に
楯
無
が
秋
十
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら

て
き
た

全

て
を
解

た
気
で
い
た
が
故
に
大
失

を
し
た
事
を
暗

し
て
い
る
の
だ

 

そ
れ
は

な
に
が

き
て
も

の
責

で
は
な
い

と

て
い
る
よ
う
で

 
か
つ
て
義
姉
に
止
め
ら
れ

さ
れ
た
事
と
本

が
同
じ
で
あ
る
と
理
解
し
て

あ
り
が
と
う

 
ず

と
翳
り
が
あ

た
心
が

く
な

た
の
を
感
じ
た

 
 

と
こ
ろ
で

直
近
だ
と
事
件
が

き
そ
う
事
は
な
ん
だ
ろ
う
か

 
お
そ
ら
く
行
事
ご

と
だ
と
思
う
ん
だ
が

 
食
事
後

 
全

が
食
べ
終
え
ク
ロ
エ
と
一
緒
に
ラ
ウ
ラ
に
教
え
つ
つ
食
器
を
洗

て
い
る
時
ラ
ウ
ラ

が
そ
う
疑
問
を

し
て
き
た

 
ち
な
み
に
ラ
ウ
ラ
を

む
形
で

に
ク
ロ
エ

が

に
立

て
食
器
を
洗

て
い
る
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ク
ロ
エ
と
ラ
ウ
ラ
が
洗
い

が

で

く
分

だ

あ

今
日
が

日
だ
ろ
う

 
た
し
か

明

後

日

月

日
月

日
か
ら
水

ま
で
の
三
日
間

一
年
生
は

臨
海
学

だ

た

だ

そ
れ
か
ら
今
月

に
ア
メ
リ
カ
・
オ
リ
ン
ピ

ク

月

に
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
ね

月
に
は
月
初
め
に
学
園

月

に

キ

ノ
ン
ボ

ル
・
フ

ス
ト

て
い
う

あ
り
の

レ

ス
が
あ

て

確
か
本

の
専

ア
リ

ナ
を
使
う
行
事
が
あ

た

だ

月
の
前

に
修
学

行

後

に
体
育

が
あ

て

月

ば
に
二
学
期
学
年
別
ト

ナ
メ
ン
ト
だ

た
か

月
は

な
に
か
あ
り
ま
し
た

け

ク
リ
ス
マ
ス
パ

テ

く
ら
い
だ

た
気
が
す
る

と
も
あ
れ
年
内
は
こ
れ
く
ら
い
だ

た
か
な

 
生

が
学
園
外
に
出
る
あ
る
い
は
外
か
ら
来
場
者
を

る

し
事
は
そ
れ
く
ら
い
だ

た

だ 

然
人
の
出
入
り
が
生
ま
れ
る
以
上
は
襲
撃
者
が

れ

む
可
能
性
が
高
く
な
り
い
か
に
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備
を

重
に
し
よ
う
と
穴
が
出
来
て
し
ま
う
事
は

め
な
い

そ
れ
だ
け
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い

う
事
だ

 
秋
十
の
知
識
に
よ
れ
ば
学
園

キ

ノ
ン
ボ

ル
・
フ

ス
ト
修
学

行
学
年
別
ト

ナ
メ
ン
ト
で
そ
れ
ぞ
れ
襲
撃
が
あ

た
の
は
確
実
ら
し
い

し
か
し
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
触
れ

ら
れ
て
い
な
い

第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
つ
い
て
は
原
作
で
あ

た
か
ど
う
か
す
ら
わ

か
ら
な
い

と
い
う

え
だ

た

 
そ
の

え
に

ラ
ウ
ラ
が

む

と

に
指
を
あ
て
て

え

む

勢
に
な
る

ラ
ウ
ラ

に

が
付
い
た
ぞ

む
わ
か

た

一
年
生
が
臨
海
学

と
い
う
事
は

千
冬
と
更
識
楯
無
が
学
園
を

守
に
す
る
と
い
う
事
か

ま
あ
私
と
束
様
あ
な
た
は
在

予
定
な
の
で

備
上
そ
こ
ま
で
問

は
あ
り
ま
せ
ん
が

な
に
か

気
に
な
る
事
で
も

 
光
学
迷

で
バ
イ
ザ

を

し
て

を

じ
た

に
見
せ
て
い
る
ク
ロ
エ
が
小

を

な

が
ら
ラ
ウ
ラ
を
見
る

い
や

秋
十
の
話
だ
と
私
は

シ
ス
テ
ム
を
学
園
入
学
後
の
学
年
別
ト

ナ
メ
ン
ト

ま
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あ
あ
い
つ
の
話
だ
と
タ

グ
マ

チ
形
式
だ

た
ら
し
い
が
そ
の
時
に
発
覚
し
た
と
い
う
事

だ
ろ
う

 
し
か
し
実

は
一
年

ど
前
倒
し
に
な

て
い
る

そ
れ
な
ら

シ
ル
バ
リ
オ
・
ゴ
ス

ル

銀
の
福

の

事
件
も
今
年
に

き
か
ね
な
い
の
で
は
と
思

た
ん
だ

あ
り
得
そ
う
だ
な

白
式
の
開
発
も
前
倒
し
に
な

て
た
よ
う
だ
し

亡
国
機
業
の
動

き
も
話
よ
り

い
か
ら

し
か
し
こ
の
世
界
の

千
冬
様
は
未
だ
国
家
代
表
で
す
し
楯
無
様
は
日
本
の
代
表
候

補
で
す

も
し

き
た
と
し
て
も
対

可
能
で
は

 
そ
れ
に

と
ク
ロ
エ
が

け
る

和
人
が
学
園
の
外
へ
出
る
の
は
流

に
問

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

だ

た
か

 
彼
女
ら
の
よ
う
に

そ
の
場
で
機

の
ア
バ
タ

を
使
う
の
で
は
ダ
メ
な
の
か

ア
レ
は

黒
椿

の
コ
ア
を

し
た

信
で
す
か
ら

し
い
か
と

黒
椿

自
体

和
人
で

な
け
れ
ば

動
し
な
い

そ
れ
に
あ
の
ア
バ
タ

は
分

上

に
な
る
の
で
無
暗
に
使
え
な
い

と
思
い
ま
す
よ

 
二
人
が

と
意
見
を
交
わ
す
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ラ
ウ
ラ
は

を
臨
海
学

に
行
か
せ
た
い
の
か
ど
う
に
か
し
て
行
け
る

を

索
す
る

反

面
ク
ロ
エ
は

重

と
し
て

に
却
下
し
て
い
く

多
分
銀
の
福

秋
十
に
よ
れ
ば

専

機
六
人
で
倒
せ
た
上
に

中
で
二

行
も
し
て
い
た

を
止
め
ら
れ
な
か

た
場
合
の

事
を

え
て

て
い
る
の
だ
ろ
う

 

会
が
束

士
を
ト

プ
に

え
て
い
る
の
で

作
戦
行
動
と
認
め
ら
れ
れ
ば

も
出

動
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う

 
た
だ
ク
ロ
エ
は
そ
れ
に
反
対
し
て
い
る
だ
け
な
の
だ

世
界
最
強
と

期
最
強
の
二
人
が
要

る
か
ら
必
要
な
い
だ
ろ
う
と

え

そ
れ
に

て
正
論
で
論
破
し
て
い
る

 
あ
ら

そ
れ
な
ら
あ
た
し
に
い
い

え
が
あ
る
わ
よ

 
ち

う
ど
し
た
い
事
が
あ

た
の

よ
ね

  
そ
の
や
り
取
り
に

七
色
が

て
入

て
き
た

 
ロ
シ
ア
人
と
日
本
人
の
ハ

フ
の
少
女
は
悪

め
い
た

み
を
浮
か
べ
不

に

ん
で
い

た
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・
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

 
因
果

原
因
と
結
果
の
結
び
つ
き

 
今
話
で

え
ば

場
が
生
ま
れ
た
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
が
出
来
た

ノ
之
束
が
生
ま
れ
た
か
ら

が
出
来
た

と
い
う
こ
と

世
界
の
修
正
力
で
も
あ
る

場
が
い
る
以
上

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

生
は
ど
う
や

て
も

け

得
な
い

な
ど

 
未
来

時
間

の
先

不
確
定
な
時
間

 
今
話
で

え
ば
デ
ス
ゲ

ム
に

き

ま
れ
同
じ
出
会
い
だ

た
キ
リ
ト
と
サ
チ
だ

が

キ
リ
ト

の
対
応
が
違
う
だ
け
で

サ
チ

が
生
き
残
れ
た
点
で

全
力
で
向
き
合

た
努
力
の
有
無

で
サ
チ
の
命
運
を
分
け
た
事
を
意
味
す
る

 
本

的
に
本
作
を

す
キ

セ
ン
テ
ン
ス
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・
桐

谷
和
人

 
世
界
の
修
正
力
を

け
入
れ
つ
つ

抗
う
事
を
覚
悟
し
た
英
雄

 
努
力
す
る
事
に

し
て
は
天
災
も
義
姉
も

る

ど
な
の
で
未
来
結

が
決
ま

て
い

る
事
を
容
認
で
き
な
い

事
件
が

き
る
の
は
仕
方
な
い
が
そ
の
結

を
変
え
る
事
だ
け
は

ら
な
い
ス
タ
ン
ス

 
秋
十
の
原
作
知
識
を

使
え
な
い

と
判
断
し

こ
れ
ま
で

り
楯
無

束
ら
の

協
力
の
下
に
情
報
収
集
を
行
い

事
件
の

期
発
見

解
決
に

し
む

存

 
直

対
峙
し
て
な
い
の
に
ワ

ル
ド
越
し
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
秋
十
の
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
に
影

を

し
た

ベ

や
つ

原
作
キ
リ
ト
は
ア
バ
タ

を

し
て
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
に

す
る

 
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

タ

原
作
キ
リ
ト

ガ
ブ
リ
エ
ル
を
超
え
た
化
け
物

の
持
ち
主

 

ま
あ
世
界
を
壊
す
獣
の

持
ち
だ
か
ら

非
も
な
い
ネ

  
・

秋
十

 
世
界
を
憎
み
壊
す

を
一
人
で

け
た
転
生
者
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本
作
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
が
背
負

た
一
万
人
の
負

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
リ
ト
が
数
十
万
の
想

念

平
行
世
界
分
の
怨
み

怒
髪
天
ブ

ス
ト
を

に
喰
ら

た
状

 
キ
リ
ト
で
ギ
リ
ギ
リ

え

く
レ
ベ
ル
な
の
で
秋
十
に

え
ら
れ
る
は
ず
も
無
し

 
そ
の

路
は

フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
に

あ

し

 
更
に
は
骨
ど
こ
ろ
か
魂
の

か
ら

ま
で
切
開
さ
れ
る
過
程
マ
ウ
ン
ト
取
り
で
原
作
知
識
自

で
直
葉
七
色
楯
無
ら
が
そ
れ
を
把
握
し

然
な
が
ら
木

や

達
に
情
報
共
有

さ
れ
て
し
ま
う

 

ま

原
作
知
識
と
こ
の
世
界
の
前

が
色

違
う
せ
い
で

に
立
た
な
い
ん
で
す

け
ど
ネ

  
・

七
色

 
和
人
大

き

子

 
和
人
が
臨
海
学

に
行
く
方
法
に
つ
い
て

が
あ
る
様
子

こ
う
い
う
時
に
天
才

学
者
と

い
う
ス
テ

タ
ス
は

に
立
ち
や
す
い
の
だ
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そ
う
い
え
ば
七
色

て

式
設
定
で

ぎ
が
苦
手
な
ん
で
す
よ
ね

  

回
エ
ク
ス
ト
ラ
・
エ
デ

シ

ン

七
色
の
水

特

突

編

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

    

ユ
イ
ち

ん
の

海
に
行
き
ま
し

う

の
約
束

覚
え
て
る
人
は
い
る
か
な
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狂
愛
 

和

人

の

保

護

者

森
羅
の
守
護
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

 

点

和
人

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ
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そ
う
い
う

で

あ
た
し
に

ぎ
を
教
え
て

 
ど
う
い
う

だ

 
世
間
に
男
性

者
の

を

し
た
日
の
夜

 
転
生
者
だ

た
秋
十
か
ら
引
き
出
し
た
情
報
か
ら

臨
海
学

が
あ
る

月

日

日
に

シ
ル
バ
リ
オ
・
ゴ
ス

ル

銀
の
福

の

事
件
が

き
る
か
も
と
推

さ
れ

を

れ
て
い
く
か
ど
う
か
で
ク

ロ
エ
と
ラ
ウ
ラ
の
二
人
が

と
話
し
合

て
い
る
時
に
い
い

が
あ
る
と

り

ん

で
き
た
七
色
が
ど
や

で
教
え
を

う
て
き
た

 
思
わ
ず
真

で
突

ん
だ

は
多
分
悪
く
な
い
と
思
う

絡
が
無
さ
過
ぎ
て
分
か
ら
な
か

た
ぞ

本

か
し
ら

和
人
君
な
ら
あ
た
し
の
思

く
ら
い

め
て
る
と
思
う
ん
だ
け
ど

い

り
だ

は
七
色

ど

高
く
な
い

 

少
期
時
点
で

に
Ｉ

１

０
超
え
の
天
才
で
そ
の
発
想
や
論
理
も
非
常
に

だ
と
大

人
か
ら
も

価
さ
れ
て
い
る
七
色
の
思

を

ど
う
し
て

が

め
よ
う
と
い
う
の
か

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
時
は
す
ぐ
に
見

い
て
た
じ

な
い
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論
文
と
状
況
証

が
あ

た
か
ら
推

出
来
た
だ
け

い
や
そ
れ
は
今
は
い
い
ん
だ

そ

れ
で

を
臨
海
学

に

れ
て
い
く
方
法

て

な
ん
だ

 

洗
い
を

方
終
え

意
し
て
い
た
タ
オ
ル
で
手
を

き
な
が
ら
問
う

臨
海
学

て
自
然

境
を

し
た
作
戦
行
動
を
練

す
る
た
め
の

外
実

で
し

ま

そ
う
だ
な

 
学
園
で
も
海
上
機
動

練
は
し
て
い
る
が
様

な

設
も

さ
れ
た
人
工

な
た
め
や
は

り
広
さ
に
は
限

が
あ
る

新
た
な
人
工

を
作
る
話
も

が

て
い
る
ら
し
い
が
そ
れ
は
ま

だ

で
あ
り
実
行
に

す
と
な
る
と
十
年

の
時
間
を
要
す
る
見

し
と
は
楯
無
か

ら

い
て
い
る

 
そ
れ
ま
で
学
園

設
以
外
で
の

練
を
し
な
い
の
は
問

だ
と
い
う
の
で

国
の
軍
隊
や
日

本
の
自
衛
隊
で
行
わ
れ
る
軍
事
演

を

し
最

年
に
一
回
は
日
本

海
の
ど
こ
か
で

練

を
す
る
事
が

会
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
た
背

が
あ
る

 
臨
海
学

は
二

三
日
の
小

行
と
し
て
報
じ
ら
れ
る
事
が
多
い
が
そ
れ
は

れ

に
過
ぎ

ず

そ
の
実

は
軍
事
演

な
の
だ

な
ら
さ

あ
た
し
達
も
そ
れ
に

か
れ
ば
い
い
の
よ
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ん

 
そ
れ
は
ど
う
い
う

だ
か
ら
あ
た
し
達
も
実
験

て
い
う

前
で
付
い
て
い
け
ば
い
い

て
事

和
人
君
の
身
の

安
全
は

重
に
し
な
い
と
い
け
な
い
け
ど
そ
の
行
事
で
は
楯
無
ち

ん
と

先
生
も
一
緒
に

行
く

だ
し

は

さ
れ
る
ん
で
し

え
え

そ
の
予
定
で
す

 
ま
あ
私
は
和
人
の
監

護
衛

務
が

先
さ
れ
る
の
で
行
き
ま
せ
ん
が
と
ク
ロ
エ
が
補
足

す
る

 
臨
海
学

の
期
間
中

学
園
が
保
有
す
る

を

う

罪
者
組

や
機
動

練
で
の
人
身
事

故

止
目
的
で

者
以
外
が
立
ち
入
れ
な
い
よ
う
学
園
の
教
師

会

属
の

者
な
ど
で

路
海
路
空
路
の

が
行
わ
れ
る

そ
れ
だ
け

備
が

重
で
あ
り
戦
力
も

い
る
と
な
れ
ば

万
が
一
が
あ

て
も

前
と
し
て
は
大

だ
ろ
う
と
の
事

 
行
け
る
だ
け
の

境
が
整

て
い
る
な
ら

あ
と
は
行
く
理
由
だ
と
七
色
は

た

な
ら
七
色
が

え
た
理
由

て
な
ん
だ

も
う

和
人
君

て
ば
今
日
は

い
わ
ね

こ
の
セ
ブ

じ

な
く
て
七
色
ち

ん
と

え
ば
な
に
が
思
い
浮
か
ぶ
か
し
ら
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え
ら
く

体
ぶ
る
な

ま

七
色
と

え
ば
ア
イ
ド
ル
か

仮
想
世
界

者

そ
う

そ
の

り

 
ど
う
に
か

り
出
し
た
七
色
に
対
す
る

は
ど
う
や
ら

た

て
い
た
ら
し
い

ビ
シ

と
指
を
突
き
付
け
て
き
た

和
人
君
と
一
緒
に

し
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス
の

流

に
そ
ろ
そ
ろ
仕
上

な
い
と
マ
ズ
い
で
し

 
遠
方
と
の

信
実
験
が
ま
だ
出
来
て
な
い
か
ら

今
回
の
臨
海
学

で
一
緒
に
行

て

実
験
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
思

た
の

あ

方
向

信
プ
ロ

ブ
か

 
正
式
名
称
は
非
常
に
⻑
く
や
や
こ
し
い
の
で
七
色
に
よ

て
略
さ
れ
た

称

方
向

信
プ

ロ

ブ
は

達
で
取
り
組
み
興
味
を
持

た

場
や
束

士

タ
ケ
ル
達
も
加
わ
り

一
緒
に
作
り
上

た

の
名
だ

 
原
理
は

技
術
や
ビ
デ
オ

話
な
ど
と
近
し
く

森
羅
の
守
護
者

の
ア
バ
タ

を

意
す

る

に
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
同
期
シ

ク
エ
ン
ス
で
流

す
る
な
ど
技
術
体
系
と
し
て
は

ね

完
成
し
て
い
る
そ
れ
だ
が
ま
だ
一
つ
の

を
残
し
て
い
た

そ
れ
が
遠
方
で
の

信
実
験
で

あ
る
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森
羅
の
守
護
者
の
ア
バ
タ

を
直
葉
達
が

れ
た
の
は
黒
椿
の
コ
ア
と
い
う
ス

パ

コ
ン
ピ

タ

負
け
の
演

性
能
を
誇
る

を
使

て
い
た
か
ら
で
そ
れ
で
は
完
成
と

は

え
な
い

こ
こ
か
ら

め
て
い
く
と
こ
を

め
て
よ
り
安
価
に
よ
り

に

え
る
も

の
に
し
な
け
れ
ば
技
術
と
し
て
完
成
し
た
と
は

え
な
い
の
だ

し
か
し

は
中

外
に
出
ら
れ

ず

七
色
も

黒
椿

や

森
羅
の
守
護
者

の
整
備
・

整
に
時
間
を
取
ら
れ
た
た
め

そ
の

実
験
が
出
来
な
か

た

 
そ
こ
で
今
回
そ
の
実
験
の
た
め
に
付
い
て
い
く
の
は
ど
う
か
と
い
う
の
が
七
色
の

え
ら
し

い 
無
国

と
は

え
未
だ
に

務

仮
想

の

と
し
て
名
を

ね
て
い
る
身
な
の
で
機

器
の
実
験
の
た
め
と
正
式
に

請
す
れ
ば

る
の
で
は
な
い
か
と
彼
女
は
語

た

で
も
そ
れ
だ
け
じ

な
い
の
よ

 

黒
椿

の
機
動

練
を
外
で
出
来
る
し

練
機
を

大

ら
に

・
整
備
出
来
る
い
い
機
会
で
も
あ
る
わ

の
和
人
君
を
見
て
も
ら
う
の
だ

て

作
の
重
要
な
フ

ク
タ

な
ん
だ
か
ら

か
ら
見
ら
れ
て
い
る
気
も
す
る
が
な

 
主
に

食
と
か

食
と
か

食
と
か
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時
だ
け
だ
な

ご

の
時
だ
け
じ

な
い

も

て
か
ら
気
付
い
た

 

れ

に
そ
う
返
す
と

わ
れ
た

 
解
せ
ぬ

 

然
と
し
な
い
も
の
を
感
じ
て

然
と
し
て
い
る
と
七
色
が

み
を

え
な
が
ら
あ
と
は

ね

と

葉
を
つ
づ
け
た

い
い
加

和
人
君
も

め
ば
い
い
と
思

た
の

最
近
色

あ

て
気
が

り

め
て
た
か

ら
ね

行
か
な
い
ト
コ
に
行

て
リ
フ
レ

シ

し
た
ら

気
出
る
ん
じ

な
い
か
な

て 
気

に

行
と
か
し
た
こ
と
な
い
で
し

と

わ
れ
る

 

行
自
体
は
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
時
に
経
験
済
み
だ
が
気

だ

た
か
と

か
れ

れ
ば

絶
対
そ
う
で
は
な
か

た

出
来
れ
ば
行
き
た
く
な
か

た
の
が
本
心
だ

そ
ん
な
事
を

え
て
く
れ
て
た
の
か
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ま

和
人
君
が

し
く
な

た
原
因

て

あ
た
し
に
も
あ
る
か
ら
ね

 
罪
滅

し
に
も
な
ら
な
い
か
も
だ
け
ど

と
七
色
が

を
掻
き
な
が
ら
目
を

が
せ
る

あ
り
が
と
う

ち

ち

と

ず
か
し
い
わ
ね

こ
れ

 
あ
は
は

 
お
礼
を

に
す
る
と
七
色
は

を
真

に
し
て
そ

を
向
い
て
し
ま

た

の

面
だ
と
見
れ
ば
分
か

た
か
ら

ま
し
く
感
じ
る

 
平
和
と

せ
を
感
じ
た

を
見
せ
ら
れ
て
る
ん
で
し

う
ね

私
達
は

な
る

ど

こ
れ
が

ら
ぶ
こ
め
の
は
ど
う

と
い
う
も
の
か

ち

そ
ん
な

葉
ど
こ
で
覚
え
て
き
た
ん
で
す
か

更
識
楯
無
が
教
え
て
く
れ
た
ぞ

楯
無
様

 
妹
に
な
ん
て
事
を
吹
き

ん
で
い
る
の
で
す
か
あ
の
方
は

 
ク
ロ
エ
が

を

さ
え
て
い
る
が

そ
れ
で
も
平
和
な
も
の
は
平
和
な
の
だ

 
こ
み
上

て
く
る

に

が

く
な
る
の
を
自
覚
し
な
が
ら
自
分
に
そ
う

い

か
せ
た
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そ
の
後

備
や
行
き
来
の
手
配
の

で
話
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
楯

無
に
電
話
し
よ
う
と
し
た
が
そ
の
必
要
は
な
い
と
七
色
に
止
め
ら
れ
た

に
楯
無
達
と
協
議

を
済
ま
せ

あ
と
は

が

け
ば
い
い

ま
で

備
は
終
わ

て
い
た
と
い
う
の
だ

 
や
は
り

い
な
が
ら
世
間
の
波
に

ま
れ
た
た
め
か

根
回
し
が
速
い

 

そ
こ
ま
で
は

良
か

た
の
だ
が

 

と
つ

七
色
自
身
に
問

が
あ

た

 
海
で
リ
フ
レ

シ

す
る
な
ら
や

り

ぎ
で
し

う

 
と
テ
ン
シ

ン
高
く

し

とも

る
よ
う
に
セ

テ

ン
グ
し
た
の
は
い
い
も
の
の

心
の
七
色
は

ぎ
が
苦
手
だ

た
ら
し
い

物
心
付
い
た

か
ら

強
と

け
の

日
だ

た
せ
い
で
運
動
全

が
苦
手
分

ら
し
い

 
だ
か
ら
教
え
て
欲
し
い
と
行
く
事
あ
り
き
で

に
頼
ん
で
き
た
の
が

り冒
み

で
教
え
を
請
う
て

き
た
理
由
だ

た

か

和
人
君

 

た
い
に

た
い
に
手
を
離
し
ち

ダ
メ
よ

 
離
し
た
ら

い
ん
だ
か
ら

な

が
リ
フ
レ

シ

す
る

に

が
七
色
に

ぎ
を
教
え
る

て
な
ん
だ
か
本



 尊ぶべき日常世界

転
倒
に
な

て
な
い
か

ご
め
ん

て

 

ぎ
を
練

す
る
に
も
流

に
明
日
一
日
で
は
時
間
が
足
り
な
い
た
め
と
に
か
く
水
に

れ

る
と
こ
ろ
か
ら
と

と
七
色
は
Ｓ
Ｔ
Ｌ
で
リ
ア
ル
同
然
の
一
面
海
の
ワ

ル
ド
に
ロ
グ
イ
ン
し

た

真

も
か
く
や
と
い
う
日
差
し
を

び
つ
つ

の
と
こ
ろ
で

に
水
を
付
け
手
引
き
で

バ
タ
足
の
練

な
ど
を
し
て
い
く

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
練

し
な
い
の
は

き
な

根
性

れ
る
人

の
目
を

け
る
た
め
だ
け
で

な
く

水

な
ど
の
再
現
に
限
界
が
あ
り

正
直

て
水

の
練

に
は
不
向
き
だ
か
ら
だ

 

て
Ｓ
Ｔ
Ｌ
は
ダ
イ
ブ
者
の
記

や
入
力
さ
れ
た
デ

タ
か
ら
再
現
す
る
た
め
水

や
浮

力
に

し
て
現
存
す
る
仮
想
世
界
の
中
で
ト

プ
ク
ラ
ス
の
再
現

を
誇
る

し
か
も
Ｓ
Ｔ
Ｌ
ダ

イ
ブ
者
で
あ
れ
ば
時
間
加
速
に
対
応
す
る
の
で
練

時
間
も
加
速

の
分
だ
け
確
保
で
き
る

と
い
う

法
だ

 

無
論

Ｓ
Ｔ
Ｌ
ワ

ル
ド
だ
か
ら
こ
そ
の

点
も
存
在
す
る

 
記

や
自
己
イ
メ

ジ
を

実
に
再
現
す
る
せ
い
で
肉
体
的

労
を

て
し
ま
う
点
だ

Ａ

Ｌ
Ｏ
な
ど
と
違
い

動
き

け
る
と
い
う
の
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
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と
ま
ず

な
ら

る
よ
う
に
な

た
な

キ
リ
も
い
い
し

い

た
ん

し
よ
う

つ

れ
た
わ

 
練

す
る
こ
と
一
時
間
し
て
セ
ブ
ン
は

が

く
く
ら
い
の

な
ら
手
引
き
な
し
で

る
と
こ
ろ
ま
で
上
達
し
た

 
そ
の
代
償
に

労
し
切

た
ら
し
く

を

し
て
す
ぐ
に
七
色
は

に
上
が
り
砂

に
敷
い
て
い
た
レ
ジ

シ

ト
に

転
が
る

恐
ら
く

の
知
識
・
記

か
ら

肉

な
ど

の
肉
体
的

労
も

実
に
付
与
さ
れ
て
い
る

な
の
で
い
ま
の
七
色
は
全
身
を
す
さ
ま
じ
い

感
と

肉

呼

苦
な
ど
に
襲
わ
れ
て
い
る
事
だ
ろ
う

う

ど
う
し
た
ら
上
手
く

る
よ
う
に
な
る
か
し
ら

そ
も
そ
も
一

一

に
出
来
る
事
じ

な
い

溺
れ
な
い
程

に
な
れ
ば

の

だ
ろ
う

 
苦
手
意
識
の
克

で
あ
れ
ば
要
は
精
神
的
な

れ
の
問

な
の
で
話
は
違
う
の
だ
が
七
色

の
場
合
は
根
本
的
な
運
動
神
経
の
方
に
問

を

え
て
い
る

経
験
が
少
な
い
が
故
の
苦
手
と
い

う
の
は
克

が

だ

の
運
動
系
シ
ナ
プ
ス
が
水

の
動
作
に

応
し
て
な
い
か
ら
ま
ず

そ
こ
か
ら
形
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
れ
は

ド
ス
キ
ル
の
練

と
同
じ
気
が

遠
く
な
る

ど
の
反
復
練

を
要
す
る
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反
復
と
は

え
世
界
一

を
目
指
す
だ
と
か

方
も
な
い
目
標
で
な
い
の
が
不

中
の

い

だ
ろ
う
か

 
海
に
行

た
時
に

ぎ
の
得
手
不
得
手
が

し
て
い
る
の
も

極
的
に
は
溺
死
し
な
い
た
め

で
あ
り

争
や
遠

な
ど
の

的

面
は
二
の

だ

 
だ
か
ら

は
ま
ず
七
色
が
溺
れ
る
事
が
な
い
よ
う
水
に

れ
て
も
ら
う
事
を

先
し
て
い
た

 
し
か
し

個
人
的
に
は
思

た
以
上
の
上
達
ぶ
り
だ

天
才
と

わ
れ
る
だ
け
あ
り

の

応
力
は
極
め
て
高
い
の
だ
ろ
う

加
速

は
五

に
設
定
し
て
も
ら

て
い
る
の
で

現

実
の
現
在
時
間
は
お
そ
ら
く

後
九
時
を
ま
だ
回

て
い
な
い

こ
の
ま
ま
練

を

け
れ
ば

と
す
る
と

な
フ

ム
で

る
程
ま
で
に
上
達
す
る
可
能
性
も
あ
る

 

や

り

才
能

て
い
う
の
は
あ
る
ん
だ
な

 
気
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
が

と
思
う

 
自
分
が
必
死
に
努
力
し
て

達
し
た

ま
で
一
足

び
以
上
の
速
さ
で

り

き

え
追

い

か
れ
る
と
な
る
と
そ
こ
は
か
と
な
い
虚
脱
感
と
虚
無
感
に
襲
わ
れ
る

が
ま
と
も
に

る
よ
う
に
な

た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

テ
ス
ト
か
ら
だ
が
あ
の
時
は

日
も
掛
け
て
よ
う
や
く

れ
た
く
ら
い
だ
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た

た
一
時
間
で

る
よ
う
に
な

た
七
色
は
や
は
り

い

時
間
は
加
速
分
だ
け
あ
る
か
ら
気
⻑
に
い
こ
う

せ

い
て
は
事
を
仕
損
じ
る

だ

け

あ
あ

そ
し
て
こ
の
世
界
の
物
理
法

は
現
実
と

同
じ

こ
こ
で
溺
れ
な
い
な
ら
現
実

で
も

応
に

る
と
い
う
事
に
な
る

 

論

断
は
禁
物
だ
け
ど
と
付
け
加
え
る
の
を
忘
れ
な
い

あ
く
ま
で
溺
れ
に
く
く
な
る
だ

け
だ

ど
ん
な

練
者
だ
ろ
う
と
溺
れ
る
時
は
溺
れ
る

 
特
に
七
色
は

子
に

り
や
す
い
か
ら
念

し
し
て
も

い
切
れ
な
い
不
安
が
残
る

和
人
君

あ
た
し
の
こ
と
信

し
て
な
い
わ
ね

だ

て

を

し
と
か
な
い
と
す
ぐ

子
に

る
性
格
だ
ろ
う

な
に
お

 
年
上
に
向
か

て
生
意
気
な

 

の

い
ざ
ま
が
カ
チ
ン
と
来
た
の
か
ム
キ
に
な

た
七
色
が
が
ば
り
を

き
上
が
る
や

や
襲
い
掛
か

て
き
た

お
も思

い
の

か外

気
だ
な
と
や
や
ズ
レ
た
思

を
展
開
し
な
が
ら

し
倒

さ
れ
る

あ
の
な

年
上

て

て
も

た

た
一

差
だ
ろ
う
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あ
ら

じ

う
に
さ
い

小
学
六
年
生
と

じ

う
さ
ん
さ
い

中
学
一
年
生
と
じ

天
と
地

ど
の
差
も
あ
る
の
よ

 
そ
り

あ

直
葉
ち

ん
達
に

べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
だ
け
ど
こ
れ
で
も
日

成
⻑
し
て
る
ん
だ
か
ら

身
⻑

だ

て
先
月
よ
り
二
セ
ン
チ
も

び
て
る
の
よ

な
ぬ

無
銘
が
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
参

に

整
し
て
い
る
せ
い
で

の
身
⻑
は
こ
こ
数

年
全
然
変
化
が
な
い

だ
か
ら
そ
こ
は
か
と
な
い
コ
ン
プ
レ

ク
ス
な
の
だ
が

同
身
⻑
の

七
色
は
日

成
⻑
し
て
い
る
と
い
う

ち

と
だ
け
シ

ク
だ

 
し
か
し

わ
れ
て
み
れ
ば
初
め
て

を
合
わ
せ
た
五
月

に

べ
少
し
大
人
び
て
い
る
よ

う
な

ん

和
人
君
も
あ
た
し
の
魅
力
に
気
付
い
た
か
し
ら

 
じ

と
見
て
い
る
と
七
色
が
不

に

み
全
身
を

け
出
す
よ
う
に
ポ

ズ
を
取

た

 
現
在
Ｓ
Ｔ
Ｌ
で
生
成
さ
れ
た
七
色
の
ア
バ
タ

が

て
い
る
の
は
バ
ン
ド

ビ
キ
ニ
と

う
ら
し
く
リ
ボ
ン
で
結
ん
だ
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
は
少
女
ら
し
さ
を

立
た
せ
て
い
る

ポ

ズ
を
取

て
も
妖

に
見
え
な
い
の
は

さ
と
自

な

気
が
よ
り
前
面
に
出
て
い
る
せ
い

だ
ろ
う



 狂愛 〜【
和 人 の 保 護 者
森羅の守護者】〜

 
そ
し
て

そ
の
少
女
ら
し
さ
が
七
色
の
魅
力
と
も

え
る

歌
姫
と
し
て
人
気
を

し
て
い
る
の
も
そ
の
少
女
特
有
の

さ
と

な
様
が
可
愛
ら
し
く

思
え
る
か
ら
に
違
い
な
い

歌
姫
と
し
て
の
振
る
舞
い
は

然
演
じ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が

で
や

て
い
る
部
分
は
あ
る
だ
ろ
う

そ
う
だ
な

で
も
あ
り
の
ま
ま
だ
と

も

と
い
い
と
思
う

 
わ
ざ
と
ら
し
く
妖

さ
を
出
そ
う
と
す
る
の
は
ミ
ス
マ

チ
だ
と
思

た

 
と
は

え
そ
れ
を
真

向
か
ら

う
の
は
流

に
失
礼
だ
と
思
う
の
で

葉
を

ん
で
伝

え
る

ん

 
す
る
と

ど
う
し
た
事
か
あ
ど
け
な
さ
が
消
え

妖

な

み
だ
け
が
残

た

 
な
の
に

故
か

今

は
ミ
ス
マ

チ
だ
と
思
わ
な
か

た

そ
れ

て
つ
ま
り
和
人
君
は
あ
た
し
に
も

と

直
に
な

た
方
が
い
い

て

て
る

の
ねう

う
ん

 
ま

そ
う
い
う
事

か

 
あ
り
の
ま
ま
を

取
り

わ
な
い
事

と
す
れ
ば

直
に
な
る

と
い
う
解

に
な
ら
な
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く
も
な
い

で
も
ど
う
し
て
か
七
色
が

て
る
事
の
意
味
と
違
う
気
が
し
て
な
ら
な
い

 

と
ど
う
ズ
レ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
上
手
く

語
化
出
来
ず

を

る
ば
か
り
だ

 
と
い
う
か

の
伝
え
た
い
事
と
も
ズ
レ
て
る
気
が
す
る

そ

か
そ

か

じ

取

た
し

遠
慮
な
く

 
七
色
は
そ
う

て

に
こ
り
と

い

  

和
人
君

だ

い

き

  
そ
の
ま
ま

が

ち
て
き
て

を
強
く

が
れ
た

 
心

が
強
く

動
し

呼

が
止
ま
る

界
に
は
限
界
ま
で
七
色
の

が
広
が

て
い
た

ん

ん
む

 
自
分
の
も
の
で
な
い

い

息
が

を
打
つ

波

に

れ

性
の
水

も

こ
え

た
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反

的
に

を

ん
で
離
そ
う
と
す
る
が
七
色
の

は

動
だ
に
し
な
い
く
ら
い
キ
ツ
く

の
背
中
に
回
さ
れ
て
お
り
動
か
せ
る
気
配
は
ま

た
く
無
か

た

実
に
再
現
さ
れ
て
い
る

な
ら

の
方
が

力
は

の

だ
が

ん

和
人
君

て
ば

抗
す
る
な
ら
ち

ん
と
し
な
い
と

力

ん

ん
入

て
な
い
わ
よ

 
そ
れ
と
も

抗
す
る

り
な
だ
け

な
 

ん
の
少
し

を
離
し
た
七
色
が

く
す
り
と

し
な
が
ら

て
き
た

と
し
て
は

し

か
り
力
を
入
れ
て
い
た
つ
も
り
な
の
に
実

は
ま

た
く
出
て
い
な
か

た
ら
し
い

 
そ
れ
は
つ
ま
り
こ
の
ア
バ
タ

を
動
か
す

の
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
は
本
能
的
に
こ
の
状
況
を

け
入
れ

抗
う
た
め
の
行
動
を

こ
し
た
く
な
い
と
認
識
し
て
い
る
事
に
な
る

な

に

 
も
し
か
し
て

い
や
な
の

 
む

と
不

に

を

ら
ま
せ
る
七
色
に

え
を
返
せ
ず

る

 
イ

か
イ

で
な
い
か
の
二

な
ら
後
者
に

す
る
の
は
確
か
な
の
だ

初
こ
そ

対

だ

た
が
七
色
自
身
は
直
葉
達
を

す
る
意

は
な
く
今
で
は
そ
れ
を
反

し

心
し

て
い
る

む
し
ろ

に

極
的
に
協
力
し
て
く
れ
る

ど
の

性
を

い
て
い
る
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だ
が

解

て
い
な
い
事
が
あ

た

い
や

と
い
う

じ

な
い

た
だ
解
ら
な
い
事
が
あ
る

な
に
か
し
ら

自

れ
で
な
い
な
ら

七
色
は

の
事
を
異
性
と
し
て

き
な
の
か

そ
う
よ

あ

ま
さ
か

き

し
た
の

 
な
ら
も
う
一
回

て
あ

る
わ

和

人
君

だ

い

き

 
こ
ち
ら
に
発

の
隙
も
与
え
ず
七
色
は
同
じ

を

り
返
し
た

ま
る
で
甘
い

子
を
食

べ
た
よ
う
に

せ
そ
う
な
表
情
で

う

は
偽
り
と
は
思
え
な
い

七
色
に

か
れ
る
よ
う
な
事
を
し
た
覚
え
は
な
い
ん
だ
け
ど

和
人
君
に
と

て
は
そ
う
な
ん
で
し

う
ね

で
も
あ
た
し
に
と

て
は
そ
う
じ

な
か

た
の
よ

 
そ
れ
だ
け
の
事
よ

と
七
色
は

う

と

か
ね
和
人
君
あ
な
た
自
分
が
な
に
を
や

た
の
か
解

て
な
い

 
あ
た
し
達
姉

妹
の
問

を
解
決
す
る
た
め
の

サ

ビ
ス

で
と
ん
で
も
な
い
事
し
て
く
れ
た
じ

な
い
の

和
人
君
が
あ
そ
こ
ま
で
し
て
な
か

た
ら
お
姉
ち

ん
は

き

入
り
し
て
あ
た
し
は
お
姉
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ち

ん
に
気
付
か
な
い
ま
ま
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
方
に
進
ん
で
た
の
よ

そ
う
だ
な

そ
う
だ
な

じ

な

い

 
苛
立

た
よ
う
に
大
声
を
発
す
る
七
色

を

ら
ま
せ
あ
た
し
怒

て
ま
す
と
全
身
で

伝
え
て
き
て
い
た

ち

と

え
れ
ば
わ
か
る
で
し

あ
た
し
達
姉
妹
が

う
未
来
の
た
め
だ
け
に
あ
そ
こ
ま

で

る
人

て

は
い
な
い
わ
よ

 
な
の
に
そ
ん
な
事
さ
れ
た
ら

れ
る
に
決
ま

て
ん
じ

な
い

そ
の
理

の
場
合

れ
る
の
は
虹
架
が
正
し
く
な
い
か

お
姉
ち

ん
も

れ
た
に
決
ま

て
る
で
し

 

て
ん
だ
コ
イ
ツ

と

わ
ん
ば
か
り
の

た
い
眼
を
さ
れ
た

 
⻘
天
の

に

し
い
事
実
の
判
明
に

も

え
な
い

そ
れ
が
伝
わ

た
の
か

い
と

ば
か
り
に
七
色
は
目

を
手
で

た

そ
の

ホ
ン
ト
に
気
付
い
て
な
か

た
の
ね

ま

た
く

無
自
覚
と
い
う
か

念
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と
い
う
か
天
然
過
ぎ
て
タ
チ
が
悪
い
わ
よ

ま

こ
れ
な
ら
あ
た
し
が

れ
た
理
由
が
解

て
な
い
の
も

け
る

だ
け
ど
ね

ま

た
く
こ
れ

ち
も
気
付
か
れ
て
な
か

た
事
は

心
か
ら

だ
け
ど

 
そ
れ
が
デ
フ

ル
ト
な
ら
し

う
が
な
い
と

り
切
る
わ

自
ケ

に
な

て
な
い
か

だ

て
そ
う
し
な
い
と
和
人
君
解

て
く
れ
な
い
で
し

ご
め
ん
な
さ
い

許
す

 
下
心
無
し
な
と
こ
ろ
は
和
人
君
の
⻑

よ

 

女
心
が
解
ら
な
く
な
る
の
は

だ
け
ど

 
小
声
で
追
加
さ
れ
た
事
に

も
反
論
で
き
な
い

以
前
リ

フ

や
シ
ノ
ン
ユ
ウ
キ
に

わ

れ
て
い
た
事
だ
か
ら
気
を
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
け
ど
ま
だ
ま
だ
足
り
な
か

た
ら
し
い

 
内

し
て
い
る
と
七
色
が

い
か
ぶ
さ

て
き
た

の

へ
パ

カ

越
し
に

を

り

付
け
ら
れ
る

最
初
は
親
近
感
だ

た

ボ
ス
戦
放

で
み
ん
な
の
中
心
に
な

て
い
る

に
そ
れ
を

い
た
の

 
そ
し
て

静
か
に
語
り
始
め
た
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そ
れ
が
強
く
な

た
の
は
き
み
と
初
め
て
会

た
時
よ

ア
イ
ド
ル
と
し
て
振
る
舞

て
い
た

セ
ブ
ン

の
誘
い
を
真

向
か
ら
断
ら
れ
た
時

残
念
に
思
う
の
と
同
時
に

や

り

て

思

た
の

き
み
は
あ
た
し
に

合
な
ん
て
し
な
い

て
ね

い
ま
思
え
ば
そ
れ
は
孤
独
感

を
覚
え
て
た
自
分
を
重
ね
て
親
近
感
を

い
て
た
だ
け
だ
け
ど
ね

 

し
さ
を
思
い
出
し
た
の
だ
ろ
う

そ
れ
を

ら
わ
す
よ
う
に

に
強
く

を

り
付
け
て

き
た

を

し
く

で
れ
ば

も

と
と

わ
ん
ば
か
り
に
持
ち
上

て
く
る

明
確
に
き
み
に

か
れ
た
の
は
あ
た
し
の

を
あ
た
し
が
話
す
よ
り
前
に
全
て
語
ら
れ

た
時
よ

論
理
ま
で
も
ト
レ

シ
ン
グ
さ
れ
て
い
て
戦

し
た
け
ど

そ
れ
以
上
に
あ
た
し

は

喜
び
を
感
じ
た
の

喜
び

あ
た
し
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
い
た

て
い
う
喜
び
よ

と
の
生
活
も

Ｍ
Ｉ
Ｔ
在
学

中
も

業
後
も
あ
た
し
は
孤
独
だ

た
の

そ
り

あ
ス
メ
ラ
ギ
君
と
か

チ

ム
の

人
達
は
良
く
し
て
く
れ
た
わ
よ

 
大
切
な
友
人
だ
と
今
も
思

て
る

で
も

あ
た
し
を

七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン

と
い
う
個
人
を
見
て
く
れ
る
人
は

な
か

た
の
よ

 

か
に
声
を

わ
せ
七
色
は
自
身
の
内
心
を

し
て
い
く

見
て
見
ぬ

り
を
し
て
い
た
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傷
を
切
開
し
て
い
く

 
そ
れ
は

が
感
じ
て
い
た
七
色
に
対
す
る

感
で
あ
り
ス
メ
ラ
ギ
が
後
に
回

し

じ
て

い
た
事
だ

た

い

か
ら
天
才
と
持
て

さ
れ
て
い
た
七
色
は
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
色
眼

で
見
ら
れ
て
し
ま
う

七
色
と
い
う
少
女
を
見
る
前
に
天
才
と
い
う
フ

ル
タ

が
掛
か

て
し
ま
う

 
同
い
年
の
友
人
が
出
来
る

境
で
は
な
か

た
し
そ
の
機

が
あ

て
も
気
後
れ
し
て
友
人

に
発
展
す
る
事
は

し
か

た
に
違
い
な
い

 

親
は
雲

れ
し
た
時
点
で
論
外
だ

事
変

時
に

た
七
色
の
過
去
か
ら
彼
女
の
天
才
性
し

か
見
て
い
な
か

た
事
は
想
像
に

く
な
い

子

心
に
そ
れ
を
感
じ
取

て
信

し
て
な
い
と

す
れ
ば

孤
独
感
を

め
る
存
在
は
ど
こ
に
も
い
な
い
事
に
な
る

 

親
が

な
い
状
況
も
そ
れ
に

車
を
掛
け
た
と
思
わ
れ
る

だ
か
ら
ね
あ
た
し
は
き
み
が

を
全
力
で

止
し
て
き
た
時
は
悲
し
か

た
し

時
は

つ
き
だ
と
思

て
た
お
姉
ち

ん
に

し
た
の

心
の

か
ら
き
み
の
事
が
欲
し
く
て
欲
し

く
て

ら
な
か

た

 
体
に
回
さ
れ
た

の
力
が

少
し
強
く
な

た
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も
ぞ

と
動
い
た
七
色
が

を
上

る

い
の

線
が
交
わ

た

あ
の
時
の

は
多
分
そ
れ
が
原
因

お
姉
ち

ん
へ
の

和
人
君
を
欲
す
る
想
い
の

強
さ
が
あ
れ
だ
け
の
バ
グ
を

こ
し
た
ん
だ
と
思
う

み
ん
な
か
ら
集
め
て
た
デ

タ
と
か
は

そ
れ
を
後

し
す
る
推
進

で
し
か
な
か

た

は
き
み
と
お
姉
ち

ん
が

ん
で
あ

た
し
の
前
に
立
ち
は
だ
か

て
た
事
な
の

そ
う

だ

た
の
か

き
み
の
事
だ
か
ら
気
付
か
な
か

た
と
思
う
け
ど
さ

お
姉
ち

ん
も
う
あ
の
時
か
ら
き
み

を
見
る
目
が
女
の
そ
れ
だ

た
の
よ

 
あ
た
し

ホ
ン
ト
に

し
た
ん
だ
か
ら

 
む

と
怒

た
風
の
表
情
を
す
る
七
色

け
れ
ど
そ
の

は

色
に

ま

て
い
て

は

み
を
形
作

て
い
る

怒
気
な
ん
て
欠
片
も
感
じ
な
い

 
伝
わ

て
く
る
の
は

義
姉
達
と
同
じ
愛
情

そ
れ
で
ね

あ
た
し
が
本

の
意
味
で
き
み
を

き
に
な

た
の
は
最
後
の
一
撃
を

け

た
時
な
のな

あ
の
一
撃
か
ら
ね
き
み
の

か
い
想
い
が
伝
わ

て
き
た
の

み
ん
な
を
守
ろ
う
と
す
る
意
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覚
悟

決
意

き
み
の
本

を
心
か
ら
感
じ
て
も
う
ダ
メ
だ

た

き
み
に
ど
う
し
よ

う
も
な
く
魅
入
ら
れ
ち

た
ん
だ
よ

き
み
の
事
を
知
れ
ば
知
る

ど
ど
ん
ど
ん

か
れ
て

い
く
自
分
が
い
る
の

未
来
を
切
り
開
く
た
め
に
戦
う

は
か

こ
よ
く
て
み
ん
な
の

せ
を

願
う

は
意
地
ら
し
く
て

強
を

る

は
年

応
に
可
愛
く
て

助
け
た
い

え
た

い

て
思
う
の

そ
う
思
わ
せ
る

人
を

き
付
け
る
魅
力
が
き
み
に
は
あ
る
ん
だ
よ

 

い
息
を

い
て

を
近
づ
け
て
く
る

を

び
た
紅
い
目
が
と
ろ
ん
と

け
て
い

る
ね

和
人
君
は
知

て
る

 
今
ね

日
本
で
も
重

を
認
め
る
法

正
が
進
ん
で
き
て

る
ん
だ
よ

え

あ

あ
あ

晩

化

結

の

下
と
か

会
問

に
な

て
る
か
ら

な 

に
話
の
方
向
性
が
変
わ

て

惑
し
た
が
そ
ち
ら
に

し
て
は
思

が
速
く
回
り
ど
う

に
か
反
応
を
返
せ
た

 
そ
し
て

と
の
初
対
面
時
に
話
に

が

て
い
た
内
容
で
女
尊
男

風

の
影

を

に
喰
ら
い
少
子
高

化
が
助
⻑
さ
れ
た
事
で
深

に

え
ら
れ
て
い
る

会
問

だ

重
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は
の
合
法
化
は
そ
の
た
め
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
事
だ
と
記

し
て
い
る

男
の

が
第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

勝
し
女
尊
男

風

を
根
絶
す
る
事
も
根
本
的
な

意

は
同
じ
だ

秋
十
の
話
の
和
人
君
は
明
日
奈
ち

ん
と
結
ば
れ
る
み
た
い
だ
け
ど
さ

重

出
来
る

よ
う
に
な

た
ら
一
人
だ
け

ぶ
な
ん
て
事
し
な
く
て
い
い
よ
ね

き
み
が
十
八

に
な

た
ら

き
み
と

思

愛
の
人
は

人
で
も
結

出
来
る
ん
だ
も
ん
ね

直
葉
ち

ん
や

ち

ん
木

ち

ん

ち

ん
に

子
ち

ん
も
明
日
奈
ち

ん
に

ア

ル

ゴ朋
ち

ん
も

み
ん
な
き
み
と
結

出
来
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
よ

そ
こ
に
あ
た
し
と
お
姉
ち

ん
も
加
え
て

欲
し
い
な

て

思
う
ん
だ
よ

そ

そ
れ
を
み
ん
な
の
家

や
世
間
が
許
す
か
ど
う
か

法
律
的
に

得
に
応
じ
た

人
数
制
限
も
あ
り
そ
う
だ
し

大

よ

だ

て
き
み
は

地

の
未
来
を
救
う
ん
で
し

 
そ
う
し
な
い
と
あ
た
し

達
が
死
ん
じ

う
か
ら

だ
か
ら
き
み
は
今
も

て
る

そ
れ
だ
け
努
力
し
て
有
史
以

来
の
世
界
的
な
英
雄
に
な
る
き
み
の

せ
を
止
め
る
権

な
ん
て

に
も
な
い
よ

う
う
ん

あ

ち

い
け
な
い
の
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惑
的
に

む
が
近
づ
い
て
く
る

背
中
に
回
て
い
た
手
が

に
回
さ
れ
た

く
り

く
り
と
し
な
だ
れ
か
か

て
く
る

い
ま
無
理
に

え
よ
う
と
し
な
く
て
い
い
わ

じ

く
り

え
て
き
み
な
り
の

え
を
出
し

て 
そ
れ
は

か
の
み
ん
な
と
同
じ

葉

え
を

て
く
れ
る
魅
惑
な
誘
惑

 
し
か
し
七
色
は

で
も
ね

と

葉
を

け
る

み
ん
な
も

え
て
る
事
は
一
緒
だ
よ

き
み
が
生
き
る
未
来
そ
れ
は
き
み
が
星
を
救
う
英
雄

に
な

た
未
来

そ
こ
に
至
る
ま
で

の
苦

が
あ
る

平
行
世
界
の
事
を
知

た
今
き
み

を
助
け
た
い
と
思
う
気
持
ち
も

き
み
に

せ
に
な

て
欲
し
い
と
思
う
気
持
ち
も
ず

と
ず

と
強
く
な

て
る
の

重

が
認
め
ら
れ
て
き
み
が
未
来
を
救

た
時
き
み
は

せ

に
な
る
し
か
な
い

  

森
羅
の
守
護
者

が
在
る
限
り

あ
た
し
達
が
生
き
て
る
限
り
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き
み
は

ら
れ
な
い
ん
だ
か
ら

 
な

 

と

背

を
悪

が

た

森
羅
の
守
護
者
は

が

し
た
時
に
抑
え

む
抑
止
力
に
し
て

の
護
衛
で
も
あ
る

ア
バ
タ

部
隊

み
ん
な
の
存
在
が

を
獣
に
立
ち
返
ら
せ
な
い
楔
に
な
る
か
ら
こ
そ
許
可
さ
れ

た
部
隊
だ

 
裏
事
情
的
に
は

を
死
な
せ
な
い
た
め
の
個
人
戦
力
な

だ
が

 
見
方
を
変
え
れ
ば

そ
れ
は

を

う
た
め
の

に
も
な
り
得
る

ま

ア
レ
は
結
果
的
に
そ
う
な

た
だ
け
だ
け
ど
ね

 

め
か
し
て
七
色
が
ウ

ン
ク
す
る

と
も
あ
れ
あ
た
し
達
は
き
み
を

え
た
い

あ
た
し
達
が

せ
な
分
だ
け
き
み
を

せ
に
し

た
い

そ
の
一
心
な
の
は
確
か

き
み
の
た
め
な
ら
ど
ん
な
罪
も
背
負
う
わ
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そ
の
覚
悟
が
本
物
か
を

は

に
知

て
い
る

 
学
園
襲
撃
事
件
で

ら
え
た

亡
国
機
業

の
三
人

ス
コ

ル

オ

タ
ム

マ
ド
カ
は

更
識
家
を
裏
切

た
男
と
同
様
に
Ｓ
Ｔ
Ｌ
で
拷
問
に
掛
け
た
事
が
あ
る

Ｓ
Ｔ
Ｌ
を

い
た
拷
問

に
立
ち
会
う
の
は
七
色
は
初
め
て
だ

た
が
動
揺
す
ら
見
せ
ず
的
確
に

理
し
て
い

た
様

子
が
強
く

に
残

て
い
た

 
一

人
で
あ
れ
ば

理
観
か
ら
忌

し

声
を

び
せ
て
く
る
だ
ろ
う

業
に
七
色
は
忌

す
ら
し
な
か

た
の
だ

 
そ
れ
だ
け

の

先

が
高
い
と
い
う
事

そ
れ
だ
け
覚
悟
し
て
い
る
の
だ
と
イ

で
も
理

解
す
る

 
大

き
よ

和
人
君

  
も
う
一

く
よ
う
に
そ
う

て

 
に二
た
び

を

が
れ
た
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時
に
狂
気
に

ま

て
る
和
人
を
愛
す
る
な
ら
狂
気
に

ま
ら
な
き

使
命
感

て
い
う

レ
ベ
ル
の
決
意
を

い
た
せ
い
で
一

和
人
を

と
さ
せ
た
七
色

や

愛

て

い
ん
や

な

て

を
見
つ
つ

 
む
し
ろ
こ
こ
ま
で
ア
タ

ク
し
な
い
と
揺
ら
が
な
い
和
人

が

バ
い
ん
や
で

 
そ
し
て
和
人
を
そ
こ
ま
で
に
し
た
の
は
世
界

 
つ
ま
り
世
界
が
悪
い
で

  
・
臨
海
学

 
お
目
付
け

の
千
冬
楯
無
が
い
る
な
ら

備
上
も
問

な
い
の
で
実
験
を

前
に
リ

フ
レ

シ

に
行
こ
う

意

が
七
色
の

 
和
人
が

け
ば
い
い
と
こ
ろ
ま
で
話
を

め
て
い
た

り
や
は
り
根
回
し
が
い
い
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・
重

認
可
法

 
実
は
こ
れ
ま
で
の
話
で
ち

ろ

と
出
て
い
た
り
す
る
法
律

 

得
問

で
重

の
上
限
人
数
が
設
け
ら
れ
る
の
が
現
実
的
で
す
が
和
人
は

に
収
入
を
得

て
い
る
上
に
国
家

企
業
代
表
の

者
に
な
る
と
収
入

上
が
り

つ
七
色
も
収
入

バ

め
な
の
で

こ
の
時
点
で

み
以
上
の

を

し
て
い
る
事
実

 
和
人
の
予

線
を

と

り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね

流

天
才

 

真
面
目
な
話

女
尊
男

き
に
し
て

の
一

て
重

認
め
ら
れ
そ
う
で
す
よ
ね

立
場
的
に

  
・

七
色

直
に
な
れ
よ

意
味
違

で

し
た
七
色

 
本
作
の
七
色
は

す
る
事
に
定

が
付
く
か
も
し
れ
な
い

 
和
人
に
対
す
る
Ｌ
Ｏ

Ｅ
が
高
い
の
で
和
人
の

に
対
す
る

意
も
高
い

実
は
亡
国

機
業
の
三
人
の
拷
問
程

は
未

写
も
や

ち

て
い
た
事
実

和
人
の
助
け
に
な
り

た
い

え
た
い
一
心
で

理
の

を

り
越
え
ら
れ
ち

う
愛
を
狂
愛
と

わ
ず
し
て

と
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お
う

 
こ
れ
に
は
愛
に
生
き
る

も

 
・
バ
ン
ド

ビ
キ
ニ

２
０
２
０
年

女
性
水

の
種

を
ご

よ
り
引

 
リ
ボ
ン
を
結
ん
だ
よ
う
な
形
の
バ
ン
ド

ビ
キ
ニ

 
ス
ト
ラ

プ
レ
ス
可
能
な
デ
ザ
イ
ン
な
の
が
特
徴
で
す

を
外
す
と

り
か
ら
デ
コ

ル
テ
に
か
け
て
す

き
り
と
し
た

を
与
え
ら
れ
ま
す

バ
ス
ト
を
中

に
キ

と
寄
せ
た

デ
ザ
イ
ン
に
な

て
い
て
自
然
と

れ
ち

う

れ
も
の

今
年
の
流
行
は
中
心
が
空
い
た
デ

ザ
イ
ン

大

な

見
せ
で
は
な
く
さ
り

な
い

見
せ
が
今
年
の
ト
レ
ン
ド

ま
た

バ
ン

ド

は
ハ
イ
ウ
エ
ス
ト
の
ボ
ト
ム
と
の

性
が
ピ

タ
リ

バ
ン
ド

で
上

身
を
華

見
せ
さ

せ
て

さ
ら
に
ボ
ト
ム
を
ハ
イ
ウ
エ
ス
ト
に
す
る
こ
と
で
ス
タ
イ
ル
ア

プ

果
を

え
ま
す

水

で

せ
し
た
い
な
ら
断
然
こ
の
組
み
合
わ
せ

 

密

も
然
る
こ
と
な
が
ら

こ
の
天
才

女

や
は
り
策
士

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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臨
海
 

渚
の
マ

メ
イ
ド

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

が

た
ゼ

 

点

楯
無

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
海

見
え
た

 
ト
ン
ネ
ル
を

け
た
バ
ス
の
中
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が

声
を
上

た

本
日
の
天
候
は
無
事
快

晴

陽
光
を
反

す
る
海
面
は
穏
や
か
で
心
地
よ
さ
そ
う
な

風
に

く
り
と
揺
ら
い
で
い
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る
の
が
見
え
る

 
今
日
は
二

二
五
年
七
月
六
日

月

日

 

学
園
一
回
生
は

初
の
予
定

り
四

の
バ
ス
を
観
光
企
業
か
ら

り

臨
海
学

の
た

め
に
出
発
し
て
い
た

お

い
つ
も
学
園
か
ら
見
て
る

な
の
に
ま
た
違

て
見
え
る
わ
ね

 
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
は
し

ぎ
よ
う
か
ら
み
ん
な
も
そ
う
思
う
の
だ
ろ
う

気
分
の
違
い
と
い

う
や
つ
だ

 
一
応
は
軍
事
演

外
実

な
の
で
お
気

と
は
縁
遠
い

だ
が
十
代
の
子

に
そ
れ
は

と
い
う
事
で
バ
カ
ン
ス
も

ね
ら
れ
た
行
事
な
の
で

み
ん
な
の
テ
ン
シ

ン
は
や
は
り
高
い

 
二

三
日
を
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
臨
海
学

は
初
日
は
自
由
時
間
が
主
で
こ
こ
が
バ
カ

ン
ス
期
間
に

す
る

 
軍
事
演

は
二
日
目
か
ら
が
本
番
だ

こ
れ
は
機
器
の
運

な
ど
で
手
間
取
る
か
ら
と
い

う
事
情
が
あ
る
た
め
だ

た
り
す
る

 
み
ん
な
の
テ
ン
シ

ン
が
高
い
の
は

か
ら
遊
び
倒
せ
る
か
ら
に
違
い
な
か

た

ん

海
が
あ
た
し
を

て
る
わ
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現
実
時
間
で
一

日
ま
で
ロ
ク
に

い
だ
事
な
か

た
ク
セ
に

な
に
お

 
い
ま
は
し

か
り

る
よ
う
に
な

た
ん
だ
か
ら
い
い
じ

な
い

ま

一
先
ず
溺
れ
な
い
よ
う
に
な

き
で
死
ぬ
ぞ

大

 

備
運
動
は
バ

チ
リ
す
る
わ

 
そ
れ
に
感
化
さ
れ
て
か
こ
の
臨
海
学

に

参
加
す
る
事
に
な

た
面
子
の
内
今
年
十

三

に
な
る
少
女
・

七
色
が
テ
ン
シ

ン
高
く
話
し
て
い
る
の
が

こ
え
た

会
話

手
は

桐

谷
和
人
だ

こ
の
二
人
の
他
に
こ
の
一
組
の
バ
ス
に
は

ノ
之
束

場

神
代

子

タ
ケ
ル
な
ど
業
界
著
名
人
が

て
い
る
と
い
う
か
な
り
の

ぶ
り
だ

あ
と
他

に
ク
ロ
エ

ラ
ウ
ラ
も
同

し
て
い
る

 
彼
女
ら
は

の
遠
隔

信
実
験
と
い
う
名
目
で
同

し
て
お
り
同

生
も
そ
こ

は

け
容
れ
て
い
る

 
特
に
反
発
が
無
か

た
の
は
和
人
が
主
導
し
て
い
る

に
世
界
で
も
有
名
な
天
才
達

が
こ
ぞ

て
参
加
し
て
い
る
事
実
の
方
が
イ
ン
パ
ク
ト
大
き
す
ぎ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い

ま

和
人
は
食

で
食
事
を
摂
る
な
ど
で
生

達
と
よ
く

を
合
わ
せ
て
い
た
か
ら
今
更
な
気
も
す

る
が
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さ
ん
は
今
日
ど
う
す
る
つ
も
り

私
か

 
釣
り
を
す
る
予
定
だ

し
た
こ
と
あ
る
の

い
や

な
い

ま
あ
和
人
君
と
す
る
つ
も
り
だ
か
ら

す
る
事
は
な
い
だ
ろ
う

え

 
な
に
そ
れ

あ
た
し
初

よ

 
あ
た
し
と

い
で
く
れ
る
約
束
で
し

一
日
中
ず

と

ぐ
つ
も
り
か

 
釣
り
は

後
か
ら
の
約
束
だ
か
ら

前
だ
け
で

し
て
く
れ

お

じ

あ

も

後
か
ら
の
釣
り
ご
一
緒
さ
せ
て
も
ら

て
い
い

ス
か

 
ち

と

身

い
ん
ス
よ
ね

私
は
構
わ
な
い
よ

も
だ

や

た

ス

し
か
し

前
中
は
ど
う
過
ご
し
た
も
ん
か

仕
事
が
な
い
と
な
ん
だ
か

ち

か
な
い

ス
ね

も
だ

そ
の

で
ワ

カ
ホ
リ

ク
は

バ
い
よ
和
君
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バ
ス
最
前

の

に

る

場

と

タ
ケ
ル
そ
の
後
ろ
の
神
代

子
と

ノ
之
束

が
最
前

の
私
と

先
生
の
後
ろ
に

る
和
人
と
七
色
と
会
話
を
交
わ
す
が
中

に

キ

ラ
が

い

異

を
放
つ
の
は
最
年
少
の
彼
だ
が

他
の
男
二
人
も
地
味
に

か

た

え

そ
ろ
そ
ろ
目
的
地
に

し
ま
す
の
で
み
な
さ
ん

物
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
ね

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
最
前

の
間
の

り

み

子
に

て
い
た

先
生
が
車
内
ア

ナ
ウ
ン
ス
で

達
し
た

は
し

い
で
い
た
女
子
の
声
が

た
り
と
止
む

 

名
を
付
け
ら
れ
て
い
て

が
無
い
の
か
と
悩
ん
で
い
る
彼
女
だ
が
地
味
に
指

能

力
は
高
い
と
思
う

 
そ
の
後
彼
女
の

葉

り
程
な
く
し
て
バ
ス
は
目
的
地
で
あ
る

前
に

四

の

バ
ス
か
ら

学
園
四
ク
ラ
ス
分
の
一
年
生
が
わ
ら
わ
ら
と
出
て
き
て
整
列
し
た

 
在

生
で
な
い
少
年
少
女
大
人
組
は
少
し
離
れ
た

で

ん
で

て
い
る

に

行
に
来
て
い
る
親
子

の
一
家
に
し
か
見
え
な
か

た

親
が

親
が

子

七
色
が
姉
で
和
人
が
弟

と
束
は

と
い

た
風
情
で
あ
る

そ
れ
で
は

こ
こ
が
今
日
か
ら
三
日
間
お
世
話
に
な
る

か花
つ月

だ

全

業
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の
仕
事
を
増
や
さ
な
い
よ
う

意
す
る
よ
う
に

 
一
年
生

監
の

先
生
の

葉
の
後

全

で

を
す
る

 
ち
な
み
に
こ
の

実
は
臨
海
学

で

年
学
園
が
お
世
話
に
な

て
い
る
場

ら
し
い

は
い

こ
ち
ら
こ
そ

今
年
の
一
年
生
も

気
が
あ

て
よ
ろ
し
い
で
す
ね

 
こ
ち
ら
の

に

に
応
じ
た
の
は
年
の

三
十
く
ら
い
の

物

の
女

だ

た

仕

事

が
絶
え
な
い
か
ら
な
の
か
そ
の
容

は
女

と
い
う
立
場
と
は
逆
に
と
て
も

し

く
見
え
る

 

な
に
か
秘

が
あ
る
な
ら
教
わ
り
た
い
と

ら
か
の
同

生
が
思

し
た
に
違
い
な
い

あ
ら

そ
ち
ら
がく

だ
ん件

の

 

と

女

の

線
が
生

か
ら
横
に
ズ
レ

黒

く
め
の
少
年
へ
と
向
け
ら
れ
る

え
え

ま

な
話
に
な

て
し
ま
い
ま
い

し

あ
り
ま
せ
ん

い
え
い
え
そ
ん
な

大
変
な
身
上
な
の
に
仕
事
に
精
を
出
せ
る
な
ん
て
立

な
事
で
す

し

か
り
し
て
ら

し

る
じ

な
い
で
す
か

え
え

本

に

 
女

の

葉
に
彼
女
は
や
や
複

で
は
あ
る
が

を
浮
か
べ
小
さ
く

い
た

そ
れ
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か
ら

線
が
和
人
へ
と
向
く

を
し
ろ

と
い
う
事
だ
ろ
う

桐

谷
和
人
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
さ

と
お

を
し
て

を
し
た
和
人
に

き
七
色

場
と

い
て
い
く

気
で

を

け
て
い
く
の

て
あ
る
よ
ね

 
そ
れ
が

ノ
之

士
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て

女

が
少
し
だ
け
目
を
見
開
い
た

あ
ら
あ
ら
ま
あ
ま
あ

話
に
は

い
て
ま
し
た
け
ど
ま
さ
か
本

に
本
人
に
会
え
る

だ
な
ん
て

あ

ま

束
さ
ん
の
事
は

な
い
も
の
と
し
て

て
く
れ
て
い
い
か
ら

い
え
そ
う
い
う

に
は
参
り
ま
せ
ん

こ
の
仕
事
に
誇
り
を
持

て
い
る
以
上
お
客

様
で
あ
る
な
ら

し
く
持
て
成
さ
せ
て

き
ま
す

代

け
継
い
で
き
た
こ
の

も

学

園
が
ご

し
て

け
て
い
る
か
ら
こ
そ
今
も

い
て
い
る
の
で
す
か
ら

 
バ
ツ
が
悪
そ
う
に

た

士
の

葉
を

然
と
し
た

で
女

は

ね
の
け
た

 
話
を

く
に
こ
の

地
に
あ

た
だ
け
あ
り
か
つ
て
は
客
足
が
遠
の
い
て
い
た
が
そ

こ
を
学
園
が

し
始
め
た
事
に
よ
り
復
活
し
た
と
い
う
経

が
あ
る
ら
し
い

そ
れ
を
女

は

個
人
的
に
恩
義
に
思

て
い
る
と
い
う
事
の
よ
う
だ
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を
語
る
時

そ
の
多
く
が
女
尊
男

な
ど
の
負
の

面
を
取
り

に
さ
れ
る
が

こ
う

い
う
良
い

面
も
確
か
に
あ

た
の
だ

あ

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

 
一

気
に
取
ら
れ
て
い
た

士
は
ど
こ
か
ぎ
こ
ち
な
く
お
礼
を

い

こ
り
と
お

を
し
た

先
生
が

目
し
て
い
る
の
が

く

的
だ

こ

ん

す
み
ま
せ
ん

⻑
話
に
な

て
し
ま
い
ま
し
た
ね

 

ぶ
生

を
見
て

し

な
さ
そ
う
に
ま
た

な
お

を
し
た

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
お
部

の
方
に
ど
う
ぞ

海
に
行
か
れ
る
方
は
別

の
方
で

え
ら

れ
る
よ
う
に
な

て
い
ま
す
か
ら
そ
ち
ら
を
ご

な
さ

て
く
だ
さ
い
な

場

が
わ
か
ら

な
け
れ
ば
い
つ
で
もわ

た
く
し

私
ど
も
に

い
て
く
だ
さ
い
ま
し

 
そ
の

葉
に
同

生
一
同
は
は

い
と
返
事
を
し
て
す
ぐ

の
中
へ
と
向
か

た

み
ん

な
遊
び
た
い
か
ら
ま
ず

物
を

き
に
向
か

た
よ
う
だ

 
私
は
そ
の
流
れ
に
逆
ら
い

先
生
や
和
人
達
の
方
へ
と
足
を
向
け
る

あ
の
こ
こ
で
釣
り

を

り
ら
れ
る
と

い
て
た
ん
で
す
け
ど
ど
こ
で

り
れ
ば
い
い
ん

で
し

う
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あ
ら

釣
り
を
さ
れ
る
ん
で
す
ね

道

の

し
出
し
は

付
で

 
ち

う
ど
和
人
が
釣
り

の

り
る
場

を

い
て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

そ
の

で
は
七
色

が

ま
だ
か
ま
だ
か
と

ち
遠
し
さ
を
前
面
に

し
出
し
て
い
る

 

あ
の
二
人
Ｓ
Ｔ
Ｌ
で
七
色
の
水

練

を
し
て
か
ら
異
様
に

離
間
が
近
い

が
強

い 
特
に
七
色

が

い

あ
か
ら
さ
ま
と

う
く
ら
い
の
猛
ア
タ

ク
に
加
え
い
ま
な
ん
て
和

人
の

に

を
絡
め

体
を

し

て
て

ち

七
色
ち

ん

な
に
し
て
る
の

ん

ん
な

 

反

的
に
指

し
て
し
ま

て
い
た

和
人
と
女

の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
声

こ
そ

抑
え
て
い
た
が

な
ん
た
る
こ
と
か

感
情
は

き
出
し
で
あ
る

 
い
き
な
り
で
少
し

い
た
様
子
の
七
色
は
す
ぐ
に

子
を
取
り

し

発
す
る
よ
う
に
更

に
体
を
密

さ
せ
始
め
た

そ
れ
を
見
せ
つ
け
る
よ
う
に
し
て
く
る
か
ら
明
ら
か
に
私
を

発
し

て
き
て
い
る
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オ
イ

教
師
の
前
で
不

異
性
交
遊
と
は
い
い

だ
な

様
は
学
園
の
生

で
は

な
い
が
一

常
識
で
指
導
す
る
事
は
大
人
の
務
め
だ

け
て
み
る
か

す
み
ま
せ
ん

 
そ
の

発
も
世
界
最
強
の

圧
に
は
勝
て
な
か

た
よ
う
だ

と

な
動
き
で
彼
か

ら
離
れ
て
直
立
不
動
の
体
勢
を
取
る

更
識
姉

様
も
だ

 
ざ
ま

な
い
と
内
心
で

く
そ

ん
だ
時

ぎ
ろ
り
と
世
界
最
強
の

み
が
向
け
ら
れ
る

よ
も
や
全
生

の

と
な
る
べ
き
生

会
⻑
と
も
あ
ろ
う
者
が
す
る
と
は
思
わ
ん
が
万
が

一
が
あ
れ
ば

そ
の
時
は

解

て
い
る
な

わ

解

て
い
ま
す

 
び
し

と
気
を
付
け
の

勢
を
取

て
返
事
を
す
る

な
ら
ば
い
い
と

線
を
切

た

先
生
は

そ
の
ま
ま

の

の
方
へ
向
か

て
し
ま

た

れ
て
る
わ
ね

 
そ
の
後
ろ

を
見
送

た
後

近
付
い
て
き
た
七
色
が

つ
り
と

た

ま

仕
方
な
い
わ
よ
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秋
十
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
悪
逆
非
道
の
行
い
を
し
た
と
知

て
も
彼
女
は
彼
の
事
を
信
じ
た
い

一
心
で
い
た
が
一

日
そ
れ
は
裏
切
ら
れ
た

転
生
者
と
は

え
秋
十
が
こ
の
世
界
を
真
剣

に
生
き
て
い
た
な
ら
ま
た
違

た
だ
ろ
う

し
か
し
そ
う
で
は
な
か

た

秋
十
は
異
常
者
だ

た
の
だ

 
自
身
が
知
る

原

作
未
来
の
た
め
に
他
者
を

す
る

極
の

己
主
義
者

 
彼
に
と

て
姉
で
す
ら

で
き
る
存
在
に
過
ぎ
ず
他
者
の
人
生
も
命
も
紙
面
上
の
も
の
で

し
か

え
ら
れ
な
い

い
と

て
い
い
の
か
和
人
に
コ
ア
を

め

ん
だ
組

と
の
繋
が
り

は
無
い
よ
う
だ
が

だ
か
ら
こ
そ

い
に

る
の
が
実
情
な
の
だ

 
秋
十
本
人
は

そ
れ
を
知
ら
れ
た
事
に
気
付
い
て
い
な
い

 
直

対
面
し
て
な
い
に
も

わ
ら
ず
和
人
の

が
届
き
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
を

非
活
性
状

心
神
喪
失
に

追
い

ま
れ
こ
そ
し
た
が

フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
コ
ピ

で
上
書
き
し
た
た
め

に

て
い
る

 
つ
ま
り
秋
十
の
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
は
コ
ピ

を
弄

て
し
ま
え
ば
そ
の

り
に
弄
れ
る

と
い
う
事
だ

 
人
間
に
直

作
を

す
事
は

を
極
め
て
お
り
だ
か
ら
こ
そ
現
状
記
録

の
限

し
た

断
し
か
行
え
な
い

だ
が
完
全
に
デ

タ
と
し
て

換
さ
れ
た
も
の
な
ら
時
間
を
掛
け
れ
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ば

作
は
容

い

 
和
人
は
転
生
者
と
し
て
の
記

・
認
識
を
持

て
い
る
か
ら
こ
そ
秋
十
の
行
動
が
予
想
で
き
な

い
た
め

コ
ピ

の
方
で

転
生
前

の
記

・
知
識
を
全
て
消
去
し

そ
れ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

上
書
き
す
る
事
で

間

的
に
転
生
前
の
記

全
て
を
消
去
す
る
事
を
指
示
し
た

 
彼
個
人
と
し
て
は
秋
十
は
消
し
た
い
存
在
の

だ

だ
が

に
世
界
に
男
性

者
と
し
て

報
じ
ら
れ
た
以
上
下
手
に
行
方
不
明
に
な

て
は
真

先
に

疑
に
掛
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

だ

か
ら
こ
そ

秋
十
に
は
生
き
て
い
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
か
と

て

放
し
に
し
て
は
ま
た
予
想
外
の
行
動
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い

 
苦
肉
の
策
と
し
て
出
た

は

り
な
く
実
行
さ
れ
た

 

千
冬
は

そ
れ
に
異
を

え
な
か

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
悪
行
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

そ
し
て
そ
の
行
動
の
根
本
に
原
作
知
識

と
い
う
異

な
も
の
が
あ
る
か
ら
こ
そ
彼
女
は

出
し
出
来
な
か

た

そ
の
知
識
の
せ
い
で

よ
り
も
苦
し
ん
だ
人
間
が
主
導
し
て
い
る
か
ら
だ

た

 
と
は

え

得
し
切
れ
て
い
な
い
の
は
明
白
だ

 
守
る
べ
き
も
の
が
守
り
た
い
者
の
手
で
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る

そ
の
ど
ち
ら
も
自
身
に
止
め
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る
術
が
無
い
と
無
力
感
に
苛
ま
れ
て
い
る

た
る
も
の
を
覚
え
ど
う
に
も
で
き
な
か

た

事
を
悔
や
ん
で
い
る

 
和
人
が
し
た
事
は

理
的
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
も
そ
も

理
で
守
ろ
う
と
し
て
も
秋
十
の
方
が

理
の

の
外
に

た
の
で

は
話
に
な
ら
な
い

 
だ
か
ら
彼
女
は

を

み

弟
の
手
に
よ
り

弟
の
魂
が

さ
れ
る
様
を
見
届
け
た

 
結
果

術
は
成

 
上
書
き
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
複
写
し
作
り
出
し
た
コ
ピ

で
再

確
認

そ
の
コ
ピ

は
転

生
者
と
し
て
の
自
覚
も

原
作
知
識
と
や
ら
も
持

て
お
ら
ず
自
己
イ
メ

ジ
の
ア
バ
タ

も

⻘
年
の
そ
れ
に
変
わ

て
い
た

 
悪
魔
の
よ
う
な
事
を
さ
れ
た

だ
が

知
ら
ぬ
は
本
人
ば
か
り
な
り

 
今
後
ど
ん
な
変
化
や
齟
齬
が
生
ま
れ
る
か
は
不
明
だ

デ
ジ

ブ
か

か
に
苦
し
む
か
も
し
れ

な
い
が

そ
う
な

た
の
は
彼
の
自
業
自
得

 
錯
乱
し
て
襲

て
き
た
ら

そ
の
時
は

会
的
に
も
殺
す
だ
け
だ

と
は
和
人
の

 
あ
る
意
味
で
秋
十
を
殺
し
た
わ
け
だ
が
彼
の
復
讐
心
は
今
も

え

け
て
い
る
の
だ

千
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冬
が
苦
し
ん
で
い
る
事
す
ら
も
彼
に
と

て
は

す
べ
き
も
の
な
の
だ
ろ
う

ホ
ン
ト

恐
ろ
し
い
子
ね

和
人
君
は

で
も

そ
ん
な
彼
に

か
れ
て
る
あ
た
し
達
も
大

よ

違
い
な
い
わ

 
く
す
り
と

い
合
う

 

二
人
と
も

物
を

き
に
い
か
な
い
の
か

  
愛
し
い
人
の
声
が

を
打
つ

今
行
く
わ

 
異

同

に
応
じ

私
達
は
後
を
追

た

 
 

 

前
で
は
あ
る
が

和
人
は
対
外
的
に

護
衛
対

で
あ
る
と
同
時
に

危
険
人
物

で
も

あ
り
同

者
の

定
に
は
そ
れ
な
り
に
気
を
使
う
必
要
が
あ

た

い
な
の
は
男
女
同

に

な
る
時
の
過
ち
へ
の
配
慮
だ
が

に
七
色
と
同

し
て
い
る
以
上
あ
ま
り
気
に
す
る
部
分
で
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は
な
く
な

て
い
た

 

は
一
部

に
つ
き
四
人

ま
れ
る

 
今
回
は
監

護
衛
と
し
て
私

ク
ロ
エ

ラ
ウ
ラ
が

が
わ
れ
た

ち

な
ん
で

 
あ
た
し
が
同

者
じ

な
い
の

や

だ

て
監

護
衛
が
必
要

て
な

た
ら
必
然
的
に
こ
の
面
子
に
な

た
ん
だ
も
の

 
だ
か
ら
仕
方
な
く
こ
う
な

た
の
よ

う

そ
だ

 
楯
無
ち

ん

が
に

こ
に
こ
じ

な
い

 

た
い
確
信

で
し

そ
ん
な
事
は
無
い
わ
よ

 
オ
ホ
ホ
ホ

と
さ

き
の
意

返
し
も

ね
て
煽
り
に
煽
る

ん

と
開
い
た

子
に
は

非
も
無
し

と
達

な

文

そ
う

仕
方
の
な
い
事
な
の
だ

 

こ
の
部

り
に
は
私
も
一

以
上

ん
で
た
り
す
る

 
権
力
万

だ

こ
ん
な
の
反

よ

 
横

よ

 

権
乱

よ

そ
ん
な
事
あ
り
ま
せ
ん

 
正

な
手

を

ん
で
可
決
さ
れ
た

正
な
部

り
で
す



 尊ぶべき日常世界

 
そ
ん
な

レ
ベ
ル
の

い
争
い
を

部

を
出
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
で
交
わ
す
私
と
七
色

 
そ
う

私
の
部

と
彼
女
の
部

は

同
士
な
の
だ

 
と
は

え
そ
ん
な
事
は

な
い

彼
女
か
ら
す
れ
ば
和
人
と
同

で
な
い
事
だ
け
が
問

な
の
だ

 
ち
な
み
に
彼
女
の
同

者
は
神
代

子

士

ノ
之
束

士
で
あ
る

学
園
の
生

で
な
い

以
上
よ

ど
の
こ
と
が
無
い
限
り
一
緒
に
す
る

に
は
い
か
な
か

た

 
こ
れ
も
仕
方
の
な
い
事
な
の
だ

世
は
無
情
に

ち
て
い
る

る
た
め
の
部

り
だ
け
で
な
ん
で
こ
ん
な
に
騒

る
ん
だ
か

一
緒
に

た
か

た
か
ら
だ
ろ
う

和
人
は
合
理
性
よ
り
も
も
う
ち

と
女
心
を
学
ん
だ
方
が
い
い
と
思
い
ま
す

し
い
な

 
女
心
に
よ
る
争
い
に
つ
い
て

彼
が
真
に
理
解
を
示
す
の
は
ま
だ
ま
だ
先
の
事
ら
し
い

 
と
も
あ
れ
部

り
を
今
か
ら
変
更
す
る
事
は
出
来
な
い
と

し
切

て
私
は
和
人
ク

ロ
エ

ラ
ウ
ラ
を

て
部

へ
と
入

た
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四
人
部

の
広

と
し
た
間
取
り
を
見
て
三
人
が
静
か
に
感

の
息
を

ら
す
の
が

こ
え

た

三
人
の

線
は

一
面
の

か
ら
一
望
で
き
る
海
に
向
け
ら
れ
て
い
た

向
き
の
部

だ

か
ら
日
の
出
も

に
見
え
る
だ
ろ
う
光

は
中

の
も
の
だ

へ

に
目
を

し
て
た
け
ど

ホ
ン
ト
に
大
し
た
も
ん
だ
わ

こ
の

 

器
発
信
機
の

が
無
い
か
を
確
認
し
終
え
た
私
は
部

の
内

に
感
心
し
た

水
洗

式
ト
イ
レ
バ
ス
は
セ
パ
レ

ト
タ
イ
プ
更
に
は
洗
面

ま
で
専

の
個

だ

た
り
と

し
た

は
全
身
を
大
の
大
人
で
も
足
を

ば
し
て
入
れ
そ
う
な
く
ら
い

た
り
と
し
て
い

る
あ
あ
和
人
君

お
風

に

し
て
だ
け
ど
大

場
は
男
女
で
時
間
交
代
だ
か
ら
気
を
付
け

て
ね

 
深
夜
と

に
入

す
る
な
ら
部

の
方
を
使

て
ち

う
だ
い

時
間
に

し
て

は

の
方
に
書
い
て
あ
る
か
ら

解

た

 
本
来
な
ら
男
女
別
に
な

て
い
る
の
だ
が
な
に
し
ろ
女
性

の
人
数
が
圧
倒
的
だ

数
人
の

男
性
の
た
め
に
百
人
を
超
え
る
女
子
が

な
思
い
を
す
る
と
不

が
出
か
ね
な
い
の
で
一
部

の
時
間
の
み
使

可
能
な
交
代
制
に
な

た
事
情
が
あ
る
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ま

和
人

場

の
三
人
が

天
風

を
使
う
か
は

や
や
疑
問
が
あ
る
が

 
と
も
あ
れ

達
し
て
お
く
事
は
も
う
無
い
の
で

物
を

い
た
私
は
そ
の
中
か
ら

め
の

リ

ク
サ

ク
を
取
り
出
す

中
身
は
水

と
サ
ン
ダ
ル
タ
オ
ル

え
の
下

サ
ン
オ

イ
ル
や
水
分
補

の
ス
ポ
ド
リ
だ

さ

て

今
日
は
終
日
自
由
時
間

す
な
わ
ち
バ
カ
ン
ス

 
遊
び
倒
す
わ
よ

お

 
ぐ

と
ガ

ツ
ポ

ズ
を
し
な
が
ら
の

に
ま
る
で
三
つ
子
の
よ
う
に
似

た
容

の

三
人
が
ロ

テ
ン
シ

ン
の
ま
ま

を
突
き
上

異

同

に
声
を
発
し
た

 
 

 
別

女
性

更

 
七
色

子
束
と
合
流
し
た
私
達
は
更

の
前
で
和
人
と
別
れ
中
へ
入

た

に

更

に
は
意
気

と

え
て
い
る
同

生
た
ち
で
ご

た
返
し
て
い
て

空
い
て
い
る

ロ

カ

ま
で
行
く
の
が
ち

と
大
変
だ

た

 
同

生
と
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
話
し
な
が
ら
手

く

え

物
を
持

て
砂

の
出

に
向
か
う
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わ

あ

つ

 
更

を
出
る
と
七
月
の
陽
光
が

を

い
て
き
た

サ
ン
ダ
ル
を
履
い
て
い
て
も
歩
く

た
び
に

ね
る
砂
が
足

に

を
伝
え
て
く
る

じ
り
じ
り
と
空
気
を
伝
う

感
も
容
赦
が
な

い
ん

こ
れ
ぞ
ザ
・

 

て

さ
ね

 
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た

気
た

さ
は
大

い
だ
が
真

の
よ
う
な
カ
ラ

と
し
た

さ
に

し

て
は
め

う
強
い
と
自
負
す
る
私
は

気

に
そ
う

ぶ

さ
を
感
じ
る

に
体
の

か
ら
ワ
ク
ワ
ク
感
が
止
め
ど
な
く

れ
て
く
る
の
だ

 
も
う
遊
び
た
く
て
体
を
動
か
し
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て

ら
な
い

 
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
ビ

チ
へ
向
か
う
と
も
う
多
く
の
同

生
で

れ
か
え

て
い
た

を

い
て
い
る
子
も
い
れ
ば
ビ

チ
バ
レ

を
し
て
い
る
子

さ

そ
く

い
で
い
る
子
な
ど

様

だ

て
い
る
水

も
種

様

同
性
で
は
あ
る
が
ど
う
し
て
か
目
を
奪
う

か
し
さ

が
あ
る

 
そ
ん
な
中

異

を
放
つ
黒
が

た

 
黒
は

収

が

な
く
高
い
し
十
代
の
女
子
に
黒
は
大
人
な

気
が
あ

て
敷
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が
高
い

必
然
的
に
黒
を

ぶ
人
は
一
人
し
か
い
な
か

た

か

ず

と

く

ん

ん
な

 

か
分
か

た

す
る
間
も
な
く
全
力

器

に
サ
ン
ダ
ル
が
脱

な
い
よ
う

に
し
つ
つ
速

を
上

る
と
い
う
無

に
器

な
フ

ム
で

離
を

め

で
の
と
こ
ろ
で

ジ

ン
ピ
ン
グ
ダ
イ
ブ

 
パ
ラ

ル
の
影
に
レ
ジ

シ

ト
を
敷
き

り

み

子
に

て
サ
ン
オ
イ
ル
を
塗

て
い
た
彼
は

私
の

襲
に
対
応
出
来
ず
そ
の
ま
ま

し
倒
さ
れ
た

 
彼
は
黒
の
海
パ
ン
を
履
い
て
い
た
が
上

身
は
黒
の
海
水

パ

カ

を

て
い
た

の

出
は
か
な
り
少
な
い
方
だ
が
そ
れ
で
は

し
よ
う
が
な
い
く
ら
い
華

で
女
の
子
の
よ

う
な
色

が
あ
る

こ
の
子
は
本

に
男
の
子
か
と
思

て
し
ま
う

え

へ
へ

し
い
わ
ね
和
人
君

 
そ
ん
な
彼
に

私
は

い
か
け
た

は
背
中
が

い
が
な

少
し
は
手
加

し
て
く
れ

え
へ
へ

無
理
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定
す
る
な
よ

と
い
う
か

と

気
だ
な

私

て

か
ら

け
れ
ば

い

ど

気
に
な
る
の
よ
ね

 

さ
の
せ
い
か
ど
う
し
よ
う
も
な
く

し
い

な
ん
で
も
な
い
事
に

み
が
零
れ
る

多
分

い
ま
の
私
の

み
は
に
へ

と
だ
ら
し
な
い
も
の
だ
ろ
う

へ

ち
な
み
に

い
と

い
の
は

そ
う
か

そ
れ
は
い
い
コ
ト
を

い
た

へ

 

き

ん

 
に
や
と
悪

め
い
た

み
に

を

り
上

た
直
後

に

感

見
れ
ば
彼
が
持

て

い
た
サ
ン
オ
イ
ル
が

ら
さ
れ
て
い
た

体

よ
り

い

体
だ
か
ら

た
さ
を
感
じ
た
と
い
う

事
だも

う

そ
ん
な
に
私
の
体
に
サ
ン
オ
イ
ル
を
塗
り
た
い
の

 
和
人
君
の
え

ち

や

ら

し
い
ん
だ

状
況
が
悪
化
し
たこ

れ
で
脱
せ
ら
れ
る
と
思

て
た
の
な
ら
甘
い

チ

コ
ラ
テ
よ
り
も
甘
過
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ぎ
る
わ
よ
和
人
君

の
魔
力
に
よ
り
覚
醒
し
た
ス

パ

楯
無
ち

ん
は

手
が

を
上

よ
う
が

参
し
よ
う
が
お
構
い
な
し
に
遊
ん
で
遊
ん
で
遊
び

く
す
で
ん
じ

ら
す
・
び

す

と

 
さ

観
念
し
て
私
の

に
な
り
や
が
れ

  

さ
せ
る
か

 
う
き

ん

 

手
を
ワ
キ
ワ
キ
さ
せ
て
い
る
と

後
ろ
か
ら
不
意
打
ち
を
喰
ら

た

ら
ず
吹

ぶ

が

空
中
で

勢
を
整
え
て

け
身
を
取
り

地
す
る

ま

た
く

ち

と
目
を
離
し
た
ら
す
ぐ
に
こ
れ
な
ん
だ
か
ら

 
和
人
君
に
ち

か

い
は
掛
け
さ
せ
な
い
わ
よ

 
少
年
の

ら
に
は
い
ま

い
で
来
た
の
だ
ろ
う

髪
の
少
女
・
七
色
が

を
怒
ら
せ
て

王

立
ち
し
て
い
た

多
分
全
力
で
ド
ロ

プ
キ

ク
を
か
ま
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

私
で
な
け
れ
ば
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骨

を

こ
し
て
も
お
か
し
く
な
か

た

 
ま

私
だ
か
ら
こ
そ
彼
女
も
し
た
の
だ
ろ
う
が

 
し
か
し
そ
れ
は
そ
れ

こ
れ
は
こ
れ
だ

ち

と
七
色
ち

ん

流

に
足

は

く
な
い
か
し
ら

 
私
だ
か
ら
よ
か

た
も
の

の
一

人
な
ら
一
発
で

骨

よ

う

る
さ

い

 
楯
無
ち

ん
に
は
む
し
ろ
足

で
も
足
り
な
い
く
ら
い
よ

 
こ
の
ド

ロ
ボ

猫

ぬ

ん
で
す

て

 
そ
れ
は
ち

と

き
捨
て
な
ら
な
い
わ
ね

な
に
よ

な
に
よ

 
流

に
カ
チ
ン
と
来
て

み
つ
け
ば

あ
ち
ら
も
負
け
じ
と

み
つ
い
て
き
た

と

い
の

息
を
吹
き
合
う

あ

も
う

い
ち
い
ち

い
合
う
な

見
ら
れ
て
る
だ
ろ

ず
か
し
い

 
そ
こ
で
和
人
に
よ
る

裁
が
入
る

と

静
に
な

て

を
見
回
せ
ば
同

生
た
ち
に

く
す
く
す
と

わ
れ
て
い
た



 尊ぶべき日常世界

 

と

ま
で

く
な
る

あそ
の

ご
め
ん
な
さ
い

に
じ

な
く
て

お

い
に

る
ん
だ

七
色
は

び

り
し
た
事
も
な

む

乱

し
て
ご
め
ん
な
さ
い

う

私
も

大
人

な
か

た
わ

な

そ
れ

て
あ
た
し
が
子

て

て

七
色

あ

う

う

う

 

発
し
た
気
は
な
か

た
が

に

た
ら
し
く

間
的
に
カ

と
し
た
七
色
は
直
後
和

人
に

葉
だ
け
で
抑
え

め
ら
れ
た

ま
だ
不

に
し
て
い
る
が
抗
議
の

線
を
和
人
が

殺
し

け
て
か
ら

ど
な
く
し
て
静
か
に
な

た

ま

た
く

そ
れ
だ
け

気
な
ら
ビ

チ
バ
レ

で
も
し
て
平
和
的
に
勝
負
す
れ
ば
い
い

だ
ろ
う
にそ

れ
だ
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失

し
た

だ

た
な

今
の
は

 
し
ま

た
と

に
手
を
や

て
天
を

ぐ
少
年

そ
の
彼
の

手
を
私
と
七
色
が
示
し
合
わ

せ
た

で
も
な
く
別

に

み

ビ

チ
バ
レ

を
し
て
い
る
子
達
の
方
へ
と
向
か
う

和
人
君
は
審
判
ね

ル

ル
知
ら
ん
ぞ

私
が
教
え
る
か
ら
大

む

 
ま

た
く
の
異

同

で
自
分
が
教
え
る
と

し

ま
た

み
合
う

 
は

と
少
年
と
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
る
ク
ロ
ニ
ク
ル
姉
妹
の
た
め
息
が

を
打

た

  
悪

子
同
士

て

き
な
人
が
一
緒
だ
と

と
争

て
る
イ
メ

ジ
が
あ
る
ん
で

す
よ
ね

 
ち
な
み
に
七
色
の
方
が
進
ん
で
る
残

な
事
実

悦
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・
更
識
楯
無

 
悪

子
そ
の
一

 
日
本
代
表
候
補

 
真

の
魔
力
に
よ

て
覚
醒

し
た
で
ん
じ

ら
す
・
び

す
と

 

さ
の
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
で
認
識
か
ら
す

け
て
い
る
が
水

で
ハ
グ
し
て

し
倒
す

と
い
う

も
な
く
ア
グ
レ

シ
ブ

つ
大

な
事
を
や
ら
か
し
て
い
る

 
恋
愛
事
に
は
か
な
り
初
心
な
の
で

い
合
い
に
な
る
と
知
能
指
数
が

的
に

下
す
る
ポ
ン
コ

ツ

り
が

著

和
人
限
定
の
現

な
の
で

目
か
ら
見
れ
ば
リ
ア

に
し
か
見
え
な
い

と
い
う

ド
ン

件
だ
が
自
覚
は
無
い

 

護
し
て
お
く
と

白
す
ら
ま
だ
な
の
で
和
人
に
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず

て
リ
ア

と

は

い

か

た
り
す
る

 

と
こ
ろ
で

に
サ
ン
オ
イ
ル
塗
ら
な
い
で
ビ

チ
バ
レ

に
行

た
け
ど
大

か
ね

悦
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・

七
色

 
悪

子
そ
の
二

 
天
才

学
者
に
し
て
愛
に
狂

て
い
る
和
人
Ｌ
Ｏ

Ｅ
ガ
チ
勢

真
 
和
人
の

な
ら
ど

ん
な
事
も
す
る
覚
悟
を

め
て
い
る
が

目
か
ら
は
そ
う
は
見
え
な
い
く
ら
い

女

女
し
て

い
る

 
こ
れ
で

の

も
狂
愛
の

も
ど

ち
も

む
し
ろ
和
人
を
前
に
し
て

り
の
方
が

演
技
 

し
て
神
を
自
称
し
て
い
た
時
の
狂
い

り
が
本

と
い
う

バ
い
本
性
を
和
人

限
定
で
オ

プ
ン
に
す
る
事
に
決
め
た
が

人
目
が
あ
る
と
猫
を

る

 
猫
を

る
せ
い
か
楯
無
と
は
や
や

性
が
悪
い

 
作
者
も
な
ん
で
こ
ん
な
子
に
な

た
か
正
直
分
か
ら
ん

  
・
桐

谷
和
人

 
臨
海
学

に
付
い
て
き
た
男
性
そ
の
一

 
苦
労
人

 
ハ

レ
ム
を

わ
れ
て
い
る
重
要

せ
者
だ
が
苦
労
が
絶
え
な
い

ウ
ン
ウ
ン
そ
れ
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も
マ
ハ
ト
マせ

だ
ね

 
地
味
に
楯
無
の

を
思
い
切
り

て
ら
れ
て
い
た

 

か
ら
見
れ
ば
血

件
だ
が
七
色
か
ら
向
け
ら
れ
て
る
狂
愛
を
知
れ
ば
大
多
数
が

身
を
引
く
事
だ
ろ
う

和
人
の
狂
い

り
が
な
い
と

け
止
め
ら
れ
な
い
か
ら

非
も
無
し

無
情

 
和
人
に

か
れ
る
あ
ま
り
そ
の
狂
い

り
に

え
ら
れ
る
よ
う
彼
女
達
が
成
⻑
・
進
化
し

た
事
は

え
て
は
い
け
な
い

め

  
・

場

 
臨
海
学

に
付
い
て
き
た
男
性
そ
の
二

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
運

企
業

ユ

ミ
ル

代
表
取

 
保
護
者

黒
椿
の
整
備
士

和
人
の

参
加
者
な
の
で
付
い
て
き
た

釣
り
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ａ

Ｏ
時
代
か
ら
し
た
い
と
思

て
い
た
事
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・

タ
ケ
ル

 
臨
海
学

に
付
い
て
き
た
男
性
そ
の
三

 
保
護
者

 
和
人
の

参
加
者
な
の
と
和
人
が

な
い
と

が
あ
ま
り

ら
な
い
事
か
ら
付
い

て
き
た

女
性
ば
か
り
の

境
で

身
が

く
感
じ
て
い
る

  
・
神
代

子

 

場
の
恋
人

 
和
人
の

参
加
者
な
の
で
付
い
て
き
た

 
実
は

外
は

ち

け
る

の

場
の
お
目
付
け

だ

た
り
す
る

  
・

ノ
之
束

 
国

会
会
⻑

Ａ
Ｌ
Ｏ
運

企
業

ユ

ミ
ル

⻑

 
和
人
ク
ロ
エ
の
保
護
者

ラ
ウ
ラ
の

主
で
も
あ
る

間

的
で
は
あ
る
が
ラ
ウ
ラ
の

義

に
も
あ
た
る
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無
銘

黒
椿

の
整
備
士
に
し
て
和
人
の

参
加
者
な
の
で
付
い
て
き
た
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墓
標
 

弔
い
の
意
味

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

が

た
ゼ

 
お
気
付
き
か
も
し
れ
な
い
が
こ
の
臨
海
学

編

楯
無
さ
ん
回
な
ん
で
す
よ
ね

今
更

 

点

楯
無

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
七
月
六
日

月

日

後
六
時

 
花
月

食
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し
い
こ
と

ど
時
間
は
速
く
過
ぎ
去
る
も
の
で
気
付
け
ば
あ

と
い
う
間
に
自
由
時
間
は

終
わ
り

食
に
な

て
い
た

を

し
た
生

・

・
そ
の
他
が
大
広
間
三
つ
を
繋

た
大
宴
会
場
に
集
ま
り

意
さ
れ
た

華
な
膳
に

を
打
つ

 

食
の
メ
ニ

は

身
と
小

の
和
え
物
が
二
種

だ
し
味

と
お
新

ザ
・

と
い
う
風
情
で
変
わ
り

え
し
な
い

だ
が

か
な
と
こ
ろ
が
非
常
に

華
仕
様

で
な
ん
と

身
は
キ
モ
つ
き
の
カ
ワ
ハ
ギ
だ

経

も

め
れ
ば
花
月

を

す
る
に
あ

た
り
か
な
り
の

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

以
が
こ
こ
に
あ
る

ん
と

学
園

て

振
り
が
い
い
わ
よ
ね

も
夜
も
お

身
だ
な
ん
て

 

身
を

め
ば
独
特
の
⻭
ご
た
え
と
ク
セ
の
な
い
味
が
な
ん
と
も

を

し
ま
せ
て
く
る

キ

モ
も

み
や
苦
み
な
ど
は
な
く

深
い
味
わ
い
を

し
め
る

 
流

は
高

仕
様

 
こ
こ
だ
け
切
り
取

て
み
れ
ば

今
の
日
本
の
経
済
不
況
が
ま
る
で

の
よ
う
だ

を
振

て
る
の
が
日
本
だ
け
な
の
は
問

だ
が
な

 
ボ

と

に

る
少
年
が

り
に

こ
え
な
い

で

た

そ
う
ね
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い
て

ず
ず

と

だ
し
味

を
同
時
に

る

 
メ
イ
ン
は
彼
だ
が
私
も
こ
の
日
本
の
未
来
を
背
負
う
立
場
に
あ
る

裏
事
情
を
よ
く
知

て

い
る
の
で

で
目
に
付
く

華
さ
に
お
金
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
少
し
だ
け

憂
鬱
に
な
る
事
が
最
近
多
く
な

て
き
た

う

二
人
と
も

よ
く
生

を
食
べ
ら
れ
る
わ
ね

 
そ
こ
で
和
人
の

で
食
事
を
摂

て
い
た
七
色
が

る
よ
う
な
声
を
上

た

ど
う
や

ら

身
が
食
べ
ら
れ
な
い
ら
し
い

ロ
シ
ア
人
と
日
本
人
の
ハ

フ
と
は

え
生
ま
れ
も
育
ち

も

身
と
縁
の

い
外
国
だ
か
ら
苦
手
意
識
が
あ
る
の
だ
ろ
う

こ
の
場
合
は
食
わ
ず

い
だ

が 
ち
な
み
に
彼
女

食
に
出
さ
れ
た

身
は
和
人
に
食
べ
て
も
ら

て
い
た
り
す
る

む

や

り
苦
手
か

う
ん

こ
の
ぶ
に

ぶ
に

感
が
ち

と
ね

外
国
育
ち
の
子
は

よ

ど
日
本

き
じ

な
い
と

身
は
苦
手
み
た
い
だ
か
ら
ね

 

を
見
れ
ば
日
本
育
ち
の
子
は

し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
が
反
面
外
国
育
ち
の
子
は

ど
食
べ
ず
親
し
い
日
本
人
の
子
に

る
な
ど
し
て
い
る
光

が
多

見

け
ら
れ
る

こ
の
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も
国

色

か
な

学
園
だ
か
ら
こ
そ
見
ら
れ
る
光

だ

 
ち
な
み
に
日
本
か
ぶ
れ
し
て
い
る
子
は
正

に
チ

レ
ン
ジ
し
て
お

敷
で
食
事
を
摂
る
が

足
が

れ
て

し
て
い
る
子
も
多
い

 
そ
れ
は
七
色
も
同
じ
で
水

や
ビ

チ
バ
レ

で

れ
切

た
足
は
食
事
開
始
か
ら
十
分
と

経
た
な
い
内
に

り

に

さ
れ
て
け
れ
ど
真
面
目
な
性
格
な
の
か
ま
た
正

に

し
て
を

り
返
し
て
い
た

が

め
ら
れ
て
い
る
の
も
理
由
の
大

は
正

で
足
が

れ
た
事
に

因
し

て
い
る
だ
ろ
う

う

く
食
く
ら
い
テ

ブ
ル

で
摂
れ
ば
よ
か

た
ん
じ

な
い
か

イ

よ

和
人
君
の

は
私
の
も
の
な
ん
だ
か
ら

 
う
ぎ
ぎ
と

き
を
上

な
が
ら
正

に
悪
戦
苦
闘

つ
い
で
に

れ
て
い
な
い
ら
し
い

で

も
悪
戦
苦
闘

 

に
も
一

見
た
光

だ

学
園
で
は

食
セ

ト
や
フ

ク
ス
プ

ン
な
ど
で
食
べ
ら

れ
る
も
の
を

ん
で
い
た

が
こ
こ
に
来
て

見
し
て
い
る

か
ら
は
テ

ブ
ル

に
す
る
か
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に
食
事
が
進
ま
な
い
と
見
た
ら
し
い
少
年
が

れ
た
よ
う
に
そ
う

た

う

ご
め
ん
な
さ
い

し

な
く
思

て
る
な
ら

見

を

る
の
は
や
め
た
方
が
い
い
と
思
う
が

見

な
ん
か
じ

な
い
も
ん

 

れ

の
和
人
に

む

と
不

に

を

ら
ま
せ
る
七
色

ね

あ
の
二
人

や

り
そ
う
い
う
事
か
し
ら

最
近
の
子

て
進
ん
で
る
ん
だ
ね

で
も
生

会
⻑
も

し
く
な
い

つ
ま
り
和
人
君
を
取
り
合

て
三

て
こ
と

 
き

 
大
広
間
の
そ
こ
か
し
こ
か
ら
抑
え
ら
れ
た

し
か
し
ハ

キ
リ

き
取
れ
る

心

に

ち
た
声
が

こ
え
て
く
る

や
は
り
十
代
の
女
子
コ
イ
バ
ナ
へ
の
興
味

心
は
極
め
て
強

い

男
日

り
の

学
園
だ
か
ら

そ
う
な

て
い
る
き
ら
い
も
あ
る
が

や
は
り
彼
に
対

す
る

心
が

き
な
い
の
が
最
大
の
理
由
だ
ろ
う

 
同

生
の
中
で
も
彼
を

て
い
る
生

は
少
な
く
な
い

 

の

を
目
的
に
し
て
い
る
子
も
い
る
が

に
格

良
く
て

れ
た
子
も
い
る
と

く
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と
は

え

把
握
し
て
い
る
限
り
そ
う
い

た
子
達
は
学
園
襲
撃
で
彼
が
活
躍
し
て
以

に
声
を
上

て
い
る
者
ば
か
り

 
そ
う
い

た
形
で
近
付
く
子
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
は
別
に

定
し
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

か
ら
目
を
付
け
て
い
た
私
と
て
異
性
と
し
て
強
く
意
識
し
た
の
は
妹
が

わ
れ
た
時
だ

た

 
し
か
し
私
は

対
暗
部

暗
部
の

主

 
生

可
な
気
持
ち
で

を

べ
な
い

だ
か
ら
こ
そ

恋
愛
結

を
す
る
事
は

ば
以
上

め

妹
に
自
身
を
重
ね
て

せ
を
得
よ
う
と
思

た

そ
れ
を
打
破
し
た
存
在
が
彼
な
の
だ

 

た
い
に
振
り
向
か
せ
て
み
せ
る

と
い
う
想
い
が
あ
る

 

そ
れ
以
上
に

助
け
た
い

と
い
う
想
い
が
あ
る

 
い
じ
ら
し
い
か
ら
頼
ら
れ
た
い

 
助
け
ら
れ
た
か
ら
助
け
た
い

 
だ
か
ら
頼

て

 
私
を
見
て

  
わ

た

し

た

ち

は

刀
奈
も
楯
無
も
い
つ
で
も

て
い
る
か
ら
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ら

和
人
君

た
ら

た
に
ご

が
付
い
て
る

 
い
つ
も
の
悪

め
い
た

子
で

 
け
れ
ど
行
動
は

極
的
で

 
少
年
の

の

を

い
と

ま
み

く
り
と
食
べ
る

の

心
と

声
を

に

う
る
さ
い
く
ら
い
上
が

た

あ
あ

あ
り
が
と
う

 
そ
れ
を
ど
う

え
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い

少
年
は

み
を
浮
か
べ

と
礼
を

う

だ
け

ま
だ
足
り
な
い
と
い
う
の
が
よ
く
分
か
る
そ
の
反
応
が
今
は
悔
し
く
感
じ
る

 

た
い
に
振
り
向
い
て
も
ら
う

と
い
う
決
意
が
強
く
な

た

 
ち
な
み
に
こ
の
後

不

異
性
交
遊
判
定
を

け
て

先
生
に

ん
こ
つ
を
喰
ら

て
し

ま

た

 
 
 
 

 
食
後

 
本
来
な
ら
男
女
で
分
け
る
た
め
に
設

さ
れ
て
い
る

根
を
取

払
い
一
つ
の
大

場
に
さ
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れ
た

天
風

で
身
を

め
た
後

ま

す
ぐ
に
部

へ
と

た

 
夜
の
海
を
一
望
で
き
る
部

で
は

の
白
髪
の
少
年
が

を
前
に
ノ

ト

を
弄

て
い
た

和
人
君

し
て
る
の

ん
お
か
え
り

明
日
使
う
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
確
認

学
園
で
済
ま
せ
て
た
け
ど
念
の

た
め

なん

 
生
返
事
し
つ
つ
横
に

り

に
表
示
さ
れ
て
い
る
ア
セ
ン
ブ
ラ
を

め
る

 
一
応
学
園
の

目
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

が
必
修
で
代
表
候
補
生
と
し
て
高
水

の
成
績
を
収
め
て
い
る
身
だ
が

ノ

ト

に
表
示
さ
れ
て
い
る
ア
セ
ン
ブ
ラ
は
そ
れ
で
も

複

な
も
の
だ

た

と
い
う
よ
り
一
つ
一
つ
の
命

文
が
⻑
す
ぎ
る
せ
い
で
内
容
を

み
取
り

に
く
い

 
う
へ

と

を

め
る

こ
ん
な
の
を
和
人
君
が
組
ん
だ
の

場
や
束

士
達
に
も
手
伝

て
も
ら

た
け
ど
な

い
ま
楯
無
が
見
て
る
の
は
カ
メ
ラ
追



 墓標 〜弔いの意味〜

に

す
る
学

能
力
制

で
そ
こ
は
主
に

場
達
が
見
て
く
れ
た
と
こ
ろ
だ

が
触

た
の

は
指

系

と

部
分
だ
け
だ
よ

 
こ

ち
の
だ
な

と

い
な
が
ら
別
の
ア
セ
ン
ブ
ラ
を
表
示
し
て
く
る

 
確
か
に
そ

ち
は

部
分
と

う
だ
け
あ

て
か
な
り
ス

キ
リ
し
た
命

文
に
な

て
い

た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
彼
は
今
年

か
ら

い
始
め
た
と
い
う
話
だ
し
流

に
学

の
制

ア
セ
ン
ブ
ラ
を
組
む
の
は
ま
だ
速
か

た
よ
う
だ

 
そ
れ
も
そ
う
か
と

得
し
た
と
こ
ろ
で

を

の

り
が

た

 

い
の

は
明
白
で
あ
る

和
人
君

も
し
か
し
て
ま
だ
お
風

入

て
な
い
の

い
や

さ

き
シ

ワ

は

び
た
が

い
の
か

の

り
が
ち

と

海
が
近
い
か
ら
だ
ろ
う
が

う

む

髪
が
⻑
い
せ
い
で

み
つ
い
た
の
か

 
自
身
の
白
髪
を
手
に
取
り
な
が
ら
ク
ン
ク
ン
と

い
を

ぎ
ホ
ン
ト
だ
と

が

め
面
に

な

た

 

か
ら

め
に
カ

ト
し
て
い
た
か
ら
分
か
ら
な
い
が
髪
が
⻑
い
と
そ
の
分
だ
け
手
入
れ
が
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大
変
だ
と
は
よ
く

く
話

男
の
子
の
彼
か
ら
す
れ
ば
そ
こ
そ
こ
の
ケ
ア
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
か
ら

そ
れ
で

い
が
残

て
し
ま

た
の
だ
ろ
う

ト
リ

ト
メ
ン
ト
は
使

て
る
の

シ

ン
プ

と
リ
ン
ス
は
使

た
け
ど

サ

と
入

て
サ

と
出
る
タ
イ
プ
だ
か
ら

洗
い
切
れ
て
な
か

た
の
か
も

あ
ら
ら

そ
れ
は
ダ
メ
よ

ち

ん
と
お
手
入
れ
し
な
い
と
髪
は
す
ぐ
ガ
サ
つ
く
ん
だ
か
ら

⻑
け
れ
ば
⻑
い

ど
時
間
を
掛
け
て

に
し
て
あ

な
い
と
ね

海
に
入

た
な
ら
い
つ
も
以

上
に
ダ
メ

ジ
が
あ
る

だ
し

あ
あ

だ
か
ら
い
つ
も
と
同
じ
じ

ダ
メ
だ

た
の
か

 

得
し
た
風
に

く
少
年

 
そ
れ
を
見
て

こ
れ
は
チ

ン
ス
で
は

 
と

が
浮
か
ん
だ

ね

良
け
れ
ば
私
が
ケ
ア
し
て
あ

よ

か

む

 
そ
れ
は
助
か
る
け
ど

で
も
楯
無

髪

い
だ
ろ
う

出
来
る
の
か

あ
ら

私
だ

て
い一
し

の
女
よ

 
人

み
以
上
と
は
自
負
し
て
る
わ

名
家
の

主
と
し

て
見
く
び
ら
れ
た
ら

る
か
ら

そ
の

は

的
に
仕

ま
れ
て
る
も
の
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苦
労
し
た
ん
だ
な

な
に
他
人
事
み
た
い
に

て
る
の

 

界
に

を
出
す
以
上

和
人
君
も
こ
れ
か
ら

は
気
を
付
け
な
い
と
ダ
メ
な
の
よ

 
い
い
機
会
だ
し
と
こ
と
ん
教
え
て
あ

ま
し

う
か

う
わ

ま
た

に
な

た

 
に

こ
り

い
な
が
ら
の
返
し
に

彼
は
う
へ

と
う
ん
ざ
り
し
た
面
持
ち
に
な

た

 

き

と

私
の

葉
の
意
味
は

面

り
に
し
か
取
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
な

 

ん
の
少
し
残
念
に
思
い
つ
つ
私
は
彼
を
風

場
へ

し
た

そ
の

に
水

に

え
る

よ
う
指
示
す
る
事
も
忘
れ
な
い

な

と

を

ら
れ
た
が
彼
の
髪
の
⻑
さ
だ
と

を

て

た
ら

れ
る
事
は
必

な
の
で
脱
が
ざ
る
を
得
な
い
事
を
説
明
し

得
し
て
も
ら

た

お
ま
た
せ

和
人
君

 
そ
し
て

然
な
が
ら
私
も
お

に

て
い
た
水
色
の
三

ビ
キ
ニ
を
身
に

け
て
い
る

 

食
と
入

の
間
に

業

の
方
が
洗

し
て
く
れ
た
の
で

の

り
は
ま

た
く
し
な
い

い
て
は
な
い
が

ど
う
せ
今
か
ら

れ
る
の
で

な
か

た

さ

て

お
姉
さ
ん
に

せ
な
さ
い

ん

よ
ろ
し
く
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広
め
の

に
は

に
黒
の
海
水
パ
ン
ツ

の
和
人
が
バ
ス
チ

ア
に

掛
け

機
し
て
い

た 
さ

そ
く
シ

ワ

で
髪
を

ら
し

意
し
て
お
い
た
手
入
れ

の
道

を
使

て
い
く

の
マ

サ

ジ
を

み
つ
つ
髪
を

く
よ
う
に
そ
れ
で
い
て

で
つ
け
る
よ
う
に
し
て

い
く

 
そ
の
最
中

と
彼
の

体
に
意
識
が
向
い
た

 

お

は
意
識
し
な
か

た
け
ど

す

ご
く

い

 
パ

カ

を
脱
い
だ
だ
け
で
体
の
華

さ

さ
が

立

て
見
え
て
後
ろ

は
女
子
に
し

か
見
え
な
い

色
が
白
い
事
も
そ
れ
を
助
⻑
す
る

 
し
か
し

肉
が
し

か
り
あ
る
た
め
見
た
目
の

さ
に
反
し
て
意
外
に
ガ

シ
リ
し
て
い
る

事
を
私
は
知

て
い
る

 
そ
し
て

や

背
中
に
は

し
い
数
の
古
傷
が
あ
る

横

に
は
学
園
襲
撃
事
件
で
空
い
た

穴
の

も
あ

た

 

像
で
そ
し
て
直
に

か
見
て
き
た
が
小
さ
な
体
を

む
よ
う
な

は
見
て
い
て
気

持
ち
い
い
も
の
で
は
な
い

え
は
悪
い
が
完
成
さ
れ
た

術
品
に
傷
を
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
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感
覚
に

る

 
だ
か
ら
こ
そ

疑
問
が
あ

た

ね

和
人
君

い
て
い
い
か
な

ん無
銘

を
使
え
ば

ア
バ
タ

の
ダ
メ

ジ

み
た
い
に
古
傷
も
消
せ
る
ん
じ

な
い
の

 
せ

か
く

な
お

な
の
に

体
な
い
わ
よ

あ

そ
の
事
か

確
か
に
消
せ
る
よ

で
も
消
す
つ
も
り
は
な
い

ど
う
し
て

て

い
た
ら

教
え
て
く
れ
る

 
問
い
の
後

し
の

髪
を

く

に

れ
て

ち

ん
と
水

が

た
の
が
よ
く

こ
え
た

 
証
だ
か
ら
だ

  
そ
し
て

彼
は
静
か
に
そ
う

た

が

い
た
過
去
の

想怨
いみ

世
界
が

過
し
た
秋
十
と
世
界
の
仕
打
ち

そ
し
て

が
手
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に
掛
け
た
子

達
が
確
か
に
存
在
し
た
と
い
う

一
の
証
だ
か
ら

和
人
君

 

越
し
に

彼
の

が
見
え
た

 
ど
こ
か
超
然
と
し
た
容

に

し
い
面
持
ち
が
よ
く

え
る

け
れ
ど
そ
の
金
の

に
は

悲
哀
の
色
が
浮
か
ん
で
い
た

戦
い
の
場
で
は
あ
る

の
気

が
感
じ
ら
れ
な
い

 

ん
で
い
る

 
彼
は
い
ま
も
か
つ
て

れ
去
ら
れ
た

で
出
会
い
殺
し
合
う
事
に
な

た
子

達
の

事
を

ん
で
い
る
の
だ

 
サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト

 
数
多
く
の
死
者
が
出
た

境
で

的
に
生
還
し
た
人
が
し
ば
し
ば

え
る
罪
悪
感

彼
は
直

手
に
掛
け
命
を
奪

て
生
き

び
た
負
い
目
が
あ
る

自
分
だ
け
が
助
か

た
事
に
対
す
る

負
い
目
が
あ
る

 
ず

と
そ
れ
を

え
て
い
る

 
だ
か
ら
止
ま
ら
な
い

止
ま
れ
な
い

 
罪
の
意
識
が
付
き

う
か
ら

め
な
い

・

・か
・の
・た
・め
・に
・動
・き
・

・け
・て
・い
・な
・い
・と
・罪
・悪
・感
・で
・
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・し
・

・さ
・れ
・そ
・う
・に
・な
・る
・か
・ら

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
行
動
は
そ
の

⻑
線
で
あ
り
罪
悪
感
を
補
強
す
る
だ
け
だ

た

大
切
な
存
在

が
出
来
た
か
ら
こ
そ
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
が
助
⻑
し
た

 

と

あ
る
思

が

裏
に
浮
か
ん
だ

 
彼
は
未
来
の
た
め
に
戦

て
い
る

星
を
救
う
戦
い
で
生
き
残
る
た
め

い
て
は
大
切
な

人
達
を
守
る
た
め

 
そ
の
た
め
に
彼
は
い
ま
出
来
る
事
に
全
力
で
打
ち

ん
で
い
る

強

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
整
備
だ
け
で
は
な
い

が
あ
れ
ば

練

ア
リ

ナ
が

じ
れ
ば
フ
ル
ダ
イ
ブ
し

て
の
戦
闘

練

時
間
に
な
れ
ば

無
銘

の
コ
ア
世
界
で
ヴ

ベ
ル
と
戦
闘

練
か
平

行
世
界
の
追
体
験

そ
れ
以
外
は

務

や
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
仕
事

 
今
回
臨
海
学

に

れ
て
こ
な
け
れ
ば
彼
の
意
識
は
一

日
ず

と

日
も

き

け
て

い
る
事
に
な
る

 
そ
の
原
因
は

き
る
事
の
な
い
罪
悪
感

君

て

す

ご
く
不
器

ね

 

前

か
ら
思

て
い
た
の
だ



 尊ぶべき日常世界

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
で
の
ホ
ロ
ウ
も

で
殺
め
た
子

達
に
つ
い
て

し

て
い
た

そ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
彼
は
体
の
傷
を
証
と

て
残
し
て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
だ

け
で
な
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
バ
タ

作
成
で
す
ら
写
真
を
使
い
体
の
傷
を
再
現
し
て
い
た

ず

と

前
か
ら
そ
う

え
て
い
た
事
は
明
ら
か
だ

和
人
君

と
つ

お

強
し
ま
し

う

強

 
こ
こ
で

え
え

ま

強

て

て
も
大
し
た
事
じ

な
い
わ

た
だ
私
の
話
に

を

け

て
く
れ
れ
ば
い
い
の

 
疑
問
の
気
配

け
れ
ど

を

む
こ
と
は
せ
ず

越
し
に

線
で
先
を

し
て
き
た

 
私
は
彼
の
髪
の
ケ
ア
を

け
な
が
ら

く
り
と

葉
を
紡
ぐ

  

そ
れ
は

私
が
か
つ
て

主
に
な

た
ば
か
り
の

の
お
話

 
私
ね
人
を
直

手
に
掛
け
た
事
は
な
い
け
ど
間

的
に
は
あ
る
の

主
と
し
て
部
下
に

命
じ
た
か
ら
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あ
れ
は
女
尊
男

が
行
き
過
ぎ
た
企
業
の
幹
部
を
始

す
る
指

だ

た

か
ら
そ
の

指

が
下
り
メ
ン
バ

を
編
成
し
て
出
撃
さ
せ
た
後
結
果
的
に
指

り
に
壊
滅
に
追
い
や

れ
た
も
の
の
こ
ち
ら
に
も

が
出
た
時
の
話
だ

 

論

事
だ

指

を
下
す
私
も

実

部
隊
の
者
も

最
悪
命
を

と
す
事
は
覚
悟
の
上

だ

た

 
け
れ
ど

私
に
出
来
て
い
な
い
覚
悟
が
あ

た

 
そ
れ
は
人
の
命
を
奪
う
こ
と

 

対
者
の
命
を
奪
う
事
は
覚
悟
し
て
い
た

け
れ
ど
私
が
下
し
た
指
示
組
ん
だ
編
成
で
味
方

や
部
下
が
命
を

と
し
た
時
の
覚
悟
が
出
来
て
い
な
か

た

 
天
才
と
持
ち
上

ら
れ
た
私
と
て
経
験
で

え
ば
大
人
に
は

わ
な
い

主
に
な

た
ば

か
り
の
私
か
ら
し
て
も
部
下
に
い
る
人
達
は
ず

と
格
上
ば
か
り
だ

た

そ
ん
な
人
達
に
指
示

を
出
す
事
は
少
し
違
和
感
が
あ

た
が
そ
れ
以
上
の
感

は
無
か

た
の
だ

彼
ら
な
ら
上
手

く
や

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
信
頼
が
安

を

か
せ
て
い
た

で
も
ね

こ
の
世
に
絶
対
は
無
か

た

メ
ン
バ

の
一
人
が
亡
く
な

た
の

 
組

全
体
で

え
ば
中

に
入
る
く
ら
い
の
下

の
構
成

そ
の

務
を
達
成
し
た
時
中
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ク
ラ
ス
の
構
成

に

格
す
る
事
が
予
定
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
彼
の
死
を

し
む
声
は
少
な

く
な
か

た

 
そ
れ
が
私
に
と

て

初
め
て
の
人
の
死

も
私
を
責
め
な
か

た

事
務
的
に

年
金
と

償
金
を

立
て
て

に

払
う
よ

う
部
下
に
命
じ
て
そ
れ
で
終
わ
り

私
は
そ
の
部
下
の
死
を
定

的
に
紙
面
上
で
し
か
知
り

得
て
い
な
い
の

 
死
体

に
入
れ
ら
れ
て
持
ち
帰
ら
れ
た

体
は

に
整
え
ら
れ
た
後
身
内
だ
け
で

が

り
行
わ
れ
て
火

さ
れ
た

私
が
最
後
に
見
た
部
下
の

は
出
撃
す
る
部
隊
を
見
送

た

時
だ

た

そ
の
人
は
最
期
に

を
思

た
ん
だ
ろ
う

て
悩
ん
だ
わ

そ
し
て
も
う
二

と
同
じ
過
ち
を

し
な
い
よ
う
に

て
必
死
に
な

て
必
死
に
鍛

に
打
ち

ん
で

無
理
が

て
倒
れ

ち

た
の

 
過
労
で
ぶ

倒
れ
た
時
の
事
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い

と
意
識
が
遠
退
い
た
と
思

て

気
が
付
け
ば
四
日
も
眠

て
い
た
と

か
さ
れ

然
と
し
た
記

し
か
無
か

た

 

日
も

さ
れ

高

で

ん
で
い
た
と
は

い
て
い
る
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そ
こ
で

を

さ
れ
て
ね

い
い
加

み
な
さ
い

て
虚
ち

ん
に

あ
の
子
が
怒
る
と

逆
ら
え
な
い
か
ら

直
に

ん
だ
わ

ま

ん
で
る
間
も
ず

と
ず

と
悩
ん
で
た
け

ど

そ
れ
で

見
か
ね
た
虚
ち

ん
が

お
墓
参
り
は
ど
う
で
す
か

て

し
て
く
れ
た
の

墓
参
り

 

か
を

え

む
よ
う
に

彼
は

線
を

け
た

私
は
そ
れ
に
触
れ
ず
に
話
を
進
め
る

お
墓

て
ね

論
あ
る
け
ど

極
的
に
は
生
き
て
る
人
が
亡
く
な

た
人
に

り
合

い
を
つ
け
る
た
め
の
目

な
の

り
合
い
を

つ
け
る

そ
う
よ

 

論
亡
く
な

た
人
を
忘
れ
な
い
た
め
に
と
い
う
意
味
で
慰
霊

や
墓
標
な
ど
が

て
ら

れ
る
事
も
あ
る
が

少
な
く
と
も
私
は
そ
う

え
て
い
た

え
ば
だ
け
ど

和
人
君
が
死
ん
じ

た
と
し
て

そ
れ
に
直
葉
ち

ん
達
が
ず

と

ず

と
哀
し
ん
で

自
分
は

せ
に
な

た
ら
い
け
な
い

て
思
い

め
て
た
ら
イ

じ
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な
いイ

だ

そ
れ
な
ら
お
墓
と
か
で

り
合
い
を
つ
け
て

は

せ
を
求
め
て
生
活
し
て
お
墓
の

前
で
だ
け

ん
で
く
れ
た
方
が
い
い
で
し

う

つ
ま
り
楯
無
は

り
合
い
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
墓
を

て
た
ら
い
い
ん
じ

な
い
か

と

 

が
殺
し
た
子

達
が

の

せ
を
願

て
い
る
と

論
こ
れ
は

も
知
ら
な
い
私
の
身
勝
手
な
解

得
で
き
る
か
ど
う
か
は
和
人
君

第

よ 
で
も
ね
と

葉
を
切

た
私
は
小
さ
な
少
年
を
後
ろ
か
ら

き

め
た

び
く
り
と

が

ね
た
の
を
感
じ
る

和
人
君
は
そ
ろ
そ
ろ
亡
く
な

た
人
と
の

り
合
い
の
つ
け
方
を
学
ん
だ
方
が
い
い
わ

ど
こ

か
で
一

下
ろ
さ
な
い
と
本

に

れ
ち

う

け
ど

は

 
い
や
い
や
と
年

応
に
く
し

り
と

を
歪
め
弱

し
く

を
振
る

デ
リ
ケ

ト
な
話

だ
と
分
か

て
い
た
か
ら

も
触
れ
な
か

た
の
だ
ろ
う
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け
れ
ど

こ
れ
は

放

て
お
い
た
ら
ダ
メ
な
も
の
だ

 
た
だ
で
さ
え
平
行
世
界
の
罪
の
意
識
す
ら
背
負

て
い
る
と
い
う
の
に
こ
の
ま
ま

り

け

た
ら
ど
こ
か
で
壊
れ
て
し
ま
う

直
葉
達
な
ど

え
助
け
る
人
が
ど
れ
だ
け
い
よ
う
と
本
人
が

れ
て
は
意
味
が
無
い

 

彼
女
達
が

え
る

だ
と
い
う
の
な
ら

 

私
は
彼
の
重

を
下
ろ
す
助
け
に
な
ろ
う

 
少
し
ず
つ

少
し
ず
つ

物
を
下
ろ
し
て
あ

な
い
と

人
は
壊
れ
て
し
ま
う
か
ら

和
人
君

下
ろ
す

て
い
う
の
は
捨
て
る
事
じ

な
い
の

む
と
い
う
意
味
よ

事
も

メ
リ
ハ
リ
が
大
事

り
な
が
ら
反

す
る
ん
じ

な
く
て

ん
で
そ
れ
か
ら
思
い

き
り

反

し
て
そ
し
て
思
い

き
り

る
の
よ

り

け
て
た
ら

心
な
時
に
動
け
な
い
わ

体

じ

な
く
て

心
の
方
が
ね

 
肉
体
的

労
も

精
神
的

労
も
同
じ

 

む
と
い
う
の
は
ど
ち
ら
も

て
こ
そ

彼
に
は
後
者
が
ま

た
く
足
り
て
い
な
い

鬱

と
し
た
罪
悪
感
に

り
立
て
ら
れ
て

か
を
し
て
な
い
と
意
識
を

ら
せ
な
い
か
ら
常
に
気
が

ま

た
く

ま
ら
な
い

眠
中
で
す
ら
意
識
は
な
に
か
を
し
て
い
る
の
も
悪
夢
か
ら

る
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た
め
の

だ

 
こ
の
小
さ
な
背
中
に

に

い

た
い
ど
れ

ど
の
重

が

ま
れ
て
い
る
の
か

呼

 

で

小
さ
な
声

 
目
を
向
け
れ
ば

金
の

か
ら
う

す
ら

が
滲
ん
で
い
た

そ
う

か

墓

り
合
い

あ
の
世
界
で
戦
え
て
い
た
の
は

生
命
の

が

あ

た
か
ら

ア
キ
ト
を
殺
し
て
か
ら
気
力
が
出
な
か

た
の
は

名
前
が
無
か

た
か
ら

 
そ
の
眼
の
焦
点
は
虚
空
に
結
ば
れ
て
い
る

 

し
て
い
る
の
だ

二
年
も
の
間
戦
い

け
た
世
界
で
の
記

を

己
が
手
に
掛
け
た
者
の

名
前
に
線
が
引
か
れ
て
い
く

あ
の

大
な
慰
霊

を

な

ん
だ

和
人
君

し

か
り
出
来
て
た
ん
じ

な
い

 
無
意
識
に
だ
ろ
う

彼
は
生
命
の

を
墓
代
わ
り
に
し
て
い
た

そ
れ
を
罪
の
証
と
し

て

そ
こ
以
外
で
は
戦
い
の
意
識
に
切
り

え
て
い
た
の
だ

 
そ
れ
が
彼
な
り
の

り
合
い
の
つ
け
方

 
そ
れ
を
い
ま
自
覚
出
来
た
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こ
れ
か
ら
は
少
し
ず
つ
で
も

り
合
い
を
つ
け
て
日

を
過
ご
し
て
い
け
る
事
だ
ろ
う

私

は
そ
の
手
伝
い
で

を

め
ば
い
い

あ
り
が
と
う

楯
無

今

み
ん
な
の

あ
の
子

達
の
お
墓
を
作
る
よ

え
え

そ
う
し
て
あ

た
ら
い
い
わ

 
振
り
返

て
無

に

む
少
年
に

い
た
私
は
け
れ
ど
と
指
を
突
き
付
け
る

指
先

が
彼
の

に
触
れ
た

忘
れ
て
な

い

 

い
ま
は

二
人
き
り

よ

 
全
身
が

く
な
る

ど
の
気

ず
か
し
さ
と
ド
キ
ド
キ
と
す
る
期

を

せ
て
思
い
切

て

て
み
た

 
虚
を
突
か
れ
た
よ
う
に
少
年
は

き
を
し
た
が

 

あ
り
が
と
う

か
た
な

刀
奈

  
無

に

て

私
の
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
た

え
え

ど
う
い
た
し
ま
し
て

和
人
君



 尊ぶべき日常世界

 
ぎ

と

今

は
正
面
か
ら

し
く

き
し
め
た

  
少
し
だ
け

心
の

離
が
近
づ
い
た

そ
ん
な
気
が
し
た

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ス

パ

楯
無
ち

ん

は
で
ん
じ

ら
す
・
び

す
と
で
す
が
覚
醒
す
る
と
マ
ジ

お
姉
ち

ん
な
お
話
で
し
た

同
年
代
の
子
に

べ
れ
ば
人
生
経
験

で
す
か
ら
ネ

そ
こ
は

和
人
も

わ
な
い
と
こ
ろ
で
す

 

二

で
暗
部

主
と
し
て
動
い
て
る

写
は
あ

て
も

主
と
し
て
の
苦
悩
や
苦

命

に
対
す
る

と
か
語

て
る
楯
無
さ
ん

て
中

な
い
ん
で
す
よ
ね

て
事
で
和
人
の

先

と
し
て
語

て

か
せ
た
の
で
し
た
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・
更
識
楯
無

 
対
暗
部

暗
部

主

 

く
し
て

主
に
つ
い
て
命

け
の
作
戦
指

を

り
始
め
た
の
で

然
覚
悟
が
甘
い
部
分

が
あ
る

 
楯
無
は
味
方
を
死
な
せ
た
時
の
苦
悩
が
和
人
と
近
し
か

た

そ
の
時
に
墓
参
り
を
し
て
墓

の
前
で
だ
け

き

を

ら
し
そ
れ
以
外
は

然
と
す
る
メ
リ
ハ
リ
ス
イ

チ
を

得

実
は

そ
の
せ
い
で

が
楯
無
に
対
し
て
完

超
人
と
い
う
イ
メ

ジ
を
持

た
背

が
あ

た
り

す
る

 
直
葉
達
が
和
人
の
歩
み
を
助
け

え
る
の
な
ら
ば

 
似
た
苦
悩
を
持
つ
楯
無
は

む
た
め
の

下
ろ
し
に
力
を

す

を

た

の
悪
い

人
は
傷
の

め
合
い
と

う
だ
ろ
う
行

だ
が
そ
れ
で
歩
み
出
せ
る
の
な
ら
二
人
は
喜

ん
で

め
合
う
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
前

で
私
達
は

て
い
る
と
あ
り
ま
す
が

て
い
る
だ
け
で
は
絶
対
振

り
向
い
て
も
ら
え
な
い
負
け
フ
ラ
グ
を
後

自
力

無
自
覚
で

し
て
ヒ
ロ
イ
ン
レ

ス
に
躍
り
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出
る
と
い
う
超
絶
神
プ
レ
イ
を
や

て
の
け
て
い
ま
す

 
流

楯
無
さ
ん

あ
ざ
と
い

に
初
心
な
の
に
や

て
る
事
は
的
確
だ

 
助
け
よ
う
と
し
て
る
部
分
が
違
う
の
で

あ
る
意
味
姉

ヒ
ロ
イ
ン
レ

ス

  
・
桐

谷
和
人

 
死
者
と
の

り
合
い
の
つ
け
方
を
自
覚
し
た
主
人

 
Ｓ
Ａ
Ｏ

テ
ス
ト
時
代
か
ら
写
真
を
使
い
再
現
し
て
い
た
体
の
傷
は

で
手
に
掛
け

た
子

達
の
存
在
証
明

そ
の
た
め
傷
は
現
在
ま
で
残

て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
殺
め
た
者
達
は
実
は
ア
キ
ト
以
外
は
生
命
の

で
再
確
認
が
で
き
た
の

で
無
自
覚
に
メ
リ
ハ
リ
が
付
け
ら
れ
た
が
ア
キ
ト
だ
け
は
無
か

た
し
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

帰
れ
な
い
と
思

て
い
た
時
期
な
の
で

り
合
い
の
つ
け
方
が
分
か
ら
ず

時
は
無
気
力
状

に

て
い
た

ユ
イ
が
寄
り

わ
な
か

た
ら
そ
の
ま
ま
フ

ド
ア
ウ
ト
し
て
い
た
だ
ろ

う 
全

生
還
以

和
人
の
罪
悪
感
は

実

体

験

の
子

達

見

き

し

た

知

識

平
行
世
界
で
殺
め
た
者
達
に

向
け
た
も
の
の
二
種

に
大
別
さ
れ
る
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和
人
本
人
の
意
識
の

重
は

然
前
者
実
体
験
に

く
の
で
今
回
は
そ
の
罪
悪
感
か
ら

か
で
も
解
放
さ
れ
る
方
法
を
楯
無
が
自
覚
さ
せ
た
事
に
な
る

  

ち
な
み
に

 
水

で
も
特
に

え
た
り
し
て
な
い
の
は

れ
の
問

 
一
番
最
初
に

理
を
ぶ

壊
し
た
対
応
を
し
た
の
は
２
０
２
２
年
ク
リ
ス
マ
ス
・
ア
ル
ゴ
で
あ

る 
つ
ま
り
以

の
一
対
一
の
シ
チ

エ

シ

ン
で
女
性
の
ア
タ

ク
に
対
し
て
和
人
の
反
応

が

い
の
は
ア
ル
ゴ
の

極
的
な
ア
プ
ロ

チ
が

に
な

て
い
る
か
ら
だ

た
り
す
る
戦

 
こ
れ
は
苦
労
し
そ
う
で
す
ね

な
ん
せ
ア
タ

ク
の

が
ス
ケ
ベ
サ
ン
タ
コ
ス

い

と
か
い
う
ハ

ド
ル
ス
ト

プ
高
な
ん
で
す
も
の

よ
も
や
己
の
過
去
の

業
が
原
因
と
は

ア
ル
ゴ
も
思
う
ま
い
て

悦

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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と
こ
ろ
で
今
話
冒

の
食
事
シ

ン

原
作

三

で
は

食
で
シ

ル
が
本
わ
さ
を

そ
の
ま
ま
食
べ
て
お
い

よ

目

を
す
る
可
愛
い
シ

ン
が
あ
る
の
で
す
が

 
学
園
の

身
定
食
に
練
り
わ
さ
付
い
て
る
の
自
分
で

て
る
し

の

食
も

身
だ

た
事
は
原
作
一

が

て
る

で
わ
さ
び
自
体
と
対
面
す
る
の
初
め
て
じ

な
い
上
に
多
分

食
べ
方
も
知

て
る

な
ん
で
す
よ
ね

 
な
の
に
そ
の
ま
ま
食
べ
て
あ
ん
な
可
愛
い
反
応
す
る
と
か

 
こ
れ
を
原
作

特
有
の

設
定
の
齟
齬

と

え
る
か

そ
れ
と
も

シ

ル
ル
ん
は
あ
ざ

と
い
な

本

と

え
る
か
そ
も
そ
も
気
付
か
な
か

た
か
で

み

み

合

と
キ

ラ
に
対
す
る
イ
メ

ジ
が

い
知
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
他
の
二

臨
海
学

を

み
つ
つ

  
個
人
的
に
は

シ

ル
あ
ざ
と
い

が
い
い
と
思
い
ま
す

真
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潜
影
 

に
じ
り
寄
る
亡
霊

   
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
ネ
タ
バ
レ
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル

 

点

ク
ロ
エ

秋
十

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

   

ヴ

ベ
ル
が
見
て
き
た
世
界
と
こ
の
世
界
の
大
き
な
違
い
は
二
点
あ
る

  

秋
十
の
存
在
と

和
人
の
知
識
だ
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二

二
五
年
七
月
七
日

火

日

後
一
時

 
花
月

験

ビ

チ

 

さ
て

後
か
ら
は

ご
と
に
振
り
分
け
ら
れ
た

の

備

験
を
行
う
よ
う
に

軍

事
演

の

面
も
あ
る
の
で

気
を

く
な
よ

専

機
持
ち
は

験
パ

ツ
の
テ
ス
ト
だ

全

速
に
行
え

 
初
日
は
終
日
自
由
時
間
だ

た
が
二
日
目
は
逆
に
終
日

外

業

軍
事
演

と
な

て
い

る 
現
在

は

験

ビ

チ
で

四
方
を
切
り
立

た

に

ま
れ
て
い
る

ド

ム
状

な
の
が
学
園
の
ア
リ

ナ
を

想
さ
せ
る
が
実

こ
の

一

に
は
ア
リ

ナ
と
同
じ
バ
リ

ア
機
構
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の

は
間
違

て
い
な
い

な
お
大
海
原
へ
出
る
に
は
一
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水
面
下
に
潜
り

水
中
の
ト
ン
ネ
ル

る
必
要
が
あ
る

 
こ
れ
を
見
た
束
は

ま
る
で

み
た
い
な
ロ
ケ

シ

ン

と
表
現
し
て
い
た

 
そ
の
特
設
ビ

チ
に
は
約
百
二
十
人

ど
の
生

が
ず
ら
り
と

ん
で
い
る

一
ク
ラ
ス
三
十

人

そ
れ
が
四
ク
ラ
ス
分
な
の
で
か
な
り
の
人
数
だ

い
は

ス

ツ
で

や
や

で
は

あ
る
が
ス
ク

ル
水

に
見
え
て
し
ま
う
の
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 
更
に
離
れ
た

に
は
一
定
の
間
隔
を
開
け
て
安

さ
れ
て
い
る

入
済
み
の

と

学
園

に
投

し
て
い
る
企
業
や
打
鉄
を
始
め
と
し
た

練
機
開
発
企
業
で
開
発
さ
れ
た

イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が

ん
で
い
る

前
中
は
学
園
で
は
で
き
な
い
不
安
定
な
地
形
で
の

練
を

行

た
が

後
か
ら
は

種

備

験
運

と
そ
の
デ

タ
取
り
を
中
心
と
し
た

士
と
し

て
の

練
を
主
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る

デ

タ
は
今
日
中
に
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で

ご
と
に
振
り
分
け
ら
れ
た

備
の
必
要
な
デ

タ
を
取
り
終
え
な
い
と

残
り
だ

専

機
持
ち
は
国
の
方
か
ら
届
け
ら
れ
た
オ

ト
ク
チ

ル
の
デ

タ
取
り
が
あ
る
の
で
一

生

と
は
分
か
れ
て
デ

タ
取
り
を
行
う

ち
な
み
に
和
君
の

黒
椿

に
も
オ

ト
ク
チ

ル
が
あ
る
か
ら
他
人
事
じ

な
い
よ

 
そ
し
て

そ
れ
は
生

で
な
い
和
人
も

外
で
は
な
い
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彼
は
こ
の
臨
海
学

に

の
実
験
の
名
目
で
付
い
て
き
て
い
る

来
年

学
園
に
入
学
予

定
で
だ
が

び

を
し
た

で
は
な
い
の
で

自
体
は
い
ま
も
生
還
者
学

に
あ
り

を
取

る
た
め
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ

ス
の

を
仕
上

な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

し
か

し
そ
れ
も

場

神
代

子

ノ
之
束

七
色

タ
ケ
ル
五
人
の
協
力
も
あ
り

前
の
内
に

方
済
ん
で
い
る

 
つ
ま
り
名
目
上
は
目
的
を
果
た
し
た
の
で

常
な
ら
以

フ
リ

に
な
る

だ
が
そ
ん
な
無

を
少
年
と
天
災
が
許
す

も
無
い

束
さ
ん
が

然
と

・
開
発
出
来
る

一
の
機
体
だ
か
ら
ね

 
た

く
さ
ん
あ
る
か
ら

て
付
き
合

て
ね

現
状
で
も
武
器
の
数
で
持
て

し
気
味
な
の
に

ま
だ
増
え
る
の
か

 
白

を
は
た
め
か
せ
る
女
性
の
背
後
に
は

し
と

べ
ら
れ
た
兵

の
数

 

機
構
の
物
理
兵

や
サ
イ
ズ
を
合
わ
せ
た
だ
け
の

練
機
の
標

備
や
後
付

備

中
に
は
見
た
だ
け
だ
と
ち

と

が
解
ら
な
い
も
の
ま
で
あ
る

お
そ
ら
く
後
に
な
る
に
つ

れ
て
特

な

境
下

そ
れ
こ
そ

な
ど

で
の
使

を
目
的
と
し
た
も
の
で
そ
れ
が

黒
椿

の
オ

ト
ク
チ

ル
に
な
る
の
だ
ろ
う
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あ
れ
だ
け
後
付

備
や
オ

ト
ク
チ

ル
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
に
も

然
理
由
が
あ

る
黒
椿
に
三
つ
発
現
し
た

一
仕
様
能
力
は
強
力
か
つ
危
険
性
を

慮
し
て
二
つ
ま
で
は

合

で
の
使

を
禁
じ
ら
れ
て
い
る

し
か
し
標

備
を
出
す
と
和
人
自
身
の
思
い
が
強
過
ぎ
る
せ

い
で
自
動
発
動
し
て
し
ま
う
の
で
彼
が

合
に
出
る
場
合
は
必
然
的
に
後
付

備
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い

加

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
約
が
あ
る

合
の
中
で
取
れ
る
手

は
後
付

備

の
数
と

す
る
の
だ

 
だ
か
ら
大

の
後
付

備
を
開
発
し

そ
れ
を

え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

か
ら
数
多
く
の
武
器
を

て
い
た

で
近

兵

の

い
は

問

な

い

撃
兵

だ
と
や
や

は
あ
る
が

そ
れ
も
理
論
の

強
と
日

の

練

黒
椿

の
火

器

制
制

シ
ス
テ
ム
で
補
わ
れ
て
い
る

 

ま

和
人
が
そ
の
気
に
な

た
ら

撃
兵

な
ん
て
一
切
不
要
で
し

う
が

 
思
い
浮
か
ぶ
の
は
刀
身
に

さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ

が
解
放
さ
れ
陽
光
に

ら
さ
れ
る
世
界

を
引
き
裂
く
が
如
き
闇
の
波

覇
導
絶

や

黒
椿

の

本
性
能
で
無
制
限
に
エ
ネ
ル

ギ

が
増

さ
れ
る
た
め
残
弾
に
限
り
が
あ
る
物
理

撃
兵

よ
り
も
使
い
勝
手
が
よ
く
更
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に
は

程
も
⻑
い

 
し
か
し

そ
れ
は

然
な
の
だ

 
た
だ

一
仕
様
能
力
を

フ

ス
ト
・
フ

ム

一

形

で
発
現
さ
せ
る
た
め
だ
け
の
実
験
機
だ

た
黒
椿
は

束
の
手
に
よ

て
⻑
期
間
の
補

な
く

独
行
動
を
取
れ
る
よ
う
設

を
引
き
直
さ
れ

極

的
に
は

空
間
で
の
活
動
を
前

に
し
た
機
体
へ
と
変

し
て
い
る

来
的
に
戦
い
を
見

え
て
い
る
か
ら
武

が
多
い
だ
け
で

へ

び
立
つ
時
の

パ
ス
ス
ロ

ト

は
食

や
開

機
器
な

ど
で
い

い
に
な

て
い
る
だ
ろ
う

 
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
事
が
多
い

だ
か
ら

が

き
て
も
い
い
よ
う
に
思
い
つ
く
限

り
の
機
器
を
開
発
・

し
て
対
策
を
練

て
い
る

 
機
体
性
能
が
現
行

と
隔
絶
し
て
い
る
の
も
想
定
し
た

境
が
違
い
過
ぎ
る
た
め

光
の
速

さ
で
す
ら
足
り
な
い

ど
広
い

を

る
に
は
現
行
程

で

足
し
て
は
な
ら
な
い
と
彼
女

は

し
て
い
る
の
だ

そ
う
や

て
や
る
気
を
世
界
に
知
ら
し
め
て
い
る

 

そ
う
し
て

予

線
を

て
い
る

 
数
年
後
に
地

を
襲
う
外

を
退
け
る
の
に
必
要
な
技
術
の
開
発

そ
れ
に
必
要
な
事
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
ヴ

ベ
ル
か
ら

さ
れ
て
い
る

束
が
や
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
に
で
も
作
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り
出
せ
る
だ
け
の
情
報
は

て
い
た

 
だ
が

彼
女
は

そ
れ
を
し
て
い
な
い

 
恐
れ
て
い
る
の
だ

 
ヴ

ベ
ル
に
よ
り

さ
れ
た
未
来
の
技
術
は
い
ま
の
世
界
に
は
ま
だ

す
ぎ
る

そ
れ
は
世

界
に
と

て

で
あ
り

猛

だ

か
つ
て

が
世
に
出
た
時
の
よ
う
に
あ
ま
り
に
も

外

な
そ
れ
に
彼
女
は
危
惧
を

い
た

 
だ
か
ら
少
し
ず
つ

少
し
ず
つ
そ
れ
を
世
に
出
し
て
い
る

 
タ
イ
ム
リ
ミ

ト
は
あ
と
数
年

 
そ
の
間
に
和
人
と
黒
椿
を

し
世
界
に
技
術
を
知
ら
し
め
る

果
の

ど
を
目
で

見
せ
る

そ
う
し
て

に

ら
し
て
い
き

定

さ
せ
る

 
そ
れ
が
彼
女
の

い
だ

た

 
無
名
だ

た

と
違
い
今
は
世
界
が
彼
女
の
動
向
を

し
て
い
る

彼
女
が
作
り
出
す
兵

技
術
を
学
び

も
う
と
躍

に
な

て
い
る
の
を

す
る
形
だ

ク

ち

ん

ど
う
し
た
の

 
ク

ち

ん
も
こ

ち
来
て
手
伝

て
よ

す
み
ま
せ
ん

え
事
を
し
て
い
ま
し
た

い
ま
行
き
ま
す
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速
足
で

け
寄
る

 
少
年
は
天
才
達
の
議
論
に

じ

て
対

に
意
見
を
交
わ
し
て
い
た

 
か
つ
て
は
私
の
方
が

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
が

も
う
そ
れ
は
出
来
な
さ
そ
う
だ
と
思
う

と

一

だ
け

の

動
が
強
く
な

た

 
 
 
 

黒
騎
士

 
そ
れ
は
国

会

属

者

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

が

る
第
三
世
代
専

機

会
の

式

で
も
し

か
り
記
載
さ
れ
て
い
る
そ
れ
は

全
て
が
天
災
・

ノ
之
束
手

ず
か
ら
作
ら
れ
た
特
別
製
だ

 
そ
の
機
体
は
名
前
の

り
騎
士
を
思
わ
せ
る

い

 

来
の

は
四

の

が
分

く

大
化
し
た
形
状
を
取

て
い
る

そ
れ
は
大

主
義
の
如
く
兵

の
強
力
さ
を
求
め
た

大
化
に
追
い
つ
く
た
め
の
思

錯

の
結
果
だ

ゴ

テ
ゴ
テ
し
た
見
た
目
は
機

ら
し
い
特
徴
と
も

え
る

 
だ
が

は
最
初
か
ら
そ
う
だ

た
わ
け
で
は
な
い

 
全
て
の

の
原
型
と
な
る
機
体
白
騎
士
は

を

う
バ
イ
ザ

と

を
守
る

四
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を
守
るガ

ン
ト手レ

トに
グ
リ

ブ
と
い
う

騎
士
の
如
き

だ

た

 
和
人
の
無
銘

黒
椿
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
束
が
作
り
出
す
機
体
は
現
行
の
そ
れ
ら

よ
り
全
体
的
に

に
な

て
い
る

 
そ
れ
は

黒
騎
士

も

外
で
は
な
い

い
や

白
騎
士

の
色
を
反
転
さ
せ
た
だ
け
と

え
れ
ば

あ
る
意
味
原
点
回
帰
と

え
る
の
か

 
四

の

が
小
さ
く
な
れ
ば

し
て
リ

チ
も

く
な
る
の
で
戦
い
に

い
て
は
不

と

な
る

そ
の
反
面
生
身
の
体
を
大
き
く

脱
し
な
い
が
故
に
身
体
イ
メ

ジ
が
し

か
り
保

た
れ
や
す
い

こ
れ
く
ら
い
動
け
ば

け
ら
れ
る
と
い
う
予

で
生
身
と

間
の
齟
齬
が
生
ま

れ
に
く
い
た
め
だ

結
果

弾

は
よ
り
下
が

て
い
く

こ
れ
ら
を

ま
え

白
騎
士

は

本
部
分
に

い
て
合
理
的
で
あ

た
と

え
よ
う

黒
騎
士

や

黒
椿

は

白
騎
士

の
正

進
化
系
な
の
だ

 
そ
し
て

こ
れ
ら
は
あ
る
種
の
対

だ

 

の
時
代
を
作
り
出
し
た
の
が
白
な
ら

そ
れ
を
終
わ
ら
せ
る
の
は
黒
だ
と
い
う
暗

だ

か
ら
彼
女
は

黒

に

て
名
前
を
付
け
て
い
る

 
彼
の
イ
メ

ジ
カ
ラ

と

て
い
る
の
は
必
然
か

は
た
ま
た
偶
然
か
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と
も
あ
れ
確
か
な
の
は

黒

と
名
付
け
ら
れ
た
天
災

製
の
機
体
は

他
国
の
専

機
開

発
の
よ
う
に
シ
リ

ズ
物
に
な

て
い
る
と
い
う
事
だ

ど
う

 
お
前
が
前
に
使

て
た
機
体
に
か
な
り
近
付
け
て
み
た
け
ど

 
数

の
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
か
ら

を
上

た
天
災
が
問
う
た

手
は
今
で
は
義
妹
と
な

て

ク
ロ
ニ
ク
ル

を
名

る
ラ
ウ
ラ
だ

彼
女
は
私
が

る
黒
騎
士
と
極
め
て

似
し
た

に

登
場
し

そ
の

合
を
確
か
め
て
い
た

 
四

の

や

を
守
る

な
ど

同
一
だ
が
や
や
異
な
る
点
も
あ
る

私
の
機
体
と

べ
て

の
先

が

い
の
だ

 
そ
の
先

か
ら
ブ

ン
と
空
気
を

く
エ
ネ
ル
ギ

刃
が

び
た

ど
う
や
ら

に
組
み

ん
だ
エ
ネ
ル
ギ

の
手
刀
ら
し
い

確
か
彼
女
が
以
前
使

て
い
た
機
体
シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
レ

ゲ
ン

に
も
同
じ
武

が
あ

た

だ

 
そ
れ
に
代
わ
り

天
災
に

わ
れ
る
形
で
義
妹
と
な

た
彼
女
に
与
え
ら
れ
た
機
体
の
名
は

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
リ

タ

ド
イ
ツ
語
で
付
け
ら
れ
た
そ
れ
を
和

す
れ
ば
黒
い
騎

士
と
な
る

ア
レ
も
ま
た

黒

シ
リ

ズ
の
内
の
一
つ
と
い
う

だ

流

は

ノ
之

士
だ

と
て
も
い
い

レ

ル
カ
ノ
ン
が
無
い
点
は
物
足
り
な
さ
は
あ
る
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が
レ

ル
カ
ノ
ン
は
超
⻑

離
パ

ケ

ジ

換

備
で
追
加
予
定
だ
か
ら
我

し
な
よ

と
い
う
か

か
ら
あ
ん
な
の

い
で
た
ら
機
動
力
を
無

に

ぐ
だ
け
で
し

お
前
近

格
闘
ス
タ
イ
ル
な

の
に
自
分
か
ら
⻑

を
殺
す
つ
も
り

レ

ゲ
ン
は

動

と
し
て
の
運

が
主
で
近

武

や
ワ
イ

ブ
レ

ド
は

離
を

め
ら
れ
た
時
の
予
備
武

の

面
が
強
か

た
か
ら
な

あ

だ
か
ら
ち
ぐ
は
ぐ
な

だ

た
ん
だ

あ
の
機
体

 

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
ハ

ゼ

の
よ
う
に

使

を
前

と
し
た
特

部
隊
な
ど
明
ら

か
に
軍
事
行
動
メ
イ
ン
の
部
隊
が
あ
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
は

合
よ
り
も
戦
闘
に
重
き
を

い
て

い
る

そ
れ
が

備
に
も
表
れ
た
形
だ

 
よ
く
よ
く

え
れ
ば
百
メ

ト
ル
程

し
か
離
れ
な
い

の

合
に

程
数
キ
ロ
を
誇
る
超

電

大

は
使
う
場
面
は
か
な
り
限
ら
れ
る

破
壊
力
は

り
紙
付
き
だ
が
発

に
も

弾

に
も
時
間
を
要
す
る
か
ら
高
速
戦
闘
が
主
の

合
に
は
不
向
き
な
の
だ

そ
れ
な
ら

程
と

は
い
え
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
レ

ザ

兵
器
を
使
う
方
が
戦
績
は
良
く
な
る
だ
ろ
う

そ
れ
を
補

う
形
で
Ａ
Ｉ
Ｃ

ア
ク
テ

ブ
・
イ
ナ

シ

ル
・
キ

ン
セ
ラ

性

止
結
界

を
開
発
し

近
戦
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
た
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の
が

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
レ

ゲ
ン

だ

た

だ

 

そ
れ
に
感
化
さ
れ
た
の
か

黒
椿

に
作
ら
れ
た
新
武

は
そ
の
多
く
が
現
代
兵
器
で
名
高
い
火

で

め
ら
れ
て

い
た

 
が
が
が
が
が
と
断

的
な

裂

そ
の
回
数
分
だ
け
き
ん
き
ん
と

の

ち
る

が
上
が

た

 
彼
が
い
ま

し
て
い
る
の
は

Ｓ
Ｐ
Ｂ
プ
ラ
セ
オ
ジ
ム

と
い
う

サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン

機

 
参

は
ベ
ル
ギ

の

が
開
発
し
た

 
Ｐ

０

だ

 
Ｐ

０
は

程
や

発
の

力
こ
そ
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
に

る
が

分
九
百
発
も
の
弾

を
ば
ら
ま
く
面
制
圧
力
は
ピ
カ
一
だ

更
に
初
速
が
高
く
運
動
エ
ネ
ル
ギ

が

い

に
集
中

す
る
た
め

体

つ
ま
り

な
ど

に
対
し
て
は
ラ
イ
フ
ル
弾

み
の

力
を
有

し
て
い
る

持
ち

え
を
意
識
さ
れ
た
構

な
の
で
二

撃
も
可
能
だ
と
い
う

は

下
に

出
さ
れ
る
点
で

手
の
転
倒
リ
ス
ク
に
な

て
い
た
り
弾

の
形
状
が
特

で

い
換

に
は

を
要
す
る
な
ど
欠
点
も
あ
る
が

プ
ラ
セ
オ
ジ
ム
の
場
合

の
イ
ン
ス
ト

ル

子
変
換
機
能
に

よ
り
空

の
回
収
・
弾

が
自
動
で
行
わ
れ
る
の
で
問

に
な
り
得
な
い
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特
に

力
に

れ
て
い
る
点
か
ら

機
の
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を

り
や
す
い
の
は

高

価
だ
ろ
う

程
は

い
が

合
で
あ
れ
ば
気
に
す
る
必
要
は
な
い

 
数

撃
ち

け
た
後
独
特
な
形
状
の

か
ら
か
き
ん
と
ノ

ク

が
し
た

弾
切
れ
の

だ 

メ

ト
ル
先
に
は
ダ

ツ
の
よ
う
に
大
小
複
数
の

が

ま
れ
た
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
的

常
で
あ
れ
ば
一
発
一
発
の
精
密
性
を
上

る
た
め
に
使

さ
れ
る
そ
れ
を
一

だ
け
に
設
定
し

一
マ
ガ
ジ
ン
分
を
撃
ち
切

て
も
ら

た

 

ね

た

て
は
い
る

 
い
る
の
だ
が

六
十
点
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね

動
い
て
い
な
い
的
で
四

外
す
の
は
ち

と
マ
ズ
い
で

す

器
の

を

制
に
し
か
使
わ
な
か

た
ツ
ケ
だ
な

こ
れ
は

実
戦
だ
と

制
も

し
い
で
す
ね

 
的
の
状

を
見
て

私
は

め
の

点
を
下
し
た

 

は

然
動
く
か
ら
動
い
て
い
な
い
的
で
あ
ま
り

た

て
い
な
い
の
は
良
く
な
い

本
人



 尊ぶべき日常世界

が

う
よ
う
に

の
戦
闘

練
だ
と

火
器
を

制
に
ば
か
り
使

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

た
れ
ば

の

外
れ
て
も

手
の
動
き
を
誘
導
で
き
れ
ば
と
い
う
使
い
方
だ

た
の
が

に

な

た
形
だ

 

麻

更
識
楯
無
な
ど
の
実
力
者
と
の

合
で
は
弾
を

て
ら
れ
て
い
た
が
ア
レ
は
隙

を
作

て
い
た
上
に

メ

ト
ル
よ
り
は
近
い

離
だ

た

 

の
Ｐ

０
の
最
大

程
は
１
８
０
０
ｍ

有

程
が
２
０
０
ｍ

こ
れ
は
使
わ
れ
る

の
弾

が
大
き
さ
や
運
動
エ
ネ
ル
ギ

が
ハ
ン
ド
ガ
ン
特
性
は
ラ
イ
フ
ル
を
参

に
さ
れ

て
い
る
事
で

出
さ
れ
た
値
だ

つ
ま
り
Ｐ

０
の
性
能
を
最
大
限
発

す
る
な
ら
２
０
０
ｍ
前

後
の

離
で
確
実
に

弾
さ
せ
る
技

が
必
要
に
な
る

 
今
は
ま
だ
四
分
の
一
程

の

離

そ
れ
で

発
中
お
よ
そ

発
外
し
て
い
る

 

静
に

す
る
と

点
は
甘
い

点
だ

要
練

で
す
ね

そ
れ
と

構
え
が

れ
て
ま
す

直
し
て
く
だ
さ
い

ん
む

こ
れ
で
い
い
か

い
え
も
う
少
し

を

め
て

そ
れ
と
バ

ト
プ
レ

ト
が

か
ら
離
れ
て
ま
す

て
な

い
と

が
狂
い
ま
す
よ
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い
な
が
ら
私
は
彼
の
背
後
に
回

た

や

の

の
重
心
バ
ラ
ン
ス
を

に
整
え
て
い
く

 
彼
は

ノ
之
流
桐

谷
流
の
剣
を
捨
て
て
我
流
で
剣
の
振
り
方
戦
い
方
を
学
ん
で
き
た
の

で

火
器
の

い
に

し
て
も

完
全
に
独
学
だ

最

限
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
学
ん
で
い

る
だ
ろ
う
が

撃
ち
方
は

興
で
あ
る

 
だ
か
ら

的
な
構
え
が
出
来
て
い
な
い

 
キ
チ
ン
と
覚
え
る
ま
で

り
返
し
ま
す
よ

あ
と

に

弾

撃

も
あ
り
ま
す
か
ら

い
つ
も
突
き
付
け
て
撃

て
た
か
ら

し
い
な

和
人
に
と

て

種
の

ど
が
大
き
過
ぎ
ま
す
か
ら
ね

む

も
ク
ロ
エ
く
ら
い
の
身
⻑
が
欲
し
い

 
そ
う

う
と

然
と

を

ら
ま
せ
た

 
ク
ス
ク
ス
と

み
が
零
れ
る

私
の
身
⻑
が
１
４
８

彼
は
そ
れ
よ
り

い

男
性

と
し
て
気
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

ま
だ

か
れ
る

に
は
い
き
ま
せ
ん
よ

さ

も
う
一

撃

て
み
て
く
だ
さ
い
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ん
 
離
れ
た
後

再

上
が
る
発

お
見
事

 
今

は

中
心
に
全
弾
命
中
し
て
い
た

 
振
り
返

た
少
年
は

ん
と

息

く

う

少
し
誇
ら
し

な
の
は
高

価
が

し

か

た
か
ら
だ
ろ
う
か

 
そ
れ
な
ら
よ
か

た
と

て

私
は
足

の

火
器
を
持
ち
上

た

で
は

の

器
を

し
ま
し

う
か

の

種
は
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
使
い
方
は
今
の
と

同
じ
で
す

ど
う
ぞ

は
い

 
そ
の

が

に
変
わ

た
の
を
見
て
お

い

よ
り
表
情

か
に
な
り
ま
し
た
ね
と

私
は

み
を
深
く
し
た
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二

二
五
年
七
月
七
日

火

日

後
七
時

 

学
園

 

な

ん
か

ス

キ
リ
し
ね

な

 
臨
海
学

が
始
ま

て
二
日
目
の
夜

 
一

と
違
い
学
園
内
で
あ
れ
ば
特
に
制
限
を
設
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め

は

き
な
時
に

き
し
て
る

を
出
ら
れ
る

食
事
を
摂
る
た
め
に
食

を

く

実
姉
や
更
識
楯
無

の
付
き

い
は
不
要
な
の
だ

他
人
に
気

ね
な
く
食
事
を
し
た
い
方
な
の
で
孤
食
は
む
し
ろ

万

だ

た

 
密
か
な

し
み
に
な

て
い
る
の
が
食

の
メ
ニ

を
制
覇
す
る
事

そ
れ
に
向
け
様

な
メ
ニ

を
と

か
え

か
え
し
て
い
る

最
初
は
大

り
メ
ニ

や
男
性

者
に
対

す
る

機
の

線
が
鬱

し
か

た
が

一

間
も
す
れ
ば
流

に

れ
る

 
し
か
し

は

い
切
れ
な
い
違
和
感
を
覚
え
て
い
た

 
こ
の
学
園
に

れ
て
こ
ら
れ
た
の
は
七
月
一
日

明
日
で

一

間
に
な
る

だ
が
こ
の

い
期
間
で
す
ぐ
人
の

線
が
無
く
な
り
は
し
な
い

む
し
ろ
専

機
持
ち
と
し
て
知
ら
れ
た
事
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も

め

学
園
に
来
た
初
日
以
上
の

線
を
集
め
た
く
ら
い
だ

 
だ
が

な
ん
だ
か
お
か
し
い

 
初
め
て
こ
の
学
園
に

た
時

線
を
集
め
た
時
は

喜
を
覚
え
た

な
の
だ

確
か
に
一
歩

み
出
し
た
の
だ
と

 
専

機
白
式
が
目
の
前
に
来
た
時

そ
れ
に
触
れ

し
た
時
も
同
じ
よ
う
に
思

た

 
だ
が
あ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け
機
動

練
を
し
て
も
初
め
て

し
た
時

ど
の
高

感
は
無

い 
あ
い
つ
に
負
け
た
か
ら
か

 
い
や

そ
も
そ
も

は

な

白
式

を
前
に
し
た
時

し
た
時
に
一
歩

み
出
し
た

高

感
や

で
も
出
来
る
全
能
感
を
覚
え
た

 

え
て
も

ま
る
で

が
掛
か

た
よ
う
に
判
然
と
し
な
い

 
な
に
か
を

忘
れ
て
い
る
気
が
す
る

あ

ク

ん

ん
わ
か
ら
ね

 
悪

を
つ
い
て

を
振
る

 
思
い
出
せ
な
い
と
い
う
事
は

お
そ
ら
く
重
要
な
事
で
な
い
か
ら

が
忘
却
し
た
の
だ
ろ
う
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そ
こ
ま
で
重
要
な
事
で
は
な
い
の
だ

な
ら
ば
思
い
出
せ
な
く
と
も
気
に
す
る
必
要
は
な
い

そ

ん
な
す

い
ブ
ド
ウ
理
論
を
展
開
し
つ
つ
食
後
の
運
動
と
気
分
転
換
を

ね
て
学
園
内

を

策
し
て
い
く

 
人
工

と
は
思
え
な
い

ど

生
や
木

が
多
く
あ
る

は
夜
に
な
る
と
一
風
変
わ

た
様

を
見
せ
る

生
い

た
木

の

は

暗
く

ち

と
し
た

し
に
な
り
そ
う
な
ス

ポ

ト
だ

 
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
は

な
ど
の

が
い
る
の
で
入
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
が

 

さ
れ
た
道
を
歩
い
て
い
る
と

に

ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
自
動

機
を
見
つ
け

た

か
ら
千

札
を
出
し

気
に
入

て
い
る
メ

カ

の
ジ

ス
の
ボ
タ
ン
を

す

お
釣
り
を
回
収
し

取
り
出
し

か
ら
ジ

ス
を
取
る

お

そ
こ
に

ん
の
は

少
年
じ

ね

か

は
い

 
キ

プ
を
開
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
声
を
掛
け
ら
れ
た

ち

う
ど
自

機
の
明
か
り
が

届
か
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
人
影
が
あ
り
ど
う
や
ら
そ
の
人
物
が
声
を
掛
け
て
き
た
ら
し

い
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は
男
の
よ
う
だ
が

声

は
れ

き
と
し
た
女
の
も
の

 
コ
ツ
コ
ツ
と
ヒ

ル
の

と
共
に
近
付
い
て
く
る

明
か
り
で

わ
に
な

た
の
は
ま
ず
⻑

い
金
髪

に
制

を

し
上

る

ど
の

な
バ
ス
ト

こ
こ
の
女
生

な
の
は
確
実
だ

た 
リ
ボ
ン
の
色
は

 

学
園
の
生

は
リ
ボ
ン
の
色
で
学
年
が
判
別
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
お
り

一
年
生
は
⻩

二
年
生
が

三
年
生
が
⻘
色
だ

ち
な
み
に
学
年
が
上
が
る
時
は
そ
の
ま
ま
色
ご
と
上
が
る
の

で

来
年
の
入
学
生
は
⻘
色
の
リ
ボ
ン
を
す
る
事
に
な
る

 
つ
ま
り
声
を
掛
け
て
き
た
人
物
は
こ
こ
の
生

で
二
年
生
と
い
う
事

金
髪
だ
か
ら
お
そ
ら

く
外
国
人
だ
ろ
う

あ

え

と

ど
な
た
で
す

け

ん

 
ま
さ
か
ア
タ
シ
の
事
を
知
ら
な
い
の
か

 
見
覚
え
も
無
い

え

と

す
ん
ま
せ
ん

お
い
お
い

候
補
生
は

国
家
で

人
も
い
る
か
ら
仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
ね

け
ど
せ

め
て
専

機
持
ち
く
ら
い
は
把
握
し
と
こ
う

 
お
前
は
も
う

業
界
の
人
間
に
な
る
ん
だ
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か
ら
よ

 
ま
一

間
足
ら
ず
だ
か
ら
仕
方
な
い
か
も
だ
が
と
や
や
気
だ
る

に

う
二
年
生

発

か
ら

す
る
に
ど
う
も
専

機
を
持
つ
代
表
候
補
生
ら
し
い

つ
ま
り
ど
こ
か
の
国
の
ト

プ
ク

ラ
ス
の
実
力
者
と
い
う
事
だ

な
ら
と
り
あ
え
ず
自
己

だ
な

ア
タ
シ
は
ア
メ
リ
カ
代
表
候
補
生
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

こ
こ
の
二
年
生
だ

 
そ
れ
と

と

金
髪
の

女
が

み
を
浮
か
べ
た
ま
ま

離
を

め
て
く
る

 
そ
の

み
に

か
を
感
じ

は
思
わ
ず

あ
と後
じ
さ退

た

へ

 
そ
ん
な

を
見
て
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

は
に

と

を

り
上

る

物
を
前
に
し

た

の
よ
う
に
ち
ろ
り
と

が

を

ら
し
た
の
を
見
て

の

裏
で

が
鳴
り

く

な
る

ど

中
参
加
な
が
ら
命
を

け
た
か
ら
か

は
悪
く
ね

な

な

の
事
だ
よ

危
険

知
能
力

て
意
味
さ

主

 
直
後

ダ
リ
ル
の

手
が
閃
き

突
き
付
け
ら
れ
る
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握
ら
れ
て
い
た
の
は

 
反

的
に
体
が
動
く

抗

ど
ち
ら
か
が
思

に
上
る
前
の
動
き
だ

 
だ
が

そ
れ
も
無

に
終
わ

た

 

ん

と

い
た

が

を

い
た

そ
う
思

た
時
に
は

に
衝
撃
が

て
い
た

体
が
後
ろ
に
吹

び

ら
ず
地
面
を
転
が

た

い

て

 

を
上

る

 
ダ
リ
ル
は

的
な

み
を

え
て

を
見
下
ろ
し
て
い
た

は

に
向
け
ら
れ
た
ま
ま

で

下
手
に
身
動
き
が
取
れ
な
い

て
め

な
ん
の
つ
も
り
だ

う

な
い
だ
ろ

主

 
ま
あ
さ

き

い
か
け
た
ん
だ
が

お
前
の

が
思

た

ど
悪
く
な
か

た
か
ら
や

や
め
る
事
に
し
た

め
て
ん
じ

ね

 
横
隔

が

み
で

ば
麻

し
て
呼

が
ま
ま
な
ら
な
い
中

え
る
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白
式

に
力
を

し
や
が
れ

 

機
状

の

白
式

に
意

を
送
る

手

に

か
れ
た
ガ
ン
ト
レ

ト
が
白
く

き

時
に
全
身
を

う
白
い

と
化
し
た

手

に
は

子
変
換
を
経
て
復

さ
れ
た
雪
片
弐
型

 

抗
戦
の
構
え
だ

 
だ
が

と
て

勝
て
る
と
は
思

て
い
な
い

 
勝
て
な
く
て
も
い
い
の
だ

た
だ

は

れ
ば
い
い

そ
う
す
れ
ば
異
変
に
気
付
い
た
先
生
達

が

け
つ
け
る

だ

 
流

に

に

し
て
は
経
験
が
違
う

ア
メ
リ
カ
代
表
候
補
生
の
中
で
も

点
に

す
る

専

機
持
ち
に

使
い
始
め
て
数
日
の

が
勝
て
る
と
は

思
え
な
い

 

い
い
と
こ
ま
で
は

い
け
る
か
も
だ
が

 

と

そ
ん
な
予
想
が
浮
か
ぶ

 
な
ん
で
そ
ん
な
に
自
信
に

れ
た
事
が
浮
か
ん
だ
の
か
は
定
か
で
は
な
い

だ
が
無
理
で
は
な

い
と
思
う
と

然
や
る
気
に

ち

れ
る

は

て
ま
し
た

て
モ
ン
だ

は
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し
か
し
ダ
リ
ル
は
お
か
し
な
事
に

絶
な

み
を
浮
か
べ
た

て
い
れ
ば
不

に
な

て

い
く
の
は
ダ
リ
ル
の
方
な
の
に

な

そ
ん
な

が
あ
る
の
か

そ
う
い
え
ば

主

お
前
の
そ
の

白
式

た
し
か

撃
武
器
は
無
い
ら
し
い
な

 
実
は

オ
レ
も
な
ん
だ
よ

だ
か
ら
ど
う
し
た

よ
り

だ
か
ら

わ
な
い

て

そ
う

い
た
い
の
か

ま

そ
う
い
う
こ

た

少
な
く
と
も
お
前
よ
り
は
ア
タ
シ
の
方
が
上
手
く

え
る

 
話
な
が
ら

ダ
リ
ル
の
体
が
光
に

ま
れ

専

機
が
展
開
さ
れ
る

 
第
三
世
代
機

ヘ
ル
・
ハ
ウ
ン
ド
ｖ
ｅ
ｒ
２

だ

 

て

な
ん
で

専

機
の
名
前
が
出
て
き
た

 

と
思

が
止
ま
る

ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

の

を
知
ら
ず
名
前
も
出
て
こ
な
か

た
の
に

は
い
ま
専

機
の
名
前
は
パ

と
出
て
き
た

体
的
な
武

や
コ
ン
セ
プ
ト
も
見
た
目
す

ら
見
た
事
な
い

な
の
に

だ
か
ら
よ

イ
ツ
を

ア
タ
シ
に
寄
越
し
な

 
お
か
し
な
齟
齬
に

ま

た
直
後
ダ
リ
ル
が
ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
せ
突
進
し
て
き
た

再

手
が
突
き
出
さ
れ
る



 潜影 〜にじり寄る亡霊〜

 
そ
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
の
は

形
の
機

 
思

が
止
ま

て
い
た

は
反
応
が

れ
掌

の
形
で

形
の
機

を

部

に

け
て

し
ま

た

す
ぐ
後
方
へ
離
れ
る

が

 
全
身
を

電
流
が

る

な

ぐ

が

 
シ

ル
ド
バ
リ
ア
を

し
た
そ
の
電
流
で
全
身
が

す
る

界
が
チ
カ
チ
カ
と
明
滅

し

思

が

き
切
れ
そ
う
な
程
に
シ

ト
す
る

 
電
流
が
ど
れ
く
ら
い
流
れ
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
や

と
解
放
さ
れ
た
時

は
地
面

に

身
創

の
体
で
転
が

て
い
た

て

め

お

お

勢
だ
け
は
良
い
な

だ
が

も
無
い
お
前
に
な
に
が
出
来
る

な

 
び

白
式

が

 

的
な

み
を
浮
か
べ
る
ダ
リ
ル
に

わ
れ

白
式

が
無
い
事
に
気
付
く

自
動
的
に

機
状

に
な

た
か
と
も
思

た
が

手

に
白
い
ガ
ン
ト
レ

ト
は
無
い

残
念
だ

た
な

白
式

は

こ

ち
だ
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な

お
前

 
見
せ
つ
け
る
よ
う
に
ダ
リ
ル
が

手
を
突
き
付
け
て
く
る

白
い
ガ
ン
ト
レ

ト
は
そ
の
手

に
握
ら
れ
て
い
た

 

常

展
開
状

の

は
外
部
か
ら
の
物
理
的
影

を
シ

ル
ド
バ
リ
ア
な
ど
で
カ

ト
す

る
た
め
解

に
は

者
の
意

が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
る

し
か
し
い
ま
そ
れ
を
無

し
て

解

さ
れ
あ
ろ
う
こ
と
か
設
定
さ
れ
た

機
場

で
あ
る

手

で
は
な
く
ダ
リ
ル
の
手
に
収

ま

て
い
る

リ
ム

バ

 

で

そ
の

語
が

び
出
て
き
た

 

離

と
し
て
知
ら
れ
る
そ
れ
は
本
来
は

・

化
し
た
塗

を
取
り

く
た
め
の

だ

女
子
が
よ
く
や
る
マ
ニ
キ

ア
を

が
す

に
使
わ
れ
る
も
の
だ
と

か
の

で

ん
だ

覚
え
が
あ
る

 
し
か
し
な

い
ま

そ
ん
な

語
が
出
て
き
た
の
か

主

テ
メ

な
ん
で

リ
ム

バ
離

の
事
を
知

て
や
が
る

 
だ
が

そ
れ
以
上
に
な

ダ
リ
ル
は

そ
ん
な

い
た

を
し
て
い
る
の
か
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コ
レ
は
無
理

理

を

が
す
か
ら
ア
ラ
ス
カ

約
で
禁
じ
ら
れ
て
る
モ
ン
だ

禁
止
目
録

の
中
に
名
前
は
あ
る
が
実
物
は
お
ろ
か

果
す
ら
ま
と
も
に
知

て
る

ツ
は

な
い

だ

が
なし

知
ら
ね

よ

自
身
そ
れ
に

惑
し
て
ん
だ

嗟
に
出
た

語
が

た

て
る
事
に

も

な
ん
で
リ
ム

バ

な
ん
て

語
が
出
て
き
た
か
も

ん

 
ダ
リ
ル
は

信

疑
と
い
う
風
に

を
見
て
い
た
が
す
ぐ
に
気
を
取
り
直
し
た
ら
し
く

に
ま
た

み
が

た

勝
ち
誇

た
よ
う
な
そ
れ
が
ま
た

立
た
し
い

 
特
に

ロ
ク
に

抗
出
来
ず
に

白
式

を
奪
わ
れ
た
事
が
悔
し
か

た

 

な

か

思

た

ど
喪
失
感
が
無
い
の
が
不
思
議
だ
が

 
悔
し
さ
は
あ
れ
ど
な

怒
り
が
無
い
の
か

自
分
で
自
分
が
解
ら
な
い

ま

コ
レ
を
知

て
よ
う
が
い
ま
い
が
ど
う
で
も
い
い
か

白
式

も
奪

た
事
だ
し

テ

メ

は
も
う

済
み
だ

ま
さ
か

殺
す

て
か

ま
さ
か

男
な
が
ら
に

を
動
か
し
た

ツ

て
の
は
実
験
体
と
し
て

重
な
ん
だ
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な
ん
せ
世
界
で
た

た
二
人
し
か

ね

か
ら
な

 
ダ
リ
ル
の
手
が

る

の

部

に

め
上

ら
れ

声
を
上

よ
う
と
す
る
が

を

手
で

め
上

ら
れ
た

ん

ぐ

 
自
分
の

く
声
を
遠
く

こ
え
る
感
覚

 
程
な
く

の
意
識
は
闇
に

ち
た

  
 

 
息
を
殺
し

す
る

 
決
し
て
気
付
か
れ
て
は
な
ら
な
い

そ
う
自
身
の

い

か
せ
心

の

動
を
意

的
に

く
す
る

呼

も

を
限
界
ま
で
抑
え

に
行
う

 

線
の
先
に
は
気
絶
し
た
男
と

的
に

う
女

 
私
は
男
の
護
衛
を
し
つ
つ
タ

ゲ

ト
の

触
が
な
い
か
監

す
る

目
を
こ
な
し
て
い
た

が

今
日
や

と

触
が
あ

た

つ
ま
り
い
ま

付
か
れ
る

に
は
い
か
な
い

 
息
を
潜
め
る
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気
配
を
殺
す

 
女
が

を
取
り
出
し

ど
こ
か
に

絡
を
取

た

そ
れ
か
ら
男
を

で

ぎ
上

て
静

か
に
闇
に
消
え
る

 
後
を
追
う

を

ま
な
い
よ
う

ん
の

か
に
浮
遊
し
て

 
気
を

り

け
る
こ
と
数
分

女
が
足
を
止
め
た
の
は
孤

の

そ
こ
に

ん
の
少
し
だ
け

を
出
す
潜
水

の
ハ

チ
が
あ

た

女
が
近
づ
き
潜
水

か
ら

間
ら
し
き
人
影
が
下
り

て
く
る

 
男
が
引
き

さ
れ
る

 
女
は
潜
水

に

ら
ず

来
た
道
を

り
始
め
た

 

り
に
静
け
さ
が

る

 
私
は

プ
ラ
イ
ベ

ト
・
チ

ン
ネ
ル

個
人
間
秘
匿

信
を
開
い
た

 
和
人
動
き
が
あ

た

録

も
出
来
て
い
る

秋
十
は
引
き

さ
れ
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

は
学
園
に

た
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了
解

デ

タ
は
コ
ア
経
由
で
束
さ
ん
に
送

て
く
れ

あ
と
は
こ

ち
で
や
る

お

れ
様

  
間
を

か
ず

少
年
の
声
が
返

て
き
た

 

気
を
付
け
ろ
よ

あ
り
が
と
う

マ
ド
ね姉

  
く
す
り
と

し

な
声

 

信
が
終
わ
る

お
前
は

私
を
姉
と
呼
ん
で
く
れ
る
ん
だ
な

 
私
の
声

に
も

し
き
れ
な
い
喜
び
が
あ
る
事
に
気
付
き
な
が
ら
私
は
静
か
に
地
下
秘
匿

設
へ
帰
投
し
た
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は
マ
ド
カ華

で
し
た

お

し
ぶ
り
で
す
ね

 
七
色
回
で
拷
問
に
掛
け
ら
れ
た
と
あ

た
け
ど
マ
ド
カ
本
人
は
和
人
の
事
を
大
切
に
思

て

る
の
で
味
方
フ
ラ
グ
び
ん
び
ん
だ

た
ん
で
す
ね

 

ま

平
行
世
界
で
知

て
い
れ
ば

ね

 
こ
の
世
界
は
違
う
か
も
と

し
て

み

を
し
た

で
す
が
問

な
か

た
の
で
最
初
か

ら
マ
ド
カ
に
対
す
る

感

は

高
で
す

  
・
黒

シ
リ

ズ

 
束

製
の

シ
リ

ズ

 
白
が
始
ま
り
な
ら
黒
は
終
わ
り
と
い
う
イ
メ

ジ
カ
ラ

 
あ
る
意
味
で

白
騎
士

に
対
す
る
自

 
現
行
の

が
ス
ポ

ツ
・
軍
事
仕
様
な
ら

こ
の
シ
リ

ズ
は

行
を
目
標
に

え
た

仕
様
と
い
う
す
み
分
け

活
動
す
る
ス
ケ

ル
が
違
う
の
で
必
然
的
に

性
能
が
極
め
て
高
く
な

る

向
に
あ
る

ま
た
戦
闘
が
メ
イ
ン
じ

な
い
の
で

が
ス
マ

ト
で
全
体
的
に
小
型
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い
と
し
て
は
サ
終
し
た

ア

キ
タ
イ
プ
・
ブ
レ
イ
カ

の

学
園
機
体
開
発

の
束

み
た
い
な
感
じ

あ
る
意
味
束
の
夢
と
希
望
が

ま

た
シ
リ

ズ

黒
椿

の
よ
う
な
花
と

黒
騎
士

や

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
リ

タ

の
よ
う
な
騎

士
シ
リ

ズ
が
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

  
・

リ
ム

バ
離

 
原
作
五

学
園

に
て
登
場
し
た
違
法
物

 
本
来

者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
解

さ
れ
な
い
機
体
を
強
制
的
に
解

さ
せ
る
危
険
な
代

物

表
で
は
出
回

て
い
な
い
代
物
で
原
作
で
は
一

の
白
式
に
対
し
て
オ

タ
ム
が
使

し
て
い
る

行
本
で
は
一

奪

て
い
る
の
だ
が
一

使

た
コ
ア
に
は

性
が
出
来
て

遠
隔
コ

ル
が
出
来
て
し
ま
う
の
で
奪
い
返
さ
れ
た

ア
ニ
メ

で
は
使
わ
れ
は
し
た
が

中
で

楯
無
が

入
し
て

止
し
て
い
る

  
・

秋
十

 
原
作
知
識

前
世

を
消
去
さ
れ
た
齟
齬
を

え
た
転
生
者
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前
世
消
し
た
の
に

で
片

が
あ
る
の
と
い
う
点
に

し
て
は
転
生
以

も
原
作
知
識
に

つ
い
て
思

・
発

す
る
機
会
が
あ
れ
ば
記

・
精
神
は
密

な

に
あ
る
た
め
ど
う
し
て

も
残

て
し
ま
う

 
秋
十
の
場
合
は
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト

か
ら
消
さ
れ
て
い
る
が
大

な
ど
物

的
な
記

は

さ
れ
て
い
な
い
の
で
大

の
記

の
残
滓
が
無
意
識
に
引
き
出
し
て
き
て
い
る

こ

れ
を
完
全
に
消
去
す
る
に
は
そ
れ
こ
そ
上

さ
ん
レ
ベ
ル
の
完

な
記

消
去
が
必
要
に
な
る

 

ま

そ
れ
も
不
要
に
な
り
そ
う
で
す
け
ど
ネ

邪

  
・
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

 
地
味
に
本
作
初
登
場

 
今
話
で
秋
十
を
誘

し
た
仕
立
て
人

 
ア
メ
リ
カ
代
表
候
補
生
専

機
ヘ
ル
・
ハ
ウ
ン
ド
ｖ
ｅ
ｒ
２

の

者

本
名
レ

イ
ン
・
ミ

ゼ
ル

 

亡
国
機
業

の
一
人
で

ス
コ

ル
・
ミ

ゼ
ル

は

に
あ
た
る

 
つ
ま
り
学
園
襲
撃
時
明
ら
か
に

性
を
分
か

た
上
で
ぶ
つ
か

た
の
も
二
年
生
の

合
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ア
リ

ナ
で
戦
闘
が

き
て
い
な
か

た
の
も
こ
の
ダ
リ
ル
が
内

者
と
し
て
情
報
を
横
流
し

し
て
い
た
た
め

 
原
作
オ

タ
ム
ポ
ジ
で
秋
十
を
襲
撃
し
た

 
原
作
で
は
一
年
生
の
ギ
リ
シ

代
表
候
補
生
フ

ル
テ
・
サ
フ

イ
ア
と
共
に
束

製

ゴ

レ
ム

を
圧
倒
す
る
な
ど
極
め
て
高
い
実
力
を
発

し
て
い
た

専

機
の
武

は

不

明
だ
が

少
な
く
と
も
近

攻
撃
が
主
体
な
の
は
確
か

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
専

機

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
リ

タ

の

者

 
イ
メ

ジ
と
し
て
は
レ

ル
カ
ノ
ン
が
外
れ
た
レ

ゲ
ン

Ａ
Ｉ
Ｃ
も
ド
イ
ツ
の
専

特
許
な

の
で
付
い
て
い
な
い
が
代
わ
り
に
束
の
サ
ポ

ト
に
よ
り

パ

ケ

ジ

換

備
が
追
加
さ
れ
る
の
で
状
況

に
よ

て
は
以
前
よ
り
強
い

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
和
人
と
ラ
ウ
ラ
の
義
姉
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で

え
ば
和
人
の
教
師

ラ
ウ
ラ
と
同
じ

ア

ド

ヴ

ン

ズ

ド

伝
子
強
化

体
で

戦
う
た
め
に

作
ら
れ
た
事
か
ら

合
的
に
は
経
験
で
圧
倒
さ
れ
る
が

分

に

し
て
は
ク
ロ
エ
が
上

 
地
味
に
和
人
に
対
し
て
だ
け

意
的
な
情
緒
が

か

  
・
桐

谷
和
人

 
実
は

火
器
苦
手
勢

 
対

対
楯
無
戦
で

火
器
を
使

て
い
る
が
い
ず
れ
も

制
で
あ
り

て
撃
つ
事

は
そ
ん
な
に
得
意
で
は
な
い

ま
あ

な
ど
乱
発
ス
タ
イ
ル
を
取

て
い
れ
ば
精
密

撃

が
苦
手
な
の
も

け
る
話

 
し

か
り
教
え
ら
れ
れ
ば
反
復
練

で

す
る
の
で
ク
ロ
エ
の
指
導
も

が
入

て
い
る

と
は

え
義
姉
弟
補
正
で
だ
だ
甘
だ
が

 
そ
し
て
最
後

ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

を
見

る
よ
う
マ
ド
カ
に

て
お
い
た

本
人

 
秋
十
の
知
識
は
原
作
七

二
学
期
タ

グ
ト

ナ
メ
ン
ト
ま
で
な
の
で
ダ
リ
ル
が
裏
切
る

事
を
知
る
由
も
な
い
が
和
人
は
平
行
世
界
の
知
識
が
あ
る
の
で

が
内

者
か
は
把
握
済
み

 
も
ち
ろ
ん
マ
ド
カ
の
事
も
実
は
識

て
い
た



 尊ぶべき日常世界

  
・

華

 

称
マ
ド
カ

楯
無
・
秋
十
よ
り
一
つ
年
上
の

 
和
人
が

華
が

の
時
に

亡
国
機
業

へ

れ
去
ら
れ
た
過
去
を
持
つ

以
前

の
学
園
襲
撃
時
に
ス
コ

ル
オ

タ
ム
と
共
に

え
ら
れ
た
が

を
経
て
和
人

に

無
事
付
い
た

 
現
在
は
対
外
的
に
味
方
と
知
ら
れ
て
い
な
い
特
性
を

し

ジ

カ

秘
匿
戦
力

と
し
て
和
人
の

眼
と
な
り

と
な
り

手
足
と
な

て
動
い
て
い
る

 
地
味
に

マ
ド
姉

と
呼
ん
で
も
ら
え
た
事
に
喜
ん
で
い
る
チ

ロ
姉

 
和
人
が
物
心
つ
く
前
に
分
か
れ
た
か
ら

姉
と
し
て
は

く

し
か

た
事
で
し

う

  
⻑
文
失
礼

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 潜影 〜にじり寄る亡霊〜
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戦
争

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
０

地
獄
の
呼
び
声
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

和
人

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
七
月
七
日

ノ
之
束
が
国

会
会
⻑
と
し
て

国

に
掛
け
合

た
内
容
は
い

ず
れ
も

代
表
を

さ
せ
た
も
の
に
違
い
な
か

た
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そ
の

証

と
し
て

さ
れ
た

像

に
は

秋
十
が

れ
去
ら
れ
る
一
部
始
終
が

バ

チ
リ
収
め
ら
れ
て
い
た

 
そ
の
実
行

が
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

で
あ
る
事
に

国

は

疑
的
な
見
方
を
示
し
た

が

動

内
で
は

が
展
開
さ
れ
る
部
分
も
入

て
お
り

そ
の

の
形
状
が

式
デ

タ

の
そ
れ
と
合

し

学
園
で

束
し
た
本
人
か
ら

収
し
た

ヘ
ル
・
ハ
ウ
ン
ド
ｖ
ｅ
ｒ
２

の

展
開
ロ
グ
が
決
定
打
に
な
り

国
も
認
め
ざ
る
を
得
な
か

た

 
こ
れ
に
よ
り

国

は

国
か
ら
バ

シ
ン
グ
を

け
る

目
に
な

た

学
園
襲
撃
事
件

で
身
の
危
険
に
晒
さ
れ

恐
怖
し
た
事
へ
の

り
を
ぶ
つ
け
ら
れ
た
形
で
あ
る

 

と
は

え

国
メ
デ

ア
は
そ
れ
を
大

的
に
報
じ
て
い
な
い

 
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

が
代
表
候
補
か
ら

さ
れ
る
事
や

国
の
国
交
に

を
来
す

か
ら

で
は
な
い

秋
十
奪
還
に
向
け
た

速
な
行
動
を

付
か
れ
な
い
た
め
に

え
て
報
道
を

ら
せ
て
い
る
だ
け
な
の
だ

 
学
園
襲
撃
事
件
で
亡
国
機
業
の
存
在
が
明
る
み
に
出
た
時
点
で
練
ら
れ
て
い
た

が
あ

る 
あ
の
事
件
の
時
ス
コ

ル
や
オ

タ
ム
は

を
引
き
入
れ
る
事
に

し
て
い
る
節
が
あ
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た

理
由
は
ま
だ
不
明
だ
が

が

を
動
か
せ
る
男
な
の
で
あ
れ
ば

二
人
目
と
な

た
秋

十
に

い
を
定
め
る
事
は
明
ら
か
だ

そ
れ
を

慮
し
て

も
秋
十
も
住

は
地
下
の

に

な

て
い
る

 
し
か
し

備
と

て
も
や
は
り
人
の
手
の
た
め
ム
ラ
が
あ
る

 

学
園
の
戦
力
は

千
冬

更
識
楯
無
の
二
人
に
集
中
し
て
い
る

世
界
最
強

学
園
最

強
の
称

持
ち
だ
か
ら
そ
れ
は

然
で
だ
か
ら
こ
そ
ワ

ル
ド
ク
ラ
ス
で
危
険

さ
れ
て
い
る

の
監

に

さ
れ
た
背

が
あ
る

 
そ
の
二
人
が
学
園
を
離
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
今
年
は
か
な
り
の
回
数
あ
る
の
が
問

だ

た

直

近
で
臨
海
学

そ
の
後
は
オ
リ
ン
ピ

ク
の
観
戦
に
向
か
う
国
家

の
護
衛

に
第
三

回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

出
場

秋

に
は
修
学

行
で
一
年
生
は
学
園
を
離
れ
る

一

な
ら
ま

だ
し
も
中

の
回
数
そ
れ
も
対
外
的
に
知
ら
れ
た

的
な

事
が

分
を

め
て
い
る

が

テ
ロ
組

な
ら
こ
れ
を

わ
な
い
手
は
な
い

 
そ
れ
を
逆
手
に
取
り

襲
撃
し
て
き
た
実

部
隊
が
撤
退
す
る
の
を
追
い

亡
国
機
業

の

地
を
今
の
内
に
襲
撃
す
る

が
立

さ
れ
た

は
平
行
世
界
の
知
識
が
あ
る
身
な
の
で
あ

る
意
味
面
倒
で
は
あ
る
が
対
外
的
に

な
理
由
が
な
い
と
自
分
の

を

め
る
だ
け
な
の
で
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そ
の
手

を

む
事
に
し
た
の
だ

 
あ
ち
ら
に
と

て

だ

た
の
は

マ
ド
カ
が
裏
切

て
い
た
事
だ
と

は
思
う

 
マ
ド
カ
の
事
を

は
覚
え
て
い
な
い

が
一

の
時
に
生
き
別
れ
に
な

た
か
ら
だ

そ

れ
で
も
な
ん
と
な
く

わ
れ
て
み
れ
ば
う

す
ら
と
そ
れ

い
人
影
を
思
い
出
せ
な
く
も
な

か

た

今
ま
で
は
そ
れ
を

千
冬
と
認
識
し
て
い
た
が
実

は
マ
ド
カ
だ

た
の
か
も
し

れ
な
い

そ
の
程

の

だ

た

対
者
に
容
赦
が
な
い
と
い
う

へ
の

か
ら
マ
ド
カ

が
無
事
で
は
な
い
と
い
う
話
は
ネ

ト
で
も
ち
ら

ら
話

に
な

て
い
る
ら
し
い

 
だ
が

あ
ち
ら
は

違

た

大
き
く

な

た
な

 
時
間
に
し
て
お
よ
そ
十
年

 
マ
ド
カ
が
六

の
時
に
離
れ
離
れ
に
な
り
安
穏
と

ら
し
て
い
る
間
も
過

な

境
に
身
を

い
て
い
た
と
い
う
の
に

彼
女
は

に
対
す
る
悪
感
情
が
無
か

た

 
身
動
き
が
取
れ
な
い
よ
う

め
に

ら
れ
た
状

で
も
マ
ド
カ
は
感

深

に

ん

で
い
た

本

は
守
り
に
行
き
た
か

た

で
も
私
は
自
分
が
死
に
た
く
な
く
て
行
か
な
か

た
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ん
だ

す
ま
な
い

償
い
に
も
な
ら
な
い
が

私
が
話
せ
る
こ
と
は
す
べ
て
話
そ
う

 
そ
れ
だ
け

の
事
を
想

て
く
れ
て
い
た
姉
は

罪
悪
感
か
ら
か

亡
国
機
業

の
事
を
あ

り

た
け
話
し
て
く
れ
た

 
そ
れ
で
も
動
か
な
か

た
の
は
内

者
の
情
報
が
欠
け
て
い
た
か
ら
だ

 
平
行
世
界
の
知
識
に
よ
り
マ
ド
カ
の
境
遇
も
内

者
が
ダ
リ
ル
で
あ

た
事
も
把
握
し
て

い
た

し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
よ
く
似
た
世
界
線
の
事
で
し
か
な
い

・秋
・十
・以
・外
・は
・全
・て

・変
・わ
・り
・な
・い
・と
・は
・ど
・う
・し
・て
・も
・思
・え
・な
・か
・

・た

 
だ
か
ら

は
秋
十
を

に
し
た

 
七
色
が
気
を

て
実
験
の
た
め
と
い
う
対
外
的
な

前
を
作

て
ま
で

れ
て
き
て
く

れ
た
臨
海
学

は

れ
を

す
バ
カ
ン
ス
の

面
が

分
で
も
う

分
は

え
て
学
園
を
も

ぬ
け
の

に
す
る
事
で

対
組

の

行
を
誘

て
い
た
と
い
う

だ

 
秋
十
は

と
違
い

自
衛

武

を
持

て
い
な
い
し

白
式

を
持

て
い
る
と
は

え

数
日
前
の
対
戦
で
知
ら
れ
た

り
そ
こ
ま
で
経
験
は
な
い

だ
か
ら
こ
そ
亡
国
機
業
か
ら
す

れ
ば
付
け
入
る
隙
し
か
無
か

た

個
人
の
心
情
的
に
も

に
す
る
事
に

は
無
か

た

 
そ
し
て
上
手
く
引

か
か

て
く
れ
て

マ
ド
カ
は
よ
く
仕
事
を
し
て
く
れ
た
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ま
さ
か
臨
海
学

の
時
期
に

が
始
動
す
る
と
は
学
園

り
を
予
想
し
て
い
た
だ
け
に

少
し

い
た
が

亡
国
機
業

を

く
な
ら

け
れ
ば

い

ど

合
で
あ
る

 
以
前

に
し

法
取
引
を
交
わ
し
た

エ
ム

こ
と

マ
ド
カ華

か
ら
ダ
リ
ル
の

行

現
場
の
録

像
が
送
ら
れ
て
き
た
後

達
の
動
き
は

速
だ

た

 

千
冬
は
事
が
発
覚
し
た
時
点
で
生

の
引

を

先
生
に
引
き
継
ぎ
自
身
は
夜
の
内

に
学
園
へ
帰
還

以

は

備
の
た
め

勢
を
敷
い
て
い
る

場
神
代

七
色

の
四
人
も
こ
の
時
点
で
学
園
へ

た

 

ノ
之
束
は
国

会
会
⻑
と
し
て
動
く
た
め
に
一

本
部
へ
と

た

無
銘

黒
椿

の

整

は
日
中
に
終
わ
ら
せ
て
い
た
の
で
問

な
い

 
そ
し
て
楯
無
と

ク
ロ
エ

ラ
ウ
ラ
の
四
人
は

 
や

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
ま
で
⻑
か

た
わ
ね

  
二

二
五
年
七
月
九
日

後
八
時

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

北
部
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
国

空

の
大
地
に
足
を
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み
入
れ
て
い
た

 
そ
し
て
こ
れ
が

国
メ
デ

ア
に
報
道
を

ら
せ
て
い
る
理
由

本
来
学
園
に
い
る
べ
き
男
性

者
の

と
日
本
代
表
候
補
の
楯
無
が
直

ア
メ
リ
カ
へ
と

く
の
を
少
し
で
も
知
ら
れ
に
く

く
す
る
た
め
の

だ

そ
の
た
め
に
楯
無
は
金
色
の
⻑
髪
ウ

グ
を

て

手
な

を

し
て
い
る
し

は

の
光
学
迷

機
能
を
応

し
て
金
色
の

髪
少
年
の

に
見
せ
る
変

を
し
て
い
た

ク
ロ
エ
と
ラ
ウ
ラ
の
二
人
は
金
髪
の
ウ

グ
と
⻘
眼
の
カ
ラ

コ
ン
タ
ク
ト
を

付
け

シ

ツ
に
ジ

ン
ズ
と
い
う
出
で
立
ち
の
変

を
し
て
い
る

 
ち
な
み
に

の
発
信
機
付
き
チ

カ

は

士
に

工
し
て
も
ら

て
い
る
の
で
そ
こ
の

と
こ
ろ
は
問

な
い

ま
さ
か
モ
ン
ド・グ
ロ

よ
り
前
に
ア
メ
リ
カ
の
大
地
を
む
事
に
な
る
と
は
な

 

わ
れ
る
の
は
て

き
り
モ
ン
ド
・
グ
ロ

以

の
学
園

り
と
思

て
い
た
だ
け
に

少
し
感

深
く

く

 

然
だ
が

が
一
緒
に
来
た
の
も
キ
チ
ン
と
し
た
理
由
が
あ
る

 
結
論
か
ら

え
ば

学
園
に

ま
る
事
の
危
険
性
を
憂
慮
し
た
の
と

義

桐

谷

の
護
衛
だ
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あ
ま
り
取
り

に
さ
れ
て
い
な
い
が
桐

谷
家
の
大
黒

た
る
桐

谷

は
ア

メ
リ
カ
の
大
手
証

会

で

く
や
り
手
と
し
て
⻑
期
出

し
て
い
る
サ
ラ
リ

マ
ン
だ

彼
が

返

て
く
る
の
は
年

年
始
の
一

く
ら
い

実
は

が

を
合
わ
せ
た
の
は

わ
れ
た
年
の
一

だ
け
で

あ
と
の
や
り
取
り
は
テ
レ
ビ
電
話
く
ら
い
だ

た
り
す
る

 
そ
れ
く
ら
い
交
流
は
少
な
い
が
彼
は
れ

き
と
し
た

親
だ

上
も

の

で
あ
る

 

が

一

で
あ

た
事
更
に
男
性

者
と
発
覚
し
て
か
ら

の
身
近
な
人
に
は
多

大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る

直
葉
木

子
は
も
ち
ろ
ん
義

・

も
更
識
家
に
お
邪

魔
す
る
事
に
な

た

し
か
も

は
仕
事
を
在

で
こ
な
す
テ
レ
ワ

ク
体
制
に

行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

ど

 
そ
の
影

は
義

・

に
も
届
い
て
い
た

 
男
性

者
と
発
覚
し
て
す
ぐ

国

は
身

の
安
全
を
確
保
す
る
べ
く
動
い
た
の
だ
が

把
握
し
て
い
る
限
り
三
回
は
誘

し
よ
う
と
す
る
集

の
襲
撃
が
あ

た
ら
し
い

そ
の
せ
い
で

現
在
彼
は
ア
メ
リ
カ
で

り
て
い
た
家
で
は
な
く
日
本

が
代
金
を

払

て
い
る
ホ
テ
ル

の
一

に

禁
さ
れ
た
状

で
在

ワ

ク
を
し
て
い
る

そ
れ
が
も
う
す
ぐ
で
一

月

 
義
理
の

親
は
気
に
し
な
く
て
い
い
と

て
は
く
れ
た
が
心
配
に
は
な
る

特
に
義
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は
更
識
の

護
が
直

届
か
な
い
不

明
さ
が
不
安
を
煽
る

 
そ
こ
で
在

ワ

ク
な
ら
日
本
で
も
可
能
と
義

を

て
い
る
企
業
代
表

学
園
襲
撃

事
件
で

を
交
わ
し
た
一
人

に
確
認
を
取
り
義

を
日
本
へ
帰
国
さ
せ
る
運
び
に
な

て
い
た

臨
海
学

が
終
わ
り

オ
リ
ン
ピ

ク
が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
帰
国
す
る
予
定

だ

た
の
で

そ
れ
な
ら
と

め
た
の
が
今
回
の
経

だ

 

論
楯
無
は
た
だ
親
子
の
再
会
を
叶
え
る
た
め
だ
け
に

を
国
外
に

れ
出
し
た
わ
け
で
は

な
い

 
本
来
で
あ
れ
ば
楯
無
は
一
人
で
義
・

を
護
衛
し
日
本
ま
で
帰
国
さ
せ
る
予
定
だ

た

し
か
し
そ
れ
は
秋
十
の
誘

が

き
て
い
な
い
場
合
の
話

現
実
は
誘

さ
れ
た
の
で
残
る
男
性

者
の

を

え
る
た
め
の
手

と
し
て
義

を
誘

す
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と

え
る

で

に
帰
国
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
し
か
し
秋
十
の

索
も

く
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

 
そ
こ
で

独
の
戦
闘
能
力
が
高
く
か
つ
楯
無
と

日
本
と

国

い
ず
れ
も
信

出

来
る

手

つ
ま
り

に
白

の

が
立

た

 
ク
ロ
エ
や
ラ
ウ
ラ
だ
け
で
い
い
の
で
は
と
も
思

た
が

を
無
力
化
さ
れ
た

に
動
け
る
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人

で
あ
る
事
も

め
て

え
ら
れ
て
い
る
ら
し
い

あ
の
二
人
は

の
護
衛
だ
か
ら

が
動

か
な
い
と
二
人
も
動
か
な
い

だ
か
ら

が
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

だ

ア
メ
リ
カ

て

く
と
サ
ン
デ

エ
ゴ
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ワ
シ
ン
ト
ン
が
思
い
浮
か

ぶ
なサ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
世
界
的
に
有
名
だ
け
ど
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

の

在
地
は
サ
ク

ラ
メ
ン
ト
で
す
よ

・
行

の
中
心
な
だ
け
で
な
く

今
は

導
体
や
電
子
機
器
な
ど
最

先

業
の
進
出
で
も
発
展
し
て
い
る
と
か

あ
あ

独
自
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
を
開
発
し
よ
う
と
躍

に
な

て
い
る

て

い
た
よ

う
な

 
い
つ
だ

た
か
七
色
に

強
を
教
え
て
も
ら

て
い
る
時
の

知
識
と
し
て
教
え
て
も
ら

た
事
だ

 
ア
メ
リ
カ
は
軍
事
国
家
の

面
が
あ
る
か
ら
弾
代
や
ケ
ガ
を
気
に
せ
ず

練
で
き
る
仮
想
世

界
を
高
く

価
し

そ
れ
を
独
自
の
技
術
で
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

Ｓ
Ｔ

Ｌ
の

は

場

が
協
力
し
た
か
ら
仮
想
世
界
構

の
骨
子
た
る
カ

デ

ナ
ル
・
シ

ス
テ
ム
が
あ

て

に
進
ん
で
い
る
け
ど
世
界
は
そ
う
で
は
な
い

業
で

ら
せ
て
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い
る
の
が

体
無
い
と
い
う
世
論
す
ら
他
国
で
は
多
く
を

め
て
い
る

だ
か
ら
こ
そ

国
の

監

か
ら

れ
る
よ
う
な
場

で
Ｓ
Ｔ
Ｌ
の

・
開
発
を
行

て
い
る
の
だ
と
彼
女
は

め

た

 
テ
ス
タ

で
あ
る

に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
知

て
い
る
風
だ

た
が
そ
こ
は
多
分

技
術
者
と
し
て

わ

て
い
る
か
い
な
か
の
差
な
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
あ
る
意
味
危
険
な
国
の
一

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
発
展
し
て
い
る
と
い
う
の
も

け

る

ど
整

た

観
だ

 
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

の
北

部
に

す
る
た
め
内

に
あ
た
る
が
こ
の

は
サ
ク
ラ
メ

ン
ト

と
ア
メ
リ
カ
ン

の
合
流
地
点
に

し
て
い
る
た
め
そ
れ
な
り
の
運

が
あ
る

ま

た
部
分
で
は
あ
る
が

も
あ
り
そ
こ
そ
こ
の
大
き
さ
の

物

が
行
き
来
し
て
い
る
ら
し

い

そ
の
た
め
物
流
は
意
外
に
も

ん
だ
と
い
う

古
来
か
ら
交

の

ん
な

地
だ

た
ら
し

い
が
ゴ

ル
ド
ラ

シ

以

か
ら

作
物
も
取
り

い
始
め

は
さ
ら
に
加
速
し
た
過
去

を
持
つ

 
そ
の
た
め
行

も

が

か
い
よ
う
で

道
は

に
補
整
さ
れ

ら
に

つ
高
層
ビ
ル
も

先
進
国
の

を
感
じ
さ
せ
る
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そ
し
て
空

か
ら
見
え
る
ビ
ル
の
一
つ
が
義

の

め
る
会

な
の
だ

 
と
は

え

に
代
表
者
と
話
は
付
け
て
い
る
の
で
会

に
行
く
必
要
は
な
い

義

が

ま

て
い
る
ホ
テ
ル
に

達
も
予
約
し
て
い
る
の
で
バ
ス
な
ど
交

機

を

し
つ
つ
向
か

う 
道
中
の
会
話
は
英
語
だ
が

は
ま
だ
英
会
話
が
出
来
る

ど
で
は
な
い
の
で
三
人
に

せ

き
り
に
な

た

 
今
後
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
出
場
す
る
身
と
し
て
世
界
に

び
出
す
以
上
英
語
く
ら
い
話
せ

る
よ
う
に
な

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

ま
た

が
増
え
る
と
思
う
と
ち

と
気

が
重
い

あ
ら

ど
う
か
し
た

ん
む

英
会
話

出
来
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
な

て
思
う
と
気
が
重
く
て

あ

ま

出
来
た
方
が
い
い
の
は
確
か
ね

が
広
ま

て
か
ら
日
本
語
も
出
来
る

人
が
増
え
た
と
は

え
世
界
共

語
は
い
ま
も
英
語
だ
し

だ
よ
な

 
や
る
事
が
あ
り
過
ぎ
て

に
手
が
付
か
な
い
の
が
問

だ
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今

英
語
が
標

の

や

作
品
の
オ
ス
ス
メ
を

に

く
事
も

え
る

ゲ

ム

が

日
本
の
専

特
許
に
な

て
い
る
現
在
で
は

来
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
違

て
外
国
プ
レ
イ

と
の
マ
ル
チ
プ
レ
イ
は
成
立
し
得
な
い
の
で
英
語
力
向
上
な
ど
が
期

で
き
な
い

そ
れ
な
ら
日

本
語

幕
の

逆
に
日
本
語

の
英
語

幕
作
品
を
見
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い

 
Ｓ
Ｔ
Ｌ
を

す
れ
ば
時
間
は

ら
で
も
作
れ
る
か
ら

ま
り
に

ま

て
い
る
作
品
を

消
化
し
て
い
く
の
も
息

き
に
な
る
だ
ろ
う

動
す
る
の
も
大
変
な
ん
ス
よ

と

り

に
文

を

わ
れ
そ
う
だ
が
ダ
イ
ブ
中
も
デ

タ
を
取

て
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
く
ら
い
の

は

い
て
も
ら

て
も
バ
チ
は

た
る
ま
い

 
あ
る
い
は

⻑
ら
く
ア
メ
リ
カ
に

身

し
て
い
た
義

に
教
わ
る
と
い
う
の
も

流

に

か
ま
し
い
か
な

 
面
倒
ご
と
を
持
ち

ん
だ

が
そ
こ
ま
で
ね
だ
る
の
は
気
が
引
け
て
そ
の

は
取
り
や
め
る

事
に
し
た

な
に

 
そ
の
小
さ
く

ら
し
た
声
を
前
を
歩
く
楯
無
は

た
よ
う
だ

を

て
問
う
て
く
る

い
や

な
ん
で
も
な
い

そ
れ
よ
り

標
は
ど
う
だ
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深
く
突

ま
れ
る
と
上
手
く

え
ら
れ
る
気
が
せ
ず

は
話
を

ら
し
た

 

標
と
い
う
の
は
秋
十
の
専

機
白
式
の
コ
ア
の
反
応
の
事
だ

コ
ア
に
は
全
て
ナ
ン
バ

リ
ン
グ
が
さ
れ
て
お
り

そ
の

外
は

亡
国
機
業

製
の

無
銘

や
Ｐ
ｏ
Ｈ
が
使

て
い
た

無
人
機
コ
ア
だ
け

白
式

の
も
の
は
束

士
が
作

て
い
た
コ
ア
の
一
つ
な
の
で

そ
の
反

応
は

然
追
え
る

 
楯
無
が

け
て
い
る

務
も
秋
十
よ
り
は

白
式

の
コ
ア
奪
還
が

先
さ
れ
て
い
る

 
日
本
の
国

と
い
う
観
点
で
見
れ
ば
秋
十
よ
り
は

の
方
が
有

で
あ
り
ま
た
日
本
の
国

力
に
直
結
す
る

の
コ
ア
を
喪
う
事
の
方
が
損

が
大
き
い
か
ら
だ

で
な
い

士

と
有

な
道

ど
ち
ら
を

先
す
る
か
と
い
う
話
で
あ
る

 
無
論
男
性

者
の
保
護
と
い
う
他
国
に
無
い

性
を
み
す
み
す
喪
う
つ
も
り
は
な
い

か
ら
秋
十
救
出
も

務
に

ま
れ
て
い
る
が

先
さ
れ
る
の
は
コ
ア
の
方
だ
と
い
う
か
ら

肉

な
も
の
だ

 
そ
の
コ
ア
の
在

が
亡
国
機
業
の

地
だ
ろ
う
と
い
う
見
方
も
出
来
る

コ
ア
の
反
応
が

解
る
レ

ダ

を
束

士
か
ら

か

て
い
る
楯
無
は
も
う
と
少
し
だ
け

を

ら
ま
せ
た

魔
化
し
た
わ
ね

 
ま
あ
い
い
け
ど

え

と

標
に
大
き
な
動
き
は
な
い
わ

サ
ク
ラこ
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メ
ン
トこ

に
あ
る
と
見
て
間
違
い
な
さ
そ
う
よ

そ
う
か

せ
め
て
義

さ
ん
は
安
全
に
日
本
に
帰
さ
な
い
と

 
今
で
も

分
と
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
に
こ
こ
か
ら
更
に

き

ん
だ
ら
と

え
る
と

し

な
さ
で
い

い
に
な
る

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
全
力
を

く
そ
う
と

は
決
意
を
新
た
に
し

た 
 
 
 

 

し
か
し

現
実
は
非
情
だ

 
こ

ち
の
願
い
な
ん
て
お
構
い
な
し
に
事
件
は

き
る

事
は
あ
ち
ら
か
ら
や

て
く
る

か
ら

こ
ち
ら
は
火
の

を
払
う
く
ら
い
し
か
出
来
な
い

 
ホ
テ
ル
の
一
つ
前
の
バ
ス

り
場
の
時
に
異
変
が

き
た

Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ

ｈ
ｕ
ｒ
ｒ
ｙ

く
出
し
て
く
れ

Ｔ
ｈ
ｅ
ｄ
ｏ
ｇ

ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ

が
来
ち
ま
う

Ｔ
ｈ
ｅ
ｄ
ｏ
ｇ

だ

て

 
Ｈ
ａ
ｈ
ａ

ハ
ハ

Ａ
ｒ
ｅ
ｙ
ｏ
ｕ
ｓ
ｃ
ａ
ｒ
ｅ
ｄ

ｄ
ｏ
ｇ
ｓ

ア
ン
タ

が
怖
い
の
か

 
Ａ
ｒ
ｅ
ｎ

ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
ｃ
ｕ
ｔ
ｅ

彼
ら
は
可
愛
い
じ

な
い
か

 

車
し
た
バ
ス
の

が
自
動
で
開
く

し
か
し
そ
れ
す
ら
も

い
と

わ
ん
ば
か
り
に
転
が
り

ん
で
き
た
男
は
惑
乱
し
な
が
ら
英
語
で
運
転
手
に
話
し
か
け
た

英
会
話
に

れ
て
い
な
い

は
絶

に
も
近
い
そ
の
声
を
正
確
に

き
取
る
事
は

し
か

た
が
運
転
手
は
そ
れ
を
し
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か
り

き
取

た
ら
し
い

ジ

ク
を
交
わ
す
か
の
よ
う
に

を

め
失

と
共
に
英
語
を

返
す

 

り
合
わ
せ
た
数
人
の

客
も

中
年
男
性
の
慌
て
ぶ
り
に

声
を
上

た

 
し
か
し

や
楯
無
は

を

め
る
ば
か
り

男
の
惑
乱
を

う
事
を
忌

し
た
の
も
そ
う
だ

が

あ
ま
り
に
も
必
死
な
そ
の
様
子
に

す
わ
事
件
か
と
身
構
え
て
し
ま

た

  

直
後

そ
れ
が
正
し
か

た
の
だ
と
理
解
さ
せ
ら
れ
た

 
Ｔ
ｈ
ｉ
ｓ

ｎ
ｏ
ｔ

ｏ

ｅ

こ
れ
は

な
ん
か
じ

な
い

ａ
ｎ
ｄ

ｎ
ｏ
ｔ

ｕ
ｓ
ｔ

ｄ
ｏ
ｇ

ア
レ
が
た
だ
な

な
も
ん
か

 
ｈ
ａ
ｖ
ｅ

ｕ
ｉ
ｃ

く
し
な
い
と

 
ま
と
も
に
取
り
合
わ
れ
て
い
な
い
事
に
怒
り
を

わ
に
し
つ
つ
確
か
な
恐
怖
と
焦

を
滲
ま

せ

と
に
か
く
バ
ス
を
出
す
よ
う
運
転
手
に

す
男

 
そ
の
男
の

葉
が
最
後
ま
で
紡
が
れ
る
事
は
無
か

た

 
開
い
た
ま
ま
の

車

か
ら

ア
メ
リ
カ
の
軍

と
名
高
い
ド

ベ
ル
マ
ン

が

び
出
て
中
年
男
性
の

に

み
つ
い
た
か
ら
だ

男
の
悲
鳴
に
交
じ

て
肉
を
裂
く

血

が

き
出
す
水

が
車
内
に

ち
る
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一

れ
る
形
で

り
合
わ
せ
て
い
た
客
が
悲
鳴
を
上

る

 
運
転
手
が

び
な
が
ら
ア
ク
セ
ル
を

み

き

バ
ス
は

加
速
で

り
場
を
発
進
し
た

 
し
か
し

軍

は

車
内
に
立
て
こ
も

た

罪
者
を
引
き
ず
り
出
す

練
を
し
た

だ

み
の

で
す
ら
本
気
で

れ
ば
車
に
追
い
つ
け
る
の
に
そ
れ
専

の

練
を
し
た
大
型

軍

と
も
な
れ
ば
追
い
つ
く
事
は
非
常
に
容

い

 

車
し
た
状

か
ら
加
速
を
始
め
た
バ
ス
に

他
に
も
い
た
ら
し
い
ド

ベ
ル
マ
ン
が

び

て
き
た

そ
の
ま
ま
入
り

近
く
に
い
た
運
転
手
に
襲
い
掛
か
る

 
ハ
ン
ド
ル
が
勢
い
よ
く
切
ら
れ
る

 
バ
ス
が
進
行
方
向
を
変
え
る

  
そ
の
先
に
は

物
の

が

 

全

衝
撃
に
備
え
ろ

  

び

無
銘

を
行
使
し
た
の
と

バ
ス
が

物
に
突

ん
だ
の
は

同
時
だ

た
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衝
撃
が
全
身
を

り

け
る

 

が
揺
れ
る

  

平
和
な
ん
て
仮
初

せ
な
ん
て
理
想
だ
け

  
い
ま
再
び

地
獄
が
襲
い
来
よ
う
と
し
て
い
た

   

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
そ
ん
な

で
今
話
か
ら
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
形
式
が
名
作
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
シ
リ

ズ

の
も
の
に
変
更
さ
れ
ま
す

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
見
て

あ

の
方
は

が
良
か

た

 
そ
し
て
舞

は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
も
日
本
で
も
な
く
ア
メ
リ
カ
で
す

秋
十
が

わ
れ
ち

た
か
ら
で
す
ね

 

わ
れ
た
秋
十
を
出

に

亡
国
機
業

と
ガ
チ
で
や
り
合
い
始
め
ま

す

本
来
な
ら
来
る
べ
き
で
な
い
和
人
が
来
て
い
る
の
は

亡
国
機
業

が
持
つ

無

化

で
無
力
化
し
な
い

重
な
戦
力
の
片

れ
だ
か
ら
で
す

 

学
園
襲
撃
で
ま
と
も
に
戦
え
て
た
の
は
和
人
と
楯
無

 
日
本

と
し
て
は
和
人
も
楯
無
も
喪
い
た
く
な
い
が
一

で
は
な
い
の
で

で
は
な
い
高

が
白
式
コ
ア
と
秋
十
の
身

奪
還
を

ん
だ

そ
こ
に
和
人

の
亡
国

滅

の
意

が
か
み
合

て

が
一

し
た
の
で
ア
メ
リ
カ
へ

ん
だ
と
い
う

で
す

 
真
面
目
に
義

・

が
心
配
だ

た
か
ら
で
も
あ
る

実
は
一

し
か
対
面
出
来
て
な
い
と

い
う
親
子
は
再
び
再
開
で
き
る
ん
で
し

う
か
ね

煽
り

 
パ
ス
ポ

ト
と
か
ビ
ザ
と
か
は
束

メ
タ
最
強

の
権
力
で
ど
う
に
か
な

た
と
い
う
事
で
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他
の
二

主
人

や
原
作
一

も

に
外
国
行

て
る
し
気
に
し
た
ら
負
け
で
す

  
・
桐

谷
和
人

 
現
実
が
地
獄
で
あ
る
と
悟

た
今
年

に
な
る
少
年

 
序

か
ら
強

と
名
高
い
ド

グ
に
遭
遇
し
バ
ス
の
事
故
に

き

ま
れ
る
が

無
銘
が

あ
る
の
で
バ
イ
オ
シ
リ

ズ
の

や
大
学
生
な
ど
よ
り
は
戦
力
が
あ
る

 
危
険

知
能
力
は

論
い
ざ
と
な
れ
ば
人
を
殺
す
覚
悟
も
あ
る
た
め
実
は
バ
イ
オ
世
界
線
に

対
す
る

応
力
が
本
作
中
ト

プ
ク
ラ
ス
だ

た
り
す
る

し
か
も
護
衛
に
楯
無
ク
ロ
エ
ラ

ウ
ラ
の
他
に

無
銘

を
ホ

ム
と
す
る
ヴ

ベ
ル
な
ど

組
も

森
羅
の
守
護
者

と
し
て

見
守

て
い
る
の
で

見
た
目
以
上
に
戦
力
が
あ
る

 

備

 
・
無
銘

生
体
同
期
型
コ
ア

亡
国
の

を

け
ず

常
に
展
開
可
能
な

様

な

武

・
弾

を
原
子

に
応
じ
て
再
構
成
可
能

我
の
修
復
も
可
能

弾
を
撃
ち
切

た

時
は
自
動
で
弾

を

す
る

 
・
黒
椿

和
人
の
専

機

亡
国
の

を

け
る
が

一
仕
様
能
力
を
三
つ
も
発
現
し
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て
い
る
現
行

ト

プ
ク
ラ
ス
の
機
体

 
・
シ
ラ
ユ
リ
Ｌ
２

自
衛

対

兵

作
一

エ
ネ
ル
ギ

で

ど
の
攻
撃

を
無

化
す
る
バ
リ
ア
を
展
開
す
る
他

零

白
夜

と
同

の
エ
ネ
ル
ギ

刃
を
展
開
で
き

る

刀
身
の
色
は
白

 
・
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
Ｒ
０
０
０

自
衛

対

兵

作
二

エ
ネ
ル
ギ

で

ど
の
攻

撃
を
無

化
す
る
バ
リ
ア
を
展
開
す
る
他

零

白
夜

と
同

の
エ
ネ
ル
ギ

刃
を
展
開
で

き
る

こ
ち
ら
は
学
園
襲
撃
後
に

め
て

意
さ
れ
た

刀
身
の
色
は
黒

 
・
Ｓ
Ｐ
Ｂ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
Ｓ

ｙ

護
身

に

持
を
許
可
さ
れ
た
も
の

と
同
じ
弾
種

を
使
う
オ

ト
マ
チ

ク
・
ハ
ン
ド
ガ
ン

Ｆ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
Ｎ
を
モ
デ
ル
に
束
が
作

成
し
た

兵

を

和
人
が
一
部
の

の

制
に
も
対
応
出
来
る
よ
う

常

発
の
弾

を

発
に
カ
ス
タ
ム
し
た
代
物

弾
数
は
少
な
い
が

が

兵

と
し
て
構

か
ら
手
を
加
え
た

な
の
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
よ
り
極
め
て
高
い

力
を
誇
る

た
だ
し
弾
の
性

と
し
て

体
に

対
す
る
破
壊
力
ス
ト

ピ
ン
グ
能
力
が
高
い
が
生
体
に

弾
す
る
と
弾
が
体
内
に
残

て

破
壊

を
広

る
特
性
か
ら
複
数
を

う
に
は
向
か
な
い
欠
点
は
残

て
い
る

 
名
前
は
ゲ

ム

キ
リ
ト

形
状
は
原
作
Ｇ
Ｇ
Ｏ
編
キ
リ
ト
の
愛

そ
の
も
の
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・
更
識
楯
無

 
秋
十

索

白
式

奪
還
の

務
を

び
た
更
識
家

主

 
秋
十
が

わ
れ
る
の
は
も
う
少
し
先
と
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
先
に
和
人
の
義

・

の

帰
国
を
護
衛
す
る
予
定
だ

た
が

予
定
が
狂

て
同
時
進
行
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

た

亡

国
機
業

と
戦
う
以
上
楯
無
が
向
か
わ
な
け
れ
ば

を
無
力
化
さ
れ
か
ね
な
い
の
で

の

護
衛
を
和
人
に

せ
る
形
に
な

て
い
る

 

が

そ
の
前
に
事
件
に

き

ま
れ
た

 
人
の
生
き
死
に
を

り
切
れ
る
部
分
は
あ
る
が
や
や

め
が
甘
い
の
で
バ
イ
オ
世
界
線
だ
と

ち

と
生
き
残
る
の
が

し
い
タ
イ
プ

 

備

 
・

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

楯
無
の
専

機
第
二
形

水
原
子
を

る
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
を

い
千
変
万
化
の
戦
術
を
可
能
と
し
て
い
る

三

槍

剣
ラ
ス
テ

・
ネ
イ
ル
と
水
を

い
た
攻
撃
が
主
な
攻
撃
手

 
・
コ
ン
バ

ト
ナ
イ
フ
護
身

近
戦
で
は

よ
り
ナ
イ
フ
の
方
が
速
い
事
か
ら

か
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ら
持
ち
歩
い
て
い
る

技
術
を

い
た
特

合
金
製
の
た
め
滅
多
な
事
で
は

れ
な
い

 
・

Ｐ
２
０
０
０
Ｓ
Ｋ

自
動

弾

は

発

手
の
小
さ
い
女
性
で
も

グ
リ

プ
が
フ

ト
す
る
設

に
な

た
の
と
同
時
に

き
の

手
に
配
慮
し

作
系

も
交
換
で
き
る
よ
う
に
な

て
い
る

こ
の
特
徴
か
ら
Ｐ
２
０
０
０
は
極
力

対
称
の
デ

ザ
イ
ン
に
な

た

ち
な
み
に

は

Ｓ
ｕ
ｂ
Ｋ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ

ｔ

の
略
で
Ｐ
２
０
０
０
の
コ

ン
パ
ク
ト

を
意
味
す
る

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
和
人
の
護
衛
そ
の

 
生
ま
れ
な
が
ら
の
兵
士
な
の
で
ト

プ
ク
ラ
ス
で
サ
バ
イ
バ
ル
能
力
に
⻑
け
る

電
波
が

あ
る
と

黒
騎
士

は

動
で
き
な
い
が

黒

は
使
え
る
の
で
後
方

が
主
な

 

備

 
・
黒

生
体
同
期
型

無
銘

と
違
い

こ
ち
ら
は
束
が
手
ず
か
ら
作

た
も
の

電
波
の
影

を

け
な
い

 
・
黒
騎
士

ク
ロ
エ
の
第
三
世
代
専

機

兵

は

手
剣

電

子

の
二
つ
だ
け
だ
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が

が
小
型

化
さ
れ
て
い
る
の
で
小
回
り
が

く

電
波
の
存
在
を
知
る
前
に
作

成
さ
れ
た
の
で
影

を

け
る

 
・
コ
ン
バ

ト
ナ
イ
フ
護
身

近
戦
で
は

よ
り
ナ
イ
フ
の
方
が
速
い
事
か
ら

か

ら
持
ち
歩
い
て
い
る

技
術
を

い
た
特

合
金
製
の
た
め
滅
多
な
事
で
は

れ
な
い

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 

ド
イ
ツ
軍
特

部
隊
隊
⻑

 
最
終

は
大

 
軍
人
と
し
て
⻑
ら
く
過
ご
し
た
だ
け
あ
り
サ
バ
イ
バ
ル
能
力
は
極
め
て
高
い

近
戦
を
主
と

し
た
ス
タ
イ
ル
を
得
意
と
し

越
界
の

は
動
体

力

演

能
力
を
高
め
る

の
手

 

備

 
・
シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
リ

タ

黒

の
騎
士
シ
リ

ズ
の
一
つ

ド
イ
ツ
語
で
黒

騎
士
を
意
味
し
て
い
る

パ

ケ

ジ

換

備
で
レ

ル
カ
ノ
ン
が
追
加
さ
れ
る
が
現
在
は
エ
ネ
ル
ギ

ブ
レ

ド
ワ
イ

ブ
レ

ド
の
他
い
く
つ
か
の

火
器
を

ん
で
い
る
の
み

遊
撃

が
主
な

電
波
の
存
在
が
発
覚
し
て
か
ら
開
発
さ
れ
た
の
で
影

を

け
な
い
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・
コ
ン
バ

ト
ナ
イ
フ
ラ
ウ
ラ
の
私
物

軍
人
で
あ

た

か
ら
の
愛

品

楯
無
達
の
そ

れ
よ
り
小
ぶ
り
で
強

も

る
が

そ
の
ぶ
ん
数
本
の
ス
ト

ク
が
あ
る

 
・

Ｐ
２
０
０
０
Ｓ
Ｋ

自
動

弾

は

発

製

国
が
ド
イ
ツ
な
た

め

ね
て
よ
り
愛

し
て
い
た
が
今
回
楯
無
が
護
身

と
し
て

め
て

意
し
た
品
物
の
た
め

私
物
で
は
な
い

  
ゲ

ム
的
に

え
ば

 
・
常
時
体
力
自
動
回
復

 
・
近

死
武
器
持
ち

和
人
の
み

 
・
全
武
器
弾

無
制
限

自
動
リ
ロ

ド

 
・
有
能

味
方
Ｎ
Ｐ
Ｃ
三
人

ヴ

ベ
ル
な
ど

 
・
大
型
ク
リ

チ

と
も

り
合
え
る

を

有

 
こ
ん
な
ん

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
で
す
ね

た
だ
し
一

で
も

ま
れ
れ
ば

Ｏ

Ｔ
な
オ
ワ
タ
式
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
０

地
獄
の
呼
び
声
 

  
こ
の
章
は
一
話
一
話
を

め
に
し
て
い
く
つ
も
り

一
話
が
⻑
い
と
こ
の
章
自
体
も
⻑
く
な
る

か
ら
ネ

 

点

ラ
ウ
ラ

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
七
月
九
日
木

日

ア
メ
リ
カ
時
間

後
九
時

 
ア
メ
リ
カ
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

北
部
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

サ
タ

・
ヘ
ル
ス
・
パ

ク

場
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い

つ

ラ
ウ
ラ

大

か

あ

あ
あ

ま
だ
打

た

が

ん
で
な

 
少
し
体
重
を
掛
け
る
と

足
が
ズ
キ
リ
と

く

バ
ス
が
事
故
を

こ
し
て
横
転
し
た
時

に
強
く
打
ち
付
け
た

だ

た

 
出
血
や

り
傷
は
和
人
が
無
銘
の
原
子

作
と
合
わ
せ
た
修
復
機
能
を
使

て
直
し
て
く

れ
た
が
打

に

し
て
は

肉
神
経
組

に
よ
る

覚
信

だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
も

な
か

た

 
そ
の

み
が
私
の
意
識
を
現
実
へ
と
引
き

す

 
本

に
あ

と
い
う
間
も
な
い
程
の
展
開
だ

た

 
サ
タ

・
ヘ
ル
ス
・
パ

ク
と
い
う

場
の
バ
ス

に

ま
り

の
バ
ス

が
目
的
地
の

ホ
テ
ル
と
い
う
時
に

り

ん
で
き
た
男
と
そ
の
男
を

て
襲

た
ド

ベ
ル
マ
ン
の
襲
来

 
私
は
最
初

と
し
て
名
高
い
ド

ベ
ル
マ
ン
を
見
て
男
は

罪
者
な
の
か
と
思

た

 
し
か
し
そ
れ
に
す
ぐ
違
和
感
を

く

は

罪
者
や

人
を
発
見

す
る
手

と
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し
て

練
さ
れ
た

で
あ
る
た
め
他
者
を
無
力
化
す
る
事
こ
そ
あ
れ
真

先
に

を

う
事

は
少
な
い

だ

人
を
死
な
せ
て
し
ま

て
は

す
る
意
味
が
な
い

だ
か
ら

練
で
は
ズ

ボ
ン
を
引

た
り

い
か
ぶ
さ
る
事
で

を

す
る

な
の
に
バ
ス
に

り

ん
で

き
た
ド

ベ
ル
マ
ン
は
中
年
に
襲
い
掛
か
り
真

先
に

を

み
千
切

た

あ
の
血
の
吹
き

方
は

動

を
裂
か
れ
た
時
に
し
か
あ
り
得
な
い

あ
の
男
は

も
う
助
か
ら
な
い
だ
ろ
う

 
慌
て
て
運
転
手
が
バ
ス
を
発
進
さ
せ
た
が
ド

ベ
ル
マ
ン
は
罪
な
き
運
転
手
を

い
襲

た 
そ
の
時
点
で
違
和
感
は
明
ら
か
な
確
信
へ
と
変
わ

た
が

私
は
直
後
襲

て
き
た
衝
撃

で
意
識
を

ば
し
て
し
ま
い

も
出
来
ず
じ
ま
い
だ

た

 

い

す
ぐ
に
目
を
覚
ま
し
た
が
そ
れ
は
和
人
が
無
銘
で
少
し
で
も
衝
撃
を

和
し

て
く
れ
た
か
ら
ら
し
い

場
外

に
真

向
か
ら
衝
突
し
横
転
す
る

ど
の
大
事
故
に
遭

い
な
が
ら
も

傷
で
済
ん
だ
の
は
彼
の
お
陰
だ

た

 
ち
な
み
に
横
転
に

き

ま
れ
る
形
で
ド

ベ
ル
マ
ン
は
圧
死
し
て
い
る

ま
さ
か
事
故
に
遭
遇
す
る
な
ん
て

想
定
外
も
い
い
と
こ
だ
わ

そ
れ
は
そ
う
だ
が

じ

な
い
か

 
そ
も
そ
も

故
ド

ベ
ル
マ
ン
が
運
転
手
を



 Ｃｈａｐｔｅｒ０：地獄の呼び声 

た
の
か
が
分
か
ら
ん

焦

て
い
た
男
が

罪
者
だ

た
に
し
て
も
運
転
手
を

う
理
由
は
な

い

だ
ろ
う

わ
れ
て
み
れ
ば

確
か
に

で
す
ね

 
私
の
疑
問
に

ク
ロ
エ
が
同
意
を
返
す

楯
無
も

し
い

で

り
始
め
た

と
も
あ
れ
事
故
に
遭

た
以
上
や
れ
る
事
は
や

て
お
く
べ
き
だ
ろ
う

一
先
ず

と
救

車
に

絡
だ

は
英
語
話
せ
な
い
か
ら
楯
無
達
で
頼
む

そ
れ
は
い
い
け
ど

和
人
君
は
ど
う
す
る
の

横
転
し
た
バ
ス
か
ら
人
を
助
け
出
す

ラ
ウ
ラ

応

手

の
経
験
は

事
故
に

し
て
は
初
め
て
だ
が

あ
る
ぞ

 
負
傷
者
の
手

て
が
出
来
る

え
る
と
な
ら
手
伝

て
く
れ
と

わ
れ
た

電
話
は
ク
ロ
エ

と
楯
無
に

せ
て
後
を
追
う

 
私
達
は
バ
ス
の
最
後

に

て
い
て
横
転
し
た
車
内
か
ら
出
る
時
は
最
後

の

ガ
ラ
ス

か
ら
出
た

広
さ
で

え
ば
運
転

の
方
が
勝
る

そ
の
た
め
後
部
か
ら
入
り
人
を

い

で
前
部
か
ら
出
る
流
れ
に
し
よ
う
と

さ
れ
る

異
論
は
な
い
の
で
そ
の

で
行
く
事
に
し

た
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ね

ね

和
人
君

ち

と
い
い
か
し
ら

 
さ
あ
救
助
に
入
ろ
う
と
し
た
時
楯
無
に
呼
び
止
め
ら
れ
る

声
が

え
て
い
る
の
は
な

な
の
か

 
振
り
返
れ
ば

惑
の
面
持
ち
で
楯
無
が
見
て
き
て
い
る

い
ま

に
電
話
し
た
ん
だ
け
ど

電
話
が
集
中
し
て
て

繋
が
ら
な
い

て

救

車
の
方
は

そ
も
そ
も
繋
が
り
ま
せ
ん

な
に

 
流

に
予
想
外
だ

た
の
だ
ろ
う

和
人
は
足
を
止
め

振
り
返

た

ド

ベ
ル
マ
ン
騒
ぎ
が
他
に
も

き
て
い
る
の
か

 
だ
と
し
て
も

理
限
界
を
超
え

る
程
は
流

に

 
や
や
切

ま

た
表
情
で
彼
は

て
い
た
が

し
か
し
そ
れ
は

ら
れ
る
事
に
な

た

夜
間
に
も

わ
ら
ず

内
全

に
伝
わ
る

ど
の
大
き
な
放
送
が
始
ま

た
た
め
で
あ
る

 

⺠
の

さ
ん

現
在

全

で
大

な

動
が
発
生
し
て
お
り

大
変
危
険
で
す

カ
リ
フ

ル
ニ
ア

へ

す
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す

必
要
な
方
に
は
食

や
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品
を
無

で

し
ま
す

  
そ
の
内
容
の
放
送
が
英
語
で
流
れ
る

ま
だ
ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
が

し
い
和
人
は
楯
無
が

す
る
形
で
教
え
る
と

し
い

に
な

た

全

な
る

ど
だ
か
ら
電
話
が
繋
が
ら
な
か

た
の
か

し
か
し
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

て

そ
ん
な
に

安
悪
い
と
こ
ろ
な
の
か

そ
ん
な
と
こ
ろ
の
ホ
テ
ル
に
あ
な
た
の
お
義

様
を

め
る

な
い
で
し

う

全

で
は

む
し
ろ

安
は
良
い
方
の

よ

と

な
る
と

悟
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
な

 
和
人
の

き
に

四
人
の
間
で

が

る

 

手
に
先
手
を
打
た
れ
な
い
事
を

め
て

メ
デ

ア
に
報
道
し
な
い
よ
う
に
し
た
が
そ
れ

が
無

だ

た
と
い
う
事
に
な
る

も
し
情
報
が
流
出
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
ど
こ
か
の
国
の
上

層
部
に

亡
国
機
業

の
一

が

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

 
こ
ち
ら
の
追

ル

ト
を
予

し

ち

せ
の
よ
う
に
な

た
方
が

合
的
に
マ
シ
な
の
だ

が
そ
れ
は

観
が
過
ぎ
る
と
い
う
も
の
だ
ろ
う

国
家
代
表
候
補
生
に
す
ら

れ

ん
で
い
た
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の
だ

け
ば
か
つ
て

を
誇

た
ア

ガ
ス
に
す
ら

れ
て
い
た
疑
惑
も
あ
る
し

国
行

の
深
い
と
こ
ろ
に
食
い

ん
で
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い

古
い
組

で
あ
れ

ば
あ
る

ど
そ
の
可
能
性
は
十
分
高
い

だ

ど
う
し
ま
し

う

も

な
ん
で
し

う
か

誘
導
と
い
う
形
で
誘
き
寄
せ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る

正
直

が
あ
の
始

じ

危

険
な
気
し
か
し
な
い
が

放
送
に
あ

た

て

的
に
は
ど
こ
な
ん
だ

そ
こ
の

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ゲ

ト
ブ
リ

ジ

を
越
え
た
後

北
進
す
れ
ば
あ
る

よ

つ
ま
り

中
ま
で
は
道
が
重
な
る

か

 
彼
の
義

が

ま

て
い
る
ホ
テ
ル
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

を

に
越
え
た
先
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
地

に
あ
る

は
そ
の
ホ
テ
ル
か
ら
ち

う
ど
北
進
し
た
先
に
あ
る
の
で
義

と
合

流
し

安

を
確
認
し
た
後
で
も

に
行
く
の
は
問

な
い

 

ご
そ

な
ら
救
助
を
済
ま
せ
た
後

ホ
テ
ル
に
行
こ
う

そ
の
後
の
事
は
そ
の
時

え
る

救
助
は
す
る
の
ね

応

程

は
な
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ご
そ

ミ
シ

パ
キ
キ

な

な
に
か

こ
え
な
い
か

 
三
人
が
話
し
て
い
る
間
に
少
し
ず
つ
大
き
く
な

て
き
て
い
る

に
不
安
を
覚
え
た

意
を

せ
ば

三
人
も

し
な
が
ら

を
見
回
す

 
ガ
シ

ン

 
と
ガ
ラ
ス
が

れ
る

が
上
が

た

バ
ス
の
方
だ

 
回

て
み
れ
ば

運
転
手
が

く
り
這
い
出
て
く
る
と
こ
ろ
だ

た

制

だ
ろ
う
カ

タ

シ

ツ
は

血
で
ド
ロ
ド
ロ
に

れ
て
し
ま

て
い
る

の
部
分
が

ガ
ラ
ス
に
引

掛

て
ビ
リ
ビ
リ
と
裂
け
て
い
き

新
た
な
裂
傷
も
生
ん
で
い
る
が

し
た
様
子
も
な
い

 

知
れ
ぬ
違
和
感

 

骨
に

わ
れ
た
部
分
に
あ
ん
な
裂
傷
を

け
て
お
い
て

む

振
り
す
ら
見
せ
ず

と
は
い
出
て
く
る
様
に
恐
怖
を
覚
え
る

Ｈ
ｅ
ｙ

ね

ａ
ｒ
ｅ
ｙ
ｏ
ｕ
ｏ

ａ
ｙ

あ
な
た
大

 
や
や

し
つ
つ

楯
無
が
話
し
か
け
た

ア
ア

 
し
か
し
返
さ
れ
る
の
は

い

き
声
ば
か
り

流

に

常
で
は
な
い

気
に
私
達
は
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後
退
り
し
た

救
助
す
る
気

だ

た
和
人
も
手
は
後
ろ

の

に

び
て
い
る

グ
ル
ル

 
ガ

ル
ル

 
そ
こ
で

の

り
声
が

を
打

た

間
を

か
ず
雄

び
を
上

る
足

が

て
く
る

チ
 

を
打

た
和
人
が

く

Ｓ
Ｐ
Ｂ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ

ｙ
を
引
き

き
発

参

の

Ｆ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
Ｎ
と
同
じ
大
き
め
の
マ
ズ
ル
フ
ラ

シ

が
夜
闇
を

ら

し
た

高
い
空
気
の
破
裂

が

き

る

 

け
寄

て
き
た

の

間
に
弾

は
命
中
し
た

ギ

イ
ン

と
悲
鳴
を
上

て
吹

ぶ 

だ
が

す
ぐ

き
上
が
り

ま
た
身
構
え
た

な

不
死
身
か

グ
ル

ガ

 
発

が
三
回

く
上
が
る

三
発
全
て
が

の

間
眼

そ
れ
ぞ
れ
に
的
中
し
今

こ
そ

は
断

魔
を
上

て
地
面
に
倒
れ

し
た

ド
ロ
リ
と
し
た

体
が
広
が
る
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今
の
は
い

た
い

和
人
君
も

知
ら
な
い
の

あ
あ

ベ
ル
姉
の
知
識
に
も

こ
ん
な
の
は
無
か

た

で
は
こ
れ
も
秋
十
の
存
在
に
よ
る
バ
タ
フ
ラ
イ
エ
フ

ク
ト

か
も
な

秋
十

正
確
に
は

以
外
の
男
性

者
が
い
な
け
れ
ば
今
回
の
よ
う
に
動

く
必
要
は
な
か

た

達
も

そ
し
て
あ

ち
も

 
逆
に

え
ば
秋
十
と
白
式
コ
ア
を
巡

た
戦
い
が

き
た
こ
の
世
界
だ
か
ら
こ
そ
あ

ち
ら
も
私
達
に
対
抗
す
る
べ
く
な
ん
ら
か
の
手

を

じ
た
と
い
う
事

さ

き
の
ド

ベ
ル
マ

ン
は

と
す
る
と

で

理
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く

亡
国
機
業

が
育
て

練
し

手
を
加
え
た

な
の
か
も
し
れ
な
い

奪
還
に
き
た
私
達
の

の
た
め
に
解
放
さ
れ
た

と
い
う
事
か

い
や

そ
れ
な
ら
さ

き
の
放
送
が
お
か
し
く
な
る

が
襲

て
く
る
か
ら

て

動

と
は

わ
な
い
だ
ろ
う

む
し
ろ

じ

な
く
て
自

機
を

さ
せ
る
と
思
う
が

  

和
人
危
な
い
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そ
の
時

ク
ロ
エ
が
一

大
き
な
声
を
上

和
人
を
突
き

ば
し
た

 
直
後

ク
ロ
エ
に
這
い
出
て
き
た
運
転
手
が
組
み
か
か
り

し
倒
す

う

く

ガ
ア

ア
ア

な

ん
な
ん
で
す
か

こ
の
人

 

み
つ
こ
う
と
す
る
男
の

を

み

を
力
ず
く
で
離
そ
う
と
す
る

 
ク
ロ
エ
の

み
方
は
か
な
り
力
ず
く
で

殺
す
ら
出
来
そ
う
な

ど

に
食
い

ん
で
い

る
が
男
に
苦
し
む

振
り
は
な
い

た
だ

に

物
に

み
つ
こ
う
と
す
る
様
は
獣
そ
の
も

の
だ

お
ら

 
そ
こ
で
横
か
ら
ボ

ル
を

る
よ
う
に
和
人
が
男
の

部
を

た

グ
シ

と

部

と

部
か
ら

こ
え
た
ら

バ
い

の

が
上
が
る

そ
れ
に

も
せ
ず
彼
は
ク
ロ
エ
を
助
け

出
し
た

す
ぐ
に

離
を
取
る

 
見
る
か
ら
に

命
傷
だ
か
ら
流

に
も
う

と
思

た
が

そ
れ
は

観
だ

た
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全
身
を
ぐ
に

り
と

な
が
ら

く
り
と
男
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る

部
は

か
ら

る
さ
れ
る
程

し
か
繋
が

て
い
な
い
と
い
う
の
に

に
も
感
じ
て
い
な
い

 
と
て
も
で
は
な
い
が

現
実
離
れ
し
過
ぎ
て
い
て

の

理
が
追
い
付
か
な
い

い
や
い
や

あ
り
得
な
い
で
し

な
ん
で
立
ち
上
が
れ
る
の
よ

ホ
テ
ル
ま
で
全
力
で

る
ぞ

え

ち

 

然
と
し
て
い
る
と
和
人
が
楯
無
の
手
を
引
き
ブ
リ

ジ
に
向
け
て

り
出
し
た

私
と

ク
ロ
エ
も
一

れ
る
形
で

り
出
す

あ

あ
の
バ
ス
の

客
は
い
い
の

助
け
て
る
間
に

達
が
や
ら
れ
か
ね
な
い

多
分

ア
レ
が

動
の
正
体
だ

ど
う
い
う

理

か
ま

た
く
謎
だ
け
ど

に

ま
れ
た
ら
あ
あ
な
る
ん
だ
ろ
う
さ

そ
ん
な

そ
ん
な
の

て

ま
る
で

の

ン
ビ
み
た
い

 
楯
無
が

は

と
息
を

み

葉
を

ま
ら
せ
た

そ
う

信
じ

い
事
だ
け
ど
い
ま
こ
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で

き
て
る
の
は

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド

感

発
そ
の
も

の
だ

み
た
い
に

ら
か
の
ウ

ル
ス
が
原
因
で
あ
あ
な

た
と
見
て
い
い
と
思
う
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ら

が
死
ん
で
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

ら

さ

き
の

や
ク
ロ
エ
に
襲
い
掛
か

た
運
転
手
み
た
い
な
状

の

中
の
事
だ
よ

本

に

死
か
ら

た

じ

あ
る
ま
い
し

ン
ビ
と
は

え
ん
だ
ろ
う

 

い
思

が

嗟
に
疑
問
を

に
し
た

話
の

を

る
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た
が

前
を

る
彼
は
気
を
悪
く
し
た
風
も
な
く

葉
を
返
し
て
く
れ
る

 
彼
の
説
明
で

な
る

ど
と

得
を

く

 

ン
ビ
と
い
う
の
は
彼
が

た
よ
う
に
死
か
ら

た
生
け
る
死
体
を
指
す

語
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
が
あ
く
ま
で
そ
れ
も

的
表
現

本
能
的
に
動
く
状

か
ら
理
性
を

る
前

葉
機
能
が
損
な
わ
れ
た
状

が

ン
ビ
の
そ
れ
に
近
い
と
い
う
説
も
あ
る
が
あ
く
ま
で

そ
こ
ま
で
だ

人
間
と
し
て
の
精
神
が
残

て
い
る
な
ら
ク
ロ
エ
に
襲
い
掛
か

た
時
に

み

つ
く
の
で
は
な
く
性
的

行
を
行
う
だ
ろ
う

 
そ
こ
で

と
一
つ
の
仮
説
が
浮
か
ん
だ

を

に
前

葉
を
破
壊
す
る
ウ

ル
ス
が
感

し
て
あ
の
よ
う
な
行
動
を
取

た
と

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
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現
実
に

し
た
話
を
す
る
な
ら

に

ま
れ
た
事
で
運
転
手
が

変
し
た
原
因
は
未
知
の

ウ

ル
ス
と
見
る
べ
き
だ

そ
れ
も

時
間
か
つ
あ
れ

ど
狂

に
な
る

ど
前

葉
を
破
壊

さ
れ
た
と
な
れ
ば

得
出
来
る

け

け
ど
あ
の
人
も

も

明
ら
か
に

命
傷
な
の
に
死
な
な
か

た
わ
よ

あ
あ

も
そ
こ
が
引

か
か

て
る

だ
か
ら
ラ
ウ
ラ
の
仮
説
に
プ
ラ
ス
し
て
感

し
た

ら

主
の
運
動
命

形
を

取
る
寄
生
タ
イ
プ
の
ウ

ル
ス
が

え
だ
と
思
う

寄
生

て

主
を

る
タ
イ
プ
が
い
る
だ
ろ
う

寄
生

と
ウ

ル
ス
は
分

が
違
う
気
も
し
ま
す
が

だ
か
ら
未
知
の
ウ

ル
ス
な
ん
だ
ろ
う

寄
生

と
し
て
の
特
性
と
ウ

ル
ス
の
感

経
路

を
合
わ
せ
た
な
に
か

そ
れ
に
や
ら
れ
た
の
が

ら

て

事
だ

 
出
来
る
限
り
全
力
で

り
な
が
ら
の
会
話

 
そ
の
最
中
追
い
か
け
て
き
た
ド

ベ
ル
マ
ン
に
向
け
和
人
が
ナ
イ
ト
ス
カ
イ
を
発

す
る

そ
れ
に

ん
だ
と
こ
ろ
で
彼
の

手
が

む

ど
の
速

で
閃
い
た

の
カ
ラ
ビ
ナ
か
ら
自

衛

対

兵

を

い
た
の
だ

と
気
付
い
た
時
に
は
握
ら
れ
た

か
ら

白
の
エ
ネ
ル
ギ

ブ
レ

ド
が

⻑
し

の

が

体
と

き
別
れ
し
て
い
た

流

の

ら
も
本

に
不
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死
で
は
な
い
よ
う
で

を
喪

た

体
は
す
ぐ
に
倒
れ

ん
で
動
か
な
く
な

た

 
あ
ま
り
の

業
に

と
感

の
息
を

く

 
な
る

ど

生
物
の
弱
点
で
あ
る
心

や

を

い
て
も
ま
だ
動
く
な
ら
運
動
指

が
必

ず
経
由
す
る

部
を
切
断
す
れ
ば
話
は
速
い

 
私
達
は
全
力
で
ホ
テ
ル
へ

り
な
が
ら

少
し
ず
つ

ら

の
情
報
を
集
め
て
い

た

  
・
謎
の
ウ

ル
ス

 
前

葉
破
壊
に
よ
る
獣
の
よ
う
な
本
能
的
行
動
不
死
身
の
よ
う
な

性
は
運
動
命

形
を

る
寄
生

の
よ
う
な
特
性
を
持

た
ウ

ル
ス
に
よ
る
も
の
だ
と
和
人
が
推

し
て
い
る

 

現
時
点
で
は
ウ

ル
ス
か
ど
う
か
す
ら
不
明
で
あ
る

  
・
平
行
世
界
で
は
出
さ
れ
て
な
か

た
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秋
十
の
存
在
で

亡
国
機
業

が
大
き
く
動
き

そ
れ
に
呼
応
し
て
和
人

も
動
い
た
た
め

手
札
を
一
つ
切
ら
れ
た

 
平
行
世
界
だ
と
バ
ト
ル
の
メ
イ
ン
が

だ

た
の
で
海
上
や
空
中
が
戦
闘
フ

ル
ド
だ

た
け
ど

い
ま
は

地
な
の
で
ク
リ

チ

が

に
立
つ
と
い
う
事

  
・
桐

谷
和
人

 

独
戦
力
だ
と
ト

プ
ク
ラ
ス

 
バ
ス
の
事
故
に

合
わ
せ
た
人
達
を
救
助
し
よ
う
と
し
た
が
運
転
手
の
変

を
見
て

に

楯
無
達
の
安
全

先
に
切
り

え
た

り
切

て
る
よ
う
だ
が
実
は
内
心
か
な
り
苛
立

て
い

た
り
す
る

 

の
勧
め
で

ン
ビ
物
の
ゲ

ム
・

の
ア
ク
シ

ン
シ

ン
を
履
修
済
み
な
の
で
少
し

性
が
あ
る

  
・
更
識
楯
無

 
実
は

外
ビ
ビ
り
な
対
暗
部

暗
部
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自
身
の

ス
を
乱
さ
れ
る
と
一
気
に
タ
ジ
タ
ジ

ン
ビ

に

み
が
な
い
せ
い
で
今

話
で
ず

と
ビ
ビ

て
い
る

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 

が

わ

て
る
天
然

子

 
軍
人
と
し
て
生
き
て
き
た
た
め

が

わ

て
い
る
が
流

に
現
実
離
れ
し
た
光

に
思

が
止
ま

た

様

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
精
神
的
最
年
⻑
な
保
護
者

 
こ
の
面
子
で

一

を

持
し
て
い
な
い

そ
の
代
わ
り
に
常
時

し
て
い
る
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を

い
た
索

で

護
し
て
い
る

  

と
こ
ろ
で

一
つ
問

 
和
人
は

無
銘

が
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
参

に
し
て
る
か
ら
こ
れ
以
上
成
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⻑
出
来
な
い
と

て
き
ま
し
た
が
い
く
ら
女
性
を
参

と
は

え
七
色
の
よ
う
に
１
３

く
ら
い
は
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
ん
で
す
よ
ね

 
身
⻑
が

び
る
要

の
成
⻑
ホ
ル
モ
ン
の
欠

小

は

気
で
す
が
そ
う

わ
れ

た
事
は
な
い

つ
ま
り
ホ
ル
モ
ン
は
常
に
十
分

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

 
な
の
に
な

和
人
の
体
は
成
⻑
し
な
い
の
か

 
と
も
あ
れ
私
が

え
る
の
は
一
つ
だ
け

  

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド

の
要

は

本
作
第
一
話
の
時
点
で
あ

た
と
い
う
事
で
す

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
０

地
獄
の
呼
び
声
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

七
色

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
七
月
十
日
金

日

十
四
時
三
十
分

 

学
園
地
下

和
人
・
七
色

 

速
報
で
す

 
現
在
ア
メ
リ
カ
合

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

を
中
心
に

動
が
発
生
中
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保
安

な
ど

安

持
組

は

隊
を
組
み

の

圧
を
行

て
い
ま
す

 
英
語
の
中
継
動

を
見
て

を

め
る

 
サ
ラ
ダ
ス
テ

ク
を
一
本

ま
み

ポ
リ

と

る

カ
リ
フ

ル
ニ
ア

て

和
人
君
た
ち
が
行

た
ト
コ
じ

な
い

 
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

と
内
心
で

き
捨
て
る

 
本

は
自
分
も
行
き
た
か

た
が
行

た
と
こ
ろ
で
邪
魔
に
し
か
な
ら
な
い
と
分
か

て
い

た
の
で

し
み
な
が
ら
も
彼
ら
を
見
送

た
後
メ
デ

ア
の
報
道
が
ど
う
な

て
い
る
か
を

で
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

今
は
テ
レ
ビ

だ
け
で
な
く
動

サ
イ
ト
で
生
中
継
放
送

を
し
て
い
る
ア
カ
ウ
ン
ト
も
数
多
く
あ
る
か
ら
思

た
以
上
に
大
変
だ

無
論
そ
の
分
だ
け
や

り

も
あ
る

 

と
異
な
る
の
は
他
国
の
メ
デ

ア
も
数
多
く
確
認
し
て
い
る
事
だ
ろ
う

は
日
本

を
中
心
に
し
他
国
は
取
り
上

て
も
一
つ
や
二
つ
だ
が
い
ま
は
そ
の

以
上

一
つ
の
モ
ニ

タ

で
は
収
ま
ら
な
い
の
で
同

人
の
三

デ

ス
プ
レ
イ
を

り
て
作
業
を
し
て
い
た

 
彼
ら
が
向
か

た
の
は
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

業
を
中
心
に
様

な

分

で
発
展
を

共
事
業
に
も

手
し
て
い
る
た
め

安
も

的
良
い
場

に
彼
の
義
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は

身

し
て
い
た

 
同
時
に
白
式
の
コ
ア
の
反
応
も
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た

重
な
男
性

者
と
の
繋
が
り
も
コ
ア
の

有
権
も
日
本
の

点
な
の
で

が

で
も
取
り
返
せ
と
い
う
指

が
楯
無
に
下
り

亡
国
機
業

の

無

化
電
波
の
影

を

け
な
い
和
人

ク
ロ
エ

ラ

ウ
ラ
が
義

の
帰
国
護
衛
に

く
事
で
実
行
に

し
た
の
が
事
の

 
そ
れ
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う

メ
デ

ア
に
は

し
て
い
る
が
い
つ
ま
で

し

せ
る
か
の
確

認
が
必
要
だ
か
ら
私
が
そ
れ
を

て
い
た

 
そ
ん
な
中
ア
メ
リ
カ
時
間
に
し
て
九
日

後
九
時
過
ぎ

国
は
日
本
よ
り
一
四
時
間

い
時
差
が
あ
る

の
報
道
が
引

か
か

た

 
ア
メ
リ
カ
で
は

と
デ
モ
活
動
や
抗
議
活
動
が

ん
な
の
で

動
も
新

で
は
な
い

し
か

し
よ
も
や
大
き
な
問

を

い
た
覚
え
が
な
い
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で

き
る
と
は
あ
ま
り
に
タ

イ
ミ
ン
グ
が
良
過
ぎ
て
色

と

て
し
ま
い
そ
う
だ

 
彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
に

ん
だ
方
法
も
正
式
な
手

を
取

て
い
る

 
無
国

い
の
和
人
は
国

会
会
⻑
・
ノ
之
束
に
よ

て
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

の
ア
メ
リ
カ

の

ち

を
突
か
れ
秋
十
奪
還
な
ど
の
話
が
正
式
に

た
た
め
ビ
ザ
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と
パ
ス
ポ

ト
を
発
行
さ
れ
て
い
る

然
だ
が
そ
れ
は
秘
密

で
あ
り
国

メ
デ

ア
に
も

一
切
報
道
さ
れ
て
い
な
い

 
世
界
は
い
ま
和
人
達
が
学
園
に
い
る
と
思
い

ん
で
い
る

秋
十
誘

に
つ
い
て
は
ダ
リ
ル

で
知
ら
れ
た
が

ア
メ
リ
カ
に

ぶ
と
い
う
情
報
は
広
め
て
い
な
い
か
ら
だ

亡
国
機
業

に

襲
を
仕
掛
け
る
た
め
で
あ
る

 
同
時
に
先
手
を
打
つ
形
で
和
人
達
が
襲
わ
れ
れ
ば
彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
に

ぶ
と
知

て
い

る
日
本

ア
メ
リ
カ

国

会
の
い
ず
れ
か
に
亡
国
機
業
の
息
が
掛
か

た
ス
パ
イ
が
い
る
と
確
信
付
け
る
証

に
な
る

組

で

え
ば
広

に
思
う
が
こ
の
話
を

知

て
い
る
の
は
本

に
幹
部
と

え
る
人

恐
ら
く

手
未

に
限
ら
れ
る

そ
こ
か

ら
和
人

の
人
間
を

け
ば

片
手
で
も
足
り
る
程

だ
ろ
う

 
こ
の
指
示
は
和
人
が
下
し
た
も
の
だ

出
来
れ
ば
先
手
を
打
て
る
よ
う
知
ら
さ
れ
る

手
を
限

定
し
て
い
る
が

だ
か
ら
こ
そ
ス
パ
イ
を
特
定
し
や
す
い
と
い
う

面
も
あ
る

 
大

的
な

を

け
ら
れ
な
い
の
は
キ
ツ
い
と
思
う
が
ま

彼
ら
な
ら
大

だ
ろ
う

と
安
心
し
て
い
た

で
も

流

に

は

ね
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仮
に
こ
の

動
が

亡
国
機
業

の
手

だ
と
す
れ
ば
非
常
に

と

え
よ
う

 
先
の

は
い
ず
れ
も
亡
国
機
業
の
メ
ン
バ

が
直

彼
ら
を
襲
う
場
合
に
限

た
話

だ

場

に
よ

て
は
⺠
間
人
を

き

み
か
ね
な
い
が
し
か
し
彼
ら
は

で
は
な
い

は

目
の
前
に
い
る
状
況
を
想
定
し
て
い
た

 
だ
が

今
の
カ
リ
フ

ル
ニ
ア
で

き
て
い
る

動
は

全
て
が
真
逆

 
亡
国
機
業
の
手

か
も
解
ら
な
い

は
目
の
前
に
お
ら
ず
立
ち
は
だ
か
る
の
は
無

の
⺠

 
⺠
間
人
を
手
に
掛
け
れ
ば
彼
ら
の
名
声
は
地
に
堕
ち
る

悪
に
加

し
た

で
な
い
以
上

護
さ
れ
る
の
は
常
に

者

だ

そ
れ
を
危
惧
し

和
人
達
も

う

だ

 
そ
れ
が
た
だ
の
偶
然
で
あ

た
な
ら
い
い

企
業
に
対
す
る
デ
モ
活
動
な
ど
に
遭
遇
し
た
の
な

ら
和
人
達
が
襲
わ
れ
る

わ
れ
は
な
い

過

衛
に
な
ら
な
い
程

で
あ
れ
ば
自
衛
し
て
も

罪
に
問
わ
れ
な
い

 
だ
が

最
悪
な
の
は
そ
れ
が

亡
国
機
業

の
手
で
あ

た
場
合

亡
国
機
業

に
情
報
が

行
き

て
い
て

つ
直

対
峙
出
来
な
い
パ
タ

ン
が
最
悪
だ

無

だ
と
い
い
ん
だ
け
ど
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そ
う

て

サ
ラ
ダ
ス
テ

ク
を
も
う
一
本
食
む

 
そ
も
そ
も
の
話

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で

き
て
い
る

動
は
発

が
な
に
か
分
か
ら
な
い

 
こ
れ
で
も
数
十

ド
ル
を

る
程

に
は

式
投

の
た
め

場

や
経

の
状

を

日

確
認
し
て
い
る

あ
た
し
が

を

入
す
る
と
決
め
る
の
は
そ
れ
な
り
に
⻑
く
安
定
し
た
経

の
企
業
が
中
心
で

つ
か
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
本
部
を

く
企
業
の

も

て
い
る

デ

モ
活
動
で
あ
れ
ば
前
兆
と
し
て
企
業
の
経

不
振
な
ど
を
一

で
も

い
て
い
る

だ
が
あ
の

の
企
業
で
そ
う
い
う
話
は

い
た
覚
え
が
な
か

た

 

価
の
履
歴
を
見
て
も

で
あ
る
と
見
て
取
れ
る

え

 

と

推

に
目
を

し
た
時

あ
た
し
は

然
と
し
た

 
見
た
事
な
い
く
ら
い
の

下
を

い
て
い
た
の
だ

は

え

ち

な

 

惑
い

い
に
な
り
な
が
ら
ま
さ
か
と
思

て
複
数
の

価
推

の
情
報
サ
イ
ト
を
見
る

が
ア
メ
リ
カ
に
本
部
を

く
企
業
の

価
は

れ
も

し
始
め
て
い
る

今
の

最
高
値
か

ら

く
ら
い
だ
が

あ
ま
り
に
ス
パ
ン
が

い
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危
険
を
感
じ
取

た
あ
た
し
は
慌
て
て

持
し
て
い
る

を

り
払

た

逆
指
値

文

指
定
値
以
下
ま
で
下
が

た
ら
損
切
り
の
た
め
自
動
で

却
す
る
指
値

文

を
し
て
い
た

が

そ
こ
ま
で

て
い
た
ら
確
実
に
損

が
広
が
る
の
で
手
動
で

を

却
し
て
い
く

 
少
し
し
て
推

を
更
に
下
回
る

価
の

下
が
グ
ラ
フ
に

ま
れ
た

あ
た
し
は
思
わ
ず

深
く
安

の
息
を

く

あ

ぶ
な

あ
と
数
分
気
付
か
な
か

た
ら
大
損
だ

た
わ
ね

 

ど
の

は

入
し
た
時
よ
り
高
い
値
を
示
し
て
い
た
の
で

結
果
的
に

は
出
て
い
る

数

で
見
れ
ば
数
十
万
ド
ル

日
本

で
数
百
万

と

え
れ
ば
か
な
り
の

け
だ

 
と
は

え

の

の
や
り
取
り
に

べ
れ
ば
ま
だ
少
な
い
方

 
そ
れ
に
問

は

の
平

以
下
と
い
う
点
で
は
な
い

価
の
下
が
り
方
が
あ
ま
り
に

す

ぎ
る

 

式
と
い
う
の
は
企
業
に
対
す
る
客
観
的

価
で
も
あ
り

な
に
か
不

事
が
あ
れ
ば

し
高
く

価
さ
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば

を

わ
れ
る
と
い
う
形
が

常
だ

に
対
し
て

払

わ
れ
た

金
が
企
業
を

え
る

源
と
な
り
そ
れ
で
企
業
が
躍
進
し
得
た

の

ば
く
か

が
返
還
さ
れ
る
の
が

式
の

な
シ
ス
テ
ム

つ
ま
り
さ

き

り
払

た

の
企
業
は
以
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前
は
か
な
り
安
定
し
て
い
た
事
を
意
味
す
る

 
そ
れ
が
な

い
き
な
り
大

し
た
の
か

 
企
業
の
運

が

し
い
経

的
理
由
か

を
持

て
い
た
方
の
⺠
間
的
感
情
か
の
ど
ち
ら
か

だ
ろ
う

動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

え
る
と
後
者
の
可
能
性
が
高
い
気
が
す
る
が

  

そ
こ
で

思

を

り

む
よ
う
に
破
裂

が
ス
ピ

カ

か
ら

こ
え
た

 
あ

あ
あ

 
発

で
す

つ
い
に

が
発

し
ま
し
た

 
生
中
継
し
て
い
た
日
本
人
ア
ナ
ウ
ン
サ

が
錯
乱
し
な
が
ら
報
道
を

け
る

カ
メ
ラ
が
発

の
す
る
方
に
向
け
ら
れ
た

バ
リ
ケ

ド
を
破
り

入
し
て
き
た

が
発

を

け
る

の
一
人
に
つ
か
み
か
か
り

に

み
つ
く

 
ぶ
し

と

黒
い

体
が

に

び

た

な

 
あ
ま
り
に
シ

キ
ン
グ
な

像
に

ま
る

 
カ
メ
ラ
マ
ン
も
動
揺
し
て
い
る
の
か

面
が

か
に
ブ
レ
る
が
そ
れ
で
も
中
継
は
止
ま
ら
な
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い

放
送

の
ス
タ

フ
も
動
揺
し
て
指
示
を
忘
れ
て
し
ま

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
い
ま

き
て
い
る
事
は

ノ
ン
フ

ク
シ

ン
な
の
だ

 
つ
ま
り
カ
メ
ラ
越
し
に
見
え
る

観
は

文

り
人
に

ま
れ

か
ら
血
を

き
出
し

た

な

い
や

 
来
な
い
で

 

が
一
人
二
人
と
組
み
付
か
れ

ま
れ
て
息
絶
え
て
い
く

そ
し
て

の

い
が
ア

ナ
ウ
ン
サ

へ
と
向
い
た

に

離
を

め
ら
れ
る

カ
メ
ラ
も
一
緒
に
後
退
す
る
が

 
横
か
ら

ア

と

い

り
声

い

い
や

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ア
ナ
ウ
ン
サ

と
カ
メ
ラ
マ
ン
の
意
識
外
か
ら
の
声

女
性
の

高
い
悲
鳴
が
上
が

た

  

さ
せ
る
か
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そ
の
悲
鳴
を

る
よ
う
に

気

の

た
日
本
語
が

り

ん
だ

数
発
の
発

ド

サ

と
重
い
物
が
倒
れ
る

が
し
た

い
ま
の
声

ま
さ
か

 
マ
ジ
か

タ
イ
ミ
ン
グ
良
過
ぎ
だ
ろ
う
と

然
と
す
る

無
事
か
あ
ん
た
ら

 

ら

に

ま
れ
て
な
い
な

え

あ
な
た

解
放
の
英
雄

 
な

な
ん
で
こ
こ
に

桐

谷
和
人
だ

 
あ
と

に
い
る
の
は
仕
事
だ
こ
の
状
況
は
想
定
外
だ
が
な

 

三
人
と
も

こ
こ
に
生
存
者
二
人

 
そ

ち
は

は
ダ
メ
よ
み
ん
な
や
ら
れ
て
る

 
バ
リ
ケ

ド
が
あ
る
上
に

ら
ば

か
り

も
ダ
メ
で
す

 
意
識
は
あ
り
ま
す
が

に
全

ま
れ
て
ま
す

北

に
人
影
な
し

る
な
ら
こ
こ
か
ら
行
け
る
ぞ

 
目
的
地
ま
で
少
し
回
り
道
に
な

る
が
な

上
出
来
だ
ラ
ウ
ラ

そ
の
ま
ま
経
路
を
保
持

 
残
る
二
人
は
こ

ち
の
二
人
の
護
衛
だ

 
あ
と
ク
ロ
エ
は

を
持

て
な
か

た
な

は
レ

ザ

ブ
レ

ド
を
使
う
か
ら
コ
レ
を
使

え

リ
ロ

ド
は
済
ん
で
る
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え

で
も
そ
れ
だ
と
近

武

だ
け
に

レ

ザ

ブ
レ

ド
な
ら

ら
も
一
撃
で
倒
せ
る
か
ら
そ

ち
の
方
が

合
が
い
い

 

ら
あ
ん
た
ら

時
ま
で

り

ん
で
る
つ
も
り
だ

 

く
立

て

れ

 

こ
ん
な
ト
コ
で
死
に
た
く
な
い
だ
ろ
う

は

は
い

 
予
想

り
和
人
達
の
よ
う
だ

た

彼
ら
も

い
や
人
を
喰
ら
う

ら
に
襲

わ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う

そ
の
進
路
上
に
カ
メ
ラ
マ
ン
達
が
い
た
か
ら
助
け
た

だ

自

身
の
危
な
い
状
況
な
の
に
人
助
け
を
し

か
り
す
る

り
が
英
雄
と
呼
ば
れ
る

以
だ
ろ
う

 
彼
に

か
さ
れ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
と
ア
ナ
ウ
ン
サ

が
立
ち
上
が
り
楯
無
と
ク
ロ
エ
に

ま
れ

る
形
で

動
を
始
め
る

て

カ
メ
ラ

い
だ
ま
ま
な
の

ね

カ
メ
ラ
捨
て
た
ら
ど
う
な
の

 
あ
た
し
の
ツ

コ
ミ
と
楯
無
の
ツ

コ
ミ
が
重
な

た

思

た
事
は
同
じ
ら
し
い

多
分

も
が
思
う
事
だ
ろ
う
け
ど

い
い
え
私
が
生
き
て
い
る
間
は
せ
め
て
あ
り
の
ま
ま
を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
い
の
で
す
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テ
レ
ビ

が
止
め
て
た
ら
意
味
無
い
と
思
う
わ
よ

そ
れ
に
死
ん
だ
ら

も
子
も
な
い
じ

な
い

そ
れ
を
捨
て
た
方
が
体
力
も

存
し
や
す
い
か
ら
捨
て
る
事
を
お
勧
め
す
る
わ

だ
と
し
て
も

な
ど
か
ら
中
継
す
れ
ば
実
情
を
知

て
も
ら
え
ま
す

あ
の
ね

 
カ
メ
ラ
マ
ン
と
ア
ナ
ウ
ン
サ

は
命

い
し
た
上
で
も
ま
だ

影
を

け
る
ら
し
い

流

に
放
送

も
動
い
て
い
る
と
思
う
が
放
送
が
テ
レ
ビ
で
な
く

式
ホ

ム

ジ
の

で
行
わ

れ
て
い
る
た
め
か

行
す
る
方

ら
し
く
未
だ
に
中
断
さ
れ
る
様
子
が
無
い

彼
ら
が

し

て
い
る
の
は

も
し
か
し
た
ら
上
か
ら
の
命

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
と
は

え
命
を
守
る
た
め
に
戦
う

か
ら
す
れ
ば

た
も
の
で
は
な
い

護
衛
対

が
足

を
引

て
そ
れ
に
足

み
を

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

生
存

を
上

る
た
め
に

苦

を

す
る
の
は

然
と

え
る

 
事
実

面
に

る
楯
無
の

が
苛
立
ち
の
そ
れ
だ

 

す
つ
も
り
が
な
い
の
か

そ
う
と
し
て
も
滲
み
出
て
し
ま

て
い
る
の
か

き
に
さ
せ
れ
ば
い
い

 

と
し
た
和
人
の
声
が

り

ん
だ
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彼
は
特
に
反
対
し
て
い
る

で
は
な
い
よ
う
だ

和
人
君

 
で
も
そ
れ
は

す
る
し
な
い
は
そ
の
人
自
身
が
決
め
る
事
だ

強
制
は
で
き
な
い

ま

常
時
中
継
し
て

い
る
と

常
に

の

を
把
握
さ
れ
る
の
は

り
も
の
だ
が

え
 
ア
ナ
ウ
ン
サ

達
の

惑
い
の
声
が
重
な
る

 
カ
メ
ラ
に

た
少
年
は

を

て
い
る
の
か

と

ま
し

だ

秋
十
が

わ
れ
た
の
は
間
違
い
な
く
男
性

者
だ
か
ら

な
ら

が
い
る
場

を

て

く
る
の
は
必
然

だ
か
ら
情
報
を

せ
た
状

で
ア
メ
リ
カ
に
来
た
ん
だ
が
中
継
に

た
以

上
フ

ン
ト
ム
・
タ
ス
ク

亡
国
機
業

に
も
知
ら
れ
る
の
は
時
間
の
問

だ

わ

私
達
は
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
よ

も
責
め
て
な
い

あ
の
状
況
で

が
責
め
ら
れ
る

達
だ

て
こ
ん
な
状
況
流

に
予

想
外
だ

 
自
己
保
身
に

た
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ

に
楯
無
や
ク
ロ
エ
ラ
ウ
ラ
が

か
に
振
り
返

た
が
彼
女
ら
が

か
を

に
す
る
よ
り
も
先
に
和
人
が

た

や
は
り

は

と
し
て
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い
ると

と
い
う
か

ま
さ
か
こ
の
状
況
は

そ
の

亡
国
機
業

の
仕
業
な
ん
で
す
か

確
証
は
な
い

性
も

ん

ん
無
い

た
だ
こ
の

に
ア
ジ
ト
が
あ
る

て
い
う
予

が

あ
る
だ
け
だ

だ
か
ら
無
力
化
さ
れ
な
い

を
持
つ

達
が

さ
れ
た

え

え

え

そ
れ

ち

て
い
い
の

 
和
人
の

に
私
の
方
が

惑
し
た

 
実

亡
国
機
業

も
世
界
を

に
掛
け
る

だ
か
ら
ニ

ス
チ

ク
は
し
て
い
る
だ

ろ
う

こ
の
報
道
を
見
て
撤
退
し
よ
う
と
す
る
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
を
知

た
上
で

す

る

て

彼
に
も
な
に
か

え
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

 

彼
の

向
を

え
る
と

あ
ま
り
良
い
と
は
思
え
な
い

み
ん
な

こ
の
ま
ま
ま

す
ぐ
行
け
ば
目
的
地
だ

 
先

を
突
き
進
ん
で
い
た
ラ
ウ
ラ
が
路
地
を

る
面

に

る

彼
女
が
指
し
示
す
先
に
は

つ
も

立
す
る
ホ
テ
ル
の
影

あ
れ
は

ホ
テ
ル

 
ま
さ
か
立
て

も
る
ん
で
す
か

 
そ
ん
な
事
せ
ず

を
使

て
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れ
ば
い
い
じ

な
い
で
す
か

救
出
ヘ
リ
が
来
る
ま
で

え
る
必
要
も
あ
る
し
生
き
残
り
も
集
め
る

い
ず
れ
に
せ
よ
そ
れ

な
り
の
広
さ
が
あ
る

点
が
必
要
だ

 
そ
れ
と

と
カ
メ
ラ
内
の
少
年
が

葉
を

切
る

楯
無
達
は
ホ
テ
ル
内
の
安
全
確
保
と

者
の
護
衛
に
務
め
て
く
れ

日
本
の
と
は

え
国

家
代
表
候
補
な
ら
一

人
が
リ

ダ

に
な
る
よ
り
反
感
は

い
に
く
い
だ
ろ
う

ち

と

て

和
人
君
は
ど
う
す
る
の

 
楯
無
の
食
い
気
味
の
問
い

 

道
路
に
出
た
と
こ
ろ
で
全

が
立
ち
止
ま

た

和
人
だ
け
が
ラ
ウ
ラ
の
指
示
し
た
ホ

テ
ル

と
は
違
う
方
に
進
む

は
別
行
動
だ

ア
メ
リ
カ
に
い
る
と
知
ら
れ
た
以
上

の
動
向
は

一
監

さ
れ
る
だ
ろ

う

一
緒
に
行
動
し
て
い
た
ら
亡
国
機
業
に
襲
わ
れ
る
リ
ス
ク
を
無

な
人
に
負
わ
せ
る

事
に
な
る

そ
れ
に

ら
と
同
時
に

手
な
ん
て
し
て
ら
れ
な
い

楯
無
じ

な
く
て

が
行
く

方
が
安
全
面
で
ベ
タ

だ

の
護
衛
な
ら

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

が
い
る
し
な

安
全
面
で

わ
れ
る
と
反
対
で
き
な
い
じ

な
い
の
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ぐ
ぎ
ぎ

と
⻭

み
す
る
楯
無

私
は

同
し
か
ね
ま
す

せ
め
て
私
か
ラ
ウ
ラ
を

た
方
が

い
や

二
人
は
生
身
だ

だ
が

森
羅
の
守
護
者

は
機

の
体

ら
に
な
ら
な
い

そ
の

特
性
を

え
れ
ば
こ
れ
が
ベ
タ

な
ん
だ

ち
な
み
に

ベ
ス
ト
は

安
全
な
場

で

も

み
つ
つ
フ
ル
ダ
イ
ブ
で
森
羅
の
守
護
者
の
よ
う
に
ア
バ
タ

を

て
救
助
活
動
す
る
事
だ
な

信

を

け
る
と
使
え
な
く
な
る
の
が

点
だ

 
ま

も
う
出
来
な
い
が

と
彼
は
自

の

み
を
浮
か
べ
る

じ

そ
う
い
う
事
だ

の

で

ち
合
お
う

 

の

を

り
上

た
彼
は

く
手
を
振

て

を
返
し

そ
の
ま
ま

り
去
る

 

る
内
に
現
代

者
風
の
シ

ツ
と
ズ
ボ
ン
が
黒

の
ロ
ン
グ
コ

ト
四

と

を
守
る
黒

鉄
の

黒

の
上
下

付
き
ブ

ツ
へ
と
変
化
し
て
い
く

ど
う
や
ら
黒
椿
を
展
開
し

た
よ
う
だ

そ
の
ま
ま

物
の

上
に
大
き
く

躍
し

そ
の
ま
ま
見
え
な
く
な

た

い

い
い
ん
で
す
か

行
か
せ
て
し
ま

て

 
女
性
の
静
か
な
問
い
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あ
な
た
達
が

中
継
を

け
る

て

た
か
ら
よ

 
そ
れ
に

楯
無
が

を
向
け
た

目
つ
き
を

く

む
よ
う
に

今
も
中
継
を

け
て
る
か
ら
和
人
君
は
自
分
の
安
全
を

め
た

そ
う
す
れ
ば
あ
な
た
達
も

私
達
も
安
全
性
が
増
す
か
ら

で

で
す
が

彼
は
私
達
を
責
め
て
な
い

て

和
人
君
が

た
の
は
助
け
た
時
に
中
継
に

た
事
に

し
て
よ

中
継
を

け
る
事
に

は

え
て

も

て
な
か

た
わ

あ
な
た
達
が
後
ろ
め
た
く
思
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
配

慮
な
ん
で
し

う
け
ど
ね

 
女
性
が

然
と
す
る

え
よ
う
に
よ

て
は
自
分
達
の
我

が
一
人
の
子

を
危
険
な
場

に
追
い
や

た
も
同
じ

そ
れ
を
中
継
し
た
以
上
自
身
が
責
め
ら
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い

る 
楯
無
は

責
め
る
よ
う
に

う

 
彼
は
赦
し
て
も

自
分
は
赦
さ
な
い

そ
ん
な
眼
を
し
て
い
た

ホ
テ
ル
に
行
く
わ
よ

和
人
君
の
た
め
に
も

め
る
場

を
確
保
し
て
お
か
な
い
と
い

け
な
い
も
の
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を

ん
だ
女
性
か
ら

線
を
外
し

を
返
し
た
彼
女
は
ホ
テ
ル

へ
歩
き
始
め
た

少
し

ず
つ
そ
の
体
が
光
に

ま
れ
水
の
ヴ

ル
を

た

を
展
開
す
る

⻑
大
な
三

の
槍

を
振
る

た

先
に
突
撃
す
る
わ

ラ
ウ
ラ
ち

ん
達
は

し
な
が
ら
つ
い
て
き
て
ね

 
キ
リ
リ
と

な
面
持
ち
で
楯
無
が

う

二
人
の
返
事
が
重
な

て
返
さ
れ
た
後
彼
女
は

そ
の
ま
ま

空

行
で
ホ
テ
ル
の
影
へ
と
向
か

た

  
バ
イ
オ
で
別
行
動
は

本
だ
よ
ネ

血

 
中
継
さ
れ
て
る
事
を
意
識
し
て
義

の
事
や
ど
こ
の
ホ
テ
ル
か
を

的
に

し

て
い
な
い
と
気
付
い
た
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
な

森
羅
の
守
護
者
で

が
来
る
か
も

わ
な
い

り
に
和
人
の
全
力
ぶ
り
が
滲
み
出
て
い
る

 
ち
な
み
に
和
人
が
中
継
す
る
事
に

し
な
か

た
の
は
自
分
一
人
で
行
く

楯
無
達
を
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い
て
い
く

実
に
な
る
か
ら
だ

た
り
す
る

 
確
か
に
中
継

行
を

定
し
な
か

た
け
ど

そ
の
理
由
は
二
人
を
尊
重
し
た
の
で
は
な
く
楯
無
達
を
危
険
な
場

に

れ
て
行
か
な
い
た
め

と
い
う
ミ
ス
リ

ド

 
そ
こ
に
気
付
け
て
な
い
楯
無
さ
ん
は
ま
だ
ま
だ
で
す
ね

  
・
中
継
ア
ナ
ウ
ン
サ

カ
メ
ラ
マ
ン

 
今
話
の

者

 

ン
ビ
物
に
付
き
も
の
な

的
電
波
の

者
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
が
楯
無
ラ
ウ
ラ
ク

ロ
エ
か
ら
の
ヘ
イ
ト
を

た

様

三
人
を

い
て
い
く
た
め
の
理
由
に
さ
れ
た
と
気
付
い
て

い
な
い
が

我
を

し
た
の
は
二
人
が
先
だ
か
ら

非
も
な
い
ネ

邪

  
・
更
識
楯
無

 
和
人
思

定
三

 
ま
だ
ま
だ
で
す
ね
と
直
葉
に

わ
れ
る
レ
ベ
ル

な
ら
ま
だ
し
も
異
常
事

状

で
思

が
あ
ま
り
回

て
い
な
い
の
で

和
人
の
思

を

め
な
か

た
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ま
あ
和
人
が

葉
足
ら
ず
な
の
が
悪
い

 
ち
な
み
に
直
葉

木

ア
ル
ゴ朋

ユ
イ

ヴ

ベ
ル

束

場
は
一

レ
ベ
ル

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
和
人
思

定
二

 
和
人
の
過
去
思
想
を
把
握
し
て
る
の
で
か
な
り
正
確
な
先

み
が
出
来
る

な
の
で
中
継
に

し
て
特
に
突

ん
で
い
な
い

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
和
人
思

定
三

 
和
人
の
過
去

思
想
を
把
握
し
て
る
が

付
き
合
い
が

い
の
で
手
探
り
な
と
こ
ろ
が
あ
る

し
か
し
女
と
し
て

れ
た
部
分
よ
り

の
軍
人
と
し
て
の
気

が
先
行
し
て
い
る
た
め
中
継
に

し
て
反
対
し
な
か

た
理
由
に

付
い
た

  
・
桐

谷
和
人
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ロ
時
代
が
⻑
す
ぎ
た
せ
い
で

独
行
動
も
な
ん
の
そ
の
な
主
人

 
感
情
論
よ
り

合
理
性
を
求
め
る
面
倒
な
タ
イ
プ

失
礼

 

葉
足
ら
ず
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
中
継
さ
れ
て
る
状
況
と
本
人
た
ち
に
絶
対
反
対
さ
れ
る
と

い
う
予
想
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ

達
を

し
て

独
行
動
に
持
ち

ん
だ
策
士

最

先
は
楯

無
や
義

達
の
安
全
な
の
で

と
容
赦
が
な
い

 

の
会
話
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ

達
を
尊
重
し
て
い
る
よ
う
で
そ
の
実

し
て
な
い
の
が

成
⻑
の
証
か

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
０

地
獄
の
呼
び
声
 

  
本
日
二

目

な
の
で

め
じ

・

・

 

点

和
人

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
七
月
九
日
木

日

 
ア
メ
リ
カ
合

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

北
部

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
ビ
ル

 
こ
こ
が

の

標
か
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黒
椿
の
Ｐ
Ｉ
Ｃ
反
重
力
機
能
で

動
す
る
事

く
し
て
小

な

物
に

り

い
た

楯
無
か
ら

か

て
お
い
た
マ

プ
を
オ

グ
マ

と
同
期
さ
せ
表
示
さ
れ
た
高
精

な
マ

プ
に
は
眼
前
の

物
か
ら
反
応
が
あ
る

平
面

上
で
は

ブ
リ

プ点
で
し
か
表
示
さ
れ
な
い
が
表
示

方
法
を
方

に
変
え
れ
ば

反
応
が
あ
る
方
へ

を
表
示
す
る
よ
う
に
な

た

 

は
眼
前
を
向
い
て
い
る

し
か
し
正
確
に
は

や
や
下
方
を
向
い
て
い
る

 
つ
ま
り
地
下
に

白
式

が
あ
る
と
い
う
事
だ

 
ま
あ
こ
ん
な
大

の
ビ
ル
だ
し
表
向
き
は
真

な
企
業
の
よ
う
だ
か
ら
地
上
の

に

い
て
あ
る
と
は
思

て
い
な
か

た

地
下
と

わ
れ
た
方
が

得
だ

製

会

ス

ク
ト
ル

な
る

ど
Ｐ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｍ

亡
霊
の
フ
ラ
ン
ス
語
表
記
か

 
亡
霊
は
英
語
で

Ｐ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｍ

フ

ン
ト
ム

と

さ
れ
る

し
か
し
こ
れ
は

実
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
も

ま

た
く
同
じ
発

だ

更
に
亡
霊
の
別

語
と
し
て
英
語
は

Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ｅ
ｒ

ス

ク
タ

フ
ラ
ン
ス
語

に
は

ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｅ

ス

ク
ト
ル
が
あ
る

つ
ま
り
こ
の
製

会

は
表
向
き
は
ス

ク
ト
ル
と
し
て
真

に

き
つ
つ
そ
こ
で
得
た

や

金
を
裏
の

Ｐ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｍ
ｔ
ａ
ｓ

亡
国
機
業
に
回
し
て
い
た
と
い
う

事
だ
ろ
う

 
無
論

ま
だ
確
た
る
物
証
を
得
た

で
は
な
い
の
で

製

会

ス

ク
ト
ル

と

亡
国
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機
業
の

性
は
不

明
だ

会

自
体
は
白
で
そ
こ
に
表
向
き
の

で
務
め
る

の
一

人
が

じ

て
い
て

白
式

を
地
下
の
自
分
の
ロ

カ

な
ど
に
保

し
て
い
る
可
能
性
も

無
く
は
な
い

 

カ
リ
フ

ル
ニ
ア

全

の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
を
見
る
限
り
十
中
八
九

あ
る
と
思

う
が

 

も
全
て
は
把
握
し
切
れ
て
い
な
い
が
ア
メ
リ
カ
以
外
に
も

を

き

場
に
も
グ
イ

グ
イ
食
い

む

ど
活
動
的
な
大
企
業
だ
と
七
色
か
ら

い
て
い
る

そ
こ
の

を

て
お
け

ば
と
り
あ
え
ず
損
は
し
な
い
だ
ろ
う

と

式
投

で
名
前
に
上

て
い
た

ど
だ

七
色
の

大

な
の
か
な

 

と
気
に
な

て

く

 

に

強
で
き
て
な
い
か
ら
イ
マ
イ
チ

式
投

の
原

が
分
か

て
い
な
い
が

を

た
時
よ
り

価
が
下
が
る
と
損
す
る
く
ら
い
は
解
る

こ
の

動
を
中
継
で
識

た
人

は
ア

メ
リ
カ
に
あ
る
製

会

全
て
に
不
信
感
を

き

を
手
放
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か

そ
れ
な
ら

け
れ
ば

い

ど
損
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
と
り
あ
え
ず

製

会

ス

ク
ト
ル

の

は
手
放
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
う

と
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メ

ル
を
打

て
お
く

 
い
き
な
り
の
事
で

く
だ
ろ
う
が

日
欠
か
さ
ず
日
経

価
を
は
じ
め
ニ

ス
チ

ク

を
欠
か
さ
な
い
七
色
の
事
だ

動
を
見
て
な
ん
と
な
く

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

 
そ
う

え
る
と
中
継
に

た
事
も

外
悪
く
な
か

た
と
思
う

 

こ
の
状
況
で
心
配
す
る
の
が
他
人
の

て
絶
対

か
が
お
か
し
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

  
背
後
か
ら

れ

Ｍ
Ａ
Ｘ
の
声

が

こ
え
た

 
振
り
返
る
と

れ
の
表
情
で
見
下
ろ
し
て
く
る

紺
の
剣
士
・
ユ
ウ
キ
と
目
が
合
う

そ
の

手
に
は

に
黒

の
剣
ル
ナ
テ

ク
が
握
ら
れ
て
い
る

ユ
ウ
キ

グ
ロ
は
大

な
の
か

ア
バ
タ

を

し
て
る
な
ら
ま

な
ん
と
か

そ
れ
に
ボ
ク
一
人
じ

な
い
し
ね

 
に

と
不

に

ん
だ
ユ
ウ
キ
は
更
に
後
ろ
に

線
を
向
け
た

体
を

け
ユ
ウ
キ
の

体
か
ら

を
出
す
よ
う
に
向
こ
う

を
見
る

私

お
化
け
は
苦
手
だ
け
ど

グ
ロ
系
は
大

だ
よ

ま
あ

き
で
も
な
い
け
ど
ね
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ア
ス
ナ

気
持
ち
の
い
い
も
の
じ

な
い
ぞ

あ
り
が
と
う

で
も
大

後
悔
し
た
く
な
い
か
ら
こ
こ
に
来
た
の

今

は
私

が
君
を
守
る
よ

 
苦

し
な
が
ら
銀

仕
上

の

剣
を

る
紅
白
の
騎
士

助
け
ら
れ
る
手

が
あ
る
な
ら
私
も
そ
れ
を
し
ま
す

私
だ

て
後
悔
し
た
く
な
い
で
す
か

ら
ラ
ン

い
い
の
か

殺
し
合
い
だ
ぞ

解

て
ま
す

だ
か
ら
そ
の
危
険
か
ら
あ
な
た
を
守
ら
せ
て
く
だ
さ
い

そ
の
た
め
に
ガ

デ

ア
ン
に

願
し
た
ん
で
す
か
ら

 

か
ら

剣
を

る
し

を
手
に
し
て
強
く

む

紺
の
騎
士

こ
う
い
う
時
の
た
め
に
私
達
が

る
の
よ

遠
慮
な
く
頼
り
な
さ
い

大

な
の
か

シ
ノ
ン

こ
こ
に
は

ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
が
い
る
わ

心
は
守
ら
れ
て
る

だ
か
ら

あ
な
た
の
命
と
体
を
守

ら
せ
て
ち

う
だ
い

あ
の
時
し
て
く
れ
た
み
た
い
に

今

は
私
が
助
け
る
番
よ

 
心
の
傷
に
苦
く

い
な
が
ら

そ
れ
で
も
力
を

し
に
来
て
く
れ
た
⻘
髪
の
弓
兵
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君
は
多
分
止
ま
ら
な
い
か
ら
私
達
は
も
う
止
め
な
い

だ
か
ら
付
い
て
い
く
事
に
し
た
ん
だ

物
理
的
に
は
足
手
ま
と
い
に
な
る
け
ど
精
神
的
に
な
ら
力
に
な
れ
る
か
ら

君
が
強
く
し

て
く
れ
た
か
ら

サ
チ

は

そ
の
た
め
に
鍛
え
た

じ

解

て
る

こ
れ
は
お
礼
だ
よ

私
を
強
く
し
て
生
き
残
ら
せ
て
く
れ
た
お
礼

ず

と
返
せ
な
か

た
お
返
し

だ
よ

 
雪
解
け
水
の
よ
う
に
眼
を

ま
せ
な
が
ら

う
そ
う蒼
く紅

の
槍
使
い

た

く
お
前

い

つ
も
な
ん
か
に

き

ま
れ
て
ん
な

そ
の
ク
セ
い
つ
も

ロ

こ

ち
の
心
労
も

え
て
く
れ

て
モ
ン
だ

ま
ガ

デ

ア
ン

つ

の
を
作

て
そ
れ
を

頼
る
つ
も
り

て
の
は
進
歩
だ
け
ど
よ

ク
ラ
イ
ン

い
つ
の
間
に

部
隊
に
参
加
を

ユ
イ
ち

ん
と
キ
リ
カ
を
経
由
し
て
束
さ
ん
に
頼
み

ん
だ
の
さ

お
前

の
兄

分
が

な
き

や

ダ
メ
だ
ろ

 

会
人
だ
か
ら

て
ヘ
ン
な
気

使

て
ん
じ

ね

よ

 
黒
刀
・

を

ぎ

カ
ラ
カ
ラ
と

う
紅
い

殺
し
合
い
に
な
る
か
ら
強
制
は
し
な
い

か

た

く

お
前
に
は
分
か
ら
ね

か
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年

も
い
か
ね

子

に
ば

か
背
負
わ
せ
て
い
い

し
た
大
人
は
安
全
な
ト
コ
か
ら
指

え

て
見
て
る

て
状
況
の
心
苦
し
さ
が

い
い
や
解
る

だ

お
前
さ
ん
は
他
人
に
背
負
わ
せ

た
く
な
い
か
ら
動
い
て
る

ツ
だ
か
ら
な

そ

で
手
助
け

は

け
付
け
ね

ぞ

エ
ギ
ル

お
前

は

カ
ミ
さ
ん
に

せ
て
き
た
に
決
ま

て
ん
だ
ろ

カ
ミ
さ
ん
に
と

て
も
お
前
は
恩
人
な
ん

だ
助
け
に
行
く

て

た
ら
む
し
ろ
応

し
て
く
れ
た

ガ
タ
イ
の
い
い

が
出
て
き
た

時
は

せ
な

ア
タ

カ

に
ば
か
り
タ
ン
ク
や
ら
れ
ち

立
場
無
い
か
ら
な

 
そ
う
い
い

手
で
握
る

大
な

せ
ん戦

を
誇
示
す
る

の

戦
士

ま

た
く
オ
ネ

サ
ン
の
ア
バ
タ

が
こ
ん
な
騒
動
と
か

し
て

し
い

そ

れ
も
こ
れ
も
キ

が
事
件
に

き

ま
れ
て
ば

か
り
だ
か
ら
ダ

ア
ル
ゴ
ま
で

や

今
回

は
特
に
悪
く
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど

ロ
で
突

ん
で
る
時
点
で
ジ

ジ

シ

ク
リ

の

地
無
し
だ

全
部
終

わ

た
ら
お
仕

き
だ
か
ら

生
き
て
帰
る
よ

和

 
不

に

を

ら
ま
せ
て
い
た
が
最
後
は

ら
か
く

ん
だ

剣
と

使
い
の
情
報

う
む

ま

そ
の
な
ん
だ

や
は
り
見
て
い
る
だ
け
と
い
う
の
は
不
安
で
し
か
な
く
て
ね
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み
な

君
を
喪
い
た
く
な
い
一
心
な
の
だ

ヒ

ス
ク
リ
フ

場

も
か

こ
の

い
も

し
い
だ
ろ
う

 
な
に

心
配
は
い
ら
な
い

Ａ
Ｌ
Ｏ
で

は
取
り

し
て

い
る

遠
隔

信
が

さ
れ
な
い
限
り
は
君
を
守
り

す
と
我
が

神
聖
剣

に
誓
お
う

 
深
い

み
を

み

十

の
剣
と
盾
を

備
し
た
紅
の
騎
士

キ
リ
カ
君
と
ユ
イ
ち

ん
ス
ト
レ
ア
ち

ん
は
ク
ロ
エ
ち

ん
達
の
方
に
向
か

た
よ

者
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
と

不
眠
不

の
護
衛
だ

て

君
の
心
労
を
和
ら

る
た
め
だ

て

て
た
よ

レ
イ
ン

そ
う

か

ユ
イ
姉
達
も

和
人
君
絶
対
に
生
き
て
帰
ろ
う

君
が

な
く
な

た
ら
七
色
も
み
ん
な
も

い
ち

う
も
ん

 
そ
う
強
い
意

を
眼
に

し
て

う
二
刀
の
鍛
冶
師

達
は
本
来

こ
ん
な
事
に
力
を

す

合
い
は
無
い
ん
だ
け
ど
さ

ま

君
と
闘
え
な
く
な
る
の
は

イ

だ
か
ら
ね

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

す
ま
な
い
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見
返
り
に
今

デ

エ
ル
し
て
よ
ね

 
声
を
は
も
ら
せ
る
白
銀
と
黒
銀
の

人
の
女

軍
達

 
そ
し
てリ

姉

 
金
髪
を
な
び
か
せ

緑

を

う
⻑
刀
使
い
の

も
あ

た

ん
の
少
し
目
つ
き
が

い

真
剣
な
表
情
に

少
し
の
怒
り
が
滲
ん
で
い
た

和
人

あ
な
た
の

し
さ
は

だ
け
ど

時
に
欠
点
よ

殺
し
合
い
が
あ
る

 

上

あ
な
た
の
た
め
な
ら
命
を

け
て
戦

て
も
い
い
と
思

て
る
の
よ

ア
バ
タ

な
ら
死

ぬ
事
が
無
い
な
ら

更

す
る
必
要
は
な
い
わ

人
の
命
を

奪
う
事
に
な
る

  

そ
れ
は

が
ず

と
忌

し
て
い
た
事

  

が
手
に
掛
け
る
の
は
い
い

あ
の

で
百
人
以
上
も
手
に
掛
け
て
い
る
か
ら

れ
仕

事
を
す
る
事
に

抗
は
な
か

た
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だ
け
ど

み
ん
な
は
そ
う
な
る
必
要
が
無
い

が

れ
仕
事
を
す
れ
ば
み
ん
な
が
同

じ
こ
と
を
し
な
く
て
い
い
の
だ

だ
か
ら

う

戦
も
投

し
な
い
と
確
信
し
て
い

た
面

は

先
的
に
殺

し
た

 

者
な
ら

来
的
に
軍
人
と
し
て
国

に

く
か
ら
気
に
し
な
か

た

 
だ
が
み
ん
な
は
そ
う
じ

な
い

た
だ
の
一

人
な
の
だ
人
を
手
に
掛
け
る
必
要
が
無
い
の

だ  

覚
悟
の
上

  
そ
れ
を

 
た

た
一

で

説
き

せ
ら
れ
る

 

こ
う
な
る
事
を
予
想
し
て
い
た
わ
け
じ

な
い

 

組
は
常
に

の
動
向
を
把
握
し
て
い
る

ユ
イ

ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ

ヴ

フ
ス

オ
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ル
タ
ヴ

ベ
ル
の
六
人
に
は

し
事
は
一
切
で
き
な
い

そ
し
て

自
身
今
回
の
騒
動
を

ロ
で
潜
り

け
ら
れ
る
と
は
思

て
お
ら
ず
だ
か
ら
こ
そ
助
け
を
求
め
た

ア
バ
タ

が

ら

に
な
る
事
は
あ
り
得
な
い
か
ら
だ

 
遠
隔

信
と

信

の
可
能
性
を

慮
し
キ
リ
カ
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
の
三
人
が
参
戦

し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思

て
い
た

 
だ
が

お
そ
ら
く

六
人
の
内
の

か
が
み
ん
な
に
話
し
た

 
中
継
を
見
た
な
ら

か
は
ユ
イ
達
に
話
を

き
に
行
く

そ
こ
で
知

た
の
だ

 
そ
し
て

に
決
断
し
た

 
そ
れ
だ
け

の
事
を
想

て
く
れ
て
い
た

 

し

な
さ
は
あ
る

の
た
め
だ
と
人
の
命
を
奪
い
業
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
へ
の
後
ろ

め
た
さ
を
感
じ
る

 
た
だ

そ
れ
以
上
に

 

あ
り
が
と
う

み
ん
な
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い

い
の

喜
と
感

が
あ

た

 
み
ん
な
は

一
様
に

み
を
浮
か
べ

強
く

い
て
く
れ
た

 
 

 
思

た
以
上
の
助
力
を
得
ら
れ
た

は

製

会

ス

ク
ト
ル

本

ビ
ル
に
突
入
す
る

前
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
如
く
パ

テ

編
成
を
し

七
人
を
二
組
作

た

 
こ
こ
で

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
遠
隔

信
の
弱
点
で
あ
る
電
波

に
遭

た
場

合
だ

 
そ
の
場
合

け
つ
け
て
く
れ
た

森
羅
の
守
護
者

で
残
る
の
は

無
銘

か

黒
椿

に

本
体
デ

タ
を

し
て
い
る

組
だ
け

そ
の
う
ち
キ
リ
カ

ユ
イ

ス
ト
レ
ア
は
楯
無
の
方

に
行

て
い
る
の
で
こ
ち
ら
に
残
る
の
は
ヴ

フ
ス
と
オ
ル
タ
切
り
札
の
ヴ

ベ
ル
だ
け
と

な
る

ヴ

ベ
ル
は
最
後
の
最
後
ま
で
出
す
予
定
は
な
い
の
で
実

二
人
し
か
残
ら
な
い

だ 
な
の
で

の
パ

テ

に
は
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
が
必
然
的
に
入
る

前
衛
で

れ
ら
れ
な

い
事
で
多
少
不

だ

た
が

を
守
る
事
そ
の
も
の
は
異
論
無
し
ら
し
く
い
つ
も
の
よ
う

に
大
人
し
く

て
く
れ
る

残
る
四
人
は
ラ
ン
ア
ル
ゴ
レ
イ
ン
シ
ノ
ン

ラ
ン
は
エ
ネ
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ル
ギ

回
復
の
た
め
後
衛
に

取
り
ア
ル
ゴ
は
索

を
主
に

レ
イ
ン
と
シ
ノ
ン
は
遠

離
攻
撃
を
持
つ
ア
タ

カ

と
し
て
組
ん
で
い
る

を
守
る
編
成
を
重

し
て
い
る
の
で
四

人
は
後
方

が
メ
イ
ン
の
構
成
に
な

た

 
も
う
一
つ
の
パ

テ

は
ヒ

ス
ク
リ
フ
を
リ

ダ

と
し
リ

フ

ア
ス
ナ
ユ
ウ

キ
サ
チ
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
の
編
成
と
な

て
い
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
エ
ギ
ル
が
タ
ン
ク

他
が
前
衛
極
振
り
の
メ
ン
ツ
で
あ
る

サ
チ
は
投

め
て
中

離
の
槍
使
い
だ
が
そ
の
リ

チ
を
活
か
し
た

近
戦
も
出
来
る
か
ら
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
を
気
に
す
る
必
要
が
な
い
以

上
猛

を
振
る
う
だ
ろ
う

 
こ
の
構
成
を
見
て

と
郷

に
近
い
も
の
が
去
来
し
た

 
も
う
遠
く
過
ぎ
去

た
よ
う
に
感
じ
る
記

だ

七
十
五
層
以

Ｍ
ｏ
ｂ
の
数
が
あ
ま
り
に

多
い
た
め
レ
イ
ド
を
組
ん
で
進
む
よ
う
に
な

て
か
ら

は
こ
の
面
子
と
一
緒
に
戦

て
い

た

遊
撃
故
に

ロ
で
は
あ

た
が

レ
イ
ド
と
し
て
は
み
ん
な
の
近
く
に

け
た
の
だ

 
こ
こ
は
現
実
だ

 
だ
が
あ
の
世
界
は
命
を

け
て
い
た
か
ら
こ
そ
本

に
生
き
た
も
う
一
つ
の
現
実
だ

た

 
み
ん
な
の

い
を
見
る
と

め
て
そ
う
強
く
実
感
し
た
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和
人

ど
う
か
し
た

く
行
こ
う

 
ユ
ウ
キ
が
小

を

て

い
て
く
る

 
ク
ラ
イ
ン
が

か
し
て
く
る

 
そ
れ
が

方
も
な
い
く
ら
い

か
し
く
感
じ
た

あ
あ

行
こ
う

み
ん
な

 
作
戦
は
な
い

 
強
い
て

う
な
ら

見

必
殺

パ

テ

リ

ダ

の

と
ヒ

ス
ク
リ
フ

護
衛
の

ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
以
外
の
十
人
は
ツ

マ
ン
セ
ル
で

内
に

ら
ば
り
と
に
か
く
地
下
へ

く

路
を
探
す

あ
ま
り
物
は
壊
し
た
く
な
い
が
白
式
の
反
応
が
地
下
に
あ
る
の
だ
最
悪

国

会
の
命

と
い
う
事
で
強
制

件
を
盾
に
す
る

無
銘
だ
け
で
な
く
黒
椿
の
演

能
力
も
使

て
る
せ
い
で

自
体
の
戦
闘
能
力
に
制
限

が
掛
か

て
い
る
が

一
仕
様
能
力
も
一
つ
ま
で
な
ら
使
え
る
の
で
愛

の
二
刀
を

備
し

て

覇
導
絶

を
発
動
す
る

 

達
は

葉
少
な
く
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
部

に

み
入
る
よ
う
に
本

ビ
ル
へ
と
足
を

み
入
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れ
た

  

Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
０

 

地
獄
の
呼
び
声

 

Ｅ
Ｎ
Ｄ
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こ
れ
に
て
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
０
は
終
了
で
す

か

た
ネ

 
和
人
が
命
を

つ
勢
い
で
助
け
て
き
た
た
め

間
が

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た

更
に
心
配

な
楯
無
達
の
方
に
は
キ
リ
カ

ユ
イ

ス
ト
レ
ア
が

軍
と
し
て
向
か
い
ま
し
た

 
和
人

お
よ
び
楯
無
達
の
生
存

が
極
め
て
上

し
ま
し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
前
線
攻
略
組
幹
部
が
勢

い
し
た
面
子
な
の
で
ね
タ
イ
ラ
ン
ト
や
ハ
ン
タ

が
出

て
き
て
も

で
し

う

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
エ
ギ
ル
も
い
ま
す
し
ね

流

に

バ
イ
オ

の
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
ウ

ル
ス
み
た
く
有
機
物
を
取
り

ん
で
い
く
タ
イ
プ
に
は
打
つ
手
な
し
で

す
が

 
と
り
あ
え
ず
ヒ
ロ
イ
ン
勢
は
和
人
の

な
ら
と
七
色
同
様
に
覚
悟
ガ
ン
ギ
マ
リ
で
す

 

な
ん
な
ら
取
り

ま
れ
る
間
に
少
し
で
も
ダ
メ

ジ
を
与
え
よ
う
と
差
し
違
え
る
の
覚
悟
で
攻
撃

し
ま
す

 
や

た
ネ

 
こ
れ
で

下
が

た
よ

和
人

楯
無

ク
ロ
エ

ラ
ウ
ラ
は
オ
ワ

タ
式
の
ま
ま
で
あ
る
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・
森
羅
の
守
護
者

 

称

和
人
の
保
護
者

 
な
の
で
男
性

が

ざ

て
て
も
お
か
し
く
な
い

と
い
う
か
ク
ラ
イ
ン
達
は
自
ら

先
し

て
参
加
し
て
い
る

今
回
完
全
に
血
み
ど
ろ
な
殺
し
合
い
な

だ
が
ユ
ウ
キ
や
ク
ラ
イ
ン
達
は

う

戦
で
⻭

い
思
い
を
実
感
し
て
い
る
の
で

助
け
た
い
と
い
う
想
い
に

車
が
掛
か

て
い
る
た
め
マ
イ
ナ
ス
要

に
な
り
得
な
か

た

 
実
は
シ
リ
カ
リ
ズ
ベ

ト
フ

リ
ア
セ
ブ
ン
も
来
た
が

た
が
い
ず
れ
も
戦
闘
を
得

意
と
し
て
い
な
い
の
で
今
回
は

機
と
な

た
裏
話

一
フ

リ
ア
だ
け
希
望
が
あ

た
が

ユ
ウ
キ
達

ど
強
い
想
い

戦
う
理
由
が
無
か

た
の
で

が
引
け
て

退
し
て
い
る

 
今
回
和
人

に
十
三
人

楯
無

に
三
人
向
か

た

 
コ
ア
一
つ
に
つ
き
ア
バ
タ

最
大
数
は
十
三

 
な
の
で
現
在

黒
椿

と

無
銘

方
の
演

能
力
を
使

て
お
り

更
に

黒
椿

は

を
展
開
し
て
い
る
の
で
最
大
数
が

少
し
て
い
る

こ
れ
に
は
和
人
の
味
方
が
増
え
守
護

者
に
な
る
に
つ
れ
て
和
人
の
能
力
を
制
限
し
よ
り
無
力
化
し
や
す
く
す
る
と
い
う
対
外
的
な
意

が
あ
る

そ
の

で
以
前
の

合
で
は
黒
椿
の
演

能
力
を
全
て
ア
バ
タ

構
成
に
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や
し

和
人
自
身
は

無
銘

の
み
の
使

だ

た

 
守
護
者
が
十
三
人
構
成
な
の
は
そ
う
い
う
背

が
あ
る

  
・
桐

谷
和
人

 
ど
こ
ま
で
も
他
人
本

な
生
き
方
な
主
人

 
こ
れ
ま
で
の
行
動
が
今
回
の

軍

に
繋
が

た

み
ん
な
に
命
を
背
負
わ
せ
た
く
な
い
一

心
だ

た
が
今
回
の
事
で
吹

切
れ
て
い
る
危
険
な
場

に
行
か
せ
た
く
な
い
と
い
う
想
い

は
そ
の
ま
ま

 
現
在
黒
椿
を
展
開
し
て
い
る
が
数
人
の
ア
バ
タ

現
に
演

能
力
を

い
て
い
る
の

で
発
動
可
能
な

一
仕
様
能
力
が
一
つ
に
制
限
さ
れ
た

 
和
人
は
自
身
を

め
十
四
人
の
二
パ

テ

編
成
を
組
め
る
の
で
キ
リ
が
い
い
く
ら
い
に
し

か

え
て
い
な
か

た
が
今
回
そ
れ
を
大

に
上
回
る
人
数
が

軍
で
来
た
の
で
感
動
し
て
い

る 
自
身
の
守
り
を
最

先
に
し
て
い
る
の
で
覇
導

増絶

を
発
動
中

生

な
攻
撃
で
は
バ
リ

ア
を
突
破
す
る
事
は

遠
に

わ
な
い
状
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亡
国

超
速
リ
ジ

ネ
持
ち
の
ボ
ス
と
か
ど
う
や

て
倒
せ
ば
い
い
の

・

・

 
黒

電
波
使

た
ら
制
限
取
れ
る
か
ら
物
理

無

と
エ
ネ
ル
ギ

無

化
攻
撃
も

追
加
な
上
に
バ
リ
ア
は

く
な
る
し

攻
撃
も
も

と

し
く
出
来
る
ぞ

 
デ
バ
フ
掛
け
た
方
が
も

と

バ
イ
と
か
最

打
つ
手
無
し

 

こ
れ
が
和
人
の

メ

タ
本
気
と
い
う

ツ
よ

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

日

前
零
時
に
掲
示
板
回
を
予
約
投
稿
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
で
す
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ネ

ト
の
反
応
 

Ｂ
ｉ
ｏ
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
Ｗ
ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ

有
機
生
命
体
兵
器

  
今
話
の
時
系
列
は

か
ず
と
別
行
動
開
始
直
後

ユ
ウ
キ
達
加
勢
ま
で
の
間
の
出
来
事
で
す

後
で
今
話
の

番
を
前
に
変
更
し
ま
す

 

今
話
は
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
作
品
ネ
タ
が

さ
れ
て
ま
す
が
今
作
で

さ
れ
て

る
部
分
は
最
初
か
ら

し
て
い
た
部
分
で
す

最
近
に
な

て

り

こ
さ
れ
た

線
と
い

う
認
識
で
お
願
い
し
ま
す

  

無
銘

負
の
二

形

虚
化

の
見
た
目

に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
生
物
的
な

じ

あ
り
ま
せ
ん
か
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仮
想

義
弟
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

現
実

其
の

 
 

 
 

 
 

  
１
３
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
メ
リ
カ
代
表
候
補
の
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

が
内

者
か

千
冬
更
識
楯
無
更
に

は

実
験
の
た
め
に
義
弟
も
外
出
し
て
て
戦
力
的
に
も
ぬ
け
の

の
と
こ
ろ
を

わ
れ
た
ん
だ

な 
神

さ

義
弟
で
も
十
数
分
は
持
ち

え
た
ん
だ
し
同
じ
く
ら
い
持
ち

え
な
よ
な

 

が
そ
う
な

た
ら
無
理
だ
け
ど

  
１
３
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
３
１

 

極
の

上

だ
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１
３
２
名
無
し
の
情
報

速
報

ア
メ
リ
カ
合

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

全

で

動
発
生
中

速
報

ア
メ
リ
カ
の

人
を
襲
い

む

ま
れ
た
人
も
ま
た

化

 
リ
ア
ル
バ

イ
オ
ハ
ザ

ド
か

報

解
放
の
英
雄
・
桐

谷
和
人

日
本
代
表
候
補
・
更
識
楯
無
な
ど
が
救
助
活
動
中

悲
報
桐

谷
和
人
カ
メ
ラ
マ
ン
が
生
中
継
を

け
る
と
い
う
意
思
を
尊
重
し

身
別
行

動
を
取
る

  
１
３
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
３
２

 
お
う

デ
カ
い
釣
り

や
め

や

  
１
３
４
名
無
し
の
情
報

 
釣
り
じ

な
い
ん
だ
よ
な
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カ
リ
フ

ル
ニ
ア
 
桐

谷
和
人

で

索
し
て
み

 
そ
こ
を
切
り
取
ら
れ
た
数
分
の
動

が
も
う
ア

プ
ロ

ド
さ
れ
て
る
か
ら

  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
は

 
ま
じ

 
つ
か
リ
ア
ル
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド

 
な
に
が
感

発
し
た
の
さ

  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ま
れ
た
人
も

に

あ

  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
フ

ク
シ

ン
は
フ

ク
シ

ン
だ
か
ら
こ
そ

作
な
ん
で
あ

て
ノ
ン
フ

ク
シ

ン
に

な

た
ら
ア
カ
ン

て

て
る
だ
ろ

絶
望

  
 

数
分
後
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１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
カ
ン

絶
望

 
こ
れ
マ
ジ
の
リ
ア
ル
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
や
ん

初
代
オ

プ
ニ
ン
グ
み
た
い
な
展
開
や
ん
白

目  
１
４
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
よ
り
に
よ

て
ア
メ
リ
カ
と
か

フ

ク
シ

ン

り
じ

な
い
で
す
か

ダ

  
１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
メ
リ
カ

は

き

面
に

だ
な

ダ
リ
ル
の
内

事
件
が
発
覚
し
て
て
ん
や
わ
ん
や
し

て
る
時
に
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が
重
な
る
と
か

  
１

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

よ
り

⺠
の
方
が
明
ら
か
に

い
ん
で
す
が
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１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も

ン
ビ
物
で
大

や
ら
れ
る
ニ

ス
キ

ス
タ

が

的
に
生
還
で
き
て
る
よ

  
１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
の
中
継
を
保
守
す
る
意

を
示
し
た
せ
い
で
義
弟
が
別
行
動
を
取
り
始
め
た
が
な

  
１

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
こ
ま
で
中
継
な
ん
て
気
に
す
る
必
要
な
い
と
思
う
ん
だ
が
な

ン
ビ
と
テ
ロ
組

方

を

め
て

手
取
る
の
は

し
い
と
は

え
あ
の
面
子
の
ポ
テ
ン
シ

ル
な
ら
オ

バ

キ
ル

も

だ
ろ

  
１

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
に
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
な
ら
義
弟
達
は
歴
代
主
人

と
違
い
一
回
で
も
引

か
か
れ
る

だ
け
で
ア
ウ
ト

義
弟
は

ら

て

て
る
し
感

を

く
危
惧
し
て
る
よ
う
だ
か
ら
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そ
こ
が
ネ

ク
だ

た
ん
じ

な
い
か

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ゲ

ム
は
ハ

ブ
で
回
復
で
き
る
け
ど

実

そ
う
じ

な
い
か
ら
な

 
救

ス
プ
レ

で
傷
が
完

す
る

て

も
無
い
し

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
歴
代
主
人

達

て
な
ん
だ
か
ん
だ

ン
ビ
に

回
か

ま
れ
て
も

ン
ビ
化
し
な
い
理
由
が

あ
る
か
ら
な

自
然
な
抗
体
持
ち
と
か

 
義
弟
が
ど
こ
ま
で
履
修
し
て
る
か
は
不
明
だ
が
抗
体
に
つ
い
て
知
識
は
あ

て
も
そ
れ
を
頼

り
に
は
し
な
い
だ
ろ
う
な

む
し
ろ
知

て
れ
ば

す
る

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
一
人
で
行

た
の

て
楯
無
ち

ん
や
ク
ロ
エ
ち

ん
達
を

ら
か
ら
遠
ざ
け
る
た
め
な
ん

か
ね
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１

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
ホ
テ
ル
に
立
て
こ
も
る
に
あ
た

て

ら
と
戦
う

だ
が

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
は
あ
あ

た
け
ど
今
回
の
リ
ア
ル
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
は
亡
国
機
業
の
仕
業
な
ん

だ
と

え
て
る
と
思
う

中
の

ら
は
感

を

り
返
し
て
い

た
二

災

的
な
も
の

 
で
も
亡
国
機
業
の
ア
ジ
ト
に
行
け
ば

・
開
発
さ
れ
た
生
物
兵
器
が
あ

て
も
お
か

し
く
な
い

 
危
険

で

え
ば
圧
倒
的
に
ア
ジ
ト

て

え
た
ん
だ
ろ
う
な

の
問

だ

  
１

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１

 
あ
り
そ
う
な
話
過
ぎ
て

得
し
か
出
来
ん
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１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
義
弟
に
は
保
護
者
部
隊
が
あ
る

だ
し

密
に
は

ロ
じ

な
い
だ
ろ
う
が

 

保
護
者
達

グ
ロ

性
あ
る
の
か

  
１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ユ
イ
ち

ん

り
は

だ
な

平
気
な

で

ら
を

理
し
て
い
く

は
ち

と

え

た
く
な
い
し

 
で
も
ヴ

フ
ス
達
は
い
け
そ
う
だ
な

と
は

え

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
闘
争
を

り
返
し
て
た

人

の

軍
だ
ろ

 
バ
リ

バ
リ
の
武
闘

な

だ
し
そ
の

は

り
切

て
戦
い
そ
う

だ
な

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
機

の
ア
バ
タ

だ
か
ら
感

は
あ
り
得
な
い

だ
し

  
１

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
電
弟
の
キ
リ
カ
も

実

義
弟
み
た
い
な
も
ん
だ
し
大

そ
う
だ
な

  
１

４
名
無
し
の
プ
レ
イ
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組
は
コ
ア
の
方
に
本
体
を

し
て
る
時
も
あ
る

て
い
う
話
だ
し

ジ

ミ
ン
グ
が
あ

て
も
大

そ
う
だ
な

 
日
本
に

ま

て
る
保
護
者
組
は
遠
隔

信
だ
と
流

に
キ
ツ
そ
う
だ
が

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
仮
に
出
来
る
と
し
て

が
マ
ト
モ
に
戦
え
る
だ
ろ
う
か

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
の
た
め
な
ら

て

絶
剣

ち

ん
は
平
然
と
バ

サ
ク
し
そ
う
だ
が

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
姉
と
か
も

さ
を

す
こ
と
な
く
刀
を
振
る

て
そ
う
だ
な

  
１

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
十
代
女
子
こ
わ
い
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１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
彼
女
ら
が
特

な
だ
け
だ

デ
ス
ゲ

ム
で
修
羅
に
生
ま
れ
変
わ

た
ん
だ
ろ
う
さ

  
１

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
恋
は
人
を
変
え
る

て
い
う
し
な

  
１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
変
わ
り
過
ぎ
だ
ろ

  
１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
天
真

な
女
の
子
が
目
を
ギ
ラ
ギ
ラ
さ
せ
て
返
り
血
を

び
な
が
ら
人
を
斬

て
い
き
最

後
は
ニ

コ
リ

て

も
う
大

て

て
く
れ
る

想
を
見
た

  
１

３
名
無
し
の
プ
レ
イ
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１

２

 
え
ら
く

体
的
な

想
過
ぎ
て

  
１

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１

２

 
戦

て
る
子
が

特
定
さ
れ
て
る
内
容
で

 
で
も
本

に
あ
り
そ
う
な
ん
だ
よ
な

義
弟
限
定
で

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
限
定

 
現
実
は
非
情
だ
な

  
１

鼠

そ
こ
変
わ

て
欲
し
い

て

い
そ
う
な
や
つ
が
出
そ
う
だ
か
ら
先
に

と
く

 
も
し
義
弟
の
立
場
に
な

た
ら
生
体
兵
器
化
の
人
体

け
て

中
傷

け
ま
く
り
な
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が
ら
も
デ
ス
ゲ

ム
最
終
戦
を
一
人
で
生
き

び
て
四
日
四
晩
戦
い

け
て
死
に
そ
う
に
な

て

数
機
を
生
身
で

手
し
て

最
後
は
リ
ア
ル
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
で
一
人
別
行
動
取
ら
な

い
と
い
け
な
い
過

な
運
命
を
背
負
う
事
に
な
ル

 
夢
を
叶
え
る
な
ら

応
の
代
償
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い

て
事
を
忘
れ
る
な

 
そ
れ
を
忘
れ
た
ら

た
だ
の
人
で
な
し
だ
か
ら

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

そ
こ
変
わ

て
欲
し
い

て
正
に
そ
う
思

て
た

 
ア
ル
ゴ
ネ
キ
の
コ
メ
見
て
一

で

て
な

た

  
１

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

時
代
か
ら
見
守
り

け
て
た

棒
は
一
味
も
二
味
も
違
う
な

白
目

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
デ
ス
ゲ

ム
物
と
ロ
ボ

ト
物
と
ホ
ラ

バ
イ
オ
レ
ン
ス
物
の
主
人

を
全
部
ノ

ミ
ス
で
こ
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な
さ
な
い
と
い
け
な
い

て

全
部
や
ば
い
要

し
か
見

た
ら
な
い
な

  
１
８
０
名
無
し
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア

 
な

と
思

た
ん
だ
け
ど
さ

 
今
回
リ
ア
ル
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド

き
た

だ
け
ど
な
に
か
の
ウ

ル
ス
が

し
て
る
と
思

う
ん
だ

  
１
８
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
う

そ
う
だ
な

  
１
８
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

時
も
な
ら
現
実
見
ろ
よ

て

て
る

件
だ
け
ど
現
実
で

き
て
る
か
ら

と

は
思
え
な
い
ん
だ
よ
な

  
１
８
３
名
無
し
の
プ
レ
イ
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い
ま
も

い
て
る
中
継
で
ラ
ウ
ラ
ち

ん
が
和
人
は
感

性
ウ

ル
ス

て
予

し
て
い
た

感

す
る
と
理
性
を

る
前

葉
が
破
壊
さ
れ
て
人
を
襲
い

を
撃
た
れ
て
も
死
な
な
い
の

は
運
動
命

形
を

作
す
る
寄
生

の
よ
う
な
特
性
を
持

て
る
か
ら
だ
ろ
う

て

て
た

 
ラ
ウ
ラ
ち

ん
達
が
最
初
に

ら
と
遭
遇
し
た
の
は
狂

な

ら
し
い

 
そ
れ
に

ま
れ
た
人
が

つ
ま
り

ら
に
な

て
襲

て
き
た
と
い
う
話
だ

  
１
８
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や

ケ
ル
ベ
ロ
ス
も
い
る
の
な

 
つ

か
初

に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と
遭
遇
と
か
マ
ジ
で
初
代
バ
イ
オ

件
じ

ね

か

  
１
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
よ
く
生
き

び
た
な
義
弟
達

初
見
で

ン
ビ

を
や
り
過
ご
す
と
か
ウ

ス
カ

か
よ

  
１
８

名
無
し
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア

 
ま
あ
そ
の

は
良
い
と
し
て
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が
気
に
な

た
の
は
義
弟
が
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
時

わ
れ
た
先
で
生
体
兵

器
化
の
人
体

を

け
て
た
ト
コ
だ

も
し
亡
国
機
業
が
カ
リ
フ

ル
ニ
ア
の
リ
ア
ル

バ
イ
オ
を
引
き

こ
し
た
の
な
ら

無
銘
を

め

ま
れ
た
義
弟
も
な
ん
か
さ
れ
て
そ
う
じ

な
い
か

  
１
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
え

 
バ
イ
オ
に
は

し
く
な
い
け
ど

そ
れ

て
ど
う
な
ん
だ

 
あ
り
得
る
の
か

 
も
し
そ

う
な
ら
今
ま
で
義
弟
と

触
し
て
き
た
人
達
全

が
感

疑
い
に
な
る

だ
が

  
１
８
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
に
は
自
然
と
抗
体
を
作

た
主
人

勢
が
い
る

だ
し
あ
り
得
な

い
話
じ

な
い
だ
ろ
う
が

 
で
も
バ
イ
オ
系
の
ワ
ク
チ
ン

て
実

意
味
あ
る
の
か

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
も
弱

化
し
た
ウ

ル
ス
抗
原
を
打

て
そ
こ
か
ら
抗
体
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を
作

て
再

の
感

を

ぐ
も
の
だ
か
ら

合
し
な
い
と

ン
ビ
化
す
る
ん
じ

な
い
の
か

 
だ
と
し
た
ら
使
え
な
い
代
物

て
事
に
な
る
ん
だ
が

  
１
８

名
無
し
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア

 
そ
う
ワ
ク
チ
ン

て
そ
う
い
う
も
の
だ

ウ

ル
ス
に
対
し
て

合
し
な
い
時
点
で
ワ
ク
チ

ン
を
打

て
も
意
味
が
な
い

ワ
ク
チ
ン
そ
の
も
の
が
感

経
路
に
な
る

て
事
だ

 
で
も
そ
れ
に
は

外
が
あ
る

 
バ
イ
オ

に

け
る
ワ
ク
チ
ン
が
そ
の

外
な
ん
だ

  
１

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

お
う

な
ん
か
ス
レ
ち
の
よ
う
な
気
が
す
る
ん
だ
が

  
１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や
で
も
リ
ア
ル
バ
イ
オ
状

だ
か
ら
一

り

こ
う
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１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
今
後

達
の
命
を
救
う
知
識
に
な
り
得
る
可
能
性
も
あ
る

フ

ク
シ

ン
の
話
だ
が
バ
イ

オ
ウ

ル
ス

い
の
が
現
実
に
あ
る
以
上

ワ
ク
チ
ン
の
知
識
も
一
部
は

す
る
だ
ろ
う

 
し
ば
ら
く
様
子
見
し
よ
う

  
１

３
名
無
し
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア

 
あ
り
が
と
う

 
バ
イ
オ

で
猛

を
振
る
う
ウ

ル
ス

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

は

感

し
た

主
が

し

い

絶
反
応
を

こ
さ
な
い
限
り
は
⻑
い
時
間
を
掛
け
て

く
り
と

合
し
て

の

と

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

製
の

と
入
れ

わ

て

完
全
な
ク
リ

チ

に
な
る

こ
れ
は

ウ

ル
ス
の
特
性
と
し
て
外
的
要
因
を
必
要
と
せ
ず
自
発
的
な
突
然
変
異
を

け
死
ぬ
ま
で
予

不
能
な
進
化
を

り
返
す
よ
う
に
な
る
か
ら
だ

そ
の
た
め
一

死
亡
し
て
も
再
構

さ
れ
る

せ
い
で
仮
死
状

い
と
な
り

た
よ
う
に
動
き
出
す
事
も
あ
る

一
種
の

生

果
す
ら

あ
る
の
だ

 
さ

き

た

外
の
ワ
ク
チ
ン
は

対

抗
原
体

と
い

て

上
記
の
感

か
ら
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が
入
れ

わ
る
ま
で
の
間
に
打
つ
事
で

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

を
不
活
性
化
さ
せ
ら
れ
る
状

を
作
り
出
す
も
の
だ

 
つ
ま
り
そ
の
ワ
ク
チ
ン
は

本

に
感

し
て
か
ら
し
か

果
を
発

し
な
い

 
事
実

の
女
性
主
人

で
出
会
う
少
女
は
感

し
た
の
で
必
要
と
さ
れ
た
が
主
人

達
ム

ビ

上
は
一

も

ま
れ
て
な
い
は
予

の
た
め
に
欲
す
る
事
も
無
か

た

数
に
限
り
が
あ

る
と
し
て
も
こ
れ
は
違
和
感
が
あ
る
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た

だ

  
１

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
上
記
の
少
女
は
感

し
た
が
ワ
ク
チ
ン
の
お
陰
で
一
命
を
取
り

め
以

の
作
品
に
は
成

⻑
し
た

で
登
場
し
て
い
る

人
だ

一

や

て
み
て
欲
し
い

 
と
も
あ
れ
成
⻑
し
た
少
女
だ
が
そ
の
体
内
か
ら

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
全
て
を

出
来
た

じ

な
い

体
内
に
は

抗
体
が
形
成
さ
れ
た
の
で
形
を
変
え
て
残

て
い
る

こ
の
状

に
な

た
の
は
作
中
で
こ
の
少
女
だ
け
な
の
だ
が

そ
れ
に
つ
い
て
実
は
こ
ん
な
設
定
が
あ
る

こ
の
状

に
な

た
感

者
は
ウ

ル
ス
の
影

に
よ
り

重
傷
を
負

て
も

時
に
再
生
し

た
り

肉
体
の

化
の
大

な

れ
や

止
な
ど
の
特
徴
が
あ
る

と
い
う
も
の
だ
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で

こ
れ
を

ま
え
た
上
で

い
て

し
い

  
義
弟

こ
れ
全
部

て
は
ま

て
な
い
か

   
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

う
せ
や
ろ

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

マ
ジ
で
す
か

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

と
し
た

 
そ
れ
が
事
実
だ
と
し
た
ら

数
年
前
に
は
現
実
で
そ
の
ウ

ル
ス
に

す
る
も
の
が
あ

た

て
事
か
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１

８
鼠

 

て

ち

と

て

 
彼
か
ら
は

無
銘

が
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を

整
し
て
る
か
ら
成
⻑
し
な
い

て

か
さ
れ
て
る

ウ

ル
ス
の
事
な
ん
て
一

も

て
な
か

た

  
１

名
無
し
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア

 
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を

整
し
て
る
か
ら
成
⻑
し
て
な
い

 
そ
れ
こ
そ
お
か
し
い

仮
に
女
性
の
バ
ラ
ン
ス
に
寄
せ
て
る
と
し
て
も
な

あ
ん
な
に
小

な
ん
だ

 
成
⻑
ホ
ル
モ
ン
欠

で
あ
る

小
人

で
は
な
い

だ

コ
ア
が

整
し

て
い
る
の
な
ら

更
あ
り
得
な
い

男
性
の

色
体
の
損
傷
な
ど

伝
性
や
原
因

が
解

ら
な
い
特
発
性
だ
と
し
て
も
コ
ア
が
ホ
ル
モ
ン
分

を

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

わ
れ
て
以

は
成
⻑
し
て
な
け
れ
ば
お
か
し
い

小
人

の

結
果
で
も
成
⻑
ホ
ル
モ
ン
を
投
与
し

け

れ
ば
１

０

１

０

ま
で
成
⻑
す
る
記
録
も
あ
る

つ
ま
り
ホ
ル
モ
ン
を

整
さ
れ
て
い

る
な
ら
身
⻑
は

び

け
な
け
れ
ば
お
か
し
い
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だ
が
彼
は
生
還
か
ら
こ
れ
ま
で
成
⻑
し
て
い
る
様
子
が
無
い

彼
の
話
で
は
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
る
前
と
変
わ
ら
な
い
そ
う
だ

コ
ア
を

め

ま
れ
て
二
年
以
上
も
経
過
し
て
い
る
の

に

成
⻑
期
で
あ
り
な
が
ら
一
セ
ン
チ
も

び
て
い
な
い
の
は
お
か
し
い
と
し
か
思
え
な
い

 
そ
れ
で
い
て

出
血
を
す
る
も
一

間
で
完

が
開
く

ど
の
大
穴
を
開
け
た

月
後

に

合
な
ど
異
常
な
回
復
力
を
示
し
て
い
る

  
２
０
０
名
無
し
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア

 
無
論

こ
れ
は
フ

ク
シ

ン
を

に
し
た
私
の
勝
手
な

え
に
過
ぎ
な
い

 
し
か
し
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
シ
リ

ズ
の
ウ

ル
ス
設
定
は
非
常
に

密
で
あ
り
発
想
こ
そ
突

だ
が

そ
の
過
程
を
再

さ
ら

て
み
る
と
恐
ろ
し
く
現
実
的
な

面
が
あ
る

 
歴
代
バ
イ
オ
に
登
場
す
る

ン
ビ
は

密
に
は

生
し
た
死
者
で
は
な
く
感
情
や
意

を

喪

た
活
性
死
者
と
さ
れ
る

人
間
と
し
て
の
特
徴
を
喪

た
意
味
で
の
死
者
だ

彼
ら
は

命
傷
を

け
て
も
死
な
な
い
高
い

性
を
誇
る
が
そ
の
代
償
に
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ

を
欲

す
る
た
め
人
肉
を
喰
ら
う
と
い
う
行
動
を

こ
す

そ
れ
を

り
返
す
と

前

の

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

の
自
己
進
化
特
性
が
合
わ
さ
り

新
た
な
ク
リ

チ

へ
と
突
然
変
異
す
る
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ち
な
み
に
人
肉
を
喰
ら
う
点
に

し
て
は
作
品
に
よ

て
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
異
常
分

で

理
性
を
失
い

空

感
に
本
能
的
に

う
た
め
と
い
う
も
の
も
あ
る

  
２
０
１
名
無
し
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア

 
こ
れ
も
勝
手
な
推

だ
が

桐

谷
和
人
は

自
己
進
化
特
性

を
持
つ
疑
似

ｉ
ｒ
ｕ

ｓ
の

感

者
な
の
で
は
な
い
か

 

コ
ア
を
体
内
に

め

ま
れ
れ
ば
そ
の
人
は
死
ぬ
ら
し
い

そ
こ
を

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
な
ど

の
自
己
進
化
特
性
で
カ
バ

し
た

に
あ
の
白
い
仮
面
や

を
持
つ
異
形
体
に
変

し
た
の
で

は
な
い
か

 
原
作
バ
イ
オ
の

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
は
感

し
た
生
物
は
非
常
に
タ
フ
な
肉
体
を
有

す
る
上
死
ぬ
ま
で
予

不
能
の
進
化
を

る
こ
と
ワ
ク
チ
ン
が
一
定

進
化
が
進
ん
で

い
る
と

果
が
な
い
こ
と
も
あ
り
制

が
非
常
に

で
あ
る
た
め
有
機
生
命
体
兵
器

の

は
事
実
上

結
さ
れ
て
い
た
が

そ
の
欠
点
を

コ
ア
を

め

む
事
で
解

決
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
同
時
に
コ
ア
は
ウ

ル
ス
を
制

し
て
い
て

必
要
に
応
じ
て

人
間
体

と

異
形
体

に

肉
体
を
作
り
変
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
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常
形

が
本
来
の

で
あ
り
二

形

は
ウ

ル
ス
に

さ
れ
た
状

な
の
で
は
な
い

か

 
コ
ア
を
外
さ
れ
れ
ば
死
ぬ
と
い
う
の
は

つ
ま
り
抗
体
を
喪
う
と
い
う
事
で

ウ

ル

ス
の
制

が
出
来
な
く
な
り

人
と
し
て
死
ぬ
事
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
か

 
あ
の
異
形
が
本

に
コ
ア
の
負
の
二

形

だ
け
に
よ
る
も
の
な
の
か

だ
疑
問
だ

た
自
分

は
そ
う

え
た

  
２
０
２
名
無
し
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア

 
更
に
生
物
兵
器
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
桐

谷
和
人
は
成

と

え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か

 
自
我
を
保

て
い
る
の
で
組

に

う
か
は
不
明
だ
が

制

機
構
と
も

え
る
非
束
製

亡
国
機
業
製
の
コ
ア
を

め

ま
れ
て
い
る
以
上

亡
国
機
業
は
彼
を
い
つ
で
も

れ
る

状

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

え
ば
無
銘
の
上

コ
ア
が
あ
る
な
ら
彼
は
逆
ら
え
な
い

こ
れ
は
バ
イ
オ

の
寄
生
体

プ
ラ

ガ

に
も
同
じ
特
性
が
あ

た

 
負
の
二

形

に

し
て
は

彼
は
い
ま
自
我
を
保

て
異
形
と
し
て
の
力
を
振
る
え
て
い

る

つ
ま
り

が
無
い
と
い
う
事
な
の
で

兵
器
と
し
て
安
定
し
た
と
い
う
意
味
だ
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本
来
な
ら
亡
国
機
業
が
行
う
だ
ろ
う

整
を
彼
は
自
力
で
や

て
の
け

生
物
兵
器

と
し
て
安
定
し
た
と
い
う
事
だ

  
２
０
３
名
無
し
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア

 
つ
ま
り
こ
う
だ

 
キ
リ
ガ

カ
ズ
ト
は

ウ

ル
ス
感

者

無
銘

コ
ア
を

め

ま
れ
た
が
一

死
ん
だ

か

死
に

り
そ
れ
に

え
る
た
め
に
ウ

ル
ス
を
投
与
さ
れ

し
た

が
負
の
二

形

本
来
な
ら
制

不
能
に

る
ウ

ル
ス
を
コ
ア
を

し
て
制

し
安
定
さ
せ
た

現
在
で

は
そ
の

形

す
ら

意
で
変
身
可
能
に
な

て
い
る

 
つ
ま
り
今
は
ウ

ル
ス
は
安
定
し
て
い
る

 
そ
の
特
徴
と
し
て
傷
の

り
が
速
く
成
⻑

化
が

い
あ
る
い
は

止
し
た
と
思
わ
れ

る 
そ
し
て

の

無
銘

コ
ア
が

亡
国
機
業

の
も
の
で
あ
る
以
上

上

の
も
の
が
あ
れ
ば

彼
は
バ
イ
オ

に
お
け
る

追

者

の
よ
う
に
自
己

整
し
た
力
を

亡
国
機
業

に

ら

れ
る
形
で
振
る

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
だ
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そ
の
結
果

ン
ビ

い
の
強

な
生
命
力
で

を

う
タ
イ
ラ
ン
ト
の
よ
う
な

生
物
兵
器

と
し
て
人

に
立
ち
は
だ
か
り
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

  
２
０
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

や
べ

  
２
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
怒

の
持
論
展
開
に

を
生
や
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
あ
り
得
て
し
ま
い
そ
う
だ
か
ら

ら
し

た  
２
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
ウ

ル
ス

て

有
機
生
命
体
兵
器
を
作
り
出
す
た
め

に
開
発
さ
れ
た
モ
ン
だ
か
ら
な

 
そ

か

が
あ
る
現
実
だ
と

こ
う
い
う
風
に
な
る
の
か
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２
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

森
羅
の
守
護
者

が
い
る
か
ら
大

だ
ろ

ア
レ

て
義
弟
の
護
衛

監

な

で

危
険
と
判
断
し
た
ら
取
り

さ
え
に
動
く
不
死
身
部
隊
だ
ぞ

 
無
力
化
な
ら
問

な
い

と
思
う
が

  
２
０
８
電
姉

 

ら
れ
る
と
い
う
点
に

し
て
で
す
が

そ
れ
は
大

で
す

 
あ
の
子
は
以
前
か
ら
ず

と
そ
れ
を
危
惧
し
て
い
ま
し
た

な
の
で
も
う
手
は
打

て
あ
り

ま
す

  
２
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
電
姉

て
こ
と
は
ユ
イ
ち

ん
か

 
そ
れ
マ
ジ
で

  
２
１
０
電
姉
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は
い

彼
は
作
戦
行
動
中
な
の
で

は

せ
ま
す
が

に
問

は
解
決
済
み
で
す

  
２
１
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
お

マ
ジ
か

こ
れ
は
い
い
ぞ

  
２
１
２
名
無
し
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア

 
そ
れ
は
よ
か

た

持
論
を
語

て
お
い
て
な
ん
だ
が
実
は
手
が

え
る
く
ら
い
ド
キ
ド
キ

だ

た
ん
だ

 
と
こ
ろ
で
電
姉

あ
ん
た
は
ウ

ル
ス
な
ど
に
つ
い
て

か

い
て
な
い
の
か

  
２
１
３
電
姉

 
い
え

ま

た
く

あ
な
た
の

が
事
実
か
も
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

  
２
１
４
電
姉

 

で
す
が

恐
ら
く
そ
う
な
の
だ
と
思
い
ま
す
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あ
の
禍

し
い
二

形

ア
レ
は

一

が

い
て
い
た
負
の
感
情
に
よ
り
発
現
し

た
と
本
人
に
教
え
ら
れ
ま
し
た
が
そ
れ
な
ら
コ

ト
な
ど
の

に
変
化
が

き
る
だ
け
で
い

い

で
す

肉
体
ま
で
変
化
す
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い

負
の
感
情
つ
ま
り

な
の
で
あ

れ
ば
記
録
に
も
残

て
い
る
変
化
で
な
い
と
お
か
し
い

で
す
し

 
し
か
し
あ
な
た
の

を
見
て

得
出
来
ま
し
た

 
ウ

ル
ス
を
投
与
さ
れ

異
形
と
化
し
た
の
が
あ
の
二

形

そ
れ
が
事
の
真
実
な
の
で

し

う

 
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
あ
の
子
は
生
き
残
ら
な
か

た

そ
し
て
生
き
残
る
た
め
に
無
銘
は

抗
体
を
作
り
出
し

安
定
し
た
事
で
人
に

れ
た

  
２
１

電
姉

 

こ
こ
を
見
て
い
る

さ
ん
に
お
願
い
で
す

 
ど
う
か

あ
の
子
を
傷
つ
け
な
い
で
く
だ
さ
い

 
た
だ
あ
の
子
は

平
穏
に

平
和
に
生
き
た
い
だ
け
な
の
で
す

無
銘
が
抗
体
を
作
り
出
し
人
と
し
て
の

を
保

て
い
る
の
も
そ
の
願
い
が
あ
る
か
ら
の
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で
す

 
あ
の
子
は

明
な
の
で
あ
る
い
は
自
身
の
体
の
事
に

付
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

そ

れ
を

に
も

て
い
な
い
の
は
恐
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す

 

護
し
ろ
と
は

い
ま
せ
ん

 

判
す
る
な
と
も

い
ま
せ
ん

 
た
だ

あ
ら
ぬ

中
傷
だ
け
は

や
め
て
く
だ
さ
い

  
２
１

義
姉

 
あ
た
し
か
ら
も

お
願
い
し
ま
す

 
こ
れ
以
上
あ
の
子
が
生
き

く
な
る
な
ん
て
あ
ま
り
に
も
報
わ
れ
な
い

  
２
１

絶
剣

 
ボ
ク
も

も
う
和
人
が
苦
し
む
の
は
見
た
く
な
い
よ

 
人
に

ら
れ
て
る
と
こ
ろ
な
ん
て
も
う
見
た
く
な
い

て
守

た
人
か
ら

ら
れ
た

時

い
て
た
ん
だ

じ

な
く
て

心
で

い
て
た
ん
だ
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も
う

だ
よ

あ
ん
な
の

  
２
１
８
Ｍ

 

私
か
ら
も

お
願
い
す
る

 
あ
の
子
は

し
い
子
な
ん
だ

 
た
だ

に

り

な
ん
だ

 
せ
め
て
そ
の
努
力
を

裏
切
ら
な
い
で
あ

て
く
れ

  
以

保
護
者
勢
の

護
を

え
る
声
と
そ
れ
に
対
す
る
レ
ス
コ
メ
と
偶
に
中
継
の
報

が

い
た
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前
話
で
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ

が
生
存
し
た
の
は
こ
の
回
の

な
ん
だ
な

  
ち
な
み
に
ユ
ウ
キ
達
が

け
つ
け
た
の
は
こ
の
す
ぐ
後
だ
で
す
が
こ
ん
な
に
心
配
し
て
た
の

に
向
か

て
す
ぐ
他
人
の

式
の
心
配
し
て
る
の

い
た
ら
そ
り

あ
ユ
ウ
キ
も

れ
る

て
モ

ン
で
す
よ

平
常
運
転
過
ぎ
て

の
力
が

け
る
と
も
い
う

 
バ
イ
オ
マ
ニ
ア
の
文
面
は
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
シ
リ

ズ
で

え
る

文
書
や

文
書
の
書

き
方
を
参

に
し
て
い
ま
す

 
そ
れ
と
こ
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア
は
た
だ
バ
イ
オ
シ
リ

ズ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
ゲ

マ

な
の
で

止
機
の
人
間
と
か
で
は
な
い
で
す
予

線

  
・
負
の
二

形

無
銘

が
持
つ
形

の
一
つ

 
和
人
の
負
の
想
念
が
コ
ア
の
意

を
殺
し

し
た
形

と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
和

人
と
束
の
推

で
し
か
な
い

和
人
は

時
の
記

が
あ
い
ま
い
で
束
は
そ
の
現
場
を
知
ら
な

い
か
ら
だ
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本
来

が

し
た
時
は

シ
ス
テ
ム
や
原
作

白
式

形

な
ど
極
め
て
機

的
だ

が
和
人
の
二

形

は
非
常
に
生
物
的
で
あ
り
こ
の
時
点
で

違
点
が
見
ら
れ
て
い
る

の
主

が
生
物

す
な
わ
ち

者
で
あ
る
事
だ

 
ま
た
負
の
二

形

時
の
戦
闘

束
も

常
時
の
コ

ト
か
ら
大
き
な
変
化
は
な
い

シ

ス
テ
ム
や

白
式

形

は
全
身
を

て
い
た
点
と

違
し
て
い
る

 
和
人
本
人
と
束

者
か
ら
同
じ
説
明
を

け
て
い
た
の
で
全

が

認
し
て
い
た
だ
け
一

番
知

て
る
だ
ろ
う
二
人
が

認
し
て
た
ら

非
も
な
い

 
初
期
の

か
ら
あ

た
こ
の

形

は
和
人
が
生
物
兵
器
の

験
者
で
あ
る
事
の
証

明
で
あ
る
と
同
時
に

の
主

が
機

で
は
な
く
生
物
で
あ
る
事
の

れ
だ

た
の
だ

  
・

 
正
式
に
は

Ｂ
ｉ
ｏ
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
Ｗ
ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ

有
機
生
命
体
兵
器

 
ウ

ル
ス
を
投
与
さ
れ

兵
器
と
し
て

整
さ
れ
た
も
の
を
指
す

和
人
た
ち
が
最
初
に
遭

遇
し
た
ケ
ル
ベ
ロ
ス
は
こ
の
一
つ
だ
が
エ
サ
や

み
水
な
ど
か
ら
感

し
て

ン
ビ

に

な

た
な
ど
偶
発
的
な

物
は

か
ら

外
さ
れ
る

つ
ま
り
ケ
ル
ベ
ロ
ス
と

ン
ビ
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は
分

上

密
に
は
異
な
る

い
を

け
る

 
バ
イ
オ
シ
リ

ズ
で
は
タ
イ
ラ
ン
ト

ハ
ン
タ

な
ど
は

リ

カ

な
ど
突
然

変
異
体
は

外
さ
れ
る

 
今
話
で
話
に

が

た

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

は
あ
ま
り
に
強
力
な

性
を
持
つ
た
め
原

制

不
能
で

原
作
バ
イ
オ
に

い
て

は
事
実
上

結
さ
れ
て
い
る
た
め

の

ど
は

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

を
使

さ
れ
て
い
る

  
・
タ
イ
ラ
ン
ト

 

の
一
種

 
人
間
の
成
人
男
性
を
ベ

ス
に

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

を
投
与
し

さ
ま
ざ
ま
な
肉
体
強
化
を

し
て
製

さ
れ
た

極
の

英
語
や
ギ
リ
シ

語
で

君

を
意
味
し

そ
の

名
に
ち
な
む
圧
倒
的
な
戦
闘
能
力
と

力
性
そ
し
て
生
命
力
に
加
え

務
を

行
す
る
兵
士

と
し
て
の
行
動
が
可
能
な
知
能
を
も
有
す
る

 
生
命
の
危
機
に

す
る
と

し
て
リ
ミ

タ

が
外
れ
た
ス

パ

タ
イ
ラ
ン
ト
な
ど

形

も
存
在
す
る
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作
品
に
よ

て
は
特
定
個
人
を

に
追
い
か
け
る
追

者
と
し
て
の
個
体
も
存
在
し
て

お
り

あ
る
ウ

ル
ス
が

に

レ
ベ
ル
で

さ
れ
た
場
合
に
そ
れ
は

き
る

そ
の

ウ

ル
ス
は

ウ

ル
ス
を
取
り

ん
で
増

を
開
始
し

主
の

付
近
に
新
た
な

を

形
成
後

中

神
経
回
路
の

変
を
行
う
と
同
時
に

機
能
を

配
し
て
し
ま
う

こ
の
結
果

主
の
思

は
そ
の
ウ

ル
ス
に

ね
ら
れ
そ
れ
を

す
る
事
で
外
部
か
ら
の
完
全
制

が
可

能
と
な

た

 
和
人
の
場
合
そ
の
ウ

ル
ス
が
無
銘
コ
ア
に

き
換
わ

た
だ
け
の
話
が
ス
レ

ド
に

が

た

  
・

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

 
バ
イ
オ

で
登
場
し
た
架
空
の
ウ

ル
ス

始

ウ

ル
ス

ベ

ス
の

良
型
ウ

ル
ス
の
中
で
も
上

に

し
て
お
り

ウ

ル
ス
以
上
の

を
有
す
る
と
さ
れ
る

ま
た

で
猛

を
振
る
う
ウ

ル
ス
の

と
な
る
も
の
と
し
て
登
場
す
る

仮
に

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
に
よ
る
バ
イ
オ
テ
ロ
が

き
た
場
合

対
バ
イ
オ
テ
ロ
部
隊
の
全
て

部
の

レ
ベ
ル
は

に
な
り

部
を
超
え
て
の
作
戦
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行
動
の
必
要
が
あ
る

ど
危
険

さ
れ
て
い
る

 
今
話
に

い
て
は
あ
く
ま
で
抗
体
持

た
状

の
特
徴
で
合

し
た
の
が
バ
イ
オ
シ
リ

ズ
を

に
す
る
と
こ
の
ウ

ル
ス
だ

た
か
ら
で

実

す
べ
て
が
同
じ
と
い
う

で
は
な
い

 
今
話
で
特
に
取
り
上

ら
れ
て
る

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
は

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
よ
り

が
上
で
制

で
き
な
か

た
も
の
だ
が
そ
こ
を
無
銘
で
解
決
し
て
無
理

理

に
し
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
の
が
バ
イ
オ
マ
ニ
ア
の
結
論

 
つ
ま
り
和
人
は
生
身
も
強

だ
し

も
使
え
る

タ
イ
ラ
ン
ト

種

小

ｖ
ｅ
ｒ

と
い
う

の

型

と
い
う
事
に
な
る

 
な
お

バ
イ
オ
原
作
に
は

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
と

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
を
掛
け
合
わ
せ
た
ウ

ル
ス

の
タ
イ
ラ
ン
ト
が
存
在
す
る
が
そ
れ
は
肉
体
が

壊
し
か
け
て
い
た
り
触
手
を
持

て
い
る
な

ど

お
よ
そ

常
の
人
型
タ
イ
ラ
ン
ト
か
ら
か
け
離
れ
た

で
あ
る

  

機

の

な
の
に

虚
の
よ
う
に
生
物

い
見
た
目
の

形

を
出
し
た
時

点
で
突

ま
れ
る
か
と
思

て
ま
し
た
が
特
に
な
か

た
の
で

て

写
し
た

が

あ

た
よ
う
で

足
で
す
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 Ｃｈａｐｔｅｒ１：無間の剣士 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１

無
間
の
剣
士
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

ユ
ウ
キ

ア
ス
ナ

 

数

一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

無
間
と
は

 
無
間
地
獄
の
こ
と

教
に
お
い
て
地
獄
の
世
界
観
と
し
て

示
さ
れ
る
八
大
地
獄
の
う
ち
最
も
大
き

く
恐
ろ
し
い
地
獄
の
こ
と

地
獄
と
も
い
う

無
間

の
語
は
間
断
な
く
事
が

く
さ
ま

を
表
現
す
る
語
で
あ
り

無
間
地
獄
は
他
の

地
獄
が
生
ぬ
る
く
感
じ
ら
れ
る

ど
の
責
め
苦

を

け

け
る
地
獄
で
あ
る
と
さ
れ
る

き
り
な
し
に
苦

に
苛
ま
れ
る
さ
ま
を

教
的
地
獄
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
す
る
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い
方

   

天
国
に
い
る
お

さ
ん

お

さ
ん
へ

 
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
し
ま

て
す
ご
く
不
安
に
さ
せ
て
し
ま

た
こ
と
今
で
も

し

な
く
思

て
い
ま
す

 
そ
れ
に
加
え
て
あ
と
二
つ

ボ
ク
に
は

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す

 
ボ
ク
は
イ
エ
ス
様
も
マ
リ
ア
様
も
神
の
事
を
も
う
信

で
き
ま
せ
ん

二
人
を
救
わ
な

か

た
神
を
こ
の
世
界
を
救
わ
な
い
神
を
も
う
信
じ

け
ら
れ
ま
せ
ん

ボ
ク
が
信
じ
ら
れ

る
の
は
そ
こ
に
生
き
る
人
の
愛
だ
け
で
す

愛
す
る
人
を
救
わ
な
い
神
を
信
じ
る
事
は
出
来
ま

せ
ん

 
そ
し
て
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ボ
ク

紺

木

は
い
ま

   

殺
し
合
い
を
し
て
い
ま
す

   

Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１

 

無
間
の
剣
士
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Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ

   
 
 
 

 

製

会

ス

ク
ト
ル

 
そ
の
企
業
は
世
界
を

に
か
け
数
多
の
国

に

を

く
ア
メ
リ
カ
合

国
が
本
部
の
製

会

だ

密
に
は

品
製

だ
け
を
生
業
と
し
て
い
る

で
は
な
く
そ
の
部

を
持
つ
ガ

リ
バ

企
業

小
さ
な

場
を

ど

有
し
て
い
る
企
業

に
し
て
多
国

企
業
と
い
う

の
が
実

で
あ
る

つ
ま
り

・

品
業
界
に

い
て

製

会

ス

ク
ト
ル

を
上
回

る
企
業
は
存
在
し
な
い
と

て
も
い
い

 

は
日
本
に
も
存
在
し
て
お
り
自
分
と
姉
が

け
た
骨

の

日
本
骨

バ

ン
ク

に
最
も

し
て
い
る
の
は
そ
の
企
業
だ
と

い
た
事
も
あ
る

 
あ
の

で
救
わ
れ
た
か
ら
こ
そ

し
て
い
る
企
業
に
も
感

し
名
前
を

え
て
い
た
の

だ
がま

さ
か

テ
ロ
組

が
本

の

だ

た
な
ん
て
ね
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ま
る
で
上

て

と
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
気
分
で

く

 
見
方
に
よ

て
は
自
分
達
も
テ
ロ
リ
ス
ト

い
事
を
し
て
い
る
と
も
思
う
が
ま

非
常

事

だ
か
ら
大
目
に
見
て
も
ら
い
た
い

 
現
在
は
本

ビ
ル
の
一

を

策
し
地
下
へ

じ
る

路
を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
今

の
と
こ
ろ
手
掛
か
り
に
な
り
そ
う
な
も
の
は
見
つ
か

て
い
な
い

バ
リ
バ
リ
不
法

入
し
て
い

る
が

報
す
ら
鳴

て
い
な
い
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
血
の

が
こ
べ
り
つ
い
て
い
る
の
を
見
る

に
理
由
は
お

し
だ

 

な
ら
同
情
す
る
と
こ
ろ
だ
が
原
因
と
な

た
の
が

だ
と
知

た
今
ボ
ク
の
内
心

は
か
な
り

や
や
か
だ

た

ユ
ウ
キ

そ
の

る
ま
で
に

し
と
か
な
い
と
だ
よ

 
家
探
し
し
て
い
る
と
ツ

マ
ン
セ
ル
を
組
ん
だ

方
の
ア
ス
ナ
が
苦

で

し
て
き
た

フ
ル
ダ
イ
ブ
中
の
ア
バ
タ

は
表
情
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
表
現
し
て
し
ま

て

せ
な
い
か
ら
そ

の
せ
い
で
表
情
に
出
て
し
ま

て
い
た
ら
し
い

ご
め
ん

い
や

ら
な
く

て
い
い
よ

気
分
が
悪
い
の
は
私
だ

て
同
じ
だ
し
ね
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和
に

い
な
が
ら

ア
ス
ナ
は

上
に

ら
ば

て
い
る

に
目
を

し
て
い
く

全
然
そ
う
は
見
え
な
い
け
ど

う

ん
あ
ま
り

え
な
い
よ
う
に
し
て
る
し
い
ま
は
和
人
君
の
助
け
に
な
ら
な
き

て

思

て
る
か
ら
か
な

あ
あ

な
る

ど

 
返

を

い
て

得
し
た

 
彼
女
は

学
園
襲
撃
事
件
で

和
人
に

わ
れ
る
形
で
彼
が
大

我
し
た

間
を
間
近
で
見

た
人
物
だ

悪
く

え
ば
彼
女
を

た
か
ら
彼
が
大

我
を
し
た
と

え
る

そ
の
こ
と
で
彼

女
は
己
の
無
力
を
悔
い
て
い
る
事
を
ボ
ク
は
知

て
い
る

 
だ
か
ら
こ
そ

今
回
の
事
に
も

先
し
て

願
し
て
こ
こ
に
来
て
い
る
の
だ

 
あ
の
時
の
無
力
感
を

り
返
さ
な
い
た
め
に

和
人
の

を
許
さ
な
い
た
め
に

 
そ
れ
は

そ
の
気
持
ち
は

ア
ス
ナ
も

和
人
の
事

き
な
ん
だ
ね

う
ん

 
静
か
に
問
え
ば

間
髪
を
入
れ
ず
強
い

定
を
返
さ
れ
る
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私
ね

和
人
君
に
は
三
回
も
救
わ
れ
て
る
の

ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の
デ
マ
に
引

か

か

た
時

ク
ラ
デ

ル
に
襲
わ
れ
た
時

そ
し
て
少
し
前
の
学
園
襲
撃
事
件
の
時

い

つ
も
ね
和
人
君
が
助
け
に
来
て
く
れ
た

一
回
目
で
彼
が
助
け
て
く
れ
た
人
だ

て
気
付
い
た

の
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

の
ロ
グ
を
見
た
時
だ

た
け
ど
ね

 

を
集
め
な
が
ら
ア
ス
ナ
は
真
剣
に
語

て
い
く

ボ
ク
も
手
伝
い
つ
つ
意
識
は
彼
女
へ

向
け
ら
れ
て
い
た

ホ
ン
ト
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た

か
ら
ず

と

か
れ
て
た

だ
け
ど

て
た

た
だ
私
は

親

に

わ
れ
る
が
ま
ま
に
育

て
き
て
自
分
が
ど
う
し
た
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か

た
か
ら
先

ば
し
に
し
て
た
ん
だ
よ

私
は

親
か
ら

て
た
の

で
も

も
う
決
め
た
ん
だ
ね

 
確
信
を
持

た
問
い

 
彼
女
は
ま
た

う
ん

と

定
を

い
た

未
来
の
事
な
ん
て
分
か
ら
な
い

キ

リ
ア
と
か
成
績
と
か
で
可
能
性
を
広

る
事
を

さ
ん

は
重

し
て
て
そ
れ
も
大
事
だ
と
は
思

て
る

で
も
そ
の
広

た
可
能
性
で
し
た
い
事

が
解
ら
な
か

た

だ
け
ど
今
は
違
う
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そ
こ
で

ア
ス
ナ
が
ボ
ク
の
方
を
見
た

 
ま

す
ぐ
と

な
眼
差
し
だ

は
し
ば
み色

の

に
は
強
い

き
が
あ
る

暗
い
部

の
中
で

も
光
る
そ
れ
は

ま
る
で
夜
空
の
星
の
よ
う

閃
光

の
異
名
の

以
が
そ
こ
に
は
あ

た

 
人
は
彼
女
の
速
さ
を
指
し
て

う

け
れ
ど
本

は
違
う

人

を

い
指

す
る
カ
リ

ス
マ

彼
女
の
魂
の

き
こ
そ
を

閃
光

と

か
が

え
た
の
だ

 

て
い
た
と
本
人
が

た
の
は
事
実
な
の
だ
ろ
う

 
な
に
せ
彼
女
の

の

き
は

い
ま
ま
で
の
ど
ん
な
時
よ
り
も

は
る
か
に
強
い
の
だ
か
ら

私
和
人
君
を

え
た
い

彼
を
助
け
た
い

出
来
る
限
り

に
い
て
彼
の
力
に
な
り
た
い

彼
に
救
わ
れ
た
こ
の
命
を

彼
の
た
め
に
使
い
た
い
の

そ

か

 
と
も
す
れ
ば
狂

て
い
る
と

わ
れ
か
ね
な
い
発

に
し
か
し
ボ
ク
は

く
し
か
な
か

た

 
彼
女
は
本
気
だ

本
気
で
命
を

け
て
彼
の
た
め
に

く
そ
う
と

え
て
い
る

そ
う
な

た
ら
も
う
止
め
ら
れ
な
い
事
を
ボ
ク
は
よ
く
知

て
い
る

ア
ス
ナ
が
意
外
に

だ
か
ら
で
は

な
い

同
じ
気
持
ち
を
ボ
ク
も

い
て
い
る
か
ら
だ
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じ

あ

こ
れ
か
ら
は
ア
ス
ナ
も

間
で

ラ
イ
バ
ル
だ

そ
う
ね

で
も
私
は
み
ん
な
と

な
ん
て
し
た
く
な
い
よ

和
人
君
を
助
け
る

な
ら
み
ん
な
一
緒
の
方
が
い
い
も
ん

 
む

と
不

に

う
ア
ス
ナ
は
年
上
な
の
に
ど
こ
か
可
愛
ら
し
い

を
与
え
て
く
る

恋
の
ラ
イ
バ
ル
だ
と
い
う
の
に
気
が

け
る
の
は
彼
女
が
本
気
で
そ
う
思

て
い
る
か
ら
に
他

な
ら
な
い

そ
し
て

や
は
り
ボ
ク
も
同
じ

え
な
の
だ

 
彼
の
一
番
を

と

か
つ
て

え
た
事
も
あ
る

 

で
も

そ
ん
な
事
を

て
ら
れ
る
時
で
は
な
い

 
確
か
に
一
番
に
な
れ
た
な
ら

し
い

け
れ
ど
彼
の
性
格
を

え
れ
ば
そ
れ
が
実
現
し
な
い
夢

物
語
に
過
ぎ
な
い
事
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ

加
え
て
そ
れ
に

す
る
必
要
も
な
い

最

も

す
べ
き
事
は
彼
が
生
還
し
平
和
に

せ
に
生
き
る
事

そ
れ
さ
え

た
せ
れ
ば
構

わ
な
い

が
彼
の
一
番
に
な
ろ
う
と

し
な
い

 
愛
の
カ
タ
チ
は

結

と
い
う
も
の
一
つ
で
は
な
い
の
だ
か
ら

 

う
な
れ
ば

そ
う

無

の

身

か

 
二
年
以
上
の

月
が
掛
か

た
の
は
か
つ
て
と
は
状
況
が
一
変
し
た
か
ら
も
あ
る
か
ら
一
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に

い
と
も

え
な
い
だ
ろ
う
が
想
い
を
自
覚
し
て
す
ぐ
そ
の

え
に
至

た
ア
ス
ナ
は
や

は
り

明
な
の
だ
ろ
う

 
そ
の

明
さ
を

ち

と
だ
け

ま
し
く
思
う

ね
ア
ス
ナ

今

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
女
子
会
し
よ
う
よ

い
ま
の
話
女
子
の
間
で
共
有
す
る
べ
き

だ
と
思
う
ん
だ

え

と

そ
の
女
子
会

て

が
入

て
る
の
か
な

ユ
イ
ち

ん

ス
ト
レ
ア

リ

フ

と
シ
ノ
ン

ボ
ク
と
姉
ち

ん
と
サ
チ
で
し

あ
と

ア
ル
ゴ
に
レ
イ
ン
に
セ
ブ
ン
が
常

だ
ね

た
ま

に
リ
ズ
と
シ
リ
カ
フ

リ
ア

ク

ロ
よ
り
が

来
る
ね

和
人
に
明
確
に

意
を
持

て
る
女
子
メ
ン
バ

グ
ル

プ

て
思
え
ば
い
い
よ

わ

す
ご
い
人
数

前

か
ら
思

て
た
ん
だ
け
ど
和
人
君

て
さ
や

り

た
ら
し

ド
が
付
く
く
ら
い
天
然
な
上
に

念

だ
ね

 
ボ
ク
の
返

に

ア
ス
ナ
が
わ

と

を
引
き
つ
ら
せ
た

 
和
人
は
心
の

か
ら
善
意
で
人
助
け
に
動
く
事
が

ど
だ

ボ
ク
達
が
把
握
し
て
な
い
だ
け

で
他
に
引

か
か

て
い
る
女
子
が

る
可
能
性
だ

て
十
分
あ
る

い
ま
の
グ
ル

プ
に
参
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加
し
て
な
い
だ
け
で
も
把
握
し
て
る
だ
け
で
楯
無

ク
ロ
エ
ラ
ウ
ラ
の
四
人
は

確
定

で

意
を
持

て
い
る

あ
と
束

士
も

し
い

 

年
程

で
四
人
も

に
確
定
な
の
で
今
年
中
に
も
う
一
人
二
人
増
え
て
し
ま
い
そ
う
で

そ
こ
の
と
こ
ろ
は
ち

と
悩
む
と
こ
ろ

女
学
園
同
然
の

学
園
に
入
学
す
る
来
年
か
ら
の

事
は
も
う
目
を
背
け
て
し
ま
い
た
い

ど
だ

 
し
か
し
彼
の

天

然

念

善
意
の
人
助
け
に

か
れ
た
身
で
あ
る
た
め
女
子
会
の
面
子
の

も
が
強
く

え
な
い
で
い
る

も

と
自
分
を

先
し
な
さ
い

と

す
る
の
が
精

だ
ろ
う

 
そ
れ
も
人
の
命
が
喪
わ
れ
そ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た
時
に
助
け
な
い
と
い
う

が
出
来

る

も
な
い
の
で

意
味
を

さ
な
い
と
思
う
が

 
せ
め
て
今
後
彼
に

か
れ
た
人
も
彼
の
事
を
一
番
に

え
る
人
で
あ

て
欲
し
い
と
願
う
ば
か

り
で
あ
る

 
自
分
で

う
の
も
ア
レ
だ
が
ボ
ク
や
ア
ス
ナ
の
よ
う
な
思

の
人
は
か
な
り

と
い
う
か
異

な
パ
タ

ン
だ
と
思
う
の
で
あ
ま
り
期

し
て
い
な
い
が

う

ん

今
の
内
に
対
策
を
練

た
方
が
い
い
か
な

も
し
か
し
て
だ
け
ど
そ
の
女
子
会
グ
ル

プ
の
リ

ダ

て
ユ
ウ
キ
だ

た
り
す
る
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え

 
う
ん

そ
う
だ
よ

ま
あ
話

に
よ

て
ま
ち
ま
ち
だ
け
ど

本
ボ
ク
か
な

 

に

強
会
や
情
報
交
換
で
集
ま
る
時
は

い
出
し

が
リ

ダ

に
な
る
が
和
人

の
話
に
な
る
と
決
ま

て
リ

ダ

は
ボ
ク
に
な
る

ア
ル
ゴ

く
一
番
に

白
に
動
い
た

か
ら
ら
し
い

リ

フ

が
推

し
て
き
た
か
ら
断
れ
な
か

た
経

も
あ
る

 
思
い
出
し
な
が
ら

え
る
と

わ

と
ア
ス
ナ
が

を

か
せ
た

 
ま
る
で
妹
の
成
⻑
を
喜
ぶ
姉
の

だ

 
よ
く
見
て
き
た
表
情
で
あ
る

じ

あ
私
が
恋
の
後

だ
ね

う
ん

 
え

 
じ

あ
ボ
ク
が
先

て
事

う
ん
そ
う

 
恋
の
ご
指
導
ご

の

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ユ
ウ
キ
先

 
び
し

と

礼
を
取
る
ア
ス
ナ

ど
こ
か
オ

バ

な
そ
れ
が
面
白
く
て
つ
い
つ
い
吹
き

出
し
て
し
ま
う

ア
ス
ナ

て
時

面
白
い
事

う
時
あ
る
よ
ね

で
も
実

ユ
ウ
キ
の
方
が
先

だ
よ

 
経
験
値
も
ユ
ウ
キ
が
上
だ
し
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や

や
め
て
よ

経
験
値
と
か
そ
ん
な
大

な
も
の
な
い

て
ば

 
や
や
雲
行
き
が

し
く
な
り
始
め
た
の
で
剣
を
握

て
い
な
い

手
を
振

て
追

を

れ

よ
う
と
す
る

し
か
し

愛恋
を
自
覚
し

る
事
を
止
め
た
ア
ス
ナ
は
興
味

の
よ
う
で
目
を

キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
る

そ
ん
な
事

て

キ
ス
は
し
た
ん
じ

な
い
の

 
セ
ブ
ン
ち

ん
と
か
最
近
し
た

て

て
た
よ

そ
れ
が

ま
だ
な
ん
だ
よ
ね

は
は

 
ア
ス
ナ
の
問
い
が
自
分
も
気
に
し
て
い
た
事
で
つ
い

ち

ん
で
し
ま
う

 
そ
う
そ
う
な
の
だ

白
し
て
か
ら
お
よ
そ
一
年
経

た
今
リ

フ

シ
ノ
ン
セ
ブ

ン
と

白
と
共
に
キ
ス
を
し
た
人
が

出
す
る
中
最
初
に

白
し
た
自
分
は
未
だ
に
一

も
キ

ス
が
出
来
て
い
な
い
の
で
あ
る

地
味
に
二
人

き
り
の
食
事
や
ク
エ
ス
ト
デ

ト
を
し
て
い
る

の
に

だ

 

ず
か
し
い
と
い
う
か

機
会
を

し
て
い
る
と
い
う
か

 
和
人
の
た
め
な
ら
命
を

け
ら
れ
る
と
い
う
内
容
は

面
も
な
く

え
る
の
に
そ
う
い
う
行

に
な
る
と

に

が
引
け
て
し
ま
う
の
だ

き

め
た
り
し
た
時
を

い
も
す
る
が
そ
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う
い
う
と
き
は
彼
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
が
必
要
な
事
が
多
く
ま
る
で
傷
心
中
の
隙
を
突
く
よ
う
で

気
が
引
け
た

き
な
人
が

ち

ん
で
る
の
を
見
た
く
な
い
せ
い
で
世
話
を

い
て
し
ま
う

の
だ

多
分
そ
れ
が
ボ
ク
の
性
分
な
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を

り
返
す
内
に
ど
ん
ど
ん
時
間
ば
か
り
が
過
ぎ
て
い
き
ど
ん
ど
ん
ラ
イ
バ
ル
達
に
先

を
越
さ
れ
て
い
く

あ
は
は

け
る

え

と

そ
の

ご
め
ん
ね

悪
気
は
な
か

た
ん
だ
よ

に

ら
れ
る
の
も
そ
れ
は
そ
れ
で
キ
ツ
い
ん
だ
よ
な

 
ア
ス
ナ
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
お

様
特
有
の
天
然
を
発

す
る
が
こ
う
い
う
と
き
に
発

し
な

く
て
も
い
い
と
思
う
今
日
こ
の

だ

た

 
 
 
 

 
ユ
ウ
キ
に
は
あ
あ

た
が
実
の
と
こ
ろ
私
の
内
心
は
表
面
上
と
違

て
そ
こ
ま
で
穏
や

か
で
は
な
い

 
怒
り
だ
ろ
う
か

て
い
た
想
い
に
正
直
に
な

た
か
ら
か
一

い
少
年
へ
の
感
情

が
強
ま

た
と
同
時
彼
に
対
す
る
仕
打
ち
へ
の
怒
り
も
強
ま

て
い
た

彼
へ
の

中
傷
は
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も
ち
ろ
ん

過
去

い
仕
打
ち
を
し
た
者
達
へ
の
怒
り
が

中
で

え

て
い
た

 

秋
十
も

 

郷

之
も

 
ヴ

サ
ゴ

Ｐ
ｏ
Ｈ
も

 
フ

ン
ト
ム
・
タ
ス
ク

亡
国
機
業

も

 
彼
と
明
確
に

対
し
た
者
達
へ
の
怒
り
が
あ

た

残

な
事
は
あ
ま
り
得
意
で
な
い
私
が
剣

を
握

て
い
ら
れ
る
の
も
怒
り
が
恐
怖
を
上
回

て
い
る
が
故
だ

 
け
れ
ど

よ
り
も
怒

て
い
る
の
は
別
の
事

  

彼
の
苦
し
み
が

定
め
ら
れ
た
運
命
だ

た
な
ん
て

 

み
ん
な
の
苦
し
み
も

恐
怖
も

全
部

 

あ
の
世
界

で
の
出
来
事
が
全
部

決
ま

て
い
た
事
だ
な
ん
て

  
そ
れ
は

世
界
に
対
し
て
の
怒
り

あ
ま
り
に
世
界
を

し
て
い
る

者
か
へ
の
怒
り

 
そ
し
て
そ
の

的
な
存
在

を
代
表
す
る
の
が

秋
十
だ
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転
生
者
・

秋
十
は
デ
ス
ゲ

ム
の
事
を
知

て
い
た

知

た
上
で
あ
の
男
は
あ
の
世

界
で
の
出
来
事
を
愚
弄
し
た
の
だ

時
は
全
損
者
も
死
ぬ
と

も
が
思

て
い
た
か
ら
こ
そ
そ

の
罪
は
重
い

彼
は
己
の
目
的
の

に

た
だ
女
性
に
持
て

さ
れ
た
い
だ
け
で

弟
を

苦
し
め

人
の
死
を

ん
じ

必
死
に
生
き
て
い
る
人
達
を

に
す
る
事
も
良
し
と
し
た

 
そ
の
事
実
を
知

て
か
ら
私
の

中
は
和
人
へ
の
想
い
と

の
怒
り
で

め
ら
れ
て
い
る

 
愛
剣
・
ラ
ン
ベ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
強
く
握
る

ギ
シ

と

技
術
製
特

合
金
の

が

み
を

上

た

 
先
行
す
る

紺
の
少
女
が
ち
ら
り
と
見
て
来
た
が

す
ぐ
前
に

線
が

る

 
危
な
い
危
な
い
と
気
を

ち

け
る
べ
く
深
呼

す
る

機

の
体
に
空
気
が
入
る
感
覚
が

伝
わ

て
来
る

分
か

の
内
が
ス

キ
リ
す
る

  

和
人
君
は

ど
う
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

  

ち

い
た
思

は

心
の

分
を

め
る
少
年
へ
と
向
け
ら
れ
る

 
怒
り

憎
し
み
の

徴
と
も

え
る
実
の
兄
は

ま
し
い
思
想
で
動
く
異
常
者
だ

た

だ
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が

そ
れ
で
も
彼
は
助
け
よ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

 

方
も
な
い
負
の

を

ら
せ

兄
の
魂
を
傷
付
け
た
彼
が

 
助
け
た
恩
を

で
返
さ
れ
る
だ
け
が
オ
チ
だ
と
思
う
私
に
秋
十
を
助
け
る
気
は
あ
ま
り
無
い

彼
が

ま
れ
死
な
な
い
よ
う
彼
の
剣
と
し
て
こ
こ
に
い
る

そ
れ
は
恐
ら
く
他
の
面

も
変

わ
ら
な
い

だ

心

し
い
ユ
イ
や
シ
リ
カ
で
す
ら
秋
十
の
真
実
を
知

て

悪
を

わ
に
し

た
く
ら
い

和
人
が
動
か
な
け
れ
ば

ど
れ
だ
け

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

に
対
す
る
要
請
が

あ
ろ
う
と
動
か
な
か

た
に
違
い
な
い

ま
あ
彼
を
監

護
衛
す
る
た
め
の
部
隊
だ
か
ら

然

な
の
だ
け
ど

  

う
う
ん

そ
う
じ

な
い

 

和
人
君
は
助
け
た
い
と
思

て
動
い
て
る
ん
じ

な
く
て
そ
う
し
な
い
と
い
け
な

い
事
情
で
動
い
て
る
だ
け

  
亡
国
機
業
の
ア
ジ
ト
を
見
つ
け
そ
こ
を
襲
撃
す
る
理
由
を
作
る

に
秋
十
を

に
使

た

だ
か
ら
彼
の
目
的
は
秋
十
を
助
け
る
の
で
は
な
く

亡
国
機
業

を

す
事
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結
果
的
に
同
じ
事
だ
ろ
う
と

そ
の
違
い
は
小
さ
い
よ
う
で
非
常
に
大
き
い

 
感
情
を
理
性
で
抑
え
て
い
る

 

い
な

と
心
で

き
な
が
ら
息
を

く

 
自
分
よ
り
五
つ
も
年
下
な
の
に
彼
の
方
が
ず

と
大
人
だ

本

は
傷
付
き
や
す
い
子
な
の

に
デ
ス
ゲ

ム
で
悪
を
演
じ
始
め
て
か
ら
の

追
い
付
こ
う
と
見

け
た
背
中
が
す
ご
く

大
き
く
て

違
い
し
そ
う
に
な
る

は

て

心
で

く
か
ら

に
だ

 
そ
う
や

て

え
る
か
ら

助
け
な
く
ち

と
思
う

 
そ
う
し
て

私
に
出
来
る
事
は
な
ん
だ
ろ
う
と

え
る
の
だ

 
か
つ
て

学
園
襲
撃
事
件
ま
で

は

そ
れ
に

え
を
出
せ
な
か

た

自
分
自
身

を
見
て
い
な
か

た
か
ら
だ

そ
ん
な
状

で
決
め
ら
れ
る

も
な
か

た

 
今
は
も
う

え
が
出
て
い
る

 
そ

と

手
で

に
触
れ
る

ア
バ
タ

に
は
な
い
が

現
実
で
は

付
け
て
い
る

ウ

ア
ラ
ブ
ル
・
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
オ

グ
マ

を
そ
こ
に

し
て
い
る

開
発
チ

ム

を

け
ば
⺠
間
で
使

て
い
る
の
は
彼
と
私
の
二
人
だ
け

他
の
人
よ
り
ち

と
だ
け
特
別
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な

だ

 
キ

カ
ケ
自
体
は
特
別
じ

な
い

オ

グ
マ

を

・
開
発
を
主
導
し
て
い
る

重

ラ
ボ
が
製
作
に

し
て
レ
ク
ト
に
テ
ス
ト
を
依
頼
し
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る

が
彼
と
私
に

そ
れ
ぞ
れ
頼
ん
だ
だ
け

 

そ
れ
が

私
の

え
の
ヒ
ン
ト
に
な

た

 
彼
を
想
う
女
の
子
は

い
る

ユ
イ
の
よ
う
な
人
工
知
能
を

め
れ
ば

手
の
指
で
す
ら

足
り
な
い

ど
の
人
数
は
彼
が
戦
い

け
る
限
り
増
え
て
い
く
だ
ろ
う

彼
が
剣
を

る
と
こ
ろ

に
は
助
け
を
求
め
る
人
が
い
る
か
ら
だ

 
彼
の
楔
と
な
り
助
け
と
な
る
の
に
数
は
最

十
分
だ

個

が
彼
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る

 
だ
か
ら
大
切
な
の
は

女
性

の
バ

ク
ボ

ン

会
的
地

現
状
の
助
け
は
個
人
の

で

ま

て
い

る
が
私
は

的
な
立
場
を

し
て
彼
を
助
け
よ
う
と

え
た

そ
れ
は

ノ
之
束
更
識
楯

無
と
同
じ
方
法

彼
女
達
が

で

助
す
る
な
ら

私
は
七
色
と
同
じ
よ
う
に

技
術

か

ら

助
し
よ
う
と
い
う

だ

 
私
に
は
そ
れ
が
出
来
る
だ
け
の

が
あ
る

他
の
子
に
は
な
い
先
天
的
な
地

が
あ
り
未

来
の

が
あ
る

・

子
の

葉
が

え
な
の
だ
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良
い
大
学
を
出
て
良
い
企
業
に

す
る

か
つ
て
は

定
し
た
彼
女
の
未
来

に
結
果

的
に
は

う
事
に
な
る

 
だ
が

こ
れ
は

そ
う
じ

な
い

 

が
敷
い
た
レ

ル
を
歩
く
事
に
は
な
る
だ
ろ
う

か
つ
て
の
私
な
ら
そ
れ
に

と

い
生
き
た
だ
ろ
う
が

想
い
を
決
め
た
私
は
違
う

が
求
め

が
敷
い
た
レ

ル
を
歩
き

自
分
自
身
を
強
く
し
た
上
で

私
は

彼
の
下
へ

く

 
い
つ
ま
で
も

こ
ど
も

学
生
で
は
い
ら
れ
な
い

 
い
つ
か
は
大
人
に
な

て

会
へ
出
る
時
が
来
る

そ
の
と
き
彼
を
助
け
ら
れ
な
い
の
で
は

意
味
が
無
い

た
だ

か
れ

彼
に
甘
え
る
だ
け
に
な

て
し
ま
う

 
命
も
心
も
救
わ
れ
た
無
力
な
時
の
よ
う
に

助
け
ら
れ
る
ば
か
り
に
な
る

  
そ
れ
だ
け
は

た
い
に

だ

た

 
ま
た
危
険
な
場

に
彼
を
残
し

る
だ
け
な
の
は

だ

た

 
そ
し
て

な
に
よ
り
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そ
こ
で

魂
を

け
継
ぎ

け
た
愛
剣
に
目
を
向
け
る

 
銀

仕
上

の
刀
身
に

る
の
は

求
め
て
や
ま
な
い

閃
光

剣
士
の

  
安
全
な
場

で

が
過
ぎ
る
の
を

つ
だ
け
な
の
は

も

と

だ

た

  
そ
の
存
在
を
確
か
め
る
よ
う
に

愛
剣
の

を
ぎ

と
握

た

 
 
 
 

 

策
を
開
始
し
て
二
十
分
後

 
流

に
世
界
を

に
掛
け
る
企
業
の
本

と
い
う
べ
き
か
一

を
見
て
回
る
だ
け
で
も

の
時
間
を
喰

て
し
ま
い
私
と
ユ
ウ
キ
は
内
心
で
焦

て
い
た

他
の
面

と

信
を

し
て

や
り
取
り
を
し
て
い
る
が

他
も
似
た
よ
う
な
状
況
ら
し
い

 
あ
ま
り

⻑
に
し
て
い
る
と
亡
国
機
業
の
襲
撃
を

け
る
の
で
最
初
は

し
て
い
た

私
達
も
流

に
気
を
引
き

め

無

で
部

を

家
探
し
し
て
い
く

ア
ス
ナ

見
つ
か

た

う
う
ん

ダ
メ

こ
の
部

も
外
れ
み
た
い
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そ

か

じ

行
こ

か

 
ユ
ウ
キ
の

し
に

き

部

を
後
に
す
る

 
地
下
な
の
だ
か
ら
エ
レ
ベ

タ

を
使
え
ば

と
思
わ
な
く
も
な
い
が

品
の

・
開

発
を

て
い
る
た
め
か

応
の

理
体
制
が
敷
か
れ
て
お
り
エ
レ
ベ

タ

は
地
下
に
行

こ
う
と
す
る
に
は

専

の
カ

ド
キ

が
必
要
だ

た

地

な
ど
を

慮
し
て
非
常

が
あ
る

な
の
で

現
在
は
カ

ド
キ

と
非
常

を

行
し
て
探
し
て
い
る
真

最
中

 
そ
れ
と
は
無

に
部

の
書

を

く
り
返
す
よ
う
に
見
て
い
る
の
は
外
で

き
て
い

る
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
に

す
る

が
な
い
か
探
す
よ
う
束

士
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
る
た

め
だ

 
私
達
の
ア
バ
タ

は

無
銘

と

黒
椿

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ア
の
演

を
使

し

リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
運
動
信

・
感
覚
信

の
送

信
を
行

て
お
り

覚
・

覚
に

し
て
も
一

は
コ
ア
の
ど
ち
ら
か
を
経
由
す
る

つ
ま
り
私
達
が
見

き
し
た
情
報
は
コ
ア
の
ロ
グ
に
記
録
さ

れ
る
仕
組
み
だ

更
に

え
ば
コ
ア
ま
で
の

信
サ

バ

も
経
由
し
て
い
る
た
め
多
重
で
ロ

グ
が
残
る

私
達
が
理
解
す
る
必
要
は
無
く
と
に
か
く

覚
ロ
グ
に
残
れ
ば
い
い
の
で

を

て
い
る
と
い
う
事
だ
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つ
ま
り
私
達

の
中
身
に

し
て
は
ま

た
く

味
し
て
い
な
い

せ
い

い
が
表

程

だ
 
そ
れ
で
も
フ

イ
ル
の
数
が

常
じ

な
い
の
で
一
部

の
家
探
し
を
終
え
る
の
に
時
間
を
要

し
て
い
る
の
だ
が

ア
ス
ナ

一

の

を

く
り
返
す
意
味

て
あ
る
の
か
な

う
ん
私
も
ち

と
思

て
た

せ
め
て
キ

ロ

ク
が
掛
か

て
る
機
密

い
の
部

と

か
の
方
が
い
い
よ
ね

 

正
直
に
全
部

く
り
返
す
の
が
面
倒
に
な

た
か
ユ
ウ
キ
が
先
に

れ
を
切
ら
し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
も
特
定
の
キ

ア
イ
テ
ム
を
探
す
ク
エ
ス
ト
は

ど
存
在
し
た

キ

ア
イ

テ
ム
は
大

あ
る
と
こ
ろ
に

か
れ
て
い
る
の
が
常
で
プ
レ
イ

は
因
果

を

慮

し
な
が
ら
探
り

て
る
の
が
オ

ド

ク
ス
な
攻
略
法

今
回
に

て

め
れ
ば
私
達
は
地

下
で

さ
れ
た
だ
ろ
う
ウ

ル
ス
の
情
報
を
表
向
き
真

な
体
裁
の
地
上
一

で
探
し
て

い
る
と
い
う
あ
べ
こ
べ
な
事
を
し
て
い
る
事
に
な
る

 
根

か
ら
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ゲ

マ

に
な

た
身
と
し
て
は
そ
ん
な
事
に

え
ら
れ
る

も

な
い
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束

士
に
は
悪
い
が
流

に
シ

ト
カ

ト
さ
せ
て
も
ら
お
う

表

だ
け
見
て
無

そ

う
な
も
の
は
ス
ル

し

の
中
を
中
心
に
探
す
方

に
切
り

え
る

 

す
る
と

つ
め
か
の

ス
タ

フ
ル

ム

で

た
り
を
引
い
た

 

⻑
ら
し
き
や
や
大
き
め
の
デ
ス
ク
ト

プ

を

い
た
金
属
製
の

の
引
き
出
し
に

が
掛
か

て
い
た
の
だ

今
ま
で
は
フ
リ

だ

た
だ
け
に
期

が
高
ま
る

ホ
ン
ト
は
ダ
メ
な
ん
だ
け
ど

ご
め
ん
な
さ
い

 
ぐ

と
引
き
出
し
の
持
ち
手
を

む

反
対
の
手
は

本
体
を
し

か
り

定

そ
の
ま
ま

力

せ
に
引
く
と

分

上
は

で
あ
る
ア
バ
タ

は
重
機
も
か
く
や
の

力
を
発

し

ガ

シ

ン

 
と
け
た
た
ま
し
い

と
共
に
へ
し

な
が
ら
引
き
出
し
が
開
い
た

お
 
物

の

に
依
存
す
る
現
実
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
力
技

し
か
も
生
身
の
体
で
は
ま
ず
出

来
な
い
事
を
現
実
世
界
で
あ
り
な
が
ら
も
可
能
と
し
た
事
に

ち

と
感
動
す
る

 

今
仮
想
世
界
で
強
く
な

た
事
で
現
実
世
界
で
も
強
く
な

た
と
思
い

み
問

を

こ
す
人
が

増
し
た
事
が

会
問

と
し
て
取
り
上

ら
れ
が
ち
だ
が
そ
の
理
由
が
ち

と

分
か

た
気
が
し
た
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ア
ス
ナ

な
ん
か
目
が
ア
ブ
な
い
よ

あ

あ
は
は

 
ジ
ト
目
で
ユ
ウ
キ
が
指

し
て
来
て
私
は
苦

い
で
お

を

し
つ
つ
開
い
た
引
き
出
し

の
中
を
確
認
す
る

 
勢
い
よ
く
開
い
た
せ
い
で
中
身
が

ら
ば

て
し
ま

て
い
た
が

整

さ
れ
て
い
た
よ

う
で

物
自
体
は
す
ぐ

め
ら
れ
た

そ
し
て
数
あ
る
書

の
中
か
ら

の
束
を
見
つ
け
出
す

 

に
は
そ
れ
ぞ
れ
白
テ

プ
が

ら
れ
小
さ
な
ロ

マ

が

く
マ
ジ

ク
書
き
さ
れ
て
い

た
え

と
地
下

地
下

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

 
あ

た
わ

 
英
語
で
地
下

を
意
味
す
る

が
書
か
れ
た

を
握
り

喜
び
を

わ
に
す
る

ち

う
ど
見
取
り

も
あ

た
よ

入
り

の
と
こ
の

内
見
取
り

に
は
無
か

た
地
下
フ

ロ
ア
に

し
て
も

し
く
書
か
れ
て
る
み
た
い

 
書

の

を

て
い
た
ユ
ウ
キ
が
数

の
プ
リ
ン
ト
を
取
り
出
し
見
せ
て
き
た

彼
女
が

う
よ
う
に
確
か
に

に
記
さ
れ
て
い
る

 
全
て

覚
ロ
グ
に
残
す
と
ア
バ
タ

に

載
さ
れ
て
い
る
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

が
地

の
見
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取
り

を
認
識
し

平
面

と

マ

プ
に
自
動
で
変
換
し
て
く
れ
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

の
よ
う
に

手
を
振
る
と
ち
り
り
ん
と

の

が
鳴
り
見

れ
た
シ
ス
テ
ム
メ

ニ

が
表
示
さ
れ
る

こ
れ
は
和
人
が
使

て
い
た
ナ

ヴ
ギ
ア
の
デ

タ
を
保
持
し
て

い
た
束
と

場
が
こ
の
ア
バ
タ

を
作
成
し
た
の
で

面
も
多
く
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
も
の
を

襲

さ
れ
て
い
る
故
の
影

だ

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム

の

に

し

Ｓ

Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
全

を
そ
の
ま
ま
使
う
方
が

合
が
良
か

た
の
だ
ろ
う

も
ち
ろ
ん
Ａ
Ｌ
Ｏ

と
同
じ

手
に
も
設
定
可
能
だ
が

命

け

と
い
う

感
の
た
め
か
全

が

手

に
メ

ニ

呼
び
出
し
ア
ク
シ

ン
を
設
定
し
て
い
る

 
出
現
し
た
メ
イ
ン
メ
ニ

の
タ
ブ
を

り

マ

プ
の
タ
ブ
を

す

 
最
初
に
表
示
さ
れ
た
の
は
平
面

上
に

ブ
リ

プ点
が
表
示
さ
れ
る

な
も
の
だ
が
表
示
切

タ

ブ
を

す
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
ミ
ラ

ジ
・
ス
フ

ア
と
い
う
レ
ア
ア
イ
テ
ム
で
の
み
見
れ
た

立
体
的
な
ホ
ロ
グ
ラ
フ

ク
表
示
に
な
る

マ

プ
の
表
示
変
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
恐
ら
く
あ
の

ア
イ
テ
ム
の
も
の

つ
ま
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム

を
流

し
て
い
る
の
だ
ろ
う

非
常
に

大
な
ビ
ル
の
全
体
が
最
初
は
出
た
が
す
ぐ
に
一

全
体
へ
と
変
わ
る

覚
ロ
グ
を
自
動
で

反

し
て
い
る
の
か
観
葉

物
や
仕
事

の

は
お
ろ
か
ど
こ
で

を
入
手
し
た
か
の
ロ
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グ
す
ら
記
入
さ
れ
て
い
る

じ

と
目
を

ら
せ
ば

私
達
の
体
す
ら
表
示
さ
れ
て
い
そ
う
だ

森
羅
の
守
護
者
全

と
和
人
に

と
地

を
見
つ
け
た
事
を
報

し
マ

プ
デ

タ
を
共

有
し
た
と
こ
ろ
で
地

が
更
に
更
新
さ
れ
ど
の
空
間
が
な
ん
の
部

か
も
表
示
さ
れ
る
よ
う
に

な

た

 
そ
の
中
か
ら
地
下
へ

く

を
探
し
出
す

え

と

あ

あ

た

ア
ス
ナ
ち

ん

こ

ち
に
地
下
の

が
あ

た
よ

 
地

をつ
ぶ
さに

め
て
い
た
ユ
ウ
キ
が
声
を
上

た
の
と
レ
イ
ン
が

信
を
繋

て
き
た
の
は

同
時
だ

た

た
し
か
に
マ

プ
上
に
は
レ
イ
ン
と
そ
の

ア
の
ア
ル
ゴ
の

点
が
表
示
さ

れ
て
い
る

む

和
人

と
地
下

へ
の

を
見
つ
け
た
よ

 
少
し
む
く
れ

を
し
た
ユ
ウ
キ
は

す
ぐ
に
気
を
取
り
直
し

和
人
に

信
を
し
た

了
解

じ

あ
そ
こ
で
合
流
し
よ
う

道
中
気
を
付
け
て
く
れ

や

キ
ミ
が
一
番
気
を
付
け
る
べ
き
な
ん
だ
け
ど
ね

 

ま
れ
な
い
で
よ

 
引

掛
か

れ
で
も
し
た
ら
ア
ウ
ト
だ
か
ら
ね
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あ
あ

わ
か

て
る

あ
り
が
と
う

 
彼
の
返
事
は

ん
の
少
し
間
が
あ

た

そ
の
ま
ま

信
が
切
れ
る

 
私
達
が
ア
バ
タ

で
あ
る
事
を
忘
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
だ
と
す
れ
ば
本

に
他
人
本

な

子
だ

と
・い
・つ
・も
・な
・ら
・思
・う
・と
・こ
・ろ
・だ

今
の
反
応

や

り
気
付
い
て
る
の
か
な

さ

そ
れ
ば
か
り
は
分
か
ら
な
い
よ

 
少
し
前
に
掲
示
板
で
話

に
な

た
ウ

ル
ス
の
話
が
引

掛
か
り
ユ
ウ
キ
と

を

め
る

 
確
か
に
彼
は

自
身
に

め

ま
れ
た
コ
ア
の
話
な
ど
で

生
体
兵
器

と

う
事
が

あ

た

私
達
は
て

き
り

を
直

そ
の
身
に

し
た
状

の
事
を
指
し
て
い
る
と
思

て

い
た
の
だ

 
で
も
あ
の
掲
示
板
の
バ
イ
オ
マ
ニ
ア
と
い
う
人
の

を
見
て
ハ

と
気
付
か
さ
れ

た 

の

と

え
ば

恐
ら
く
多
く
の
人
が
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
の
専

機
に

載

さ
れ
て
い
た

シ
ス
テ
ム

を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

ア
レ
は

そ
の
も
の
が

解
し

者
を
取
り

ん
だ
あ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
機
体
を
再
構

し
て
い
た
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だ
が

無
銘

の

称

負
の
第
二
形

は

は
そ
の
ま
ま
に

者
の

や
目

な
ど
肉
体
面
で
の
変
化
が
主
だ

た

 

の
主
体
が
生
物
的
で
あ

た
以
上
彼
の
体
の
方
に
原
因
が
あ
る
と
見
る
の
は
間
違
い
で

は
な
か

た
の
だ

 
そ
の
原
因
に
つ
い
て
今
回
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
と
結
び
つ
け
る
の
は
実

は
根

の
な
い
た

だ
の
推
論
だ

だ
が
人
を
死
に
至
ら
し
め
つ
つ
も
強

な
生
命
力
を
与
え
る
ウ

ル
ス
で
ま
ず

人
が
死
ぬ

コ
ア
の

を

り
切

た
の
だ
と

え
れ
ば

は

る

 
コ
ア
の

に

え
る

に
ウ

ル
ス
が
投
与
さ
れ
た
の
か

 
ウ

ル
ス
を
制

す
る

に
コ
ア
を

さ
れ
た
の
か

 

恐
ら
く

そ
の

方

 

方
に
存
在
す
る
デ
メ
リ

ト
を
メ
リ

ト
で
打
ち
消
し
合
う
事
で
制

可
能
な
強
力
な

生
体
兵
器
を
開
発
す
る
事
が
最
終
目
標
だ

た
の
だ
と
す
れ
ば
つ
じ
つ
ま
が
合
う

無
銘
が

登
録
し
て
い
る

人
間
体

で

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
体
が
成
⻑
し
て
い
な
い
と
い
う
の
も

 
彼
自
身
が
記

し
て
い
な
か

た
の
は
自
失
し
ま
た

時
は
死
の
淵
ま
で

て
そ
れ
ど

こ
ろ
で
は
な
か

た
せ
い
だ
ろ
う
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そ
う

え
る
と

束

士
が
気
付
い
て
い
な
か

た
の
は
や
や
不
自
然
な
気
も
す
る

 
彼
女
は
彼
の
無
銘
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

論
体
の
ケ
ア
も

し
て
い
た
人
だ

な
の

に
本

に
気
付
か
な
か

た
の
だ
ろ
う
か

 
本

は
知

て
い
て
そ
の
上
で
そ
の
真
実
を
伝
え
な
か

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

あ

ま
り
に
残

な
事
実
を
秘
す
る
事
で
彼
の
心
を
守

た
の
で
は
な
い
か

 

愛

れ
る

で
彼
の
事
を
語

て
い
た

を
思
い
返
す
と
そ
う
思
え
て
な
ら
な
か

た

  
神
を
信

し
な
く
な
り
愛
に
生
き
る
事
を

先
し
始
め
た
の
で
愛
の
た
め
な
ら

罪
行

に
も

な
く
手
を

め
ら
れ
る
狂
愛
悪
ユ
ウ
キ
が

し
て
し
ま
い
ま
し
た

 
狂
愛
と
邪
悪
を
合
わ
せ
て
狂
愛
悪
で
す

 
ア
ス
ナ
さ
ん
は
自
覚
し
た
想
い
が
も
う
狂
愛
悪
に

み

ん
で
る

り
ア
ス
ナ
の
正

り
の
高
さ
が
分
か
り
ま
す
わ
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・
女
子
会
グ
ル

プ

 
別
称

和
人
ラ
ヴ

ズ

 
リ

ダ

は
一
番
に

白
し
た
と
し
て
ユ
ウ
キ
が
務
め
る

 
和
人
に
対
し
異
性
の
恋
情
を

い
て
い
る
女
性

を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
グ
ル

プ

に

手
の
数
を
超
え
そ
う
な
く
ら
い
集
ま

て
い
て
ま
だ
増
え
る
可
能
性
が
あ
る

り
で
ユ
ウ
キ
は

戦

恐

と
し
て
い
る

 
こ
の

新
た
に
ア
ス
ナ
が
加
わ
る
事
に
な

た

  
・
ミ
ラ

ジ

・
ス
フ

ア

 
原
作
二

シ
リ
カ
初
登
場
の

黒
の
剣
士

編
に
て
登
場

 
シ
リ
カ
が
キ
リ
ト
の
部

を

問
し
た
時
に
キ
リ
ト
が
取
り
出
し
た
ア
イ
テ
ム

マ

プ
デ

タ
を
立
体
ホ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
空
中
に
投
影
す
る
品
物

ア
ニ
メ
で
も
登
場
済
み

 
第
四
十
七

層

フ
ロ

リ
ア

の
マ

プ
説
明
で
使

さ
れ
た
だ
け
で
以

は
登
場
無
し

 
本
作
に

い
て
は

森
羅
の
守
護
者

の
ア
バ
タ

に

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
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ス
テ
ム
の

載
や
見
た
目
を
流

す
る
に
あ
た
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
を

ど
流

さ
れ
て

い
る

で
マ

プ
デ

タ
の
表
示
変
換
の

と
し
て

が

た

  
・

秋
十

 
転
生
者

 
己
の
存
在
の
せ
い
で
神
を
信

す
る
人
に
大
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
ば
か
り
か

運
命

と
い

う
名
の
決
め
ら
れ
た
レ

ル
の
存
在
を
知
ら
し
た
せ
い
で
様

な
方
面
に
ダ
メ

ジ
を
与
え

る

悪

直

 
一

／
和
人
だ
け
で
な
く
紺

子
木

結
城
明
日
奈

な
ど
悲

な
過

去
を
持
つ
面

に
対
す
る
あ
る
意
味
の
ア
ン
チ
テ

ゼ

 
つ
ま
り
自
身
が
転
生
者
で
あ
る
事
を
明
か
し
た
時
点
で
絶
対
に
彼
女
達
と
は
交
わ
ら
な
い

に
あ
る
自
身
が
歩
ん
だ
人
生
を
定
め
ら
れ
た
事
と

わ
れ
る
の
は
苦
し
ん
だ
事
へ
の

愚
弄
に
あ
た
る
た
め

 

一
同
と
友

的
な

に
あ
る
場
合
は
転
生
者
と

し
て
も
出
会
え
た
な
ら
そ
れ

で
い
い
と
い
う
友

補
正
が
掛
か
る
の
で
一

に
転
生
者
だ
か
ら
と

対
す
る

で
は
な



 Ｃｈａｐｔｅｒ１：無間の剣士 

い

他
二

で
の
予

線

  
・
紺

木

も
う
ね
祈
る
時
間
も

体
な
く
思
え
る
よ

大
切
な
人
を
喪
い
た
く
な
い
な
ら
運
命
に
抗

う
た
め
な
ら

一
分
一

を

し
ん
で
動
か
な
い
と

て
識

た
か
ら

 

な
ク
リ
ス
チ

ン
一
家
の

女

 

き
な
人
の

に
人
生
全
て
を

る
狂
愛
の
覚
悟
を
持
つ

 
和
人
の

な
ら
人
を
殺
す
事
を

め
悪
に
手
を

め
る
事
も

わ
な
い
覚
悟
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
七
十
五

層
の
時
点
で

め
て
い
た
覚
醒
者

キ
レ
る
と

君
ユ
ウ
キ

ア
ホ

無
し
ｖ
ｅ
ｒ

と
化
す

の
で

更

に
回
し
た
ら
手
が
付
け
ら
れ
な
い

 
表
に
出
さ
な
い
だ
け
で
神
を
信
じ
て
い
た

を
救
わ
な
か

た
神
に
不
信
感
を

い
て
お
り

秋
十
の
存
在
を
知

て
以

密
か
に
無

教
に
転
じ
て
い
る

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
神
の
愛
よ

り

目
の
前
に
あ
る
人
の
愛
を
重

す
る

 

の
想
い愛

は
技
へ
と

華
し
た

 

は

愛
し
い
人
へ
の
想
い
を

華
す
る
時
だ
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作
品
タ
グ
に
闇
堕
ち
と
か
闇
堕
ち
系
ヒ
ロ
イ
ン
と
か
付
い
た
ら
直
葉
よ
り
も
真

先

に
候
補
に

が
る
人
物

  
・
結
城
明
日
奈

み
ん
な
が
彼
の
心
を
守
る
な
ら

私
は
彼
の
立
場
を
守
る

た
だ

つ
だ
け
は

だ
か
ら

 
恋
を
自
覚
し

す
ぐ
愛
に
目
覚
め
た
正
史
正

 

き
な
人
の

に
人
生
全
て
を

る
狂
愛
の
覚
悟
を
持
つ

 
和
人
の

な
ら
人
を
殺
す
事
を

め
悪
に
手
を

め
る
事
も

わ
な
い
覚
悟
を
木

直

葉

七
色

楯
無
に

ぐ
形
で

め
た
五
人
目
の
覚
醒
者

 
他
の
人
に
は
な
い

⻑

の

会
的
ポ
テ
ン
シ

ル
を

使
し
安
全
な
場

に

て

も
助
力
で
き
る

境
を
得
よ
う
と
決
心

そ
れ
で
い
て
安
全
な
場

か
ら

ア
ス
ナ

剣
士
と
し
て
力
に
な
れ

る
手

も

索
し
て
い
る

 
つ
ま
り
レ
ク
ト

⻑
の

を
目
指
す

心
家
に
ジ

ブ
チ

ン
ジ

和
人
の

は
ア
ス
ナ

の

会
的
に

を
追
い

め
て
息
の
根
を
止
め
ら
れ
る
ス
タ
ン
ス
を
求
め
始
め
た

 

し
く
も
七
色

楯
無

束
と
同
じ
方
向
性
を
向
い
て
い
る
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こ
れ
も
全
て
は
愛
の

 
正

補
正
極
ま
れ
り

  
・
桐

谷
和
人

 

コ
ア

の
成

 
コ
ア

が
最
終
目
標
で
は
な
く
制

可
能
な
生
体
兵
器
の
た
め
の

過
点
と
し
て
コ
ア

を

さ
れ
た

と
い
う
可
能
性
が
浮
上
し
た

 
バ
イ
オ
原
作
で
は
ネ
メ
シ
ス
と
い
う
寄
生
生
物
が
存
在
し
て
お
り

が
退
化
し
て
知
能

も
退
行
し
た
タ
イ
ラ
ン
ト
の
制

機
構
の

を
果
た
し
た

ネ
メ
シ
ス

は

に

レ
ベ
ル
で

さ
れ
る
と

ウ

ル
ス
を
取
り

ん
で
増

を

開
始
し

主
の

付
近
に
新
た
な

を
形
成
後
中

神
経
回
路
の

変
を
行
う
と
同
時
に

機
能
を

配
す
る

こ
の
結
果

主
の
思

は
ネ
メ
シ
ス
に

ね
ら
れ
ネ
メ
シ
ス
を

し

て
外
部
か
ら
の
完
全
制

が
可
能
と
な
る

 

コ
ア
が

ネ
メ
シ
ス

の
代

物
と
し
て

さ
れ

そ
れ
に

え
る
べ
く
ウ

ル
ス
も

投
与
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
の
が
掲
示
板
回
の
推

の
真
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ユ
イ
に
よ

て
無
銘
コ
ア
を

し
た

作
・
洗

は
対

済
み
で
あ
る
事
が
判
明
し

て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１

無
間
の
剣
士
 

  
本
日
二
話
目
な
ん
じ

よ

 

・

・

 

点
ヴ

サ
ゴ

Ｐ
ｏ
Ｈ

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
協
定
世
界
時
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ン
デ

エ
ゴ
時
間
二

二
五
年
 
七
月
九
日
 

後

十
四
時
三

分

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ン
デ

エ
ゴ

グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
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ズ

本

ビ
ル
地
下

車
場

 
ハ

分
と
ゴ
ツ
い
な

戦
争
に
で
も
行
く
気
か
よ

 

に
も

わ
ら
ず
静
か
な
地
下

車
場
に
自
分
の
声
が
反

す
る

 

の
眼
前
に
は
分

い

車
が

車
し
て
い
る

外
か
ら
で
も
上
の
指
示
で

に
数
多

く
の
物

が

め

ま
れ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
た

し
み
な
く
物

を
放
出
す
る
と
い
う

事
は

せ
ば
マ
ジ
で

バ
い

件
に
向
か
う
事
を
意
味
し
て
い
る

複
数

で
向
か
う
の
が
そ

れ
に

車
を
掛
け
て
い
る

 
ジ悪
ク

の
一
つ
や
二
つ

き
た
く
な
る
と
い
う
も
の
だ

 
ま

⺠
間
軍
事
会

に

属
す
る
以
上

命
の
危
機
は

け
て

れ
な
い
も
の
な
の
だ

が

イ

な
ら
足
を
洗

て
表
で
生
き
ろ
と
い
う
話
だ

 
そ
れ
が
出
来
な
い
か
ら
こ
ん
な
ト
コ
ロ
ま
で
堕
ち
た

だ
が

こ

ち
に
来
た

コ

ト件
が
コ
ト
だ
か
ら
な

こ
れ
で
も
足
り
な
い
く
ら
い
か
も
し
れ
ん

 

の
悪

に
今
日
も
た
だ
な
ら
ぬ
空
ろ
さ
を
滲
ま
せ
る
白
人
男
性
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
が

し

に
応
え
る

戦
争
の
方
が
ま
だ
気

か
も
な

と

ま
で

く
始

だ
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ヒ

と

は

を
吹
い
た

そ
ん
な
デ
ケ

事
な
の
か

し
い
じ

ね

か

車

て
事
は
国
内
だ
ろ

 
こ
の

で

争
と
か
あ

た
か

務
地
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
だ

 
オ
イ
オ
イ

ま
す
ま
す
分
か
ら
ね

ぞ

あ
ん
な
ト
コ
に

が
あ

る

て
ん
だ

 
行
先
を
知
り

は
疑
問
で
い

い
に
な

た

今
の
表
情
は

面
に
な

て
い
る
事
だ
ろ

う 
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と

え
ば
世
界
を

に
掛
け
る
多
国

企
業
製

会

ス

ク
ト
ル
が

る

業

だ

ス

ク
ト
ル
の

を
機
に
近
年

業
を
中
心
に

え

数
多
く
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
だ
事
は

知
の
事
実

ア
メ
リ
カ
の
先
進

に
名
を

ね
て
い
る
場

と

い
う
事
は

実

は
と
も
あ
れ

表
向
き
は

安
が
い
い
と
い
う
事
を
意
味
す
る

 
そ
ん
な
場

に
戦
争
の
方
が

な
レ
ベ
ル
の
戦
場
が
あ
る
と
は

流

に
理
解
に
苦
し
ん
だ

 
暗
殺
な
ど
な
ら
ラ
イ
フ
ル
一

さ
れ
自

で
行
動
し

務
を
達
成
す
る
動
き
方
に
な
る

だ
が
こ
こ
ま
で
の
大

と
な
る
と

な

マ
だ
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ま
す
ま
す
今
回
の
仕
事
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た

そ
れ
は

ま

全

が
集
ま

て
か
ら
話
そ
う

そ
う
か
い

 
他
の

中
に
先
ん
じ
内
容
を
知
ろ
う
と
思

た
が
ダ
メ
ら
し
い

ま
あ

が
正

で
あ
る

事

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
重

で
あ
る
事
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
気
を

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

そ
の

は

し
て
お
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う

 
一
応
こ
の
男
は
作
戦
最
高
指

の
地

に
あ
る
た
め
ガ
ブ
リ
エ
ル
を

し
て
依
頼
内
容
を

知
ら
さ
れ
る
の
は

ら
お
か
し
な
事
で
は
な
い

だ
が
一
個
人
を

す
る
と

く
な
い

を
探

ら
れ
面
倒
な
事
に
な
り
か
ね
な
い

こ
こ
に
い
る

中
も
一
応
は
契
約

だ
か
ら
下
手
に
殺

せ
な
い
の
だ

務
中
で
あ
れ
ば
不
慮
の
事
故
を

て

Ｋ

Ｉ

Ａ

作
戦
中
死
亡
と
し
て

理
出
来
る

の
で
特
に
問

無
い
が

 
と
は

え
問

無
い
に
し
て
も

な
の
は
確
か
な
の
で

は
そ
れ
以
上
追

せ
ず
持

参
し
た

種
武

の
最
終
点

を
す
る
事
に
し
た

 

の
武

は
そ
こ
ま
で
多
く
な
い

と
い
う
の
も

歩
が
主
流
と
な
る
戦
闘
で
は
最

限
の

火
器
弾

で
進
ま
な
け
れ
ば
重

で

に
体
力
を
消

し
て
し
ま
い
い
ざ
と
い
う
時
に
動
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け
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
だ

 
大
振
り
の
コ
ン
バ

ト
ナ
イ
フ
を
予
備

め
て
二
本

一
本
は

前

も
う
一
本
は

大

に

す
る

 

意
し
た
火
器
は

ハ

ス
タ
ル

が
開
発
し
た
オ

ト
マ
チ

ク
・
ハ
ン
ド
ガ
ン

Ｆ

ｉ
ｖ
ｅ
ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
Ｎ

ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
も
同

が
開
発
し
た

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ

の
二
つ

ベ
ル
ギ

に
本

を

く

の
モ
デ
ル
は
や
や
ク
セ
の
あ
る
も
の
が
多
く

遠
す
る
者
も

少
な
く
な
い
が

は
む
し
ろ
そ
の
ク
セ
が
気
に
入

て
し
ま

た

狂
な
少
数

だ

Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｒ
は
色

と
モ
デ
ル
や
対
応
弾
種
の

さ
な
ど
覚
え
る
事
が
多
い
が
使
い
こ
な
せ
ば
そ
れ
一

つ
で
多
く
の
状
況
に
対
応
出
来
る

れ
も
の
で
あ
る

 
ち
な
み
に

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
は

Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ

ｓ
Ｃ
ｏ
ｍ
ｂ
ａ
ｔ
Ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｕ
ｌ
ｔ
Ｒ
ｉ
ｆ
ｌ
ｅ
の
略
称
で
和

す
る
と
特

部
隊

戦

闘
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
と
な
る

は
ア
メ
リ
カ
特

作
戦
軍
向
け
に
開
発
さ
れ
た
そ
う
だ

現
在
も
ア
メ
リ
カ
軍
が
主
に

し
て
い
る

だ
が
ベ
ル
ギ

軍
や
フ
ラ
ン
ス
軍
な
ど
も
二

二

年
前
後
に
数
千

す
る
動
き
が
あ

た
の
で
別
に
ア
メ
リ
カ
に
し
か

要
が
無
い

で
は
な
い

そ
の
客
観
的

価
か
ら
も
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
機
能
性
は
高
い
と

え
る
だ
ろ
う
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無
論

意
は
武
器
だ
け
で
は
な
い

応

の
小
型
救

ス
プ
レ

や

の
他
火

器
に
合
う
二
種

の
弾

も
予
備
の
マ
ガ
ジ
ン
に

め
バ

ク
パ

ク
に
分
け
て
入
れ
て
い
る

 

備
だ
け
で

く
十
キ
ロ
以
上
あ
る
か
ら
地
味
に
重
い

こ
れ
に
加
え
て

物

も
あ
る
と

え
る
と

体
力
配
分
に
は
よ
り
気
を
払
わ
な
け
れ
ば
す
ぐ
バ
テ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

を
使
え
り

な
ん
だ
が
な

 
以
前
亡
国
機
業
に
依
頼
さ
れ
無
人
機
の
フ
ル
ダ
イ
ブ

作

験
に
付
き
合

た
時
と
の

差
に
思
わ
ず

く

肉
体
的

労
が
無
い
の
も
そ
う
だ
が

パ
ス
ス
ロ

ト

で
不
要
な
武

を

行

し
な
く
て
良
い
点
が
一
番
い
い

 

技
術
の

は

だ
け
で
い
い
か
ら
そ
の
機
能
だ
け
の

備
を
開
発
し
て
く

れ
な
い
だ
ろ
う
か

 
望
み
が
あ
る
と
す
れ
ば
最
近
自
衛

武

の

験
を
行

て
い
る
と
い
う
ア
イ
ツ
く
ら
い

だ
が
日
本

と
天
災
が
バ

ク
に
い
る
以
上
ア
メ
リ
カ
に
流
れ
て
来
る
の
は

時
に
な
る

か
分
か
ら
な
い

下
手
す
れ
ば
ア
イ
ツ
専

と
い
う
事
で
い
つ
ま
で
も
来
な
い
可
能
性
す
ら

あ
る

は

行
を
目
的
と
し
た
パ
ワ

ド
ス

ツ
で
そ
ち
ら
に
方

転
換
し
始
め
て
い

る
か
ら
軍
事
転

す
る
の
は

し
く
な

て
き
て
い
る

ア
ラ
ス
カ

約
の
穴
を
突
く
形
で
機
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体
の

・
開
発
を
し
て
い
る
と
は
い
え
他
国
の
技
術
を
取
り

む
と
な
る
と

⻑
引
く
上

に

が
把
握
す
る
だ
け
で
も
日
本
と
ロ
シ
ア
中
国
と

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ

ル
の
間
で
し
か
技
術

は
実
現
し
な
か

た

だ

 
日

間
の

も
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

の
件
で

え

み
そ
う
な
の
で
や
は
り
希
望
は

い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う

 
内
心
タ
ラ
タ
ラ
と
未
練
を
零
し
て
い
る
間
に
今
回
の
作
戦
に
参
加
す
る
ら
し
き
メ
ン
バ

が

集
ま
り
始
め
た

合

で
二
十
人

ど

ち

と
し
た
小
隊

だ

 
そ
れ
で
全

だ

た
ら
し
く
軍

車

の
前
に

取

た
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
手
を

き

意

を
集
め
たさ

て
集
ま

た
な

今
回
下
さ
れ
た

務
に
つ
い
て
説
明
す
る

有
体
に

え
ば

襲
だ

 

直
に
目
的

護
衛

襲
奪
取
な
ど

を

に
し
た
後

な
面
持
ち
の
ま
ま

務
を

ら
れ
る

 
行
先
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

そ
し
て

襲
場

は
な
ん
と
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を

る
製

会

だ

た
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お

お
い
お
い

リ

ダ

ス

ク
ト
ル
が
目
的
地
だ

て

 
上
は

達
に

世
界
的

な

罪
者
に
な
れ

て

て
来
て
る
の
か
よ

 

キ
ツ
い

 
黒

の

兵
が
疑
問
の
声
を
上

る

声

に
は

と
苛
立
ち
が
滲
ん
で
い
た
が
そ

れ
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
い
く
ら
捨
て

に
さ
れ
る
可
能
性
も
覚
悟
の
上
と
は

え
こ
う
も
あ
か

ら
さ
ま
に

罪
者
に
な
れ
と
い
う
内
容
の
指

を
下
さ
れ
れ
ば
怒
り
の
一
つ
も

こ
う
と
い

う
も
の
だ

 
だ
が

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
参
加
す
る
時
点
で

そ
れ
は
な
い
と

は
確
信
し
て
い
る

 
な
に
せ
あ
の
男
は
グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ
の
重

会

だ

ど

れ
だ
け
の
人
間
が
死
ん
で
欲
し
い
と
思

て
い
る
か
は
不
明
だ
が
身
分
と

を

に
し
て
い
る

以
上
上
も
滅
多
な
判
断
は
下
せ
な
い

そ
れ
に
あ
い
つ
も
正

だ
か
ら
非
正

の

中

と
違

て

権
が
あ
る

参
加
し
て
い
る
と
い
う
事
は

他
に
目
的
が
あ
る
の
だ

い
い
や

そ
う
で
は
な
い

む
し
ろ
世
界
的
な

罪
者
な
の
は
ス

ク
ト
ル
の
方
さ

な

な
ん
だ

て

依
頼
人
に
よ
れ
ば
こ
こ
数

月
間
世
界
を

わ
す
テ
ロ
組

亡
国
機
業
の
ア
ジ
ト
が
ス

ク
ト
ル
の
地
下
に
あ
る
ら
し
い
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ま
マ
ジ
か
よ

い

た
い
ど
こ
か
ら
そ
ん
な

あ
い
や
な
ん
で
も
な
い

索
は

や
め
と
く

命
が

し
い

明
な
判
断
だ

 

と
感
情
を
感
じ
さ
せ
な
い

み
に

を
歪
め
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

か
ら

線
を
外
し

た

こ
ち
ら
を
見

え

け
る

我

に
与
え
ら
れ
た
ミ

シ

ン
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
本

を
構
え
る
ス

ク
ト
ル
・
ビ
ル
か

ら

あ
る

品
を
回
収
す
る
事
だ

品
の
名
称
は

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

極
め
て
感

力
が

高
い
ウ

ル
ス
を
奪
取
し

こ
こ
へ
持
ち
帰
る
事
が

務
と
な
る

へ

ウ

ル
ス
か

よ
ろ
し
く

ン
ビ
が
出
て
き
た
り
し
て
な

 
白
人
の
男
が
陽
気
に

い

そ
れ
が
ウ
ケ
た
か

兵
達
が

声
を
上

る

 
だ
が

は

わ
な
か

た

 
い
や

え
な
か

た

 

オ
イ
オ
イ

ブ

ロ
兄
弟

お
前

マ
ジ
か
よ

 

で
も

く

み
を
浮
か
べ
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
が

い

さ
い

み
を
作

て
い
な
か

た

白
人

兵
の

を
ま

た
く
そ
う
と
思

て
い
な
い
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ウ

ル
ス
だ
と
か
物
騒
な

語
が
出
て
き
た
し
そ
れ
一
つ
の

に
戦
争
よ
ろ
し
く
の
軍

車

に

物

の
数

 

キ
リ
ト
よ

も
う
お
前
に
会
え
ね

か
も
な

 
海
を
越
え
た

か
彼
方
の

国
に

る
だ
ろ
う
少
年
へ
と
思
い
を
馳
せ
る

 
せ
め
て
も
う
一
回
く
ら
い
生
身
で
殺
し
合
い
た
か

た
と
未
練
を

息
と
共
に

き
出
し
た

 

そ
し
て

そ
の
予
感
は
現
実
と
な

た

 
 
 
 

 
協
定
世
界
時
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
時
間
二

二
五
年
 
七
月
九
日
 

後

二
一
時
三

分

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

製

会

ス

ク
ト
ル
本

ビ
ル
地
下

  
手

く

入
し
エ
レ
ベ

タ

を
動
か
す
カ

ド
キ

を
使

て
地
下
へ

入
し
た
ス

ク

ト
ル

ア
サ
ル
ト襲

チ

ム
は

最
初
の
二
十
人
か
ら
残
り
四
名
ま
で
数
を

ら
し
て
い
た

ク

 
ま
さ
か
マ
ジ
の

ン
ビ
ア
ク
シ

ン
に
な
る
な
ん
て

キ
ツ
い
ぞ
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く
呼

を

り
返
す

兵
が
悪

を

い
た

 
道
中
で
弾
を
バ
ラ
撒
い
た
せ
い
で
残
弾
も
少
な
く
バ

ク
パ

ク
も
空
の
も
の
が
増
え
て
い

る

重

と
し
て
は
か
な
り

く
な

て
い
る
の
に
息
が
乱
れ
て
い
る
の
は
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
だ

現
状
に
対
す
る
圧

感
が
そ
う
さ
せ
て
い
る

静
か
に
し
ろ

悟
ら
れ
た
ら
終
わ
り
だ

 
リ

ダ

の
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
ピ
シ

リ
と

意
す
る

そ
の
眼
は
部

の
外

に
向
け
ら
れ

け
て
お
り

を
絶
や
し
て
い
な
い

達
が
立
て

て
い
る
レ
ス
ト
ル

ム
の
出
入
り

に
オ

ト
マ
チ

ク
・
ハ
ン
ド
ガ
ン

ベ
レ

タ
Ｍ

Ａ
１

を
向
け
て
い
る

ブ

ロ
兄
弟

あ
と
ど
ん
だ
け
弾
残

て
る

残
り
マ
ガ
ジ
ン
三
本
と
い
ま
入
れ
て
る
も
の
で
五
十
発
前
後
メ
イ
ン
の
方
は
残
り
マ
ガ
ジ
ン

五
本
と
入

て
い
る
マ
ガ
ジ
ン
で
一
六

発
前
後
だ

そ
う
い
う
お
前
は
ど
う
な
ん
だ
ヴ

サ

ゴ

も
似
た
よ
う
な
モ
ン
だ

残
り
の
マ
ガ
ジ
ン
は
フ

イ
ブ
セ
ブ
ン
が
二
本

ス
カ

が
五

本

て
ト
コ
だ

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
メ
イ
ン
武
器
は

機

ベ
レ

タ
Ａ
Ｒ
Ｘ
１

０

は

常
マ
ガ
ジ
ン
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一
本
に

発
入
る

バ

ネ

ト

の

剣
も

備
済
み
だ
か
ら
弾
切
れ
を

こ
し
て
も
槍
代

わ
り
に
使
え
る

Ａ
Ｒ
Ｘ
１

０
は
１
０
０
発
入
り
ド
ラ
ム
マ
ガ
ジ
ン
に
対
応
し
て
お
り
最
初

は
ガ
ブ
リ
エ
ル
も
そ
れ
を
使

て
い
た
が

に
１
０
０
発
分
は
使
い
切

た

 
Ｍ

Ａ
１
の
マ
ガ
ジ
ン
一
本
は

発
入
る

の
フ

イ
ブ
セ
ブ
ン
は

発
入
る
か
ら

残

弾

数
は
ど

ち
も
似
た
よ
う
な
状

だ

他
の
二
人
は

達
よ
り
三

ど
少
な
い
よ
う
だ

た 
ど
れ
だ
け

を

き

ん
で
も
死
な
な
い
タ
フ
さ
に
苛
立

て
ガ
ン
ガ
ン
撃
ち
ま
く
る
か
ら

そ
う
な
る
ん
だ

と
内
心
で

づ
く

文

を

に
し
た
と
こ
ろ
で

論
に
な
る
だ
け
だ

チ

あ
い
つ
ら
の
弾
を
回
収
出
来
り

よ
か

た
ん
だ
が
な

無
理
を
す
る
と
こ
ち
ら
が
や
ら
れ
る
か
ら
な

し
な
く
て
得
策
だ

だ
な

し

か
し
よ

ブ

ロ
兄
弟

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

流

に
退
却
す
る
事
を
進

す
る

は
 
命
あ

て
の
物
種
だ

 

務
失

す
れ
ば

切
り
さ
れ
て
帰
る
場

を
喪
う

そ
れ
ど
こ
ろ
か
機
密
を
知

た

と
し
て
命
ま
で

わ
れ
か
ね
な
い

ま
あ
そ
れ
は
非
正

の
場
合
な
の
で
他
の
生
き
残
り
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二
人
を

理
す
れ
ば

と
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う

こ
れ
と
い

て
成
果
は

無
い
が

グ

ル

共
の
特
性
を
報

す
れ
ば

と

程

で
済
む

だ

 
そ
れ
だ
け
だ
と
流

に
弱
い
か
ら

こ
の

で
だ
け
手
に
入
る

を
一
部
だ
け
で
も

持

て
帰
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が

 

そ
の
時

の

に
異

な

が

こ
え
た

 
キ

ン
と
モ

タ

が
回
り
始
め
た
よ
う
な

高
い

だ

そ
れ
が

み
深
い

と

重
な

て

こ
え

と
う
と
う

も
限
界
か
と

を
振
る

な
ん
だ

こ
の

は

 

だ
と
思

て
い
た

の
思

を

た
の
は

ガ
ブ
リ
エ
ル
の

そ
う
な
声
だ

た

生
き
残
り
の
二
人
も
同
じ
よ
う
に

を

し
始
め
て
い
る

ど
う
や
ら

な
ん
か
で
は
な

く

本

に

こ
え
る
も
の
ら
し
い

 
せ

あ
あ
あ
あ

  
直
後

暗
い
部

の
静
け
さ
を
突
き
破
る
少
女
の
声
が

き

か
が

に
ぶ
つ
か
る



 ＢＩＯＨＡＺＡＲＤ ＯＦＦＬＩＮＥ 〜亡霊戦争〜

が
そ
れ
に

い
た

マ
ジ
か
よ

お
い

マ
ジ
か
よ

 

か
ら

え
る
声
が

れ
た

 
あ
の

 
あ
の
声

 
あ
の
気
配

・あ
・り
・

・あ

・絶
・剣
・じ
・

・ね
・

・か

 
こ
れ
ま
で
英
語
で
話
し
て
い
た

が

思
わ
ず
日
本
語
で

い
て
し
ま
う

ど
の

だ

た

生
き
残
り
の
二
人
は
日
本
語
が
分
か
ら
な
か

た
よ
う
で

し
気
に
見
て
来
る
だ
け
だ
が

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
日
本
語
を
履
修
済
み
で
意
味
を
理
解
し
た
ら
し
い

流

に

き
で
眼
を

て
い
る

ぬ
お
お

オ
リ

ア
ア

 

き
で

ま
る
中
少
女
に

い
て
男
の
声
が

こ
え
て
来
る

そ
れ
も
や
は
り
覚
え
が
あ
る

も
の
だ

ま
だ
ま
だ
声
は

く

や
は
り
い
ず
れ
も
覚
え
が
あ
る

覚
え
し
か
無
い
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ど
う
い
う
事
だ

彼
ら
は
一

人
だ
と

い
て
い
る
が

だ

て

い
て
る

あ
い
つ
ら

マ
ジ
で
な
ん
で
こ
こ
に

や
が
る
ん
だ

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
問
い
に

は

で
思

を

め

く
さ
れ
て
い
る
せ
い
で

な

え
を
返

せ
な
か

た

 
だ
が

そ
れ
は

然
だ

 
む
し
ろ
お
か
し
い
の
は
あ

ち
の
方
だ

 
あ
い
つ
ら
は
ア
イ
ツ
を

け
ば
た
だ
の
一

人
の

だ

リ
ア
ル
で
戦
う
力
な
ん
て
持

て
い
な
い
非
力
な
ガ
キ
で
し
か
な
い

精

が
仮
想
世
界
で
イ
キ
る
ば
か
り
の

人
だ

 
な
の
に

故
こ
ん
な
場

に
い
る

 
と
い
う
よ
り

故

ド
ス
キ
ル
発
動
の

が
す
ん
だ

 
仮
想
世
界
か
ら

び
出
て
き
た
と
で
も

う
の
か
と
こ
れ
は
現
実
か
と
疑
問
と

惑
の
ま

ま

を

る

い

つ
ま
り
い
ま

き
て
い
る
事
は
現
実
の
事
だ

い
や
で
も
理
解
さ
せ
ら
れ

る 
そ
し
て

バ
ン

と

が
開
い
た

 
四
人
一

に

火
器
を
構
え
い
つ
で
も
発

で
き
る

勢
を
取
る

論
動
け
る
よ
う
あ
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る
程

の

離
を
取
る
事
も
忘
れ
な
い

む

 
君
達
は

 
一
番
に

り

ん
で
き
た
の
は

十

の
剣
と
盾
を
持
つ
深
紅
の
騎
士
だ

た

オ
イ
オ
イ

マ
ジ
で
リ
ア
ル
に
出
て
き
て
ん
じ

ね

か

そ
の
声

ま
さ
か
君
は

Ｐ
ｏ
Ｈ
か

 
流

に

い
た
よ
う
で

静
な

で

ま

て
い
た
騎
士
が

目
す
る

 
そ
の
背
後
か
ら
人
影
が
一
つ

 
間
髪
を
入
れ
ず
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
発

し
た

わ

と

 

だ
が

速
で

る
弾

は

気
な
く
弾
か
れ
た

 

の
弾
は
黒
い
刀
身
に

ま
れ

道
が

れ
て

に

弾

そ
れ
を
し
た

本
人
の

紺
の

剣
士
・
絶
剣

ユ
ウ
キ
が

心
を

わ
に
し
て
剣
を
構
え
た

暗
い
闇
の
中
で
も
紅
い

が

と
光
り

こ
ち
ら
に

い
を
定
め
る

 
ジ
リ

と

兵
の

か
が
後
退
す
る

 
無
理
も
な
い

い
ま
向
け
ら
れ
て
い
る

意
は
か
な
り
の
死
線
を
潜

て
い
な
い
と

え
ら
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れ
な
い
も
の
だ

ど
う
や
ら
絶
剣
は
デ
ス
ゲ

ム
に

た

か
ら
吹

切
れ
更
に
成
⻑
し

た
ら
し
い

く
く

ホ
ン
ト

ま
す
ま
す
イ
イ
女
に
な

た
な

絶
剣

 
容

も

に
女
ら
し
く
ツ
キ
が
よ
く
な

て
い
る
が

中
身
は
も

と
よ
く
な

て
い
る

も

と

が
上
な
ら
そ
う
い
う
目
で
も
見
て
い
た
可
能
性
は
あ
る

女
性
不
信

悪
を
持
つ

が
だ

こ
の
女
に

意
を
向
け
ら
れ
て
い
る

ア
イ
ツ

が

ん
の
少
し

ま
し
く
思
え
た

Ｐ
ｏ
Ｈ

 
剣
士
の

意
が

に
定
ま
る

 
息
が
苦
し
く
な
る

ど
の
圧

感

ど
う
や
ら

は

し
て
い
る
ら
し
い

日
和

た

国
で
育

た
十
代
の
子

の

意

い
や
も
は
や
殺
気
だ

第
五
層
で
の
初
遭
遇
時
よ
り
も

か
に

で
重
い
殺
気
が
心
地
よ
く
感
じ
る

 
そ
う
し
て
い
る
と

ロ

ロ
と
後

が
入

て
来
る

 
最
後
に

ア
イ
ツ

が
入
り

を

め
た

 
こ
ち
ら
を
向
き

見

え
て
来
る

無
論

は
さ
れ
て
い
る
が

し
振
り
だ
な

ヴ

サ
ゴ
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ク
ク

こ
ん
な
ト
コ
で
会
え
る
な
ん
て

し
い

キ
リ
ト

 

が
足
り
ず

て
い
た
心
が

く
な
る
感
覚
を
覚
え
な
が
ら

は

喜
の
ま
ま
に
キ
リ

ト
を
出

え
た

   
や

ン
ビ
ウ

ル
ス
物
に
は
ウ

ル
ス
や
ワ
ク
チ
ン
を
奪
い
取
り
に
向
か
う
第
三
組

の

存
在
が
ス
パ
イ
ス
的
に
不
可
欠
だ
よ
ネ

迷
惑

  
・
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

 
キ
リ
ト
と
の
殺
し
愛
が
生
き

な
狂
人

 
原
作
で
は

ワ

ル
ド
で
の
戦
闘
専

だ

た
が

本
作
で
は
バ
リ

バ
リ
の
リ
ア
ル
武
闘

本
作
直
葉
も
リ
ア
ル
・
バ

チ

ル
共
に
武
闘

な

り
キ
リ
ト
の
師

は
や
は
り
強
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者
で
な
け
れ
ば
務
ま
ら
な
い

 
バ
イ
オ
シ
リ

ズ
よ
ろ
し
く
ウ

ル
ス
奪
取
の
た
め
に

り

ん
だ
が
や
は
り
シ
リ

ズ
の

特

部
隊
よ
ろ
し
く
壊
滅
の
危
機
に
遭
う

 
そ
こ
で
和
人
と
出
会
え
た
の
は
不

中
の

い
と

え
よ
う

 
ち
な
み
に
森
羅
の
守
護
者
の
事
は
知

て
い
る
が
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
出
て
来
る
の
は
知

ら
な
か

た
し

ド
ス
キ
ル
に

し
て
は
な
ん
で
こ
こ
で

こ
え
る
ん
だ
よ
と
い
う
意

味
合
い
で
疑
問
に
思

て
い
る

別
に
知
ら
な
か

た
わ
け
で
は
な
い

 
ユ
ウ
キ
に
対
し
て

意
的
で
殺
意
で
返
さ
れ
て
も
へ
こ
た
れ
ず
む
し
ろ
興

す
る
ま
で
あ

る
変

チ

ク
さ
が

立
つ
が

要
は

殺
し
愛

さ
え
出
来
れ
ば

で
も
い
い

 
過
去
の
女
性
不
信

悪
の
経

か
ら
ヴ

サ
ゴ
は
生

異
性
と
の
恋
愛
は
出
来
な
い
可
能

性
す
ら
あ
る

 
愛

は
ハ
ン
ド
ガ
ン

Ｆ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
Ｎ

と
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル

Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｒ 

の

味
が
和
人
と
同
じ
な
の
は
偶
然
か
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・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

 
ス

ク
ト
ル

襲
チ

ム
の
リ

ダ

 
部
隊
メ
ン
バ

に
は
ヴ

サ
ゴ
を

い
て
正

つ
重

で
あ
る
事
を
秘
匿
し
て
い
る

そ
れ
で
も
戦
場
に
来
る
の
は

魂
の

き
を
求
め
る
が
故

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

や
そ
の
後
の
対
ホ
ロ
ウ
戦
か
ら
和
人

キ

リ
カ
の
魂
に
興
味

 
和
人
と
は

学
園
で
名

交
換
を
済
ま
せ
て
い
る
間

 
ま
さ
か
戦
場
で

を
合
わ
せ
る
事
に
な
る
と
は
予
想
外
で

を

め
な
い
で
い
る

 
ち
な
み
に
ユ
ウ
キ
に
発

し
た
の
は

に

ら

グ

ル
だ
と
思

た
か
ら

こ
の
時
点
で
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
機

の
体
と
は
知
ら
な
い
の
で
不
可
抗
力
で
あ
る

 
愛

は
ハ
ン
ド
ガ
ン
ベ
レ

タ
Ｍ

Ａ
１
と
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
ベ
レ

タ
Ａ
Ｒ
Ｘ
１

０
 
原
作
で
は
対
物
ラ
イ
フ
ル
バ
レ

ト
Ｘ
Ｍ

０
０
が
登
場
し
た
が
流

に

内
で
は
重

す
ぎ
る
上
に

程
的
に
合

し
な
い
の
で
今
回
は
不

と
な

た
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・
紺

木

 
神
に
頼
る
事
を
や
め

自
ら
の
手
で
未
来
を
切
り
開
き

愛
を
守
る
と
誓

た
剣
士

 
デ
ス
テ

ニ

主
人

と
同
じ
意

を
持
つ

自
分
達
の
力
で
歴
史
を

め
る

も
う
神

は
要
ら
な
い
ん
だ

 

で

弾
を
弾
い
た

光
剣
を
持
た
せ
た
ら
予

戦
無
し
で
弾

斬
り
と
か
や

て
の
け

そ
う
な
覚
醒

合

和
人
へ
の
愛
の

な
ら
悪
に
も

ま
る
レ
ベ
ル
で
吹

切
れ
た
の
で
Ｐ
ｏ
Ｈ

を
悦
ば
せ
る
程
の
殺
意
を
出
せ
る

  
・
桐

谷
和
人

 

攻
略
組

の
実

的
リ

ダ

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
に
殺
し
愛
を

望
さ
れ
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
は
そ
の
魂
の

き
を
求
め
ら
れ
る

ど
男
女

問
わ
ず
魅
了
し

た
人
間
を

さ
ず
狂
愛
悪
に

き

と
す
罪

な
狂
人

 
本
人
か
ら
す
れ
ば
風

も
い
い
と
こ
ろ
で
あ
る

 
前
回
は
亡
国
機
業
に
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

い
て
た
状

だ

た
の
で

心
マ

ク
ス

い
き
な

り
殺
し
に
掛
か
ら
な
い
の
は
情
報
収
集
の
た
め
で
あ
る

鉄
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１

無
間
の
剣
士
 

・
裏

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
こ
ち
ら
は
本
作
の
幕
間
之
物
語
に

す
る
裏
シ
ナ
リ
オ
で
す

時
間

別
の
人

が
な
に
を
し
て
い
た
か
を

写
し
ま
す

を
ど
れ
だ
け
す
る
か
は
ヒ
ミ
ツ
で
す

 

点

束

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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日
本
時
間

二

二
五
年
 
七
月
十
日
 
十
四
時
三

 

谷

国

会
本
部
会
⻑

  
今
年
の

か
ら
自
身
が
ト

プ
と
な
り

り
切

た
内
部
を

新
し
本
格
的
に

行

に
向
け
て

の

の

を
取
り
始
め
た
私
は

日
中
の
大

を

合
の
孤

に
設

し

た

か

こ
の

会
本
部

そ
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
運

企
業

ユ

ミ
ル

の
運

に

や
し
て
い
る

最
近
は
日
本
の
命
運
を
背
負

た
少
年
の
専

機
の

整
と
近
付
く

モ
ン
ド
・

グ
ロ

の

備

そ
れ
と

行
し
て

亡
国
機
業

へ
の
対
策
・
対
応
の

め
な
ど

し

さ
に

車
が
か
か
る

日
だ

た

 
そ
ん
な
中
臨
海
学

初
日
だ
け
で
も
解
放
さ
れ
た
の
は

な
リ
フ
レ

シ

に
な

た
の

は
間
違
い
な
く

私
は
よ
り
一
層

ろ
う
と
気
合
を
入
れ
て
い
た

 

秋
十
が
誘

さ
れ
る
事
に

し
て
は

済
み
で
い
つ
で
も

く
対
応
出
来
る
よ
う

備
え
は
し
て
お
い
た

国

に
は
予
め
内

者
の
事
を
指

し
て
お
く
事
で

を

ん

で
す
ぐ

亡
国
機
業

の

滅
に

り
出
せ
る
よ
う
に
も
し
た

 
ヴ

ベ
ル
よ
り

さ
れ
た

平
行
世
界

に

い
て

亡
国
機
業

と
の
決
戦
は
ま
だ
一
年



 Ｃｈａｐｔｅｒ１：無間の剣士  ・裏

以
上
の

予
が
あ
る

 
し
か
し
彼
は
そ
れ
を
良
し
と
は
し
な
か

た

力
を

え
る
時
間
を
捨
て
で
も
あ
の
組

を
壊

滅
に
追
い
や

た
方
が
い
い
と

そ
う
判
断
し
た

 
そ
れ
に
は
転
生
者
・
秋
十
と
い
う
イ
レ
ギ

ラ

な
存
在
が

わ

て
い
る

転
生
者
と
し
て

で
は
な
く

と
い
う
血

の
一

で
あ
る
事
が
問

な
の
だ

 
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
の
誘

の
手
引
き
更
に
は
失

し
て
い
た

ま
ど
か華

が

属

し
て
い
た
テ
ロ
組

と
い
う
だ
け
で
か
な
り
の

が
あ
る

和
人
に
コ
ア
を

し
た
事
を

え
れ
ば

男
性

者
で
あ
る
秋
十
を

わ
な
い
理
由
は
無
い

 
あ
の
男
の
存
在
が
世
に
知
ら
れ
た
時
点
で
平
行
世
界
と
同
じ
歴
史
を
歩
む
事
は
無
く
な

た
と

え
よ
う

 
そ
れ
を
逆
手
に
取
り
誘

出
来
る
よ
う

え
て
学
園
の
主
戦
力
を
空
に
す
る

を

し

た
の
は
和
人
だ

彼
の

は
彼
と
七
色
の
も
の
で
私
や

場

な
ど
は
興
味
本

で

出
し
し
た
だ
け
だ

た
か
ら

本

は
臨
海
学

に
つ
い
て
い
く
必
要
な
ど
無
か

た

 

そ
れ
は

彼
ら
し
か
ら
ぬ
性

さ
と
も
思
え
る

 

手
の
ど
ん
な
手
に
も
対
応
出
来
る
よ
う
時
間
を
掛
け
て
入
念
に

意
す
る

そ
れ
が
彼
の
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本
ス
タ
ン
ス
の

で
仕
掛
け
る
な
ら

手
の
出
方
を

つ
の
で
は
な
く

襲
と
い
う
形
で
一

気
に
仕
掛
け
る
方
が
彼
ら
し
く
思
え
た

 
対
外
的
に
ア
ジ
ト
の
場

を

く
理
由
付
け

え
ば
秋
十
に
発
信
機
を

ば
せ
て
い
た

と
か

が
必
要
だ
と
彼
は
語

た

 
だ
が

そ
れ
は

分
な
も
の
の

だ

 
な

な
ら

亡
国
機
業
に
深
く
食
い

ん
で
い
た
実

部
隊
の
三
人
を

え
反
抗
的
な
二

人
に

し
て
は
拷

問問
に
掛
け
あ
ら

る
情
報
を
引
き
出
し
終
え
て
い
る
か
ら
だ

華
に
至

て
は
協
力
的
な
事
も
あ

て
よ
り

か
つ

体
的
な
情
報
を

し
て
来
て
い
る

ア
ジ
ト
の

場

な
ど

上
に
上

て
な
い
だ
け
で
と

く
に
判
明
し
て
い
る
の
だ

加
え
て

平
行
世
界

の
知
識
が
あ

た
お

で
予
備
の
ア
ジ
ト
な
ど
も
全
て
特
定
し
終
え
て
い
る

 

華
の
事
を

え
て

せ
て
い
る
か
ら
世
界
は
い
ま
も
三
人
共
が

秘
し
て
い
る
と

え
て

い
る

彼

手
に

秘
を

け
る
と

え
て
い
る

そ
れ
を

し
電
子
世
界
の
切
り
札
ヴ

ベ
ル
の
よ
う
に

彼
女
を
現
実
世
界
の
切
り
札
に
し
た
い
か
ら

え
て

せ
る
と
も
語

た

 
そ
れ
は

私
に
は

に
思
え
て
な
ら
な
か

た

 
理
由
と
し
て
は
し

か
り
し
て
い
る

華
を
切
り
札
に
し
た
い
事
も

え
て
ア
ジ
ト
の
情
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報
を
上

て
い
な
い
の
も
全
て
は
潜
り

ん
で
い
る
ス
パ
イ
か
ら
亡
国
機
業
に
情
報
が
流

れ
る
の
を

し
て
の
事
だ

彼
の

葉
を

も
疑
問
に
思

て
い
な
い
様
子
だ

た

 
だ
け
ど

や

り

思

た

り
だ

た

 

太

だ

た
か

デ
ス
ゲ

ム
で
彼
に
と
て
も
親
身
だ

た
兄

分
の

が
電
話
を
掛

け
て
き
て
初
め
て
ア
メ
リ
カ
で

が

き
て
い
る
か
を
初
め
て
知

た

 
私
は

秋
十
と
白
式
の
奪
還
を

め
た
亡
国
機
業

滅
作
戦
に
つ
い
て

国

と
話
し
合
い

そ
の
後
は

ん
で
い
た
の
で
ニ

ス
を
見
て
お
ら
ず

最
初
は

の
こ
と
か

ま

た
く
分
か
ら
な
か

た

中
継
の
事
を
教
え
ら
れ
て
事

を
知

た
の
だ

 

こ
れ
だ

と
思

た
の
は
そ
の
時
だ

君
は

気
付
い
て
た
ん
だ
ね

 
少
し
の
罪
悪
感
を
覚
え
な
が
ら

小
さ
く

く

 

彼
に
も

に
も

わ
な
か

た
秘
密
が
あ

た

 
そ
れ
は

無
銘

に
ま
つ
わ
る
全
て

 
コ
ア
は
人
体
に
と

て
有

だ

そ
も
そ
も
あ
ん
な
も
の
を
体
に

め

み
無
事
で
あ
る
わ

け
が
な
い

肉
体
は
確
実
に

絶
反
応
を

こ
し
そ
の
ま
ま
死
に
至
る

あ
ら

る
非
人
道
的
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な

を
回

て
来
た
私
は
そ
の
結
果
を

も
目
に
し
て
き
た

 

だ
か
ら

彼
を
精
密

す
る
前
か
ら
異
常
を

知
出
来
た

 
結
果
と
し
て
彼
は
コ
ア
を

め

ま
れ
て
も
生
き
て
い
る

絶
対
死
ぬ

の
過
程
を

ん
だ

の
に
だ

 
な
ら
生
き
ら
れ
る

ら
か
の
外
的
要
因
が
あ

た
と

え
る
の
は
必
然

 
そ
の
場
合

真

先
に

え
る
の
は
人
体

だ

 
人
体

に
も
種

が
あ
る

肉
を
強

な
も
の
に
す
る

を
打
つ
な
ど
生
物
学
・

学

を

と
す
る
分

の

が
多
い
が
骨
組

を
金
属
に
変
え
る
な
ど
整
形
外

分

の
も
の

も
多
い

彼
の
場
合
は
前
者
の
方
だ

た

体
を
内

か
ら
変
化
さ
せ
る
も
の

す
な
わ
ち

の
投
与
を
ま
ず
疑

た

に
血

デ

タ
を
求
め
て

血
し

す
る

更
に
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
の

も

取

も
し
中

性
が
あ
る
か
摂
取
し
な
け
れ
ば
体
組

が

壊
す
る

の
も
の
を
投
与
さ
れ
て
い
た
時

す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
小
ま
め
に
し
た

 
そ
れ
が

を

し

私
は
異
常
の

体
的
な
部
分
に
気
が
付
い
た

な
に

コ
レ

 
異
常
は
血

と

方
に
現
れ
た
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血

デ

タ
で
は
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
な
ど
ス
ト
レ
ス
・
ホ
ル
モ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
興

系
ホ
ル
モ
ン
の
分

が
異
常
値
を
示
し
て
い
た

最
初
期
か
ら
常
人
の
数
百

ノ
ル
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
は
血
圧
・
心

数
増
加
を
誘
発
し
更
に

意
力
・
衝
動
性
の
抑
制
が
出
来
な
く
な
る
興

作

を
示
す

こ
れ
が
高
値
だ
と
危
険
な
状

と

え
る

 
だ
が
血
圧
も
心

数
も
正
常
値

あ
ろ
う
こ
と
か
会
話
の
や
り
取
り
も
至
極
真
面
で
ど
う

見
て
も
興

し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か

た

 
そ
の
齟
齬
こ
そ
が
異
常
の
一

 

の
方
も
同
じ
く
ら
い
の
異
常
を
見
せ
た

部

に
よ

て

の

伝
子
配
列
が
異
な

た
の
で
あ
る

彼
由
来
の
も
の
と
そ
う
で
な
い
ナ
ニ
カ
の

伝
子
が

ざ

て
い
て
し
か
も

日
に
よ

て
入
れ

わ
る
異

さ
を
見
せ
た

 

血
と

取
だ
け
で
そ
れ
だ
け
の
異
常
が
分
か

た
私
は
そ
の
原
因
が

伝
子
変
異
の

だ
と

た
り
を
付
け

裏
で

を

け
た

 
そ
し
て
変
異
し
た

伝
子

か
ら

え
を
見
出
し
た

生
命
の
最
小

で
あ
る

や

そ
の
生
体

で
あ
る

も
持
た
ず
小
器

も
な
く
そ
し
て
自
己
増

す
る
こ
と
も
無
い

構

物
を
発
見
し
た
の
だ
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そ
れ
は
生
物
と
し
て
議
論
を
呼
ぶ
感

性
の
構

体

ウ

ル
ス

だ

た

 

伝
子
配
列
は
見
た
事
の
無
い
型
で
そ
れ
に
対
す
る
抗
体
も
ま
た
初
め
て
見
る
も
の
だ

た

ウ

ル
ス
に
感

し
た

は
変
異
し

肉
な
ど
が
強

な
も
の
に
な
る
特
性
を
示
し
た

更

に
ど
れ
だ
け
破
壊
し
て
も
復
活
す
る
疑
似
不
死
性
ま
で
備
え
て
い
る
始

化
学
・

学
が
発
展

し
た
現
代
に

け
る
新
種
と
知

た
時
は
ど
う
し
た
も
の
か
と

を

え
た

 
し
か
し

い
発
見
し
た

ウ

ル
ス

抗
原
は
抗
体
が
表
面
に
び

し
り
と

り
付
い
て
無

化
さ
れ
て
い

た
の
で
日
常
生
活
を
送
る
上
で

か
に
感

さ
せ
る
事
は
な
か

た

彼
の
体
は
ウ

ル
ス
に

よ
り
変
異
し
切

て
い
る
が

原
因
の
ウ

ル
ス
は
完
全
に
無

化
さ
れ
て
い
た
と
い
う

だ

 
そ
の
完

な
無

化
状

を
見
た
時

私
は
全
て
を
理
解
し
た

 

コ
ア
だ

コ
ア
が
ウ

ル
ス
の
抗
体
を
作
り

制

し
て
い
る
と

 
抗
原
と
抗
体
の
結
合
を

作
す
る
事
は
可
能
だ

ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ど
の
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
で
体
内
の

電
な
ど
を

作
し
水

結
合
静
電
気
力
フ

ン
デ
ル
ワ

ル
ス

力

水
結
合
な
ど
の
引
力
を
発
生
さ
せ
安
定
し
て
結
合
さ
せ
る

原
子

作
能
力
を
持
つ

に
と

て
体
内
の
電

作
は

本
性
能
だ
か
ら

に

せ
て
し
ま
え
る

 
つ
ま
り
組

は
ウ

ル
ス
で

伝
子
レ
ベ
ル
で
肉
体

を

し
変
異
し
た
と
こ
ろ
で
無
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銘
を

め

ん
で
ウ

ル
ス
の
抗
体
を
原
子
レ
ベ
ル
で
生
成
さ
せ
無

化
し
た
の
だ

一
部

分
か
ら

に

ん
で
は
変
え

ん
で
は
変
え
を

り
返
し
全
身
の

変
異
の
デ

タ
を

無
銘

に
記
録
さ
せ
よ
う
と
し
た

そ
う
す
る
事
で
無
暗
に
ウ

ル
ス
を
ば
ら
撒
か
ず

な
身
体
能
力
と

強
力
な

の
力
を
持
ち

状
況
に
応
じ
て
人
間
体
と
異
形
体
と
を
使
い

分
け
る

生
体
兵
器

が
完
成
す
る

 
そ
こ
ま
で
理
解
し
た
時

な
ん
て

ま
し
い
の
だ
ろ
う
と

悪
を

い
た

 
同
時
に

私
は
な
ん
て
も
の
を
作

て
し
ま

た
ん
だ

と
い
う
罪
悪
感
に
も
見
舞
わ
れ
た

 

こ
れ
が

私
の
罪
な
ん
だ

 
目
に
見
え
な
い
レ
ベ
ル
か
ら

き
て
い
る
事
実
に

私
は
打
ち

し
が
れ
た

 
そ
し
て
秘
匿
す
る
事
に
し
た
の
だ

ウ

ル
ス
は
無

化
さ
れ
て
い
る

で
も
身
体
強
化

が
出
来
る

え
ば

彼
は
ウ

ル
ス
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
無
い
と

え
た

 

い
彼
は

私
の

う
事
を
信
じ
て
く
れ
た

 
ま
た

罪
悪
感
に
苛
ま
れ
た

 

時
は

形

と

て
い
た
状

が
ウ

ル
ス
に

さ
れ
た

路
な
の
だ
と
気
付
い

て

ま
た
苛
ま
れ
る
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の

は
人
間
体
と
し
て

め
て
お
く
た
め
に
無
銘
が
常
に

を

常
の
も
の
に

換
し
て
い
て
私
が

取
出
来
た
変
異

は
鍛

で
出
来
た
傷
を

し
て
い
る
も
の
だ

た
の

だ
と
分
か

た
時
は

も
う
こ
の
子
は
成
⻑
で
き
な
い
の
だ
と
知
り

し
た

  

そ
れ
に

君
は
自
分
で
気
付
い
た
ん
だ

  
背
が

び
な
い
事
を

い
て
来
た
時
に

い
た

女
性
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
に
近
付
け
て

い
る
か
ら
な
ど
と
と
少
し

強
す
れ
ば
気
付
く

を
ど
う
か
気
付
か
な
い
で
と
願
い
な
が
ら

い
た
記

が

る

 
そ
の
違
和
感
に
彼
は
気
付
い
て
し
ま

た

 
確
信
で
は
な
い
だ
ろ
う

信

疑
の
レ
ベ
ル
だ
と
思
う
が
そ
れ
で
も
危
惧
す
る
に
は
十
分

で

彼
は
性

に
感
じ
て
も

亡
国
機
業

を

す
事
に
し
た
の
だ

 
そ
し
て
情
報
が
あ
る
の
に
秋
十
を

に
す
る
手
間
を
掛
け
た
の
は
お
そ
ら
く
オ

タ
ム
や
ス

コ

ル
が
引
き

き
に
来
て
い
た
理
由
か
ら
目
的
を
推
し

る

だ
ろ
う

男
性

者
を
求

め
て
い
た
の
か
そ
れ
と
も
自
分
じ

な
い
と
ダ
メ
な
の
か
と

結
果
的
に
秋
十
で
釣
れ
た
か
ら
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男
性

者

で
求
め
て
い
た
事
が
分
か
る

コ
ア
を

め

む
か

ウ

ル
ス
の
実
験
体
か

は
不
明
だ
が

ウ

ル
ス
と

の

合
生
体
兵
器

の
成

と
も

え
る
彼
を
参

に

手

し
そ
う
な
気
は
す
る

 
世
界
に

を
出
し
て
ま
で
秋
十
を
誘

し
た
の
は

と
い
う
血
縁
を
重

し
て
い
る
か

ら
か

 
確
か
に

伝
的
に
あ
の
二
人
は
近
い
か
ら
成

は
高
く
な
り
や
す
い
だ
ろ
う
が

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

か

黒
椿
と
無
銘
を

し
手

に
来
る
ロ
グ
に
は
先
月
の
学
年
別
ト

ナ
メ
ン
ト
の
パ

テ

に
出

し
て
い
た
グ
ロ

ジ

ン
・
デ

フ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ
の
ス

ク
ト
ル

襲
チ

ム
の
リ

ダ

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

と
そ
の

間
三
人
の
生
き
残
り
と
の
会

話
が
記
録
さ
れ
て
い
る

と
は

え

ガ
ブ
リ
エ
ル
が

学
園
の
パ

テ

で
和
人
と

見

知
り
イ
コ

ル
重

だ

た
と
発
覚
し
た
直
後

ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

の
手
で
残
る
二
人

は

理
さ
れ
て
し
ま

た
が

ど
う
や
ら
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
事
ら
し
い

 
覚
悟
を
決
め
て
戦
場
に
向
か

た
少
女
達
が
抗
議
し
た
が
和
人
に
よ

て
制
止
さ
れ

引

き
下
が
る
様
子
を
見
つ
つ

い
た
ウ

ル
ス
の
名
前
は

襲
チ

ム
の
二
人
が

殺
さ
れ
た
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後

情
報
共
有
で
出
て
き
た
も
の
だ

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
達
は

上

か
ら
の
指
示
で
そ
の
ウ

ル
ス
の
サ
ン
プ
ル
の
回
収
を
命
じ
ら
れ

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
製

会

ス
ク
リ
プ
ト
本

ビ
ル
に

り

ん
で
い
た
ら
し
い

和
人
達

が

う

ら
の
存
在
は
知
ら
な
か

た
よ
う
で
生
き
残
り
も
今
で
あ
と
二
人
だ
け
だ
と
い

う

ね

 
そ
の

文

は

を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
安
直
に

え
る
な
ら
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
か
Ｋ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
だ
ろ
う

彼
を
参

に

し
直
さ
れ
た

良
型
な
ら
後
者
の
意
味
も
あ
る
よ
う
な
気
は
す
る
が
シ
リ

ズ
も
の
と
し
て
前

者
を

し
て
い
る
場
合
も
あ
る

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
現
状
か
ら

バ
い
ウ

ル
ス
と
い
う
の
は
確
か
だ

 
仮
に
彼
に
投
与
さ
れ
た
ウ

ル
ス
だ
と
す
れ
ば

を
高
速
で
変
異
さ
せ
肉
体
を
強

に

作
り

え

も
な
い
再
生
力
に
よ
る
不
死
性
を

得
す
る
だ
ろ
う

更
に
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
の
過

分

で
理
性
を
失
い
大

の
エ
ネ
ル
ギ

を
変
異
し
た

が
求
め
る
事
か
ら
食
物

を
求
め
る

人
を
襲
う
の
は

中
で
も

と
も
動
き
回
る
生
命
体
だ
か
ら
か

そ
う
し
て
感
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は
ど
ん
ど
ん
広
が

て
い
く

そ
ん
な

ン
ビ

や
ゲ

ム
も
か
く
や
の
ウ

ル
ス
が
と
う

と
う
現
実
の
も
の
と
し
て

生
し
て
し
ま

た

だ

直

投
与
さ
れ
た

で
は
な
い
二

感

で
そ
れ
だ
け
の

が
出
て
い
る
の
だ
か
ら
ウ

ル
ス
が
兵
器
転

を
前

と
し
た
も
の
な
ら

成

と

え
る
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て

そ
ん
な
危
険
な
も
の
を
回
収
し
ろ
と
命
じ
た
の
は

い

た
い
ど
こ
の

な
の
か

 
こ
こ
最
近

す
る
失

を

み
消
そ
う
と
す
る
合

国

か

あ
る
い
は
ヴ

サ
ゴ
の
縁

を

し

間

的
に

亡
国
機
業

が
ウ

ル
ス
を
手

に

そ
う
と
し
て
い
る
の
か

 
前
者
な
ら
中
継
さ
れ
た
時
点
で
最

意
味
を

さ
な
い

 
後
者
な
ら

対

に
な
る

あ
ん
な
も
の
を
人
の
手
に

し
て
は
な
ら
な
い
と
躍

に
な

り

殺
し
合
い
へ
と
発
展
す
る
だ
ろ
う

束
さ
ん
は

出
来
る
事
を
し
て
い
よ
う

 

対
す
る
か
共
闘
す
る
か
を
判
断
す
る
の
は
現
場
に
い
る
彼
ら
が
す
る
事
だ

 
思

の
片

に

念
を
残
し
な
が
ら

私
は
一

日
ぶ
り
に
な
る
国

回
線
を
コ

ル
し
た
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・
桐

谷
和
人

 

ウ

ル
ス
感

者

 
現
在
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で

し
て
い
る
ウ

ル
ス
や
ガ
ブ
リ
エ
ル
達
が
回
収
目
標
に
し
て
い

る

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

と
同
じ
も
の
か
は
不
明

 
ウ

ル
ス
自
体
は
無
銘
が
一
か
ら
原
子

作
で
構
成
し
た
抗
体
に
よ
り
完
全
無

化
さ
れ

て
い
る
の
で

触
・
血

付

な
ど
し
て
も
他
者
に
ウ

ル
ス
が
感

す
る
事
は
な
い

つ
ま
り

め
る
重
要
 
ま
あ
無

化
さ
れ
て
な
い
と
今

が
地

か
ら
消
え
て
た
で

し

う
か
ら
ね

 

と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

に
よ
る
生
体
兵
器
化
の
成

ウ

ル
ス
に
よ

て
変
異
し

た

に
よ
り
強

な
肉
体

的
な
再
生
能
力

死
に

た
場
合
の
リ
ミ

タ

解

能
力
を
有
す
る

負
の
第
二
形

は
リ
ミ

タ

解

状

 

つ
ま
り
組

の
目
的
は

制

可
能
な

型
超
速
再
生
持
ち
完
全
虚
化

を
開
発
す

る

て
事
だ
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や
べ

真

 
そ
う
い
う

で

さ
な
き

使
命
感

と
な

た
が

自
身
を

う
目
的
を
よ
り
正
確

に
把
握
す
る

私
怨

み
で
秋
十
を

に
し
た

  
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

 

グ
ロ

ジ

ン

の
重

会

最
高
作
戦
指

者

 
和
人
が
あ
ん
た
グ
ロ

ジ

ン

の
ガ
ブ
リ
エ
ル
か

と

い
て
身
バ
レ
し
た

ヴ

サ
ゴ
以
外
に
重

会

で
あ
る
事
を
知
ら
れ
た
た
め

間
だ

た
二
人
が

殺
さ
れ
た
が
特
に

感

を

い
て
い
な
い

 
だ

て
目
の
前
に
極
上
の

魂物
が
い
る
ん
だ
も
の

  
・

ノ
之
束

 
実
は
全
て
を
知

て
い
た
天
災

 
和
人
に
教
え
な
か

た
の
は
真
実
が

過
ぎ
た
が
故

 
最
初
は
本

に
気
付
か
な
か

た
が
体
の
精
密

を

り
返
す
内
に

変
異
な
ど
の
異
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常
か
ら
真
実
に

り

い
て
し
ま

た

が
生
体
兵
器
化
の
キ

カ
ケ
の
一
つ
に
な

て
い

る
事
実
に
打
ち
の
め
さ
れ

自
身
の
罪
の

徴

と
も

う
べ
き
少
年
の
実

を
明
ら
か
に
し

て
い
く

ど
罪
の
意
識
に
苛
ま
れ
て
い
る

 
こ
の
事
か
ら
束
は
和
人
に
対
し

無
償
か
つ
最
大
限
の
助
力
を
使
命
と
し
て
誓

て
い
る

 
内
心
秋
十
は

合
せ
ず
グ

ル
化
す
れ
ば
い
い
の
に
な
と
思

て
い
る
の
は
ナ
イ
シ

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

日

時
に
予
約
投
稿
し
た
の
で
ま
た
よ
ろ
し
く
で
す



 Ｃｈａｐｔｅｒ１：無間の剣士 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１

無
間
の
剣
士
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

点

ヒ

ス
ク
リ
フ

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
協
定
世
界
時
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
時
間
二

二
五
年
 
七
月
九
日
 
二
一

時
四

分

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

製

会

ス

ク
ト
ル
本

ビ
ル
地
下
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ス

ク
ト
ル
・
ビ
ル
の
地
下
に
は
敷
地

内
全

に

る

大
な

設
が
広
が

て
い

た 
そ
の
広
大
な
フ
ロ
ア
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
争

た
形

が
あ
り

動
か
な
く
な

た

ら

や

ま
れ
て

ら
と
な

た
特

部
隊

備
の

強
な
男
達
が

す
る
地
獄
の
様

を

し

て
い
る

 
そ
こ
ら
中
に
血
が

び

て
い
る

な
有
り
様
を
見
た
う
ら

い
少
女
達
は
し
か
し
文

を
ま

た
く
零
さ
な
か

た

ホ
ラ

バ
イ
オ
レ
ン
ス
ジ

ン
ル
に

れ
て
い
る

で
も
な

く
現
実
の
死
体
や
血
の
海
を
見
て
弱

を

か
な
い
の
は
そ
れ
以
上
に
彼
女
達
の
心
の

を

ら
せ
る
要

が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い

わ
ず
も
が
な
彼
女
ら
の
想
い
人
桐

谷
和

人

の
存
在
だ

彼
だ
け
は
引

掛
か
れ
で
も
し
た
ら

ら
と
化
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
で

今
だ
け
は
彼
を
前
に
出
さ
な
い
よ
う
全

の
士
気
が
高
く
な

て
い
る

闘
争
に
血
道
を

る

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ
す
ら
も
が
今
だ
け
は
彼
を
守
る
べ
く

に
立

て

す
る
程
だ

 
こ
の
場
に
は
い
な
い
キ
リ
カ
や
ユ
イ

ス
ト
レ
ア
の
よ
う
な
自
身
が
作
り
出
し
た

の
存
在

も

え
る
と

現
状
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
な
の
で
は
と

者
と
し
て
の
心
が

く

 

二

が
主
導
す
る

の

は
ジ

ミ
ン
グ

電
波

を

け
て
も
自
律
戦
闘
可
能
で

味
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方
の
判
別
を
付
け
ら
れ

つ
状
況
に

に
対
応
出
来
る
人
工
知
能
の
完
成
を
目
指
し
た
も
の

だ

戦
闘
が
出
来
て

味
方
を
守
り

状
況
を
見
て
判
断
す
る
点
を
見
れ
ば
ヴ

フ
ス
は

論

プ
レ
イ

の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
主
と
す
る
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
姉
妹
す
ら
も

し
そ
う
な
も
の
だ

が

彼
は
と
て
も
残
念
そ
う
に

を
横
に
振

た

 
確
か
に
現
存
す
る

は

来
の
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
と
は
思
え
な
い

ど
の

応
能
力
を
示
し

て
い
る
し

キ
リ
カ
は
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
と
ボ
ト
ム
ア

プ
型
の

合
タ
イ
プ
と
す
ら

え
る

 
し
か
し
彼
女
達
に
は

命
的
な
欠

が
あ
る

 
ヴ

フ
ス
が
い
い

だ
が

彼
女
は

本
的
に

己
の
闘
争
心

や

強
さ
へ
の

え

を

に
行
動
し
て
お
り
そ
の
た
め
な
ら
主
と
認
め
る
キ
リ
ト
で
あ
ろ
う
と
切
り
掛
か
る
凶

な

面

を
持
つ

無
論
彼
と
戦
う
時
は
必
ず

し
出
る
礼

も
あ
る
が
重
要
な
の
は
主
と
認
め
る

と
い
う
点
に
あ
る

万
人
を
守
る
た
め
の
兵
士
を
得
た
い
の
に
ヴ

フ
ス
は
特
定
個
人
し
か
護

ら
な
い
の
だ

彼
が
頼
み

め
ば
話
は
別
だ
ろ
う
が

彼
あ
り
き
の
話
が

さ
れ
る

も
な

い

そ
れ
は
ユ
イ
達
も
同
様
だ

彼
女
達
は
彼
や
直
葉
な
ど
の
家

ま
た
そ
の

間
を
守
る
た

め
で
あ
れ
ば
剣
を
振
る
う
だ
ろ
う

だ
が
そ
れ
以
外
の
者
の

に
振
る
う
か
は
定
か
で
は
な
い

 
参
戦
を

す
る
の
な
ら
ま
だ
い
い
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二

が
キ
リ
カ
達
を
不

に
し
た
の
は
和
人
の

と
い
う

定
観
念
を
構

し

て
い
る
が
故
だ

か
つ
て
彼
を

め
て
い
た
現
状
を

過
し
た

や
国
⺠
を
根
本
的
に
信
じ
て

い
な
い
た
め
下
手
す
れ
ば
こ
ち
ら
に

を
向
け
て
来
る
可
能
性
が

め
な
い
の
で
あ
る

確

実
に
安
全
と

え
な
い
限
り

で
き
な
い
か
ら
こ
そ
Ｓ
Ｔ
Ｌ
を

い
た
実
験
は
こ
れ
か
ら

も

け
ら
れ
る

 
そ
の

が
国
の
た
め

い
て
は
直
葉
達
の
た
め
に
な
る
と

え
彼
も

え
て
深
く
追

は
せ
ず

に
参
加
し
て
い
た

拷
問
や
私
事
で

す
る
事
は
あ
る
が
そ
の
デ

タ
を

し
て
い
る
か
ら

達
も
と
や
か
く
は

わ
な
い

 
そ
ん
な
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
の

に
あ
る
彼
ら
を
見
て
い
る
と

な
感
覚
に
襲
わ

れ
る
事
が
あ

た

そ
し
て
そ
れ
が
私
を

み
ん
な
を
衝
き
動
か
す
も
の
で
も
あ

た

 
私
は
信
じ
て
い
る
の
だ

あ
ら

る

あ
ら

る

り
を
超
越
す
る
力
の
存
在
を

 
彼
に
影

を

け
て
自
己

を
果
た
し
た
ユ
イ
や
ヴ

フ
ス
達
を
そ
し
て
今
の

な
状

況
に
立
ち
上
が

た
少
女
達
を
見
て
い
る
と

そ
う
思
わ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
 
 
 

 
地
下
へ
と
進
入
し

き
声
を
上

な
が
ら

て
来
る

ら
を
時
に
斬
り
時
に

し
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て
い
く
と

新
手
の

に
出
く
わ
し
た

 
二
足
歩
行
の
生
物
だ
が
体
色
は
緑
か
つ

の
よ
う
な
表

を
持
つ
獣
だ

た

手

の

は
ク
ロ

備
の
よ
う
に

大
化
し
て
い
る

そ
れ
が
進
行
方
向
に
あ
る
部

か
ら

体
も

出
て
来
て
い
た

 
そ
の
光

に

使
い
の
タ
ン
ク
・
エ
ギ
ル
が

き
を
上

た

オ
イ
オ
イ

マ
ジ
か
よ

あ
り

ハ
ン
タ

じ

ね

か

知

て
い
る
の
か
ね

ン
ビ
ゲ
ム
で
出
て
来
る
強
Ｍ
ｏ
ｂ
だ

ま
さ
か
現
実
で
ま
ん
ま
出
て
く
る
な
ん
て
な

 
彼
に
問
う
と

そ
ん
な

え
が
返

て
来
た

 
な
る

ど
フ

ル
ド
ボ
ス
ク
ラ
ス
で
は
な
い
が
そ
の
取
り

き
の
Ｍ
ｏ
ｂ
程

に

す
る

キ

ラ
だ

た

だ

無
論
現
実
の
力

で

え
ば
お
そ
ら
く
人
間

が
負
け
る

の
で

断
は
禁
物

私
達
は
良
い
が
和
人
だ
け
は
生
身
の
人
間
だ

い
く
ら
バ
リ
ア
が
あ
る
と

て
も
ど
こ
で
破
ら
れ
る
か
分
か

た
も
の
で
は
な
い

和
人
気
を
付
け
ろ
よ
コ
イ
ツ
は

躍
力
と

力
が
高
い

だ

で

を

わ
れ
た
ら

一
発
だ
ぞ
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あ
あ

だ
が
エ
ギ
ル
が
護

て
く
れ
る
だ
ろ
う

お
う
よ

 

せ
と
き
な

 
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を

結
さ
せ
⻑
大
な
弓
と
し
て
構
え
て
い
た
少
年
の

葉
に

使

い
の

が
に
や

と

み
を
零
し
た

や
る
気
十
分
の
様
だ

私
を
忘
れ
て
も
ら

て
は

る
よ

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
最
強
の
盾
だ

守
り
に

し
て
一
番
信
頼
し
て
る
よ

そ
う
か

 

に
声
を
掛
け
ら
れ
て
な
か

た
の
で

た
の
だ
が
リ

プ
サ

ビ
ス
ま
で

て
し

ま

た

守
備
に

し
て
は
鉄

を
誇

た
実
績
を
持
ち
上

ら
れ
て
い
る

 
エ
ギ
ル
の
気
持
ち
が
分
か

た

な
る

ど

こ
れ
は
と
て
も
心
地
い
い

 
心
が
躍
る
よ
う
だ

ジ

ア
ア

戦
闘
開
始

 
新
し
い

ハ
ン
タ

の
雄

び
と

彼
の

が
上
が
る
の
は
同
時
だ

た

 
ハ
ン
タ

が

け
寄

て
来
る

後
ろ
に

す
ま
い
と
エ
ギ
ル
と
共
に
構
え
る
と

を
過
ぎ
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る
よ
う
に

の

が

し
た

彼
が
放

た
も
の
だ

れ
て
シ
ノ
ン
の
蒼
白
い

レ
イ
ン

の

鉄
の
剣
が

す
る

 
ち

と
し
た
刃
の
雨
の
様

だ
が

ハ
ン
タ

達
は

む
事
無
く
直
進
し
て
く
る

ぬ

ん

う
お
お
お
お

 
そ
こ
で

エ
ギ
ル
と
共
に

ド
ス
キ
ル
を
発
動

 

神
聖
剣

重
突
進
打
撃
技

ユ
ニ
コ

ン
・
チ

ジ

で
先

の
ハ
ン
タ

を
吹

ば
し
後

を

き

む
形
で
後
退
を
強
い
る

そ
の

で
は

手

広

技
ワ

ル
・
ウ

ン
ド
が

り
を
上

一
・
二
列
目
の
ハ
ン
タ

を

め
て

断
し
た

そ
の
ま
ま

後

に
死
体
を
ぶ
つ
け
る
事
で
大
き
く

ま
せ
る

 
そ
こ
で
リ

フ

ユ
ウ
キ
ク
ラ
イ
ン
が
前
進

大
き
く

ん
で
足
を
止
め
た
ハ
ン
タ

達

の
緑
色
の

を
容

く
斬
り
裂
て
い
く

グ
シ

 
そ
の
中
で
横
か
ら

り

む
形
で
ユ
ウ
キ
に

み
付
く
個
体
が
現
れ
た

反
応
し
損
ね

を

ご
と

み
付
か
れ
る

動
き
が
止
ま

た
彼
女
を

機
を

て
い
た
個
体
が

と
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襲

た
ジ

グ

グ
シ

グ
ジ

 
生
身
な
ら

気
な
く
食
い
千
切
ら
れ
ス
プ
ラ

タ

も
か
く
や
の
有
り
様
に
な

て
い
た
だ

ろ
う

 
し
か
し
い
ま
の
体
は

ア

バ

タ

機

の
体
な
の
で
血
が

て
い
な
い

な
ダ
メ

ジ
は

和
す
る

バ
リ
ア
機
能
も
あ
り

た
と
え
バ
リ
ア
を

し
て
も
す
ぐ
に
修
復
出
来
て
し
ま
う

そ
も
そ

も

み
の
力
で
は

け
な
い

ど
の

が
あ
る

 
ハ
ン
タ

も
強

な

を
持

て
い
る
の
だ
ろ
う
が

さ
し
も
の

技
術
製
超
合
金
の
体
は

み

け
な
い
ら
し
い

 
そ
ん
な
隙
を

さ
ず

体
に
は
不
向
き
な
ク
ロ

剣

剣
使
い
の
面

が
攻
め
始
め

る 

ら
ず
ハ
ン
タ

達
も
ユ
ウ
キ
か
ら

を
離
し
た

ハ
 
直
後
彼
女
は
そ
の
場
で
回
転
し

の
ハ
ン
タ

を

め
て
斬
り
裂
く

面
を
斬
り
裂
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い
た
よ
う
で

を
転
が

て

み
に

え
る
個
体
が

出
す
る

 
回
転
斬
り
の
間
合
い
か
ら
ギ
リ
ギ
リ

れ
て
い
た
個
体
が

間
を
や
ら
れ
た
か
ら
か

か
に

後
退
す
る

 

間
ユ
ウ
キ
が

び
掛
か

た

黒
剣
だ
け
で
な
く
彼
女
の
体
も
超
ス
ピ

ド
で
動
く

び
上
が
り
速

そ
の
ま
ま
に
切
り
付
け
る
上

斬
り
は

片
手
剣

発
技

ニ

ク
リ

プ

だ

斬
撃
は
ハ
ン
タ

の
体
を
深
く
斬
り
裂
く

せ
や

あ
あ
あ

 

地
し
て
す
ぐ
ユ
ウ
キ
が

め
に
剣
を
構
え
超
速
で
振
る

た

ホ
リ

ン
タ
ル
に

よ
る
横

ぎ
一
閃
は
大
き
く
よ
ろ
け
て
い
た
ハ
ン
タ

の

を

に

ね
た

 
ブ
シ

と
ウ

ル
ス
に

さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
血

が
上
が
り

紺
の
剣
士
が

黒
く

れ
て
い
く

 
だ
が
彼
女
は
そ
の
ま
ま

の
個
体
に
斬
り
掛
か

た

戦
い
の
最
中
だ
か
ら
か

れ
た
事
に

し
た
様
子
は
無
い

そ
の

か
ら
感
じ
る
の
は
た
だ

を
斬
る
と
い
う
強

な
信
念
だ

け
だ

 
剣

一
と
目
さ
れ
る
リ

フ

に

を

べ
る
勢
い
で
ユ
ウ
キ
も

し
て
き
て
い
る
の
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だ

見
て
い
る
限
り

妖
精
郷
で
剣
を
握

て
い
る
時
よ
り
も

か
に
強
い

 
そ
し
て
そ
れ
は

な
に
も
ユ
ウ
キ
だ
け
に

き
て
い
る
事
で
は
無
か

た

ら

ど
こ
見
て
る
ん
だ

 
情
報

を
生
業
と
し
斬
撃
・
突
属
性
の

剣
と
斬
撃
・
打
撃
属
性
が
主
の
ク
ロ
・
ナ

ク
ル
を
使
い
分
け
て
い
た
ア
ル
ゴ
が
声
を
上

る

体
術

ス
キ
ル
を
鍛
え
て
い
た
彼
女
の
技

術
は
依
然

在
で
あ
り
大
の
大
人

ど
も
あ
る

体
の
ハ
ン
タ

を

弄
し
な
が
ら
的
確
に

を

て
行

て
い
る

 
そ
う
し
て
目
を

ま
せ
た
時
背
後
を
取

た
彼
女
が
大
き
く

び
上
が
る

そ
の
勢
い
の
ま

ま
彼
女
の

が
超
速
で
振
り

か
れ
る

ゴ

ン

 
と
重
い

き
が
上
が

た

 

ナ

ク
ル

義
技

デ

ド
リ

・
ブ
ロ
ウ

だ

た

 
超
強
力
な
打
撃
を
不
意
打
ち
で
後

部
か
ら

け
た
ハ
ン
タ

は

ら
ず
よ
ろ
め
き

に

手
を
突
く

ア

ち

ん

今
ダ

は

 
ア
ル
ゴ
の
声
に
紅
白
を
血
に

め
た

剣
使
い
の
少
女
・
ア
ス
ナ
が
攻
撃
で
応
じ
た

地
下
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フ
ロ
ア
を

ら
す

か
な

り
に
反

し
た
刀
身
が
流
れ
星
の
よ
う
に
三

煌
め
く

 
そ
の
後
一

引
い
た
剣
を
一

の

め
を

ん
で
強
く
突
き
出
し
た

ド
グ
シ

と

ハ
ン
タ

の

部
が

す
る

 

剣

三

撃
技

パ
ラ
レ
ル
・
ス
テ

ン
グ

か
ら

発
技

リ
ニ
ア

へ
の

攻

撃 
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

は
超
高

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
だ
が
現
実
に
は
技
後

直
が
な
い
か
ら

こ
そ
容

に
可
能
と
な
る

十
分
な

力
を
求
め
る
以
上

発
技
を
重

す
る
事
に
な
る
が
彼

女
は
最
初
の
三

撃
で

を
攻
撃
し
て

ま
せ
最
後
の
一
撃
を
放
つ
た
め
の
隙
を
作
る
も
の
と

し
て

撃
技
を

し
た
の
だ
ろ
う

 
強

な

み

み

に
反
応
し

残
る
ハ
ン
タ

が

い
を
定
め
る

オ
イ
オ
イ

オ
レ

ち
を
忘
れ
る
な

 
直
後
近
場
に
い
た
個
体
の
背
後
を
取

た
ア
ル
ゴ
が
逆
手
で

剣
を
振
り
下
ろ
し
た

肉

で
大
振
り
の
そ
れ
は
ハ
ン
タ

の

を
か
ち

り

二
撃
目
で

を

ね

ば
す

き

 
倒
れ
た

体
の
上
で
立
ち
上
が

た
ア
ル
ゴ
が

声
を
上

た
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手
を
ナ

ク
ル
が

み
つ
つ

剣
を
握
り

手
は

を

備
し
て
血

れ
た

色
の

フ

ド
の

で
深
く

み
を
作
り
な
が
ら

の
個
体
へ
と
息
を
殺
し
て
近
付
き
始
め
た

そ
の

個
体
は

れ
て
い
る
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
達
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
か
ら
気
付
い
て
い
な
い

終
わ
り
ダ

ギ
 

び
掛
か

た
勢
い
で
肉

の

剣
で

を
か
ち

り
に
い
く

部
を
斬
り
付
け
ら
れ

ん

だ
ハ
ン
タ

は

間
を

か
ず
リ

フ

に

を

ね
ら
れ

絶
命
し
た

 
血

が
吹
き
上
が
り

少
女
達
の

体
を

く

し
て
い
く

 

く

く

よ
り
紅
く

 

み
が
増
し
て
い
く
様
は
ま
る
で
よ
り
強
力
な
個
体
で
あ
る
事
を
表
わ
す
カ

ル
を
思
わ

せ
る

を
斬
り

血
を

び
る

に
紅
く
な
り

そ
し
て
果
て
に
は

ダ

ク
ク
リ
ム

ン

の
よ
う
に
紅
黒
く
な
る
の
だ
ろ
う

 
た
だ

彼
の
た
め
に

 

血
の

約

 
か
つ
て

鉄
の
城
で

い
た
騎
士

の
由
来
に
似
た
も
の
を
覚
え

私
は

え
た
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血

騎
士

 
あ
の
名
前
に
は
命
を

け
合
う
戦
友
と
の

い

の
意
味
を

め
て
い
る

を

べ
死
線

を
潜
り

け
る
事
で
芽
生
え
る
友
情
と
信
頼
こ
そ
強
大
な
力
と
な
る

そ
う
思

て
私
は
名
付

け
た
の
だ

そ
し
て
事
実

血

騎
士

は
三
十
名

ど
の
中

な
が
ら

デ
ス
ゲ

ム

攻
略
の
最
大
戦
力
へ
と
成
⻑
し
た

 
そ
れ
と
同
じ
事
が

現
実
で
も

き
て
い
る

 
い
や

現
実
世
界
だ
と
か
仮
想
世
界
だ
と
か
そ
う
い
う

組
み
に
は
収
ま
ら
な
い
も
の

な
の
だ

 
人
の
想
い
は
ど
ち
ら
も
変
わ
ら
な
い

あ
の
世
界
で
想
い
感
じ
た
事
は
全
て
現
実
の
そ
れ

と
変
わ
ら
な
い
の
だ

心
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
で
あ
り
決
し
て
偽
れ
な
い
も
の
な
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら
彼
女
達
は
こ
こ
に
い
る

彼
を
助
け
る

だ
け
に
血
に

れ
な
が
ら
も

た
と
え

生
身
の
体
で
は
な
い
と
し
て
も

剣
を

り
殺
し
合
い
の
場
に
立

て
い
る

い
ま
彼
女
ら

は

あ
の
世
界
で
真
に
命
と
心
を

し

己
を
救

た
少
年
の
た
め
と

い
さ

ん
で
い
る

そ
れ
を

血
の

約

と

わ
ず
し
て

と

お
う
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ま
る
で

時
が

た
よ
う
に
も
思
え
た

  
命
を
掛
け
な
り

り
構
わ
ず
全
力
で
生
き
る
べ
く
数
多
の
戦
場
を
掛
け

層
を

破
し

け
た
日

の
記

が

裏
を

る

あ
の

ど
生
き
て
い
る
と
感
じ
た
事
は
無
か

た

死
を
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ

逆
説
的
に
生
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
だ

 
だ
が

い
ま
は
違
う

 
私
は
い
ま
命
を
掛
け
て
い
な
い

 
だ
が
誇
り
を

け
て
い
る

血
の

約

と
い
う

彼
と
の
強

な
繋
が
り
を

だ
か
ら
こ

そ

い
ま
私
は
生
き
て
い
る
と
感
じ
る

ハ
ン
タ

残
り
三
体

 
彼
の
声
で
意
識
が
現
実
へ
と
引
き

さ
れ
る

 

を
見
回
せ
ば
ど
う
や
ら
本

に
残
り
三
体
の
よ
う
だ

物
陰
に

れ
て
い
る
様
子
も
な

い

そ
う
し
て
い
る
間
に
ユ
ウ
キ
と
リ

フ

が

み
撃
ち
で
一
体

ち
取

た

 
残
る
二
体
も
ア
ル
ゴ
と
サ
チ
に
よ

て
す
ぐ

ち
取
ら
れ
生
体
兵
器
ら
し
い
個
体
は
全
滅

 
紅
黒
く
血
に

れ
た
少
女
達
は
勝

を
祝
い
も
せ
ず

の

に

た

て
い

た
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そ
し
て
数
分
足
ら
ず
で

生
存
者
を
発
見
す
る

  
そ
こ
に
は

亡
国
機
業

に
与
し
て
い
た

ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

が
い
た

  

Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１

 

無
間
の
剣
士

 

Ｅ
Ｎ
Ｄ
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・

場

 
人
の
意
思
の
力
を
信
じ
る
夢
想
家

 

場

の
私
は
信
じ
て
い
る
の
で
す
よ

シ
ス
テ
ム
を
超
越
す
る
力
の
存
在
を
と
い
う

が

場
の
心
情
を
大
体

い
表
し
て
い
る

本
作
で
は
シ
ス
テ
ム
を
超
越
す
る
力
を

と
い
う
形
で
認
識
済
み
な
の
で

更
和
人
に
対
す
る

価
が
高
い

 
更
に
和
人
か
ら
波

し
て
い

て
い
る
と
こ
ろ
も

場
的
に
大
興

要

 
お

で

場
自
身
も
し

か
り

ま

て
し
ま

て
い
る
が
本
人
は
大
変

せ
そ
う
な
の
で

モ

マ
ン
タ
イ
で
し

う

  
・

朋

 
ナ

ク
ル

ク
ロ

剣
を
使
い
回
し
て
い
た
情
報

 
地
味
に
体
術
を
鍛
え
て
い
た
の
で

性
を
活
か
し
た
暗
殺
プ
レ
イ
が
可
能

今
話
で
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は

え
ら
れ
て
い
る
間
は

弄
し
つ
つ
不
意
打
ち
格
闘
見
失

て
い
る
状

で
は
背
後
か
ら

か
ち

り
の
暗
殺
行
動
を
乱
発
し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
あ
ま
り

快
な
戦
闘
を
経
験
し
て
い
な
か

た
反
動
か
ち

と

し
ん
で
い

る
節
が
あ
る

  
・
紺

木

 
覚
醒
し
た
剣
士

 
い
く
ら

み
が
無
い
と
は
い
え
間
近
で

大
モ
ン
ス
タ

が

み
付
き
に
来
て
動
揺
も
し
な

い
の
は
か
な
り
異
常
だ
が

ユ
ウ
キ
は
こ
れ
で
平
常
運
転
に
な

て
い
る

 
愛

て
怖
い
な

合

葉

  
・
桐

谷
和
人

 
い
つ
の
ま
に
か
血
の

約
を
結
ん
で
い
た
主
人

 
ま
あ
命

け
で
助
け
た
た
め
い
ま
助
け
ら
れ
て
い
る
事
を

え
れ
ば
あ
な
が
ち
間
違

て
い

な
い
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達
の
精
神
的

に
な

て
い
る
た
め

の

に
キ
リ
カ

ユ
イ
達
を
使
わ
れ
る
心

配
が
な
く
な

た

 
今
話
で
は
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を

結
更
に
組
み

え
た
エ
ネ
ル
ギ

の

を
放
つ
⻑
弓

で

護
し
て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２

天
獄
の
狂
演
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

点

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

 

数

約
九
千

 
今
話
は
回
り
く
ど
い
上
に
会
話
だ
け
な
の
で

要
約
を
後
書
き
に
書
い
て
い
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
協
定
世
界
時
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
時
間
二

二
五
年
 
七
月
九
日
 
二
一

時
五
十
分

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

製

会

ス

ク
ト
ル
本

ビ
ル
地
下
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ス
タ

フ
ル

ム

  
死
体
が
動
き
出
す
地
獄
と
化
し
た
地
下

の
一

で
三
人
の
人
間
と
十
を
超
え
る
機

の

人
型
が

を
突
き
合
わ
せ
る

会
話
を
し
て
い
る
の
は

三
人
の
生
き
た
人
間
が
主
だ

た

 
そ
の
一
人
で
あ
る

こ
の
状
況
に
そ
ぐ
わ
ぬ

い
少
年
が

む

と

に
手
を

て
る

つ
ま
り
ヴ

サ
ゴ
は
以
前
ま
で
亡
国
機
業
に

・個
・人
・で

わ
れ
て
い
た
だ
け

学
園
襲
撃

で
契
約
が
切
れ
た
後

グ
ロ

ジ

ン

の

兵
と
し
て

わ
れ
た
か
ら

今
は

が
切

れ
て
い
る

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
重

で
あ
る
事
を
知

て
い
た
の
は
直

ス
カ
ウ
ト
し
に
来
た

手
だ
か
ら

そ
し
て
今
日

ガ
ブ
リ
エ
ル
が

い
る
チ

ム
は
こ
こ
の
地
下
に
あ
る

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

と
や
ら
の
回
収
に
来
た

そ
う
い
う

だ
な

 
白
髪
金

の
少
年
が

こ
の
数
分
で
交
わ
し
た
情
報
を
要
約
し
た

 
そ
れ
に

き
を
返
す

そ
う
だ

そ
ち
ら
は

こ
の
地
下
に
ア
キ
ト
・
オ
リ
ム
ラ
の
専

機

白
式

の
反
応
が
あ

た
か
ら

り

ん
で
き
た
の
だ

た
な

本
人
の
場

は
分
か
ら
な
い
の
か

束

士
が
ナ
ノ
マ
シ
ン
を
仕

ん
で
い
た
と
し
て
も
そ
こ
か
ら
電
波
を

信
す
る
機

を
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け
取

て
な
い
か
ら
な

正
直
な
と
こ
ろ
手

れ
と
は
思

て
い
る

そ
う
か

 

と
見
切
り
を
付
け
て
い
る
様
子
に

情
だ
な
と
は
思
わ
な
か

た

 
先
に
死
ん
だ
隊

や
ヴ

サ
ゴ
に
よ
れ
ば
い
ま
の
状
況
は

ン
ビ
パ
ニ

ク
系
フ

ク
シ

ン
作
品
に

似
し
た
状
況
で

ン
ビ
化
の
原
因
で
あ
る
ウ

ル
ス
は
生
体
兵
器
開
発
の
た
め
に

さ
れ
た
も
の

と
い
う
設
定
が
定

ら
し
い

 
そ
の

を

て

め
る
な
ら
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
全

を
襲

て
い
る
事

は
深

な
バ
イ
オ
ハ

ザ

ド
そ
の
も
の
で
あ
り
原
因
の
ウ

ル
ス
は
生
体
兵
器
の
た
め
に

り
出
さ
れ
た
も
の
と

え
る

 
死
ん
だ
者
が

り

ま
れ
た
者
も
ま
た
動
く
死
体
と
化
す
状
況
下
で

さ
れ
て
い
る
人

間
が
無
事
と
は
思
え
な
い

な
に
よ
り
こ
の

設
は

亡
国
機
業

の
ア
ジ
ト
だ
と
い
う

亡
国
機
業
に
よ
り
生
体
兵
器
化
の
実
験
を

け
た
過
去
を
持
つ
実

が
目
の
前
に
い
る
以
上

や
は
り
ア
キ
ト
・
オ
リ
ム
ラ
の
無
事
は
絶
望
的
と
見
た
方
が
い
い
だ
ろ
う

 

そ
う
思

す
る

ら

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
一
つ
の
欲
求
に
も
意
識
を
向
け
て
い
た

 

像
を

し
て
見
た
程

だ
が

そ
れ
で
も

桐

谷
和
人

英
雄
と

一

復
讐
者
の
死
闘
に

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
強
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く
深
い

き
が
あ
る
事
を
見
出
し
て
い
る

な
善
悪
で
は
語
れ
な
い
衝
突

電
子
化
さ
れ
て

い
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う

に
収
ま
ら
な
い
も
の
を
見
せ
た
あ
の

き
を
い
ま
も

明
に

記

し
て
い
た

 
復
讐
者
の

き
は

本

的
に
は
英
雄
の
そ
れ
の
写
し
で
し
か
な
い
の
だ
ろ
う

 
だ
が
た
だ
の
写
し
で
は
な
か

た

英
雄
に
は
な
い
復
讐
者
と
し
て
の
在
り
方
は
ま
た
違

た

き
が
あ
る
事
に
気
付
い
た
の
だ

 
あ
の
復
讐
者
と
し
て
の

き
を

り
越
え
更
に
強
い
意

で
超
克
し
た
剣
士
の
魂
は
ど
れ

ど
の

き
を
持
つ
の
か

己
を
神
と

せ
んし

う称
し
た
存
在
へ
の
最
後
の
一
撃
程

で
は
収
ま
ら
な

い
だ
ろ
う
事
は
想
像
に

く
な
い

な

な
ら
復
讐
者
の
魂
は
一
つ
の
世
界
全
て
を

み

む

地
獄
の
泥

を

現
さ
せ
て
い
た
か
ら
だ

そ
れ
を

り
越
え
た
魂
が
あ
の
光

以
上
の
力
を

持

て
い
る
事
は
明
ら
か
で

必
然
的
に
魂
の

き
も
よ
り
強
い
だ
ろ
う
と
推

し
て
い
た

 
ヴ

サ
ゴ
と
共
に

し
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

時
は
キ
リ
カ
と
い
う

も

欲
し
て
い
た
が
セ
ブ
ン
ホ
ロ
ウ
の
戦
い
を
見
た
後
か
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
目
標
は
桐

谷
和

人
に

ら
れ
て
い
た

そ
れ
だ
け
強
い

き
を
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
か
つ
て
己
が
殺
め
た
少
女
ア

リ
シ
ア
・
ク
リ
ン
ガ

マ
ン

を

い
て
見
た
事
が
無
か

た
程
だ
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認
識
は
二

目
の
邂
逅
と
な
る
剣
士
に
突
き

う
十

名
の
剣
士
を
見
て
少
し
の
変
化
を

し
て
い
る

 

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
日
本
の

ゲ

マ

と
し
て
最
も
有
名
な

Ｓ
Ａ
Ｏ

サ
バ
イ
バ

生
還
者

へ
の

心
が
強
か

た

ボ
ス
戦
放

を
は
じ
め
世
界
に
知
ら
れ
た

攻
略
組

と
呼
ば
れ
る
者
達
は

命
を

し
て
全
力
で
生
き
る

を
知
ら
し
め
て
い
る

監
獄
に

し
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

虚
構
の
世
界
で
現
実
そ
の

も
の
の
よ
う
に
リ
ア
ル
な
感
情
を

し
み
な
く
振
り
撒
い
て
い
た

強

へ

む

ま
し
い

勝
ち

を
上

る

間
を
喪
い
悲

に

を
歪
め
る

そ
の
全
て
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
を

方

も
な
く
魅
了
し
た
も
の
だ

 
そ
れ
を
よ
も
や
リ
ア
ル
で
も
見
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た

ど
れ
だ
け
い

て
も
少
年

以
外
は
た
だ
の
一

人
と
い
う
認
識
だ

た
か
ら
だ

 
一

人
で
あ
る

の
面
子
が
こ
こ
に

る
の
は
数
日
前
に
報
道
さ
れ
た
森
羅
の
守
護
者
の

ロ
ジ

ク
を
流

し
た
か
ら
だ
と
理
解
し
た
が
問

は
そ
こ
で
は
な
い

極
ま
る
地
獄
を

前
に
し
て

気

に

む
し
ろ

応
す
る
程
の
精
神
力
に
こ
そ
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

目
し
た

 
ま
だ
こ
の
目
で
見
て
い
な
い
が

こ
の
部

に

り

く
ル

ト
に
あ
る
化
け
物
を

え
る

限
り
彼
ら
は

と
な
く
そ
れ
ら
に
遭
遇
し
退
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

今
で
こ
そ

に
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な

て
い
る
が
部

に
入

て
来
た
ば
か
り
の
森
羅
の
守
護
者
の
面

主
に
女
性

は

ど
血
塗
れ
に
な

て
い
た

そ
の
反
面
少
年
は
小

な
ま
ま
だ

た
が
生
身
の

少
年
を
万
が
一
に
も
化
け
物
に
変
え
な
い
た
め
の

な
の
だ
ろ
う

つ
ま
り
主
に
殺
し
合
い
を

演
じ
た
の
は

少
年
の
強

な

き
に
呼
応
し
た
少
女
達
な
の
だ

 
だ
か
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

解
放
の
英
雄
と
呼
ば
れ
る
剣
士
だ
け
で
な
く

攻
略
組
と
呼

ば
れ
た
ト

プ
プ
レ
イ

達
に
も

心
を
寄
せ
て
い
る

た
だ

に
い
る
者
達
か
ら

英

雄
と
同

の

に
成
⻑
す
る

き

と
見
始
め
た

 
彼
ら
の
魂
の

き
は
ど
ん
な
宝

よ
り
も

重
で
世
界
中
の
大

が

ド
ル
の
札
束

を

も
う
と
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ

出
来
得
る
事
な
ら
彼
ら
の
魂
を
一
人
残
ら
ず
キ
リ
カ

の
よ
う
に
デ

タ
化
し
そ
れ
ら
を
秘
密
の
部

に

べ
気

に

ん
だ
魂
を

み
の
世
界
に

ロ

ド
し
い
か
よ
う
に
も
望
む
ま
ま
に

い
た
い
と
思
う

ど

そ
う
な
れ
ば
壊
れ
た
り
歪

ん
だ
り
し
た
魂
を
手

に

き

し

一
か
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

み
形
に
作
り

え
ら
れ
る

 
い
や
あ
る
い
は
い
ま
こ
こ
で
少
年
を
殺
せ
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

と

を

た
思

に
意
識
を
向
け
た

 
か
つ
て
ア
リ
シ
ア
を
手
に
掛
け
そ
の
魂
を
喰
ら

た
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

手
の
魂
が
い
つ
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を
キ

カ
ケ
に

く
か
を

え
る
ク
セ
が
あ

た

ア
リ
シ
ア
は
最
後
の
別
れ
の
時
に

か
く

す
る

に

う
愛
情
表
現
を
し
た

に
最
も

い
た

な

な
ら
彼
女
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
事

を
離
れ
た
く
な
い
と

す
る
程
に
は

ん
で
い
た
し
そ
の

手
か
ら
の
愛
情
表
現
に
喜
ぶ

な
心
が
あ

た
か
ら
だ

心
が

た
さ
れ
た
時

そ
の
者
の
魂
は
最
も
強
く

く
の
だ
ろ
う
と

ガ
ブ
リ
エ
ル
は
こ
れ
ま
で
の

生
で

え
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
残
念
な
が
ら
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
特
定
の

か
を

し
く
思
い

先
し
て
行
う
事
が
無
か

た

い
や
魂
の
探
求
こ
そ
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
と

て
最
も
打
ち

め
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
他
に

け
る

が
無
か

た
の
だ

あ
る
程

の
年

に
な

て
か
ら

軍
す
る
た
め
に
動
い
た
し

グ
ロ

ジ

ン

の
重

会

と
し
て
の
仕
事
も
あ

た

付
き
合
い
で

を
過
ご
す
事

こ
そ
あ
れ
自
ら
動
く
事
は
常
に
探
求
だ
け
だ

た

そ
れ
こ
そ
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
と

て
最
も

実
し
た
時
間
だ

た
か
ら
だ

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

麻

の
よ
う
な
思

だ
と

ど
こ
か

静
な
部
分
で
己
を
客
観

し
た

 
こ
れ

ど
他
者
の

か
し
い
魂
を
求
め
る
の
に
は

な
魂
と
は

か
と
い
う

学
的

な
疑
問
だ
け
で
な
く
か
つ
て
ア
リ
シ
ア
の
魂
で
得
た
経
験
が
衝
動
と
な

て
い
る
か
ら
だ

の
光

す
ら
消
え
真
上
か
ら
木

の

を

い
て

り

ぐ

つ
も
の
白
い
光
の

と
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か
す
か
な

の

を
認
識
し
た
あ
の

間
得
も

わ
れ
ぬ
高

感
を
得
た
事
を
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

覚
え
て
い
る

そ
し
て
そ
の
時
己
が
こ
れ
か
ら
ず

と
い
ま
見
た
も
の
を
追
い
求
め
て
い
く

事
に
な
る
と
確
信
し
た
事
も

 
そ
の
た
め
な
ら

で
も
す
る
の
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
信

だ

た
が
し
か
し
い
ま
英
雄
の
命

を
奪
う
事
は
得
策
で
は
な
い
と
判
断
し

結
果
的
に
却
下
す
る
事
に
し
た

 
魂
の
探
求
は
己
が
生
き
て
い
な
け
れ
ば
出
来
な
い
事
だ

彼
我
の
戦
力
差
場

の
現
状
を

え
れ
ば
こ
こ
で
彼
ら
と

対
す
る
事
は
愚
策
で
し
か
な
い

ク
レ
イ
ジ

な

の
多
い

兵

を
取
り

め
る
た
め
に
演
じ
た

タ
フ
な
指

と
し
て
の

面
が
そ
う
声
を
上

た
の
だ

を
有
す
る
少
年
と

と
同

の
性
能
の
体
を
持
つ
ト

プ
プ
レ
イ

達
を

手
に
す
る

に
は
愛

の

で
す
ら

鉄

の
よ
う
に
頼
り
な
い

一
撃
で

を
更
地
に
変
え
ら
れ
る
武

器
を
持

て
い
る
と

え
れ
ば

あ
ま
り
に
無
謀
な

え
だ

た

 
世
界
の
ど
こ
で
ど
れ

ど
の

の
争
い
が

き
よ
う
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
は
興
味
が
無
い

 
だ
が
魂
の
探
求
を

む
要

だ
け
は
ど
う
し
て
も
無

で
き
な
か

た

そ
れ
は
己
の
生
死
も

同
じ
で
あ
る

 

時
間
に
し
て
数

も
な
い
間
に
思

を
終
え
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

を

じ

か
に
背
中
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を

わ
せ
た

 

に
目
を
開
け
た
時
に
は

も
う
氷
の
よ
う
な
思

力
が

て
い
た

 
い
ま
目
の
前
に
極
上
の
魂
が
あ
る

国
の

者
た
ち
の
魂
が
王

の

を
取
り

く
ル

ビ

や
サ
フ

イ
ア
エ
メ
ラ
ル
ド
な
ど
の
ポ
ピ

ラ

な
宝

だ
と
す
れ
ば
彼
の
そ
れ
は

大
な
ダ
イ

モ
ン
ド
だ

そ
れ
を
手
に
入
れ
る
に
は
い
ま
は

と
し
て
も
こ
の
地
獄
を
生
き

か
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

 
最
悪

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
の
回
収
は
出
来
な
く
て
も
構
わ
な
い

現
状
を
知

た
上
に

に
無
か

た

と
で
も

え
ば

正

な
の
で

ら
か
の

で
済
み

と

の
指

が
出
さ
れ
て
終
わ
る

に
部
隊
は
十
分
の
一
以
下
と
い
う
壊
滅
状

な
の
だ

こ
こ
で
撤
退

し
た
と
こ
ろ
で

し
ま
れ
る
事
は
無
い

 
と
は

え

あ

さ
り
と
撤
退
す
る
の
は

少

体
な
い
部
分
も
あ
る

こ
ち
ら
は
私
と
ヴ

サ
ゴ
し
か
生
き
残

て
い
な
い
か
ら
な

に
撤
退
し
て
も
い
い
と
は

え
て
い
る

あ

ブ

ロ
兄
弟

そ
り

ち
と
マ
ズ
い
ん
じ

ね

か

 
ア
イ
ツ
ら
を
死
な
せ
て

物

も
使
い

ん
で

そ
れ
で

の
成
果
も
無
し
じ

お

め
ど
こ
ろ
じ

ね
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流

に
彼
は
こ
の
チ

ム
の

隊
⻑
に

し
た
だ
け
あ
り

な
る

良

に
は
な
い
状
況

把
握
力
を
持

て
い
る

だ
ろ
う
な

 
す
ま
し

で
ヴ

サ
ゴ
の
異
論
に

い
た

だ
か
ら
最

限
の
成
果
が
必
要
だ

開
発
さ
れ
た
も
の
が
ウ

ル
ス
で
あ
る
な
ら
万
が
一
を

慮
し
そ
れ

の
ワ
ク
チ
ン
が
作
ら
れ
て
い
る

だ

そ
う
で
な
く
と
も
ウ

ル
ス
の
構
成
な

ど
の

を
回
収
す
る
だ
け
で
も
あ
る
程

価
さ
れ
る
だ
ろ
う

そ
し
て
そ
の
機
会
は
今
し
か

な
いそ

れ
は

故

 
白
髪
を
揺
ら
し
て
和
人
が
問
う
て
き
た

ま
だ
予

の

だ
が
お
そ
ら
く
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
合

国
に
放

さ
れ
ミ
サ
イ
ル
な
ど
に

よ
る
滅

作
戦
が
実
行
さ
れ
る

だ

生

系
全
て
を

し
か
ね
な
い
ウ

ル
ス
の
根
絶
に
は
ま

と
め
て
消
し

ば
す
方
が

が
い
い

一

撤
退
す
れ
ば
こ
こ
に

て
来
る
の
は
死
を
意

味
す
る

あ

そ

い
や

ン
ビ
パ
ニ

ク
物

て
大

最
後
は

破
さ
れ
て
る
も
ん
な
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オ

お
前
も
知

て
る
ク
チ
か

い
い
ね

は

の
方
が

み
な
ん
だ
が
そ

ち
は
ど

う
な
ん
だ

ゲ

ム
シ
リ

ズ
か

イ

に

れ

れ
し
い
な

お
前

 
無
精

の
サ
ム
ラ
イ
が

得
の
声
を
上

る
と
ヴ

サ
ゴ
が
そ
れ
に
反
応
を
示
し
た

ま
る

で
同

を
見
つ
け
た
か
の
よ
う
な

み
を
見
せ
る
ヒ
ス
パ
ニ

ク
系
の
波
打
つ
黒
髪
の
男
に
サ

ム
ラ
イ
が
表
情
を
歪
め
る

 
ヴ

サ
ゴ
は
デ
ス
ゲ

ム
で
レ

ド
プ
レ
イ

を

す
る

目
だ

た
か
ら
彼
ら
か
ら
の

心
証
は
良
く
な
い

む
し
ろ
遭
遇
し
た
時
真

先
に
斬
り
掛
か
ら
れ
て
い
な
い
事
が

ば

に
も
思
う

 
本
人

く

一

共
闘
し
た
間

だ
か
ら
だ
ろ
う
と
の
事
だ
が

 
一

ヴ

サ
ゴ
に
目
を
向
け
た
後
あ
ち
ら
の
リ

ダ

の
少
年
へ
と

す

彼
も
ま
た
ヴ

サ
ゴ
を
見
て
い
た
が

こ
ち
ら
が

目
し
た
の
を

し
た
か
す
ぐ
見
返
し
て
来
た

と
も
あ
れ

我

は
ま
だ
活
動
す
る
予
定
だ

そ
こ
で
取
引
を
し
な
い
か

こ
ん
な
状
況
だ

生
き
残
る
に
は
協
力
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う

取
引

そ
れ
を
交
わ
し
て
こ
ち
ら
に

の
メ
リ

ト
が
あ
る

戦
力
な
ら

に
足
り
て
い
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る

明
ら
か
に
こ
ち
ら
に
掛
か
る
負

が
大
き
い
と
思
う
が

そ
れ
に
見
合
う
代
価
は

だ

 

件
を
確
認
し
て
き
た
事
で

第
一

は
突
破
と
判
断
す
る

 

あ

さ
り
撤
退
す
る
事
を

体
な
い
と

え
た
理
由
は
桐

谷
和
人
と
の
実

的
な
ツ

テ
を
得
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
だ

 

合
わ
せ
は

学
園
で
一

し
て
い
る
が

そ
れ
だ
け
で
は
ツ
テ
と
は

え
な
い

実

的

な
や
り
取
り
を
一

し
て
か
ら
そ
う

え
る
の
が

だ

そ
し
て
い
ま
は
そ
れ
を
す
る
チ

ン

ス
な
の
で
あ
る

 

グ
ロ

ジ

ン

は
⺠
間
軍
事
会

つ
ま
り

事
を
中
心
に
し
た
企
業
だ

今
後
世

界
の
中
心
に
立
つ
者
の

に
い
た
方
が
魂
を
得
る
機
会
も
増
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
下
心
が
あ

た 
ま
た
男
性

者
の
片

れ
と
直

契
約
を
交
わ
し
た
と
な
れ
ば
今
回
の
失

も
あ
る
程

和
さ
れ
る
と

ん
で
も
い
る

 
そ
れ
は
あ
ち
ら
も
理
解
し
て
い
る

だ
か
ら
ど
れ
だ
け
良

件
を
出
し
更
に

協

を
引

き
出
せ
る
か
に

か

て
い
る

重

と
は
い
え
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
は
な
い
以
上
ベ

ト
も
多
少
限
ら

れ
て
い
る
の
が
ネ

ク
だ
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ち
な
み
に
こ
の
時
点
で
ウ

ル
ス
サ
ン
プ
ル
の
回
収
は

め
て
い
る

亡
国
機
業

と
明
確

な

対

に
あ
る
彼
と
良

な

を
結
ぶ
な
ら
ア
レ
を
回
収
し
て
は

合
が
悪
い

あ
の

ウ

ル
ス
は
間
違
い
な
く
亡
国
機
業
が
作
り
出
し
た

物
で
あ
り
そ
れ
を
闇
に

ら
な
い

限
り

間
違
い
な
く
第
二

第
三
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
が
出
現
し
て
し
ま
う
か
ら
だ

 
い
ま
は

よ
り
も
桐

谷
和
人
と
の

構

が
最

先
で
あ
る

私
個
人
と

そ
れ
に
加
え

グ
ロ

ジ

ン

と
の
ツ
テ
だ

足
り
ん

 
バ

サ
リ
と
切

て
捨
て
た
和
人
が

を
組
む

す
る
よ
う
な

振
り
だ
が
そ
の

は

真
剣
だ

少
な
く
と
も
こ
ち
ら
を
下
に
見
て
い
る
様
子
で
は
な
い

 
お
そ
ら
く

あ
の

勢
は

ビ

タ

と
呼
ば
れ
た
時
代
に

い
た
交

術
な
の
だ
ろ
う

以
前
や
り
取
り
し
た
時
に

グ
ロ

ジ

ン

が
Ｐ
Ｍ
Ｃ
と

い
た

生
憎
と
身

護

は
ク
ロ
エ
や
ヴ

フ
ス
達
が
い
る
し
そ
の
サ
ポ

ト
も

ノ
之

士
が
い
る
か
ら

実
し

て
い
る

現
状

ら
な
い

ど
だ

あ
ん
た
達
を
助
け
て
ま
で
負

を
背
負
う
理
由
が
無
い

む
 
和
人
の
反
論
に

ガ
ブ
リ
エ
ル
は

葉
を
返
せ
な
か

た
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事

を
対

す
る
者
は
確
か
に

に
い
た

和
人
に
は
一
定
の
危
険
性
が
あ
る
と

え
る

集

を

ら
せ
る
方
策
ま
た
女
権
弾
や
テ
ロ
組

の
襲
撃
を
憂
慮
し
世
界
最
大

の

護

勢
で
あ
る
事
は
知
ら
れ
た
事
実
だ

と
い
う
不
眠
不

の

護
要

が
複
数
い
る
時
点
で
Ｐ

Ｍ
Ｃ
は
不
要
で
あ
る

却

て
ス
パ
イ
の
出
入
り
を
許
す
事
に
な
り
か
ね
な
い

加
え
て
信

も
出
来
な
い

ア
ン
タ
は
と
も
か
く
ヴ

サ
ゴ
に

し
て
は
亡
国
機
業
と

繋
が
り
が
あ

た
男
だ
か
ら
な

 
そ
う

て
和
人
は

の
男
に

線
を
向
け
る

明
ら
か
な
不
信
感
が
あ
る
が
そ
う
な
る
の

は
仕
方
な
い
事
と

え
る

オ
イ
オ
イ

は
も
う
手
は
切

て
る
ん
だ

三
年
前
と

月
前
の
二
回
も
契
約
を
し
て
い
て

そ
れ
で
信

し
ろ
と

 

仮
に

が

信
じ
て
も

後
ろ
の
み
ん
な
が

得
し
な
い
よ

 
や
や

観
に
近
い
風
情
で

う

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
少
年
の
後
ろ
で

機
す
る
者
達
を
見
て
な
る

ど
な
と

得
し
た

一
様

に
殺
気
立

て
お
り
少
な
く
と
も
ヴ

サ
ゴ
と
の
協
力

に
一
定
以
上
の
忌

感
が
あ
る
の

は
明
白
だ

た

絶
剣

と

閃
光

と
呼
ば
れ
た
少
女
二
人
は
そ
の
き
ら
い
が
最
も
強
い
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を

け
た

絶
剣

に

し
て
は
ヴ

サ
ゴ
が

説
い
た
か
ら
だ
ろ
う

閃
光
に

し
て
は
た
し
か
学
園
襲
撃
時
に

き

ま
れ
た
人
物
だ

た

だ

た

ア
イ
ツ
が
覚
醒
し
た
と

上
機

に
語

て
い
た
事
を
覚
え
て
い
る

 
身
か
ら
出
た

と
い

た
と
こ
ろ
か

ボ
ク
は
絶
対
反
対

信

で
き
な
い
も
ん

私
も

前
に
命
を

わ
れ
た
か
ら

ち

と

オ
イ
オ
イ

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
時
は
共
闘
し
た
だ
ろ

あ
の
時
と
同
じ
対
応
は
出
来
ね

の
か出

来
る

無
い
で
し

 
く

と
絶
剣
が

む

ち

け
と
和
人
に

め
ら
れ
て

ま
る
が

線
は
ず

と
ヴ

サ
ゴ
に
向
け
ら
れ
て
い
た

 
こ
れ
で
は
流

に

色
が
悪
い

ヴ

サ
ゴ
と
い
う
存
在
が

グ
ロ

ジ

ン

の
信

価
値
を
下

て
い
る
の
も
そ
う
だ
が
Ｐ
Ｍ
Ｃ
が

で
き
る

業
価
値
も
和
人
は
必
要
と
し
て

い
な
い
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だ
が

そ
れ
は
和
人
は

と
い
う
限
定
の
話
だ

 
残
る
攻
め

は
そ
こ
く
ら
い
だ
ろ
う

の
一

の
面
か
ら

う
な
ら
協
力
し
た
方
が
い
い
と
思
う
が

君
が
日
本
を
発
つ
時
お
そ
ら
く
ミ
ス
楯
無
や
銀
髪
の
姉
妹
を

て
い
た
の
で
は
な
い
か

 
そ
の
彼
女
達
が
こ
こ
に

な
い
と
い
う
事
は
お
そ
ら
く
生
き
残
り
を
集
め
ど
こ
か
に
立
て

も

て
い
る
の
で
は
と

え
る
が

そ
う
き
た
か

 

わ
ん
と
す
る
事
を
理
解
し
た
ら
し
く

彼
が

を
歪
め
た

 
あ
ま
り
良
い
話
の
持

て
い
き
方
で
は
な
い
な
に
せ
⺠
間
人
を
人

に
取

た
よ
う
な
も
の

だ
か
ら
だ

し
か
し
こ
れ
は
彼
に
有

な
手
と
い
う
確
信
が
あ
る

な

な
ら
こ
の
少
年
は
無

の
⺠
を
見
捨
て
ら
れ
な
い
善
良
な

面
を
持

て
い
る
か
ら
だ

そ
れ
を

き

け
た
事
で
英
雄

へ
至

た
と

え
れ
ば

そ
れ
を

る
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
う

 
こ
こ
で
⺠
間
人
を
見
捨
て
れ
ば

彼
は
己
の
信
念
を
裏
切

た
事
に
な
る

 
魂
の

き
は
そ
れ
で
陰
り
を
見
せ
る

ど
う
し
よ
う
も
な
か

た
と
し
て
も
そ
れ
で
も
見
殺



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演 

し
に
し
た
者
達
へ
の
罪
悪
感
を
背
負

て
い
る
の
な
ら

こ
の
話
を
断
る
事
は
出
来
な
い
の
だ

ま

た
く

が
回
る
な

⺠
間
人
を
人

に
取

た
よ
う
な
も
の
じ

な
い
か

ヴ

サ

ゴ
の
入
れ
知

か

お
い
お
い

な
ん
で
も
か
ん
で
も
悪
事
を

と
繋

ん
じ

ね

よ

先
入
観
が
過
ぎ
る

イ

な
ら
今
後
は
真

な
依
頼
を

け
る
ん
だ
な

 

め
面
で

た
彼
は
は

と
息
を

い
た

先

ど
と
は
種

の
異
な
る

観
を
滲
ま

せ
る

分
か

た

こ
ち
ら
の

件
を

む
の
な
ら

そ
ち
ら
の

し
出
を

け
よ
う

 
コ

ヒ

を

ん
だ
ん
に
使

た
ブ
ラ

ク
コ

ヒ

を

に
し
た
子

の

で

と

ば
か
り
に
そ
う

た

 
そ
れ
に
異
を

え
た
の
は

意
を
む
き
出
し
に
し
て
い
た

絶
剣

だ

ち

和
人

ホ
ン
ト
に

け
る
の

 
ま
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
を

間
に
す
る

て
本
気

本
気
だ

ま
あ
裏
切
ら
れ
た
ら
達

に
し
て

ら
の

に
で
も
す
れ
ば
い
い

あさ
り
気
に
え

つ
ね

な

お
前

ら
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や
や
引
く
様
子
を
見
せ
つ
つ
ヴ

サ
ゴ
が

を

む

企
業
の
重

で
あ
る
事
を
知

た
生
き

残
り
二
人
を

殺
し
た
男
と
は
思
え
な
い
が

た
だ
お
ど
け
て
い
る
だ
け
だ
ろ
う

有

い

そ
れ
で

件
と
は

 
先
を

す
と

和
人
は

件
を
五
つ

た

 
一
つ
目

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

や
そ
の

を
見
つ
け
た
場
合

仮
に
複
数
あ

て
も
ガ
ブ

リ
エ
ル
達
は

グ
ロ

ジ

ン

に
持
ち
帰
ら
な
い
事

 
二
つ
目

ノ
之

士
に
解

ワ
ク
チ
ン
を
作
成
し
て
も
ら
う
の
で

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

お
よ
び
そ
の
ワ
ク
チ
ン
は
和
人

に

る
事

 
そ
の
二
つ
は
亡
国
機
業
の
手

に
ウ

ル
ス
サ
ン
プ
ル
が

ら
な
い
事
や
同
じ
災

が

き
な
よ
う
に
す
る
目
的
の
た
め
ら
し
い

務
に
反
す
る
た
め
か
ヴ

サ
ゴ
が

い

を
し

た
が

取
引
を
交
わ
す
だ
け
で
も
上
に
は
報

に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う

葉
で

ら
さ
れ
た

見

か
れ
て
い
た
よ
う
だ

 
和
人
と
取
引
す
る
時
点
で
持
ち
帰
る
事
を

ば

め
て
い
た
の
で
了
承
す
る

 
三
つ
目

こ
の
ビ
ル
内
で
ア
キ
ト
・
オ
リ
ム
ラ
の
身

と
白
式
コ
ア
の
奪
還
を
手
伝
う
事

成
り
行
き
に
な
る
の
で
了
承
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四
つ
目

を
脱
出
後
⺠
間
人
の

護

を
手
伝
う
事

本

は

に
脱
出
し

た
い
が

取
引
を

消
し
に
さ
れ
る
の
で
は
意
味
が
無
い
の
で
了
承

 
そ
し
て
五
つ
目
は

対
バ
イ
オ
テ
ロ
組

 
そ
れ
は
国
家
間
の

組
を
超
え
あ
ら

る
国
家
か
ら
精

を
集
め
て
組

さ
れ
る

体
へ

の

属
だ

た

そ
う
だ

恐
ら
く
今
後
ウ

ル
ス
を
悪

し
た
バ
イ
オ
テ
ロ
が

発
す
る
そ
う
で
な
く
と
も

今
回
の
件
で
世
界
的
に
騒
動
が

き
る
だ
ろ
う

序
を

持
す
る
に
は

に
な
る
抑
止
力

が
不
可
欠
だ

Ｐ
Ｍ
Ｃ
に

属
す
る
あ
ん
た
達
に
は
今
後
設
立
さ
れ
る
そ
の
組

に
参
加
し
て
も

ら
う

む

 
こ
こ
に
来
て
今
後
を

す
る

件
を
突

ん
で
き
た
た
め
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

し

え

ん
だ

 
立
場
的
に
は
十
人
も
い
る

の
一
人
と
い
う
最
年
少
の
大

主
で
あ
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

的
な
立
場
こ
そ

⻑
よ
り
下
と
は

え
前
身
と
な
る
グ
ロ

ジ

ン
・
セ
キ

リ
テ
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ズ
の
オ

ナ

経

者
が

だ

た
事
も
あ
り
内
部
の
力

は
上
の
方
に

し
て
い
る

ガ
ブ
リ
エ
ル
が

出
し
す
れ
ば
上
は
反
論
な
ど
で
時
間
を

ぐ
も
の
の
最
終
的
に
は

わ
ざ
る

を
得
な
い
事
も
少
な
く
な
い

そ
れ
を
よ
く
思
わ
な
い
古

達
か
ら
は
戦
死
者
リ
ス
ト
に
載

て

し
ま
え
と
思
わ
れ
て
い
る

魂
の
探
求
以
外
に
は

心
が

い
せ
い
で
強
権
発
動
を
し
た
事
は
な

い
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
内
面
を
知
ら
な
い
幹
部
達
に
は
目
の
上
の
た
ん

そ
の
も
の

そ
れ
を

す
る
形
で
今
回
は
作
戦
立

だ
け
で
な
く
現
場
に
ま
で
出
て
き
て
い
た
背

が
あ
る

 
つ
ま
り

け
よ
う
と
思
え
ば

け
ら
れ
な
く
も
な
い

 
だ
が
す
ぐ
に
は

け
な
い

そ
れ

ど
の
大
事
な
の
も
そ
う
だ
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
も
ど
う

し
よ
う
も
な
い
も
の
は
存
在
す
る

 
そ
れ
は
国
家
権
力
だ

た

す
ま
な
い
が

五
つ
目
は

し
い

グ
ロ

ジ

ン

は
⺠
間
軍
事
会

ど
れ
だ
け
大

手
に
な
ろ
う
と
合

国

の
指
示
が
無
け
れ
ば
国
家
間
を
超
え
た

件
に
は
動
け
な
い

 
時
に
は

ウ

ト
ワ

ク

れ
仕
事
専

の
戦
闘

で

め
外
国
に

ぶ
事
も
あ
る
企
業
だ
が
依
頼
主
の
多

く
は
合

国
の
国

か
ら
で
あ
る

⺠
間
と
は

え
や
は
り
大
手
を

手
に
し
て
い
く
と

な
る
と
必
然
的
に
行
き

く
の
は

な
の
だ

そ
の
見
返
り
と
し
て
多
大
な

を

け
て
お



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演 

り

備
も
⺠
間
企
業
の

に

実
し
て
い
る
グ
ロ

ジ

ン

だ
が

権
力
の
レ
ベ
ル
は
国

家
を
超
え
な
い

 
独
断
で
国
家
を
超
え
る
事
で
約
束
す
る
事
は
流

に
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
も
出
来
な
い
話
だ

た

 

だ
が

あ
あ

い
や

そ
こ
の
と
こ
ろ
は
心
配
な
い

対
バ
イ
オ
テ
ロ
組

と
は

た
が

実

は

対
亡
国
機
業

だ
よ

束

士
が
国

会
会
⻑
と
し
て

に
動
き
始
め
て

る

ア
メ
リ
カ
は
第
二
世
代

ア
ラ
ク
ネ

の
強
奪

ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

の
内

な
ど
で

亡
国
機
業

に
は
色

と

り
が
あ
る
か
ら
か

二
つ
返
事
で

に
参
加
す
る
意

を
表
明

し
て
い
た
ん
だ

だ
か
ら
そ
こ
は
あ
ま
り
気
に
し
な
く
て
良
い

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

念
は

先
回
り
さ
れ
る
形
で
解
消
さ
れ
て
い
た

 

え
て
み
れ
ば
あ
な
が
ち
間
違

て
い
な
い

今
回
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
は
意

的
だ
ろ
う

が
そ
う
で
な
か
ろ
う
が

亡
国
機
業

が

し
て
い
た
ウ

ル
ス
が
原
因
と
見
て
間
違
い
な

い

つ
ま
り
亡
国
機
業
に
対
抗
す
る
組

に
な
る
な
ら
今
回
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
を

慮

し

対
バ
イ
オ
テ
ロ
組

に
も
な
る

部

で
分
け
ら
れ
る
と

え
て
い
い
だ
ろ
う

 

ノ
之
束
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
動
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
表
向
き
に
情
報
が
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出
て
い
な
い
だ
け
で

実

裏
で
は

国

同
士
で
話
し
合

て
い
る
事
な
の
だ
ろ
う

  

な
る

ど

み天

か

  
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

こ
の

件
の
真
意
に
気
付
き

感

し
た

 
五
つ
目
の

件
は

つ
ま
る
と
こ
ろ

亡
国
機
業

に
付
く
か

か

を
決
め
る
最
後
の

審
判
だ

一
つ
目
か
ら
四
つ
目
の

件
は
こ
の
五
つ
目
の

件
を

め
ば
自
動
的
に
了
承
す
る

事
に
な
る

な

な
ら
い
ず
れ
も
亡
国
機
業
に
与
し
な
い

だ
か
ら
だ

了
承
す
る
事
で

ヴ

サ
ゴ
の

い
分
も
一
定
の
説
得
力
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

 
逆
に
こ
れ
を

す
れ
ば

ガ
ブ
リ
エ
ル
と
ヴ

サ
ゴ
は

に
殺
さ
れ
る

流

四
面

歌
の
デ
ス
ゲ

ム
を

り

け
た
だ
け
は
あ
る

流

の

謀
だ
な

め

葉
と
し
て

け
取

て
お
こ
う

そ
れ
で

返

は

 

に
確
信
し
て
い
る
だ
ろ
う
に

魔
化
し
が

か
な
い
よ
う
ハ

キ
リ
と
し
た
返

を
求
め

て
来
る
少
年
の

は

不

な

み
に

ら
れ
て
い
た
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こ
れ
が

必

要

悪

ビ

タ

 

そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が

英
雄
の

き
か

 

全
て

け
入
れ
よ
う

よ
ろ
し
く
頼
む
よ

解
放
の
英
雄

悪
い
が

そ
う
呼
ぶ
の
は
や
め
て
く
れ

英
雄
と
呼
ば
れ
る
の
は

い
だ

そ
う
か

気
を
付
け
よ
う

 
本
気
で
イ

そ
う
に

を

め
た
少
年
に

手
を
差
し
出
す

意

に
気
付
い
た
彼
が
す
ぐ
に

手
を
出
し

握
手
を
交
わ
し
た

  
こ
こ
に
契
約
は
結
ば
れ
た

  

Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２
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天
獄
の
狂
演

 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ

   
・
今
話
の
要
約

 
束
さ
ん
が
動
い
て
い
た
の
は
国
家
の

を
超
え
た

亡
国
機
業

の
構

の
た
め

だ

た
事
が
発
覚

 
そ
れ
を
前

に
秋
十
の

を
企
て
た
の
で

そ
の

は

論
和
人
も
把
握
し
て
い
た

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
と
に
か
く
取
引
を
結

う
と
⺠
間
人
を
人

い
に
す
る

な
手

を
し

た
が

逆
に
和
人

の

を

け
な
い
と

や

お
前

亡
国
機
業

か

と

理
さ
れ



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演 

ち

う
状
況
に
や
り
返
さ
れ

う
よ
り
他
が
無
く
な

た

ガ
ブ
リ
エ
ル
 
と
 
ヴ

サ
ゴ
 
が
 

は
い
か間

 
に
 
な

た

 
原
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
ラ
ス
ボ
ス
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
原
作
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
プ
レ
イ

・
ユ
ウ
キ

 
原
作
Ｇ
Ｇ
Ｏ
最
強
プ
レ
イ

・
ガ

ブ

リ

エ

ル

サ
ト
ラ
イ
ザ

 
原
作
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
大
戦
ラ
ス
ボ
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル

 

ア
ド
ミ

ち

ん
が
加
わ
れ
ば

ワ

ル
ド
最
強

ち

う
ネ

 ア
ル
ベ
リ
ヒ

オ
ベ
イ
ロ
ン

郷

之
は
ダ
メ
で
す

の
意
思

  
・
桐

谷
和
人

 
デ
ス
ゲ

ム
時
代
の
知
略

対
組

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
弱

の
子

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
解
放
軍

聖
⻯

合

血

騎
士

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

風
林
火

な
ど

様

な
ギ
ル
ド
の

の

和
に

し

い
つ
も

意

き
出
し

の

手
と
交

し
て
い
た
の
で
手

れ
た
も
の

 
今
回
は
オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
の

経
験
で
回
廊
結

で

獄
に
入
る
な
ら
助
け
る
入
ら
な
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い
な
ら
殺
す
の
や
り
取
り
の
流

だ

た

 
ち
な
み
に

対
バ
イ
オ
テ
ロ
組

と
い
う

り
な
の
で

亡
国
機
業

が
壊
滅
し
て
も

属
し

け
る
事
に
な
る
⻤

仕
様

グ
ロ

ジ

ン

か
ら
の
出
向
と
い
う
形
に
な
る
が

ど

ち
ら
に
せ
よ
死
亡

高
な
の
で
⻤

な
の
に
は
変
わ
ら
な
い

 
⺠
間
人
を
人

に
取

た
事
で
容
赦
は
不
要
と
判
断
し
た
結
果
で
あ
る

 

コ
レ

の
手

で
は

期
間
を
指
定
せ
ず

更
に
命
を
ベ

ト
さ
せ
る

業

  
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

 
魂
の
探
求
を

け
る
狂
人

 
対
セ
ブ
ン
対
ホ
ロ
ウ
の
戦
い
以

は
キ
リ
カ
が
対

か
ら
外
れ
て
い
た
が
今
回
の
件
で
和

人
の
他
に
ユ
ウ
キ
ア
ス
ナ
達
な
ど
の
面
子
も
魂
収

の
対

に
入

て
し
ま

た

論
一
番

の
本
命
は
現
状
和
人
の
ま
ま

 
あ
る
意
味
和
人
の
魅
力
に
や
ら
れ
た
男

 
た
だ
し

な
事
を
先
に
し
た
の
で
⻤

で
や
り
返
さ
れ
た

ン
ビ
で
死
ぬ
最
後
か
ア
リ

シ
ア

亡
霊

に

か
れ
て
地
獄
に
堕
ち
る
か

き
な
最
期
を

ば
せ
て
や
ろ
う

⻤
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味
方
に
な

た

で
な
く

あ
く
ま
で

の
一

で
行
動
を
共
に
す
る
だ
け
の
間

な
の

で

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

時
代
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
似
た
よ
う
な

郷

亡
国
機
業

  
・
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

 
和
人
と
因
縁
あ
り
ま
く
り
な
男

 

わ
れ
と
は

え
亡
国
機
業
と
繋
が
り
が
あ

た
の
で

さ
れ
る
要

し
か
な
か

た

五
つ
目
の

件
で
強
制
的
に

亡
国
機
業

と

対
す
る

に
な
る
の
で

今
後

で

わ
る
事
は

無
い
だ
ろ
う

 
代
わ
り
に

ン
ビ
と

れ
る
事
に
な

た
が
殺
し
合
い
が

き
な
ら
モ

マ
ン
タ
イ
だ
よ
ね

⻤  
・
森
羅
の
守
護
者

 

と
空
気
だ
が
ず

と

を

し
て
い
る

 
彼
女
ら
彼
ら
が

る
か
ら
こ
そ
和
人
達
は
会
話
に
専
念
で
き
た

ヴ

サ
ゴ
と
再

共
闘
す

る
事
に
か
な
り
の

抗
感
が
あ
る
が
和
人
の
判
断
を
尊
重
し
必
要
以
上
の
反
対
は
し
て
い
な
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い



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演  ・裏

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２

天
獄
の
狂
演
 

・
裏

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
ア
ン
ケ

ト
の
結
果

差
で
裏
が
多
か

た
の
で

裏
を
お
送
り

し
ま
す

 

点

・

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
協
定
世
界
時

フ
ラ
ン
ス
時
間

二

二
五
年
 
七
月
十
日
 
六
時

 
フ
ラ
ン
ス
パ
リ
中
北
部
イ
ル

ド

フ
ラ
ン
ス
地

圏
オ

ド

セ

ヌ

デ

ノ

ア

本

離

場
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静
か
に

け
に

ら
さ
れ
る
時
間

 
フ
ラ
ン
ス
の
大
手

企
業
で
あ
る
デ

ノ
ア

は

く
も
一
部
分
だ
け
明
か
り
が
点
い
て

い
た

 

者
と
は

の

い
で
は
オ
リ
ン
ピ

ク

手
の
よ
う
な

ス
ポ

ツ

手

の

い
だ
が
そ
の
裏
で
は
国

力
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
あ

て
軍
人
と
い
う
二
つ
の

面
を
有
す
る
特

な
存
在
だ

更
に

え
ば

は

空

事
業
に

い
ら
れ
る
マ
ル
チ

フ

ム
ス

ツ
な
の
で

空

工
学
な
ど
に

し
て
も
学
ぶ
極
め
て
多
才
か
つ
多

な

業
で
も
あ
る

 
フ

シ

ン

や
テ
レ
ビ

に

出
し
す
る
か
ら
か
ア
イ
ド
ル
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
見

ら
れ
が
ち
だ
が

む
し
ろ
一

的
な

面
の
方
が

合
と
し
て
は
少
な
い
の
だ

 
そ
ん
な

業
だ
か
ら
こ
そ

い
つ

に
仕
事
が
入
る
か
予
想
を
付
け
づ
ら
い

う

ま
だ
眠
い

 
い
つ
も
よ
り

く

こ
さ
れ
た
せ
い
で
シ

ボ
シ

ボ
す
る
眼
を
く
し
く
し
と

る

眼
が
傷

つ
く
の
で
あ
ま
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
話
だ
が
人
間
欲
求
に
は
抗
い

い
も
の
で
あ
る
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と
は

え

仕
事
に
行
き
た
く
な
い

で
は
な
い

 
デ

ノ
ア

に
舞
い

ん
で
き
た
仕
事
は

者
を
登

す
る

ど
の
大
事
だ

た

し

か
し
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
で

き
て
い
る
事
に
対
し
て
で
は
な
く
友

国
・
ア
メ
リ
カ
合

国
で

き
て
い
る
問

だ

た

し
か
も
そ
れ
を
伝
え
て
き
た
の
は
国

会
会
⻑

ノ
之
束

で

彼
女
が
直

国
に
救

を
呼
び
か
け
る
程
の
異
常
事

で
あ
る

 
そ
れ
を
知
ら
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス

上
層
部
も
か
な
り

惑
し
た
ら
し
い
が

気
持
ち
は

く
分
か
る

フ

ク
シ

ン

の
如
く
死
者
が

り
人
を
襲
い

ま
れ
れ
ば
同
じ
よ
う
に

ン
ビ

死
者
と
化
す

な
ど
と

そ
ん
な
事
を
い
き
な
り

わ
れ
て

が
す
ぐ
信
じ
る
と
い
う
の
か

 
し
か
し
そ
の
話
は
中
継
ニ

ス
で
報
道
さ
れ
て
い
た

ニ

ス
ア
ナ
ウ
ン
サ

と
カ
メ

ラ
マ
ン
が

し
て
い
る
様
子
を
伝
え
る
ラ
イ
ブ
配
信
も
あ
り
そ
れ
が
決
定
打
と
な

た
ら
し

い

他
国
に

れ
て
は
な
ら
な
い
そ
し
て
そ
ん
な
事

を
引
き

こ
し
た

か
を
国
内
に

持
ち

ん
で
は
な
ら
な
い
と
し

に

者
の
投
入
が
確
定
し
た

軍
の
動

も
想
定

し
て
い
る
と
い
う
が

む
し
ろ

が
広
ま
る
ば
か
り
だ
ろ
う
と
今
は
保

中
だ

 
そ
こ
ま
で
判
断
し
た
フ
ラ
ン
ス

だ
が
対

の
火
事
と
し
て
見
て
い
る
の
か
あ
る
い
は

を
恐
れ
て
い
る
の
か

動

さ
れ
た
戦
力
は

者
一
人
だ
け
だ

た
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し
か
も
国
家
代
表
で
は
な
く

代
表

・候
・補

 

ば
れ
た
哀
れ
な
人

は
デ

ノ
ア

に

属
す
る
テ
ス
ト
パ
イ
ロ

ト

シ

ル
ロ

ト
・

デ

ノ
ア

 

す
な
わ
ち
自
分
の
事
だ

あ

あ

ホ
ン
ト

や
だ
な

 
機
体
の

備
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
に

ス

ツ
に

え

そ
れ
で
も
時
間
が

た
の

で
ベ
ン
チ
に

て

て
い
る
と

息
を

ら
し
て
し
ま
う

 

正
が
高
か

た
事
か
ら
去
年
か
ら

者
と
な
り

今
年
初
め
に
国
か
ら
も
代
表
候
補

と
し
て
認
め
ら
れ
た
自
分
は
デ

ノ
ア

の

⻑
ア
ル
ベ

ル
・
デ

ノ
ア
の

一
の
子

だ

し
か
し
な
が
ら
自
分
はめ

か
けの

子

結

し
て
い
る

の
配
偶
者
・
本

か
ら
し
て
み
れ
ば

泥
棒
猫
の
子

と
い
う
立
場

本

自
身
が
子
を

ん
で
い
な
い
か
ら
か
か
な
り

た
り
は
キ
ツ

か

た

 
で
は

は
自
分
を
愛
し
て
く
れ
た
か
と

え
ば

そ
う
で
は
な
か

た

 
そ
も
そ
も
一
年
前
ま
で

自
分
は

が

か

存
命
し
て
い
る
か
す
ら
知
ら
な
か

た
の
だ
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シ

ル
ロ

ト
・
デ

ノ
ア
に
と

て
実

は

一
の
家

で
あ
り
最
愛
の
人
だ

た

物
心
付
い
た
時
か
ら
の

子
家
庭

他
人
に
哀
れ
み
を
時
に

蔑
を

け
も
し
た
が

し
い

と

ら
せ
る

せ
の
前
で
は
大
し
た
こ
と
は
無
か

た

 
し
か
し
子

を
一
人
育
て
つ
つ
生
活
を
保
て
る
だ
け
の
お
金
を

ぐ
の
は

と
り
親
で

は
か
な
り
無
理
が
あ
る

 
心
配
さ
せ
な
い
た
め
か
お
く
び
に
も
出
さ
な
か

た

は
実

は
か
な
り
無
理
し
て
い
た
よ

う
で

シ

ル
ロ

ト
・
デ

ノ
ア

が
十
三

に
な
る
年
に
彼
女
は
息
を
引
き
取

た

過

労
と
心
身

そ
こ
に
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に

が
襲

た
の
だ

 
そ
こ
で

本

に

突
に

を
名

る
男
が
現
れ
た

 

密
に

え
ば
部
下
だ

た
の
だ
が

れ
て
い
か
れ
た
先
は
新

や
テ
レ
ビ
で
も
よ
く

い

た
デ

ノ
ア

で

と
名

た
の
は
そ
の

⻑

が
死
ん
だ
事
も

め
て
現
実
味
が

く

最
終
的
に

に
引
き
取
ら
れ
る
と
決
ま

て
も
認
識
と
理
解
が
追
い
付
か
な
か

た

 
仮
に
追
い
つ
い
た
と
し
て
も

に
引
き
取
ら
れ
る
結

は
変
わ
ら
な
か

た
だ
ろ
う

 
そ
し
て
あ
れ
か
ら
一
年
未
だ
に

と
の
付
き
合
い
方
に

え
は
出
て
い
な
い

に
会

た

の
も
た

た
二
回
会
話
そ
の
も
の
は

ん
の
数
回
程

し
か
も
本

と
別

で
生
活
空
間
も
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異
な
る
せ
い
で

更

を
合
わ
せ
な
い

上
も

な
の
は
真
実
だ
か
ら
本

ま
で

を
出
し

て
も
お
か
し
く
は
な
い
の
だ
が
一

呼
ば
れ
て
行

た
時
に
本

に

ら
れ
て
以

ど
う
し
て

も
行
く
気
に
な
れ
な
か

た

 

に
つ
い
て
知

て
い
る
事
は

己
の
実
の

で
あ
る
事

 
そ
し
て

愛
す
る

を
捨
て
た
男

と
い
う
事
実
だ
け

 

⻑
と
な
る

ど
の
ポ
テ
ン
シ

ル
が
あ
る
な
ら

女
遊
び
の
一
つ
や
二
つ
す
る
の
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
の
一
つ
が
実

に

た
り
捨
て
ら
れ
た
せ
い
で

は
苦
し
み
命
を

と
し
た

そ

う

え
る
と

に
対
す
る
忌

感

悪
感
が

き
上
が
る

同
時
に

を
喪

た
喪
失
感
と

悲
哀
が

み
上

る

な
ん
の
因
果
か

正
が
あ

た
か
ら
テ
ス
ト
パ
イ
ロ

ト
な
ん
て
し
て
い

る
が

ば

性
で
生
き
て
い
る
も
同
然
だ

未
来
に
展
望
な
ん
て
見
出
せ
な
い

 
だ
か
ら
深
夜
に
電
話
で

き

こ
さ
れ

ア
メ
リ
カ
へ

べ
と

く

わ
れ
た
時

メ

ル
と
い
う
形
で
指

を
下
さ
れ
た
時

そ
の
作
戦
が
ど
れ
だ
け
命
の
危
険
が
あ
る
か
を
知

た

時  
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あ
あ

私
も
捨
て
ら
れ
る
ん
だ

  
そ
う
と
し
か

思
わ
な
か

た

 
 
 
 シ

ル
ロ

ト
さ
ん

備
出
来
ま
し
た

 

き
目
を

て
過
去
を
思
い
返
し
て
い
る
と
作
業

の
一
人
が
声
を
掛
け
て
き
た

を
上

れ
ば

離
れ
た
と
こ
ろ
で
ラ
イ
ト
に

ら
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
機
体

ラ
フ

ル
・

リ
ヴ

イ
ブ
・
カ
ス
タ
ム

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
礼
を

い
な
が
ら
専

機
に
近
付
く

 
自
分
の
専

機
は
カ
ス
タ
ム
さ
れ
た
ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ
だ
が
そ
れ
を

し
た

の
は
全
て
自
分
だ

 
と
は

え

と
な
る
機
体
の
設

は

非
常
に
安
定
し
て
い
る
た
め

プ
リ
セ

ト

本

備
の
一
部

を
外
し
た
分
で

パ
ス
ス
ロ

ト

を
原
型
機
の
二

に
ま
で
追
加
し
て
だ
け

載

は
追
加

備
だ
け

で

の
ラ
フ

ル
二
十
機
に

す
る
事
か
ら
名
称
も
変
え
た

 

の
方
も
手
を
加
え
て
い
る



 ＢＩＯＨＡＺＡＲＤ ＯＦＦＬＩＮＥ 〜亡霊戦争〜

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
機
体
は

紺
色
に
四

の
マ
ル
チ
・
ス
ラ
ス
タ

多
方
向
加
速
推
進
翼
を
持

て
お
り
速

面
で

え
ば
第
二
世
代
で

を
争
う
レ
ベ
ル
に
あ
る

部
分
に
は
合

四

の
物
理
シ

ル
ド
が
付

い
て
い
る

 
カ
ス
タ
ム

は
背
中
に
背
負

た
一
対
の
推
進
翼
が
中

部
分
か
ら
二
つ
に
分
離
し
よ
り

機
動
性
・
加
速
性
を
向
上
さ
せ
て
い
る

を
守
る
ア

マ

も
小
さ
め
に
シ

イ
プ
ア

プ
さ

れ
て
お
り
マ
ル
チ
ウ

ポ
ン
ラ

ク
は
と
し
て
フ
ロ
ン
ト
ス
カ

ト
も
付
属
さ
れ
て

性
能

も
あ
る

部
分
と

の
ア

マ

は
無
い
が
代
わ
り
に

に
シ

ル
ド
と
一
体
化
し
た

を

け
て
盾
に

れ
な
が
ら
撃
て
る
よ
う
に
し
た
の
で
む
し
ろ

撃
の
邪
魔
に
な
り
に
く

い 
ラ
フ

ル
に
は

す
る
武
器

と
い
う
異
名
が
あ
る
が
そ
れ
に

車
を
掛
け

つ
つ

よ
り
機

に
動
け
る
よ
う
に
し
た
機
体
が
カ
ス
タ
ム

と
い
う

で
あ
る

 

常

の
兵

は
五
つ
か
ら
八
つ
が
平

と
さ
れ
る

な

な
ら
あ
ま
り
に
多
く
の

備

を

ん
で
い
て
も
同
時
に
は
使
え
ず
更
に
出
し

し
の
手
間
が
あ
り
多
く
て
も
意
味
を

さ

な
い
事
の
方
が
圧
倒
的
だ
か
ら
だ

そ
の
定

を
無

し
た
形
に
な
る
が
テ
ス
ト
パ
イ
ロ

ト

な
の
で

す
武

は
多
い
し
い
ち
い
ち
取
り
に

る
の
も
面
倒
だ
か
ら
特
に
問

を
感
じ
た
事
は
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な
い

代
表
候
補
生
と
し
て
の

戦
で
は

合
の

に
武

を
変
え
て
た
お
陰
で

手
の
対
策

を
全
て

せ
た
と
い
う
事
も
あ

た

ど
だ

の
異
名
を
助
⻑
し
た
気
も
す
る
が
気
に
す
る

こ
と
で
も
な
い

 
オ
レ
ン
ジ
に

め
ら
れ
た

に
手
を

て
る

ヒ
ン

リ
と
し
な
が
ら
ど
こ
か

を
持

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
た

よ
ろ
し
く
ね

ラ
フ

ル

 

ん
の
少
し
の
感

を

め
機
体
を
一

機
状

に

し
す
ぐ
再
展
開
す
る

専

機

だ
と

に

り

む
必
要
が
無
い
か
ら
多
少

だ

 
し
か
し
す
ぐ
に
は

び
立
た
な
い

オ

バ

ホ

ル
直
後
の
た
め

動
シ

ク
エ
ン
ス
を

入
念
に
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
だ

 
時
間
に
し
て
お
よ
そ
五
分

 

で

し
か
も
コ
ア
が
自
動
で
行

て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
そ
の

さ
だ
が

手
持
ち
無

な
せ
い
で
思

す
る
に
は
十
分
す
ぎ
る

 

え
る
の
は

自
分
が

ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て

 
残
念
な
が
ら
自
分
は
自
身
の
立
場
に
つ
い
て
そ
こ
ま
で

観

し
て
い
な
い

代
表
候
補
生
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に
し
て
専

機
を
持

て
い
る
の
は
実
力
が
あ
る
と
い
う
対
外
的
な
指
標
の
一
つ
に
な
る
が
自

分
の
場
合

企
業

属
な
の
で
専

機
を
持
つ
事
は
そ
こ
ま
で

し
く
は
な
い
の
だ

 
更
に
デ

ノ
ア

に
つ
い
て
よ
く
知

て
い
る
人
で
あ
れ
ば
も

と
別
の
観
点
か
ら
攻
め
る

だ
ろ
う

 
現
在
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
あ
る

企
業
の
ト

プ
は
デ

ノ
ア

だ

必
然

コ
ア
の
保
有
も

デ

ノ
ア

が
多
め
に
な

て
い
る

そ
し
て

が
国

に
直
結
す
る
以
上

そ
れ
を
国
が

す
る
の
は
必
然
の
流
れ
と

え
る

 
だ
が
国
の

源
と
て
有
限
だ

こ
れ
は
ダ
メ
だ
と
見
切
り
を
つ
け

を
打
ち
切
る
事
と
て

少
な
く
な
い

 
そ
し
て
い
ま

デ

ノ
ア

は
そ
の

に
立
た
さ
れ
て
い
る

 
欧

に
は
現
在
欧

合
か
ら
な
る

合

衛

イ
グ
ニ

シ

ン
・
プ
ラ
ン
が
あ

る
が

フ
ラ
ン
ス
は
そ
こ
か
ら
外
さ
れ
て
い
る

 
つ
ま
り
国

に

し

フ
ラ
ン
ス
は
自
国
だ
け
で
対

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り

第
三
世
代
機
の
開
発
は

務
と
さ
れ
て
い
る

本
力
で
負
け
る
国
が
最
初
の
ア
ド
バ
ン
テ

ジ

を
取
れ
な
い
と
悲

な
事
に
な
る
か
ら
だ



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演  ・裏

 
世
界
第
三

の
シ

ア
を
誇
る
デ

ノ
ア

の

り
ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ
は

国
で
配
備
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
ま
で
さ
れ
る

ど

機
・

練
機
と
し
て
非
常
に
安
定
し
た
性

能
を
持
つ
が

は
第
二
世
代

し
か
も
最
後
発
と
な

た
せ
い
で
い
ま
世
界
が

争
し
て

い
る
第
三
世
代
の

・
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
後
に
後
に
と
先
送
り
に
さ
れ
て
い
た

加
え

て
圧
倒
的
な
デ

タ
不
足
時
間
不
足
更
に
人

不
足
な
せ
い
で
第
三
世
代
機
の
ア
イ
デ
ア
も

中

ま
ら
ず

結
果

の
開
発

予

を
大

に
カ

ト
さ
れ
た
経

が
あ
る

安
直
に

え
ば

経

だ

 

イ
グ
ニ

シ

ン
・
プ
ラ
ン

も
二
回
を
終
え

第
三
回
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
が

に

時
期
主
力
機
の
候
補
と
し
て
名
を

ら
れ
る
も
の
を
作
ら
な
け
れ
ば

助
を
全
面
カ

ト
さ

れ

更
に

開
発
許
可
も

奪
さ
れ
る
事
に
な

て
い
る

 
も
う
デ

ノ
ア

に
は
後
が
無
い
の
だ

 
フ
ラ
ン
ス

か
ら
指

が
下

た
の
は
デ

ノ
ア

な
ら

れ
て
も
問

な
い
と
切
り
捨

て
て
い
る
か
ら
か

あ
る
い
は

⻑
の
方
が

運
の
た
め
に
立
候
補
し
た
か
の
ど
ち
ら
か
だ

 
あ
と
数
年
の
間
に
開
発
で
き
な
け
れ
ば
会

は

れ

⻑
も

も

然
自
分
も
路

に

迷
う
事
に
な
る
が
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ま

ど
う
で
も
い
い
か

 

の
愛
を
喪

て

 

の
愛
は

か
ら
無
く
て

 
救

て
く
れ
る
人
も
い
な
い

 
未
来
に
展
望
は
な
く

生
き
る
意
味
も

よ
り
な
し

 

れ
る
も
の
は
愛
機
だ
け

 
大
切
な
も
の
な
ど
他
に
な
い

 
だ
か
ら

こ
の
命
も

し
く
は
な
い

 
シ
ス
テ
ム

オ

ル
グ
リ

ン

 

さ

行
こ
う
か

ラ
フ

ル

フ
ラ
イ
ト
の
お
時
間
だ

  
わ

た

し

こ
の
光
は

光
を
見
い
だ
せ
て
い
な
か

た
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・

者

 
ス
ポ

ツ
マ
ン
に
し
て
軍
人
に
し
て

に
出
演
す
る
人
も
い
れ
ば
フ

シ

ン

の
仕
事

も
す
る
し

な
ら
教

も

る
多

に
し
て
多

な
業
種
が
決
ま

て
い
な
い

業

 
過
労
死

た
な
し

 
そ
の
ぶ
ん
収
入
も
す
ご
い

  
・
シ

ル
ロ

ト
・
デ

ノ
ア

 
同
人

で
一
強
を
誇
る

ど
の
人
気
を
誇
る
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
一
期
ヒ
ロ

イ
ン
の
一
人

 
か
な
り
の
お

さ
ん

子

 
専

機

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ
・
カ
ス
タ
ム

の

者

 
登
場

初
は
デ

ノ
ア

の
経

を
立
て
直
す
べ
く
第
三
世
代
機
白
式
の
デ

タ
を
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く
ス
パ
イ
だ

た
が

原
作
一

に

さ
れ
て
ス
パ
イ
活
動
を
や
め
た
子

人

た
り
が
よ
く

子
と
い
う
風
情
の
子
だ
が

独

欲
が
強
く
て
結
構

黒
い
一
面
が
あ
る

ウ

つ
い
た

ら
ク
ラ
ス
タ

弾

ま
す

の
指
切
り

ん
ま
ん
を
に

こ
に
こ
し
な
が
ら
す
る
の
が
代

表 
原
作
一

の
如
く
救

た
人
が
い
な
い
の
で
精
神
や
ら
れ
て

ん

ん
し
て
る

こ
ん
な
状

か
ら
シ

ル
の
味
方
だ
ム

ヴ
さ
れ
れ
ば
そ
り

あ

黒
が
似
合
う
ヒ
ロ
イ
ン
に
も
な
る
よ

ね

て
話

 
逆
に
そ
れ
で

ン
ビ
シ

ク
を

え

く
可
能
性
す
ら
あ
る

 
気
に
な
る
人
は
こ
の
サ
イ
ト
で

シ

ル
ロ

ト
 

ン
デ
レ

を
引
い
て
み
て

お
め

め
ぐ
る
ぐ
る
 
ニ
コ
ニ
コ
動

の
チ

コ
ボ
レ

シ
ン
グ
シ

ル
も
中

性
が
あ

て
オ
ス

ス
メ

 
原
作
で
は
デ

ノ
ア

属
の
非

式
パ
イ
ロ

ト
な
が
ら
国
家
代
表
候
補
と
い
う
国
家

認

の

者
と
い
う
よ
く
分
か
ら
ん
矛
盾
を

え
て
い
た
が
本
作
で
は
非

式
で
は
な
く
専

属
パ
イ
ロ

ト
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

な
の
で
今
回
の
国
外
に
出
る
指

の
候
補
に

が

て
い
た

他
国
に

れ
て
は
な
ら
な
い
と
あ
る
よ
う
に
ど
う
や
ら
フ
ラ
ン
ス
以
外
に
も
同
じ
要
請
が
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あ

た
よ
う
だ

 
お
や

 
原
作
ヒ
ロ
イ
ン

て

一
名
を

い
て
国
家
代
表
候
補
で
し
た
ね

  
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
の
時
差

ア
メ
リ
カ
時

日
Ｐ
Ｍ
１
０
時

 
イ
ギ
リ
ス

時
間

日
Ａ
Ｍ
３
時

 
フ
ラ
ン
ス

時
間

日
Ａ
Ｍ

時

 
ド
イ
ツ

時
間

日
Ａ
Ｍ

時

 
中
国

時
間

日
Ｐ
Ｍ
１
４
時

 
日
本

時
間

日
Ｐ
Ｍ
１

時

  
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
ま
で
の

離
問

 
イ
ギ
リ
ス

０
３
２

ｍ

 
日
本

３

２

ｍ

 
ド
イ
ツ

０

ｍ

 
フ
ラ
ン
ス

０
４
１

ｍ
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中
国

４

３

ｍ

  
・
速

問

 
原
作

シ
ル
バ
リ
オ
・
ゴ
ス

ル

銀
の
福

最
大
時
速

４

０

ｍ

 
原
作
紅
椿

４

０

ｍ
以
上

 
他
原
作
機
体

４

０

ｍ
以
下
高
機
動
オ

ト
ク
チ

ル
を
使
え
ば
一
部
上
回
る

 
銀
の
福

以
上
で
四
時
間
足
ら
ず
そ
れ
以
外
で
四
時
間

五
時
間

ど
ア
メ
リ
カ
ま
で
行
く

の
に
要
す
る

 
ち
な
み
に

に

び
立
つ
に
は
地

脱
出
速

約

３
０
０

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

現
行

は
約
二
十

の
加
速
力
を

得
す
る
必
要
が
あ
る

 
そ
し
て

そ
れ
に
向
け
た
機
体
は
束

士
の

黒

シ
リ

ズ
で
あ
る

 

女
権

事
件
で
の
ク
ロ
エ
対
白
式
戦
で
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を
使

た
反
応
速

超
速
の
秋
十
が

黒
椿

を
見
失

た
理
由
が
こ
れ
で
あ
る

  
バ
イ
オ
の
い
い
と
こ
ろ

て

に
な
る

⺠
達
さ
え

き
に
す
れ
ば
国
家
・
国
境
を
越



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演  ・裏

え
て
の
活
動
の
理
由
付
け
が

て
事
だ
と
思
い
ま
す

邪
悪
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２

天
獄
の
狂
演
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

ヴ

サ
ゴ

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
自
分
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
だ
け
に
な

た
ス

ク
ト
ル
強
襲
チ

ム
は

表
向
き
で
手
を
組
ん
だ

が

実

は
配
下
に
な

た
よ
う
な
立
場
と
し
て
和
人
チ

ム
の
一

に
な

た

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
失

し
た
の
だ

直
に
協
力
を
要
請
し
て
も
亡
国
機
業

に
付
か
な
い

保
険
と
し
て

ら
か
の

件
を
出
さ
れ
た
の
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
が
そ
こ
に

の
意
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味
合
い
は
無
か

た
は
ず
だ

意

的
に

め
た
か
結
果
的
に
そ
う
な

た
か
か
は
小
さ
い
よ

う
で
大
き
な
違
い
で
あ
る

の
ク

ル
ガ
イ
な
ガ
ブ
リ
エ
ル
な
ら
こ
ん
な
失

を

さ
な

か

た
だ
ろ
う
が

裏
を
返
せ
ば
そ
れ
だ
け
和
人
に

し
て
い
る
と
も
取
れ
る

 
企
業
と
の
コ
ネ
ク
シ

ン
個
人
的
な
ツ
テ
そ
し
て
自
身
が
生
き
残
る
た
め
の
戦
力

そ
れ

以
外
の
理
由
と
し
て
の

が
ガ
ブ
リ
エ
ル
を
そ
う
さ
せ
た
に
違
い
な
い

 

い
と

う
べ
き
か
和
人
は
善
と
悪

方
を

ね
備
え
た
も
の
で

手
の
出
方
に
応
じ
て

使
い
分
け
る
器

さ
も
持

て
い
る

リ

ダ

の
少
年
を
守
る
面

か
ら
の
ヘ
イ
ト
は

ま
じ

い
が
和
人
本
人
が
そ
れ
以
上

し
な
い
か
ら

を

ん
で
い
る

実

は

無
い
か
ら
大

し
た
も
の
で
は
な
い

 

達
に
和
人
本
人
を
傷
つ
け
る
手

が
な
い
と
判
断
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

さ
て
こ
う
し
て
手
を
組
ん
だ

だ

め
て
状
況
を
確
認
す
る

意
見
疑
問
が
あ
れ

ば
最
後
に

め
て

て
く
れ

 
一

あ

た
が

う
じ
て
平
和
的
に
話
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
和
人
が
そ
う
切
り
出
し
た

合

人
に
な

た
チ

ム
全

を
見
回
し
た
後

大
き
な
テ

ブ
ル
の
上
に

り

ま
れ
た

紙
を
広

る
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そ
れ
は

内
見
取
り

だ

た

現
在
時

は
ア
メ
リ
カ

部
時
間
で
二
十
二
時
ジ

ス
ト
場

は
ス

ク
ト
ル
地
下

設
の
一

さ

き
上
で
手
に
入
れ
た
見
取
り

を
見
る
と
地
下
五

ま
で
あ
り
最
下
層
は
最

大
レ
ベ
ル
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
対
策
機
構
が
あ
る

白
式

の
反
応
は
地
下
四

だ
が

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
の
サ
ン
プ
ル
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
の
回
収
を

え
る
と
五

ま
で

り
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

つ
ま
り
現
状
の
目
標
は

秋
十
の
身

白
式

の
コ
ア

ウ

ル
ス
の
サ
ン

プ
ル

ウ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
の
合

四
つ
の
回
収
だ
な

な
に
か

問
は

弾
に
も
限
り
が
あ
る

一

で
倒
れ
た

中
の
も
の
を
回
収
す
る
事
は
出
来
な
い
か

ル

ト
に

め
れ
ば
可
能
だ
が

は
同
じ
か

一
部
は
な

な
ら

が
違
う

備
は
原
子
レ
ベ
ル
で
分
解
し
そ
の
あ
と
弾

に
作
り
直
そ
う

一
部
は

も
流

す
る
と
し
て

ガ
ブ
リ
エ
ル
メ
ン
バ

が
死
ん
だ
場

を
地

に
書
い
て
く
れ
る

か
了
解
し
た

て

の
は
ホ
ン
ト

な
モ
ン
だ
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原
子
還

形
状
変
化
ま
で
可
能
と
な
れ
ば
や
ろ
う
と
思
え
ば
食
物
ま
で
自
作
で
き
て
し
ま

う
と
い
う
事
に
な
る

行

の
マ
ル
チ
フ

ム
ス

ツ
だ
と
い
う
が
そ
こ
ま
で

出
来
る
な
ら
あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

そ

い
や
隔

が
下
り
た
ト
コ
が
あ
る

ど
こ
だ

た
か
な

モ
ン
ス
タ

共
に
襲
わ
れ

た
時
だ
か
ら

地
下
二

に

り
る
手
前
か

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
地

に
書
き
こ
ん
だ

を
見
て
正
確
に
思
い
出
し
た

地
下
二

に

じ

る

を
見
つ
け
た
と
こ
ろ
で

い
き
な
り
そ
こ
か
し
こ
か
ら
モ
ン
ス
タ

共
が

い
て
で
て

隔

が
下
り
た
の
だ

人
か
は

に
下
り
て
い
た
か
ら
二

で
孤
立
し
た

だ
が
流

に
も

う
生
き
て
な
い
だ
ろ
う

隔

報
機
が
鳴

て
い
な
い
と
い
う
事
は

か
が
手
動
で
下
ろ
し
た
可
能
性
が
高
い

な
つ
ま
り
そ
の
人
物
は

こ
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
を
引
き

こ
し
た

本
人
と
い
う
事
か
ね

あ
る
い
は
こ
こ
の

で

ん
だ
人
か
も
し
れ
な
い
な

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

葉
に

和
人
は

肉
を
感
じ
さ
せ
る

み
で
応
え
た

 
こ
こ
の

設
の
機

を
動
か
せ
る
セ
キ

リ
テ

カ

ド
を
持

て
い
る
な
ら
ま
ず
間
違
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い
な
く
こ
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
ウ

ル
ス
を

し
て
い
た
一
人
だ

直

解
き
放

た
か
は

不
明
だ
が
自
分
で
作
り
上

た
も
の
に
恐
れ
を

し
そ
れ
を
作

た
場

に
引
き
こ
も

た

の
だ
と
す
れ
ば
愚
か
極
ま
り
な
い
と

え
よ
う

 
仮
に
引
き

こ
し
た

本
人
が
隔

を
下
ろ
し
た
の
だ
と
す
れ
ば

い
や

え
て
下
ろ
し
た
可
能
性
も
あ
る

達
を
実
験
動
物
と
し
て
使
う
つ
も
り
と
か

で
な

 
兵
器
運

の
た
め
の

験
運

の

手
と
し
て

達
を
使

て
い
る
可
能
性
だ

戦
争
に
行

く
か
の
よ
う
な
武

を
し
た
男
達
二
十
人
が

手
で
も
蹂
躙
出
来
た
な
ら

応
の
価
値
は
あ
る
と

見
て
い
い
だ
ろ
う

 

中

亡
国
機
業

の

は

三
年
前
か
ら
知

て
い
る

 
あ
い
つ
ら
は
か
な
り

の
イ
カ
レ
た
狂
人
だ

マ

ド
サ
イ
エ
ン
テ

ス
ト
達
は

の

な

ら
自
分
の
安
全
す
ら
損
な

て
も
お
構
い
な
し
な
く
ら
い
突
き
進
ん
で
い
る

と
は

え
和
人

と
殺
し
合
え
れ
ば
死
ん
で
も
い
い
と
思
え
る

も
そ
し
て

か
の
た
め
に
命
を

つ
事
を
良
し

と
す
る
和
人
も

同
じ
く
ら
い
狂

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

 

者
達
の
狂
気
を
そ
の
身
に

ま
れ
た
本
人
は
複

そ
う
に

を

め
た

わ
か

て
し
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ま
う
の
が
と
て
も
イ

だ
と
い
う
心
情
が
滲
ん
で
い
る

ま

だ
ろ
う
な

外
の
は

物

本
命
は
地
下
に
ウ
ジ

ウ
ジ

い
た
ハ
ン
タ

と

か
い
う

だ
ろ
う

ち
な
み
に
エ
ギ
ル
そ
の
ハ
ン
タ

て
ど
う
い
う
経

で
出
来
た
も
の

な
ん
だ

あ
く
ま
で
ゲ

ム
の
設
定
だ
が

人
間
の

精

に

の

伝
子
を

ｉ
ｒ
ｕ

ｓ

て
ウ

ル
ス
で
掛
け
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
モ
ン
だ

他
に
も

生

の

伝
子
の

ツ
と

か
ド

ベ
ル
マ
ン
に
投
与
し
た

ツ
と
か
色

い
る
が
そ
い
つ
ら
は
全
部

て
名
称
で

ら
れ
て
る

地
上
で
最
初
に
会

た
化
け
物
が

な
ん
だ
が

そ
れ
の
事
か

あ

て

て
も
兵
器
前

の

ツ
は
ケ
ル
ベ
ロ
ス

て
い
う

だ

が
二

感

た
と
え
ば
ウ

ル
ス
に

さ
れ
た
水
や
エ
サ
の

み
食
い
感

し
た

に

ま
れ
た
と
か
で
な

た

ツ
は

ン
ビ

て
別
モ
ン
の

い
だ

や
や
こ
し
い
な

 
エ
ギ
ル
が
ゲ

ム
シ
リ

ズ
の
設
定
を

し
そ
れ
を

い
て
少
年
が

を

え
る

み
が
無
い
と
そ
の

は

が

く
な
る
か
も
し
れ
な
い

ど

ち
に
せ
よ

ま
れ
た
ら
ア
ウ
ト
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化
け
物
化
し
た

と
い
う
共

認
識
を
持
て
れ
ば
い
い
か
ら
か
そ
れ
以
上
突

ん
だ
設
定
を

エ
ギ
ル
は
語
ら
な
か

た

と
は

え

そ
う
か

じ

あ
地
上
の

ら

は

ン
ビ

み
た
い
に

物

で

ウ

ル
ス

の
本
命
は
地
下
の
化
け
物
だ
と

オ

理
解
速
い
じ

ね

の

流

だ
な

ア
ン
タ
に

わ
れ
る
と

直
に
喜
べ
な
い
な

ク
ク

 

直
に

め
る
と

面
さ
れ
て
し
ま

た

し
く
な
い
と
突

ね
返
し
て
こ
な
い
あ

た
り
こ
ち
ら
の
心
情
を
正
確
に

み
取

て
い
る
ら
し
い

 
そ
う
や

て

手
の
対
応
に
合
わ
せ
る
の
は

か
ら
変
わ
ら
な
い

話
を

す
が
つ
ま
り
隔

の
下
は
も

と

バ
イ
生
物
兵
器
が
う
よ
う
よ
し
て
る
可
能
性

も
あ
る

か

の

火
器
で
撃
退
出
来
る
の
か

大

は

物
と
か

の

発
に

き

む
形
で

き

く
さ
れ
て
終
わ
り
だ
な

 

や
プ
レ
イ
動

で
見
た
限
り
最
後
は
ど
う
足
掻
い
て
も
た
だ
の

火
器
で
は
倒
せ
な
い

レ
ベ
ル
ま
で

大
化
す
る
の
が
定
番
だ

も
ダ
ウ
ン
を
奪
い
そ
の
ま
ま

し
ミ
サ
イ
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ル

弾
や
自

な
ど
の

に

き

ま
れ
て

き

く
す
終
わ
り
方
が
多
い

主
人

達
は

行

備
で
な
ん
と
か
や
り
く
り
し
て
い
る
が
現
実
で

え
れ
ば
ど
う

え
て
も
ダ
ウ
ン
す
ら

奪
え
な
い

ど
の

鉄

感
し
か
な
か

た

け
ど
よ

お
前
な
ら
あ
の
黒
い
斬
撃
で
な
ん
と
か
な
ん
だ
ろ

生
き

め
に
な
り
た
い
な
ら
そ
う
す
る
が

や

な
ん
で
も
ね

 
流

に
生
き

め
は

な
の
で

は
す
ぐ
手
の

ら
を
返
し
た
の
だ

た

 
や

り
ズ
ル
は
ダ
メ
ら
し
い

 
 
 
 

 
最
終
的
に
隔

に

し
て
は
原
子
変
換
で
一

消
す
と
い
う
事
に
な

た

た
だ
し
全

が
二

に

り
た
時
点
で
再

隔

を
構

し
地
下
の
化
け
物
が
地
上
に
出
な
い
よ
う
に
す
る

 
つ
ま
り
和
人
が
死
ぬ
か

達
が

れ
ば

達
は
化
け
物
た
ち
の
最
後
の
晩

に
さ
れ
る

だ
 
和
人
か
ら
の
無

の
圧
力
を
感
じ
た

は

ク
リ
と
し
た
戦

と
そ
の
容
赦
の
な
さ
に
対

す
る
喜
悦
を
覚
え
た
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と
は

え

は
仕
事
は
キ

チ
リ
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る

 
心
躍
る
時
と
は

え
気
を

け
ば
す
ぐ
に
死
ぬ
戦
場
だ

は
愛

ス
カ

を
構
え

を

し
な
が
ら
進
ん
で
い
た

達
は

器
に
よ
る

が
出
来
る
し

ま
れ
た
ら
一
発
ア

ウ
ト
な
の
で
後
衛
と
和
人
が
指
示
し
た
か
ら
だ

 
隔

へ
の
道
中

も
化
け
物
に
遭
遇
し
た
が
一
方
的
に
蹂
躙
し
死
ん
だ

中
の

備
を

回
収

一
部
は
和
人
が
使
う
が
不
要
な
も
の
は

と
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
持
つ

の
弾

に
変
換

し
て
く
れ
た

お
陰
で

か

た
フ
ロ
ン
ト
パ

ク
や
サ
イ
ド
バ

ク
パ

ク
た
ち
が
ズ

シ

リ
と
し
た
重
み
を
取
り

し
て
い
る

残
弾
は
そ
れ
ぞ
れ
数
百
発
は
あ
る
だ
ろ
う

マ
ガ
ジ
ン

だ
か
ら

助
か
る

重
く
は
あ
る
が

自
分
の
命
に
は
代
え
ら
れ
な
い

 

備
が

実
し

戦
力
も
十
二
分
と
な
り

意
気

と
進
ん
だ

達
だ
が

 
地
下
二

に

り
て
か
ら

状
況
は
一
変
し
た

 
地
下
二

は
一

と
違

て

に
う

す
ら
と

が
立
ち

め
て
い
た

白
い

が

に
漂
う
の
を
見
て
ど
こ
か
に

で
も
あ
る
の
か
と

え
た
が

そ
れ
は
違

て
い
た

 
そ
れ
が

な
の
か
は

先

を
歩
く
最
強
の
タ
ン
ク
・
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

葉
で
発
覚
し
た

和
人
君

事

だ

も
見
え
な
い

信

が

き
て
い
る
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な
る

ど

こ
の

多
分
楯
無
の
ア
ク
ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
み
た
い
に

の
中
に
ジ

ミ
ン
グ
波
を
出
す
ナ
ノ
マ
シ
ン
で
も

た
か

え

じ

あ
ボ
ク
達

こ
こ
か
ら
先
に
は
進
め
な
い

て
事

う
ん

ま

そ
う
い
う
事
だ
な

こ
こ
か
ら
は

と
ガ
ブ
リ
エ
ル
達
の
三
人
で
進
ま
な
い
と

い
け
な
い

 
和
人
の

き
に
対
す
る
森
羅
の
守
護
者
の
面

の
反
応
は
意
外
に
も
静
か
だ

た

大
声

を
出
す
と
化
け
物
が
寄

て
く
る
と

え
た
か
ら
か
あ
る
い
は
覚
悟
し
て
い
た
か
ら
か

た
だ

少
年
を
見
る
眼
が
一
様
に
苦

の
そ
れ
に
な

て
い
て
そ
れ
だ
け
で
内
心
を

す
る
に

り
あ

る
と
い
う
と
こ
ろ
だ

 
一
部
は
こ
ち
ら
に
目
が
向
い
て
い
る
か
ら
ま
ず
間
違
い
な
く
あ
ん
な

中
に

せ
る
の
は

危
険
過
ぎ
る

と

え
て
い
る

 
ま
あ
そ
う
思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
事
は
し
て
る
か
ら
構
わ
な
い
が

あ
の
さ

こ
う

う
の
は
気
が
引
け
る
ん
だ
け
ど

和
人
は
一

人
な

だ
し
さ

も
う
専

家
に

せ
た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か
な

 
せ
め
て
軍
の
人
が

た
方
が
い

い
と
思
う
ん
だ
け
ど
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お
ず
お
ず
と

て
お
か
な
け
れ
ば
と
絶
剣
が

う

め
た

か
ら
は
無
理
だ
ろ

う
な

と
い
う

観
が

み
取
れ
る

 
そ
の

葉
に

か
が
反
論
す
る
事
は
な
い

全

が
同
じ
事
を

え
そ
れ
を
代
表
し
て

た
の
が
先
の

葉
な
の
だ
ろ
う

専

家
や
軍
と
国
家
権
力
を
盾
に
し
て
い
る
が
そ
れ
は
た
だ

の

前
に
過
ぎ
な
い
事
は

の
眼
に
も
明
ら
か
だ

 
あ
い
つ
ら
は
た
だ
自
身
の
大
切
な
人
間
を
安
全
な
場

に

き
た
い
が
た
め
に
解
決
策
も

助
け
を
求
め
る
人
間
も
見
捨
て
よ
う
と

て
い
る
の
だ

無
論
か
な
り
悪
意
あ
る
解

で
あ

る
事
は
承
知
済
み
だ

 

そ
れ
に

か
な
い
だ
ろ
う
と

ば
確
信
し
て
い
な
が
ら

 

め
切
れ
ず

誘
惑
し
て
い
る

 

気
な
も
の
だ
と

は
ガ
ブ
リ
エ
ル
と

を

す
る

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

が

か
な

い
の
で
は
も
う
目

で
確
認
す
る
し
か
な
い

ご
め
ん

そ
れ
は
無
理
だ

亡
国
機
業

を

す
た
め
に
は
い
ま
攻
め
る
し
か
な
い

 
予
想

り

和
人
は
そ
の
誘
惑
を

絶
し
た

 
ち
ら
り
と
横
目
で
見
れ
ば

ど
の
女
が

を
歪
め
て
い
た

そ
れ
だ
け
心
配
な
の
か
と
思
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う

コ
イ
ツ
の
力
は

お
前
た
ち
が
よ
く
知

て
い
る
だ
ろ
う
に

逆
に
頼
む
の
は
気
が
引
け
る
ん
だ
が

先
に
楯
無
達
の
方
に

護
に
行

て
く
れ
な
い
か

ん

 
そ
こ
ま
で
心
配
が
必
要
か
と
疑
問
に
思

て
い
る
と
そ
れ
を
上
塗
り
す
る
勢
い
で
別
の
疑
問

が
浮
上
し
た

お
い
ち

と

て

ジ

ミ
ン
グ
が
あ
る
ん
だ
か
ら
他
の
ト
コ
行

て
も
無

じ

ね

の
か

さ
れ
て
る
の
は
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

だ
だ
か
ら
ア
バ
タ

の
眼
が

れ
た

で
も
ア
バ

タ

そ
の
も
の
が

止
し
た

じ

な
い

そ
も
そ
も
ア
バ
タ

と

の
コ
ア
の

信
に
使

て

い
る
の
は

し
よ
う
が
な
い
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
だ

ア
バ
タ

本
体
が
こ
の

の

外

に
あ
る
な
ら
動
か
す
分
に
は
問

は
な
い

 
今
だ

て
そ
う
だ
ろ
う
と
和
人
は
い
う

和
人
が

る
の
は
地
下
二

の

が
立
ち

め
て

い
る
部
分
で
ア
バ
タ

勢
は

の
方
に
上
が

て
い
る

さ

き
は

も
見
え
な
い
と

て
い
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
も

今
は
見
え
て
い
る
の
か
和
人
の
方
を
見
て
い
た

へ

な
モ
ン
だ
な
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戦
場
で
の
や
り
取
り
は
無
線
な
ど
の
電
子
機
器
だ

そ
れ
ら
は
ジ

ミ
ン
グ
の
影

を

け
や

す
く
ま
た

も
さ
れ
や
す
い
欠

を

え
て
い
る
か
ら
そ
れ
に
頼
ら
な
い
で
い
い

幕
な

ど
も
軍
で
は
常
備
さ
れ
て
い
る

今
回
の
作
戦
に
持
ち

ん
で
は
い
な
い
が

式
の
戦
場
に
行

く
な
ら
必
ず
一
本
は
持

て
行
く
事
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

ど
だ

 
し
か
し

の
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

す
れ
ば

そ
の
ジ

ミ
ン
グ
す
ら
無

し
た

信

が
可
能
に
な
る

 

え
て
み
れ
ば

は

に
行
き

星
と
星
の
間
を
超
え
る

千

キ
ロ

と
も
す
れ

ば
兆
以
上
の

離
の
間
で

信
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ

そ
の
性
能
を
前

に
す
れ

ば

地

の

か
ら

で
す
ら
離
れ
て
い
る

に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
パ
ス
ス
ロ

ト

と
い
い

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
と
い
い

本

に

に
使
わ
れ
て
い
る
技
術
は

な
も
の
ば
か
り

て
い
る

 
そ
れ
を
二
つ
も
使
え
る
男
が

こ
の
少
年
だ

と
も
あ
れ

み
ん
な
は

達
が
帰
る
場

を
確
保
し
て
お
い
て
欲
し
い

 

ら
か
く

少
年
が

願
す
る

 
応
じ
る
声
は

ど
れ
も
不
安
と

念
に

え
て
い
た
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数
分
後

 

人
か
ら
一
気
に

人
ま
で

た
チ

ム
の

達
は

が

器
を
構
え
な
が
ら

重

に
進
ん
で
い
た

和
人
は

手
に
黒
い
レ

ザ

ブ
レ

ド
を
出
す

を
握
り

手
に
は
黒

椿

の
イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備
の
種

ら
し
い

フ

イ
ブ
セ
ブ
ン
の
ア
レ
ン
ジ

を
握

て
い
た

 
こ
れ
は
偶
然
の
一

だ
が

と
和
人
が
持
つ
ハ
ン
ド
ガ
ン
は
ど
ち
ら
も

製
の
も
の
だ

た 
近

離
で

体
を
撃
ち

く
の
に

し
た

と
い
う
点
で

は
こ
れ
を

ん
だ
が
和
人
も

の

を
前

に
そ
れ
を

し

天
災

士
に
対

器
と
し
て

意
し
て
も
ら

た
も

の
ら
し
い

Ｓ
Ｐ
Ｂ
ナ
イ
ト
ス
カ
イ
と
い
う
そ
う
だ

 

の

味
が
同
じ
で
あ
る
事
を
指

す
る
と
イ

そ
う
な

を
し
た
が
す
ぐ
に
作
り
変
え

れ
る

な
の
に
未
だ
ナ
イ
ト
ス
カ
イ
を
持
ち

け
て
い
る

感
情
よ
り
も
合
理
性
の
方
を

先
し

た
形
だ

し
か
し
和
人

お
前
は
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

無
し
で
大

な
の
か

 
静
か
な
地
下
に
足

を

か
せ
る
中

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
小
さ
く
問
う
た
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な
ん
だ

心
配
し
て
く
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
よ
り
は

確
認
だ

お
前
の
能
力
が
ど
こ
ま
で
有

か

我

は
知
ら
な
い
か
ら
な

そ
う
か

の
眼
は

ヴ

ダ
ン
・
オ

ジ

越
界
の

と
い
う
ナ
ノ
マ
シ
ン
の

に
よ
り

疑
似
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

と
な

て
る

動
体

力

認

が

常
よ
り
向
上
し
て
る
ん
だ

二
キ
ロ
先
も

で
見
え
る
し

暗

も
可
能
だ
よ

う
至
れ
り

く
せ
り
だ
な

こ
ち
ら
の
業
界
で
は

か
ら
手
が
出
そ
う
な

ど
の
代
物
だ

人
体
実
験
を

け
る
必
要
が
あ
る
が
な

合
し
な
い
と

ス
コ

プ
を
常
に
最
大

で

使

て
る
よ
う
な
状

に
な

て
あ
ら

る
意
味
で
不

だ
ぞ

外
せ
な
い
し
な

み
た
い

に
眼

を

け
る
必
要
も
出
て
く
る

で
は
遠
慮
し
て
お
こ
う

そ
れ
で

お
前
の
眼
で
な
に
か
見
え
な
い
か

今
の
と
こ
ろ
は

も

そ
う
か

 
仕
事
モ

ド
に
入

た
ら
し
い
和
人
は
さ

き
ま
で

間
に
見
せ
て
い
た

和
な
表
情
を
消

し

い
つ
か
と
同
じ

い
面
持
ち
に

て
い
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

で
共
闘
し
て
い
た

も
ま
だ

ら
か
か

た
が

間
が
一
人
も
い
な
く
な
る
と
こ
ん
な

に
な
る
ら
し
い
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和
な
の
も
い
い
が

と
し
て
は
こ
の
殺
気
で

り

め
た
表
情
の
方
が
気
に
入

て
い

る

の

だ

了
解

ク
リ
ア

じ

あ
行
こ
う

 
常
に
マ

プ
を
見
て
い
る
和
人
が
指
示
し

と
ガ
ブ
リ
エ
ル
で

の
確
認

そ
れ
が
済
ん

だ
ら
ま
た

の
エ
リ
ア
へ
進
行

そ
れ
を
も
う
数
回

り
返
し
た
と
こ
ろ
で
状
況
に
変
化
が
生

ま
れ
た

 

を

が

て
す
ぐ
の
足

に
大

の
血

と
な
に
か

大
な
も
の
に

み
千
切
ら
れ
た

と
思
し
き
死
体
が
転
が

て
い
た
の
だ

 
そ
の
死
体
は
見
覚
え
の
あ
る

備
を
し
て
い
た
の
で
二

に

じ

め
ら
れ
た
チ

ム
の

か
な
の
は
確
か
だ

し
か
し

か
ら
上
が
な
い
せ
い
で

か
分
か
ら
な
い

フ
ロ
ン
ト
パ

ク
も

喰
わ
れ
た
ら
し
い
が
サ
イ
ド
と
バ

ク
は
残

て
い
た

の

程

の
残
弾
だ
が
有

く
中

身
を

す
る
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こ
れ
は

私
の
部
隊
の
メ
ン
バ

だ

た
者

だ
な

見
ろ
よ
こ
の

み
千
切

た

と
ん
で
も
な
く
食
い
意
地
の

た

ツ
か

な
デ
カ

ブ
ツ
が

る
み
て

だ

ら
し
い
な

 

体
の

分
を
終
え
た

達
は
い

た
ん

を
見
回
す

や
は
り

影
は
な
い

と
は

え

で
十
メ

ト
ル
以
上
先
は
見
え
な
い
か
ら
気
付
い
て
い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が

な

Ｐ
ｏ
Ｈ

 

と

か
し
い
名
前
で
呼
ば
れ
た

ど
う
し
た
い
き
な
り
と
疑
問
に
思
い
な
が
ら

を

け

る

界
不
明

で
不
意
打
ち
す
る
と
な

た
ら

ア
ン
タ
な
ら
ど
う
す
る

あ

 
あ

そ
う
だ
な

な
ら
ま
ず
ハ
イ
デ

ン
グ
す
る

鉄

だ
ろ

 
ど
れ
だ
け

が
立
ち

め
よ
う
と

流

に
残
り
数
メ

ト
ル
ま
で

近
す
れ
ば
見
え
る

し

の
い
い

な
ら
気
配
で
気
付
く

足

な
ど
で
気
付
か
れ
る
場
合
も
あ
る
か
ら

れ
て

ち

せ
す
る
ハ
イ
デ

ン
グ
は
絶
対

件
と
も

え
た



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演 

 
逆
に

モ
ン
ス
タ

で
そ
れ
に
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
場
合
も
あ
る

 
モ
ン
ス
タ

の
中
に
は
デ
フ

ル
ト
で

れ
て

ち

せ
す
る
個
体
も
存
在
し
た

そ
の
中
に

は
索

ス
キ
ル
の
オ
プ
シ

ン
で

破
ボ

ナ
ス
を
取

て
お
か
な
い
と
気
付
け
な
い
個
体

も
い
る

練

の
差
は
あ
る
が
そ
の
個
体
の
存
在
が
明
る
み
に
な

て
か
ら
は

す
べ
て

の
プ
レ
イ

が
索

ス
キ
ル
を

得
し
て
い
た

だ

だ
か
ら
こ
そ
プ
レ
イ

を
標
的

に
す
る
オ
レ
ン
ジ
や
レ

ド
は

ス
キ
ル
を
高
い
水

ま
で
鍛
え
て
い
た

お
い

お
い

て
よ

ま
さ
か

 
そ
こ
ま
で

え

な

和
人
が
い
き
な
り
そ
ん
な
事
を

い
て
き
た
か
を

し
た

あ
あ

こ
こ
に
き
て
か
ら

達

ま
だ
一

も
遭
遇
し
て
な
い
だ
ろ

と
や
ら

に

多
分
こ
こ
を

し
て
る
や
つ

ハ
イ
デ

ン
グ
系
だ
ぞ

マ
ジ
か
よ

オ
イ

 
タ
ラ
リ
と

が
流
れ
る

 
ゲ

ム
な
ら
不
意
打
ち
を
喰
ら

て
も
リ
カ
バ
リ

が

く

だ
が
現
実
で
は
そ
う
も
い
か
な

い

生
動
物
の
一
撃
で
す
ら

命
傷
に
な
り
か
ね
な
い

ど
人
体
は

弱
な
の
だ

生
動
物

よ
り
は
る
か
な
強
力
な
存
在
に
不
意
打
ち
さ
れ
た
ら

た
も
の
で
は
な
い

目

し
て
も

バ
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い

ツ
が
多
い
設
定
な
の
に

そ
の
上
で

界
不
明

と
か
死
亡
要
因
ば
か
り
で
あ
る

の

だ
と
こ
こ
に
い
る

ツ
は

い
か
カ
メ
レ
オ
ン
み
た
い
に

す
る
タ
イ
プ
だ
と

思
う
ん
だ
が

ど

ち
も
や
べ

よ

 

い
と

弾
が

た
ら
ず

さ
れ
た
ら
見

く
の
が
大
変
だ

そ
こ
ら
中
に
弾
を
ば
ら

撒
い
て
い
た
ら
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
グ

ル
や
化
け
物
が
寄

て
く
る
恐
れ
も
あ
る

 

達
の

心
は
非
常
に
高
ま
り

更
に

重
に
進
ん
だ
が

 
結

食
い
千
切
ら
れ
た
チ

ム
の

体
を

い
て

に
も
出
く
わ
さ
ず
地
下
三

に

り

い
て
し
ま

た

  
・
今
話
に
お
け
る

信
回
線

 
ユ
ウ
キ
達

ア
ミ

ス
フ

ア
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有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

電
波

 
束

有
ラ
ボ
型

名
前
は
ま
だ
な
い

 

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク

 
和
人

黒
椿

無
銘

 

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク

森
羅
の
守
護
者

ア
バ
タ

 

電
波

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

な
ど

 
よ

て
ジ

ミ
ン
グ
さ
れ
る
の
は
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

だ
け
に
な
る
の
で
ア
バ
タ

が

か

ら
出
れ
ば
問

な
く
動
く
理

  
・
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

 

バ
イ
オ
を
知

て
い
る
ゲ

マ

 
な
ま
じ
知

て
る
設
定
の

が
リ
ア
ル
に
い
た
せ
い
で

フ

ク
シ

ン
の
知
識
を
前

に

色

と

え
る
よ
う
に
な

た
人

か
な
り
の
ビ
ビ
リ
の
よ
う
だ
が
そ
の
場

に
い
て
慌
て
て
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動
こ
う
と
し
て
な
い
の
で
非
常
に

静
で
あ
る

  
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

 
バ
イ
オ
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
Ｐ
Ｍ
Ｃ
重

会

 
リ
ア
ル
の
魂
に

し
て
い
る
事
ま
た
本
作
で
は
Ｇ
Ｇ
Ｏ
な
ど

火
器
を
武
器
に
し
た

Ｒ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
が
な
い
の
で

あ
ま
り
会
話
に

れ
て
な
い

 
ち

と

間
外
れ
だ
け
ど
本
人
は
気
に
し
て
い
な
い

  
・
桐

谷
和
人

 
バ
イ
オ
の
知
識
を

か
さ
れ
た
小
学
六
年
生

 
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
設
定
を
無

し
て
色

と

か
さ
れ
て
い
る
が
ま
あ
リ
ア
ル
の
方
が
残

と
知

て
る
か
ら
モ

マ
ン
タ
イ
で
し

う

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を
使
え
な
く
な

た
が

越
界
の

が
あ
る
の
で
死
人
に

し
て
は
問

な
い

な
ん
な
ら
暗

ゴ

グ
ル
も
不
要

そ
も
そ
も

バ
リ
ア
が
あ
る
の
で

本
ダ
メ

ジ
無

で
無

で
あ
る

フ
ラ
グ
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リ
ア
ル
に
ゲ

ム
を

す
る
ゲ

ム

だ
が
一
定
の

件
や
要

を
重

し
て
い
る
の
で

そ
こ
ま
で
的
外
れ
で
は
な
い

  
・
森
羅
の
守
護
者

 
ジ

ミ
ン
グ
・
ミ
ス
ト
の
せ
い
で
進
行
不
可
に
な

た
保
護
者
勢

 
ア
バ
タ

の

覚

覚
は
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を
使

て
い
る
が
ア
バ
タ

と
の
送

信

を
行
う
の
は
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
な
の
で
ミ
ス
ト
の
外
な
ら
問

な
い

地
上
に

て
楯

無
達
の
方
に
向
か

た

 
内
心
ヴ

サ
ゴ

ガ
ブ
リ
エ
ル
へ
の

心
が

も
な
い
が

バ
リ
ア
を

す
る
武

器
が
無
い
事
か
ら

引
き
下
が

た
裏
話

 

約
一
名

器
で
メ
ン
タ
ル
が

れ
て
た
の
で

ち

と
だ
け
安

し
た

 
ま
あ
楯
無
達
は
み
ん
な

火
器
持

て
る
ん
で
す
け
ど
ね

無
情

  
・

の
見
え
な
い

 
人
の
体
か
ら
上
を
一
撃
で
喰
ら
う
デ
カ
ブ
ツ
か
は
た
ま
た
食
い
意
地
の

た

ツ
か
は
不
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明

確
実
に
い
る
の
は
確
か
だ
が

和
人
達
が
進
む
間
に
出
く
わ
す
こ
と
は
無
か

た

 
和
人
は
二

上

て
い
る
が
出
て
こ
な
い
事
や
足

が

こ
え
な
い
事
か
ら

し
て
い
る

と

え
て
い
る

 
ち
な
み
に
バ
イ
オ
シ
リ

ズ
で
は
体
が

の
色
と
同
化
す
る
カ
メ
レ
オ
ン
の
よ
う
な
人
間

サ
イ
ズ
の

か
ら
人
間
を

み
に
出
来
る
サ
イ
ズ
の
も
の
が
存
在
し
て
お
り
ヴ

サ
ゴ
は
そ

れ
を
知

て
い
る
た
め

戦

し
て
い
る
裏
話

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

   
行
き
は
よ
い
よ
い

帰
り
は
怖
い
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２

天
獄
の
狂
演
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

中
に
デ

ス
プ
レ
イ
が
暗
転
す
る
の
を

り
返
し
た
せ
い
で

く
な

た
怒
 

す
る
だ
け
な
ら
や

一
体
型
の
ノ

パ

が
圧
勝
で
す
ね

 
く
ど
い
か
も
で
す
が

ヴ

サ
ゴ
は
和
人
の
事
に
な
る
と

本
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
で
す

 

点

ヴ

サ
ゴ

 

数

約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
協
定
世
界
時
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
時
間
二

二
五
年
 
七
月
九
日
 
二
十
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二
時
三
十
分

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

製

会

ス

ク
ト
ル
本

ビ
ル
地
下

地
下
三

  
二

で
は
チ

ム
の

体
と
し
か
遭
遇
し
な
い
ま
ま

達
は
三

へ

じ
る

を
下
り
た

 

か
は
絶
対
い
る

だ
が
そ
の

は
見
え
な
い

一
撃
で
こ
ち
ら
の
命
を
奪
い
に
来
る

の

見
え
な
い

を

し

け
る

達
の

は
か
な
り
の
も
の
だ

た
だ
ろ
う

な
予
感
と
い

う
も
の
が
止
ま
ら
な
い

た
ま
ま
進
む
か
ら

に

え
事
を
し
て
し
ま
う

負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
だ

 

と
は

え

 
そ
の

感
を

し
ん
で
い
る
の
も
確
か
だ

労
は
あ
る
が
そ
れ
は
気
持
ち
の
い
い
も
の

で
あ
る

 
こ
の
感
性
は
き

と
異
常
な
ん
だ
ろ
う
と
ピ
リ
リ
と
す
る

感
を

し
む

手
の

が

見
え
な
い
か
ら
こ
そ
こ
ち
ら
も
出
来
る
だ
け
静
か
に
す
る
い
わ

る
ス
ニ

キ
ン
グ
は
こ
の

感
こ
そ
が
醍
醐
味
だ

の
上
で
キ

ン
デ

の
よ
う
に
転
が
し
な
が
ら
ど
こ
か
ら
で
も
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来
い
と
念
じ
た

さ
て

地
下
三

で
は
な
に
か
出
て
く
る
か
ね

も
出
な
い
で
欲
し
い
が
な

出
来
れ
ば

帰
り
も

そ

い
う
事

う
と

出
て
く
る

 
フ
ラ
グ

て
な

 

と
ブ

ロ
兄
弟
の
二
人
で

と
背
後
を
和
人
が
正
面
と

を

し
つ
つ
三

も
同
じ
よ

う
に
進
む

や
は
り
三

も
ジ

ミ
ン
グ
・
ミ
ス
ト
が
立
ち

め
て
い
て
十
メ

ト
ル
か
ら
先
の

界
は
不
明

だ

 
デ
ス
ゲ

ム
時
代
だ
と

こ
う
い
う

は
樹
海
だ
と
か
墓
地
だ
と
か
で
発
生
す
る
の
が
定
番

だ

た
か
ら

れ
ら
れ
る

物
が
多
か

た
の
だ
が
こ
こ
は

設
の
た
め
廊
下
に

し
て
は
か
な
り
小

に
な

て
い
る

せ
め
て
運

中
の
ダ
ン
ボ

ル
く
ら
い

い
て
い
て
も

い
い
と
思
う
が
そ
れ
す
ら
な
い

 
ま

は

器
を
使
う

じ

な
い
か
ら

物
を
使
う
機
会
は
お
そ
ら
く
少
な
い
だ
ろ

う 
そ
う

え
る
と

物
が
無
い
と
い
う
事
だ
か
ら
動
き
や
す
い
し

が

れ
に
く
い
と
い
う

点
が
見
え
て
く
る

カ
メ
レ
オ
ン
み
た
い
に

が
見
え
な
い
状

に
な
る
と
ど
う
し
よ
う
も
な
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い
がま

な
に
か
出
て
き
て
も
和
人
は

を
持

て
ん
だ

ど
う
に
か
な
ん
じ

ね

か

生
憎
だ
が
あ
ま
り
期

に

え
な
い
と
思
う
ぞ

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者
と
の
や
り
取
り

で
コ
ア
の
演

を
か
な
り
食

て
る
か
ら
な

無
銘
は
使

不
可

黒
椿
も

一
仕

様
能
力
を
一
つ
使
え
る
程

だ

や

十
分
じ

ね

か

そ
れ

 
ま
さ
か
使
え
な
い
の
か
と
も
思

た
が

ん

ん
戦
力
に
な
る
レ
ベ
ル
で

子

け
し
た

 

一
仕
様
能
力
は

者
と
コ
ア
の

性
が
最
高
の
状

に
な
り
更
に

フ

ム
・
シ
フ
ト

形

行
を
経
る
事

で
発
現
す
る
事
が
あ
る

一
無
二
の
機
能
だ
と

く

む
し
ろ
そ
れ
を
三
つ
も
保
有
し

つ

で
き
る
時
点
で

常
で
は
な
い
の
だ

一
つ
使
え
る
程

と
は

う
が
本
来
は
そ
れ
が
十
全
レ

ベ
ル
な
の
で
あ
る

全
力
と
は
程
遠
い
と
い
う
意
味
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
平

的
な
戦
力
と

べ
た
方
が
い

い
と

は
思
う

 

ま

協
し
な
い

り
が

黒
の
剣
士

い
て
は

解
放
の
英
雄

と

わ
れ
る

に
至

た
秘

だ
か
ら
と
や
か
く

う
つ
も
り
は
な
い

手
に
よ

て
は

み
つ
き
か
ね
な
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い
が

そ
こ
は

の
知

た
事
で
は
な
い

ま
あ
い
い

で

ど
れ
が
使
え
て

ど
れ
が
使
え
な
い

ん

 

あ
あ

三
つ
の
う
ち
ど
れ
か
一
つ
を

意
で

べ
る

と
い
う
意
味
だ

ち
な

み
に
使
う
つ
も
り
な
の
は

増

機
能
だ

増

バ
ト
ル
ヒ

ル
ン
グ

戦
闘
時
自
動
回
復
ス
キ
ル
の
リ
ジ

ネ
か

て
こ
と
は
お
前
バ
リ
ア
を
破
ら

れ
る
事
は
な
い
ん
じ

ね

か

 
ア
バ
タ

の

を

の

と

え
れ
ば

そ
れ
が

遠
に

き
な
い
イ
コ

ル
死
な
な
い
と

い
う
意
味
に
な
る

あ
る
意
味
の
不
死
身
だ

が

き
な
い
ビ
ル
ド
を
組
ん
で

手
が
倒
れ

る
ま
で
攻
撃
し

け
る
ス
タ
イ
ル
を

う

の

中
は

ン
ビ
ア
タ

ク
と
か

て

い
た
気
が
す
る

 
ウ

ル
ス
を

え
る
と
流

に
危
険
で
は
あ
る
が

万
が
一
を

え
れ
ば
心
強
い
保
険
だ

 

ま
し
い
と

直
に
思

た

 
だ
が
和
人
は

や
や

し
い
表
情
に
な

た

ど
う
だ
ろ
う
な

あ

ち
が

零

白
夜

み
た
い
に

そ
の
も
の
を
攻
撃
エ
ネ
ル
ギ

に

転
換
し
て
い
た
ら
無
意
味
だ
か
ら
ど
こ
ま
で

果
が
あ
る
か
不
明

だ

そ
れ
に

大
な
も
の
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に

み

さ
れ
た
ら
回
復
が
間
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
し

あ

そ
う
か

 

わ
ん
と
す
る
事
を

し

は

得
の
声
を
上

た

 
和
人
が
心
配
し
て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
風
に

え
ば

無

と
継

ダ
メ

ジ
だ

シ

ル
ド
バ
リ
ア
の

を
無

化
す
る
攻
撃
更
に
回
復
力
を
上
回
る
継

ダ
メ

ジ
を
こ
そ

恐
れ
て
い
る

焦

攻
撃
と
槍

剣
と
い

た

属
性
継

ダ
メ

ジ
で
ボ
ス
を
一
方
的
に

倒
し
て
い
た
事
か
ら
得
た

眼
点
だ
ろ
う

体
格
に

し
て
は

か
ら
小

な
ま
ま
だ
か
ら
気
に

な
る
の
か

そ
の
回
復
力
は

間
ど
れ

ど
だ

 

し
な
が
ら

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
静
か
に
問
い
掛
け
た

マ

ク
ス
１
０
０
０
で

間
回
復

は
１
０
０
だ

た
だ
し

が

い
か
ら

を

大
に
消

す
る
絶
対

が
発
生
し
や
す
い

な
る

ど

つ
ま
り
お
前
は

大
生
物
に

さ
れ
な
い
事
と

零

白
夜

の
兵
器
に
だ
け

集
中
す
れ
ば
い
い

だ

な
ら
ば
我

に

べ
れ
ば

分
と
気
が

だ
ぞ

な
に
せ

や

を
撃

た
れ
れ
ば
そ
の
ま
ま
体
に
ダ
メ

ジ
が
来
る
か
ら
な
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て
く
れ
る

 

ん
の

か
に

を

え

肉

に
兄
弟
が

線
を
送
る

の
少
年
は

肉

な

み

を
返
し

フ
ン

と

を
鳴
ら
し

に

た

 

分
と

し
そ
う
だ
な

兄
弟
は

と

は
内
心
で
二
人
の
や
り
取
り
か
ら
そ
う
思

た

 
分
か
り
に
く
い
が
ア
レ
は
兄
弟
な
り
の
フ

ロ

だ

そ
れ
だ
け
気
に
す
れ
ば
い
い
の
だ
と

を
解
そ
う
と
し
て
い
た

た
だ

い
方
が

自
分
達
の
方
が
危
な
い
か
ら
文

を

う
な

と
い
う
形
に
な

て
い
る
か
ら
解
り

い

そ
し
て
そ
れ
を

に
説
明
す
る
気
も
な
い

と

線
 
大

の

兵
な
ら
イ

ミ
と

え
つ
つ
し
か
し
事
実
だ
か
ら
反
論
を

み

む
か

の
血

が
上

て

い
合
い
に
発
展
し
そ
う
な
も
の
だ
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
場
合
は
有
能
な
リ

ダ

だ

か
ら
大

の
事
は
問

に
な
ら
な
い

 
そ
し
て
今
回
は

手
も
良
か

た

和
人
の
思

で
は
お
そ
ら
く
二

り
の
予
想
が
浮
か
ん
だ

だ
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

線
に

蔑
を

み
取
ら
な
か

た
事
か
ら
同
じ
よ
う
に

肉
だ
け

を
返
し
て
み
せ
た

 

で
は
あ
る
が

達
は
存
外
い
い
チ

ム
な
の
か
も
し
れ
な
い
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そ
ん
な
事
を

た

二
人
同
時
に

定
な
い
し
疑
問
の
声
を
返
さ
れ
そ
う
だ
が

は
本

に
そ
う
思

て
い
た

 
 
 
 

 
地
下

の
フ
ロ
ア
は
極
め
て

な
ブ
ロ

ク
分

に
な

て
い
る

廊
下
の

に
部

の
入

が
あ
り
偶
に
十

路
に
な

て
別

に

動
す
る

の
目
の
よ
う
な

的
な
配

列
だ

 

達
は
廊
下
を
進
み

部

の
出
入
り

や

に
あ
た
る

に
状
況
確
認
を
行

て
い
た

 

そ
し
て
つ
い
に

地
下
二

か
ら
突
入
し
て
以

初
め
て

と
遭
遇
し
た

 
一

で
チ

ム
を
作

た
時
に
和
人
が

た
四
つ
の
目
標
で
は
な
か

た
が
万
が
一
ウ

ル
ス
や
ワ
ク
チ
ン
サ
ン
プ
ル
が
無
か

た
場
合
を
想
定
し

す
る

集
め
も
ま
た

達
の

目
標
に
数
え
ら
れ
て
い
る

そ
の
た
め
地

で

や

な
ど
そ
れ
ら
し
い
部

だ
け
は

り
も
最

限
は
行

て
い
た

 
そ
う
し
て

み

ん
だ
の
は

三

に
な

て
初
め
て
現
れ
た

実
験
体

 
流

に
こ
れ
は
な
に
か
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
向
か

た
先
は
ビ
ン
ゴ
だ

た

中
に
は
大
人

な
ら
ス

ポ
リ
と
収
ま
る
大
き
さ
の
カ
プ
セ
ル
が

ん
で
い
た

カ
プ
セ
ル
の
一
つ
は
内

か
ら
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破
ら
れ

性
の

体
が

に

び

て
い
た

そ
し
て
そ
の
中
身
ら
し
き
物
体
も

に
い
た

の
で
あ
る

 
部

に
入

た

這
い

て
い
た
物
体
が

を
上

た

 

大
な

か
ら

く

い
⻭
に

れ
下
が
る
極
太
の

真

白
な
体
表
は

に
も

ん
で

お
り
目
す
ら
無
か

た

変
異
の
過
程
か

大
し
た

が
外
部
へ

き
出
し
と
な
り
四

の

離
し
た

か
ら
は
新
た
に
形
成
さ
れ
た

肉
組

が

出
し
て
い
る

⻑
く
な

た
四

は
し

か
り
と

を

ん
で
い
た

四
足
歩
行
の
化
け
物
だ

 

は

そ
の
化
け
物
を
知

て
い
る

 
な

な
ら

サ
イ
ト
の
一
つ
で
見
た
事
が
あ
る
か
ら
だ

実
写

の
一
作
目
で
ラ
ス
ボ
ス

的
立
ち

の

リ

カ
め
る
者

か
よ

 
⻭

み
し
な
が
ら

ス
カ

を
構
え
る

 
リ

カ

 
そ
れ
は
ゲ

ム
シ
リ

ズ
で

か
出
て
き
て
い
る

の
名
前
だ

見
た
目
も
同
じ
と
く
れ

ば
退
化
し
た
眼
の
代
わ
り
に
お
そ
ら
く

覚
が
発
達
し
て
い
る

撃
す
れ
ば

に
遠
く
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か
ら
寄

て
く
る
程
の
そ
れ
に

も
な
い
運
動
能
力
も
有
し
て
い
る
と
な
る
と
ま
ず

ら

れ
な
い

 
極
め
つ
け
は
そ
の

だ

 
見
た
目
か
ら
は

え
ら
れ
な
い

ど

す
る
そ
の

は
数
メ

ト
ル
の
間
合
い
な
ど

な
く

び
命
を

り
取

て
く
る

十
メ

ト
ル
と
い
う

離
な
ど
リ

カ

に
と

て
は
無

い
も
同
然
の

だ

足
り
な
け
れ
ば

べ
ば
い
い
の
だ
か
ら

ジ

ア
ア
ア
ア
ア
ア

チ
 
部

に
入

た
時
点
で
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
い
た
リ

カ

が
雄

び
を
上

る

 

は

打
ち
と
共
に
引
き
金
を
引
い
た

バ
バ
バ
バ
と
断

的
に
発

が
上
が
る

可
能

な
限
り

い
を
付
け
て
撃
つ

が
リ

カ

に

ん
だ
様
子
は
な
い

面
に

て
て
い
る

が

え
た
様
子
が
見
ら
れ
な
い

 
フ

ク
シ

ン
で
は
大
き
く

け
反
る
の
だ
が

や
は
り
リ
ア
ル
は
違
う
ら
し
い

 
そ
う
思

た
直
後

カ
キ
ン

と
弾
切
れ
の

 

て
ま
し
た
と

わ
ん
ば
か
り
に
リ

カ

が

を
大
き
く
引
き

た
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こ
り

死
ん
だ
か

 

は
一

で
悟

た

 

裏
に
ハ
エ
を

ま
え
る
カ
エ
ル
の
ワ
ン
シ

ン
が
浮
か
ぶ

も
な
く
ど
う
で
も
い
い
コ

ミ
カ
ル
な

面
だ
が
い
ま
の

は
カ
エ
ル
に

ら
れ
る
ハ
エ
も
同
然
だ

よ
う
と
し
て
も

間
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う

 
こ
の
ま
ま
肉
を

ら
れ

死
ぬ
未
来
が
見
え
る

 
一

後

分

い

が

た

  

さ
せ
る
か

  
そ
こ
に

り

ん
だ
の
は
和
人
だ

 
見
覚
え
の
あ
る
十

盾
を
取
り
出
し

を

い
だ
和
人
が
衝
撃
で
吹

び

に
ぶ
つ

か

て
き
た

け
身
も
取
れ
ず

は

も
ち
を
つ
く
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ま
さ
か

わ
れ
る
と
は
と
和
人
の
行
動
に

き
な
が
ら
も
手
は

く
ス
カ

の
リ
ロ

ド

を
行

て
い
る

 
目
は

リ

カ

に

近
戦
を

む
和
人
の

を

え
て
い
た

 
息
を
止
め
た
和
人
が
一
歩
強
く

み

む

換

さ
れ
た
深
紅
の
槍
が
大
き
く
突
き

ま
れ

た

⻑
い
体
⻑
を
誇
る
生
物
兵
器
が

き
に
さ
れ
る
か
の
よ
う
に

か
れ
び
く
ん
と

す

る 
リ

カ

を

し
に
し
た
和
人
は
す
ぐ
に
後
退
し
た

 
そ
の
手
に
光
が
集
ま
り
一
本
の
剣
へ
と
収
さ
れ
る

機
能
性
だ
け
重
さ
れ
た

ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

無
骨
な
直
剣

を
大
き
く
引
き

た
直
後
ゴ
ウ

と
一

だ
け

風
が
吹
き

れ
る

真
後
ろ
に
い
た

の
黒
髪
が
バ
サ
バ
サ
と
波
打

た

 
風
に

さ
れ
る
形
で
和
人
は
突
進
し

強

な

突
を
放

た

 
血
色
の
光
も

外

機

め
い
た

も
な
い
が

そ
れ
が

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

の
動
き
だ
と

時
に
理
解
出
来
た

黒
椿

に

載
さ
れ
て
い
る
と
い
う

ド
ス
キ
ル
・
ア

シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
動
き
を
再
現
し
た
そ
れ
は

も
な
い
一
撃
だ

た

突
き

さ

た
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衝
撃
で
リ

カ

の

部
が

け

た

ど
だ

 
い
ま
の
一
撃
は
間
違
い
な
く
ハ
ン
ド
キ

ノ
ン
や
シ

ト
ガ
ン
を
超
え
た

力
を
誇

て
い

た
に
違
い
な
い

 
そ
の

力
を
出
せ
て

つ
反
動
に

え
得
る

ど
肉
体
を
鍛
え
上

て
い
る
証

で
も
あ
る

は

す

な

 
そ
の

が

に
対
し
て
の
も
の
か

そ
れ
は

自
身
に
も
分
か
ら
な
か

た

 
 
 
 

 

実
験
体

で
の
襲
撃
は

リ

カ

一

で
は
終
わ
ら
な
か

た

 
リ

カ

は

覚
が
異
常
発
達
し
た
個
体

カ
プ
セ
ル
に

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

そ
の
す
ぐ
近
く
で
発

や
絶

な
ど
が
上
が
れ
ば
覚
醒
す
る
の
は
必
然
だ

た

一

ま
た
一

と
内

か
ら
カ
プ
セ
ル
の
ガ
ラ
ス
を
破
り

は
い
ず
り
出
て
く
る

ら
の

は
戦

を
誘
う

 
新
し
い
マ
ガ
ジ
ン
を
突

ん
だ

は
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
一
緒
に
な

て
弾
を
ば
ら
撒
い
て
い

く 
だ
が

達
の
弾

は

鉄

の
よ
う
に
リ

カ

の
表

に
弾
か
れ
大
し
た
ダ
メ

ジ
に

な

て
い
な
い

そ
の
隙
間
を

う
よ
う
に
し
て

る
黒
こ
そ
が

中
を

る
主
力
だ

ア
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サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
の
弾
を

さ
な
い

ど

な
表

や

肉
を
黒
と
白
の
レ

ザ

ブ
レ

ド
が
容

く
切
り
裂
い
て
い
く

 
決
定
打
と
な
る
の
は
ア
イ
ツ
だ
け
だ

 
し
か
し
数
で

る
分
ど
う
し
て
も
打
ち

ら
し
が
出
て
く
る

よ
り
大
き
な

に
反
応
す
る

リ

カ

共
の

い
は

火
器
を
使
う

達
に
向
き
や
す
い
せ
い
で
も
あ

た

チ

が
明
か
ね

な

 
一

の
リ

カ

が

い
動
き
で
天

を
這

て
く
る
の
を
見
た

は

存
し
て
も
意
味

は
無
い
と
判
断
し

に
掛
け
て
い
た

と

備
を
交
換

す
ぐ
に

を
向
け
る

 
構
え
た

は

中
で
死
ん
だ

中
の

備
の
一
つ

し
い
フ
ル
オ

ト

撃
を
可
能
と
し
た

軍

弾

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｕ
ｌ
ｔ

だ

引
き
金
を
引
い
た

マ
ズ
ル
フ
ラ

シ

が

す
る

ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
以
上
の

が

も
上
が
り
他
の
リ

カ

共
の

い
が
こ
ち
ら
に
向
く
が
近
付
い
て
き
た
と
こ
ろ
に

を
向
け
て
や
れ
ば
片
は
付
い
た

ゲ

ジ
シ

ト
シ

ル
が
そ
れ
ぞ
れ
の

部
を
穴

こ
だ
ら
け
に
し
て
い

た
の
だ

 

発

可
能
な
ド
ラ
ム
マ
ガ
ジ
ン
に
残

て
い
た
弾
を
撃
ち
切

た
時
に
は

生
き
残

て
る
リ

カ

は
和
人
が

手
し
て
い
る
個
体
だ
け
に
な

て
い
た
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へ

ザ
マ

見
ろ

て
ん
だ

 
シ

ト
ガ
ン
の

弾
は
か
な
り
危
な
い
の
で
人
が
前
に
い
る
と
き
に
撃
つ
と

確
実
に

き

ん
で
し
ま
う
が
和
人
の
場
合
は
シ

ル
ド
バ
リ
ア
が
あ

た
か
ら
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
を
気
に
し
な
く
て
い
い
の
が
非
常
に

で
あ
る

ご
と
撃
つ
な
よ

ン
な
事

て

後
ろ
も
見
ね

で
キ

チ
リ

け
て
ん
じ

ね

か

 

の
本
人
か
ら
は
ジ
ト
目
で
抗
議
さ
れ
る
が

を

え
れ
ば
い
い
手

の

だ

そ
れ
に
こ
の
程

の
攻
撃

た

た
と
し
て
も

に

れ
ね

だ
ろ

そ
う
い
う
問

じ

な
い

 
空
に
な

た
ド
ラ
ム
マ
ガ
ジ
ン
に
弾
を

め
直
し
な
が
ら

え
ば
強
い
語

で
文

が
返

て

く
る

 
そ
れ
と
同
時
に
最
後
の
リ

カ

が

を

ね
ら
れ

絶
命
し
た

 
 
 
 

 
最
終
的
に

内
の
カ
プ
セ
ル
に
い
た
十
数
体
の
リ

カ

を
全
滅
し
た

達
は

ら
の
血

だ
ま
り
を

み
な
が
ら

内
を

策
し
た

お
目

て
の
物
は
一
つ
も
無
か

た
が
リ

カ
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に

す
る
い
く
つ
か
の

は
回
収
で
き
た

 
英
語
で
書
か
れ
た
そ
れ
を

ん
だ
限
り
で
は
個
体
名
リ

カ

は
意

的
に
作
ら
れ
た

生
物
兵
器
ら
し
い

 

が
知

て
い
る

ン
ビ
パ
ニ

ク
物
の
リ

カ

は
二

感

し
た

ン
ビ
が
ウ

ル
ス

に

さ
れ
た
人
肉
を
喰
ら
い

け
た
果
て
の
突
然
変
異
タ
イ
プ
と
人
体
に
直

ウ

ル
ス
を

打
ち

ん
で
出
来
上
が

た

タ
イ
プ
の
二
種

存
在
す
る

が
よ
く
知
る

は
後
者
の
も
の
だ

そ
し
て
こ
の

者
に
共

す
る
の
は
ウ

ル
ス
の
変
異
に

せ
た
結
果
と

い
う
点
に
あ
る

ウ

ル
ス
を
打
ち

む
後
者
の
タ
イ
プ
も
感

後
に

し
て
は
経
過
観

し

か
さ
れ
て
い
な
か

た
設
定
な
の
だ

 
だ
が
リ
ア
ル
で
殺
し
合

た
リ

カ

達
は

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
に
よ
る

変
異
に

入
し

え
て
退
化
す
る
機
能
と
進
化
す
る
機
能
を

作
し
た
個
体

ら
し
い

一

完
成
し
た

も
の
を

し
た
の
が
こ
の
部

に
あ

た
個
体
の
よ
う
だ

た

な
る

ど
な

 
内
容
を
理
解
し
た

は

を

で
な
が
ら
思

を
回
す

 
お
そ
ら
く
だ
が
こ
の

に

わ

て
い
る

ツ
は
外
国
で
人
気
の

ン
ビ
パ
ニ

ク
物
を
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参

に
し
て
い
て
ま
ず
は
そ
れ
を
作
り
出
す
事
を
目
標
に
し
た
の
だ

だ
か
ら
リ

カ

や
ハ

ン
タ

が
存
在
し
た

そ
う
し
て

地
と
な
る
技
術
を
育
て

と
な
る
ウ

ル
ス
を
作

た

後

そ
こ
か
ら
独
自
の
も
の
を
作
り
上

て
い
く

な
の
だ
ろ
う

 
下
手
を
す
る
と
フ

ク
シ

ン
以
上
の

が
リ
ア
ル
で
も

こ
り
か
ね
な
い
と
い
う

だ

 
ど
こ
ま
で

が
進
み
ま
た

の
ウ

ル
ス
が
ど
ん
な
変
異
・
特
徴
を

す
も
の
か
は
イ
マ

イ
チ
不

明
だ
が
確
か
な
事
は
フ

ク
シ

ン
作
品
の
ク
リ

チ

共
が
再
現
さ
れ
て
い

る
事
だ

突
然
変
異
の
も
の
も
意

的
に
作
り
出
し
て
い
る
以
上
も

と
多
く
の

が

作
り
出
さ
れ
て
い
る
と
み
て
間
違
い
な
い

ガ
ブ
リ
エ
ル

ヴ

サ
ゴ

二
人
は
ど
れ
く
ら
いく

だ
ん件

の
作
品
に
つ
い
て
知

て
る
ん
だ

私
は
名
前
を

い
た
事
が
あ
る
程

だ

あ
と
は
隊

が

い
て
い
た
程

だ
か
ら

知

ら
な
い
に

し
い

は

く
ら
い
な
ら
知

て
る
が

そ
こ
ま
で

て
出
て
き
て
な
い
ん
だ
よ

な 
ジ

ン
ル
の
代
名

に
な
る
く
ら
い

ン
ビ
が
出
て
来
る
作
品
で
は
あ
る
が
実
の
と
こ

ろ
そ
い
つ
ら
は
二

感

し
た
も
の
で
作
品
の
根
幹
を

す
ウ

ス
ル
で
目
指
し
て
い
る
生
物
兵
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器
そ
の
も
の
で
は
な
い

だ
か
ら
こ
そ

と
呼
称
が

別
さ
れ
た
リ

カ

が
ラ
ス

ボ
ス
的
立
ち

に

え
ら
れ
て
い
た

ゲ

ム
で
は
道
中
の

Ｍ
ｏ
ｂ
と
し
て
多
数
配

さ

れ

中
に
は

種
も
存
在
し
た
と
い
う
が

だ
と
そ
ん
な
に
出
て
来
な
い
の
が
常
な
の
だ

 
だ
か
ら

自
身
そ
こ
ま
で

シ
リ

ズ
に
つ
い
て
深
く
知

て
い
る

で
は
な
か

た
有
名
ど
こ
ろ
だ
と
ハ
ン
タ

に
ケ
ル
ベ
ロ
ス
あ
と
タ
イ
ラ
ン
ト
と
か

う

ツ
も

た

け

か

タ
イ
ラ
ン
ト
だ
け
初

だ
な

ま
だ
会

て
な
い
よ
な

あ
あ

つ

か
会
い
た
く
ね

よ
タ
イ
ラ
ン
ト
ま
で
現
実
に

た
ら
と

え
る
だ
け
で
イ

に
な
る

タ
イ
ラ
ン
ト
は
シ
リ

ズ
の
発

と
な

た
ウ

ル
ス
の

文

に
因
ん
で
名
づ
け
ら
れ
て

お
り
英
語
や
ギ
リ
シ

語
で

と
い
う
意
味
を

し
て
い
る

名
は
体
を
表
す
よ
う
に

圧
倒
的
な
戦
闘
能
力
と
生
命
能
力
を

せ
持
ち
兵
士
と
し
て

務
を

行
す
る
だ
け
の
知
能
を

有
す
る
た
め

キ

ラ
ク
タ

に
襲
い
掛
か
る
強

と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
た

 

は
成
人
男
性
に
ウ

ル
ス
を
投
与
更
に
人
体

を

し
て
作
り
上

ら
れ
て
い
る
ら
し
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い 
そ
し
て

に
出
て
来
た
個
体
は
ロ
ケ

ト
ラ
ン
チ

や
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン
な
ど
超
重

火

器
を

な
く
使
い
こ
な
し
て
い
た
記

が
あ
る

更
に
追
い

め
ら
れ
る
と
リ
ミ

タ

が
外
れ

る

形

も
有
し
て
お
り

異
常
な
回
復
力
と
合
わ
さ
り

ど
ん
ど
ん
異
形
化
し
て
い

た

異
形
化
に

し
て
は
ウ

ル
ス
の

変
異
を

て
の
回
復
だ
か
ら
だ
ろ
う
が
実

に

手

を
す
る
と
な
れ
ば
か
な
り
絶
望
的
だ

な
ま
じ

で
見
て
い
る
せ
い
か
フ
ル
オ

ト
シ

ト

ガ
ン
す
ら
チ

チ
な

に
感
じ
て
し
ま
う

 

と

の

感
を
交
え
つ
つ
タ
イ
ラ
ン
ト
に

す
る
情
報
を
伝
え
る
と
和
人
も
ガ

ブ
リ
エ
ル
も

を
組
み

し
い

に
な

た

実

問

倒
せ
る
の
か
そ
れ
は

と
な
く
復
活
す
る
と
な
る
と
こ
ち
ら
が
先
に

弾
切
れ
に
な
る
ぞ

一
体
な
ら
ま
だ
し
も

複
数
出
て
来
ら
れ
る
と
流

に
苦
し
い
な

も
そ
う
思
う

 
一
体
だ
け
な
ら
ま
だ

と
か
で
き
る
だ
ろ
う

 
だ
が
他
に
も
化
け
物
が

て

界
不
明

な
中
限
ら
れ
た
武

で
倒
せ
る
か
と

わ
れ
る
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と

を

ざ
る
を
得
な
い

タ
イ
ラ
ン
ト
に
集
中
す
る

り
天

や
背
後
か
ら

襲
を

け

そ
の
ま
ま
デ

ド
エ
ン
ド
を

え
る
未
来
が
あ
り
あ
り
と
予
想
出
来
て
し
ま
う

 
と
は

え
気
を

む
ば
か
り
で
は
仕
方
な
い
の
で
出
て
来
な
い
事
を
カ
ミ
サ
マ
に
祈
り
つ
つ

達
は

実
験
体

を
後
に
し
た

 
 
 
 
 

 

を
後
に
し
た

達
は
地
下
四

へ
の

に
向
か
う
道
中
で

な

を

け
た

 

手
は
ハ
ン
タ

リ

カ

ば
か
り
だ
が
そ
の
数
は

り
知
れ
な
い

さ

き
ま
で
ど
こ

に

れ
て
い
た
の
か
と
思
う

ど
の
数
は

で
の

を
契
機
に

ブ
ロ

ク
か
ら
集

ま

て
来
た
か
ら
だ
ろ
う

種

は

だ
が
ど
ち
ら
も

躍
力

攻
撃
力
は
極
め
て

異
的

で
し
か
も

み
の

弾
で
は

す
ら
し
な
い
た
め

と
ガ
ブ
リ
エ
ル
は

抗
の
手

を
喪

て
い
た

 
そ
れ
で
も
み
す
み
す
死
ぬ
つ
も
り
は
な
い
の
で

に

殺
し
て
い
く
和
人
の
後
を
追
い
な

が
ら

と
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
天
上
と

目
掛
け
て
シ

ト
ガ
ン
の
弾
を

し
み
な
く

き

ん
で
い

た

 
ど

ち
も
使

て
い
る
の
は
フ
ル
オ

ト
シ

ト
ガ
ン

つ
ま
り
一
発
に
つ
き
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個
の
小
型
鉄

が

ぶ

弾
だ

弾

は
と
に
か
く

を

ま
せ
る
力
が
強
い

近

離
で
撃

ち

め
ば

い

に
集
中
的
に
鉄

が

き

ま
れ
る
事
に
な
る
の
で
ハ
ン
タ

の

い
表

も
問

無
く

れ
た

命
傷
で
は
な
い
が
戦
闘
力
を

ぐ
だ
け
で
も
今
は
有

い
限
り
で

リ
ロ

デ

ン
グ
を
黒
椿
が
自
動
で
し
て
く
れ
る
の
を
良
い
事
に

滅
多
に

弾
を
ば
ら

撒
い
て
行
く

 
そ
の
ま
ま

り

け

り

む
よ
う
に
地
下
四

に
下
り
る

へ
突
入

 
背
後
で
多
数
の
化
け
物
が
追
い
掛
け
て
来
る
が
再

構

さ
れ
た
隔

に
よ
り
進
入
が

ま

れ
た
た
め

こ
こ
で

は
一

終
了
と
な

た

今
の
を
マ
ト
モ
に

手
し
て
た
ら
命
が

つ
あ

て
も
足
り
ね

 
一
息
入
れ
ら
れ
る
と
分
か
り

は

に
寄
り
掛
か
り
な
が
ら
大
き
く
呼

を

り
返
す

 
血
路
を
開
く

は
実

無

の
和
人
が
し
て
い
る
か
ら
最
初
に
襲
わ
れ
た
時
に

べ
れ
ば

か
に
マ
シ
だ

し
か
し
不
意
打
ち
で
リ

カ

の
分

い

が

ん
で
来
た
り
開
い
た

離
を

一
気
に

め
る

躍
で
ハ
ン
タ

が

て
来
る
の
を
見
る
と

流

に

や

も
流
れ
る

 
命
の
や
り
取
り
を

し
い
と
は
思
う
が
流

に
帰

で
も
う
一
戦
交
え
た
い
と
は
思
わ
な
い

 

よ
ろ
し
く
秘
密
の

路
や
エ
レ
ベ

タ

で
一
気
に
シ

ト
カ

ト
し
て
帰
り
た
い
も
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の
で
あ
るア

キ
ト
・
オ
リ
ム
ラ
を

て
来
た
道
を

る
の
は

流

に

な
気
が
す
る
な

ま

た
く
だ

そ
い
つ

そ
こ
ま
で
戦
闘
能
力
高
く
ね

だ
ろ

白
式

が
あ

た
と
こ
ろ

で
こ
こ
じ

く
て
却

て
邪
魔
に
な
る
し
よ

 
そ
う

そ
う
な
の
だ

 
ウ

ル
ス
や
ワ
ク
チ
ン
の
事
も
気
に
な
る
が
一
番
問

な
の
は
護
衛
対

に
な
る

秋
十

で
あ
る

ア
イ
ツ
を
守
り
な
が
ら
帰
路
を
進
む
の
は
か
な
り

し
い

線
を

ら
れ
死

も

増
え
る

を
使
わ
れ
た
場
合

リ

カ

達

手
に
不

ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い

和
人

そ
い
つ
見
捨
て
た
方
が
い
い
ん
じ

ね

か

 
お
前
も
憎
ん
で
ん
だ
ろ

 
そ
も

そ
も
助
け
る
義
理
も
無
い
だ
ろ

三
年
前

お
前
を
見
捨
て
て

た

な
ん
だ
か
ら
よ

 
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

は
ま
く

し
立
て
た

 
ロ
ク
に

抗
で
き
な
い
ま
ま

を
奪
わ
れ

さ
れ
た
ア
イ
ツ
は

三
年
前
の
時
の

き

直
し
の
よ
う
だ

な
に
せ
誘

を
指
示
し
た
組

も
同
じ
だ

 
違
い
と

え
ば

ア
イ
ツ
を
助
け
出
す

に
弟
が
来
て
い
る
点
だ

 
ど
う
や

て
か

束
か
ら

け
出
し
た
ア
イ
ツ
は

そ
の
気
に
な
れ
ば
弟
を
助
け
出
せ
た
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だ

そ
れ
で
も
目
の
前
で
見
捨
て
て
一
人
で

た

誘

を
恐
れ
て

た
だ
け
で
な
く

明
確
に
弟
が
死
ぬ
と

え
た
上
で
見
捨
て
た
の
は
か
な
り
意
味
が
違
う

 
そ
ん
な

を
救
い

護
ろ
う
と
し
て

そ
れ
で
こ
ち
ら
が
死
ぬ
の
は

た
も
の
で
は
な
い

前
に

た

だ

無
能
な
味
方

ど

邪
魔
な
モ
ン
は
ね

 
学
園
を
襲
撃
し
た
時
と
同
じ

 
あ
の
時
は

時
ド
イ
ツ
代
表
候
補
だ

た
女
に
つ
い
て

し
た

い
ま
は
神

と

わ
れ
た

秋
十
を
指
し
て

て
い
る

 

な
ん
と
い
う

肉
だ
ろ
う
か

 

は
自
分
が

て
い
る
事
を
振
り
返
り
な
が
ら

と

か
な
ア
イ
ロ
ニ

を
感
じ
た

 
天
才
と

わ
れ
た
実
の
兄

 
無
能
と
蔑
ま
れ
た
実
の
弟

 
か
つ
て
は

あ

に
天
才
が

お
と
う
と

無
能
を
見
捨
て
た

だ
が
今
回
は
そ
の
逆
が

き
て
い
る

い
や
あ
る

意
味
で
は
そ
の
ま
ま
だ

天
才
が
有
能
と
い
う
表
現
に
な

た
だ
け

 
そ
れ
は
コ
イ
ツ
の
復
讐
心
に
報
い
る

だ

同
時
に
最
大
の
意

返
し
で
も
あ
る
だ
ろ
う

こ
こ
で
見
捨
て
れ
ば
秋
十
は
自
身
が
無
能
と
見
下
し
て
い
た

手
か
ら
無
能
だ
と

き
返
さ
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れ
た
事
に
な
る
の
だ
か
ら

そ
し
て
そ
の

の
果
て
に

ツ
が
命
を

と
せ
ば
復
讐
は
実
を

結
び

極
の
甘

と
な

て
和
人
の
意
識
を

配
す
る

な

和
人

見
捨
て
ち
ま
え
よ

か
つ
て
さ
れ
た
事
を
す
る
チ

ン
ス
だ

 
や
り
返
し

ち
ま
え
ば
面
倒
事
と
も
オ
サ
ラ
バ
出
来
る
だ
ろ

 
憎
い

手
を
守
る

て
の
は
イ

だ
ろ

 

く
よ
う
に
紡
ぐ

の

葉
に
和
人
は
な
に
も
返
さ
な
い

た
だ

て
見
上

て
来
る
だ

け
だ

 

暗
い
闇
の
中
で
も
見
え
る
金
の

に
果
た
し
て
ど
ん
な
感
情
が
渦

い
て
い
る
の
か
は
分

か
ら
な
か

た

 
た
だ
分
か
る
の
は

い
ま
和
人
は
確
か
に

し
て
い
る
と
い
う
事
だ

 

は
そ
の

に

ん
の
少
し
誘
惑
を

る
だ
け
で
い
い

な

な
ら
行
動
を

こ
す
だ

け
の

は
和
人
自
身
が

に
構

し
て
い
る
か
ら
だ

世
界
か
ら
集
め
た
憎
し
み
は

に
芽

吹
き
あ
と
は

が
花
開
く
時
を

つ
ば
か
り

そ
れ
が
花
開
け
ば

意
が

意
を
呼
び
憎
し

み
を

み

復
讐
と
な

て

最
後
は
滅
び
を

す
だ
ろ
う

 
人
が
フ

ク
シ

ン
に
求
め
る
愛
憎

の
ワ
ン
シ

ン
が
世
界
全

に
広
が
る
の
だ

た

た

一
人
の
意

が

世
界
を
滅

す

と
な
る
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き

と
そ
の

は

世
界
に
絶
望
し

生
に

め
た

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

や
ホ
ロ
ウ
達
以
上
の

ま
し
い

も
の
だ
ろ
う

 

だ
が

 
誘
惑
し

ま
し
い
地
獄

を
夢
想
す
る

ら

は

ば
確
信
を

い
て
い
た

 
コ
イ
ツ
は

の
誘
い
に
は

ら
な
い
と

変
わ
ら
な
い
な

お
前
は

 
そ
の
証

に

和
人
は

肉
た

り
な

み
を
浮
か
べ
た

 
表
情
目

み
ど
れ
を
と

て
も
憎
し
み
は
滲
ん
で
い
な
い

め
て
自

に
な

た

で
も
無
い

未
来
が
あ
る
と
こ
こ
を
生
き

び
ら
れ
る
と
希
望
を

き
進
も
う
と
し
て
い
る

者
の
目
だ

た
し
か
に
こ
こ
で
見
捨
て
れ
ば
意

返
し
に
も
復
讐
に
も
な
る
だ
ろ
う

そ
れ
を
ま

た

く

え
な
か

た

じ

な
い

む
し
ろ

自
身
の
事
を

え
て

形
も
な
く

に

し
た
方

が
い
い
と
す
ら
思

て
も
い
る

お

お

 
結
構
容
赦
が
な
い

え
に

引
き
つ
つ

ま
あ
そ
の
方
が
い
い
だ
ろ
う
と

得
す
る
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和
人
は
見
捨
て
ら
れ
た
後

で
人
体
実
験
を

け
今
に
至
る
身
だ

復
讐
さ
れ
る
事

を

え
れ
ば
自
身
の
手
で
殺
し
た
方
が
確
実
性
は
高
い

亡
国
機
業

に
悪

さ
れ
る
事
を

え
れ
ば
消
し
た
方
が
マ
シ
な
の
は
同
意
見
だ

た

 
お
そ
ら
く
秋
十
が
逆
の
立
場
な
ら

真

先
に
そ
の

を
取

て
い
た
に
違
い
な
い

だ
が

に
は

先
す
べ
き
事
が
あ
る

あ
ま
り
こ
の
手
を

す

に
も
い
か
な
い
ん
だ

つ
ま
り
お
前
は

秋
十
の
事
は
自
分
の
手
を

し
て
ま
で
殺
す
価
値
も
無
い

て

い
た
い

か

ま
あ
そ
う
だ

 

の
解

に
ア

サ
リ
と

い
た
後

そ
れ
に

と
和
人
は

葉
を

け
た

と
同
じ
状
況
で
自
分
が
し
た
事
を
さ
れ
ず
の
う
の
う
と
生
か
さ
れ
て
い
る
方
が
秋
十
の
プ

ラ
イ
ド
に
は
キ
ツ
い
と
思
わ
な
い
か

 

面
の

み
で

そ
う
和
人
は

け
た

ク

ハ
ハ
ハ

 
い
い
ね

そ
い
つ
は

 
そ
れ
な
ら
殺
さ
な
い
の
も

然
だ

 
和
人
の
返
し
に

は
本
心
で

し
た

を

え

を

く

静
か
に
し
ろ

と
ガ

ブ
リ
エ
ル
に

意
さ
れ
る
の
も
お
構
い
な
し
だ
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つ
ま
り
和
人
は

生
き

を
晒
せ
と

て
い
る
の
だ

 
そ
れ
も
ま
た
意

返
し
だ

他
の

な
ら
小
物
か
と
も
思
う
が
コ
イ
ツ
に
限

て
そ
ん
な
事

は
無
い

他
に
方
法
が
な
い
か
ら
で
は
な
く
い
ま
こ
の
状
況
で

え
て
殺
さ
ず
秋
十
が
苦
し
む

方
法
を
取
ら
な
い
と
い
う
和
人
の
方
が
上

に
立

て
い
る
構

を

え
る

ど
秋
十
が

悲

を

け
て
い
る
よ
う
で
面
白
い

 
さ
ん
ざ
ん
理
不

に

て
い
た

が

立
場
が
逆
転
し
て
も
そ
れ
を
さ
れ
な
い

 
だ
が

は
ど
う
だ
ろ
う
か

 
和
人
と
秋
十
を

し
た
と
こ
ろ
で
結
果
は
見
え
て
い
る

な

な
ら
和
人
が
出
来
て
い
た

事
が
出
来
な
か

た
か
ら
秋
十
は
い
ま

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

そ
れ
で
ア
イ
ツ
を
持
ち
上

る

は

に

て
い
る
容
れ
物
に
オ

ト
ミ

ル
し
か

ま

て
い
な
い
に
違
い
な
い

 
結

の
と
こ
ろ
和
人
か
ら
す
れ
ば
ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
い
い
だ
ろ
う

 
自
身
が
持
ち
上

ら
れ
れ
ば

そ
れ
ま
で
和
人
を

て
い
た
秋
十
は

め
な
思
い
を
す
る

逆
に
秋
十
を
持
ち
上

ら
れ
て
も
客
観
的
に
和
人
に
出
来
た
事
が
出
来
て
い
な
い
事
実
が
足
を

引

る

ど
ち
ら
に
せ
よ
秋
十
は
今
後
一
生
生
き

を
晒
す

的
な
人
生
に
違
い
な
い

 

に
ネ

ト
に

さ
れ
て
い
る
七
十
五
層
で
の
失

で
名
声
は
地
に
堕
ち
て
い
る
が
人
格
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だ
け
で
な
く
能
力
的
に
も

て
い
る
と
証
明
さ
れ
た

だ

こ
こ
か
ら

き
返
す
に
は

な

大
事
件
が
必
要
と
な
る
が
和
人
が
国
境
を
超
え
て
活
動
で
き
る
以
上
確
実
性
を
求
め
て
秋
十

に
仕
事
が
回

て
来
る
事
は

確
実
に
無
い
と
見
て
良
い

 
い
い
気
味
だ

と

は

た

 

そ
し
て

一
番

え
た
の
は
和
人
自
身
に
対
し
て
だ

 

喜
と

て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い

期

を
裏
切
ら
れ
な
か

た
事
に

は
喜
ん
で
い

た 
こ
の
世
界
は
ク

た
れ
な
事
ば

か
り
だ

親
に
愛
さ
れ
た
事
も
な
く
女
尊
男

風

に

ら
れ
た
事
も
あ
る

は

本
的
に

欧
人
全

に
憎
し
み
を

い
て
い
る

殺
し
合
い

を
し
て

に
す
る
事
に
悦
を
覚
え
る
程
だ

 
そ
ん
な
中
で

一

コ
イ
ツ
だ
け
は
無

件
に
信
じ
ら
れ
た

 
死
と
狂
気
に

ち
た

で

性
な
が
ら
生
に
足
掻
き

最
後
ま
で
生
き

い
た
人
間

 
光
で
は
あ
る
が

闇
で
も
あ
る

 
そ
ん
な
中

な
存
在
の

が

方
に
振
り
切
れ
た
面
白
い
人
間
は
コ
イ
ツ
だ
け
だ

あ

る
意
味
で
裏
に
い
る
の
に

ど
こ
か

な
人
間
性
は

が
ど
れ
だ
け
苦
し
め
て
も
壊
れ
ず
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ど
ん
な
に
誘
い
か
け
て
も

れ
な
か

た

他
人
に
主
体
を

ね
て
い
る
ク
セ
し
て

故
か
自
分

を

よ
う
と
し
な
い

 

た

く

ま
し
い

ホ
ン
ト
に
よ

 
和
人
が
人
を
斬
る
時
自
分
の
意
思
を

な
い
時
必
ず
そ
の
理
由
に
い
る

中
の
事
が

ま
し
く
思
え
て
な
ら
な
い

ア
イ
ツ
ら
が

る
限
り
殺
意
や
復
讐
心
に

ま
れ
る
事
は
な
い
だ
ろ

う 
出
来
る
事
な
ら

殺
意
１
０
０

の
和
人
と
殺
し
合

て
み
た
い
気
持
ち
も
あ

た
が

 
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
だ
ろ
う

復
讐
心
を
超
克
し
心
に

き
を
掛
け
た
剣
士
と
殺
し
合
う

の
も
ま
た
一
興

 
問

は
現
実

だ
と
ま
と
も
に
勝
負
に
な
ら
な
い
事
と
勝
負
の
舞

に
和
人
自
身
が
出
て
来

る
機
会
が

る
可
能
性
か

 
ど
こ
か
に
現
実
み
た
い
に

み
が
あ

て
血
を
流
れ
る
リ
ア
ル

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
よ
う
な

Ｒ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

は
無
い
も
の
ね
だ
り
に

え
な
が
ら
先
に
進
ん
だ
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・
リ

カ

 

め
る
者

と
い
う
意
味
を
持
つ

 

ン
ビ
化
し
た
人
間
が
更
に

ウ

ル
ス
に

さ
れ
て
突
然
変
異
を

こ
し
た
結
果

生
し
た
ク
リ

チ

実
写

で
は

ウ

ル
ス
を
体
組

へ
直

入
さ
れ
た
人
間
が
変

し
た

と
し
て
登
場
す
る

 

物
を
見
つ
け
る
と
⻑
い

を
槍
の
よ
う
に

く

ば
し
て

手
の

を

い
て
仕

め
る

攻
撃
方
法
を
持
つ

 
今
話
で
ヴ

サ
ゴ
に
死
を
悟
ら
せ
た

  
・
タ
イ
ラ
ン
ト

 
狂
気
の

を

徴
す
る
ク
リ

チ

 
人
間
の
成
人
男
性
を
ベ

ス
に
ウ

ル
ス
を
投
与
し
様

な
肉
体
強
化
を

し
て
製

さ
れ

た

極
の

圧
倒
的
な
戦
闘
能
力
と
生
命
力
に
加
え

務
を

行
す
る
兵
士
と
し

て
の
行
動
が
可
能
な
知
能
を
も
有
す
る



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演 

 
生
命
の
危
機
に

す
る
と

し
た
り
そ
れ
に
よ

て
身
体
そ
の
も
の
を
も
変
化
さ
せ
得
る

特
徴
を
持
つ

そ
う
い

た
強

な
生
命
力
を
持
つ
た
め
大

の
個
体
は
特

な
手

を

い

な
い
限
り

止
め
を

せ
な
い

 
初
期
タ
イ
プ
は

の

食
が
進
ん
で
お
り

心

や

な
ど
も

出
し
て
い
た

 
そ
れ
か
ら

良
さ
れ
た
も
の
が
正
式
な

タ
イ
ラ
ン
ト

片

の

が

大
化
し
た
化
け
物

タ
イ
プ
か
ら

コ

ト
な
ど
人
間
に

し
た
タ
イ
プ
な
ど

種
が
多
い

 
本
作
で
は
未
登
場
だ
が

  
・
ヴ

サ
ゴ
・
カ
ザ
ル
ス

 
和
人
大

き
人
間

 
本
作
で
は
三
年
前
か
ら
ず

と
目
に
掛
け
て
い
た
の
で
地
味
に
原
作
よ
り

感

が
高
か

た
り
す
る

 
和
人
が
剣
を

る
理
由
と
し
て

か
の
た
め
が
最

先
に
な

て
い
る
事
を
理
解
し
復

讐
心
や
殺
意
を
二
の

に
し
て
い
る
点
か
ら
善
性
と
悪
性
の

方
を
高
く

価
し
て
い
る

悪

性
に
振
り
切

た

獣

と
し
て
戦
う
か

善
性
に
振
り
切

た

英
雄

と
し
て
戦
う
か

そ
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の
ど
ち
ら
で
あ

て
も
ヴ

サ
ゴ
は
悦
ぶ

 
誘
い
を
掛
け
た
の
は
悪
性
に
振
り
切
ら
せ
た
い
欲
求
と

れ
な
い
と
こ
ろ
を
見
た
い
欲
求
を

同
時
に
叶
え
る
行
動
だ

た
た
め

 
今
の
和
人
を

え
る
少
女
達
に

に
も
似
た

望
を

い
て
い
る

 

が
仮
に
ヴ

サ
ゴ
を
心
の

え
に
し
た
場
合
和
人
に
対
し
て
興
味
を
喪
う
の
で
こ
の

対
応
が
ベ
タ

だ

た
り
す
る

 
ち
な
み
に
ベ
ス
ト
は

問

無

で
殺
す

事

ユ
ウ
キ
達
も
安
全
に
な
る
か
ら
ネ

 
最
後
に
願

た
世
界
と
は

  
・
桐

谷
和
人

 
復
讐
心
は
超
克
済
み
の
主
人

 

や
思
い
悩
む
事
は
あ
る
の
で
完
全
に
吹

切
れ
た

で
は
な
い
が

ヴ

サ
ゴ

悪
魔
の
甘

を

て

ね

け
る
く
ら
い
は
心
が
強
い

そ
れ
を

え
て
い
る
ユ
ウ
キ
達
の
存
在
は
正
し
く
楔

 
ヴ

サ
ゴ
に

い
さ
れ
て
い
る
が

あ
な
が
ち
間
違
い
で
も
な
か

た
り
す
る

 
リ

カ

ハ
ン
タ

な
ど

い

に
も

じ
る
レ

ザ

ブ
レ

ド
に
よ
る

死
攻
撃
を
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持

て
お
り

更
に
シ

ル
ド
バ
リ
ア
が
あ
る
の
で

本
前
で
バ

サ
バ

サ
と

殺
し
て

い

て
い
る

血
は
風
で

い
で
い
る

 
後
ろ
を
見
な
い
で
ヴ

サ
ゴ
の
シ

ト
ガ
ン
を

せ
て
い
た
の
は

弾
地
点
の

動

の

か
ら
推

し
て
動
い
て
い
た
か
ら

   

さ
れ
て
る
か
も
で
す
が
和
人
と
殺
し
合
え
る
と
な

た
場
合
ヴ

サ
ゴ
は
ス

パ

ハ

イ
テ
ン
シ

ン
モ

ド
に

行
し
ま
す

 
原
作
で
も
憎
ん
で
る

 

が
ど
れ
だ
け
コ
イ
ツ
の
事
を
愛
し
て
る
か
ア
ン
タ
ア

ス
ナ
な
ら
解

て
く
れ
る
と
思

た
が
な
と
か

て
る
か
ら
ね

ヴ

サ
ゴ
も
あ
る
意
味

原
作
キ
リ
ト
の
人
格
に

か
れ
て
た
ん
だ
な

て

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２

天
獄
の
狂
演
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

ヴ

サ
ゴ

楯
無

 

数

約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
協
定
世
界
時
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
時
間
二

二
五
年
 
七
月
九
日
 
二
十

三
時
三
十
分

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

製

会

ス

ク
ト
ル
本

ビ
ル
地
下

地
下
四
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眠
い

 
秋
十
救
出
に
変
更
な
し
と
決
ま
り
ま
ず
白
式
の
コ
ア
回
収
に
向
け
て
探
索
を
開
始
し
た

達
は
反
応
の
先
に
あ
る
部

を

し
に
探
し
始
め
た

ハ
ン
タ

や
リ

カ

が
潜
ん
で

い
な
い
か
確
認
し
な
が
ら
な
の
で
進
軍
速

は
か
な
り

く
気
付
け
ば
日
を

ぎ
そ
う
な
時
間

に
な

て
い
た

 
そ
こ
で
小

止
を
取

た
時

和
人
が

い
た
の
が
そ
の
一

だ

た

 

を

め
て
い
る
様
子
か
ら

す
る
に

本
気
で
眠
い
ら
し
い

オ
イ
オ
イ

こ
ん
な
時
に
眠
い
と
か
マ
ジ
か
よ

う

時
差
ボ
ケ
が
あ
る
ん
だ
よ

事
変

の
時
に
は
四
日
四
晩
戦
い

け
て
た
だ
ろ
う
が
よ

あ
の
時
は

だ
け
動
か
せ
ば
よ
か

た
か
ら
だ

肉
体
的

労
ま
で
あ
る
と
流

に
キ
ツ
い

 
く

と
欠

を
し

を
滲
ま
せ
る
和
人
は

目
を
く
し
く
し
と

た

ま

ど
れ
だ
け
大
人
び
て
い
よ
う
と
和
人
は
肉
体
的
に
子

だ
か
ら
な

体
の
方
が

眠

を
欲
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う

ど
れ
だ
け
鍛
え
よ
う
と
生
物
と
し
て
の
欲
求
に
は
逆
ら
え
ん
と
い
う
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事
だ
な

だ
か
ら

て
こ
の
状
況
で
眠
気
が
来
る
と
か
信
じ
ら
れ
ね

ん
だ
が

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
が

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
ら
ん
で
も
な
い

ガ
キ
は

気
の

と

さ
れ
る

が

体
を
動
か
し
た
分
だ
け
一
気
に

眠
を
欲
す
る
の
は
理
解
出
来
る

 
だ
が
流

に
こ
の
状
況
で
眠
気
が
来
る
と
か
ど
ん
だ
け

が

わ

て
る
の
か
と
思

て
し
ま

う 
つ
い
さ

き
ま
で
命

け
の
戦
い
を
し
た
ば
か
り
だ
ろ
う
に
オ
ン
オ
フ
の
差
が

し
過
ぎ
る

だ
ろ
うバ

リ
ア
が
あ
る
と
気
が

む

て
か

 
そ
れ
で
死
な
れ
た
ら

ら
も
ア
イ
ツ
ら
も

る

う

す
ま
な
い

 

肉
交
じ
り
に
苦

を

す
る
が
反
応
は
か
な
り

し
く
な
い

手
に

罪
と
か
か
な

り
キ
て
い
る
よ
う
だ

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
と

を
見
合
わ
せ
る

コ
レ
は
ダ
メ
だ

と
い
う

の
意
思
を

み
取

た
か

彼
も
こ
く
り
と

い
た
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を

え
こ
こ
で
二
十
分

ど

し
よ
う

い
こ
こ
は

か
の

の
よ
う
だ
か

ら
な

我

が

て
い
る
間
に

ん
で
お
け

悪
い

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
そ
う

す
る
と
一
も
二
も
無
く
和
人
は

に
寄
り
掛
か
り

り

ん
だ

レ

ザ

ブ
レ

ド
を
消
し
た

は
持

た
ま
ま
で

く

 
そ
れ
か
ら
数

も
経
た
ず
穏
や
か
な
呼

が

的
に
立
ち
始
め
た

付
き
良
い
な

オ
イ

 
ま
さ
か
一
分
ど
こ
か
十

と
経
た
ず
眠
り
に

ち
る
と
は
思
わ
ず

は
突

み
を
入
れ
た

ど
こ
で
も
眠
れ
る
よ
う

練
し
て
い
る
の
か
も
な

お
前
が
指
導
し
た
の
か

い
や

は
武
器
の

い
と
か

戦
い
方
の

本
く
ら
い
し
か
し
て
な
い

 
種

そ
の
も
の
は
多

に

る
が
ど
れ
も
戦
闘
に

す
る

部
分
ば
か
り

い
つ
ど
こ
で

も
眠
れ
る
の
は

兵
と
し
て
不
可
欠
な
特
技
と

え
る
が

そ
れ
を
教
え
た
覚
え
は
無
か

た

と
な
れ
ば
他
に

か
が
教
え
た
か
だ
が

ま
あ
一

人
ば
か
り
だ
か
ら
無
い
だ
ろ
う
な

自
己
流
で
身
に

け
た
の
が

な
線
だ
ろ
う

だ
よ
な
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前

か
ら
思

て
い
た
が
本

に
和
人
は

兵
向
き
だ

だ
か
ら
本
気
で
誘
い
を
掛
け
て
し

ま
う
の
だ
が
一

も

て
く
れ
た
事
が
無
い

そ
れ
も
ま
た

し
い
が
少
し
残
念
に
も
思

う 
我
な
が
ら
矛
盾
し
て
い
る
な

と
思
う

 
獣
と
し
て

あ
る
い
は
英
雄
と
し
て
己
を
超
克
し
た
ア
イ
ツ
と
殺
し
合
い
た
い
欲
求
が
あ
る

だ
が
そ
れ
と
同
時
に

ア
イ
ツ
と
同
じ

兵
と
し
て
仕
事
を
し
た
い
と
う
気
持
ち
も
あ
る
の
だ

 
そ
の

方
を
叶
え
る
リ
ア
ル

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
あ

て
く
れ
る
と

し
い
の
だ
が
恐
ら
く
作
ら
れ

な
い
だ
ろ
う

 
フ

ン
タ
ジ

感

れ
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
し
か
マ
ト
モ
な

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
が
無
い
と

う
の
に

そ
れ
で
も
ゲ

ム
の
問

を
現
実
に
引

て
来
て
問

を

こ
す

が
多
い
の
だ

海
外

ゲ

ム
で

が

ぶ
死
亡
エ
ン
ド
な
ど
か
な
り

力
的
な
シ

ン
は
少
な
く
な
い
が
流

に

み
ま
で
再
現
す
る
作
品
は
出
な
い
だ
ろ
う

な
の
に

い
思
い
を
す
る
も
の
を

き

ん
で

す
る

は
少
数

の

だ

そ
れ
で
運

が
成
り
立
つ
わ
け
が
な
い

 
世
の
中
そ
う

合
よ
く
は
い
か
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
ク

タ
レ
な
の
だ
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二
十
分
の
小

止
を

み
探
索
を
再
開
し
た

達
は
日
を

い
だ

に
一
つ
の
大
き
な
部

に

り

い
た

そ
の
中
に

白
式

の
コ
ア
の
反
応
が
あ

た

 
金
属
の

に
は
格
子

が
付
い
て
い
て

中
を

き
見
れ
た

 
コ
ア
の
反
応
は
部

の

の
方
を
指
し
示
し
て
い
る
ら
し
い

し
か
し

白
式

の

機
形

だ
と
い
う
白
い
ガ
ン
ト
レ

ト
は
見
え
な
い

代
わ
り
に
見
え
た
の
は
背

れ
付
き
の

子
に

り
付
け
ら
れ
た
一
人
の
人
影
だ

た

秋
十

 
後
ろ

だ
か
ら
正
確
に
は
分
か
り

い
が

だ
か
ら
か

和
人
に
は
分
か

た
ら
し
い

ど
こ
に
い
る
か
と
思

て
い
た
が
ど
う
や
ら
こ
こ
に
監
禁
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

 
気
に
な
る
の
は

な

白
式

と
同
じ
場

に
監
禁
さ
れ
て
い
る
か
だ

 
ま
さ
か

機
形

の

を

い
く
ら
手
足
を

束
し
て
い
る
と
は

え
返
す

が
無
い
と
思

う
がオ

イ

ホ
ン
ト
に
こ
こ
に
コ
ア
の
反
応
が
あ
ん
の
か

あ
あ
か
な
り
近
い
か
ら
こ
の
部

で
合

て
る

だ

な
ん
で
秋
十
と
同
じ
部

に
保
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し
て
る
ん
だ
ろ
う

付
き
の
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
ん
が
な

あ
 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
予
想
に
二
人

て

得
の
声
を
上

る

ジ

ミ
ン
グ
・
ミ
ス
ト
が
格
子

を

て
監
禁
部

に
入

て
い
る
せ
い
で

が
見
え
な
い
だ
け
で
そ
こ
に

や
ト
ラ
ン
ク

が
あ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る

 

子
が

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
な
い
し
根
性
で
取
れ
そ
う
な
場

に
保

は
し
て

い
な
い
だ
ろ
う

し
か
し

今
の
時
点
で
助
け
る
の
か

 
護
衛
対

が
出
来
る
と
探
索
は

し
く
な
る
と
思

う
が一

回
出
て

ま
た

て
く
る
の
も
手
間
だ
し
な

と
し
て
も

願
い
た
い

 
地
下

で
や
り
過
ご
し
た
ク
リ

チ

共
の
事
も
そ
う
だ
が

い
つ
ど
こ
か
ら
不
意
打

ち
を

け
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
は
そ
う

も
味
わ
い
た
い
も
の
で
は
な
い

 
和
人
も
そ
こ
は
理
解
し
て
い
る
の
か

そ
う
だ
な

と
悩
む

振
り
を
見
せ
る

 

ド
ス
ン
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そ
こ
で

背
後
か
ら
異

 
そ
の

間

達
は

て
背
後
を
振
り
返

て

の
武
器
を
構
え
た

と
ガ
ブ
リ
エ
ル

は
フ
ル
オ

ト
シ

ト
ガ
ン

を
突
き
付
け

和
人
は

手
に
黒
と
白
の
エ
ネ
ル
ギ

ブ
レ

ド
を
構
え
る

 
白
い

の
向
こ
う
に
影
は
無
い

だ
が
ド
ス
ン
ド
ス
ン
と

的
な

か

が
近
寄

て
来
る
足

だ
け
は
し

か
り
と

こ
え
る

に
少
し
ず
つ
近
付
い
て
来
て

も
大
き
く
な

て
い
く

 
ご
く
り
と

を

み
下
す

 
そ
し
て
数

後

か
ら
影
が
出
て
来
た

 
体
⻑
三
メ

ト
ル
に
も
な
る

影
だ
け
で
も
分
か
る

肉

な
四

体
幹
だ
が
そ
の

カ
タ
チ
は
極
め
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ

全
体
的
に

身
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
がい

び
つ歪

に

し
て
い

る

な
に
よ
り

は
ラ

ン上
ス槍

の
よ
う
な
形
状
で
先

は

刀
の
よ
う
に

く

し
た
形
状

を

い
て
い
た

オ
イ
オ
イ

さ

き
の
会
話
は

フ
ラ
グ
だ

た
か

 

が
引
き

る
の
を
感
じ
る
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初
め
て
見
る
タ
イ
プ
の
化
け
物
だ

 
だ
が

は
そ
れ
を
知

て
い
た

の

ネ
タ
を

べ
る
過
程
で
知

た
も
の
と
そ
れ
は

似
し
て
い
た

 
ア
レ
は

タ
イ
ラ
ン
ト

だ

そ
れ
も

完
成
系
に
な
る
前
の

プ
ロ
ト
・
タ
イ
ラ
ン
ト

と

呼
ば
れ
る
タ
イ
プ

の

な
ど
で

に
限
界
ま
で
生
命
機
能
が

れ
て
い
る
た
め

常

に

状

と
い
う
危
険
な
存
在

 
完
成
系
と
違
い
知
性
も
外
見
も
失

と
さ
れ
る
が

な
身
体
能
力
面
に

し
て
は
完
成

系
と
変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
る
も
の

 

だ
が
そ
れ
は

あ
く
ま
で
フ

ク
シ

ン
の
話
だ

 
弱
点
ま
で
ま
る

き
り
再
現
す
る
と
は
思
え
な
い

よ
し
ん
ば
最
初
は
失

し
た
と
し
て
も

そ
こ
か
ら

良
し
た
個
体
が
存
在
す
る

だ

  

ゴ
ア
ア
ア
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こ
ち
ら
を
見
つ
け
た
プ
ロ
ト
・
タ
イ
ラ
ン
ト
が
雄

び
を
上

る

間
を

か
ず

を
振

り
か
ぶ

て
突

ん
で
き
た

ど
す
ん
ど
す
ん
と
重
い

き
を
立
て
な
が
ら
突

ん
で
く

る
お
ら

 
先
手
必
勝
と
ば
か
り
に

は
引
き
金
を
引
い
た

 

離
を

め
ら
れ
る
前
に
あ
る
程

ダ
メ

ジ
を
与
え
運
が
良
け
れ
ば

ん
で
突
進
の
勢
い

を
弱
め
る

い
だ

だ
が
三
メ

ト
ル

つ

肉

な
物
体
を
止
め
る

ど
の
ス
ト

ピ
ン
グ
パ

ワ

は
得
ら
れ
な
か

た

し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
な
い

 

弾
を
ば
ら
撒
い
て
い
た

と
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
突
進
が
止
ま
ら
な
い
と
悟

た
直
後

に

び
退
い
た

 
中

に

ま
る
の
は
和
人
一
人

 
プ
ロ
ト
・
タ
イ
ラ
ン
ト
が
間
合
い
に
入

た

間
二
色
の
斬
閃
が

闇
を

ら
し
た

の

足
な
ど
に
斬
撃
が
閃
く

 
だ
が
重

の
突
進
が
そ
れ
で
止
ま
る

も
な
く
む
し
ろ
片
足
や

を
喪

て
制
動
が
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か
な
く
な

た
プ
ロ
ト
・
タ
イ
ラ
ン
ト
は
勢
い
そ
の
ま
ま
に
監
禁
部

の

に
衝
突

か
な
り
大

き
な

と
共
に

は

し

そ
の
ま
ま
中
に
入

て
い

て
し
ま

た

 
あ
の

鉄
製
と
は

え
生

な
力
で

し

る
と
は
思
え
な
い
の
だ
が

こ
の
パ
ワ

で
直
撃
を

た
ら
一
撃
で
全
損
し
か
ね
な
い
な

 
ゴ
ア
ア

 
と

び
な
が
ら
ジ
タ
バ
タ
と
動
き
回
る
プ
ロ
ト
の

を

ね

絶
命
さ
せ
な

が
ら
和
人
が

く

念
に
は
念
を
入
れ
る
た
め
か
四

体
を
ぶ
つ
切
り
に
斬
り
裂
い
て
い
く

ぶ
り
だ

事
前
に
生
命
力
に
つ
い
て

し
て
い
た
か
ら
か

を

ね
た
だ
け
で
は
安
心
で

き
な
い
ら
し
い

 
そ
れ
を
過

と
思
え
な
い
の
が

ン
ビ
パ
ニ

ク
物
で
登
場
す
る
ウ

ル
ス
の
恐
ろ
し
い
と
こ

ろ
だ

な
ん
な
ら
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
て
も
そ
こ
か
ら
く

つ
き

再
生

そ
し
て
復
活
す
る

も
存
在
す
る
の
だ
か
ら

コ
イ
ツ
も
再
生
し
た
り
し
て
な

 
現
実
に
出
て
来
た
プ
ロ
ト
・
タ
イ
ラ
ン
ト
が

の
知
る
フ

ク
シ

ン
の
そ
れ
と
完
全
同
一

と
は
限
ら
な
い

で

そ
う

え
る
と
絶
命
し
た
と
し
て
も
一

の
不
安
が
残
る

 
死
ぬ
な
ら

る
事
な
く
キ

チ
リ
死
ん
で
欲
し
い
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な
ん
と
な
く

り
そ
う
な
予
感
が
あ
る
が

す
る
と
思
う
ぞ

確
実
に

 
そ
ん
な

の
思

を

ん
だ
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
和
人
が

た

 
だ
よ
な

と

も

め
気
味
に
同
意
す
る

こ
う
い
う
時
の
予
想
は
大

悪
い
方
が
現
実
に

な
る
と

場
が
決
ま

て
い
る
の
だ

た
だ
流

に

よ
ろ
し
く

ン
ビ
共
を

手
に
す
る
の

は

願
い
た
か

た

と
も
あ
れ
流

に
⻑

は
無

だ
な

回
収
す
る
も
の
を
さ

さ
と
集
め
終
え
て
こ
こ
か
ら

出
よ
う

と
な
る
と

こ
の
少
年
を
先
に
助
け
出
す
の
か

あ
あ

白
式

が
こ
こ
に
あ
る
か
ら

そ
れ
で
自
衛
は
出
来
る
だ
ろ
う

ま

そ
う
な
る
わ
な

 
予
想
し
た

り
や
は
り
秋
十
を
助
け
て
か
ら
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
回
収
に
向
か
う
つ
も
り
ら
し

い 
個
人
的
に
は
反
対
だ
が
タ
イ
ラ
ン
ト
の
よ
う
に

鉄
製
の

す
ら
破
壊
す
る
ク
リ

チ

が
い
る
以
上

救
出
を

先
し
た
方
が
い
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
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達
と
し
て
は
別
に
秋
十
が
ク
リ

チ

に
な

て
も
問

無
い
し
和
人
も
憎
い

手
だ

か
ら
本

は
同
じ
の

だ

 
だ
が
事
実
と
し
て
先
に
見
つ
け

つ

が
破
壊
さ
れ
た
以
上
立
場
的
に
救
出
を

先
し
た

方
が
い
い
の
だ
ろ
う

無
銘
と
黒
椿
の
ロ
グ
を
見
れ
ば
見
捨
て
た
か
ど
う
か
は
一
発
で

そ
れ
は
和
人
の
立
場
を
一
気
に
悪
く
す
る
か
ら
だ

 
し
か
し
本
心
か
ら
助
け
た
い
と
思

て
い
る

で
無
い
事
は
さ

き
の
や
り
取
り
か
ら
も
分

か

て
い
る

救
出
し
よ
う
と
し
た
が

感

し
て
ク
リ

チ

に
な
り

理

せ
ざ
る

を
得
な
か

た

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
和
人
に
と

て
望
ま
し
い
展
開
だ
ろ
う
事
は
想
像
に

く
な
い

 
護
衛
す
る
必
要
性
が
無
く
な
る
点
か
ら

も
そ
ち
ら
の
方
が
望
ま
し
い

 

可
能
性
は

て
ト
コ
か
ね

 
ウ

ル
ス
を
投
与
す
る
生
体
実
験
が
横
行
す
る

に

さ
れ
て
数
日
間
と
な
る
と

に
投
与
さ
れ
た
後
か
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
か
は
正
直
分
か
ら
な
い

束
さ
れ
て
い
る
事
も

に

ら
れ
な
い
た
め
か
ク
リ

チ

と
し
て
覚
醒
後
に

れ
な
い
た
め
の
抑
止
力
と
し
て

か
定
か
で
な
い
た
め
判
断

に
な
り
得
な
い
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時
期
状
況
的
に
可
能
性
が

の
中
で
果
た
し
て

ま
で

れ
て
行

て
い
い
も
の

か 
他
の

が
死
の
う
が
構
わ
な
い
が
自
分
が
感

す
る
最
期
は
流

に
イ

な
の
で

す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

 

直
後

つ
も
の
作
動

と
共
に
部

の
明
か
り
が
一
気
に
点
い
た

い
き
な
り
な
ん
だ

 

暗
い

境
に

れ
切

た
目
が

く
な
る

ど
の
光

ぐ

と

根
を
寄
せ
な
が
ら

を

す
る

 
数

し
て
ハ

キ
リ
と
見
え
た

内
は

く
殺
風

な
場

だ

た

や

獄
の
方
が

ま
だ
マ
シ
な
レ
ベ
ル
で
家

が
無
い

も
タ
ン
ス
も

す
ら
も
な
く
た
だ
無
味

な

白
い
⻑
方
形
型
の
部

が
広
が
る
ば
か
り
だ

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
予
想
し
た
コ
ア
を
入
れ
た
ト
ラ
ン

ク
や

な
ど
も
全
く
な
い

 
あ
る
の
は
た
だ

子
に

束
さ
れ
た
意
識
な
き
秋
十
だ
け
だ

た

ま
さ
か

 
そ
の
時

怖
を
覚
え
た
か
の
よ
う
に
声
を

わ
せ
て
和
人
が

く

気
付
き
た
く
な
い
事
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実
に

付
い
た
よ
う
な
様
子

  

我
が

に
よ
う
こ
そ

  
そ
こ
で

内
全
体
に
声
が

い
た

 
一

れ
る
形
で
部

の

に
ブ

ン

と
ホ
ロ
グ
ラ
ム
が

し
出
さ
れ
る

 

た
の
は
一
人
の
男
だ

た

背
後
に
は
製

会

ス

ク
ト
ル
の

章
で
あ
る

の
シ

ン
ボ
ル

が
浮
か
ん
で
い
て

明
ら
か
に

者
と
見
て
取
れ
る

 
だ
が

な
事
に

は
そ
の
男
を
見
た
事
が
無
か

た

代
表
者
の

と
名
前
は
事
前
に

を

さ
れ

動
中
に
確
認
し
て
い
た
の
に
で
あ
る

 
必
然
的
に
表
に
は
出
な
い
完
全
な
裏
方
か
完
全
な
亡
国
機
業

の
人
間
の
ど
ち
ら
か
と

判
断
す
る

 
男
の
容

は
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
近
い

金
髪
白
人
で
ガ
タ
イ
が
良
く
血
の
繋
が
り
は
感
じ
な



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演 

い
が

型
的
な

配

層
の
者
の
そ
れ
だ

た

ト

プ
に
立
つ
者
と

わ
ん
ば
か
り
に

り

の

子
に

り

組
ん
だ

の
上
に
手
を
組
み

こ
ち
ら
を

し
て
い
る

私
か
ら
の

如

だ

た
か
な

そ
れ
な
り
に

し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
う
が

そ
の

ぶ
り
か
ら

す
る
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で

き
て
る
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
主

は

ア
ン
タ
か

い
か
に
も

こ
の
騒
動
は

こ
の
私
が
引
き

こ
し
た
事
だ

 
殺
気
立

た
少
年
の
問
い
を

な
動
き
で
男
が

定
す
る

 
つ
ま
り

の
事
故
で
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

き
た
の
で
は
な
か

た
の
だ

秋
十
が

さ

れ
和
人
が
来
た
タ
イ
ミ
ン
グ
や

達

グ
ロ

ジ

ン

の
下
に
依
頼
が
来
た
タ
イ
ミ
ン
グ

と
あ
ま
り
に

合
よ
く
合

し
て
い
た
か
ら
偶
然
で
は
な
い
と
予
想
し
て
い
た
か
ら

き
は
少
な

か

た
そ
し
て

亡
国
機
業

の

で
も
あ
る

 
し
か
し

く

葉
で

達
は

て

し
た

 
あ
ま
り
に
ア

サ
リ
と
そ
れ
も

出
し
し
て
ま
で
ネ
タ
バ
レ
さ
れ
た
の
だ

意

が
分
か
り

か
ね
た

達
は

な

線
を
送
る
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あ
あ
先
に

て
お
く
が
こ
の

像
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
使

た
ア
バ
タ

だ

私
本
来
の

容

で
は
な
い

で
探
そ
う
と
す
る
の
は

論
ネ

ト
回
線
か
ら
身

を
特
定
し
よ
う
と
し

て
も
無

だ
と
先
に

し
て
お
こ
う

 
そ
こ
で
追
加
で
明
か
さ
れ
た
事
実
を

き
男
の

ぶ
り
に

得
を

い
た

作
ら
れ
た
ア

バ
タ

だ
か
ら
そ
れ
だ
け
の

が
あ
る
の
だ

回
線
に

し
て
も
恐
ら
く
男
が
ダ
イ
ブ
し
て

い
る
の
は
こ
の

の
ど
こ
か
だ
か
ら
だ

自

で
無
い
な
ら
確
か
に
逆
探
知
し
た
と
こ
ろ
で

意
味
は

い

 
そ
の

は
し

か
り
と
し
て
い
る
ら
し
い

 
逆
に

え
ば

そ
れ

ど
の
対
策
を
取
れ
る
く
ら
い
の
立
場
は
あ

た
と
い
う
事
か

名
前
は

そ
う
だ
な

オ
ズ
ウ

ル
と
で
も
名

ら
せ
て
も
ら
お
う

こ
の
ア
バ
タ

の

更
な
る
偽
名
と
し
て
ね

 

な

を

さ
ず

偽
名
を

る
男

 

に
は
な
ん
と
な
く
そ
の
偽
名
の
由
来
に

し
が
付
い
た

世
界
的
に
有
名
な

ン
ビ
作
品
に

い
て
暗
躍
す
る
製

企
業
そ
の

に
し
て
あ
る
意
味
で
全
て
の

凶
の
名
前
が
全
く
同

じ
だ
と
知

て
い
た
か
ら
だ

こ
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
に

け
る
黒
幕
に
し
て
世
界
を

に
掛
け
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る
テ
ロ
組

の

と
い
う
男
に
は
こ
れ
以
上
な
く
ピ

タ
リ
な
名
前
だ
ろ
う

と
て
も

肉
が

い
て
い
る

そ
れ
で
オ
ズ
ウ

ル
と
や
ら

刀
直
入
に
い
こ
う
か

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

を
出
し
て

き
た
目
的
は
な
ん
だ

な
に

な
話
だ

君
達
に
は
私
の

に
協
力
し
て
も
ら
う
事
を

る
た
め
さ

 
そ
う

て

男
は

快

に

の

を
釣
り
上

た

 
 
 
 

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

の
と
あ
る
ホ
テ
ル
最
上

 
ち
な
み
に
い
ま
世
界
中
の
あ
ら

る
メ
デ

ア
を
ジ

ク
し
君
達
が
い
る
部

を
配
信

さ
せ
て
も
ら

て
い
る
よ

 

な
に
よ

コ
レ

 

え
た
声
が
自
分
の
も
の
だ
と
気
付
く
の
に
数

の
時
間
が
掛
か
る

ど
私
は

に
晒
さ

れ
て
い
た
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テ
レ
ビ
中
継
で

を
知
ら
れ

者
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
事
を

て

独
行
動
を
取

た
和
人
と
別
れ
た
後
私
は
ク
ロ
エ
ラ
ウ
ラ
の
二
人
と
協
力
し
ま
ず
桐

谷

が

禁
生

活
を
送
る
ホ
テ
ル
を
目
指
し
た

彼
の
義

を
助
け
つ
つ

仮
の

に
す
る
た
め
だ

 

を
使
え

更
に

軍
人
と
し
て

練
を

け
て
い
る
二
人
の
協
力
も
あ
り

ホ
テ
ル
内

外
の

ン
ビ
や

の

は
極
め
て
ス
ム

ズ
に
行
え
た

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

が
使
え
る
な
ら

廊
下
の

に
潜
ん
で
い
た
り
す
る

ン
ビ
に
も
気
付
け
て
先
手
を
打
て
る
か
ら
だ

死
ん
だ

り
し
て
い
る
個
体
は
流

に
分
か
ら
な
い
が
取
り

え
ず

部
を

せ
ば
問

無
い
と
分
か

て
か
ら
は
極
め
て
機

的
に
作
業
を
進
め
た

 
正
直
気
分
は
最
悪
で

き
た
く
も
あ

た

 
だ
が
⺠
間
人
を
前
に
不
安
に
さ
せ
て
は
リ

ダ

と
し
て
不
信
感
を

か
れ
る

そ
れ
は
今
後

に
差
し

え
る
た
め
出
来
る
だ
け
気

に
そ
し
て
非
情
に
思
わ
れ
な
い
よ
う

理
を
進
め
て

い
く
こ
と
一
時
間
以
上
の
後

私
達
は
ホ
テ
ル
最
上

に

り

い
た

 
彼
の
義

・

は
ま

た
く
無
事
だ

た

 
日
本

と
ア
メ
リ
カ

そ
れ
ぞ
れ
に
救
助
コ

ル
を
し
て
指
示
さ
れ
た

り
に
ス
イ

ト
ル

ム
で
じ

と
息
を
潜
め
て
い
た
ら
し
い



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演 

 
人
が
い
る
と
悟
ら
れ
な
い
よ
う

り
も
消
し
闇
の
中
で

時
間
も

え
る
と
い
う

振
り

は
中

が

わ

て
い
る

中
継
は
そ
の
時
に

立

た
よ
う
で
私
達
が
救
助
に
向
か
う
事

も
把
握
し
て
い
た
た
め
そ
こ
ま
で
不
安
は
無
か

た
よ
う
だ

 
そ
う
し
て
ス
イ

ト
ル

ム
を
確
保
後
ホ
テ
ル
内
で
襲
わ
れ
な
い
よ
う
全
て
の
出

に

バ
リ
ケ

ド
を
作
り
出
入
り
は
裏

一
つ
に

た

こ
の
時
点
で
ア
バ
タ

を

し
て
来
た

ユ
ウ
キ
達
と
合
流
し
状
況
を
把
握

そ
れ
か
ら
ホ
テ
ル
の
全
て
の

内
を
回

て

ン
ビ

を

理
し

一
先
ず
の
安
全
確
認
を
終
え
る

 
安
全
地

を
手
に
入
れ
た
私
は
和
人
の
応

に
向
か
う
前
に

と
気
に
な

て
テ
レ
ビ
を
付

け
た

あ
ら

る
ニ

ス
番
組
で
世
界
が
ど
う
い
う
状
況
に
な

て
い
る
か
数
時
間
ぶ
り
に

情
報
収
集
を
し
た
く
な

た
か
ら
だ

 

い
な
事
に
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

き
て
い
る
の
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

だ

け
だ

た

 
感

が
こ
れ
以
上
広
ま
ら
な
い
よ
う

外
へ
の

動
ル

ト
は

ざ
さ
れ
完
全
に
隔
離
さ
れ

て
し
ま

て
い
る
ら
し
く

歩
で
の

は
物
理
的
に
不
可
能
な
状
況
に
な

て
い
る

恐
ら

く
近
付
い
た
時
点
で

殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
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し
か
し
悪
い
ニ

ス
だ
け
で
は
な
か

た

に

し
て
は
日
本
・
ア
メ
リ
カ

が

指
定
の
場

に
救
助
ヘ
リ
を

ば
す
事
が
決
ま

て
い
る
ら
し
い
し
救
出
作
業
の
た
め
に

国

の

者
や
軍
部

日
本
か
ら
は
自
衛
隊
も

さ
れ
る
と
い
う
話
だ

者
が
救
出

作
業
と

ン
ビ
の

歩
兵
の
軍
部
自
衛
隊
は

動
ル

ト
断
絶
の
方
に
主
に

り
出
さ
れ

る
ら
し
い

 
ネ

ト
の
方
で
は

ン
ビ
に
な

た
者
も
殺
す
の
は
非
道
だ
と
か
騒
ぐ
人
も
い
る
が
死
に

た
く
な
い
な
ら
や
る
し
か
な
い
の
が
現
実
だ

フ

ク
シ

ン
作
品
で
は
ウ

ル
ス
に
感

し

理
性
が
無
く
な

た
獣
の
よ
う
な
状

な
だ
け
と
語
る
者
も
い
る
よ
う
だ
が
そ
の

ど
が

か

れ
て
い
る

少
な
く
と
も
世
論
的
に
人
命
救
助
の
た
め
に

ン
ビ
を

理
す
る
事
に
対
す
る
反
感

は

い
よ
う
だ

 
フ

ク
シ

ン
の
よ
う
な
事
が

き
て
い
る
が
そ
れ
を

に
し
た
ア
ク
シ

ン
ゲ

ム
が

だ
か
ら
か

ン
ビ

と
い
う
存
在
へ
の

乱
は
そ
こ
ま
で
大
き
く
な
い

 
無
論

流

に

惑
は
大
き
い
よ
う
だ

今
後
を
不
安

す
る
声
は
と
て
も
大
き
い

 

を
始
め

高

た
ち
は

を

め
て
い
る
事
だ
ろ
う

こ
の
分
で
は
オ
リ
ン

ピ

ク
以
前
に
今
月

に

え
て
い
る
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
開

す
ら
反
対
の
意
見
が
大



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演 

き
く
な
る
事
間
違
い
な
し
だ
か
ら
だ

そ
う
な
る
と
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

勝
で
一
時
を

ご
う
と
し
て
い
た

達
の

え
が

れ
に
な
る

 
今

彼
が
出
場
す
る
年
ま
で
ど
う
や

て

ぐ
か
も

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上
に
軍
事

が

む
状
況
に

を

え
て
い
る
事
だ
ろ
う

 

そ
う
や

て
情
報
収
集
の
た
め
に
チ

ン
ネ
ル
を
回
し
た
時

異
変
が

き
た

 
ニ

ス
を
伝
え
る
ア
ナ
ウ
ン
サ

が

て
い
た

面
が
突
如
一
人
の
男
に
切
り

わ

た
か
ら
だ

 
更
に
男
の
背
後
に
は

恐
ら
く
男
が
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
別
の
カ
メ
ラ

像
が

て
い
た

一
人
の
白
髪
金

の
少
年
と
二
人
の
武

し
た
男
そ
し
て
数
日
前
に

さ
れ
た
二
人
目
の

男
性

者
・

秋
十
の

が

像
内
に

て
い
た

 

に
は

を

ね
ら
れ
絶
命
し
て
い
る
明
ら
か
に
自
然
な
も
の
で
は
な
い
人
型
の
死

が
転

が

て
い
る
の
が
見
え
る

 
男
の
背
後
に
あ
る
エ
ン
ブ
レ
ム
は
製

会

ス

ク
ト
ル
の
も
の

カ
メ
ラ
越
し
に

て
い
る
の
は
和
人
が
潜
入
し
て
い
る
場

だ

こ
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
主

で
あ
る
と

定

し
偽
名
な
が
ら
オ
ズ
ウ

ル
と
名

た
男
は
お
そ
ら
く
ス

ク
ト
ル

の

か
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な
に
か
な
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て

世
界
中
の
す
べ
て
の
メ
デ

ア
回
線
を
同
時
に
ジ

ク
す
る
だ
け
の
技
術
力
も

持

て
い
る

 

亡
国
機
業

の

と
い
う
の
も
あ
な
が
ち

で
は
な
い
よ
う
だ

 
部

に
い
る
全

が

を

み

ス
イ

ト
ル

ム
の

に

め

ま
れ
た

イ
ン
チ
テ

レ
ビ
が

し
出
す

像
に
集
中
す
る

ア
ン
タ

そ
ん
な
技
術
力
も
あ
る
の
か

と
も
あ
れ

協
力
な
ん
て
ま

ら
ご
め
ん
だ

 

面
越
し
に
和
人
の
声
が

こ
え
る

 
カ
メ
ラ
は
彼
か
ら
見
れ
ば

め
上
か
ら

し
て
い
る
の
で
彼
の
表
情
は

気
だ
が
声

か
ら

苛
立

て
い
る
事
が
分
か

た

⻑

は
無

と
判
断
し
た
か
会
話
の
意
思
が
無
い
と
い

う
意
思
表
示
か

子
に

束
さ
れ
て
い
る
⻘
年
へ
と
近
付
い
た

あ
あ

い
忘
れ
た
が

に
実
験
は
始
ま

て
い
る

協
力
し
た
く
な
い
な
ら
彼
に
近
付
く
の

は
よ止

し
た
方
が
い
い

 
そ
こ
で
ス
ト

プ
が
掛
か

た

の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
背
負
う
ア
メ
リ
カ
ン
ア
バ
タ

の
男

は

味

た
ら
し
く

ん
で
い
る

か
を

ま
せ
て
い
る
も
の
だ
と

え
て
伝
え
て
い
た
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彼
の
足
が
止
ま
る

お
前

秋
十
に

か
し
た
な

を
し
た

君
に
過
去

し
た
も
の
と
同
じ
も
の
だ
よ

彼
に
は
以
前

ら
れ
て
し
ま

た
か
ら
ね

 
そ
う

男
は
ア

サ
リ
と
打
ち
明
け
た

 

と
こ
ろ
で
君
は
自
分
に

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
知

て
い
る
の
か
な

  

然
と
男
が
問
う

全
て
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
と
彼
の
反
応
を

い

し
ん
で
い
る
よ
う

な

だ

 
彼
は
そ
れ
で

え

む

振
り
を
見
せ
た

コ
ア
の

だ
け
じ

な
い
な

そ
の

い
方

 
確
信
を

ん
だ
問
い
掛
け

男
は

そ
の

り
だ

と

い
た

本
来

コ
ア
を
人
体
に

め

め
ば
人
体
は

絶
反
応
を

こ
し
て

に
絶
命
す
る

コ

ア
が
生

す
る

称
・
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

は

わ
ば
超
強
力
な
電
気
エ
ネ
ル
ギ

の
よ
う
な

も
の

そ
ん
な
も
の
を
流
せ
ば

も
心

も
麻

を

こ
す
か
ら
だ

だ
か
ら
我

は
こ
う

え
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た

人
体
が
エ
ネ
ル
ギ

に

え
ら
れ
る
よ
う
強
化
す
れ
ば
い
い
と

 
教
師
の
よ
う
に

を
追

て
男
が
語
る

 
発
想
と
し
て
は
分
か
る

そ
の
た
め
に
出
来
る
事
は
な
に
か

人
体

と
も
な
れ
ば
内

だ
か
ら
そ
う

な
事
じ

あ
な
い

投

で
も
限

が
あ
る

伝
子
配
列
を
弄

て
も
成

は
中

無
か

た

だ
か

ら
こ
そ

我

は

伝
子
変
異
を
引
き

こ
す
モ
ノ

す
な
わ
ち
ウ

ル
ス
に

目
し
た

 
け
れ
ど

そ
の
過
程
は

決
し
て
常
人
の
そ
れ
で
は
な
い
悪
魔
の
も
の
だ

た

 
先
天
的
な

伝
子

作
で
は
無
理
だ

た
か
ら

な

を
後
天
的
に
変
異
さ
せ
る
ウ

ル

ス
投
与
を
し
た
の
だ
と
男
は

た

ど
れ
も
人
道
か
ら
外
れ
た
事
な
の
に

と

し
か

も

成

し
た
と

い
た

に

し

な
表
情
で

語

て
い
る

君
に
は

コ
ア

に

え
る
べ
く

そ
の
ウ

ル
ス
を
投
与
し
た

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
バ

イ
オ
ハ
ザ

ド
を
引
き

こ
し
て
い
る
も
の
の

と
な

た
も
の
だ

我

は
そ
れ
を
と
あ
る

フ

ク
シ

ン
か
ら
引

し
ジ

ネ
シ
ス

創
世
期
ウ

ル
ス
と
名
付
け
て
い
る

そ
し
て
君
は
コ
ア

に
も

創
世
期
ウ

ル
ス
投
与
に
も

え
た

一
の

だ

お

お
い
お
い

マ
ジ
か
よ

 
お
前
そ
ん
な
も
の
投
与
さ
れ
て
た
の
か
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オ
ズ
ウ

ル
の

に
ヒ
ス
パ
ニ

ク
系
の
黒
髪
の
男

ヴ

サ
ゴ
と

う
ら
し
い

が

を
見
せ
る

彼
は
和
人
を

い

で
は
戦
闘

練
も

し
て
い
た
者
ら
し
い
が

ど
う
や
ら
教

を
し
て
い
た
男
も
知
ら
な
い
事
だ

た
よ
う
だ

だ

て
初

だ

で
も
こ
れ
で
分
か

た
事
が
あ
る

さ
れ
れ
ば
死
ぬ
と

わ

れ
た
の
に

が

故

え
ら
れ
た
か

て

そ
り

あ
お
前

お
前
が

を

え
る
男
だ
か
ら

 
ヴ

サ
ゴ
が

を

て
る
ん
だ

と
ば
か
り
に
問
う

 
和
人
は
す
ぐ
に

を
振

た

も
最
初
は
そ
う
思

て
た

で
も
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

は
電
気
エ
ネ
ル
ギ

の
よ
う
な
も

の
だ
と
す
る
な
ら

そ
れ
に

で

え
ら
れ
る
事
が

を

え
る
事
の

件
じ

な
い
だ
ろ
う

そ
の
二
つ
は
別
個
の
要

だ
か
ら
コ
ア

に

え
ら
れ
る
よ
う
な
に
か
手
を
加
え
ら
れ
た

と
は

え
て
た

人
体

だ
と
思

て
た
だ
け
に
ま
さ
か
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
を
引
き

こ
す

ウ

ル
ス
の

と
な

た
も
の
と
は
予
想
外
だ

た
が

 
和
人
の
予
想
は
自
分
は
そ
ん
な
特
別
な
存
在
で
は
な
い
と

え
る
か
ら
こ
そ
の
も
の
だ

多

く
の
人
は
き

と

を

え
る
か
ら

と
流
し
た
に
違
い
な
い

を

え
る
と
判
明
し
た
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後
の
投
与
な
ら
彼
に
そ
う
思

た
か
も
だ
が

逆
だ

た
か
ら
こ
そ
引

掛
か

て
い
た
の
だ

オ
ズ
ウ

ル

さ

き
の

ぶ
り
か
ら
す
る
に
そ
の
ジ

ネ
シ
ス
ウ

ル
ス
と
や
ら
も

合

し
な
い
と
死
ぬ
の
か

そ
う
だ

大

は
ウ

ル
ス
の
変
異
に

え
ら
れ
ず

ク
リ

チ

へ
と
変

す
る

な
る

ど

ウ

ル
ス
の
変
異
で
コ
ア

に

え
る
よ
う
に
し
つ
つ
一
方
で
コ
ア
の

機
能
で
抗
体
を
作
り

無

化
し
た

だ

う

 

得
し
た
風
に

た
和
人
に
オ
ズ
ウ

ル
が
反
応
を
示
し
た

興
味
深
い
と

わ
ん
ば
か

り
の
表
情
を
見
せ
る

抗
体
に
無

化

な

そ
う
思

た
の
か
な

仮
に
ウ

ル
ス
が
無

化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
三
年
前
の
時
点
や
学
園
襲
撃
時

の
血
を

び
た
明
日
奈
や

を

し
た
人
達
に
も
感

し

ク
リ

チ

と
な

て
い
る

だ

あ

そ

か

あ
の
と
き

私

 
明
日
奈
が
自
分
の

に
手
を

て
る

 
オ

タ
ム
の
攻
撃
か
ら

わ
れ
た
時
彼
女
は
和
人
の

か
ら
出
た
血
を

や

に

び
た
と
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い
う

襲
撃
が
終
わ
る
ま
で
シ

ル
タ

に

し
て
い
た
た
め
本

に
無

化
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
そ
こ
に

た
人
達
を

め
て
全

が
ク
リ

チ

と
化
し
て
い
た
事
は
想
像
に

く
な

い

そ
う
で
な
く
と
も
三
年
前
の
時
点
で

を
中
心
に
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

き
て
い
た
だ

ろ
う

 
彼
が
平
穏
に

ら
せ
て
い
た
時
点
で
彼
に
投
与
さ
れ
た
ウ

ル
ス
と
い
う
の
は
無

化
さ
れ

て
い
る
と

え
る
確
か
な
証

だ

 
同
時
に

コ
ア
を

め

ん
だ
ま
ま

備
を
展
開
し

シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を
私
と
の

戦
時
に

ら
せ
て
も

が
無
か

た
事
か
ら
ウ

ル
ス
に
よ
る

伝
子
・

変
異
は

そ
の
ま
ま
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
ウ

ル
ス
に
よ
る
影

が
残

た
ま
ま

ウ

ル
ス
そ
の
も
の
は
無

化
さ
れ
て
い
る

 
こ
れ
は
少
し
お
か
し
い
と
私
は
思

た

 
ウ

ル
ス
に
よ
る
影

は

ら
か
の
形
で
現
れ
る

イ
ン
フ
ル
に
掛
か

た
時
の
発

や
数
年

前
に
大
流
行
し
た

ウ

ル
ス
に
よ
る

状
レ
ン
ト
ゲ
ン
の

像
な
ど
が
そ
の
一

 
つ
ま
り
彼
の
肉
体
が
コ
ア
に

え

け
て
い
る
以
上
ウ

ル
ス
は
活
性
化
を

け
て
い
る

な
の
だ
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に

え
ば
こ
れ
ま
で

か
行

た
で
あ
ろ
う

血
時
正
体
不
明
の
ウ

ル
ス
と
し

て

出
さ
れ
て
い
る

な
の
で
あ
る

無

化
さ
れ
て
い
よ
う
と
不
活
性
化
ウ

ル
ス
と
し
て

出
し
て
い
る

で

そ
れ
が
無
か

た
時
点
で
矛
盾
し
て
い
る

そ
れ
に
ウ

ル
ス
と

い
て
や

と
分
か

た

無
銘

の

形

は

そ
の
ウ

ル
ス

で
ク
リ

チ

化
し
た

の

な
ん
だ
ろ
う

シ
ス
テ
ム
の

と

べ
て

の
は

生
物
的
で

ら
し
く
な
か

た
か
ら
疑
問
だ

た
ん
だ

さ
し
ず
め

人
間
体
の
今
が
無

化

状

で

無
銘

の

形

が
ク
リ

チ

と
化
し
た

か

 
そ
の
予

は

目
か
ら

の
発
想
だ

た

 

で

い
て
い
た
ラ
ウ
ラ
が
目
を
見
開
く
が
た
し
か
に
と
小
さ
く

く
く
ら
い
辻
褄
が
合

う
も
の
だ

 

わ
れ
て
み
れ
ば
彼
の

負
の
二

形

は

の
二

形

と

う
に
は
あ
ま
り
に
生
物

的
過
ぎ
る

ノ
之

士
が
そ
う
い
う
も
の
だ
と

て
い
た
か
ら
そ
う
な
ん
だ
と
流
し
て

い
た
が

他
の

形

を
見
た
か
ら

彼
は
気
に
な

て
い
た
の
だ

 
コ
ア

に

え
た
要
因
と
し
て
人
体

を

え
そ
こ
で
更
に
負
の
二

形

が
引

掛

か

た
の
が
予
想
の
流
れ
だ
ろ
う
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学
園
襲
撃
事
件
で

ノ
之

士
の
コ
ア
を
無

化
し
た
り
遠
隔

作
で
無
人
機
を

作
す
る

技
術
を
使

て
い
た

り
大
方

し
た
コ
ア
を

し
て
生
物
兵
器
と
な

た

を

作
し
よ

う
と
し
て
い
た

と
か
そ
ん
な

書
き
じ

な
い
か

に

は
対
策
済
み
だ
か
ら

は

同
じ
血
と

伝
子
を
持
つ

の
実
兄
を

た
か

 
そ
し
て
和
人
は
秋
十
を

し
た
目
的
と
経

に
も

し
た

の
力
を
使
う

ク
リ

チ

生
物
兵
器

を
意

的
に

る
存
在
に
す
る
つ
も
り
だ
ろ
う
と

 
そ
れ
に
対
し

オ
ズ
ウ

ル
は

晴
ら
し
い

 

面
の

み
で

手
し
て
い
た

そ
う
そ
の

り
だ

本
来
な
ら
以
前
の
学
園
襲
撃
に

し
無
銘
を

し
て
君
を

る
気

で
い
た

だ
が

故
か
出
来
な
か

た
か
ら

う
よ
う
指
示
し
た
が
そ
れ
も
叶
わ
な
か

た

か
ら
ね

だ
か
ら
彼
を

わ
せ
て
も
ら

た
の
さ

体
は
君
よ
り

だ
と
い
う
⻘
年
だ

の
ク
リ

チ

と
化
し
て

の
力
を
振
る
え
ば

い
か
に
英
雄
と
呼
ば
れ
る
君
で
あ
ろ
う
と

圧
倒
さ
れ
る
だ
ろ
う

そ
う
ま
で
し
て
ウ

ル
ス
を
ば
ら
撒
い
て
生
物
兵
器
を

り
出
し
て

い

た
い
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お
前
の
目
的
は

だ

 

亡
国
機
業

の
目
的
は

な
ん
だ

 
彼
は

あ
く
ま
で

静
に

静
か
に

目
か
の
問
い
を
投

た

 
男
が

を
出
し
た
時

え
て
投

な
か

た
だ
ろ
う
問
い

彼
は
こ
の
時
点
で

悪
の
目
的

を
知
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
の
だ

  

新
世
界
の
創

と
そ
の

配

  
男
は

い
た

て
真
面
目
な
表
情
で
そ
う

た
後

苦

を

み

し
た
よ
う
な
表
情
に

な

た

 
そ
し
て

き
捨
て
る

 
今
の
人

は
あ
ま
り
に
弱
い

と

私
が
作
る
世
界
に

弱
な
存
在
は
必
要
な
い
の
だ
よ

ジ

ネ
シ
ス
を
弱
め
た

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
に
も

え
ら
れ
な
い
よ
う
で
は
生
き
る
価
値
も
な
い

し
か
し
た
だ
殺
す
の
で
は
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労
力
に
見
合
わ
な
い
の
で
ね

生
物
兵
器
と
し
て
使
わ
せ
て
も
ら
う
事
に
し
た

ク
リ

チ

は
生
き
た
者
を
襲
い

肉
を
喰
ら
う
獣
だ

私
が
動
く
事
無
く
勝
手
に
始

し
て
く
れ
る

 
い
い
道

だ
よ

彼
ら
は

と
邪
悪
に
オ
ズ
ウ

ル
が

う

 
と
ん
で
も
な
い
悪
人
だ

 
異
常
性
で
は
秋
十
が
ダ
ン
ト
ツ
だ

た
が

こ
の
オ
ズ
ウ

ル
と
名

た
男
は
そ
れ
以
上

だ

人
を
人
と
も
思
わ
な
い
精
神
性
は
共

し
て
い
た

だ
が
有

さ
邪
悪
さ
で
は
圧
倒
的
に

勝

て
い
る

 
生
き
て
い
て
は
い
け
な
い
存
在
と
は

き

と
こ
の
男
の
事
を

う
の
だ
ろ
う

し
か
し
君
は
別
だ

合
す
る
だ
ろ
う
兄
と
も
ど
も
あ
ら

る
ウ

ル
ス
に
対
す
る
抗
体
を

持

て
い
る

特
別
に
神
が

く
新
世
界
へ
の

住
を
許
し
て
あ

よ
う

 

然
と
そ
う
男
は

た

 

間

少
年
の

が
変

す
る

 
白
髪
は
そ
の
ま
ま
に

は
白
く
目
が
黒
目
金

に
変
化
し
た

そ
の
手
に
は

時
ぞ
や
見

た
黒
刀
が
握
ら
れ
て
い
る

 
す
る
と
こ
ち
ら

に
い
た
森
羅
の
守
護
者
が
数
名
倒
れ

ん
だ

無
銘
の
演

は
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全
て
使

て
い
る
と

い
た
が

い
ま
使

た
事
で

黒
椿

の
分
し
か

持
で
き
な
い

足

り
な
く
な

た
分

回
線
が

切
れ
た
の
だ

 
そ
う
ま
で
す
る

ど

彼
は
怒
り
を
発

さ
せ
た

こ
の
世
に
神
が

る
か
は
知
ら
な
い
が

少
な
く
と
も

様
で
は
な
い
し

様
に
は

神

と
い
う

葉
を

に
す
る

格
は
無
い

 
そ
う

遠
的
な

絶
の
意
思
を
示
し

彼
は
黒
刀
を
振
る

た

 

面
は
闇
に

わ
れ
た

  

遠
く
か
ら

地
を

わ
せ
る

が
鳴
り

い
た

  
そ
れ
は

怒
り
狂
う
獣
の

の
よ
う
に
闇
夜
に

き

て
い
た

  

Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２



 Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演 

 

天
獄
の
狂
演

 

Ｅ
Ｎ
Ｄ

   
・
要
約

 

亡
国
機
業

は
世
界
的
テ
ロ
リ
ス
ト

 
和
人
は

密
に
は
コ
ア
に
も
ウ

ル
ス
に
も

合
し
て
な
い
け
ど

方
が
欠
点
を
補

て
出

来
上
が

た

わ
ば
偶
然
の

物

束
は
そ
れ
が
目
的
と
見
て
い
た
が
実
は
違

て
い
た
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オ
ズ
ウ

ル
は
そ
の
偶
然
の

物
か
ら
兵
器
化
の
可
能
性
を
見
出
し
秋
十
を
使

た

化
に

み
出
し
た

 
そ
し
て
ウ

ル
ス
に
よ
る
強
化
に

合
し
な
い
人
間
は
不
要
と

た
オ
ズ
ウ

ル
に
和
人
ブ

チ
切
れ
た

今
コ
コ

 
オ
ズ
ウ

ル
が
投
与
し
た
力
を
自
分
の
意
思
で
使

て

絶
す
る

り
が
オ
ズ
ウ

ル
に
対
す

る

肉
で
す

  
・
タ
イ
ラ
ン
ト

 
ヴ

サ
ゴ
の
フ
ラ
グ
回
収
に
一

た
存
在

 
原
作
で
は

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

の
呼
び
名
か
ら
付
け
ら
れ
た

の
一
種
で

原
作
バ

イ
オ
の

を

徴
す
る
存
在
で
も
あ
る

今
話
に
出
て
来
た
の
は

密
に
は
プ
ロ
ト
・

タ
イ
ラ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
個
体
な
の
で
未
完
成
品
だ
が
身
体
能
力
に

し
て
は
完
成
型
と
同

と
さ
れ
る

 
き
わ
め
て
高
い
生
命
力
を
誇
る

が

レ

ザ

ブ
レ

ド
に
は
そ
ん
な
事
は

無
く

を

ね
ら
れ
て
絶
命
し
た
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ま
あ

を

ね
ら
れ
れ
ば
絶
命
す
る
の
は

ど
の
生
物
で
共

す
る
か
ら
ネ

  
・

ジ

ネ
シ
ス

創
世
記
ウ

ル
ス

 
和
人
に
投
与
さ
れ
た
ウ

ル
ス

 
本
作
に

い
て
は

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

の

良

に
な

た
も
の
で
あ
り

原
作
バ
イ
オ
ハ

ザ

ド
シ
リ

ズ
に

い
て
も

ウ

ル
ス
の

良

と
な

た
代
物

 
原
作
文
書
で
は
始

ウ

ル
ス
と
書
か
れ
る
が

中
で
は
創
世
記
ウ

ル
ス
と

わ
れ

て
い
た

ウ

ル
ス
と

合
す
る

伝
子
を
持
つ
生
物
は

伝
子
構

を

的
に
変
化
さ
せ

れ
た
身
体
構

に
作
り

え
る
が
非
常
に

性
が
強
く

合
し
な
い
生
物
は
た
ち
ま
ち
死
亡

す
る

 
つ
ま
り
和
人
は
ク
リ

チ

化
こ
そ
し
た
が

絶
命
し
て
い
な
い
点
か
ら
他
の

験
者
と

な

た
子

達
よ
り

合
し
て
い
る

 
秋
十
に
も
投
与
さ
れ

間
違
い
な
く

白
式

も

さ
れ
て
い
る
が

  
・

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
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本
作
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
猛

を
振
る

て
い
る
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ウ

ル
ス

 
上
記
の
創
世
記
ウ

ル
ス
の

性
を
弱
め
た
が

そ
れ
で
も

合
し
な
い
生
物
は
肉
体
が

化

変
異
し

理
性
を
失

て
ク
リ

チ

と
化
し
て
い
る

 
オ
ズ
ウ

ル
は

合
し
な
い
存
在
を

弱
と

て
お
り
自
ら
が
作
り
出
す
新
世
界
に

は
不
要
と
判
断
し
て
い
た

  
・
桐

谷
和
人

 

と
世
界
に
放

さ
れ
が
ち
な
主
人

 
コ
ア

ウ

ル
ス
投
与
で

え

け
た
の
は

に
よ
る
も
の
だ

た

原
作
バ
イ

オ
で
も
意

が
強
い

主
は
感

後
も
自
我
を
保
つ
ケ

ス
が
あ

た
の
で
和
人
も
そ
の
可
能
性

が
高
い

 
自
分
が
特
別
な
存
在
と
は

も
思

て
い
な
い
の
で
コ
ア

に

え
ら
れ
た
理
由
と
し
て

人
体

を

え
て
い
た
が

ま
さ
か
ウ

ル
ス
と
は
思

て
い
な
か

た

 
世
界
的
に
ウ

ル
ス
感

者
と
知
ら
れ
た
が
同
時
に
無

化
し
て
い
る
事
実
も
報
じ
ら
れ
た

の
で
結
果
と
し
て
風

は
イ

ヴ
ン
状

ウ

ル
ス
感

で
突
き
上

ら
れ
る
だ
ろ
う
が
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像
付
き
で
明
日
奈
な
ど
に
血
が
掛
か

て
い
る
事
な
ど
物
証
が
存
在
す
る
の
で
無

化
に

す

る
証

は

て
い
た
り
す
る

突
き
上

ら
れ
な
い
と
は

て
な
い

 
ち
な
み
に

性
の
強
い
上

の
も
の
に
抗
体
を
持
つ
と
下

の
も
の
に
は
感

し
得
な
い
共

点
が
あ
り
そ
の
た
め
和
人
は
創
世
記
ウ

ル
ス
に
由
来
す
る
全
て
の

良
型
ウ

ル
ス
を
全
て

無

化
す
る
抗
体
を
有
し
て
い
る

和
人
は
知
ら
な
い

 
仮
に
持

て
な
く
て
も

無
銘

が
無
理

理
抗
体
を

り
出
す

 
今
後
は
バ
イ
オ

に

い
て

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
に
感

後
ワ
ク
チ
ン
で
復
活
し
た

シ

リ

・
バ

キ
ン
と
同
じ

い
を

け
る
だ
ろ
う

エ

ジ

ン
ト
な
ど

輪
付
き
に
な

る 

弾
を

え
た
く
な
い
他
国
と
む
し
ろ

え
な
い
と
ま
ず
い
日
本

の
理
解
が
一

し

て

日
本

が

的
に
後
ろ
盾
に
な
る

い
分
が
出
来
た
よ

 
や

た
ネ

モ
ン
ド
・
グ
ロ

中
止
の
可
能
性
か
ら
全
力
で

  
・

秋
十

 
和
人
が
先
に

わ
れ
た
が
全
て
自
力
で
撃
退
し
た
の
で
代

と
し
て

さ
れ
た
神
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精
神
的
に
は
対
暗
部

暗
部

主
に
も
危
険

さ
れ
て
お
り

オ
ズ
ウ

ル
か
ら
も

さ

で

め
ら
れ
て
い
る
が

代

で

ば
れ
て
い
る

り

肉
で
し
か
な
い

 
創
世
記
ウ

ル
ス
の
投
与

白
式

コ
ア
の

と
和
人
と
同
じ
事
を
さ
れ
た
が

  
・
オ
ズ
ウ

ル

偽
名

 

亡
国
機
業

 

製

会

ス

ク
ト
ル

の

者
で
も
あ
る

 
ヴ

サ
ゴ
が
気
付
い
た
由
来
は

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド

シ
リ

ズ
に

い
て

製

会

ア

ン
ブ
レ
ラ

の

と
し
て
始

ウ

ル
ス
を

し
た
登
場
人
物

オ
ズ
ウ

ル
・

・
ス

ン
サ

の
事

 
オ
ズ
ウ

ル
自
身
も
現
状
を
そ
の
作
品
と

べ

え
て
こ
の
偽
名
を
名

て
い
る

 
夢
は

新
世
界
の
神
に
な
る

こ
と

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３

怨
嗟
の
魔
獣
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

ヴ

サ
ゴ

和
人

七
色

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
協
定
世
界
時
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
時
間
二

二
五
年
 
七
月
十
日
 
零
時

 

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

製

会

ス

ク
ト
ル
本

ビ
ル
地
下

地
下
四

実
験
体
実
験
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が

絶
え
吹
き

れ
て
い
た
闇
が
晴
れ
た
の
を
契
機
に

は
翳
し
て
い
た

を
下
ろ

し
た

 

ん
の
数

前
ま
で

内
全
体
を
白
い

光

で

ら
す

感

れ
る
部

だ

た
が
和

人
が
放

た
一
撃
で
無
残
に
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
た

そ
こ
ら
中
に
大
小
無
数
の

が
転

が

て
い
る
の
は

天

に
大
穴
が
開
い
て
い
た
か
ら
だ
と

れ
て
気
付
く

 
真
上
を
見
上

れ
ば

五
メ

ト
ル

ど
の
大
穴
が
地
上
ま
で

し
て
い
た

お
い
お
い

ど

す
ん
だ
コ
レ

サ
ン
プ
ル
回
収

し
く
な

た
ん
じ

ね

 

れ
た
よ
う
に

い
た
そ
れ
は

思
わ
ぬ

業
に
出
た
和
人
に
対
す
る
問
い
だ

 
地
下
三

や
地
上
に
は
無
数
の
ク
リ

チ

が
存
在
す
る

い
ま
の

を

い
て

の
発

生
源
で
あ
る
穴
を
目
指
し
て
や

て
来
る

で
そ
れ
ら
す
べ
て
を

手
に
し
て
い
た
ら
弾

や

命
が

ら
あ

て
も
足
り
な
い
事
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か

無
銘

や

黒
椿

な
ど
で

理
出
来
る
と

て
も
サ
ン
プ
ル
回
収
な
ど
が

に
な

た
事
は

う
ま
で
も
な
い

 
ま
あ
壊
し
た
隔

を
再
構

し
た
よ
う
に
和
人
な
ら
穴
を

る
と
知

て
い
る
か
ら
焦

り
は
無
い
が

い
や

も
う
ワ
ク
チ
ン
は
必
要
な
い
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し
か
し
和
人
は

の
問
い
に
そ
ん
な
返
し
を
し
て
き
た

思
わ
ず
は

 
と
声
を
裏
返

す 
そ
ん
な

達
を
他

に

ガ
ブ
リ
エ
ル
が

を
開
い
た

さ

き
の
話
が
確
か
な
ら

和
人
の
体
に
は

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

も
無

化
す
る
ジ

ネ

シ
ス
ウ

ル
ス
の
抗
体
が
あ
る

な
ら
ば
わ
ざ
わ
ざ
回
収
す
る
必
要
も
な
い
と
い
う

だ
な

あ

そ
う
い
う
事
か

 
ブ

ロ
兄
弟
の
推

を

き

は
和
人
の
発

の
意

を
理
解
し
た

 
ジ

ネ
シ
ス
ウ

ル
ス
と
い
う
も
の
が
投
与
さ
れ
て
い
る
事
は
疑

て
い
な
い

そ
れ
が
な
け

れ
ば

コ
ア

に

え
ら
れ
な
か

た
と
い
う
な
ら
無
い
方
が
不
自
然
だ
か
ら
だ

が
か

つ
て
見
た

形

が
ウ

ル
ス
に
よ
る
も
の
だ
と
す
る
の
も

シ
ス
テ
ム
の

を
見
た
以

上

得
出
来
た
か
ら
で
も
あ
る

 
抗
原
と
抗
体
の
結
合
に
は
一
定
の
法

性
が
あ
る
と
い
う

原
子
分
子
レ
ベ
ル
か
ら
物

を

構

す
る
無
銘
を
応

す
れ
ば
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の

や
抗
体
を
構

す
る
事
も

で

は
な
い
と

え
ら
れ
る

 
だ
か
ら
ウ

ル
ス
サ
ン
プ
ル
の
回
収
も

ワ
ク
チ
ン
回
収
も
最

不
要
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グ
ロ

ジ

ン

の
依
頼
は
失

に
終
わ

て
し
ま
う
が

ガ
ブ
リ
エ
ル
が
和
人
と
交

わ
し
た
契
約
を
使
え
ば
ワ
ク
チ
ン

を

先
的
に
回
し
て
も
ら
う
交

は
し
や
す
い

ホ

ム
を
ア
メ
リ
カ
に

く
グ
ロ

ジ

ン
に
と

て
は
ウ

ル
ス
サ
ン
プ
ル
を
回
収
す
る
よ
り

か

に

と
な
る
だ
ろ
う

だ

た
ら
よ
さ

さ
と

を
脱
出
し
よ
う

⻑

し
て
た
ら
命
が

ら
あ

て
も
足
り

や
し
ね

 
な
ら
ば
こ
ん
な
場

は
さ

さ
と
オ
サ
ラ
バ
し
た
方
が

だ

と
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
目
的
が
無

く
な

た
な
ら
⻑

す
る
理
由
も
な
い

 
秋
十
に

し
て
は
和
人
が
決
め
る
事
な
の
で
知

た
事
で
は
な
い

ヴ

サ
ゴ
の

う

り
だ
な

そ
れ
で
結

ア
キ
ト
・
オ
リ
ム
ラ
は
ど
う
す
る

 
白

式

の
コ
ア
は
こ
の
男
に

め

ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

然
の
問
い

 
反
応
は
無
い

直
前
の
様
子
か
ら

を

し
た
が

そ
の
場
合
の
対
応
を

慮
し
て
い
な

か

た
せ
い
で
迷

て
い
る
と
見
え
る

あ
あ
は

た
が
や
は
り
本
心
で
は
ど
こ
か
で
見
捨

て
る

も
り
だ

た
の
だ
ろ
う
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一
先
ず
二
人
は
先
に

場

に
向
か
い

者
の

護
を
し
て
も
ら
う

穴
を

て
直

外
に
出
よ
う

秋
十
に

し
て
は

が

始

を
付
け
る

 

中
ま
で
悩
む
よ
う
に

て
い
た
が
最
後
だ
け

に
は
決
然
と
し
た
意

を
感
じ
ら
れ

た 
 
 
 

 
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
ヴ

サ
ゴ
を

え
て
地
上
に
出
て
程
な
く
こ
の
場
に

つ
も
の
影
が
空
か
ら

り
て
来
た

黒
椿

の
演

で

持
さ
れ
て
い
る

森
羅
の
守
護
者

十
三
人
と
ク
ロ

エ

ラ
ウ
ラ
だ

あ
あ

来
て
も
ら

た
と
こ
ろ
悪
い
が

こ
の
二
人
を

れ
て
す
ぐ
引
き
返
し
て
く
れ

故
で
す

時
間
が
無
い
か
ら
手

に
話
す

 
二
人
を
引
き

し
ホ
テ
ル
の

備
に
向
か

て
も
ら

た
後

は
ク
ロ
エ
の
問
い
に

え

た 
と
は

え

の
体
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
原
因
と
な

た

ｉ
ｒ

ｕ
ｓ
が
あ
る
事
そ
れ
が
無

化
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
オ
ズ
ウ

ル
と
の
会
話
は
テ
レ
ビ
で
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知

て
い
た
よ
う
な
の
で

伝
え
る
事
は
一
つ
だ
け
だ

た

 
そ
れ
は

下
に
残
し
て
来
た
秋
十
の
事
だ

国

や

会
が
秋
十
の

遇
を
ど
う
す
る
か
分
か
ら
な
い

白
式

を

め

ま
れ

ウ

ル
ス
を
投
与
さ
れ
て

し
な
い
と
も
限
ら
な
い

し
て
も

の
よ
う
に
安
定
し
た

も
あ
る

そ
の
判
断
が
下
る
ま
で
見
て
い
る
必
要
が
あ
る
し
場
合
に
よ

て
は

理
す
る
必

要
も
あ
る
だ
ろ
う

そ
れ
は

あ
た
し
達
も

た
ら
い
け
な
い
の

 
リ

フ
義
姉
が
静
か
に
問
う
て
き
た

得
い
か
な
い
と
い
う
面

の
疑
問
を

し
た
そ
れ
に
ジ

ミ
ン
グ
・
ミ
ス
ト
は
も
う
無
い
で
し

う
と
数
時
間
前
に
別
行
動
を
取
る
理
由
だ

た
事
に

し
て
い
る
事
を

は

す
る

 
確
か
に
大
穴
を
開
け
た
事
で
ジ

ミ
ン
グ
・
ミ
ス
ト
は
外
に
出
て
み
ん
な
の
ハ
イ
パ

セ
ン

サ

も
本

子
に

て
い
る
だ
ろ
う

 

が
ガ
ブ
リ
エ
ル
達
を

れ
て
外
に
出
る
事
を
決
め
た
の
も
こ
こ
に
高
速
で

ん
で
く
る
み

ん
な
の
反
応
を
キ

チ
出
来
た
か
ら
だ

そ
し
て
そ
れ
が
分
か

た
の
は

が
大
穴
を
開
け
て

か
ら

だ
か
ら
み
ん
な
も
同
行
で
き
る

件
が
整

て
い
る
事
を

は
知

て
い
る
し
そ
れ
を
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み
ん
な
も

し
て
い
る

 
だ
が

は

を
横
に
振

た

 

然

ど
う
し
て

と
更
に
問
わ
れ
る

少
し

線
が
キ
ツ
く
な

た

本

を

え
ば

て
欲
し
く
は
あ
る

だ
が
こ
れ
は
秋
十
の
本

を
引
き
出
す
の
に
必
要
な

ん
だ

人
間
は
追
い

め
ら
れ
た
時
に
そ
の
本

が
出
る

そ
ん
な
事

す
る
必
要
も
無
い
と
思
い
ま
す
が

 
ク
ロ
エ
が
静
か
に

は
ん反
ば
く

し
た

 
そ
ん
な
事
は

に
分
か

て
い
る

分
か

て
い
る
事
の

だ
け
に
命
を
危
険
に
晒
す
必
要

は
無
い

そ
う

い
た

な
目
を
し
て
い
た

 
内
心
で
は

も
同
意
だ

 
転
生
者
・
秋
十
は
前
世
の
記

を
Ｓ
Ｔ
Ｌ
に
よ

て

消
さ
れ
て
い
る

だ
が
そ
の
思

回

路
や
精
神
性
ま
で

善
さ
れ
た

で
は
な
い

前
世
の
知
識
・
記

を
下
敷
き
に
し
て
き
た
思

回
路
は
そ
う

と
変
わ
ら
な
い

 
秋
十
に
と

て
は
今
も

は
憎
い
弟
だ
し
み
ん
な
の
事
は
ヒ
ロ
イ
ン
で
し
か
な
い

 
仮

な

そ
う
思
う
か
を
思
い
出
せ
な
い
と
し
て
も

そ
の
認
識
は
そ
の
ま
ま
な
の
だ
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そ
し
て

そ
れ
を
知

て
い
る
の
は

達
だ
け

 
世
間
は
秋
十
の
本

を
知
ら
な
い

達
は
イ

と
い
う

ど
知

て
る

で
も

世
間
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う

 
ヴ

サ
ゴ
に
は
あ
あ

た
が
本

は
秋
十
を
助
け
た
く
な
ん
て
な
か

た

先
し
て
見

捨
て
る
つ
も
り
も
な
か

た
が

場
合
に
よ

て
は
喜
ん
で
見
捨
て
る
気
で
い
た
の
だ

 
だ
が
救
出
し

場

に
向
か

た
場
合
そ
こ
に
は
中
継
カ
メ
ラ
が
あ
る

事
情
は
ど
う

あ
れ
守
れ
な
か

た
の
な
ら

に
向
く
非

は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う

し
か
も

と
秋
十
に
投
与

さ
れ
た
ジ

ネ
シ
ス
ウ

ル
ス
に
対
す
る
抗
体
が
あ
れ
ば

ン
ビ
化
す
る
事
も
な
い

そ
れ

は
秋
十
を
見
捨
て
る

然
と
し
た
理
由
を
作
れ
な
い
事
を
意
味
し
て
い
た

 
も
し
こ
こ
で
そ
の
ま
ま
救
出
す
れ
ば
秋
十
を
切
り
捨
て
る
た
め
の
理
由
が
得
ら
れ
な
い

七
十

五
層
の
時
の
よ
う
に
己
の

な
ら
他
者
を
殺
す
行
動
も

わ
な
い
秋
十
を
生
か
し
て
し
ま
う
の

だ 
世
間
か
ら
す
れ
ば

コ
ア
を

さ
れ
た
事
で

時
で
も

を
使
え
る
し

他
者
を
ク
リ

チ

に
す
る
ウ

ル
ス
を
持
つ
者
と
し
て

も
秋
十
も
危
険

で

え
ば
変
わ
ら
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

そ
こ
に

人
間
性

と
い
う
フ

ク
タ

を
加
え
る
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ネ

ト
の
話
と
し
て

信

疑
の
ま
ま
浮
い
て
い
る
七
十
五
層
事
件
の

動
そ
の
根
幹

を

す
秋
十
の
人
間
性
を
白
日
の
下
に
晒
す

そ
れ
が

の

い
だ

た

 
つ
ま
り

個
人
の
感
情
で

す
る
の
で
は
な
い

 
秋
十
が

自
ら
の

で

世
界
か
ら

絶
さ
れ
る
の
だ

 
神

と
他
者
に
持
て

さ
れ

を
見
下
し
自
尊
心
を
高
め

た
し
て
い
た

に
と

て
こ

れ
以
上
な
い

で
あ
り

絶
望
と
な
る
に
違
い
な
い

 

論

せ
ず
己
を
律
す
る
可
能
性
も
あ
る

そ
れ
で
も
自
衛
で
き
な
か

た
点
で
秋
十

は

よ
り

い

価
を
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

以
前
の

戦
の
事
も
今
回
の

の
事
も

め
て

 
自
制
し
た
と
し
て
も

に
と

て
は
復
讐
に
な
る

 
だ
が

こ
れ
こ
そ
が
最
大
の
復
讐
に
な
る
だ
ろ
う

 
オ
ズ
ウ

ル
か
ら
ウ

ル
ス
を
秋
十
に
も
投
与
さ
れ
た
と

い
た

間
す
ぐ

え
付
い
た
復

讐

の

だ
け
に

怒
り
が
あ

た
の
も
事
実
だ
が

部

の

に
あ

た
カ
メ
ラ
が
壊
れ

な
い
よ
う

で
護
り
つ
つ
大
穴
を
開
け

こ
の
状
況
を

り
出
し
た
の
だ

だ
か
ら

一
人
で
対
峙
さ
せ
て
く
れ
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そ
う

て

は
返

も

か
ず

を
返
し

出
て
来
た
ば
か
り
の
穴
へ
と

る

ち

和
人

ち
な
さ

 
す
ぐ
追
い
掛
け
て
来
る
気
配
が
し
た
が

無
銘

の
原
子

作
で
穴
を

い
だ

後
で

ら

れ
る
事
間
違
い
な
し
の
強
引
な
手
だ
が
仕
方
な
い

束

士

こ
え
る
か

こ
え
る
よ

秋
十
の
事

あ
あ

そ
う
だ

無
銘

の
回
線
を
開
き

士
と

信
す
る

 
カ
メ
ラ
が
ま
だ

メ
デ

ア
の
回
線
を
ジ

ク
し
た
ま
ま
で
あ
る
事
を
確
認
し
た
後
国

会
会
⻑
と
し
て
の

士
に

く
形
で
秋
十
の
状

に
よ

て
今
後
の

遇
を
決
め
る
流
れ

に
持
ち

む

 

の

遇
に

し
て
は
無

化
に

し
て
は

ら
か
の
ウ

ル
ス
が
投
与
さ
れ
て
い
る
事
は

把
握
し
て
い
た
ら
し
い
束

士
に
よ
り
証

を
得
ら
れ
た
の
で

信

う
性
が
あ
る
と
し
て

ワ
ク
チ
ン
作
成
の
た
め
に
協
力
す
る
事
を

件
に
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
約
束

を
取
り
付
け
ら
れ
た
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そ
し
て
秋
十
に

し
て
は

の
可
能
性
ま
た
抗
体
が
出
来
る
か
不
明
で
あ
る
点
か
ら
良
く

て
監

付
き
の

禁

最
悪

理
の
指
示
が
下
る
可
能
性
も
示

さ
れ
た

無

化
可
能
な

抗
体
が
完
成
済
み
で
あ
る
点
か
ら

体
と
し
て
も
不
要
で
あ
る
と
し
て

・

・

・し
・た
・時
・点
・で
・

・理

・す
・る
・よ
・う
・に

と
も

わ
れ
た

 
ど
う
や
ら
コ
ア
を

し
た

作
を
対
策
し
て
い
な
い
秋
十
を
ど
こ
も
保
護
し
た
く
な
い
ら
し

い 
恐
ら
く
だ
が

う方
う

で

さ
れ
る
秋
十
の
人

に
つ
い
て
も
引

掛
か

て
い
た
の
だ
ろ
う

そ
う
で
な
く
と
も
あ
る
程

交
流
を
作

て
い
れ
ば

の
よ
う
に

件
付
き
で
も
引
き
取
り
手
が

あ

た

だ

 

な
ん
に
せ
よ

こ
れ
で
最

限
の
備
え
は
済
ん
だ
事
に
な
る

 

信
を
終
え
た

は
達
成
感
す
ら
感
じ
る
安

の
息
を

い
た

 
実
の
と
こ
ろ

み
ん
な
に
そ
の
場
に

て
欲
し
く
な
か

た
理
由
は
一
つ
だ
け
で
は
な
い

 

は
秋
十
の

動
を

に
予

し
て
い
た

 
秋
十
の
本

が
世
界
に
知
ら
れ
世
界
が
秋
十
の
始

を
下
し
た
時
の
絶
望

そ
し
て

か
つ
て
見
捨
て
た

の
手
で
殺
さ
れ
る
絶
望
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そ
れ
を
見
た
時

は
間
違
い
な
く
嗤

て
い
る

 

裏
に

が

そ
し
て
そ
れ
が
実
を
結
ん
だ
果
て
が

明
に
浮
か
ぶ
の
だ

始

の
判
断
を
下
さ
れ
た
後
カ
メ
ラ
に
も
見
ら
れ
な
い
場

で
刃
を
振
る
い
憎
い

手

の
命
を
絶
つ

己
を
称

し
て
い
た
世
界
に
捨
て
ら
れ
自
ら
が

て
た
弟
に
殺
さ
れ
る
事

を
予
見
し
絶
望
す
る
怨

を
殺
す

 
絶
命
し
た
肉

を
前
に

を
上

る

  

あ

は

  

え
た
だ
け
で
嗤
い
が
零
れ
た

 
 
 
 

  
二

二
五
年
七
月
十
日
金

日

十
七
時
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学
園
地
下

和
人
・
七
色

  

面
は
全
て
が
闇
に

ま

た

た
闇
の

波
が

内
の
光
源
だ

た

光

を
全
て

り
光
を
喰
ら

た
せ
い
だ

た

一
の
情
報
源
と
な

た
ス
ピ

カ

は

れ
し
た

だ
け
伝
え
て
来
る

 
こ
の
分
で
は
カ
メ
ラ
も
壊
れ
て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
う
思

た
が

か
数

後
闇
が
晴
れ
た

面
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た

内
が

し

出
さ
れ
る

カ
メ
ラ
の

さ
と

一

で

し
た
様
にお

の
のく

コ
メ
ン
ト
が
上
へ
と
流
れ
て

い

た

 
私
は
別
に

き
は
し
な
い

オ
ズ
ウ

ル
と
名

た
男
の
発

に
彼
が
怒
る
事
も
怒

た

彼
が
力
を
振
る
え
ば
世
界
を
滅

す
事
も
可
能
だ
と
知

て
い
る
か
ら
だ

 
だ
が
疑
問
を
覚
え
た
部
分
は
あ

た

 
彼
が
放

た
闇

虚
月
閃

は
部

の
天

に
向
け
ら
れ
て
い
た

そ
し
て
闇
が
晴
れ
た

今

部

に
は

光

と
は
違
う

り
が
入
り

ん
で
き
て
い
る

 
す
な
わ
ち

月
光
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あ
の
一
撃
で
地
下
か
ら
地
上
ま
で

つ
も
の
隔

や

を

い
て
い
た
の
だ

と
は

え

そ
れ
に

き
は
無
い

私
は
そ
の
意

に
思

を
巡
ら
せ
て
い
た

あ
ん
な
大
穴
を
開
け
れ
ば
ま

る
で
外
で
わ
ん
さ
か
い
る
ら
し
い
ク
リ

チ

を
誘

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ

彼
は
と
も
か

く
ヴ

サ
ゴ

ガ
ブ
リ
エ
ル
と
い
う
ら
し
い
二
人
は
危
な
い
だ
ろ
う

 
そ
の
二
人
を
ど
う
で
も
い
い
と
思

て
い
る
な
ら
分
か
る
が

二
人
と
も

ま

て
ろ

 
そ
の

先
彼
が
武

し
た
大
の
大
人
二
人
を

え
空
を

ん
だ

脱
出
す
る
つ
も
り
ら
し

い 
そ
れ
か
ら
一
二
分

ど
で
す
ぐ

て
来
た

あ
の
二
人
は
ホ
テ
ル
に

し
た
人
達
の

備
に
付
く
話
だ
と
明
日
奈
達
か
ら

い
た
が
あ
ま
り
に

て
来
る
の
が
速
い
の
は
秋
十
も

れ
て
行
く
つ
も
り
だ
か
ら
か

 
し
か
し
月
明
り
が
消
え
た
事
が
気
に
な
る

 
そ
れ
に
明
日
奈
達
も
な

一
緒
に

な
い
の
だ
ろ
う
か

彼
女
達
な
ら

あ
れ

ど
の
異
変

だ

す
ぐ

け
付
け
て
彼
を
守
ろ
う
と
す
る

だ
が
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す
ぐ
に
帰

て
来
た
が

秋
十
も

れ
て
行
く
気
か

 

バ
い
ウ

ル
ス
が
入

て

る

て

て
な
か

た

け

 

助
け
た
人
間
か
ら
感

し
て
い

て

が
地
獄
と
化
す
の
は

ン
ビ
物
の
定
番
だ

ぞ 

和
人
も
ウ

ル
ス
あ
る

て
話
だ
し

だ
か
ら
帰
ら
な
か

た
と
か
じ

な
い
か

 

で
も
そ
の
ウ

ル
ス

無

化
さ
れ
て
る

い
こ
と

て
た
が

 

あ
い
つ
専

家
じ

な
い
ん
だ
ぞ

信
じ
る
と
か
お
ま
え

か

 

ま
あ
無

化
さ
れ
て
な
け
れ
ば
日
本
で
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

き
て
て
も
お
か
し
く
な

か

た

だ
か
ら

和
人
の
場
合
は
本

な
ん
じ

ね

 
問

は
秋
十
だ
ろ

 

こ
の
あ
と
ど
う
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ

 

始

を
付
け
る

て

て
た
け
ど

  
コ
メ
ン
ト
の
方
も
疑
問
に
思

た
か

い
勢
い
で
流
れ
て
い
く

 
そ
の
中
で

セ
ブ
ン
ち

ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か

と

問
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
て
来
た

う

ん

和
人
君
の
事
だ
か
ら

斬
る
み
た
い
な
事
は
し
な
い
と
思
う
わ

多
分
ウ
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ル
ス
で

し
な
い
か
と
か
判
断
す
る

に
残

た
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
れ
に

声
で
返
す

 

現
在

あ
た
し
は

セ
ブ
ン
放
送

の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
を
行

て
い
た

 

面
に
は

取
ら
れ
た
放
送

の
カ
メ
ラ

像
と
ラ
イ
ブ
配
信
中
の

の
二
つ
が

て
お
り

カ
メ
ラ

像
を
他
の

者
と
一
緒
に
見
て
い
る
と
い
う
体
を
作

て
い
る
の
だ

 
あ
た
し
が
こ
れ
を
し
て
い
る
の
は

に

数

ぎ
で
は
な
く
一
種
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
た

め
だ

 
彼
の
体
に
ウ

ル
ス
が
あ

た
と
か
と
ん
で
も
な
い
事
実
を

し
て
く
れ
た
オ
ズ
ウ

ル
の

せ
い
で
い
ま
世
界
は

乱
の
渦
中
に
あ
る

特
に
彼
が
過
ご
し
て
い
る
日
本
は
最
大

の

乱

と
不
安
が
渦

い
て
い
る
と

え
る
だ
ろ
う

こ
う
い
う
時
に
ハ

キ
リ
し
て
い
な
い
事
で
不
安

要

を
大
き
く
し
て
騒
ぐ
人
間
が
出
る
事
は
必
定

そ
の
出

を

く
た
め
に

え
て
あ
た
し

は
配
信
を
し
て
い
た

 
な
に
し
ろ
あ
た
し
は
和
人
と
同
じ
生
活
空
間
で
過
ご
し
て
い
る
人
間
だ

そ
の
人
の
声
や
話
を

い
て

少
し
で
も
安
心
し
た
い
気
持
ち
を
持
つ
の
は
人
間
の
心
理

 
事
実
と
し
て
ラ
イ
ブ
配
信
の

数
は
時
間
を
追
う
ご
と
に
加
速

的
に
増
え
て
い
る
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と
て
も

遠
で

ま
れ
な
い
方
法
で
は
あ
る
が
こ
れ
が
後
に
彼
の
助
け
と
な
る
事
は
間
違

い
な
い

 
彼
に
と

て
生
活
を

か
す
の
は
風

や

中
傷

少
し
で
も
悪
い
要

が
あ
れ
ば

彼
を

こ
う
と
す
る
人
間
は
必
ず
現
れ
る

そ
の
人
間
を
抑
え

む
な
ら

一

は
時
の
人
に

な

た
自
分
が

を
取
る
事
が
有

的
だ
と
自
負
し
て
い
た

  

帰

て
来
た
け
ど

動
く
気
配
が
無
い
な

 

そ
こ
に

る
と
さ

き
の

で
タ
イ
ラ
ン
ト
と
か
ま
た
来
る
ぞ

ん
で
た
方
が
い
い

ん
じ

な
い
か

 
和
人
君
な
ら
ど
ん
な
ク
リ

チ

が

手
で
も
問

無
さ

だ
け
ど
ね

 

い
つ
つ

カ
メ
ラ
の

で
地
面
に
倒
れ
て
い
る
物
体
を
見
る

 
ド
ロ
ド
ロ
と
血
を
流
す
肉

は

者

く
タ
イ
ラ
ン
ト
と

い
生
物
兵
器
の
代
表
格

で
フ

ク
シ

ン
作
品
で
も
ラ
ス
ボ
ス
に
な
る
事
も
し
ば
し
ば
だ
と
か

そ
れ
を
特
に

我
や

労
も
無
く
ケ
ロ
リ
と
し
て
い
る
時
点
で

で
な
い
事
は
想
像
に

く
な
い
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う

ぐ

あ

 

と

子
に

て
い
る
人
物
が
身
動
ぎ
し
た

ガ
タ
ガ
タ
と

小

み
に

え
始
め
る

き
声
も
少
し
ず
つ
カ
メ
ラ
が

え
始
め
た

 
程
な
く
彼
を

り
付
け
て
い
た
金
属
の

が
パ
キ
ン

と

を
立
て
て

れ
た

 
ド
サ
リ
と

に
倒
れ

ん
だ
秋
十
が

く
り
と
立
ち
上
が
る

ら

ら
と

に
体

を
振

て
い
て
覚
束
な
い
足
取
り
だ

 
和
人
が

く
り
と

黒
刀
を
正
眼
に
構
え
た

秋
十

の
声
が
分
か
る
か

一認
識
は
し
て
る
よ
う
だ
な

な
ら
そ
の
ま
ま

え
ろ

し
た
ら

理
し
ろ
と
国

会

び
国

か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
る

な
に

 
秋
十
が
目
を
見
開
き

然
と
し
た

  

え

マ
ジ
で
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じ

な
い
の
か

 

白
式
で
和
人
み
た
い
に
無

化
出
来
る
ん
じ

な
い
の
か

そ
れ
な
の
に
世
界
で

二
人
し
か

な
い
男
性

者
を

と
手
放
す
の
か

 

ワ
ク
チ
ン
な
ら

に
無

化
の
過
程
で
抗
体
を
作

て
る
和
人
君
が

る

だ
し
男

性

者
の
重
要
性

て

密
に

え
ば
男
性
も
使
え
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
部
分
に

主

が
あ
る
か
ら
最
悪
一
人
い
れ
ば
い
い
の
よ

会
に
保
護
さ
れ
て
い
る
和
人
君
が

に
協
力
的
だ
し
束

士
は
国
家
間
の

よ
り

進
出
を
目
的
に
し
て
る
か
ら
ぶ

ち

け
男
性
も

え
る
よ
う
に
な

た
ら
世
界
中

め
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
と

て
も
い
い
わ

だ
か
ら
秋
十
君
を
保
護
し
た
場
合
の
リ
タ

ン
に
対
し

や
感

と
い

た
リ
ス
ク
の
方
が

大
き
く
な

た
の
ね

 
男
性

者
と
し
て
の
価
値
は
確
か
に

少
だ

 
そ
の

少
価
値
と
は

特
定
の
国
で
保
護
す
れ
ば
そ
の
国
の
男
性
だ
け

を
使
え
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が
見

ま
れ
て
い
る
か
ら
で

そ
れ
以
外
は
存
在
し
な
い

者
と
い
う
点
で
実
力
面
は

価
さ
れ
て
い
る
が
男
性
の
彼
ら
の
ど
ち
ら
に
そ
れ
を
求
め
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て
い
る
か
は

わ
ず
も
が
な
だ

 
和
人
は
そ
こ
の
会
⻑
で
あ
る

ノ
之
束
や
日
本

と
裏
で
ガ

ツ
リ
繋
が

て
い
る
が
表

向
き
は
秋
十
共

Ｎ
Ｇ
Ｏ

体
で
あ
る
国

会
に
保
護
さ
れ
て
い
る
形
な
の
で

デ

タ
は

会

つ
ま
り
加

国
全
て

に
流
れ
る
事
に
な

て
い
る

そ
し
て
彼
女
の

目
的
は

進
出

男
性
も
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
現
在
の

行
士
に
そ
の
ま
ま

出
来

る

で
彼
女
が
国

を
理
由
に
特
定
の
国
に
は
伝
え
な
い
事
は
ま
ず
し
な
い

そ
う
な
れ
ば
男

性

者
の
価
値
と
い
う
の
は
無
い
も
同
然
に
な
る

 
だ
か
ら
こ
そ

和
人
は
様

な
方
面
で
活
動
し
て
い
る
の
だ

 
和
人
が
重
要

さ
れ
て
い
る
の
は
男
性

者
だ
か
ら
で
は
な
い

日
本
に

る
女
尊
男

風

を
根
絶
す
る
事
ま
た
第
四
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

勝
で
日
本
経
済
の
復
興
の

に
な
り
得
る
フ

ク
タ

の
実
力
だ

論

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

問

解
決
に
も
協
力

的
だ
か
ら
日
本
は

し
て
い
る

男
性

者
で
な
く
な

て
も
彼
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る

 
反
面

秋
十
に
は

す
る
要

が
無
い

 
神

と
は

え
和
人
に

べ
れ
ば

績
な
ん
て
無
い
も
同
然

実
力
も
信
頼
性
で

て
い

る

以
前
の
タ
イ
マ
ン
勝
負
も
完

さ
れ
て
い
て
恐
ら
く
日
本
を

め
世
界
の
ど
の
国
も
彼
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に
実
力
面
で
期

し
て
い
な
い

 
秋
十
に
期

さ
れ
て
い
る
の
は

男
性

者

と
し
て
の
価
値
だ
け
な
の
だ

 
男
性
が
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
秋
十
に
特
別
性
な
ん
て
全
く
な
く
な
る

そ
ん
な
秋
十
が
無

化
も
ま
だ
な
上
に
ワ
ク
チ
ン
も
未
入
手
と
い
う
状

で
多
く
の
面
で
価
値
を
認
め
ら
れ
無

化
も
済
ん
で
い
和
人
と

べ
た
時

ど
ち
ら
を
取
る
か
迷
う
人
が
い
る
だ
ろ
う
か

 

仮
に
ワ
ク
チ
ン
が
あ

て
も

の
危
険
性
を

え
て
い
る
以
上
は
保
護
し
な
か

た

だ
ろ
う

 
和
人
は

を
自
ら

し

つ

達
の
前
で
そ
の
力
を

し
更
に
は
学
園
の
生

を
助
け
て
す
ら
見
せ
た

本
人
は

と

う
が

ア
レ
は
一
つ
の

変
身

だ

 
果
た
し
て
あ
の
状

に

ち

く
ま
で
ど
れ
だ
け
の
時
を
要
す
る
か

 

え
れ
ば

え
る

ど

秋
十
は
実
に
不

な
状

だ

 
そ
し
て
恐
ろ
し
い
の
は
和
人
が
秋
十
に
対
し
て

本

し
て
い
な
い
と
い
う
事
だ

彼
は
自

ら
苦

に
立
ち
向
か
い

結
果
を

き
出
し
て
い
る

以
前
の

合
と
て

本

は
二
人
は
使

え
な
い
の
で
は
と
日
本

へ
の
疑
い
を
晴
ら
す
た
め
の

制
だ

た

そ
う
し
て

い
の

を
世
間
に
知
ら
し
め
る
事
は
あ

て
も
彼
自
身
が
秋
十
を

め
よ
う
と
動
い
た
事
は
な
い
の
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だ 

け
れ
ど

多
分
コ
レ
は
違
う

 
最
悪
秋
十
の
命
を
奪
う
事
に
も
な
る
今
回
に
限

て
は

外
で

彼
も
動
い
た

だ

 
そ
れ
も

恐
ら
く
奪
う
方
向
に

 
あ
た
し
に
は
そ
の
確
信
が
あ

た

 

も
し
動
い
て
な
い
な
ら
命
じ
ら
れ
て
い
る
と
か
そ
う
い
う
事
す
ら

に
し
な
い

だ

も
の

 
そ
れ
は
た
だ
の

 
だ
け
ど

確
信
が
あ

た

か
つ
て

対
し
た
か
ら
気
付
け
る
小
さ
な
違
和
感

彼
の
本
心

を

内

に
秘
め
る
黒
い

情
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と

 
彼
は

秋
十
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る

 
そ
し
て
そ
れ
を
望
ん
で
す
ら
い
る

 
今
の
彼
は

復
讐
を

望
ん
で
い
る

 
そ
う
気
付
い
た
時

あ
た
し
の

中
は
少
し
複

だ

た
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け
れ
ど
彼
を

定
し
よ
う
と
は
思
わ
な
か

た

む
し
ろ
Ｓ
Ｔ
Ｌ
内
で
の
二
人
の
や
り
取
り

を
知

て
い
る
か
ら

よ
く
今
も

え
て
い
る
も
の
だ
と
す
ら
思
う

 
す
ぐ
に
で
も

を

ね
た
い
だ
ろ
う
に

 
す
ぐ
に
で
も

そ
のは

ら
わ
たを

引
き

り
出
し
た
い
だ
ろ
う
に

 
四

を
斬
り

と
し
て
達

に
し

は
り
つ
けに

し
た
い
だ
ろ
う
に

 
本

に
よ
く

え
て
い
る

秋
十
ク
ン
は

え
ら
れ
る
か
し
ら
ね

 
対
外
的
に
は

に
対
し
て

 

中
で
は

殺
さ
れ
る

間
に
対
し
て

 
二
重
の
意
味
を

ま
せ
た
あ
た
し
の
意
識
は

中
継

像
へ
と

が
れ
て
い
た

  

Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３
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怨
嗟
の
魔
獣

 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ

   
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

学
園

り
で
す
ら
秋
十
が

ど
絡
ま
な
か

た
の
は
和
人
が
わ
ざ
と

し
な
か

た
か

ら
説

む
し
ろ
こ
の
方
が

秋
十
ど
ん
だ
け
ダ
メ
な

な
ん
や

感
が
出
る
と
思
い

ま
せ
ん
か

 
七
十
五
層
は

く
に
し
て
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
二
十
二
層
デ

エ
ル
だ
け
和
人
の
方

者

の
死
を

ん
じ
ら
れ
た
怒
り

か
ら
突

ん
で
ま
す
が
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和
人
と
し
て
は
殺
し
た
い
け
ど
い
ま
殺
せ
な
い
か
ら
あ
ま
り

わ
ら
な
い
方
向
で
と
い
う

感
じ
で
す
ね

 
そ
れ
が
今
話
で
解
禁
さ
れ
た

そ
ん
な
お
話
で
し
た

  
・
桐

谷
和
人

 
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

復
讐
者

 
前

と
し
て
和
人
は
秋
十
を
復
讐
対

と
し
て
認
め
て
お
り

ら
か
の
形
で
復
讐
し

た
い
と
常

え
て
い
る

こ
れ
ま
で
抑
制
し
て
い
た
の
も
復
讐
に
動
い
た
ら
今
の
平
和
や
未

来
を
喪
う

か
ら
で
し
か
な
い

 
そ
し
て
今
回
復
讐
す
る
事
を
決
断
し
た
の
は

本
人
も
自
覚
し
て
い
る
が

自
分
一
人
の
感

情

で
は
な
く

世
界
が
危
険

つ
不
要
と
認
め
た

と
い
う
点
で
正

に
動
く
理
由
が
出
来

て
後

し
さ
れ
た
事
が
一
番
の
要
因

世
界
が
認
め
た

し
て
も
そ
れ
を
理
由
に
命
を

わ
れ
な
い
確
約
が
あ
る

 
二
番
目
の
理
由
は

ホ
ロ
ウ
を
超
克
し
た

時
と
違
い

秋
十
が

転
生
者

で
あ

り
直
葉
達
を

ヒ

ロ

イ

ン

紙
面
上
の
人
物
と
し
か
見
て
い
な
い
と
知

た
の
で
容
赦
す
る
必
要
性
が
無
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い
か
ら

 
個
人
と
世
界
の

が
一

し
た
か
ら
復
讐
す
る
事
を

す
る
必
要
性
が
無
く
な

た
ん
で

す
ね

 
し

か
り
自
分
の
立
場
は
確
保
し
て
い
る

り
結
構

け
目
な
い
が
根
本
的
に
は
ワ
ク
チ

ン
協
力

み
ん
な
と
の
生
活
と
い
う
思

が
あ
る
た
め
獣
と
の

立
も
し

か
り
取
れ
て

あ
る
意
味
安
定
し
て
い
る

  
・

七
色

 和
人
大

き
天
才
少
女

狂
愛
悪

日
の

は
今
日
の
友
と
い
う
事
で
一

対
し
た
事
が
あ
り
和
人
の
ど
う
転
ん
で
も

い
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
と
こ
れ
だ
け
は

れ
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の

方
を
知

て
い

る
の
で

ん
の

か
な
違
和
感
に

付
け
た

 
な
の
で
和
人
が
人
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
と
理
解
し
た

だ
が

特
に

感
は
無
い

 
ま
あ
Ｓ
Ｔ
Ｌ
内
で
二
人
の
や
り
取
り
を
観

し

け
て
い
た

で
す
か
ら
ね

秋
十
が

え
ら
れ
る

無
い
と
和
人
と
同
じ
予
想
を
し
て
い
る
の
は

ヒ

ロ

イ

ン

紙
面
上
の
人
物
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い
を
さ
れ
て

悪
感
を

い
て
る
か
ら
で
も
あ
る

  
・

秋
十

 

し
た
ら
現
実
か
ら
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
せ
ら
れ
る
人
物

 
和
人
か
ら
は
お
ろ
か
世
界
か
ら
す
ら
も
弟
が
い
る
か
ら
危
険
な
ら
要
ら
な
い
よ
と
却
下

さ
れ
る
よ
う
に
な

た
男

 
原
作
知
識
が
あ

て
和
人
よ
り
圧
倒
的
に
有

だ

た
の
に
生
還
後
も

に
動
か
な
か

た

か
ら
男
性

者
と
し
て
の
価
値
し
か
持

て
い
な
い
し
か
も
和
人
も
あ
る
の
で
プ
ラ
マ

イ

の
で
生
命
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
が

結
構
自
業
自
得
な
の
で
仕
方
な
い

無
情

 
マ
ト
モ
な
人
間
性
を
し
て
れ
ば
情
状

の

地
が
あ

た
だ
ろ
う
に

 
希
望
に
な
り
得
る
の
は

姉

だ
け
だ
が

果
た
し
て

  
・

千
冬

 
日
本
代
表

者

 
シ

ル
ロ

ト

点
の
情
報
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
に
向
か
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
代
表
候
補
ま
で
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な
の
で

千
冬
は
現
在
も

学
園
に

ま

て
い
る

 
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
向
け

か
ら
ご
機

取
り
さ
れ
て
い
る
千
冬
の
意
見
が
和
人
と

束
の

信
時
に
も
無
か

た
と
い
う
事
は

 
今

中
継
を
見
て
慌
て
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３

怨
嗟
の
魔
獣
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

千
冬

万
華

和
人

 

数

約
八
千

 
今
話
は
初
期
も
初
期
の

の

線
を
回
収
し
て
い
き
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  
二

二
五
年
七
月
十
日
金

日

十
七
時
十
分

 

学
園
地
下

秘
匿
エ
リ
ア
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一

り
の

業
を
終
え
た
私
は
教

で
の
デ
ス
ク
ワ

ク
を
後
回
し
に
し
て
地
下
秘
匿
エ

リ
ア
に
足
を
運
ん
で
い
た

そ
こ
で
な
ら

人
に

か
れ
な
い
話
が
出
来
る
か
ら
だ

 
指
紋

声
認
証

を
済
ま
せ
開
い
た
ゲ

ト
を
潜

た
私
は
認
証
の
間
に
取
り
出
し

て
い
た

で
あ
る
人
物
を
コ

ル
し
た

数
回
の
コ

ル
の
後

話
が
始
ま
る

 

私
は
声
を

り
上

た

束

ア
レ
は
ど
う
い
う
事
だ

 
そ
の

手
は
今
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

体
国

会
の
会
⻑
を
務
め
る

れ
縁
の
女
だ

た

 
彼
女
と
の
付
き
合
い
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
し
コ
ア
の
生

こ
そ
し
て
い
な
い
が
全
国
家
に

対
す
る
協
力
を
始
め
た
事
で
指
名
手
配
も
下
ろ
さ
れ
た
今
束
と
の

話
に
気
を

う
必
要
は
無

い

し
か
し
私
が
し
よ
う
と
し
て
い
る
話
は
一

生

に

か
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か

た

だ
か
ら
人
気
の
な
い
場

を

ん
だ

ち

ち

ん
が

て
る
の
は

秋
十
の
事
だ
よ
ね

 

と
し
た

 
そ
れ
は
一
種
の

静
さ
な
の
だ
ろ
う
が

今
の
私
に
は
火
に

を

ぐ
よ
う
な
も
の
だ

た

そ
う
だ

国

は
お
ろ
か

会
も
秋
十
の

消
を
許
可
し
た
と
は

一
体
ど
う
い
う
事
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だ
ど
う
も

も

ウ

ル
ス
の
感

さ
れ
た

白
式

コ
ア
の

の
リ
ス
ク
が
あ
る
か

ら
だ
よ

そ
れ
を

き
に
し
て
も
秋
十
は
危
険
な
ん
だ

 
バ

サ
リ
と

に
束
が

う

コ
イ
ツ
が

な

を
取
る
事
は

は

だ

た
が

こ
こ
最
近
で
は

し
く
も
思
う

そ
れ
だ
け
束
は
秋
十
の
事
を

て
い
る
証

だ

だ
が

私
に

な
ん
の

絡
も
な
か

た
ぞ

仮
に

絡
し
た
と
し
て

ち

ち

ん

決
出
来
た

 
私
の

に

束
は
小
動
ぎ
も
せ
ず
そ
う
返
し
て
来
た

 
ぐ

と

葉
に

ま
る

ら
ね

ち

ち

ん

切
り
捨
て
ら
れ
な
い
で
し

だ
が

 
そ
れ
は

然
だ
ろ
う

 
家

な
ん
だ
ぞ

 
あ
い
つ
の

あ
い
つ
ら
の
た

め
に

い
て
来
た
私
が

切
り
捨
て
ら
れ
る

が
な
い
だ
ろ
う

 

星
だ

た
私
は

だ
か
ら
こ
そ
怒
鳴
り
返
し
て
い
た

 
あ
の
二
人
を
守
り
育
て
る
事
が
私
の
生
き
て
来
た
意
味
だ

た

親
が

発
し
て
か
ら
大
変

だ

た
日

の

え
だ

た
の
だ

か
ず
と

一

が

わ
れ
た
後
は
秋
十
が
そ
う
だ

た
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弟
達
が
私
の

宝

生
き

 
な
の
に
私
が
そ
の
生
き

を

家

を
切
り
捨
て
る
事
な
ど

私
に
は
出
来
な
い

 
仮

秋
十
が

か
ず
と

一

を
見
捨
て
た
の
だ
と
し
て
も

 
仮

秋
十
が
悪
行
を

い
た
の
だ
と
し
て
も

 
仮

秋
十
が

転
生
者

な
の
だ
と
し
て
も

 
私
が
知
る

秋
十
も
確
か
に
四
人
姉
弟
の
一
人
で
あ
る
事
に
違
い
は
な
い
の
だ
か
ら

う
ん

ち

ち

ん
は

そ
れ
で
い
い
ん
だ
よ

 

を

え
た
怒

に

束
は
気
分
を

し
た
風
も
な
く
穏
や
か
に
そ
う

た

ち

ち

ん
も
流

に
秋
十
が
転
生
者

て
い
う
異
常
者

て
知

て
悩
ん
で
結

弟
と

し
て
見

け
て
る

そ
れ
で
も
い
い
と
思
う
よ

正
解
な
ん
て
無
い
ん
だ
も
の

そ
の
人
を
ど
う

見
る
か
な
ん
て
人
そ
れ
ぞ
れ
の
主
観
で
し
か
な
い
ん
だ
束
さ
ん
や
和
君
の

方
じ

な
い
か
ら

間
違
い
だ
な
ん
て

う
つ
も
り
は
無
い
よ

 
こ
こ
最
近

く

が
増
え
た
よ
う
に
思
う

ら
か
い
声

で

た
束
が
で
も
ね
と

真
剣
み
を

ま
せ
る

他
の
人
か
ら
す
れ
ば

秋
十
は

の
他
人

ち

ち

ん
と
違

て

自
分
の
人
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生
に
少
し
の
リ
ス
ク
を
負
う
事
に
な

て
も
い
い

て
思
え
る

手
じ

な
い
ん
だ
よ

の
ウ

ル
ス
と
か

か

う
ん

ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
か

か
ず
と

一

は
無

化
出
来
て
い
る
ん
だ
ろ
う

 

る
よ
う
に
私
は

い
た

自
分
で
も
と
て
も
弱

し
く

こ
え
る
そ
れ
に
束
は
す
ぐ
に

は

え
を
返
さ
な
か

た

正
直

う
と

分
か
ら
な
い

わ
か
ら
な
い

 
お
前
が
か

天
災

て

わ
れ
て
る
束
さ
ん
に
も
分
か
ら
な
い
事
は
あ
る
ん
だ
よ

悔
し
い
事
に
ね

 
ど
こ
か

を
滲
ま
せ
た
自

を
零
し
た
後
あ
く
ま
で

だ
け
ど
と
前

き
し
て

束
は

け
た

和
君
の
無

化
は
彼
が
負
の
第
二
形

て
称
し
て
た
も
の
が

わ

て
る
と
思
う

無

銘
が
人
間
体
と
異
形
体
の
ト
リ
ガ

の

を
果
た
し
て
い
る
以
上
人
間
体
と
し
て

定
す

る
な
ら
無

化
は
必

だ
か
ら

つ
ま
り

そ
れ
を
秋
十
が
出
来
る
か
ど
う
か
か
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秋
十
が

理
さ
れ
な
い
た
め
に
は

和
人
の
よ
う
に

負
の
第
二
形

へ
と

白
式

コ
ア

を
覚
醒
さ
せ
人
間
体
と
異
形
体
の
変
化
形

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

か
ず
と

一

は

そ
れ
を
一
人
で

し
た
よ
う
だ
か
ら

絶
対
不
可
能
と
い
う

で
は
な
い
だ
ろ
う
が

で
も
ね

し
い
と
思
う
よ

ち

ち

ん
も
分
か

て
る

だ
け
ど

コ
ア

て
い
う
の

は
人
の
意
思
に
強
く
反
応
す
る

和
君
の
場
合
負

て
付
い
て
る
け
ど
根
幹
は
そ
う
じ

な
い
事
は
知

て
る
で
し

あ
あ

 
思
い
返
さ
れ
る
の
は
対

お
よ
び
対
ホ
ロ
ウ
戦
に

け
る
超
克
の

復
讐
心
を
認

め

憎
悪
と
絶
望
よ
り
も
未
来
の

福
を
求
め
た
彼
に
は

確
か
に
生
き
る
意

が
あ

た

 
い
や
そ
も
そ
も
そ
の
意

が
無
け
れ
ば
過

な
デ
ス
ゲ

ム
を
生
き

く
事
す
ら
不
可
能

だ

た
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
問

は
秋
十
が
そ
れ
だ
け
強

な
生
存
欲
求
を
持

て
い
る
か

更
に

う
な
ら
未

来
を
求
め
る
だ
け
の

体
的
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か

 
と
も
す
れ
ば
命
を

け
る
と
し
て
も

そ
の

を

き

生
き

く
決
意
が
あ
る
か

 
そ
れ
を

さ
れ
て
い
る
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し
か
し

そ
れ
は

う
ん

無
理
だ
ね

堕

し
た
ま
ま
転
生
し
て
大
人
の

と
能
力
で
子

手
に
イ
キ

て
た

が
そ
ん
な
強
い
意

持
て
る

な
い
よ

 

し
た
私
の

葉
の
先
を

束
が
引
き
継
ぎ

バ

サ
リ
と

い
捨
て
た

 
私
は
そ
れ
に

も

え
な
い

 

秋
十
に

い
て
い
た
想
像
が
た
だ
の
理
想
だ

た
事
は

に
知

て
い
る

 
秋
十
が
転
生
者
だ
と
ロ
グ
を
見
せ
ら
れ
た
時

束
は
己
と
同
じ
天
才
か
と
興
味
を
持

た

の

監

像

論
無
許
可

を
見
せ
て
来
て
如

に
自
堕

か
つ

か
ず
と

一

を

て
い
た

か
を
教
え
て
来
た

そ
の
過
程
で

和

人
一

の
努
力
の
才
能
を
見
出
し
た
と
い
う
が
慰
め
に
も
な
ら

な
い

 

強
も

剣
道
も

同
い
年
の
子
た
ち
よ
り

か
に

成
績
を
収
め
て
い
た

 
そ
の
謎
が
解
け
た
か
ら
こ
そ

束
の
あ
ん
ま
り
な

え
を

定
出
来
な
か

た

 
自
堕

な
生
活
を
送
り

に
は
実
の
弟
に
殺
さ
れ
た
前
世
を
持

て
い
た
秋
十
は
大

人
と
し
て
の
記

と

を
以
て
子

手
に
悦
に

て
い
た

過
去
の

金
を
切
り

し
て

遊
す
る
か
の
よ
う
な
有
り
様
だ
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少
な
く
と
も
今
世
に

い
て
秋
十
が

み
上

た
も
の
を

ろ
と

わ
れ
て
も
私
に
も

分
か
ら
な
い

 
強
い
て

え
ば

死
な
な
い

に
弟
を
殺
め
よ
う
と
す
る
努
力
く
ら
い
だ
ろ
う

か
ず
と

一

秋
十

 
ぎ

と

を
握
り

め
る

 

秘
匿
エ
リ
ア
の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に

一
つ
の

像
が

さ
れ
て
い
る

 
黒
刀
を
正
眼
に
構
え
る
白
髪
の
少
年
と

に
四

を
異
形
化
さ
せ
て
い
く
⻘
年
の
二
人
が

て
い
る

 
そ
れ
を
止
め
る
事
が
出
来
な
い

 
止
め
る
だ
け
の
力
が
あ
る
の
に

 
私
は
た
だ
見
て
い
る
だ
け
し
か
出
来
な
い

力
を

る
立
場
が
あ
の
場

に
向
か
わ
せ
て
く

れ
な
い

あ

あ

 

が

が

が

が

全
身
を
巡
る
血
が

し
そ
う
な

ど

い
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け
れ
ど

に
掛
け
た

の
ネ

ク
レ
ス
だ
け
が
氷
の
よ
う
に

た
い
ま
ま
だ

た

  
 
 
 

  
同
日

同
時

 

学
園
地
下

華

  

学
園
襲
撃
時
に

わ
れ
た
後

亡
国
機
業

に

す
る
情
報
の

や
有
事
に

け
る
参

戦
の

件
を

み
監

付
き
で
学
園
地
下
の

に

ま
り
す
る
空
間
を
得
た
私
は
食

事
や
裏
の
仕
事
を

く

と
ん
ど
の
時
間
を
こ
の
部

で
過
ご
し
て
い
る

定
期
的
に
食

を
届

け
ら
れ
る
の
で
自

さ
え
す
れ
ば

仕
事
以
外
で
外
出
す
る
事
は

無
い
と

て
い
い

 

い
殺
し
の
よ
う
な
状

だ
が
な
ま
じ
世
界
的

罪
組

の
構
成

と
し
て
動
い
て
い
た
身

だ

ま
と
も
な

食
住
が
確
約
さ
れ
て
い
る
だ
け

ま
れ
て
い
る

 
そ
ん
な
私
が
日
中
出
来
る
事
と

え
ば

ト
レ
か
ネ

ト
サ

フ

ン
く
ら
い
な
も
の

Ｒ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
興
味
が
無
い

で
は
な
い
が
ハ

ド
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
た
め
備
え
付
け
の
デ
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ス
ク
ト

プ

を
使

て
情
報
収
集
に
専
念
し
て
い
た

感
は
あ
れ
ど
上
下
白
の
ジ

ジ
で
日
中
か
ら
ネ

ト
サ

フ

ン
を
し
て
い
る

を
想
像
す
る
と

な
ダ
メ
人
間
に
な

た

よ
う
な
気
が
し
て
く
る

 

一
応
私
の

い
は

の

な
の
だ
が

に
外
部
と

絡
が
取
れ
る
機

を

い
て

い
る

り
お
か
し
く
な
い
か
と
思
わ
な
く
も
な
い

 
和
人
が

を

て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
が
あ
の
子
は
も
う
少
し
疑
う
心
を
持

た
方
が
い

い
と
思

た

 

そ
ん
な

姉
と
し
て
の
平
穏
な
気
分
に

て
い
た
私
だ
が

 
い
ま
世
間
を

わ
せ
て
い
る

像
が
現
実
へ
と
引
き

し
て
来
た

 
そ
れ
は

和

人

最
も
下
の
弟
が

秋

十

私
よ
り
一
つ
下
の
弟
を
手
に
掛
け
よ
う
と
す
る
中
継

像
だ

 

亡
国
機
業

の

に
よ
り

ジ

ネ
シ
ス

創
世
記
ウ

ル
ス

と

コ
ア
を

め

ま
れ
た
秋

十
が

す
れ
ば

感

と

の
リ
ス
ク
か
ら

理
す
る
事
を
国

と

会
が
決
定
し

そ
れ
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
だ

た

 
フ

ン
ト
ム
・
タ
ス
ク

亡
国
機
業

 
私
が
六

の
時
に

れ
て
行
か
れ
た
場

監

ナ
ノ
マ
シ
ン
を

入
さ
れ
生
き
る

に
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う
事
を

か
ざ
る
を
得
な
い
日

を
送

た
忌

し
い
組

 
古

と
も

え
る
そ
こ
が
今

ア
メ
リ
カ
で

を

い
て
い
る

 
偶
然
で
は
な
い

だ

秋
十
の
身

白
式
コ
ア
の
奪
還
を
目
標
に
し
た
組

を
使
い

ら
か
の
実
験
を
行
お
う
と

策
し

そ
れ
を
発
動
し
た
の
だ
と
確
信
し
て
い
る

 
そ
し
て
そ
の

謀
者
が
本

に

で
あ
る
事
も

私
は
気
付
い
て
い
た

 

オ
ズ
ウ

ル

 
そ
れ
は
確
か
に

が
使
う
コ

ド
ネ

ム
だ

本
名
性
別

め
個
人
を
特
定
で
き
る
プ

ロ
フ

ル
の
一
切
が
不

の
ノ

バ
デ

・
リ

ダ

そ
こ
に

な
い

中
継
に

て
い
た
男
の
容

も
あ

り
き
た
り
な
ア
メ
リ
カ
ン
の
も
の

流

な
日
本
語
は
ま
る
で

か
ら
日
本
人
で
あ
る
か
の
よ

う

そ
ん
な
ち
ぐ
は
ぐ
さ
が

に
正
体
を

の
よ
う
に

ま
せ
そ
こ
に

な
い
よ
う
に
錯
覚

さ
せ
る

 
残
念
な
が
ら
私
は

オ
ズ
ウ

ル

と
会
話
し
た
事
が
な
く

あ
る
の
は
部
隊
の
中
で
も
ス

コ

ル
だ
け
だ

た

 
だ
が

目
の
気

は
組

全
体
に
波

す
る
せ
い
か
大
ま
か
な

を

い
て
い
た

そ

し
て
そ
れ
は

た

て
い
た

あ
の

は
人
を
人
と
思

て
い
な
い
狂
人
な
の
だ

目
的
の
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な
ら

だ

て
す
る

仮

そ
れ
が
如

に
非
人
道
的
で
生
命
を
冒

す
る

業
で
あ
ろ
う
と

し
な
い
だ
ろ
う

弟
達
に
投
与
し
た
と
い
う

創
世
記
ウ

ル
ス

そ
れ
を
弱
め
た
バ
イ

オ
ハ
ザ

ド
の
原
因

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

や
そ
れ
を
使

た
生
物
兵
器
な
ど
氷

の
一

に

過
ぎ
な
い

 
故
に

に
人
の
感
情
も

愛
情
も
眼
中
の
外
だ

 
だ
か
ら
血
の
繋
が

た
兄
弟
を
殺
し
合
わ
せ
る
事
が
出
来
る

あ

あ

こ
え
る
か
ね

 
場
違
い
な
程
に

ら
か
な
男
の
声
が
し
た

静
か
に
な

た
と
は
思

て
い
た
が
回
線
が
繋

が

た
か
確
認
し
て
い
る
様
子
か
ら

す
る
に
ど
う
や
ら
和
人
の
虚
月
閃
に
よ
り
一
時
的
に

絶
し
て
い
た
よ
う
だ

 
カ
メ
ラ
に

る
和
人
の

が
少
し
歪
ん
だ
の
が
見
え
た

い
や
は
や

い
き
な
り
攻
撃
す
る
と
は

き
だ

は
ま
だ

て
な
い
事
に

き
だ
が
な

る

 
ま
さ
か

 
こ
ん
な
実
験

も
う
一
回
出
来
る
か
分
か
ら
な
い
の
に
ど
う
し
て

な
い
と
い
け
な
い
の
か

理
解
し
か
ね
る
よ
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そ
ん
な
狂
人
の

解

の
よ
う
な
事
を

て
の
け
た
オ
ズ
ウ

ル
の

葉
に
は
ど

こ
か

喜
が
滲
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

そ
の
場
に

な
い
私
で
す
ら
不
快
感
を

く

 
そ
の
場
で
直

い
て
い
る
和
人
の
内
心
は
如

ど
か

 
実
験
対

に
さ
れ
て
い
る
秋
十
の
内
心
も

私
に
は
分
か
ら
な
い

そ
こ
に
残

て
い
る
と
い
う
事
は
君
は

に
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
だ

結
構

協
力
に

感

す
る

あ
あ
君
の
意
思
は

な
い
よ

た
だ
彼
と
戦

て
く
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
協
力

に
値
す
る

 
秋
十
の
四

体
幹
の

肉
が
変
異
を

こ
し
て
い
る
最
中
で
和
人
は
そ
れ
を

し
て
い

る
よ
う
だ
が

と
判
断
す
る
に
は
ま
だ
大
人
し
い

か
抑
制
か
判
断

き
か
ね
る

現
状
の
た
め
彼
は

の
話
を

か
ざ
る
を
得
な
い
状

だ

た

 
そ
れ
を
分
か

た
上
で
だ
ろ
う

は

秋
十
に

し
た
内
容
を
語

た

 

に
判
明
し
て
い
る
の
は
創
世
記
ウ

ル
ス
の
投
与

コ
ア
の

の
二
つ

 
し
か
し
ま
だ
他
に
も
あ

た

 
ま
ず

さ
れ
た
コ
ア
は

白
式

コ
ア
で
は
な
く

和
人
の

無
銘

の
よ
う
に

亡
国

機
業

が
製
作
し
た

定
呼
称

ネ
コ
・
コ
ア

だ

た

白
式

は

機
状

の
ま
ま
本
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人
の

に

さ
れ
て
い
る
ら
し
い

 
も
う
一
つ
が

白
式

に
イ
ン
ス
ト

ル
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム

学
園
襲
撃
事
件
で
ラ
ウ
ラ
の

機
体
を

さ
せ
た
禁
忌
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ス
テ
ム

だ

た

 

シ
ス
テ
ム

が
禁
忌
と
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は

ス
ポ

ツ
マ
ン
シ

プ
の
理
由

以
上
に
歴
代
ヴ

ル
キ
リ

者
の
動
作
を
再
現
す
る
に
あ
た
り

者
の

性

を

慮
し
な
い
危
険
な

面
が
あ

た
か
ら
だ

そ
の
道
の
プ
ロ
の
動
き
を

人
が
そ
の
ま
ま
再
現

す
れ
ば
体
を
壊
す
結
果
に
な
る

 
逆
に

え
ば

そ
れ
に

え
ら
れ
る
体
を
作
れ
ば

シ
ス
テ
ム

は
真
価
を
発

す
る

 
経
験
が
無
い
新
人
だ
ろ
う
が
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
同

の
戦
力
を
有
す
る
戦
士
と
し
て
仕
立
て

上

ら
れ
る
の
だ

本
来
な
ら
君
に
す
る
つ
も
り
だ

た
ん
だ
が
さ

き

た
よ
う
に

れ
な
か

た
か
ら
ね

だ
か
ら
代
わ
り
に
秋
十
君
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
事
に
な

た

お
い

ざ
け
ん
な
よ

 

が
一

の
代
わ
り

だ
と

 
そ
こ
で

体
の
変
容
に

り

苦
し
ん
で
い
る
秋
十
が
怒
り
の
声
を
上

た

に
こ
ん
な
事

し
や
が

て

 

て

許
さ
ね

か
ら
な
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む

ジ

ネ
シ
ス
も

も
意

が
強

な
人
間

ど
自
我
が
残
り
や
す
い
と
い
う
が

桐

谷
和
人
の
よ
う
に
君
も
可
能
と
は

め
ん
な

 
一

に
出
来
て

に
出
来
な
い

が
な
い
だ
ろ
う
が

ア
ア
ア

 
秋
十
が
そ
う
怒

を

た

間
そ
の
体
を
更
な
る
変
容
が
襲

た

 
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
白
い
流
動
性
の
物

が

き
出
し
秋
十
の
体
を

い
始
め
た
の
だ

ジ

タ
バ
タ
と
も
が
く
秋
十
の
体
が

に
白
く

わ
れ
て
い
く

上
が
る
悲
鳴
は
断

魔
の
よ
う

だ 
そ
の
様
に

が

実
に
結
構

と

足
気
に

く

と
な

た

シ
ス
テ
ム
は

千
冬
へ
の
強
い

・
願
望
が
ト
リ
ガ

だ

た
が

秋

十
君
の
そ
れ
は
桐

谷
和
人
へ
の
強
い
対
抗
心
を
ト
リ
ガ

と
し
て
発
動
す
る
よ
う
設
定
し
て
い

る

り
と
い
う

だ

礼
を

お
う
桐

谷
和
人

君
が
そ
の
場
に
い
る
事
で
よ
り
容

く
ス
テ

プ
を
一
つ
進
め
る
事
が
出
来
た

そ
し
て
誇
る
が
い
い
秋
十
君
君
の
そ
の
対
抗

心
は
私
の

の

に
な

て
く
れ
る

も

と
も
秋
十
君
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う

が
ね

 

肉
タ

プ
リ
の

無
礼
な

葉
が

と

く
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び
は

も
う
止
ま

て
い
た

 
最

秋
十
の

は
無
い

の
よ
う
に

ま

た
白
い
流
動
体
に
取
り

ま
れ
て
し
ま

て
い

た
さ

歴
史
的

間
を
見
る
が
い
い

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
技
術
と
そ
れ
に

え
得
る
タ
イ

ラ
ン
ト

の
肉
体
そ
し
て
ネ
オ
・
コ
ア
に
よ
る
無
限
再
生
を
備
え
た
事
実
上

点
に
君
臨
す
る

新
人

の

生
だ

 
見
た
ま
え
和
人
君
と

が

た

間

に

し
り
と

が
入
る

そ
れ
は
放

状

に
広
が

て
い

た

 
そ
し
て

れ
た

 

ぶ
わ

と
黒
い
も
の
が
舞
い

る

 
そ
れ
は

だ

た

の
よ
う
に
黒
く
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
き
め

や
か
な

が

の
中
か

ら
一
気
に

き
出
し
て
い
た

 
そ
れ
に

れ

か
ら

び
出
し

部

の
空
中
に
浮
く
影
が
一
つ

 
カ
メ
ラ
で
は

に
見
え
な
い
が
そ
れ
が
⻑
身
の
男
で
あ
る
事
は
分
か

た

ま
で
な
び

く
の
は
髪
で

か
な
光
を
反

す
る
事
か
ら
金
銀
白
い
ず
れ
か
の
色
を
し
て
い
る

全
身



 Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣 

を

む
の
は

め
の

コ

ト
か

 
な
に
よ
り
目
に
付
く
の
は

カ
メ
ラ
の
影
で
も
分
か
る

ど
⻑
大
な
武
器
だ

 
そ
の
男
が

手
に
握

て
い
る
武
器
は

や
か
な

を
持
つ
日
本
刀

そ
の
刀
身
の
⻑
さ

は

明
ら
か
に
男
の
そ
れ
を
超
え
て
い
る

平

的
な
⻑
さ
の
二

は
あ
る
だ
ろ
う

お
前
は

 
秋
十
が
変

し
た

を
見
て

和
人
が

の
声
を
上

る

し
振
り
だ
な

・キ
・リ
・ト

い
や

今
は
和
人
だ

た
か

 

く
り
と

り
立

た
秋
十

 
が

ち

い
た

で
穏
や
か
に
語
り
掛
け
た

 
そ
の
内
容
に

を

る

い
ま
の
発

か
ら

す
る
に

秋
十
の
意
識
と
記

で
は
な
く

別
の

か
が
表
に
出
て
い
る

が
あ

た

う
ん

 

あ
あ

無
銘

に
イ
ン
ス
ト

ル
し
て
い
た
新
人

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ

タ

を
反

し
て
い
る
か
ら

直
後
し
か
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
保
た
な
か

た
と
は

え
君
達
が
知

り
合
い
な
の
も

然
か

 
そ
れ
に

が

し
た
が

す
ぐ
自
問
自

で
解
決
し
た

 
私
も
そ
れ
で

見
知
り
の
よ
う
な

者
の
反
応
に

得
し
た

が
一
つ
だ
け
引
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掛
か
る
事
が
あ

た

無
銘
の
中

を

う

が

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
と
い
う
ユ
イ
の
別
バ

ジ

ン
の

で
あ
る
と
は

い
て
い
る

の
無
銘
の
意
識
は
コ
ア
を

さ
れ
た
時
和
人
の
負

の
想
念
に
よ

て

し

さ
れ
て
し
ま

た

的
に
は
バ
グ

た

ら
し
い

 
恐
ら
く
秋
十
か
ら
変
容
し
た

は

そ
の

に
設
定
さ
れ
て
い
た
ア
バ
タ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

容

な
の
だ
ろ
う

 
だ
が

こ
こ
で
一
つ

疑
問
が
あ
る

  
あ
の
男

な

和
人
の
事
を

時
の
名
前
で
は
な
く

キ
リ
ト
と
呼
ん
だ

  
な
に
か
大
き
な
見
過
ご
し
を
し
て
い
る
よ
う
な
不
安
に

ら
れ
る
中

和
人
と
秋
十

 
が

刃
を
交
え

光
が

た

 
 
 
 
 

  
同
日

同
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国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

製

会

ス

ク
ト
ル
本

ビ
ル
地
下

地
下
四

実
験
体
実
験

 
新
人

プ
ロ
グ
ラ
ム

 
か
つ
て
は
無
銘
に
あ
り

の
負
の
想
念
で

し

し
た
意

の
本
体
を

の
推
進

者
ら
し
い
オ
ズ
ウ

ル
は
そ
う
称
し
た

コ
ア
を

し
て
全
身
を
作
り

え
る

に
参

と

す
る
人
体
設

書
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

仮
に
無
銘
に
ま
だ
そ
の
意

が
残

て
い

れ
ば

の
異
形
体
の
容

は
あ
の

新
人

に
な

た
秋
十
の

に
な

て
い
た

だ

 
そ
し
て

人

と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

同
じ
も
の
を

さ
れ
た
者
達
全

が

少
な
く
と
も
男
性
は

あ
の

に
な

て
い
く

 
創
世
記
ウ

ル
ス
で
肉
体
を
常
時
強
化
・
修
復
し
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
技
術
を
振
る
う

者
 
そ
れ
が
ウ

ル
ス
投
与
と
コ
ア

の
二
つ
を
す
れ
ば
勝
手
に
増
え
て
い
く

だ

体
を
完
全

に
プ
ロ
グ
ラ
ム

り
に
作
り

え

技
術
も

シ
ス
テ
ム
を

に

一
化
す
る
た
め

一
切
個

人
差
は
生
じ
な
い
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本
人
の
意
識
も
無
い
か
ら

実
な
兵
士
が
出
来
上
が
る
事
に
な
る

キ
ツ
い
ぞ

 
⻭

み
し
な
が
ら
黒
刀
を
構
え
る

 
見

え
る
先
に
は
さ
ら
に
⻑
い
⻑
刀
を

た
男
が
立

て
い
る

 
後
ろ

よ
り
も
⻑
い
銀
髪

の

骨

り
か
ら
見
え
る
堕
天
使
を
思
わ
せ
る
大
き
な

黒

の
翼

体
を

う
ピ

タ
リ
と
し
た
黒
い
ロ
ン
グ
コ

ト

二
メ

ト
ル
近
い
⻑
刀
は

手
で

握

て
い
る

 

そ
の
男
を

は
三

見
た
事
が
あ

た

 
一

目
は

無
銘

の
デ

タ
の
中

 
二

目
と
三

目
は
七
十
五
層
闘
技
場
の

個
人
戦

と

体
戦

 
も
う
会
う
事
は
無
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

な

な
ら

無
銘

の
デ

タ
は
壊
れ

Ｓ

Ａ
Ｏ
の
デ

タ
は
サ

バ

ご
と
今

こ
そ
初
期
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

 
だ
が

仮
想
世
界
で
は
な
く

ま
さ
か
現
実
で
会
う
事
に
な
ろ
う
と
は

 
な
に
よ
り
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覚
え
て
い
る
か

あ
の
時
の

み
を

  
歌
う
よ
う
に

片
翼
の
堕
天
使
が

く

  

し
か

た
か

み
を
忘
れ
ら
れ
て

  
再
会
を

祝
ぐ
よ
う
に

み
を

る

  

し
か

た
か

み
を

け
な
く
な

て
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そ
れ
は

望
郷
を
示
す

う
た

  

喜
ん
だ
か

み
を
気
に
す
る
必
要
が
無
く
な

て

  
男
の

が

い
て
来
た

絶

望
過
去
を
呼
ぶ

  

今
ま
で
を
忘
れ
る
く
ら
い

せ
だ

た
だ
ろ
う

  

ス

と
男
の
蒼
の
目
が

ま

た
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な
ら
ば

今
再
び

 

 
忘
れ
ら
れ
な
い

み
を

も
う
か

  
一
層

然
と

ん
だ
堕
天
使
は
そ
う

て

黒

を

し

び
立

た

む

 

セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト

 
ど
こ
に
行
く

 
命

違
反
だ
ぞ

 
慌
て
た
よ
う
に

オ
ズ
ウ

ル

が
怒
鳴
り
声
を
上

る
が

個
体
名

セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル

ク
ト
と

う
ら
し
い
片
翼
の
堕
天
使
は

く

を
持
た
ず

が
開
け
た
天

の
穴
か
ら
外
へ

と

ん
で
行

た

 
地
上
に
繋
が
る
一
番
上
の
地

は

が

し
て
い
た
が
一

れ
る
形
で

が

き
大

の

砂
と

が

ち
て
来
る

 
退

し
な
が
ら

は

が
な

斬
り
結
ん
で
い
た

か
ら

い
を
外
し
外
へ

ん
で
行

た
か
を

え
た

ま
さ
か
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そ
し
て
気
付
く

 

と

て
い
た
堕
天
使
の

に

き
覚
え
が
あ

た
事
に

 
闘
技
場
の
戦
い
で

し
に
さ
れ
た
時
の
事
だ

あ
の
時

あ
の

の
後
は

  

お
前
の
最
も
大
切
な

モ
ノ

は

だ

  

・そ
・れ
・を
・奪
・う
・喜
・び
・を
・く
・れ
・な
・い
・か

  
大
切
な
モ
ノ

 
そ
れ
を

奪
う
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一

の

思

の
空
白

 
ガ
チ
リ
と
体
も

る

  

て

え
え
え
え
え
え

  
一

の
後

は
全
力
で
地
上
へ
と

ん
だ

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
最
初
期
に
出
て
来
た
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｄ
ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
さ
ん
は
実

は
た
だ
の
ク
ロ
ス
オ

バ

で
は
な
く
本
作
の
根
幹
を

す
キ

ラ
ク
タ

だ

た
と
い
う
オ
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チ 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
二
十
二
章
の
時
に
出
て
来
た

が

線
だ

た

で
す
ね

  
・
新
人

 
オ
ズ
ウ

ル
が
企
て
る

 
様

な
経
由
で
創
世
記
ウ

ル
ス
の

良
し
た
ウ

ル
ス
を

し
て

に
投
与
さ
せ
て
超
人

化
さ
せ
あ
ら
た
な
現
世
人

と
新
た
な
世
界
を
作
り
出
し
自
ら
は
そ
の

点
に
立
と
う
と
す

る
も
の

生
物
兵
器
化
は
二

的

物

い
と
な
る

 
こ
の
過
程
で

ウ

ル
ス
の
制

の
た
め
に

コ
ア
を

め

ん
だ
事
で

理
論
上
最
高

と
な
る

人
間
設

書

の
肉
体
の
再
構

を

す
事
が
可
能
と
な

た

生
命
の
編

と
も

う
べ
き

を

生
命
の
樹

に
な
ぞ
ら
え

設

書
に

セ
フ

ロ

ト

シ
リ

ズ
と
名
を
付
け
て
い
る

 
ぶ

ち

け
れ
ば
バ
イ
オ
シ
リ

ズ
の
ウ

ル
ス

の
目
的
と

の

ル
ジ

の
要

が
合
わ
さ

て
カ
オ
ス
に
な

た

で
あ
る
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・

秋
十

 

家
⻑
男
に
し
て
三
番
目
の
子

 
オ
ズ
ウ

ル
の
新
人

の

と
し
て
第
一

験
者
に

ば
れ
た
あ
る
意
味

な

人
物

そ
の
結
果
最

完
全
な
別
人
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

た
上
に
意
識
す
ら
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
に

取
ら
れ

秋
十
と
し
て
の
意
識
が
残

て
い
る
か
も
定
か
で
は
な
い
状

 
和
人
と
違
い

絶
大
な
負
の
想
念

で

コ
ア
の
意

を

し
て
い
な
か

た
か
ら

取

ら
れ
た

  
・
セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト

 

密
に
は

セ
フ

ロ
ト

シ
リ

ズ

個
体
名

マ
ル
ク
ト

 

ネ
タ
は

 
セ
フ

ロ
ス

ま
で

び
た
銀
髪
⻘
い

⻑
身

で
黒

コ

ト
に
身
を

む
⻑
刀
使
い

 
本
作
に

け
る

人
間
設

書
・
マ
ル
ク
ト
・
男
性
ｖ
ｅ
ｒ

 

シ
ス
テ
ム
に
人
格
を

ん

だ

持
た
せ
た
も
の

 
今
話
で
は
特
に
秋
十
の
異
形
体
更
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
キ
リ
ト
の
事
も
知

て
い
る
特
異
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な
ケ

ス
を
指
し
て
い
る

 
創
世
記
ウ

ル
ス
に
よ
る
強
化

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
技
術
の
イ
ン
ス

ト

ル

白
式
の
性
能
に
加
え

無
銘
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
デ

タ
も

故
か

せ
持

た

状

の
デ

タ

 

そ
う
い
え
ば
和
人
の
負
の

で
デ

タ
が
バ
グ
を

こ
す
事
件
が
あ
り
ま
し
た
ね

組
を
見
つ
つ

 
本
作
で
は

キ

リ

ト

ク
ラ
ウ
ド

キ

リ

ト

ク
ラ
ウ
ド
と

と
な
く

く
キ
リ
ト
限
定
の
ス
ト

カ

と
化

す
事
で
し

う

 
和
人
は

に

か
れ
る
な

  
・
セ
フ

ロ
ト
と
は

 
生
命
の
樹
と
も

 
セ
フ

ロ
ト
の
樹
は
神
秘
思
想
の
カ
バ
ラ
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
解

が
な
さ
れ
近
代
以

の

魔
術
特
に
⻩
金
の
夜
明
け

な
ど
で
は
生
命
の
樹
を
タ
ロ

ト
カ

ド
と
結
び
つ
け

て
の

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る

個
の
セ
フ

ラ
と

個
の
小

パ
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ス

を
体
系
化
し
た

も
同
じ
く

生
命
の
樹

と
呼
ば
れ
る

 
・
マ
ル
ク
ト
と
は

 
セ
フ

ロ
ト
第

の
セ
フ

ラ

 
秋
十

マ
ル
ク
ト

 
物

的
世
界
を
表
す

数

は

色
は
レ
モ
ン
色
・
オ
リ

ブ
色
・
小

色
・
黒
の
四
色

宝

は
水

惑
星
は
地

を

徴
す
る

王

に

た

い
女
性
で
表
さ
れ
る

神
名
は
ア

ド
ナ
イ
・
メ
レ
ク

 
ア
ド
ナ
イ

主

ハ
ウ

エ
ホ
バ
な
ど
の

が
あ
る

 
メ
レ
ク

王

 
・
物

界

 
第

第

第

セ
フ

ラ
に
よ

て
主
に
構
成
さ
れ
る
世
界

 

称

ア

シ

 
魂
だ
け
だ

た
存
在
が
肉
体
と
感
情
を
持
つ
い
わ

る
人
間
の
世
界

さ
ら
に
悪
魔

も
同
時
に
存
在
し

人

と
共
存
し
て
い
る

と
さ
れ
る

 
こ
れ
を
最
下

に

き
セ
フ

ロ
ト
の
樹
を
上
に
行
く
事
で
意
識
の

大
を

る
と
さ
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れ
る
が
人
間
で
あ
る
限
り
理
解
不
能

つ
表
現
不
能
な

と
さ
れ
る
た
め
原

と
し
て
人

間
が
物

界
以
上
の
世
界
に

達
す
る
事
は
不
可
能
と
さ
れ
る

 

が

秋
十
は
一

魂
だ
け
の
存
在
に
な

て
物

界
か
ら
上
に

た
事
が
あ
る

  
・
桐

谷
和
人

 
■
■
■

 
コ
ア

時
の
と
ん
で
も
な
い
負
の
想
念
が
コ
ア
の
意

を

し
て
い
た
た
め
新
人

の

キ

パ

ン
に
な
ら
な
か

た
と
い
う
神
回

を
し
て
い
た

 
復
讐
す
る
気

だ

た
の
に
目
の
前
で
別
人
に
取

て
代
わ
ら
れ
て
し
ま

た
が
そ
れ
を

気
に
し
て
い
ら
れ
る
精
神
状

で
は
な
い

 

慌
て
て

ん
だ
理
由
を

え
れ
ば
楔
が
あ
る
限
り
彼
の
根
幹
は
ど
う
あ

て
も
復
讐
者

に
は
な
り
得
な
い

  
・

千
冬

 

シ
ス
テ
ム
の
再
登
場
と
秋
十
の
最
期
に
絶
望
中
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秋
十
の
本

を
知

て
も

だ
が

と
こ
れ
ま
で
の
情
を
捨
て
切
れ
な
い
の
は

自

分
自
身
が
秋
十
か
ら
実

を

け
て
い
な
い
た
め

 
弟
達
を

い

守
る
た
め
に

を
使

て
い
る
の
に

そ
れ
を
振
る
う
事
は
出
来
ず

そ
れ

ど
こ
ろ
か
自
分
の
技
術
が
弟
達
を
危
ぶ
め
て
る
事
実
に
絶
望
し
て
い
る

  
・

万
華

 

亡
国
機
業

属
戦
闘

 

オ
ズ
ウ

ル
と
会

た
事
も
話
し
た
事
も
無
か

た
が
組

の
気

を

と
な
く
感

じ
取

て
い
た

様

 
オ
ズ
ウ

ル
の
発

と
セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト
の
発

か
ら

や
ら
見
過
ご
し
が
あ
る
よ

う
な
不
安
を
覚
え
て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  



 ＢＩＯＨＡＺＡＲＤ ＯＦＦＬＩＮＥ 〜亡霊戦争〜

   
や

り
ね

と

え
ば
ビ
ル
斬
り
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

面
の

み
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｅ
Ｘ

片
翼
の
天
使
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
今
話
は

い
で
す

 

点

和
人

 

数

約
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を

に

の

と
し
て
た
の
は
こ
の
時
の

だ

た
の
だ
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地
下
か
ら

び
出
し
た

は
セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト
が

に
行

た
か
す
ぐ
に
探

た

白
式

の
反
応
を

れ
ば
す
ぐ
だ

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

は

そ
の
期

り
に
す
ぐ
反
応
を

教
え
て
く
れ
た

 
反
応
は

上
に
あ
る

 
天
を
振
り

ぐ

ん
の
数

で
セ
フ

ロ
ト
は
天
の

か
高
い
と
こ
ろ
ま
で
上

て
い
た

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

が

キ
ロ
も
天
高
く
上

た

を

え
る

 

と

セ
フ

ロ
ト
が

手
を
持
ち
上

た

 
す
る
と
先
程
ま
で
月
が
煌

と

い
て
い
た
夜
空
に
雲
が
立
ち

め
始
め

く
間
に

天

と
な

て
し
ま

た

渦
の
中
心
と
な

た
セ
フ

ロ
ト
は

然
と
こ
ち
ら
を
見
下
ろ
し
て
い

る 
程
な
く

渦
が
動
き
を
変
え
た

 
渦
が

み

ま
れ
て
い
く

そ
の
先

に
は

が
い
る

に

空
の

か
ら
雲
が
無
く

な

て
い
き

  
全
て
が

い

ま
れ
た
そ
の

間

が
生
ま
れ
た
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風
が
吹
き

れ

そ
こ
ら
中
の

物
が

へ
と
変
わ

て
い
く

ま
る
で
砂
の
城
が

れ
る
よ
う
な
光

だ

そ
れ
だ
け
で
こ
の

風
が
ど
れ

ど

力
的

つ

ま
じ
い
圧
力
を

放

て
い
る
か
推
し

れ
て
し
ま
う

 
あ
ま
り
の
圧
力
に

弄
さ
れ
そ
う
に
な
り

は
地
面
に
黒
刀
を
突
き

し
た

 
風
が

を

き

髪
と
コ

ト
が
な
び
く
が

そ
れ
に

え
て

上
を
振
り

ぐ

な
 
そ
し
て

然
と
し
た

 

上
に
は

大
な

が
浮
か
ん
で
い
た

そ
れ
も
一
つ
二
つ
で
は
な
い
ボ
ロ
ボ
ロ
に

け

た
ビ
ル
の

が
寄
り
集
ま
り
数
え
き
れ
な
い

ど
無
数
の

大
な

と
な

て
空
中
へ
と

浮
い
て
行

て
い
る

そ
れ
ら
は
セ
フ

ロ
ト
の

上
へ
ド
ン
ド
ン
高

を
上

て
い

て
い

た 
も
の
の
数

で

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
全

を

い

く
す
程
の

が
形
成
さ
れ
る

 

お
前
の
大
切
な
モ
ノ
は

だ

 

そ
れ
を
奪
う
喜
び
を
く
れ
な
い
か
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裏
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

わ
れ
た

葉
が

る

 
あ
の
セ
フ

ロ
ト
が
片
翼
の
堕
天
使
の

記記
録
を
持

て
い
る
か
は
定
か
で
は
な
い

し
か

し
明
確
な
意

を
持

て
今
の
行
動
を
取

て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
や
ろ
う
と
し
て
い
る
事
は

一
つ
し
か
な
い

 
メ
テ
オ

だ

 
記
録
を
持

て
い
る
な
ら

が
大
切
だ
と

た
全
て
を

め
て
破
壊
で
き
る

記
録
を
持

て
な
い
に
し
て
も
日
本
ア
メ
リ
カ
に
い
る
人
達
を
個
別
に

う
よ
り

が
い
い
だ
ろ
う

現

代

学
の

に
よ
り

が
一
つ
で
も
堕
ち
れ
ば
地

は
氷

期
を

え
人

は
滅
亡
す

る
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

和
人
君

和
人

 
そ
こ
で
楯
無
ユ
ウ
キ
達
が

け
付
け
た

楯
無
は
ラ
ウ
ラ
ク
ロ
エ
と
分

し
て
義

さ
ん

ガ
ブ
リ
エ
ル

ヴ

サ
ゴ

カ
メ
ラ
マ
ン
の
男
性

ニ

ス
ア
ナ
ウ
ン
サ

の
女
性
を

で

え
て
い
た

な

な
ん
で
こ
こ
に
そ
の
人
達
を

れ
て
来
た
ん
だ
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こ
ん
な
状
況
じ

に

て
も
同
じ
よ

 
楯
無
の
返
し
に
確
か
に

と

は

得
し
た

 
下
手
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
全

を

壊
さ
せ
る
勢
い
の

風
だ
し

を

い
上

て
い
る

が
ど
こ
か
ら
か
不
明
だ

の
演

能
力
を
使

て
い
る
な
ら
流

に
こ
れ
が
限
界
だ
ろ
う

 
限
界
と

て
も

明
ら
か
に
過

な
の
だ
が

和
人

い

た
い
ど
う
い
う
状
況
だ
こ
り

あ

説
明
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が

そ
ん
な

は
無
さ
そ
う
だ

 
ク
ラ
イ
ン
が

め
寄

て
来
た
が

は

線
を

上
に
向
け
て
い
た

時
を
追
う
ご
と
に

大
化
し
て
い
る

を

時
完
成
と
見
る
べ
き
か
は
不
明
だ
が

⻑
に
し
て
い
れ
ば
ア
レ

が

下
し
て
く
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
ア
レ
を
消
す
の
は
問

無
い

無
銘

と

黒
椿

の
演

能
力
を
フ
ル
に
使
え
ば
原
子
に

還

し

下
を
止
め
ら
れ
る

 
問

は
そ
れ
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
セ
フ

ロ
ト
を
倒
す
ま
で
の
時
間

ぎ
だ

流

に
戦
い

つ
つ
メ
テ
オ
を
止
め
る
の
は
演

能
力
が
足
り
な
い

に
黒
椿
を
森
羅
の
守
護
者
に

全
て
使

て
い
て

無
銘

体
で
は

が
重
す
ぎ
る
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と
は

え

絶
望
は
し
て
い
な
い

 
セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト
の
出
現
で
動
揺
こ
そ
し
た
が
ま
だ
間
に
合
う

あ
の
メ
テ
オ
が

の
手
札
な
の
だ

な
ら
ば

を
倒
し
メ
テ
オ
を
止
め
ら
れ
る
現

で
は
絶
望
す
る
に
は
ま

だ

す
ぎ
る

 

ま

た
く

ぶ

つ
け
は

い
な
ん
だ
が
な

 
内
心
で
苦

す
る

 
才
能
が
無
い
と
自
負
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
入
念
な
下

備
を

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の

に

ど
う
し
て
こ
う
想
定
外
の
事

で
手
札
を
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
か
と

息
す

る

二
刀
流
に
し
ろ

に
し
ろ
こ
こ
数
年
で
そ
う
い
う
事

が

き
過
ぎ
で
あ
る

 
そ
う

も
命
や
滅
亡
の
危
機
に

し
た
く
は
な
い
と
い
う
の
に

指
示
を
出
す

ア
レ
を
倒
す
た
め
そ
し
て
全

が
生
き
て
帰
る
た
め
協
力
し
て
く
れ

 
見
上

な
が
ら

う

 

く
気
配

を
持

て
い
な
い
外

に

を

む
様
子
は
な
い

こ
の
状
況
で
も
中
継
し

よ
う
と
い
う
の
か
カ
メ
ラ
を
持

た
ま
ま
な
の
は
最

れ
る
ば
か
り
の
ど
根
性
だ
が

は

し
な
い

今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
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標
的
は

秋
十
の
異
形
体

セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト

の
無
力
化

お
よ
び
空
に
あ
る

・
メ
テ
オ
の

止

セ
フ

ロ
ト
を
倒
す
ま
で
時
間

ぎ
を
す
る
手

は

に
あ
る

 
そ
う

て

は

に
武
器
を

し
た

無
銘
に
初
期

載
さ
れ
て
い
た

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
達
だ

そ
の
う
ち

合
体
剣
と
な
る
黒
と
白
の
片
刃
剣
は

が
持
つ

こ
の
二
刀
と
盾
を

い
た
十
六
の
武
器
を
十
六
方

に
展
開
し
超
広

バ
リ
ア
を

る

そ

れ
で

許
か
は
メ
テ
オ
を
抑
え
ら
れ
る

だ

 
無
論
や

た
事
な
ど
無
い
か
ら
あ
く
ま
で
見

み
だ
が
中
継
カ
メ
ラ
が
あ
る
の
で
そ

れ
は

わ
な
い

 
理
論
上
は
可
能
だ

学
園
の
ア
リ

ナ
に
仕

ま
れ
た
バ
リ
ア
機
構
も

そ
の
最
大
出
力

は

の
衝
突
す
ら
も

え
る

ど
の
強

を

て
い
る
し
束

士
も
大

語
で
そ
う

し
て
い
る

で
は
な
い

こ
の
超
広

バ
リ
ア
も

士
の

信
頼
性
は
あ
る
方
だ

 
問

は
あ
ま
り
に

が
広
す
ぎ
る
た
め

そ
う
⻑
い
時
間
を
掛
け
ら
れ
な
い
事
と

じ

あ
そ
の
間
に
私
達
で
あ
の
人
を
や

つ
け
る
ん
だ
ね

い
や

悪
い
が

一
人
で
戦
う
事
に
な
る

 
ア
ス
ナ
の

葉
に

は

を
振

た
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な

と
以
前
よ
り
よ

ど
キ
ツ
い

線
を
送
ら
れ
る

 
し
か
し
こ
れ
に
は
れ

き
と
し
た
理
由
が
あ
る

 
こ
の
超
広

バ
リ
ア
は
無
銘
の
演

を
全
て
消

す
る
上
に
そ
の

持
の
た
め
に

は

無
銘

を

し
た

が
す
ぐ
近
く
に

な
け
れ
ば
な
ら
ず

故
に

黒
椿

を
使

て
戦
闘

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ

し
か
も
武
器
の
展
開

持
に
は
一
つ
に
つ
き
一
人

な
け
れ
ば
な
ら

な
い

 
つ
ま
り
十
六
の
武
器
な
の
で
最

人
セ
フ

ロ
ト
の

手
で

人
合

人
必
要
だ

 
こ
こ
に
い
る

者
は

森
羅
の
守
護
者

人

楯
無

ラ
ウ
ラ

ク
ロ
エ

そ
し
て

で

人

 
こ
れ
な
ら
死
な
な
い
ユ
ウ
キ
達
に

せ
れ
ば
い
い
事
に
な
る
が

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は

無
銘

と

黒
椿

に
よ
る
演

能
力
で

持
可
能
な
ア
バ
タ

上
限
は

人
と
い
う
点
だ

無
銘

で
バ
リ
ア
を

持
す
る
の
に
全
力
を

く
す
以
上

必
然
的
に

黒
椿

の
演

能
力

も
ア
バ
タ

持
に
フ
ル
活

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

要
す
る
に
そ
の
間

は

べ
な

く
な
る

 
し
か
し
展
開
し
た
バ
リ
ア
は
見
え
な
い

の
よ
う
に
触
れ
る
し

歩
け
る
よ
う
に
な
る



 ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使 

 
だ
か
ら
必
然
的
に
セ
フ

ロ
ト
と

対
す
る
の
は

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
ん
な

そ
ん
な
の

危
な
過
ぎ
ま
す
よ

 
生
身
で

に

む
の
と
同
じ
じ

な
い
で

す
か自

衛

で
は
あ
る
が

一
応
バ
リ
ア
発
生

は
あ
る
ぞ

生
身
な
の
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
よ

 
こ
の

を

い
た

真

先
に
ラ
ン
が
反

し
た

 
そ
れ
は

を
心
配
し
て
の
発

だ

と
て
も

し
く
有

い
限
り
だ
が
今
ば
か
り
は
喜
ば

し
く
な
い
反
応
だ

た

話
は

か
せ
て
も
ら

た

 
そ
こ
で

束

士
か
ら

信
が
入

た

 
オ

プ
ン
チ

ン
ネ
ル
で
繋
が

た
回
線
の
た
め
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を
持

て
い
な
い
人

に
も
そ
の

声
は

こ
え
る

風
で
掻
き
消
さ
れ
そ
う
に
な
る
た
め
ス
ピ

カ

モ

ド
で

を
大
き
く
す
る

実
は
い
ま

国
の
代
表
候
補

者
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
向
か

て
る
ん
だ

 
近
場
の
国

な
ら
も
う
す
ぐ
で

く
か
ら
そ
の
人
達
と
バ
リ
ア

持
を
交
代
す
る
形
で
ク

ち

ん
達
が
和
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君
に
加
勢
す
る
事
も
可
能
だ
よ

本

か

う
ん

 
束
さ
ん
か
ら
そ
う
伝
え
て
お
く
よ

 
思
わ
ぬ

報
に
食
い
付
け
ば

面
越
し
に

士
が

面
の

み
で

い
た

し
か
も

知
ま

で
し
て
く
れ
る

会
会
⻑
か
ら
指
示
が
あ

た
と
な
れ
ば

不

が
あ

て
も

う
し

か
な
い

 
正
直
な
と
こ
ろ
ユ
ウ
キ
達
や
楯
無
達
を
戦
わ
せ
た
く
は
な
い

特
に
後
者
は
生
身
だ

下
手

す
れ
ば
死
ぬ

 
だ
か
ら
保
険
を
掛
け
て
お
く
事
に
し
た

な
ら
束

士
後
退
す
る

番
と
し
て
楯
無
ク
ロ
エ
ラ
ウ
ラ
は
最
後
の
方
に
回
し
て
く
だ

さ
いえ

ち

で
よ

 
私
達
も
力
に
な
れ
る
よ

⺠
間
人
の
護
衛
が
あ
る
し
な
に
よ
り
三
人
は
生
身
だ

あ
の
セ
フ

ロ
ト
の

い
は

の

大
切
な
モ
ノ
全
て

真

先
に

わ
れ
る

う

不
意
打
ち
は

ズ
ル
い
わ
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の

葉
を

け
楯
無
が

た

で

を

く
し

を

ん
だ

そ
の
反
応
は
時
と
場

を

め
ち

と
予
想
外
だ

た
が

も
う
時
間
が
無
い
の
で

合
と
解

す
る

は
分
か

た
な

 
も
う
時
間
が
無
い

全

会

 

い
た
い
事
不

や
疑
問

な
ん
で
超
広

バ
リ
ア
機
能
を
作

て
い
た
の
か
な
ど

は
あ
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
に

⻑
に

え
て
い
ら
れ
る
時
間
は
も
う
無
さ
そ
う
だ

た

上
に
あ
る

は
最

そ
れ
だ
け
で
圧
力
を
放

て
来
る

ど

大
化
し
て
い
る

ま
で
し

て
い
る
部
分
が
あ
る
の
を
見
る
に

も
う

ち
て
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

 
あ
ま
り

下
し
過
ぎ
る
と
止
め
た
と
こ
ろ
で
無
意
味
に
な
る
の
で

は
無
理

理
切
り
上

た

を
返
し

こ
ち
ら
を

然
と
空
に
立
つ
セ
フ

ロ
ト
を
見
上

る

和
人

 
今
ま
さ
に

び
立
と
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

い
声
が
背
中
に
ぶ
つ
け
ら
れ
た

 

か
に
振
り
返
れ
ば

の

桐

谷

が
こ
ち
ら
を
見

え
て
い
た

 

直

を
合
わ
せ
る
の
は

も
う
二
年

ぶ
り
に
な
る
だ
ろ
う
か

 
最
後
に
会

た
の
は

桐

谷
家
に

わ
れ
て
一

月
後
の
十
二
月

だ

た

 
年

年
始
の
お
よ
そ
一

間
を
過
ご
し
た
後
彼
は

学
し
て
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ル
か
ら
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直
行
で
入

し
た
大
手
証

会

つ
ま
り
こ
の
ア
メ
リ
カ
へ
と
国

出

に
出
て
い
た
し

は
つ
い
四
か
月
前
ま
で
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

と
な

て
い
る
間
に
二

二
二
年
二
三
年
二
四
年
と
三

年
を
越
す

に
見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
い
た
と
は

い
て

い
る

だ
か
ら

は
あ
れ
か
ら
も

か

の

を
見
て
い
る
の
だ

が
知
ら
な
い
だ
け
で

 

も

ビ
デ
オ
電
話
で
は
あ
る
が

は
見
て
い
る
し

話
も
し
て
い
る

 
生
還
後
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
す
る
と

ア
ミ

ス
フ

ア

入
の
件
で

と

い
合

た

の
は
良
い
思
い
出
だ

家

と
し
て

け
入
れ
ら
れ
た
あ
の
日
か
ら
変
わ
ら
ず
愛
情
を

い
で
く

れ
る
良
い

親
だ
と
思
う

だ
か
ら
こ
そ

デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た
と

い
た
時
は

し

⻑
期

を
取

て

・

と
義
姉
・
直
葉
の
心
労
の
た
め
に

帰
国
し
た
事
も
あ

た 

の
行
動
は
そ
れ
ら
を
裏
切
る
も
の
だ

 
家

に
心
配
ば
か
り
掛
け
る
親
不

者
だ

 
で
も

こ
れ
か
ら
行
く
戦
い
は
大
切
な
人
達
を
こ
の
世
界
を
守
り
未
来
を
生
き

る

だ
か
ら

行

て
き
ま
す

義

さ
ん
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は

え
て
気

に

い

白
剣
を
握
る

手
を
振

た

 

の

が
一

歪
む

メ
タ
ル
フ
レ

ム
の

に
見
え
る

の
光
が
一

き
ら
り
と
回

た

な
に
か

い
た
く
て

け
れ
ど
ぐ

と

え
た
様
子
を
見
せ
た
後

が

を
開
い
た

あ
あ

必
ず
無
事
で
帰

て
来
な
さ
い

 

な

を
持
つ

に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
大
き
な
声
が
返
さ
れ
る

 
行

て
ら

し

い
と

そ
う

わ
れ
た
だ
け
な
の
に

  
そ
の
平

な
や
り
取
り
が

し
く
て

ら
な
か

た

   
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

 
・
星
を
救
う
戦
い
ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

が
発
生
し
ま
し
た
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ス
テ

ジ

 
勝

件

 
セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト
の
無
力
化

 
 

び

 
メ
テ
オ
の
消
滅

 

北

件

 
和
人

楯
無

ラ
ウ
ラ

ク
ロ
エ
い
ず
れ
か
の
死
亡

 
ま
た
は

 
一
定
時
間
の
経
過

 
特

果

 

付
与

常
時

リ
ユ
ニ
オ
ン

片
翼
覚
醒
状

 
和
人
制
限

生
身
限
定

回
復
・
換

・

禁
止

 
和
人
付
与

抑
止
の
力

守
護
の
心

 
時
間
経
過
に
よ
り

森
羅
の
守
護
者

参
戦
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森
羅
の
守
護
者

無
限
復
活

 
パ

テ

メ
ン
バ

不
同

 

桐

谷
和
人

 

ク
ラ
イ
ン

 

リ

フ

 

ユ
イ

 

ス
ト
レ
ア

 

キ
リ
カ

 

ユ
ウ
キ

 

ラ
ン

 

サ
チ

 

ア
ス
ナ

 

シ
ノ
ン

 

ヒ

ス
ク
リ
フ

 

ヴ

フ
ス
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ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

 

更
識
楯
無

 

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 

ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｅ
Ｘ

片
翼
の
天
使
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は

論
あ
り
そ
う

そ
ん
な
話

 
前

戦
闘

後

会
話
が
中
心
で
す

 

点

和
人

七
色

 

数

約
一
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

今
の
戦
力

は
一

人
が

ル
ジ

・
セ
フ

ロ
ス
に

む
よ
う
な
も
の
で
す
テ

フ

達
か
ら
目

ら
し
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二

二
五
年
七
月
十
日
金

日

前

時
三
十
分

 
ア
メ
リ
カ
合

国
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

北
部

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
ビ
ル

上
空

  
み
ん
な
と
別
れ

空
を

ぶ

 
目
指
す

に
は

然
と
天
に
浮
く

セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト

秋
十
の
異
形
体

の

 
こ
れ
か
ら
の
戦
い
は
死
闘
と

え
る
に
違
い
な
く

は
い
つ
に
な
く

し
て
い
た

 
こ
の
戦
い
で

は

を
使
え
な
い

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

の
ア
バ
タ

を

持
で
き
る

の
は
無
銘
と
黒
椿
そ
れ
ぞ
れ

体

し
か
し
メ
テ
オ
の
抑
止
で
無
銘
の
演

能
力

を
フ
ル
に
使
う
た
め

持
に
は
黒
椿
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
必
然
的
に
戦
闘
に
使
え

る
だ
け
の

力
が
な
い

 
だ
が

そ
れ
は

問

で
は
な
い

 
一
番
問

な
の
は

無
銘

の
演

能
力
を

・全
・て

使
え
な
く
な
る
点
に
あ
る

 
オ
ズ
ウ

ル
と
の
会
話
ま
で
ア
バ
タ

持
に
無
銘
を
使

て
い
た
が
そ
の
時
と
は

が
違
う

あ
の
時
は

信
機
能
に
リ

ス
の
大

を

い
た
だ
け
で
コ
ア
と
し
て
の
最
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限
の
機
能
は
残
し
て
い
た

 
今

は
そ
の
最

限
す
ら
保
証
さ
れ
な
い

 
つ
ま
り
無

化
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

ジ

ネ
シ
ス

創
世
記
ウ

ル
ス
が
活
性
化
し
て

伝
子
レ
ベ
ル

の
変
異
が
始
ま
り

異
形
と
な
る
の
が
止
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
だ

形

と
呼

ん
で
い
た
状

に
自
然
に
な

て

の
意
識
が
果
た
し
て
い
つ
ま
で
持
つ
か
は
定
か
で
は
な
い

と
も
す
れ
ば

無
銘
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
再

動
し
マ

ル
ク
ト
の

に
立
つ
可
能
性
す
ら
あ

た

 

コ
ア
を
そ
の
身
に

し

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
技
術
を
持
ち

自
律

思

を
持
つ
生
物
兵
器
と
し
て
世
界
に

す

 
そ
れ
は

異
な
る
世
界
線
に

似
し
た
最
後

あ
き
ら認

め
て
た
ま
る
か

 
強
く
強
く
決
意
し
て

空
を

か

け

け
た
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全
力
で

ぶ
こ
と
十
数

後

は
セ
フ

ロ
ト
が

ち
構
え
る
高

に

り

い
た

 

い
な
事
に
空
の
上
で
あ
り
な
が
ら
そ
こ
に
は
大
地
が
あ

た

無
論
そ
れ
は
地
上
の

物
を

さ
ら

い

ネ
オ
・
コ
ア
か

白
式

機
能
を

い
て
再
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

 
そ
し
て

そ
の
大
地
に
ど
こ
か

感
を
覚
え
る

 
空
に
浮
く
大
地
に
は
そ
こ
か
し
こ
に
天
高
く

そ
び

え
る

ま
て
ん
ろ
う

天
楼
が

て
い
た

メ
テ
オ
の
真

下
に

す
る
部
分
に
は
な

か
よ
り
一
層

大
な
ビ
ル
も
あ
る

ア
レ
と

べ
れ
ば
そ
の

に
あ
る
ビ
ル
が
よ

ど
小
さ
く
見
え
て
し
ま

た

実

は
高

ホ
テ
ル
や
高
層
ビ
ル
よ
り

よ

ど

大
な
の
だ
が

 
そ
こ
で
指
定
の

に
全

が
付
い
た
た
め

は
大
地
に

り

無
銘

の
全
機
能
を
超

広

バ
リ
ア
展
開
の
た
め
に

さ
せ
る

 

こ
れ
で
も
う

は

を
使
え
な
い

 
頼
れ
る
の
は

手
に
握
る
一
対
の
片
刃
剣
己
の
肉
体
経
験
そ
し
て
自
分
自
身
の
覚
悟
だ

け

以
前
も

に
生
身
で

む
事
に
な

た
が

今
回
は

無
銘

の
保
険
も
な
い

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
骨
・

組

を

し
て
い
る
と
は
い
え
ど
こ
ま
で
対
抗
で
き
る
か
は
さ
す
が
に
予

想
が
つ
か
な
い
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そ
ん
な
不
安
に
揺
れ
る
己
を

し

天
を
見
上

る

 
セ
フ

ロ
ト
は

く
り
と
大
地
に
足
を
付
け
た

か
し
く
は
な
い
か

・一
・

お
前
の

こ
こ
ろ

人
格
の
一
つ
か
ら
作
り
出
し
た
世
界
だ

な
る

ど

道
理
で

感
が
あ
る
わ
け
だ

 
セ
フ

ロ
ト
の
発

で

感
の
正
体
を
理
解
す
る

 
こ
こ
は
七
十
五
層
闘
技
場
を
制
覇
し
た
日
の
夜
に
シ
ロ
と
初
め
て
対
面
し
た
あ
の
心

世
界

と

似
し
て
い
る

 
シ
ロ
は
無
銘
を

さ
れ
た
時
に
分
裂
し
た
人
格

の
体
に

さ
れ
た

間
お
そ

ら
く

と

ん
で
最
も
活
性
化
し
た
だ
ろ
う
シ
ロ
の
心

を
無
銘
が
正
確
に

み
取
り

そ
れ
が
セ
フ

ロ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
伝
わ

た
事
で
知
ら
れ
て
い
た
の
だ

今
の
無
銘

か
ら
デ

タ
の

換
が

い
て
い
る
か
は
不
明
だ
が

い
て
い
る
場
合
そ
の
気
に
な
れ
ば
か

つ
て
の

や

の
心

も
再
現
で
き
る

そ
の
上
で

え
て
こ
の
心

を

ん
だ
な
ら
こ

の
セ
フ

ロ
ト
が

を
知

た

間
の
心

だ
か
ら
だ
ろ
う

だ
が

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い

 
無
論

な

こ
の
世
界
を
再
現
し
た
か
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い
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む
し
ろ
足
場
が
出
来
て
助
か
る
く
ら
い
だ

こ
こ
で
終
わ
ら
せ
る

 

は
二
刀
の

を
合
わ
せ
一
本
の

刃
剣
に
す
る

身
体
修
復
す
ら
出
来
な
い
以
上

学

園
襲
撃
の
時
の
よ
う
な
力
技
は
使
え
な
い

労
が
あ
る
現
実
な
ら

手
で

た
方
が
安
全

だ 

く

ん
だ
セ
フ

ロ
ト
も
⻑
刀
を
構
え
た

身
を
引
き
突
く
よ
う
な
構
え
を
取
る

 
一

の
間
の
後

地
を

り

斬
り
掛
か

た

  

な
生
身
で
の
戦
い
に

い
て
重
要
な
事
は

つ
か
あ
る

そ
れ
は
体
力
配
分
で
あ

た

り
足
場
の
確
保
先

み
の
精

間
合
い
な
ど
多

に

て
お
り
そ
れ
ら
が
技
術
体
系

化
さ
れ
た
も
の
を

流

と
呼
ぶ

 

の

流

は

え
て

う
な
ら

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
流

と
名
付
け
る
べ
き
だ
ろ
う
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そ
れ
は
あ
く
ま
で

念
上
の
も
の
で
し
か
な
い
が
し
か
し

の
技
術
・
経
験
の
全
て
を

い
表

す
に
は
そ
れ
が
一
番
な
の
だ
と
確
信
し
て
い
る

ノ
之
流

桐

谷
流

の
他

ヴ

サ

ゴ
な
ど
個
人
の
技
術
な
ど
多

に

て
教
わ

て
い
る
か
ら

な
も
の
で
は
な
い
が
そ
れ

ら
を
全
て
合

し
た
上
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で

き
上

た
力
だ

 
そ
れ
を

ま
え
て

え
ば
一
本
に
合
体
し
た

刃
剣
は
カ
テ
ゴ
リ
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

手
剣

に
近
い

 
と
は
い
え
サ
イ
ズ
そ
の
も
の
は
片
手
剣
の
そ
れ
な
の
で

な

手
剣
に
は
少
し
足
り
て

い
な
い

そ
こ
が

手
片
手

剣
と
い
う
特

な
カ
テ
ゴ
リ
に

す
る

以
だ

 

だ
が

現
実
で
は
そ
う
も
い
か
な
い

 

か
ら
す
れ
ば
自
分
の
体
格
に
か
な
り
近
い
コ
レ
は
サ
イ
ズ

と
し
て
は

手
剣
だ
し
重

も
剣
二
本
分
あ
る
か
ら
片
手
で
は

え
な
い

重

を
付
け
た

刀
を
片
手
で

う
か

手
で

う
か
と
同
じ
問

だ

 
そ
し
て

は

手
剣
を
使

た
経
験
が
あ
ま
り
無
い

 
な

な
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て

手
剣
は
片
手
剣
の
取
り
回
し
を
殺
し

力
を

上

す
る

ヘ
ヴ

ア
タ

カ

に

し
た
武
器
だ

た
が

は
回

・
パ
リ

と
い
う
取
り
回
し
の
良
さ
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を
重

す
る
ラ
イ
ト
ア
タ

カ

で
あ

た
た
め
だ

更
に

手
で
無
け
れ
ば
ス
キ
ル
が
発
動
し

な
い

で

二
刀
流

を

開
し
て
か
ら
更
に
使
う
機
会
が

て
し
ま

た

剣
一
本
と
い
う
点
で
は
片
手
剣
の
経
験
を
活
か
せ
な
く
も
な
い
が
重

を

え
た
立
ち
回

り

取
り
回
し
と
い
う
部
分
の
経
験
が

い

は

更
な
る
ハ
ン
デ
を
食
ら

て
い
る
も
同
然

 
そ
の
た
め

剣
速
が

て
し
ま
う
の
も
必
然
だ

た

い
な

 

身
を

ら
し
て

の

斬
り
を

し
た
セ
フ

ロ
ト
が

く
そ
う

す
る

 
内
心
で

を
打
つ

 
剣
を
二
本
に

し

片
方
だ
け
使
う
事
は
出
来
な
い

 
セ
フ

ロ
ト
は

を

て
い
る
状

だ
か
ら

然
シ

ル
ド
バ
リ
ア
が
存
在
す
る

そ
れ

を
破
る
に
は

零

白
夜

を
使
う
し
か
な
い

黒
椿

の
黒
刀
と
同
じ
機
能
が
備
わ

て
い

る
の
で

消

の
問

は
解
決
し

一
本
で
も

零

白
夜

が
発
動
で
き
る
よ
う

良
さ
れ

て
い
る
が

そ
れ
で
も

刃
剣
に
し
て
使
う
理
由
は
存
在
す
る

 
な

な
ら

展
開
し
た
十
六
の
武
器
の
リ
ン
ク
の
中

を

刃
剣
が

て
い
る
か
ら
だ

 
零

白
夜
を
一
本
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
合
体
し
た
時
は
片

の
機
能
に
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が
出
来
る

そ
の

部
分
に
バ
リ
ア
展
開
機
構

か
ら

収
し
た

を
他
の
武
器
に

転
送
す
る
機
構

が
取
り
付
け
ら
れ
た

そ
し
て

無
銘

は
合
体
剣
に
よ
る

の
転
送

と

離

更
に
十
六
の
武
器
を
繋

た
バ
リ
ア
の
展
開
・

持
の
演

を

す
る

 
黒
刀
の

収

と

零

白
夜

を

ば
す
機
能

は

こ
の
機
構
を
完
成
さ
せ
る
た

め
の

に
過
ぎ
な
か

た

 
だ
か
ら
こ
れ
は

か
ら
備
わ

て
い
た

で
は
な
い

ヴ

ベ
ル
か
ら
話
を

い
た

士
が
す

ぐ
に

し
取
り
付
け
た
超
広

バ
リ
ア
の
た
め
だ
け
の
機
能
で
あ
る

生
物
兵
器
と
し
て

の
在
り
方
に

広

を
守
る
機
構
は
存
在
し
な
か

た

 

善
点
も
ま
だ
あ

た

そ
の
問

を
残
し
た
ま
ま
こ
う
し
て
使
う
機
会
が
や

て
来
て
し

ま

た

だ

 
流

の

士
も

手
剣
の
重

で
悪
戦
苦
闘
す
る

の

を
想
像
し
て
い
な
か

た

だ

必
要
な
時
に
国

会
の
⻑
で
あ
る

士
が

を
掛
け

国
の

者
に
武
器
を
持

た
せ
展
開
さ
せ
る
の
が

の
使

方
法

現
在
の
よ
う
に
森
羅
の
守
護
者
を
フ
ル
活

す
る
事

は
想
定
さ
れ
て
い
な
か

た

 

ま

た
く

だ
か
ら
ぶ

つ
け
は

い
な
ん
だ
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実

に
使

て
初
め
て
わ
か
る
問

点
も
あ
る

そ
れ
が
い
ま
こ
の
重

と
い
う
点
で

に
な

た

 
そ
も
そ
も
バ
リ
ア
の
中

を
持
つ

が
前
線
に
出
て
い
る
事
そ
の
も
の
が
想
定
外
な
の
で
問

外
で
す
ら
あ
る
が

食
ら
え

 
全
身
の

肉
を

さ
せ

刃
剣
を

で
振
る
う

 

手
剣

六

撃
技

フ

イ
ト
ブ
レ
イ
ド

 
そ
の
速

は
先
の
一
撃
を

か
に
超
え
て
い
た

 

と
な
く
反
復
し
た
仮
想
世
界
で
の
動
作
は
決
し
て
無

で
は
な
い

肉
体
そ
の
も
の
は

て
い
る
か
ら

え
る
が
ア
バ
タ

を

作
す
る

は
シ
ナ
プ
ス
を
形
成
し
よ
り
最

化
し
て

い

て
い
る

そ
れ
を
上
手
く
反

で
き
る
よ
う
今

は
生
身
の
体
を
鍛
え
る
必
要
が
あ
る
が

そ
れ
は
日

の

練
で
こ
な
し
て
い
た

 
重

に

ら
さ
れ
て
は
い
る
が

あ
の
世
界
で
の
経
験
そ
の
も
の
が
死
ん
だ
わ
け
で
は
な
い

 
し
か
し

そ
れ
は
全
て

と

な
さ
れ
た

 

然
と
い
え
ば

然
だ

速

が
上
が

た
と
は

え
目
で
見
え
る

そ
れ
で
は
ダ
メ
な
の
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だ

セ
フ

ロ
ト
は
秋
十
を
依
り
代
に
し
て

現
し
て
い
る
だ
け
で
本

は
ヴ

ベ
ル
や
ユ
イ

の
よ
う
な

つ
ま
り
本
体
は

コ
ア
だ

ハ
イ
パ

セ
ン
サ

も
あ
る
以
上

手
が
人
間

で
あ

て
も

速
の
数

に
な
ら
な
け
れ
ば
反
応
速

は
超
え
ら
れ
な
い

人
間
以
上
の

は
ん演
の
う

速

を
持
つ

な
ら

の
事

 
現
実
だ
か
ら
技
後

直
な
ん
て
な
く

は
六

撃
の
後
も
絶
え
ず

刃
剣
を
振
る
う

仮
想

世
界
の

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

で
は
繋

ら
れ
な
い
技
同
士
も
力

せ
で
強
引
に
繋

た

 
多
少
型
が

れ
よ
う
が
と
に
か
く
一
撃
で
も

て
れ
ば
い
い

 
た

た
一
撃

て
れ
ば

セ
フ

ロ
ト
を
守
る

も

メ
テ
オ
を

そ
う
と
す
る
コ
ア
の
演

も
止
め
ら
れ

の
行
動
に
大

な
制
限
が
掛
か
る

な
の
だ

 

し
か
し

 
セ
フ

ロ
ト
は
的
確
に
こ
ち
ら
の
攻
撃
を
た
た
き

と
し
て
く
る

⻑
身

の
見
た
目
で
は

あ
る
が

白
式

の

に
加
え

ウ

ル
ス
の

伝
子
変
異
で
よ
り
強

な
肉
体
を
持

て

い
る
か
ら
だ
ろ
う

お
そ
ら
く
重

は
然
程
変
わ
ら
な
い
⻑
刀
を

や
か
に

い
こ
ち
ら
の
剣

を

な
し

時
に
は
真

向
か
ら
弾
き
す
ら
し
て
い
る

 

い
だ
か
と
思
え
ば

こ
ち
ら
の
隙
を
見
て
返
す
刃
が

時
に
閃
く
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そ
の
容
赦
の
な
さ
は
ま
る
で
ヴ

ベ
ル
と
の
戦
闘

練
の
よ
う
だ

 
し
か
し

練
と
は
違
い

然
負
け
れ
ば
死
ぬ

 
い
や
生
き
て
い
て
も
セ
フ

ロ
ト
を
倒
さ
な
け
れ
ば
地

が
滅
ぶ

無
銘
と
黒
椿

の
恩

で

は

空
間
で
も
あ
る
程

は
生
き

び
ら
れ
る
が

か
の
み
ん
な
が
死
ん
だ
ら

意
味
が
な
い

 
ヴ

ダ
ン
・
オ

ジ

越
界
の

も
フ
ル
に
使
い

覚
に
依
存
し
た
反
応
速

を
向
上
さ
せ
て
い
る
が

そ

れ
で
も
足
り
な
い

経
験
と
生
存
本
能
に
頼
り

は

間
的
反
応
だ
け
で

撃
す
る

 

無
意
識
の

と
反
撃
そ
こ
か
ら
意
識
し
て
の
攻
撃
と
い
う
思

の
切
り

え
が
高
速
で

す
る

 
時
を
追
う
ご
と
に
眼

は

を
持
ち

が

い

み
を
発
す
る

お

お
お

 
そ
の

み
を
無

し
て

は
更
に
思

の
切
り

え
を
加
速
さ
せ
た

 
剣
速
も
上
が
る

 

力
も
上
が
る

 
だ
が

届
か
な
い
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ギ
リ
ギ
リ

で
は
な
い

 
ま

た
く
届
い
て
い
な
い

 
一

二

速
く
な

て
も

さ
れ
る

二
刀
を
使

た
と
し
て
も
届
か
な
い

 
そ
ん
な
確
信
を
持
つ

ど
セ
フ

ロ
ト
の
動
作
に
は

が
あ
る

 
そ
れ
は

然
だ

秋
十
の
体
の
苦

と
セ
フ

ロ
ト
の
意
識
は

結
し
て
い
な
い

が
ど

う
無

な
動
き
を
し
て
秋
十
が
苦
し
も
う
と

は
そ
れ
を
無

で
き
る

仮
に
体
が
壊
れ
て
も

ネ
オ
・
コ
ア
の
修
復
能
力
で

に

し
て
し
ま
え
る

仮
に
秋
十
の
肉
体
が
死
を

え
よ
う
が
セ

フ

ロ
ト
に
は

な
い

シ
ス
テ
ム
に
よ
り

白
式

が

し

秋
十
の
肉
体
が

わ

れ

そ
の
上
か
ら
セ
フ

ロ
ト
が

現
し
て
い
る
か
ら
肉
体
が
死
の
う
が
意
味
が
な
い
の
だ

 

を
倒
す
に
は

や
は
り
コ
ア
を
破
壊
す
る
し
か
な
い

 
そ
の
足
が
か
り
と
し
て

全
損
を

い

ま
ず
は
一
撃

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
だ
が

し
か
し

 

た

た
一
撃
が

こ
ん
な
に
も
遠
い
な
ん
て

 

と
目
が
合

た

 
⻘
の

に
は

の
色
が
あ
る

同
時
に

喜
悦
も

ま
れ
て
い
る
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も
て
あ
そば

れ
て
る
の
か

 
そ
う

え
る
と

不
安
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
焦

へ
変
わ

て
い
く

 
一
撃
も
届
か
な
か

た
事
は
あ
る

負
け
ら
れ
な
い
と
息

い
て
返
り

ち
に
さ
れ
た
義
姉

と
の
決
闘

 
負
け
ら
れ
な
い
戦
い
ば
か
り
だ

た

し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
を
は
じ
め

七
色

ヴ

フ
ス

女
権

亡
国
機
業
な
ど
い
ず
れ
も
そ
れ
を

り
越
え
ら
れ
る
程

に
は
体
制
を
整
え
手

札
を

え
て
い
た

あ
る
い
は
時
間
を

ば
勝
ち
だ

た

 
時
が
経
つ

ど
不

に
な
る

 
な
の
に

一
撃
届
か
せ
ら
れ
る
予
感
が
な
い

 
今
は
刃
を
交
え
ら
れ
て
い
る
が
本
気
を
出
せ
ば
全
て

し
更
に
い
つ
で
も
反
撃
を
差
し

み

を
一
太
刀
で
殺
せ
る
の
で
は
な
い
か

先
も

も
見
え
な
い
強
さ
に

は
そ
う

え
て
し

ま

た
く
そ

 
焦

は
恐
怖
に

そ
こ
か
ら
ま
た
焦

に
と

無
限
に

く
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
生
ま
れ
る
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そ
れ
を
断
ち
切
ろ
う
と

は
攻
撃
の
手
を
更
に
強
め
た

苛

に
攻
め
掛
か
り
と
に
か
く
思

を
攻

の
応

に
の
み
集
中
さ
せ
る

 

と

セ
フ

ロ
ト
が
構
え
を
取

た

 
最
初
に
取

た
突
き
の
構
え

自
動
的
に

も
同
じ
構
え
を
取
る

は
 
そ
こ
か
ら

り
出
さ
れ
た
の
は

突
き
で
は
な
く

ぶ
斬
撃
だ

た

 

を

わ
せ
て
い
る
の
か
そ
の
斬
撃
は
白
く
見
え
る

し
て
い
る
と
は

え

そ
の

も

め
て
制

し
て
い
る
の
だ
ろ
う

白
式

の
ワ
ン
オ
フ
ア
ビ
リ
テ

一
仕
様
能
力

月

天
衝

も
発
動
で
き

る
よ
う
だ

 
ア
レ
を
食
ら
え
ば
対

兵

で

て
る
バ
リ
ア
を
破
ら
れ

命
傷
を
負
う

 

は
構
え
て
い
た

刃
剣
を
翳
し

斬
撃
を

い
だ

 

そ
の
一

で

間
合
い
を

め
ら
れ
る

 
真
一
文

に
⻑
刀
が

り

か
れ
る

 

え
て
な
の
か

刃
剣
に
斬
撃
が

た
り
攻
撃
そ
の
も
の
は

た

し
か
し

も
な

い
衝
撃
が

か
ら
全
身
に
伝
わ
る

あ
ま
り
の

力
に

の
体
が
吹

ば
さ
れ
た
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を

ぶ

を

が
追

て
く
る

し
も
う
か

一

 

を
喜
悦
に
歪
め

⻑
刀
が
数

振
る
わ
れ
る

 

か
ら
出
し
て
い
た
黒
翼
も
今
は
な
い

お
そ
ら
く
だ
が

の
Ｐ
Ｉ
Ｃ
や
原
子
を

め
た

不
可

の

も
使

て
い
な
い

と
異
な
り
自
主
的
に

り
を
し
て
い
る
の
は

の
表
れ

だ 
や
は
り

ば
れ
て
い
る

 
だ
が

力
が
足
り
な
い

 

し
か
し

心
は

れ
な
い

 
状
況
は
時
を
追
う
ご
と
に
不

に
な

て
い
る
の
に
不

に
な
る

ど

の
思

は
戦
闘

の
た
め
に
よ
り
回
さ
れ
る

肉
な
こ
と
に
戦
力
分

で

ん
だ
闘

が

に
復
活
し
て
い

て
い
る
の
だ

 
体
が

労
を

え
る

 
眼
が

み
を

え
る

 

が
限
界
を

え
る
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そ
れ
を
全
て

じ

せ
る

 
ピ
キ

と

か
が

を
立
て
た

ハ

 
限
界
を
超
え
た

と
仮
想
世
界
で

と
な
く
経
た
経
験
が
悟
ら
せ
た

 
ホ
ロ
ウ
の
時
は
一

間

ん
だ
が
後

も
な
く
復
帰
で
き
た

し
か
し
今
回
ば
か
り
は

ダ
メ
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
で
も

の
手
は
剣
を
強
く
握

て
い
る

  

精
神
が
肉
体
を

し
た

   
二

二
五
年
七
月
十
日
金

日

十
七
時
三
十
分
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学
園
地
下

和
人
・
七
色

 
ア
メ
リ
カ
上
空
で

り
広

ら
れ
て
い
る
戦
い
は
ネ

ト
⺠
を
大
い
に

り
上
が
ら
せ
て
い

る 
メ
テ
オ
が
出
現
し
た
時
は
ネ

ト
⺠
も
大
い
に

惑
し
真
実
だ
と

え
た
も
の
は

く
も
絶

望
し
て
い
た
が
中
継
放
送
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
超
広

バ
リ
ア
の
展
開
を

い
て
一
時
の
安

が
広
ま

て
い
た

 
そ
れ
で
も
状
況
は

し
く
な
い

 
む
し
ろ
最
悪
の
一
歩
前
と
い
う
事
で
あ
ち
こ
ち
で
動

投
稿
者
だ

た
り
掲
示
板
な
ど
が

更
新
さ
れ
て
い

て
い
る

 
突
如
と
し
て
地

上
に
出
現
し
た

大

の
情
報
に

し
て
は

メ
デ

ア
を
ジ

ク
し

て
い
た

オ
ズ
ウ

ル

の
事
件

と
い
う
事
で
す
ぐ
に
広
ま

た

国

会
会
⻑

で
あ
る

ノ
之

士
の

会
見
配
信
が
キ

カ
ケ
で
全
世
界
が
そ
の
事
件
の
た
め
に
動
い
て

い
る
事
も
速
報
さ
れ
て
い
た
事
に

因
す
る

亡
国
機
業

と

製

会

ス

ク
ト
ル

の

性
も

め

世
界
に
知
ら
し
め
る
た
め
だ

 
そ
の
あ
と
上
空
で
展
開
さ
れ
て
い
る
戦
い
に

し
て
も
あ
ら
ぬ
予

が
出
な
い
よ
う
先
手
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を
打
つ
形
で
報
道
さ
れ
て
い
る

 
そ
れ
も

生
中
継
と
い
う
形
で

会

式
ホ

ム

ジ
か
ら
配
信
さ
れ
て
い
た

無
銘
は
全
て
の
演

機
能
を
バ
リ
ア

持
に

や
し
て
い
る
の
で
そ
れ
を
し
て
い
る
の
は

黒
椿
の
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

ロ
グ
ら
し
い

あ
る
程

し
た

点
か
ら
見
れ
る
ら
し
く

ボ
ス
戦
放

を
見
て
い
た
身
と
し
て
は

み
深
く
も
あ
る

 
そ
れ
を
配
信
し
て
い
る

士
本
人
は
別
件
で

を
外
し
て
い
る
の
で
現
在
は
配
信
者
不
在
で

れ
流
さ
れ
て
い
る
状
況
だ

 
私
は
オ
ズ
ウ

ル
が
ジ

ク
し
て
い
た
メ
デ

ア
の
実
況
配
信
を
終
え

士
の
配
信
を

す
る
形
で

か
の

者
達
と
コ
メ
ン
ト
を
交
わ
し
て
い
た

  

お
か
し
い
な

コ
レ
現
実
の

像
じ

な
い

け

 
な
に

十
メ

ト
ル
を
一
息
で

ピ

ン
ピ

ン

ん
で
ん
だ
よ

 

義
弟
に

し
て
は

吹

ば
さ
れ
て
の
お
手

状

で
あ
る

 

義
弟
か
わ
い
そ
う

 

地
に
は
成

し
て
る

り
身
体
能
力
ス
ゲ

な
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心
な
し
か
息
が
上
が

て
攻
撃

が
下
が

て
る
な

 

ま

い
く
ら
攻
撃
し
て
も

な
さ
れ
る
ん
じ

し

な
い

 

大
人
し
く

軍
を

た
方
が

明
だ
か
ら
な

  
一
様
に
彼
の
身
体
能
力
の
高
さ
に
つ
い
て

す
る
コ
メ
ン
ト
が
多
い

少
し
前
は
メ
テ
オ

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
英
雄
と
ま
で

わ
れ
た
彼
の
攻
撃
が
一
切

ら
な
い
セ
フ

ロ
ト
の
強
さ

に
意
識
が
向
い
て
い
た
が
そ
れ
に
ど
う
に
か
付
い
て
い
け
て
る
彼
の
身
体
能
力
に

は
目
が
向

い
た
の
だ

創
世
記
ウ

ル
ス

を
投
与
さ
れ
て
い
る
と
は

え

彼
は

伝
子
変
異
前
の

人
間
体

と

変
異
後
の

異
形
体

で
状

が
分
か
れ
て
い
る

 
セ
フ

ロ
ト
は
異
形
秋
十
に

め

ま
れ
た
コ
ア
の

異
形
体
の
時
点
で
タ
イ
ラ
ン
ト
に

や
や

る
が

み
の
大
人
を

す
る
身
体
能
力
を
有
し
て
い
る
の
は
確
実

そ
こ
で

シ

ス
テ
ム
で

し
た
白
式
が
秋
十
を

い
見
た
目
を
セ
フ

ロ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
上
書
き

さ
れ
た
か
ら
あ
の
容

に
な

て
い
る

見
た
目
は
血
の

た
人
間
の
よ
う
で
そ
の
実

そ
の
も
の
を

手
し
て
い
る
に

し
い
状

な

だ
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彼
女
は
そ
れ
を

人
間
の
見
た
目
を
し
た
全
身

タ
イ
プ
の

と

え
て
い
た

 
対
す
る
和
人
は
人
間
体

更
に

の
補
助
を
一
切

け
な
い
で
戦

て
い
る

傷
の
修
復
を

け
持

て
い
た

無
銘

の

も

け
ら
れ
な
い
か
ら
ケ
ガ
も

せ
な
い

 
学
園
襲
撃
の
時
と
違
い

正
真
正
銘
生
身
で

と
戦

て
い
る
も
同
然

 
そ
ん
な
状

な
の
だ
と

士
に
解
説
さ
れ
て
か
ら
だ

た
か

彼
に
話

が

た
の
は

 

み
ん
な

気
な
も
の
ね

 
コ
メ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
見
る
限
り
メ
テ
オ
の
存
在
に
心
か
ら
恐
怖
し
て
い
る
人
は
思

た
以
上
に
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る

と
も
す
れ
ば

と
認
識
す
ら
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う

話

性
が
あ
る
か
ら
と
ゲ
ラ
ゲ
ラ

い
な
が
ら
配
信
し
て
い
る
人
も
い
る

ど
だ

 
彼
が

わ

て
い
る
か
ら
安
心
だ
と

そ
う
思

て
い
る
の
か

 
少
な
く
と
も

私
が
恐
怖
し
て
い
な
い
理
由
は
そ
れ
だ

た

 
安
全
な
場

か
ら
見
て
い
る
だ
け
な
事
に

た
る
も
の
を
感
じ
な
が
ら

は
中
継
に
意
識

を
向
け
る

 
コ
メ
ン
ト
に
も
あ

た

り

本
は
セ
フ

ロ
ト
が
攻
撃
し
そ
れ
を

い
だ
彼
が
吹

ぶ
事
を

り
返
し
て
い
る

た
ま
に
彼
も
反
撃
す
る
が
そ
の
回
数
は

初
よ
り
目
に
見
え
て
少
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な
い

 

労
故
か

は
た
ま
た
時
間

ぎ
故
か

 
闘

を

し
た

い

か
ら
は
推
し

れ
な
い

ハ
 

と

と

強
い

み

み
の
後
セ
フ

ロ
ト
が

目
か
の

合
斬
り
を
放

た

そ

れ
も

い
だ
彼
が
大
き
く
吹

び

に
投

出
さ
れ
る

 
更
に
セ
フ

ロ
ト
が

え
経
つ
ビ
ル
を

り

追
撃
を
仕
掛
け
る

 
カ
メ
ラ
で
は

銀
髪
黒

の
⻑
刀
使
い
が

か
彼
方
か
ら
高
速
で

来
す
る
様
が

さ
れ
た

一

光
が

き

金
属

と
彼
の

き
が
上
が
る

 
ぐ
る
ぐ
る
と
後
ろ
に

ん
だ
彼
が
ビ
ル
の

に
突

ん
だ

 
大

か

流

に
死
ん
だ
か

と
コ
メ
ン
ト
が
一
気
に
流
れ
る

ぐ

は

 
私
も
心
配
し
た
が

そ
れ
は

憂
に
終
わ

た

 

を
切

た
か
白
髪
が

く

ま

て
い
く

ら

ら
と
足
取
り
も
不
確
か
だ

し
か

し

剣
を
握
り

め
て
い
る

彼
の
闘

は
ま
だ

え
て
い
な
い
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体
は

つ
る
ぎ悪

で

出
来
て
い
る

 
小
さ
く

自
ら
を

す
う
た

が

ず
さ
ま
れ
た

 
カ
メ
ラ
に

る
黒
目
金

が
ギ
ラ
リ
と
光
を
反

す
る

目
つ
き
が
一
層

く
な

た

ピ

シ
リ
と

彼
の

に
血

が
浮
き
上
が
る

 
闘

の
ギ
ア
が
一

上
が

た

行
く
ぞ

 
ビ
ル
の
穴
か
ら
追
い
か
け
て
き
た
セ
フ

ロ
ト
を

認
し
た

間
和
人
が
声
を
上

ト

プ
ス
ピ

ド
で
斬
り
か
か

た

刀
身
が
交
わ
り
火
花
を

ら
す

か
な
が
らシ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

光
の

が

に
揺

い

す
る

 

者
の
交
錯
は
す
ぐ
に
終
わ

た

 
立
体

車
場
ら
し
き
ビ
ル
の
中
を

横
無

に

け
回
り
始
め
る

だ
け
で
は
な
い

や

天

ま
で
も
無
差
別
に
足
を
つ
け
和
人
は
標
的
目
掛
け
て
斬
り
か
か

て
い
く

セ
フ

ロ
ト
は
そ
れ
を
全
て
真

向
か
ら

い
だ

攻
撃
が

ら
な
い
事
に
変
わ
り
は
な
い
が

な
さ

な
く
な

た
だ
け
で
も
明
確
な
変
化
に
は
違
い
な
い

 
明
ら
か
な
流
れ
の
変
化
に
コ
メ
ン
ト
が

い
た
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う

 

が
お
前
を
強
く
し
た

 
そ
の
変
化
を
お
そ
ら
く
最
も
如
実
に
感
じ
た
だ
ろ
う
セ
フ

ロ
ト
が
刃
を
止
め
つ
つ

然

と
問
う

ア
ン
タ
に
は

い
た
く
な
い
ね

 
強
い

絶
と
共
に
初
め
て
和
人
が
セ
フ

ロ
ト
を
吹

ば
し
た

天

上

の

更

に

を
突
き

け
て
外
へ

び
出
し
て
い
く

 

し
た
穴
を

て
彼
は
後
を
追

た

 

そ
こ
で

が

く

 
彼
が
上
空
を
見
上

カ
メ
ラ
も
そ
の
後
を
追

し
た

上
か
ら
は
破
壊
さ
れ
た
ビ
ル
の

上
付
近
の

層
が

ち
て
き
て
い
た

は

壊
す
る

だ

た
の
だ

 
そ
れ
を
見
た
和
人
が
一
息
で
ビ
ル
か
ら
身
を
投

出
し

別
の
ビ
ル
の

上
に

び

る

 
そ
の
背
後
を
セ
フ

ロ
ト
が

襲
し
た

 

め
に
光
が

る

が

和
人
が
振
り
返
り
ざ
ま
に
剣
を
振
る
い

こ
れ
を
止
め
る

 
止
め
た
事
を

足

に

た
セ
フ

ロ
ト
が
高
く

び
ビ
ル
の
反
対

の

上
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部
分
を

ん
だ

へ

り
立

た

間
を

か
ず

の

に
光
が

り

和
人
の
方

へ
切
り
取
ら
れ
た

が
吹
き

ぶ

め
ん
な

 

る

を
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
で

び
越
え
セ
フ

ロ
ト
に
襲
い
掛
か

た
和
人
が
大
上

か
ら
剣
を
振
り
下
ろ
し
た

 
バ

ク
ス
テ

プ
で
そ
の
斬
撃
は

さ
れ
る
が

に
刀
身
が

た

た
直
後
切

先
の
先

ま
で

び
る
一
本
の
線
が

く

を
切
り
裂
い
た

そ
う
い
え
ば
彼
も
斬
撃
を

ば
せ
る
ん
だ

け

と
か
つ
て
見
た

像
が

裏
に

る

 
し
か
し
そ
れ
も

⻑
刀
の
一

ぎ
が
か
き
消
し
た

 

高
い

が
上
が

て
不
可

の
斬
撃
が
弾
か
れ
た
事
を
知
覚
す
る

そ
の
時
に
は
お
返
し

と
ば
か
り
に
セ
フ

ロ
ト
の
光
の
斬
撃
が
複
数

来
し
そ
れ
を

い
だ
和
人
が
ま
た
吹

ば

さ
れ
て
い
た

 
別
の
ビ
ル
の

上
に

地
し
た
彼
は
片

を
つ
い
て

い
呼

を

り
返
す

一
気
に
ギ
ア

を
上

た
反
動
だ

足
掻
い
て
み
せ
ろ
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そ
こ
で

外
の
追
撃
が
襲
い
掛
か
る

 
セ
フ

ロ
ト
が
翳
し
た

手
の
上
に
は

風
に
煽
ら
れ
て
い
た

や

が
一

め
に
さ

れ

大
な
一
つ
の

と
な

た
も
の
が
浮
い
て
い
た

振
り
下
ろ
さ
れ
る
と
同
時
に

り
始

め
るヴ

フ
ス

技

り
る
ぞ

 

を
見
上

た
和
人
が
立
ち
上
が
り

刃
剣
を
上
に
掲

た

  

天

波

  
怒

み
た

び
と
共
に
振
り
下
ろ
さ
れ
る

 

手
剣

発
重
突
進
技

ア
バ
ラ
ン
シ

を
使
う
ヴ

フ
ス
の
技
名
の
そ
れ
は

本
来

な
ら
突
進
し
て
重
い
一
撃
を

き

み
つ
つ
突
進
の
勢
い
そ
の
ま
ま
に
離
脱
す
る
事
も
可
能
と

い
う

な
技
だ

黒
椿

に
備
わ

た
ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム

剣
技
再
現
補
助
シ
ス
テ
ム
で
も
使
わ
れ
る
事
が
多
い
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と
見

ま
れ
る
剣
技

 
無
論

を

て
い
な
い
今
の
彼
が
使

て
も

た
だ
力

せ
の
上

斬
り
で
し
か
な
い

 

そ
の

な
の
だ
が

 
現
実
は
違

た

明
ら
か
に
間
合
い
以
上
の
直

二
十
メ

ト
ル
を
超
え
る

大
な

が

に

れ
た
の
だ

不
可

の
斬
撃
が
ま
た

ん
だ
ら
し
い

 

れ
た

の
向
こ
う
か
ら
セ
フ

ロ
ト
が

を
現
す

 
斬
撃
の

道
は
男
の
正
中
線
を
切
り
裂
く
も
の
だ

た
が

⻑
刀
で
ま
た

が
れ
た

 

が
和
人
の
横
を

り

の

界
が

か
に

が
れ
る

 
セ
フ

ロ
ト
の

に
は
直

数
メ

ト
ル
程

で
は
あ
る
が
無
数
の

が
浮
遊
し
て
い

た

だ

 
男
は
悪
魔
の
よ
う
に

み
な
が
ら
断

の
よ
う
に
容
赦
な
く
手
を
振
り
下
ろ
す

間

隔
も
ば
ら
ば
ら
に

が

り
始
め
た

お

お
あ
あ
あ
あ
あ

 

む
間
も
な
い
猛
攻
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彼
は
怒

と
共
に

り

離
を

め
て
い
く

 
必
然

も
よ
り
速
く

る
が
彼
は

に

く
ス
テ

プ
し
最

限
の
動
き
で
ギ
リ
ギ

リ

た
ら
な
い
よ
う
回

し
て
い
く

ど
う
し
て
も

せ
な
い
な
ら

び
越
え

に
斬
撃
を

ば
し
て

に

り

強
引
に
前
へ
と
突
き
進
む

 
そ
う
し
て
一
発
も
直
撃
を

わ
ず

然
と

ち
構
え
る

手
と
斬
り
結
び
始
め
た

 

か
刃
を
交
え
た
後
セ
フ

ロ
ト
が

び
退

た

や
や
高
い

根
か
ら
少
年
を
見
下
ろ

す
よ
く
や
る

お
前
に
と

て

そ
れ

ど
こ
の
世
界
が
大
切
か

 
初
め
て

こ
の
戦
い
で
会
話
が
始
ま

た

 
和
人
も

が
て
ら
付
き
合
う
つ
も
り
な
の
か
斬
り
掛
か
る
こ
と
は
せ
ず
男
を
見
上

た
ま

ま

を
開
く

こ
の
世
界
が

と
い
う
よ
り
は

に
と

て
大
切
な
人
た
ち
の
存
在
が

だ

そ
う
か

変
わ

た
な

お
前
の
身
に
コ
ア
が

め

ま
れ
た
時
私
の
意
識
に
流
れ
て
き
た

の
は
そ
れ
ま
で

め

ま
れ
た
人
間
達
を
超
え
る

密
な
絶
望
だ

た

世
界
へ
の
怨
み
人

間
達
へ
の
憎
し
み
が
あ

た

だ
が
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そ
う
に

け
れ
ど
ど
こ
か

し
そ
う
に
男
が
問
い
か
け
る

 
少
年
は

そ
れ
に

ん

と

を
鳴
ら
し
た

怨
み
よ
り

先
す
る
事
が
出
来
た
だ
け
だ

逆
に

く
が
創

主
だ
ろ
う
オ
ズ
ウ

ル
の

意

を
無

し
て

お
前
の
目
的
は
な
ん
だ

な

地

を
壊
そ
う
と
す
る

 
そ
れ
は
セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト
が
ど
れ
だ
け
人
間
ら
し
く
て
も

極
的
に
は
上

者
に

逆
ら
え
な
い

で
あ
る
事
を

ま
え
た
問
い
だ

 
上

者
に
逆
ら
え
な
い
以
上
地

を
破
壊
す
る
事
は
原

出
来
な
い

な
の
に
そ
れ
を
す
る

と
い
う
事
は

別
の

か
に

て
い
る
と

え
る

 
オ
ズ
ウ

ル
で
は
な
い
別
の

か
が
セ
フ

ロ
ト
を
作

た
と
す
れ
ば
そ
の
人
物
に
つ
い
て

探
り
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 

オ
ズ
ウ

ル
と
セ
フ

ロ
ト
の

か
な
会
話
に
は

少
し
の
差
異
が
存
在
す
る

 
そ
れ
は
お

い
が

し
た
時
間

だ

 
オ
ズ
ウ

ル
は
彼
に
コ
ア
が

さ
れ
た
三
年
前
で

し
て
い
た
が
セ
フ

ロ
ト
が
キ

リ
ト
と
呼
ん
だ
の
を

え
れ
ば
齟
齬
が
生
じ
る

つ
ま
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

を
入
れ
た
人

物
と
セ
フ

ロ
ト
を
作

た
人
物
が
同
一
で
オ
ズ
ウ

ル
は
セ
フ

ロ
ト
を

さ
れ
た
だ
け
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た
だ
の
傀
儡

と
い
う
可
能
性
が
浮
上
す
る

そ
う

え
れ
ば
セ
フ

ロ
ト
が
オ
ズ
ウ

ル
に

わ
な
い
の
も

け
て
し
ま
う
の
だ

キ
リ
ト

お
前
は
人
間
達
が
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

と
呼
ん
で
い
る
モ
ノ
を
ど
う

え
て
い
る

 
和
人
の
問
い
に
は

え
ず

セ
フ

ロ
ト
が
問
い
返
す

 
い
や
あ
る
い
は
問
い
で
は
な
く
た
だ
の
教

か

前

知
識
を
与
え
て
か
ら

え
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

和
人
も
そ
う

え
た
か
剣
を
構
え
た
ま
ま

き
の

勢
を
取

て

い
るお

か
し
い
と
思

た
こ
と
は
な
い
か

ア
レ
は
生
み
出
す
電
気
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

で
も

な
け
れ
ば
雲
と
い

た
無
形
の
原
子
反
応
で
も
な
い

物

的
に
も
存
在
し
な
い

だ
が
確
か
に

こ
の
地

し

に
あ
り
コ
ア
は
空
気
中
の
そ
れ
を

収
し
己
の
エ
ネ
ル
ギ

源
と
し
て
い
る

学
的
に
解
明
も
立
証
も
で
き
な
い
が
し
か
し
そ
れ
を

す
る
技
術
が
あ
る
な
ど
確
か
に
存

在
す
る
矛
盾
の
エ
ネ
ル
ギ

だ

あ
の
メ
テ
オ
を
止
め
る

の
よ
う
に
な

 
男
の
話
を

い
て

確
か
に

と
思

た

 

に
は
思

て
い
た

特
に
和
人
の
黒
刀
を
は
じ
め
武
器
が

の
空
気
中
か
ら

を
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収
し
て

す
る
と

い
た
時

学
的
に
あ
り
得
な
い
と
断
じ
て
い
た

 

を
転

す
る
技
術
は
存
在
し
て
い
る

 
し
か
し

な
ら
ば

シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

と
は

な
の
か

 
た
だ
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ

で
は

は
動
か
な
い

エ
ネ
ル
ギ

不
足
だ
か
ら
だ

そ
れ
を
動

か
す
エ
ネ
ル
ギ

が

な
の
か
あ
ら

る
学
者
が
解
明
に

ん
で
十
年
近
く
経
つ
が
未
だ
理

論
的
に
解
明
さ
れ
た
こ
と
は
な
い

学
園
や

国

設
に

さ
れ
た

補

機

も

士
か

ら

さ
れ
た
設

書

り
に
作

て
い
る
だ
け

 

は
お
ろ
か

主
に

う
エ
ネ
ル
ギ

す
ら
も
不
明

だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
を

め
た

コ

ア
は
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
と
さ
れ
て
い
る

 

だ
か
ら
こ
そ

無
銘

は
お
か
し
い
の
だ

 
そ
の
不
可
思
議
な
エ
ネ
ル
ギ

を
攻
撃

に
転

す
る
零

白
夜
な
ど
を
故
意
に
再
現
で

き
る
の
は
束

士
し
か
い
な
い

 
同
じ
性

を
持
つ
月

天
衝
を
使
え
る
の
も

士
が
製

し
た

を

整
し
て
い

る

持
技

だ
か
ら
出
来
た
こ
と
だ

雪
片
弐
型
と
い
う
の
も
カ
ラ

リ
ン
グ
を
変
え
た

だ
け
で
構

は
全
く
同
じ
雪
片
そ
の
も
の
で
し
か
な
い

い
て
い
る

空
白
絶
虚

に
至

て
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は

黒
椿

そ
の
も
の
が

士
が
手
が
け
た
も
の
だ
か
ら

 
だ
が

無
銘

は
違
う

そ
れ
は
彼
女
の
作
で
は
な
い

 
つ
ま
り
コ
ア
を
作
れ
た
だ
け
で
な
く

零

白
夜

の
機
構
を
彼
の
片
刃
剣
に
組
み

め
た

亡
国
機
業

は

世
界
よ
り
真
実
に
一
歩
以
上
近
づ
い
て
い
る
と

え
る

 
そ
ち
ら

の
存
在
か
ら
問

が
あ
り
真
実
が
語
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

コ
メ
ン
ト

の
進
み
が

く
り
に
な

た

 

ア
レ
は
星
を

め
ぐ

る
人
の
命
だ

 
そ
し
て

か
真
か

セ
フ

ロ
ト
が
そ
う

た

生
物
が
死
ん
だ
時
に
肉
体
を
離
れ
る
魂
は
や
が
て
星
の
内

へ
潜
り
再
び
新
た
な
命
と
な

る

そ
の
間
に
星
を

て
い
る
魂
が

を
動
か
す
動
力
源
だ

  

そ
う
い
え
ば

か
の
実
験
で
死
ぬ
直
前
と
死
ん
だ
直
後
で
体
重
が
違
う
と
か
い
う
結
果

が
あ

た
よ
う
な
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外
線
セ
ン
サ

に
反
応
す
る

て
話
も

い
た
こ
と
が
あ
る
け
ど

そ
れ
の
事
か

 

て

ウ
ル
エ
ネ
ル
ギ

の
事
だ

た
ん
で
す
か
ね

 

ス
タ

エ
ナ
ジ

じ

ね

 

こ
れ
が

か
真
か
は
発
明
者
の
天
災
か
ら

か
な
い
と

と
も

え
な
い
け
ど
す
ご
く

そ
れ

い
ん
だ
よ
な

  
そ
ん
な
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
る

そ
れ
以
外
に
も

然

だ
と
断
じ
る
者
や
魂
の
存
在
を
認
め

な
い
コ
メ
ン
ト
も

見
さ
れ
た
が

私
は
そ
れ
を
無

し
た

 
重
要
な
の
は
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

の
実

で
は
な
い

 
そ
れ
を

ま
え
た
上
で

セ
フ

ロ
ト
が

を

え
て
い
る
か
だ

私
の

望

み
目
的
は
な
キ
リ
ト

こ
の
星
に
生
き
と
し
生
け
る
全
て
を
滅

す
事
そ
し
て
得
た
エ

ネ
ル
ギ

を

い
て

の
闇
を

す
る
事
だ

滅

す
事
も

手

じ

な
く
て
目
的
な
の
か

 
気
に
な
る
の
そ
こ
か
よ

と
大

の
突

み
が
コ
メ
ン
ト
に

く

 
ま

た
く
同
感
で
あ
る
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私
は
人
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が

同
時
に

そ
の
も
の
で
も
あ
る

に

た
る
存
在
は
私
の

完
成
だ

な
ら
ば

は

の
望
み
を
叶
え
る
も
の
だ
ろ
う

に
と

て
の

束

士
が
発
明
し
た
理
由
か

 
は

と
し
て

和
人
が

う

 
セ
フ

ロ
ト
は
そ
う
だ

と

定
し
た

今
の
世
界
で
は

を

す
る
事
は
叶
わ
な
い

な
ら
ば

ば
れ
た
人
間
の
み
が
生
き

残
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

か
つ
て

が
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に

か
つ
て

白
騎
士
事
件

の
事
か

 
彼
の
推

で

セ
フ

ロ
ト
が

て
い
る
事
を
よ
う
や
く
理
解
す
る

 
か
つ
て
天
災
が

こ
し
た
と
さ
れ
る

白
騎
士
事
件

 

白
騎
士
事
件

は
人
死
に
が
出
な
か

た

だ
が
天
災
が
そ
の
気
に
な

て
い
れ
ば

白

騎
士

一
つ
で
世
界
の
全
軍
を

手
取

て
も
圧
倒
し

滅

せ
て
い
た
だ
ろ
う

目
的
が

を
認
め
さ
せ
る
こ
と
つ
ま
り
世
界
全
体
が

に
目
を
向
け
る
事
だ

た
の
で
人
死
に
は
出
な

か

た

セ
フ

ロ
ト
の
そ
れ
は
あ
の
事
件
を
よ
り
過

に
し
た
も
の
だ

 
つ
ま
り
セ
フ

ロ
ト
は
今
回
の
メ
テ
オ
で
特
定
の
人
間
以
外
を
滅

し

に

立
て
な
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い
理
由
を

し
よ
う
と
し
て
い
る

 
だ
か
ら
地

を
滅

す
事
も
目
的
ら
し
い

キ
リ
ト

と
共
に
来
な
い
か

 
そ
し
て

突
に
勧
誘
を
始
め
た

 
滅

そ
う
と
し
て
い
る
生
命
の
中
か
ら
彼
を

し
生
き

ら
え
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

セ
フ

ロ
ト
の

う

ば
れ
た
人
間

と
や
ら
に

し
て
い
る
よ
う
だ

断
る

 
そ
の
誘
い
を

彼
は

的
に

そ
れ
で
い
て
強
く

絶
し
た

 
セ
フ

ロ
ト
が

ば
し
て
い
た
手
を
下
ろ
す

し
か
し

は

て
い
た

運
命
に
抗
わ
な
い
の
か
キ
リ
ト

・私
・が
・手
・を
・下
・さ
・ず
・と
・も
・遠
・く
・な
・い
・未
・来
・に
・こ
・の
・星
・は
・滅
・び

・る

お
前
は

弱
な
身
の
ま
ま

こ
の
星
と
運
命
を
共
に
す
る
気
か

 
ド
キ
リ
と

私
の
心

が
強
く

動
を
打

た

 
ま
さ
か
セ
フ

ロ
ト
は

ヴ

ベ
ル
が

し
た
未
来
を
知

て
い
る
の
か

 
そ
う

え

い
や

と

定
す
る
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ヴ

ベ
ル
が
伝
え
た
の
は
彼
に
ま
つ
わ
る
最
期

獣
に
堕
ち
た
時
は
彼
が
世
界
を
滅

す
が

三
年
後
に

え
た
星
の
戦
い
は
必
ず
彼
が

打
ち
で
勝

し
て
い
た
ら
し
い

そ
れ
を
知

て

い
る
な
ら
和
人
が
存
在
し
て
い
る
限
り
星
の
滅
亡
に

し
て

し
な
い

だ

そ
の
未
来
を

知

た

士
が
対
策
し
た
結
果
が
今
の
超
広

バ
リ
ア
な
の
だ
か
ら

 
和
人
も
引

か
か

た
の
か

表
情
を

な
も
の
に
し
た

ア
ン
タ

を
知

て
い
る

 

が
生
き
て
い
る
間
に
星
が
滅
び
る
だ
と

精
神
エ
ネ
ル
ギ

は
生
物
の
魂

そ
れ
に
は
想
い
に
結
び
つ
い
た
記

・
知
識
が

ま

て
い
る

星
の
内

へ
潜
る

に

さ
れ
て
い
く

進
化
の
過
程
と
し
て
な

そ
し
て

は

そ
れ
を
取
り

み

よ
り
進
化
を
し
て
い
く

つ
ま
り
ア
ン
タ
は

ロ
グ

星
の
記

と
や
ら
を

で
き
る
わ
け
か

そ
う
だ

お
前
に
も
覚
え
は
あ
る

だ

年

に
そ
ぐ
わ
な
い
精
神

知
識
な
ど
が
な

 
男
の

葉
に

和
人
が

目
す
る

 
私
が

い
た
限
り
で
は

無
銘

が
イ
ン
タ

ネ

ト
を

し
て
集
め
た
情
報
で
知
識
を
得

た
ら
し
い
し

そ
の
精
神
は
デ
ス
ゲ

ム
を
生
き
る
上
で
構

さ
れ
た
も
の
だ
と

え
て
い
た
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だ
が

わ
れ
て
み
れ
ば

違
和
感
も
な
く
は
な
い

 
イ
ン
タ

ネ

ト
で
情
報
を

べ
知
識
を
得
て
い
た
と
し
て
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
精
神
力
に

直
結
す
る
だ
ろ
う
か

の

境
が

か

た
か
ら

性
が
あ

た
に
し
て
も
大
人
で
す
ら

む
状
況
に

め
る
状

が

く
と
は

え

い

無
論
た
ら
れ
ば
の
話
で
あ
り
悪
魔
の
証
明
で

も
あ
る
か
ら

え
は
得
ら
れ
な
い

 
そ
れ
で
も
和
人
が
そ
れ
を

定
し
な
い
以
上

思
い

た
る
節
が
あ
る
の
だ
ろ
う

コ
ア
に

存
在
す
る
意

は
精
神
エ
ネ
ル
ギ

に
触
発
さ
れ
よ
り
人
ら
し
く
進
化
を
し
て

い
く

感
情
を
持
ち

ら
れ
な
い
思

を
持
ち
他
者
の
あ
ら

る
技
能
を

得
し
そ
の
果

て
に

私

と
な
る

ま
さ
か

の
よ
う
に
明
ら
か
に
武
器
の
数
が
多
か

た
の
は

他
人
よ
り
少
な
い
時
間
で

多
く
の
技
能
を

得
で
き
る
か
ら
だ

お
前
は
人
間
を
殺
せ
ば

殺
す

ど
あ
り
と
あ
ら

る
知
識
技
術
経
験
を

得
出
来
る
ぞ

た

た
二
年
で
最
強
に

至

た
事
が
そ
の
証
明

の
命
も
奪
わ
な
い
で
至
れ
た
お
前
な
ら
世
界
を
滅

す
事
で
完

な
存
在
と
な
る
だ
ろ
う

 
そ
う
し
て

セ
フ

ロ
ト
が

く
り
と

び
上
が
り

和
人
と
同
じ
場

に

り
立

た
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そ
し
て

然
と

手
を
差
し
出
す

キ
リ
ト

お
前
は

ば
れ
し
存
在
だ

私
と
共
に
新
た
な
星
を
見
出
し
そ
の
地
で

け
る

未
来
を
創

し
な
い
か

 
和
人
は
い
つ
し
か
剣
を
下

そ
の

手
を

し
て
い
た

 

は

と
小
さ
な

息

 
そ
れ
は

彼
の
た
め
息
だ

た

完

ね

一

前
な
ら
一
も
二
も
な
く

い
た
だ
ろ
う

 
そ
し
て

外
の

絶
の

葉
が
出
た

魅
力
的
な
誘
い
で
は
あ
る

復
讐
を
果
た
せ
て

つ
自
分
を
高
め
ら
れ
る

ま
る
で
ゲ

ム
み
た
い
に

だ

だ
が
な

 
そ
こ
で
彼
が

び
じ
さ
り

刃
剣
を
正
眼
に
構
え
た

そ
の
先
は

け

も

の

復
讐
者
と
し
て
の

が
望
む
未
来
だ

い
ま
の
お
れ

守
護
者
が
望
む
未
来
じ

な
い

め
る
の
か

違
い
す
る
な

め
た
わ
け
じ

な
い
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男
の
失
望
を

わ
せ
る

し
か
し
始
終

み
を
浮
か
べ
て
い
て
和
人
の
反
応
を

し
ん

で
い
る
反
応
に

彼
が
す
ぐ
に

定
を
返
し
た

 
彼
の
眼
は

と
闘

を

や
し
て
い
る

 

め
て
い
る
人
間
の
そ
れ
で
は
な
い

た

だ

は

に
と

て
大
切
な
存
在
の
方
が
世
界
よ
り
重
要
だ

完

な
存
在

 

け
る
未
来
だ
と

 

知

た
事
か
よ

 

き
捨
て
る
よ
う
に
彼
は

う

 
怒
り
で
は
な
い

彼
が
掲

る
誓
い
己
を
成
すつ

る
ぎ悪

の
発

だ

面
越
し
だ
と
い
う
の
に

圧
感
が
増
し
て
く
る

セ
フ

ロ
ト
の
圧
倒
感
が

対
的
に

れ
て
い
く

が
求
め
る
の
は
み
ん
な
の

福

そ
れ
だ
け
の
た
め
に

は
生
き
戦

て
い
る

完

に
な
る
た
め
に
そ
れ
を
捨
て
る
事
は
出
来
な
い

 
だ
か
ら

と

彼
は

葉
を

切
り

  

は

出
来
損
な
い
の
ま
ま
で
い
い
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己
の
忌
み
名
を
も

誇
り
に
変
え
た

  

四
方
の
彼
方
に
は

色
と
り
ど
り
の
光
がま

た
たい

て
い
た

   
・
今
話
の
ま
と
め

Ｓ
Ａ
Ｏ

バ
イ
オ

に
加
え

と
う
と
う

に
ま
で
手
を
出
し
た

 

ル

ト
よ
り

ル

ト

  
・

 
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル
要

載
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束
が
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

と
称
し
て
い
る
モ
ノ

原
作
で
は

に
使
う
エ
ネ
ル
ギ

と
い
う

い
だ

た
が

は
不
明
の
ま
ま

 
本
作
は
そ
こ
に

の

ラ
イ
フ
ス
ト
リ

ム

要

を
ぶ

こ
ん
で
い
る

 

魂
の

り
は

地
味
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
要

が
あ

た
り

 
原
作
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
ア
リ
シ
ア
を
殺
し
た
時
に
魂
を

し
て
い
ま

す
か
ら
ね

記

・
知
識
が
増
え
た

で
は
な
い
の
で

な
と
こ
ろ
で
す
が
そ
こ
は
大
企
業

の

ガ
ブ
リ
エ
ル
の
知
識

と
自
我
を
超
え
ら
れ
な
か

た
と
い
う
事
で

 
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の
ヴ

サ
ゴ
も
死
ん
だ
人
の
天
命

キ
リ
ト
は

い
取

た
魂
を
リ

ス
に
し
て
ま
す
し

地
味
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
親
和
性
は
あ
る
と
感
じ
る
今
日
こ
の

 
魂
フ

チ
と
和
人
狂
い
が
全
力
ア

プ
し
そ
う
な

で
あ
る

  
・
ラ
イ
フ
ス
ト
リ

ム
と
は

で
取
り

に
さ
れ
る
も
の

 
死
ん
だ
者
の
魂
が
星
を
回
り
新
た
な
命
と
し
て
生
ま
れ
る
生
命
流
転
輪

転
生
の

念
を

と
し

ん
だ
モ
ノ

原
作
で
は
強

な
自
我
が
な
い
と

大
な
知
識
・
記

・
エ
ネ
ル
ギ

に
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え
ら
れ
ず
精
神

壊
を

こ
し
て

魔

中

を
発

す
る

 
本
作
に

け
る

は

コ
ア
を

さ
れ
て
い
る
者
に
限
り

他
者
の
技
術

経
験
な

ど
を

得
で
き
る
よ
う

み

か
れ
て
い
る

 
常
に
世
界
を
漂

て
お
り
コ
ア
は
そ
れ
を

収
し
て
い
る
た
め
和
人
も
人
を
殺
め
ず
と
も

あ
る
程

は
死
者
の
技
術
・
知
識
な
ど
を

得
し
て
い
る

 

こ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

 
エ
ネ
ル
ギ

と
は

え
一

コ
ア
と
い
う
機

を

し
て
い
る
の
で
和
人
は

他
者
の
感

情
・
技
術
・
経
験
を
学

し
や
す
い

見
取
り

古
二
戦
目
以

の
メ
タ

発

の
し
や

す
さ
の
原
因
は

コ
ア
に
あ
る

 

行
世
界
で
人
を
殺
し
ま
く

て
い
た
和
人
を
下
し
た
直
葉
の

バ
み
が
地
味
に
高
ま
る

果
  

・
セ

フ

ロ

ト

・

マ

ル

ク

ト

秋
十
の
異
形
完
全
体

 
フ

ザ
コ
ン

マ
ザ
コ
ン
に
し
て
和
人
狂
い
の

ベ

 
自
我
の
あ
る
タ
イ
ラ
ン
ト
が
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
技
術
・
経
験
を

得
し
て
命
と
い
う
経
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験
値
を

み
ま
く

て

を

た

ベ

 
セ
フ

ロ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

め

ま
れ
た
人
間
の
負
の
感
情
ば
か
り
学

し
た
た
め
か

本
的
に
思

は
ト
ん
で
い
る

そ
の
中
で
も
一
番
強

つ
コ
ア
を

さ
れ
て
生
き
て
い
る

と
い
う

件
に
も
合

し
て
い
る
の
で
中

の

を
見
せ
て
い
る

 
地
味
に
秋
十
も
コ
ア
を

さ
れ
て
生
き
残

て
い
る
が

行
で
セ
フ

ロ
ト
に

取
ら

れ
た
の
で

さ

  
・
桐

谷
和
人

 
過
去
を
超
克
し
た
弱

 

か
の

え
を
必
要
と
し

必
要
と
さ
れ
る
事
を
喜
び
と
す
る

の
人
間

 
忌
み
名
で
あ
る
出
来
損
な
い
を

い
己
を
高
め
る
事
に

進
し
て
い
た
が
秋
十

セ

フ

ロ
ト
の
完

主
義

ば
れ
た
存
在
発

を
契
機
に
完
全
に
克
己
し
た

 

出
来
損
な
い

と

め
た

セ
フ

ロ
ト

秋
十
を
キ

カ
ケ
に
そ
れ
を
克
己
す
る
の
は

な
ん
た
る

肉

か 

し
か
し
そ
れ
は

然
の
事
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今
の
和
人
は
未
来
を
生
き
る
た
め
に
戦

て
い
る

出
来
損
な
い

を
は
じ
め
と
し
た
悪

の
払

い
て
は
価
値
を
認
め
さ
せ
る
事
は

あ
く
ま
で
手

の
一
つ
で
し
か
な
い

 

る
時
は

と
う
の

に
過
ぎ
て
い
た

 
あ
と
は
た
だ

キ

カ
ケ
が
必
要
だ

た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｅ
Ｘ

片
翼
の
天
使
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
や
や

め
で
す
が
ユ
ル
シ
テ

 

点

真

 

数

約
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

太
平

上
空
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海
を

び

け
る
こ
と
お
よ
そ
二
時
間

 
事

が
切

し
て
い
る
た
め
高
速
戦
闘
を
重

し
た

イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備
あ
る
い
は
パ

ケ

ジ
を
使

し
た
お
陰
で

常
な
ら
も
う
一
時
間
を
要
す
る
と
こ
ろ
を
目
的
地
に

す
る
ま
で
あ
と

も
う
少
し
と
い
う
と
こ
ろ
に
来
て
い
る

こ
れ
だ
け

め
ら
れ
た
の
は

い
だ

 
と
は

え

そ
こ
は
か
と
な
い
不
安
に
は

ら
れ
て
い
る

 
太
平

を

び
始
め
て
か
ら
程
な
く
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

に
よ

て

定
不
可
能
レ
ベ
ル
の

の
渦
と
大

の

メ
テ
オ

を
認
識
で
き
た
か
ら
だ

 

千
キ
ロ
と
離
れ
て
い
る
時
点
で
も
見
え
る

ど

大
な
そ
れ
を
見
て
不
安
を

か
な
い
人
は

い
な
い
だ
ろ
う

 

あ
の
下
で

彼

が
戦

て
い
る

 
自
分
の

分

ど
の

の
子

が
世
界
を
守
る
た
め
戦

て
い
る

彼
に
と

て
世
界
を
守
る

事
は
手

で
あ

て
目
的
で
は
な
い
が
あ
の
メ
テ
オ
を

過
す
れ
ば
彼
が
大
切
に
思
う
全
て
を

失
う
事
に
な
る

そ
れ
を

ぐ
た
め
に
命
を

け
て
い
る

 
そ
れ
は

あ
ま
り
に
分
の
悪
い
戦
い
だ
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は

そ
の
も
の

秋
十
の
体
を
依
り
代
に
し
た
ネ
オ
・
コ
ア
の

が

シ
ス
テ
ム
で

し
た
白
式
を
掌
握
し
立
ち
は
だ
か

て
い
る

反
応
速

も
さ
る
こ
と
な
が
ら

う
技

術
は
世
界
最
強
そ
の
人
の
デ

タ

デ

タ
を

実
に
再
現
す
る

だ
か
ら
こ
そ

は

ね
上
が
る

か
つ
て
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
が

シ
ス
テ
ム
に
取
り

ま
れ
た
が
あ

の
時
と
は

べ
物
に
も
な
ら
な
い

 
ま
し
て
や
今
の
彼
は

を
使
え
な
い

 
傷
の
修
復
も
出
来
な
い
と
い
う

 
ま

た
く
の
生
身
で

最
強
が

る

に

む
も
同
然
の
戦
力
差

 
今
回
ば
か
り
は
無
理
だ
ろ
う
と
思

た

ま

た
く

き
で
す
わ

三
十
分
も
一
人
で
持
ち

え
て
い
る
な
ん
て

 
そ
の
結
論
は
道
中
で
合
流
し
た
他
国
の

者
も
同
様
に

い
て
い
る
よ
う
だ

た

だ
か

ら
こ
そ
そ
の

葉
に
は
多
分
の

き
と
感

ん
の
少
し
の

れ
を
内

し
て
い
る

 
そ
れ
を

た
の
は
金
髪
を
風
に
な
び
か
せ

⻘
の

を
持
つ

な
少
女
だ

 
彼
女
は
英
国
代
表
候
補
性

セ
シ
リ
ア
・
オ
ル
コ

ト

 

与
さ
れ
て
い
る
専

機
は

ブ
ル

・
テ

ア

ズ

欧

合
が
主
導
す
る

合

衛
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イ
グ
ニ

シ

ン
・
プ
ラ
ン

に

い
て

英
国
が

・
開
発
を
進
め
て
い
る
第
三
世

代
機

特
徴
的
な
フ

ン
・
ア

マ

を
四

背
に

え
王
国
騎
士
の
よ
う
な
気
高
さ
を
感
じ

さ
せ
る

や
か
な
⻘
の
機
体

 
第
三
世
代
機
は

に
し
て
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

ス
を
内

し
て
お
り

者
の
思

に
応
じ
て
武

を
遠
隔

作
出
来
る

英
国
は
主
に
遠
隔

撃

要
す
る
に

動

の
開
発
に
専
念
し
て
い
た

 
特

す
べ
き
は

兵
器

と
呼
ば
れ
る
も
の
だ

 
無
論
そ
れ
は
英
国
の
独
自
開
発
の

な
の
で

は
不
明
だ

そ
の

験
機
体
が
テ

ア

ズモ
デ
ル型

と
さ
れ
る
事
そ
し
て
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

ス
を

し
た
兵

で
あ
る
事

く
ら
い
し
か
わ
か

て
い
な
い

 
と
も
あ
れ
彼
女
は

最
新
技
術
を

載
し
た
専

機
を

う
能
力
に
加
え

兵
器
を

う

力

も
代
表
候
補
生
達
の
中
で
ト

プ
ク
ラ
ス
と
い
う
非
常
に

き

を
潜
り

け
た
猛
者
と
い

う
事
に
な
る

 
他
に
も
数
人
は
専

機
持
ち
の
候
補
生
が
い
る
中
で
彼
女
が

ば
れ
た
の
は

離
を

め
な
く

て
い
い
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
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彼
女
は
高
速

行
を

け
た
ま
ま

一

の
デ

ス
プ
レ
イ
を
見
て
い
る

そ
れ
を
見
て
の

さ

き
の
発

だ

 
そ
れ
と
同
じ
も
の
を
私
も

合
流
し
た
他
の

者
達
も
開
い
て
い
た

 
デ

ス
プ
レ
イ
に
は
一
つ
の
動

が
流
れ
て
い
る

黒
椿

の
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

の

覚

ロ
グ
を

ノ
之

士
が
中
継
し
て
い
る
動

だ

国

会

式
ホ

ム

ジ
の
配
信

を
使

て
ま
で
し
て
い
る
の
は
世
界
に

る
危
機
と
そ
れ
に
対

し
て
い
る
現
状
を
伝
え

る
た
め

 
人
が
不
安
や
恐
怖
に

ら
れ
る
の
は
未
知
を
恐
れ
る
か
ら
だ

そ
れ
を
退
け
た
い
一
心
で

人
は

り

を
求
め
る

私
達
が
動

を
見
て
い
る
の
は
現
状
把
握
と

セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル

ク
ト
の
実
力
を
把
握
し
て
お
く
た
め

い
て
は
未
知
と
い
う
不
安
要

を
少
し
で
も

ら
す
た
め
で
あ
る

 
彼
女
は
人

の

り

に

あ
の
少
年
を
定
め
た
ら
し
い

 

本

に

立

に
な

た
も
の
で
す

 
お
よ
そ
三
年
前

初
め
て
会

た
時
の

が

裏
に

る

 
ど
こ
か
弱
弱
し
く
生
気
に
欠
け
る
子

だ

た
彼
は
今
や
闘

を

え
上
が
ら
せ
て
最
前
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線
で
戦
う
強
者
に
な

た

不
可
能
と

わ
れ
た
生
身

ウ

ル
ス
変
異
前

で

に

む
事
を
今
も
や

て
の
け
て
い
る

 
空
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
あ
ら

る
人
が
不
可
能
だ
ろ
う
事
を
そ
の

ま
じ
い
身
体
能
力
で
や

て
の
け
て
い
る
事
実

だ 
空
を
舞
う

を
足
場
に
戦
場
を
転

と
変
え
て
い
く

そ
の
最
中
で
セ
フ

ロ
ト
が
襲
い
来

る
時
も
あ
れ
ば

隙
を
突
い
て
斬
り
か
か
る
時
も
あ
る

 

初
に
見
ら
れ
た

戦
一
方
か
ら
一
転
し

攻

の
状
況
に
変
わ

て
い
る

 
三
十
分

 

の

合
一
回
分
の
時
間
で

彼
は

レ
ベ
ル
ま
で
学

を
重
ね
て
い
た

 
つ
ま
り
彼
は
た

た
の
三
十
分
で
世
界
最
強
に
よ
り
近
付
い
た
の
だ

 
そ
れ
を

私
は
コ
ア
が

セ
フ

ロ
ト
が

う
と
こ
ろ
の
精
神
エ
ネ
ル
ギ

を
取

り

み

学

し
た
結
果
だ
と
は
思
わ
な
い

 
彼
の
そ
れ
は

彼
自
身
に
よ
る
成
⻑
だ
と
信
じ
て
い
た
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あ

ぐ

  
だ
が

そ
れ
に
も
限
界
は
あ
る

 
成
⻑
し
て
い
る
の
は
確
か
だ

し
か
し
そ
れ
に

え
力
を
振
る
う
だ
け
の
体
力
が
と
う
と

う

を
突
い
た

強

な
精
神
力
で

と
な
く
持
ち
直
し
た
事
は
限
界
の
先

ば
し
に
過
ぎ
な

い

⻑
期

み
の

の
よ
う
に

後
に

ば
し
た
も
の
は
ツ
ケ
と
な

て
襲
い
来
る

 
小
さ
な
体
が

グ
ラ
リ
と
揺
ら
い
だ

 

か
ら
の
転
倒
だ
け
は

い
だ
が

明
確
な
隙
が
生
ま
れ
る

 

間

白
い
三
日
月
が

来
し
た

 
カ

ン

 
と

高
い
金
属

ぶ
斬
撃
を

い
だ

 
そ
し
て

彼
の
手
か
ら

手
剣
が
弾
き

ば
さ
れ
た

だ

た

 

だ

た

が

れ
る

あ
あ

バ
い

 
和
人

な
さ
い

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

の

覚

が
声
を

え
た

 

け
た
日
本
語
の
そ
れ
は
し
か
し
同
じ
日
本
人
が

に
し
た
も
の
で
は
な
い

そ
れ
を



 ＢＩＯＨＡＺＡＲＤ ＯＦＦＬＩＮＥ 〜亡霊戦争〜

た
の
は

を

と
し
た
分

い
機
体
に
身
を

む
候
補
生

容

こ
そ
日
本
人
と
見
分
け
が
付

か
な
い
が

れ

き
と
し
た
中
国
出
身
の
少
女
で
あ
る

 
名
前
を

フ

ンリ
ン
イ
ン

 
今
年
四
月
に
日
本
か
ら
中
国
へ
帰
国
し
あ
ら

る

験
で

成
績
を
収
め
た
事
で
た

た
三

か
月
で
専

機
を

与
さ
れ
た
⻤
才
の
少
女

他
の
代
表
候
補
生
に
一

も
負
け
た
事
が
な
い

ど

し
は
強
い
と
い
う
触
れ

み
で
あ
る

流

に
代
表

ど
強
く
は
な
い
と
彼
女
は

し
て
い
た
が

果
た
し
て

 

与
さ
れ
て
い
る
専

機
は

シ

ン
ロ
ン

 

を

に
マ
ゼ
ン
タ
と
⻩
色
の
線
を

ら
せ
る
分

い

は
そ
の
使

を
克
明
に
知

ら
せ
て
く
る

特
に
目
を
引
く
の
は

部
の

ア
ン
ロ

ク
・
ユ
ニ

ト

非

定
浮
遊
部

だ
ス
パ
イ
ク
ア

マ

付
き

を
思
わ
せ
る
そ

れ
が
実
は
第
三
世
代
兵

り

う
う

と
い
う
衝
撃

と
は
デ

タ
で
判
明
し
て
い
る

今
は
高

速
機
動
パ

ケ

ジ
フ

ン風
を
使

し
て
い
る
た
め

部
に
も
追
加

が
あ
り

は
四
つ

存
在
し
て
い
た

 
衝
撃

は
空
間
に
圧
力
を
か
け
空
気
を

弾
と
し
て
打
ち
出
す
空
間
制
圧
兵
器
に
し
て
中

離
戦
闘
を
も
可
能
と
す
る

撃
武
器

弾
が
空
気
の
た
め
中
国
は
武

に

や
す
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の
分

エ
ネ
ル
ギ

武
器
の
エ
ネ
ル
ギ

な
ど

を
機
体
の
安
定
性
に
回
し
て
い
る

あ
の

ゴ
ツ
さ
に
反
し

が
良
く

小
回
り
を

か
せ
や
す
い
と
い
う
事
だ

 
小
回
り
が

く
と
い
う
事
は

者
の

が
非
常
に

さ
れ
る
と
い
う
事
に
な
る

 
た

た
三
か
月
の

練
期
間
に
加
え
そ
れ
を

り
こ
な
し
こ
う
し
て
出
撃
し
て
い
る
時
点

で
彼
女
の
実
力
を
中
国

が
ど
れ

ど
高
く

価
し
て
い
る
か
分
か
る
と
い
う
も
の
だ

 
そ
ん
な
彼
女
が
小
さ
な
悲
鳴
を
上

た
理
由
は
わ
か
ら
な
い

と
す
る
と
彼
女
は
あ

の
少
年
の
知
り
合
い
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
一

れ
た
意
識
を

す

 
状
況
は
武
器
を
失

た
少
年
目
掛
け
未
だ
片
翼
を
使
う
様
子
が
な
い
⻑
刀
使
い
が

離
を

め
る
と
こ
ろ
だ

た

 
大
振
り
な
が
ら

い

り
が
少
年
を
襲
う

す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
別
の

に

び

た
た
め
彼
は
事
な
き
を
得
た

斬
撃
の

さ
は
真

二
つ
に

れ
た

を
見
れ
ば
分
か

る
と
い
う
も
の

 
そ
れ
で
終
わ
ら
ず
後
退
を

な
く
さ
れ
る
少
年
目
掛
け
て
白
い
斬
撃
が

で
襲
い
掛
か

る

バ

ク
ス
テ

プ
あ
る
い
は
他
の
足
場
に

び

て

し

け
な
が
ら
彼
は
弾
き
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ば
さ
れ
た

刃
剣
を
取
り
に
向
か

て
い
た

 

刃
剣
は
か
な
り
離
れ
た

に
突
き
立

て
い
た

一
目

に
少
年
が

け
出
す

 

面
に
は

少
年
の
背
後
ま
で

る
⻑
刀
使
い
の

が
あ
る

 

刃
剣
に

り

く
ま
で
あ
と
十
数
メ

ト
ル

 
彼
が
使
を
握
る
前
に
凶
刃
の
方
が
先
に
届
く
だ
ろ
う

こ
こ
ま
で
だ

 
無

悲
な

 
す
ん
で
で
彼
が
振
り
向
い
た

を
つ
り
上

⻭
も

き
出
し
の
表
情
で
対
峙
す
る

 
そ
の
彼
に

白
刃
が
閃
い
た

  

間

が
閃
い
た

  

面
を
一

横
切

た
緑

との
金光
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そ
れ
が
少
年
を
切
り
裂
か
ん
と
す
る
凶
刃
を
止
め
て
い
た

は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
少
女
の
気

が
放
た
れ
る

 

と
白

交
錯
す
る
二
本
の
刀
が
錯

す
る

 
断

的
な
金
属

が

き

者
の
間
に
火
花
が

る

刀
身
は
残
像
を
残
す
ば
か
り
で

え

ら
れ
な
い

信
速

の
問

で
あ
る
と
し
て
も

異
的
な
剣
速
だ

 
程
な
く

と

大
き
な
火
花
を

ら
し

者
が

離
を
取

た

 

入
者
の
金
髪
緑

が
は
ら
り
と
な
び
く

リ

姉

 

刃
剣
を
回
収
し
た
少
年
が
喜
色
を

に
し
た

と

が

こ
え
そ
う
な

ど

面
の

み
だ

 
義
姉
と
呼
ば
れ
た
ア
バ
タ

の
少
女
が

と

み
を
返
す

お

た
せ

本

に

よ
く

た
わ
ね

こ
こ
か
ら
は
あ
た
し
も
手
を

す
わ

そ
の
前
に

リ

姉
は

の
剣
を
使

て
く
れ

 
⻑
刀
を
構
え
た
彼
女
に

び
な
が
ら

少
年
が

た
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自
ら
の
武
器
を
差
し
出
す
話
に

彼
女
は

を
見

え
た
ま
ま

故

と

く
返
す

セ
フ

ロ
ト
を
倒
す
に
は
コ
ア
を
破
壊
す
る
必
要
が
あ
る

そ
の
た
め
に

零

白
夜

と

同

の
も
の
で
エ
ネ
ル
ギ

を
全
損
さ
せ
て
バ
リ
ア
を

が
す
事
が
最
善
だ

だ
が

の
体
力

は

を
突
き
か
け
て
る

そ
れ
な
ら
技
術
が
あ
る
リ

姉
が
使
う
方
が
い
い

あ
と
コ
レ

の

補
助
が
無
い
と
流

に
重
い

人
を

力
女
み
た
い
に

わ
な
い
で
よ

 

と
小
さ
く

み
を
零
し
た
彼
女
は

⻑
刀
を
差
し
出
し
た

 
二
人
の
武
器
が
交
換
さ
れ
る

 
そ
し
て
⻑
刀
を
持

た
少
年
と

刃
剣
を
持

た
妖
精
が
ま

た
く
同
時
に
正
眼
へ
と
構

え
たフ

無

な
事
だ

 
向
け
ら
れ
た
二
つ
の
切

先
を
見
て

男
は

う

 

手
に
持

た
⻑
刀
を
突
き
つ
け
た

そ
の
先
に
は

り

ん
で
き
た
妖
精
が
い
る

お
前
に
私
は
倒
せ
な
い

あ
た
し
に
は
ね
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男
の

発
の
よ
う
な

葉
に

妖
精
は

い
も
し
な
い
で
そ
う
返
し
た

 

で
も
い
い

男
を
倒
せ
る
の
な
ら
自
分
で
な
く
て
も
い
い
と

彼
女
は
そ
う

て
い
る

そ
し
て
ど
ち
ら
も
認
め
て
い
る

最
終
的
に
男
を
倒
せ
る
の
は
少
年
だ
と

ま
あ
で
も
こ
れ
で
も
あ
た
し
は
こ
の
子
の
師

無
様
な

を
晒
す
つ
も
り
は
な
い
わ

 
そ
の
上
で

彼
女
は
不

に

た

 
自
分
に
は
届
か
な
い
と
認
め
た
上
で

喰
ら
い
つ
か
ん
と

猛
に

て
い
る

あ
の
義
弟
に

し
て
こ
の
義
姉
あ
り
と

た
と
こ
ろ
か

弟
子
の

に
触
発
さ
れ
て
彼
女
の
心
に
も

が

た
よ
う
だ

和
人

行
く
わ
よ

あ
あ

 
二
人
は

き
合

て

け
出
し
た

 
容

も
性
格
も
ま
る
で
違
う
二
人
の
剣
士
は

そ
の
ま
ま

る
よ
う
に
戦
い
始
め
た
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・

真

 

代
表
候
補
生

 

撃
部

の
ヴ

ル
キ
リ

な
の
で
戦
闘
力
は

高
い

有
事
の

は
出
動
す
る
た
め
他

国
の
情
報
も

に
集
め
て
い
る

 
使

機
体
は
第
二
世
代
機

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ

 
一
代
分
型

ち
し
て
い
る
が
安
定
性
が
あ
り

験
機
の
第
三
世
代
よ
り
は
応

力
に

む

者
の

が

さ
れ
る
の
で
実
力
を
要
す
る

 

現

を
退
い
て
い
る
の
に

な

他
の
現

候
補
生
と

を

べ
て
い
る
の
で
し

う

す

と

け

  
・
セ
シ
リ
ア
・
オ
ル
コ

ト

 
英
国
代
表
候
補
生

 
第
三
世
代
機

ブ
ル

・
テ

ア

ズ

を
持
つ

 
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

ス
と
を
応

し
た
レ

ザ

兵

兵
器

を

う

撃
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ス
タ
イ
ル

 
原
作
で
は
と
あ
る
理
由
か
ら

型
的
な
女
尊
男

思
想
だ

た
が

  
・

 
中
国
代
表
候
補
生

 
第
三
世
代
機

を
持
つ

 
今
年
四
月
に
帰
国
し
代
表
候
補
生
と
し
て

願
し
七
月
現
在
で
専

機
を

与
さ
れ
る

ど
の
成
績
を
残
し
た
⻤
才

そ
の
実

努
力
の
⻤
で
あ
る

 
つ
ま
り
和
人
と
同
タ
イ
プ

 
原
作
で
専

機
を
得
た
時
期
は
不
明
だ
が

お
そ
ら
く
原
作
よ
り
速
い

 
ボ
ス
戦
放

の

で
ブ

ス
ト
掛
か

た
か
ら

非
も
な
し

 
テ
レ
ビ
は
声
を
出
し
て
反
応
す
る
タ
イ
プ

  
・
桐

谷
和
人

 
義
姉
が
一
番
に

け
つ
け
て
内
心
ス

パ

ハ
イ
テ
ン
シ

ン
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喜
色
が

し
き
れ
て
な
い

 
流

に
武
器
を
失
え
ば

わ
な
か

た

斬
ら
れ
そ
う
な

間
に
振
り
向
い
た
の
は
白
刃
取
り

を
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
だ
が

間
違
い
な
く

体
真

二
つ
に
さ
れ
て
い
た

 
切
り
札
の

刃
剣
を

し
た
の
は
ア
バ
タ

は

と
同
格
の
パ
ワ

ア
シ
ス
ト
を
持
ち

身

体
的

労
も
無
く
リ

フ

は
自
分
よ
り
強
い
の
で
自
分
が
使
う
よ
り
勝
機
が
あ
る
と
判
断
し

た
か
ら

 
剣
士
に
と

て
剣
は
魂
そ
の
も
の
な
の
で
こ
れ
は

手
を
最
大

に
信
頼
し
て
い
る
証
で
も
あ

る 
剣
狂
い
に
と

て
和
人
の
無

の
信
頼
は
救
い
そ
の
も
の
で
も
あ
る
た
め
お

い
の

が
深

ま
る
事
は
間
違
い
な
い

  
・

リ

フ

桐

谷
直
葉

 
ア
バ
タ

は
シ
ル
フ
の
妖
精
剣
士

 

の
剣
に
魅
入
ら
れ
た
剣
狂
い

静
か
に
狂

て
る
せ
い
で
気
づ
い
て
い
る
人
が

い
な

い
密
か
な
狂
人



 ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使 

 
和
人
の
義
姉

師

ポ
ジ
だ
か
ら
マ
ト
モ
な

が
な
か

た

 
世
間
か
ら
は

ブ
ラ
コ
ン

の
イ
メ

ジ
を
強
く
持
た
れ
て
い
る

  

を

び
回

て
戦
う
の
は

Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｎ
Ｔ

像
の
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ

セ
フ

ロ
ス
を

イ
メ

ジ

 
和
人
と
同
じ
構
え
を
取
る
の
は

ハ
ガ
レ
ン

の

初
代
グ
リ

ド
戦
の
イ
ズ
ミ

エ
ド
共

闘
時
を
イ
メ

ジ

 
最
後
は

Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｆ

の
ジ

ネ
シ
ス

ア
ン
ジ

ル

セ
フ

ロ
ス
冒

を
イ
メ

ジ
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｅ
Ｘ

片
翼
の
天
使
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

点

ク
ロ
エ

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
上
空

 



 ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使 

 
マ

プ
上
で
指
定
さ
れ
た

に
付
い
て
か
ら
お
よ
そ
三
十
分

り
が
経
過
し
た

 
あ
の
メ
テ
オ
出
現
の

風
と
あ
ら

る

物
が

い
上

ら
れ
た
た
め
か

は

更

地
に
な

て
い
て

と
し
た
大
地
へ
と
変

し
て
い
た

数
時
間
前
の
光

と
は
打

て
変

わ

て
見
る
も
無
残
な
状

だ

 
更
に
ク
リ

チ

は
一
体
も
存
在
し
て
い
な
い

 
二

感

に
よ
り

ら
と
化
し
た
人

や

猛
な

な
ど
が
い
な
い
の
は
お
そ
ら
く
あ

の
風
に

わ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

 
海
や
感

が

き
て
い
な
い

地
に

下
し
て
ア
メ
リ
カ
全

に
ウ

ル
ス
が
広
が
ら
な
い

か
心
配
で
は
あ

た
が
私
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

こ
こ
を
動
い
て
し
ま
え
ば
上
空
に
展
開

さ
れ
て
い
る
不
可

の
バ
リ
ア
が
消
失
し
て
メ
テ
オ
が

下
し

世
界
が
滅
ん
で
し
ま
う

 
だ
か
ら
私
に
出
来
る
事
は
限
ら
れ
て
い
た

 
交
代
の
者
が
来
る
ま
で
ネ

ト
配
信
さ
れ
て
い
る
和
人
の
戦
闘
中
継

像
を
見
て
戦
況

手

の
戦
力
の
把
握
に
務
め
る
事
と

更
に
カ
メ
ラ
で
中
継
を

け
る
二
人
の

手
だ

 
メ
テ
オ
が
作
ら
れ
て
か
ら
の

風
で
ホ
テ
ル
が

壊
す
る
中
で
命
か
ら
が
ら
脱
出
す
る
時
で
さ

え
カ
メ
ラ
マ
ン
は

に

ぐ

ど
の
カ
メ
ラ
を
手
放
さ
な
か

た

ど
う
や
ら

技
術
を

い
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て
製

さ
れ
た
性
能

さ
ど
れ
を
取

て
も
ピ
カ
一
の
カ
メ
ラ
で
そ
れ
を
失

た
場
合
の

損

償
に
つ
い
て
恐
怖
し
て
い
る
ら
し
い

 
こ
ん
な

事

で
も
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ど

金
と
は
恐
ろ
し
い
も
の
ら
し
い

 
見
た
く
な
い

会
の
闇
を
見
た
気
が
し
た

 

話

 
あ
る
程

問
に

え
れ
ば
ア
ナ
ウ
ン
サ

が
勝
手
に

り
ス
マ
ホ
の
動

を
見
始
め
る
の

で

そ
の
間
に
自
分
も

を

し
て
戦
闘
中
継
に
意
識
を
向
け
る

 
戦
闘
開
始
か
ら
三
十
分
は
和
人
一
人
の
状

で
か
な
り
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
る
場
面
が
多
か

た

が
セ
フ

ロ
ト
の
斬
撃
自
体
は
全
て

い
で
い
る

そ
の
変
わ
り
の
よ
う
に

物
に
直
撃
す
る

な
ど

と

過
し
切
れ
な
い
ダ
メ

ジ
の
負
い
方
を
し
て
い
る
が

良
く
て

で
す
ね

こ
れ

 
小
さ
く

感
を

ら
す

 
良
く
て

一
応

学
上
骨
に

が
入
る
の
も
骨

の
判
定
内
で
は
あ
る

し
か
し

で
は

ま
ら
な
い
の
は
戦
闘
の
様
子
を
見
れ
ば
明
ら
か
だ

圧

骨

や

傷
を

こ
し

て
も
お
か
し
く
な
い
衝
突
ぶ
り
に
は

回
血
の
気
が
引
く
思
い
だ



 ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使 

 
そ
れ
に
反
し

コ
メ
ン
ト
を
打

て
い
く
者
達
の
気

さ
に
は
苛
立
ち
が

る

 

そ
れ
が
意
味
の
な
い
事
だ
と
は
分
か

て
い
る

 

者
で
も
な
い
限
り
こ
の
戦
い
に
は

て
入
れ
な
い

力
が
無
け
れ
ば
見
て
い
る
事

し
か
出
来
な
い
事
を
私
は
よ
く
知

て
い
る

者
の

全
て
が
こ
の
戦
い
に
は
入
れ
な

い 
ア
メ
リ
カ
は
そ
も
そ
も
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

 
か
と

て
太
平

大

を
超
え
た
国

で
は
来
る
の
に
時
間
が
掛
か
る

 
彼
の
義
姉
が

し
た
の
も
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
の
北
に

す
る
カ
ナ
ダ
な
ど
か
な
り

近
い

に
あ
る
国
の
代
表
候
補
生
が
来
た
か
ら
だ

私
や
ラ
ウ
ラ
楯
無
な
ど
生
身
の
三
人
と

交
代
す
る
人
が
来
る
の
は

十
七
の
国
が
増

を
送
る
と
す
れ
ば

あ
と
一
時
間
は
要
す
る

と
見
て
い
い

 
流

に
そ
れ
ま
で
に
は
決

が
つ
い
て
い
る
だ
ろ
う

 

そ
う
で
な
い
と

彼
の
体
の
方
が
保
ち
そ
う
に
な
い

無
銘
に
よ
り
無

化
さ
れ
て
い
る
と
は

え
確
か
に
彼
の
体
に
は
ウ

ル
ス
が
存
在
し
て

い
る
の
だ
ろ
う

期
間
で
の

や

力
ア

プ
な
ど
は
そ
の
発

と
見
て
い
い

を
使
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え
な
い
今
も

を

び
回
り
な
が
ら
戦
え
て
い
る
の
は

地
と
し
て

伝
子
・

の
変
異
が

あ

た
か
ら
に
違
い
な
い

 
そ
れ
で
も

超
え
て
は
な
ら
な
い
ラ
イ
ン
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
存
在
す
る

 
そ
れ
を
伝
え
る
の
が

覚
や
息
切
れ
だ

た
り
の
バ
イ
タ
ル
変
動

義
姉
が

し
た
時
点
で

に
体
力
が
限
界
に
あ

た
彼
は
し
か
し

一
つ
で
そ
れ
を

り
越
え
た

学
的
に

え

ば
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
な
ど
が
大

分

さ
れ
一
時
的
に

覚
や

労
を
忘
れ
た
興

状

に
入

た

だ

 
私
が
観
た
限
り

に
二

そ
れ
を

こ
し
て
い
る

 
一

目
は

自
身
を

す

を

え
た
時

 
二

目
は

義
姉
と

を

べ
た
時

 
精
神
が
肉
体
を

し
た
そ
の
状

は
決
し
て
喜
べ
る
も
の
で
は
な
い

命
を

て
い

く
よ
う
な
も
の
だ

は

は

 
現
に

義
姉
と
の
共
闘
か
ら
も
の
の
数
分
で
動
き
が

た

 
い
や

更
に
数
分
も
全
力
で
動
い
た
と

う
の
が
正
し
い
か
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苦
し
い
か

キ
リ
ト

な
ら
ば
い
ま

に
し
て
や
ろ
う

 

く

ん
だ
セ
フ

ロ
ト
が
悪
魔
の
よ
う
に

き
⻑
刀
を
振
る
う

一

二

そ
し

て
三

と

り
返
さ
れ
る
振
り
上

そ
の

に
白
い
三
日
月
が

ん
で
い
く

 
そ
こ
に

が

り

ん
だ

 
三
つ
の
斬
撃
を
全
て

色
の
刀
で

殺
す
る

 
そ
の

間

セ
フ

ロ
ト
が
肉

し
た

邪
魔
だ

ぐ
 
バ
キ

と

い

が

く

 
妖
精
の

に

が
入

た

だ

彼
女
は
衝
撃
に
逆
ら
え
ず

後
方
に

け
反

た

 
セ
フ

ロ
ト
が
そ
の
横
を

り
過
ぎ
る

な
さ
い

 
振
り
向
い
た
妖
精
が

び
を
上

る

 

速
に
セ
フ

ロ
ト
が

る

を
つ
い
て

ん
で
い
た
和
人
が
立
ち
上
が
り
⻑
刀
を
構
え

た

立
ち
向
か
う
つ
も
り
だ
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る
男
の

み
が
深
く
な
る

⻑
刀
が
大
き
く
振
り
か
ぶ
ら
れ
た

 

一
線
に
光
が
閃
く

 
ガ

ン

 
と

高
い

と
共
に
⻑
大
な
刀
身
が
遠
ざ
か
る

刀
で

し
て
吹

ば

さ
れ
た
よ
う
だ

結
果
的
に

離
は
開
く

 
数

を

ん
だ
あ
と

ビ
ル
の

上
に

下
す
る

そ
の
ま
ま

上
に
突
き

さ

た

大
な
鉄
骨
に
背
中
を
打
ち
付
け
た

が
 

き
を

ら
し
た
少
年
が
ズ
ル
ズ
ル
と

り

む

 

び
付
い
た
鉄
骨
に
は
真
新
し
い

が
塗
り
た
く
ら
れ
て
い
た

和
人

無
事

う

あ
が

 
す
ぐ
さ
ま

ん
で
き
た
妖
精
の
声
に

彼
は

き
し
か
返
さ
な
い

 
そ
れ
も
そ
の

だ

白
髪
は
血
の
色
に

ま
り
ダ
ラ
ダ
ラ
と

を
伝

て
い

て
い
る

部
を
強
く
揺
ら
さ
れ
た
事
で

を

こ
し
て
い
る

あ
の
勢
い
だ

傷
す
ら

き
て
い

て
も
お
か
し
く
な
い
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だ
が

彼
の
意
識
は

未
だ
保
た
れ
て
い
る

 

き
を
上

な
が
ら
も
彼
の
眼
は
死
ん
で
い
な
い

闘

を

し
た
光
が
天
に
浮
く
男
を
見

え
て
い
た

ど
う
し
た

キ
リ
ト

再
生
し
な
い
の
か

 
闘

の

た

線
を

風
で
あ
る
か
の
よ
う
に

け
流
す
男
が
同
じ
大
地
に

り
立

た

後

そ
う

た

 
そ
れ
が

を
指
し
て
い
る
の
か
は
す
ぐ
に
分
か

た

こ
の
場
合
の
再
生
は
無
銘
に
よ
る

も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い

お
前
の
体
内
に
も

ジ

ネ
シ
ス

創
世
記
ウ

ル
ス

が
あ
る

無
銘

の
機
能
が
バ
リ
ア
に
全
て
使
わ

れ
て
い
る
今
変
異
し
た

を

点
に
再
び
活
性
状

の
ウ

ル
ス
が
増
え
て
い
る

だ

お

前
が
そ
れ
を

け
入
れ
れ
ば
そ
の
程

の
傷
は

く
間
に
修
復
さ
れ
る

よ
り
強

に
よ
り
完

な
存
在
へ
と

華
さ
れ
る

な
ん
で
す

て

 
セ
フ

ロ
ト
の

葉
に

リ

フ

が
反
応
を
示
し
た

 

然
と
目
を
見

た
妖
精
の

線
が
少
年
に
向
け
ら
れ
る
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和
人

本

な
の

確
証
は
な
い

定
は
し
な
い
の
ね

 
彼
女
の
問
い
に
和
人
は
と
う
と
う

え
な
く
な

た

は

定
も
同
然
だ

た

ど
ち

ら
の
面
持
ち
も

な
も
の
に
な

た

 
そ
こ
に

男
が
ま
た

葉
を
投

る

疑
う

地
は
な
い

キ
リ
ト
の
体
は

に
ウ

ル
ス
に
冒
さ
れ
切

て
い
る

そ
れ
を
強

な

意
思
で
中

に
止
め

人
間
体
と
異
形
体
と
で
分
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

と
同
じ
だ

期
ま
で
進
行
す
れ
ば
ど
れ
だ
け
投

を

け

に
専
念
し
よ
う
が
根
本
的
な
解
決
は
不
可

能

だ

た

無
銘

を
使
え
な
い
今

創
世
記
ウ

ル
ス
は

に
活
性
化
し
て
い
る

 
男
が

そ
し
て

と

葉
を

け
る

に
そ
の
兆
候
は
表
れ
て
い
る

 
そ
う

て

男
が

手
の
指
で
指
し
示
す

そ
の
先
に
は
和
人
の
手
が
あ

た

 

と

い
た
血
で

れ
た
手
が

色
か
ら
白
色
へ
と
変
わ

て
い
た

義
姉
が
息
を
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む

も

こ
え
た

 
異
形
体
へ
の
変
化
が
と
う
と
う

れ
た

和
人

 
ぎ
り

と
⻭

み
す
る

 

中
に
は

に

く
し
が
た
い
感
情
が
渦

い
て
い
た

和
人

 
う
そ

で
し

い
や
よ

て

 
そ
れ
は

間
近
で
見
て
い
る
人
物
の
方
が
大
き
い
よ
う
だ

た

 
彼
女
が
慌
て

た
め
い
て
い
る

を
見
た
覚
え
は
な
い

そ
れ
く
ら
い

静

同
時
に
ど
こ

か

で

然
と
し
た
人
物
だ

た
義
姉
・
桐

谷
直
葉
が

え
て
い
た

を
前

に
し
て
い
な
が
ら

意
識
の
す
べ
て
を
少
年
に
向
け
て
い
る

 

の
少
年
は

部
や
背
中
か
ら
ジ

ク
ジ

ク
と

を
立
て
つ
つ

に

の
色
を
異
形
の

白
へ
と
変
え
て
い

て
い
る

 

い
て
い
て

前
髪
で

れ
て
も
い
る
せ
い
で
表
情
は
わ
か
ら
な
い

 

少
年
が

⻤
の
如
く
立
ち
上
が

た

 
無

で
た
だ
な
ら
ぬ

気
を
感
じ
さ
せ
る

今
か
ら

を
し
よ
う
と
い
う
の
か
多
分

に
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も
分
か
ら
な
い

け
れ
ど
な
に
か
良
く
な
い
事
が

き
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
感
じ
取

て
い

た 
セ
フ

ロ
ト
は
様
子
を
見
守

て
い
る

彼
が
ど
う
す
る
か
そ
の

に
興
味
が
あ
る
ら
し

い

と
て
も

な

だ

・直
・姉

頼
み
が
あ
る

な
に

 

な
予
感
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
る
中
リ

フ

が
問
い
返
し
た

え
て
本
名
で
呼
ば
れ
た

事
が
和
人
の
真
剣
み
を
助
⻑
し
て
い
る

 
一

一

き

す
ま
い
と

観
者
の
一
人
の
私
は
意
識
を
集
中
さ
せ
た

  

少
し
の
間

を
守

て
欲
し
い

 

ん
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そ
し
て

彼
の

か
ら
出
た

葉
に

思
わ
ず

を

て
し
ま
う
事
に
な

た

 
て

き
り
化
け
物
に
な

た
ら
ト
ド
メ
を
と
か
そ
う
い
う
事
を

に
す
る
と
思

て
い

た
だ
け
に
疑
問
が
浮
か
ん
だ

な

そ
ん
な

た
り
前
の
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
頼
む
の
か
と
い
う

な
気
持
ち
も
あ
る

を
す
る
つ
も
り

ウ

ル
ス
が
活
発
化
し
て
い
る
今
こ
の
ま
ま
だ
と
セ
フ

ロ
ト
み
た
い
な
状

か
本

に

状

に
な

て
し
ま
い
か
ね
な
い

で
も

そ
れ
を
止
め
る
手

が
一
つ
だ
け
あ
る

 

い
な
が
ら

和
人
は

に
手
を
や

た

 
チ

ラ
と

金
属
の

か
な

の
後
に
手
の
上
に
現
れ
た
の
は
一
つ
の
ネ

ク
レ
ス

の

を

し
た
ト

プ
を
付
け
た

い
チ

ン
ネ

ク
レ
ス
だ

た

そ
れ
は

黒
椿

の

ま
さ
か

 
ま
た

然
と
目
を
見

た
妖
精
に

少
年
が

み
を
浮
か
べ
る

前

の
セ
フ

ロ
ト
化

後

の

ど
う
せ
化
け
物
に
な
る
し
か
な
い
の
な
ら

は

・

・か
・を
・守
・れ
・る
・化
・け
・物
・で
・あ
・り
・た
・い

 
強
気
で
不

な
そ
れ
に

ん
の
少
し
の

え
と
不
安
が
な
い
交

に
な

て
い
る

そ
れ
で
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も
や
る
気
な
の
は
目
を
見
れ
ば
わ
か
る

 
な
ん
て
事
を

と
止
め
た
い
気
持
ち
に

ら
れ
た

 

同
時
に

そ
う
す
る
だ
ろ
う
な

と

得
も
し
た

 
取
れ
る
手

が
あ
る
の
な
ら
彼
は
あ
ら

る
手
を

じ
る
タ
イ
プ
だ

そ
う
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ら

わ
な
い

よ
り
人
を

め
る
事
に
な
ろ
う
と
目
的
の
た
め
な
ら
な
ん
で
も
す

る
狂
気
を
彼
は

ん
で
い
る

 

彼
は

二
つ
目
の
コ
ア
を
そ
の
身
に

す
つ
も
り
だ

 
コ
ア
を
一
つ

す
事
す
ら
成

は
二

だ
け

二
つ
に

め
た
人
間
は
存
在
し
な
い

 
現
行
の
機
体
で

う
な
ら
デ

ア
ル
コ
ア

 
そ
れ
が
実
現
し
た
前

は
な
い

構
想

で
は
あ
る
と

い
た
事
は
あ
る
だ
が
ど
の
国
も

主
で
あ
る

士
す
ら
も

成
し

た
こ
と
は
な
い

 
二
つ
の
コ
ア
か
ら
流
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

に

え
ら
れ
る
機
体
が
出
来
て
い
な
い

 
二
つ
の
コ
ア
の
命

系

を

整
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
上
手
く
組
め
な
い

 
ま
る
で
二
つ
の

部
を
持
つ
一
人
の
人
間
の
よ
う
な
状

を
人

的
に
作
り
出
す
よ
う
な
事

は

あ
ま
り
に
も

を
極
め

構
想

で
天
災
も

を
投

た
も
の
な
の
だ
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に
つ
い
て
学
ぶ
間
に
彼
も
そ
れ
を
知

て
い
る

 
そ
れ
を
人
体
で

な
ん
の

備
も
な
し
に
し
よ
う
と
い
う

和
人

も
う

こ
れ
し
か
無
い
ん
だ

 

ま
し

に
見
る
妖
精
に

彼
は

願
し
た

 

は

人

で
在
り
た
い

 
彼
の
想
い
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ

て
き
た

分
か

た

 

か
な

い
の
後

決
然
と
し
た
面
持
ち
で
妖
精
が

い
た

 
彼
女
は
和
人
と
セ
フ

ロ
ト
の
間
に

て
入
り

刃
剣
を
構
え
る

あ
な
た
を
守
り

す
わ

だ
か
ら

生
き
る
覚
悟
を
捨
て
な
い
で

あ
あ

 

く
り
と

み

め
る
よ
う
に
少
年
が

い
た

 
妖
精
が

を
揺
ら
す

喜
の

え
だ
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し
い
姉
弟
愛
だ

  
そ
こ
で

セ
フ

ロ
ト
が
声
を
発
し
た

 

く
り
と
浮
き
上
が
り
始
め
る

手
を
天
に
翳
し

大
な

を
作
り
始
め
た

そ
れ
を
失
え
ば
ど
ん
な
声
で

く
の
だ
ろ
う
な

キ
リ
ト

和
人
は

か
せ
な
い

あ
た
し
が
守
る
わ

 
強
い

に

セ
フ

ロ
ト
が

み
を
零
し
た

そ
れ
は

弄
に
も
似
た
も
の

な
ら

守

て
み
せ
ろ

 
そ
の

葉
と
共
に

手
が
振
り
下
ろ
さ
れ
る

同
期
し
て

大
な

が
動
き
始
め
た

 
リ

フ

は
す
ぐ
に
反
転
し

和
人
を

き

え
る

退

を

先
し
た
よ
う
だ

 

し
か
し

は
二
人
を
襲
わ
な
か

た

 
一

の
閃
光
が

き

に

弾
し
た

発
し
て

道
が

れ
た
か
ら
だ
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和
人
を
守
る
の
は

リ

フ

だ
け
じ

な
い
わ

  
そ
う

て
現
れ
た
の
は
弓
道
の

に
似
た
⻘
い

を

い
白
の
⻑
弓
を

え
た
⻘

髪
の
少
女
シ
ノ
ン
だ

た

に
放
た
れ
た
の
は
彼
女
が
持
つ
ア
ニ
ヒ
ニ

ト
・
レ
イ
の

エ
ネ
ル
ギ

の

だ

た
ら
し
い

 
彼
女
は
二
人
の

に

り
立

た

シ
ノ
ン

話
は
中
継
で
把
握
し
て
る
わ

い
た
い
事
も

き
た
い
事
も

ど
あ
る
け
ど

ま
ず

は

こ
の
場
を
切
り

け
る
の
が
先
決

そ
う
で
し

頼
む

え
え

せ
な
さ
い

 
お

い

い
た
い
事
を

み

み
三
人
が
同
じ
方
を
向
く

和
人
は
下
が
り
シ
ノ
ン
が
そ

の

に
立

た

リ

フ

は
少
し
前
の
と
こ
ろ
で
構
え
を
取
る

リ

フ

Ｓ
Ａ
Ｏ
以
来
の
タ

グ
だ
け
ど
い
け
る

シ
ノ
ン
さ
ん
こ
そ

し
な
い
で
下
さ
い
よ
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二
人
が

を
交
わ
す

 
そ
の
直
後

和
人
が

黒
椿

の

を
強
行
し
た
の
を
契
機
に

二
人
も
行
動
を
始
め
た

   
ク

ち

ん

い
ま
良
い
か
な

 
束
様

 

同
時
に

天
災
か
ら

信
が
入

た
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つ
ま
り
和
人
は
ど
う
す
る

て
い
う
の

 

ア
バ
タ

を
フ
ル
で

持
し
て
も
無

化
は
無
銘
も
で
き
て
い
た
の
で

黒
椿
も

し
て
ア
バ
タ

持

無

化
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す

 
な
お
成

や

の

は

慮
外
と
す
る

 
後
付
け
で
心

を
も
う
一
つ

す
る
も
の
な
の
で
成

す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が

人
と

し
て
生
き

人

と
し
て
死
に
た
い
と
願

て
い
る
の
で

和
人
は
こ
れ
で
死
ぬ

獣
に
な
ら

な
い
な
ら
む
し
ろ
本
望
と

え
て
い
ま
す

無
銘

コ
ア
が
無
事
で

リ

フ

が

刃
剣
を

持

て
い
る
の
で
バ
リ
ア
も

持
さ
れ
ま
す
し

 

そ
れ
を

さ
れ
て

を

さ
れ
た
か
ら
や
や
反
応
が

か

た
裏
話

 
身
体
的
に
弱

て
る
と
心
も
弱
る
け
ど
そ
こ
で

さ
せ
ら
れ
る

て
大
切
で
す

そ

れ
を
セ
フ

ロ
ト
が

し
い
姉
弟
愛

と

た

で
す
ね

  

黒
椿

は
束
製
だ
け
ど

人
体
修
復
や
無

化
は
可
能
な
の

 

原
子

作
が
可
能
な
の
で
ど

ち
も
で
き
ま
す
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な
ん
な
ら
原
作

白
式

の
コ
ア

白
騎
士
の
コ
ア

を
使

て
い
る
の
で

デ
フ

ル
ト

で
身
体
修
復
も
可
能
だ

た
り
し
ま
す

 

に
成

す
る
と
束
製
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
と
ネ
オ
・
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
の

方
か

ら
デ

タ
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

得
経
験
値

  
・
桐

谷
和
人

 

オ
カ
シ
イ
主
人

 
生
身
デ

ア
ル
コ
ア
を
ぶ

つ
け
強
行

あ
る
程

は
ウ

ル
ス
の
活
性
化
を
予

し
て
い
た

の
で
表
面
上

ち

い
て
い
る

 
実
は
こ
れ
を
予
期
し
て

刃
剣
を
リ

フ

に

し
て
い
た
と
い
う
裏
話

  
・

リ

フ

桐

谷
直
葉

 
超
絶
ブ
ラ
コ
ン
剣
狂
い

 
獣
に
堕
ち
れ
ば
引
導
を

す
覚
悟
は
し
て
い
る
が
流

に
復
讐
⻤
に
な

て
な
い
の
に
化

け
物

化
と
い
う
状

は
予
想
外
だ

た
の
で
動
揺
し
た

和
人
に
お
願
い
さ
れ
れ
ば
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を

み

ん
で

錯
を
手
伝

て
い
た
だ
ろ
う

 

し
か
し

そ
う
は
な
ら
な
か

た

 
己
が
か
つ
て
行

た

は

決
し
て
無

で
は
な
か

た

 

め
て
実
感
し

喜
に

え
た

  
・

シ

ノ

ン

 
広

滅
弓
使
い

 
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の
太
陽
神

ル
ス
と
同
じ
武
器
を
持

て
い
る
が
こ
れ
は
対

戦
闘
の
場
合

器
に
ト
ラ
ウ
マ
を
持
つ
シ
ノ
ン
の
た
め
に

弾
に
も
な
る
機
能
を
持

た
弓
を

求
め
た
結
果
だ

た
り
す
る
裏
話

 
今
回
は
そ
れ
が

立

て

を

し
た

Ｆ
Ｆ

Ｒ

の
エ
ア
リ
ス
の
魔
法
の
よ
う
な

い

 

か
つ
て

浮
遊
城
で
は
守
ら
れ
る
ば
か
り
だ

た

 
最
も
記

に
残
る
の
は

れ
去
ら
れ

身
代
わ
り
に
少
年
が

ち
た
あ
の
記

力

を
求
め
た
そ
の
果
て
に

シ
ノ
ン
は
今

求
め
た
目
的
を
果
た
せ
始
め
て
い
る
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｅ
Ｘ

片
翼
の
天
使
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

シ
ノ
ン

 

数

約
七
千

 
今
話
は

展
開
な
の
で
後
書
き
に

形
式
で
要
点
を

め
て
お
り
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

  

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
上
空
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メ
テ
オ
付
近

   

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

  

語
化
で
き
な
い

が

い
た

 
私
達
は
そ
れ
を
契
機
に
動
き
出
す

緑

の
剣
姫
と
片
翼
の
天
使
は

離
を

め
る

 
私
は

エ
ネ
ル
ギ

星
の
命
で
構
成
さ
れ
た
光
の

を
放

た

風
を
裂
き
空
気
を

い
て

す
る
光
の

は

す
る
妖
精
の
真
横
を
追
い

い
た

光
は

男
の

間
に

て
い
く

 
だ
が

そ
れ
は

た
ら
な
い

 

正
直
に
ま

す
ぐ

ん
だ
か
ら
だ

小

を

る
よ
う
な
小
さ
な
動
作
で

さ
れ
る
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空
を
裂
い
た
光
の

が
彼
方
へ
と

ん
で
い
く

チ
 

し
く

を
打
ち
つ
つ
私
は
再
び

を
引
き
第
二

に
備
え
た

動

が
多
重
に

り

を
上

が
⻘
白
い
光
を

び
始
め
る

 

を
引
い
た
時

私
の

裏
に

か
し
い
日

が

た

 
命

け
で
あ
り
な
が
ら

浮
遊
城
で
の
日

 
命
の
危
機
が
あ
る
と
い
う
の
に
ど
う
し
て
か
こ
れ
ま
で
の

生
で
最
も

実
し
て
い
た

お
よ

そ

年
だ
け
だ

た
の
に
と
て
も
⻑
く
感
じ

き

ま
れ
た
の
が
た

た
一
年
前
と
は
思
え
な

い

ど
遠
い
過
去
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う

 
無
論

生
還
し
て
か
ら
が

実
し
て
い
な
か

た
わ
け
で
は
な
い

 
か
つ
て
は

え
ら
れ
な
か

た
友
を
持
ち
恋
と
愛
を
知
り
こ
の
目
で
見
る
世
界
は
見
違
え

た

学
と
他
者
と
の
語
ら
い
を

し
み
に
思
え
た
の
も

の
お
か

だ

 
そ
こ
に

彼

が

な
い
事
が
一
番
の
不

だ

た

 
そ
れ
は
彼
の
願
い
だ

た
だ
ろ
う

危
険
な
戦
場
に

な
い
事
を

よ
り
も
彼
は
願

て
い
た

同
時
に

私
達
の
下
に

よ
う
と
足
掻
い
て
い
る
事
を

私
達
も
知

て
い
た
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そ
れ
で
も

⻭

か

た
の
だ

 
自
分
達
だ
け
が
安
穏
と

ら
し
て
い
る

 
た
だ

護
さ
れ

け
て
い
る

 
そ
れ
は

か
つ
て
と
同
じ
だ

 

わ
れ

さ
れ

そ
の
果
て
に
身
代
わ
り
に
彼
が

ち
た
あ
の
時
の

無
力
な
自
分
と

 
あ
れ
か
ら
私
の
心
に
は
恐
怖
が

て
い
る

 
そ
れ
は
あ
の
日
に

い
た
恐
怖
の
残
滓

彼
へ
の
尊

と
友
愛
そ
し
て
愛
情
が
裏
返

て
の

恐
怖
を

私
の
心
は
ま
だ
覚
え
て
い
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

女
権

襲
撃
事
件

学
園
襲
撃
事
件

行
世
界

の
事

そ
し
て
今
回
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
を
知

た
時

そ

の
恐
怖
は
い
つ
も

て
い
る

 

ん
の
少
し
運
命
が
変
わ

て
い
れ
ば

ど
こ
か
で
彼
は
死
ん
で
い
た

 

そ
れ
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
森
羅
の
守
護
者
に

願
し
た
私
は
か
つ
て
の
よ
う
に
自
身
の
力
を

き
始

め
た

命

け
で
な
い
戦
い
で

た

を

に

ぎ

ま
し
て
い

た

 
今
の
感
覚
は

あ
の

の
そ
れ
と
同
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・力
・に
・な
・れ
・て
・い
・る
・と
・い
・う
・自
・負
・だ
・

・た

 

く
引
い
た

か
ら
手
を
放
す

 
び
し

と

出

を
立
て
て
光
が

す
る

 
男
が

す
が

な
ま
じ
光
速
だ

源
か
ら
気
付
い
て
も

す
ま
で
の
ラ
グ
が
か
な
り

い

結
果
隙
が
生
ま
れ
リ

フ

に
斬
り

ま
れ
て
い
た

そ
れ
で
も
全
て

き
切
る
強
さ
に
は
空

恐
ろ
し
さ
を
覚
え
る

 
し
か
し

あ
の

の
よ
う
な
絶
望
感
は
感
じ
ら
れ
な
い

 
な

な
ら
私
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
絶
望
を

に
知

て
い
る
か
ら
だ

  
和
人
に
対
す
る
抑
止
力

護
衛

と
し
て
世
間
に
報
じ
ら
れ
て
い
る

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

は

完
全
な
機

化
に
成

し
た
無
人
機

の
一
種
の
完
成
形
と
い
う
見
方
が
あ
る

 
こ
れ
ま
で
有
人
を
前

と
し
た
機
体
で
は

不
可
能
な
動
作
兵

の
運

の
他
災

地

で
の
救
助
活
動
で
肉
体
的

労
を

わ
な
い
な
ど
の

点
が
目
立

た
形
だ

そ
れ
を

う
事
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に
特

な

正
は
必
要
な
い
事
も

と
の

違
点
と
し
て
取
り
上

ら
れ
る
事
が
少
な
く
な

い 
そ
ん
な

い
を

け
て
い
る
森
羅
の
守
護
者
は
そ
の

故
に
武

を
し
て
い
る

一

人
の
私
達
に
も

え
る
の
も

仮
想
世
界
で
の
ア
バ
タ

を
再
現
さ
れ
て
い
る
た
め
だ

 
し
か
し

シ

ノ

ン

が

る
ア
バ
タ

に
は

他
の
面

と
の

違
点
が
存
在
す
る

 
ア
バ
タ

の
名
称
は
ユ
ウ
キ
の

絶
剣

ア
ス
ナ
の

閃
光

の
よ
う
に
二
つ
名
か
ら
付
け

ら
れ
て
お
り

自
身
が

る
も
の
も
同
様
に

ア

チ
弓
兵

と
付
け
ら
れ
て
い
る

容

や
武
器

め

参

に
さ
れ
た
も
の
の

ど
が
今
は
な
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

浮
遊
城
の
デ

タ
に
因
ん
で
い
る
た
め
だ

 
だ
が

そ
れ
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
事
が
あ
る

 
そ
れ
は
武
器
だ

 

剣
使
い
の
ラ
ン
も
か
つ
て
使

て
い
な
か

た
⻑
槍

い
の

フ
ラ

グ
・
オ
ブ
・
ヴ

ラ

を
持

て
い
る
が

ア
レ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
第
五
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
の

ボ

ナ
ス
と
し
て

と

な

た
も
の
が
存
在
し
て
い
る

他
に
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
武
器
が
あ
る
が
そ
れ
ら
は
全
て

の
デ

タ
を
参

に

士
が
再
現
し
た
武
器
に
過
ぎ
な
い

 
し
か
し
私
の
ア
バ
タ

に
備
わ

た
⻑
弓
ア
ニ
ヒ
ニ

ト
・
レ
イ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
お
ろ
か
Ａ



 ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使 

Ｌ
Ｏ
に
も
存
在
し
て
い
な
い

光
か
ら

を
作
り
出
す

と
い
う
点
に

い
て
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
伝

説

武
器
光
弓
シ

キ
ナ

が
最
も
近
似
し
て
い
る
が
形
状
な
ど
は
ま

た
く
違
う

間
達
も
⻘
銀
に
煌
め
く
弓
を
見
た
こ
と
は
無
い
と

て
い
た

 
今
や
世
界

一
と
な

た
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
も
存
在
し
な
い
と
な
れ
ば
こ
の
弓
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
製
作
さ
れ
た
と
い
う
事
に
な
る

 
お
そ
ら
く

士
か
あ
る
い
は

二

な
ど
の

の
思
惑
で
作
成
さ
れ
た
の
だ
と
思

う
が

そ
の
出

に
つ
い
て
現
状
知
ろ
う
と
は
思
わ
な
い

 
確
か
な
こ
と
は

こ
の
弓
の

い
方
を
最
も
知

て
い
る
の
は
世
界
で
私
だ
け
と
い
う
事
だ

 
⻘
銀
に
煌
め
く
⻑
弓
は

常
の
弓
と
違
い

弾
と
同
じ

攻
撃
を
可
能
と
す
る
機
構
が
備

わ

て
い
る

更
に

の
性

は
全
て
零

白
夜
と
同

の
も
の

ゲ

ム
的
に

う
な
ら

無

攻
撃

と
い

た
と
こ
ろ
か

 
セ
フ

ロ
ト
の

葉
を
信
じ
る
な
ら

こ
の
弓
が

収
す
る
空
間
リ

ス
は
星
を

る
命

 
零

白
夜
は
空
間
リ

ス
を

ロ
ス
無
く

う
か
ら
こ
そ
の
も
の
だ
と
私
は

ん
で

い
る

そ
の
点
に
つ
い
て
は
セ
フ

ロ
ト
の
方
が

し
い
だ
ろ
う
が
流

に
こ
の
弓
に
つ
い
て

は
そ
う
で
は
な
い
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え
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
記
録

無
銘

を

じ
て
デ

タ
を
知

て
い
て
も

デ

タ
に
は
現
れ

な
い
も
の
が
あ
る

 

そ
れ
は
経
験
で
あ
り

技
術
で
あ
る

 
心
に

る
恐
怖
と
無
力
な
己
を

て

ぎ

ま
し
た
力
の
過
程
を

ツ
は
知
ら
な
い

 

え

キ
リ
ト

の
全
て
を
知
り

星
の
全
て

物
語
の

は
て

を
知
り

く
し
た
と
し
て
も

こ

の
男
は

森
羅
の
守
護
者

を
知
り
得
な
い

 
な

な
ら
そ
れ
は

彼

の
生
き
た
証
だ
か
ら
だ

 
想
い
は
決
意
と
な
り

覚
悟
へ
と

華
す
る

 
覚
悟
は
力
を

き

技
術
と
経
験
を

み
重
ね
て
い
く

 
数
値
で
は
推
し

れ
な
い
力

す
な
わ
ち

 
仮
想
世
界
の
よ
う
に
現

と
し
て
現
れ
上
書
き
す
る
よ
う
な
事
は
な
く
と
も
そ
れ
ら
は
決

し
て
無

で
は
な
い

 

も

も

と
な
く
死
に
目
に
遭
い
な
が
ら
も
他
者
の
た
め
に
戦
い

い
た

の

結
果

ア
バ
タ

を

て
い
な
い
間
す
ら
も

め
た
私
達
の
想
い
の
全
て
が

森
羅
の
守
護

者
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そ
し
て
い
ま
和
人
は
戦
え
な
い

活
性
化
し
た
ウ

ル
ス
を
抑
え
る
べ
く
二
つ
目
の
コ
ア
を

そ
う
と
し

一
時
的
に
無
力
化
さ
れ
て
い
る

 
そ
れ
す
ら
も
命

け
だ

 
彼
が
生
き
る
か
死
ぬ
か

た
だ
そ
れ
だ
け
で
も
世
界
の
命
運
は

す
る

  

故
に
こ
こ
が
正
念
場

  
仮
想
の

を

み
な
が
ら

三

を
引
き

た

  
時
間
に
し
て
五
分

 
そ
の
間
に
私
は

も
光
の

を
放

た

こ
の
場

は
ど
う
も
過
去

を
見
な
い

ど
高
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の
エ
ネ
ル
ギ

が
集
ま

て
い
る
ら
し
く

常
数
分
を
要
す
る
フ
ル
チ

ジ
が
数

で
完

了
す
る
程
だ

た

で
き
な
い
攻
撃
を

出
来
て
し
ま
え
る
と
な
れ
ば
状
況
は
か
な
り

切

し
て
い
る
証

で
あ
る

 
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

が
星
の
血
だ
と
す
れ
ば
星
を
壊
そ
う
と
す
る
メ
テ
オ
は
星
か
ら
す
れ

ば
外

で

す
る
対

に
な
り
得
る

メ
テ
オ
を
抑
え

む
超
広

バ
リ
ア
の
た
め
に
星
そ

の
も
の
が
そ
れ
を
集
め
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
れ
は

刃
の
剣
に

し
い

 
な

な
ら
セ
フ

ロ
ト
は
星
の
エ
ネ
ル
ギ

そ
の
も
の
を

収
進
化
す
る
事
も
目
的
に
し

て
い
る
か
ら
だ

い
な

ぐ
 
が

ん

と
き
お
ん

が

い
た

後
退
を

な
く
さ
れ
た
リ

フ

が

ま
で
来
た

 
再
現
さ
れ
た
表
情
に
は

く
な
い

労
が
滲
ん
で
い
る

 
剣

に

い
て
お
そ
ら
く
世
界
最
強
と

し
得
る
彼
女
で
す
ら
精
神
的

労
感
が
絶
大
な

の
だ
と
知
り

私
は

を

め
た
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め
て
状
況
が
良
く
な
い
事
を
思
い
知
ら
さ
れ
る

 
時
間
を
掛
け
る

ど
セ
フ

ロ
ト
は

に
な

て
い
く

エ
ネ
ル
ギ

を
喰
ら
い
他
者
の

知
識

経
験

技
術
を
学
ん
で
い
る
か
ら
だ

 

速
く
片
を
付
け
な
い
と
本
格
的
に
倒
せ
な
く
な
る
わ
よ

和
人

 
⻭

み
し
な
が
ら

で

く
少
年
を
見
や
る

な
 
そ
し
て

目
す
る
事
に
な

た

 
私
が
目
を
向
け
た
そ
の

間
和
人
の

や

目
か
ら
波
打
つ
流
動
体
が

き
出
し
た
か
ら

だ 
白
と
黒
が

ざ

た
明
ら
か
に
人
体
に
備
わ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
色
の
流
動
体
は
渦
を

く
よ
う
に
再

彼
の
体
に
入

て
い
く

そ
れ
に
苦
し
む
和
人
が
体
を

さ
せ
横
に
倒
れ

た 
そ
の
体
を
流
動
体
が
取
り

き

を
形
成
し
始
め
る

始
ま

た
か

 
そ
こ
で

セ
フ

ロ
ト
が
不
穏
な
事
を

た
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明
ら
か
に

か
知

て
い
る

振
り
を
見
せ
る
男
に
私
と
リ

フ

は

て

し
い

線

を
送
る

然
と
天
に
浮
く
男
は

な

み
を
浮
か
べ
て
い
た

そ
れ
は
進
化
の
過
程
だ

弱
な
体
を
捨
て

新
生
す
る
た
め
に

え
る

そ
ん
な

 
和
人
の
身
に

き
て
い
る
事
を
理
解
し
た
私
は

思
わ
ず

き
を
上

た

 
い
ま

き
て
い
る
の
は

だ

シ
ス
テ
ム
に
よ
り

し
た

白
式

の
よ
う

に
い
ま
和
人
の
身
は

無
銘
か
黒
椿
の
ど
ち
ら
か
が

シ
ス
テ
ム
に

さ
れ
て
い
る

そ
の
結
果
セ
フ

ロ
ト
へ
の
変

が
進
ん
で
い
る

 
だ
か
ら
だ

た
の
だ
和
人
に
誘
い
を

絶
さ
れ
て
も

然
と
し
て
い
た
の
は

ど
う
足
掻
こ

う
と
セ
フ

ロ
ト
へ
の
進
化
を
す
る
と
知

て
い
た
か
ら
あ
あ
も

を
見
せ
て
い
た

正
し
く

時
間
が
味
方
し
て
い
た

 
だ
が

だ
け
ど

無
銘

に
は
対
策
が
さ
れ
て
い
て

黒
椿

も

ノ
之

士

製
の

よ

 

シ
ス
テ
ム
な
ん
て

時
イ
ン
ス
ト

ル
さ
れ
て

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
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的
に

セ
フ

ロ
ト
が

え
た

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
は

存
の

全
て
と
直
結
し
た
代
物

そ
れ
を

し
現
存
す
る
世
界

中
の

を

さ
せ
る
事
も

さ
れ
て
い
た

発
動
す
る
た
め
の

件
さ
え

た
せ
ば

で
あ
ろ
う
と

さ
せ
ら
れ
る

そ
し
て
全
て
は

私

と
な
る

で
し

う

 

然
と

リ

フ

が

葉
を

ら
し
た

 
私
も
心
境
は
ま

た
く
同
じ
だ

つ
ま
り

シ
ス
テ
ム
は

か
が
イ
ン
ス
ト

ル
さ
せ
る

必
要
す
ら
な
い

新
品
の

に
最
初
か
ら
イ
ン
ス
ト

ル
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

セ

ト
ア

プ
ア
プ
リ
ケ

シ

ン
の
よ
う
な
も
の
と
同
じ
な
の
だ

 
そ
し
て

そ
の
存
在
を
意
識
す
る
必
要
も
な
い

千
冬
に
な
り
た
い

と
い
う
願
望
さ
え
あ
れ
ば

で
も

シ
ス
テ
ム
を

動
さ
せ
ら
れ

る

そ
し
て
セ
フ

ロ
ト
シ
リ

ズ
に
変

し
た

者
達
が
数
百
人

で
亡
国
機
業
の

手
先
に
回

て
し
ま
う
可
能
性
す
ら
あ
る

だ

 
ラ
ウ
ラ
が
専

機
を

さ
せ
た
の
は
尊

す
る
教

へ
の
強
い

れ
を
和
人
を
見
て

さ
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れ
た
事
で

件
を

た
し
た
か
ら
と
さ
れ
て
い
る

そ
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
は

か
が
イ
ン

ス
ト

ル
さ
せ
た
の
で
は
な
い

最
初
か
ら
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

し
て
存
在
し
て
い
て

彼
女
の
意
思
に
呼
応
し
た
に
過
ぎ
な
か

た

 

こ
の
場
に
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
が
い
な
く
て
良
か

た
と

本
気
で
そ
う
思

た

 
も
し

れ
ば
こ
の
場
に

け
つ
け
て
い
る

者
達
は
最
強
の
存
在
す
な
わ
ち
彼
女
を
思

い
浮
か
べ
る

だ

そ
の
中
で
ど
れ
だ
け
の
人
が

す
る
か
分
か

た
も
の
で
は
な
い

 
セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト
一
人
で
す
ら
手
こ
ず

て
い
る
の
に
こ
れ
以
上

が
増
え
て
は

わ
な
い

 
ま
し
て
や
和
人
が

に
回

て
し
ま
え
ば

  
そ
こ
ま
で

え
た
時

極
光
が

い
た

  
発
生
源
は
和
人
だ

た

に
突
如
入

た

裂
か
ら
光
が

れ
出
た
の
だ

 
圧
力
す
ら

た

き
に

私
達
は

て
反

的
に

を

い

離
を
開
け
て
し
ま
う

に

ん
だ
私
達
は
隙
だ
ら
け
だ

た
が

セ
フ

ロ
ト
は
こ
ち
ら
に
見
向
き
も
し
な
い
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私
も
和
人
が

た
方
に
目
を
向
け
る

 
光
の
中
か
ら
現
れ
た
の
は
大
人
の
男
だ

た

か
つ
て
メ
タ
モ
ル
・
ポ

シ

ン
を
使

た
時

の
よ
う
に
成
⻑
し
た
よ
う
に

お
そ
ら
く
セ
フ

ロ
ト
と
同

の

体
格
だ
が
⻑
い
白
髪

は
黒
髪
へ
変
わ

て
お
り

に
は

を

た
仮
面
が

さ
れ
て
い
る
な
ど
少
な
く
な
い

変
化
が
見

け
ら
れ
る

黒
い
シ

ツ
⻑
い
黒
ズ
ボ
ン
は
サ
イ
ズ
が
変
わ

た
く
ら
い
か

の
色
は
そ
の
ま
ま
だ

 
セ
フ

ロ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
無
銘
に
も
あ

た
と
い
う

同
時
に

シ
ス
テ
ム
は
黒
椿

に
も
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

し
て
イ
ン
ス
ト

ル
さ
れ
て
い
た

方
が

ジ

ネ
シ
ス

創
世
記
ウ

ル

ス

に

し
て
あ
の
体
を
構

し
た
の
だ
ろ
う

 
あ
の
仮
面
は

黒
椿

が
セ
フ

ロ
ト
の
外
骨
格
を
作
ろ
う
と
し

中
断
し
た
名
残
か

 

で
も

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い

 
私
達
が
気
に
な
る
の
は

和
人
の
意
識
が
あ
る
の
か

無
い
の
か
だ

か
ず

 
声
を
掛
け
た

そ
の

間
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ａ
ａ

  
獣
が

え
た

 
同
時
に

黒
色
と
⻘
白
色
の
エ
ネ
ル
ギ

の

流
も
発
生
し
私
達
は

て
吹

ば
さ
れ

る 

勢
を
立
て
直
し
た
時

和
人
の

は

に
な
か

た

 
直
後

金
属

を

に
し
た

 
発
生
源
は
背
後

振
り
返
れ
ば
セ
フ

ロ
ト
に
襲
い
掛
か

て
い
た

リ

フ

の
刀
を
手
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に

和
人
が
斬
り
か
か
り

大
き
く
後
退
さ
せ
て
い
る

あ
れ
は

い

た
い

ま
さ
か

と
味
方
の
認
識
が
で
き
て

 
セ
フ

ロ
ト
化
し
た
な
ら
私
達
の

に
な
る
し

し
て
理
性
を
失

た
な
ら
よ
り
近
く
に

い
た
私
か
リ

フ

に
襲
い
掛
か

て
き
た
だ
ろ
う
が
そ
う
な
ら
な
か

た
事
に
私
は

け
て

し
ま

た

分
か
り
ま
せ
ん

私
達
よ
り
も
ヘ
イ
ト
を

い
で
い
た
か
ら
か
本
能
的
に
危
険
性
を
理
解
し

て
い
る
の
か

 
近
く
に
来
た
リ

フ

も

惑
の
面
持
ち
で

た

 
そ
の
間
も

和
人
は

を
上

な
が
ら
攻
め

け
て
い
る

リ

フ

の
刀

之

大
刀
に
エ
ネ
ル
ギ

無

化
性
能
は
無
い
た
め
私
達
も
攻
め
る
必
要
は
あ
る
の
だ
が
如

せ
ん
入
り

む
隙
が
無
い

私
の

は

し
か
ね
な
い
し
リ

フ

も
味
方
と
認
識
さ
れ
て

い
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
入
り

む
べ
き
か
悩
ん
で
い
る
様
子
だ

 

い
や

そ
れ
は

い

に
過
ぎ
な
い

 
動
こ
う
と
思
え
ば
動
け
る

 
・だ
・が
・出
・来
・な
・い
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動
け
る

な
の
に

仮
想
の
体
が
動
い
て
く
れ
な
い

は

 
苦
し
く

息
を

く

 
そ
の
乱
れ
た
呼

で

私
は
自
身
が
恐
怖
し
て
い
る
事
を
自
覚
し
た

 
も
う

彼
は
喪
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖

 
ウ

ル
ス
に
冒
さ
れ

シ
ス
テ
ム
に

ら
れ

彼
の
意
思
が

さ
れ
て
し
ま

た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
恐
れ
が

私
の
体
を

り
付
け
て
い
る

 
ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い

だ
が

あ
の
戦
い
に
参
じ
た
時

彼

に
攻
撃
さ
れ
れ
ば

え

が
明
確
に
な
る

 
私
は
そ
れ
を
恐
れ
て
い
る
の
だ

 
お
そ
ら
く
は

リ

フ

も

Ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

 
獣
が
ま
た

え
た

 
ガ
パ
リ
と
開
か
れ
た

の

そ
こ
か
ら

と
共
に
真

黒
の
閃
光
が

た

お
そ

ら
く
虚
月
閃
と
同

の
攻
撃

無
銘

黒
椿

を
そ
の
身
に

し

そ
れ
ら
に
よ

て
形
成
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さ
れ
た
あ
の
仮
面
は
私
の
弓
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ

そ
の
も
の
を

し
放
出
す
る
性

を

持

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
超
至
近

離
で
放
た
れ
セ
フ

ロ
ト
が
大
き
く

け
反

た

直
撃
を
無
理
に

し

た
事
で
隙
が
生
じ
る

 

間

黒
い
三
日
月
が

ん
だ

 
そ
れ
は
セ
フ

ロ
ト
の

に

た
り

を
斬
り

ば
す

血
が

き
出
し
た

 
戦
い
が
始
ま

て
か
ら
初
め
て
セ
フ

ロ
ト
が
手
傷
を
負

た

ち
 
男
が

を
打

た
後

か
ら
黒
翼
が
ば
さ
り
と
生
え
た

同
時
に

か
ら

が
生
え

に

る

表
情
か
ら
は

の

み
が
消
え
て
い
た

 
そ
れ
に

せ
ず

和
人
が
再
び
突

む

に

る
な

 
一
層

い
声
で

た
後
⻑
刀
が
逆
手
に
持
ち
直
さ
れ
る

そ
の
刀
身
か
ら
は

の

が

立
ち
上

て
い
た

間
を

か
ず

振
る
わ
れ
た

 

そ
の
刀
身
が

が
し
り
と

ま
れ
る
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手
で

 
ハ

キ
リ
と
し
た
セ
フ

ロ
ト
の

 
そ
の
直
後

バ
キ
リ
と
刀
身
が
握
り

か
れ

 
男
の
体
に

深
い
斬
閃
が

ま
れ
た

が
は

 
生
体
ベ

ス
で
あ
る
た
め
か

セ
フ

ロ
ト
が
血
を

き

よ
ろ
め
い
た

 
そ
の

部
に
刀
が
突
き
立
つ

彼
が
刀
を
投

た
の
だ

 
そ
の
勢
い
の
ま
ま
セ
フ

ロ
ト
が
後
方
へ
吹

ん
で
い
く

和
人
は

時
に
追
い
つ

き

り

と
し
て
大
地
に

き
付
け
た

セ
フ

ロ
ト
が
背
中
か
ら

突
し
大
の

に
倒
れ

ん
だ

 
そ
の

に

り
立

た
彼
が

セ
フ

ロ
ト
の

部
を
足

に
し
た

 
見
下
ろ
す

の

が
ガ
パ
リ
と
開
き

そ
の

に

黒
の

き
が
収
束
し
始
め
る

な
る

ど

容
赦
な
し
か

獣
ら
し
い
事
だ

 
そ
れ
に

男
は

み
を
浮
か
べ
た

 
そ
れ
で
こ
そ
だ
と

わ
ん
ば
か
り
の

み
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い
い
だ
ろ
う

 
そ
し
て

そ
の
攻
撃
を
認
め
た

 

抗
で
き
る
は
ず
な
の
に
そ
う
し
よ
う
と
す
る

振
り
が
な
い

え
て
あ
の
攻
撃
を

け

る
つ
も
り
だ

そ
う
理
解
し
た
私
は

然
と
し
た

お
前獣

の
そ
れ
は
怨
嗟
の

人
間
達
の

弱
さ
が
生
み
出
し
た
業
そ
の
も
の

そ
の

を
以

て
お
前獣

は
因
果
のく

び
きか

ら
解
き
放
た
れ
る

私
の

体
と
な

た
男
を

己獣
の
手
で
殺
す
こ
と
で

な

さ
あ

 
や
れ

 

み
を

え
た
セ
フ

ロ
ト
が
目
を

る

攻
撃
を

け
る
た
め
無

備
に
そ
の
身
を
晒
す

和
人ち

な
さ
い

 
私
と
リ

フ

は

事
こ
こ
に
至

て

く
再

動
を
始
め
た

  

間

世
界
が
悲
鳴
を
上

た
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絶
大
な
衝
撃
が

け

け
る

放

状
に
広
が
る
そ
れ
に
煽
ら
れ

前
進
を
止
め
ら
れ
た

 
眼
前
に
は
闇
が

立
し
て
い
る

深
紅
に
縁
ど
ら
れ
た
闇
の

が
立
ち
上
り
天
を
衝
い
て
い

る
そ
の
様
は

ま
る
で
地
獄
の
一

が

現
し
た
か
の
よ
う
な

容
を
誇

て
い
た

 
私
達
は

き
に
失
し
た
の
だ

 

絶
望
が
心
を

め
て
い
く

 
秋
十
を
殺
し
た
事
が
重
要
な
の
で
は
な
い

た
だ
で
さ
え
世
界
に

さ
れ
て
い
る
彼
の
意
識

が
そ
こ
に
無
い
ま
ま
人
を
手
に
掛
け
た
事
実
が
あ
ま
り
に

命
的
だ

た

そ
れ
を
危
険

し

て
秋
十
の

分
が
認
可
さ
れ
た
の
だ

同
じ
状
況
に

れ
ば
彼
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
切
り
捨
て
ら

れ
か
ね
な
い

 
い
や

も
し
か
し
た
ら

和
人
は

も
う

せ

か
く

せ

か
く
こ
れ
ま
で

て
た
の
に

 
ぎ
り

と

⻭
を

み

め
る

 
滲
む

界
の
彼
方
に
は
空
に
立
つ
黒
の
人
影
が
あ
る

手
に
⻑
刀
を

手
に
は

か
ら
下

を
喪

た
男
の
残

を

天
を
衝
か
ん
ば
か
り
の
闇
の

を
見
上

る
獣
だ

肉
体
を
ウ

ル
ス
に
冒
さ
れ

心
と
体
の

方
を

セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ス
テ
ム
に

ら
れ
た

が
あ
ま
り
に
憎
ま
し
い



 ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使 

  
Ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

  
二

上
が

た

か
ら
は

れ
ら
れ
な
い
運
命
と
足
掻
く
私
達
を

う
意

が
感
じ

ら
れ
た
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勝

た
方
が
我

の

に
な
る
だ
け
で
す

絶
望

 
一
応
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３
は

怨
嗟
の
魔
獣

が
本
編
な
の
で

今
更
感

  

い
ず
れ
に
せ
よ
秋
十
は
殺
す
事
に
な
る
の
に

な
ん
で
シ
ノ
ン
は
絶
望
し
て
る
の

 

自
我
が
あ

て
殺
す
の
か

し
て
殺
す
か
の
違
い
が

命
的
だ
か
ら
で
す

特
に
今

回
秋
十
が

で

分
さ
れ
た
前

が
あ
る
の
で

  

結

セ
フ

ロ
ト

て

だ

た
ん
だ

て
ば
よ

 

シ
ス
テ
ム
の
容

を

千
冬
か
ら
セ
フ

ロ
ス
に
変
更
し
た
も
の

更
に

無
銘

時
の
和
人
の
負
を

び
て
狂

た
人
格
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

こ
れ
で
セ
フ

ロ
ト
や
秋
十
は
死
ん
だ
の

 

セ
フ

ロ
ト
は
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
上
に
流
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
集
合
意
識
で
あ
り

秋
十
を

取

た
の
は
そ
の
一
部
な
の
で
根
本
的
な
解
決
に
は
至

て
ま
せ
ん
も
う
一
戦
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遊
べ
る
ド
ン

 
秋
十
に

し
て
は

を
斬
る
時
の
虚
月
閃
で

白
式

の

は
全
損
し

部
に
刀
を
突
き

し
た
時
に
ネ
オ
・
コ
ア
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
で
ど
う
足
掻
い
て
も
人
と
し
て
生
き
残
る
事

は
あ
り
得
ま
せ
ん

 
存
命
に

し
て
は

バ
イ
オ
シ
リ

ズ
の
ウ

ル
ス
の
し
ぶ
と
さ
を
信
じ
よ

真

  

今
の
和
人
の
状

は

 

ウ

ル
ス

食
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ス
テ
ム
で
体
を
作
り

え
ら
れ
意
識
の
方
も

り
取
ら
れ
て
る

完
全

状

出
力
だ
け
な
ら
セ
フ

ロ
ト
を
超
え
て
い
る
が
制

出
来
て
い
な
い

 
ぶ

ち

け

完
全
虚
化
一
護

そ
の
も
の

  

こ
れ

和
人
は

に

る
の

 

前
話
最
後
の

天
災
を

て

し
か
し
て
希
望
せ
よ
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３

怨
嗟
の
魔
獣
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
前
話
あ
ん
な
引
き
方
し
た
け
ど

今
話
は
す
ぐ
戦
闘

て
い
う

じ

な
い
ん
や

 

点

シ
ノ
ン

束

 

数

約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
上
空
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メ
テ
オ
付
近

  
天
に
立
ち

を

か
せ
る
獣
を
見

え
な
が
ら

私
は
思

を
回
そ
う
と
す
る

 
し
か
し
ど
う
し
て
も
回
転
が

い

 
私
達
に
と

て

あ
の

は
破
滅
の

べ
に

し
い
も
の
だ

 
な
ま
じ
未
来
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
の
意
味
は
大
き
い

 
明
ら
か
な

を

こ
し
て
い
る
今
秋
十
が
切
り
捨
て
ら
れ
た
よ
う
に
彼
も
ま
た
切
り
捨

て
ら
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
か
ら
だ

そ
れ
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
世
間
が

と

う
か

更
に

え
ば

が

と

う
か
定
か
で
は
な
い

 

密
に

え
ば

あ
の
二
人
が

か
れ
て
い
る
状
況
は
同
じ
で
は
な
い

 
男
性

者
の
価
値
は
束

士
の

在
に
よ

て
平

に
与
え
ら
れ
る

だ
か
ら
最

一
人

れ
ば
い
い

秋
十
の
時
は

の
恐
れ
が
無
い
と
和
人
が
判
断
さ
れ
て
い
た

そ
し
て
い
ま

秋
十
は
死
に

和
人
だ
け
が
生
き
残

て
い
る
状
況
で

彼
が

し
て
し
ま

た
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こ
れ
は
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う

 
残
り
一
人
と
な

た
彼
を

と
し
て
も
抑
え

む
意
見
と

の
危
険
だ
け
を

え
て

し
よ
う
と
い
う
意
見
が
出
る

だ

ど
ち
ら
も
間
違

て
は
い
な
い

彼
に
近
し
い
者
な
ら
前
者

を
取
る
だ
ろ
う
し

リ
ス
ク
を

え
る
立
場
な
ら
後
者
を
取
ろ
う
と
す
る

 

出
来
る
事
は

ま
だ
あ
る

な
の
だ
け
ど

 

き
と
焦
り
で
思

は

て
い
る
が
そ
れ
で
も
私
は
絶
望
す
る
に
は
ま
だ

い
と

え

て
い
た

 
そ
の

え
は

秋
十
と
和
人
を

べ
た
時
の
差
異
に

づ
い
て
い
る

 
同
じ
ウ

ル
ス
を
投
与
さ
れ

亡
国
機
業
製
の
コ
ア
を

さ
れ

セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ス
テ
ム
に
よ

て

し
た
の
は

ノ
之

士
製
の

で
あ

た
り
と

秋
十
と
和
人
は

す
る

件
が
同

じ
だ

た
に
も

わ
ら
ず

あ
の
二
人
に
は
差
異
が
生
じ
た

 
秋
十
は
す
ぐ
に
セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト

セ
フ

ロ
ト

く
完

な
存
在

に
変

を

た

 
だ
が
彼
は
そ
う
じ

な
い

以
前
か
ら
見
せ
て
い
た
無
銘
の
負
の
第
二
形

に

似
し
た

仮
面
を

け
本
能
の
ま
ま
動
く
獣
の
如
き
様
を
見
せ
つ
け
て
い
る

そ
ん
な
状

が
完

な
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存
在

な

が
な
い

 
お
そ
ら
く
今
の
彼
は

ま
だ
完
全
に
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い

現
状
で
ど
う
に
か
す
れ
ば

無
銘

の

形

と
同
じ
よ
う
に
止
め
ら
れ
る

だ

 
問

は
そ
の
方
法
が
不
明
な
こ
と

 
そ
れ
に
メ
テ
オ
の
存
在
も
問

だ

恐
ら
く
ネ
オ
・
コ
ア
で
生
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
そ
れ

は

同
じ
く

亡
国
機
業

製
の

無
銘

の
原
子

作
能
力
で
消
滅
さ
せ
ら
れ
る

で

和
人

も
そ
れ
を
前

に
今
回
の
作
戦
を

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

し
か
し

の
彼
が

し
て

い
る
せ
い
で
ど
う
に
も
出
来
な
い
状
況
に

か
れ
て
い
る

 
メ
テ
オ
を
ど
う
に
か
す
る
に
は
ま
ず
和
人
の

を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
そ
の
方
法

が
分
か
ら
ず

八
方

が
り
に
な

て
し
ま

て
い
る

無
銘
の
時
は
彼

独
で
抑
え

め
た
の
だ
と
思
う
が
事
こ
こ
に
至
る
と
そ
れ
す
ら

し
い

節
が
あ
る

彼
自
身
も
知
ら
な
い
間
に
第
三
者
の
手

オ
ズ
ウ

ル
な
ど

が
加
わ

て
い

る
可
能
性
も

め
な
い
た
め
だ

そ
う
な
る
と
た
だ

て
い
る
の
も
悪
手
で
あ
る

 
な
に
よ
り
あ
ま
り
時
間
を
掛
け
る
と
彼
ま
で
完
全
に
セ
フ

ロ
ト
と
し
て
変

し
て
し
ま
い
か

ね
な
い
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ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

私
に
は
わ
か
ら
な
か

た

 

と

十

ど
思

し
た
と
こ
ろ
で

状
況
に
変
化
が

れ
た

 
ま
ず

に
浮
い
て
い
た
大
地
が
全
て

下
を
始
め
た

大
地
を
浮
か
せ
て
い
た
セ
フ

ロ
ト
が

倒
さ
れ
た
事
で
浮
力
を
失

た
の
だ
ろ
う

最

こ
の
状
況
で
生
存
者
が
い
る
と
は
思
え
な
い

が

と
に
か
く

き

え
を
食
ら
う
人
が
出
な
い
事
を
祈
る
し
か
な
い

 
数

掛
け
て
大
地
が
全
て

ち
た
後
天
に
立
つ

和
人
が

手
か
ら

て
い
た
モ
ノ

を
投

た

 
そ
れ
は

か
ら
下
を
喪

た
セ
フ

ロ
ト
の
残

そ
れ
も

下
し
て
い
く
に
つ
れ
て
ボ
ロ
ボ

ロ
と

れ
て
い
き

内
部
か
ら
黒
髪

髪
の
⻘
年
の
上

身
が
現
れ
た

 

に

下
し

ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

く
転
が

た
後

向
け
に
止
ま
る

 
直
後

き
直
し
の
よ
う
に
和
人
が
そ
の
真
横
に
超
速

動
し
た

の
刀
を
逆
手
に
持
ち

直
し

切

先
を
秋
十
の

に

え
る

や止
め
な
さ
い

和
人

 
そ
の
手

を
リ

フ

が

ん
だ

下
ろ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
切

先
が
止
ま
る

 
私
も
す
ぐ
に

け
付
け
刀
の

を
握
る

大
き
く
無
骨
に
な

た
⻘
年
の
手
を

む
よ
う
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に
し
て

秋
十
の
真
上
か
ら
切

先
を
ど
け
よ
う
と
し
た

 
だ
が

万
力
で

定
さ
れ
た
か
の
如
く

び
く
り
と
も
動
か
な
い

 
私
も
リ

フ

も
力
を
更
に
入
れ
て

し

あ
る
い
は
引
く
が

と
同

の

力
を
持
つ

ア
バ
タ

で
す
ら

動
だ
に
し
な
い

和
人

止
ま

て

お
願
い
よ

 

え
る
声
で

願
す
る

 
自
分
よ
り
高
い

に
あ
る

は
仮
面
に

わ
れ
て
い
て
表
情
を

い
知
れ
な
い

だ
が
黒

目
金

を
見
れ
ば
こ
ち
ら
に

し
た

振
り
が
無
い
事
は
明
白
だ

た

 

か
に

刃
が
下
り
る

 

間

空
気
が

は

た

 
そ
れ
は
剣
気

交
錯
し
た
刃
が
弾
き
出
し
た
空
気
と
共
に
火
花
が

た

リ

フ

が
合
体

剣
を
振
る
い

力
ず
く
で
刀
を
弾
い
た
の
だ

和
人

あ
た
し
は

方
の

過

去
憎
悪
を

定
は
し
な
い

け
れ
ど
そ
れ
は
あ
く
ま
で
正
気
で
あ
れ

ば
の
話
よ

い
ま
の

方
が
そ
の
ま
ま
秋
十
を
殺
せ
ば

も
う
止
ま
ら
な
く
な
る

あ
た
し
に
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は
そ
う
な
る
前
に

方
を
斬
る
責
務
が
あ
る

お
願
い

あ
た
し
に

方
を

斬
ら
せ
な
い

で

 
正
気
に

て

リ

フ

 
正
眼
に
構
え
ら
れ
た

刃
の
剣
が

か
に

え
て
い
た

 
妖
精
の
表
情
は
苦

に
歪
ん
で
い
る

彼
女
と
て
覚
悟
は

め
て
い
る

そ
の
上
で

振
り
切

れ
な
い
未
練
と
願
望
が
あ
る
と
滲
ま
せ
て
い
た

 
そ
こ
で

れ
た

声
が
上
が

た

は

は

 
い
い
ぞ

直
葉

そ
い
つ
を
や

ち
ま

て
も

 
そ
れ
は
秋
十
の
も
の
だ

た

 
下

身
を
喪
い
ネ
オ
・
コ
ア
を
も
破
壊
さ
れ
て

存
命
し
て
い
る
こ
と
に

き
思
わ
ず
一

歩
後
ず
さ
る

ジ

ネ
シ
ス

創
世
記
ウ

ル
ス

の

果
な
の
だ
ろ
う
が

間
違
い
な
く
心

も
喪

て
い

る
の
に
生
き

ら
え
て
い
る
と
は
流

に
予
想
外
だ

た

あ
ん
た

ま
だ
生
き
て
た
の

は

た
り
前
だ

こ
ん
な
ト
コ
で
死
ね
る
か

 
こ
の
男
の
記

に
は
残

て
い
な
い
事
だ
が
十
数
年
の

月
を
生
き
る
間
あ
ら

る
行
動
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と
な

て
い
た
知
識
は
男
の
思

回
路
に
多
大
な
影

を

し
て
い
た

故
か
を

自
覚
し
な
い
ま
ま
こ
の
男
は
私
達
に
愛

の
目
を
向
け
和
人
を
憎
悪
の
目
で
見
る

そ
し
て

そ
れ
に

た

動
を
取
る

 
つ
ま
り
秋
十
が
死
ね
な
い
と

た
の
も
件
の
主
人

と
や
ら
へ
の

の
残
滓

 
私
達
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
邪
な
思
い
が

て
い
る
事
は
疑
う

地
す
ら
な
い

 

と
砂

で

れ
た

で
に
や
け
る
の
を
見
て
生
理
的
な

悪
感
を

い
た
私
は
更
に
一
歩

身
を
引
い
た

和
人

 
そ
の
時

リ

フ

が

な
声
を
発
し
た

 
ど
う
し
た
の
か
と
思

て
和
人
を
見
る

十
メ

ト
ル

ど
離
れ
た

で
は

変
わ
ら
ず

仮
面
を

け
た
⻘
年
が
刀
を
手
に

ん
で
い
る

 

そ
う

・た
・だ
・

・ん
・で
・い
・る

 
あ
れ
だ
け
殺
意
と
破
壊
衝
動
に
塗
れ
た

を
上

有
無
を

わ
さ
な
い
勢
い
で
秋
十
に
ト

ド
メ
を

し
に
動
い
て
い
た
獣
が

動
く

振
り
す
ら
見
せ
て
い
な
い

 
ま
さ
か
私
達
の
声
が
届
い
た

と

思

た
そ
の
時
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ピ
シ

と

の
仮
面
に

裂
が
入

た

 
間
を

か
ず

パ
キ

ン

 
と

器
が

れ
る
よ
う
な

と
共
に
仮
面
の

分
が

け

た

が
く
り
と
片

を
突
き

刀
を

代
わ
り
に
倒
れ
る
の
を

ぐ

和
人

 
ま
さ
か
の
展
開
に
期

を

ら
ま
せ
な
が
ら

り
寄
る

 
そ
の
間
に
⻘
年
へ
と
成
⻑
し
て
い
た
和
人
の
体
が
光
を

ら
し

の
子

体
型
に

て

い

た

を

し
て

え
る
と

く
り
と

が
持
ち
上
が

た

和
人
の

に
な

た

は

白
目
に
黒
の

と

あ
の
世
界
で
見
て
き
た
色
に

て
い
た

和
人

私
達
が
分
か
る

あ
あ

リ

フ

と
シ
ノ
ン
だ

あ
り
が
と
う

 
息
も
絶
え
絶
え
に

た
後
和
人
は

線
を
彼
方
に
向
け
た

そ
の
先
に
は
未
だ
世
界
に
破

滅
の
危
機
を

さ
ん
と
し
て
い
る
メ
テ
オ
の

容
が
あ
る

 

く
り
と

代
わ
り
の
刀
に

も
た

れ
な
が
ら
立
ち
上
が

て
い
く

 
私
も
そ
の

を

え
る
が

そ
の

中
に
は
不
安
が

ら
み
始
め
て
い
た

ア
レ
を
止
め
る
の
ね
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あ
あ

そ
う
し
な
い
と
世
界
が

壊
す
る

ら
れ
て
い
た
と
は

え

兄
の
不
始

に
は

変
わ
り
な
い

な

お

の
せ
い
だ

て

う
の
か
よ

そ
う

て
る
ん
だ

 
不

な
秋
十
の
声
に

和
人
が

く

い
返
す

お
前
が

さ
れ
な
け
れ
ば
こ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
か

た
ん
だ

オ
ズ
ウ

ル
が
バ
イ
オ
ハ

ザ

ド
を

こ
す
事
も
セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト
が
あ
の
メ
テ
オ
を
作
り
出
す
事
も
無
か

た

 
そ
れ
は

行
世
界
の
知
識

か
ら

み
る
に
明
ら
か
だ

た

秋
十
が
い
な
い
世
界
で
は

こ
ん
な
事
は

き
な
か

た
と
い
う
の
だ
か
ら

 
い
や
そ
れ
を

慮
し
な
く
て
も
秋
十
の
誘

が
事
の
発

で
あ

た
事
は

に
で
も
分
か

る

秋
十
の
誘

が
成

し
た
事
で
オ
ズ
ウ

ル
が
実
験
体
を
得
て
コ
ア
を

め

み

合

し
た
か
ら
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
と
し
た

を
始
動
し
た
の
だ

 
秋
十
に
は
責
め
ら
れ
る
失

が
あ

た

な

な
ん
だ
よ

お
か
し
い
だ
ろ

こ
ん
な
事
を
し
た
の
は

亡
国
機
業

だ
ろ

 
な

ん
で

が
責
め
ら
れ
な
き

い
け
な
い
ん
だ
よ
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し
か
し

そ
れ
を
認
め
る

振
り
は
な
い

責
め
ら
れ
る
事
に
不

を

発
さ
せ
て
い
る

 
己
は
ま

た
く
悪
く
な
い

 
そ
う

え
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ

た

 

ぎ
り

と

⻭
を
食
い
し
ば
る

 
そ
う
し
な
け
れ
ば
怒
鳴
り
つ
け
て
し
ま
い
そ
う
だ

た

 
も
し
も
秋
十
が
生
身
で

と
あ
る
程

り
合
え
る
対
策
を
打

て
い
れ
ば
少
し
は
変
わ

た
可
能
性
だ

て
あ
る

和
人
は
そ
れ
を

慮
し
て
自
衛

に
と
対

兵

を

備
し
て
い

た
し
事
実
そ
れ
で
一

は
無
銘
を
使
う
事
な
く
救

が

す
る
ま
で
や
り
過
ご
し
て
い

る 
コ
ア

に
よ
る
人
体

を

慮
し
て

ま

た
く
同
じ
こ
と
を
し
ろ
と
は

わ
な
い
が

せ
め
て
出
来
る
事
は
あ

た

な
の
だ

 
そ
れ
を

て
こ
ん
な
事

に
発
展
さ
せ
て
し
ま

た
時
点
で
責
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ

た
と
い
う
か
臨
海
学

で

を

れ
て
行
か
な
か

た
の
が
悪
い
だ
ろ

 

を
守
ら
な
き

い
け
な
い
の
に
そ
れ
を

た
の
が
悪
い
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あ
な
た
ね

 
自
分
は
守
ら
れ
て

然
だ
と
そ
う

た

動
が

に
来
た
私
は
気
付
け
ば
怒
鳴

て
い

た

我

し
た
苦
労
が
水
の

に
な
る

 
こ
の
場
面
は

黒
椿

を

し
て
中
継
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
に

 
思
い
つ
く
限
り
の
悪

を

き
出
し
た
く
て

ら
な
か

た

も
う
い
い

 
悪

を

き
出
す

ま
さ
に
そ
の
時

機
先
を
制
す
る
よ
う
に
和
人
が

た

ど
れ
だ
け

い
合

て
も
平
行
線
で
し
か
な
い

そ
れ
に
事
の
良
し
悪
し
は
歴
史
に
あ
る
よ

う
に
最
終
的
に
後
世
の
人
が
決
め
る
事

時
間
の
無

だ

 
そ
う

わ
れ

反

す
る

 
ご
め
ん
な
さ
い

と

罪
を
し
た

 
あ
あ
と
和
人
は

く
返
事
を
し
た
後
彼
は
数
歩
メ
テ
オ
が
あ
る
方
向
に
進
み
出
た

メ
テ

オ
を
消
そ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う

 
そ
こ
で

と
気
付
く

ち

と

て

 
和
人
あ
な
た

無
銘
は
バ
リ
ア
に

黒
椿
は
ア
バ
タ
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の

持
に
全
演

機
能
を
使

て
る
の
に

一
体
ど
う
や

て
メ
テ
オ
を

変
わ
ら
ず

し
が
い
い
な

シ
ノ
ン

 

越
し
に

と
な

た

を
見
せ

苦

し
た
和
人
は

そ
う

た

な
事
だ

コ
ア
は
二
つ
と
も
使
え
な
い

だ
け
ど
コ
ア
と

の
体
は
直
結
し
た
ん
だ

あ
る
だ
ろ
う

ス

パ

コ
ン
ピ

タ

二

三

分
の

力
を
持
つ
モ
ノ
が

 
そ
う

て

和
人
は

手
の
指
で

部
を

つ
つ突

い
た

な

そ
ん
な
事
し
て

大

な
の

さ

な

 

え
を
は
ぐ
ら
か
し
て

和
人
は

手
を
突
き
つ
け
た

 

メ
テ
オ
が

か
ら
消
滅
を
始
め
る

バ
リ
ア
に

触
し
て
い
た
部
分
か
ら

に
つ解

れ

て
い
き

上
へ

上
へ
と
消
滅
が
進
ん
で
い
く

 
そ
れ
を
し
て
い
る
少
年
の
体
が

か
に
揺
れ
た

 
ポ
タ
と

い

体
が
零
れ
る

そ
れ
は

血
だ

た
が
た
ち
ま
ち
目
か
ら
血

も
流
れ
始

め
た

あ
ま
り
に
血
圧
が
高
く
な
り
過
ぎ
た
影

 

も
な
い
負

が

に
掛
か
り

体
が
悲
鳴
を
上

て
い
る
証

だ
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嗟
に
私
達
は
や
め
る
よ
う

た
が
少
年
は

を

す
様
子
が
な
か

た

断

と
し
て
メ

テ
オ
消
滅
を
継

し

十
数

後
に
は

形
も
な
く
消
滅
し
て
い
た

 

く
り

手
を
下
ろ
し
た
和
人
は

み
も
し
な
い
で

を
返
し

に
秋
十
へ
近
付
い
て
い

く
な

な
ん
だ
よ

秋
十

完
全
に
ク
リ

チ

化
す
る
前
に
こ
こ
で

を
一
つ
も
残
さ
な
い
よ
う
消

し

ば
す

は
 
れ

き
と
し
た
殺

を
前
に

け
面
を
し
た
秋
十
は

の
刀
が
黒
い
オ

ラ
を

た
の
を
見
て
本
気
だ
と
理
解
し
た
よ
う
で

表
情
に
焦
り
を
見
せ
た

い
や
い
や

て
よ

ま
だ
生
き
て
る
だ
ろ

な
ん
で
殺
す

て
な
る
ん
だ
よ

ク
リ

チ

化
す
る
前
に

と

た
だ
ろ
う

 
秋
十
の

に
対
し

和
人
は
あ
く
ま
で

と

葉
を
返
し
た

 
未
だ

の

分
を
仮
面
に

わ
れ
た
状

だ
が

分
の

の
表
情
は

静
な
も
の

だ

少
な
く
と
も
彼
の
判
断
が
私
情
の
み
と
い
う

で
な
い
事
は
確
か
で
あ
る
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お
前
の
体
に
投
与
さ
れ
た
ウ

ル
ス
は
本
来
な
ら

の
無
銘
の
よ
う
に

さ
れ
た
ネ

オ
・
コ
ア
が
制

す
る

だ

た

だ
が
そ
れ
も
下

身

共

形
も
な
く
消
滅

白
式
も

エ
ネ
ル
ギ

は

を
突
い
て
る
は
ず

シ

ト
ダ
ウ
ン
さ
れ
た

も
同
然
な
以
上

の
よ

う
に
新
た
に
コ
ア
を

め

ん
だ
と
し
て
も
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
ん

心

も
無
い
の
に
生
き

け
て
い
る
の
は
創
世
記
ウ

ル
ス
の
影

だ
ろ
う

つ
ま
り
お
前
は
も
う
ク
リ

チ

に
な
る
の
を

つ
ば
か
り
と
い
う

だ

だ
ろ

い

い
や

束
さ
ん
な
ら

な
ん
と
か

本
人
が
こ
こ
に

な
い
以
上

た
ら
れ
ば

の
話
だ

 
そ
う

い
捨
て
ら
れ

希
望
を
失

た
の
か
秋
十
が
失
意
の
表
情
で

り

ん
だ

 

実
の
と
こ
ろ

方
法
は
な
く
も
な
い

 
和
人
が

無
銘

と

黒
椿

を
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば

あ
る
い
は
秋
十
も
生
き
ら
れ
た
か

も
し
れ
な
い

肉
体
は
以
前
の

合
で
対
峙
し
た

に
デ

タ
を

み

ん
だ

そ
う
で
な
く

と
も

白
式

の
生
体
デ

タ
が
あ
る

な
の
で

無
銘

の
原
子

作
能
力
で
再
構
成

す
れ
ば
解
決
す
る
し

エ
ネ
ル
ギ

は

覇
導
絶

の
無
限

で
な
ん
と
か
な
る

 
問

は
そ
れ
が
可
能
な
本
人
が

状

に
あ
る
事
と
仮
に

し
て
い
な
く
て
も
心
情
的
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に
す
る
か
ど
う
か

 
世
間
か
ら
の
風

を

慮
し
私
情
を
殺
し
て
協
力
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
そ
れ
も
和
人
が

に

ら
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
事
だ

 
そ
れ
に
和
人
が
協
力
し
て
も
結

秋
十
自
身
が
白
式
コ
ア
の

と
ウ

ル
ス
抑
制
に

え

か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い

 
ま
あ
仮
に
助
か

て
も
秋
十
は
良
く
て
モ
ル
モ

ト
最
悪
裏
で

さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が

 
い

い
や

だ
が

そ

そ
う
だ

そ
れ
な
ら
お
前
も
死
ぬ
べ
き
だ

  
突
如

名

と
ば
か
り
に
秋
十
が

た

ク
リ

チ

化
し
た
ら

を

理
す
る
な
ら
お
前
も
そ
う
な
ら
な
い
と
お
か
し
い
だ
ろ
う

 
今
の
お
前
は
そ
れ
こ
そ
ク
リ

チ

そ
の
も
の
じ

な
い
か

様
お
前
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そ
の
時
私
と
リ

フ

は
真
実
怒
り
だ
け
に

わ
れ
た

私
達
か
ら
す
れ
ば

が

で
も

彼
を

め

道

れ
に
し
よ
う
と
い
う
魂

に
し
か
見
え
な
か

た
か
ら
だ

 
確
か
に

秋
十
の
意
見
と
同
じ
事
を

う
人
は
出
て
く
る
だ
ろ
う

 
だ
が
和
人
は

今
の
よ
う
に

し
て
も
自
我
を
取
り

し
た

 
世
界
が
下
し
た
判
断
は
秋
十
が

し
た
ら

理
す
る
と
い
う
内
容
だ

和
人
も

し

か
ね
な
い
が
そ
れ
は
解

の
仕
方
に
よ
る
と

え
る

だ
が
秋
十
に
限

て
は
最

ク

リ

チ

化
の
未
来
し
か
あ
り
得
な
い

 
根
本
的
に
前

が
違
う
の
で
あ
る

  

そ
う
だ
な

  

だ
と
い
う
の
に

 
あ
ろ
う
事
か

和
人
は
そ
れ
を

定
し
た
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和
人

 
な
ん
で

そ
ん
な

セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ス
テ
ム
を
打
破
出
来
た

じ

な
い

今
の

は
リ

フ

と
剣
を
交
え
た
事
で
自
我

を
取
り

せ
た
だ
け
な
ん
だ

 
そ
う

う
彼
の
表
情
に

ん
だ
も
の
は
見
え
な
い

 
た
だ
ど
こ
ま
で
も
達
観
し
た
色
が

に
は
あ

た

見
て
い
る
も
の
は
ど
こ
か
遠
く
だ

た

 
そ
の
彼
を
見
な
が
ら

リ

フ

が
神

な
面
持
ち
で

を
開
く

セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ス
テ
ム
は
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
に
ア

プ
ロ

ド
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
と
セ
フ

ロ

ト
は

て
い
た
わ

そ
れ
の
ト
リ
ガ

を

え
れ
ば

方
が
黒
椿
を
手
に
し
た

間
に

動
し
て
も
お
か
し
く
な
か

た

だ
け
ど

そ
う
な
の
か

だ
と
し
て
も

そ
の
ア

プ
ロ

ド
時
期
は

日

今
日
く
ら
い
だ
ろ
う

黒
椿

も

白
式

も

コ
ア
の
制
作
者
は
束

士
だ

そ
の
系

な
ら
ラ
ウ
ラ
が
使

て
い

た
シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
レ

ゲ
ン
も
秋
十
か

と
同
じ

に
な
ら
な
い
と
お
か
し
い
か

ら
なあ

そ

か

 

わ
れ
て

確
か
に
と

得
す
る
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時
期
を
メ
イ
ン
に

え
た
時

か
以
前
か
ら

セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ス
テ
ム
が
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
に
ア

プ
ロ

ド
さ
れ
て
い
た
な
ら

最
初
に

し
た
ラ
ウ
ラ
の

が
お
か
し
な
話
に
な
る

 
和
人
の
場
合
は
黒
椿

後
か
ら

を
始
め
た

だ
が
秋
十
の

を
見
る
に
恐
ら

く

し
て
い
る
か

か
は

な
い
と
思
わ
れ
た

 
だ
か
ら
彼
は
時
期
を
最
近
と
見
た
の
だ
ろ
う

そ
れ
な
ら
秋
十
に
ネ
オ
・
コ
ア
を

し
オ

ズ
ウ

ル
の

が
始
動
し
た

間

す
な
わ
ち
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
時

期
と
合

し
て

辻
褄
も
合
う

と
も
あ
れ
セ
フ

ロ
ト
の
主
体
は
あ
く
ま
で
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の
も

の

秋
十
は
依
り
代
に
さ
れ
た
だ
け
で
倒
し
た
と
こ
ろ
で
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
根
絶

さ
れ
た

じ

な
い

今
も
ず

と

の
中
で
声
が

い
て
る
ん
だ

 
こ
れ
は
そ
の
証
明
だ

と

分
の
仮
面
を
触
れ
な
が
ら

う

そ
ん
な

ど
う
に
か
な
ら
な
い
の

遠
に

な
け
れ
ば

取
ら
れ
る
事
は
無
い
と
思
う

そ
ん
な
の
無
理
じ

な
い

 
悲
鳴
同
然
に
怒
鳴

て
し
ま
う
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あ
あ

だ
か
ら

死
ぬ
し
か

な
い

 
和
人
は

み

め
る
よ
う
に

う
ば
か
り

 
そ
れ
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
な
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
て
私
は
暗
鬱
と

い
た

弓
を
取

り

と
し

ス
ト
ン
と

り

む

 
全
身
か
ら
力
が

け
て
し
ま

て
い
た

は

は

は
は

 
い
い
気
味
だ
な
一

 
お
前
な
ん
か
が

こ
の

を
虚
仮
に
し
た

報
い
だ

 
秋
十
の
嗤
い
が

い
ん陰
い
ん

と
し
て

こ
え
る

 
も
は
や
怒
り
す
ら

い
て
こ
な
い

和
人

い
ま
死
ん
で
も
し
セ
フ

ロ
ト
が
復
活
し
た
ら
ど
う
す
る
の

が

て
た
地

の
危
機
だ

て

束

士
と
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
が
協
力
す
れ
ば

な
し
だ
ろ
う
さ

で
も

そ
れ
だ
と

ノ
之

士
の
夢
は
叶
わ
な
く
な
る
わ

男
女
平

と

の
発
展
に

男

性

者
の

方
の
存
在
は
不
可
欠
な
の
よ

そ
う
だ
な

で
も

が
最

先
に
す
る
の
は

み
ん
な

が
生
き
る
事
だ
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和
人
と
リ

フ

の
や
り
取
り
が

に
入

て
く
る

 
悲

と
焦

そ
し
て

か
な

観
を
滲
ま
せ
る
少
女
の
声
に

と
⻘
年
は
返
し

け
た

そ
の

み
ん
な

の
中
に

方
自
身
は
入

て
な
い
ん
で
し

う
ね

 
少
し
だ
け

少
女
の
声
は

え
て
い
た

  

だ

て
生
き
た
い
よ

  
そ
れ
に
怒
鳴

た
少
年
の
声
も

え
て
い
た

 

を
上

れ
ば
彼
の
目

に

が
滲
ん
で
い
る
の
が
見
え
た

感
情
を

ら
せ
て
本

を

に
し
て
い
た

で
も
し

う
が
な
い
だ
ろ
う

 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
出
来
な
い

に
ど
う
や

て
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
消
せ
る

 
よ
し
ん
ば

士
に

絡
し
て

消
し
て
も
ら
う
よ
う
動
い

た
と
し
て

世
界
が

を

け
入
れ
る
か

 
こ
れ
ま
で
も
ギ
リ
ギ
リ
だ

た
の
に

創
世
記
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ウ

ル
ス
な
ん
て
モ
ノ
が
投
与
さ
れ
て
て
そ
れ
を
世
界
が
知

た
今

け
入
れ
る
と
思
う
か

 
こ
れ
ま
で

り
に
生
き
て

い
て
い
た

り
の
未
来
を
生
き
ら
れ
る
と
本
気
で
そ
う
思

う
の
か

 
そ
う
怒
鳴
り
な
が
ら
リ

フ

に

め
寄
る

を

恐
ら
く

も
が
初
め
て
見
た
だ
ろ
う

 
そ
れ
は
和
人
が
ず

と
心
の

に
秘
め
て
い
た
思
い

私
達
が
不

に
思

て
い
た
世
界
の

い
び
つ歪

さ
に

彼
が
ど
う
思

て
い
た
か
の
本

そ
の
も
の

 
あ
る
意
味
の
憎
悪
の
発

 

こ
れ
が
世
界
の
歪
さ
だ

 
今
の
彼
自
身
を
見
て
危
険

す
る
意
見
は

然
出
る

だ
が

そ
の
事
で
は
な
い

あ
た
か

も

も
彼
を

け
入
れ
な
い

と
結
論
が
出
て
い
る
よ
う
に

え
る

そ
の
思

を

成
し

た

境
が
歪
な
の
だ

 

ん
の
少
し
の

観
す
ら
な
い

 
客
観

し

現
実
を
見
て
い
る
か
ら
こ
そ

ネ
ガ
テ

ブ
思

が

を
越
し
て
し
ま

た

も
う

な
ん
だ

希
望
を
見
て
裏
切
ら
れ
る
こ
と
も

の
せ
い
で
苦
し
む
人
が
出
る
の

も
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私
達
は

そ
れ
で
苦
し
む
事
も
覚
悟
の
上
よ

だ
か
ら

そ
れ
が

な
ん
だ
よ

 

を
浮
か
べ
な
が
ら
私
を

ん
で
く
る

 

力
も

圧
感
も
な
い

た
だ

を

ね
る
子

の
よ
う
な

だ

た

 
し
か
し
ま
だ
十
一

の
子

な
の
だ

そ
ん
な
子

に
そ
こ
ま
で
思
わ
せ
る
世
界
の
歪
さ
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
罪
な
の
だ
と
思
う

 

そ
れ
は

ど
う
し
よ
う
も
な
く
あ
の

に
似
た
も
の
だ

た

 
私
達
の
身
代
わ
り
と
し
て
浮
遊
城
か
ら

ち
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
再
会
し
た
時
の
や
り
取
り

と

似
し
て
い
る

違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
あ
の
時
は
彼
自
身
の
心
の
問

だ

た
が
今
回

は
世
界
の
問

だ
と
い
う
事
だ

 
彼
は

も
う
十
分
に
苦
し
ん
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

私
は
も
う

も

え
な
か

た

 
リ

フ

す
ら
も
が

を
滲
ま
せ

い
て
し
ま

た

彼
女
も
事
の
問

が
彼
の
意
識
で
は

な
く
世
界
の
方
に
あ
る
と
理
解
が
至
り
そ
し
て
人

の
意
識
を
変
え
る
事
に
期

で
き
な
い

と
判
断
し
て
い
た

彼
女
も
ま
た
あ
ら
ぬ
中
傷
の

者
故
に
他
人
を
信

で
き
な
い
か
ら
だ
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そ
れ
は
自
分
も
同
じ

 
だ
か
ら

私
達
は

を

ん
だ

お
願
い
だ
か
ら

頼
む
か
ら

ど
う
か

お
れ
を

 
そ
の

願
が

な
の
か
直
感
的
に
理
解
し
て
し
ま

た
私
は
そ
れ
で
も

も

え
な
か

た 
打
開
す
る
術
を
持
た
ず
最

見
て
い
る
事
し
か
出
来
な
い
私
に

が
で
き
よ
う
か

ど
れ
だ

け
力
を
持
と
う
が
⺠

の
心
ま
で
は
変
え
ら
れ
な
い

 
和
人
が

よ
う
と
し
て
い
る

葉
を

止
め
ら
れ
な
い

 
打
開
策
を
持
た
な
い
私
達
に

を

む
権

は
無
か

た

 

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

国
代
表
候
補
の
面

今
か
ら
す
る
話
を
よ
く

い
て
欲

し
い

  

天
災
の
声
が
上
が

た
の
は
そ
の

間
だ

た
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日
本
標

時
２
０
２

年

月

日

 

国

会
本
部

会
⻑

 
カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

国
代
表
候
補
の
面

今
か
ら
す
る
話
を
よ
く

い
て
欲
し
い

 
そ
う
切
り
出
し
た
私
は

え
て
動

配
信
中
の

マ
イ
ク
の
近
く
で

信
機
に
語
り
か

け
た今

の
桐

谷
和
人
は

状

に
あ
る
と

て
い
い

原
因
は
黒
椿
を

し
た
セ
フ
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ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
影

と
見
て
間
違
い
な
い

け
れ
ど

め
る
に
は
ま
だ

い
・

・

・秋
・十

・と
・違
・い
・彼
・の
・

・は
・セ
・フ
・

・ロ
・ト
・の
・そ
・れ
・じ
・

・な
・い

あ
の

は
無
銘
の
時
と
同
じ
だ

無

銘

の

形

も

シ
ス
テ
ム

つ
ま
り
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

て
引
き

こ

さ
れ
た
影

に
抗

た
結
果
だ
か
ら
だ

な
ら

抗

て
い
た
も
の
は
な
ん
な
の
か

 

時
に
な
く
真
剣
で
重

し
く
語
る

自
分
で
も
ら
し
く
な
い
と
思
う

に
自
分

を
知
る
人

も

め
て

い
て
い
る
事
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
い
い

 
そ
れ
だ
け

私
が
真
剣
な
の
だ
と
思
わ
せ
れ
ば
こ
ち
ら
の
も
の
な
の
だ

か
つ
て

き
日
の
彼
は

て
い
た

み
ん
な
と
い

し

に

た
い

と

そ
れ
が
出

来
損
な
い
と

わ
れ
友
人
達
に
も

め
ら
れ
孤
独
だ

た
子

の
夢
だ

か
に

め
ら
れ

る

じ

な
い

努
力
し
て
も
報
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い

け
れ
ど
彼
は
自
分
で
作

た
ユ
メ

だ
か
ら
と

ら
な
け
れ
ば
叶
う
も
の
も
叶
わ
な
い
か
ら
と

て
い
た

 

い
な
が
ら

裏
に
思
い
浮
か
べ
る
か
つ
て
の
光

 

い
子

に
は
あ
ま
り
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
夢

そ
れ
を
語
る
時
世
界
の
歪
さ
と
は
対
極

的
に

和
に

ん
だ
事
は
忘
れ
た
事
が
な
い
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そ
れ
を
意
識
し
な
が
ら

葉
を

け
る

あ
の
日
か
ら
彼
の

は
変
化
し
て
い
る

一
緒
に

た
い
と
想
う

手
も
変
わ

て
い
る
だ

ろ
う

け
れ
ど

そ
の
夢
だ
け
は

か
ら
変
わ

て
い
な
い

強
い
て

え
ば
一
緒
に

た
い
人
達
の

福
が
加
わ

た
だ
け
だ

夢
は
明
確
な
願
望
と
な
り
未
来
へ
の
道

を
作
り
出

し
た

彼
は

に
そ
れ
を

進
し
て
い
た

・

・も
・が
・

・

・に
・

・

・し
・得
・る
・権
・

・を
・得
・る
・た
・め
・だ

・け
・に
・命
・を
・

・け
・て
・い
・た
・ん
・だ

 
ヒ
ト
が

め
世
界
が
目
を

ら
し

け
て
い
る
彼
の
状
況
を

的
に
表
現
す
る

故
彼
が

表
舞

に
現
れ

剣
を
取

て
い
る
の
か

そ
の
理
由
の
全
て
を
集
約
し
た

葉
だ

た

そ
し
て
今
日
も
彼
は
剣
を
取

て
い
た

な

か

憎
し
み
故
か

 
復
讐
心
故
か

 

断
じ
て

だ

 
自
然

葉
に

が

て
い
く

 
断

と
し
て
許
さ
な
い
意

そ
れ
は
彼
を
あ

つ
ら
い

め
よ
う
と
す
る
者
た
ち
全
て
に

向
け
ら
れ
た

怒

同
時
に

自
分
自
身
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る

ざ
ん
き愧

の
念

 
目

が

先
が
ツ
ン
と

を

び
て
い
く
の
を
自
覚
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
私
は

葉
を

け
た
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大
切
な
人
達
の
た
め
だ

亡
国
機
業

や
セ
フ

ロ
ト
と

対
し

死
ぬ
可
能
性
の
方
が
高

い
二

目
の
コ
ア

に
望
ん
だ
事
も
そ
の
一

世
界
の
た
め
に
戦

て
い
る
ん
じ

な
い

彼
は
一
緒
に

た
い
人
達
と
の
未
来
の
た
め
に
出
来
る
事
は
全
て
し
て
い
る
だ
け
だ

 
そ
こ
で

一

空
け
て

い
ま
生
き
た
い
と

ん
だ
子

が
絶
望
し
て
い
る

守
る
た
め
に
力
を
得
た

生
き
る
た
め

に

進
し
て
き
た

そ
ん
な
子

が
人
を
恐
れ
て
い
る

人
に
裏
切
ら
れ

め
ら
れ
世
界

に
裏
切
ら
れ
て
き
た
か
ら
だ

 

め
て

彼
の
過
去
を
突
き
つ
け
る

世
界
の
歪
さ
を
克
明
に
す
る

 
理
由
も
な
く

あ
ら
ぬ
中
傷
で
子

を
傷
つ
け
て
き
た
人
間
達
の
罪
を

ら
か
に
す
る

た
だ
平
和
な
未
来
を
望
む
子

を

力
が
あ
る
か
ら
危
険
だ
か
ら

と
安

に
切
り
捨
て
ら

れ
る
か

 
も
う
出
来
る
事
は
な
い
と

め
ら
れ
る
か

 

私
に
は
で
き
な
い

彼
に
救

わ
れ

い
想
う
者
の
一
人
と
し
て
私
に
は
彼
を
救
う
可
能
性
が
あ
る
な
ら
そ
れ
を
追

す

る
義
務
が
あ
る

そ
し
て
一
人
の
大
人
と
し
て

子

を
守
り

導
く
責
務
が
あ
る

 
声
を

り
上

え
か
け
る

 
最

本
も
ク

も
な
い

論
理
的
な
天
才
ら
し
か
ら
ぬ
方
法

人
の
情
に

え
る
形
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で

私
は
心
の

か
ら
想
い
を
組
み
上

の
葉
へ
と
変
え
て
い
た

今
私
に
は
打
開
策
が
あ
る

そ
の
た
め
に
は
み
ん
な
の
力
を

り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

森

羅
の
守
護
者
も
代
表
候
補
生
も
私
は
お
ろ
か
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
助
力
す
ら
も
必
要
だ

そ
れ
で
も
成

す
る
か
は
分
か
ら
な
い

そ
れ

ど
の

行
だ

 
そ
こ
で

強
く
息
を

う

 
け
れ
ど

そ
れ
こ
そ
が

 
こ
れ
ま
で
一
人
の
子

に
背
負
わ
せ
て
き
た
代
価
そ
の
も
の
だ

 
子

一
人
が
世
界
を
救

た
な
ら
私
達
は

・そ
・の
・子
・

・一
・人
・く
・ら
・い
・救
・わ
・な
・く
・て
・

・と
・す

・る  
そ
う

思
い
の

を

ん
だ
私
は

協
力
し
て
欲
し
い

と
請
願

 

返

は

程
な
く
集
ま

た

 
配
信
動

の
方
も
大
多
数
が
共
感
を
得
ら
れ
て
い
る

亡
国
機
業

セ
フ

ロ
ト
の
危
険
性

を
メ
テ
オ
と
い
う
形
で
目
に
し

そ
れ
を

し
た
彼
へ
の
信

を
持

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

 
も
ち
ろ
ん
危
険

す
る
声
も
あ
る
が

そ
れ
も
少
数
意
見
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私
は
会
心
の

み
を
浮
か
べ
た

め

る

絶
望
す
る
な
ら

や
れ
る
だ
け
の
事
は
や

て
か
ら

君
が
教
え
て
く
れ
た
事
だ
よ

束

士

あ
と
前
に
も

た
け
ど
君
は

し
す
ぎ
る

死
に
た
く
な
い
な
ら
束
さ
ん
の
事
も

す
く

ら
い
の
気
持
ち
で
使

て
く
れ
て
い
い
ん
だ

そ
れ
に
さ

あ

た
け
ど
君
は
真
実

世
界
を
救

た
ん
だ
よ

生
き
る
た
め
に
足
掻
く
く
ら
い
し
た

て
バ
チ
は

た
ら
な
い
さ

 
セ
フ

ロ
ト
も
メ
テ
オ
も
そ
れ
一
つ
で
こ
の
世
界
を
滅

す
存
在
だ

た

そ
の

方
を

彼
は
打
ち

い
た
の
だ

危
険

さ
れ
る
力
を
正
し
く
使
い

人
を

世
界
を
守

て
み
せ
た

 

こ
の
子
は

た
い

が
る
だ
ろ
う
け
ど

 
彼
は
英
雄
そ
の
も
の
だ

 
苦
し
ん
で

し
て
け
れ
ど

で
も
立
ち
上
が
る
不

不

の
心
で
己
を
鍛
え
つ
い

に
は
星
を
守

た

そ
れ
は

え
る
べ
き

業
で
あ
る

 

業
な
ら

人

み
以
上
に
報
わ
れ

せ
に
な
ら
な
け
れ
ば

だ

士

お
れ

本

に
生
き
ら
れ
る

 
不
安

に

一

の
望
み
を

め
て
の
声
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自
然
と
私
の
声
は

ら
か
く
な

て
い
た

天
才
は

時
に
不
可
能
を
可
能
に
す
る
か
ら
こ
そ
そ
う
呼
ば
れ
る
も
の
さ

君
が
真
実

生
き
た
い

と
願
う
の
な
ら

私
は
全
力
で
そ
れ
に
応
え
よ
う

 
そ
ん
な

分
か
り
切

た
事
で

え
を
返
す

 

い
子

は

葉
な
く

を

ら
す

 

い
男
の
声
は

的
に
無

し

け
た

 
本
作
に

け
る

天
才

の
根
幹

 
・

信
⻑

 

生
ま
れ
な
が
ら
に
才
能
の
あ
る
者
は
そ
れ
を
頼
ん
で
鍛

を

る
自

れ
る

し
か

し
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
が
無
い
者
は

と
か
技
術
を
身
に

け
よ
う
と
日

努
力
す
る

心
構

え
が
ま
る
で
違
う

こ
れ
が
大
事
だ
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・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ

タ
イ
ン

 

天
才
と
は
努
力
す
る

才
の
事
で
あ
る

 
・
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ

ル
ヘ
ル
ム
・
フ
リ

ド
リ
ヒ
・
ヘ

ゲ
ル

 

天
才
を
知
る
者
は
天
才
で
あ
る

 
・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

 

少
し
も
狂

て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
天
才
な
ど
い
な
い

 
・
ヴ

ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ

ツ

ル
ト

 

高

な
知
性
や
想
像
力
あ
る
い
は
そ
の

方
が
あ

て
も
天
才
の
形
成
に
至
り
は
し
な

い

愛

愛

愛

そ
れ
こ
そ
が
天
才
の
神

で
あ
る

  
す
な
わ
ち

天
才

と
い
う
存
在
は

ら
く
後
天
的
に
至
る
モ
ノ

と
い
う
事

 
つ
ま
り
和
人
も
束
も
ど

ち
も

天
才

て
事
で
す
ね

神

そ

ち
の
け

 
ち
な
み
に
本
作
で
ア
マ
デ
ウ
ス
の

愛

愛

愛

で
天
才
に
至

た
ケ

ス
は

和
人

親

愛

場

浮
遊
城
へ
の
愛

束

和
人
へ
の
愛
だ
と
思
い
ま
す
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・
桐

谷
和
人

 
大
英
雄

 

も
し
た
が
結
果
と
し
て
セ
フ

ロ
ト
を
倒
し
メ
テ
オ
は
自
分
の
意
思
で
消
滅
さ
せ
た
の

で

れ

き
と
し
た
現
代
の
英
雄
で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
違

て
生
き
る
意

は
持

て
い
た
が
世
界
を
信
じ
て
い
な
い
た
め
に

め
て
い
た

セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

も
あ

た
の
で

更

車
が
掛
か

て
い
た

 

し
か
し

救
い
の
手
が
差
し

べ
ら
れ
る

 
英
雄
に
至
る

ど

な
願
い
が
人
の
心
を
動
か
し
た

  
・

ノ
之
束

 
本
作
の
主

の
一
人

 
天
才
と
い
う
定
義
に

い
て
根
幹
を

す
存
在
で
あ
り
同
時
に
和
人
が
天
才
・
英
雄
へ

と

華
し

生
き
残
る
に
は
不
可
欠
な
人
物

 
多
大
な
影

力
を
持

て
世
界
を
動
か
し
得
る
人
物

 
そ
の
力
が
い
ま
再
び
振
る
わ
れ
た
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天
災
は
い
ま

天
才

へ
と

華
し
た

  
・

秋
十

 
下
種

直

 
地
獄
へ
の
片
道
切

を
手
に
し
た
状

 
コ
ア
を
失
い
心

も
失

て

死
な
な
い
し
ぶ
と
さ
か
ら

に
創
世
記
ウ

ル
ス
が
か
な

り
進
行
し
て
い
る
事
が

え
る

 
理
由
を
覚
え
て
い
な
い
が
と
に
か
く
一

を
自
分
よ
り
下
に

め
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
思

回
路
・
人
格
を
形
成
し
て
い
る
男

然
そ
の

が
中
継
さ
れ
て
い
る
と
は

と
も
知
ら
な
い

 
目
の
前
で
ま
さ
か
の
大
逆
転

ト
ド
メ
を
食
ら
う
と
は
思
わ
ず

を
ま
き

ら
し

て
い
る
が

和
人
や
束
達
か
ら
完
全
に
ス
ル

さ
れ
て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
が
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そ
う
い
え
ば

束
さ
ん
は
ク
ロ
エ
に

信
を
入
れ
て
い
ま
し
た
ね

 
ク
ロ
エ
に

か

で
も
あ
る
ん
で
し

う
か

す

と

け
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ネ

ト
の
反
応
 

英
雄
救
出
作
戦

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
回
は

し
ぶ
り
の
オ

ル
掲
示
板
回
な
ん
だ

 

も
あ
る
け
ど
最
後
は
ス

キ
リ

す
る
か
ら
安
心
し
て
ネ

 

数

約
八
千

 
時
間

は
前
話
の
最
後
か
ら
で
す

 
で
は
ど
う
ぞ

 
伝
説

義
弟
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

生

其
の
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
こ
は
主
に
桐

谷
和
人
に
つ
い
て
語
る

ス
レ
で
す

 
桐

谷
和
人
の

ア
ン
チ
勢
の
方
は

ジ
バ

ク
推

 
桐

谷
和
人
に

す
る
ち

と
し
た

か
ら
ガ
チ
め
の
話
ま
で
リ
ア
ル
と
バ

チ

ル
問

わ
ず

一

り
上
が
り
た
い
人
だ
け
先
に
進
ん
で
下
さ
い

し
て
い
る
な
ら
過
去
話
も
可
で

す 

ス
レ
は

８
０
が
立
て
て
下
さ
い

 
前
ス
レ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
放

ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｅ
ｉ
ｙ
ｕ

ｕ
ｒ
ｏ

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
中
ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
ａ
ｏ
ｈ
ｏ
ｕ
ｅ
ｉ

 
ホ
ロ
ウ
戦
ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
存
亡
を

け
た
戦
い
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ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ

 
対
女
権

生
身

撃

編

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｖ
ｓ
ｉ
ｓ

 
対

亡
国
機
業
・

学
園
襲
撃
編

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｐ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｍ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ス
レ
立
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

    

名
無
し
の
プ
レ
イ
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ス
レ
立
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
セ
フ

ロ
ト
が
倒
さ
れ

メ
テ
オ
が
消
え
た
と

い
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
世
界
は

守
ら
れ
た
の
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
そ
れ
を
見
て
た

達
は
あ
る
意
味
勝
ち
組
だ
な

 
な
に
せ
血
が
ブ
シ

し
ま
く

た
り

形

へ
の
変
化
シ

ン
が
グ
ロ
テ
ス
ク
過
ぎ
て

お

の
間
に
流
せ
な
い
も
の
だ

遠
か
ら
ず
消
さ
れ
る
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
の

を
切
り

り
し
た

像
が
出
回
る
と
予
想

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ノ
ン
フ

ク
シ

ン

と
し
て
放

さ
れ
る
か

か
の
参

と
し
て
限
定

開
さ
れ

る
可
能
性
は
あ
り
そ
う

こ
れ
歴
史
の
闇
に

も
れ
ち

ア
カ
ン

件
で
し

の
歴
史
と

し
て
も

の
歴
史
と
し
て
も

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
せ
い
で
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
が
壊
滅
し
て
ア
メ
リ
カ
は
大
打
撃
を

た

だ
か
ら
な

歴
史
の
闇
に

り
た
く
て
も

が
デ
カ
過
ぎ
て

れ
な
さ
そ
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
か

地

速
報
が

た
ん
だ
け
ど
こ
れ

て
ア
メ
リ
カ

て
あ
る
し
サ
ク
ラ
メ
ン

ト
が

源
だ
よ
な

 

間
的
に

レ
ベ
ル
の
大
地

が

き
た

い
け
ど

 
地

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
す
ぎ
な
い
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
恐
ら
く
セ
フ

ロ
ト
が
浮
か
し
て
た
空
中
大
地
が

下
し
た
せ
い
だ
と
思
わ
れ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

状

の
義
弟
が

に
刀
ぶ

し
て
追
い
打
ち
の
魔

で
ネ
オ
・
コ
ア
ご
と
消
し

ば
し
た
せ
い
だ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ア
レ

て
魔

じ

な
く
て
虚
閃

セ
ロ

じ

ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟

て
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
リ
ス

ク
ト
な
の
か
な

 
確
か
斬
撃
を

ば
す
技
も
虚
月
閃
と
か
い
う
ら
し
い
が
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
実
の
兄
が

月

天
衝

と
か

パ
ク

た
影

じ

な
い
の
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
入

中
の
義
弟
に
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ

を
見
せ
た
人
が

ネ
タ
と
し
て
見
せ
た
影

だ

た
り
し
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
あ
り
そ
う

 
一
応
ゲ

マ

だ
し

サ
ブ
カ
ル
チ

へ
の
親
和
性
は
高
い
方
だ
よ
な

義
弟

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
話

に
上
が

て
思
い
出
し
た
ん
だ
が

秋
十

て
い
ま
ど
う
な

て
ん
だ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

  
自
分
で
中
継
を
見
れ
ば
い
い
の
で
は

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

者
数
の
せ
い
か
回
線
が
重
す
ぎ
て
無
限
ロ

デ

ン
グ
に

ち

て
る
ん
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ド
ン
マ
イ
と
し
か

え
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
秋
十
は
下

身
つ

か
明
ら
か
に
心

部
分
も
消
し

ば
さ
れ
て
る
け
ど
ま
だ
ピ
ン
ピ
ン

し
て
る
ぞ

世
界
を
守

た
義
弟
に
報
い
よ
う
意

て
天
災
が
ス
ピ

チ
し
て
協
力
し
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て
動
き
出
す
の
を
知

た

を
ま
き

ら
し
て
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

は
悪
く
ね

と
ば
か
り
に
怒
鳴

て
る

は
か
な
り
み

と
も
な
か

た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
護
衛
が
手

に
な

た
と
か
臨
海
学

に

れ
て
行
か
な
か

た
点
は
確
か
に
と
思
わ

な
く
も
な
い
ん
だ
が
だ
か
ら

て
ま

た
く
対
策
し
て
な
か

た
の
は
秋
十
の
問

だ
よ
な

そ
れ
で
誘

さ
れ
た
か
ら
オ
ズ
ウ

ル
が
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
だ
と
か

を
始
動
し
た
わ
け
だ
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
実

に

に
生
身
で

り
合

た
義
弟
か
ら
指

さ
れ
た
か
ら

い
返
せ
な
い
し
な

  

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
桐

谷
和
人
は

人
間

生
物
兵
器
だ
か
ら
前

に
な
り
得
な
い
だ
ろ
ｗ
ｗ
ｗ
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バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
は
オ
ズ
ウ

ル
が
や

た
事
だ
し
メ
テ
オ
だ

て
セ
フ

ロ
ト
と
か
い
う

の
仕
業
だ
ぞ

な

に
一
人
に
責

し
付
け
よ
う
と
し
て
ん
だ

 
お
ま
え
ら
全

ば
か
か
ｗ
ｗ
ｗ

 

一

の
信
者
は
こ
れ
だ
か
ら

な
ん
だ
ｗ
ｗ
ｗ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

と

り
合
え
る
か

じ

な
く
て

対
策
を
取

て
い
た
か

が
論
点
な
ん
だ
よ
な

 
義
弟
が
そ
こ
で
責
め
て
い
た

り

秋
十
は
対
策
し
て
な
か

た
と
思
わ
れ
る

白
式

を

手
に
入
れ
て
有

天
に
な

て

必
要
な
い

て
思

て
た
可
能
性
あ
る
し
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
責

を

し
付
け
て
る

で
は
な
く

事
実
を
列

し
て
る
だ
け
だ
ぞ

 

つ

か
す

コ
テ
ハ
ン
来
た
な

ド
ン
引
き
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無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

   
い
や
い
や
秋
十
の

性
が
発
覚
し
て
か
ら

合

ま
で
一

間
く
ら
い
だ
ろ

そ
の
間

に
ど
ん
な
対
策
出
来
る

て
い
う
ん
だ
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
少
な
く
と
も
義
弟
と
同
じ
対
策
は
取
れ
る
よ
な

前

あ
る
わ
け
だ
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

さ
れ
る
時
の

像
見
た
限
り

の

抗
も
出
来
て
な
い
か
ら
仮
に
持

て
た
と
し
て
も

意
味
が
あ

た
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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義
弟
を

護
・
称

す
る
人
を
信
者
と

う
の
は
勝
手
だ
し
そ
れ
を

う
の
も
お
前
の
勝
手

だ
が

そ
れ
は
こ
こ
に
来
て
ま
で

き

ら
か
す
事
か

 

な
ら
ブ
ラ
ウ
ザ
バ

ク
す
れ
ば
い
い
と
思
う
ん
だ
が

  

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

  
そ
う
や

て

て
た
ら

秋
十
が
一
人
悪
者
に
さ
れ
ち
ま
う
だ
ろ

そ
ん
な
の
お
か
し

い

て

う
や
つ
が
一
人
く
ら
い

な
い
と
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

秋
十
は
実
の
弟
を

先
し
て

し

も

き

ん
で
た
上
に
デ
ス
ゲ
時
代
に

オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

を

い
て
攻
略
組
プ
レ
イ

を

殺
し
た

て
ネ
タ
が
上
が

て
る
ん

だ
が

そ
れ
で
も

護
す
る
の
だ
ろ
う
か
と

中
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無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

  
そ
れ
結

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
秋
十
が
キ
ル
し
た
中
で
死
者
は

な
い
ん
だ
ろ

 
な
ら
秋
十
を
殺
そ
う
と
し
て
る
一

の
方
が

罪
者
だ

 
ど

ち
が
悪
か
な
ん
て
明
白
だ
ぞ

 
は
い
論
破
ｗ
ｗ
ｗ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
論
破
に
な

て
ね

よ

か
お
ま
え

 
今
み
た
い
な
極
限
の
状
況
下
で
事
の
善
悪
と
か

理
と
か

て
ら
れ
る

が
な
い
ん
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
も
そ
も
の
話

達

の
外
だ
か
ら
な

 
部
外
者
が
グ
ダ
グ
ダ

う
方
が
お
か
し
い

て
思
わ
ね
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
秋
十
は
最

ク
リ

チ

に
変

す
る
運
命
ら
し
い
し
そ
れ
を
放

て
お
く
と
バ
イ
オ
作

品

み
に

者
が

出
す
る
ぞ

そ
れ
を

過
す
る
方
が
結
果
的
に
悪
だ
と
思
う
ん
だ
が

  

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

  
お
ま
え

法
を

強
し
ろ
よ

第
三
者
の
意
見
が
な
い
と
ま
と
も
に
善
悪
語
れ
る
わ
け
な
い

だ
ろ

  
そ
も
そ
も
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
正
し
い
モ
ン
だ
ろ

な
に

め
て
ん
だ

て
い

う
の
が

の
意
見
な

な
の
に
天
災
も
完
全
ス
ル

と
か
明
ら
か
に
依

し
て
る
じ

ね

か

 
一

に
は
救
お
う
と
す
る
ク
セ
に

秋
十
に
は
そ
れ
す
ら
無
い
と
か
イ
カ
レ
て
る
ぞ
全

 
な
に
よ
り
そ
れ
を
平
然
と

け
入
れ
て
る
こ
こ
の

中
に
も
森
羅
の
な
ん
ち

ら
と
か

う
女

ど
も

お
か
し
い
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
秋
十
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
は
義
弟
が

て
た
ん
だ
が
そ
れ
を

い
た
上
で

て
る

 
ウ

ル
ス
に
よ
る
ク
リ

チ

化
を
制

す
る
た
め
に
コ
ア
を

さ
れ
た
の
に
そ
の
コ

ア
が
無
い
か
ら

秋
十
は
も
う
助
か
ら
な
い

て
話
だ
ぞ

  

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

  
は
い
エ
ア
プ

白
式

が
あ
る
ん
だ
よ
な

ｗ
ｗ
ｗ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
エ
ア
プ
は
お
前
だ

白
式

の
エ
ネ
ル
ギ

は

し
て
る

て

て
た
だ
ろ
う
が
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無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
い
や
い
や

黒
椿

だ

け
か

ア
レ

て
エ
ネ
ル
ギ

の
無
限

が
出
来
る
ん
だ
ろ

 
そ
れ
を
す
れ
ば
い
い
話
な
の
に
な
ん
で
し
な
い
ん
だ
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

あ

そ
の

え
は
な
か

た
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

エ
ネ
ル
ギ

を

し
て
も
秋
十
が

に

え
ら
れ
る
の
か

 
も
う
か
な
り
血
を
流
し
て

今
に
も
息
絶
え
絶
え
な
ん
だ
が

 

労

し
て
た
と
は

え

命
傷
は
負

て
な
か

た
義
弟
と
は
状
況
が
違
う
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
も
そ
も
今

て

黒
椿

使
え
る
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無
銘
も
黒
椿
も
マ
ト
モ
に
使
え
な
い
か
ら
義
弟

て
生
身
で
セ
フ

ロ
ト
と
戦

て
た

ん
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
・
対
セ
フ

ロ
ト
戦
時

無
銘

は
対
メ
テ
オ
の
超
広

バ
リ
ア
展
開
の
演

で
使
わ
れ
て
い
て

力
な
し

黒
椿

は

森
羅
の
守
護
者

の
ア
バ
タ

体
の

持

バ
リ
ア
展
開
の

持
で
使
わ
れ

て
い
て

力
な
し

 
・
現
在

 
メ
テ
オ
が
消
え
た
の
で
バ
リ
ア
は
消
し
て
よ
し

無
銘

使
え
る

黒
椿
も
ま
あ
ア
バ
タ

を

持
し
な
く
て
い
い
な
ら
使
え
る
が

天
災
の
ス
ピ

チ
的
に

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
す
ら
動

し
て
五
分
五
分
ら
し
い
し

森
羅
の
守
護
者
は
フ
ル
で

投
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
な
ら

無
銘

と

黒
椿

方
を
フ
ル
活

し
て
合

体
の
ア
バ
タ

を
展
開
し
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そ
う
ね

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

て

死
地
に

く
味
方
が
そ
ん
な
に
い
る
の
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

攻
略
組

な
ら
ワ
ン
チ

ン

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
フ
ロ
ア
ボ
ス
の
フ
ル
人
数

て

人

パ

テ

の

人
だ

た
か
ら

呼
び

か
け
れ
ば
す
ぐ
集
ま
り
そ
う
だ

な
ん
な
ら
取
り
合
い
に
な
る
可
能
性
ま
で
あ
る

  

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
そ
れ
な
ら

行
こ
う
と
し
て
る

中
は
全

悪
だ
な
ｗ
ｗ
ｗ

 
一

に
は
ま
だ

が
あ
る
ん
だ
し

先
に
秋
十
を
助
け
る
の
が
先
決
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
お
忘
れ
か
も
し
れ
な
い
が
義
弟
が
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
ら
れ
た
ら
再

メ

テ
オ
が
出
現
す
る
ぞ

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
上
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
以
上
秋
十
を
依
り
代

に
し
た
セ
フ

ロ
ト
が
も
う
一
回
出
て
く
る
わ
け
だ
か
ら
な

ま

た
く
同
じ
動
機
で
メ
テ
オ
を

使
う
だ
ろ
う

 
そ
う
な

た
ら
世
界
は
今

こ
そ
終
わ
り
だ

 
さ

き
ま
で
は
義
弟
を
引
き
入
れ
る
た
め
に
時
間

ぎ
も

ね
て
戦
い
に
付
き
合

て
た
よ
う

だ
し
そ
の
義
弟
を
依
り
代
に
復
活
し
た
場
合
も
う

う
必
要
が
な
い
か
ら
な

そ
れ
こ
そ

メ
テ
オ
を

発

十
発
と
使
え
ば

無
銘

と

黒
椿

で

持
さ
れ
る
バ
リ
ア
も
流

に

保
た
な
い
だ
ろ
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
セ
フ

ロ
ト
に
な
ら
な
く
て
も
あ
の
中

な

形

の
方
が
却

て

バ

だ
し
な

 
ま
さ
か
あ
れ
だ
け
大
苦
戦
つ

か

く
あ
し
ら

て
た
セ
フ

ロ
ト
を
も
の
の
数

で

殺

す
る
と
は
思
わ
な
か

た
ぞ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
理
性
と
か
自
我
は
無
い
け
ど

バ
い

 
魔
人
ブ
ウ

か
な

白
目

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
じ

あ
セ
フ

ロ
ト
は
魔
人
ブ
ウ

悟

収

だ
な

絶
望

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
戦
う
ス
ケ

ル
が
違
う
け
ど

星
を
壊
せ
る

と
い
う
一
点
に

い
て
は
近
し
い
な

遠
い
目

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
バ
イ
オ

と
き
て

今

は

の
戦
い
と
か
地

が
壊
れ
そ
う
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
ま
じ
め
な
話
義
弟
と
秋
十
を

べ
た
時
ど

ち
が
有

価
値
が
あ
る
か

て
話
だ
か

ら
な

 
秋
十
は
一
発
で
セ
フ

ロ
ト
化
し
た
け
ど

義
弟
は
そ
れ
に

え
て
中

な

に

ま

た

だ
し
一

に

と

て
も
危
険

は
実
は
秋
十
の
方
が
上
だ

た
り
す
る

  

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

  
そ
れ
が
人
を
見
殺
し
に
す
る

罪

と
か
大
義
名
分
に
な
る
と
か
思

て
る
な
ら
お
前
ア
ブ
な

い

だ
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
も
う
お
前

れ
よ

 
不

が
あ
る
な
ら
国

会
な
り
国
会
議
事

な
り
に

し
て
ぶ
ち
ま
け
て
こ
い

こ
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ん
な
と
こ
ろ
で

き
出
し
た
と
こ
ろ
で
意
味
な
い
ぞ

  

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

  
お
前
に
指

さ
れ
る

合
い
ね

し

う
義
理
も
ね

よ
ｗ
ｗ
ｗ

 
そ
れ
に
こ
こ
で
反
対
意
見
を
出
す
事
に
意
味
無
く
な
い
ぞ

お
前
ら
信
者
が
忘
れ
た

理
観
や

善
悪
の
価
値
観
を
正
せ
る
か
ら
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
正
義
面
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

手
に
非
が
あ
る
か
ら
と
一
方
的
に
悪

を

き
付
け
て
他
者
の
意
見
に

を

さ
な
い

 
こ
の
行
動
の
ど
こ
に
正
義
が
あ
る
と
い
う
の
か
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
も
そ
も
一

の
子

に

し
て
た

が
ま

た
く
悪
い
事
し
て
な
い
み
た
い
に

う
の
は

に
お
か
し
く
ね

  

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 

こ

い
う
の
を
見
る
と

思
う
の
よ
ね

 
キ
リ
ト
が

め
ら
れ
て
る
時
も
同
じ
事

て
た
の
か

て

  

ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

 

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
こ
う
い
う
の
を
見
る
と
思
う
ん
で
す

 

に
キ
リ
ト
君
が
気
に
入
ら
な
い
か
ら
反
対
意
見
を
出
し
た
り
対
抗

を
持
ち
上

て
る
だ

け
な
の
で
は

て
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ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

 

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
他
人
に
自
分
の
価
値
観
と
か
善
悪

し
付
け
て
る
時
点
で
ジ

ジ
メ
ン
タ

判
決
者

じ

な
い
と
思
う
ん
だ

そ
う
い
う
の

て

正

平
な
判
断
と
論
理
的
な
理

を

ら
れ
な

い
と
ダ
メ
じ

な
い

  

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
う
わ

出
た
出
た
ｗ
ｗ
ｗ

 
ガ
チ
モ
ン
の
信
者
が
出
て
き
た
よ

 
こ
う
い
う

に
限

て
人
の
話
を

い
て
な
い
か
ら
会
話
に
な
ら
な
い
ん
だ
よ
な

 

理
が
壊
れ
て
る
あ
ん
た
ら
に
分
か
り
や
す
く

う
な
ら
目
の
前
で
苦
し
ん
で
る
秋
十
を
な

ん
で
救
お
う
と
し
な
い
の
か

て
話
な
ワ
ケ

分
か
る

  

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 

そ
う

わ
れ
て
も
ね
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正
直

現
場
に

な
い
あ
た
し
達
じ

な
に
も
出
来
な
い
し

え
な
い
し

 
そ
も
そ
も
可
能
か
不
可
能
か
も
分
か
ら
な
い
し

   

マ
ス
タ

ス
ミ
ス

 
こ
こ
で
会
話
が
ル

プ
す
る
予
感
し
か
な
い
の
で
ス
ル

し
て
い
い
と
思
い
ま
す

 
そ
ん
な
わ
け
で
新
た
な
話

を
投
下
し
ま
す

天
災
に
よ
る
義
弟
救
出
作
戦

要

 

き
た
い

ツ
は
手
を
上

ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
オ

・

・

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ワ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
今
も
無
限
ロ

デ

ン
グ
中
だ
か
ら
助
か
る
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
ん
た

ま
だ
見
れ
て
な
か

た
ん
だ
な

  

数
分
後

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ
ま
り

め
る
と
こ
う
い
う
事
か

 
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
上
に
あ
る
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
消
去
す
れ
ば
万
事
解
決

 
ア
ド
レ
ス
の
逆
探
知
の
た
め
に

今
も

を

け
て
る
義
弟
が
電

ダ
イ
ブ
し

そ
れ
に
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引

付
く
形
で

シ
ス
テ
ム
の
参

で
あ
る
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
も
電

ダ
イ
ブ

二
人
が
か

り
で
セ
フ

ロ
ト
本
体
を

手
に
す
る

 
そ
の
間

肉
体
の
方
は
コ
ア
を

し

状

で

れ
る
だ
ろ
う
か
ら

森
羅
の
守
護
者

で
抑
え

む

 
生
身
の
代
表
候
補
生
や
ク
ロ
エ
ち

ん
達
は

状
に
な
る
よ
う
バ
リ
ア

持
に
動
い
て
戦
闘

フ

ル
ド
を
制
限
す
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

て
い
い
か

 
完
全
に
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の

内
在
闘
争

じ

ね

か

 

と

い
義
弟

て

か
し
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
ネ
タ
の
内
在
闘
争
の
機
会
多
く
ね

か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
正
し
く
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
内
在
闘
争
だ
な

違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば

の
時
と
違

て

手
は
自
分
自
身
じ

な
い
し

味
方
も
い
る

て
事
か
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つ

か
電

ダ
イ
ブ

て

ぞ
や

 
初
め
て

く
ぞ

そ
ん
な
の

 

の
フ
ル
ダ
イ
ブ
と
は
違
う
の
か

  

８
Ｍ

 
ザ

ク
リ

う
と

を

い
た
バ

ジ

ン
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
と
思
え
ば
い
い

 
た
だ
し
ア
ミ

ス
フ

ア
な
ど
が
大

の
電
気
信

を

部
分
で

み
取
る
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
電

ダ
イ
ブ
は

部
に

す
る
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

な
ど
が
大

の
内

に

る

光
子
を
直

み
取
る
か
ら

ア
プ
ロ

チ
は

密
に
は
異
な

て
る

 
こ
れ
の

は
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
や
シ
ス
テ
ム
サ

バ

に
ダ
イ
ブ
し
て
違
法
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
ウ

ル
ス
を
ゲ

ム
み
た
い
に
消
去
し
た
り
す
る
事
が
主
ら
し
い
が
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い

常
電

ダ
イ
ブ
中
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
と
同
じ
く
ダ
イ
ブ
者
は
無

備
な
状

に
な
る

国

力

で
も
あ
る

者
が
そ
う
な

た
ら

時
に
マ
ズ
い
し
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

の
あ
る
技
師

や
整
備
士
が

わ
れ
る
か
ら

そ
れ
も
あ

て
認
知

が

く
な

て
る
と
い
う
背

が
あ
る

 
正
直

の
発
明
者
自
身
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
方
法
に
気
付
い
た
と
も

え
る
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名
無
し
の
プ
レ
イ

  
へ

そ
ん
な
の
が
あ

た
の
か

  
１
０
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
は

え

今
回
は
無

備

て

じ

な
い

い
ぞ

 
義
弟
に
今
も

し
て
る

シ
ス
テ
ム

セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
逆
探
知
の
た
め
に
義

弟
自
身
も
ダ
イ
ブ
す
る
け
ど
そ
の
間
は
肉
体
が
フ
リ

に
な
る
か
ら
ま
た

形

に
な

て
し
ま
い
か
ね
な
い

て

  
１
０
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
意
識
を

る
大

は
無
事
だ
か
ら
電

ダ
イ
ブ
が
出
来
る

て
事
な
の
か
ね

  
１
０
３
セ
ブ
ン

 
今
回
の
光
子
を

み
取
る
電

ダ
イ
ブ
は
本
人
の
意
識
が
無
く
て
も
可
能
な
技
術
体
系
よ
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意
識
を

る
の
が

光
子

で

肉
体
を

る

動
か
す
の
が

の
電
気
信

 
だ
か
ら
光
子
の
方
を
使

て
電

ダ
イ
ブ
す
る

で
肉
体
の
方
が
フ
リ

に
な

て
し

ま
う
の
ね

外

か
ら
電
気
を
流
し
て

肉
を
無
理

理
収

さ
せ
る
事
と
今
回
の
コ
ア
を

し
た

は
似
た
よ
う
な
も
の

で
も

肉
に
電
気
を
流
さ
れ
て
も
意
識
ま
で

ら
れ
る
事
は
無

い 
そ
れ
と
同
じ
こ
と
な
の
よ

  
１
０
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お

お
う

  
１
０

名
無
し
の
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ

 
ご
め
ん
セ
ブ
ン
ち

ん

く

み

い
て
く
れ
て
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
よ
く
分
か
ら
な
い

ん
だ

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ
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や

セ
ブ
ン

て
天
才
だ

た
ん
だ
な

  
１
０

セ
ブ
ン

 

１
０
４

 

１
０

 
ま
あ
専

で

し
て
な
い
と
必
要
な
い
知
識
だ
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
し

う
が
な
い
か

な 

１
０

 
そ
う

て
も
ら
え
て

し
い
わ

あ
り
が
と
う

  
１
０
８
と
あ
る
ス
ピ
リ

ツ
信
者

 
と
こ
ろ
で

セ
フ

ロ
ト
が
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

星
の
血

人
の
魂
と

て
ま
し
た
が

学
者
的
に
そ
の
見
解
は
ど
う
な
の
で
し

う
か

 

さ
れ
た
コ
ア
を

し
他
者
の
知
識
経
験
は
お
ろ
か
地

の
過
去
の
歴
史
を
学
ぶ
よ

う
な
事
を

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
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１
０

セ
ブ
ン

 
え

と

あ
ま
り
そ

ち
方
面
は

し
く
な
い
ん
だ
け
ど
ね

 
ま
あ
輪

転
生
の

念
が
あ
る

だ
し
亡
く
な

た

間
に
体
重
が

た
と
か
心
霊
現

と
か
そ
う
い
う
の
を

め
て
説
明
付
け
ら
れ
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

新
解

と
か
新
し

い
説

て
い
う

  
１
１
０
無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
そ
れ
だ
と
コ
ア
を

さ
れ
た
一

は
星
の

命
を

い
取

て
る

て
事
に
な
ら
ね

 
だ
か
ら
コ
ア
が
無
い
秋
十
を
生
か
し
て

一

は

ん
だ
方
が
世
界
の
た
め
だ
な
ｗ
ｗ
ｗ

  
１
１
１

式

国

会
会
⻑
・

ノ
之
束

 

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ
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特
定
し
た
か
ら
覚
悟
す
る
よ
う
に

  
１
１
２
無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 

１
１
１

 
う
は
ｗ
ｗ
ｗ

 
真
性
の

が
増
え
た
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

 
天
災
に
偽

す
る
と
か
マ
ジ
か
よ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

  
１
１
３

式

国

会
会
⻑
・

ノ
之
束

 
桐

谷
和
人
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
運

す
る

式
会

ユ

ミ
ル

日
本

務

合

信

高

信

振
興

第
二
別

信
ネ

ト
ワ

ク
内
仮
想
空
間

理

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
ラ
イ
タ

と
し
て
名
を

ね
て
い
る

 
ま
た

的
に
は
国

会

属
の

者
で
も
あ
る

 
こ
れ
は
立

な

件
で
あ
る

わ
れ
て

然
の
非

は
と
も
か
く
あ
ら
ぬ

中
傷

に
加
え

人
権
を
著
し
く
傷
つ
け
る

動
を

過
す
る

に
は
い
か
な
い
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い
ま

国

会

の
名
義
で
空
メ

ル
を
送
信
し
た

そ
れ
が
特
定
し
た
事
を
証
明

す
る
証
だ

 
後
日

正
式
な
手

き
を

ん
で
国

会
か
ら
抗
議

を
行
う
た
め

身
分
を

証
明
で
き
る
も
の
を

意
し
て
お
く
よ
う
に

  
１
１
４
無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 

ホ
ン
ト
に
空
メ

ル
来
て
ん
だ
け
ど

 
え

マ
ジ
で
天
災
な
の

  
１
１

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
ち

返
事
し
て
く
れ
よ

  
１
１

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 

だ
ろ

 
ア
レ
で

と
か
マ
ジ
か
よ
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１
１

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 
お
か
し
い
だ
ろ

な
ん
で
こ
れ
く
ら
い
で

え
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ

 
つ

か

し
て
た
ら

う

て
お
か
し
い
だ
ろ

 
な
ら
な
ん
で
今
ま
で
ア
ン
タ
は
ア
イ

ツ
を
助
け
た
り
し
な
か

た
ん
だ

  
１
１
８

式

国

会
会
⻑
・

ノ
之
束

 

無
名
の
ジ

ジ
メ
ン
タ

 

す
る
事
に
な

た
の
は
匿
名
だ
か
ら
と
他
者
を
平
気
で

中
傷
し
た
あ
な
た
の
自
己

責

で
あ
る

 
ま
た
彼
を
助
け
な
か

た
経

・
事
情
に

し
あ
な
た
に
説
明
す
る
必
要
性
は
無
い
と
判

断
す
る

 
以
上

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ざ
ま

な
い
な

こ
り
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１
２
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
こ
れ
を
機
に
匿
名
だ
か
ら
と
平
気
で
中
傷
で
き
る

と
か
人
を

に
す
る
キ

ズ
が

て
い

て
欲
し
い
も
ん
だ

  
内
在
闘
争
大

き
マ
ン
と
は
私
の
事
だ

 

密
に
は
肉
体
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
内
在
闘
争

精
神

ラ
ス
ト
バ
ト
ル
と
い

う
構

な
の
で

の
時
よ
り
も

と
や
や
こ
し
く
な

て
ま
す
が

ネ
タ
よ
伝
わ
れ

和
人
を
危
険

す
る
少
数
意
見

め

ア
ン
チ

を

ら
せ
る
の
は
権
力
を

他
人
が

使

う
事
が
一
番
で
す

本
人
が
使
う
と
ケ
チ
が
付
く
の
で
あ
く
ま
で
他
人
な
の
が
ミ

こ
れ
で
和

人
の

も
安

で
す
ね

邪

 

と

か

に

え
ら
れ
る
ん

件
多
い
ん
で
す
よ
ね
一

ア
ン
チ
物

て

実
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あ
る
わ
け
だ
し

 

え
た
と
こ
ろ
で

法
が
動
か
な
い
か
ら
ネ
タ
に
出
な
い
ん
で
あ

て
国
家

務

レ
ベ
ル

の

に

い
て
る
和
人
な
ら
守
ら
れ
て
も
い
い
ん
じ

な
い
か
と
い
う
事
で
こ
う
な
り
ま
し
た

 
ち
な
み
に
掲
示
板
回
で
戦
闘
に
入
ら
な
か

た
の
は
バ
リ
ア

持
に
必
要
な
人
数

人
が

け
つ
け
る

森
羅
の
守
護
者

が
フ
ル
で
戦
え
る
状
況
に
持
ち

も
う
と
し
て
い
た
の
を

て
い
た
か
ら
と
い
う
裏
話

  
・
作
戦
要

セ
フ

ロ
ト
・
ネ

ト
ワ

ク
根
絶
作
戦

 

要
和
人
が
電

ダ
イ
ブ
す
る
形
で
逆
探
知
し
ア
ド
レ
ス
を
突
き
止
め

千
冬
と
協

力
し
て
セ
フ

ロ
ト
を

す
る

 
そ
の
間

確
実
に
和
人
の
肉
体
は

す
る
た
め
生
身
の

者
組
が
バ
リ
ア
で
フ

ル
ド
を
制
限
し

森
羅
の
守
護
者

が

手
を
す
る

 
成

件

 
セ
フ

ロ
ト
を
倒
す
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失

件

 
和
人

千
冬
の

北

 
バ
リ
ア
の

壊

 
参
戦
者

 

指

 
・

ノ
之
束

 
対
セ
フ

ロ
ト
・
ネ

ト
ワ

ク
チ

ム

 
・
桐

谷
和
人

 
・

千
冬

 
・

 
対

和
人
チ

ム

 
・
森
羅
の
守
護
者

人

 

ク
ラ
イ
ン

 

リ

フ

 

ユ
イ
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ス
ト
レ
ア

 

キ
リ
カ

 

ユ
ウ
キ

 

ラ
ン

 

サ
チ

 

ア
ス
ナ

 

シ
ノ
ン

 

ヒ

ス
ク
リ
フ

 

ヴ

フ
ス

 

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

 
バ
リ
ア

持
チ

ム

 
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
・
ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
・
更
識
楯
無

 
・

国
代
表
候
補
生
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真

  

セ
シ
リ
ア
・
オ
ル
コ

ト

 

シ

ル
ロ

ト
・
デ

ノ
ア

 
他

多
数

  

和
人
は
バ
リ
ア

持

ア
バ
タ

体

持
で

無
銘

も

黒
椿

も
フ
ル
活

す

る
の
で
セ
フ

ロ
ト
と
違

て
メ
テ
オ
は
使
え
ま
せ
ん

逆
に

う
と
バ
リ
ア
が

持
で
き
な

く
な
る
と
演

能
力
に

が
生
ま
れ
る
の
で

そ
の
時
点
で
ジ
・
エ
ン
ド
で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣 

 
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３

怨
嗟
の
魔
獣
 

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 
ス
マ
ブ
ラ
で
セ
フ

ロ
ス
や

て
た
り
ア
リ
リ
コ
の
ア
プ
デ
や

た
り
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の

完
全
虚
化
観
た
り

ア
ド
ベ
ン
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
観
て
た
ら
一

間
経

て
た
ゼ

 

点

ク
ロ
エ

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

そ
ろ
そ
ろ
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
取
り
返
さ
な
い
と
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生
体
同
期
型

 
人
間
の
肉
体
に
コ
ア
を
そ
の
ま
ま

め

む
非
人
道
的
行

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
そ
れ
は

合
し
な
か

た
者
を
容
赦
な
く
絶
命
さ
せ
る
禁
断
の
人
体

そ
ん
な
結
果
が
出
て
い
る
時

点
で
ど
こ
か
が
実
験
済
み
で
あ
り
国
家
機

も
人

を
無

に
し
な
い
か
ら
行
う
と
こ
ろ
は
ま

ず
無
か

た
そ
れ
を
さ
れ

生
き

び
た
人
間
は
世
界
で
数
人
い
る

 

表
さ
れ
て
い
る
の
は
桐

谷
和
人

 

表
は
さ
れ
て
い
な
い
が

状
況
証

か
ら
確
定
な
の
が

秋
十

 
そ
し
て
完
全
に

せ
ら
れ
て
い
る
の
が

ノ
之
束
の
義
理
の
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
だ

 
と
は
い
え

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
に

め

ま
れ
た
生
体
同
期
型

は

他
の
二
人
の
も

の
と
は
目
的
が
違

て
い
る

 
彼
ら
の
そ
れ
は
生
体
兵
器
目
的
の

で
あ
り

ウ

ル
ス
に

え
る
た
め
の
も
の
だ

た

方
の

点
が
欠
点
を
補
い
合

た
事
で
彼
は

後
も
生
き
て
い
る

 
だ
か
ら
と

て
私
も
ウ

ル
ス
を
投
与
さ
れ
て
い
る

で
は
な
い

生
み
出
さ
れ
る
過
程

か
ら
手
を
加
え
ら
れ

成
⻑

中
も
様

な
投

実
験
を

け
た

ア

ド伝
ヴ子

強
ン化
ズ

ド体
の
身
だ

が
ウ

ル
ス
実
験
を
さ
れ
た
記
録
は
見
つ
か

て
い
な
い

な
に
よ
り
血

の
結
果
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を
自
分
の
目
で
も
確
か
め
て
い
る
か
ら
疑
い
よ
う
は
な
か

た

 
な
ら
ば

故
私
は

に

え
ら
れ
た
の
か

 
理
由
は

士

製
の

ナ
ノ
マ
シ
ン
の
お
陰
で
あ
る

 
か
さ
ぶ
た

の
よ
う
に
見
て
く
れ
だ
け
傷
を

ぐ
だ
け
で
は
な
い

必
要
な

を
摂
取
し
運
動

を
日

け
る
こ
と
で

強
な
骨
・

肉
を
作
り
上

る
過
程
の
如
く
そ
の
ナ
ノ
マ
シ
ン
は

弱
な
部
分
を
補
強
し
同
じ
ケ
ガ
を

り
返
さ
な
い
よ
う
手
を
加
え
る
代
物
だ

業
界
に
広

ま
れ
ば
間
違
い
な
く

命
が

き
る
だ
ろ
う

 

然
だ
が
デ
メ
リ

ト
も
あ
る

 
心

の

結
節

動
の
開
始
点

に
設

さ
れ
る

ス
メ

カ

が
電
気
信

を

理
す
る
よ
う
に

ナ
ノ
マ
シ
ン
に
も

制

の

を
持
つ
も
の
を

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

た

 
私
の
場
合

そ
れ
が

だ

 
ナ
ノ
マ
シ
ン
は

ス
メ

カ

と
違

て
意

的
な
交
換
が
出
来
な
い

ど
小
さ
い

だ
か

ら

的
に
活
動
を
行
う
事
に
な
る
わ
け
だ
が
万
が
一
機
能
不
良
に

た
時
の
た
め
に
対

で
き
る
手

を
持
つ
モ
ノ
を

制

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
れ
に
う

て
つ
け
な
の
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が

原
子
レ
ベ
ル
で
構

物
を
分

・
分
解
・
再
構

出
来
る

だ

た

 
し
か
し

そ
の
た
め
に
は

大
な
リ
ス
ク
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

コ
ア
の

は
型
が

合
し
て
い
な
い
血
や
骨

を
無
理

理

し

え
さ
せ

る
よ
う
な
も
の

だ
か
ら

絶
反
応
を
来
し
た
者
は

外
な
く
死
亡
す
る

 
ナ
ノ
マ
シ
ン
を
投
与
し
た
か
ら
と
は

え

死
亡
リ
ス
ク
が
ゼ
ロ
に
な

た

で
は
な
い

 
そ
れ
で
も
自
分
は

を
希
望
し

自
分
を

た
主
は
そ
れ
を

け
入
れ
た

 
そ
し
て

は
成

結
果
論
で
は
あ
る
が

方
は
得
を
し
た

彼
女
が
無

な
頼
み
を

け
入
れ
た
の
も

ナ
ノ
マ
シ
ン
と
コ
ア

の
実
験
デ

タ
を
得
た
か

た
か
ら
だ
ろ

う

り
に

だ

た
わ
け
だ

 
私
は
と

え
ば

コ
ア
を

し
た
事
で

人

み
の
生

を
手
に
入
れ
た

 
そ
れ
が
私
の
コ
ア

の
目
的

 

伝
子

作
無
数
の
投

に
よ
り
私
の

や
内

は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

た

常
に
目
に

さ
れ
た
越
界
の

が
黒
目
金

の

状

な
の
も

力
が

喪
わ
れ
そ
れ
を
補
お

う
と
ナ
ノ
マ
シ
ン
が
活
性
化
し
て
い
る
た
め
で
あ
る

 
し
か
し
コ
ア
を

し
た
事
で
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

コ
ア
そ
し
て

と
い
う
経
路
で

覚
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を
補
え
た

壊
し
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
た

も
あ
る
程

修
復
し
少
な
く
と
も
あ
と

数
年
の
命
だ

た
身
は
生
き

ら
え
ら
れ
た
と

え
よ
う

己
を
苛
ん
で
い
た
苦
し
さ
か
ら
全
て

解
放
さ
れ
た
の
だ

 

コ
ア
を

し
よ
う
と
思
い
立

た
の
は

彼

に
興
味
が

い
た
か
ら
だ

た

 
ヒ
ト
と
し
て
生
み

ち
な
が
ら
兵
器
へ
と
変
え
ら
れ

・

・命
・に
・な
・

・て

生
き
よ
う
と
足
掻

く

彼

 
始
ま
り
は
正
反
対

 
過
程
も
反
対

 
帰
結
す
る
先
も

ま
た

 

だ
か
ら
こ
そ

だ

と
思

た

 

観
し
死
を

け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
私
と
同
じ
境
遇
に
堕
と
さ
れ
な
が
ら
必
死
に
抗

う
そ
の

に

か
れ
た

そ
の
行
き
つ
く
先
を

見
た
い
と
思
え
た

 

私
は

無

だ
と
思

た
事
は
し
な
い

 
な

な
ら

そ
う
設

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

一

の
可
能
性
を

か
ら

定
す
る
思

回

路

百
分

に
表
し
て

よ
り
高
い
確

の
方
を
数

だ
け
を
見
て

す
る
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た
と
え

理

以
外
の

か
が
反
対
し
て
い
て
も

私
は
数

を

先
す
る

 
そ
う
い
う
風
に
作
ら
れ
て
い
る
の
だ

 
だ
か
ら

彼

の
全
て
が

し
く

た

 
あ
れ
こ
そ
が
人
間
の
極
地
な
の
だ
と
悟

た
時

  

 
わ
た
し

機

は
こ
こ
ろ

無

を
知

た
の
だ

    

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
上
空
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バ
リ
ア
展
開

の
一

 

あ
れ

て

そ
う
い
う
事
だ

た
ん
で
す
ね

 
国

会

属
の
者
と
し
て
一
仕
事
終
え
た
後

天
災
に
よ

て

セ
フ

ロ
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
根
絶
作
戦

が
発

さ
れ
て
持
ち
場
に

め
て

い
た
私
は

そ
う

と
り
ご
ち
た

 
和
人
が

黒
椿

を

し
始
め
た
直
後

私
は

士
か
ら
の
秘
匿

信
を

信
し
て
い
た

黒

を
使
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら

備
し
て

し
い

と
い
う
内
容
だ

た

黒

有
の
能
力
は
現
実
に

い
て
は
大
気
成
分
を

作
し
仮
想
空
間
で
は

手
の
精
神

に
直

し
て

覚
を
見
せ
る
間

的
な
も
の
だ

一
応
戦
闘
も
可
能
だ
が
物
理
面
は
黒

騎
士

に

て
い
る

 
こ
の
よ
う
に

影
を
見
せ
る
事
に
特
化
し
た
黒

だ
が
最
た
る
特
徴
は
そ
れ
で
は
な
い

 
精
神

す
な
わ
ち
電

ダ
イ
ブ
し
た
他
者
の
意
識
に

す
る
と
い
う
事
は

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク

を
限
定
的
に
掌
握
す
る
事
と
同
義
な
の
だ
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し
か
も

の

に
も

わ
り
が
あ
る

だ

 
思
い
浮
か
べ
る
の
は

学
園
地
下
に
設

さ
れ
た
二

の
超

大
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
Ｓ

Ｔ
Ｌ

の

だ

た

意
識
と
い
う

語
に
は
様

な
解

・
見
解
が
あ
る
が
こ
の
場
合
は
内

に
目
を
向
け
た

話
に
な
る

 
人
間
の
意
識
は
大

が

て
い
る
と
い
う
が

密
に
い
え
ば
人
の

の
更
に
内

意
識

を
構

す
る
光
子
こ
と

フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト

が
意
識
を
構

し
て
い
る

か

ら
発
せ
ら
れ
る
電
気
信

は
あ
く
ま
で

肉
体
の
制

に
影

す
る
も
の
で
し
か
な
い

 
Ｓ
Ｔ
Ｌ
は

意
識
・
記

・
精
神
の
全
て
を

み

み

ま
た
情
報
を
送
る
事
で

現
実
と

認
す
る
夢
を
見
せ
る

 
な
ら
ば

電

ダ
イ
ブ
も
ま
た
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
電

ダ
イ
ブ
は
ナ

ヴ
ギ
ア
の
よ
う
に

部
分
で
電
気
信

を

断
し
反

し
て
い
る

で
は
な
い

 
し
か
し

な
ら
ば
ど
う
や

て
ダ
イ
ブ
し
て
い
る
の
か

 
そ
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
は
な
い

は

こ
れ
が
出
来
る

と
い
う
点
は
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表
さ
れ
て
い
る
が

ど
う
や

て
出
来
て
い
る
か

と
い
う
理

に
つ
い
て
謎
の
部
分
が
ま
だ

ま
だ
多
い

そ
し
て
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

す
る
電

ダ
イ
ブ
は
コ
ア
が

与
す
る

か
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ

未
だ

中
に
あ
る

 
だ
が

も
し

意
識
を

み
取

て
い
る
の
な
ら

電

空
間
で
の
動
作
に
は
大

の
電
気
信

を

み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

定

念
を
打
ち

き

不
要
と

え
た
な
ら

フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
の
存
在
は

に
な
る
だ
ろ
う

 
そ
れ
は

更
識
楯
無
の

が
証
明
し
て
い
る

 
彼
女
の

は

達
の
前
で
和
人
と

戦
を
し
て
い
る
最
中
に
二

形

へ
と

行
し
た

 
そ
の
と
き
彼
女
は

の
意

と

え
る
者
に
出
会
い
話
を
し
た
の
だ
と
い
う

戦
い
の
最
中

一
分
あ
る
か
な
い
か
の
話
だ

た
と
い
う
が
実

の
戦
闘

像
で
彼
女
が
虚
ろ
な

に
な

た

間
は
な
い

逆
に
話
の

部
分
か
ら
決
然
と
し
た
面
持
ち
に
な

た
く
ら
い
だ

た

 
だ
か
ら
彼
女
と

の
意

は

意
識
だ
け
が
超
加
速
し
た
状

で
対
話
し
た
事
に
な
る

 
そ
れ
は
ま
る
で
Ｓ
Ｔ
Ｌ
の
機
能
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
・
ア
ク
セ
ラ
レ

シ

ン
そ
の
も
の

だ
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そ
の
予
想
が
私
の
推

を
更
に
後

し
す
る

 
だ
か
ら
と

て

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク

の
世
界
時
間
が
加
速
し
て
い
る

で
は
な
い

だ
ろ
う

楯
無
の
場
合
は

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女
の
コ
ア
内
で
の
や
り
取
り
だ

た
か
ら
出
来
た
事
の

だ
 

だ
が
そ
こ
で
一
時
的
に
で
も
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を
掌
握
出
来
る
私
が

れ
ば

話
は
変
わ
る

 
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
内
の
時
間
を
加
速
さ
せ
る
事
あ
る
い
は
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
逆
探
知
し
て
消
去
す
る
事
彼
ら
の

護
で

影
を

る
事
も
出
来
る

現
実

で
戦
線
が

壊
し
掛
け
れ
ば

黒

の
演

能
力
で
ア
バ
タ

を
更
に

す
る
事
も
不
可
能
で
は
な
い

 
仮
に
バ
リ
ア
を

持
す
る

か
が
や
ら
れ
展
開
武

が
一
つ
で
も
破
壊
さ
れ
れ
ば
バ
リ
ア
は

消
滅
す
る

そ
う
な
れ
ば
無
銘
の
演

能
力
は
フ
リ

に
な
る

そ
う
な
れ
ば

す
る
彼

を

る
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

時
に
メ
テ
オ
を
再
生
成
し
こ
の
星
を
滅

す
だ
ろ
う

そ
の

間

か
で
も
セ
フ

ロ
ト
の

を

で
き
る
私
の
手
札
は
強
力
な
一
手
に
な
り

得
る

 
状
況
に
応
じ
て
ど
ん
な
風
に
も
活

で
き
る

力

を

黒

は
持

て
い
た



 Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣 

 
あ
の
二
人
も
そ
れ
は
分
か

て
い
た

だ

 
そ
の
上
で
作
戦
の
一
つ
に

て
い
な
い
の
は
私
の
身
を
慮

て
の
事
か

あ
る
い
は
黒

に
頼
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
て
の
事
な
の
か

じ

あ

こ

ち

現
実

は

せ
た

 
私
が
思

に

て
い
る
と

動

か
ら
少
年
の
声
が
上
が

た

 
気
づ
け
ば
森
羅
の
守
護
者
は
全

い

に
臨
戦

勢
を
取

て
い
た

彼
を
遠

き

に
し
つ
つ

う
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
光

は

か
ら
見
る
と

も
な
く
物
騒
で
し
か
な
い

し
か
し

少
年
の

に
は
希
望
が

ち

れ

決
然
と
し
た

み
が
浮
か
ん
で
い
た

 

程
な
く

目
が

じ
ら
れ
る

 

間

バ
シ

と
外
気
に
晒
さ
れ
た

の

分
が
仮
面
に

わ
れ
た
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ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ



 ＢＩＯＨＡＺＡＲＤ ＯＦＦＬＩＮＥ 〜亡霊戦争〜

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

  
直
後

獣
が

え
る

 
予
想
し
た

り

黒
椿

を

し

セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

が
再
開
し
た

 
つ
ま
り
い
ま
こ
の

間

彼
のフ

ラ
ク
ト
ラ
イ
ト

意
識
は

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク

へ
と
ダ
イ
ブ
し
た

 
私
は
密
か
に

黒

で

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク

に

を
開
始

と
は

え

最
初
は

様
子
見
に

め

必
要
に
応
じ
て

入
す
る
つ
も
り
だ

 
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

に

る
動

の
横
に
同
じ
サ
イ
ズ
で
も
う
一

ホ
ロ
グ
ラ
フ

が
表
示
さ

れ
る

 

し
か
し

も

ら
な
い

 
私
は
無

で

根
を
寄
せ
た

 
じ
わ
じ
わ
と

中
に
不
安
が

る

ま
さ
か
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ
ち
ら
の
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を

止
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
一
先
ず

士
に
報

す
る

そ
の
時
だ

黒
騎
士

が
ロ

ク
オ
ン

を
発
し
て
き
た

は
 
疑
問

で

れ
た

内

 
そ
の

え
は
闇
夜
に

れ
て

る
闇

仮
面
の
力
で
振
る
わ
れ
る
虚
月
閃
だ

そ
れ
を
近
く

に
い
る

森
羅
の
守
護
者

達
で
は
な
く

遠
く
に
い
る
私
に
向
け
て
放

て
き
た

く
 
私
は
す
ぐ
横
に
ズ
レ
た

一

後
に
真
横
を
闇
が
空
間
を
そ
ぎ

と
す

Ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

な
 
気
付
け
ば
目
の
前
に
⻘
年
体
の

和
人
が
肉

し
て
い
た

一
キ
ロ
は
離
れ
て
い
た
の
に

間

動
で
も
し
た
よ
う
な
速

だ

 

の
刀
が
振
り
上

ら
れ
る

 

せ
な
い
と

時
に
判
断

こ
の
速

だ

離
を
開
け
よ
う
と
後
退
し
て
も
そ
れ
以
上
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の
速

で

み

ま
れ
る

 
な
ら
ば

と
私
は
手
を
打

た

 
全
力
で

に

ぶ

 

刃
は

正
確
に
追

し
て
き
た

 

ん

と

高
い

が
し
た

 
直
後

に
違
和
感

い
で

感
と

見
れ
ば

ご
と

か
ら
先
を
斬
り

と
さ

れ
て
い
た

 
間
を

か
ず

り

ば
さ
れ
る

 
グ
ル
グ
ル
と

界
が
回
り
な
が
ら
地
面
に

突
し
た
私
は

の
保
護
機
能
で

を
抑

え
ら
れ
た
事
で
す
ぐ
立
ち
上
が
れ
た

と
は

え

に

身
創

に
近
い

 
バ
リ
ア

持
に
持
た
さ
れ
た
星
を

た
片
手

を

代
わ
り
に
し
な
が
ら
私
は

い
を
零

し
た

 

う
し
か
な
か

た
の
だ

キ
ツ
い
で
す
ね

 
見
え
な
か

た
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ハ
イ
パ

セ
ン
サ

で
も

越
界
の

で
も

剣
閃
す
ら

認
で
き
な
か

た

そ
の
上

で
バ
リ
ア
も

も

め
て
切
り
裂
く
こ
の
攻
撃
力

 
し
か
も

黒

の

影
能
力
す
ら

か
な
い

大
気
中
の
水
分
や
光
の

を

し
更

に
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
経
由
で
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

に
も

た

覚
情
報
を
送

て
い
た
の

に

そ
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
攻
撃
し
て
く
る
と
は

 
だ
が

そ
う
だ
ろ
う
な

と

得
す
る
部
分
も
あ
る

 
彼
は
気
配
に

感
だ

仮
想
世
界
で
は
ハ
イ
デ

ン
グ
し
た

手
を
ス
キ
ル
補
正
な
し
で
見

い
て
い
た
と
い
う
し

現
実
な
ら

の
事
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
こ
の

影
能
力
は
あ
く
ま
で

覚
に
し
か

か
な
い

な
ど
は

魔
化
せ
な
い
か

ら

あ
る
い
は
そ
れ
で
追
わ
れ
た
の
か

 
な
ら
ば
最

私
は
戦
力
に
な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か

 
そ
う

え
な
が
ら
獣
を
探
す

 
お
か
し
な
事
に
獣
は
私
が

た
空

を
下

し
大
地
に

り
立

て
い
た

ど
う
し
た
の

か
と

離
を

め
な
が
ら

え
る

 
そ
こ
で

と

に
追
い
や

た

黒
椿

経
由
の

像
に
目
が
向
い
た
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像
に
は
一
つ
の
物
体
が

て
い
る

  

そ
れ
は

白
式

の
コ
ア

  
ウ

ル
ス
で

さ
れ
て
は

る
か
ら
と
今

こ
そ
消
し

ば
さ
れ
た
秋
十
か
ら
作
戦
開
始
前

に
回
収
し
た
も
の
だ

国

会

属
だ
か
ら
私
が
持

て
い
た
の
だ
が

そ
れ
を

と

し
て
し
ま

て
い
た

 
そ
こ
で

だ
か
ら
か

と
理
解
す
る

 
あ
の

は
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

を

け
て
い
る

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
越
し
故
に
コ
ア
の

を
把
握
で
き
る

だ

そ
れ
を
頼
り
に
し
た
か
ら

覚
頼
り
の

影

が

か
な
か

た
の
だ

 

マ
ズ
い
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疑
問
が
氷
解
し
た
と
こ
ろ
で

り

め
た
声

で
天
災
が
声
を
発
し
た

 

像
で
は
獣
が
コ
ア
を

う
シ

ン
が

て
い
る

  

・三
・つ
・目
・を
・

・

・す
・る
・気
・だ

 
な

 
文

り

葉
を
失

た

 
こ
の
作
戦
は

無
銘

が
バ
リ
ア
展
開
に

黒
椿

が
ア
バ
タ

持
に
全
演

機
能
を

く
事
で
メ
テ
オ
そ
の
他
の
攻
撃
手

を

し
時
間
を

ぐ
事
を
前

に
し
た
も
の
だ

そ
れ

な
の
に
コ
ア
が
一
つ
増
え
て
し
ま

て
は
い
き
な
り
メ
テ
オ
を
作
り
出
す
事
が
可
能
に
な

て

し
ま
う

 
そ
れ
で

故
ア
バ
タ

の
み
ん
な
を
無

し

黒
騎
士
の
コ
ア
も
無

し

白
式
だ
け

て
い
る
か
が
分
か

た
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和
人
の
体
を
奪

て
い
る
も
同
然
の
セ
フ

ロ
ト
は
彼
を
繋
ぎ
と
め
る
こ
の
世
の
す
べ
て
を

り
去
る
つ
も
り
で
い
る

と止
め
ろ

お
お
お
お
お
お
お
お

 
十
数
人
の
声
が
重
な

た

 
ラ
ン
が

を
振
る
い

全

を
強
化
す
る

 
シ
ノ
ン
と
ユ
イ
が

を
放
ち

サ
チ
が
深
紅
の
魔
槍
を
投

す
る

 
リ

フ

ユ
ウ
キ

ア
ス
ナ
が
神
速
で

離
を

め

剣
を
振
る
う

 
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

キ
リ
カ
が

み
撃
ち
に
向
か
う

 
ヒ

ス
ク
リ
フ

ク
ラ
イ
ン

ス
ト
レ
ア
が
更
に
追
撃
に
向
か
う

 
と
に
か
く
全

が
全
力
攻
撃
を
開
始
し
た

い
は
も
ち
ろ
ん

白
式

コ
ア
の
回
収
だ

さ

き
ま
で
の

然
と
し
た
様
子
か
ら
一
変
し

時
に

り

め
た
様
子
で
全

が
突

し
て

い
た

 

だ
が

間
に
合
わ
な
い

 
獣
が

離
を
開
け
な
が
ら

に
コ
ア
を

し

ん
だ

黒
椿

か
ら
送
ら
れ
る

像
に
は
ず

ぶ
ず
ぶ
と
肉
が

ど
の

を
取
り

ん
で
い
く
様
が

て
い
て

中

に
グ
ロ
テ
ス
ク
だ
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し
か
し
生
理
的

悪
を
吹
き

ば
す
程
の
悪

が

け

け
た

 
一
つ
獣
が

え
た
直
後
天
空
が

に

わ
れ
た
の
だ

夜
空
と
星
の
天

は

を

た

に
塗
り

さ
れ
た

ゴ
ウ
ゴ
ウ
と

を
立
て
な
が
ら

ち
て
く
る

 
そ
し
て

そ
れ
は
一
個
で
は
な
い

 
獣
が

え
る
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更
に

 
ま
だ
ま
だ

 
よ
り
⻑
く

 

は

く

 
そ
の

に
天
空
に

が
現
れ
る

一
つ
か
ら
二
つ
四
つ
八
つ

大
小
さ
ま
ざ
ま

な

メ
テ
オ

が
空
に
出
現
し
た

無
数
の

が

ま
る
で

し

う
う雨

の
如
く
天
を

い

く
す

  

メ
テ
オ
ス

ム

流
星

  

絶
望
が

て
く
る
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獣
が

え
る

 
人
の
カ
タ
チ
か
ら
よ
り
獣
ら
し
く
変

し
て
い
く

白
く
分

く
太
い

が
生
え
肉
体
は

大
化
し

二
足
歩
行
の

子
の
如
き
様

へ
変
わ

て
い
く

 
セ
フ

ロ
ト
が

う
と
こ
ろ
の
進
化

 
ウ

ル
ス
に
よ
る
変
異
が
こ
こ
に
来
て

速
に
進
み
始
め
て
い
た
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も
う

ダ
メ
だ

  
私
の
心
は

こ
こ
で

れ
た

白
式
の
コ
ア
を

と
さ
な
け
れ
ば
そ
れ
く
ら
い
強
け
れ
ば
こ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
か

た
ご
め
ん
な
さ
い

ご
め
ん
な
さ
い

和
人

 
私
は

を
突
い
た

た
だ
た
だ

天
に

え
る
獣
を
見
上

る

 
彼
方
に
浮
か
ぶ

間
達
も
立
ち
向
か
い
こ
そ
し
て
い
る
が

像
に

る

は
最

悲

だ

愧
の
念
に

ら
れ

後
悔
と
己
へ
の
怒
り
で

も
が

を
歪
め
て
い
る

 
己
を

す
る
雄

び
す
ら

今
は
空
し
く

こ
え
た

  

さ
れ
て
使
え
な
い
な
ら
使
え
る
よ
う
に
増
や
せ
ば
い
い
じ

な
い

絶
望
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和
人
が
潜

て
か
ら
一
分
以
内
の
出
来
事
で
あ
る

絶
望

 
わ
ざ
わ
ざ
メ
テ
オ
を
一
個
し
か
呼
ば
な
か

た
セ
フ

ロ
ト
セ
フ

ロ
ス
実
は
か
な
り

し
い
説

あ
る
と
思
い
ま
す

絶
望

 
ま
あ
和
人
を
絶
対
勧
誘
す
る
つ
も
り
で
手
加

し
て
た
か
ら
ね

掲
示
板
回
参

  
・
電

ダ
イ
ブ

 
実
は
Ｓ
Ｔ
Ｌ
と
同
じ
原
理
と
か
い
う
オ
リ
設
定

 
で
も
こ
う
じ

な
い
と

黒

の
精
神

・

認
と
か

楯
無
と

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女

の
対

話
の
辻
褄
が
合
わ
な
く
な
る
の
で

・

・

  
・
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク

 

コ
ア
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
モ
ノ

 
原
作
ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
の
よ
う
に
加
速
出
来
る
か
は
不
明

 
現
在
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
ウ

ル
ス
に

さ
れ
て
い
る

 



 ＢＩＯＨＡＺＡＲＤ ＯＦＦＬＩＮＥ 〜亡霊戦争〜

 
・

秋
十

 
今

こ
そ
ホ
ン
ト
に
死
亡
し
た
転
生
者

 
そ
の
魂
は
星
に
還
る
の
だ

 

そ
の
前
に
コ
ア
を
動
か
す

に
な
る
け
ど

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 

に

え
た
人

実
は
二
人
目

 
和
人
と
会

た
の
は
無
銘

後

抗
お
う
と
す
る

を
見
て
和
人
の
先
行
き
を
見
た

い
と
思
い

命

が
て
ら
に
コ
ア

と
か
い
う
キ
チ
ガ
イ
を
や
ら
か
し
た
人
物

 
実
は
狂

て
た

で
あ
る

 
和
人
が
明
確
に
抗
う

勢
を
見
せ
た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
リ

フ

に

さ
れ
て
以

な
の
で

ボ
ス
戦
放

に

さ
れ
た
事
に
な
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
の

理

で
は

束
が

意
し
た

覚
補
助
機
器
を

い
て
た
り
す
る

 
確
実
性
安
全
性
な
ど
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

先
す
る

り
和
人
の
よ
う
に
無

が

出
来
な
い

だ
か
ら
こ
そ
ラ
ウ
ラ
・
ボ

デ
ヴ

ヒ
の
な
り
損
な
い
と
己
を

下
し
て
い
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る
部
分
が
あ
る

 
そ
の
正
反
対
の

か
ら
自
分
と
似
た
境
遇
に
な
り

そ
れ
で
も
抗
う

に

れ
て
い
る

 
あ
る
意
味
で

光
の
亡
者

 
今
回
は
特
に
自
分
が
や
ら
れ
た
の
が
原
因
で
メ
テ
オ
ス

ム
を
許
し
て
し
ま

た
の
で
一
発

で
心
が

れ
て
し
ま

た

 

大
切
な
人
達
だ
け
で
な
く
世
界
か
ら
も
認
め
ら
れ
た
和
人
の

力
を
信
じ
る
の

で
す

 
こ
こ
か
ら

き
返
し
て
こ
そ

英
雄

で
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３

怨
嗟
の
魔
獣
 

  

た
せ
た
な

 

点

束

和
人

千
冬

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

  

今
話
は
後
書
き
あ
り
ま
せ
ん

  

日
本
標

時
２
０
２

年

月

日
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国

会
本
部

会
⻑

  
和
人
が
電

ダ
イ
ブ
し
た

間
を
契
機
に
作
戦
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
私
の
目
の
前
に
は
合

三

の
デ

ス
プ
レ
イ
が
表
示
さ
れ
て
い
た

一

は
黒
椿
を

し
た
直

り
の
リ
ア
ル
中

継
一

は
そ
れ
を

す
る

会

式
ホ

ム

ジ
の
中
継
動

そ
し
て
最
後
は
新
た

に
追
加
さ
れ
た
電

ダ
イ
ブ
の
監

ロ
グ
だ

 

が
り
な
り
に
も
ネ

ト
ワ

ク
の
一
つ
な
の
で
如

な
る
手
法
で
あ
れ

は
残
る

そ
れ

を
前

に
逆
探
知
を

ん
だ
作
戦
を
立
て
た
の
だ
か
ら
む
し
ろ
残

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

る

と

え
る

 

善
の
策
と
し
て
義

ク
ロ
エ
に
も
声
を
掛
け
て
あ
る
が
果
た
し
て
黒

が
ど
こ
ま
で

有

か
は
定
か
で
は
な
い

 
現
実
で
獣
が

え
た
時

 
電

ダ
イ
ブ
し
た
和
人
と
千
冬
は
同
じ
場

に

り
立

て
い
た
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ど
こ
ま
で
も

く

の
大
地
と
星

が
煌
め
き
星
雲
が
漂
う
夜
天
の
世
界
は
ど
こ
か

想
的
だ

同
時
に
生
の
気
配
が

く

不
気
味
に
す
ら
感
じ
ら
れ
る

 
そ
こ
に

り
立

た
二
人
は

に
臨
戦

勢
に
あ

た

和
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
黒
の
外

で
手
に
は
一
本
に
合
わ
さ

た

刃
剣
が
握
ら
れ
て
い
る

に

ぶ
千
冬
も

色
に
白
の
線
を
入
れ
た
打
鉄
の
よ
う
な
見
た
目

を

い
雪
片
を
正
眼
に
構
え
て
い

る 

者
が
見

え
る
先
は
天
の
向
こ
う

 
夜
天
に
は

一
人
の
男
が

ん
で
い
た

 
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

秋
十
を
依
り
代
に
現
界
し
た
時
と
同
じ

カ
タ
チ
の
男
性
は

手
に
身
の

を
超
え
る
⻑
刀
を

天
か
ら

り
立

た
二
人
を

然
と

え
入
れ
て
い
た

 
そ
の

手
が
持
ち
上

ら
れ
る
と

男
の
背
後
に

大
な

が
出
現

 
手
が
振
り
下
ろ
さ
れ

き
直
し
の
よ
う
に
複
数
の

が
二
人
に

る

か
ず
と

一
に
構
う
な

 
こ
の
程

自
力
で

と
か
す
る

 
一

千
冬
が
一
緒
に
退

し
よ
う
と
す
る

振
り
を
見
せ
た
が

和
人
は
そ
れ
を

し
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た

り
く
る
数
十
メ

ト
ル

の

に
真

向
か
ら

む
な
ど
行
動
で
も
そ
れ
を
示
し
て

い
た

 
無

だ

と
千
冬
が

を
引
き
つ
ら
せ
た

ハ
 
し
か
し
そ
の
心
配
は

憂
で
あ
る
と
で
も

う
よ
う
に
和
人
は

を
真

二
つ
に
斬
り

裂
い
た

 
現
実
で
も
不
可

の
斬
撃
を

ば
し
て

を
斬
り
裂
け
る
の
だ

そ
の
経
験
は
彼
に
強

な
自
信
を

か
せ

出
来
る
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
を
吹
き

ば
す

出
来
る
と
い
う
経

験
に

づ
い
た
確
信
が
あ
る
か
ら
こ
そ

は
よ
り
強

に
な
る

 
現
実
世
界
で
出
来
る
事
を
仮
想
世
界
で
も
こ
な
す
と
い
う
本
来
と
は
真
逆
の
現

が

き
て

い
た

 
一
つ
二
つ
三
つ
と
立
ち
は
だ
か
る

を

斬
り
裂
い
た
そ
の
先
に
セ
フ

ロ
ト
が

ち
構
え
て
い
た

全
力
で
斬
り
か
か

た
和
人
の
剣
を
セ
フ

ロ
ト
が
⻑
刀
で

け

止
め
る

 

性
を

け

二
人
が

の
空
か
ら
上
へ
と

け
る
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そ
の
最
中

セ
フ

ロ
ト
が

に

ん
だ

お
前
へ
の
贈
り
物
を

え
て
い
た

絶
望

を
贈
ろ
う
か

 
そ
う

て

刃
が
弾
か
れ

者
の

離
が
開
く

 
そ
こ
で
現
実

で
は
獣
が
ク
ロ
エ
に
斬
り
か
か
り

白
式
コ
ア
を
取
ろ
う
と
し
て
い
た

マ
ズ
い

三
つ
目
を

す
る
気
だ

な
に

 
私
が

り
上

た
声
は
マ
イ
ク
を

し
て
電

ダ
イ
ブ
中
の
二
人
に
も
届
い
た
ら
し
い

二
人

の

の
声
が
上
が
り

同
時
に
現
実
の
空
に
は
無
数
の

が
出
現
し
た

 

同
時

電

世
界
に
も
変
化
が

れ
た

 
星
雲
が
見
え
る
夜
天
を

め

く
す
数
の

が

を
表
し
た
の
だ

足
掻
い
て
み
せ
ろ

 
そ
れ
を
見
上

た
セ
フ

ロ
ト
が

然
と
す
る
和
人
を
見
て

く
嗤
う

そ
し
て
全
て
に
絶
望
し

私

を

け
入
れ
ろ

 

外
に

全
て
喪
え
と
男
が

た

断
る
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⻭

み
し

え
た
和
人
が
再

斬
り
か
か

た

千
冬
も

中
で
交
わ
り
三
人
は

る
よ

う
に

を

き
な
が
ら
斬
り
結
ぶ

 
正
直

形
勢
は

し
く
な
い

 
電

世
界
に
ダ
イ
ブ
し
た
事
で
和
人
自
身
の
戦
力
は
大

に
ア

プ
し
て
い
る
の
は
確
か
だ

戦
力
的
に
お
そ
ら
く
千
冬
と
同

レ
ベ
ル
に
あ
る

世
界
中
ど
こ
を
探
し
て
も
あ
の
二
人

ど

の
実
力
者
は
そ
う

な
い

 
し
か
し

手
が
悪
過
ぎ
る

 
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
デ

タ
と
無
銘
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ロ
グ
か
ら
和
人
の
技
術
の
全
て
を
知
る

セ
フ

ロ
ト
は
あ
の
二
人
の
手
の
内
を

全
て
知

て
い
る
状

だ

と
は

え
そ
れ
は

そ
の
参

に
な

た
二
人
も
同
じ
こ
と

三
人
と
も
が
お

い
の
手
の
内
を
知

て
い
る
か
ら

こ
そ
の
千
日
手
に

て
し
ま

て
い
る

 
い
わ
ば

抗
状

 
和
人
や
リ

フ

達
が
参
戦
し
た
時
の
圧
倒
ぶ
り
か
ら
見
れ
ば
大
き
な
前
進
に
違
い
な
い
が

し
か
し
流
星

の
存
在
が
そ
の
喜
び
を
打
ち
消
し
て

り
あ
る

ク

他
に
な
に
か
出
来
る
事
は
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出
来
る
手
は
も
う
打

た

 
三
つ
目
の
コ
ア
を

し
メ
テ
オ
を
多
数
生
み
出
し
た
獣
に
対
し
新
た
に
十
三
体
の
ア
バ

タ

を
作
り
出
す
事
で
同
じ
手
を
使
わ
せ
な
い
よ
う
に
も
し
て
い
る

予
め

え
て
も
ら

て
い

た
事
が

を

し

現
状
は

二
十
六
も
の

攻
略
組
プ
レ
イ

達
が
一

に
会
し
て
い
た

新
た
に
コ
ア
を

さ
れ
で
も
し
な
い
限
り
も
う
メ
テ
オ
は
作
ら
れ
な
い

 
電

ダ
イ
ブ
さ
せ
ら
れ
る
者
も
限
ら
れ
て
い
る

 
作
戦
を
説
明
し
て
い
る
時

千
冬
も
参
戦
す
る
こ
と
を
明
か
す
か

か
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

迷

た

な

な
ら

シ
ス
テ
ム
発
動
の
ト
リ
ガ

は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
に
対
す
る
強
い

だ
か
ら
だ

 
つ
ま
り
電

ダ
イ
ブ
す
る
者
は
彼
女
に
対
す
る

よ
り
も
更
に
強
い
想
い
を

い
て
い
る

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

無
論

そ
れ
に
加
え
て

者
で
あ
り

つ
あ
の
二
人
と
同

レ
ベ
ル
の
実
力
者
と
い
う

件
も
あ
る

い

そ
あ
の
小

に

い
や

で
も

 

と

更
識
楯
無
を
ダ
イ
ブ
さ
せ
る
事
も

慮
し
た
が

す
ぐ
に

を
振
る

 
あ
の

も
和
人
に

想
す
る
一
人

安

に
千
冬
へ
の

を

き

シ
ス
テ
ム
を

動
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さ
せ
る
と
は
思
え
な
い
が

実
力
面
に
不
安
が
あ
る

 
彼
女

独
の
力
は
十
分
だ

問

は
和
人
と
千
冬

方
と

を
取
れ
る
か
と
い
う
一
点
に

あ
る

 

の
面
で
は
あ
の
二
人
も
ど

こ
い
ど

こ
い
だ
が
お

い
が
剣
士
と
い
う
ス
タ
イ

ル
で
あ
り
更
に
ど
ち
ら
も
過
去
の
戦
闘
ロ
グ
を
見
合

て
い
る
か
ら
か
初
め
て
の

と
は
思

え
な
い

ど
息
が
合

て
い
る

 
そ
こ
に
槍
使
い
と
い
う
異
物
が

れ
果
た
し
て
今
以
上
の
戦
力
を

き
出
せ
る
か
と
い

う
不
安
が
あ

た

 
万
が
一

び
が
生
ま
れ
れ
ば

そ
こ
か
ら
一
気
に
突
き

さ
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
る

 
電

ダ
イ
ブ
し
た
者
に

北
は
許
さ
れ
な
い

全
て
は
私
と
な
る
と
い
う
発

が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
の
だ

そ
のフ

ラ
ク
ト
ラ
イ
ト

意
識
ま
で
も
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
冒
さ
れ
上
書
き
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ

タ
で
意
識
を

上
書
き
す
る
事
は
秋
十
に
対
し
て
出
来
た
こ
と
だ

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
へ
の

で

シ
ス
テ
ム

が

動
す
る
か

セ
フ

ロ
ト
に
意
識
を
上
書
き
さ
れ
る
か
す
れ
ば

が
増
え
て
し
ま
う
以
上

無
暗
に
味
方
を
投
入
し
て
も
木

取
り
が
木

に
な
る
だ
け
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ぐ
る
ぐ
る

ぐ
る
ぐ
る
と
思

が
回
る

 
そ
う
し
て
焦
慮
と

乱
に

て
ら
れ
た
私
は

思
わ
ず
あ
ら
ぬ
事
を

い
て
い
た

も
し
も

私
の

全
て
が
協
力
出
来
た
な
ら

 
そ
れ
は

な
思

だ

た

 
世
界
に
４

個
存
在
す
る
コ
ア
の
ど
れ
か
に
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
入
り

ん
で
い

れ
ば
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
上
の
セ
フ

ロ
ト
を
倒
し
て
も
再
ア

プ
ロ

ド
さ
れ
て
意
味
が

な
い

だ
か
ら
和
人
だ
け
が
影

を

け
て
い
る
今

全
て
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と

き
か
け
た

 
そ
こ
に
全
て
の
コ
ア
の
意

す
な
わ
ち

が
和
人
に

き
か
け
た
な
ら
あ

る
い
は

 
そ
ん
な
あ
ら
ぬ
希
望
が

か
ら
零
れ
出
て
い
た

  

こ
れ
で
終
わ
ら
せ
る
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そ
の
と
き

 

 
少
年
の
静
か
な
声
が
き
こ
え
た
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そ
れ
は

突
だ

た

 

千
冬
と
二
人
で
セ
フ

ロ
ト
と
斬
り
結
ん
で
い
た

は
い
つ
の
間
に
か
一
人
ど
こ
と

も
知
れ
ぬ

原
の

た
だ直
な
か中

に
立

て
い
た

 

然
と
し
て
い
る
と

ざ

と
風
が
吹
い
た

 
果
て
の
見
え
な
い

原
が
風
に
揺
れ
ざ
わ
め
き
を
上

る

揺
れ
る
⻘

は
月
光
を

り
返

し
て
い
る

ど
こ
ま
で
も

み

る
蒼

の
彼
方
に
ま
ん

の

月
が

い
て
い
た

心

世
界
か

 
思
い
の

か

ち

い
た
思

で

は
そ
う
結
論
を
出
し
た

 
こ
れ
ま
で
も

か

れ
た
世
界
だ

風

は

回
変
わ

て
い
た
が
得
て
し
て
身
体
的
苦

か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
事
は
共

し
て
い
る

い
つ
の
間
に
か
迷
い

ん
で
い
る
事
も

め
て

れ
て
し
ま

て
い
た

 
だ
と
す
れ
ば

分
と
平
和
的
に
な

た
も
の
だ

 
人
格
が
分
か
れ
て
い
た

は
守

護

人

格

の

世

界

世
界
が
滅
ん
だ
世
界

シ

ロ

の

世

界

無
人
の

天
楼

獣

の

世

界

血
み
ど
ろ
の
世
界
と
か

な
り
物
騒
な
風

ば
か
り
だ

た

今
の
世
界
も
無
人
で
は
あ
る
が
月
光
に

ら
さ
れ
た

原

は
平
和
の
極
み
と

え
る
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も
し
こ
の
世
界
が

予
想

り

の
心

世
界
だ
と
す
れ
ば

  

こ
こ
は

私
達

の
世
界
で
す

  

と

背
後
か
ら
声
を
投

か
け
ら
れ
た

 
振
り
向
け
ば

原
の
た
だ
中
に
一
人
の
女
性
が
大
き
な
剣
を
自
ら
の
前
に
立
て
そ
の
上
に

手
を

け

ん
で
い
た

白
く

く

を

い

目
を
バ
イ
ザ

で

て
い
る

 
そ
の
出
で
立
ち
は

白

騎

士

真
の
初
代

そ
の
も
の

 
そ
し
て

を

う
人
物
の
容

は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
そ
の
も
の
だ

声
か
ら

圧
感
こ

そ
取
れ
て
い
る
が

代
わ
り
に
神
秘
的
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る

気
が
あ
る

き

る
声

と
い
う
表
現
が
ピ

タ
リ
だ

 

そ
の
存
在
を
認
識
し
た

は

こ
の
世
界
が

な
の
か
を
ハ

キ
リ
と
理
解
し
た

 

の
心

世
界
な
ら
自
分
以
外
の
存
在
は

な
い

だ
か
ら
こ
こ
は
騎
士
が

う
世
界

つ
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ま
り

黒
椿

か

白
式

の
世
界
で

こ
の
騎
士
は
コ
ア
の
人
格

こ
う
し
て
会
う
の
は
初
め
て
で
す
ね

マ
ス
タ

あ
あ

ア
ン
タ
は

白
式

か

 
白
色
が

だ
か
ら
と
安

な
予
想
を

白
い
騎
士
は
か
ぶ
り
を
振

て

定
し
た

じ

あ

黒
椿

 

け
て
も
う
一
つ
の
コ
ア
の
名
前
で
問
う

そ
れ
は

私
の
名
前
だ
よ

 
す
る
と

背
後
か
ら
少
女
の
声
が
し
た

 
振
り
向
け
ば

よ
り
ち

と
背
が
上

出
会

た
時
の
ユ
イ
く
ら
い

の
黒
髪
白

ワ
ン
ピ

ス
の
少
女
が
立

て
い
た

わ
ら

子
の
下
か
ら
見
え
る

は
ど
こ
か

発
そ
う
な

を
与
え
て
く
る

 
か
つ
て
の
ユ
イ
は

明
感
が
前
に
出
て
い
た
が

こ
ち
ら
は
快
活
な

が
先
行
し
て
い
る

あ
ん
た
が

黒
椿

な
の
か

う
ん

一

コ
ア
が
初
期
化
さ
れ
て

生
ま
れ
た
コ
ア
の
人
格

コ
ア
の
意

は

初
期
化
さ
れ
る

に
新
し
く
生
ま
れ
る
の
か
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そ
う

合
さ
れ
る
事
も
あ
る
け
ど
残
る
事
も
あ
る
の

ま
あ
私
は
マ
ス
タ

に
触
れ
ら
れ

た
時
に
生
ま
れ
た
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
な
の
か

 
ど
う
や
ら

コ
ア
は
初
期
化
の

に
人
格
が
生
ま
れ

進
化
の
過
程
で

合
か
共
存
か
が
決

ま
る
ら
し
い

こ
の
分
だ
と
形

行
は

ま
れ
な
い
の
だ
ろ
う

 
も
し
か
し
た
ら
二

行
す
れ
ば
少
女

の
黒
椿
も
大
人
の

に
な
る
の
か
な
と

と

ど
う
で
も
い
い
事
を

え
て
い
る
と

ユ
イ
に
よ
く
似
た

の
少
女
が
背
後
の
騎
士
を
見
た

彼
女
は
初
期
化
さ
れ
る
前
の

私

名
前
は

マ
ス
タ

な
ら

分
か
る
よ
ね

 
そ
う

わ
れ
た

は

再

正
面
を
見
る

 
白
色
の
騎
士
は
変
わ
ら
ず

空
し
こ
ち
ら
を
静
か
に
見
つ
め
て
き
て
い
る

バ
イ
ザ

越
し

で
も
分
か
る
そ
の
眼
差
し
は
ど
こ
か

し
さ
を
感
じ
る

 
面
影
の
せ
い
で
違
和
感
が
あ
る
の
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
に
失
礼
か
も
と

え
つ
つ

は
予
想

を

に
し
た白

騎
士

な
の
か

 
そ
の

葉
に

今

こ
そ
騎
士
の
女
性
は

い
た

に

み
が
浮
か
ん
だ
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を
見
た
時
か
ら

い
て
い
た

が
正

を

て
い
て

ん
の
少
し

い
た

黒
椿
に

使
わ
れ
て
い
る
コ
ア
が

白
騎
士

に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
だ

た
事
の
方
が

き
だ
が

 

黒
椿

の
少
女
の

葉
を
信
じ
る
な
ら
ば

 

が
機
体
に
触
れ
る
ま
で
あ
ら

る

者
達
を

ん
で
き
た
原
因
は
白
騎
士
の
人
格

に
あ
る
と
い
う
事
に
な
る

そ
こ
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
な
の
で
理
由
を

い
て
み
た
い
が
今
は

そ
ん
な
時
で
は
な
い
と
思

を

に
追
い
や

た

そ
れ
で

故

を
二
人
の
世
界
に

 
い
ま
現
実
で

電

空
間
で
の
戦
い
を
知

て
い

る
と
す
れ
ば

更
理
由
が
わ
か
ら
な
い
ん
だ
が

慌
て
な
く
て
も
大

だ
よ
マ
ス
タ

こ
の
世
界
の
時
間
は
一
千

く
ら
い
に
加
速
し

て
る

あ

ち
の
一

は
こ

ち
の
十
五
分
く
ら
い
だ
か
ら

 
ど
う
や
ら

は
Ｓ
Ｔ
Ｌ
と
同
じ
よ
う
に
電

空
間
の
時
間
加
速
が
出
来
る
ら
し
い

ナ

ヴ

ギ
ア
な
ど
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ

チ
で
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
と
は

い
て
い
た
が
よ
も
や
Ｓ
Ｔ
Ｌ

と
同
じ

を

え
る
骨
格
マ
イ
ク
ロ
チ

ブ
ル
内
を

る
光
子
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ

ト

を

み
取
り

反

さ
せ
る
タ
イ
プ
と
は
思
わ
な
か

た

あ
の
電

空
間
も
そ
う
出
来
た
ら
い
い
ん
だ
が



 Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣 

黒
椿

に
明
か
さ
れ
た
事
実
か
ら

は
そ
う
切
実
に
思

た

  

出
来
る
よ

そ
れ

 

な
に

 
そ
う
あ

け
ら
か
ん
と
少
女
が

い
て
逆
に

は

い
た

無
理
だ
ろ
う
な
と
思

て
い

た
だ
け
に

は
大
き
い

黒
椿

の
初
期
化
前
が

白
騎
士

だ

た
事
実
を
知

た
時
よ

り
も
大
き
か

た

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
は
私
達

コ
ア
が
作
り
出
す
も
の

コ
ア
の
全
て
が
協
力
す
れ
ば

演

速

の
限
り

万

に
も
加
速
出
来
る

加
速
し
な
け
れ
ば
マ
ス
タ

は

応
の
思

速

を
得
ら
れ
る

 

い
な
が
ら

黒
椿

が

と

白
騎
士

の
間
ま
で

動
し
た

ど
う
す
る
か
は
マ
ス
タ

に

せ
る
け
ど

一
つ
だ
け

件
が
あ
る
か
ら
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そ
れ
か
ら

ズ
ビ
シ

 
と
指
を
突
き
付
け
て
く
る

先
ま
で

た
指
を
見
て

か
に

た
じ
ろ
い
だ

を
見
て

黒
椿

は

た

み
ん
な

私
達

で
力
を

す
ん
だ
か
ら

絶
対
勝

て
よ

 
マ
ス
タ

 
快
活
に

黒
椿

が

た

そ
の
時

 
彼
方
ま
で
広
が
る
夜
の

原
に

し
と

百
も
の
人
影
が
現
れ
た

に
思
い
思
い

の
事
を

て
は
光
と
な
り

の
体
に
入

て
い
く

そ
れ
は

黒
椿

も

外
で
は
な
く

の
光
と
な

て

へ

け
て
い

た

 
最
後
ま
で
残

た

白
騎
士

も

か
に
光
を
放
ち
始
め
る

 
そ
の
輪

が

に
な

て
い
く

我

の

力

を

方
に

け
ま
す

そ
し
て

名

も

名そ
う

名

を
知
る
の
と
知
ら
ぬ
と
で
は
自
ず
と
出
せ
る
力
に
差
が
生
ま
れ
ま
す
か
ら

 

わ
れ

そ
う
だ
な

と

得
す
る

 

体
的
に

を

て
の
説
明
は

し
い
が

感
覚
的
に
は

白
騎
士

が

わ
ん
と
す
る

事
は
理
解
で
き
た

自
己
暗
示
を

め
た

は

す
る
事
で
イ
メ

ジ
を

め
る
か
ら
そ
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ち
ら
の
方
が
よ
り
近
い
と

え
る

 
ど
ん
ど
ん
体
を

れ
さ
せ
て
い
き
な
が
ら

白
騎
士

が

葉
を
紡
ぐ

其
れ
は
全
て
を

べ
る
者

善
を
敷
き
悪
を

え
こ
の
世
全
て
を

う
者

名
を

  

お
う
り

せ
い

王
理
絶

  
光
へ
と
解
け

に

け

ん
だ

間

そ
の
声
が
流
れ
て
き
た

 
直
後

の

界
は
光
に

ま
れ
た
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コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
電

空
間

 
く

 
こ
ち
ら
を
見
下
す

と

私
の
⻭

む
声
と
共
に

刃
を
交
わ
す

と
共
に
機

的
な
日
本
刀
・
雪
片
も
完
全
に
再
現
さ
れ
て
い
る
も
の
の
こ
ち
ら
の
手
を
知
ら
れ
て
い
る
せ
い

で
セ
フ

ロ
ト
に
は
未
だ
一
撃
も
ク
リ

ン
ヒ

ト
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い

 
逆
に
あ
ち
ら
の
攻
撃
も
直
撃
は
無
い
が
男
の
様
子
を
見
る
に
ま
だ
ま
だ

を
残
し
て
い

る
事
は
明
ら
か
だ

 
ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
し

一

横
を

り
過
ぎ
て

離
を
取
る

 
そ
こ
か
ら
反
転
し

イ
グ
ニ

シ

ン
・
ブ

ス
ト

時
加
速
を

で
行
い

の

整
を
行
い
つ
つ
猛
襲

勢

い
そ
の
ま
ま
に
雪
片
を
振
る
う
が
⻑
刀
で

な
さ
れ
て
し
ま

た

 
返
礼
と
ば
か
り
に

や

を

ば
さ
れ
る
が

そ
の
全
て
を

ば
反

で
斬

て
捨
て
る

 

先
生
と
の

合
で
ば
ら
撒
か
れ
る
弾
幕
と

べ
れ
ば
サ
イ
ズ
も
弾
数
も

る
そ
れ

は
対

す
る
の
に
然
し
て
苦
労
は
感
じ
な
い

む
し
ろ
そ
の

行
動
で
生
ま
れ
る
隙
に

時
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食
い
つ
か
れ
る
か
が

の

だ

 
い
や

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
私
は
ア
ミ

ス
フ

ア
を
始
め
と
す
る
フ
ル
ダ
イ
ブ
は
無
い
し
電

ダ
イ
ブ
も
数

行

た

だ
け
し
か
な
い

ま
し
て
や
電

空
間
で
の
戦
闘
経
験
な
ど
無
い
に

し
い

 
現
実
で
の
剣
道
や

戦
闘
と
違

た
独
特
の
感
覚
が
ど
う
し
て
も
私
の
剣

を

ら
せ
る

思

た
よ
り

び
す
ぎ
た
り
遠
か

た
り
思

て
い
た
よ
り
動
き
に
く
か

た
り
と
ど
う
に

も
感
覚
が
チ
グ
ハ
グ
だ

 
見
て
反
応
で
き
て
い
る
か
ら

と
か
な

て
い
る
が

そ
う

⻑
に
も
し
て
い
ら
れ
な
い

 
流
星

が
大
地
に

ち
る
ま
で
も
う
十
分
も
無
い
だ
ろ
う

 
私
の

中
を
焦
り
が
塗
り

し
て
い
く
の
が
分
か
る

 
光
が

い
た
の
は
そ
の
時
だ

 
発
生
源
は

か
ず
と

一

か
ら
だ

 

ん
の
数

目
を

じ
て
い
た
少
年
は

に
目
を
開
い
た
時

か
に

気
を
変
じ
さ
せ

て
い
た

そ
の
身
か
ら

る
⻘
白
い

き
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い

 
か
つ
て

と
な
く
見
て
き
た
決
戦
に

け
る
剣
士
の

だ
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追
い

め
ら
れ
て
い
る
こ
の
逆
境
を
前
に

さ
ず
覚
悟
を

め
剣
を
振
る
わ
ん
と
す
る

だ
  

こ
れ
で
終
わ
ら
せ
る

   
静
か
に

 
本

に
静
か
に

に
し
た
後
猛
速
で
空
間
を

ん
だ

⻘
白
い

き
を
放
ち
な
が
ら
斬
り
か

か
る

セ
フ

ロ
ト
は

そ
れ
を

け
止
め
る

 
そ
の
背
後
に

い
を
定
め

斬
り
か
か
ろ
う
と
構
え
た

 

間

光
が
弾
け
た

 
パ

ン

 
と

い
た
も
の
が

れ
る

 
そ
れ
は

か
ず
と

一

が
持
つ

刃
剣
が
二
本
の
片
刃
剣
に
分
裂
し
た

で
あ
り
空
間
に
新
た
に
現
れ
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た

と
呼
ば
れ
る
武
器

が
展
開
さ
れ
た

で
も
あ

た

 
い
ず
れ
も
⻘
白
い
光
を

て
い
る
そ
れ
ら
は
ご
う
ご
う
と
⻘
の

を
く

ら
せ

を
変
え

た 
現
れ
た
の
は

剣魂

だ

 

の
⻑
刀

紺
の
直
剣
な
ど
覚
え
の
あ
る
も
の
か
ら
記

に

い
も
の
ま
で
多
種
多
様
の

そ
れ
ら
は
展
開
さ
れ
た
十
三
種
の
武
器
を
上
書
き
す
る
よ
う
に
形
を
変
え
こ
の
世
界
に
現
れ
た

 
ま
る
で

彼
に
寄
り

う
か
の
よ
う
に

 
か
ず
と

一

が
手
に
持
て
い
る
黒
の
片
刃
剣
は

エ

リ

シ

デ

タ

ギ
ア
型
の

を
持
つ
剣
に
白
の
片
刃
剣
は

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
⻑
剣

へ
と
形
を
変
え
て
い
た

 

だ
が

変
容
は
そ
れ
だ
け
に

ま
ら
な
い

 
真
の

は
更
に
上

私
達
の
上
空
に
存
在
し
た

 
剣
士
の
光
に

ら
さ
れ
月
光
と
星
明
り
が

れ
た
夜
天
の
そ
こ
か
し
こ
が

に

き
を
強

め
て
い
き
不
意
に
星
達
が
動
き
始
め
た
の
だ

星
雲
す
ら
も
動
き
世
界
が

送
り
し
て
い
る

か
の
如
く
空
が
回
り
始
め
る

 
色
と
り
ど
り
に

く
星

が
光
を

く
⻑
く
引
い
て
夜
空
に

大
な
虹
を

き
少
年
へ
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と
収
束
し
て
い
く

 
少
年
は
虹
色
の

を
一
身
に

び

そ
の
全
て
を

い
切

た

 
そ
の
身
と
展
開
さ
れ
た
武
器
か
ら
立
ち
上
る
光
は
虹
色
の

へ
と
変
わ

て
い
る

武
器
の

色
は

が

だ

た
か
分
か
ら
な
い

ど
七
色
に

い
て
い
た

 

お

お
お
お
お
お
お
お

 
そ
し
て

少
年
が

く
斬
り
か
か
る

 

そ
う
と
認
識
し
た
の
は

虹
色
の

が
空
を

め
た
後

 
気
づ
い
た
時
に
は
セ
フ

ロ
ト
の
背
後
へ
斬
り

け
て
い
た

一

れ
る
形
で
男
が

き

を
上

る

い
で
振
り
返
る
が

そ
の
時
点
で
少
年
は

の
手
に

て
い
た

 
虹
の

を
残
し
展
開
さ
れ
た
武
器
を

手
に

と
持
ち

え
二
撃
三
撃
と
攻
撃
を

重
ね
て
い
く

 
そ
う
し
て
展
開
さ
れ
た
十
三
種
の
武
器
で
攻
撃
を
終
え
た

手
の
武
器
で
行

て
い
た
か

ら

合
二
十
六

撃



 Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣 

 
だ
が

ま
だ
終
わ
り
で
は
な
い

 
四
方
八
方
か
ら
滅
多
切
り
に
し

の
お
手

の
如
く
無

備
な

を
さ
ら
す
セ
フ

ロ
ト

を

点
か
ら
見

え
る
少
年
が
い
る

そ
の
手
に
は
残
る
最
後
の
一
本
の
武
器
が
握
ら
れ
て
い

た 
か
つ
て
存
在
し
た

浮
遊
城
で
得
た

極
の
剣

 
剣
士
と
し
て
の
道
程
の
証

 
想
い
を

さ
れ

全
て
を
救

た
英
雄
の
証
明

  

こ
れ
で
最
後
だ

   
二
十
七

撃
目

 
七
色
の

き
を
収
束
さ
せ
た
そ
の
一
撃
が

片
翼
の
天
使
の
心

を

い
た
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間

大
な

き
が
世
界
を

め

く
し
た

 



 Ｅｎｄｉｎｇ Ｃｈａｐｔｅｒ

 
Ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
⻑
引
い
て
も
ア
レ
な
ん
で
サ
ク

と
終
わ
ら
せ
た

 
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
ラ
ス
ト
の
記
者
会
見
を
イ
メ

ジ
し
て
書
い
て
る

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

日
本
標

時
二

二
五
年
七
月
十
九
日
日

日

前
九
時
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あ
の

メ
テ
オ
ス

ム

流
星

か
ら
九
日
が
経
過
し
た

 
地

下
ま
で
残
り
二
三
分
と
い
う
極
限
の
状
況
ま
で
追
い

ま
れ
こ
そ
し
た
が
太
陽
系

第
三
惑
星
は
現
在
も
存

し

無
限
に
広
が
る
闇
の
海
に
浮
か
び

け
て
い
る

 
つ
ま
り
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
消
滅
し

滅
亡
は
回

さ
れ
た
の
だ

 
そ
れ
に
よ
り
ウ

ル
ス
に
よ

て

変
異
し
て
い
た
少
年
も
自
我
を
取
り

し
現
在
は

精
密

と
集
中

の
他

無
銘
に
よ
り
無

化
さ
れ
た
抗
原
・
抗
体
か
ら

ｉ
ｒ

ｕ
ｓ
ワ
ク
チ
ン

を
作
り
出
す

の
た
め

学
園
と
は
異
な
る
場

に
隔
離
さ
れ
て
い
る

 
無
論

世
界
は
そ
れ
が
隔
離
と
い
う
名
ば
か
り
の
保
護
で
あ
る
と
知

て
い
る

 
そ
ん
な
彼
を
保
護
し
た
組

は
国

会
で
は
な
い

 
Ｂ
ｉ
ｏ
ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ｏ
ｒ
ｉ
ｓ
ｍ
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ａ
ｌ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

略

し
て
Ｂ
Ｉ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
対
バ
イ
オ
テ
ロ
組

だ

直

す
れ
ば
バ
イ
オ
テ
ロ

撃
同

に
な
る

 
Ｂ
Ｉ
Ａ
は
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た

で
は
な
い

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
や
セ

フ

ロ
ト
騒
動
を

め
亡
国
事
変
と

称
さ
れ
た
事
変
か
ら
約
一

間
で
新
設
さ
れ
た
非
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組

で
あ
る

 
設
立
に

わ

た
の
は
国

会
会
⻑
で
あ
る

ノ
之
束

会
に
加

し
て
い
る

国
家
の
⻑

更
に
世
界
中
の
製

会

な
ど
で

加

国
は
２
０
０
に

る

 
こ
れ
が
報
じ
ら
れ
た
の
は
十
八
日

つ
ま
り

日

 
一
日
経

て
情
報
が
色

と

開
さ
れ
た
い
ま

あ
ら

る
ワ
イ
ド
シ

や
ラ
イ
ブ
ス
ト

リ

ミ
ン
グ
が
こ
ぞ

て
取
り
上

る

ど
の
語
り

に
な

て
い
た

コ
ア
を
保
有
す
る

権
限

奪
や
武
力
な
ど
で

さ
れ
た
陰
謀
論
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
恐
ろ
し
さ
を

み
た
合
理
的

判
断
な
ど

番
組
に
よ

て
語
ら
れ
る
の
は
様

で
あ
る

 
そ
ん
な

わ
い
を
見
せ
る
今
日

 

の
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア
リ

ナ
に
は
国
内
海
外
問
わ
ず
多
数
の
メ
デ

ア
が

め
か
け

い
ま
や

し
と
そ
の
時
を

ち
わ
び
て
い
た

会
場
の
ざ
わ
め
き
は
あ
ら

る
メ
デ

ア
で

中
継
さ
れ
て
お
り

そ
れ
を
レ
ポ

タ

や
コ
メ
ン
テ

タ

達
の
声
が
上
書
き
す
る

 
識
者
達
の
発

は

お
お
む
ね

定
的
な
ト

ン
だ

た

で
す
か
ら
ね

私
が

い
た
い
事
は

の

Ｂ
Ｉ
Ａ

と
い
う
組

に

が
必
要
で

あ
る
か
と
い
う
事
な
ん
で
す
よ
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一
人
の
男
性
コ
メ
ン
テ

タ

が

う

は

進
出

の
も
の
で
あ
り

現
在
主
流
と
な

て
い
る
ス
ポ

ツ
と
し
て
の
も

の
は

的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た

ノ
之

士
が
国

会
会
⻑
に
な

て
か
ら
は

特
に
そ
の
動
き
が

ん
に
な

て
い
ま
す

そ
し
て
ア
ラ
ス
カ

約
に

い
て

の
軍
事

は
禁
じ
ら
れ
て
い
る

で
す

そ
れ
な
の
に
対
バ
イ
オ
テ
ロ
の
た
め
だ
か
ら
と

投
入
を
許

す
の
は

そ
れ
は
ど
う
か
と
思
う
ん
で
す
よ

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

し
か
し
先
生

の
シ

ル
ド
バ
リ
ア
は
ク
リ

チ

に
対
す
る
頼
れ
る
盾
に
な
り
ま
す

特

作
戦
部
隊
だ
と
か

自
衛
隊
だ
と
か
が
出
撃
し
た
時

二

を
抑
え
ら
れ
る

人
命
に
勝
る
も
の
は
無
い
の
で
は
な
い
で
し

う
か

そ
れ
が
ど
う
な
の
か
と

て
い
る
ん
で
す

 
確
か
に
人
命
は
大
切
で
す

彼
ら
の
命
を

第
一
に

え
る
べ
き
だ
と
私
も
思
い
ま
す

し
か
し
そ
こ
で

外
を
許
せ
ば
今
後
軍
事
活
動
に

い
て
事
あ
る
ご
と
に

の
投
入
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
事
に
な
る

 
あ
の
桐

谷
少
年
の

よ
う
に
生
身
で
対
抗
で
き
る
者
な
ど

な
い
ん
で
す
よ

 
か
つ
て
の
女
権

の
よ
う
に

法
・
行

が

に
機
能
し
な
か

た
時
代
が

来
し
た
と

え
て
み
て
下
さ
い

 
断

し

ま
す
け
ど
ね

絶
対
に

な
ど
を

解
す
る

が
現
れ
ま
す
よ

 
バ
リ
ア
が

備
に

れ
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て
い
る
と
い
う
の
な
ら
全
て
の
軍
人
や
自
衛
隊

に
桐

谷
少
年
が
持
つ
バ
リ
ア
発
生

を

有
さ
せ
れ
ば
済
む
話
な
ん
で
す

 
そ
れ
が
出
来
れ
ば
苦
労
し
な
い
の
で
す
が
ね

 
そ
う

づ
い
た
の
は
オ
レ
ン
ジ
ジ

ス
の
コ

プ
を
持

た
銀
髪
の
鍛
冶
妖
精
ク
ロ
エ
だ

 
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

ア
ル
ン
に
リ
ズ
ベ

ト
エ
ギ
ル
が
共
同
で
構
え
る

内
に
は
立
ち
見
す
る
の
も

し
い

ど
の
人
数
に

め

く
さ
れ
て
い
た

に
下
が
る

し
切
り
の
札
が
無
く
と
も

入

て
こ
よ
う
と
い
う
客
は
ま
ず
い
な
い

 

主
エ
ギ
ル
の
カ
ウ
ン
タ

に
は
リ

フ

シ
ノ
ン

ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ

ラ
ン

サ
チ

シ
リ
カ
ク
ラ
イ
ン
が

ん
で

る

複
数
あ
る
テ

ブ
ル
に
も
ユ
イ
ス
ト
レ
ア
後
か
ら

ア
バ
タ

で

け
付
け
た
レ
イ
ン
ア
ル
ゴ
デ

ア
ベ
ル
リ
ン
ド
な
ど

Ｓ
Ａ
Ｏ
組
シ
ウ

ネ

や
ジ

ン
な
ど
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
ス
メ
ラ
ギ
や
サ
ク

と
い

た
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
な
ど

で

め

く
さ
れ
て
い
る

新

登
録
し
た
ク
ロ
エ
も
こ
こ
に
来
て
い
た

 
み
な

ビ

ル
や
カ
ク
テ
ル

フ
ト
ド
リ
ン
ク
を
手
に

に

し
出
さ
れ
た
ホ
ロ
グ
ラ

フ

ク
・
テ
レ
ビ
ジ

ン
に
見
入

て
い
た
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い
く
ら
原
子

作
で
モ
ノ
を
構

で
き
る
と
は
い
え
バ
リ
ア
を
展
開
・

持
す
る
た
め
の

を

慮
す
れ
ば
乱

で
き
る
も
の
で
な
い
事
は
分
か
る

で
す
が

人
の

い
て
は
星
に
生
き
る
生
命
の
命
だ
か
ら
な
あ

 

に

て
い
た

が
合
の
手
を
入
れ
る
と

息

じ
り
に
ク
ロ
エ
が

く

 
ク
ロ
エ
は
そ
の
身
に
束
製
コ
ア
を

し

ナ
ノ
マ
シ
ン
で

え

い
た
一
人
だ

黒

の
事
は
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い

 
彼
女
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
監

護
衛
の

務
を

び
る
一
人
だ
が

の
戦
い
で

を
斬
ら

れ
そ
の

に
専
念
す
る
と
し
て

的
な
場
に
は

く
立
た
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

斬
ら

れ
た
傷
は
原
子

作
で

に
完

は
し
て
い
る
が
コ
ア

を

し
て
い
る
た
め
出
る
に
出
ら

れ
な
い
の
だ

 
そ
の
彼
女
が
や
や

れ
た

線
を
コ
メ
ン
テ

タ

に
向
け
る

救
助
活
動
で
空
を

べ
た
方
が
確
実
で

物

を
運
び
や
す
い
の
に

を

え
て
使
わ
な

い
理
由
は
合
理
的
観
点
か
ら
見
て
も
無
い

で
す

あ
く
ま
で
軍
事
で
は
な
く
救
助
活
動
が
目
的

な
の
で
す
か
ら

そ
の

は
バ
イ
オ
を
知

て
る

ど

り
や
す
い
ん
だ
ろ
う
よ

Ｂ
Ｉ
Ａ

は
多
分
ア
レ
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の
Ｂ
Ｓ
Ａ
Ａ
み
た
い
な
も
の

て
認
識
だ
と
ど
う
し
て
も
軍
事
的
な
作
戦
行
動
が

に
く

る
か
ら
よ

Ｂ
Ｉ
Ａ

て
の
は
一
応
自

組

て

い
な
ん
だ
ろ

 
先
入
観

て
の
は
怖
い
よ

な 
エ
ギ
ル
と
ク
ラ
イ
ン
が

め
た

そ
の
時

 
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
キ

ス
タ

の
声
が

の
色
を

び
た

あ

ど
う
や
ら
会
見
が
始
ま
る
よ
う
で
す

 
そ
れ
で
は

面
を

メ
デ

ア
セ
ン
タ

か

ら
中
継
に

し
ま
す

 
思
い
思
い
に
会
話
が

び
交

て
い
た

内
が
し
ん
と
静
ま
り
返
る

 
数
十
人
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

た
ち
は

を
の
ん
で
フ
ラ

シ

の
光
が

く
記

者
会
見
場
の

像
に
見
入

た

か
つ
て
自
分
達
が

命
に
戦

た
そ
の
意
味
が
決
定
す
る
そ
の

間
を

 
広
大
な
会
場
を

め

く
す
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
や
ス
チ
ル
カ
メ
ラ
の

列
の
前
に
ま
ず

を
現
し

た
の
は
イ
メ

ジ
か
ら
一
転
す
る

ち

い
た
パ
ン
ツ
ス

ツ

の
上
に
白

を

た
二

十
代

ば
と
見
え
る
女
性
だ

た

み
が
か

た
⻑
髪
は
ス
ト
レ

ト
に
流
し
た
ま
ま
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部
か
ら
出
た
ウ
サ
ギ

を

し
た
機

が

異

を
放

て
い
る

 

十
本
も
の
マ
イ
ク
が

ぶ
縁

の
前
で
立
ち
止
ま

た
女
性
の
前
に
は

国

会

会
⻑

式
会

ユ

ミ
ル

Ｃ
Ｅ
Ｏ

バ
イ
オ
テ
ロ

撃

会
⻑

ノ
之
束

士

と
い
う
ネ

ム
プ
レ

ト
が

か
れ
て
い
る

フ
ラ

シ

の

水
に
目
を

め
た
も
の

の

士
は

た
る

で
会

し

を
開
い
た

お

し
い
中

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
日
は
ア
メ
リ
カ
・

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

で
発
生
し
た
事
変

世
界
で
危
惧
さ
れ
る
バ
イ
オ
テ
ロ
の
定
義

要
の
他

亡
国
機
業

の
情
報

ま
た

と
な
る
ウ

ル
ス
な
ど
に
つ
い
て

判
明
し
て
い
る
限
り
の

事
を
発
表
さ
せ
て

き
ま
す

 
そ
う

切
り
出
し
て

女
性
は

葉
を
紡
い
で
い
く

ま
ず

Ｂ
Ｉ
Ａ

こ
と

バ
イ
オ
テ
ロ

撃

の
目
的

設
立
経

に
つ
い
て
で
す

本

は
Ｎ
Ｇ
Ｏ

体
の
一
つ
と
し
て
新
た
に
名
を

ね
た
組

で

国

合

章
に

づ
き

国

合
と
協
力

に
あ
り
ま
す

本

成
立
の
経

は

 
女
性
は
至

て
事
務
的
に

持
参
し
た

を

み
上

て
い

た
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こ
の
組

が
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
バ
イ
オ
テ
ロ
の

は
依
然
存
在
し

て
い
る

  
な

な
ら

亡
国
機
業

の
完
全
壊
滅
に
は
至
ら
な
か

た
か
ら
だ

  
電

ダ
イ
ブ
し
た
桐

谷
和
人

千
冬
が
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

し
メ
テ

オ
ス

ム
も
自
我
を
取
り

し
た
彼
が
消
し
去

た
後
の
事

 
バ
リ
ア
展
開
に
動
い
て
い
た

国
家
代
表
候
補
達
は
オ
ズ
ウ

ル
の

に
動
き
出
し
た

彼
女
達
が

さ
れ
た
の
も
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
を
引
き

こ
し
た
黒
幕
の

ま
た
生
存
者
の
救
出
作
業
の
た
め
で
あ
り

メ
テ
オ

は
予
想
外
の
事
だ

た
の
だ

 

問

は
そ
の
後
だ

た

 
黒
幕
オ
ズ
ウ

ル
の

は
失

し
た

セ
フ

ロ
ト
が
自
身
に

わ
ず
最
終
的
に
コ

ア
・
ネ

ト
ワ

ク
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
ら

さ
れ
た
時
点
で
彼
は

が

し
た
事
を

悟
り

己
に

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
を
投
与

己
の
意
思
で
ク
リ

チ

と
化
し
た
た
め

は
断

念
し

へ
と
切
り

え
ら
れ
た
の
だ
と
い
う

こ
の
と
き
あ
ら

る
デ

タ
は
破

さ
れ
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地
下

も

よ
ろ
し
く

破
さ
れ
た
た
め

亡
国
機
業

に

す
る
デ

タ
は

ど
入

手
で
き
な
か

た

 
あ
の
ウ

ル
ス
が

一
人
の
手
で
作
ら
れ
た
わ
け
で
な
い
事
は
明
白
だ

を
主
導
し
た

が
存
命
し
て
い
れ
ば
同
じ
こ
と
が

り
返
さ
れ
る
だ
ろ
う

製

会

ス

ク
ト
ル

と
い
う
世
界
を

に
掛
け
る
大
企
業
が

与
し
て
い
た
以
上
世
界
中
に

部
が

か
れ
た
地

で
同
じ
事
が

き
る
可
能
性
は
あ
る

 
そ
し
て
創
世
記
ウ

ル
ス
か
ら

生
し
た
モ
ノ
が
全
て
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
地
獄
に
変
え
た

ウ

ル
ス
と
同
じ

が
な
い

 
こ
れ
を
世
界
は
危
険

し
た

未
来
を
識
る
ヴ

ベ
ル
と
て
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い

地
の
場

を
知

て
こ
そ
い
る
が
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
な
ど
は
こ
の
世
界
が
初
め
て
の
出
来
事
で
あ

た

た
め

の
主
導
者
も
知
ら
ず

こ
れ
ば
か
り
は
世
界
の
指
導
者
達
と
立
場
は
同
じ

 
Ｂ
Ｉ
Ａ
設
立
が

ピ

チ
で
あ

た
の
に
は
こ
れ
ら
が
複

に
絡
み
合
い
世
界
全
体
が

同
じ
危
惧
を

い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
か

た

 

絡
み
合

た
事
情

に
は

桐

谷
和
人
個
人
も

ま
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
彼
の
立
場
だ
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彼
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
理
由
と
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
作
成
や
男
性

者
と
し
て
の
価
値
が

主
に

ら
れ
る

だ
が
彼
の
立
場
が
そ
れ
を

に
し
て
い
た

男
性

者
と
し
て
の

立
・

平
な
立
場

無
国

と
い
う
点
で
あ
る

 

を
目
指
す
事
を
第
一
目
標
に
し
て
い
る

ノ
之
束

士
は
国

会
が
彼
を
保
護

す
る
事
で
結
果
的
に
ど
の
国
に
も
属
さ
な
い
状

に
彼
を

い
て
い
た

そ
れ
で
彼
を
取
り

く
国
交
問

を
予

し
た
の
だ

こ
の
手
が
可
能
だ

た
の
も

と
えに

会
そ
の
も
の
が

を

す
る
最
大
手
に
な
り
得
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

 
そ
れ
に

ら
せ
ば

ワ
ク
チ
ン
開
発
に

し
た
場

は
製

会

に
な
る

 
対
バ
イ
オ
テ
ロ
の
第
一
の
対
策
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
の

・
開
発
は

務

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を

か
し
た

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
に
対
す
る
も
の
だ
け
で
な
く

ジ

ネ
シ
ス

創
世
記
ウ

ル
ス

か
ら

生
す

る
お
よ
そ
あ
り
と
あ
ら

る
ウ

ル
ス
に

く
ワ
ク
チ
ン
の

は
今
や
世
界
が
欲
す
る
も
の

だ

た

 
そ
の
た
め
に
ど
こ
か
の
国
家
の
ど
こ
か
の
製

会

が

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
ど
こ

も
こ
れ
に
手
を
上

な
か

た

 
製

会

ス

ク
ト
ル
は

・
製

業
界
に

い
て
最
大
手

し
か
し
そ
の
裏
の
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が
テ
ロ
組

で
あ
り
今
回
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
で
事
実
上
の

解
を

し
た
今
ス

ク
ト
ル

よ
り

の
小
さ
な
製

会

は
二
の
足
を

ん
で
し
ま

た
の
だ

 
ま
た
製

会

は
本

を

く

上
ど
こ
か
の
国
家
に
帰
属
す
る
事
が

確
実

そ

れ
を

た
国
が
裏
で
圧
力
を
か
け
手
を
上

る
事
を
抑
え

ん
で
い
た
と
も

わ
れ
て
い
る

 
日
本
で
す
ら
手
を
上

な
か

た
の
は
保
身
に

た
国
会
議

が
圧
力
を
掛
け
た
か
ら
と

で
は

に
な

て
い
る

体
的
に
名
前
ま
で

ら
れ
る

ど
あ
く
ど
い
事
を
し
て
き
た
人

は

決
し
て
少
な
く
な
い
よ
う
だ

 

話

 
他

と
は

え
同
じ
業
界
の

合

手
が
冒
し
た
不

事
は
あ
ま
り
に
大
き
く
ま
た
人
命

も
多
く
喪
わ
れ
た
事
は
事
実

そ
し
て
今
後
の

者
を
抑
え
ら
れ
る
の
は
ウ

ル
ス
に

因

し
て
い
る
点
か
ら
も

・
製

業
界
で
あ
る
事
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る

 
こ
こ
で
手
を
上

な
け
れ
ば

そ
れ
は
そ
れ
で
非

殺

に
違
い
な
か

た

 
そ
ん
な
不

な
争
い
に
発
展
し
そ
う
だ

た
問

は
し
か
し
外
部
か
ら
の

き
で
解
決
す
る

 
七
月
十
二
日
日

日
の

後

ノ
之
束
が
Ｂ
Ｉ
Ａ
設
立
を

し
国
家
・
企
業
の
加

を
呼
び
か
け
た
の
だ



 Ｅｎｄｉｎｇ Ｃｈａｐｔｅｒ

 
国

会
会
⻑
が
動
き
出
し
た
と
い
う
事
は

い
そ
の
も
の
も

無
国

の
ま
ま

流

出
来
得
る

で
そ
こ
に
数
多
の
製

会

が

び
つ
い
た

保
護
責

を
他
が
負
い

つ
つ
現
状
を
打
開
で
き
る
手

が
出
て
き
た
か
ら
だ

国

世
論
か
ら
の
非

不
信
そ
の
後

の

を
恐
れ
た
の
だ
ろ
う
数
多
の
製

会

は

共
同
で

金
を

出
し

 

Ｂ
Ｉ
Ａ

設
立
に
協
力

ワ
ク
チ
ン
開
発
な
ど
も

極
的
に
行
う
事
を

し
た

 
そ
し
て

日

Ｂ
Ｉ
Ａ

は
正
式
に
設
立
さ
れ

活
動
開
始
を

本
部
は
日
本
の
国

会
に
別
部

と
し
て
設

和
人
の
身

も
そ
ち
ら
に

さ
れ
以

は
そ
ち
ら
で
生
活

す
る
事
を
指
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う

 
同
時
に
国

と
も

を
取
る
組

と
し
て
認
め
ら
れ
た

ま
だ
成
果
も
無
い
の
に
国

か
ら

認
め
ら
れ

組

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

体
に
な
る
と
は
予
想
外
だ
と
し
て
世
間
も

き
を
示
し
た

部

は
大
別
し
て

つ

実

部
隊
は

Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

ｎ
ｉ
ｔ

こ
と

Ｓ
Ｏ

国
の
軍
隊
・

・
特

部
隊
・

報
機

な
ど
の
経
験
者

達
か
ら
成
る
実
戦
部
隊
で
あ
り
ク
リ

チ

の

・
⺠
間
人
の
救
出
活
動
が
主
流
な
り
ま

す

バ

ク
ア

プ
部
隊
は

Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ

こ

と

Ｓ
Ｏ
Ａ

・

報
活
動
な
ど
を
主
な

務
と
す
る
少
数
部
隊
と
な
り
ま
す
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ス
ラ
ス
ラ
と

葉
を

け
て
い
た
女
性
が

そ
し
て

と

え
て

葉
を

切

た

残
る
一
つ
は
Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
Ｓ
ｏ

ｌ
ｄ
ｉ
ｅ
ｒ

こ
と

Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

電

ダ
イ
ブ

を

い
た
電
子
戦
を
主
と
す
る
ホ
ワ
イ
ト

ハ

カ

チ

ム
に
な
り
ま
す

 
そ
こ
で

静
か
に

を

け
て
い
た
取

が
再
び
ざ
わ
め
い
た

 
電

ダ
イ
ブ
は

実
は

運

協
定

こ
と
ア
ラ
ス
カ

約
で

制
さ
れ
て
い
る
機
能
の

一
つ
だ

持
ち
運
び
可
能
な
ス
パ
コ
ン
を
使
い
い
つ
ど
こ
で
も
ハ

キ
ン
グ
可
能
な
危
険
性
を

慮
し

制
を
掛
け
ら
れ
た
と

い
て
い
る

 
そ
れ
の
使

を
主
と
し
た
部

の
存
在
に
動
揺
し
た
の
だ

 

士
は

そ
れ
か
ら

と

し
い

で

け
る

本

の
活
動
は
二

を

ぐ
事
も

慮
し
て
フ
ル
ダ
イ
ブ
に
よ
る
ア
バ
タ

作
を
主

と
し
た
遠
隔
活
動
も

ん
で
お
り
そ
の
た
め
特
別

問

と
し
て
数
名
の
協
力
を
取
り
付
け
て

い
ま
す

そ
の
協
力
者
の
一
部
を
こ
の
機
会
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

で
は
来
て
下

さ
い

 
そ
う

て

女
性
が
ス
テ

ジ
の

か
み上
て手

に

を
向
け
た
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期

と
疑
念
に

ち
た

線
が
集
ま
る
中
銀
色
の
ス
テ

ジ
パ
ネ
ル
の
陰
か
ら
人
の

が
三

つ
現
れ
る

白
の
カ

タ

シ

ツ
に
白

を

た
男
性
と
紺
色
の
ブ
レ
ザ

に
身
を

ん
だ

一
組
の
少
年
少
女

 

場

七
色

そ
し
て
桐

谷
和
人
の
三
人
だ

た

 
そ
の
三
人
か
ら
や
や

れ
気
味
に
銀
髪
の
眼

少
女
ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
も

を
見
せ
る

ケ
ガ
で

中
の
ク
ロ
エ
に
代
わ
り

和
人
に
対
す
る
抑
止
力
と
し
て
出

し
て
い
た

 
四
人
が
な
め
ら
か
な
足
取
り
で
ス
テ

ジ
を
横
切
り
束

士
の

演

の
後
ろ
に

か
れ

て
い
た

子
の
前
で
振
り
返
る

そ
れ
ぞ
れ
が

と
一
礼
を
済
ま
せ
た
後

て

し

た

そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
も
ネ

ム
プ
レ

ト
が
表
示
さ
れ
る

 
彼
ら
が

し
た
の
を
見

ら
い

束

士
が

を
開
く

場

士
は
仮
想
空
間
に

す
る
技
術
指
導
を

士
は

と

の

方
の
技
術
的
知

見
と

を
桐

谷
少
年
に
は
仮
想
空
間
で
の
実

ま
た
対
亡
国
機
業
作
戦
を
主
と
し

た
活
動
を
主
に
依
頼
し
て
い
ま
す

 
三

動
揺
の
声

 
そ
れ
が

に
対
し
て
か
は
明
ら
か
だ

た

だ
か
ら
こ
そ

故
か

と
い
う
部
分
が
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渦

い
て
い
る

 

故

彼
を
こ
こ
に
呼
ん
だ
の
か

 

故

彼
を

に
参
加
さ
せ
る
の
か

 
あ
ま
り
に
ス
ピ

ド
発
足
を
果
た
し
た
が
故
に
事
前
情
報
が
少
な
い

の
実

を
知
り
取

は
動
揺
を

せ
て
い
な
か

た

以
上
の
よ
う
に
本

の
主
な
活
動
は
バ
イ
オ
テ
ロ
対
策
の
情
報
収
集
予

の
他
発
生

し
た
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
に
対
す
る
実

的
制
圧
対
亡
国
機
業
を
掲

た
活
動
が
主
と
な

て
い
ま
す

 
そ
う

め

た
後

士
も
背
後
の

子
に

し
た

済
み
と
な

た
演

が
ス
テ

ジ
下

へ

み

を
消
す

そ
れ
で
は

疑
応

を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

 
そ
の

取
り
は
事
前
に

達
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
た
ち
ま
ち
記
者

か
ら
無
数
の
手
が
上
が

る 
そ
の
中
か
ら
最
初
に
指
名
さ
れ
た
の
は

大
手
新

か
ら
来
た
男
性
記
者
だ

た

え

ま
ず

ノ
之

士
に
お

き
し
ま
す

Ｂ
Ｉ
Ａ

と
い
う
こ
の

が

な

こ
う
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も

く
設
立

発
足
出
来
た
の
で
し

う
か

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が
世
界
の
ど
の
国
ど
の
地

で
も

き
得
る
可
能
性
に
対
し
国

組

に

い
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
対
策
す
る
機

が
存
在
し
な
か

た
た
め
で
す

そ
れ
を
危
惧
し
て

呼
び
か
け
始
め
た
私
に
同

し
て
く
だ
さ

た
方
が
多
か

た
の
は
や
は
り
過
日
の
事
変
に

い
て

世
界
が
危
機
に

て
い
た
事
を
⺠

も
把
握
し
て
い
た
か
ら
で
し

う

そ
れ
は
メ
テ
オ
に
対
し
て
で
あ

て
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
と
直

的
な
因
果

が

い
と
思

わ
れ
ま
す
が

 
記
者
の
反
論
に

女
性
は
一

い
た

確
か
に

直

的
な

は

い
で
す

し
か
し

者
を
引
き

こ
し
た
の
は

亡
国
機
業

で
あ
る
事
は
事
実

本

は
亡
国
機
業
の
壊
滅
の
後
も

く
だ
ろ
う
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
へ

の
対
策
と
し
て
設
立
し
た
組

で
す

今
後
の
展
望
も
活
動
目
的
に

ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
多

数
の

同
を
得
ら
れ

こ
う
し
て

く
に
発
足
出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す

な
る

ど

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
男
性
が
一
礼
し

す
る
と

間
髪
を
入
れ
ず

の

問
者
が
立
ち
上
が

た

ノ
之

士
に

問
で
す
が

特
別

問
と
し
て

し
た
桐

谷
少
年
は

安
全
な
の
で
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し

う
か

 
過
日
の

を
も
う

こ
さ
な
い
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
す
か

 

が
り
な

り
に
も
世
界
を
危
機
に
追
い
や

た
メ
テ
オ
は

彼
が
行

た
事
で
す
が

そ
の
危
惧
は
的
外
れ
な
も
の
で
す

密
に
は
彼
の
肉
体
の

配
権
を
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
が

コ
ア
を

し
て
奪

た

で
あ
り

彼
自
身
に
危
険
が
あ
る
と
は

え
ま
せ
ん

 
ば

さ
り
と

表
面
上
は
穏
や
か
に

定
し
た

士
の
コ
メ
ン
ト
に

女
性
記
者
は
一

て
か
ら

い

そ
う
意
気

む
よ
う
に

け
た

し
か
し
再

同
じ
事
が

き
な
い
と
は

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し

う
か

プ
ロ
グ
ラ
ム

に

配
さ
れ

あ
あ
も
容

く

し

世
界
を
危
機
に
追
い
や

て
し
ま
う
よ
う
で
は

亡

国
機
業

に
対
す
る
戦
力
に
は
な
り
得
な
い
の
で
は

 
未
だ

亡
国
機
業

が

在
で
あ
る

な
ら
再
び
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
に
流
れ
た
場
合
同
じ
こ
と

が

り
返
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し

う
か

い
え

そ
れ
は
無
い
と
断

で
き
ま
す

故
で
し

う

 
食
い
気
味
に

女
性
記
者
が

問
す
る

そ
れ
は

私
が
作
成
し
た
コ
ア
の

黒
椿

が
形

行
を
果
た
し
た
時
に

ア
ン
チ
・
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ウ

ル
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
組
み
上

あ
ら

る
ウ

ル
ス
を

ぐ
フ

イ
ア
ウ

ル
を
構

し
た
か
ら
で
す

そ
れ
に
信
頼
性
は
あ
る
の
で
す
か

以
前

学
園
襲
撃
事
件
の

私
の
コ
ア
を
使

た

は
機
能
不
全
を
来
し
ま
し
た

し

か
し
そ
れ
を

れ
た

が
一
つ

日
本
代
表
候
補

た
る
更
識
楯
無

の

は

独
自
に

ア
ン
チ
・
ハ

キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

を
構

し

そ
れ
に
よ
り

亡
国
機
業

に
よ
る
ハ

キ
ン
グ
を
無

化
し
て
い
ま
し
た

無
限

の
進
化
を
行
う

は

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

し
て

も
同
様
で
す

同
じ
手
を
食
ら
わ
な
い
よ
う
対
策
を

じ
る
よ
う
に
な

て
い
る
の
で
す

 
そ
し
て

と

士
が

け
た

 
ま
る
で

己
の

を
誇
る

の
よ
う
に

誇
ら
し

な
表
情
で

セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
つ
ま
り
全
て
の
コ
ア
に
同
時
に
入
り

ん
で
い
ま
し
た

そ
れ
が
消
去
さ
れ
た
今
私
が
手
が
け
た

コ
ア

は
全
て
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
構

し

ウ

ル
ス
の

入
を

ん
で
い
る
の
で
す

そ
れ
で
も

絶
対
は
あ
り
得
な
い
で
す
よ
ね

だ
か
ら
こ
そ
の
電

ダ
イ
ブ
で
す
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悪
魔
の
証
明
に
も
似
た
記
者
の
問
い
に

そ
れ
で
も

然
と

葉
が
返
さ
れ
る

現
在

国

会
が

の
機
能
の
一
つ
一
つ
に
焦
点
を

て

コ
ア
に
頼
ら
ず
技
術
を

再
現
す
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
が
進
ん
で
い
る
事
は

桐

谷
少
年
が
持
つ
バ
リ
ア
発
生

な
ど

か
ら
も
ご
存
じ
の
事
だ
と
思
い
ま
す

そ
の
一

と
し
て
我

は
コ
ア
に
頼
ら
な
い
形
で
コ
ア
・

ネ

ト
ワ

ク
に
電

ダ
イ
ブ
可
能
な
手
法
が
な
い
か
探

て
い
る
と
こ
ろ
で
す

常

一

機
に
つ
き
一
人
が
限

の
電

ダ
イ
ブ
を
コ
ア
一
つ
に
ア
ミ

ス
フ

ア
を
複
数
と
い
う
形
に

し
て

物

で
電
子
戦
を
行
え
る
と
い
う

で
す

亡
国
事
変

で
は
現
実
に
ア
バ
タ

を

作
り
フ
ル
ダ
イ
ブ
を
経
て
参
戦
し
た
人
達
が
い
ま
す
が
そ
の
戦
力
を
電

ダ
イ
ブ
に
も

や

せ
る

こ
れ
が

を
意
味
す
る
か

分
か
り
ま
す
か

え

と

ど

ど
う
い
う
事

な
の
で
し

う

こ
れ
ま
で
感

し
て
い
る
か
ど
う
か
は
コ
ア
を
直

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
と
こ
ろ
を

遠
隔
で
も
確
認
で
き
る

つ
ま
り
外
部
か
ら
ウ

ル
ス
感

の
有
無
を
確
認
で
き
る
と
い
う
事
で

す 
理
解
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
か

問
者
の
女
性
が
百
面

す
る
の
を

し
い

で

め
な

が
ら

士
は

葉
を

け
た
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え
ば
一
日
前
と
の
デ

タ
の

に
対
し
て
の
コ

ド
か

が
い
つ
ど
こ
か

ら
入
力
し
た
も
の
か

そ
れ
を
特
定
で
き
れ
ば
ウ

ル
ス
感

に
気
付
く
第
一
歩
と
な
り
得
る

の
で
す

マ
ン
パ
ワ

に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で

本
的
に

と

出
は

に
頼
る

事
が
多
く
な
り
ま
す
が

そ

そ
の

と
は

そ
れ
は

彼
が
作
成
し
た
モ
ノ
で
す
よ

 
記
者
の
問
い
に

士
が

線
を

に
向
け
る

目
を
向
け
ら
れ
た
男
性

場

が

超
然
と
し
た
面
持
ち
の
ま
ま

を
開
い
た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

そ
れ
が
い
ま

ノ
之

士
が
話
し
た
内
容
で
上
が

た

の
名
前
だそ

れ
は

確
か
か
の

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン

を
運

し
て
い
た
と
い
う

あ

の
シ
ス
テ
ム
で
す
か

 
や
や

然
と
し
た
ま
ま

し
た
女
性
記
者
に
代
わ

て
三
人
目
の

問
者
が

立
し
な
が

ら
問
い
を
投

た

い
色
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛
け

脱
な
ジ

ケ

ト
を

た
そ
の
男
性

は

お
そ
ら
く
フ
リ

・
ジ

ナ
リ
ス
ト
だ
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男
性
の
問
い
に

場
が

く

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は

人
の
手
を
必
要
と
せ
ず
自
律
し
た
思

プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
ん
だ

だ

定
期
的
に
メ
イ
ン
・
プ
ロ
セ

サ
と
サ
ブ
・
プ
ロ
セ

サ
の
す
り
合
わ
せ
が
行

わ
れ
エ
ラ

な
ど
は
自
動
で

き
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る

そ
し
て

き
出
さ
れ
た
エ

ラ

や
修
復

の
ア

プ
デ

ト
を

応
さ
せ
る
の
は
人
の
手
で
行
わ
れ
る
事
に
な

て
い
た

な
る

ど

一
時
期
七
十
五
層
以
下
に

れ
な
く
な

て
い
た
状
況
が
あ

た
と
い
う
話
で
す

が
そ
れ
が
修
正
さ
れ
た
と
い
う
の
は
た
し
か
桐

谷
少
年
が
ア

プ
デ

ト
を
行

た
か
ら

で
し
た
か

 
ジ

ナ
リ
ス
ト
は
事
件
に

す
る
あ
ら

る
情
報
を
集
め
て
い
た
の
か
中

マ
イ
ナ

な

事
ま
で
把
握
し
て
い
る
よ
う
だ

た

郷
信
之

後
に

し
た
ア

プ
デ

ト
で
浮
遊

城
全
体
に
影

し
た
事
だ
か
ら
ネ

ト
に

が

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
が
そ
れ
で
も
黒
幕

が

郷
で
あ

た
事
の
話

性
に
は
や
や

る

 
よ
く
集
め
た
も
の
だ
と
感
心
し
て
い
る
と
ジ

ナ
リ
ス
ト
の
サ
ン
グ
ラ
ス
が
光
を
キ
ラ
リ

と
反

さ
せ
た

し
か
し
仮
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
動
か
な
く
な

た
場
合
ど
う
す
る
の
で
す
か
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大
な
エ
ラ

を

き
出
し
て
機
能
不
全
に

た
間
に
付
け

ま
れ
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
で

し

う
か

 
中

い
や
ら
し
い

問
を
す
る

と
思

た

 
男
が

て
い
る
の
は

も
で
は
あ
る

エ
ラ

が

き
て
か
ら
ア

プ
デ

ト
を

す
る

ま
で
の
期
間
内
は
シ
ス
テ
ム
の
フ

イ
ア
ウ

ル
も
ガ
バ
ガ
バ
に
な
る
が
そ
う
な

た
場
合

の
対
応
は
ど
う

え
て
い
る
の
か
と
い
う
話
だ

こ
こ
で

ま
れ
ば

然
信

性
も
信
頼
性
も

ダ
ダ
下
が
り
で
あ
る

 
な
に
し
ろ
コ
ア
で

か
ら
メ
テ
オ
発
生
ま
で
一
分
以
内
で

き
た
事

 

速
な
対
応
が
出
来
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

 
そ
こ
で

場
が
目
配
せ
し
た

 
目
配
せ
さ
れ
た
の
は
七
色
だ

た

男
が

り

代
わ
り
に
少
女
が
立
ち
上
が
る

方
の

問
は

つ
ま
り
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
と

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

の
フ

イ
ア
ウ

ル

そ
の

方
が
エ
ラ

で
機
能
不
全
に

た
場
合
の
事
で
合

て
る
か
し
ら

え
え

そ
う
で
す
が

士
が

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
は

の

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は

の
技
術
で

そ
れ



 ＢＩＯＨＡＺＡＲＤ ＯＦＦＬＩＮＥ 〜亡霊戦争〜

の

り
合
わ
せ
を
私
が

す
る
か
ら
よ

 

ん

と

を

た
七
色
は

そ
の
ま
ま

け
た

先
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
け
ど

対
応
策
に
は
大
別
し
て
二
種

あ
る
わ

コ
ア
・
ネ

ト

ワ

ク
に

か
れ
た

ア
ン
チ
・
ウ

ル
ス
・
シ
ス
テ
ム

と

ア
ン
チ
・
ハ

キ
ン
グ
・
シ
ス

テ
ム

そ
れ
か
ら

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
予

策
が
一
つ
目

方
が
問
う

て
い
る
の
は
も
う
一
つ
の
予

を

か
れ
た
時
の
対
応
策
ね

そ
し
て
私
達
は
さ

き
電

ダ
イ
ブ
と
人
の
手
に
よ
る
ア

プ
デ

ト
だ
と

え
た
わ

電

ダ
イ
ブ
の
限
界
数
を
増
や
す
と

い
う
方
策
も
明
か
し
て
い
る

そ
れ
で
も
ま
だ
不
安
か
し
ら

 
七
色
の

葉
に

険
の
色
は
な
い

し
か
し
他
者
を
圧
倒
す
る

圧
感
は

在
し
て
い
た

 
こ
れ

ど
対
策
を

じ
今
後
の
見

し
も
立
て
て
い
る
が
ま
だ
な
に
か
問

が
あ
る
の
か

よ
く

え
て
か
ら
問
い
な
さ
い

と

変
に
不
安
を
煽
ろ
う
と
す
る
者
へ
の

制
だ

 
や
や
気
圧
さ
れ
た
男
性
は

し
か
し
ぐ

と

え

息
を

ん
だ

え
え
え

あ
の
メ
テ
オ
が
空
を

た
の
は
桐

谷
少
年
が

し
て
か
ら
一
分
足
ら

ず
の
事
で
し
た

そ
れ
だ
け
の

時
間
で

じ
る
手
が
あ
る
の
か
世
間
は
不
安
に
感
じ
て
い
る

で
す

そ
こ
に
対
し
て
お

き
し
た
い
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気
圧
さ
れ
な
が
ら
も

し
か
し
ハ

キ
リ
と
男
性
は

心
を
問
う
た

 
近
年

に
見
る
ま

す
ぐ
な
記
者
に

そ
こ
か
し
こ
か
ら

と
感

の
息
が
上
が
る

な
る

ど

確
か
に
あ
ま
り
の

時
間
に
本

に
対
応
策
が
意
味
を

す
の
か
疑
問

さ
れ

る
の
は
仕
方
な
い
わ

 
男
の

い
て
は
取

の
圧
力
を
前
に
し
か
し
天
才
少
女
は

わ
り
と

み
な
が
ら

い
たけ

れ
ど

そ
こ
も
対
策
済
み
よ

そ
れ
は

ど
う
い
う
風
に

そ
う
ね

電

空
間
は
こ
の
現
実
の

十

百

も
加
速
し
て
動
か
せ
る

一
種
の
シ

ミ

レ

シ

ン
の
よ
う
に
人
間
の
反
応
速

を

外

す
れ
ば
定
め
た

件
を

に
数
百
日

分
を
一
気
に
動
か
す
事
も
出
来
て
し
ま
う
わ

そ
れ
と
同
じ
事
を
ウ

ル
ス

に
も
出
来
る
と

た
ら

は
は

え

そ
れ
は
つ
ま
り
現
実
の

も
の
速

で
電

空
間
で
動
い
て
い
る

と
い
う
事
で
す
よ
ね

し
か
し
加
速
し
た
か
ら
と

て
問

が
解
決
す
る

で
は

人
間
の
反
応
速

で
は
不
可
能
ね

け
ど

な
ら
ど
う
か
し
ら

 
人
と
同

の
思

を
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持
ち
同

の
技
術
を
持
つ

が
外
部
か
ら
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
動
か
せ
る
と

す
れ
ば

む

い
や

そ
れ
で
も
そ
の

が
我

人

に

を

く
可
能
性

は

 

し
い

で

も
反

す
る
ジ

ナ
リ
ス
ト
が
眼
を
見
開
き
一
点
を
見

め
る

そ
の

先
に
は

そ
こ
に
入
場
し
て
か
ら

を
保
ち

け
る
人
物
が
一
人

 

線
に
気
づ
い
た
七
色
は

に

と

不

な

み
を
浮
か
べ
た

そ
の
可
能
性
は
た

た
一
つ
を

い
て
あ
り
得
な
い
わ

故
な
ら
そ
の
可
能
性
と
は
彼

桐

谷
和
人
君
を
殺
そ
う
と
世
界
が
動
き
出
し
た
時
だ
け
な
の
だ
か
ら

 

な

そ
う
も
断

で
き
る
の
か

 
そ
の
理
由
を

は
身
を
以
て
知

て
い
る

故
な
ら
少
な
く
と
も

存
の
ト

プ
ダ
ウ

ン
型

は

上

権
限
者
に
は
決
し
て
逆
ら
え
な
い
存
在
だ
か
ら
だ

認
識
を

さ
れ
て
い

た

は

だ
か
ら
こ
そ
矛
盾
に
ぶ
ち

た
り

一

は
精
神

壊
を
来
し
た

 
後
に
復

さ
れ
二

立
ち
は
だ
か

た

だ
が

理

を

ね
る
事
で
矛
盾
を
回

し
た

そ
こ
ま
で
し
た
の
も

に
誓
い
の
た
め

守
る
た
め

 
あ
の
時
の
苦
し
み
と
違
和
感

恐
怖
が

り

二
の

を

る
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マ
イ
ナ

な
情
報
も
集
め
て
い
た
ジ

ナ
リ
ス
ト
が

葉
を
失

た
の
は
そ
こ
ま
で
把
握

し
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い

彼
は
複
数
の

の

有
権
を

ユ

ミ
ル

か
ら

い
取

て
い
る
わ

ユ
イ

ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ
ヴ

フ
ス
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ

け
れ
ど
以
前
か
ら

有
し
て
い
た

も
い

る

彼
に

め

ま
れ
て
い
た

無
銘

の
人
格
よ

 
ま

で
は
な
い

 

時
か
ら

有
し
て
い
た
か
を

て
な
い
だ
け
で
自
分
達
の

有
権
を

い
取

た
時
に

は
無
銘
の
コ
ア
に
ヴ

ベ
ル
が
入
り

ん
で
い
た
の
は
事
実
だ

そ
の
ヴ

ベ
ル
が
本
来

の
無
銘
の
人
格
で
は
な
い
事
は
横
に

く
と
し
て
も
真
実
を

て
い
な
い
だ
け
で

で

は
な
い

 

で
は
あ
る
が
な

と

は

と
な
く

な
気
持
ち
に
な

た

 
そ
こ
で

ジ

ナ
リ
ス
ト
の
男
性
の

が
立
ち
上
が

た

や
や

然
と
し
た
面
持
ち
で

ジ

ナ
リ
ス
ト
が

す
る

無
銘

と
な
る
と

亡
国
製
の
コ
ア
で
す
よ
ね

 
信

出
来
る
の
で
す
か

え
え
出
来
る
わ

故
な
ら
そ
の

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
彼
を
助
け
て
い
た
存
在
だ
か
ら
よ
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で

助
け
る

郷

前
後
く
ら
い
し
か

て
な
い
か
ら
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
か
も
ね

け
れ
ど
そ
の

は
確
か
に
彼
を
助
け
て
い
た
わ

そ
し
て
あ
の
亡
国
事
変
に

い
て
彼
と

千
冬

が
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
に
電

ダ
イ
ブ
し
て
い
る
間

無
銘

の
人
格

は
亡
国
製
の
コ

ア
・
ネ

ト
ワ

ク

で
セ
フ

ロ
ト
を
抑
え

ん
で

そ
の
ま
ま

ま
で
し
て
み
せ
た

な

 
そ
そ
ん
な
話
初

で
す
よ

 
な

今
ま
で
話
さ
れ
な
か

た
の
で
す
か

物
事
に
は

序
が
あ
る
か
ら
よ

い
き
な
り
話
し
て
も
ち

と
信
じ
ら
れ
な
い
で
し

う

 
動
揺
し
た
女
性
記
者
の
問
い
に

七
色
が

と
応
じ
た

と
も
あ
れ
彼
が

有
権
を
持
つ

達
と
無
銘
の
人
格

は
彼
に
対
し
て
協
力
的
よ

そ

れ
が
彼
の
生
存
か

あ
る
い
は
彼
の
行
動
目
的
か
は
と
も
か
く
ね

士

桐

谷
少
年
の
行
動
目
標
と
は

あ
ら

そ
ん
な
事

今
更

く
必
要
が
あ
る
か
し
ら

 

然
と

み
を
浮
か
べ
た
の
を
見
た
記
者
は

を

く
し

し
た

 
あ
れ
だ
け
全
力
で
世
界
に

れ
流
さ
れ
た
の
に
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
は

ら
な
い
話
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だ
と
に
か
く

の
演

速

は
電

空
間
の
時
間
加
速
に
追
い
付
け
る

現
実
で
一
分
が
過

ぎ
る
間
に
あ

ち
で
は
十
数
時
間
経
つ
と

え
れ
ば
予

策
を

か
れ
た
と
し
て
も
十
分
対
応

で
き
る

無
銘

の
コ
ア
人
格
も

ユ
イ
ち

ん
達
も
協
力
的

彼
女
達
の
力
を

り
る
事
が

Ｂ
Ｉ
Ａ

の
対
応
策
の
一
つ
よ

 
そ
う
七
色
が

め

る
と

女
性
記
者
が

し
た

そ
れ
に
合
わ
せ
て
七
色
も

す
る

 
会
場
は
や
や

惑
の
空
気
に

ま
れ
て
い
る

来
の
常
識
な
ど
が

で
き
な
い
事
ば
か
り

で
ど
う

問
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
よ
う
だ

事
前
に

を
配
ら
れ
そ
れ
で

意
し

た

問
も
あ

た

だ
が

ね

で
返
さ
れ
た
か

惑
で
そ
れ
が
出
来
な
い
で
い
る
の
か

 
そ
こ
で

と
思
う

オ
リ
ジ
ナ
ル
も
大
変
だ
な

 
知
ら
ぬ
間
に
世
界
に

に
さ
れ
て
い
た
の
だ

最

目
か
分
か
ら
な
い
が
色

と

晒
さ
れ
て
い
い
気
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
も
抗
議
の
声
を
中

な
い
の
は
結
果
的
に
事

が

転
し
て
い
る
か
ら
の

だ

 
そ
れ
は

転
す
る
よ
う

士
ら
が
誘
導
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う

実

過
去
の
ロ
グ



 ＢＩＯＨＡＺＡＲＤ ＯＦＦＬＩＮＥ 〜亡霊戦争〜

や
中
継
な
ど
が
物
証
と
な
り

葉
に
信

性
を
持
た
せ
て
い
る
の
だ

 
思

た
よ
り
は
今
回
の
バ
イ
オ
テ
ロ

撃

設
立
の
会
見
は

と
し
な
さ
そ
う
で
あ

る  

タ
ケ
ル
は
記
者
会
見
の
様
子
を
会
場
か
ら

ど
近
い
六
本
木
の
ビ
ル
の
中
か
ら
見
て
い

た

そ
こ
は
か
つ
て
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

が

め
に
さ
れ
て
い
た
場

で
あ
る

様

な
場

を
転

と
し
た

に
こ
こ
に

て
き
た
の
は
一

の
運
命
す
ら
感
じ
て
し
ま
い

そ
う
だ

 
だ
が

そ
れ
で
も
自
身
を
取
り

く
状
況
は

あ
の

と
は
大
き
く
違
う

 
い
や
そ
れ
は
世
界
全
体
が
そ
う
だ
ろ
う

世
界
滅
亡
の
危
機
に
晒
さ
れ
設
立
さ
れ
た
新
Ｎ

Ｇ
Ｏ

体
の
要
は
危
機
を

す

に
も
な

た

い
子

そ
し
て
そ
の
子

は
か
つ
て
は

出
来
損
な
い

と

め
ら
れ
て
い
た
少
年
だ

 
な
ん
と
も
は
や

肉
な
も
の
だ
と
思

た
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し

か
し

こ
ん
な

を
兵
士
に
登

す
る
み
た
い
な
コ
ト

ホ
ン
ト
に
ゴ

サ
イ
ン

を
出
し
て
よ
か

た
ん
ス
か

さ
ん

時
間
加
速
の
事
と
い
い
か
な
り
ス
レ

ス
レ
な
内
容
も

あ
る

ス
け
ど

い
い
ん
だ
よ

く
ん

 
中
継
を
見
な
が
ら

葉
を

し
出
す
と

す
ぐ

に
立
つ
人
物
は

を
打

た

確
か
に
ち

と
し
た

り
だ
が
ね
ユ
イ
ち

ん
達
を
始
め
と
し
た
現
在
主
流
の
ト

プ

ダ
ウ
ン
型

に
は

命
的
な
欠

が
あ
る

そ
れ
は
君
も
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う

ま

そ
う

ス
け
ど

 

自
の
二

が

わ
ん
と
す
る
こ
と
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
か

た

 
彼
女
ら
は
確
か
に
極
め
て

な

を

ん
で
い
る

彼
女
ら
の
自
然
な
応
対
を
見
て

人

か

か
分
か
ら
な
い
人
が

ど
を

め
る

だ

 
そ
れ

ど
高
い
知
能
を
誇
る

を
戦
時
転

す
る
と
な
れ
ば
日
本
よ
り

戦
的
な

国
が

て

の

に

し
む
に
違
い
な
い

手
始
め
に
彼
女
ら
を
生
み
出
す
大
本
に
な

た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

を
欲
し

動
き
出
す
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
だ
が
そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も

け
得
な
い

命
的
欠

が
あ
る
と
し
て
こ
の
男
は
彼
女
ら
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の
確
保
を
取
り
や
め
た

 
そ
れ
は

に
つ
き
も
の
な

上

権
限
者
に
対
す
る
絶
対

の
原

だ

強

な
精
神
を

有
す
る
少
年
の
コ
ピ

・
キ
リ
カ
で
す
ら
一

は

壊
し

二

目
も
ど
う
に
か
矛
盾
を
切

り

け
る

ど
強

な
そ
れ
は

と
て
も
国

に
転

出
来
る

ど
安
定
し
た
も
の
で
は
な
い

 
ヴ

フ
ス
ら
の
よ
う
に
自
身
が
認
め
た
存
在
の
み
に

う

が

型

だ

 
ユ
イ
達
も
表
面
上
は
大
人
し
く

だ
が
よ
く
よ
く

え
れ
ば
彼
女
ら
自
身
が
認
め
た
存

在
に
し
か

て
い
な
い

そ
こ
は
キ
リ
カ
も
同
じ
で
彼
が

郷
に

わ
な
か

た
の
は

間
達
の

先

が

郷
を
上
回

た
か
ら

 

Ｂ
Ｉ
Ａ

が
要
に
和
人
を

え
た
の
は

暗
に
世
界
に
対
し
て

和
人
を
傷
つ
け
る
な

と

い
う
意
思
表
示
に
他
な
ら
な
い

彼
を

に
回
せ
ば

Ｂ
Ｉ
Ａ

は
機
能
不
全
に

り
か
ね
ず

結
果
世
界
の
滅
び
も

れ
な
い
事
に
な
る
と
突
き
つ
け
て
い
る

 
こ
こ
は

え
方
に
よ
る

 
直
葉
達
を
守
る
た
め
に

彼
を

Ｂ
Ｉ
Ａ

に

り
付
け
る
の
か

 
世
界
を
守
る
た
め
に

彼
を

Ｂ
Ｉ
Ａ

に

り
付
け
る
の
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
か
の
天
才
達
は
彼
を
存
命
さ
せ
る
一
手
と
し
て
ユ
イ
達
の
存
在
を
カ

ド
に
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し
た

彼
女
ら
に
と

て

存

の
欠

は

な
い
か
ら
だ

 
そ
し
て
そ
の
欠

を
問

す
る
こ
ち
ら

も
彼
女
ら
が
ど
う
動
こ
う
と
そ
こ
ま
で
動
揺
し

な
い

 
仮
に
世
界
が

・
開
発
に

り
出
し
て
も
数
年
前
か
ら
先
ん
じ
て
動
い
て
い
る

主
導

の
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
先
を
行
く
と
は

思
え
な
い

し
ろ

の
ス

シ

リ
ス
ト
・

桐

谷
和
人
少
年
の
協
力
が
得
ら
れ
る
の
は
世
界
広
し
と

え
ど
日
本
だ
け
だ
か
ら
だ

 
世
界
が

を
始
め
て
も

ま
ず
間
違
い
な
く

存

の
欠

に
ぶ
ち

た
る

人
を
傷
つ
け
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原

と

対
す
る
人
を
殺
せ
と
い
う
命

の
矛
盾
を

理
す
る
程
の

応
を
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
で
得
る
に
は

思

た
以
上
に
至

の
業
だ
か
ら
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
ボ
ト
ム
ア

プ
型
に

目
し

ウ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
レ

タ

の

が
進

ん
で
い
る

人
の
生
体

を
電
子
的
に
再
現
し
知
性
ま
で
も
再
現
す
る

み
は

ら
ず
し
も

秋
十
の
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
・
コ
ピ

で
成

し
た

そ
れ
を
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い

く
か
が
問

だ

 
そ
の
前
に
秋
十
・
コ
ピ

に
代
わ
る

体
が
必
要
な
の
だ
が

く
ん

は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

で
の
ホ
ロ
ウ
の
件
か
ら

え
て
い
る
事
が
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あ
る
ん
だ

キ
リ
カ
君
は
本

に
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
な
の
か

と
ね

あ

ま

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
る

ス
よ

彼
だ
け
は
ユ
イ
ち

ん
達
と
生
成
過

程
が
違
い
ま
す
も
ん
ね

 
ユ
イ
達
は

場

を
始
め
と
し
た
技
術
者
の
手
に
よ

て
一
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ま
れ
た

だ

だ
が
キ
リ
カ
に

し
て
は
キ
リ
ト
と
い
う
少
年
の
記

精
神
な
ど
全
て
を
一
年
以
上

も
の
間

み
取
り

け
た

に
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
生
み
出
し
た
コ
ピ

 
や
や
過
程
は
異
な
る
が
人
工
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
に
か
な
り
近
似
し
た
生
成
過
程
と
も

え
る

 
だ
と
す
れ
ば
キ
リ
カ
は
ボ
ト
ム
ア

プ
型
と

え
な
く
も
な
い
存
在
な
の
だ

事
実

郷

シ

ン
に

い
て
は
自
ら
上

権
限
者
に
抗
い
矛
盾

壊
を
回

し
た
実
績
が
あ
る

ト

プ
ダ
ウ
ン
型
に
は
お
よ
そ
不
可
能
だ
ろ
う
そ
れ
を

し
た
な
ら
逆
説
的
に
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
で

な
く

ボ
ト
ム
ア

プ
型
で
あ
る
と
い
う
反
証
も
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
更
に

え
ば
キ
リ
カ
と

同
一
存
在
で
あ
る
ホ
ロ
ウ
は
自
ら
誓
い
を
捨
て
世
界
へ
の

復
讐
を
決
断
し
た
存
在
だ

己
の
誓
い
を
捨
て
る
事
は
す
な
わ
ち
自
己
の

定
に
し
て
義
姉
達
の

定
に
他
な
ら
な
い

そ
れ
で
も
自
我
を
保

て
い
た
の
点
は
や
は
り
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
に
は

見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
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と
は

え

だ

と
す
る
と
空
恐
ろ
し
い

の
経
験
を

ん
だ
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
は

理
論
上
の
よ
う
に
ボ
ト
ム
ア

プ
型
と
同
じ
く
我

人
間
と
同

の
知
性
を
持
つ
可
能
性
も

定

で
き
な
い

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

で
変

し
た
ヴ

フ
ス
君
の
事
も
あ
る

だ
し
ね

い
や

そ
ん
な
事

い
出
し
た
ら
キ
リ
な
い
で
し

さ
ん

 
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 
な
い
か
も
し
れ
な
い

 

し
た
と
し
て
も
結
論
は
出
な
い

 
そ
ん
な
悪
魔
の
証
明
に
足
を
突

も
う
と
し
て
い
る
主

に

め
の

葉
を
送
る

 
内
心
で
は

め
た
と
こ
ろ
で
無
理
だ
ろ
う
な

と
い
う

観
を

い
て
い
た

こ
う
い
う
前

振
り
を
し
て
き
た
時
の
男
は
良
か
ら
ぬ
事
を

い
出
す
前
触
れ
だ
と
経
験
上
知

て
い
る
の
だ

 
そ
し
て
予
想
違
わ
ず

男
は

た

実
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

後
く
ら
い
か
ら
来
て
た

件
が
あ

て
ね

 
そ
れ
を

い
て

は

と
こ
れ
見
よ
が
し
に
た
め
息
を

く

話
の
流
れ
か
ら
す
る
に
ど

せ
ト

プ
ダ
ウ
ン
型

の

も
し
ろ
と
か
そ

い
う
の

で
し

契
約

と
し
て
は
お

か
み上

の

う
事
を
す
る
だ
け

ス
け
ど
そ
れ
場

は
ど

す
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る
ん
ス
か

 
ま
さ
か
Ｓ
Ｔ
Ｌ
を
使
う
ん
じ

な
い
だ
ろ

な
と
そ
う
な

た
場
合
の

大
な
仕
事

を

え
て

ん
だ

線
を
送
る
と

二

は
に
や

と

た

な
に

主
導
で

に

意
さ
れ
て
い
る
さ

場
先
生
と

士
が
裏
で
交
わ
し
た
見

返
り

て
や
つ
だ
よ

 

と
し
た
風
情
で

て
の
け
た
男
に
や
は
り

が
知
れ
な
い
と

目
か
知
れ
な
い

思
い
を

い
た

  

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

 

Ｆ
ｉ
ｎ
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・
Ｂ
Ｉ
Ａ

と
は

 
直

で

バ
イ
オ
テ
ロ

撃

 
実

部
隊

Ｓ
Ｏ

 
バ

ク
ア

プ
部
隊

Ｓ
Ｏ
Ａ

 
ホ
ワ
イ
ト
ハ

カ

部
隊

Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

 
上
記
三
つ
か
ら
な
る
国

に
史
上
最
速
で
認
め
ら
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ

体

和
人
を
無
国

現

状

持

の
ま
ま
保
護
す
る
事
を
可
能
に
し
た

新
た
な
揺
り

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド

作
品
で
結
成
さ
れ
る
バ
イ
オ
テ
ロ
対
策
部
隊

Ｂ
Ｓ
Ａ
Ａ

の
オ
マ

ジ

原

の
二
部
隊
に
本
作
独
自
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ

カ

部
隊
も
加
え
た
三
部
隊
で
展
開
さ

れ
る

 
和
人
は
こ
の
中
で
三
部
隊
全
て
で
活
動
す
る
が

主
に

Ｓ
Ｏ

と

Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

が
主
に

な
る
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ま
た

Ｓ
Ｏ
Ａ

に
は

国

者
が
名
を

ね
て
い
る

 

写
さ
れ
て
い
な
い
が

グ
ロ

ジ

ン

の
ガ
ブ
リ
エ
ル

ヴ

サ
ゴ
も
こ
こ
に
名
を

ね
て
い
る

  
・
国

承
認
の

さ
に
つ
い
て

 
国

に
こ
こ
ま
で

く
認
め
ら
れ
た
の
も

や
は
り
世
界
中
継
で

が
報
じ
ら
れ
た
か
ら

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
に
よ
る
知
識
・

性
が
あ

た
か
ら
で
も
あ
る

 
こ
の
た
め
場

や
国
を
問
わ
ず

速
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な

て
お
り
バ
イ
オ
テ
ロ
や

す
る
事
件
が

き
た

は

事
国
が
Ｂ
Ｉ
Ａ
に
対
し
て
無
制
限
の
活
動
権
限
を
与
え
る
こ
と
を

大

の
国

加

国
一
部
の
国
は

件
付
き
で
は
あ
る
も
の
の
が
承
認
し

世
界

で

速
か
つ
大

な
活
動
が
可
能
に
な

た

 

助
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に

く
認
め
た

ぶ

ち

け

  
・
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ウ

ル
ス
予

 

ア
ン
チ
・
ハ

キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
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ア
ン
チ
・
ウ

ル
ス
・
シ
ス
テ
ム

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
自
動

  
・
セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ウ

ル
ス
対
策

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
修
正
ア
プ
デ

 
時
間
加
速
に
よ
る

電

ダ
イ
ブ

独
な
ら
和
人
も
可
能

 
電

ダ
イ
ブ
物

作
戦

予
定

黒
椿

白
騎
士

に
よ
る

王
理
絶

未

表

  
・
前
話
で
和
人
を
強
化
し
た

王
理
絶

て

ぞ

す
べ
て
の
コ
ア
を

え
る
王
の
力

す
べ
て
の
コ
ア
の
能
力
を

う
力

 
サ
ラ

と
流
さ
れ
て
い
る
が

黒
椿

白
式

も
二

形

に
な

て
い
る

こ
の
時

に
発
現
し
た
四
つ
目
の

一
仕
様
能
力

つ
ま
り
こ
れ
一
つ
で
全
て
の

の

一
仕
様
能
力
を

振
る
え
る
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形

行
し
た
の
は

の
意
思
達
が
和
人
に
力
を

し
た
あ
の

間

 
あ
の
時
点
で
全
て
の
コ
ア
が

し
て
い
た
デ

タ
を

み
取
り

武

一
仕
様

能
力
の
す
べ
て
を
再
現
す
る
か
つ
て

無
銘

で
楯
無
に
し
た
事
の
超
極
悪
化
バ

ジ

ン

 

え
る
場
合
は

手
コ
ア
の
同
意
が
必
要

そ
う
し
て

手
コ
ア
の
デ

タ
を

み
取
り
更

新
し

す
べ
て
の
武

と
能
力
を
使
え
る

王
の
力
は
デ

タ
を

み
取
る

の

請
書
で
あ
り
そ
れ
に
判
を

す
か
は

手
が
決
め

ら
れ
る

 

に

み
取

た
力
は

者

和
人
の
意
思
で

う
か

か
を
決
め
る

や

属

で
は
な
く

手
の
意
思
を
前

に
し
た

え
る
王

で
あ
る
こ
と
が

大
前

 
騎
士
王
も

え
て
い
た
騎
士
の

義
は

手
に

ね
て
た
し
ね

 

合
に

い
て
和
人
が

手
の
武

を
使
う
事
は
な
い

  
・

ネ
タ

 
原
作

で
明
か
さ
れ
た
白
式

白
騎
士
の
第
三
形

行
王
理
が
発
現
し
た
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一
仕
様
能
力

夜

 
原
作
に

い
て
は

す
べ
て
の

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
初
期
化
す
る
能
力

 
自
分
だ
け
レ
ベ
ル

え

き
で

手
を
レ
ベ
ル

に
す
る

い

 
本
作

王
理
絶

は
初
期
化
で
き
る
か
不
明

  
・

二

の
企
み

 
実

は
日
本

の

投

件

 
大

な

実
験
場

場
七
色
が
絡
ん
だ
仮
想
空
間
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

え
と
は

  
で
は

章
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

世
論
編
 

束
ノ
間
ノ
平
穏

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
世
論
編

ヴ

フ
ス
編

り
で
ち

ろ

と
書
い
て
た

や
ニ

ス
の
書
き
方
で

す 
時
間

と
し
て
は
前
話
記
者
会
見
の

日
く
ら
い
で
す
ね

こ
う
い
う

え
方
も
あ
る
ん
だ
な

く
ら
い
で

ん
で
下
さ
い

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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ノ
之

士
独

取

の
真
実

 
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
イ
プ
ス
 

月

日

発
信

  

中
略

セ
フ

ロ
ト
が

て
い
た
事
は
事
実
で
は
あ
る
け
ど

葉
足
ら
ず
だ
よ

バ
ト
ル

と
か
だ
と

気

と
か

魔
力

と
か
い
う
の
あ
る
よ
ね

 
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

も
ア

レ
み
た
い
な
も
の
だ
と
思

て
く
れ
る
と
一
番
い
い
か
な

 

は

な
ん
だ
か
現
実
味
が
な
い
と
い
う
か
ち

と
信
じ

い
ん
で
す
が

と
も
あ
れ

を
動
か
す
と
い
う
事
は

他
者
の
命
を
使
う
と
い
う
事
な
ん
で
す
よ
ね

そ
れ
も
少
し
違
う

 

え

 
で
も
セ
フ

ロ
ト
は

こ
の
地

を
破
壊
し
て

死
ん
だ
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ

を

収
し
進
化
す
る

て

て
ま
し
た
よ

そ
れ

て
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
じ

な
い
ん
で

す
か
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う

ん

な
ん
て

う
か

魂

エ
ネ
ル
ギ

じ

な
く
て

魂

て
い
う

心
か

ら

エ
ネ
ル
ギ

て
い
う

が
出
て
い
る
イ
メ

ジ
か
な

で

は
そ
の

を
使

て

動
い
て
る

て
事

も
し
仮
に
魂

エ
ネ
ル
ギ

の
理
論
が
正
し
い
と
す
る
と

黒
椿
の

ワ
ン
オ
フ
や
森
羅
の
守
護
者
の

が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ

増

機
能
は
ど
う
説
明
す
る
ん
だ

て
な
る
で
し

 

あ

わ
れ
て
み
れ
ば

補

が
な
い
無
銘
の
エ
ネ
ル
ギ

が
自
然
回
復
す
る
の
も
彼
の
魂
か
ら
出
る
エ
ネ
ル

ギ

気
力

て

で

て
る
か
ら
だ
よ

覚
悟
を
決
め
た
ら

ド
ン
に
な
る

た
だ
彼
は
常
に
守
る
意
思
を
強
く
持

て
る
か
ら
覇
導
絶

と
か
の
黒
椿
の

一
仕
様

能
力
は
自
動
発
動
し
ち

う
ん
だ

 

へ

そ
う
な

て
た
ん
で
す
ね

ち
な
み
に
そ
れ

本
人
は
知

て
る
ん
で
す
か

亡
国
事
変

の
後
に
エ
ネ
ル
ギ

の
説
明
つ
い
で
に
話
し
た
よ

前
か
ら

無
銘

の
エ
ネ

ル
ギ

回
復
に

し
て
疑
問
に
思

て
た
み
た
い
で

道
理
で

て

得

だ

た

 

以
前
は
ど
う
説
明
し
て
い
た
の
で
す

世
界
中
に
漂
う
エ
ネ
ル
ギ

を

収
し
て
る
か
ら

て

魔
化
し
て
た

真
実
を
伝
え
る
の
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は
ち

と

ね

 

あ

ホ
ロ
ウ
を
見
て
る
か
ら

な
ん
と
な
く
分
か
る
気
が
し
ま
す

  

中
略

  

と
こ
ろ
で

士

生
身
で
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

を

う
事
は
出
来
な
い
ん
で
す
か

そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
よ

殺
気

や

怒
気

と人
け気

や

生
気

を
感
じ
ら
れ
る

り

容
が
出
来
る
以
上
は
放
出
も
出
来
る
理

に
な
る
け
ど

正
直
物
理
現

を

う
程
は
不
可

能
じ

な
い
か
な

人
を
吹
き

ば
す
の
に

じ

無
理
だ
け
ど
数
千

力
の

風
機
な

ら
可
能
み
た
い
な
感
じ
だ
と
思
う

和
君
の
場
合
は

コ
ア
が
ブ

ス
タ

の

き
を

て

る
か
ら
掌
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

弾
も
出
せ
る
け
ど
コ
ア
を

し
て
な
い
限
り

力
的
な
意
味
で

無
理
だ
と
思
う
よ

そ
れ
に
仮
に
出
来
て
も
体
が
破
裂
す
る
と
思
う

 

え

破
裂

で
す
か
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体
の
中
か
ら
外
に
向
け
て
思
い

き
り
エ
ネ
ル
ギ

を
出
す
と
な

た
ら
肉
体
の
強

も

応
じ

な
い
と
ね

じ

な
い
と
フ

イ
ナ
ル
エ
ク
ス
プ
ロ

ジ

ン
み
た
い
に

に
な

ち

う
か
ら

 

う
わ

夢
が
な
い

と
い
う
か

士

そ
れ
知

て
る
ん
で
す
ね

和
君
が
エ
ネ
ル
ギ

弾
出
せ
る
よ
う
に
な

た

て
知

て
か
ら
色

と

べ
て
ね

で

気

を
付
け
る
よ
う
に

て

意

の
た
め
に
見
せ
る

に

し
て
た
か
ら
さ

 

自

特
攻
し
そ
う
な
気
し
か
し
な
い
ん
で
す
が

い
や

な
ら
い
ざ
知
ら
ず
今
の
彼
な
ら
ホ
ン
ト
に
ホ
ン
ト
の
最
後
の
切
り
札
だ
ね

守
る

人
も
全
部
喪

て

そ
れ
く
ら
い
し
な
い
と
勝
て
な
く
て

そ
ん
な
状
況
に
追
い

め
ら
れ
な
い

と
絶
対
使
わ
な
い
よ

 

く
自
信
あ
り

に

わ
れ
ま
す
ね

そ
り

あ
そ
の
想
い
一
つ
で
デ
ス
ゲ

ム
も
世
界
も
救

た
子
だ

て
知

て
る
か
ら
ね

   

 
渚
子

ま

ず
み
・
な
ぎ
さ
こ
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イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
イ
プ
ス

編
集
⻑

    

と
す
る
世
界

今
後
の
行
く

は

 
デ
イ
リ

・
プ
ラ
イ
ム
オ
ン
ラ
イ
ン
 

月

日
発
信

 
さ
て

に
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
過
日
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

を
中
心
に

国
全

を
襲

た

リ
ア
ル
・
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド

は
国

指
定
テ
ロ
組

フ

ン
ト
ム
・
タ
ス
ク

に
よ

て
引
き

こ
さ
れ
た
も
の
で
し
た

こ
れ
の
引
き
金
を
引
い
た
黒
幕
オ
ズ
ウ

ル
は

の
失

を
悟

た
時
点
で
自
身
に

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ

を
投
与
し

自
ら
ク
リ

チ

と
化
し
た
た
め

軍
と
し
て

さ
れ
た

国
の

者
ま
た
ア
メ
リ
カ
国

軍
に
よ
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て

さ
れ
地
下

は
自

に
よ

て

形
も
な
く
消
し

び
お
よ
そ
手
が
か
り

と
な
り
得
る
物
証
は

喪
わ
れ
た
と

え
る
で
し

う

 
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば

時
の
桐

谷
少
年
が
取
り

ん
だ
三
つ
目
の
コ
ア

白
式

ノ
之

士
製

で
し

う
が

今
の
と
こ
ろ
つ
い
三
日
前
に
新
設
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ

体

Ｂ

Ｉ
Ａ

か
ら
の
報

は
あ
り
ま
せ
ん

 
本

に
た
だ
手
掛
か
り
を

め
て
い
な
い
の
か

 
そ
れ
と
も

ん
で
は
い
る
が

世
界
を

乱
さ
せ
な
い
よ
う

せ
て
い
る
の
か

 
今
後
も
Ｂ
Ｉ
Ａ
と
桐

谷
少
年

ノ
之

士
ら
の
動
向
に
目
を
向
け
て
お
く
必
要
が
あ

る
で
し

う

 

 
し
か
し
未
だ
謎
の
多
い
亡
国
機
業
で
は
あ
り
ま
す
が
実
の
と
こ
ろ
戦
力
そ
の
も
の
は

か
な
り

れ
て
い
る
と
い
う
の
が

ノ
之

士
達
の
見
解
で
す

 
先
月

ば

学
園
を
襲
撃
し
た
複
数
の
組

の
内

大

的
に
世
界
に
中
継
さ
れ
た

像

で
は
最

三
人
の
亡
国
機
業
構
成

が
桐

谷
少
年
に
よ
り
撃
破
後
に

さ
れ
て
い
ま

す

こ
の
三
名
に

き
取
り
を
行
い
情
報
を
入
手
し
て
い
く
予
定
だ
と
も
報

さ
れ
て
い
ま
し

た

更
に
今
月

故
人
と
な

た

秋
十
少
年

年
・

を
誘

し
た
仕
立
て
人
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で
あ
る
ア
メ
リ
カ
代
表
候
補

生
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

も

学
園
に
潜
り
こ
ん
で
い
た

亡
国

の
ス
パ
イ
で
あ
る
事
が
発
覚
し
現
在
学
園
地
下
の

へ

さ
れ

き
取
り
が

行
わ
れ
て
い
る
と
の
事

 
技
術
・
経
験
を

む
の
に
多
大
な
コ
ス
ト
を
要
す
る

者

を
四
人

え
た
事
は
事
実

こ
の
点
か
ら

そ
れ
な
り
に
戦
力
が

れ
た
と

え
る
で
し

う

 
と
は

え

亡
国
機
業

が
独
自
に
コ
ア
を
作
成
出
来
る
点
か
ら

断
は
禁
物
で
し

う

 

故
な
ら
桐

谷
少
年
の
体
に
最
初
に

さ
れ
た
コ
ア
無
銘
は
実
に
三
年
も
前
の
時

点
で
作
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
亡
国
機
業
製
の
代
物
だ
か
ら
で
す

ノ
之

士
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
な
い
国

会
の

コ
ア
事
情
を

み
れ
ば

そ
れ
に
頼
ら
な
く
て
済
む

亡
国
機

業

の
方
が
一
歩
リ

ド
し
て
い
る
と

わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し

う

 

で
は
一

の
騒
動
で

ら
え
た
構
成

は
し

切
り
を
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
説
も
浮
上
し
て
い
ま
す

 
桐

谷
少
年
や
更
識
楯
無
代
表
候
補
達
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に

い
て
い
た
の
は
故
・

秋

十
少
年
に

与
さ
れ
て
い
た
白
式
の
コ
ア
反
応
が
あ

た
た
め
で
あ
る
と

式
発
表
が
あ
り

ま
し
た
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こ
れ
は
つ
ま
り
少
な
く
と
も

ノ
之

士
製
の
コ
ア
で
あ
れ
ば
反
応
を
追
え
る
と
い
う
事
を

意
味
し
ま
す

 
よ

て
そ
の
反
応
を
追
え
ば

点
と
な
り
得
る
亡
国
機
業
の
ア
ジ
ト
も
突
き
と
め
ら
れ
る

で
す
が
独
自
に
コ
ア
を
作
成
で
き
る
状
況
が
知
ら
れ
た
今
そ
う

観
す
る
事
は
出
来
そ
う

も
な
い
と
い
う
の
が
新
説
が
語
る
事
で
す

も
し
全
て
の

の
コ
ア
を
独
自
製
の
も
の
に
入
れ

え
る

が
あ

た
の
だ
と
す
れ
ば

ノ
之

士
製
が
製
作
し
た

存
の
コ
ア
と
そ
れ
を

に
し
た
機
体
は
邪
魔
に
な
る

だ
か
ら

え
て
捨
て

と
し
て
使
い
あ
わ
よ
く
ば
桐

谷
少

年
を

ら
え
よ
う
と

策
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
の
で
す

 
仮
に
こ
れ
が
真
実
だ
と
す
れ
ば

恐
ろ
し
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し

う

 
な

な
ら
育
成
に
多
大
な
コ
ス
ト
を
要
す
る

者
を
捨
て

に
出
来
る

ど
の
備
え

を
終
え
て
い
る
と

て
い
る
も
同
然
だ
か
ら
で
す

 
い
え

事
実
終
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

学
園
襲
撃
時
然
り

森
羅
の
守
護
者

然
り

は

に
無
線

信
を

し
た
遠
隔
戦
闘
を
も
可
能
と
す
る
時
代
へ
と
突
入
し
て
い
ま

す

は
無
人
で
は
動
か
せ
な
い

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
常
識
が
壊
さ
れ
た
も
同
然
で
す

 
天
災
・

ノ
之
束

士
と

ぶ
だ
ろ
う
技
術
者
が
亡
国
機
業
に
い
る
以
上
今
後
は
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な
技
術
変

が
幕
を
開
け
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん

 
未
来
が
ど
う
な
る
か
は

現
代
の
英
雄
や
天
才
達
に
掛
か

て
い
る
と

え
る
で
し

う

  
デ
イ
リ

・
プ
ラ
イ
ム
オ
ン
ラ
イ
ン

    

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の

 
中

日
報
オ
ン
ラ
イ
ン
 

月

日

月

配
信

 
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
以
下

が
世
界
に

表
さ
れ
て
か
ら
九
年
が
過
ぎ
た

 
人

が
認
知
す
る

の
イ
ベ
ン
ト
と
は
今
月

に

え
て
い
る
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ
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だ
ろ
う

に
限
ら
ず

え
ば

今
年
は
ア
メ
リ
カ
・
オ
リ
ン
ピ

ク
が
開

さ
れ
る
年
で

あ

た

 
国

国

会
な
ど
の

式
発
表
に
よ
り
来
月

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
三
回
モ

ン
ド
・
グ
ロ

は
出
場
す
る
国
家
代
表
お
よ
び
一
部
代
表
候
補
の
み
が
日
本
を
来

し
無

観
客
状

で

合
を
行
う
予
定
に
決
ま

た

こ
の
決
定
に
対
し

リ
ア
ル
・
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド

を
恐
れ
る
世
間
か
ら
の
風

り
は
か
な
り
強
い

新

発
足
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ

体

Ｂ
Ｉ
Ａ

を
中
心
に
会
場
に

重
な

備
が
敷
か
れ
る
と
は

え

未
だ

亡
国
機
業

と
し
て
の

を

持

て
い
た
製

会

ス

ク
ト
ル
に
対
す
る

・
制
裁
が
終
わ

て
い
な
い
現
状
で
は

時
期

に
過
ぎ
る
と
い
う
の
が
主
な
根

だ

 
こ
れ
は
今
月

開

予
定
で
あ

た
ア
メ
リ
カ
・
オ
リ
ン
ピ

ク
が
中
止
さ
れ
た
事
が

与
し

て
い
る
と

え
る

 
製

会

ス

ク
ト
ル
の
本
部
が

か
れ
て
い
た
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

を
中
心
に
ア
メ
リ
カ

で
は
未
だ
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

い
て
お
り
事
件
か
ら
約
十
日
が
経
つ
今
も

報

は
日

増
加

向
に
あ
る

秋
十

お
よ
び
桐

谷
和
人

を
依
り
代
と
し
た
セ
フ

ロ
ト
の
行

動
に
よ

て
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
そ
の

地

は

れ
果
て
た

と
な
り
お
よ
そ
感

し
た
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生
物
は
存
在
し
て
い
な
い
が

ウ

ル
ス
は
目
に
見
え
な
い
形
で
人

を

か
し
て
い
る
の
だ

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
も
完
了
し
て
い
な
い
今

世
界
中
に

か
れ
た

部
の
ど
こ
か
ら
バ
イ
オ
ハ

ザ

ド
が
い
つ
発
生
す
る
か

⺠
は
不
安
を

え
て
い
る

 
亡
国
機
業
の
壊
滅
と
製

会

ス

ク
ト
ル
の

業

止
と
解
体
お
よ
び

密
な

を
経
て

ワ
ク
チ
ン
が
行
き

て
か
ら
国

交
流
の
場
を
開
く
べ
き
と
い
う
の
が
日
本
の

そ
し
て

国
国
⺠
の

意
だ
が

現

権
に
こ
の
声
は
届
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る

 
い
ざ
と
な
れ
ば

機
能
の

転
な
ど
を
行
い
そ
れ
に

て

も

す
る
だ
ろ

う 
そ
れ
で
い
い
と
思

て
い
る
の
な
ら
そ
れ
は
間
違
い
だ

 

中
略

 
さ
て
こ
こ
ま
で
現

権
ま
た

国
の
判
断
に
問

し
て
き
た
が
も
う
一
つ
同
様
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
組

が
あ
る

つ
い
先
日
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

体
Ｂ

Ｉ
Ａ

だ
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Ｂ
Ｉ
Ａ
と
は
バ
イ
オ
テ
ロ

撃

の
英

語
の
イ
ニ
シ

ル
を
取

て
付
け
ら
れ
た

名
前
で
あ
り
そ
の
名
の

り
バ
イ
オ
テ
ロ
に
対
す
る
情
報
収
集
・
予

・
ク
リ

チ

と
化

し
た
存
在
の

圧
危
険
地

の
制
圧
・
安
全
確
保
の
他
バ
イ
オ
テ
ロ
に
よ

て

を

た

⺠
に
対
す
る
救
出
・

活
動
も

に
入
れ
て
い
る

ま
た
大
本
の
原
因
と
な
る
亡
国

機
業
に
対
す
る
作
戦
行
動
も
取
る
と

し
て
お
り
い
ま
世
界
が
最
も

目
し
そ
の
存
在

を
必
要
と
し
て
い
る
組

の
一
つ
と

え
る
だ
ろ
う

  
■
そ
も
そ
も

Ｎ
Ｇ
Ｏ

体
と
は

か

 
そ
の
歴
史
は
意
外
に
古
く
も
と
も
と
は
国

な
ど
の
国

会
議
で

国

や
国

機

と
は
異
な
る

⺠
間

体

を
指
す
名
称
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

た
の
が
語
源
と
さ
れ

る

最
初
に
作
ら
れ
た
の
は
１
８
１

年
ウ

ン
会
議
で
設
立
さ
れ
た
ラ
イ
ン

行
中

会

現
在
は

や

境
な
ど
の
地

の
問

に
対
し
て
国
家
や
⺠

教

の

を
越
え
た
⺠
間
非

の
立
場
か
ら

を
目
的
と
せ
ず
に

会
的
な
活
動
を
行
う

体
の
こ
と
を
指
し

日
本
で
は

非

組

と
も
呼
ば
れ
て
い
る

 
原

と
し
て
国

合

章
に
よ
り
Ｎ
Ｇ
Ｏ

体
は
国

合
と
の

協
定
を
結
ぶ
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事
に
な

て
い
る

こ
れ
に

し
な
い
の
は

体

金
な
ど

目
的
や

与

ま
た
そ
の
組

そ
の
も
の
が
活
動
す
る
た
め
に
な
い
な
ど
の

件
に

て
は
ま
る

も
の
と
さ
れ
る

 
ち
な
み
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ

体
で
一

人
も

い
た
事
が
あ
る
の
は
国

十

な
ど
だ
と
思
わ

れ
る

  
■

Ｂ
Ｉ
Ａ

は
本

に
非

与
か

 
Ｂ
Ｉ
Ａ
は
国

合
と

協
定
を
結
ん
で
い
る
た
め

目
的
で
な
く

に

与
し
て
お
ら
ず

ま
た
そ
の
組

は
フ

ン
ド
目
的
で
な
い
事
は
証
明
さ
れ
て
い
る

 
し
か
し

本

に
そ
う
だ
ろ
う
か
と
今
一

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

 

故
そ
う
す
る
べ
き
か
と

う
と

桐

谷
和
人

の
存
在
は

Ｂ
Ｉ
Ａ
へ
の
日
本

の

入
を
許
す

で
あ
る
か
ら
だ

 
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
思
う
が
念
の
た
め
に
説
明
す
る
と
か
の
少
年
は
未
成
年
で
あ
る
に

も

わ
ら
ず
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
ラ
イ
タ

で
あ

た
り
果
て
に
は

務

仮

想

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

の

的
部

に
名
を

ね
て
い
る
人
物
だ

更
に
特
別

問
と
い
う
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形
で

Ｂ
Ｉ
Ａ

を
構
成
す
る
小
隊

の
実

部
隊

Ｓ
Ｏ

少
数
精

の
バ

ク
ア

プ
部
隊
Ｓ
Ｏ
Ａ

そ
し
て
電

ダ
イ
ブ
メ
イ
ン
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ

カ

チ

ム
Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

全
て
に

与
す
る
立
場
に
も

い
て
い
る

 
能
力
的
に
可
能
な
の
か
と
疑
問
に
思
う
が
デ
ス
ゲ

ム
時
代
は

独
行
動
で
生
き

き
強

大
な

を

手
に
一
人
あ
る
い
は
数
十
人
の

で
も

対
し
た
経
験
が
あ
る
た
め
こ
こ
は

可
能
だ
と
仮
定
し
て
話
を
進
め
る

 
そ
ん
な
彼
の
経
験
を
現
実
に
反

さ
せ
る
の
は

に
そ
の
身
に

め

ま
れ
た
無
銘

亡

国
機
業

製

黒
椿

白
式

共
に

ノ
之

士
製

の
三
つ
の
コ
ア
だ
ろ
う

そ
れ
ら

が
彼
の
身
を
守
り
つ
つ

現
実
で
戦
え
る
術
を
与
え
る
の
だ

 
こ
こ
で
問

な
の
が

ノ
之

士
製
の
コ
ア
二
つ
は
日
本

に

有
権
が
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る

 

に

さ
れ
て
し
ま
い
取
り

け
ば
死
亡
す
る
危
険
性
か
ら
彼
が
死
ぬ
ま
で
そ
の
ま
ま
な

の
は
確
定
し
て
い
る
が

そ
れ
で
も
コ
ア
そ
の
も
の
の

有
権
は
日
本
に
帰
属
し
て
い
る

黒

椿
の
機
体
は

ノ
之

士
が
主
に
製
作
し
た
よ
う
だ
が

白
式
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の

と
同
様
日
本

直

の

機

持
技

だ

と
す
る
と
生
体
コ
ア
に
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な

た
事
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

士
が

す
る
か
も
し
れ
な
い
が

有
権

は
変
わ
ら
ず
だ
ろ
う

 
だ
と
す
れ
ば

桐

谷
少
年
は
そ
の
命
を
日
本

に
握
ら
れ
た
も
同
然
と
い
う
事
に
な
る

 
い
や
彼
が
大
切
な
存
在
と

し
て
い
る
者
達
の
身

を

め
れ
ば
常
に
人

を
取

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
に
近
い

天
災
の
バ

ク
ア

プ
が
あ
ろ
う
と

時
間
３

日
常

に
そ
の
全

を
守
れ
る
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ

黒
椿

と

白
式

と
運
命
共
同
体
に
な

た
彼
は

コ
ア
の

有
権
に
引
き
ず

ら
れ
る
形
で

に

き

ま
れ
か
ね
な
い

 
そ
の
第
一
歩
が
直
近
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

な
の
で
は
な
い
か

と
い
う
事
だ

 
常
識
的
に

え
て

製

会

ス

ク
ト
ル
へ
の

・
制
裁
も
不
完
全
で

亡
国
機
業

も

在
ワ
ク
チ
ン
す
ら
出
来
て
い
な
い
現
状
で
モ
ン
ド
・
グ
ロ

を
開

し
オ
リ
ン
ピ

ク
は
中
止
す
る
と
い
う
判
断
は
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
発
生
地
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
と
い
う
点
を

き
に
し
て

え
れ
ば
残
る
フ

ク
タ

と
し
て
こ
の
線
が
強
い
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

 
あ
の
少
年
は
義
務
教
育
を
ロ
ク
に

け
て
い
な
い
子

で
あ
る

し
か
し
確
か
に
デ
ス
ゲ

ム
や

多
の
事
件

世
界
を
救

た
英
雄
で
あ
り

影

力
は

大
だ
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黒
い

の

葉
の
傀
儡
に
さ
れ

い
て
し
ま

た
が
た
め
に
日
本
国
内
で
予
定
さ
れ

た
モ
ン
ド
・
グ
ロ

開

に
な

て
し
ま

た
の
で
は
な
い
か

 
そ
れ
で
は
国

が
認
め
た
三
原

の
一
つ

非

与

を
破

て
い
る
と

え
る

 
無
論
こ
れ
は
日
本

だ
け
が
悪
い
の
で
は
な
い

仮
に

的

与
が
あ
る
の
な
ら

Ｂ

Ｉ
Ａ

会
⻑
で
も
あ
る

ノ
之
束

士
を
は
じ
め

属
す
る
大
人
が
こ
れ
を
断

と
し
て

し

ま
た
少
年
英
雄
を
大
人
と
し
て
守
り

正
し
く
導
く
べ
き
な
の
だ

 
そ
し
て
中
止
と
い
か
な
い
ま
で
も

年
や
来
年
に

期
さ
れ
る
な
ど
の
対
応
を

す
る
の

が
国
⺠
を
想
う
正
し
い
国
家
運

で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
人
命
を
尊
ぶ
在
り
方
を
掲

る
な
ら
ば

権
に

す
る
状
況
を
作
る
こ
と
な
く
真
に
国

⺠
を
想

て
行
動
す
べ
き
な
の
だ
か
ら

  
中

日
報
オ
ン
ラ
イ
ン
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Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

・
ア
ル
ゴ
の
一

ボ

ド
 

月

日

火

発
信

  

月

日
夜

世
界
は

し
た

 
そ
れ
が
ど
れ

ど
の
も
の
か

私
に
も
想
像
は
出
来
な
い

解
放
の
英
雄
キ
リ
ト
／
桐

谷
和
人
の
死
闘
に
よ
り
私
を

め

０
０
名

り
の
人
間

が
あ
の
浮
遊
城
か
ら
解
放
さ
れ
た

 
過
日
の
亡
国
事
変
で
は
世
界
滅
亡
の
危
機
に
あ
り
約
六
十

の
人
命
が
喪
わ
れ
る
と
こ

ろ
だ

た

 
そ
れ
と

べ
れ
ば
一
万
に
届
か
な
い
数
は
多
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
し
か
し

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

に
死
者
は
い
る

２
４
３
名
の

そ
の
人
を
想
う
あ
ま
り

ナ

ヴ
ギ
ア

を
取
り
外
し
た
行

に
よ

て
命
を

と
し
て
し
ま

た
尊
い
命
の
存
在
を
我

は
忘
れ
て
は

な
ら
な
い

 
な
れ
ば
こ
そ

あ
の
世
界
の
消
滅
は
必
然
で
あ
り

自
然
で
あ

た
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こ
れ
は

お
そ
ら
く
人
間
が
生
き
る
以
上
は

遠
に

え
の
出
な
い
至
上
命

で
あ
る

 
カ
タ
チ
が
違
う
と
は

え

あ
の
世
界
を

て
作
り
直
さ
れ
た
世
界
を
あ
る
人
は
人

命
の
冒

と

い

ま
た
あ
る
人
は

技
術
の
発
展

と

う
だ
ろ
う

ど
ち
ら
も
正
し
く

間
違

て
い
な
い

 
ど
ち
ら
が
よ
り
正
し
い
か
な
ん
て

私
に
も
分
か
ら
な
い

 
た
だ
一
つ
思
う
の
は

  
喪
わ
れ
た
命
を
盾
に

他
者
を

仮
想
世
界
を

め
る
事
は
し
な
い
で
欲
し
い

  
そ
れ
こ
そ

人
命
の
冒

だ
と

私
は
思
う

 
な

な
ら
私
も
そ
し
て
今
は
亡
き
彼
ら
も
あ
の
世
界
に

わ
れ
た
全
て
の
人
は

し
く
新

天
地
を
夢
見
て
い
た
同

な
の
だ
か
ら

   

朋

さ
か
・
と
も
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Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

専

ラ
イ
タ

／
リ
サ

チ

ア
ル
ゴ
の
一

ボ

ド

の
他
に
同
サ
イ
ト
で

ア
ル
ゴ
の
ウ

ク
リ

新

ア
ル
ゴ

の
お

り

Ａ
Ｌ
Ｏ
攻
略
掲
示
板

Ｍ
Ｍ
Ｏ
配
信
板

な
ど
多
数
の
特
集
を
持
つ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者

鼠

の
二
つ
名
で
情
報

を

ん
で
い
た

  
・
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

と
は

つ
ま
り

 
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
霊
圧

 
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ル
の
気

 
ナ
ル
ト
の
チ

ク
ラ

九

 

の
ラ
イ
フ
ス
ト
リ

ム

魔

魂

と
い
う

が
あ

て

そ
こ
か
ら
発
生
し
て
る
モ
ノ
が
霊
圧
で
あ
り

気
で
あ
り

星
の

命

魔

で
あ
り

本
作

に

け
る

シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
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あ
ま
り
に
出
力
が
強
い
と
更
木
の
斬

刀
然
り

ベ
ジ

タ
の
フ

イ
ナ
ル
エ
ク
ス
プ
ロ

ジ

ン
然
り

超
の
ブ
ル

悟
空
フ
ル
パ
ワ

然
り
そ
の
身
が
保
た
な
く
て
傷
つ
い
て

い
く

 
本
作
に

い
て
は
和
人
の
よ
う
に
コ
ア
を

し
て
い
な
い
と
一
護
悟
空
ら
の
よ
う
に
エ
ネ

ル
ギ

を
放
て
な
い

生
身
じ

で
い
き
ま
す

 
つ
ま
り
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ル
し
た
け
れ
ば
人

人
間
コ
ア

に
な
る
し
か
な
い
の
だ

 

地

人
で
気

波
出
せ
る

人
達
が
如

に

い
か

て
話
で
す
ね

 

も
マ
テ
リ
ア
が
な
い
と
人
間
は
魔
法
使
え
な
い
し
ね

そ
れ
と
一
緒
で
す

和
人
の
マ

テ
リ
ア
は

マ
ス
タ

ま

う

と

ま
ね
ま
ね

で

  
・
黒
椿

の

一
仕
様
能
力

 
精
神
エ
ネ
ル
ギ

魂
か
ら
出
る
モ
ノ
な
の
で
和
人
が

く
決
意
す
る

ど
ド
ン
ド
ン
流
れ

出
る

そ
の

正
し
い
気
邪
悪
な
気
の
よ
う
な
も
の
と
対
応
し
た
武
器
で
発
動
対

が
決

定
さ
れ
る
仕
組
み

 

武
器
対
応
ま
で
し
て
い
た
と
か

ホ
ン
ト
に
束
さ
ん

三
つ
も
発
現
す
る
の
は
予
想
外
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だ

た
ん
で
す
か
ね

  
・
Ｂ
Ｉ
Ａ

の
立
場

 
実
績
が
な
い
が
初
手
で
世
論
反
対
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

開

に
立

た
の
で

判
的
な

目
で
見
ら
れ
て
い
る

 
実

達
は
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

勝
と
興
行
収
入
を
前

に

を
立
て

て
い
た
の
で

あ
る
意
味

入
の

に
な
る

だ
が

 

な
ら
な
ん
で

国
も
同
意
し
て
る
ん
で
す
か
ね

て
ハ
ナ
シ

 
い
つ
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

き
る
か
不
明
国
家
代
表
と
い
う
一
大
戦
力
を
日
本
に
集
め
る
と

か

国
か
ら
し
て
も
イ

な

だ
が

  
・
ア
ル
ゴ
の
一

ボ

ド

 
前

は
こ

の

世

界

仮
想
世
界
が
大

き
と

た
和
人
の
た
め
だ
が
後

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
と
い

う

事
者
と
し
て
の
思
い
の

思
う
と
こ
ろ
は
確
か
に
あ
る
が
外

が
そ
れ
を

て
ん
じ

ね

と
い
う
の
が
本
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有
名
無
実
の
よ
う
な
も
の
だ
が

初
め
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者

と
い
う
身
の
上
を
明
か
し
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
バ
タ

名

リ
ア
ル
名
で
結
び
付
い
た
人
物
の
一
人
に
な

た

  
今
年
一
年

お
付
き
合
い

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
２
０
２
１
年
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 幕間 〜天才、始動〜

 
幕
間
 

天
才

始
動

  
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
今
年
一
年
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
さ
て

新
年
最
初
の
一
話
と
い
う
事
で

今
話
は
導
入
で
す

 
地
味
に
最
初
期
と
の
齟
齬
も
回
収
し
て
い
く
で

 

点

和
人

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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日
本
標

時

２
０
２

年

月

日
火

日
 
Ｐ
Ｍ
２
１
時

 

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
時
間

同
年
同
日
 
Ａ
Ｍ
４
時

 

ア
メ
リ
カ
 
カ
リ
フ

ル
ニ
ア

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

  

と
息
を

き

り

む

 

を
掛
け
る
と

そ
の
感
覚
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ

て
き
た

そ
の

感
は
極
め
て

そ
れ
も

然
の
事
で
た

た
今

を
下
ろ
し
た
そ
れ
は
か
つ
て
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

に

え

経
つ
ビ
ル
を
構

し
て
い
た

だ

だ
が
亡
国
事
変
と
呼
称
さ
れ
た
騒
動
を
経
て
今
や

見
る
も
無
残
な
コ
ン
ク
リ

ト
の
残

へ
と
変

し
て
い
る

 
そ
ん
な
場

で

は
日
夜
救
出
・

作
戦
に

事
し
て
い
た

 

Ｂ
Ｉ
Ａ

発
足
以

日

の
ル

チ
ン
に
そ
れ
が
加
わ

た



 幕間 〜天才、始動〜

 
バ
イ
オ
テ
ロ

撃

と
直

さ
れ
る
こ
の
組

の
特
別

問
と
し
て
在

し
て
い
る

は

同
じ

名
の
七
色
な
ど
と
異
な
り

主
に
実

部
隊
で
の
出
撃
が
多
い

実

部
隊

Ｓ
Ｏ

バ

ク
ア

プ

Ｓ
Ｏ
Ａ
は
生
身
あ
る
い
は

を

い
た
作
戦
行
動
が
主
だ
が

電

ダ
イ
ブ
部
隊

Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

は
電
子
戦
が
主
と
な
る

し
か
し

を

有
す
る
者
で
も
自
分
に

し
て
は

外
で

フ
ル
ダ

イ
ブ
で
の
戦
闘
行
動
に
⻑
け
て
い
る
事
か
ら
遠
隔
か
ら
の
作
戦
行
動
を
取
る
事
も
想
定
さ
れ
て

い
る

七
色
や
束

場
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
面
で
電
子
戦
を
行
え
る
者
が

て
い
る
影

も
あ
る
だ
ろ
う

非
常
時
に
は

場
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
し
て
参
戦
す
る
が
最
強
の
盾
が

出

る
な
ら

森
羅
の
守
護
者

と
し
て
救

を
要
請
さ
れ
た
時
く
ら
い
だ
と
思
わ
れ
る

 
と
も
あ
れ
未
だ
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

で
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
傷

が
広
ま

て
い
る
中

Ｂ
Ｉ
Ａ

が
動
か
な
い
道
理
は
無
く

⺠
間
人
の
救
出
・

衛
の
指

は
下
り
て
い
る

ア
メ

リ
カ

や
日
本
を

む
国
交
の
あ
る

外
国
か
ら
の

名
の
要
請
だ

 
そ
れ
に
人

を

す
る
の
は

然
の
事

 
と
は

え
そ
れ
で
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
る
よ
う
で
は
意
味
が
な
い

ウ

ル
ス
に
感

し
な
い
対
策
を
取

て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

ワ
ク
チ
ン
が
完
成
し
て
い
な
い
今

無
暗
に
人

を

す
る
こ
と
は
得
策
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
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自
前
で
無

化
し
た

は

可
能
な
人

だ
が
ワ
ク
チ
ン

の

で
も
あ
る
か
ら
下

手
に
動
く

に
も
い
か
な
い

 
そ
こ
で
発

さ
れ
た
の
が

遠
隔
電

ダ
イ
ブ
で
の
作
戦
行
動

 
全
て
の
コ
ア
の
意

か
ら
力
を

り
た

間
に
二

行
を
果
た
し
第
四
の

一
仕
様
能
力

王
理
絶

を
発
現
し
た

黒
椿

を
使
え
ば
世
界
の
ど
こ
に
で
も

い
つ
で
も
遠
隔
電

ダ

イ
ブ
出
来
る

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

い
る

上
世
界
中
に

ら
ば

た
コ
ア
が

標

修
正
を
行
う
た
め

離
に
応
じ
た

の
電
波
レ
ベ
ル
な
ど
は
実

存
在
し
な
い

だ
か

ら
ア
バ
タ

の
活
動
圏
内
に
コ
ア
が
あ
る
必
要
は
無
い
か
ら
だ

森
羅
の
守
護
者

が

無
銘

や

黒
椿

な
ど

に
し
て

が
持
つ
コ
ア
の
演

を
使
う
の
は

に

時
の

が
打
て
る
手
を
制
限
す
る
た
め
で
し
か
な
く
全
て
の
コ
ア
を

使

て
数
多
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

を
呼
び
出
す
事
だ

て
不
可
能
で
は
な
い

 
そ
こ
に

目
し

結
成
さ
れ
た
の
が

Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

 
ホ
ワ
イ
ト
ハ

カ

チ

ム
電
子
戦
な
ど
を
表
に

し
出
さ
れ
た
こ
の
部
隊
は
実
の
と
こ

ろ
そ
こ
ま
で
電
子
戦
を

え
ら
れ
て
い
な
い

む
し
ろ
遠
隔
フ
ル
ダ
イ
ブ
を

い
た
現
実
で
の
活

動
が
最
終
目
標
だ

セ
フ

ロ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
に

者
を

さ
せ
る
も
の
が
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現
れ
て
も
強
制
的
に
演

能
力
を
奪
い
逆
に
抑
え

む
ア
バ
タ

を
出
現
さ
せ
る

そ
れ

が
部
隊
結
成
の
理
由
の
一
つ

こ
れ
は

と
森
羅
の
守
護
者
の

性
か
ら

え
出
さ
れ
た

だ
 
も
ち
ろ
ん

救
出
・

活
動
の

化
も
目
的
の
一
つ
で
あ
る

 
十
万
を
超
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

体

す
な
わ
ち

を
補
う
形
の
組

が
多
い
理
由
の
一
つ
と
し

て

物
理
的
な

離
の
問

が
少
な
く
な
い
と

え
ら
れ
て
い
る

面
倒
く
さ
い

外
国
で

の
生
活
は

と
人
を
遠
ざ
け
る
最
大
の
要
因
だ

生
身
で
外
国
を

れ
る

で
命
の
危
険

を
憂
慮
さ
れ
る
の
も
要
因
の
一
つ
な
の
は
間
違
い
な
い

 
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て

ナ

ヴ
ギ
ア

発

時
か
ら
話

に
は
な

て
い
た

よ
り
カ
メ
ラ
を

い
た
名

に
よ
る
遠
隔
手
術
が

業
界
の
ご
く
一
部
に
あ

た
く
ら
い

だ

フ
ル
ダ
イ
ブ
で
リ
ア
ル
の
機

を

り
作
業
を
行
う

は

実

レ
ベ
ル
の

を
開
発

す
る
よ
り
よ

ど
現
実
的
だ
と
し
て
初
期
の

か
ら
存
在
し
て
い
た

ア
ミ

ズ
メ
ン

ト
以
外
の
分

で
有

と

え
ら
れ
た
一
つ
な
の
だ

 
し
か
し
現
実
的
と
は

え

方
も
な
い

え
で
あ
る
事
に
は
違
い
な
く
失

を
想
定
し
た

企
業
は
ど
こ
も
足

み
し
て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
が
始
ま

て
か
ら
終
わ
る
ま
で
の
二
年
間
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現
実

で
動
き
が
少
な
か

た
の
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
に
対
す
る

定
的
な
意
見
の
影

だ
け
で

は
な
か

た
の
だ

 

然
な
が
ら

場

が
こ
の
空
気
を
望
む
わ
け
が
な
い

 

場
は
仮
想
世
界
の
発
芽
を

た

仮
想
世
界
は
人
に
よ

て
構

・

持
さ
れ
更
な
る

広
が
り
を
見
せ
る

如

な
る
も
の
で
あ
れ

あ
ら

る
技
術
を
成
⻑
さ
せ
る
の
は
人
で
あ
り

世
界
な
の
だ

そ
し
て
技
術
の
成
⻑
に
は

必
ず
現
実
で
の

足
も
必
要
で
あ
る

 
な
ら
ば

は
現
実
世
界
だ

と

息

い
た

場
が

し
た
の
が

技
術
と
の

合

 
こ
れ
は
予
想
だ
が

黒
椿

に

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た

事
や

森
羅
の
守
護
者

を
完
成
さ
せ
た
事
は

そ
の
先

け
だ

た
に
違
い
な
い

 

場

は

人
が
夢
想
し
た
モ
ノ
を
実
現
さ
せ
て
い

て
い
る
の
だ

 
ゲ

ム
世
界
に
入
り

み
た
い
と
い
う
人
の
夢

す
な
わ
ち
現
実
に
は
な
い

想
的
な
世
界

観
と
剣
技
や
魔
法
を

い
た
戦
闘
へ
の
欲
求
を

場
は
仮
想
世
界
と
い
う
カ
タ
チ
で
叶
え
た

 
そ
し
て
い
ま
機

の
体
を

い
て
活
動
す
る
と
い
う
現
実
世
界
を
舞

に
し
た
夢
を
叶
え
た

 
現
実
世
界
に
は
な
い
戦
闘

 
仮
想
世
界
に
は
な
い
福



 幕間 〜天才、始動〜

 
そ
の

方
を

場
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
を

い
て
現
実
の
も
の
と
し
た

無
人
で
は
動
か
な

い
と
さ
れ
た

を
動
く
よ
う
に
し
た
の
は
業
界
で
の
今
年
一
番
の
躍
進
に
違
い
な
い

本

に

い

 
浮
遊
城
創
成
を
終
え
た
後

今

は

技
術
に
も
手
を
出
し

更
な
る
夢
を
実
現
さ
せ
た
事

に
は

意
を

く

 
あ
の

意
は
き

と

一

は
夢
破
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い

 
浮
遊
城
を
夢
想
し

し
か
し
現
実
に
そ
れ
は
無
い
と
知

て
仮
想
世
界
を
作
り
そ
こ
に

城
を
創
成
し
た

本
人
は
そ
れ
で

足
だ
と

て
い
た
が

心
の

で
は

て
い
る

だ

正
し
い
意
味
で
自
身
の
夢
を
叶
え
た

で
は
な
い
か
ら
だ

な
ん
な
ら
仮
想
世
界
す
ら
も
デ

ス
ゲ

ム
と
い
う
形
で

さ
れ
て
い
る

 
そ
こ
で

と
思

が

れ
る

 

を
も
た

た
の
は
秋
十
が
語

た
原
作
の

場
の
事
だ

自
ら
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
ら
し

い
そ
の
男
は
生
死
を

し
た
本

の
世
界
と
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
生
き
た
か

た
の

だ
と
思
う

 

お
そ
ら
く
だ
が
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現
実
に
浮
遊
城
は
な
い
と
知
り
仮
想
世
界
に
創
成
す
る
と
決
意
し
た

場
の
分

点
は

に
あ

た
の
だ
ろ
う

 

大
の
コ
ア
一
つ
で
重

な

を

い

に
ま
で

ば
た
け
る
そ
の
翼
を
知

た
時
こ

の
世
界
と

あ
の
世
界

の

場

は
道
を
違
え
た

 

背
後
に
は

の

が
あ
る

 
け
れ
ど
眼
前
は
違
う

つ
い
さ

き
修
復
し
た
ば
か
り
の

大
な
ビ
ル
が
ま
る
で
新
品
同
様

の

さ
で

ん
で
い
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
の

の

地
道
路
な
ど
も
修
復
さ
れ
て
い
る

 

製

会

ス

ク
ト
ル

突
入
前
に
記
録
し
た

黒
椿

の
ロ
グ
か
ら
構

を
解

し

原

子

作
能
力
と

子
変
換
技
術
と

い

再
構

し
た
の
だ

 

コ
ア
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
の
設

書
を
現
実
の
も
の
と
し
て
構

す
る

子
変
換
技
術
が
備

わ

て
い
る

 
・つ
・ま
・り
・

・

・物
・の
・設
・

・書
・を
・イ
・ン
・ス
・ト
・

・ル
・す
・れ
・ば
・そ
・れ
・を
・再
・現
・出
・来
・て
・し
・ま
・う

な

場

 
回
線
を
開
き

現
在
バ

ク
ア

プ

だ
ろ
う
男
に
呼
び
か
け
る

 
間
を

か
ず

な
に
か
な

と

ち

い
た
声
が
返

て
き
た
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あ
ん
た

時
か
ら
こ
の
機
能
を

え
て
た
ん
だ

最
初
か
ら
だ
よ

 

的
な

え

 
そ
こ
に

ま
れ
た
も
の
は
や
は
り
常
人
の
も
の
で
は
な
い

異
常
で
は
な
い

だ
が
異

で

あ
る
と

直
感
が

る

か
が
あ

た

 
そ
れ
は

イ
ン
タ
ビ

記
事
に
応
じ
て
い
た

の
男
か
ら
感
じ
た
も
の
と
お
そ
ら
く

同
じ
だ

た

そ

か

最
初
か
ら

か

 
だ
か
ら
か

男
の

え
を
ア

サ
リ
と

け
入
れ
た

 
こ
の
男
な
ら
あ
り
得
る

 
そ
う
思

た

信
じ
る
の
だ
ね

あ
あ故

と

い
て
も

Ｓ
Ａ
Ｏ
発

に
先

け
て
イ
ン
タ
ビ

に

回
か
応
じ
て
い
た
だ
ろ
う

あ
の
時
か
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ら

と
な
く

な
感
覚
を
覚
え
て
た

デ
ス
ゲ

ム
開
始
時
に

こ
れ
か

て
思

た

今
ま
で
も
そ
う
思

て
た

け
ど

今
の

え
を

い
て

え
が

ま

た

あ
ん
た
全
然

夢
を

め
て
な
い
な

 

の

葉
に

場
は

た

 

で
は
な
い

 
あ
の
世
界
か
ら

も
見
た
バ
レ
た
か
と

わ
ん
ば
か
り
の

定
の

み
だ
と

を
見
な

く
て
も
悟

た

な
る

ど

あ
の

か
ら

君
に
は
バ
レ
て
し
ま

て
い
た
か

す
の
が
上
手
い
な

最
近
の
あ
ん
た
か
ら
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
に
あ

た
そ
の
感
覚
を
あ
ま
り

感
じ
な
か

た
の
に

 

ド
ス
キ
ル
・
ア
シ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
時
と
か

し
て
い
る
時
は
か
な
り

前
の
め
り
に
打
ち

ん
で
い
た
記

が
あ
る
が
そ
れ
以
外
の
時
は
そ
こ
ま
で
で
な
か

た
記

が
あ
る

ず

と
心
の

に
秘
め
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば

も
な
い
精
神
力
だ

 
だ
が

場
は

違
う
の
だ
よ
と

え
る
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し
て
い
た

で
は
な
い

た
だ
私
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
か
ら
表
に
出
ら
れ
な
く
な

た
だ

ろ
う

 

郷
君
が

こ
し
た
事
と
は

え

時
の
上

だ

た
私
の
監

不
行
き
届
き
な

の
は
事
実

二
百

名
も
の
人
命
を
失

た
責

が
あ

た

め
た
く
は
な
か

た
が

め
ざ
る
を
得
な
か

た

か

あ
あ

君
の
黒
椿
に
手
を
加
え
た
り
し
て
い
た
の
も

め
き
れ
な
か

た
か
ら
だ
と
今

な
ら
思
う
よ

 
つ
ま
り
本

に

め
て
い
な
か

た
だ
け
で
捨
て
て
い
た

で
は
な
か

た
と

さ

き

の

い
は

め
て
い
な
か

た

事
だ
け
に
対
す
る

定
だ

た
ら
し
い

 
逆
に

え
ば

つ
ま
り

で
あ
れ
ば
メ
テ
オ
み
た
い
に

浮
遊
城
を
現
実
に
出
現
さ
せ
ら
れ
る
と

え
て

い
た
と分

は
そ
う
だ

が
発
表
さ
れ
た

か
ら
の
夢
だ

た
よ

無
い
な
ら
創
れ
ば
い
い
と
ね

 
真
実
現
実
に
無
い
か
ら
仮
想
世
界
に
創

た
男
が

う
と
説
得
力
が
違
う

そ
れ
で
も

分
か

で
ど
こ
ま
で
の

を
構

で
き
る
か
知
ら
な
か

た
か
ら
ね

武
器

は
可
能
で
も
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流

に

城
レ
ベ
ル
と
な
る
と

だ
か
ら
期

分

め

分
だ

た
ん
だ

あ
の
事
変

ま
で
は

だ
が

 
意
味
深
に
そ
こ
で

切

た
事
か
ら

理
由
を
悟

た

 
セ
フ

ロ
ト
が

白
式

コ
ア

ネ
オ
・
コ
ア
で
超

大
メ
テ
オ
を
一
つ
作

た
事
か
ら

現

実
で
の
浮
遊
城
創
成
も
夢
じ

な
い
と

え
始
め
た

だ

 
実

不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う

コ
ア
さ
え
あ
れ
ば
超

大
構

物
の

空
と
て
実
現
可
能

な
は
ず
だ

束
君
と
意
見
を
交
え
て
い
て
ね
い
ず
れ

に

び
立
つ

の
生
活

点
と
し
て
ア
イ
ン
ク

ラ

ド
を

す
る

も
あ
る

流

に
人

的
に

の
城
を
サ
イ
ズ
ア

プ
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
実
現
す
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
だ
ろ
う
が

彼
女
や
和
人
君
と
協
力
す
れ
ば

不
可
能
で
は
な
い
と
私
は

え
て
い
る
よ

近

を
進
め
て
い
る

国
機

と
も
協
議

す
る
つ
も
り
だ

 
や
や

の
入

た

で
男
が
語
る

 
本
気
だ
と
悟
る
に
は
そ
れ
だ
け
で
十
分
だ

た

か
ら

静

然
と
し
て
い
る
男
が
声

に
感
情
を

め
る
と
な
れ
ば

心
か
ら
そ
う
思

て
い
る
証

だ
と
経
験
上
知

て
い
る
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な
ま
じ

束

士
の
夢
と
も
合

し
て
い
る
か
ら
タ
チ
が
悪
い

 
い
や
実

い
い
こ
と
で
は
あ
る
の
だ

火
星

住
だ
と
か
月
の
フ

ミ
ン
グ
な
ど
の
構

想
と

し
て
地

の
未
来
を

え
た
構
想
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い

夢
物
語
に
近
い
が
技
術

的
に
可
能
だ
と
眼
前
の
再
構

し
た
ビ
ル

が

て
い
る

本
気
で

大
地
切
断

の
伝
説
を
再
現
す
る
気
か

 

れ
気
味
に

う
と

う
む

と

の

た

定
を
返
さ
れ
る

 

大
地
切
断

と
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
を
語
る
伝
説
だ

 

が
そ
の

語
を
初
め
て

に
し
た
の
は
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
開
始
点
で
あ
る
第

三
層

ダ

ク
エ
ル
フ
の
女
騎
士
Ｎ
Ｐ
Ｃ

Ｍ
ｏ
ｂ
と
対
話
し
た
時
だ

た

 
同
時
に

そ
の
時
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

世
界
設
定

の
片

に
触
れ
た

間
で
も
あ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
テ
ス
ト
の
存
在
を
知

て
か
ら
あ
ら

る
記
事
や
レ
ビ

開
発
者
イ
ン
タ

ビ

を

り

ん
だ
が
そ
れ
ら
に

て
い
た
設
定
名
の
情
報
は
ゲ

ム
の
舞

は
空
に

浮
か
ぶ

大
な
城
で
そ
れ
は
百
層
も
の
フ

ル
ド
を

み
重
ね
て
創
ら
れ
て
い
る
と
い
う

触
り
程

の
も
の
で
し
か
な
か

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
が
初
ゲ

ム
で
あ

た
自
分
は
特
に
疑
問
を

か

な
か

た
の
だ
が
後
に
ク
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
数
多
の
ゲ

ム
経
験
者
と
話
を
し
た

マ
ル
チ
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プ
レ
イ
で
あ
り
シ
ン
グ
ル
プ
レ
イ
で
あ
れ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
あ
れ
ば
ゲ

ム
世
界
の
バ

ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
設
定
と
い
う
シ
ス
テ
ム
面
と
同
じ
く
ら
い
大
き
な

重
を
持
つ
要

世
界
が
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
物
語

が
無
い
の
は
お
か
し
い
と
知

た

 
ま
た
フ

ン
タ
ジ

要

定
番
の
種

エ
ル
フ
が
魔
法
を
使
え
な
い
の
は

故
か
と

い
う
点
も
話

を
呼
ん
で
い
た
と
い
う

そ
れ
を
説
明
す
る
要

が
あ
れ
ば
い
い
が
世
界
設
定

ら
し
き
も
の
が
不
明
な
た
め
プ
レ
イ

は
本

に
剣
の
世
界
な
の
だ
と

得
す
る
し
か

な
か

た

 
無
論

魔
法
的
要

が
絶
無
だ

た

で
は
な
い

 
回
復
結

や
転

結

の
よ
う
に
魔
法
的
要

は

か
に
存
在
し
て
い
る

エ
ル
フ
な
ら
迷
い

の
森
の
中
に
あ
る

点
が
発
見
さ
れ
な
い
仕
掛
け
そ
の

点
に
迷
わ
ず
エ
ル
フ
は
返
れ
る
理
由

な
ど
を
世
界
観
に

て
説
明
す
る
ま
じ
な
い
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ

た

同
様
に
人

と
呼
ば
れ
た
プ
レ
イ

な
ら
シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
な
ど
が
そ
れ
に

し
て
お
り
同
行

し
た
エ
ル
フ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
住
人
達
に
違
和
感
を
持
た
れ
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
た

 
し
か
し
そ
ん
な

か
い
と
こ
ろ
ま
で
把
握
し
て
い
る
の
も

に
ダ

ク
エ
ル
フ
な
ど
そ
の
世

界
の
住
人
と
交
流
を
持

た

だ
か
ら
で

他
の
プ
レ
イ

は
そ
こ
ま
で
知
ら
な
い
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ダ

ク
エ
ル
フ
の
騎
士
は

ま
じ
な
い
を

魔
法
と
は

え
な
い

と
語

た

大
地
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
時
よ
り
我
ら
リ

ス
ラ
の
⺠
は
あ
ら

る
魔
法
を
失

た

ま
じ
な
い
は

わ
ば

古
の

大
な
る
魔
法
の
残
り

な
の
だ

と

大
地
か
ら
切
り
離
れ
た
時

そ
れ
こ
そ
が

大
地
切
断

の
伝
説
の
触
り
で
あ
る

 
な

が
い
つ

こ
し
た
の
か
す
ら

あ
ま
り

し
く
触
れ
ら
れ
な
か

た

 
そ
れ
を
知

た
ク
ラ
イ
ン
は
こ
れ
だ
け
バ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
希

な
の
は
舞

は

意

し
た
か
ら
物
語
は
お
前
た
ち
が
創
れ
と
い
う

場
の

戦
な
ん
だ
ろ
う

と

て
い
た

 
全
て
が
終
わ

た
今

え
て
も
そ
の
推

は

た

て
い
た
の
だ
と
思
う

デ
ス
ゲ

ム
に
な

る
予
想
外
の
事

が

き
た
も
の
の

場
は
あ
の
世
界
を
全
力
で
生
き
て

し
い
と
願

て
い

た
の
は
確
か
な
は
ず
だ

そ
れ
は
別
世
界
の

場

が
証
明
し
て
い
る

個
人
的
に
は
バ

ク
グ
ラ
ン
ド
は

過
去
の
事
で
あ
り
ゲ

ム
マ
ス
タ

は
目
を
向
け
る
べ
き
は
浮
遊
城
の
完

全
攻
略
と

い
た
く
て

え
て
世
界
設
定
を
希

に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

て
い
る

 
し
か
し

そ
れ
は
解

が
違

た
と
い
ま
理
解
し
た

 
世
界
設
定
が
希

だ

た
の
は
現
実
味

い
や

ゲ

ム
感

仮
想
味
を

え
て

れ
さ
せ
る
た

め
だ

た

大
地
が
切
り
離
さ
れ

城
が
出
来
た

と
い
う
事
実
だ
け
を
記
し

あ
ら

る
理
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時
代
背

を
無

し
た
の
は
意

的
な
も
の
だ

た
の
だ

 
時
代
背

ま
で

に
す
れ
ば

現
実
と
の
違
い
が
克
明
に
な
る

 
し
か
し

事

だ
け
な
ら

不
可
能
で
は
な
い

 
メ
テ
オ
の
出
現
で
構

は
出
来
る

 
星
の
大
地
を

し

え
る
事
も
出
来
る

 

空
す
る
事
も

浮
遊
城
内
の

境
を
整
え
る
事
も

で
出
来
る

 

・そ
・う
・思
・わ
・せ
・ら
・れ
・る

 
思
え
ば

可
能
な
種

が
人
間
一

で

え
て
エ
ル
フ
や
獣
人

人
な
ど
人
気
ら
し

い
種

を

べ
な
く
な

て
い
た
の
も
そ
の
一

だ

た
の
だ
ろ
う

 
浮
遊
城
で
の
生
活
を

よ
り
人

が
リ
ア
ル

・で

け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に

 

か
つ
て

男
は
弾

さ
れ
た
時

己
が
な

浮
遊
城
を
創
成
し
た
か
を
語

た

 
夢
だ

た
か
ら
と

そ
う

た

 
そ
の
た
め
に
人
を

た
の
だ
と

ゲ

ム
に
し
た
の
は
人

と
共
に
作
り
上

た
い
か
ら

だ
と

そ
う
本
心
を

し
た

現
実
に
存
在
し
な
い
か
ら
こ
そ
仮
想
世
界
を
作
り
出
し
た
の

だ
と
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だ
が

  

・夢
・を
・

・め
・た
・と
・は
・一
・

・も
・

・

・て
・い
・な
・い

 

は

 

ク
リ
と
背

を

か
が

た

 
知
ら
ず

い
た

み
が
零
れ
る

 

人
と
天
才
の
違
い
を

し
ぶ
り
に
感
じ
た

発
想
も
見
て
い
る
も
の
も

も
か
も
が

が

違

て
い
て

自
分
で
は

り

け
な
い
と
思
い
知
ら
さ
れ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
対

に
な
れ
た
と
思

て
い
た
が

 
ま

た
く
の

違
い
だ

た
よ
う
だ

 
ど
れ
だ
け

み
重
ね
て
も

根
幹
か
ら
し
て
追
い

か
れ
て
い
る

 
思
え
ば

は

場
が

い
た
モ
ノ
を
無
数
に
見
て
き
た
が
そ
れ
を
構
想
す
る
天
才
と
し
て
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の

を
見
た
事
が
な
か

た

本

の
夢
に

進
す
る
気
力
に

ち

れ
た
男
の

は
未
だ
一

も
見
て
い
な
い

 
こ
れ
が

こ
の
男
の
本

ホ
ン
ト

あ
ん
た
は
天
才
だ
よ

 

方
も
な
い

北
感
が
去
来
す
る

 
い

そ

し
く
感
じ
る

ど
の
隔
絶
感
に
苦

し
か
浮
か
ば
な
か

た

  
そ
れ
か
ら
も
う

く
復
興
作
業
を

け

定
時
間
に
達
し
た
た
め
電

ダ
イ
ブ
を
終
え
た

は

六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
一

に
構
え
ら
れ
た
国

会

有
の
ビ
ル
の
一

で
目

を
覚
ま
し
た

 

が

学
園
か
ら
場

を

た
理
由
は

こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
世
間
の
声
に

さ
れ
た

部
分
が
大
き
い

 
創
世
記
ウ

ル
ス
保

者
だ
か
ら
隔
離
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
が

に
無

化
が
立
証
さ
れ
て
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い
る

更
に
変
異
済
み
だ
が
無

化
さ
れ
た

髪

な
ど
の

片
か
ら
感

す
る
事
は
な

い
し

血
が
掛
か

た
明
日
奈
が
感

し
て
い
な
い
事
か
ら
危
険
性
も
無
い

 
そ
れ
で
も

学
園
地
下
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
の
は

学
園
に
在

し
て
い
る
子

た
ち
の
親

か
ら
ク
レ

ム
が
殺

し
た
か
ら
だ

ど
れ
だ
け
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
と

て
も
ク
レ

マ

が
根
絶
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

そ
し
て

学
園
に
在

す
る
生

の
生
家
が
上
流

で
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
そ
の
声
を
無

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か

た

学
園
が

無

し
て
も

現
状
学
園
の
運

を

持
し
て
い
る
日
本

の
国

が
破

す
る
か
ら
だ

 

人
や
Ｂ
Ｉ
Ａ

属
の
人
は
来
年
に
は
物
理
的
に
学
園
に

え
る
よ
う
に
す
る
と

て
い
た

 
七
色
と
の
共
同

も
主
に
機

組
み
立
て
の
部
分
で
や
り
取
り
が
面
倒
に
な

た

の

は
学
園
の
コ
ア
を
経
由
し
た
電

ダ
イ
ブ
で
ア
バ
タ

を
使
え
ば
い
い
の
だ
が
い
ち
い
ち

電
子

請
書
を
書
く
の
が
面
倒
く
さ
い

 

く
⺠
間
レ
ベ
ル
で
こ
の
技
術
が

し
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
な
く
も
な
い

 

者
な
し
で
戦
争
で
き
る
技
術
だ
か
ら

十
年
も
先
に
な
る
だ
ろ
う
な
と

め
て
い
る
が

 

学
園
の

と
同
じ
間
取
り
の
部

に
運
び

ま
れ
た
デ
ス
ク
ト

プ

に
は
き

と
今
日
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も
技
術

の
要
請
メ

ル
が
大

に
届
い
て
い
る
事
だ
ろ
う

そ
れ
ら
に
応
じ
ち

ダ
メ
だ
と

束

士
か
ら

わ
れ
て
い
る
か
ら
返
事
を
し
た
事
は
な
い

な
ん
な
ら
ユ
イ
姉
や
ヴ

ベ
ル
達
が

逆
探
知
で
場

を
特
定
し
つ
つ
メ

ル
を

し
て
い
る
か
ら
内
容
を
見
た
事
も
な
い
の
だ
が

対
応
と
し
て
大

な
の
か
な
と
思
わ
な
く
も
な
い

 
だ
が

い
ま
の

は
そ
れ
ら
よ
り
も
ず

と
不
安
を

え
て
い
た

天
才
達
の
行
動
が
予
想
を
超
え
過
ぎ
て
る

 
一
日
の
終
わ
り
で
ど

と

れ
た

は
ぐ
で

と
ベ

ド
に
突

し
た

 
現
実
で
も

大
地
切
断

を
再
現
し

へ

び
立
つ

点

浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

を
創
成
す
る

は
確
か
に
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う

方
も
な
い
道
の
り
な
だ
け
で
不
可

能
で
は
な
い
の
だ

 
し
か
し

ま
さ
か
あ
そ
こ
ま
で
ぶ

ん
だ
夢
を

き

け
て
い
た
と
は

ま
さ
か
と
は
思
う
が

コ
レ
も
そ
の
一

じ

な
い
だ
ろ
う
な

 

い
な
が
ら

は
ベ

ド

の
ア
ミ

ス
フ

ア
の

に

い
て
い
た
手
の

ら
サ
イ
ズ
の

⻑
方
形
パ

ケ

ジ
を
手
に
取

た

 
パ

ケ

ジ
の

上
に
は
二
つ
の
リ
ン
グ
を

た
Ａ
ｍ
ｕ
Ｓ
ｐ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
の
ロ
ゴ
が
記
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載
さ
れ
て
い
る

 
パ

ケ

ジ
イ
ラ
ス
ト
に
は
広
大
な

原
を
掛
け
る
二

の

と
そ
れ
を

り
こ
な
し

原
の
彼
方
へ
と

く
一
組
の
男
女
が

か
れ
て
い
た

中
世
の
剣
士
を
思
わ
せ
る

な

の

の
上
か
ら

を

た
二
人
の

に
は
そ
れ
ぞ
れ
片
手
直
剣
と

剣
が

る
さ
れ
て
い
る

中
世

を
舞

に
し
た
ゲ

ム
作
品
で
あ
る
事
が

え
る
構

 
そ
の
下
部
に
は

ゲ

ム
タ
イ
ト
ル
が
見
覚
え
の
あ
る
フ

ン
ト
で
記
載
さ
れ
て
い
た

 
開
発

で
あ
る
メ

カ

名
は

ユ

ミ
ル

 
そ
し
て

ゲ

ム
の
名
は

  

Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
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・
今
話
和
人
の
電

ダ
イ
ブ
に
つ
い
て

 

王
理
絶

手
コ
ア
の
協
力

に
よ
る
演

協
力
が
不
可
欠
な
の
で

和
人
が
本
格
的

に
復
讐
に
動
き
出
し
た
ら
実
行
不
可
能

  
・
こ
れ
ま
で
の

場

 
デ
ス
ゲ

ム
化
と
そ
の
責

の
せ
い
で
夢
を

め
ざ
る
を
得
な
く
て
不

れ
気
味
和
人
が

し

な

え

き
カ

バ

ン

  
・
今
話
の

場

 
ワ
ン
チ

ン
行
け
る
の
で
は

 
と
思
い
立

た
が

日
と
ば
か
り
に
全
力
フ
ル
ス
ロ

ト

ル

和
人
に
恩
義

の

ネ
タ
製

機
ス

パ

カ

バ

ン

  
・
最
初
期
の
齟
齬
と
は

 
デ
ス
ゲ
ム
・
オ
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
で
の
キ
リ
ト
点
に
あ
た

イ
ン
タ
ビ



 幕間 〜天才、始動〜

か
ら
感
じ
た
違
和
感

の
事

 

時
は
黒
幕

場
の
思

だ

た
の
で
こ
れ
だ
と
思

た

実

原
作
キ
リ
ト
は
そ
う

え

て
い
る

 
し
か
し
本
作
で
は

場
は

人
で
は
な
く

こ
の
予
想
は
的
外
れ
に
な
る

 

な
ら

本
作
和
人
が
覚
え
た
感
覚
と
は

 
と
い
う
点
が

ぶ
ら
り
ん
に
な

た
ま
ま

 
そ
れ
が
今
話
の

え

を
知

た

間
か
ら
現
実
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
と
い
う
夢
を

い
て
い
た

現
実
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
作
る
夢
が
あ
る
以
上
デ
ス
ゲ

ム
に
す
る
必
要
も
な
い
よ
ね

て
事
で
分

し
た
世
界
線

束
さ
ん
と
も
交
流
が
あ

た
か
ら
ワ
ン
チ

ン
あ

た

郷
が
デ

ス
ゲ

ム
化
さ
せ
て
そ
の
責

を
取

て
表
舞

か
ら
去

た
が
和
人
や
Ｂ
Ｉ
Ａ
な
ど

で
返
り
咲
い
た
の
で

策
を
始
め
て
い
る

 
あ
る
意
味
束
さ
ん
グ

ジ

ブ
だ
が
現
実
に
進
出
す
る
事
か
ら
悪
魔
的

合
を
果
た
し
た
気

が
し
な
く
も
な
い

 
プ
ロ

ト
作
成

時
は
ホ
ロ
リ
ア
発
表
前
だ

た
の
で

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
グ
ラ
ン
ド
ク
エ

ス
ト
を
変
化
さ
せ
浮
遊
城
を
創
成
さ
せ
る
つ
も
り
で
し
た
が

式
が
や

て
く
れ
ま
し
た
の
で
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さ
せ
て

く
事
に
し
た

存

 

創
成
だ
け
で
終
わ

た
イ
ベ
ン
ト
が
一
つ
の
ゲ

ム
で
展
開
さ
れ
る
事
に
な

た
せ
い

で
よ
り

く
な

て
な
い
か
コ
レ

束
と
わ
ち

わ
ち

し
て
る
カ

バ

ン
と

追
加
で

暗
躍
し
て
る

を
見
つ
つ

  
・
仮
想
現
実
と
は

 
現
実
で
出
来
な
い
事
が
出
来
る
世
界

疑
似
体
験
し

経
験
を

め
る
世
界

 

理
論
上
実

な
く
シ
ミ

レ

ト
出
来
る
世
界

 
仮
想
世
界
で
実

あ
る
方
が
む
し
ろ
異
常
な
の
で
こ
れ
が
正
常
で
す
正
気
と
は

て
な
い

 

場
は
仮
想
世
界
で
作
り
上

た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
デ

タ
を

に
現
実
に
も
作
り
上

る

気
で
い
た

  
・
大
地
切
断

の
伝
説

 
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
第
二

以

ま
た
ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
で
取
り
上

ら
れ
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
の
伝
説



 幕間 〜天才、始動〜

 
大
地
を
生
き
る
人
間
エ
ル
フ
ド
ワ

フ
な
ど
様

な
種

多
く
の
国
は
絶
え
ず
戦
争

を

り
返
し
て
い
た

そ
れ
を
憂
い
た

子
の
巫
女
は
二
つ
の
聖
大
樹
に
そ
れ
ぞ
れ
祈
り
を
身
を

大
地
を
切
り
離
し
百
層
か
ら
な
る
城
へ
と
変

さ
せ
る
事
で
争
い
を
止
め
た
と
い
う

伝
説
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
存
在
す
る
バ

ク
ボ

ン
本
作
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
二
十
七
章

自
然
の

洗
礼

よ
り

 
こ
れ
を
知
る
の
は
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
に
参
加
し
更
に
ク
エ
ス
ト
最
初
の
勢
力
決

定
戦

で
味
方
し
た
エ
ル
フ

ダ

ク
エ
ル
フ
を
助
け
た
プ
レ
イ

だ
け

 
現
状
で
は
キ
リ
ト
キ
リ
カ
の
他
二
人
か
ら
話
を

い
た
ご
く
一
部
の
親
し
い
プ
レ
イ

し
か
知
ら
な
い

  
・
原

の

ド
ア

ト
・
オ
リ
ジ
ン

と
は

 
結

ベ

タ

の
お
話
で
終
わ

て
い
る
作
中
作

 
開
発

は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
が

で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
ら
し
い

 
本
編
最
後
に
電

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
ザ
・
シ

ド
を
キ
リ
ト
に
与
え
エ
ギ
ル
を
経
由
し

て

ザ
・
シ

ド

結
体

が
完
成

Ｇ
Ｇ
Ｏ
や
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
作
成
の

が
出
来
た
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グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ク
エ
ス
ト
で
は
六
つ
の
聖

を
集
め
二
人
の
女
神
に

る
ス
ト

リ

ま

で
が
開
発

の
七
色
か
ら
語
ら
れ
て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

か
ら

し
た
デ

タ
の
た
め

最
終
的
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
が
行
わ
れ
る
事
に
は
違
い
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
作
品
本
編
で
テ

ア
が
作
り
出
し

中

の
ま
ま
残

た
城
が
消
さ
れ
て
い
な
い
の
は

お
そ
ら
く
本
製
品

で
実

予
定
の
物
だ

た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る

 
本
作
開
発
経

で
は

キ
リ
ト
が
第
一
層
か
ら

な
か

た
ら

の
イ
フ
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
ゲ

ム

が

え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
残

の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
登
場
は
そ
の
名
残
と
い
う
線
も

え
ら

れ
て
い
る

 

と
い
う
か
原
作
本
編
の

も
ゲ

ム

も

ネ
タ
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

を

で

流

す
る
ん
で
す
か
ね

  
・
本
作
に

け
る

ド
ア

ト
・
オ
リ
ジ
ン

 
日
本

ト

プ
ダ
ウ
ン
型

の
行
き

く
先
を
見
る

与

 

場

現
実
で
大
地
切
断
す
る
予
行
演

場

原

グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト

 

七
色

開
発

の
た
め

か
は

策
し
て
い
る



 幕間 〜天才、始動〜

 

ど
い
つ
も
こ
い
つ
も

ベ

事
に
は
変
わ
り
ね

な

 
デ
バ

カ

和
人
に
平
穏
は
な
い

 
断
れ
る
の
だ
し

め
と
い
う
話
だ
が
最
前
線
で

が

き
て
い
る
か
把
握
し
て
な
い
と
不
安

な
攻
略
組
根
性
が
根
付
い
て
る
勢
に
は
無
理
な
話
な
の
だ

 

同
一
存
在
も

ま
た
同
じ
で
あ
る

 
予
め

を
話
し
て
い
る
だ
け
マ
シ
と

え
た
方
が
精
神
衛
生
的
に
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

つ
ま
り
打
つ
手
な
し

  
・
ホ
ン
ト

あ
ん
た
は
天
才
だ
よ

 

は

理
解
不
能
な
の
で
天
才
カ

バ

ン
を
理
解
し
て
る
キ

も
大

で
す

 
つ
ま
り
原
作
キ
リ
ト
は
天
才

デ
ス
ゲ

ム
で
覚
醒

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
 

Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
Ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

ヒ
ト
の
可
能
性

 
Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
 

芽
吹
く
命

息
づ
く
世
界

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

投
稿

し
か
し
導
入
な
の
で

数
は
少
な
い
の
だ

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

色
に
世
界
が

ま
る
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遠
く
遠
く

ラ
蒼

の
彼
方
ま
で

大

楼
の

ね

が

く

 
行
き
交
う
人

 

び
交
う

 
世
界
は
い
ま

活
気
に

ち

れ
て
い
た

 

そ
の
中
で

一
人
の
少
女
が
目
に

ま
る

 
静

な
空
気
を

た
少
女
は

そ
こ
に

な
い
か
の
よ
う
に

か
ら
も
意
識
さ
れ
て
い
な

い

た
だ
自
分
と
だ
け
目
が
合

て
い
た

 

上
に
示
さ
れ
る
⻩
色
の
表
示
が
彼
女
の

性
を
表
し
て
い
る

 
ノ
ン
プ
レ
イ
キ

ラ
ク
タ

こ
の
世
界
の
住
人

 
な
れ
ば
こ
そ
疑
問
が
あ

た

数
十
メ

ト
ル
の

離
が
あ
り
会
話
も
し
て
い
な
い
自
分

を

故

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
疑
問
だ

た

  

と

少
女
が

線
を
切

た
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を
返
そ
う
と
す
る
そ
の

に
思
わ
ず
手
を

ば
す

呼
び
止
め
よ
う
と
し
て
名
前
を
知
ら

な
い
事
に
気
付
い
た

じ

と
少
女
を

す
る

 
そ
の
時

行
き
交
う
人
が

界
を

た

 

界
に

り

ん
で
き
た
人
が
立
ち
去
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
一

 
そ
の
た

た
一

で

少
女
の

は
消
え
て
い
た

  

そ
れ
が

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
と

の

の

初
め
て
の
出
会
い
だ

た

    

Ｓ
Ａ
Ｏ

そ
し
て

Ａ
Ｌ
Ｏ

と

い
て
き
た
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
の
広
が
り
は

や
が
て
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新
た
な
ゲ

ム
の

生
へ
と
繋
が

て
い
く

 
今
か
ら
約
二

間
前
の

月

日

あ
ら

る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

だ
け
で
な
く

世

間
を
騒
然
と
さ
せ
る
ゲ

ム
の
ベ

タ
テ
ス
タ

予
約
開
始

が

の
前
触
れ
も
な
く
突
如

と
し
て
開
始
さ
れ
た

 
そ
の
ゲ

ム
の
名
は

Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ

Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

と
名
前
が
似
て
い
る
だ
け
で
な
く

シ
ス
テ
ム
の
根

幹
や
オ
ブ
ジ

ク
ト
グ
ラ
フ

ク
な
ど
様

な
ゲ

ム
デ

タ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
の

と
あ

て

も
が

き
を

に
し
た

 
最
終
的
に
二
百

名
の
命
が
喪
わ
れ
た
デ
ス
ゲ

ム
に

似
し
た

三
つ
目
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

 

然
の
よ
う
に
世
間
か
ら
は

判
の
声
が
上
が

た

そ
れ
を
助
⻑
し
た
の
は
今
や
仮
想
世

界
と
現
実
世
界

方
に
と

て
の
英
雄
・
桐

谷
和
人
す
ら
こ
の
企

に
つ
い
て
一
切
認
知
し

て
い
な
か

た
点
も
あ
る
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

そ
し
て

ヴ

フ
ス
事
変

か
ら
な
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
現
三
大
事
件
解
決
の
立

者
が
知
ら
な
か

た
の

は
世
間
に
と

て

応
の
不
安
の
種
に
な
り
得
た
の
だ

本
人
は
ゲ

ム
制
作
に
過
去

わ

た
事
が
な
い
か
ら
過

な
期

で
は
あ
る
が
世
間
か
ら
す
れ
ば

れ
ば
問

が

き
て
も
大
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事
に
は
な
ら
な
い

と
い
う
認
識
だ

た

 
と
は

え

そ
れ
ら

判
に
対
す
る
根
回
し
は
あ
る
程

終
わ

て
い
た

 

郷
な
ど
が

策
し
た
実
験
は
出
来
な
い
と

め
て
安
全
性
を
打
ち
出
さ
れ
た

ア
ミ

ス

フ

ア
の
使

と

機

務

仮
想

に
よ
る
運

会

ユ

ミ
ル
の
監

つ
ま
り
そ
の
契
約
を

し

オ
リ
ジ
ン
に
和
人
も

入
す
る
事
が
報
じ
ら
れ
た

 
更
に

報
で

開
さ
れ
た
開
発
協
力
に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
を

し
た

場

の

他

Ｂ
Ｉ
Ａ
が
現
在

一
の

的
機

の

属
と
な
る

七
色

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や

運

整
な
ど
で

ノ
之
束

デ
バ

ク
や
問

発
生
時
の
対

要

と
し
て

桐

谷
和

人

が
名
を

ね
た

 
最
後
に
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
の
発
展
の
た
め
様

な
デ

タ
を
取
る
べ
く
開
発
し
た
と
オ
リ

ジ
ン
の
開
発
目
的
も
大

的
に
発
表

 
そ
こ
に

場

も
加
わ
り

郷
信
之
に
よ

て
残
念
な
結
果
に
な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

編
と
い
う
形
で
は
あ
る
が

め
て
作
り
た
い
と
い
う
意

を
表
明
し
た

 
全
体
的
に

に
対
し
て

判
的
だ

た
世
間
は

場
の
表
明
で
あ
る
程

静
化
す
る

監

不
行
き
届
き
と
は

え

郷
の
企
み
は
あ
ま
り
に

で
今
も
世
界
を

か
す
テ
ロ
組
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亡
国
機
業

が

与
し
て
い
た
事
は

や
セ
フ

ロ
ト
の
件
か
ら
明
ら
か
な
た
め

同
情
的
な
方
に

い
た
の
だ

夢
を
追
い
求
め
実
現
さ
せ
た

業
へ
の

意
や
事
件
後
の
対
応

が
良
か

た
の
も
あ
る
だ
ろ
う

 

白
な

場
の
開
発
全
面
協
力
更
に
現
在
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

を

け
て
い
る
ユ

ミ
ル

や

的
機

に
よ
る
監

桐

谷
和
人
の

入
な
ど
を
知

た
世
間
は

一

様
子
見
と

な

た

 

事
も
無
け
れ
ば

悲

な
事
に
な

た
初
代
の
後
継
作
を
遊
べ
る

 
問

が
あ
れ
ば
そ
の
時
だ

と
い
う
認
識

 

重

の
人
間
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

が

与
し
た

が
あ
る
と

み

ま
る
よ
う
声
を
上

て
も
い
た
が

来
人
間
と
は
欲
望
に
生
き
る
生
物
で
あ
る

大

そ
う
な
要

こ
の
場
合
は
和
人
の
存
在
と
実
績

が
あ
る
か
ら
と
己
に

い

し
て
プ

レ
イ
す
る
事
は
想
像
に

く
な
か

た

 
ベ

タ
テ
ス
タ

応

開
始
が

日
で

終
了
が

日

 
そ
し
て
テ
ス
ト
開
始
が

月

日

 
話

性
に

む
か
ら
か
応

期
間
を
た

た
四
日
間
に
し
た
の
は
強
気
な
判
断
だ
が
そ
の
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性
は
あ
ま
り
⻑
く
す
る
と

に
反
対
す
る
人

の
反
発
が
強
く
な
り
開
発
が

す
る

危
険
性
を

慮
し
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る

 
見
方
に
よ

て
は
そ
れ
は
あ
の
事
件
で
亡
く
な

た
２
４
３
名
の
死
者
を
忘
れ
た
よ
う
な
判

断
だ

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

の
最
初
期

ナ

ヴ
ギ
ア

を
外
し
て
し
ま

た
事
で
喪
わ
れ
た
人

の

事
を
慮
る
か
ら
こ
そ
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
思
い

こ
さ
せ
る
作
品
の
開
発
に
反
対
す
る
声
も
少
な
く
な
い

あ
の
出
来
事
が
今
も
ト
ラ
ウ
マ
に
な

て
い
る
人
は
多
い

を
無

し
て
で
も
助
け
よ
う
と

す
る

ど
大
切
な
家

を
殺
め
て
し
ま

た

こ
そ

愧
の
念
は
強
い

 
そ
も
そ
も
事
件
終
了
か
ら
一
年
を

た
ず
し
て

似
し
た
作
品
を
作
り
出
す
事
が

理
的
に
外

れ
て
い
る

 
そ
ん
な
企

を

が
推
す

と
い
う
事
は

 
裏
で
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

が
進
行
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う

え
て
い
る

は
し
か
し
そ
れ
を

に
も

て
い
な
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
や

場
七

色
束

士
達
が

も

て
こ
な
い
な
ら
む
し
ろ
触
れ
な
い
方
が
イ
レ
ギ

ラ

な
事

を

か
な
い
と

え
た
た
め
だ
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そ
れ
に

技
術
に
罪
は
な
い

 
忌
む
べ
き
は

郷
で
あ

て

場
や

技
術
で
は
な
い

 
そ
れ
を

け
入
れ
ら
れ
な
い

ど
感
情
的
で

の
な
い
人
間
は
オ
リ
ジ
ン
の

生
を

け

入
れ
る
者
よ
り
少
な
か

た

と
あ
る
掲
示
板
で
は
亡
く
な

た
人
に
ト
ド
メ
を

し
た
の
は

達
だ
ろ
う
と
醜
い

い
争
い
に
発
展
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
や

場
が
制
止
の
声
を
上

た
事

で
一

静
化
し
た
程
だ

無
論

と
ア
ン
チ
が

く
が
今
は
も
う
取
り
合
わ
れ
て
い
な
い

 
そ
う
し
て
世
間
の
騒
動
が
収
ま
り
を
見
せ
て
い
く
中
テ
ス
タ

応

開
始
と
同
時
に

場

か
ら
全
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

に
向
け
た
メ

ル
が
送
ら
れ
て
き
た

 
そ
れ
は
全
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

へ
の

罪
も

め
た
オ
リ
ジ
ン
・
ベ

タ
テ
ス
ト
の

状

ス

ク
ア

プ
し
た
サ

バ

を

い
て
テ
ス
タ

万
と
い
う
大
き
な

を

意
し
た
中

で
そ
の

分
を

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

に
確
保
し
た
形
だ

く
自
身
の
監

不
行
き
届
き

の
せ
い
で
デ
ス
ゲ

ム
と
な
り

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

し
み
に
し
て
く
れ
て
い
た
プ
レ
イ

へ

の

罪
の
気
持
ち

ら
し
い

 
応

め
切
り
後
に
ユ

ミ
ル
が
発
表
し
た
情
報
で
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

０
０

０

り
の
内

状
を
返
し
て
き
た
の
は
２
０
０
０
に
も

た
な
か

た
と
い
う

よ

て
残



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

り
の
１
８
０
０
０

り
が
一

応

に
使
わ
れ
る
事
に
な

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
夢
を
見
て

み

ん
だ
者
達
も
ベ

タ
テ
ス
ト
と
は

え
も
う
一

似
し
た
世

界
に

み

む
の
は
二
の
足
を

ん
だ
よ
う
だ

た

興
味
は
あ

て
も
安
全
性
な
ど
を
確
か
め

る
た
め
様
子
見
を

し
た
の
が
全
体
の
八

を
超
え
る
の
だ
か
ら

な

合
で
あ
る

 
で
は
残
る
二

が
ど
う
い

た

え
で
応

し
た
の
か

 
た
だ

し
む
た
め
か

あ
る
い
は
怖
い
も
の
見
た
さ
で
か

 

達
は
ど
ち
ら
も
違
う

 
二
年
を
過
ご
し
た
あ
の
世
界
は

達
に
と

て
も
う
一
つ
の
現
実
そ
の
も
の
だ

そ
こ
で
出

会

た

達
の
繋
が
り
は
今
も

と

い
て
い
る

 
故
に

達
の
中
に

仮
想
世
界
に
対
す
る
恐
怖
は
な
い

 
な

な
ら

  

こ
の
世
に
悪
が
あ
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は

人
の
心
だ
か
ら
だ
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Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
 

Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
Ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

ヒ
ト
の
可
能
性

 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ

   
原

ゲ

ム
の
モ
ノ
ロ

グ
に
ち

こ

と

変
を
加
え
た
の
が
今
話

 
地
味
に
ゲ

ム
ヒ
ロ
イ
ン
と
キ
リ
カ
が
立
場
的
に
近
い
と
い
う
ね

 
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
そ
し
て
ホ
ロ
ウ
と
か
ヒ
ト
の
可
能
性

ち

れ
す
ぎ
て
る
人
物
と

し
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た
ら
プ
レ
ミ
ア
と
テ

ア
と
ゼ
ロ
は
一
体
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か

 
メ
タ
的
に
創

神
カ

バ

ン
が

大
地
切
断

す
る
気

だ
か
ら
本
作
コ
ン
セ
プ
ト
の

過
程

が
重
要
に
な
る
新
章

ホ
ロ
リ
ア
と
い
い
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
と
い
い
リ
コ
リ
ス
と
い
い
イ

ン
テ
グ
ラ
ル
・
フ

ク
タ

と
い
い

式
は
と
て
も
い
い
ネ
タ
を
作

て
く
れ
た
モ
ン
だ

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
 

正
し
い

ゲ

ム

世
界

  
三
話
目

実

二
話
目

だ
コ
ラ

無
礼

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
二
千

 
前
話
の
Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
と
合
わ
せ
て
一
セ

ト
だ
け
ど

え
て
分
け
た
の
は
内
容
を

み

て
の
事
だ

 
で
は
ど
う
ぞ

  

日
本
標

時
 

２
０
２

年

月

日
 
Ｐ
Ｍ
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の
日
差
し
が
本
気
を
出
し
始
め
た
月
始
め

日
が

く
も

ま
だ

色
に
は
遠
い

方
に

Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ

は
始
ま
り
を

た

 
そ
れ
は

し
く
も

前
身
で
あ
る

Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

が
デ
ス
ゲ

ム

と
し
て
変

し
た
時
間
だ

た

 
間
違
い
な
く
意

的
に
合
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
時
間
は

創

主

く

や
り
直
し

を
意
識

し
た
も
の
だ
と
い
う

デ
ス
ゲ

ム
と
し
て
始
ま

た
あ
の

間
を
塗
り

え
る
よ
う
に
今

は

な

ゲ

ム

と
し
て
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
意
識
さ
せ
よ
う
と

え
た
結
果
な
の
だ
と

 
そ
れ
で
い
て
現
実
と
同
期
し
て
世
界
が
ま
だ

の
明
る
さ
を
保

て
い
る
の
も
や
は
り
同
じ

な
の
だ
ろ
う

 
ま
あ
現
実
の
気

情
報
を
再
現
し
て
い
る
か
ら
必
然
的
に
ま
だ

色
の

陽
に
な

て
い
な
い

と

メ
タ
的
な

点
か
ら

え
ば
そ
う
な
の
だ
が

や
は
り
そ
れ
は
風
情
が
な
い

 
そ
う
思

て
し
ま
う
程

に
は
感
傷
に

ら
れ
る

帰

て
来
ち

た
な

 
心
境
を
表
し
た

息
が

れ
る
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ど
う

え
目
に
見
て
も
異
常
に
近
い
行
動
だ
が
自
ら
の
意
思
で
こ
こ
に
来
た
以
上

い

は

で
き
な
い

確
か
な
恐
れ
と
共
に
そ
れ
以
上
の

心
を

い
た
の
は
事
実
な
の
だ

 
そ
の
複

な
心
境
を

ん
だ
息
を

き
な
が
ら

は
天
を
振
り

ぐ

 
か
つ
て
で
あ
れ
ば
第
二
層
の
大
地
と
な
る
天

が
空
を

い
つ
く
し
大
地
の
彼
方
に
は

間

隔
に
外

に

が

ん
で
い
た
が
そ
の
ど
ち
ら
も
見

た
ら
な
い

物
の
意

は

似
し

て
い
る
し
ゲ

ム
開
始
地
点
で
あ
る
大

楼
広
場
や
中
心
部
に
あ
る

黒
の
ド

ム
は
記

り
の
形
状
だ

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
そ
の
も
の
で
あ
る

 
し
か
し

こ
こ
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
は
な
い

 
こ
の
世
界
に
あ
る
の
は
浮
遊
城
で
は
な
い

浮
遊
城
が
創
成
さ
れ
る
よ
り
も

か
以
前
の
世

界

ど
こ
ま
で
も
広
が
る
広
大
な
大
地

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
の
だ

 

手
を
振
れ
ば
ち
り
り
ん
と

か
し
い

の

と
共
に
覚
え
の
あ
る

明
の

く
け
い形

の
メ
イ

ン
メ
ニ

・
ウ

ン
ド
ウ
が
呼
び
出
さ
れ
る

に

つ
も

ぶ
メ
ニ

タ
ブ
の
一
番
下

に

Ｌ
ｏ
ｇ
Ｏ
ｕ
ｔ

ボ
タ
ン
が
し

か
り
存
在
し
て
い
た

 
は

と
安

の
息

ま

流

に
同
じ

は

ま
な
い
わ
な
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仮
に
同
じ
こ
と
が

り
返
さ
れ
れ
ば
今

こ
そ

場
は
業
界
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
だ
ろ
う

な

ま
じ

機

の
監

が
あ
る
か
ら

判
も

常
じ

な
く
な
る
事
は
目
に
見
え
て
い
る

 
地
味
に

技
術
の
存
亡
が
掛
か

て
い
る
点
だ

た
か
ら
気
に
な

て
い
た
が

憂
に
終

わ

て
く
れ
た
よ
う
だ

 
心
配
事
が
片
付
い
た

は

気
を
取
り
直
し

自
身
の

い
に
目
を
向
け
る

 

に
メ
ニ

タ
ブ
が
ぎ

し
り
と

ぶ
メ
イ
ン
メ
ニ

・
ウ

ン
ド
ウ
の

に
は

備

後
の
全
身
像
を
３

０

ど
こ
か
ら
で
も
見
ま
わ
せ
る
ビ

ワ

機
能
が
付
い
た
人
型
の
シ

ル
エ

ト
が
表
示
さ
れ
そ
の

を
自
分
の
ア
イ
テ
ム
の

備
状
況
を

的
に
示
す

備
フ

ギ

ア
が
ぐ
る
り
と

て
い
る

が
目
を
向
け
た
の
は
そ
の
人
型
の
シ
ル
エ

ト
だ

 
容

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
黒
髪
黒
目

華

で

身
⻑
の
ア
バ
タ

だ

 
武
器
は
初
期

備
の

ス
モ

ル

ド

片
手
直
剣

は

部
を
守
る
レ
ザ

ア

マ

と
オ

プ
ン
フ

ン

ガ

グ
ロ

ブ

は
黒
地
の

の
⻑
ズ
ボ
ン

 
ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
オ

プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ

直
後
か
ら
ホ
ル
ン
カ

ま
で
過
去
の
自

分
が
し
て
い
た

い
そ
の
も
の

事
前
に

知
さ
れ
た

り

備
グ
ラ
フ

ク
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

流

な
の
は
本

の
よ
う
だ
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こ
れ
じ

ダ
メ
だ
な

 
そ
こ
で

自

を
零
す

 
デ
ス
ゲ

ム
の
事
ば
か
り

え
る
だ
と
気
分
が
上
が
ら
な
い

そ
れ
は
命
の
や
り
取
り
を
真
剣

に
や
る
べ
き
と
い
う
強

観
念
に
も
似
た

え
が
あ
る
か
ら
だ

 
し
か
し

オ
リ
ジ
ン
は
た
だ
の

ゲ

ム

で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ベ

タ
テ
ス
ト
と
同
じ
な
の
だ

も
本

に
死
ぬ
こ
と
な
ん
て
無
い
た
だ

し
む
事
だ
け
が
目
的
の
ゲ

ム
の
世
界
な
の
だ

 

時
ま
で
も
過
去
を
引
き

て
い
て
は

場
の

気

い

思
惑
が

無
し
で
は
な
い
か

 
な
に
よ
り
せ

か
く

し
め
る
場
に
来
て
い
る
の
に

し
ま
な
い
の
は

体
無
い

 

だ
か
ら

こ
れ
は
最
後
の
確
認

 

は

の
中
心
へ
歩
を
向
け
た

の
プ
レ
イ

が

や

水
広
場
な
ど
三

五

に

て
い
く
中

れ
の
流
れ
に
も
合
流
せ
ず
直
進
し
た
先
に
は
黒
い
ド

ム
が

立
す
る

黒
光
り
す
る
鉄

と
鉄
板
だ
け
で
組
み
上

ら
れ
た
そ
れ
は

黒
鉄

だ

 

を
進
ん
で
い
く
と

人
気
が
な
く
な
り

間
だ
と
い
う
の
に

気
を
覚
え
る

 
そ
れ
が

に
黒
鉄

か
ら
漂
う

気
だ
け
で
な
い
事
を

は
理
解
し
て
い
た
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一

過
去
を

す
る

 

花
の
束
を
持
ち

夜
闇
に

む
黒
鉄

へ
進
む
過
去
の
己
が

え
た

 
そ
れ
は

き
の
内
に
消
え
て

の

間
の
光

に

る

 
人
影
も
消
え
て
い
た

 
無

の
ま
ま

歩
み
を
再
開
す
る

 
日

け
し
た
レ
ン
ガ
が
黒
鉄

の
⻘
白
い

に
な

て
か
ら

気
は
一
層
強
く
な

た
よ

う
に
感
じ
た

⻘
み
が
か

た

火
に

ら
さ
れ
る
内
部
に

然
な
が
ら
人
気
は
な
い

人
影
も

な
い

 
そ
し
て

黒
い

も
無
く
な

て
い
た

は
 

も
な
い

火
に
⻘
く

ら
さ
れ
る
だ
け
の
空
間
で
あ
る
事
を
確
認
し
た

は
今
日
一
番

の
安

の
息
を

い
た

よ
ろ
よ
ろ
と

に
手
を
突
く
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か
つ
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
黒
鉄

内
部
に
は
生
命
の

と
い
う

が
存
在
し
た

黒
一
色
の

そ
れ
は

わ
れ
た
全
一
万
人
の
ア
バ
タ

ネ

ム
が
ア
ル
フ

ベ

ト

に

び

全
損
者

の
名
前
は
⻩
色
の
二
重
線
が
横
に
引
か
れ

そ
の
横
に

的
な
死
亡
原
因
が
表
示
さ
れ
る

 
あ
の
世
界
で

プ
レ
イ

の
死

を
証
明
し

つ

墓
標

と
な
る

と

た
の
が

そ
の

だ

た
の
だ

 
か
く

う
自
分
も
一
人
で
時
に
は

間
と
共
に
墓
参
り
を
し
た
し
ボ
ス
攻
略
で
死
者
が
出

た
時
は
レ
イ
ド
参
加
者
と
希
望
者
で

な
が
ら

も

り
行

た

把
握
し
て
い
る
限
り
攻

略
組
の
全
て
の

に
は
出

し
て
い
る
か
ら
三

に
上
る
く
ら
い
は
死
を
見
送

て
い
る
事

に
な
る

 

ベ

タ

の
黒
鉄

に
死
に

り
の
場

と
し
て
機
能
す
る
だ
け
だ

た

本
製
品

も

そ
の
予
定
だ

た
の
だ

 
そ
し
て

生
命
の

な
ん
て
も
の
が
無
い
今

こ
こ
は
再
び
本
来
の

を

う
だ
ろ
う

 
か
つ
て
の
ベ

タ
テ
ス
ト
と
同
じ
状

の
黒
鉄

を
見
て

も
う

あ
の

と
は
違
う
ん

だ

と
い
う
明
確
な
実
感
を
持
て
た

さ

今

こ
そ

ゲ

ム

を

し
も
う
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今
一

心
機
一
転
し
て
一
歩
を

み
出
し
た

 
心
境
は

か

つ

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
と
同
じ

わ
く
わ
く
に

ち

れ
て
い
た

  
・
黒
鉄

 

は
じ
ま
り
の

に
存
在
す
る
黒
い
ド

ム
型
の

物

 
デ
ス
ゲ

ム
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
は
生
命
の

が
存
在
し
て
お
り
キ
リ
ト
キ
リ
カ
を
は
じ
め
全

て
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

に
と

て
ト
ラ
ウ
マ
オ
ブ
ジ

ク
ト
そ
の
も
の

 
生
命
の

が
な
い
か
ら
と

て
デ
ス
ゲ

ム
で
な
い
と
い
う
証
明
は
成
り
立
た
な
い

 
し
か
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

に
と

て
は

よ
り
も
安
心
で
き
る
証
明
と
な
る

 
ま
あ
Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
テ
ス
ト

め
て
一

も
黒
鉄

の
お
世
話
に
な

た
事
無
い
ん
で
す
け
ど

ね

ラ
デ

ウ
ス
戦
以
外
で
死
亡
ゼ
ロ

 
ち
な
み
に
原
作
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
新
生
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
は
剣
士
の

と
い
う

フ
ロ
ア
ボ
ス



 Ｐｒｏｌｏｇｕｅ 〜正しい
ゲ ー ム
世界〜

の
リ

ダ

の
名
前
が

ま
れ
る

文
が
存
在
す
る
原
作
七

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

に
て
登
場

  
・
キ
リ
カ
の
安

 
あ
の
世
界
で
キ
リ
ト
の

に
人
の
死
を
見
て
き
た
か
ら
ト
ラ
ウ
マ
が
あ

て
も
お
か
し
く

な
い
よ
ね

て

 
忘
れ
ら
れ
て
る
か
も
で
す
が
キ
リ
ト

キ
リ
カ
が
戦
う
理
由
に
は
守
る
た
め
だ
け
で
な

く
黒
猫

や
リ

フ

・
シ
ノ
ン
誘

を
キ

カ
ケ
と
し
た
喪
う
恐
怖
も
あ
る
の
で

 

そ
れ
ら
か
ら
解
放
さ
れ
た
今

キ
リ
カ
が

し
ま
な
い
理
由
は
な
い

 

裏
で
は
い
ろ
い
ろ
と
進
行
中
の

様

カ

バ

ン
を
見
つ
つ

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
 

Ａ
ｉ
ｎ
ｃ
ｒ
ａ
ｄ
の
残
滓

  

時
間
内
に
四
話
目
投
稿
だ

無
礼

 
こ
れ
で

Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ

は
終
わ
り
だ

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

   

月

日

後

時

分
に
ベ

タ
テ
ス
ト
開
始
と
な

た

ド
ア

ト
・
オ
リ
ジ

ン
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約
二
千
人
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

と
約
一
万
八
千
人
の
非
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

達
と
が
一

に
ロ
グ
イ
ン
を
果
た
し

や
フ

ル
ド
を

歩
し
始
め
て
約
一
時
間
が
経
過
し
た

に
は

す

か
り

陽
が
世
界
を

ら
す
時
間
に
な

て
い
た

 
大

楼
広
場
に

た

は

色
に

ま

た
世
界
を
見
て
複

な
気
持
ち
に
な

た

 
あ
の

と
は
違
う

観
で
あ

て
も
や
は
り
似

た
世
界
で
あ
る
事
は
事
実

陽
に

ら
さ
れ
る
広
場
に
い
る
と
ど
う
し
て
も
虚
空
に
深
紅
の
ロ

ブ
ア
バ
タ

を

し
て
し
ま
う

こ
の
広
場
は
ロ
グ
イ
ン
し
て
最
初
に

り
立
つ
場

で
あ
る
と
同
時
に
デ
ス
ゲ

ム
を

さ

れ
た
場

で
も
あ
る
か
ら
だ

 
一
時
間
た

り
と
時
間
を
掛
け
て
は
じ
ま
り
の

の
地
理
を
把
握
す
れ
ば
や
は
り
違

い
も
克
明
に
な
る

の
ラ
イ
ン
ナ

プ
に
は
見
た
事
が
あ
れ
ば
無
い
も
の
も
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ

時
代
の
第
一
層
は
じ
ま
り
の

は
こ
の
広
場
を
中
心
に
八
方

に

び
た

道
で

分
け

さ
れ
て
い
た
の
だ
が
こ
の
オ
リ
ジ
ン
の
新
・
は
じ
ま
り
の

は
黒
鉄

を
中
心
に

が

が

園
北
に
は
カ
フ

テ
リ
ア
や

の
シ

プ
な
ど
直

冒
険
に
は

し
な
い
シ

プ
が

ぶ
展
望

と
い
う
四
つ
の

分
け
が

さ
れ
て
い
た

 
ち
な
み
に

と
は

う
が
地

で
見
た
限
り
別
の
大

ま
で
広
が

て
い
る
の
で
実
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は
海

園
と

た
方
が
正
し
い
よ
う
に
思
う

 
そ
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
は
浮
遊
城
と
い
う
性

上
海
な
ん
て
存
在
し
な
か

た

ア

ス
ナ
が
部

を

入
し
て
い
た
六
十
一
層
セ
ル
ム
ブ
ル
グ
も
面

の
大

が
水
で

め
ら
れ
て
い

た
が

そ
れ
す
ら
も

大
な

で
し
か
な
い

 

て
こ
の
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
存
在
す
る
海
に
果
て
は
見
え
な
い

サ

バ

の
容

と
し
て
の
果
て
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
プ
レ
イ

が
行
け
る

か
ら
す
れ
ば
果
て
し
な
い
よ

う
に
思
え
る

だ

 

ま

そ
も
そ
も
こ
の
世
界
に

が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
話
な
の
だ
が

に
あ

た
世
界
地

を
見
た
限
り

地
だ

た
よ
な

 
世
界
は
四
つ
の
大

に
分
か
れ
て
お
り
そ
れ
ぞ
れ
の
大

に
は
じ
ま
り
の

が
点
在
し

て
い
る

つ
ま
り

は
こ
の
ベ

タ
テ
ス
ト
で
四
つ
存
在
す
る

だ

 
地

の

分
が

地

北

が
自
分
の
い
る

原
大

で

は

が
広
が
る

大
地
だ
と
い
う

ち
な
み
に
北

と

を
繋
ぐ
間
の
部
分
に
は
大
森
林
が
存
在
し
て
い
る
も
の

の

点
ら
し
き

は
現
存
し
て
い
な
い
と

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

て
い
た

 

分
の
内

北

は
砂

地

だ
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は

か
に
大
地
が
あ
る
程

だ
が
四
分
の
一
の

の
更
に

分

つ
ま
り
全
体
の

八
分
の
一
程

そ
の
海
し
か
存
在
し
な
か

た

対

で

え
ば

対
海
で
七
対
三
の

合
に
な
る
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
大

の
広
さ
で

え
ば

更
に
北

が
有

と
い
う
事
に
な
る
が
こ
の
オ
リ

ジ
ン
は
攻
略
の
進
め
方
が
少

特

に
な

て
い
た

 
ま
ず
は
じ
ま
り
の

か
ら
フ

ル
ド
に
出
る
点
か
ら

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
違
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
第
一
層
最

に

し
て
い
た

か
ら
出
る
な
ら
北

い
ず
れ
か
の
大

を

け
れ
ば
よ
か

た
が
オ
リ
ジ
ン
の

は
外

を
破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
で
あ
る
外

に

わ

れ
て
い
て
物
理
的
に

け
ら
れ
る

が
存
在
し
な
い

フ

ル
ド
に
出
る
に
は
大

楼
広
場
の

転

を
使

す
る
よ
り
他
に
な
い
の
だ

 
そ
し
て
現
状
行
け
る
フ

ル
ド
は
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
北

部

リ

ス
ト
リ
ア
大

原

一

 
で
は
こ
の
大

原
に
二
万
人
の
プ
レ
イ

が
大

し
て
進
行
す
る

と
な
る
か
と

え

ば

ど
う
も
そ
う
で
は
な
か

た

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
は
よ
く
あ
る
事
ら
し
い
が
ど
う
や
ら
プ
レ
イ

は
ロ
グ
イ
ン
し
た
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で
サ

バ

に
分
け
ら
れ
て
お
り
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

り
立

た
は
じ
ま
り
の

に
反

さ
れ
て
い
る
ら
し
い

そ
し
て
北

組
の
プ
レ
イ

が
大

原
に
向
か

た
と
し
て
も
出

会
う
の
は
同
じ
北

組
の
プ
レ
イ

だ
け
と
い
う
事
だ

 
実

イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
が
四
つ
存
在
す
る
事
に
な
る

で

応
に
サ

バ

の

意
も

大
変
だ

た
に
違
い
な
い

だ
が
ベ

タ
時
点
で
二
万
本
サ

ビ
ス
開
始
で
そ
れ
以
上
の
数
が

密
集
す
る
だ
ろ
う
未
来
を

え
れ
ば

属
サ

バ

を
分
け
る

み
は
必
要
な
事
だ
ろ
う

 
サ

バ

分
け
は
し
て
い
な
い
が

Ａ
Ｌ
Ｏ
も
種

で

地
に

り
立
つ
事
で
プ
レ
イ

の
極
地
密
集
を
回

し
て
い
る

 
し
か
し
オ
リ
ジ
ン
は

一
種

で
あ
る
以
上
ど
う
に
か
し
て
バ
ラ
け
る
要

を
作
ら
な
け
れ
ば

開
始
直
後
の
集
中
ロ
グ
イ
ン
だ
け
で
サ

バ

ダ
ウ
ン
を

こ
し
か
ね
な
い

あ
ま
り
に

い
ラ

グ
を
開
始
直
後
に

け
れ
ば

流

に
高

価
は
得
ら
れ
に
く
い
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
こ
そ
の
サ

バ

分
け
だ
と
思
え
ば

こ
れ
は
か
な
り
良
い
手
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
自
動
的
に
リ

ス
の
奪
い
合
い
も

少
す
る

で
新

プ
レ
イ

が
遊
び
や
す
い

境
に

も
な
る

 
こ
れ
は
オ
リ
ジ
ン
の
ベ

タ
特

も

与
し
て
い
る
点
だ
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な
ん
と
オ
リ
ジ
ン
の
ベ

タ
テ
ス
タ

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
異
な

て
得
た
経
験
値
ア
イ
テ
ム
ス

キ
ル
な
ど
を
上
限
付
き
で
本
製
品

に
引
き
継

る
事
に
な

て
い
る

つ
ま
り
最
初
期
に
新

勢
と
大

原
フ

ル
ド
で
バ

テ

ン
グ
す
る

が

る
わ
け
で
そ
の
点
で
も
リ

ス

の
奪
い
合
い
が

き
に
く
い

点
に
な
る
の
だ

 
と
は

え

手
放
し
に
喜
べ
な
い
事
で
も
あ
る

 
レ
ベ
ル
を
引
き
継
い
だ
プ
レ
イ

に
よ
る
初
心
者

り
が
ベ

タ
開
始
以
前
か
ら
危
惧
さ
れ

て
い
る
の
だ

最

プ
レ
イ

の
モ
ラ
ル
の
問

だ
か
ら

制
の
し
よ
う
が
な
く
そ
れ
を
逆

手
に
取

て

れ
る
だ
ろ
う
未
来
が
容

に
想
像
で
き
る

デ
ス
ゲ

ム
と
な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も

ビ
ギ
ナ

を
食
い
物
に
し
た

ベ

タ
テ
ス
タ

の
話

は
事
欠
か
な
か

た

 
無
論

そ
れ
は
ベ

タ
テ
ス
ト
中
に
も

こ
り
得
る
事
だ

 
こ
の
世
界
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
が

本
と
な

て
い
る
た
め
デ

エ
ル
な
ど
の
合
意
を

い
た
プ
レ
イ

間
の

を
行
え
ば
カ

ル
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
な
る

罪
者
カ
ラ

で
あ

る
オ
レ
ン
ジ
カ

ル
に
な
れ
ば
戦
闘
行

全

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
圏
内
に
入
る

に

ガ

デ

ア
ン
に
攻
撃
さ
れ
て
し
ま
い
ロ
ク
に
補

を
行
え
な
く
な
る

恐
ろ
し
い
事
に
現
状

カ
ル
マ
ク
エ
ス
ト
に

す
る
グ
リ

ン
カ

ル
へ
の
復
帰
手

が
報
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
最
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悪
存
在
し
な
い
可
能
性
す
ら
あ
る

 
し
か
し

か
つ
て
の

ラ
フ

ン
・
コ
フ

ン

う

の
よ
う
に

に
悦
び
を

く
者
や

シ
ス
テ
ム
の
穴
を

突
い
て
マ
ナ

レ
ス
行

に
手
を

め
る
者
は
必
ず
出
る

Ｍ
Ｐ
Ｋ
な
ど
直

手
を
下
さ
な
い
手

は
ご
ま
ん
と
あ
る
か
ら
だ

で

そ
れ
を
抑
え
る

目
を
お
前
が

う

か

そ
う
い
う
事
だ

 

然
と

い
た
の
は
自
分
と

二
つ
の
体
型
な
が
ら
銀
髪
金

と
色
が
異
な
る
少
年
剣
士

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
新

作
成
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ア
バ
タ

デ

タ
を
こ
の
世
界
に
も
流

し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
キ
リ
ト
だ

 
亡
国
事
変
か
ら

の
黒
髪
黒
目
に

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
が
コ
ピ

で
あ
る
キ
リ
カ

が
い
て

ら
わ
し
い
か
ら
と
仮
想
世
界
で
は
銀
髪
金

で

す
つ
も
り
で
い
る
ら
し
い

ま
あ
そ

の
方
が
や
や
こ
し
い
事
に
な
ら
な
い
か
ら

と
し
て
も
助
か
る
話
で
は
あ

た

 
そ
ん
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

機

の

務

仮
想

に
務
め
る

で
あ
り
仮
想
世
界
の

問

を
解
決
す
る
要

で
も
あ
る
た
め

然
な
が
ら
オ
リ
ジ
ン
の
テ
ス
タ

と
し
て
プ
レ
イ
を
開

始

バ
グ
発
見
・
修
正
が
最

先
に
な
る
た
め
レ
ベ
リ
ン
グ
と

行
し
て
集
ま

た
情
報
の
真
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偽
を
精

し
な
が
ら
流

し
て
い
く
情
報

い
の
事
を
し
て
い
く
と
い
う

え

じ

あ
キ
リ
ト
と
一
緒
に
攻
略
出
来
な
い

て
事

 
せ

か
く
同
じ
ゲ

ム
で

全

一
緒
に
ス
タ

ト
を
切
れ
た
の
に

 
そ
れ
に
不

の
声
を
上

た
の
は
ユ
ウ
キ
だ

 
世
間
的
に
も

キ
リ
ト

和
人
攻
略
勢
の

と
認
知
さ
れ
て
い
る
絶
剣
ユ
ウ
キ
は
本
人
が

た
よ
う
に
全

が
同
じ
ス
タ

ト
を
切
り

攻
略
を
進
め
る
事
を

し
み
に
し
て
い
た
一
人

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
は

し
む
以
前
の
問

Ａ
Ｌ
Ｏ
は
リ

フ

が

か
ら
遊
ん
で
い
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
が
数

月

れ
の
参
加
だ

た
事
も
あ
り
中

整
す
る
の
が

だ

た

い
や
そ
も
そ

も
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

し
て

え
ば
ロ
グ
イ
ン
す
る
前
か
ら
セ
ブ
ン
に
目
を
付
け
て
い
た
ら
し
い
し
オ

リ
ジ
ナ
ル
が

に

し
め
た
事
は
無
か

た
可
能
性
す
ら
あ
る

 
オ
リ
ジ
ン
も
少
な
か
ら
ず
安
心
し
切
れ
な
い
部
分
は
あ
る
が

機

の
監

や
天
才
達
の

協
力
が
あ
る
た
め
か
不
安
よ
り
も
安

の
方
が
ま
だ
大
き
い

 
し
か
し

安

の
理
由
が
そ
の
ま
ま
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
共
に
遊
べ
な
い
原
因
に
も
な

て
お
り

集

た
面
子
の
大

が
複

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た

 
そ
れ
を
見
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

苦

を
滲
ま
せ
る
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ち
な
み
に
こ
の
場
に
集

た
の
は

オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
キ
リ
カ

ユ
イ

ス
ト
レ
ア

リ

フ

シ
ノ

ン
ユ
ウ
キ
ラ
ン
サ
チ
ケ
イ
タ
テ
ツ
オ
ダ

カ

サ
サ
マ
ル
ア
ス
ナ
シ
リ
カ

リ
ズ
ベ

ト
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
ア
ル
ゴ
の
十
九
人

他
に
も
来
る
予
定
だ
が

の
事

情
に
よ
り

後

時

分
の
集
合
時
間
に
は
間
に
合
わ
な
か

た

い
や
ま

た
く
出
来
な
い

じ

な
い
よ

フ

ル
ド
攻
略
や

集
め
レ
ベ
リ
ン
グ

な
ら
手
伝
え
る
し

ん
じ

な
に
だ
と
協
力
出
来
な
い
ん
だ

 

な

で
ク
ラ
イ
ン
が
問
う
と
エ
リ
ア
ボ
ス
攻
略
だ
な
と

的
に

え
が
返

て
き
た

間
も
攻
略
が
止
ま
る
よ
う
な
ら
流

に

入
す
る
け
ど

本
的
に
エ
リ
ア
ボ
ス
に
は
不

で
行
く

運

寄
り
の
人
間
が
行
く
の
は
い
い

を
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
な

あ

の
エ
リ
ア
解
放
の
キ

ボ
ス

て
の
は
倒
し
た

が

く
英
雄
み
た
い
に

ぎ
上

ら
れ
る
モ
ン
だ
か
ら
な

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ヴ

ク
リ
ン
デ
解
放
時
に
は
ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ
が
一
時
期
持
ち
上

ら
れ
て
ま
し
た
か
ら
ね

 
過
去
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
経
験
か
ら

わ
ん
と
す
る
事
を

し
た
ら
し
い
エ
ギ
ル
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そ
の

に
立
つ

紺
色
の
ク
ロ

ク
か
ら
レ
ザ

ガ

ド
を

備
し
た

剣
使
い
ラ
ン
が

体

を

つ
つ

得
を
示
す

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
大
型
ア

プ
デ

ト
で
追
加
さ
れ
た
浮

大

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ

ム
は

エ
リ
ア
の
ボ
ス
を
倒
す
ご
と
に

の
エ
リ
ア
が
倒
さ
れ
る
と
い
う
オ
リ
ジ
ン
と
同
じ

仕
組
み
で
攻
略
が
進
む

そ
の
エ
リ
ア
ボ
ス
は
ボ
ス
部

ま
で
行
け
ば

で
も

戦
可
能
だ

が

初
回

者
に

し
て
は

ユ

ミ
ル

の

式

や
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の

な
ど
に

パ

テ

リ

ダ

の
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ

ツ
は
全

の
名
前
を
載
せ
る
た
め
七
人
で
最
初
の
エ
リ
ア
浮

原
ヴ

ク
リ
ン
デ
の

ボ
ス
を

し

一
躍
有
名
に
な

た
過
去
が
あ
る

 
そ
の
立
場
に
運

の
人
間
が

れ
ば
あ
ま
り
い
い

を
さ
れ
な
い
の
は
想
像
に

く
な
い

 
流

に
そ
の

は
一
ゲ

マ

と
し
て
理
解
が
あ
る
の
だ
ろ
う
一
番
に
不

を
示
し
た
ユ
ウ

キ
も
不
承
不
承

い
た

 
と
は
い
え
理

で
理
解
は
し
て
も
感
情
で

得
が
い

て
い
な
い
の
は

を
見
れ
ば
す
ぐ

に
分
か
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
親
し
い
か
ら
こ
そ
の
感
情
を
持
て

し
て
い
る
様
子
だ

ボ
ス
攻
略
か

達
は
い

か
な
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そ
ん
な
ガ
チ
勢
じ

な
い
し
な

 

て
ゲ

ム
プ
レ
イ
の
方
に
意
識
を
多
く
向
け
て
い
る
ダ

カ

サ
サ
マ
ル
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ボ
ス
攻
略
不
参
加
に
そ
こ
ま
で
不

を

い
て
な
さ

だ

た

自
分
た
ち
が
参
加
す

る
気
が
な
い
か
ら

な
い
と
判
断
し
た
よ
う
だ

サ
チ
は
ど
う
す
る
ん
だ
い

え

な
に
が

ボ
ス
攻
略

サ
チ
は
参
加
す
る
の
か
な

て

す
る
よ

 
き

と
ん
と
し
た

で

な
ん
で
そ
ん
な
事

く
の

 
と
サ
チ
が

を

る

 
槍
使
い
に
問
い
を
投

た
ケ
イ
タ
が

は
は

と

き
を
滲
ま
せ
た
苦

を
浮
か
べ
る

強
く
な

た
な

黒
猫

の
中
で
最
強
だ
よ
ね

サ
チ

強
く
し
て
も
ら

た
か
ら

 
ケ
イ
タ
と
テ
ツ
オ
の

葉
に

ん
だ
サ
チ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ユ
ウ
キ

そ
し
て

に
も

目
を
向
け
る
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サ
チ
の

う
強
く
し
て
も
ら

た
期
間
が
ま
だ

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
別
れ
る
前
だ

た
か

ら

に
も
目
を
向
け
て
き
た
の
だ
ろ
う

少
し

ず
か
し
く
な

て

線
を

ら
す

ち

と
テ
ツ
オ

サ
チ
は
も
う

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

の
一

だ
か
ら
ね

あ
あ

分
か

て
る
よ

 
黒
猫

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
テ
ツ
オ
に
ユ
ウ
キ
が
が
る
る

と

み
付
い
た

そ
ん
な
切

り

み
隊
⻑
を
ラ
ン
が

め
る

 

ん
の
少
し

み
ん
な
か
ら

い
が
上
が

た

さ
て

オ
ネ

サ
ン
は
そ
ろ
そ
ろ
行
か
せ
て
も
ら
う

 

い
が
収
ま

た
の
を
見

ら

た
か

そ
う

火
を
切

た
の
は
ア
ル
ゴ
だ

た

 
ア
ス
ナ
が
小

を

る

え

も
う
行
く
ん
で
す
か

お
い
お
い
ア

ち

ん

忘
れ
て
も
ら

ち

る
ゼ

オ
ネ

サ
ン
は
情
報

だ
ゼ

 

が
大
事
な
ん
ダ

交
を

め
る
の
も
大
切
だ
け
ど
そ
う
も

て
ら
れ
な
い
の
が
オ
ネ

サ
ン
の
お
仕
事
な
の
サ

あ

や

り
こ

ち
で
も
情
報

を
す
る
ん
で
す
ね
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こ
れ
で
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
専

ラ
イ
タ

だ
か
ら
ナ

や

世
界
が
変
わ

て
も

オ
レ

ち
は
情
報

て

業
か
ら
は

れ
ら
れ
な
い
み
た
い
だ
ナ

ち

う
ナ

 

の
後
ろ
で
手
を
組
ん
で

ア

ア

と

く

振
り
を
見
せ
な
が
ら
歩
き
だ
す
ア
ル
ゴ
が

と
こ
ち
ら
に
向
き
直

た

ま

そ

デ

今
後
ト
モ
情
報

鼠

の
ア
ル
ゴ
を
ご

ニ

 
に

と

⻭

を
思
わ
せ
る

み
を
浮
か
べ
た
三
本
ヒ
ゲ
の
女
性
は

を
返
し
て

と
立
ち
去

た

ち

う
と
か

い
な
が
ら

心

し
そ
う
に
し
て
た
わ
ね

ま
あ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ベ

タ
の
時
点
で
情
報

を
し
て
た
く
ら
い
だ
し

 
や
や

れ
た
表
情
の
シ
ノ
ン
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
も
苦

を
浮
か
べ
て

葉
を
返
し
た

 
デ
ス
ゲ

ム
の
時
は
ア
ル
ゴ
共

根
を

め
て
情
報
収
集
に

し
ん
で
い
た
が

な
ゲ

ム
だ
と
情
報

の
血
が
騒
ぐ
の
だ
ろ
う

さ

き
の
様
子
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
時
代
を
思
わ
せ
る

ノ
リ
だ

た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は

に
情
報

が

た
し

取
り

う
情
報
も
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
だ
け
だ

た

 
だ
が
こ
の
オ
リ
ジ
ン
は

も
が
一
か
ら
ス
タ

ト
の
新
天
地

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

似
し
て
い
る
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と
は

え
地
理
が
違
う
以
上
は
ク
エ
ス
ト
の
場

や
レ
ベ
リ
ン
グ
な
ど

の

も
違

て
く

る

そ
の

の
情
報
収
集
や

が

し
い
か
ら
情
報

を

ん
で
い
た
ア
ル
ゴ
に
と

て
こ

れ

ど
心
か
ら

し
め
る
ゲ

ム
は
中

無
い
だ
ろ
う

ま

キ
リ
も
い
い
し

そ
ろ
そ
ろ
攻
略
に
出
よ
う

 
お
り

あ
コ
レ
が

し
み
で
今
日

の
仕
事
を
マ

ハ
で
終
わ
ら
せ
て
来
た
ん
だ
か
ん
な

も
カ
ミ
さ
ん
一
人
に

を

せ
ち
ま

て
る
か
ら
な

時
間
は
無

に
し
た
く
ね

じ

あ

速
攻
略
に
行
こ

 
大
人
二
人
に

き

ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
と
ば
か
り
に
ス
ト
レ
ア
が

を
突
き
上

る

あ

あ
た
し
は

の
方
に
行
く
わ

こ

ち
で
も
鍛
冶

し
た
い
か
ら
さ

下
見

て
事
で
す
ね

ご
一
緒
し
て
も
い
い
で
す
か

い
い
け
ど

面
白
味
は
な
い
わ
よ

い
い
ん
で
す

強
に
な
り
ま
す
か
ら

そ

そ
う

わ
れ
る
と
ガ
ラ
に
も
な
く

す
る
ん
だ
け
ど

 
リ
ズ
ベ

ト
と
シ
リ
カ
は
ど
う
や
ら
二
人

れ
で

の
方
を
回
る
ら
し
い

あ
の
二
人

は

Ｓ
Ａ
Ｏ
攻
略
後

で
リ
ズ
ベ

ト
武

を
切
り

り
す
る

だ

た

そ
こ
に
鍛
冶
師
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レ
イ
ン

収
集

の
フ

リ
ア
が
集
え
ば
第
三
の
リ
ズ
ベ

ト
武

復
活
だ

 

ま
あ
レ
イ
ン
も
フ

リ
ア
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
武

で
は

と
し
て
務
め
て
い
な
い
の
だ

が
あ
あ

そ
う
だ

シ
リ
カ
に

し
て
欲
し
い
と

わ
れ
た
物
が
あ

た

 
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
二
人
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
呼
び
止
め
る

シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
を

た
後
に
取
り
出
さ
れ
た
の
は
一

の
水
色
の

 
二

に
別
れ
た

を
見
て

シ
リ
カ
が

目
す
る

 
シ
リ
カ
が

か

葉
を
発
そ
う
と

を
開
い
た

間
カ

と
小
さ
な
光
を
放
ち

が
一

の
小
⻯
へ
と
変
化
す
る

ピ
ナ

き

る
る

 
登
場
し
た
の
は
シ
リ
カ
の
⻑
年
の

棒
ピ
ナ
だ

た

 
さ

き
の

は
フ

ザ
・
リ
ド
ラ
種
が
死
ん
だ
時
に
残
す
心
ア
イ
テ
ム
と
呼
ば
れ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
プ
ネ
ウ
マ
の
花
と
い
う
使
い
魔
専

の

生
ア
イ
テ
ム
を
使
う
対

だ

た

 
し
か
し
い
ま
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

生
ア
イ
テ
ム
を
使
う
事
無
く

自
動
で
ピ
ナ
を
復
活
さ
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せ
たこ

れ
は

場
か
ら
シ
リ
カ
に
と

か

た
贈
り
物
だ

め
て
使
い
魔
契
約
を
交
わ
せ
ば
ピ

ナ
の
デ

タ
は
シ
リ
カ
の
ア
ミ

ス
フ

ア
に
転
送
さ
れ
る

あ
と
ピ
ナ
の

学

ロ
グ
は
Ａ

Ｌ
Ｏ
の
ピ
ナ
の
デ

タ
と
自
動
で
結
合
さ
れ
る
ら
し
い
ぞ

わ

わ

 
あ

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト
く
ん

お
礼
は

場
に

て
く
れ

オ
リ
ジ
ン
に

し
て

は
本

に

も

わ

て
な
い
ん
だ

 
そ
う
お
礼
を

け
取
る
の
を

退
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
情
は
苦

と
い
う
か
ど
こ
か

労

感
を
滲
ま
せ
て
い
た

キ
リ
ト

あ
な
た

な
に
か

え
て
な
い

 
そ
れ
を

く

し
た
リ

フ

が
問
い
を
投

る

 
ま
た
コ
イ
ツ

か
に

き

ま
れ
て
る
の
か
と
こ
の
場
に
残

た
十
八
人
の

線
が

れ
を

み
つ
つ
キ
ツ
く
な

た

い
や

今
の
と
こ
ろ
特
に

え
て
な
い
ん
だ
が

場
が
な

⻑
が
ど
う
か
し
た
の

や

場
も
や

念
で
夢
を
叶
え
た
天
才
だ
な

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
以

見
て
き
た
様
子
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と
最
近
の

場
の
様
子
が
あ
ま
り
に
違
い
過
ぎ
て

か
や
ら
か
さ
な
い
か
心
配
で
な

え

と

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
説
明
が

体
性
に
欠
け
る
も
の
で
⻑
ら
く

⻑
と
し
て

場
を
見
て
き
た

ア
ス
ナ
も
ど
う
い
う
事
か
分
か

て
い
な
い
様
子
だ

た

 

同

体
の

も
流

に
理
解
が

し
い

そ
う
だ
な

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

場
は
今
の
束

士
で

今
の

場
は

発
表

時
の
束

士
と
同
じ
テ
ン
シ

ン
と

え
ば
分
か
る
か
な

ベ

だ
ろ

 
そ
の

え
に

い
の
一
番
に
反
応
を
示
し
た
の
が

会
人
二
人
組
だ

た

白
騎
士
事
件

時
を

明
に
記

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
こ
そ
の
反
応
の
速
さ
が
そ
の

バ
さ
を
証
明
し
て
い

る 
と
い
う
か

そ
ん
な
状

に
あ
の

場
が
な

て
い
る
の
か

え

場
の

ツ
に
一
体

が
あ

た
ん
だ

の

だ
と

場
は
常
に
ダ
ウ
ナ

な
イ
メ

ジ
な
ん
だ
が

罪
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
黒
幕
に
さ
れ
て
か
ら
し
か

達
は
直

会

て
な
い
か
ら
な

夢
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に

進
中
の

場
の

を

は
つ
い
最
近
知

た
よ

そ
れ
が
は

ち

け
て
る
束

士
と
同
じ
だ

た

と

う
ん

 
リ

フ

の

み

い
た

め
を

労
感
を
た

り
加
え
な
が
ら

定
さ
れ
る

ま

今
の

場
は
物

く

意
に

え
て
る
し
束

士
と
七
色
も
い
る
か
ら
オ
リ
ジ

ン
も
ヘ
ン
な
事
に
は
な
ら
な
い
と
思
う

万
が
一
に
備
え
て
色

と
手
は
打

て
る

て
話
だ

し

も
い
る
し

あ
た
し
と
し
て
は
一
番
最
後
に
不

が
あ
る
の
だ
け
ど

仕
事
だ
か
ら
仕
方
な
い

 
少
し
前
ま
で
は

も
な
く

た
だ
個
人
と
個
人
の
依
頼
と
い
う
自
主
的
な
も
の
で
し
か
な

か

た
が

今
は
企
業
と
企
業

更
に
は
国
家
権
力
ま
で

与
し
た
明
確
な

仕
事

気
に

国
家

務

と
し
て
名
を

ね
て
い
る
か
ら

与
が
発
生
し
て
い
る

で
な
ら
ば
仕
事
は
キ

チ
リ
し
な
け
れ
ば
突
き
上

を
食
ら
う

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
未
来
を
生
き
る
た
め
に
は

⺠

の

持
が
必
要
不
可
欠

 
そ
の

を

ん
だ

的
な

え
に

リ

フ

が

息
を

ら
し
た
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ま

根
を

め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
ね

 

な
表
情
で

た
内
容
が

み
ん
な
の

意
だ
ろ
う

 
少
し
の
苦

を
滲
ま
せ
な
が
ら

い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

そ
れ
か
ら
こ
の
場
を
立
ち
去

た

の
中
を
見
て
回
り
つ
つ
不

合
が
な
い
か
確
認
し
て
い
く
ら
し
い

 

そ
れ
が
方

で
あ
る
と

に
は
分
か

た

キ
リ
カ

お
前

は
ど
う
す
る

ん

も

今
日
は

く
り

を
見
て
回
る
よ

 

も

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
同
じ
だ

た

 
今
日
く
ら
い
は

く
り

の
中
を
見
て
回
り
た
い
と
思

て
い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
ベ

タ
テ
ス

ト
初
日
は
そ
れ
で
一
日
を
終
え
た
か
ら
だ

 
ク
ラ
イ
ン
は
そ

か
と

た

気
を

た
の
か
深
く
追

は
し
て
こ
ず

速
フ

ル
ド
攻
略
に
向
か
う
面

の
方
に
向
か
う

ユ
イ
達
も
気
を

て
く
れ
た
よ
う
で

え
て
一

人
に
し
て
く
れ
た

 

は
転

で
⻘
い
光
に

ま
れ
消
え
て
い
く
一
同
を
見
送

た

 
そ
れ
か
ら
あ
て
も
な
く

た
だ
ブ
ラ
ブ
ラ
と

を
見
て
回
ろ
う
と
歩
き
出
す
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そ
の

間

線
を
感
じ
た

  

色
に

ま

た
世
界
の
彼
方
ま
で

大

楼
の

ね

が

く

 
行
き
交
う
人

 

び
交
う

 
世
界
は
い
ま

活
気
に

ち

れ
て
い
た

 

そ
の
中
で

一
人
の
少
女
が
目
に

ま
る

 
静

な
空
気
を

た
少
女
は

そ
こ
に

な
い
か
の
よ
う
に

か
ら
も
意
識
さ
れ
て
い
な

い

た
だ
自
分
と
だ
け
目
が
合

て
い
た

 

上
に
示
さ
れ
る
⻩
色
の
表
示
が
彼
女
の

性
を
表
し
て
い
る

 
ノ
ン
プ
レ
イ
キ

ラ
ク
タ

こ
の
世
界
の
住
人

 
な
れ
ば
こ
そ
疑
問
が
あ

た

数
十
メ

ト
ル
の

離
が
あ
り
会
話
も
し
て
い
な
い
自
分

を

故

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
疑
問
だ

た
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と

少
女
が

線
を
切

た

 

を
返
そ
う
と
す
る
そ
の

に
思
わ
ず
手
を

ば
す

呼
び
止
め
よ
う
と
し
て
名
前
を
知
ら

な
い
事
に
気
付
い
た

じ

と
少
女
を

す
る

 
そ
の
時

行
き
交
う
人
が

界
を

た

 

界
に

り

ん
で
き
た
人
が
立
ち
去
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
一

 
そ
の
た

た
一

で

少
女
の

は
消
え
て
い
た

  

そ
れ
が

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
と

の

の

初
め
て
の
出
会
い
だ

た
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今
の
は

 

な
出
来
事
だ

た
と

そ
う
思
わ
ざ
る
を
得
な
い

 

触
も
し
て
い
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
じ

と
目
を
向
け
ら
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た

ク
エ

ス
ト
を

け
て
い
れ
ば
ま
だ
し
も
な
に
も

け
て
お
ら
ず
カ
ル
マ
値
は
お
ろ
か
経
験
値
も

入

て
い
な
い
初
期
状

で
不
可
解
な
事
が

き
る
と
は

 
し
か
も
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

ん
の
一

で
影
も
形
も
な
く
消
え
去

た

い

た
い

だ

た
ん
だ

 

を

る

 
思

は

惑
と
疑
問
で
い

い
だ

た

 

だ
か
ら

ピ
ロ
ン

 
と
メ

セ

ジ

信

に

い
た

 
び
く
り
と

を

ね
さ
せ
た

は
眼
前
に
表
示
さ
れ
た

信
表
示
に
目
を
向
け
た
後
人
が

行
き
交
う

り
の

の
ベ
ン
チ
に

掛
け
る

 
そ
れ
か
ら
つ
い
先

ど
届
い
た
無

の
メ

セ

ジ
を
開
け
ば

い
一
文
が
書
か
れ
て
い
る

だ
け
だ

た
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ｂ
ａ
ｃ

Ａ
ｉ
ｎ
ｃ
ｒ
ａ
ｄ

 

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ

 

た

か
ら
問

か

ま

た
く

 
ず

と

し
い
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
と

そ
う
思

て
は
い
た

 
し
か
し

よ
も
や

こ
う
も
す
ぐ
に
発
生
す
る
と
は

 
き

と

も
予
想
し
て
い
な
い
に
違
い
な
い

少
し
様
子
を
見
て
み
る
か

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

場

そ
し
て

Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ

の
作
品

オ
リ
ジ
ン

な
ど

不
安
な

事
は
た
く
さ
ん
あ
る

そ
れ
で
も
ア
ル
ゴ
を

に
こ
の
世
界
を

に

し
も
う
と
し
て
い
る

の
だ
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デ
ス
ゲ

ム
だ

た
あ
の
世
界
と
は
違
う
の
だ

と

 

場
も
そ
う
意
識
さ
せ
よ
う
と
開
始
時
間
を
意

的
に
か
つ
て
の
デ
ス
ゲ

ム

と
同
じ

に
設
定
し
て
い
た

 
そ
こ
に
水
を
差
す
の
は

流

に
気
が
引
け
る

 
送
信
者

が

か
も
分
か
ら
ず
た
だ
不
安
を
煽
る
だ
け
な
の
は
本
意
で
は
な
い

も
う

少
し
手
掛
か
り
を
集
め
て
か
ら

み
ん
な
に
は
伝
え
よ
う
と
決
め
た

 
そ
の
た
め
に
も

あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
探
し
出
す
の
が
一
番

か

 
メ

セ

ジ
が
来
る
キ

カ
ケ
は
不
明
だ
が
最
有
力
候
補
は
直
前
に
不
可
解
な
動
き
を
見
せ

た
あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
で
あ
る

彼
女
の

性
を
探

て
い
く
事
で
こ
の
メ

セ

ジ
の
真
意

そ
し
て
オ
リ
ジ
ン
で

が

き
て
い
る
か

に
解
明
出
来
て
い
く
だ
ろ
う

 

い

で
あ
る
自
分
に

眠
や
食
事
な
ど
は
必
要
な
く

そ
の
気
に
な
れ
ば
四
六
時
中
ず

と
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
い
ら
れ
る

時
間
は
た

り
あ
る
の
だ

 
焦
ら
ず
に
動
い
て
い
こ
う
と
今
後
の
大
ま
か
な
方

を
決
め
た

は
あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
探
し
出

す
べ
く
動
き
出
し
た
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・
オ
リ
ジ
ン
の
ベ

タ
テ
ス
ト

 
本
製
品

に
上
限
あ
り
で
引
き
継
ぎ
可
能

 
ホ
ロ
リ
ア
の
先
行
プ
レ
イ
デ

タ
を
引
き
継
ぐ
み
た
い
な
イ
メ

ジ
で
オ
ケ

  
・
キ
リ
ト

 
前
作
主
人

ポ
ジ
の
お
助
け
キ

ラ
化

 
Ｓ
Ａ
Ｏ

Ａ
Ｌ
Ｏ

リ
ア
ル
と

い
て
オ
リ
ジ
ン
で
も
抑
止
力
に
な
る

様

 
テ
ス
タ

デ

タ
収
集

バ
グ
の
報

 
デ
バ

カ

バ
グ
の
修
正

バ
ラ
ン
ス

整
の
報

 
エ
リ
ア
ボ
ス
戦
に
は

本
不

そ
れ
以
外
も

極
的
に
は
動
か
な
い
が
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・
キ
リ
カ

 
新
章
の
主
人

 
原

ホ
ロ
リ
ア
の
キ
リ
ト

 

の
世
界
に
と

て
デ
ス
ゲ

ム
な
ら

の
キ
リ
カ
が
主
人

に
な
る
の
は

た
り
前
だ
よ

な 
ネ
タ

の
ゼ
ロ
と
絡
ま
せ
た
い

  
・

場

 
は

ち

け
カ

バ

ン

 

発
表

時
の
束

士
と
同
じ
テ
ン
シ

ン
と
か
か
な
り

バ
い

に
突
入
し
て
い
て
キ

リ
ト
の
精
神
を
ガ
リ
ガ
リ

て
い
る

 
こ
う
い
う
時
に
足

が
お

守
に
な
る
ん
で
す
よ
ね

 
ピ
ナ
が
い
け
る
な
ら
ヴ

フ
ス
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
キ
リ
ト
の
使
い
魔
も
不
可
能
で
は
な
さ
そ
う

だ
が
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・
ア
ル
ゴ

 
多
分
オ
リ
ジ
ン
を
一
番

し
ん
で
る
人

 
み
ん
な
一
か
ら
ス
タ

ト
な
の
で
情
報

の

の
見
せ

な
に
も
か
も
が
未
知
だ
か
ら
ｗ

ｔ

が
止
ま
ら
な
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
一
章
 

知
ら
れ
ざ
る
伝
説

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

お

し
ぶ
り
で
す

  
今
話
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
初
の
時
の
よ
う
に

オ
リ
ジ
ン
の
設
定
回
り
と
な
り
ま
す

 

点

七
色

実
況

 

数

約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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日
本
標

時
 

２
０
２

年

月

日
 
Ｐ
Ｍ
１
０

 

国

会
本
部
ビ
ル

 

Ｂ
Ｉ
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

七
色

士
自

 
あ

 

れ
た

 
夜
も

い
時
間
ま
で
仕
事
に
打
ち

ん
で
い
た
あ
た
し
は

と

付
け
た
と
こ
ろ
で
大
き

く
声
を
上

た

 
ぐ

と
手
を
組
み
な
が
ら
背
中
を

ら
せ
ば
⻑
時
間
の

り
仕
事
の
影

か

り

ま

た
背

が
ミ
チ
ミ
チ
と
引
き

ば
さ
れ
る

そ
れ
か
ら
一
気
に
脱
力
す
る
と
そ
れ
ま
で
自
覚

し
て
い
な
か

た

労
感
に
襲
わ
れ
る

 
脱
力
で
下
ろ
し
た
手
で
デ
ス
ク

に

い
て
い
た
マ
グ
カ

プ
を
手
に
取
る

す

か
り

め
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て
し
ま

て
い
る
コ

ヒ

を

味
を

し
む
事
も
し
な
い
で

み

し
た

 
や
は
り
と

う
べ
き
か

味
し
く
は
な
か

た

 
う

と

を
出
し
て

を

め
た
あ
た
し
は
切
り
上

た
ば
か
り
の
仕
事
へ
と
意
識
を
向

け
直
し
た

 
仕
事

に
設
え
ら
れ
た
デ
ス
ク
か
ら
は

明
な
ホ
ロ
グ
ラ
フ

が
空
中
に

し
出
さ
れ
数

の

中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ

タ
が
ズ
ラ
リ
と

び
現
在
進
行
形
で
数
値
が
更
新
さ
れ

て
い

て
い
る

 
こ
れ
ら
は
全
て

い
ま
や
日
本
の
話

を

し
て
い
る
新
作

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

の
内

部
デ

タ
だ

 
オ
リ
ジ
ン
の
世
界
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の

メ
イ
ン
と
呼
称
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
に
よ

て
運

さ
れ
て
い
る

メ
イ
ン
は
人
の
手
に
よ
る
変
化
を

け
入
れ
つ
つ
あ
る
程

の
修
正
を
掛
け
る

き
を

う

一
方

サ
ブ

は
と

え
ば

機

的
な

平

値

を

き
出
し

メ
イ
ン

と
数
値
を

ら
し
合
わ
せ
た
時
に
大
き
く

脱
し
た
部
分
の
修
正
を

す
る

を

う

 
平
た
く

え
ば

リ

ス
の
平

化
の
た
め
に

修
正
を
行

て
い
る
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サ

ビ
ス
が
開
始
し
た
ば
か
り
の
現
在
は
第
一
の
エ
リ
ア
リ

ス
ト
リ
ア
大

原
に
プ

レ
イ

が
集
中
し
て
い
る

最
初
に

り
立
つ
エ
リ
ア
付
近
に
な
る

ど
Ｍ
ｏ
ｂ
は
多
く

ら
れ
て
い
き
経
験
値
や
ア
イ
テ
ム
な
ど
の
リ

ス
が
プ
レ
イ

に
流
れ
て
い

て
い
る
形

だ

逆
に

え
ば
同
じ
エ
リ
ア
の
中
で
も
前

と
後

と
で
リ

ス
分
配

に
差
が
生
じ
て

い
る
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

前

と
後

そ
れ
ぞ
れ
の
リ

ス
を
１
０
０
と
し
た
場
合

今
は
前

後

１
０
０

く
ら
い
の
変
化
が
見
ら
れ
て
い
る
の
だ

 
こ
の
時
点
で
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は

つ
か
の

を

ら
れ
る

 
後

に

て
て
い
た
動
き
の
な
い
リ

ス
を
前

に
回
す

 
プ
レ
イ

が
得
た
リ

ス
の
分
だ
け
後

も
得
ら
れ
る
よ
う
Ｍ
ｏ
ｂ
を
ポ

プ
さ
せ
る

 
Ｍ
ｏ
ｂ
の
個
体
数
は
そ
の
ま
ま
に
強
さ
だ
け
強
化
し
て

体
か
ら
得
ら
れ
る
経
験
値
を
増
加

さ
せ
る

 
そ
れ
ら
の

を
プ
レ
イ

の
分

数
や
撃
破
数
そ
の

か
様

な
要
因
か
ら

し
た

も
の
を

び
取
る

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
自
律
さ
せ
た
の
が
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
さ
れ
る

 
し
か
し
い
く
ら
完
全
自
律
を

お
う
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

が
あ
る

人
の
手
が
入
ら
な
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け
れ
ば
い
ず
れ
深

な
エ
ラ

に

る
事
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
だ

い
ず
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

よ
う
に
一

間

の
エ
ラ

バ
グ
修
正
の
ア

プ
デ

ト
に
す
る
つ
も
り
だ
が
ベ

タ
テ

ス
ト
初
日
と
い
う
事
も
あ

て
自
分
以
外
に
も
オ
リ
ジ
ン
製
作
に

与
し
た
面

は

れ

も

し
く
動
き
回

て
い
た

 
無
論
流

に

夜
で

は
分
か
れ
て
い
る
の
で
後
は
デ

タ

を
オ
リ
ジ
ン
運

の
共

有
フ

ル
ダ
に
入
れ
て
お
け
ば
後
は
フ
リ

だ

 
フ

イ
ル
を
上
書
き
保
存
し
た
後

共
有
フ

ル
ダ
に
投
入
し

更
新
を
済
ま
せ
る

 
そ
こ
で

面

の
デ
ジ
タ
ル
ウ

チ
に
目
を
向
け
る

あ
と
数
分
で

後
十
時

に
な
ろ
う

と
し
て
い
た

う
わ

も
う
ち

と
し
か
な
い
じ

な
い

 
せ
め
て
入

は
済
ま
せ
て
お
き
た
か

た
と
ボ

き
つ
つ
あ
た
し
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
レ
モ

ン
テ

と

食
を
手

く

意
し

再

デ
ス
ク
に

る

 
パ
ネ
ル
型

を

作
し

空
中
に
投
影
さ
れ
る
ホ
ロ
グ
ラ
フ

を
切
り

え
て
い
く

 
呼
び
出
し
た
の
は
イ
ン
タ

ネ

ト
・
ブ
ラ
ウ
ザ
だ

そ
れ
を
立
ち
上

る
と
同
時
に

ス

タ

ト
ア

プ

Ｒ
Ｌ
に
設
定
し
て
い
た
サ
イ
ト
に
自
動
ア
ク
セ
ス
が
行
わ
れ
る

そ
の
中
の
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一
つ
の
タ
ブ
・
ウ

ン
ド
ウ
を
ク
リ

ク
す
る

ア
ク
テ

ブ
に
し
た
タ
ブ
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ

ロ

の

式
ホ

ム

ジ
の
ト

プ

面
に
繋
が

て
い
た

 
い
つ
も
な
ら

理
人
に
よ
る
更
新
や

ト
モ
と
契
約
し
て
い
る
ラ
イ
タ

の
記
事
を

み

る
が

今
回
の
目
的
は
そ
れ
ら
で
は
な
い

 
ト

プ
の
上

に
ズ
ラ
リ
と

ぶ
ホ

ム

ジ
・
タ
ブ
の
内

ス
ト

と
い
う
タ
ブ
を

ク
リ

ク
す
る
と
主
に

全

を
取
り

う
ネ

ト
放
送

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
の

ジ
へ

動
し
た

 
そ
の

面
の

み

み
が

く
な

た

う
わ

い

 
理
由
は
明
白

現
在
同
じ

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

ス
ト
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
心

ち
に
し

て
い
る
人
が
多
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い

 

ス
ト
は
専

の
ラ
イ
タ

や
リ
ポ

タ

に

解
放
の
英
雄

キ
リ
ト

鼠

の
ア
ル
ゴ

を

し
て
い
る
た
め
か

界

に
動
き
が
あ
る

に

目

が
高
ま
る

向
に
あ
る

と
い
う
い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
ネ
タ
に

き
な
い
ゲ

ム
に
つ
い
て
少
し
で
も
状

況
を
知
り
た
い
と
思
う
人
は
少
な
く
な
か

た

そ
の
理
由
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
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変

や

ヴ

フ
ス
事
件

の
中
継
が

ら
れ
る
の
は

う
ま
で
も
な
い

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
ア
ル
ゴ
は
自
ら
の
動

チ

ン
ネ
ル
に
て
配
信
す
る
事
を
あ

ら

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

共
演
者
と
し
て
キ
リ
ト
も

く
と
も
書
き

え
ら
れ
て
い
た

 
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
複
数
の
動

サ
イ
ト
で
同
時
に
配
信
す
る
と
あ

た
か
ら
あ
る
程

分

は
出

来
て
い
る

だ
が

そ
れ
で
も

い
と
い
う
事
は

が
違
う
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
ま

そ
れ
は
仕
方
の
な
い
事
だ

 
た
だ
で
さ
え

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

は
世
界
を

さ
せ
た
大
事
件
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る

そ
の

作
と
も

う
べ
き
も
の
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
を
い
く
ら
か
流

し
て
作
ら
れ
た
と
知

た

世
間
の
反

は
か
な
り
の
も
の
だ

た

加
え
て
そ
の
反

は
世
界

間
違
い
な
く
外
国
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
数
も

大
だ
ろ
う

 

中
で
切
断
さ
れ
な
い
事
を
祈

た
と
こ
ろ
で

時
間
が
来
た

 
暗
転
し
て
い
た

面
に
色
が
生
ま
れ
る

 
闇
を
カ
ン
バ
ス
に
月
と
星
が
煌
め
く
夜
空

ど
こ
ま
で
も

く
か
の
よ
う
に
深
い
森

そ
れ
ら

を
背

に
し
て
カ
メ
ラ
に

を
向
け
て
い
る

フ

ド

へ
そ
出
し
ル

ク
の
金
髪
女
性
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ア

ア

こ
ん
ば
ん
ハ

こ
の
配
信
を
見
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ウ

初
見
さ
ん
は
初

め
ま
し
て
ダ
ナ

オ
レ

ち
は
ア
ル
ゴ

鼠

で
呼
ば
れ
る
情
報

サ

  
ニ
カ

と
片

を
つ
り
上

て
女
性
が

う

 
今
日
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
予

し
て
い
た

り

ド
ア

ト
・
オ
リ
ジ
ン

の
ベ

タ
開
始
か

ら
数
時
間
で
分
か

た
事
と
か

を
話
す

配
信
を
し
て
い
こ
う
と
思
う

意
点
と

し
て
は
こ
こ
は

に
モ
ン
ス
タ

も
う
ろ
つ
く
フ

ル
ド
だ
か
ら
話
し
て
る

中
で
戦
闘

に
な

て
会
話
が

切
れ
ち

う
か
も
し
れ
な
い
事
ダ

あ
と
Ｓ
Ａ
Ｏ

の
デ

プ
な
話

も
す
る
か
ら
そ
の

も

意
し
て
欲
し
イ

  
や
や
事
務
的
に

意
点
を

た
ア
ル
ゴ
は
そ
れ
か
ら
と

葉
を

切

た

線

が
横
に
外
れ
る

 
こ
れ
も
予

し
て
た

り

今
日
は

ゲ共
ス演
ト者

も
い
る
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そ
の

葉
の
後
ア
ル
ゴ
の

に

ぶ
よ
う
に

面

か
ら

の
子

が

を
現
し
た

銀
髪
金

な
黒
い
フ

デ

ド
コ

ト
を

て
い
る

 
ど
う
も

ゲ
ス
ト
の
キ
リ
ト
で
す

ン
そ
ん
な

で
今
日
は
オ
レ

ち
と
キ

の
二
人
で
進
行
し
て
い
く

者
達
も
今

日
は
よ
ろ
し
く
ナ

て
コ
メ
ン
ト
も

て
い
く
つ
も
り
だ
け
ど

え
な
く
て
も
そ
こ

は
容
赦
し
て
欲
し
イ

  
苦

交
じ
り
に

た
後
ア
ル
ゴ
は
手
近
な

場
に

を
下
ろ
し
た

そ
の
対
面
に
あ

た

小
さ
な

に
キ
リ
ト
も

を
掛
け
る

カ
メ
ラ
は
そ
の
二
人
を

収
め
ら
れ
る

で

定
さ

れ
た

 
な
ん
だ
か
バ
ラ
エ
テ

番
組
を
見
て
い
る
よ
う
だ
が

場

は
フ

ル
ド
で
あ
る

 
⻘
空
な
ら
ぬ
夜
空
教

の
よ
う
だ
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ま
ず
最
初
に
話
す
事
と

え
ば
や

オ
リ
ジ
ン
の
成
り
立
ち
だ
よ
ナ

触
れ

み

り

は
じ
ま
り
の

の
風

は

ま
ん
ま
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
そ
れ
だ

た
し

デ

タ
の
流

は
マ
ジ

の
話
だ

た
ん
だ
と
思
う
ゼ

今
回
は
ア
ク
セ
ス
件
数
と
か
で

め
出
さ
れ
る
人
が
出
な
い
よ
う

え
て
回
線
負

の
少
な
い

フ

ル
ド
に
し
た
ら
し
い
か
ら
伝
わ
り
に
く
い
だ
ろ
う
け
ど

全
体
の
構

は
か
な
り
違

た
け
ど

部
分
部
分
は

同
じ
だ

た

武
器

と
か
の
ラ
イ
ン
ナ

プ
も
見
覚
え
の
あ
る
も
の
が
多
か

た
し
ナ

家

の
構

も
な

そ
れ
に
武
器
と

え
ば
最
初
か
ら
弓

が

か
れ
て
た
事
に
は

い
た

オ
リ
ジ
ン
は
ス
キ
ル
回
り
も
結
構
違
う
み
た
い
だ

ダ
ナ

  
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ベ

タ

本
製
品

も
プ
レ
イ
し
た
二
人
が

と
な

た
そ
れ
と
ど
れ
く
ら
い

違
う
の
か
を

的
に

い
合

て
い
く

 
自
分
を

め
ど
ち
ら
も
未
経
験
の

者
が

ど
だ
か
ら
か
二
人
は
す
ぐ
に
話

を
変
え
た
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Ｓ
Ａ
Ｏ
は
剣
が

る
世
界

要
す
る
に
魔
法
が

さ
れ
た
世
界
観
だ

た
け
ど

オ
リ
ジ
ン

に
は
魔
法
が
あ
る

い
な

風

は
似
て
る
け
ど
中
身
が
違
う
と
こ
ろ
が
ち

く
ち

く
あ
る

ン

魔
法

あ

た
カ

う
ん

  
こ
こ
で

く
も
二
人
の
見
解
に

違
が
生
ま
れ
た

ど
う
や
ら
少
年
の
方
は
オ
リ
ジ
ン
に

魔
法
は
あ
る
と

え
て
い
る
よ
う
だ

あ

た
か
し
ら

魔
法

 
し
か
し

あ
た
し
は

を

る

 
魔
法
と

い
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
の
古
ノ
ル
ド
語

を

す
る
魔
法
や

オ
リ

ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
に
よ

て
作
成
さ
れ
た
魔
術
な
ど
だ

し
か
し
オ
リ
ジ
ン
の
ス
キ
ル

で
そ
れ
に

し
そ
う
な
も
の
が
あ

た
覚
え
は
な
か

た

 
無
論

開
発
に

中
参
加
だ

た
か
ら
知
ら
な
か

た
可
能
性
も
無
く
は
な
い

 

開
発
協
力
組
の
内

自
分
は
シ
ス
テ
ム
や

面
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
主
に

し
て
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い
た

そ
の
た
め
世
界
観
や

備
ス
キ
ル

に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い

そ
の

は
創

主

で
も
あ
る

場

が

し
て
い
た
か
ら
だ

 

の
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
も
回
復
結

な
ど
の
魔
法
的
要

も
あ
る
に
は
あ

た

オ
リ
ジ
ン
・
ベ

タ

に
も
そ
れ
は

さ
れ
て
い
る

だ
が

彼
が

て
い
る
事
は
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い

だ

故
な
ら
そ
の
点
を

ま
え
た
上
で

オ
リ
ジ
ン
に
は
あ
る

と

て
い
た
か
ら
だ

 
ま

魔
法
と

て
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
み
た
い
に

を
必
要
と
す
る
も
の
じ

な
い

得
し
た

ス
キ
ル
が

く
魔
法

い
か
ら
そ
う

た
だ
け
だ
し

ス
キ
ル

 

魔
法
ス
キ
ル
と
か
あ

た
の
カ

い
や
そ
ん
なち

く直
せ
つ
て
き的

な
も
の
じ

な
く
て

見
た
方
が

い
か

者
に
も
見
た
方
が

伝
わ
り
や
す
い
と
思
う
し

  
ど
う
伝
え
た
も
の
か
と
一

思
い
悩
ん
だ
様
子
の
少
年
が

を
上

た
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ヒ

リ
ン
グ
サ

ク
ル

  
そ
し
て
片

を
つ
き

手
を
地
面
に

て
な
が
ら
そ
う

た
直
後
彼
の

数
メ

ト
ル

を

い
緑
色
の
光
が

め

く
し
た

地
面
に
展
開
さ
れ
た
緑
色
の
サ

ク
ル
か
ら

合
三
回
の
光
が
放
出
さ
れ

二
人
の
ア
バ
タ

へ
と

い

ま
れ
て
い
く

 
二
人
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る

バ

は
フ
ル
状

だ
か
ら
変
化
が
見
ら
れ
な
い
が
ゲ

ム
を
し
て
い
る
人
が
見
れ
ば
彼
が

に
し
た

語
と
エ
フ

ク
ト
か
ら
そ
れ
が
ど
ん
な

果
を

す
か
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う

 
今
の

ま
さ
か

回
復
カ

そ
う

要
ら
ず

要
ら
ず
の
リ
キ

ス
ト
制
ス
キ
ル
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
こ
の
手
の
ス
キ

ル
は
無
か

た
か
ら
回
復
手

は
ポ

シ

ン
や
ク
リ
ス
タ
ル
に
頼
る
し
か
な
か

た
け
ど
オ

リ
ジ
ン
で
は

ス
キ
ル
の
運

も
重
要
に
な

て
く
る
ら
し
い

あ
あ
と
今
の
は
共

ス
キ

ル
だ
か
ら

で
も
使
え
る
ぞ

逆
に
使
え
な
い
ス
キ
ル
と
か
あ
る
ん
だ
ナ
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や
や
食
い
つ
き
気
味
に
ア
ル
ゴ
が
問
い
か
け
る

 
そ
こ
で

少
年
が

を

た

 

意
外
だ
な

に
把
握
し
て
る
と
思

て
た

や

の
構

と
か
ク
エ
ス
ト

を
回

て
た
か
ら
そ
こ
ま
で
見
て
な
く
て
ネ

あ

ま

逆
に

は
ス
キ
ル
や
シ
ス
テ
ム

に

し
て
た
か
ら
な

  
面
目
な
い

と

わ
ん
ば
か
り
に

線
を

ら
す
女
性
に

少
年
が
苦

を
滲
ま
せ
た

 
ス
キ
ル
に

し
て
は
こ
こ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
も
大
き
く
違
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
は
最
初
は
ス

ロ

ト
が
二
つ
あ

て

レ
ベ
ル

ま
で
は
偶
数
レ
ベ
ル
で
一
つ
増
加

以

は

み
で
一

つ
追
加
だ

た

Ａ
Ｌ
Ｏ
だ
と
最
初
か
ら
ス
ロ

ト
は

個

定
だ

た
ナ

オ
リ
ジ
ン
だ
と
ス
ロ

ト
は

個
だ
ケ
ド

こ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
話
す

て
事
は

そ
こ
も
違

た
の
カ
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あ
あ

レ
ベ
ル
が
上
が

て
も
ス
ロ

ト
は
増
え
な
い

と
い
う
よ
り
メ
ニ

で
横

び

の
ス
ロ

ト
二
つ
は

が
武
器
ス
キ
ル
ス
ロ

ト

が
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
に

な
る

  
そ
う

い
な
が
ら
キ
リ
ト
は
メ
ニ

を
開
き
他
人
に
も
見
え
る
よ
う
可

化
し
た

現
状

の
彼
の
パ
ラ
メ

タ
が

開
さ
れ
た
事
に
な
る
が

知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
ど
う
と
で
も
な
る
と

思

て
い
る
の
か

す
る

振
り
は
な
い

 
カ
メ
ラ
に
も
見
え
る
よ
う

を

整
さ
れ
た
事
で
彼
の
ウ

ン
ド
ウ
が
よ
く
見
え
る
よ
う

に
な

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
を
継
承
し
て
い
る

で
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
に
も

似
し

た
そ
れ
は

に
メ
ニ

タ
ブ
が

に
ズ
ラ
リ
と

び

上

に
人
の
シ
ル
エ

ト
と

そ
の

を
十
個

ど
の

備
ス
ロ

ト
が
取
り

み

下

に
様

な
情
報
が
記
載
さ
れ

た
タ
ブ
が

ん
で
い
た

下

に
は

の
パ
ラ
メ

タ
と
レ
ベ
ル
ア

プ
で
得
た
パ
ラ
メ

タ

ポ
イ
ン
ト
と

備
に
よ
る
補
正
値
を
合

し
た
値
が
記
載
さ
れ
て
い
る

他
に
も

持
金
や

プ

レ
イ
時
間
な
ど
も
あ
る
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話
に
な

て
い
る
ス
ロ

ト
は
パ
ラ
メ

タ
ウ

ン
ド
ウ
と

持
金
な
ど
の
ウ

ン
ド
ウ
に

上
下
を

ま
れ
る
形
で
存
在
し
て
い
た

に
は
片
手
直
剣
ア
イ
コ
ン
が

め

ま
れ

は

エ
フ

ク
ト
を

ら
せ
て
剣
を
掲

る
人
の
シ
ル
エ

ト
ア
イ
コ
ン
が

め

ま
れ
て
い

る 
彼

く

が
武
器
ス
ロ

ト
で
今
は
片
手
剣
ス
キ
ル
を

に
は
ア
タ

カ

の
ス
キ
ル
を
セ

ト
し
て
い
る
ら
し
い

 
ス
キ
ル

得
は
ツ
リ

式
レ
ベ
ル
ア

プ
や
武
器
ス
キ
ル

で

え
る
ポ
イ
ン
ト
で
ど
ん

ど
ん
取

て
い
く
形
式
だ

た
だ
武
器
を
使
う

ド
ス
キ
ル
と
さ

き
使

た
ヒ

リ

ン
グ
サ

ク
ル
み
た
い
な
魔
法
ス
キ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ

得
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
が
違
う
け
ど

  
そ
う

て

彼
は
ス
キ
ル
ツ
リ

を
開
い
て
見
せ
た

 
タ
ブ
で
武
器
ツ
リ

エ
ク
ス
ト
ラ
ツ
リ

と
分
け
ら
れ
て
お
り
そ
れ
ぞ
れ
を
見
せ
て
く
れ

る

共

し
て
い
る
の
は

に
ツ
リ

の
根

こ
と
な
る
も
の
が
あ
り

た
ポ
イ
ン
ト
で

に

分
か
れ
し
て
い
く

の
ス
キ
ル
を
取

て
い
く
と
い
う
形
式
だ
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ポ
イ
ン
ト
は
武
器
ツ
リ

が
武
器
ス
キ
ル
の

練

エ
ク
ス
ト
ラ
ツ
リ

が
レ
ベ
ル
ア

プ

時
と
ス
キ
ル
の
反
復
使

で
得
ら
れ
る
と
彼
は

た

 
ア

来
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
だ
と
ツ
リ

式
は
武
器
の
技
と
他
の

ス
キ
ル
が

動
し
て
る
事

が
多
い
か
ら

こ
の
武
器
だ
と
こ
の
ス
キ
ル
は
使
え
る

で
も
他
の
武
器
だ
と
使
え
な
い

て

ケ

ス
が
出
て
き
や
す
イ

だ
け
ど
オ
リ
ジ
ン
は
魔
法
ス
キ
ル
に

し
て
は
ど
の
武
器
で
も
使
え

る

て
事
ダ
ナ

そ
う
い
う
事
だ

と
は

え

流

に
セ

ト
中
の
ス
キ
ル
ツ
リ

じ

な
い
と
使
え
な
い

ち
な
み
に
セ

ト
は
武
器
は
自
動
で
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
は

意
で
ア
タ

カ

タ
ン

ク

ヒ

ラ

バ
フ

ス
カ
ウ
ト

の
五
つ
か
ら

可
能
だ

た

  
そ
う

い
な
が
ら
彼
は
武
器
ツ
リ

の

剣
ア
イ
コ
ン
を
タ

プ
す
る
が
ブ

と
い
う

果

と
共
に

作
が
無

化
さ
れ
る

 
し
か
し
エ
ク
ス
ト
ラ
ツ
リ

で
は

の
光
を
放
ち
な
が
ら
祈
る
ア
イ
コ
ン

ヒ

ラ

ス
キ
ル

を
タ

プ
す
る
と

シ

キ

ン

 
と
小
気
味
良
い

と
共
に

さ
れ
た
ツ
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リ

が
変
更
さ
れ
た

ア
タ

カ

ツ
リ

が
暗
転
し
変
わ
り
に
ヒ

ラ

ツ
リ

が

き
を

得
る

 
再

ア
タ

カ

ア
イ
コ
ン
を
タ

プ
し

セ

ト
し
直
し
つ
つ
キ
リ
ト
が

に

か
け
た

 
こ
ん
な
感
じ
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
よ
り
も
明
確
な

付
け
が
出
来
る
事
に
な

た

だ
な

と
は

え
ス
テ

タ
ス
が
大
き
く
変
動
す
る

じ

な
い
し
今
の
と
こ
ろ

備
制
限
も
な
い
か

ら
前
衛
型
ヒ

ラ

と
か
も
不
可
能
じ

な
い

み
た
い
な

ロ

向
の
プ
レ
イ

だ
と

ヒ

ラ

ス
キ
ル
は
特
に
世
話
に
な
る
と
思
う

な
ん
な
ら
ヒ

ラ

の
ス
キ
ル
を
掛
け
た
後
に

ツ
リ

を
切
り

え
て
ア
タ

カ

の
ス
キ
ル
を
使
う
と
か
も
可
能
だ
か
ら
な

な
ん
か
そ
れ
ズ

コ
い
ナ

使
え
る
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い

ボ
ス
モ
ン
ス
タ

に

悲
は
要
ら
な
い

  

れ
た
よ
う
に
ア
ル
ゴ
が

う
が
キ
リ
ト
は
そ
れ
を

け
流
し
た

デ

エ
ル
な
ら
と
も
か

く

対
モ
ン
ス
タ

戦
な
ら
使
え
る
手
を
全
部
使
う
事
を
良
し
と
し
て
い
る
よ
う
だ

 
か
つ
て
シ
ス
テ
ム
の
許
す
限
り
の
手

を
以
て
数
千
数
万

の
差
を

め
ら
れ
思
い
知
ら
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さ
れ
た
身
だ
か
ら
イ

で
も
分
か

て
し
ま

た

 

ム

こ
う
し
て
見
る
と

二
刀
流

て
無
い

ナ

  
自
身
の
ウ

ン
ド
ウ
で
武
器
ツ
リ

を
上
か
ら
下
ま
で
更
に
エ
ク
ス
ト
ラ
ツ
リ

も

め
た

ア
ル
ゴ
が
そ
う

た

 
お
そ
ら
く

備
制
限
な
ど
彼
が

た

件
に

て
は
ま
る
代
名

だ

た
か
ら
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
二
刀
流
を

得
し
た
事
で

手
そ
れ
ぞ
れ
に
片
手
武
器
を
持

て
も
ス
キ
ル
が

発
動
で
き
る
よ
う
に
な

て
い
た
と
い
う

 
あ
あ

無
限
槍
も
神
速
剣
も

神
聖
剣
も
無
い

た
だ
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
同
じ
で

手
に
武
器
を

持

て
も
ス
キ
ル
は
使
え
る

マ
ジ
か

ま

た
キ

の
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

が

裂
す
る

て

カ

一
応

は
運

の
テ
ス
タ

デ
バ

カ

要

だ
か
ら
最
前
線
攻
略
は

程
の
事
が
無

い
限
り
し
な
い
つ
も
り
だ
け
ど
な
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か
ん
ら
か
ん
ら
と

う
女
性

少
年
も
そ
れ
に
応
じ
て

う

 

と
そ
こ
で
女
性
の

線
が
虚
空
に
向
い
た

お
そ
ら
く

界
表
示
に
し
て
い
る
コ
メ
ン
ト

を
見
た
の
だ
ろ
う

こ
れ
ま
で
も

か
コ
メ
ン
ト

の
疑
問
に

え
る
形
で
会
話
し
て
い
た

が

明
ら
か
に

見
て
い
る

と
分
か
る

振
り
は
こ
れ
が
初
だ

 
ア

そ
う
い
え
ば
キ

仮
に

手
で
違
う
武
器
を
持

た
ら
ど
う
な
る
か
は

証
済
み

カ
ど
う

と
は

セ

ト
さ
れ
た
ス
キ
ル

て
片
方
し
か

さ
れ
な
い
ん
じ

て
い
う
話
ダ

え
ば
い
ま

キ

は
片
手
剣
ス
キ
ル
を
セ

ト
し
て
る
け
ど

手
に

剣
を
持

た
時

剣
ス

キ
ル
は
使
え
る
の
カ

あ

そ
う
い
う

  
問
わ
れ
て
い
る
事
が
な
に
か
理
解
し
た
少
年
が

得
し
た

振
り
を
見
せ
た
後
彼
は
再
び
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メ
ニ

を

て
ス
キ
ル
ツ
リ

を
呼
び
出
し
た

武
器
ツ
リ

を
開
い
た
後

の
上
下
を

人
差
し
指
で
タ

チ
し
く
る
り
と

く
り
返
し
て
ア
ル
ゴ
や

者
に
見
え
る
よ
う

整
す

る 
そ
う
し
て
か
ら
彼
は
武
器
ツ
リ

で
明
滅
を

り
返
す
片
手
剣
ス
キ
ル
の
ア
イ
コ
ン
を

指
差
す

 
い
ま

片
手
剣
ス
キ
ル
が
セ

ト
さ
れ
て
る
か
ら

コ
レ
が
明
滅
し
て
る
よ
な

あ
あ

し
て
ル

こ
の
数
時
間
で
あ
る
程

戦
闘
を
こ
な
し
た
か
ら

練

も
上
が

て

つ
か
の

生
ス
キ

ル
を

得
し
て
る

て
片
手
剣
ス
キ
ル
以
外
は
全
部
ゼ
ロ

こ
れ
も
い
い
な

  
武
器
ツ
リ

の
ア
イ
コ
ン
か
ら

へ

び
た
先
に
は
上
中
下
の
三

に
分
か
れ
三
つ
の
初

期

ド
ス
キ
ル
が
存
在
す
る

そ
れ
ぞ
れ

ホ
リ

ン
タ
ル

横

ぎ
バ

チ
カ
ルり
ス

ラ

ン

ト
斬
り
の
三
種

だ

ロ

グ
イ
ン
時
点
で
最
初
か
ら

得
し
て
い
る
そ
れ
ら
か
ら
も

生
ス
キ
ル
が

分
か
れ
し
て
お
り

そ
れ
ら
の

得
に
は
武
器

練

を
上

る
必
要
が
あ
る
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彼
の
片
手
剣
ス
キ
ル
の
数
値
は
五

を
超
え
て
お
り

得
し
た
ポ
イ
ン
ト
で

生
ス
キ
ル
の

一
つ
で
あ
る
バ

チ
カ
ル
・
ア

ク
が

得
済
み
と
し
て
ア
イ
コ
ン
が
明
る
く
な

て
い
る

 
他
の

剣
や

剣

⻑
槍
ス
キ
ル
な
ど
は
一
切
成
⻑
し
て
お
ら
ず

初
期
ス
キ
ル
が
明
る
く

な

て
い
る
だ
け
だ

明
滅
を

り
返
し
て
い
る
部
分
は

得
可
能
な
証
な
の
で
片
手
剣
ス
キ

ル
成
⻑
で
得
た
ポ
イ
ン
ト
を
他
の
ス
キ
ル
に

て
る
事
は
可
能
の
よ
う
だ

 
と
も
あ
れ
そ
れ
ら
も
確
認
し
た
ア
ル
ゴ
が

ま
た

い
た

 
す
る
と
彼
は
一

自
分
が
見
れ
る
よ
う
ウ

ン
ド
ウ
を

く
り
返
し
最
初
の
メ
イ
ン
メ

ニ

・
ウ

ン
ド
ウ
へ
と

面
を

し
た

そ
れ
か
ら
再

こ
ち
ら
に
見
え
る
よ
う
に
す
る

 

に
彼
が
指
し
示
し
た
の
は
人
の
シ
ル
エ

ト
を

う
よ
う
に
表
示
さ
れ
る

備
ス
ロ

ト

だ 
の

備
フ

ギ

ア
の

手
セ
ル
に
は
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
が
あ
る
け
ど

手
セ
ル

は
空

だ

  
そ
う

た
後

彼
は

か
ら

て
い
た
剣
を

ご
と
外
し

足

の
地
面
に

い
た
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す
る
と
数

後
ウ

ン
ド
ウ
の

手
セ
ル
に
表
示
さ
れ
て
い
る
ア
イ
コ
ン
が

く
グ
レ

ア

ウ
ト
す
る

 
こ
の
状

が

備
武
器
の
ド
ロ

プ
状

戦
闘
中
に
手
か
ら
離
れ
た
時
に
な
る
状

だ

な
ア

フ

ン
ブ
ル
し
た

手
を

ら
せ
た
り
Ｍ
ｏ
ｂ
の

デ

ス
ア

ム

武
器

と
し
属
性
攻
撃
喰
ら

た
り
す
る
と
発
生
す
る

ツ
だ
ナ

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
は
苦
労
し
た
ナ

の
攻
撃
を
よ
け
て
か
ら

え
ば
い
い
け
ど
最
初
は
な
か
な
か

し
い

第
一
層
真
ん
中
あ
た

り
に

く
ス
ワ
ン
プ
コ
ボ
ル
ド
・
ト
ラ

パ

が
初
の
デ

ス
ア

ム
使
い
で
あ
そ
こ
で

も
だ
い
ぶ

者
が
出
て
た
な

あ
の
世
界
じ

武
器
が
命

そ
の
も
の
だ

た
か
ら
ナ

  

と

労
感
を
滲
ま
せ
な
が
ら
二
人
が

き
を

ら
す

 
最
初
期
の

か
ら

者
を

ら
そ
う
と
情
報
を
回
し
て
い
た
二
人
だ
か
ら
こ
そ

⻭

く

思

た
記

が
強
く
残

て
い
る
の
だ
ろ
う
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数

後

気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に
同
時
に
か
ぶ
り
を
振

た

 
脱
線
し
た
な

え
え
と

こ
う
し
て

備
を

い
た
時
に
タ
ブ
ア
イ
コ
ン
が
グ
レ

ア
ウ
ト

す
る
の
は

備
タ
ブ
を
経
由
し
て

備
し
た
と
シ
ス
テ
ム
的
に
正
し
い
手

を

ん
で
い
る

事
を
意
味
す
る

コ
レ
に

づ
け
ら
れ
て
る
の
が
武
器
の

有
者
権
限
だ

仮
に
自
分
の
じ

な

い
武
器
を
使

て
た
場
合
剣
を

と
し
た
時
点
で
こ

ち
の

手
セ
ル
か
ら
ア
イ
コ
ン
は
消
え

る
が

  

い
な
が
ら
彼
は
足

に

い
た
剣
を

う

タ
ブ
ア
イ
コ
ン
が
明
る
く
な

た
が
そ
れ

を
無

し
て
剣
を
タ

プ

な
情
報
が
表
示
さ
れ
た

 
彼
は
そ
の
ウ

ン
ド
ウ
の
最
下

を
指
し
示
し
た

 
こ
こ

の
プ
レ
イ

ネ

ム
が
あ
る
よ
な

 
だ
か
ら
剣
が
ド
ロ

プ
状

に
な

て

か
ら
一
時
間
あ
る
い
は

手
に
新
し
い
武
器
を

備
タ
ブ
か
ら

備
す
る
ま
で
は
こ
こ
は
ク
リ

ア
さ
れ
な
い

か
に
取
ら
れ
た
時
は
す
ぐ
ア
イ
コ
ン
が
消
え
て
一
時
的
な

有
権
が

手
に
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発
生
す
る
け
ど

備
状

と

有
者
権
限

は
そ
の
時
点
で
は

に
あ
る
事
に
な
る

え

と
つ
ま
り
そ
の

有
者
権
限
と
ス
キ
ル
セ

ト
は

づ
け
ら
れ
て
る

て
事
を

い
た
い
の
カ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

い
た
い
事
は
そ
れ
じ

な
い

  
小

し
い
シ
ス
テ
ム
の
話
に
な

て
き
て

者
の
た
め
に
か

み

い
た
ア
ル
ゴ
の

葉

を
し
か
し
彼
は

に

を
振

て

定
し
た

一
部
は
そ
う
だ
が
こ
れ
で
全
部
で
は
な
い

と

い
た

だ

 
今
の
話
で
重
要
な
の
は

備
タ
ブ
経
由
に
よ
る

有
者
権
限
と
経
由
し
な
い
場
合
の
一
時

有
権
限
は

立
し
得
る
事
だ

さ

き
武
器
を

と
し
た
時
の
話
が
出
た
け
ど
そ
う
い
う
時

の
備
え
と
し
て

達
は
ど
う
呼
び
か
け
て
い
た

け

ン

 
そ
り

予
備
の
武
器
を

意
し
て
お
く
よ
う
に

テ

  
そ
こ
で

ハ

と
し
た
よ
う
に
ア
ル
ゴ
は

を

み

少
年
に

目
を
向
け
た
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我
が
意
を
得
た
り
と

少
年
が

む

 
戦
闘
中
に
武
器
を
予
備
に
持
ち
変
え
る
時

わ
ざ
わ
ざ
メ
ニ

は
開
か
な
い

そ
れ
で
も

ド
ス
キ
ル
は
発
動
で
き
る

プ
レ
イ

は
同
じ
手
で
も
別

の
手
で
も

有
者
権
限
と
一

時

有
権
限
を
同
時
に
保
持
出
来
る
ん
だ

  

い
な
が
ら
彼
は
ス
ト
レ

ジ
か
ら

刀
を
呼
び
出
し

手
で
持

た

備
フ

ギ

ア
の

手
セ
ル
に

刀
の
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
る

 
し
か
し

武
器
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
は
片
手
剣
の
ま
ま

 
こ
の
ま
ま
で
は

刀
ス
キ
ル
を
発
動
で
き
な
い
が

 

に

が
れ
た
武
器
の
刀
身
が

い

色
の
光
を

び
る

そ
し
て
そ
の
ま
ま
一
直
線
に

発
技

リ

パ

が
放
た
れ
た

 
ス
ロ

ト
に
表
示
は
な
い
に
も

わ
ら
ず

彼
は

刀
ス
キ
ル
を
使

て
み
せ
た
の
だ

 
更
に
彼
は

備
タ
ブ
か
ら

手
に

刀
を

備
し
一
時

有
に
な

た
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

を

手
に
持
つ

さ

き
と
は
逆
の
状

に
な

た
ま
ま

片
手
剣

二

撃
技

バ

チ
カ



 第一章 〜知られざる伝説〜

ル
・
ア

ク

ま
で
も
放

て
み
せ
た

 
そ
れ
は
一
時

有
状

の
武
器
の
ス
キ
ル
も
最
初
期

得
だ
け
で
な
く
今
後

得
し
て
い
く

ド
ス
キ
ル
も
使
え
る
と
い
う
事
を
証

し
て
い
た

 
あ
く
ま
で
五
分
間
の
み
の
一
時

有
権
限
な
の
で
シ
ス
テ
ム
的
保
護
が
弱
い
の
が

点
だ
が

そ
こ
に
さ
え

意
す
れ
ば
複
数
の
武
器
を
同
時
に

う
事
も
不
可
能
で
は
な
い
可
能
性
を
示
し

て
い
た

 
ス
キ
ル
ツ
リ

は
プ
レ
イ

の
ア
バ
タ

な
い
し
ア
カ
ウ
ン
ト
に

づ
け
ら
れ
て
る

武
器

を

備
し
た
時

づ
け
ら
れ
た
ツ
リ

が
ス
ロ

ト
に
セ

ト
さ
れ
る

そ
う
い
う
過
程
が
あ

る
以
上
正
式
な

有
者
権
限
だ
ろ
う
と
一
時
権
限
だ
ろ
う
と
対
応
し
た
ス
キ
ル
が
発
動
さ
れ
る

の
は
必
然
だ

よ
く
そ
ん
な
の
気
付
け
た
ナ

仮
に
そ
の
差
異
ま
で
い
ち
い
ち
判
断
さ
せ
て
た
ら

な
負

が
カ

デ

ナ
ル
に
掛
か

て

デ

ス
ア

ム
技
持
ち
の
ボ
ス
戦
と
か

い
ラ
グ
り
そ
う
だ
と
思

て

そ
ん
な
切
り

み
方
す
る
の
は
キ

く
ら
い
な
も
ん
ダ
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ど

と

れ
た
よ
う
に

う
ア
ル
ゴ

 
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
な
か

た

一

り
彼
が
そ
れ
に
気
付
け
た
思

過
程
を

い
た

が

ち

と

を

て
る
か
よ
く
分
か
ら
な
い

シ
ス
テ
ム
が
判
断
し
て
い
る
以
上
は
理

・
理
論
も
し

か
り
し
た
も
の
の

な
の
に
理
解
が
追
い
付
か
な
い

 
思

が

躍
し
て
い
る
と
で
も

う
の
だ
ろ
う
か

 
ま
る
で

え
が
分
か

て
い
た
状

で
む
り
や
り
理

を
引

て
き
た
か
の
よ
う
な

 

今
の
は
ち

と
し
た

だ

  
情
報

の
女
性
の
様
子
を
見
て

た
だ
け
だ
と

う
少
年

 

わ
れ
た
と
知

た
女
性
が
ム

と
し
た
表
情
に
な

た

 
な
ん
だ

ち

と
意
地
が
悪
い
ん
じ

な
い
カ

は
は

ご
め
ん
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く
す
く
す
と
彼
は

ら
か
に

む
ば
か
り

抗
議
の

線
は
ス
ル

し
て
い
た

 
多
分
こ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ
と

け
て
複
数
の
武
器
を
使

て
き
た

だ
か
ら
気
付
け
た
事

だ
と
思
う

ロ
だ

た
か
ら
一

の
戦
闘
で
斬
撃

性
と
打
撃

性
の

と
遭
遇
時
戦
闘
中

に
武
器
種
ご
と
変
え
る
事
も
少
な
く
な
か

た

ア

キ

や
シ
ノ
ン
で
感
覚
マ
ヒ

て
た
け
ど
メ
イ
ン
と
サ
ブ
で
武
器
種
を

一
す

る
方
が
メ
ジ

だ
も
ん
ナ

そ
も
そ
も
サ
ブ
を

意
す
る
の

て
武
器
を

と
し
た
時
と

値
の
事
を

え
て
の
事
が
大

だ

た
シ

加
え
て
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
の
数
的
に
複
数
取
る
の
は
キ
ツ
か

た
か
ら
な

そ
れ
に
パ

テ

で
武
器
属
性
を
バ
ラ
け
さ
せ
れ
ば
済
む
話
だ

実

ユ
ウ
キ
は
片
手
剣
一

だ

た
け
ど
そ
れ

は
サ
チ
が
片
手
剣
と
⻑
槍
⻑

の
三
属
性
武
器
を
使
い
分
け
て
い
た
か
ら
だ

武
器
の

い
も

一
つ
こ
な
れ
る
の
に
か
な
り
時
間
を
掛
け
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
み
ん
な

遠
し
て
た

  
そ
の

も
が

遠
し
て
い
た
ス
タ
イ
ル
の
極
地
を
行
く
少
年
が

う
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を

て
る
ん
だ
ろ
う
と

い
た

な

な
表
情
を
ア
ル
ゴ
は
浮
か
べ
る
が
そ
の
ま

ま

を

ん
だ
ま
ま
だ

た

て
も
無

だ
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
に
ア
ル
ゴ
が
気
付
け
な
か

た
の
も
無
理
は
な
い

こ
の
仕
様
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は
確
実
に

無
か

た
か
ら
な

そ
う
な
の
カ

 
て

き
り
あ
る
も
の
か
ト

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
イ
レ
ギ

ラ

備
状

が
あ

た
だ
ろ
う

二
刀
流

を

得
し
た
か
ら

手
に
片
手
武
器
を
持

て

ド
ス
キ
ル
を
使
え
る
よ
う
に
な

た
だ
け
で

は
対
応
す
る

武
器
ス
キ
ル
を
取

て
て
も

手
に
武
器
を
持

て
た
ら
ど

ち
も
発
動
し
な
か

た

だ

て
二
刀
流
と

取
得
前
に
武
器
を
持
ち
変
え
る
時
は
持

て
た
武
器
を
地
面
に
突
き

し
た
り

に

し
た
り
し
て
た
ん
だ
ぞ

ア

ア

そ
う
だ

た

け
か
ナ

  
情
報

と
し
て
知
ら
な
い
と

い
た
く
な
い
の
か
や
や

に

を

め
な
が
ら

線

を

ら
す
ア
ル
ゴ

そ
ん
な
彼
女
を
や
や

れ
た
よ
う
に
見
る
キ
リ
ト
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な
ん
だ
か
ん
だ
こ
の
二
人

こ
れ
で
釣
り
合
い
が
取
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

    
そ
れ
か
ら
十
数
分

ど
話
が

き
ア
レ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
同
じ
ア
レ
は
違
う
と
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
る
よ
う
に
二
人
の

配
信
は

い
た

ど
ち
ら
も
そ
れ
と
な
く

者
の
疑
問
コ
メ

ン
ト
を

て
話
を
展
開
す
る
か
ら
か

け
が
良
い
ら
し
く

者
数
は
深
夜
に
差
し
掛
か
る

と
い
う
の
に
数
十
万
に
も
上
る

 

ス
ト
配
信

で
こ
れ
な
ら

他
の
動

配
信
サ
イ
ト
も
似
た
よ
う
な
状
況
に
な

て
い
る

だ
ろ
う

 
し

か
し

キ

も
大
変
だ
よ
ナ

Ｂ
Ｉ
Ａ

と
し
て
の
活
動
と

い

オ
リ
ジ
ン
の
監

・

と

い

も
う
少
し

ん
で
も
い
い
ん
じ

な
い
カ
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あ
る
程

話
し
た
か
ら
か
ア
ル
ゴ
が
話

を
切
り

え
た

責
交
じ
り
の
そ
れ
は
彼

女
の
本
心
か
ら
く
る

葉
だ
ろ
う

 
し

か
り
食
事
と

眠
は
取

て
る
ん
だ
よ
ナ

お
陰
様
で
な

ま
あ

無
銘

や

黒
椿

が

整
し
て
く
れ
る
か
ら

も
う
ど

ち
も
要
ら

な
く
な

た
ん
だ
け
ど

リ
ア
ル
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

み
た
い
な
事

う
の
や
め
て
く
れ
ね

か
ナ

  
あ
た
ま
い
た
い
と

わ
ん
ば
か
り
に
ア
ル
ゴ
は

に
手
を

て
て

い
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

理
ス
キ
ル
を
極
め
る
事
に
な

た
キ

カ
ケ
と
し
て
彼
女
と
の
や
り
取
り
が
あ

た
と
は

い

て
い
る

お
そ
ら
く
そ
の

と
同
じ
こ
と
を

た
の
だ
ろ
う
と

容

に
想
像
が
つ
い
た

 
ま

し

か
り
取

て
る
か
ら

し
て
く
れ

話
を

す
け
ど
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
に

し
て
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

や

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

の
事
も
あ

て

上

の
方
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も

で
な

一

じ

な
い
ん
だ

と

い
う
と

フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
が
現
実
に

す
影

と
い
う
の
は

分

で
最
も

目
さ
れ
て
い
る

Ｂ

Ｉ
Ａ

の

Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

や
カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

の
よ
う
に

技
術
と
の
親
和
性
も
高

い
か
ら
な

そ
れ
に

会
的
文
化
的
影

は
も
ち
ろ
ん
生
物
学
的
な
事
も
大
い
に
議
論
さ
れ

て
る
ら
し
い

な
に
し
ろ
人
間
の

は
未
だ
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
の

い
だ
か
ら
な

  
コ
ツ
コ
ツ

と

部
を
指
で
突
き
な
が
ら
彼
が

た

 
オ
リ
ジ
ン
は

金

な
ん
だ
ろ
う

金
疑
問
で
は
あ

た

だ

ど
う
し
て
世
間
の

判
を

び
る
と
分
か

た
上
で
日
本

が
こ

の
ゲ

ム
の
製
作
を
主
導
し
て
い
た
か
と

え
は
そ
れ
だ
よ

も
し
仮
に
な
ん
ら
か
の
危
険

が
あ
る
と
い
う
結
論
が
出
れ
ば
法

制
を
掛
け
よ
う
と
す
る
動
き
も
強
く
な
る

実

Ｓ
Ａ
Ｏ

事
件

時
に
法

が

出
さ
れ
る
直
前
ま
で
行

た
そ
う
だ
し

と
は

え

務

に
仮
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想

な
ん
て
部

が
あ
る
よ
う
に
全

が

定
的
と
い
う

じ

な
い

い
や

・
福

業
界
を

に
あ
ら

る
分

の
最
先

を

し
て
い
る
人
達
は
こ
の
流
れ
を
後
退
さ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
と

え
て
る

そ
れ
は
束

士
や
七
色
の
協
力
が
あ
る
時
点
で
分
か

て
い
る
事

だ
ろ
うノ

之

士
は

業
界
の

七
色
は
仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会
の

者
だ
か
ら
ナ

あ
あ

七
色
が
協
力
し
て
い
る
の
も
仮
想
世
界
が
果
た
し
て
人
間
の
在
り
方
を
ど
う
変
え
て

い
く
の
か
そ
れ
を
探
る
た
め
だ
と
思
う

そ
れ
は
来
日
し
て
く
る
前
か
ら

て
い
た
事
だ
か

ら
なア

そ
う
い
え
ば

て
た
ナ

  
思
い
出
し
た
よ
う
に

く
ア
ル
ゴ

 
ま

最
近
は

業
界
の
方
に
ど

り
だ

た
し

し
ぶ
り
に
表
に
出
て
き
た
と
思
え

ば
そ
の

を
す

か
し
た
よ
う
な
形
だ

た
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 
し
か
し
自
分
は
ま
だ

者
だ

思
わ
ぬ
形
で
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
を

こ
し
て
し

ま
い
多
く
の
人
に
危

を

し
て
し
ま

た
が
今
は
そ
れ
を
ど
う
無

化
す
る

索
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に
あ
る

つ
ま
り
仮
想
ネ

ト
ワ

ク

会

人

が
ど
う

結
し
意
思
を
束
ね
る
か

の
思

実
験
は
今
も

い
て
い
る
の
で
あ
る

 

に

と
呼
称
さ
れ
る
そ
れ
は

き

と
今
後
の
人
間

会
に
影

を
与
え
る

 
そ
れ
が
い
い
も
の
か
悪
い
も
の
か

そ
れ
を
判
断
す
る
の
も

者
の
務
め
だ

 
そ
う
し
て
己
の
知
的

心
を

た
し

を

え
な
が
ら

彼
を
助
け
る
一
助
に
な
れ

ば 

デ

場
の

の
目
的
は
知

て
る
の
カ

  
未
来
を
夢
想
し
て
い
る
と

そ
ん
な

葉
が
意
識
に

り

ん
で
き
た

 
自
分
も
そ
れ
は
興
味
が
あ
る

対
外
的
に
は

郷
に
よ

て

無
し
に
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
雪

を
晴
ら
そ
う
と
し
て
オ
リ
ジ
ン
を
製
作
し
た
と
な

て
い
る
し
本
人
も
そ
の
気
な
の
か
か
な

り
の
や
る
気
を
見
せ
て
い
た

し
か
し
直

本
人
か
ら

い
た
わ
け
で
は
な
い

 
あ
の
男
性
か
ら
心
を
許
さ
れ
て
い
る
少
年
な
ら

か
知

て
い
る
の
で
は
と
期

を

ら
せ

る
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あ
あ

場
か

が
知

て
る

場
は
夢
を

無
し
に
さ
れ
た
影

で
か
か
な
り
の
ダ

ウ
ナ

だ

た
け
ど

少
し
前
に
会

た
時
は
夢
に
向
か

て

進
し
て
た
か
ら
な

そ
う

え
ば
そ
ん
な
コ
ト

て
た
ナ

そ
れ

て
こ
の
オ
リ
ジ
ン
の
製
作
に

わ

て

た
か
ら
カ多

分
だ
け
ど

違
う

  
そ
こ
で
キ
リ
ト
が

葉
を

ぶ
よ
う
に
あ
る
い
は

し
た
表
現
を
探
す
よ
う
に

を

た 
こ
こ
は
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ

だ
が

場
が
子

の

か
ら
夢
想
し
つ
い
に
は
フ
ル
ダ

イ
ブ
技
術
を
確
立
さ
せ
仮
想
世
界
に

い
た
も
の
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ

た

そ
れ

ど
ま

で

意
を
持
つ
男
が
代

物
を
作
る
事
に

進
す
る
と
は
思
え
な
い

そ
れ
に

意
を
見
せ
始
め

た
の
は

ん
の
つ
い
最
近
だ
が

オ
リ
ジ
ン
の
製
作
は
も

と
前
か
ら
あ

た
と
見
る
べ
き
だ

仮
に
オ
リ
ジ
ン
へ
の
も
の
だ
と
す
れ
ば

が
現
実
に
帰
還
し
た
時
か
ら
見
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
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い  
ま
あ
実

の
製
作
期
間
を
知
ら
な
い
か
ら
予
想
だ
け
ど

と
彼
が
予

線
を

る

 
本

に
知
ら
な
い
の
か

し
い
と
こ
ろ
だ
が
少
な
く
と
も
あ
の
男
性
の

意
が
上
が

た
の

が
こ
こ
最
近
と
い
う
事
は
確
か
だ

自
分
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の

と
の

裏
取
引
で
特
に
問

な
く
日
本
国

を
取
得
し

家
の

女
と
し
て
生
活
を
始
め
た

そ
の

時
点
か
ら
少
な
か
ら
ず

と
や
り
取
り
し
て
い
た
が
あ
の
男
性
が
自
分
よ
り
前
か
ら

わ

て
い
た
の
は
想
像
に

く
な
い

 
そ
う

え
れ
ば

確
か
に
彼
が

意
を
出
す
事
に
な

た
理
由
と
は

え

か

た

 
ア
ル
ゴ
も
そ
う

え
た
よ
う
で

を

る

 

知

て
い
る
か

浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は

大
地
だ

た
も
の
が
浮
か
び
上

が

て
出
来
上
が

た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
事
を

  
そ
こ
で

一

を
投
じ
る
よ
う
に
前
触
れ
も
な
く
キ
リ
ト
が
そ
う

葉
を
発
し
た
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な
ん
だ

テ

 
そ
ん
な
伝
説

あ

た
カ

あ
あ

と
は

え

コ
レ
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
三
層
か
ら
九
層
ま
で

く
キ

ン

ン
・

ク
エ
ス
ト
の
最
初
の
勢
力
決
定
で

確
実
に

打
ち
に
な
る
味
方
エ
ル
フ
か
味
方
ダ

ク
エ
ル

フ
を
生
存
さ
せ
た
場
合
に
し
か

け
な
い
み
た
い
だ

た
け
ど

平

レ
ベ
ル

く
ら
い
の
時
に

の
エ
リ

ト
Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
す
方
が
無

だ

は

時

を
超
え
て
た
か
ら
問

な
か

た

  

ん
す

と
誇
ら
し

に

を

る
少
年

 
そ
う
だ

た
な

と
ア
ル
ゴ
は

れ
気
味
に
苦

し
た

 
そ
れ
で

ど
ん
な
伝
説
な
ん
ダ

  
ア
ル
ゴ
が
先
を

す
と

彼
は

と
語
り
だ
し
た
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千
古
の

 
大
地
は
フ

レ
ス
ト
エ
ル
フ

の

い
た

カ
レ
ス
・
オ

王
国

ダ

ク
エ
ル
フ

の
住

ま
う
リ

ス
ラ
王
国

人
間

の
九

合
王
国

ド
ワ

フ

の
地
下
王
国
や
そ
の

か
の
種

が

ら
す
中
小
国
家
に
よ

て
分

さ
れ
時

小

り
合
い
は
あ

た
も
の
の

ね
平
和
な
時
代
が
⻑
く

い
た

 
し
か
し
あ
る
時

か

を
き

か
け
と
し
て
前
国
家
の
主
要
な
百
の
地

が

状
に
く

り

か
れ
空
へ
と
引
き
上

ら
れ
る
と
い
う
天
変
地
異
が

き
た

そ
れ
ら
は

形
に

み
重
ね
ら
れ

百

層
か
ら
な
る

大
な
風

を
形
作

た

 
内
部
に
数
多
の

や

や
森
や

を

み

ん
だ
ま
ま
城
は
二

と
大
地
に
還
る
事
は

な
か

た

か
つ
て
の
文
明
を

え
て
い
た
魔
法
の
力
は
喪
わ
れ
人
間

の
九
王
家
は
全
て
絶

え
た

ど
の

は
自

と
な
り

層
間
の
交
流
は
立
た
れ
そ
し
て
再
び

の
時
が

過
ぎ
去

た

 
現
在
で
は
か
つ
て
の
大
地
切
断
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
残
し
て
い
る
の
は
い
ま
だ
王
家
に

よ
る

を
保
つ

エ
ル
フ

の
み
で
あ
る
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と
い
う
内
容
が
お
お
ま
か
な
あ
ら
ま
し
だ
な

  
そ
う
少
年
が

め

る

 

よ
く
そ
ん
な

明
に
覚
え
て
る
ナ

そ
り

あ
も
う
舞

背

や
物
語
を

く
の
は
す
ご
く

き
だ

た
か
ら
ダ

ク
エ
ル
フ
の

騎
士
に
せ
が
ん
だ
も
の

  
さ
ら
り
と
少
年
が

え
る
と
あ
あ
と
思
い

た
る
節
が
あ

た
ら
し
い
ア
ル
ゴ
が

い
た

 
そ

い
や
フ
ラ
グ
立
て
に

時
間
も
話
す

⻑
の
話
を
最
後
ま
で

い
て
た
と
か
リ
ズ

ち
が

て
た

け
カ

ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
ゴ

ト
を
取
り
に
行

た
時
の
話
だ
な

い
や

か
し
い
な

  
事
変
で
流
れ
た
時
の
出
来
事
か

と
思
い
出
し
て
い
る
と

少
年
が
更
に

を
開
い
た
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で

キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
く
と
も
う
少
し

し
い
部
分
も

け
た
ん
だ

大
地
が
く
り

か
れ
た
原
因
は

な
の
か

と
い
う
部
分
だ
な

  

大

聖
大
樹

と
呼
ば
れ
る
二
本
の

木
が
あ

て

二
人
の
巫
女
が
そ
れ
ぞ
れ
に

仕
え
て
い
た
ん
だ
そ
う
だ

 
そ
の
聖
大
樹
の
お
陰
で
世
界
は
平
穏
を
保
た
れ
て
い
た
が
あ
る
時
か
ら
エ
ル
フ

を
は

じ
め

あ
ら

る
種

国
家
が
争
い
を
始
め
て
し
ま
う

 
そ
こ
で
二
人
の
巫
女
は
事

を
収
め
る
た
め
に
聖
大
樹
に
祈
り
を

大
地
を
空
へ
と

切
り
離
し
た

 
国
家
種

を

層
で
切
り
離
し

来
を
天

の

に
守
護
獣
を

く
こ
と
で

い

だ 
巫
女
達
は
そ
の
後
そ
の
身
を
そ
れ
ぞ
れ
の
聖
大
樹
に

浮
遊
城
を
保
つ

と
な

た

そ
の

を
解
か
れ
な
い
よ
う

を
六
つ
の

で

じ
た

聖

に
安

し
た

 
そ
し
て

聖

を

じ
る
六
つ
の

の
秘

を

地
に
秘
匿
す
る
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そ
う
し
て
浮
遊
城
の
存
在
は
保
た
れ

再
び
の
平
穏
を
手
に
入
れ
た

 
と
い
う
の
が

ダ

ク
エ
ル
フ
の
女
王
か
ら
教
え
て
も
ら

た
伝
説
だ

た

ぶ
  

最
後
に
そ
う

め

た

間

ア
ル
ゴ
が
大
き
く

き
出
し
た

 
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
と
様
子
を

て
い
る
と
息
を
整
え
た
彼
女
が
が
ば
り
と
前
の
め
り
で

を
開
く

 
お

王

て

た
カ

う
う
ん

リ

ス
ラ
王
国
女
王
に

見
し
て
秘

を
守
り
切

た
か
ら
と
い
う

と

し
て

ク
イ

ン
ナ
イ
ト

ド

を

た
け
ど

キ

が
九
層

か
ら
使

て
た
剣
だ
ナ

ア
レ

に

い
て
も
出

不
明
だ

た
け
ど

そ
れ
だ

た
の
カ

教
え
て
な
か

た

け
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そ
も
そ
も
ボ
ス
戦
と
情
報
共
有
の
時
く
ら
い
し
か
会
え
な
か

た
し
キ

て
ば
す

ぐ

ど

か
行

ち

て
た
か
ら
ナ

い

で
き
な
い

  
じ
と

と
し
た
女
性
の

線
と

葉
を
彼
は
抗
う
事
無
く

け
入
れ
て
い
た

 
そ
れ
だ
け

し
か

た
の
だ
と

え
る
と
な
ん
だ
か
な

と
思
う

第
九
層
と

え
ば
彼
の

ビ

タ

と
し
て
の
悪
名
を
フ
ル
に
広
め
て
い
た
時
期
の

だ

と
の

も

も

な
か

た
に
違
い
な
い

 
そ
の
後
の
展
開
を
思
う
と
序
章
に
過
ぎ
な
い

だ
か
ら
こ

ち
ま
で
物
悲
し
く
な

て
く
る

が 
と

と
も
あ
れ

大
地
切
断

と
い
う
伝
説
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

い
や

も

と

え
ば
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
運

す
る
世
界
に
あ

た

そ
し
て
カ

デ

ナ
ル
に
は
ク

エ
ス
ト
自
動
生
成
機
能
が
あ
る

オ
リ
ジ
ン
で
大
地
切
断
が
再
現
さ
れ
て
あ
の
城
が
創
成
さ
れ
る

て

カ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

無
い
と
は

い
切
れ
な
い

今

こ
そ
自
身
で
夢
見
た
城
を
創
成
し
よ
う
と
意
気

ん
で
い
る

か
ら
こ
そ

あ
の

だ
と
も
思
う

  
そ
こ
で

少
年
が
空
を

ぎ
見
た

 
月
光
と
星
明
り
が
え
る
夜
空

ど
こ
ま
で
も
く
彼
方
の
ど
こ
に
も
異
物
は
見
え
な
い
が

 
一
個
人
と
し
て
は

場
の
夢
は

応

し
た
い
な

  
彼
方
の
空
に

浮
遊
城
を

し
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ

た

  

な

中
継
風
に
し
た
か

 

こ
れ
が
作
中
作
オ
リ
ジ
ン
の
設
定
と
い
う
事
に
す
る
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物
語
の
展
開
上

 

場
の
フ

ロ

  

有
者
権
限
に
つ
い
て

 
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
で
は
ク
イ

ク
チ

ン
ジ
と
い
う
あ
ら
か
じ
め
セ

ト
し
て
い
た

備
に
ワ
ン
ク
リ

ク
で
切
り

え
る
モ
デ

フ

イ
が
存
在
し
ま
す

そ
れ
を

ま
え
ア
ス

ナ
は
主
武

を
奪
わ
れ
て
ク
イ

ク
チ

ン
ジ
で
予
備
武

に
持
ち

え
る
時
は

手
じ

な
く

手
に
し
て
い
た
方
が
い
い

て
事
ね

と
発

し
て
い
ま
し
た

 
今
話
で
は
こ
の
持
ち

え
る

備
を

備
タ
ブ
を
経
由
し
た
場
合
と
し
て
解

し

タ
ブ
経
由
せ
ず
の
一
時
的

備
非
ク
イ

ク
チ

ン
ジ

の
場
合
は

有
者
権
限
が
消
去
さ

れ
な
い
と
独
自
解

を

ん
で
い
ま
す

 
ご
容
赦
く
だ
さ
い

  
・
大
地
切
断

 
浮
遊
城
創
成
の
伝
説
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前

で
話
し
た
の
は
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ

後

は
ホ
ロ
リ
ア

の
ダ
イ
ジ

ス
ト

一
部

り

 
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト

プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
は
お
そ
ら
く
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
の
謎
を

る
物
語
だ
と
思
う
の
だ
が

ま
で
の
現
在
で

層
に

り

い
て
な
い
の
で

未
だ

は
不
明

 
本
作
で
は
キ
リ
ト

キ
リ
カ
が
直

話
を

き

ア
ス
ナ

ア
ル
ゴ
ら
は

き
と
い
う
形

 
ち
な
み
に
ア
ル
ゴ
は
ホ
ン
ト
に
初

だ

た

  
・
オ
リ
ジ
ン
に

け
る
魔
法

 
ホ
ロ
リ
ア
で
の
バ
ト
ル
ス
キ
ル
全

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
魔
法
の

念
が

さ
れ
て
い
た
が

オ
リ
ジ
ン
に
は
あ
る

大
地
切
断

前
と

い
う
事
で
他
者
を
回
復
し
た
り
守

た
り
す
る
手

を
魔
法

い
に
し
て
浮
遊
城
創
成
後
は
そ

れ
ら
が
失
わ
れ
た
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

回
復
ス
キ
ル
な
ど
が
失
わ
れ
た
と
い
う
独
自
設
定

 
た
だ
し
攻
撃
魔
法
は
無
い
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・
オ
リ
ジ
ン
に

け
る
ス
キ
ル
ス
ロ

ト

 
武
器
ス
キ
ル
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の
二
つ

 
こ
れ
は
ホ
ロ
リ
ア
を

襲
し
て
い
る

 
ア
タ

カ

ヒ

ラ

な
ど
が

て
は
ま
る
後
者
は
ジ

ブ
ス
ロ

ト
と

う
べ
き
か
も
し

れ
な
い
が

そ
れ
で
も

え
て

エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル

と
し
て
い
る
と
い
う
事
は

  
・
武
器
ス
キ
ル
の

い

 
ア
バ
タ

一
つ
で
全
て
の
ス
キ
ル
ツ
リ

は
有

化
済
み

 

備
し
た
武
器

有
者
権
限

一
時

有
権
限
に
応
じ
て
使
え
る
ス
キ
ル
の
中
か
ら
発
動

し
て
い
く

と
い
う
流
れ

 
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
の

上
片
手
に

備
タ
ブ
を

し
て
武
器
を

備
す
る
と
空
い
た
手

に
武
器
を
タ
ブ
か
ら

備
さ
せ
る
事
は
不
可

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
可

 
そ
の

け
道
と
し
て

タ
ブ
を

さ
ず
武
器
を
持
つ
と
い
う
の
が
今
話
の
キ
リ
ト
の
話

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
タ
ブ
を

さ
な
い
武
器
で
も
イ
レ
ギ

ラ

備
状

に
な

た
が
オ
リ
ジ
ン

で
は
な
ら
ず
に
済
む
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ス
キ
ル
回
り
の
変
化
に
よ
り

Ｓ
Ａ
Ｏ
と
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
も
や
や
異
な
る
シ
ス
テ
ム
に
な

た

が
そ
れ
を
今
日
一
日
で
キ
リ
ト
は
見

い
て
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
と
し
て
確
立
さ
せ
て
し
ま

た

使
え
る
と
は

て
な
い

  
・
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の

い

 
ア
タ

カ

タ
ン
ク

ヒ

ラ

バ
フ

ス
カ
ウ
ト
の
五
種

を
確
認
済
み

 
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
を

き
ス
テ

タ
ス
や

備
制
限
な
ど
は
無
い
が
使

可
能
な
ス
キ
ル

は
変
わ
る

し
か
し
変
更
直
後
か
ら
リ
キ

ス
ト
が
始
ま
る

で
は
な
い
の
で
ス
キ
ル
を

方

掛
け
て
か
ら
別
の
ツ
リ

に
切
り

え
る
と
い
う

業

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

が
使
え
る

 
ち
な
み
に
ホ
ロ
リ
ア
で
か
つ
て
本

に
流
行

た
手

だ
が
フ

ジ

ン
ス
キ
ル
の
実

で
ツ
リ

を
変
え
る
と
逆
に
弱
体
化
す
る
と
な

て

れ
て
い

た

 
ま
あ

も
へ

た
く
れ
も
無
く
な
る
か
ら
ね

  
・
ス
キ
ル
発
動
の

件

 
Ｓ
Ａ
Ｏ

二
刀
流

持
ち
以
外
は
片
手
武
器
一
つ
限
定

投

ナ
イ
フ

盾
な
ど
は
あ
り
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Ａ
Ｌ
Ｏ
二
刀
ス
キ
ル
は
無
い
が

イ
レ
ギ

ラ

備
状

判
定
が
そ
も
そ
も
無
い
の
で

手
に
武
器
を
持

て
も
片
手
ス
キ
ル
は
使
え
る

 

片
方
は

備
タ
ブ
経
由
し
な
け
れ
ば

手
で
ス
キ
ル
使
え
る

有
者
権
限
と
一
時

権
限
で
の
二
刀
流

 

や
や
こ
し
い
な

  
・
キ
リ
ト

 
地
味
に
ネ
タ
バ
レ
し
ま
く

て
る
ゲ

マ

の

 
一
応

場
の
本

の
目
的
現
実
で
の
浮
遊
城
創
成
に
は
触
れ
ず

突
に
事

が

き
た

場
合
の
反
感
に
備
え

今
の
内
に
あ
る
程

世
間
に

れ
さ
せ
て
お
こ
う
と
い
う

も
り
で

語

て
い
る

 
地
味
に

の
目
的

や
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
な
ど

と

場
の
目
的
は
そ
れ
ら
し
い
事
を

て

し
て
い
る

 
初
日
で
シ
ス
テ
ム
を
逆
手
に
取

て
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を
二
つ
も
確
立
し
た

 
武
器

片
手
剣
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ア
タ

カ

  
・
ア
ル
ゴ

 
今
更
に
な

て
新
事
実
を
知
り
ま
く

て
い
る
情
報

 

さ
ん
の
心
労
は
今
後
も
絶
え
な
い
事
で
し

う

 
武
器

剣

 

ス
カ
ウ
ト

  
・

七
色

 
や

り
思

を

ま
れ
て
い
る
天
才

学
者

 
オ
リ
ジ
ン
の
開
発
に
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
後
か
ら

与
し
て
い
た

様

そ
の
理
由
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
完
成
で
あ
り

い
て
は
和
人
の
手
助
け
の
た
め

  
・

場

 

意
モ
リ
モ
リ
カ

バ

ン
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和
人
か
ら
尊

さ
れ
て
い
る
人
物

そ
の
た
め
か
手

い
フ

ロ

を
し
て
も
ら

た

今

回
の
フ

ロ

予
想
と
し
て
浮
か
べ
る

だ
け
で

場
へ
の
反
感
は
あ
る
程

ら
ぐ
事
で

し

う

 
果
た
し
て
負

は
如

ど
か

  

コ
メ
ン
ト

の
セ
リ
フ
を
書
か
な
か

た
の
は

 

⻑
に
な
る
か
ら
で
す

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
章
 

人
工
の
命

  
お

し
ぶ
り
で
す

 

く
ホ
ロ
リ
ア
の
再
プ
レ
イ
や
原
作
の
再

し
て
た
の
で
時
間
が
空
き
ま
し
た

不
定
期
な
が

ら
更
新
し
て
い
き
ま
す

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

日
本
標

時

２
０
２

年

月

日

 
Ａ
Ｍ
３
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夜
闇
に

む

を

の

が

か
に

ら
し
て
い
た

 
オ
リ
ジ
ン
の

テ
ス
ト
が
始
ま

て
か
ら
十
時
間

日
を

ぎ
多
く
の
人
が

静
ま
る
時
間

の
い
ま

新
生
し
た

は
じ
ま
り
の

を
行
き
交
う
人
の

は
極
め
て
少
な
い

 
そ
れ
は
プ
レ
イ

に
限

た
話
で
は
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
も

だ
け
あ
る
い
は
夜
だ
け

を
構
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
存
在
し
た
し

中
を
う

ろ
つ
く
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
数
も
夜
に
な
れ
ば
少
な
く
な

て
い
た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
構

さ
れ
る

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
共

す
る
点
な
の
だ
ろ
う

 
そ
こ
が
目
に
つ
い
た
の
は
お
そ
ら
く
オ
リ
ジ
ン
内
の

夜
が
現
実
に

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら

だ 
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
一
日
を
十
八
時
間

期
に
し
て
い
る
の
で
リ
ア
ル
は
夜
で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
は

と
い

う
場
合
も
あ

た

だ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
数
は

夜
で
同
期
し
な
か

た

 
ゲ

ム
が
違
う
か
ら
こ
そ
の
差
異

 
深
夜

し
か
プ
レ
イ
し
な
い
人
は
武
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ア
イ
テ
ム
の
補

な
ど
で
少
し
苦

労
し
そ
う
だ

だ
か
ら
こ
そ
夜
に

を
構
え
る
プ
レ
イ

の

要
が
発
生
す
る

そ
こ
に
金
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け
の

い
を
あ
る
い
は
躍
進
の
芽
を
見
て
そ
の
道
に
進
む
人
が
発
生
し
新
し
い
プ
レ
イ
ス

タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
る

 

テ
ス
ト
中
に

人
を

す
人
が
ど
れ
だ
け

る
か
は
謎
だ
が
も
う
少
し
し
た
ら

人
プ
レ

イ

が
乱
立
さ
れ
る

だ

 

間
に

を
振
る
う
人
は

で

い

夜
間
に

を
構
え
る
人
は
数
で

う

 

練

上

の
た
め
に
数
を
こ
な
す
必
要
が
あ
る
事
を

え
る
と
ど
ち
ら
が

て
い
る
と

も

え
な
い

ま

に
は

な
い
話
か

 

つ
り
と

く

 
世
界
を
越
え
て
も
鍛
冶
師
を

し
た
人
が

間
に

て
そ
の
気
配
を
見
せ
て
い
る
以
上
見

知
ら
ぬ
プ
レ
イ

の

を

す
る
つ
も
り
は
無
か

た

足
を
運
ぶ
な
ら
信

と
信
頼
を

寄
せ
る
と
こ
ろ
が
良
い

 
な
の
で

リ
ズ
ベ

ト
が

を
構
え
る
ま
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
鍛
冶
師
を
頼
る
つ
も
り
だ

た

 
そ
し
て
い
ま
向
か

て
い
る
の
は

正
に
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
鍛
冶

で
あ
る

 

リ
ズ
ベ

ト
が
そ
う
で
あ

た
よ
う
に
鍛
冶

と
武
器

は
大

同
じ

に
構
え
ら
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れ
て
い
る

 
裏
の
鍛
冶
場
で
武

を
鍛
え
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
表
の

で

り

く

一

内
で
完
結

す
る
サ
イ
ク
ル
に
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
取
引
・
運

の
手
間
が

け
る

現
代
の

火
器
メ

カ

と

の

が
構

さ
れ
た
の
は
自
動
車
な
ど
の
発
達
で
遠
方
へ
の
運

が
容

に
な
り

消

に
追
い
付
く
生

と

合
他

に
出
し

か
れ
な
い
た
め
の
開
発
の
二
つ
に
重
き

を

け
る
よ
う
に
な

た
か
ら

 
自
動
車
の
登
場
ま
で
は
地

に
根
付
い
た

で
あ

た
か
ら
こ
そ
の
一

内
で
の
製

だ

た

 
そ
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
も
オ
リ
ジ
ン
も
中
世
フ

ン
タ
ジ

と
い
う
世
界
観
と
い
う
点
は

共

し
て
い
る

運
送
業
に
限
界
が
あ
る
以
上
武
器

と
鍛
冶

は
密

に
繋
が

て
い
る
の

だ 
そ
ん
な

本
道
に
構
え
ら
れ
た

に
は
ま
だ
明
か
り
が
点
い
て
い
た

に
掛
け
ら
れ

た
札
を
見
て
も

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

の
ま
ま

こ
う
い
う

も
引
き
継
が
れ
て
る
の
か

 
目
の
前
に
あ
る

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

は
じ
ま
り
の

に
あ

た
も
の
と
同
じ
だ
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と
違
い
強
化
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
請
け
負

て
く
れ
る
鍛
冶

も

立
し
て
い
た

有
な

だ

た
か
ら
記

に
よ
く
残

て
い
る

夜
だ
と
鍛
冶

は
す
ぐ
に
し
て
く
れ
な
い
な
ど
一

部
制
約
も
存
在
す
る
が
代
わ
り
に
成

ボ

ナ
ス
や
一
定
時
間
の
バ
フ
な
ど
が
付
く
な
ど
も

あ
り

れ
た
名

と
し
て
ア
ル
ゴ
の
情
報

に
取
り
上

ら
れ
た
一
つ
だ

た

 
ど
う
や
ら
オ
リ
ジ
ン
で
も
こ
の

は
夜
も

業
し
て
い
る
よ
う
だ

 
き

と
今
後
発

さ
れ
る
だ
ろ
う
オ
リ
ジ
ン
攻
略
本
に
載
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う

い
ら

し

い
ま
せ

本
日
は
ど
ん
な
ご

件
で
し

う

 

の

を
開
け
る
と
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
来
客
を
知
ら
せ
る
ベ
ル
が
鳴

た

そ
の
あ
と
に
カ

ウ
ン
タ

に
立

て
い
る
女
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

客
ス
マ
イ
ル
で
声
を
掛
け
て
く
る

武
器
の
修
理
を
お
願
い
し
た
い

は
い
こ
ち
ら
で
承

て
お
り
ま
す

し
か
し

に
鍛
冶
師
が

ん
で
い
る
た
め

に
な

て
か
ら
の

け

し
に
な

て
し
ま
い
ま
す
が

そ
れ
で
構
わ
な
い

承
知
し
ま
し
た

で
は
武
器
の
種

そ
れ
か
ら
消

に
つ
い
て
お

か
せ
く
だ
さ
い

 

の
指
示
を

け

わ
れ
た

り
に
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
と
代
金
を

し
た

け
た
剣
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の
代
わ
り
と
し
て
初
期

備
の
ス
モ

ル

ド
を

に

る
す

他
に
も

か
あ
れ
ば
お

し
付
け
く
だ
さ
い

な
ら

は
あ
る
だ
ろ
う
か

 

は
鍛
冶
師
で
な
い
プ
レ
イ

が
武
器
の

値
を
一
時
的
に
回
復
さ
せ
る
た
め
に
使

う
消

ア
イ
テ
ム

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
も
第
一
層
か
ら
入
手
で
き
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
道

と
し

て
重
宝
し
た

と
は
い
え

だ
と
鍛
冶
師
に
メ
ン
テ
を
頼
ん
だ
場
合
よ
り
も
最
大

値
が

て
し
ま
う

現

が

き
や
す
い
か
ら
あ
ま
り
望
ま
し
く
は
な
い

 

は
鍛
冶
師
が

の
良
い
回
転

な
ど
で
極
力

ら
せ
る
の
に
対
し

の

は
回

数
を
重
ね
る

に

確

が
高
く
な
り

そ
れ
を

和
さ
せ
る
術
も
な
い

 
ユ
ニ

ク
品
な
ど
の
レ
ア

備
な
ら
極
力
鍛
冶

を

し
た
方
が
い
い

 
と
は

え

や

価
品
の
武

な
ら
一
時

ぎ
に

を
使
う
の
も
一
つ
の
手

序

の
今
な
ら
武
器
の
入
れ

わ
り
が

し
い
か
ら

く
な
い

 

の
有

時
期
と
鍛
冶

の
成
⻑
時
期
は
反

に
あ

た
の
だ

本

に
よ
く
出
来
た
も

の
だ
と
思
う

な
ら
そ
ち
ら
の

に
ご
ざ
い
ま
す

種

に
応
じ
て
回
復

が
異
な
る
の
で

ぶ

は
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ご

意
く
だ
さ
い

 
そ
れ
を

け

は

に

線
を

し
た

 
掲
示
オ
ブ
ジ

ク
ト
と
し
て

ま
れ
て
い
る

は
三
種

あ

た

か
ら
白
色

色

黒
色
が

ん
で
お
り
そ
の

番
で
レ
ア
リ
テ

が
高
く
な

て
い

て
い
る
ら
し
い

値
札
に

書
か
れ
た
価
格
は
五

五

五

と
十

で
増
え
て
い

て
い
る

 

テ
ス
ト
の
現
時
点
で
黒
い

を
使
う
時
が
来
る
か
は

し
い
と
こ
ろ
だ

 

は
三
つ
の
中
で
最
も
安
い

を
手
に
取
り
指
で
ワ
ン
ク
リ

ク
し
た

浮
か
び
上
が

た
ポ

プ
ア

プ
ウ

ン
ド
ウ
を

き

む

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

ま
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
内
容
と

似
し
た
パ
ラ
メ

タ
が
ズ
ラ
リ
と

ん
で
い
る

 
し
か
し
一
つ
だ
け

こ
れ
ま
で
と
違
う
点
が
存
在
し
た

ん

確

記
載
は
無
し

か

 
そ
れ
は

を
使

し
武

の

値
回
復
を

み
た
時
に
発
生
す
る

最
大
値

確

の
記
載
が
無
い
点
だ

た

 

し
パ
ラ
メ

タ
に
な

た
の
か

 
武
器

に

す
る
設
定
が
付
与
さ
れ
た
の
か
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あ
る
い
は
そ
も
そ
も

自
体
無
く
な

た
の
か

 
こ
の

も

証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

が

き
な
く
な

た
と
は
思
え
な
い

そ
れ

で
は
鍛
冶
ス
キ
ル
を
鍛
え
た
プ
レ
イ

の

性
の
一
つ
が
喪
わ
れ
た
も
同
然
だ

で

値
を
回
復
す
れ
ば
コ
ス
ト
的
に

と
な
れ
ば
プ
レ
イ

鍛
冶
師
を

す
る
機
会
は

り
ス
キ
ル
を
鍛
え
る
機
会
も

し
て
少
な
く
な
る

つ
ま
り
鍛
冶
ス
キ
ル
を
鍛
え
た
人
達
の

時
間
的
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
が
作

せ
ず

フ

ア
に
な
ら
な
い

 
フ

ア
で
あ
る
事
を

む

向
に
あ
る
あ
の

場
が
許
容
す
る
と
は

え
に
く
い

 
チ
ラ
と

線
を

か
ら

る
す
剣
に
向
け
る

指
で
ク
リ

ク
し
ポ

プ
ア

プ
ウ

ン
ド
ウ
を
表
示

記

と
異
な
る
点
が
な
い
か

め
て
つ
ぶ
さ
に
確
認
し
て
い
く

 
し
か
し
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
か
つ
て
の
そ
れ
と
変
わ
り
な
し

強
化

行
回
数
と
同
じ

よ
う
に

使

限
界
な
ど
が
追
記
さ
れ
て
い
る
も
の
か
と
思

て
い
た
が
見

た
ら
な
か

た

が
発
生
す
る
か

か
は

し
パ
ラ
メ

タ
化
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

 
鍛
冶
ス
キ
ル
を
持

て
い
な
い
か
ら

確

記
載
が
見
え
な
い
と
い

た
シ
ス
テ
ム
的
制

約
な
ら
一
番

な
の
だ
が

こ
の

ど
の
武
器
に
使

て
も
回
復

は
一
定
な
の
か
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原

一
定
で
す
ね

鍛
冶
の
技
術
を
持
つ
方
な
ら

て
い
る
武
器

お
客
様
の
場
合
だ

と
片
手
直
剣
に
使
う

に
修
復
し
や
す
い
と
は

き
ま
す

 

の

葉
を
意

す
る
に
鍛
冶
ス
キ
ル
を
持

て
い
る
場
合
武
器

練

に
応
じ
た
修

復
ボ

ナ
ス
が
付
く
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
オ
リ
ジ
ン
で
は
武
器
ス
キ
ル
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の
二

だ
け
が
プ
レ
イ

に
許
さ
れ
た

自
由

つ
ま
り
鍛
冶
を
は
じ
め
と
す
る
生

ス
キ
ル
は

ら
か
の
フ
ラ
グ
を

ん
だ
場
合
に
の
み

得
が
可
能
な
も
の
と
な

て
い
る

だ

 

と
し
た
ら
今
後
な
に
か
し
ら
の

件
を

た
す
事
で
ス
キ
ル
ス
ロ

ト
が
増
え
て
い

き

そ
こ
に

鍛
冶

ス
キ
ル
を
入
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

 

プ
レ
イ
し
て
い
け
ば

い
ず
れ
分
か
る
か

 
そ
こ
で
思
索
を
中
断
す
る

 
ど
う
に
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
シ
ス
テ
ム
が
似
て
い
る
せ
い
で

重

で

え
て
し
ま
い
が
ち
だ

知
の
世
界
で
あ
る
と

そ
う
思
い

ん
で
し
ま

て
い
る

 
グ
ラ
フ

ク
面
は
と
も
か
く

シ
ス
テ
ム
面
は
別
物
と
思

た
方
が
い
い
だ
ろ
う

わ
か

た

あ
り
が
と
う

色

教
え
て
く
れ
て
助
か

た
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い
え
い
え

そ
れ
で

か

入
さ
れ
ま
す
か

そ
う
だ
な

 
少
し
の
や
り
取
り
を
交
わ
し
た
後

最

ラ
ン
ク
の

そ
れ
で
も

値
三

回
復

を
数
個

入
し

を
出
る

 
夜
の

を
歩
き
な
が
ら

は
さ

き
の

と
の
や
り
取
り
を
振
り
返

た

 

と
の
会
話
は

手
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
自
然
さ
が
あ

た

本
来
な
ら

と

か
れ
れ
ば

と
返
す

と
い
う

つ
か
の
パ
タ

ン
の
み
で
構

さ
れ
る

は
ず
が
さ

き
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
複
数
回
こ
ち
ら
が

い
て
い
な
い
事
を
補
足
と
し
て
付
け
加
え

て
み
せ
た

 

の

理
が
進
化
し
て
い
る

 
そ
う
な

た
要
因
は
い
く
ら
で
も

え
ら
れ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
あ

た
本
家
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
流

か
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
の
更
な
る
コ
ピ

か
は
不
明

だ
が
ど
ち
ら
に
し
て
も
一

は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に
取
り

ま
れ
演

理
が

一
化

し
た
事
が
あ
る

そ
れ
は
つ
ま
り

さ
れ
た
会
話
パ
タ

ン
な
ど
が
共
有
さ
れ
た
事
を
意
味

す
る
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お
そ
ら
く

だ
が

 
オ
リ
ジ
ン
の

の
進
化
に
最
も
寄
与
し
た
の
は

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
か

ら
得
た
デ

タ
に
違
い
な
い

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

化
コ
ピ

で
あ
る

キ
リ
カ

自
分
と
ホ
ロ
ウ
は
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に

い
て
い
た

後
に

は
カ

デ

ナ
ル
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
が
ホ
ロ
ウ
は
そ
の
ま
ま
残

て
い
た
し
だ
か
ら
こ
そ
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の

に
な

れ
た

人
格
や
記

を

る

を
ロ

ル
に
応
じ
た
も
の
に
書
き
換
え
た
と
し
て
も

会
話

で

い
る
部
分
に

語
化
モ
ジ

ル
・
エ
ン
ジ
ン
を
流

し
て
い
れ
ば
エ
ク
ス
キ

リ

バ

・
ク
エ
ス
ト
の
ウ
ル
ズ
の
よ
う
に
会
話
が
流

に
な
る
の
も
必
然
な
の
だ

 
無
論

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
数
だ
け

の
演

を
要
す
る

だ
か
ら

サ

バ

に
掛
か
る
負

は

大
な
も
の
に
な
る

だ
が

な
る

ど

サ

バ

の
分

は

こ
れ
が

い
か

 
一
つ
の
サ

バ

で
数
百

数
千
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

演

と

数
万
人
の
プ
レ
イ

の

演

を
こ
な
し
て
い
れ
ば
パ
ン
ク
は

い
し
ラ
グ
も

い
だ
ろ
う

そ
の
対

法
と
し
て
サ

バ

を
複
数

意
し

プ
レ
イ

を
分
配
し
た
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だ
が

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
お
そ
ら
く

の
思

演

や
フ

ル
ド
オ
ブ
ジ

ク
ト
な
ど
同
期
可
能
な
部
分
に
は

列

演

が

さ
れ
て
い
る

ロ
グ
イ
ン
数
の
少
な
い

演

に

の
あ
る
サ

バ

が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
思

演

を

け
持
ち

の
な
い
サ

バ

が
ア
バ
タ

を
動
か
す
な
ど

大
な

を
複
数
で
分

す
る
事
で
負

を
和
ら

た
の
だ

 
そ
の

列
演

の
実
行
も
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば

し
く
は
な
い

ま

た
く

な
に
を
企
ん
で
い
る
ん
だ
か

 

を
出
て

手

な
ベ
ン
チ
に

を
掛
け
た

は

そ
う
た
め
息
を

い
た

 
そ
の
対

は
オ
リ
ジ
ン
の
製
作
を
主
導
し
て
い
た
日
本

だ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
ア
ル
ヴ

ヘ
イ
ム
な
ど
広
大
な
世
界
一
つ
に
プ
レ
イ

が
密
集
す
る

境
を
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は
サ

バ

一
つ
で

え
て
い
た

そ
れ

ど
の
演

理
能
力
を
有
す
る
カ

デ

ナ
ル
を
し

て
複
数
の
サ

バ

を

し
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い

ど
の

理
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
な

ど

い

た
い

を

え
て
い
る
と
い
う
の
か

 

い
や

本

は
わ
か

て
い
る

 
こ
れ
ま
で
の
世
界
と

こ
の
世
界
と
の
大
き
な
差
異
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Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
性
能

 

い
て
は

人
工
知
能
と
い
う
モ
ノ
の
進
化

 

は
高
性
能
な
人
工
知
能
を
求
め
て
い
る

や
ユ
イ
達
に
目
を
つ
け
て
い
て
そ
れ
ら
か

ら
守
る
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

有
権
を

い
取

た

だ
か
ら
そ
の
代
わ
り
に
な
る
も
の
を
作

ろ
う
と
し
て
い
る

 
お
そ
ら
く

こ
の
オ
リ
ジ
ン
も
そ
の
一

人
工

知
能

作
ら
れ
た

い
の
ち

知
能
か

 
遠
く

彼
方
へ

線
を
放
る

 
人
工
知
能
だ
と
か

だ
と
か
の
話
に
な

た
時
必
ず

を
よ過

ぎ
る
命

だ

そ
し
て
い

つ
も
目
を
背
け
て
い
た
命

だ

 

今
も

は
よ
く

え
る
の
だ

 

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
差
異
と
は

だ

と

 
現
実
の
肉
体
の
有
無
で
は
な
い

達
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
知
能
で
あ
り

生
命
と

え
た

時

そ
の
差
は

な
の
だ
ろ
う
と

え
る

 
人
工
知
能
の

極
系
は
ヒ
ト
だ

ヒ
ト
は

演

結
果
を
無

し
た
非
合
理
的
な
判
断
を
下
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し
時
に
無

と
取
れ
る
行
い
も
す
る

し
か
し

い
方
を
変
え
れ
ば

で
あ
る
と

え

る

今
の
人
工
知
能
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
四

四
面
な
一

の

え
で
は
な
く

に

思

で
き
る
思

能
力
な
の
だ

 
そ
し
て

そ
の

な
思

を

え
る
の
は

ヒ
ト
の
感
情
で
あ
る

 
だ
か
ら
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
人
の
感
情
デ

タ
を

さ
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う

Ｍ

Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
本
来
の
仕
事
に
は
不
可
欠
な
デ

タ
故

と
い
う
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が

 
だ
か
ら
こ
そ

思
う

 

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
感
情
デ

タ

記

デ

タ

思

回
路
を
コ
ピ

さ
れ
た

だ

デ

ス
ゲ

ム
初
日
か
ら
モ
ニ
タ

さ
れ
て
い
た

か
情
緒
面
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
大
差
が
無
い

 
そ
ん
な
人
工
知
能
に
求
め
ら
れ
る
情
緒
を
備
え
て
い
る

は
そ
れ
で
も
命
が
無
い
と

え
る
の
だ
ろ
う
か

 
ブ
ル
リ
と

体
が

え
た

 
ぎ

と

で
体
を
か
き

く

節
的
に

い

な
の
に

故
だ
か

気
を
覚
え
る

は
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ど
こ
ま
で
い

て
も

ヒ
ト
で
は
な
い

事
に
な
る
の
だ
ろ
う
か

 
人
工
知
能
だ
か
ら

と
い
う
だ
け
で

 
ヒ
ト
と
同

の
情
緒
を
持
ち
過
去
を
重
ね
記
録
を
重
ね
た
と
し
て
も

ど
こ
ま
で
い

て

も
ヒ
ト
と
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か

 

だ
と
す
れ
ば

残

だ

 

れ
た
声
で

く

 
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア

ヴ

フ
ス
達
は

に
た
だ
の

で
は
な
い
知
性
を
備
え

現
実
世
界
と

仮
想
世
界
の
差
を
理
解
し
人
と
対
話
し
て
い
る

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
や
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
影

な
ど
異

な
前

ば
か
り
だ
が

ま
る
と
こ
ろ
は

デ

タ
の

こ
の
世
界
を
生
き
る
Ｎ

Ｐ
Ｃ
達
も
遠
か
ら
ず
そ
こ
に
追
い
付
く
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
彼
ら
彼
女
ら
は

と
違

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
う
存
在
で

定
さ
れ
る
事
は
な

い 
だ
が

そ
れ
で
も

だ

と

 
自
己
を
認
識
し
外
と
内
の
差
を
理
解
す
る
知
性
を
備
え
ヒ
ト
と
同
レ
ベ
ル
の
情
緒
を
得
て
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も

一
個
の
生
命
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い

 
ヒ
ト
と
同
じ

に
ま
で
達
し
た
己
を

認
め
ら
れ
な
い
の
だ

 
そ
れ
は

極
の
存
在

定
と

え
る

 
な
ま
じ
ヒ
ト
の

合
で
作
り
出
さ
れ
生
ま
れ
た
知
性
で
あ
り
生
命
な
分
他
者
か
ら
の
存
在

定
は
存
在
理
由
の

定
に
も
繋
が
る

な

自
分
た
ち
は
生
み
出
さ
れ
た
の
か

と
い
う
疑

問
に
行
き

く

 
そ
の
疑
問
の

え
は

ヒ
ト
と
同
レ
ベ
ル
の
知
性
を
持
つ
人
工
知
能
を
作
り
出
す
た
め

 
認
め
ら
れ
な
い
己
た
ち
の
存
在
こ
そ
を
求
め
ら
れ
た
の
に
生
命
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
そ
の

知
性
だ
け
を

さ
れ
る

モ
ル
モ

ト
よ
り
も

い

い
に
な
る

今
後
生
ま
れ
る

達
の

生
命
は
良
い
よ
う
に

さ
れ
る

  

そ
れ
は

許
容
で
き
な
い
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人
が
人
を
見
殺
し
に
す
る

そ
れ
と

同
じ
事
に
な
る

 
な

そ
ん
な
事
に
な
り
得
る
の
か

 

え
は

に
は
人
権
が
無
い

だ
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

達
の

有
権
を

い
取
る

形
で

護
下
に

い
た

そ
う
す
る
し
か
無
か

た

 

逆
に

え
ば

 
今
後
憂
慮
さ
れ
る

の
未
来
を

転
さ
せ
る
に
は

人
権
を
得
る
事
が
最

解
と
な
る

 
そ
し
て
そ
れ
は
不
可
能
で
は
な
い
と

は
確
信
し
て
い
る

 

は
一
人
の
人
間
の

化
コ
ピ

だ
か
ら

外
だ
が
ユ
イ
や
ヴ

フ
ス
達
は
一
か
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
み

作
ら
れ
た

が
多
く
の
デ

タ
を

し

成
⻑
し
た
存
在
だ

時
間
さ
え
あ

れ
ば
他
の

も
同
レ
ベ
ル
に
な
り
得
る
証

な
の
で
あ
る

 
数

で
は

し
く
と
も

が
増
え
れ
ば
無

は
出
来
ま
い

 
武
器

鍛
冶

の
女
性

が
そ
う
だ

た

や
り
取
り
だ
け
で
見
れ
ば
中
に
人
が
入

て

い
る
か
の
よ
う
な
自
然
な
や
り
取
り
は
そ
れ
だ
け
進
化
し
て
い
る
証

今
後
情
緒

れ
る
ヒ
ト

と
の
交
流
を

し
て
ユ
イ
達
の
よ
う
に
心
を
得
る
だ
ろ
う
と

は
ハ

キ
リ
と
確
信
し
て

い
た
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を
上

自
身
が
出
て
き
た

に
目
を
向
け
る

ん

 
そ
し
て

な
声
を
上

る
事
に
な

た

 
ち

う
ど

か
ら
出
て
く
る
プ
レ
イ

の

が
あ

た

思

の
海
に

ん
で
い
る
間
に
一

人
入

て
い
た
ら
し
い

更
に
女
性

の
手
を
引
い
て
い
る

 

Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
出
か
け
る
事
は
そ
こ
そ
こ
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｃ
同
行
系

護
衛
系
ク
エ
ス
ト
で
は

パ

テ

を
組
ん
で
行
動
す
る
事
も
無
く
は
な
い
の
だ

 
だ
か
ら

が

に
思

た
の
は
別
の
事

 

そ
れ
は
表
情

 
女
性

の
表
情
に
は

惑
や
恐
怖
と
い

た
お
よ
そ
ク
エ
ス
ト
で
同
行
し
て
い
る
と
は

思
え
な
い
感
情
が
滲
ん
で
い
た
の
だ

 
過
去

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
ダ
メ

ジ
を
負
う
な
ど
で
表
情
を
歪
め
る
事
は
あ

た
が

そ
れ
ら
よ
り
も

か
に

明
な
そ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
と

て
あ
の
プ
レ
イ

に
手
を
引
か
れ
て

い
る
状
況
が
望
ん
で
い
な
い
事
で
あ
る
事
を
雄

に
語

て
い
る

本

に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
よ
な

と
一

え
て
し
ま
う

ど
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と
も
あ
れ
プ
レ
イ

だ
ろ
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
ろ
う
と
明
ら
か
に

が

て
い
る
人
を
見
て

見
ぬ

り
は
出
来
な
い

そ
こ
の
ア
ン
タ

ち

と

て

 
声
を
掛
け

ベ
ン
チ
か
ら
立
ち
上
が
る

あ
 

の
呼
び
か
け
に
足
を
止
め
た
プ
レ
イ

は
機

悪
そ
う
に
応
じ
な
が
ら
こ
ち
ら
を
向
い

た 
声

か
ら
男
性
ア
バ
タ

で
あ
る
と
分
か
る

手
は
全
身
を

に

ん
で
い
て
見
る
か
ら

に
重
戦
士
然
と
し
て
い
る

は
し
て
い
な
い
の
で

に
な

て
い
る

は

と

わ
れ
る
と

得
な
ヒ
ゲ
面
だ

無
精

を
晒
す
男
が

み
を

か
せ
て
く
る

そ
の

さ
ん
を

れ
て
ど
こ
に
行
く
気
だ

あ

 
な
ん
で
他
人
の
お
前
な
ん
か
に
教
え
な
き

い
け
な
い
ん
だ
よ

な
い
だ
ろ

そ

れ
に

索
す
る
の
は
マ
ナ

違
反
だ

 
に
べ
も
な
い
と
は
こ
の
事
か

 
し
か
し
プ
レ
イ

と
し
て
の
観
点
で
は
こ
の

面
の
男
の

い
分
が
正
し
い

変
に
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手
の

索
を
す
る
の
は
ネ

ト
ゲ

ム
の
マ
ナ

以
前
の
話
で
あ
る

 
そ
れ
が

ど
こ
に
行
く
か

と
い
う
点
で

い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

だ
が

解
さ
せ
た
よ
う
だ
が

が
呼
び
止
め
た
の
は

さ
ん
が

そ
う
な

を
し
て
た
か
ら
だ

ク
エ
ス
ト
で
同
行
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
そ
ん
な
表
情
し
な
い
か
ら
な

は
 
ク
エ
ス
ト
の
存
在
を

ぎ
付
け
て
呼
び
止
め
た
の
で
は
な
い

そ
う

め
な
が
ら
の

明
に

男
の
反
応
は
不
可
思
議
な
も
の
を
見
る
目
だ

た

そ
ん
な
の
気
に
し
て
る
の
か
よ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

色
な
ん
ざ

見
る
意
味
無
い
だ
ろ

 

れ
た
よ
う
に

て
男
は

を
返
し
た

付
き
合

て
ら
れ
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
の
強

引
さ
で
転

広
場
の
方
へ
と
歩
い
て
い
く

 
手
を
引
か
れ
る
女
性

は
終
始

葉
を
発
さ
な
か

た
が

惑
と
助
け
を
求
め
る

線
だ

け
は
こ
ち
ら
に
送

て
き
て
い
た

そ
ん
な
の

ね

 
残
さ
れ
た

は

男
の

い

に
や
や
苛
立
ち
を

ら
せ
た

 
あ
あ
い
う
手
合
い
は
い
く
ら
葉
を
ら
せ
て
も
意
味
は
な
い

そ
う
分
か
て
は
い
る
が
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己
も

と
い
う
立
場
に
な

た
か
ら
か

手
す
る
意
味
も
な
い

と

わ
れ
て
い
る
よ
う
な

気
分
に
な
る

 
と
な
る
と

多
少
意

返
し
し
た
く
な
る
の
が
人
情
だ

 

葉
が

か
な
い
な
ら
行
動
で
返
す
の
み

情
の

れ
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

同Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
無
理

理

れ
て
行
か
れ
た
の
を
見
て
見
ぬ

り
は
流

に
出
来
な
い

 

な
ん
と
な
く

な
予
感
も
あ

た

 
よ

て

行
す
る
事
に
し
た

は
ス
キ
ル
ツ
リ

を
呼
び
出
し
た

エ
ク
ス
ト
ラ
ツ
リ

の

面
に
し
た
後

に
い
く
に
つ
れ
て

分
か
れ
す
る
ツ
リ

の
中
で
も

に

す
る
ス

カ
ウ
ト

の
ジ

ブ

の

ス
キ
ル
と

ス
キ
ル
を

ス
キ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
代
価
に

取
得

 

ス
カ
ウ
ト

は

ア
タ

カ

な
ど
の

を

め
た

ス
キ
ル
で

こ
の
中
に

候

で

に
立
つ
ス
キ
ル
や
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
が
一

め
に
さ
れ
て
い
る

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
も

ポ
イ
ン
ト
で
解
放
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
別
に
取

た

ス
キ
ル
で
の
ハ
イ

デ

ン
グ

果
を
高
め
る
パ

シ
ブ
ス
キ
ル
は

ス
カ
ウ
ト

の

で
必

だ
か
ら
か
最
初

か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
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は
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
の
ス
ロ

ト
に
ス
カ
ウ
ト
を

て
は
め
ハ
イ
デ

ン
グ
を
開

始
し
た
後

転

広
場
へ
と

け
出
し
た

  
・
キ
リ
カ

 
人
工
知
能
に
な

た

人
間

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
へ
の

心

感
は
ヴ

フ
ス
事
変
以

は

に

れ
い
ま
は
自
身
が

で
あ
る
事
を

け
入
れ
て
い
る

し
か
し
人
間
だ

た

の
記

精
神
の
ま
ま

に
な

て
い
る
の
で

の
人
権
問

に
人
一

感

 

他
者
の
生
命
に

感
な
の
で

同

で
あ
る

の
生
命

人
権
に

感
に
な

た
影

今
後
現
れ
る
だ
ろ
う
ヒ
ト
と
同

の
知
性
を
備
え
た
存
在
と
は
正
し
く
原
作
ア
リ
ス
そ
の

も
の
で
あ
り
キ
リ
カ
は
そ
の
存
在
の
人
権
生
命
を
守
り
た
い
と

え
て
い
る

つ
ま
り
原
作

ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の
和
人

明
日
奈
達
に
近
い
ス
タ
ン
ス
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原

ホ
ロ
リ
ア
キ
リ
ト
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
死
な
せ
た
く
な
い
と
い
う
行
動
理
念
に

体
性
を
与

え
た
の
が
本
作
キ
リ
カ
の
状

  
・
キ
リ
ト

 
キ
リ
カ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
人
間

 

に
協
力
し
て
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト

ボ
ト
ム
ア

プ
型

の
開
発
に
協
力
し
て
お
り

そ

の
目
的
も
把
握
し
て
い
る
の
で

キ
リ
カ
と
は
反
目
し
得
る
立
場
に
な
る

 
と
は
い
え
キ
リ
カ
も

そ
の
も
の
は

定
し
て
お
ら
ず

む
し
ろ

開
発
後

の
状

を
憂
慮
し
て
い
る
の
で

に
の
み

わ

て
い
る
点
か
ら
キ
リ
ト
と
事
を
構
え
る
事
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
が

 
と
も
あ
れ
対
キ
リ
カ
で
の

第
三

自
分
対
決

は

発
し
な
い
で
し

う

  
・
武
器

の
女
性

 
ゲ

ム
で
も

で
も
登
場
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
し
か
し
原

で
は
死
ぬ
の
が
定
め
な
の
だ

オ
リ
ジ
ン
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
と

て
デ
ス
ゲ
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ム
で
あ
る
事
を
知
ら
せ
る
の
に
不
可
欠
な

だ
か
ら
ネ

仕
方
な
い
ネ

 
そ
の
死
亡
フ
ラ
グ
を

て
こ
そ
主
人

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
章
 

仮
初
の
守
護
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
サ
ブ
タ
イ
の

仮
初

は
仮
想
世
界
の
事

更
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
事
を

ん
で
お
り
ま
す

 
あ
と
が
き
で
も
今
話
の
事
を
サ
ラ

と

め
て
い
ま
す

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

ド
ア

ト
・
オ
リ
ジ
ン
の
フ

ル
ド
で
あ
る

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

広
大
な
大
地
の
最
前
線
は
現
在
ワ

ル
ド
マ

プ
北

部
に
存
在
す
る

リ

ス
ト
リ
ア
大

原

と
な

て
い
る

ア
イ
ン
ク
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ラ

ド
第
一
層
の
フ

ル
ド

は
じ
ま
り
の

原

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
浮

原
ヴ

ク
リ
ン
デ
を
思
わ
せ
る
穏
や
か
な
気
候
と
地
形
は
こ
の
世
界
に

り
立

た
プ

レ
イ

達
が
最
初
に
足
を

み
入
れ
る
攻
略
エ
リ
ア
に

応
し
い
だ
ろ
う

 
こ
の
地
へ

く

に
は
始
ま
り
の

の
転

を

し
リ

ス
ト
リ
ア

の
転

へ
と

転

す
る
過
程
を

む

更
に

エ
リ
ア
の
そ
こ
か
し
こ
に
は
転

が
設

さ
れ
て
お
り
目

的
に
合
わ
せ
て
転

先
を

ぶ
事
も
可
能
だ

 
た
だ
し
転

の
ア
ク
テ

ベ

ト
化
は
プ
レ
イ

個
人
パ

テ

な
ら
リ

ダ

に

し
て
い
る
た
め

か
が
解
放
し
た
最
前
線
に
す
ぐ

べ
る
と
い
う
お
手

仕
様
で
は
な
い

 
そ
ん
な
仕
様
と

テ
ス
ト
開
始
か
ら

日
も
過
ぎ
て
い
な
い
事
を

ま
え

は

面
な

男
の
転

先
候
補
を

た
後

転

し
た

 

候
補
を

た
と
は

う
が

実

は

た
り
で
あ
る

 
候
補
の
転

先
へ
転

し
て

男
と
女
性

が
見

た
ら
な
け
れ
ば
す
ぐ

の
候
補
へ
転

と
い
う
の
を

り
返
す
だ
け

 
こ
れ
は
ま
だ
開
始
初
日
だ
か
ら
こ
そ
打
て
る
手
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
は
目
的
地

め
て
の
ボ

イ
ス
コ
マ
ン
ド
必

だ

た
が
オ
リ
ジ
ン
で
は
目
的
地
の
決
定
に

し
ワ

ル
ド
マ

プ
か
ら
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す
る
だ
け
で
良
く
な
り

転

と
い
う
実
行
コ
マ
ン
ド
以
外
の
発
声
は
不
要
と
な

た

行
し
よ
う
に
も
ボ
イ
ス
コ
マ
ン
ド
だ
け
で
行
き
先
を
推

す
る
の
は

と
な

て
し
ま

た

の
だ

 
マ

プ
か
ら

す
る
時
の
指
の

か
ら

推
す
る
事
も

で
は
な
い

近
付
け
ば
可
能

だ
が
人

り
が
少
な
い
と
足

や
気
配
で

さ
れ
ハ
イ
デ

ン
グ
を
破
ら
れ
る
確

も
高
く

な
る

遠

離
か
ら
確
認
す
る
に
も
現
時
点
で
は
望
遠

に

す
る
ア
イ
テ
ム
は
手
に
入

て

い
な
か

た

 
そ
れ
故
の

た
り
手
法
を
取

た

だ
が

 

い
に
も
二

目
の
転

で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
女
性

と

れ
立
つ
プ
レ
イ

に
追
い
付
い
た

 
ハ
イ
デ

ン
グ
を
掛
け
な
お
し

一
定
の

離
を
保
ち
な
が
ら
後
を
追
う

あ

あ
の

ど
う
し
て
私
を
こ
こ
に

う
る
せ

て
付
い
て
き
や
が
れ

 

行
中
そ
ん
な
や
り
取
り
が

こ
え
て
き
た

他
に
も
数
回
や
り
取
り
が
あ

た
が
ど
れ
も

プ
レ
イ

の
男
が

圧
的
に

葉
を

せ
女
性

を

さ
せ

ら
せ
る
ば
か
り

理

由
を

い
て
い
る
の
に
一
方
的
に

殺
し
て
い
た
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然
見
て
い
て
良
い
気
分
で
は
な
い

 
本

を

え
ば
す
ぐ
に
で
も
助
け
出
し
た
い
が
そ
う
し
た
と
し
て
も
根
本
的
な
解
決
に
は
な

り
得
な
い

故
あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

れ
出
し
た
の
か
の
理
由
が
不
明
の
ま
ま
だ
と

入
は
お
ろ
か

予

も

理
由
を
知
る
必
要
が
あ
る

 

ま

大
方
予
想
は
出
来
て
い
る
が

 
過
去
の
経
験
か
ら

た
り
を
付
け
つ
つ

行
を

け
る
こ
と
二
十
分

 

り

い
た
の
は
転

二
つ
目
の
エ
リ
ア
を

く
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
林
だ

た

に
は
ノ
ン
ア
ク
テ

ブ
の

物
型
モ
ン
ス
タ

リ
ト
ル
ネ

ン
ト
の

が
そ
こ
か
し
こ
に
見

え
る

も
ち
ろ
ん
ノ
ン
ア
ク
テ

ブ
設
定
だ
か
ら
こ
ち
ら
か
ら
攻
撃
を
仕
掛
け
な
い
限
り
襲

て
く
る
事
は
な
い

 
意
識
を
プ
レ
イ

と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
そ
し
て
二
人
の

線
の
先

二
十
メ

ト
ル

ど
前

に

立
す
る
存
在
へ
と

す

 
Ｏ
ｌ
ｄ
ｎ
ｅ
ｐ
ｅ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ

オ

ル
ド
ネ

ン
テ
ス
と

む
そ
れ
は
レ
ベ
ル

の

大
物
だ

た

大
の
大
人
よ
り
少
し
大
き
い
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
を
二
回
り
以
上
大
き
く
し
た
サ
イ

ズ

の
レ
ベ
ル
が

前
後
の
こ
の
エ
リ
ア
で
は
恐
ら
く
最
強
ク
ラ
ス
の

だ
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あ

あ
れ
は

こ
の

の
ヌ
シ

て

だ

コ
イ
ツ
を
倒
せ
ば
経
験
値
も
ア
イ
テ
ム
も
が

り

て

だ
よ

そ
ん
な

ヌ
シ
だ
な
ん
て

 
わ

私
は

戦
う
力
な
ん
て
持

て
ま
せ
ん
よ

 
そ
の
存
在
を
知

た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

然
そ
し
て
絶
望
の
表
情
で

え
か
け
る

な
が
ら
の
そ

れ
は
情
を
揺
さ
ぶ
る
も
の

あ
れ
で
発
展

上
の

な
の
か
と
疑

て
し
ま
う

ど
真
に

て
い
る

 
あ
る
い
は

に
完
成
さ
れ
て
い
る
の
か

分
か

て
る

ハ最
ナ初

か
ら
戦
力
と
し
て
期

な
ん
て
し
て
ね

よ

 
女
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

え
に

し
か
し
男
は
揺
ら
が
な
い

 
対

に
見
て
い
な
い
が
故
の

だ

た

お
前
は

だ

お
前
は
死
ぬ
ま
で

回

て
時
間
を

そ
の
間
に

が
ア
レ
を
ぶ

倒
すむ

無
理
で
す

無
理
で
す

 
男
の

葉
に

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
惑
乱
と
共
に

を
示
す

 

や

り

作
戦
だ

た
か
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男
の
目
的
が
判
明
し
た

は

同
時
に

し
て
い
た

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
Ｍ
ｏ
ｂ
の
タ
ゲ
を
引
き

そ
の
間
に
攻
撃
し
て
倒
す

 
そ
の
作
戦
自
体
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
も
存
在
し
た

た
だ
し
そ
れ
が
成
立
し
た
の
は
原

Ｎ
Ｐ

Ｃ
の
戦
闘
参
加
が
強
制
で
あ

た
事
対
峙
す
る
Ｍ
ｏ
ｂ
へ
の
特
攻
が
あ
る
な
ど
特
定

件
下

で
力
を
発

で
き
る
下
地
が
あ

た
か
ら
こ
そ

 
そ
れ
以
外
で
は
立

さ
れ
た
事
こ
そ
あ
れ
ど
人
道
的
な
面
か
ら
却
下
さ
れ
実
現
し
た
事
は
無

か

た

 
自
分
は

然
却
下
す
る

に
い
た

Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は

え

気
の
子

ア
ガ
サ
や
ダ

ク
エ
ル

フ
の
騎
士
と
親
交
を
結
ん
だ
自
身
が

極
的
に
彼
ら
を

に
し
た
い
と
思
え
る

が
な
い

 

故
に

 
見
過
ご
せ
る

が
無
か

た

で
す

や
め
て
下
さ
い

倒
し
切
る
ま
で

て
り

い
い
話
だ

 
ゴ
チ

ゴ
チ

て
ね

で
さ

さ
と

 
苛
立
た
し

に
男
が

を
打
つ

 

そ
の

間

は
剣
を
振
る

た
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剣
身
が
破
壊
不
能
の
幹
を

く

コ
ン

と
あ
ま
り
大
き
く
な
い
そ
れ
は
し
か
し
自
然
の

で
な
い
故
に
人
の
意
識
に

て
入
る
に
は
十
分
だ

 
男
の
苛
立
た
し

な

線
と

の

線
が
交
錯
す
る

こ
ん
ば
ん
は

テ
メ

は

さ

き
の

つ

け
て
た
の
か

へ

 
最
初
に

行
が
思
い

た
る

り
ど
う
や
ら
後
ろ
暗
い
事
を
し
て
る
自
覚
は
あ

た
ら
し
い

ン
だ
と

 
こ
ち
ら
の

発
に

す
る
男

む
し
ろ
わ
ざ
と
か
と
疑

て
し
ま
う
く
ら
い

に
引

掛

か

て
く
れ
た

眠
気
で

が
な
い
の
か

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
か
ら
か

 
ど
ち
ら
で
も
い
い
か

と

は
か
ぶ
り
を
振

て

息
し
た

チ

そ
れ
で

の

だ

テ
メ

も
ア
レ
を

て
る
の
か

ま
さ
か

は
ア
ン
タ
が
強
引
に
引

て
き
て

を
無
理
強
い
し
て
る
そ
の

ヒ

ト

Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

助
け
に
来
た
ん
だ

今

を
出
し
た
の
は
ア
ン
タ
の
目
的
が
分
か

た
か
ら
だ
よ

 
今

は

の
存
在
で
あ
り

Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の

性
能
が
極
ま

て
い
よ
う
と
い
な
か
ろ
う
と
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同

に
は
変
わ
り
な
い

ク
エ
ス
ト
の
過
程
で
死
ぬ

命
に
あ

た
と
し
て
も
あ
ま
り

ま

し
く
感
じ
な
い
が

死
ぬ
必
要
の
な
い
者
が
死
ぬ
の
は
も

と

ま
し
く
な
い

 
あ
の
女
性

を
殺
し
て
経
験
値
や
コ
ル

ぎ
で
も
し
よ
う
と

う
の
な
ら
オ
レ
ン
ジ
覚
悟

で

を
し
て
い
た
が

 

目
的
だ
と
す
れ
ば

ま
だ
交

の

地
は
あ
る

ア
ン
タ
そ
の
ヒ
ト
を

に
使
う
と

て
た
な

で
も
戦
闘
経
験
の
な
い
設
定
だ
か
ら
時
間

な
ん
て
然
し
て

な
い
だ
ろ

だ
か
ら

だ

そ
ん
な
文

を

い
に
来
た
だ
け
か

ま
さ
か

た
だ
ろ
そ
の
ヒ
ト
を
助
け
に
来
た

て

そ
の

が
代
わ
り
に
務
め

よ
う

は

 
一

空
け
て

意
味
を
理
解
し
た
男
が

狂
な
声
を
上

た

 
理
解
で
き
な
い

そ
ん
な
意
思
が
あ
り
あ
り
と

め
ら
れ
た
声
だ

た

ン
な
事

て

寄
生
し
よ
う

て
魂

じ

パ

テ

を
組
む
必
要
は
な
い

ド
ロ

プ
し
た
ア
イ
テ
ム
も
コ
ル
も
全
部

ろ
う

い
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や

そ
も
そ
も
ア
ン
タ
が
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
を
取
れ
ば

に
は
一
切
入

て
こ
な
い

 
エ
リ
ア
ボ
ス
フ

ル
ド
ボ
ス
で
あ
れ
ば
レ
イ
ド

の
た
め
パ

テ

を
組
ん
で
な
く
て

も
経
験
値
な
ど
は
入

て
し
ま
う

し
か
し
ネ

ム
ド
Ｍ
ｏ
ｂ
ク
ラ
ス
は
一
パ

テ

で
倒
せ

る
水

の
た
め

を
取

た
プ
レ
イ

の
パ

テ

に
の
み
経
験
値
や
コ
ル
な
ど
が
入

る 
そ
れ
を
逆
手
に
取
り

は

と
し
て
タ
ゲ
を
取
る
た
め
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
が

を

面
の
男
に

る
事
で
一
切
得
を
し
な
い
取
引
を
し
た
の
だ

 
こ
れ
で
男
は
一
切
損
を
し
な
い

い
や
む
し
ろ
非
戦
闘
系
Ｎ
Ｐ
Ｃ
よ
り
時
間
を

ぐ

が
出

来
た
分

更
に
得
を
す
る

 

が
得
を
す
る
と

え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

に
し
な
い
事
く
ら
い
か

無
論
攻
撃
し
た
分
だ
け

武
器

練

が
上
が
る
か
ら

ま

た
く
無
い

で
は
な
い
が

 

そ
の
損
得

定
が
出
来
れ
ば

食
い
つ
く

だ

 
な
に
し
ろ
損
を
す
る
の
は

だ
け
な
の
だ
か
ら

ざ
け
ん
な

 
ン
な

合
の
い
い
事

て

ど
う
せ

掻

て
い
く
魂

だ
ろ
う

が
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し
か
し

男
は
そ
う
反
論
し
て
き
た

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
原

リ

ス
の
奪
い
合
い

を
横
か
ら
掻

て
い
き

奪
わ
れ
た
方
は

戦
い
損
に
な
る
事
も
マ
ナ

レ
ス
行

と
し
て
ネ

ト
で
は

話

に
な
る

男
が
そ
れ
を
危

惧
す
る
の
は

然
と

え
た

な
ら
パ

テ

を
組
む
か

 
経
験
値
は

で
分
配
さ
れ
る
が

ド
ロ

プ
し
た

ア
イ
テ
ム
と
コ
ル
は

る
事
を
約
束
す
る
が

信
じ
ら
れ
る
か

 

を

が
仮
に
奪

た
と
し
て
も

可
能
な
も
の
は

る
と

す
る
が

に
べ
も
な
く

切
り
捨
て
ら
れ
る

そ
も
そ
も
な
ん
で
コ
イ
ツ
を
そ
こ
ま
で
助
け
よ
う
と
す
る

 
コ
イ
ツ
に

そ
れ
だ
け
の
価

値
が
あ
ん
の
か
よ

 
気
で
も
狂

た
か
と

そ
う

わ
ん
ば
か
り
の
剣
幕
で
男
が
問
う

そ
う
だ
な

少
な
く
と
も

に
は
あ
る

 
ま

す
ぐ
見
返
し
な
が
ら

く

そ
れ
は

コ
イ
ツ
が
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

た
り
す
る
か
ら
か
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違
う

そ
れ
に

は

そ
の
ヒ
ト
が
ク
エ
ス
ト
を
持

て
い
る
か
ど
う
か
も

は
知
ら
な
い

 

を

し
た
時
は
そ
れ
ら
し
い

振
り
が
無
か

た

解
放

件
を

た
し
て
い
な
い
の

か
ク
エ
ス
ト
の
ト
リ
ガ

と
な
る

葉
を

に
し
て
い
な
い
か
ら
か
は
不
明
だ
が
ど
ち
ら
に

せ
よ
持

て
い
る
か
ど
う
か
も
知
ら
な
い
の
は
事
実
だ

じ

あ
つ
ま
り

ホ
ン
ト
に
お
前
は

の

も
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
助
け
た
い
だ
け

て
事

か
よ最

初
か
ら
そ
う

て
る
だ
ろ
う

 
そ
う

い
た

男
は

ハ

 
と

て
み
せ
た

み
て

 
そ
し
て

開

一
番
に

倒
を
投

ら
れ
る

コ
イ
ツ
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
生
き
よ
う
と
死
の
う
と
ゲ

ム
の
進
行
に
は
無

 
つ
ま
り
助
け

る
意
味
は
無
い
ん
だ
よ

 
そ
も
そ
も

 
と

声
を

り
上

た
男
は

こ
ち
ら
に
指
を
突
き
付
け
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Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
命
な
ん
ざ
無

ん
だ

  
ド
キ
リ
と

仮
想
の

動
が

こ
え
た

 

葉
が

で

ま
る

ぎ

と

仮
想
の
声

が

す
る

ぶ
る
り
と
体
が

え
た

 

ノ
ン
プ
レ
イ
キ

ラ
ク
タ

Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
人
間
が
入

て
お
ら
ず
代
わ
り
に
人
工
知
能
を

ん
だ
ゲ

ム
キ

ラ
ク
タ

の
事
を
指
す

そ
れ
は
現
実
世
界
で
な
い
故
に
退
去
す
る
時
間
が
生
じ
る
プ
レ
イ

達
の
代
わ
り
と
な
る
仮

初
め
の
住
人

ク
エ
ス
ト
の
進
行
や

の

気
を

し
出
す
た
め
の
数
合
わ
せ

 
生
物
学
的
な
意
味
で
の

生
命

を
持
た
な
い

仮
初
め
の
生
命

 
ヒ
ト
で
あ
り
な
が
ら

と
人
間
で
な
い
存
在

 

こ
れ
は

価
値
観
の

違
に
過
ぎ
な
い

 
男
に
と

て

命

と
は

人
間
に
の
み
あ
り

Ｎ
Ｐ
Ｃ
や

に
は
無
い
と
い
う
価
値
観
だ

き

と
明
確
な

は
な
く

然
と
し
た
結
論
だ
ろ
う

 
だ
が

に
と

て

命

と
は

す
な
わ
ち

心

だ
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独
立
し
た
高

の
思

感
情
を
持
つ
知
性
を
他
者
に
強
制
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
確

と

し
た
価
値
観
を

い
て
い
る

悪
の
感
情
を
構

し
善
悪
を
判
断
で
き
る
価
値
観
を

く
心

を
持

た
存
在
は

生
き
て
い
る

と

は
思
う

ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア

ヴ

フ
ス
達
は
備
え

て
い
る

そ
の
極
地
の
一

が
未
来
の
ユ
イ
た
る
ヴ

ベ
ル
な
の
だ

 
彼
女
ら
に

べ
れ
ば

女
性

は
ま
だ
ま
だ
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が

そ
れ
を
判
断
す
る
明
確
な

は
な
い

 
感
情
も
価
値
観
も

心
も
命
も

か
の
物
差
し
で

れ
る
も
の
で
は
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
て
衝
突
が

き
た

 

の
命
の
有
無
は
人
権
の
有
無
に

し
い
話

古
来
よ
り
論
議
さ
れ
て
い
る
話
に
決

が
未

だ
つ
い
て
い
な
い
今

命
の
あ
る
な
し
で
衝
突
が

き
る
の
は
至
極
道
理

 
だ
か
ら
と

て

先
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
殺
す
に

し
い
真
似
が
出
来
る
だ
ろ
う
か

人
間
の
形

を
し

同
じ

葉
を
話
し

喜
怒
哀

を
表
情
で
表
す
と
い
う
の
に

 

出
来
る
だ
ろ
う
な

と
内
心
で

す
る

 
出
来
る
人
間
を

は
知

て
い
る

命
が
あ
る
存
在
を
平
然
と
殺
せ
る
の
だ
命
の
有
無
が
決

ま

て
い
な
い
存
在
を
殺
す
な
ど
更
に
容

い
事
だ
ろ
う
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異

な
の
は
む
し
ろ

だ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

で
も
復
活
す
る

モ
ン
ス
タ

と
同
じ
よ
う
に

で
も

で
も

人

語
を
話
す
か

か

対
的
か
友

的
か
の
差
で
し
か
な
い

 
そ
れ
だ
け
の
存
在
だ

 

そ
こ
ま
で
の
存
在
な
の
だ

 

だ
が

で
結
構

よ
り

自
分
が

い
と
思

た
こ
と
は
な
い

 
そ
れ
が

歩
み
を
止
め
る
理
由
に
は
な
り
得
な
い

 
そ
も
そ
も

だ
け
は
歩
み
を
止
め
て
は
な
ら
な
い

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

の
進
歩
の

定
は

す
な
わ
ち
今
の
自
分
自
身
の

定
に
他
な
ら
な
い

命

が
無
い

と
い
う
主

を
認
め
れ
ば
自
分
で
生
き
て
い
な
い
事
を
認
め
た
も
同
然
だ

 
そ
れ
が

自
分
だ
け
の
話
な
ら
構
わ
な
い

 
過
去

は
人
間
だ

た

 
い現
ま在

は
人
間
で
は
な
い

 
だ
か
ら
生
き
て
い
な
い

と
そ
う
い
う
話
で

え
ら
れ
る
か
ら
だ

生
物
学
上
で

え
ば
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生
き
て
い
な
い

と
い
う
話
に
で
き
る

 
だ
が
こ
れ
が

全
体
の
話
な
の
で
あ
れ
ば

は
決
し
て

い
て
は
な
ら
な
い

 

に
は

二
つ
の
型
が
存
在
し
て
い
る

 
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
と
ボ
ト
ム
ア

プ
型

 
前
者
は

に
物
事
を
学
ば
せ
対
応
で
き
る

を
増
や
し
て
い
く
タ
イ
プ

ユ
イ
ス
ト
レ

ア
や
ヴ

フ
ス
達
が
そ
れ
で
あ
り

そ
の
極
地
が
ヴ

ベ
ル
と
い
う
存
在
で
あ
る

 
ボ
ト
ム
ア

プ
型
は
電
子
的
に
生
体

を

し
電
子
的
な
生
命
を
生
み
出
す
と
い
う
タ
イ

プ

こ
れ
の
前

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

し
か
し
仮
に
完
成
す
れ
ば
生
体

か
電

か
と
い

う
差
だ
け
で

そ
こ
に
知
性
の
差
は
存
在
し
な
い
と
推

さ
れ
て
い
た

 

の
タ
イ
プ
は

ど
ち
ら
か
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い

 
経

か
ら
す
れ
ば
ボ
ト
ム
ア

プ
型
だ
ろ
う
が
生
体

を

す
る
技
術
ま
た

し
て

作
り
上

た
電

の
保
存

の
点
か
ら
可
能
か
ど
う
か
が
明
確
で
な
く

ト

プ
ダ
ウ
ン
型

つ
ま
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
経
験
を

し
た
事
で
高

の
対
応
が
出
来
る
よ
う
に
な

た

で
は
な
い
か

と
い
う
話
に
な

て
い
る

 
重
要
な
の
は

が
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
か
と
い
う
点
で
は
な
い

ボ
ト
ム
ア

プ
型
で
あ
れ
ば
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電
子
的
な
生
命
で
あ
り
知
性
の
面
は
人
間
と
同

し
て

わ
れ
る

そ
れ
は
つ
ま
り
感
情
の

構

の
面
な
ど
も

ん
で
い
る

 
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
だ
と
し
て
も
学

を
重
ね
て
い
け
ば
人
間
と
同
レ
ベ
ル
に
な
る
と
い
う
実

証
に
な
る

人
間
で
あ

た

の
経
験
記

精
神
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
を
完
全
に
継
承
し
て
い

る

は
生
体

か
電

か
と
い
う
点
を

け
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
変
わ
り
な
い
た
め
イ
コ

ル

生
き
て
い
る

と
い
う
結
論
に
至
る

 

に
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る

そ
し
て
そ
れ
は

電
子
的
故
に
他
の

も

外
で
は
な
い

 
そ
の
可
能
性
を

え
さ
せ
な
い
た
め
に

は
在
る

 
ヴ

フ
ス
事
変
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

わ
れ
て
か
ら

そ
う
自
己
を
再
定
義
し
て
い
た

 
一
番
に
義
姉
達
の
た
め

 

に

今
後
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
同

達
の
た
め

 

は

心
無
い
人

と間
と
戦

て
い
く
と
決
め
た
の
だ

 

も
ち
ろ
ん

キ
リ
ト

人
間

だ

た

の
未
練
は
あ
る

 
法
で
人
権
を
認
め
ら
れ
な
が
ら
し
か
し
人

に
認
め
ら
れ
な
か

た
状
況
を
自
ら
打
開
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
へ
の

望
も
あ
る

も
あ
る
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そ
れ
は
そ
も
そ
も
人
権
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
今
か
ら
打
開
し
て
み
せ
よ
う
と
い
う
気

へ

と

華
さ
れ
た

 
心
無
い

葉

生
ま
れ
る
怒
り

煽
ら
れ
る
憎
し
み

や
る
せ
な
い
無
力
感

そ
れ
ら
全
て
を

華
し
て

今
を
打
開
す
る
原
動
力
と
す
る

 
そ
し
て

時
か
見
返
す
の
だ

と

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
後
追
い
の
よ
う
な
点
だ
け
は
気
に
食
わ
な
い
が

 
だ
か
ら

は
男
の

葉
を
認
め
る
事
も
こ
こ
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
女
性

を
助
け
出
す
事
も

め

て
は
な
ら
な
い
の
だ

に
命
が
あ
る
か
無
い
か
は

者
達
も
議
論
の

中
だ

ア
ン
タ
の

う

り
無
い
か
も

し
れ
な
い

け
ど

が
思
う
よ
う
に
有
る
か
も
し
れ
な
い

有
る

ね

よ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
魂
が
あ
る

て

が

て
も
信
じ
ね

だ
ろ

 
そ
う
男
が

う

 
な
る

ど

魂
と
来
た
か
と
思
わ
ず
苦

恐
ら
く
セ
フ

ロ
ト
が
語

た

の
正
体
に
つ

い
て
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
は
ア
ン
タ
の
思
い

み
だ
ろ
う

 

し
て
結
果
を
出
し
た

じ

な
い
の
に

な
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断

出
来
る

す
る
以
前
の
問

だ
ろ
う
が

 
無
機
物
が
生
き
て
る

ね

ん
だ
よ

そ
う

 

す
る
男
の

い
分
に

と
こ
ち
ら
の
声
も

め
て
い
く
の
が
分
か
る

 
確
か
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

魂
か
ら
発
せ
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

は
出
せ
な
い
か
も

し
れ
な
い

だ
が
そ
う
ハ

キ
リ
し
た

で
は
な
い
の
だ

そ
も
そ
も
未
だ
判
然
と
し
て
い
な

い
部
分
が

に
は
多
い

そ
の
エ
ネ
ル
ギ

を

う

コ
ア
の
事
も

未
だ
部
外
者
に
語
ら
れ

て
い
な
い
事
が
数
多
く
あ
る

 
魂
の
定
義
も

学
的
に
は
ハ

キ
リ
し
て
い
な
い
今
そ
ん
な
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
の
事

を
前
に

定
的
で
断

す
る
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る

 

り

ま

た
価
値
観
だ

 

と

き

に
も
力
が
入
り
始
め
た

今

世
界
は

動
の
最
中
に
あ
る

日

本
は
そ
の
渦
中
で
あ
り

変
容
の

る
つ

だ

 
そ
の
変
化
を
認
め
ら
れ
な
い
者
達
が

ご
な
し
に

定
す
る

 
変
化
を
認
め
な
い
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そ
の
先
は

己
が
知
ら
な
い
モ
ノ
だ
か
ら

未
知
は
恐
怖
だ
か
ら

 

あ
る
い
は

  

そ
う
し
な
い
と

己
を
正

化
出
来
な
い
か
ら

  

の

を
見
て

行
を
第
一
に

え
る
程

に
は
道

的
に
反
し
た
行
い
だ
と
自
覚
し
て
い

る
男
は
だ
か
ら
こ
そ
こ
ち
ら
の
価
値
観
を
認
め
な
い

理
解
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
そ

れ
で
も
認
め
な
い

 
認
め
た
ら

己
が
悪
に
な
る
か
ら
だ

 
認
め
た
ら

殺
人
を
し
た
も
同
然
に
な
る
か
ら
だ

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
だ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
か
ら
自
分
の
行
い
は
悪
で
は
な
い

そ
う
正

化
す
る

罪

を
守
ろ
う
と
必
死
に
な

て
い
る

 
だ
か
ら

す
る
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正
論
を

感

情論
で

定
す
る

ン
だ
よ

そ
の
目
は

 

を

に
し
て
ん
の
か

 
い
つ
も
い
つ
も
い
つ
も
い
つ

も

の

り
の

中
は
そ
う
な
ん
だ

 
テ
メ

も

を

に
す
ん
だ
ろ

 

す
る
男
を
じ

と
見
て
い
た
ら

に
そ
う

い
が
か
り
を
付
け
ら
れ
た

 
怒
り
が
限
界
を
超
え
た
ら
し
い

離
滅
裂
で

想
ま
で
入
り
始
め
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

で
因
縁
の

だ

た
特
徴
的
な
髪
型
と

葉

い
の
男
を
思
い
出
す

ぶ
り
だ

 
こ
う
な

た
ら
話
し
合
い
は
不
可
能

 
交

失

だ

お

ち

い
て
下
さ
い

戦
士
様

 

息
し
た
時

す
る

面
の
男
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
女
性
が
そ
う
声
を
掛
け
た

ま
だ

え
て

い
る
様
子
な
の
に
声
を
掛
け
る
と
は
中

の

力
で
あ
る

う
る
せ

 
人
間
様
に
盾
つ
く
ん
じ

ね

あ
ぐ

 
男
は
自
身
を

じ
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
女
性
を

り

ば
し
た

女
性
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
る

バ

が
ぐ
ぐ

と
目

り
す
る
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同
時

男
の

上
の
カ

ル
が

グ
リ

ン
か
ら

・ブ
・ル
・

へ
変
わ

た

 
間
を

か
ず
男
が
片
手

を
振
り
上

た

本
来
の
目
的
も
忘
れ
感
情
の
ま
ま
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
殺

す
つ
も
り
だ

あ
る
い
は
ム
カ
つ
く

手
へ
の

が
ら
せ
の
つ
も
り
か

 
全
力
で
地
を

り

離
を

め
る

 

が
振
り
下
ろ
さ
れ
る

 
し
か
し
女
性
に
刃
が
届
く

前
で
直
剣
ス
モ

ル

ド
を

み
こ
み
攻
撃
を

ぐ
事
に

成

す
る

テ
メ

気
に
入
ら
ね

 
ム
カ
つ
く

 
英
雄
様
の
コ
ピ

だ
か

だ
か
知
ら

ね

が

そ
れ
で
テ
メ

も

く
な

た
と
思

て
ん
な
ら
大
間
違
い
だ

 
一

を
持
ち
上

再

振
り
下
ろ
さ
れ
る

 
そ
の
間
に
女
性
を

き
に

え
上

バ

ク
ス
テ

プ
で
退

す
る

は
剣
で
弾
い
た

へ

が
コ
ピ

の
方
と
は
分
か

て
た
の
か

分
か

て
な
い
の
か
と
思

て
た
な

 
つ
ま
り
さ

き
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

す
る
発

は

が

の
方
だ
と
理
解
し
た
上
で
の

葉
だ

た

だ

 
流

に
苛
立
ち
が

る

が

息
と
合
わ
せ
て
自
制
す
る
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か
な
り
極

な
話
だ
が

に
命
が
無
い
と
主

す
る

の
論
理
は

ね
こ
の
男
と
似
た
よ

う
な
も
の
な
の
だ

今
後
戦

て
い
く
の
な
ら

怒

て
い
て
は
身
が
保
た
な
い

 
こ
の
男
と

い
合

て
も

は
無
い
と
理
解
し
た
し

そ
れ
よ
り

分

⻑
に
し
て
い
る
が
い
い
の
か

 
・ブ
・ル
・

・カ
・

・

・ル
に
な

た
ぞ

あ

 

ン
だ
コ
レ

 

す
る
男
が
カ

ル
色
を
示
す
ミ
ニ
マ

プ
の
表
示
が
⻘
色
に
変
化
し
て
い
る
事

に
気
付
き

惑
の
表
情
に
な

た

 
そ
れ
を
他

に

地
面
の
揺
れ
が
伝
わ

て
く
る

 
男
が
ブ
ル

に
な

て
か
ら
小
さ
く
し
て
い
た
揺
れ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

て
い

て
い

る
の
だ

あ

あ

あ
あ

 
ガ
ク
ガ
ク
と

き
に

え
る
女
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

え
る
指
を
虚
空
へ
向
け
る

そ
の
先
に
こ

の
地
鳴
り
の
原
因
が
あ

た

男
も

に
思

た
か
そ
れ
と
も

な
予
感
で
も
し
た
か
背
後

を
振
り
返

た

 
女
性
の
指
の
先
そ
し
て
男
が
振
り
返

た
そ
こ
に
は
極
太
の

を
振
り
上

た
オ

ル
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ド
ネ

ン
テ
ス

の

が
あ

た

な

ま
だ
タ
ゲ
取
り
し
て
ね

だ
ぞ

 
ま
さ
か
テ
メ

が

か
し
や
が

た
か

ア
ン
タ
が
ブ
ル

カ

ル
に
な

た
か
ら
だ
よ

 

ブ
ル

カ

ル

 
そ
れ
は
こ
の

オ
リ
ジ
ン

で
追
加
さ
れ
た
新
ル

ル
の
一
つ

非
戦
闘
状

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
対

す
る

行

を
行

た
者
に

せ
ら
れ
る
罪
の
証

ブ
ル

カ

ル
に
な

た
プ
レ
イ

は
常
に
モ
ン
ス
タ

か
ら
攻
撃
対

と
し
て

わ
れ

る

大
人
し
い
ノ
ン
ア
ク
テ

ブ
モ
ン
ス
タ

も

め
て
だ

な
 

の
声

ど
う
や
ら
こ
の
男
は
ブ
ル

カ

ル
の
ル

ル
に
つ
い
て
知
ら
な
か

た
ら

し
い

 
一
応
事
前

知
は
あ

た
し
ロ
グ
イ
ン
し
た
時
の
チ

ト
リ
ア
ル
メ

セ

ジ
な
ど
に
も

記
載
さ
れ
て
い
た
が
そ
れ
す
ら
ス
ル

し
て
い
た
よ
う
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
同
じ
く
ら
い

と
で
も
思

て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
の
先
入
観
が

男
の
足

を

た
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オ
レ
ン
ジ
カ

ル
と
同
様
に

罪
者
カ
ラ

だ
か
ら
衛
兵
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

わ
れ
圏
内
に
は
入

れ
な
い

そ
れ
に
加
え
て
ブ
ル

は
モ
ン
ス
タ

か
ら
常
時
タ

ゲ

ト
さ
れ
る

そ
ん
な
キ
ツ

い
制
約
が
あ

て
は

に
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
出
来
る

が
無
い

 
オ

ル
ド
ネ

ン
テ
ス
更
に

か
ら
寄

て
き
て
い
る
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
を

手
に
し
な

が
ら
怒

を
上

る
男
を

目
に

に

は

離
を
取

て
い
く

今
は
タ

ゲ

ト
を
あ

の
男
が
取

て
い
る
が
あ
の
男
が
や
ら
れ
れ
ば

は
こ
ち
ら
に
タ
ゲ
が
向
く

女
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

守
り

く
自
身
は
流

に
ま
だ
無
か

た

ざ
け
ん
な

 

な
ん
だ
よ
こ
の
ル

ル
は

 
離
れ
て
い
く
最
中

そ
ん
な
男
の

び
が

こ
え
て
き
た

 
そ
こ
で

は
振
り
返

て
声
を

り
上

る

た
と
え
仮
初
め
だ
と
し
て
も

 
そ
れ
で
も

達

Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
生
き
て
る
ん
だ

 
そ
の
命
を
奪
お

う
と
し
て

ナ
ル
テ

無
し
な

な
い
だ
ろ

 
人
間

 

い
た
い
事
だ
け

て

は

を
返
し
た

 
男
の
怒

が

こ
え
た
が
全
て
無

し

全
力
で
最
寄
り
の
転

ま
で

け
た
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先
導
し
て
歩
い
て
い
た
剣
士
が
足
を
止
め

彼
方
を
見
た

ど
う
か
し
た
の
で
す
か

 
そ
う
問
い
か
け
る
も

銀
髪
の
剣
士
は

た
ま
ま
だ

た

 

く
し
て
剣
士
が

を
振
る

ど
う
や
ら

さ

き
と
同
じ
よ
う
な
事
が
別
の
場

で
も

き
て
い
る
ら
し
い

そ
れ
は
つ
ま
り

私
を
襲

た
人
達
の
よ
う
な
冒
険
者
が

他
に
も

あ
あ

 
こ
く
り
と
剣
士
が

い
た

襲
わ
れ
た
方
は

大

で
し

う
か

ど
う
や
ら
別
の
プ
レ
イ

に
助
け
ら
れ
た
ら
し
い

声
が

こ
え
た

立
場
も
生
き
方
も

変
わ

て
も

根
幹
は
同
じ
ら
し
い

 
彼
方
を
見
る
剣
士
の

の

が

か
に

り
上
が

た
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そ
れ
が

を
意
味
す
る
か
は

自
分
に
は
よ
く
分
か
ら
な

た

  

本
作
現
時
点
で
も

に
対
し
て
世
間
は

定
的

 

今
話
の
男
は
極

つ
感
情
的
な

で
す
が

定

は
命
は
作
れ
な
い

人
工
知
能

に
人
権
を
与
え
て
は
危
険
だ
と
い
う
主

が
主

原
作
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
で
も
世
論
的
に

は
結
論
が
出
て
い
な
い

ど
デ
リ
ケ

ト
な
問

む
し
ろ
セ
フ

ロ
ト
の
せ
い
で

れ
て

る
ま
で
あ
る

 
そ
こ
を
問

し

解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
キ
リ
カ
の
覚
悟

  

キ
リ
カ
の
覚
悟

て
結

ど
う
い
う
も
の

 

ユ
イ
達
を
守
る
た
め
に

全
て
を
守
る

と
い
う
覚
悟

 

千
年
の
⻩
昏

の

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
が

い
た
覚
悟
で
も
あ
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
に

し
て
は
同
じ

だ
か
ら
見
殺
し
に
し
た
く
な
い
と
い
う
感
情

が

て
い
る

し
か
し
以
前
の

か
ら
の
メ

セ

ジ
に
よ
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
を
意
識
し

て
お
り

状

は
Ｓ
Ａ
Ｏ

初
の

も
知
ら
ぬ
人
を
も
守
る
覚
悟

  
・
キ
リ
カ

 
キ
リ
ト
の
別

面
に

し
い
電

存
在

 
ヴ

フ
ス
事
変
中
の
発
破
を

け

電

存
在
と
し
て
生
き
る
道
と
大
切
な
存
在
を
認
識
し

生
き
方
を
決
め
た

そ
れ
が

の
道
で
あ
る
事
は
百
も
承
知

 
世
界
を
見
返
す
気

は
キ
リ
ト
の
そ
れ
と
同

 
人
権
を
認
め
ら
れ
て
い
た
人
間
の

と
異
な
り

認
め
ら
れ
て
い
な
い
立
場
で
の
戦
い
だ
が

そ
の
差
こ
そ
キ
リ
カ
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
違
う

と

え
る

に
な

て
い
る

 
逆
に

う
と

そ
の

以
外
の
精
神
構

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
同

で
あ
る

 

行
世
界
の
和
人
の
如
く
ホ
ロ
ウ
が
復
讐
⻤
に
堕
ち
た
よ
う
に
キ
リ
カ
も
ま
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
和
人
と
同
様
の
道
を
歩
む
こ
と
が
出
来
る

 
人
間
だ
ろ
う
と

だ
ろ
う
と

生
き
る
道
は
己

第
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成
⻑
す
る
か
ど
う
か
も
そ
の
人

第

 
そ
の
可
能
性
を
キ
リ
カ
は
信
じ
て
い
る

 
己

に
未
来
を
見
出
し
て
い
る
キ
リ
カ
は

他
者

を
見
捨
て
る
事
が
出
来
な
い

見
捨
て
る
事
可

能
性
を

め
る
事
は

そ
れ
す
な
わ
ち
未
来
を

め
た
自
己
の

定
そ
の
も
の
で
あ
る
故
に

 

だ
が
ヴ

フ
ス
達
が
キ
リ
カ
を
認
め
て
い
る
の
は
こ
の
覚
悟
を
感
じ
取

た
が
故

で
あ
る

  
・
銀
髪
の
剣
士

 
深
夜
三
時
で
も
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
剣
士

 
キ
リ
カ
と
同
じ
く

Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
助
け
て
い
た
ら
し
い

 

棒

  
・

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
フ

ル
ド
で
心
無
い
プ
レ
イ

に
襲
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
銀
髪
の
剣
士
に
助
け
て
も
ら
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た

ま
だ
感
情
の
機

を
よ
く
分
か

て
い
な
い

無

な
存
在

 
銀
髪
の
剣
士
よ
り
少
し
背
が
高
い

１
３
０
ｃ
ｍ
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第
四
章
 

キ
リ
カ
の
ル

ツ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
も
オ

ル
キ
リ
カ

主
人

の
立
場
だ
か
ら
色

と
あ
る
け
ど

非
も
な
い
ネ

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
女
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ

Ｙ
ｕ

ｕ
ｈ
ａ

は

を
下

礼
を

て
き
た

 
現
在
の
場

は
ユ
ズ
ハ
が

を
務
め
る
あ
の

だ

転

で

に

い
た
後
安
全
と
分
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か

て
は
い
る
が

き
に

え
た
ま
ま
全
力
で

て
き
た

そ
し
て

内
ま
で

て
下
ろ

し
た
の
が
今
だ

私
が
死
な
な
か

た
の
は

方
の
お
陰
で
す

本

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ん

ま

大
き
な

我
も
負
わ
ず
に
済
ん
で
よ
か

た
よ

 
ユ
ズ
ハ
は
一

あ
の

面
の
プ
レ
イ

に

ら
れ
て
い
る

本

は
そ
れ
も

ぎ
た

か

た
の
だ
が

き
た
事
は
仕
方
が
な
い

 
そ
れ
に
そ
れ
が
あ

た
か
ら
こ
そ
あ
の
男
に

わ
れ
る
事
が
無
く
な

た
と
も

え
る

 
ま
だ
始
ま

た
ば
か
り
だ
か
ら

と
も

え
な
い
が
オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

カ

ル
に
な

た
プ
レ
イ

の
救
済
手

で
あ
る
カ
ル
マ
ク
エ
ス
ト
は
現
状
見
つ
か

て
い
な
い

つ
ま
り

罪
者
カ
ラ

に
な
る
と
ベ

タ
終
了
ま
で
ず

と
そ
の
ま
ま
と
い
う
可
能
性
も

定
で
き
な
い
の

だ 

常

プ
レ
イ

が
死
に

り
す
る
場

は
黒
鉄

だ

 
し
か
し
は
じ
ま
り
の

は
圏
内
で
あ
る
た
め
オ
レ
ン
ジ
達
が
死
に

り
す
る
場

は
別
に

意

さ
れ
る

こ
の
事
か
ら
あ
の
男
が
今
後
ユ
ズ
ハ
に

触
す
る
事
は
不
可
能
と
い
う
事
が
分
か
る

 
と
は

え
圏
外
に
も
少
な
か
ら
ず
集

や

が

意
さ
れ
て
い
て

応
の
数
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
配
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さ
れ
て
い
る

だ

そ
の
全
て
に
ア
ン
チ
ク
リ
ミ
ナ
ル
コ

ド
有

圏
内
が

さ
れ
て

い
る
と
は

え

い

あ
の
男
は
き

と
同
じ
よ
う
な
手

を
今
後
も

け
て
い
く
だ
ろ
う

ま

あ
ブ
ル

カ

ル
の
プ
レ
イ

が
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

の
よ
う
に
圏
外

を

で
き
る

か
は
不
明
だ
が

 
そ
れ
に
問

は
あ
の
男
だ
け
で
は
な
い

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や

に
対
す
る
価
値
観
は
極

な
も
の
で
あ

た
が
似
た
り
寄

た
り
の
人
間
は
決

し
て
少
な
く
な
い

そ
も
そ
も
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
を
義
姉
や
義
妹
と
し
て

し
て
い
る

オ
リ
ジ
ナ
ル

和
人

リ

フ
直
葉
を
異
常
者
と
呼
ぶ
者
も
い
る

ど
だ

ど
こ
ま
で
そ
れ
が
本
気
か
は
不
明
だ
が
多

か
れ
少
な
か
れ
似
た
よ
う
な
気
持
ち
を

い
て
い
る
人
間
は
多
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
だ
け

達

は

さ
れ
て
い
る

尊
重
す
る
思

が

そ
も
そ
も
無
い

 
な

な
ら

達
は
人
間
の
負

を

代
わ
り
す
る
た
め
の

物
だ
か
ら

 

ス
レ
イ
ヴ

と
は

い
得
て

だ

 
か
つ
て
の
名
を
思
い
出
し

苦

す
る

 
あ
の
忌
み
名
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ

郷
信
之
に
よ

て
付
け
ら
れ
た
名
だ

己
の

な
下

と
し
て

手
足
と
し
て

い

そ
し
て
捨
て
る
手

だ
か
ら
こ
そ
の
あ
の
名
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そ
の

性
が
今
の
人
間
と

 
そ
れ
が
世
間
一

の
認
識

こ
れ
を

さ
な
い
事
に
は
今
日
の
事
も
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら

な
い

一
人
で
救
え
る
数
な
ん
て
多

が
知
れ
て
い
る
の
だ
大
多
数
の
人
間
が

手
で
は
ど
う

し
よ
う
も
な
い

あ
の

大

で
す
か

 

と

き

む
よ
う
に
ユ
ズ
ハ
が
見

め
て
き
た

 
こ
ち
ら
を

じ
る
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る

ど
う
や
ら
心
配
さ
せ
て
し
ま

た
ら
し
い

な
に
か
悩
み
事
が

 
あ

ま
さ
か
さ

き
の
戦
士
様
が
ま
た
来
る
と
か

 
そ
の
表
情
は
す
ぐ
に
恐
れ
へ
と
上
塗
り
さ
れ
て
し
ま

た

圧
感
に
晒
さ
れ
最
後
は
武
器

ま
で
向
け
ら
れ
た
の
だ

恐
怖
感
を

い
て
も
お
か
し
く
は
な
い

 
こ
こ
ま
で
真
に

る

理
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
は

と
感

も
し
た
が
不

だ
と

す
ぐ
思

を
止
め
る

い
や
さ

き
の
男
は
多
分
一
か
月
く
ら
い
は
こ
こ
に
は
来
れ
な
い

た
だ
あ
の
男
と
同
じ

よ
う
な
事
を
す
る

は
他
に
も
い
る
と
思
う

そ
こ
は
気
を
付
け
た
方
が
い
い

そ
う

で
す
か
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の

葉
を

い
て
ユ
ズ
ハ
は
複

な
表
情
を
し
た

し
い
よ
う
な

直
に
は
喜
べ
な

い
よ
う
な

ん
だ
面
持
ち
だ

 
会
話
が

切
れ
る

 

は
悩
み
事
に
思

を
回
す
の
で
は
な
く
な
ん
と
な
し
に
ユ
ズ
ハ
の
背
格

に
意
識
を
向
け

た 
年
の

は
ア
ス
ナ
と
同
じ
十
七

く
ら
い
だ
ろ
う
か

大
人
と
は
違
う
が
子

で
も
な
い

ば
の
容

の
色
は

色
同
じ
色
の
⻑
髪
は
リ

フ

と
同
じ
く
ア

プ
に

ら
れ
て
い
る

が

横
の
び
ん
は
ア
ス
ナ
と
同
じ
く
ら
い
⻑
い

二
人
を
足
し
て
二
で

た
よ
う
な

だ

 
そ
の
上
で
メ
イ
ド

を

て
い
る

 

も
し
か
し
て
こ
の
世
界
の
女
性

は

ど
が
メ
イ
ド

を
制

に
指
定
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か

 

で

想
ゲ

ム
の
よ
う
に
思
い
出
が

る

 
ア
シ

レ
イ
が

む

で

せ

え
人
形
に
さ
れ
た
事

そ
の
中
で
男
女

で
作

て
し

ま

た
か
ら
と
メ
イ
ド

を
来
て
そ
れ
を

間
数
人

き
で
は
そ
れ
以
上

に
お

目
し
た
あ
の
出
来
事
だ

契
約
上
仕
方
な
か

た
と
は

え
同
じ
事
は
遠
慮
し
た
い
と
こ
ろ
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で
あ
る

 
そ
う

で
も
な
い
思
い
出
を
振
り
返

て
い
る
と

と
意
を
決
し
た
よ
う
に
ユ
ズ
ハ
が

を

上

こ
ち
ら
を
見

え
て
き
た

あ
の

キ
リ
カ
さ
ん

お
願
い
が
あ
り
ま
す

こ
の
お

の

心
棒
に
な

て

け
な
い
で

し

う
か

な
に

 

ら
れ
た
事
は
少

予
想
外
だ

た

 
チ
ラ
リ
と

上
を
見
て
も
ク
エ
ス
ト
発
生
の
ハ
テ
ナ
マ

ク
は
出
現
し
て
い
な
い

つ
ま

り
い
ま
ユ
ズ
ハ
は
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
動
か
さ
れ
た
の
で
は
な
く
自
身
の
意
思
一
つ
で
こ
の
話

を
切
り
出
し
て
き
た
事
に
な
る

 

心
棒

と
な
れ
ば
さ

き

が

た
事
を

し
て
の
事
だ
ろ
う

 
発

は
間
違
い
な
く
あ
の

面
の
男
の
行
い

そ
れ
へ
の
恐
怖
死
の
恐
れ
今
後
の
事
を

え
た
上
で
最
善
と
思
え
る

を
し
た
わ
け
だ

 

プ
ロ
グ
ラ
ム

り
に
動
か
さ
れ
る
モ
ン
ス
タ

と
は

や
は
り
違
う

 
己
で

え

動
く
事
が
出
来
て
い
る

恐
れ
も

い
て
い
る

そ
れ
は

わ
ば
現
行
の

よ
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り
進
ん
だ
ス
テ

ジ
へ
の
発

だ

遠
か
ら
ず
プ
レ
イ

か
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
の

成
⻑
を
見
せ
る
だ
ろ
う

 
守

て
よ
か

た
と

打

的
に
思
う

 
そ
ん
な
自
分
に

悪
感
を

き
つ
つ
思

を
回
す

 
特
定
個
人
と
親
し
く
な
る
事
は
別
に
構
わ
な
い

問

は
ユ
ズ
ハ
だ
け
を
守

て
も

の
目

的
や
願
い
は
達
成
で
き
な
い
と
い
う
事
だ

な
ん
て
無
理
で
す
よ
ね

キ
リ
カ
さ
ん
は
冒
険
者

遠
か
ら
ず
こ
の

を
去
る
方
で

す
か
ら

 

思
し
て
い
る
間
を

と
取

た
か

ユ
ズ
ハ
が

観
を
滲
ま
せ
て
そ
う

た

 
冒
険
者

 
そ
れ
は
こ
の

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
が
プ
レ
イ

達
を
指
し
て

う

葉
だ

戦
う
力
と

す
る
意

思
を
持
つ
流
浪
の
者
達

⺠

と
も
違
う
流
れ
者
の
集
ま
り

そ
れ
が
冒
険
者

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
に
よ
れ
ば
そ
の
冒
険
者
達
を
タ

ゲ

ト
に
し
て

業
を

む
事
で
こ
の

は
発

展
し
た

そ
ん
な
設
定
が
あ
る
ら
し
い

だ
か
ら
見
ず
知
ら
ず
の
冒
険
者
に
も
愛
想
よ
く
振
舞

う
し

ク
エ
ス
ト
と
い
う
形
で
個
人
的
な
お
願
い
や
生
活
の

り
ご
と
を
助
け
て
も
ら
う
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そ
う
し
て

え
た
の
が
北

の

は
じ
ま
り
の

な
の
だ
と

 

原
と
林
進
め
ば

地

に
古
城
な
ど
冒
険
者
を

し
た
ば
か
り
の
者
で
も

み
や
す
い
か
ら
こ
そ
人
が
集
ま
り

け

時
し
か
そ
う
呼
ば
れ
始
め
た
こ
の

は
人
の
流
れ

が
最
も

し
い

 

く

を

策
し

力
を
付
け
れ
ば
他
の
大

へ
と

を
す
る

 
そ
う
し
て
二

と

を
見
せ
に
来
な
か

た
者
を
ユ
ズ
ハ
は

百

千
と
見
て
き
た
の
だ

と
語

たな
ら

こ
の

に

在
し
て
い
る
間
は

こ
こ
を

れ
よ
う

 

思
を

み

は
そ
う

し
出
た

ユ
ズ
ハ
へ
の
同
情
と

Ｎ

Ｐ

Ｃ

現
地
住
⺠
の
協
力
者
を
得
る
と

い
う
感
情
と
打

の
入
り

じ

た
そ
れ
は

中

に

な
も
の
だ
と
思
う

 
加
え
て

え
ば

は

時
か
ら

時
ま
で
と
か

心
棒
を
請
け
負
う
と
か
そ
う
明
確
に

も

て
い
な
い

本

で
す
か

 
そ
れ
を
知
ら
な
い
だ
ろ
う
ユ
ズ
ハ
が
喜
色
を
見
せ
る

 
チ
ク
リ
と
罪
悪
感
で

の

が

む
が

そ
れ
を

面
に
も
出
さ
ず

は

い
た
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い

は

の
冒
険
者
と
違

て
二
十
四
時
間
こ

ち

に

ら
れ
る

ユ
ズ
ハ
み
た
い
に

危
険
に
晒
さ
れ
る
人
が
い
な
い
か
見
て
回
る
事
も
あ
る
か
ら
流

に
ず

と
こ
こ
に

ら
れ
る

じ

な
い
け
ど

構
い
ま
せ
ん

キ
リ
カ
さ
ん
が

を
出
し
て
下
さ
る
だ
け
で
も
抑
止
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
か

ら

そ
う
だ
な

 
抑
止
力
に
な
る
と

ま
さ
か
そ
こ
ま
で

え
て
い
る
と
は
思
わ
ず
一

反
応
が

れ
て
し

ま

た

 
ま
さ
か
本

は
中
の
人
が
い
る
ん
じ

と
思
う
が
彼
女
の

上
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
表
す
イ

エ
ロ

カ

ル
が
表
示
さ
れ
て
い
る

 
な
ん
だ
か
こ
の
確
認

も
や

た
気
が
し
た

  
依
頼
の

を

め
た

は

ユ
ズ
ハ
の
勧
め
で
一
先
ず
鍛
冶

武

を
後
に
し
た
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向
か
う
先
は

眠
る
の
で
は
な
く
様

な
情
報
整
理
や
ア
イ
テ
ム
整
理
を
行
う
た
め
に

部

を

り
る
予
定
で
あ
る

 
恐
ろ
し
い
事
に

の

部

は

の
見
た
目

り
の
部

数
で
は
な
く
な

て
お

り

を
上
る

で
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
へ
と
入
る
特

仕
様

つ
ま
り
実

部

数
の

限
界
が
存
在
し
な
い

に

が

つ
か
存
在
す
る
の
は
内

の
変
化
グ
レ

ド
の
違
い
で

の
サ

ビ
ス
の
変
化
を
持
た
せ
る
た
め
だ
け
で
そ
れ
以
上
の
意
味
は
無
い
と
思
わ
れ
る

探
せ

ば

付
き
の
個

と
か
も
あ
る
だ
ろ
う

 
と
は

え

序

も
序

の
現
在
そ
こ
ま
で

金
に

が
あ
る

で
も
な
い
た
め

は

至

て
平

的
な
グ
レ

ド
の

に

ま
る
事
に
し
て
い
た

 
そ
れ
は

か
の

間
も
同
じ
で
あ
る

 

を
下
り
れ
ば
す
ぐ
合
流
出
来
る
の
が
魅
力
的
だ
と

場
一

で
決
定
し
た
の
だ

七
十
六

層
ア

ク

フ

ア
で
の
集

生
活
が
思
い
返
さ
れ
る

 
そ
ん
な
経

で
取

た

は
一

が
ラ
ウ
ン
ジ
二

が

空
間
な

部

と
い
う
構

に

な

て
い
る

ラ
ウ
ン
ジ
で
は
武
器

そ
し
て
ア
イ
テ
ム

の
出

の
他
食
事
を

取
れ
る
ス
タ
イ
ル
に
も
な

て
お
り
こ
の

に

在
し
て
い
る
間
だ
け

種
サ

ビ
ス
を

け
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ら
れ
る

 

息
を
取
る
前
に

か

食
を
と

業

に
頼
ん
で
サ
ン
ド
イ

チ
と
ジ

ス
を
頼
む

で

て
い
る
と
す
ぐ
に

理
が

し
た

 
一
つ
目
の
サ
ン
ド
イ

チ
を
食
べ
る

シ

キ
シ

キ
と
し
た
葉

と
あ
ま
り
味
わ

た
事

の
な
い

味
の

い
た
ド
レ

シ
ン
グ
が
味
覚
情
報
を
伝
え
て
く
る

も

と
し
た
パ
ン
を

に

ん
だ
ジ

ス
で

ら
か
く
し
て
食

に
し

そ
の
ま
ま

み

ん
だ

 
味
は

ま
あ
ま
あ
悪
く
な
か

た

キ
リ
カ

こ
ん
な
ト
コ
に

た
ん
だ
ね

 
そ
う
し
て
一
つ
目
を
食
べ
終
え
二
つ
目
に
手
を

ば
し
た
と
こ
ろ
で
背
後
か
ら

き
付
か
れ

た

ら
か
い
感
触
と
共
に

界
が
暗
く
な
る

 
声

か
ら
分
か

て
い
た
が

突
に

き
つ
い
て
く
る
知
り
合
い
は
一
人
し
か
い
な
い

ス
ト
レ
ア
か

 
そ
う
指

す
る
と

き
つ
い
て
き
た
ま
ま
ノ
ン
ノ
ン

と

定
を
返
さ
れ
る

ア
タ
シ
の
事
は

レ
ア

ね
え姉

で
し

そ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
呼
び
方
だ
ろ
う
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で
も
キ
リ
カ

て
ば
ユ
イ
の
事
は
ユ
イ
姉

て
呼
ん
で
る
じ

ん

 
ア
タ
シ
も
お
姉
ち

ん
な
ん
だ
か
ら
レ
ア
姉

て
呼
び
な
さ

い

 
そ
う
不

を
表
現
す
る
よ
う
に

き
つ
く
力
を
強
め
て
く
る

 
こ
の
や
り
取
り
は

も

り
返
さ
れ
た
事
だ

い
つ
の
間
に
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
彼
女
を

け

入
れ
呼
び
方
も
家

と
し
て

す
る
も
の
に
変
わ

て
い
る
が

は

な
に
愛
称
呼
び
を
し

て
い
な
か

た

 

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
０
０
２
 
ス
ト
レ
ア

 
そ
れ
が
彼
女
に
付
け
ら
れ
た
個
体
名
称

 
そ
う
と

ら
れ
た
の
は
攻
略
が
八
十
層

ば
に
至

た

だ

た

オ
リ
ジ
ナ
ル

く

が
済
ん
だ
か
ら

と

ス
ト
レ
ア
が
実
は
ユ
イ
と
同
じ
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う

で
あ

た
事
実

が
明
か
さ
れ
た

そ
の
時
点
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ス
ト
レ
ア
リ

フ

や
ユ
イ
の

性
は
構

さ
れ
て
い
た
か
ら

四
人
の
間
で
は
話
し
合
い
が
持
た
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

 

な
ん
と
な
く

間
外
れ
に
さ
れ
た
よ
う
で

気
に
入
ら
な
か

た

 

を
弟
と
し
て
見
る
な
ら
ど
う
し
て
あ
の

に
一

も

し
て
く
れ
な
か

た
の
か

そ

ん
な
不

が
ス
ト
レ
ア
へ
の
反
抗
に
な

て
し
ま

て
い
る

あ
と
ち

と
だ
け
リ

フ

と
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ユ
イ

そ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
も
不

が
あ
る

 
み
ん
な
が
認
め
た
呼
び
方
を
使
わ
な
い
そ
れ
が
精
一

の
反
抗
だ

た

ま
あ
彼
女
を
姉

い
す
る
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
け
だ
が

そ
れ
と
も
キ
リ
カ
は

ア
タ
シ
の
事

お
姉
ち

ん
だ
と
思

て
く
れ
て
な
い
の

 

と

に

い
か
ぶ
さ

て
い
た
モ
ノ
が

け
ら
れ
代
わ
り
に
逆
さ
に
な

た
ス
ト
レ
ア

の

が

界
に
入

て
く
る

ん
の
少
し
の
不

と
不
安
が
な
い
交

に
な

た
表
情

は

 
た
め
息
を
零
す

 
ど
う
か
し
た
か
と
慌
て
始
め
た
義
姉
を
横
目
に

を
立
ち
正
面
か
ら
見
合
う

高
い

に

あ
る

に
は
さ

き
よ
り
不
安
が
色

く
浮
か
ん
で
い
る

 
そ
の

に

は
弱
い

あ

ア
タ
シ

悪
い
事
し
た
か
な

ま
あ
い
き
な
り
後
ろ
か
ら

き
つ
か
れ
る
と

く
か
ら
止
め
て
欲
し
く
は
あ
る
か
な

 
悪
い
事
で
は
な
い
が

良
い
事
で
も
な
い

は
ス
ト
レ
ア
の
事
も
家

だ
と
思

て
る

思

て
る
け
ど

ち

と
気
に
食
わ
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な
いえ

と

が
か
な

ス
ト
レ
ア
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
だ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
明
か
し
た
時

リ

姉
や
ユ
イ
姉
は
知

て

た

い
の
に

に
は
ま

た
く
知
ら
さ
れ
て
な
か

た

家

だ

て
い
う
な
ら
教
え
て
く

れ
て
も
よ
か

た
と
思
う

あ

あ

 
思
い

た
る
節
が
あ

た
の
か
指
を
く
る
く
る
回
し
な
が
ら
ス
ト
レ
ア
の

い

が

に

に
と

ぐそ
れ
は
話
す
と
な
る
と
ち

と
⻑
い
話
に
な
る
か
な

キ
リ
カ
の
事
も

わ

て

く
る
し

ど
う
い
う
事
だ

 
ユ
イ
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
ス
タ

フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
再
生
し
た
し
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
の
記

を
取
り

し
た
事
で
ス
ト
レ
ア
の

性
を
把
握
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い

そ
こ
か
ら
オ
リ

ジ
ナ
ル
へ
と
話
が
流
れ
リ

フ

へ
と
流
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
な

も

に
話
し
て
く
れ

な
か

た
の
か

そ
れ
が
四
人
に
対
す
る

の
不

の
理
由
だ
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し
か
し

故
ス
ト
レ
ア
の
話
か
ら

に
話
が
発
展
す
る
の
か

 

に

り
な
お
し
た

の
対
面
に
ス
ト
レ
ア
も

る

頼
ん
だ

み
物
が
来
て
か
ら
ス
ト
レ

ア
は
や
や

え
な
が
ら
話
し
始
め
た

キ
リ
ト
は
さ
ア
タ
シ
が
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
だ

て
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
か
ら
帰

て
き
た
時
に
は
気
付

い
て
た

多
分
キ
リ
カ
も
同
じ
で
し

あ
あ

 
ユ
イ
は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
だ

た

そ
の
ユ
イ
と
同
時
期
に
現
れ
た
生
命
の

に
は
無
か

た
名
前

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ

と
名

る
存
在

下
層

中
層
の
実
力
者
の

ど
を
把
握
し
て
い
る

も

い

た
こ
と
が
無
か

た
大
剣
使
い

 

性
不
明
経
歴
不
明
生
命
の

に

ま
れ
て
い
な
い
名
前

そ
れ
ら
が
ユ
イ
と
共

し

て
い
た
か
ら
こ
そ

達
は
別
た
れ
る
以
前
か
ら
ス
ト
レ
ア
の

性
を
推

し
て
い
た

 
た
だ
し
ユ
イ
と
違
い
ス
ト
レ
ア
に
は
カ

ル
や

バ

ス
テ

タ
ス
な
ど
プ
レ
イ

共

の
も
の
を
し

か
り
保
持
し
て
い
た

シ
ノ
ン
や
ア
キ
ト
の
よ
う
に
外
部
か
ら

き

ま
れ

た
プ
レ
イ

と
い
う
線
は

二
十
五
層
の

闘
な
ど
に

出
来
た
点
か
ら
限
り
な
く

い

 
目
的
が
分
か
ら
ず
様
子
見
し
て
い
て
そ
の
間
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

は
別
た
れ
た

だ
が
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時
は
ユ
イ
に

止
め
し
て
て
キ
リ
ト
に
は
目
的
を
教
え
ら
れ
な
か

た
の

理
由
は
二
つ

最
初
は
キ
リ
ト
の
デ

タ
を

に
集
め
る
た
め
だ

た

の
カ

デ

ナ
ル
は
人
の
手
を
必
要
と
し
な
い
自
律
シ
ス
テ
ム

で
も
仮
想
世
界
を
大
き
く
変
化

さ
せ
る
に
は
プ
レ
イ

の
存
在
が
不
可
欠

あ
の
世
界
を
正
常
に
終
わ
ら
せ
る
事
を
望
ん
で

い
た
カ

デ

ナ
ル
は
そ
れ
で
も
自
分
で
は
動
け
な
い

そ
こ
で
カ

デ

ナ
ル
の
意
思
を

反

で
き
る
存
在
を
作
ろ
う
と
し
た
の

ま
さ
か

そ
れ
は

う
ん

そ
れ
が

ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
だ
よ

 
サ
ラ
リ
と

似
つ
か
わ
し
く
な
い

な
面
持
ち
で
ス
ト
レ
ア
が

い
た

キ
リ
ト
が
死
ん
で
し
ま

た
時
間
違
い
な
く
攻
略
は

し
最
悪
プ
レ
イ

は
破
滅
す

る

そ
う
演

し
た
カ

デ

ナ
ル
が

意
し
た
の
が
ホ
ロ
ウ
デ

タ
の
キ
リ
ト
だ

た

ア
タ

シ
は
ホ
ロ
ウ
の
キ
リ
ト
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
と

違
な
い
よ
う
日
常
生
活
戦
闘
時
の
他

に
彼
の

に
存
在
す
る
あ
ら

る
プ
レ
イ

の
デ

タ
を
集
め
る
た
め
に

わ
さ
れ
た
存

在
だ

た
の
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な
ま
ま

し
か
し
ど
こ
か
苦

し

に

葉
を
紡
ぎ

け
る

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
に
は
プ
レ
イ

へ
の

触
禁
止
が

い

さ
れ
て
た
ん
じ

で
も

ア
タ
シ
は
プ
レ
イ

で
し

そ
れ
は
容
れ
物
の
話
じ

そ
ん
な
の

て
ア
リ
な
の
か

う

ん

ま

無
し
だ
ね

 
サ
ラ

と

て

定
し
た
ス
ト
レ
ア
は

で
も
ね

と
す
ぐ
表
情
を

め
た

そ
れ
だ
け
カ

デ

ナ
ル
も
必
死
だ

た
ん
だ
よ

さ
れ
て
た
ア
バ
タ

の
一
つ
に
無
理

理

を
突

ん
で

プ
レ
イ

の
ガ
ワ
を

た

を
仕
立
て
上

る

な
ん
て

は
許
さ
な
い

で
も
許
さ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
そ
こ
で

ス
ト
レ
ア
が
虚
空
を
見
上

目
を

め
た

ア
タ
シ
は
さ

ヒ

ス
ク
リ
フ
が

さ
ん
な
の
も

デ
ス
ゲ

ム
の

謀
者
で
な
い
事
も

知

て
た

カ

デ

ナ
ル
か
ら

い
て
た
か
ら
ね

そ
う
カ

デ

ナ
ル
は
知

て
た
ん

だ

あ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
人
物
が
自
分
の

親
じ

な
い

て

 
ス
ト
レ
ア
は

う

も
し
あ
の
世
界
を

場

が
デ
ス
ゲ

ム
に
し
て
い
た
ら
自
分
は
存

在
し
な
か

た
だ
ろ
う

と
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そ
の

葉
は
真
実
だ
ろ
う

 
秋
十
か
ら

き
出
さ
れ

後
に
部
分
的
に
も
共
有
さ
れ
た
話
に
よ
れ
ば

原
作

に

け
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
は
本

に

場
の
手
で
デ
ス
ゲ

ム
に
さ
れ

七
十
五
層
で
物
語
を
終
え
た
と
い
う

 
そ
の
あ
と
も

く
話
は
あ
る
が
そ
れ
は

郷
が

与
し
た
話

ス
ト
レ
ア
は
こ
ち
ら
の
話
で

の
み
存
在
す
る
イ
レ
ギ

ラ

な
人
物
だ
と

い
て
い
る

 
つ
ま
り

に

場

し
か
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
ら
な
け
れ
ば
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
は
本
来
表
舞

に

出
る
事
す
ら
な
か

た

カ

デ

ナ
ル
が

反

を

さ
な
い
か
ら

逆
に

え
ば

デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
の
が

郷
だ

た
か
ら
こ
そ

か

そ

事

真

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン
と
し

て
カ

デ

ナ
ル
は
キ
リ
ト
を
見
初
め
た

そ
し
て
ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

と
し
て
作
り
あ

る

た
め
に
ユ
イ
に

す
る
形
で
ア
タ
シ
を

し
た

そ
う
し
て
デ

タ
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

の
コ
ン

ル
に
集
め
ら
れ
て

が
作
ら
れ
た

か

 

線
を

と
す

 
い
ま
思
え
ば

思
い

た
る
節
は
あ
る
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と
ス
ト
レ
ア
は
似
て
い
る

成
り
立
ち
で
は
な
く

状

が

プ
レ
イ

判
定
の
ア
バ

タ

に

を

ん
で
い
る
と
い
う
状

が

達
は
共

し
て
い
た

 

郷
は
ス
ト
レ
ア
の
デ

タ
を
参

に
し
た
の
だ

 
そ
れ
を

恐
ら
く
ユ
イ
姉
は
知

て
い
た

 
知

た
上
で
話
さ
な
か

た
の
は

お
そ
ら
く

郷
を

ら
え
た
後
キ
リ
ト
は

郷
の

デ

タ
を
探
る
中
で
キ
リ
カ
の
生
ま
れ
た
過
程

を
知

た

ア
タ
シ
と
ユ
イ

リ

フ

に
も
話
し
て

そ
れ
で

に
は
話
さ
な
い

て
決
め
た

か

 
は

と

息
し
な
が
ら

に
突

す

 
な

ス
ト
レ
ア
に
つ
い
て

に
話
が
来
な
か

た
か
が
分
か

た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
指
示
だ

話
を
共
有
す
る
中
で
自
身
の
ル

ツ
を
知
ら
れ
ま
い
と

的
に
情
報

制
し
た
結
果
が
こ
れ

だ

た

 
的
確
な
指
示
だ

こ
の
上
な
く

 

立
た
し
い

ど
に

ま

た
く

オ
リ
ジ
ナ
ル
め

の
事
な
ら
な
ん
で
も
お
見

し
の
つ
も
り
か
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事
実
そ
う
な
の
だ
ろ
う

そ
う
で
な
け
れ
ば
ヴ

フ
ス
事
変
の
最
中
に
あ
ん
な
事
は

て

こ
な
い

が
苦
悩
し
て
い
る
事
を

部
ま
で
理
解
し
て
い
た
か
ら

を
話
し

を
話
さ
な
い

か
の
取
捨

が
出
来
て
い
た
の
だ

 
そ
う
な
る
と

気
に
な
る
事
も
出
て
く
る

そ
れ
で

そ
の
話

に
し
て
良
か

た
の
か

 

止
め
さ
れ
て
い
た
ん
だ
ろ
う

 
突

し
た
ま
ま
見
上

る
よ
う
に

う
と
ス
ト
レ
ア
は

組
み
し
な
が
ら

を

う

ん
と

た

ま
あ
そ
う
な
ん
だ
け
ど

今
の
キ
リ
カ
な
ら
大

か
な

て

そ
う
思

た
か
ら

 
そ
う

に

こ
り

て

わ
れ

は

葉
を
失

た

う
 
数

な

を

し
た
あ
と

を

に
す
る
よ
う
に

に

い
て
そ
こ
に
突

す

今
は

を
見
ら
れ
た
く
な
か

た

ア
ハ

キ
リ
カ

真

か

う
る
さ
い
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を

し
て
も

が
紅
く
な

て
い
て
内
心
を
悟
ら
れ
て
し
ま

た

は
そ
う
小
さ
く

い
返
す
事
し
か
出
来
な
か

た

  
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
な
か

た
ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ
の

性
の
お
話

 
ス
ト
レ
ア
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
百
四
章

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ

や

第
百
九
章

現
状
把
握

な
ど
で

線
だ
け
残
さ
れ
て
い
ま
し
た

ユ
イ
と
一
緒
に
登
場
し
た
時
点
で
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
記

は

あ

た
と
か
そ
の

で
す

時
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
デ

タ
を
流

さ
れ
て
い
た
の
で
ス
ト

レ
ア
の

性
に
気
づ
い
た
キ
リ
ト
に
事
情
を
話
せ
な
か

た

 
ま
た
キ
リ
ト
が
外

部
か
ら

下
し
た
後
の
幕
間
暗
躍
ス
ル
者
達
の
カ

デ

ナ
ル

で

の

写
も

線

と
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の

触

は
ユ
イ
で
は
な
く
ス
ト
レ
ア
の
事
だ

た

ん
で
す
ね

 
キ
リ
ト
を
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
の

と
し
て

う
よ
う
で
気
が
引
け
た
か
ら
こ
そ
ス
ト
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レ
ア
は
罪
悪
感
を
感
じ
て
い
た

で
す

 
こ
れ
が
キ
リ
カ
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
ヴ

フ
ス
事
変
で
覚
悟
が

ま

た
様
子
を
見
て
ス

ト
レ
ア
が
も
う
大

そ
う
と
判
断
し
た
か
ら

キ
リ
ト
の
代
わ
り
と
し
て

意
さ
れ
て
い

た
の
だ

て
以
前
の
キ
リ
カ
に

て
た
ら
発
狂
間
違
い
な
し
で
す
か
ら
ね

  
・
キ
リ
カ

 
電
弟

 
ヴ

フ
ス
事
変
以
前
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
の
差
異
い
ま
の
自
分
の
生
き
方
が
グ
ラ
付
い
て
い
た

が

そ
の
時
の
発
破
か
ら
自
身
の
立
ち

を
明
確
化
し
た

そ
れ
を
今
回
ス
ト
レ
ア
が
感
じ

取

た
た
め
己
の
ル

ツ
を
知
る
機
会
を
持
て
た

 
ス
ト
レ
ア

め
家

ぐ
る
み
で
内
緒
事
を
さ
れ
て
い
た
の
が
気
に
入
ら
な
く
て
反
抗
し
て
い

た

プ
チ
反
抗
期
の

来
で
あ
る

 
つ
ま
り
真

に
成
⻑
し
て
い
る
と
い
う
事
で
す
ね

  
・
ス
ト
レ
ア
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電
妹

 
エ
ラ

で
偶
然
外
に
出
た
ユ
イ
に

す
る
形
で
カ

デ

ナ
ル
か
ら

さ
れ
た
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

作
二

そ
の
目
的
は
キ
リ
ト
が
死
ん
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
正
常
に
終
了
さ
せ
る
た
め
に
ホ
ロ
ウ

プ
レ
イ

の
容

に
必
要
な
デ

タ
収
集

偽
物
と
知
ら
れ
な
い
よ
う
感
情
記

戦
法
そ

の
他
も
ろ
も
ろ
の

も
集
め
て
い
た

 
そ
れ
が

郷
に
よ

て
悪

さ
れ
た
後
は

郷
へ
の
カ
ウ
ン
タ

と
し
て
息
を
潜
め

け
て

い
た

こ
れ
の
発
動
が
ゲ

ム

 
キ
リ
ト
を

し
て
い
た
事
に
も
な
る
の
で

時
か
ら
罪
悪
感
は
強
か

た
が
キ
リ
カ
へ
の

罪
悪
感
も
強
く
姉
と
し
て
自
己
主

す
る
の
は
キ
リ
カ
の

り

に
な
ら
ん
が

だ

た
り
す

る 
天
真

だ
が
な
ん
だ
か
ん
だ
で
義
弟
の
事
を
想
う
良
い
姉
を
し
て
い
る

と
は
ユ
イ
と

ヴ

ベ
ル
の

  
・
ユ
ズ
ハ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ラ
ク
タ
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色
の

髪
で
リ

フ

と
同
じ
一
つ

り
の
髪
型

び
ん
の
⻑
さ
は
ア
ス
ナ
と
同
じ

キ
リ
カ
は

リ

フ

と
ア
ス
ナ
を
足
し
て
二
で

た
よ
う

と

し
て
い
る

 
原

ホ
ロ
リ
ア
で
は
ゲ

ム

で
共
に
武
器

の

業

と
し
て
初
日
の
み
登
場
ゲ

ム
で
は
ビ
ジ

ア
ル
不
明

 
そ
の
後
は
彼
女
か
ら
男
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
取

て
代
わ
ら
れ
た
事
で

に

の
事
情

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く

 
つ
ま
り
モ
ブ
で
こ
そ
あ
る
が

地
味
に
キ

キ

ラ
ク
タ

で
も
あ

た
存
在

 
今
話
で
キ
リ
カ
に
助
け
ら
れ
た
事
で

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
姉
妹
の
よ
う
に
交
流
が
生
ま
れ
た

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

中
華
編
 

候
補
生
ノ
今

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

亡
国
事
変

か
ら
リ
ア
ル

は
ど
う
な

て
い
た
の
か

と
い
う
お
話

 

点

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

日
本
標

時

２
０
２

年

月

日

 
Ａ
Ｍ
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国

会
本
部
ビ
ル

 

Ｂ
Ｉ
Ａ

Ｓ
Ｏ

 
ん

よ
く

た

 

方
パ
チ
リ
と
目
が
覚
め
た
あ
た
し
は
ベ

ド
か
ら

き
る
と
全
身
を
ぐ

と

ば
し
た

け
て
体

で
全
身
の

肉
を

こ
し
て
い
く

し

か
り

め
た

肉
が

し
ど
ん
ど
ん

血

が
送
ら
れ
て
い
く
の
を
感
じ
た

 

を
洗
い
さ
さ

と

か
ら

え
た
後
眠
気
覚
ま
し
に
生
ま
れ
故
郷
特

の
お

を

れ
つ
つ

の
メ

ル
チ

ク

お
よ
び
ニ

ス
チ

ク
を
行
う

う
ん

特
に
変
わ
り
な
し

と

 

わ
し
い
ル

チ
ン
を
手

く
終
え
た
あ
た
し
は

ま
だ

の
お

を
一
気
に

み

し
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た

空
に
な

た

は
部

に
備
え
付
け
の
ミ
ニ
キ

チ
ン
横
の
シ
ン
ク
に

く

 
手

で
最

限
の
身
だ
し
な
み
を
チ

ク
し
な
が
ら

今
日
の
予
定
も
確
認
し
て
い
く

 
と
は

え

確
認
が
必
要
に
な
る

ど
日

が
多

な

で
は
な
い

 
生
ま
れ
故
郷
・
中
国
に

た

は
そ
れ
な
り
に
多

だ

た

日
は

練

け
平
日
は
学

業
と
の

立
を
高
い
水

で
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
そ
れ
な
り
に
苦
労
し
て
い
た
の
だ

時
間

の
節
約
と

的
な
使
い
方
は
必

で
あ
り
そ
の
た
め
に

密
な
ス
ケ
ジ

リ
ン
グ
を
常
に

心
掛
け
て
い
た

今
は
と

え
ば
依
然
と
し
て
学
業
と
の

立
は

し
い
の
だ
が

信
教
育

制

を
一
時
的
に

し
始
め
た
事
で

動
時
間
の
節
約
が
実
現
し
た
事
で
か
な
り

が
出
来

た

な
に
し
ろ

練

設
ま
で
に
要
し
た
片
道
一
時
間
が
無
く
な

た
の
だ
か
ら

 
し
か
も

現
在
自
分
が
い
る
の
は
日
本
で
あ
る

 
福

生
が
行
き
届
い
て
お
り
食
事
も

味
く
ま
た
出
会
う
人
間
は

本
的
に

み
深
い

共
交

機

を

使
す
れ
ば
多
少
の
遠
出
も
身
一
つ
で
行
け
る
の
も
未
成
年
と
し
て
は
助
か
る

と
こ
ろ

今
日
は

後
か
ら
フ
リ

か

に
シ

ピ
ン
グ
に
で
も
行
こ
う
か
し
ら

 
日
本
に

在
す
る
事
に
な

た
原
因
を

え
れ
ば
気
は

け
な
い

だ
が
し
か
し
実

軍
人
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と
は

え

ま
だ
う
ら

い

女
で
あ
る
の
も
ま
た
事
実

 
フ
リ

の
時
間
に
予
定
を
組
み

み
な
が
ら
あ
た
し
は
あ
て
が
わ
れ
て
い
る
部

を
後
に
し

た  
中
国
代
表
候
補
生

が
日
本
に

在
し
て
い
る
の
に
は

然
な
が
ら
そ
れ

な
り
の
理
由
が
存
在
す
る

 
七
月
十
日
に
製

会

ス

ク
ト
ル
を

れ

と
す
る
亡
国
機
業

に
よ

て

発
し
た
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
と
あ
わ
や
世
界
滅
亡
の

前
ま
で

た
メ
テ
オ
ス

ム
を

め

て
指
す

亡
国
事
変

 
あ
の
日

国
の
専

機
を
持
つ

国
代
表
候
補
生
は
国

会
会
⻑
・

ノ
之
束

士
の
指
示
の
下
ア
メ
リ
カ
を
目
指
し
て
数
時
間
に

て
空
路
を

た

そ
の
時
点
で
は

が
現
れ
る
な
ど
ま

た
く
の
想
定
外
で
以

も
超
広

バ
リ
ア
を
展
開
す
る
た
め
の
武

を

保
持
す
る
な
ど
予
想
外
の
事
も
あ

た
が
そ
れ
は
現
地
に
い
た
少
年
の

力
に
よ

て
解
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決
し
た

 

候
補
生
達
が

集
さ
れ
た
の
も
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
に
よ

て
危
険
地

と
化
し
た
サ
ク

ラ
メ
ン
ト
の
現
地
⺠
の

・
救
助
活
動
の
要
請
が
あ

た
か
ら

黒
幕
の
対
応
に

し
て
は
成

り
行
き
だ

た
が
救
助
活
動
の
た
め
に
は
原
因
の

も
必
要
だ

た
か
ら
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 
そ
う
し
て
亡
国
事
変
に
あ
る
程

の

切
り
が
付
い
た
後

軍
に

い
た
候
補
生
達
は

国
で
は
な
く

会
本
部
が
あ
る
日
本
へ
と
向
か

た

 
理
由
は
三
つ
あ
る

 
一
つ
目
は

未
だ
禍
根
を
断
ち
切
れ
て
い
な
い
た
め
設
立
さ
れ
た

Ｂ

Ｉ

Ａ

バ
イ
オ
テ
ロ

撃

に

国
の

と
し
て
名
を

ね
る
た
め

事
が

き
た
時
す
ぐ

け
付
け
る

と
い
う
対
外
的

意
思
表
示
だ

 
二
つ
目
は
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

備
の
た
め

密
に

え
ば

日
前
後
に
出

場

手
の
国
家
代
表
達
と
入
れ

わ
り
に
本
国
に
帰
国
す
る
か
ら
あ
た
し
達
の

目
は

払

い
や

よ
け
の
よ
う
な
も
の
だ

な

が
会
場
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
す
る
抑
止
力
と

て
も
い
い

 
不
可
解
な
事
に

先
月
の
オ
リ
ン
ピ

ク
は

期
を

断
し
た
に
も

わ
ら
ず
モ
ン
ド
・
グ
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ロ

は
無
観
客

合
で
で
も
開

す
る
つ
も
り
で

国
は
い
る
と
い
う

生
身
で
は
な
い
か

ら
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
が

き
た
ア
メ
リ
カ
と
は
状
況
が
違
う
か
ら
と
は

え

期
の
話
が
す

ぐ
取
り
下

ら
れ
た
と
い
う
話
も

と

え
ば

で
あ
る

ス

ク
ト
ル

の

が
全
て
は

終
わ

て
な
い
か
ら
判
断
が
性

と
い
う
の
が
一

的
な
世
論
な
の
で

ど
う
に
も
き
な

い

 
国
に

う
し
か
無
い
以
上

え
た
と
こ
ろ
で

が
変
わ
る
わ
け
で
も
な
い
の
だ
が

 
最
後
の
理
由
は

か
の

少
年

こ
と
桐

谷
和
人
と
の

構

 

な
話
正
真
正
銘

一
と
な

た
男
性

者
か
つ
英
雄
と
呼
ば
れ
る
彼
に
取
り

入
ろ
う
と

国

が
必
死
に
な

て
い
る
の
だ

な
に
し
ろ
味
方
に
す
れ
ば
間
違
い
な
く

無
し

国
か
ら
は
戦
術

と
同

以
上
の
抑
止
力
と
ま
で

わ
れ
て
い
る

そ
の
気
に
な

れ
ば

で
地

を
破
壊
で
き
る
の
だ
か
ら

兵
器
よ
り
直

的
な
破
壊
力
は
上
と

え
れ
ば

な
意
見
と

え
よ
う

 
彼
を

に
回
せ
ば
国
が
亡
ぶ

な
ど
と

と

に
な

て
い
な
い
話
ま
で

び
交

て

す
ら
い
る

 

国
は
そ
の
力
を
向
け
ら
れ
た
く
な
い
反
面
そ
れ
を
他
国
と
の
交

カ

ド
に
使
い
た
い
と

え

お
そ
ら
く
様

な
手
法
で
勧
誘
を
行

て
い
る
だ
ろ
う
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そ
の

い
が
現
実
の
も
の
に
な
る
と
あ
た
し
は

も
思

て
い
な
い
の
だ
が

 
第
一
数
年
前
ま
で
彼
は
出
来
損
な
い
と

め
ら
れ
て
い
た

そ
う
し
て
い
た
の
は
世
界

で
あ
り
人
で
あ
る

一

⺠
は
も
ち
ろ
ん
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
観
戦
に

い
た
時

時
代
表
候
補
だ

た

真

と
の
邂
逅
時

に
そ
れ
な
り
の
地

の
人
間
か
ら
も

ん
じ

ら
れ
て
い
た

そ
ん
な
事
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
を

が
信
じ
る
と
い
う
の
か

 
だ
か
ら
あ
の
少
年
は

本
的
に
他
者
を
信
じ
な
い

 
そ
れ
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
と
呼
ば
れ
る
時
の
ホ
ロ
ウ
の
存
在
か
ら
理
解
出
来
る

事
だ

ど
れ
だ
け
今
が
穏
や
か
だ
ろ
う
が
ホ
ロ
ウ
の
存
在
を

け
容
れ
て
い
た
以
上
根

こ
の

部
分
に
大
差
は
な
い

で
あ
る

今
だ

て

森
羅
の
守
護
者

と
し
て

け
付
け
て

い
た

間
達
の
存
在
あ

て
こ
そ

 
つ
ま
り
あ
の
少
年
を
日
本
か
ら
引
き

が
す
事
は
ま
ず
不
可
能
に
近
い

 
せ
い

い
友

を
示
す

に
来

す
る
ま
で
が
い
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う

そ
れ
を
分
か

た
上
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
か
ら

な
モ
ノ
よ
ね

 
廊
下
を
進
み
な
が
ら

は

や
れ
や
れ

と

を
振
る

 

国
の
上
も
た
だ

ば
か
り
で
は
な
い

候
補
生
達
が
こ
ち
ら
に
残

て
い
る
の
も
同
じ
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物
の
中
で
生
活
し
て
い
る
少
年
と
繋
が
り
を
持
つ
事
を
期

し
て
い
る
か
ら
だ

そ
の
繋
が
り
か

ら
自
国
と
の
友

的
な

を

こ
う
と

ど
こ
も
躍

に
な

て
い
る

 
個
人
的
に
は
Ｂ
Ｉ
Ａ
と
し
て
の
活
動
と
彼
と

を
構

す
る
事
の
ど
ち
ら
に
主

を

い
て
い
る
の
か
と
思
わ
な
い
で
も
な
い
が

あ
ら

そ
こ
を
行
く
の
は

さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ん
あ

 
廊
下
を
歩
い
て
い
る
と

別
の

路
か
ら
合
流
し
て
来
た
人
物
が
声
を
掛
け
て
来
た

 
金
髪
を
ク
ル
ク
ル
に

い
た

眼
の
少
女
だ

ま
る
で

か
ら
出
て
来
た
か
の
よ
う
な
テ
ン

プ
レ
の
高

車
お

さ
ま
感
が
あ
る
彼
女
は

英
国
の
代
表
候
補
生
で
あ
る

え

と

あ
ん
た

確
か
オ
ル
コ

ト

だ

け

え
え
イ
ギ
リ
ス
代
表
候
補

セ
シ
リ
ア
・
オ
ル
コ

ト
で
す
わ

覚
え
て
い
て
下
さ
い

ま
し
た
の
ね

あ

ま

ね

 
中
国
で

練
を
始
め
て
か
ら

年
が
経

て
い
な
い
今
専

機
の
武

や
特
徴
開
発
経

を
覚
え
る
の
を

先
し
て
い
た
せ
い
で
正
直
他
国
の
代
表
候
補
生
の

と
名
前
は
一

し

い
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状
況
に
あ
る
あ
た
し
だ
が
こ
の
人
物
を
覚
え
る
の
は
そ
う
苦
労
し
な
か

た

直
に
会

て
分

か

た
が

個
性
が
強
す
ぎ
る
せ
い
で
あ
る

 
無
論

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
実
戦
で

を

べ
た
事
で

記

に
強
く

ん
だ
か
ら
で
も
あ
る

こ
ち
ら
に

在
し
始
め
て
三

間
は
経
ち
ま
す
が
こ
う
し
て
面
と
向
か

て
話
す
機
会
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
わ
ね

そ

ね

ま

あ
た
し
達
の
間
で
共

の
話

が
無
い

だ
し

そ
れ
も

然
で
し

 
立
場
は
同
じ
な
れ
ど
国
が
非
常
に
遠
い
上
に
国
交

も
決
し
て
良

と
は

い

い

滅

多
な
事
を

に
す
る

に
も
い
か
な
い
た
め

先
し
て
会
話
し
に
行
く
気
に
は
ど
う
し
て
も
な
れ

な
か

た

 
そ
れ
は
あ
ち
ら
も
そ
う
だ

た
よ
う
で
そ
う
で
す
わ
ね
と

を
組
み
な
が
ら

い
て
い
る

あ

そ
う
で
す
わ

な
に
よ

さ
ん

今
か
ら

食
を
摂
ら
れ
る
の
で
し

う

 
こ
う
し
て
会

た
の
も

か
の
縁
で

す
し
ご
一
緒
さ
せ
て

け
ま
せ
ん
か

が
空
い
て
た
ら
ね
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そ
の
場
で
は
返
事
を
せ
ず
食

に
向
け
て
歩
み
を
再
開
す
る

後
を
追
う
よ
う
に
オ
ル
コ

ト
も
歩
き
は
じ
め
た

そ
う
い
え
ば

一
つ
気
に
な

た
事
が
あ
る
の
で
す
が

今

は
な
に

さ
ん

て

分
日
本
語
が
お
上
手
で
す
の
ね

得
に
ど
れ
く
ら
い

や
し
ま
し
た
の

 

ま
で
来
た
英
国
淑
女
に

い
き
な
り
な
ん
だ

と

な

線
を
向
け
る

そ
う
ね

年
く
ら
い
よ

 
日
本
で
生
活
す
る
と
知

て
か
ら
我
流
で
学
び
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
あ
の
少
年
や
悪
友
達
に

教
わ

た

そ
の
期
間
が

年

 
少
し
経
歴
を
洗
え
ば
あ
た
し
が
四
年
前
か
ら
数

月
前
ま
で
日
本
で
生
活
し
て
い
た
事
は
す

ぐ
判
明
す
る

し

す
よ
う
指
示
も

け
て
い
な
い
が

え
て

う
事
で
も
な
い
と

こ
ち
ら
で
生
活
し
て
い
た
事
は

わ
な
か

た

ま

 

年
で
そ
こ
ま
で
流

に
話
せ
る
ん
で
す
の

流

て

あ
ん
た
も
使
い
こ
な
し
て
る
じ

な
い
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わ
た
く
し

私
の
場
合
は
家
庭
教
師
や
指
導

方
に
よ
る
教

が
あ

て
で
そ
れ
で
も
一
年
以
上
は
掛
か

り
ま
し
た
の

で
す
が

さ
ん
は
四

月
前
か
ら
候
補
生

練
を

け
始
め
た
の
で
し

う

 
な
の
に

に
そ
こ
ま
で

な
に
か
コ
ツ
で
も
あ
る
ん
で
す
の

 
一

練
開
始
時
期
ま
で
知
ら
れ
て
い
て
ヒ

リ
と
し
た
が
彼
女
は

き
の
方
が
勝

て

い
る
の
か
あ
る
い
は

練

し
出
を
出
し
た
時
が
二
月
か
ら
だ
と
思

て
い
る
の
か
あ
た
し

が
日
本
で
生
活
し
て
い
た
事
に
気
付
い
た
節
は
無
い

 
内
心
の
動
揺
を
お
く
び
に
も
出
さ
ず

あ
た
し
は

え
を
返
し
た

特
に
な
い
わ
よ

コ
ツ
な
ん
て

そ
ん
な
は
ず
あ
り
ま
せ
ん
わ

 
語

も

く

て
来
る
英
国
候
補
生
を

近
寄
ん
な
と

を

し
て

離
を
保
つ

 

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
コ
ツ
な
ん
て
本

に
無
い
の
だ
か
ら

え
よ
う
が
な
い

 
強
い
て

え
ば
日
常
生
活
で
必

だ

た
か
ら
こ
そ
そ
れ
だ
け
の

期
間
で

得
出
来
た
の

だ
ろ
う

必
要
に

ら
れ
れ
ば
大

の
事
は
出
来
る
よ
う
に
な
る
も
の
だ

し
か
し
そ
れ
が
彼
女

の
求
め
る
コ
ツ
か
と

え
ば

ま
ず
違
う

 
あ
と
オ
ル
コ

ト

の
場
合
は

な

子
女

を

得
し
よ
う
と
し
た
せ
い
で
も
あ
る
と
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思
う

 
い

た
い
彼
女
に
日
本
語
を
教
え
た
の
は

な
の
か

英
国
子
女
の
イ
メ

ジ
に
合

し
て
い

る
か
ら

多
分

も
指

し
な
い
の
だ
ろ
う
が

そ
の
話

も
興
味
が
あ
る
な

 
そ
こ
で

背
後
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る

 
振
り
向
け
ば
金
髪
を
後
ろ
で
結
わ
え
た

眼
の
少
女
が
い
つ
の
間
に
か
立

て
い
て

和
に

て
い
た

あ
ん
た
は

デ

ノ
ア
さ
ん

い
つ
の
間
に

お
は
よ
う

さ
ん
に
オ
ル
コ

ト
さ
ん

は

い
ま
来
た
ば
か
り
だ
よ

興
味
深
い
話

を
し
て
た
か
ら
声
を
掛
け
た
ん
だ

 
シ

ル
ロ

ト
・
デ

ノ
ア

 
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
代
表
候
補
生
に
し
て
世
界
で
第
三

の
シ

ア
を
誇
る
第
二
世
代
型

機

ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ

を
開
発
し
た
デ

ノ
ア

の

⻑
の

で
あ
る

 
彼
女
の
専

機
も
そ
の
機
体
を
フ
ル
カ
ス
タ
ム
し
た
も
の

出
力
そ
の
も
の
は
第
三
世
代
型
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の
テ
ス
ト
機
体
に

る
の
だ
が
あ
の
亡
国
事
変
で
は

を
破
壊
し
て

ル

ト
の
確

保

火
器
を
と

か
え

か
え
し
て
タ
イ
ラ
ン
ト
や
ハ
ン
タ

種
の

滅
な
ど
を
や

て
の

け
る
な
ど

様

な
方
面
で
成
果
を
上

た
の
は
彼
女
の
器

さ
あ

て
こ
そ

 
流

の
あ
た
し
も
こ
の
人
物
の

と
名
前
は
す
ぐ
に
覚
え
た
も
の
で
あ
る

 
彼
女
も
加
え
あ
た
し
達
は
三
人
で
食

へ
向
か
う
事
に
し
た

あ
た
し
を

ん
で

に
オ
ル

コ

ト

に
デ

ノ
ア
の

び
で
あ
る

興
味
深
い

て

あ
ん
た
も

日
本
語
に
こ
な
れ
て
る
じ

な
い

日
本
語
を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い

て
な

て
か
ら
は
日
記
を
書
く
の
も
日
本
語
を
使

て

た
か
ら
ね

指

は
日
本
語
で
来
る
し

そ
う
で
す
わ
ね

わ
た
く
し

私
流

に
最
初
の

は

け
そ
う
に
な

て
し
ま
い
ま
し
た

特
に
日
本

は

ら
が
な

か
た
か
な
に

な
ど
文

の
種

が
多
く
て

今
も
話
す
の
な
ら
と
も
か

く

み
書
き
に
な
る
と

ち

と

 

と

に
手
を

て
て

息
を

く
英
国
子
女

裏
に
は
か
つ
て
の
苦
労
が
リ
フ
レ
イ

ン
し
て
い
る
事
だ
ろ
う

あ
は
は
分
か
る
な

そ
れ

で
も
そ
う
な
る
と

を
使

て
た
国
出
身
だ
か
ら
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こ
そ

さ
ん
が
日
本
語
を

得
す
る
の
も
速
か

た
の
か
も
ね

と

て
も
中
国
と
日
本
と
じ

意
味
は
と
も
か
く
発

が
違
う
け
ど
ね

ら
が
な
な
ん
か

は
日
本
特
有
の
文

だ
し

 

義
は

ど
そ
の
ま
ま
だ
が
発

ば
か
り
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

そ
し
て

み
書
き
は

論
会
話
は
発

に
依
存
し
て
い
る

そ
こ
が
ネ

ク
だ
か
ら
古
来
よ
り
中
国
人
の
日
本
語
は
カ

タ
コ
ト
で
表
現
さ
れ
る
の
だ

も
う

い
い
で
し

コ
ツ
な
ん
て
無
い
わ

練

あ
る
の
み
よ

 
こ
の
ま
ま
話
し
て
い
る
と
イ

な
事
ま
で
思
い
出
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
の
で
あ
た
し
は

無
理

理
話
を
切
り
上

た

  
国

会
本
部
の
ビ
ル
の
前
身
は
上
流

達
の
リ

ト
ホ
テ
ル
だ

た
と
い

う

す
ぐ
横
に
は
広
大
な
遊
園
地
が
広
が
り
反
対

に
は

内
プ

ル
や

技
の
た
め
の
コ

ト
を

層
別
で

め

ん
だ
体
育

な
ど
が
あ

た

設
は
三

を

く
形
で

路
で
結
ば
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れ
て
お
り

中

に
は
ち

と
し
た
庭
園
が
存
在
す
る

 
し
か
し

の
発
明
と
女
尊
男

風

の

に
よ
り

そ
れ
ら
は
一
変
し
た

 
リ

ト
ホ
テ
ル
は

会
本
部
に
さ
れ
た

遊
園
地
と
体
育

は
来
場
者
数

少
を
理
由
に

地
ご
と

い
取
ら
れ

合

ア
リ

ナ
に

め
て

え
ら
れ
た

つ
ま
り
現
在
は
三

形
か
ら

形
へ
と
敷
地
の
形
を
変
え
て
い
る

 
こ
れ
も

時
女
尊
男

思
想
だ

た
前
会
⻑
達
の
指
示
で
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
思
う
と
こ

ろ
も
無
く
は
な
い
が

そ
の

は

上

が
ど
う

え
る
か
で
あ
る

 
そ
れ
こ
そ
こ
の

設
を

す
る
あ
た
し
達
が
知

た
事
で
は
な
い
と
い
う
の
が
実
情
だ

た 

リ

ト
ホ
テ
ル
を
転

し
て
い
る
か
ら
か
食

は
複
数
存
在
し
て
い
る

そ
の
中
で
本

部
に

在
し
て
い
る
者
が

本
的
に

す
る
の
は
ビ
ル
一

の
大
食

だ

た

 

は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
だ

た
と
い
う
が

現
在
は

理
体
制
が

会
に

行
し
て
い

る
か
ら
か
そ
の
シ
ス
テ
ム
は

学
園
の
そ
れ
と

同
じ
ら
し
い

入
り

で
食

を

入
し

そ
れ
を
食

の
お
ば
ち

ん
達
に

し
て

理
を

う
と
い
う

い
わ

る

学
食
シ
ス
テ
ム

だ
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バ
イ
キ
ン
グ
だ
と
作
る
手
間
も

分
に
な
る

理
も
少
な
く
な
い
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
事
を

え
な
が
ら

機
の
列
に

ぶ

密
か
に

理
の
制
覇
を
目
論
ん
で
い

る
あ
た
し
は

大

り
ち

ん

ん

の
ボ
タ
ン
を

し
た

 
カ
ウ
ン
タ

で

に
食

を

し

代
わ
り
に
ち

ん

ん
を

け
取
る

あ
に
よ

 
そ
こ
で
二
人
か
ら

な

線
を
向
け
ら
れ
て
い
る
事
に
気
付
き
む

と
し
な
が
ら

葉
を

発
す
る

い
え

そ
の

か
ら
そ
ん
な
も
の
を
食
べ
て

も
た
れ
し
ま
せ
ん
の

ウ
チ
は

中
華

理

だ
か
ら
ラ

メ
ン
な
ん
て
食
べ

れ
て
る
わ
よ

て
か
あ
ん
た
ら
こ

そ

そ
れ
で
体
が
持
つ
の

 
後
ろ
に

ん
で
い
る
オ
ル
コ

ト
は
ハ
ム

サ
ン
ド
イ

チ
と
ポ
タ

ジ

ス

プ

デ

ノ
ア
は
フ
ル

ツ
サ
ン
ド
イ

チ
と
ミ
ニ
サ
ラ
ダ
を
お

に
載
せ
て
い
る

ど
ち

ら
も

そ
の
も
の
は

え
め
で

消
化
に
も
い
い

 
し
か
し
あ
た
し
が
同
じ
物
を
食
べ
て
も
ま
だ
空

に
違
い
な
い

わ
た
く
し

私
に
は
こ
れ
く
ら
い
が

で
し
て
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う
ん

も
な
ん
だ

ん

ま

あ
ん
た
達
が

を
食
べ
よ
う
と
あ
た
し
の
知

た
事
じ

な
い
け
ど
ね

 

に
⻭
切
れ
の
悪
い

を
見
る
に
恐
ら
く
ダ
イ
エ

ト
な
の
だ
ろ
う
と

た
り
を
付
け
る

 
だ
が
こ
の
二
人
そ
ん
な
必
要
は
な
い
と
思
え
る

ど
ス
タ
イ
ル
が
良
い

一
部
は

ま
し
い

ど
の
成
⻑
を
見
せ
て
い
る

そ
の
体
系
を

持
す
る
た
め
と

え
れ
ば
ま
あ
ダ
イ
エ

ト
を

す
る
の
も

得
は
い
く

 
そ
れ
か
ら

な

に

て
食
事
を
済
ま
せ
る

話
し
な
が
ら
と
は

え
軍
人

い
を

け
る

者
の
食
事
速

は
か
な
り

く

十
分

ど
で
終
わ

て
し
ま

た

 
ち
な
み
に
あ
た
し
は
ラ

メ
ン
の
ス

プ
も

み

す
タ
イ
プ
だ
が
こ
こ
で
は
そ
れ
を
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
る

そ
れ
で
は
お
二
人
と
も

ま
た
お
会
い
し
ま
し

う

う
ん

ま
た
ね
オ
ル
コ

ト
さ
ん

さ
ん
も
ま
た
一
緒
に
食
べ
よ
う

機
会
が
あ

た
ら
ね

 
食

を
出
た
と
こ
ろ
で
二
人
と
別
れ
る

デ

ノ
ア
は
日

品
の

い
出
し
オ
ル
コ

ト
は

自

で

の
消
化
に
時
間
を

や
す
ら
し
い
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あ
た
し
は

前
中
を

練
に

や
す
と
決
め
て
い
た
の
で

ア
リ

ナ
の
方
に
足
を
向
け
る

 
三
者
三
様
に
別
れ

そ
の
場
を
後
に
し
た

  
特
設
ア
リ

ナ
に

い
た
あ
た
し
は
ま
ず
格

の
ハ
ン
ガ

に

を
展
開
し

定
す
る

本
も
の
ケ

ブ
ル
を
繋
い
だ
後

そ
の
先
の

の
前
に

た

 

の

面
に
は
ズ
ラ
リ
と

の

種
パ
ラ
メ

タ
が
表
示
さ
れ
て
い
る

シ

ル
ド

バ
リ
ア
に
使
う

の
他
に
ス
ラ
ス
タ

バ

ニ
ア
な
ど
の
推
進

代
わ
り
の
エ
ネ
ル
ギ

兵

に

い
る
エ
ネ
ル
ギ

な
ど
か
ら
始
ま
り

種

様

な
デ

タ
が
表
示
さ
れ
て
い
た

の
製
作
コ
ン
セ
プ
ト
は

に

え
ら
れ
て
い
る

 
兵

で

い
る
エ
ネ
ル
ギ

弾
時
の

消

は
も
ち
ろ
ん

あ
ら

る
機
動
で

い
る

エ
ネ
ル
ギ

を
こ
そ
中
国
は
力
を
入
れ
て
い
た

こ
の
機
体
の
第
三
世
代
兵

が

大
気
を
圧

し
て

弾
に
す
る
の
も

今
主
流
と
な

て
い
る
レ

ザ

兵

な
ど
よ
り
は

が
良
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
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と
は

え

 
レ

ザ

兵

に

べ
て
大
気
状

に
大
き
く

さ
れ
る
た
め
兵

と
し
て
の
安
定
性
は

あ
ま
り
良
く
な
い
の
は

点
だ

安
定
さ
せ
る
た
め
に
よ
り

さ
せ
る
と
な
る
と
本

転
倒
に

も
な
る

 
そ
の

の

整
を

投

さ
れ
て
い
る
か
ら
面
倒
く
さ
い

た

く

こ

の
は
専

の
技
師
が
す
る
も
ん
で
し

う
に

こ
ち
と
ら

に
触
れ
始

め
て
四

月
の

人
よ

 
ブ
ツ
ブ
ツ
と
文

を

い
つ
つ
セ

ト
ア

プ
を
進
め
て
い
く

 

人
と
は

う
が
他
の
候
補
生
に

べ
れ
ば

時
間
な
ど
は
圧
倒
し
て
い
る

あ
た
し
が

て
い
る
の
は
専

的
な
知
識

技
術
方
面
だ

流

に
そ
れ
ば
か
り
は
機
体
を
製
作
す
る

チ

ム
の

属

に
大
き
く

る

 
と
は

え

場
を

ぐ
時
に
技
師
が
い
つ
も

る
と
も
限
ら
な
い

こ
う
い
う
の
も
経
験
だ

と
は
上

の

 

い
た
い
事
は
分
か
る
反
面

面
倒
く
さ
い
と
思
う
の
は
人
情
だ

た

む

お
前
は
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ん
あ

 
今

は

だ

と
後
ろ
に

線
を
向
け
る

 
そ
こ
に
は

目
に
眼

を

い
た
銀
髪

眼
の
少
女
が
一
人

あ
ん
た
は
確
か

ん

ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
だ

ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
妹
に
あ
た
る

そ
う
そ
う

そ
う
だ

た
わ

あ
た
し
は

よ

よ
ろ
し
く

あ
あ

よ
ろ
し
く
頼
む

 

Ｂ
Ｉ
Ａ

の
中
で
も
や
や
特

な
立
ち

の
人
間

ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
彼
女
は
特
別

問
・
桐

谷
和
人
の
護
衛

監

だ

た
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
代

を

め

Ｂ
Ｉ
Ａ

設
立
後
も
ク
ロ
エ
と
共
に
継

し
て
い
る
人
間
だ

だ
か
ら
彼
女
は
和
人
と

同
じ

組
で
動
く
存
在
に
な
る

 
専

機
は

シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
リ

タ

直

す
れ
ば

黒
騎
士
だ

そ
れ
に
し
て
も

い
な

食
を
済
ま
せ
て
す
ぐ
こ
こ
に
来
た
の
か

そ
れ
を

う
な
ら
あ
ん
た
も
で
し

 
て
い
う
か

護
衛
は
い
い
の

今
は
我
が
姉
が

け
持

て
い
る
の
で
な
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そ
 

く
返
し

あ
た
し
は

に
向
き
直

た

 
こ
れ
以
上
会
話
を
す
る
つ
も
り
は
無
い
と
い
う
意
思
表
示

な
話
集
中
し
な
い
と
機
体

の

整
は

し
い
の
で
あ
る

う

ん

ス
ラ
ス
タ

に
回
し
過
ぎ
る
と
逆
に
制
動
時
の
消

が
大
き
く
な
る
し
な

か
と

て

い
と

弾
す
る
し

 
ス
ラ
ス
タ

な
ど
は
大
気
中
の
エ
ネ
ル
ギ

を
再

取
り

む
機
構
が
あ
る
た
め
本

に
最

限
の
消

で
構
わ
な
い

し
か
し
あ
ま
り
に
少
な
過
ぎ
る
と
加
速
や
最
大
速

が

く
な
る

 
専

機
持
ち
は
ア
リ

ナ
で
の

合

キ

ノ
ン
・
ボ

ル
・
フ

ス
ト

高
速
機
動
レ

ス

Ｂ
Ｉ
Ａ
活
動

の
最

三
種

は
機
体

整
セ

ト
を
構

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

前
者
二
つ
は
本
国
で

あ
る
程

済
ん
で
い
る
が

三
つ
目
の
ガ
チ
戦
闘

の

整
が
未
だ
完
成
し
て
い
な
か

た

さ

き
か
ら

に
悩
ん
で
い
る
の
だ

 
う
ん
う
ん

り
な
が
ら
ポ
チ
ポ
チ
と

整
し
て
い
る
と

か
ら
ラ
ウ
ラ
が
問
う
て
き
た

 

で
同
じ
よ
う
に
専

機
シ

ヴ

ル
ツ

ア
・
リ

タ

を
ハ
ン
ガ

に
掛
け

と
繋
い
で

整
し
て
い
た
が

悩
ん
で
い
る
の
を
見
て
気
に
な

た
ら
し
い
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戦
闘
時
の

を
ど
う
す
る
か

て
ね

合
の
時
と
違

て
ど
れ
く
ら
い
動
き
回
ら
な
い

と
い
け
な
い
か
分
か
ら
な
い
じ

な
い

あ
あ

な
る

ど
な

 

ド
イ
ツ
軍
人
で
あ

た
た
め
か

わ
ん
と
す
る
事
を

し
た
ラ
ウ
ラ
が

得

で

い
た

私
も
レ

ゲ
ン
を
使

て
い
た
時
は
同
じ
悩
み
を
持

た
も
の
だ

あ
ら

差
し

え
な
け
れ
ば
助

け
る
か
し
ら

い
や

悪
い
が

そ
れ
は
出
来
そ
う
に
な
い

 
そ
う
返
さ
れ

ま
あ

然
か

と
あ
た
し
は

を

め
た

 

的
に
見
れ
ば
個
人
間
の
付
き
合
い
に
な
る
が
下
手
す
れ
ば
外
交
問

に
発
展
し
か
ね
な

い
の
が
専

機
持
ち

い
て
は
代
表
候
補
生
や
代
表
生
と
い
う
立
場
だ

特
に
和
人
の

が

ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
今
個
人
的

つ
そ
う
い
う

み
が
な
く
と
も
下
手
に
交
流
を
持
つ
の
は

い
む

念
の
た
め

て
お
く
が

今
の
は
私
個
人
の
問

に

因
す
る
も
の
だ
ぞ

え
 
ど
う
い
う
事
だ

と
再

線
を
向
け
る
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私
が

い
た
ド
イ
ツ
の
黒
ウ
サ
ギ
部
隊
は
軍
事
作
戦
を
主
と
し
た
組

で
な
主
に
国

に
力
を
入
れ
て
い
た
ん
だ

だ
か
ら
常
に
戦
闘
仕
様
だ

た

練
仕
様
と
の
差
が
分
か
ら
な
い

私
で
は

上
手
く
助

も
出
来
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
意
味
だ

あ
あ

そ
う
い
う

 
そ
の
説
明
で

得
す
る

 
同
じ
機
体
を
使

て
い
た
な
ら
ま
だ
し
も
ド
イ
ツ
の
レ

ゲ
ンタ

イ
プ型

と
中
国
の

ロ
ン

型
と
で
は
コ

ン
セ
プ
ト
も
性
能
も
大
き
く
違
う

そ
れ
で
は
助

が
上
手
く

く
と
は

い

い

 
参

書
な
ど
で
取
り
上

ら
れ
て
い
る
の
も

合

ば
か
り

ま
ま
な
ら
な
い
わ
ね

 
は

と
息
を

き
な
が
ら

一
先
ず

得
が
い
く
ま
で

整
を

け
て
い

た

  
・
候
補
生
達
の
今
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候
補
生

と
い
う
よ
り
は

亡
国
事
変

で

軍
と
し
て
向
か

た
者
達

 
Ｂ
Ｉ
Ａ
設
立
の
立
会
人

国
の
代
表
代
理
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
を

し
た

達
の

名
代

と
し
て

在
し
て
い
る

要
は
国
交
で

う

日
大
使

 
ま
た

月
に
開

予
定
の
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
変
な

が
来
な
い
た
め
の
抑
止
力

  
・

 
中
国
代
表
候
補

 
２
０
２

年

月
に
中
国
へ

り

そ
こ
か
ら

練
開
始

そ
し
て

月

亡
国
事
変

時
に
は
専

機
を

み
取

て
い
た

ま
だ

き
で
は
あ
る
が
他
の
候
補
生
達
を
圧
倒
し

て
専

機
を

与
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の

は
確
か

 

亡
国
事
変

時
の
ク
リ

チ

に
参
戦
済
み

 
原
作
よ
り
ク
レ
バ

な
気

  
・
セ
シ
リ
ア
・
オ
ル
コ

ト

 
英
国
代
表
候
補
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か
ら
出
て
来
た
よ
う
な
高

車
お

さ
ま

の
英
国
淑
女

か
ら
は

オ
ル
コ

ト

オ
ル
コ

ト

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る

ま
た
自
身
も

手
を

の
事
は
フ
ル
ネ

ム

で
呼
ん
で
い
る

 
大

は
フ
ル
ネ

ム
か

に
さ
ん
付
け

  
・
シ

ル
ロ

ト
・
デ

ノ
ア

 

国
代
表
候
補

 
男

経
験
な
し
で

な
少
女

第
二
世
代
機
を
フ
ル
カ
ス
タ
ム
し
て
使

て
お
り
世
代

差
を
も
の
と
も
し
な
い
器

さ
を

に
恐
れ
ら
れ
て
い
る

 
本
人
は
至

て

和
な
気

だ
が

  
・
ラ
ウ
ラ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
和
人
の
護
衛

監

そ
の

 

に

へ
の

見

へ
の

な
ど
が
無
い
た
め

本
的
に
物

は

ら
か
い

し

か
し
性
格
故
か
や
や

圧
的
な

は
中

直

て
い
な
い
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内
心
で

く
か
ら
機
体

整
に
精
を
出
す

の
事
を
高
く

て
い
る

  

あ
れ
れ

 
お
か
し
い
ぞ

 
ど
う
し
て
日
本
人
が
一
人
も
い
な
い
の
か
な

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

中
華
編
 

新
タ
ナ
交
流

古
キ
交
流

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

だ
と

ち

ん
が
動
か
し
や
す
い
と
感
じ
る
今
日
こ
の

裏

が
絡
ま
な
い
と
更
識

家
は
書
き

い
ん
じ

 

点

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
と
り
あ
え
ず

得
の
い
く
ま
で

整
を
し
た
あ
た
し
は
実

の

デ

タ
を
取
る
た

め
に
ア
リ

ナ
へ
と

動
し
た

ラ
ウ
ラ
は
ま
だ

整
を
す
る
と
い
う
の
で
格

で
別
れ
て
い
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る 
ピ

ト
に

し

を

て
ア
リ

ナ
へ

び
出
す

 
そ
こ
で

ア
リ

ナ
に
先
客
が
い
る
事
に
気
付
い
た

ど
う
だ

セ
ン
サ

の

理
速

は

 
違
和
感
は
な
い
か

 
ま
ず
気
付
い
た
の
は
黒
ず
く
め
の
少
年
だ

た

真

の
ク

い
こ
の
時
期
で
も
一

し
て

黒
コ

ト
を

う
こ
と
を
や
め
な
い
の
は

を

し
て
エ
ネ
ル
ギ

を
送
り

み
バ
リ
ア

を

て
い
る
か
ら

と
い
う
話
を
思
い
出
す

そ
ん
な
超
技
術
の

を

て
い
る
人
間
は
そ

う
い
な
い

 

で
見
た
時
は
白
髪
金

だ

た
が

亡
国
事
変

を
経
て
黒
髪
黒

に

た
少
年
の

線
は

打
鉄

に

似
し
た
機
体
を

う
⻘
髪

目
の
少
女
に

定
さ
れ
て
い
る

 
彼
の
手

に
は
展
開
さ
れ
た
ホ
ロ
グ
ラ
フ

ク
・
キ

ボ

ド
が
あ
り
眼
前
に
は

も

の
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
が
浮
か
ん
で
い
る
か
ら
ど
う
や
ら
機
体
の

整
を
手
伝

て
い
る
よ
う
だ

 
⻘
髪
の
少
女
と
い
う
特
徴
か
ら
日
本
の

期
代
表
と
し
て
名
高
い
更
識
楯
無
か
と
も
思

た

 
し
か
し

で
見
た
容

と
そ
こ
そ
こ
の

違
が
あ
る
事
に
気
づ
く

発
そ
う
な

写
真

と
違
い

実

に
見
た

は
ど
こ
か
内
気
な

を

け
た
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そ
も
そ
も
更
識
楯
無
に
は

エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女
と
い
う
第
三
世
代
機
初
の
二

行
に
成

し
た

専

機
が
あ
る

練
機
の
打
鉄
と
そ
こ
そ
こ
違
い
が
あ
る
機
体
も
恐
ら
く
専

機
だ
か
ら

同
一
人
物
と
は

え

い
と
結
論
を
出
し
た

 
な
ら
ば

あ
の
少
女
は
い

た
い

者
な
の
か

ん

 
ず

と

空
し
て
い
る
と

整
に
集
中
し
て
い
た
少
年
が
こ
ち
ら
に
気
付
き

を
向
け
て

き
た

れ
て

打
鉄

に
似
た
機
体
を

う
少
女
も
こ
ち
ら
に
気
付
く

ご
め
ん

き
見
を
す
る
つ
も
り
じ

な
か

た
の
よ

の

デ

タ
を
取
る
た

め
に

ね

そ

そ
う
な
ん
だ

 
下

し

く
り
近
付
き
な
が
ら

明
す
る

 
⻘
髪
の
少
女
は
や
や
た
じ
ろ
い
だ
よ
う
に

葉
を

ま
ら
せ
て
い
た

別
に

意
だ
と
か
向
け

て
い
な
い
の
だ
か
ら
そ
う
動
揺
さ
れ
る
と
ど
う
し
た
も
の
か
と
こ
ち
ら
も
悩
ん
で
し
ま
う
の
だ

が 
と
り
あ
え
ず

自
己

す
れ
ば
少
し
は
変
わ
る
か

と
思

を
切
り

え
る
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知

て
る
か
も
だ
け
ど
自
己

し
と
く
わ

あ
た
し
は
中
国
代
表
候
補
生

よ
Ｂ
Ｉ
Ａ

特
別

問
の
桐

谷
和
人
だ

に

日
本
代
表
候
補
の

更
識

で
す

 
自
信
な
さ

に
名

た
少
女

 
彼
女
の

書
き
を

い
て

そ
の
様
子
の
理
由
を
な
ん
と
な
く

し
た

 
候
補
生
達
に
と

て

と
名

れ
る
事
は
一
種
の
ス
テ

タ
ス
で
あ
る

期
代
表
と

最
も
見

ま
れ
て
い
る
者

専

機
を

与
さ
れ
る
可
能
性
を
最
も
持
つ
者

数
十
あ
る
い
は

百
を
超
え
る
者
達
と
の

な

争
を
勝
ち

き

点
に
立

た
者
に
の
み
許
さ
れ
る
立
場
だ

 
お
よ
そ

の
地

に
立

た
者
が

え
て
そ
う
名

ら
な
い
の
は
話
す

手
が
同
じ

候
補

で
あ
る
場
合
か

そ
の
誇
示
が
却

て
品

を

め
る

式
の
場
で
あ
る
か

 
逆
に

え
ば

と
名

れ
る
場
で
あ
れ
ば

先
し
て
名

り

ま
た
名

り
返
す
事

が

争
に
な
る

 
そ
れ
を
し
な
か

た
と
い
う
事
は

あ
ん
た
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そ
う
切
り

ん
だ

苦

を

み

し
た
よ
う
に

の
表
情
が
歪
ん
だ

ど
う
や
ら

た

り
ら
し
い

な
る

ど

道
理
で

亡
国
事
変

の
時
に
見
て
な
い

だ
わ

 
つ
い
最
近
知

た
事
だ
が

亡
国
事
変

で

軍
の
た
め
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
へ
向
か

た
候

補
生
達
は

外
な
く

候
補
ば
か
り
に
な

て
い
た

あ
の
事

の
最
中
で
も
国
の
上

層
部
は
面
子
を
気
に
し
て
い
た
の
で
あ
る

 
お
そ
ら
く
現
地
で
活
動
し
て
い
た
人
物
に

日
本
代
表
候
補

が
い
た
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
の
せ
い
か

日
本
か
ら
の

軍
は

代
表
候
補

だ

た

 
現

を
退
い
て
教

を
振
る

て
い
た
教
師
の
出
動
に

も
が

を

た
も
の
だ

と
は

え

撃
部

の
ヴ

ル
キ
リ

の
地

に
あ

た
実
力
は

達
で
は
な
く
オ
ズ
ウ

ル
・

ク
リ

チ

作
戦
で
は
そ
の
能
力
と
経
験
を
大
い
に
発

し

め
て

ジ日
パ
ン本

や
べ

の
認
識
を

え
付
け
ら
れ
た
の
だ
が

そ
れ

専

機

 

打
鉄

に
似
て
る
け
ど

会
の
デ

タ
ベ

ス
に
は
無
か

た
よ
う
な
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ま
さ
か
束

士
の
差
し
金

 
と

線
で
少
年
に
問
う

日
本
の
代
表
候
補
生
に

士
が
専

機
を
与
え
て
い
る
事
実
を
世
界
が
知
れ
ば
我
が
国
も
と
こ
ぞ

て
集
る
に
違
い
な
い

そ
ん

な
事
は
し
て
な
い
よ
ね

と
信
じ
る
問
い
か
け
だ

た

 
彼
は
苦

し

後
ろ
暗
い
事
じ

な
い

と
応
じ
た

打
鉄
弐
式

と

う

ベ

ス
は

打
鉄

で

そ
こ
に
手
を
加
え
た
第
三
世
代
機
だ
よ

デ

タ
ベ

ス
に
無
か

た
の
は
完
成
し
た
の
が
数
日
前
だ

た
か
ら
だ

う

そ

 
事
の
成
り
行
き
を
見
守
り
つ
つ

整
の
手
を
止
め
な
い
和
人
の
補
足
を

き
あ
た
し
は
心

し
た

 
第
三
世
代
機

 
今
や
全
世
界
が
そ
の
開
発
で

な

争
を

り
広

て
い
る
中

ど
の
国
は
自
分
た
ち
が

テ

マ
に
掲

た
コ
ン
セ
プ
ト
の
達
成
に
集
中
し

そ
れ
以
外
の
事
に
手
が
付
か
な
い
状
況
だ

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

ス

の
開
発
は
も
ち
ろ
ん

そ
れ
を

る

者
の
方
も

合

者
が
な
か
な
か
い
な
い
た
め
で
あ
る

 
中
国
は
そ
の

者
を

ぶ
欠
点
を
解
消
す
る
べ
く
全
体
的
に

を
良
く
し
ま
た
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の
発
動
シ

ク
エ
ン
ス
も

化
さ
れ
た

子

向
け
ア
ニ
メ
で
空
気

が
存
在
す
る
事
が

イ
メ

ジ
定

の

だ

た
の
は

者
だ
け
が
知
る
話
だ

し
か
し
そ
れ
で
も

力
有

な
ど
の
性
能
制

に

す
る
問

は
多
い

者
の
技

で

さ
れ
る
問

を
解
決
し

よ
う
と
躍

に
な

て
い
る

そ
れ
が
中
国
の
現
状
だ

 
だ
が

そ
ん
な
中
で

日
本
は
二
機
目
の
開
発
に

手
し
て
い
た

 
一
機
目
の

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
レ
イ
デ

の
淑
女

め

海
神
の
淑
女
は
水
を
原
子
レ
ベ
ル
か
ら

作
す
る
ア
ク

ア
・
ナ
ノ
マ
シ
ン
の
技
術
を

り
に
し
て
い
た

そ
れ
が
第
三
世
代
機
と
し
て
の
コ
ン
セ
プ
ト

恐
ら
く
は

原
子
レ
ベ
ル
で
攻

を
自
在
に
す
る
技
術

 
そ
れ
が
完
成
し
た
と
見

み

二
つ
目
に
取
り
か
か

た

 
そ
れ
が
機
体
と
し
て

に
形
に
な

て
い
る

一
つ
目
で
す
ら
未
だ
四
苦
八
苦
し
て
い
る
世
界

の
先
を
日
本
は
二
歩
も
三
歩
も
進
ん
で
い
る
と
い
う
事

海
神
の
淑
女

が
二

行
し
た
時

か
ら

は
始
ま

て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
二
か
月

で
形
に
し
た
事
に
な
る

恐
る
べ
き
開
発

速

だ

 

が
発
明
さ
れ
る
以
前
か
ら
日
本
の

人
は

り
性
だ
と
か

な
仕
事
ぶ
り
が

価
さ

れ
て
い
た
が

そ
の
一

を
感
じ
取

た
気
が
す
る
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そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

な
る

ど
ね

更
識
さ
ん
が
あ
の
時

な
か

た
の

て
専

機
が
ま
だ
出
来
て
な
か

た

か
ら
な
ん
だ

 
そ
れ
な
ら
仕
方
な
い

と
あ
た
し
は

得

で

く

 

に
は
思

て
い
た

他
が

候
補
で
専

機
持
ち
ば
か
り
な
の
に
ど
う
し
て
日
本
は

代
表
候
補
で
多
少
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い
る
と
は

え

練
機
で
来
て
い
る
の
か
と

む
ざ

む
ざ
外
交
で
マ
ウ
ン
ト
を
取
ら
れ
る
ネ
タ
を

す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
と

 
そ
の
理
由
が
こ
の
出
る
に
出
ら
れ
な
い
事
情
だ

た

だ

 
世
界
で

を

有
し
て
い
る
人
間
は
そ
う
多
く
な
い

国

会
加

国
の
代
表

代

表
候
補

が
大

で

国
家
で
数
人
と
い
う
の
が

常

 
４

個
も
コ
ア
が
あ
る
の
に
そ
れ
だ
け
少
な
い
の
は
専

機
以
外
の
コ
ア
は

練
機
あ

る
い
は

の
テ
ス
ト
機
体
と
し
て
運

さ
れ
て
い
る
か
ら

個
人

有
の
専

機
で
振
ら
れ

て
い
る
コ
ア
は

数
の
二

に
も
届
く
ま
い

つ
ま
り

ど
の
国
が
専

機
持
ち
は
代
表
と

候
補
の
二
人
で
あ
る

 
し
か
し
日
本
は
そ
こ
か
ら

け
出
し
た

和
人
や
ラ
ウ
ラ
達
を

き

式
の
日
本

属
で
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に

千
冬

更
識
楯
無

更
識

の
三
人
が
専

機
を

有
す
る
事
に
な
る

 
こ
れ
は
国

的
に

ま
た
外
交
で
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
に
な
る
だ
ろ
う

 
日
本
の
技
術
者

者

恐
る
べ
し

あ
の

 
そ
こ
で

更
識

に
お
ず
お
ず
と
声
を
掛
け
ら
れ
る

私
の
事

で
い
い

だ
と
姉
と

ざ
る
か
ら

あ

そ
う

 
じ

あ
あ
た
し
の
事
も

で
い
い
わ

よ
ろ
し
く
ね

う
ん

 
お
願
い
を
快

す
る
と

ん
の
少
し
だ
け

の

に

み
が
浮
か
ん
だ

そ
れ
を
見
て
こ

ち
も

み
を
浮
か
べ
る

あ
た
し

来
年
に

学
園
に
入
る
予
定
な
ん
だ
け
ど

は

あ

う
ん

私
も

入
る
予
定

そ

か

じ

同
い
年
の
同
学
年

て
事
ね

お

い
国
は
違
う
け
ど

良
く
出
来
た
ら
い

い
わ
ね

う
ん
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が

え
目
に

く

 

み
は
オ

ケ

と
見
て
い
い
だ
ろ
う

え
目
な
性
格
の
よ
う
だ
し
少
し
ず
つ
交
流
を
深

め
て
い
け
ば
い
い

和
人
に
機
体
の

整
を

せ
て
い
る
事
か
ら
女
尊
男

思
想
で
な
い
点
も
ポ

イ
ン
ト
が
高
い

 

良
く
出
来
そ
う
だ
と

い
あ
た
し
は
話
を
切
り
上

デ

タ
の
取
得
に
意
識
を
切

り

え
た

  
一
時
間
後

 
リ
ス
ト
化
し
た
機
動
に
よ
る

デ

タ
を
取
得
し
未

な
機
動

練
も
一

り
こ
な

し
た
あ
た
し
は

の
た
め
に
ピ

ト
に

て
い
た

に
エ
ネ
ル
ギ

補

を
す

る

ら

自
分
も
ベ
ン
チ
に

て
水
分
補

と

息
を
取
る

あ

ま
だ

わ

わ
す
る
わ

 
じ

と
エ
ナ
ジ

ゼ
リ

パ

ク
を

い
切
り

離
し
た

か
ら

れ
出
る

労
の
声
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マ
ニ

ア
ル

作
で
す
る
上
に
重
力

性
な
ど
に
も
意
識
を
向
け
更
に
機
体
の
制

も
こ
な

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

が

し
て
い
た

 
程
よ
い

れ
が
感
覚
を
マ
ヒ
さ
せ
て
い
る

 
い
ま
全
力

す
れ
ば
足
を

れ
さ
せ
転
倒
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
だ

 

期
間
で
専

機
を
手
に
入
れ
た

と
で
も

お
う
か

⻑
い
時
間
を
か
け
て

時
特

有
の
感
覚
に

ん
で
い
く

が
そ
の
過
程
を
数

ば
し
で
し
て
い
た
せ
い
で
高
速
機
動
は

ど
う
に
も

れ
な
い

空
中
で
加
速
し
た
時
の

性
重
力
の
感
覚
も
気
持
ち
悪
さ
が
ま
だ
残
る

 
有
り
体
に

え
ば

て
い
た

 

を

て
い
る
間
は

者
保
護
機
能
に
よ

て
そ
の
影

を
無

で
き
た

だ
か
ら
問

は

展
開
を
解

し
た
時
の
揺
り

し

 

違
い
さ
れ
が
ち
だ
が
あ
の
機
能
は
麻

の
よ
う
な
も
の

体
の
方
は
キ

チ
リ
ダ
メ

ジ

を

け
て
い
る
の
で
あ
る

う

き

つ
い

 

き

に

を
つ
き

組
ん
だ
手
で

を

え
る

キ
ツ
い
な
ら
横
に
な
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
に
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う

き

 
あ
ま
り
に

突
だ

た

 

き
で
悲
鳴
を
上

な
が
ら

を
持
ち
上

る

ピ

ト
の
入

の
方
に
や
や

れ
た
面
持

ち
の
和
人
が
立

て
い
た

い

た
い
い
つ
の
間
に
と
目
を
白
黒
さ
せ
る
が

葉
が
出
て
こ
な

い

分

れ
て
る
よ
う
だ
な

 
別
に
足

は
消
し
て
な
か

た
ん
だ
が

と
苦

し
な
が
ら
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
く
る

 
ベ
ン
チ
の

の
方
に
寄
る
と

あ
り
が
と
う

と
少
し

離
を
離
し
て

に

を
下
ろ
し
た

ど
う
や
ら
あ
た
し
に

か

が
あ
る
ら
し
い

え

と

あ
た
し
に

か

ん
む

刀
直
入
だ
な

ま
ど
ろ

こ
し
い
の
は

い
な
の

あ
た
し

 

を

た
よ
う
な
性
格
と
は
悪
友
が

し
た

意
的
な
取
り
方
だ

悪
く

え
ば
ざ

く

ば
ら
ん

ら
し
い

 
そ
れ
に
カ
ラ
カ
ラ
と

み
を
浮
か
べ
た
少
年
は

違
い
な
い
と

た
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じ

あ

件
か
ら

事
は
三
つ

多
い
わ
ね

 
そ
ん
な
に

点
無
い

な
ん
だ
が

と

を
見
せ
る

そ
ん
な
に

し
な
く
て
い
い

ど
れ
も

ま

個
人
的
な
お
礼
だ

あ
り
が
と
う

て

い
た
か

た

あ
り
が
と
う

 

と
一
つ
だ
け
心

た
り
が
浮
か
ぶ
が
も
う
覚
え
て
い
ま
い
と
そ
れ
を

定
す
る

残
り

二
つ
に

し
て
は
ま

た
く
心

た
り
が
無
か

た

し
く
思
う
の
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
あ
た
し
の
様
子
を
見
て

ん
だ
和
人
は

ま
ず

と

火
を
切
る

あ
の

亡
国
事
変

の
時

が
生
き
る
た
め
に
快
く
協
力
し
て
く
れ
た
事
に
対
す
る

あ
り

が
と
う

だ
そ
れ
は
ま

候
補
生
に
下

た
指

だ

た
し
お
礼
を

わ
れ
る

ど
で
も

 

に
国
を

じ
て

式
な
お
礼
の

葉
は

さ
れ
て
い
る

こ
ち
ら
も
仕
事
と
し
て
行

た

だ
し

今
更

わ
れ
る

ど
で
は
な
い
と
思

た

だ
か
ら

個
人
的
な
お
礼
だ
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し
か
し

そ
こ
を
見

か
し
て
い
た
ら
し
い
少
年
が
そ
う
強

し
て
く
る

 
そ
こ
で
意

を

し
た

彼
は

式
の
お
礼
だ
け
で
な
く
こ
う
し
て
面
と
向
か

て
個
人
で

お
礼
を

い
に
来
て
い
る
の
だ
と

律

な
も
の
ね

ま
さ
か
と
思
う
け
ど

軍
に
向
か

た
人
全

に
お
礼
し
に
回

て

る
の

触
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば

な

最
近
ま
で
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
復
興
や

の
仕
事
で

時
間
が
取
れ
な
く
て

分

く
な

た

そ
こ
は

し

な
い

あ
た
し
は
そ
ん
な
の
気
に
し
な
い
わ

そ

か

そ
れ
は

有

い

 

和
に

ん
だ
和
人
は
あ
た
し
の
内
心
を
見

か
し
て
い
る
気
が
し
た

が

く
な
る

の
を
感
じ

線
を

ら
す

そ
れ
で

二
つ
目
は

と

良
く
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

 
二
つ
目
の

件
を

い
て

を

め
る

 
な
ん
だ
そ
の
保
護
者
の
か
く
や
の
理
由
は

ど
う
い
う
意
味
だ
と

ま
せ
な
が
ら

線
を
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少
年
に

す

は

ま

が
姉
の
楯
無
だ
か
ら
な

色

と
あ
る
ら
し
い

あ

そ
う
い
う
事
ね

 

わ
ん
と
す
る
事
を
す
ぐ
に
理
解
で
き
て

道
理
で
と

得
も
し
た

 
彼
女
が

で
呼
ば
れ
た
が
ら
な
か

た
理
由
の
大

は
き

と
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う

そ

う
し
て
彼
女
を

し

め
た
人
間
が
多
か

た
か
ら
友
と
呼
べ
る
人
間
も
少
な
か

た
の

だ 
そ
の
苦
し
み
を
彼
は
知

て
い
る

 
彼
は
一
時
期
更
識
家
に
世
話
に
な

て
い
た

そ
の
時
に
交
流
を
結
ん
だ

手
だ
か
ら
こ
そ

気
に
掛
け
て
い
た
の
だ

そ
ん
な
つ
も
り
は
一
切
な
か

た
ん
だ
け
ど
ね

だ
か
ら
こ
そ
だ
と
思
う

ま
あ

も
独
特
な
感
性
を
持

て
る
か
ら
付
き
合

て
あ

て

し
い

あ
ん
た
ま
る
で
兄
み
た
い
な
事

う
わ
ね

あ
た
し
達
よ
り
三
つ
は
下
の

な
ん
だ
け

ど
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こ
う
い
う
事
に
年

は

な
い
よ

き

と

 

と
ど
こ
か
達
観
し
た

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
和
人
は
そ
う

た

 
な
ん
と
も

え
な
い
気
持
ち
に
な
り
な
が
ら

最
後
は

と

す

そ
の
前
に

 
そ
こ
で
彼
は

葉
を
切

て
立
ち
上
が

た

ど
う
し
た
の
か
と
思

て
い
る
あ
た
し
を
他

に

彼
は
真
正
面
に

動
し
て
く
る

 
彼
の
目
の
高
さ
は

ベ
ン
チ
に

て
い
る
あ
た
し
と
同
じ
高
さ
に
あ
る

 

そ
の
体
格
は

記

に
あ
る
ま
ま
だ

 

我
と
泥

い
た
血
の

で

れ
て
い
た

も

的
な
白
さ
を
保

て
い
る

暗
く

ん

で
い
た

は
キ
ラ
キ
ラ
と

し
い
光
を

え
て
い
る

手
を

の
前
で
合
わ
せ
祈
る
よ
う

に

願
う
よ
う
に
立
つ

は
少
女
の
よ
う
だ

 

か
た
ち
は
変
わ
ら
な
い

 
け
れ
ど

少
年
は
確
か
に
変
化
し
て
い
た
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覚
え
て
い
ま
す
か

三
年
前

横

の
路
地
裏
で
出
会

た
時
の
事

  
そ
し
て

か
つ
て
の
事
に
触
れ
ら
れ
る

  
目
を

る

 
ま
さ
か

そ
ん
な

と

き
で

の
中
が
真

白
に
な

た

表
情
を
取
り

う
な
ん
て

ま

た
く
出
来
ず

生
の
感
情
が
そ
の
ま
ま
表
に
出
る

 
そ
れ
が

よ
り
の

え

 
少
年
が

に
こ
り
と

ん
だ

良
か

た

覚
え
て
て

く
れ
た

 

え
る
声
で

を
滲
ま
せ

た
だ
良
か

た
と
少
年
は

喜
す
る

そ
れ
は

こ

ち
の
セ
リ
フ
よ

ま
さ
か
覚
え
て
る
な
ん
て

 
本
心
か
ら
の
思
い
だ

た

 
日

虚
ろ
に
な

て
い
く
中
で
あ
た
し
と
の

な
出
来
事
な
ん
て
忘
却
さ
れ
て
い
る
も
の
だ

と

え
て
い
た

そ
う
だ
ろ
う
と

り
切

て
い
た
し
そ
う
な

て
も
仕
方
な
い

境
だ

た
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の
だ

 
そ
れ
な
の
に

ま
さ
か
覚
え
て
い
た
な
ん
て

 
そ
ん
な
あ
た
し
に

然

と
和
人
が

み
を
深
く
し
た

全
部
で
五

我
の
手

て
を
し
て
く
れ
た

そ
の
恩
は
忘
れ
て
な
い

恩
だ
な
ん
て

あ
た
し
は
た
だ
放
て
お
け
な
か
た
だ
け
よ

そ
こ
ま
で
大
し
た
事

大
し
た
事
あ
る

そ
れ
が
ど
れ
だ
け

に
と

て
救
い
だ

た
か

あ
の
日
の
事
ず

と
お
礼
を

い
た
か

た
ん
だ

 
ポ
ロ

と
大

の

が

を
伝

て
い
く

 
そ
れ
で
も

彼
は

た

 

少
年
は

確
か
に
変
化
し
て
い
た

 
傷
だ
ら
け
の
体
は

的
に
な
り

虚
ろ
な
心
は

さ
を
得
た

 
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に

流
れ
る

は

喜
び
の
そ
れ
に
な

て
い
た

 
お
礼
を

に
し
な
が
ら
少
年
が

き
じ

く
る

そ
こ
に
い
る
の
は
大
人
も

負
け
の
剣
士
で

は
な
く

年

応
の
人
に

え
た
子

そ
の
も
の

 
静
か
に

を

ら
す
子

を
あ
や
す
い
い
方
法
が
浮
か
ば
ず
な
か

た
あ
た
し
は
彼
の

を
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で
た

 

が

く
な

て
更
に

た
の
は

別
の
話
で
あ
る

  
・
和
人
と

の

 
約
三
年
前

小
五

は

と
入
れ

わ
り
で

秋
十

一

が

う
小
学

に
転
入

で

い
物
を
し
て
い
る
時
に
路
地
裏
で

我
だ
ら
け
の
一

を
発
見
し
手

て
を
し
た
事

が

か
あ

た

 

時
手

て
を
す
る
だ
け
で
も

が

リ
ス
ト
に
追
加
さ
れ
か
ね
な
か

た
の
で
そ
れ

を
危
惧
し
た
一

が

触
を
断
と
う
と
す
る

 
し
か
し
見
て
見
ぬ

り
が
出
来
な
か

た

が
裏
で

か
こ

そ
り
手

て

 
和
人
の
三
つ
目
の
お
礼
に
は

こ
れ
が

ま
れ
て
い
る

 
ち
な
み
に

と
同
じ
こ
と
を
し
た
人
は
複
数
人

る
ら
し
い
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そ
れ
だ
け
で

救
わ
れ
た

と
思

た
の
は
過

で
は

 

そ
れ
ま
で

ノ
之
家
の

親

理
の
師

な
ど

れ
た
味
方
は
い
た
が

転
入
時
に

ノ
之
家
は
離

し
て
い
る
た
め

事
実
上
味
方
ゼ
ロ
だ

た

 
し
か
し

が
裏
で
手

て
を
す
る
な
ど
行
動
し
た
事
で
味
方
が
出
来
た

 

時
の
一

が
自
殺
を
し
な
か

た
楔
は
自
身
を
心
配
し
て
く
れ
る
人
が
身
近
に
い
る
た
め

だ

た

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
誘

さ
れ
た

だ
が

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
も

か
思
い
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
和
人
の
中
で
は
大
き
な
救
い
に
な

て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る

 
ち
な
み
に

が
忘
れ
て
い
た
ら
な
ん
で
も
な
い
と
取
り

た
和
人
が
後
で
一
人
に
な

た
時
に
虚
ろ
な
目
で

い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
か
な
ん
と
か

  
・
更
識

 
日
本
代
表
候
補
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が
姉
で

と
な
く

さ
れ
て
き
た
た
め

呼
び
や

が
大

い

最
近
は
少

し
ず
つ
歩
み
寄
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
過

反
応
し
な
く
な

た
が
そ
れ
で
も
苦
手
意

識
は
強
い

 

は
そ
こ
に

付
き
つ
つ
一

／
和
人
の
事
も
あ

て

え
て
触
れ
な
か

た
た
め

に
信

さ
れ
た

 
こ
の
子
チ

ロ
過
ぎ
や
し
ま
せ
ん
か
ね

  
・

 
中
国
代
表
候
補

 
帰
国
か
ら
二
か
月

ど
で
専

機
を

与
さ
れ
る

ど
の
努
力
型
の
天
才

機
体
の

整

め

オ

ル
ラ
ウ
ン
ド
に
こ
な
す
が
高
速
機
動
な
ど

か
な
作
業
が
苦
手
な
他
地
に
足
に
つ
い
て

な
い
せ
い
で

い
や
す
い
欠
点
が
あ
る

 
良
く

え
ば

を

た
よ
う
な
悪
く

え
ば
ざ

く
ば
ら
ん
な
性
格

事
も
自
分
に
正

直
な
の
で
人
の

き

い
も
ハ

キ
リ
し
て
い
る

 
世
話

き
な
の
は

変
わ
ら
ず
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た
だ

く
子

の
前
だ
と
ど
う
に
も
無
力

 
実
は
一

も
和
人
の
名
前
を

に
出
し
て
い
な
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第五章 〜謎多き少女〜

 
第
五
章
 

謎
多
き
少
女

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
本
編
に

て

キ
リ
カ
で
す

現
実
で
か
つ
て
の
恩
人
・

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
イ

チ

コ
ラ
し
て
い
る
間
に
キ
リ
カ
は

事
を

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

日
本
標

時

２
０
２

年

月

日

 
Ａ
Ｍ
８
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転

広
場

い

  

日
が

る
ま
で
の
時
間
を
観

と

に

や
し
て
分
か

た
事
は

こ
の
世
界
の

達

は

生
活
し
て
い
る

と
い
う
事
だ

た

 
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い

シ
ス
テ
ム
に
よ

て

を
与
え
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く

彼
ら
は
独
自
の
ル

チ
ン
を
構

し

そ
の

り
に
生
の

み
を
送

て
い
る

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の

を
与
え
ら
れ
性
格
立
場

場

も
設
定
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か

ら
完
全
に
そ
う
と
は
限
ら
な
い
の
だ
が
そ
れ
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
な
ど
と
異
な
る
大
き
な
点
は

彼
ら
が
食
事
を
す
る
事
に
あ

た

こ
れ
ま
で
の
ク
エ
ス
ト
で
食
事
を
摂
る
と
い
う
過
程
を

む
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
存
在
し
た
が

そ
れ
ら
は
全
て
ク
エ
ス
ト
中
で
不
可
欠
な
パ
タ

ン
だ

た
り

物
語
の
バ

ク
ボ

ン

金
持
ち
だ

た
り
理
由
が
あ

て

し
い
状

を
悟
ら
せ
る

要

に
な

て
い
た

 
し
か
し

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
は

ま
ず

外
な
く
全

が
食
事
を
摂

て
い
る
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前
と

後
で

に
立
つ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
入
れ

わ
り
カ
フ

や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は

し
な
が
ら
食
事
を
摂

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
チ
ラ
ホ
ラ
と
見
て
取
れ
た

 
不
可
欠
で
な
い
行
動
は
そ
れ
だ
け
シ
ス
テ
ム
に
負

を
掛
け
る

 
実

に

き
て
い
る
こ
れ
を

カ

デ

ナ
ル
は
許
容
し
て
い
る
よ
う
だ

む

 

の
進
歩
と
取
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
れ
だ
け
で
思

を
止
め
ら
れ
な
い

は

悲
観
主
義
な
の
か
も
し
れ
な
い

 

え
る
の
は
カ

デ

ナ
ル
の
意
思

 
カ

デ

ナ
ル
は
ス
ト
レ
ア
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
な
ど
を

す
る
形
で
デ
ス
ゲ

ム
を
正
常

に
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た

最
終
的
に
は
反

に
近
い
形
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

し

ナ

ヴ
ギ
ア
を
外
し
た
ケ

ス
以
外
の
死
者
を
ゼ
ロ
に
ま
で
抑
え

ん
だ

か
ら

わ
れ
る
ま
で

も
な
く

カ

デ

ナ
ル
は
そ
の
自
律
思

で
そ
こ
ま
で
行
動
し
て
み
せ
た

 
そ
の
カ

デ

ナ
ル
が

す
る

達
に

も

し
て
い
な
い
と
は
思
え
な
い

 

場
を

と
呼
び
ユ
イ
達
を

と
呼
ん
だ
あ
の
カ

デ

ナ
ル
が
同
じ
く

に

し
い

達
に
対
し
て
本

に

も
し
な
い
の
か
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こ
の
メ

セ

ジ
も
気
に
な
る
し
な

 
そ
こ
で
思
い
出
す
の
は
初
日
に
送
ら
れ
て
き
た
送
信
者

か
ら
の
メ

セ

ジ

ｂ
ａ
ｃ

Ａ
ｉ
ｎ
ｃ
ｒ
ａ
ｄ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
い
う
名
称
が
出
て
い
る
時
点
で

に

常
で
は
な
い

を
指
し
て
い

る
の
か
も
不
明
だ
か
ら
下
手
に

で
き
な
い
の
も

い

う

む

 

を
組
み

を

り

を
悩
ま
せ

る

ん

 
そ
こ
で

と
気
配
を
感
じ
る

 

も
な
か

た
空
間
に

か
が
現
れ
た
圧

感

な
ん
と
な
く

見
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る

お
前
は

 

を
上

れ
ば

謎
の
メ

セ

ジ
が
送
ら
れ
る
直
前
に

を
見
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
が

立

て
い
た

よ
り
少
し
だ
け
高
い
目
線
で
こ
ち
ら
を
真

直
ぐ
見

め
て
き
て
い
る

 
そ
の

に
感
情
は
な
い
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し
殺
し
て
い
る
の
で
は
な
く
そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る

ど

明
感
を

感
じ
る

 
無

と
い
う

が
似
合
う
少
女
だ

た

に

か

か

か
欲
し
い
も
の
で
も

 

は
目
の
前
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
問
い
か
け
る
が

無
反
応

ち

ち
と

き
を

り
返
す
だ
け

 

に
失
礼
な
反
応
だ
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

し
て
は
お
か
し
な
事
で
は
な
い

常
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

自
身
に

せ
ら
れ
た

や
ク
エ
ス
ト
の
ト
リ
ガ

ワ

ド
に
し
か
反
応
し
な
い
よ
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
て
い
る

ユ
イ
や
ヴ

フ
ス
の
よ
う
に

ら
か
な
応

が
可
能
な
の
は

化
し
た
時

に
直
結
さ
れ
る

語
エ
ン
ジ
ン
・
モ
ジ

ル

の

デ

タ
に
よ
る
も
の
だ

 
ち
な
み
に

語
エ
ン
ジ
ン
・
モ
ジ

ル
は
本
来
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が

一

理
し
て
い
る
が
そ
こ
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
時

や
ユ
イ
ス
ト
レ
ア
は
個
別
の
モ
ジ

ル

を

得
し
て
い
る

わ
ば
個
人
が

み
重
ね
た
経
験
に

し
い
そ
れ
は
個

の

一
性
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保
持
の
た
め
に

合
は
さ
れ
て
い
な
い

 
ヴ

フ
ス
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
で
取
り

ま
れ
た
時
こ
の
モ
ジ

ル
と
繋

が
り

他
者
の
経
験
と
合
わ
せ
て

キ
リ
ト

に
対
す
る
知
識
・
感
情
が

大
化
し

後
の
事
変

に
繋
が

た
と

さ
れ
て
い
る

 

そ
う

え
る
と

少
し

だ
な

こ
の
子

 

と

違
和
感
を
覚
え
た

 
前

の
と
お
り

語
エ
ン
ジ
ン
・
モ
ジ

ル

は
本
来
カ

デ

ナ
ル
が
一

理
し

て
い
る

だ

化
さ
れ
て
い
る
ら
し
き

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
は
恐
ら
く

外
な
く
そ

こ
に
直
結
さ
れ
て
い
る

そ
の
ラ
イ
ン
を

し
プ
レ
イ

の
カ
ル
マ
値
や
信
頼

を
参

し

た

動
を
引
き
出
し
て
い
る
と

え
る
の
が

だ

 
な
ら
ば
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
も
同
じ
事
が
あ

て
お
か
し
く
な
い
の
だ
が
二

の

問
に
対
し
て

全
く
の
無
反
応
だ

 
よ

ど
無

な
人
格
設
定
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

ど
こ
か
行
き
た
い
と
こ
ろ
は

行
き
た
い
と
こ
ろ
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と

ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
対
す
る
ト
リ
ガ

ワ

ド
の
一
つ
に

少
女
が
反
応
を
示
し
た

に

上
に
ピ
コ
ン
と
金
色
の
サ
ジ

ス
チ

ン
マ

ク
が
浮
か
び
上
が
る

 
同
時

眼
前
に
ク
エ
ス
ト
の

を
知
ら
せ
る
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た

あ

発
生
し
た

ハ

セ
イ

 
ハ

セ
イ
と
は

あ

い
や

で
も
な
い

こ

ち
の
話
だ

そ
う
で
す
か

 
ク
エ
ス
ト
の

は

目
的
地
ま
で
の
護
衛

エ
ス
コ

ト
ク
エ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る

だ

た

 
少
女
の

は
⻘
と
白
を

と
し
た

な
も
の
で
見
る
か
ら
に
作
り

み
が
さ
れ
た
代

物

こ
れ

ど
の
作
り

み
な
ら
道
中
の

も

応
の
も
の
に
違
い
な
い

 

の
メ

セ

ジ
の
事
を

め

少

不
可
解
な
点
が
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
事
を
知
る
た
め
に
も

は
ク
エ
ス
ト
を

し
た

 
す
る
と
少
女
の

上
か
ら
サ
ジ

ス
チ

ン
マ

ク
が
消
失

の

界
の

上
に

パ

テ

に
入

た
少
女
の

バ

が
表
示
さ
れ
る
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し
か
し

名
前
は
表
示
さ
れ
な
か

た

 
本
来

ら
か
の
フ

ン
ト
が
表
示
さ
れ
る
は
ず
の
場

は
空
白
の
ま
ま
に
な

て
い
る

む

 
こ
れ
は
ま
た

事
に

を
突

ん
で
し
ま

た
か
も
と

少
し
だ
け
今
後
の
苦
労
を
思

い

息
を

い
た
の
だ

た

  
バ
シ

と

け

る

が
三

い
た

 
場

は
リ

ス
ト
リ
ア
大

原

最
初
の
エ
リ
ア
の
更
に

特
に
見

も
特
徴
的
な

フ

ル
ド
オ
ブ
ジ

ク
ト
も
無
い
と
こ
ろ
に
目
的
地
表
示
が
あ
り
そ
こ
ま
で
エ
ス
コ

ト
す

る
最
中

最
弱
モ
ン
ス
タ

フ
レ
ン
ジ

ボ
ア

が
三
体
現
れ
た

 
そ
し
て
た

た
今

立
ち
は
だ
か

た
三
体
の
Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
し
た

 
正
直

惑
し
た

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
の

の

り
よ
う
か
ら
そ
れ
な
り
の

を
予
想
し
て
い
た
の
だ
が
意
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的
に
配

さ
れ
た
モ
ン
ス
タ

は
今
の
三
体
だ
け
で
他
は

常
の
フ

ル
ド
ポ

プ
型
の

個
体
ば
か
り
だ

た

 
そ
の
ま
ま

事
も
な
く
進
み

目
的
地
表
示
の
場

に

り

く

 

を
見
て
も
ク
エ
ス
ト
や
少
女
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
な
も
の
は
一
切
無
い

フ

ル
ド

オ
ブ
ジ

ク
ト

い
の

び
た
剣
な
ど
も
無
い

た
だ
の
原

こ
こ
が
来
た
か

た

な
の
か

 
振
り
返

て
謎
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
ま
さ
か
そ
ん
な
と
思
い
な
が
ら
問
い
か
け
る

予
想
に
反
し

は
い

と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

い
た

で
は

こ
れ
を

 
ご
そ
ご
そ
と

に

手
を
突

ん
だ
後

手
で
差
し
出
し
て
き
た
の
は
一
コ
ル

だ

た

 
一
応
オ
ブ
ジ

ク
ト
と
し
て
一
コ
ル

十
コ
ル
銀

百
コ
ル
金

が
存
在
す
る

こ
れ

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
も

さ
れ
た

で

で
も
共

し
て
い
る
ら
し
い

ち

な
み
に
千

万
の

だ
と
紙

に
な
る
の
も
共

だ

あ
り
が
と
う
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と
も

え
な
い
気
持
ち
で
一
コ
ル

を
少
女
の

手
か
ら

ま
み
上

る
と

に
ク

エ
ス
ト
達
成
を
知
ら
せ
る
小
さ
な
フ

ン
フ

レ
と
共
に
リ
ザ
ル
ト
が
表
示
さ
れ
る

報

の

に
ア
イ
テ
ム
は
無
く

コ
ル
の

に

１
ｃ
ｏ
ｌ

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
だ

 
本

に
正
式
に
設
定
さ
れ
た
ク
エ
ス
ト
報

ら
し
い

 

だ
と
す
る
と
こ
の
ク
エ

に
お
い
し
く
な
い
ぞ

 
対

を
護
衛
す
る
ク
エ
ス
ト
は
そ
れ
だ
け
で
も

が

ね
上
が
る

個
人
で

け
ら
れ
る

レ
ベ
ル
の
も
の
だ
と
複
数
の

を

手
に
し
た
時
の
失

確

が

ね
上
が
る
た
め
報

も
そ

れ
だ
け
良
い
も
の
を

意
さ
れ
る
事
が
経
験
上
多
か

た

序

か
ら

け
ら
れ
る
と
は

え

最

で
も

り

備
く
ら
い
手
に
入
ら
な
け
れ
ば
掛
か

た
時
間
と

べ
て

に
合
わ
な
い

 
お
か
し
い
と

え
ば

も
う
色

と
お
か
し
過
ぎ
る

 
結

少
女
の
名
前

性
性
格
は
お
ろ
か
立
場
は
一
切
不

明

プ
レ
イ

に

え
て

身
分
を

す
ロ

ル
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
過
去
会

た
事
は
あ
る
が
ク
エ
ス
ト
の
流
れ
や

で
推

で
き
る
程

に
は
分
か
り
や
す
か

た

こ
の
場

に

か
あ
る
の
か

 
あ
る
い
は

と
別
の
可
能
性
を

え
る
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の

ら
か
の
ス
キ
ル
の

練

が
足
り
な
い
か
他
の
ク
エ
ス
ト
な
ど
で

件
を

た
し
て

い
な
い
か
ら
こ
の
場

が

の
変

も
な
い

原
に
し
か
見
え
な
い
パ
タ

ン

そ
れ
ら
を

た

し
て
い
な
い
か
ら
実

失

い
に
な

て

コ
ル
と
い
う
あ
り
得
な
い
報

を

さ
れ
た

 
分
か
り
や
す
く

え
ば

件
を

た
し
て
い
な
い
ぞ

と
い
う
運

か
ら
の
意
思
表
示
と

い
う
事
だ

 
そ
れ
に
し
て
は

そ
の

件
が

な
の
か
す
ら
ヒ
ン
ト
も
無
い
の
で
あ
る
が

う

ん

謎
過
ぎ
る
ぞ

 
分
か

て
い
な
い
事
が
多
過
ぎ
て

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
を
見
つ
つ
悩
む

 
そ
ん
な

を
他

に
名
無
し
の
少
女
は
さ

さ
と
来
た
道
を

る
よ
う
に
歩
い
て
い
く

 
そ
の
時
ガ
サ
ガ
サ

と

み
を
揺
ら
し
な
が
ら
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
が
出
て
き
た

ど
う
や

ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

し
て
い
る
ら
し
く
進
行
方
向
に

は
無
い

そ
ん
な
事
は
知
ら
ぬ
と
ば
か
り

に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
一
定
の
歩

で
歩
い
て
い
く

お

お
い
お
い
マ
ジ
か

 
流

に
予
想
外
で

は
慌
て
て
リ
ト
ル
ネ

ン
ト
に
斬
り
か
か

た

弱
点
の

部
分
に
ホ

リ

ン
タ
ル
を

き

ん
で

殺
す
る
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そ
の
横
を
ス
タ
ス
タ
と
歩
い
て
い
く
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
そ
の
足

を

し

ユ
ラ
ユ
ラ
と
集
い
始
め
る
ネ

ン
ト
の
影

お
か
し
い

 
確
信
を
以
て

は

い
た

 
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
Ｍ
ｏ
ｂ
に
襲
わ
れ
る
事
は

論
あ
る

だ
が
そ
れ
は
ク
エ
ス
ト
中
で
あ

れ
ば
の
話

タ
ゲ
を
取

て
い
る
場
合
を

き
ク
エ
ス
ト
が
終
了
し
て

に

る
間
に
Ｍ
ｏ
ｂ

が
襲
う
事
は
ま
ず
無
い

そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

証
済
み
だ

 
だ
が
さ

き
そ
し
て
今
も
ク
エ
ス
ト
が
終
了
し
て

に

て
い
る
と
思
し
き
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

Ｍ
ｏ
ｂ
達
は

し
て
い
る

 
ル

ル
が
変
わ

た
と
は
恐
ら
く
違
う

夜
ユ
ズ
ハ
を

れ
出
し
た
プ
レ
イ

は
目
的

地
ま
で
Ｍ
ｏ
ｂ
に
遭
遇
し
な
か

た
が
ア
レ
が
先
の
状

だ

ル

ル
が
変
わ

た
な
ら
大
声

を
出
し
て

抗
し
て
い
た
ユ
ズ
ハ
の
声
に
引
か
れ

Ｍ
ｏ
ｂ
も
集
ま

て
い
た

 
こ
の
場
合
は
あ
の
少
女
が

外

に

す
る
存
在
と

え
る
方
が
理
に

て
い
る

 
は

と
た
め
息
を
つ
き

ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
を

に

ぐ

ま

た
く

ユ
イ
姉
と

い
ヴ

フ
ス
と

い
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
も
ど
も
ど
う
に
も
問
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を

え
た

と
の
縁
が
あ
る
ら
し
い

 
苦

を
滲
し
な
が
ら

は

へ
帰
る
ま
で
の
護
衛
を

け
て
い

た

 う

む

ど
う
も

に

ち
な
い
な

 
は
じ
ま
り
の

に
帰

て
き
た

は

転

広
場

の
ベ
ン
チ
で

て
い
た

 
も
し
や

に
帰

た
ら

か
セ
リ
フ
が
出
る
か
と
も
期

し
た
が
そ
ん
な
事
も
な
く

の

情
報
も
な
く
ク
エ
ス
ト
は
終
了

 
名
無
し
の
少
女
は
そ
ん
な

を

を
す
る
で
も
な
く

に

を
下
ろ
し
て
じ

と
見

め
て

き
て
い
る

 
な
ん
と
な
く

か
を
求
め
て
い
る
気
は
す
る

 
し
か
し

そ
の

か

が
イ
マ
イ
チ
分
か
ら
な
い

あ

キ
リ
カ

発
見
で
す

 
そ
こ
で
名
前
を
呼
ば
れ
る

見
れ
ば

を
呼
ん
で
い
た
の
は
ユ
イ
姉
で
そ
の
後
ろ
を
ス
ト
レ
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ア
が
付
い
て
来
て
い
た

や

キ
リ
カ

は

し
ん
で
る

ま

そ
れ
な
り
に

そ
れ
で

そ
ち
ら
の
子
は

 
静
か
に

ん
だ
後

ユ
イ
が

線
を
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
向
け
る

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
方
も
見
つ
め
返
し
た

ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ

な
ん
だ
け
ど

色

と
不
可
解
な
ん
だ

え
ば

 

は
二
人
に
ク
エ
ス
ト
の

か
ら
帰

て
く
る
ま
で
の
経

を
話
し

が
感
じ
た
違
和

感
に
つ
い
て
も
伝
え
た

そ
れ
は

確
か
に

で
す
ね

見
た
感
じ

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
全

化
さ
れ
て
る
ん
だ
よ
ね

つ
ま
り

語
エ
ン
ジ
ン
・
モ

ジ

ル
に
直
結
し
て
る

こ
の
子
も

化
は
し
て
る

で
も
直
結
は
し
て
な
い
も
同
然
の

や
り
取
り

て

だ

た

た
一
つ
の

外

で
す
か

バ
グ
だ
と
思
う
か
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水
を
向
け
る
と

ユ
イ
は

を
組
ん
で

し
い
表
情
に
な

た

ど
う
で
し

う

知

て
の

り
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
は
エ
ラ

修
正
機
能
と

ク
エ
ス
ト
自
動
生
成
機
能
を
持

て
い
ま
す

本
来
死
亡
す
る

が
な
い
あ
る
い
は
生
存
す
る

が
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
想
定
外
の
ル

ト
に

れ
た
時
そ
れ
を
カ
バ

出
来
る
よ
う
に
な

て
い

る
ん
で
す

キ
リ
カ
に
も
覚
え
が
あ
り
ま
す
よ
ね

あ
あ

 
そ
の
話
で

過
去
の
記

が

る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
三
層
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
の
勢
力
決
定
時
に
森
エ
ル
フ
と
黒
エ
ル

フ
の
ど
ち
ら
か
に
味
方
す
る
戦
い
が
あ

た
の
だ
が
そ
の
戦
い
は
ま
ず
プ
レ
イ

が
勝
て
な

い
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
た

エ
リ

ト
Ｍ
ｏ
ｂ

い
の
エ
ル
フ
の
強
さ
が
三
層

達
時
の
プ
レ

イ

で
は
勝
て
な
い
強
さ
だ

た
か
ら
だ

そ
の
救
済
手

と
し
て
参
加
し
た
プ
レ
イ

の

が
一
人
で
も
五

を
切

た
時

味
方
し
た
エ
ル
フ
が

エ
ル
フ
と

打
ち
に
な
る
イ
ベ

ン
ト
が
発
生
す
る

 
つ
ま
り
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
の
勢
力
決
定
時

エ
ル
フ
は
ど
ち
ら
も
死
亡
す
る

 
し
か
し

デ
ス
ゲ

ム
時
の

は

黒
エ
ル
フ
に
味
方
し

自
身
の

を
五

以
上
に
保
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た
ま
ま
森
エ
ル
フ
を
撃
破
し
た

時
の
攻
略
組
の
平

レ
ベ
ル
は

く
ら
い
だ

た
が

は

時

あ

た
か
ら
出
来
た
事
だ

 
そ
う
し
て
生
き
残

た
黒
エ
ル
フ
の
騎
士
は
以
後
の
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
で
は

回
同
行
し
て
い
た
が

そ
れ
で
ベ

タ
時
代
と
大
き
く
流
れ
が
変
わ
る
事
も
少
な
く
な
か

た

 
思
え
ば
ア
レ
も

カ

デ

ナ
ル
に
よ
る
修
正
の
結
果
だ

た
の
だ
ろ
う

た
だ

こ
の
子
の
ク
エ
ス
ト
は

ど
う
も
そ
う
じ

な
い
気
が
し
ま
す

と

う
と

カ

デ

ナ
ル
に
よ

て
作
ら
れ
た
も
の
じ

な
い

と
い
う
事
か

は
い

大
な
エ
ラ

を

え
て
も
最

限
の

持
は
こ
な
し
て
い
た
カ

デ

ナ
ル
が
こ
ん

な

な
事
を
す
る
と
は
ち

と

え

い
で
す

 
義
姉
の

葉
に

も
同
感
だ

た

こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
事

ち

と

べ
て
も
ら
え
る
か

 
そ
こ
で

は
そ
う
切
り
出
し
た

 

に
プ
レ
イ

と
し
て
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る

達
だ
が

と
し
て
の
能
力
を
使

え
な
く
な

た

で
は
な
い

な
に
し
ろ
上
に

場
が

ん
で
い
る
の
だ
か
ら
権
限
は
そ
の

ま
ま
で
あ
る
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Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
で
あ

た
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
な
ら
こ
の
世
界
の
シ
ス
テ
ム
に
も
深
く
食
い

め
る

の
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
プ
レ
イ

と
し
て
の
ア
バ
タ

と
小
妖
精
と
し
て
の
ア
バ
タ

を

方
持

て

い
る
の
と
同
じ
だ

こ
れ

は

 
数

と
経
た
ず
し
て
結
果
は
出
た
ら
し
い

だ
が
ユ
イ
の

に
は

惑
が
あ
り
あ
り
と
浮
か

ん
で
い
る

ど
う
し
た
ん
だ

こ
の
子
は

Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

の
値
が
全
て

Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ

で
す

ヌ
ル

数
値
と
し
て
ゼ
ロ

つ
ま
り

も
設
定
さ
れ
て
な
い

と
い
う
事
で
す

だ
か
ら
名
前
が
空
白
な
の
か

 

常
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
は
必
ず

や
性
格
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
お
り
与
え
ら
れ
た

を
演
じ
て

い
く

し
か
し
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
は
そ
れ
ら
が
全
く
な
い
初
期
状

で
あ
る
ら
し
い

 
だ
か
ら
名
前
が
存
在
し
な
か

た

と
い
う
事
だ
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そ
こ
で

ス
ト
レ
ア
が

を

た

ん

で
も
お
か
し
い
よ
ね

 
キ

ラ
ク
タ

設
定
も
マ
ト
モ
に
さ
れ
て
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

な
ん
で
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て

を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
る
ん
だ
ろ

さ

そ
の
原
因
ま
で
は

た
だ
そ
の

な
ク
エ
ス
ト
に

し
て
も
分
か

た
事
が
あ
り

ま
す

ダ
ミ

ク
エ
ス
ト
で
す

ダ
ミ

ク
エ
ス
ト

偽
物
の
ク
エ
ス
ト

 
ど
う
い
う
意
味
だ

と

を

る
と

ユ
イ
は
更
に

し
く
説
明
し
て
く
れ
た

 
ク
エ
ス
ト
が
発
生
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
は
ク
エ
ス
ト
デ

タ
を
参

す
る
た
め
の
番

が
設
定
さ
れ

て
い
る

し
か
し
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
設
定

は
全
て

Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ

数

に
し
て
ゼ
ロ
だ
け
が
存

在
し
て
い
た

そ
れ
を
ゼ
ロ
番
と
判
定
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ゼ
ロ
番
の
ク
エ
ス
ト
を
呼
び
出

し
て
い
る
ら
し
い

 
そ
の
ゼ
ロ
番
ク
エ
ス
ト
が

報

コ
ル
の
エ
ス
コ

ト
ク
エ
ス
ト
だ
と
い
う
の
だ

内
容
か
ら
推

す
る
に

製
作
者
が
仮
で
作
成
し
た
ク
エ
ス
ト
な
の
だ
と
思
い
ま
す

な
る

ど
な

要
は

に
設
定
さ
れ
て
な
い
か
ら
あ
ん
な

な
ク
エ
ス
ト
だ

た
と
い
う

か
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そ
う
と
知
る
と

ど
の
謎
が
一
気
に
解
消
さ
れ
て
い
く

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

り
始
め
た

も

部
を

め
る
前
に
仮
デ

タ
を
入
力
し
て
お
く
事
は
少
な
く
な
い

そ
の
仮
デ

タ
が

ダ
ミ

ク
エ
ス
ト
と
い
う
事
ら
し
い

 
だ
が

そ
れ
で
も
一
番
の
問

が
残
る

 

故
そ
ん
な
状

で
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
動
き
始
め
て
し
ま

た
の
か

 
そ
れ
に
未
設
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

に
は
容

は
お
ろ
か

の

り
よ
う
が
や
は
り

い

重

要
な
ク
エ
ス
ト
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と

は

ん
で
い
る
の
だ
が

の
本

人
は
こ
ち
ら
の
話
に

を

け
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か

静
か
な
も
の
だ

と
も
あ
れ

キ
リ
カ

ど
う
し
ま
す
か

ど
う

と
は

 
そ
う
問
う
と

ユ
イ
は
ク
ス
リ
と
苦

を
滲
ま
せ
た

分
か

て
い
る

で
す
よ

運

に
報

す
る
か
で
す

明
ら
か
に
私
達
の
対
応

を
超

え
て
い
る
で
し

う

だ
ね

私
と
し
て
は
報

を
推

し
ま
す

手

れ
に
な

て
か
ら
で
は

い
で
す
か
ら
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そ
う
か

 
や
や

た
い
と
も
取
れ
る
発

だ
が
そ
の
根

は

達
を

先
し
て
い
る
か
ら
だ
と
理
解
し

て
い
る

は

く
だ
け
で

め
た

 

の
運

の
事
を

え
れ
ば

こ
こ
で
こ
の
バ
グ
だ
か
エ
ラ

だ
か
分
か
ら
な
い
状

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
報

し
た
方
が
い
い
と

も
思

て
い
る

ユ
イ
が
状

を

べ
て
く
れ
た
時
か

ら
そ
の
結
論
は

に
出
て
い
た

 

だ
が

ち

と
だ
け

様
子
見
は
ダ
メ
か
な

 

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
を
た
だ
の

で
は
な
く
同
じ
生
き
た
存
在
と
見
て
い
る

は
そ

の
結
論
に

う
の
に

抗
感
が
あ

た

 
こ
の
少
女
は
無

だ

も
知
ら
ず

も
分
か
ら
な
い

無
知
故
に
無

で

に
も

ま

て
い
な
い
存
在

 
だ
が
運

は
こ
の
少
女
の
存
在
を
許
さ
な
い
だ
ろ
う

不
可
解
に
し
て
解
明
で
き
な
い
原
因
で

こ
の
少
女
は
あ
ら

る
設
定
が
未
設
定
の
ま
ま
動
き
出
し
て
し
ま

た
の
だ
そ
れ
が
他
に
影

を

す
と

え
れ
ば
無

で
き
な
い

だ
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だ
か
ら
と

て

果
た
し
て

外

だ
か
ら

異

だ
か
ら
と
安

に
切
り
捨
て
て

い
い
も
の
か

 
ま
る
で
見
殺
し
に
す
る
よ
う
で

気
が
引
け
た

こ
の
世
界
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
生
き
て
い
る

こ
の
子
も
同
じ
だ

異

だ
か
ら

て
切
り
捨
て
る

の
は

な
ん
だ
か

イ

だ

 
実
に
非
論
理
的
で
感
情
に
依

た
理
由

 
自
分
で
も

れ
る
く
ら
い
バ
カ
な
理
由

分
か
り
ま
し
た

 
そ
ん
な

い
分
を

静
か
に

む
姉
は
さ
ら
り
と

け
容
れ
た

い
い
の
か

構
い
ま
せ
ん

た
だ
見
捨
て
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
れ
ば
反
対
し
て
ま
し
た
が

生
き
て
い
る
か
ら

と
い
う
理
由
な
ら
反
対
出
来
ま
せ
ん
よ

定
し
て
し
ま

た
ら
私
達
が

生
き
て
い
な
い
と
認
め
た
も
同
然
で
す

矛
盾
は
ア
タ
シ
達
に
と

て
タ
ブ禁

忌
だ
か
ら
ね

 
に
こ
に
こ
と
二
人
の
姉
が

う
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そ
れ
に

 
そ
こ
で
ユ
イ
が

ん
で
目
の
高
さ
を
合
わ
せ
て
き
た

ん
と

の
上
に
手
を

か
れ
る

弟
の
お
願
い
を

無
下
に
は
出
来
ま
せ
ん

お
姉
ち

ん
達
も

ち

う
よ

 
一
方
か
ら
は

を

で
ら
れ

一
方
か
ら
は

き

め
ら
れ
る

 

は
た
だ

あ
り
が
と
う

と

う
の
で
精
一

だ

た

  

生
き
て
い
る
と

認
め
ら
れ
た
気
が
し
た

  ね

ど
う
せ
な
ら
名
前

え
て
あ

な
い

 
今
後
の
方

が
様
子
見
に
決
ま

た
後

 
さ
あ
こ
れ
か
ら

を
し
よ
う
か
と
な

た
時
ス
ト
レ
ア
が
そ
う

い
出
し
た

さ

き
ま
で
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に

き

い
て
い
た

の
大
剣
使
い
は
今
は
名
無
し
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

き

の
よ
う
に

え

て
い
た

こ
の
子
こ
ん
な
に
可
愛
い
ん
だ
し
未
設
定

て
事
は
本
来
の
名
前
も
付
け
て
も
ら

て
な

い

で
し

 
名
無
し
な
ん
て
か
わ
い
そ
う
だ
よ

ま

わ
ん
と
す
る
事
は
わ
か
る
が

 
そ
こ
で

は

線
を
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
に
定
め
た

勝
手
だ
ろ
う
け
ど

呼
び
方
を

え
て
い
い
か
な

呼
び
方

で
す
か

名
前
が
無
い
と
呼
ぶ
と
き
も

る
か
ら
な

そ
う
で
す
か

別
に
ど
う
呼
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん

よ

し

決
ま
り

 

速
可
愛
い
名
前
を

え
よ
う

 
本
人
の
了
解
を
取

た
事
で
ス
ト
レ
ア
が
テ
ン
シ

ン
を
上

た

 
数
分
の
シ
ン
キ
ン
グ
タ
イ
ム
を

み

そ
れ
ぞ
れ
が

え
出
し
た
名
前
の

を
出
し
て
い
く

ア
タ
シ
が

え
た
の
は
ね

ユ
リ
ア

て
い
う
名
前
だ
よ

ユ
リ
ア

い
い
名
前
で
す
ね

ち
な
み
に
由
来
は
あ
る
ん
で
す
か
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ユ
イ
の
ユ

キ
リ
カ
の
リ

そ
し
て
ス
ト
レ
ア
の
ア
か
ら
取

て

ユ
リ
ア

思

た
以
上
に
安
直
で
し
た
ね

な
に
よ

こ
う
い
う
の
は

な
方
が
い
い
で
し

 
可
愛
い
名
前
だ
し

 
や
や

れ
気
味
に
苦

す
る
ユ
イ
に

ス
ト
レ
ア
が
む
く
れ
気
味
に
そ
う
返
す

 
由
来
は
と
も
か
く
ユ
リ
ア
と
い
う
の
は
欧

風
の

立
ち
の
少
女
に
似
合

た
名
前
だ
と

も
思

た

じ

は
ユ
イ
ね

私
で
す
か

 
ま

い
い
で
す
が

私
が

え
た
の
は
プ
レ
ミ
ア

と
い
う
名
前
で
す

プ
レ
ミ
ア

特
別

と
い
う
意
味
か

 
そ
う

う
と

し
て
や

た
り

と
ユ
イ
が
悪

く

み
を
浮
か
べ
た

そ
れ
も
あ
り
ま
す
が

も
う
一
つ

英
語
の

Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ

に
は

幕
開
け

と
い

う
意
味
が
あ
る
の
で
す

こ
の
少
女
が
女
の
子
と
し
て
一
つ
の
生
命
と
し
て
の
幕
開
け
を

と
い
う
意
味
を

め
て
い
ま
す

へ
 
思

た
よ
り
深
い
意
味
が

め
ら
れ
て
い
た
と
知
り

直
に
感

す
る
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じ

最
後

 
キ
リ
カ
は

を

え
た
の

テ

ア

と
い
う
名
前
だ

テ

ア

英
語
だ
と

ラ
テ
ン
語
で
は
喜
び
と
い
う
意
味
で
す
ね

そ
れ
を

ん
だ
理
由

て
あ
る
の

う

ん

ま

あ
る
に
は
あ
る
け
ど

二
人

ど
明
確
じ

な
い
か
ら

え

 
ア
タ
シ
達
は

た
ん
だ
か
ら
キ
リ
カ
も

い
な
さ

い

 
遠
回
し
に

絶
す
る
も
そ
れ
は
許
さ
な
い
と
ば
か
り
に
ス
ト
レ
ア
は
グ
イ
グ
イ
と
来
る

止

め
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
に
ユ
イ
も
自
分
だ
け

を

れ
る
の
は
許
す
つ
も
り
が
無
い
ら
し
い

ら

い
ち

え

い
ち

え

う

分
か

た
よ

 
そ
の
テ
ン
シ

ン
で

し
切
ら
れ
結

は

う
事
に
な

た

抗
は
無

だ
と

め
た
の

だ 

が

く
な
る
の
を
感
じ
な
が
ら

は

を
開
い
た

テ

ア
と
い
う
名
前
は

に
使
い
魔
を
得
た
時
に
付
け
よ
う
と
思

て
た
名
前
な
ん
だ

で
こ
れ
を
こ
の
子
の
名
前
と
し
て

う
と
思

た
の
は

こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
ど
こ
か
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と
い
う
か

き

た

を
感
じ
た

も

き

て
る
か
ら
似
合

て
る
な
と
思

た

ん
だ

 

気
味
に
そ
う

い
切
る
と

二
人
は
な
る

ど

と

い
て
い
た

確
か
に

て
い
う

か
も

と
い
う
よ
り
は
無

直
に
な

た
時
の
キ
リ
ト
や
キ
リ
カ
と
同
じ

で
す
ね

お

と

そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
な
ユ
イ
姉

 
気
に
な
る
ワ

ド
が
出
て
き
た
の
で
そ
う
問
い
た
だ
す
も
に

こ
り
と

み
で

け
流
さ

れ
て
し
ま

た

話
す
気
は
な
い
よ
う
だ

 
あ
の
世
界
で
そ
こ
そ
こ

ま
れ

黒
く
な

た
と
自
負
し
て
い
た
の
だ
が
ど
う
や
ら
未
だ

な
部
分
が
あ
る
ら
し
い

そ
れ
は
喜
ぶ
べ
き
な
の
か
と
ち

と
だ
け

な
気
持
ち
に

な

た
さ
て

出

た

だ
け
ど

ど
れ
が
い
い
か
な

 
ア
タ
シ
は
ユ
イ
の

が
い
い
と
思
う

も
だ

も
う
一
つ
の
意
味
の
方
で

と
て
も
し

く
り
来
た

じ

あ
決
ま
り
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で
は

え

と

あ
な
た
の
事
は
こ
れ
か
ら

プ
レ
ミ
ア
さ
ん
と
お
呼
び
し
ま
す
ね

プ
レ
ミ
ア
サ
ン

あ

さ
ん

の
と
こ
ろ
は
違
い
ま
す
よ

プ
レ
ミ
ア

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
私
は
プ
レ
ミ
ア
と
名

て
い
き
ま
す

 
無
表
情
の
ま
ま
な
の
で
喜
ん
で
い
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
が
あ

さ
り
と
付
け
ら
れ
た

名
前
を

け
入
れ
た
と
こ
ろ
を
見
る
に

が

て
は
無
い
ら
し
い

よ

し

 
じ

あ
プ
レ
ミ
ア
の
名
付
け
祝
い
に

な
に
か
食
べ
に
行
こ

 
ア
タ
シ

味

し
い

理
を
出
し
て
く
れ
る
お

知

て
る
ん
だ

 
そ
れ
を

と
見
て

ス
ト
レ
ア
が
プ
レ
ミ
ア
の
返
事
を

た
ず
に
手
を
引
い
て
歩
い
て
い
く

プ
レ
ミ
ア
は
無

抗
の
ま
ま
だ

 

は
姉
と

を
見
合
わ
せ

苦

し
た
後

二
人
の
後
を
追
い
か
け
た
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オ
リ
ジ
ナ
ル
が
ア
レ
な
ら
キ
リ
カ
も
ア
レ

て
事
で
す

  
・
人
間
性

 
食
欲

眠
欲
性
欲
の
内
前
二
つ
を
欠
く
と

に
失
わ
れ
て
い
く
も
の

が
な
く

な
り

心
が

し

人
ら
し
さ
を
失

て
い
く

 
過
去
ア
ル
ゴ
が
キ
リ
ト
に

ユ
イ
が
キ
リ
カ
に

た
の
は
そ
れ
を
危
惧
し
て
の
事
で
あ
る

  

ど
う
し
て
キ
リ
カ
は

生
き
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
気
が
し
た

と
思

た
の

 

キ
リ
カ
は

で
自
身
を
ボ
ト
ム
ア

プ
型

ユ
イ
や
ヴ

フ
ス

の
Ｎ

Ｐ
Ｃ
達
を
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
と

し
て
い
ま
す

彼
女
ら
の
事
を
生
き
て
い
る
と
認
め
て

い
る
の
で
す
が

キ
リ
カ
は
自
己

定
感
が

い
の
で

他
に

が
な
い

ボ
ト
ム
ア

プ
型

の
自
分
が
生
き
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
認
め
る
事
が
出
来
な
か

た

 
し
か
し
先
の
や
り
取
り
に
よ
り
ユ
イ
達
に
認
め
ら
れ
た
気
が
し
た
と
い
う
事
に
な
り
ま
す

 
現
状
た
だ
一
人
の

間
外
れ
で
す
か
ら
ね

キ
リ
カ
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・
キ
リ
カ

 
電

存
在

 
ボ
ト
ム
ア

プ
型
人
工
知
能
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
存
在

現
状

一
の
存
在

フ
ラ
ク

ト
ラ
イ
ト
に
近
し
い
成
り
立
ち
だ
が

は
未
だ
不
明
な
存
在

ホ
ロ
ウ
が
消
え
た
事
で
他
に

間
が

な
く
て

の
事
を

え
る
時
に
ど
う
し
て
も
自
分
の
事
を

間
外
れ
で

え
て
し

ま
い
が
ち

 
今
話
で
色

と
未
設
定
な
少
女
の
面
倒
を
見
る
事
に
な

た

 
ヒ
ロ
イ
ン
を
自
分

み
に
育
て
る
シ
ミ

レ

シ

ン
み
た
い
な
状
況
の
自
覚
は
無
い

  
・
ユ
イ

 
電

存
在

 
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
で
ト

プ
ク
ラ
ス
の
存
在

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
ピ
ク
シ

と
プ
レ
イ

の
使
い

分
け
を

で
は
チ

ト
リ
ア
ル
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
プ
レ
イ

の
使
い
分
け
に
反

さ
せ
た

 

を
す
る
に
も

家

一
番

 
家

の
安
全
を
最

先
に

え
る
が

家

の
し
た
い
事
を
見
守
る

さ
も

せ
持
つ
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・
ス
ト
レ
ア

 
電

存
在

 
ユ
イ
の
妹

天
真

さ
を

り
に
し
て
い
る
が
そ
の
裏
で
は
か
な
り
の
思
慮
を
持

て
い

る

キ
リ
ト

キ
リ
カ

ユ
イ

リ

フ

の
力
に
な
る
事
が

よ
り
の
喜
び

 
ユ
イ
に

べ

感
情
を
行
動
で
表
す

向
に
あ
る

  
・
プ
レ
ミ
ア

 
名
無
し
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
キ

ラ
ク
タ

設
定
が
全
て
未
設
定
で
あ

た
た
め
不
可
解
な
状

だ

た
存
在

し
か
し
そ

れ
で
は
解
決
し
な
い
問

や
キ
リ
カ
に
あ
の
メ

セ

ジ
が
届
い
た
直
前
の
邂
逅
な
ど
の
謎
も

あ
り

く
キ
リ
カ
の
世
話
に
な
る
事
に
決
ま

た
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幕
間
之
物
語

髪
飾
編
 

弐
ツ
ノ
強
サ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
誘

事
件
以

し
ぶ
り
の
登
場
な
か
ん
ち

ん
回
で
す

本
作
で
の
専

機

り
の
解
説
回

と
も
い
う

 

点

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

日
本
標

時

２
０
２

年

月

日

 
Ａ
Ｍ
１
０
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国

会

設

練

ア
リ

ナ
内
シ

ワ

  
水

が

を
打
つ

 
一

のし
ず
く

あ
る
い
は
小

のし
ず
くの

数

が

に

ち
て
い
く

を
伝
う

水
も
ま
た
同

じ

背
中

節

に
じ

と
り
掻
い
て
い
た

も
一
緒
に
流
れ
て
い
く

 

か
ら

た

水
が
体
を

か
ら

め
て
い
く
感
触
は
心
地
い
い
も
の
だ

た

 
安

の
息
を

く

 
私
は
と
て
も
気
分
が
よ
か

た

手
放
し
に
喜
ぶ
と
ま
で
い
か
な
い
の
は
残
念
だ
が
一
先

ず
一
歩
前
進
し
た
の
は
確
か
だ

た

 
そ
の
前
進
と
は

私
の
専

機
が

に
完
成
し
た
事
だ

 
日
本
製
第
三
世
代
機
・
二
機
目

名
を

打
鉄
弐
式

 
名
前
か
ら
分
か
る

り
こ
の
機
体
は
日
本
が
誇
る
第
二
世
代
打
鉄
の
後
継
機
の
よ
う
な
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も
の
に
な
る

第
三
世
代
の

機
の
モ
デ
ル
ケ

ス
だ
か
ら
弐
式
と
付
け
ら
れ
た
ら
し
い

 
と
に
か
く

あ

て

・
開
発
が
先
送
り
さ
れ

け
た
機
体
だ

 
正
直

と
て
も
⻑
か

た

 
私
が
代
表
候
補
に
な
る
事
を
命
じ
ら
れ
た
の
は

年
の

ば
を
過
ぎ
た

月

だ

た

そ

の
時
点
で
姉
・
楯
無
は
専

機
の

与
の
話
が
出
て
い
た

論

期
代
表
候
補

の
立
場

に
あ

た
か
ら
で
あ
る

 
そ
の

か
ら
代
表
候
補
に
な
る
よ
う
動
き
始
め
今
年

の

付
け
で

に
な

た
自
分

に
も
専

機

与
の

自
体
は
浮
上
し
て
い
た

今
年
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

後
に
現
代
表
の

千
冬
が
引
退
す
る
可
能
性
が
高
く
そ
の
立
場
を
楯
無
が
引
き
継

ば
必
然
的
に

の
自
分

が

に
な
る

候
補

は
専

機
を
持

て
い
る
事
が
外
国
に

力
な
ど
を
示
す
事
に
な

る
た
め

ば

の
よ
う
に
な

て
い
た
事
か
ら
専

機

与
の
話
が

が

て
い
た

 
だ
が

実

に
は
一
年
の

分
が
過
ぎ
る
ま
で

与
さ
れ
な
か

た

 
こ
の
一
年

日
本
は
動
乱
の
最
中
に
あ

た
と

え
よ
う

そ
の
中
で
最
も

業
界
に

が

た
と
す
れ
ば
そ
れ
は

然
男
性

者
の

だ

桐

谷
和
人
と

秋
十
の

者
の
存
在
が
全
て
を
狂
わ
せ
た
と

て
も
い
い
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と
は

え

た
だ
そ
れ
だ
け
な
ら
開
発
が

れ
る
事
は
な
い
だ
ろ
う

 
私
に

与
す
る
機
体
の
開
発
を
請
け
負

て
い
た
企
業
は

持
技

打
鉄

の

・

開
発
を
主
導
し
た

直

の

機

に
し
て
国
内
で
最
大

の

機

千
冬
の
機
体

の
整
備
を
主
導
し
て
い
る
の
も
実
は
そ
こ
だ

白
式
が
零

白
夜
を

ん
で
い

た
の
も

の
整
備
の

で
デ

タ
を
流

で
き
る

境
だ

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

 

の
指
示
な
の
か

あ
る
い
は

持

が
持
ち
掛
け
た
の
か

あ
そ
こ
は
和
人
の

黒
椿

と
秋
十
の
白
式
の

方
を

に

備
し
て
み
せ
た

黒
椿
は
コ
ア
・
機
体

の
問

で

ノ
之

士
が

入
し
た
と
い
う
が

白
式
に

し
て
は

持
技

し
か

与
し
て
い
な
い

 
つ
ま
り

持
は
先
に
契
約
し
て
い
た
私
よ
り
も
後
か
ら
出
た
男
性

者
を

先
し
て
い

た
の
だ

打
鉄
弐
式

の
開
発
に
も

は
出
て
い
た

そ
の
分
の
人

を
先
の
二
機
の

整
に
回
し

更
に

者
か
ら
得
ら
れ
た
男
性

者
の
デ

タ
の
解

に

き

け
て
い
た

 

持
に
と

て
第
三
世
代
機
開
発
よ
り
も
男
性

者
の
デ

タ
解

の
方
が
重
要
だ

た

と
い
う
事
だ

 
重
要
性
で

え
ば
そ
う
な
の
だ
ろ
う

日
本
の
第
三
世
代
機
は

に
一
つ
存
在
す
る
か
ら
二
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つ
目
を
作

て
も
話

性
は

し
い

男
性

者
の
機
体
を

意
し
得
ら
れ
た
生
デ

タ
を

解

で
き
る
事
を

え
れ
ば
そ
ち
ら
を
重
要
と
見
る
事
も
理
解
で
き
る

 
だ
が

そ
れ
は
違
う
だ
ろ
う
と

私
は
思

た

 
契
約
は
こ
ち
ら
の
方
が
先
だ

た
の
だ

そ
れ
を
放
り
出
し
後
か
ら
来
た
契
約
に
全
力
を
出

し
て
先
に
終
わ
ら
せ
る
と
は
ど
う
い
う
了
見
か

 
し
か
も
年

初
め
か
ら
依
頼
し
て
い
た
こ
ち
ら
よ
り
依
頼
か
ら

月
程

で
白
式
を

意
し
た
そ
の
ス
ピ

ド
に
も
不

は
あ
る

全
力
を
出
し
て
そ
れ
が
出
来
た
の
な
ら

故
こ

ち
ら
に
は
し
な
か

た
の
か
と

い
た
か

た

 
結

わ
な
か

た
が

は

 
そ
こ
で

中
のわ

だ
か
まり

も

ん
だ
た
め
息
を

く

ヒ

ト
ア

プ
し
そ
う
だ

た
苛
立
ち
を

し

ま
せ
る

 

れ
る
事
自
体
は

け
容
れ
て
い
た
事
だ

 
姉
と

し
て
と
い
う
意
味
で
は
な
い

そ
う
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
話
を
姉
か
ら
さ
れ
て
い

た
の
だ
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そ
れ
は

月
の
時
だ

た

 
シ

ム
ロ

ク

三
刃
騎
士

と

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
達
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
で

て
い
た

和
人
を

れ
て

達
と
無
か

た
事
に
な

た
会

を
開
い
た

そ
の
時
点
で
彼
が

者
と
し
て
名
を
上

た
時
裏
で
日
本

と
繋
が
る
パ
イ
プ

と
し
て

直

の
企
業

は

ば
れ
て
い
た

日
本

直

の

機

と
な
れ
ば

持
技

し
か
存
在
し
な
か

た 

持
に
無
銘
の

れ

に
な
る
表
向
き
の
機
体
の

意
を
依
頼
す
る
事
は
あ
の
時
点

で
決
ま

て
い
た
の
だ

 
私
の
専

機
開
発
が
終
わ

て
い
な
け
れ
ば

が
出
る
事
を
姉
に
話
を
さ
れ
た
し
和
人
本

人
か
ら
も

罪
を

け
て
い
た

彼
が
名

り
を
上

る
予
定
は
モ
ン
ド
・
グ
ロ

が
あ
る

月
だ

た
か
ら
三
か
月
も
あ
れ
ば

し
て
い
る
か
も
と
い
う
希
望
的
観

も
あ

た
が
あ

る
程

の

れ
が
出
る
事
は

い
て
い
た
し

私
自
身
も
理
解
を
示
し
て
い
た

 
し
か
し
ま
さ
か

完
全
に
放
り
出
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
苛
立
ち
と
は
つ
ま
り

持
の

な
仕
事
ぶ
り
に
対
し
て
の
も
の

 
秋
十
に
も
苛
立
ち
は
あ

た

し
か
し

和
人
に
は
無
い

黒
椿

は

結
さ
れ
た
機
体
こ
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そ

持
が

意
し
た
が
手
を
付
け
た
の
は

ノ
之

士
で

て
白
式
は
全
て

持

が
一
か
ら

意
し
た
機
体
だ

た
か
ら
だ

 
も
し
黒
椿
ま
で
も

持
が
完
全
に
手
掛
け
て
い
れ
ば
今
日
彼
と

静
に

葉
を
交
わ
せ

た
か
は
自
信
が
な
い

な
ん
て

子
い
い
な

私

 
そ
こ
で

と
自

す
る

 
苛
立
ち
の
矛
先
で
あ
る
白
式
は
亡
国
事
変
の
最
中
に
和
人
の
生
体
コ
ア
の
一
つ
に
な

た

白
式

を
持

て
い
た
秋
十
に
苛
立

て
い
た
な
ら

今
の

有
者
で
あ
る
和
人
に
も
同

じ
感
情
を
ぶ
つ
け
る
事
が

だ
ろ
う

 
そ
う
し
て
い
な
い
と
い
う
事
は
自
分
は

手
に
よ

て
コ
ロ
コ
ロ
意
見
を
変
え
る
人
間
と
い

う
事
に
な
る

 
そ
れ
を
人
は

子
の
い
い
ヒ
ト

と

す
る

 
時
と
場
合

手
に
よ

て
主
義
主

を
変
え
る

ど
主
体
性
が
な
い
人
間
で
は
な
い
と
自
負

し
て
い
た
の
だ
が

そ
う
で
も
な
か

た
ら
し
い

 
そ
の
自
己

悪
が

自

と
し
て
現
れ
て
い
た
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そ
れ
は
シ

ワ

で
も
流
す
事
は
出
来
ず

中
にわ

だ
か
まり

け
て
い
た

  
シ

ワ

を
出
て

体
を
一

り

き

ス

ツ
に

を

す

上
気
し
た
体

に
よ

り
じ

と
り
を

を
か
き
始
め
る
が
更

の

が

風
を
送

て
来
て
く
れ
る
た
め

良
く
感
じ
る

 
た
だ

め
す
る
と
マ
ズ
い
の
で

ベ
ン
チ
で
風
が
直

た
ら
な
い

に

を
下
ろ
す

 
手

に
は

十

も
の

紙
の
束

そ
の
束
は
二
つ
の
束
に
分
か
れ
る
よ
う

で

ら
れ
て

い
て
片
方
は
専

機

者
へ
の
機

的
な

要

も
う
片
方
は
機
体
の
ス

ク
デ

タ
に

す
る
書

 
私
は
後
者
の
束
だ
け

き
出
し
も
う
片
方
は
足

の

の
中
に
仕
舞
う

に

し
て
は

専

機
開
発
の
依
頼
を
す
る
契
約
書
に
サ
イ
ン
す
る

に
イ

と
い
う

ど

ん
だ
も
の
と
同
じ

だ

た
か
ら
今
更
だ

た

そ
の
時
の
記

を
横
に
お
い
や

て
私
は
手

の
書

に
意
識
を

向
け
た
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時
間
を
掛
け
て

み

み
つ
つ
先
の
機
体

整
の

に
和
人
か
ら

け
た
説
明
も
思
い
出
し

て
い
く
事
で
よ
り
理
解
を
深
め
る

 
機
体
名

打
鉄
弐
式

 

の

重

の
打
鉄
と
異
な
り

を

ら
し
て
機
動
性
を
上

た
遊
撃
向
け
の
機

体

打
鉄

の
イ
コ
ラ
イ
ザ

後
付

備
を
流

可
能
な
の
で

状
況
に
応
じ
て
特
徴
を
変
え
ら
れ
る

性
は
そ
の
ま
ま
に

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス

載
の
第
三
世
代
兵

で
立
ち
回
る

事
が
要
求
さ
れ
る
の
が
弐
式
の
特
徴
だ

 
弐
式
の
第
三
世
代
兵

は

マ
ル
チ
・
ロ

ク
オ
ン
・
シ
ス
テ
ム

そ
の
名
の

り

同
時

に
複
数
の
標
的
に

い
を
定
め
る
火
器

制
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
で
あ
る

 
し
か
し
現
在

そ
の
シ
ス
テ
ム
は
使
え
な
い

 

持
技

が
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
ら
れ
な
か

た
か
ら
だ

 
そ
も
そ
も
弐
式
の
完
成
自
体

持
以
外
の
手
が
入

て
い
る

亡
国
事
変
の
後

白
式

の

の
手

き
の

で
事

を
知

た

裏
で
は

に
知

て
い
た

ノ
之

士
が

コ
ア
の

有
権
を

ユ

ミ
ル

名
義
で

白
式

と
一
緒
に

い
取
り

ユ

ミ
ル

が
完

成
さ
せ
た
の
で
あ
る

い
取

た
時
点
で
機
体
の
七

を
組
み
終
え
て
い
た
ら
し
い
が
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打
鉄

を

体
に
し
て
組
み

え
る
手
法
を
取

て
い
た
の
で

も
し
て
い
な
か

た
に

し
い
レ
ベ
ル
だ
と

い
て
い
る

 
そ
こ
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ａ
設
立
で

し
か

た

士
が

月
足
ら
ず
で
設

り
に
完
成
さ
せ
た

だ
が

心
の
シ
ス
テ
ム
が
未
完
成
な
状

で
あ
る
た
め

密
に
は
第
二
・
五
世
代
の
よ
う

な
状
況
に
な
る

シ
ス
テ
ム

載
予
定
の
兵

は
完
成
し
て
い
る
が
ロ

ク
オ
ン
は

シ
ン
グ
ル一

限
定

と
い
う
の
が
現
状
ら
し
い

 
そ
ん
な
未
完
の
機
体
を

し
た
理
由
は
二
つ

 
一
つ
目
は
私
が
機
体
の

本
能
力
や
兵

の

い
に

れ
る
時
間
を
確
保
す
る
た
め

 
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で
一
騒
動
あ
る
と
見
れ
ば

に
足
り
な
い
く
ら
い
だ
か
ら
現
状
で

練

だ
け
で
も
し
た
方
が
い
い
と
判
断
さ
れ
た
ら
し
い

大
会

日
自
衛
や
和
人
の
フ

ロ

の

務
の
た
め
と
い
う
の
も

ま
れ
て
い
る

 
二
つ
目
は
ロ

ク
オ
ン
・
シ
ス
テ
ム
構

に
必
要
な
デ

タ
収
集
の
た
め

 
標
的
を
ロ

ク
オ
ン
す
る
時
の
演

理
は

標
的
の
数
が
多
い

ど

離

な
ど
様

な
要

を
絡
め
て

先

決
定
の
た
め
に
負

が
大
き
く
な
る

そ
れ
を
複
数
同
時
に

行
う
の
が
マ
ル
チ
・
ロ

ク
オ
ン
の
原
理
で
負

も
数

に

れ
上
が
る

そ
の
負

が
問
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だ
か
ら
未
完
成
な
の
だ

加
え
て
イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
の

載
で

者
の
イ

メ

ジ
を
反

さ
せ
る
過
程
が
問

の
一
つ
に
な

て
い
る

 
だ
か
ら

く

一
ロ

ク
オ
ン
で
イ
メ

ジ
反

の
演

を

に
学

さ
せ

そ
の
デ

タ

を
集
め
て
い
く
方

に
な

た

 
二
つ
に
共

し
て
い
る

練
が
必
要
と
い
う
点
か
ら

士
は
未
完
成
な
が
ら
私
に
機
体
を

し
た
の
だ

 
そ
の

整
に
来
た
の
が
彼
だ

た
点
は
謎
だ
が

 

ま
た
裏
で

か
が

き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か

 

と

思

が

れ
る

 
思
い
返
さ
れ
る
の
は

が
楯
無
を
務
め
て
い
た
先
代
か
ら
更
識
家
に
仕
え
て
い
た
男
に

わ
れ

た
時
の
事

姉
妹
で
表
の
代
表
候
補
裏
の

主
の

を
分
け
る

が
無
か

た
点
で
和
人

が
引

掛
か
り
を
覚
え
た
の
を
契
機
に
更
識
家
内
に

る
だ
ろ
う

を

り
出
そ
う
と
し

て
い
た
ら
し
い

 
そ
の

を

し

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

後
か
ら
和
人
は
生
還
者
学
園
に
登

す
る
よ
う
に
な

た
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そ
れ
は
自
身
が
無

備
に
な
る
の
を

ぐ
た
め
で
あ
り
同
時
に
私
の
身

を
守
る
た
め
で
も

あ

た
ら
し
い

だ
か
ら
あ
の
時
裏
切

た
男
は
和
人
と
は
別
の
車
に
誘
導
し
た
の
だ

繋
が

て
い
た
女
権

の
指
示
で
分
け
た
の
で
は
な
く
分
け
る
必
要
が
あ

た
か
ら
分
け
て
後
の
始

に
女
権

を

し
た
と
い
う
の
が
事
の
真

 
そ
ん
な
裏
事
情
を
知

た
私
は
彼
が
機
体
の

整
に
付
き
合

た
今
も
そ
の
状
況
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
と

え
た

な
に
せ
亡
国
機
業
が
い
つ
攻
め
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
だ

無

い
と
は
断
定
で
き
な
い

 

で
も

も
う
あ
の
時
と
は
違
う

 
そ

と

手
を
見
る

 
中
指
に
は

水
色
の
ク
リ
ス
タ
ル
の
指
輪
を

め
て
い
る

そ
れ
が
打
鉄
弐
式
の

機
形

わ
れ
た
時
に
は
無
か

た

私
の
力
だ

 
今
ま
で
は

わ
れ
な
か

た
し
サ
ポ

ト
も
出
来
な
か

た

同
じ
場

に
立
て
な
か

た

 
け
れ
ど
専

機
と
い
う
力
を
得
た
今
は
違
う

未

で
は
あ
る
が
サ
ポ

ト
を
可
能
と
す
る

手

が
出
来
た
の
は
大
き
な
前
進
な
の
だ

 
せ
め
て

自
分
の
身
だ
け
で
も
守
ら
な
け
れ
ば
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よ
し

 
グ

と

を
握
る

 
気
分
は
舞

の

者

こ
れ
ま
で
観

の
一
人
だ

た
自
分
が

者
と
し
て
舞

に
立
つ
事
を

許
さ
れ
た
よ
う
な

そ
ん
な
承
認
感
が

ま
き
に

い
て
く
る

 
こ
れ
か
ら

ろ
う

 
そ
う
前
向
き
に
な
れ
た
の
は

分

し
ぶ
り
の
よ
う
に
思
え
た

  
決
意
を
新
た
に
し
た
後

 
私
は

ス

ツ
の
上
に
外
出

の
私

を

メ

セ

ジ
ア
プ
リ
で

者
の
少
女
・
本

と
や
り
取
り
を
行
い

合
流
地
点
を
決
め
て
か
ら
更

を
後
に
す
る

あ

や

と
出
て
き
た
わ
ね
か
ん
ち

ん

 
と

更

を
出
た
と
こ
ろ
で

姉
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た

 
こ
こ
に

る
と
予
想
し
て
い
な
か

た
私
は
目
を

た

彼
女
は
更
識
家

主
と
し
て
だ
け
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で
な
く

学
園
の
生

会
⻑
と
し
て
の
仕
事
も
あ

て

し
い

日
を
送

て
い
る
か
ら

ま

さ
か
来
て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た

お
姉
ち

ん

な
ん
で
こ
こ
に

 
仕
事
で

し
い
ん
じ

 
ま
さ
か
仕
事
を
す

か
し
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
と
以
前
本

の
姉
・う

つ虚
が
零
し
て
い
た
愚

か
ら
推

す
る

そ
れ
が
表
情
に
出
て
い
た
の
か
違
う
わ
よ
と
苦

気
味
に
姉
が

た

こ
こ
最
近
は
真
面
目
に
し
て
い
る
わ

に
来
た
の
だ

て

こ

ち

の
仕
事
の

よ
で
も

ア
リ

ナ
に

事

て

今
日
は
か
ん
ち

ん
が
専

機
を

す
る
日
だ
も
の

い

い

て
き
た
事
を
知

て
る
以
上

労
う
事
だ

て
立

な
仕
事
よ

 

お
め
で
と
う

か
ん
ち

ん

 

離
を

め
た
姉
は
私
を

き
し
め
て
き
た

 

な
事
に
反
応
で
き
ず
に
い
る
と

で
更
に
話
し
か
け
て
く
る

こ
の

期
間
で

本

に
よ
く

た
わ
ね

私
よ
り

期
間
だ
な
ん
て
本

に

い
わ

 
そ
う

更
に
労
い
の

葉
を
掛
け
ら
れ
る

 

主
の

目
と
し
て
で
な
く

姉
と
し
て
の

葉



 幕間之物語：髪飾編 〜弐ツノ強サ〜

 

れ
な
い

か
さ
に

ま
れ
る
私
は
ど
う
反
応
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず

乱
し
た

だ

が
そ
ん
な
中
で
も
体
は
正
直
だ

が
に
や
け

中
が

し
さ
で

ち

れ
る
の
を
感
じ
る

ま

ま
だ

い

よ

 
た
だ
そ
れ
を
悟
ら
れ
た
く
な
い

わ

た

し

天
邪
⻤
は
そ
う
つ

け
ん
ど
ん
に
返
し
な
が
ら
姉
を
引
き

は
が
し
た

少
し

気
に
取
ら
れ
た

の
姉
を
見
る

く
一
緒
に
戦
え
る
よ
う
に
な

た
だ
け

本

の
仕
事
は
こ
れ
か
ら
だ
か
ら

桐

谷

君
を
サ
ポ

ト
す
る
の
が
私
の
仕
事

で
し

あ
ら
あ
ら

 
私
の

葉
を

い
た
姉
は

意
外
そ
う
に
し
つ
つ

し
そ
う
に
破

し
た

バ

 
と
広

ら
れ
た

子
の

部
分
に
は

静

の
四
文

が

も

と
喜
ぶ
か
と
思

て
た
け
ど

予
想
以
上
に

静
で
お
姉
ち

ん
ビ

ク
リ

今
日
は

す
る
だ
け
だ

た
し

専

機
開
発
の
契
約
時
に

わ
れ
た
ら

く
喜
ん
だ

と
思
う
け
ど

う

そ

そ
れ
は

ご
め
ん
な
さ
い

 

を
引
き
つ
ら
せ

線
を

わ
せ
る
も
最
後
に
は

を

と
し
て

罪
す
る
姉

時
は
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妹
の
た
め

と
ば
か
り
に
裏

の
情
報
を

断
し

不

を
演
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
せ
い

で
交
流
が
無
か

た

 
そ
の
原
因
を
作

た
の
は
彼
女
だ

 
ま

真
正
面
か
ら

す
る
で
も
な
く

た
だ

け
身
だ

た
自
分
に
も
非
は
あ

た
か

も

と
最
近
は
思
う
が

も
う
い
い
よ

今
こ
う
し
て

良
く
し
て
く
れ
て
る
し

そ
れ
に
無
理
に

し
て

め

よ
う
と
し
な
く
て
い
い
よ

む

無
理
な
ん
て
し
て
な
い
わ
よ

ウ

だ
ね

 
焦
り
か
ら
か
や
や

ま

た
姉
の

葉
を
切
り
捨
て
る

 
自
分
よ
り

期
間
だ
と

て
彼
女
は
私
を
持
ち
上

た

私
を

め
る
た
め
の
要

と
し
て

た
の
は

不

の

に
さ
ん
ざ
ん

さ
れ
て

め
ら
れ
た
私
の
事
を
思

て
の

葉
だ

傷
つ
け
ら
れ
た
自
尊
心
を

そ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る

 
そ
れ
は
有

い
事
だ

 

で
も

も
う
要
ら
な
い
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完

に
見
え
て
い
た
姉
は
け
れ
ど
同
じ
人
間
で
完

で
は
な
か

た

目
を
離
せ
ば

を

し
よ
う
と
す
る
ら
し
い
し

苦
手
な
分

だ

て
あ
る
と
知

た

 
彼
女
一
人
だ
け
で
は
出
来
な
い
事
も
あ
る
と
私
は
身
を
以
て
理
解
し
た

数
年
間
の

性

こ
そ
が
そ
の
証

な
の
だ

べ
な
く
て
い
い
よ

私
と
お
姉
ち

ん
は
別
人
で
出
来
る
事
と
出
来
な
い
事
が
あ
る

お

姉
ち

ん
に
出
来
な
い
事
を
私
が
す
る

だ
か
ら

べ
て
ま
で

め
よ
う
と
し
な
く
て
い
い

た

だ

に

め
て
欲
し
い

 

時
に
な
く

な

で
そ
う
伝
え
る

 
姉
は

目
で

き
を

に
し
て
い
た

ど
う
や
ら
私
が

た
事
は
彼
女
に
と

て
予
想
外
の

事
だ

た
ら
し
い

強
く
な

た
わ
ね

 
感

深

に
姉
は
そ
う

た

 
私
は
苦

を
零
し
た

そ
う
見
え
る
だ
け
だ
よ

実

に
サ
ポ

ト
出
来
る
の
か
は
ま
だ
自
信
が
な
い
し

で
も
強

く
な
ら
な
い
と

て
そ
う
思

て
る

じ

な
い
と
桐

谷
君
の
足
手

い
に
な

ち

う
か
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ら 
強
く
見
え
る
の
だ
と
す
れ
ば

強
く
な
ろ
う
と
思

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

そ
ん
な
有
名
な

ヒ

ロ

ア
ニ
メ
の
主
人

の
セ
リ
フ
を

内
で
リ
フ
レ
イ
ン
さ
せ
な
が
ら
彼
女
に
そ
う
見
え

る
要
因
に
つ
い
て
語

た

そ

か

 
同
意
す
る
よ
う
に

一
つ
姉
が

い
た

 
そ
れ
以
上
は

も

わ
ず
彼
女
は
手
を
差
し
出
し
て
き
た

そ
の
手
を
握

て
二
人

ん
で

廊
下
を
歩
く

 

ん
の
少
し

成

⻑

で

き

た

に

た
気
が
し
た

  
・
更
識

打
鉄
弐
式

の

者
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２
０
２
４
年

月

か
ら
候
補
生
に
な
る
べ
く
努
力
し

一
年
で
専

機

ま
で
こ

ぎ
つ
け
た
才
女

か
ら
見
れ
ば
異
常
レ
ベ
ル
の
努
力
家

恐
ろ
し
い
の
は
そ
の
努
力
を

程

親
し
い

手

本

以
外
に
悟
ら
せ
な
い

ま
し
い
と
こ
ろ
か

 
和
人
と

わ
り

そ
の
動
向
を
追
う
中
で
精
神
的
成
⻑
を

た

 

が
実
力
面
の
成
⻑
を

さ
れ
た
な
ら

は
精
神
面
の
成
⻑
を

さ
れ
た
事
に
な
る

  
・
更
識
楯
無

 
日
本
初
の
第
三
世
代
機
の

者

 
誘

事
件
以

姉
妹

を
修
復
し
よ
う
と
苦
心
中

色

と

し
い
の
で
中

時
間
を
取
れ

な
い
で
い
た
と
こ
ろ

し
ぶ
り
に
会

た
妹
の
精
神
的
成
⻑
に
心
か
ら

い
た

 
な

が
仕
事
に
前
向
き
な
の
か

 
な

自
身
と
和
人
の
足
手

い
に
な
り
た
く
な
い
の
か

そ

か
の
一

に
は
そ
の

の

な
機

を

み
取

た
が
故
の
心
情
が

ま
れ
て
い

る 
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・
打
鉄
弐
式

 
更
識

の
第
三
世
代
機

 
マ
ル
チ
・
ロ

ク
オ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
未
構

イ
メ

ジ
・
イ
ン
タ

フ

イ
ス
と

の

動
が
不
完
全
な
の
で

現
状
は

第
三
世
代
ス

ク
の
第
二
世
代
機

の
よ
う
な
状

 
２
０
２

年

月

か
ら

し
て
い
た
機
体
が

手
付
か
ず
の
状

だ

た
と
こ
ろ
を

白
式

の
手

き

で
一
緒
に

ユ

ミ
ル

に
コ
ア
の

有
権
ご
と

い
取
ら
れ

束
の

手
に
よ

て
形
に
な

た
機
体

大
本
は
打
鉄
と
同
じ
だ
が

カ
ス
タ
ム
さ
れ
て
い
る

 

有
権
は

持
技

か
ら

ユ

ミ
ル

に

行

 
束
が
手
掛
け
た
の
は
和
人
の
護
衛
の
他
以
前
誘

さ
れ
た
時
の
よ
う
に
足
を
引

ら
れ

る
と
和
人
が
危
な
い
の
で
せ
め
て
自
衛
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮

整
に
来
な
か

た
の

は
束
の
中
で

の

先

が

い
た
め

他
に
や
る
事
が
あ
る
た
め
で
あ
る

  
・
ユ

ミ
ル

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
主
導
運

企
業

 

主
導
の

の

理
・
運

を

さ
れ
た
企
業
で
も
あ
る
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表
の
代
表
取

に

場

⻑

に

ノ
之
束
特
別

な
ど
で
和
人
ク
ロ
エ

七
色
が

め
て
い
る

 

は
和
人
が
対
人
戦
闘
経
験
を

む
の
に
最

な

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
存

の
た
め
に
設
立
さ
れ
た

し
か
し

亡
国
事
変

に
よ
り

Ｂ
Ｉ
Ａ

が
発
足
し

技
術
も
大

的
に
運

す
る
事
に

な

て
か
ら

業
界
に
も
進
出

手
始
め
に
生
体
コ
ア
に
な

た
白
式
と
煽
り
を
食
ら

て
い
た

打
鉄
弐
式

の
コ
ア
を

い
取
り

企
業
の

面
も
持
つ
よ
う
に
な

た

 
企
業

有
コ
ア

日
本

有
換

黒
椿

白
式

打
鉄
弐
式

 

れ
も

持
が

有
し
て
い
た
コ
ア
だ
が

Ｂ
Ｉ
Ａ

発
足
に

し
て
三
つ
と
も
束
が

的
取
引
で

い
取

て
お
り

現
在
は
ユ

ミ
ル

有
の
も
の
と
な

て
い
る

 

と
の
パ
イ
プ
と
な
る
企
業

は

持
か
ら
ユ

ミ
ル
に
変
更
さ
れ
た

  

特
に

写
無
か

た
け
ど

は
秋
十
の
事
は

い
な
の

 

和
人
の
事
情
を
知
り
自
分
に
重
ね
て
見
て
い
た
の
で
ぶ

ち

け
大

い

白
式
の

事
も
あ
る
の
で

更

い
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わ
り
た
く
な
い

手
だ

た
の
で
内
心
安

し
て
い
る

 
死
ん
だ
事
を
喜
ん
だ

で
な
い
の
が
ミ

  

専

機
開
発
が

れ
る
と
分
か

て
い
た
の
に

ど
う
し
て
苛
立

て
い
た
の

 

本
編
で
は
弐
式
開
発
は
完
全

止
で
放
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た

そ
れ
を
他

に
黒

椿
と
白
式
を

意
さ
れ
た
の
で

持
に
対
し
て
不

が

発
し
て
い
ま
す

れ
て
も

番
さ
え
守

て
い
れ
ば
そ
こ
ま
で
苛
立
ち
は

無

な
エ
ネ
ル
ギ

使
い
た
く
な
い
気

か

ら

し
な
か

た
で
し

う

 
ち
な
み
に

男
性

者
の
せ
い
で

で
は
な
く

持
の
せ
い
で

と
苛
立
ち
の
理
由
と

矛
先
が
変
更
さ
れ
て
い
る
点
が
原
作
と
の
変
更
点
で
す

  

編
な
の
に

で

骨
に
現
実
編

 

二
つ
前
の
前
書
き
に

え
は
あ
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

髪
飾
編
 

チ
ラ
ツ
ク
亡
霊

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
前
話
に

き

今
話
も

点

 

点

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

会
本
部
ビ
ル
に

る
ま
で
の
道
中

手
を
繋
い
で
い
ら
れ
た
の
は
私
の

心
が
勝

る
ま
で
だ

た

を

く
し
て
手
を
放
す
こ
ち
ら
を

う
よ
う
に
姉
が

う

 
そ
ん
な
や
り
取
り
で
す
ら

一

前
ま
で
は
無
か

た
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そ
う

え
る
と
あ
の
少
年
の
存
在
は
や
は
り
不
思
議
だ

 
私
達
の
不

の
原
因
は
姉
に
あ
る

し
か
し
そ
れ
は
楯
無
の
重
責
や
裏
の
危
う
さ
を

重
く

え
る
あ
ま
り
私
へ
の
想
い
を
強
め
て
い
た
事
に

因
す
る

完

に
見
え
て
い
た
彼
女

は
そ
の
実
か
な
り
不
器

な
人
間
だ

た
の
だ

私
に
対
す
る
本

の
よ
う
に
姉
も
本

の

姉
・
虚
か
ら
助

を

け
て
い
た

だ
が
そ
れ
で
も
動
か
な
か

た

り
が
彼
女
の
不
器

さ

意

地
と
も

う

を
物
語

て
い
る

 
姉
は
私
を
守
ろ
う
と
ム
キ
に
な
り

私
は

理
想姉

を
超
え
よ
う
と
ム
キ
に
な

た

 
数
年
に

る
そ
の

は

の
誘

騒
動
の
時
に
氷
解
し
た

だ
が
そ
れ
は
姉
の
方
が
こ
ち

ら
に
向
き
合

て
く
れ
た
か
ら

そ
し
て
姉
に
そ
う
動
く
決
意
を

か
せ
た
の
は
あ
の
少
年
だ
と

姉
自
身
が
語

た

 
デ
ス
ゲ

ム
生
還
直
後
覚
醒
し
た
て
の
彼
は

と
更
識
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り

そ
れ
ぞ
れ
と
取
引
を
交
わ
し
更
識
家
に
場

を

し
た

彼
が
求
め
た
の
は

上
層
部
と
の

交

機
会

つ
ま
り

月

の

と
の
会

 

て

前
者
は
歌
姫
セ
ブ
ン
の
監

を
依
頼
し
た

二

を

人
と
し
て

技

術
業
界
に

来
を
掛
け
た
が
故

真

な
人
生
設

の
第
一
歩
だ

た
事
に
な
る
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で
あ
れ
ば

主
が
代
表
候
補
生
で
あ
る
後
者
は

を
持
ち
掛
け
た
の
か
と

え
ば

そ

う
で
は
な
い

彼
女
が
彼
を

護
し

つ
上
層
部
に
掛
け
合
う

に
彼
に
求
め
た
の
は
た
だ
一

つ

妹
を
守
る
事
に
協
力
す
る
事
だ

た

時
の
時
点
で
私
を
彼
の
サ
ポ

ト

に

が
う
つ
も
り
だ

た
姉
は

だ
か
ら
こ
そ
私
も
守
る
よ
う
依
頼
し
た
と
い
う
の
だ

 
そ
し
て

そ
れ
は
あ
の
誘

事
件
の
時
に

守
さ
れ
た

 

四
機
を
前
に
生
身
と
い
う
絶
体
絶
命
の
状
況
で

お
姉
ち

ん
だ
ろ
う

と
背
中
を

さ
れ
た
の
だ
と

ネ

ト
に
残

て
い
る
動

で
も

に
向
け
て
話
し
か
け
る
彼
の

は

て
い
た
か
ら
事
実
だ

 
姉
妹

て
彼
に
救
わ
れ
て
い
た
の
だ

 
私
は
命
を

 
姉
は
心
を

 
今
で
も
記

に
残

て
い
る

彼
に
お
礼
を

た
時
の

彼
の

葉
と
表
情
を

  

あ

ん

た

達

更
識
姉
妹
は

達姉
弟

ど
ぶ行
つき
か

て
な
い
た
だ
す
れ
違

て
る
だ
け
だ
か
ら

少
し
ず
つ
で
も

良
く
な
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ど
こ
か

し
そ
う
に

し
そ
う
に
目
を

め
な
が
ら

む
少
年
の

葉
が

る

 
彼
の

葉
は
秋
十
と
の

を
も
う
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
も
の
だ
と

認
め
た
上
で

私
達
は
ま
だ
間
に
合
う
と

す
も
の

 
そ
れ
を

わ
れ
た
私
は
内
心
で
は

良
く
し
た
か

た
と
い
う

望
も

ん
で
い
る
よ
う
に

感
じ
た

 
真
実
は
定
か
で
は
な
い

 
秋
十
は
も
う
死
ん
だ

ど
れ
だ
け
望
も
う
と
彼
ら
姉
弟
が

う
機
会
は

遠
に
失
わ
れ
た
の

だ 

人
は
本

に
ア

サ
リ
と
死
ん
で
し
ま
う

 
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

を
中
心
に
襲

た
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
の
影

で
数
十
万

の
死
者
が
ア
メ

リ
カ
か
ら
出
た
と
い
う

そ
こ
ま
で
数

が
大
き
く
な
る
と
実
感
が

き

い
が
ス
ケ

ル
を

小
さ
く
す
る
と

死

と
い
う
も
の
が

体
性
を
増
す
よ
う
に
感
じ
る

 
誘

事
件
で
一

は
身
近
に
感
じ
た
か
ら
か

像
で
中
継
さ
れ
た
⻘
年
の
死
は
と
て
も
他

人
事
と
は
思
え
な
い
リ
ア
リ
テ

を
私
に
伝
え
て
き
た
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そ
の
予
感
を

彼
は
ず

と

え
て
い
る
の
だ

 
デ
ス
ゲ

ム
事
件
か
ら
始
ま
り
生
還
し
て
か
ら
も
ず

と
そ
の
予
感
を
現
実
の
も
の
に
し
な

い
よ
う
手
を

く
し
て
い
る

 
彼
が

え
る

負

を
制

出
来
て
い
る
の
は

死
を
予
感
し

恐
怖
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

他
者
を
傷
つ
け
る

力負

を
守
る
た
め
に
使
え
て
い
る
最
大
の
要
因

 

君
は

や

り
ヒ英
ロ雄

だ

 

め
て

私
は
思
う

 

か
は
恐
れ
も
し
た

彼
が
持
つ
力
が

な
の
か
力
を
振
る
う
理
由
や
彼
の
在
り
方
を
真

に
理
解
で
き
て
い
な
か

た
か
ら
だ

 
だ
が

今
の
私
に
恐
怖
は
な
い

 
だ

て
ど
れ
だ
け
恐
ろ
し
い
力
を
持

て
い
て
も
彼
が
た
だ

か
を
傷
つ
け
る
た
め
だ
け

に
振
る
う

が
な
い
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
だ

姉
の
心
を
解
す
事
も
全

の
信
頼
を
勝
ち
得
る

事
も
ど
ち
ら
も

大

の
事
で
は
な
い

そ
れ
が
出
来
た
彼
に
信
頼
を
寄
せ
る
事
は
逆
説
的
に

間
違

て
い
な
い
と

え
る

数
多
く
の
女
性
を

止
め
て
い
る
の
も

達
で
は
な
い

 

話
や
英
雄

に
出
て
く
る

ヒ

ロ

主
人

の
よ
う
だ

と
思
う
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そ
の
根

に
あ
る
想
い

未
来
へ
の
い
じ
ら
し
く
思
え
る

ど
の
願
い
が
心
打
た
せ
る
の

だ
ろ
う

 
な
れ
ば
こ
そ
あ
ま
り
に
英
雄
的
な
彼
を
想
い
始
め
た
事
も
き

と
お
か
し
な
事
で
は
な
い

の
だ

  
そ
ん
な
英
雄
的
な
彼
だ
か
ら
こ
そ
白
式
を
持

て
い
て
も
秋
十
と
異
な
る
心
情
に
な
る
私

だ
が
な
に
も
英
雄
的
で
あ
れ
ば
全
て
を
許
す

ど

信
し
て
い
る

で
は
な
い

む
し
ろ
表
面

上
の

書
き
や

動
は
疑

て
掛
か
る
面
倒
く
さ
い
タ
イ
プ
だ
と
自
負
し
て
い
る

和
人
だ

て

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ボ
ス
戦
放

で
あ
る
程

の
人

を
知
れ
た
か
ら

に

離
を

め
ら
れ
た
の

だ 

か
ら
更
識
家
の
本
家
分
家

の
大
人
か
ら
色

わ
れ
て
い
た
せ
い
で
人
間
不
信
気
味
に

な

て
し
ま

て
い
た

 
そ
ん
な
私
は

亡
国
事
変

以

に

英
雄

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

た

千
冬
の
事
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が
苦
手
だ

 

業
界
で
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
持
て

さ
れ
る
彼
女
は
高

や
孤
高
と
い

た

イ
メ

ジ
で
伝
え
ら
れ
る
事
が
多
い

事
実
一

の
よ
う
な
性
格
で
は
あ

た
よ
う
で

事

も

に
済
ま
せ
る
事
を
良
し
と
す
る
と
は

い
て
い
た

女
尊
男

で
な
い
女
子
も
彼
女

を
指
し
て

格

い
い

と

め
て
い
た
程
だ

 
男
子
は
世
界
大
会
で

勝
す
る
実
力
と
機
体
の
メ
カ
メ
カ
し
さ
を
女
子
は
ル

ク
ス
や
孤
高

の
イ
メ

ジ
を
称

す
る
事
が
多
か

た

実

に
会

た
事
が
無
け
れ
ば
メ
デ

ア
の
情
報
し

か
分
か
ら
な
い
か
ら
そ
う
な
る
の
は
仕
方
な
い

 
無
論
候
補
生
の
よ
う
に
会

た
事
が
あ
る
人
間
も
尊

す
る

一
部
は
や
や
過

に

う

者
は
一
定
数
存
在
し
た

 
つ
ま
り
私
は

そ
の
一
定
数
か
ら
外
れ
た

外

に

す
る
事
に
な
る

 
そ
の
理
由
だ
が
同
じ
よ
う
に
彼
女
に
あ
ま
り

意
的
で
な
い
人

の
大

と
は
異
な
る
だ
ろ

う

候
補
生

練
で

を
合
わ
せ
た
時
の

圧
感
か
ら

な
苦
手
意
識
は
あ

た
が
そ
れ
が

明
確
に
な

た
の
は
和
人
の
事
情
を
知
り
重
ね
て
見
る
よ
う
に
な

て
か
ら

時
は
楯
無
の

事
を

ん
じ
て
い
た
の
で
彼
女
に
重
ね
て
見
た
千
冬
の
事
も
同
じ
よ
う
に
苦
手
意
識
を
形
勢
し
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た
事
に
な
る

 
と
は

え
楯
無
と
の

が
修
復

向
に
あ
る
今
も
そ
の
苦
手
意
識
は
依
然
変
わ

て
い

な
い

い
切
れ
目
と
女
性
に
し
て
は

め
な
声
が

し
出
す

圧
的
な

気
が
性
格
的
に

合

て
い
な
い
せ
い
だ
ろ
う

 
人
に
よ

て
は
彼
女
へ
の
尊

で

り
越
え
る
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
を
彼
女
に

少
な
く
と

も
性
格
・
人
格
的
に

向
け
て
い
な
い
私
に
は
出
来
な
い

 
彼
女
の

を
認
め
た

間

歩
く
足
を
止
め
て
し
ま

た
の
も
あ
る
意
味
必
然
だ

た

あ

先
生

 
し
か
し
姉
は
暗
部

主
と
し
て
の
経
験
か

彼
女
が
自
然
に
振
り
ま
く

圧
を
物
と
も
せ
ず

む
し
ろ
声
を
掛
け
て
い
く

極
性
す
ら
見
せ
た

 
ま
あ
廊
下
の
ど
真
ん
中
そ
れ
も
進
行
方
向
に
見
知

た
人
が
立

て
い
れ
ば
声
を
掛
け
な
い

方
が
む
し
ろ
失
礼
に
な
る
か
ら
か
も
だ
が

む

更
識
楯
無
と

更
識

か

で

を
し
て
い
る

私
は
仕
事
と
か
ん
ち

ん
の
労
い
に

今
日
は
か
ん
ち

ん
が
専

機
を

す
る
日
で
す
か

ら
ね
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う

そ
う
か

 
姉
に
向
い
て
い
た

い

線
が

と

の
私
に
向
け
ら
れ
た

興
味
深

な
表
情
を
し
て
い

る 

と

引

掛
か
り
を
覚
え
る

 
そ
れ
が

な
の
か
自
覚
す
る
の
は

ば
無
自
覚
に

を
開
い
た
後
だ

た

あ
の

先
生
に
も

話
は
伝
わ

て
る

じ

 
そ
う

て

そ
の

だ

と
自
問
自

す
る

 
私
は
今
で
こ
そ
代
表
候
補

し
か
し

の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

確
実
に

勝
す
る

だ
ろ
う
彼
女
は
殿

入
り
し
第
四
回
の
大
会
に
は
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
る

そ
う
な
る
と
代

表
は
姉
が
継
ぎ

り
上
が
り
で
候
補

に
私
が
な
る

そ
の
流
れ
を
彼
女
が
知
ら
な
い

が

な
い

 
そ
れ
に
彼
女
は

と
和
人
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
取
引
に
つ
い
て

に
知

て
い
る

こ
ち
ら

の
人
間

彼
女
の
引
退

も

み
の

を
知

て
い
て
そ
の
一

に
打
鉄

弐
式
も

わ

て
い
た
以
上
今
日
が

の
日
だ
と

い
て
い
な
い
方
が
お
か
し
い

私
は

彼
の
護
衛

と
し
て
の

務
を
負

て
い
る
の
だ
か
ら
秋
十
の
死
も
あ

て
弟
の
事
を
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の
事
気
に
掛
け
て
い
る
だ
ろ
う
彼
女
が
そ
の

に
気
を
配
ら
な
い
と
い
う
の
は
不
自
然
だ

 
ま

彼
女
に
は
和
人
と
い
う
前

の

徴
的
存
在
が
い
る

だ
か
ら
無
い
と

い
切
れ
な

い
の
だ
が

わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
ね

確
か
私

伝
え
た
覚
え
が
あ
る
ん
で
す
け
ど

 
同
じ
引

掛
か
り
を
姉
も
覚
え
た
よ
う
で

し

に
世
界
最
強
を
見
て

を

る

 
そ
ん
な
姉
の

を
見
て

更
に

と
思
い
至

た
事
が
あ

た

と
い
う
か

学
園

て

日
は

前

業
が
あ
る
ん
じ

 
一

的
な
高

教
育
機

に

の
専

業
を

ん
で
い
る
た
め

常
の
高

と
同

じ
カ
リ
キ

ラ
ム
で
は

業
数
が
足
り
な
い
か
ら
と

も

前
中
だ
け

業
が
あ
る
と

い
た

事
が
あ
る

そ
れ
は
生
還
者
学

も
似
た
よ
う
な
事
情
だ
と

か
さ
れ

に
残

て
い
た

程
の
事
が
無
い
限
り

本
的
に

業
は
無
く
な
ら
な
い
ら
し
い

 
姉
が

る
の
は
ま
だ
分
か
る

楯
無

と
し
て
の
仕
事
や
ま
た
候
補
生

と
い
う
立
場
に

よ
り

業
を

欠
す
る
事
は

し
く
な
い
か
ら
だ

か
く

う
自
分
も
候
補
生

練
で
学

を

欠
し
た
事
は
あ
る

 
だ
が
教
師
が
そ
れ
を
す
る
の
は

し
い
と
こ
ろ
が
あ
る

ま
し
て
や
学
園
に
襲
撃
が
あ

て
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以

彼
女
は
あ
ま
り
学
園
か
ら
離
れ
な
い
よ
う

命
さ
れ
て
い
た

だ

あ
あ

そ
う
な
ん
だ
が
呼
ば
れ
て
し
ま

て
な

業
は

先
生
に

せ
て
い
る

 
そ
う

わ
れ
れ
ば
そ
れ
以
上
は

え
な
い

 
ま
あ
彼
女
も
国
家
代
表
な
の
で
近
付
く
モ
ン
ド
・
グ
ロ

に
向
け
て
企
業
に
呼
ば
れ
た

で
外
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
と
は

え

そ
れ
は
そ
れ
で

に
い
る
の
は

更
お
か
し
い

 
ユ

ミ
ル
に

有
権
が

り

ノ
之

士
が
手
掛
け
て
い
る
黒
椿
や
打
鉄
弐
式

と
違
い
彼
女
の

は
未
だ

持
技

保
有
の
代
物

機
体

で
呼
ば
れ
る
な
ら

持

へ
行
く
は
ず
だ

 
Ｂ
Ｉ
Ａ

で
出
動
要
請
が
あ

た
な
ら
私
達
に
も
無
い
と
お
か
し
い

特
に
姉
は
楯

無
と
し
て
裏
で
活
動
す
る

上
和
人
と
話
し
合
う
機
会
は
少
な
く
な
い
と
い
う

そ
ん
な

彼
女
よ
り
も
千
冬
を

先
す
る
メ
リ

ト
が
思
い
浮
か
ば
な
い
た
め
裏

の
仕
事
で
も
な
い

と
判
断
で
き
る

 
そ
れ
以
外
だ
と

ノ
之

士
や
和
人
な
ど
が
個
人
的
に
彼
女
を
呼
ん
だ
く
ら
い
だ
ろ
う
か

そ
う
で
す
か

そ
れ
で
ど
ん
な
事
で
す
か

 
も
し
桐
谷
君
の
事
で
あ
れ
ば
私
も
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一
緒
に
と

お
う
と
し
た
が
そ
れ
は
出
来
な
か

た

い
き
な
り
姉
に

を
引
か
れ
た
か

ら
だ

 
彼
女
は
私
と
千
冬
の
間
に
立
ち
ま
る
で
私
を
守
る
か
の
よ
う
に

を
広

心
を

に
し
て
い
た

手
は
い
つ
も
持

て
い
る
鉄

を
構
え
て
い
る

 
突
然
の
出
来
事
に

惑
す
る

お

お
姉
ち

ん

 
い

た
い

を

偽
物
ね

あ
な
た

 

問
す
る
よ
う
な
険
し
い
声

 
そ
の
内
容
を
理
解
し
た
私
は
思
わ
ず

然
と
し
て
目
の
前
に
立
つ
女
性
を
見
る

い

や

い
表
情
女
性

の
黒
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ツ
に

ん
だ
そ
の
体
は
記

と
同
一
に
し
か
見
え

な
い

 
だ
が
姉
が
こ
こ
ま
で
断

す
る
な
ら

か
根

が
あ
る
の
だ
ろ
う

お
姉
ち

ん

そ
の
根

は

エ

ギ
ル
が
教
え
て
く
れ
た
の
よ

を
持

て
る

先
生
は
学
園
で

業
中
だ

て
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姉
の
専

機
エ

ギ
ル
・
レ
イ
デ

海
神
の
淑
女
に
は
ハ

キ
リ
と
し
た
自
我
が
あ
り

者
と
思
念
に
よ
る

会
話
を
可
能
と
す
る
と
は
二

行
を
果
た
し
て
メ
デ

ア
に
取

を

け
た
時
の
返

で

知
の
事
実
と
な

て
い
る

そ
れ
ま
で
疑
惑
的
だ

た

に
意
思
が
あ
る

と
い
う
説
の
後

し
と
な

た
証

と
し
て
今
も
時
た
ま
取
り

に
さ
れ
る
程
だ

 
そ
の
エ

ギ
ル
が

た
の
な
ら

事
実
そ
う
な
の
だ
ろ
う

 
い
や

そ
う
で
な
け
れ
ば
違
和
感
の
正
体
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
だ

う

 
果
た
し
て

眼
前
の

千
冬

 
は

と
も

と
も

わ
な
か

た

た
だ
一
つ

感
心

し
た
よ
う
に

み
を
浮
か
べ

声
を
発
し
た
だ
け

 
そ
の
反
応
が

え
を
如
実
に
表
し
て
い
た

 

ま
き
な
が
ら
私
も
無
手
で
構
え
を
取
る

姉
に
は

る
が
更
識
流
の
武
術
を
あ
る
程

修

め
て
い
る
た
め
そ
こ
ら
の
一

人
よ
り
は

が
立
つ
そ
れ
は

の
成
績
か
ら
も
分
か

て
い

る
事

 
だ
が

そ
れ
で
安
心
で
き
る

ど
平
和
ボ
ケ
は
し
て
い
ら
れ
な
か

た

そ
の
反
応
は

定
も
同
然
よ

い

た
い

が
目
的
か
し
ら
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姉
の
問
い
か
け
を

で

た
偽
千
冬
は

の

間
き
び
すを

返
し
て
脱
兎
の
如
く

り
始
め

た

え

と

気
に
取
ら
れ
る
間
に
廊
下
を

る
後

が
み
る
み
る
小
さ
く
な

て
い
く

 
そ
れ
を
見
て

し
か
し
姉
は
追
い
掛
け
る

振
り
を
見
せ
な
か

た

お

追
い
掛
け
な
い
の

あ

ち
は
和
人
君
が
対
応
す
る
わ
他
も

絡
は
済
ん
で
る

私裏
達方

は
別
の
事
を
し
ま
し

う

 
そ
う

た
姉
は
有
無
を

わ
さ
ぬ
と
ば
か
り
に
強
引
に
私
の
手
を
引
い
て

り
出
し
た

や

り
追
い
掛
け
る
の
か
と
も
思

た
が
偽
千
冬
が

り
去

た

路
か
ら

れ
る
よ
う
に

を

が
る

 
全
力
で

た
先
に
は
監

の
プ
レ

ト
が
あ
る
部
外
者
立
ち
入
り
禁
止
の

だ

た 

は
電
子
ロ

ク
が
掛
か

て
い
て
特
定
以
上
の
権
限
を
付
与
さ
れ
た
カ

ド
キ

を
リ

ダ

に

み

ま
せ
る
事
で
開
く
タ
イ
プ

そ
こ
に
姉
が

か
ら
取
り
出
し
た
銀
の
プ
レ

ト
に

黒
い
カ
ラ

リ
ン
グ
が
さ
れ
た
カ

ド
を

ら
せ
る

ピ

と
高
い
電
子

と
共
に

が
サ

と
開
い
た
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中
に
入
る
と

の

務
だ

た
ら
し
い

備

の

年
男
性
が
い
た

業
務

の
古
い
キ

ス
タ

の

子
に

掛
け

十
を
超
え
る
監

カ
メ
ラ
の
前
で
コ

ヒ

を

ん
で
い
た

 
そ
の
男
性
が

い
た
よ
う
に
こ
ち
ら
を
見
る

あ

あ
な
た
は
更
識
の

事

よ

千
冬
の
偽
物
が
現
れ
た
わ

な
ん
で
す

て

十
中
八
九

亡
国
機
業

よ

 
今
す
ぐ
ビ
ル
の
出
入

を
全
て

し
て

わ

分
か
り
ま
し
た

 

き
た
い
事
は
あ
る
だ
ろ
う
が

主
と
い
う
立
場
で

い
た
カ
リ
ス
マ
に

て
ら
れ
て
か
男

性
は

く
立
ち
上
が
り

機

を

作
し
始
め
た

か
ん
ち

ん

女
は
監

カ
メ
ラ
で

し
い
動
き
を
し
て
る
人
が
い
な
い
か
見
て
い

て

偽
物
が
一
人
だ
け
と
は
限
ら
な
い
わ

よ
り
目
的
が
不
明
過
ぎ
る

わ
か

た

 
一
も
二
も
な
く

い
た
私
は

備

の
男
性
の
邪
魔
に
な
ら
ず

つ
カ
メ
ラ
全
て
を

で

き
る

に

取

て
監

を
始
め
た
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そ
の
間
に
姉
は
ビ
ル
内
に
い
る
候
補
生
に
向
け
た

軍
要
請
や

内
放
送
を

継
ぎ

に
指
示

し
て
い

て
い
る

備

の
男
性
は

の

誘
導
の
た
め
に

備

を
後
に
し
た

 
そ
こ
で
姉
も

で
カ
メ
ラ
の
確
認
作
業
に
参
加
し
た

行
か
な
く
て
い
い
の

他
に

し
い

が

た
ら
私
が
向
か
わ
な
い
と
だ
も
の

念
に
は
念
を

て
や
つ
よ

 

こ
そ

り
だ
が
声

は

く
表
情
も
険
し
い

手
の
目
的
が
イ
マ
イ
チ

め

な
い
か
ら
見

し
の
な
い
よ
う
気
を

て
い
る
の
だ

 
私
も
確
認
す
る
が

人
間

変
化
の

し
い
方
に
意
識
が
向
く
も
の
で
あ
る

 
火
災

の

火
シ

タ

で

じ
ら
れ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
最
も
変
化
が

し
か

た

の

信
で
和
人
が
そ
こ
に

け
付
け
偽
千
冬
の

を
全
力
で

し
て
い
た
の
だ

偽
千
冬

は

を
黒
く
し
た
機
体
を

て
お
り
そ
れ
に
対
し
て
和
人
は

エ
リ

シ
デ

タ

黒
剣
とダ

ク
リ
パ
ル
サ剣

を

持

て

覇
導
絶

ま
で
発
動
し
て
い
る

 
そ
れ
を
遠

き
に

め
つ
つ

ら
れ
な
い
よ
う

ん
で
い
る
候
補
生
達
の

も
あ

た

そ
の
中
に
は
少
し
前
に
見
た

黒
い
機
体

の

も
あ
る

 
ど
う
足
掻
い
て
も
勝
ち
が
な
い
偽
千
冬
の
ジ
リ

状

が

に
成
立
し
て
い
た
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エ
ン
ト
ラ
ン
ス

思

た
よ
り
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
な
い

 
結
果
の
見
え
た
戦
い
だ
と
分
か

た

私
の
意
識
が
横
に

れ
た

 
和
人
と
偽
千
冬
が
戦
い
の
場
と
し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
大
き
な
傷
が
出
来
た
よ
う
に
は
見
え
な

か

た
の
が
気
に
な

た
の
だ

ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
し
た
だ
け
で

が
焦

る
く
ら
い
は

す
る
と
思
う
の
だ
が

 
横
で
姉
が

気
に
す
る
と
こ
そ
こ
な
の

 
と
や
や

惑
し
た
風
に

て
き
た

多
分
だ
け
ど

と
か
原
子
を

め
て
コ

テ

ン
グ
み
た
い
に
し
て
る
ん
じ

な
い
か
し

ら

ビ
ル
が
倒
壊
し
た
ら
コ
ト
だ
し

あ
 
コ

テ

ン
グ
と

わ
れ
て

く

得
し
た

メ

キ
や

な
ど
も
突
き

め
れ
ば
も
ろ
い

物

を
別
の
原
子
構
成
物
で

い
保
護
す
る
も
の

不
可

と
は

え
や

て
い
る
事
が
同
じ

な
ら
コ

テ

ン
グ
と
い
う
の
は

い
得
て

だ

無
銘

か

白
式

で
コ

テ

ン
グ
を
行
い

黒
椿

で
戦
闘
行
動
を
取

て
い
る
の
だ

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に

勢
が
動
き
始
め
る

 
原
子
を

め
て
不
可

の

で
も
仕
掛
け
た
の
か
明
ら
か
に
不
自
然
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
偽
千
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冬
の
バ
ラ
ン
ス
が

れ
た

そ
こ
で

い

ま
し
た
よ
う
に
二
刀
が

き
付
け
ら
れ

へ
吹

ぶ

背
中
か
ら
衝
突
し
た
黒
い
機
体
は
背
面
の

や
ス
ラ
ス
タ

を

し

さ
せ
た

あ

れ
で
は

ぶ
こ
と
は
お
ろ
か

勢
制

も
ま
ま
な
る
ま
い

 
そ
の
隙
を

さ
ず
和
人
が

離
を

め
る

二
刀
を

に
突
き

し
な
が
ら

め
た
彼
の
手

に
は

一
本
の
黒
刀
が
握
ら
れ
て
い
た

刀
身
か
ら
は
闇
の

流
が
あ
る

 
そ
れ
は

万

絶
解

発
動
の
現
れ

 
闇
の
斬
撃
は
容
赦
な
く
黒
い

を

そ
し
て

者
を
も
斬
り
裂
い
た

え

 
あ
わ
や
殺
人
か
と
も
思

た
が
斬
り
裂
か
れ
た
偽
千
冬
の
体
か
ら
出
た
の
は

い
血
や

物
で
は
な
く

黒
く

た

性
の

体
と
大
小
無
数
の
機

部
品

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

み
た
い
ね

 

気
に
取
ら
れ
る
私
の

で
姉
は
特
に

い
た
風
も
な
く
同
意
し
た

カ
メ
ラ
に

る
候
補

生
達
も

い
て
い
る
が
斬

た
本
人
で
あ
る
和
人
は
動
揺
し
た
様
子
が
な
い

 
多
分
だ
が

こ
の
二
人
は
ア
レ
が
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
だ
と
分
か

て
い
た
の
だ
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お
姉
ち

ん

ア
レ
が
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
だ

て
知

て
た
の

和
人
君
は
気
付
い
て
た
か
も
ね

私
は
知
ら
な
か

た
け
ど
で
も
ガ

デ

ア
ン
の

が
あ

る
か
ら
予
想
は
し
て
た

ガ

デ

ア
ン
も
ヴ

サ
ゴ
が

て
た

て
い
う
無
人
機
か
ら

想
を
得
た
も
の
だ

た
し

な
る

ど

 

わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
だ

 
あ
ち
ら
が
真
似
し
た
の
で
は
な
く
む
し
ろ
こ
ち
ら
が
真
似
を
し
た
に

し
い

だ
か
ら
亡
国

機
業
で
も
出
来
な
い
方
が
お
か
し
い

 

分
精

な
見
た
目
を
し
て
い
た
が
そ
れ
も
森
羅
の
守
護
者
と
同
じ
原
理
だ
ろ
う

人

型
の
機

体
を

意
し

最

限
の
触
り
心
地
を
再
現
す
れ
ば

残
る
見
た
目
の
問

も

技

術
を
流

し
て
し
ま
え
ば
済
ん
で
し
ま
う

 
ア
レ
が
無
人
機
だ
と
す
れ
ば
人
格
デ

タ
の
方
は
ど
う
な
の
か
と
思
う
が

そ
こ
は

シ
ス

テ
ム
の
件
が
あ
る

の
コ
ア
が
コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
に
繋
が

た
時
に

千
冬
の

デ

タ
を
収
集
し
人
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

と
な

て
い
た
と

え
れ
ば

千
冬
を
精

に

真
似
た

が
出
来
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い

戦
闘
デ

タ
と
一
緒
に
収
集
さ
れ
て
い
た
と
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す
れ
ば
あ
り
え
な
い
話
で
も
な
い
の
だ

 
そ
う
い
う
存
在
が
一
人

に
い
る
の
だ
か
ら

 
一

違
和
感
が

裏
を

め
た
が
ハ

キ
リ
と
し
た
形
に
な
ら
な
か

た
の
で
一

横
に

き

他
の
カ
メ
ラ
を
見
て
い
く

楯
無

こ
え
る
か

 
そ
こ
で

信
が
入
る

私
が
専

機
を

し
た
時
に
交
わ
し
た

プ
ラ
イ
ベ

ト
・
チ

ン
ネ
ル

個
人
間
秘
匿

信
を
使

た

絡
だ

た

和
人
の

葉
か
ら

す
る
に

ど
う
や
ら
姉
妹
同
時
に
回
線
を
繋
い
だ
ら
し
い

え
え

こ
え
る
わ

バ

チ
リ
だ
よ

 
肉
声
で
な
く
思

に
よ

て
発
せ
ら
れ
た
電
気
信

か
ら

声
を
構
成
出
力
し
会
話
し

て
い
く

原
理
そ
の
も
の
は
仮
想
世
界
で
会
話
す
る
事

つ
ま
り
ア
ミ

ス
フ

ア
と
同
じ
だ

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
・
コ
ピ

は
無
力
化
し
た

二
人
と
も

今
ど
こ
に
い
る

ビ
ル
一

の
監

で
カ
メ
ラ

像
を
確
認
し
て
る
わ

三

廊
下
の

像
は
あ
る
か
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え

 
え

え
え

一
応
あ
る
け
ど

 
い
き
な
り

だ
ろ
う
と
姉
と

を
見
合
わ
せ
る

た
だ
彼
の
事
だ
そ
の

問
に
意
味
が
な

い
と
は
全
く
思

て
い
な
い

コ
ピ

の
電
波
か
ら

を
逆
探
知
し
た
コ
レ
を
遠
隔

作
し
て
た

ツ
は
こ
の
ビ
ル
の

に
い
る
よ
う
だ

 
そ
の

葉
の
後

打
鉄
弐
式

に
デ

タ
フ

イ
ル
が
一
つ

ん
で
き
た

姉
に
も
送
ら
れ

た
ら
し
く

同
時
に
フ

イ
ル
を
開
け
ば

こ
の
ビ
ル
の
立
体
的
な
地

が
表
示
さ
れ
る

 
そ
の
中
で

い

点
が
一
つ

三

で
明
滅
を

り
返
し
て
い
た

 
こ
れ
が
逆
探
知
で
判
明
し
た

標
ら
し
い

的
に

ね

確
か

紙
と
か
事
務
仕
事
に
必
要
な
物
品
保

だ

た

で

重

要
な
も
の
は
無
か

た
よ
う
な

そ
こ
の
カ
メ
ラ

像
は
あ
る
か

近
く
の
非
常

の
ト
コ
し
か

ら
な
い

入
り

は
ギ
リ
ギ
リ
足

が
見
え
る

く
ら
い
だ
よ

な
ら

の
他
の
カ
メ
ラ
は
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エ
レ
ベ

タ

前
の
広
場
だ
け
ね

 

的
に
返

し
て
い
く
と

そ
う
か

と

い
応

 
そ
こ
で

内
放
送
が
掛
か
る

声
の
主
は

ノ
之

士
だ

候
補
生
達
は

を

持
し

ビ
ル
内
の
安
全
確
認
と
不
審
人
物
の

索
指
示
が
出
さ
れ
る

い
い

楯
無

二
人
は
そ
の
ま
ま
そ
こ
で

か
ら

か

動
し
な
い
か
を
見

て
く
れ

そ
の
間
に

が

に
向
か
う

え

で
も

危
険
じ

が
行

て
も
同
じ

ん

ク
ロ
エ

 
ア
ニ
メ
で
も
よ
く
あ
る
危
険
で
は

だ
け
ど
と
い
う

し
問

が
始
ま
ろ
う
と
し
た
時

和
人
の
意
識
が
外
れ
る
の
を
感
じ
る

ど
う
や
ら
ク
ロ
エ
か
ら

信
が
入

た
よ
う
だ

 

そ
う
い
え
ば
彼
女

彼
の
護
衛
な
の
に
今
ど
こ
に

 

と
名
前
を

い
て
浮
か
ん
だ
疑
問

さ

き
の
偽
千
冬
戦
闘
時
も
カ
メ
ラ
に

て
い
な

か

た
が

ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
か

あ

二
人
と
も

さ

き
の
話
は
ス
ル

で
い
い

ク
ロ
エ
が

ま
え
た

え
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気
を

り
な
お
し
た
と
こ
ろ
で
思
わ
ぬ
方
向
に
事

が
転
が
り
私
達
は

き
を
肉
声
に
出
し

て
し
ま

た

 

後
に
ク
ロ
エ
か
ら

い
た
話
だ
が

 
偽
千
冬
の
報
を
楯
無
か
ら
知
ら
さ
れ
た
時
彼
女
は
和
人
と
そ
の
時
一
緒
に
い
た

と

共
に
現
場
に

行

手
の
機
体
を
解

す
る
過
程
で

手
が

ア
バ
タ

機

体
で
あ
る
と
気
付
い
た
和

人
が
ク
ロ
エ
に

信
で
知
ら
せ
た
後
現
場
に
ラ
ウ
ラ
が

た
事
で
護
衛

監

務
に

は

な
い
と
判
断
し
た
彼
女
は
別
行
動
を
取

た
の
だ
と
い
う

森
羅
の
守
護
者

と
同
じ
原
理
な

ら
コ
ピ

体
を

作
す
る
本
体
が
存
在
す
る

で

そ
ち
ら
を

く
必
要
が
あ
る
と

 
そ
し
て
ク
ロ
エ
は

黒
騎
士

の
他
に
強
力
な
迷

果
を
発

す
る

も

有
し
て
お
り

そ
れ
を
使

て
コ
ピ

体
の
電
波
か
ら
逆
探
知
し
た

標
へ

行

遠
隔
か
ら
指
示
を
出
し
て
い

た
主

を
一
撃
で
ダ
ウ
ン
さ
せ

し
た
の
だ
と
い
う

カ
メ
ラ
に

て
い
な
か

た
の
は

迷

に
よ
る
も
の
ら
し
い

 
そ
れ
ら
を
一

り

い
た
和
人
は
せ
め
て
一

て
か
ら
動
い
て

し
か

た
と
愚

を
零
し
た

束
さ
ん
と
し
て
は
和
君
の
影

を
多
大
に

け
た
結
果
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
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義
理
の

の
行
動
を

い
た

代
わ
り
の
そ
の

葉
に

彼
は

し

る
ば
か
り
だ

た

  
キ

ラ
が

だ
と
幕
引
き
も

気
な
い
ん
で
す
よ
ね

  
・
更
識
楯
無

 
日
本
代
表
候
補

 
人
間

ポ
ン
コ
ツ
だ

た
り
シ
ス
コ
ン
だ

た
り
す
る
が

め
る
時
は

め
る
人

今
回

は
エ

ギ
ル
の
サ
ポ

ト
が
光

て
非
常
に

 
状
況
に
応
じ
て
最

な
行
動
を
取
り

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
の

れ
を
取
り

し
た

  
・
更
識

 
ヒ

ロ

主
人

大

き
人
間
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色

と
良
く
し
て
く
れ
る
和
人
の
人

に

か
れ

戦
う
理
由

を
知

て
恐
れ
を
無
く

し

感
だ
け
増
し
て

意
を

い
た
ス
タ
ン
ダ

ド
な
タ
イ
プ

 
な
ん
だ
か
ん
だ
原
作
と
同
じ
堕
ち
方
を
し
て
い
る

り

や
は
り
姉
妹
で
あ
る

  
・
桐

谷
和
人

 
本
日
の
Ｍ

Ｐ

 

と

話
に
興
じ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら

け
付
け
た

 
自
身
の
指

系

を
楯
無
が
握

て
い
る
体
で
動
い
て
い
る
が
信
頼

を

い
て
い
る
た

め
楯
無
に
指
示
で
き
た
り
す
る

  
・
ク
ロ
エ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

 
和
人
に
影

け
ま
く
り
な
少
女

 
良
く
も
悪
く
も
和
人
を
真
似
し
て
い
る

  
・
偽
千
冬
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ア
ン
ド
ロ
イ
ド

 
無
人
機
の
ガ
ワ
を
千
冬
に
似
せ
た
だ
け

た
だ
し

シ
ス
テ
ム
の
デ

タ
を
流

さ
れ
て
い

る
よ
う
で

技

は
本
人
と
同
レ
ベ
ル

つ
ま
り

み
の
候
補
生
で
は
死
人
が
出
て
い
た

 
一

し
た
の
は
楯
無
の
機
体
と
は

性
最
悪
の
た
め

 
仮
に

一
人
で
出
会

て
い
た
ら
戦
闘
に
な

て
い
た

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
六
章
 

ア
ス
ナ
の
憂
鬱

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
サ
ブ
タ
イ
も
話
の

番
に
も
悩
む

日
で
ご
ざ
い
ま
す

 

点

明
日
奈

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

本
作
は

多
重

を
認
め
る
方
向
で
法
律

正
が
進
ん
で
い
ま
す
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日
本
標

時

２
０
２

年

月

日

 
Ｐ
Ｍ
０

 

生
還
者
学
園

高

部
一
年
教

 
は

や

と
終
わ

た
わ

 
特
徴
的
な

の

を
契
機
に
教

を
振
る

て
い
た
教
師
が
立
ち
去
り
教

内
の
空
気
が

し
た

に

び
を
し
な
が
ら
友
人
が
そ
う

た

ま

た
く

ド
ン
と
は

え

業
は
キ

ツ
イ
わ

い
い
加

も

み
に
し
て
く

れ
た

て
い
い
と
思
わ
な
い

明
日
奈

う

ん

ま

二
年
も

れ
て
る
わ
け
だ
し
ね

 
友
人
の
物

い
に

全
面
的
に
は
同
意
で
き
な
い
私
は
⻭
切
れ
悪
く
そ
う
返
し
た

 
彼
女
の

わ
ん
と
す
る
事
も
理
解
は
で
き
る
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今
は
八
月
初

世
間
で
は
ど
の
学

も

に
突
入
し
て
い
る
だ
ろ
う

真

り
の

現
在
だ
が
生
還
者
学

に
は
一
か
月
以
上
の
⻑
期

な
ん
て
存
在
し
な
い

せ
い

い
二

間
に

た
な
い
く
ら
い
の

ま

た

み
が
あ
る
く
ら
い
だ

 
し
か
し
そ
れ
は
仕
方
の
な
い
事
だ

な
に
せ
私
達
は
デ
ス
ゲ

ム
で

二
年
も

じ

め
ら

れ

会
的
な
損

を

て
い
る

そ
れ
を
取
り
返
す
に
は
カ
リ
キ

ラ
ム
を
ぎ

う
ぎ

う

に

め
る
し
か
な
い

以
前
の
学

や
進
学

の
よ
う
に

く
登

し
て
の
ゼ
ロ
時
限

く

下

す
る
事
に
な
る
六
七
時
限
が
あ

た
可
能
性
も
あ
る
中

の

前
中

業
だ
け
で
済

ん
で
い
る
事
は
む
し
ろ
結
構
な

情
だ
と
す
ら
思
う

 
ま

こ
の

は
ス
ト
レ
ス

理
目
的
も
あ
る
の
だ
ろ
う

 
最
近
は
あ
る
程

和
さ
れ
た
と
は

え

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
に
対
す
る
色
眼

は
未
だ
根
強

く
私
達
を
危
険
人
物
だ
と
主

す
る
人
間
も
ま
だ
多
い

実

罪
行

に
手
を

め
た
人
間

も

る

で
そ
ん
な
人
達
に
ス
ト
レ
ス
を
掛
け
れ
ば

す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

そ
れ

を
抑
止
し
監

す
る
目
的
も
こ
の
学

に
あ
る

だ
か
ら
無
暗
に
不

を

え
さ
せ
る
愚
策

を

が
す
る
と
は
思
え
な
か

た

 
と
は

え
セ

フ
テ

ネ

ト
の

も

て
い
る
以
上
教
育
機

と
し
て
最

限
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の
務
め
は
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
か
ら
こ
そ
の

日

業
と
い
う

協

に
な

た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か

の
友
人

リ
ズ
ベ

ト
こ
と

は
う
へ

と
不

を
あ
ら
わ
に
し
た

明
日
奈

て
ば
出
会

た

か
ら
思

て
た
け
ど
ホ
ン
ト

生
よ
ね

な
ん
で
も

な
く
こ
な
す

て
い
う
か

は

出
来
て

然

み
た
い
に
教
え
ら
れ
て
た
か
ら
ね

ん

は

ね

 
意
味
深
に

い
た

に

だ
ろ
う
と

を

る

い
や
明
日
奈
の
お

さ
ん

て
す

ご
い

格
な
イ
メ

ジ
が
あ

た
か
ら
ち

と
意

外
だ
な

て

 
彼
女
の

て
い
る
事
が

月

に
話

に
上
が

た
転

だ
と
分
か
り

苦

い
が

れ
る

 
親
の
理
想
を
子

に

し
付
け
て
い
る

と
抗
議
ま
で
し
よ
う
と
し
た
彼
女
に
と

て

・

子
に

く
イ
メ

ジ
は
そ
こ
ま
で
良
く
な
い
よ
う
だ

実

は
付
き
合
う
上
で
か
な
り

み
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が
分
か
れ
る
タ
イ
プ
だ
と
思
う

 
私
自
身

の
そ
う
い
う

は
あ
ま
り

き
で
は
な
い

 
だ
が
私
の
事
を
想

て
い
る
の
は
確
か
だ
か
ら

い
と
は

え
な
か

た

来
が
未
だ
安

定
し
て
い
な
い
後
ろ
め
た
さ
が
そ
う
思
わ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

今
も
そ
こ
ま
で
変
わ

て
な
い
よ

を
す
る
の
だ

て
苦
い

さ
れ
た
し

ま

ア
レ
は

が

だ
か
ら
ね

 
あ
た
し
の
親
も
同
じ
だ

た
わ
と

を
片
手
に

を
立
つ

さ
れ
る
ま
ま
私
も

を

手
に
取

て

を
立
つ

 
人
の
流
れ
に

て
教

を
出
て

い
グ
リ

ン
の
パ
ネ
ル

り
の
廊
下

と
進
み

か
ら

を
出
る

そ
こ
で
部
活
に
向
か

た
り
あ
る
い
は

に
遊
び
に

り
出
し
た

り
と
三

五

に
人
が

て
い
く

 
真
新
し
い
レ
ン
ガ
の
敷
か
れ
た
小
道
を
進
ん
で
い
く
内
に
い
つ
の
間
に
か
二
人
き
り
に
な

た
そ
れ
で

ど
う
な
の
よ

 
そ
の
後
に
進
展
は
あ
る
の

 
そ
れ
を

て
い
た
の
か

い

ま
し
た
よ
う
な
様
子
で

が

火
を
切

た

に
は
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ど
こ
か

う
よ
う
な

み
が
浮
か
ん
で
い
る

 

わ
ん
と
す
る
事
が

な
の
か
理
解
し
て
い
る
私
は
は

と
苦

い
と
共
に
た
め
息
を

い
たそ

ん
な
に
ア

サ
リ
進
ん
だ
ら
苦
労
し
な
い
わ
よ

そ
う

 
キ
リ

じ

な
く
て
和
人

て
結
構
明
日
奈
の
こ
と
信
頼
し
て
る
ん
だ
し

オ

ケ

は
無
く
て
も
木

達
と
同
じ
く
ら
い
に
は
な
る
ん
じ

な
い

う

ん

 

の

い
分
は

私
自
身

同
意
見
だ

 
彼
は
直
葉
木

七
色
の

白
の
返
事
を

た
せ
て
い
る
状

に
あ
る

理
由
と

し
て
は

来
の
立
場
を
安
定
さ
せ
る
た
め

つ
ま
り
結
ば
れ
た
人
を

い
て
い
か
な
い
た
め
の

も
し
叶
わ
な
け
れ
ば

遠
に

り
付
け
な
い
よ
う
に
と
い
う
彼
な
り
の
配
慮
だ

 
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
か
ら

も
強
要
し
な
い

 

会
的
立
場
は
確
保
さ
れ
た
も
同
然
の
現
在
も
そ
の

状

が
保
た
れ
て
い
る
の
も
彼
が

命
を

と
し
か
ね
な
い

件
が
複
数
残

て
い
る
か
ら
だ

 

と
は

え

そ
れ
は

白
し
な
い
理
由
に
は
な
ら
な
い
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な
ら

で

て
い
る
の
か
と
い
う
と

な
ん
て
い
う
か

色

と

タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
く
て

 
流

に
人
前
で
は

ず
か
し
い
の
で
二
人
き
り
に
な
れ
な
い
か

索
し
て
い
る
の
だ
が
現
実

で
は

会
え
な
い
し

仮
想
世
界
に

る
間
は
大

横
に

か
が
い
る

誘
お
う
と
し
て
も

亡
国
事
変

以

日

し
く
し
て
い
る
の
を
見
て
た
ら
わ
ざ
わ
ざ
時
間
を
作

て
も
ら
う

の
も
気
が
引
け
た

 

初
日
の
時
に

を
合
わ
せ
た
が

あ
の
時
に

白
す
る
の
は

だ
か
違
う
気
が
し

た 

学
園
襲
撃
事
件
の
時
と
違
い

今
は
明
確
に

意
を

き

そ
れ
を
木

を

に
他

の
女
性

と
共
有
し
て
い
る
か
ら
彼
女
ら
に
対
す
る
後
ろ
め
た
さ
は
無
い

白
す
る
時
ど
う
し
て
も
時
と
場
合

て
い
う
か
ム

ド
を
気
に
し
ち

う
ん
だ
よ
ね

あ

一
世
一
代
だ
も
ん
ね

 
分
か
る
わ

と

わ
ん
ば
か
り
に

く
親
友

彼
女
は
彼

い
な
い
歴

年

と

間

内
で

交
じ
り
に

し
て
お
り

き
に
な

た
人
も
い
な
い
と

語
し
て
い
る
人
物
だ

だ
か
ら
本

の
意
味
で
私
の
懊
悩
は
分
か
ら
な
い
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し
か
し
彼
女
は

ア
ル
ゴ
の
乱
入
に
よ

て
一

は
失

し
た
木

の

白
の
場
に
立
ち

会

た
人
物

 

白
す
る
時
の

感
と
い
う
も
の
を
知

て
い
る
か
ら

い
て
い
る
の
だ
ろ
う

で
も

二
人

き
り
に
な
る
だ
け
な
ら
ホ
ラ

あ
ん
た
達

て

オ

グ
マ

の
テ
ス
タ

じ

な
い

 
そ
れ
の
や
り
取
り
の
時
は
ど
う
な
の

そ
う
い
う
時

て
和
人
君
の
近
く
に
他
人
が
い
る
か
ら
ち

と

な
る

ど
ね

 

む

とお
と
が
いに

指
を
あ
て
て

え

む

振
り
を
見
せ
た

は

な
ら
さ

と

け
た

も
う
い

そ
の
事

二
人
で
会
う
約
束
を
取
り
付
け
れ
ば
い
い
じ

な
い

う

ん

で
も

迷
惑
じ

な
い
か
な

く

し
そ
う
に
し
て
る
し

大
変
そ
う
だ

し
だ
か
ら

合
の
い
い
時
間
を
指
定
し
て
も
ら
え
ば
い
い
の
よ

話
を
持
ち
掛
け
る
だ
け
な
ら

メ

セ

ジ
で
も
い
い
で
し

 
返
事
は
あ

ち
の
手
が
空
い
た
時
に
し
て
も
ら
え
ば
い
い

ん
だ
し

 
す
ご
く
真

と
い
う
か
む
し
ろ
し
て
然
る
べ
き

を
推
し
て
く
れ
る

を
見
て
そ
の
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真

さ
は
と
て
も
有

い
と
感
じ
た

 
け
れ
ど

や
は
り
大

だ
ろ
う
か

と
い
う
気
持
ち
が
先
行
し
て
し
ま
う

は

人
を
気

え
る

て
い
う
の
も
却

て

ね

う
 

に
手
を

て
て

れ
る
親
友
に

た
だ
た
だ

こ
ま
る
し
か
な
い

ば
以
上
愚

と
い

う
か
私
個
人
の

ん
切
り
が
付
か
な
い
せ
い
で

に

ち

二
進
も

さ

ち

三
進
も
い
か
な
い
話
が

い
て
い
る
の

だ

む
し
ろ
よ
く
付
き
合

て
く
れ
る
と
思
う

 
だ
が

そ
ん
な
彼
女
で
も
業
を

や
し
た
よ
う
で

き

と

い
目
を
向
け
て
き
た

仕
方
な
い
わ
ね

明
日
奈
あ
ん
た
今
か
ら
和
人
に
メ

ル
送
り
な
さ
い

二
人
で
会
え
る

時
間
の
セ

テ

ン
グ
を
す
る
の
よ

え

え
え

 
い

今
か
ら

だ

て
そ
の
様
子
じ

ず

と
同
じ
事
を

り
返
し
そ
う
だ
も
の

だ

た
ら
こ
こ
は
一
つ

親
友
の
あ
た
し
が
後

し
し
て
あ

る
し
か
な
い
じ

な
い

 
だ
か
ら

ら

く
す
る

う

う
ん

 
そ
う

て

か
し
て
く
る

か
ら
は
テ
コ
で
も
意
見
を

し
そ
う
に
な
い

な
さ
を
感
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じ

を

て
も
無

だ
と
悟
る

 
だ
が
同
時
に

や
は
り
有

く
感
じ
た

 
そ
れ
は
後

し
し
て
欲
し
か

た
証

そ
の
サ
イ
ン
が

の

へ
の

で
彼
女

は
そ
れ
を

け
取

て
く
れ
た
の
だ
ろ
う

 
あ
り
が
と
う
と
ま
ず
は
心
の
中
で
礼
を

う

後
で
し

か
り
伝
え
る
事
を
決
め
つ
つ
カ

バ
ン
の
中
か
ら

を
取
り
出
し

動
す
る

ズ
ラ
リ
と

ん
だ
ア
イ
コ
ン
か
ら
メ

セ

ジ
ア
プ
リ
を
タ

プ
し
展
開

先
を
和
人
に
指
定

に

わ
れ
た
文
面
そ
の
ま
ま

に
な

て
し
ま

て

く

だ
が
逆
に
ど
う
飾
り
付
け
る
か
悩
む
の
も

か
違
う
気
が
し
て

そ
の
ま
ま
送
信
し
た

 
そ
こ
で
は

と
息
を

く

た
だ
メ

セ

ジ
を
打

て
送
る
だ
け
な
の
に

故
か
す
ご

く
精
神
を
す
り

ら
し
た
気
が
す
る

ち

ん
と
送

た

う
ん

送

た
よ

く
味
気
な
い
文
面
に
な

ち

た
け
ど

い
い
ん
じ

な
い

 
変
に
飾
り
付
け
た
ら

却

て
良
く
な
い
と
思
う
わ
よ

和
人
だ

て
シ
ン
プ
ル
な
方
が

み
で
し
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そ
う
だ
と
い
い
な

 
彼
の

み

て

だ

け

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
古
い
記

も

め
て
引

り
出
し
始
め
る

黒
色
の

が
先
行
す
る
が
持

て
い
た

や

理
の
レ
パ

ト
リ

か
ら

え
る
と
確
か

に
シ
ン
プ
ル
さ
を

ん
で
い
た
節
は
あ
る

合
理
性
や

を
重

し
た
結
果
で
本

は
飾
り

付
け
た
も
の
も

き
か
も
し
れ
な
い
が

流

に
そ
こ
ま
で
は
分
か
ら
な
い

 
今

直
葉
ち

ん
達
に

い
て
み
よ
う
か
と
話
の
タ
ネ
と
し
て
心
の
メ
モ

に
記
し
て
お
く

事
に
し
た

 
そ
こ
で

手
に
持

て
い
た

が

く
振
動
し
た

 
ま
さ
か
も
う
返
事
が

 
と
期

し
て

面
を
見
た
私
は
す
ぐ

す
る
事
に
な

た

表

示
さ
れ
て
い
た
名
前
は
ま

た
く
違
う
人
の
も
の
だ

た
か
ら
だ

ち

と

面
見
て

と
す
と
か

な
に
一
人

才
や

て
ん
の
よ

そ
ん
な
つ
も
り
じ

な
い
わ
よ

た
だ

ち

と
面
倒
な
人
か
ら
メ

ル
が
来
た
だ
け

面
倒
な
人

家
絡
み
の
人

多
分
お

の

絡
だ
と
思
う

ま
た

に
行
か
な
い
と
だ
か
ら

あ

明
日
奈

て

い
い
ト
コ
の
お

様
だ
も
ん
ね

大
変
ね
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ん
と

大
変
な
ん
だ
よ

 
応
え
た
後

と
た
め
息
を

く

 
明
日
奈
／
ア
ス
ナ
が
生
ま
れ
た
結
城
家
は
⻑
い
歴
史
を
持
つ
本
家
か
ら
多
く

出
さ
れ

た
分
家
の
一
つ
だ

中
で
も

・

三
は
本
家

の
兄
弟
の
一
人
で
そ
こ
か
ら
別
れ
た
分
家

主
の
一
人
な
の
で

に
と

て
本
家
は
実
家
と
い
う
事
に
な
る

だ
か
ら
実
は
他
の
分
家
よ

り
本
家
と
の
繋
が
り
が
非
常
に
強
い

 
し
か
し

そ
れ
は
あ
く
ま
で
家
系

上
で
の
話

 

・

子
と
結

す
る
に
あ
た

て
一
騒
動
あ
り

気
味
に
本
家
か
ら
離
れ
た
と
い
う
経

か
ら

と
本
家
他
の
分
家

の
者
と
の

は
決
し
て
良

と
は

え
な
い

そ
の
原
因
の

一

で
も
あ
る

へ
の
風

た
り
も
中

の
も
の
だ

 
そ
れ
で
も
未
だ
本
家
と
の
繋
が
り
が
あ
る
の
は

親
が
共
に
有
能
だ

た
か
ら
だ
ろ
う

わ

ず
か
一
代
で

レ
ク
ト

を

合
電
子
機
器
メ

カ

に
成
⻑
さ
せ
る
事
が
出
来
た

の
手

ま
た
大
学
教

と
し
て
第
一
線
で
教

を
振
る
い

け
数

の

を

し
て
い
る

の
手

を

本
家
も
認
め

価
し
て
い
る
の
だ

 
そ
れ
故
か
そ
の
子

で
あ
る
兄
・

一

や

・
明
日
奈
へ
の
プ
レ

シ

は
か
な
り
の
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も
の

 
古
風
な
風

・
礼

作
法
を
重

す
る
た
め
か

結
城
家

は

か
と
集
ま
り
を

す
機
会

が
あ
る

年

年
始
と
お

の
最

二
回
だ

 

い

は
本
家
で
過
ご
す
そ
の
集
ま
り
を

た
り
前
の
事
と

え
て
い
た
し
同
年
代
の
い
と

こ
達
と
会
え
る
事
を
自
分
も

し
み
に
し
て
い
た

 
だ
が
中
学
に
上
が

た

つ
ま
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
る
前

か
ら
そ
の

行
事
は

と
気

ま
り
す
る
よ
う
に
感
じ
始
め
た

 
本
家
は
誇

で
も
な
く
二
百
年
以
上
も
前
か
ら

で

を

ん
で
き
た
家
で

新
や

戦
争
の
動
乱
に
も
し
ぶ
と
く
生
き
残
り
現
在
で
は

一

に

点
を
持
つ
地
方
銀
行
を
経

し
て
い
る

レ
ク
ト

の
成
⻑
に
も

本
家
の

な

金

助
が
あ

た
か
ら
こ
そ
だ

た

り
す
る

そ
ん
な
家
だ
か
ら
親

を
見

せ
ば

⻑
だ
の

だ
の
は
ご
ろ
ご
ろ
転
が

て

い
る

 

然
の
よ
う
に

い
と
こ
達
は

も
が

い
い
学

の

生

で

宴

で
子

た
ち

が
行

よ
く

ん
で

る

で
親
た
ち
は
う
ち
の
子
は

の
大
会
で
表

さ
れ
た
だ
の
全
国

で

番
を
取

た
だ
の
と
い
う
話
を
表
面
上
は
穏
や
か
に
た
が

と
応

し

け
る
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そ
ん
な
空
気
に
違
和
感
を
覚
え
始
め
て
い
た
私
に
と

て

年
の
行
事
は
子

た
ち
全

に

序
列
を
つ
け
な
お
す
作
業
の
よ
う
に
思
え
た

 
そ
の
認
識
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生
還
し
た
今

よ
り

著
な
も
の
に
な

て
い
る

 
二

二
二
年
十
一
月
に

わ
れ
二

二
四
年
十
一
月
に
解
放
さ
れ
た
私
は
リ
ハ
ビ
リ
に
よ

り
最

限
動
け
る
よ
う
に
な

た
体
で
本
家
の
集
ま
り
に

を
出
し
た

本
家
の

風
す数
き

や

り
の
広
大
な

敷
で
き
つ
い
振

を

せ
ら
れ
た
私
は

を
は
じ
め

大
な
数
の

親

縁
者
に

自
分
が

客
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
思
え
て
く
る

ど

り
返
し

を
さ
せ
ら
れ
た

 

年
よ
り

め
に
さ
れ
た

も
身
体
的
に

か

た
が
二
年
に

る
入

の
間
に
親

に
多
く
の
心
配
を
掛
け
お
世
話
に
な

た
か
ら
そ
の
お
礼
を
と

わ
れ
れ
ば

と
は

え
な
か

た

今
に
し
て
思
え
ば
ア
レ
は

が

な
り
に

え
て
い
た

来
の
レ

ル
か

ら
零
れ

ち
た
私
を
ど
う
に
か
復
帰
さ
せ
よ
う
と
い
う

心
の
発

だ

た
の
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ

し
ぶ
り
に
い
と
こ
達
と
会
え
た
事
は

し
か

た
の
だ
が
そ
こ
で
私
は
イ

な
も
の
を
見
た
の
だ

明
日
奈
の
無
事
な
る
帰
還
を
我
が
事
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
る
彼
ら
彼
女

ら
の

の
中
に

が
あ

た
事
に
気
付
い
て
し
ま

た

生
ま
れ
た
時
か
ら
始
ま
り
そ
し

て
ま
だ

年
も

く
レ

ス
か
ら

く
も
脱

し
て
し
ま

た
明
日
奈
に
同
情
し
可
哀
想
だ
と
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思

て
い
た
の
だ

 
そ
れ
は

え
す
ぎ
で
は
な
い

子

の

か
ら
ず

と
人
の

色
を

い

け
て
い
た
か
ら
こ

そ
判
る
の
だ

 
無
論
今
の
明
日
奈
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
以
前
の
人
格
と
は
全
く
異
な
る
存
在
だ

あ
の
世
界
が
そ
し

て
一
人
の
少
年
が

応
な
く
明
日
奈
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た

だ
か
ら
彼
ら
彼
女
ら
の

も
心

の
表
面
を

風
の
よ
う
に

過
し
て
い

た
に
過
ぎ
な
い

 
今
の
明
日
奈
は

会
的
立
場
の

得
を
目
指
し

同
時
にガ

デ

ア
ン

剣
士
の
一
人
と
し
て
生
き
る
人
間

で
あ
る

あ
の
少
年
の
力
に
な
る
事
を
誓

た
私
は

あ
の
世
界
を
経
た
か
ら
こ
そ
存
在
す
る

 
し
か
し
そ
の
価
値
観
は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を

悪
と
し
か

こ
の
場
合
は

学
の
と
い
う
意

味
で

え
て
い
な
い
い
と
こ
達
に
は

ま

た
く
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ

Ｏ
事
件
に
よ
り
一
定
数
存
在
す
る

定

だ
け
で
な
く
仮
想
世
界
を
た
だ
偽
物
と

え

る
人

に
は

け
容
れ
ら
れ
な
い

え
だ

 
本
家
に
い
る
間
中
ず

と
ど
こ
か
不
機

そ
う
だ

た

か
ら
も
理
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い

 

は
と
か
く

会
的
な
ス
テ

タ
ス
を
重

す
る
人
間
だ

そ
う
な

て
し
ま

た
原
因
が

あ
り
経

が
あ
る
以
上
そ
れ
は
仕
方
の
な
い
事
な
の
だ
と
思
う

あ
の
少
年
と
の
縁

に
前
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向
き
な
の
も

に
和
人
の

会
的
地

が
高
ま

た
か
ら
で

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

な
ど
で
の

績

や
彼
の
思
想
人
格
を

定
し
た
わ
け
で
は
な
い

彼
の
判
断
力
は

て
い
る
と
思
う
が
そ

こ
ま
で
な
の
だ

 
今
の

と
の

は

一

の
一

が
最

だ
ろ
う

 

に
と

て
は
ど
こ
ま
で
も

中
心
で
あ
り
あ
の
少
年
は

の
地

福
を
高
め
る

要

結

と
い
う
過
程
そ
の
も
の
を
そ
う

え
て
い
る
か
ら
だ

結
果
的
に

に

と
な
る
か

ら
縁

に
前
向
き
な
だ
け

 
そ
れ
が

結
城
家

に
と

て
の
ス
タ
ン
ダ

ド
な
思
想

 
そ
ん
な
損
得

定
の
思
想
を

き
に

私
は
感
情
的
に
彼
を
追
い
掛
け
て
い
る

 
見
返
り
を
求
め
る
恋
や
愛
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
私
は
そ
う
で
は
な
い

た
だ

そ
れ
だ
け
だ

た

 
い
い
大
学
に
入
り
い
い

を
す
る
事
が
今
の
目
標
だ
が
か
つ
て
と
違
う
の
は
明
確
な

理
由
と
モ
チ
ベ

シ

ン
が
存
在
す
る
事
だ
ろ
う

六
つ
下
の
男
の
子
と
現
実
世
界
で
家
庭
を
持

つ
の
が
最
終
目
標
な
の
だ

そ
の
た
め
の
誓
い
で
あ
り

見

え
た
レ

ル
が
今
で
あ
る

 

は
損
得

定
を

め

一
応
は
こ
の
方

を
推
し
て
く
れ
て
い
る
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し
か
し

全

が
同
じ
よ
う
に

く
わ
け
で
は
な
い

 
新
年
の

に

を
出
し
た

時

・

子
は
と
に
か
く
い
い

来
を
と
い
う
未
来

に

す
の
に
躍

だ

た
の
か
明
日
に
は
よ
う
や
く

に

れ
る
と
い
う
晩
に
は
と
こ
に

あ
た
る
と
い
う
二
つ
年
上
の
大
学
生
と

の

ま

た
部

で
二
人
き
り
に
さ
れ
た
事
が
あ

た

本
家
の
銀
行
の
取

か

か
の
息
子
だ
と
い
う
そ
の
男
は
自
分
が

を
専
攻
し
て
お
り

も
う

が
決
定
し
て
い
る
と
い
う
銀
行
で
は
ど
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
に

き
ど
の
よ
う
に
出
世
し

て
い
く
か
と
い
う
事
を

り

け
た

明
日
奈
も
ま
た

で
感
心
し
て
み
せ
た

 
ま
る
で

が
示
し
合
わ
せ
て
明
日
奈
と
そ
の
男
を
二
人
き
り
で
残
し
た
よ
う
な
状
況
だ

た

た
め
つ
ま
り
は
そ
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

大
企
業
の

⻑

と
い
う
ス
テ

タ
ス
だ

け
だ
と
生
還
直
後
の

時
で
縁

は
弱
い
た
め
大
人
た
ち
に
よ
る

い
取
引
が
あ

た
の

だ
と
思
わ
れ
る

 
そ
の
男
と
い
う
の
が

先
の
メ

ル
の
送
り
主
で
あ
る

そ
れ
で

メ

ル
の
送
り
主
だ
け
ど
さ

縁

し

み
の

手
だ

た
り
す
る
の

な
に
引
き

て
ん
の
よ

ア
ン
タ

ま
さ
か
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明
確
に

し

ま
れ
た

じ

な
い
け
ど

ね

マ
ジ
か

 
苦

い
で

え
る
と
ま
さ
か

た

て
い
る
と
思

て
い
な
か

た
ら
し
く
親
友
は

に

ち
ん
と
手
を

て

空
を

い
だ

ま

明
日
奈

て
成
績
よ
し
器

よ
し
更
に
は
家
事
も
で
き
る
才
色

備
だ
も
ん
ね

そ
り

引
く
手
数
多
で
し

う
よ

デ
ス
ゲ

ム
に

た
時
点
で

あ
の
人
達

か
ら
す
れ
ば
負
け
組
の

い
だ
け
ど
ね

 
私
は
二
年
間

強
を

し
て
な
か

た
た
め
中
学
三
年
間
の
復

が
必

だ

た

そ
の
間

に
前
に
進
め
る
と

え
る
人
か
ら
す
れ
ば
二
年
の

れ
は

争

会
に

い
て

命
的
な
の
だ

 
な

な
ら

彼
ら
は
あ
の
二
年
間
を

無

と

え
て
い
る
か
ら

 
だ
か
ら
こ
そ
得
る
も
の
が

も
な
い
二
年
間
を
過
ご
し
た
明
日
奈
を
彼
ら
彼
女
ら
は

れ

ん
だ
の
だ

 
そ
ん
な
私
に
縁

を

わ
せ
る

動
を
す
る
の
も

か
し
ら
目
的
が
あ
る
か
ら
に
違
い
な
い

レ
ク
ト

⻑
と
の
繋
が
り
を
欲
し
て
か

オ

グ
マ

な
ど
の
先

技
術
へ
の
切
り

を
得

る
た
め
か
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れ
に
せ
よ
共

し
て
い
る
事
は

あ
の
人
達
が
見
て
る
の
は
名
前
に
付

す
る

と

状
ば
か
り

だ
れ
も

私閃
光
の

事
な
ん
て
見
て
な
い
よ

 
か
つ
て
在

た

結
城
明
日
奈

は

閃
光

の
ア
ス
ナ

に
生
ま
れ
変
わ

た

あ
の
世

界
で
の
経
験
と
想
い
が

に
な

て
い
る

 
だ
か
ら

あ

の

人

達

結
城
家
の
人
間

に
は

価
さ
れ
な
い

 
彼
ら
彼
女
ら
か
ら
す
れ
ば
ど
こ
ま
で
い

て
も
二
年
を
無

に
し
た
結
城
明
日
奈
で
し

か
な
い
の
だ

明
日
奈

 
や
や
物
憂

な
表
情
を
浮
か
べ
た

に

み
を
返
す

 
し

か
り

え
て
い
る
か
は
自
信
が
な
か

た
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明
日
奈

て
生
死
が

わ
る
と
和
人
レ
ベ
ル
で

が

わ
る
け
ど
そ
れ
以
外
だ
と

と
和

人
に
引

て
も
ら

て
る
イ
メ

ジ
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね

 
明
日
奈
が
恋
愛
事
で
強
か
な
時

て
裏
で
す
ご
く

に

て
も
ら

て
る
場
合
の

で
す

  
・
結
城
明
日
奈

 
原
作
正

 
本
作
で
は
恋
愛

手

と
い
う
か
想
い
を
自
覚
し
た
の
が
原
作
よ
り

い
せ
い
で
精
神
的
成
⻑

が
や
や

い
だ
け

現
時
点
で
原
作
リ
ズ
編
く
ら
い
の
ア
ス
ナ
の
状

だ
が
も
う
ち

と
時

間
経
過
す
る
と
原
作
七
十
四
層

の
ア
グ
レ

シ
ブ
さ
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る

 
原
作
マ
ザ
ロ
ザ
編
よ
り
吹

切
れ
て
い
る
が

現
実
の
結
城
明
日
奈

に
付

す
る
し
が
ら

み
に
対
し
て
や
や
憂
鬱
気
味

  
・

 
明
日
奈
の
親
友

和
人
の

と
も
だ
ち
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明
日
奈
の
恋
愛

を
し
て
い
る
世
話

き

 
本
作
で
は
木

子
よ
り

く
明
日
奈
と
知
り
合

た
た
め
女
子
の
親
友

で
は
三
番

目
に

し
て
い
る
が

離
感
は
同
い
年
故
に
一
番
近
い

 
原
作
と
違
い
和
人
に
恋

を
寄
せ
て
い
な
い
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第
七
章
 

せ
ん
こ
う

流
星
の

愛

の

形

恩
返
し

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
最
近

ち
が

い
ん
だ

死

 
二
話
に
分
け
る
つ
も
り
で
し
た
が

切
り
悪
い
の
で
繋

て
投
稿
で
す

 

点

ア
ス
ナ

 

数

約
一
万
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

日
本
標

時

２
０
２

年

月

日

 
Ｐ
Ｍ
３
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帰

し

食
を
終
え
た
後
に
す
る
事
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う

 
そ
の
中
で
も
プ
ラ
イ
ベ

ト
な
時
間
と
し
て

に

や
す
人
が

ど
だ
と
思
う
が
私
は
や

る
べ
き
事
を
先
に
や

つ
け
て
後
を
自
由
に
過
ご
す
方
が

き
な
の
で

友
人
達
が

つ

に
ダ
イ
ブ
す
る
前
に
学

の

に
取
り
掛
か

た

 

今

部
の
学

に
は

化
の
影

が
強
い
ら
し
く

そ
の
モ
デ
ル
ケ

ス
に
さ
れ
て

い
る
生
還
者
学

は
最
先

を
進
ん
で
い
る

の
形
式
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
た
も
の
に

で
書
き

む
ア
ナ
ロ
グ
チ

ク
な
手
法
か
ら
電
子
デ

タ
の
や
り
取
り
を
主
と
し
た
デ
ジ

タ
ル
チ

ク
な
も
の
に
変
更
さ
れ
て
い
た

つ
ま
り

を
す
る
に
は

を
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

だ
が
数
十
分
も

面
に
向
き
合

て
い
る
と
目
は

れ

は

り

が

く
な

る
な
ど
の

は
大
き
い

そ
れ
で
は
や
る
気
が

き
る

も
な
い

 
そ
こ
を
解
決
す
る
の
に

さ
れ
て
い
る
の
が
フ
ル
ダ
イ
ブ
だ

⻑
時
間
に

ぶ
文
章
の
入
力

な
ど
は
仮
想
世
界

で
や

た
方
が
明
ら
か
に

が
い
い

身
体
的
な

労
は
無
い
し
自

の
パ
ネ
ル
モ
ニ
タ
の
解
像

で
は
不
可
能
な
数
の

を

つ
も
見

い

に
配

で
き

る
か
ら
だ
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Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
名
の
付
く

ワ

ル
ド
は
現
状
Ａ
Ｌ
Ｏ
と

の
二
つ
し
か
な

い 
フ
ル
ダ
イ
ブ
を
主
と
し
た
も
の
は
あ
る
の
だ
が
先
の
二
つ
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

く
と

心

の

フ
ト
リ
リ

ス
は
あ
ま
り

と
し
な
い
物
が
多
い

き
の
話
だ
が
ど
れ
も
こ
じ
ん

ま
り
と
し
た
パ
ズ
ル
や
知
育

境
系
の
タ
イ
ト
ル
ば
か
り
で

ゲ

ム
の
世
界
に
入
り

む

と
い
う
夢
を

い
た
ゲ

マ

達
か
ら
は
大
変
不

な
の
だ
と
い
う

 
と
は

え

も
の
は

え
よ
う
だ

 
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
求
め
る
者
達
に
と

て
知
育
パ
ズ
ル
ゲ

ム
は
不

だ
ろ
う

し
か
し
特
定
の
機

能
の
み
を
求
め
る
場
合
に
の
み

そ
れ
ら
は
光
る
も
の
が
あ
る

 
そ
こ
に
目
を
つ
け
て
開
発
さ
れ
た
フ
ル
ダ
イ
ブ
ア
プ
リ
も
存
在
す
る

フ
ル
ダ
イ
ブ

境
を

正
に

節

理
す
る
シ
ス
テ
ム
は
ユ

ミ
ル
が
独

し
て
い
る
状
況
な
た
め
そ
の
完
成

は
か
な
り
の
差
が
あ
る
が
求
め
る
機
能
さ
え
し

か
り
し
て
い
れ
ば
文

は
な
い

そ
ん
な

層
の
要
望
を
叶
え
た
ア
プ
リ
達

 
多
く
の
学
生

会
人
の
求
め
る
だ
ろ
う
一
つ
が

文
章
入
力
専

ア
プ
リ
だ

に

本

内

さ
れ
て
い
る
文
章
作
成

フ
ト
の
フ
ル
ダ
イ
ブ

だ
と

え
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
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フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
を
持
つ
な
ら
ネ

ト

境
は

に
整

て
い
る

そ
れ
を
前

に
す
れ

ば

ア
ミ

ス
フ

ア

か
ら
外
部
ブ
ラ
ウ
ザ
に

し

ネ

ト
サ

フ

ン
を
す
る
事
も

あ
る
だ
ろ
う

そ
う
な
る
と
現
実

で

に

る
の
も

だ
と
い
う
事
で
要
望
の
声
が
多
く

な
る

そ
れ
を

に
作
成

フ
ト
を

し
て
い
た
企
業
が
苦
労
を
重
ね

発

し
た
の
が
そ

の
ア
プ
リ
だ

た

 
文
章
作
成
に
特
化
し
て
い
る
故
実

に
フ
ル
ダ
イ
ブ
す
る
と
無
味

な
小

ん
ま
り
と
し

た
部

が
一
つ
し
か
な
い

そ
の
部

は

わ
ば

ジ
だ

カ
ン
バ
ス
と

て
も

い
い

背

が
一
切
な
い
ま

さ
ら
な
部

の

天

を
背

に

に
浮
か
べ
た
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
へ
テ
キ
ス
ト
フ

ン
ト
を
打
ち

ん
で
い
く
作
業
は

正
に

に
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
た
よ

う
な
感
覚
に

る

 
と
は

え

い
部

と
ま

さ
ら
な
部

に

か
れ
る
の
は
心
理
的
圧

は

く
そ
の
ア

プ
リ
だ
け
を
使
う
人
は
ま
ず

な
い

そ
の
た
め
他
の
デ
コ
レ

シ

ン
ア
プ
リ
で
部

の
内

を
変
え
る
か

Ａ
Ｌ
Ｏ

な
ど
の
ゲ

ム
に
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
ア
プ
リ
を

動
さ
せ
る
人
が

ど
だ

 
そ
し
て
私
も
そ
の
一
人
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今
日
も
リ

フ

の
リ
ビ
ン
グ
で
一
人
自
前
の
紅

を
片
手
に
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
に
向
き

合

て
い
た

 
取
り
組
ん
で
い
る

目
は
現
代

会
の
レ
ポ

ト
だ

年

的
に
高

三
年
生
と
は

え
学
年
的
に
は
一
年
生
な
の
で

自
体
は

え
目
な
も
の

だ
か
ら
さ

さ
と
や

つ
け

て
し
ま
お
う

と
思
わ
せ
た

 
取
り
組
み
始
め
て
二
時
間
程
で
完
成
し
た
点
か
ら
見
て
も

し
く
な
い
事
が

え
る

無
論

か
ら

目
し
て
い
た
分

だ

た
か
ら
こ
そ
な
の
だ
が

う

ん

こ
う
し
て
見
る
と

や

り

の
影

て
大
き
い
な

 
完
成
し
た
レ
ポ

ト
の

脱

内
容
が
伝
わ
り
に
く
い
部
分
が
無
い
か
確
認
し
直
し
て
い

る
と

と
思

た

会
を

に
し
た

目
で
は
た
い
て
い
大
き
な
節
目
を
境
に
時
代
を
分
け
ら
れ
る

今

の

業
進
行
で
は

の
登
場
の
前
後
で
分
け
ら
れ
て
い
た

 
よ
く
取
り

に
さ
れ
る
の
が

が
広
ま

た
事
に
よ
る

会
問

 
今
回
の

レ
ポ

ト
も
そ
こ
に

す
る
も
の
が
出
さ
れ
て
い
た

 
女
尊
男

風

を

切
り
に
晩

化
出
生

の

下
少
子
高

問

の
深

化
経
済
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不
況
更
に
は
女
権

体
に
よ
る
男
性

を
中
心
に
し
た

男
性
を

護
す
る
女
性
も

む

大

解

問

こ
れ
ら
を
一

め
に

シ

ク

と
呼
ぶ

会
問

は

教

書

に
も
載

て
い
る

 
た
だ

女
権

の

・
圧
力
も
あ

て
か

シ

ク

に

す
る
記

は
か
な
り
少

な
い

事
実
を
そ
の
ま
ま
に
記
載
す
る
と

の

光
や
女
尊
男

風

に
翳
り
が
生
じ
る
事
は

女
権

に
と

て

る
か
ら
だ

 
し
か
し
そ
れ
も
最
近
ま
で
の
話

 
数
か
月
前
か
の
少
年
を
襲
撃
し
た
事
を
契
機
に

さ
れ

体
は
解

し
構
成

も
全

が

ま

て
裁
判
を

て
い
る
状

だ

水
面
下
に
潜
ん
で
い
る
事
を

え
る
と

断
は
出
来

な
い
が

権
力
的
な
圧
力
を
恐
れ
る
必
要
は
無
く
な

た

 
だ
が
レ
ポ

ト
の
お

と
し
て
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

た
の
は
お
そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
と
ア
ス
ナ
は

え
て
い
る

 
こ
れ
ま
で
は
表
立

て
男
女
平

を

え
る

が
存
在
し
な
か

た
女
尊
男

の

だ

け
が

た
か
ら

そ
れ
ま
で
そ
の
思
想
に
同

す
る
勢
力
の
声
が
大
き
か

た

そ
れ
は

を

動
か
せ
る
の
が
女
性
だ
け
だ

た
か
ら
だ
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で
も

和
人
君
の
影

が
出
て
き
て
る
の
も
確
か

 
だ
が

桐

谷
和
人

と
い
う
男
性
で
も

を
動
か
せ
る
存
在
が
登
場
し

更
に
真

向
か

ら
女
権

に
抗
い

勝

し
た
事
が
一
つ
の
節
目
に
な

た

彼
が

ノ
之

士
の

護
の
下

男
女
共

の

開
発
に
協
力
的
で
あ
る
事
も
一
助
に
な

て
い
る
だ
ろ
う

 

千
冬

は
女
性

女
尊
男

の
者
に
と

て
英
雄
だ

た

 
反
面

桐

谷
和
人

は

男
女
問
わ
ず
の
英
雄
な
の
だ

を
愛
す
る
女
性
に
と

て

の

に
な
る
と
な
れ
ば

家
庭
を
持
つ
者
が

持
し
な
い

が
無
い
の
だ

 
件
の
襲
撃
事
件
で

ま

た
女
権

の
構
成

達
を

べ
る
と

彼
女
ら
は
全

が
独
り
身

だ

中
に
は
子
持
ち
も

た
よ
う
だ
が

信

の

い

情

報

新

記
者
や
ゴ
シ

プ

も
加
味
す
れ
ば
そ
う
い

た
者
達
は
過
去
九
年
の
間
に
離

し
て
い
る
ら
し
い

で
あ
れ
ば
引
き
取
り
息
子
で
あ
れ
ば

親
権
を
男
親
に

し
て
い
た
そ
う
だ

そ
こ
を
切
り

に
独
り
身
の
女
性
が
女
尊
男

思
想
に

影

さ
れ
や
す
い

な
ん
て

え
方
も
一
部
広
ま

て
い
る
と
い
う

 
ど
こ
ま
で
真
実
か
定
か
で
は
な
い
が
確
か
な
事
は
女
尊
男

風

は
家
庭
を
大
事
に
す
る

人
か
ら
は

持
さ
れ
な
か

た
と
い
う
事

保
身
を

え
表
向
き
は
思
想
に
同

し
つ
つ
裏
で

は
反
目
し
て
い
る
人
の
方
が
多
そ
う
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
そ
の
立
場
の
人
達
も

め
て
味
方
に
つ
け
れ
ば

会
的
な
影

が
出
る
の
も

然
で
あ
る

 
現
在
こ
こ
九
年
間
は

え

を

ま
さ
れ
そ
れ
で
も

え

け
た
男
性
を

に

策
の

立
て
直
し
を

る
真

最
中

理
大

や

方
面
の
高

が
男
性
の
ま
ま
な
の
も
女
性
で
あ

る
事
を

に

た
人
物
が
幹
部
に

る
企
業
や
部

が
経

不
振
に

る
事
が
多
か

た
か
ら

か 
ま

大
企
業
の
上
層
部
の

ど
が

高

と
繋
が
り
が
強
い
か
ら
女
権

の
圧
力
に
対

抗
で
き
た
と
私
は
知

て
い
る
の
だ
が

 
そ
の
繋
が

て
い
る
者
達
が
い
ま
和
人
と
繋
が
り
を
持
ち
九
年
間
で

れ
た
日
本
を

立
て
直
そ
う
と
躍

に
な

て
い
る

 
男

の
殺

男
性

差
別
か
ら
発
展
し
た
離

不

解

果
て
に
は
殺
傷

女
権

が
裏
で

わ

て
い
る
事

は
数
知
れ
ず
そ
の
全
て
を
裁
判
で
解
決
す
る
事
は

な
上
に

大
な
時
間
を
要
す
る

亡
国
機
業

の
よ
う
に
水
面
下
で
活
動
中
の
組

も
存
在
す
る
だ
ろ

う

こ
の
流
れ
を
変
え
る
よ
う
に
国
会
で
は
日

論
が

い
て
い
る

与

と

の

い

争
い
は

行
事
の
よ
う
に

い
て
い
る
が
最
近
で
は
実
り
あ
る
意
見
を
交
わ
す
場
面
も
増
え

て
き
た
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そ
の
中
継
を
偶
然
生
中
継
で
見
た
私
は

う
わ

と
思
わ
ず
声
を

ら
し
た
も
の
だ

 
そ
の
実
り
あ
る
意
見
を
交
わ
す
場
面
で
は

必
ず
特
定
の
数
人
が
マ
イ
ク
の
前
に
立
つ
の
だ

が
そ
の
人
達
は
与

ど
ち
ら
に
も
存
在
す
る
和
人
と
繋
が

て
い
る
者
達
の
一

な
の

だ

そ
れ
を
知

て
い
る
私
か
ら
す
れ
ば
そ
の
実
り
あ
る
意
見
を
交
わ
す
場
面
も
場
が

糾
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と

と
し
ど
こ
ろ
も
全
部
打
ち
合
わ
せ

り
な
も
の
と
理
解
で
き
る

 

故
な
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
は
私
自
身
が
そ
の
繋
が

て
い
る
者
達
の
一
人
だ

た
か
ら

 
つ
ま
り
今
あ
の
国
会
で
の
話
し
合
い
に
デ
ジ

ブ
を
覚
え
て
し
ま

た
か
ら
遠
い
目
で
声
を

ら
し
た
の
だ

 
無
論

流

の
彼
も
国
会
で
の
話
し
合
い
全
て
の
道

を
立
て
て
は
い
な
い

だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
も

独
の
偵

戦
で
得
た
情
報
を
攻
略
組
幹
部

そ
れ
も
キ
リ
ト
を
認
め
て
い

た
者

に
先
に
伝
え
ら
れ
あ
る
程

の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
会
議
に
臨
ん
で
い
た

キ
バ

オ
ウ
リ
ン
ド
と
反
目
し
て
い
た

の
キ
リ
ト
は
そ
う
し
て
裏
か
ら
攻
略
組
に
影

を

し
て

い
た
の
だ

 
と
は

え
あ
の
繋
が

て
い
る
者
達
の

葉
に
彼
の
意
思
が
反

さ
れ
て
い
る
か
は
不

明
だ

そ
も
そ
も
国
の
未
来
を

す
る
話
に

か

た
の
は
彼
が
自
身
の

来
の
安

を
求
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め
た
が
故
で
日
本
の

来
像
に

す
る

え
は
あ
ま
り
無
い

だ

日
本
が
安

な
ら
自
分
達

の
生
活
も
安
定
す
る
だ
か
ら

し
て
良
し
と
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
で
協
力
す
る

が
高

い
ま

そ
れ
で
も

あ
の

と
似
た
感
じ
だ
け
ど

 

と
論
争
を

り
広

る
会
議
場
は

や
は
り
ボ
ス
攻
略
会
議
を
思
い
出
す

 
七
十
五
層
事
件
よ
り
も
前
の
前

期

キ
バ
オ
ウ
リ
ン
ド
を

に
キ
リ
ト
と
反
目

し
て
い
た
勢
力
は

彼
が
偵

戦
で
得
た
情
報
を
は
じ
め

か
と
い
ち

も
ん
を
つ
け
て
い
た

そ
れ
に
対
し
キ
リ
ト
は

ど
こ
か
う
ん
ざ
り
と
し
な
が
ら
も
デ

タ
を

に
整
然
と
説
き

せ

る

そ
の

静
さ
が

に

た
キ
バ
オ
ウ
が
更
に

い
寄
ろ
う
と
し
て
キ
バ
オ
ウ
も
心
を

許
す
デ

ア
ベ
ル
や
ヒ

ス
ク
リ
フ
な
ど
リ

ダ

格
に
よ

て

裁
さ
れ
る

 
ク
ラ
イ
ン
や
ユ
ウ
キ
達
は

と

骨
に
キ
リ
ト

で
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
は

え

て
キ
バ
オ
ウ

に
立

て

裁
や

と
し
ど
こ
ろ
の

を

中
間
の

会
と
し
て
私
が
立

つ

そ
ん
な
形
だ

た

 
現
実
に

え
ば

与

が
キ
リ
ト

が
キ
バ
オ
ウ

リ
ン
ド

と
い
う
事
に
な
る

つ
ま
り

理
は
キ
リ
ト
君
だ

た
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は

と
あ
ら
ぬ
方
向
に
思

が

ぶ

 
だ
が
中
に
正
を
た
見
解
で
は
な
い
か
と
も
思
て
し
ま
う

前
期
に
は

ラ
フ

ン
・
コ
フ

ン

う

が

と
潜
入
暗
躍
し
て
い
た
時
期
で
た
び
た
び
攻
略
組
が

解
す
る
よ
う
な
衝
突
が

き

そ
う
だ

た
が
そ
の

に
キ
リ
ト
が
人
知
れ
ず
動
い
て
い
た

ボ
ス
戦
の
対
策
は

論
七
十

六
層
で
の

動

止
の
手
立
て
後

期
の
攻
略
で

意
し
た

車
の
手
配
な
ど
を
し
た
の
も
彼

だ 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
必
要
悪
と
し
て
存
在
し

序
を
保
つ
事
に
専
念
し
た
彼
は
あ
の
世
界

に

け
る

理
だ

た
の
で
は

 
な
ん
の

だ
ア
ス
ナ

 
わ

あ

 
思
わ
ず
体
が

ね
た

び

く

 
と
大
き
く

え
あ
が
り

面
か
ら

か
に
浮
く

ど
に

い
た
私
は

し
て
か
ら
ば

と
声
が
し
た
背
後
を
向
く

 

線
の
先
に
は
い
ま
リ
ビ
ン
グ
に
来
た
の
だ
ろ
う
廊
下
と
フ
ロ
ア
の
境
界
線
で
銀
髪
金
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の
少
年
が
立

て
い
た

線
だ
け
で
な
く
表
情
に
も
現
れ
る
く
ら
い

れ
が
浮
か
ん
で
い
る

 
か

と

が

く
な
る
の
を
自
覚
し
た
私
は

す
ぐ
に
目
を

が
せ
た

え

え
え

と

こ
ん
に
ち
は
キ
リ
ト
君

思
い

き
り
不
自
然
な
話

転
換
だ
な

あ

は
返
し
て
く
れ
な
い
の
か
な

 

は
大
事
だ
よ

め
ち

く
ち

強
引
だ
な

 
そ
う

い
な
が
ら
近
寄

て
き
た
キ
リ
ト
が
こ
ん
に
ち
は
と

を
す
る

表
情
は
も
ち

ろ
ん

れ

い
だ

 
そ
こ
で

と

線
が

れ
る

そ
れ

 
ど
う
や
ら

線
が

た
の
は
私
が
展
開
し
て
い
る
多
数
の
ホ
ロ
ウ

ン
ド
ウ
が
気
に
な

た
か
ら
ら
し
い

ホ
ロ
キ

ボ

ド
も
出
し
て
い
る
点
か
ら

推
し
た
よ
う
だ

う
ん
そ
う
だ
よ

今
日
出
さ
れ
た
現
代

会
の

レ
ポ

ト

期
限
ま
で
日
に
ち
は
あ
る

け
ど

め
に
や

つ
け
ち

お
う

て
思

て
ね

な
る

ど

先

や

て
お
く
の
は
ア
ス
ナ
ら
し
い
な
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な

み
に
表
情
を
変
え
な
が
ら

キ
リ
ト
が

の

に

る

 
他
も
空
い
て
る
の
に

故
と
な
り
に

 
と
疑
問
は
浮
か
ん
だ
が

と
り
あ
え
ず
そ
れ
を
彼

方
へ
追
い
や
り

会
話
を

け
る

先

に
済
ま
せ
る
の
は
キ
リ
ト
君
も
だ
よ
ね

は
時
間
が
掛
か
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
で
分
け
て
他
の
事
と

先

を
つ
け
て
や

る
か
ら
な

さ

さ
と
終
わ
ら
せ
た
り
隙
間
時
間
に
や
る
の
前

で
後
回
し
に
し
た
り
特

に
決
ま

て
な
い
よ

む
し
ろ
後
か
ら
す
る
事
の
方
が
多
い
気
が
す
る

で
も
そ
れ

て
要
は

的
に
や

て
る

て
事
だ
よ
ね

 
だ

た
ら
い
い
事
だ
よ

エ

ラ
い
エ
ラ
い

 
そ
う

め
な
が
ら

を

で
る

 
小
学

の

も
そ
う
だ

た
が

⻑
期

の
最
後
の
方
ま
で

を
残
す
人
は
少
な
く
な

か

た

残
り
日
数
が
少
な
く
な

て
後
悔
す
る

を
見
る

に

日
コ
ツ
コ
ツ
や

て
お
け

ば
い
い
の
に
と
内
心
思

た
も
の
だ

進
学

に
な

て
も
そ
う
い
う
人
は
一
定
数
存
在
し
た

 
し
か
し

彼
は
そ
う
で
は
な
か

た

 

士
の
話
に
よ
る
と

家
に

た

か
ら

強

心
だ

た
ら
し
い
し
そ
の

を
面
倒
が



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

ら
な
い
の
は

の
よ
う
だ

だ
か
ら
こ
そ
デ
ス
ゲ

ム
攻
略
に

け
る
迷

未

破
エ
リ
ア

の
情
報
収
集

が
人
海
戦
術
を
取
れ
る
数
多
の
有
力
ギ
ル
ド
を
上
回

て
い
た
の
だ
ろ
う

 

星
を

る
命

か

 
そ
こ
で

と

意
識
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

念
が
浮
上
す
る

 
亡
国
事
変
に

い
て
セ
フ

ロ
ト
は
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

を
そ
う

し
た

死
ん

だ
生
物
の
魂
が
世
界
を

り
星
の
内

へ
と
潜
り
や
が
て
新
た
な
命
と
な
る

そ
れ
が
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

の
正
体
だ

と

 
あ
の
事
変
で
は
メ
テ
オ
に
よ

て
生
き
と
し
生
け
る
全
て
を
殺
し

を
超
え
る
魂
を

収
し

て
進
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
セ
フ

ロ
ト
は
同
じ
事
は
和
人
に
も
出
来
る
と

た

彼
が

静
な
判
断
を
下
せ
る
精
神
や
知
識
が
そ
れ
を
裏
付
け
る
証

だ
と
も

彼
の
強
さ
の

は
他

者
の
魂
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
と

た
の
だ

 
ど
こ
ま
で
真
実
か
は
定
か
で
は
な
い

お
そ
ら
く

に

え
の
出
な
い
問

だ
ろ
う

 
だ
が
ハ

キ
リ
し
て
い
る
事
も
あ
る

彼
が

強

心
な
の
も

本
に

実
な
の
も
そ
れ

は
生
来
か
ら
の
も
の
で
あ
る
事
だ

 
時

見
せ
る

識
さ
と
い
う
か

者
も
か
く
や
の

明
さ
に
影

は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
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い
が
そ
も
そ
も

か
ら
そ
う
い
う
性
格
で
な
け
れ
ば
行
動
す
ら

こ
さ
な
い
だ
ろ
う

魂
を
得

て
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で

練

ボ

ナ
ス
で
し
か
な
い

練

を
上

る
の
に
必
要
な
行
動

は

そ
の
人
自
身
の
思

と
性
格
が
決
定
す
る
の
だ

 
そ
う

え
れ
ば
彼
の
年
に
似
合
わ
ぬ

明
さ
も

の
一
生

命
さ
の
結
果
と
も

え
る

 
そ
の

に
な

た
の
は
彼
に
非
人
道
的
な
事
を
し
た

者
達
だ
ろ
う

彼
ら
の
魂
が
彼
の

一
助
と
な

た
と

え
る
と
中

に
複

な
気
分
で
あ
る

 
不

中
の

い
は

ヴ

サ
ゴ

Ｐ
ｏ
Ｈ
の
魂
を

に
し
て
い
な
か

た
事
だ
ろ
う
か

彼
が

し
た
時

の

一
の
生
き
残
り
と
い
う
悪
運
を

そ
の
時
ば
か
り
は

め
て
も
い
い
と
す
ら
思
え
る

ナ

ア
ス
ナ

 
そ
こ
で

強
く

を
揺
ら
さ
れ
た

同
時
に
名
前
を
呼
ぶ
声
が

覚

を

す
る

 

と
気
付
け
ば
レ
プ
ラ
コ

ン

の
少
年
が
こ
ち
ら
の

を
揺
ら
し
て
い
た

そ
の

は

や

ま
で

め
て
真

だ

ど

ど
う
し
た
の

そ
れ

こ

ち
の
セ
リ
フ

時
ま
で

で
る
ん
だ

 

ず
か
し
そ
う
に

わ
れ

く
自
分
が

え
事
を
し
て
い
る
間
ず

と

を

で

け
て
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い
た
事
に
気
付
く

無
意
識
に

手
を
動
か
し

け
て
い
た
ら
し
い

あ

あ
は
は

ご
め
ん
ご
め
ん

キ
リ
ト
君

た
ら

で
心
地
が
い
い
か
ら

つ
い

な
ん
だ

そ
れ

き
心
地
の

は

で
心
地
か

 

を

く
し
な
が
ら

ど
こ
か

そ
う
に
キ
リ
ト
が

う

き
心
地

 
そ
の
内
容
が
気
に
な

た
私
は

的
に
そ
う
問
い
掛
け
た

す
る
と
彼
の
表
情
が
更
に

そ
う
な
も
の
に
な
る

ユ
ウ
キ
に

わ
れ
た
事
が
あ
る

あ

そ
う
い
え
ば
ユ
ウ
キ

て

は

き
つ
き
に
い

て
た
ね

偶
に
だ
け
ど

最
近
も
あ
る

あ

最
近
も
あ
る
ん
だ

ユ
イ
姉
と

レ
ア
姉
と

あ
と
ヴ

フ
ス
に
も

お

多
い
ね

 
ち
な
み
に
リ

フ

か
ら

わ
れ
た
事
は
無
い
ら
し
い

だ
が
私
は
な
ん
と
な
く
彼
女
も

同
じ
事
を
思

て
そ
う
だ
と
感
じ
た
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過
去
私
も
一

彼
を

き
し
め
た
事
は
あ
る

二
十
二
層
で
ア
キ
ト
の
攻
略
組
入

一

験
の
前
日
ク
ラ
デ

ル
の
凶
行
か
ら
助
け
て
も
ら

た
お
礼
に
家
に

い
た
時
の
事
だ

あ

の
時
は
家
の
事

郷
と
の
事
な
ど
で
悩
ん
で
い
た
か
ら
そ
の
心
地
を

え
た
事
は
無
か

た

 

そ
う

え
る
と

自
分
だ
け
損
し
て
い
る
気
が
し
て
く
る

お
い

ア
ス
ナ

目
が
ア
ブ
な
い
ぞ

そ

そ
う
か
な

 
気
の
せ
い
だ
と
思
う
よ

 
そ
の
思

を

感
に
感
じ
取

た
か
キ
リ
ト
が

し
た
よ
う
に
身
を
離
し
た

子
ご
と

離
れ
た

り
中

の

心
で
あ
る

内
心
残
念
に
思
い
つ
つ
そ
れ
を
表
に
出
さ
な
い
よ
う
に

え
た

 
そ
れ
だ
け
で
彼
の

心
は
解
け
な
か

た
が

ま
さ
か
と
思
う
が

を
呼
ん
だ
の

て
こ
の
た
め
じ

な
い
だ
ろ
う
な

ええ

て

ア
ス
ナ
が

を
呼
ん
だ
ん
だ
ろ
う

二
人
で
話
し
た
い

て

あ
う
ん

そ
う
な
ん
だ
け
ど

お
か
し
い
な
君
か
ら

絡
が
あ

た
時
は
気
付
く
よ
う

に
設
定
し
て
た
ん
だ
け
ど
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家
や
学

な
ど
か
ら
の

タ
グ
付
き
電
話
な
ら
ア
ミ

ス
フ

ア
と

動
し
て

自
動
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る

つ
ま
り
他
の
電
話
は
そ
れ
に

ま
れ
な
い

だ

が
そ
れ
で
も
フ
ル
ダ
イ
ブ
中
に
も
気
付
け
る
よ
う
コ

ル
表
示
が
出
る
設
定
は
し
て
い
た
の
だ

 
ま
さ
か
見

し
た
の
か
と
思

て
メ
ニ

を
確
認
す
る
も
彼
か
ら
電
話
は
お
ろ
か
メ

ル
が
届
い
た
履
歴
は
無
い

 
そ
こ
で
私
が

を
探
し
て
い
る
の
か
気
付
い
た
ら
し
い
キ
リ
ト
が
あ
あ
と
声
を
上

た

そ
り

絡
し
て
な
い
か
ら
な

こ

ち
に
来
る
予
定
が
あ

た
か
ら
そ
こ
で
話
せ

れ
ば
済
む
し

出
会
わ
な
か

た
場
合
に

絡
す
れ
ば
い
い

仮
に
ア
ス
ナ
の

合
が
悪
く
て

も

会
え
た
な
ら
そ
の
場
で
日
程
を
話
し
合
え
ば
済
む
し

あ
あ

な
る

ど

 
問

は
解
決
し
た

確
か
に
そ
の
方
が
二

手
間
は
確
か
に

け
る

 
し
か
し

こ
ち
ら
に
来
る
予
定
と
い
う
の
は

だ
ろ
う
か

ね

Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ど
ん
な

事
が
あ

た
の

ん

ま

そ
れ
は
後
で
話
す
よ

そ
の
前
に
ア
ス
ナ
の
話
が

き
た
い
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問
い
か
け
た

彼
の
表
情
が
険
し
く
な

た
が
す
ぐ
は
ぐ
ら
か
さ
れ
た

と
て
も
重
要

な
事
な
気
は
す
る
が
問
い

め
て
も
ア
ス
ナ
が
先
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は

れ
な
い
気
が
し

た

ち

と

場

を
変
え
よ

か

 
そ
う

て

私
は

を
立

た

 

も
う

ら
れ
な
い

 

か
ら

と
か

そ
う
い
う
の
は
分
か

て
い
た

 

を

れ
と
親
友
の
声
が

こ
え
た
気
が
し
た

  
ど
こ
に

動
し
た
も
の
か
と
悩
ん
だ

に
私
は
彼
を
間

り
し
て
い
る
部

へ
と

き
入

れ
た

 

人
に

か
れ
る
の
が

ず
か
し
い
と
い
う
想
い
が
あ

た
か
ら
リ
ビ
ン
グ
を

け
た

だ

が
同
じ
理
由
で

の
外
に
出
る
事
は

ら
れ
た

彼
に
は

る
が
自
分
も
ボ
ス
戦
放

や



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

先
の
事
変
で
の
参
戦
に
よ
り
そ
れ
な
り
に

目
を
集
め
る
立
場
だ

下
手
に

き
見
ら
れ
る
リ
ス

ク
を
冒
す
よ
り
は

か
格

が
つ
か
な
い
の
を

ぶ
方
が
よ

ど
良
か

た

 
リ

フ

の
一

は

個
人
が

ら
す
に
は
十
分
な
広
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る

 
備
え
付
け
と
思
わ
れ
る

品
も
品
が
よ
く
そ
れ
で
い
て
華

で
な
い

え
め
な

華
さ

は
人
を
不
快
に
さ
せ
な
い
も
の
だ

た

 
そ
の
部

へ
彼
を

き
入
れ

後
に
私
も
入

て

を

め
る

 
先
に

フ

に

る
の
を
勧
め
た
後
私
は
テ

カ

プ
を
二
つ
更
に
ポ

ト
を
取
り
出

し
た

そ
の
ポ

ト
は
魔
法
が
付
与
さ
れ
た
そ
こ
そ
こ
の
レ
ア
物
で
中
に
入

た

体
を

良
い

に
す
る
機
能
が
あ
る

す
る
だ
け
で
な
く

逆
に

や
す
事
も
可
能
な
の
だ

 
つ
ま
り
わ
ざ
わ
ざ
キ

チ
ン
ま
で

く
事
無
く
紅

ア
イ
テ
ム
だ
け
入
れ
れ
ば

み
物
が
完

成
す
る
の
で
あ
る

キ
リ
ト
君

て

き
な
お

は
あ
る

 
い

い
あ
る
か
ら
な
ん
で
も

て
く
れ
て

い
い
よ

 
ク
ラ
イ
ン
が
お

を
集
め
る
よ
う
に
私
は
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
中
か
ら
紅

の

葉
を
集
め
る

味
が
あ
る

部

の
ボ

ク
ス
の
中
に
は
種

様

な
味
の
紅

の

を
コ
レ
ク
シ

ン
し
て
い
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た

気
晴
ら
し
に
味
を
変
え
つ
つ

を
す
る

と
い
う
の
が
私
の
ル

チ
ン
ワ

ク
な
の
だ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
攻
略
し
な
く
な

て
も
紅

を

み
な
が
ら

か
す
る
た
め
だ
け
に
ロ
グ
イ
ン
は

け
る
く
ら
い
私
は
こ
の
世
界
の
紅

に

て
い
た

 
そ
ん
な

意
の

た

に

彼
は
苦

を
浮
か
べ
た

あ
ま
り

り
が
な
い
か
ら

ア
ス
ナ
の
得
意

と
い
う
か

き
な
も
の
が
い
い
な

 

体
的
な

理
名
が
思
い
付
か
な
い
か
ら

ア
ス
ナ
が
得
意
な

理
が
良
い
な

 
一

デ
ジ

ブ
が

よ
ぎ過

た

 

の

に

か
な

が

る

 
同
時
に

み
上

て
く
る
も
の
が
あ

た

あ
の
時
か
ら
本

に
色

あ

て
変

と
成
⻑
を

り
返
し
た
彼
は

そ
れ
で
も
根

こ
は
変
わ

て
い
な
い

 

か
し
さ
と

し
さ
が

中
を

た
し

を
和
ら

た

 
様

な
も
の
を

み
下
し

み
を
浮
か
べ
る

わ
か

た

じ

あ
最
近

く
な

て
き
た
し

え
た
レ
モ
ン
テ

に
し
よ

か

 
部

に

い
て
い
る
ボ

ク
ス
か
ら

別
し
た

葉
ア
イ
テ
ム
と
水
が
入

た
保
存
容
器
を
取

り
出
し

番
に
ポ

ト
へ
入
れ
る

ポ

ト
の
持
ち
手
を
タ

プ
し
出
て
き
た
ポ

プ
ア
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プ
メ
ニ

で

を
設
定
し
出
来
上
が
り
を

つ

一
応

理
の
判
定
な
の
で
ポ

ト

の
上
に
は
見

れ
た
タ
イ
マ

が
表
示
さ
れ
た

 

や
し
た
ま
ま
お

を
作
る
工
程
故
か
十

ど
で
完
成
し
た
そ
れ
を

く
り
カ

プ
に

ぎ

サ

と
一
緒
に
彼
の
前
に
出
し
た

け
て
自
分
も
カ

プ
に

ぐ

 
カ

プ
を
手
に
取
り

紅

を

ん
だ
の
は

同
時
だ

た

 
さ
わ
や
か
な
レ
モ
ン
の
風
味

ス

キ
リ
し
た
後
味
と
程
よ
い

味
の
ハ

モ
ニ

が

内

を

た
す

系
の

な

り
は

を

る

 
現
実
で
は
こ
う
は
い
か
な
い
た
め

流

は
仮
想
世
界
と

う
べ
き
か

や
か
な
味
だ

く

味
し
い

 
ど
う
や
ら
彼
に
も

だ

た
よ
う
で
ご
く
ご
く
と
そ
こ
そ
こ
の

ス
で

を

し
て
い

く

す
ぐ
に
カ

プ
は
空
に
な

た

お
代
わ
り

い
る

ん

い
る

 
す
か
さ
ず

い
た

に

み
な
が
ら

カ

プ
に
二

目
を

ぐ

 
二

目
は

く
り
と

に

み
だ
し
た
彼
は
以

は

り

け
た

そ
れ
が
こ
ち
ら
の
ア
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ク
シ

ン
を

て
い
る

勢
で
あ
る
と
理
解
し
た
私
は
内
心
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
覚
悟
を

め
た

 

器
を
テ

ブ
ル
に

く

 

住
ま
い
を
正
す
と

彼
も

気
を

し
た
ら
し
く

線
が
こ
ち
ら
に
向
い
た

 

と

動
が
強
く
な
る

 
黒
い

と
対
峙
し
た
だ
け
で

か
ら
話
そ
う
ど
う

お
う
と

え
て
い
た
事
が

も
か

も
吹

ん
で
し
ま

た

私
ね

ず

と
探
し
て
た
人
が
い
る
ん
だ

 
真

白
な
思

の
ま
ま

私
は
そ
う

火
を
切

て
い
た

 
後
悔
す
る
ん
じ

な
い
か
と
か

そ
ん
な

え
も
過
り
は
し
た
が

故
か
動
き
始
め
た

は
止
ま
ら
な
か

た

私
を
助
け
て
く
れ
た
人
だ

た

自

に
な

て

死
ね
ば
そ
こ
ま
で

て
思

て
た
私
を

そ
の
人
は
助
け
て
く
れ
た
の

 
彼
か
ら

し

な

線
を
向
け
ら
れ
る

 
ま
だ
確
信
を

て
い
な
い
か
ら
分
か
る

が
な
い

そ
こ
ま
で
自

に
な

た
事
が
あ
る
の
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か
と

一

目
し
た

り

時
そ
こ
ま
で
他
人
に
気
を
払

て
い
な
か

た

だ

 
そ
れ
だ
け
の

が

彼
に
も
な
か

た
の
だ
か
ら

そ
の
人
と
は
一

も
話
せ
な
か

た

も
よ
く
見
え
な
く
て

名
前
も
教
え
て
も
ら

え
な
か

た

知

て
そ
う
な
人
に

い
て
も

本
人
が
望
ん
で
い
な
い

て

わ
れ
た
の

 
そ
こ
で

と
引

掛
か
る
も
の
が
あ

た
の
か

彼
の
目

が

く
り
と
動
い
た

 
同
じ
よ
う
な
事
は
あ

た

だ

彼
は
人
か
ら

ま
れ
つ
つ
も
そ
れ
で
も
他
者
を
助
け
る
行

動
を
取
り

け
て
い
た

悪

を
つ
く
者
も
い
た
と
い
う
が
逆
に
名

ら
ず
立
ち
去
る
彼
に
お

礼
を

い
た
い
と

う
人
も
あ
る
程

た

な
の
だ

 

今
の
認
識
は
ま
だ

助
け
た
大
勢
の
内
の
一
人

で
し
か
な
い

で
も

め
切
れ
な
か

た

あ
の
時
助
け
ら
れ
な
か

た
ら

私
は
き

と
死
ん
で
い
た

死
ね
ば
そ
こ
ま
で
と
は
思

て
い
た
し
ど
う
死
の
う
か
と
も

え
て
た
け
ど

本

は
死

に
た
く
な
ん
て
な
か

た

そ
れ
は

 

の
目
が
向
け
ら
れ
る

 
私
の
か
つ
て
の
思

を

彼
は
知
る
由
も
な
か

た

だ
か
ら
こ
そ

く
は
ず
だ

ど
う
死
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の
う
か

死
ね
ば
そ
こ
ま
で

と
い
う
思

は

義
姉
に
正
さ
れ
る
前
の
彼
の
思

そ
の
も
の

な
の
だ
か
ら

だ
か
ら

お
礼
を

い
た
く
て
そ
の
人
を
探
し
て
た
の

・黒
・ず
・く
・め
・で
・黒
・い
・

・の
・華
・

・な

・剣
・士
・の
・人
・を

 
反
応
は
無
い

う
す
う
す

付
い
て
は
い
た
ら
し
い

今
の
無

は
い

た
い

時

の

事
か
と
記

の
海
を

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

 
あ
る
い
は

え
て
無

を

い
た
の
か

 

ど
ち
ら
で
も
構
わ
な
い

 
私
が
す
る
事
は

変
わ
ら
な
い
の
だ
か
ら

今
で
も
思
い
出
せ
る

も
か
も
が
変
わ

た

間
か
ら
二

間
が
経

て
現
実
か
ら
の

救
助
を

め
た
私
は

の
ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
が
あ
る

て
い
う

の
森
に
向
か

た
の

で
も
そ
れ
は
ガ
セ
ネ
タ
で

コ
ボ
ル
ド
の
攻
撃
で

死
に

て

 
そ
こ
で

線
を
ぶ
つ
け
る

君
が

け
付
け
た
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時
か
ら
気
付
い
て
た
ん
だ

 
多
分

Ｓ
Ａ
Ｏ
中
は
気
付
い
て
な
か

た
と
思
う
ん

だ
け
ど

そ
う

う

て
事
は

私
が
あ
の
時
の
プ
レ
イ

だ

て
君
は
気
付
い
て
た
ん
だ
ね

一
層
迷

で

を
助
け
た
ア
ス
ナ
が
同
じ
ロ

ブ
を

て
た
か
ら
な

そ
れ
に

も
数

え
て
る
の
は
取
り
零
し
た
人
数
と

だ
け
じ

な
い

そ

か

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

の

き

分
け
て
称
す
る
な
ら

ホ
ロ
ウ
事
変

と

う
べ

き
最
中
過
去
の
キ
リ
ト
は
ア
ル
ゴ
か
ら

人
殺
し
た
か
覚
え
て
い
る
か
と
問
わ
れ
正
確

に

え
て
見
せ
た

助
け
よ
う
と
し
て

し
か
し
間
に
合
わ
な
か

た
人
数
も
覚
え
て
い
た

 
そ
れ
と
同
じ
だ
と

彼
は

て
い
る
の
だ

 
自
身
が
助
け
た
者
だ
と
明
か
さ
な
か

た
理
由
は

時
の
彼
の
境
遇
を
思
え
ば
問
う
ま
で

も
な
い

気
付
い
た
の
は
ね
ホ
ロ
ウ
事
変
の
時

セ
ブ
ン
ち

ん
の

に

き

ま
れ
て
る
間
私

は
ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の

を
追
想
し
て
て

目
が
覚
め
た
時
の
中
継
で
客
観

し
て

や

と
気
付
け
た
の

無
自
覚
に
重
ね
て
た
事
に
も
ね
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重
ね
て

 

と

ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の
時
と

郷
さ
ん
か
ら
助
け
て
も
ら

た
時
私
は
君
を
見
上

て
た

そ
の
時
の
目
の
感
じ
と
か
君
の
背
中
と
か
ね

私
が
あ
の
後
も
戦
え
た
の
も
君
の

後
ろ

を
追
い
掛
け
て
た
か
ら

て
い
う
の
が
大
き
い
か
ら

 
ど
う
死
の
う

と

め
の
境
地
だ

た
私
に

明
確
な
目
的
が
生
ま
れ
た

間
で
も
あ

た

あ
の
剣
士
に
お
礼
を

う

と
い
う
目
的
が
自
然
と
生
じ

自

に
な
ら
な
く
な

た

 
つ
ま
り

あ
の
コ
ボ
ル
ド
か
ら
助
け
ら
れ
た

間

私
は
救
わ
れ
た
の
だ

私
は
ね
た
だ
命
を
助
け
ら
れ
た
だ
け
じ

な
く
て
心
も
救

て
も
ら

て
い
た
の

お
礼

を

い
た
い
一
心
で
戦

て
い
た
の
も

だ
か
ら
な
ん
だ
と
思
う

 
そ
こ
で
私
は

深
呼

を

ん
だ

今
ま
で
気
付
け
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

そ
し
て
あ
り
が
と
う

あ
の
時
私
を
救

て

く
れ
て

も

も
助
け
て
く
れ
て

 
明
確
に
私
個
人
を
助
け
た
回
数
だ
け
で
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
ク
ラ
デ

ル

郷

カ

デ

ナ
ル
か
ら
の

練

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

学
園
襲
撃
事
件
の
六
回

あ
る

か
な
も
の
を

め
れ
ば

手

足
で
は
数
え
切
れ
な
い
程
だ
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論

助
け
て
も
ら
う

に
お
礼
は
し
た

 
だ
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
・
ス
ポ

ト
の
件
だ
け
は
未
だ
出
来
て
い
な
か

た

結
城
明
日
奈
が

生
ま
れ
変
わ

た
契
機
を

し
た
彼
へ
の
お
礼
が
出
来
て
い
な
い
事
が
引

掛
か

て
い
た

あ
あ
ど
う
い
た
し
ま
し
て

で
も

く
な

た
の
は
仕
方
な
い

が
ア
ル
ゴ
に

止
め
し

て
た
ん
だ
か
ら

 
キ
リ
ト
が

し
な
が
ら
応
じ
て
く
れ
た

 

の
内
が
す

と
し
た

 
そ
こ
で
気
付
い
た

か
と
理
由
を
付
け
て

白
の
時
期
を
ズ
ラ
し
て
い
た
の
は
ム

ド
が

ど
う
と
か
で
は
な
く
こ
の
事
が
ず

と
引

掛
か

て
い
た
か
ら
な
の
だ
と

お
礼
を
す
る
べ

き
事
に

も
し
て
い
な
か

た
か
ら
だ

た
の
だ

 
で
も

そ
れ
も
無
く
な

た

 
い
ま

心
の

は
晴
れ
や
か
だ

最

恐
れ
る
も
の
は

も
な
い

 
今
な
ら
い
け
る

と
己
を
自
然
と

し
た

話

て
い
う
の
は
こ
の
事
だ

た
の
か

う
う
ん

違
う
よ

む
し
ろ
こ
こ
か
ら
が
本

か
な
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え

そ
う
な
の
か

そ
う
だ
よ

 
ず

と
出
来
な
か

た
お
礼
が
本

だ
と
思

て
い
た
よ
う
で
気
を

い
た
彼
が

目
す
る

こ
の
話
か
ら

が
ど
う
繋
が
る
の
か
見

が
つ
か
な
い
と

惑
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る

 
彼
の
中
で
は

そ
れ
で
終
わ

た
話
な
の
だ
ろ
う

 
助
け
て
お
礼
を

わ
れ
て
そ
れ
で
お
し
ま
い

そ
の
流
れ
で
そ
の
話
は
終
わ
り
な
の
だ
と

 

罪
な
人
だ
よ

君
は

 
だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う

彼
が

い
反
応
を
見
せ
る
の
は
構

さ
れ
た

が
発
展
す
る
事

を

え
て
い
な
い
か
ら
に
違
い
な
い

友
達
は
友
達
の
ま
ま
そ
こ
か
ら
動
く
事
が
な
い

が
変
わ
る
時
は

必
ず

手

か
ら
に
な
る

 
来
る
も
の

ま
ず

去
る
も
の
追
わ
ず

 
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
彼
自
身
が

を
変
え
る
事
を
し
な
い
事
を

徴
し
て
い
る

む
し
ろ
シ

リ
カ

リ
ズ
の
よ
う
に
彼
の
方
が

き
か
け
た

の
方
が

な
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

こ
ち
ら
か
ら
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
う
し
な
け
れ
ば

彼
と
の

は

遠
に
発
展
し
な
い
の
だ
か
ら
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私
ね

キ
リ
ト
君

う
う
ん

和
人
君
の
事
が

き
だ
よ

 

に
身
を
焦
が
し
そ
う
な
想
い
を
し
な
が
ら
の

白

え

 
反
応
は

子

け
し
た
声
だ

た

気
に
取
ら
れ
て
い
る

 
そ
ん
な
に
意
外
だ

た
の
だ
ろ
う
か
ち

と
失
礼
な
反
応
じ

な
い
か
と

え
つ
つ

を
開
く

初
め
て
救
わ
れ
た
あ
の
日
か
ら
ず

と
無
自
覚
に

い
て
た
想
い
を
無
人
機
か
ら
助
け
て
も

ら

た
時
に
自
覚
し
た
の

り

果
と
か
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
私
は
真
剣
だ

よ

た
く
さ
ん
悩
ん
で

え
て

そ
れ
で
も
同
じ
結
論
だ

た

 
突
き
つ
け
ら
れ
た
方
の
彼
は

根
を
寄
せ

苦
し
そ
う
な
面
持
ち
に
な

た

 
苦
悩

懊
悩

 
そ
ん
な
表
情
だ

 
理
由
は
わ
か

て
い
る

同
じ

白
を

他
の
子
か
ら
も

け

更
に
は
返
事

ち
し
て
も

ら

て
い
る
の
だ

そ
れ
を
ど
う
伝
え
た
も
の
か
と

え
て
い
る
に
違
い
な
い

ユ
ウ
キ
達
と
の
事
な
ら
わ
か

て
る
よ

返
事
を

て
も
ら

て
い
る
事
も
ね

重

認
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可
法
の
法

が

た
ら
重

す
る
事
に
な
る
だ
ろ
う

て
い
う
の
も
承
知
済
み

な
 

場
を
無
く
す
よ
う
に
機
先
を
制
す
る
と

彼
は
わ
か
り
や
す
い
く
ら
い

し
た

 
そ
の
反
応
も
お
か
し
な
も
の
で
は
な
い

重

を
認
め
る
世
論
が
出
て
い
る

今
だ
が
そ
れ

で
も
日
本
は
現
在
一

一

し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い

そ
の
価
値
観
で
育

た
私
達
が
重

を
認
め
る
前

な
事
に

く
の
は
自
然
な
事
だ

 
で
も

彼
は
わ
か

て
い
な
い

そ
り

あ
君
の

一
の
お

さ
ん
に
な
れ
た
ら
な

て

え
は
す
る
よ

 
で
も
そ
う
な

る
と
私
と
ユ
ウ
キ
達
は
お

い
で
争
う
事
に
な

ち

う

そ
れ
が
君
の
望
み
に
反
す
る

て
知

て
そ
れ
で
も

一
を
手
に
し
た
い
と
は
思
え
な
い

私
達
は
み
ん
な
君
の

せ
を
望

ん
で
る
か
ら

 
最
後
の
一

が

全
て
だ

 
恋
と
は
求
め
る
も
の

 
愛
と
は

与
え
る
も
の

 
な
ら
ば
私
達
は
彼
を
愛
し
た
い
と

う
の
が

切
だ

彼
が
欲
し
て
止
ま
ず
決
定
的
に
足
り
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て
い
な
い

福
を
与
え
た
い

彼
に
恋
す
る
者
と
し
て
彼
の
愛
情
を
欲
し
は
す
る

だ
が
そ
れ
と

同
じ
く
ら
い

私
達
は
彼
に
愛
情
を

ぎ
た
い

 
恩
に
は
恩
で
報
い
る
の
と
は
異
な
る
一
歩

み

ん
だ
お

い
を

足
さ
せ
る

家

で
し
か

生
ま
れ
な
い

福
を
彼
に
知

て
も
ら
い
た
い

 
最

理

で
は
語
れ
な
い

感
情
と
本
能
に
よ
る
欲
求

 
愛

し

た

い

愛
を

ぎ
た
い
と
い
う

性
本
能
に
近
し
い
衝
動

君
の

せ
の
た
め
の
力
に
な
り
た
い

み
ん
な
そ
う
思

て
る
ん
だ
よ

私
も
同
じ

い
い

大
学
に
行

て

レ
ク
ト

を
継
ぐ
か

そ
う
で
な
く
て
も
要

に

く
の
が
私
の
目
標

君
へ
の
想
い
を
自
覚
す
る
ま
で
は
持
て
な
か

た

明
確
な
目
的

 
思
え
ば

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

と
同
じ
だ

 
コ
ボ
ル
ド
に
救
わ
れ
た
時
ど
う
死
の
う
と
い
う

え
が
変
わ

て
お
礼
を

う
目
的
の

た
め
に
生
き
よ
う
と
足
掻
い
た

 
想
い
を
自
覚
す
る
前
は

と
し
て
い
た
日

が
今
は
明
確
な
目
的
を
も

て

来
に
向
け

て
進
ん
で
い
る

 
ど
ち
ら
も

こ
の
少
年
と
の

わ
り
が
契
機
に
な

て
い
る
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そ
れ

ど
彼
の
影

は
大
き
い

会
全
体
だ
け
で
な
く

個
人
へ
の
影

も

私
は
さ
リ

フ

ち

ん
み
た
い
な
武
道
の
心
得
ユ
ウ
キ
み
た
い
な
天

の
才
も
シ
ノ

の
ん
み
た
い
な

撃
の
セ
ン
ス
も
無
い

セ
ブ
ン
ち

ん
み
た
い
な

も
ね

で
も
そ
ん

な
私
に
も

他
の
人
に
は
な
い
も
の
が
あ
る

そ
れ
が

家
の

そ
う

が
立
ち
上

た
レ
ク
ト
に
は
兄
が

め
て
る
し
少
し
特

だ
け
ど
私
と
和
人

君
も

わ
り
始
め
た

君
は
ち

と
分
か
ら
な
い
け
ど

私
が

す
る
事
は

決

ま

て
る
よ
う
な
も
の

結
城
家
の
方
も

一

の
影

力
は

い
か
ら
ね

し
な
い
手

は
な
い
よ

 
大
企
業

の
上
層
に
食
い

め
る

ど
権
力
も
能
力
も
あ
る
結
城
家
の
一
部
に
も
和
人

と
繋
が
り
を
持
と
う
と
す
る
人
は

る

だ

中
に
は

ら
と
一
緒
に

わ

て
い
る
人

も
い
る
か
も
し
れ
な
い

そ
う
い

た
人
達
の
協
力
を
取
り
付
け
る
あ
る
い
は
危

を
遠
ざ
け

る
事
も
彼
の
助
け
に
な
る
だ
ろ
う

に
兄

が
協
力
的
で

は
や
や
消
極
的
だ
が
邪
魔
は

し
な
い
だ
ろ
う
ス
タ
ン
ス

そ
の
気
に
な
れ
ば
彼
は
レ
ク
ト
と
結
城
家
に
根
回
し
で
き
る

状

に
は
あ
る
の
だ
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そ
の

に
正
式
に
な
る
事
で
力
に
な
れ
る

と
私
は

て
い
る
の
で
あ
る

 

ま
る
で

愛
を

け
よ
う
と
し
て
い
る

み
た
い
だ
な

私

 

と
今
の
自
分
を
客
観

し
そ
う

す
る

本

に
彼
を
愛
し
て
い
る
の
か

い
て

い
る
の
か
と
別
の
人
が
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
思
う
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
発

だ

 
醜
い
な

と
自
己

悪
に
な
り
な
が
ら
も

葉
は
止
め
な
い

 
そ
れ
だ
け
彼
の
事
を
強
く
想

て
い
る
の
だ

私
は
君
の
た
め
な
ら
な
ん
だ

て
す
る
よ

間
違

て
る
な
ら
君
を
止
め
る

逆
に
た
と

え
人
道
に
反
す
る
と
し
て
も

そ
れ
が
間
違

て
い
な
い
な
ら
手
助
け
す
る

 
暗
に
な
ん
で
も
認
め
る
わ
け
で
は
な
い
と
伝
え
る

な
ん
だ

て
す
る
を
悪
い
意
味
で

え

ら
れ
て
は

わ
な
い

 
そ
う

え
る
と
リ

フ

の
ス
タ
ン
ス
が
一
番
近
い
の
か
も
し
れ
な
い

彼
女
の

動
は
彼

へ
の
愛
故
だ

た

そ
う

え
れ
ば
傷
つ
い
て
い
る
時
に
む
し
ろ
容
赦
な
く

き

し
た
あ

の
時
の
行
動
も
理
解
で
き
る
も
の
に
思
え
る

愛
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
間
違
い
を
正
し
た
の
だ

 

い
な

リ

フ

ち

ん
は
と
尊

の
念
を

い
た
私
は

フ

か
ら
立
ち
上
が

た

え
て
い
て

君
を

想

う

愛
す
る
人
に
は
私
も
い
る
と
い
う
事
を
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そ
こ
で

葉
を
切
り

い
ま
一

少
年
を
真

直
ぐ
見

め
る

 
桐

谷
和
人
さ
ん

私

結
城
明
日
奈
は

方
と

い

る
未
来
を
望
み
ま
す

  
ハ

キ
リ
と

め
て

白
す
る

違
い
の
し
よ
う
が
な
い

ど
明
確
に
突
き
つ
け
る

来
を
見

え
た

白
だ
ぞ

と

え
は

ま
だ
い
い
よ

で
も

て
る
か
ら
ね

あ
あ

 

い
返
事

 
そ
の
一

に
は

万
感
の
思
い
が

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た

  

白
シ

ン
と
理
由
を

キ

ラ

に

ら
な
い
よ
う
意
識
し
て
る
か
ら
キ

ツ
イ
ん
で
す
わ
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血
 
そ
ん
な
マ
イ
ル

ル
で

て
る
自
分
が
悪
い
ん
で
す
が
ね

  
・
結
城
明
日
奈

 
今
話
の
主

 
本
作
で
は
キ
リ
ト
に
助
け
ら
れ
た
後
ク
ラ
イ
ン
に
同
行
し
攻
略
に
参
加

ク
ラ
イ
ン
や
ア

ル
ゴ
と
の

れ
あ
い
に
よ
り
原
作
よ
り
心
に

と
り
が
生
ま
れ
戦
い

け
る
理
由
が
お
礼
を

う
た
め
と
い
う
目
的
で
人
探
し
に
な

て
い
た
が
無
自
覚
の
内
に
キ
リ
ト
だ
と
気
付
い
て

い
た
も
の
の
自
覚
し
て
い
な
か

た
た
め
ホ
ロ
ウ
事
変
ま
で
ス
ル

さ
れ
て
い
た

 

て
い
た
事
に

し
て
ア
ル
ゴ
は
責
め
ら
れ
て
も
文

は

え
な
い
女
の
カ
ン
が

 
実
は
生
ま
れ
変
わ

た

間
と
恋
心
の
キ

カ
ケ
想
い
の
自
覚
の
キ

カ
ケ
が
ど

ち

も

を
一
刀

断
し
た
和
人
に
助
け
ら
れ
る

と
い
う
ミ
ラ
ク
ル

 

白
す
る
事
に
後
ろ
向
き
だ

た
が

原
因
は
最
初
に
助
け
て
も
ら

た
時
の
お
礼
が
ま
だ

だ

た
か
ら

本
人
に
そ
の
自
覚
が
無
か

た
の
で
ム

ド
が
タ
イ
ミ
ン
グ
が

な
ど
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い

し
て
い
た

 
そ
こ
を
解
消
し
た
事
で

と
の

は
ま
だ
ギ
ク
シ

ク
し
て
い
る
し
和
人
と
の

約
に

付

す
る
思
惑
に
悩
み
は
あ
る
が

そ
ん
な
の
気
に
し
て
恋
愛
で
き
る
か

と
吹

切
れ
た

 
原
作
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
の

け
か
ら
お
別
れ
の

に
来
ま
し
た
と
切
り
出
し
た
時
の
原

作
ア
ス
ナ
の
テ
ン
シ

ン
に
近
し
い

前
話
が
リ
ズ
編
の
精
神
状

だ

た
の
に
数
時
間
で
成

⻑
が
著
し
い
で
す
が

原
作

ヒ
ロ正
イ
ン

補
正
と
い
う
事
で

キ
リ
ト
君
の
た
め
な
ら
な
ん
だ

て
す
る
は
原
作
で
も

に
し
て
い
る
セ
リ
フ

を
殺
す

罪
も
背
負
う
時
の
セ
リ
フ
だ
が

そ
れ
と
同
じ
決
意
を
今
回

に
し
て
い
る

 
や
は
り
こ
の
時
点
で
狂
愛
悪
ユ
ウ
キ
セ
ブ
ン
レ
ベ
ル
に
至

て
い
る

り
原
作
正

は

じ

ね

真

  
・
桐

谷
和
人

 
ハ

レ
ム
が
約
束

強
制

さ
れ
た
主
人

 
他
者
の
想
い
に

感
な
の
は

衛
反
応
と
い
う
よ
り
は

自
分
か
ら
は

を
動
か
さ
な



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

い
と
い
う
保
守
思
想
の
極
地
の
ス
タ
ン
ス
だ

た
か
ら

手
は
自
分
に
友
達
以
上
の
感
情
を

向
け
る
よ
う
に
な

て
も
和
人
自
身
が
友
達
に
な

た

の
ま
ま
な
の
で
気
付
く
わ
け
が

な
い
と
い
う
話

そ
の
せ
い
で
ユ
ウ
キ
を
始
め

も

白
さ
れ
て
い
る
の
に
反
応
が
初
心
と
い

う
か

気
付
く
節
が
な
い

 
ア
ス
ナ
に
自
身
が
助
け
た
人
で
あ
る
と
後

期
以

も
バ
ラ
さ
な
か

た
の
も

意
的
な

せ
い
な
た
め
意
義
を
見
出
し
て
い
な
か

た

仮
に
険
悪
で
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ク
ラ
イ
ン

な
ど
他
に
攻
略
組
の
幹
部
は
い
る
た
め
特
別
ア
ス
ナ
と
の

善
を

る
必
要
性
が
無
い
と

し
て
出
さ
な
か

た
可
能
性
は
高
い

 
気
に
す
る
の
は

意
的

か

悪
的

か

無

心

の
い
ず
れ
か
の
み

ゼ
ロ
か
百
か

で
し
か

れ
な
い

 
あ
る
種

コ
ミ

の
極
地

 

ま
あ
人
間

で
ト
ラ
ウ
マ

え
て
る
か
ら

非
も
な
い
ネ

  
・
ア
ル
ゴ

 
最
初
期

ア
ス
ナ
の
面
倒
を
見
た
情
報
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ア
ス
ナ
を
助
け
た
人
物
に
つ
い
て

せ
た
せ
い
で
キ
リ
ト
へ
の
想
い
を
伝
え
る
の
が
か
な
り

く
な

た

あ
る
意
味
の
戦

 
ユ
ウ
キ
の

白
を
イ
ン
タ

セ
プ
ト
し
た
実
績
は
や
は
り
光
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
八
章
 

和
人
組

幹
部
会
議
・
前

  
ど
う
も

お

し
ぶ
り
で
す

 
書
い
て
は
直
し

書
い
て
は
直
し
を

り
返
し
て
た
ん
だ

推

は
大
切
ダ

 

点

ア
ス
ナ

ぶ

ち

け

で
も

 

数

約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
八
月
二
日

日

後

  
中
に
は

日
を

中
に
は

日
だ
か
ら
こ
そ
仕
事
が
あ
る
人
な
ど
種

様

だ
ろ
う
そ
の
日
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私
は
一
世
一
代
の

白
を
し
た

い

た
い
と

違
い
の
し
よ
う
が
な
い
程
の
そ
れ
を
ハ

キ
リ
と
伝
え
た
の
だ

 
様

な
事
情
故
に
返
事
は
保

と
な

て
い
る
が

来
的
に
重

認
可
法
が
日
本
で
認
め
ら

れ
る
と

ば
確
信
し
て
い
る
私
は
こ
こ

く
の
情
緒
不
安
定
な
様
な
ど

だ

た
か
の
よ
う
に

観
的
な
心
持
ち
に
な

て
い
た

正
に
不
安
の
原
因
そ
の
も
の
だ

た
事
が
解
消
さ
れ
た
の
だ

か
ら
そ
れ
も

然
で
あ
る

 
一
先
ず
今
後
は
家

主
に

兄

を

き

む
形
で
縁

を
断

て
い
く
方

で

め
る
つ
も
り
だ

無
論
そ
れ
を
す
る
の
も
国
会
の
様
子
を

み
つ
つ
に
な
る

 
さ
て

こ
れ
で
私
の

事
は
済
ん
だ
事
に
な
る
が

彼
の

事
は
ま
だ
残

て
い
る

 
メ

セ

ジ
を
送

て
か
ら
数
時
間
で
そ
れ
を
済
ま
せ
に
来
て
く
れ
た
彼
は

か
仮
想

世
界

に

事
が
あ

た
事
を

に
し
て
い
た

そ
の

は

さ
れ
て
し
ま

た
の
で

も

け
て
い
な
い

そ
う
い
え
ば
さ

キ
リ
ト
君
の

事

て

な
の

 

白
を
終
え
た
私
は

ち

く
の
を

て
か
ら
彼
の

事
に
つ
い
て
問
い
掛
け
た

ん

を
集
め
て
話
す

現
実

で
メ

ル
を
送
る
か
ら
そ
れ
に

付
さ
れ
た

ク
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ラ
イ
ア
ン
ト
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
て
欲
し
い

え

ち

 
呼
び
止
め
よ
う
と
す
る
が

一
手

か

た

 

に

た
彼
は
じ

と
有
無
を

わ
さ
ぬ
ス
ピ

ド
で
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま

て

い
た

 
先
の

白
の

心
故
か
説
明
が
⻑
く
な

て
面
倒
だ
か
ら
か

か
ら
そ
う
だ
が
す
ぐ

に
分
か
る
か
ら
と
説
明
を
お
ざ
な
り
に
す
る
ク
セ
は
ど
う
に
か
し
た
方
が
い
い
と
思
う

ま

大

そ
う
い
う
時
は
他
の
人
に
話
す

に
二

手
間
を

う
場
合
だ
か
ら
気
持
ち
は
分
か
ら
な

く
も
な
い
の
だ
が

ま

た
く
も
う

 
は

と
息
を

く

仕
方
な
い
な

と
い
う
心
境
な
私
は
彼
に

れ
て
し
ま

た
時
点

で
負
け
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
こ
で

ろ
ん
と
メ

セ

ジ

信
の

知
が
鳴

た

ゲ

ム
内
で
は
な
く

ア
ミ

ス
フ

ア

と
繋
い
で
い
る

の

信

知
だ

 
一

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た
後

間
を

か
ず

再

フ
ル
ダ
イ
ブ
す
る



 第八章 〜
和 人 組
幹部会議・前〜

 

常
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
た
時
は

入
し
て
い
る
ゲ

ム
カ

ト
リ

ジ
を

み

ん
で
自
動
的

に
そ
の
ゲ

ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
仕
組
み
に
な

て
い
る
が
文

入
力
専

ア
プ
リ
な
ど
の
フ

ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
向
け
の
ア
プ
リ
を

つ
か
ダ
ウ
ン
ロ

ド
す
る
よ
う
に
な

た
こ
こ
最
近
は
設

定
を
弄
り

自
動
ロ
グ
イ
ン
を
オ
フ
に
し
て
い
る

で

え
る
な
ら

が
立
ち
上
が

た

時
に

索
ブ
ラ
ウ
ザ
も
同
時
に
立
ち
上

る
よ
う
に
す
る
か
し
な
い
か
の
設
定
の
よ
う
な
も
の

だ 
自
動
ロ
グ
イ
ン
を
切

た
の
は

森
羅
の
守
護
者

の
ア
バ
タ

を

う
ア
プ
リ
を

べ
る

よ
う
に
す
る
た
め
だ

ち
な
み
に
そ
の
ア
プ
リ
は

ノ
之
束

士

製
の
も
の
で
あ
る

 
一
先
ず
今
は
そ
の
ア
プ
リ
に
は

は
無
い

 

二
メ

ト
ル
の
ニ

ト
ラ
ル
・
フ

ル
ド
を

う
よ
う
に
浮
か
ぶ
ア
プ
リ
ア
イ
コ
ン

の
内
メ

セ

ジ
ア
プ
リ
を

動

ケ

ブ
ル
で

結
し
て
い
る

の
デ

タ
と
同
期

さ
せ

直
近
で

信
し
た
メ

セ

ジ
を
確
認
す
る

 
中
に
は
彼
が

た
よ
う
に

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
同

さ
れ
て
い
た

こ
れ
を
私
の
ア

ミ

ス
フ

ア

に
ダ
ウ
ン
ロ

ド
し

動
す
る
事
で

彼
が

て
い
た

ワ

ル
ド
に

ロ
グ
イ
ン
出
来
る
の
だ
ろ
う
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ま
さ
か
ウ

ル
ス
と
か
な
い
よ
ね
と

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ド
を
指
示

フ

イ
ア
ウ

ル

の
ア
プ
リ
が
一

に
作
動
す
る
も
特
に
問

な
く
オ

ル
ク
リ
ア
の
判
定

が
出
て

取
り

み
は
正
常
に
終
了

 
ニ

ト
ラ
ル
に

る
と

覚
え
の
な
い
ア
プ
リ
ア
イ
コ
ン
が
出
現
し
て
い
た

 
ア
イ
コ
ン
の
下
部
に
は

ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ

と
い
う
名
前
が
あ
る

桐

谷
和
人
の

ワ

ル
ド
と

え
る
の
が

だ
ろ
う
が

分
と

り
の
な
い
名
前
だ
と
思

た

分
か
り

や
す
い

り
は
彼
ら
し
い
の
だ
が

 
そ
の
ア
プ
リ
を
タ

プ
し

動
す
る
と
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
時
の
よ
う
に
色

と
り
ど
り
の
光
が
後
ろ
へ
と
流
れ
て
い
く

れ
た
光

だ
が
流

に
じ

と
見
て
い
ら
れ
る

ど

し
い

で
は
な
い

演
出
な
の
だ
ろ
う
が
地
味
に
不

だ

た
り
す
る

 
そ
の
演
出
が
終
わ

た
時

私
が
立

て
い
た
の
は
常
緑
樹
の
森
林
の
中
だ

た

 

密
に

え
ば
た
だ
森
の
真

中
と
い
う

で
は
な
い

正
面
に
は

が
見
え
る
道
が
あ

り
果
て
に
は

な

面
を

う
よ
う
に

え
ら
れ
た
組
木
の

も
見
え
る

人

り
が
あ
る

森
の
道
中
と
い
う
風
情
だ

 
そ
の
光

に

思
わ
ず

直
す
る
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ま
じ
く
見
覚
え
が
あ

た
か
ら
だ

こ
こ

て

二
十
二
層
の

そ
の
と
お
り

 
合
い
の
手
を
打
つ
よ
う
に

背
後
か
ら

定
の
声

 

く
り
向
き
直
れ
ば
さ

き
別
れ
た
少
年
が
立

て
い
る

彼
の
背
後
に
は
一

の
ロ
グ

ハ
ウ
ス

そ
の
形
も
ま
た

非
常
に
覚
え
の
あ
る
も
の
だ

た

ね

ね

ま
さ
か
こ
こ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
じ

い
や
い
や

流

に
違
う

て

遠
く
の
方
に

は
見
え
な
い
し

天

も
無
い
だ
ろ
う

あ

ホ
ン
ト
だ

 

な
予
想
が
過
ぎ

た
も
の
の
そ
れ
は
す
ぐ
に

定
さ
れ
た

天

は

層
に
よ

て
は
現

実
の
天
気
を
反

し
て

さ
れ
る
事
も
あ

た
が

は
外

部
に

て

間
隔
に

立
し

て
い
た

そ
れ
が
無
い
と
い
う
事
は

こ
こ
は
浮
遊
城
で
は
な
い
と

え
る

 
な
ら
今

は

か

と
も

え
た
が

そ
れ
は
お

い
の
ア
バ
タ

が

定
し
た

 
仮
想
世
界
に

い
て
は
銀
髪
金

の
キ

ラ
で

す
と
決
め
た
彼
は

Ａ
Ｌ
Ｏ
と

で
の
容

の
変
化
は

し
く

を

け
ば

が

て
い
る
か

い
か
の
違
い
し
か
な
い
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に
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
バ
タ

デ

タ
を
コ
ン
バ

ト
し
た
の
だ
か
ら
そ
れ
は

然
だ

た

 
し
か
し

私
は
違
う

 
多
く
の
Ｓ
Ａ
Ｏ
組
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
プ
レ
イ

デ

タ
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
コ
ン
バ

ト
し
て
い
た

そ
の

に
髪
や
目

な
ど
に
種

特
徴
が
付

し
特
に
フ

リ
ア
な
ど
は
一
層
異
な
る
容

を
見
せ
て
い
る

だ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら

へ
コ
ン
バ

ト
し
た
時

Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
の

ゲ

ム
だ
か
ら
か

ど
の
容

は
か
つ
て
と

同
一
の
も
の
に
な

た

 
つ
ま
り

に

い
て

私
の
髪
色
は
現
実
と
同
じ

色
な
の
で
あ
る

 
し
か
し
彼
が
送

て
き
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
ロ
グ
イ
ン
し
た
こ
の
ワ

ル
ド
で
の
私
の
髪
色

は
水
色

更
に

え
ば

備

も
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｌ
Ｏ

に
な

て
い
る

こ
こ

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
テ
ス
ト
エ
リ
ア
だ

た
り
す
る

い
や

こ
こ
は

化
世
界
だ
よ

 

化

 
そ
の

語
を

く
と
因
縁

か
ら
ぬ
男
の
非
道
な
実
験
を
思
い
出
す

親
友
と
な

た
少
女

は
か
つ
て
そ
れ
に
よ

て
無
限
の
悪
夢
に

り
か
け
た
の
だ

ま
た
彼
が
自
身
の

に
在

た

と
対
峙
し
た
場

を
作

た
技
術
だ
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け
ど

少
し
引

掛
か
る

 

郷
の
実
験
デ

タ
や

は
全
て

に

収
さ
れ
た
と

い
て
い
る
が

 
そ
こ
で

と
い
う
ワ

ド
で
気
付
く

 
彼
が
交

し

兵

い
の
事
を
し
て
い
る
時
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
は

大

の

人
・

二

が
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム

の
リ

ダ

を
務
め
て
い
た
男
な
ら
そ
う

い

た

も
一

は
持

て
い
た

だ

 
加
え
て
彼
は
今
や

も
認
め
る
要
人

業
界
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な

て

い
る

 
あ
の
二
人
の
間
に

ら
か
の
取
引
が
あ

た
と
見
る
と
不
自
然
さ
は
無
く
な
る

キ
リ
ト
君
こ
の
ワ

ル
ド
を

意
す
る
た
め
に

は
ど
ん
な
契
約
を

さ
ん
と
交
わ
し
た

の
契
約
を
交
わ
し
た
の
は
天
才
三
人
組
と
だ

サ

バ

と
か
グ
ラ
フ

ク
と
か
そ
の

は

あ

ち
の

分
だ
か
ら

 

と

み
な
が
ら
キ
リ
ト
が

う

 

ど
こ
と
な
く
そ
の
表
情
か
ら
哀

が
漂

て
く
る
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か

⻑
が
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製
作
に

り
気
に
な

て
い
る
と
い
う
し

き

と
無

ぶ
り
み
た
い
な
事
を
頼
ま

れ
た
ん
だ
ろ
う
な

と
予
想
し

苦

す
る

大
変
だ
ね

ち
な
み
に

ど
ん
な
内
容
か

い
て
も
大

あ
あ

そ
れ
は

話
す
つ
も
り
だ

た
か
ら
な

は
後
で
話
す
け
ど

そ
う
だ
な

的
に

う
な
ら

 
そ
こ
で

彼
は
空
を
振
り

ぎ

え

む

数

開
け
て

こ
ち
ら
に

線
が

た

安
住
の
地

か
な

 
に
こ
り
と

い
な
が
ら
意
味
深
に
そ
う

た

  
そ
の
後

間
達
が
集
ま
り
始
め

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者
は

全

集
合

更
に
彼
の

義
理
の

親
ま
で
も
が
こ
の
ワ

ル
ド
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た

サ
チ
を

い
た
黒
猫

シ
ウ

ネ

達

ス
リ

ピ
ン
グ
・
ナ
イ
ツ

は
い
な
い

 
面
子
か
ら

み
る
に

人
に

か
れ
る
と
マ
ズ
い

裏

の
話
だ
ろ
う
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ヴ

ベ
ル
の
話
を

い
た
後
こ
の
場
に
い
る
面

は
未
来
の
話
だ
け
で
な
く

秋
十

の

性
に

し
て
も

を
敷
き
つ
つ

知
さ
れ
て
い
る

義

・

と
義

・

も
事
の

事
情
を
知

た
上
で
静
観
し
て
い
る
の
だ

 
お
そ
ら
く
今
回
も
そ
れ
に

す
る
話
な
の
だ
ろ
う
と
私
を

め
こ
の
場
に
集

た

は

え
て
い
た

 
そ
し
て

そ
れ
は

た

て
い
た

 
人
が
集
ま

た
後
彼
は

な
呼
び
出
し
に
対
す
る

罪
を

み
す
ぐ
さ
ま
本

に
入

た

 
ま
ず
彼
は

悪
い
報

か
ら
入

た

そ
れ
は
二
つ
あ

た

 
一
つ
目
は

今
日
の

前
中

会
本
部
ビ
ル
内
部
に
襲
撃
が
あ

た
事
を
報

さ
れ

た

た
だ
す
ぐ
に

圧
さ
れ
た
た
め

を
敷
か
れ
て
お
り
数
日
は
ネ

ト
で
話

に
な
る

事
は
な
い
だ
ろ
う
と
の
事

 
襲
撃
手

は
内
部
に
潜
入
し
た
主

が
遠
隔

作
す
る
機

人
形
を

い
た
方
法
だ

た

森

羅
の
守
護
者

の
ア
バ
タ

と
同
じ
技
術
を

い

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
上
の

シ
ス
テ
ム

と

の

者
デ

タ
を
反

さ
せ
た
偽
物
の

千
冬
が
活
動
し
て
い
た
と
い
う

そ

れ
を
更
識
楯
無
が
会
話
の
中
で
違
和
感
に
気
付
き
コ
ア
人
格
の
指

で

の
コ
ア
反
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応
が
無
い
事
を
決
め
手
に

破

し
よ
う
と
す
る
偽
物
を
和
人
と

国
代
表
候
補
達
が
対
応

し

破
壊

 
そ
の
偽
千
冬
を
遠
隔

作
し
て
い
た
主

は
電
波
か
ら
逆
探
知
し
た
ク
ロ
エ
に
よ
り
取
り

さ
え
ら
れ
た

 
そ
の
後
の

問
に
よ
り
そ
の
主

は
や
は
り
亡
国
機
業
の
手
の
者
だ
と
判
明
し
た
ら
し

い 
二
つ
目
は

く
彼
が

し
く
な
る
と
い
う
事

 

化
技
術
か
ら
亡
国
機
業
の
ア
ジ
ト
の
一
つ
を
把
握
で
き
て
今
の
内
に
攻
勢
に

り

出
そ
う
と

国
の
上
層
部
が
息

き
始
め
た
か
ら
ら
し
い

 

学
園
襲
撃
事
件
の

三
人
の

を
得
た
の
に
動
か
な
か

た
の
は

時
の

国
が
亡

国
機
業
と
い
う
存
在
の
危
険
性
を
正
確
に
理
解
し
て
い
な
か

た
か
ら
だ
が

亡
国
事
変
の

バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
セ
フ

ロ
ト

に

う
メ
テ
オ
な
ど
世
界
的
な

が

わ
に
な

た
事

で

決

を

か
す
よ
う
に
な

た

こ
れ
は
そ
の
変
化
な
の
だ
と
彼
は
語

た

 
本
来
な
ら
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

開

中
水
面
下
で
動
く
予
定
だ

た
が
そ
れ
が

り

上
が

た
の
だ
と
い
う
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わ
ば
Ｂ
Ｉ
Ａ
の
初

に
も
な
る
の
で
そ
の
最
前
線
に
立
つ
べ
く
彼
は

く
手
が
外
せ

な
い

 
そ
の
間

の
方
は

せ
た
と
伝
え
る
つ
も
り
で
私
達
を
呼
ん
だ
ら
し
か

た

ね

ボ
ク
達
は
手
伝
え
な
い
の

 
そ
こ
で
ユ
ウ
キ
が

も
な
意
見
を

た

の
た
め
の
森
羅
の
守
護
者
だ
と
不

な
面
持
ち
の
少
女
に
同

し

人
も

く

 
し
か
し

彼
は

を
横
に
振

た

今
回
は
事
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
少
数
精

の
速
攻
が
求
め
ら
れ
て
い
る

ジ

ミ
ン
グ
・

ミ
ス
ト
だ
け
で
な
く
電
波
で
逆
探
知
さ
れ
る
問

も
今
回
の
襲
撃
で

念
事

に
な

た

襲
す
る
以
上
悟
ら
れ
る
可
能
性
は
最

限
に
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
今
回
み
ん
な
を
頼
る
事

は

し
いん

そ
の

い
方

や

り
ア
バ
タ

じ

な
く
て

キ
リ
ト

和
人
本
人
が
行
く
ん
だ
ね

む
 
彼
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ

カ

チ

ム
と
し
て
ア
バ
タ

を

い
た
作
戦
行
動
も
行
う
と
さ
れ
る

が

の
身
体
能
力
も

け
た
も
の
が
あ
る

だ
か
ら
ど
ち
ら
に
な
る
か
と
は
思

た
が
彼
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を
心
配
す
る

ら

カ
マ
を
掛
け
た
ら
し
い

 
ジ
ト
目
を
向
け
る
ユ
ウ
キ
の
指

に

彼
は

く

た

そ
れ
で

他
に

が
同
行
す
る
の

 
そ
こ
で

に
背
を

け
て
話
を

い
て
い
た
シ
ノ
ン
が
表
面
上
は

静
に
し
か
し
ジ
ト
目

で
水
を
向
け
た

楯
無
と

千
冬
マ
ド
カ

と
ヴ

フ
ス
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
の
六
人
一
チ

ム
だ

他
に
も
い
る
と
は
思
う
が

そ
れ
以
外
は
ま
だ

け
て
な
い

 
そ
の
構
成
を

き

を
寄
せ
る

 
同
じ
ア
バ
タ

勢
に
な
る

の
ヴ

フ
ス
達
は

故
同
行
を
許
さ
れ
て
い
る
の
だ

と

 
そ
れ
と
も
う
一
点

お
ず
お
ず
と
手
を
上

る

あ
の

マ
ド
カ

て

マ
ド
カ
は

と

秋
十
の
実
の
姉

千
冬
の
実
の
妹
だ
な

だ
れ

 

で

な

を
し
た
人
が
多
か

た
か
ら
か
彼
が
補
足
す
る
も

惑
が
大
き
く

な

た

そ
ん
な
人
物
が
い
た
な
ん
て
私
達
は

い
て
い
な
か

た
の
だ
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だ
が
桐

谷
家
の
面

や
ユ
イ
ス
ト
レ
ア
達
は

静
だ

た

家

に
は
先
ん
じ
て
話
し

て
い
た
事
ら
し
い

あ
の
そ
の
マ
ド
カ
さ
ん

て
も
し
か
し
て
学
園
襲
撃
事
件
の
時
に
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
対

峙
し
て
た
人

 
お
ず
お
ず
と

シ
リ
カ
が
問
い
を
投

る

 
そ
う
い
え
ば
と
私
は

時
の
事
を
振
り
返
る

今
で
こ
そ

も
れ
て
い
る
が

時
は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
そ

く
り
と
い
う
事
で
に
わ
か
に
話

に
な

た
と

い
た
事
が
あ
る

私
も
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と
対
話
し
て
い
る
少
女
を
見
て
あ
ま
り
に
似
て
い
る
と
感
じ
た
事
を
記

し
て
い
る

 
キ
リ
ト
は
特
に
気
負
う
事
も
な
く

い
て
み
せ
た

あ
あ

そ
う
だ

あ
の
事
件
で

に
な

た
後

亡
国
機
業

の
情
報
を
流
し
て
も
ら

て
い
た

と
は

え
そ
の

は

さ
れ
て
い
た
の
か
参
加
す
る

務
以
外
の
事
は
あ
ま
り
知

て
な
か

た
よ
う
だ
け
ど

ん

で
も
そ
い
つ

ホ
ン
ト
に
信

出
来
る
の

 
テ
ロ
組

に
い
た
ん
で
し

 

し
打
ち
と
か
あ
り
得
る
ん
じ

な
い
の

 
そ
れ
に
声
を
上

た
の
は

シ
リ
カ
の

に
立
つ
ベ
ビ

ピ
ン
ク
の
鍛
冶
妖
精
リ
ズ
ベ

ト
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だ

彼
女
も
疑
り
深
い
性
格
だ
が

圏
内
事
件
に

し
て

ラ
フ

ン
・
コ
フ

ン

う

の
一

だ

た

モ
ル
テ
に

し
打
ち
さ
れ
て
か
ら

車
が
掛
か

た
気
も
す
る

 
と
は

え
今
の
彼
女
が

い
て
い
る
の
は
マ
ド
カ
に
対
す
る
疑
心
よ
り
は
キ
リ
ト
を

じ

る
思
い
で
あ
る
事
は
表
情
か
ら
分
か

た

 
そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か

キ
リ
ト
は

み
を
浮
か
べ
た

そ
れ
は
無
い

秋
十
が
誘

さ
れ
る
時
の

像
を
記
録
し
た
の
は
マ
ド
カ
だ

仮
に
裏
切
る

気

だ

た
と
す
れ
ば

ダ
リ
ル
が
秋
十
を

れ
去
る
時
に
脱

し
た
だ
ろ
う

あ

ア
レ

て
そ
の
人
が

た

像
だ

た
の

 
知
ら
な
か

た

と
リ
ズ
が

く

 

会
経
由
で

メ
デ

ア
に
報
じ
ら
れ
ダ
リ
ル
・
ケ
イ
シ

に
発
展
し
た
大
本
の

像
は

い

た
い

が

影
し
た
も
の
か
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

し
か
し
現
在

そ
れ
を
追

す
る
人
は
い
な
い

も
が
勝
手
に

ノ
之
束
な
ら
可
能
だ
ろ
う
と

得
し
て
い

た
か
ら
だ

 
し
か
し
ま
さ
か

護
下
に
あ
る
と
は

え
以
前
襲
撃
し
た
仕
掛
け
人
そ
の
も
の
が
協
力
し
て

い
た
と
は
知
ら
な
か

た
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ね

お
か
し
く
な
い

 
あ
の

像

学
園
の
敷
地
内
に
し
て
も
明
ら
か
に

の
外
だ

た
よ
ね

 
な
ん
で
今
も

束
中

て
報
じ
ら
れ
て
る
人
が
カ
メ
ラ
持

て
外
に
出

て
た
の

 
そ
こ
で

フ

リ
ア
が

し

に
疑
問
を

に
し
た

 

わ
れ
て
気
付
く

確
か
に

彼
は
い
ま
私
達
に
対
し

あ
の
時
脱

し
な
か

た
か
ら
と

た

つ
ま
り
彼
は
マ
ド
カ
の
そ
の
行
動
が
あ

た
か
ら
信

し
た
と

た
よ
う
な
も
の

だ 
そ
う
な
る
と
辻
褄
は
合
わ
な
い

 

の
外
に
出
て
い
る
時
点
で
脱

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ

そ
こ
か
ら

回
の
機
会
を

得
た
に
し
て
も

信

出
来
る
か
は
依
然

し
い

 
だ
か
ら
さ

き
の
彼
の

葉
は
不
確
実
性
を

ん
だ
も
の
と
な
る

フ

リ
ア
は

そ
こ
が

引

掛
か

た
の
だ

う

ん

つ
ま
り
あ
の

像
を

る
時
点
で
彼
女
を
信

す
る

か
が
キ
リ
ト
に
は
あ

た

て
事
か
な

 
そ
う
推
論
を

た
の
は
サ
チ
だ

た

和
な

立
ち
を
思

に
し
な
が
ら
彼
女
は
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け
るそ

の
マ
ド
カ
さ
ん

て
ア
キ
ト
よ
り
年
上
み
た
い
だ
し

小
さ
い

に
面
倒
見
て
も
ら

て

た

て

親
が

発
し
た
の

て
一

の
時
だ

け

そ
う
だ
な

 
サ
チ
の
独
り

に
応
じ
た
の
は
キ
リ
カ
の
方
だ

た

精
神
記

面
も
デ

タ
化
さ
れ
た

事
で

気

と
い
う

な
状

が
無
い
彼
の
断

は

も
な
く
強
い
説
得
力
が
あ
る

じ

あ
ヴ

ベ
ル
さ
ん
が
教
え
た

行
世
界
の
情
報
で
マ
ド
カ
さ
ん
が
味
方
だ

た
と
か

あ

た

て
る
み
た
い
で
す
ね

 
キ
リ
ト
は
無

を

い
て
い
る

 
だ
が

や
表
情
の

か
な
変
化
か
ら
ラ
ン
が
動
揺
を

み
取

て
み
せ
た

ど
う
や
ら
サ
チ

の

み
が

た

た
ら
し
い

そ
う
な
の

あ
あ

そ
う
だ
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サ
チ
の

み
の
な
い
問
い
に

キ
リ
ト
は
あ

さ
り
と

れ
た

行
世
界
で
も
マ
ド
カ
は
亡
国
機
業
の
戦
闘

だ

た

大

中
か
ら
味
方
に
な

て

く
れ
て
い
た
し

の
事
を

じ
て
く
れ
て
い
た

た
だ

行
世
界
は

秋
十
が
存
在
し
な

い
世
界
だ

加
え
て
そ
れ
は

と
ヴ

ベ
ル
だ
け
が
知
る
話
だ
し
こ

ち
の
世
界
で
も
同
じ
と

は
断

で
き
な
い

あ

つ
ま
り
ア
レ
か

あ
の

影
は

イ
ツ
を

し
た

て
事
だ
な

 
ク
ラ
イ
ン
の

め
に

そ
う
だ
と
彼
は

く

 
そ
れ
で
と
私
は

得
し
た

 
彼
が
最
初
か
ら
信
じ
て
い
た
か
ら

士
も
信
じ
お
そ
ら
く
更
識
楯
無
も
信

し
カ
メ
ラ
を

し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
ら
出
て
い
た
の
は
裏
で
仕
組
ん
で
い
た
も
の
だ

た
の
だ

そ
し
て
彼
女
を

し
た

秋
十
誘

の
件
は
思

た
以
上
に

い
行
動
だ

た
だ
け
で

か
ら

予
想
し
て
い
た
事
だ
と
は

い
て
い
る

つ
ま
り
あ
の
誘

現
場
の
証

像
は

に
示
す

み

だ

た

だ

 
世
間
一

に
は

せ
ら
れ
て
い
る
が
彼
と
繋
が
り
の
あ
る
人

に
は

に
知
ら
さ
れ
て
い
る

に
違
い
な
い
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じ

あ
今
回
の
そ
の
チ

ム

て
本
格
的
に

に
向
け
て
マ
ド
カ
さ
ん
の

意
を
伝
え
る

た
めそ

れ
も
あ
る

そ
れ
も

 
他
に
は

今
回

ら
え
た
仕
掛
け
人
か
ら

き
だ
し
た

点
が
マ
ド
カ
が
知
る

点
と
合

し
た
か
ら

内
人
も

ね
て
る

へ
 
そ
ん
な
事
も
あ
る
ん
だ
な

と
思

た

オ
レ
ン
ジ
ギ
ル
ド
な
ら

点
を
知
る
プ
レ
イ

が

ま

た
場
合
す
ぐ
に

点
を

す
だ
ろ
う
に
一
か
月
以
上
経
過
し
た
今
で
も
同
じ

点

を
使

て
い
る
の
は
予
想
外
だ

た
の
だ

 
す
ぐ
に

せ
な
い

点
な
の
か

 
あ
る
い
は
本
命
を

し
終
え
た

け

つ
ま
り

か

 
マ
ド
カ
を

れ
て
い
く
の
は

そ
の

を
見
定
め
る
た
め
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

あ
あ

そ
う
だ

い
忘
れ
て
い
る
事
が
あ

た

 
そ
こ
で

と

か
を
思
い
出
し
た
の
か

キ
リ
ト
が
話
を
切

た
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な
ん
だ
が

み
ん
な
に
気
に
掛
け
て
欲
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

る
ん
だ

 
そ
う
切
り
出
し
た
彼
が

う
に
は
名
前
も
表
示
さ
れ
な
い

な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
存
在
す
る
の
だ

と
い
う

更
に
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
出
す
ク
エ
ス
ト
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
護
衛
す
る
そ
こ
そ
こ
苦
労
す
る
ク

エ
ス
ト
な
の
に
報

が
一
コ
ル

名
前
に

す
る
手
掛
か
り
に
な
る
情
報
も
い

さ
い
無
し

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
バ
グ
と

う
に
は

な
感
じ
で
な

は

初

日
だ
し

場
達
に
サ

バ

を
見
て
も
ら

た
が
特
に
問

は
見
ら
れ
な
か

た
ら
し
い

ま

バ
グ
だ
と
し
て
も
不
思
議
じ

ね

け
ど
な
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム
の
サ

ビ
ス
開
始
直
後
は
そ
ん
な
も
ん
だ
し

そ
う
そ
う

サ

ビ
ス
開
始
か
ら
数
時
間
以
内
に

メ
ン
テ
と
か

は
ザ
ラ
だ

た
ん
だ

 
イ
ベ
ン
ト
配
信
直
後
と
か
で
も
多
か

た
し
よ

そ
う
い
え
ば

は
そ
う
だ

た
わ
ね

私
は
知
ら
ん
が
な

 
エ
ギ
ル
ク
ラ
イ
ン

エ
メ
ラ

ホ

ン高
の
成
人
し
て
い
る
大
人
四
人
が

に

う

ち
な
み
に
義
・

ホ

ン
は
ゲ

ム
を
あ
ま
り
し
た
こ
と
が
無
い
ら
し
い

キ

そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

て
ど
ん
な
容

な
ん
で
す
か
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女
性
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

体
格
は
シ
リ
カ
髪
型
は
サ
チ
に
近
い
な

白
と
水
色
を

に
し
た
ワ
ン

ピ

ス
み
た
い
な

を

て
て

一
目
見
て
高
レ
ア
と
分
か
る
も
の
だ

た

あ

 
特
徴
を

き
出
し
た
大
人

の
ユ
イ
が

乱
な
声
を
上

た

な
ん
だ
そ
の
反
応

い
え

ク
エ
ス
ト
と
か
表
示
さ
れ
な
い
名
前
で

し
て
は
い
ま
し
た
が
こ
れ
で
確
定
し

た
な
と

プ
レ
ミ
ア
さ
ん
で
す
ね

プ
レ
ミ
ア

 
名
前
あ

た
の
か

違
う
よ

 
ア
タ
シ
と
ユ
イ
と
キ
リ
カ
で

し
て
名
前
を
付
け
て
あ

た
の

 
ず

と
名
無
し
じ

可
哀
想
だ
か
ら
ね

 

を

た
キ
リ
ト
の
前
に
ス
ト
レ
ア
が
躍
り
出
た

ら
に
は
キ
リ
カ
を
し

か
り

ま

え
て
い
る

 
話
を

け
ば

プ
レ
ミ
ア
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
知
り
合

た
の
は

ベ
ン
チ
に

て
い
る
キ
リ
カ
に
近
付
い
て
き
た
か
ら
ら
し
い

場

に
つ
い
て
の

問
に
反
応
し
一

り
ク
エ
ス
ト
を
追
え
た
後
に

姉
妹
と
遭
遇

そ
こ
で
状
況
の
異
常
さ
が
発
覚
し
た
の
だ
と
い
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う 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
初
期
設
定
が
全
て

ｎ
ｕ
ｌ
ｌ

ゼ
ロ
番
の
ダ
ミ

ク
エ
ス
ト

 
そ
れ
が
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
異
常
さ
の
原
因
だ

た

な
る

ど

で
も
こ
れ
で

お
か
し
な
話
に
な

た
な

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は

故
そ
ん
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

を

過
し
て

い
や

む
し
ろ
逆
か

 
設
定
白
紙
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で

か
を
し
よ
う
と

だ
が

を

 

く
ぶ
つ
ぶ
つ
と

き
な
が
ら

え

ん
で
い
た
彼
は
は

と
大
き
く
息
を

き

を

振

た
ダ
メ
だ
な

推
論
は
浮
か
ぶ
が
突

子
が
無
さ
過
ぎ
る

と
も
あ
れ

な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る

事
は
確
か
だ

二
十
四
時
間

に

ら
れ
る
キ
リ
カ
達
が

先
し
て
気
に
掛
け
て
く
れ

か
ら
そ
の
つ
も
り
だ
が

 
黒
ず
く
め
の
少
年
キ
リ
カ
は

そ
こ
で

葉
を

ま
ら
せ
た

な
に
か

い
た
い
事
が
あ
る

が

ど
う
し
た
も
の
か

と
悩
む
よ
う
な

振
り
を
見
せ
る

 
キ
リ
ト
が

を

る

だ
が

な
ん
だ
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も
し
不

合
が
発
覚
し
た
ら
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

プ
レ
ミ
ア
は
消
さ
れ
る
ん
じ

な
い
か

 

を
寄
せ
な
が
ら

苦

の
面
持
ち
で
問
い
か
け
る
キ
リ
カ

反
対
方
向
に

を

つ
つ

も

だ
ろ
う
な

と
キ
リ
ト
は
応
じ
た

ユ

ミ
ル
は
運

を

さ
れ
て
る
だ
け
で
開
発
の
主
導
は

だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ
と

か
と
問

が

き

け
て
る
し
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
を
流

し
て
い
る

で

の
監

も

あ
る

問

の
芽
は

め
に

み
取
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う

そ
も
そ
も
の
話
初
期
設
定
が
無
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
動
い
て
い
る
状
況
は
異
常
な

だ
し

そ
れ
を
放

し
た
と
こ
ろ
で
良
い
事
は
な
い

だ
よ
な

 
キ
リ
ト
が

て
い
る
事
は
正
論
だ

企
業
や

も

善
事
業
で

を
開
発
・
運

し
て
い
る

で
は
な
い

不

に
な
り
得
る
問

が
あ
れ
ば
そ
れ
に
対

す
る
の
が

然

で
あ
る

気
に
掛
け
て
欲
し
い
と
彼
が

て
い
た
の
は
問

点
が
分
か
ら
な
か

た
か
ら
で

今
は
異
常
な
状

を
ユ
イ
達
に
よ

て
知
ら
さ
れ
て
い
る

本
来

て
は
な
ら
な
い
状

の
Ｎ
Ｐ

Ｃ
が
い
る

そ
の
事
実
は
運

が
動
い
て
然
る
べ
き
事

だ

 
そ
れ
を

い
た
キ
リ
カ
の
表
情
は

か
に

し
か
し
確
実
に

ん
だ

 
彼
の
表
情
を
見
て

ん
と
来
る
も
の
が
あ

た
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ね

キ
リ
ト
君

そ
の
プ
レ
ミ
ア

て
い
う
女
の
子
の
事

く
様
子
見
で
い
い
ん
じ

な

い
か
な

ア
ス
ナ

 

し

に

キ
リ
カ
が
見
て
く
る

 
私
は
彼
に

い
か
け
て
か
ら

線
を
銀
髪
金

の
少
年
に

し
た

今
す
ぐ
に
消
す
の
は

な
ん
だ
か

可
哀
想
な
気
が
す
る
か
ら

 
合
理
的
な
理
由
は
無
い

完
全
な
感
情
あ
り
き
の

え
だ

 
だ
が
こ
れ
こ
そ
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う

キ
リ
カ
が

葉
を

ら
せ
て
い
た

の
は
合
理
的
で
な
か

た
か
ら
に
違
い
な
い

そ
う
私
は
確
信
し
て
い
た

あ
の

私
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す

運

に
彼
女
の
状

を
知
ら
せ
る
の
は

て
欲
し

い
で
す

 
同
じ
事
を

え
て
い
た
の
か
す
か
さ
ず
同

し
た
の
は
ユ
イ
だ

た

件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
名
付

け
親
の
よ
う
な
立
場
に
な

た
彼
女
も
感
じ
る
も
の
は
あ

た
の
だ
ろ
う

あ
る
い
は
か
つ
て
の

自
身
の
境
遇
と
重
ね
た
の
か

悪
い
が

そ
れ
は
出
来
な
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
し
か
し

の

護
す
る

気
に
反
し

彼
は

を
示
し
た

ど

ど
う
し
て

は

常
の
テ
ス
タ

と
異
な
る
形
で
契
約
し
て
い
る
デ
バ

カ

で
も
あ
る
問

が
あ
れ

ば
開
発

に
も
報

す
る
義
務
を
背
負

て
る

報

す
べ
き
か
ど
う
か
は

の
裁

に

ね

ら
れ
て
な
い

た
だ
で
さ
え

く
付
き
の

ワ

ル
ド
な
の
に

過
す
る
事
は

更
出
来
な
い

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
み
た
い
な
事
に
な

て
も

る
し
な

う
 
お
そ
ら
く
最
も
あ
の
事
変
の
真

に
気
付
い
て
い
た
少
年
に
そ
う

わ
れ
る
と
た
だ

き

ま
れ

助
け
ら
れ
た
だ
け
の
私
は

も

え
な
か

た

 
彼
は
あ
あ

て
い
る
が
問

を
報

し
て
対

し
よ
う
と
す
る
意
思
の
裏
に
は
私
達
を

じ
る
気
持
ち
が
存
在
す
る

ワ

ル
ド

で
あ
れ
ば
ユ
イ
達
が
そ
の
影

を
ダ
イ

レ
ク
ト
に

け
る

で

や
は
り
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

だ

彼
に
と

て
の

み
ん
な

で
は
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
よ
り
そ
の
み
ん
な
を

先
し
よ
う
と
す
る
の
は

然
の
事
な
の

か
も
し
れ
な
い

一
応

て
お
く
が

自
身
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
消
去
に
反
対
だ
ぞ
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な
に

本

で
す
か

個
人
的
に
は
ユ
イ
姉
達
が
い
る
か
ら

立
場
的
に

え
ば
す
ぐ
に
プ
レ
ミ
ア
と
名
付
け
ら
れ

た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
消
去
し
た
と
こ
ろ
で
根
本
的
な
解
決
に
な

て
な
い
か
ら
だ
な

 
彼
は

う

如

な
る
経

で
あ
れ
カ

デ

ナ
ル
が

す
る
世
界
に
生
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

確
実
に
そ
の

配
を

け
て
い
る

と

本
来
で
あ
れ
ば
エ
ラ

修
正
機
能
が

く

そ
の

外
が
ユ
イ
姉
だ

た

だ
が

時
は
負

の
感
情
ロ
グ
や

郷
の

な
ど
で
そ
れ
ど
こ
ろ
じ

な
か

た
か
ら
こ
そ
の

外

は
ま
だ
そ
こ
ま
で
タ
ス
ク
を

か
れ
る
事
が

き
て
な
い

そ
れ
に
も

わ
ら
ず
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

は
動
き
始
め
ク
エ
ス
ト
ま
で
発
生
さ
せ
て
い
る

の
ホ
ロ
ウ
の
時
の
よ
う
に
カ

デ

ナ

ル
が
自
ら
作
り
出
し

動
か
し
て
い
る
と
取
れ
な
く
も
な
い

え

 
キ
リ
ト
君
の
ホ
ロ
ウ

て

カ

デ

ナ
ル
が
自
分
で
作
り
出
し
た
も
の
だ

た
の

 
彼
の

葉
に
引

掛
か
り
を
覚
え
た
の
で

そ
う
問
い
か
け
る

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
い
た
ホ
ロ
ウ
は
確
か
に
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
自
ら
作
り
出
し
た
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Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
だ

プ
レ
イ

に
代
わ
り
自
作
し
た
ク
エ
ス
ト
や
ア
イ
テ
ム
の
テ
ス
ト
を
す
る
た

め
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達

し
か
し
キ
リ
ト
の

い
方
で
は
ま
る
で
彼
の
ホ
ロ
ウ
だ
け
意

的
に
作
ら
れ

た
も
の
だ
と
取
れ
る

 
す
る
と
彼
は

一

だ
け
ス
ト
レ
ア
を

い
で
キ
リ
カ
を
見
た

二
人
が

く

 
そ
れ
か
ら
キ
リ
ト
は
話
し
始
め
た

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
が
ど
う
い

た
存
在
だ

た
の
か

な

他
の
ホ
ロ
ウ
と
違

て
自
我
や
記

を
持

て
い
た
の
か

 
カ

デ

ナ
ル
は

デ
ス
ゲ

ム
を
終
わ
ら
せ
ら
れ
る
プ
レ
イ

と
し
て
キ
リ
ト
を
見
初

め
彼
が
死
ん
だ
時
の
代

と
し
て
ホ
ロ
ウ
を
生
み
出
し
た

彼
の
性
格
行
動
な
ど
の
デ

タ

取
の
た
め
に
ス
ト
レ
ア
が

さ
れ
た
ら
し
い

 
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
だ

た
ス
ト
レ
ア
に
は
プ
レ
イ

と
の

触
禁
止
が
出
さ
れ
て
い
た
が
プ
レ
イ

ア
カ
ウ
ン
ト
を

す
る

け
道
を
使

て
や
り
過
ご
し
て
い
た

し
か
し
そ
の
プ
レ
イ

ネ

ム
が
生
命
の

に
存
在
し
な
い
事
を
知

て
い
た
キ
リ
ト
は
ア
カ
ウ
ン
ト
の
差
異
以

外
は
共

点
ば
か
り
の
ユ
イ
と
絡
め

そ
の

性
を
悟

て
い
た
の
だ
と
い
う

 
正
確
に
把
握
し
た
の
は

郷
を

ら
え
た
後
だ

た
ら
し
い

 
リ

フ

や

親
達
一
家
は

き
知

て
い
た
よ
う
だ
が

私
達
は
初

で
あ
る



 第八章 〜
和 人 組
幹部会議・前〜

 
な
ん
だ
か
今
日
は
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か

た
事
実
を
た
く
さ
ん
知
る
な

と
遠
く
を
思
わ
ず

め
て
し
ま

た

 
し
か
し
こ
れ
を
知

た
私
は
彼
が
プ
レ
ミ
ア
に

す
る
問

と
し
て
語

た
推
論
を

定
出
来
な
い
と
思

た

に
ホ
ロ
ウ
と
い
う
前

が
い
る
の
だ

う

ん

で
も
カ

デ

ナ
ル
が

与
し
て
い
る
と

う
に
は
彼
女
は
ち

と
無

過
ぎ
ま
す
よ
ね

バ
グ

て
た

の
ユ
イ
姉
よ
り
も
無

だ

た
な

キ

そ
れ
は
ち

と

い
方

く
な
い
で
す
か

ち
な
み
に
そ
の
プ
レ
ミ
ア
ち

ん

て

ど
ん
な
感
じ
の
子
な
の

 
気
に
な

た
の
で

問
す
る
と
物
静
か
と
キ
リ
ト
が
返

け
て

を
開
い
た
の
は
キ

リ
カ
だ

た

表
情
も

し
い
し

葉
数
も
少
な
い
な

ク
エ
ス
ト
中
は

の
後
を
静
か
に
付
い
て
来
て
た

あ

た
し
か
に
ユ
イ
ち

ん
よ
り
無

て
感
じ
だ
ね

ア
ス
ナ
さ
ん
ま
で
そ
う

い
ま
す
か

 
裏
切
ら
れ
た

 
と

目
し

こ
ち
ら
を
見

め
て
く
る
大
人

の
ユ
イ
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い
や

だ

て
地
下
迷

に
潜
る
時
に
私
と
ユ
ウ
キ
が
呼
び
出
さ
れ
た
の

て
一
緒
に

行
く

て

て

か
な
い
ユ
イ
ち

ん
の
護
衛
の
た
め
だ

た
か
ら

は
ぐ

 

い
ト
コ
を
突
か
れ
た
と
ば
か
り
に
彼
女
は

を

さ
え
が

く
り
と

を

め

い
た

ユ
ウ
キ
は
と

え
ば

あ

そ
う
だ

た
ね

と

か
し
ん
で
い
る

 
わ
な
わ
な
と

え
て
い
る
彼
女
に
は
悪
い
が
私
は
地
下
迷

に

ん
で
い
る
時
の
少
女
ユ
イ

の
は
し

ぎ
よ
う
は
し

か
り
記

し
て
い
る
の
だ

仮
に
も
義
姉
の
安
全
の
た
め
に
気
を

り

め
さ
せ
て
い
た
少
年
か
ら
す
れ
ば
彼
女
の
様
子
か
ら
無

と
は

え
ま
い

え

た
と
し
て
も

現
状
プ
レ
ミ
ア
と
い
う
少
女
の
方
が
軍
配
が
上
だ

 
そ
れ
は
つ
ま
り
プ
レ
ミ
ア
が
今
後
ど
う
成
⻑
し
て
い
く
か
に
よ

て
は
無

で
な
く
な
る
と

い
う

だ
が

ま

そ
う
い
う

だ

そ
の
プ
レ
ミ
ア
が
ど
う
い
う
経

で
動
き
出
し
た
か
も
不
明
だ
か
ら

は

く
運

と
開
発

に
は
様
子
見
を

し
て
お
く

場
と

な
ら
話
は

い
て
く
れ

る
だ
ろ
う

逆
に

か
な
か

た
ら
問

な
気
が
す
る
け
ど
ね
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苦

気
味
に
リ

フ

が

く

 
今
で
は

方
で
一
家

あ
る
と

わ
れ
る
立
場
に
な

て
い
る
少
年
の

だ
よ

ど
的
外
れ
で
な
い
限
り

く

持
た
れ
な
い
と
い
う
事
は
無
い
だ
ろ
う

実

根
本
的
な
解
決

に
な
ら
な
い
と
い
う
理
論
武

が
あ
る

だ
し
そ
の
情
報
を

し
た
ユ
イ
達
も

に
知
ら
れ

て
い
る
存
在
だ

が
信
じ
な
く
て
も

運

が

き
か
け
る
の
は
確
実
で
あ
る

 

本

に
立

に
な

た
な

キ
リ
ト
君

 
ビ

タ

必
要
悪

生
に
立
ち
会

た
者
と
し
て

ど
こ
か
感

深
く
思

た

  
・
共
有
し
た
情
報

 

会
ビ
ル
襲
撃
事
件

 

亡
国
機
業

ア
ジ
ト
襲
撃

 
マ
ド
カ
の

性

い
な
ど
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名
無
し
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
問

 
ス
ト
レ
ア
の
出
現
経

 
ホ
ロ
ウ

キ
リ
カ
の
製

経

  
・
共
有
し
て
な
い
情
報

 
良
い
報

二
つ

 

か
ら
の
メ

セ

ジ

キ
リ
カ

  
共
有
さ
れ
て
な
い
情
報
が

命
的
過
ぎ
る
ん
だ
よ
な
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第
九
章
 

和
人
組

幹
部
会
議
・
後

  
ど
う
も

お

し
ぶ
り
で
す

 

さ
ん
の
キ

ラ
が
中

し
い
ん
じ

よ

原
作

で
出
た

き
り
だ
か
ら

非
も

な
い
ネ

血

 

点

桐

谷

初

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 
さ
て

悪
い
報

は
こ
こ
ま
で
だ

 
私
が
知
ら
な
い
ユ
イ
の
過
去
の

動
で
空
気
が
和
ん
だ
と
こ
ろ
で

キ
リ
が
い
い
と
み
た
か
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キ
リ
ト
が
そ
う

て
話
を
切
り
上

た

そ
れ
か
ら
残
る
良
い
報

を
あ

け
ら
か
ん
と

た
良
い
報

は

自
前
の
仮
想
世
界
を
作

た
事
と

組
の
独
立
し
た
ア
バ
タ

の
完
成
に

目

が
つ
い
た
事
だ

 
前

は
分
か
る

自
分
た
ち
が
い
ま
い
る
場

は
息
子
の
イ
メ

ジ
を

み
取
り
精

に
再

現
し
た
世
界
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
か
ら
だ

デ
ス
ゲ

ム
中
に

一

有
し
時
に

間
を
呼

ん
で
食

を

い
も
し
た
思
い
出
の
家
ら
し
い

彼
は
そ
の
技
術
を

化
と
呼
称
し
て
い

た 
彼

く

安
住
の
地

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
な
ど
は
企
業
が
運

す
る
ゲ

ム
の
た
め

遠
に
存
在
し

け
る

で
は
な
い

時

か
は
サ

ビ
ス
終
了
を

え
る
日
が
必
ず

れ
る

そ
れ
に
備
え

今
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
や

を

転

と
し
て
い
る

達
の
た
め
の
不
変
の

点
だ
と
い
う

 
だ
が

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
サ

ビ
ス
が
終
了
し
た
時
は
ま
た
別
の
ゲ

ム
に

住
す
る
の
も
い
い
だ
ろ
う

し

か
し
そ
の
ゲ

ム
で

み
重
ね
た
思
い
出
は
形
と
し
て
残
ら
な
い

必
死
に
お
金
を

め

入
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し
た
高

な
マ
イ
ホ

ム
も
ゲ

ム
と
一
緒
に
消
失
す
る

ア
バ
タ

も

備
も

 
キ
リ
ト
は

そ
れ
は

し
い
と

え
た
と
い
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
が

し
い
事
ば
か
り
じ

な
か

た
の
は
事
実
だ

で
も

苦
し
い
事
だ
け
じ

な

か

た
の
も
事
実

二
年
と
い
う
月
日
を
無
か

た
事
に
は
出
来
な
い

あ
の

に

り
た
い
と

は
思
わ
な
い
が

思
い
出
の
も
の
を
残
し
て
い
た
い
と
は

思
う
ん
だ

 
年
に
そ
ぐ
わ
ぬ

の
面
持
ち
で
彼
は

た

 
そ
こ
に
無
い
も
の
を

も
う
と
す
る
よ
う
に
そ
の
華

な
手
を
握
り

む

然
彼
の
五
指

は
空
を
掻
い
た

彼
の

感
が
よ
り
色

く
な

た
気
が
し
た

 
そ
の
様
子
を

彼
の

間
達
も
ま
た

の
目
で
見
て
い
た

 
彼
ら
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
デ

タ
や

備
を
コ
ン
バ

ト
さ
せ
て
い
る
経

が

あ
る

完
全
新

よ
り

遇
さ
れ
て
い
る
か
ら
そ
う
し
て
い
る
の
か
と
思

て
い
た
が
ど
う
や

ら
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
ら
し
い

か

の
武
士
の
よ
う
に
彼
ら
は
自
身
の
持
ち
物
に
な
に
が

し
か
深
い
思
い
入
れ
を

い
て
い
た
よ
う
だ

 
息
子
に
と

て

あ
の
黒
い
剣
と

の
剣
が
そ
う
で
あ

た
よ
う
に

化
技
術
は

き

と
過
去
の
思
い
出
と
か
喪

た
も
の
を
形
に
す
る
事
が
正
し
い
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使
い
方
な
ん
だ
と
思
う

ん
の
少
し

む
間

過
去
を
振
り
返
る
た
め
の
も
の
と
し
て

 
人
道
か
ら
外
れ
た

の

物

化

を

彼
は
そ
う

し
た

 
そ
し
て
こ
の
技
術
が
世
に
解
き
放
た
れ
る
日
は
恐
ら
く
来
な
い
だ
ろ
う
と
も

た

正
し

く
使
う
よ
り
も
悪

す
る
方
が
あ
ま
り
に
容

だ
か
ら
だ
と

ま
た
人
間
の
大

に
ス
キ

ン
を

掛
け
る
と
い
う
の
は

安
全
性
の

面
か
ら

会
的
に
認
め
ら
れ
に
く
い
だ
ろ
う
か
ら
だ
と

 
キ
リ
ト
の
イ
メ

ジ
が
反

出
来
た
の
は
彼
の
強

な

に
よ
る
も
の
だ
と
い
う

強
い

感
情
と
強

な
イ
メ

ジ
に
よ

て
活
性
化
し
た

波
電
気
信

の

が

人
よ
り
多
大
だ
か

ら
こ
そ
出
来
る
力
技
ら
し
い

 
故
に
こ
の
技
術
は

の
面

く
ら
い
し
か
恐
ら
く
使
え
な
い
と
彼
は

た

人
間
と
違
い

は
記

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ

タ
だ

シ
ス
テ
ム
の

格
が
同
じ
カ

デ

ナ
ル
だ
か
ら

化
も
し

い

だ

つ
ま
り

私
達
が
残
し
た
い
と
思

た
思
い
出
の
地
を

そ
の

化
に
よ

て
こ
の

ワ

ル
ド
に
再
現
す
る
事
が
出
来
る
と

そ
う

だ
か
ら
こ
そ

安
住
の
地

と
い
う

だ

 
ユ
イ
の
問
い
に
キ
リ
ト
が

み
と
共
に
応
じ
る

た
だ
ゲ

ム
が
終
わ

た
後
に
も
残
る
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点
と
し
て
だ
け
で
な
く
自
ら
思
い
出
を
残
し
て
い
く
場

と
し
て
在
る
の
だ
と
彼
は

た
の
だ

 
な
る

ど

確
か
に

真
の
意
味
で
安
住
の
地
と

え
る

今
後

き

と

ヴ

フ
ス
達
の
よ
う
に
成
⻑
す
る

が
増
え
て
い
く

だ

住
地
に

も
最

だ
ろ
う

そ
う

に
増
え
る
と
は
思
わ
な
い
が

い
や
間
違
い
な
く
増
え
る

達
は
ユ
イ
達
に
影

を
与
え
て
い
た
し
ヴ

フ
ス
は

の

影

を

け
た

キ
リ
カ
の
影

を

け
る
存
在
も
今
後
出
て
く
る
の
は
間
違
い
な
い

直
近
で

う
と
さ

き
話
に

が

た
プ
レ
ミ
ア
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

に
可
能
性
と
し
て
あ
る
と
思

て

い
る
ぞ

 
キ
リ
ト
の
そ
の

葉
に

反
論
の
声
は
無
か

た

 

親
か
ら
し
て
み
る
と
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
は
色
違
い
の

子
の
よ
う
な
感
覚
だ

多
少
の
差

異
は
あ
る
が
根
本
的
に
は
同
じ
思
想
を
持

て
い
る

な
ら
キ
リ
ト
の
よ
う
な
影

力
を
キ

リ
カ
も
持

て
い
る
と

え
る
の
は
な
ん
ら
お
か
し
な
事
で
は
な
い

キ
リ
カ
自
身
も
少
な
か
ら

ず
思

て
い
る
か
ら
反
論
し
な
か

た
に
違
い
な
い
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に

組

の
独
立
し
た
ア
バ
タ

に

し
て

 
こ
れ
は

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

が
使

し
て
い
る
遠
隔

信
前

の

体
と
異
な
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
モ
リ

を
内

し
た
事
で

信

を
も
の
と
も
し
な
い
兵
力
を
得
る
事
を
目

的
と
し
た
ア
バ
タ

だ
と
い
う

ヴ

フ
ス
達
が
亡
国
機
業
の

点
に
襲
撃
を
掛
け
る
チ

ム
に
参
加
し
て
い
る
の
は
こ
れ
を
使

す
る
た
め
ら
し
い

 

で
あ
る
事
が
前

な
の
で

人
間
は
そ
れ
を

で
き
な
い

 

そ
の
作
戦
に
キ
リ
カ
達
が

ば
れ
な
か

た
の
は
キ
リ
ト
が
気
に
掛
け
て
い
た
名
無
し

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
こ
と

プ
レ
ミ
ア

の

に
い
る
よ
う
頼
む
つ
も
り
だ

た
か
ら
ら
し
い

ま

こ
れ
は
裏
向
き
の
話

表
向
き

つ
ま
り
世
間
向
け
の
話
だ
と
特
定
の
作
業
に
特

化
し
た

の
運

体
と
し
て
発
表
す
る
予
定
ら
し
い

特
定
の
作
業

番
と
か

し
と
か
か
な

そ
ん
な
高

な
事
が

に
可
能
な
の
か

 
思
わ
ず
疑
問
が

か
ら
出
た

 
海
外
出

で

在
期
間
が
⻑
い
ア
メ
リ
カ
で
も

の

や

験
運

は
数
多
い
が

そ
れ
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で
も
バ

コ

ド
か
ら
金

を

み

み

し

す
る
レ
ジ

わ
り
の

番
や
特
定

の

を
回
る
運
行
バ
ス
の

が

ど
だ

た

客
を
は
じ
め

流
動
性
の
あ
る
活
動
は
現

行
の

に
は

解
過
ぎ
る
と
い
う
の
が
専

家
達
の
話
だ

そ
の

の
一

が
い
ま

義

さ
ん
の
目
の
前
に
三
人
も

る

だ
け
ど

む
 

わ
れ

そ
の
三
人
に
目
を
向
け
る

 
黒
色
の
少
年
と
黒
と

の

女
二
人
は
そ
の
表
情
や

動

振
り
な
ど
に
は

な
ど

と
と
て
も
思
え
な
い

ら
か
さ
が
あ
る

キ
リ
カ
は
と
も
か
く

あ
と
の
二
人
は

正
の

で

あ
る
に
も

わ
ら
ず
だ

 
彼
女
達
は

が
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
人
間
由
来
の
問

解
決
の
た
め
に
作
ら
れ
た

だ
と
い
う

根
本
的
な
性
能
が
違
う
と
は

え

学

を

み
重
ね
て
い
く
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
に
は
違
い
な

い

お
そ
ら
く
世
界
で
も
有
数
の
経
験
を
得
た

達
だ

 
逆
説
的
に
同
じ
だ
け
の
経
験
を

み
重
ね
れ
ば
他
の

も
人
と

ら
変
わ
ら
な
い
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
可
能
と
す
る
と

え
る

そ
れ
に

の

の
進
化
は

ま
じ
い
よ

現
実

の
仕
事
も
一

り
手

を
教
え
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た
ら

応
し
そ
う
な
程
だ

そ
れ

ど
な
の
か

日
本
の

と
い
う
の
は

お

さ
ん
は
年
中

ア
メ
リ
カ
に
い
る
し

と
は

な
い
仕
事
だ
し

ゲ

ム

も

し
な
い
し
で
知
ら
な
い
の
も
無
理
な
い
か
な

そ
も
そ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
が
初
め
て
の
ゲ

ム

だ
よ
ね

そ
れ
は
す
ぐ

じ

な
い

リ

フ

も
だ
ろ
う

こ
の
子
は

男
に
似
た
の
ね

き

と

 
武
道
一

だ

た
か
ら

遊
び
と
は
無
縁
の
生
活
を
送

て
い
た
直
葉
が

初
め
て
と

て
い
い

ど

に
興
味
を
示
し
た
の
は
和
人
が
キ

カ
ケ
だ

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の

後
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
に
興
味
を
持
ち
始
め
そ
れ
が
高
じ
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
始
め
た
と

い
た
時
は

が
し
た
も
の
だ

な

危
険
な
も
の
に
自
ら
手
を
出
し
た
の
か
と

 
今
は
自
分
も
人
の
事
を

え
な
く
な

て
い
る
が
家

全

が
し
て
い
る
と

い
て
は

フ
ル
ダ
イ
ブ
し
な
い
と
会
え
な
い
家

の
事
も
あ

て

始
め
ざ
る
を
得
な
か

た

 

は

で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム
に

た
時
期
は
あ

た
と
い
う
が

高

業
を
契

機
に
離
れ
て
そ
れ

き
り
だ

た
と
い
う

お
よ
そ
二
十
年
ぶ
り
の
再
開
と
な

た

だ

彼
女
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を

く
家

三
人
の
初
ゲ

ム
が
フ
ル
ダ
イ
ブ
と
い
う
の
も
中

し
い
気
が
し
な
く
も
な
い

 
な
ん
と
な
し
に
思
い
浮
か
べ
て
い
る
と

と
も
あ
れ

と
キ
リ
ト
が
話
を
切
り
上

た

ゲ

ム
を

さ
な
い
で
集
ま
れ
る
場

を

意
し
た
か
ら
み
ん
な
も

き
に

し
て
く
れ

新
し
い
ル

ム
を
作
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

そ
の

に
一

て
く
れ
れ
ば
空
き
ル

ム
と
コ
ン

ル
を

意
し
て
お
く

今

か
ら

意
し
て
お
こ
う
か

一
応

一
つ
だ
け
空
け
て
お
い
て
く
れ
る
と
助
か
る

分
か

た

 
キ
リ
カ
の
頼
み
に

い
た
キ
リ
ト
は

手
を
振

て

色
の
メ
ニ

を
呼
び
出
し
た

後
か

ら

い
た
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
同
じ

作
な
の
に
ウ

ン
ド
ウ
の
色
が
違
う
の
は

理
者
権
限
を

い

た
メ
ニ

だ
か
ら
ら
し
い

と
こ
ろ
で
さ

キ
リ
ト

ヴ

フ
ス
達
が
同
行
出
来
る
の

て
独
立
ア
バ
タ

が
完
成
し

た
か
ら

て
事
だ
よ
ね

 
そ
う
問
い
掛
け
た
の
は

の
髪
を
し
た
女
性

の
ス
ト
レ
ア
だ

ど
こ
か
不

に

を

上

て
い
る
彼
女
の
問
い
に

キ
リ
ト
は

目
か
の

を
返
す
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そ
の
返

を
見
て

ス
ト
レ
ア
が
さ
ら
に

を

ら
ま
せ
た

む

な
ら

で
ア
タ
シ
達
は
呼
ん
で
く
れ
て
な
い
の

 
ジ

ミ
ン
グ
対
策
に
独
立

に
し
た
な
ら
ア
タ
シ
達
も
呼
ん
で
く
れ
て
い
い
よ
ね

ス
ト
レ
ア
達
三
人
に
は

の
方

プ
レ
ミ
ア
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
事
を

せ
る
つ
も

り
で
い
た
ん
だ

 
だ
か
ら
呼
ば
な
か

た

と
彼
は

と
応
じ
た

 

く
二
十
四
時
間
常
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
ら
れ
る
上
に
シ
ス
テ
ム
の
深
い
と
こ
ろ
も

べ

ら
れ
る
三
人
は

ヴ

フ
ス
達
は
未
だ
シ
ス
テ
ム
の

い
に

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

た
め

そ
の
点
か
ら
現
実

と

で
分
け
た
の
だ
と
語
る

そ
も
そ
も
そ
の
話
を
す

る
と
決
め
た
時
点
で
は
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

出
来
て
い
な
い
前

だ

た
か
ら
常
に
ロ
グ
イ
ン

し
て
い
ら
れ
る
三
人
を

が
う
事
に
決
ま

た
の
は
お
か
し
な
事
で
は
な
か

た

 
そ
の
説
明
に

な
る

ど

と
ス
ト
レ
ア
は

得
し
て
矛
を
収
め
る

 
だ
が
私
は

全
て
を
語

た

で
は
な
い
と
い
う
事
を
な
ん
と
な
く

し
た

 
ヴ

フ
ス
と
い
う

は

キ
リ
ト
の
強
さ
に

し
て

来
の
ル

チ
ン
か
ら
外
れ
た
異

な

だ
と

い
て
い
る

似
た
部
分
が
あ
る
た
め
キ
リ
カ
を
認
め
て
も
い
る
そ
う
だ
が
本

的
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に
は
キ
リ
ト
を
求
め
て
い
る
の
だ
そ
う
だ

そ
ん
な
彼
女
ら
と
キ
リ
カ
の

性
は
決
し
て
良
く
な

い

ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
を
ヴ

フ
ス
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
と
入
れ

え
た
時
の
空
気
は
中

だ
ろ
う

 
か
と

て
キ
リ
カ
を
一
人
に
す
る
の
も

ら
れ
る

そ
の
理
由
を
限
り
な
く
自
身
に
近
い

存
在
だ
か
ら
こ
そ
キ
リ
ト
も
よ
く
分
か

て
い
る

そ
の
た
め

え
て
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
を

に
残
す
こ
と
に
し
た
の
だ
ろ
う

 
そ
の

の
事
を

え
て

に
し
な
い
の
は
キ
リ
ト
な
り
の
気

い
か

 
キ
リ
カ
が

し
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
か

た

  
そ
う
し
て
彼
の
話
が
終
わ

た
後

は
自
由
に
動
き
始
め
た

 
と
は

え
プ
レ
ミ
ア
と
い
う
少
女
の
監

保
護
の
た
め
に
す
ぐ

へ

た
キ
リ

カ

ユ
イ

ス
ト
レ
ア
を

く
面

は
こ
の
ワ

ル
ド
に
残
り

け
て
い
る

亡
国
事
変

以

仮
想
世
界
で
も
な
か
な
か

ま
え
ら
れ
な
い
キ
リ
ト
と
話
し
た
い
事
が
た
く
さ
ん
あ

た
ら
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し
い

 
そ
の
様
子
を

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
守

て
い
た

せ
そ
う
ね

あ
の
子

 
そ
の
最
中

で
同
じ
よ
う
に
見
守

て
い
た

・
エ
メ
ラ
が

く

を

え
た
彼
女
の

線
の
先
に
は
男
女

な
く
絡
ま
れ
て
い
る
息
子
の

が
あ
る

未
だ
数
え
る
程
し
か
会

て

い
な
い
か
ら
こ
そ
記

に
残

て
い
る

と
は
ま
る
で
違
う

年

応
の
少
年

だ

そ
う
だ
な

 
感

深
く

私
は

い
た

 

私
達
で
は

あ
の

は
引
き
出
せ
な
か

た

 
か
つ
て
あ
の
少
年
は
ど
う
し
て

は
桐

谷
家
の
子

じ

な
い
ん
だ
ろ
う
と

わ
た
し
た
ち

桐

谷
家

に

え
た
事
が
あ
る

家

と
し
て

け
入
れ
た
私
達
に
掌
を
返
さ
れ
る
事
を
恐
れ
そ
れ
を

定
し

け
容
れ
た
時
の

葉

血
に

わ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
の

だ

た

 
あ
の
時
に
息
子
が
流
し
た

を
私
は
忘
れ
な
い

 
あ
の
子
に
は

も
か
も
が
足
り
て
い
な
か

た

の
愛

の
愛

姉
の
愛

兄
の
愛

そ

し
て
友
の
愛

最
初
か
ら
知
ら
な
か

た
も
の
は
ま
だ
マ
シ
だ

一

得
て
そ
れ
か
ら
喪
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た
愛
の
方
が
よ

ど

い

私
達
は

そ
し
て
姉
の
愛
を

め
ら
れ
た
が
そ
れ
以
外
を

め
る
事
は
叶
わ
な
か

た

 
小
学

に

わ
せ
る
事
に
な

て
も
叶
わ
な
か

た

い
や
そ
れ
は

然
だ

た
の
か
も
し

れ
な
い

実
の

の
境
遇
に
気
付
く
の
が

れ
た
前

が
あ
る
の
だ
か
ら

 
足
り
な
い
分
を
補
う
よ
う
に
大
切
に
想

て
い
た
が
そ
れ
で
も
足
り
な
い
と
予
感
し
て
い
た

彼
ら

彼
女
ら
の
お
陰
だ

 
し
か
し
か
つ
て
死
ん
だ
目
を
し
て
い
た

い
子
は
彼
ら
の
お
陰
で
生
き
る
希
望
を
持

て

く
れ
た

だ
か
ら
こ
そ
息
子
を
想

て
く
れ
て
い
る
⻘
年
た
ち
少
女
た
ち
に
は
感

の
念
が
絶

え
な
い

 
そ
れ
は
直
に

た
か
ら
こ
そ

と一
し
お入

な
の
だ
ろ
う
エ
メ
ラ
も
同
じ
よ
う
で
本

に
と
し
み

じ
み
と

い
て
い
た

方

知

て
る

 
最
近
日
本
じ

多
重

を
認
め
る
方
向
に
な

て
る
の
よ

う

そ
う
な
の
か

 
然
も
知
ら
な
い
と
ば
か
り
に

く
が

ニ

ス
や
新

で

話

に
な

て
い
る
事
だ

知
ら
な
い

が
な
い

話

の
渦
中
と
し
て
息
子
達
が
取
り

に
さ
れ
て
い
た
ら

の
事
だ
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た
私
は
本
人
達
が
し

か
り
話
し
合

た
上
で
な
ら
異
論
無
い

だ
け
ど

方
は
ど
う
な

の 
そ
の
問
い
が

息
子
達
の
事
を
指
し
て
い
る
事
は
明
白
だ

た

 
横
か
ら
感
じ
る

線
を
流
し

息
子
達
の
様
子
を
見
守
り

け
た
ま
ま

え
る

結

が
認
め
ら
れ
る
年

に
な
れ
ば
異
論
は
な
い

 
結

可
能
な
年

は
男
十
八

女
十
六

で

引
き
下

の
話
も

年

が

て
は
い
る
が

こ
れ
以
上
引
き
下

ら
れ
る
事
は
無
い
だ
ろ
う
と
私
は

ん
で
い
る

 
で
あ
れ
ば
和
人
は

少
な
く
と
も
あ
と
六
年
の

予
が
あ
る

だ

 
そ
れ
だ
け
の
時
間
が
あ
れ
ば

と
し

か
り
話
し
合
い

意
思
の
確
認
も
終
え
る
だ
ろ
う

本
人
達
が
決
め
た
事
に
と
や
か
く

う

ど
自
分
も

で
は
な
い

は
そ
こ
が
気
に
な

た

の
だ
ろ
う
が

そ
れ
は

憂
と
い
う
も
の
だ

む
し
ろ
心
配
す
べ
き
な
の
は
十
八

に
な
る
ま
で
の
残
り
六
年
で
あ
と
ど
れ
だ
け
の
異
性
を

き
つ
け
る
か
と
い
う
点
だ
と
思
う
が

 
少

恐
ろ
し
い
話
だ
が

あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
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直
葉
以
外
の
面
子
は
全
て
デ
ス
ゲ

ム
で
出
会

た
者
達
だ

つ
ま
り
付
き
合
い
そ
の
も
の
は

二
年
程

の

だ
が
確
認
が
取
れ
て
い
る
だ
け
で
も

に
片
手
を
超
え
る
数
は
異
性
を

き
つ

け
て
い
る

命

け
と
い
う
人
間
の
本
性
が
出
や
す
い
状
況
故
に
そ
う
な
り
や
す
か

た
の
は
確

か
だ
ろ
う
が
流

に

常
で
は
な
い

 
最
も
恐
ろ
し
い
の
は
和
人
に
そ
う
い

た
つ
も
り
が
無
か

た
点
だ

本
人
は
大
真
面
目
に

全
力
で
目
の
前
の
事
に
打
ち

ん
で
い
て

こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
て
い
く
事
が
確
定
し
て
い
る

つ
ま
り
知
ら
な
い
内
に
異
性
を

き
つ
け
て
い
く

 
だ
か
ら
的
外
れ
と
は

え
な
い

 
正
直
重

が
認
め
ら
れ
る
世
論
が
強
ま

て
い
な
け
れ
ば
息
子
は
い
つ
か
背
中
か
ら

さ

れ
て
い
た
ん
じ

な
い
か
と
思
う
程
だ

あ
ら
あ
ら

ち

と
し
た
ハ

レ
ム
ね

 
件
の
天
才
少
女
だ

た
り
大
企
業

だ

た
り
ち
ら

ら
と
ち

と
し
た
で
は

済
ま
せ
な
い
立
場
の
人
物
が
い
る
の
だ
が

に
と

て
は

ら
く
恋
す
る
少
女
と
い
う

い
ら
し
い

の

ん
と
構
え
て
い
る
よ
う
だ
が
そ
れ
は
息
子
に
対
す
る
信
頼
の
裏
返
し
だ
ろ

う

し

か
り
責

を
取
る

と
い
う
意
味
の
信
頼
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ち

と
し
た

と
い
う

で
は
な
い
と
思
う
が

あ
ら

や

り
重

は
反
対

 
再
び

横
か
ら

線
を
感
じ
る

 
私
は
苦

を
滲
ま
せ
た

い
や
結

自
体
は

成
だ
よ

た
だ
異
性
を

き
つ
け
る
と
い
う
事
は
逆
説
的
に
そ
れ
だ
け

和
人
が
危
険
の
渦
中
に
い
る
と
い
う
事
だ

が
く
せ
い

子

な
ら
本
分
の

が
く
ぎ

う

遊
び
を
す
べ
き
だ
ろ
う
に

と

思

て
ね

あ
あ

 

わ
ん
と
す
る
事
を

し
た
ら
し
く

得
も

わ
れ
ぬ
表
情
で
エ
メ
ラ
が
遠
い
目
を
し
た

あ
の

義

さ
ん
義

さ
ん

せ
め
て
本
人
が

る
前
で
は
ケ

コ
ン
ケ

コ
ン

わ
な
い
で
も
ら
え
る
か
な

 

と

え
目
な
ボ
リ

ム
で
キ
リ
ト
が
抗
議
し
て
き
た

大
き
な

フ

で
ユ
ウ
キ
に

え
ら
れ

を
ア
ス
ナ

シ
ノ
ン

リ

フ

レ
イ
ン
に

め
ら
れ

背
後
を
ラ
ン

ア
ル

ゴ

サ
チ
に
取
ら
れ
た
状

で

を
真

に
し
て
の
ジ
ト
目
の
抗
議

 
私
と
エ
メ
ラ
は
一

を
見
合
わ
せ
た
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そ
の
状

で
は
説
得
力
が
無
い
ぞ

ね
 
初

し
い
わ

と
の

ん
と
し
た

の
ま
ま
エ
メ
ラ
が

を
打
つ

 
そ
れ
に
キ
リ
ト
は
表
情
の

を
更
に
強
め
た

少
女
達
も
や
や

が

い
が
重

を
見

え
た

が
親

認
と
な

た
の
が

し
い
の
か
喜
色
の
方
が
強
い

結
果
更
に
息
子
は
少
女

達
に

愛遊
さば
れれ
るる

 
助
け
を
求
め
る

線
を
向
け
ら
れ
る
が
私
達
は
ク
ラ
イ
ン
エ
ギ
ル
と
い
う
息
子
の
男
友
達

と
共
に
見
守
り

け
る

勢
を
保

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
初
の

さ
ん

点
で
し
た

さ
ん

点
は

か
し
て
ま
す
が

親

は
初
で
す

ど

ん
な
思
い
で

し
て
い
た
か
は

さ
ん
や
直
葉
で
も
触
れ
て
い
る
の
で
サ
ラ

と
流
し
て
い
ま
す
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・
桐

谷

 
桐

谷
家
の
大
黒

 
直
葉
の
実

和
人
の
義

ア
メ
リ
カ
の
証

会

に
⻑
期

し
て
い
る
エ
リ

ト
サ
ラ

リ

マ
ン
な
メ
ガ
ネ
親

原
作
和
人

く
や
や

な
と
こ
ろ
が
あ
る
ら
し
い
が

は

よ
ろ
し
い
ら
し
い

 
本
作
で
も
影
が

い
が

て
一
か
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
で
和
人
を

け
入
れ
た
り
Ａ
Ｌ
Ｏ

を
プ
レ
イ
す
る
と
決
め
た
時
に
和
人
と
大

し
た
り
地
味
に
裏
で
親
の

目
は
全
う
し
て
い

る

し
か
し
悲
し
い
か
な
直

を
合
わ
せ
た
回
数
は

手
足
の
指
の
本
数
よ
り
少
な
い
と
か

 
和
人

の
恋
愛
事
情
に

し
て
は

認

重

を
認
め
る
世
論
を

み
て
だ
け
で
な
く
和

人
が
生
き
る
希
望
を
持
つ
要
因
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由

 
ボ
ス
戦
放

と
か

事
変
時
に

け
つ
け
た
時
の
中
継
が
活
き
た

様

我
の

名

  
・
和
人
ラ
バ

ズ

恋

確
定

 
和
人
の
内
面
を
見

え
た
上
で
恋

を
向
け
て
い
る
人
物

こ
の
者
達
は
和
人
か
ら
の
信
頼
・
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信

が
絶
対
的

 
リ

フ

 
ユ
イ

 
ヴ

ベ
ル

 
ユ
ウ
キ

 
ラ
ン

 
サ
チ

 
ア
ス
ナ

 
シ
ノ
ン

 
ア
ル
ゴ

 
レ
イ
ン

 
セ
ブ
ン

 
楯
無

 
ク
ロ
エ
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・
和
人
ラ
バ

ズ

恋

 
和
人
の
内
面
ま
で
は
見

え
ら
れ
て
い
な
い
が
恋

を
向
け
て
い
る
人
物

和
人
か
ら
の
信

頼
・
信

は
そ
こ
そ
こ
高
い

  
ラ
ウ
ラ

  

組
は
と
も
か
く

候
補

め
る
と

で
十
人
超
え
る

り
恐
ろ
し
い

こ
こ
ま
で

し
た
自
分
が

 
重

を
認
め
る
方
向
で
よ
か

た
ね
和
人

 
背
中
か
ら

さ
れ
な
い

せ

人
数
分
だ
よ

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 幕間之物語：絶剣編 〜恋は求める心、愛は与える心〜

 
幕
間
之
物
語

絶
剣
編
 

恋
は
求
め
る
心

愛
は
与
え
る
心

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
ち

と
し
た

足
だ

第
十
一
章
が
今
日

前
六
時
に
投
稿
さ
れ
て
る
の
で
そ

ち
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

  
二

二
五
年
八
月
二
日

日

後

 
桐

谷
和
人
に
よ
り

か
れ
た
自
作
の
仮
想
世
界
に

集
さ
れ
た

間
の
面

は
彼
か
ら
良

い
報

と
悪
い
報

を
知
ら
さ
れ
た
後
思
い
思
い
に
過
ご
し
た

一
部
の
者
は
す
ぐ

オ
リ
ジ
ン

へ

り
問

と
な

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
の
保
護
に
動
い
た
が
大

は
そ
の
ワ

ル
ド
に

残

た
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そ
の
ワ

ル
ド
は

今
は
無
き
浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
和
人
こ
と
キ
リ
ト
が

有
し
た

ホ

ム
が

第
二
十
二
層
の
フ

ル
ド
ご
と
再
現
さ
れ
て
い
た

 
ロ
ジ

ク
は

で
キ
リ
ト
の
イ
メ

ジ
し
た
情

を
電
子
的
に

み
取
り
そ
れ
を
反

し
た
だ
け

か
つ
て

郷

之
が

し
て
い
た

化

技
術
の
有

活

で
あ
る

 

い
方
を
気
に
し
な
い
な
ら

手

き
と
も

う

 

キ
リ
ト
は
自
分
で
手
に
掛
け
た
人
数
と

名
前
助
け
が
間
に
合
わ
な
か

た
人
数

も
覚
え
て
い
る

ど
記

力
に
⻑
け
て
お
り

化

を
手
掛
け
た

天

才

技
術
者
達
の

も
あ

て
か

か
な
部
分
も
再
現
さ
れ
て
い
た

一

の
リ
ビ
ン
グ
だ
け
で
は
な
い
か
つ
て
リ

フ

や
ス
ト
レ
ア
達
が

候
し
た
二

の
個

も

部
に
至
る
ま
で
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

 
そ
れ
だ
け
キ
リ
ト
に
と

て
二
十
二
層
の
家
は
思
い
出
深
い
も
の
と
し
て
記

に
残

て
い

た
と
も

え
る

 

そ
の
家
で
は
そ
の
日

と
あ
る
秘
め
事
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

 
幹
部
会
議
も
秘
め
事
で
は
あ
る
が

そ
れ
で
は
な
い

 
そ
の
会
議
が
終
わ

た
後

キ
リ
ト

和
人
の
親
代
わ
り
に
な

た
義

・

義

・

に
よ
り

和
人
に
恋

を
向
け
る
少
女
達
を
認
め
ら
れ
た
事
が
事
の
発

だ

た



 幕間之物語：絶剣編 〜恋は求める心、愛は与える心〜

 

的
に

て

キ
リ
ト
は
モ
テ
る

 
ま
ず

し
い

お
そ
ら
く
桐

谷
和
人
と
い
う
人
物
を
語
る
上
で
一
事
が
万
事
そ
こ

に
帰
結
す
る
事
だ
ろ
う

そ
し
て
恋

を
向
け
る
全

が
彼
の

し
さ
に
救
わ
れ
た
者
達
だ

白
の
返
事
が
保

と
な

て
い
る
の
も
恋

を
向
け
る
者
達
の
未
来
が
危
ぶ
ま
れ
る
可
能
性
を

少
し
で
も

す
る
た
め
な
の
は

知
の
事
実

恋

を
向
け
ら
れ
た
と
い
う
自
覚
が
楔
に
な
る

よ
う
に

と
い
う
思
惑
も
あ

た
に
せ
よ

そ
の
気
持
ち
は
全

本
物
だ

 
現
実
問

と
し
て
多
重

は
険
し
い
道
の
り
で
あ
る

 
日
本
の

今
の
動
き
は
多
重

を
認
め
る
方
向
で
法

正
が
進
み
つ
つ
あ
る

女
尊
男

風

が

し
た
事
に
よ
り
晩

化
や
出
生

下
男

出

時
の
殺

事
件
離

件
数
の

増
加
な
ど
少
子
高

化
と
人

少
の

会
問

が
深

化
し
た
影

だ

不

で
は
あ
る

が

法

正
の
流
れ
は
自
分
達
に
と

て

し
い
限
り

 
と
な
る
と
残
る
問

は
家

間
の
了
承
で
あ
る

特
に
桐

谷

の
承

は
キ
リ
ト
に

け
容
れ
ら
れ
る
か
と
い
う
問

と
同
じ
く
ら
い
重
要
だ

た

 
し
か
し
八
月
二
日

は
こ
の

を
認
め
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で

く

を
見
て

せ
ら
れ
る
と
信

さ
れ
た

間
で
も
あ
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た

そ
も
そ
も
人
間
不
信
の
き
ら
い
が
あ
る
キ
リ
ト
自
身
が
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
か
ら
問

な
か

た
ら
し
い
が

そ
れ
で
も
や
は
り

大
き
な

が
無
く
な

た
の
は
確
か
で
あ
る

 
更
に
喜
ば
し
い
事
に

キ
リ
ト
は
こ
の
日

白
に

え
を
出
し
た

み
ん
な
の

せ

の

せ

そ
れ
を

え
た
ら

さ

え
は
一
つ
だ
か
ら

 

は

め
た
よ
う
に

 
け
れ
ど
声

も
表
情
も

喜
色

面
の
様
子
で
そ
う

た

今
は
ま
だ
法
が
許
さ
な
い

理
的
に
も
他
人
に
知
ら
れ
る
事
は
決
し
て
良
く
な
い

他
人

に
知
ら
せ
る
の
は
正
式
に
法
が

正
さ
れ
た
時
だ

そ
れ
ま
で
は
対
外
的
な
ス
タ
ン
ス
を

さ
な

い
つ
も
り
で
い
く

 
根
本
的
な
問

は
ま
だ
残

て
る
し

と
キ
リ
ト
は
苦

し
た

 
そ
れ
は
ま
る
で
そ
の
問

さ
え
な
け
れ
ば

も

は
な
い
と

た
よ
う
な
も
の
だ

た

ま
あ
女
性

の
家

の
理
解
な
ど
の
問

は
あ
る
が
数
人
は

に
解
決
済
み
だ

た
り

す
るま

だ

な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
う
け
ど

と
結

前

で
お
付
き
合
い

さ
せ
て
下
さ
い



 幕間之物語：絶剣編 〜恋は求める心、愛は与える心〜

 
真

に

た
だ
た
だ

ま

す
ぐ
な
求

だ

た

 

は
い

と

 
恋

を
向
け
る
全

が

声
を

え

そ
れ
に
応
じ
た

  
そ
し
て

夜

 
ま
だ

る
に
は

い
時
間
キ
リ
ト
と
ボ
ク

紺

木

は
二
人

き
り
で
再
現

さ
れ
た
家
の
二

に
い
た

キ
リ
ト
の
自

に
あ
た
る
そ
こ
の
ベ

ド
に

ん
で

を
掛
け

か
ら
見
え
る
月
を

め
て
い
た

 
あ
と
二
三
時
間
も
す
れ
ば
彼
は

務
の
た
め
に
リ
ア
ル
へ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

構
成

の

で

日
も
空
け
る
の
は
不
自
然
な
た
め
日
帰
り
の
強
行
軍
で

襲
を
仕
掛
け
る
ら
し

い

つ
ま
り
不
定
期
に
作
戦
は
実
行
に

さ
れ
る

し
ば
ら
く
仮
想
世
界
に
来
ら
れ
な
い
か
ら

の
問

を
キ
リ
カ
達
に

し
た

 
だ
か
ら
今
日
を

せ
ば

は
い
つ
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
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こ
れ
を

不
意
に
な
ん
て
し
ち

ダ
メ
だ

 
彼
に
恋

を
向
け
る
人
は

手
で
も
足
り
な
い

そ
れ
だ
け
の
人
数
に
愛
さ
れ
る
彼
を
ボ
ク

は
い
ま
独
り

め
し
て
い
る

最
初
に

白
し
た
人
だ
か
ら
と
み
ん
な
が
気
を

て
く
れ
た
か

ら 
そ
し
て

指
名
さ
れ
た
か
ら

 

に

る

愛
し
い
人
に

 
意
識
し
た

か

と

が

く
な

た

 
ド
キ
ド
キ
と

を
打
つ
よ
う
な

動

 
は

と
か
ろ
う
じ
て

い
た
息
は

い

 

し
て
い
る

然
だ
し
な
い

が
な
い

夢
に
も
見
た

夢
想
し
た
事
も
あ
る

そ
の

に

く
な

て

え
て

で
も

い
つ
か
は
叶
え
た
い
な
と
願

て

 
と
う
と
う

今
日
が
そ
の
日

 
現
実
で
は
ま
だ
不
可
能

法
と

理
が
認
め
な
い

 
で
も
仮
想
世
界
で
は

な
い

疑
似
体
験
と
い
う
形
を
制
限
す
る

制
は
ま
だ
存
在
し
な



 幕間之物語：絶剣編 〜恋は求める心、愛は与える心〜

い

理
的
に
ア
ウ
ト
な
事

そ
れ
を
止
め
る
人
な
ん
て

に
は

な
い

 
み
ん
な

合
意
し
て
い
る
か
ら

 
ボ
ク
も

そ
し
て

彼
も

 
こ
の
行

を
求
め

認
め
て
い
る
か
ら

か
ず
と

 

う
じ
て
名
前
を
呼
ぶ

れ
て
い
て
自
分
の
声
じ

な
い
よ
う
な
甘

た
る
い
声

だ

た

間

び
し
て
い
な
い
だ
け
ま
だ
マ
シ
な

い
声

 

に

る
華

な
少
年
が

く
り
と
動
じ
た

か
な
身
動
ぎ
の
あ
と
こ
ち
ら
を
見
る
気

配 

線
を
向
け
る
と

お

い
の
そ
れ
が
衝
突
し
た

 
そ
の
と
き
見
た
光

を

ボ
ク
は
一
生
忘
れ
な
い

 
月
に

ら
さ
れ
髪
も

も
黒
水

の
如
き

も
キ
ラ
キ
ラ
と
煌
め
い
て
い
た

の
白

さ
は
ま
る
で
魔
法
の

を
掛
け
た
か
の
よ
う
で

髪
も
そ
ん
な

は
な
い
の
に
ど
こ
か

れ

て
い
る
よ
う
で
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極
め
つ
け
が

そ
の

 
ま

す
ぐ
ボ
ク
を

く

黒

 

な
し
の
闇
を
思
わ
せ
る
そ
れ
は
か
つ
て
と
違
い
失
意
と
絶
望
に

ん
で
い
な
い

希
望

の
光
を

し

が
れ
る
愛
情
を
無

に
喰
ら
う
闇
だ

た

光
を

と
す
る
闇
だ

た

 

も
か
も
か
ら
学
び
取
る

欲
な

闇光
だ

た

 

欲
し
い

と
思

た

 
思

た
時
に
は

手
が
出
て
い
た

ん
 

し
く

き
寄
せ
る

小
さ
く
華

な
少
年
の

部
は
こ
ち
ら
の

に
も
達
さ
な
い

そ
れ
く
ら
い
小
さ
い

そ
れ
だ
け

か
弱
い

を
与
え
る

 
だ
が

 

き
し
め
た
体
か
ら
は

華

さ
に
反
す
る
力
強
さ
を
感
じ
た

 
こ
れ
が
彼
の

う

想
い
の
力
な
の
だ
と
す
れ
ば

得
だ

初
め
て
感
じ
る
そ

の
重
さ

つ
ま
り
こ
れ
ま
で
対
峙
し
て
き
た

一
人
と
し
て
こ
れ
に

す
る
も
の
を
持

て
い
な
か

た
と
い
う
事



 幕間之物語：絶剣編 〜恋は求める心、愛は与える心〜

 
故
に

最
強

 

そ
ん
な
キ
ミ
を

ボ
ク
は

 
ず

と

見
て
き
た

 
天
使
と
見

た
あ
の

間
ボ
ク
は
こ
の
人
に
魅
入

て
し
ま

た

あ
の
剣
に

彼
の
生

き
様
に

そ
の
強
さ
に

な
に
も
か
も
に

 

合

三
年

り

 
も
う

は
ち
き
れ
そ
う
だ

た

か
ず
と

愛
し
て
る

 
想
い
を

静
か
に

発
さ
せ
て

 
ボ
ク
は

初
め
て

づ
け
し
た

  

き
は

Ｒ
１
８

に
て
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ち
な
み
に
今
話

ユ
ウ
キ
の
フ

ス
ト
キ
ス
は
全
年

で
や

て
も
ら
い
た
か

た
と

い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
て

・
・

せ
や
な

 

が
進
展
し
た

写
も
最

限
し
と
か
な
い
と
ア
カ
ン
し
な

 

て
な

た
の
で

追
加
し
た

第
で
す

 
で
は

ま
た
お
会
い
し
ま
し

う



 幕間之物語：
マド
万

ねえ
姉編 〜叶ワヌ夢ト姉心〜

 
幕
間
之
物
語

マ
ド万
ね
え姉

編
 

叶
ワ
ヌ
夢
ト
姉
心

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
現
実

は
幕
間
つ
ま
り
ダ
イ
ジ

ス
ト
形
式

あ
く
ま
で

が
主

だ
か
ら
ネ

 

点

マ
ド
カ

 

数

約
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

日
本
標

時

２
０
２

年

月

日

 
Ｐ
Ｍ
１
０
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日
本
海
上
空

  
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
風
鳴
り
が
す
る

 
マ

ハ

前
後
の
速

せ
ん
お
ん
そ
く速

ジ

ト

客
機
の
巡

速

と
同

の
速
さ
の
そ
れ

は

の

を

き
衝
撃
波
を
発
生
さ
せ
る

い
ま
自
分
達
の

を
打
つ
風
の
正
体
は
そ
れ

だ 
機
内
に
は
自
分
を

め

六
人
が
同

し
て
い
る

千
冬

更
識
楯
無

桐

谷
和
人

ヴ

フ
ス

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

そ
し
て
マ
ド
カ

自
分

の
合

六
人

 
更
に
私
達
を
載
せ
て

ぶ

速

送
機
の

者
は
か
の
天
災

ノ
之
束
で
あ
る

 
ち
な
み
に
こ
の

送
機
を
開
発
し
た
の
も
彼
女
だ

彼
女
が
秘
密
裏
に
開
発

有
し
て
い
た

こ
の

送
機
は
光
学
迷

く
め
種

様

な
ス
テ
ル
ス
性
能
を
有
し
て
お
り
同
レ
ベ
ル
の

破
性
能
が
な
け
れ
ば
見
つ
け
ら
れ
な
い
代
物
ら
し
い

か
つ
て
世
界
を

び
回

て
い
る
間
に
開

発
し
た
技
術
な
の
だ
と
い
う



 幕間之物語：
マド
万

ねえ
姉編 〜叶ワヌ夢ト姉心〜

 
人
知
れ
ず
空
を

く

送
機
の
目
的
地
は
日
本
の

国
と
呼
ば
れ
る
事
が
多
い

国 
歴
代
の
大

の
大

が

期
終
了
後
に
裁
判

に
な

て
い
た
り
国
家
立
て
直
し
で
助

け
ら
れ
た
日
本
に
対
す
る
反
日
運
動
が

ん
で
あ

た
り

な
に
か
と
日
本
と
因
縁
の
強
い
国

だ

国

法
違
反
を
指

さ
れ
て
も

直
る

勢
を
始
め
外
交
問

を
数
多
く

え
て
い
る
国

家
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
る
事
に
な

た
の
は
近
年
の
話

 
そ
ん
な
国
に
行
く
理
由
は

も
ち
ろ
ん

行
な
ど
で
は
な
い

 
今
日
の

前
中

会
本
部
ビ
ル
を
襲
撃
し
た
下
手
人
の
イ
メ

ジ
か
ら

み
取

た

ア
ジ
ト
が

と
な

た
私
が

し
た
イ
メ

ジ
マ

プ
と

同
一
だ

た
の
が
事
の
発

で
あ
る

 
私
が
マ

プ
を

し
た

時
和
人
達
は
亡
国
機
業
を

す
事
よ
り
も
目
的
を
知
る
事

を

先
し
て
い
た

ア
ジ
ト
を
把
握
し
た
上
で
攻
め
な
か

た
の
は
そ
れ
が
理
由
だ

た

私
や

ス
コ

ル
達
を

に
し
た
時
点
で
そ
の
ア
ジ
ト
は
破

さ
れ
た
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
た
か
ら

で
も
あ
る

 
し
か
し
そ
の
予
想
に
反
し
今
回
の
襲
撃
者
の
ア
ジ
ト
が
同
じ
で
つ
ま
り
亡
国
機
業
の
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構
成

だ

た
事
が
判
明

 

亡
国
事
変

か
ら

亡
国
機
業

の
危
険

も
分
か

た
今

秘
密
裏
に
で
も
ア
ジ
ト
を
襲

撃
す
る

が

が
り

可
決
さ
れ
た

 
つ
ま
り
私
達
は
そ
の
強
襲
部
隊
と
い
う
事
に
な
る

 
和
人
は
保
有
す
る
戦
力
か
ら
危
険

さ
れ

本
部
ビ
ル
か
ら
の
外
出
は

本
認
め
ら
れ
て

い
な
い
が
逆
に

え
ば
内
部
で
あ
れ
ば
監

が
あ
り
な
が
ら
自
由
を
許
さ
れ
て
い
る

そ
し
て

そ
の
監

者
に
は
千
冬
と
楯
無
が
い
る

二
人
の
協
力
が
あ
り

輪
の
ビ

コ
ン
も
束
に
よ

て

工
さ
れ
れ
ば
ア
バ
タ

体
と
入
れ

わ
る
事
は
可
能
な
の
だ

い
ま
本
部
ビ
ル
の

で

て
い
る
の
は
ア
バ
タ

体
で
あ
る

 
ま
た
あ
る
程

平

的
な
体
格
の
私
達
は

を

す
な
ど
で
身
バ
レ
を

る
が
和
人

ど
の
小

さ
だ
と

魔
化
し
が
出
来
な
い

そ
こ
を
逆
手
に
取
り
い
ま
の
和
人
は
亡
国
事
変

の
最
中
に
見
せ
た
大
人
の

を
取

て
い
る

 
対
面
に

る
⻘
年
を

め
て
見

め
る

 
背

は
百
八
十
セ
ン
チ
を
超
え

い

と
⻑
い
黒
髪
を
持
つ

は
見
れ
ば
見
る

ど
血

の
繋
が
り
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ
せ
る

少
年
が
真

に
成
⻑
す
れ
ば
き

と
こ
ん
な

に
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な

た
だ
ろ
う

 
無
論
そ
れ
は

に

い
た

だ

ウ

ル
ス
に
よ
る

食
が
無
か

た

が
少
年
体
で
あ
り

そ
こ
か
ら
自
然
成
⻑
す
る
事
は
あ
り
得
な
い

成
⻑
す
る
と
い
う
事
は
つ
ま
り
ク
リ

チ

に
変

す
る
事
と
同
義
に
な

て
い
る
か
ら
だ

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
常
に
ウ

ル
ス
を
制

す

る
代
償
と
し
て
身
体
の
新

代

の
多
く
は

気
味

え
は
す
る
し
そ
こ
か
ら
回
復
も
す

る
が

本

の
意
味
で
の
成
⻑
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
の
が
実

ら
し
い

 

分
か

て
は
い
る
が

少
し

し
い
な

 
不

な
が
ら

彼
が
成
⻑
す
る
過
程
を
見
れ
な
い
事
が
私
に
は
不

だ

た

 
和
人
が
一

で
あ

た

生
ま
れ
た
ば
か
り
か
ら
一

に
な

た

ま
で
の
一
年
間
は

親
や
他
の
姉
弟
の
代
わ
り
に
私
が
面
倒
を
見
て
い
た

あ

て
生
き
別
れ
に
な

て

く
最

近
再
会
し
た
と
思
え
ば
も
う
十
二

で
あ
る

 
あ
の

境
に
い
た
の
だ

ロ
ク
に
ア
ル
バ
ム
な
ん
て
作
れ
て
い
な
い
に
違
い
な
い

 
だ
か
ら
せ
め
て

く
自
由
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
今

た
だ
の
マ
ド
カ

と
し
て

で
は
あ
る
が
こ
れ
か
ら
成
⻑
し
て
い
く
和
人
の
成
⻑
記
録
代
わ
り
に
写
真
を

て
い
こ
う
と

思

た
の
だ
が

ど
う
も
そ
れ
は
叶
わ
ぬ
願
い
ら
し
い
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少
し
ず
つ
大
き
く
な

て
い
く
弟
を
見
る
事
が

し
み
だ

た
の
だ
が

現
実
は
非
情
だ

マ
ド
姉

ど
う
か
し
た
か

 
ず

と
見
て
い
た
か
ら
か
あ
る
い
は
た
め
息
を

い
た
か
ら
か
和
人
が
こ
ち
ら
に
話
し
か

け
て
き
た

 
姉
呼
び
に
反
応
し
た
か
千
冬
か
ら

な

線
を
送
ら
れ
る
が

そ
れ
は
無

し
た

い
や

大
き
く
な

た
な
と
思

て
な

ん

ま

セ
フ

ロ
ト
の
デ

タ
を
流

し
て
る
か
ら
な

今
の

は
セ
フ

ロ
ト
の
色

違
い
の
よ
う
な
も
の
だ
し

そ
う
い
う
意
味
で

た

じ

な
い
ん
だ
が

ん
 
私
が
本
心
か
ら
味
方
し
て
い
る
事
大
切
に
思

て
い
る
事
は
分
か

て
い
る
和
人
も
流

に
か
つ
て
面
倒
を
見
て
い
た

の
事
ま
で
は

せ
な
い
ら
し
い

 
ま
あ
無
理
も
な
い

と
私
は
苦

し
た

 
仮
に
覚
え
が
あ

て
も
そ
も
そ
も
最
近
ま
で
私
の
存
在
は
意
識
に
な

た

だ

そ
う
な
る
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と
自
然
と
私
の

を
千
冬
と
間
違
え
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い

千
冬
の
数
年
前
の

と

天
災
が

た

ど
に
私
達
は
似
て
い
る
の
だ

か
ず
と

一

お
前
は
覚
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
が
マ
ド
カ
と
一
緒
に

ら
し
て
い
た

に
お
前
の
面

倒
を
見
て
い
た
の
は
マ
ド
カ
だ
ぞ

 
そ
こ
で

同
じ
姉
と
し
て

わ
ん
と
す
る
事
を

し
た
か

千
冬
が
そ
う

て
き
た

 
す
る
と
和
人
が

そ
う
な
の
か

と
眼
で
問
い
か
け
て
く
る

あ
あ

そ
う
だ

生
み
の
親
は

ど
家
に
い
な
い
し

千
冬
も
秋
十
も
面
倒
見
な
い
と

な

た
ら
私
が
見
る
し
か
な
い
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
だ
よ

 
そ
う

仕
方
な
く
や

た
ん
だ

と
い
う
体
で
明
か
す

ど
う
に
も

亡
国
機
業

に

た

が
⻑
い
せ
い
か

分
と
天
邪
⻤
な

い
方
が
定

し
て
し
ま

て
い
た

 
無
論
事
実
は
異
な
る

 
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
弟
が
可
愛
く
て
親
が

な
い
の
を
良
い
事
に

先
し
て
面
倒
を
見
て
い

た
だ
け
だ

く
れ
て
な
い
五

の
少
女
な
ん
て
そ
ん
な
も
の
で
あ
る

 

他
の
姉
弟
が
無

心
だ

た
の
は
事
実
だ

そ
れ
で

感

深
く
て
な

同
時
に
少
し

し
く
も
あ
る
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し
い

 
な

和
人
は
今
後

自
然
な
成
⻑
が
見

め
な
い
ん
だ
ろ
う

 
か
つ
て
姉
だ

た
者
と
し
て
は

少
し
ず
つ
大
き
く
な

て
い
く
と
こ
ろ
を
見
た
か

た
と
思

て
な

マ
ド
姉

 
和
人
の
声
は

か
に

え
て
い
た

気

ず
か
し
く
な
り

線
を

ら
す

 
す
る
と
楯
無
が

を
入
れ
て
き
た

つ
ま
り

ぶ

ち

け
る
と

こ
ん
な

に
大
き
く
な
ら
れ
た
ら
つ
ま
ら
な
い

マ
ド
姉

 
本

を
晒
し
た

和
人
の
声
が
一
気
に

の
そ
れ
に
な

た

感
動
し
て
損
し
た
と

わ
ん
ば
か
り
の
ジ
ト
目
付
き
で
あ
る

 
彼
に
は
悪
い
が

そ
の

を
つ
い
最
近
私
も
味
わ

た
の
で
抗
議
は

け
付
け
な
い

君
達

流

に
気
を

め
過
ぎ
じ

な
い
か
い

 
そ
こ
で
こ
の
一

の
や
り
取
り
を

観
し
て
い
た
ヴ

フ
ス
が
話
に
入

て
き
た

氷
の

に
は

れ
の
感
情
が

ま
れ
て
い
る

の
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

も
同
じ
表
情
だ
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彼
女
達
は
戦
士
気

王
気

で
別
れ
て
い
る
ら
し
い
が
そ
れ
で
も
根
本
的
に
は
同
じ
思

回
路
と
は

い
て
い
る

生
ま
れ
な
が
ら
に
強
者
で
あ
る
事
戦
い
を
求
め
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ

な
い
過

な

境
に
あ

た
の
だ
と

そ
ん
な
境
遇
を
生
き
た
二
人
か
ら
す
れ
ば
私
達
の

は
目
に

た
の
か
も
し
れ
な
い

ま
だ
作
戦
開
始
ま
で
時
間
が
あ
る

今
か
ら
気
を

て
も

心
な
時
に
集
中
切
れ
を

こ

し
か
ね
な
い

メ
リ
ハ
リ
が
大
切
だ
ろ
う

そ
れ
を
君
が

う
の
か
い

 
和
人
の

葉
を

い
て
オ
ル
タ
が

れ
た
よ
う
に

た

お
前
は
い
つ
も
気
を

て
い

る
だ
ろ
う
と

わ
ん
ば
か
り
の

だ
が
私
も
そ
れ
は
同
感
だ

た
の
で

も

わ
な
か

た

は
は
こ
れ
は

い
と
こ
ろ
を
突
か
れ
た
な

で
も
こ
れ
で
も

分
マ
シ
に
な

た
方
だ

よ

気
を

て
る
状

が
あ
の

は
日
常
だ

た
か
ら
な

 
苦

を
滲
ま
せ
な
が
ら
和
人
は
虚
空
を
見
上

る

 
彼
の

う
あ
の

が

な
の
か
は

え
て

く
ま
で
も
な
い

ど
明
ら
か
だ

そ
し
て

時
は
気
を

ら
な
い
方
が
非
日
常
だ

た
と

た
も
同
然
だ

た

か
ら

意
を

け
て
以

意

的
に
気
を

い
て
る
ん
だ

大
目
に
見
て
も
ら
え
る
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と
助
か
る
ん
だ
が 

だ
い

そ
れ

ユ
イ
姉

あ
あ

 
名
前
を

い
て
二
人
の

人
が

得
の
声
を
上

た

現
実
世
界
に
触
れ
る
よ
う
に
な

て
か
ら
様

な
事
を
学
び
理
解
し
て
い

て
い
る
彼
女
達
も
ユ
イ
達
が
か
つ
て
人
の
心
を

す
存
在
で
あ

た
事
は
把
握
し
て
い
る
ら
し
い

と
い
う
の
が

に

う
精
神

だ
と
も
分
か

た
よ
う
だ

 
更
に
和
人
は

葉
を

け
る

そ
れ
に
ど
こ
の
軍
隊
も
こ
う
い
う
感
じ
だ
と
思
う
よ

い
つ
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
以
上
作

戦
開
始
前
に
会
話
す
る
の
は
必
然

禁
止
す
れ
ば
士
気

迷
は
確
実
だ

そ
う
い
う
も
の
か
い

そ
う
い
う
も
の
だ

も
大
切
だ
け
ど
息
が

ま
る
空
間
に
ず

と

る
の
は
苦

そ
の

も
の
だ
よそ

う
か
い
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そ
う

ヴ

フ
ス
達
は

い
た

 
し
か
し
表
情
は
や
や

て
い
る

理

は
分
か
る
が
感
情
的
に
理
解
・
共
感
で
き
な
い
と

い

た
と
こ
ろ
か

常
に
気
を

る
事
を
か
つ
て
の
和
人
ま
た
ヴ

フ
ス
達
は
日
常
と
し
て
い
た

そ
の
点
で

共

点
が
あ
る

だ
が

彼
女
達
が
共
感
出
来
て
い
な
い
の
は

経
験

を
持
つ
和
人
と
違
い

ヴ

フ
ス
達
の
過
去
が
実
感
が
無
い

作
ら
れ
た
設
定

の
せ
い
だ
と
思
う

 

根
を
寄
せ

え

む
二
人
を
見
る
和
人
の
眼
は

か
い

 
か
つ
て
の
自
身
を
重
ね
て
見
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

あ
と
十
分
く
ら
い
で
目
的
地
に

す
る
よ

 

備
よ
ろ
し
く
ね

 
機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
掛
か
り

予
想
時

が

ら
れ
る

 

和
人
の

気
が
一
変
し
た

 

か
な

つ
き
か
ら

い

に
変
わ
り

う

気
も

く
な
る

に

を
立
ち
機

内
後
部
に

ん
で
い
る
兵

の
中
か
ら
自
分
の
も
の
を
取
り
上

最
終
確
認
に
入

た

変
わ
り
よ
う
が

い
わ
ね

和
人
君

変

と
書
き
換
え
ら
れ
た

子
を
見
せ
つ
つ
楯
無
が

う
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そ
れ
に
対
し

和
人
は
片

を
つ
り
上

た

 
メ
リ
ハ
リ
だ

と

  
・
ア
ジ
ト

ア
サ
ル
ト

強
襲

チ

ム

部
隊

 
リ

ダ

 

ノ
之
束

 
メ
ン
バ

 
桐

谷
和
人

 

千
冬

 

マ
ド
カ

 
更
識
楯
無

 
ヴ

フ
ス
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姉編 〜叶ワヌ夢ト姉心〜

 
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

  
・

マ
ド
カ

万
華

 
血
の
繋
が

た
ブ
ラ
コ
ン

 
愛
称
は
マ
ド
姉

千
冬
の
妹
で
あ
る
事
を

し
て
い
る
た
め

家
の

な
の
だ
が
そ

れ
に
も

わ
ら
ず
弟
か
ら
姉
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
点
で
千
冬
に
複

な
感
情
を
向
け
ら
れ

て
い
る

そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
無

し

け
て
い
る

り
マ
ド
カ
自
身
千
冬
に
は
複

な

感
情
を

え
て
い
る

 
ま
あ

学
園
襲
撃
時
に
二
人
き
り
で
お
話
し
て
ま
し
た
も
の
ね

 
和
人
と
裏
で
繋
が

て
い
る
日
本

上
層
部
に
は

性
で
認
知
さ
れ
て
い
る
が

会
の

表
舞

に
は
ま
だ
立

て
い
な
い

 

に
大
き
く
な

て
い
る
過
程
を

れ
な
い
の
は
残
念
だ
が
ア
ル
バ
ム
を
作
る
事
は

め

て
い
な
か

た
り
す
る

  
・
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ
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人
の

軍

 

人
の
設
定
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
戦
う
事
を
決
め
ら
れ
そ
の

り
の
過
去
を
作

ら
れ

そ
れ
を

に
思

し
て
い
る
が

実
感
を

て
い
な
い
の
で
共
感
ま
で
至
ら
な
い

過
去
こ
ん
な
事
が
あ

た
と
記

し
認
識
し
て
も
そ
の
結
論
を
出
す
過
程
が
す

り

け
て
い
る
せ
い
で
今
回
は
和
人
の
話
で

え

ん
だ

 
ま
た
一
つ

二
人
は
成
⻑
し
た

  
幕
間
は
和
人
が

に
い
な
い
理
由
の

写
が
主
な
の
で
あ
く
ま
で
主

は

で
す

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
章
 

育
ま
れ
る
心

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

本
的
に

幕
間

で
な
け
れ
ば
仮
想
世
界
内
の
話
と
思

て
く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

日
本
標

時

２
０
２

年

月

日
月
 
Ａ
Ｍ
１
１



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

  
ベ

タ
テ
ス
ト
開
始
か
ら

三
日
と
十
数
時
間
が
過
ぎ
た

 
今
日
の
気

設
定
は

り

オ
リ
ジ
ン

の
舞

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
気

は
現
実
世

界
の
そ
れ
に

じ
て
い
る
た
め

後
か
ら
は

に
晴
れ
て
い
く
見

し
と
な

て
い
る

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
時
代
か
ら
そ
う
だ

た
が
仮
想
世
界
の
気

の
再
現

は
四

を

め

て
や
や
生
真
面
目
過
ぎ
る

ど
に

実
だ

冬
は
息
が
白
む

ど

え

み

は

日
キ

チ

リ

い

気

の
他
に
も
雨
や
風

り
気
や
ホ
コ
リ

さ
更
に
は
小

の

れ
と
い

た

パ
ラ
メ

タ
が
無
数
に
存
在
し
ど
れ
か
が

件
な
ら
ど
れ
か
が
悪
い
事
が
多
い

ア
イ
ン
ク

ラ

ド
で
も
五
十
五
層
の
雪

な
ど
予
め

節
が
決
め
ら
れ
て
い
る

エ
リ
ア層

を

き

層

に
再

現
さ
れ
た
気

が
異
な

て
い
た

一
層
が
雨
な
ら
二
層
で
は

り
ニ
十
層
で
は
快
晴

と
い

た

合
だ

 
そ
れ
に

え
ば
お
そ
ら
く
大

ご
と
に
気

が
異
な
る
だ
ろ
う
中
北

に

す
る
は
じ

ま
り
の

の
今
日
の
気

は

り

 

実
に
再
現
さ
れ
た
八
月
の

気
の
中
フ

ル
ド
に

り
出
す
に
は

し
た
気
候
と

え

る
だ
ろ
う

探
索
に
行
く
の
で
あ
れ
ば

良
い

だ
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そ
ん
な
今
日

を
行
く
プ
レ
イ

の
数
は
そ
こ
そ
こ
多
い

学
生
が

に
入
り

日
中
も
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
か
ら
だ
ろ
う

 

残
念
な
が
ら
生
還
者
学
園
は
ま
だ
入

て
い
な
い

更
に

え
ば

の
期
間
も

月
程

他
の
プ
レ
イ

に

べ
て
時
間
的
な
ハ
ン
デ
を
負

て
い
る
た
め
攻
略
に

り
出

す
と
は

え

最
前
線
を
突

る
事
に

し
て
は
い
な
い
よ
う
だ

た

 
そ
れ
は
常
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
ら
れ
る

も
同
じ

前
線
攻
略
よ
り
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
死
亡

止
の

方
に

力
し
て
い
る
か
ら
フ

ル
ド
攻
略
は
あ
ま
り

極
的
で
は
な
か

た

フ

ル
ド

に
出
る
の
も
せ
い

い
ク
エ
ス
ト
を

け
た
時
く
ら
い
で
あ
る

 

問

は

そ
の

ク
エ
ス
ト

に
あ
る
の
だ
が

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ど
う
ぞ

 
抑

に

し
い
声
で
同
い
年
く
ら
い
の
少
女
が
手
を
差
し
出
し
た

合
わ
さ
れ
た

手
に
は

一

の

が
載

て
い
る

 
一
コ
ル

 
そ
れ
が
ク
エ
ス
ト
の
報

だ

少
女
を
目
的
地
ま
で
護
衛
し
道
中
の

Ｍ
ｏ
ｂ
も

し
た

上
で
の
対
価
と
し
て
は
ま

た
く
見
合

て
い
な
い
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そ
れ
も
そ
の

こ
の
ク
エ
ス
ト
は
ゲ

ム
製
作
時
の
仮
デ

タ
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
ゼ

ロ
番
の
ダ
ミ

登
録
さ
れ
て
い
る
ダ
ミ

ク
エ
ス
ト
を
呼
び
出
す
こ
の

Ｎ
Ｐ
Ｃ

少
女
は
初
期
設
定
が
全

て

ｎ
ｕ
ｌ
ｌ

す
な
わ
ち

ゼ
ロ
の
値
し
か
入
れ
ら
れ
て
い
な
か

た
存
在

あ
あ

あ
り
が
と
う

プ
レ
ミ
ア

 
本
来
で
あ
れ
ば
運

に
報

し
修
正
す
る
よ
う

き
か
け
る
べ
き
事

だ
が
そ
れ
を

認

し

名
前
を
付
け

本
人
を
保
護
し
て
い
る

 
保
護
し
て
い
る
の
に
も
理
由
は
あ
る

報

し
て
修
正
し
た
と
し
て
も
な

初
期
設
定
も
さ
れ

て
い
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
動
き
出
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
か
ら

だ

他
の
プ
レ
イ

と

触
し
て
問

が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
常
に

組
の

か
が

に

ら
れ
る
か
ら
こ
そ
可
能
な

 
そ
の

を

い
出
し

の

は

先
し
て
引
き

け
て
い
た

 
す
る
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
プ
レ
ミ
ア
は

に
ク
エ
ス
ト
を

け
る
よ
う

し
て
く
る

た
だ
無

で

に
い
て
じ

と
見
て
く
る
だ
け
だ
が
目
は

程
に
物
を

う

夜
は

間
と
フ

ル

ド
や
ク
エ
ス
ト
攻
略
に

り
出
す

ら

静
ま

て
い
る
間
や
イ
ン

が
下
が
る
日
中
は
プ

レ
ミ
ア
の
ク
エ
ス
ト
を
こ
な
し

け
る
事
が
日

に
な

て
い
た
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今
日
も
プ
レ
ミ
ア
の
無

の

に
応
じ

フ

ル
ド
に

り
出
し
て
き
た

第
で
あ
る

 
ち
な
み
に
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ

て
は
二
人
で
来
る
の
だ
が
今
日
は
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
も
一
緒

に
来
て
い
る

一
応
二
人
も
同
じ
プ
レ
イ

ア
バ
タ

を
使

て
い
る
が
プ
レ
ミ
ア
は

故
か

に
し
か
ク
エ
ス
ト
を
発

し
な
い
の
で
そ
の
分
二
人
は

よ
り

極
的
に
フ

ル
ド
探
索

に
出
て
お
り

に
レ
ベ
ル
が
二

を
超
え
て
い
た
り
す
る

今
の
レ
ベ
ル
は

が

ス
ト

レ
ア
が

ユ
イ
が

だ

む

今
日
は
こ
こ
が
ゴ

ル
地
点
な
ん
で
す
ね

の
近
く
か

こ
ん
な
と
こ
も
あ

た
ん
だ
ね

 

い
な
が
ら
直
剣

手
剣
を

に

め
た
二
人
が

う

 
二
人
が
見
て
い
る
林
の
向
こ
う
に
は

面
が
見
え
た

 
以
前
は

な
ん
て
近
く
に
存
在
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ゴ

ル
だ

た
の
に
な

今
回
変
わ

て
い
る
の
か
と

え
ば

ゴ

ル
地
点
は
複
数
存
在
し
て
い
た
か
ら
だ

候
補
地
は
複
数
あ
り

そ
の
中
か
ら
ラ
ン
ダ
ム

さ
れ
て
い
る
ら
し
い

な

一
つ
に

ら
れ
て
い
な
い
か
は
不
明
だ

が

テ
ス
ト

の
ク
エ
ス
ト
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い

 

時
に
決
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
ゴ

ル
は

今
回
は

の
近
く
だ

た
よ
う
だ
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だ
し
お

は

が
よ
く
見
え
る
ト
コ
で
食
べ
よ
う
よ

 
今
日
は
ユ
イ
が
お

作

て
き
て
く
れ
た
ん
だ
よ

食
い
し
ん

さ
ん
が
多
い
の
で
た
く
さ
ん

意
し
ま
し
た
よ

 
そ
う

た
ユ
イ
が
ス
ト
レ

ジ
か
ら
取
り
出
し
た
の
は

の

だ

手
で

え
る

ど
も

あ
る
そ
れ
が

の
手
で
一
つ
ず
つ

ら
れ
る

お
お

ユ
イ
の
お

で
す

 
そ
れ
を
見
た
プ
レ
ミ
ア
が
目
を

か
せ
た

表
情
は

し
い
ま
ま
だ
が
や
は
り
目
は

程
に

物
を

う

 
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
は
地

や

業
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
お
り
時
間
に
合
わ
せ

た
ル

チ
ン
を
行

て
日

を
過
ご
し
て
い
る

そ
れ
は

だ
け
で
な
く
食
事
も

ま
れ
て
い

る
の
は
こ
の
目
で
確
認
し
て
き
た

 
そ
ん
な
中
全
て
が
未
設
定
の
プ
レ
ミ
ア
は

は
お
ろ
か
食
事
ル

チ
ン

物
や
食
事

場

も
設
定
さ
れ
て
い
な
か

た
た
め

達
が
保
護
し
始
め
て
か
ら
食
事
と
い
う
行

を

行
い
始
め
た

保
護
し
た
の
は
こ
の
世
界
が
始
ま

て
二
日
目
だ
が
そ
れ
で
も
二
日
の
断
食
は

な
空

感
を
与
え
て
い
た
ら
し
く
初
め
て
の
食
事
に
あ
り
つ
い
た
プ
レ
ミ
ア
の
食
い
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り
は
中

の
も
の
だ

た
と

え
る

 
そ
の
時
に

に
し
た
も
の
は

り
や

の
も
の
だ

た
が
ユ
イ
が

理
ス
キ
ル
を
鍛
え
る

た
め
に

作
品
を
与
え
る
た
め
か
今
で
は
す

か
り
義
姉
に

付
け
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
確
か
に
味
が
良
い
の
は
認
め
る
が
プ
レ
ミ
ア
の

り

合
は

み
つ
き
の
そ
れ
に
近
い
気
が

す
るキ

リ
カ

行
き
ま
し

う

ユ
イ
の
お

が
私
達
を

て
い
ま
す

分
か

た
か
ら

を
引

ら
な
い
で
く
れ

 

ち
き
れ
な
い
と
ば
か
り
に

を
引
く
彼
女
に
苦

し
な
が
ら

は

へ
歩
を
進
め
た

  

ら
な
木

を

け
る
と

す
ぐ
そ
こ
に
は
大
き
な

が
広
が

て
い
た

 
そ
こ
で
レ
ジ

シ

ト
を
広

の
サ
ン
ド
イ

チ
や
数

の
お
か
ず

を

能
し
た

後

食

み
を

ね
て

く
り
し
て
い
る
と

に

面
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
始
め
た
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と
空
を
見
上

れ
ば

数
分
前
は

り
だ

た
空
が
少
し
ず
つ
晴
れ
て
い

て
い
た

だ
か
ら
再
現
が
生
真
面
目
な
ん
だ
よ
な

 
た
し
か
に

後
か
ら
晴
れ
る
予
報
は
出
て
い
た
が
だ
と
し
て
も

に
晴
れ
過
ぎ
で
あ
る

雲

間
が
少
し
ず
つ
開
け
て
い
く
過
程
を
す

ば
し
て
の
快
晴
は
演

に
よ
る

直
さ
が
現
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

 
そ
ん
な
事
を

え
て
情

を

直
に

け
取
れ
な
い

は

く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

う

わ

晴
れ
る
と

ん
と

だ
ね

 
ね

プ
レ
ミ
ア
も
そ
う
思
う
で
し

太
陽
の
光
が
水
面
に
反

し
て
光

て
い
ま
す

プ
レ
ミ
ア
さ
ん

そ
れ
を

キ
レ
イ

と

う
ん
で
す
よ

な
る

ど

太
陽
の
光
が
水
面
に
反

し
て
光

て
い
ま
す

つ
ま
り

キ
レ
イ
で
す

 

を
ユ
イ
に

を
ス
ト
レ
ア
に

ま
れ
な
が
ら
プ
レ
ミ
ア
が
ま
た
一
つ
学

す
る

さ

き
は

い

い
に
な
る

ど
食
べ
物
を

め

み

は
目
の
前
の

色
に
対
す
る
情
緒
を
育

ん
で
い
る

 
背

こ
そ

よ
り
上
だ
が

な
ん
だ
か
妹
が
出
来
た
気
分
だ

 

す
ぐ
追
い

か
れ
そ
う
な
気
が
す
る
け
ど
も
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あ

良
い
事
を
思
い
つ
き
ま
し
た

 

と

面
や

に
咲
く
花
な
ど

キ
レ
イ

と
は
な
に
か
語

て
い
た
ユ
イ
が
声
を
上

た

そ
れ
か
ら
メ
ニ

を
呼
び
出
し

や
ら

作
を
始
め
る

 
そ
う
し
て
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
さ
れ
た
の
は

つ
か
の

ア
イ
テ
ム
と

だ

た

裁

ス
キ
ル
も
取

て
た
の
か

 

の
問
い
に

そ
う
で
す
よ

と
ユ
イ
が

む

 
こ
の
世
界
は
武
器
ス
キ
ル
エ
ク
ス
ト
ラ
ス
キ
ル
は
一
つ
ず
つ
ス
ロ

ト

定
だ
が

密
に

え
ば
発
動
可
能
な
ス
キ
ル
を
指
定
す
る

と
し
て
機
能
し
て
い
る
だ
け
で

練

は
ス
ロ

ト
か
ら
外
し
て
い
て
も
保
た
れ
る
と
い
う

そ
れ
は
生

ス
キ
ル
も
同
様
で
個
別
に

意
さ

れ
て
い
ク
エ
ス
ト
を
達
成
す
れ
ば
ス
キ
ル
ツ
リ

に
追
加
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

て
い
た

Ｓ
Ａ

Ｏ
の
時
と
違
い
ス
ロ

ト
数
の

ね
合
い
で
悩
む
必
要
が
な
い
と
い
う
の
は
と
て
も
喜
ば
し
い

限
り
で
あ
る

 

の
場
合

ロ
グ
イ
ン
し
て
い
ら
れ
る
時
間
は
限
ら
れ

更
に
生

ス
キ
ル
を
育

て
る
時
間
は
よ
り

く
な
る

そ
の
点

組
は
常
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
か
ら
フ

ル
ド

に
出
て
さ
え
い
れ
ば

は
集
ま
る
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多
分
ク
エ
ス
ト
攻
略
の
つ
い
で
に
集
ま

た

で
ア
イ
テ
ム
を
生

し

そ
の
経
験
値
も

あ

て
ユ
イ
は
特
に
レ
ベ
ル
が
高
く
な

て
い
る
の
だ

ま
あ

日

理
を
作
り
武

の

修
理
を
し
て
い
れ
ば
経
験
値
も

ま
る
だ
ろ
う

 
こ
れ
で
鍛
冶

を
開
け
ば
リ
ズ
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
る

だ
が

い
ユ
イ
は
個
人
的
に

間
の

備
を
修
理
を
す
る
だ
け
だ
か
ら

に
な
ら
な
い

そ
の
事
実
に
リ
ズ
が

を
な
で
お
ろ
し

て
い
た
の
は
秘
密
だ

 

話

 
恐
ら
く

間
内
で
生

ス
キ
ル
を
最
も
有
す
る
ユ
イ
は

ア
イ
テ
ム
に

を

し
た

を

て

裁

作
業
を
行
い
始
め
た

 
プ
レ
ミ
ア
は
そ
の
様
子
を
興
味
深

に
見
て
い
る

ユ
イ

そ
れ
は

を
し
て
い
る
の
で
す
か

 
サ
イ
ホ
ウ
と
は
一
体

で
す
か

裁

と
い
う
の
は

こ
う
し
て

と

を
使
い

を
作
る
事
を

い
ま
す

ち
な
み
に
女
子
力
ア

プ
に
は
必

ス
キ
ル
だ
ね

ジ

シ
リ

ク

そ
う
女
子
力

 
そ
れ
は

事
洗

裁

更
に
は
気

い
と
か

容
力
と
か
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で
向
上
す
る
見
え
ざ
る
ス
テ

タ
ス
な
の
だ

 
な
ん
か
変
な
事
を
吹
き

み
始
め
た

ち
な
み
に
キ
リ
カ
は
女
子
力
高
め
の

だ
よ

 
そ
し
て
な
ん
か

き

ま
れ
た

ジ

シ
リ

ク
と
は

男
性
に
も

て
は
ま
る

 
男
性
の
場
合
は
ダ
ン
シ
リ

ク
と

う
の
で
は
な
い
の
で
す
か

ノ

 
家
庭
的
な
事
を
指
す
か
ら
女
子
力
が
正
解

家
庭
的

つ
ま
り

キ
リ
カ
は
ジ

シ

い
や

て
そ
れ
は
お
か
し
い

 
な

か
水
色
の

が
ぐ
る
ぐ
る
と
回

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
き
た

明
ら
か
に

乱
し
て
い

る

ま

男
に
女
子
力
と
か

わ
れ
て
も
そ
の
定
義
を
よ
く
分
か

て
い
な
け
れ
ば

乱
す

る
の
は
仕
方
な
い

 
し
か
し
家
事
全

が
得
意
な
の
は
自
他
共
に
認
め
て
い
る
か
ら
い
い
が
流

に
性
別
を

違

い
さ
れ
る
と

る
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出
来
ま
し
た

 

正
を
重
ね
よ
う
と
し
た
が

ユ
イ
の
声
で
そ
れ
は
叶
わ
な
か

た

 
ま
あ
一

は

定
し
た
か
ら
い
い
だ
ろ
う
と

線
を
義
姉
に
向
け
る

 

ん
の
少
し
目
を
離
し
て
い
た
だ
け
で
ユ
イ
の
手

に
は
複
数
の

が
あ

た

大

は

面

が
か
な
り
少
な
い

極
め
て

時
間
で
完
成
さ
せ
ら
れ
た
の
は
そ
の
た
め
だ
ろ
う

下

か

形
状
は
近
い
で
す
け
ど
違
い
ま
す

水

で
す

せ

か
く
こ
こ
ま
で
来
た
の
で
す
し

ぐ

の
も
い
い
か
と
思
い
ま
し
て

へ

 
ね

ユ
イ

ア
タ
シ
の

て
ど
れ

ス
ト
レ
ア
の
は
こ
の

色
の
で
す
よ

お

 
ク
ロ
ス
デ
ザ
イ
ン
の
ビ
キ
ニ
だ

プ
レ
ミ
ア
さ
ん
の
は
こ
の
水
色
の
タ
ン
ク
ト

プ
・
ビ
キ
ニ
で
す

お
お

こ
れ
が

ミ
ズ
ギ

今

て
い
る

よ
り

で

と
て
も

い
の
で
す
ね

水
に
入
る
の
で

で
な
い
と

み
ま
す
か
ら
ね

あ

キ
リ
カ
の
は
こ
れ
で
す

 
最
後
に

さ
れ
た
水

は
真

黒
に
白
の
ラ
イ
ン
が
入

た
ト
ラ
ン
ク
ス
タ
イ
プ
の
水

と
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パ

カ

だ

た

な
ん
だ
か
別
れ
る
前
の
ア
シ

レ
イ
と
の
約
束
で

を

し
た
水

を
思
い

出
す

 

け
取

た
後

は
す
ぐ
木

の

み
に
入

た

 
一

索

ス
キ
ル
で

を

し
プ
レ
イ

や
Ｍ
ｏ
ｂ
の
反
応
が
な
い
事
を
確
認
し
て

か
ら
水

に

え
る

一
応
護
身
と
し
て

剣
を
後
ろ

に

ば
せ
て
お
く

圏
外
だ
か
ら
最

限
こ
れ
く
ら
い
の
自
衛
策
は

じ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
の
判
断
だ

 
索

で
引

掛
か
ら
な
か

た
以
上

に
モ
ン
ス
タ

は
存
在
し
な
い

 
更
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
を
源
流
と
し
て
い
る
な
ら
水

を

ぐ
事
は
原
理
上
可
能
だ

水

ス
キ
ル
を
取
ら
な
く
て
も

境
に

れ
さ
え
す
れ
ば
問

な
い

そ
も
そ
も
あ
の
ス
キ
ル
は
重

の
あ
る
武

を

備
し
た
状

で

ぐ

の
補
正
を
前

に
し
た
も
の
な
の
で

イ
ン
ナ

だ
け
の
状

に
な
れ
ば

な
か

た
り
す
る

波
に
あ
お
ら
れ
た
時
は

ら
な
け
れ
ば
溺
れ

る
が

そ
も
そ
も
ユ
イ
達

て

い
だ
事
無
く
な
い
か

 

を
寄
せ
な
が
ら
気
付
い
た
事
を

に
す
る

 
多
分

法
は
知
識
と
し
て
知

て
い
る

だ

を
最
初
期
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
な
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ら

い
で
い
た
時
の
様
子
も
見
て
い
る

問

は
そ
れ
を
実

に
出
来
る
か
ど
う
か
で
あ
る

 
最
初
は

ぐ
練

か
ら
始
め
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い

キ
リ
カ

終
わ

た
よ

 
思

し
て
い
る
と

呼
ば
れ
た

 

み
か
ら
出
る
と

三
人
と
も
水

に

え

そ
の

体
を
陽
光
に
晒
し
て
い
た

ん

ス
ト
レ
ア
お
姉
さ
ん
の
魅
力
は
ど

か
な

 
そ
う

い
な
が
ら
前
か
が
み
に
な
り

を
強

す
る
ス
ト
レ
ア

 

か
ら
大
き
く

を
開
い
て
い
る
ス
ト
レ
ア
は
イ
メ

ジ

り
と

う
べ
き
か
Ｓ
Ａ
Ｏ

時
代
の

の

面

を
少
な
く
し
た
よ
う
な
水

だ

た

め
に
掛
か
る
よ
う
に

部
を

う
デ
ザ
イ
ン
だ
か
ら
ク
ロ
ス
デ
ザ
イ
ン
と
彼
女
は

て
い
た
の
だ
ろ
う

 

に
は
し
な
い
が

見

れ
た

が
あ
る

こ
れ
が
ミ
ズ
ギ

初
め
て
の
体
験
で
す

全
身
が
す

す

し
て

し
い
で
す

 
そ
う

う
プ
レ
ミ
ア
は

水
色
ワ
ン
ピ

ス
の
よ
う
な
水

だ

た

 

に
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
フ
リ
ル
は
ユ
イ
の
裁

ス
キ
ル
が
そ
こ
そ
こ
の

練

を
持

て
い
る
事
の
証

と

え
よ
う

色
合
い
と
い
い
意

と
い
い

の

を
意
識
し
て
い
る
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の
は
明
白
だ

 
や
は
り
こ
ち
ら
も
見

れ
た

な
ん
と
な
く
だ
が
プ
レ
ミ
ア
に
配
慮
し
て

え
て
ユ
イ

が
デ
ザ
イ
ン
を
寄
せ
た
気
が
し
た

ど
う
で
し

う
か

 
先
の
二
人
に
反
し

ユ
イ
の
水

は

の

か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
も
の
だ

た

 
そ
も
そ
も
の
話
ユ
イ
は
少
女

の
時
は
ワ
ン
ピ

ス
だ

た
が
大
人
の

に
な

て
か
ら

は
ず

と
黒
の
フ

ド
付
き
コ

ト
し
か

て
い
な
い

だ
か
ら

を
晒
し
て
い
る
イ
メ

ジ
が

全
く
な
か

た

 
そ
の
せ
い
か

一
番
新

味
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る

 
形
状
は
ア
シ

レ
イ
の

で
見
た
事
が
あ
る
三

ト

プ
の
ビ
キ
ニ

黒
い

地
を

の
ラ

イ
ン
が

て
お
り
イ
メ

ジ
カ
ラ

り
で
は
あ
る
の
だ
が
ユ
イ
本
人
の
イ
メ

ジ
に
は

そ
ぐ
わ
な
い
妖

さ
が
あ
る

は
分
か
ら
な
い
リ

フ

や
ス
ト
レ
ア
に

す
る
ス
タ
イ

ル
の
良
さ
が

立

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た

キ
リ
カん
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ん
の
少
し

を
下

て

を

る

が
妖

さ
の
中
に

さ
が

間
見
え
て
ギ

プ
を
感
じ
る
と
同
時
に
安
心
感
も
覚
え
る

 

か
に

が

く
な

た
気
が
し
た

 

線
を

が
せ
る

 
無

で
目
を

ら
し
た
の
だ
が
し
か
し
黒
髪
の
義
姉
は
う

す
ら
と
喜
色
を
浮
か
べ
た

ど

う
や
ら

の
反
応
は
あ
ち
ら
の
心
を

た
す
も
の
だ

た
ら
し
い

 
義
姉
に
異
性
を
感
じ
て
後
ろ
暗
い
と
思

た

の
内
心
を
見

か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

心
地

が
悪
か

た

 
更
に

が

く
な
る

 
そ
れ
に

し
て
ユ
イ
の

更
に
は
ス
ト
レ
ア
の
表
情
の
喜
色
が
深
ま

て
い
く

い
今
な
ら

に

も

な
い
か
ら
今
の
内
に

ぎ
の
練

を
す
る
ぞ

 

三
人
と
も

い
だ
経
験
が
無
い
ん
だ
か
ら
な

 
ド

ツ

ボ

悪

に

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

は
強
引
に
流
れ
を
断
ち
切

て
ず
ん
ず
ん
と
一

人
先
に

に
向
か
う
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そ
の
後
ろ
か
ら
義
姉
二
人
の
抑
え
ら
れ
た

い
と
よ
く
分
か

て
い
な
い
ら
し
い
プ
レ
ミ

ア
の
疑
問
の
声
が

こ
え
て
き
た

 
真

の
太
陽
は

い

 
け
れ
ど
こ
の

さ
は

別
の
も
の
だ

た

  
・
ユ
イ

ア
ダ
ル
ト
ｖ
ｅ
ｒ

 
妖

無

お
姉
さ
ん

 
原

ホ
ロ
リ
ア
に

け
る
ア
ス
ナ
ポ
ジ

 
作
中
で
ス
ト
レ
ア
リ

フ

に

い
で
三
番
目
に
ス
タ
イ
ル
の

さ
を
誇
り
更
に

組

で
一
番
恋
愛
事
情
に

み

ん
で
い
る
一
人

 
つ
ま
り
キ
リ
カ
の
事
を
異
性
と
し
て
認
識
し
て
い
る

 
気
が
付
け
ば
イ
チ

イ
チ

し
始
め
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

す

と

け
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・
ス
ト
レ
ア

 

魅
惑
お
姉
さ
ん

 
作
中
ト

プ
の
ス
タ
イ
ル
の
持
ち
主

男
を
誘
う
よ
う
な

い
を
し
て
い
る
が
セ
リ
フ
こ
そ

て
い
る
が

は

だ

た
り
と
恋
愛
事
情
に

み

ん
で
い
な
い
た
め
か
現
状
ユ
イ
よ

り

な
き
ら
い
が
あ
る

 
ま
あ
原

で
も
お
色
気

な

に
行
動
が

な
の
で
こ
ん
な
感
じ
で
し

う

  
・
プ
レ
ミ
ア

 

無

な
少
女

 
現
状
だ
と

子
の
よ
う
な
立
ち
振
る
舞
い
だ
が
背

は
し

か
り
キ
リ
カ
キ
リ
ト
よ
り

上
で
あ
る

 
ま
だ
ま
だ
学
び
の

中

 

葉
の
意
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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・
キ
リ
カ

 
年

な
少
年

 
キ
リ
ト
よ
り

白
・
恋
愛
イ
ベ
ン
ト
を
経
て
い
な
い
の
で
情
緒
が
未

し
か
し
感
じ
る
心
は

あ
る
の
で

ユ
イ
か
ら

か
を
感
じ

惑

て
い
る

 
完
全
に

か
さ
れ
て
る
シ

タ
で
す
ね

 

お
ま
わ
り
さ

ん

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

     

に
Ｒ
１
８
の
話
を
一
つ
投
稿
し
て
し
ま

た
で
ご
ざ
る
よ
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第
十
一
章
 

育
つ
者
達
の
冒
険

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

写
し
て
る
と

や

Ｓ
Ａ
Ｏ

に
似
て
く
る
ん
だ
な

て

 

初
の
マ
ト
モ
な
戦
闘

な
の
で
原
作
一

に
似
せ
て
い
ま
す

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
八
月
四
日

後
二
時

 

食
の
後
流
れ
る
よ
う
に
ユ
イ
が

行
で
作
り
上

た
水

を
身
に

け
た

達
は

大
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な

で
水
遊
び
に
明
け

れ
た

 

は

な
ら

の

り
程

の

さ
だ

た
が
十
メ

ト
ル
も

に
行
け
ば

に

ま
で

か

て
も
足
が
付
か
な
い

ど
の
深
さ
に
な

て
お
り
プ
レ
ミ
ア
へ
の

意
は

更
気

を
付
け
た

感
情
に

し
い
少
女
の
思

や
行
動
は
未
だ
に
把
握
し
切
れ
て
い
な
い
た
め
一

で
も
目
を
離
し
た
隙
に
ど
こ
か
へ
行

て
し
ま
い
そ
う
な
不
安
が
あ

た
の
だ

 
と
は

え

そ
の
不
安
は

憂
で
あ

た

 
同
じ
事
を

え
て
い
た
ら
し
い
ユ
イ
ス
ト
レ
ア
も
必
ず

か

と
り
は
プ
レ
ミ
ア
の

に

い
る
事
を
示
し
合
わ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

予
想

り
三
人
と
も

な
か

た
の
で

法

を
教
え
て
い
る
間
常
に
だ
れ
か
一
人
は
プ
レ
ミ
ア
の

に
い
た

索

ス
キ
ル
も

し
て
Ｍ

ｏ
ｂ
や
プ
レ
イ

の

近
に

意
し
て
い
た
が

達
の
そ
ん
な
心
配
と
は
裏

に
水
遊
び

の
間
は
至

て
平
穏
な
時
が
過
ぎ
た
と

え
る

 

の
た
め
に
切
り
上

に
上
が

た

達
は
体
が

え
な
い
よ
う
に
と
ま
た
す
ぐ
に
ユ

イ
が
作

た
タ
オ
ル
で
体
を

き
コ

ト
な
ど
を

り
レ
ジ

シ

ト
の
上
で

息
を

取
る
事
に
し
た

 
と
は

え

そ
の
シ

ト
は
い
ま
プ
レ
ミ
ア
が
一
人
で

し
て
い
る
の
だ
が
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は

れ

ま
し
た

 
は

は

と

労
気
味
に
息
を

る
プ
レ
ミ
ア

初
め
て
の
水

は
か
な
り

れ
た
ら
し

い

こ
の
世
界
の
ア
バ
タ

に

労
な
ど
の

労
パ
ラ
メ

タ
は
存
在
し
な
い

だ
が
こ
れ

ま
で
に
な
い
運
動
を
し
た
気

れ
か
ら
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
ま

れ
て
も
無
理
は
な
い
と
三
人
で
苦

す
る

 
食
事
を
は
じ
め
あ
ら

る
体
験
が
初
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
は

心
の

く
ま
ま
に
動
き
回
る

た
め
最

限
溺
れ
な
い
よ
う
に
な

て
か
ら
は
全
力
で
遊
び
回

て
い
た

体
的
に

う
と

水
掛
け
で
ム
キ
に
な

て
い
た

 

対
ユ
イ

ス
ト
レ
ア

プ
レ
ミ
ア

合
軍
の
勝
負
だ

た

 
こ
の
中
で
下
か
ら
二
番
目
に

い
レ
ベ
ル
の

が
一
人
と
か
ち

と

く
な
い
か
と
思
う

あ

し
か

た

 
ま
た
こ
う
し
て
遊
び
た
い
ね

 
そ
ん
な

の
不

な
ぞ
知

た
事
か
と
快
活
に
ス
ト
レ
ア
が

う

に
し
て
な
い
か
ら
伝
わ

る

も
な
い
が

そ
の

か
し
い

に
ち

と
イ
ラ

と
来
た
の
は
悪
く
な
い
と
思
う

 

し
か

た
の
は

定
し
な
い
が

今

は
せ
め
て

を

ロ
に
す
る
の
は
や
め
て
も
ら
い
た
い
が
な
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レ
ベ
ル
差
と
い
う
の
は
中

絶
望
的
で
あ
る

の

以
上
の
レ
ベ
ル
を
有
す
る
ユ
イ
と
ス

ト
レ
ア
は
そ
の
ぶ
ん

ス
テ

タ
ス
や

力
値
が
高
い

力
が
強
い
と
い
う
事
は
水
を
す

く

た
時
の
波
が
よ
り
大
き
く
な
る
と
い
う
事
で
も
あ
る

 
自
分
よ
り
体
格
が
大
き
く

力
値
も
上
回

て
い
る
の
が
二
人
も

手
チ

ム
に
い
る
と
い

う
の
は

中

の
苦
行
だ

た

し
か
し
平
然
と
水
上

水
中
で
動
け
て
い
た
よ
う
に
見
え
ま
す
が

ね

特
に
水
中
の
高
速

動

ア
レ

ど
う
や

て
し
て
た
の

 

の
苦

に
義
姉
二
人
が
反
論
し
て
く
る

ど
う
も
水
上
戦
深
い
と
こ
ろ
に
追
い

め
ら

れ
た
時
の
水
中
戦
に
不

が
あ

た
ら
し
い

ま

に
色

と

 
水
中
高
速

動
と
い
う
の
は
か
つ
て

わ
れ
た

設
の
生
き
残
り
を
掛
け
た
殺
し
合
い
で

体
得
し
た
技
術
だ

地
味
に
ヴ

サ
ゴ
の
教
導
も

ま
れ
て
い
る
が
そ
こ
か
ら
実
戦
で
進
化
さ

せ
た
も
の
で
あ
る

名
前
は
特
に
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
デ
ス
ゲ

ム

第
四
層
で
水
上
戦
が
多
く

か
ら

と
さ
れ
れ
ば
水
中
活
動
を

な
く
さ
れ
た
た
め

イ

で
も

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

水

ス
キ
ル
を
取
ら
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ず
に
活
動
し
て
い
た

が
最
前
線
で
活
動
で
き
た
の
も

設
時
代
に

た
経
験
が
あ

た
か
ら
こ
そ

 
と
は

え
そ
の

の
経

を
話
す
必
要
性
は

い
た
め

に
お

を

す
こ
と
に
し
た

 

そ
こ
で
索

ス
キ
ル
に
反
応
が
現
れ
る

 
さ

と
立
ち
上
が
り
背
後
に
向
き
直
る

同
時
に

備
タ
ブ
を

作

て
い
た
パ

カ

と
入
れ

わ
る
よ
う
に
コ

ト
を

い
そ
の
あ
と
シ

ツ
と
ズ
ボ
ン
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
を

備
す
る

で
す
か

一
体
な

反
応
も
弱
い
か
ら

だ
け
で
十
分
だ

 

備
変
更
中
に
マ

プ
を
確
認
し
カ

ル
色
か
ら

の
強
さ
を

出
し
て
い
た

は
そ
う

て
一
人
林
の
方
へ
歩
を
進
め
る

そ
も
そ
も
第
一
エ
リ
ア
で
も
最
初
の
フ

ル
ド
だ
か

ら

こ
の

を

歩
し
て
い
る
Ｍ
ｏ
ｂ
の
レ
ベ
ル
は

が
せ
い

い
で
あ
る

ユ
イ
達
が

手
し
て
も

ロ
ク
に
経
験
値
を
得
ら
れ
な
い
の
は
目
に
見
え
て
い
た

 
そ
れ
な
ら
同
レ
ベ
ル

の

が

ロ
で

手
を
す
る
方
が
い
い
と
判
断
し
た
ま
で
の
事

 

水
遊
び
は
今
日
は
い
い
か
な

と
思

て
い
た

で
は
な
い

断
じ
て
だ
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林
で
ポ
ツ
ン
と
孤
立
し
て
い
た
の
は

リ
ト
ル
ネ

ン
ト

だ

た

レ
ベ
ル
は

ア
イ

ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

論
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
も
苦
い
思
い
出
が
あ
る
そ
れ
は
こ
の
フ

ル

ド
の
林

に
生
息
す
る
種

で
あ
る

 
同
レ
ベ
ル
と
は

え

に
こ
の

で
は
ト

プ
ク
ラ
ス
の
剣
を
手
に
入
れ
て
い
る
た
め
攻

撃
力
は

し
分
な
し

 
不
意
打
ち
気
味
に
ブ

ス
ト
し
た

ホ
リ横
ン
タ
ルぎ

で
弱
点
の

部
分
を
一
閃

死
さ
せ
る

ぐ
ぐ

と
Ｅ
Ｘ
Ｐ
バ

が

び
る
も
の
の

レ
ベ
ル
ア

プ
に
は
ま
だ
少
し
足
り
な
い

 
ス
キ
ル
ツ
リ

を
見
て
い
け
ば
か
つ
て
の

レ
ベ
リ
ン
グ
が

の
よ
う
な

練

値
が

ん
で
い
る

と
い
う
よ
り

手
を
出
し
て
い
な
い
か
ら
数

は
ゼ
ロ
が
多
い

自
然
使
え
る

ス
キ
ル
も
か
な
り
少
な
く
な

て
い
る

プ
レ
ミ
ア
や
こ
の
世
界
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
事
を

意
す
る
の

も
い
い
が
不

の
事

が

き
た
時
戦
力
外
に
な
ら
な
い
よ
う
あ
る
程

の
レ
ベ
リ
ン
グ
は

し
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
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今
夜

く
レ
ベ
リ
ン
グ
す
る
か
な

 

達

に

人
間
の
よ
う
な

眠
は
あ
ま
り
必
要
な
い

そ
れ
で
も
人
間
時
代
の
名
残
か
ら

生
活

が
残

て
い
て
そ
れ
に

う
よ
う
に
義
姉
達
も
食
事
と

眠
を
取

て
い
る

食
事

に

し
て
は
完
全
な

だ
が

眠
の
場
合
情
報
・
記

整
理
の

に

容
す
る
情
報
を

断
す
る
こ
と
で
能

ア

プ
を

る
意

が
あ
る

眠
状

に
入

た
方
が

乱
し
に
く
く
な

る
よ

と
い
う
程

の
も
の
だ

 
成
り
立
ち
が
異
な
る

の
場
合

精
神
的

労
の
回
復
も

ん
で
い
る
か
ら
最
近
は

眠
を

取

て
い
る
が

 
人
間
時
代
と
違
い
な
に
も

眠
が
必

と
い
う

で
は
な
い

ま
し
て
や
生
身
の
肉
体
限
界

が
存
在
し
な
い
の
だ

一
日

二
日
の

夜
で
大
き
な

が
出
る

も
な
い

 
今
日
中
に
情
報

か
ら
レ
ベ
リ
ン
グ
に

し
た

場
の
情
報
を

う
こ
と
を
予
定
メ
モ
に
記

載
す
る

 
そ
う
し
な
が
ら
ユ
イ
達
の
下
に

た
時
な
ん
と
も

な
空
気
を
感
じ
取
り
意
識
を
メ

モ
か
ら
外
し
た

プ
レ
ミ
ア
さ
ん

ど
う
し
た
の
で
す
か
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プ
レ
ミ
ア

 
そ

ち
は

だ
よ

 
水

の
義
姉
達
が
呼
び
か
け
る
中
我

せ
ず
と
ば
か
り
に
ず
ん
ず
ん
と
迷
い
な
く
プ
レ
ミ

ア
が
歩
い
て
い
る
光

が
眼
に
入

た

彼
女
の

線
の
先
に
は
ス
ト
レ
ア
が

た
よ
う
に

が
存
在
し
て
い
る

 
ち

と
し
た

を
く
り
ぬ
く
よ
う
に
出
来
上
が

た

穴

 
マ

プ
上
で
は
い
ち
お
う
ダ
ン
ジ

ン

い
に
な

て
い
る

と
は

え
マ

プ
情
報
は

間
内
で
共
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
探
索
済
み
に
な

て
い
る
が

 
そ
れ
よ
り
も

気
に
な

た
事
が
一
つ

 
そ
れ
は
プ
レ
ミ
ア
の
様
子
だ

た

こ
ち
ら
に

し
な
い
で
進
む
様
は

以
前
ク
エ
ス
ト

を
終
え
た
後

と
り
で

ま
で
帰
ろ
う
と
し
た
時
の
様
子
を
想

さ
せ
る

Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の

ル

チ
ン
に
入

た

と
で
も

う
の
だ
ろ
う
か

プ
レ
ミ
ア

あ
の

が
気
に
な
る
の
か

 

け
寄
り

が
問
い
か
け
る
と

プ
レ
ミ
ア
は
無

の
ま
ま
こ
く
り
と

い
た

 
水
色
の

は

ど
こ
か

と
し
て
い
る

 

プ
レ
ミ
ア

と
い
う
自
我
が
希

に
感
じ
ら
れ
た
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二
人
と
も

バ
カ
ン
ス
は
こ
こ
ま
で
だ

そ
う
で
す
か

残
念
で
す

 

の
判
断
に
然
程
残
念
そ
う
で
な
い
様
子
で
ユ
イ
が

み

を

め
た

に
立
つ
ス

ト
レ
ア
も

ざ
ん
ね

ん

と

て
は
い
る
が
そ
れ
以
上
の
文

を

に
し
て
い
な
い

流

れ
る
よ
う
な
動
き
で
メ
ニ

を

り
始
め
た

 

嗟
に

穴
に

線
を

す

せ
め
て
一
声
掛
け
る
か

み
に
入

て
か
ら

え
て
欲
し
い
ん
だ
が

 
ど
う
に
か

に
出
来
た
の
は

そ
ん
な
苦

だ
け
だ

た

 
あ
ら

る
手

が

略
化
さ
れ
て
い
る
仮
想
世
界
に

い
て

え
と
い
う
行

も

に
も

れ
ず
実

に
脱
い
だ
り

た
り
の
動
作
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

ス
テ

タ
ス
ウ

ン
ド
ウ
の

備
フ

ギ

ア
を

作
す
る
だ
け
で
済
む

し
か
し

変
更
の
数

間

近
年

く
な

て
い
る
が
そ
れ
で
も
一

前
後

は
下

も
の
に
よ

て
は

体
を
晒
す
事
に
な
る
た

め

男
女
問
わ
ず
人
前
で

え

作
を
す
る
事
は
ま
ず
無
い

 
今
回
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
は
水

か
ら

え
を
行

た

戦
闘

に
変
わ
る
場

合
は
下

と
変
わ
り

そ
の
上
に

と
武

を

う
形
に
な
る
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つ
ま
り
今
の

作
だ
と
二
人
は
完
全
な

体
を
数

晒
す
事
に
な
る

 
セ
ン
シ
テ

ブ
表
現
の

制
が

し
い

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
も

け
道
は
存
在
し
て
い
て
こ
れ
は

そ
の
一
つ
と
な

て
い
た

ま
あ
本
格
的
に
危
な
い
と
こ
ろ
は
デ

テ

ル
・
フ

カ
シ

ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

を

す
る
形
で

界
を

す
よ
う

く
と
は
思
う
が

キ

リ
カ

な
に
エ

チ
な

想
し
て
る
の

 

の

念
を

く

に
そ
う

て
き
た
の
は
ス
ト
レ
ア
だ

た

を
組
ん
で
き
た

の
大
剣
使
い
に
じ
ろ
り
と

線
を
送
る

に
ま
に
ま
と
し
た

み
は
そ
れ
で
も

れ
な
い

と
く
け
ど
キ
リ
カ
の
そ
れ
完
全
に

と
ち
り
だ
よ

だ

て
ア
タ
シ
達
先
に

と

を

備
し
て

そ
れ
か
ら
水

と
下

を
入
れ

え
た
ん
だ
も
ん

 
ど
う
や
ら
ス
ト
レ
ア
は

の

念
を
し

か
り
理
解
し
て
い
た
ら
し
い

そ
し
て
そ
の
上
で

と
ち
り
だ
と

う

 
振
り
返
り

黒
ず
く
め
の
義
姉
に
目
を
向
け
る

本

な
の
か

と

 

葉
は
な
い

た
だ
に
こ
と

か
い

み
を
向
け
ら
れ
た

そ
れ
が

よ
り
の

え
だ

た
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プ
レ
ミ
ア
に
も

え
て
も
ら

た
後

達
は
四
人
で

穴
の
中
に
足
を

み
入
れ
た

 

に
攻
略
済
み

し
か
も
第
一
エ
リ
ア
最
初
の
フ

ル
ド
と
い
う
事
も
あ
り
道
も

な

上
に
Ｍ
ｏ
ｂ
す
ら
出
て
こ
な
い
状

で

遠
足
の

⻑
線
の
よ
う
な
も
の
に
な

て
い
た

索

ス
キ
ル
に
も
反
応
が
な
い
か
ら
過

に
気
を

ら
な
く
て
い
い
の
が
そ
れ
に

車
を
掛
け
て

い
る

 
無
論
ト
ラ

プ
の

も
見
ら
れ
な
い

過
去
に
は
あ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
お
そ
ら
く

解

さ
れ
れ
ば
そ
れ

き
り
の

発
式
だ
け
だ

た
と
思
わ
れ
る

 
そ
ん
な

遠
足
や
見
学
と
間
違
い
そ
う
に
な
る
道
す
が
ら

事
件
は

き
た

あ
う

が
 
ま
ず
最
初
に

ず
べ
し

と
プ
レ
ミ
ア
が
足
を

ら
せ
て
転
倒
し
た

 

け
て
上
が

た
声
は

の
も
の

こ
け
る

に
前
を
歩
い
て
い
た

の
コ

ト
を

み
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そ
の
ま
ま
引
き
倒
す
形
に
な

て

に
後

部
を
強
打
す
る
事
に
な

て
い
た

こ
れ
で
三
回
目
だ
ぞ

 
そ
れ
が

に
三
回

き
て
い
る

れ
も
こ
け
る

に

の
コ

ト
を

む
か
ら

き

ま

れ
て
い
た

 
今
回
は

た
り

と
勢
い
が
良
か

た
か
ら
か

バ

も

こ
が

か
に

れ
て
い
た

ち

と
だ
け
出

て
い
る

に
ぶ
つ
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
と
も
あ
れ
近
く
に

が
あ

て

気
り
や
す
い

境
と
は

え
流

に
こ
け
過
ぎ
で
あ
る

う

か
り
し
た
だ
け
で
す

 
恨
め
し
く
プ
レ
ミ
ア
を
見
れ
ば

ぶ
す

と
不

れ
た
様
子
で

葉
を
返
さ
れ
た

 
そ
も
そ
も
体
格
的
に
一
番

い

の
コ

ト
を
な

む
の
か

ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
で
あ
れ

ば

引

ら
れ
て
も

動
だ
に
し
な
い
だ
ろ
う
に

二
人
と
も

大

で
す
か

ち

と
体
力
が

れ
た
け
ど

ま

一
応
は

私
も
平
気
で
す

た
の
は
私
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
悪
い
ん
で
す

 

い
な
が
ら
更
に

へ
進
も
う
と
す
る
プ
レ
ミ
ア

そ
の
三
歩
目
で

が
前
に

り

と
同
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じ
こ
け
方
を
し
た

こ
れ
で
四

目
の
転
倒
で
あ
る

 
む
く
り
と
体
を

こ
し
た
プ
レ
ミ
ア
は
ぶ
す

と
し
た
面
持
ち
で

葉
も
発
さ
ず
す
ぐ
立
ち

上
が

た

な

と
り
あ
え
ず
今
日
は
帰

た
方
が
い
い
ん
じ

な
い
か

水

初
体
験
の
せ
い
か
足

が
お

つ
い
て
な
い
よ
う
に
見
え
る

 
ま
だ
進
も
う
と
す
る
彼
女
を

め
る
つ
も
り
で

す
る

だ
が
プ
レ
ミ
ア
に
そ
れ
を

き

入
れ
る
様
子
は
無
く

覚
束
な
い
足
取
り
の
ま
ま

の

へ
進
も
う
と
し
て
い
る

 
こ
の

の
構

は
極
め
て

大
部

一
つ
と
小
部

二
つ
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
回
廊
と
い

う

り
で

し
回
廊
と
か
が
あ
る

で
も
な
い

 

無
か

た
は
ず

な
の
だ
が

え

 
ち

ち

と

て
下
さ
い

現
在
地

マ

プ
か
ら
ズ
レ
て
ま
せ
ん

か
な
に

 
慌
て
た
よ
う
に

う
ユ
イ
に

と
ス
ト
レ
ア
は

て
メ
ニ

を
開
き
現
在
地
の
確
認

を
行

た

す
る
と
確
か
に
マ

ピ
ン
グ
済
み
の
エ
リ
ア
か
ら
外
れ
た
と
こ
ろ

つ
ま
り
本
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来
な
ら

の
中

に

す
る
部
分
に

達
の

ブ
リ

ツ点
が
存
在
し
て
い
る

 
ど
う
や
ら

達
は
知
ら
ぬ
間
に

し

路
を
見
つ
け

そ
こ
に
入

て
い
た
ら
し
い

本

だ

だ
が

い
つ
ギ
ミ

ク
が

 
二
人
と
も

か
し
た
か

い
え

私
は
な
に
も

ア
タ
シ
は
そ
う
い
う
ス
キ
ル
も
育
て
て
な
い
か
ら
な

能
動
的
解

じ

な
い
の
か

 
ま
だ
序

だ

た
か
ら

破

解

定
な
ど
の
ト
レ
ジ

ハ
ン
ト
系
ス
キ
ル
が

育

て
い
な
か

た
可
能
性
は
あ
る

事
実
レ
ベ
リ
ン
グ
を

て
い
る

は
そ
れ
ら
を
一
切
育

て
て
い
な
い

で
は
残
る
二
人
な
の
か
と
も
思

た
が

ど
う
や
ら
違
う
ら
し
い

 
消
去
法
で
い
く
と

達
は
な
に
か

件
を

た
し
そ
れ
に
応
じ
て

し
回
廊
が
解
放
さ
れ

た
と
い
う
線
が

だ

 

そ
し
て

そ
の

件

は

 

と

気
付
け
ば
十
メ

ト
ル
以
上
先
に
進
ん
で
い
る
プ
レ
ミ
ア
の

に
目
を
向
け
る

 
他
の
プ
レ
イ

達
と
明
確
に
異
な
る
と

え
ば

彼
女
の
存
在
の
有
無
と

達
が

は

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
配
下
で
あ

た
事
の
二
点

し
か
し
現
在
は
プ
レ
イ

ア
バ
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タ

の
コ
ン
バ

ト
で
プ
レ
イ
し
て
い
る
の
で
後
者
が
要
因
と
な

て
い
る
線
は

い

 
か
と

て

プ
レ
ミ
ア
の
存
在
が

に
な

て
い
る
の
も
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
か

 

全
て
未
設
定
の
ま
ま
動
き
出
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 

そ
れ
と
出
会

た
時

送
ら
れ
て
き
た
あ
の

メ

セ

ジ

 

そ
し
て
い
ま
足
を

み
入
れ
て
い
る
謎
の
エ
リ
ア

 
正
式
な
エ
リ
ア
な
ら
そ
こ
が

え

し
部

だ
ろ
う
が
マ

ピ
ン
グ
さ
れ
る
の
が
こ
れ
ま
で

の
常
識
だ

た

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
使

て
い
る
な
ら
そ
の
ル

ル
は

に
な
ろ
う
と
変
わ

て
い
な
い

だ
と
い
う
の
に
こ
の
回
廊
が
マ

ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
事
は

本
来

み
入
れ
ら
れ
な
い
エ
リ
ア
と

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

 

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

と
異
な
る

本
来
不
可

の
エ
リ
ア

 
そ
れ
は
仕
様
上
存
在
し
得
な
い
空
間

 
そ
う

え
る
と

本
来
あ
り
得
な
い
状

と
い
う
意
味
で
は
プ
レ
ミ
ア
と
こ
の
空
間
に
共

点
が
あ
る

だ

前
者
は
設
定
が
空
白

後
者
は
マ

プ
デ

タ
の
未
実

 
ま
だ
確
証
は
無
い
が

こ
れ
ら
全
て
が
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
も
の
だ
と
す
れ

ば
意

は
不
明
だ
が
辻
褄
は
合
う

だ
と
す
れ
ば
プ
レ
ミ
ア
の
行
動
を
見

け
て
い
れ
ば

れ
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そ
の

心
に

り

く
だ
ろ
う

追
い
か
け
る
ぞ

は

後
で
も
出
来
る

 
止
め
て
い
た
足
を
動
か
し
か
な
り
先
ま
で
進
ん
で
い
た
プ
レ
ミ
ア
の
後
を
追
う

迷
い
の
な

い
歩
み
は
頼
も
し
さ
す
ら
覚
え
る
が

の
索

は
お
ろ
か
そ
も
そ
も
身
の
危
険
を

え
て

い
る
の
か
す
ら

し
い
の
で
過
信
は
禁
物
だ

 
三
人
で
プ
レ
ミ
ア
の
下
ま
で

り

追
い
付
い
て
か
ら
は

ん
で
歩
く

 

く
進
む
と

広
間
に
出
た

 
ド

ム
状
に
開
い
た
そ
の
空
間
の
中

に
人
影
が
あ
る

プ
レ
イ

で
は
な
く
人
型
の
Ｍ

ｏ
ｂ

動

物
が
メ
イ
ン
の

原
エ
リ
ア
に
は
そ
ぐ
わ
ぬ
剣
士
タ
イ
プ
の
ス
ケ
ル
ト
ン
だ

た

 
ス

ケ

ル

ト

ン

・

ル

ジ

Ｓ

ｅ
ｌ
ｅ
ｔ
ｏ
ｎ
Ｓ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｅ
ｒ

直

で

骨
兵
士
と
な
る
そ
れ
は

び
つ
い
た

直
剣
を
一
本

え
禍

し
い

気
を

骨
の
内

人
間
な
ら
心

が
あ
る
部

か
ら

吹
き
出
し

暗
い
眼

を
向
け
て
き
て
い
る

レ
ベ
ル
は

上
の
カ

ル
は
や
や
暗
め

の
紅
だ

 
表
示
さ
れ
て
い
る
数

カ

ル
色
か
ら
し
て

よ
り
明
ら
か
に
格
上
だ

キ
リ
カ

ア
レ
は
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が
出
る

少
し
は
強

と
や
り
合
わ
な
い
と
な

 
有
無
を

わ
さ
な
い
よ
う
に

せ
て

う

 

か
ら
す
れ
ば
格
上
で
も
ユ
イ
達
に
と

て
は
や
や
弱
い
部

に
入
る
モ
ン
ス
タ

だ

手
を
す
る
な
ら
二
人
の
方
が
確
実
で
安
全
だ

し
か
し
プ
レ
ミ
ア
を
守
る
と
い
う
点
を

慮
す

れ
ば

増

を

念
し
て
最
大
戦
力
を

え
さ
せ
る
方
が
理
に

て
い
る

 

立
場

逆
転
か

 

か
に

苦

 

は
自
分
の
方
が
強
か

た

レ
ベ
ル
も
経
験
も

を

べ
る
事
こ
そ
あ
れ
守
る
立

場
は

だ

た

そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
逆
転
し
て
い
て
そ
の

は
義
姉
の
も
の
に
な

て

い
る

 
ま

そ
れ
は

仕
方
な
い
事
な
ん
だ
ろ
う

 
人
は
変
わ
る

一
か
ら
学
び

成
⻑
し
て
い
く

そ
う
し
て
ユ
イ
は
強
く
な

た
の
だ

 
彼
女
の

り
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

 

な
ん
て

浮
か
ば
な
か

た

 

く
思
い
は
た
だ
一
つ
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行
く
ぞ

 
負
け
ら
れ
な
い

と
い
う
思
い
だ

た

  

色
の
剣
に

色
の
刃
を
合
わ
せ
る

ギ

ン
と
空
気
を

わ
せ
な
が
ら

い
の
刃
が

弾
か
れ
た

 
反
動
に
逆
ら
わ
ず

後
方
に
ス
テ

プ

 
直
後

返
す
刃
で
振
る
わ
れ
た
剣

が

り

の

を

く

た

 

思

た
よ
り

強
い

 
そ
れ
が
眼
前
に
立
つ

骨
兵
士
の

価
だ

た

と
同
じ
片
手
剣
一
本
の
ス
タ
イ
ル

そ

れ
で
い
て
モ
ン
ス
タ

と
し
て
の
体

と

み
を
感
じ
な
い
ア
ン
デ

ド
系
の
特
徴
を
活
か
し

た
パ
ワ

ス
タ
イ
ル
と
い
う
今
の

と
は
真
逆
の
戦
法

レ
ベ
ル

練

の

に
は

か
分
の
悪
い

手
と

え
た

 

え
る
な
ら
格
上
の
フ

ル
ド
ボ
ス
に

特
化
の
ダ
ガ

使
い
と
し
て

む

と
か
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感
覚
と
し
て
は
そ
れ
に
近
い

性
能
が
高
い
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
の
お
陰
で
ダ
メ

ジ
は
入
る

が
そ
れ
も
全
て

た
る
も
の
に
な

て
い
る

後
隙
が
あ
る

ド
ス
キ
ル
の
使

を

え
て
い
る
せ
い
だ

 
反
対
に
こ
ち
ら
が
一
撃

え
ば

の
命
の
残

は
五
分
を

る

 

直
に
頼
め
ば
よ
か

た
か

と
ち
ら
り
と
弱
気
な

え
が
浮
か
ん
だ

は
 
そ
の

え
を

空
気
を

き
出
す
と
共
に
彼
方
へ
追
い
や
る

 
ら
し
く
な
い
と
心
中
で

う

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は

る
が
そ
れ
で
も
別
れ
る
前
は
こ
れ
よ

り
絶
対
的
な
戦
力
差
を
前
に
し
て
戦
い

け
て
き
た
で
は
な
い
か

こ
の
程

で

し
て
ど
う
す

る

と
自
ら
を

い
立
た
せ
た

 

は

手
に
握

た

刃
直
剣
を

体
の
正
中
線
に

た
り
と
構
え
る

 
対
す
る
ス
ケ
ル
ト
ン
・

ル
ジ

も

手
の

刃
直
剣
を
引
い
た

 

暗
い

の
広
間
に
ど
こ
か
ら
か

た
い
風
が
吹
き
寄
せ
て
き
て

の
髪
と
コ

ト
を
揺

ら
す

 

一

前
髪
が

界
を

た
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グ
ル

 
そ
れ
は
偶
然
か
あ
る
い
は

て
の
事
か

界
が

ら
れ
た
そ
の

間
怨
念
に

ち
た

方
向
と
共
に
ス
ケ
ル
ト
ン
・

ル
ジ

が
地
を

た

数
メ

ト
ル
の
遠
間
か
ら
直
剣
が

い

を

き
襲
い
掛
か

て
く
る

空
中
に
は

や
か
な

ル
グ
リ

ン
の

が

く

く 

片
手
剣

発
突
進
技

ニ

ク
リ

プ

 
ブ

ス
ト
さ
せ
れ
ば
最
大

程
十
メ

ト
ル
を
コ
ン
マ
数

で

め
る

力
な
が
ら
隙
が
少

な
い

な
突
進
剣
技
だ

過
去

と
な
く
愛

し
た
技
で
あ
る

 

よ

て

そ
の

道
も
予

済
み

 
片
手
剣
カ
テ
ゴ
リ
の
ス
キ
ル
の
内

ル
グ
リ

ン
に

く
も
の
は

ニ

ク
リ

プ

た
だ
一
つ

そ
の
刃
は

め
上

か
ら

め
に
振
り
下
ろ
す

道
を

く

突
進

離
と
速

こ

そ
恐
ろ
し
い
が

発
ス
キ
ル
だ
か
ら
こ
そ
見
切
り
や
す
く
も
あ
る

 
つ
ま
り
剣
を
構
え
た
時

そ
の
剣
が

ど
ち
ら
に
あ
る
か
を
気
に
す
れ
ば
い
い

 
そ
し
て
ス
ケ
ル
ト
ン
・

ル
ジ

の
剣
は
体
の

か
ら
振
り
か
ぶ
ら
れ
て
い
る

そ
の
ま
ま

け
れ
ば

は

か
ら

ま
で
バ

サ
リ
と
斬
ら
れ
る

道
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そ
れ
ら
の
分

が

み
つ
い
て
い
る

は

ば
反

の

で
体
勢
を

く
し
な
が
ら

寄
り

に

け
だ
し
て
い
た

一

後

に

れ
る
よ
う
に
刃
が

過
す
る

ダ
メ

ジ
は
無
し

回

成

だ
せ
あ

 
掛
け
声
と
共
に

手
の
剣
を

に

ぐ

水
色
の
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
を

た
刃
が
黒
ず
ん

だ
骨
を
裂
き

紅
色
の
光

が

び

た

グ
ギ

と

い
悲
鳴
が

こ
え
る

 
し
か
し

の
剣
は
そ
こ
で
止
ま
ら
な
い

こ
し
た
モ

シ

ン
に

い
シ
ス
テ
ム
が

の
動
き
を
ア
シ
ス
ト
し

返
す
刃
が
神
速
で
振
る
わ
れ
る

 

片
手
剣

二

撃
技

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ア

ク

 

に

ぎ

み
こ
む
よ
う
に

に

ぐ
水
平
二

撃
技

練

で
も

得
可
能
な
技
の

二
撃
目
は

の

ク
リ
テ

カ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
直
撃

し
い
ダ
メ

ジ
エ
フ

ク
ト

と
共
に

手
の

バ

が
ぐ
ぐ

と

て

分
を
切

た

 
ス
キ
ル
を
直
撃
さ
せ
れ
ば

や
は
り
二

三

の
ダ
メ

ジ
に
は
な
る

 
と
は

え
ス
キ
ル

技
後

直
デ

レ
イ
と
ノ

ク
バ

ク
の
時
間
に

差
は
無
い

密
に

は
ノ

ク
バ

ク
の
方
が
⻑
め
だ

か
ら
仕
切
り
直
し
に
な
る

そ
こ
で
一
方
的
に
攻
撃
で
き
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る
よ
う
に
し
た
の
が
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

だ

た

 

後
ろ

に

意
識
を
向
け
る

 

に
は

備
タ
ブ
を

さ
ず

し
た

剣
が
あ
る

そ
れ
を

手
に
持
て
ば

タ
ブ
経
由

の
片
手
剣
と
タ
ブ
非
経
由
の

剣
に
よ
る
疑
似
二
刀
流
を
使
え
る

こ
の
世
界
に
二
刀

流
は
無
い
が
片
手
武
器
ス
キ
ル

の

な
ら
可
能
だ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
ア
ル
ゴ
と
の
実
況

配
信
で

て
い
た

実

そ
れ
が
可
能
だ
と
確
認
も
終
え
て
い
る

 
一

思

し

使
う
こ
と
を
決
断
す
る

 
逆
に
使
わ
な
い
理
由
が
無
か

た
か
ら
だ

フ
グ
ル
ル

 
怒
り
故
か
雄

び
を
上

な
が
ら
ス
ケ
ル
ト
ン
・

ル
ジ

が
再

近
し
て
く
る

刃
に

光
は
な
い

一
定
間
隔
で
し
か
ス
キ
ル
を
使
わ
な
い
ル

チ
ン
で
も
し
て
い
る
の
か

 

に
せ
よ

合
だ

 
そ
う

は

く
そ

み

手
を
後
ろ
に
回
す

そ
の
手
で

剣
を
引
き

き
振
る
う

真

上
か
ら

て
き
た
直
剣
の

に
ぶ
つ
け
て

道
を

ら
す

 

に
隙
が
生
ま
れ
た
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お

ら

 
気
合
一
閃

 

色
の

を
引
い
た

ス

ラ

ン

ト
斬
り
を
放
つ

 
そ
の
技
後

直
を
喰
ら
う
前
に

手
を
動
か
し
シ
ス
テ
ム
デ

レ
イ
を
ス
キ
ル
の
発
動

機

で
上
書
き
し
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
を

動

⻩
色
の
光
を
放
つ

剣
が

に
振
る
わ
れ
直
後

に

た

二

撃
技

サ
イ
ド
・
バ
イ
ト

だ

 
最
後
地
を

り
な
が
ら
ア
ニ

ル
ブ
レ

ド
を
突
き
出
す

す
る
と
切

先
か
ら

の
光
が

り

全
て
が
加
速

の

を

き
な
が
ら
背
後
に

け
た

 
制
動
を
掛
け
る
た
め
地
面
に
足
を
付
け
る
と
ブ

ツ
が
ざ
り
ざ
り
と

い

と
共
に

に

二
本
の

を
残
し
た

 
勢
い
を

し
て
ぐ
る
り
と
振
り
向
く

 
同
時
ガ
ラ
ス

を

り

く
よ
う
な

を

か
せ

骨
兵
士
は

な
ポ
リ
ゴ
ン
の
欠
片

と
な

て

し
た

は

 

に

影
が
無
い
事
も
確
認
し

は

勢
を
解
く
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内
心
は

ち

と
複

だ

 
片
手
剣
一
本
で
倒
し
た
か

た
な

と
い
う
悔
し
さ
や
ら
意
地
や
ら

し
ぶ
り
に
二
刀

で
戦

た
な

と
か

そ
の
原
因
を
思
い
浮
か
べ
て

ろ
苦
い
気
分
に
な

た
り
と
か

 

快
な
フ

ン
フ

レ
と
共
に
体
が
光
り
レ
ベ
ル
ア

プ
し
た
事
に
対
す
る
喜
び
も
あ

た
が

そ
れ
以
上
に

な
気
持
ち
が

合
を

め
て
い
た

  
・
二
刀
流

ス
キ
ル
に
つ
い
て

 
原
作
で
は

片
手
剣
二
本
持
ち

を
指
す

 
本
作
で
は
片
手

・武
・器

二
本
持
ち
を
指
す

な
の
で
原
作
と
違
い
片
手
剣
と

剣
を
持

て
ス
キ
ル
を
使
う
な
ど
が
出
来
る

  
・

の
イ
レ
ギ

ラ

備
判
定
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一
応

編
第
一
章

知
ら
れ
ざ
る
伝
説

の
実
況
に
て
キ
リ
ト
と
ア
ル
ゴ
が
話
し
て

い
る

 

備
タ
ブ
を

し
た
状

で
二
本
持
ち
は
不
可

 
片
方
は
タ
ブ
経
由

片
方
は
非
経
由
な
ら
可

  
・
育
つ
者
達

と
は

 

達

 
今
話
で
は
特
に
キ
リ
カ

プ
レ
ミ
ア
が

す
る

  
・
キ
リ
カ

 
電
弟

ホ
ロ
ウ

虚
剣

獣

ベ

や
つ

と
い
う
構

か
ら

狂

剣剣
と
呼
ば
れ
た
り
呼
ば
れ
な
か

た
り

 
こ
こ

く
大
剣
で
戦

て
き
た
が
そ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
別
れ
る
前
二
刀
や
片
手
剣
ス

タ
イ
ル
を
意

的
に

け
て
き
た
か
ら

現
在
で
は
吹

切
れ
て
い
る
の
で

来
の
ス
タ
イ
ル

に

た
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ま

キ
リ
カ
の
小

さ
な
ら
片
手
剣
だ
ろ
う
と

手
剣
だ
ろ
う
と
ど

ち
も

手
で
持
て
る
サ

イ
ズ
で
あ
る
事
に
変
わ
り
は
な
い
の
だ
が

 
現
在

プ
レ
ミ
ア
を

く

間
内
で
最
弱
に

す
る

  
・
プ
レ
ミ
ア

 
謎
多
き
少
女

 
自
我
の

い
時
は
大

な
に
か
大
い
な
る
意
思
に

ら
れ
て
い
る
と

さ
れ
て
い
る
が

本
人
に
そ
の
意
識
は
な
い

 
食
い
し
ん

の

と
り

  
・
ユ
イ

 
レ
ベ
ル

の
電
姉

 
片
手
剣
を
メ
イ
ン
に

剣

剣
な
ど
も
鍛
え
て
い
る

 
常
に
イ
ン
し
て
い
ら
れ
る

点
を
最
大
活

し
現
在

間
内
で
最
高
レ
ベ
ル
を
誇

て
い
た

り
す
る

キ
リ
ト
キ
リ
カ
リ

フ

ら
の
戦
闘
デ

タ
か
ら
学

し
て
い
る
の
で
地
味
に
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バ
い

 
キ
リ
カ
が
戦

て
い
る
間
は

愛
の

た
眼
で
見
守

て
い
た

  
・
ス
ト
レ
ア

 
レ
ベ
ル

の
電
妹

 

手
剣
を
主
に
鍛
え
て
い
る

 

間
内
で
最
高
の

力
ス
テ

タ
ス
を
誇

て
お
り

持
ち
前
の
反
応
速

で

を

さ

な
い
攻
撃
を
得
意
と
す
る

目
立
た
な
い
が
地
味
に

バ
い

真

 
キ
リ
カ
は
認
識
し
て
い
な
い
が

観
戦
中
は
無
邪
気
に
声

を
投

て
い
た
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第
十
二
章
 

黒
の
因
縁

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

数
少
な
い
代
わ
り
に
投
稿

上
が

た
か
ら
許
し
て

 

点

キ
リ
カ

ユ
イ

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

内
部

 
マ

ピ
ン
グ
済
み
の
デ

タ
に
は
無
い
回
廊
が
出
現
し
そ
の
先
の
広
間
に

ち
構
え
て
い
た

ス
ケ
ル
ト
ン
・

ル
ジ

を
倒
し
た
後

ユ
イ

ス
ト
レ
ア

そ
し
て
プ
レ
ミ
ア
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と
で
更
に
道
を
進
ん
だ

 
そ
し
て
最

に

り

く

こ
れ
は

神
殿

で
し

う
か

 
自
然
的
な

の
中
突
如
と
し
て
整
然
と

を
組
ん
で
作
ら
れ
た
と
思
し
き
光

が
出
現

し
た

そ
れ
を
見
た
ユ
イ
が

を

に
す
る

 
実

そ
の

は

も
思

た
も
の
だ

た

回
廊
の

は
ま
る
で

を
立
て
か
け
た

か
の
よ
う
な
サ
イ
ズ
の
出

り
が

に

ん
で
お
り
そ
こ
に
は
道
を

ら
す
紋
様
が
浮
か

ん
で
い
る

見
方
に
よ

て
は
不
気
味
だ
が
然
る
べ
き
外
観
を

て
い
れ
ば
正
し
く
神
殿
と

呼
ば
れ
る
の
に

応
し
い
内

だ

 
そ
の
最

に
数

の

が
あ

た

上

た
先
に
は

が
あ
り
そ
の
上
に
は
緑
色
の

が

か
れ
て
い
る

 
プ
レ
ミ
ア
の

線
は
そ
の

に

定
さ
れ
て
い
た

プ
レ
ミ
ア

あ
の

を

目
指
し
て
い
た
の
か

 
誘
導
に
な
ら
な
い
よ
う

静
か
に
問
う

分
か
り
ま
せ
ん
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だ
が
プ
レ
ミ
ア
は
静
か
に

目
し
な
が
ら

を
振

た

ど
こ
か
消

し
た
よ
う
な

振
り

を
見
せ
て
い
る
の
は

初
期
設
定
な
し
と
い
う
バ

ク
ボ

ン
を
本
人
は
過
去
を
思
い
出

せ
な
い

い
つ
か
思
い
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と

え
て
い
る
事
に

因
し
て
い
る
だ
ろ
う

 

達
も
根
本
的
な
原
因
ま
で
分
か

て
い
る

で
は
な
い
た
め

え
て
触
れ
る
事
は
せ
ず
四

人
で

を
上

て
い
く

 

を
前
に
し
た
時

プ
レ
ミ
ア
が
動
き
を
見
せ
た

 

に

の
前
で
手
を
組
み

祈
り
を

始
め
た
の
だ

 
お
そ
ら
く
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

せ
ら
れ
た
ル

チ
ン
に
入

た
の
だ
ろ
う
と

達
は
静
観
の
構
え
を

取
る

が

光
り
始
め
た

 
祈
り
始
め
て
程
な
く

で
浮
い
て
い
る

が

い
光
を
放
ち
始
め
た

に

き
を
強

く
し

一

強
く
光

た
後

そ
の
勢
い
を

め
て
い
く

 
同
時

が
プ
レ
ミ
ア
の
方
に
動
き
始
め
た

 
そ
れ
を

手
で

た
と
同
時
に

の
光
が
ま
た
強
く
な

た

く
り
と
ま
る
で

動
す
る
心

の
よ
う
に
明
滅
を

り
返
す
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プ
レ
ミ
ア
に
反
応
し
て
い
る

て
見
て
い
い
の
か
な

こ
れ

多
分
な

プ
レ
ミ
ア
の

性
に

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
キ
レ
イ
で
す

と

く
プ
レ
ミ
ア
を
見
な
が
ら

と
ス
ト
レ
ア
は
意
見
を
交
わ
す

 

ら
か
の
重
要
イ
ベ
ン
ト
ら
し
き
事

が

き
た
事
ま
た
こ
の

の
マ

プ
に
な
い
エ
リ

ア
が
現
れ
た
事
に
プ
レ
ミ
ア
は
確
実
に

し
て
い
る

お
そ
ら
く
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
の
彼
女
に

本
来
付

す
る

な
に
か

が

だ

十
中
八
九

未
実

か
未
完
成
の
ク
エ
ス
ト

 
未
実

未
完
成
な
ら
プ
レ
ミ
ア
の
設
定
が
全
て
無
か

た
事
に
も
説
明
が
付
く

 
な

動
き
始
め
た
の
か
と
い
う
根
本
の
原
因
が
分
か
ら
ず
そ
れ
に

し
て
い
る
だ
ろ
う

事

が
増
え
た
の
も
そ
れ
は
そ
れ
で
問

な
気
が
す
る
が

あ

光
が

収
ま
り
ま
し
た

そ
の
よ
う
で
す

 
思

し
て
い
る
間
に

今

こ
そ

の
光
は
収
ま

た
よ
う
だ

 

く

え

ん
で
い
る
様
子
だ

た
プ
レ
ミ
ア
が

と
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
て

手
で

を
差
し
出
し
て
く
る

ど
う
ぞ
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え

い
き
な
り
ど
う
し
た

私
の
我

を

い
て
く
れ
ま
し
た

そ
の
お
礼
で
す

な
の
で
ど
う
ぞ

 
ず
ず
い

と
更
に
突
き
出
し
て
く
る

 
そ
の

は
エ
ス
コ

ト
ク
エ
ス
ト
達
成
時
報

の
一
コ
ル
を

し
て
く
る

と
ま
る

き
り

同
じ

つ
ま
り
今
回
の

探
索
も
プ
レ
ミ
ア
は
ク
エ
ス
ト
と

え
て
い
る
の
か

 
プ
レ
イ

的
に

え
る
と

明
ら
か
に
重
要
ア
イ
テ
ム
ら
し
き

は
確
保
し
て
お
き
た
い

深

に

え
過
ぎ
て
遊
び
が
遊
び
で
な
く
な
る

も
流

に
限
定
イ
ベ
ン
ト
へ
の
欲
求
ま
で

ら
し
た
覚
え
は
な
い
の
だ

 
し
か
し

は

を
横
に
振

た

い
や

そ
れ
は
プ
レ
ミ
ア
が
持

て
お
く
と
い
い

多
分

か
り縁

の
あ
る
物
だ

そ
う
で
す
か

 
少
し

え

む
よ
う
に

線
を

と
し
た
後
他
の
二
人
に
プ
レ
ミ
ア
は

線
を
向
け
た

葉
こ
そ
な
い
が

な

自
分
た
ち
を
見
た
か

し
た
ら
し
い
二
人
も

を
返
す

 
そ
れ
を

け

プ
レ
ミ
ア
は

を

に
仕
舞
い

ん
だ

 
そ
の
後

再
び

に
向
き
直
る

少
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
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で
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し

う

こ
れ
く
ら
い
気
に
し
な
く
て
い
い

そ
ん
な
に
大
変
だ

た

じ

な
い
ん
だ

 
こ
れ
は
本

だ

 
一

は
戦
闘
も
あ

た
が
死
闘
と
い
う

ど
ギ
リ
ギ
リ
だ

た

で
も
な
い
し

が
負
け

て
も

よ
り
強
い
義
姉
が
二
人

え
て
い
た
か
ら
気
持
ち
は

だ

た

そ
れ
以
外
だ
と
た
だ
探

を
し
た
だ
け

水
遊
び
の

⻑
線
上
の
よ
う
な
も
の
と
い
う
認
識
だ

 
問

は
解
決
し
て
い
な
い
が

手
掛
か
り
に
な
り
そ
う
な
情
報
も
増
え
た

ち

と
変
わ

て
い
る
け
ど

ピ
ク
ニ

ク
の
よ
う
な
も
の
と
思
え
ば
い
い

 

も
さ

き
の
食
事
と
水
遊
び
が
人
生

い
や

生
初
の
ピ
ク
ニ

ク
だ

た
か
ら

そ
う
な
こ
と

え
な
い
が

そ
こ
は

わ
な
い
で
お
く

ピ
ク
ニ

ク

 
ピ
ク
ニ

ク
と
は

で
す
か

歩
し
て

き
な
と
こ
ろ
で

色
を

し
み
な
が
ら

を
食
べ
て
遊
ん
で

そ
う
い

う
事
を
ピ
ク
ニ

ク
と

う
ん
だ

こ
の

探

も

歩
の
一

だ
な

中

戦
い
が
あ
り
ま
し
た
が

外
を
出
歩
け
ば
そ
う
い
う
事
も
あ
る
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と
い
う
か
戦
い
た
く
な
い
プ
レ
イ

が
ピ
ク
ニ

ク
す
る
な
ら

園
の

生
で
す
る
だ

ろ
う

 
そ
れ
に
弱
い
モ
ン
ス
タ

し
か
い
な
い
と
は
い
え
わ
ざ
わ
ざ
ピ
ク
ニ

ク
を
し
よ
う
と
す
る

プ
レ
イ

な
ん
て
か
な
り
少
数

の

だ

レ
ベ
リ
ン
グ
に
血
道
を
あ

る
人
な
ら

理
ス

キ
ル
や
ピ
ク
ニ

ク
な
ど
時
間
の
無

と

し

見
向
き
も
し
な
い
の
は
目
に
見
え
て
い
る

の

テ
ス
ト
を
自
力
で

み
取

た
の
は
か
な
り
の
ゲ

マ

だ
ろ
う
し

そ
の

向
は

著
の

だ

 
そ
れ
が
分
か
る
の
は
か
つ
て
の

が
そ
う

え
て
い
た
か
ら
だ

序

持
の
た
め
ス
キ
ル

こ
そ
鍛
え
時
に

間
内
で
パ

テ

を

し
て
い
た

も
流

に
ピ
ク
ニ

ク
は
し
な
か

た

い
つ
命
を

わ
れ
る
か
分
か
ら
ず
そ
れ
以
上
に
攻
略
に
不
要
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
る

 

そ
う

え
る
と
今
の

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は

変
化
し
て
い
る

 
プ
レ
ミ
ア
の
保
護
情
報
収
集
が
至
上
命

と
は

え
か
つ
て
は
時
間
の
無

と

え
て
い

た
事
を
し
て
い
る

精
力
的
な
情
報
収
集
に

る
の
が

ら
し
い
と
い
う
の
に
か
な
り
の

変
化
だ

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ど
う
な
ん
だ
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そ
こ
で

自
分
に
限
り
な
く
近
い
他
人
の
存
在
が
浮
か
ん
だ

 
理
論
上

命
や
死
が
存
在
し
な
い

と
違
い
あ
ち
ら
は
そ
れ
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る

そ

ん
な

が
今
の

の
よ
う
に

に
時
間
を

く
よ
う
な
事
が
あ
る
の
か
気
に
な
り
始

め
る
と

だ
し
い
疑
問
に
思
え
て
く
る

 
そ
の

念
を

義
姉
や

間
達
は
常
に

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
も
あ
れ

他
に

も
無
さ
そ
う
だ
し
外
に
出
よ
う

 
そ
れ
ら
を

中
に
仕
舞
い

そ
う

し
た

  
来
た
道
を

り

に
外
へ
出
る

 
然
程
時
間
が
経

て
い
な
い
か
ら
日
は
ま
だ
高
い

そ
れ
に
加
え
真

の

波
と

の

り

返
し

そ
よ
風
程

で
か
な
り

く
感
じ
た

の
中
が
か
な
り

し
か

た
反
動
だ
ろ
う

い
で
す

だ
ね
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ぐ
で

と

を

と
し
た
プ
レ
ミ
ア
に

ス
ト
レ
ア
が
同

す
る

片
や
感
情
表
現
が

し

く

片
や

か
な
二
人
だ
が

意
外
に
も
気
は
合
う
ら
し
い

 
ま

ス
ト
レ
ア
と
気
が
合
わ
な
い
人
の
方
が
少
な
そ
う
だ
が

よ

こ
ん
な
ト
コ
で

遇
だ
な

 

男
の
声
が
し
た

場
の
空
気
が

り

め
た

 
ス
ト
レ
ア
が
プ
レ
ミ
ア
を
守
る
よ
う

取
り
を
す
る

そ
の
前
で
私
と
キ
リ
カ
が
剣
の

に
手
を
掛
け
る

 
声
が
し
た
方
を
向
い
た
私
達
が
見
た
の
は

て
ぶ
て
し
さ
を
前
面
に

し
出
し
た
男
プ
レ
イ

だ

た

 
逆
立

た

い

髪
と
こ
ち
ら
を

す
る

い

獣
を
思
わ
せ
る

し
い

気
が
放
た
れ
て
い
た

黒
を

に
し
た

な
し
の
レ
ザ

コ

ト
と
ズ
ボ
ン
は
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
を
暗
い
紅
が

り
銀
色
の
金

を

ら
し
て
い
る

そ
の
背
中
に
は
身
の

に

る

大
な

刃
剣

 

上
の
カ

ル
は
グ
リ

ン
な
の
で

罪
者
で
は
な
い

 
現
状
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
カ
ル
マ
ク
エ
ス
ト
に

す
る
リ
カ
バ
リ

手

が
無
い
た
め
安

に
プ
レ
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イ

や
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
手
を
出
す
人
は
い
な
い

だ
が
絶
対
な
い
と
は

い
切
れ
な
い

対
人
戦

を

む

は
む
し
ろ

先
し
て
オ
レ
ン
ジ
に
な
る
確
信
が
私
に
は
あ
る

 
そ
し
て
目
の
前
の
男
は
そ
の
オ
レ
ン
ジ
に
な
る
の
と

わ
な
い
タ
イ
プ
の
人
間
だ
と

ば
確
信
に
近
い
予
想
が
立

て
い
た

 
一
応
あ
ち
ら
が
武
器
を
手
に
し
て
な
い
の
で

こ
ち
ら
も

剣
は
し
て
い
な
い

 
と
は

え
空
気
は
一
触

発
に
は
変
わ
り
な
か

た

お
前
は

の
名
前
は
ジ

ネ
シ
ス

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
黒
の
剣
士
サ
マ

に

一

ア
イ
サ
ツ
を
と
思

て

な 
見
つ
け
た
の
は
ホ
ン
ト
に
偶
然
だ
が

と
ジ

ネ
シ
ス
が

う

 
多
分
そ
れ
は
本

だ

明
ら
か
に

り
で
な
い

刃
大
剣

を
持
つ
こ
の
男
は
恐

ら
く

で
も
ト

プ
を
直

る

の
プ
レ
イ

だ
と
予
想
さ
れ
る

 

気
か
ら
マ
ナ

レ
ス
行

を
し
て
い
な
い
と
は
思
え
な
い
が

生
憎
だ
が

人
違
い
だ

は
キ
リ
カ

ア
ン
タ
が

う
の
は
キ
リ
ト
の
方
だ

 

彼
の

葉
を

い
て

語
化
し

い
も
の
が

中
に

き
上
が

た
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そ
れ
は

し
殺
す

あ
 
最
初
は

を

て
る
ん
だ
と

い
た

な

み
を
向
け
て
き
た
が
す
ぐ
に
思
い
立

た

よ
う
で

あ
あ

と

得
の
面
持
ち
に
な

た

そ
う
か

テ
メ

偽
物
の
方
か

 
だ
が
男
の
そ
の

葉
に
対
し
て

き
上
が

た
も
の
ま
で
は

し
殺
す
事
は
出
来
な
か

た

ぎ
り

と

⻭
を
強
く

む

 
ニ
セ
モ
ノ

な
ど
と

 
そ
れ
は
こ
の
子
に
と

て
タ
ブ

そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
に

 
そ
れ
を
こ
のニ

ン
ゲ
ン

男
は

せ
め
て

そ

く
り
さ
ん

く
ら
い
に
し
て
欲
し
い
な

 

時
に

え
上
が

た

情
は

し
か
し
キ
リ
カ
の

葉
で
一
気
に

ま
る

 
横
を
見
れ
ば
彼
は
苦

交
じ
り
の

で

組
み
を
し
て
い
た

中
を
推
し

る
事
は
出
来

な
い
が

し
か
し

て
流
す
く
ら
い
の

が
見
て
取
れ
る
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悲
し
そ
う
な

そ
の
上
で

る
ス
レ
イ
ブ

か
つ
て
の
陰
は
無
か

た

 
今
の
や
り
取
り
で

時
に
理
解
し
た

も
う
キ
リ
カ
は

桐

谷
和
人

と
し
て
の
立
場
に

し
て
い
な
い

未
練
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
一
個
の
新
た
な
生
命
と
し
て
歩
む
事
を

け
入
れ
て
い
る

 
そ
う
で
な
け
れ
ば

も
し
も

し

け
て
い
れ
ば
今
の

葉
を
流
す
事
は
出
来
な
か

た

だ
か
ら

 

成
⻑
し
て
い
る
な

と

 
私
は

情
と
入
れ

わ
る
よ
う
に
安

と

喜
を

い
て
い
た

チ

モ
ブ
に
は

は
無

あ

 
苛
立

た
よ
う
に

き
捨
て
る

そ
こ
で
ジ

ネ
シ
ス
の
眼
が
不
意
に
止
ま

た

 
そ
の

線
が
私
と
キ
リ
カ
の
背
後
す
な
わ
ち
ス
ト
レ
ア
と
プ
レ
ミ
ア
に
向
け
ら
れ
て
い
る
事

を
悟
る

状
況
的
に

ど
ち
ら
に
意
識
が
向
い
て
い
る
か
も

そ
い
つ

立
た
ず

て

の
一
コ
ル

モ

ブ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
じ

ね

か

な
ん
で
テ
メ

ら
が

れ
歩

い
て
る

ア
ン
タ
に
話
す
義
理
は
無
い
さ
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り

と
更
に
空
気
が

り

め
る

 
ま
さ
か
こ
の
ま
ま
斬
り
合
う
事
に

と
危
惧
し
た

そ
の
時

お
い

そ
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
・ど
・こ
・か
・行
・き
・た
・い
・場
・

・は
・無
・い
・か

 
ジ

ネ
シ
ス
が
そ
う

た

 
そ
の
意

を
理
解
し
た
私
は
ス
ト
レ
ア
と
同
時
に
息
を

む

男
が
発
し
た

葉
が
ク
エ

ス
ト
の
ト
リ
ガ

と
な
る

本
的
な
フ
レ

ズ
だ
と
理
解
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
そ
れ
を

し

て
プ
レ
ミ
ア
を

れ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と

 
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に

プ
レ
ミ
ア
の

上
に
ク
エ
ス
ト
発
生
を
示
す
サ
ジ

ス
チ

ン

マ

ク
が
出
現
し
た

ク
エ
ス
ト
が
発
生
し
た
か
ら

そ
い
つ
は

り
て
い
く

ま

ち
な
さ
い

 
一
歩
こ
ち
ら
に

み
出
し
た
男
の
前
に

り

む

 
女
性
の
中
で
も

的
⻑
身
な
私
よ
り

一
個
分
さ
ら
に
高
い
ジ

ネ
シ
ス
が
間
近
で
見
下
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ろ
し
て
く
る

お
い
お
い

な
ん
か
文

が
あ
ん
の
か
よ

 
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
ど
う
し
よ
う
が
プ
レ
イ

の
勝
手
だ
ろ

 
そ
も
そ
も
邪
魔
す
る

て
の
は
ル

ル
違
反
だ

 
そ
う

て
私
を
無
理

理
横
に
退
け
る

お

い
グ
リ

ン
だ
か
ら
こ
そ
力

く
の
手

に
出
ら
れ
な
い
事
を
逆
手
に
取
ら
れ

こ
ち
ら
も
強
行
手

に
出
ら
れ
な
い

れ
て
い
く
必
要
は
無
い
だ
ろ
う

 
そ
こ
で

キ
リ
カ
が

た

ジ

ネ
シ
ス
が
足
を
止
め

振
り
返
る

確
か
に
ク
エ
ス
ト
が
発
生
し
た
以
上
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

れ
て
い
く
の
を
邪
魔
す
る
の
は

ル

ル
違
反
だ

だ
が

 

い
な
が
ら
キ
リ
カ
が

か
ら
剣
を

く

や
る
気
か
と
ジ

ネ
シ
ス
が
背
中
の
大
剣
の

に
手
を
掛
け
る
が

こ
ち
ら
を
向
か
な
い
少
年
の
様
子
に

な

線
を

ば
し
た

 
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
る
キ
リ
カ
の
前
で

三
体
の
フ
レ
ン
ジ

ボ
ア
が
ポ

プ
す
る

達
の
ク
エ
ス
ト
が

中
な
の
に

り

む
の
も
ル

ル
違
反
だ
し
そ
も
そ
も
プ
レ
ミ
ア
の

目
的
地
も
こ
こ
ら
し
い

 

直
後

彼
の

が
け
ぶ

た
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黒
い

が

る

ポ

プ
し
た
ば
か
り
の
イ
ノ
シ
シ
を
中
継
点
と
し
て

た
そ
れ
が
道

中
の

を
一
撃
で
絶
命
さ
せ
た

三
重
の
断

魔
と

の

が

く

 
遠
間
で
こ
ち
ら
に
振
り
向
い
た
キ
リ
カ
が

乱
な
様
子
で

う

そ
し
て

こ
れ
で
ク
エ
ス
ト
達
成
だ

報

の
一
コ
ル
を

て
さ

さ
と
消
え
ろ

テ
メ

 
苛
立
ち

じ
り
の
戦
意

載
の

み

戦
闘
狂
を
思
わ
せ
る
表
情
で
ジ

ネ
シ
ス
が
キ
リ
カ

を

む

 

こ
れ
で
キ
リ
カ
も

ジ

ネ
シ
ス
に

わ
れ
る
事
に
な
る

 
こ
れ
が

彼
ら
の
因
縁
の
始
ま
り
に
な

た

  
・
光
る
緑
色
の

 

行

違
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プ
レ
ミ
ア
が
祈
る
触
れ
る
と
光

た
が
現
在
は
た
だ
の
緑
色
の

た
だ
内
部
に
緑
色
の

光
が
渦

き

け
て
い
る

 
ち
な
み
に

だ
と
安

さ
れ
て
い
る
が

ゲ

ム

だ
と
本

に

に
浮
い
て
い
る

 

で
は

取
得
後
に
中
ボ
ス
戦
だ

た
が
今
回
は
原

ゲ

ム
の
取
得
前
の
Ｍ
ｏ
ｂ
戦

に
な

て
い
る

そ
の
た
め
キ
リ
カ
達
が
大

の
経
験
値
を
得
る
事
は
無
か

た

  
・
ジ

ネ
シ
ス

 
大
剣
使
い

 

ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン

に

け
る
重
要
な

キ

ラ

ジ

ネ
シ
ス

創
世
記
ウ

ル
ス

と
か

ル
ジ

ク
ラ
ス
１
ｓ
ｔ
の
ジ

ネ
シ
ス
さ
ん
と
は
無

 

仮
に
秋
十
が
生
存
し
て
い
た
場
合
ジ

ネ
シ
ス
の
中
身
は
高
確

で
秋
十
に
な

て
い

た 
つ
ま
り
死
亡
し
て
い
る
本
編
で
は

 
ウ
ム

そ
う
い
う
事
だ

原

か
ら
目

ら
し
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・
キ
リ
カ

 
キ
リ
ト
の
そ

く
り
さ
ん

 
断
じ
て
偽
物
で
は
な
い

そ
う
思
え
る
程

に
は

キ
リ
カ

と
し
て
の
時
間
と
思
い
を

み
重
ね
て
き
た

 
本
人
は
弱
い
と

し
て
い
る
が

が

キ
リ
ト

で
あ
る

 
弱
い

が
無
い

 
こ
れ
ま
で
の
キ
リ
カ
は

手
剣

り
だ

た
の
で
常
に
全
力
と

の
手
必
殺
技
を

さ

れ
た
状

に

し
か

た
だ
け
で
あ
る

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
同
様

自
己

価
の

さ
を
継
承
し
て
い
る
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幕
間
之
物
語
 

の
者

  
ど
う
も

お

さ
し
ぶ
り
で
す

 
い
つ
の
間
に
か
お
気
に
入
り
が
１
２
０
０
人
突
破
し
て
て

き
ま
し
た

し
い
で
す
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

点

ユ
イ

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

   



 幕間之物語 〜 の者〜

二

二
五
年
八
月
五
日

火

 

今

ネ

ト
界

と
い
う
の
は
あ
る
種
の

戦

で
あ
る

 
そ
の
最
た
る
も
の
は
動

コ
ン
テ
ン
ツ
の
投
稿
者
や
配
信
者
達
だ
ろ
う

自
身
の
ア
カ
ウ
ン
ト

で
投
稿
し
た
動

に
一
人
で
も
多
く

者
が
来
る
よ
う
創
意
工

を

ら
し

伝
に
力
を
入

れ
な
け
れ
ば
す
ぐ
に

れ
て
い
く

日

コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
ん
で
数
年
経

て
も

び
な
い
人

は

び
な
い
し
か
と
思
え
ば

と
し
た

子
に

発
的
人
気
を
誇
る
存
在
が
現
れ
た
り
も
す
る

 
い

と
き
は
そ
の

発
力

集
客
力
や

目

に
ば
か
り

倒
し

迷
惑
系

と
名
の
付
く

配
信
者
も
い
た
が
そ
れ
も
今
は

の
話

時

ニ

ス
に
は
な
る
が
一
発

で
は

か
な

い
も
の
で
あ
る

 
だ
か
ら
こ
そ
継

的
に
投
稿
を

け

つ
面
白
さ
を

す
る
配
信
者
達
に
人
は
魅
了
さ
れ

る 
チ

ン
ネ
ル
登
録
者
数
と
一
月
あ
た
り
の

再
生
時
間
が
一
定
以
上
で
あ
れ
ば
広

が
付
き

収

化
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
い
わ

る
推
し
と
さ
れ
る
ア
イ
ド
ル
的
な
活
動
に
目
を
付
け

た
一
部
の
活
動
に

を
発
し

今
や

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

の
存
在
は
か
な
り
の

に

れ
上

が

て
い
る
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一
時
は

を

し
た
天
才
少
女
七
色
・
ア
ル
シ

ビ
ン
も
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
を
使
い

バ

チ

ル
ア
イ
ド
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
た
程
だ

 

そ
し
て
今
日

新
た
な

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

が

し
た

  

私
達
の
事
で
あ
る

 
時
間
で
す
ね

は
じ
め
ま
し
て

桐

谷
家
⻑
女
の
ユ
イ
で
す

女
の
ス
ト
レ
ア
だ
よ

 
よ
ろ
し
く

⻑
男
の
キ
リ
カ
だ

  

マ
ジ
で
配
信
始
め
や
が

た
ぞ
コ
イ
ツ
ら

 

然
な

ら
し
い
が

そ
う
思
え
ね

ら
か
さ
だ
な

 

桐

谷
家

て

新
し
い
一
家
形
成
さ
れ
と
る
ｗ
ｗ
ｗ



 幕間之物語 〜 の者〜

 

家
系

大
変
そ
う
だ
な

  
大
物
配
信
者
も
最
初
は
初
心
者

企
業

属
な
ら
事
前

伝
が

い
て
同

数
登
録
者
数
に

ブ

ス
ト
が
掛
か
る
ら
し
い
が
私
達
に
そ
ん
な
も
の
は
実

な
い

密
に
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
運

企

業
ユ

ミ
ル

属
の

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
と
し
て
数
日
前
に

伝
さ
れ
配
信
を
開
始
し
た

が

他
の
企
業
と
違
い
先

者
が
い
な
い
た
め
同

数
は
四
人
と
企
業
勢
と
し
て
は
少
な
め
だ

開
始
直
後
か
ら

機
さ
れ
て
い
た
の
は
ネ

ト
の
海
か
ら
ラ
イ
ブ
予
定
の

機

面
を
見
つ
け

出
し
た
猛
者
と
い
う
事
に
な
る

 
ま
あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
人
気
で
は
あ
る
が

ゲ

ム
と
は
直

な
い
情
報
な
の
で

式
ホ

ム

ジ
で
も
大

的
に
は
さ
れ
て
い
な
い

だ
か
ら
最
初
は
ゼ
ロ
人
ス
タ

ト
と
思

て
い
た
の

で

来
る
人
は
来
る
の
だ
な
と
い
う

を

い
た

 
あ
り
が
た
い
も
の
で
あ
る

今
日
か
ら
我

も
配
信
者
の

間
入
り
で
す
よ

ち
な
み
に
私
達
は

な

な
の
で
人
権

は

論

も
存
在
し
ま
せ
ん

こ
の
チ

ン
ネ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
も
ユ

ミ
ル

⻑
の

ノ
之

士
に
作

て

き
ま
し
た
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ア
タ
シ
達
は
ア
カ
ウ
ン
ト
を
間

り
さ
せ
て
も
ら

て
る

て
事
だ
ね

許
可
を
も
ら

て
る

か
ら

怒
ら
れ
た
り
も
し
な
い
よ

  

サ
イ
ト
の

に
弾
か
れ
な
い
か
が
心
配
だ
な

 

い
や

ワ
ン
チ

ン
中
に
人
が
入

て
い
る
可
能
性
も

 

そ

い
や
配
信
場

ど
こ

  
ス
ス

と
流
れ
る
コ
メ
ン
ト
を
見
て

疑
わ
れ
て
る
な

と
思

た

 
し
か
し
そ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ
も
の

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

勢
に
は

と
し
て

り
出
し
て
い

る
人
も
い
る
が
そ
れ
が
ロ

ル
プ
レ
イ
で
あ
り
中
に
人
が
入

て
い
る
事
実
に
あ
え
て
触
れ

な
い
の
が
暗

の
了
解
と
な

て
い
る

 
そ
ん
な
中

然

が
入
り

ん
で
き
た
の
だ

な
ら
人
間
の
ロ

ル
プ
レ
イ
と
思
わ

れ

疑
問
に
も
思
わ
れ
な
い

疑
問
に
思
わ
れ
る
だ
け
ま
だ
マ
シ
な
の
だ

 
こ
れ
を
証
明
す
る
手

が
実

存
在
し
な
い
の
が

い
と
こ
ろ
で
あ
る

フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
が

確
立
さ
れ
て
か
ら
手

に
バ

チ

ル
配
信
者
に
な
れ
る
よ
う
に
な

た

だ

ま

私
達
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の
方
が
異

な
の
だ
が

 
一
先
ず
そ
の
疑
問
に
は
触
れ
な
い
事
を
決
め
た
私
は

配
信
場

を
見
回
し
た

 
私
達
が
初
配
信
の
場
に

ん
だ
の
は
先
日
和
人
が

間
内
に
の
み

開
し
た
ワ

ル
ド
安

住
の
地

林
と
広
大
な

面
を
背

に
立
つ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
前
に
私
達
は

た

こ
こ
は
和
人
が
作

た

ワ

ル
ド
で
す
よ

パ

コ
ン
で

え
る
な
ら
家

フ

ル
ダ
の

よ
う
な
も
の
で
し

う
か

今
回
は
記
念
の
初
配
信
と
い
う
事
で
想
い
出
深
い
こ
の
家
を

ん

だ
ん
で
す

こ
こ
は
ね

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
二
十
二
層
で
キ
リ
ト
が

有
し
て
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ん
だ

よ

ア
タ
シ
と
リ

フ

シ
ノ
ン
は

く

候
さ
せ
て
も
ら

た
し
ア
ス
ナ
達
と
お

り
会

し
た
事
も
あ
る
ん
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
別
れ
る
前
の
話
だ
が

ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
達
を

い
て
パ

テ

を
し
た
事
も
あ

た
な

  

パ

テ

し
た
事
あ

た
ん
だ

 

つ

か

く

な
の
ね
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お

り
の
メ
ン
ツ
的
に

時
か
ら
ハ

レ
ム
だ

た
の
か

 
ん

ん

ヒ

ス
ク
リ
フ
や
デ

ア
ベ
ル
達
を

い
た
し

男
性

を
プ

シ

す
る
ね

性
別

だ
と
明
ら
か
に
女
性
が
多
か

た
で
す
け
ど
ね

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
男
女

的
に
男
性
の
方
が
多
い

な
の
に
な

か
女
性

の
多
さ
が
彼
ら
の

り

だ
と

立

て
見
え
る
の
は
気
の
せ
い
で
は
な
い
だ
ろ
う

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
新
し
い
ア
カ
ウ
ン
ト
名
の
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
始
め
同

数
も
増
え

て
い
く

あ

い
ま
新
し
く
来
ら
れ
た
方
が
い
ま
す
ね

は
じ
め
ま
し
て

わ

わ

 
一
気
に
十
人

や

三
十
人
行

た
よ

 

を
返
し
た
直
後

く
間
に
数

が
増
え
二

に

達

か
と
思
え
ば
三
十
人
を
突
破

し
た

初
配
信
で
こ
の
人
数
は
中

の
快

で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
な

こ
の
数
ま
で
増
え
た
の
か
と

え

す
ぐ
に

え
に
行
き
つ
い
た

ユ

ミ
ル

の

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
大

的
に
報
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ

ホ

ム

ジ
は
わ
ざ
わ
ざ
見
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に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
更
新
さ
れ
れ
ば

知
が
来
る
よ
う
設
定
し
て
い
る
人

が
大

だ
と
い
う

そ
う

え
れ
ば
こ
の
人
数
も

得
が
い
く

 
ス
タ

ト
時
点
の
人
数
が
少
な
か

た
の
は
平
日
の
真

だ
か
ら
だ
ろ
う

⻑
期

の
学
生

も

大

は

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
か
他
の
配
信
者
の
動

に
時
間
を

や
し
て
い
る

だ

 
強

の
同
業
他

は
多
い

お
お

も
う
五
十
人
も

レ
イ
ド
一
つ
分
の
人
数
を
超
え
た
な

数

で
見
る
と
少
な
い
か
も
だ
け
ど
ア
タ
シ
達
の
配
信
に
そ
れ
だ
け
集
ま

て
く
れ
た
と
思

う
と

し
い
ね

  

初
見
で
す

お
つ

 

ど
う
し
て
三
人
は
配
信
者
デ
ビ

を

 

ユ

ミ
ル

属

て
事
は
企
業
勢

て
事
だ
よ
ね

  
流
れ
て
く
る
コ
メ
ン
ト
を
見
て

ア
カ
ウ
ン
ト
名
を

み
上

な
が
ら
お
礼
を
伝
え
て
い
る

と
そ
れ
に

ざ

て

問
が
送
ら
れ
て
き
た

配
信
の
話

に
す
る
予
定
だ

た
か
ら
こ
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れ

い
と
取
り
上

る
事
に
す
る

配
信
者
に
な

た
の
は
で
す
ね
様

な
事
を
知
る
手

と
し
て
最

だ
と

え
た
か
ら
で
す

 
そ
う
語
り
始
め
る
と
ス
ト
レ
ア
と
キ
リ
カ
が

を

じ
る

こ
れ
は
示
し
合
わ
せ
て
い
た
事

だ
か
ら
問

な
い

私
達
に
も
あ
る
程

の

情
報
は
存
在
し
て
い
ま
す

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
活
動
す
る
の
に
必
要
な
知
識
話
術
が
予
め
イ
ン
プ

ト
さ
れ
て

い
ま
す

し
か
し

私
達
は
知
ら
な
い
事
が
多
い

私
達
が
知
る
世
界
と
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

Ａ
Ｌ
Ｏ

の
仮
想
世
界
と
和
人
が
生
き
た
現
実
世
界
の
み

リ
ア
ル
ワ

ル
ド
の
事
を

私
達
は
極
め
て

い

で
し
か
知
ら
な
い
の
で
す

 
き
り
が
や
か
ず
と

一

が

ら
れ
た
事
は
事
実
だ

彼
を
憎
む
者
が
い
れ
ば
彼
が
憎
む
者
達
が
い

る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る

 
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
者
も
い
る

彼
に
同
情
的
な
人
尊

の
念
を
向
け
る
人
な
ど
が
い
る

と
私
達
は
知

た

 
世
界
は
彼
の
事
を
知
り
始
め
た

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
そ
う
い

た
人
達
は
増
え
て
い
く
だ

ろ
う

そ
う
し
て

に
彼
の
事
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い

た

空
白
だ

た
情
報
が
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め
ら
れ
て
い

た
か
ら

め
る
隙
が
無
く
な

た

 

は
私
達
が
弱
み
に
な
り
か
ね
な
い

 
私
は
そ
う
危
惧
を

い
た

 
私
達
に
人
権
は
な
い

 
人
工
知
能
に
つ
い
て
の
論
議
で
話

に
上
が
る
も
の
の
決

は
つ
か
ず
じ
ま
い
の
状
況
は
私

達
に
と

て
良
く
な
い
の
だ

 
和
人
が

た

り

ヴ

フ
ス
の
よ
う
に
今
後
私
達
に
影

さ
れ
て
成
⻑
す
る

達
は
増

え
る
だ
ろ
う

し
か
し
そ
れ
ら
す
べ
て
が
善
良
に
な
る
と
は
思
え
な
い

キ
リ
カ
と
ホ
ロ
ウ
の
よ

う
に

が
同
じ
存
在
で
も
善
と
悪
に
分
か
れ
る
し
価
値
観
に
よ

て
は
私
と

ヴ未
来

ベの
ル私

の
よ
う

に
対
極
に

す
る
事
も
あ
る

場
合
に
よ

て
は

が
人
に
反

を

す
事
は
十
分
あ
り
得

る
話

 

で

に
さ
れ
る
程

に
は
有
名
な
そ
れ
を
危
惧
し
私
達
を
危
険

す
る
勢
力
が
い

る
の
も
理
解
で
き
る

そ
の

と
し
て
キ
リ
カ
が
や
り

に

ら
れ
る
事
も
少
な
く
な
い

私
達
の
存
在
も

ま
た

 
今
は
ま
だ
和
人
の

に
ば
か
り
目
が
行

て
い
る
か
ら
目
立

て
い
な
い

森
羅
の
守
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護
者

の
協
力
者
で
あ
る
事
も

多
少
は

果
が
あ
る

 
だ
が

そ
こ
で
止
ま

て
い
て
は
状
況
は
悪
く
な
る
ば
か
り

 
明
確
に
私
達
を
非

す
る
声
が
上
が

た
時
和
人
達
が

護
し
な
い

が
な
い

そ
れ
を

切
り
に
彼
ら
ま
で

き

ま
れ
る
の
は
絶
対

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

手
を
打
つ
必
要
が
あ

た 
キ
リ
カ
は
私
や
ス
ト
レ
ア
プ
レ
ミ
ア
な
ど
同
じ

に

く
同

意
識
を
認
め
前
向
き
に
生

き
始
め
た

ホ
ロ
ウ
は

キ
リ
ト

と
し
て
の
意
識
だ

た
の
に
対
し

キ
リ
カ
は

キ
リ
カ

と
い
う
新
た
な
自
我
を
確
立
し
始
め
た

復
讐
⻤
に
堕
ち
る
ト
リ
ガ

は
同
じ
だ
が
そ
の
対

が
変
わ

て
い
る
の
で
あ
る

 
そ
れ
を
人
は
知
ら
な
い

 
だ
か
ら

知

て
も
ら
い
た
い

 
動

は
配
信
と
い
う

組

で
ズ

ム
ア

プ
さ
れ
た
状

で

少
し
で
も
私
達
の
事
を

知

て
も
ら
い
た
い

 

そ
れ
は

人

に
と

て
も
同
じ
だ
ろ
う

 

し
も
未
知
を
恐
れ
る

未
知
だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
他
の
情
報
で
上
塗
り
し
強

に
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信
じ

む

一

そ
う
な

て
し
ま
う
と
ま
ず
修
正
は

か
な
い

 
そ
う
な
る
前
に
私
達
の
事
を
伝
え
る

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
は
ガ
ワ
に
近
い
が
や
ら
な
い
だ

け
マ
シ
で
あ
る

 

論
現
実
に

し
て
い
る
無
数
の

人

の
成
⻑
と
共
に
世
に
送
り
出
さ
れ
た
ゲ

ム
達
を
遊
び
た
い
と
い
う
欲
求
も
あ
る

強
の
た
め
に
数
多
く
の
配
信
者
の
動

を
見
た
が

ど
れ
も
面
白
そ
う
だ
と
思

た
し
リ
ス
ナ

達
と
の
や
り
取
り
も

だ

た

そ
れ
を
感
じ

た
い
と
い
う
欲
望
が
あ

た
事
は

定
し
な
い

 

そ
ん
な

念
と
欲
望
を
知

た

ノ
之

士
が

し
た
の
が

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

デ

ビ

だ

た
と
い
う
事
だ

 

ユ

ミ
ル

は
今
後
事
業

大
を
目
指
し
て
い
く
つ
も
り
で

そ
の
一
つ
と
し
て

ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
が

ま
れ
て
い
た
ら
し
い

お

い
の
目
的
が
一

し
た
た
め

助
と
い
う
名
目
で

ア
カ
ウ
ン
ト
を
作

て
く
れ
た
と
い
う

だ

本
来
な
ら
私
達
の

有
権
を
持
つ
和
人
が
ア
カ
ウ

ン
ト
を
作
る
べ
き
な
の
だ
が

未

の
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
は

約
違
反
に
な
る
た
め
出
来

な
か

た

 

話
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そ
こ
で
私
達
の
話
を
知

た

ノ
之

士
か
ら

を

け
ま
し
て

件
を

た
し
て
収

化
が

れ
ば

自
分
達
で

き
な
ゲ

ム
を

入
で
き
ま
す
し

こ
れ
は
い
い
な
と

フ
ル
ダ
イ
ブ
で

を
合
わ
せ
て
話
す
の
も
い
い
け
ど
こ
う
や

て
コ
メ
ン
ト
と
や
り
取
り
す

る
の
も
面
白
そ
う
だ
し
ね

  

な
る

ど

達
と
の
会
話
を
ご

望
か

 

思

た
よ
り
平
和
的
だ
な

 

フ
ル
ダ
イ
ブ
を

遠
し
て
る
人
と
も
話
せ
る
し

い
い
ア
イ
デ
ア
じ

ね

 

あ
の
天
災

士

最
近
ま
と
も
な
事
し
か
し
て
ね

な

  
大
部
分

し
た
ま
ま
だ
が

に
し
た
事
も
真
実
の
た
め
か
反
応
は
そ
こ
そ
こ
良
さ

で
あ

る

そ
れ
に
内
心
で

と
す
る

第
一

と
し
て
こ
こ
で
反
感
を

か
せ
て
し
ま
え
ば
と
ん

す
る

だ

た
か
ら
安
心
も
一
入
だ

  

こ
れ

義
弟
達
は
知

て
る
の
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収

化
し
た
時
の

て
ど
う
す
ん
の
さ

  
ず
ら
ず
ら
と
流
れ
て
い
く
中
で

問
が
ま
た

び

ん
で
き
た

そ
れ
を

い
上

る

あ
こ
の
事
は

さ
ん
知

て
い
ま
す
よ

の
方
は
義
理
の
お

さ
ま
が
和
人
に
作

て

い
た

を
和
人
か
ら

り

け
ま
し
た

お
祝
い
と
し
て
五
万

も

い
て
し
ま

て

感

し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね

  
エ
メ
ラ

え
え
ん
や
で

ノ

 
エ
メ
ラ

可
愛
い
子

達
の
た
め
だ
も
の

 

こ

こ
れ
は

お

さ
ま
の
ア
カ
ウ
ン
ト

  

ま
じ
か

 

初
回
配
信
で
親
フ
ラ
と
か
ｗ
ｗ
ｗ

 

い
や
ま

と
か

意
し
た
一
人
な
ら
見
て
る
よ
な
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マ
ジ
で
お

さ
ん
見
て
る
ん
だ

 
あ
り
が
と

す

す

 
気
付
い
た
ら
し
い
二
人
も
そ
れ
ぞ
れ
反
応
を
返
し
始
め
た

 
し
か
し
キ
リ
カ
は
や
や
無
表
情
の
ま
ま

手
で
ピ

ス
サ
イ
ン
を
送
る
ば
か
り

こ
の
子
は
も

し
や

無
表
情
キ

ラ
で
い
く
つ
も
り
だ
ろ
う
か

  
ラ
ビ
ラ
ビ

三
人
と
も
中

や
る
じ

ん

 
ヒ

ス
ク
リ
フ

か
つ
て
手
掛
け
た
者
と
し
て
感

深
い
な

 
キ
リ
ト

も
今

ご
祝

を

に
振
り

ん
ど
く
か
な

  

と
見
知

た
ア
カ
ウ
ン
ト
名
に
目
が

ま

た

同

数
が
百
を
超
え
コ
メ
ン
ト
の
流

れ
も
加
速
し
て
い
く
中
で
も
ハ

キ
リ
と
見
え
た

 
あ

ノ
之

士
で
す
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ヒ

ス
ク
リ
フ
も
い
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
も
来
て
た
の
か

   

マ
ジ
か

 
ラ
ビ
ラ
ビ

そ
り

企
業

属
の
配
信
者
の
初
配
信
だ
も
ん
ね

こ
れ
も
仕
事
の
内
じ

ん
よ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ

の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
な

 
キ
リ
ト

二
人
に
教
え
て
も
ら

た
ん
だ

 
Ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ

オ
レ
も
見
て
る

 

も
カ
ミ
さ
ん
と
見
て
る
ぞ

 
絶
剣

ボ
ク
も

 
閃
光

み
ん
な
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
見
て
る
よ

 
ド
ラ
ゴ
ン
テ
イ
マ

て
く
だ
さ
い

 
マ
ス
タ

ス
ミ
ス

チ

ン
ネ
ル
登
録
し
た
わ
よ
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と

間
が

け
つ
け
て
る
ぞ

 

仮
想
世
界
な
ら
配
信

だ
し

こ
り

突
発
コ
ラ
ボ
あ
り
得
る
か
も
し
れ
ん
ね

 

な
ん
だ
か
ん
だ

て
ユ
イ
さ
ん
達
も
有
名
人
だ
し

ガ
チ
の

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

て
事

で
知
れ

る
の

そ
う
ね

 

時
代
は
進
化
し
た
な

 
Ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ

ホ
ン
ト
だ

 

さ
ん

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
配
信
し
て
い
き
ま
す

か
ら

良
け
れ
ば
私
達
に
多
く
の
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い

そ
れ
で
は

ま
た
ど
こ
か
で

ば
い
ば
い

 

く
は
あ

た
が

キ
リ
が
い
い
と
判
断
し
て
別
れ
の

を

配
信
を
終
え
た

も
う

と
い
う
反
応
が
あ

た
が

グ
ダ
グ
ダ
と
⻑
引
か
せ
る
の
は
良
く
な
い
と
し
て

め
を
予
定
し
て
い
た
の
だ

色

と
話
す
の
は
そ
う
い
う
機
会
を
別
に
設
け
た
り
も

と
人
が

増
え
た
時
に
少
し
ず
つ
し
て
い
け
ば
い
い
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私
達
の
命
に

限
り
は
無
い
の
だ

さ
て

で
は
ダ
ウ
ン
ロ

ド
し
て
お
い
た
ゲ

ム
を
プ
レ
イ
し
て
き
ま
す

私
は
フ
リ

ゲ

ム
を
中
心
に

り

め
て
い
く
の
で
ス
ト
レ
ア
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
配
信
の

意
を
お
願

い
し
ま
す
ね

り

う
か

い

は

の
様
子
を
見
て
く
る

 
そ
う
し
て

私
達
は
動
き
出
し
た

   

桐

谷
家

 
桐

谷
ユ
イ

 
桐

谷
ス
ト
レ
ア

 
桐

谷
キ
リ
カ

初
配
信

桐

谷
家
の

れ
あ
い

 

桐

谷
家
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０

回

・
２
０
２

 
 
 
チ

ン
ネ
ル
登
録
者
数

人

  

色

手

は
あ
る
の
に
な

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

  
作
中

の
人
権

得

結
果
的
に
和
人
の
弱
点
で
な
く
な
る

 
自
分
達
の
事
を
知

て
も
ら
い

で
な
い
と
思

て
も
ら
う

 

に
遊
び
た
い

 
メ
タ

キ
リ
カ
の
情
緒
成
⻑

 

に

組
が
複
数
い
る
と

る

か
ら

  
・
桐

谷
ユ
イ

 

家
の
⻑
女
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大
人
ｖ
ｅ
ｒ
と
子

ｖ
ｅ
ｒ
が
あ
り
今
後
は
使
い
分
け
て
い
く
予
定

主
に
フ
リ

ゲ

ム
中
心
の

り

め
ス
タ
イ
ル
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
配
信
し
て
い
く

 
自
前
で
加
速
で
き
る
か
ら
こ
そ
の

業

 

は
少
女
だ
と
白
ワ
ン
ピ

ス
大
人
だ
と
千
年
の
⻩
昏
登
場
の
原

ヴ

ベ
ル

つ
ま
り

ど
い

な
の
で

地
味
に
セ
ン
シ
テ

ブ

だ

た
り

 
推
し

は

ラ
イ
ブ

  
・
桐

谷
ス
ト
レ
ア

 

家
の

女

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

を
登

 
見
た
目
は
セ
ン
シ
テ

ブ

だ
が
実
は
結
構

天
然
ハ
チ

メ
チ

キ

ラ
で
配
信
中

心
で
活
動
予
定

 
感
動
も
の
に

き

ホ
ラ

に

い

ギ

グ
に

惑
す
る
タ
イ
プ

 
デ
ビ

以
前
か
ら
コ
ア
な
フ

ン
か
ら
は

わ
ん
こ

い
さ
れ
て
い
る

 
推
し

は

じ

じ
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・
桐

谷
キ
リ
カ

 

家
の
⻑
男

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
前

期
の
コ

ト
を
登

 
黒
髪
黒
目
で
初
見
さ
ん
は

桐

谷
和
人

と

違
い
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
だ
が

あ

ち
ら
が
髪
を
下
ろ
し
て
い
る
の
に
対
し
こ
ち
ら
は
一
つ
に
結

て
い
る
の
と
眼

を
し
て
い
な

い
な
ど

部
に
違
い
が
あ
る

 
無
表
情
キ

ラ
で
い
く
予
定
だ
が

現
在
は

や
プ
レ
ミ
ア
の
件
が
あ
る
た
め
し
ば
ら

く
配
信
活
動
に
は
参
加
し
な
い

 
推
し
は

Ｔ
Ｏ
Ｐ
４

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
三
章
 

少
女
の
一
歩

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

し
ぶ
り
の
投
稿
な
の
は
ね
ブ
ラ
ウ
ザ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
打

て
書
き
上

た
も
の
を
全
部

後
コ
ピ

じ

な
く
て
消
し
ち

て
や
り
直
す

を
タ

プ
し
た
ら
そ
れ
は
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
で
は
な
く
ブ
ラ
ウ
ザ
バ

ク
の

で
全
部
白
紙
に
な

ち

て

え

き
て
た
か
ら
サ

 
バ

ク
し
た
時
点
で
保
存
さ
れ
た
か
ら

一
か
ら
書
き
直
す

目
に

 

と
ダ
イ
ジ

ス
ト
な
の
は

か
ら
だ
け
ど
ネ

 

点

キ
リ
カ

ユ
イ

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
八
月
七
日

木

日

後
一
時

 

第

サ

バ

は
じ
ま
り
の

  

の

テ
ス
ト
開
始
か
ら
一

間
が
経
過
し
た

 
世
間
で
は

に
突
入
し
た
学
生
が
多
い
た
め
か
初
日
に

べ
て

中
を
行
き
交
う
プ

レ
イ

の
数
は
増
加

向
に
あ
る

こ
れ
が

方
か
ら
夜
に
な
れ
ば

会
人
も
ロ
グ
イ
ン
し
て

く
る
か
ら
よ
り
一
層

わ

て
い
く
だ
ろ
う

 
し
か
し
ロ
グ
イ
ン
数
が
増
え
た
の
は

決
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

 
大

的
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

に
作
ら
れ
た
と
発
表
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ン
に
は
少
な
く
な
い

念
を
示
さ
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れ
て
い
た

そ
の
一
定
層
の
人

が

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
と
い
う
の
が
プ
レ
イ

増

加
の
真
実
だ
と
思
う

そ
も
そ
も

テ
ス
ト
権
は
希
望
者
の
み
が
手
に
入
れ
ら
れ
る
代
物

興
味

が
あ
る
人
だ
け
が
持

て
い
る
そ
れ
を
デ
ス
ゲ

ム
で
は
な
い
か
と
心
の

か
ら
危
惧
し
て
い

る
人
が
求
め
る
と
は
思
え
な
い

テ
ス
ト
中
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
る
人

は
心
の
ど
こ
か
で

と
い
う
ゲ

ム
に
対
し
て
多
か
れ
少
な
か
れ
期

を
寄
せ
て
い
た
に
違
い
な
か

た

 
そ
れ
だ
け
こ
の

オ
リ
ジ
ン

世
界
に
は
魅
力
が
あ
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
多
く
の
死
者
を
出
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
広
報
の

に
す
る
事
は
不

だ

し
か
し
多
く
の
人

間
に

心
を
向
け
て
も
ら
う
と
い
う
一
点
に

い
て
は

戦
略
は
成

し
た
と

え
る

 
間
違
い
な
く
与

持

は

下
す
る
だ
ろ
う
が
そ
の

は

達
の
知

た
事
で
は
な
い

 

そ
ん
な
世
界
に

変
化
が

れ
よ
う
と
し
て
い
た

は

い
ち

う
も

く

 
み
ん
な

い
て
く
れ

 
予
定

り
今
日
は
ボ
ス
攻
略
に

む

 
こ
れ
か
ら
レ
イ
ド
を
組
む
か
ら

に
覚
え
が
あ
る
人
は

て
参
加
し
て
く
れ
よ
な

 

な
⻘
年
が
大
き
な
声
を
上

行
き
交
う
人
を
呼
び
止
め
た

 
レ
イ
ド

七
人
パ

テ

を
最
大
七
つ
ま
で
編
成
す
る
シ
ス
テ
ム
上
最
大

の
構
成

最
大

人
の
メ
ン
バ

を
以
て

第
一
エ
リ
ア
の
エ
リ
ア
ボ
ス
に

も
う
と
し
て
い
る
の
だ
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オ
リ
ジ
ン
の
情
報
掲
示
板
や
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
掲
示
板
に
書
き

み
が
あ

た
の
が

日
の
夜
の
事

今
日
こ
の
時
間
に
集
合
し
た
面
子
で
ボ
ス
攻
略
に

む

そ
の
呼
び
か
け
を

行

て
い
た

い
ま
人
を
呼
び
集
め
て
い
る
の
が
そ
の
書
き

み
主
な
の
だ
ろ
う

 
確
か
レ
イ
ド
の
参
加

件
は

定
値
以
上
の
レ
ベ
ル
に
至

て
い
る
事
と
エ
リ
ア
ボ
ス
直

前
の
転

ま
で
攻
略
出
来
て
い
る
事
だ

た

最
前
線
を
進
み

け
た
人
が

十
人
も
い
る
か

な
時
期
だ
か
ら
偵

も

ね
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
ど
こ
と
な
く
⻘
い
騎
士
を
重
ね
な
が
ら
集
ま

て
い
く
人
の
流
れ
を

め
る

キ
リ
カ
は
参
加
し
な
い
の
で
す
か

 

と

か
ら
話
し
か
け
ら
れ
る

 
声
の
主
は

名
無
し
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
プ
レ
ミ
ア
だ

ベ
ン
チ
に

ん
で

る
彼
女
は
じ

と
感
情

に

し
い

線
を
向
け
て
き
て
い
た

あ
あ

今
回
は
見
送
る

キ
リ
カ
も
冒
険
者
の
一
人
だ
と
記

し
て
い
ま
す

強
さ
も
あ
そ
こ
の
人
達
く
ら
い
あ
る
と

思
い
ま
す
が

参
加

件
は

た
し
て
る
よ
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問
い
か
け
に

く

 
今
の

の
レ
ベ
ル
は

エ
リ
ア
ボ
ス
手
前
の
Ｍ
ｏ
ｂ
が

レ
イ
ド
で
参
加

件
に
な

て
い
る
数
値
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
よ
り

は
な
い
が

武

が
現
状
手
に
入
れ
ら
れ
る
も
の

で
最
高
の
も
の
で
あ
り
更
に
強
化
し
て
い
る
事
か
ら
あ
る
程

の
マ

ジ
ン
は
取
れ
て
い
る
と

判
断
で
き
る

と
は

え

が
レ
ベ
リ
ン
グ
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
少
し

か

た
か
ら
レ

ベ
リ
ン
グ

や

人
プ
レ
イ
が

の
人
に
は

て
い
る
だ
ろ
う

 
更
に
ク
エ
ス
ト
消
化
や
レ
ベ
リ
ン
グ
の
過
程
で
エ
リ
ア
ボ
ス
直
前
ま
で

り

い
て
い
る

 
だ
か
ら
プ
レ
ミ
ア
の

う

り

も
レ
イ
ド
に
参
加
で
き
る

 

だ
が

そ
れ
で
も

は
今
回
の
攻
略
を
見
送
る
と
決
め
て
い
た

 

だ
け
で
は
な
い

ユ
イ
や
ユ
ウ
キ
達
も

今
回
の
ボ
ス
攻
略
は
見
送
る
と
決
め
て
い
る

 
そ
の
理
由
は

オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
が

な
い
か
ら
だ

 

夜
キ
リ
ト
は
世
界

地
に
点
在
す
る
亡
国
機
業
の
ア
ジ
ト
に
襲
撃
を
仕
掛
け
て
い
る

間
は
実
験
や

練
仕
事
を
こ
な
し
夜
間
は

息
を
取

て
い
る
と
対
外
的
に
示
し
て
い
る

が
本
部
ビ
ル
に
あ
る
肉
体
は
ア
バ
タ

と
い
う
の
が
真
実
で
あ
る

つ
ま
り

く

に

息
を

取
れ
て
い
な
い

そ
ん
な
キ
リ
ト
の
負

を
和
ら

る
た
め
オ
リ
ジ
ン

の
問

を
請
け
負

た
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の
が

安
住
の
地

で
集
ま

た
時
の
話

 
逆
説
的
に
キ
リ
ト
が
こ
ち
ら
に
来
る
時
は
ア
ジ
ト
襲
撃
が
一

し
て
か
ら
と
い
う
事
に
な

る 
そ
ん
な
状
況
で
ユ
ウ
キ
達
が
心
の

か
ら

し
め
る
か
と

え
ば

え
は

み
ん
な
が

ゲ

ム
に
求
め
て
い
る
事
は

そ
の

し
み
を
本
心
か
ら
味
わ
え
な
い
ま
ま
と
い
う
の

は
本
意
で
は
な
い

 
加
え
て
こ
の
オ
リ
ジ
ン
は

み
ん
な
で
一
か
ら
ス
タ

ト
を
切
れ
た
初
の
ゲ

ム
で
も
あ
る

出
来
る
だ
け

し
い
思
い
出
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と

え
る
か
ら
こ
そ
ユ
ウ
キ
達
は
ボ
ス
攻

略
を
見
送
る
と
決
め
て
い
た

 
そ
の
点

が
見
送
る
と
決
め
た
の
は
自
分
の
意

だ

 
オ
リ
ジ
ン
の
謎
の
キ

パ

ン
に
違
い
な
い
プ
レ
ミ
ア
を
保
護
・
観

し
異
変
が

き
た

時
に
す
ぐ
対

で
き
る
よ
う
に
備
え
て
お
く
の
が
今
の
ミ

シ

ン

武
器

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
は
じ

め
圏
外
に
出
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
知

た
プ
レ
イ

が

な
ど
に
使
お
う
と

策
し

な
い
と
も
限
ら
な
い

に

コ
ル
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
知
れ

り

リ
ポ

プ
さ
せ
れ
ば
正
常
な
ク
エ

ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
出
る
キ
ル
す
れ
ば
レ
ア
ア
イ
テ
ム
が
手
に
入
る
な
ど
の
デ
マ
が
流
れ
て
い
る
現
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状

プ
レ
ミ
ア
の

か
ら
離
れ
る
の
は
得
策
で
は
な
い

 
一
番
に
保
護
を

し
た
か
ら
こ
そ

そ
の
責

は
果
た
す
べ
き
な
の
だ

も
し
か
し
て

私
が

る
か
ら
な
の
で
し

う
か

は
 
プ
レ
ミ
ア
の

葉
に

気
に
取
ら
れ

を
向
け
る

無
感
情
な
⻘
い

と

線
が
ぶ
つ
か

た

た
だ
ど
う
し
て
か
無
感
情
の

な
の
に
今
は
ど
こ
か

感
を

え
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
キ
リ
カ
は

私
を
あ
の
黒
い
人
か
ら
守
る
た
め
に
一
緒
に
い
る

違
い
ま
す
か

 
あ
の
黒
い
人

と
い
う
の
は

髪
黒

の
剣
士
ジ

ネ
シ
ス
の
事

現
状
プ
レ
ミ

ア
に
危

を
加
え
る
だ
ろ
う
人
物
の
ト

プ

あ
の
男
と
は
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
反
応
す
る
文

で

れ
去
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を

が

し
て
以

対

に
あ
る

圏
内
圏
外
問
わ

ず
因
縁
を
つ
け
て
く
る
程
に

は
目
を
付
け
ら
れ
て
い
た

 
い
や

密
に
は

プ
レ
ミ
ア
に
目
を
付
け
た

だ
ろ
う
か

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
程
で
は
な
い
が
そ
れ
で
も

は
成
り
立
ち
故
か
あ
る
程

の

価
を

け
て
い
る

ら
し
い

そ
ん
な

が
四
六
時
中
い

し

に

る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
か
ら

か
あ
る
に
違
い
な
い
そ
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う

え
る
人
が
少
な
か
ら
ず
い
る
と
い
う

そ
の

が
ジ

ネ
シ
ス
な

だ

先
の
デ
マ
情
報

も
そ
う
い

た
者
達
を
中
心
に
広
が

て
い
る
節
が
あ
る

 

い
な
の
は

プ
レ
ミ
ア
が
学

成
⻑
す
る
知
性
を
持

て
い
た
事
だ

 
ジ

ネ
シ
ス
の

心
を
感
じ
取

た
ら
し
い
プ
レ
ミ
ア
は

行
き
た
い
場

は
あ
る
か
と

い
う
問
い
か
け
に
応
じ
な
く
な

て
い
た

の
応

を
見
て

守
ら
れ
て
い
る

と
判
断
し

自
衛
策
を
自
ら

じ
た
ら
し
い

ジ

ネ
シ
ス
以
外
に
も

さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
は
先
の
問

い
か
け
か
ら

推
す
る
に

が

に
い
る
限
り

さ
れ
て
い
る

と
い
う
よ
り

・ク
・エ
・ス

・ト
・を
・

・動
・さ
・せ
・ら
・れ
・る
・の
・が
・

・だ
・け
・に
・な
・

・た
と

う
べ
き
か

キ

そ
れ
は
お
そ
ら
く

正
常
な
状

で
す

 
疑
問
に
思

た

が
義
姉
に
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
そ
れ
は
正
常
だ
と

え
が
返

て
き
た

 

常

プ
レ
イ

が
ク
エ
ス
ト
を

け
た
時

ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ

い
主
で
あ
る
プ
レ
イ

の

を
記

す
る
ら
し
い

そ
う
す
る
事
で
自
分
の

い
主
以
外
の
プ
レ
イ

が
ク
エ

ス
ト
を
進
め
よ
う
と
し
て
も
反
応
し
な
い
あ
る
い
は
進
行

が
別
の
別
個
の
ク
エ
ス
ト
を
発

す
る
流
れ
に
な
る

 
プ
レ
ミ
ア
の
場
合

件
の

コ
ル
ク
エ
ス
ト
で

え
る
と
お
か
し
な
話
に
な
る

だ
が

聖
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を
ベ

ス
に

慮
す
る
と
あ
り
得
る
と
い
う
の
が
ユ
イ
の

だ

た

あ
の

を
取

た
事
で

プ
レ
ミ
ア
に
本
来

意
さ
れ
て
い
た
ク
エ
ス
ト
が

動
し

キ
リ
カ

と
い
う
プ
レ

イ

に
の
み

さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
の
だ
と
い
う

ユ
ニ

ク
ク
エ
ス
ト
だ
と
す
れ

ば
一
人
に
し
か
発

し
な
い
の
も

け
る

 
ま
あ
こ
の
場
合
だ
と
プ
レ
ミ
ア
が
自
ら
彼
ら
を

す
る
知

を
付
け
た
と
い
う
推

が
外

れ
る

だ
が

 
し
か
し
そ
ん
な
事
情
を
ジ

ネ
シ
ス
達
は
知
ら
な
い

た
だ
反
応
し
な
く
な

た
原
因
と
し

て

コ
ル
ク
エ
ス
ト
以
外
の
ク
エ
ス
ト
が

動
し
た
の
だ
と
は
推

し
て
い
る
ら
し
い

 
一
応
プ
レ
ミ
ア
の
立
場
や

が
い

し

に
い
る
理
由
に
つ
い
て
は

ユ

ミ
ル

式

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

の
ア
ル
ゴ
の
動

で
報
じ
ら
れ
て
い
る
た
め

リ

ス
を
独

す

る
た
め
で
な
い
と
一
定
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る

取
り
合
い
や

を
危
惧
し
て
聖

に

し
て
は

せ
て
い
る
が

プ
レ
ミ
ア
の
状

が
ど
う
い
う
も
の
か
は

知
の
事
実

 
そ
の
上
で
因
縁
を
つ
け
て
く
る
者
達
が
後
を
絶
た
な
い

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
を
知
ら
な
い
人
達
は
リ
ポ

プ
さ
せ
れ
ば
直
る
と
し

か

え
な
い

彼
ら
に
と

て
重
要
な
の
は
今
の
バ
グ
に
よ

て
せ
き
止
め
ら
れ
て
い
る
ク
エ
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ス
ト
で
得
ら
れ
る
リ

ス
や
レ
ア
ア
イ
テ
ム

問

解
決
は
二
の

三
の

あ
る
い
は
完

全
に
人

せ

 
片
時
も

か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
状
況
に
プ
レ
ミ
ア
は

か
れ
て
い
た

 
そ
れ
は
流

に
感
じ
て
い
た
ら
し
い

確
か
に

そ
れ
も
あ
る

 
プ
レ
ミ
ア
の
問
い
に

は

定
を
返
し
た

 
た
だ

真

向
か
ら

守

て
い
る

と
認
め
る
の
は
む
ず

い
か
ら

少
し

に
す
る

線
を
前
に
向
け

転

に
向
か

て
い
る
集

を
見
る

け
ど
行
か
な
い
理
由
は
そ
れ
だ
け
じ

な
い

行
か
な
い
と
決
め
た
理
由
の
一
つ

あ
く
ま

で
そ
れ
だ
け
だ

 
そ
れ
も
ま
た
真
実
だ

 
プ
レ
ミ
ア
の
謎
オ
リ
ジ
ン
の
謎
の
た
め

プ
レ
ミ
ア
と
い
う
個
人
を
守
る
た
め

み
ん
な
と

一
緒
に
攻
略
す
る
た
め

残
る
理
由
は
数
あ
れ
ど

残
ら
な
い
メ
リ

ト
は
一
つ
も
な
い

 
仮
に
プ
レ
ミ
ア
が

な
く
て
も

そ
れ
で
も

は
や
は
り
見
送

た
だ
ろ
う

 
あ
く
ま
で
理
由
の
一
つ
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そ
れ
だ
け
な
の
だ

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

あ
あ

 
礼
を

わ
れ
る

ど
じ

な
い

と

い
そ
う
に
な
る
の
を

え
る

 
今
の
プ
レ
ミ
ア
が

葉
の
裏
に

め
た
気

い
ま
で
理
解
で
き
る
か
分
か
ら
な
か

た
か

ら

応
じ
る

葉
を

く
し
た

 
そ
れ
か
ら

い
に

を

む

の

騒
が

こ
え
て
く
る
中

す

か
り
食
い
し
ん

に

な

た
少
女
が

を
鳴
ら
す
ま
で
そ
の
静

は

い
た

   

私
に

戦
闘
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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そ
れ
は

突
だ

た

 

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
と
し
て
の
活
動
に

切
り
を
つ
け

オ
リ
ジ
ン
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

に
は
リ

ア
ル
の
メ
ン
バ

も
多
く
が
イ
ン
し

で
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い
た

キ
リ
カ
と
プ
レ
ミ

ア
リ

フ

ス
ト
レ
ア
も
ラ
ウ
ン
ジ
の

で

食
を

に
し
て
お
り
私
も
な
に
か
食
べ
よ

う
と

し
た

 
そ
こ
で
プ
レ
ミ
ア
が

お
願
い
が
あ
り
ま
す

と

火
を
切
り

頼
み
ご
と
を
し
て
き
た

は

 
戦
闘
を

 

に
水
だ

た
の
か
キ
リ
カ
が

気
に
取
ら
れ
て
い
た

ど
う
や
ら
彼
に

し
た
と
い

う

で
は
な
い
ら
し
い

プ
レ
ミ
ア
さ
ん

な

そ
ん
な
事
を

以
前
キ
リ
カ
と
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
と
一
緒
に
ピ
ク
ニ

ク
に
行
き
ま
し
た

は
と
て
も
キ

レ
イ
で

お

も

味
し
く
て

ま
た
行
き
た
い
と
思

て
い
ま
す

 
そ
こ
ま
で

し
く
表
情
を

和
な

み
に
変
え
な
が
ら

た
彼
女
は

と

根
を
寄
せ
た

で
す
が

外
に
は
モ
ン
ス
タ

や
怖
い
人
が

ま
す

今
の
私
に
は
た
だ

て

る

を
実
行
す
る
事
し
か
出
来
ま
せ
ん
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つ
ま
り
自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
た
く
て
教
え
て
欲
し
い
と

 
金
髪
の
妖
精
リ

フ

が
問
う
と

プ
レ
ミ
ア
は
こ
く
り
と

い
た

 
私
は

に

す
ご
い

と
感

し
た

 
感
情
デ

タ
を
集
め
る
事
に
特
化
し
精
神
的
同

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
私
や
ス
ト
レ
ア

と
違
い

彼
女
に

ま
れ
て
い
る

は
オ
リ
ジ
ン
特
有
の
高
性
能
な
も
の
だ
と
し
て
も

そ
れ

で
も
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
そ
れ
よ
り
は
応

力
に

し
い
も
の
の

だ

更
に
バ

ク
ボ

ン
が
全
て
白

紙
の
状

完
全
に
一
か
ら
自
我
を
育
て
て
い
く
状

に
あ

た
彼
女
が

期
間
で
そ
こ
ま
で

精
神
的
な
成
⻑
を
見
せ
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
あ
る
い
は

白
紙
だ

た
か
ら
こ
そ

な
の
か
も
し
れ
な
い

 
あ
る
程

シ
ス
テ
ム
に

ら
れ
て
い
る
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
と
違
い
彼
女
は
自
由

が
増
し
て
い

る

過
去
が
無
い
か
ら
こ
そ
現
在

そ
し
て
未
来
を
見
て
行
動
す
る

 
今
の
彼
女
は
現
在
の
状
況
を

み
て

が
必
要
か
を

え
そ
し
て

び
取

た
の
だ

お

そ
ら
く
非
戦
闘
系
な
が
ら
戦
い
へ
の
道
を

み
出
し
た

そ
の
決
断
力
は
た
だ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
は

持
ち
え
な
い
も
の
で
あ
る

 
そ
の
可
能
性
を
潜
在
的
に
秘
め
て
い
る
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

は

私
達
の
予
想
を
超
え
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る
か
も
し
れ
な
い

 

あ
る
い
は

キ
リ
カ
の
影

で
し

う
か

 
横
目
で
黒

黒
髪
の
剣
士
を

み
見
る

髪
を
一
つ
に

た
彼
は

オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
に
限
り
な
く
近

い
精
神
性
を
有
す
る

な
ら
キ
リ
ト
が
ヴ

フ
ス
や
私
達
を

き
付
け
た
よ
う
に
キ
リ
カ
も
同

じ
事
が

き
る
可
能
性
は
十
分
あ
る

 
つ
ま
り

キ
リ
カ
も

を
発
し

プ
レ
ミ
ア
に
変
化
を

し
て
い
る

 
ホ
ロ
ウ
の

が
あ
る
か
ら
無
い
と
は

え
な
い

キ
リ
ト
も
予
想
し
て
い
た
事
だ

い
い
ん
じ

な
い

 
プ
レ
ミ
ア
ち

ん
自
身
が
や
る
気
な
ん
だ
し

ア
タ
シ
は
協
力
す
る

よ
あ
た
し
は
対
人
戦
が

本
だ
し

使
え
る
武
器
種
も
少
な
い
し
な

 
真

先
に

成
し
た
の
は
ス
ト
レ
ア
だ

た

同
じ

と
し
て
成
⻑
を
喜
ば
し
く
思

て
い

る
彼
女
は

プ
レ
ミ
ア
が
自
ら
進
ん
で

か
を
す
る
事
に

成
の
よ
う
だ

 
リ

フ

も

成
ら
し
い
が
教
え
る

に
な
る
の
は

し
く
引
け

に
な

て
い
る

ま
あ

彼
女
の
指
導
は
義
弟
達
や
ユ
ウ
キ
達

く
ス
パ
ル
タ
ら
し
い
の
で
完
全
初
心
者
の
彼
女
に
向

い
て
い
る
と
は
確
か
に

え
な
い
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そ
こ
で

シ
ノ
ン
が
近
付
い
て
き
た

な
ん
の
武
器
を
使
う
か
な
ら
キ
リ
カ
が

じ

な
い

 
一
番
色

な
武
器
に
精

し
て

る
の
は
確
か
だ
し

そ
う
な
の
で
す
か

え
え

私
が
武
器
を
決
め
る
時
も

彼
に
教
え
て
も
ら

た
の
よ

あ
あ
た
し
も

ド
ス
キ
ル
の

い
は
教
え
て
も
ら

た
わ

レ
ベ
リ
ン
グ
も
見
て
も
ら

た
し

く
分
か
り
や
す
い
わ
よ

な
る

ど

 

む
と

く
プ
レ
ミ
ア

線
を
向
け
ら
れ
た
キ
リ
カ
は
や
や

め
た
よ
う
に
苦

を
浮

か
べ
た

や
る
気
だ
な
こ
れ
は

わ
か

た

ま

じ

く
り
や

て
い
こ
う
か

は
い

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

こ

と
プ
レ
ミ
ア
が

を
下

る

 
こ
こ
に
ま
た
一
つ

新
た
な
師
弟

が
生
ま
れ
た
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・
プ
レ
ミ
ア

 
絶

成
⻑
中
の

守
ら
れ
る
だ
け
は
イ

と
い
う
事
で
自
衛
手

を
求
め
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ

四
六
時
中
ず

と
キ
リ
カ
が

に
い
る
せ
い
か

ク
エ
ス
ト
発

を
キ
リ
カ
に
し
か
し
な
く
な

て
し
ま

た

原
作
ブ
レ
イ
ク

 
ま
だ
プ
レ
イ

に
直

危

を
加
え
ら
れ
て
な
い
原

で
は
ブ
ル

カ

ル
説
明
イ
ベ

ン
ト
で
襲
わ
れ
る

  
・
キ
リ
カ

 
プ
レ
ミ
ア
親
衛
隊
隊
⻑

違

 
黒
猫

壊
滅
リ

フ

・
シ
ノ
ン
の
ト
ラ
ウ
マ
を
解
消
し
切
れ
て
お
ら
ず
思
想
も
か
つ
て

の
ま
ま
な
の
で

守
る

事
に

を
見
せ
て
い
る
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今
話
で
プ
レ
ミ
ア
の
師

に
な

た

 
ま
だ

か
ら
の
メ

セ

ジ
に
つ
い
て
は
話
し
て
い
な
い

  
・
桐

谷
和
人

 
約
束
さ
れ
た
ハ

レ
ム

強
制

の
主

 
ア
ジ
ト
を
襲
え
ば
別
の
ア
ジ
ト
の
情
報
が
手
に
入
り
を

日

り
返
し
て
る
せ
い
で
こ
こ
数

日
ず

と
夜
は
襲
撃
に
出
掛
け
て

し
い

め
る
の
は
現
場

送
中
の
二
三
時
間

ど
だ
と

か  
・

間
達

 
別
名

和
人
の
保
護
者
勢

 
オ
リ
ジ
ン
に
は

を
求
め
る

和
人
の
負

を
目
的
で
イ
ン
し
て
い
る

目
下
問

の

プ
レ
ミ
ア
を
キ
リ
カ
達
が
請
け
負

て
る
の
で

現
在
は
レ
ベ
リ
ン
グ
と
ク
エ
ス
ト
消
化
中

 

し
そ
う
な
も
の
は
和
人
と
一
緒
に
や
る
た
め
に
取

て
い
る
と
か

 
一
レ
イ
ド
の

分
く
ら
い
だ
が

間
違
い
な
く
エ
リ
ア
ボ
ス
も
倒
せ
る
オ
リ
ジ
ン
最
大
戦
力
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現
時
点
で
未
だ

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
死
ぬ
と
ど
う
な
る
か
を

も
知
ら
な
い

原

だ

と
プ
レ
ミ
ア
が
戦
闘
指
導
を
願
う
時
点
で
発
覚
済
み

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
四
章
 

継
が
れ
る
心

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

ユ
イ

シ

ル
ロ

ト

幕
間
寄
り

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

二

二
五
年
八
月
七
日

木

日

後
八
時
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ま
さ
か

こ
ん
な
事
に
な
る
と
は

 
レ
ベ
ル

に
今
日
な

た
私
は

愛

の

剣

ア
ニ

ル
レ
イ
ピ
ア

を
正
中
線
に

構
え
な
が
ら
そ
ん
な
事
を

え
た

 
正
面
十
メ

ト
ル
先
に
は
一
つ
に

ら
れ
た
黒
髪
と
黒
コ

ト
を
な
び
か
せ
る
少
年
が
立

て

い
る

手
に
握
ら
れ
る
直
剣

ア
ニ

ル
ブ
レ

ド

の
剣

は
わ
ず
か
に
も
揺
れ
ず

こ
ち
ら
の

線
を

い

も
う
と
す
る
か
の
よ
う
に

た
く
煌
め
い
て
い
る

 
現
在
私
達
が
向
か
い
合

て
い
る
の
は
オ
リ
ジ
ン

は
じ
ま
り
の

に
追
加
さ
れ
て
い

た
Ｐ
ｖ
Ｐ
専

設
闘
技
場
だ

い
た

と
レ
ン
ガ
の

構
に

ま
れ
た

形
の
バ
ト
ル

フ

ル
ド
で
立
ち
会

て
い
る

 

形
の
闘
技
場
を

む

状
の
観
客

に
は
数
十
人
の
人
影

す
べ
て

私
達
の

間
だ

そ
の
最
前
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
プ
レ
ミ
ア
が
食
い
入
る
よ
う
に
こ
ち
ら
を
観

し
て
い
る

 
こ
の
立
ち
合
い
は

彼
女
の
た
め
に
実
現
し
た
も
の
だ

 
今
日
の

プ
レ
ミ
ア
が
キ
リ
カ
に
師
事
し
た

 

初
は

り
気
で
な
か

た
ら
し
い
キ
リ
カ
も
根

こ
は
世
話

き
な
た
め
か
そ
の
指
導
に

は

が
入

て
お
り
呼
応
す
る
よ
う
に
プ
レ
ミ
ア
も

表
面
上
分
か
り
に
く
い
が

前
の
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め
り
に
打
ち

ん
だ

そ
の

は

方
ま
で
の
時
間
全
て
を
己
に

し
た
武
器
を
見
つ
け
る

た
め
の

振
り
に

や
し
た
程
だ

 
結
果
か
ら

う
と
プ
レ
ミ
ア
に
は

つ
か

し
た
武
器
が
あ
る
事
が
判
明
し
た

そ
れ
が
片

手
直
剣

剣

手
剣
の
三
種

で
あ
る

 
片
手
武
器
の
二
種

は
ま
だ
解
る

 
し
か
し

手
剣
は
も
の
に
よ

て
は
彼
女
の
体

に

す
る
サ
イ
ズ
の
も
の
が
あ
る
た

め

不

れ
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
思

た

 
そ
の

え
に
近
い
推

を
キ
リ
カ
は
持

て
い
た

お
そ
ら
く
プ
レ
ミ
ア
が
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
武
器
種
の
戦
い
方
が
反

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
の
事

わ
れ
て
み
れ
ば
片
手
剣
は
キ

リ
カ
と
私

剣
は
私

手
剣
は
ス
ト
レ
ア
と
プ
レ
ミ
ア
と
共
に
行
動
す
る
事
の
多
い
私
達

の
武
器
ば
か
り
だ

そ
れ
を
間
近
で
見
て
い
た
か
ら
見
様
見
真
似
で

え
て
い
る

と

え
れ

ば

ま
あ
解
ら
な
く
も
な
い

 
と
も
あ
れ
他
の
武
器
の
戦
い
方
を
知
れ
ば
よ
り
多
く
の
武
器
を

え
る

で
そ
う
い
う
意
味

で
は
キ
リ
カ
に
師
事
し
た
の
は
大
正
解
だ

た

だ

 
と
は

え
キ
リ
カ
も
最
初
か
ら
す
べ
て
の
武
器
に
精

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

片
手
剣
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を

切
り
に
戦
闘
経
験
を

み
他
プ
レ
イ

か
ら
見
て
学
び
自
身
も

し
て

化
さ
せ
て

い

た
過
去
が
あ
る

つ
ま
り
プ
レ
ミ
ア
が

え
る
武
器
を
増
や
す
に
は
ま
ず
最

一
つ
の
武
器

で
戦
闘
経
験
を

む
必
要
が
あ
る

 
ク
セ
の
少
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば

い
切
れ
な
い

が
大
き
く
な
る
と
危
惧
し
た
彼
は
初

心
者
が
多
く

ぶ
片
手
剣
か

剣
か
を

め
た

 
そ
も
そ
も

手
剣
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

い
て
は
上

ス
キ
ル
と
し
て
片
手
剣
ス
キ
ル
を
鍛

え
な
け
れ
ば
使
え
な
い
設
定
だ

た

有

な
ス
キ
ル
も
多
い
が
隙
を
晒
す
た
め
使
い
ど
こ
ろ

の
見
極
め
が

し
い
な
ど
使
い
手
の
経
験
で
有

性
が
上
下
す
る

面
が
大
き
い

オ
リ
ジ
ン

で
は
最
初
か
ら
使
え
る
が
根
本
の
仕
様
に
大
差
な
い
点
か
ら

め
ら
れ
な
い

と
い
う
の
が

キ
リ
カ
の
論
だ

た

 
そ
し
て
二

に
な

た
武
器
種
の
内
一

に

る
決
め
手
に
な

た
の
が
プ
レ
ミ
ア
の
Ｎ
Ｐ

Ｃ
と
し
て
の
タ
イ
プ

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

別
の
仕
方
は
い
く
つ
か
あ
る
が
そ
の
中
に
戦
闘
に
参
加
す
る
か

か
の
分

け
方
が
あ
る

参
加
す
る
の
は
戦
闘
タ
イ
プ
参
加
し
な
い
の
は
非
戦
闘
タ
イ
プ
と

に
呼
ば
れ

る

更
に
そ
こ
な
ら

な
ら
サ
ポ

ト
系

戦
士
な
ら
強
力
な
ア
タ

カ

系
な
ど
バ
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ク
ボ

ン
が
絡
ん
で
く
る

 
プ
レ
ミ
ア
の
バ

ク
ボ

ン
は
不
明

戦
闘
タ
イ
プ
も
不
明
だ
が

非
武

で
あ

た
時

点
で
非
戦
闘
系
で
あ
る
と
断
じ
て
い
い

仮
に
戦
闘
に
参
加
す
る
に
し
て
も

や
ス
キ
ル
な
ど
の

サ
ポ

ト

が
せ
い

い
だ
ろ
う

つ
ま
り
プ
レ
ミ
ア
は
前
衛
に
は
向
か
な
い

も

と

え
ば

ユ
ウ
キ
レ
ベ
ル
の
ア
タ

カ

ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ス
ト
レ
ア
レ
ベ
ル
の
タ
ン
ク
は
不
向
き

 
じ自
ね
ん然

残
る
の
は
ヘ
イ
ト

理
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

つ
ま
り
は
サ
ポ

タ

に
な
る

 
更
に

え
ば
プ
レ
ミ
ア
が
求
め
る
の
は

・一
・人
・で
・身
・を
・護
・る
・術

を
一
人
で
倒
す
必
要
は
な

い

な
ら

間
を
頼
り

助
け
る
サ
ポ

タ

こ
そ
が
向
い
て
い
る
だ
ろ
う

な
ら

プ
レ
ミ
ア
に
は

剣
が
向
い
て
い
る
と
思
う

 
そ
し
て
彼
は

二

の
中
か
ら

剣
を

め
た

 

だ
が
プ
レ
ミ
ア
が
最
も

性
を
示
し
た
の
は
片
手
剣
で
あ
る

こ
れ
は
最
も

に
い
る

時
間
が
⻑
い
キ
リ
カ
の
影

を
多
大
に

け
た
た
め
だ
ろ
う

片
手
剣
で

を

り
ま
た
彼
女

を
守
る

間
を
多
く
見
た
か
ら
だ

 
そ
の
上
で

剣
を
推
し
た
の
は

彼
女
が

を
倒
す
事
に
重
き
を

い
て
い
な
い
た
め
だ
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剣
は

い
の

し
い
武
器
と
し
て
知
ら
れ
る
武
器
種
だ

刀
身
は

く

れ
や
す
い

ク

リ
テ

カ
ル

を

め
攻
撃
力
こ
そ
あ
る
も
の
の
武
器

に
不
向
き
な
た
め
前
衛
に
は

遠
さ
れ
が
ち

ダ
メ

ジ

ス
な
ら
片
手
剣

手
剣
や

刀
が
あ
る
の
で
ア
タ

カ

に
は

使
わ
れ
ず

に
不
向
き
な
の
で
タ
ン
ク
に
も
不
向
き

じ
て
男
性
が
使
う

ど
の
メ
リ

ト
が
無
か

た

 
そ
の

念
を
ぶ
ち
壊
し
た
の
が
ア
ス
ナ
ラ
ン
を

と
す
る

ア
タ

カ

剣
使
い
な

だ
が
彼
女
達

は

外
中
の

外
で
あ
る

 

こ
こ
ま
で
な
ら

ま
だ
片
手
剣
の
方
が
い
い

 
な
に
せ
片
手
剣
の
方
が

だ

武
器

に

し
て
い
る

つ
ま
り
身
を
護
り
や
す
い

 
だ
が

そ
れ
は
あ
る
意
味

だ
と
彼
は

た

剣
に
は
片
手
剣
に
は
無
い
強
み
が
あ
る

そ
れ
は
速
さ
だ

ア
ジ
リ
テ

Ａ
Ｇ
Ｉ
や

値

つ
ま

り

プ
レ
ミ
ア
の

が
速
く
な
る

ど

剣
で
の
攻
撃
は
よ
り
速
く

強

な
も
の
に
な
る

そ
し
て
そ
の
速
さ
こ
そ
プ
レ
ミ
ア
自
身
の
命
を
守
る

 
彼
の

葉
は
真
実
だ

 

剣
の

ド
ス
キ
ル
は
使
い
手
の
Ａ
Ｇ
Ｉ
値
に
よ

て

力
が

値
に
よ

て
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速

突
進

離
な
ど
が
増
す
仕
様
に
な

て
い
る

強
力
な

剣
を

備
で
き
る
程

の

力

値
さ
え
確
保
し
て
い
れ
ば

あ
と
は

値
に
振
る
だ
け
で
大
ダ
メ

ジ
を

き
出
せ
る
の
だ

 

論

力
値
に

が
無
い
た
め
金
属

は
最

限
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

直
撃
を

え

ば

死
は
多
く

た
り

に
よ

て
は
一
撃
死
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は
そ
れ
を
恐
れ
て

剣
を
持
た
な
い
人
が
多
か

た

れ
や
す
い
武
器
死
に

や
す
い

を

ん
で
す
る
人
は

な
い

だ
か
ら
こ
そ
ア
ス
ナ
達
は

外
だ

た

も
ち
ろ

ん

彼
女
達
は
タ
ン
ク
達
へ
の
信
頼
を
強
く
持

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
が

 
と
も
あ
れ
キ
リ
カ
の
方

は
プ
レ
ミ
ア
を
ス
ピ

ド
ア
タ

カ

に
育
て
る
つ
も
り
な
の
だ

 
と
に
か
く
足
を
止
め
な
い

一
撃

て
て
す
ぐ
に
下
が

て
隙
を
見
つ
け
て
ま
た
一
撃

て
て

す
ぐ
に
下
が
る

ヒ

ト
ア
ン
ド
ア
ウ

イ
の
み
を

き

む

 

を
倒
す
の
に
不
可
欠
な
攻
撃
力
な
ど
二
の

攻
撃
を

ぐ
手

な
ど

三
の

 
一
番
は

し

る
事

 

剣
は
そ
れ
が
出
来
る
と

彼
は
語

た

 
そ
れ
を
見
せ
る
た
め
に
私
達
は
立
ち
会
う
事
に
な

た

 
彼
女
は
見
れ
ば
見
る

ど
学

し
成
⻑
す
る

を

ん
で
い
る

非
戦
闘
タ
イ
プ
だ
ろ
う
と
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無
い

そ
れ
は
と
て
も
人
間
的
で

ど
こ
か

か
つ
て
の
私
自
身
の
よ
う
に
も
思
え
た

 
そ
う
だ

彼
女
が
歩
も
う
と
し
て
い
る
の
は

か
つ
て
の
私
が
歩
ん
だ
道
だ

 
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
私
が
家

を

間
を
守
る
た
め
に
力
を
求
め
た

時
と
同
じ

義
弟
の
戦
い
方
を
観

し

学
び
取

た
私
と
同
じ

 
彼

ら
義
弟
が
私
を
そ
う
変
え
た
よ
う
に
あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
に
変
化
を

し
た
の
は
間
違
い
な

く
眼
前
で
⻑
剣
を
構
え
る

彼少
年
だ

 
そ
の
事
実
が

ど
う
し
よ
う
も
な
く
誇
ら
し
い

思
い
返
せ
ば

初
め
て
で
す
ね

 
気
付
け
ば

立
ち
合
い
の
最
中
だ
と
い
う
の
に
語
り
か
け
て
い
た

 

く
と
⻑
剣
の
剣

が
揺
れ
る

間
合
い
を
推
し

て
い
た
彼
の
意
識
が

し

な
空
気

と
共
に
私
を
見

え
た

が
だ

圏
内
戦
闘

練
は

し
て
き
ま
し
た
が

を

ら
す
デ

エ
ル
は
初
め
て
だ
な

と

あ
あ

 
そ
う
い
え
ば

と
キ
リ
カ
が

得
の
声
を
上

る



 第十四章 〜継がれる心〜

 

論
そ
れ
が
必
要
な

だ
か
ら
だ
と
い
う
の
は
解

て
い
る

プ
レ
ミ
ア
の

振
り
は
木
製

人
形
が
複
数
あ
る
備
え
付
け
の

練
場
で
済
ん
だ
が
立
ち
合
い
は
他
者
の
邪
魔
に
な

て
し
ま

う

合
ご
と
に
イ
ン
ス
タ
ン
ス
マ

プ
を
生
成
す
る
闘
技
場
を

す
る
に
あ
た
り
ど

う
し
て
も
デ

エ
ル
形
式
で
立
ち
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
だ
け
な
の
だ

 
そ
れ
以
外
の

み
は

恐
ら
く
な
い

 
あ
る
と
す
れ
ば
こ
の
世
界
に
生
き
る
プ
レ
ミ
ア
に
死
を
感
じ
さ
せ
な
い
心

い
だ
ろ
う

 

そ
こ
で

Ｄ

Ｅ
Ｌ

の
文

が
閃
い
た

 
ド

 
と
勢
い
よ
く
地
を

る

 
そ
れ
は
ま

た
く
の
同
時

一
気
に

離
が

む

直
剣
が
振
り
か
ぶ
ら
れ
た

 
私
は

く
息
を

い
強
く

み

ん
だ

突
進
と
と
も
に

剣
を
突
き
出
す

流
星
の
如
き

光
が
ま

す
ぐ
に

び

彼
の

を

く
切
り
裂
い
た

 
お
返
し
と
ば
か
り
に

私
は

の

を

く

ら
れ
る

 

み
分
け
だ

 
ざ
ざ
ざ

と

足
で
制
動
を
掛
け
な
が
ら
振
り
返
る
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同
時

身
を
前
に
し
て
剣
を
引
き

る

後
ろ
に

り
な
が
ら
も
構
え
を
取

た

間

私
の
体
は

性
を
無

し
て
前
へ
と

し
出
さ
れ
た

剣

上

突
進
技

シ

テ

ン

グ
ス
タ

が
発
動
し
た
の
だ

や

あ
あ
あ

チ
 
キ
リ
カ
は
ま
だ
制
動
を
掛
け

け
て
い
た

 
そ
こ
に
突
進
し
た
私
が

り
彼
は

し
く

を
打
つ
と
と
も
に
剣
を
翳
し
た

ア
ニ

ル
レ

イ
ピ
ア
の
剣

は
直
剣
の

に

た
り

を

く

を
上

た

大
に
火
花
が

る

 
今
の
一
撃
が
キ
リ
カ
の
後
退
す
る

性
に

車
を
掛
け
た
事
で

離
が
開
い
た

 
そ
の
間
に
私
は
技
後

直
か
ら
復
帰

再
び
構
え
を
取
る

ち

ユ
イ
姉

て

 
そ
こ
で

焦

た
よ
う
な
キ
リ
カ
の
制
止
の
声

ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
る

 

し
く
思
い
な
が
ら
彼
を
見
る
と

惑
し
た
よ
う
な
し
か
し
ど
こ
か

れ
た
よ
う
な
目
を

向
け
て
き
た

ま
さ
か
こ
の
立
ち
合
い
の
目
的

忘
れ
て
な
い
よ
な
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あ

 

わ
れ

は

と
し
た

 
こ
れ
は
プ
レ
ミ
ア
に

剣
使
い
の
ヒ

ト
ア
ン
ド
ア
ウ

イ
を
実
演
す
る
た
め
の
立
ち
合
い

だ

そ
れ
は
覚
え
て
い
た

し
か
し
私
は

り
返
し
て
き
た
圏
内
戦
闘

練
と
同
じ

子
で

ん

で
し
ま

て
い
る

 
こ
れ
で
は
彼
女
の
た
め
に
な
ら
な
い
で
は
な
い
か

す

す
み
ま
せ
ん

つ
い
い
つ
も
の

子
で

い
や
ユ
イ
姉
の
ス
タ
イ
ル
と
違
う
事
を
求
め
て
た

の
ミ
ス
だ
な

ど
ち
ら
か
と

う

と
ユ
イ
姉
の
は

手
を
倒
す
方
に

て
る
し

 
彼
が
そ
う

う
の
も

然
だ

な
に
せ
私
が
参

に
し
て
い
る
の
は

手
を
倒
す
事
に
容
赦

が
な
い
キ
リ
ト
の
戦
い
方
で
あ
る

守
る
戦
い
方
も
学
ん
で
い
る
が
や
は
り
主
眼
は
倒
す
こ
と

だ 
自
身
の
身
を
一
番
に
守
る
戦
法

対

殺
隊

は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
見
て
い
た
が
同
じ

戦
法
を
取

た
事
は
な
い

 
そ
し
て

や

た
事
が
無
い
事
を

か
の
参

に
す
る
レ
ベ
ル
で
は
出
来
な
い
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が

剣
を
使
う
か
ら

ユ
イ
姉
は
片
手
剣
に

え
て
く
れ

仕
切
り
直
し
だ

す
み
ま
せ
ん

 
恐

し
な
が
ら

備
タ
ブ
か
ら
武
器
を
切
り

え
る

キ
リ
カ
も
同
じ

作
を
し
な
が
ら
プ

レ
ミ
ア
に
今
の
攻

は
無

で
あ
る
事
今
か
ら
見
る
の
は
自
分
の
動
き
だ
と
伝
達
し
て
い
た

 
も
う
少
し
戦
闘
ス
タ
イ
ル
に

を
持
た
せ
る
べ
き
か
な

と

え
た
後
第
二
戦
に
突
入
し
た

  

同
時

 

国

会
本
部
ビ
ル

設
ア
リ

ナ

  

恐
ろ
し
い
少
年
だ



 第十四章 〜継がれる心〜

 
そ
ん
な
事
を

裏
に
浮
か
べ
な
が
ら
も
体
は
動
作
を

け
る

眼
は
サ
イ
ト
越
し
に

少標
年的

を
見

え

の
五
指
は

部

の
手
部
を
絶
え
間
な
く
動
か
し
て
い
る

に
リ
チ

ン
さ
れ
た

器
が
火
を

く
先
も
経
験
と

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
弾
道
だ

 
ア
サ
ル
ト
カ
ノ
ン

ガ
ル
ム

シ

ト
ガ
ン

レ
イ
ン
・
オ
ブ
・
サ
タ
デ
イ

に
よ

る
面
制
圧

撃
を
以
て

彼
を
攻
撃
す
る

く

え
き
れ
ま
せ
ん

 
同
じ
フ

ル
ド
で
⻭

み
す
る
味
方
の
声
が
個
人
間
秘
匿

信
を

し
て

こ
え
た

イ
ギ

リ
ス
代
表
候
補
の
セ
シ
リ
ア
の
も
の
だ

 
彼
女
が

る
ビ

ト
型
の
第
三
世
代
機
兵

ブ
ル

・
テ

ア

ズ
が

横
無

に
空
を

け

立
体
的
に
少
年
を

う

⻘
の
閃
光
が

る
の
も
恐
ら
く
三

は
超
え
て
い
る

 
さ
れ
ど

弾
は
未
だ
ゼ
ロ

 
全
て

ま
れ
て
い
た

 
ス
ナ
イ
パ

を
自
称
す
る
彼
女
か
ら
す
れ
ば
あ

て
は
な
ら
ぬ
事
に

し
い

た
と
え
非

式

合
だ
と
し
て
も

そ
れ
は

い

に
も
な
ら
な
い

行

て
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日
本
代
表
候
補
の
声
に

き

断

的
な
発

が

い
た

 
面
制
圧
の
弾
幕
立
体
的
な
精
密

撃
の

い
を

と
も
吹
き

ば
す
か
の
よ
う
に
誘
導
ミ

サ
イ
ル
の
雨
が

り

ぐ

裂

が

す
る
中

そ
れ
で
も

撃
は

絶
え
さ
せ
な
い

 

こ
ん
な
も
の
で

と
せ
る
わ
け
が
な
い
と
理
解
し
て
い
た

 
ミ
サ
イ
ル
は

速
を

に
超
え
て
い
る

彼
女
の
ミ
サ
イ
ル
速

は
マ

ハ

こ
れ
は
ミ

サ
イ
ル
の
中
で
は
格

に

い
が

い
ア
リ

ナ
で
は
発

と
同
時
に

弾
と

え
て
も
い
い

レ
ベ
ル
だ

合
で
使
わ
れ
る
火
器
ま
た
人
間

の

火
器
の
弾
速
を
超
え
る
と

わ
れ
れ
ば

マ

ハ

も
速
い
事
が
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
れ
で
も

と
せ
な
い

  

・だ
・

・て
・そ
・こ
・に
・は
・

・な
・い
・の
・だ
・か
・ら

 
上
よ
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く
日
本
代
表
候
補

が

ぶ

合
に
参
加
し
て
い
る
全

が
上
に
意
識
を
巡
ら
せ
る

 

間

キ
ラ

と

く
な
に
か

 
そ
れ
は

も
な
か

た
虚
空
で

ヒ
ト人
ガ
タ形

を
作
り
上

た

光
が
人
に
な

た

と

も
知

ら
な
い
人
が
見
れ
ば
思
う
だ
ろ
う

 
そ
の
表
現
は
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い

 
だ
が

正
解
で
も
な
い

 
あ
の
光
は
ア
ン
カ

だ

の
地
点
か
ら

へ
と
投

ら
れ

を
繋

る
光
の
ア
ン
カ

か
ら
潜

た
彼
が

こ
ち
ら
に
出
て
く
る

間
に
現
れ
る
モ
ノ

 
理
論
名

空
間
潜

技
術

  

に

え
ば

ワ

プ

  
現
実
空
間
に
存
在
す
る

離

を

空
間
に
潜

て
殺
す

動
法
だ
と
い
う

 

空
間
に

離
は
な
い

無
限
に
し
て
ゼ
ロ

だ
か
ら
入
る
地
点
と
出
る
地
点
は
自
由
自
在

そ
の
手

を
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば

空
間
に
入

た
そ
の
時
出
る
方
法
が
無
い
た
め

遠
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に

う
が
逆
に

え
ば
手

さ
え
確
立
さ
れ
れ
ば

か
ら

え
ば
日
本
か
ら
ブ

ラ
ジ
ル
ま
で
の

離
も
ゼ
ロ
に
し
て
一

で

動
で
き
る
と
い
う

だ
か
ら
こ
そ
の
ワ

プ

人
が
夢
想
し
た

上
の
空
論
が
現
実
の
も
の
と
な

た

 
こ
の

練
は

ノ
之

士
が
理
論
を
確
立
さ
せ
和
人
の
生
体
コ
ア
三
つ
で
先
日
実
現
し
た
そ

れ
を

如

に
戦
闘
で
有

か
確
認
す
る

験
だ

 
無
論

そ
れ
以
外
の

練
も

ね
て
い
る

 
こ
の

験
前
に

か
さ
れ
た
が
和
人
は
人
知
れ
ず
亡
国
機
業
の
ア
ジ
ト
に
襲
撃
を
仕
掛

け

け
て
い
た
ら
し
い

日
本
近

の
ア
ジ
ト
は
そ
れ
で

方

れ
た
が
欧

や

欧

国
ま

で
は
手
が
届
い
て
い
な
い

そ
の
た
め
そ
ち
ら
に
出
向
く
必
要
が
あ
る
の
だ
と
い
う

 
製

会

ス

ク
ト
ル
に

す
る
裁
判
は
ま
だ
始
ま

た
ば
か
り
だ
が
超
法

的

と
し
て
強
制

の
許
可
は
密
か
に
取

て
い
る
ら
し
く
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

ま
で
の

数
日
で
残
る
ア
ジ
ト
と
ス

ク
ト
ル

の

し
に
本

を
入
れ
る
予
定
だ
と
い
う

つ

ま
り
ス

ク
ト
ル

を

れ

に
し
よ
う
と
い
う
魂

だ

そ
の
水
先

内
人

戦
力
と

し
て

Ｂ
Ｉ
Ａ

協
力
者
と
し
て
出
向
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

イ
ギ
リ
ス
代
表
候
補
に
声
が
掛

か

た
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こ
の

練
は
自
分
達
の
実
力

験
も

ね
て
い
る
の
で
あ
る

内
人
を
務
め
る
事
は

に
決

ま

て
い
る
の
で
戦
力
と
し
て
頼
れ
る
か
ど
う
か
の
確
認
だ
ろ
う

無
論
ア
ジ
ト
襲
撃
は
非

式
な
の
で
不
参
加
で
あ
る

 
と
も
あ
れ
そ
う
い
う

で
自
分
も
セ
シ
リ
ア
も
全
力
で

打撃
ち

ん
で
い
た
の
だ
が

空
間

か
ら
浮
上
し
た
彼
に
傷
は
見
ら
れ
な
い
の
で

ど
う
や
ら
一
発
も

て
ら
れ
な
か

た
ら
し
い

ま
あ

空
間
に
潜

さ
れ
て
い
る
間
は

不
可
ら
し
い
か
ら
仕
方
な
い

 
な
ら
ば

と
ス
ラ
ス
タ

を
吹
か
せ

離
を

め
る

同
時

引
き
金
を
引
く

 
断

的
に
発

が

き

が

速
の

を
越
え
て

す
る

そ
れ
ら
を
横
に

び

あ
る
い
は
剣
で
弾
き
な
が
ら
彼
は
再
び
潜

を
始
め
た

潜

時
ま
た
浮
上
時
は
彼
の
全
身
が

ま
ば

い
光
に

ま
れ
る
か
ら
解
り
や
す
い

 
光
が
体
を

ん
だ
時
点
で
無

状

な
の
で

そ
れ
以
上
撃
ち

ん
で
も
弾
の
無

だ

 
こ
こ
か
ら
は

ア
ン
カ

が
ど
こ
に
現
れ
る
か
だ
け
気
に
す
れ
ば
い
い

 

こ
れ
が

の
策

 
こ
ち
ら

と

空
間

は

い
に
不

の

に
あ
る

達
は

空
間
に
い
る
彼
を
攻
撃

で
き
な
い
が
そ
れ
は
逆
も
ま
た
然
り
な
の
だ

達
を
倒
す
に
は
必
ず
浮
上
し
て
く
る
必
要
が
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あ
る

 
そ
の

間
こ
そ

ア
ン
カ

が

く

間
だ

 
そ
の

間
に
弾
幕
を
集
中
さ
せ
れ
ば
彼
は
身
動
き
が
取
れ
な
い

潜

と
浮
上
が
一

足
ら
ず

の
出
来
事
だ
し

高
速

動
し
な
が
ら
で
も
行
え
る
よ
う
だ
が

出

は

定
な
の
だ

速

く
動
く

ど
潜

が
速
く
浮
上
も
速
い

は
あ
る
が
出
て
く
る
場

が
一

と
は

え
事

前
に
解
る
な
ら

わ
な
い
手
は
な
い

 
程
な
く

ア
ン
カ

を
示
す

き
が
現
れ
た

  

・そ
・の
・

・き
・は
・複
・数
・あ
・

・た

 
あ
は
は

一
本
取
ら
れ
ち

た
や

 
苦

い
が
浮
か
ぶ

 
ま

そ
り

そ
う
だ
と
し
か
思
わ
な
い



 第十四章 〜継がれる心〜

 
そ
の
欠
点
を
見
出
す
の
が
こ
の

験
だ

が
気
付
い
た
欠
点
を
彼
も
ま
た
気
付
か
な
い
道

理
は
な
い

そ
し
て

出

が
一
つ
だ
け

と
い
う
道
理
も
な
い
の
だ

 
分
か
ら
な
い
よ
う
複
数
に
し
て
し
ま
え
ば
容

に
対
策
で
き
る

 

ば

ん

 

論

超
広

撃
な
ら
話
は
別
だ
が

 
複
数
あ
る
光
の
一
つ
か
ら
彼
が
出
て
き
た

間

い

ま
し
た
よ
う
に
楯
無
が

い
手
を

く

そ
し
て

ら
か
な
そ
の
声
と

手
が
掻
き
消
え
る
大

発
が
ア
リ

ナ
を

わ
せ
た

 
カ
リ

と
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に
表
示
さ
れ
る
彼
の

残

が

る

あ
れ
だ
け
の
大

発

高

力
を
以
て
し
て

ん
の
数
ド

ト
程

の
目

り
だ

た

そ
し
て
一

で
全
快
に

る

 
彼
の

を
見
て
も

目
立

た
変
化
は
な
い

か

間
一
髪
だ

た
な

く

し
い

 
一

で

を
使

た
わ
ね

 
悔
し

に
楯
無
が

う

ど
う
や
ら

発
の
直
撃
を

け
る
た
め

で
の
と
こ
ろ
で
大
気
の
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を

し

め
不
可

の
盾
に
し
た
ら
し
い

だ
か
ら

の
ダ
メ

ジ
し
か
与
え
ら
れ
な

か

た
よ
う
だ

 
そ
れ
で
も

ど
か

た
の
は
事
実
ら
し
く
少
年
の
表
情
が
や
や
引
き

て
い
る
よ
う
に
見

え
る

 
楯
無
は
彼
の
事
を

い
て
い
る
と
い
う

だ
が

そ
の

に
容
赦
が
な
い

 
と
も
あ
れ
こ
ち
ら
の

眼
点
は
間
違

て
い
な
か

た
よ
う
だ

空
間
に
い
る
間
は
手
出

し
で
き
な
い

だ
が
浮
上
し
た

間
は
手
出
し
で
き
る

そ
れ
こ
そ
彼
の
反
応
を
超
え
る
速

の

攻
撃
で
あ
れ
ば

で

を

る
よ
り
も
速
く
攻
撃
が
届
く
だ
ろ
う

恐
ら
く
楯
無
も
そ
れ

を

た
の
だ

 
ま
あ
今
の
で
な
に
か
対

法
を

え
た
は
ず
だ
か
ら
同
じ
手
は
ま
ず

し
な
い
だ
ろ
う

 

で

を
作
る
の
は
演

速

に
依
存
す
る
の
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
だ
ろ
う
が
出
て

く
る
場

タ
イ
ミ
ン
グ
は

論
本
体
か
ア
バ
タ

か
と
い
う
デ
コ
イ
作
戦
で
誘
い
を
掛
け
ら

れ
る
は
ず
だ

ア
ン
カ

か
ら
出
て
き
た
の
が
本
物
か
デ
コ
イ
か

そ
の
判
断
を
終
え
た
時

に
は

を

ら
れ
た
後
だ
ろ
う

か
と
い

て
反

で
攻
撃
を
仕
掛
け
た
と
こ
ろ
で
仮
に
間

違

て
い
れ
ば

命
的
な
隙
を
晒
す
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え

つ
な
い
も
の
だ

 
こ
ち
ら
に
も
分
身
と
か

を
更
に
生
や
せ
と

わ
ん
ば
か
り
の
撃
破

件
で
あ
る

 
そ
れ
だ
け
守
る
事
に
本
気

と
い
う
事
だ
ろ
う

 
未
来
の
希
望
を

夢
を

み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ

夢

か

 

つ
り
と

葉
が

れ
る

 
今
の
自
分
に
は
な
い
も
の

気
に
あ

た
の
に

の
死
と
共
に
無
く
な

た
も
の

 
あ
る
の
は
た
だ
不

明
で
不

明
で
不
安
定
な
未
来
に
希
望
を
見
て
い
な
い
自
分
の
現

実
的
な

念

的
と
も

え
る
生
き
方
だ

 
彼

ど

い
て
は
い
な
い

 
彼
を
愛
す
る
者
達

ど

で
も
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

ア
ン
カ

の
光
以
上
に
彼
の

が

し
く
思
え
た
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・
オ
リ
ジ
ン
の
闘
技
場

 
Ｄ
Ｌ
Ｃ
ユ

ジ
オ
の
イ
ベ
ン
ト
に
て
は
じ
ま
り
の

に
Ｐ
ｖ
Ｐ

設
と
し
て
設

さ
れ
て
い

た
事
が
示
さ
れ
て
い
る

 
空

ラ
イ
ン
の
闘
技
場
と
同
じ

い

 

合
ご
と
に
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
を
作
り
出
す
の
で
邪
魔
さ
れ
た
く
な
い
人
に
う

て
つ
け

  
・

空
間

 
現
実
と

り
合
わ
せ
に
あ
る
世
界

 
そ
の
世
界
の

離
は
無
限
で
あ
り
ゼ
ロ
で
も
あ
る

そ
れ
を
決
定
づ
け
る
の
は
人
間

の
技
術

 
現
実

と
の

は
物
理
的
に
は
不
可
能

 
イ
メ

ジ
は

闇
の
回
廊

キ
ン
グ
ダ
ム
ハ

ツ

 

の
デ
ブ
ジ

ネ
ン
バ
の

超
越
パ
ン
チ
の

で
も
可
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・

空
間
潜

技
術

 
ヴ

ベ
ル
に
よ

て
五
万
四
千
年
未
来
よ
り
持
ち

ま
れ
た
未
来
の
技
術

 

称

ワ

プ

 
キ
リ
ト
が
こ
の
技
術
を
使
う
に
あ
た
り

コ
ア
三
つ
の
演

を
必
要
と
す
る

 
現
実
の

と

の
間
を

空
間
で
繋

る

動
法

要
す
る
に

ど
こ
で
も
ド
ア

闇
の

キ
ン
グ
ダ
ム
ハ

ツ

間

動

ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ル

 
た
だ
の

動
は

ど
こ
で
も
ド
ア

や

間

動

方
式

 
戦
闘
中
の

ア
ン
カ

が
複
数

は

闇
の
回
廊

Ｋ
Ｈ
３
ロ
ク
サ
ス

方
式

機

み
た
い
に
消
え
て
現
れ
て
や
ダ

ク
リ
ク
の
最
強
技

ダ

ク
オ

ラ

Ｋ
Ｈ
３
復
活
ロ

ク
サ
ス
の
直

光

動
な
ど
を
現
実
で
使

可
能
に
な

た

 
一
応

編
後
の

救
済
 

救
わ
れ
た
人

に
て
キ
リ
ト
が

Ｏ
Ｓ
Ｓ

魔
術
で
ワ

プ
を
使

し
て

い
る
な
ど
あ
る
程

め
か
さ
れ
て
い
た
技
術
本
作
キ
リ
ト
の

Ｏ
Ｓ
Ｓ

魔
術
は
現
実
で
出
来
る
事
の
イ

メ
ト
レ

で
再
現
し
て
い
る
設
定
が
あ
る
 
い
き
な
り
生
身
で
の
使

は
危
険
な
の
で

士
に

ヴ

ベ
ル

を

し
た
後

安
全
確
認
で
実
験
し
て
も
ら

て
い
た

 
セ
フ

ロ
ト
戦

時
は
使
え
な
か

た
し
使

て
も
ア
ン
カ

で
出
て
き
た

間
攻
撃
さ
れ
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て
絶
命
し
て
い
た
可
能
性
大

  
・
ユ
イ

 

戦
的
な
義
姉

 
家

を
守
る
た
め
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
が

を
倒
す
事
を
主
眼
と
し
て
い
る
た
め
結
構
攻
撃
的

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト
浮
遊

で
の
ヴ

ベ
ル
遭
遇
時

キ
リ
ト
誘

編
偽
キ
リ
ト
遭
遇
時

の
対
応
か
ら
も
解
る
事
だ
ろ
う

 
回

は
す
る
が

み
分
け
を

う
事
が
多
い

 

だ
か
ら
対
ヴ

ベ
ル
で
手
も
足
も
出
な
か

た
の
で
は

リ

フ

し
み

  
・
キ
リ
カ

 
プ
レ
ミ
ア
の
師

 
理

め
で

正
武
器
を

た
の
は
い
い
が

ユ
イ
の
経
験
ま
で
は

慮
で
き
な
か

た

 
キ
リ
ト
時
代
の
対

殺
隊
の
経
験
が
活
き
る
事
に
内
心

た
る
も
の
を
感
じ
て
い
る
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・
桐

谷
和
人

 
リ
ア
ル
で
無

時
間
を
手
に
し
た
人

 
今
話
で
は
少
年
形

を
取

て
い
る

大
人
形

は
お

び

 
コ
ア
を
三
つ
全
て
使
う
こ
と
で

空
間
潜

ワ

プ
を

独
で
使
え
る

一
応
技
術
・
理

論
自
体
は
知

て
い
た
の
で
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
し
て
イ
メ
ト
レ

ね
て
使

て
い
た
経

が
あ
る

今

話
の

験
は
そ
の
先
入
観
を
取

払
う
意
味
も

ま
れ
て
い
た
出

が
一
つ
だ
け
で
は
な
い
な

ど 

一
仕
様
能
力
で
物
理
・
エ
ネ
ル
ギ

攻
撃
の

す
べ
て
を
無

化
す
る
上

な
ど
の

で
不
可

の

を

る
た
め

攻
撃
が

り

い

そ
の
上
で
無

時
間
の
あ
る

動

手

を
手
に
入
れ
た

 
ア
ク
シ

ン
ゲ

の
プ
レ
イ
ア
ブ
ル
キ

ラ
じ

な
い
ん
だ
か
ら

と
は

の

 
モ
ン
ド
・
グ
ロ

ま
で
に
欧

近

の
亡
国
機
業
ア
ジ
ト
壊
滅
ス

ク
ト
ル

の

立
ち
入
り

を
終
え
に
い
く
予
定

こ
の
た
め
だ
け
の
後

写
で
あ
る

  
・
更
識
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日
本
代
表
候
補

 
第
三
世
代
機

打
鉄
弐
式

の

者

 

は
マ
ル
チ
ロ

ク
オ
ン
・
シ
ス
テ
ム

載
の
独
立

型
誘
導
ミ
サ
イ
ル
を
放
つ
武

機

の
ミ
サ
イ
ル
ポ

ド
兵

原
作
で
は
マ
ル
チ
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
な
か

た
が

本
作
で
は
束
の
協
力
で
完
成
し
て
い
る

  
・
更
識
楯
無

 
日
本
代
表
候
補

 

一
二

行
し
た
第
三
世
代
機

者

 
和
人
の
事
は

き
だ
が
同
時
に
切

す
る

手
と
も

え
て
い
る
の
で
加

な
ん
て
し

な
い

対

な

手
と
し
て
全
て

け
止
め
て
く
れ
る
と
信
頼
し
て
い
る
の
で
む
し
ろ
全
力
ま
で

出
す
可
能
性
も
あ
る

 
ア
ン
カ

出
現
前
に

知
出
来
た
の
は
ヒ
ミ
ツ
が

  
・
シ

ル
ロ

ト
・
デ

ノ
ア
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フ
ラ
ン
ス
代
表
候
補

 

欧
に
あ
る
ス

ク
ト
ル

の
強
制
立
ち
入
り
の
た
め

内
人
を
依
頼
さ
れ
た

自
国
に

る
事
も
あ

て
か
目
が
や
や

て
い
る

 
和
人
の

き
を
見
て

る

  
・
セ
シ
リ
ア
・
オ
ル
コ

ト

 
イ
ギ
リ
ス
代
表
候
補

 
ス
ナ
イ
パ

の
手

を
自
負
し
て
い
た
が

を

ら
れ
た
気
分
を
味
わ

た
強
化
フ

ラ
グ

 

に

手
が
悪
か

た
だ
け
で
あ
る

 
シ

ル
ロ

ト
と
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
で
の
ス

ク
ト
ル

立
ち
入
り
の
た
め
の

内
人
を

依
頼
さ
れ
た

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
五
章
 

リ
ア
ル
と
ヴ

チ

ル
の
新
事
実

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

が

た
け
ど

て
る
感
も

め
な
い
ん
だ
ゼ

血
反

 

中
ま
で
や
や
こ
し
い
事
こ
の
上
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
要

ば
か
り
な
の
で
メ
ン
ド
く
せ

な
方
は
後
書
き
の
ま
と
め
を
見
て
ネ

 

点

ユ
イ

 

数

約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

と
こ
れ
か
ら
プ
レ
ミ
ア
に
教
え
て
い
く
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は
見
て
も
ら

た

り
だ

な
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ん
と
な
く
解

た
か

は
い

く
攻
撃

の
ち
に
離
脱

と
に
か
く

す
事
で
す
ね

そ
う
だ

自
衛
手

は
な
に
も

手
の
撃
退
ば
か
り
じ

な
い
か
ら
な
隙
を
見
れ
ば

る

の
も
手
だ

プ
レ
ミ
ア
の
場
合
は
隙
を
作
る
た
め
に
攻
撃
す
る
と

え
た
方
が
い
い

な
る

ど

わ
か
り
ま
し
た

 
キ
リ
カ
と
ユ
イ
の

合
後

弟
子
に
な

た
プ
レ
ミ
ア
を
彼
は
指
導
し
て
い
た

 
と
は

え
流

に
実
演
は
終
わ
り
の
よ
う
だ

に
数
時
間
掛
け
て

振
り
を
し
て
い
た
か
ら

か

労
も

慮
し
今
日
は

む
方

ら
し
い

プ
レ
ミ
ア
に

ま
れ
て
い
る
人
工
知
能
は

程
高
性
能
ら
し
く
人
間
と
同
じ
よ
う
に
悩
み
成
⻑
す
る
他
に
精
神
的

労
ま
で
も
再
現
し

て
い
る
よ
う
だ

 
な
ん
と
な
く
だ
が

キ
リ
カ
と
プ
レ
ミ
ア
に
共

点
を
見
出
し
た
気
が
す
る

 

と
す
る
と
こ
の
世
界
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
に

ま
れ
て
い
る

は
大
本
は
キ
リ
カ
の
そ
れ
な

の
で
は
な
い
か

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
も
キ
リ
カ
も
そ
し
て
こ
の
世
界
の

も
全
て
同
じ
カ

デ

ナ

ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ

て
動
か
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

性
別
や
バ

ク
ボ

ン
な
ど
を

け
ば

後
に
残
る
の
は
情
報

理
能
力
や
学

し
た
ロ
グ
デ

タ
と
い
う

一
的
な
デ

タ
の
み

そ
れ
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ら
を
反

さ
せ
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
の
完
成
系
に
至

た
の
が
オ
リ
ジ
ン
に
住
ま
う
彼
ら
な
の
で

は
な
い
か

 
そ
ん
な

え
が
浮
か
ん
だ

 

そ
れ
だ
け
は

無
い
で
す
ね

 
そ
う
独
り

ご

ち

苦

す
る

 
か
つ
て
私
は
キ
リ
ト
か
ら
キ
リ
カ
が

ま
れ
た
経

す
な
わ
ち
キ
リ
ト
個
人
の
精
神

ま
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
意

を

生
体
兵
器

と
い
う
彼
の
自

か
ら

兵
士
の

と

え
た
事
が
あ
る

セ
フ

ロ
ト

を

み
る
に
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
か

た
だ

ろ
う

そ
も
そ
も

亡
国
機
業

が
意

し
た
事
か
は
不
明
だ
が

 
そ
の

を

果
た
し
て
他
が

え
な
い
と

え
る
だ
ろ
う
か

 
兵
士
を
育
て
る

か
ら
す
れ
ば
キ
リ
カ
と
い
う
存
在
は

か
ら
手
が
出
る

ど
の

の

だ

ア
バ
タ

を

意
す
る
手
間
と

金
こ
そ
あ
れ
そ
れ
さ
え
ク
リ
ア
す
れ
ば
教
導
な
し

の
強
力
な
兵
士
が
味
方
に
な
る

そ
の
実
力
は
桐

谷
和
人
に
よ

て
実
証
済
み
だ

更
に

は
コ
ピ

が
可
能

ア
バ
タ

を

意
し
た
分
だ
け
兵
士
が
出
来
る
と
い
う
事
に
な
る

 
も
ち
ろ
ん
自
己
同
一
性
と
い
う

け
得
な
い
問

が
あ
る
か
ら
一

縄
で
は
な
い

仮
に
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私
が
複
製
さ
れ
れ
ば

家

を
守
る
た
め

と
い
う

一
の

外
を

き

い
に
消
去
し
よ
う

と

し
合
い
を
始
め
る
だ
ろ
う

 
キ
リ
カ
も
そ
れ
は
同
じ
だ

キ
リ
ト
を
前
に
自
我
を
保
て
て
い
る
の
は

人
間

と

と
い
う
立
場
の
差
を
自
覚
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

同
じ

の
キ
リ
カ

が
他
に
存

在
す
れ
ば

し
合
い
を
始
め
る
だ
ろ
う

 

だ
か
ら
こ
そ

一
的
な
ロ
グ
の
み
の
共
有
は
あ
り
得
る

 
間
違

て
は
な
ら
な
い
の
は
兵
士
を
求
め
る
者
達
が
真
に
欲
す
る
も
の
は
戦
力
で
あ
り

個
人

で
は
な
い
事
だ

目
的
を
達
せ
る
だ
け
の
能
力
を
備
え
て
い
れ
ば

で
も
い
い
し

で
も
い
い

 
そ
の
能
力
を
備
え
る
の
は

経
験
だ

 

達
に
と

て
は

ロ
グ

で
あ
る

の
場
合
は

を
す
る

と
い
う
パ
タ

ン
を
無
数
に

み
重
ね
た
結
果
の
ロ
グ
を
共
有
す

る
だ
け
な
ら

は
な
い

仮
に
私
と
ス
ト
レ
ア
が
キ
リ
カ
の
ロ
グ
を

け
取

て
も
そ
れ
は

記

で
は
な
く

記
録
と
い
う

い
に
な
る

自
身
の
過
去
で
な
い
か
ら
自
己
同
一
性

の

壊
に
は
繋
が
り
得
な
い
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そ
し
て

記
録

を

け
取

た

は

理
論
上
は
同

の
技

と
性
能
を
発

す
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う

 
な
ら
ば

更
キ
リ
カ
の
ロ
グ
が
反

さ
れ
た
と
は

え
ら
れ
な
い

 
仮
に
反

さ
れ
て
い
れ
ば

こ
の
世
界
の

達
は
よ
り
強
く

あ
る
い
は
狂
気
的
な
様
を
見

せ
る

だ

プ
レ
ミ
ア
は
カ

デ

ナ
ル
に

合
さ
れ
て
い
る
ロ
グ
デ

タ
を

け
取

て
い
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
以
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
に
も
そ
の
兆
候
が
見
ら
れ
な
い
以
上
キ
リ
カ

を
参

に
さ
れ
た
可
能
性
は
無
い
に

し
い

 
そ
も
そ
も
見
知
ら
ぬ
人
物
の
記
録
を

け
取
り
そ
の
経
験
と
技
術
を
十
全
に
発

出
来

る
存
在
は
い
な
い
だ
ろ
う

人
間
な
ら

惑
す
る
だ
ろ
う
し

に
し
て
も
ど
の
よ
う
に
行
う

か
の
シ

ク
エ
ン
ス
や

理
方
法
が
分
か
ら
ず
手
間
取
る

だ

さ

き
の
私
の
失

の
よ

う
に

実

に
経
験
し

自
ら

さ
せ
た
ロ
グ
が
な
け
れ
ば

化
さ
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

 
つ
ま
り
オ
リ
ジ
ン
の

の
高
性
能
ぶ
り
は

に
プ
ロ
グ
ラ
マ

の

が
良
か

た
か
ら
に

違
い
な
い

 
そ
う

え
る
方
が
精
神
衛
生
的
に
も
い
い

 

ピ
ピ
ピ

ピ
ピ
ピ
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と

快
な
電
子

が

を
打

た

界

に
は
コ

ル
を
示
す
ベ
ル
マ

ク
が
明
滅

し
て
い
る

 
は
て

 
と
私
は

を

た

 
こ
の
ベ
ル
マ

ク
は
外
部
か
ら
の

信
を
知
ら
せ
る
ア
イ
コ
ン
だ

信

つ
ま
り
電
話

で
あ
る

電
話
な
ど

有
し
て
い
な
い
私
に
は
無
縁
の
ア
イ
コ
ン
が
明
滅
し
て
い
た
の
だ

こ
の

て
ユ
イ
ち

ん
か
ら
よ
ね

 
ユ
イ
ち

ん

て
電
話
持

て
な
い

だ
し

ア

プ
リ

話
か
し
ら

 
最
近
は
ア
プ
リ

話
な
ど
も
あ
る
の
で
無
く
は
な
い
と

え
た
の
だ
ろ
う
リ
ズ
ベ

ト
が

き
な
が
ら
問
い
か
け
て
き
た

そ
の
可
能
性
が
あ

た
か
と
チ

ト
ア
プ
リ
の
存
在
を
思
い

出
し
つ
つ

私
は
ベ
ル
マ

ク
を
タ

プ
す
る

 
す
る
と

ぶ
ん

と

を
立
て
て
白
い
ホ
ロ
グ
ラ
ム
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た

や

ユ
イ
ち

ん

 
プ
リ
ヴ

エ

ト

な

七
色
さ
ん

 
ウ

ン
ド
ウ
の
中

に
は
テ
レ
ビ

話
の
よ
う
に
人
の

が

し
出
さ
れ
て
い
た

髪
の

い
少
女
は

国

会
本
部
ビ
ル
で

ま
り
し
て
い
る

七
色
だ
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し
か
し
私
が

い
た
の
は
そ
こ
で
は
な
い

 
チ

ト
ア
プ
リ
に
よ
る

話
に
も
テ
レ
ビ

話
は
あ
る
し
ア
ミ

ス
フ

ア
を

し
た
会

話
時
に
も

は
で
き
る

だ
が
こ
の
テ
レ
ビ

話
機
能
は
ゲ

ム
プ
レ
イ
中
に
は
使

で
き
な

い
と
い
う
欠
点
が
あ

た

使
い
の
チ

ト
ア
プ
リ
は

に
よ
る

を
前

と

し
て
い
て

ゲ

ム
内
か
ら
の
使

に
は
対
応
し
て
い
な
か

た
の
だ

 
だ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

す
る
時
は

話
の
み
だ

た

オ
リ
ジ
ン
に

い
て
も
同
じ
だ
ろ
う
と

ん
で
い
た
が

そ
の
予
想
を

さ
れ
た
た
め
に
私
は

い
た
の
で
あ
る

 
そ
れ
は

間
達
も
同
じ
だ

た
が
そ
の
反
応
を
心

ち
に
し
て
い
た
ら
し
い
七
色
が
に
ん

ま
り
を

ら
か
な

み
を
浮
か
べ
る

い
て
く
れ
た
よ
う
ね

こ
れ
は
和
人
君
と
一
緒
に
作

た
新
し
い
チ

ト
ア
プ
リ

な
の
よ

な

な
る

ど

だ
か
ら

像
付
き
な
ん
で
す
ね

そ
う
よ

時
に

の
中
と
外
で

絡
を
取
り
合
え
る
よ
う
に

て

和
人
君
と
突

で

作

た
の

と
は

え
ま
だ
開
発
初
期

だ
か
ら
制
約
も
多
い
ん
だ
け
ど
ね

今
後
オ
リ
ジ
ン

の
ア

プ
デ

ト
の
状
況
に
応
じ
て

整
し
な
き

い
け
な
い
し

や
る
事
は

み
な
の



 第十五章 〜リアルとヴァーチャルの新事実〜

 
ど
う
や
ら
こ
の
ア
プ
リ
は
オ
リ
ジ
ン
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
よ
う
に
ロ
グ
ア
ウ
ト
不
可
な
ど
の
異
常
事

に

た
時

に
作
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
だ

話
を

け
ば
和
人
が
請
け
負

て
い
た
テ
ス

タ

の
仕
事
の
一
つ
だ

た
ら
し
い

一
応
初
日
の

で

絡
を
取
り
合
え
る
よ
う
に
は
な

て
い
た
そ
う
だ

な
る

ど
ね

だ
か
ら
最
近

夜
も
ロ
グ
イ
ン
し
て
な
か

た
ん
だ

 
話
を

い
て
い
る
と

レ
イ
ン
が
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に
近
付
い
た

ま

ね
和
人
君
も

し
く
な

て
る
か
ら
せ
め
て
ア
プ
リ
製
作
く
ら
い
は
あ
た
し
で
や

つ
け
な
い
と

て
気
合
入
れ
て
た
の

あ

も
ち
ろ
ん

ス
メ
ラ
ギ

住
良
木
君
も
一
緒
よ

し
ぶ
り
だ
な

 
七
色
の
話
を

い
て
か

こ
り
と
横
か
ら
⻘
年
が

を

か
せ
た

髪
色
こ
そ

髪
で
眼

を
掛
け
て
い
る
な
ど

か
な
違
い
は
あ
る
が

の

形
を
見
れ
ば
ウ
ン
デ

ネ
最
強
と

わ
れ
る
剣
士
ス
メ
ラ
ギ
と
重
な

て
見
え
る

ど
う
や
ら
彼
も
七
色
と
同
様
リ
ア
ル
の
容

を
ア
バ
タ

に
反

し
て
い
た
ら
し
い

 
和
人
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
フ
レ
ン
ド
登
録
を
し
た
ら
し
い
が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
以

私
達
は
一

も

を
合
わ
せ
て
い
な
か

た
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お

し
ぶ
り
で
す

三

月
ぶ
り

で
す
か
ね

そ
れ
く
ら
い
に
な
る
な

と
は

え
お
前
達
の
活
躍
は
よ
く

に
す
る
か
ら
そ
れ

ど

し
く
感
じ
な
い
の
だ
が

 

れ
て
い
る
な
と
遠
回
し
に

れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
物

い
に
苦

す
る

本

に

れ

て
い
る
の
は
義
弟
の
方
な
の
だ
が
後
を
追

て
い
る
私
達
も
同
じ
よ
う
な
も
の
と

わ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
た

住
良
木
さ
ん

七
色
は
し

か
り

て
ま
す
か

 
ご

も

が

て
な
い
か
心
配
な

ん
で
す
が

あ
あ
そ
こ
は
し

か
り

も
気
を
付
け
て
い
る

今
で
こ
そ
不
定
期
に
な

た
が

ア

イ
ド
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
た
セ
ブ
ン
の
マ
ネ

ジ

と
し
て
動
い
て
い
た
か
ら
な

意
は

し
て
い
る
さ

む
し
ろ
和
人
の
心
配
を
す
べ
き
だ
ろ
う

そ
う
な
の
よ

 
神

な
面
持
ち
で
住
良
木
が

た
直
後

七
色
が
大
き
く
同
意
し
た

最
近
の
和
人
君

て
ば
全
然

ん
で
な
い
の

 
日
中
も
実
験
仕
事
に

練

け
だ
し
夜

は

ア
レ

で
し

 
い
く
ら

活
性
を
コ
ア
で
出
来
る
か
ら

て

息
が
足
り
な
さ
過
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ぎ
る
の
よ

も
Ｂ
Ｉ
Ａ
も
も
う
ち

と
和
人
君
の
負

を

く
し
て
あ

る
べ
き
な

ん
だ
け
ど

 
勢
い
の
あ

た

葉
が

す

み
に
な

た
後
は

と
七
色
が
深
い
た
め
息
を

く

そ

こ
は
か
と
な
い
哀

漂
う
様
子
に
私
達
は
思
わ
ず

を
見
合
わ
せ
た

 
こ
れ
は

か
あ

た
よ
う
だ

 
い
ち

く
思
い
至

た
ら
し
い
ユ
ウ
キ
が

こ

と

を
出
す

ね

か
あ

た
の

う

ん

ま

あ

た
と

え
ば
あ

た
の
か
な

 
彼
女
の

え
は
要

の
得
な
い
も
の
だ

た

感
覚
と
し
て
は

問

と
い
う

ど
で
は
な

い

む
し
ろ
喜
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が

直
に
喜
べ
な
い

と
い
う
様
子
だ

空
間
潜

技
術

て

て
も
解
ら
な
い
わ
よ
ね

え

と
ヴ

ベ
ル
が

ノ

之

士
に
伝
え
た
理
論
が
確
立
さ
れ
て
そ
れ
を
和
人
君
が
使
え
る
よ
う
に
な

た
の

体
的

に

う
と

間

動
と
か
ワ

プ
と
か

そ
う
い
う
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
わ

ワ

プ
間

動
だ
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ユ
ウ
キ
と
ク
ラ
イ
ン
が

の
声
を
上

る

 
声
こ
そ
上

て
い
な
い
が

い
て
い
る
の
は
私
達
と
て
同
じ
だ

 

空
間
潜

技
術

そ
の

語
自
体
は

い
た
事
な
い
が
ニ

ア
ン
ス
と
し
て
解
ら
な
く
は

な
い

お
そ
ら
く
物
理
的
な

離
を
ゼ
ロ
に

し
い
よ
う
に

か
ら

地
点
へ

時
に

動

す
る
技
術
な
の
だ
ろ
う

が
進
め
ば
広
大
な

を
一
気
に
進
む
技
術
と
し
て
重
宝
さ
れ
る

は
ず
だ

 
つ
ま
り

士
は

に

び
立
つ
夢
を
現
実
の
も
の
へ
と
一
歩
近
づ
け
た
事
に
な
る

 

び
立
つ
ま
で
の

が
依
然
と
し
て
多
い
の
は
な
ん
と
い
う

肉
か
と
思
わ
な
く
も
な
い

し
か
し

そ
れ

ど
喜
ば
し
い
事
が
あ
る
の
に

浮
か
な
い

で
す
ね

 
正
し
く
快

と

う
べ
き
進
歩
で
あ
る

た
と
え
未
来
か
ら

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
対

外
的
に
は

ノ
之
束
が
確
立
さ
せ
た
も
の
だ
か
ら
問

な
い

 
そ
の
快

を
喜
べ
な
い
理
由
に

和
人
が
絡
ん
で
い
る
ら
し
い

 
今

は
い

た
い

を
や
ら
か
し
た
ん
だ
ろ
う
か
あ
の
子
は

ワ

プ
す
る
に
は
最

で
も
コ
ア
三
つ
分
の
演

能
力
が
必
要

更
に

標

定
の
問

ま
あ
こ
れ
は
演

理
が
学

す
れ
ば
い
い
話
な
ん
だ
け
ど
ま
だ
数
十
メ

ト
ル

内
の
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離
転

が
安
全
面
の
限
界

こ
こ
ま
で
は
い
い
の
よ

 
七
色
は
そ
う

切

た

 
話
を

い
た
限
り
で
は
和
人
が

独
で
転

を
実
行
で
き
る
事
に
な
る
が
そ
こ
は
問

無
い

ら
し
い

あ
る
い
は
問

だ
と
し
て
も

な
い
し
本

が
大
問

過
ぎ
て

む

ど
の
よ
う

だ 
私
達
は
意
識
を
集
中
さ
せ
た

問

は
こ
こ
か
ら
で
ね

空
間
に
潜

中
は
こ
ち
ら
と
あ
ち
ら
と
で
物
理
的
に
は

出
来
な
い
の

た
だ
一
つ
の

外
を

い
て
ね

そ
の

外
と
は

エ
ネ
ル
ギ

攻
撃
よ

 

的
に

天
才
少
女
が

た

密
に
は

零

白
夜

み
た
い
に

そ
の
も
の
を
使
う
攻
撃

 
零

白
夜
と
は

を
攻
撃

に

い
た
攻
撃
の
代
名

本
来
で
あ
れ
ば

千
冬

が

る

に
の
み
赦
さ
れ
た
能
力
だ
が

そ
の
理
論
・
技
術
を
転

さ
れ
た
護
身
武
器

ま
た
兵

を
和
人
は

い
る

ま
た
和
人
を
守
る
森
羅
の
守
護
者
の

人
か
も
同
様
の
性
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の
兵

を

て
い
る

今
は
理
論
さ
え
解
れ
ば
転

可
能
な

一
仕
様
能
力
と
し
て
知
ら
れ
る

事
に
な

た
も
の
だ

 
し
か
し

空
間
潜

に

し
て
は
現
状
和
人
だ
け
が

独
で
行
使
で
き
る

 

空
間
に
い
る
間
は
攻
撃
を

け
な
い

だ
が
潜

て
い
る

の
和
人
は
こ
ち
ら

に
攻
撃

で
き
る
の
だ
と
い
う

 
な
る

ど

確
か
に
問

だ

 

で
も

大
問

で
は
な
い
で
す
ね

 

合
の
上
で
は
ア
ン
フ

ア
だ
ろ
う
が
そ
も
そ
も
ワ

プ
を
禁
じ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
問

外
に
な
る
だ
ろ
う

彼
が

亡
国
機
業

な
ら
解
る
が
そ
う
で
は
な
い

 
こ
の
程

で
は

を
悩
ま
せ
る

ど
で
は
な
い
気
が
す
る

な
る

ど

し
か
し

そ
れ
の

が
問

な
の
で
し

う

ん
そ
れ
自
体
は
問

じ

な
い
の

で
あ
れ
ば

可
能
と
い
う
前

が
大
事
な
の
よ

そ
れ
で
ね

 
そ
れ
か
ら
彼
女
は
語
り
出
す

 

空
間
潜

中

を

い
た
攻
撃
で
あ
れ
ば
和
人
は

可
能
で
あ
る
事
が
分
か

た

し
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か
し
こ
ち
ら

の
攻
撃
は

を

い
て
も
届
か
な
か

た
ら
し
い

解

し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば

空
間
の

離

は
ゼ
ロ
に
し
て
無
限
で
あ
る
た
め

入

の

点
と
出

の

点
以

外
に
攻
撃
し
て
も
彼
の
体
に

た
ら
な
い
の
だ
と
い
う

そ
こ
に
い
る
よ
う
で
実
は
い
な
い
と

い
う
状

に
な
る
ら
し
い

 
要
す
る
に
潜

中
の
彼
を

え
る
事
は
不
可
能

観

も
不
可
能

 

そ
う
思
わ
れ
た

 
だ
が

験
時
に

空
間
か
ら
浮
上
す
る
時
の
ア
ン
カ

が

く
前
に
和
人
を
補
足
し
楯
無

が

意
を

す
と
い
う
一
幕
が
あ

た

入

と
出

に
よ
る
補
足
し
か
不
可
能
と
思
わ
れ
た
の

に

潜

中
の
彼
を

え
た
の
だ

 
楯
無
に
よ
れ
ば

彼
女
が

る

が
知
ら
せ
て
き
た
と
い
う

 
な
の
で
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

を

め
て
ロ
グ
を

証
し
た
と
こ
ろ
確
か
に
彼
を
補
足
で
き
て

い
た
ら
し
い

こ
こ
か
ら
は
推

に
な
る
ん
だ
け
ど

空
間
は

ア
ス
ト
ラ
ル
界
な
ん
だ
と
思
う

ア
ス
ト
ラ
ル
界

セ
フ

ロ
ト
は

の
事
を

星
を

め
ぐ

る
命

て

て
た
わ
よ
ね

 

密
に

え
ば
人
の
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魂
か
ら
発
せ
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

の
事
ら
し
い
ん
だ
け
ど

そ
う
い
う
の
が

ち
て
る
世
界

て

そ
う
思

て
く
れ
れ
ば
い
い
わ

あ
の
世

と
い
う
事
で
し

う
か

 

と

え
付
い
た
の
は
魂
が
行
き
つ
く
と
さ
れ
る

か
く
り
よ世

だ

た

と

霊
が
苦
手

な
メ
ン
バ

が

離
を
取
る

 
そ
れ
に
近
い
わ

と
七
色
が

定
し
た
事
で
怖
が
る
人
が
さ
ら
に
増
え
た

そ
も
そ
も
ア
ス
ト
ラ
ル

て
い
う
の
は
星
の
と
か

星
の
世
界
の

て

う
の

そ
し

て
ア
ス
ト
ラ
ル
界
は
人
の
感
情
を

る
ア
ス
ト
ラ
ル
体
が
い
る
と
さ
れ
る
高

の
世
界

ね

な
ん
だ
か

と
似
て
る

て
思
わ
な
い

ま

な
ん
と
な
く
は

ち
な
み
に
神

学
の
分

な
ん
だ
け
ど

情
緒
体
と
か

せ
い星
し
ん
た
い体

と
も

わ
れ
る
わ

つ
ま
り
オ
カ
ル
ト
な
ん
で
す
ね

 

分
非

学
的
な
話
だ
な
と
思

た
が

や
は
り
非

学
的
な
学
問
だ

た
ら
し
い

そ
れ
で
ね

神

学
で
は

ア
ス
ト
ラ
ル
・
ラ
イ
ト

て
い
う

に
万

な
く
存
在
す
る

エ
ネ
ル
ギ

の
話
が
出
て
く
る
の
超
能
力
を
使
う
の
に
必
要
な
ん
だ
と
か

神
学
だ
と
ア
ス
ト
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ラ
ル
光
は
エ

テ
ル
と
も

わ
れ
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど

 
神
学

神

学
と
い
う

も
の
の
学
説
で
は
あ
る
が

そ
れ
で
も

え
な
い
の
は

と
い

う
現
実
に
存
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ

と
の

似
性
が
あ

た
か
ら
だ

 
そ
も
そ
も
彼
女
が
な

技
術
と
い

さ
い

無
い
学
問
を
知

て
い
た
か

 
そ
れ
は

感
情
と
エ
ネ
ル
ギ

で
和
人
が
独
自
に

べ
た
中
に
あ

た
か
ら
ら
し
い

こ
の
話
も
和
人
か
ら

い
た
も
の
だ
と
彼
女
は

う

 

は
現
在
で
も

不
明
の
エ
ネ
ル
ギ

と
し
て

わ
れ
て
い
る

人
の
魂
が
作
り
出
す
も

の
だ
と
し
て
も
そ
の
原
理
は
や
は
り
不
明
だ

だ
が
現
実
と
し
て
和
人
の
意

に
呼
応
し
て

成
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る

そ
こ
で
彼
は
未
知
の
も
の
と
し
て

学
で
は
な
く
オ
カ
ル

ト
面
か
ら
思

を
始
め
た
ら
し
い

 

く

論
理
と

学
は
天
才
達
が
し
て
く
れ
る
か
ら

と
の
事
だ

 
そ
こ
で
ネ

ト
を

切
り
に
探
し
回

て
見
つ
け
た
の
が
神

学

そ
し
て

ア
ス
ト
ラ
ル
・

ラ
イ
ト

な
の
だ
と
い
う

 
そ
れ
を
知

た

時
の
彼
は
知
識
の
一
つ
と
し
て
覚
え
た
だ
け
だ

た
ら
し
い
が
ワ

プ
の

験
を
し
た
今
日

物
理
的
不

な
が
ら
潜

が
一
方
的
に

に
よ

て

で
き
た
事
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ま
た
楯
無
が
補
足
だ
け
は
出
来
た
点
か
ら
神

学
の
話
を
思
い
出
し
た

と
は
つ
ま
り

に
存
在
す
る

ア
ス
ト
ラ
ル
・
ラ
イ
ト

の
こ
と
で
は
な
い
か

と

 
ち
な
み
に
ア
ス
ト
ラ
ル
体
が

感
情
の
体

な
ら

魂
の
体

は
エ

テ
ル
体
と

う
ら
し

い

更
に
エ

テ
ル
は
第
五

と
し
て

わ
れ
中
世
キ
リ
ス
ト
教
的

観
に

い
て
は
天

界
を
構
成
す
る
物

と
し
て

わ
れ
る
と
い
う

 

こ
の
知
識
は
全
て
ワ

プ

験
後
に
和
人
が
彼
女
に
語

た
事
ら
し
い

中
二

フ
ル
ス
ロ

ト
ル
だ
な

ア
イ
ツ

 
そ
の
話
を

い
て

れ
た
よ
う
に
ク
ラ
イ
ン
が

た

苦

な
の
は

ま
し
さ
が
あ
る

か
ら
か

 

に
し
な
い
が
彼
以
外
も
ど
こ
か

ま
し
く
も
苦

を
禁
じ
得
な
い
と
い
う
面
持
ち
で

あ
る

 
サ
ブ
カ
ル
チ

に
手
を
出
し
て
い
る
の
は
知

て
い
た
が
ま
さ
か
あ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
な
和

人
が
そ
こ
ま
で
オ
カ
ル
ト
に

倒
す
る
と
は
思
わ
な
か

た

他
者
に
話
し
て
い
る

り
が
そ
の

本
気

合
を
感
じ
さ
せ
る

な
る

ど

つ
ま
り
あ
の
子
が
そ
う
い
う
話
を
し
て
き
て

る

て
い
う
感
じ
で
す
か
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違
う
わ

ん

で
は

べ
物
ば
か
り
し
て

ま
な
く
な

た
と
か

そ
れ
も
違
う
の

 
立
て

け
に

定
を
返
さ
れ
る

は
て
と
私
は

を

義
姉
や

間
達
を
見
た

だ
が

も
か
れ
も
分
か
ら
な
い
よ
う
で

を
横
に
振
る

で
は
い

た
い

に

て
い
る
の
で
す
か

  

目

し
し
て
攻
撃
を

け
る

練
を
始
め
ち

た
の

 

は

 
思
わ
ず

然
と
し
た

 
神

学
だ
と
か
で
エ
ネ
ル
ギ

の
オ
カ
ル
ト
的
解

の
話
を
し
て
い
た
と
思
え
ば
い
き
な
り

が
分
か
ら
な
い

練
の
話
を

か
さ
れ
た

話

の
振
れ

に
つ
い
て
い
け
な
か

た
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そ
の

惑
は
七
色
も
同
じ
な
の
か

特
に
指

は
し
て
こ
な
か

た

あ
た
し
は
よ
く
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
チ

と
か
だ
と
気
を

知
し
て

先

み
す
る
と
か
あ
る
ら
し
い
じ

な
い

 
あ
れ
を
大
真
面
目
に
し
始
め
て
さ

あ

ま

バ
ト
ル

に

あ
り
が
ち
だ
け
ど
よ

気
を

む

て

ツ

は 

わ
ん
と
す
る
事
が
な
ん
と
な
く
わ
か

た
の
か

の
⻘
年
が

乱

に

う

 
私
も
ネ

ト
を
見
て
回
り
ま
た

秋
十
の

一
仕
様
能
力
か
ら
掲
示
板
で

り
上
が

て

い
た
の
を
契
機
に
知

た
サ
ブ
カ
ル
チ

か
ら

気
を

む

と
い
う
の
が

を

わ
ん
と

す
る
か
は
理
解
し
て
い
る

件
の
作
品
で
は
完
全

眠
の
説
明
の

六
つ
目
の
感
覚
と
し
て
取

り
上

ら
れ
て
い
た

ク
ラ
イ
ン
が
思
い
浮
か
べ
て
い
る
も
の
も
そ
れ
に

似
し
た
も
の
に
違
い

な
い

 
サ
ブ
カ
ル
チ

で

う
気
や
霊
力
に
彼
は

や
ア
ス
ト
ラ
ル
・
ラ
イ
ト
を

て

め
た
と
い
う
事
だ
ろ
う

人
が
生
き
て
い
る
限
り
魂
を

心
と
し
感
情
と
い
う

に
よ

て
生
ま
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

か
ら

手
を

み
取
ろ
う
と

え
た
の
だ

 
な
る

ど

覚

覚
に
よ
る
危
険

知
に
頼
れ
な
い
状
況
で
は
有

だ
ろ
う
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だ
が

如

せ
ん

非
現
実
的
に
し
て
非

学
的
過
ぎ
や
し
な
い
だ
ろ
う
か

 
エ
ネ
ル
ギ

兵

の

か
ら
導
き
出
す
予

と
違
い
彼
が

み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は

人
の
思

で
あ
り

行
動
で
あ
る

ら
な
ん
で
も
無
謀
だ

 
そ
の

は
和
人
自
身
も
解

て
る
だ
ろ
う
が

ま

や
る
前
か
ら

め
な
い

り
は
あ
の
子
ら
し
い
で
す
が

し
か
も
出
来
な
さ
そ
う
で
出
来
始
め
ち

て
る
か
ら
タ
チ
が
悪
い
の
よ
ね

あ

出
来
始
め
て
る
ん
で
す
ね

 
つ
ま
り

か
不

か
彼
の
理
論
は
間
違

て
い
な
か

た

だ

第
六
の
感
覚
を

う
事
は
前

代
未

だ
か
ら
手
探
り
だ
ろ
う
に

そ
れ
を
や
れ
て
い
る
の
は
流

で
あ
る

 
今
日
か
ら
始
め
た
ば
か
り
の

練
だ
ろ
う
に
偶
然
で
片
づ
け
ら
れ
な
い
回
数
の
成

が
あ
る
と

い
う
事
は
お
そ
ら
く
第
六
の
感
覚
は
あ
る
程

育

て
い
た
の
だ
ろ
う

キ

カ
ケ
が
あ
る
と

す
れ
ば
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
の
一
件
に
違
い
な
い

セ
フ

ロ
ト
戦
時
は
絶
大
な
エ
ネ
ル
ギ

反
応

が
あ

た
と
い
う
し
あ
の
一
件
か
ら
コ
ア
を
三
つ
も

す
事
に
な
り
彼
の
体
は
よ
り
一
層

と
の
親
和
性
が
高
く
な

て
い
る

も
し
か
す
る
と
彼
は

違
和
感
を
覚
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
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と

そ
ん
な

え
が
浮
か
ん
だ

 
明
確
な
時
期
は
解
ら
な
い
が

練
を
始
め
る

ど
の
強
い
確
信
が
あ

た
点
か
ら
す
る
に

彼
に
だ
け
解
る

語
化
出
来
な
い
違
和
感
が
あ

た

だ

そ
の
違
和
感
を
説
明
で
き
る
論
理
を

見
出
し
た
の
が
今
日
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
だ
と
す
れ
ば
そ
の
違
和
感
を

に

練
す
る

だ
か
ら
初
日
か
ら
成

体
験
が

き
て
も
不

思
議
で
は
な
い

 
そ
う
話
す
と
七
色
と
住
良
木
を

め

み
ん
な
が

り

ん
だ

な
る

ど
彼
に
し
か
解
ら
な
い
感
覚
か

そ
れ
は
十
分
あ
り
得
そ
う
ね

で
も
水

い

わ
ね

そ
う
い
う
事
は

一

し
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に

ま

和
人
君
だ
か
ら
ね

 
一
人
で

え
一
人
で
予
想
し

え
ま
で
導
い
た
事
に
不

を
示
す
彼
女
に

ら
か
な
声
を

掛
け
た
の
は
ア
ス
ナ
だ

た

仕
方
な
い
な

と

わ
ん
ば
か
り
の
苦

が

に
浮
か
ん
で
い

る 

わ
ん
と
す
る
事
は
解
る

 
彼
は
確
信
を
持
て
る
ま
で

か
に

す
る
事
が
無
い

確
信
も
無
し
に

す
る
時
は
よ
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ど
切

ま

た
時
か

現
実
に
な
る

の
大
き
い
マ
ズ
い
事

の
時
く
ら
い
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
け
れ
ば
彼
は
結
論
が
出
た
時
に
の
み
話
を
す
る

だ

 
今
回
は
そ
の
パ
タ

ン
だ

た

な

な
ら
彼
に
と

て
そ
の
問

は
彼
自
身
の
も
の
に

し
か

た
か
ら

 
あ
る
い
は

き

と
彼
に
と

て
は
新
し
い
技
術
み
た
い
な

え
方
だ

た
ん
だ
と
思
う

シ
ス
テ
ム
外
ス

キ
ル
を
確
立
さ
せ
る
時
み
た
い
に
ね

 

者
気

だ
か
ら
ね

と

色
の

剣
使
い
が

む

 

数
多
く
の
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を
確
立
さ
せ
た
時
私
は
ま
だ
彼
と
出
会

て
い
な
か

た 
ど
こ
と
も
知
れ
ぬ
闇
の
中
か
ら
ず

と
彼
の
動
向
を
見

け
て
い
た

だ
か
ら
私
は
知

て
い

る

人
に
知
ら
れ
な
い
影
で
空
恐
ろ
し
い

ど
の
反
復
練

を
行

て
い
た

を

間
に
は

理
論
と
結
果
を
教
え
て
い
る
だ
け
で

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
程
は
一
切
話
し
て
い
な
か

た

 
ア

ム
ブ
ラ
ス
ト

武
器
破
壊
や

ス

ル
ブ
ラ
ス
ト

魔
法
破
壊
な
ど
常
人
で
は

え
付
い
て
も
会
得
ま
で
は
し
な
い
だ
ろ
う

事
す
ら
彼
は
会
得
す
る

可
能
だ
と
解
れ
ば

そ
の
た
め
に
努
力
を

し
ま
な
い
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そ
れ
が
今

リ
ア
ル
で

き
て
い
る
だ
け
の
事

と
す
る
と
義
務
感
じ

な
く
て
探
求
心
で

練
し
て
る
か
も
ね

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
た

か
ら
そ
ん
な
き
ら
い
は
あ

た
し

 
そ
う
語

た
の
は
ユ
ウ
キ
だ

 
彼
女
は

組
を

け
ば

間
内
で

剣
技

を
会
得
し
た
猛
者
の
一
人

レ
イ
ン
も
片

手
で
の
み
出
来
る
と
い
う
が

偶
然
で
セ
ブ
ン
と
対
峙
し
た
時
か
ら
使
え
た

し
は
無
い
ら

し
い

て
彼
女
は
二
刀
に
よ
る

交

の
片
手
剣
技
を
放
て
る
よ
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
猛

特

し
て
モ
ノ
に
し
た
経
歴
が
あ
る

 
そ
れ
故

新
た
な
技
術
開
発
を
す
る
少
年
の
実
力
を
尊

し
て
い
る
一
人
だ

う

な
ん
か
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
き
た

ね

今
も

練
し
て
る
ん
だ
よ
ね

え

 
え

え
え

し
て
る

だ
け
ど

な
ら
ボ
ク
も
参
加
し
て
く
る

 
そ
う

し
た
ユ
ウ
キ
は

う
が

い
か
さ

さ
と
闘
技
場
を
後
に
し
た

そ
の
速
さ
た
る

や
風
の
如
し

一
番
に

白
し
た
思
い
切
り
の
良
さ
は

在
の
よ
う
だ

あ
た
し
も
様
子
を
見
に
行

て
き
ま
す
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彼
女
に

く
よ
う
に
リ

フ

も
動
き
出
し
た

師
と
し
て
実
力
が
気
に
な

て
い
る
の
か

あ
る
い
は
義
姉
と
し
て
体

を
慮

て
の
事
か

 
も
う
今
日
は
オ
リ
ジ
ン
か
ら
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
話
を
し
て
い
た

間
達
も

と
後
に

く

も
ち
ろ
ん

に

む
た
め
に
別
れ
た
人
も
多
か

た

 
そ
う
し
て
残

た
の
は
私
と
ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ

プ
レ
ミ
ア
の

四
人
組
と

話
中
の
七

色

住
良
木
の
六
人

ユ
ウ
キ
ち

ん
達
は

変
わ
ら
ず
ね

だ
か
ら
こ
そ
信
頼
を
得
た
の
で
し

う

違
い
な
い
わ

 
く
す

と
苦

を
交
わ
す

 

界
の

で
は
キ
リ
カ
が
や
や

心
地
悪
そ
う
に

線
を

が
せ
て
い
た

そ
ん
な
彼
に

れ

る
形
で
プ
レ
ミ
ア
が
眠
り
に
つ
い
て
い
る

彼
女
に
と

て

解
と
い
う
か

無

の
話

を
さ
れ
て
い
る
間
に

労
か
ら
眠
り
に

ち
て
し
ま

た
よ
う
だ

 
生
物
学
的
な
行
動
を
自
然
と
取

て
い
る

り

や
は
り
彼
女
ら
に

ま
れ
て
い
る

は
高

性
能
で
あ
る
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さ
て

そ
の
子
が

件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
の
よ
ね

 
私
の
意
識
が

れ
た
の
を
見
て
か

七
色
達
の

線
も
プ
レ
ミ
ア
に
向
い
た

 
話
は
和
人
か
ら

い
て
い
る
だ
ろ
う
が
こ
う
し
て
プ
レ
ミ
ア
の
様
子
を
確
認
す
る
の
は
初
め

て
だ

ま
あ
彼
女
の
事
は

式

に
も
取
り
上

ら
れ
て
い
る
の
で

に
知

て
い
る
だ
ろ
う

一
応
そ
の
子
の
ア
バ
タ

を

に
探
り
を
入
れ
た
と
こ
ろ

分
か

た
事
が

つ
か
あ
る
わ

そ
の
子
は
ね
正
式

で
実

予
定
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ

と
も

え
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス

ト

で

重
要
な

を

て
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ

聖

の
女
神

な
の

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト

 
そ
れ
は
現

で
は
開
発

中
で
あ
り
こ
の

テ
ス
ト
に
は
実

さ
れ
て
い
な
い
大
型

ク
エ
ス
ト
の
名
称
だ
と
い
う

Ａ
Ｌ
Ｏ
の

グ
ラ
ン
ド
ク
エ
ス
ト

に
近
い

い
ら
し
い

 
登
場
予
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
バ

ク
ボ

ン
や

は
決
ま

て
お
り
残
る
は
ク
エ
ス
ト
の
大

や

フ

ル
ド
Ｍ
ｏ
ｂ
の
設

な
ど
ら
し
い
が
一

一

で
終
え
ら
れ
る

で
は
な
い

ク
エ
ス
ト
が
実

さ
れ
な
い
事
か
ら
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
未

の

に
入
れ
ら
れ
て
い
た

 

密
に

え
ば

聖

を
六
つ

え
救
世
の

者
が

の
力
で
目
覚
め
さ
せ
る
ま
で
女

神
は
祈
り
の
神
殿
で
眠
り
に
つ
い
て
い
る

と
い
う
設
定
ら
し
い

そ
の
場

は

に
完



 第十五章 〜リアルとヴァーチャルの新事実〜

成
し
て
お
り
解
放
さ
れ
て
い
な
い
転

の
先
に
フ

ル
ド
自
体
は
実

済
み
な
の
だ
と
い

う 
だ
が

ど
う
い
う

か
そ
の
未

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

し
て
い
る

 

こ
の
時
点
で

に
矛
盾
が
存
在
す
る

 
七
色
は
プ
レ
ミ
ア
の

と
な

た
存
在
を
聖

の
女
神
と
呼
称
し
た

バ

ク
ボ

ン
も

も

に
決
定
さ
れ
て
い
る
と

 
し
か
し
現
に
彼
女
の
設
定
は
全
て
Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
で
あ
る

く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

も

本
来
は
北
欧
風
の
ト

ガ
を

た
も
の
だ

た
そ
う
だ

 
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
的
に
彼
女
の
設
定
が

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

や

り
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の

入
で
し

う
か

可
能
性
と
し
て
は
そ
れ
が
一
番
高
い
わ
ね

場

士
の
話
だ
と

に
彼
の
手
を
離
れ
た
に

し
い
状

ら
し
い
し

 
ま

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
と
思
う

デ
ス
ゲ

ム
の
大
部
分
が
生
還
で
き
た
の
は
和
人
の
お

陰
だ
が
そ
の

を

意
し
た
の
は
カ

デ

ナ
ル
自
身
だ

ホ
ロ
ウ
や
キ
リ
カ
の
存
在
経

を

み
れ
ば
カ

デ

ナ
ル
は

に
人
の
手
を
離
れ
て
い
る
と

え
る
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作
り
手
を

め
て

に
も
わ
か
ら
な
い
代
物

ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス
に
な

て
い
る
の
だ

実
を

う
と
あ
た
し
が
オ
リ
ジ
ン
の
運

に
い
る
の
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が

し
て
る
の

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

を
始
め
と
し
て
色

と
イ
レ
ギ

ラ

な
事
が

き
て
る
か
ら
謎
を
解
明
す
る
べ
き
だ

て
い
う
話
が

上

で

が

て
て
ね

黒
椿

に

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
万
全
な
状

で
反

で
き
る
よ
う
に

て
い
う
あ
た
し
な
り
の
思

惑
も
あ

た
か
ら

そ
の
話
に

ら
せ
て
も
ら

た
の
よ

 

け
ば

黒
椿

で

ド
ス
キ
ル
を

え
る
よ
う
に
な

た
の
は

そ
の
大
部
分
が

場

の
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
ら
し
い

そ
れ
は
仕
方
な
い
の
だ
が
そ
ん
な
彼
で
も
分

か
ら
な
い
動
き
方
を
す
る
の
は

り
も
の
だ
と
彼
女
は

え
た
ら
し
い

 
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
そ
れ
で
も
こ
の
大

な
仮
想
世
界
の

持
を

う
中

だ

そ
ん
な
も
の
が
ど
ん
ど
ん
未
解
明
な
部
分
を
増
や
し
て
い

て
い
る
の
は
大
問

 
現
実
問

と
し
て

に
プ
レ
ミ
ア
と
い
う
イ
レ
ギ

ラ

が
発
生
し
て
い
る
の
が
そ
の
証

 
彼
女
も
一

者
と
し
て

さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

そ
れ
で
二
つ
目
の
話
な
ん
だ
け
ど
ね

ど
う
も
最
近
オ
リ
ジ
ン
に

さ
れ
て
る
ア
ミ

ス

フ

ア
に

程

の

理

ち
が

き
て
る
よ
う
な
の
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理

ち

で
す
か

 
は
て

と

を

る

 
エ
フ

ク
ト
が
多
重
で
発
生
し
た
り
プ
レ
イ

と
Ｍ
ｏ
ｂ
が
一
定

内
で

ま

て
い

た
り
す
れ
ば
そ
れ
く
ら
い
す
る
と
思
う
の
だ
が

 
そ
の
疑
問
を

し
た
よ
う
に

住
良
木
が

を
開
い
た

高
負

が
掛
か

て
い
な
い
状
況
で
も
常
に
発
生
し
て
い
る
ん
だ

こ
れ
が
Ａ
Ｌ
Ｏ

で
も

き
て
い
る
な
ら
ハ

ド
の
問

と
片
づ
け
ら
れ
る
が

オ
リ
ジ
ン

だ
け
と
い
う
事
か

あ
あ

お
そ
ら
く
だ
が

の
お
前
達
に
も

理

ち
の

は

き
る
だ
ろ
う

人
間
に

は
分
か
ら
な
い
程

の

差
だ
が
お
前
達
な
ら
分
か
る
か
も
な

 
た
し
か
に
オ
リ
ジ
ン
を

す
る
カ

デ

ナ
ル
に
異
常
が
あ
る
な
ら
そ
こ
に
ロ
グ
イ
ン
し

て
い
る
私
達
も
な
に
か
異
変
を
感
じ
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

ア
ミ

ス
フ

ア
こ
そ
使

て

い
な
い
が

サ

バ

に
イ
ン
し
て
い
る

の
デ

タ

信
の
過
程
は
み
ん
な
と
同
じ
な
の
だ

 
だ
が
生
憎
と
私
に
ラ
グ
の
よ
う
な
覚
え
は
無
か

た

心

た
り
は
無
い
で
す
ね

二
人
は
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ア
タ
シ
は
無
い
か
な

多
分

あ
る

 
ス
ト
レ
ア
は
無
い
と

た

反
面

キ
リ
カ
は

で
は
あ
る
が

あ
る
と

う

 

む

と
私
は

に
指
を

え
て
思
索
に

た

 
同
じ

で
あ
る
私
達
の
間
で
認
識
に
差
は
生
ま
れ
る
の
か

と
い
う
点
な
ら

あ
る
と
い
う

え
が
出
る

電

生
命
に
な

た
の
は
同
じ
だ
が
私
達
は

正
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
で
あ
る
の

に
対
し
彼
は
ボ
ト
ム
ア

プ
型
の
可
能
性
を
秘
め
た
存
在
だ

学

を

み
重
ね
て
い
く
に
つ

れ
て
性
能
を
上

る
ボ
ト
ム
ア

プ
型
の
特
性
を
持

て
い
る
と
す
れ
ば
彼
の
演

速

が
私

を
上
回

て
も
お
か
し
く
な
い

 
同
じ

だ
と
し
て
も

個
体
差

は
あ
る
の
だ

 
だ
か
ら
疑
う
こ
と
な
く

私
は
問
い
を
投

た

時
で
す
か

ユ
イ
姉
と
デ

エ
ル
し
て
た
時
だ

シ

テ

ン
グ
ス
タ

で
突

ん
で
き
た
時

か
ら
は
ユ
イ
姉
が
数

止
ま

て
見
え
て
た

だ
か
ら
反
応
が

れ
た
ん
だ

あ
あ
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あ
の
時
か

と
す
ぐ
に

た
り
を
付
け
る

 

わ
れ
て
み
れ
ば
あ
れ

ど

な
突
進
攻
撃
な

な
す
の
で
は
な
く
真

向
か
ら

い
だ
の
か
と
今
更
な
が
ら
疑
問
に
な

た

彼
の
反
応
速

と
経
験
で
あ
れ
ば

な
す
く
ら
い
は

出
来
た
に
違
い
な
い

 
そ
れ
が
説
得
力
と
な
り

理

ち
は
実

に
あ
る
の
だ
と
理
解
す
る

 
で
は
そ
の

理

ち
を
観

し
た
少
女
は
ど
う
思
う
の
だ
ろ
う
と
ホ
ロ
グ
ラ
ム
に
目
を
向
け

た
理

ち
が
始
ま

た
の
は
初
日
の

方
だ
け
ど

い
や
逆
に

え
れ
ば
さ

き

き

た
事
と
共

点
が

 
原
因
と
な
る
も
の
が
近
く
に
い
て

カ

デ

ナ
ル
の
演

が
追

い
付
か
な
か

た

 

の
少
女
は

し
い

で

え

ん
で
い
た

ブ
ツ
ブ
ツ
と

き
が

こ
え
て
く
る

ど
う
や

ら

理

ち
自
体
は
初
日
か
ら

き
て
い
た
事
ら
し
い

 
原
因
と
な
る
も
の
も
な
ん
と
な
く
分
か
る

十
中
八
九
プ
レ
ミ
ア
だ
ろ
う

 
で
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
大

の
ア
ミ

ス
フ

ア
に

か
な
が
ら

理

ち
を

こ
す
演

を
プ
レ
ミ
ア
の

で
行

て
い
る
の
か

そ
こ
が
分
か
ら
な
い
か
ら
謎
の

理
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ち

と
し
て
問

に
な

て
い
る

 
ウ
ン
ウ
ン
と

て
い
た
彼
女
は

程
な
く
深
い
た
め
息
と
共
に
思
索
に

る
の
を

め
た

こ
こ
で

て
て
も
仕
方
な
い
わ
ね

ま
こ

ち
の
問

は
あ
た
し
達
に

せ
て
ち

う

だ
い

キ
リ
カ
君
達
は
プ
レ
ミ
ア
ち

ん
の
保
護
・
観

を
お
願
い
ね

あ
あ

ち

と
そ
ん
な
不
安
そ
う
な

し
な
い
で
よ

大

こ
の
問

は
き

ち
り
解
決
し

て
み
せ
る
わ

も
し
こ
こ
で
カ

デ

ナ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術
に
問

が
あ
る

と
分
か
れ
ば
最
悪
こ
の
先
の
歴
史
か
ら
消
滅
し
て
し
ま
う

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
今
こ
こ
で
解
明

す
る
事
が
あ
た
し
達

者
に

せ
ら
れ
た
使
命
だ
し
あ
た
し
個
人
も
無
く
な
る
の
は
イ

だ

か
ら
ね

 
に

と
七
色
が

の

を

り
上

る

自
信
の

た
不

な

み
だ

じ

そ
う
い
う

で
そ
ろ
そ
ろ
切
る
わ
ね

み
ん
な

ダ
ス
ヴ

ダ

ニ

で
は
な

 

快
な

と

的
な

を

ら
れ
た
後

話
は
切
れ
た

 
一

は
和
人
と
矛
を
交
え
た
彼
女
も
今
で
は

心
し
一

者
と
し
て
真

に

い
て
い
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る
よ
う
だ

そ
ん
な

に
私
は
尊

の
念
を

く

す

す

今
日
は
も
う

み
ま
し

う
か

は

い

 
す

か
り

し
て
し
ま

た
少
女
を
背
負
い

義
妹
と
義
弟
を

す

あ
あ

 
な

か

義
弟
の
返
事
が
重
か

た
の
が
気
に
な

た

  
ダ
ラ
ダ
ラ
と
⻑
く

け
る
の
は
私
の
悪
い
ク
セ

 
信
じ
ら
れ
る
か

こ
れ
で
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
の

よ
り
は
少
な
い
ん
だ

  

な

神

学
と
か
オ
カ
ル
ト
と
結
び
付
け
た
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感
情

で
増

す
る
エ
ネ
ル
ギ

と
か
い
う

物
に
信

性
を
持
た
せ
る
た
め

 
和
人
の

練
開
始
の
理
由
付
け

 
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
霊
圧
・
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ル
の
気
な
ど
機

で
な
く
と
も
観

可
能
な
エ
ネ

ル
ギ

の

と
し
て
取
り
上

や
す
く
す
る
た
め

  

つ
ま
り

空
間
と
は

ぞ
や

 

本
来
物

的
な
肉
体
を
持
つ
生
者
で
は
入
れ
な
い
高

の
世
界

 
要
す
る
に

魂
界

霊
的
世
界

  

空
間
潜

技
術
は

つ
ま
り
ど
う
い
う
こ
と

 

ト
ン
ネ
ル

 

ま
で
の
道
を
繋
ぐ

な
の
で
真
の
意
味
で

空
間
に
入
り

む

で
は
な
い

 
入

・
出

は
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の

界

路
は

断
界

の
イ
メ

ジ

よ
り

密

に

え
ば
ル
キ
ア
奪
還
の
た
め

魂
界
に

り

む
べ
く
使

さ
れ
た
霊
子
変
換
機
付
き

界

の
よ
う
な
も
の
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空
間
か
ら

で

可
能
な
の
は
な

 

全
て
の
物

・
生
命
に
は

が

て
い
る
か
ら

 
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
悪
霊
・
虚
が
霊
が
見
え
て
い
な
い
人
に
も
影

を
与
え
る
な
ど
の
イ
メ

ジ 
逆
が
出
来
な
い
理
由
は
前
・
今
話
参

  

は
結

ど
う
い
う
も
の

 
ラ
イ
フ
ス
ト
リ

ム

星
の
命

で
は
な
い
の

 

幕
間
之
物
語

世
論
編

後
書
き
よ
り

 
・
シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

と
は

つ
ま
り

 
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
霊
圧

 
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ル
の
気

 
ナ
ル
ト
の
チ

ク
ラ

九

 

の
ラ
イ
フ
ス
ト
リ

ム

魔

魂

と
い
う

が
あ

て

そ
こ
か
ら
発
生
し
て
る
モ
ノ
が
霊
圧
で
あ
り

気
で
あ
り

星
の
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命

魔

で
あ
り

本
作

に

け
る

シ

ル
ド
エ
ネ
ル
ギ

 
あ
ま
り
に
出
力
が
強
い
と
更
木
の
斬

刀
然
り

ベ
ジ

タ
の
フ

イ
ナ
ル
エ
ク
ス
プ
ロ

ジ

ン
然
り

超
の
ブ
ル

悟
空
フ
ル
パ
ワ

然
り
そ
の
身
が
保
た
な
く
て
傷
つ
い
て

い
く

 
上
記
は
あ
く
ま
で

生
者

や

星

に
限
定
さ
れ
て
お
り

に

し
て
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い

今
話
に
よ

て

空
間
を

め

空
間
に
も

は
漂

て
い
る

と
い
う
話

 

空
間
に
空
気

や

な
ど
の
代
わ
り
に

し
て
る
よ
と
い
う
認
識
で
お
け

  

和
人
の

練
の
意
味
と
は

 

ベ
ジ

ト

目
で
追
う
か
ら

の
動
き
に
付
い
て
来
れ
な
い
ん
だ

 

空
間
か
ら
浮
上
し
て
か
ら
目

で
状
況
確
認
で
は

い
の
で
五
感
以
外
の
感
覚

を
感

じ
る
力

を

う
事
を
決
め
た

 
こ
れ
の

が
お
か
し
い
点
は
コ
ア
に
頼
ら
な
い
で
行
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る

 
こ
の
知
覚
に

す
れ
ば
ハ
イ
パ

セ
ン
サ

無
し
で

の

把
握

手
の
コ
ン
デ

シ

ン
把
握
な
ど
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
つ
ま
り
亡
国
機
業
製
コ
ア
の
在

も
把
握
で
き
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る 
つ
ま
り

ブ
ウ
の
よ
う
に
感
じ
さ
え
す
れ
ば

の
果
て
で
も
ワ

プ
で
追

て
来
る
よ
う

に
な
る

 

得
し
た
時
点
で
地

上
で

場
な
し
で
あ
る

  

セ
ブ
ン
の
話
は
つ
ま
り

 

す
る
と

や

カ

デ

ナ
ル
が
お
か
し
い
わ

 
そ
れ
以
外
が
全
然
わ
か

て
な
い

 
せ
め
て
キ
リ
カ
が

の
メ

セ

ジ
に
つ
い
て
話
し
て
い
れ
ば
な

す

と

け

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
ち
な
み
に
名
無
し
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
プ
レ
ミ
ア
と
名
付
け
ら
れ
て
か
ら
和
人
が
直

対
面
し
た
事
は
あ

り
ま
せ
ん
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 幕間之物語：電妹編 〜企業勢 ｔｕｂｅｒストレア〜

 
幕
間
之
物
語

電
妹
編
 

企
業
勢

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ス
ト
レ
ア

  
約
一

月
ぶ
り
に
な
り
ま
す

お

し
ぶ
り
で
す

 
リ
ア
ル
が

し
く
て

に
手
間
取
り
ま
し
た

 

点

ス
ト
レ
ア

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

法
律
や

権

の
話
が
出
ま
す
が
本
作
に

い
て
の
話
な
の
で
実
在
の

か
を

め
る

た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 

ま
た
今
話
に
出
る
ゲ

ム
は
大
手
ゲ

ム
会

が
制
作
・
運

す
る
月

有

制
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ

ム

あ
る
い
は
コ
ン
シ

マ

ゲ

ム

を
主
に
指
し
て
い
ま
す

 

正
直
無
国

状

の
ク
セ
し
て

的
機

務

と
⺠
間
企
業
を
同
時
に

務
し

て
い
い
の
か
と
思

た
し

Ｂ
Ｉ
Ａ

と
し
て
外
国
に
出
る
時
は
そ
の

の
法
律
ど
う
な
る
ん
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だ
と
も
思
い
ま
し
た
が

て
そ
の

か
な
り
ガ
バ
ガ
バ
な
の
で

わ

と
ス
ル

し
て
下
さ
い

今
更

  
八
月
も

ば
に
入
り

リ
ア
ル

で
は
お

が
近
付
い
て
き
た

 

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
お

の
間
は
仕
事
が

み
に
な
る
事
が
あ
る
ら
し
い

み
と
い
う

そ
の
期
間
は
亡
く
な

た
人
が
あ
の
世
か
ら
帰

て
く
る
の
だ
と
い
う

無
論
無
差
別
で
は
な

く
自
身
の
先

に
あ
た
る
人
達
の
霊
魂
に
限
ら
れ
る

だ
か
ら
そ
の
人
達
が
帰

て
来
ら
れ
る

よ
う

精
霊

な
る
も
の
を
作
る
ら
し
い

い
や

日
本

て
伝

文
化
が
ホ
ン
ト
多
い
よ
ね

 
ネ

ト
の
海
か
ら

い
上

た
ビ
ジ

ア
ル
デ

タ
か
ら
再
現
し
た
き

う
り
と
ナ
ス
を
使

た
精
霊

を

手
に

せ
な
が
ら
ア
タ
シ
は
感
想
を

べ
た

ユ
ウ
レ
イ
や
お
化
け
を
怖

が
る

し

百
物
語
だ
け
で
な
く

先

の
霊
を

え
入
れ
る
伝

も
共
存
し
て
い
る

り
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人
間
と
い
う
生
き
物
は
不
思
議
だ
な
と
思
う

 
そ
ん
な
ア
タ
シ
に
対
し

配
信
を

し
て
い
る
人
達
が

と
コ
メ
ン
ト
を
打

て
い
く

 

ア
タ
シ
達
が
動

配
信
者
と
な

て
か
ら
今
日
で
三
日
目

 
コ
メ
ン
ト
は
そ
れ
な
り
の

わ
い
を
見
せ
て
い
る

 
同
時

者
数
は
約
二
千

他
の
バ

チ

ル
配
信
者
よ
り
は
少
な
い
が
活
動
を
初
め
て
ま

だ
三
日
目
で
あ
る
こ
と

者
層
の

得

が
整

て
い
な
い
現
状
で
は
む
し
ろ
多
い
方
だ

ろ
う

こ
こ
ま
で
人
が
集
ま

て
い
る
の
も

正

が
配
信
を
し
て
い
る
物

し
さ

そ
れ
か

ら
現
状

一
安
全
だ
ろ
う
と
信
頼
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

企
業
に

属
し
て
い
る
と
い

う

伝
が

い
て
い
る
か
ら
だ

 
こ
こ
か
ら
ど
れ
だ
け
の
人
が

定

者
に
な

て
い
く
か
は
ア
タ
シ
達
の
実
力

第
と
な

る 
新
進
気

と
は

え
一
応
企
業
勢
な
の
で
チ

ン
ネ
ル
登
録
者
数
や
動

の

回
数
は
気
に

し
た
方
が
い
い
が
こ
の
活
動
を
始
め
た
理
由

ア
タ
シ
達
や
和
人
の
事
を
理
解
し
て
も
ら
う

機
会
を
増
や
す
事

を

え
る
う
え
で
絶
対
で
は
な
い
点
は
ま
だ
救
い
だ
ろ
う
か

 
も
ち
ろ
ん
手

は
多
い
方
が
い
い
か
ら
全
力
で
や

て
い
く
つ
も
り
だ
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さ
て
前

き
は
こ
れ
く
ら
い
で
い
い
か
な

じ

あ
今
日
も
フ
リ

ゲ

ム
の
ラ
イ
ブ

配
信

じ

な
く
て

 
今
日
は
自

件

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
プ
レ
イ
配
信
を
し
て
い
く
よ

 
企
業
に
属
す
る
配
信
者
と
し
て
企
業
の

え
に
な
る
活
動
は

然
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

最

近
で
は
広
報
活
動
と
し
て
ア
イ
ド
ル
登

だ
と
か
和
人
と

ノ
之

士
が

属
し
て
い
る

性
か
ら

業
界
に
も
手
を

ば
そ
う
と
し
て
い
る

ユ

ミ
ル

だ
が

こ
の
企
業
で
一
番
に

が

て
く
る
も
の
は
や
は
り
あ
の
妖
精
郷
で
あ
る

 
開
発
こ
そ

郷

い
る
レ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
レ
ス
に
よ
る
も
の
だ
が
そ
の
実

は
フ
ラ
イ

ト
エ
ン
ジ
ン
以
外
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
コ
ピ

ゲ

ム
と
い
う
代
物

 
そ
の

権
も

郷
の
悪
行
が
知
ら
れ
て
か
ら
喪
わ
れ

正
式
な
契
約
の
下

ユ

ミ
ル

へ

と

て
い
る

 
だ
か
ら
ア
タ
シ
が
プ
レ
イ
配
信
を
し
て
も
む
し
ろ
広
報
活
動
の
一

に
な
る
た
め
権

的
に
問

は

き
な
い

  

あ
れ

オ
リ
ジ
ン
の
方
は
し
な
い
ん
だ
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そ
こ
で
そ
ん
な
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
て
き
た

そ
れ
に
影

さ
れ
て
か
同
様
の
コ
メ
ン
ト
が
多

数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
く

 
来
る
だ
ろ
う
な

と
思

て
い
た
そ
の
コ
メ
ン
ト
に
ア
タ
シ
は
予
想

り
と

え
つ
つ
苦

を
浮
か
べ
た

そ
れ
は
ア
タ
シ
も

え
た
ん
だ
け
ど

オ
リ
ジ
ン
は
ね

上

か
ら
止
め
ら
れ
ち

た

ん
だ
よ
ね

お

さ
ん

あ

場

士
ね

 
あ
と

ノ
之

士
と

セ
ブ
ン
ち

ん
と

あ
と
和
人
に
も

  

天
才
組
か
ら

ス
ト

プ

す
か

 

そ

い
や
ス
ト
レ
ア
ち

ん
の

親

て
一
応

場

に
な
る
ん
だ

け
か
忘
れ
て

た 

桐

谷
和
人
の
義

の
存
在
を

え
る
と
や
や
こ
し
い
な

 

義
弟
が
止
め
た
な
ら

め
と
い
た
方
が
い
い
ん
だ
ろ

な

 

ち
な
み
に
な
ん
て
止
め
ら
れ
た
ん
で
す
か
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オ
リ
ジ
ン
は

権
的
に
複

で
ね

デ

タ
の
根
本
自
体
は
お

さ
ん
に
依
存
し
て
る
け
ど

ド
ア

ト
・
オ
リ
ジ
ン

て
い
う
ゲ

ム
の
開
発
は

直

の
製
作
チ

ム
が

し
て
て

で
も
ゲ

ム
の
運

・

持
は

ユ

ミ
ル

が
や

て
て

て
感
じ

  
ネ

ト

会
に
な
れ
ば
情
報
の
流
出
は

け
ら
れ
な
い

 
そ
の
せ
い
か
色

と
ス
ル

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
多
い
今
の
世
の
中
だ
が
も
ち
ろ

ん
突
き

め
て
い
け
ば
グ
レ

ン
も
黒
に
な
る

え
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
動

配
信
を
し
て
い
る

人
は

い
る
が
著
作
権
を
は
じ
め
と
し
た
様

な
法
律
を

慮
す
れ
ば
運

企
業
と
契
約

を
交
わ
し
た
配
信
者
以
外
は

え
ら
れ
れ
ば
ま
ず
負
け
る

そ
れ
を

え
て
し
な
い
の
は
そ
う

い

た
配
信
が
一
種
の
広
報
に
な

て
い
て
得
を
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い

逆
に

え

ば
企
業
に
と

て
ダ
メ

ジ
に
な
る
配
信
を

う

ど

え
ら
れ
る
可
能
性
は
高
く
な
る

だ

 
ま

実

は

え
ら
れ
る
前
に

上
し
て
動

が
消
去
さ
れ
た
り
配
信
者
を
引
退
し
た
り
す
る

パ
タ

ン
の
方
が
多
い
よ
う
だ
が

 
ち
な
み
に
ガ

チ
ガ
チ
に
権

と
法
で

め
た

風
が
日
本
に
そ
ぐ
わ
な
い
事
も
ゲ

ム
プ
レ
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イ
配
信
が

し
て
い
る
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ

ア
メ
リ
カ
に
本

を
構
え
て
い
る

企
業
の
ブ
ラ
ン
ド

の
よ
う
に

え

ら
れ
れ
ば
負
け

と

わ
れ
て
い
る
の
は
そ
う
い
う
事

ア
タ
シ
み
た
い
な

正

て
人
権
が
認
め
ら
れ
て
な
い
か
ら
こ
の
チ

ン
ネ
ル
の
配
信

て
法
律
上
は
ア
タ
シ
達
の

有
権
を
持

て
る
和
人
の
配
信

て
事
に
な
る
の

 
問

は
こ
こ
か
ら
な
ん
だ
よ
ね

と
ア
タ
シ
は

息
を

い
た

 
製
作
チ

ム
と
の
契
約
を

ユ

ミ
ル

経
由
で

結
し
た
場
合

ユ

ミ
ル

に
属
す
る

か
が
配
信
を
し
て
も
問

は
な
い

人
権
を
持
つ
和
人
の
一

有
物

と
い
う
観
点
な
ら
ア

タ
シ
の
配
信
は
法
的
に
は
和
人
の
配
信
に
な
る

彼
は
年

的
に
動

サ
イ
ト
を
使

て
は
な
ら

な
い
が

そ
こ
は
保
護
者
が
名

り
出
れ
ば
問

な
い

 
そ
れ
に
和
人
も

ユ

ミ
ル

の
一

 
結
果

問

は

き
得
な
い

 

だ
が

そ
の
理

が

今

は

さ
れ
な
い

 

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

や

ユ

ミ
ル

務

仮
想

Ｂ
Ｉ
Ａ

な
ど

組

の

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
和
人
だ
が
男
性

者
と
し
て
の
立
場
か
ら
現
在
無
国
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つ
ま
り
日
本
国
⺠
と
し
て
の
人
権
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
状

に
あ
る

ば
有
名
無
実
の
話

だ
が

し
か
し

密
な
話
を
す
る
な
ら
今
の
彼
に
人
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
だ

 
と
も
あ
れ
配
信

で
問

が

き
た
時

特
に
そ
れ
が
法
的
に
守
ら
れ
た
企
業
や
権

で
あ

た
場
合

ユ

ミ
ル
が

護
し
切
れ
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
事

な
話

ア
タ
シ
達
の
場
合
は
そ
の
リ
ス
ク
が
他
の
配
信
者
よ
り
も
大
き
か

た

 
日
本

の

入
り
ら
し
き

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

ド
ア

ト
・
オ
リ
ジ
ン
は
開
発
運

の

権

が
ご
ち

ご
ち

し
て
い
る
せ
い
で
面
倒
な
事
に
な

て
い
る

万
が
一
権

で
問

が
あ

た
場
合
を

慮
し
触
れ
な
い
で
お
い
た
方
が
い
い
と
ス
ト

プ
を
掛
け
ら
れ
た
の
が

な

だ

 
ち
な
み
に
別
チ

ン
ネ
ル
の
オ
リ
ジ
ン
の
配
信
動

に
キ
リ
ト

和
人
も
登
場
し
た
事
は
あ
る
が
ア
ル

ゴ
が
同

し
て
い
た
た
め

配
信
責

的
に
は
彼
女
に
依
存
す
る
か
ら
問

な
い
ら
し
い

無

論
そ
れ
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
一

と
し
て
彼
女
が
配
信
し
て
い
た
か
ら

ア
タ
シ
達

の
チ

ン
ネ
ル
な
ら

お

さ

ん

場

や

ノ
之

士
を
同

さ
せ
れ
ば
い
い
の
だ
が
そ
ん
な
時
間
を

意
で
き
る

ど
彼
ら
も

で
は
な
い
か
ら

上
の
空
論
で
あ
る

つ
ま
り

ユ

ミ
ル
的
に
は
い
い
ん
だ
け
ど

心
の
配
信
者
が
問

て
事
だ
ね
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ん
す
と

を

て

た

コ
メ
ン
ト

の
勢
い
が
加
速
し
た

  

そ
の

め
方
で
い
い
の
か
ｗ
ｗ
ｗ

 

自
ら
問

発

し
て
る
ぞ
こ
の
子

 

ま
あ
実

い
に

る

ち

る
よ
ね

 

こ
う
し
て
世
に

を
出
せ
て
る
の
も
上
が
型
破
り
な
天
才
や
ら
天
災
や
ら
義
弟
や
ら

だ
か
ら

 

本
的
人
権
を
下
敷
き
に
し
た
法
的

護
が
無
い

て

り
が

正

と
い
う
事
実
を

実
感
さ
せ
る
な

 

し
か
し
義
弟
も
今
は
人
権
無
い

い
な
の
か

す

か
り
忘
れ
て
た
ぞ

 

そ
も
そ
も
人
権
の
有
無
を

え
る
事
そ
の
も
の
が
異
常
で
あ
る

 

今
ま
で

わ

と
し
か

え
て
な
か

た
け
ど

ス
ト
レ
ア
ち

ん
や
ユ
イ
ち

ん
達

が
こ
う
し
て
配
信
出
来
て
る
の
も

有
権
を
持

て
る
和
人
が
ユ

ミ
ル
に
い
て
そ
の

ト

プ
に

場

と

ノ
之
束
が
い
て

そ
の
二
人
と
親
交
が
深
い
か
ら
な
ん
だ
よ
な

 

仮
に
義

や
義

が

有
権
持

て
た
ら
配
信
自
体
出
来
な
か

た

て

か
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コ
メ
を
補
足
す
る
と

著
作
権
フ
リ

作
品
の
配
信
以
外
が

て
事
だ
な

 

そ
れ

ど
の
ゲ

ム
配
信
ダ
メ
じ

ね

か

 

ホ
ン
ト
は

手
企
業
か
ら
許
可
を
取

た
配
信
者
以
外

ど
の
配
信
者
も
権

的

に
ダ
メ
な
ん
だ
よ
な

 

収

が
発
生
し
な
く
て
も

像
の
著
作
権
が
あ
る
し

は

し
た

チ

ム
や
作

者
と
か

者
が
更
に
増
え
る
し
ゲ

ム
実
況

て
実
は
か
な
り
黒
寄
り
の
グ

レ

ン

ゲ

ム
会

の

情
で
実
況
出
来
て
る
の
よ
ね

 

ホ
ン
ト
そ
れ

 

企
業

が
有
名
な
コ
ン
シ

マ

ゲ

ム
の
実
況
あ
ま
り
し
な
い
の
も

企
業
や

で

ア
ウ
ト

ン
に
近
い
か
ら
な
ん
だ
よ
な

 

今
回
の
件

実
は
人
権
の
有
無

て
あ
ま
り
大
き
な
問

で
は
な
い
の
で
は

 
動

配
信
に
限
れ
ば
企
業
の
法
的

護
で
大
き
く
な
い
け
ど
ア
タ
シ
達
と
し
て
は
や

り

大
問

だ
よ

和
人
を
は
じ
め
他
の
人
に
お
ん
ぶ
に
だ

こ
だ
し

ア
タ
シ
達
も
人
権
が
欲
し

い
よ
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ブ
ラ

ク
ジ

ク
に
し
か

こ
え
ね

な
あ

 

む
し
ろ
ジ

ク
で
な
い
と
い
け
な
い
発

 

だ
か
ら
現
状
仕
方
な
い
と
は

え
な

  
ア
タ
シ
の

び
に

や
や
引
き
気
味
の
コ
メ
ン
ト
が
目
立
つ

 
だ
が
そ
の
中
で
も
仕
方
な
い
と
い
う
発

が
引

掛
か

た

現
状
に
対
し
て
そ
う
思
う

の
は
思

の

止
で

そ
れ
こ
そ
が
今
の
世
の
中
の
悪
だ

 
そ
の

に

が
生
ま
れ
た
の
だ
か
ら

ま
あ
ア
タ
シ
達
は
ま
だ
仕
方
な
い
で
済
ま
せ
ら
れ
る
け
ど
和
人
に

し
て
は
ダ
メ
だ
と
思
う
ん

だ
よ
ね

日
本

は

に
和
人
の
人
権
を
復
権
さ
せ
る
べ
き

  

お
姉
ち

ん
だ

 

お
姉
ち

ん

 

や

ス
ト
レ
ア
ち

ん
も
ブ
ラ
コ
ン
な
ん
だ
な



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 

一
応

て
お
く
と
人
権
が
実

無
い
状

が

い
た
最
期
が
和
人
の
負
の

面
だ
か

ら
ね

 

故
だ
か
ブ
ラ
コ
ン
判
定
を
す
る
安
穏
と
し
た
コ
メ
ン
ト
を
見
て
ア
タ
シ
は

れ
た
よ
う
に

た

 
負
の

面
と
い
う

葉
に
は
色

な
意
味
を

め
て
い
る

人
格
分
裂
期
の
シ
ロ
と

は
も
ち
ろ
ん
今
は
亡
き
ホ
ロ
ウ
そ
れ
に
亡
国
事
変
で

目
に
晒
さ
れ
た
負
の
第
二
形

最
後
は

密
に
は
創
世
記

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
に
よ
る
変
異
の
成
れ
の
果
て
だ
が
無

で
も
な

い 
や
や

遠
的
で
は
あ
る
が
ま
た
ホ
ロ
ウ
や

を
生
み
出
す
の
か
と

し
て
い
る
の
だ

 
ま
あ
今
の
和
人
は
過
去
を
超
克
し
て
い
る
の
で
そ
れ
こ
そ
直
葉
達
が

殺
し
に
遭
わ
な
け
れ

ば
そ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が

  

あ

 

そ

い
や
そ
う
じ

ね

か
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は
や
く
認
め
ろ

 
地

が

バ
い
ぞ

 

国
会
で
ぐ
だ
ぐ
だ

日
や

て
る
場
合
じ

ね

ぞ

  
過
去
を
超
克
し
た
事
は
知

て
い
る

だ
が
そ
れ
で
も
世
界

の
危
機
に

し
た
記

が

明
だ
か
ら
か
危
機
感
を

い
た
人
が
現
れ
る

 
中
に
は
大

さ
な
と

う
人
も
い
た
が
ア
タ
シ
の
配
信
を
見
に
来
る
だ
け
あ

て
大

が

危
機
感
を

ら
せ
た

 
あ
る
い
は
ホ
ロ
ウ
を
想

し

そ
こ
か
ら
キ
リ
カ
を
思
い
出
し
た
の
か

 
そ
れ
で
い
い

と
思

す
る

 
和
人
と
キ
リ
カ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
道
を
歩
み
始
め
た

そ
ん
な
彼
ら
に
必
要
な
の
は

と
同
じ
目
に
遭
わ
な
い
た
め
の

境
だ

 
現
実
に
い
な
い
ア
タ
シ
達
が
和
人
に
出
来
る
事
は
と
て
も
少
な
い

 
同
じ

と
い
う
存
在
に
な

て
も

成
り
立
ち
が
違
う
キ
リ
カ
に
寄
り

う
事
も

し
い

 
そ
れ
で
も
彼
ら
を

す
る
モ
ノ
を

ら
す
の
は
き

と
ア
タ
シ
達
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
事

彼
ら
に
出
来
な
く
て

ア
タ
シ
達
に
出
来
る
方
法
も
き

と
あ
る
に
違
い
な
か

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
そ
ん
な
思
惑
を

に
秘
め

ア
タ
シ
は

た

さ
て

と

 
⻑
く
な

ち

た
け
ど

今

こ
そ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
配
信
プ
レ
イ
始
め
る
よ

 
リ
ン
ク
・
ス
タ

ト

 
本

は
必
要
な
い
の
に
登
録
し
た

声
コ
マ
ン
ド
で
ゲ

ム
を

動
し
た
後
ア
タ
シ
は
虹
色

の

き
に

ま
れ

妖
精
郷
へ
と

立

た

 
初
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
配
信
と
い
う
事
も
あ
り
転

で
行
け
る

ア
ル
ン
空

ラ
イ
ン
の
観
光

配
信
が
主
と
な

た

 
そ
れ
か
ら
数
日
内
は
ダ
ウ
ン
ロ

ド

の
Ａ
Ｌ
Ｏ

入
数
が
増
加
し
た
と
い
う

 
う
ま
く
活
動
出
来
て
い
る
よ
う
だ

と
ア
タ
シ
は
会
心
の

み
を
浮
か
べ
た

  
・
今
話
の
ま
と
め

 
オ
リ
ジ
ン
の
実
況
配
信
は
企
業
勢
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も

し
い
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組
だ
け
じ

な
く
和
人
も
地
味
に
人
権
無
い

そ
れ
で
も
活
動
出
来
て
い
る
の
が
和

人
の
努
力
の
証

 
忘
れ
ら
れ
気
味
な
上
の
事
実
を

知
さ
せ
つ
つ
さ

さ
と
日
本
に
帰
属
出
来
る
よ
う
世
論

作

中
だ

義
弟
の
真
似

 
ス
ト
レ
ア
も
や

り
ブ

ラ

コ

ン

お
姉
ち

ん
だ

 

の
世
界
観
や
法
律
設
定

て

く

自
由
で
す

原
作
だ
と
他
国

の
空

に

潜
入
し
て
お

め
な
し
と
か
あ

た
し
今
更
で
す
が

  
・
ス
ト
レ
ア

 
ユ

ミ
ル

属

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｎ
Ｏ

 
お
姉
さ
ん
な
容

に
し
て
天
真

な
明
る
さ
が

り
の
新
人

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

は
Ｓ

Ａ
Ｏ
時
代
の

を
流

し
て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
放

や
ら
な
ん
や
ら
で
世
間
的
な
知
名

は
そ
れ
な
り
に
あ
る
方
だ
が

組
だ
と
実
は

最
下

感
情
表
現
が

か

つ
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
力
が
あ
る
た
め
ム

ド
メ

カ

と
し
て

者
か
ら
の
人
気
を

得
し
て
い

て
い
る

主
に
ラ
イ
ブ
配
信
が
メ
イ
ン
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Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は
キ
リ
カ

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
製
作
過
程
の
一

で
キ
リ
ト
に
近
付
い
た
経
歴
が
あ

る
せ
い
か
弟
二
人
に
対
し
て
や
や
後
ろ
め
た
さ
が
あ
り
表
面
上
か
ら
分
か
り
に
く
い
思
慮
を

い
て
い
る

そ
れ
が
滲
み
出
た
結
果
が
ブ
ラ
コ
ン
と
呼
ば
れ
る

以
だ
が
本
人
は
気
付
い
て

お
ら
ず

者
も
内
心
は
知
ら
ず
す
れ
違
い

け
て
い
る
こ
の
内
心
を
正
確
に
把
握
し
て
い

る
の
は
和
人

直
葉

ユ
イ
の
三
人
だ
け
で
あ
る

 
愛
称
は

ス
ト
レ
ア
ち

ん

ス
ト
レ
ア

  
・
ユ
イ

 
ユ

ミ
ル

属

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｎ
Ｏ

 
ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ

和
人
の
義
姉
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
新
人

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

 
大
人
形

と
子

形

と
い
う
可
変
式
の
た
め
か
一
部
界

で
絶
大
な

目
を

び
て
お
り

知
名

に

車
が
掛
か

て
い
る

本
は
大
人
形

で
活
動
中

 
配
信
は
録

し
た
動

の
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
投
稿

の
演

速

を
フ
ル
活

し
た
加
速

状

で
プ
レ
イ

録

を

り
返
し
て
い
る
た
め

活
動
開
始
か
ら
三
日
で

り

め
は

を

超
え
る

平
日
は
深
夜

時

日
は
正

と
深
夜

時
の
二
回

日
投
稿
を
し
て
い
く
方
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不
意
打
ち
に
や
や
弱
い

し
か
し
リ
カ
バ
リ

力
に

れ

本
的
に

静
で
ホ
ラ

展
開

で

く
こ
と
が
な
い
な
ど
サ
ク
サ
ク
プ
レ
イ
を

む
層
か
ら
の
人
気
を

に
得
て
い
る

ま

た
義
弟
の
話

に
な
る
と
ポ
ン
に
な
る
事
で
有
名

 
愛
称
は

ユ
イ
さ
ん

 
ス
ト
レ
ア
の
内
心
を
知
る
数
少
な
い
一
人

  
・
キ
リ
カ

 
ユ

ミ
ル

属

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｎ
Ｏ

 
ユ
イ

ス
ト
レ
ア
の
義
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
新
人

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
和
人
と
違
い
髪
を
一
つ
に

た
黒
髪
黒
目
の
容

ま
た
黒
の

シ

ツ

⻑
ズ
ボ
ン

と
ラ
フ
な
格

を
し
て
い
る

 
現
在
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
和
人
の
代
行
と
し
て
オ
リ
ジ
ン
に
ダ
イ
ブ
し

な
し
の
た
め
初
回
の

以

は
一
切
活
動
し
て
い
な
い

し
か
し
オ
リ
ジ
ン
の
配
信
を
し
て
い
る
他
者
の
配
信
動

か
ら
プ
レ
ミ
ア
と
行
動
し
て
い
る

が

に
目
撃
さ
れ
て
お
り

知
名

そ
の
も
の
は

組

ト

プ

む
し
ろ
バ
グ
対

中
か
と
オ
リ
ジ
ン
プ
レ
イ

で
も
ト

プ
ク
ラ
ス
の
認
知
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が
あ
る

 
ス
ト
レ
ア
の
内
心
は
知
ら
な
い
が

気
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
事
は

し
て
い
る
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第
十
六
章
 

ゼ

ロ

Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
か
ら
イ
チ
へ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

最
近
リ
ア
ル
の
面
か
ら
文

数
も

速

も

ち

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

二

二
五
年
八
月
十
日

日

日

正
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第
二
エ
リ
ア
主

オ
ル
ド
ロ

ブ

  
オ
リ
ジ
ン
最
初
の
エ
リ
ア

リ

ス
ト
リ
ア
大

原

が
突
破
さ
れ
て
三
日
が
経
過
し
た

 
プ
レ
ミ
ア
と
師
弟

を
結
ん
だ
あ
の
日
に
ボ
ス
へ

ん
だ
レ
イ
ド
は
ど
う
や
ら
そ
の
勢
い
の

ま
ま
撃
破
ま
で
こ
な
し
た
ら
し
く
第
二
エ
リ
ア
の
攻
略
も
最
前
線
は

ら
か

し
進
め
ら
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る

間
達
も
あ
の
レ
イ
ド
と
は
別
に
個

の
ク
エ
ス
ト
を
進
め
る
過
程
で
攻

略
を
進
め
て
い
た

 
か
く

う

も

ら
か
は
参
加
し
て
い
る
が

あ
ま
り

極
的
と
は

え
な
い

 
そ
の
主
な
要
因
は
プ
レ
ミ
ア
と
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
か
ら
だ

未
だ
戦
闘
経
験
の
少
な
い
彼

女
に
危
険
な
最
前
線
は
速
過
ぎ
る
と
判
断
し
て
い
た

な
事
に

ら
か
の
攻
撃
的
な
プ
レ
イ

に
目
を
付
け
ら
れ
て
し
ま

て
い
る
か
ら
下
手
に
圏
外
に
出

い
せ
い
で
も
あ
る

い
い
加

出
る
か
も
な

 
転

付
近
の
ベ
ン
チ
に

り
な
が
ら

は
そ
う

い
た
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え
て
い
た
の
は
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

の
出
現
に

し
て
だ

 
現
状
で
は
ま
だ
そ
の
出
現
の
話
は
出
て
い
な
い

だ
が
武

の

主
ユ
ズ
ハ
を

に
使

お
う
と
し
た
男
の
よ
う
に
マ
ナ

レ
ス
行

を

す

は
い
ず
れ
必
ず
現
れ
る

そ
の
確
信
が

に
は
あ

た

ブ
ル

カ

ル
は

プ
レ
イ

に

行

を
行

た
時
の
オ
レ
ン
ジ

カ

ル
の

件
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
対
す
る
も
の
に
変
更
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
対

し
て
行
え
る
な
ら
遠
か
ら
ず
プ
レ
イ

に
対
し
て
も
行
え
る
と

え
る
方
が
自
然
だ

オ
レ

ン
ジ
カ

ル
か
ら
グ
リ

ン
に

る
救
済
手

は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
正
式
サ

ビ

ス
開
始
時
に
合
わ
せ
て
ス
テ

タ
ス
も

る
と

え
れ
ば

実

そ
う
な
る
か
は
不
明
だ
が

オ
レ
ン
ジ
へ
の
忌

感
は

く
な
る

だ

ベ

タ
テ
ス
ト
中
は
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

と
し
て
活
動
す
る

と
開
き
直
る
キ

カ
ケ
に
す
ら
な
り
得
る

そ
の

が
ジ

ネ
シ
ス
だ

 
む
し
ろ
サ

ビ
ス
開
始
か
ら
十
日
が
経
過
す
る
現
在
に
至
る
ま
で
ジ

ネ
シ
ス
が
グ
リ

ン
で

あ
る
事
を

は
意
外
だ
と
す
ら
思
う

 

て
ブ
ル

カ

ル
の
話
は
チ
ラ
ホ
ラ
と
掲
示
板
な
ど
で
話

に
な

て
い
る

Ｓ
Ａ

Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
見
ら
れ
な
か

た
新
ル

ル
に
よ
る

ナ
ル
テ

が
キ
ツ
過
ぎ
る
た
め

目
さ

れ
始
め
た
の
だ
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な

そ
こ
ま
で
の
キ
ツ
い

ナ
ル
テ

を

す
の
か
と
い
う
疑
問

ブ
ル

カ

ル
と
い

う

ナ
ル
テ

の
存
在
理
由
が
不
明
の
た
め
そ
れ
に

得
が
い
か
な
い
と
い
う
不

救
済
手

が
無
い
故
の
怒
り

そ
れ
ら
が
書
き

み
の
大

だ

 
こ
の
ル

ル
を
制
定
し
た
の
が
果
た
し
て
運

を

さ
れ
た
ユ

ミ
ル
な
の
か
あ
る

い
は

直

の
開
発

な
の
か

も
そ
こ
ま
で
は
知
ら
な
い

 
だ
が

は
な

そ
の
シ
ス
テ
ム
が
追
加
さ
れ
た
の
か
を

な
ん
と
な
く

し
て
い
る

 

テ
ス
ト
開
始
初
日
に
届
い
た
送
信
者

の
メ

セ

ジ
が
そ
の
理
由

私
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
帰

て
き
た

そ
の
意
味

お
れ
た
ち

生
還
者

に
と

て
の

ア
イ

ン
ク
ラ

ド

が

を
指
す
か
は
明
白
だ

私

と
い
う
の
が

か
は
不
明
だ
が

イ
ニ
シ

ル
に

と
付
く
仮
想
世
界
の
知
り
合
い
は
そ
う
多
く
な
い

ま
し
て
や

・フ
・レ
・ン
・ド
・登
・録
・も

・し
・て
・い
・な
・い
・

・手
・か
・ら
・フ
・レ
・ン
・ド
・メ
・

・セ
・

・ジ
・で
・届
・く

な
ど
と
い
う
シ
ス
テ
ム
的
に
異
常
な
送

り
方
な
ら

更
で
あ
る

 
そ
れ
ら
が
指
す
事

と

こ
れ
に

与
し
て
い
る
だ
ろ
う
プ
レ
ミ
ア
の
事

を
結
び
付
け
た

時

あ
る
一
つ
の
推
論
が
浮
か
び
上
が

た

 
無
論

明
確
な
根

は
な
い

未
だ
確
証
も
な
い
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し
か
し
も
し
も

の
推
論
が
正
し
い
と
す
れ
ば
む
し
ろ
確
証
は
得
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う

な

な
ら
あ
の
メ

セ

ジ
が
指
す
意
味
は
お
そ
ら
く

え
事
で
す
か

 
そ
こ
で

思

の
海
に

し
て
い
た

の
意
識
は
引
き

さ
れ
た

 
い
つ
の
間
に
か
地
面
に

と
し
て
い
た

を
上

れ
ば
目
の
前
に
は
弟
子
三
日
目
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

プ
レ
ミ
ア
が

を
見
下
ろ
し

き

た
⻘
い

で
ま

す
ぐ
に

を
見

え
て
い
た

 
目
が
合

た

の
間

は
そ
の

に
過
去
を
重
ね
る

 
重
ね
る
の
は
過
去
出
会

て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の

だ

過
去
の
そ
れ
ら
は
無
機

な
も
の
が

ど
だ

た
が

し
か
し
ご
く

に
ダ

ク
エ
ル
フ
の
女
騎
士
や
ユ
イ
の
よ
う
に
色
味
の
あ

る

を
持
つ
存
在
と
も
出
会

た

た
だ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
だ
け
の
存
在
で
な
く
人
と

同

の

知
性

を

し
た
存
在
と

 
そ
ん
な
存
在
と

プ
レ
ミ
ア
の

は
と
て
も
よ
く
似
て
い
る

じ

と
見
て
き
て

ど
う
か
し
ま
し
た
か

え
事
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
か

を

え
て
い
た
の
で
し

う
か
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過
去
の
事
だ

そ
う
で
す
か

 

の

な
返

に
こ
く
り
と

い
た
後

彼
女
は

く

を

た

キ
リ
カ
に
も

思
い
出
せ
な
い
過
去
が
あ
る
の
で
す
か

え
 

突
な
問
い
に

は
疑
問
の
声
を
上

る

な

い
き
な
り
そ
う
な

た
の
か

私
は
過
去
を
な
に
も
思
い
出
せ
な
い
で
す
か
ら

そ
う
だ

た
な

 

か
に

然
と
し
な
が
ら
の

葉
に
プ
レ
ミ
ア
は
そ
う
だ

た
と
思
い
出
す

初
期
設
定
が

無
い
と
い
う
事
実
は
覚
え
て
い
る
の
だ
が
そ
れ
が
イ
コ

ル
過
去
を
思
い
出
せ
な
い
と
変

換
す
る
の
に
ま
だ
違
和
感
が
あ

た

 
一
つ
間
違
え
れ
ば

も
そ
う
な

て
い
た
と

え
る
と
恐
ろ
し
く
感
じ
る

 
可
能
性
と
し
て
は
今
も
あ
る
事
だ

キ
リ
カ

と
い
う

の
根
幹
を

す
パ

ナ
ル
デ

タ
を
破
壊
さ
れ
れ
ば

あ
る
い
は

記

に

す
る
ロ
グ
デ

タ
を
書
き
換
え
ら
れ
れ

ば

い
ま
思

し
て
い
る

の
意
識
は

れ

同
じ
名
前
の
別
人
に
作
り
変
え
ら
れ
る
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そ
れ
は
い
ま
の

の
死
を
意
味
す
る

 

だ
か
ら
こ
そ

は

プ
レ
ミ
ア
を
消
さ
せ
た
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 

は
過
去
を
覚
え
て
い
る

だ
が

そ
れ
は
別
人
と
し
て
の
過
去
に
な

て
し
ま

た

キ

リ
カ
の
過
去

と
は

え
な
い
も
の
な
の
だ

 
プ
レ
ミ
ア
も
本
来
想
定
さ
れ
て
い
た

か
ら
外
れ
て
ゼ
ロ
の
状

か
ら
今
を
生
き
て
い
る

 
そ
ん
な
彼
女
に

は
自
分
を
重
ね
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
な
ら

が
掛
け
ら
れ
る

葉
は

は
思
い
出
せ
な
い

じ

な
い
け
ど

に
と

て
の

過
去

が

の
も
の
で
な
く

な

て
し
ま

た
事
は
あ
る

 

で

ど
く

的
な

い
方
に
な

て
し
ま

た
せ
い
だ
ろ
う
理
解
が
追
い
付
か
な

い
プ
レ
ミ
ア
が

を

た

 
そ
う
も
な
る
だ
ろ
う
と

は
苦

す
る

 

が

て
い
る
事
は

の
来
歴
を
知
ら
な
い
者
で
は
理
解
し

い

プ
レ
ミ
ア
が

惑
す

る
の
も

然
だ
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だ
が
そ
れ
で
も
よ
か

た

 
重
要
な
の
は

そ
こ
で
は
な
い

ど
ん
な
生
き
方
を
し
て
い
た
か
ど
ん
な
人
と

し
て
い
た
か

全
て
を
覚
え
て
い
る
の
に
自

分
の
事
と
し
て
話
せ
な
い

は
名
を
変
え
別
人
と
し
て
生
き
る
事
を
求
め
ら
れ
た

ま
る

で
そ
れ
ま
で
の

の
全
て
を

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
た

そ
れ
で
も
そ
う
し
な
い

と
い
け
な
か

た

だ
か
ら

は
い
ま
キ
リ
カ
と
名

て
い
る

ゼ
ロ
に
さ
れ
た
自
分
の

全
て
を
ま
た
イ
チ
か
ら

み
上

始
め
た

最
初
は
思
う
と
こ
ろ
も
あ

た

今
も
無
い
と

え
ば
ウ

に
な
る
が

ま

悪
く
な
い
と
思
え
て
き
た
よ

 
⻘
い

を
見
な
が
ら

葉
を
紡
ぐ

 
プ
レ
ミ
ア
は

じ

と
見
返
し
て
き
て
い
る

な

プ
レ
ミ
ア

 
名
前
を
呼
ぶ

 
特
別
な

と
い
う
意
味
を
持
つ
名
前

 

幕
開
け

と
い
う
意
味
で
付
け
ら
れ
た
少
女
の
名
前
を

 
な
ん
で
し

う
か

と

的
に
返
さ
れ
た
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新
し
い
名
前
が
付
い
た

今

は

し
い
か

実
し
て
い
る
事
は
確
か
で
す

 
ハ

キ
リ
と
し
た

プ
レ
ミ
ア
の

は

然
と
し
た
表
情
か
ら
打

て
変
わ

て

和
な

み
が
浮
か
ん
で
い
た

 
そ
の

み
を
見
た
事
が
あ
る

ピ
ク
ニ

ク
に
行

た
時
水

び
を
し
た
時
剣
の

古
で

め
た
時
に
浮
か
べ
る
表
情
だ

出
会

た

に
は
無
か

た
プ
レ
ミ
ア
が

み
重
ね
た
証

な
ら

そ
れ今

を
大
切
に
す
る
と
い
い

思
い
出

過
去

は
そ
う
し
て
作

て
い
け
ば
い
い
ん
だ

 

こ
れ
は
か
つ
て

自
分
に

い

か
せ

け
た

葉
だ

 
別
人
と
な
り
過
去
を
喪

た
も
同
然
に
な

た

が

間
達
の
日
常
を

さ
な
い
よ
う
に

と
己
を

め

け
た
暗
示

二
人
目
の
義
弟
キ
リ
カ
と
し
て
生
き
て
い
く
事
を
自
身
に

み

ま
せ
る
た
め
の

葉
だ

た

 
し
か
し
今

か
つ
て
の

暗
い
暗
示
は

プ
レ
ミ
ア
へ
の
贈
り
物
と
な

て
い
る

 
彼
女
に
と

て

過
去
を
喪

た

と
い
う
事
実
が
シ

ク
に

す
る
か
は
分
か
ら
な

い

少
な
く
と
も
過
去
を
知
り
た
い
取
り

し
た
い
と
い
う

は
あ
ま
り
見
せ
て
い
な
か

た

そ
れ
だ
け
意
識
が
現
在
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば

は
少
し
で
も
前
向
き
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に
な

て
欲
し
い
と
思
い

そ
の

葉
を
贈

た

 

暗
い
自
己
暗
示
が

ま
さ
か
そ
ん
な
思
い
で
伝
え
る
事
に
な
る
と
は
思
わ
な
か

た
な
と

は

肉
を
感
じ
た

で
は

そ
う
し
ま
す

 
内
心
で
苦

し
て
い
る
と

と
つ

い
た
プ
レ
ミ
ア
が

の
手
を
取

た

そ
の
ま
ま
引
か

れ
た
の
で
立
ち
上
が
る
と

ず
ん
ず
ん
と
迷
い
の
な
い
足
取
り
で
ど
こ
か
へ
進
み
始
め
る

 
そ
の
進
む
先
を
見
て

に

覚
が

え
た

い
で

ど
こ
に
向
か

て
い
る
か
を

す
る

キ
リ
カ

こ
ち
ら
か
ら
と
て
も

味
し
そ
う
な

い
が
し
ま
す

一
緒
に
回
り
ま
し

う

 
全
て
が
ゼ
ロ
だ

た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

す

か
り
食
い
し
ん

な
少
女
へ
と
成
⻑
し
て
い
た

 
分
か

た
よ
と
返
し
な
が
ら

は
さ

き
と
は
別
の
意
味
の
苦

を
浮
か
べ
た

  
・
第
二
エ
リ
ア
主

オ
ル
ド
ロ

ブ



 第十六章 〜
ゼ ロ

Ｎｕｌｌからイチへ〜

 
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｍ
Ｍ
Ｏ
な
ら
新
エ
リ
ア
解
放
で
新
し
い

に
行
く
の
は

し
み
の
一
つ
で
し

と
い
う
作
者

の
見
解
に
よ

て
追
加
さ
れ
た

 
原

ゲ

ム
内
の

写
で
は
他
に
も
様

な

が
あ
る
事
は
確
定
し
て
い
る
が
作
中
で

は
は
じ
ま
り
の

以
外
は
歩
き
回
れ
な
い
し

地
名
も
出
な
い

  
・
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

 
未
だ
出
た
話
が
な
い

 
オ
リ
ジ
ン
内
で
も
一

間
前
後
経
過
し
て
や

と
出
る
く
ら
い

か

た
が
そ
れ
は
カ
ル
マ

回
復
ク
エ
ス
ト
な
ど
の
救
済
手

が
な
い
た
め

 
ブ
ル

カ

ル
は
チ

ト
リ
ア
ル
を
見
て
な
い
人
が
知
ら
ず
に
手
を
出
し
た
場
合
の
事
故

の
よ
う
な
パ
タ

ン
が
多
い

  
・
キ
リ
カ

 
か
つ
て
全
て
を

ゼ
ロ無

に
さ
れ
た
者
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た
見
方
を
す
れ
ば
あ
る
意
味
プ
レ
ミ
ア
の
先

別
人
と
し
て
生
き
る
事
を
強
要
さ
れ
た

点
か
ら
思

・

動
が
ネ
ガ
テ

ブ
寄
り

 
過
去
を
忘
れ
て
い
れ
ば
ま
だ
救
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 

そ
れ
故

プ
レ
ミ
ア
の
意
識
を

今

に
向
け
さ
せ
た

 
そ
の
方
が
よ
り
救
わ
れ

せ
だ
ろ
う
と
想
い

葉
を
贈

た

  
・
プ
レ
ミ
ア

 
ゼ

ロ

Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
か
ら
進
み
始
め
た
者

 
キ
リ
カ
に

れ
歩
か
れ
る
よ
う
に
な

て
か
ら
様

な
事
を
知
り
学
ん
で
い
る
た
め
独
自

の

知
性

を

し
始
め
た

 
す
な
わ
ち

エ
モ

シ

ン
ヴ

イ
ド

感
情
に
し
て
個
性
を
持
ち
始
め
た
の
で
あ
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

歌
姫
編
 

慰
安
バ
カ
ン
ス

  
お

し
ぶ
り
で
す

 
一

月
空
い
て
し
ま

て
す
み
ま
せ
ん

し
か
も
進
ん
で
な
い
ん
だ
よ
な

 

点

セ
ブ
ン

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

二

二
五
年
八
月
十
五
日

金

日

後
九
時
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Ａ
Ｌ
Ｏ
 
シ
ル
フ

方
 
ト

レ

  
Ａ
Ｌ
Ｏ

妖
精
バ
カ
ン
ス

海

ク
エ
ス
ト
に
行
く
わ

 
コ
ラ
ボ
も
あ
る
よ

ユ

ミ

ル
／
歌
姫
セ
ブ
ン
 
歌
姫
レ
イ
ン

  
リ
ア
ル

は
夜
の

に

ま
れ
た
現
在
Ａ
Ｌ
Ｏ
は
時
間
が
同
期
し
て
い
な
い
た
め
真

同

然
の
太
陽
光
が
こ
れ
で
も
か
と

わ
ん
ば
か
り
に

り

い
で
い
る

そ
の
光
を
反

し
キ
ラ

キ
ラ
と

く
水
面
が
地
平
線
の
先
ま
で

い
て
い
た

 
こ
こ
は

状
の
大

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

妖
精
郷
を

う
よ
う
に
存
在
す
る
海
の
一

シ
ル
フ

の
更
に

方
に

す
る
孤

ト

レ

バ
カ
ン
ス
を

し
め
る
砂

や

地

特
有
の

物
で
構
成
さ
れ
た
密
林
を
見
る
に
お
そ
ら
く
デ
フ

ル
ト
の
気

設
定
は
現
実
で
の

道
付
近
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に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
要
す
る
に

い
つ
で
も
海
水

を

し
め
る
場

と
い
う
事
だ

 
も
ち
ろ
ん
圏
外
な
の
で
モ
ン
ス
タ

や

を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

今
の
と
こ
ろ

ど
ち
ら
の
影
も
見
え
て
い
な
い

 
そ
の
砂

で

海
を
バ

ク
に
立
つ
あ
た
し
は
空
中
に
表
示
さ
れ
た
デ

ス
プ
レ
イ
を

作

し
カ
バ

を
バ

ク
に
ル

プ
ア
ニ
メ
が
流
れ
て
い
た

機

面
か
ら
自
身
を

す
カ
メ

ラ

像
に
切
り

え
る

 
し

か
り
設
定
が
出
来
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら

を
開
い
た

や

み
ん
な

 
プ
リ
ヴ

エ

ト

 

セ
ブ
ン

チ

ン
ネ
ル

報
道

の
時
間
よ

 
今
日

は
Ａ
Ｌ
Ｏ

方
の
地

バ
カ
ン
ス
に

し
た
ト

レ

か
ら
水

で
お
送
り
す
る
わ
ね

 
プ
リ
ヴ

エ

ト
と
い
う

の
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
た
後
少
し
ず
つ
そ
し
て
一
気
に
興

と

き
を

わ
に
し
た
反
応
が
一
気
に
流
れ
て
い
く

ど
う
や
ら
水

を

て
の
配
信
と
は
思

わ
な
か

た
ら
し
い

 
そ
れ
は
そ
う
だ

ラ
イ
ブ
配
信
は
事
前
に

知
し
て
い
た
が
場

は
も
ち
ろ
ん

い
に

し
て
も

し
な
か

た
の
だ
か
ら
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ん
み
ん
な

い
て
る
わ
ね

 
こ
れ
は
あ
た
し
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ

た
の
に
今
で
も
見
て
く
れ
て
る
み
ん
な
へ
の
感

の
気
持
ち
と
思

て
ね

 
そ
う

て
く
る
り
と
回
る

す
る
と
予
想

り
コ
メ
ン
ト
が

き
立

た

ち

こ
ち

こ
変

チ

ク
な
発

も
見
え
る
が
ラ
イ
ン
越
え
し
て
な
け
れ
ば
ス
ル

安
定
で
あ
る

  

 

ニ
キ
ネ
キ
セ
ブ
ン
フ

ン
 

 

 
 

０
０
０
 
 
 
 
 
 

 

 
水

感

の
ス
パ
チ

一

月
見
れ
な
か

た
お

び
代
 

 

 
し
か
し
い
つ
の
間
に
企
業

属
に
な

た
ん
で
す

 
 
 
 

  
そ
こ
で
本
日
最
初
の
ス

パ

チ

ト
が
流
れ
た

い
き
な
り
一
万

の
投

と
は
か
な

り

な
人
で
あ
る

ア
カ
ウ
ン
ト
名
に
見
覚
え
は
あ

た
が
そ
の

で
は
初
め
て
見
た
気
が

し
たあ

ニ
キ
ネ
キ
セ
ブ
ン
フ

ン
さ
ん

ス
パ
チ

あ
り
が
と

 
企
業

属
に
な

た
の
は
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三
日
前
よ

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
ラ
イ
ブ
を
す
る
に
あ
た

て

属
し
た
方
が
色

と

だ
か
ら
ね

 
ユ

ミ
ル
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
運

企
業
の
た
め
今
ま
で
プ
レ
イ

の
工

で
作

て
き
た

ス
タ
ジ
オ
設

な
ど
で
多
少
の

を

か
せ
や
す
く
な
る

 
も
ち
ろ
ん
ラ
イ
ブ
配
信
で

一
し
て
も
い
い
の
だ
が
あ
た
し
の
フ

ン
層
は
歌

の
ラ
イ
ブ

配
信
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
生
ラ
イ
ブ
で
得
た
二
グ
ル

プ
が
存
在
す
る

特
に
後
者
は
名
前
が

れ
て

か
ら

に
回
数
を
増
や
し
た
た
め

必
然
的
に
フ

ン
の

得
数
は
上
だ

セ
ブ
ン
の
ラ
イ

ブ

と

い
て
思
い
浮
か
べ
る
の
は
恐
ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
生
ラ
イ
ブ
の
方
が
多
い

 
以
前
は

シ

ム
ロ

ク

の

が
ス
メ
ラ
ギ
の
指
示
で
ス
タ
ジ
オ
設

を
し
て
い
た
が

ギ
ル
ド
を
解

し
て
以

生
ラ
イ
ブ
は
一

も
し
て
い
な
い

あ
た
し
の
生
ラ
イ
ブ
を

し
み
に
し
て
く
れ
て
る
人
も
い
る
し

回
有

を

る
の
も

し

な
い
か
ら
ね

そ
の
と
き
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

伝
に
も
な
る
か
ら

て
ユ

ミ
ル

か
ら
オ
フ

が

来
た
の

 
実

は
生
ラ
イ
ブ
を

し
み
に
し
て
く
れ
て
る
フ

ン
の
願
い
を
叶
え
ら
れ
な
い
と
愚

を

こ

し
た
時

そ
れ
を

い
た
和
人
が
色

と
取
り

ら

て
く
れ
た
の
が
真

で
あ
る

 
ユ
イ
ス
ト
レ
ア
キ
リ
カ
が
ゲ

ム
メ
イ
ン
の
企
業

属
の
配
信
者
な
ら
あ
た
し
は
ユ
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ミ
ル

の

と
な
る
ア
イ
ド
ル

の
配
信
者
と
い
う

組
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
な
る

ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
ｒ
は
そ
の
成
り
立
ち
上
ゲ

ム
配
信
や
ラ
イ
ブ
配
信
を
主
と
す
る
が
ア
イ
ド
ル
活
動
も

ね
て
い
る
人
は
少
な
く
な
い

し
か
し
ユ
イ
達
だ
と
ア
イ
ド
ル
活
動
は
ま
だ

し
い
た
め
そ

の

組
に
入
る
の
は
ど
う
か
と

ノ
之
束

場

の
二
人
に
彼
が

し
て
く
れ
た
の
だ

そ
し
て
広
報
活
動
に

し
て
い
る

事
変
以
前
の
活
動
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

が
良
く
な

た
実
績

が
あ
る

と
し
て

さ
れ
た

と
い
う

だ

 
つ
ま
り
あ
た
し
の
ラ
イ
ブ
は

今
後
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
広
報
活
動
も

ね
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

攻
略
系
は
ア
ル
ゴ
ち

ん
や
ス
ト
レ
ア
ち

ん
達
が
取
り
上

る
だ
ろ
う
か
ら
あ
た
し
は
主

に
サ
ブ
ク
エ
ス
ト
と
か
寄
り
道
系
を
上

て
い
く
つ
も
り
よ

戦
い
だ
け
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
じ

な
い
ん
だ
か
ら

 

ん
す

と

を

り
な
が
ら

う

あ
そ
う
そ
う

予
め

て
お
く
と
ク
エ
ス
ト
中
は
流

に
戦
闘

に

え
る
か
ら
ね

 

と
思
い
出
し

そ
う
付
け
加
え
る
と

え

 
と
不

の
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
る

ど
う

や
ら
あ
た
し
の
水

は
そ
こ
そ
こ

判
が
良
い
ら
し
い

 
ま
あ
色

と
異
性
に

い
キ
リ
ト
に
も

い
た
か
ら

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
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い
や

流

に
圏
外
で
ず

と
水

は
危
な
い
も
の

あ
た
し
一
番
弱
い
ん
だ
し

 
ヴ

フ
ス
事
変
を
経
た
今
あ
た
し
の
種

練

は

り
返
し
を
過
ぎ
て

０
０
に
届

か
ん
と
し
て
い
る
が
そ
れ
で
も
戦
闘
メ
イ
ン
の
み
ん
な
よ
り
は

い

ア
カ
ウ
ン
ト
を
新
し
く

し
た
キ
リ
ト
よ
り
は
上
か
な

と
い
う
程

だ

 
魔
法
の

練

は
自
信
が
あ
る
た
め

の
み
の
行
動
に
な
る
だ
ろ
う

ま

そ
れ
よ
り
も
よ

 
そ
ろ
そ
ろ
今
日
一
緒
に
ク
エ
ス
ト
に
行
く
メ
ン
バ

を

す
る

わ

 
シ
ル
フ
の
剣
姫

リ

フ

ち

ん

 

わ
ず
と
知
れ
た
キ
リ
ト
君
キ
リ
カ
君

達
の
お
義
姉
さ
ん
よ

ど
う
も

 

と
共
に
カ
メ
ラ
に
入

て
く
る
金
髪
の
シ
ル
フ
剣
士

配
信
前
は
水

で

い
で
い
た
彼

女
は

に
見

れ
た
緑

に
身
を

み

⻑
刀
を

に

い
て
い
る

 
彼
女
は

こ
り
と

に
お

を
し
た
後

す
ぐ
に
フ

ド
ア
ウ
ト
し
て
い

た

 
コ
メ
ン
ト
か
ら
は

も
う
フ

ド
ア
ウ
ト

速
過
ぎ
る

な
ど

あ
ま
り
に

な

に
対
す
る
動
揺
が
見
て
取
れ
る

は
い
は
い

テ
ン
ポ
よ
く
行
く
わ
よ

 

は

閃
光

の
二
つ
名
で
知
ら
れ
て
る

剣
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使
い

ア
ス
ナ
ち

ん
よ

 

・
回
復
特
化
の
ウ
ン
デ

ネ
な
の
に
前
衛
で
戦
う
事
か

ら

バ

サ
ク
ヒ

ラ

と
も
呼
ば
れ
て
る
よ
う
ね

ち

と
セ
ブ
ン
ち

ん
や
め
て

 
カ
メ
ラ
に
フ

ド
イ
ン
し
つ
つ

慌
て
た
様
子
の
ア
ス
ナ
が
悲
鳴
を
上

た

 
そ
れ
を

知
ら
ぬ

で
流
し
な
が
ら

カ
メ
ラ
外
に
い
る

・も
・う
・一
・人

に
目
を
向
け
る

そ
れ
と
同
じ
く

舞
姫

で
知
ら
れ
て
る

剣
使
い

ラ
ン
ち

ん

 
彼
女
も
同
じ
く

バ

サ
ク
ヒ

ラ

て
呼
ば
れ
る
事
が
あ
る
ら
し
い
わ

セ
ブ
ン
さ
ん

 
背
を

さ
れ
て
出
て
き
た
ラ
ン
が
非

の
目
を
向
け
て
く
る

や
は
り
そ
れ
も

知
ら
ぬ

で

ス
ル

し
て

彼
女
の
背
中
を

し
た
人
を
手

き
す
る

は
ラ
ン
ち

ん
の

子
の
妹

絶
剣

と
呼
ば
れ
る
片
手
剣
使
い
の
ユ
ウ
キ
ち

ん
よ

 
種

は
闇
妖
精
イ
ン
プ

は

い

こ
ん
に
ち
は

 
ユ
ウ
キ
で
す

 

気
い

い
の

と
共
に

を
下

る
ユ
ウ
キ

彼
女
は
そ
の
後
な
に
か

い
た

な

様
子
の
ア
ス
ナ

ラ
ン
の
二
人
の
手
を
引
い
て
そ
そ
く
さ
と
フ

ド
ア
ウ
ト
し
た
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代
わ
り
に
カ
メ
ラ
に
入

て
き
た
の
は

妖
精
プ

カ
の
槍
使
い

は
ユ
ウ
キ
ち

ん
ラ
ン
ち

ん
と
同
じ
ギ
ル
ド
メ
ン
バ

の
槍
使
い

妖
精
プ

カ

の
サ
チ
ち

ん

 
槍
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど

片
手
剣
も
使
え
る
ら
し
い
わ

 
あ
と
歌
が
上

手
い

て

ど
う
も

サ
チ
で
す

あ
の

最
後

か
ら

い
た
の

キ
リ
ト
君
か
ら
だ
け
ど

き

キ
リ
ト

 
事
実
を

に
す
る
と
サ
チ
は

た
よ
う
な
表
情
に
な

た

ず
か
し
が

て
い
る
が
そ

れ
以
上
に

惑
の
方
が
強
い
ら
し
い

プ

カ
を

ん
で
い
る
時
点
で
歌

力
は
そ
れ
な
り
に
自

信
が
あ
る
と
思

て
い
た
が
違
う
の
だ
ろ
う
か

 
ま

そ
れ
は
い
い
か

と
あ
た
し
は

を
振
る

は
ケ

ト
シ

き

て
の
ス
ナ
イ
パ

剣
使
い

ア

チ
手
シ
ノ
ン
ち

ん

 
シ
ス

テ
ム
ア
シ
ス
ト
圏
外
の
２
０
０
ｍ
先
か
ら
的
中
さ
せ
る

前
は

間

一

て
キ
リ
ト
君
か
ら
の

タ
レ
コ
ミ
よ

シ
ノ
ン
よ

よ
ろ
し
く
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フ

ド
イ
ン
し
た
シ
ノ
ン
は

ん
と

を
振
り
な
が
ら

た
後
来
た
道
を

に

て
い

た

彼
女
も
リ

フ

と
同
じ
よ
う
に

が

い
が
先
の
面

が
そ
ん
な
感

じ
だ

た
の
で

今

は
動
揺
は
少
な
く
思
え
る

 
そ
ん
な
彼
女
に
苦

を
送

た
あ
た
し
は

そ
し
て

 
と
一

強
く
声
を
上

る

あ
た
し
と
一
緒
に
企
業

属
に
な

た

ユ

ミ
ル

の

ア
イ
ド
ル

歌
姫
レ
イ
ン

 

多
刀
流
の
二
つ
名
を
持
つ
あ
た
し
の
お
姉
ち

ん

 
プ
レ
イ

ネ

ム
は
レ
イ
ン
よ

え
へ
へ

ど

ど
う
も

歌
姫
レ
イ
ン
こ
と

レ
イ
ン
で
す

は
じ
め
ま
し
て

 
は
に
か
み
な
が
ら

お
ず
お
ず
と
や

て
き
た

の
鍛
冶
妖
精
が
そ
う
自
己

す
る

  

だ
れ

 

義
弟
が
味
方
し
て
た
実
姉

企
業

属
に
な

て
た
の
か

 

親
な
ら
ぬ
妹
の
七
光
り

 

コ
ネ
か
な

  
レ
イ
ン
の

に
対
し

コ
メ
ン
ト

は

疑

判
の
も
の
が
多
く
な

た
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こ
れ
は
予
想
で
き
た
こ
と
で
は
あ
る

一
か
ら
始
め
数
百
万
の
フ

ン
を

得
し
た
あ
た
し

と
一
緒
に
デ
ビ

し
た
と
な
れ
ば
あ
た
し
の
人
気
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
は
必
然
だ

た

あ
た
し
の
フ

ン
の
分
だ
け
彼
女
の
ア
ン
チ
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ

る 
ま
し
て
や
あ
た
し
が
ず

と
使

て
い
た
チ

ン
ネ
ル
に
い
き
な
り
コ
ン
ビ
を
組
む
よ
う
に

入

て
き
た
と
な
れ
ば
そ
う
な
る
の
も

然
か

 
こ
こ
で
あ
ま
り

護
し
過
ぎ
れ
ば
却

て
反
感
を

て
し
ま
う

そ
れ
は
ユ

ミ
ル
に
と

て
も

そ
し
て
あ
た
し
達
に
と

て
も
良
く
な
い
事
だ

 
だ
か
ら
事
実
だ
け
を

て
い
く

一
応
あ
た
し
も
お
姉
ち

ん
も
オ
フ

が
あ

た
と
は

え
し

か
り
と
し
た
面

と

験
を

け
て

合
格
し
て
デ
ビ

し
て
る
か
ら
ね

あ
た
し
と
違

て
活
動
歴
が
無
い
の
に

た

て
事
は
そ
れ
だ
け
実
力
が
あ
る

て
事
よ

 

は
こ
ち
ら
か
ら
応

し
て
そ
れ
か
ら

さ
れ
て
い
く

だ
が
あ
た
し
達
の
場
合
は

逆
に
オ
フ

が
来
た

身
内
で
会

を
作
る
時
の
流
れ
に
近
い

 
そ
れ
に
彼
女
は
デ
ビ

以

時
間
を
歌

に
使

て
い
る
し

和
人
が

意
し
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た
安
息
の
地
の
空
間
を
使

て
の
ラ
イ
ブ
配
信
も
終
え
て
い
る

び
入
り
ダ

ク
ホ

ス

な
分
実
力
重

な
の
だ

か
と

す
る
か
ら
そ
う
で
も
な
く
見
え
る
だ
け
で
彼
女
の
実

力
は
十
分
だ
と

彼
女
の
ラ
イ
ブ
を
見
れ
ば

得
す
る
に
違
い
な
い

明
日
は
デ

エ

ト
ラ
イ
ブ
す
る
予
定
だ
し
そ
こ
で
お
姉
ち

ん
の
実
力
を
思
い
知
る
と
い

い
わせ

セ
ブ
ン

気
持
ち
は

し
い
け
ど
ハ

ド
ル
上

過
ぎ
な
気
が

も
う

 
お
姉
ち

ん
は

え
め
過
ぎ
な
の
よ

 
そ
ん
な
の
じ

く
パ
フ

マ
ン
ス

も
く
す
ん
で
見
え
ち

う
わ
よ

 
あ
た
し
に
本
気
で
怒
る
く
ら
い
ア
イ
ド
ル
に
な
り
た
が

た
彼
女
は
そ
れ
だ
け
努
力
し
た
の

だ
ろ
う
と
分
か
る

地
が
あ
る

み
重
ね
て
き
た
時
間
は
確
か
に
あ
る
の
だ

 
た
だ
彼
女
は
成

し
た
実
感
が
な
い
だ
け

 
自
信
は
後
か
ら
付
い
て
く
る
だ
ろ
う
と
あ
た
し
は
確
信
し
て
い
る

姉
は
そ
う
か
な

と

信

疑
だ
け
ど

 

く
は
あ
た
し
が
引

て
あ

な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う

 

迷
惑
か
け
た
分

そ
れ
で
返
せ
た
ら
と
思
う
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そ
う

え
て
い
る
事
を
知
ら
な
い
だ
ろ
う
姉
の
背
を

し
て
フ

ド
ア
ウ
ト
さ
せ
た
あ
た
し

は

さ
て

と
流
れ
を
変
え
た

女
性
メ
ン
バ

は
こ
こ
ま
で

 
あ
た
し
以
外
の
七
人
で
一
パ

テ

よ

  

や
べ

メ
ン
ツ
だ
な

 

あ
れ

じ

あ
セ
ブ
ン
ち

ん
は

ロ

 

女
性
メ
ン
バ

は

て
事
は
男
性
も
い
る
の

 

男
は
や
め
て

  
や
や

み
の
あ
る

い
方
を
し
た
か
ら
か

し
の
い
い
人
た
ち
は
す
ぐ
に
気
付
い
た
よ
う
だ

中
に
は

の
コ
メ
ン
ト
を
流
す
人
も
い
た
が

そ
の
人
達
は
無

で
あ
る

 
ま
だ
返
事
こ
そ

て
い
な
い
し

然
と
お
付
き
合
い
を
し
て
い
る

で
は
な
い
が
あ
た

し
の
気
持
ち
に
つ
い
て
は

に

然
の
事
実
で
あ
る

ア
イ
ド
ル
と
し
て
ど
う
か
と
い
う
意
見

も

く
が
知

た
事
で
は
な
か

た

ま
ず
は
こ
の
人

 
あ
た
し
の
活
動
に
欠
か
せ
な
い
人
物

一
時
期
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
の

に
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い
て
た
ウ
ン
デ

ネ
の
剣
士

ス
メ
ラ
ギ
君
よ

 
あ
た
し
の
ア
イ
ド
ル
活
動
の
マ
ネ

ジ

と
し
て
の
あ
た
し
の
助
手
も
し
て
く
れ
て
る
わ

ス
メ
ラ
ギ
だ

よ
ろ
し
く
頼
む

  

さ
し
ぶ
り
に
見
た
な
こ
の

 

見
た
目
に
反
し
て
の
バ
リ
ト
ン
ボ
イ
ス
と
か

過
ぎ
ん
よ

ｗ
ｗ
ｗ

 

セ
ブ
ン
フ

ン
ガ
チ
勢
の
男

 

事
実
上
の
ロ
リ
コ
ン

 
ス
メ
ラ
ギ
君

ど
い

わ
れ
よ
う
ね

構
わ
ん

わ
せ
て
お
け

気
な
さ
は
海
に
来
て
も
変
わ
ら
な
い
わ
ね

そ
れ
は
海
と
無

で
は
な
い
か

 
そ
も
そ
も

は
浮
き
輪
が
無
い
と

な
い
セ

ブ
ン
が
溺
れ
た
時
の
た
め
に
来
て
い
る
ん
だ
が

海

に
潜
る
と

い
た
が
大

な
の
か

残
念
で
し
た

 
先
月
に
特

し
て
克

済
み
よ
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な
ん

だ
と

あ
れ

 

て
な
か

た

け

初

だ
が

あ
は
は

ご
め
ん
ご
め
ん

最
近

し
過
ぎ
て
伝
え
忘
れ
ち

て
た
み
た
い

ま

し
か

た
の
は
事
実
だ
か
ら
な

 
や
や
遠
い
眼
を
し
つ
つ
ス
メ
ラ
ギ
は

息
し
た

⻘
い

や

髪
が
く
す
ん
で
見
え
る
の
は

気
の
せ
い
で
は
な
い
だ
ろ
う

 
最
近
は
三
つ
に
増
え
た
和
人
の
機
体
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
つ
つ
オ
リ

ジ
ン
の
異
変

に
時
間
を

や
し
て
た
か
ら

殺
さ
れ
て
い
た
の
は
事
実

こ
う
し
て
仮
想

世
界
に
ダ
イ
ブ
す
る
の
も
か
な
り

し
ぶ
り
だ

  

い
き
な
り
テ
ン
シ

ン
下
が

た
な

 

い
つ
か
過
労
死
す
る
ん
じ

ね

 

知

て
る
か

こ
れ
で
二
人
と
も
未
成
年
な
ん
だ

 

ウ

だ
ろ
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マ
ジ
な
ん
だ
よ
な

  
あ
た
し
達
の
ダ
ウ
ナ

な
テ
ン
シ

ン
に

て
ら
れ
て
か
コ
メ
ン
ト

も
似
た
よ
う
な
テ
ン

シ

ン
に
な
り
始
め
た

他

で
見
て
い
る
リ

フ

達
は
苦

し
て
い
る

 
こ
れ
は
い
け
な
い

と
あ
た
し
は

を
振

て
気
分
を
切
り

え
る

ま
今
日
は
そ
ん
な
あ
た
し
達
よ
り
も

し
く
し
て
た
人
も
い
る
し
そ
の
人
の
慰
安
も

ね
て
る
の
よ
ね

と
い
う

で

最
後
の
メ
ン
バ

を

す
る
わ

 
そ
う

た
あ
た
し
は
近
く
に
立

て
い
た
人
物

レ
プ
ラ
コ

ン
の
少
年
の
手
を
引

り

カ
メ
ラ
に

す

最
後
の
一
人
は
キ
リ
ト
君

 
リ
ア
ル
で
は
黒
髪
黒
目
だ
け
ど

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
銀
髪
に
金
の

よ

 
今
日
は
キ
リ
ト
君
の
慰
安
と
そ
の
監

も

ね
て
こ
こ
に
呼
ん
で
る
わ

ど
う
も

キ
リ
ト
で
す

監

さ
れ
て
ま
す

助
け
て

監

し
て
な
い
と
ロ
ク
に

ま
な
い
キ
リ
ト
君
の
自
業
自
得
よ

 
や
や

ざ
け
て
い
る
の
は
分
か
る
が

人

き
が
悪
い
の
で

行
で
却
下
し
て
お
く

 



 幕間之物語：歌姫編 〜慰安バカンス〜

 

仕
事
中

か
な

 

過
労
死
し
そ
う

確
信

 

最
年
少
が
一
番
過
労
死
に
近
い
と
か
ど
う
な
の

 

過
労
死
よ
り
も
戦
死
の
可
能
性
が
高
い
ん
だ
よ
な

こ
こ
最
近
の
活
動
を
振
り
返

り
つ
つ

 
そ
う
な
の
よ
ね

危
険
な
ト
コ
に
は
出
来
る
だ
け
近
付
い
て

し
く
な
い
ん
だ
け
ど

そ
う
し
な
い
と
ま
た
世
界
の
危
機
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
仕
方
な
い

そ
う
な
の
よ
ね

  

正
に

穴
に
入
ら
ず
ん
ば

を
得
ず

だ
な

 

結
果
的
に
義
弟
自
身
の
安
全
に
も
繋
が
る
と
い
う

肉
よ

 

ま
だ
危
機
が
残

て
る
な
ら

ん
で
る
場
合
じ

な
い
だ
ろ
定
期

  
最
新
の
コ
メ
ン
ト
が
表
示
さ
れ
た
時

く
と
あ
た
し
の

が

く
つ
い
た
の
が
分
か

た
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対

の
火
事
と
ば
か
り
の
他
人
事
な
発

に
苛
立

た
の
だ

 
だ
が

あ
た
し
が

か
を

う
よ
り
も
速
く

キ
リ
ト
が

を
開
い
た

動
き
た
い
の
は

だ
け
ど

上

に
止
め
ら
れ
た
ら
そ
う
も
い
か
な
い

や
兵

の
使

許
可
が
な
け
れ
ば

も

の
中
の
獣
と
変
わ
ら
な
い

 
そ
う

て

彼
は
あ
た
し
や

に
い
る
リ

フ

達
に
苦

を
向
け
た

 
そ
の

線
に

む
も
の
を

し
た
あ
た
し
も
ま
た
苦

す
る

あ
た
し
達
が

て

い
た
い
の
か
し
ら

今
は

楔

だ
け
ど

な

よ
ね

仮
想
世
界
は
自
由
だ
か
ら
十
分
だ
よ

 
リ
ア
ル
で
は
彼
の
行
動

は
極
め
て
制
限
さ
れ
て
い
る

国
外
に

ぶ
事
だ

て
反
対

か
ら
す
れ
ば
危
険
だ
の
一
点

り
だ

た

亡
国

に

返
る
の
で
は
ま
た

す
る
の

で
は

と

そ
の
意
見
を

ね
の
け
る
た
め
の

か
ら
し
て
い
る
行
動
制
限

 

外
的
に
そ
れ
が
解

さ
れ
た
の
は
国
外
の
亡
国
の
ア
ジ
ト
や

製

会

ス

ク
ト
ル

に
あ
る
だ
ろ
う
創
世
記

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
の

発
ク
リ

チ

の

に
彼
の
力
が
必
要
と
さ
れ
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た
か
ら
だ

に
行
き

り
始
め
て
い
る
件
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
と
は

え
ユ
ウ
キ
達
が
ア

バ
タ

で
対
峙
し
た
ハ
ン
タ

な
ど
現
代
火
器
を
以
て
し
て
も
危
険
性
の
高
い
ク
リ

チ

は
や
は
り
多
い

の

も
絶
対
で
は
な
い
し

者
が
ク
リ

チ

に

れ
て

い
な
け
れ
ば
最
悪
二

三

を
生
み
か
ね
な
い

そ
れ
を
危
惧
し
た

国
上
層
部
や

Ｂ
Ｉ
Ａ

幹
部

彼
自
身
の

も
あ
り

バ
イ
オ
テ
ロ
に

た
る
面

の
監

補

と
し

て
彼
が

ば
れ
た

 
あ
た
し
達
は
あ
ま
り
い
い

を
し
な
か

た
が
大
義
名
分
を
背
負

て

の

を
見
た
り

国
上
層
部

者
や
軍
部
と
繋
が
り
を
持
て
る
絶

の
機
会
だ
と

わ
れ

れ
ば

許
さ
ざ
る
を
得
な
か

た

 
更
に
お

明
け
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
た
め
に

国
の

最
大
戦
力
で
も
あ
る
国
家
代
表
が
来
日
す
る

つ
ま
り
事
変
以

Ｂ
Ｉ
Ａ

参
加
国
のみ

う名
だ
い代

と
し
て
日
本
に

在
し
て
い
た
代
表
候
補
生
た
ち
が
帰
国
す
る
と
は
い
え
一
時
的
に
国

力
が

下
が

て
し
ま
う

そ
の
隙
に
製

会

ス

ク
ト
ル
イ
コ

ル
亡
国
機
業
が
事
を

こ
し
に
く
い
よ
う
に
と

行
動
制
限
の
一
時
解

が
認
め
ら
れ
た

 
そ
れ
が
再
開
さ
れ
た
と
い
う
事
は
世
界
中
の
ア
ジ
ト
や
製

会

ス

ク
ト
ル

部
の
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・

払
い
は
終
わ
り

彼
が
必

と
な
る
状
況
が
な
く
な

た
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

 
つ
ま
り
今
す
ぐ
に
危
機
的
状
況
に

る
可
能
性
は

く
な

た
と
い
う
事
な
の
だ

 

こ
の
一

の
流
れ
は
ア
ジ
ト
襲
撃
を

い
て
全
て

の
声
明
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
事
だ

 
も
ち
ろ
ん
Ｂ
Ｉ
Ａ
の
ホ

ム

ジ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る

彼
が
大
き
く
動
く
事
の
必

要
性
を
明
示
し
な
け
れ
ば

反
対

が
面
倒
な
事
を

い
始
め
る
か
ら
だ

 
そ
の
必
要
性
が
無
く
な

た
な
ら
自
ず
と

え
は
決
ま

て
く
る
の
だ
が

そ
れ
に
こ
こ
に
来
れ
る
と
い
う
事
は
そ
れ
だ
け
リ
ア
ル

は
平
穏
に
近
付
い
た
と
い
う
事

で
も
あ
る

が
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

な
ん
て
無
い
方
が
い
い
ん
だ

そ

ち
の
方
が

明
ら
か
な
異
常
事

な
ん
だ
か
ら

キ
リ
ト
君

 
彼
の

葉
に
あ
た
し
は

葉
に

い

ん
だ

そ
の
異
常
事

の
現
場
に
生
身
で
行
か
な
い

あ
た
し
が

え
る
事
は

も
な
い
気
が
し
た
か
ら

 
そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か

彼
は

み
を
向
け
て
き
た

そ
れ
で

今
日
の
ク
エ
ス
ト
は
な
ん
だ

 

息
が
メ
イ
ン
な
ら
大
変
な
も
の
じ

な
い
ん
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だ
ろ
う

 
も
う
こ
の
話
は
こ
こ
ま
で
だ

と

外
に

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

 
は

と
し
た
あ
た
し
は

気
を
取
り
直
し
て

を
開
い
た

そ
う
ね

道
中

説
明
す
る
わ

み
ん
な

行
き
ま
し

う

 

え
て
コ
メ
ン
ト
を
見
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら

あ
た
し
は
キ
リ
ト
と
ス
メ
ラ
ギ
の
二
人
と

パ

テ

を
組
む

を
出
し
つ
つ

水

の
上
に

せ
る
よ
う
に
戦
闘

を

た

 
そ
れ
か
ら
あ
た
し
は

を

わ
せ

の
⻘
空
へ
と

び
立

た

  
・
慰
安
配
信
の
経

 

セ
ブ
ン
の
キ
リ
ト
と
の
く
ん
ず

ぐ
れ
つ
を
知
ら
れ
た

 

キ
リ
ト
が

み
を
得
た

世
界
が
一
時
的
に
で
も
平
穏
に
な

た

 

と

え
ば
海
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Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ク
エ
ス
ト
を
配
信
し
て
広
報
活
動

  
・

国
の
亡
国
ア
ジ
ト

 
判
明
し
て
い
る
限
り
は

滅
完
了

 

の

収
済
み

ア
ジ
ト
襲
撃
組
で
の
み
共
有

  
・
製

会

ス

ク
ト
ル

部

 
地
下

の
ク
リ

チ

滅
完
了

 

の

収
済
み

Ｂ
Ｉ
Ａ
経
由
で

国
共
有
済
み

  
・

歌
姫
セ
ブ
ン

七
色

 
二
つ
名

歌
姫

 
ユ

ミ
ル

属

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ア
イ
ド
ル

 
個
人
勢
だ

た

か
ら
百
万
超
え
の
フ

ン
を
有
す
る

シ

ム
ロ

ク

解

後
か
ら
ラ

イ
ブ
が
出
来
て
お
ら
ず
要
望
に
応
え
る
た
め
和
人
経
由
で
企
業

属
に
な

た

そ
の
過
程
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で
二
つ
名
を
姉
妹
ユ
ニ

ト
の
名

い
に

す
る

 
ユ
イ
達
が
ゲ

マ

ズ
な
ら
セ
ブ
ン

レ
イ
ン
は
ア
イ
ド
ル
グ
ル

プ

 
臨
海
学

前
の
猛
特

で
の
や
り
取
り
が

間
に
知
ら
れ
た

キ
リ
ト
の
慰
安
の
必
要
性
が
か

み
合

た
た
め
今
回
の
ク
エ
ス
ト
に

む
事
に

 
ク
エ
ス
ト
と
は

う
が

い
た

は

い
の
で
キ
リ
ト
に
は
観
光
し
て
も
ら
う
つ
も
り

で
呼
ん
で
い
る

 
配
信
は
仕
事
と
し
て
し
て
い
る

 
種

練

０

  
・

歌
姫
レ
イ
ン

虹
架

 
二
つ
名

多
刀
流

 
ユ

ミ
ル

属

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ア
イ
ド
ル

 
無
名
か
ら
い
き
な
り
の
転
身

セ
ブ
ン
フ

ン
か
ら
の
風

た
り
は
強
い
が

歌

力
は
高

く

ア
イ
ド
ル
業
へ
の
入
れ

み
の
強
さ
か
ら

で
実
力
は
高
い

 
や
や
引

み
思

な
性
格
の
た
め
過
小

価
さ
れ
が
ち
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自
身
の
新
設
チ

ン
ネ
ル
で
一
緒
に
配
信
し
て
い
る

 
種

練

８
１
０

  
・

キ

リ

ト

桐

谷
和
人

 
二
つ
名

解
放
の
英
雄

世
界
最
兇

 
ユ

ミ
ル

属
テ
ス
タ

デ
バ

カ

日
本

務

属
特
別

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト

リ

ム

ラ
イ
タ

Ｂ
Ｉ
Ａ

特
別

問

そ
の

か
多
数

 
Ｂ
Ｉ
Ａ
設
立
以

日
夜
ず

と

き

け
て
い
た
事
も
あ
り
お

み
を

得

家

意
味

サ

ビ
ス
に

や
す

 
ゲ

ム
を
し
て
い
る
事
を

判
さ
れ
る
が

そ
れ
だ
け
世
界
は
平
和
に
な

た

と
反
論
し

て

ら
せ
て
い
る

世
界
の
問

を
子

一
人
に
背
負
わ
せ
る
事
そ
の
も
の
が
異
常
な
の
で

反
論
は

非
も
な
い
ネ

 
種

練

３

０

力
勝
負
で
セ
ブ
ン
に

し
倒
さ
れ
る

  

で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

時
に
な
る
や
ら
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幕
間
之
物
語

歌
姫
編
 

ユ

ウ

シ

喪
失
ヲ
怖
レ
ヌ
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

が

た

や

た
ゼ

 
で
も

は
分
か
ら
ん
ネ

 

点

セ
ブ
ン

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  
出
発
し
て
か
ら

く
経
ち
バ
カ
ン
ス
に

し
た
ト

レ

が
見
え
な
く
な

た

あ
た

し
達
は
数
体
の
モ
ン
ス
タ

と
会

し
た

名
前
を
オ

シ

ン
グ
ラ
ン
サ

と

う
そ
れ
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は
初

ダ
ン
ジ

ン
な
ら
ボ
ス

の
戦
闘
力
を
持
つ
イ
ビ
ル
グ
ラ
ン
サ

の

種
で
推

種

練

は
２
０
０
前
後
と
さ
れ
て
い
る

 
つ
ま
り

ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を
攻
略
し
た
面

な
ら

同
然

 
し
か
し
モ
ン
ス
タ

達
も

有
魔
法
を
使

て
来
る
た
め

断
は
で
き
な
い

特
に
グ
ラ
ン

サ

系
は
一
ツ
目
か
ら
放
た
れ
る
邪
眼
な
る
カ

ス
系
魔
法
攻
撃
が

だ

カ

ス

い
わ

る

い

の
状

に
な
る
と
大

な
一
時
的
ス
テ

タ
ス
ダ
ウ
ン
を
強
い

ら
れ
る
の
だ
が
そ
れ
は

合
ダ
ウ
ン
な
の
で
あ
る

オ

シ

ン
グ
ラ
ン
サ

は
序

ク
ラ
ス

の

な
の
で
ま
だ
い
い
が
中

ク
ラ
ス
以
上
の

と

て
出
て
こ
ら
れ
る
と
た
ち
ま
ち
戦
況

を

く
り
返
す
ジ

カ

に
な
り
得
る

そ
う
で
な
く
と
も
ス
テ

タ
ス

下
イ
コ

ル
戦

闘
時
間
の

⻑
な
の
で
武

の
損

も

し
く
な
る

ま
た
配
信
的
に
も
中

み
し
て
し
ま
い

取
れ
高
的
に
も

ま
し
く
な
い

 
ま
あ
別
種
の

が

な
い
な
ら
そ
の

さ
は
発

し
切
れ
な
い
の
で
オ

シ

ン
グ
ラ
ン

サ

達
は
そ
の
数
を
一

ま
た
一

と

ら
し
て
い

て
い
る
が

せ

あ
あ
あ

 
最
後
の
一

と
な
り
恐
れ
を

し
た
か

よ
う
と
し
た

死
の
グ
ラ
ン
サ

目
掛
け
ア
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ス
ナ
が
⻘
白
い
光
を

ら
し
な
が
ら
突

強

な

突
を
弱
点
の
一
ツ
目
に

き

ま
れ
た
グ

ラ
ン
サ

は

ピ
ギ

と
い
う
断

魔
を
最
後
に
五
体
を

さ
せ
た

 
コ
メ
ン
ト
で
は

や
は
り
バ

サ
ク
ヒ

ラ

と
彼
女
を

う

の
も
の
が
多
数
流

れ
て
い
る

 
ま
あ
カ

ス
系
魔
法
を
使
う
だ
け
あ
り
グ
ラ
ン
サ

系
Ｍ
ｏ
ｂ
の
魔
法

は
高
い
ら
し
い

か
ら
剣
で
攻
撃
す
る
の
は
間
違
い
で
は
な
い

 

そ
も
そ
も

特
化
の
ウ
ン
デ

ネ
が
前
衛
に
出
る
事
が
間
違
い
で
あ
る
事
は
突

ん
で
は
い
け
な
い

ア
ス
ナ
さ
ん

お

れ
様
で
す

ラ
ン
ち

ん
も
お

れ

 
そ
ん
な
ツ

コ
ミ
禁
止
の
ウ
ン
デ

ネ
達
が
ハ
イ
タ

チ
を
交
わ
し

い
を
労

た

 
そ
の

ら
で
剣
を

に

め
た

紺
の
剣
士
ユ
ウ
キ
が

を
開
く

う

ん

ね

セ
ブ
ン

結
構

ん
だ

だ
け
ど
ま
だ

き
そ
う
に
な
い
の

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
情
報
掲
示
板
に
載

て
い
た
ク
エ
ス
ト
を
知
り
情
報

の
ア
ル
ゴ
か
ら

も
マ

プ

標
は

て
い
る
と
は

え
海
中
に
あ
る

物
を
海
上
か
ら
探
し
て
も
目

も
無
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い
の
に
見
つ
か
り

こ
な
い

だ
か
ら

標
の
上
空
ま
で
は

ん
で
い
く
事
を
話
し
合

て
い

た 
そ
の
マ

プ
デ

タ
を
持

て
い
る
あ
た
し
は
メ
ニ

を
開
き

確
認
す
る

 
分
か
り
や
す
く

を
付
け
て
い
た
場

の

直
近
で
あ
た
し
達
の

を
示
す
光
点
は
明
滅

し
て
い
た

標
で
は
こ
の

の

だ
け
ど

セ
ブ
ン

あ
そ
こ
で
は
な
い
か

 
あ
た
し
の

葉
を

い
て

の
海
面
を
見
回
し
始
め
た

間
達

そ
の
中
で
最
初
に
声
を
上

た
の
は
ス
メ
ラ
ギ
だ

た

彼
の
グ
ロ

ブ
に

ま
れ
た
指
が
海
面
の
一
点
を
指
し
示
し
て
い

る

そ
の
一
か

だ
け
が
集
中
的
に
光
を
放

て
い
て
明
ら
か
に
太
陽
光
の
反

で
は
な
い
光

り
方
を
し
て
い
た

 
方

的
に
も

そ
の

離
的
に
も
目
的
地
が
そ
こ
だ
と
判
断
し
あ
た
し
は
み
ん
な
に

き

掛
け
る

そ
れ
じ

あ

ウ

タ

ブ
レ

シ
ン
グ
の
魔
法
を
掛
け
る
ね

 
そ
う

て

ア
ス
ナ
が

を
始
め
る
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ウ

タ

ブ
レ

シ
ン
グ

直

し
て
水
中
呼

と
な
る
そ
れ
は

水
中
探
索
の

に

は
必

の

魔
法
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
だ

必

故
に
全
種

が

得
可
能
だ

が
ウ
ン
デ

ネ
の
そ
れ
は
水
属
性
で
あ
る
事
更
に

系

で
あ
る
事
か
ら
最
終
的
な

果
時
間
は
他
の
種

の

以
上
と
さ
れ
る

 

果

は
パ

テ

メ
ン
バ

の
み

 
つ
ま
り
ア
ス
ナ
と
別
パ

テ

の
あ
た
し
ス
メ
ラ
ギ
キ
リ
ト
は

外
だ
が
そ
こ
は

同
じ
ウ
ン
デ

ネ
の
ス
メ
ラ
ギ
が
同
じ
魔
法
を
使

て
対

し
て
く
れ
た

彼
も
ま
た
ウ
ン

デ

ネ
な
が
ら
前
衛
と
い
う
ち
ぐ
は
ぐ
な
ビ
ル
ド
構
成
だ
が
あ
た
し
や
キ
リ
ト
が
使
う
よ
り

は

果
時
間
が
⻑
い

 
十
人
全

に

魔
法
が
掛
か

た
事
を
確
認
し
た
あ
た
し
は

ク
エ
ス
ト
を
持

て
き
た

リ

ダ

と
し
て
先

を
切

て
海
に
直
進
し
た

 
ぐ
ん
ぐ
ん
と
海
面
が

り

あ
た
し
は
反

的
に
目
を

た

 

直
後

ざ

ん

と

を
立
て
て
潜
水
す
る

 
全
身
を
水
が

た

 

覚
を

す
る
く
ぐ
も

た

の
中
に
水
が
入

て
い
る
の
に

そ
れ
で
も
確
か
に
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後
を
追

て
き
た

間
達
が
潜
水
す
る

を
し

か
り
と

え
た

お
風

の
中
で

く
の
と
は

違
い

そ
の

は
ど
こ
か
ハ

キ
リ
し
て
い
る

 
こ
れ
が
仮
想
世
界
な
ら
で
は
の

 
世
界
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
が
作
り
出
す

は
く
ぐ
も

て

こ
え
て
プ
レ
イ

の
立
て
る

は
空
気
中
の
そ
れ
と
同
じ
に
な
る
よ
う
最

化
さ
れ
て
い
る
ら
し
い

そ
の
ち
ぐ
は
ぐ
さ
が
な

ん
と
な
く
気
持
ち
悪
く
思
え
た

 

な
心
地
に
な
り
な
が
ら
眼
を
開
く

 
ウ

タ

ブ
レ

シ
ン
グ
に
は
水
中
呼

だ
け
で
な
く
水
中
で
の
暗

補
正
も
あ
る
ら

し
く
海
中
の
様
子
は
思

た
よ
り
も
ハ

キ
リ
と
見
え
た

配
信

像
も
あ
た
し
の

覚
補
整

と
同
期
し
て
い
る
の
か
し

か
り

れ
て
い
る

 
一

で

え
ば

新

だ

た

 

上
か
ら

と
な

て

り

ぐ
太
陽
光
を
水
中
の

の

が
乱
反

さ
せ
る

そ
れ
で

ら
さ
れ
る
水
中
は
地
上
で
は
見
れ
な
い
世
界
を

し
出
し
て
い
る

小
さ
な

の
種

も
思

た
よ
り
多
い

 
そ
の
小
さ
な

を

て

よ
り
大
き
な

が
近
づ
い
て
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セ
ブ
ン

モ
ン
ス
タ

だ

 
ス
メ
ラ
ギ
の

意
で
大
き
な

が
モ
ン
ス
タ

で
あ
る
事
に
気
付
く

と
見
れ
ば
そ
の

ア
ビ
ス
シ

ク
と
い
う
サ
メ
モ
ン
ス
タ

の

線
は
あ
た
し
に

定
さ
れ
て
い

た 
気
付
か
れ
た

と
判
断
し
た
の
か

サ
メ
の
遊

速

が
一
気
に
上
が
る

 

い
た
あ
た
し
は
慌
て
て

を
開
け
た

 
開
け
て
し
ま

た

 

の
中
い

い
に
海
水
が
入

て
く
る

の
穴

や

の
中
に
感
じ
る
水
の
感

覚
は
不
快
だ
が
現
実
の
そ
れ
と
違

て

み
や
苦
し
さ
は
な
い

し
か
し
そ
の
水
を
異
物
と

認
し
た
あ
た
し
の

は

え

反

を

こ
し
て
し
ま

た

 
ご

と
無
数
の
気

が

や

か
ら

れ
出
す

か
ら
空
気
が
出
て
い
く

け
た
分

を
取
り

そ
う
と
反

的
に
息
を

て

ま
た
水
で

反

が
出
る

 
あ
た
し
は

乱
し
て
水
中
で

掻
く
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槍
で

す
る
な
ん
て

と
て
も
出
来
そ
う
じ

な
か

た

デ

ス
チ

ジ

 
そ
の
時

ズ
ヴ

 
と
水
を
切
り
裂
い
た
闇
に

ア
ビ
ス
シ

ク
が

み

ま
れ
た

黒
い
背

に
浮
か
ぶ
サ
メ
の

バ

が
物

い
勢
い
で

れ
て
い
く

 
一

れ
て
ガ
シ

ン

 
と
モ
ン
ス
タ

が
倒
れ
る
時
の

が
水
中
に

い
た

キ

ラ
キ
ラ
と
光
が
四

す
る

ち

け

セ
ブ
ン

 
そ
の
光
を
背
に
す
る
よ
う
に

銀
髪
の
少
年
が

り
て
き
た

く
り
呼

を

り
返
す
ん
だ

深
呼

が

水
中
呼

の
コ
ツ
だ

ん
 

わ
れ
た

り
あ
た
し
は

く
り
呼

を

り
返
し
た

の

が
苦
し
い
感
じ
は
あ

た
が

ち

い
て
呼

を

り
返
す
と

反

は
鳴
り
を
潜
め

第
に
苦
し
さ
が

れ
て

い

た

 
十
回

ど
呼

を

り
返
せ
ば

あ
た
し
は
な
ん
と
か
え
づ
く
事
な
く
呼

で
き
る
よ
う
に

な

て
い
た
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あ

あ
り
が
と
う

す

ご
く
苦
し
か

た
わ

最
初
は
水
の
感
覚
の
せ
い
で
そ
う
な
る
よ

キ
リ
ト
君
も
な

た
事
あ
る
の

反
が
出
な
い
よ
う
水
中
呼
出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
小
一
時
間
は
掛
か
た
か
な

 

線
を
反
ら
し
て

う
彼
の
目
は
ど
こ
か
遠
い

 
彼
の
後
ろ
で
あ

た
な

と

を
組
む
リ

フ

が

い
て
い
る

り
実

そ
れ
く
ら

い
掛
か

た
ら
し
い

あ
た
し
と
出
会
う
前
に
水
中
ダ
ン
ジ

ン
に

も
う
と
特

し
た
時
の
事

だ
ろ
う

 
な
ん
と
な
く

た

れ
な
く
な

て

線
を
反
ら
す
と

コ
メ
ン
ト

が

界
に
入

た

  

い
き
な
り
溺
れ
初
め
て
び

く
り
し
た
け
ど
そ
う
か

反

か

水
と
空
気

を

う
な
ん
て
し
な
い
も
ん
な

 

水
中
呼

て
フ

ン
タ
ジ

じ

ザ
ラ
だ
け
ど
こ
う
い
う

と
し
穴
も
あ
る
ん
だ
な

 

運
動
系
の
人

ど
反

出
や
す
そ
う
ね

 

と
い
う
よ
り
は
感
覚

か
そ
う
で
な
い
か
が
分
か
れ
目
な
気
が
す
る
な

感
覚

だ
と
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応
が
速
い
だ
ろ
う
し

 

じ

あ
セ
ブ
ン
ち

ん
は
感
覚

じ

な
い

て
コ
ト
か

 

義
弟
よ
り
は

て
付
く
だ
ろ
う
な

 

小
一
時
間
は
流

に
掛
か
り
過
ぎ
な
気
も
す
る
が

 

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
の
作
成
と
い
い
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
行
動
を
見
る
限
り
バ
リ
バ
リ
の
理

で
し

う
ね

時
間
が
掛
か

た
の
は
そ
の
せ
い
も
あ
る
か
と

 

セ
ブ
ン
ち

ん
の
場
合

義
弟
の
存
在
感
で

ち

い
た
可
能
性
も
無
き
に
し
も
非
ず

 

と
い
う
よ
り
最
初
は

て
な
か

た
し

い
た
の
が
一
番
の
原
因
で
は

 

サ
メ
は

く
よ
な

 

ダ

ダ
ン

 
ダ

ダ
ン

の
重

 

メ
ロ

  

中
か
ら
話
が
脱
線
し
て
有
名
な
サ
メ

の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

て
い

た

正
直
さ

き
の

は
醜

だ

た
か
ら
助
か

た

間
違
い
な
く
切
り

か
れ
る
だ
ろ
う
け
ど
そ
こ
は

め
た

 
気
を
取
り
直
し

あ
た
し
は

払
い
を
し
た
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み
ん
な

ご
め
ん
な
さ
い

断
し
ち

て
た
わ

気
を
取
り
直
し
て
行
き
ま
し

う

 
そ
う

て
み
ん
な
を

し
て
か
ら

あ
た
し
は
マ

プ
が
示
す

標
へ
と

ぎ
始
め
た

 
そ
の
間
に
も
コ
メ
ン
ト
は
流
れ
て
い
く

に

暗
く
な

て
い
く
海
中
を
見
て

サ

メ

サ
メ

と

暗
さ
を
感
じ
る
文
が
流
れ
る
が

同
時
に

に

り
付
く
海

な
ど
に

し
た
も
の
も
少
な
く
な
か

た

 
そ
れ
を
流
し
見
な
が
ら

ぐ
こ
と

く

あ
た
し
達
は
海

に

え
る
神
殿
に

り

い
た

  
神
殿
に

り

い
た
あ
た
し
達
は
神
殿
の
入
り

に

む
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

人
Ｎ
ｅ
ｒ
ａ

か
ら
ク
エ
ス
ト
を

し
た

 
ク
エ
ス
ト
名
深
海
の
略
奪
者
と
い
う
そ
れ
は

人
が
古
い
友
人
へ
と

意
し
た

物

を
神
殿
を
根
城
に
す
る

た
ち
に
奪
わ
れ
た
の
で
そ
れ
を
取
り
返
し
て

し
い

と
い

う
内
容
だ

た

物
は
一

え
す
る

ど
の

大
な
真

だ
と
い
う

 
レ
イ
ド
で
も
参
加
で
き
る
ク
エ
ス
ト
と
い
う
事
は
事
前
に
把
握
し
て
い
た
あ
た
し
達
は
十
人
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で
そ
の
ク
エ
ス
ト
を

し

神
殿
へ
と
進
入
し
た

 
水
中
と
い
う
事
も
あ
り
道
中
は
種

様

な
水

モ
ン
ス
タ

と
会

中
に
は
神
殿
の
ト

ラ

プ
や
ギ
ミ

ク
で
出
て
く
る
も
の
も

て

不
意
に
襲
い
掛
か
ら
れ
る
こ
と
も
あ

た
が

不
人
気
ク
エ
ス
ト
と
い
う
の
も

得
の
弱
さ
で
こ
ち
ら
の

は
び
く
と
も
し
な
い

 

と
は

え

だ

 
水
中
戦
闘
で
は
地
上
と
異
な

て
近

武
器
の
振
り
が

く
な
る
た
め
加
速
分
の
ダ
メ

ジ

を
得
ら
れ
な
い
デ
メ
リ

ト
が
あ
る

こ
れ
が

者
だ

た

足
に
武
器
を
振
る
え
な
い
こ
ち

ら
に
対
し
あ
ち
ら
は
水

で
あ
る
事
を
十
全
に
活
か
し
て

く

ぐ
た
め
思

た
よ
う
に

攻
撃
を

て
ら
れ
な
い

 
な
ら
ば
魔
法
と
な

た
が

は
水
中
な
の
で
使

不
可

も
感
電
ダ
メ

ジ
で
デ
メ
リ

ト
し
か
な
い
の
で
実

禁
止

氷
も
同
じ

風
は
前
衛
が
吹
き

ば
さ
れ
る
の
で
禁
止

地
属
性

は
問

無
い
が

手
は
実

に
浮
い
て
い
る
よ
う
な

手
な
の
で

や

か
ら
突
き
出
る

槍
が
な
か
な
か

た
ら
な
い

 
そ
ん
な
風
に
手
古

る
中
一

い
た
の
が
キ
リ
ト
の
自
作
魔
法

も
と
い
魔
術
だ

た

 
彼
の
魔
術
も
先

の
属
性
は
使
え
な
い
が
彼
は
聖
闇
属
性
を

ん
で
い
た
よ
う
で
お
構



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

い
な
し
に
極
太
の
光
線
を
ぶ

し
も
の
の
数

で
モ
ン
ス
タ

達
を
撃
滅
し
て
い
く

前
衛

は
彼
の

が
完
了
す
る
ま
で
の

が
あ
れ
ば
一
二
体
を
間
引
く
立
ち
回
り
に
な

て

い
た

 
今
も
ま
た

三

は
い
た
コ
バ
ン
ザ
メ
風
の
小
型
モ
ン
ス
タ

が

め
て
闇
の
光
線
に

ま

れ

し
た

  

義
弟
の
魔
法
強
過
ぎ
ワ
ロ
タ
ｗ
ｗ
ｗ

  
そ
の
光

を
見

け
た
か
ら
か

そ
ん
な
コ
メ
ン
ト
が
目
に
付
い
た

 
あ
の
魔
法

い
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル
は
喰
ら

た
事
が
あ
る

こ
そ
違

う
が
ア
レ
は
ス
ヴ

ル
ト
最
後
の
エ
リ
ア
ラ
ス
ト
ダ
ン
ジ

ン
の
入
り

で
立
ち
は
だ
か

た
彼
が
オ

デ

ン
軍
と
シ

ム
ロ

ク

セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
全
軍
を
壊
滅
さ
せ
る
時
に
使

た
魔
術
だ

 
ボ
ス
す
ら
一

で

か
す
あ
の
破
壊
力
は
プ
レ
イ

に
許
さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い

し
か

し
彼
が
実

に
行
使
し
て
い
る
と
な
れ
ば

万
人
に
も
使
え
る
も
の
で
あ
る
事
は
確
か
だ
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ね

キ
リ
ト
君

んあ
ま
り
ス
キ
ル
に
つ
い
て

索
し
ち

い
け
な
い
の
は
解

て
る
ん
だ
け
ど
さ

前
か
ら
気
に

な

て
た
ん
だ
け
ど

あ
た
し
を
止
め
る
時
や

さ

き
使

た
の

て
魔
法
じ

な
い
よ
ね

あ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

ど
う
い
う
理

で
あ
ん
な
ダ
メ

ジ
出
て
る
の

あ

そ
れ
ボ
ク
も
気
に
な

て
た

私
も

一
時
期
作
ろ
う
と
思

た
け
ど

上
手
く
出
来
な
か

た
ん
だ
よ
ね

 
私
の
問
い
に
ユ
ウ
キ
と
ア
ス
ナ
が
同

し
た

に
知

て
い
る
も
の
と
思

て
い
た
が
ど

う
や
ら
知
ら
な
か

た
ら
し
い

特
に
ア
ス
ナ
は
作
ろ
う
と
し
て
失

し
た
か
ら

気
に
な

て
い
る
よ
う
だ

 
こ
の
問
い
に

あ

と
キ
リ
ト
が

乱
な
声
を
発
し
た

 
彼
の

線
は
私
達
を

す
カ
メ
ラ
を
一

見
た

あ
ま
り
大
勢
に
広
め
た
く
な
い
か
ら
教
え
て

く
れ
な
い
か
も

と
思

た
が

こ
の
予
想
に
反
し

彼
は
話
を
始
め
た

か
く
分
け
れ
ば
色

あ
る
け
ど

の
自
作
魔
法
に
は
大
き
く
二
つ
特
徴
が
あ
る

一
つ
目

は

の
属
性
を
有
す
る
事
だ
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が

ボ
ス
に
も

く
の

く
ぞ

デ
バ
フ
ア
イ
コ
ン
が
一

で
消
え
る
せ
い
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
け
ど

の
ダ

メ

ジ
は
入

て
る

あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
の
は

の
性

が
特

な
せ
い
だ

 
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
面
の
話
だ
か
ら
か
彼
は
と
て
も

に
語

て
く
れ
る
よ
う
で
あ
た
し

達
は
思
わ
ず

き
の
体
制
に
入

た

一

的
に
知
ら
れ
て
る

は

定
ダ
メ

ジ
と

合
ダ
メ

ジ
の
分
け
方
を
さ
れ
る

で
も

実
は
も
う
一
つ
の
分
け
方
が
あ
る

そ
れ
は
武
器
に
付
与
さ
れ
た
タ
イ
プ
か
ス
キ
ル
や
魔
法
で

付
与
さ
れ
る
タ
イ
プ
か
だ

ど

ち
も
同
じ
じ

な
い
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
や
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
違
う
種

だ
な

 
あ
た
し
の
問
い
に

彼
は

定
を
返
す

 
彼

く
武
器
タ
イ
プ
の

は

合
ダ
メ

ジ
の

ス
キ
ル
や
魔
法
タ
イ
プ
は

定
ダ
メ

ジ
の

ら
し
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も
そ
こ
は
共

し
て
い
る
と
の
事
だ

合
ダ
メ

ジ
は

が
多
い

ど

果
が
大
き
く
な
る

自
然

強
い
モ
ン
ス
タ

に
こ

そ
真
価
を
発

す
る

け
ど

属
性
を
持
つ
武
器
は
攻
撃
力

値
な
ど
が

い
か
ら
使
わ
れ
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な
い
事
が
多
い

に

性
を
持

て
る
モ
ン
ス
タ

も
強
く
な
る
に

て
増
え
る
し
な

こ

れ
が
武
器
に
付
与
さ
れ
た

は
物
理

て
呼
ん
で
る

そ
う
よ
ね

じ

あ

も
う
片
方
は

魔
法

て
呼
ん
で
る

強
い

に
な
る

ど

果
は
小
さ
く
な
る
反
面
確
実
に
掛
か
る
よ

う
設
定
さ
れ
て
る
ら
し
い

闇
魔
法
に
ポ
イ
ズ
ン
の
魔
法
が
あ
る
け
ど
ア
レ
は
ボ
ス
や
邪

神
Ｍ
ｏ
ｂ
に
も

く
か
ら
な

へ
 
思
わ
ず
感

の
息
を

ら
す

 
魔
法
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
る
の
で
存
在
は
知

て
い
た
が
状

異
常
魔
法
は
死
に
魔
法
と
し
て

わ
れ
て
い
た
た
め

重

で
一

も
使

た
事
は
無
か

た

一

的
に
ボ
ス
に
は
ス
タ
ン

や
特

ダ
ウ
ン
以
外

か
な
い
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
使
う
人
が
少
な
か

た
の
が
そ
う

わ
れ
て

い
た
要
因
だ
ろ
う

 
少
し
ず
つ
理
解
し
て
い
る
と
あ
た
し
と
キ
リ
ト
に

ぶ
よ
う
に
ケ

ト
シ

の
弓
使
い
シ
ノ

ン
が

い
で
き
た

一
つ
目
の
特
徴
は
分
か

た
わ

な
ら

二
つ
目
は
な
に



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

代
償
魔
法
で
あ
る
事
だ

え
 
二
つ
目
の
特
徴
に

あ
た
し
は

惑
の
声
を
発
し
た

 
代
償
魔
法
の
存
在
は
知

て
い
る

代
表
的
な
の
は
闇
魔
法
最
上

に

す
る
自

魔
法

で
ア
レ
は

常
の
数

に
も
な
る

ナ
ル
テ

を
背
負
う
反
面

力
や

果

が
他
を
絶

す
る
レ
ベ
ル
に
至

て
い
る

使
い
手
が
強
い

ど

果
が
高
ま
る

面
代
償
も
大
き
く
な
る

と
い
う
デ
メ
リ

ト
を
持
つ
魔
法

そ
れ
が
代
償
魔
法
だ

 
し
か
し
キ
リ
ト
の
魔
術
は

と
な
く
使
わ
れ
て
い
る

パ

と
見

以
外
の
代
償
を

払

て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い

そ
の
代
償

て

色

あ
る
け
ど

攻
撃
魔
術
な
ら
ま
ず

力
だ
な

の
魔
術
は
全
て

ヒ

ト
に
つ
き

ダ
メ

ジ
し
か

手
に
与
え
ら
れ
な
い

え
 

直
に

す
る

あ
ん
な
エ
ゲ
つ
な
い

の

り
方
を
す
る
の
に

ダ
メ

ジ
し
か
出

せ
な
い
な
ん
て

に
し
か
思
え
な
か

た
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ダ
メ

ジ
し
か
与
え
ら
れ
な
い

 

ウ

だ

 

ま
さ
か

 

あ

こ
れ
は
ア
レ
か
な

 

地
獄
の
業
火
に

か

  
し
か
し

者
の
中
に
は

し
の
付
い
た
人
が
い
る
ら
し
く

わ
せ
る
コ
メ
ン
ト
が

見

さ
れ
る

も
ち
ろ
ん
あ
た
し
に
は

か
わ
か
ら
な
い

そ
の
代
わ
り

力
を
極
限
ま
で
下

た
代
償
と
し
て

間
ヒ

ト
数
を

上

し
て
る

フ
レ

ム

ド

ト
に
つ
き

ヒ

ト
だ
な

あ
と
レ
ベ
ル

与
ダ
メ

ジ

分

収

の
追
加

果
は
確
定
で

も
の
に
よ

て
は

収
も
付
け
て
る

あ

ナ
ル
ホ
ド
そ
う
い
う
事
ね

 
そ
こ
で
あ
た
し
も
理
解
し
た

コ
メ
ン
ト

の
内
容
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が
と
り
あ
え
ず
彼

の
魔
術
が
な

あ
ん
な
ト
ン
デ
モ
火
力
を

き
出
せ
た
か
は
分
か

た
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彼
の
魔
術
は
ま
ず

手
の

体
が
大
き
い

ど
ヒ

ト
数
が
指
数

数
的
に
増
加
す
る

ド

ト

の
ヒ

ト
数
が

間

発

極
太
光
線
で
放
つ
か
ら

光
線
の
面

と
放

時
間

も

さ
れ
て
い
く

魔
法
一
つ
フ
ル
ヒ

ト
で
ウ
ン
百
万
の
ヒ

ト
数
を

る

だ

 
更
に
さ

き
教
え
て
も
ら

た

魔
定法
ダ
メ

の
特
性

ボ
ス
に
す
ら

す
る
そ
れ
は

物

合理
ダ
メ

と
同
じ
く

に

回
の
ダ
メ

ジ
判
定
を
出
す
状

異
常
だ

し
か
も
状

異
常
に

掛
か

て
い
る
間
に
更
に
掛
か
る
と

一
つ
上
の
レ
ベ
ル
の
状

異
常
に
掛
か

て
し
ま
う

 
ミ

は
状

異
常
レ
ベ
ル
が
上
が

た
時
ダ
メ

ジ
判
定
の
時
間
が
リ
セ

ト
さ
れ
ま
た

目
か
ら
始
ま
る
と
い
う
事

先
の
ヒ

ト
数
を

み
れ
ば
一

の
内
に
レ
ベ
ル
一

十
ま

で
の

ダ
メ

ジ
が

め
て
出
る
可
能
性
も
あ
る

レ
ベ
ル
十
が
最
大
レ
ベ
ル
だ
が
そ
こ
か
ら

更
に
状

異
常
に
掛
か

て
も
同
じ
よ
う
に

目
か
ら
始
ま
る
ら
し
い
の
で

カ
ウ
ン
タ

ス
ト

プ
は
存
在
し
な
い

万
に
届
き
か
ね
な
い
ダ
メ

ジ
を

間

と
な
く

き
出
す
と
な

れ
ば

間
火
力
は
ウ
ン
十
万
を
突
破
す
る

魔
法
フ
ル
ヒ

ト
時
の
合

ダ
メ

ジ
は
恐

ら
く
ヒ

ト
数
と

ぶ

ど
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
ヒ

ト
数

ダ
メ

ジ
の
合

は
一
千
万
を
超
え
か
ね
な
い
と
い
う
事

も
ち
ろ
ん

は
確

な
の
で
安
定
性
に
欠
け
る
が

ヒ

ト
数
だ
け
で
も

格
外
で
あ
る
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そ
ん
な
ぶ

壊
れ
魔
法
だ

た
の
ね

 
そ
り

あ

レ
ベ
ル

騎
で

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
進
入
し
ヴ

フ
ス
や
ス
リ

ム
を

独
で
倒

し
て
の
け
る

で
あ
る

  

ぶ

壊
れ
す
ぎ
で

も
真
似
よ

 

こ
り

あ
Ａ
Ｌ
Ｏ
イ
ン
フ
レ
時
代
突
入
で
す
わ

 

前
衛

目
だ
な
ｗ
ｗ
ｗ

  
コ
メ
ン
ト

で
は
キ
リ
ト
の
真
似
を
し
よ
う
と
い
う
内
容
と
ナ

フ
は
よ
と
求
め
る
内

容
が
多
か

た

確
か
に
大

が
知
る
べ
き
で
は
な
い
情
報
だ

た
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が
こ
れ
を
明
か
し
た
と
い
う
事
は

応
の
使
い
に
く
さ
が
あ
る

だ

 
そ
し
て

そ
れ
が
代
償
魔
法
と

た
二
つ
目
の
特
徴
に
あ
る
の
は
間
違
い
な
い

他
に
代
償
に
し
て
る
事
は
あ
る
の

さ

き
の

ブ
ラ
ス
タ

系
な
ら
制
約
と
し
て

種

練

一
定
値
以
下

備
一
定

ラ
ン
ク
以
下

備
制
限

デ

エ
ル
使

不
可

大
会
使

不
可

代
償
と
し
て
全
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自
己
バ
フ
解

使

す
る

に
現
在
の

得
経
験
値
の

消

得
経
験
値

１
０
０

あ
と

ユ
ル
ド
無

得

を
付
け
て
る

う
わ

 
あ
た
し
の

き
が

人
か
と
重
な

た

コ
メ
ン
ト

も
う
わ

や
サ
ジ

ス
チ

ン

マ

ク
一
色
だ

 
特
に
代
償
が
思

た
よ
り
大
き
い

自
身
の
レ
ベ
ル
が
高
い

ど

経
験
値

も
多
い
の
で

使
う

に
数
十
レ
ベ
ル
下
が
る
事
も
あ
り
得
る

自

魔
法
の
デ
ス

ナ
で
さ
え
下
が

て
も

で
あ
る
事
を

え
る
と

上

る
の
も
苦
労
す
る
の
だ
が

と
ん
で
も
な
い
下
が
り
方

だ

し
た
場
合

手
プ
レ
イ

の

経
験
値

の

を
得
ら
れ
る
が

代
償
に
よ
り

分
に

て
い
る
の
も
大
き
い

手
に
な
る

 
そ
の
デ
メ
リ

ト
を

和
す
る
た
め
か

制
約
で

レ
ベ
ル
を
自
ら

し
た
か
も
し
れ
な
い

が
強
い

備
と
高
い
レ
ベ
ル
が
無
け
れ
ば
高

に

け
な
い
の
が
常
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に

い
て
そ
れ
は
か
な
り
の

り
だ

 
よ
く

ツ
ン
ヘ
イ
ム
に
行
け
た
と

う
べ
き
か
だ
か
ら
こ
そ

ツ
ン
ヘ
イ
ム
を

レ
ベ
ル
攻

略
し
た
の
か
と

う
べ
き
か

努
力
す
る
と
こ
ろ
を
少
し
間
違
え
て
い
る
気
が
し
た
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も

物

い
デ
メ
リ

ト
ね

そ
れ

対
シ

ム
ロ

ク
前

で
作

た
魔
術
だ

そ
れ
に
レ
ベ
ル
が
下
が

て
も
問

な

い

備
や
ス
キ
ル
構
成
に
し
て
た
か
ら

デ
メ
リ

ト
は

対
的
に
小
さ
か

た
ん
だ

な

な
る

ど

 

わ
れ
て
み
れ
ば

と
あ
た
し
は

時
の
彼
の

備
を
思
い
返
す

 
最
終
エ
リ
ア
で

を

た
時
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

備
を
使

て
い
た
が
そ
れ
以
前
は
Ａ
Ｌ

Ｏ
で
集
め
た
中

備

種

練

も
あ
ま
り
高
く
な
い
と
い
う
話
は

時
か
ら

に
し
て
い

た

そ
れ
を

持
す
る
だ
け

と

え
れ
ば
な
る

ど
確
か
に

対
的
に
デ
メ
リ

ト
は

小
さ
い

 
明
ら
か
に
推

レ
ベ
ル
に
足
り
な
い
ま
ま
ダ
ン
ジ

ン
攻
略
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
点
に
目
を

れ
ば
だ
が

な
ら
あ
た
し
や
オ

デ

ン
に
向
け
て
使

た
魔
術
は
ど
う
な
の

ブ
ラ
ス
タ

・
フ
ル
バ

ス
ト

か

ア
レ
は
さ

き
の
制
約
プ
ラ
ス

備

定

Ｈ
Ｐ

消

Ｍ
Ｐ
１
０
０

消

全
経
験
値
消

経
験
値
ゼ
ロ

の
代
償
だ
な

う

わ
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今

こ
そ
あ
た
し
は
絶

し
た

 

ブ
ラ
ス
タ

・
フ
ル
バ

ス
ト

と
は

け
ば
与
ダ
メ

ジ
の

分
の

回
収

果
と

を
付
与
す
る
上

備
判
定
の
武
器
全
て
か
ら
レ

ザ

を

出
す
る
自
作
魔
法
で

ヒ

ト
数
な
ど
の
性

上
使
え
ば
ま
ず
勝
て
る

ど
の
力
を
持
つ
よ
う
だ

反
面
使

た
後
は

強
制
的
に
種

練

は

に

定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
デ
メ
リ

ト
を
背

負
う

 
そ
の
強
さ
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
モ
ン
ス
タ

に
も
勝
て
る
と
思
え
る
が

な
の
は
経
験
値

を
消

す
る
魔
術
は
そ
の
性

上
必
要

を

た
し
て
い
な
い
と
使
え
な
い
点
に
あ
る
と
い
う

 
使
え
る
状
況
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
使

た
後
の
問

の
解
決
策
も
必

だ
と
彼
は
語

た

キ
リ
ト
君
は
ど
う
や

て
対

し
た
の

分
身
魔
法
だ
よ

あ
の
魔
法
は
使

た
時
点
の
術
者
の
ス
テ

タ
ス
を
反

す
る
か
ら
な

闇
の
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル

内
部
で
戦

た

の
強
さ
は
そ
こ
ま
で
変
わ
ら
な
か

た
だ
ろ
う

 

フ
ル
バ

ス
ト
で
足
り
な
く
な

た
代
償
分
は
あ
の
分
身
を
使

て

い
で
た
ん
だ

へ
 
彼
の
分
身

時
は
偽
キ
リ
ト
と

わ
れ
て
い
た

に

え

を

ま
さ
れ
た
経
験
が
あ
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る
あ
た
し
は
そ
れ
で
も

直
に
感
心
す
る

彼
が
使
う
ま
で

光
を

び
な
か

た
闇

惑

の
複
合
魔
法
の
意
外
な
使
い
道
と

え
よ
う

 
こ
れ
は
経
験
値
を
代
償
に
す
る
魔
法
の
使
え
る

が
広
が
る
発
見
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

  

こ
ん
な
の
マ
ト
モ
に
使
え
る

ツ
お
り

 

使
え
る
人
は
使
え
る
ん
じ

ね

か
な

り
限
定
的
と
い
う
か
使
え
ば
最
後
な
も
の
だ

け
ど

 

自

魔
法
よ
り
よ

ど
自

魔
法
だ
な

 

正
に

こ
の
一
撃
に
全
て
を

け
る

だ
な

 

フ

イ
ナ
ル
エ
ク
ス
プ
ロ

ジ

ン

作

て
そ
う

 

時
の
義
弟
の
立
場
を

え
る
と
本

に
全
て
を

け
て
そ
う
だ
か
ら
な

 

ど
の
ラ
イ
ン
か
ら
ど
ん
な
代
償
が
い
る
の
か
分
か
り
さ
え
す
れ
ば
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
も
の

に
グ
レ

ド
ダ
ウ
ン
出
来
そ
う
だ
が

  

者
の
人
達
も
さ

き
ま
で
自
分
も
と
息
ま
い
て
い
た
の
が

の
よ
う
に

然
と
し
て
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い
る
よ
う
だ

最
新
の
コ
メ
ン
ト
は
そ
れ
で
も

め
切
れ
な
い
よ
う
な
意

を
滲
ま
せ
て
い
る

こ
こ
ま
で

い
て
お
い
て
な
ん
だ
け
ど

こ
れ

本

に
教
え
て
よ
か

た
の

 
配

信
中
だ

た
の
に

知
ら
れ
て
な
い
だ
け
で

よ
り

い
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作

て
る
人
が
た
く
さ
ん

る

の
や
り
方

が
知
ら
れ
た

て
そ
う
い
う
人
達
に
は

し
な
い
よ

そ
れ
に

み
た
い
な
代
償
魔
法

の
使
い
方
は
多
分

他
の
人
に
と

て
安

に
使
え
る
も
の
じ

な
い

そ
れ
は

ど
う
し
て

 
水
中
の
回
廊
を
歩
き
な
が
ら
問
う

前
を
歩
く

間
も
意
識
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
い
る
の
が

分
か

た
こ
れ
は

ゲ

ム
で
あ

て
も
遊
び
で
は
な
い

 
九
人
の

線
と

万
人
の

者
に
見
ら
れ
る
中

キ
リ
ト
が
そ
う

た

 
息
を

む

 
そ
れ
は
浮
遊
城
を
創

し
た
天
才
が
か
の
世
界
を
表
し
た

葉

期
せ
ず
し
て
デ
ス
ゲ

ム
を

も

徴
し
て
し
ま

た
フ
レ

ズ
だ

た

こ
の
世
界
を
遊
べ
て
い
る
人
な
ら
レ
ベ
ル
経
験
値
ア
イ
テ
ム
が
増
え
て
い
く
喜
び
と
同
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じ
く
ら
い
そ
れ
を
喪
う
事
を
恐
れ
る

だ
か
ら
き

と
使
え
な
い

の
は

て
き
た
全

て
を
捨
て
る
も
の
だ
か
ら

 
だ
け
ど

と

葉
が

切
ら
れ
た

 
彼
の
目
は
虚
空
を
見
つ
め
て
い
る

神
殿
の
外

暗
い
海
中
の
彼
方

お
そ
ら
く

は

天
空
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る

に
と

て

も
うヴ

チ

ル

仮
想
だ
と
か

リ
ア
ル

現
実
だ
と
か

無
い

ど
ち
ら
も

に
と

て
は
現
実

だ

だ
か
ら
使
え
る

そ
れ
は

逆
で
は
な
い
か

 
お
前
の

ん
に

う
な
ら

遊
び
で
な
い
か
ら
こ
そ

使
え
る
事
に
な
る
が

 

惑
し
た
よ
う
に
ス
メ
ラ
ギ
が
問
う
た

私
も
同
じ
疑
問
を

い
て
い
た

者
た
ち
も

そ
う

 
だ
け
ど

彼
は

を
振

た

だ
か
ら
こ
そ
だ
よ

遊
び
で
は
数
値
が
重
要
に
な
る

強
く
な
り
た
い

そ
う
欲
求
す
る

ゲ

マ

に
と

て
そ
の

に
な
る
事
は

よ
り
も
イ

な
事
だ

け
ど
以
前
本
気
だ

た
ス
メ
ラ
ギ
な
ら
分
か
る

だ

自
分
が
使
え
な
く
な
る
代
償
を
背
負

て
で
も
セ
ブ
ン
に
Ｏ
Ｓ
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Ｓ
を
差
し
出
し
た
一
人
な
ん
だ
か
ら

 
キ
リ
ト
の

葉
に

⻘
髪
の
⻘
年
は

り

ん
だ

心

た
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う

 
あ
た
し
に
も
今
の

え
で

わ
ん
と
す
る
事
が
理
解
で
き
た

こ
の
人
の

な
ら
自
身
が
弱

く
な

て
も

え
全
て
を
喪

て
も
い
い
と
そ
う
い
う
人
だ
け
が
使
え
る
力
だ
と

て
い

る
の
だ

 
つ
ま
り

強
さ
を
追
い
求
め
て
い
る
人
こ
そ
が
恐
れ
る

力

 

己
的
な
人
に
は
決
し
て
使
え
な
い

他
的
な

力

ま
る
で

キ
ミ
そ
の
も
の
ね

 
思
わ
ず

か
ら
つ
い
て
出
た

葉
は

よ
り
も
自
分
の
心
境
を
反

し
て
い
た

ど
こ
か

れ
つ
つ

感
心
し
て

尊

し
て

が
本
気
で
作

た
も
の
だ
か
ら
な

 
そ
れ
に

彼
は
誇
ら
し

に
応
え
て
い
た
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そ
ん
な

で
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
時
の
キ
リ
ト
の

お
か
し
い
レ

ザ

の
解
説
で
し
た

  
・
水
中
呼

 

エ
ク
ス
ト
ラ
エ
デ

シ

ン

で
登
場

 
直
葉
／
リ

フ

が
カ
ナ

チ
設
定
に
な

た
一
期
と
二
期
の
間
の
ア
ニ
メ

ア
ニ
メ
で
は
海

に
潜

て
す
ぐ
リ

フ

が

惑

て
溺
れ
そ
う
に
な
り
ア
ス
ナ
が
手
を
取

て

ち

か
せ

る
一
幕
が
あ

た

 
本
作
で
は
水
の
感
覚
が
あ
る
の
に
呼

で
き
る
と
い
う

反

た
な
し
の
感
覚
で

慌
て

た
め
い
た
感
じ
に
な

た

 
深
く

え
て
は
い
け
な
い

め

  
・
リ

フ

の
カ
ナ

チ
設
定

 
本
作
で
は

い

か
ら

の
剣
に
魅
入
ら
れ
た
剣
狂
い
な
の
で
オ
ミ

ト
さ
れ
ま
し
た

無
情
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・
セ
ブ
ン
の
カ
ナ

チ
設
定

 
実
は

ロ
ス
ト
・

ン
グ

に
て

式
て

な
い
設
定
が
存
在
す
る

サ
ブ
イ
ベ
参

 
サ
ブ
イ
ベ
後
に
は
ス
メ
ラ
ギ
の
メ

ル
で
浮
き
輪
が
無
い
と

な
い
と
い
う
事
実
も
発

覚 
な
の
で
リ

フ

か
ら
オ
ミ

ト
さ
れ
た
設
定
を
持

て
き
て
い
た

で
は
な
い
の
だ

  
・

に
つ
い
て

 
原

ゲ

ム

ロ
ス
ト
・

ン
グ

や

千
年
の
⻩
昏

だ
と
マ
ジ
で
ボ
ス
に

く
状

異
常

 

魔
法

ポ
イ
ズ
ン

も
存
在
し

キ
リ
ト

フ

リ
ア

ユ
ウ
キ
な
ど
が
使
え
る

 

果
時
間
は
解

さ
れ
る

に

く
な

て

三
回
目
以

は
三

ど
で
解
け
る

し
か

し

性
が
上
が

た

で
は
な
い
た
め

ポ
イ
ズ
ン

を
三

四
回

て
る
と
確
定
で
掛
か
る

ヒ

ト

に
状

異
常
値
が
加

さ
れ

一
定
以
上
で
デ
バ
フ
付
与

 
ダ
メ

ジ
は
多
分
コ
ン
マ
数
パ

セ
ン
ト
の

合
ダ
メ

ジ

 
本
作
で
は
武
器
付
与
タ
イ
プ
が

合

完
全

の
場
合
あ
り

ス
キ
ル
付
与
タ
イ
プ
が
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定
掛
か
り
や
す
い
設
定

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
キ
リ
ト
が
闘
技
場
ク
リ
ア
ボ

ナ
ス

備
で
無

化
し
て
た
の
は
前
者
の
タ
イ
プ

な
の
で

ド
ス
キ
ル
に
よ
る

付
与
は
実
は

し
た

  
・
キ
リ
ト
の

Ｏ
Ｓ
Ｓ

魔
術

 
も
と
い

代
償
魔
法

 
レ
ベ
ル
が
下
が
る
の
は

た
り
前

 
得
る
も
の
が
少
な
い
の
も

た
り
前

 
強
者
強
く
な
り
た
い
欲
求
に
正
直
な
者
に
は
決
し
て
使
え
ず
弱
者
で
在
り

け
る
事
が

大
前

と
し
て
存
在
す
る

極
の
ジ

イ
ア
ン
ト
キ
リ
ン
グ

 
す
べ
て
の
攻
撃
魔
法
は

ダ
メ

ジ
し
か
与
え
ら
れ
な
い
が

間
フ
レ

ム
数

ヒ

ト
ド

ト

数

弾
面

攻
撃
時
間

 
 
 
 
 
 
 

レ
ベ
ル

定
ダ
メ

掛
か

た
回
数

 

分
の
ダ
メ

ジ
が

き
出
さ
れ
る

の
破
壊
力
を
秘
め
る
ま
た
す
べ
て
の
ス

テ

タ
ス
を
上

リ
ジ

ネ

自
動

生
な
ど
あ
ら

る
制
約
に

ら
れ
た

件
下
で
の



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

み
発
動
で
き
る

魔
法
も
存
在
す
る

 

姉
の
影
が
な
い

彼
だ
け
の

力

  
・
ブ
ラ
ス
タ

系
魔
術

 
キ
リ
ト
の

本
的
な
属
性
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ジ

ネ
レ

ト
・

・
エ
レ
メ
ン
ト
の

が

属
性
に
対
応

保
持
可
能

保
持
し
た

状

か
ら
デ

ス
チ

ジ
と

え
る
事
で
魔
法

か
ら
極
太
レ

ザ

を
数

放
つ

キ

リ
ト
は
聖

闇
属
性
を

ん
で
い
る

 
フ
ル
ヒ

ト
で
数
千
万
の
ダ
メ

ジ
が
出
る

は
確

だ
が

ボ
ス
問
わ
ず
最

保

証
は
ウ
ン
百
万
ダ
メ

ジ

 

手
は
死
ぬ

 

ダ
メ

ジ
で

は

に
出
来
な
い
の
で

ま
で

た
時
に
ヒ

ト
し
な
け
れ
ば

死
な
な
い
が

ま
ず
死
ぬ

無

悲

 
ヴ

フ
ス
事
変
で
使
わ
な
か

た
の
は
ヴ

フ
ス
を

足
さ
せ
な
け
れ
ば

巡
り
の
可
能

性
が
あ

た
た
め



 幕間之物語：歌姫編 〜
ユ ウ シ ャ
喪失ヲ怖レヌ者〜

  
・
キ
リ
ト

 

者

 
ど
こ
ま
で
も

他
的
な
人
間

 
だ
か
ら
こ
そ

自
分
だ
け
の

力

を
手
に
入
れ
た

 
だ
か
ら
こ
そ

守
り
た
い
も
の
を
護
れ
た

 

た
と
え

も
う
喪
う
事
の
な
い
世
界
で
も

 
手
を

く
理
由
に
は
な
ら
な
い
の
だ

  
・
セ
ブ
ン

 
歌
姫

 

場
直
葉
木

な
ど
の

間
達
に

く
キ
リ
ト
ガ
チ
恋
勢
に
し
て
超
絶
フ

ン
の
一

人 
非
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者

だ
か
ら
キ
リ
ト
の
コ
ト
を
全
て
は
解
ら
な
い

解
ら
な
い
か
ら
知
ろ
う

と
す
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

  
・
リ

フ

達

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
組

 
キ
リ
ト
の
想
い
を
知
る
者
達

 
キ
リ
ト
に
想
い
を
向
け
る
者
達

 
ど
ち
ら
の
世
界
で
も

全
力
な

を
喜
ん
で
い
る

  
・

者
達

 
空
気
の
浮
き

み
が

過
ぎ
て
付
い
て
い
け
な
い

 
付
い
て
い
け
て
る
の
は
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
古
参
勢
の
み

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 ネットの反応 〜《深海の略奪者》道中編〜

 
ネ

ト
の
反
応
 

深
海
の
略
奪
者

道
中
編

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
回
は
速
か

た
ゼ

や

た
ゼ

 

で
も
オ
マ
ケ
な
上
に
ガ
ス
欠
な
ん
だ
ゼ

 
掲
示
板
形
式
な
の
で
第
三
者

点

 

数

約
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

歌
姫
セ
ブ
ン
を
語
る
ス
レ
 
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

  
１
２
４
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
セ
ブ
ン
ち

ん
の
水

が
見
た
い

血

  
１
２

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
中

セ
ン
シ
テ

ブ
な
タ
イ
プ
の
水

だ

た
な

  
１
２

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
年

に
そ
ぐ
わ
な
い
大

さ
の
水

を

こ
な
す
セ
ブ
ン
ち

ん
流

す

 

し
む
ら
く
は

か
し
か
配
信
に
載
ら
な
か

た
事
か

  
１
２

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
セ
ブ
ン
ち

ん
の
水

を
配
信
前
の
バ
カ
ン
ス
で
し
こ
た
ま

能
し
た
ら
し
い
キ
リ
ト
と
ス

メ
ラ
ギ
に
殺
意
が

く
の
だ
が

怨

 



 ネットの反応 〜《深海の略奪者》道中編〜

 
１
２
８
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１
２

 

め
ろ

片
や
セ
ブ
ン
ち

ん
の
想
い
人
片
や
セ
ブ
ン
ち

ん
の
保
護
者
未
成
年
だ
ぞ

  
１
２

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
ス
メ
ラ
ギ
は
百
歩

て
許
せ
る
け
ど

キ
リ
ト
は
許
せ
る

が
無
い
ん
だ
よ
な

  
１
３
０
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
同
じ
く

 
テ
メ

そ
こ
代
わ
れ
や

  
１
３
１
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

同

 
ボ
ン
キ

ボ
ン
な
Ｌ
Ｏ

Ｅ
勢
が

る
ん
だ
か
ら
セ
ブ
ン
ち

ん
だ
け
は

す
ん
じ

ね

よ

節

な
し
か
よ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

  
１
３
２
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１
２

 

１
３
０

 

１
３
１

 
さ
て
は
オ
メ

ら

新
人
だ
な

 
セ
ブ
ン
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
以

の
配
信
で
リ
ス
ナ

か
ら
の

問
に

え
る
形
で

あ
た
し
は
キ
リ
ト
君
が

き

そ
れ
で
も
い
い
人
だ
け
付
い
て
き
な
さ
い

と
か

語
し
た

子
や
で

  
１
３
３
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
本
人

く

ア
イ
ド
ル
が
恋
愛
禁
止
な
ん
て
古
い
観
念

と
の
こ
と

少
な
く
と
も
配
信
者

や

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
達
が

と
恋
愛
で
き
て
も
い
い
だ
ろ
う

て
事
で
そ
の
へ
ん

す
気
は
無

い

い
ぞ

 
ユ

ミ
ル

属
以

特
に
発
表
が
無
い

て
コ
ト
は
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
そ
の
ま
ま
だ
ろ



 ネットの反応 〜《深海の略奪者》道中編〜

う
し

  
１
３
４
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
つ
ま
り

キ
リ
ト
と
の
カ

プ
リ
ン
グ
前

で
推
せ

て
事
だ

  
１
３

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１
３
３

 

１
３
４

 
は

 
な
ん
だ
そ
れ

 
ア
イ
ド
ル
な
の
に
そ
ん
な
こ
と
許
さ
れ
る
の
か

  
１
３

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
そ
こ
は

持
層

第
な
ん
だ
ろ
う
が

上
し
よ
う
と
本
人
が
開
き
直

て
る
か
ら
な

  
１
３

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
一
応
セ
ブ
ン
も

極
的
に
チ

ン
ネ
ル
に

す
気
は
無
い

て

て
た
が



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

  
１
３
８
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
思
い

き
り
今

さ
れ
て
る
ん
で
す
が

  
１
３

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
多
分
ガ
チ
恋
勢
を
切
り

と
し
に
掛
か

た
ん
だ
ろ
う
な

 
ア
イ
ド
ル
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
だ
が

そ
こ
か
ら
這
い
上
が
る
実
力
は
あ
る

だ

し

あ
ん
ま
り
苦
に
思

て
な
い
ん
じ

な
い
か
と

  
１
４
０
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１
３

 
正
に
こ
れ

 
配
信
で
は

監

し
て
で
も

ま
せ
る

と
か

て
た
け
ど

実

は
こ
れ
だ
と
思
う
わ

キ
リ
ト
の
手
前

魔
化
し
た
だ
け
で
さ

 
セ
ブ
ン
ち

ん
こ
れ
で

上
す
る
か
ど
う
か
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
出
来
な
い

ど
ポ



 ネットの反応 〜《深海の略奪者》道中編〜

ン
じ

な
い
も
の

  
１
４
１
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
あ
と
姉
妹
ア
イ
ド
ル
と
し
て
参
戦
し
た
レ
イ
ン
も
同
じ
だ
と
思
う
わ

流

に
デ
ビ

か
ら

コ
ラ
ボ
ま
で
の
期
間
が

す
ぎ
る
多
分
セ
ブ
ン
と
コ
ラ
ボ
し
た
時
の
反
感
と
キ
リ
ト
が

り

ん
だ
時
の
反
感
を
一
気
に
消
化
さ
せ
て

そ
こ
か
ら
フ

ン
を

得
さ
せ
よ
う
と
し
て
る
わ

 
上
が

て
か
ら

と
さ
れ
る
よ
り
最
初
に

ま
で

ち
て
か
ら
の
方
が
や
り

い
だ
ろ
う
か

ら
な

と
か
ア
ン
チ
が
キ
ツ
い
か
も
だ
け
ど
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は
バ

チ
リ
だ
ろ
う
し
キ

リ
ト

セ
ブ
ン

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
ズ
を
見
な
が
ら

  
１
４
２
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
そ
の

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ユ

ミ
ル
の
人
が
や

た
ん
か
ね

マ
ネ

ジ

は
ス
メ
ラ

ギ

て

て
た

け
か

や
り
手
だ
な
ア
イ
ツ

  
１
４
３
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 

１
４
２

 

う
て
ス
メ
ラ
ギ
も
セ
ブ
ン
の

を
見

け
な
か

た
一
人
や
で

と

目
的
で
す
ら

あ

た
ら
し
い

  
１
４
４
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１
４
２

 
マ
ネ

ジ

の
ク
セ
し
て
セ
ブ
ン
ち

ん
が
カ
ナ

チ
克

し
て
た
事
を
今
の
配
信
で
初
め

て
知

た
く
ら
い
ガ
バ
ガ
バ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
で

  
１
４

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１
４
２

 
な
ん
な
ら
数
回
し
か
会

て
な
い
キ
リ
ト
の
方
が
把
握
し
て
る
ま
で
あ

た
み
た
い
や
で

  
１
４

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
ス
メ
ラ
ギ
君
さ

シ

ム
ロ

ク

リ

ダ

で
の
助
手
と
か
い
う

近



 ネットの反応 〜《深海の略奪者》道中編〜

ポ
ジ
な
の
に

ず
か
し
く
な
い
の

  
１
４

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
手
の

ら

で

  
１
４
８
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

と
す
る
と
キ
リ
ト
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
た
り

  
１
４

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
今
日
の

前
中
に
一

間
ぶ
り
に
帰
国
し
た
キ
リ
ト
が
出
来
る

な
く
ね

  
１

０
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
そ
こ
は
ホ
ラ

電
話
と
か

  
１

１
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
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ヒ ト の 可 能 性〜

 
姉
妹
ア
イ
ド
ル
で
デ
ビ

し
た
後

ど
う
し
よ
う

て

に
行

て
る
可
能
性

も

レ
存

  
１

２
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
い
く
ら

し
い
と
は

え
ニ

ス
チ

ク
く
ら
い
し
て
た
だ
ろ
う
し

が
り
な
り
に
も

ユ

ミ
ル

の

だ
か
ら
情
報
は
前
か
ら
入

て
た
ん
じ

ね

 
外
国
に
出
る
前
に
助

し
て
た
可
能
性
も
あ
る
ぞ

  
１

３
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

ユ

ミ
ル

と

Ｂ
Ｉ
Ａ

の
ト

プ
が
同
じ
だ
し

そ
こ
か
ら
情
報
が
入

て
き
て

リ

ス
ク

理
で
キ
リ
ト
が

絡
し
て
た
可
能
性
も
あ
る
な

  
１

４
名
無
し
の
雨

 

１

１

 

１

２



 ネットの反応 〜《深海の略奪者》道中編〜

 

１

３

 
甘
い
な
お
前
達

セ
ブ
ン
の
姉
の
レ
イ
ン
ち

ん
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
た
か
も
し
れ
ね

だ

ろ  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１

３

 
雨

こ
や
つ

新
種
の
ク
ラ
ス
タ
か

  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１

４

 
さ
て
は
オ
メ

レ
イ
ン
の
フ

ン
か

 
姉
妹
だ
か
ら
こ

ち
の
ス
レ
に
流
れ
て
き
た
み
た
い
だ
な

  
１

名
無
し
の
雨

 

そ
の

り



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
あ
ん
た
達
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
レ
イ
ン
ち

ん
か

な

り
の
シ
ス
コ
ン
だ
ぞ

三
回
あ

た
配
信
全
部
に
歌

あ

た
が

最

二

は
セ
ブ
ン
の

が
あ

た
か
ら
な

 
剣
姫
の

も
あ
る
し
シ
ス
コ
ン
レ
イ
ン
ち

ん
が
妹
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
な
い

な
い
だ
ろ

  
１

８
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

し

な
い
が
剣
姫
は

対

外
だ

  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
ア
レ
は
参

に
な
ら
ん

  
１

０
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
彼
女
の
ブ
ラ
コ
ン
ぶ
り
は

一
つ

け
て
お
か
し
い

  
１

１
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ



 ネットの反応 〜《深海の略奪者》道中編〜

 

１

 
今
の
配
信
見
ろ

な
の
に
ゲ

ム
を
本
気
命
的
な
意
味
で
で
や

て
る
キ
リ
ト
に
対

す
る
問
い
か
け
と

し
方
が
お
か
し
い
ん
だ
よ

  
１

２
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
剣
姫

一
つ

か
せ
て

あ
な
た

ま
さ
か

 
義
弟
大

だ
よ
別
に
ま
た

れ
て
命
を

け
て
る

じ

な
い

あ
り
の
ま
ま
で

た

い
だ
け
だ
か
ら

 
剣
姫

そ

か

 
剣
姫

真
面
目
な

を
し
て
い
た
が

か
を

し
た
か
の
よ
う
に

む

  
１

３
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
ね

色

と
行
間

け
過
ぎ
て
な
い

 

の
気
の
せ
い

  
１

４
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 

こ
の
世
界

は
い

た
い

を
指
し
て

て
い
る
ん
で
す
か
ね

  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
仮
想
世
界
も
現
実
世
界
も

無
い

て
事
は
キ
リ
ト
に
と

て
ど
ち
ら
も
同
じ
本
気
で

生
き
る
に
値
す
る

て

で

 
そ
れ
は
つ
ま
り

大
切
な
人
達
が

る
場

て
事
に
な
る
の
で
は

  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１

 
そ
れ
は
今
ま
で
の
経

か
ら
も
解

て
る
事

そ
れ
を
一
番
知

て
る
だ
ろ
う
剣
姫
が

え
て

問
い
か
け
た

て
事
は

ま
た

か
闇
深

件
が

り
返
さ
れ
か
け
た
ん
じ

ね

  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
時
は

し
事
し
て
た
よ
う
だ
し
そ
れ
を
危
惧
し
て
の
事
で
は
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１

８
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

あ
り
の
ま
ま
で
い
た
い

 
裏
を
返
せ
ば

今
ま
で
は
あ
り
の
ま
ま
で

ら
れ
な
か

た

と
い
う
事

キ
リ
ト
の
あ
り

の
ま
ま
と
は

恐
ら
く

ビ

タ

黒
の
剣
士

解
放
の
英
雄
な
ど
と
異
な
る

そ
れ

ぞ
れ
風

あ

た

な
の
で

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
少
し
前
ま
で
の
状
況
を

み
る
に
特
定
の

か
を
守
る
と
い
う
事
に
全
力
を
出

せ
な
か

た

 
そ
れ
が
今
は
出
来
る
よ
う
に
な

た
か
ら

常
に
本
気
モ

ド
と
い
う
事

  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

喪
い
た
く
な
い
か
ら
本
気

と
い
う
恐
怖
あ
り
き
じ

な
く
て

守
れ
る
か
ら
本
気

と
い

う

喜
び
あ
り
き
の
状

て
事
か

  
１

０
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ
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キ
リ
ト
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は

数
値
を
喪
う
の
が
怖
い
人
に
は
使
え
な
い

も
の

 
つ
ま
り

喪
う
事
を
恐
れ
る
人
に
は
使
え
な
い

 

て
キ
リ
ト
は

大
切
な
存
在
を
守
る
た
め
に

人
命
以
外
を

喪
う
事
は
恐
れ
な
い

 
リ
ア
ル
が
正
に
そ
れ
で
仮
想
と
現
実
の

別
は
な
い
か
ら
リ
ア
ル
の
状

が
ヴ

チ

ル

に
も

さ
れ
る
と

  
１

１
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
う

ん

こ
の
シ
ス
コ
ン

り
よ

  
１

２
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
こ
れ

外
の

白
そ
の
も
の
で
は

 
ボ
ブ
は

し
ん
だ

  
１

３
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１

１

 

１

２
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シ
ス
コ
ン
ど
こ
ろ
か
ス
メ
ラ
ギ
を

い
た
女
性

全

が
キ
リ
ト
に

な
ん
だ
よ
な

遠
い
眼

  
１

４
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

ど
こ
か
の
鼠
と
か

⻯
使
い
と
鍛
冶
師
な
ん
か
も
同
様
の

様

  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１

４

 
後
ろ
の
二
人
は

と
も
だ
ち

で
あ

て

は
向
い
て
な
か

た
よ
う
な

  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
二
人
と
も
弟

い
し
て
た
か
ら
セ

フ

  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１
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残
念

剣
姫
と
か
い
う

極
の

血
が
繋
が

て
な
い
系
ブ
ラ
コ
ン

が
い
る
か
ら
セ

フ

じ

な
く
て
ア
ウ
ト
だ

絶
望

  
１

８
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
も
う
面
倒
だ
か
ら
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
事
変
で
ダ
イ
ブ
し
て
た
女
性

全

が

て
認
識
で
い

い
で
す
か

  
１

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１

８

 
そ
れ
で
大
体
い
い
と
思
う

  
１
８
０
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１

 

て

そ
う
な
る
と
セ
ブ
ン
も

な
の
か
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１
８
１
名
無
し
の
雨

 

１

 
レ
イ
ン
ち

ん
は
大

だ
ろ

 
そ
う
だ
ろ

 
そ
う
だ
と

て
く
れ

  
１
８
２
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

１
８
０

 

１
８
１

 
残
念
だ
が

二
人
と
も
キ
リ
ト
ガ
チ
恋
勢
な
ん
だ
よ
な

観

  
１
８
３
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
新
参
の
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
と
雨

達
は
五
月

に
あ

た
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の

動

を
見
る
ん
だ
な

全
て
が
そ
こ
に
集
約
さ
れ
て
い
る

 

し
て
超

大
女
神
に
覚
醒
し
た
セ
ブ
ン
が
愛
の

葉

を
キ
リ
ト
に

く
ト
コ
を
見

れ
る
ぞ

血
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１
８
４
名
無
し
の
雨

 
キ
リ
ト
に
全
力

さ
れ
て
メ
ス
に
な

て
る
レ
イ
ン
も
な

血
反

  
１
８

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 

あ

 
あ

 

 

 

 

 

 

  
１
８

名
無
し
の
雨

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 
あ

 

あ

 
あ

 

 

 

 

 

 

  
１
８

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
感
心
す
る

ど
の

 
最

見

れ
過
ぎ
て

も
生
え
ぬ
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１
８
８
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

え

き
て

に
な

た
か
ら
な

  
１
８

名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 

が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
た
か
知
ら
な
い
が
こ
の
流
れ
を

策
し
た
と
し
た
ら

な
や
り
手

だ
ぞ
こ
れ

  
１

０
名
無
し
の
ク
ラ
ス
タ

 
ク

上
す
る
だ
ろ
う
け
ど

え

き
て
も
ピ
ン
ピ
ン
し
て
活
動
し
そ
う
な
未
来
し
か
見

え
ね

な
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色

べ
た
け
ど

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
ス
レ
と
か

よ
く
分
か
ん
ね

だ

た
の
で
結

い
つ

も
の
ネ

ト
ス
レ
風
味

キ
リ
ト
ア
ン
チ

い
く
ら
い
し
か
違
い
が
な
い

観

  
・
セ
ブ
ン
フ

ン
の
呼
び
名

 
ク
ラ
ス
タ

リ
ス
ナ

  
・
レ
イ
ン
フ

ン
の
呼
び
名

 
雨

リ
ス
ナ

  
・
セ
ブ
ン

 
キ
リ
ト
Ｌ
Ｏ

Ｅ
ガ
チ
勢

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
以

と
は

う
が
実

は
安
息
の
地
で
キ
リ
ト
が
多
重

に
な
る
こ
と
前

で

白
を

け
入
れ
て
か
ら
の
配
信

セ
ブ
ン
が
キ
リ
ト
と
結
ば
れ
る
と

確
信
し
て
以

の
こ
と
で
あ
る
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上
で
引
退
す
る
事
に
な

て
も
大
勝

確
定
な
の
で
開
き
直

て
い
る

 
強
い

確
信

  
・
レ
イ
ン

 
キ
リ
ト
Ｌ
Ｏ

Ｅ
ガ
チ
勢

 
世
間
的
に
は
ま
だ
デ
ビ

三
日
目
の
新
人
ラ
イ
バ

だ
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の

か
ら
色

と
知
ら
れ
て
い
た
た
め
キ
リ
ト
Ｌ
Ｏ

Ｅ
勢
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る

  
・
世
間
か
ら
見
た

ユ

ミ
ル

ラ
イ
バ

の

 
ユ
イ

ロ
リ
に
も
お
姉
さ
ん
に
も
な
れ
る
超
性
能

怒
ら
せ
る
と

ベ

 
ス
ト
レ
ア

無
知
シ
チ

な
超
性
能
天
然

怒

た
と
こ
ろ
が
想
像
で
き
な
い

一

の

し

 
キ
リ
カ

や

り
英
雄
は
英
雄
だ

た
な
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス

ベ

確
信

 
セ
ブ
ン
色

と

動
が

格
外
な
ユ

ミ
ル
の

ベ

手

を
握
れ
る
の
は
キ
リ

ト
だ
け
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レ
イ
ン

ベ

の
姉

シ
ス
コ
ン

あ
と
キ
リ
ト
Ｌ
Ｏ

Ｅ
勢
だ
か
ら
き

と

ベ

 

ユ

ミ
ル

は

と
い
う
か

キ
リ
ト

者
は
全

ベ

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

歌
姫
編
 

神
殿
ノ
宝
物

  

お

し
ぶ
り
デ
ス

 

前
回
投
稿
か
ら
一

月
も
空
い
て

し

あ
り
ま
せ
ん

 

回
で

キ
リ
カ

に

る
の
で

 

点

セ
ブ
ン

 

数

約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
海

神
殿
の
探
索
は
お
お
む
ね

に
進
ん
だ

そ
れ
は
攻
略
開
始
か
ら
一
時
間
足
ら
ず
で

最
深
部
に

達
で
き
た

ど
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こ
の
進
行
速

は
レ
イ
ド
メ
ン
バ

が

い
も

て
最
高

ダ
ン
ジ

ン
に

め
る
レ

ベ
ル
だ
か
ら
だ
け
で
は
な
い

ダ
ン
ジ

ン
に
付
き
も
の
な
ト
ラ

プ
攻
略
に
必
要
な
ギ
ミ

ク

が

無
だ

た
か
ら
だ

足
止
め
を
喰
ら
う
事
が
無
か

た
か
ら
こ
そ
速
か

た
と

え
よ
う

 
そ
し
て

の
立
ち

ぶ

な
回
廊
の
更
に
先

い

き
に

ら
さ
れ
た
水
中
に

暗

さ
が
追
加
さ
れ
や
や
不
気
味
な
様

を

し
た
そ
の
更
に

に
そ
の

は
あ

た

華

な

が

さ
れ
て
い
る
そ
れ
は

セ
オ
リ

に

う
な
ら
ボ
ス
部

に
違
い
な
い

と
う
と
う

い
た
わ

 

あ
た
し
い

ち
ば

ん

 
確
信
を

い
て
す
ぐ
あ
た
し
は
知
識
で
知

て
い
る
か
け

こ
の
よ
う
に

け
出
す

水
中

だ
か
ら
思

た
よ
り
ス
ピ

ド
が
出
な
い
事
に
も
ど
か
し
さ
を
覚
え
つ
つ
前
進
を

け
る

 
そ
し
て

と

ま
で
あ
と
十
メ

ト
ル
と
い
う
と
こ
ろ
で
変
化
が

き
た

 
足

の

が
ゴ
ゴ
ン

と
重
い

き
を
上

て
動
い
た
の
だ

自
動
ド
ア
の
よ
う
に
開
い
た

そ
こ
は
明
ら
か
な

と
し
穴
に
な
る

そ
し
て

そ
れ
は
ち

う
ど
あ
た
し
の
真
下
の
出
来
事

だ

た

 
一

焦
る
も

す
ぐ
に

ち

き
を
取
り

す

地
上
で
あ
れ
ば
す
ぐ
穴
に

ち
て
し
ま
う
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が
水
中
は

性
に

て

く

空
す
る
よ
う
に
前
進
す
る
た
め

ち
る
心
配
は
な
い
と
判
断

し
た
か
ら
だ

 

そ
の
安

を

ご
う

と
い
う

り
が
掻
き
消
し
た

 
正
体
は
渦

大
穴
へ

い

む
よ
う
に
逆

く
渦
が
発
生
し
た

だ

た

わ

わ
わ

 
そ
の
渦
に
あ
た
し
の
体
は
絡
め
取
ら
れ
た

水
と
い
う

に
掛
か

て
い
る
も
同
然
の
あ
た
し
は
水
の
流
れ
に
逆
ら
う
事
は
出
来
な
い

水
中
で
風
魔
法
を
使
え
な
い
理
由
が
こ
れ
だ

 
渦
に
絡
め
取
ら
れ
れ
ば
最
後
他
者
に
助
け
て
も
ら
わ
な
い
限
り
脱
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

だ
セ
ブ
ン

 

間
達
が
見
上

あ
た
し
を
呼
ん
で
い
る
の
が
見
え
る
が
彼
女
ら
も
こ
の
渦
に
流
さ
れ
な

い
よ
う

ん

て
い
る
の
が
や

と
の
様
子
だ

た

 
こ
の
ま
ま
だ
と

と
し
穴
に

い

ま
れ
る
の
も
時
間
の
問

だ
ろ
う

 
グ
ル
グ
ル
と
空
間
を

る
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絡
め
取
れ

 
そ
う
思

た
時

最
後

か
ら
少
年
の
声
が
し
た

 
流
れ
に
逆
ら
い
な
が
ら
目
を
向
け
れ
ば

中
か
ら

備
し
て
い
た

を

に
差
し

し
た

彼
は

手
を
あ
た
し
に
向
け
て
来
て
い
た

間
を

か
ず
掌
か
ら
白
と
黒
色
の

の
よ
う
な

オ

ラ
が
こ
ち
ら
目
掛
け
て

ん
で
く
る

 
え

と
声
を
上

た
の
も
束
の
間

二
色
の

は
あ
た
し
の
体
に
絡
み
つ
い
た

 
そ
れ
か
ら
ぐ
ん

と
引
き
寄
せ
ら
れ
る
感
覚
が
し
た

 
ぐ
ん
ぐ
ん
と
体
を
引
か
れ
す
ぐ
に
渦

ト
ラ

プ
か
ら
引
き
出
さ
れ
気
付
け
ば
銀
髪
の
レ

プ
ラ
コ

ン
の

に

か
れ
て
い
た

大

か

え

え
え

あ
り
が
と

 

に

と
し
穴
が
現
れ
あ
わ
や
自
分
だ
け
脱

か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
の

展
開
に
付
い
て

行
け
ず

あ
た
し
は
生
返
事
を
返
す
の
が
や

と
だ

た

 
そ
ん
な

乱
を
見
て
取

た
か

キ
リ
ト
の
表
情
が
苦

に
変
わ
る

 

ず
か
し
く
な

た
あ
た
し
は

い
と

を
反
ら
し
た
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そ

そ
れ
よ
り
こ
れ

く
ど解

い
て
く
れ
な
い

 
動
け
な
い
ん
だ
け
ど

て

解
け

た
わ

 
気

ず
か
し
さ
を

魔
化
す
よ
う
に

う
も
そ
の

中
で
白
黒
の

が
水
に

け
る
よ
う
に

消
え
て
い
き

子

け
を
喰
ら
う

 
そ
ん
な
あ
た
し
に

キ
リ
ト
が

を
開
い
た

さ

き
の
魔
術
は
遠
く
に
い
る
味
方
を
引
き
寄
せ
る
た
め
の
も
の
だ
か
ら
バ
イ
ン
ド
の
状

異
常
時
間
は

め
に
し
て
る

そ
う
い
う
の
も
作

て
た
の
ね

味
方
に
回

指
示
を
出
そ
う
と
し
て
も
間
に
合
わ
な
い
と
か
も
ど
か
し
い
時
が

も
あ

た
か
ら
な

 
へ

と
感
心
す
る

一

の
流
れ
を
見
て
い
た

間
達
や
コ
メ
ン
ト

も
似
た
り
寄

た
り

の
反
応
だ

た

 
キ
リ
ト
は
そ
れ
ら
に
反
応
を
返
さ
ず

線
を
彼
方

大
穴
へ
と
向
け
る

釣
ら
れ
て

線
を
向
け
れ
ば

時
の
間
に
か
止
ま

て
い
た
渦
が
再
び
発
生
す
る
と
こ
ろ
だ

た

 
し
か
し

見
え
の
ト
ラ

プ
に

る
人
は
い
な
い

だ
か
ら
そ
こ
に
は

も
い
な
い

そ
れ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

で
ト
ラ

プ
が

動
す
る
の
は
不
自
然
だ

ね

で
ま
た

 
渦
が

と

お
う
と
し
た
時

ジ

 
と
い
う

が
穴
か
ら

い
た

間
を

か
ず

骨
の
カ
ブ
ト
を
付
け
た
サ
メ

エ

ギ
ル
・
オ
ブ
・
シ

ク

が
一
体

八
本
も
の

剣
を

え
た
タ
コ
型
剣
士
オ
ク
ト
パ
ス
・
ナ
イ
ツ
が
二
体

三
体
が
大
穴
か
ら

び
出
し

て
く
る

 
大
穴
は
そ
こ
で
重
い

き
と
共
に

じ
ら
れ
た

ど
う
や
ら
ト
ラ

プ
と

番
の

方
だ

た
み
た
い
だ
ね

 
深
紅
の
魔
槍
を
構
え
な
が
ら

サ
チ
が

う

 
そ
の

に
ユ
ウ
キ
が
立

た

ボ
ス
部

直
前
の
中
ボ
ス
戦

て

な
ん
だ
か
新

じ

な
い

 
ボ
ク
は
初
め
て
見
る
パ

タ

ン
な
気
が
す
る
よ

 
そ
う

う
彼
女
の

線
は

モ
ン
ス
タ

達
の

上
に
表
示
さ
れ
た
三
本
ず
つ
存
在
す
る

バ

に
向
け
ら
れ
て
い
た

彼
女
の

う

り
た
だ
の
ザ
コ
で
は
な
い
ら
し
い

う

ん

モ
ン
ス
タ

の
名
前

な
に
か
引

掛
か
る
な
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私
も
で
す

ボ
ス
部

の
前
に
中
ボ
ス

て
い
う
よ
り

む
し
ろ

か
を
守

て
る

 
そ
れ
を
他

に
後
方

を

す
る
ウ
ン
デ

ネ
の
少
女
達
が

し
い

を
し
て
い
た

え
る
の
は
後
だ

 
中
ボ
ス
三
体
を

手
に
す
る
ん
だ

気

て
い
く
ぞ

 

し

と
引
き

め
る
声
が
上
が

た

直
後

思
い
思
い
に
し
て
い
た
面

が
動
き
始
め

る

あ
た
し
も
気
を
引
き

め

魔
法
の

を
始
め
た

 
オ
ク
ト
パ
ス
・
ナ
イ
ツ
を
ユ
ウ
キ
と
サ
チ
リ

フ

が
止
め
に
動
く

ア
ス
ナ
は
彼
女
ら
の

回
復
・

の
た
め
に
後
衛
に
回

て
い
た

 
そ
の
間
を

て
エ

ギ
ル
・
オ
ブ
・
シ

ク
が
突
進
し
て
き
た

タ

ゲ

ト
は
あ
た
し

に
向
い
て
い
る
ら
し
く

突
進
の

道
上
に

か
れ
る

さ
せ
ん

 
そ
こ
に
ウ
ン
デ

ネ
の
剣
士
ス
メ
ラ
ギ
が

て
入

た

分

い
刀
の
刀
身
で
真

向

か
ら
突
進
を
止
め
て
か
か
る

わ
た
し
も
行
く
よ

 
そ
こ
に

髪
の
レ
プ
ラ
コ

ン
レ
イ
ン
が
加
わ
る

種

補
正
で
や
や

力
値
が
高
め
な
彼
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女
の

剣
が

き
つ
け
ら
れ
た

二
人
は

か
に
後
退
さ
せ
ら
れ
た
が
な
ん
と
か
突
進
を

し

と
ど
め
る
事
に
成

 
そ
こ
で
横
か
ら

り
掛
か
る
影
が
二
つ

ケ

ト
シ

の
シ
ノ
ン

ウ
ン
デ

ネ
の
ラ
ン

だ

た
い
き
ま
す

 
ま
ず
ラ
ン
が
攻
撃
を
仕
掛
け
た

サ
メ
の
横

を
数

い

突
が

つ

 
グ
シ

と
悲
鳴
を
上

た
と
こ
ろ
で
上
か
ら
シ
ノ
ン
が
襲
い
掛
か

た

水
中
戦
で
は

剣
を
二
本
使

て
い
た
彼
女
は
な

か
⻑
弓
を

え
て
お
り
猫
も
か
く
や
の

さ
で
サ
メ

の

上
に

け
上

た
後
シ
ノ
ン
は
足

に
向
け
て

を
番
え
る

キ

ン
と

高
い

と
共
に
⻘
白
く
発
光
し
た

が
放
た
れ
サ
メ
の

部
に

弾

す
る
と

ま
で

く
形
で
氷

が
発
生
し
た

シ
ギ

ア

 
一
部
を
氷

け
に
さ
れ
た
サ
メ
は
そ
れ
で
も

明
に

ビ
レ
を
動
か
し
再

突
進
す
る
べ

く

離
を
取
ろ
う
と
動
き
始
め
た

 

そ
こ
で

ス
メ
ラ
ギ
が
攻
め

む
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お
お
お
お
お
お
お
お

 
本
来

手
持
ち
で
こ
そ
ス
キ
ル
を

え
る
刀
を
片
手
で
持

た
彼
は
そ
の
場
で
大
き
く
回
転

し
た

す
る
と
彼
の
背
後
に
大
き
な
刀
の
オ

ラ
が
出
現
す
る

 
ア
レ
こ
そ

ユ

ジ

ン

軍
を
倒
す
一
手
と
な

た
彼
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ

テ

ル
の

北
欧
神
話
に

け
る
片

の
軍
神
に
あ
や
か

た
そ
れ
は
彼
を
最
強
の

へ
と

し
上

た

か

つ
て
は
自
分
が
そ
れ
を

練

ご
と

い

け
た
の
で
消
滅
し
た
が
デ

タ
が

き

た
事

で
彼
に

た
技
だ

 
そ
の
技
は
突
進
し
た
サ
メ
に
直
撃
し
た

直

四
メ

ト
ル
は
あ
る
だ
ろ
う

大
な
刀
の
オ

ラ
が
サ
メ
を
斬
り
裂
き
大
き
く
吹

ば
す

氷
結
状

の
ダ
メ

ジ
ボ

ナ
ス
が
あ

て
も

中
ボ
ス
な
の
で

死
と
は
い
か
な
か

た
が

ゲ

ジ
を
残
り
一
本
に
す
る

ど
の
大
ダ
メ

ジ
は
与
え
て
い
た

デ

ス
チ

ジ

 
そ
の
一
本
も

キ
リ
ト
の
魔
術
に
よ
り
数

で
消
し

ぶ
事
に
な

た
が

 
そ
の

力
に
ス
メ
ラ
ギ
が
苦

を
向
け
る

変
わ
ら
ず

と
ん
で
も
な
い
魔
術
だ
な
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そ
れ
は
こ

ち
の

だ

な
ん
だ

い
ま
の
技

む

知
ら
な
か

た
か

の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
だ

テ

ル
の

と

う

テ

ル

北
欧
神
話
に

け
る
軍
神
の
名
前
よ

な
が
ら
そ
の
強
さ
は

を

い
て
い
た
と
い
う

わ
へ

 
小

を

て
疑
問
を

し
た
少
年
に
シ
ノ
ン
が
補
足
を
入
れ
た

彼
女
は

書

の
ヌ
シ

と

さ
れ
る

ど
入
り

て
い
た
事
が
あ
り
そ
れ
で
神
話

の
知
識
が

だ
と

い

た

テ

ル
は

べ
な
け
れ
ば
あ
ま
り

か
な
い
神
の
名
前
な
の
だ
が
そ
れ
を
知

て
い
る

り
彼
女
の
知
識

は

で
は
な
い
ら
し
い

ち

と

終
わ

た
な
ら
手
伝

て
よ

 
こ
れ
結
構
ギ
リ
ギ
リ
な
ん
だ
か
ら
ね

キ

キ

キ

 
そ
こ
で
ユ
ウ
キ
の
責
め
立
て
る
声
が
上
が

た

同
時
に

こ
え
た

声
は
タ
コ
剣
士
ボ
ス
の

も
の
ら
し
い

う
わ
お
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彼
女
た
ち
の
方
を
見
た
あ
た
し
は

無
自
覚
に
そ
ん
な
声
を
上

た

 
回
廊
の
手
前
と

の
二
手
に
別
れ
タ
コ
剣
士
と
戦
い
を

り
広

て
い
る
光

は
ま
る
で

演

の
た殺
て

の
よ
う
だ

た

複

な

道
を

く

本
も
の
剣

を

彼
女
ら
は

い

に
協
力
し
て

い
て
い
る

断

的
な
金
属

も
ま
る
で

の
よ
う
に

正
し
く

こ
え

て
き
そ
う
だ

 

独
で

手
し
て
い
る
リ

フ

の
方
が
よ
り

ま
じ
い
の
一

に

き
る

 
し
か
し
い
か
に
実
力

な
彼
女
ら
で
も
流

に
無
傷
で
は

な
い
よ
う
だ

た

片
手

剣
よ
り
も
水
の
影

を

け
る
⻑
槍
使
い
の
サ
チ
は
や
や

戦
気
味
で
片

れ
の
ユ
ウ
キ
も
反

撃
は
か
な
り
少
な
く
感
じ
る

ボ
ス
の

も
あ
ま
り

れ
て
い
な
い
の
が
確
た
る
証

だ

今

は
ア
ス
ナ
の

の
お
陰
で
戦
線
を

持
で
き
て
い
る
が
遠
か
ら
ず

解
す
る
の
は
必
定
と

え
よ
う

 
さ
り
と
て

あ
そ
こ
に

て
入
る
の
は
至

の
業
だ
と

人
目
で
も
理
解
で
き
る

 
な
ら
ば
自
分
に
出
来
る
事
は
一
つ

妖
精
プ

カ

の
特
技

歌

し
か
な
い

歌

て
バ
フ
を
掛
け
る
か
ら

て

 
そ
う

て
か
ら
あ
た
し
は
特
定
の
高
さ
の

を
繋

完
成
と
な
る
歌
ス
キ
ル
を
使
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て
い

た

 
歌
ス
キ
ル
は
魔
法
と
は
別

の
判
定
を

け
る
の
で
ア
ス
ナ
や
キ
リ
ト
が
掛
け
る
バ
フ

と
は
重
複
す
る

戦
い
の

で
攻
撃
力

護
り
の

で

力

神
速
の

で

力

し
の

で
自
然

力
の
バ
フ
を
掛
け
て
い
く

 
あ
た
し
が
複
数
の

を

ね
て
い
く
間
に
も
戦
況
に
は
変
化
が
あ

た

 
ま
ず
後
衛
を
務
め
る
ア
ス
ナ
の

に
ラ
ン
が
立
ち
同
じ
く
魔
法

と
し
て
動
き
始
め
た

に
ユ
ウ
キ
サ
チ
の

ア
の
方
に
レ
イ
ン
と
ス
メ
ラ
ギ
リ

フ

の
方
に
キ
リ
ト
と
シ
ノ
ン
が

参
戦
し
た

 
こ
の
中
で
は
新

ア
カ
ウ
ン
ト
組
の
キ
リ
ト
だ
け
種

練

が

い
が
ど
う
し
て
か
武
器

の

で

戦
一
方
の
サ
チ
が
最
弱
と
感
じ
る

ど

彼
は
タ
コ
剣
士
を
圧
倒
し
始
め
る

 
ク
ネ
ク
ネ
と
蠢
く
多

か
ら

り
出
さ
れ
る
剣

を

ぐ
リ

フ

の

に
二
人
が
立

た
直

後
反
撃
を

り
出
し
た
の
は
キ
リ
ト
だ

持
ち
前
の
反
応
速

を

使
し
水
の
影

を
無

し
た
か
の
よ
う
な
神
速
の
剣

が

き

ま
れ
る

 
思
わ
ぬ
一
撃
を

け
た
タ
コ
剣
士
が
一

動
き
を
止
め
た

は
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そ
の
隙
を
リ

フ

が
突
い
た

気

の

た
声
と
共
に
一

で
大
上

に
構
え
た
⻑
刀

が
振
り
下
ろ
さ
れ
る

に

り
が
決
ま

た

 
タ
コ
剣
士
が

て
い
た

に

た
り

ゴ
ガ
ン

と
重
い

き
が
回
廊
に

い
た

隙
あ
り

 
更
に
大
き
く
よ
ろ
め
い
た
タ
コ
剣
士
の
背
後
を
シ
ノ
ン
が
取

た

暗
殺
者
も
か
く
や
の

取
り
に
い
る
彼
女
は

手
の

剣
を
タ
コ
剣
士
の

部
と

に
突
き
立
て

く
離
脱
す

る 
こ
れ
で
彼
女
は
武
器
を
二
つ
喪

た

が

事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
新
た
な

剣
を

二
本
取
り
出
し
た

 
タ
コ
剣
士
に

さ

た
ま
ま
の

剣
は
一
定
間
隔
で

い
ダ
メ

ジ

を

ら
し
て
い
く

ど

う
や
ら
定
期
的
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
る

属
性
が
あ
の

剣
に
は
付
与
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ

れ

 

ウ

ン
ド
・
カ

タ

 

け
て
キ
リ
ト
が

離
を

め
る

く
る
り
と
回
転
し
て
剣
を

に

き
付
け

色
の
衝
撃

波
が
立
ち
上

た

間
を

か
ず

に二
た
び

剣
を
振
る

て
緑
色
の
刃
が

び
よ
ろ
め
い
た
タ
コ
剣
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士
を
追
撃
す
る

デ

ス
チ

ジ

 
間
髪
入
れ
ず

び
と
と
も
に
彼
が

手
を
突
き
出
す

い
つ
の
間
に
か
掌
中
に

め
ら
れ
て

い
た
闇
の

か
ら

黒
の
光
線
が

る

ガ
リ
ガ
リ
と

が

れ

数

後
に
は
サ
メ
の
後
を

追

て

け

た

ジ

ネ
レ

ト
・
サ

マ
ル
・
エ
レ
メ
ン
ト

 
エ
ン
チ

ン
ト
・
オ

ル
・
タ

ゲ

ト

デ

ス
チ

ジ

 

し
て
い
く
ポ
リ
ゴ
ン
片
か
ら

線
を
切
り

彼
は
も
う
一
体
の
タ
コ
剣
士
に
向
き
直
る

そ
の

か
ら
は

い
英

語
の

が
紡
が
れ
て
い
た

か
ら
後
の

語
を

み
説
い
て

い
く
に
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
極
悪

力
の
も
の
で
は
な
く

魔
術
ら
し
い

対

を
味
方

全
体

果
を

属
性
付
与

攻
撃
力
増
加
に
し
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
よ
う
だ

 
程
な
く
デ

ス
チ

ジ
と
紡
が
れ
タ
コ
剣
士
と
斬
り
結
ぶ
四
人
を

に
あ
た
し
達
の
体

を
真
紅
の
光
が

み

み

バ
フ
ア
イ
コ
ン
も
追
加
さ
れ
る

 
水
中
で
は

を
生
み
出
す
魔
法
は
使
え
な
い

し
か
し

ド
ス
キ
ル
の

属
性
は
武
器

か
ら
生
じ
る
も
の
に
限

て
は
発
動
し
て
い
た

属
性
付
与
バ
フ
も

外
で
は
な
い
ら
し
く
タ
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コ
剣
士
に
振
る
わ
れ
た
剣
閃
が

色
を

び
て
い
た

あ
り
が
と
キ
リ
ト

 
よ

し

一
気
に
行
く
ぞ

 
想
い
人
の
発
破
に
や
る
気
を
出
し
た
ら
し
い

紺
の
剣
士
は

に

い
た
ま
ま
だ

た
白

銀
剣
も

い
て
二
刀
流
に
な

た

そ
れ
か
ら

を
捨
て
た
猛
攻
を
仕
掛
け
始
め
る

せ
あ
あ
あ

キ

ポ

 
一
転
し
て
攻
勢
に
出
た
ユ
ウ
キ
に
対
し
タ
コ
剣
士
が

い
た
よ
う
な
声
を
上

る

そ
れ
で

も
負
け
じ
と
剣
を
乱
れ
振
る
う
が

加
勢
し
た
ス
メ
ラ
ギ
達
が
四
方
を

ん
で
足
を
抑
え

み

ユ
ウ
キ
に
向
か
う
剣
が
二
三
本
程

に
な
る

そ
れ
く
ら
い
は
ど
う
も
な
い
か
の
よ
う
に
ユ
ウ

キ
は
片
方
の
剣
で
攻
撃
を

ぎ

も
う
片
方
の
剣
で
本
体
を
攻
撃
す
る

 
攻
略

の

さ
か
ら
あ
ま
り
高
レ
ベ
ル
で
は
な
い

だ
が
中
ボ
ス
と
し
て
の

性
故

か

ゲ

ジ
は
中

ら
な
い

我
三
つ
の
光
槍
を
放
つ
エ

ク
・
リ
オ
ス
・
ス
リ

ル
・
ゲ
イ

ル
・
メ
ラ

ス

五
つ
の
白
き
風
で
彼
ら
を
断
ち
切
れ
セ
ア

・
ス
リ

タ
・
フ

ム
・
フ
ウ

ト

ル
・

ヴ

ン
ド
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ジ

ネ
レ

ト
・
ガ
イ
ア
・
エ
レ
メ
ン
ト
フ

ム
・
エ
レ
メ
ン
ト
・
ス
ピ
ア
・
シ

イ
プ

フ
ラ
イ
・
ス
ト
レ

ト

 
ア
ス
ナ

ラ
ン

キ
リ
ト
の

が
重
な
り

同
時
に
完
結
す
る

 
ア
ス
ナ
が
持
つ

ワ
ン
ド

を
中
心
に
闇
色
の
⻑
槍
が
出
現
し

タ
コ
剣
士
に

い
を
つ
け
始
め
た

キ
リ
ト
は

を
持
つ
手
と
逆
の

手
を
突
き
出
し
手
の

ら
の
先
に
大
き
な

槍
を
作
り
だ
す

 
ラ
ン
は

手
に
握
る

ス
タ⻑
フ

を
タ
コ
に
突
き
つ
け
そ
の
先

か
ら
ま
ば

い
三
日
月
の
刃
を
五

つ

ば
し
た

彼
女
の
魔
法
攻
撃
が
タ
コ
の

部
に

た
り

か
に
動
き
を

す
る

セ
 
そ
こ
で
大
き
な
一
撃
が
放
た
れ
る

⻑
槍
使
い
の
サ
チ
が
強
く

み

み
オ
ク
ト
パ
ス
・
ナ

イ
ト
の
背
中
に
強

な
一

し
を
見
舞

た
の
だ

ス
パ

ン

 
と
子
気
味
良
い

が

く 
ギ

ポ

 
と
悲
鳴
が
上
が
り

タ
コ
剣
士
の
動
き
が
止
ま

た

そ
こ

デ

ス
チ

ジ

 

み
か
け
る
よ
う
に
闇
槍

槍
の

い
を
付
け
て
い
た
ア
ス
ナ
と
キ
リ
ト
が
魔
法
を
放
つ
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我
は
投

る

つ
の
悪
魔
の
如
き
闇
エ

ク
・
バ
ル
パ
・
エ
イ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
・
デ

ク
ア

深
淵
の
死
を
呼
び

カ

ラ
・
ア
ヴ

ス
・
バ

ニ

ス
テ
イ
パ
・
ド
ロ

ト

か
の
集

を
倒
す

 
あ
た
し
も
負
け
じ
と
上

魔
法
を

す
る

 
魔
法
の
い
い
と
こ
ろ
は
魔
法

に
ダ
メ

ジ
の
最

保
証
が
存
在
す
る
点
に
あ
る

種

練

や
ス
テ

タ
ス

備
補
整
で
増

は
あ
る
が
強
力
な
魔
法
は

が
使

て
も
あ
る
程

は
強
い
と
い
う
こ
と
だ

 
更
に

果

が

け
れ
ば

い

ど
反

し
て

力
は
高
く
な
る

向
に
あ
る

 
あ
た
し
が
使

た
闇
属
性
上

魔
法
は

イ
ク
ス
ト
リ

ム
・
ア
ビ
ス

深
淵
の
極
点

線
に
追

し
て
動
く
ポ
イ
ン
タ

で
定
め
て
い
た
タ
コ
の

部
を

う
よ
う
に
暗
闇
が
生
じ

継

的
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
て
い

く

更
に

界
を

て
い
る
た
め
タ
コ
の
剣
の

い
は
出

目
に
な

た

ギ

ポ
オ
オ
オ

こ

こ
れ
じ

近
づ
け
な
い
よ

わ
わ
わ

ご
め
ん

 
し
か
し
そ
れ
が
却

て
裏
目
に
出
て
し
ま

た
よ
う
で
タ
コ
が

滅
多
に
剣
を
振
り
回

し
始
め
た

前
衛
は
不

な
攻
撃
で
逆
に
攻
め
に
く
く
な
り

離
を
取
り
始
め
る
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そ
ん
な
状

に
な
る
と

と
も
思

て
い
な
か

た
あ
た
し
は
前
衛
の
面

に

罪
を
投

る 
そ
ん
な
中
キ
リ
ト
が

び
上
が

た

水
中
で

わ

わ
と
浮
き
な
が
ら
彼
は

を

ず

さ
むジ

ネ
レ

ト
・
ル
ミ
ナ
ス
・
ア
ン
ド
・
サ

マ
ル
・
エ
レ
メ
ン
ト

フ

ム
・
エ
レ
メ
ン

ト
・
ア
ロ

・
シ

イ
プ

カ
ウ
ン
タ

・
ア
ン
ブ
ラ
・
エ
レ
メ
ン
ト

デ

ス
チ

ジ

 

き

れ
た

語
で

め

ら
れ
た
魔
術
は

一
本
の

す
る
光
の

と
し
て

出
さ
れ

た

な
見
た
目
で
も
そ
の

力
は

り
紙
付
き
だ
ろ
う
コ
ト
は
今
ま
で
の
魔
術
か
ら
予
想
で

き
る

 
し
か
し

と

あ
た
し
は

を

た

 
い
ま
の
タ
コ
剣
士
は

狂
乱
状

に
な

て
お
り
八
本
の
触

だ
け
で
な
く

部
を

う

闇
か
ら

か
で
も

よ
う
と
動
き
回

て
い
る

焦
点
魔
法
の
ホ

ミ
ン
グ
性
能
は
そ
こ
ま

で
高
く
な
い
た
め
外
れ
る

が
大
き
い

 

そ
の
予
想
を
裏
切
り

光
の

は
タ
コ
剣
士
の

部
に

い

ま
れ
る
よ
う
に
突
き

さ

た
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し
く
振
り
回
さ
れ
る

部
目
掛
け

す

と
カ

ブ
を

い
て
的
中

し

こ
う光

の

は

そ
の
ま
ま
残

し

中
ボ
ス
の

を
み
る
み
る

り
始
め
る

う

わ

キ
リ
ト
君
の
魔
術

て

ん
と
エ
グ
い
ね

 
そ
れ
を
見
た
ア
ス
ナ
が

れ
に
も
近
い
苦

を
浮
か
べ
て

た

 
彼
の
魔
術
は
シ
ス
テ
ム
的
な

を

い
た
魔
法
属
性
ダ
メ

ジ
で
あ
る
と
は
先

彼
自
身
が

話
し
た
事
だ

恐
ろ
し
い
の
は
そ
れ
が
体
に
ヒ

ト
し
て
い
る
間
は
ダ
メ

ジ
が
発
生
す
る
と
い

う
事

武
器
で

う
な
ら

属
性
に

た
る
そ
れ
だ
が
い
ま
タ
コ
剣
士
を
苦
し
め
て
い

る
の
は
魔
術

魔
法
属
性
で
あ
る
た
め

手
で

く
と
い
う
事
は
出
来
な
い

 
つ
ま
り
あ
の

は
予
想
以
上
の
追

性
能
を
誇
り
更
に

手
で

く
事
も
出
来
ず

さ

て
い
る
間
は
強

な

属
性
ダ
メ

ジ
が
発
生
す
る
魔
術
と
い
う
事
に
な
る

 
ア
レ
を

殺
す
る
に
は

時
に
水
・
闇
属
性
の
魔
法
属
性
攻
撃
を
ド

ト

の
攻
撃
判
定
に

与
え
る
し
か
方
法
は
無
い

 

出
速

を

み
る
に

殺
は
ま
ず
不
可
能

は

さ

た
時
点
で
無
意
味

 
追

性
能
を
上
回
る
旋
回
性
能
で
回

す
る
し
か
方
法
は
無
い
と
い
う
事
だ

 
た
だ

カ
ウ
ン
タ

・
ア
ン
ブ
ラ
・
エ
レ
メ
ン
ト
と
い
う
式

が
追
加
さ
れ
て
い
た

り
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回

す
ら

に
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

語
一
つ
に
つ
き
オ
プ
シ

ン
を
一
つ
追
加
で
き
る
シ

ス
テ
ム

そ
れ
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス

ル
ス
キ
ル

で
あ
り

彼
の
作
る
魔
術
な
の
だ
か
ら

 
ア
ス
ナ
は
そ
れ
ら
を

時
に
理
解
し

先

ど
の

葉
を

に
し
た
の
だ

 

れ
て
大
ま
か
に
理
解
し
た
あ
た
し
も
似
た
よ
う
な
心
境
に
な

た

ま

た
エ
ゲ
つ
な
い
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
ポ
ン
ポ
ン
と

い

た
い
ど
こ
か
ら
そ
ん
な

が
出
て
く
る

の
や
ら

 

上
か
ら

わ

わ
と

り
て
く
る
少
年
に

う
と

彼
は
不

に

た

こ
そ
突
き

さ
る
も
の
だ
か
ら

属
性
が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
前

か
ら
思

て

た
ん
だ

さ

き
話
し
た
代
償
魔
法
が
完
成
し
た
時
こ
の

え
と
合
わ
さ

た
結
果
だ
よ
今

の
魔
術
はな

る

ど
ね

 
確
か
に

属
性

は

剣
や
⻑
槍
な
ど
の

突
属
性

を
有
す
る
武
器
に
付

さ
れ

る
事
が
多
い
の
で
同
じ
物
理
属
性
を
有
す
る
弓

に
も

属
性
が
あ

て
も
お
か
し
く

な
い

 
し
か
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
現
存
す
る
弓

は

全
て

発
物
理

力
に
極
振
り
さ
れ
た
性
能
で
与
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ダ
メ

ジ
を
上

る
な
らい

し

み

バ
リ
ス
タ

な
ど
に
大
型
化
さ
せ
て
い

た
り
属
性

バ
フ
や
状

異
常
な
ど
の
デ
バ
フ
を
付
与
す
る
よ
り
他
は
な
い

 
し
か
し
実

に
鍛
冶
で
バ
フ
・
デ
バ
フ
を
付
与
す
る
と
武
器
性
能
が
下
が
り

値
の
最

大
値
も

く
な
り
や
す
い

そ
の
デ
メ
リ

ト
を
負

て
ま
で

エ
ン
シ

ン
ト

古
代

ウ

ポ
ン

武
器
に
付
与
す
る
必
要
性

は

い

 
そ
の
点
彼
の
魔
術
は
無
属
性
の

に

属
性
を
付
与
す
る
過
程
を
全
て
取

払
い

つ

う
武
器
の
強

や
ラ
ン
ク
に

さ
れ
な
い

点
を
最
大
限
に
得
る
た
め
の
も
の
だ

さ
え

あ
れ
ば
使
え
る

つ
ま
り
他
の
代
償
が
無
い

と
す
れ
ば
た
と
え

レ
ベ
ル
に
な
ろ
う
と

も

ジ

イ
ア
ン
ト
キ
リ
ン
グ
を
成
し

る
可
能
性
は
非
常
に
高
く
な
る

 

ま

の

属
性
を

み
る
に
色

と
代
償
が
あ
る
気
は
す
る
が

 
そ
ん
な
思

を
安
穏
と
浮
か
べ
な
が
ら

あ
た
し
は

を
全
損
し

断

魔
を
上

な
が
ら

す
る
最
後
の
中
ボ
ス
を
見
届
け
た

 

ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

／
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

 
回
廊
で
三
体
の
中
ボ
ス
を
倒
し
た
後
体
勢
を
立
て
直
し
も
う
ト
ラ

プ
は
無
い
か
と

重

に

り
の
二

を
開
い
た
あ
た
し
達
を
出

え
た
の
は

の

人
か
ら
宝
物
を

ん
だ
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の

ボ
ス

で
は
な
か

た

 
部

の
中

に
あ

た
の
は
奪
わ
れ
た
と

い
た

大
な
真

だ

た

の
上
に

が
敷

か
れ
そ
こ
に
安

さ
れ
た
そ
れ
を
守
る
ガ

デ

ア
ン
も
お
ら
ず
部

の
中
は

と
し
て

い
た

子

け
ね

て

き
り
ボ
ス
が
い
る
か
と
思

た
の
に

も
ぬ
け
の

だ

た
な
ん
て

 
あ
た
し
の

ど
も
あ
る

大
な
真

を

え
な
が
ら
来
た
道
を
取

て
返
し
入

ま
で

て
き
た
あ
た
し
は
そ
う

た

 
し
ば
ら
く
放

し
て
い
た

者
達
の
コ
メ
ン
ト
も
同
意
す
る
よ
う
な
も
の
が
多
い

時
間
を
掛
け
過
ぎ
る
と
増

が
来
る
設
定
だ

た
の
か
も
し
れ
ん
な

あ

そ
う
い
う
セ
ン
も
あ
り
得
る
の
か

 
ス
メ
ラ
ギ
の
予
想
に

す
る

初
め
て
来
る
海

神
殿
だ

た
が
道
中
の
モ
ン
ス
タ

に

手
間
取
ら
ず
ギ
ミ

ク
な
ど
も

無
か

た
か
ら
攻
略
速

が
速
か

た

だ
か
ら

が

て
く
る
ま
で
に
出
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
事
だ
ろ
う

ま
今
日
は

え
て
あ

さ
り
ク
リ
ア
出
来
る
も
の
を

ん
だ
ん
だ
し
こ
れ
で
よ
か

た
ん

だ
け
ど
ね
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れ
高
的
に
は
ボ
ス
も

て
く
れ
た
方
が

り
上
が

た
だ
ろ
う
が

は
キ
リ
ト
の
慰
労

の
た
め
の
ク
エ
ス
ト
で
あ
る

な
に
か
を
し
て
い
な
け
れ
ば

に

ま
な
い
彼
の
た
め
に
あ
え
て

な
ク
エ
ス
ト
を

ん
だ
の
だ
か
ら
こ
れ
以
上
負

を
掛
け
た
く
は
な
い

は

ボ
ク
も
も
う
ち

と
魔
法
ス
キ
ル
鍛
え
よ
う
か
な

私
も
そ
う
し
よ
う
か
し
ら

弓
を
使
え
な
い
状
況
も
想
定
し
て

備
し
な
い
と
い
け
な
い

て
今
回
の
水
中
戦
で
理
解
さ
せ
ら
れ
た
わ

剣
だ
け
じ

ど
う
し
て
も
決
定
打
を
与
え
ら
れ

な
い
か
ら

 
後
ろ
か
ら

こ
え
て
く
る
反

の
声

キ
リ
ト
の
慰
安
の
つ
も
り
が
道
中
の
戦
闘
で
彼
の
魔

法
に
頼
る
場
面
が
多
か

た
点
か
ら
自

し
て
い
る
ら
し
い

そ
も
そ
も
み
ん
な
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は
地
上
を
前

に
し
た
も
の
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
思
う
ん

だ
がで

も
そ
れ
は
キ
リ
ト
君
も
だ
よ
ね

は
無
銘
を

め

ま
れ
て
以

空
海
全

で
戦
え
る
ス
タ
イ
ル
の
構

が

に
あ

た
か
ら
な

の
方
に
分
が
あ

て

然
だ

す
ぐ

か
れ
そ
う
な
気
も
す
る
が

 
レ
イ
ン
の
問
い
に

え
る
キ
リ
ト
の

線
は

を
歩
く
彼
の
義
姉
リ

フ

に
向
け
ら
れ
て
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い
た

 
彼
女
は

時
間
で
は
あ
る
が

独
で
八
刀
流
の
中
ボ
ス
剣
士
を
抑
え

ん
で
み
せ
た

し
か

も
動
き
が

く
な
る
水
中
で
だ

戦
一
方
だ

た
と
は

え
よ
り

れ
て
い
け
ば
圧
倒
し
た

か
も
し
れ
な
い

と
い
う

え
が
浮
か
ん
で
し
ま
う

彼
も
そ
れ
は
同
じ
な
の
だ
ろ
う

 
そ
の

線
に
気
づ
い
た
リ

フ

が
見
返
し

く
す
り
と

む

い
つ
ま
で
も
負
け
て
ら
れ
な
い
も
の

あ
な
た
を
守
る
一
人
と
し
て

ね

ん
 
直

的
に
愛
を

か
れ
た

の
少
年
は

を
少
し

く
し

線
を
反
ら
し
た

リ

姉
に
勝

た
事
無
い
ん
だ
け
ど

 
ボ

と

れ

し
に

う
が

リ

フ

は
意
味
深
に

み
を
深
め
る
だ
け
だ

た

忘
れ
た
と
は

わ
せ
な
い
わ
よ

 
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
攻
略

時

魔
術
で
二
回
も
一

し
て
く
れ
た
コ
ト

あ

あ
れ
は
魔
術
を
使

て
た
ん
だ
か
ら
ノ

カ
ン
じ

仮
想
世
界
で
の
師
弟

だ
と
あ
た
し
は
あ
な
た
の
弟
子
よ

弟
子
が
師

を
上
回
ろ
う
と
し

な
く
て
ど
う
す
る
の
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そ
れ

Ｓ
Ａ
Ｏ
限
り
の
話
じ

な
か

た
の
か

あ
ら

あ
た
し
は
一

も

破

に
す
る

て

わ
れ
て
な
い
わ
よ

 
勝
手
に
終
わ

た
事
に
し
な
い
で
よ
ね

師

師

て
呼
ば
れ
る
の
は

心
地
が
悪
い
な

 
む
ず
が

そ
う
に
更
に

線
を
反
ら
す
キ
リ
ト

 
そ
の
後
ろ
か
ら

彼
の

に
手
を

く
人
物
が
現
れ
る

水
色
の
猫
妖
精
シ
ノ
ン
だ

た

私
の
事
も
忘
れ
な
い
で
よ

師

悪

り
は
や
め
て
も
ら
え
る
か
な

 
悪

め
い
た

み
と
シ
ノ
ン
が

う
と

キ
リ
ト
の

が
更
に

ら
む

そ
も
そ
も

シ
ノ
ン
は

よ
り

し

き撃
が
上
手
い
だ
ろ
う

じ

も
う

い

こ
な
い
ぞ

合
力
で
は
ま
だ
ま
だ
よ

向
上
心
の

だ
な

 

あ
な
た
に
だ
け
は

わ
れ
た
く
な
い
わ

 
強
く
シ
ノ
ン
が
断

す
る
と
話
を

い
て
い
た
面

が
う
ん
う
ん
と
深
く

く

あ
の
ス
メ

ラ
ギ
ま
で
も

い
て
い
る
あ
た
り
本

に

金
入
り
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 

そ
こ
で

と

ア
ス
ナ
と
ラ
ン
に
意
識
が

れ
る

 
二
人
は
会
話
の
輪
か
ら
外
れ

し
い

で
う
ん
う
ん
と

て
い
る
様
子
だ

た

そ
の

線
は
時

あ
た
し
が

え
る

大
な
真

に
向
け
ら
れ
る

ね

ア
ス
ナ
ち

ん

ラ
ン
ち

ん

な
に
か
気
に
な
る
事
で
も
あ
る
の

 
こ
の
真

が
ど
う
か
し
た

 
話
を
振
る
と
み
ん
な
の
意
識
が
二
人
に
向
く

目
を

び
た
二
人
は
お
ず
お
ず
と

を
開

い
たさ

き
の
中
ボ
ス

て
本

に

の
一

だ

た
の
か
な

て
気
に
な

て
い
ま
し
て

エ

ギ
ル
は
北
欧
神
話
に
お
け
る
海
神
の
名
前
で
す
し
タ
コ
剣
士
の
方
に
は
騎
士
を
意
味

す
る
名
前
が
あ
り
ま
し
た
し

を
名

る
に
は
ち

と
似
つ
か
わ
し
く
な
い
と

う

か
む
し
ろ

そ
の
真

を
守
る
よ
う
な
配

だ

た
気
が
す
る
ん
だ
よ
ね

う

ん

 
二
人
の
話
を

く
に
あ
の
中
ボ
ス
は
こ
の
真

を
守

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
た

い
ら
し
い
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し
か
し
そ
う
な
る
と

な
話
に
な
る

そ
れ
だ
と
お
か
し
く
な
い
か
し
ら

 
実

あ
そ
こ
に
こ
の
真

は
あ

た
の
よ

 
あ
の

人
が
真

を
奪
わ
れ
た
と
い
う
設
定
が
前

な
の
だ
か
ら

は
い
る

な
の

だ

そ
の

が
真

を

み
そ
の
部

を
守
る
よ
う
に

た
の
だ
か
ら
あ
の
中
ボ
ス
た
ち

は

の
一

で
あ
る
と
し
か

え
ら
れ
な
い

 
ま
さ
か

か
見

と
し
て
い
る

 
と

一

思

を
止
め
る

 
あ
た
し
達
は
海

神
殿
の
全
て
を
見
て
回

た

で
は
な
い

だ
か
ら

え
て
い
な
い
ヒ
ン
ト

が
あ

て

そ
れ
ら
を
集
め
て
初
め
て
真
実
を
知
る
事
が
出
来
る
可
能
性
も
あ
る

だ

引

掛
か
る
と

え
ば

も
一
つ
あ
る

そ
れ

て
本

に
真

な
の
か

 
う
ん
う
ん
と
悩
み
始
め
た
一
同
の
中
で
キ
リ
ト
が

火
を
切

た

み
ん
な
の

線
が
集
ま

る
中

彼
は
あ
た
し
が

え
る
真

を
見
な
が
ら

た

ど
う
い
う
意
味

そ
れ

て

の
上
に

か
れ
て
い
た
だ
ろ
う

 

最
初
は

か
の

な
の
か
な

て
思

た
ん
だ

あ
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そ
う
思

た
理
由
を

き

な
る

ど
と
あ
た
し
達
は

て
声
を
上

た

 

わ
れ
て
み
れ
ば

の
上
に

か
れ
た

体
が

に
見
え
て
も
お
か
し
く
な
い

真

に
し
て

は
大
き
い
の
も
そ
れ
に

車
を
掛
け
る

 
た
だ
そ
こ
ま
で
い
く
と

は
ク
エ
ス
ト
の

で
あ
る

人
Ｎ
ｅ
ｒ
ａ

の
話

真

を
奪
わ
れ
た

が

で
あ
り

を
信
じ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な

て
し
ま
う

そ
れ
だ
と
あ
の

人
が

を

い
た

て
コ
ト
に
な
ら
な
い

ま

そ
う
な
る
な

で
も

は
そ
こ
そ
こ
あ
り
得
る
話
だ
と
思
う
ぞ

 
そ
う
し
て
キ
リ
ト
は

な

少
し
自
信
あ
り

な
の
か
を
語
り
出
し
た

 
仮
に
神
殿
の
最

に
安

さ
れ
て
い
た
も
の
が
真

で
な
か

た
と
し
よ
う

そ
の
場
合

人
の
話
は

で
あ
り

の
存
在
も
真
偽
不
明
と
な
る

釣
ら
れ
て
最

で
現
れ
た
中
ボ

ス
達
が

か
を
守
る
た
め
に
配

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ア
ス
ナ
達
の
引

掛
か
り

に
も
信

性
を

び
て
く
る

 
こ
の
場
合

ク
エ
ス
ト
名
で
も
あ
る

深
海
の
略
奪
者

は
自
分
達
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
彼
は

う

じ

あ
あ
の

人
は
あ
た
し
達
に
コ
レ
を
奪

て
き
て
も
ら
う
よ
う

を

い
た

て
コ
ト
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に
う
ん
だ
か
ら

し
ち

ダ
メ
な
ん
じ

な
い
か
な
と

は
思
う

ど
う
す
る
か
は
セ
ブ
ン
に

せ
る
け
ど

う

ん

う

ん

 
あ
た
し
は

定
・
真

を

え
な
が
ら
大
き
く

た

ま
さ
か
ゴ

ル
間

に
な

て
目

的
の
品
が
真

か
ど
う
か
こ
の
ク
エ
ス
ト
は
そ
も
そ
も
成

さ
せ
て
い
い
の
か
ど
う
か
を
悩
む

事
に
な
ろ
う
と
は
予
想
外
で
あ
る

 
事
前
に

べ
た
と
こ
ろ

に
物
探
し
系
ク
エ
ス
ト
で

者
に
ア
イ
テ
ム
を

せ
ば
終

わ
り
と
い
う
事
が
解

て
い
た

そ
れ
を

え
て
み
ん
な
に
話
さ
ず
た
だ

の

い
ク
エ

ス
ト
と
し
か

て
い
な
か

た
の
が
今
に
な

て
裏
目
に
出
て
い
る

だ

 
し
か
し
あ
の
キ
リ
ト
の

葉
で
あ
る

更
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ

の
中
で
も

明
な
方
の
ア
ス

ナ
ラ
ン
の

も
あ
る

い
た
ず
ら
に
無

し
て
い
い
と
は
思
え
ず
あ
た
し
は
思

を
高
速
回

転
さ
せ
た

 

し
た
ク
エ
ス
ト
の
達
成

件
は

者
の
Ｎ
ｅ
ｒ
ａ

に
神
殿
の
最

で
手
に

入
れ
た
宝
物
を

す

と
な

て
い
る
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手
に
入
れ
た
宝
物

ね

 
達
成

件
の
文

に
は
真

と
一

も
書
か
れ
て
い
な
い

安

さ
れ
て
い
た
場

が
合

し
て
い
る
だ
け
で

そ
れ
以
外
の
情
報
は

み
取
れ
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

 
だ
が
そ
ん
な

な
書
き
方
を
す
る
だ
ろ
う
か
と
思
わ
な
く
も
な
い

な
ら
気
に
も

め
な
い

な
書
き
方
だ

し
か
し
疑
念
を

い
て
見
た
今
は
ま
る
で
こ
ち
ら
の
思

を
ミ

ス
リ

ド
さ
せ
る
意

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

た

無
論
確
証
は
得
ら
れ
な
い
で
い
る

の
だ
が

 
疑
問
は
解
消
さ
れ
な
い
が
い
ず
れ
に
せ
よ
ク
エ
ス
ト
は
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

あ

た
し
は
歩
を
進
め

深
海
の

人

Ｎ
ｅ
ｒ
ａ

へ
と
近
づ
い
た

お

そ
れ
こ
そ

正
し
く
奪
わ
れ
た
真

じ

あ
り
が
と
う
よ

妖
精
達
よ

 
真

を
持

た
あ
た
し
が
一
定

内
に
入

た
た
め
か
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
セ
リ
フ

を

て
来
る

人

じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い

の
先
に
は
あ
た
し
が

え
る

大
な

体
が
あ
る

さ

そ
れ
を
こ
ち
ら
に

 
す

と

人
が

手
を
差
し
出
し
て
く
る

け

し
て
も
ら
う
体
勢
を
取

た
の
だ
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あ
た
し
は

を

ら
れ
た

  

あ
た
し
は

ど
ち
ら
を

ぶ
べ
き

  
ぐ
ん

と
思

が
加
速
す
る

 

し
て
終
わ
り
な
ら
気
の
せ
い
だ

た
で
終
わ
り
に
な
る

 

さ
な
け
れ
ば

ま
た

か
が

く
可
能
性
は
あ
る

 

キ
リ
ト
が

む
監

目
的
に

ん
だ
ク
エ
ス
ト
だ

に
終
わ
る
な
ら
そ
れ
に
越
し

た
事
は
無
い

  

だ
が

  
そ
れ
に
反
対
す
る
思

と
感
情
が
あ

た

 
こ
こ
で
や
め
た
く
な
い

と
い
う
思

が
あ

た

 
未
知
をつ

ま
びら

か
に
し
た
い
と
い
う

心
が
あ

た
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そ
こ
で
終
わ
り
な
ら
そ
れ
で
い
い

そ
れ
を
知
れ
た
だ
け
で
も
い
い

だ
が
未
知
を
残
し

た
ま
ま
に
す
る
の
は

多
分

プ
レ
イ

と
し
て
失
格
だ

 

お
も
む
ろに

背
後
を
振
り
返
る

 

線
の
先
に
は

髪
の
レ
プ
ラ
コ

ン

 
か
つ
て
彼
女
は

た

こ
の
世
界
は
あ
た
し
達
に

意
さ
れ
た
遊
び
場
な
の
だ
と

者
と
し
て
プ
レ
イ
し
て
い
た
自
分
に
対
す
る

プ
レ
イ

と
し
て
の
怒
り
の

葉
だ

 
今
な
ら
あ
の
時
の
心
情
を
理
解
で
き
る

こ
の
未
知
へ

む
ワ
ク
ワ
ク
感
を
邪
魔
さ
れ
れ
ば

苛
立
つ
の
は

然
だ

 
そ
れ
は
き

と

こ
の
場
に
い
る
全

が
そ
う

 
だ
か
らご

め
ん
な
さ
い

お

さ
ん

あ
な
た
に
コ
レ
は

せ
な
い
わ

 

あ
た
し
は

プ
レ
イ

と
し
て
の
欲
を

先
し
た
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・
エ

ギ
ル
・
オ
ブ
・
シ

ク

 

エ
ク
ス
ト
ラ
・
エ
デ

シ

ン

に
登
場
し
た
サ
メ

 
た
だ
し
名
前
は
本
作
オ
リ
ジ
ナ
ル

 

エ

ギ
ル

は
北
欧
神
話
に
お
け
る
海
神
の
名
前

  
・
オ
ク
ト
パ
ス
・
ナ
イ
ト

 
タ
コ
剣
士
の
中
ボ
ス

 

本
の
触

す
べ
て
で
剣
を
持
つ
八
刀
流
の
使
い
手

本
文
で
は
二
体
登
場
し
た
が

片

れ
は
リ

フ

に
一
人
で

く

し

め
ら
れ
た

 
イ
メ

ジ
は
ワ
ン
ピ

ス
の
タ
コ
八
刀
流
の
使
い
手

ヒ

ウ

ウ

  
・
セ
ブ
ン

 
一
プ
レ
イ

と
し
て
の
欲
が
先
行
し
た
少
女

 
真

な
ゲ

ム
プ
レ
イ
を
出
来
る
よ
う
に
な

た

レ
イ
ン
ガ
チ
ギ
レ
時
の
セ
リ
フ
か
ら
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戦
闘
時
は
魔
法
補
整
の
高
い
槍
を
手
に
魔
法
で
攻
撃

歌
で

す
る

  
・
キ
リ
ト

 
万
年
一
人
遊
撃
手

 
集
ま

た
面
子
で
最

の
種

練

だ
が
代
償
魔
術
と
魔
技
を
絡
め
た

な
戦
闘
ス
タ

イ
ル
で

を

弄
す
る

後
衛

の
火
力
も

 
慰
安
を

ね
た
ク
エ
ス
ト
の

が
神
殿
攻
略
の
要
と
し
て
よ
く

く
少
年

 

本
人
は
精
神
的
に

ち
足
り
て
い
る

様

 
魔
技

Ａ
Ｌ
Ｏ
編
で

出

 
・
ア

ス
ノ

カ

 
式

れ

 
動
作

一
回
転
し

剣
を
地
面
に

き
付
け
る

 
地
属
性
の
衝
撃
波
が
吹
き
上
が
り

を
攻
撃
す
る
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・
ウ

ン
ド
カ

タ

 
式

ウ

ン
ド

カ

タ

 
動
作

手
に
し
て
い
る
武
器
で

ぎ
払
い

 
風
属
性
の
刃
を

ば
す

刃
は
前
方
五
メ

ト
ル

ど

す
る

 
新
Ｏ
Ｓ
Ｓ

 
・
テ

ル
の

 
作
成
者

ス
メ
ラ
ギ

 

手
武
器
の
刀
を
片
手
で
大
振
り
に
振
る
う

使

時
は
オ

ラ
に
よ
る

刀
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｈ
の
天

が

現
化
し

リ

チ
が

び
る

 
一
撃
の

力
が
高
い

 

片
手
武
器
と
し
て
の
使
い
勝
手
は

得
し
て
い
な
い
気
が
す
る
が
そ
こ
は
気
に
し
て
は

い
け
な
い

 
地
味
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
で
は
一

も
出
て
い
な
か

た

キ
リ
ト
と
一
騎
打
ち
し
て
な
い
か
ら
仕
方

な
い
ネ
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新
魔
術

 
・

の
魔
術

 
式

ア
ロ

・
シ

イ
プ

 
備

属
性
レ
ベ
ル

 
与
ダ
メ

ジ

収

 
与
ダ
メ

ジ

収

 
タ

ゲ

ト
し
た

に

を
突
き
立
て
る
魔
術

 

に
ヒ

ト
し
て
も
数
十

残

し
そ
の
間
フ
レ

ム

の
ダ
メ

ジ
を
付
与
す
る

ヒ

ト
面

で

え
る
と

で
し
か
な
い
が
ダ
メ

ジ
発
生

に

付
与
の
判
定
が
発
生
し
か

つ
物
理
的
に
外
せ
な
い

状

異
常
で
も
な
い
た
め
解

文
も
な
い

 
文
中
に
あ
る

り
無
力
化
す
る
な
ら
回

し
か
な
い

  
・
カ
ウ
ン
タ

魔
術

 
式

カ
ウ
ン
タ

・

・
エ
レ
メ
ン
ト
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指
定
し
た
属
性
に
向
か

て
ホ

ミ
ン
グ
す
る
設
定
の
魔
術
攻
撃

 
た
だ
式

を
足
し
た
だ
け
の
よ
う
だ
が
実

は
属
性
の
数
だ
け
同
じ
よ
う
な

で
Ｏ
Ｓ
Ｓ

を
新

作
成
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る

一
応
原
作
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
に
て

エ
ル
ド
リ
エ
と
い
う
キ

ラ
が
使

て
い
た

  
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

ン

 
式

絡
め
取
れ

 
属
性

光
五

闇
五

 

件

手
が
無
手
で
あ
る
事

 
備

デ

テ

ル
・
フ

カ
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
タ

ゲ

ト

 
複
数
タ

ゲ

ト
可
能

 
バ
イ
ン
ド
付
与

 
与
ダ
メ

ジ

 
前
衛
へ
の
回

指
示
が
間
に
合
わ
な
い
時
無
理

理
後
ろ
へ
引

る
た
め
に
構

さ
れ
た

魔
術

よ
う
と
す
る

や
遠
く
に
い
て

な
的
に
対
す
る

行

に
も
使
え
る
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参

は

キ
ン
グ
ダ
ム
ハ

ツ

の
ゼ
ム
ナ
ス

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

歌
姫
編
 

深
淵
ノ
王

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
い
よ
い
よ

エ
ク
ス
ト
ラ
・
エ
デ

シ

ン
編

の
幕
間
最
後
と
な
り
ま
す

 

点

セ
ブ
ン

 

数

約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

ご
め
ん
な
さ
い

お

さ
ん

あ
な
た
に
コ
レ
は

せ
な
い
わ

 

あ
た
し
は

プ
レ
イ

と
し
て
の
欲
を

先
し
た

 
キ
リ
ト
を
労
わ
る
な
ら

こ
こ
で

し
て
終
わ
り
に
す
る
の
が
最

そ
れ
は
み
ん
な
も
分
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か

て
い
る

だ

そ
れ
で
も
そ
の
上
で
引

掛
か
り
を

え

を
残
し
た

そ
れ
は

プ
レ
イ

と
し
て
の
欲
が
み
ん
な
を
動
か
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い

 
こ
れ
で
ク
エ
ス
ト
が
失

し
て
も
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
引

掛
か
り
が
解
消
さ
れ
る

だ
か

ら
問

な
か

た

 
果
た
し
て

ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

人
は
手
を
ピ
ク
リ
と
さ
せ

し

て
し
ま

た

 
コ
メ
ン
ト

で
は
あ

あ
と

る
文
が
流
れ
る
が
知

た
事
で
は
な
い
と
意
識
か
ら
外

し

後
退
す
る

そ
う
か

 
数

の

の
後
よ
う
や
く

を
開
い
た

人
の
声
は
深
く
深
く
し
わ
が
れ
て
い
た

ド

キ
リ
と
す
る

圧
感
の

た
そ
れ
を

き
み
ん
な
が
一

は
収
め
た
自
身
の
得
物
に
手
を
掛

け
る

 
そ
こ
で

人
の

が
開
い
た

 
ギ

ロ
リ
と

紅
く
光
る

が
あ
た
し
達
を
見

え
る

さ
ぬ
と
あ
ら
ば

仕
方
な
い
の
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下
が
れ

 
ご

と
ロ

ブ
に

わ
れ
た

人
の
四

が

に

れ
上
が
り
あ
た
し
達
は

い
で
神

殿
の
入
り

付
近
ま
で
後
退
し
た

後
衛
に
ア
ス
ナ
ラ
ン
キ
リ
ト
そ
し
て
あ
た
し
が
付
き

残
り
が
前
衛

中
衛
に
付
く

 
隊
列
を
整
え
る
わ
ず
か
な
間
に

Ｎ
ｅ
ｒ
ａ

は

ま
し
い
変

を

て
い
た

 
一

で

え
ば
そ
れ
は
超

大
タ
コ

い

色
の
体
色
を
し
た
タ
コ
が
神
殿
の
出

付

近
に

り

こ
ち
ら
を

す
る

重

型
の
ノ

ム
よ
り
太
い
触

が
う
ね
う
ね
と
蠢
く

 
あ
た
し
達
の

線
の
先
で

大
タ
コ
の

上
に
表
示
さ
れ
て
い
た
ネ

ム
フ

ン
ト
が
Ｎ

ｅ
ｒ
ａ

か
ら

Ｋ
ｒ
ａ

ｅ
ｎ

へ
と

び
変
わ

た

更
に
フ

ン
ト
が
追
加
さ
れ

最
終
的
な
名
前
は

Ｋ
ｒ
ａ

ｅ
ｎ
Ｔ
ｈ
ｅ
Ａ
ｂ
ｙ
ｓ
ｓ
Ｌ
ｏ
ｒ
ｄ

と
な

た

 
深
淵
の
王
ク
ラ

ケ
ン

 
そ
れ
が

人
の
正
体
だ

た

 
同
時
に
ク
エ
ス
ト
の
進
行

も
更
新
さ
れ
達
成

件
が
ク
ラ

ケ
ン
か
ら

子
の

を
守

り

く

に

失

件
が

全
滅
す
る

に
変
更
さ
れ
た

バ

は

七
本
も
あ
る
の
ね
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う
へ

と
あ
た
し
は
息
を

く

そ
の

体
に
合
わ
せ
て
大
き
く
表
示
さ
れ
た

バ

の
数

は
七
つ

の

で
し
か
な
い
は
ず
だ
が
そ
の
大
き
さ
に

し
あ
た
し
達
の
サ
イ
ズ

の
七
本
分
よ
り

か
に

が
多
く
感
じ
て
し
ま
う

の

人
達
で
す
ら
五
本
だ

た
の
に

更
に
多
い
の
だ

 
そ
ん
な
あ
た
し
達
を

さ
せ
る
か
の
よ
う
に
ク
ラ

ケ
ン
の
足
が
一
本
神
殿
の

を

く気
付
か
れ
る
と
は
思
わ
な
ん
だ
が
し
か
し
礼
を

う
ぞ
妖
精
達
よ

我
を

む
結
界
が

ら
れ
た
神
殿
か
ら
よ
く
ぞ

子
の

を
持
ち
出
し
て
く
れ
た
の

さ

そ
れ
を
我
に

よ 

体
に
見
合

た

で
話
し
て
く
る
ク
ラ

ケ
ン

体
が
大
き
く
な
る
と

も
大
き
く
な

る
の
か
不

極
ま
り
な
い
そ
の
様
子
は
も
は
や
黒
歴
史
そ
の
も
の
な
過
去
の
自
分
自
身
を
見

て
い
る
よ
う
で
怖
気
が

た

 

ら
ず

あ
た
し
は
声
を

り
上

た

お
断
り
よ

 
そ
の

子
の

と
や
ら
は

あ
た
し
達
が

め
て
神
殿
に

す
わ

愚
か
な

ど
も
よ

 
な
ら
ば
深
海
の

と
な
る
が
よ
い
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こ
ち
ら
の
再

の

絶
を

け
た
ク
ラ

ケ
ン
は
紅
く
光
る

を
ギ
ラ
リ
と
一

か
せ
た

 
そ
の

間
あ
た
し
達
は
一

に
行
動
を
開
始

後
衛
は

を
始
め
前
衛
は
足
の
一
振
り

で
全
滅
し
な
い
よ
う
横

十
メ

ト
ル

ど
の

路
に

ら
ば
り
つ
つ

離
を

め
始
め
る

デ

ス
チ

ジ

 
最
初
に

が
完
了
し
た
の
は
キ
リ
ト
だ

た

全

の
攻
撃
力
が
増
加
し
武
器
に

属
性

が
付
与
さ
れ
る

立
て

け
に
ア
ス
ナ
ラ
ン
達
の

魔
法
が
掛
か
り
前
衛
が
強
化
さ
れ
て

い
く

 
そ
こ
で

ク
ラ

ケ
ン
の
初
撃
が

た

 
ま
ず
分

い

を

に
振
り
下
ろ
し
て
き
た

レ
イ
ン
ス
メ
ラ
ギ
サ
チ
の
三
人
掛
か
り
で

抑
え
に
掛
か
る
が

手
の

力
値
が
高
す
ぎ
る
の
か

し
た
上
で
も
か
な
り
の
ダ
メ

ジ
を

け

更
に
継

ダ
メ

ジ
も
入
り
始
め
る

や

あ
あ
あ
あ

シ
 
そ
の
隙
に
ユ
ウ
キ
リ

フ

シ
ノ
ン
が
斬
り
か
か

た

前
二
人
は
片
手
剣
ス
キ
ル
を
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使

た

属
性
攻
撃
を
シ
ノ
ン
は
至
近

離
か
ら
氷
の
弓

ス
キ
ル
を
発
動
し
レ
イ
ン
達
が

抑
え

む
足
を
攻
撃
す
る

 
根

近
く
を
氷
が

ち

か
ら

で
切
り
裂
か
れ
る
ク
ラ

ケ
ン
の
足

 
し
か
し

紅
く
光
る
ダ
メ

ジ

は

く
間
に

が

た

の
よ
う
に

が
生
ま
れ

傷
を

め
た
の
だ

えな
に

 
ユ
ウ
キ
と
ス
メ
ラ
ギ
の

然
と
す
る
声

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
ダ
メ

ジ

が

れ
る
の
は

常
だ

た
が

そ
れ
は
傷
が

が
る

が
回
復
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

 
ゲ

ジ
を
見
れ
ば

最
上

の
ゲ

ジ
に

少
は
見
ら
れ
な
い

 
ド

ト
の

り
す
ら
わ
か
ら
な
い
程

の
小
ダ
メ

ジ
な
の
か

本

に

回
復
の
現

と

し
て

ゲ

ジ
が
回
復
し
た
の
か
も
わ
か
ら
な
か

た

チ

ジ

ネ
レ

ト

 
そ
れ
を
見
て

打
ち
し
た
キ
リ
ト
が

く
式

を

え

に
完
結

見

れ
た
閃
光
が

掌
か
ら
放
た
れ
る

光
の
レ

ザ

は
一

で
ク
ラ

ケ
ン
の

部
に

た

た
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ぬ

う

 
ク
ラ

ケ
ン
の
悲
鳴
で
彼
の
攻
撃
が

い
て
い
る
事
を
知
る

な
ら
ば
と

ゲ

ジ
を
見
る

な

全
然

て
な
い

 
て
い
う
か
回
復
し
て
る

 
予
想
を
裏
切
り

ク
ラ

ケ
ン
の

ゲ

ジ
は
ま

た
く
と

て
い
い

ど

て
い
な

か

た

ド

ト

で
少
し
ず
つ

り

そ
れ
す
ら
も
お
そ
ら
く
数
万
ダ
メ

ジ
だ
ろ
う
が

し
か
し

数

で
フ
ル
回
復
し
て
し
ま
う
の
だ

 
そ
れ
を

い
た
キ
リ
ト
が

再

を
打
つ

の

定
ダ
メ

ジ
で
も
一

の
リ
ジ

ネ

を
超
え
な
い
か

い
や
あ
る
い
は
完
全

性

か
ど

ど
う
す
る
の

 
キ
リ
ト
君
の
魔
術
で
も
ダ
メ
じ

 
そ
う

う
間
に
も
戦
況
は
変
わ
る

ク
ラ

ケ
ン
が
他
の
足
で
前
衛
を
突
き

ば
し
戦
線
を

解
さ
せ
た
の
だ

け
た
攻
撃
は
一
発
だ
が

も
が
残
り

一

の

死
で
あ
る

ア
ス
ナ
達
の
回
復
魔
法
が

ぶ
が

継

回
復
の
た
め

撃
に
は
間
に
合
わ
な
い

 
こ
の
ク
エ
ス
ト
が
レ
イ
ド
で
も

け
ら
れ
る
理
由
が
分
か

た

こ
れ
は
最
大
人
数
で
来
て
も

全
滅
す
る
か
ど
う
か
の

を

た
り
来
た
り
す
る
レ
ベ
ル
の

だ
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つ
ま
り

こ
れ
は
勝
て
な
い

な
ら

の
手
だ

 
そ
う

念
を

い
た
あ
た
し
と
違
い
キ
リ
ト
君
は

め
て
い
な
か

た

む
し
ろ
片

を

り
上

て
す
ら
い
る

ま
る
で

新
し
い
コ
ト
に

戦
で
き
る
と
で
も

い
た

な

だ

ジ

ネ
レ

ト
・
ル
ミ
ス
ナ
・
エ
レ
メ
ン
ト

フ

ム
・
エ
レ
メ
ン
ト
・
ウ

ポ
ン
・
シ

イ
プ

ス
タ
イ
ル
・
サ

テ

ン

フ
ラ
イ
・
ス
ト
レ

ト

デ

ス
チ

ジ

 

然
と
す
る
の
も
つ
か
の
間

彼
の
式

に
よ

て

上
の
そ
こ
か
し
こ
に
光
の
武
器
が
出

現
し
た

片
手
剣
や

剣
の
他
ア

ク
ス
ブ
レ

ド
や
槍
な
ど
も
あ
る

彼
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

使

て
い
た

武

の
再
現
だ
ろ
う

 
そ
れ
ら
が

り

ぎ

ク
ラ

ケ
ン
の

体
に
突
き
立

た

 
グ
グ

と

が
目

り
を
始
め
る

回
復
は
す
る
が

全
快
に
は
ギ
リ
ギ
リ
至

て
い
な
い

て
る

ダ
メ

ジ
が
足
り
た
わ

 
こ
れ
な
ら

無
理
だ

え
 
い
け
る

と

お
う
と
し
た
あ
た
し
を
制
す
る
よ
う
に

キ
リ
ト
が
断
じ
た
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な

と
問
う
必
要
は
無
か

た

ク
ラ

ケ
ン
の
二
撃
目
が
振
る
わ
れ
る
の
が
見
え
た

ユ

ウ
キ
達
の

は
ア
ス
ナ

ラ
ン
の
二
重
掛
け
の
回
復
で
も

分
に
至

て
い
な
い

た
れ

ば

死
だ絡

め
取
れ

 

を
手
放
し
た
キ
リ
ト
が
掌
か
ら
白
黒
の

を

出
し
た

本
も
一
気
に

出
さ
れ
た
そ

れ
ら
は
倒
れ

す
前
衛
組
に
絡
み
つ
き

一
気
に
こ
ち
ら
へ
と
引
き
寄
せ
る

 
直
後
ク
ラ

ケ
ン
の
攻
撃
が

き
付
け
ら
れ
る

空
振
り
で
生
じ
た
波
動
が
そ
の

力
を
物

語

て
い
た

あ

あ
り
が
と

 
助
か

た
よ

ん

け
ど
レ
イ
ン

喜
ぶ
に
は
少
し
気
が

い
ぞ

そ
う
ね

 
や
や
面
持
ち
に
陰
り
が
出
始
め
た
キ
リ
ト
の

葉
に

し
い
表
情
で
リ

フ

が
応
じ
る

二
人
と
も

そ
の

線
は
ク
ラ

ケ
ン
の
わ
ず
か
ず
つ
目

り
す
る

ゲ

ジ
に
向
け
ら
れ
て

い
た

倒
す
に
至
る
に
は

か
彼
方
の

り
方
で
あ
る

 

き
上
が
り
な
が
ら

シ
ノ
ン
が

を
開
い
た
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ダ
メ

ジ

ス
は
キ
リ
ト
の
魔
術
に
な
り
そ
う
ね

で
も
あ
ま
り

発
出
来
な
い
の
よ

ね

本
的
に

属
性
の
も
の
は
経
験
値
を
使
う
か
ら
な

持
は

や

で
い
い
が

発
動
に

は
経
験
値
が
必
要
だ

参

た
わ
ね

使
え
ば
使
う
程

持
時
間
が

く
な
る

て
事
じ

な
い

ブ
ラ
ス
タ

で
回
収
は
出
来
る
け
ど

与
ダ
メ

ジ
は

け

に
水
だ
か
ら
な

あ
の
ボ
ス

い

た
い
ど
れ
だ
け
ぶ

壊
れ
た
パ
ラ
メ

タ
し
て
る
ん
だ
か

お
し

べ
り
は
そ
こ
ま
で
だ

来
る
ぞ

 
ス
メ
ラ
ギ
が

意
を

す
る

そ
の

葉

り
神
殿
の
結
界
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
届
く
触

の

攻
撃
が

り
来
た

そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に

び
退
く

く
 
あ
た
し
も

ん
だ
が
攻
撃
の

波
で
体
勢
を

し
て
し
ま

た

子
の

を

し
て
な
る

も
の
か
と
し

か
り

え
て
い
る
せ
い
で
体
勢
を
立
て
直
し
に
く
い

 
更
に
そ
の

波
だ
け
で
も

を

分
以
上

ら
れ
て
し
ま

た

セ
ブ
ン

こ

ち
に
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お
姉
ち

ん

 
ぐ
い
と
手
を
引
い
た
の
は
姉
レ
イ
ン
だ

た

剣
を
一
本

に

め
空
い
た
手
で
あ
た
し

を
引
き
寄
せ
る

神
殿
か
ら
離
れ
る
形
に
な
る
が
そ
れ
で
も
ク
ラ

ケ
ン
の
攻
撃

か
ら
離

れ
た
と
は

い

い

離
だ

断
は
で
き
な
い

オ

 

子
の

を

我
に

 
最
悪
な
事
に
ど
う
や
ら
ク
ラ

ケ
ン
は
与
ダ
メ

ジ
に
よ
る
ヘ
イ
ト
よ
り
目
的
の

子
の

を
持

て
い
る
プ
レ
イ

を
よ
り

先
す
る

に
な

て
い
る
ら
し
い

攻
撃
す
る
プ
レ

イ

が
近
く
に
い
な
い
た
め
か
も
し
れ
な
い

 
ぐ

と
ク
ラ

ケ
ン
の
触

が
襲
い
来
る

さ
せ
ん

 
そ
こ
に

て
入

た
の
は
ス
メ
ラ
ギ
だ

た

 
テ

ル
の

を
発
動
し
た
彼
は

現
化
さ
れ
た

刀
を
振
る
い
ク
ラ

ケ
ン
の
足

を
一
本
切
り
裂
く

ド
ズ
ン

と
水
中
で
も

く

ど
の
シ

ク
ウ

ブ
が

た

も
ガ
リ

と

れ
る

ボ
ク
だ

て

負
け
る
も
ん
か
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け
て

が
ま
だ

意

に
あ
る
ユ
ウ
キ
が
二
刀
を
引

て
突

し
た

深
紅

の

を
引
くヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

突
進
攻
撃
で

離
を

め
つ
つ
銀
剣
で
ク
ラ

ケ
ン
の

面
に
強

な
一
撃
を

加
え
る

間
を

か
ず

黒
剣
で

マ
ザ

ズ
・
ロ
ザ
リ
オ

紺
色
の

突
を
立
て

け
に
放

た

ぐ

お
お

 

面
へ
の
強

な
攻
撃
は
さ
し
も
の
ク
ラ

ケ
ン
も

え
た
よ
う
で
二

目
の
悲
鳴
が
上
が

る 
そ
こ
に
無

で

近
す
る
金
髪
の
風
妖
精

に

め
し
か
し
収
ま
り
き
ら
な
い

き
を
放

つ
⻑
刀
を

時
に

刀

ズ
パ

ン

と
い
う
破
裂

が

き
再
び
シ

ク
ウ

ブ
が

身
を

く

い
て

 
と
お
ま

遠
間
か
ら

ま

す
ぐ

び
る
深
紅
の

き

そ
れ
は
サ
チ
が
投

し
た
魔
槍
の
一
撃
だ

た

い
過
た
ず
ク
ラ

ケ
ン
の

目
を

ち

三

目
の
絶

を
上

さ
せ
る

サ
ウ
ザ
ン
ド
・
レ
イ
ン

 
反
撃
の
隙
を
与
え
な
い
と
ば
か
り
に
姉
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ

サ
ウ
ザ
ン
ド
・
レ
イ
ン

が
放
た
れ
た
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異
空
の
武
器

に

め
ら
れ
た
種

様

な
名
剣
名
刀
名
槍
が

し
ク
ラ

ケ
ン
の
体

の
そ
こ
か
し
こ
に
突
き
立
て
ら
れ
て
い
く

一
発
一
発
の

力
は

い
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ

を
物

で
補

て
い
た

魔
剣

解
放

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

 
ト
ド
メ
と
ば
か
り
に
触

を

く
ク
ラ

ケ
ン
の
本
体
を

み

む

ど

大
な
波

が
海

中
を
引
き
裂
い
た

の
流
れ
が
発
生
す
る

ど
の
そ
の
攻
撃
に
こ
れ
な
ら
少
し
は
と
希
望

を

く

 
お
よ
そ
十

ど
闇
の
波

が

き

更
に
数

掛
け
て

黒
の

が
晴
れ
て
い
く

ぬ

ど
も
め

小

し
い
真
似
を
し
お
る
わ

 

果
た
し
て

闇
が
晴
れ
た
そ
こ
に
は

未
だ
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
る
深
淵
の
王
が
い
た

 

ゲ

ジ
は

一
本
目
の
二

が

れ
た
程

全
体
で
見
れ
ば
一

も

れ
て
い
な
か

た
こ
う
も
ブ
ン
ブ
ン
う
る
さ
く
て
は

ら
ん

こ
こ
ら
で
お
遊
び
は
終
わ
り
に
し
て
や
ろ
う
か

の 
ギ

ロ
ギ

ロ
と

り
を
見
回
し
た
ク
ラ

ケ
ン
が

ク
ワ

と
眼
を
見
開
く
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す
る
と
白
色
の
波
動
の
よ
う
な
も
の
が
放
出
さ
れ
た

シ

ク
ウ

ブ
で
は
な
い
そ
れ

は

あ
た
し
達
の
体
に

た
る
と

特
に
衝
撃
を
与
え
る
事
な
く
す
り

け
て
い
く

ウ

魔
法
が
フ

ン
ブ
ル
し
た
わ

 
し
か
も
バ
フ
を
全
部
解

さ
れ
た
わ
よ

 
し
か
し
そ
れ
に
は
恐
ろ
し
い

果
が
あ

た

あ
た
し
達
に
掛
か

て
い
た
バ
フ
を
全
て
問

無

で
解

し
た
の
だ

し
か
も

中
だ

た
あ
た
し
の
魔
法
も
強
制
フ

ン
ブ
ル
さ
せ
ら

れ
る

 

も
回
復
も
全
て
止
め
ら
れ

が
全
快
し
て
い
な
い
面

に
特
に

が

る

 
強
制
フ

ン
ブ
ル
は
と
も
か
く

バ
フ
解

の
技
能
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
か

た

こ
れ
が
初
に
な
る

で

そ
れ
は
あ
る
意
味
快

に
近
い
の
だ
が

 

ガ
チ
攻
略
じ

な
い
時
に
来
ら
れ
る
の
は

る
わ
よ

 
内
心

悲
鳴
を
上

な
が
ら
思

を
回
す

 
と
は

え
あ
た
し
に
取
れ
る

は
そ
う
多
く
な
い

魔
法
が
あ
ま
り
使
え
な
い
と
な
れ

ば

残
る
は
歌
し
か
な
い
が

そ
れ
も
バ
フ
を
外
さ
れ
て
は

も
子
も
な
い

う

歌

て

す
る
わ
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し
か
し
し
な
い
よ
り
マ
シ
だ
ろ
う
と

え

再

歌
で
バ
フ
を
掛
け
直
す

無

よ

無

無

 
だ
が
再

白
い
波
動
を
放
た
れ
ま
た
バ
フ
を

が
さ
れ
る

歌
は
フ

ン
ブ
ル
非
対

の

よ
う
だ
が
無
力
化
さ
れ
た
も
同
然
で
あ
る

 
こ
れ
で
分
か

た
の
は
バ
フ
で
あ
れ
ば

で
も
か
ん
で
も

が
す
事

ま
た
一
定
ル

チ
ン

経
過
で
は
な
く

こ
ち
ら
の
バ
フ

り
を
見
て

時
再
使

し
て
く
る
事

 
最
悪
で
あ
る

 

こ
の
一
撃
を
以
て
決
別
の

と
し
よ
う

 
し
か
し

そ
こ
に
希
望
の
光
が
見
え
始
め
た

 

に
分
身
魔
法
を
使

た
の
だ
ろ
う
銀
髪
の
レ
プ
ラ
コ

ン
が
ク
ラ

ケ
ン
を

う
よ
う
に

人
も
い
て

全

が
オ

ラ
を

ら
せ
る
剣
を
大
上

に
構
え
て
い
た
の
だ

 
原
初
を
語
る

天
地
は
別
れ

て
ん天じ

う城
は
終
焉
を

祝
ぐ

せ天
か
い城

を
滅

す
は
我
が

ケ
ツ
イ

星仮
想

世
界
を
回
す
渦

天
城
の
地
獄
と
は
創
世
前
夜
の
終

よ
し滅

を
以
て

ま
る
が
い
い

 

し
全
て
を

み

も
う
と
し
た
あ
た
し
を
も
止
め
た
あ
の
一
撃
を
再
現
し
た
の
だ
ろ

う
魔
術

か
つ
て
こ
の
身
で

け
た
だ
け
あ
り

頼
も
し
さ
が

違
い
に
感
じ
ら
れ
た
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そ
し
て

極
限
の
一
撃
が

放
た
れ
る

  

フ

ス

・

デ

ス

終
焉
へ
と
誘
う
剣

  
重
な
る
少
年
の
怒

 
空
間
を
切
り
裂
く

極
光
と
暗
黒
の
乱
舞

 

と
い
う

が
乱
舞
し
空
間
の
水
が

れ
狂
う

あ
た
し
達
は
海

神
殿
の

に

ま

て

ば
さ
れ
な
い
よ
う

え
る
の
で
精
い

い
だ

た

 
な
ん
と
か
見
て
取
れ
た
の
は
ク
ラ

ケ
ン
の
全
身
を

み

む
二
色
の

風
が
四
方
か
ら
放

た
れ

容
赦
な
く
そ
の
身
を

て
い
る
と
い
う
事
だ

た

 

ど
れ

ど
の
時
間
が
過
ぎ
た
か

 
一
分
と
経

て
い
な
い

だ
が
流
さ
れ
な
い
よ
う

え
る
事
に
精
魂

き
果
て
気
味
の
あ
た

し
に
は
正
確
に
時
間
を

れ
な
か

た
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ど

ど
う

 
倒
せ
た
の

 
恐
る
恐
る

の
影
か
ら

を
出
す

間
達
も
同
じ
よ
う
に
様
子
を

て
い
た

 
ク
ラ

ケ
ン
の

る
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
の

し
さ
に

だ
ら
け
に
な

て
お
り
触

は
見
え

る
が

本
体
や

ゲ

ジ
は
よ
く
見
え
な
い

  

よ
く
も
や

て
く
れ
た
の

  
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

き
が

を
打

た

 

だ
ら
け
の
空
間
が
触

に
よ

て
晴
ら
さ
れ
る

 
ク
ラ

ケ
ン
は
全
身
が
傷
だ
ら
け
で

少
し
ず
つ
傷
が

て
い

て
い
る
と
こ
ろ
だ

た

ゲ

ジ
は
よ
う
や
く
三
本
目
に

達
し
た
と
い
う
と
こ
ろ

う
そ

で
し

 
あ
の
最
強
の
一
撃
を
以
て
し
て
も

分
も

れ
な
い
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そ
の
事
実
を
理
解
し
た
あ
た
し
は

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
そ
う

葉
を

ら
し
て
い
た

ぬ

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

う
 
突
然
ク
ラ

ケ
ン
が

を
上

た

思
わ
ず

を
手
で

い
で
い
る
と

界
に
白
と

黒
二
色
の
波
が

り

や
は
り
す
り

け
て
い

た

 
す
る
と
が
く
ん

と
体
か
ら
力
が

け
る

 

界

上
の

ゲ

ジ
を
見
れ
ば

バ
フ
は
全
て
消
え

代
わ
り
に
あ
ら

る
パ
ラ
メ

タ

下
の
デ
バ
フ
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
た

状

異
常
は
な
い
が
そ
れ
の

性
が

下

す
る
デ
バ
フ
ア
イ
コ
ン
も
見
て
取
れ
る

 
白
は
さ

き
も
使

て
き
た
バ
フ
解

の
技
能

 
な
ら
黒
色
の
波
動
は
こ
ち
ら
に
パ
ラ
メ

タ
・

性

下
デ
バ
フ
を
問

無

で
付
与
す
る

技
能
だ
ろ
う

ぬ

ぐ
ぐ
ぐ

 

と

ん

る
よ
う
な
声
が

こ
え
た

そ
ち
ら
に

線
を
向
け
る
と
キ
リ
ト
が

で

う
つ

せ
に
倒
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
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き

キ
リ
ト
君

キ
リ
ト

ど
う
し
た
の

お

の
事
よ
り

ボ
ス
に

意
し
ろ

 
ま
さ
か

に
ダ
メ

ジ
が

と
同
じ
く
思

た
の
だ
ろ
う
ユ
ウ
キ
達
が
慌
て
て
声
を
か
け
る

が

彼
自
身
の

意
に
よ

て
そ
れ
は

ら
れ
た

 

線
を
ク
ラ

ケ
ン
に

せ
ば
ズ
ラ
リ
と

が

ぶ

を
開
き
こ
ち
ら
を
今
に
も

み

ま
ん
と
し
て
い
る
様
が
見
え
た

小

な

ど
も
よ

 
こ
う
な

た
ら

み
な

め
て

が
喰
ろ
う
て
や
る

 
ま

ず
は
小

様
か
ら
だ

ぐ
ぬ
ぬ

 
ド
ド
ド
と

の
上
を
這
い
ず
り
な
が
ら

り
く
る
ク
ラ

ケ
ン
の

い
は
強

な
一
撃

を
与
え
た
キ
リ
ト
だ

た

し
か
し
彼
は

足
に
身
動
き
が
取
れ
な
い
ら
し
く

き
上
が
り
す

ら
し
な
い

 
そ
の
様
子
に

ア
ス
ナ
が
悲
鳴

み
た
声
を
上

る

キ
リ
ト
君

く

て
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無
理
だ

レ
ベ
ル

な
上
に
全
パ
ラ
メ

タ
が

に
な

て
る
か
ら

備
の
重

で
動
け
な

い
は

 
一

に

の
声
を
上

る

ま
ず
間
違
い
な
く
先
の
一
撃
の
代
償
な
の
だ
ろ
う
が
そ
の
内

容
は
あ
ま
り
に
後
先

え
て
い
な
い
も
の
だ

こ
の

間
に
合
え

 
自
分
で
は
動
け
な
い
の
だ
と
悟
り

シ
ノ
ン
と
ユ
ウ
キ
が
助
け
出
し
に

け
出
し
た

 
そ
れ
を
補
助
す
る
よ
う
に
ア
ス
ナ
と
ラ
ン
が

魔
法
を
掛
け
始
め
る

あ
た
し
も

れ
て

を
歌
い

す
る

な
ら
ば

は
止
め
に
動
く
か

あ
た
し
も

わ
た
し
も
手
伝
う
よ

私
も

 
彼
と
反
対
方
向
に
歩
く
の
は
ス
メ
ラ
ギ
リ

フ

レ
イ
ン
サ
チ
の
三
人
だ

た

サ
チ



 幕間之物語：歌姫編 〜深淵ノ王〜

は
深
紅
の
魔
槍
を
投

他
三
人
が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
放
つ

が

突
進
は
止
ま
ら
な
い

 
つ
い
に
キ
リ
ト
と
ク
ラ

ケ
ン
の

離
が
残
り
十
メ

ト
ル
を
切

た

ユ
ウ
キ
と
シ
ノ
ン

が

り

い
た
と
こ
ろ
だ

た
が

離
脱
す
る
に
は
あ
ま
り
に
近
す
ぎ
る

 
そ
れ
が
解
り

二
人
は
ぎ

と
少
年
を

き
し
め

少
し
で
も
盾
に
な
ろ
う
と
し
た

 
こ
れ
で
終
わ
り
じ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  
ク
ラ

ケ
ン
の

勝

を
確
信
し
た
雄

び

  

そ
れ
を
止
め
た
の
は

上
か
ら

ち
て
き
た
一
本
の
槍
だ

た

  
ず
が
ん

と

を

て

り

ん
で
き
た
そ
れ
は

大
な

ト
ラ
イ
デ
ン
ト

三

の
槍

ク
ラ

ケ
ン

の
進
行
を

む
よ
う
に
突
き

さ

た
そ
れ
は
同
時
に
キ
リ
ト
達
を
守
る
よ
う
に
も
立
ち
は
だ

か

て
い
た

 
そ
の
槍
を
見
た
ク
ラ

ケ
ン
が

か
に
た
じ
ろ
ぐ
様
子
を
見
せ
る
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ぬ

こ
の
槍
は

 
そ
う

き

槍
が

て
き
た

上
を
見
や

た

 
み
ん
な
で
キ
リ
ト
の
下
へ
集
ま
り
な
が
ら
同
じ
く

上
を
見
る
と

的
に
は
背
後

神

殿

に

り
立
つ

人
の

が
見
え
た

白
銀
の

を

い
⻘
色
の
マ
ン
ト
を
た
な
び
か
せ

る

年
の
男
の

人
だ

 
ず
し
ん

と

を
立
て
て

り
立

た
後

人
の

上
に
名
前
と

バ

が
表
示
さ
れ
た

 
ゲ

ジ
は
ク
ラ

ケ
ン
よ
り
も
多
い
八
本

 
名
前
は
Ｌ
ｅ
ｖ
ｉ
ａ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
Ｓ
ｅ
ａ
Ｌ
ｏ
ｒ
ｄ

海
の
王
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン

そ
れ
が

新
た
に
表
れ
た

人
の
名
前
だ

た

リ
ヴ

イ
ア
サ
ン

て

約
聖
書
に
出
て
く
る
海
の

物
じ

な
い
で
す
か

海
獣
が
海
の
王

て

て
い
う
か

絶
対
強
い
よ
ね

 

キ
リ
シ
タ
ン
だ

た
と
い
う

子
の
姉
妹
が

然
と
し
て

う

名
前
だ
け

い
た
事
は

あ
る
が

見
る
か
ら
に

強
な
武
人
然
と
し
て
い
て
強
い
と
し
か
思
え
な
い

 
い
ま
思
う
事
は
た
だ
一
つ

こ
の
ま
ま
こ
の
ク
エ
ス
ト
が
終
わ
る
事
だ
け
で
あ
る

し
い
な

古
き
友
よ

変
わ
ら
ず
悪

み
が
や
め
ら
れ
な
い
よ
う
だ
な
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お
そ
ら
く
似
た
り
寄

た
り
な
心
境
だ
ろ
う
妖
精
達
が
見
守
る
中
海
の
王
が
深
淵
の
王
へ
語

り
掛
け
た

対
す
る
深
淵
の
王
も

触

を
揺
ら
し
な
が
ら
応
じ
る

そ
う

う

様
こ
そ
い
つ
ま
で
ア

ス
神

の
手
先
に
甘
ん
じ
て
お
る
つ
も
り
だ

海
の
王

の
名
が

く
ぞ

私
は
王
で
あ
る
事
に

足
し
て
い
る
の
さ

そ
し
て
こ
こ
は
私
の
庭

そ
う
と
知
り
つ
つ
戦
い

を
望
む
か

深
淵
の
王

 
そ
う
問
い
か
け
ら
れ
た
ク
ラ

ケ
ン
は
ち
ら
り
と
眼
前
に
立
ち
は
だ
か
る
三

槍
を
見
た

ギ
ラ
リ
と
光
る
白
銀
の
そ
れ
を
見
て

一

目
を

め
る

 
そ
し
て

ず
ず

と
後
退
を
始
め
た

今
は
退
く
と
し
よ
う

だ
が
友
よ

は

め
ん
ぞ

い
つ
か

子
の
力
を
我
が
物
と
し

忌

し
い
神
共
に
一

吹
か
せ
る
そ
の
時
ま
で

 
そ
う

い
切

た
後

ク
ラ

ケ
ン
は
そ
の
異
名
の

り

海
の

深
淵
へ
と

ち
て

い

た

あ
の

人
然
と
し
た
声
が
反

し
て

こ
え

か
に
恐
怖
を
覚
え
る

 

を

め
て
い
る
と

ず
し
ん

と

が
立

た

 
背
後
を
見
や
れ
ば
海
の
王
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン
が
片

を
つ
き
あ
た
し
を
見
下
ろ
し
て
い
た
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そ
の

は
い
ず
れ
全
て
の
空
と
海
を

配
す
る

方
の
も
の

新
た
な

み
む
ろ

へ

さ
ね
ば
な

ら
ぬ

え

返
し
て
も
ら
う
ぞ

 
そ
う

て
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン
が
手
を
向
け
て
く
る

す
る
と
程
な
く
あ
た
し
が

え
て
い

た

大
な

が
金
色
の
光
へ
と
変
換
さ
れ

消
滅
す
る

 
同
時
に
ク
エ
ス
ト
ク
リ
ア
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
流
れ

報

な
ど
が
表
示
さ
れ
た

え

と

え

こ
れ
で
終
わ
り

 
思
わ
ず
疑
問
形
で

に
と
い
う

で
も
な
く
問
う

間
達
も
一
様
に

惑
し
た
様
子
だ

 
し
か
し
そ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と

ん
の
一
二
分
前
ま
で
は
死
闘
も
か
く
や
の

戦
の
最

中
だ

た
の
に
い
き
な
り
新
た
な
登
場
人
物
が
現
れ
そ
れ
で
戦
い
は
終
わ
り
ク
エ
ス
ト
ク

リ
ア

意
味
不
明
な

語
ま
で
出
て
き
て

が
分
か
ら
な
い

 
戦
い
が
終
わ

た
事
に

し
て
は

直
に
喜
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
こ
れ
は
こ
れ
で
不
完
全

感
が

め
な
い

ま

助
か

た

て

え
る
べ
き
だ
ろ
う
ね

私
達
じ

絶
対

わ
な
か

た
も
ん

 
似
た
感
想
を

い
て
い
る
だ
ろ
う
が
年
上
ら
し
く
そ
れ
を

み

ん
だ
ら
し
い
サ
チ
が
あ

た
し
達
を
そ
う

め
に
掛
か
る
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そ
れ
に
た
め
息
を

い
て
応
じ
た
の
は
レ
イ
ン
だ

た

あ
の
ク
ラ

ケ
ン

た
い
倒
せ
な
い
設
定
に
さ
れ
て
た
よ

キ
リ
ト
君
が
全
力
を
出
し

く
し
て
も
ま
だ
体
力
が
七

は
残

て
た

て

に

え
て
あ
り
得
な
い
も
ん

も

ま
さ
か

の
手
の
分
身
ま
で
使

て

り
切
れ
な
い

が
い
る
と
は
思
わ
な
か

た

な 
ぐ
で

と
ユ
ウ
キ
と
シ
ノ
ン
に

か
ら

き

め
ら
れ
る
キ
リ
ト
が

う

 
そ
ん
な
彼
を
見
た
シ
ノ
ン
が
未
だ
に

ん
だ
ま
ま
の
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン
を
横
目
に
見
な
が
ら

を
開
く

自
分
の
庭
だ

て

う
な
ら
も
う
ち

と

く
来
て
く
れ
て
も
良
か

た
ん
じ

な
い
か
し

ら

む

そ
れ
は
様
子
を
見
て
い
た
か
ら
だ
よ

 
明
ら
か
な
独
り

に
反
応
を
示
し
た
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン
に

あ
た
し
達
は
一

を
見
合
わ

せ

そ
れ
か
ら

上
に
目
を
向
け
た

え

と

様
子
を
見
て
い
た

て

ど
う
い
う
こ
と

そ
の
少
年
は
ど
う
や
ら

の

人
と
縁
を
結
ん
で
い
る
よ
う
だ
な

あ

ら
は
ア

ス
神
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と

対
す
る
事
の
多
い
種

オ

デ

ン
神
に
仕
え
る
者
と
し
て
そ
の
者
を
見
極
め
る
必
要

が
あ

た
の
だ

 
シ
ノ
ン
の
問
い
に
そ
う

え
た
海
の
王
は

線
を
キ
リ
ト
へ
ず
ら
す

キ
リ
ト
と

た
か

己
が
身
を

い
て
放
つ
技
見
事
で
あ

た

我
が
古
き
友
と

に
対

峙
し
た
時
は

と
も
す
れ
ば
か
の
王
を

れ
る
や
も
し
れ
ん

そ
れ
は

ど
う
も

う
む

な
れ
ば

証
を

け
よ
う

 

う
が

い
か

を
組
ん
で
い
た
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン
が
再
び
手
を
向
け
て
き
た

 
す
る
と
キ
リ
ト
の

に
金
色
の
光
を

び
た
指
輪
が
出
現
し
た

の

飾
を

さ
れ
た

⻘
銀
の
指
輪
だ

点
に
は
ア
ク
ア
マ
リ
ン
に
近
い
色
の
宝

が

め

ま
れ
て
い
る

そ
れ
は

エ

ギ
ル
の
指
輪

こ
の
世
界
の
海
を

べ
る
神

エ

ギ
ル
神
の
加
護
が
付
与

さ
れ
て
い
る

そ
の
指
輪
を
身
に
付
け
れ
ば
海
神
の
加
護
に
よ
り
無
限
の
魔
力
を
得
ら
れ
る
代
物

だ

努

悪

せ
ぬ
よ
う
に

の

人
と
繋
が

て
い
る

に

な

こ
ん
な
も
の
を

の

人
と
縁
が
あ
る
そ
れ
だ
け
で
命
を
奪
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

だ
が
其
方
は
そ
れ
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で
命
を

と
す
に

し
い

士
だ

全
て
は
終

の
時
に
備
え
て
の
事

そ
の
指
輪
が
あ
れ
ば

ア

ス
神

の
神

と
ま
み見

え
た
時

話
も
し
や
す
か
ろ
う

あ

そ
う
い
う
事
か

 
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン
の
補
足
で

あ
た
し
も
理
解
し
た

 
終

の
時

北
欧
神
話
に

い
て
は
神

の
⻩
昏
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
は
オ

デ

ン

い
る
神

と

士
エ
イ
ン
ヘ
リ

ル
ロ
キ

い
る

の

人
や
魔
獣
ム
ス

ル
ヘ
イ
ム
の

の

人
達
に
よ
る
世
界

壊
の
大
戦
争
を
指
す

 
つ
ま
り

の

人
と
縁
を
結
ん
で
い
る
キ
リ
ト
は
オ

デ

ン
の

の
勢
力
に
属
す
る
と
見

ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

 
し
か
し
先
の
立
ち

振
る
舞
い
と
戦
い
ぶ
り
か
ら
そ
れ
で
は

し
い
と

え
た
リ
ヴ

イ
ア
サ

ン
が
自
身
が
認
め
た
証
と
し
て
指
輪
を

け
る
事
で

を

れ
る
よ
う
に
し
オ

デ

ン

に
引
き

も
う
と
し
て
い
る
と
い
う

だ

 

あ
る
い
は
そ
う
い
う
理
由
付
け
で
彼
を
気
に
入

て
い
る
ら
し
い
カ

デ

ナ
ル
か

ら
の

別
と
い
う
セ
ン
も
無
く
は
な
い

 
い
ず
れ
に
せ
よ
ど
れ
も
あ
た
し
達
が

得
す
る
た
め
の
理
由
付
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
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さ
て

妖
精
達
よ

其
方
ら
の
国
ま
で
送

て
や
ろ
う

 
話
は
終
わ
り
だ

と
切
り
上

た
海
の
王
が
立
ち
上
が
り

そ
う

た

 
あ
た
し
は
そ
の

葉
に

お
そ
ら
く
神

が
使
う
転

系
な
ん
だ
ろ
う
な

と
予
想
し
た

 

し
か
し

あ
た
し
の
予
想
は
外
れ
た

 

ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

／
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

 
プ

ン

 
と

チ

バ
を
鳴
ら
す
よ
う
な
声
を

か
せ
な
が
ら

海
面
ま
で

浮
上
し
た

大
な

影

そ
れ
は
邪
神

モ
ン
ス
タ

も

足
で

出
し
そ
う
な

体
を
誇
る
白
ク
ジ
ラ
だ

た

 
海
の
王
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン
の

属
ら
し
い
白
ク
ジ
ラ
は
あ
た
し
達
を

せ
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム

の
大
地
ま
で
送
り
届
け
て
く
れ
て
い
た
の
だ

事
前
情
報
で

大
生
物
が
い
る

て
い
う
の
は
知

て
た
け
ど

ま
さ
か
こ

ち
の

ル

ト
だ
と
ク
ジ
ラ
に
な

て
た
な
ん
て
ね

 
こ
れ
で
本

に
終
わ

た

と

を

で
下
ろ
し
な
が
ら

く

ね

セ
ブ
ン

も
し

し
て
た
場
合
は

が
送
り
返
し
て
く
れ
て
た
の

え

と

ち

と

て
ね

あ
た
し
も
ま
だ
深
く
は

べ
て
な
い
か
ら
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ユ
ウ
キ
に
問
わ
れ
た
あ
た
し
は
彼
女
に
一

て
も
ら
い

索
エ
ン
ジ
ン
で
ク
エ
ス
ト

情
報
を

べ
始
め
た

 
こ
れ
ま
で

じ
て
い
た
攻
略
情
報
を

索
し
た
と
こ
ろ
思

た
と
お
り
こ
れ
に

戦
し
た

す
べ
て
の
人
は

人
に
真

を

し
て
ク
リ
ア
し
て
い
た

そ
の
ル

ト
だ
と
最
後
に
送
り

届
け
て
く
れ
る
の
は
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
だ

た
ら
し
い

え

と

ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
だ

た

て

イ
カ

 
そ
の

え
に

と
ん
ど
の
面

が
う
へ

と

う
よ
う
な
表
情
に
な

た

ヌ
メ
ヌ
メ
と
し

た
触

に
絡
め
取
ら
れ
運
ば
れ
る

は
な
ん
と
も
イ
ン
モ
ラ
ル
な
気
配
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い

そ
う
で
な
く
と
も
男
女
問
わ
ず
生
理
的
に
キ
ツ
い
も
の
は
あ
る
だ
ろ
う

私

く
イ
カ
と
か
タ
コ
は
い
い
か
な

 

と

れ
た

み
を
零
し
な
が
ら

サ
チ
が
⻩
昏
る

 
同
感
だ
と
ば
か
り
に
み
ん
な
も

い
た

な
ん
な
ら
エ
ビ
と

も
二

三
日
は

え
た
い
わ
ね

 
ザ
コ
モ
ン
ス
タ

と
し
て
し
こ
た
ま
戦

た
種

を

れ
ば
こ
れ
ま
た
同
感
だ
と

き
を
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返
さ
れ
た

 
フ

ン
タ
ジ

に
し
か
い
な
い
な
ら
と
も
か
く
現
実
に
も
存
在
す
る
タ
イ
プ
の
モ
ン
ス
タ

を
イ

と
い
う

ど

手
し
た
後
は
ど
う
に
も
そ
れ

の

理
を
食
べ
た
い
と
は
思
え
な
い

 
そ
れ
が
た
だ
の
生
理
的
な
も
の
な
の
か
あ
る
い
は
仮
想
世
界
な
ら
で
は
の
感
覚
か
は
ち

と
確
か
め
よ
う
が
な
い
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
を

す
る
に
は
現
実

で
イ

と
い
う

ど
釣

り
や

を
し
て

同
じ
感
覚
に

る
か
の
実
証
も
必
要
に
な
る
か
ら
だ

 
イ

な
気
持
ち
に
な
る
事
を
わ
ざ
わ
ざ
し
た
い
と
は
思
え
な
い

そ
れ
く
ら
い
い
ま
の
あ
た

し
は

れ
て
い
た

け
ど
セ
ブ
ン

明
日
の

食
メ
ニ

は
サ
バ
の
味

に
な

て
た
ぞ

あ

そ
う
だ

た
わ

 
リ

フ

に

さ
れ
て
い
る
少
年
か
ら
の
指

に

あ
た
し
は
天
を

い
だ

う

キ
リ
ト
君

明
日
の

ご
は
ん

作

て
く
れ
な
い

い
ま

き
し
て
る
部

に
キ

チ
ン
無
い
か
ら
無
理
だ

そ
う
だ

た
わ
ね

 
無

悲
な

だ

た
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こ
う
な

た
ら
最

今
日
の
夢
に
ク
ラ

ケ
ン
や
ら

の
モ
ン
ス
タ

が
出
て
こ
な
い

事
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る

あ
の

セ
ブ
ン
さ
ん

ち

と
い
い
で
す
か

 
そ
う
天
を

い
で
い
る
と

ラ
ン
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た

な
に
か
し
ら

も
し
か
し
て
で
す
け
ど

キ
リ
ト
君
の
ご

食
べ
た
事
あ
る
ん
で
す
か

 
そ
の
問
い
に

女
性

の
目
つ
き
が
変
わ

た

気
が
し
た

 
い
や
多
分
気
の
せ
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
配
信
中
と
い
う
の
も
加
味
し
て
か
表
面
上
の
変

化
は
か
な
り
少
な
か

た

し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
程

に
目
を

め
た
り

横
目
で
見

て
き
た
り

と
も
あ
れ
女
性

が
こ
の
話

に
興
味
が
あ
る
の
は
明
ら
か
だ

た

 
そ
れ
を
見
て

し
ま

た
な

と
あ
た
し
は
内
心
で
天
を

ぐ
気
持
ち
に
な

た

 
今
の
は
明
ら
か
に
自
分
が
話

の
チ

イ
ス
を
間
違

た

 
た
だ
ま

今
更
後
に
は
引
き
返
せ
な
い

え
ら
れ
な
い
話

で
も
な
い
か
ら
だ

 

き
を
あ

そ
う
に
な
る
の
を
ぐ

と

え

あ
た
し
は
こ
く
り
と

い
た

学
園
に
隔
離
さ
れ
て
い
た

は
同

だ

た
か
ら
ね

先
生
と
更
識
さ
ん
の
付
き
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い
が
あ

て
食

に
行
け
て
た
け
ど

二
人
と
も

し
い
じ

な
い

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
君
が

自

す
る

て

い
出
し
た
の

あ
た
し
は
そ
の
ご

に
あ
ず
か

て
た
だ
け
ね

な
る

ど

 

む

と
ウ
ン
デ

ネ
の
少
女
が
神

に

く

い
い
な

ボ
ク
達

リ
ア
ル
で
キ
リ
ト
の
ご

食
べ
た
事

て
無
い
ん
だ
よ

そ
う
い
え
ば

あ
た
し
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
以
来

に
し
て
な
い
か
も

私
は

学
園
で
一
緒
に
食
事
し
た
事
が
あ
る
け
ど

キ
リ
ト
君
が
作

た
も
の
は
食
べ
た
事

な
い
な

 

に
ユ
ウ
キ

リ

フ

ア
ス
ナ
の

だ

シ
ノ
ン

サ
チ

レ
イ
ン

ラ
ン
も

私
も
無

い
と

に
同
意
す
る

ど
う
や
ら
こ
の
場
で
彼
の
手

理
を
食
べ
た
事
が
あ
る
の
は
あ
た
し

だ
け
ら
し
い

 
じ

と

線
が
集
ま
り

思
わ
ず
た
じ
ろ
ぐ

い
や

あ
た
し
を
責
め
ら
れ
て
も

る
ん
だ
け
ど

責
め
て
る
ん
じ

な
く
て

い
い
な

て

ん
で
る
だ
け
だ
よ

で
も
ア
ス
ナ
ち

ん
達
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
キ
リ
ト
君
の
手

理
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
事
あ
る
ん
で
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し

 
あ
た
し
は
無
い
か
ら

そ
れ
で
お

子
よ

仮
想
世
界
で
の

理
は
も
う
食
べ
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
し

ま

新

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は

理
ス
キ
ル
を
鍛
え
て
な
い
か
ら
な

ど
時
間
を
取
れ

る

で
も
な
い
し

む
 
キ
リ
ト
の

護
が
入

た
お
か

か
感
じ
る

望
の
圧
が
和
ら
い
だ

と
一
息
つ
く

 

そ
こ
か
ら

し

が

い
た

 
出
発
前
は
真

だ

た
世
界
は

色
に

も
う
と
し
て
い
た

 
水
平
線
の
先
に
は

み

く

日
が
見
え
世
界
が
そ
れ
に

ら
さ
れ
な
が
ら
少
し
ず
つ

暗

く
な

て
い
く

 
時
間
に
す
れ
ば
二
時
間
と
経

て
い
な
い
の
に

動
だ

た
ク
エ
ス
ト
も
よ
う
や
く
終
わ
り

そ
の
脱
力
感
と

な
達
成
感
を
味
わ
い
な
が
ら
夜
闇
に

ろ
い

く
世
界
を

め
る
の
も
な

か
な
か

な
も
の
だ
と
思

た

ね

キ
リ
ト
君

 
世
界
を

め
な
が
ら
声
を
か
け
る

み
ん
な
の

線
が
集
ま
る
の
を
感
じ
る
が
そ
れ
を
無
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し

葉
を

け
る

今
日
は

し
め
た

 
問
い
と
共
に

を
向
け
る

 
よ
う
や
く
デ
バ
フ
が
解
け
武

を
外
す
こ
と
で

き
上
が
れ
た
キ
リ
ト
は
力
強
く

み

い
た

 

葉
は
無
か

た

え
て
語
る
必
要
も
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
の

面
の

み
が

裏

に
浮
か
ん
で
い
た
疑
問
を
全
て

め
て
い
く

 
レ
ベ
ル
が
下
が

た
の
に
よ
か

た
の
か

と
か

 
た
く
さ
ん
戦
う
事
に
な

て

め
な
か

た
だ
ろ
う

と
か

 

そ
れ
を
今
問
う
の
は
無

な
ん
だ
ろ
う
な

と

 
あ
た
し
は
そ
う
感
じ
た

 
事
実
と
し
て

彼
は
今
日

し
め
た
事
が
分
か

た
の
だ

そ

か

な
ら

よ
か

た
わ

 
だ
か
ら

そ
れ
で
い
い
の
だ
と
思

た
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オ

デ

ン
よ
り
ク
ラ

ケ
ン
の
方
が
強
い
な
ん
て
あ
り
得
な
い
な
ん
て

え
は
シ
ス
テ
ム

的
不
死
の
前
で
は

の
意
味
も

さ
な
い
の
で

え
て
は
イ
ケ
ナ
イ

め

  
・
ク
ラ

ケ
ン
・
ジ
・
ア
ビ
ス
ロ

ド

 
深
淵
の
王
を
名

る

大
タ
コ
型
ボ
ス

 
海

神
殿
の
結
界
に

ま
れ

子
の

を
奪
え
な
い
た
め
妖
精
達
を

し
て
力
を
得
よ
う

と
し
た
悪
者

海
の
魔
物
と
し
て
恐
れ
ら
れ
る

候
補

 
原

ア
ニ
メ
で
は
キ
リ
ト
達
を
一
撃
で

死
に
追
い
や

た

ベ

 
今
話
で
は
そ
れ
に

車
を
掛
け
本
作
キ
リ
ト
の
全
身
全
霊
の
一
撃

分
身
人
数
分

を

け
て
も
二

強
の
ダ
メ

ジ
し
か

け
な
か

た

密
に

え
ば
強
力
な
リ
ジ

ネ

ダ

メ

ジ
カ

ト

大
な

な
ど
が
合
わ
さ

た
結
果

で
は
な
く

リ
ヴ

イ
ア
ザ

ン
が

入
し
て
く
る
流
れ
に
持

て
行
く
た
め

が
一
定
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
制
限
を
掛
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け
ら
れ
て
い
た

 
な
の
で

常
戦
闘
な
ら
キ
リ
ト
が
勝

て
い
た

と
い
う
事
を
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン
は

い
た

か

た

  
・
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン
・
ザ
・
シ

ロ

ド

 
海
の
王
を
名

る

年
の
男
性

人

 

約
聖
書
に
お
け
る
海
の

物
で
あ
り

最
強
の

物
と
表
現
さ
れ
る
存
在

神
話
・
教

か
ら
存
在
が
異
な
る
の
で
ア

ス
神

オ

デ

ン
な
ど

に

て
い
る
の
は

Ｓ
Ａ
Ｏ

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
な
る

 
本
作
に

い
て
は
キ
リ
ト
に

の

人
と
の
縁
を
感
じ

入
す
る
か

か
を
見
定
め
て
い

た
が
己
の
全
て
を

つ
秘

義
フ

ス
・
デ
ス
を
見
て

入
を
決
意

そ
の
技
を
放
つ

覚
悟

を
認
め

士
と
し
て
自

に
引
き
入
れ
る
べ
く
海
神
の
加
護
を
与
え
た

  
・
エ

ギ
ル
の
指
輪

重
品

 
北
欧
神
話
に
お
け
る
海
神
エ

ギ
ル
の
加
護
を
付
与
さ
れ
た

飾
品



 幕間之物語：歌姫編 〜深淵ノ王〜

 
海
の
王
リ
ヴ

イ
ア
サ
ン
に
認
め
ら
れ
た
事
を
証
明
す
る
証
の
指
輪

種

主
の
指
輪
と
同

じ
く

特
定
の
者
に
し
か
身
に

け
る
事
は
お
ろ
か

持
す
る
事
も
許
さ
れ
な
い

 
レ
ア

レ
ジ

ン
ダ
リ

伝
説

 

果

最
大
値

 
 

に
Ｍ
Ｐ
３

回
復

 
 

対
ア

ス
神

会
話
ボ

ナ
ス

 
 

ラ
ン
ダ
ム
ド
ロ

プ

定
外

 
 

ト
レ

ド
不
可

 
 

却
不
可

 
制
約

キ
リ
ト
の
み

備
可

  
・
キ
リ
ト

 
レ
ベ
ル

に
な

た
主
人

 
一
応
ク
エ
ス
ト
ク
リ
ア
に

し
て
レ
ベ
ル
ア

プ
し
て
い
る
が

全
パ
ラ
メ

タ

に
な

る
デ
バ
フ
の
せ
い
で
⻑
時
間

き
上
が
れ
ず
に
い
た
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ロ
プ
レ
イ
で
は
決
し
て
使
え
な
い
技
を
使

た
の
は

セ
ブ
ン
達
へ
の
信
頼
の
証

  
・
分
身
魔
法

 
か
つ
て
セ
ブ
ン
や
ク
ラ
ス
タ
を
苦
し
め
た
魔
法

 
最
大
分
身
数
は

体

本
体

め
て

の
ア
バ
タ

を
一
つ
の

で

作
す
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ

存
魔
法
ス
キ
ル

闇
・

影
魔
法
ス
キ
ル
完
全

得

 
キ
リ
ト
の
代
償
魔
術
は
経
験
値
を
消

す
る
が
ス
キ
ル
値
の

下
は
デ
ス

ナ
時
以
外
な
い

の
で

本
的
に
上
が

て
い
く

レ
ベ
ル
で
高
レ
ベ
ル
モ
ン
ス
タ

と
戦
う
と
上

補
正
が
掛

か
る
の
で
完
全

得
ま
で
が
他
者
よ
り

い
た
め
使
え
る

 
新
魔
術

 
・

フ

ス

・

デ

ス

終
焉
へ
と
誘
う
剣

 
作
成
者

キ
リ
ト

 
属
性

水
地
風
氷

一

聖
二

闇
二

 
備

レ
ベ
ル



 幕間之物語：歌姫編 〜深淵ノ王〜

 
 
与
ダ
メ

ジ
分

収

 
 
与
ダ
メ

ジ
分

収

 
代
償

発
動
時

Ｈ
Ｐ

消

 
 
発
動
時

Ｍ
Ｐ
１
０
０

消

 
 
全
経
験
値
消

に
応
じ
て

力
増

 
 
全
パ
ラ
メ

タ
最

分

 
 
全
属
性

性
最

オ

ル
１
０
０

分

 
 
全
状

異
常

性
最

オ

ル
１
０
０

分

 
 

得
経
験
値

 
 

得
コ
ル

 
制
約

は
モ
ン
ス
タ

で
あ
る

 
 

は
残
り
一
体
で
あ
る

 
 

自
身
が
レ
イ
ド
を
組
ん
で
い
る

 
 

レ
イ
ド
メ
ン
バ

全

と
フ
レ
ン
ド
登
録
し
て
い
る

 
 

自
分
以
外
の
味
方
が
一
人
以
上
生
存
し
て
い
る
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デ

エ
ル
で
の
戦
闘
で
は
な
い

 
 

大
会
で
の
戦
闘
で
は
な
い

 
 

発
動
時

が
１
０
０

残

て
い
る

 
 

発
動
時

が
１
０
０

残

て
い
る

 

発
動
時

片
手
剣
を

備
し
て
い
る

 

セ
ブ
ン
に
放

た
一
撃
を
小

な
が
ら
再
現
し
た
秘

義

 
式

は

場
に
送
ら
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
流

し
て
い
る

 
全
ダ
メ

ジ

だ
が
フ
レ

ム
数

表
面

ヒ

ト
数
の
ダ
メ

ジ
を
た
た
き
出
す
の
で

本
的
に
使
え
ば

手
は
死
ぬ

 

が

に
よ
る
発
動
で
な
い
せ
い
で
シ
ス
テ
ム
に

ら
れ
て
お
り
シ
ス
テ
ム
的
に
倒

せ
な
い

手
に
は
無
力

今
回
は
ク
ラ

ケ
ン
が

ク

エ

ス

ト

の

合

シ
ス
テ
ム
的
不
死
に
守
ら
れ
て
い
た
た
め

果

な
し
だ

た
が

本
は
ま
ず

く

 
使
え
ば

で
す
ら
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
の
で

間
に
助
け
て
も
ら
う
事
を
前

と
し
て

い
る

セ
ブ
ン
達
へ
の
信
頼
の
証
で
あ
り

つ
な
が
り

を

す
技

 

間
の
た
め
に
使
う
事
を

わ
な
い
キ
リ
ト
の
覚
悟
の

徴



 幕間之物語：歌姫編 〜深淵ノ王〜

 

の
技

 
・
い
て
つ
く
は
ど
う

 

全
体
バ
フ
解

 
ボ
ス
格
の
王
を
名

る
な
ら
こ
れ
を
使
え
な
い
と
で
し

と
独
断
と

見
で

載
さ
れ

た
新
技
能

 
参

は
ド
ラ
ク
エ

  
・
や
み
の
は
ど
う

 

全
体
に
全
パ
ラ
メ

タ

下
付
与

 
ボ
ス
格
の
王
を
名

る
な
ら
こ
れ
を
使
え
な
い
と
で
し

と
独
断
と

見
で

載
さ
れ

た
新
技
能

 
参

は
ド
ラ
ク
エ

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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こ
の
章
で
一
番
活
躍
出
来
な
か

た
人

て
だ

れ
だ

 



 第十七話 〜大樹への祈り〜

 
第
十
七
話
 

大
樹
へ
の
祈
り

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
や

と

の
方
ダ

白
目

 

点

フ

リ
ア

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

二

二
五
年
八
月
十
五
日

金

日

後
九
時
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第
二
エ
リ
ア
主

オ
ル
ド
ロ

ブ

  
現
実

が
夜
のと

ば
りに

ま
れ
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
同
じ
く

日
が

時
間
の

内
の
時
間
は
真

を
指
し
て
お
り

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
は
思
い
思
い
の
ベ
ン
チ
に

掛
け

食
を
摂
る
様
子
が
広
が

て
い
た

 
そ
の
光

で
食
欲
を

さ
れ
た
か

金
に

の
あ
る
プ
レ
イ

は

天
や
レ
ス
ト
ラ

ン
に
足
を
運
ん
で
も
い
る

そ
れ
に
反
し

の
外

密
に
は
転

の
中

へ
と
歩
を

進
め
る
者
達
も
少
な
く
な
い

 
そ
ん
な
中
私
は
転

の
近
く
に
立
ち

け
て
い
た

人
の

来
か
ら

け
る
よ
う
に
立

て
動
こ
う
と
し
な
い
私
に

し
気
な

線
を
向
け
る
者
も
少
な
く
な
く
そ
れ
ら
を
意
識
の
外
に

追
い
出
す
よ
う
に

手

の
情
報

へ
と

線
を

と
し

け
る

 
空

を
誘
う
か
ぐ
わ
し
い

い
に
抗
い
な
が
ら
情
報
を
洗
い
直
す
こ
と
お
よ
そ
二
十
分

 

目
か
も
わ
か
ら
な
い
転

に
発
生
す
る
⻘
い
光

転

光

そ
れ
に
横
目
を
向
け
て



 第十七話 〜大樹への祈り〜

い
た
私
は
光
か
ら
現
れ
た
二
つ
の
人
影
を
認
識
し
よ
う
や
く

ち
人
が
現
れ
た
事
を
理
解
す

る
も
う

い
よ
キ
リ
カ

ち
く
た
び
れ
ち

た
じ

ん

 
そ
の

手
と
は
最
近

剣
だ
と
か
虚
剣
だ
と
か
で
呼
ば
れ
て
い
る

の
少
年
キ
リ

カ
と

彼
に

い
て
い
る
ら
し
き
謎
の

少
女
プ
レ
ミ
ア
の
二
人

 
私
の
文

を

け

プ
レ
ミ
ア
を

れ
る
少
年
が
苦

を
浮
か
べ
る

悪
い

プ
レ
ミ
ア
の

を
見

て
た
ら
思

た
よ
り
時
間
が
掛
か

た

あ
の
武

の

さ
ん
は

り
が
と
て
も
強
か

た
で
す

 
い
つ
も
よ
り
も

を

せ
全
身
か
ら
ダ
ウ
ナ

な
気
配
を
滲
ま
せ
る
プ
レ
ミ
ア

ど
う
や
ら

キ
リ
カ
の

明
は

け
得
ぬ
事

だ

た
ら
し
い

 

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
キ
リ
カ
は
圏
内
に
い
る
間
は
第
一
エ
リ
ア
の
主

は
じ
ま
り
の

の
武

に
入
り

て
い
る
ら
し
い

そ
こ
の

Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
よ

く
見
か
け
る

と
い
う
の
は
情
報

の
間
で
は
専
ら
の
話

だ

そ
こ
に
プ
レ
ミ
ア
が
加
わ

て
よ
り
多
く
に
広
ま

て
い
る

あ
の
キ
リ
カ
が
入
り

て
い
る
な
ら
特

な
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
の
で
は
と

え
る
人
も
い
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る
が

け
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
は
一

的
な

収
集
系
で
し
か
な
く
そ
れ
が
判
明
し
て
か
ら

も
足

く

て
い
る
の
は
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
る

す
な
わ
ち
キ
リ
カ
か
プ
レ
ミ
ア
の
ど
ち

ら
か
が
目
的
の
人
物
だ

 
こ
こ
数
日
は
や
や
過

な
プ
レ
イ

も
増
え
て
き
て
お
り

そ
れ
を

し
て
い
る
の
か

プ
レ
ミ
ア
を

れ
て
圏
外
に
出
る
事
は
か
な
り
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る

 
無
論
プ
レ
ミ
ア
に
残
さ
れ
た
謎
セ
ブ
ン
か
ら

さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
不

完
全
な

動
な
ど
も

し
て
の
事
だ
ろ
う
が

あ
は
は

プ
レ
ミ
ア
は
災

だ

た
ね

で
も
キ
チ
ン
と
し
た

を

え
て
よ
か

た
ね

は
い

キ
リ
カ
が

て
く
れ
ま
し
た

キ
リ
カ
は
太

で
す

 
に
こ
り
と

い

く
少
女

 
そ
の

を
ち
ら
り
と
見
や
れ
ば
キ
リ
カ
は
苦

の
色
を
深
く
し
て
い
た

を

め

を

開
く本

は
不
要
な
く
ら
い
プ
レ
ミ
ア
が

か
ら

て
い
た

は
高
性
能
だ

た
け
ど
な

そ
う
な
の

あ
あ

値
自
動
回
復

力
も
最
前
線
ド
ロ

プ
品
の
五

く
ら
い
あ
る
ぞ
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ご
 
予
想
以
上
の
数
値
を

き

葉
に

ま

た

大
声
が
出
そ
う
に
な
る
の
を
無
理

理
抑
え

ん
だ
結
果
だ

 
現
在
の
最
前
線
で

ん
だ
日
に
は
彼
女
の

の
ド
ロ

プ
を

い
数
多
の
プ
レ
イ

が

ブ
ル

カ

ル
に
な
る
事
は
明
白

そ
ん
な
事
は

た
い
に

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
と
は

え

び
た
く
な
る

ど

き
の
情
報
で
あ
る
事
も
確
か

 
一

だ

た
が
あ
た
し
の
反
応
か
ら
思

と
感
情
を

み
取

た
ら
し
き
キ
リ
カ
が
ま
た
苦

を
深
め
る

そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
る

と
い
う
無

の
理
解
が
彼
の
目
か
ら
感
じ
ら
れ

た

能
力
値
の
差
が

や

で
も
時
に
一
喜
一
憂
す
る
ラ
イ
ン
を
生
き
て
い
た
彼
は

そ
の
現

状
最
強
ド
ロ

プ
品
の
数

強
い

備
な
ん
て
も
の
を
見
て
得
も

わ
れ
ぬ
脱
力
感
に
襲
わ
れ

た
に
違
い
な
い

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
そ
れ
を
知
る
由
も
な
い

少
女
の

真
な

問

私
達
は
そ
れ
に

な
ん
で
も
な
い

と
声

を

え
て

を
横
に
振

た
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ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
第
二
エ
リ
ア

 
そ
の
エ
リ
ア
の
テ

マ
は
ズ
バ
リ
森
だ

第
一
エ
リ
ア
に
も
森
は
あ

た
が

原
を

テ

マ
に
し
た
リ

ス
ト
リ
ア
と
違
い
オ
ル
ド
ロ

ブ
は
エ
リ
ア
全
て
が
深
い
樹
海
に

め

く
さ
れ
て
い
る

こ
れ
ま
で
と
は

も

力
も

違
い
と
い
う
事
だ

な
に
せ
一
番
小
さ
な

樹
で
も
幹
の
直

は
一
メ

ト
ル

高
さ
は
二
十
メ

ト
ル
を

に
超
え
て
い
る

 

葉
に

ら
れ
る
せ
い
で
森
の
中
は
や
は
り

暗
い

気

設
定
も
運
の
悪
い
こ
と
に

天

様

暗
さ
に

車
が
掛
か
り

界
が
悪
い
こ
と
こ
の
上
な
い

 
更
に
こ
の
エ
リ
ア
で
恐
ろ
し
い
の
は
そ
こ
か
し
こ
に
点
在
す
る

こ
れ
に

を
取
ら
れ
る

と
物
理
的
な

動

下
デ
バ
フ
を
喰
ら
う
上
に
感
触
が
リ
ア
ル
な
せ
い
で

ま
し
さ
す
ら
感
じ

る
と
専
ら
の

だ

中
に
は

な
し

ま
で
あ
る
と
か
な
い
と
か
ま
こ
と
し
や
か
に

さ
れ
る

森

そ
れ
が
最
前
線
の
エ
リ
ア

オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林

で
あ
る

 
そ
ん
な
エ
リ
ア
に

故
キ
リ
カ
と
プ
レ
ミ
ア
を
呼
び
出
し
た
の
か

 
そ
れ
は

プ
レ
ミ
ア
の
謎
に

わ
る
事

聖

を
第
二
エ
リ
ア
で
発
見
し
た
か
ら

だ

た
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セ
ブ
ン

く

グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト

で
集
め
る
事
に
な
る
六
つ
の

で
あ
り

未
実

ク
エ
ス
ト
だ
か
ら
本
来
な
ら
あ
る

の
な
い
キ

ア
イ
テ
ム

 
一
個
目
を
手
に
入
れ
た
と
い
う

は
私
も
見
て
い
た
た
め
同
じ
構

の
も
の
を
見
て
す
ぐ

分
か

た

だ
か
ら
二
つ
目
が

ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
私
は
す
ぐ
に
キ
リ
カ
へ
メ

セ

ジ

を

ば
し

へ
取

て
返
し
二
人
を

れ
て

へ
と
ん

返
り
し
て
い
る
と
い
う

で
あ

る 
中

の
強
行
軍
だ
と
は
思
う
が
こ
れ
く
ら
い
は
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

と
し
て
そ
こ
ま
で
苦

で
は
な
い

価
値
の
あ
る
お
宝
を
探
す
喜
び
が
そ
の

を
打
ち
消
し
て
く
れ
る
か
ら
だ

 
そ
れ
に
私
は
決
し
て
お
宝
探
し
の
つ
い
で
で
協
力
し
て
い
る

で
は
な
い

 
プ
レ
ミ
ア
に

す
る
謎
は

を

れ
ば
間
違
い
な
く
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
へ
行
き

つ
く

そ
れ
は
つ
ま
り
間

的
に
は
あ
の
世
界

ド
ア

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と

わ

て
い
る
と
い
う
事

そ
も
そ
も
こ
の

そ
の
も
の
が
密

に

与
し
て
い
る
か
ら

必
然
と
も

え
る

 
そ
れ
を
知
り

見
ぬ
振
り
が
出
来
る

ど
自
分
は
器

で
は
な
か

た

 
無
論

理
由
は
ま
だ
あ
る
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か
つ
て
はレ

イ
ン友

と
一
緒
に
み
ん
な
を
見
送

て
い
た

最
前
線
で
戦
え
る
力
が
あ

て
も
そ
こ

に
加
わ
る
気

が
無
か

た

 
だ
が

い
ま

レ
イ
ン友

は
そ
こ
に
い
る

 
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
の
一
件

私
は
指
を

え
て
見
て
い
る
だ
け
だ

た

 
だ
が
彼
女
は
空
へ
と

ば
た
き

戦

た

 
遠
い
な

と

 
そ
う
思

た
事
を

明
に
覚
え
て
い
る

第
一
層
の
教
会
で
年
下
の
子
達
の
面
倒
を
見
な
が
ら

気

に

策
し
て
い
た

か
ら

彼
我
の
間
に
小
さ
く
な
い

離
が
開
い
て
い
た

 
そ
れ
が
件
の
少
年
へ
の
恋

に
よ
る
も
の
だ
と
は
理
解
し
て
い
る

少
年
に

か
れ
た
彼
女
は

強
く
な
る
事
を
強
く
切
望
し
た

命
を

し
た
戦
い
に
身
を
投
じ
る

ど
彼
女
の
想
い
は
強
い

事
を
知

た

 
そ
し
て

私
に
彼
女
の
よ
う
な
理
由
は
な
い

 
あ
る
の
は
友
愛

 
友
を
想
い

助
け
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い

 
私
に
彼
女
の
よ
う
な
剣
の
才
は
な
い

だ
が
物
探
し
な
ら
足
を
武
器
と
す
る
分

だ
か
ら
自
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信
が
あ

た

そ
う
し
て
キ
リ
ト
や
キ
リ
カ
に
手
を

す
事
が
引
い
て
は
レ
イ
ン
の
助
け
に
な
る

と
判
断
し
た
の
だ

 
も
ち
ろ
ん

キ
リ
カ
達
の
事
は
個
人
的
に
信
頼
し
て
い
る

結
構

に
来
た
が

目
的
地
ま
で
ま
だ
掛
か
り
そ
う
だ
な

 
オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林
の

の
転

に

び

そ
こ
か
ら
更
に
歩
き

け
る
こ
と
数
十
分

道
中
で
モ
ン
ス
タ

と
の
戦
闘
や
ア
イ
テ
ム

取
を

み
な
が
ら
の
行
軍
の
た
め
そ
れ
だ
け
の
時

間
を
掛
け
て

目
的
地
か
ら
は
遠
か

た

共
有
し
た
マ

プ
情
報
を
確
認
し
た
少
年
が
そ
れ

を
ボ

く

 
⻑
時
間
の
探
索
に

れ
て
い
る
自
分
と
キ
リ
カ
は
い
い
が

プ
レ
ミ
ア
の
体
力
は
気
掛
か
り

だ

た
私
は
後
ろ
か
ら
付
い
て
く
る
少
女
を
見
た

 
水
色
と
白
の
ク
ロ

ク
の
上
か
ら
白
い

て
を

備
し
た
プ
レ
ミ
ア
が
小

を

る
ど
う
か
し
ま
し
た
か

必
要
そ
う
か
な
と
思

て

大

そ
う

は
い

私
は
ま
だ
大

で
す

る
時
以
外
は
ず

と
歩
い
て
ま
す
か
ら
こ
れ
く
ら
い
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れ

こ
で
す

そ

か

 
こ
の
世
界
を
生
き
る
人
間

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
彼
女
に

労
の
ス
テ

タ
ス
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な

い
が

彼
女
の

い
方
か
ら
す
る
に

念
と
し
て
は
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ

 

ん
す

と
や
や
誇
ら
し

に

う
少
女
に

こ
り
と
し
つ
つ
前
に
向
き
直
る

 
そ
こ
で

と

ん

 
と
疑
問
が
浮
か
ん
だ

る
時

て

そ
う

え
ば
プ
レ
ミ
ア

て

ど
こ
で

ま
り
し
て
る
の

キ
リ
カ
の
部

で

て
い
ま
す
が

え
 
ま
さ
か
の
返

に
ギ

と
し
て
キ
リ
カ
を
見
や
る

キ
リ
カ

ま
さ
か

て

色

と
話
が

か
れ
過
ぎ
て
る

 

を
抑
え
な
が
ら
キ
リ
カ
が

た
を
掛
け
て
く
る

疑
い
の
目
を
向
け
な
が
ら
話
を

い
て

い
く

 
キ
リ
カ

く
プ
レ
ミ
ア
に
は

ま
り
す
る
家
は
無
い
ら
し
い

常
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
設
定
さ
れ
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て
い
る

目
が
全
て
空
白
だ
か
ら

然
な
が
ら
バ

ク
ボ

ン
の
一
つ
と
し
て
存
在
す
る
家

も
な
い
の
だ
と
い
う

 
そ
の
た
め

か
の

部

に

ま
り
す
る
事
と
な
る

 
そ
こ
で
想
定
外
だ

た
の
は
プ
レ
ミ
ア
が
キ
リ
カ
の
近
く
に
い
る
事
に

し
た
事
だ
と
い

う

初
は
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
が

り
て
い
る

部

に

め
る
方
向
で
話
が
進
ん
で
い
た
が

プ
レ
ミ
ア
が
離
れ
た
が
ら
ず
結

そ
の
要
望
を

け
入
れ
る
事
に
な

た

現
在
は

の
ベ

ド
を
プ
レ
ミ
ア

フ

を
キ
リ
カ
が
使

て

て
い
る
ら
し
い

ん

な
る

ど

苦
労
し
て
る
ん
だ
ね

ん

ん
そ
う
思

て
な
い
だ
ろ

あ

わ
か

た

そ
り

あ
な

 

れ
た
よ
う
に
キ
リ
カ
が

う

 
男
の
子
な
ら
可
愛
い
少
女
に

わ
れ
て
い
る
状
況
は
そ
こ
そ
こ
喜
ぶ
も
の
だ
と
思
う
の
だ
が

ど
う
や
ら
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い

特
に
キ
リ
カ
は

に
な

た
の
で

の
少
女

し
か
も

義
姉
で
も
な
い

手
は
絶

の
交

手
の

だ
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ま

保
護
対

は
そ
う
い
う
目
で
見
な
い
の
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も
そ
ん
な

な
精
神
構

を
し
て
い
れ
ば
レ
イ
ン
達
が
あ
れ

ど
キ
リ
ト
へ
の
ア
プ

ロ

チ
に
苦
労
す
る

も
な
い

の
事
情
が
複

で
そ
の

の

が

し
い

と
い

う
点
は
ど
ち
ら
に
も
共

し
て
い
る
の
だ

そ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん

精
神
面
も

ま
れ
て
い
る

そ
う
い
え
ば
話
は
変
わ
る
ん
だ
け
ど
さ

キ
リ
カ
は
こ
の
子
の
謎
に
つ
い
て
ど
う

え

て
る
の

 
そ
こ
で
私
は
話

を
変
え
る

あ
ま
り
⻑

と
触
れ
て
い
い
も
の
で
も
な
か

た
し
そ
の
話

プ
レ
ミ
ア
の
謎
に
つ
い
て
も

今
回
の
行
動
の
目
的
な
の
だ
か
ら
重
要
だ

た
か
ら
だ

 
プ
レ
ミ
ア
の
謎

 
つ
ま
る
と
こ
ろ
な

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
彼
女
を

な
状

で
も

さ
せ
た

の
か

 
彼
女
が
本
来
な
ら
正
式
サ

ビ
ス
で
実

さ
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
主

の
Ｎ
Ｐ

Ｃ
聖

の
女
神
で
あ
る
と
は

間
内
で
共
有
済
み

解
ら
な
い
の
は
未
実

ク
エ
ス
ト
の

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

さ
せ
ら
れ
た
要
因
に
つ
い
て

 
人
力
に
よ
る
も
の
で
な
い
な
ら
こ
の
世
界
の
カ

デ

ナ
ル
の
手
に
よ
る
の
だ
ろ
う
が
な
ら
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の
た
め
に

さ
せ
た
の
か

 
キ
リ
ト
は
そ
こ
に
つ
い
て
特
に

し
て
い
な
い

た
だ
ま

た
く

も
な
い
と
は
思
え
な

い
と
は
一

人
に
も
発
信
し
て
い
る
し
だ
か
ら
こ
そ
不

意
に
プ
レ
ミ
ア
の
ク
エ
ス
ト
を

け

な
い
よ
う
に
と
も

意

を
し
て
い
る

確
証
も
無
い
事
を
発
信
す
る

に
は
い
か
な
い
立
場

だ
か
ら
そ
こ
ま
で
に

め
た
の
は
仕
方
な
い
と

え
た

あ
る
い
は
本

に
分
か

て
い
な
い
だ

け
か
も
し
れ
な
い

 

て
キ
リ
カ
は
そ
ん
な

し
い
キ
リ
ト
か
ら
プ
レ
ミ
ア
の
保
護
・
観

を
引
き
継
い
だ
身

だ 

常
に
一
緒
に
い
る
彼
な
ら
わ
か
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
と
私
は
予
想
し
て
い
た

確
証
は
な
い
け
ど

こ
う
だ
ろ
う
な

と
予
想
し
て
る
事
は
あ
る
よ

 
私
の
問
い
に

彼
は

に

え
る

 
そ
の
声

か
ら
は
や
や
確
信
め
い
た
も
の
を
感
じ
取
れ
た

た

て
欲
し
く
な
い
が
お
そ

ら
く
そ
う
な
の
だ
ろ
う

と
い
う

定
的
な
願
望
交
じ
り
な
推

 

あ
の
世
界

で
よ
く
人
が
見
せ
た
表
情
だ

た

そ
の
予
想

て
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人
力
で
作

て
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を
カ

デ

ナ
ル
が
ク
エ
ス
ト
自
動
生
成
機

能
を
使

て
再
編
し
て
る
ん
じ

な
い
か
と

あ
 
そ
れ
は
あ
り
得
る
と
私
も
思
わ
ず

得
し
た

な
に
せ
エ
ク
ス
キ

リ
バ

を
手
に
入
れ
な

け
れ
ば

ア
ル
ン
が

壊
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
そ

く
り
コ
ピ

し
た
シ
ス

テ
ム
が
作
り
出
し
た
ク
エ
ス
ト
だ

た
の
だ

し
か
も
そ
れ
は
セ
ブ
ン
が

す
る
以
前
に
は
登

場
し
な
か

た
女
神
フ
レ
イ

後
に

神
ト

ル
と
判
明
し
た

女

が
追
加

さ
れ
る
な
ど
ま

た
く
同
じ
展
開
に
は
な
ら
な
か

た
く
ら
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

に

れ
る

ク
エ
ス
ト
生
成
機
能
を
有
し
て
い
る

 
お
そ
ら
く
こ
の
世
界
の
カ

デ

ナ
ル
も
同
じ
完
全
コ
ピ

だ
か
ら
全
く
同
じ
事
が

き
て
も

不
思
議
で
は
な
い

 
な
ら
ば
未
実

の

の
ク
エ
ス
ト
が

テ
ス
ト
に
存
在
し

な
が
ら
主
要
人
物
た
る
Ｎ
Ｐ

Ｃ
が

し
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い

だ
が
引

掛
か
る
の
は

の
ク
エ
ス
ト
だ
と
プ
レ
ミ
ア
の

回
り
は
女
神
だ

も
ト

ガ
的
な
も
の
だ

た
と
い
う

な
の
に
な

あ
の
ク
ロ

ク
を

さ
れ
て
い
る
が
分
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か
ら
な
い

そ
れ
は

確
か
に
そ
う
だ
ね

 
確
か
に

本
来
の

回
り
そ
の
ま
ま
の

で
な
い
点
も
謎
と

え
ば
謎
だ

女
神

と
し

て
不
可
欠
な
要

を
欠
い
た
状

で
の
ク
エ
ス
ト
実

だ

た
か
ら

を
変
え
た
の
か
も
し
れ

な
い
が

そ
の
程

の
予
想
な
ら

彼
と
て
し
て
い
る
に
違
い
な
い

 
正
に
謎
が
謎
を
呼
ぶ
状

だ

 
う

ん
と
二
人
し
て

組
み
し
な
が
ら
歩
き

け
る

ガ
サ
ガ
サ
と

・二
・人
・分

の
足

が

を
打
つ

 
そ
こ
で

と

違
和
感
を
覚
え
た

 
足

が
一
つ
少
な
く
な
い
か

プ
レ
ミ
ア

 
ま
さ
か
付
い
て
き
て
な
い

 
と
思
い

振
り
返
る

 
件
の
少
女
は
十
メ

ト
ル

ど
離
れ
た

で
立
ち
止
ま
り

あ
ら
ぬ
方
向
を
向
い
て
い
た

更
に
そ
の

上
に
は
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
表
示
さ
れ
る
⻩
色
の
サ
ジ

ス
チ

ン
マ

ク
が
明
滅

し
て
い
る
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ど
う
や
ら

か
ク
エ
ス
ト
の
フ
ラ
グ
を

ん
だ
ら
し
い

 
だ
が
そ
れ
は

か
お
か
し
い
話
だ

彼
女
に
設
定
さ
れ
て
い
る
ク
エ
ス
ト
は
ダ
ミ

の
そ
れ

で

指
定
エ
リ
ア
も
第
一
エ
リ
ア

リ

ス
ト
リ
ア
大

原

ク
エ
ス
ト
の
発
生
フ
ラ
グ
も

ど
こ
に
行
き
た
い

と
い
う

問
と

い
て
い
る

第
二
エ
リ
ア
の
こ
の
場

で
フ
ラ
グ
が

発
生
す
る
よ
う
な
事
は
な
い

な
の
だ

よ
し
ん
ば
目
的
地
の
聖

で
フ
ラ
グ
が
立

た
の
だ
と

し
て
も

彼
女
が
向
い
て
い
る
先
に
目
的
地
は
無
い

プ
レ
ミ
ア

ど
う
し
た

 
そ

ち
に

か
あ
る
の
か

 

し
く
思

た
キ
リ
カ
が
問
い
か
け
る
も
プ
レ
ミ
ア
は
そ
れ
に

え
ず
見
て
い
る
先
へ
と

歩
き
始
め
る

こ
れ
は
追
い
か
け
る
し
か
な
い
な

と

線
を
交
わ
し
た
私
達
も
後
を
追
う

 

中
で
モ
ン
ス
タ

と
遭
遇
し
て
も
ズ
ン
ズ
ン
と
前
へ
進
み

け
る
プ
レ
ミ
ア
を
守
り
つ
つ
進

む
こ
と
約
十
分

 
彼
女
が

く
足
を
止
め
た
場

は

暗
い
樹
海
の
中
と
は
思
え
な
い
明
る
さ
の
開
け
た
場

だ

た

森
の
中
に

か
り
開
い
た

形
の
空
き
地
は
差
し

し
三
十
メ

ト
ル

ど
も
あ

る
だ
ろ
う

地
面
は

し
い
⻘

に

わ
れ
て
い
る
が
こ
れ
ま
で
歩
い
て
き
た
森
と
違
う
の
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は
し羊
だ⻭

や
つ
る

背
の

い

木
の

が
ま

た
く
存
在
し
な
い
事
だ

 
そ
し
て
空
き
地
の
真
ん
中
に
は

陽
光
を

び
て
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る

大
な
樹

 
幹
の
直

は
目

で
も
四
メ

ト
ル
以
下
と
い
う
事
は
な
い

オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林
で
見
て

き
た
樹
木
の

ど
が
ご
つ
ご
つ
と
幹
を
波
立
た
せ
た
広
葉
樹
だ

た
の
に
対
し
こ
の
大
樹
は

直
に

び
上
が
る

葉
樹
だ

の
色
も

大
森
林
で
は

し
い
明
る
い
色
を
し
て
い
る

 
明
ら
か
に
こ
の
大
樹
だ
け
存
在
感
が

違
い
で
あ
る

こ
れ
を
見
た

ど
の
プ
レ
イ

が

ら
か
の
ク
エ
ス
ト
に

し
て
い
る
だ
ろ
う
と

え
る
に
違
い
な
い

 
そ
し
て
今

プ
レ
ミ
ア
が
そ
の
ク
エ
ス
ト
を
発
生
さ
せ
て
い
る

だ

こ
の
樹

プ
レ
ミ
ア
は

こ
の
樹
に

が
あ

た
の

そ
う
ら
し
い
な

ク
エ
ス
ト
ロ
グ
も
更
新
さ
れ
て
る

 

か
に
向
け
た
も
の
で
は
な
い
独
り

に
キ
リ
カ
が
応
じ
た

彼
を
見
れ
ば
手

に
開
い
た

メ
ニ

を
見
て
い
る

か
ら

き

む
と
ウ

ン
ド
ウ
を
可

化
し
て
く
れ
て
私
も
見

れ
る
よ
う
に
な

た

 
ク
エ
ス
ト
ロ
グ
を
見
る
と

大
樹
に
祈
り
を

よ

と
い
う
記

が
あ

た

 
内
容
か
ら
し
て
い
ま
発
生
し
て
い
る
ク
エ
ス
ト
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
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こ
れ

前
か
ら
そ
う
だ

た
の

 
そ
の
問
い
に

彼
は

を
振

た

ど
う
や
ら
違
う
ら
し
い

履
歴
を
見
れ
ば
分
か
る
が
プ
レ
ミ
ア
か
ら

け
て
い
た
ク
エ
ス
ト
は
エ
ス
コ

ト
系
聖

収
集
系
の
二
つ
だ

さ

き
は
聖

の
ク
エ
ス
ト
だ
け

け
て
い
た

個
目
は
手
に
入
れ
て

た
か
ら

進
行
中

の
タ
ブ
だ
と

ジ
目
が
進
ん
で
た
事
に
な
る

が

 

い
な
が
ら
彼
は
ク
エ
ス
ト
ロ
グ
の
下
部
を
指
し
示
す

後
で
流
れ
を
見
返
せ
る
よ
う

ク
エ
ス
ト
や
ス
ト

リ

系
ク
エ
ス
ト
だ
と
進
行
に
合
わ
せ
て

ジ
が
増
え
て
い
く
の
が
Ｓ
Ａ

Ｏ
か
ら

と

け
継
が
れ
た
シ
ス
テ
ム
だ

 
ま
た

収
集
系
は

ク
エ
ス
ト
を

け
て
か
ら
ア
イ
テ
ム
を
探
す

タ
イ
プ
と

キ

ア
イ

テ
ム
を
ト
リ
ガ

に
ク
エ
ス
ト
を

け

残
り
を
探
す

タ
イ
プ
の

パ

タ
ン
が
存
在
す
る

な
実

の
さ
れ
方
を
し
て
い
る
せ
い
か
聖

系
は
後
者
に

す
る
ら
し
く
ク
エ
ス
ト

が
更
新
さ
れ
る
の
は
聖

を
彼
女
に

し
た
時
ら
し
い

そ
う
し
て
全
部
で

個
存
在
し

残

り
を
集
め
ろ
と
い
う
情
報
が
開
示
さ
れ
る
の
だ

 
つ
ま
り
聖

収
集
ク
エ
ス
ト
は
お
そ
ら
く

ジ
ま
で

く

 
そ
の

ジ
目
が
今
か
ら
取
り
に
行
く
聖

の

ジ
に
な
る
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だ
が

開
か
れ
て
い
る
ウ

ン
ド
ウ
の

ジ
目
は

大
樹
に
祈
り
を

よ

と
い
う

文

に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た

別
ク
エ
ス
ト
の

ジ
か
と
も
思

た
が

ジ
目
は

聖

を
入
手
せ
よ

だ

た
か
ら
同
じ
ク
エ
ス
ト
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い

つ
ま
り
さ

き
プ
レ
ミ
ア
に
フ
ラ
グ
が
立

た
時

カ

デ

ナ
ル
が

ジ
を
書
き
換
え

た
多
分
な

で
も

な
ん
で

う
う
ん

そ
も
そ
も
聖

と
こ
の
大
樹
に

の

が

グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト

と
い
う

り
と

え
れ
ば
辻
褄
は
合
わ
な
く
も
な
い

ナ
ル
ホ
ド

で
も

プ
レ
ミ
ア

て
女
神

て
い
う

回
り
だ

た
ん
だ
よ
ね

 

女
神
が
大
樹
に
祈
り
を

る

て

な
ん
だ
か
お
か
し
い
気
も
す
る
け
ど

 
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
全
容
を
知
ら
な
い
以
上
全
て
が
推

に
な

て
し
ま
う
の
が

だ
が
多
く
の
プ
レ
イ

に

け
入
れ
ら
れ
る
設
定
に
し
て
い
く
以
上
や
は
り
違
和
感
が

あ

た

主
神
を

う
と
い
う
形
な
ら
ま
だ
分
か
る
が
大
樹
に
祈
る
と
い
う

回
り
は
女
神

に
は

応
し
く
な
い
気
が
す
る

 
そ
も
そ
も
こ
の
大
樹
も
い
き
な
り
登
場
し
て
き
た

こ
れ
が
聖

や
プ
レ
ミ
ア
と
ど
う

す
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る
か

そ
こ
す
ら
も
不

明
で
あ
る

 
謎
が
謎
を
呼
ぶ
中

上
に
サ
ジ

ス
チ

ン
マ

ク
を
明
滅
さ
せ
る
プ
レ
ミ
ア
は
大
樹
の
前

で
手
を
合
わ
せ
祈
り
を

て
い
る

そ
れ
以
外
は
特
に

も
な
い

陽
光
に

ら
さ
れ
て
神

秘
的
に
感
じ
は
す
る
が
特

な
エ
フ

ク
ト
や
演
出
が
発
生
す
る
事
も
無
く
た
だ
風
が
木
の

葉
を
揺
ら
す

が

こ
え
る
だ
け
だ

 
ク
エ
ス
ト
マ

ク
が
無
け
れ
ば

か
ら
は

の
意
味
の
な
い
行
動
に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
ク
エ
ス
ト
が
完
了
し
た
ら
し
く
キ
リ
カ
の
眼
前
に
ク
リ
ア
表
示
と

リ
ザ
ル
ト
が
表
示
さ
れ
た

こ
れ
で
終
わ
り
か

謎
が
一
つ
増
え
た
な

だ
ね

ど
う
す
る

 
セ
ブ
ン
に

絡
し
と
く

後
で
す
る
よ

確
か
こ
の
時
間

セ
ブ
ン
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
配
信
中
の

だ
し

あ
 
ア
レ
か

と
件
の

知
を
思
い
出
す

 
ゲ
ス
ト
出
演
者
の
件
で
そ
こ
そ
こ

上
し
て
い
た
の
で
ユ

ミ
ル
や
セ
ブ
ン
な
ど
の

ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ

ロ

し
て
い
る
人
の

ど
が
知

て
い
る
事
だ

水

で
出
演
す
る
と
い
う
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事
前
情
報
も

て
キ
リ
ト
と
ス
メ
ラ
ギ
と
い
う
男
性
が
共
演
す
る
事
に
反
感
が
殺

し
て

い
た

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
と
い
う
ト
ン
デ
モ
事
件
が
あ

た
の
に
未
だ
に
セ
ブ
ン
ガ

チ
恋
勢
は
多
い
ん
だ
な

と
ア
イ
ド
ル
へ
の

意
を

わ
に
す
る
者
達
へ
の
称

と
も

れ
と

も
つ
か
ぬ
思
い
を

い
た

 
ち
な
み
に
企
業
勢
に
な

た
彼
女
ら
が
そ
れ
を
強
行
出
来
た
の
は

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
と
し
て

の
活
動
が

ユ

ミ
ル

の
経

に
与
え
る
打
撃
が

対
的
に
大
き
く
な
い
と
い
う
点
に
あ
る

 
か
つ
て
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の

持
・
運

の
み
行

て
い
た
ユ

ミ
ル
だ
が
こ
こ
数
か
月
の

動
の
最
中

キ
リ
ト

桐

谷
和
人
の
正
式
な

属
を

切
り
に

業
界
や
フ
ル
ダ
イ
ブ

技
術
の
新
分

開

な
ど

広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
る

そ
れ
を

せ
た
の
も
ト

プ
が
天

災
・

ノ
之
束
天
才
・

場

の

の
権

で
あ
る
か
ら
だ

実
績
と
し
て

に
完

全
リ
モ

ト
の
機

体
を
開
発
し

災

時
の
活
動
の
た
め

験
導
入
を
開
始
さ
れ
て
い
る

 
加
え
て

亡
国
事
変
に

い
て
メ
テ
オ
を
消
し
た
り

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
復
興
に

事
す
る

キ
リ
ト
が
行

た
コ
ア
の
力
に
よ
る
原
子

作
を

し
全
国

地
の
ご
み

理
事
業
に
も
手

を
出
し
始
め
た
の
は
記

に
新
し
い

来
な
ら
国
内
外
で
の

め
立
て
に
終
わ
る
大

の
ご
み
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を
原
子
レ
ベ
ル
で
分
解
し
そ
れ
を
新
た
な

へ
と
再
構

す
る
と
い
う
ま

た
く
新
し
い

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
展
開
さ
れ
た
の
だ

こ
れ
に
よ
り
国
外
か
ら
大

の
ご
み
が
流
れ
つ
く
地

へ
の
国
家

金
が

さ
れ
始
め
た
と
い
う
ニ

ス
も
報
道
さ
れ
て
い
る

 
そ
れ
に
よ
り
ユ

ミ
ル
の

価
は
上

し
経

も

転

そ
の

が
セ
ブ
ン
レ
イ

ン
ユ
イ
ら
の
配
信
者
デ
ビ

へ
と
繋
が

た

彼
女
ら
が

上
し

価
が
下
が

た
と
し
て

も
ま
だ
ま
だ
上
場
企
業
と
し
て
新
し
い
ユ

ミ
ル
に
と

て

手
は
少
な
い

企
業
と
し

て
大
き
く
な
る
前
に

上
し
た
方
が
火
消
し
も

そ
ん
な
背

が
あ
る
の
だ
と
い
う

 
と
も
あ
れ

上
前

の
配
信
を

中
で

め
さ
せ
る
の
も
そ
れ
は
そ
れ
で
マ
ズ
い
の
で
私

達
は
大
樹
に
祈
り
を

よ
と
い
う
ク
エ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
に

す
る

絡
は
も
う
少
し
後
に

す
る
事
に
し
た

 

私
達
の
目
的
は

第
二
の
聖

が
あ
る
だ
ろ
う

な
の
だ

お

た
せ
し
ま
し
た

 
話
し
合
い
が
終
わ

た
の
と
同
時
に
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
プ
レ
ミ
ア
も
祈
り
を

終
え
た
ら
し

く

こ
ち
ら
に
歩
い
て
き
た

彼
女
の

上
か
ら
も
ク
エ
ス
ト
マ

ク
は
消
失
し
て
い
る

事
は
済
ん
だ
か
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は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
あ

よ
し

じ

あ
本
来
の
目
的
地
に
向
か
お
う

わ
か
り
ま
し
た

 

直
に

い
た
プ
レ
ミ
ア
が
キ
リ
カ
の
後
を
追

て
い
く

一
先
ず
先
の
現

に
つ
い
て
は

し
な
い
よ
う
に
し
た
ら
し
か

た

 

に
増
え

深
ま
る
謎
を
一
先
ず
思

の

へ
追
い
や
り

私
も
後
を
追

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
編
ぶ
り
の
フ

リ
ア

点
で
し
た

原

だ
と

と
ス
ト
レ

ト
な
キ
リ
ト

き
な
彼
女
は

本
作
で
は
レ
イ
ン

友
達

き
な
方
向
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
し
た
と
さ

  
・
プ
レ
ミ
ア
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本
来
は

聖

の
女
神

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 

備
は
レ
ジ

ン
ダ
リ

ク
ラ
ス
の
ク
ロ

ク

て

て

剣

 
今
回
で
大
樹
に
祈
り
を

る
と
い
う
新
た
な
イ
ベ
ン
ト

回
り
が
発
見
さ
れ
更
に

謎
が
深
ま

た

  
・

フ

リ

ア

 
自
称
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

の

剣
使
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
は
レ
イ
ン
の

棒
に
し
て
第
一
層
教
会
の
子

達
の
面
倒
を
見
て
い
た
プ
レ
イ

攻
略
後
期
で
は
リ
ズ
ベ

ト
武

の

子
に
し
て
攻
略
組
の

解

 
実
力
は
シ
リ
カ

リ
ズ
ベ

ト
以
上

レ
イ
ン

ク
ラ
イ
ン

ア
ス
ナ
未

 
一
応

ロ
で
最
前
線
付
近
の
迷

を
探
索
し
て
い
た
時
期
も
あ
る

 
キ
リ
ト
達
の
事
も
信

し
て
い
る
が
レ
イ
ン
へ
の
信
頼
の
方
が
強
い

こ
れ
は
同
性
の
方
が

ち

く
と
い
う
心

が
強
い
た
め

  
・
キ
リ
カ
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プ
レ
ミ
ア
の
保
護
者

観

者

 
過

プ
レ
イ

を

し
て
プ
レ
ミ
ア
と
圏
外
に
出
る
事
を

え
て
い
た
が
自
身
は
偶

に
圏
外
で
活
動
し
て
い
た

様

そ
の
間
は
プ
レ
ミ
ア
を
以
前
助
け
出
し
た
武

に

け
て

い
る

 
未
だ
に

か
ら
の
メ

セ

ジ
を

に
も
伝
え
て
い
な
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
八
章
 

黒
の
聖
地

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

が

た
け
ど
今
後
は
や
は
り
分
か
ら
ん
ネ

 

数

約
一
万

 

点

フ

リ
ア

 
で
は
ど
う
ぞ

 
は

あ
あ
あ
あ

 
⻘
白
い

き
を

ら
せ
る

剣
を

で
振
る
う

を
二
回

復
す
る
フ

ド
・
エ

ジ
が

手
の

深
く
に
的
中

肉

の
刃
が
深
く
差
し

ま
れ
る
反
動
が

を
伝

て
来
る
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の
が
解
る

 
そ
の

モ
ロ

と
い
う
く
ぐ
も

た

び
が

こ
え
て
く
る

 

暗
い
樹
海
に

れ
る
よ
う
に
出
現
す
る

Ｍ
ｏ
ｂ

ト
レ
ン
ト
・
サ
プ
リ
ン
グ

れ

木
の
見
た
目
の

物
型
モ
ン
ス
タ

が
大
き
く

け
反
り

隙
を
晒
す

 
そ
の
時

私
の
横
を

け
る
影
が
一
つ

せ

い

 

に

け

け
た
プ
レ
ミ
ア
が
気
合
の

た

突
を

り
出
す

き
の

た
そ
れ
が

ト
レ
ン
ト
に
衝
突
し
た

間

ズ
ガ

ン

 
と

し
い

が

い
た

 
そ
れ
が
ト
ド
メ
と
な
り

ト
レ
ン
ト
の
体
が

発
四

す
る

や
り
ま
し
た

今
の
一
撃

よ
か

た
よ
プ
レ
ミ
ア

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

フ

リ
ア

 

い
に

手
で
ハ
イ
タ

チ
を
交
わ
す

 

そ
こ
で

背
後
か
ら
ガ
シ

ン

 
と

か
が

け

る

が
し
た

二
人

て
見
や
れ
ば

光
の
破
片
を

び
る
キ
リ
カ
の

が
あ
る
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片
手
に

備
タ
ブ
を

し
て
片
手
に

さ
な
い
で
剣
を
握
る
二
刀
状

の
彼
は
二
体
同
時

に
現
れ
た
ト
レ
ン
ト
達
の
内
片
方
を
一
人
で

手
取

て
い
た

プ
レ
ミ
ア
を
私
と
組
ま
せ
た

の
は
火
力
面
の
バ
ラ
ン
ス
を

慮
し
た
た
め
で
あ
る

お

れ

二
人
と
も

は
い

お

れ
様
で
す

お

れ

 

い
に
労
い
な
が
ら
武
器
を

に

め
る

 
そ
こ
で
私
は

し

か
し

と

を
開
い
た

気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
さ

エ
ン
カ
ウ
ン
ト

少
し
ず
つ
上
が

て
な
い

こ
の

ま
で
探
索
に
来
る
プ
レ
イ

は
少
な
い

だ

こ
の
エ
リ
ア
の
経
験
値

得

も
少

な
い
か
ら

他
の
エ
リ
ア
に
追
い
つ
く
よ
う
ポ

プ

が
上
が

て
る
ん
だ
と
思
う

フ

ム
・
ポ
イ
ン
ト

て

ツ
だ
な

 
な
る

ど

と

得
す
る

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な

整
作

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
も
あ

た

 
そ
こ
で

と
思
い
出
す

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と

え
ば
こ
の
オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林
に
出
て
く
る
モ
ン
ス
タ

達
は
ど
こ
か
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ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
三
層
と
同
じ
種

が
多
い
よ
う
に
感
じ
る

た

た
い
ま
倒
し
た
ト
レ
ン

ト
・
サ
プ
リ
ン
グ
は
近
く
を
プ
レ
イ

が

る
ま
で
索

に
引

か
か
ら
な
い
特

能
力

持
ち
と
し
て
プ
レ
イ

を
苦
し
め
た
代
表
的
モ
ン
ス
タ

だ

た

他
に
も

系
モ
ン
ス

タ

な
ど
に
も
見
覚
え
の
あ
る
個
体
が
多
い

 
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
違
い
が
あ
る
と
は

え

ま
る
で
あ
の
世
界
に

た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に

て
し
ま
い
そ
う
だ

 
だ
が

と

私
は
天
を
見
上

る

 

層
に
よ

て
再
現
さ
れ
た
空
も
あ

た
が

層
は
大

天

に

わ
れ
た
空
が
見
え

そ
れ
が
ま
た
プ
レ
イ

を
鬱

と
し
た
気
分
へ
突
き

し
た
も
の
だ

私
達
は
デ
ス
ゲ

ム
の

な
の
だ

と
い
う
絶
望
へ
と

 
高
い
木
立
と

葉
に
よ

て

ら
れ
た

上
に
は
ど
ん
よ
り
と
立
ち

め
る

天
が
見
て
取
れ

る

第
三
層
に
は
天

が
あ

た
た
め
そ
れ
が
無
い
事
イ
コ

ル
あ
の
世
界
で
は
な
い
と
い
う

証
明
が
成
り
立
つ

だ

 

と
息
を

く

 
と

そ
こ
で
に

と

界
に
入

て
く
る
プ
レ
ミ
ア

思
わ
ず
体
を

け
反
ら
せ
る
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プ
レ
ミ
ア

 
ど
う
か
し
た

や
ら
悩
ま
し
気
な

息
を

か
れ
て
い
た
の
で
ど
う
か
し
た
の
か
と

悩
み
事
で
す
か

あ

い
や

そ
う
い
う

じ

な
い
よ

気
に
し
な
い
で

そ
う
で
す
か

 
彼
女
に
話
し
た
と
こ
ろ
で

そ
も
そ
も

の
外
と
い
う

念
や

浮
遊
城
で
の
出
来

事
が
理
解
で
き
る
と
は
思
え
な
か

た

説
明
し
て
も
理
解
が

し
い
だ
ろ
う

 
そ
う
い
え
ば
こ
の
世
界
を
生
き
る
人
と
も

え
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
に
と

て
私
達
プ
レ
イ

は
ど
の
よ
う
に

て
い
る
の
だ
ろ
う

と

と
思
う

外
で
死
ん
で
も
黒
鉄

で
復
活
す
る

死
を
も
恐
れ
ぬ
狂
人
と

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

あ
る
い
は
そ
の
死
を
も
恐
れ
ぬ
立
ち

振
る

舞
い
か
ら
危
険
な
場

で
の

収
集
な
ど
を

て
く
れ
る

と

て
い
る
の
だ
ろ

う
か

 
そ
し
て

こ
の
世
界
の
住
人
達
は
自
分
達
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
時
ど
の
よ
う
な
思
い
を

く
の
だ
ろ
う
か

 
第
三
層
以

で
登
場
し
た
エ
ル
フ
な
ど
を
始
め
と
す
る
人
型
Ｍ
ｏ
ｂ
は
戦
い
で
の
死
を
こ
そ
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れ
と
し
恐
れ
ず
立
ち
向
か

て
来
る
設
定
の
者
達
が
多
か

た

中
に
は
非
戦
闘
系
の
Ｎ
Ｐ

Ｃ
も
い
た
が
そ
れ
ら
は

か
ら

離
を
取
ろ
う
と
す
る
も
の
の
プ
レ
イ

や
戦
闘
系
Ｎ
Ｐ

Ｃ
と
違
い
必
死
さ
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
か

た
よ
う
に
思
う

そ
う
し
て
護
衛
対

が
死
ん
で

し
ま
い

ク
エ
ス
ト
失

を
愚

る
プ
レ
イ

も
数
知
れ
な
か

た
の
だ

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
戦
闘
系
で
あ
り
な
が
ら
戦
闘
の
手
解
き
を
希
望
し

に
成
⻑
し

て
い
る
少
女
プ
レ
ミ
ア
は
異

に
思
え
る

 
本

に
カ

デ

ナ
ル
は

の
思
惑
で
彼
女
を

動
さ
せ
た
の
か

お

な

あ
の

な
ん
じ

な
い
か

 
私
の
思

を
断
ち
切
る
よ
う
に
キ
リ
カ
の
声
が

を
打

た

我
に
返

て
彼
が
指
し
示

す
方
を
見
る
と
陽
光
に

く

ら
さ
れ
る
天
然
の

が
黒

と
し
た

を
開
け
て
い
る
の
が

見
え
た

 
そ
の

に
は
見
覚
え
が
あ
る

私
が
見
つ
け
二
人
を
呼
び
出
す
理
由
に
な

た
聖

の

だ

た

そ
う
そ
う

あ
の

だ
よ

 
あ
の

の
方
に
マ

プ
に
無
い

路
が
あ

た
の

マ

プ
に
無
い

か

確
か
に

個
目
の
聖

を
見
つ
け
た

と
同
じ
特
徴
だ

か
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に
取
ら
れ
て
な
け
れ
ば
い
い
が

な
い
人
で
も
取
れ
る
の
か
な

多
分
取
れ
る

個
目
を
取

て
く
る
の
は
多
分

に
で
も

そ
れ
以

は
ク
エ
ス
ト
を

し
て

だ
ろ
う

 

明
を

し
て

の
中
に
入
り
な
が
ら

た
だ

と
彼
は

葉
を

け
る

中

に
実

し
て
る
か
ら
フ
ラ
グ

理
は

そ
う
だ

他
の
プ
レ
イ

が

の
取

て
い
な
い

を
取

た
と
し
て
も

再
生
成
は
お
そ
ら
く
さ
れ
な
い

つ
ま
り

こ
の
ク
エ
ス
ト
は

で
も

入
可
能
だ
け
ど

た
だ
一
人
に
し
か
進
め
ら
れ
な

い 
こ
く

と
彼
は

い
た

 
そ
ん
な
事
あ

て
た
ま
る
か
と

い
た
い
が
状
況
証

か
ら
し
て
あ
り
得
て
し
ま
い
そ
う
だ

か
ら
タ
チ
が
悪
い

一
人
に
し
か
進
め
ら
れ
な
い
ク
エ
ス
ト

ユ
ニ

ク
ク
エ
ス
ト

で
あ
る
な
ら
他
の
プ
レ
イ

の

不
可
能
な
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
な
ど
が
イ
ベ
ン
ト

に
生
成
さ
れ

そ
の
中
を
攻
略
す
る
流
れ
に
な
る

 
だ
が
こ
の

は

に
で
も
入
れ
る
パ
ブ
リ

ク
マ

プ

ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
な
い
私
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が

を
見
つ
け
ら
れ
た
事
か
ら
も
そ
れ
は
確
実
だ

 
だ
か
ら
聖

ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
な
い
第
三
者
が

を
見
つ
け
て
使
い
道
が
無
い
か
ら
と

分
し
て
し
ま

た
場
合

ク
エ
ス
ト
は
進
行
不
可
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

 
い
や

分
さ
れ
た
場
合
は

ま
だ
マ
シ
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
こ
の
ク
エ
ス
ト
を
カ

デ

ナ
ル
が
無
理

理
実

し
プ
レ
ミ
ア
を
動
か
し
た
以
上
必
ず

達
成
さ
せ
る
べ
く
な
ん
ら
か
の
形
で
リ
カ
バ
リ

を

る

だ
か
ら
だ

 
だ
か
ら
最
も
面
倒
な
の
は

聖

の
取
り
合
い
が
プ
レ
イ

間
で

発
す
る
場
合
だ
ろ
う

聖

を

持
す
る
事

そ
れ
す
な
わ
ち
ユ
ニ

ク
ク
エ
ス
ト
を
進
行
さ
せ
る
証
と
い
う
事
に
な

る
か
ら
だ

た
と
え
バ
グ
の
危
険
性
を
全
面
に
出
し
て

意

し
て
も
そ
の

意
を

き
入

れ
な
い
者
は
絶
対
に
出
て
く
る

そ
れ
が

を
求
め
る
プ
レ
イ

の
本
能

キ
リ
カ

も
し
も
聖

を
他
の
人
が
取

た
場
合
は

ど
う
す
る
の

ど
う
も
し
な
い

 
あ

け
ら
か
ん
と

キ
リ
カ
が

え
た

思
わ
ぬ

え
に
私
は
思
わ
ず
は

 
と

狂
な
声
を
上

て
し
ま
う

え

と

な
ん
で
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オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ど
う
思

て
る
か
知
ら
ん
が
少
な
く
と
も

は
カ

デ

ナ
ル
と
い
う
存
在

に
疑
心
を
向
け
て
る

そ
ん
な
存
在
が
無
理

理

動
し
た
ク
エ
ス
ト
を
終
わ
り
ま
で
進
め
る
の

は
マ
ズ
い
気
が
し
て
る
ん
だ

 
彼
の

わ
ん
と
す
る
事
は
理
解
で
き
る

実

私
も
聖

を
集
め
て
大

か
な

と
思
わ

な
く
も
な
い
の
だ

同
じ
こ
と
を

え
て
い
る
人
は
ネ

ト
上
で
も

見
さ
れ
て
お
り
キ
リ
ト

の

意

へ
の
反
応
と
し
て
ま
と
め
記
事
と
し
て
取
り
上

ら
れ
て
い
る
の
を
見
た
事
が
あ

る 
仮
に
ク
エ
ス
ト
を
達
成
し
た
時
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
以
上
本

は
聖

を
集
め
な
い
方

が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
だ
が

聖

を
集
め
る
事
に

キ
リ
カ
は
や
や
前
向
き
な

え
を
示
し
て
い
る

 

つ
ま
り

キ
リ
カ
は

か
に

付
い
て
い
る

 
集
め
切
る
と
マ
ズ
い

で
も
集
め
な
く
て
も
そ
れ
は
そ
れ
で
マ
ズ
い

そ
の
手
掛
か
り
を
彼

は

に
手
に
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

だ
か
ら
消
極
的
に
で
は
あ
る
が
見
つ
け
た

聖

は
集
め
よ
う
と
し
て
い
る

じ

あ
ど
う
し
て
聖

を
集
め
る
の
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そ
れ
は

 
理
由
を
話
そ
う
と
し
た
キ
リ
カ
は

と

線
を
前
に

し
た

 
ど
う
し
た
の
か
と
思
い

私
も
意
識
を
前
に
向
け
る

 
話
し
て
い
る
間
に
そ
れ
な
り
に
進
ん
で
い
た

は
気
付
け
ば
大
広
間
の
よ
う
に
広
い
空
間

に
な

て
い
た

そ
の
中

に
大
グ
モ
が
立
ち
は
だ
か
り

え
る
よ
う
な
真

な

眼
は
こ

ち
ら
を
見

え
て
い
た

 
表
示
さ
れ
る

有
名
は
Ｎ
ｅ
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ａ
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ
ａ

レ
ジ

ナ
は
女
王
を
意
味
す

る

語
な
の
で

ネ
フ

ラ
女
王

と
い
う
意
味
に
な
る

そ
の
つ
も
り
で

め
る
と

光

の
あ
る

の
体
に
浮
き
上
が
る
銀
色
の

様
が
高

な

気
を

し
出
し
て
い
な
く
も
な
い

 
ネ
フ

ラ
女
王
の

上
に
は

バ

が
二

分
存
在
し
て
い
た

つ
ま
り
中
ボ
ス

い
の

 
レ
ベ
ル
は

と
あ
る

私
が

キ
リ
カ
が

プ
レ
ミ
ア
が

だ
か
ら
ち

と
危
な
い

と
感
じ
る
数

だ

う
そ

前
は
あ
ん
な
の

な
か

た
の
に

多
分
聖

を
集
め
る
ク
エ
ス
ト
に
呼
応
し
た
ん
だ

フ

リ
ア
一
つ

く
が
こ
の

で
聖

は
見
た
の
か
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え

う
う
ん
見
て
な
い
よ

非
表
示
エ
リ
ア
に
入
た
時
点
で
す
ぐ
引
き
返
し
た
か
ら

と
な
る
と
そ
の

の
フ
ラ
グ
は
し

か
り
し
て
い
る
の
か
も
な

プ
レ
ミ
ア
を

れ
て
い
な

い
と
手
に
入
れ
ら
れ
な
い

て
フ
ラ
グ
が

 
そ
う

て
キ
リ
カ
が
背
後

プ
レ
ミ
ア
へ
と

越
し
に
見
や
る

の
少
女
は

の
話

か
イ
マ
イ
チ
分
か

て
い
な
い
ら
し
く

を

る
だ
け
だ

 
そ
れ
に
し
て
も
彼
の
話
が
本

だ
と
仮
定
す
れ
ば

個
目
の

を
手
に
入
れ
る

か
ら

が
高
い
話
だ

ヒ
ン
ト
も
無
し
に
エ
ス
コ

ト
系
ク
エ
ス
ト
の
地
点
か
ら
外
れ
た

で

聖

を
見
つ
け
出
す

な
ん
て

重

の
プ
レ
イ

で
あ
る

ど

え
付
か
な
い
話
な

の
だ
か
ら

か
く

う
キ
リ
カ
も

ユ
イ
達
と
遊
び
に
出
か
け
た
先
で
見
つ
け
た
ら
し
い
の
だ

 

個
目
も
転

か
ら
す
ら
遠
い
場

の

で
あ
る
と

え
る
と

外

の
場

を

策
す
る
必
要
が
あ
る

 
ま
あ
お
と
ぎ
話
な
ど
を
見
る
に
人
気
の
な
い

や

に
伝
説
の
武

が

と
い
う
展
開

は
あ
り
が
ち
な
の
だ
が

さ
て
中
ボ
ス
戦
だ

格
上
な
上
に
プ
レ
ミ
ア
は
初
め
て
の
ボ
ス
戦
に
な
る
が
大

か

は
い

二
人
が

し
い
話
を
し
て
る
間
に

に

備
万

で
す
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あ
は
は

け
者
に
さ
れ
て

ね
ち

て
る

 
む
ん
と
気
合
を
入
れ
た
プ
レ
ミ
ア
が
ど
こ
か

を

ら
せ
て
い
る
の
は
つ
ま
り
そ
う
い
う

事
だ
ろ
う

確
か
に
彼
女
に
と

て
理
解
の

し
い

念
で
話
し
ま
く

て
い
た
か
ら
へ
そ
を

て
も
仕
方
な
い

 
苦

を
交
わ
し
た
後

同
時
に
剣
を

く

は
正
面
で
攻
撃
を

く

二
人
は
一
緒
に
動
い
て

面
か
ら
攻
撃
し
て
く
れ

は
い

わ
か

た

よ
し

行
く
ぞ

 
最
前
で
二
刀
を
構
え
た
キ
リ
カ
に

い
た
後

私
達
は

け
出
し
た

  
部

の
中

で
こ
ち
ら
を

ち
構
え
て
い
た
大
グ
モ
は
初
撃
を
入
れ
た
キ
リ
カ
に
タ

ゲ

ト
を
定
め
行
動
を
開
始
し
た

く

く

と

え
た

前

が
直
前
ま
で
キ
リ
カ
が

た
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場

に
重
い
一
撃
を

き

む

れ
て

前

の

き
つ
け
も
入
る
が
一
撃
目
の
前
足
を
足

場
に

け
上
が

て
い
た
キ
リ
カ
は

で
回

 
そ
の
ま
ま

転
直
下
の
如
く

女
王
ネ
フ

ラ
に
強

な
バ

チ
カ
ル

を

き

ん
だ

せ
 

地
直
後
彼
の

の
剣
か
ら
光
が

り
真
横
に
斬
閃
が

た
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

で
デ

レ
イ

を
上
書
き
し
て
放

た
ホ
リ

ン
タ
ル
だ

勢
い
を
付
け
て
回
転
斬
り
へ
と

華
さ
れ
た
一

閃
が

女
王
グ
モ
の

を

え
る

の
四
本
に
切
り
傷
を
付
け
る

 
そ
の
隙
を
突
き

時

回
り
に
大
き
く

回
し
た
私
と
プ
レ
ミ
ア
も
攻
撃
を
仕
掛
け
た

 
加
速
補
整
の
掛
か
る
突
進
二

撃
技

ラ
ピ

ド
・
バ
イ
ト

と

突
技

リ
ニ
ア

が

女
王
グ
モ
の

部
に
直
撃
す
る

重
い
手
応
え
を
感
じ
た
後

二
人

て

に
離
脱

 
直
後
ヘ
イ
ト
を

い
だ
私
達
を
正
面
に

え
よ
う
と
ガ
サ
ガ
サ
と

を
動
か
し
て
大
グ
モ

が
向
き
を
変
え
始
め
る

 
一
撃
で
も
喰
ら

た
ら

ら
な
い
と
私
は
プ
レ
ミ
ア
を

れ
て
全
速
力
で
部

の
中
を

り

始
め
た

ヘ
イ
ト
を

い
だ
ま
ま
な
の
で
大
グ
モ
も
私
達
に
合
わ
せ
て
ぐ
る
ぐ
る
と
回

て
い

く
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喰
ら
え

 

一

し
た
く
ら
い
で

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

ら

て
い
た
ら
し
い
キ
リ
カ
の
声
が

く

横
目
で
見
れ
ば
彼
は
女
王
グ
モ
の

眼
目
掛
け
て

び
掛
か
り

ニ

ク
リ

プ

緑
の
斬
撃
を

き

む
と

こ
ろ
だ

た

ギ
シ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
生
物
的
な
反
応
を
表
出
す
る
カ

デ

ナ
ル
に
よ
り
弱
点

い
と
な

て
い
る
眼

を
攻
撃

さ
れ
た
ネ
フ

ラ
女
王
の
絶

が

内
に

き

る

ぐ
わ
ん
ぐ
わ
ん
と
反

す
ら
す
る
そ

の

び
は

彼
の
一
撃
が
ク
リ
テ

カ
ル
ヒ

ト
し
た
証

だ

 

バ

は
一
本
目
を

り

二
本
目
の
七

へ
と
突
入
す
る
と
こ
ろ
だ

た

 
ど
う
や
ら
レ
ベ
ル
の

に

は
大
し
て
多
く
な
か

た
ら
し
い

あ
る
い
は
目
へ
の
ダ
メ

ジ
が

大
き
か

た
の
だ
ろ
う

 
そ
こ
で
女
王
グ
モ
は
そ
の
場
で
小

み
に
足

み
を
し
た
後
八
本
の

を
一
気
に

め
た

 
ア
レ
は
ク
モ
型
Ｍ
ｏ
ｂ
が
見
せ
る

び
上
が
る
時
の
共

モ

シ

ン

が
カ
ウ
ン
ト
す
る

プ
レ
ミ
ア

地
の

前
に
私
達
も

ぶ
よ
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は
い

 
手

に
交
わ
さ
れ
る
作
戦

そ
れ
を
プ
レ
ミ
ア
は
キ
リ
リ
と
引
き

ま

た

で

き
理
解

を
示
し
た

 
直
後
ぐ
わ

と
空
気
を

わ
せ
て

体
が

直
に

び
上
が
る

の
天

近
く
ま
で

達
し

下
に
転
じ
た
そ
の
時

キ
リ
カ
が
カ
ウ
ン
ト
を

ん
だ

 
ゼ
ロ

と

こ
え
た

間

プ
レ
ミ
ア
の

を

え
て
女
王
に
向
か

て

ぶ

 
私
達
の
足

を
波
紋
状
の
振
動
エ
フ

ク
ト
が

過
し
て
い
く
の
を
見
な
が
ら

地
し
た
後

に
三
人
で
一

に
攻
撃
を

み
掛
け
た

  
戦
闘
が
終
わ

た
の
は

開
始
か
ら
二
分
後
の
事
だ

た

 
強
さ
で

え
ば
然
し
た
る
も
の
で
な
か

た
ネ
フ

ラ
女
王
だ
が
そ
れ
は
こ
ち
ら
が
一
撃
も

喰
ら
わ
な
い
よ
う
ル

チ
ン
で
戦

て
い
た
か
ら
で

常
の
タ
ン
ク
ア
タ

カ

ク
ラ
ウ

ド
コ
ン
ト
ロ

ラ

な
ど
の
構
成
で
真

向
か
ら
戦
え
ば

応
に
苦
戦
す
る
能
力
は
持

て
い
る
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だ

女
王
は

を
有
し
て
い
る
し
ク
モ
だ
か
ら

性
の

を

き
出
す

ど
ち
ら
も

な
事
に
変
わ
り
な
く
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
間
に
戦
線
が

壊
す
る

な
ん
て
話
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
も

に

が
無
か

た

 
そ
も
そ
も
タ
ン
ク
も
無
し
に
ボ
ス

Ｍ
ｏ
ｂ
と
戦
う
事
自
体
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
は
無
謀
に
近

い 
攻
撃
は
最
大
の

と
も

う
が
ま
だ
序

の
現
状
で
は
し

か
り
パ

テ

を
組
ん

で
攻
略
し
て
い
く
の
が
定

で
あ
る

 

ま

定

破
り
の
権
化
と
も

え
る
少
年
が
い
る
以
上
そ
れ
を

え
た
と
こ
ろ
で
意

味
は
無
い
の
だ
が

 
そ
ん
な
と
り
と
め
の
な
い
思

を
浮
か
べ
な
が
ら
ボ
ン

リ
と
イ
ベ
ン
ト
が
進
む
の
を

め

る

今
は
プ
レ
ミ
ア
が

に
近
付
き

光
る
聖

を
手
に
し
て
い
る
最
中
だ

 
し

か
り
と

が
彼
女
の
手
に
収
ま
り
光
が
失
わ
れ
た
の
を
確
認
し
た
後
プ
レ
ミ
ア
は
そ

れ
を

に
仕
舞

た

二
人
と
も

お

た
せ
し
ま
し
た

あ
あ

さ
て

事
が
済
ん
だ
な
ら
⻑

は
無

だ

め
に

へ

ろ
う
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だ
ね

人
気
が
な
い
地

と
は

え

過

が
い
な
い
と
も
限
ら
な
い
し

了
解
で
す

 
目
的
の
も
の
を
手
に
入
れ
た
私
達
は
足

に
来
た
道
を

り
始
め
る

 

に
マ

ピ
ン
グ
さ
れ
た
場

を
直
線

離
で

る
だ
け
な
の
で
そ
こ
ま
で
苦
労
は
し
な
い

 
た
だ
ト
レ
ン
ト
・
サ
プ
リ
ン
グ
の
よ
う
に
モ
ン
ス
タ

の

襲
は

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

の
過

も
い
つ
オ
レ
ン
ジ
化
す
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
ハ
イ
デ

ン
グ
に
も
気
を

付
け
る
必
要
が
あ
る

 
気
を

か
ず

速
に
来
た
道
を

る

が

平
穏
な
時
間
が

く
と

れ
て
く
る

で

 
少
し
の
気
晴
ら
し
を
求
め
て

し
た
い
と
思

て
し
ま

た

と
こ
ろ
で
キ
リ
カ

ボ
ス
戦
の
前
の
話
な
ん
だ
け
ど
集
め
切
る
と
マ
ズ
い
と
は
思

て
る

の
に
聖

を
集
め
る
の
は
な
ん
で

 
重
要
な
事
で
も
あ
る
か
ら
引

掛
か

て
い
た
私
は
そ
れ
が
気
に
な

て
し

う
が
な
か

た

こ
れ
な
ら

と
は

え

集
中
し
ろ
と
返
さ
れ
な
い
だ
ろ
う

 
す

か
り
そ
の
話
を
忘
れ
て
い
た
の
か
あ
あ

と
キ
リ
カ
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
声
を
発

す
る
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一
つ
目
は
必
要
に
な

た
時
慌
て
な
い
た
め
だ

集
め
切

た
後
多
分
ど
こ
か
に

め
る

必
要
が
あ
る
か
ら
そ
の
直
前
で
止
め
れ
ば
い
い
と
思

て
る
の
も
あ
る

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
で

分
け
て
持

て
も
い
い
し
な

む

む

二
つ
目
は

プ
レ
イ

間
で
の
争
い
に
こ
の
ク
エ
ス
ト

も
と
い
プ
レ
ミ
ア
が

き

ま
れ
る
の
を

け
た
い
か
ら
だ

な
る

ど

 
ど
う
や
ら
彼
も
プ
レ
イ

間
で
の
聖

の
奪
い
合
い
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
危
惧
し
て
い

た
ら
し
い

ま
あ
そ
り

気
付
く
か
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
情
報
・

作
に
つ
い
て
思
い
出
し

内
心
で
苦

す
る

あ
と
は

 

け
て
三
つ
目
の
理
由
を

う
べ
く

を
開
い
た
キ
リ
カ
が
が
ち
ん
と
す
ぐ
さ
ま

を

じ
た

 
ま
た

か
と
後
ろ

の

剣
の

に
手
を
掛
け
な
が
ら
身
構
え
た
直
後
キ
リ
カ
が

の
剣

を

き
払
う

カ

ン

と

高
い

が
し
た
後

足

に
一
本
の

が
転
が

た
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そ
こ
で
さ
ら
に
一
本

今

は
私
を

た

が

来
す
る

 

嗟
に

剣
を

こ
う
と
す
る
が
そ
の
必
要
は
無
か

た

横
か
ら

び
た
キ
リ
カ
の
手
が

を

み
取

た
か
ら
だ

が
私
の

間
ギ
リ
ギ
リ
で
止
ま

た

り
彼
が

ま
な
け
れ
ば

そ
の
ま
ま

に

が
突
き

さ

て
い
た
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
ず
声
が

れ
る

い
き
な
り
攻
撃
と
は
ご

だ
な

を
見
せ
た
ら
ど
う
だ

 

く
な

た
声

で

キ
リ
カ
が

圧
を
掛
け
る

れ

 
そ
れ
に
対
す
る
応

は

な
ん
と
も
高
圧
的
な
男
の
声
だ

た

 
ガ
サ

 
と

み
が
揺
れ
た
後

立
ち
上
が

た
の
は
二
人
の
男

黒
い

黒
い

の

二
人
は
黒
を

と
し
た
騎
士

備
を

い

性
に
特
化
し
た

弓
で
こ
ち
ら
に

い
を
付

け
て
い
る

 
極
め
つ
け
は
そ
の

だ

ピ
ン
と
先

り
に

た
そ
れ
は
彼
ら
が
人
で
は
な
い
事
を
表
し

て
い
た

ダ

ク黒
エ
ル
フ

 
思
わ
ず

と
共
に
そ
の
名
を

に
す
る
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エ
ル
フ
と

え
ば
フ

ン
タ
ジ

世
界
で
登
場
す
る
種

の
一
つ

そ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
同
じ

で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
三
層
か
ら
第
九
層
ま
で
は
黒
エ
ル
フ
とフ

レ
ス
ト

森
エ
ル
フ
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に

や

を

き
争
う
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
一
部

層
や
ク
エ

ス
ト
で
は
主

の
種

だ

た
の
だ

 
あ
の
世
界
の
特
徴
を
色

く
引
き
継
ぐ
以
上
お
そ
ら
く

る
と
は
思

て
い
た
が
突
然
の
邂

逅
に
私
は

以
外
の
反
応
を
取
れ
な
か

た

 
そ
れ
で
も

上
の
カ

ル
を
見
る

や
や

い
が

色
で
あ
る
点
か
ら

は
可
能
な
よ

う
だ

 
名
称
は
ダ

ク
エ
ル
ヴ
ン
・
フ

レ
ス
ト
ガ

ド

森
の
番
人
的
な

の
者
達
ら
し
い

こ
の
聖
大
樹
の
森
に
人

が
入
り

ん
で
く
る
と
は
な

我
ら
が
聖
地
を

ら
す

は

容
赦
せ
ん

 
そ
う

て

問

無

で

を
放

て
き
た

二
人
は
回

に
専
念
す
る
ん
だ

 

来
す
る
二
本
の

を
剣
の
一
振
り
で

き

と
し
な
が
ら
キ
リ
カ
が

う

そ
の
ま
ま

撃
が
来
る
前
に

け
出
し
た
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応
じ
る
よ
う
に
黒
エ
ル
フ
の
片

れ
が

弓
を
仕
舞
い

の
剣
を

く

最

限
の

飾

を
さ
れ
た
実
戦
向
き
の

手
剣
で
キ
リ
カ
へ
と

離
を

め
る

 
黒
エ
ル
フ
の
カ

ル
色
は
ど
ち
ら
も
黒
に
近
い

不
可
能
で
は
な
い
が
倒
す
に
は

な
根
気
が
必
要
だ

私
よ
り
一
レ
ベ
ル
下
の
キ
リ
カ
で
は
流

に
分
が
悪
い

 
だ
が

人

覚
悟

 

手
剣
を
掲

大
上

か
ら
振
り
下
ろ
す
黒
エ
ル
フ

 
対
す
る
キ
リ
カ
は

の
剣
に

ル
グ
リ

ン
の
光
を

ら
せ

切
り
上

の

道
で
剣

を
振
る
う

ニ

ク
リ

プ

を

し
た
よ
う
だ

 
重

的
に
そ
し
て
ス
テ

タ
ス
的
に
黒
エ
ル
フ
の
方
が
絶
対
的

に
あ
る
の
は
明
白
だ

た 
し
か
し
彼
は
そ
れ
を

す

に
振
り
下
ろ
さ
れ
る
剣
を
横
か
ら

き
剣
を
弾
き

ば
し

た
の
だ

武
器
を

備
す
る
人
型
Ｍ
ｏ
ｂ
や
プ
レ
イ

に
見
ら
れ
る

デ

ス
ア

ム

武
器

と
し
と
い
う

状

を

意

的
に
引
き

こ
し
た
の
で
あ
る

 
ヒ

ン
ヒ

ン
と
空
を
切
り
な
が
ら

ん
で
い
く
剣
を
弾
か
れ
た
黒
エ
ル
フ
が
追

て
い



 第十八章 〜黒の聖地〜

く 
そ
こ
で

キ
リ
カ
が
ア

パ

カ

ト
を
仕
掛
け
た

く

に
浮
い
た
黒
エ
ル
フ
を

体

術

の
水
平

り

水
月

で
追
い
打
ち

な

ち

ま

 

り

ば
さ
れ
た
黒
エ
ル
フ
の
行
き
つ
く
先
は
後
衛
で

を
番
え
て
い
た
片

れ
の
黒
エ
ル

フ
だ

た

Ｎ
Ｐ
Ｃ
ら
し
か
ら
ぬ
慌
て
た
様
子
を
見
せ
る
片

れ
は

し
か
し
成
す
す
べ
な
く

吹

ん
で
く
る

間
に

き

ま
れ

下
敷
き
に
な
る

 
そ
こ
へ
全
力
で

り
寄

た
キ
リ
カ
が
斬
り
掛
か

た

  

そ
こ
に

の
剣
士
が

り

ん
だ

  

な
白
銀
の

刀
が

キ
リ
カ
の
剣
を
止
め
る

そ
こ
ま
で
だ

人

の
剣
士

こ
れ
以
上
の

は
私
が
許
さ
ぬ

 
生
真
面
目
そ
う

と
い
う

が
似
合
う
声

だ

た

ス
モ

ク
パ

プ
ル
の
髪
は

め

で
や
や

黒
い

の
横

は
同
性
の
私
で
す
ら

ク
リ
と
す
る

ど
の

や
か
に
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い

と
わ
ず
か
に

し
か
し
確
か
に

し
た
ブ
レ
ス
ト
プ
レ

ト
が

り

ん
で
き

た
剣
士
が
女
性
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
た

 
キ
リ
カ
の
剣
を
止
め
る

く

を

く
サ

ベ
ル

に

備
さ
れ
た
小
型
の
カ
イ
ト
シ

ル
ド

更
に

や

手

て
な
ど
は

見
る
か
ら
に
高
ラ
ン
ク
で
あ
る
事
が

え
る

 
名
を

ダ

ク
エ
ル
ヴ
ン
・
ロ
イ

ル
ガ

ド

 

上
の
カ

ル
は
ど
す
黒
い
ダ

ク
ク
リ
ム

ン

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

絶
対
勝
て
な
い
レ
ベ
ル
の
強
さ

 

く

と

が
引
き

る
の
が
分
か

た

お

お
お

 
キ
ズ
ベ
ル
殿

近
衛
騎
士
⻑
自
ら
来
て
下
さ
る
と
は

 
ど
う
や
ら
黒
エ
ル
フ
内
で
は
キ
ズ
メ
ル
と
呼
ば
れ
て
る
ら
し
い
女
性
騎
士
は

と
キ
リ
カ

の
剣
を
弾
く
や

や

そ
の
切

先
を
私
達
に
向
け
て
き
た

我
ら
が
聖
地
に
無
断
で

み
入

た
だ
け
で
な
く

我
が

は
ら同
か
ら

を
傷
つ
け
た
罪

こ
こ
で

あ
が
な

て
も
ら
お
う

正

衛

て

て
も

じ
な
さ
そ
う
だ
な

こ
れ
は
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や
や
苦

気
味
に

た
キ
リ
カ
は
片
手
で
私
達
に
下
が
る
よ
う
指
示
を
出
す

後
ろ
は

な
の
で

小
路
も
同
じ
な
の
だ
が
そ
れ
で
も
下

さ
せ
る
の
は
女
性
騎
士
キ
ズ
メ
ル
と
の

戦
を
予
感
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

 
い
や

そ
も
そ
も
ダ

ク
ク
リ
ム

ン
の

と
戦
う
事
す
ら

お
か
し
い
の
だ
が

行
く
ぞ

 

け
出
し
た
の
は
同
時

剣
を
振
る

た
の
は
や
は
り
同
時
だ

の
如
き
黒
と
白
の
剣

が
放
た
れ

衝
突

 

弾
か
れ
た
の
は

黒

 
ガ

ン

 
と

鳴
を
思
わ
せ
る

い

き
と
共
に

の
剣
が
大
き
く
弾
か
れ
た

真

向
勝
負
で
は
や
は
り
話
に
な
ら
な
い
程
の
差
が
あ
る
の
だ

ぐ
 
だ
が
キ
リ
カ
も
そ
れ
は
承
知
の
上
だ

⻭
を
食
い
し
ば

て
体
を

じ
り

の
剣
を
振
る

う 
そ
れ
を
女
性
騎
士
は

い

作
で
翳
し
た
盾
で

な
し
た

体
勢
は

れ
て
い
な
い
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さ
ら
ば
だ

 
無
理
に
剣
を
振
る

た

性
に
よ
り
空
中
で
ク
ル
ク
ル
と
回
る
少
年
へ
騎
士
は
無

悲
に
剣

を
突
き
出
し
た

正
確
無

な
一

が
華

な
少
年
を

し
に
し
よ
う
と

る

 
だ
が

そ
の
一
撃
が
弾
か
れ
る

 
弾
い
た
の
は

撃

で
回
る
彼
の

が

ば
さ
れ

剣
の

を

き

道
を
ズ
ラ
し
た

か
ら
だ

た

 

な

と

わ
ん
ば
か
り
に

目
す
る
騎
士
の
前
で

少
年
が

地
す
る

 
仕
切
り
直
し

お
お

 
大
地
を

み

き
一
歩
前
進

や
や
遠
い
間
合
い
か
ら
キ
リ
カ
は

手
の
剣
を
横

ぎ
に

り
出
し
た

騎
士
キ
ズ
メ
ル
は

そ
れ
を

の
盾
で

な
く

け
止
め
る

 
火
花
が

り

暗
い
樹
海
で
二
人
の

を
一

明
る
く

ら
し
た

 
そ
の
火
の

が
消
え
る
前
に

撃
が
放
た
れ
る

放

た
の
は
キ
リ
カ
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
同

様

あ
る
い
は

に
な

て
そ
れ
以
上
に
至

た
反
応
速

を
以
て

剣
撃
が
三
つ

四
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つ
と

り
出
さ
れ
る

 
よ
り

く

速
く

く

 
ざ
り

と
一
歩

騎
士
が
身
を
引
い
た

 
女
性
騎
士
は
最

戦
一
方

剣
と
盾
の

方
を
フ
ル
に
使
い
キ
リ
カ
の
猛
攻
を

ぎ

け

て
い
る

パ
ラ
メ

タ
と
い
う
点
で
は
彼
を
圧
倒
し
て
い
る
に
も

わ
ら
ず

だ

 

多
分

こ
の
世
界
の

が
特
別
だ
か
ら
だ

 
こ
の
世
界
で
生
き

生
活
し
て
い
る

だ
か
ら
こ
そ

死

を
恐
れ
る

だ
か
ら
能
力
に
も

の
を

わ
せ
た
ご
り

し
を
し
な
い
で
い
る

 
そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か

キ
リ
カ
も
技
術
を

使
し

追
い

て
い
た

 

十

百
と

り
出
さ
れ
る
剣

騎
士
の
体
力
は

か
ず
つ
だ
が
し
か
し

実
に

し
て
い

て
い
た

オ
オ
オ
オ

 
そ
し
て
と
う
と
う

分
を

り

ん
だ
そ
の
時

モ
ン
ス
タ

の
雄

び
が

き

た

こ

こ
の
声
は

キ
ズ
メ
ル
殿

マ
ズ
い
で
す

 
こ
れ
は

ツ
の
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そ
れ
を

い
た

キ
リ
カ
と
キ
ズ
メ
ル
の
交
戦
を
見
守

て
い
た
黒
エ
ル
フ
達
が

え

始
め
る

な

え
る
の
か
分
か
ら
ず

私
は
プ
レ
ミ
ア
と

を
見
合
わ
せ
た

 
そ
こ
で

ズ
シ
ン

 
と
地

き
が
し
た

 
キ
リ
カ
と
キ
ズ
メ
ル
も
流

に

離
を

い
た
そ
の
時

り

む
よ
う
に
森
の
木

が
引

き
裂
か
れ

大
な
影
が

を
現
す

 
そ
れ
は

う
な
れ
ば

大
な
古
木
だ

ト
レ
ン
ト
・
サ
プ
リ
ン
グ
を
禍

し
く
成
⻑
さ
せ
た

よ
う
な
見
た
目
の
そ
れ
は
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
雄

び
を
上

な
が
ら

を
振
り
回
し
て
い

る

そ
の
サ
イ
ズ
は
ち

と
し
た
ボ
ス
よ
り
も

か
に
大
き
い

こ

は

妖
魔
王
の

属

 
と
う
と
う
こ
こ
ま
で
来
た
の
か

 
そ
れ
を
見
た
騎
士
キ
ズ
メ
ル
が

然
と
す
る

ど
う
や
ら
黒
エ
ル
フ

の
事
情
に

が
あ
る

ら
し
い

 
そ
こ
で

ん

と

快
な

と
共
に
ウ

ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た

 

妖
魔
王
の

属
を
倒
し

黒
エ
ル
フ
に
加
勢
せ
よ

キ
リ
カ

ど
う
す
る

 

け
る

は

け
る



 第十八章 〜黒の聖地〜

 
同
じ
も
の
が
表
示
さ
れ
た
ら
し
い
キ
リ
カ
は

決
で
ク
エ
ス
ト
を

し
た

プ
レ
ミ
ア

ど
う
す
る

 
キ
リ
カ
は

け
ち

た
け
ど

私
も
し
ま
す

そ

か

 
な
ら
私
も
し
な
い

に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
と

り
か
か

た

だ
と
い
う
心
境
で

ボ

タ
ン
を
タ

プ

そ
れ
か
ら
妖
魔
王
の

属
Ｍ
ｏ
ｂ
に
向
か

て

け
出
し
た

  
今
話
を
書
い
て
る
と

イ
ン
テ
グ
ラ
ル
・
フ

ク
タ

で
リ

フ

が
キ
ズ
メ
ル
と
交
戦

し
て
た
の
思
い
出
し
て

地
味
に
リ

フ

バ
く
ね

 
と
思

た
の
は
内
緒

 
や

式
も
リ

フ

を
チ

ト
化
さ
せ
た
い
ん
よ

で
登
場
さ
せ
ら
れ
な
か

た
み
た
い
に

ハ
イ
ス

ク
だ
し
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・
キ
ズ
メ
ル

 
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
二

か
ら
登
場

 
黒
エ
ル
フ
の
騎
士

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ
と
本
来
な
ら
第
七
層
で
登
場
す
る
ハ
イ
ネ

ム
ド
ク

ラ
ス
Ｍ
ｏ
ｂ
が
第
三
層
の
イ
ベ
ン
ト
で
出
て
く
る
と
い
う
⻤

仕
様

の
森
エ
ル
フ
を
自

分
達
が

分
以
下
に
な
ら
ず
に
倒
す
事
で
生
存
ル

ト
が
開

さ
れ
る

 
本
作
キ
リ
ト
が

黒
エ
ル
フ
の
女
騎
士
を
回

し
て
い
る
事
か
ら
本
作
で
も
森
エ
ル

フ
を
自
力
で
倒
し

生
存
さ
せ
て
い
た
ら
し
い

 

の
キ
ズ
メ
ル
は
キ
リ
ト
／
キ
リ
カ
の
事
を
知
ら
な
い
の
で
無

悲
に
斬
り
か
か

て
い
る

  
・
キ
リ
カ

 
経
験
で
ゴ
リ

す
タ
イ
プ
の
プ
レ
イ

 

か
し
い
人
物
と
再
会
し

内
心
ウ

キ
ウ
キ
で
全
力
勝
負
に
出
て
い
た
り
す
る

 
色

と

し
事
が
多
い
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・
フ

リ
ア

 
プ
レ
ミ
ア
の
護
衛

 
こ
の
戦
い
に
付
い
て
い
け
な
い
の
で
護
衛

に

し
て
い
る

地
味
に
キ
リ
カ
や
ク
エ
ス
ト
の

違
和
感
に
気
付
き
始
め
て
い
る

  
・
プ
レ
ミ
ア

 

な
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
キ
ラ

キ
ラ
し
た
眼
で
キ
リ
カ
の
戦
い
ぶ
り
を
見
て
い
た

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
十
九
章
 

近
衛
騎
士
キ
ズ
メ
ル

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
に
ち
は

 
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
や

面
白
い

ス

 

点

キ
ズ
メ
ル

 

数

七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
こ
こ
最
近

我
ら

ダ

ク黒
エ
ル
フ

を
騒
が
し
く
す
る
話
が
あ

た

 
人

の
冒
険
者
が
大
き
く

動
を
開
始
し
た
話
も
そ
こ
そ
こ

を

や
か
し
た
が

来
森
に

生
き
る
私
達
の
興
味
は
す
ぐ
に
他
種

か
ら
自
ら
の
種

に

す
る
も
の
へ

た

無
論
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そ
れ
は

自
分
達
の
存
亡
の
危
機
に

し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る

 
黒
エ
ル
フ
を

か
す
存
在
の
名
は

妖
魔
王

 

か

我
ら
が
聖
地
聖
大
樹
の
森
に
災

を
呼
び
寄
せ
多
く
の
命
を
奪

た
と
い
う

伝
説
の
存
在

初
は
そ
の
存
在
を

し
ん
で
い
た
の
が

ど
だ

た
が
森
を

す
る
者
達

の

報

が

が

て
か
ら
は
実
在
が
確
信
さ
れ
た

 
そ
の

と
は

化

だ

た

 
ま
る
で

像
と
し
て
作
ら
れ
た
か
の
よ
う
な

者
の
成
れ
の
果
て

そ
の
表
情
は
様

で
立
ち
向
か
お
う
と
す
る

然
と
し
た

恐
怖
に

み
歪
ん
だ

な
ど
で

に
な

た
者
達

は
悲

な
あ
り
さ
ま
だ

世
の
中
に
は
体
を

に
す
る

を
持
つ
ヘ
ビ
な
ど
い
る
と

く
が
妖

魔
王
に

し
て
は

い
の

そ
れ
を
解

す
る
術
を
私
達
は
持

て
い
な
か

た

 
解

す
る
方
法
は
た
だ
一
つ

凶
で
あ
る
妖
魔
王
を
倒
し

い
の

を
断
つ
の
み
と
さ
れ

た 
黒
エ
ル
フ
全
て
が

化
さ
せ
ら
れ
る
の
が
先
か

妖
魔
王
を
倒
す
の
が
先
か

 
そ
ん
な
生
存

争
を

り
広

て
い
る
最
中

私
は

彼
ら
に
出
会

た

パ
タ

ン
を

む

二
人
は
出
来
る
だ
け

離
を
取
れ
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森
の
中
で
出
会

た
三
人
の
人

剣
を
二
本

え
て
最
前
に
立

た
黒

の
剣
士
は
中
性

的
な
が
ら

い
声

で
後
ろ
の
人

二
人
に
そ
う
指
示
を
出
し

ま

す
ぐ

け
出
す

 
妖
魔
王
の

属

禍

し
い

れ
木
の
魔
物
に

黒

の
剣
士
が
斬
り
か
か
る

 
そ
れ
で

い
を
定
め
た
か

属
が
揺
ら
め
か
せ
て
い
た

を

く
突
き
出
し
た

交

に

く

り
出
さ
れ
る

突
を

や
か
に

し
時
に
剣
で
弾
き

の
応

を

り
広

る

そ
の
間
に

属
の
行
動
を
分

し

二
人
の
少
女
に

で
伝
え
て
い
た

 

強
い
な

あ
の
人

の
子

は

 
戦
場
で
あ
り
な
が
ら

私
の
思

は
戦
い
そ
の
も
の
か
ら
外
れ
て
い
た

 
自
分
の
部
下
二
人
は

そ
れ
ぞ
れ

独
で
森
の

を

せ
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
実
力
を

持

て
い
る

来
な
ら
一
人
で
行
う

を
二
人
で
組
ん
で
行

て
い
る
の
は
妖
魔
王
の
襲

撃
を

し
て
の
事
だ

た

 
つ
ま
り
実
力
者
が
二
人
い
た
と
い
う
事

 
そ
ん
な
二
人
を
圧
倒
し
た
黒

の
子

の
実
力
は
お
そ
ら
く
私
よ
り
も
数

高
い

私
が
倒
さ

れ
な
か

た
の
は
年

に
よ
る
身
体
能
力
の
差
に

因
し
て
い
る

同
程

の
年

で
あ

た
な

ら
き

と

し
切
ら
れ
て
い
た

私
と
て
エ
ン
ジ

騎
士

属
の
近
衛
騎
士
を

す
る
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こ
と
が
認
め
ら
れ
る

ど

練
を

ん
だ
つ
も
り
だ
が
あ
の
応

に
は
下
手
に

り

め
そ
う

に
な
い

 

と

疑
問

 
私
は
な

あ
の
子

を
そ
こ
ま
で
高
く

価
し
て
い
る
の
か

と
い
う
己
へ
の
問
い

 
一

も
会

た
事
な
い

そ
れ
も
他
種

の
者
を
高
く

価
す
る
事
は

・極
・め
・て
・

 

い
や

初
め
て
で
は
な
い

 
人

の
剣
士
の
戦
う
様
を
見
た
の
も
刃
を
交
え
た
の
も
今
日
が
初
め
て
だ

だ
か
ら
極
め

て

な
ど
と
い
う
思

は
あ
り
得
な
い

だ

 
一

も
無
い
と
い
う
の
に
あ

た
か
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
の
だ
か
ら

殿

キ
ズ
メ
ル
殿

 

を
揺
す
ら
れ

私
の
意
識
が
現
実
に
引
き

さ
れ
た

 
気
付
け
ば
眼
前
に
は
部
下
の
男
二
人
が
私
を
妖
魔
王
の

属
か
ら

う
よ
う
に
盾
を
構
え
て

立
ち

て
い
た

越
し
に
向
け
ら
れ
た
横

に
は

私
を

じ
る
色
が
見
え
る

 
戦
闘
中
に
も

わ
ら
ず

い
つ
の
ま
に
か
思

の
海
に
流
さ
れ
始
め
て
い
た
ら
し
い

キ
ズ
メ
ル
殿
人

が
妖
魔
王
の

属
を

手
取

て
い
る
間
に
我

は
撤
退
し
ま
し

う
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そ
う
で
す

く
こ
の
場
か
ら
離
れ
る
べ
き
で
す

 

に
撤
退
を
進

し
て
く
る
部
下
達

 
そ
う
な
る
の
も
無
理
は
な
い

彼
ら
に
と

て
あ
の

属
の
魔
物
は
恐
ろ
し
い
も
の
に
見
え

て
い
る

だ

い
つ

化
さ
せ
ら
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
そ
れ
が
解
け
る
か
も
ハ

キ
リ
し
て

い
な
い
中
で
の

務
に
対
し

大
き
な
不
安
を

え
て
い
た
事
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
私
は

そ
の
進

を

め
な
か

た

お
前
達
は
先
に
撤
退
し
ろ

 
そ
の
代
わ
り
に
指
示
を
出
す

 

男
二
人
が
ギ

と
眼
を

く

キ
ズ
メ
ル
殿

な
に
を

し
ん
が
り

殿
な
ら
ば
我

に
お

せ
を

 
騎
士
と
し
て
の
自
負
心
か
あ
る
い
は
騎
士
の
中
で
も
最

と
さ
れ
る
近
衛
騎
士
を
喪
う

に
は
い
か
な
い
と
い
う
責

感
か

二
人
が
私
を
説
得
し
に
掛
か
る

 
そ
れ
ら
に

私
は

を
振

た
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ツ
を

で
倒
さ
な
け
れ
ば
我
ら
の

地
も
遠
か
ら
ず
襲
わ
れ
る

か
が
残
る
べ
き
で

あ
り

そ
れ
に

し
て
い
る
の
は
私
だ

 
部
下
に

い

か
せ
る
よ
う
に
伝
え
る

し
か
し

部
下
の
二
人
は

得
し
た

振
り
が
無

い

し
か
し

と
反
論
し
よ
う
と
判
断

を
探
し
て
い
る

 
そ
の
様
子
に
苦
い

に
な
り
そ
う
な
の
を

え

表
情
を

め
た
ま
ま

け
る

な
事
を

く
よ
う
だ
が

お
前
達
に

ア
レ
を
倒
せ
る
確
信
が
あ
る
か

 
そ
の
問
い
に
二
人
は

て
表
情
を
歪
め

り

ん
だ

予
想
し
た

り
彼
ら
は
本

に
殿

足
止
め
目
的
の

に
な
る
つ
も
り
で
い
た
の
だ

 
そ
の

こ
そ

二
人
の
思

を
雄

に
語

て
い
た

な
ら
ば

更
退

す
べ
き
だ

で
す
が

キ
ズ
メ
ル
殿
を

に
す
る

に
は

 
男
の
片

れ
が

ま
だ
反
論
し
て
く
る

 
そ
こ
で

と
私
は
気
付
い
た
事
が
あ

た

ど
う
や
ら
彼
ら
に
は
私
が
二
人
を
救
う
た
め

に
足
止
め
し
よ
う
と
名

り
出
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
る
の
だ
と

 
思
わ
ず
苦

が

れ
る
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い
き
な
り

い
出
し
た
私
に

し

な
眼
を

け
る
二
人

そ
ん
な
二
人
に
私
は
語
り
掛
け

た
あ
あ

す
ま
な
い

ど
う
や
ら
我

の
間
に
認
識
の
差
異
が
あ

た
ら
し
い
と
気
付
い
て
な

と

い
ま
す
と

確
か
に

と
し
て
は
殿
に
な
る

だ
が

別
に
ア
レ
を
倒
し
て
し
ま

て

も
構
わ
ん
の
だ
ろ
う

 
自
然
と

に
し
な
い
強
気
な

葉
が
出
て
い
た

 
同

か
ら
の

し

つ
信
じ
ら
れ
な
い
も
の
を
見
た
か
の
よ
う
な

線
も
気
に
な
ら
な
い

ど

今
の
私
の
気
分
は

し
て
い
る
ら
し
い

 
そ
れ
は

騎
士
と
し
て
高
み
を
目
指
す
意
欲
を

さ
れ
た
か
ら
か

 

あ
る
い
は

裏
を
チ
リ
チ
リ
と

か
せ
る
別
の

か
か

 
判
別
は
付
か
な
か

た
が
自
身
の
士
気
が
高
い
事
は
悪
い
事
で
は
な
い
と
一

問

を
横
に

く

女
王

下
に

た
剣
の
感
触
を
い
ま
一

確
か
め
た
後

部
下
達
の
前
に
出
る

で

で
し
た
ら

お

さ
せ
て
下
さ
い

せ
め
て
キ
ズ
メ
ル
殿
の
盾
に
は
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慌
て
た
様
子
で
前
に
出
た
私
の
更
に
前
へ
と

動
す
る
男
達

ど
う
や
ら
私
が
撤
退
し
な
い

限
り
二
人
も
撤
退
す
る
つ
も
り
は
な
い
ら
し
い

し
か
も
こ
の

取
り
を
見
る
に
私
が

近

す
る
と
彼
ら
を
危
険
に
晒
す
可
能
性
も
高
く
な
る

 
ま
た
振
り
出
し
か

と
や
や

を

め
た

そ
の
時

黒
エ
ル
フ
の
人
達

て

 

剣
使
い
ら
し
き
金
髪
の
人

が

意
を
向
け
て
き
た

 
ハ

と
三
人

て
前
に
意
識
を

け
れ
ば
人

の
剣
士
が

手
取

て
い
た

属
が
こ
ち

ら
に

離
を

め
て
き
て
い
る
の
が
見
え
た

そ
の
後
ろ
か
ら
黒

の
剣
士
が

撃
を

き

む

も

そ
れ
に
意
識
を
向
け
る
様
子
は
な
い

 
た
だ
ま

す
ぐ

こ
ち
ら
目
掛
け
て
突
進
し
て
き
て
い
る

モ
ロ
オ
オ

コ
イ
ツ

い
き
な
り

い
を

キ
ズ
メ
ル
殿

下
が

て
下
さ
い

 
一
息
に

離
を

め
て
き
た
妖
魔
王
の

属
が
黒

と
禍

し
い
色
の

を

つ
も
突
き
出

し
て
く
る

そ
れ
を
見
た
部
下
達
が
盾
を
翳
し

私
を

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
結
果
か
ら

え
ば

数

で

た
攻
撃
は
私
に

た
ら
な
か

た

 
だ
が

そ
の
代
わ
り
私
を

て
前
に
出
て
い
た
二
人
が

て
攻
撃
を

け
て
し
ま

た

盾
か
ら
は
み
出
て
い
た

や

に
一
撃
ず
つ

け
負
傷
し
た
二
人
は
傷

か
ら

に

色
へ
と
変
じ
始
め
て
い
た

 

化
の

い
だ

命

に
背
き

し

あ
り
ま
せ
ん

後
は

せ
ま
し

 
最
後
の
一

を

い
切
る
前
に
二
人
は
完
全
に

に
な

て
し
ま

た

た

備
す
ら

も

に
変
え
て
し
ま

て
い
る
の
が
恐
ろ
し
い

一
の
救
い
は
二
人
の
表
情
が
ど
こ
か
誇
ら

し

で
あ
る
事
か
も
し
れ
な
い

 
と
は

え

そ
れ
を

喜
ぶ
べ
き
で
な
い
の
は
確
か
だ

 

気
な
く
二
人
の
騎
士
を

に
変
え
た
禍

し
い

れ
木
の
魔
物
は
上
部
に
二
つ
あ
る

う
ろ

に

た
⻘
黒
い

光
を
揺
ら
し

下
部
の
大
き
な

に

を

か
せ
た

 
嗤

て
い
る
の
だ

 
こ
の
妖
魔
は

騎
士
の
誇
り
に

て
行
動
し

目
を
果
た
し
た
者
の
覚
悟
を

た
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私
は
騎
士
だ

は
ら
か
ら

同

を
目
の
前
で
喪

た
事
は
あ
る

そ
の
す
べ
て
が
彼
ら
の
よ
う
に
高

で
あ

た

 
高

は
無
い

こ
の
戦
い
に

が
出
た
以
上
こ
れ
以
上
の
身
勝
手
は
赦
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う

人

に
気
を
取
ら
れ

撤
退
の
機
を

し
た
私
の
責

な
の
だ

 

ん
で
い
た
気
を
引
き

め
直
す

彼
ら
を
嗤
う
者
は

で
あ
ろ
う
と
決
し
て
赦
さ
ん

 
怒
気
を

ん
だ
声
を
上

真

向
か
ら
妖
魔
と

対
す

 

に

人

の
剣
士
が

ん
だ

 
黒
髪
黒
目
黒

の
人

ま
る
で
同

の
よ
う
だ
が

の
色
はフ

レ
ス
ト

森
エ
ル
フ
も
か
く
や
の

白
さ
だ

が

く
な
け
れ
ば

違
い
し
て
い
た
可
能
性
も

め
な
い

加
え
て
小

で
華

私
か
ら
見
て
も
ま
だ
ま
だ
子

の

 
そ
れ
で
も

こ
の
人

は

強
い

 
そ
し
て

ど
う
し
て
か
信

出
来
る
と
も
感
じ
て
い
た

人

す
ま
な
い
が
手
を

し
て
く
れ

あ
の
妖
魔
を

ち

我
が

は
ら同
か
ら

の
弔
い
と
し
た
い

わ
か

た
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決
だ

た

黒

の
人

は
こ
ち
ら
を

索
す
る
事
も
非

す
る
事
も
無
く
す
ぐ

い

て
み
せ
た
の
だ

 
そ
れ
は
眼
前
に
妖
魔
が
い
る
事
へ
の

心
故
か

 

あ
る
い
は
そ
れ
以
外
か

 
ど
ち
ら
で
も
よ
か

た

が
正
面
を

え
る

で
は

私
が

面
か
ら
突
こ
う

じ

あ
私
達
と
反
対

か
ら
お
願
い

私

フ

リ
ア

よ
ろ
し
く
ね

プ
レ
ミ
ア
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

は
キ
リ
カ
だ

 

く
近
づ
い
て
き
た
金
髪
の
人

黒
髪
の
人

の
少
女
達
が
名

て
い
く

こ
れ
な
ら

名

り
返
す
の
が
礼

だ
ろ
う
と

妖
魔
を

し
な
が
ら

を
開
く

私
の
事
は

キ
ズ
メ
ル
と
呼
ん
で
く
れ

よ
ろ
し
く
頼
む

 
そ
う

い
切

た
の
を

切
り
に
妖
魔
が
動
き
出
す

私
達
も
呼
応
す
る
よ
う
に
戦
闘
を
開
始

し
た
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結
論
か
ら

え
ば
妖
魔
は
も
の
の
数
分
で

気
な
く
倒
れ
そ
の
身
を
構
成
す
る
魔

を
大

気
に

ら
す
事
と
な

た

大
し
た
苦
戦
も
せ
ず
に
得
た
勝

 

も
な
し
に
得
た
勝

の
実
感
を

私
は
ま
だ
覚
え
な
い
で
い
た

 
妖
魔
一
体
に
対
し
黒
エ
ル
フ
に
複
数
存
在
す
る
騎
士

は
数
人
で

た
ら
せ
る
事
を

命
さ

れ
て
い
る

無
論
攻
撃
を
一

で
も
喰
ら
え
ば

化
の

い
に

ま
れ

に
な

て
し
ま
う
か

ら
だ

だ
か
ら
重

備
を

た
戦
士
二

三
人
を
前
衛
の

と
し

の
騎
士
が

面
か

ら
攻
め
る
事
を
定

と
し
て
い
た

そ
れ
で
も

が
出
る
可
能
性
は
高
い

 
し
か
し
人

に
は
ど
う
や
ら
妖
魔
の

い
が

か
な
い
ら
し
く
正
面
で
妖
魔
を

手
取

た
剣
士
を
は
じ
め

三
人
の
人

は

弾
を
物
と
も
せ
ず
立
ち
向
か

た

 
お
そ
ら
く

い
を

け
な
い
事
が
こ
の
戦
い
を
勝

に
導
い
た
最
大
の
要
因
で
あ
る

お

れ

み
ん
な

我
は
な
い
か

は
い

あ
り
ま
せ
ん

ピ
ン
ピ
ン
し
て
ま
す
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私
も
な
い
よ

キ
ズ
メ
ル
は

そ
な
た
ら
の
お
陰
で
大
事
な
い

 
戦
闘
を
終
え
他
の

影
が
な
い
事
を
確
認
し
た
私
達
は

い
を
労

た

ど
ち
ら
か
と

え

ば

私
は
あ
ま
り
活
躍
出
来
て
い
な
い
の
だ
が

本

に

そ
な
た
ら
が

た
お
陰
で

今
の
妖
魔
は
倒
せ
た
と

て
も
過

で
は
な
い

い
や

そ
れ
は
大

さ
じ

 
金
髪
の
人

フ

リ
ア
が

す
る
よ
う
に
手
を
振
る
が
私
は

を
振
り
そ
の

え

を

定
す
る

い
や
お
そ
ら
く
あ
の
妖
魔
に
力
を
与
え
て
い
る
存
在

妖
魔
王
に
我
ら
黒
エ
ル
フ
は
太

刀
打
ち
出
来
な
い

そ
な
た
ら
が

化
の

い
を

け
て
い
な
い
の
が
そ
の
証

だ

ど
う
い
う
事

 
フ

リ
ア
が

を

る

黒
エ
ル
フ
の
間
で
伝
わ
る
伝
説
を
知
ら
な
い
者
か
ら
す
れ
ば
こ

の
話
は
分
か
る

も
な
い
だ
ろ
う

妖
魔
王
自
体
人

の
間
で
は
伝
わ

て
い
な
い
可
能
性
も

あ
る

 
故
に
私
は
ま
ず
妖
魔
王
が
ど
ん
な
存
在
か
い
ま
黒
エ
ル
フ
が
直
面
し
て
い
る
危
機
に
つ
い
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て
三
人
に
語

た

 
話
を
全
て

き
終
え
た
後
キ
リ
カ
と
フ

リ
ア
は

得
の
表
情
を
浮
か
べ
た
の
で
理
解
で
き

た
ら
し
い

残
る
一
人
の
少
女
プ
レ
ミ
ア
は

ど
こ
か
判
然
と
し
な
い

な
表
情
だ
が

な
る

ど

じ

あ
妖
魔
王
を
倒
す
の
は
黒
エ
ル
フ
の
人
達
だ
け
じ

く

し
い

て

だ

弾
無
し
で
強
い

を
倒
さ
な
き

い
け
な
い

て

だ
も
ん
ね

う
む

大

把
に

え
ば
そ
の

り
だ

 
伝
説
は
と
も
か
く

現
状
を

す
れ
ば
そ
う
な
る

私
は
フ

リ
ア
の

葉
に

い
た

 
そ
こ
で

で
も

と
彼
女
は
疑
問

に
な

た

そ
れ
と

私
達
が
妖
魔
王
の

い
を

け
な
い
事

て

か

あ
る
の

聖
大
樹
と
や
ら
が

し
て
る
ん
じ

な
い
か

 
彼
女
の
疑
問
に
は

私
よ
り
も
先
に

に
立
つ
少
年
キ
リ
カ
が

え
た

そ
な
た
は
聖
大
樹
を
知

て
い
る
の
か

と
い
う
よ
り
エ
ル
フ

の
特
性
を
知

て
る
と

た
方
が
正
し
い

エ
ル
フ

が
森
と
共

に
生
き
て
い
る
の
は
聖
大
樹
の
加
護
が
無
い
森
の
外
で
は
生
き
て
い
く
の
が
苦
し
い
か
ら
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
聖
大
樹
が
エ
ル
フ

の
生
命
線
な

だ

に
な

た
騎
士
二
人
が
過

だ

た
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の
は

正
に
生
命
線
た
る
聖
大
樹
を
守
る
事
に

し
い
行
い
だ

た
か
ら
だ
ろ
う

 
そ
う

い
な
が
ら
キ
リ
カ
は

線
を
切
り
虚
空
を
見
や

た

彼
が
見
た
先
は
鬱
蒼
と
し

た
樹
海
が
広
が
る
ば
か
り
だ
が

そ
の
方
向
に
は
つ
い
先

ど
ま
で
死
闘
を

り
広

る
事
に

な

た
妖
魔
が
い
た

彼
の

線
は

そ
れ
を
指
す
意

を

ん
で
い
る
の
だ

さ

き
の
妖
魔
は

れ
木
の
魔
物
だ

た

多
分
聖
大
樹
の
天

が
妖
魔
王
な
ん
だ

だ
か

ら
人

に
と

て
は
た
だ
の
魔
物
で
も
エ
ル
フ

か
ら
す
れ
ば
天

そ
の
も
の
で

い
も

い
て
し
ま
う

違
う
か

 
ど
う
だ

と
キ
リ
カ
が
見
上

て
き
た

 
確
信
め
い
た
光
を

び
る
そ
の
眼
に
重
な
る
も
の
を

き
な
が
ら

私
は

い
た

確
証
は
無
い
が
お
そ
ら
く
は
そ
う
だ
と
思
う

し
か
し
キ
リ
カ
そ
な
た
ど
こ
で
黒
エ

ル
フ
の
欠
点
を
知

た
の
だ

 
人

と
黒
エ
ル
フ
は
交
流
が
絶
え
て

し
く

ま
た
我
ら
も

遠
方
に

す
る
事
は
ま
ず
無
い
の
だ
が

 
そ
れ
は

な
疑
問
だ

た

 
別
に
機
密
事

と
い
う
わ
け
で
は
な
い

知
ら
れ
れ
ば
確
か
に

た
事
に
は
な
る
だ
ろ
う

が
黒
エ
ル
フ
も
そ
し
て
森
エ
ル
フ
も

他
的
な
思
想
が

本
と
な

て
お
り
人

と
の
交
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流
は

か

か
ら

絶
え
て
い
る

 
更
に
こ
の
オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林
は

地

と
い
う
事
も
あ
り
エ
ル
フ

に
と

て
生
命
線

に

し
い
木
と
水
の
二
つ
の

境
因
子
が

て
い
る

こ

そ
り
人

の

へ

り
出
す
者
も

に

る
と
い
う
が
そ
ん
な

特
な
者
も
こ
の
大
森
林
か
ら
住
ま
い
を

そ
う
と
は
し
な
い

木
と
水
の
片
方
が
欠
け
た
時
我
ら
は

も
な
い
虚
脱
感
に
襲
わ
れ

に

弱
し
て
し
ま

う
か
ら
だ

 
そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
加
護
が
聖
大
樹
よ
り

け
ら
れ
て
い
る
エ
ル
フ

は
い
が
み
合
い
こ

そ
す
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
聖
大
樹
を

め

自
然
を
大
切
に
す
る
事
を

に
銘
じ
て
生
き
て
い
る

 
我
ら
は
そ
の
信

と
共
に
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
森
の
⺠
と

わ
れ
る
が
同
時
に
森
か
ら
離

れ
て

ら
せ
な
い
種

で
も
あ
る
の
だ

 
だ
が
ま
さ
か
人

の
子

が
そ
の
事
実
を
知

て
い
る
と
は
予
想
外
だ

た

 

き

じ
り
に
投

か
け
た
問
い
に

キ
リ
カ
は

と

虚
空
を
見
上

た

黒
エ
ル
フ
に
世
話
に
な

た
事
が
あ
る
ん
だ

そ
の
時
に
教
え
て
も
ら

た

 

彼
の
目
は

遠
く
を
見
て
い
た

 

と
い
う
の
が
ど
れ

ど
前
な
の
か
は
分
か
ら
な
い

人

の

命
彼
の
容

か
ら
分
か
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る
年

か
ら
推

す
る
に
せ
い

い
二
三
年
前

ど
だ
ろ
う

そ
れ
で
も
彼
に
と

て
は
と

て
も
遠
い
過
去
の
よ
う
に
思
え
る
事

ら
し
い

 
彼
の
表
情
は

ど
こ
か

し
そ
う
に
見
え
た

 

も
し
か
し
た
ら
彼
と
出
会

た
黒
エ
ル
フ
は
も
う
こ
の
世
に
い
な
い
の
か
も
し
れ

な
い

す
ま
な
い

不

な
問
い
だ

た
よ
う
だ

 
そ
う

罪
す
る
と

遠
く
を
見
て
い
た
黒
い

が
私
を
見

え
た

ど
う
し
て
キ
ズ
メ
ル
が

る
ん
だ

そ
な
た
の

を
見
て
分
か

た

お
そ
ら
く
だ
が

そ
な
た
と
出
会

た
黒
エ
ル
フ
は
故

人
な
の
だ
ろ
う

 

み

み
過
ぎ
た
か
と
も
思

た
が
そ
の
点
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
私
の

罪
の
真

意
も
伝
わ
ら
な
い
た
め

正
直
に

る

た

て
い
た
の
か

彼
が

か
に
目
を

た

 
数

葉
に

ま

た
彼
は

少
し
し
て
か
ら

く
り
と
息
を

き
だ
し
た

 
ま
る
で

か
に

り
合
い
を
付
け
る
か
の
よ
う
に
⻑
く
息
を

い
た
後
彼
は
静
か
に

み
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を
浮
か
べ
た

あ
あ
そ
う
だ

そ
の
黒
エ
ル
フ

同
じ
人
に
は
も
う
会
え
な
い

た
だ
そ
れ
は
仕
方
な
い
事
だ

人
生
は
出

会
い
と
別
れ
の

お

い
の

得
出
来
る
形
で
別
れ
ら
れ
て
る

だ
か
ら
キ
ズ
メ
ル
が
気
に

む
事
じ

な
い

そ
う
か

 
ど
う
や
ら
死
別
し
た
と
い
う
よ
り
は

い
の
道
の
た
め
に
分
か
れ
そ
の
あ
と
は
出
会

て

い
な
い
と
い
う
形
に
近
い
よ
う
だ

彼
は

手
の
黒
エ
ル
フ
が
死
ん
だ
事
は
知

て
い
る
よ
う
だ

が

そ
れ
も
仕
方
な
い
事
だ
と

り
切
れ
て
い
る
ら
し
い

 
強
い
子
だ
と

直
に
感
心
す
る

ま
だ

い
と
い
う
の
に

そ
な
た
は
強
い
の
だ
な

 

み
を
零
し
な
が
ら

う

我
な
が
ら

し
い

手
放
し
の
称

だ

た

 
そ
れ
に

そ
れ
ま
で
強
く

ん
で
い
た
キ
リ
カ
が
目
を
見
開
き

き
を

わ
に
し
た

む

気
に

た
か

い
や

し
い
事
を

て
く
れ
る
な
と

思

た
だ
け
だ
よ
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息
を

ん
で
い
た
キ
リ
カ
の
反
応
は
思

た
以
上
に

か

た
が
あ
ま
り

み

ま
な
い
方

が
い
い
だ
ろ
う
と
判
断
し

は

け
た

 
彼
の
表
情
が

き
か
ら

ど
こ
か

き
そ
う
な

へ
変
わ

た
よ
う
に
見
え
た
か
ら
か
も

し
れ
な
い

  
Ｎ
Ｐ
Ｃ
キ

ラ

点
は
ち

と
ば
か
し

し
い

て
ば
よ

ヴ

フ
ス
然
り

  
・
妖
魔
王

 

ホ
ロ
リ
ア
に
登
場

 
禍

し
い

れ
木
の
親

ポ
ジ
シ

ン

聖
大
樹
を

い
黒
エ
ル
フ
を
存
亡
の
危
機
に

さ

せ
て
い
る

凶

 

で
は
聖
大
樹
に
取
り
付
き
済
み
だ
が
本
作
で
は
ま
だ
キ
リ
カ
達
が
い
る
森
に
手
先
を



 第十九章 〜近衛騎士キズメル〜

送
り
出
し
た
ば
か
り
ら
し
い

  
・
聖
大
樹

 
森
エ
ル
フ

黒
エ
ル
フ
に
一
本
ず
つ
存
在
す
る

大
な
樹

 
聖
大
樹
が
あ
る
森
の
中
で
は
自
在
に
動
け
る
反
面

外

特
に
水
も
な
い

い
た

地

で
は

ど
く
弱
体
化
す
る
デ
メ
リ

ト
も
背
負
う
加
護
を
与
え
る

ま
た
樹
木
を

す
る
と

い

た
自
然
を
破
壊
す
る
行

全

が
禁
忌
に
な
る

 
プ
ロ
グ
レ
小
説
で
は
こ
の
禁
忌
の
部
分
の
穴
を
突
い
て
森
エ
ル
フ
が
襲
撃
を
仕
掛
け
る
な
ど

が

写
さ
れ
て
い
た

  
・
キ
ズ
メ
ル

 
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ

か
ら
登
場

 
背

は
原
作
キ
リ
ト
よ
り
ち

と
高
め

１

０

１

ｃ
ｍ

 
エ
ン
ジ

騎
士

属

女
王
か
ら
剣
を
直

た
近
衛
騎
士
の
一
人
の
た
め
超
強
い

 
や
や
キ
リ
カ
に
対
し
て
シ
ン
パ
シ

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
お
り
全
体
的
に
物

が

ら
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か
め

 
ゲ

ム
・
ホ
ロ
リ
ア
で
は
ア
ス
ナ
の
キ

ラ
イ
ベ
ン
ト
で
登
場

全
て
の
イ
ベ
ン
ト
ク
リ
ア
で

間
に
な
る
黒
エ
ル
フ
の
女
騎
士

武
器
種
は

刀
だ
が
プ
ロ
グ
レ

で
は
片
手
剣
ス
キ
ル
も

え
る
よ
う
な

写
が
あ
る

  
・
キ
リ
カ

 
黒
エ
ル
フ
と
共
に
戦

た
剣
士

 
か
つ
て

黒
エ
ル
フ
の
女
騎
士

を
生
存
さ
せ

共
に
戦

た
経
験
と
記

が
あ
る

時

第
三

九
層

は

ビ

タ

全

期
の
た
め

ア
ル
ゴ
以
外
の
プ
レ
イ

と
の
意

的

な

触
を
断

て
い
た

 
そ
の
間
に

一

キ
リ
ト
が
パ

テ

を
組
ん
で

を

べ
た

手
が
件
の
黒
エ
ル
フ

 
絶
大
な
信

を
寄
せ
て
い
た
プ
レ
イ

が
ア
ル
ゴ
な
ら
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
場
合
は
件
の
黒
エ
ル
フ

に
な
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
一

も
パ

テ

組
ん
だ
事
な
い
と
は

た
け
ど
ク
エ
ス
ト
で
一
時
参

入
は
あ
り
得
る
し
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
組
ん
だ
事
な
い
と
ま
で
は

て
な
い
か
ら
こ
れ
は
セ
ウ
ト
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・
フ

リ
ア

 

剣
使
い
の
人

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
ス
プ
リ
ガ
ン
な
の
で
黒
髪
だ
が

で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
同
様

金
髪

密
に

え
ば
金
色
に
見
え
な
く
も
な
い

色
の
髪

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の
一
人
な
の
で
キ
リ
カ
の

気
で
な
ん
と
な
く
色

し
て
い
る

  
・
プ
レ
ミ
ア

 
無

な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
じ

な
い
し

生
死
の
観
念

め
て

し
い
事
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
の

で

キ
ズ
メ
ル
と
キ
リ
カ
が

の
話
を
し
て
い
る
か
分
か
ら
ず

う

と
し
て
い
る

 
地
味
に
中
ボ
ス
戦
か
ら
の

戦
を
こ
な
す
な
ど

応
力
が
高
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
章
 

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
森
の
⺠

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

点

フ

リ
ア

 

数

約
八
千

 
説
明
回
だ

 
で
は
ど
う
ぞ

  

聖
大
樹
の
森

と
呼
ば
れ
る
ら
し
い
地

で

れ
木
の
魔
物

妖
魔
王
の

属

を
倒
し

ダ

ク黒
エ
ル
フ
の
騎
士
キ
ズ
メ
ル
と
知
り
合

た
私
達
は

彼
女
の
先
導
の
下

こ
の
森
の

に

設

さ
れ
て
い
る

地
へ
と

内
し
て
も
ら
う
事
に
な

た
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化
し
た
二
人
の
黒
エ
ル
フ
は

い
て
い
く
事
に
な

た
が
キ
ズ
メ
ル
に
よ
れ
ば

凶
で
あ

る
妖
魔
王
を

す
れ
ば

化
の

い
は
解
け
る
と
見

ま
れ
て
い
る
ら
し
い

た
だ
し
現
状

は
解

手

が
な
く
そ
の
せ
い
で
黒
エ
ル
フ
は
存
亡
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
彼
女
は

語

た

 
と
も
あ
れ

の
妖
魔
と
遭
遇
す
る
前
に

動
す
る
事
に
し
た
私
達
は
第
二
エ
リ
ア
全
体
に
広

が
る
森
を

下
し
て
い
く

 

然
道
中
は
様

な
モ
ン
ス
タ

と
遭
遇
す
る
が

私
と
プ
レ
ミ
ア
の
活
躍
の
機
会
は
そ
う

多
く
な
か

た

部
下
二
人
を
喪

た
事
に
対
す
る

と
い
う
よ
り
は
そ
れ
を

止
で
き
な

か

た
己
へ
の

怒
り
を

い
て
い
る
ら
し
い
キ
ズ
メ
ル
と
そ
ん
な
彼
女
と

な
空
気
を

し
出
し
つ
つ
も
友

的
に

す
る
キ
リ
カ
が

一
触
の
よ
う
に

ら
し
て
い

た
か
ら

だ 
キ
ズ
メ
ル
も
い
ち
お
う
人
型
Ｍ
ｏ
ｂ

い
ら
し
く

そ
の

上
に
は

Ｋ
ｉ

ｍ
ｅ
ｌ
Ｄ
ａ

ｒ

Ｅ
ｌ
ｖ
ｅ
ｎ
Ｒ
ｏ
ｙ
ａ
ｌ
Ｇ
ｕ
ａ
ｒ
ｄ

の
フ

ン
ト
が
表
示
さ
れ
て
い
る

モ
ン
ス

タ

の
名
前
と
同
じ
文

列
を
プ
レ
イ

ネ

ム
と
し
て
設
定
で
き
な
い
の
で
彼
女
が
カ

デ

ナ
ル
に

さ
れ
た
ム

ビ
ン
グ
オ
ブ
ジ

ク
ト
の
一
種
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い

モ
ン
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ス
タ

い
か

か
と
い
う
違
い
が
あ
る
だ
け
で
根
本
的
に
は
プ
レ
ミ
ア
や

に
住
ま
う
Ｎ
Ｐ

Ｃ
達
と
変
わ
り
な
い

だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
も
人
型
Ｍ
ｏ
ｂ
は
多
数
見
て
き
た
が
そ
れ
ら
と
同
じ
と

え
な
い
方
が
い
い

だ
ろ
う

 
プ
レ
イ

が
エ
ル
フ
の
よ
う
な
人
間
と

同
一
の

を
持
つ
人
型
Ｍ
ｏ
ｂ
を

手
に
出

来
た
の
は
彼
ら
に
命
を
感
じ
な
か

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

特
定
の
ワ

ド
に
し
か
反
応
せ

ず

ま
た
表
出
さ
れ
る

葉
も
一
定
な
存
在
を

私
達
は
同
じ
人
間
と
認
め
な
か

た

 

い
や

認
め
る

に
は
い
か
な
か

た
と
も

え
る

 
彼
ら
に
も
命
が
あ
る
と

え
殺
め
る
事
に
罪
の
意
識
を
感
じ
れ
ば
Ｍ
ｏ
ｂ
と
し
て
登
場
さ

れ
た
時
は

す
術
な
く
殺
さ
れ
る
だ
け

自
分
の
死
を
求
め
て
い
な
い
限
り
そ
の
思

を
認
め
る

事
は
無
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
認
め
ら
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
ご
く
一
部

キ
リ
ト
や
キ
リ
カ
の
よ
う
に
人
を
殺
め
る
事

を
覚
悟
し

罪
を
背
負
い

そ
れ
で
も
正
気
を
保

て
い
ら
れ
る
人
間
だ
け
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
命
を

し
た
ゲ

ム
だ

た

あ
る
種
の
現
実
と
は

え

確
か
に
あ
の
世
界

は
ゲ

ム
だ

た
の
だ

だ
か
ら
人
型
で
知
性
を
持
ち

会
を
形
成
し
て
い
る
エ
ル
フ
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や
黒
エ
ル
フ
を
殺
め
る
事
に
な

て
も
プ
レ
イ

に
と

て
は
他
の
モ
ン
ス
タ

と
同
じ
よ

う
に
し
か
見
な
く
て
よ
か

た

倒
す

と
い
う
表
現
が
し

く
り
く
る
状
況
だ

た
か
ら

 

多
分

こ
れ
が

ユ
イ
ち

ん
達
を

か
せ
た
一
因
な
ん
だ
ろ
う
な

 
深
い

に

ま
れ
る
森
の
中
を
先
導
す
る
黒
エ
ル
フ
の
騎
士
を
追
う
形
で
進
み
な
が
ら
私

は
そ
う
思

を
巡
ら
せ
た

線
は
騎
士
と

ん
で
歩
く
黒
髪
の
少
年
に
向
け
て
い
る

 
キ
ズ
メ
ル
と
の
会
話
を
見
る
限
り
キ
リ
ト
／
キ
リ
カ
が

う
黒
エ
ル
フ
と
は
お
そ
ら
く

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
キ
ズ
メ
ル
の
事
だ
と
私
は
予
想
し
て
い
る

彼
女
に
向
け
る
キ
リ
カ
の

線

が
ど
こ
か

感
を

て
い
る
の
が
そ
の
証

だ

少
し
前
ま
で
リ

フ

達
に
向
け
て
い
た

目
に

似
し
て
い
た
か
ら
よ
く
分
か
る

 
き

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
も
同
じ
よ
う
な
会
話
を
し
た
の
だ
ろ
う

 
だ
と
す
れ
ば
キ
ズ
メ
ル
は

そ
の

時
か
ら

ま
じ
い
進
化
を

た

の

と
同

の
状

だ

た

だ

情
緒
を
持
ち
モ
ン
ス
タ

に
は
思
え
な
い
振
る
舞
い
を
見
せ
る
存
在
と

し
て
彼
と
出
会

た

 
そ
の
結
果

彼
は
キ
ズ
メ
ル
を
同
じ

人

だ
と
認
め
た

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や
Ｍ
ｏ
ｂ

と
い
う
存
在
を

対

な
存
在
と
し
て
認
め

す
る
事
を
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決
断
し
た

き

と
キ
ズ
メ
ル
を
殺
す
事
に
な

た
時
彼
女
の
死
を

む

同
じ
人
が
死
ん
だ

と
き
と
同
じ
よ
う
に

 
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

た
ば
か
り
で

ん
で
い
た
人

の
状

と

べ
れ
ば
と
て
も
穏
や
か

で
理
性
的
な
も
の
で
あ
る

し
か
も

手
に
も
同
じ
人
と
し
て

す
る

 
エ
ラ

を

し
人

の
負
を

け

け
て
い
た
ユ
イ
達
が
彼
に
目
を

め
る
の
も
無
理
か

ら
ぬ
事
だ

た

 
そ
れ
は
こ
の

に

い
て
も

著
だ
ろ
う

 
設
定
全
空
白
だ

た
少
女
プ
レ
ミ
ア
が
彼
に

更

い
て
い
る
の
も
数
多
の
プ
レ
イ

達

の
中
で
も
特
に
自
身
に
向
け
る

し
さ
に

か
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
か
ら
と

き

勝
手
に
し
よ
う
と

え
た
り
面
白

分
で

し
た
り
す
る
手
合
い
よ
り
心
地
い
い
と
感
じ
た
の

だ 
し
か
し

そ
れ
で
プ
レ
イ

を
責
め
る
の
は

な
も
の
が
あ
る

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
危

を
加
え
る

は
論
外
だ
が
興
味
本

や
面
白

分
の
者
達
は
真

に
ゲ

ム
と
し
て

し
ん
で
い
る

キ
リ
カ
は
自
身
が

に
な

た
の
で
彼
女
ら
に
対

に

す
る
の

は
あ
る
意
味
必
然

な
ら
ば
キ
リ
ト
と
同
じ
思

に
至
れ
と
い
う
の
も
他
人
へ
の

し
付
け
に
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な
る
か
ら
望
ま
し
く
な
い
展
開
に
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
ユ
イ
達
が
ス
ト
リ

マ

と
し
て
デ
ビ

し
た
の
も

そ
ん
な

の
現
状
に
一

を
投
じ

た
い
と
い
う
キ
リ
ト
達
の
意

が

し
て
い
る

 
今
は
ま
だ

だ
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
か
ら
と
ぞ
ん
ざ
い
な
対
応
に
な
る
人
も
い
る
が

少
し
ず

つ
対

な
や
り
取
り
を
す
る
人
が
増
え
て
い
け
ば
い
い
と
思
う

 
四
人
パ

テ

の
中
で

一
の
生
身
の
人
間
で
あ
る
私
は
そ
う
思

を
ま
と
め
た

 
そ
う
し
て
歩
く
こ
と
お
よ
そ
十
五
分

深
い

の
中
で

る

本
も
の
黒
い

が

界
に
入

て
き
た

 
一
番
に
プ
レ
ミ
ア
が

を
開
く

キ
ズ
メ
ル

か
見
え
て
き
ま
し
た

あ
そ
こ
が

や
え
い
ち

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
か

あ
あ

そ
う
だ

本
来
は
こ
の
森
の
秘
境
に

す
る

聖
大
樹

の
守
護

森
の

入
者
へ
の
対

の
た
め
の

と
ん
じ

で
し
か
な
か

た
が
今
は
リ

ス
ラ
の
⺠
の
精

が
集
ま
る

に
変
わ

て
い
る

つ
ま
り

あ
そ
こ
が

と
さ
れ
れ
ば
黒
エ
ル
フ

は
終
わ
り
な

か

 

く
た

た
う

か
ら

く
見
え
る

を

め
な
が
ら
キ
リ
カ
が
零
す

そ
れ
か
ら
彼
は
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を
歩
く
キ
ズ
メ
ル
に

を
向
け
た

戦
力
は
ど
れ
く
ら
い
な
ん
だ

数
だ
け
で

え
ば
騎
士
三
百
と
い

た
と
こ
ろ
だ

の

備

を
欠
か
す
わ
け
に
は
い

か
ん
か
ら

実

に

け
る
の
は
百
に
届
く
か

か
だ
ろ
う

 
歩
き
な
が
ら

え
た
彼
女
は

ち
な
み
に

と
更
に

け
る

妖
魔
一
体
を

手
に
す
る
時
は
重
戦
士
二
人

戦
士
二
人
の
四
人
一
組
が

本
だ

そ
れ
で

も

化
の

い
に
よ
る

者
が
一
人

二
人
は
出
る

む

つ
ま
り
妖
魔
王

に
動
け
る
の
は

達
プ
ラ
ス
黒
エ
ル
フ
パ

テ

二
十
五

組
に
な
る
の
か

フ
ル
レ
イ
ド
三
つ
分
と
は

え

い
が
ど
う
に
も
な

 
ガ
シ
ガ
シ
と
キ
リ
カ
が

を
掻
く

こ
れ
ま
で
数
多
の
ボ
ス
と
対
峙
し
て
き
た
彼
も
流

に

一
撃

死
と
も

え
る

い
は

が

い
事

ら
し
い

 

た
ら
な
け
れ
ば
ど
う
と
い
う
事
は
無
い

そ
ん
な

え
が
浮
か
ぶ
が
こ
と
ヴ

チ

ル
・
リ
ア
リ
テ

な

で
そ
れ
は

し
な
い

多
分
そ
れ
が
可
能
な
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
キ

リ
ト
み
た
く
理
不

な
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
や
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
乱
発
し
た
り
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト
を

使

て

に
動
く
隙
を
与
え
な
い
く
ら
い
な
も
の

常
人
は
も
ち
ろ
ん
シ
ス
テ
ム
に
動
か
さ
れ
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る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
同
じ
事
は
出
来
な
い

 
つ
ま
り

い
を

け
な
い
人

が
頼
み
の

に
な
る
と
い
う

だ

 
そ
う
と
な
れ
ば
人

で
も
最
大
戦
力
の
集
め
れ
ば
い
い

だ
が

と
私
は
目
だ
け
を
動
か

し

界
の

上
を
見
た

リ
ア
ル
時
間
を
示
す
時

は

後
十
時
を
回

た
と
こ
ろ
だ

た

 
最
大
戦
力

の
キ
リ
ト
や
リ

フ

ア
ス
ナ
達
は
セ
ブ
ン
と
レ
イ
ン
の
ク
エ
ス
ト
配
信

に
付
き
合

て
い
る

で
今
か
ら
み
ん
な
を
呼
ぶ
に
は

後
十
時
は

か

い
時
間
だ

明
日

は

日
だ
が
あ
ま
り
に

が

い
の
は
生
活
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
よ
ろ
し
く
な
い
の
は
Ｓ

Ａ
Ｏ
時
代
で
す

か
り
夜
型
だ

た
自
分
が
イ

と
い
う

ど
理
解
で
き
て
い
る

 
こ
の
ク
エ
ス
ト
の
背

や
黒
エ
ル
フ
達
と
の

合
わ
せ
も

え
る
と
実

の
攻
略
は
明
日
か

ら
に
な
る
と
見
て
い
い
だ
ろ
う

あ
の
少
し
気
に
な

た
の
で
す
が
ど
う
し
て

や

の
守
り
の
人
が
二
百
人
も
い
る
の

で
す
か

 
そ
こ
で
二
人
の
話
を
静
か
に

い
て
い
た
プ
レ
ミ
ア
が
疑
問
を

し
た

そ
の
問
い
に
キ
ズ

メ
ル
と
キ
リ
カ
が
同
時
に
足
を
止
め
る

と
て
も
危
機
的
状
況
に
あ
る
な
ら

全

で
向
か

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し

う
か



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

い
も
妖
魔
王
を
倒
せ
ば
解
け
る
と
い
う
話
で
す
し

そ
れ
は
そ
う
だ
が
あ
く
ま
で
推

な
の
だ

我
ら
を
指

す
る
者
は
い
た
ず
ら
に

者
を

出
し
た
く
な
い
と

え
て
い
る
の
だ
よ

 
そ
れ
に

と
彼
女
は

根
を
寄
せ
る

我
ら
リ

ス
ラ
の
⺠
の

は

妖
魔
王
だ
け
で
は
な
い
か
ら
な

そ
う
な
の
で
す
か

う
む

カ
レ
ス
・
オ

の
⺠

人

は
た
し
か

フ

レ
ス
ト

森
エ
ル
フ
と
呼
ん
で
い
た
か

彼
ら
と

我
ら
は
⻑
ら
く

争
う

に
あ
る

妖
魔
王
に
よ
り
黒
エ
ル
フ
が
存
亡
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い

る
今

そ
こ
を

て

ら
が

攻
し
て
く
る
と
も
限
ら
ん

そ
う
な
れ
ば
妖
魔
王
と
カ
レ
ス
・

オ

の
⺠
ら
を
同
時
に

手
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
だ

 
神

な
面
持
ち
で
語
る
キ
ズ
メ
ル

 
そ
の
話
に

私
は
ま
た
別
の
疑
問
が
浮
か
ん
だ

で
も
そ
の
妖
魔
王

て

聖
大
樹
を

て
る
ん
で
し

 
な
ら
森
エ
ル
フ
に
と

て
も

共

の

に
な
る
ん
じ

 
二
本
存
在
す
る
ら
し
い
聖
大
樹
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
る
か
不
明
だ
が
黒
エ
ル
フ
が
持
つ
欠
点
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は
森
エ
ル
フ
に
も
あ
る
と
い
う
話
か
ら
お
そ
ら
く
大
差
な
い
と

え
ら
れ
る

そ
れ
を

う
妖

魔
王
が
森
エ
ル
フ
は
襲
わ
な
い
と
は

え

か

た

 
伝
説
上
の
存
在
を
テ
イ
ム
し
た
可
能
性
も
あ
る
が

そ
れ
は
流

に
な
い
と
思
い
た
い

 
私
の
予
想
が
正
し
け
れ
ば
こ
の
第
二
エ
リ
ア
・
オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
三
層

第
九
層
を
参

に
し
た
エ
リ
ア
だ

な
ら
今
進
行
し
て
い
る
ク
エ
ス
ト
妖
魔
王
の

攻
は
第
三
層

第
九
層
で
展
開
さ
れ
た
大
型
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
に
近
い
も
の
だ

と
思
う

秘
け
ん

を
六
個
集
め
る
展
開
は
プ
レ
ミ
ア
の
聖

ク
エ
ス
ト
の
下
敷
き
に
な
り
残
り
の

ス
ト

リ

を
こ
こ
の
ク
エ
ス
ト
に
引
き
継
い
だ

そ
う

え
れ
ば
こ
の
ク
エ
ス
ト
の
ル

ト
は
黒
エ
ル
フ
と
森
エ
ル
フ
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
と
い
う

え
が
浮
か
ぶ

 
か
な
り
の
メ
タ

み
だ
が

そ
う
外
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思

た

聖
大
樹
に

ら
れ
て
い
れ
ば

だ
な

 
そ
の
疑
問
に

え
た
の
は

黒
エ
ル
フ

か
ら
色

い
て
い
る
キ
リ
カ
だ

た

彼
は
や

や
遠
い
眼
を
し
な
が
ら

け
る

聖
大
樹
の
加
護
を

け
て
い
る
の
が
森
エ
ル
フ
と
黒
エ
ル
フ

逆
に
力
を
得
よ
う
と
企
て
て

聖
大
樹
を
傷
つ
け
追
放
さ
れ
た
存
在

フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
と
い
う
種

も
い
る
ん
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

や
は
り
そ
の
者
達
に
つ
い
て
も
知

て
い
た
か

フ

ル
ン
・
エ
ル
フ

 
新
た
に
出
て
き
た
種

名
を
オ
ウ
ム
返
し
に

く

 
彼
が
語

て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
知
識
だ
ろ
う
が
キ
ズ
メ
ル
が
重
い
表
情
に
な

た
の

を
見
る
に

に
も
い
る
ら
し
い

 
だ
が
私
は
そ
の
存
在
に
会

た
覚
え
が
無
い

と
な
る
と
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
で
の

み
登
場
す
る
モ
ン
ス
タ

な
の
だ
ろ
う

そ
う
い
う
タ
イ
プ
の

は
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
は
少
な
く
な
い

キ
リ
カ
そ
の
種

は
ど
う
い

た
も
の
な
の
で
し

う

キ
ズ
メ
ル
達
と
違
う
の
で
す
か

が
知

て
い
る
限
り
自
然
を
傷
つ
け
ら
れ
な
い
禁
忌
は
そ
の
ま
ま
だ

自
然
と
親
和
性
が

高
い
の
も
同
じ

そ
し
て

と
に
か
く
強
い

な
に
そ
れ

良
い
と
こ
ど
り
の
オ
ン
パ
レ

ド
じ

ん

 
チ

ト
か
そ
れ
は
と
私
は

を

め
る

今
の
と
こ
ろ
デ
メ
リ

ト
ら
し
い
話
が
な
い
か
ら

そ
う
思

た

 
キ
リ
カ
も
似
た

え
が
あ
る
の
か

神

な
面
持
ち
で

く
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そ
こ
で
反
論
し
た
の
は
キ
ズ
メ
ル
だ

た

だ
が
フ

ル
ン
共
は
聖
大
樹
を
傷
つ
け
る
事
を
企
て
た
一

と
し
て
黒
エ
ル
フ
か
ら
も
森

エ
ル
フ
か
ら
も

わ
れ
る
身
だ

力
を
尊
ぶ
気

が
他
種

を
全
て
見
下
す

動
の
根
幹
だ
か
ら

人

と
も

り
合
い
が
悪
い
と

く

我

は
対
話
し

こ
う
し
て
道
中
を
共
に
し
て
い
る
が

ら
は
四
面

歌
と
い
う

だ

ん

 
彼
女
の
話
を

い
て

そ
れ
で
も
私
は

得
出
来
な
い
で
い
た

 
黒
エ
ル
フ
と
森
エ
ル
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
争

て
い
る

だ
が
人

と
は
対
話
を

み
る
事
で
協

力
す
る
事
は
あ
る

 
フ

ル
ン
に
は
そ
れ
が
な
い
と
彼
女
は

う
が
も
し
対
話
を

み
た
ら
話
は
違
う
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か

ま

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
協
力
し
て
た
が
な

 
そ
こ
で
キ
リ
カ
が
ボ

リ
と

く

か
な
り
小
さ
な
そ
れ
を
キ
ズ
メ
ル
は

え
な
か

た
よ
う

だ
が

私
に
は

こ
え
た

 
ど
う
や
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
ク
エ
ス
ト
だ
と
本

に
対
話
し
て
い
た
ら
し
い
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フ

ル
ン
共
は
更
な
る
力
を
求
め
聖
大
樹
だ
け
で
な
く
リ

ス
ラ
と
カ
レ
ス
・
オ

の
⺠
の
王

を

て
い
る
と
も

く

こ
の
森
は
そ
の

り
道
故
だ
か
ら
こ
そ

と

備

を
欠
か
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ

わ
か

た
か

プ
レ
ミ
ア

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

キ
ズ
メ
ル

 
そ
の
や
り
取
り
で
そ
う

え
ば
ど
う
し
て

の
残
り
を
妖
魔
王

に
向
け
な
い
の
か
と

い
う
問
い
に

え
て
い
た
の
だ

た
と
思
い
出
す

 
要
す
る
に
黒
エ
ル
フ
に
と

て

は
三
つ
存
在
す
る

だ

 
し
か
し

ね

ま
た
疑
問
な
ん
だ
け
ど
フ

ル
ン

て
聖
大
樹
だ
け
を

て
る
ん
じ

な
い
の

 
な
ん
で
王

も
対

に
な

て
る
の

 
疑
問
が
解
け
た
と
思
え
ば
ま
た
新
た
な
疑
問
が
浮
か
ん
だ

エ
ル
フ
を
取
り

く
状
況
に
つ
い

て
知
ら
な
い
せ
い
な
の
だ
が

な
点
で
は
あ
る

あ
あ

そ
れ
は
王

に
は

聖

が
あ

て

聖
 
ま
あ
王

だ
か
ら

く
付
き
の
宝
物
が
あ

て
そ
れ
を

て
る
の
か
も
な

と

え
て
い
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る
と
思
わ
ぬ
ワ

ド
が

び
出
て
キ
リ
カ
と
オ
ウ
ム
返
し
に

く

そ
れ
か
ら
同
時
に
プ
レ
ミ

ア
へ
と
振
り
向
く

 

の
彼
女
は

か
ら
二
つ
の

を
取
り
出
し
た

聖

と
は

こ
う
い
う
も
の
で
し

う
か

な
 

手
に
一
個
ず
つ
握
り

め
た
緑
色
の

を
見
て

キ
ズ
メ
ル
が
ギ

と
眼
を

い
た

プ
レ
ミ
ア

そ
な
た

故
そ
れ
を

 
い
や

そ
も
そ
も
ど
こ
で

ど
ち
ら
も

で
見
つ
け
ま
し
た

一
個
目
は
リ

ス
ト
リ
ア
大

原
二
個
目
は
キ
ズ
メ

ル
と
会
う
前
に

な
ん
だ
と

 
信
じ
ら
れ
な
い
と
ば
か
り
に

然
と
す
る
黒
エ
ル
フ
の
女
騎
士

 
そ
れ
か
ら

と

彼
女
の

線
が

か
ら
外
れ
た

て

聖

少
女

そ
れ
に
そ
の

の
意

・聖
・大
・樹
・の
・巫
・女

の

な
に

 
な
に
か
を
思
い
出
し
た
ら
し
い
キ
ズ
メ
ル
が
声
を
上

る
と
同
時
キ
リ
カ
も
ま
た
反
応
を
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示
し
た

そ
れ
に
気
づ
い
た

振
り
も
な
く
女
騎
士
が
プ
レ
ミ
ア
に

め
寄
る

プ
レ
ミ
ア

そ
な
た
は
巫
女
だ

た
の
か

す
み
ま
せ
ん

私
は

過
去
を
覚
え
て
い
な
い
の
で

 
や
や

し

な
さ
そ
う
に

る
プ
レ
ミ
ア

彼
女
の
様
子
と
事
情
を
知
り
キ
ズ
メ
ル
も

ち

き
を
取
り

し
た
ら
し
く
間
近
だ

た

離
を
少
し
離
す

か
せ
て
す
ま
な
い

プ
レ
ミ
ア
が

て
い
る

の
意

が

い

ん
だ

か
遠
い
世
界

の
本

大
地
切
断
の
章
に
登
場
す
る
巫
女
の
も
の
と
同
じ
だ

た
事
を
思
い
出
し
て
な

つ

い
動
揺
し
て
し
ま

た

 
彼
女
の

明
を

き
む
む

 
と
な

た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
で
あ
る
私
と
キ
リ
カ
だ

キ

ズ
メ
ル
が
プ
レ
ミ
ア
と
話
し
て
い
る
の
を
他

に
私
達
は
少
し
近
付
き
お

い
に
だ
け

こ

え
る
大
き
さ
で
話
し
始
め
る

ね

い
ま
キ
ズ
メ
ル
が

て
た
の

て

多
分
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
事
だ
よ
ね

十
中
八
九
そ
う
だ
と
思
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
キ
ズ
メ
ル
も

時
代
の

の
事
を
夢
と
い
う
形
で

引
き
継
い
で
た
し

こ
の

の
キ
ズ
メ
ル
も
同
じ

キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
の

登
場
人
物
だ
か
ら
引
き
継
ぎ
の
影

も
大
き
か

た
ん
だ
と
思
う
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な
る

ど
ね

 
要
す
る
に
ヴ

フ
ス
に

き
た
事
が
キ
ズ
メ
ル
に
も

き
て
い
る
と
い
う

だ

違
い
は
キ

リ
ト
へ
の

心
で
記
録
を
残
し
た
の
が
ヴ

フ
ス
で
あ
る
の
に
対
し
キ
ズ
メ
ル
は

に
シ

ス
テ
ム
の
影

で
引
き
継
い
で
い
る
と
い
う
こ
と

 
し
か
し

な
ん
だ
か
や
や
こ
し
い
上
に

キ
ナ

く
も
な

て
き
た

 

大
地
切
断

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
で
ア
ル
ゴ
と
キ
リ
ト
が
登
場
し
た

ベ

タ
テ
ス
ト
初
日
の
配
信

で
語
ら
れ
た
伝
説
だ

争
い
を
憂
い
た
聖
大
樹
の
巫
女
二
人
が
祈
り
を

大
地
を
分

し

浮
遊
城
と
し
て

分
け
す
る
事
で
争
い
を
止
め
る
と
い
う
ハ
イ
パ

パ
ワ

技
を
語

た
そ
れ

は

今
で
は

プ
レ
イ

の
多
く
が
知
る
話
で
あ
る

 
聖
大
樹
の
巫
女

こ
の
ワ

ド
が

で
も
出
た
と
い
う
事
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
も
少

な
か
ら
ず

し
て
く
る

だ

聖

の
女
神
で
あ
る
は
ず
の
プ
レ
ミ
ア
が
な

巫
女
の

を

て
い
る
か
引

掛
か
る
が
カ

デ

ナ
ル
が
彼
女
を
無
理

理

動
さ
せ
た
真
意
と

あ
る

に
違
い
な
い

 
さ
し
あ
た

て
気
に
な
る
の
は
聖

を
六
つ
集
め
切

た
時
に
な
る
が

き
る
か
だ
が
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キ
リ
カ

秘

を
六
つ
集
め
切

た
ら
ど
う
な

た
の

九
層
の
女
王
に

見
し
て
剣
を

て
終
了
だ

も
聖

と
い
う
場

の

の

に

な
る
だ
け
で
そ
れ
以
上
は

き
な
か

た

そ
も
そ
も
黒
エ
ル
フ
は

秘

を
集
め
よ
う
と
す

る
森
エ
ル
フ
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
を

す
る
勢
力
だ

た
か
ら
聖

を
開
く
事
も
な

か

た
し

 
記

を

り
な
が
ら
の
彼
の
話
に

ま
た
新
た
な
ワ

ド
が
登
場
し
た

聖

と
い
う
の

は
初

だ

聖

て

し
く
は
知
ら
な
い

た
だ
そ
こ
の

が
開
く
と
黒
エ
ル
フ
で
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
壊
滅

的
な
破

が

れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
た

森
エ
ル
フ
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
全
て
の
層
が
大
地
に
帰
還
し
エ
ル
フ
は
大
い
な
る
魔
法
の
力
を
取
り

せ
る

 
む
む
む
と
ま
た

る

解

に
よ
る
だ
ろ
う
が
前
者
は
浮
遊
城
が

壊
す
る
後
者
は
平

和
的
に
地
上
に
帰
還
す
る
と
い
う
意
味
に
取
る
の
が
自
然
だ
ろ
う

壊
滅
的
な
破

が

よ
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も
や
浮
遊
城
と
い
う
形
の

壊
の
み
を
示
す
だ
け
で
平
和
に
大
地
へ
帰
還
す
る
表
現
と
は
と
て

も
思
え
な
い

 
そ
し
て
気
に
な
る
の
は
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
達
だ

彼
ら
も
ま
た
別
の
伝
承
を
継
承
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
思
い

キ
リ
カ
に
先
を

す

フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
は
ど
う
だ

た
の

会
話
で

い
た
だ
け
だ
け
ど

本
は
森
エ
ル
フ
と
同
じ
だ

た

た
だ
絶
大
な
力
を
得
ら

れ
る
ニ

ア
ン
ス
が
あ

た
か
な

 
む
む
む
む

と
さ
ら
に

る

 
さ

き
の
話
だ
と
黒
森
そ
し
て
フ

ル
ン
の
三
種

は

い
に
対
立
す
る
三

に

あ
る
と
思

て
い
た
が
ど
う
や
ら
黒
対
森

フ

ル
ン
の
よ
う
だ

一
時
的
に
森
と
フ

ル
ン
が
結

し

黒
が
入
手
し
た
秘

を
奪
い
に
来
る
場
合
も
あ
る

だ

 
そ
の
後
森
と
フ

ル
ン
で
争
う
か
も
し
れ
な
い
が
と
も
あ
れ
黒
エ
ル
フ
は
孤
立
状

に

近
か

た
ら
し
い

 
も
し
そ
れ
が
こ
の
世
界
に
も

さ
れ
て
い
る
な
ら

も
し
か
し
て
妖
魔
を
フ

ル
ン
が
復
活
さ
せ
て
そ
れ
に
森
エ
ル
フ
が

か

て
る
可
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能
性
も
あ
る

 
ま
さ
か
と
思
う
が
あ
り
得
な
い
話
で
は
な
い

妖
魔
王
が
な

た
の
か
原
因
が
分
か

て
い
な
い
か
ら

ら
で
も
想
像
で
き
て
し
ま
う

 
そ
し
て
キ
リ
カ
は

私
の
予
想
に
苦
い
面
持
ち
で

い
た

十
分
あ
り
得
る

似
た

え
を
黒
エ
ル
フ
の
上
層
部
も
持

て
そ
れ
で

備
を

め
て
る
ん

じ

な
い
か
な

じ

あ
王

の
聖

は

層
の
秘

の
代
わ
り

お
そ
ら
く

ベ

タ
で
エ
リ
ア
を
全
て
解
放
す
る
と
は
思
え
な
い
し
解
放
さ
れ
る

で
回

収
出
来
る
よ
う
カ

デ

ナ
ル
が
書
き
換
え
て
る
ん
だ
と
思
う

う
へ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

テ
ス
ト
と
同
じ
く

も
エ
リ
ア
解
放
が
ど
こ
ま
で
か
は

知
さ
れ
て
い

な
い

広
大
な
大
地
を
ど
こ
ま
で
も
行
く

そ
れ
が
キ

チ
コ
ピ

故
に

え
て
制
限
し

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
は
そ
れ
で

だ

 
エ
リ
ア
二
つ
目
の
時
点
で
ベ

タ

の
ボ
リ

ム
は

い
コ
ト
に
な

て
い
る
が
正
式

の
エ
リ
ア

数
が
非
常
に
多
い
な
ら

二
エ
リ
ア
は
少
な
い
と

え
な
く
も
な
い
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秘

の
代
わ
り
に
し
て
い
る
な
ら
多
分
リ

ス
ト
リ
ア
と
オ
ル
ド
ロ

ブ
の
二
エ
リ
ア
で

集
め
切
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が

 
そ
こ
で

と

黒
エ
ル
フ
の
伝
承
の

え
方
を
思
い
出
す

ね

黒
エ
ル
フ

て
秘

が
集
ま
る
の
を

す
る

て

て
た
よ
ね

じ

あ
こ
の
世

界
で
も
聖

が
集
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
る
と
か
な
い
か
な

 
私
の

え
を

い
て

一

キ

ト
ン
と
し
た
キ
リ
カ
が
す
ぐ
真
剣
な
面
持
ち
で

え

む

数

し
て

ど
う
だ
ろ
う

と

な

え
を
返
し
て
き
た

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
カ

デ

ナ
ル
の
思
惑
が
聖

を
集
め
さ
せ
る
事
だ
と
す
れ
ば
そ

こ
は

合
よ
く
書
き
換
え
そ
う
だ

本
来
の
持
ち
主
が
持
つ
べ
き
だ

と
か

て
プ
レ
ミ
ア

に

し
そ
う
だ
し

あ
 
イ

に

得
し
た

あ
り
得
る
と
い
う
か
プ
レ
ミ
ア
の
存
在
そ
の
も
の
が
そ
う
と
し
か

え

ら
れ
な
い
せ
い
で

そ
う
と
し
か

え
ら
れ
な
い

 
そ
れ
に
し
て
も
プ
レ
ミ
ア
も

と

と
謎
な
存
在
だ

聖

の
女
神
の
設
定
が
空
白
か
と
思

え
ば
し

か
り
ク
エ
ス
ト
は
発
生
す
る
し

は
聖
大
樹
の
巫
女
の
も
の
で
別
の
ク
エ
ス
ト
に
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与
す
る
し
と

分
ご
ち

ご
ち

し
て
い
る

 
本

に
聖

を
集
め
さ
せ
て

が
し
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い

キ
リ
カ

フ

リ
ア

ど
う
し
た

か
気
に
な
る
事
で
も
あ

た
の
か

 
プ
レ
ミ
ア
と
の
話
を
終
え
た
ら
し
い
キ
ズ
メ
ル
が
こ
ち
ら
に
気
付
き
声
を
掛
け
て
き
た

を
語

て
も
理
解
し

い
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
私
達
は

に
は
ぐ
ら
か
し
先
に
進
も
う
と

プ
レ
ミ
ア
と
キ
ズ
メ
ル
と

す

 
特
に
疑
問
を

か
な
か

た
ら
し
く
そ
れ
以
上
の
追

も
せ
ず
キ
ズ
メ
ル
が
先
導
を
再
開
し

た 
そ
の
後
ろ
を
付
い
て
い
き
な
が
ら

私
は
ま
た
思

を
回
す

 
森
エ
ル
フ

の
聖

は
ど
う
や

て
入
手
す
る
の
だ
ろ
う
か

と

  
・
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
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第
三

第
九
層
で
展
開
さ
れ
る
大
型

ク
エ
ス
ト

 

層
に
一
つ
ず
つ
存
在
す
る
秘

を
黒
エ
ル
フ
と
森
エ
ル
フ
ど
ち
ら
に
付
く
か

し
入
手
し
て
い
く

六
つ
集
め
切

た
時
の
展
開
は
原
作
で
は
黒
エ
ル
フ

だ
と
剣
を
下

さ
れ
る
だ
け
で
終
わ
る
が

森
エ
ル
フ

で
は
ど
う
な
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

 
堕

集
め
る
と
大
地
に
還
り

強
大
な
力
を
手
に
入
れ
ら
れ
る

 
森

集
め
る
と
大
地
に
還
り

魔
法
を
取
り

せ
る

 
黒

集
め
る
と
城
が

壊
し

全
て
が
滅
ぶ

  
・
聖
大
樹
の
巫
女

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
伝
説

大
地
切
断

に
登
場
す
る
存
在

 
聖
大
樹
と
同
様
に
二
人
い
る
祈
り
を

る
と
大
地
が

れ
て
天
空
に
城
が
構

さ
れ
る
な

ど
の
伝
説
が

ア
ル
ゴ
と
キ
リ
ト
に
よ
る
配
信
で
語
ら
れ
て
い
る

 
今
話
で
そ
の
巫
女
の

と
同
じ
も
の
を
プ
レ
ミ
ア
が

て
い
る
事
が
判
明
し
た

  
・
聖
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六
つ
の

秘

で

を

じ
ら
れ
た
場

 
聖
大
樹
の
巫
女
が
祈
り
を

る
場

と
も
さ
れ
る
が

は
原
作
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い

こ
の
場
に

り

い
た
時
に

が

き
る
か
も
不
明

 
キ
リ
ト
／
キ
リ
カ
も
そ
の
場

に
は

み
入

た
事
が
な
い

  
・
聖

 

秘

の
代
わ
り
に

が
わ
れ
た
ク
エ
ス
ト
・
キ

ア
イ
テ
ム

 
全
部
で
六
つ
集
め
る
必
要
が
あ
り

キ
リ
カ
達
は

に
二
つ
集
め
終
え
て
い
る

黒
エ
ル
フ

森
エ
ル
フ
の
王

に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
安

さ
れ
て
い
る
事
が
判
明
し
た

  
・

キ
ズ
メ
ル

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ク
エ
ス
ト
で
キ
リ
ト
と
知
り
合

た
黒
エ
ル
フ
騎
士

 
Ｓ
Ａ
Ｏ

テ
ス
ト
時
代
の
記

を
夢
と
い
う
形
で
継
承
し
て
い
た

常
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
よ
り

情
緒
に

み

Ｎ
Ｐ
Ｃ
や

と
対

に

す
る
キ
リ
ト
の

を

い
た
人
物
で
も
あ
る

 
あ
る
意
味
ユ
イ
達
の
先
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・
キ
ズ
メ
ル

 

で
の
黒
エ
ル
フ
騎
士

 
三
つ
あ
る
近
衛
騎
士

の
一
つ
エ
ン
ジ

騎
士

属
の
エ
リ

ト
騎
士

キ
リ
カ
へ

の
デ
ジ

ブ
が
あ
る
た
め
キ
リ
カ
が
推

し
て
い
る

り
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
記
録
を
無
自
覚
な
が

ら
引
き
継
い
で
い
る

  
・
キ
リ
カ

 
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
を

ロ
で
ク
リ
ア
し
た
プ
レ
イ

 

ロ
な
上
に
一
人
だ
け
味
方
し
た
エ
ル
フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
生
存
さ
せ
た

エ
ル
フ

を
取
り

く
状

況
に
深
い

が
あ
る
の
は

ク
エ
ス
ト
の
ス
ト

リ

を
見

き
し

べ
る
事
が

し
く

キ
ズ
メ
ル
に
ね
だ

た
か
ら
と
い
う
背

が
あ
る

  
・
フ

リ
ア

 
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
は

戦
し
て
い
な
い
プ
レ
イ
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フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
な
る
存
在
も
知
ら
ず
エ
ル
フ
の
状
況
も

知
ら
な
い
た
め
今
回

の
疑
問
が
あ

た
一
人

 
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ
の
ア
ス
ナ

  
・
プ
レ
ミ
ア

 
謎
の
少
女

 
本
来
は
聖

の
女
神
だ
が
な

か
聖
大
樹
の
巫
女
の

を

て
い
る
事
が
判
明

そ
の
真
意
は
カ

デ

ナ
ル
に
し
か
わ
か
ら
な
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
一
章
 

謎
の
解
明

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
回
も
説
明
回
な
ん
だ

 

点

フ

リ
ア

キ
リ
カ

 

数

約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
黒
エ
ル
フ
騎
士
キ
ズ
メ
ル
の
先
導
に

て

の

に

る

黒
の

に
近
付
い
て
い
く

と

あ
る
と
こ
ろ
で

が

の
よ
う
に
晴
れ

に

界
が
ク
リ
ア
に
な

た

 
そ
れ
に

い
た
プ
レ
ミ
ア
に
キ
ズ
メ
ル
は
森

み
の
ま
じ
な
い
だ
と
ど
こ
か
誇
ら
し
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に

う

ど
う
や
ら
道
中
で
発
生
し
て
い
た

は
来
る
者
を
惑
わ
せ

地
に

り

か

せ
な
い

と
し
て
黒
エ
ル
フ
が
発
生
さ
せ
て
い
た
も
の
ら
し
い

 
ち
な
み
に
こ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
も
あ

た
そ
う
だ

 

密
に

え
ば

ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
な
け
れ
ば

り

け
な
い
と
い
う
フ

ク
タ

を

世
界
観
に

と
し

ん
だ
話
ら
し
い

ま
じ
な
い
と
い
う
の
は
魔
法
を
喪

た
エ
ル
フ
達
の

血
に
残

た
魔
力
の
残
り

に
よ
り

う
じ
て
使
え
る
魔
法
の
残
滓
ら
し
い

無
論

で
は

魔
法
が
失
わ
れ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
設
定
は

さ
れ
て
な
い
の
で
キ
ズ
メ
ル
は
魔
法
や
プ
レ
イ

の
ス
キ
ル
と
し
て

ま
じ
な
い

と
表
現
し
た
だ
け
だ
ろ
う
と
の
事
だ

 
そ
う
し
て
更
に
近
付
け
ば
切
り
立

た

が

わ
に
な

た

そ
の
一
か

に

五
メ

ト
ル

ど
の
谷
間
が

を
開
け
て
い
て

に

⻑
い

が
立
つ

そ
の
天

に
は
目

に

な

て
い
た
黒
地
に

と
片
刃
刀
が

め

か
れ
た

が

風
に
た
な
び
い
て
い
た

 
そ
し
て
二
本
の

の
前
に
は
キ
ズ
メ
ル
よ
り
や
や
重

備
の
黒
エ
ル
フ
の
衛
兵
の

が
あ

た

身
の

グ
レ
イ
ヴ刀

を
こ
れ
見
よ
が
し
に
立
て
る
彼
ら
に
向
か

て
キ
ズ
メ
ル
は
す
た
す
た
歩
み

寄

て
い
く

圧
感
す

ご

こ
れ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も
同
じ
だ

た
の
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ま
だ

離
が
あ
る
と
い
う
の
に
重

な
気
配
を
感
じ
取
り
私
は
キ
リ
カ
に

そ

と
話
し
か

け
る

彼
は
神

な

で

い
た

ベ

タ

で
も
な

し
た
の
は
キ
ズ
メ
ル
を

一
生
存
さ
せ
ら
れ
た
デ
ス
ゲ

ム
の
方

だ

た
が

 
彼
の

え
に

さ
も
あ
り
な
ん
と

く

 
ベ

タ

で
は
他
の
プ
レ
イ

と
一
緒
だ

た
だ
ろ
う
が
デ
ス
ゲ

ム
で
は

ロ
で

れ

て
い
る
の
は

知
の
展
開
と
違
う
生
存
し
た
Ｍ
ｏ
ｂ

い
の
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

ワ
ン

ミ
ス
も
許
さ
れ
な
い
状
況
も
加
味
す
れ
ば
未
知
の

に
対
す
る

感
は

も
な
い
も
の

だ

た
に
違
い
な
い

そ
の
点

プ
レ
ミ
ア
は
全
然

し
て
な
さ
そ
う
だ

あ
は
は

ま

プ
レ
ミ
ア
だ
し
ね

 
す
た
す
た
進
む
キ
ズ
メ
ル
の
後
を
追
う
プ
レ
ミ
ア
に

の
色
は
見
ら
れ
な
い

感
と
は

無
縁
そ
う
な
立
ち
振
る
舞
い
は

に

れ
た
も
の
だ

心

に

が
生
え
て
い
そ
う
な

さ

は

時
に
こ
ち
ら
を
ヒ

リ
と
さ
せ
る

 
あ
れ
は
ま
だ
情
緒
が
成
⻑
し
て
な
い
か
ら
か
そ
れ
と
も

の
性
格
か
ら
な
の
か
分
か
ら
な
い
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が

も
し
後
者
だ
と
す
れ
ば
中

イ
イ
性
格
の
子
に
な
る
に
違
い
な
い

 
そ
ん
な
事
を

え
な
が
ら
衛
兵
た
ち
の
横
を

り
過
ぎ
る

い
じ
ろ
り
と

し

に
見
ら

れ
る
だ
け
で
済
ん
だ
事
に

と
息
を

き
つ
つ

谷
を
更
に
進
ん
で
い
く

 
少
し
す
る
と
谷
は

に
広
が
り
直

二
百
メ

ト
ル
は
あ
ろ
う
か
と
い
う

形
の
空
間

に

り

い
た

そ
こ
に
黒

色
の
天
幕
が
大
小
合
わ
せ
て
五
十
以
上
も

ら
れ

な
外
見

の
黒
エ
ル
フ
の
戦
士
た
ち
が
行
き
交

て
い
く
様
は
中

観
だ

 

地
と

う
に
は
天
幕
の
数
が
多
い
気
が
し
た
が
お
そ
ら
く
非
常
事

故
だ
ろ
う
と

得

す
る

 
黒
エ
ル
フ
達
の
流
れ
に

る
よ
う
に
道
を
進
ん
で
い
く
最
中
数
多
の
武
器
を

列
し
て
い
る

の

主
が
よ

 
と
声
を
上

た

キ
ズ
メ
ル
帰

て
き
た
か

心
配
し
て
た
ん
だ

し
か
し
な

人

を

れ
て
る
ん
だ

部
下
が
二
人
妖
魔
に
や
ら
れ
て
し
ま

て
な

こ
の
者
達
が
い
な
け
れ
ば
私
も
危
う
か

た
ん
だ

そ
の
礼
を
す
る
た
め
に

内
し
て
い
る

お
前
が
危
な
か

た
と

う
な
ら

だ

し
か
し
人

が
ね
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じ
ろ
と
武
器

の

主
ら
し
い
男
の
黒
エ
ル
フ
が
値

み
の

線
を
向
け
て
く
る

私
プ

レ
ミ
ア

そ
し
て
キ
リ
カ
と
見
て

ん

と

で

う

強
そ
う
に
は
見
え
な
い
が

 
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も

ま
だ
ガ
キ
じ

な
い
か

そ
う
思
え
る
の
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
が
な
か
な
か
ど
う
し
て
か
な
り
の

き
だ

ぞ

特
に
こ
の
キ
リ
カ
は

さ
故
に
力
は

し
い
が

技

の
面
で
は
圧
倒
さ
れ
た
よ

な
る

ど
ね

 

み
な
が
ら
キ
ズ
メ
ル
が
補
足
す
る
も
武
器

の

主
は

信

疑
な
様
子
だ

エ
ル
フ

達
が
こ
ち
ら
を
下
に
見
る

向
に
あ
る
の
は
キ
ズ
メ
ル
か
ら
教
え
て
も
ら

て
い
た
の
で
苛
立
ち

は
無
い
こ
の
対
応
は
む
し
ろ
穏

な
方
だ
と
さ
え
思
え
る

殺
隊
の

業
を
知

て
い
る
身

か
ら
す
れ
ば

生

く
も
思
え
た

 
キ
リ
カ
も
そ
れ
は
同
じ
ら
し
く
特
に
リ
ア
ク
シ

ン
は
無
い

反
応
す
る
だ
け
無

だ
と
思

て
い
る
の
か

列
さ
れ
て
い
る
武
器
達
を
じ

と
見
つ
め
て
や
り
過
ご
し
て
い
た

ま
あ
い
い
キ
ズ
メ
ル
が
そ
こ
ま
で

う
な
ら
事
実
な
ん
だ
ろ
う
よ

人

機
会
が
あ
れ
ば

ウ
チ
の
武
器
を

い
に
来
な

損
は
さ
せ
ね

え
と
く
ね
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代
表
し
て
私
が
応
じ
た
後

お
う

と

く
手
を
振

た

主
が
ま
た

の
業
務
に

た

ど
う
や
ら
特
に

意
を
持

て
声
を
掛
け
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ

す
ま
な
い
な

あ
い
つ
は
よ
く

え
ず
に
も
の
を

う
事
が
多
く
て
反
感
を

い
や
す
い
だ
け

で

根
は
悪
く
な
い
ん
だ

怒
ら
な
い
で
や

て
く
れ

キ
ズ
メ
ル
が

る
事
な
い
よ

強
そ
う
に
見
え
な
い
の
は
事
実
だ
し
ね

が
子

な
の
も
な

私
も

強
く
な
い
の
は
事
実
な
の
で
気
に
し
て
い
ま
せ
ん

 
三
者
三
様
に

葉
を
返
す

プ
レ
ミ
ア
の

葉
に

し
て
は
ど
う
か
な

 
と
思
い
も
し

た
が

そ
こ
で

を

め
ば

気
ぶ
ち
壊
し
な
の
で

を

け
た

 
あ
り
が
と
う
と
礼
を
返
し
た
キ
ズ
メ
ル
が
ま
た
前
を
向
き

が
い
る
と
い
う
谷
の

の
大
天
幕
へ
と
歩
を
進
め
た

  
色

と

展
開
が

い
た
が
ダ

ク
エ
ル
フ
の

地
の

と
の
面

は
平
穏
な
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気
の
内
に
無
事
終
了
し
た

 

は

化
さ
せ
ら
れ
た
二
人
の

を

み
つ
つ
も
キ
ズ
メ
ル
の
生
還
そ
し
て
人

に

い
が

か
な
い
事
実
の
発
見
と
協
力
の

し
を
大
い
に
喜
ん
だ

キ
ズ
メ
ル
の
生
還
に

し
た
と
し
て
結
構
多
く
の
ク
エ
ス
ト
報

と
中

の
性
能
の

備
ア
イ
テ
ム
を
く
れ
た

ア

イ
テ
ム
は
い
く
つ
か
の

か
ら

べ
る
と
い
う
親
切
仕
様
で
私
は

補
正
の
ネ

ク
レ

ス
プ
レ
ミ
ア
は
状

異
常
へ
の

性
を

増
加
さ
せ
る
指
輪
キ
リ
カ
は
ク
イ

ン
ズ
ナ

イ
ト
・
レ
プ
カ

と
い
う
女
王
か
ら
下

さ
れ
る
剣
の

品
を

た

 
ち
な
み
に
キ
リ
カ
が

た
剣
は

く
近
衛
騎
士
以
上
の
地

あ
る
騎
士
に
し
か

持
す
ら
許
さ
れ
な
い
も
の
だ
と
い
う

そ
れ
を

る
事
は
す
な
わ
ち
そ
れ
だ
け
黒
エ
ル
フ

へ

の

を
期

し
て
い
る
表
れ
だ
と
も
語

て
い
た

 
本
物
の
剣
は
女
王
自
ら
下

す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
た
め
欲
し
け
れ
ば
黒
エ
ル
フ
に
協
力

し
女
王
に
そ
の

を
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

他
種

が
女
王
に

見
さ
れ
た

は
な
い
が

存
亡
の
危
機
に
協
力
し
た
な
ら
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と

 
ち
な
み
に
Ｓ
Ａ
Ｏ

デ
ス
ゲ

ム
の
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
最
終
章
で

え
る
報

ア

イ
テ
ム
が
正
に
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
イ

ン
ズ
ナ
イ
ト

ド
だ

た
と
キ
リ
カ
は
教
え
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て
く
れ
た

欲
し
け
れ
ば
最
後
ま
で
黒
エ
ル
フ
を
裏
切
る
な
と
い
う
事
だ

 
最
後
に

か
ら

妖
魔
王
ク
エ
ス
ト

第
二
幕
を

け
て

私
達
は
大
天
幕
を

し
た

 
谷
あ
い
の

地
に

る
と
空
は
す

か
り

れ
色
に

ま

て
い
た

現
実
時
間
も

後

十
一
時
に
差
し
掛
か
ろ
う
と
し
て
お
り

感
あ

れ
る
空
気
か
ら
脱
し
た
と
分
か

た

労
感
と
共
に
眠
気
が
私
の
意
識
を

り
取
ろ
う
と
し
て
く
る

 
先

を
歩
く
キ
ズ
メ
ル
が
道
の

で
立
ち
止
ま
り
実
に
自
然
な
動
作
で
大
き
く

び
を
す
る

と

こ
ち
ら
に
向
き
直
り

か
に

み
を
浮
か
べ
た

キ
リ
カ
フ

リ
ア
プ
レ
ミ
ア
そ
な
た
ら
の
助
力
に

め
て
礼
を

お
う

の
作
戦
か

ら
も
よ
ろ
し
く
頼
む

そ
れ
と

出
来
れ
ば
そ
な
た
ら
の

間
を
呼
ぶ
事
も
頼
ん
だ

あ
あ

声
を
掛
け
て
お
く
よ

あ
り
が
と
う

 
に
こ
り
と

ん
だ
キ
ズ
メ
ル
は
こ
ち
ら
に
手
を
差
し
出
し
て
き
た

す
か
さ
ず
キ
リ
カ
が

応
じ

け
て
私

プ
レ
ミ
ア
と
そ
れ
ぞ
れ
握
手
を
交
わ
す

 

足
そ
う
に

い
た
キ
ズ
メ
ル
は

再
び

を
開
い
た

そ
れ
で
は
こ
こ
で
解

と
し
よ
う

作
戦
に
出
発
す
る
時

は
そ
な
た
ら
に

せ
る

一

人
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の

ま
で

り
た
い
な
ら
近
く
ま
で
ま
じ
な
い
で
送
り
届
け
る
が
こ
の

地
の
天
幕
で

ん
で
も
構
わ
ん
よ

じ

あ
こ
こ
で

ん
で
い
く
よ

 
彼
女
の
問
い
に
キ
リ
カ
が

え
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
天
幕
で

む
こ
と
が
で
き
る
と
道
中
で

い
て
い
た
の
で
異
論
は
な
い

圏
外
な

の
で

時
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
ず
し
ば
ら
く

機
状

の
ア
バ
タ

が
残

て
し
ま
う
が
そ
れ

は
キ
リ
カ
が
キ

プ
し
て
く
れ
る
と

て
く
れ
た
の
で
心
配
し
て
い
な
か

た

と
し

た
ら

と
同
じ
判
定
で

時
ロ
グ
ア
ウ
ト
で
き
る
か
も

と
い
う
希
望
も
持

て
い
る

 
ク
エ
ス
ト
の

に
数
十
分
掛
け
て
こ
こ
ま
で

動
し
て
く
る
の
が
面
倒
だ
か
ら
で
も
あ
る

 
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
前
に
転

が
な
い
か
探
し
て
み
よ
う
と
も
思
う

イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア

ら
し
い
か
ら

無

な
気
が
し
な
く
も
な
い
が

 
そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
と
キ
リ
カ
の
問
い
に

い
た
キ
ズ
メ
ル
が
で
は
と

葉
を

け

る
私
の
天
幕
に

内
し
よ
う

四
人
で
は
少

手

だ
が
我

し
て
く
れ

キ
ズ
メ
ル
の

 
空
い
て
る
天
幕

て
無
い
の
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う
む
予
備
が
無
い
の
だ

予
備
を
あ
り

た
け
使

て
対
妖
魔
で

さ
れ
た
騎
士
の
分
を

意
し
て
い
る
か
ら
な

そ
う
い
う
事
ね

 
そ
れ
な
ら
仕
方
な
い
と

得
し

直
に

内
さ
れ
る

 
持
ち
主
は
四
人
で
は
手

と

て
い
た
が
実

の
天
幕
は
も
う
数
人
増
え
て
も

横

に
な
れ
そ
う
な

ど
の
面

が
あ

た

に
は

か

か
と

ら
か
い

が

に
敷
き

め
ら
れ

そ
の
ま
ま

転
が

て
も
快

に
眠
れ
そ
う
だ

代
わ
り
の

も
分

い

物
で

外
部
の
騒

を

シ

ト
ア
ウ
ト
し
て
い
る

中

の

の
前
に
は
不
思
議
な
形
の
ス
ト

ブ
が

か
れ

オ
レ
ン
ジ
色
の
光
と

気
を
穏
や
か
に
放

て
い
た

 
近
衛
騎
士
で
も
上

に

す
る
ら
し
い
キ
ズ
メ
ル
の
た
め
の
天
幕
だ
か
ら
し

か
り

息

を
取
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
予
想
以
上
の
快

空
間
に

み

ん
だ
私
は
天
幕
の
中

付
近
ま
で
近
づ
く
や
は

と

⻑
い
た
め
息
を

き
つ
つ

り

ん
だ

あ

れ
た

 
肉
体
的
じ

な
く
て
精
神
的
に

れ
た
よ

 
私
が
声
を
上

る
の
を
横
目
に
剣
と

種

ロ
ン
グ
コ

ト
な
ど
を
武

解

し
て
い
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く
キ
リ
カ
が
苦

し
た

は
は

流

に
エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
は
予
想
外
だ

た
か
ら
な

そ
れ
も
だ
け
ど

そ
れ
以
外
が
さ

 
ご
ろ
ん
と

向
け
に
な

た
私
の

い
た
い
事
は
解
る
よ
う
で

に

を
下
ろ
し
た
彼
が
は

は

と
ま
た
苦

す
る

 
プ
レ
ミ
ア
は
と

え
ば
初
め
て
み
る
も
の
に

心
を

ら
れ
た
か

に

を
取
り
に

行

た
の
か
ス
ト

ブ
の
前
に

て
い
た

火
傷
す
る
な
よ
わ
か
り
ま
し
た
と
い
う
キ
リ

カ
と
の
や
り
取
り
が
な
ん
と
も

ま
し
い

 
そ
う
し
て
い
る
と

地
の
ど
こ
か
で
物
悲
し
気
な

の

が

い
た

内
の
時

間
で

後
六
時

に
な

た
事
を
知
ら
せ
る

だ
ろ
う

 
そ
の

を

い
て
い
る
と
天
幕
の
入
り

の

れ

が
サ

と
持
ち
上

ら
れ
た

入

て

き
た
の
は
こ
の
家
主
た
る
キ
ズ
メ
ル
だ

中

え
大
し
た
も
て
な
し
も
出
来
ぬ
が
こ
の
天
幕
は
自
由
に
使

て
く
れ

食

で
は
い

つ
で
も
食
事
を
摂
れ
る
し

的
だ
が

み

の
天
幕
も
あ
る

み

お
風

か
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一
人
の
女
と
し
て

感
は
大
切
に
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
ロ
グ
ア
フ
ト
不
能
だ

た

な
ら
と
も
か
く
今
は
現
実
で
入

で
き
る
の
で
然
し
て
興
味
を
引
か
れ
な
か

た

ア
ス
ナ

り
な
ら
そ
れ
で
も
入

た
か
も
し
れ
な
い
な

と
他
人
事
の
よ
う
に

え
る

 
そ
の
思

を
知
ら
な
い
だ
ろ
う
キ
ズ
メ
ル
は
一
つ

き

手
で
天
幕
の
入
り

方
向
を
指
し

示
す食

天
幕
の

に

み

の
天
幕
が
あ
る

そ
ち
ら
も
い
つ
で
も
使
え
る
ぞ

そ

か

プ
レ
ミ
ア

入

て
き
た
ら

私
で
す
か

 
そ
う
で
す
ね

 
同
じ
天
幕
で

ま
り
す
る
事
に
な

た
手
前

こ
の
世
界
の
住
人
で
あ
る
キ
ズ
メ
ル
に
向

か

て
お
風

入
り
ま
せ
ん

は
し

い
の
で
自
分
の
返

は

魔
化
し
つ
つ
同
じ
く

こ
の
世
界
の
住
人
で
あ
る
プ
レ
ミ
ア
に
入

を

め
る

 
実

彼
女
は

の

に
備
え
付
け
ら
れ
た
お
風

を

使

し
て
い
た
ら
し
い
の
で
入
ら

な
い
と
い
う

え
は
出
さ
な
い
だ
ろ
う

今
日
は
た
く
さ
ん
動
き
ま
し
た
し

入

て
き
ま
す

う
ん

そ
う
す
る
と
い
い
よ
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キ
リ
カ

行
き
ま
し

う

 

う
ん

 
と

く

葉
に
内
心
で

を

る

 
ま
さ
か
と
思

て
見
や
れ
ば
あ
ろ
う
こ
と
か
プ
レ
ミ
ア
の
手
は
キ
リ
ト
の
手
を

み
引

ろ
う
と
し
て
い
る

い
や
い
や
い
や
ち

と
ち

と
ち

と

 

て
プ
レ
ミ
ア

そ
れ
は
ダ
メ
だ
よ

も
そ
れ
は
ダ
メ
だ
と
思
う

な

で
す
か

男
女
い

し

に
風

に
は
入
ら
な
い

そ
う
で
す
か

 
し

ん
と

を

と
し
た
プ
レ
ミ
ア
は
し
か
し
そ
れ
以
上

い

る
事
は
な
く

直
に
手

を
放
し

天
幕
の
入
り

の
方
へ
歩
き
始
め
た

 
ま
る
で
捨
て
ら
れ
た
子

の
よ
う
な
後
ろ

に
そ
こ
は
か
と
な
い
罪
悪
感
を
覚
え
な
く
も
な
い

が
キ
リ
カ
も
一
応
れ

き
と
し
た
男
の
子
な
の
で

序
良

に
反
す
る
行
い
を
許
す
べ
き
で

は
な
い
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そ
の
や
り
取
り
を
苦

し
て
見
守

て
い
た
キ
ズ
メ
ル
は

に
天
幕
の

の
方
に
進
ん
で
い

く
私
は
少
し

ま
せ
て
も
ら
う
よ

が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
声
を
掛
け
て
く
れ

 
そ
う

い
な
が
ら
ス
ト

ブ
の

で
立
ち
止
ま

た
キ
ズ
メ
ル
が

の

の

め

に

め
ら
れ
た
大
き
な
宝

に
触
れ
た

 
し

ら
ら
ん
と
不
思
議
な

が
し
た
と
思

た
直
後
金
属

と
マ
ン
ト
と
サ

ベ
ル
は
光

の

子
と
な

て
消
滅
し
た

光
の
下
か
ら
は
シ
ル
ク
と
思
し
き
光

の
あ
る

た
り
と
し
た

イ
ン
ナ

一

き
り

黒
い

地
に

ま
れ
た

体
は
流

エ
ル
フ
と
も

え
る
予
想
以
上
の

ボ
リ

ム
感
が
あ
る

 

と

私
は
キ
リ
カ
に
話
し
か
け
た

キ
リ
ト
と
キ
リ
カ

て
さ
リ

フ

と
い
い
ス
ト
レ
ア
と
い
い
あ

い
う
ス
タ
イ
ル
の
い

い
お
姉
さ
ん
全

に
弱
い
の

そ

い
う
つ
も
り
は
無
い
ん
だ
け
ど
な

 
私
の
問
い
に

キ
リ
カ
は
ど
こ
か
自
信
無
さ

に

う
だ
け
だ

た
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世
界
に
夜
が

れ
た

 
現
実

は
と

く
に
日
を

い
で
お
り
フ

リ
ア
も

労
と
眠
気
に
負
け
て
キ
ズ
メ
ル
の
天

幕
で

ち
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
か
ま
し
て

に

な
い

プ
レ
ミ
ア
も
流

に

四

日
戦
い

け
た

れ
が
出
て
き
た
よ
う
で

食
事
を
摂
る
や

や
す
ぐ
に
夢
の
中
へ
誘
わ
れ
て
い
た

 

は
と

え
ば
少
な
か
ら
ず
あ
る

労
を

し
夜
の
静
け
さ
に

ま
れ
た

地
の

に

い
て
い
た

そ
こ
に

が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
人
目
に
付
か
な
い
場

を
求
め
て
の
行

だ

 
理
由
は
も
ち
ろ
ん

今
日
判
明
し
た

の
事
を
報

す
る
た
め

 
報

手
は
現
実

の

自
分

オ

リ

ジ

ナ

ル

桐

谷
和
人
だ

 

い
日
を

い
で
も
ま
だ

て
い
な
か

た
ら
し
く
セ
ブ
ン
が
組
ん
だ

作
ア
プ
リ
で

絡

を
取

て
す
ぐ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

話
が
始
ま

た

キ
リ
カ
か
ら

絡
な
ん
て

し
い
な

か
あ

た
の
か

あ
あ
色

と

プ
レ
ミ
ア
が
な

動
し
た
の
か
も
も
し
か
し
た
ら
わ
か

た
か
も
し
れ

な
い

本

か
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の

葉
を

い
て
思

た
以
上
に
真
剣
な
も
の
と
理
解
し
た
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

が

神

な
も
の
に
な
る

自
分
は
こ
う
い
う
時
こ
ん
な
表
情
を
し
て
い
た
の
か
と
思

の
片

に

浮
か
べ
つ
つ

は
話
を

け
た

 
ま
ず
二
個
目
の
聖

を
フ

リ
ア
の
助
力
で
手
に
入
れ
ら
れ
た
話
に
始
ま
り
キ
ズ
メ
ル
と
の

出
会
い

あ
る
い
は
再
会

に
つ
い
て
語

た

そ
の
中
で
判
明
し
た
事
実
す
な
わ
ち

プ
レ
ミ
ア
が

て
い
る

が

聖
大
樹
の
巫
女

の
も
の
で
あ
る
事
を

る

 
更
に
キ
ズ
メ
ル
の

か
ら
伝

本
と
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
話

大
地
切
断
の
伝

説
が
語
ら
れ
た
事
も
付
け
加
え
る

な
る

ど
な

 
そ
こ
ま
で

い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

が
結
論
を

う
よ
り
も

く

え
に
行
き
つ
い
た
よ
う

だ

た

 
い
や

そ
れ
は
あ
る
意
味

然
と
も

え
た

た
と
え

が

か
ら
の
メ

セ

ジ
に

つ
い
て

て
い
な
く
と
も
エ
ル
フ

の
知
識
で
差
は
な
い
の
だ
状
況
証

が
こ
こ
ま
で

え
ば

え
に
行
き
つ
く
の
は
必
然
で
あ
る

 
伝
説
の
再
現
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そ
れ
す
な
わ
ちの

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

を
創
成
す
る
つ
も
り
な
の
か

 
あ
の
浮
遊
城
の
再
構

だ

  
セ
ブ
ン
か
ら
プ
レ
ミ
ア
の
本
来
の
設
定
に
つ
い
て

い
た
時
か
ら
聖

の
個
数
や
設
定
か
ら

し
て

な
ん
と
な
く
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
の
秘

に
近
い
も
の
を
感
じ
て
は
い
た

 
そ
れ
が
確
信
へ
と
変
わ

た
の
は
二
個
目
を
回
収
す
る
道
中
で
大
樹
に
祈
り
を

始
め
た

事
と

そ
れ
を
知
ら
な
い

の
キ
ズ
メ
ル
の

か
ら

聖
大
樹
の
巫
女

と
い
う

語
が
出
て

そ
れ
ら
が
一
本
の
線
に
繋
が

た
時
だ

プ
レ
ミ
ア
は
本
来
の

を
喪

て
い
た
の
で
は
な

く

ま
る
で

ざ
る
か
の
よ
う
に
二
つ
の

を
同
時
に

わ
さ
れ
て
い
た

 
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
そ
ん
な
強

手

に
出
た
の
は
一

正
式
に
設
定
さ
れ
た
事

を
カ

デ

ナ
ル
の
一
存
で
変
更
す
る
事
は
出
来
な
い
か
ら
だ
ろ
う

ア
レ
は
確
か
に
人
の
手
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を

り
ず
マ

プ
や
ク
エ
ス
ト
生
成
を
行
え
る
が
一

決
ま

た
事
を

く
り
返
す
事
だ

け
は
認
可
さ
れ
て
い
な
い

そ
れ
だ
け
は

ア

プ
デ

ト

と
い
う
形
で

権
限
を
持
つ
者

が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 
だ
か
ら
カ

デ

ナ
ル
は
容

と
大

把
な
ク
エ
ス
ト

要
し
か

意
さ
れ
て
い
な
か

た

体

プ
レ
ミ
ア
を
傀
儡
と
し
て

し
た

 
そ
し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
の

地
と
し
て
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
存
在
し
た
伝
説
を
引

し

そ
れ
を

に
ク
エ
ス
ト
を
生
成
し
た
の
だ

こ
の
妖
魔
王
の

略
と
い
う
キ

ン

ン

い
の
ク
エ
ス
ト
を

お
そ
ら
く
こ
の
ク
エ
ス
ト
の

動
な
い
し
ル

ト
変
更
に
は
聖
大
樹

の
巫
女
の

が
設
定
さ
れ
て
い
て
そ
の

を

う
者
に
報

と
し
て
聖

が

る
よ
う
仕
組

ま
れ
て
い
る

だ

そ
う
す
れ
ば
仮
に
同
じ
ク
エ
ス
ト
を
他
の
プ
レ
イ

が

け
て
も
聖

が

他
の
者
の
手
に

る
こ
と
は
な
く

一
か

に
集
ま
り
や
す
く
な
る

 

無
論

な
る
偶
然
と
い
う
可
能
性
も
無
く
は
な
い

 
シ
ス
テ
ム
を
参

し
た

で
は
な
い
か
ら
こ
れ
は

な
る

の
推

で
あ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル

の

で
も
あ
る

そ
れ
が
絶
対
正
し
い
と
は

も
思

て
い
な
い

 
だ
が

か
ら
あ
の
メ

セ

ジ
を

け
取

た

に
は

こ
の
推

が
的
中
す
る
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確
信
が
あ

た

 
あ
の
明
ら
か
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
想

さ
せ
こ
の
世
界
と
の

性
を

わ
せ
る
文
章

そ
れ
に

合
す
る
か
の
如
く

と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
設
定
の
名
残

こ
の
二
つ
が
あ

る
か
ら
こ
そ

は
先
の

え
を
確
信
し
た

た
し
か
に
カ

デ

ナ
ル
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
よ
う
に
一
つ
の
サ

バ

で
も
う
一
つ

大
な
マ

プ
を
生
成
す
る
事
は
あ

た

で
同
じ
事
が

き
な
い
と
も

え
な
い
だ
ろ
う
が

そ
れ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ
と

よ
く
確
信
で
き
た
な

 

信

疑
と
い
う
よ
り
は
決
定
打
が
足
り
な
い
と

い
た

な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

葉

そ
れ

に

は
無
理
も
な
い
と
思

て
責
め
は
し
な
か

た

多
分
あ
の
メ

セ

ジ
は
自
分
に
し

か
送
ら
れ
て
い
な
い
も
の
な
の
だ

と
て
あ
の
メ

セ

ジ
が
な
け
れ
ば
未
だ
に

信

疑

で

す
る
か
迷

て
い
た

大
地
切
断

を
は
じ
め

今
回
出
て
き
た

有
名

は
Ｓ
Ａ
Ｏ

の
名
残
で
し
か
な
い
と

え
る
事
も
出
来
る
か
ら
だ

 
だ
か
ら

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
も
確
信
し
て
も
ら
う
べ
く
こ
の
世
界
が
始
ま

た
日

プ
レ

ミ
ア
と
初
め
て
出
会
い

直
後
に
メ

セ

ジ
が
届
い
た
⻩
昏
時
の
出
来
事
を
話
し
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
流

に
そ
の
メ

セ

ジ

ｂ
ａ
ｃ

Ａ
ｉ
ｎ
ｃ
ｒ
ａ
ｄ
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を

い
て

き
を

わ
に
し
た
が

そ
れ
な
ら
と
同
じ
よ
う
に
確
信
を
持

て
く
れ
た

な

オ
リ
ジ
ナ
ル

多
分
こ
の
送
信
者
の

て

十
中
八
九

カ

デ

ナ
ル
の

だ
ろ
う

り
も

Ｃ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ

だ
か
ら
合

す
る

や

り

か

 
設
定
空
白
名
無
し
の
少
女

後
の
プ
レ
ミ
ア

と
出
会

た
時
点
か
ら
お
そ
ら
く
そ
う

だ
ろ
う
な

と
は
思

て
い
た
が

や
は
り
そ
う
ら
し
い

 
な
ら
ば
な

に

と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ

 
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
い
う
プ
レ
イ

を
特
別

し

遇

し
て
い
る
事
は

知
の
事
実
だ

だ
か
ら
こ
の
メ

セ

ジ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
送

た
の
な
ら
ま

だ
分
か
る

カ

デ

ナ
ル
が

か
し
て
欲
し
い
と
い
う

遠
な
メ

セ

ジ
な
の
だ
と

 
だ
が

故

に
送

て
き
た
の
か
こ
れ
が
解
ら
な
い

同
時
期
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
ロ
グ
イ
ン

し
て
い
た
と
い
う
の
に
な

あ
ち
ら
に
も
送
ら
な
か

た
の
か

 
そ
の
疑
問
も
明
か
す
と
数

思
を

ん
だ
後
お
そ
ら
く
だ
が
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
切
り
出

し
た
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使

て
る
ア
カ
ウ
ン
ト
の
せ
い
だ
と
思
う

容

が
変
わ
る
と
分
か
り
に
く
い
か
ら

て
み
ん

な
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
コ
ン
バ

ト
し
て
ア
バ
タ

を
作
成
し
た

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
引
き

継
い
だ
ア
カ
ウ
ン
ト
を

し
た
け
ど
キ
リ
カ
を
は
じ
め
み
ん
な
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
の
デ

タ
を

そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
る

ア
カ
ウ
ン
ト

は
変
わ

て
な
い

だ
か
ら

の
カ

デ

ナ
ル
の
目
に

ま

た
ん
じ

な
い
か

キ
リ
カ
は

郷
の
手
で
作
ら
れ
た
が

同
時
期
に
ホ

ロ
ウ
を

の
代
打
と
し
て
カ

デ

ナ
ル
は

意
し
て
い
た

そ
の

の
ロ
グ
が
コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
に
も
残

て
る
ん
だ
ろ
う

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
予

に

な
る

ど
な

と

は

く

 

と
ホ
ロ
ウ
が
作
り
出
せ
た
の
は
カ

デ

ナ
ル
に
よ

て
ス
ト
レ
ア
が

さ
れ

Ｋ
ｉ

ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
い
う
プ
レ
イ

の
あ
ら

る
デ

タ
を
収
集
し
そ
れ
を

に
し
て
い
る
か
ら

だ

は
カ

デ

ナ
ル
の
意

を

在
し
て
い
な
い
が
ホ
ロ
ウ
と

同
一
存
在
で
あ

た

事
を

み
れ
ば
第
三
プ
ラ
ン
と
し
て
見
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
か

た

 
結
果
的
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
生
き
残

た
か
ら
使
わ
れ
な
か

た
サ
ブ
プ
ラ
ン

 
そ
れ
が
い
ま

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
特
定
さ
れ

さ
れ
た
の
で
は
な
い

か

そ
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

た
の
だ
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あ
り
得
な
い
話
で
は
な
い

い
や
む
し
ろ
十
分
あ
り
得
る
事
だ

そ
れ
な
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

は
メ

セ

ジ
が
届
け
ら
れ
な
か

た
事
に
も
合
点
が
い
く

 
な
ら
ば
と

に
疑
問
と
な
る
の
は

な

オ
リ
ジ
ナ
ル

多
分
コ
レ
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
に

た
内
容
だ
と
思
う
ん

だ
が

も
し
大

に

変
さ
れ
た

じ

な
い
な
ら

の
製
作

は
最
初
か
ら
ア
イ
ン

ク
ラ

ド
を
作
り
出
す
つ
も
り
で
い
た
事
に
な
ら
な
い
か

 
そ
う
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
は
も
し
か
し
た
ら
製
作

が
意

的
に
仕

ん
だ
も
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
惑
が
あ
る

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
設
定
と
し
て
六
つ
の
聖

は
存
在
し
て
い
た

お

え
向

き
と
ば
か
り
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

と
さ
せ
る

み
や
モ
ン
ス
タ

も
多
数
存
在
す
る

い
く
ら

カ

デ

ナ
ル
に
ク
エ
ス
ト
自
動
生
成
機
能
が
あ
る
と
は
い
え
エ
ク
ス
キ

リ
バ

の
時
の
よ

う
に

壊
な
ら
と
も
か
く
新
し
い
世
界
の
創

の
よ
う
な
大

ア

プ
デ

ト
も
か
く
や
の

事
を
一
か
ら
構

し

反

し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か

 
一
つ
の
世
界
を
一
気
に
作
り
上

る
く
ら
い
な
ら
ボ
ス
や
ア
イ
テ
ム

を
小
出
し
に
し
て

い
き
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

さ
せ
て
い
く
方
に

く
方
が
よ

ど
ら
し
い
と
思
え
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る 
そ
れ
に

よ
り

そ
う

え
さ
せ
る
要
因
が
あ

た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
話
だ
と

最
近
の

場
は

く
や
る
気
に

ち

れ
て
る

て
話
だ
し

 
夢
に

進
し
て
い
る
天
災
の
如
き
様

の
話
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

初
日
に

に
し
て
い
た

あ
の
男
が
そ
こ
ま
で
意
気

ん
で
い
る
と
な
る
と

か
つ
て

性
が
バ
レ
た
時
に
語

た

夢

を
追
い
求
め
て
い
る
の
だ
と

え
る
の
が
自
然
だ

 
そ
し
て
同
時
期
に
リ
リ

ス
さ
れ
た

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は

場
の
夢
を
再
現
す
る
た
め
の
よ

う
な
要

が

り
ば
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
世
界

 
こ
の
二
つ
が
ま

た
く

な
い
と

え
る
の
は
流

に
無
理
が
あ
る

そ
う
だ
な

キ
リ
カ
に
は

話
し
て
お
こ
う
か

 

の
問
い
に

や
や
悩
む

振
り
を

ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
重
い

子
で
そ
う

た

 

外
に

そ
の
予
想
は

た

て
い
る
と
い
う
発

だ

 
そ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

最
近
知

た

場
の
真
意

本

の

夢

に
つ
い
て
語

た

 

い

か
ら
夢
想
し
た
浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

 

場
は

の
発
表
の
中
で
も
特
に

パ
ス
ス
ロ

ト

と
い
う
原
子
レ
ベ
ル
の
分
解
・
再
構

技
術
に
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目
を
付
け
現
実
で
創
成
す
る
事
を
夢
見
て
い
た
の
だ
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
は
そ
の
前

の

金

で

し
か
な
か

た
事

 
ア
キ
ト
が
語

た
デ
ス
ゲ

ム
の
黒
幕
は

場

と
い
う
知
識
と
ズ
レ
た
の
は
お
そ

ら
く
そ
こ

ノ
之
束
と
の
出
会
い
と
の
有
無
で
あ
ろ
う
事

 
そ
し
て

場
は
い
ま

そ
の

夢

の
実
現
の
た
め
に
動
い
て
い
る
事

 

進
出
の

点
と
し
て
浮
遊
城
を

え
て
お
り

三

的
デ

タ

取
の
た
め
に

を
候
補
に
し
て
い
る
と

い
て
い
た
事

 

そ
れ
ら
を

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
語

た

 
つ
ま
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
知

て
い
た
の
だ

で
い
ず
れ
浮
遊
城
が
創
成
さ
れ
る
と
い

う
事
実
を

あ
あ
だ
か
ら
ア
ル
ゴ
と
の
配
信
で

の
伝
説
に
つ
い
て
触
れ
て
た
の
か

夢
を
応

し
た
い

と
か

て
た
の
も
世
間
的
な

判
を
和
ら

る
た
め
の
ポ

ズ
だ

た
と

偽
ら
ざ
る
本

で
も
あ
る
け
ど
な

ま

気
持
ち
は
分
か
る
よ

 

と

た
り
同
時
に
苦

す
る
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が
同
じ

達
だ

あ
の
世
界
に
初
め
て

り
立

た
時
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
な
い

あ
の
世

界
が
た
だ

に

し
め
る
ゲ

ム
で
あ

た
な
ら

と
な
く

え
た
も
の
だ

お
そ

ら
く
そ
れ
は
あ
の
世
界
に

わ
れ
た
す
べ
て
の
プ
レ
イ

が
前
向
き
後
ろ
向
き
問
わ
ず

え

た
事
に
違
い
な
い

 
た
だ
の
ゲ

ム
で
あ
れ
ば

こ
れ
が
現
実
だ

た
な
ら
と
も

え
た
だ
ろ
う

 
デ
ス
ゲ

ム
を
経
験
し
た
今
も
あ
の
世
界
が
た
だ
の
ゲ

ム
で
あ

た
な
ら
と

え
る
時
が

あ
る

 

場
の
夢
は
そ
れ
ら
と
同
じ
な
の
だ

い

か
ら
の
夢
想
を
現
実
に
し
よ
う
と
し
て
い

る

や
ろ
う
と
し
て
い
る
事
の
ス
ケ

ル
が
違
う
だ
け
で

根
本
と
な
る
想
い
に
違
い
は
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
も

場
の

夢

を
応

し
た
く
な
る

 
か
つ
て

か
ら
も
認
め
ら
れ
な
か

た
自
分
の
夢
を
た
だ
一
人
認
め
応

し
て
く
れ

た

士
の
よ
う
に

 
か
つ
て
の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
振
り
返

て
い
た

は

く
し
て

を
破
る
よ
う
に

を
開
い
た

ち
な
み
に
そ
の
話

リ

姉
達
に
は
し
て
る
の
か
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な
ん
と
な
く

え
が
予
想
で
き
た
が
一
応

く
だ
け

い
て
み
る

お
そ
ら
く
し
て
な
い
だ

ろ
う
な

と
予
想
す
る

の
前
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
思

た

り

を
横
に
振

た

み
ん
な
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
事
に
な
る
と
神
経

ら
せ
る
か
ら
な

に
遊
ん
で
欲
し
か

た
か
ら

運

か
ら

知
さ
れ
る
ま
で
は

て
よ
う
と
思

て
た

み
ん
な
で
安
地
に
集
ま

た
日
に
話
せ
た
ん
じ

な
い
の
か

と
な
く
だ
が
気

付
い
て
た
ん
だ
ろ
う

 
い
つ
か
ら

が
呼
び
出
し
た
か

安
住
の
地
を
略
し
て
安
地
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

た
二

十
二
層
の
ホ

ム
を
再
現
し
た
と
こ
ろ
で
集
ま

た
時
の
事
を

す
る

場
に

す
る
裏
事

情
を
把
握
し
て
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ら
プ
レ
ミ
ア
と
い
う
異
常
を
知

た
時
点
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
に

す
る
事
に

付
い
た

だ

 
そ
ん
な

の

葉
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
が

と
苦

を
浮
か
べ
た

生
憎
と
本

に
気
付
い
て
な
か

た
よ

時
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
や
聖

の
女
神
に
つ

い
て
セ
ブ
ン
か
ら

い
て
い
な
か

た
し
な

キ
リ
カ
が
メ

セ

ジ
に
つ
い
て
話
し
て
い
れ

ば

あ
る
い
は
気
付
け
た
か
も
し
れ
な
い
が

む
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お

い

し
事
を
し
て
た
だ
ろ
う
と

そ
れ
以
上
の

を

じ
ら
れ
て
し
ま

た

 

達
は

い
に
秘
密
に
し
て
い
た
事
が
あ
り
そ
の
せ
い
で

カ

デ

ナ
ル
の
思
惑
に

気
付
く
の
が

く
な

た

も
し
お

い
が
打
ち
明
け
て
い
た
な
ら
予

だ
け
で
も
す
ぐ
気
付
け

た
だ
ろ
う

 
だ
か
ら

い

こ
な
し
だ
と

そ
う

ら
れ
た
よ
う
な
も
の
だ

た

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
は
み
ん
な
に
話
し
て
お
く
べ
き
事

だ

そ
の
と
き
一
緒
に
怒
ら
れ
る
事

に
な
る

も

と

く

い
な
さ
い

て
な

そ
う
だ
な

 
そ
の
未
来
が
あ
り
あ
り
と
予
想
出
来
て

達
は
同
じ
よ
う
に
苦

を

ら
す

 
ち

と
だ
け
怖
く
も
あ
る
が

で
も
な
ん
と
な
く

し
い
よ
う
な
そ
ん
な
ワ
ク
ワ
ク

感
が

に
は
あ

た
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つ
ま
り
ど
う
い
う
事
だ

て
ば
よ

 

大
地
切
断

の
エ
ピ

ド
再
現

グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト

を
カ

デ

ナ
ル
が

め
た
結
果

設
定
が
白
紙
だ

た
プ
レ
ミ
ア
を
動
か
し
は
じ
め
た

 
聖

ク
エ
ス
ト
を
最
後
ま
で
進
め
る
と
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
出
現
す
る
こ
と
が

確
定
し
た

  

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成

て

か
マ
ズ
い
の

 
今
の
問

点
は

 

原
作
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
新
生
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
い
き
な
り
実

さ
れ
た
事
に

べ
れ
ば

死
者

数
か
ら

し
て
も
ま
だ
マ
シ
レ
ベ
ル

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
製
作
者
の

場
が
黒
幕
で
な
い
点
で

も
マ
シ
に
な

て
る

 
と
は

え
カ

デ

ナ
ル
が
な

そ
れ
を

め
た
の
か
は
判
明
し
て
い
な
い

 
プ
レ
ミ
ア
が
動
き
出
し
た
原
因
に
つ
い
て
分
か

た
現
状
キ
リ
カ
達
は
そ
こ
を
問

し
て

い
る

  
・
キ
リ
カ

 
カ

デ

ナ
ル
に
目
を
付
け
ら
れ
た
人
物
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Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

を
参

に
製
作
さ
れ
た
ホ
ロ
ウ
と
デ

タ

が
同
じ
で

ア
カ
ウ
ン
ト

が
引
き
継
が
れ
て
い
た
の
で
コ
ピ

・
カ

デ

ナ
ル
に
目
を
付
け
ら
れ
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
使
わ
れ
な
か

た
サ
ブ
プ
ラ
ン
と
し
て
運

さ
れ
て
い
る
形

 

や

り
カ

デ

ナ
ル

て
信

な
ら
ん

と
思

て
い
る

  
・
キ
リ
ト

 
カ

デ

ナ
ル
が
特
別

し
て
い
た

本
人

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
を
契
機
に
ア
カ
ウ
ン
ト
を
変
え
て
い
た
た
め
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ

ウ
ン
ト
の

と
違
い

カ

デ

ナ
ル
の
目
を
す
り

け
た

そ
の
た
め
メ

セ

ジ
が
送
ら

れ
な
か

た

様

 
し
か
し
プ
レ
イ

名
は
同
じ
な
の
で
ま
た
目
を
付
け
ら
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
か

た

り
す
る

 
カ

デ

ナ

ル

仮
想
世
界
の
神
に
愛
さ
れ
て
い
る
が
出
会
う
神

ん
ぶ
ロ
ク
で
も
な
い

ア
ル
ベ
リ
ヒ

セ
ブ
ン

む

と
思

て
い
る
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・
フ

リ
ア

 
原
作
プ
ロ
グ
レ
ア
ス
ナ

の
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

 
エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
を

し
ん
で
い
る
が

か
ら

へ
と
出
て
く
る
プ
レ
ミ
ア
の
謎
設
定
で

乱
し
て
き
て
い
る

そ
れ
で
も

に
真
実
に
近
づ
い
て
き
て
お
り
キ
リ
ト
キ
リ
カ
を

く

と
現
状

プ
レ
イ

で
最
も
真
実
に
近
い
場

に
い
る

 

結

プ
レ
ミ
ア

て
巫
女
な
の

 
女
神
な
の

と

惑
し
て
い
る

  
・
プ
レ
ミ
ア

 
巫
女
な
の
か
女
神
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
が
情
報
共
有
し
た
事
に
よ
り
な

動
き
出
し
た
か
が
判
明
し
た

色

と
設

定
が

在
し
て
い
る
が
大
本
は
女
神
設
定
で
巫
女
設
定
は

を
キ

と
し
て
ク
エ
ス
ト
に

別
ル

ト
が
入
る
の
だ
ろ
う
と
推

さ
れ
て
い
る

 
無
論

本
人
は
過
去
を
覚
え
て
い
な
い
の
で

そ
う
な
の
か

程

と
思
う
だ
け

 
お
風

は
気
持
ち
よ
く
て
ご
は
ん
は

味
し
く
て
最
高
で
す
と

足
に
夢
の
世
界
に

立

た
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・
キ
ズ
メ
ル

 
超
強
い
ダ

ク
エ
ル
フ
近
衛
騎
士

 
他
種

で
も
認
め
た

手
に
は
対

に

し
た
り
キ
リ
カ
達
に
自
身
の
天
幕
を

し
た
り

と
色

と

な
女
性

同

か
ら
の
信

も

い

 
ち
な
み
に
体
型
は
リ

フ

ス
ト
レ
ア

み
に
グ
ラ
マ
ラ
ス

 

も
う
一

キ
リ
カ
と
手
合
わ
せ
し
た
い
も
の
だ

と

え
て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
二
章
 

カ

ル

マ

人

の
悪
性

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

が
ち

こ
ち

こ
動
く
よ

 
つ
ま
り

不
穏

て
事
だ
ネ

 
時
系
列
的
に
は

キ
ズ
メ
ル
参
入
後
の
キ
リ
カ

和
人

信
後
く
ら
い
で
す

 
後
書
き
に
今
話
に
つ
い
て

め
て
ま
す

 

点

ス
ト
レ
ア

ア
ル
ゴ

 

数

約
一
万
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  



 第二十二章 〜
カ ル マ

〟人〟の悪性〜

二

二
五
年
八
月
十
六
日

日

前
一
時

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
 
世
界
樹
上
部

イ
グ
ド
ラ
シ
ル
・
シ
テ

 
日
を

ぎ

に
縁
の
深
い
時

に
近
付
き
つ
つ
あ
る
今
ネ

ト
の
海
を
巡
回
し
て

い
る
人
は
多
い
と
い
う

 

間
は
学

や
仕
事
に
出
向
い
て
い
る
た
め

の
時
間
を

眠
を

て
確
保
し
よ
う
と

す
る
者
達
が
増
え
た
か
ら
だ

帰

し
て
か
ら
眠
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
で
消
化
で
き
な
い

ど

が
増
え
た
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う

 
か
つ
て
主
流
だ

た

書
や
テ
レ
ビ

は
い
ず
れ
も
限
ら
れ
た
製
作
者
の
手

に
よ
り
発
信
さ
れ
て
い
た

つ
ま
り
絶
対
数
が
少
な
か

た

数
の
少
な
い
中
か
ら
自
分

み

の
も
の
を
見
つ
け
る
と
な
れ
ば
更
に
数
が

る
の
は
必
定
で
あ
る

そ
れ
に

れ
親
し
ん
だ
大

人
は
そ
れ
で

足
だ

た
だ
ろ
う
し

古
主
義
と
い
う
の
か
古
き
文
化
を
尊
ぶ
人
も
少
な
く

な
い

人
が

み
重
ね
て
き
た
歴
史
を
大
切
に
す
る
の
だ
と

 
だ
が

人
は

常
に
新
し
い
も
の
を
求
め
る
生
き
物
だ
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新
し
い
も
の
を

う
人
は
い
な
い

最
初
は

れ
ぬ
も
の
へ
の
忌

間
が
勝
る
だ
ろ
う
が

そ
れ
を
知
る
に
つ
れ
い
つ
の
ま
に
か
引
き

ま
れ

て
い
く

そ
う
い
う
人
が
増
え
て

い
き

い
ず
れ
新
た
な
文
化
と
し
て
定

す
る

 
人
の
文
化
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
学
ん
だ

 
ど
れ
だ
け

う
人
が

よ
う
と
そ
れ
が
空
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
限
り
必
ず
ま
た
現

れ
る

そ
し
て
共
感
さ
れ
る
の
だ

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

 
世
界
を

さ
せ
た
一
大
技
術
の
一
つ

一
人
の
男
の
陰
謀
に
よ
り
悪
魔
の
技
術
と

さ

れ
る
よ
う
に
な

た
事
件
を
契
機
に

忌
の
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
そ
れ
は
し
か
し

力
強
く
息
を
吹
き
返
し
つ
つ
あ
る

空
想
上
の
世
界
に

び

ん
だ
か
の
よ
う
な
体
験

そ
の

夢
想
を

人
は
捨
て
切
れ
な
か

た
の
だ

 
あ
る
人
は

危
険
な
代
物
だ
と
こ
の
技
術
を

忌
す
る

 
そ
の
意
見
は
間
違

て
い
な
い

人
の
大

か
ら

に
掛
け
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

の
電

気
と

波
を

み
取
る
そ
の
技
術
は
悪

さ
れ
れ
ば
未

有
の
事

に

る
だ
ろ
う

事
実
と

し
て
そ
う
な
り
か
け
た
の
だ

そ
の
危
惧
は

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
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だ
が
同
時
に

そ
の
発

は
正
し
く
な
い

 
悪

す
れ
ば
確
か
に
危
険
だ

だ
が
そ
れ
は
い
か
な
る
技
術
い
か
な
る
機
器
を

い
る

に

も

え
る
事

そ
れ
を

ぐ
た
め
に
法
や
監

機

が
存
在
す
る
の
だ

 
残
念
な
が
ら
い
ま
は
国
家
に

づ
く
監

機

は
な
い

法

制
に
つ
い
て
は

で
も

物
議
を

さ
れ
て
い
る
が

い
ず
れ
も
内
容
が
雲
を

む
か
の
よ
う
に

体
性
を
欠
い
て
い
る

か
あ
る
い
は
極

過
ぎ
て
共
感
を
得
ら
れ
な
い
も
の
で

持

の
確
保
に

し
て
お

ら
ず
結
果
法

出
ま
で
至

て
い
な
い
の
が
現
状
だ

つ
ま
り
ゲ

ム
シ
ス
テ
ム
で

罪
を

る

の
外

ヒ

マ
ン
エ
ラ

に

し
て
は
そ
れ
こ
そ
一
人
一
人
が

意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な

て
い
る

 
そ
れ
こ
そ
が

罪
の

だ
と
あ
る

家
は

た

ネ

ト
の

の
応

で
と
き

に
傷

事
件
へ
発
展
し
か
ね
な
い
現
在
そ
れ
ら
ネ

ト
リ
テ
ラ
シ

の
教
育
・
指
導
も
未
完
全

な
の
に
法
や
監

機

の
目
が
な
い
仮
想
世
界
で
は

よ
り
重
大
な
事

に
な
り
か
ね
な
い
と

 

そ
れ
を
知

た
時
の
ア
タ
シ
の
感
想
は

論
点
が
ズ
レ
て
る
な

だ

た

 

家
達
の
話
は
監

機

や
法
的

の
精
確
性
が

ど

前

と
し
て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

存
在
は

定
し
て
い
る

だ
が
そ
こ
に
つ
い
て

問
さ
れ
れ
ば
た
い
て
い
の

家
は

制



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

で
き
な
い
な
ら
無
い
方
が
い
い
と

う

つ
ま
り

ど
の

家
は
実

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

制
は
不
可
能
と

観
し
消
極
的
な

定
を
し
て
い
る
だ
け

今
は

善
の
策

も
ち
ろ
ん

持

確
保

と
し
て
取
り

に
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
事
だ

 
も
し
問

が

き
れ
ば
⻤
の

を
取

た
よ
う
に

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
存
在
を

定
し
始
め
る
だ

ろ
う

完
全
撤

は

に
不
可
能
だ
ろ
う
か
ら

と

制
を
掛
け

と
し
て
の
機
能
が

失
わ
れ
る
ま
で
追
い

め
る

 
そ
れ
こ
そ
仮
想
世
界

壊
の
未
来
そ
の
も
の
で
あ
る

 
そ
れ
を
い
ち
ば
ん

が
る
の
は
プ
レ
イ

だ
が
同
時
に
日
本
の
未
来
を
憂
う

家
も
い

る

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

や

郷
信
之
の

を
知

て

十
万

百
万
も
の
人

が
仮
想

世
界
へ
と

立

て
い
る

日
本
だ
け
で
な
く
今
で
は
世
界

国
が
ア
ミ

ス
フ

ア
や

仮
想
世
界
構

の
技
術
を
欲
し
て
い
る
ら
し
い

そ
こ
に

家
は
目
を
付
け
た
世
界
で

一

の
技
術
を
カ

ド
に
外
交
を
進
め
ら
れ
る
か
ら
だ

 
そ
れ
に
和
人
も
深
く

わ

て
い
る
の
は
明
白
だ

法
も

序
も
無
か

た
浮
遊
城
に

い

て
自
ら
必
要
悪
を
演
じ

序
を
保
つ
事
に
一

た
キ
リ
ト
は
い
ま
の
状
況
に

い
て

必

と
も

え
る
配

だ
か
ら
だ

そ
の
能
力
を
自
認
し
て
い
た
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
内
で
文
書
で
や
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り
取
り
を
し
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
対
策
チ

ム
の
リ

ダ

で
あ
る

と
そ
の

に

れ

ら
れ
て
い
た
更
識
楯
無
と

契
約

を
交
わ
し
た

 
後
に

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

と

ヴ

フ
ス
事
変

を
ど
う
に
か
解
決
し
た
事
で
そ

の
実
力
が
一

に
も
認
め
ら
れ
た
事
実
は

の
上
だ
ろ
う

家
の
推
進

と
な

た

に
違
い
な
い

 
だ
か
ら

に
あ
た
る
依
頼

の
デ
バ

カ

に

命
さ
れ

先
的
に
テ
ス
タ

権

を
得
ら
れ
た
の
だ
と
思
う

 
け
れ
ど
ア
タ
シ
は

を
知

た
時
か
ら

わ
る
べ
き
で
な
い
と
感
じ
て
い
た

 
運

が
ユ

ミ
ル
に

さ
れ
て
い
る
事

製
作
・
監
修
に

・

場

や

七
色

が

与
し
て
い
る
事

こ
れ
ら
は
ま
だ
い
い

直

の
チ

ム
が
制
作
し
た

と
い
う
点
が
ど
う
に
も
引

掛
か

た
の
だ

 

直
に

え
れ
ば

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
推
進

が

き
が
け
た
事
の
よ
う
に
思
え
る

だ
が
ア
タ
シ

は
そ
う
思
え
な
か

た

な

な
ら
二
百
人

り
の

者
が
出
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
を
参

に

し
た
ゲ

ム

そ
ん
な
ネ
ガ
テ

ブ
イ
メ

ジ
を
先
行
さ
せ
る
情
報
を

伝
に
使

て
い
た
か

ら
だ
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郷
信
之
の
よ
う
に
ゲ

ム
制
作
に

わ

て
い
る
人
間
が
よ
か
ら
ぬ
事
を
企
ん
で
い
た
と

い
う

も
あ
る

 
き

と
ま
た

か
が

き
る

 
そ
う
予
感
す
る
の
は
あ
る
意
味

然
だ

ぶ

ち

け
て

う
な
ら

ネ
タ
感
し
か
無
い

 
無
論
和
人
が
デ
バ

カ

と
し
て
動
く
の
は
契
約
を
交
わ
し
た
後
だ

た
か
ら
ど
う
し

よ
う
も
な
い
し

ア
タ
シ
の
そ
の

え
も
根

の
な
い
も
の
で
し
か
な
い
の
だ
が

そ
う
い
う

で

で
は

事
も

き
な
い
で
欲
し
い
ん
だ
よ
ね

 

と
息
を

き
な
が
ら

う

 
ア
タ
シ
が
い
ま

る
の
は
ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
中
心
に

え
る

大
な
世
界

樹

そ
の
上
に
最
近
の
ア

プ
デ

ト
で
追
加
さ
れ
た
空
中

イ
グ
ド
ラ
シ
ル
・
シ
テ

だ

そ
の
一

に

桐

谷
一
家

桐

谷
一
家
の
共
同
で

り
て
い
る
部

で
ア
タ
シ
は

い
で
い
る

 
部

の
内

は

月

二
千
ユ
ル
ド
の

を
払

て
い
る
だ
け
あ

て
そ
れ
な
り
に

い

き
れ
い
に

か
れ
た
板

り
の

の
中

に
は
大
き
な

フ

セ

ト
が

か
れ

に
は

ホ

ム
バ

ま
で
設
え
ら
れ
て
い
る

に

ん
で
い
る
無
数
の
ボ
ト
ル
は
も
と
も
と
仮
想
世
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界
で
知
ら
な
い
間
に
集
ま

て
い
た

間
達
の
収
集
品
だ
が

・
み
ね
た
か

こ
と
ホ

ン
の
要
望
も

あ
り

キ
リ
ト

キ
リ
カ
ら
が

応
の

で

い
取
り

に

べ
た
も
の
だ

ホ

ン

く

離
れ
離
れ
の
家

と

み
な
が
ら
話
を
し
た
い
ら
し
い

も
ち
ろ
ん
離
れ
離
れ
の
対

は
キ

リ
ト
と
キ
リ
カ
の
二
人
を
指
し
て
い
る

 

向
き
の

は
一
面
ガ
ラ
ス

り
と
な

て
お
り
そ
こ
か
ら
イ
グ
シ
テ

の

な

が
眼

下
に
一
望
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
し
か
し

い
ま
は
こ
の

の
光

を

め
る
事
は
出
来
な
い

 
大
型
ス
ク
リ

ン
を

ね
て
い
る
ガ
ラ
ス
に
動

配
信
の

面
が

し
出
さ
れ
て
い
る
か
ら

だ 
部

の
内

で

り
て
い
る
部

が
バ
レ
た
と
し
て
も
問

は
無
い

イ
グ
シ
テ

の

金

は
い
ず
れ
の
部

も
差
が
あ
ま
り
な
く
家

の

は

い
足
し
た
も
の

ホ

ム
バ

の

有
無
が

一
の
手
掛
か
り
と
も

え
る
が
そ
も
そ
も
こ
の
部

に
入
る
に
は

物
の
エ
レ
ベ

タ

で
パ
ス
ワ

ド
を
打
ち

ん
で
部

を
指
定
す
る
必
要
が
あ
り

パ
ス
ワ

ド
を
知
ら

な
い
非

者
は

り

く
事
も
出
来
な
い
た
め
仮
に

物
を
特
定
し
て
も
突
撃
す
る
事
は
出

来
な
い
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そ
ん
な
ホ

ム
に

て
き
た
の
は
つ
い
先

ど
の
事
だ

 
セ
ブ
ン
達
の
配
信
が
十
五
日

後
十
一
時

に
終
わ

た
の
を
確
認
し
ア
タ
シ
は
十
一
時

か
ら
配
信
を
開
始

ア

プ
デ

ト
で
追
加
さ
れ
た
イ
グ
シ
テ

の

遊
や

な
ク
エ
ス
ト
攻

略
を
経
て

最
後
に
こ
の
ホ

ム
に

て
き
た

そ
し
て

を
し
て
い
た
と
こ
ろ

の
話
が
出
て

先
の
発

に
な

た

で
あ
る

 

達
と
の
対

は
さ
す
が
に

し
て
い
る
が

と
の
契
約
な
ど
の
見
返
り
で

が
後

ろ
盾
に
な

て
い
る
の
は
知
ら
れ
て
い
る
事
な
の
で

の
デ
バ

カ

を
依
頼
さ
れ
た
経

は
話
し
て
も
問

な
い

家
も
少
な
か
ら
ず

わ

て
い
る
の
は
世
間
的
に
も
予
想
さ
れ

て
い
る
た
め

か
は

し
つ
つ
話
に
出
せ
た

 
そ
れ
ら
を
知

た
上
で

リ
ス
ナ

達
は

も
う
手

れ

と
か

時
す
で
に

し

と
い

た
コ
メ
ン
ト
を
多
く
残
し
て
い
く

 
ま
あ
プ
レ
ミ
ア
や
聖

と
か
い
う
問

が
発
覚
し
て
る
か
ら
確
か
に
時
す
で
に

し
で
あ
る

あ
は
は
じ

あ
今
以
上
に

て
コ
ト
で

プ
レ
ミ
ア
自
体
は
可
愛
い
子
だ
し
ね

妹

く
感
じ
る
よ
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じ

あ
プ
レ
ミ
ア
ち

ん
も
配
信
者
に
な
る

て
コ
ト

 

一
家
の

大
か

 
う

ん

そ
れ
は
ど
う
か
な

ア
タ
シ
達
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
リ
ア
ル
の
認
識
が
最
初
か
ら
出
来

て
た
け
ど

プ
レ
ミ
ア
は

が
現
実
だ
と
思

て
る
か
ら
な

そ
も
そ
も

が
手
掛

け
て
る
ゲ

ム
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
か
ら
ア
タ
シ
達
み
た
い
に

有
権
を

い
取
る
と
か
は

し
い
気

も 
現
実
的
に
は

権
の
問

も
あ
る
が
な
に
よ
り
プ
レ
ミ
ア
自
身
が
自
身
が
生
き
て
い
る
の

は
作
ら
れ
た
世
界

と
い
う
認
識
を
持
ち

そ
れ
に

え
ら
れ
る
か
も
問

だ

 
そ
こ
ま
で

え
て

と

思
を

む

プ
レ
ミ
ア
な
ら
ど
う
で
も
い
い
で
す
と
か

ち

い
そ
う
な
気
が
し
て
き
た

キ

リ
カ
に
す

ご
い

い
て
る
か
ら
な

あ
の
子

ユ
イ
み
た
い
に
な
る
可
能
性
も
ワ
ン
チ

ン

あ
る
か
も

 
エ
ラ

に
よ
り
記

語

を
損
傷
し
た
ユ
イ
は
キ
リ
ト
へ
の
想
い
一
つ
で

自
己
を
保
持
し

地
下
迷

で
彼
を
助
け
ま
で
し
た

だ

過
程
こ
そ
違
う
が

似
た
よ
う
な
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経

で
プ
レ
ミ
ア
も
彼
女
の
よ
う
に

つ
ま
り
現
実
仮
想
の
認
識
よ
り
も
特
定
個
人
へ
の
想

い
を

先
し
て

自
己
を
保
つ
可
能
性
は
無
き
に
し
も
非
ず

私
み
た
い

と
は
ど
う
い
う
事
で
し

う

 
突
然

部

に
自
分
の
で
は
な
い
声
が
し
た

 
発
生
源
は
後
ろ

フ

越
し
に
見
れ
ば

妹
の
ユ
イ
が
部

に
入

て
き
た
と
こ
ろ
だ

た

形

は
大
人
の
そ
れ

変
わ
ら
ず
の
黒
コ

ト

で

か
ら
見
れ
ば
不
審
者
の
出
で
立

ち
で
あ
る

 
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
な
が
ら
フ

ド
を
外
し
た
彼
女
は

く

ん
で
い
る

そ
の

み
か

ら

か
に
怒
り
が
滲
み
出
て
い
る
の
を

し
た
ア
タ
シ
は
同
じ
よ
う
に
に
こ
り
と

み
を
返
し

た
キ
リ
ト
が
大

き
な
ユ
イ
み
た
い
に

て
い
う
意
味
だ
よ

そ
う
で
す
か

 

わ
ん
と
す
る
事
を

し
た
か

と

み
を
一

深
く
し
た
彼
女
は
そ
の
面
持
ち
を
が

ら
り
と
真
剣
な
も
の
へ
変
え
た

 
そ
の
表
情
を
見
て

こ
こ
に
来
た
の
が
偶
然
で
な
い
事
を

す
る



 第二十二章 〜
カ ル マ

〟人〟の悪性〜

 
多
分

ア
タ
シ
を
呼
び
に
き
た
の
だ

彼
女
は

ど
う
し
た
の

こ
の
子
か
ら

信
で
す

助
け
が
必
要
だ

と

 
そ
こ
で
ユ
イ
の
背
後
に
開
か
れ
て
い
る
ウ

ン
ド
ウ
が
あ
る
事
に
気
付
く

ウ

ン
ド
ウ
は

可

化
モ

ド
に
な

て
い
た

表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
あ
る
人
物

黒
髪
黒
目
の
少
年
キ

リ
カ

い

で
あ
る
た
め

か
ら
直

信
ア
プ
リ
を
使

て
い
る
事
ま
で
理
解
す
る

 
ア
タ
シ
が
気
付
い
た
事
を
理
解
し
た
ユ
イ
が
す
い
と
そ
の
ウ

ン
ド
ウ
を
こ
ち
ら
に
差
し

出
し
て
き
た

 
弟
と

線
が
あ

た
後

彼
の
黒
い

が
ア
タ
シ
の
背
後
を
見
や
り

少
し
だ
け
苦
い

に

な

た
配
信
中
だ

た
の
か

ご
め
ん

あ
あ

い
や

も
う
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
か
と
思

て
た
か
ら

あ
ま
り
気
に
し
な
い
で

配
信
の
メ
イ
ン
は
全
部
終
わ

て
た
し
ね

 
ち
ら
と
コ
メ
ン
ト
を
見
や
る
が
ユ
イ
と
キ
リ
カ
の
乱
入
に
対
す
る
反
応
は
過

な
も
の
で

は
な
い

デ
ビ

し
て
日
が

い
ア
タ
シ
に
は

定
の

者
層
が
少
な
い
た
め

上
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す
る

ど
の

地
も
無
い
の
だ

企
業
勢
な
の
で
喜
ぶ
べ
き
で
は
な
い
が
あ
る
意
味
助
か

た

と
も

え
る

 
ア
タ
シ
が

た
よ
う
に
配
信
の
メ
イ
ン
を
終
え
て
い
た
の
も
要
因
の
一
つ
だ
ろ
う

と
こ
ろ
で
ど
う
し
た
の

 

話
ア
プ
リ
使

て
ま
で

絡
取

て
く
る
な
ん
て

し
い
じ

ん

配
信

切

た
方
が
い
い

コ
メ
ン
ト
は
ど
ん
な
感
じ
だ

ん
 

し
く

葉
に

ま
ら
せ
る
キ
リ
カ

ア
タ
シ
は
一
先
ず

線
を
コ
メ
ン
ト

に

す

  

弟
フ
ラ

て
初
め
て
じ

ね

 
な
ん
か
あ

た
ん
か
な

 

と
は

え
こ
の
時
間
に

絡

て

結
構

性
高
い
ん
じ

 

を
す
れ
ば
影
だ
な

ま

た

か
問

で
も
あ

た
ん
か

 

助
け

て

ど
う
取

て
も

バ
い
ん
じ

な
い
か

 

た
だ
ク
エ
ス
ト
を
手
伝

て

な
ら
手
伝
い
が
必
要
と
か
の

い
回
し
に
な
る
も
ん

な
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こ
れ
こ
の
ま
ま
配
信

い
た
ら
事
件
の
後
追
い
が
出
来
る

て
事
だ
ろ

 
頼
む

け
て
く
れ

 

同
じ
く

 

け
て
く
れ

 

む
し
ろ
そ
の
た
め
に
チ

ン
ネ
ル
登
録

知
オ
ン
に
し
て
る
ま
で
あ
る

 

事
件
が

き
て
る
な
ら
そ
れ
を
把
握
し
て
お
き
た
い
ん
じ

  
反

さ
れ
る
ま
で
様
子
を
見
守

た
が
現
在

中
の
一
千
人
弱
の
人
達
は

と
ん
ど
が
継

を
希
望
す
る
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
く

 
ま
あ
見
た
く
な
い
な
ら
ブ
ラ
ウ
ザ
を

じ
て

れ
ば
い
い

だ
し
継

希
望
を
出
し
て
お
く

方
が
無

と
い
う

え
だ
ろ
う

み
ん
な
も
話
を

き
た
い

て

て
る
ね

じ

あ
切
ら
な
く
て
い
い

わ
ざ
わ
ざ
後
で
事
情
を
説
明
す
る
の
も
大
変
だ
ろ
う

え

で
も
そ
れ

知
ら
れ
て
も
大

な
事
な
の

達
が
悪
い
事
し
て
る

じ

な
い
か
ら
な

と
り
あ
え
ず

時
間
が

し
い
か
ら

に

ダ
イ
ブ
し
て
く
れ
る
か

 
事
情
は
二
人
の

動
中
に

信
で
話
す
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ど
う
や
ら
事

は
そ
こ
そ
こ
差
し

た
も
の
ら
し
い

 
そ
れ
を

し
た
ア
タ
シ
は

気
が
引
け
な
が
ら
も

を

む

い
や

そ
れ
は
ち

と
マ
ズ
い
か
も

内
の
配
信
は
企
業
勢
と
し
て

権
的
な
問

が
あ
る
か
ら

む

な
ら
別
の
プ
ラ
ン
で
い
こ
う

 
ち

と

て
て
と

た
後
い

た
ん

話
が
切
ら
れ
た

多
分
別
の

か
に

信
ア

プ
リ
を
使
う
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

ど
こ
に

絡
す
る
気
か
な

こ
の

信
ア
プ
リ
は

作
で
す
か
ら
ね

配
信

境
持
ち

つ
ア
プ
リ
イ
ン
ス
ト

ル
済

み
の
人
と
な
る
と
か
な
り
限
ら
れ
ま
す

だ
ね

 

ち
時
間
を
使

て
ユ
イ
と
予
想
を
始
め
る

 

の

信
ア
プ
リ
は
七
色
の
手
に
よ
る
も
の
だ
が
未
だ

作

の
た
め
そ
れ
を
イ
ン
ス

ト

ル
し
て
い
る
人
は

間
内
の
み

話
の
流
れ
か
ら
配
信
者
を

ぶ
と
は
思
う
の
で
そ
れ
を

前

に
す
る
と
更
に
候
補
は

ら
れ
る

な
に
せ

間
内
で
配
信
者
と
し
て
デ
ビ

し
て
い
る
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の
は

ア
タ
シ
達
三
人
以
外
に
は
セ
ブ
ン

レ
イ
ン

ア
ル
ゴ
の
三
人
し
か
い
な
い
か
ら
だ

 
そ
し
て
さ

き
ま
で
配
信
を
し
て
い
た
二
人
は
こ
の
時
間
か
ら
再
ロ
グ
イ
ン
す
る
の
は

し

い
も
の
が
あ
る

だ

 
だ
か
ら
お
そ
ら
く
ア
ル
ゴ
に

絡
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
ア
タ
シ
と
ユ
イ
は
同
じ
結
論
を
導

き
出
し
た

  

い
や

キ
リ
ト
ガ
チ
勢
な
あ
の
姉
妹
も
あ
り
得
る
ん
じ

ね

ｗ
ｗ
ｗ

  
ア
タ
シ
達
の
予
想
を

い
た

者
の
一
人
が
そ
の

え
は
甘
い
だ
ろ
う
と

を
入
れ
て

く
る

そ
ん
な
ま
さ
か
と

い
た
い
が

絡
で

き
た
場
合
無
い
と

え
な
い
の
が
彼
女
達

だ

け
付
け
な
い
と
い
う

は
無
い
だ
ろ
う

 
と
は

え

彼
女
ら
も
同
じ
企
業
勢
だ
か
ら

権
問

は

わ

て
く
る

助
力
の

数
に

入

た
と
し
て
も

配
信

と
い
う

件
に
今
回
は

し
得
な
い

い
ま
キ
リ
カ
が

絡
を

取

て
い
る

手
は

配
信
に

し

権
的
に
問

な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に
限
ら
れ
る

か
ら
だ

少
な
く
と
も

ユ

ミ
ル

が
そ
の

の
交

を
終
え
た
と
は

い
て
い
な
い
の
で
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必
然
的
に

間
内
の
配
信
者
六
名
の
実
に
五
名
が
候
補
か
ら
外
れ
る
事
に
な
る

 

数
分
後

 
再

信
が
来
た
キ
リ
カ
は
ア
ル
ゴ
の
協
力
を
取
り
付
け
た
と
開

一
番
に

い
放

た

 
ど
う
や
ら

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

の
配
信

で
事

の
対

に
あ
た
る
つ
も
り
ら
し
い

 
多
分
キ
リ
ト
の
た
め
と

い
て

き
た
ん
だ
ろ
う
な

と
予
想
し
な
が
ら
ア
タ
シ
は
配
信

を

じ

ユ
イ
と
共
に

へ
と

た

  
夜
の
樹
海
を

け
る

地
を
這
う
樹
木
の
根
に

を
取
ら
れ
な
い
よ
う
時
に

ん

ん

と

快
に

ね

時
に

に
手
を

ば
し
て

を
進
む

 
こ
う
し
て
速
さ
を

先
し

地
を

け
る
の
も
い
つ
ぶ
り
か

 
郷

を
覚
え
な
が
ら

自
分
を
深
夜
に
呼
び
出
し
た
人
物

キ
リ
カ
の
話
に

を

け
る

 
キ
リ
カ
か
ら
さ
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
を
助
力
し
て
欲
し
い
と
い
う
お
願
い

者
の

り
を
捨
て
た

も
同
然
な
そ
の
話
に
付
き
合
い
の
⻑
い
自
分
は
感

深
く
思

て
い
た
が
そ
の
気
持
ち
を
一
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し

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ど

事

は
あ
ま
り
よ
ろ
し
く
な
か

た

 
理
由
は
二
つ

 
一
つ
目
は

に
お
け
る
異
常

カ

デ

ナ
ル
が
な

プ
レ
ミ
ア
を
動
か
し
た
か
と

い
う
点
の
話

キ
リ
カ

く

の
カ

デ

ナ
ル
は

最
終
的
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を

創
成
す
る
可
能
性
が
浮
上
し
た

と
の
こ
と
だ

 
そ
の
可
能
性
に
至

た
要
因
に
つ
い
て
も

動
中
に
説
明
を

け
た

ど
う
や
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

の

大
地
切
断

の
伝
説
と

キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト

と
聖

に

し
た

グ
ラ
ウ

ン
ド
ク
エ
ス
ト

の
大

そ
し
て
登
場
人
物
な
ど
に

合
が
見
ら
れ
た
ら
し
い

 
更
に

く
べ
き
事
に

開
始
初
日
の
時
点
で

キ
リ
カ
が
カ

デ

ナ
ル
と
思
し
き
存

在

イ
ニ
シ

ル

か
ら
メ

セ

ジ
を

け
取

て
お
り

そ
の
文
面
に
も
あ
の
浮
遊

城
の
名
前
が
出
て
き
た
の
だ
と
い
う

し
か
も
そ
の
メ

セ

ジ
を
意
識
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
プ

レ
ミ
ア
と

を
合
わ
せ
て
い
た

 
流

に
無

と
は

え

い
た
め
こ
の
可
能
性
も
念

に

く
必
要
が
あ
る
と
彼
は
語

た 
こ
れ
ま
で
そ
の
メ

セ

ジ
に
つ
い
て
秘
匿
し
て
い
た
の
は
生
還
者
で
あ
る
自
分
達
を
イ
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な
意
味
で

さ
せ
た
く
な
い
と
思
い

定

を
集
め
て
い
た
か
ら
だ

た

肉
な
事
に

定

ど
こ
ろ
か
確
信
し
得
る
証

が
集
ま

て
し
ま

た
の
だ
が

 
そ
し
て
二
つ
目

 
そ
れ
は
プ
レ
ミ
ア
と
同
じ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

設
定
が
空
白
の
無
名
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
も
う
一
人
存
在
し
て

い
た
事
だ

 
そ
れ
に
気
付
け
た
の
は
プ
レ
ミ
ア
が
ダ

ク
エ
ル
フ
の
女
騎
士
か
ら
聖
大
樹
の
巫
女
と

わ
れ
た
事
が
理
由
の
一
つ
だ
と
い
う

Ｓ
Ａ
Ｏ

方
に
お
い
て

大
地
切
断

の

聖
大
樹
の
巫
女
は
二
人
存
在
す
る
ら
し
く
エ
ル
フ

もダ

ク黒
とフ

レ
ス
ト

森
の
二
種

存
在
し
そ
れ

ぞ
れ
が

る
聖
大
樹
も
二
本
存
在
す
る
の
で

こ
れ
も
確
実
と
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
は
判
断
し
た

 
更
に
そ
れ
を
後

し
し
た
の
が
そ
の
話
を
し
て
い
る
最
中
に
目
を
覚
ま
し
た
プ
レ
ミ
ア
だ

た

な
ん
と
彼
女
は
キ
リ
ト
と
面
識
が
無
か

た
と
い
う
の
だ

和
人
は
リ
ア
ル
と
バ

チ

ル

で
容

が
異
な
る
の
で

ア
バ
タ

の
銀
髪
金

の

に
な

て
み
せ
た
そ
う
だ
が

銀

髪
の
人
は
会

た
事
が
な
い

と
い
う
発

を

い
て
二
人
目
の
存
在
が
確
定
し
た
そ
う
だ

 
こ
れ
に
は
彼
ら
も

そ
の
話
を

い
た
自
分
達
も

惑
し
た
よ
う
だ
が

ど
う
や
ら
和
人
が

安
地

で
私
達
に
話
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は
プ
レ
ミ
ア
で
は
な
く

二
人
目
の
方
ら
し
い
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出
会
う

番
と
し
て
は
初
日
の
夜
に
キ
リ
ト
が
二
人
目
と
出
会
い
保
護

そ
の
あ
と

で
別

れ
た

二
日
目
に
キ
リ
カ
が
出
会

た
方
は
キ
リ
ト
と
面
識
の
な
い
プ
レ
ミ
ア
だ

た
と
い
う

だ
 

そ
し
て

現
在

 
プ
レ
ミ
ア
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
バ
グ

て
い
る
と
す
れ
ば

放
し
に
は
出
来
な
い

と
し
て

キ
リ
ト
が
夜
中
に
ロ
グ
イ
ン
し
オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林
の
北

黒
エ
ル
フ
の

騎
士

く

森
エ
ル
フ
の

へ
と
向
か

た

こ
れ
は
完
全
な
二
人
の
推

に
な
る
が

プ
レ
ミ
ア
が
黒
エ
ル
フ

の
聖
大
樹
の
巫
女

い
に
な

た
と
す
れ
ば
も
う
片
方
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

カ

デ

ナ
ル
は
森
エ
ル
フ

に

か
せ
よ
う
と
す
る

と
い
う
メ
タ

み
か
ら
来
る
目
的
地

だ

た

ク
エ
ス
ト
の
勢
力
が

に
黒
エ
ル
フ

の
キ
リ
カ
で
は
森
エ
ル
フ

に

で
き
な

い
と
判
断
し

キ
リ
ト
が
向
か
う
事
に
な

た
よ
う
だ

 

の
手
掛
か
り
も
無
し
に
探
し
出
す
の
は
流

に

を
極
め
る
だ
ろ
う
と
思

た
が

ヴ

ベ
ル
の
手
を

り
る

と
キ
リ
ト
は

た
ら
し
い

 
ヴ

ベ
ル
と

え
ば
か
つ
て
は
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現
れ
て
道

内
し
た
り
か
と
思
え
ば

襲

て
き
た
り
な
ど
謎
め
い
た
存
在
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は
ハ
イ
エ
ス
ト
・
レ
ベ
ル
な
る
仮
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想
世
界
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
で
見
れ
る

で
キ
リ
ト
達
の
動
向
を
監

し
必
要
に
応
じ

て

バ

ク
ド
ア

を
開
き

し
て
き
た
存
在
で
あ
る

 
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
制
約
に

ら
れ
な
い
彼
女
に
か
か
れ
ば
異
常
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
発

見
す
る
事
も

そ
こ
へ
一

で

動
す
る
事
も
容

だ
ろ
う

 

然
ヴ

ベ
ル
が
未
来
の
ユ
イ
で
あ
る
事
を
は
じ
め
そ
ん
な
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
世
間
に
は

知
ら
せ
て
い
な
い
の
だ
が

ヴ

ベ
ル
が
協
力
す
る
な
ら
可
能
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
て
い
る
の

か

動

の
コ
メ
ン
ト

に
そ
れ
ら
し
き

の
発

が
チ
ラ
ホ
ラ
見
て
取
れ
た

な
る

ど
ナ

道
理
で

な

が

こ
え
て
き
て
た

ダ

 

動
し
な
が
ら
全
て
を

き
終
え
た
自
分
の
第
一
声
は

得
の

葉
だ

た

 
そ
ん
な
自
分
に

し

な

線
を
向
け
て
く
る

姉
弟
達

キ
リ
カ

電
弟
も
気
付
い
て
い
な
か

た

の
か
と
意
外
に
思
い
な
が
ら

自
分
は
説
明
す
る
べ
く

を
開
く

プ
レ
ミ
ア
は
キ
リ
カ
に
べ

た
り
の

な
の
に
ち

く
ち

く

コ
ル
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
話
が
入

て
き
て
た
か
ら
ナ

別
サ

バ

の
話
か
と
思

て
キ

ラ
を
複
数
作

て

中
だ

た
ん
だ

ガ

ま
さ
か

Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
設
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
二
人

る
と
は
ネ

流

に

点
だ

た
ナ

 
情
報
を
生
業
に
す
る
自
分
も

本
的
な
収
集
方
法
は
自
分
の
足
だ

色

り

ん
で
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き
て
も
ら
え
る
の
は
情
報

と
し
て
信

さ
れ
て
か
ら

 
今
の
ア
バ
タ

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
の
引
継
ぎ
で
あ
り

鼠

と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る

も
の
だ
が
他
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
な
る
と
そ
う
も
い
か
な
い

別
ア
カ
で
鼠
な
ど
と
名

れ

ば

に

り
だ
と
思
わ
れ
る
の
が

の

手

取
り

い
手

が
取
れ
な
い
以
上
や
は
り

自
分
の
足
で
現
地
に

く
必
要
が
あ

た

 
掲
示
板
の
書
き

み
も
あ
る
程

参

に
す
る
が
信

性
や
裏
取
り
な
ど
の

か
ら
や
は

り
現
地
に

く
必
要
が
あ
る

テ
ス
ト
権
の
数
に
限
り
が
あ
る
た
め

は

思

た
以

上
に
時
間
が
掛
か

た

 
結

四
つ
の
サ

バ

全
て
を
回

て
裏
取
り
を
済
ま
せ
る
前
に
事
が
進
ん
で
し
ま

た

と
い
う
の
が
今
回
の
自
分
の
事
情
で
あ
る

サ

バ

を

い
で
ま
で

て
く
れ
れ
ば

協
力
し
た
の
に

 
自
身
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
事
を
し
て
い
た
の
か
と

き
の

を
し
て
い
た
キ
リ
カ

が

や
や
不

に

を

ら
せ
な
が
ら

う

に
人
手
不
足
だ

た
の
に
な

わ
な

か

た
の
か

と
い
う
思

が
見
て
取
れ
た

 
そ
れ
か
ら
滲
む

自
身
を

ず
る
感
情
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こ
れ
は
変
わ
ら
な
い
ん
だ
な
と

少
し

し
く
思
い
な
が
ら

を
開
く

な

に

こ
れ
も
経
験
ダ

サ

バ

い
で
の

と
か
流

の
オ
ネ

サ
ン
も
未
経
験

だ

た
か
ら
ナ

自
分
が
ど
こ
ま
で
出
来
る
か

る
に
は

良
か

た
ん
だ

 

と
苦

を

ら
す

 
こ
れ
は

だ

 
自
分
な
り
の

遠
的
な
独

欲
の
発

で
し
か
な
い

情
報

彼
の
裏
の
サ
ポ

ト
の

を

か
に

る
気
も

そ
こ
か
ら
身
を
引
く
気
も
無
い
と
い
う

 
そ
れ
が
あ
の
世
界
か
ら
解
放
さ
れ
た
今
も

鼠

を
名

る
理
由
だ

た

あ
あ

そ
う
い
え
ば
別
サ

バ

と

え
バ

 
そ
こ
で
話
を
切
り

え
る

 
あ
ま
り
深

り
さ
れ
る
の
は

少
な
く
と
も

人

の
下
で
は

望
ま
し
く
な
い
こ
ち

ら
の
心
情
を

し
た
か
キ
リ
カ
達
の
追

は
無
か

た

内
心
で
そ
れ
に
感

し
な
が
ら
思

い
出
し
た
情
報
に
つ
い
て
話
し
始
め
る

キ
リ
カ
達
は

に

ブ
ル

カ

ル

に
つ
い
て
は
知

て
る
よ
ナ

あ
あ

が
助
け
出
し
た
武

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

を
襲

て
た
プ
レ
イ

が
ブ
ル

に
な
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た
の
を
こ
の
目
で
見
た
か
ら
な

非
戦
闘
状

の
戦
闘
タ
イ
プ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
い
し
非
戦
闘
タ
イ
プ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
へ
の

行

を
行

た
場
合
の

ナ
ル
テ

オ
レ
ン
ジ
カ

ル
が
対
プ
レ
イ

の

ナ
ル
テ

な
ら

ブ
ル

カ

ル
は
対
Ｎ
Ｐ
Ｃ

の

ナ
ル
テ

だ

 

に
つ
い
て

し
く
な
い

者
に
も
分
か
る
よ
う
に
だ
ろ
う
キ
リ
カ
が

的
に

め

た

一
部
は

非
戦
闘
タ
イ
プ

な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

別
に
つ
い
て
疑
問
を

し
て
い
る
層
も

い
た
が

そ
れ
ら
は

ん
で

の
ご
と
く
な
の
で

一

ス
ル

さ
せ
て
も
ら
う

流

キ
リ
カ
だ
ナ

じ

あ

そ
の

ナ
ル
テ

の
内
容
も
知

て
る
カ

も
ち
ろ
ん
だ

戦
闘
タ
イ
プ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や
非
ア
ク
テ

ブ
・
モ
ン
ス
タ

か
ら
も
常
に
攻
撃
対

と
し
て

わ
れ
る

全
て
の
モ
ン
ス
タ

が
一
定

内
に
入
れ
ば
自
動
で
タ

ゲ

ト
し

て
く
る
か
ら
ハ
イ
デ

ン
グ
も

か
な
い

圏
外

に
も
衛
兵
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
い
る
か
ら
オ
レ
ン
ジ

と
違

て
入
る
事
も
出
来
な
い
し
戦
闘
タ
イ
プ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
か
な
り
の
高
ス
テ

タ
ス
だ
か
ら
現

状
プ
レ
イ

が
対
抗
す
る
事
は
ま
ず
不
可
能

有
体
に

て
し
ま
え
ば
実

プ
レ
イ

行

不
可
能
レ
ベ
ル
の

ナ
ル
テ

だ
な

 
こ
れ
ま
た

に
キ
リ
カ
が

め
る

式

で
は
色

や
や
こ
し
い
シ
ス
テ
ム

語
を
使

て
い
る
が

最
後
の
要
約
が

ブ
ル

カ

ル

の
重
要
な
部
分
を
物
語

て
い
た
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一
つ

き
な
が
ら

話
を

け
る

非
道

的
な
行

は
ど
こ
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
も

本
的
に
ご
法

だ
が

は
そ
れ
が
よ
り

著

て
事
だ
ナ

ま

場
が
そ
の

は

し
く
し
た
ん
だ
ろ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

ウ

ラ状
を
知

て
る
か
ら

な 

と
遠
い
眼
を
し
て
キ
リ
カ
が

息
す
る

そ
の

ウ

ラ状
に
最
も
対

し
て
い
た
経
歴
を

持
つ
少
年
は

そ
れ
で

と
気
を
取
り
直
し
た

こ
の
話
と

別
サ

バ

で
仕
入
れ
た
話
に

ど
ん
な

が
あ
る
ん
だ

お
か
し
い
と
思
わ
な
い
カ

 
こ
れ
だ
け
の
保
護
を

な
ん
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
さ
れ
て
い
る

の
カ

な

そ
こ
ま
で
の
保
護
を
し
よ
う
と
製
作

が
動
い
た
の
カ

 
一

キ
リ
カ
の

線
が
外
れ
る

彼
が
よ
く
見
せ
る

思
・

の
ク
セ
だ

 
そ
れ
か
ら
数

で
ハ

と

目
し

線
を

し
て
く
る

か
ら

明
だ

た
少
年
は

か

な
情
報
で
予
想
で
き
た
ら
し
い

あ
の
メ

セ

ジ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

ま
さ
か

こ
の

世

界

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
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ま
さ
か

で
し

 
キ
リ
カ
の
発

に
ヒ
ン
ト
を
得
た
か
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
も
気
付
い
た
よ
う
だ

た

者

達
も
一
部
は
気
付
い
た
ら
し
く

の
リ
ア
ク
シ

ン
を
感

な
ど
で
示
し
て
い
る

 
キ
リ
カ
達
も

そ
し
て

者
達
の

分
以
上
も

し
た
そ
の
事
実

そ
う
み
ん
な
も
気
付
い
た

り
ダ

こ
の
世
界
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
一

死
ね
ば
二

と
復
活
し

な
い
ん
だ

・

・

・

・に
・と
・

・て
・の
・デ
・ス
・ゲ
・

・ム
・な
・の
・サ

 
そ
れ
を
明
確
に
す
る

 
流

の
キ
リ
カ
達
も

葉
を
喪

た
ら
し
く

る
足
が

や
か
に
な
り

自
然
と
止
ま

た

れ
て
自
分
も
立
ち
止
ま
り

然
と
す
る
二
人
と
キ
リ
カ
が

る

面
を
振
り
返

て
見

や
るで

で
す
が

そ
れ
で
は
お
か
し
い
で
す
よ

 
三
人
の
内
最
初
に
我
に
返

た
の
は
ユ
イ
だ

た

惑
の
表
情
で
大
人
の

の
ユ
イ
は

葉
を

け
る

万
が
一
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
死
亡
し
た
場
合
は

ど
う
な
る
ん
で
す
か
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同
じ

を
持

た
別
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
ポ

プ
す
ル
ま
る
で

な
く
な

た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
代
わ
り

を
補

す
る
か
の
よ
う
に
ナ

つ
ま
り

全
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
ユ
ニ

ク
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か

 
そ
れ
は

そ
れ

こ
そ

本

に

 
も
ご
も
ご
と
キ
リ
カ
が

い

む

 
そ
ん
な
弟
を
他

に

ス
ト
レ
ア
が
不
安

に

を
開
い
た

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

て
事
は

つ
ま
り

が
対

て
事
だ
よ
ね

 
ア
タ
シ
達
は
大

な

の
か
な

い
え

そ
れ
は
大

な

で
す

私
達
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
キ

の

に
あ

て

ア

バ
タ

は
ガ
ワ
に
過
ぎ
ま
せ
ん

だ
か
ら
そ
の
デ
ス
設
定
も
あ
く
ま
で

カ

デ

ナ
ル

に

さ
れ
て
い
る

に
限
ら
れ
る

で
す

 
不
安
が
る
妹
を

ち

け
る
よ
う
に
ユ
イ
が

う

し
か
し

の
彼
女
も
不
安
は
感
じ
て
い

る
ら
し
く
表
情
は
明
る
く
な
い

キ
リ
カ
も
浮
遊
城
で
の
苦

を
思
い
出
し
て
い
る
の
か
苦
い

だ
 
そ
ん
な
三
人
と
や
や
騒
が
し
く
な
り
始
め
た
コ
メ
ン
ト

の

者
達
に
向
け
て

い
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か
せ
る
よ
う
に

を
開
く

人
間
の
オ
レ

ち
が

え
る
事
じ

な
い
け
ど
キ
リ
カ
達
は
安
心
し
て
大

ダ
ロ

そ
も

そ
も
そ
ん
な
危
険
な
ト
コ
に
放
り

め
る

ど

場
の

は
⻤

じ

ね

ど
う
か
な

夢

の
た
め
な
ら

進
す
る
の
が
天
才
の
天
才
足
る

以
だ
ぞ

そ
う
返
さ
れ
る
と

も

え
ネ

 
子

の

か
ら
の
夢
を
追
い
か
け

念
で
こ
の
仮
想
世
界
を
構

し
技
術
を
確
立
し

た
男
だ

彼
の
人
格
は
信

出
来
る
が
い
か
ん
せ
ん
天
才
と
い
う

書
が
そ
れ
を
打
ち
消

し
て
し
ま

て
い
る

 
な
に
よ
り
自
分
た
ち
は
一

人
の
知
ら
な
い
平
行
世
界
の
歴
史

場

が
デ
ス

ゲ

ム
の
黒
幕
で
あ
る
世
界
線

に
つ
い
て
知

て
し
ま

た

か
の
き

か
け
が
無
け
れ

ば
そ
う
な

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
以
上

無
い
と

え
な
い
の
が
悲
し
い
話
で
あ
る

 
ち
な
み
に
そ
の

進
を
常
に
見
せ
つ
け
て
い
た
少
年
自
身
が

う
と
説
得
力
が
あ
る
な

と

思

て
も
い
た
が

そ
れ
に
つ
い
て
は

ま
で
で

め
て
お
い
た

と
も
あ
れ
い
ま
別
サ

バ

の
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
そ
の
話
に
興
味
を
持

た
プ
レ

イ

が

実

ど
こ
ま
で
そ
う
な
の
か

を

す
事
が
増
え
て
る
ん
ダ
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え
え

 
で
も

ブ
ル

カ

ル
の

ナ
ル
テ

が
あ
る
で
し

 
そ
れ
な
の
に
す

る
人
が
増
え
て
る
の

 
そ
の
人
達
の
思

が
解
ら
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
に
ス
ト
レ
ア
が

う

 
一
ゲ

マ

と
し
て
そ
う
い

た
者
達
の
思

が
解

て
し
ま
う
だ
け
に
苛
立
ち
と

し

な
さ
を

分
に

き
つ
つ

自
分
は

を
開
い
た

論
気

に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
殺
し
を
行
う
プ
レ
イ

は
少
な
い

理
的
に
も
ど
う
な
ん
ダ

て

い
争

て
る
事
も
あ
る
そ

ダ

初
日
に

が
見
た
ブ
ル

化
し
た
プ
レ
イ

は
圏
外
に

れ
歩
く
ク
エ
ス
ト
持
ち
の

Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
モ
ン
ス
タ

の

に
使

て

自
分
は

弾
し
な
い
よ
う
に
す
る
作
戦
を
立
て
て
た

あ
あ
そ
う
い
う

ツ
も
い
る

け
ど

な
事
に
見
返
り
の
経
験
値
が
多
い
だ
の
レ
ア

ア
イ
テ
ム
が
手
に
入
る
だ
の

そ
う
い
う

に
釣
ら
れ
て
手
を
出
す

ツ
の
方
が
後
を
絶
た
な

イ

こ
こ
以
外
の
サ

バ

は
ど
こ
も
そ
ん
な
感
じ
で
こ
の
二

間
で
プ
レ
イ

の
ロ
グ
イ

ン
数
は
め

き
り

ち
ま

た
ら
し
い
ゼ

 
残

て
い
る
者
の

数
は
ま
と
も
だ
が
残
り

数
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
殺
し
上

プ
レ
イ

キ
ル

上

の
オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

カ

ル
プ
レ
イ

だ

衛
兵
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
戦
闘
に
な

て
も
倒
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せ
ば
経
験
値
が

と
む
し
ろ
喜
ん
で

が
る

ど
の
地
獄

ボ
ス
攻
略
の
た
め
に
レ
イ
ド
を

組
ん
で
も

回
プ
レ
イ

同
士
の
争
い
に
な
り
未
だ
第
一
エ
リ
ア
攻
略
の
目

す
ら
立

て

い
な
い
状
況
だ

 
正
直

コ
ル
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
話
の

が

れ
た
の
は

協
力
出
来
る
よ
う
な

境
で
な
い

た
め
確
認
し
た
く
て
も
出
来
な
か

た
か
ら
だ

た

ア
ル
ゴ
さ
ん
実

に
そ
の
レ
ア
ア
イ
テ
ム
な
ど
を
手
に
入
れ
た
プ
レ
イ

は

た
の
で
す

か 
真
剣
な
面
持
ち
の
ユ
イ
が
問
い
を
投

て
く
る

自
分
は
そ
れ
に

手
を
上

た

お
手
上

つ
ま
り

な
い
と
い
う
ポ

ズ
だ

残
念
な
が
ら
そ
う
い
う
書
き

み
は
あ

た
け
ど
ス
ク
リ

ン
シ

ト
な
り
で
証

を
示

し
た

ツ
は

な
い

再
現
性
を
取
る
事
も
出
来
な
い
し
そ
も
そ
も

の
内
容
に
信

性

が
無
イ

こ
れ
じ

ま
る
で

キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
の

を
思
い
出
す
な

 

け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
正
に

わ
ん
と
し
た

葉
を
キ
リ
カ
に
取
ら
れ
た

一

気

に
取
ら
れ
た
自
分
は

苦

を

ら
し

面
に

る
少
年
を
見
る
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か
し
い
ナ

軍
と
聖
⻯

合
が
真

向
衝
突
し
な
い
よ
う
い
ろ
い
ろ
裏
で

た

け

カ 
ニ

リ
と

い
か
け
れ
ば

面
の
少
年
は

ん
と
そ

を
向
い
た

そ
れ
が

れ

し

で
あ
る
事
は

や

が

か
に

く
な

て
い
る
事
か
ら
見
て
取
れ
る

が

い
た
い
の
は

そ
の
プ
レ
イ

達
を
裏
で

動
し
て
る

ツ
が

る

て
事
だ

ア

や

キ
リ
カ
も
そ
う
思
う
カ

あ
あ

真

先
に
候
補
に

が
る
の
は

人
権

定

と

技
術
撤

の

先

り

あ
と
は

う

に
よ
る

快

的
な
行
動
か

最
後
の
も
す
ご
く
あ
り
得
そ
う
で

え
な
い
ん
だ
よ
ナ

 
自
ら
レ

ド
プ
レ
イ

を
自
称
し
て
い
た
殺
人
快

者
の
集
ま
り

う

そ
の
構

成

だ

た
者
達
は
一
部
の

わ
さ
れ
て
い
た
者
達
以
外
の
全
て
が

重
な
監

の
下
で
生
活

を
送

て
い
る
が

そ
れ
ら
の
目
が
届
か
な
い
場

が
あ
る

そ
れ
が
仮
想
世
界
な
の
だ

 
Ｐ
ｏ
Ｈ
と
い
う

外
は
と
も
か
く
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
の
活
動
を

く
に

手
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ

だ
ろ
う
と
人
だ
ろ
う
と
と
り
あ
え
ず
殺
人
体
験
を
得
ら
れ
れ
ば
越
に

る
ら
し
い
事
は
判
明

し
て
い
る

全

が
そ
う
と
は
思
え
な
い
が
本
気
の
殺
し
合
い
や

期
の

び
を

く
事
に
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中
は
生
き
が
い
を
見
出
し
て
い
る
の
だ

 
そ
の
欲
求
が
限
界
を

え
い
ま
こ
の

で
発

し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
あ
り
得
な
い

話
で
は
な
い

 

そ
も
そ
も
そ
ん
な
危
険
人
物
の
下
に

テ
ス
タ

権
が
届
く
か
と
い
う
問

は
あ

る
が

亡
国
機
業

の
よ
う
に
裏
組

の
手
引
き
が
あ
れ
ば
ど
う
と
で
も
な

て
し
ま
う
と
学

ん
で
か
ら
は

あ
り
得
な
い
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
い
と

え
る
よ
う
に
し
て
い
る

う

と
い
う
異
常
性
に
目
を
付
け
た
裏
組

が
い
つ
の
間
に
か
潜
り

ん
で
い
た
と
し
て
も
お

か
し
く
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
黒
幕
・

郷
信
之
の
近

に
い
た
足
取
り
の

め
な
い
者
達
の
事

も

そ
う
思
わ
せ
る
一
因
を

て
い
る

あ
と
は

そ
う
だ
な

 

り

め
た
過
去
を
思
い
出
し
精
神
的

労
感
か
ら
う
へ

と
息
を

い
て
い
る
自
分
を
よ

そ
に

キ
リ
カ
は

葉
を

け
て
い
く

初
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
は

場

だ
と
思

て
い
た

そ
の

え
を

襲
し

て

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
ユ
ニ

ク
設
定
に
し
た

ツ
の

動
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
よ
な

え
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を

て
る
ん
だ
こ
の
電
弟
は

 

ど
う
い
う
意
味
だ
そ
れ

 

そ
も
そ
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
ユ
ニ

ク
に
し
て

を
し
た
か

た
と
い
う
の
か

 

デ
ス
ゲ

ム
主

者
ご

こ
で
も
し
た
か

た
と
で
も

う
つ
も
り
か
コ
イ
ツ

  
流

に
キ
リ
カ
の

え
方
は

も
理
解
で
き
な
か

た
よ
う
で
全

が

惑
と
疑
問
を

し

て
い
た

流

に
自
分
達
も
そ
の
発
想
は
無
か

た

 
た
だ

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
る

つ
ま
り
そ
れ

て

Ｐ
ｏ
Ｈ
み
た
い
な
の
が
製
作

に

る

て
事
だ
よ
ナ

あ
あ

 
要
は
最
悪
の
パ
タ

ン

製
作

に
ラ
フ
コ
フ

快

的
黒
幕
が
い
る
と
い
う
予
想
を

て
い
る

の
だ

 
ア
キ
ト
が
語

た
と
い
う
平
行
世
界
で
本

に

場
が
黒
幕
と
い
う
可
能
性
で
あ
り
デ
ス
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ゲ

ム
の
中
で
生
き
る
プ
レ
イ

の

を
目
的
に
し
て
い
た
と
す
る
な
ら

で
同
じ

事
が
絶
対

き
な
い
と
は

え
な
い

を

者
に

ぶ
あ
た
り
ま
だ
人
道
的
な
の
か
も
し

れ
な
い
が

し
か
し

事
者
に

し
い
キ
リ
カ
達
に
と

て
は

た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う

正
に
一
人
の
知
的

心
の
た
め
だ
け
に
使
い

さ
れ
て
い
く
よ
う
な
も
の

 
そ
れ
こ
そ

平
行
世
界
の

場
の
よ
う
な
悪
の

業
そ
の
も
の
だ
と
思

た

  

つ
ま
り
ど
う
い
う
事
だ

て
ば
よ

 

和
人
は
プ
レ
ミ
ア
の
そ

く
り
さ
ん
を
保
護
し
に
動
き
始
め
た
よ

大
仕
事
前
日
の

深
夜

時

 

キ
リ
カ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル

護
の
た
め
に

軍
要
請
し
た
よ
和
人
は
ロ
グ
イ
ン

が

く

キ
リ
カ
よ
り

レ
ベ
ル
な
の
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
守
り
な
が
ら
で
は
妖
魔
に
苦
戦
す
る

 

で
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
デ
ス
ゲ

ム
が
始
ま

て
た
よ

確
定
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四
つ
あ
る
サ

バ

の
内

キ
リ
カ

プ
レ
ミ
ア
達
が

る
サ

バ

以
外
の
三
つ
は

序

壊
を
来
し
て
る
よ

確
定

 

多
分
Ｎ
Ｐ
Ｃ
再
リ
ポ

プ
禁
止
に
し
た

ツ
が
裏
で
プ
レ
イ

を

動
し
て
る

非

確
定

 

以
上
の
情
報
が

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

ア
ル
ゴ

の
配
信
で
流
れ
て
る
よ

 

キ
リ
カ
と
共
有
さ
れ
た

場
の

現
実
の
浮
遊
城
プ
ロ
ジ

ク
ト

は
世
間
に
バ
レ
る
と

ベ

の
で
話
し
て
お
ら
ず

現
時
点
で
ユ
イ
達
も
知
ら
な
い
の
で

世
間
は

に
浮
遊

城
が
出
る
か
も

と
い
う
予
想
に

場
や
り
や
が

た

と

や
り
や
が

た

で

の

で
コ
メ
ン
ト
が

れ
て
る
よ

場
の
夢
は
語

て
な
い
が

聖

ク
エ
ス

ト

秘

大
地
切
断

伝
説
に

て
進
め
て
い
く
と

と
話
さ
れ
た
の
で
イ
コ

ル
製

作

を
直

し
て
る

が
悪
い
理
論

  

第

サ

バ

が

写
さ
れ
る
事
も
な
く

主
人

な
い
浮
遊
城

の

路

を

て
る
ん
じ

が

 
不
穏
で
す
ネ

ニ

コ
リ
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・
キ
リ
ト

 
今
回
の
騒
動
の
渦
中

 
ヴ

ベ
ル
の

ち

か

ら

反

技
を
頼
り
に
突
出
し
て
動
い
て
い
る
人
間

 
キ
リ
カ
も
知
ら
な
い

か
を
色

と
知

て
い
る

  
・
キ
リ
カ

 
あ
る
意
味
成
⻑
を
見
せ
た

少
年

 

に
な

た
自
身
の
自
己
同
一
性
を

得
し
た
事
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
事
を
気
に
掛
け
る
な
ど

の
精
神
的
進
歩
を
経
た

同
じ

の
姉
達
に
は

直
に
お
願
い
を

え
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
地
味
に
プ
レ
ミ
ア
に
保
護
欲
を
掻
き
立
て
ら
れ
て
い
た
り
い
な
か

た
り

  
・
プ
レ
ミ
ア

 
キ
リ
カ
に
保
護
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
ま
さ
か
の
キ
リ
ト
銀
髪
金

と
の
面
識
が
無
い
事
が
発
覚
し
た

そ
の
事
実
と
聖
大
樹
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の
巫
女
が
伝
説
上
で
は
二
人
い
る
事
を
知

て
い
た
た
め
和
人
と
キ
リ
カ
は
二
人
目
の
存
在
に

気
付
け
た

 
キ
リ
ト
の
名
前
に

し
て
は
そ
う
い
う
人
物
が
い
る
と
は

い
て
い
た
が
キ
リ
カ
と
の
や

や
こ
し
い
問

の
た
め
話

に

る
の
を
ユ
イ
達
が

け
て
い
た

 
深
夜
に
目
を
覚
ま
し
た
の
は
偶
然
か

は
た
ま
た

  
・

 
プ
レ
ミ
ア
の
そ

く
り
さ
ん

 

初
日
に
キ
リ
ト
に
助
け
ら
れ
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ

安
住
の
地

に
て
キ
リ
ト
が
み
ん
な

に
話
し
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は

実
は
こ
ち
ら
の
事

 
つ
ま
り
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
現
時
点
で
約
二

間
過

プ
レ
イ

四
サ

バ

内
で
最
も

穏

に

わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
浮
上
し
て
い
る

  
・
ス
ト
レ
ア

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
系
配
信
者
に
し
て
 

き
の

手
剣
使
い
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Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は

妖
精
ノ

ム

 

権
の
問

で
現
在
は
も

ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
内
の
実
況
配
信
に
な

て
い
る

ち

く
ち

く
セ

ブ
ン
レ
イ
ン
達
と
遭
遇
し
突
発
コ
ラ
ボ
を
開

す
る
の
で
地
味
に

者
数
は
増
加

向

 
あ
と

歌
が
上
手
い
事
を
最
近
自
覚
し
た

  
・
ユ
イ

 
フ
リ

ゲ

ム
系
配
信
者
に
し
て

き
の
マ
ル
チ
ウ

ポ
ン
・
プ
レ
イ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
影
妖
精
ス
プ
リ
ガ
ン

 

権
に

ら
れ
な
い
フ
リ

ゲ

ム
の
取
り

め

定
期
投
稿
を
行

て
い
る

 
最
近
Ａ
Ｌ
Ｏ
へ
の
ダ
イ
ブ
そ
の
も
の
を
し
て
い
な
か

た
が
キ
リ
カ
の

信
が
あ
り

方

ぶ
り
に
ダ
イ
ブ
し
た

  
・
ア
ル
ゴ

 

き
の
情
報

に
し
て

ス
ト

属
の
記
者

配
信
者

 
浮
遊
城
か
ら
脱
し
た
後
も
鼠
を
名

て
い
る
の
は
キ
リ
ト
に
対
す
る
信
頼
と
キ
リ
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ト
か
ら

け
る
信

を
手
放
し
た
く
な
い
が
た
め

 
最
も

い
時
期
を
共
に
暗
躍
し

え
合
い
持
ち
つ
持
た
れ
つ
で
戦
い

い
て
き
た
経

が

彼
女
を
狂
わ
せ
る

ユ
イ
達
に
よ
り
無
力
感
を

け
な
が
ら
も
必
死
に
足
掻
く
様
は
一

前
の
閃

光
の
そ
れ
で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ

テ
ス
ト
で
会

て
か
ら

実
に
三
年
が
経
過
し
た

間
内
で
共
に

た
時
間
は

も

と
も
⻑
い

 
ア
ル
ゴ
も
ま
た
一
人
の
女

 

い
も
甘
い
も
共
有
し
た
間

故
に

そ
の
想
い
は
一
入
だ

た

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第二十三章 〜近衛騎士リーフェ〜

 
第
二
十
三
章
 

近
衛
騎
士
リ

フ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
新
キ

ラ

 
で
す

新
キ

ラ
だ
け
ど
新
キ

ラ
じ

な
い

な
ん
て

え
ば

い
い
ん
だ
コ
レ

 

点

キ
リ
ト

 

数

約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
背
の

い

木
が
揺
れ
木
の
葉
の

れ
る

が

く

ガ
サ
ガ
サ
と
不

な
そ
れ
は
動
的

物
体
が

木
を
揺
ら
し
て
い
る
証

だ

そ
れ
が
複
数

こ
え
る
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そ
の
内

一
つ
が
眼
前
か
ら

こ
え
て
き
た

フ
 
息
を

い
こ
み
一

止
め
る

同
時
に
剣
を
突
き
出
す

モ

シ

ン
を

知
し
て
発
動
し

た
初
期
剣
技
の
一
つ
レ
イ
ジ
ス
パ
イ
ク
は
ダ

シ

の
加
速
と
合
わ
さ
り
神
速
で
空
気
も

ろ
と
も

木
を

い
た

 
ズ
パ

ン

 
と

い
た

が

く
と
共
に

確
か
な
手
応
え
が
返

て
く
る

 

木
の
影
に

れ
て
い
た

一
人
の
男
が

を
晒
し
た

ク

が

 

い

声
を
放
ち

応
戦
し
て
く
る
男
性

 

上
に
表
示
さ
れ
た
カ

ル
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
イ
エ
ロ

で
は
な
く
プ
レ
イ

を
示
す
色

を
放

て
い
た

闇
を
思
わ
せ
る

黒
交
じ
り
の
⻘
い
カ

ル

ブ
ル

カ

ル
だ

 
イ
ベ
ン
ト
で
戦
闘
に
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

く
原

非
戦
闘
Ｎ
Ｐ
Ｃ
へ
危

を
加
え
た
場
合
に
な
る

ナ
ル
テ

・
カ
ラ

オ
レ
ン
ジ
の
そ
れ
よ
り
重
い
制
裁
を
喰
ら
う
色
に
な

て
い
る
の
は

彼
が
圏
外
に
出
て
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
傷
つ
け
た
確
た
る
証

非
戦
闘
系
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

れ
出
す
ク
エ

ス
ト
で
フ
レ
ン
ド
リ

フ

イ
ア
を
し
て
し
ま

た
と
い
う
事
も
無
く
は
な
い
だ
ろ
う

実
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Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
オ
レ
ン
ジ
も
少
な
か
ら
ず
意

せ
ず
な
る
人
が

た

が
そ
の
可
能
性
は
男

の

と

の

木
に
潜
ん
で
い
る
プ
レ
イ

が

定
し
て
い
る

ス
キ
ル
値

は
高
く
な
い
ら
し
く

は
と
も
か
く
ゲ

ジ
と
カ

ル
が

れ
て
い
な
い

そ
し
て
見
え
て

い
る
カ

ル
は
全
て
ブ
ル

 
ブ
ル

カ

ル
が
一
人
な
ら
ま
だ
し
も
複
数
人
い
て
更
に

ま

て
動
い
て
い
る
の
は

偶
然
で
は
あ
り
得
な
い

 

つ
ま
り

容
赦
す
る
必
要
は
無
い
と
い
う
事

 
そ
し
て
た

た
い
ま

の
前
に
立
ち
は
だ
か

て
い
る

で
あ
る
と
い
う
事
実

そ
れ
だ

け
分
か
れ
ば
十
分
だ

 

が
こ
こ
に
い
る
理
由
は

こ
の
先
に
確
か
に
在
る

が
な
い
と
な

 
眼
前
の
男
を
斬
り
捨
て
る

の

を

ば
し

二
撃
目
で
全
損
さ
せ
る
事
が
出
来
た

 
そ
れ
を
見
て

こ
の

は
弱
め
か

と
分

す
る

 

が
オ
ル
ド
ロ

ブ
を
出
発
し
大
森
林
を
北
に
進
み
始
め
て
三
十
分

こ
の
先
に
プ
レ
ミ
ア

の
そ

く
り
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
い
る
事
は
ヴ

ベ
ル
に

べ
て
も
ら

て
判
明
し
て
い
る

お
そ
ら
く
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フ

レ
ス
ト

森
エ
ル
フ
の

が
あ
る
だ
ろ
う
地
点
に
近
付
い
て
き
た

り
で

先
の
男
達
と
遭
遇
し
た

 
こ
の
男
達
は
あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
キ
ル
を

て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
し
て
そ
れ
が
組

だ

て

行
わ
れ
て
い
る
事
で
あ
り
こ
の
男
達
は
先
回
り
な
り
し
て
い
た
が

し
て
し
ま
い
こ
こ
に

い
て
行
か
れ
た
組

の

 
そ
う
予
想
し
た
が
お
そ
ら
く
大
き
く
外
れ
て
い
ま
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
も

物
の
パ

テ

を

め
る
部
隊
邪
魔
を
入
れ
な
い
た
め
の

部
隊
な
ど
い
く
つ
か
に
分
か
れ
取
り
分
の
メ
イ

ン

つ
ま
り

時
の
経
験
値
な
ど

は
組

の
中

が
行

て
い
た

必
然
的
に
裏
方
の

レ
ベ
ル
は
組

中

の
者
よ
り

く
な
る

 
⻑
ら
く
レ
ベ
リ
ン
グ
を

て
い
た

の
レ
ベ
ル
は

正
直

正
レ
ベ
ル
よ
り

く

や

場
の

に
手
を
出
し
て
い
る

中
と

対
す
る
に
は

か
不
安
が
あ
る
数
値
だ

 

の
男
を
二
撃
で
キ
ル
出
来
た
の
も

を

え
た
事
と

の
性
能
が
あ
ま
り
高
く

な
い
こ
と
そ
し
て
レ
ベ
ル
差
が
大
き
く
な
か

た
点
だ
ろ
う

ブ
ル

に
な

た
ら
補

が

し
く
な
る
か
ら
レ
ベ
リ
ン
グ
も

い
事
に
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
過
去
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
経
験
が
あ
る

に
は
そ
の
補

の

し
さ
が
よ
く
分
か
る

理

鍛
冶

裁

な
ど
自

自
足
が
出
来
た
か
ら
マ
シ
だ

た
が

そ
れ
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を
取
ら
な
い
攻
略
プ
レ
イ

が
オ
レ
ン
ジ
に
な
れ
ば
補

の
面
で
苦
し
い
思
い
を
す
る

圏

外

で
は
ロ
ク
な
ポ

シ

ン

の
補

が
特
に

し
い

そ
れ
に
加
え
常
に
非
ア
ク
テ

ブ

モ
ン
ス
タ

や
圏
外

の
衛
兵
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
も
追
わ
れ
る
と
な
れ
ば
真

な
補

は
不
可
能
と

み
る
べ
き
だ

 
そ
の

ナ
ル
テ

を
ど
こ
ま
で
理
解
し
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

 

こ
の
男
達
の
リ

ダ

は

い

た
い

が
目
的
で

 

間
を
キ
ル
さ
れ
苛
立
ち

じ
り
に

木
か
ら
襲
い
掛
か

て
き
た
三
人
の
ブ
ル

プ
レ
イ

を

手
取
り
つ
つ

思

も
回
す

 
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
そ
し
て
プ
レ
ミ
ア
を

う
プ
レ
イ

達
の
存
在
は
キ
リ
カ
達
か
ら

い
て
い

た

過

と
キ
リ
カ
を

に
呼
ば
れ
る
者
達
は

に
プ
レ
ミ
ア
の
身

を

い
圏

外
で
勝
負
を
仕
掛
け
て
き
た
と
い
う

と
は

え

初
期
の

に

を
危
惧
し
た
キ
リ
カ
が

プ
レ
ミ
ア
を
圏
外
に

れ
出
さ
な
く
な
り

キ
リ
カ
対
過

の
様

だ

た
よ
う
だ

 
そ
の
過

が
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
発
見
し

こ
れ

い
と

い
始
め
た
の
だ
ろ
う

 
そ
こ
ま
で
は

ま
だ
分
か
る

 
だ
が

な

そ
こ
ま
で

る
の
か
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た

た
一
人
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
突
け

い
ド
ロ

プ

な
ら
キ
ル
し
た
一
人
に
し
か
恩

が
無

い
だ
ろ
う
に

な

組

だ

て
動
け
て
い
る
の
か

 
得
も

わ
れ
ぬ
違
和
感
と
気
持
ち
悪
さ
が

中
に
浮
か
ん
で
止
ま
な
い

 
無
論

情
報
が
足
り
な
さ
過
ぎ
て
こ
れ
以
上
の
思

は
無

な
の
だ
が

死
ね
や
オ
ラ

喰
ら
え

 

か
ら
声

 
更
に

ち
り

と

くう
な
じ

 
前
進
し
な
が
ら
剣
を

に

ぐ
と

背
中
を

て
振
り
下
ろ
さ
れ
た
直
剣
の

を

い
た

バ

ク
ア
タ

ク
を

わ
て
い
た
よ
う
だ

 
本
来
な
ら
構
わ
す
先
を
進
む
が
前
後
で

ま
れ
る
危
険
性
と
レ
ベ
リ
ン
グ
を
す
る
必
要
性
が

あ
る
た
め

え
て
三
人
と
対
峙
を

行

そ
れ
で
も
手

く
戦
闘
を
終
え
る

 
三
人
を
斬
り
捨
て
た
の
は

そ
れ
か
ら
十
五

後
だ

た

 

得
し
た
経
験
値
で
レ
ベ
ル
が

ま
で
一
気
に
上
が
る

ス
キ
ル
ポ
イ
ン
ト

パ
ラ
メ

タ
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ポ
イ
ン
ト
を

り
振
り

ド
ロ

プ
し
た
片
手
剣
も
オ
ブ
ジ

ク
ト
化
し

か
ら

る
す

を
思
い
出
す
な

 
そ
こ
で

と

苦

が

れ
た

 

裏
に
浮
か
ぶ
の
は
オ
レ
ン
ジ
・
レ

ド
プ
レ
イ

と
し
て
活
動
し
て
い
た
２
０
２
４
年

初

だ

あ
の

は

に

る
の
も

し
み
ド
ロ

プ
し
た
オ
レ
ン
ジ
達
の
武
器
を
そ
の
ま
ま

使
い

滅
を

け
る
日

だ

た

も
ち
ろ
ん
使
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
攻
略
に
も
使

た
し

イ
ン
ゴ

ト
に

し
て
か
ら
別
の
武
器
に
鍛
え
直
し
も
し
た

 
い
ま
は
そ
の

き
直
し
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ

 
助
け
る
対

が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
変
わ

た
だ
け

 

そ
し
て

プ
レ
イ

に
付
け

わ
れ
て
い
る
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ
け
が
命
を

し
て
い
る

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
と

て
こ
の
世
界
は

デ
ス
ゲ

ム

現
実
そ
の
も
の

 

が
こ
う
も
真
剣
に
な

て
い
る
の
も
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

の
問

と

わ
り
が
あ
る
か

ら
だ
け
で
な
く

そ
の
認
識
が
出
来
た
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う

ま

た
く

さ
ん

ア
ン
タ
が
持

て
く
る

依
頼

は

ネ
タ
ば

か
り
だ
な

 
そ
う

こ
こ
に

な
い
男
へ
愚

を
こ

す
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思
い
返
せ
ば

が
現
実
で
あ
の
男
と
出
会

て
か
ら
も
う

年
が
過
ぎ
た

そ
の
間
に
様

な
契
約
を
交
わ
し
た
が
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
セ
ブ
ン
観

然
り
Ｓ
Ｔ
Ｌ
テ
ス
ト
然
り
そ
し
て
こ
の

然
り

事
し
か
遭
遇
し
て
い
な
い

特
に

は

が

先
し
て
制
作
を
進
行

し
た
か
ら

そ
う
思
う

 
多
分
契
約
が
な
く
て
も

か
キ
リ
カ
あ
る
い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
攻
略
組
の

か
が
ロ
グ
イ
ン
し
た
時

点
で
今
の
状
況
に

て
い
た
気
は
す
る
が

そ
れ
ら
は
一

無

で
あ
る

明
日

い
や

も
う
今
日
か

時
間
が
出
来
た
ら

た
い
苦
情
を
入
れ
て
や
る

 
そ
の
つ
い
で
と

て
は
な
ん
だ
が
ブ
ル

カ

ル
と
同
個
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
リ
ス
ポ

ン

禁
止
が
ど
う
い
う
経

で
な

た
か
も

こ
う
と
心
に
決
め
た

 止
ま
れ
人

 
こ
れ
以
上
こ
の
森
で
の

は
許
さ
ん
ぞ

 
更
に
森
の

へ
進
ん
で
い
く
と

上
に

い
カ

ル
を
付
け
た
人
型

森
エ
ル
フ
と
遭

遇
し
た

二
人
一
組
で
弓
を
番
え
こ
ち
ら
を
制
止
す
る
こ
の
状
況
は
キ
リ
カ
か
ら
黒
エ
ル
フ
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と
の
ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら

た
内
容
と

一

し
て
い
る

 
お
そ
ら
く
森
エ
ル
フ

の

妖
魔
王
の

攻

ク
エ
ス
ト
が

動
し
た
の
だ

 
出
会
う
か
ど
う
か
分
か
ら
な
か

た
の
で
あ
ま
り

え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
が
出
会

た

な
ら
仕
方
が
な
い

・む
・し
・ろ
・

・

 
足
を
止
め
た

は

ま

す
ぐ
森
エ
ル
フ
を
見
返
し
た

無
断
で

み
入

た
無
礼
を

罪
す
る

 
だ
が

い
て

し
い

こ
の
森
に

聖
大
樹
の

巫
女

が
の
が

れ

い
ま

我
が
同

に

わ
れ
て
い
る
と

い
た

 

は
か
の
巫
女
を
守
る

た
め
に
馳
せ
参
じ
た

第

 
今
回
は
ど
う
か
大
目
に
見
て

き
た
い

 
仮
に
森
エ
ル
フ
と
会

た
時
の
た
め
に
予
め

え
て
お
い
た
セ
リ
フ
を
な
ん
と
か

ま
る
事

無
く

い
切
る

な
に

聖
大
樹
の
巫
女
様
が

こ
の
森
に

 

の
発

を

い
た
森
エ
ル
フ
達
が

惑
の
様

を
見
せ
た

 
そ
の
様
子
に

は
内
心
で
会
心
の

み
を
浮
か
べ
る

 

本
来
で
あ
れ
ば

な
い
発

を

い
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
は
反
応
し
な
い
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今
の
状
況
で
は
キ
リ
カ
が
し
た
よ
う
に

抗
す
る
か
あ
る
い
は

す
る
か
で
変
わ
る
の
だ

と
思
う
が

は

え
て
第
三
の

を
取

た

 
す
な
わ
ち
エ
ル
フ

に
深
く

わ
る
話

聖
大
樹
に

す
る
ワ

ド
を
出
し
味

方
に
付
け
よ
う
と
い
う
作
戦
で
あ
る

 
ク
エ
ス
ト
に
絡
め
る
よ
う
に

聖
大
樹
の
巫
女

と
い
う
ワ

ド
が
黒
エ
ル
フ

で
出
た
な

ら
森
エ
ル
フ

で
も
同
じ
よ
う
な
反
応
が
出
て
く
る
の
は
予
想
で
き
る

そ
れ
ぞ
れ
が
信

す

る
聖
大
樹
を

じ
る
巫
女
を
守
る
た
め

そ
う

え
ば
と
も
す
れ
ば
森
エ
ル
フ
と
争
う
こ
と

な
く
ス
ム

ズ
に
森
の
中
を

策
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と

ん
で
い
た

あ
わ
よ
く
ば

森
エ
ル
フ
の
騎
士
を

間
に
し
た
り
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
助
け
出
し
た
後
に
森
エ
ル
フ
の

へ

ん
だ
り
も
出
来
な
い
か
と

え
て
い
る

 
結
果
的
に
は
キ
リ
カ
と
同
じ
過
程
を

る

だ
が
そ
れ
は
森
エ
ル
フ
の
エ
リ

ト
騎
士
や
妖

魔
と
の
戦
闘
に
時
間
を

く
の
を

し
ん
だ
た
め
で
あ
る

シ

ト
カ

ト
が
出
来
な
い
か
と

思
い

こ
の
第
三
の

を

え
出
し
た
の
だ

 
ま
あ
こ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
の
も
個

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

化
し
ク
エ
ス
ト
や
種

設
定
に
深
く

与
す
る
内
容
を
カ

デ

ナ
ル
が
故
意
に
弄

て
い
る
た
め
な
の
だ
が

プ
レ
ミ
ア
達
に
聖
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大
樹
の
巫
女

と
い
う
属
性
を
付
与
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
こ
ん
な

業
は
出
来
な
か

た

 
さ
て
ど
う
な
る
か

と

を

ん
で
森
エ
ル
フ
達
の
反
応
を

つ

を

く
な

 
巫
女
様
が
こ
の
森
に

て
い
れ
ば
我

が
先
に
気
付
い
て
お
る
わ

 
そ
う
し
て
返
さ
れ
た
の
は
多
分
危

を
加
え
る
つ
も
り
は
無
い
な
ど
森
エ
ル
フ
に
非

対
的
な
発

を
し
た
時
の
テ
ン
プ
レ
ワ

ド
に

の
話

が
組
み

ま
れ
た
も
の
だ

た

ま

あ
現
状
森
エ
ル
フ
へ
の

の
フ

ン
ク
シ

ン

信

が
足
り
な
い
か
ら
そ
う
な
る
の
も
仕
方
な
い

 
あ
ま
り
期

し
て
は
な
か

た
が
出
来
れ
ば
な

て

し
か

た
な

と
残
念
に
思
い
な
が

ら

の
剣
に
手
を
掛
け
る

 
そ
れ
を
見
て

森
エ
ル
フ
の
二
人
も
弓
に

を
番
え
直
し
た

ち
な
さ
い

 
一
触

発
の
空
気
が
漂
う
こ
の
場
に

女
性
の
声
が
上
が
る

 

息
が

ま

た

 
そ
の
声
に

き
覚
え
が
あ

た
か
ら

あ

あ
な
た
は
リ

フ

殿

 
な

こ
こ
に
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伝
承
に
あ
る
巫
女
の

を

た
人

が
森
に
入

た
と
報

を

け
た
か
ら
よ

つ
ま
り

そ
の
人

の

葉
は
真
実

な
ん
で
す
と

 
状
況
的
に
森
エ
ル
フ
の
エ
リ

ト
ク
ラ
ス
Ｍ
ｏ
ｂ
が
来
た
の
だ
と
は
分
か

た

戦
う
様
子

で
な
い
の
は
さ

き

が

に
し
た

葉
に
カ

デ

ナ
ル
が
整
合
性
を
合
わ
せ
に
来
た
か
ら
だ

ろ
う

プ
レ
ミ
ア
達
を
無
理

理
動
か
そ
う
と
す
る
く
ら
い
だ
か
ら
喪
う

に
は
い
か
な
い
と

動
く
と

ん
で
の
行
動
は
無

で
は
な
か

た
ら
し
い

 

そ
う
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
に

え
る
間

の
意
識
は
眼
前
の
人
影
に
集
中
し
て
い

た 
ガ
サ
ガ
サ
と

木
を
か
き
分
け
な
が
ら

を
現
し
た
の
は
一
人
の
女
性
騎
士
だ

た

リ

フ

と

う
ら
し
い
騎
士
は
金
色
と
緑
色
に
飾
ら
れ
た

部
を
守
る
ブ
レ
ス
ト
プ
レ

ト

手

て
な
ど
を

て
い
る
が
全
体
的
に

だ

速
さ
を
重

し
て
い
る
事
が
よ
く
分

か
る

 
そ
の

に
は

く
反
り
返

た
⻑
刀
が
剣

で

る
さ
れ
て
い
る

見
る
か
ら
に
業
物
と
分
か

る
そ
れ
は
こ
の

で
現
状
一
二
を
争
う

ど
の
オ
ブ
ジ

ク
ト
・
レ
ア
リ
テ

だ
ろ
う
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戦
え
ば
こ
ち
ら
の
剣
を

ら
れ
か
ね
な
い

 
だ
が

そ
れ
ら
は
全
て

に
と

て
は

事
だ

た

 
リ

フ

と
呼
ば
れ
た
女
性
騎
士
が
一
つ
に

た
金
髪
を
揺
ら
し
緑
の

を
こ
ち

ら
に
向
け
る

 
そ
の
容

は

ど
こ
か
ら
ど
う
見
て
も
義
姉
の
ア
バ
タ

・
リ

フ

の
そ
れ
だ

た

  

に

ま
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も

な
自
己

を
終
え
た

は
妖
魔
と
も
そ
し

て
新
た
に
表
れ
た
森
エ
ル
フ
の
エ
リ

ト
騎
士
・
リ

フ

と
戦
う
事
な
く
森
の
中
を
進
ん
で

い
た

 
そ
の

の

ら
を
進
む
の
は

リ

フ

と

二
つ
の
エ
リ

ト
騎
士
一
人

 
て

き
り
妖
魔
に
よ
り

化
さ
れ
る
運
命
か
ら
外
れ
た
男
騎
士
二
人
も
来
る
か
と
思

た
が

意
外
な
事
に
リ

フ

は
二
人
を

へ
帰
し
て
し
ま

た

故
か
と

け
ば

巫
女
を

え
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入
れ
る

備
の
た
め
と
い
う

え
が
返

て
く
る

こ
ち
ら
か
ら

し
よ
う
と
思

て
い
た

事
を
先
に
取
ら
れ
た
形
に
な

た

 
と
も
あ
れ
リ

フ

を
パ

テ

に
加
え
た

は

の
報

で
人

が
多
く
い
る
と

い
た
場

に

内
し
て
も
ら
う
道
中

な

が

に
い
る
か
も

め
て
情
報
共
有
を
行

た

代
わ
り
に
森
エ
ル
フ
が
妖
魔
に
よ

て

地
に
立
た
さ
れ
て
い
る
現
状
も
教
え
て
も
ら

う

と
ん
ど
は
キ
リ
カ
か
ら
教
え
て
も
ら

た
情
報
と
合

し
て
い
た
か
ら
再
確
認
と
い
う

形
に
な
る

違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば

妖
魔

と
森
エ
ル
フ
は

対

に
あ
る
と
い
う
事
実

だ

た

 
ち
な
み
に
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
そ
れ
を

う
プ
レ
イ

達
の
事
は

記

を
失

て
る
聖
大
樹

の
巫
女

と

聖
大
樹
の
恩

を
欲
す
る
人

と
い
う
体
で
話
を
し
た

成
程

人

の
間
で
も

色

とい
さ
かい

やわ
だ
か
まり

が
あ
る
の
ね

 
そ
の
話
を

い
た
リ

フ

が

と

感
を

べ
た

他
種

の
問

故
か

心
は

い
ら

し
い

 
森
エ
ル
フ
騎
士
の
様
子
に

静
か
に

は

し
た

 

は
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
を

時
代
そ
し
て
デ
ス
ゲ

ム
時
代
で
一

ず
つ
し
か
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戦
し
て
い
な
い

パ

テ

メ
ン
バ

の
一
人
に
な
れ
ば
複
数
回

け
ら
れ
る
が

は

テ

ス
ト
に

い
て
も

ロ
を

い
た
た
め
結

黒
エ
ル
フ

の
ス
ト

リ

し
か
知
ら
な
い

ア

ル
ゴ
や
ア
ス
ナ

ク
ラ
イ
ン
達
か
ら
森
エ
ル
フ

の

要
は

い
て
い
る
が

秘

の
入
手

や

地
の
指

の
守
護
あ
る
い
は
奪
取
な
ど
で
争
う
く
ら
い
で
大
き
な
違
い
が
無
か

た

と
記

し
て
い
る

 
最
大
の
違
い
は
最
初
に
味
方
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
生
存
す
る
か

か
な
の
だ
ろ
う
が

を

い
て

み
ん
な
死
亡
さ
せ
て
し
ま

た
ル

ト
だ

た
の
で

そ
の
差
異
は
あ
ま
り
ア
テ
に
な
ら
な
い

キ
ズ
メ
ル
の
人
間

が

与
し
た

り
は

に

い
て
も

き
覚
え
の
無
い
展
開
に
な

て

い
た
か
ら
だ

 
と
も
あ
れ
エ
リ

ト
ク
ラ
ス
の
騎
士
と
な
る
と
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
最
初
に
出
会
う

二
人

黒
エ
ル
フ
と
森
エ
ル
フ
の
騎
士
が
思
い
浮
か
ぶ
の
だ
が
実
は
森
エ
ル
フ

の
騎
士
は

常
に
男
性
だ

た
り
す
る

黒
エ
ル
フ

は
最
初
は
女
性
だ

た
が

が
キ
ズ
メ
ル
を
生
存
さ

せ
た
せ
い
か
以

は
男
性
し
か
ポ

プ
し
な
か

た
ら
し
い

 
そ
う
い
う

で
今
回

の
森
エ
ル
フ

の
エ
リ

ト
騎
士
も
男
が
出
て
く
る
の
か
と
思

て
い
た
が

そ
の
予
想
を
裏
切
る
形
で
リ

フ

そ

く
り
の
女
性
騎
士
が
登
場
し
て
き
た
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カ

デ

ナ
ル
め

ア
ジ
な
真
似
を
し
て
く
れ
る

 
そ
の
原
因
も

に
見

が
つ
い
て
い
る

 
森
エ
ル
フ
の
騎
士
リ

フ

の
ア
バ
タ

は
お
そ
ら
く

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
一
人
残

た
時
の
第

三

練
の
最
後
に
立
ち
は
だ
か

た

ホ
ロ
ウ
・
リ

フ

の
デ

タ
が
流

さ
れ
て
い
る

か
ら

が

り
金
と
緑
の
髪

が
森
エ
ル
フ
の
特
徴
に
合

す
る
事
そ
し
て
こ
の
地

に
来
た

の
プ
レ
イ

名
が

Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ

で
あ
る
事
が
原
因
だ
と
思
う

 
お
そ
ら
く
キ
リ
カ
と
の
会
話
を

し

カ

デ

ナ
ル
は
ア
カ
ウ
ン
ト

が
異
な

る

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
把
握
し
た

そ
し
て
キ
ズ
メ

ル
と
同
じ
立
場
の
存
在
と
し
て

森
エ
ル
フ
騎
士
に
リ

フ

の

で

し
た

 
名
前
が
違
う
の
は

に
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
ａ
と
い
う
プ
レ
イ

が

る
か
ら
だ
け
で
は
な
い

へ
の
メ

セ

ジ
な
の
だ

 
こ
の
女
性
騎
士
の
大
本
は

ホ
ロ
ウ
・
リ

フ

で
あ
る
事

 
そ
し
て

こ
の

と
Ｓ
Ａ
Ｏ
は
非
常
に

わ
り
の
深
い
世
界
で
あ
る
事

 
そ
れ
ら
を
よ
り
確
信
し
ろ
と
い
う

カ

デ

ナ
ル
か
ら
の
メ

セ

ジ

 
だ
か
ら
こ
そ

を

く
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も
し
か
し
た
ら

と
思

た
ん
だ
け
ど
な

 

中
で

け

た

い
期

 
そ
れ
は
キ
ズ
メ
ル
が

テ
ス
ト
時
代
の
事
を
夢
と
し
て
見
て
い
た
よ
う
に
あ
る
い
は
ヴ

フ

ス
が
世
界
の
時
を

き

し
て
も
覚
え
て
い
た
よ
う
に
リ

フ

も
ま
た
リ

フ

時
代
の

事
を
覚
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期

だ

 
義
姉
・
リ

フ

は

義
弟
を
異
性
と
し
て
も
愛
し
て
く
れ
て
い
た

 
そ
れ
を
知

た
上
で

け
取
れ
な
い
と
キ
リ
カ
も
一

は
絶
望
し
無
気
力
に
な

て
い
た

事
が
あ
る

同
時
に
義
姉
本
人
も
そ
れ
を

し
て
か
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代

ど
直

的
な
愛
情
表
現
を

し
て
こ
な
く
な

た

 
そ
れ
を
解
消
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

は

え
て
し
ま

た

 
本
来
そ
れ
は

が

く
べ
き
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

 
実

に

え
て
人
で
あ

た
記

を
持
つ
の
に

に
な
る
と
い
う
の
は
地
獄
に

し
い

そ

れ
ま
で

き
上

た
全
て
が
他
人
の
も
の
に
な
る
の
と
同
義
だ
か
ら
だ

キ
リ
カ
も

せ
に
な
れ

る

抑
え
て
い
る
義
姉
も

面
な
く
発

で
き
る

そ
の
た
め
と
は

え

義
姉
の

も

た
ら
と

え
る
の
は
残

で
あ
る
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に
な

た
義
姉
に
と

て
す
れ
ば

キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
は
別
人
な
の
だ
か
ら

 
キ
リ
カ
は

と
過
去
を
同
じ
に
す
る
け
ど

も
う
一
年
も
時
間
を
重
ね
て
い
る

そ
れ
だ
け

別

の
生
き
方
を
す
れ
ば
別
人
に

し
い

キ
リ
カ
自
身
が
そ
う
決
断
し
た
の
だ
と

は
知

て

い
る

 
た
だ

そ
れ
で
も

と
思

て
し
ま
う

 
そ
ん
な

を

く
故
に
リ

フ

と
し
て
の
記

が
無
い
ら
し
い
様
子
に

を

い
た

の
だ

と
こ
ろ
で

キ
リ
ト

気
に
な

た
事
が
あ
る
の
だ
け
ど

 
そ
う
一
人
で
消

し
て
い
る
と
リ

フ

が
声
を
掛
け
て
き
た

な
ん
だ
ろ
う
と
思

て

を
見
上

る

 
緑
の

が
横
目
に
向
け
ら
れ
て
き
て
い
た

な
ん
だ

そ
の
巫
女
は
記

喪
失
と

て
い
た
け
ど

あ
な
た
は
そ
の
人

が
巫
女
で
あ
る
と
ど
う

や

て
知

た
の

 
そ
も
そ
も
聖
大
樹
の
巫
女
の
伝
承
は
人

か
ら
は
失
伝
し
て
い
る

な

の
だ
け
ど
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あ
あ

 
人

つ
ま
り
プ
レ
イ

が
集
う

の
人

か
ら
そ
の
話
は

け
な
い
と
い
う
事
ら
し
い

聖

の
女
神
と
し
て
人

か
ら

め
ら
れ
る
前

だ

た

だ
し
そ
の
設
定
が

意
味
を

し
て
い
な
い
今

で

け
る
伝
承
の

は
ま
ず
な
い

エ
ル
フ

も
カ

デ

ナ

ル
が
無
理

理
書
き
換
え
実

し
た
も
の
だ
ろ
う
か
ら

で

け
な
い
と
い
う
の
は
そ
の
辻
褄

合
わ
せ
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

な
と
こ
ろ
で
穴
が
出
て

そ
こ
を

化
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
突
い
て
き
て
し
ま

う 
面
倒
な
事
に
な

た
な

と
思
い
な
が
ら

は
正
直
に
話
す
こ
と
に
し
た

下
手
に

を

く
方
が
却

て
マ
ズ
い

そ
ん
な
直
感
が
閃
い
た
か
ら
だ

体
的
に
は
義
姉
に
対
す
る
直
感

が
聖
大
樹
の
巫
女
は

子
だ
ろ
う

 

も

子
で
な

子
の
弟
が
巫
女
の
片

れ
を
保
護

し
て
た
ん
だ

へ

そ
れ
で

今
日

事
が
あ

て
森
の

に
向
か

た
弟
と
巫
女
が
黒
エ
ル
フ
と
出
会

た
時
妖
魔
と
遭
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遇
し
て
共
闘
し
た
ら
し
い

そ
れ
か
ら
黒
エ
ル
フ
の

に
向
か
う
道
中
で
教
え
て
も
ら

た
事

を

も
教
え
て
も
ら

た
ん
だ

黒
エ
ル
フ
も
妖
魔
に

そ
う

 
小
さ
い
声
で

事
か
を

く
リ

フ

数

外
れ
た

線
が
再
び
こ
ち
ら
に

て
く
る

そ
れ
で

人

は
黒
エ
ル
フ

て
事
に
な
る
の
か
し
ら

ど
う
だ
ろ
う
な

も
弟
も
別
に

極
的
に
戦
い
た
い
わ
け
じ

な
い
し

出
来
れ
ば
エ

ル
フ
二
種

の
争
い
も
無
く
な

て
欲
し
い
と
思

て
る
よ

は

 
キ

ト
ン
と
し
た

で
リ

フ

が
声
を
上

た

思
わ
ず
足
を
止
め
た
リ

フ

に

れ

て

も
足
を
止
め
る

黒
エ
ル
フ
に
味
方
す
る
な
ら
ま
だ
分
か
る

け
れ
ど
な

森
エ
ル
フ
に
も

入
れ
を

 
私
達
と
そ
こ
ま
で
交
流
が
無
い
の
に

そ
れ
は

 

め
て

か
れ
る
と

え
に
く
い
も
の
だ

え
を
探
し
て
い
る
の
で
は
な
く

と
い
う

面
で



 第二十三章 〜近衛騎士リーフェ〜

 
た
だ

に
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る

ど
の
事
だ
か
ら

も
う
今
更
か
と
す
ぐ
開
き
直
る

死
ん
で
欲
し
く
な
い
か
ら

 

的
な
願
い

 
そ
れ
を

い
た
リ

フ

が

し

に
見
て
く
る

そ
れ
を
分
か

た
上
で

更
に

け
る

弟
が
世
話
に
な

て
る
黒
エ
ル
フ

そ
し
て
今
日
出
会

た
リ

フ

ど
ち
ら
も

達
に

と

て
は
同

じ

な
い
し

エ
ル
フ

は
争

て
る
け
ど

達
と
は

対

じ

な

い

そ
れ
で
死
ん
で
欲
し
く
な
い
と
思
う
の
は
別
に
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
こ
そ

争

て
欲
し
く
な
い
と
思

て
る

 
そ
も
そ
も

と

葉
を

け
る

黒
エ
ル
フ
と
森
エ
ル
フ
は
ど
う
し
て
争

て
る
ん
だ

 
こ
の
世
界
に
も
エ
ル
フ

が

て

い
に
争

て
い
る
と
い
う
事
実
を

い
て
浮
か
ん
だ
の

は
そ
れ
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
は
森
エ
ル
フ

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
後
に
喪
わ
れ
た
魔
法
を
取
り

す

べ
く
地
上
へ
と
帰
還
す
る
の
に
必
要
な
秘

を
集
め
よ
う
と
し
て
お
り
逆
に
集
め
切
る

と
世
界
滅
亡
と
伝
承
で
伝
え

い
た
黒
エ
ル
フ
が
そ
れ
を

に
動
き
結
果
争
う
と
い
う
構
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に
な

て
い
た

プ
レ
イ

は
ど
ち
ら
か
に
加

し

秘

を
集
め
て
い
く
流
れ
に
な
る

 
対
し
て

に

い
て
は

そ
も
そ
も
魔
法
が
現
存
し
て
い
る
の
で
争
う
理
由
そ
の
も
の

が
無
く
な

て
し
ま

て
い
る

 
そ
れ
な
の
に
争

て
い
る
な
ら
他
に

か
原
因
が
あ
る
の
で
は
と
そ
こ
が
気
に
な

て

問

を
投

た
か

か
ら
争
う
理
由
な
ん
て

知
ら
な
い
わ

 
そ
の
問
い
に
リ

フ

は
そ
う

え
る

線
を

か
ら
外
し
て
の
返

は
ど
こ
か
後
ろ
め

た
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
い
る

振
り
だ

 

な
事
を
し
て
い
る
と
思
う

 

に
は
過
去
が
無
い

密
に

え
ば

時
間
で

み
重
ね
た
過
去
が
無
い

あ
る
の
は
テ

キ
ス
ト
で

ら
れ

作
ら
れ
た
実
体
の
な
い
過
去
で
あ
り

経
験
で
あ
る

 

な
ら
穴
は
無
い
の
だ
が

こ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
設
定
を
引

て
き
た
カ

デ

ナ
ル
が
原
因
だ

争
う
理
由
の
原

が
な
い
ま
ま
秘

と
聖

巫
女
と
女
神
な
ど
の

合
で
無

理

理
継
ぎ
は
ぎ
し
た
せ
い
で
こ
の

の
リ
カ
バ
リ

が
間
に
合

て
い
な
い

な
ま
じ
Ｎ
Ｐ

Ｃ
が

化
し
て
い
る
せ
い
で
間
に
合
わ
な
く
な

た
と

う
べ
き
か
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だ
か
ら
こ
そ

そ
こ
が
突
破

に
な
る

 
忘
れ
そ
う
に
な
る
が

大
地
切
断

を
は
じ
め
と
す
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
世
界
設
定
は

キ
ズ
メ
ル

を
生
存
さ
せ
た

し
か

時
知
り
得
な
か

た
世
界
設
定
だ

構
想
と
し
て
は

場
の

の
中
で

回
作
の

と
し
て
浮
か
ん
で
い
た

だ
が
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
そ
の
も
の
に
は
世
界
の
背

が

と
ん
ど
無
か

た

そ
も
そ
も
キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
を

テ
ス
ト
時
代
に
ク
リ
ア
し

た
時
は
黒
エ
ル
フ
と
森
エ
ル
フ
が
聖

な
る
後
に
な

て
も

不
明
な
場

を
巡

て

争
う
内
容
で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

源
に

す
る
話
は
一
切
絡
ん
で
こ
な
か

た
と
記

し
て

い
る

他
の
ク
エ
ス
ト
も

全
て
そ
れ
ぞ
れ
の

の
生
活
に

づ
い
た
も
の
ば
か
り
だ

た

 
そ
う
し
て
や
が
て
デ
ス
ゲ

ム
が
開
始
さ
れ
⻑
い
時
を
経
て

層
を
進
ん
で
い
き

場
と

交
流
を
深
め
る
う
ち
に

は
自
然
と
バ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
定
が
希

な
理
由
が
浮
か
ん
で
き

て
い
た

 
ア
キ
ト
に

性
を

さ
れ
た
時
の

明
と
し
て

場
は
自
ら
プ
レ
イ

の
意
見
を
求

め
て
い
た

を

に
し
た

自
身
一
人
で
夢
想
し
た
世
界
を
多
く
の
人
か
ら
の
意
見
を
取
り

み
よ
り
完
成

の
高
い
も
の
へ
と
し
た
か

た
か
ら
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
し
た
の
だ
と

 
開
発
者
か
ら
与
え
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
ご
と
の
ス
ト

リ

の
欠
如
は
そ
の
現
れ
だ
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最
終
的
に
現
実
へ
創

す
る
つ
も
り
だ

た

場
は

え
て
ス
ト

リ

を

き
人

が

自
ら
生
活
し
物
語
を
紡
ぐ
事
を
願

た

グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ス
ト

層
攻
略
が

Ｎ
Ｐ

Ｃ
の

与
し
な
い
も
の
で
あ

た
の
は

そ
う
い
う
願
い
が
作

し
た
結
果
な
の
だ
と
思
う

 

ま

ご
く

に
そ
の
願
い
に
反
し
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

層
攻
略
に
参
加
す
る
事
も
あ

た
の

だ
が

 
と
も
あ
れ
リ

フ

に

し
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
と
事
情
が
異
な
る

化
し
た
個
体
故
カ

デ

ナ
ル
の
直

的
な

が
あ
ま
り
無
い

過
去
の
欠
如
と
い
う
欠

を

え
た
ま
ま

つ
ま
り
プ
レ
ミ
ア
の
よ
う
な
記

喪
失
状

の
よ
う
な
も
の
な
の
だ

の

を
持

た
Ｎ

Ｐ
Ｃ
な
ら
と
も
か
く

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
の
デ

タ

感
が
強
い
エ
ル
フ

は
そ
の
名
残
が
強
い

な
に
せ
魔
法
が
現
存
す
る
せ
い
で
争
う
理
由
が
流

出
来
な
い
の
だ

 
そ
こ
で
引

掛
か
り

知
ら
な
い

分
か
ら
な
い

と
い
う
エ
ラ

を
引
き
出
す

 

す
価
値
は
あ
る
だ
ろ
う

 
本
来
な
ら
ガ
チ
ガ
チ
に
思
想
過
去
を

め
ら
れ
て
い
る
た
め
立
場
を

さ
せ
る
事
は
不
可

能
だ

だ
が
い
ま
リ

フ

は
揺
ら
い
で
い
る

な
過
去
を

気
な
が
ら
自
覚
し
て
歩

む
方
向
を
見
失

て
い
る
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す
よ
う
で
気
が
引
け
る
が

に

は
リ

フ

と

対
し
た
く
な
い
と
思

て
い
る

同
時
に
キ
ズ
メ
ル
と
も

 
だ
か
ら

残
さ
れ
た
道
は
一
つ
だ
け

争
う
理
由
を
忘
れ
た
な
ら

和
の
道
も
あ
る
ん
じ

な
い
か

 
ま
ず
は
一
時

戦
か
ら

で
も
い
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
は

和
の
道

 
た
だ
人

が

に
入

た
と
し
て
も
成

は
高
く
な
い
だ
ろ
う

だ
が
今
回
は
可
能
だ
と

ん
で
い
る

共

の

が
い
れ
ば

外

良
く
な
る
も
の
な
の
だ

 
加
え
て

彼
ら
の
聖
大
樹
を

る
巫
女
も
い
る

弟
と
い

し

に
い
る
巫
女
は
戦
う
事
は
出
来
る
が
あ
ま
り
そ
う
い
う
の
は

ま
な
い
か

ら
な

い
が
み
合
う
な
ら
人
死
に
の
無
い
代
理

合
の
方
が
平
和
的
だ
と
思
う
け
ど
な

 
カ

ド
を
切
り

け
た

の
発

に

気
に
取
ら
れ
て
い
た
リ

フ

が

と
苦

を

ら
し
た和

一
時

戦

ね

に

て
く
れ
る
け
ど

上

は
結
構
な
黒
エ
ル
フ

い
よ

家

を
殺
さ
れ
た
怨
み
は
そ
う

に
消
え
な
い
か
ら
ね
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復
讐

か

 

と

彼
方
を
見
や
る

背

の
高
い
樹
木
に

ら
れ
て
夜
空
は
見
え
な
い

そ
れ
は

た
し
か
に

し
そ
う
だ

 
そ
の

え
た
直
後

へ

と
リ

フ

が
感
心
し
た
よ
う
な
声
を
上

た

意
外
ね

て

き
り

復
讐
な
ん
て

も
生
ま
な
い

と
か

そ
う

う
の
か
と
思

た

え
な
い
よ

怨
み

て
い
う
の
も

外
生
き
る
理
由
や
原
動
力
に
な

た
り
す
る
か
ら
な

ま
あ

そ
の
復
讐
を
他
人

せ
に
し
て
た
ら
世
話
無
い
が

え
な
い

ね

そ
う

う

て
事
は

あ
な
た

復
讐
に

た
事
が
あ
る
の

あ
あ

 

直
に

く

 

い
た
よ
う
に

目
す
る
の
を
見
て
あ

さ
り
と

定
す
る
と
思

て
い
な
か

た
ら
し
い

と

す
る

ま
あ

こ
う
も

に

け
る
よ
う
な
話
で
も
な
い
か
ら
仕
方
な
い

 

と
い
う
か
本

に
感
情

か
だ
な
こ
の
世
界
の

と
一

思

が

れ
た

殺
し
た
い
人
が
二
人
い
た

中
は

和
解
を

み
て
た
ん
だ
け
ど
な

和
解

 
復
讐
し
よ
う
と

え
る

ど

怨
ん
で
い
た
の
に

 
な
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大
切
な
人
達
の
事
を

先
し
た
だ
け
だ

 
最
終
的
に
秋
十
は
殺
し
た
が
そ
れ
は
ク
リ

チ

化
か
ら
脱
す
る
方
法
が
本

に
無
か

た
か
ら
だ

 
だ
か
ら

分
指
示
が
出
て

そ
れ
に

う
形
で

は
秋
十
を
殺
し
た

 

学
園
か
ら
誘

さ
れ
る
事
を
前

に
し
て
い
た
の
は

亡
国
機
業

の
ア
ジ
ト
を
突
き
止

め
破
壊
す
る
た
め
だ

つ
ま
り
生
還
さ
せ
る
つ
も
り
で
い
た
が
そ
の

が
狂
い
殺
す
事

に
な

た

 
悔
い
は
な
い

未
だ
兄
殺
し
を
密
か
に

か
れ
て
い
る
が
理
解
は
そ
れ
以
上
に
得
ら
れ
て
い

る 
そ
し
て

千
冬
と
は
事
実
上
の
絶
縁
状

必
要
で
あ
れ
ば
会
話
も
す
る
が
世
間
話
は

と
ん
ど
な
い

の

練
に
も
付
き
合

て
い
る
が
そ
こ
ま
で
だ

 
殺
そ
う
と
思
え
ば

確
か
に
殺
せ
る

 
そ
し
て
秋
十
の
真
実
を
知

た
千
冬
本
人
も

が
復
讐
に
動
き
出
し
た
時
そ
の
凶
刃
を

け
入
れ
る
だ
ろ
う

 
や
ろ
う
と
思
え
ば
成
し

ら
れ
る
復
讐

そ
れ
を

さ
な
い
の
は
親
し
い
人
達
と
の

せ
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が
失
わ
れ
る
か
ら

怨
み
は
時
に
死
地
に

け
る
活
力
を

す
強
い
感
情
だ

だ
が
負
に

き
過
ぎ
て
い
る
故
に

平
和
な
世
界
で
は

で
し
か
な
い

そ
の
発

は

そ
の
も
の

復
讐
が
生
む
の
は

の

復
讐
な
ん
だ

は

を
ま
き

ら
し
た
く
な
い
ん
だ
よ

 
自
分
で

い
な
が
ら

と
は

い
得
て

だ
な
と
思

た

 
か
つ
て
日
本
に
は
水

物
を

し
て
人
体
に

が

し

を
発

す
る

が
あ

た

生
ま
れ
る
子

の
先
天
的
異
常

つ
ま
り

色
体
異
常

を
は
じ
め
骨
が
異
常
に

く
な

る
な
ど
の
日
常
生
活
に

を
来
す
重
大
な

だ

そ
れ
ら
は

だ
か
ら

原

な
ど
と
違

て
体
内
か
ら

去
す
る
手

が

と
ん
ど
無
い

 
復
讐
心
や
怨
み
は
正
に
そ
れ
だ

 

は
た
だ
み
ん
な
を

先
し
て
い
る
だ
け

怨
み
も
復
讐
へ
の
衝
動
も
依
然
と
し
て
存
在
す

る 
だ
が

の

は
心
を

む
も
の

が
自
制
さ
え
す
れ
ば
他
者
に

る
こ
と
は
無
い

 
だ
か
ら

ま
る
事
が
出
来
た

ま

他
種

の

が

を
突

ん
で
ど
う
こ
う

う
の
は
お
こ
が
ま
し
い
だ
ろ
う
け
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ど
さ

一
意
見
と
し
て

め
て
く
れ
れ
ば

い
だ
よ

 
そ
う

め

り

先
に
進
む
こ
と
を

す

が
歩
き
出
し
た
の
を
見
て

く
り
と
リ

フ

も
後
を
追

て
き
た

そ
れ
を
確
認
し

少
し
ず
つ
ス
ピ

ド
を
上

る

 
思

た
以
上
に
話
し

ん
で
し
ま

た
が
仕
方
な
い
と

り
切
り
集
中
力
を

ぎ

ま
せ

て
い

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
黒
エ
ル
フ
に
キ
リ
カ
に
協
力
す
る
キ

ラ
が
い
る
な
ら
キ
リ
ト
に
も
欲
し
い
な

で
も
種

間
抗
争
の
理
由
が
な
い
し

和
さ
せ
た
い
な

巫
女
を
ダ
シ
に
す
る
と
し
て
森
エ
ル
フ

の

コ
ネ
ク
シ

ン
も
欲
し
い
な

出
来
れ
ば
ネ

ム
ド
で

と
い
う

え
か
ら
出
て
き
た
の
が

新
キ

ラ
で
す

 

存
キ

ラ
・
リ

フ

の
使
い
回
し
に
近
い
の
は
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キ
ズ
メ
ル
ポ
ジ
の
森
エ
ル
フ
騎
士
が
い
な
い
と
展
開
キ
ツ
い

コ
ネ
ク
シ

ン
的
な
意
味
で

こ
れ
な
ら
実

キ

ラ
増
え
な
い

こ
こ
で
オ
リ
新
キ

ラ
は
出
す
意
味
が

無
い

キ
リ
カ
は
リ

フ

キ
リ
ト
は
リ

フ

と

み
分
け
出
来
そ
う

リ

フ

の
心
情

写
が

い

男
女
の
絡
み
さ
せ
や
す
く
な
る

 
新
キ

ラ
出
し
た
い
理
由
が

こ
の
キ

ラ
出
し
た
い

じ

な
く
て

必
要
だ
か
ら
出

し
た
い

と
い
う

目
が
ハ

キ
リ
し
て
る
か
ら
い
い
よ
ね

 
キ
リ
カ
は
色

苦
労
し
て
る
か
ら
報
わ
れ
て
も
い
い
と
思
う
ん
だ

 

の
リ

フ

の
メ
ン
タ
ル
は

強
く
な
る

義
弟
守
る

の
二
つ
に
集
約
さ
れ
て
る

の
で

外
大

だ

た
り
し
ま
す

シ
リ
ア
ス
に
な
り
に
く
い

  
・
妖
魔
王
の

攻

 
黒
エ
ル
フ
と
同
じ
く

妖
魔
に

わ
れ
て
い
た

 
キ
リ
カ
と
フ

リ
ア
の
予
想
は
外
れ
た
事
に
な
る

 
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
と
妖
魔
の

性
は
不
明
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・
ブ
ル

カ

ル
・
プ
レ
イ

 
集

で
オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林
北
に
い
る

 
実

プ
レ
イ

行
不
可
の
状

そ
れ
で

れ
る
の
は
か
な
り
無
理
が
あ
る
状

だ
が
実

れ
を
作

て
い
る
の
で
キ
リ
ト
は
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ブ
ル

カ

ル
そ
し
て
こ
の
集

の

目
に

ら
か
の
因
果

が
あ
る
の
で
は
と

ん
で
い
る

  
・
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
背

の

さ

 
原
作
で
は
プ
レ
イ

が
自
ら
の

庭
で
ど
う
生
き
る
か
を
見
る
た
め

え
て
ス
ト

リ

や
設
定
を

く
さ
れ
て
い
た

 
本
作
で
は
現
実
に
創

す
る
浮
遊
城
を
よ
り
完

な
も
の
に
近
付
け
る
べ
く
他
者
の
意
見
も

必
要
と

え
て
い
た

場
に
よ
り
意

的
に
ス
ト

リ

な
ど
が

く
さ
れ
て
い
た

現
実
で

は
ク
エ
ス
ト
は
無
い
か
ら
で
あ
る

 
本
作
キ
リ
ト
は

後
者
の

え
だ

た
が
自
身
は
持

て
い
な
か

た

場
の
浮
遊
城

リ
ア
ル
創

の

望
を
知

て
よ
う
や
く
確
信
出
来
た
く
ら
い
で
あ
る
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・
リ

フ

 
森
エ
ル
フ
の
エ
リ

ト
ク
ラ
ス
の
近
衛
騎
士

 
キ
ズ
メ
ル
ポ
ジ
の
新
キ

ラ

 
大
本
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
一
人
残

た
キ
リ
ト
が
第
三
の

練
の
最
後
の
最
後
に
倒
し
た
ホ
ロ
ウ
・

リ

フ

ホ
ロ
ウ
は
カ

デ

ナ
ル
が
完
全
監
修
し
作
成
し
た
個
体
の
た
め
カ

デ

ナ

ル
に
そ
の
ロ
グ
が
残

て
し
ま

て
い
た

 
今
回
そ
れ
が
出
て
き
た
の
は
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
と
ホ
ロ
ウ
・
リ

フ

の
ロ
グ
に
影

さ
れ

た
せ
い

 

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
リ

フ

と

同
じ
だ
が

一
人
称
が

あ
た
し

か
ら

私

に

変
化
し
て
い
る

や
や
お
姉
さ
ん

の
セ
イ
バ

・
ア
ル
ト
リ
ア
の
イ
メ

ジ

 
武
器
は
⻑
刀
だ
が

使
う
ス
キ
ル
は
片
手
剣

 
キ
リ
ト
に

し
て
は
こ
の

で
復
讐
と
か
親
か
兄
弟
で
も
殺
さ
れ
た
か
と

な
感
想
を

い
て
い
る

  
・
キ
リ
ト
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カ

デ

ナ
ル
に
目
を
付
け
ら
れ
て
い
る
プ
レ
イ

 

こ
し
て
い
る
の
は
別
の
人
な
の
に
そ
の
別
の
人
は
自
分
達
が
い
る
か
ら
と

事
を

こ

し
て
お
り

結
果
事
件
の
渦
中
に
立
た
さ
れ
て
い
る
苦
労
人

今
更
な
が
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
や

カ

デ

ナ
ル
・
コ
ピ

を
し
た
製
作

に
や
や
恨
み
を
向
け
て
い
る

 
リ

フ

ホ
ロ
ウ
・
リ

フ

と
の
対
面
で

古
傷
を

ら
れ
て
い
る

 

に
キ
リ
カ
も

せ
に
な

て
欲
し
い
リ

フ

も
キ
リ
カ
に
気
を

い
過
ぎ
な
く
て
い

い
よ
う
に
な

て
欲
し
い
と
思
い

リ

フ

が
記

を
引
き
継
い
で
い
る
事
を
願

て
い
た

そ
う
な
ら
な
く
て
残
念
だ
が

に
思
い
出
す
か
も
と
ま
だ
希
望
は
捨
て
て
い
な
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

黒
ノ
剣
士
編
 

法
ノ

カ
ン
ゲ
キ

間
隙

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
ち

と
し
た
小
話
だ

 

点

キ
リ
ト

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

二

二
五
年
八
月
十
六
日

日

前
二
時
三
十
分
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カンゲキ
間隙〜

 
森
エ
ル
フ

の

聖
大
樹
の
森

の

地

 
新
た
に
加
わ

た
ハ
イ
ネ

ム
ド
Ｎ
Ｐ
Ｃ
・
森
エ
ル
フ
騎
士
リ

フ

が
部
下
か
ら

い
た
報

か
ら

場

に
お
お
よ
そ
の
あ
た
り
を
付
け
た

達
は

北

の
方

へ

攻
を

け
た

 
こ
の
第
二
エ
リ
ア
に

い
て
人

・
プ
レ
イ

が

点
と
す
る
オ
ル
ド
ロ

ブ
の

は

大

中

や
や

寄
り
に
あ
る

か
ら
真

に
線
を
引
く
と
ち

う
ど
大

を
上
下
で
分

す
る

だ

ち
な
み
に

の

に
も

か
な
大
地
が
あ
る
が
す
ぐ
海
に
面
す
る
た
め

無
い
に

し
い

も

ら
人

が

業
を

む

を
入
手
す
る
理
由
付
け
だ
ろ
う

場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

 
つ
ま
り
北
の
森
エ
ル
フ

の
黒
エ
ル
フ
達
の

は

抗
し
て
い
る

だ

 
キ
リ
カ
か
ら
ク
エ
ス
ト
の
大
ま
か
な
流
れ

要
時
間
を

い
て
い
た

は
そ
ろ
そ
ろ
大

の
北

に

す
る
と
見
て
い
た

 
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に

ブ
ル

プ
レ
イ

の
数
が

増
し
て
き
て
い
る

 

み
を

し
く
か
き
分
け
て
く
る

が
四
方
か
ら

こ
え
る

い
ず
れ
も

こ
ち
ら
を

い

追

て
き
て
い
る
足

だ

人

が
こ
ん
な
に
多
い
な
ん
て
ね
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そ
の

を

い
て
か

で

す
る
森
エ
ル
フ

の
エ
リ

ト
騎
士
・
リ

フ

が

き
捨

て
た

表
情
は
か
な
り
忌

し
そ
う
な
そ
れ
だ

 
自
分
達
に
と

て
神
聖
な
森
を
こ
う
も

足
で

み
躙
ら
れ
て
い
る
事
に
苛
立

て
い
る
ら
し

い

あ
る
い
は
ブ
ル

カ

ル
の

ナ
ル
テ

を
シ
ス
テ
ム
を

し
て
認
識
し
た
が
故
の
発

な
の
か

 

に
も
人
と
同
じ
心
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る

に
は

前
者
の
要
因
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ

た

も

い
て
る

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
数
を

え
て
る
な
ん
て
な

 
と
も
あ
れ

理
由
は
違
う
だ
ろ
う
が

同
じ
感
想
を

も
持

て
い
た

 
ブ
ル

カ

ル
は
オ
レ
ン
ジ
の
そ
れ
よ
り
も

か
に
重
い

ナ
ル
テ

を
背
負
う

オ
レ

ン
ジ
で
あ
れ
ば
圏
外

を

で
き
る
の
に
対
し

ブ
ル

は

で
き
な
い
上
に

非
ア
ク

テ

ブ
モ
ン
ス
タ

か
ら
常
に
タ

ゲ
テ

ン
グ
さ
れ
る

ハ
イ
デ

ン
グ
も
出
来
な
い
の
だ

安
全
と
な
り
得
る
の
は
ダ
ン
ジ

ン
内
の
安
全
地

く
ら
い
だ
ろ
う
が
プ
レ
イ

手
に

を
解
け
な
い
の
で
は
あ
ま
り
意
味
を

さ
な
い

デ
ス
ゲ

ム
と
違
い
常
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

い
る

に
は
い
か
な
い
か
ら
だ
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う

は
ロ
グ
ア
ウ
ト
不
可
の
デ
ス
ゲ

ム
だ

た
か
ら
こ
そ

持
で
き
た
コ
ミ

ニ

テ

と
も

え
る

本

に
人
を
殺
し
た

そ
う
思
え
る
状
況
に
魅
入
ら
れ
た
か
ら
あ
の
組

は
成
り
立

て
い
た

論
そ
の
快
感
思

を
継

さ
せ
た
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
手

あ

て
こ
そ
だ

が 

で
は

た
と
え
Ｐ
ｏ
Ｈ
が

動
し
た
と
し
て
も
⻑

き
は
し
な
い
だ
ろ
う

オ
レ
ン

ジ
で
あ
れ
ば
ま
だ
プ
レ
イ
可
能
な

だ
が
ブ
ル

の

ナ
ル
テ

を
背
負

た
上
で
は
無
理

だ 

逆
に

え
ば

期
的
に
は
可
能
と
も
い
え
る

 
た

た
一

 
た

た
一

で
あ
れ
ば
ブ
ル

に
な

て

惑
し
て
い
る
者
も
引
き

み
集

を
構

す

る
事
も
不
可
能
で
は
な
い

そ
れ
も
参
加
者
全
体
で
は
な
く
そ
れ
を
集
め
た
た
だ
一
人
が
目
的

を
達
す
る
の
で
あ
れ
ば
十
分
可
能
だ

 

え
ば

第
五
層
を
少
数
精

で
突
破
し
た
時
の
よ
う
な
無

ア
レ
を
一

だ
け
な
ら
と

集

て
く
れ
た
よ
う
に

 
だ
か
ら
こ
そ

は
引

か
か
る
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そ
れ
は

こ
の
ブ
ル

プ
レ
イ

を

い
る

が

を
目
的
に
し
て
い
る
か

 
そ
し
て

ブ
ル

プ
レ
イ

達
が

か
さ
れ
た
見
返
り
は

な
の
か

 
こ
の
先
に
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
い
る
の
は
確
実

が
気
付
か
な
か

た
こ
の
二

間
で
レ
ア
ド

ロ

プ
な
ど
の
デ
マ
が
広
ま
り

強

に
信
じ
ら
れ
た
そ
の
対

だ

 
そ
の
た
め
だ
け
に
協
力
す
る

と
い
う
の
は

ま
ず
あ
り
得
な
い

 
な

な
ら

そ
の
デ
マ
で
は
た
だ
一
人
に
し
か
恩

が
無
い
か
ら
だ

 
ヒ
ト
は

か
を

に
し
て
で
し
か

せ
に
な
れ
な
い

的
に

え
ば

己
的
な
生
き
物

だ

プ
レ
イ

は
そ
の
欲
が
と
て
も

著
で
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
ベ

タ
テ
ス
タ

と
ビ
ギ
ナ

が

争
い
か
け
た
の
も
終
始
そ
こ
に
帰
結
す
る

 
キ
バ
オ
ウ
リ
ン
ド
に

動
さ
れ
て
い
た

殺
隊
は
そ
の
い
い

だ

自
身
よ
り

を
得

る
存
在
を
許
せ
な
い
と
い
う
そ
の
衝
動
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
た

 

そ
れ
で
も

殺
隊

は

ま
だ
分
別
が
あ
る
方
だ

た

 

に

す
る
事
で
は
タ
ガ
が
外
れ
て
い
た

だ
が
そ
れ
以
外
は
ど
う
か

少
な
く
と
も

に

な
い
一

プ
レ
イ

に
無
暗

と
八
つ

た
り
は
し
て
い
な
か

た

更
に

え
ば

リ
ン
ド

い
る

聖
⻯

合

は
攻
略
組
の
一

と
し
て
ま
だ
動
け
て
い
た
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殺
隊

と

う

の
差
は
そ
こ
だ

 

極
の

己
主
義
は
後
者

己
の
欲
喜
悦
の
た
め
に
人
を
手
に
掛
け
ら
れ
た
後
者
は
そ
の

た
め
だ
け
に
結
束
し
た

 
そ
れ
を

期
的
に
し
た
の
が

い
ま
こ
の
森
に
い
る
ブ
ル

達

 
た
だ
一
人
し
か
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
報

そ
し
て

そ
れ
を
得
る
チ

ン
ス
す
ら
無
い
ブ

ル

達
が
ど
う
し
て
今
な
お
こ
の
森
に
残
り

と
リ

フ

の
足
止
め
に
動
け
て
い
る
の
か

 
そ
こ
に
ブ
ル

達
を

い
る
リ

ダ

の
思
惑
が
あ
る
よ
う
に

は
感
じ
た

 

え
る
な
ら

そ
う

契
約

の
た
め
に
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を
攻
略
し
て
い
た
時
の

の
空
気
と
の
違
和
感

 
そ
れ
は
仮
想
世
界
だ
け
で
帰
結
し
な
い
予
感
だ

リ
ア
ル

か

 
時

不
意
打
ち
で

る
攻
撃
や
武
器
の
投

を

な
し
な
が
ら

む
と
思

す
る

仮
想

世
界
限
定
の
思

を
一

リ
セ

ト
し

リ
ア
ル
も
絡
め
た
思

を
再
展
開
し
た

 

え
ば
金

ブ
ル

プ
レ
イ

と
し
て

結
し

か
の

を

行
さ
せ
ら
れ
れ
ば
報

を
払
う

そ
ん
な

い
文

で

集
を
掛
け
れ
ば

程
の

金
で
な
い
限
り
食
い
つ
く
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プ
レ
イ

は
多
い
だ
ろ
う

そ
も
そ
も
ブ
ル

に
な
る
事
を

わ
な
い
人
間
は
物

的
な
誘

惑
に
も
弱
い

だ

 
実

プ
レ
イ
不
可
に
な
る
と
は

え
正
式

を

て
ば
プ
レ
イ
可
能
に
な
る
事
を

え
れ
ば

ベ

タ
権
と
金

の
ト
レ

ド
は
あ
り
と

え
る
者
も
少
な
く
な
い

 

な
の
は
そ
の
行
い
が
法
に
触
れ
る
か
ど
う
か
は
解

の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
点
だ

 

は

直

に
し
て

ユ

ミ
ル

が
運

す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

そ
れ
を

い

金

的

を
得
る
の
は
著
作
権

で
違
法
で
あ
る

 
た
と
え
ば
無
許
可
の
動

配
信

伝
広

が
こ
れ
に
あ
た
る

と
ユ

ミ
ル

方

と
正
式
に
契
約
し
て
い
な
け
れ
ば
違
法
と
し
て

え
れ
る
の
だ

現
状
そ
れ
が
認
可
さ
れ
て
い
る

の
は

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

だ
け

だ
か
ら
ア
ル
ゴ
は

を
ゲ
ス
ト
に
配
信
が
出
来
て
い
た

 
無
許
可
の
配
信
者
達
は

の
ネ
ガ
テ

ブ
イ
メ

ジ
払

に

立
つ
と
し
て

認
し
て
い

る
形
で

出
る
と
こ
に
出
れ
ば

動

消
去
に
な
る

 
こ
れ
は
現
行
の
著
作
権

の
法
律
を

で
き
る
一

だ

 
し
か
し

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
内
で
の
や
り
取
り
に

し
て
は

ま
だ
法

制
が
敷
か
れ
て
い
な
い

 
現
行
法
に

て

め
る
に
は
少

と
さ
れ
て
お
り

そ
の
穴
を
突
く
よ
う
に
イ
ン
タ
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ネ

ト

罪
も
横
行
し
て
い
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

常
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

の
問

す
ら
対

し
切

れ
て
な
い
の
と
同
様
に
ど
う
し
て
も
対

が
後
手
後
手
に
な

て
し
ま
う
か
ら
だ

 
ネ

ト

罪
の

な
と
こ
ろ
は

そ
の

謀
者
の
特
定
が

し
い
点
に
あ
る

 

・

な
ど
が
認
め
ら
れ
れ
ば
対
応
し
や
す
く
な

た

今
そ
れ
を

し
同
じ
思

想
の
人
間
だ
け
が
集
ま
る
コ
ミ

ニ
テ

サ
イ
ト
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

た

解
り
や
す
く

を

る
な
ら
女
権

の
サ
イ
ト
が
そ
れ
だ

女
尊
男

が
イ

な
人
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
サ
イ

ト
に

り

く
事
は
な
い

 
だ
か
ら

が

い
な
サ
イ
ト
運

者
が

そ
こ
に
集
ま

た
人
た
ち
に
声
を
か
け
た
と
す
れ

ば

こ
の
現
状
も
あ
り
得
な
く
は
な
い

 
金

取
引
も

名
目
を

ワ

ル
ド
の

と
し
て
そ
の
人
達
を

て
し
ま
え
ば
問

に

な
り
得
な
い

Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム

の
よ
う
に
正
式
に
人
を

い

テ
ス
タ

な
ど
で
数
多

の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
り

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
の
と
原
理
的
に
変
わ

り
な
い
体

 
そ
し
て
そ
う
し
て

わ
れ
て
い
る
の
が

桐

谷
和
人
で
あ
る
事
も
知
ら
れ
て
い

る
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そ
の
人
達
に
対
し
て

を

こ
せ
ば
間
違
い
な
く

を
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る

と
し

て
い
る
事
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う

と

 
そ
し
て
そ
こ
で
終
わ
り
だ

こ
の
ブ
ル

プ
レ
イ

達
の
行
動
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
キ
ル
す
る
と

い
う
プ
レ
イ

と
し
て
は
お
か
し
く
な
い
行

だ
か
ら
だ

 

論

そ
れ
に
も
限
界
は
あ
る

 

に

サ

バ

は
三
つ
ブ
ル

や
オ
レ
ン
ジ
に

れ

序
の

壊
を
来
し
て
い
る

そ
こ
で
も
手
引
き
し
た
裏
取
り
が
取
れ
れ
ば
こ
れ
は
重
大
な

業

な
ど
で
立
件
可
能
だ

こ

れ
に

し
て
は

お
手
付
き
で
あ
る

 
ま
た
多

を
無

し
て
す
べ
て
の
著
作
権

事

を
立
件
す
る
手
も
無
く
は
な
い

ア
メ

リ
カ
に
本

が
あ
る

は
自

が
著
作
権
を
有
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
収

を
得
た
者
へ
の

が

し
い
と
知
ら
れ
て
い
る

そ
れ
と
同
じ
対
応
を
日
本
で
初
め
て
取
る
手
も
無
く
は
な
い

そ
の
結
果

運
を
損
な

て
も
そ
の
上
で
経

を

け
ら
れ
る

地
が
上

も
と
い

ノ
之
束

場

に
は
あ
る
だ
ろ
う

あ
の
二
人
が
今
更
ア
ン
タ

チ

ブ
ル
化
を
恐
れ
る
と

は
思
え
な
い

 
そ
し
て

そ
こ
ま
で

し
く
す
れ
ば

ワ

ル
ド
で
よ
か
ら
ぬ
事
を
し
よ
う
と

え
る

も
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る

だ

 
そ
の
結
果

や
キ
リ
カ
達
の
負

は

す
る
だ
ろ
う

 

そ
う
す
る
た
め
に
は

手
掛
か
り
が
不
可
欠
だ

 
法
に
触
れ
る
も
の

あ
る
い
は
人
道
的
に
許
さ
れ
ざ
る
物
的
証

が
あ
れ
ば

良
い

 
リ

ダ

を
揺
さ
ぶ
れ
ば
手
に
入
る
可
能
性
は
無
く
は
な
い

ボ
ロ
を
出
し
て
く
れ
る
と
良
い
ん
だ
が

の
話

後
で
話
す
よ

 

の
小
さ
な
独
り

も
し

か
り

き
取

た
リ

フ

に

は

を

け
た

今
は
ブ

ル

達
が

る
か
ら
話
す
と
マ
ズ
い
か
ら
だ

テ
メ

め
て
ん
じ

邪
魔
だ

 
正
面
か
ら

た
男
に

び
掛
か
り
ざ
ま

面
を
足

に
す
る

面
を
足
場
代
わ
り
に

び
上
が

た

は

に
手
を

ば
し

そ
の
ま
ま

の

へ

び

た

 

越
し
に
背
後
を
見
れ
ば
足

に
し
た
男
は
リ

フ

の
一
刀
に
よ
り

を

ば
さ
れ
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死
さ
せ
ら
れ
て
い
た

そ
の
斬
閃
は

で
す
ら

け
ぶ

て
見
え
る

ど
の
速
さ
だ

あ
の
男
に
は
い

つ
斬
ら
れ
た
か
分
か
ら
な
か

た
事
だ
ろ
う

 
リ

フ

と
戦
わ
ず
に
済
ん
で
よ
か

た
と
内
心
で
安

し
な
が
ら

は
地
面
に

地
し

全
力

を
再
開
し
た

 こ
れ
は

的
な
行
動
で
あ
る
事
が
明
確
だ
な

 
背
後
か
ら

こ
え
る

の

と
同
時
に

裏
に

く
祝
福
の

色
を

き
な
が
ら

は

そ
う
零
し
た

 
斬
る
も
斬

た
り
五
十
人

 
実
に
サ

バ

一
つ
の
百
分
の
一
の
プ
レ
イ

が
ブ
ル

化
し
て
い
る
事
実
に
流

に
確

信
も

く
と
い
う
も
の
だ

た

 

備
こ
そ
そ
れ
な
り
だ
が

や
Ｎ
Ｐ
Ｋ
を

り
返
し
て
か
高
レ
ベ
ル
の
ブ
ル

達
を
倒
し

け
た
せ
い
か

し
ぶ
り
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
最
初
は
レ
ベ
ル

だ

た
の
に

今
で
は
レ
ベ
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ル

ま
で

上

し
て
し
ま

て
い
る

リ

フ

を
加
え
て
か
ら
一

も
立
ち
止
ま

て
な

い
の
で
ス
キ
ル

パ
ラ
メ

タ
ポ
イ
ン
ト
も
大

に

し
て
い
る
に
違
い
な
い

 
流

に
そ
れ
を
分
配
し
な
い
ま
ま
突
撃
す
る
の
は
マ
ズ
い
と
感
じ
て
い
た

リ

フ

に

影
も
な
い
し

い

た
ん

し
よ
う

そ
う
ね

私
も

流

に

れ
た
わ

 
一
時
間
近
く

り

け
た
せ
い
だ
ろ
う

こ
の
世
界
の
住
人
故
肉
体
的

労
感
も
あ
る
リ

フ

も
深
い
た
め
息
を

い
た

近
く
の
木
の
幹
に
背
中
を

け
た
彼
女
は

に

る
し
て
い
た

の
水

に

を
付
け
る

 
そ
れ
を

界
の

に

え
な
が
ら

は
手

く
メ
ニ

を
開
き
ポ
イ
ン
ト
の
分
配
を
一

気
に
行

た

ス
テ

タ
ス
ポ
イ
ン
ト
は

力

の

合
で
振
る

こ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

で
同
じ
振
り
方
を
し
て
い
た
の
で

最

ク
セ
の
よ
う
な
も
の
だ

 
ス
キ
ル
ポ
イ
ン
ト
に

し
て
は
現
状

に
使

て
い
る
片
手
剣
を

に
ド
ロ

プ
で

手
に
入
れ
た
武
器
の
種

に
振

て
い
く

 
最
後
に
不
要
な
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
の

を
行
い
始
め
る

重

オ

バ

に
な
る
と

動

速

に
デ
バ
フ
が
掛
か
る
た
め
そ
れ
を

ぐ
意
味
合
い
で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
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方
ぶ
り
に
見
た
わ
ね

そ
の

書
の
術

 

と
静
か
に
リ

フ

が
そ
う

い
た

緑
の

は
ま

す
ぐ

が

作
し
て
い
る

書

の
術

こ
と
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
見
つ
め
て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
黒
エ
ル
フ
騎
士
キ
ズ
メ
ル
の
前
で
も
同
じ
こ
と
を

わ
れ
た
な

と
感

深
く

思
い
な
が
ら
返
す

そ
れ
を

う
な
ら

だ

て
そ
の
セ
リ
フ

し
ぶ
り
に

い
た
よ

へ

同
じ
人

に
で
も

わ
れ
た
の

ん

 
い
や

違
う
け
ど

 
リ

フ

の
反
応
は

が
思

て
い
た
も
の
と
違

て
い
た

件
の
黒
エ
ル
フ
に
で
も

わ
れ
た
か

と
問
わ
れ
る
と
思

て
い
た
の
だ

 

の
返

に

こ
ん
ど
は
あ
ち
ら
が

し

に

を

る

そ
う
な
ん
だ

人

で
も
そ
れ
を
使
え
な
い
人
も
い
る

て

い
て
い
た
か
ら
て

き
り
そ

の
人
達
に

わ
れ
た
の
か
と
思

た
わ

 
そ
の
補
足
に

な
る

ど

と

は

得
を

い
た

 
お
そ
ら
く

書
の
術
を
使
え
な
い
人
は
こ
の
世
界
の
住
人
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の
事
を
指
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し
て
い
る
の
だ

プ
レ
イ

と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
見
分
け
を
付
け
ら
れ
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
は
そ
う
や

て

別
を
付
け
て
い
る
か
ら
こ
う
い
う
発

に
な

た

だ

じ

あ

に

わ
れ
た
の

分

に
世
話
に
な

た
黒
エ
ル
フ
だ

ま
た
黒
エ
ル
フ
な
の
ね

 
や
や

れ
る
よ
う
に
リ

フ

が
見
て
く
る

兄
弟

て
黒
エ
ル
フ
に
縁
が
あ
る
の
だ
な

と
で
も
思

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

森
エ
ル
フ
と
の
縁
は
無
い
の

あ

の
義
理
の
姉
が

見
た
目
森
エ
ル
フ

い
け
ど

 
よ
り

体
的
に

え
ば
リ

フ

と
ま

た
く
同
じ
だ
け
ど

と
内
心
で
付
け
加
え
る

 

な
事
に
義
姉
リ

フ

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た
時
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を

に
コ

ン
バ

ト
し
た
影

か
他
の
面

と
違

て

が

た
ま
ま
に
な

て
い
る

だ
か
ら
リ

フ

と
全
く
同
じ
と
い
う
の
は
誇

で
も
な
ん
で
も
無
い

 
そ
こ
で

と
思
う

 
も
し
リ

フ

が
森
エ
ル
フ
黒
エ
ル
フ
と
遭
遇
し
た
ら
い

た
い
ど
う
い
う
反
応
に
な
る
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の
だ
ろ
う
か

シ
ス
テ
ム
的
に
人

と
判
断
す
る
か
容

か
ら
森
エ
ル
フ
と

認
す
る
か

過
去

を
女
子
と

違
い
し
た
と
あ
る
黒
エ
ル
フ
の
騎
士
を

え
る
と
な
ん
と
な
く
後
者
な

気
が
し
て
な
ら
な
い

 
つ
ま
り

義
姉
が

足
に

を
プ
レ
イ
出
来
る
よ
う
に
す
る
な
ら

が
非
で
も
二
種

の
一
時

戦
ま
で
は
持

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ

 

義
姉
な
ら
襲
わ
れ
て
も
一
刀
の
下
に
斬
り

せ
る
未
来
し
か
見
え
な
い
が

 
あ
れ

 
じ

あ
問

な
い
の
で
は

い
い
や
い
や
そ
う
い
う

に
も
い
か
な
い
だ
ろ

リ

フ

と
キ
ズ
メ
ル
に
死
ん
で

欲
し
く
な
い
と
い
う
理
由
も
あ
る
ん
だ
か
ら

 
思
わ
ず
投

そ
う
に
な

た
思

を

ち

か
せ
る

危
う
く
目
的
を
忘
れ
る
と
こ
ろ
だ

た 

い
や

そ
も
そ
も
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
助
け
出
す
事
が
最
重
要
事

な
の
だ
が

 
な
ん
か
色

と
ご
ち

ご
ち

し
て
き
て

が
パ
ン
ク
し
そ
う
だ

は

キ
リ
ト

あ
な
た

結
構
な
苦
労
性
な
の
ね
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分
か
る
か

そ
れ
だ
け

れ
た
た
め
息
を
出
し
て
れ
ば
ね

 
や
や

れ
た
よ
う
に

わ
れ
る

 
そ
れ
に
苦

が

れ
た

苦
労
を
承
知
で
背
負
い

ん
だ

事
で
は
あ
る
が
流

に
こ
う

も
立
て

け
に
来
ら
れ
て
は
気

れ
も
す
る
と
い
う
も
の

 
モ
ン
ド
・
グ
ロ

と

方
が

ち

い
た
ら

く
は

み
た
い
と
思

た

  
・
法
ノ
間
隙

 
つ
ま
る
と
こ
ろ

グ
レ

ン
の
こ
と

 
原
作
で

が
語

た
よ
う
に

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
法

制
は
進
ん
で
い
な
い

制
し
過
ぎ
る
と

退
を

き
反
対

の
思
う
つ

か
と

て

制
し
な
い
の
も

罪
の

に
な
る
の
で

あ
り
得
な
い
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本
作
和
人
は

そ
こ
に
問

が
あ
る
と

え
て
い
る

 

し
も

の
ト
コ
で
問

裁
判
に
な
り
そ
う
な
事
を

こ
そ
う
と
は

え

な
い
だ
ろ
う

 
そ
れ
と
同
じ

て
事

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に

序
の
形
成
を
目
論
見
必
要
悪
を
名

た
者
だ
か
ら
こ
そ
の
思

で
も
あ

る

は
浮
か
ん
で
も
実
行
に

そ
う
と
は

え
な
い

  
・

殺
隊

 
キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と
し
て
い
た
集

 
ヘ
イ
ト

理
し
つ
つ

う

の
ア
ジ
ト

り
に
も

さ
れ
て
い
た
が

最
後
ま
で

壊
滅
さ
せ
ら
れ
な
か

た
組

理
由
は

キ
リ
ト
に
し
か

罪
行

を
し
な
か

た
か
ら

 

キ
バ
オ
ウ
一

は
リ

フ

シ
ノ
ン
に
手
を
出
し
た
の
で
ア
ウ
ト

  
・

う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
代
表
す
る

罪
集
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オ
レ
ン
ジ
を
一
か

に
集
め
る
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
目
論
見
が
あ

た
に
せ
よ
殺
人
快

な
ど
の
思
想

を

え
付
け
ら
れ

き
勝
手
に
し
て
い
た

己
主
義
の
極

の
集

オ
レ
ン
ジ
の
デ
メ
リ

ト
に
目
を

て
で
も
魅
力
的
な
報

・
快

を
求
め
て
い
た

 
逆
に

え
ば

そ
の
快

を
得
ら
れ
な
く
な
る
と

解
す
る

  
・
ブ
ル

プ
レ
イ

 
本

的
に
は

う

と
同
じ

 
だ
が

ナ
ル
テ

が
重
す
ぎ
る
た
め

仮
想
世
界
内
の
メ
リ

ト
だ
け
で
は
集

活
動
不
可

コ
ミ

ク
ス

で
も
ブ
ル

プ
レ
イ

は
他
プ
レ
イ

に

わ
れ
て

れ
る
事
が
出
来
て
い

な
い

 
ま
た
コ
ミ

ク
ス

オ
レ
ン
ジ
は
リ
ア
ル

の
報

で

れ
て
い
た
が
そ
れ
を
手
に
入
れ
た

後

す
ぐ
に

間

れ
を
し
て
い
る

 
キ
リ
ト
は
リ
ア
ル

の
報

を

に
入
れ
今
回
が
そ
の
報

を
得
る
前
の
活
動
な
の
で
は

と

え
て
い
る

 
そ
の
目
的
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
運

の

で
あ
れ
ば
立
件
で
き
る
し

報

取
引
の
仕
方
に
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よ

て
も
同
じ
く
立
件
で
き
る
と

え

ボ
ロ
が
出
な
い
か
な

と
願

て
い
る

  
・
キ
リ
ト

 
色
ん
な
と
こ
ろ
と
契
約
し
て
い
る
人
物

 
原
作
和
人
と
違
い
ユ

ミ
ル
の
ト

プ
や

上
層
部
な
ど
と
密

な

に
あ
る
た
め

発
破
を
掛
け
れ
ば
本
文
の
多

に

な
く
著
作
権

事

全
て
を
立
件
す
る
こ
と
も
出

来
て
し
ま
え
る

 
本
作
和
人
は
全
て
許
可
を
取

て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

の
事
件
で
活
動
し
て
い
る
し
配
信
に
出

演
し
て
い
る

ス
ト
や
セ
ブ
ン
放
送

も
Ａ
Ｌ
Ｏ

の
配
信
契
約
を
し
て
い
る
の

で
和
人

で
立
件
さ
れ
る
事
は
な
い

逆
に
そ
れ
以
外
全
て
を
立
件
す
れ
ば
晴
れ
て
ユ

ミ
ル

は

の
よ
う
に
著
作
権
な
ど
の

を

け
な
い
存
在
に
な
り
得
る

 

つ
ま
り

事
が

る

 

と
和
人
は
真
剣
に
こ
の
事
を
束

場
に

し
よ
う
か

え
て
い
る

 
現
在

レ
ベ
ル
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・
リ

フ

 
リ

フ

と
全
く
同
じ
容

の
森
エ
ル
フ

 
エ
リ

ト
ク
ラ
ス
の
騎
士
の
た
め
真

向
か
ら
立
ち
向
か

て
も
⻭
が
立
た
な
い
強
さ
を
誇

る

恐
ろ
し
い
の
は
一
部
隊
の
隊
⻑
と
い
う
だ
け
で
更
に
上
の

軍
は
別
に
い
る
と
い
う
事
実

 
ち
な
み
に
キ
ズ
メ
ル
と
同
ク
ラ
ス
と
い
う
設
定
が
あ
る

 
現
在
レ
ベ
ル

備
ク
ラ
ス
最
上

  
・
リ

フ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
も

で
も

が

て
る
人
物

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た
時
ア
バ
タ

の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
同
一
だ

た
の
で
そ
の

ま
ま
残

た
身
体
的
特
徴
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
と

同

格
の

で
も
引
き
継
が
れ

森
エ

ル
フ
に
し
か
見
え
な
い
状

に
な

て
い
る

 
他
の
メ
ン
ツ
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
コ
ン
バ

ト
勢
の

が

い
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
バ
タ

の
デ

タ
を
持
つ
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
引
き
継
ぎ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ア
バ
タ

デ

タ
よ
り

先
さ
れ
て
い
る
た

め
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だ
か
ら
リ

フ

も
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
バ
タ

り

が

先
さ
れ
た
の
で

で
も

て

い
る

 
作
者
は
勝
手
に
原

ホ
ロ
リ
ア
の
リ

フ

の
ア
バ
タ

も
そ
う
い
う
経

で

が

て
る

ん
だ
ろ
う
と

し
て
い
る

 
こ
れ
を
裏
付
け
る
話
と
し
て
原

ホ
ロ
リ
ア
で
は
ユ
ウ
キ
も

が

て
い
る

ゲ

ム
時

空
原

ホ
ロ
フ
ラ
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
１
０
０
層
ク
リ
ア
後
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
乱
入
し
キ
リ

ト
と
剣
を
交
え
た
事
が

式
設
定
に
な

て
い
る

ロ
ス
ト
・

ン
グ
の
出
会
い

に
キ
リ
ト

ユ
ウ
キ

名
が
そ
の
事
で

見
知
り
だ

た
こ
と
が
分
か
る
話
が

入
さ
れ
る

 
つ
ま
り
ホ
ロ
リ
ア

ユ
ウ
キ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
バ
タ

り
が

づ
け
さ

れ
て
お
り

に
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
コ
ン
バ

ト
し
た
時
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
を

先
さ
れ
た
事

が
分
か
る

  

つ
ま
り

ど
う
い
う
事
か
と

う
と

 

の
カ

デ

ナ
ル
は
Ａ
Ｌ
Ｏ

で
は
な
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
バ

ジ

ン
を
コ
ピ

し
て
い
る

で
す

 
本
作
で
は
そ
こ
に
の
じ

ロ
リ
自
我
も
付
与
さ
れ
ま
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す 
キ
リ
ト
は
リ

フ

の
ア
バ
タ

が
ホ
ロ
ウ
・
リ

フ

の
も
の
で
あ

た
予

か
ら
こ
れ

を

し
て
い
ま
す

ホ
ロ
ウ
と
の
戦
闘
後

Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

は
一
定
ロ
グ
ま
で

き

さ
れ

合
さ
れ
て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
デ

タ
は
消
去
さ
れ
て
い
る
た
め

 
の
じ

ロ
リ
・
カ

デ

ナ
ル
だ
か
ら
キ
リ
ト

キ
リ
カ
に

し
く
な
い
企
て
ば

か
り
な
ん

だ
よ
な

  
こ
の
ア
バ
タ

設
定
と
事
実
を
先
に
知

て
も
ら
い
た
く
て
わ
ざ
わ
ざ
幕
間
に
し
た
と
い
う
裏

話  
今
後
も
本
作
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
で
は
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第
二
十
四
話
 

人
を
先
導
煽
動
す
る
者
達

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
に
浮
気
し
た
り

戦
国
無

に
浮
気
し
た
り
し
て
ま
し
た

 

る
し
て

 

点

実
況

点

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
深
夜

 
日
を

い
で
数
時
間
経
ち
夜
更
か
し
小

も
夢
の
世
界
に

立

て
い
る
だ
ろ
う
こ
の
時
間

も

き
て
い
る
人
間
は
極
め
て
限
ら
れ
る
だ
ろ
う

夜
問
わ
ず
多

を
極
め
て
い
る
人
か
時
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差
ボ
ケ
し
て
い
る
人
か

あ
る
い
は
私
の
よ
う
に
ネ

ト
サ

フ

ン
に
興
じ
て

め
時
を

し
た
愚
か
者
か

 
ネ

ト
界

が

わ

て
い
る

今
で
は
決
し
て

し
い
事
で
は
な
い
が
不

で
あ
る
の

は
事
実
だ

験
生
で
あ
る
者
に
あ
る
ま
じ
き
愚
行
で
あ
る

更
に

え
ば

容
の
大

だ

 

論

か
ら
そ
れ
を
し
て
い
る

で
は
な
い

 

学
園
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

て
か
ら
は
そ
れ
ま
で
よ
り

学
に
力
を
入
れ
る
よ

う
に
し
て
い
た

代
表
候
補
生
と
し
て
専

機
を

与
さ
れ
る
よ
う
に

と

え
ば
解
る
人

に
は
解
る
努
力

で
あ
る

一
時
的
に

味
の
特

も
や
め
て
い
る
程
な
の
だ

 
そ
ん
な
自
分
が
夜
更
か
し
を
し
て
ま
で
ネ

ト
サ

フ

ン
し
て
い
る
の
は

や
ら
事
件
の

い
を

ぎ
付
け
て
し
ま

た
か
ら
で
あ
る

そ
れ
も
私
が
今
後
サ
ポ

ト
す
る
事
に
な

て
い

る
少
年
が
渦
中
に
い
る
と
知

て
見
て
見
ぬ
振
り
な
ん
て
出
来
な
か

た

 
と
は

え

私
は
た
だ
見
て
い
る
だ
け
だ

 
⻭

く
は
あ
る
が
流

に
仕
方
な
い
事
だ

時
間
泥
棒
な

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
手
を
出
し
て
は

験
が
危
な
く
な
る
事
を
確
信
し
て
い
た
私
は
せ
め
て
推

験
で
合
格

知
を

け
取
る
ま
で

は
手
を
出
す
ま
い
と
決
め
て
お
り
そ
の
せ
い
も
あ

て
仮
想
世
界

の
出
来
事
に
は

わ
れ
て
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い
な
い

私
に
求
め
ら
れ
て
い
る

は
現
実

の
サ
ポ

ト
な
の
だ

 
し
か
し
せ
め
て
知
る
こ
と
く
ら
い
は
せ
ね
ば
と
思
い
今
も
ラ
イ
ブ
動

を
見

け
て
い
る

 
開
い
て
い
る
動

は
二
つ

 
一
つ
は
彼

キ
リ
ト
の

の
た
め
に

け
る
ア
ル
ゴ
が
展
開
し
て
い
る
動

だ

彼
と
最

も
⻑
い
付
き
合
い
ら
し
い
情
報

は

間
に

の
姉
二
人
を
引
き

れ
て
夜
の
森
を

け

け
て
い
る

か
れ
こ
れ
一
時
間

ど

り

け
て
い
る
が
未
だ
出
会
え
て
い
な
い

 
そ
の
代
わ
り
と
ば
か
り
に

ブ
ル

カ

ル
の
プ
レ
イ

と
遭
遇
し
て
い
る

 

ど
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
の
二
人
が

一
触
と
ば
か
り
に
斬
り
捨
て
て
い
る
が

 
そ
し
て
も
う
一
つ
は

の
実
況
動

を
流
し
て
い
る
者
の
一
人
の
チ

ン
ネ
ル
だ

 
更
に

え
ば
そ
の
チ

ン
ネ
ル
は

上
真

最
中

気
に
な

た
の
で

べ
た
と
こ
ろ
非

マ
ナ

プ
レ
イ
の
数

に
意
見
し
た

者
と

論
プ
ロ
レ
ス
を
展
開
し
た
り
レ
ア
ド
ロ

プ

を
他
プ
レ
イ

か
ら
強
奪
し
た
り
と
や
り
た
い
放

果
て
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

に
し
た

的
な

り
の
方
法

と
い
う
動

を
投
稿
し
た
事
が
契
機
と
な
り

大

上
中
に
な

て
い
た

理
的
に
ど
う
な
ん
だ
と
い
う
意
見
に
は

を
返
す
な
ど
人
間
的
に
ど
こ
か
欠
如
し
て
い
る

配
信
者
だ

た
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と
は

え
そ
の
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
を
運

は
特
に

め
て
い
な
い

突
き

め
て
い
え
ば
人

間
性

プ
レ
イ

間
の
問

で
あ
り

シ
ス
テ
ム
的
な
エ
ラ

を
出
し
て
い
な
い
か
ら
だ

さ
て
さ
て

先
に
行

て
る

中
の
報

に
よ
る
と

こ
の
先
に
目
標
が
い
る

ス
よ

ジ

ネ
シ
ス
さ
ん

 
そ
う
主

し
未
だ
非
マ
ナ

プ
レ
イ
を
配
信
し
て
い
る
男
が
ど
こ
か

び
た
よ
う
な
声
を
上

たさ

き
か
ら

同
じ
事
を

い
た
と
思

て
ン
だ

こ
れ
で
ま
た

な
か

た
ら
い
よ
い

よ
テ
メ

を
ぶ

た
斬
る
事
に
な
る

 
そ
れ
に
応
じ
た
の
は

髪
を
逆
立
て
た
大
剣
使
い
の
男

銀

工
の

飾
品
を

り
ば
め
た
黒

の
男
は

圧
的
に

を
鳴
ら
し

そ
う

た

 
そ
れ
な
り
の
時
間
を

動
に

や
し
て
い
る
事
に

苛
立

て
い
る
ら
し
い

だ
い
た
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ
一

追
い

め
る
の
に
ど
ん
だ
け
時
間
掛
け
て
ん
だ
よ

そ
り

し

う
が
な
い

ス
よ

の

の
学

性
能
は

高
い
み
た
い
で
序

に

襲
わ
れ
た
事
を
学
ん
で

足
が
速
く
な

て
る

ス
か
ら

ま

こ
の
先
は
第
二
エ
リ

ア
の

こ
で
す
し
そ
れ
以
上

る
事
は
シ
ス
テ
ム
的
に
不
可
能

正
に

の
鼠

て
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ス
ねチ

メ
ン
ド
く
せ

 
取
り

き

配
信
者
の

に
大
剣
を
背
負
う
男
・
ジ

ネ
シ
ス
が
そ
う

き
捨
て
た

見
る
か
ら
に
狂

そ

う
な
男
の
物

い
は
か
な
り
尊
大

し
か
し
そ
れ
に
異
を

え
る
者
が

な
い
の
は
そ
れ
だ

け
こ
の
男
が
プ
レ
イ

と
し
て
強
い
と
い
う
証
な
の
だ
ろ
う

 
ア
バ
タ

の

上
に
表
示
さ
れ
た
カ

ル
は
オ
レ
ン
ジ

 
知
識
が
確
か
な
ら
プ
レ
イ

を

し
た
者
が
な
る

罪
者
カ
ラ

だ

狂

な

動
を

み
れ
ば
そ
の
色
は
な

て
然
る
べ
き
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い

ま

ま

そ
う
不
機

に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
よ

ジ

ネ
シ
ス
さ
ん

 
そ
こ
で
不
機

な
男
を

め
る
よ
う
に
会
話
に

て
入

た
の
は
メ
ガ
ネ
を
掛
け
た

男
だ

た

白

を

た

学
者
然
と
し
た
男
は
ど
こ
か

い

み
を
滲
ま
せ
な
が
ら

葉
を

け
る

件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
す
ぐ
そ
こ
で
す

後
ろ
か
ら

英
雄

が
追
い
か
け
て
来
て
る
よ
う
で
す
が

も
う
王
手
も
同
然

焦
ら
ず
行
き
ま
し

う

そ
の
事
な
の
だ
け
ど

シ
ギ
ル

少
し
い
い
か
し
ら
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白

の
男
・
シ
ギ
ル
に
話
し
か
け
た
の
は

オ
レ
ン
ジ
の
一

で

一
の
女
性
プ
レ
イ

だ

た

魔
女
の
よ
う
な

子
と
ロ

ブ
を

い

に

剣
を

る
し
た
女
性
が

を
組
み

な
が
ら
シ
ギ
ル
を

む

件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
あ
の

英
雄

が

知
し
て
る
こ
の
ゲ

ム
の
バ
グ
で
し

う

 
そ
れ
を

う
た
め
に
こ
ん
な
に
大
勢
の
プ
レ
イ

を
動
か
し
て

い

た
い

の
つ
も
り

で
す
ね

あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

う
事
に
な

た
の
は
偶
然
で
す

に
お
話
し
た
よ
う
に
オ

レ
ン
ジ
と
ブ
ル

プ
レ
イ

に
し
か
発
生
し
な
い
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
の
ク
エ
ス
ト
の
対

に

ば
れ
て
い
た
だ
け

な

あ
の
バ
グ
み
た
い
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

対

に
な

て
い
る
か
な
ん

て

ク
エ
ス
ト
の
バ

ク
ボ

ン
以
外
を
一
プ
レ
イ

た
る
私
が
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
よ

ラ
ラ
イ
ア
さ
ん

信
じ
ら
れ
な
い
わ
ね

こ
れ
は
面
白
い
回

で
す
ね

私
達
は
お

い
に

己
的
な
プ
レ
イ

だ
と
い
う
の
に
信

じ
よ
う
と
し
て
い
た
ん
で
す
か

チ
 
ラ
ラ
イ
ア
と
呼
ば
れ
た
女
性
の

た
い

葉
に
シ
ギ
ル
が

う

に
も
感
じ
て
い
な
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い
と

わ
ん
ば
か
り
の

み
に
表
情
を
歪
め
た

剣
使
い
の
女
性
は

線
を
切
り
足

に
前
へ

と
進
ん
で
い

た

お
い
シ
ギ
ル
テ
メ

が

を
企
ん
で
る
か
は
知
ら
ね

し
興
味
も
無

が

の
足
だ
け
は

引

ん
じ

ね

ぞ

お

 
い
い
で
す
ね

そ
の

様
か
分
か
ら
な
い

う
る
せ

 
ニ
ン
マ
リ
と

み
を
浮
か
べ
る
シ
ギ
ル

間
に

を
寄
せ
横

に

き
捨
て
る
ジ

ネ
シ

ス

彼
ら
が
お

い
を
信

し
て
お
ら
ず

い
に

し
合

て
い
る

一

の

で
あ

る
事
は
容

に
見
て
取
れ
る

 
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と

ジ

ネ
シ
ス
達
が
歩
み
を
止
め
た

 
ラ
イ
ブ

面
の
中

に
数
多
の
男
達
に

ま
れ
た
一
人
の
少
女
が

さ
れ
た

白
い

や

な

を
泥
と

り
傷
で

め
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

彼
ら
が

い
キ
リ
ト
や
ア
ル
ゴ
達
が
助
け
出
そ

う
と
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
事
は
明
白
だ

フ

フ

 
そ
の
少
女
は

で
息
を
し
な
が
ら
自
身
を

う
ジ

ネ
シ
ス
達
を

く

ん
で
い
た

そ
の
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手
に
は

な

剣
が
握
ら
れ
て
い
る

 
そ
れ
を
見
た
ジ

ネ
シ
ス
が

へ

と
感
心
す
る

最
初
は
武
器
な
ん
ざ
持

て
な
か

た

だ
が

自
衛
の
た
め
に
持

た
の
か

 
大
し

た

じ

ね

か

お
そ
ら
く
死
へ
の
恐
怖
が
そ
う
成
⻑
さ
せ
た
ん
だ
ろ
う
ね

ま

た
く

実
に
興
味
深
い

テ

メ
シ
ギ
ル
は

て
ろ

 
強
い

心
を

わ
に
す
る

学
者
風
の
男
を
他

に

ジ

ネ
シ
ス
が
背
中
の
大
剣
を

い

た

そ
れ
を
契
機
に
少
女
を

す
る
オ
レ
ン
ジ
達
も

め
て
武
器
を
構
え
な
お
し
て
い
く

い
い
加

⻤
ご

こ
は
終
い
だ

エ
ヌ
ピ

 
お
お

  
シ

と

け
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
男
の

葉
は
し
か
し
更
に
大
き
な
声
で
掻
き
消
さ
れ

た

男
女
が

じ

た
二
人
分
の

と
き

が
暗
い
森
に
木
霊
し
た
の
だ

 

れ
て
ド
カ
カ

ド
カ
カ

 
と
力
強
い

の

を
マ
イ
ク
が

か
せ
る
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な
ん
だ

い

た
い

事
で
す
の

 
一
気
に
ざ
わ
つ
く
オ
レ
ン
ジ
の
集

 
そ
れ
を
か
き
分
け
る
よ
う
に
二
つ
の
影
が
カ
メ
ラ
に

り

ん
だ

金
髪
に

の

を

う

女
性
エ
ル
フ
と
黒

銀
髪
の
プ
レ
イ

だ

た

二
人
は
黒
い
軍

を

り
一
気
に
Ｎ
Ｐ

Ｃ
の
下
へ
と

け
付
け
た
の
だ

そ
い
つ
を
行
か
せ
ン
な

 
あ
ま
り
の

展
開
に
た
じ
ろ
ぐ
集

を

ジ

ネ
シ
ス
が
怒
鳴

た

 
活
を
入
れ
ら
れ
た
オ
レ
ン
ジ
達
が
二
人
を
寄
せ
付
け
ま
い
と
肉

に
な
る
が

そ
の

を

は

び
越
え
て
し
ま

た

 

け
つ
け
た
プ
レ
イ

キ
リ
ト
が

Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
に
手
を

ば
す

ま
れは

い

 
オ
レ
ン
ジ
達
に

心
を

わ
に
し
て
い
た
少
女
は
自
身
を
助
け
に
来
た
者
だ
と

し
た
の

か

彼
の
手
を

な
く

ん
だ
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す
ぐ
に
片
手
で
引
き

ら
れ
た
少
女
は
そ
の
勢
い
の
ま
ま

す
る
エ
ル
フ
騎
士
へ
と
放

ら
れ
た

リ

フ

手

り
に
頼
ん
だ
ぞ

分
か

た
わ

 
リ

フ

と

二
つ
の
騎
士
・
リ

フ

と
は
示
し
合
わ
せ
て
い
た
事
の
よ
う
で

惑
を

わ
に
す
る
少
女
を
他

に
二
人
が

た

は
来
た
道
を

り
始
め
る

慌
て
て
オ
レ
ン
ジ
の

集

が
怒

を
上

て
追
い

ろ
う
と
す
る
も

人
の
足
で
は

に
追
い
つ
け
る
は
ず
も
な
く

あ

と
い
う
間
に
突
き
放
さ
れ
る

 
更
に
彼
ら
の
進
軍
を

る
よ
う
に
銀
髪
の
剣
士
キ
リ
ト
が
立
ち
は
だ
か

た

か
ら

り
た
彼
は

手
を

る

ど
の
速

で
閃
か
せ
背
中
か
ら

色
の
刃
の
片
手
剣
を

高
く
引
き

く
と

そ
れ
を
地
面
に
突
き
立
て
た

 
攻
撃
動
作
は
特
に
な
い
が
そ
の

風

と
し
た
立
ち
振
る
舞
い
に
気
圧
さ
れ
た
か
の
よ
う

に

五
十
人

ど
の
オ
レ
ン
ジ
達
が
足
を
止
め
る

悪
い
が

こ
こ
か
ら
先
は

行
止
め
だ

 
表
情
は
不

な

み

気
負
い
は
感
じ
に
く
い
が
目
の
本
気
も

た
気

を

す
そ
の
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声
は

彼
を
知
ら
ぬ
者
で
も

者
で
は
な
い
と
思
わ
せ
る

 

な
が
ら
存
在
感
を

よ
り
も
放
つ
少
年
の
振
る
舞
い
に
最
初
に
反
応
し
た
の
は
オ
レ
ン

ジ
達
を

い
て
い
た
大
剣
使
い
だ

た

暗

色
の

髪
を
ガ
シ
ガ
シ
と
掻
き
な
が
ら
少
年
の
前

に
出
た
男
が

い
眼
差
し
で

み
付
け
る

テ
メ

の
つ
も
り
だ

達
は
た
だ
ク
エ
ス
ト
を
進
め
て
い
た
だ
け
な
ん
だ
が
よ

 
今
に
も
斬
り
か
か
り
そ
う
な
剣

な

気
と
共
に
ジ

ネ
シ
ス
が
そ
う
問
い
か
け
る

 
そ
れ
に

ま
る
で

発
す
る
か
の
よ
う
に
キ
リ
ト
が
失

を
浮
か
べ
た

の
つ
も
り

か

そ
れ
は
こ
ち
ら
の
セ
リ
フ
だ

あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は

の
開
発

そ
し
て
運

し
て
る
企
業
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
も

知
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

先
保
護
対

だ

ハ

ン
な
事
知
る
か
よ
こ

ち
は
ク
エ
ス
ト
の

対

に
な

て
た
か
ら
動
い
て
る
だ

け
だ

そ
も
そ
も
そ
の

保
護

て
の
も
要
は
謎
が
分
か
り

い
い

だ
ろ

 
な
ら

が

や

た

て
い
い
ハ
ナ
シ
じ

ね

か

達
の
ク
エ
ス
ト
で
も
し
か
し
た
ら
謎
が
解
明
さ
れ

る
か
も
し
れ
ね

そ
れ
は

あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
が
実
は
聖
大
樹
の
巫
女
だ

た
と
い
う
話
か

 

高
に

ろ
う
と
し
た
ジ

ネ
シ
ス
が

に

面
に
な

て

り

む
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テ
メ

知

て
た
の
か

知

た
の
は
つ
い
さ

き
だ
が
な

多
分

知

た
経

も
同
じ
だ
ろ
う

 
そ
う

て
キ
リ
ト
は

の

を

り
上

た

ジ

ネ
シ
ス
達
が
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
と

い
う
種

か
ら

け
た
よ
う
に
お
そ
ら
く
キ
リ
ト
も
さ

き
の
エ
ル
フ
騎
士
の
種

か
ら
似
た

よ
う
な
ク
エ
ス
ト
を

け

そ
の
過
程
で
知

た
の
だ

 
ま

あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
保
護
す
る
目
的
は

者
で
異
な
る
の
だ
が

そ
れ
に
し
て
も
解
せ
な
い
な

 

と
キ
リ
ト
の
声

が
変
わ

た

不

に

ん
だ
そ
れ
が
真
剣
で
と
て
も

た
い
も

の
へ
と
変
化
す
る

 

界
で
感
じ
る
も
の
と
同
じ
だ

 
そ
の
声

は

手
の

を
探
る
者
の
そ
れ
だ

た

オ
レ
ン
ジ
も
ブ
ル

も

れ
て
一
つ
の
ク
エ
ス
ト
の
た
め
に
協
力
だ
な
ん
て
信
じ

い
話
だ

あ

 

達
の
ク
エ
ス
ト
は
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

に
し
か

け
ら
れ
ね

モ
ン

別
に
お
か

し
か
ね

だ
ろ

シ
ス
テ
ム
的
に
は
な

が

て
い
る
の
は

行
動
原
理
の
話
だ
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は

 
と
苛
立
た
し
気
な
声
が

す
る

彼
の

わ
ん
と
す
る
事
が
分
か

て
い
な
い

ら
し
か

た

 

そ
れ
で
も

彼
の
目
は

い

な
る

ど

そ
こ
の
メ
ガ
ネ
の
男

ア
ン
タ
は

の
話
を
理
解
し
た
ら
し
い

 
彼
の

線
は
シ
ギ
ル
に
向
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ

配
信
者
に
合
わ
せ
て

者
風
の
男
が

カ
メ
ラ
に
入
る
と

彼
は
⻭

み
し

一
歩
身
を
引
い
て
い
た

こ
の
オ
レ
ン
ジ
と
ブ
ル

合
の
集

ア
ン
タ
が
集
め
た
ん
じ

な
い
か

 
そ
れ
も

お
そ
ら
く

リ
ア
ル

の
報

で
釣

た
ん
だ
ろ
う

 

間

カ
メ
ラ
内
の
オ
レ
ン
ジ

ブ
ル

達
が
一

に

ま

た

な

そ
う
思
う
の
で
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
オ
レ
ン
ジ
達
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
不
可
の
状
況
だ

た
か
ら

を
組
み
殺
人
や

に

ん
だ

死
ね
ば
終
わ
り
だ

た
か
ら

を
組
ん
だ
ん
だ

だ
が

は
違
う

オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

同
士
が
こ
れ
だ
け
集
ま

て
な
お
か
つ

制
を
取
れ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ

け
目
的
意
識
を
共
有
出
来
て
い
る
と
い
う
証

き
が
一
人
い
れ
ば
自
壊
し
て
い
る
集

が

直
に
ク
エ
ス
ト
一
つ
の
た
め
に
結
束
す
る

が
な
い
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あ
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

 
絶
対
に
無
い
な
ど

そ
れ
こ
そ
あ
り
得
な
い
ん
で
す
か

ら 
や
や

を
引
き
つ
ら
せ
な
が
ら

シ
ギ
ル
が

足
を
取
る

 
だ
が
キ
リ
ト
は

そ
う
だ
な

と
あ

け
ら
か
ん
と

い
た

ク
エ
ス
ト
達
成
の
暁
に

か
を
報

と
し
て

意
し
て
い
る
な
ら
あ
り
得
る
だ
ろ
う
な

そ
れ
が
リ
ア
ル

の
も
の
だ
と

 
な

ゲ

ム
内
の
報

だ
と
思
わ
な
い
ん
で
す

仮
に
ゲ

ム
内
で
の
報

な
ら
ア
ン
タ
が
圏
外
に
出
た
時
点
で
キ
ル
す
る
な
り

す
な
り
し

て
奪
う
方
が

い

自
ら
オ
レ
ン
ジ
に
な

た
人
は
そ
う
い
う
モ
ン
だ

 
彼
の
返

に
シ
ギ
ル
が

目
を
見
開
く

ど

き
を

わ
に
す
る

し
か
し
そ
れ
も
一

の

事

す
ぐ
表
情
を

め
た
男
が

気
を
取
り
直
す
よ
う
に
メ
ガ
ネ
の

を

節
し
た

そ
う
だ
と
し
て

が
悪
い
の
で
す

 
ク
エ
ス
ト
の
た
め
に
人
を

た

そ
の

た
め
に

リ
ア
ル

で
報

を

意
し
た

こ
れ
は
別
に
違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

が

こ
の
ク
エ
ス
ト
だ
け
の
話
だ
と

た

 

し
い
事
に

キ
リ
ト
の
声

に

苛
立
ち
が

た
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か
で
は
あ
る
が
シ
ギ
ル
を
は
じ
め
オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

プ
レ
イ

達
を
見

え
る
眼

付
き
に
剣

な
色
が

じ
り
始
め
る

ど
う
い
う
意
味
で
す

確
か
に
オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

が

を
組
み
始
め
た
の
が

日
今
日
の
話
な
ら
ア
ン
タ
の
話

で

得
も
す
る

だ
が
な
辻
褄
が
合
わ
な
い
ん
だ
よ

そ

ち
の

髪
の
男
を

に
プ
レ

ミ
ア
や
あ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
最

で
も
一

間
前
か
ら
付
け

て
い
た

Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
キ
ル
す
れ
ば

レ
ア
ド
ロ

プ
が
手
に
入
る
な
ん
て
不
明
確
な

を
信
じ
て
オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

が

を
組

む
な
ん
て
そ
れ
こ
そ
あ
り
得
な
い
我
先
に
と

争
す
る
か
ら
だ

・

・様
こ
の

世
界
で

を

 
く
わ

と
険
し
い
面
持
ち
で

問
す
る
彼
を
大
剣
の
一
撃
が

ん
だ

地
面
に
突
き
立
て

た
剣
を

い
て
そ
れ
を

い
だ
彼
は
金
の

を

く
仕
掛
け
た
人
た
る
ジ

ネ
シ
ス
に
向
け
る

の
つ
も
り
だ

 

し
く
も
そ
の
問
い
は
彼
ら
を

ん
だ
キ
リ
ト
に
対
し
ジ

ネ
シ
ス
が
放

た
も
の
と
同

じ
だ

た

う

ん
だ
よ

ヒ

ロ

ご

こ
の
つ
も
り
か
知
ら
ね

が
ヒ
ト
サ
マ
の
プ
レ
イ
に

出
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し
す
ん
じ

ね

 

り
合
い
な
が
ら
ジ

ネ
シ
ス
が

う

 
そ
れ
に

は

と
キ
リ
ト
は

で
嗤

た

な
ら

が
出

ら
な
く
て
い
い

で
や

て
く
れ

ハ

キ
リ

て

い
い
迷
惑
な
ん

だ
よ

 
気
合
一
閃

怒

と
同
時
に

黒
い
大
剣
が
弾
か
れ
る

 
た
た
ら
を

ん
だ
男
は

⻭
を

き
出
し
に
し
て

ん

り

そ
れ
以
上
の
後
退
を

す
ぐ
さ
ま

手
を

の

神
に

て
た

こ
の
ク

ガ
キ

 
英
雄
だ
の
な
ん
だ
の
持
ち
上

ら
れ
て

良
い
気
に
な

て
ん

じ

ね

ぞ
ゴ
ラ

さ
ん

ジ

ネ
シ
ス
さ
ん
に

い
て
く
だ
さ
い

オ
ル
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
怒
る
ジ

ネ
シ
ス
に

け
と
シ
ギ
ル
が
指
示
す
る
と
同
時
様
子
を
見
て
い
た
オ
レ
ン
ジ
達
も

の

神
に
指
を

て
一
気
に
怒

を
上

始
め
た

そ
の

変
ぶ
り
は
ハ

キ
リ

て
異

常
だ

変
し
て
い
な
い
人
も
い
る
が
ジ

ネ
シ
ス
を
は
じ
め

備
が
整

て
い
る
オ
レ
ン
ジ
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プ
レ
イ

は

怒

を
上

て
い
る

い
き
な
り
変
わ

た
な

 
さ
し
も
の
キ
リ
ト
も
こ
れ
は
予
想
外
だ

た
よ
う
で
猛
攻
を
仕
掛
け
る
ジ

ネ
シ
ス
達
か
ら

離
を
取
り
始
め
る

 
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

合
か
ら
撤
退
を

る
戦
い
が
幕
を
開
け
た

  
・
今
話
の
ま
と
め

 
キ
リ
ト

な
ん
で
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

が

合
組
め
て
る
の

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

じ

無
理
だ

ろ
う
か
ら
リ
ア
ル
の
報

か

 
ま
あ

制
さ
れ
て
な
い
し
違
法
じ

な
い
か
ら
そ
れ
は
い
い

け
ど

な

開
始
直
後
か
ら
特
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

て
た

 
あ
ま
り
に
も

い

か
ら
特
定
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

い
撃
ち
し
て
て

し
過
ぎ
た

て
ハ
ナ
シ
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・
ジ

ネ
シ
ス

 
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

合
を

い
る

 
い
つ
の
間
に
か
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

に
な

て
い
た

 

い

髪
を
逆
立
て
た

手
剣
使
い

原

ゲ

ム
の
悪

で

そ
こ
そ
こ
の
実
力
は
あ
る

が

そ
の
真
価
は
別
に
存
在
す
る

 
キ
リ
ト

キ
リ
カ
に
対
し
て

な
ら
ぬ
怒
り
を
見
せ
る

  
・
シ
ギ
ル

 
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

合
の

 
メ
ガ
ネ

目
の

し
い

学
者
風
の

男

実
は
コ
ミ

ク
ス

か
ら
登
場
し
て
い
る

原

ゲ

ム
に
は
い
な
い

 
リ
ア
ル

で
報

を

意
し

オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

を
集
め
た
事
を
自
白
し
て
い
る

 
報

で
人
を
う
ま
く
釣

て
煽
動
し
た
が

キ
リ
ト
に
は

ま
れ
て
い
た

 
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
に
つ
い
て

か
知

て
い
る
ら
し
い
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・
ラ
ラ
イ
ア

 
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

合
の
一
人

 
コ
ミ

ク
ス
に
も
登
場
し
て
い
る

剣
使
い

武
器

と
し

を

確

で
引
き

こ
す

剣
で

手
数
で

し
て

手
を
キ
ル
す
る
戦
法
を
得
意
と
す
る

 
シ
ギ
ル
の
事
を
信

し
て
い
な
い
が

合
に
参
加
し
て
い
る

り
報

に

か
れ
た
よ
う

だ  
・
キ
リ
ト

 
一
人
で
撤
退
戦
を
展
開
す
る
プ
レ
イ

他
者
を

に
し
て
で
し
か

せ
に
な
れ
な
い
ケ
ダ
モ
ノ
が
人
間
と

え
て
お
り
そ
の
極

地
が
オ
レ
ン
ジ
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら

合
に
不
可
解
な
も
の
を
感
じ
て
い
た

そ
の
原
因

が
シ
ギ
ル
に
あ
る
と
気
付
け
た
の
は
Ｐ
ｏ
Ｈ
の
よ
う
に
キ
リ
ト
も
ま
た

先

導動
者者

の
一
人
だ
か

ら
で
あ
る

 
ち
な
み
に

シ
ギ
ル
の
名
前
は
知
ら
な
い

 
ま
た
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
の
ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て
も
正
確
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
キ
リ
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カ
が
黒
エ
ル
フ
の
自
身
が
森
エ
ル
フ
の
ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
る
事
か
ら
ジ

ネ
シ
ス
達
が

そ
れ
以
外
の
フ

ル
ン
か
ら

け
て
い
る
と

推
し
て
い
る

  
・
リ

フ

 
キ
リ
ト
と
協
力
し
て
い
る
エ
ル
フ
騎
士

 
二
人
が

で
登
場
し
た
の
は
伝

の
小

の

を
引

り
出
し
た
か
ら

リ

フ

が
協

力
し
て
い
た
た
め

巫
女
の
救
出
が
間
に
合

た

  
・
ア
ル
ゴ

 
ユ
イ

ス
ト
レ
ア
を

て

け
つ
け
て
る
真

最
中

  
・

 
キ
リ
ト
の
フ

ン

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は

学
園
の

験
を

え
て
い
る
せ
い
で
手
を
出
し
て
お
ら
ず

観
す
る
し

か
な
い
事
を
⻭

く
思

て
い
る
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そ
の
代
わ
り
情
報
収
集
は
欠
か
さ
ず
行

て
い
る

 
た
だ
見
て
い
る
だ
け
だ
が
地
味
に
重
要
な
情
報
を
集
め
て
い
る
キ
リ
ト
は
シ
ギ
ル
の
名
前

を

い
て
い
な
い

  
・
配
信
者

 

上

法
中
の
ス
ト
リ

マ

 
自
分
が
キ

カ
ケ
で

合
の
目
的
が

壊
す
る
と
は

と
も
思

て
い
な
い
一
人

む
し
ろ

英
雄
の
語
り
が

れ
て
ウ
マ
ウ
マ

と

観

し
て
い
る
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第
二
十
五
話
 

デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
ち

こ

と
だ
け
黒
幕
も
出
る

 

点

シ
ギ
ル

キ
リ
ト

 

数

約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
怒

が

を

く

 
夜
の

に

ま
れ
た
森
の

地
で

り
広

ら
れ
る
人
同
士
の
戦
い

そ
れ
は
一
人
の
少
年
対

五
十
を
超
え
る
集

に
よ

て
展
開
さ
れ
て
い
る
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た

た
一
人
で
抗

て
い
る
少
年
か
ら
す
れ
ば
不

理
な
戦
力
差

夜
闇
に

れ
よ
う
に
も

月
光
を

ね
返
す
銀
髪
と
金
の

は
ハ
イ
ド
レ

ト

の

下
を

し

を
極
め
た

 
残
さ
れ
た
道
は
撤
退
し
か
な
い

 
そ
し
て
そ
れ
を
許
す

ど
集

オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

プ
レ
イ

の

合
は
甘
く
な

い

時
間
も
掛
け
て
追
い

め
て
よ
う
や
く

ら
え
ら
れ
る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
目
の
前

で
掻

わ
れ
た
の
だ

平
時
だ
と
し
て
も
問

無

で
キ
ル
し
て
い
た
の
は
想
像
に

く
な

い

そ
れ
で
怖
気
づ
く
者
は

罪
者
カ
ラ

に
な
ら
な
い
か
ら
だ

 
そ
れ
に
加
え

今
は
更
に
狂

性
を
増
し
て
い
る

 
本
来
人
間
の

は
あ
る
種
の
リ
ミ

タ

が
掛
け
ら
れ
て
い
る

か
ら
フ
ル

し
て

い
て
は

労
が
速
く

最
悪
不
可
逆
的
な
ダ
メ

ジ
を
負
い
か
ね
な
い
た
め
だ

そ
の
リ
ミ

タ

を
彼
ら
は
意

的
に
外
し
て
い
る

 
有
体
に

え
ば
彼
ら
は
い
ま

覚
醒
状

に
あ
る
の
だ

 

に
苛
ま
れ
た
時

あ
る
い
は

情
に

ら
れ
た
時
に

が
放
出
す
る

ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

神
経
伝
達
物

を

意

的
に
分

さ
せ
る
ト
リ
ガ

を
彼
ら
は
引
い
た
か
ら
だ

 
そ
の
ト
リ
ガ

の
名
は

ク
リ
ム

ン
・
ハ
イ
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世
間
で
は
電
子
的
な
ド
ラ

グ
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
と

わ
れ
て
い
る
も
の
の
一

つ 
そ
し
て

こ
の

合
を
集
め
る

に
報

と
し
て

示
し
た
も
の
で
も
あ

た

 

も
う
気
付
か
れ
た
と

う
べ
き
か

よ
く
保

た
と

う
べ
き
か
迷
い
ま
す
ね

 
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

て
も
ら
う
よ
う

き
掛
け
た
も
の
の
中

思
う
よ
う
に
い
か
ず
焦
れ

た
オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

達
を

き
付
け
る
た
め
に
古
参
に
は

に
配

て
し
ま

て
い
る

そ
の

者
達
に
は
上

換
の
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
を

す
事
で
動
い
て
も
ら

て
い
た

 
そ
の
や
り
取
り
は
ア
シ
が
付
か
な
い
よ
う

し
て
行

て
い
た
の
だ
が

 

流

英
雄

と

わ
れ
る
だ
け
あ
り
ま
す

 
気
を
取
り
直
す
よ
う
に
メ
ガ
ネ
の

を

整
す
る

 
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
使

者

ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

が
多
く
な
れ
ば
そ
の

違
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
存
在
に
気
付
か
れ
る
事
も
想
定
済
み

リ
ア
ル

の
や
り
取
り
も
し
て
い
る

が

そ
ち
ら
も
対
策
を
立
て
て
い
る
か
ら
問

な
い

 
た
だ
一
つ
問

が
あ
る
と
す
れ
ば
現
在
進
行
形
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
状
況
で

付
か
れ
た

事
だ

流

に
ロ
グ
イ
ン
場

ま
で
は

工
作
が
出
来
な
い
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そ
も
そ
も
こ
の
時
点
で
気
付
か
れ
る
事
自
体
が
想
定
外
だ

 
行
動
原
理
の
面
か
ら

慮
す
れ
ば

英
雄

が
語

た
よ
う
に
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

プ
レ
イ

達
が
集

を
保
て
て
い
る
時
点
で
違
和
感
し
か
な
い
の
は

然
だ

そ
こ
で
リ
ア
ル

の
報

を

慮
出
来
た
の
は

に
デ
ジ
タ
ル

の
報

し
か
無
か

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
経
験
が
あ

た

か
ら
だ
ろ
う

 

て
い
た
つ
も
り
は
な
い
が

英
雄

と
呼
ば
れ
る
由
縁
た
る
能
力
を
見

て
い
た
ら

し
い

 
更
に
間
の
悪
い
事
に

ク
リ
ム

ン
・
ハ
イ

を
配
ら
れ
て
い
な
い
プ
レ
イ

の
数
人
が

ラ
イ
ブ
配
信
を
し
て
い
る
せ
い
で

自
分
の
プ
レ
イ

ネ

ム
も
知
ら
れ
る
事
に
な
る

 
色

と

ん
だ
り

た
り
だ

 

そ
れ
も
こ
れ
も

中
が

な
事
を
す
る
か
ら

 

じ
た

の

で
⻭
を
食
い
し
ば
る

抑
え
た

情
が

と
し
た

間
に

れ
出
て
し
ま
い

そ
う
だ

 
そ
の
矛
先
が
向
く
の
は

英
雄
で
は
な
い

ブ
ル

カ

ル
な
ど
と
い
う
つ
ま
ら
な

い

ナ
ル
テ

を
作

た

の
製
作

達
だ
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自
分
も
そ
の
製
作

の
一
人
だ

た
が
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

す
る
方

で

を
別
つ
結
果
に
な

た

 
彼
ら
は
安
穏
と
し
た
世
界
を
望
ん
だ

 
し
か
し

自
分
は
デ
ス
ゲ

ム
に

わ
れ
た
人
の
よ
う
に

達
が
死
に

え

必
死
に
生

き
よ
う
と
す
る
リ
ア
ル
な
世
界
を
求
め
た

 
そ
う
い
う
意
味
で
は

件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
助
け
出
そ
う
と
躍

に
な
る

英
雄

達
と
は

に

対
す
る

え
方
が
近
い
と

え
る

た
だ
し
彼
ら
は

と
対

な
人
と
し
て

す
る
の
に
対
し

自
分
は
あ
く
ま
で

対

と
し
か
見
な
い
と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る

そ
の
違
い
が
彼
ら

と
自
分
の
立
場
の
差
を
生
ん
で
い
る
の
は
明
白
だ

自
分
は

達
に
死
の
危
険
を
呼
び

ん
で

成
⻑
を

そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 
無
論

英
雄

の
コ
ピ

が
保
護
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
よ
う
に

安
穏
と
し
た
生
き
方
で
成
⻑
さ

せ
る
の
も
い
い
だ
ろ
う

一
種
の
モ
デ
ル
ケ

ス
と
し
て
参

に
出
来
る
か
ら
あ
の
個
体
だ
け

を

う
よ
う
な
指
示
は
出
さ
な
か

た

 
だ
が

そ
れ
は
そ
れ
で
あ
る

 
多
く
の
人
を

怖
さ
せ
そ
の
歴
史
に
名
を

し
た
生
と
死
が
交
錯
す
る
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
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あ
の
世
界
観
の
再
現
こ
そ

製
作

初
の
コ
ン
セ
プ
ト
だ

た

自
分
は
そ
の
チ

フ
デ

レ
ク
タ

と
し
て

わ

て
い
た
が

先
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
方

を
境
に
解

分
を

け

た

あ
ま
り
に

的
過
ぎ
る
殺
し
を
は
じ
め
と
し
た

罪
も

き
に
出
来
る
そ
ん
な
世
界

観
で
は
プ
レ
イ

は

達
に
と

て
悪
だ
か
ら

と

 
プ
ロ
ジ

ク
ト
が
始
ま

て
か
ら

大
な
時
間
を

や
し
た

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

私
の
世
界
は

愚
か
者
の
手
に

よ

て
見
る
も
無
残
な
も
の
に
な
り
果
て
て
し
ま

た

 
な
ら

自
ら
の
手
で
再
び
目
指
す
だ
け
だ

 
そ
の
方
法
が
理
性
の
タ
ガ
を
外
さ
せ
ブ
ル

カ

ル
す
ら
気
に
し
な
い

力
的
な
プ
レ
イ

の
増
加

生

い
リ
ア
ル
で
は

き
得
な
い
生
死
が

り
合
わ
せ
の
世
界
観
へ
人
間
の
意

識
を
変
え
て
し
ま
え
ば
い
い
と

え
た

 
そ
れ
は

わ
ば

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

英
雄

が
行

た
事
と
は
真
逆
の
行

 
気
付
く
は
ず
だ

結
果
が
違
う
だ
け
で

思

過
程
が
こ
こ
ま
で
似
て
い
る
の
だ
か
ら

 

だ
か
ら
き

と

ア
レ

に
も
気
付
い
て
い
る
で
し

う

 
製
作

か
ら
身
を
引
く
前
最
後
に
残
し
た

き

そ
の
一

を
英
雄
達
も
手
に
入

れ
て
い
る

あ
の
世
界
を
よ
く
知
る
の
で
あ
れ
ば

に

付
い
て
い
る
に
違
い
な
い
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出
来
る
事
な
ら
最
後
ま
で
そ
れ
を
導
き
た
か

た
が

 

こ
の

が

時
で
す
か
ね

 

と
息
を

く

 

に
サ

バ

三
つ
分
の
デ

タ
は
取
れ
て
い
る

デ

タ

と
し
て
は

に
十
分
だ

 
た
だ
出
来
る
事
な
ら
こ
の
サ

バ

の
行
く

は
自
分
の
目
で
最
後
ま
で
見
届
け
た
か

た

が

り
過
ぎ
て
自
分
が

ま

て
し
ま

て
は
意
味
が
な
い

 
数
で

し
切
ろ
う
と
突
き
進
む
集

を
遠
く
に
見
な
が
ら
私
は

と
り
夜
闇
に

れ
な
が

ら
こ
の
世
界
か
ら
立
ち
去

た

  

を

み
し
め

葉
を
揺
ら
し
得
物
を
振
る
う
風
が

を

く
中

更

ん
だ

が

れ
た
事
に

は
気
付
い
た

ア
バ
タ

が
転

す
る

に
近
い
が

千
回
と

い
た
そ
の

で
は
な
い
の
は
明
白
だ

た

 
今
の
は
あ
ま
り

き
な
れ
な
い
タ
イ
プ
の
転

ロ
グ
ア
ウ
ト
時
の

だ
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あ
の
世
界
か
ら
帰
還
し
て
ち

う
ど

年

の
ゲ

ム
の
プ
レ
イ
を
初
め
て
お
よ
そ
四
か

月
弱
が
経
つ
が
未
だ
に
ロ
グ
ア
ウ
ト

に

み
が
な
い
の
は
お
そ
ら
く
戦
闘
に

な
い

の
サ
ウ
ン
ド
エ
フ

ク
ト
だ
か
ら
に
違
い
な
い

し
か
し
今
回
は
そ
の

み
の
無
さ
が

助
け
に
な

た

 

を
ざ

と
見
回
し
た
と
こ
ろ
で

が
ど
の
名
前
で
い
ま

が
離
脱
し
た
の
か
な
ん
て
分

か
る

が
な
い
が
直
感
的
に
あ
の
メ
ガ
ネ
白

の
男
が

な
く
な

た
の
だ
と
い
う
予
想
が
浮

か
ん
だ

に
襲
い
来
る
面

に
も
そ
し
て
そ
れ
に
指
示
を
出
す
面
子
に
も
見

た
ら
な
か

た
か
ら
だ

 
明
ら
か
に
非
戦
闘
系
ビ
ル
ド

い
男
だ

た
か
ら
せ
め
て
指
示
系

に
回
る
か
と
思

て
い

た
が
そ
こ
に
も

な
い
と
な
れ
ば
あ
の
男
は

に
離
脱
し
た
後
と
い
う

え
が
浮
か
ん
で
く

る 
ま

後
退
す
る

を
追

て
き
て
い
な
い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

死
ね
や
オ
ラ

お
お

 

く

り
な
が
ら
斬
り
か
か

て
く
る
オ
レ
ン
ジ
あ
る
い
は
ブ
ル

プ
レ
イ

達

そ
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の
攻
撃
を
道
中
で

た
武
器
の
数

で

き
な
が
ら

は

と

か
し
さ
を
感
じ
て
い
た

 
夜
闇
森
の
中
殺
意
を

わ
に
集

で
攻
め
立
て
ら
れ
る
こ
の
状
況
は
あ
の
世
界
で

と
な
く
経
験
し
た
シ
チ

エ

シ

ン
だ

は

 
ま

た
く
も

て

し
く
な
い

古
を

き
な
が
ら
ス
テ

プ
を

み
上

か
ら
振
り
下
ろ

さ
れ
た
大
剣
を

す

一

の
後

前
に

み

み
な
が
ら

掛
け
に
斬
り
付
け
る

 
そ
の
時

背
面
二
方
向
か
ら
ス
キ
ル
を
立
ち
上

る

が

こ
え
た

 

は
ぐ
る
り
と
時

回
り
に
回
り
な
が
ら

手
の
剣
を
水
平
に

か
せ

時
に
ス
キ
ル
を
立

ち
上

た

発
水
平
斬
り
ホ
リ

ン
タ
ル
が
発
動
し
シ
ス
テ
ム
の
後

し
を

け
て
一

気
に
加
速

勢
い
そ
の
ま
ま
真
一
文

の
回
転
斬
り
で
全
方

を
斬
り

ば
し
た

ぐ
あ

ク

が

 
後
方
で
ス
キ
ル
が
発
動

前
だ

た
カ
タ
ナ
使
い
と

手

使
い
の

声
を

き
流
し
つ
つ

は

わ
り
と

地
し
た

 
四
方
を
見
れ
ば
先
の
二
人
が
倒
れ
て
空
い
た
穴
を

め
て

る
く
ら
い
の
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
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ル

プ
レ
イ

達
が

を
作

て
い
る

層
の
数
は
三
か
ら
四

一
方
向
を
突
破
す
る
の
に
最

で
も
十
人
近
く
は
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
あ
れ
ば
こ
の
数
を
前
に
立
ち
向
か
え
た

な

な
ら
あ
の
世
界
に
は
根
源
的
に
死

の
恐
怖
が
潜
在
し
て
お
り
超
高
レ
ベ
ル
の

を
前
に
戦
意
を
保
て
た
の
は
ご
く
一
握
り
だ

た

か
ら
だ

戦
意
が
揺
ら
い
で
生
ま
れ
た
隙
を
突
き
武
器
を
破
壊
し
て
し
ま
え
ば
そ
れ
で
終
わ
り

だ

た

 
だ
が

こ
の
世
界
で
は
同
じ
事
は
出
来
な
い

 
あ
の
世
界
の
オ
レ
ン
ジ
達
に
し
た
よ
う
に

を

ら
し
て
も

魔
法

ポ
ジ
シ

ン
の
バ
ト

ル
ス
キ
ル
で
す
ぐ
回
復
さ
れ
て
し
ま
う
し
死
の
恐
怖
が
無
い
か
ら
退
く
事
は
な
い

の
方
が

レ
ベ
ル
も

備
の
ラ
ン
ク
も

い
か
ら
武
器
破
壊
に
必
要
な

力
も
出
し
に
く
い
だ
ろ
う

 
い
や

そ
も
そ
も

 

リ

ダ

格
が

こ
れ

じ

あ
な

 

は
リ

ダ

格
の
男
・
ジ

ネ
シ
ス
を
見
た

手
剣
を
持
つ

の
男
の
様
子
は

常

で
は
な
く

目
を
血

ら
せ

⻭
を

き
出
し
に
こ
ち
ら
を

み
付
け
て
い
る

 
隙
を

う
判
断
は
出
来
る
よ
う
だ
が

本
能
的
な
も
の
だ
ろ
う
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少
な
く
と
も
理
性
的
な
判
断
を
期

で
き
る
状

で
な
い
事
は
確
か
だ

ち

こ
ま
か
と

や
が

て

テ
メ

や
る
気
あ
ん
の
か

 
そ
う
怒
鳴
り

ジ

ネ
シ
ス
は
斬
り
か
か

て
き
た

い
で
い
た
剣
で

に
弾
く

真

向
か
ら
や
り
合
う
気
は
ハ
ナ
か
ら
無
い
よ

時
間

ぎ

て

か

こ
れ
が

ヒ

ロ
英
雄

て
ワ
ケ
か
よ

い
て

れ
る

そ
ん
な

に
時
間
を

が
れ
て
る

ツ
に

わ
れ
て
も
な

ぶ

殺
す

 

発
し
返
し
た

一
気
に
怒
り
の
ボ
ル
テ

ジ
が

ね
上
が

た
ら
し
く
怒
気
を
更
に

出
さ
せ
な
が
ら
斬
り
か
か

て
き
た

息
も
つ
か
ぬ
勢
い
は
正
に

風

か
ら
し
て

力

的
な
大
剣
の

撃
を

く
か

す
か
で
対
応
し
て
い
く

は
内
心
で

や

を
流
す
の
を
禁
じ

得
な
か

た

 

手
剣
を

う
に
し
て
は

あ
ま
り
に
速
過
ぎ
る
の
だ

 

こ
れ

が
他
サ

バ

壊
の
遠
因
か

 
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

プ
レ
イ

が
集

を
保
て
て
い
る
理
由

か

ら

罪
者
カ
ラ

に
な
る
事
を

わ
な
い

中
だ
分
か
り
や
す
い
力
を
エ
サ
に
さ
れ
れ
ば
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食
い
つ
か
な
い

が
な
い

 
こ
の
強
さ
の
ロ
ジ

ク
は
お
そ
ら
く
プ
レ
イ

自
身
に

き
掛
け
た
も
の
だ

最
近

で
騒

が
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
と
い
う
も
の
を
使

て
い
る
の
だ
ろ
う

思
い
返
せ
ば
こ

の
戦
い
が
始
ま
る
時
ジ

ネ
シ
ス
達
は
一
様
に
一
定
の
モ

シ

ン
を
取

て
い
た

ア
レ
が

発
動
ト
リ
ガ

な
の
だ

 
そ
う
し
て

の
機
能
を
引
き
出
さ
れ
た
プ
レ
イ

の
能
力
は
全
て
高
水

と
な
る

 
有
体
に

え
ば

速
く
な
る

 
速
さ
は
力
だ

攻
撃
が
速
い

ど

力
が
高
く
な
る
こ
の
世
界
に

い
て

に
反
応
速

が
高
ま
る
の
は
攻

い
ず
れ
に
お
い
て
も
強
力
な
手
札
で
あ
る

 
か
つ
て

死
に

し
た

を
守
る
よ
う
に
表
に
出
た
シ
ロ
が

を
圧
倒
し
て
き
た
よ
う
に

 

の
機
能
が
解
放
さ
れ
る
と
い
う
事
は
プ
レ
イ

自
身
が

に
強
く
な
る
の
と
同
義
な

の
だ

 
と
は

え

そ
ん
な
事
を

と

け
ら
れ
る
わ
け
が
な
い

 

ア
ミ

ス
フ

ア

は
人
体
に
直

ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
る

ど
の
出
力
機
構
を
持
た

な
い
が

内
麻

の
異
常
分

は
バ
イ
タ
ル
に
変

を
来
す

そ
れ
を
危
険
信

と
判
断
し
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セ

フ
テ

機
構
が
作
動
す
る
場
合
は
十
分
あ
る

か
く
い
う

も

血

状
で
強
制
ロ
グ
ア

ウ
ト
さ
せ
ら
れ
た
の
だ

 
覚
醒
状

そ
れ
が
過

に
な
れ
ば

・

覚
を
は
じ
め

高
血
圧
な
ど
数
値

上
で
も
異
常
な
ラ
イ
ン
に
達
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
が
ニ

ス
に
な

て
い
る
の
は
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
の
回
数
が
異

様
に
多
い
プ
レ
イ

達
を

し
た
時
に
発
見
さ
れ
る
か
ら
だ

 
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
は
思
え
な
い
が

 

あ
る
い
は

セ

フ
テ

を
無

化
し
た
か

 
ニ

ス
に
な
る

ど
知
ら
れ
⻑
時
間
の
使

が
出
来
な
い
事
も
分
か

た
上
で
手
に
入
れ

た
の
だ
と
す
れ
ば

そ
の
欠
点
を
克

し
た
可
能
性
も
あ
る

 

来
セ

フ
テ

機
構
は
ナ

ヴ
ギ
ア
に
も
存
在
し
て
い
た

そ
れ
は
ハ

ド
の
発

初
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
た
事
だ

 
し
か
し

や
シ
ロ
を
は
じ
め
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の
最
中
に
極

の
バ
イ
タ
ル
異
常
を

し
て
も

ロ
グ
ア
ウ
ト
が

き
な
か

た
の
は

郷
が

ば
せ
た
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
そ
の
機
構

が
無
力
化
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う

異
常
を

知
し
て
も

そ
こ
か
ら
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
・
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シ

ク
エ
ン
ス
に
繋
が
ら
な
い
よ
う

工
を
さ
れ
て
い
た
の
だ

 
流

に
そ
の
セ

フ
テ

機
構
を
は
じ
め
安
全
性
を

た
ア
ミ

ス
フ

ア
で
は
無

化
さ
れ
て
い
な
い
が
バ

テ
リ

セ
ル
以
外
の
構

が

同
一
で
あ
る
た
め

郷
と
い
う

前

か
ら
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
無

化
は
十
分
可
能
と
み
て
い
い

郷
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ゲ

ム
デ

タ
そ
の
も
の
に

工
を
し
た
が
こ
の
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

達
は
ア
ミ

ス
フ

ア

自
体
に

工
を
し
た
と
い
う

だ

 

そ
う
な
る
と

流

に
マ
ズ
い
な

 
攻
撃
を

き
な
が
ら

内
心
で
⻭

み
す
る

 
ジ

ネ
シ
ス
を
は
じ
め

定
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

達
の
反
応
速

は
極
め
て
速
い

そ
の

速
さ
に
今
の

は
付
い
て
行
け
な
い

付
い
て
行
こ
う
と
本
気
を
出
せ
ば

も
ま
た

の
リ

ミ

タ

を
外
す
事
に
な
る
が
そ
れ
に
よ
り
バ
イ
タ
ル
異
常
が

知
さ
れ
て
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト

に
な
る
憂
き
目
に
遭
う
か
ら
だ

 

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
と
同

に
な
る
に
は
セ

フ
テ

を
無

化
出
来
る
ハ

ド
が
必
要
に
な

る

そ
れ
は

の
場
合

Ｓ
Ｔ
Ｌ

だ

ア
レ
は
加
速
機
能
と
い
う
新
た
な
技
術
を
内

し
て

い
る
が

ア

キ
テ
ク
チ

自
体
は

の
メ
デ

キ

ボ
イ
ド
を
原
型
と
し
て
い
る
の
で
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常
の
ポ
リ
ゴ
ン
デ

タ
・
ワ

ル
ド
に
も
ダ
イ
ブ
出
来
る

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

の

は

を
頼
り
点

を
繋
い
だ
上
で
Ｓ
Ｔ
Ｌ
か
ら
ダ
イ
ブ
し
て
い
た

だ
か
ら

を
は
じ
め

を
十
全
に

る
事
が
出
来
て
い
た

あ
の
時
の

が

全
力
モ

ド

だ

た
の
は
明
白
だ

 
し
か
し

今
は

に
ア
ミ

ス
フ

ア
を
使

た
ダ
イ
ブ
だ

の
リ
ミ

タ

と
同
様

に

は
ハ

ド
面
で
も
制
限
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
事
に
な
る

 
別
に
こ
こ
で
負
け
て
も
特
に
問

は
無
い
の
だ
が

 
や
ら
れ
て
や
る
理
由
も
無
い

 

回

か
ら
一
転

と
き
わ
強
く

み

み

を
斬
り
付
け
る

う
お

 
攻
撃
を

け
た
オ
レ
ン
ジ
が

く
よ
ろ
け
る

そ
こ
で
更
に

離
を

め

に

撃
を
突

き

み

吹

ば
す

 
流
れ
が
変
わ

た
の
を

し
て
か

合
の
男
達
の
攻
撃
が
止
ま

た

シ
 

い
呼
気
と
共
に

は
動
き
を
止
め
た
手
近
な
男
達
に
斬
り
か
か

た

攻
勢
に
出
た

を
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前
に

え
る
男
達
を
バ

サ
バ

サ
と
斬
り
付
け
時
に

を
斬
り

ば
し
て

死
さ
せ
て
い

く
と
流

に
対
応
す
る
者
も
出
て
き
た

味
方
も
ろ
と
も
を

わ
な
い
攻
撃
は

合
が

間

意
識
を

い
て
い
な
い
証

だ

 
こ
ち
ら
も
男
達
を
心
配
す
る
義
理
は
な
い
た
め

肉

と
し
て

す
る

 
オ
レ
ン
ジ
の
攻
撃
が
男
を
切
り
裂
く
の
を
横
目
に
そ
の
手
に
握
ら
れ
た
そ
れ
な
り
の
レ
ア
リ

テ

の
直
剣
を

す
ぐ
さ
ま
反
転
し
背
後
か
ら
近
寄

て
き
て
い
た
ダ
ガ

使
い
の
男
の

攻
撃
を

ぐ

チ
 
金
属

に

打
ち
を

れ
さ
せ
る
男
は
す
ぐ
さ
ま
身
を
引
い
た

り
合
い
を
し
て
も
い

い
コ
ト
は
無
い
と
分
か

て
い
る
の
だ

そ
の
場
に

ま
れ
ば
自
分

共
キ
ル
さ
れ
る
の
だ
と

 
そ
れ
は
と
て
も

い

だ

が
す
か
よ

 
だ
か
ら
こ
そ

り
取
る

 
損
得

定
が
出
来
る
人
間
は
と
て
も

だ

の

数
を

ら
す
た
め
に
も
そ
う
い
う
人

間
か
ら

て
い
く
方
が
い
い
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そ
う
い
う
人
は
強
引
な
手

に
弱
い
と
知

て
い
る
か
ら
こ
そ

は
前
に

み

ん
だ

な
 

を

さ
れ
攻
撃
が

て
き
て
い
る
の
も
分
か

た
上
で

み

む

そ
う
し
て

く
る
と
思
わ
な
か

た
の
だ
ろ
う

ダ
ガ

使
い
の
男
が

目
し

き
を

わ
に
し
た

 
そ
の
反
応
に

み
が
零
れ
る

 
こ
れ
だ
け
で

く
と
は
そ
こ
ま
で
対
人
戦
を
経
験
し
て
い
な
い
と
分
か
り

ま
し
か

た
あ
は

 
同
時
に

付
け
入
る
い
い
隙
だ
と
嗤

た

 
男
が
最
後
に
見
た

み
は

き

と
邪
悪
な
も
の
だ

た
だ
ろ
う

  
ど
れ
だ
け
の
時
間

戦

た
か

 
全
神
経
を
戦
闘
だ
け
に

や
し
て
い
た

は

界

上
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
時
間
の
確
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認
す
ら

わ
し
く
感
じ
て
い
た

い
ま
は

な
情
報
を
認
識
し
た
く
な
か

た

 
倒
れ
た
プ
レ
イ

の
数
も
十
を
越
え
た

り
か
ら
数
え
て
い
な
い

 
い
や

数
え
る
だ
け
無

だ

た
プ
レ
イ

を
補

す
る
よ
う
に
人
影
が
増
え
て
い

て

結

の

界
は
人

で

め

く
さ
れ
て
い
る

 

上
の
カ

ル
は

と
い
う
か

最

真

黒
に
近
い
ダ

ク
ク
リ
ム

ン
色
の
そ
れ
は

対
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や
Ｍ
ｏ
ｂ
の
も
の

 
そ
の
者
達
の
名
前
は

フ

ル
ン
エ
ル
フ
・
ロ
イ

ル
ガ

ド

で

え
れ
ば
キ
ズ

メ
ル
や
リ

フ

と
同
格
の
フ

ル
ン
エ
ル
フ
騎
士
が
二
十
人
以
上
も
こ
こ
に
集

て
い
た

ハ

ハ

こ
れ
は

流

に
予
想
外
だ
な

 
そ
う

て

息
を

ら
す

 
プ
レ
イ

が

た
の
は

が
倒
し
た
だ
け
で
な
く
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

と
い
う
予
想

り
一
定
時
間
が
経
過
し
て
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い

た
者
達
が

た
た
め
だ

そ
れ
を
見

越
し

え
て
損
得

定
が
出
来
る
プ
レ
イ

つ
ま
り
非
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

を

先
的
に
倒
し
て
い
た

 
し
か
し
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
ク
エ
ス
ト
を

け
た
と
予
想
は
し
て
い
た
が
ま
さ
か
近
衛
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騎
士
が

十
人
も
来
る
と
は
思

て
い
な
か

た

 
こ
の
戦
闘
で

ら
か
倒
し
た
お
か

で
レ
ベ
ル
も

に
上
が

た
が

カ

ル
の
色
は
変

わ
ら
ず

黒
い

一
体
倒
す
の
に
数
十
分
も
掛
か
る
手
合
い
を

十
体
も

手
取
る
の
は
流

に

現
実
的
で
は
な
か

た

 

に

を

り
た
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
１
０
０
人
は

手
取

た
と
か

い
て
た
が

ヒ

ロ
英
雄

サ
マ
も
思

た
よ
り
大
し

た
事
無

な

 

に
追
い

め
ら
れ
始
め
た

を
ジ

ネ
シ
ス
が
あ

つ
ら
い
嗤
う

手
剣
を

い

だ
男
は

に
勝

を
確
信
し
て
い
る
よ
う
で

さ

き
ま
で
の
狂

さ
は
鳴
り
を
潜
め
て
い
た

 
そ
の
男
に

も
ま
た

肉
の

み
を
返
す

と
り
を
ま
だ
キ
ル
出
来
て
な
い
時
点
で
遠

え
に
し
か

こ
え
な
い
ぞ

て
ろ

も
う
テ
メ

の
時
代
は
終
わ
り
な
ん
だ
よ

時
代

ね

 
引

掛
か
り
を
覚
え
た

語
を

オ
ウ
ム
返
し
の
よ
う
に

く

 

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

そ
れ
は
仮
想
大

オ
ン
ラ
イ
ン
ロ

ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ

ム
の
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略
称

あ
ら

る
プ
レ
イ

が
主

に
な
り
得
る
が
逆
に
多
く
の
プ
レ
イ

が
存
在
し
な

け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
も
の
で
も
あ
る
と
い
う

矛
盾
を

ん
だ
コ
ン
テ
ン
ツ
だ

 
つ
ま
り
全
て
の
プ
レ
イ

が
主

で
あ
り

同
時
に

で
あ
る

 
レ
イ
ド
ボ
ス
を
倒
し
た
メ
ン
バ

の
よ
う
に
時
と
場
合
に
よ

て
主

と
い
う
の
は
変
動

す
る

そ
れ
に

時
代
な
ん
て
も
の
は
無
い
と

は
思
う

 
あ
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は

 
そ
れ
は

こ
の
仮
想
世
界
そ
の
も
の
を
最
初
に
創

し
た
男
に
こ
そ

応
し
い

そ
れ
を
背
負
う
の
は

に
は

が
勝
ち
過
ぎ
て
る

は
た
だ

場
の
後
追
い
を
し
て
る
だ

け
だ
か
ら

 
そ
う

は

彼
の
後
を
追

て
い
る

夢

を
実
現
さ
せ
て
み
せ
た
男
の
道
程
を
追

て
い
る

も
ま
た

自
身
の

夢

で
あ
る
世
界
を
作
り
た
い
か
ら

 

せ
な
未
来
を
手
に
入
れ
た
い
か
ら

ハ

 
な
ら
テ
メ

の
ス
ト

キ
ン
グ
の
た
め
に

ら
に
は
や
ら
れ
ろ

て
か

 
ざ

け
ん
じ

ね

よ

 
テ
メ

が
良
く
て
な
ん
で

ら
が
悪
い
ん
だ

少
な
く
と
も

真

な
プ
レ
イ
ン
グ
を
し
て
い
な
い

は

場
も
許
さ
ん
よ
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す
る
ジ

ネ
シ
ス
に

す
る
こ
と
な
く
返
す

 
シ

ス

テ

ム

外

ス

キ

ル

シ
ス
テ
ム
の
穴
を
突
い
た
技
術
を
体
系
化
し
て
き
た
事
数
多
の
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
得
る
と

い
う

に
見
え
る
状

更
に

遇
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
か
ね
な
い
現
状
の
立
場

そ
れ

ら
を
ジ

ネ
シ
ス
は

い
た
い
の
だ
ろ
う
が

そ
れ
は
的
外
れ
で
あ
る
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 
シ
ス
テ
ム
の
穴
を
突
く
行

も
望
ま
し
く
な
い
と

え
ば
確
か
に
そ
う
だ
が

の
場
合
は

人
力
で
出
来
得
る

で
あ
る

 
反
面
ジ

ネ
シ
ス
達
は
明
ら
か
に
シ
ス
テ
ム
的
に
も
そ
し
て
法
的
に
も
ア
ウ
ト
な
ラ
イ
ン

で
プ
レ
イ
を
し
て
い
る
の
は
明
白

明
ら
か
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の
行

と

の
グ
レ

ン
な

行

を
一
緒
に
さ
れ
て
は

る

と

て
は
流

に

が
過
ぎ
る
か

と
も
あ
れ

は

状
況
が
切

し
た
場
合
に
し
か

グ
レ

ン
の
行
い

シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
を
し
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
る

 
そ
し
て

そ
れ
が
今
だ

 

は
異
常
事

に
対
す
る

カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

抑

止

力

さ
れ
た

目
は

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い 
お

れ

た

ち

場
と

の
夢
の
実
現
の
た
め
に

だ
か
ら
こ
そ

は
こ
う
し
て

に
い
る
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運

の
人
間
が
プ
レ
イ

の
行
動
に

出
し
す
ん
じ

ね

よ

な
ら
せ
め
て

出
し
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
は

え
る
ん
だ
な

件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

し
て
も
だ

が 
ち
ら
と

を
見
回
す

と
ジ

ネ
シ
ス
の
や
り
取
り
を
見
守
る
者
達

そ
の
残
り

少
な
く
な

た
プ
レ
イ

達
へ

線
を
向
け
て
か
ら

目
の
前
の

髪
の
男
へ

す

に
数
が

た
プ
レ
イ

に

し
て
も

き
た
い
事
が
あ
る
か
ら
な

が

い
た
い

刀
直
入
に

て
ア
ン
タ
達
に
は
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
使

の
疑
い
が
出
来
た

て
ハ
ナ
シ
だ

異
様
な
興

状

一
定
の

動
そ
し
て
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト

状
況
証

は

い
過
ぎ
て
る

た
だ
の
ゲ

ム
プ
レ
イ
の

な
ら
と
も
か
く
そ
れ
を

脱
し
た
違
法
行

の

可
能
性
を

過
出
来
る
立
場
じ

な
い
ん
で
ね

 
特
に

と

け
な
が
ら

手
の
剣
を
ジ

ネ
シ
ス
に
突
き
付
け
る

異
様
な
興

状

に
な

た
プ
レ
イ

最
後
の
ア
ン
タ
に
限

て
は
ま
だ
疑

て
る
事
が

あ
るあ

 
ン
だ
そ
り
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く
投

や
り
な
対
応
を
す
る
ジ

ネ
シ
ス

だ
が
そ
の
眼
は

に
反
し
て
真
剣

で

こ
ち
ら
を
じ

と
見

え
て
い
た

 
そ
の
眼
を
見
返
し
な
が
ら

は

葉
を

け
る

 
こ
の

邪
魔
さ
れ
る
ま
で

え
る
事
は

て
し
ま
お
う
と
決
め
た
の
だ

ラ
イ
ブ
中
継
し

て
い
る
プ
レ
イ

が
ま
だ
残

て
い
る
か
ら
状
況
証

と
し
て
有

だ
と
判
断
し
た
た
め
で

あ
る

ア

カ
イ
ブ
か
ら
消
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
そ
の

は
ヴ

ベ
ル
が
バ

ク
ア

プ

し
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
希
望
的
観

も
あ
る

常

デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ

を
使
え
ば
バ
イ
タ
ル
に
変

を
来
し

そ
れ
を
認
識
し
た
ア

ミ

ス
フ

ア
が
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
さ
せ
る

つ
ま
り
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
を
使

た
上
で

の
プ
レ
イ

行
は
理
論
上
不
可
能
だ

だ
か
ら

だ
よ

は
ロ
グ
イ
ン
し
た
ま
ま
だ

だ
か
ら

は
使

て
い
な
い

と

 
苦
し
い

い

だ
な

他
の
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
た

面
子
と
同
じ

動
を
取
り
一
気
に
興

状

に
な

た
の
は
見
た

強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
だ
け
が

ま
だ
だ
が

そ
こ
は

け
道
が
あ
る

セ

フ
テ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

工
を
し
て
作
動
し
な

く
し
た
ん
だ
ろ
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
バ
イ
タ
ル
異
常
を
来
し
て
も
作
動
し
な
い
よ
う
に
し
た

あ
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の

郷
の
よ
う
に

 
そ
の

間

ジ

ネ
シ
ス
の

の

で

か
が
蠢
い
た

 
だ
が
そ
れ
が

か
を
理
解
す
る
よ
り
も
前
に
そ
れ
は

深
く
に

れ
て
し
ま

た

ハ

 
と

き
捨
て
る
よ
う
に
男
は

を
鳴
ら
す

と
ん
だ

想
だ

証

も
な
し
に

よ
く
そ
ん
な
疑
い
を
掛
け
ら
れ
た
モ
ン
だ
な

ま

確
か
に
今
す
ぐ
に

束
す
る
事
は
出
来
な
い
よ

け
ど
後
か
ら
ア
ン
タ
の
プ
レ
イ

ロ
グ
を
確
か
め
て
も
ら
え
ば

え
は
出
る

ア
ン
タ
が
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
を
使

て

い
れ
ば

明
ら
か
に
異
常
な
バ
イ
タ
ル
が

さ
れ
て
い
る

だ
か
ら
な

ユ

ミ
ル

の
法

務
部
や

務

仮
想

も
本
格
的
に
動
く
事
に
な
る

 
そ
こ
で
と
う
と
う
反
論
が
出
来
な
く
な

た
の
か
⻭

み
し
て

を

む
だ
け
に
な

て

し
ま

たは

定
と
同
じ
だ
ぞ

 
後
ろ
め
た
い
事
が
無
け
れ
ば
こ
こ
で
も
反
論
出
来
た
は
ず
だ

し
か
し

し
た
と
い
う
事
は
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つ
ま
り

そ
う
い
う
事
で
あ
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
以
来

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は

定
的
な
意
見
が
多
く

び
交

て
お
り
法

制

す
る
動
き
も
多
数
見
ら
れ
て
い
る
が
そ
れ
に
反
対
す
る
意
見

あ
ま
り

め
に
す

る
の
も
ど
う
か
と

う
者
も
い
る

し
か
し
そ
の
二
勢
力
が
共
に

同
し
た

制
が
一
つ
あ

る

そ
れ
が
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
の
私
的

だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
か
ら
ア

ガ
ス
は
倒

し

ナ

ヴ
ギ
ア
も
悪
魔
の
機

と
い
う
レ

テ
ル
を

ら
れ
た
今
現

を

て
い
る
の
は

ア
ミ

ス
フ

ア
の
み

そ
れ
を
製
作
・
生

し
て
い
る
レ
ク
ト
を

い
た
い
か
な
る
企
業

が

良
・

す
る
事
は
特
許
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い

 
な

な
ら

第
二

第
三
の

郷
を
生
み
出
し
か
ね
な
い
か
ら
だ

 
そ
し
て
ジ

ネ
シ
ス
が
し
た
と
思
わ
れ
る
フ

フ
テ

機
構
フ

ム
ウ

ア
の
無

化
は
正
に

郷
が
し
た
事
と
同
じ
も
の

ゲ

ム
サ

バ

全
体
に
対
し
て
か
自
身
の
ア
ミ

ス
フ

ア
に
対
し
て
か
の
違
い
こ
そ
あ
る
が

明
確
な
違
法
行

な
の
だ

 
そ
れ
を
一

で
も

過
す
れ
ば

ま
た
あ
の
事
件
が
再
来
す
る
恐
れ
が
あ
る

 
そ
れ
は

も

そ
し
て

お
そ
ら
く
は

場

こ
そ
が
一
番
恐
れ
て
い
る
未
来

 
そ
の

に
な
り
得
る
こ
と
を
し
で
か
し
た
な
ら
決
し
て
許
す
べ
き
で
は
な
い

可
能
性
が
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か
で
も
あ
る
な
ら

本

に
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
ま
で

べ
る
立
場
に

は
い
る
の
だ

 

り

ん
だ
ジ

ネ
シ
ス
か
ら

線
を
外
し

は

の
男
達
に
ま
た

線
を
投

た

こ
の

合
で
残

て
い
る
ア
ン
タ
達
は
お
そ
ら
く
ま
だ
手
を
出
し
て
い
な
い
人
達
だ
ろ
う

今

な
ら
リ
ア
ル

の
制
裁
は

け
な
く
て
済
む
ラ
イ
ン
だ

投

す
る
な
ら
こ
れ
が
最
後
の
チ

ン
ス
だ

 
暗
に
こ
れ
で
ま
だ

と
戦
う
な
ら
協
力
者
と
し
て
ジ

ネ
シ
ス
と
同
様
に
裁
く
対

に
な
る

そ
う

し
を
掛
け
る

実

の
と
こ
ろ

の
要
不
要
を
判
断
す
る
の
は

法
の
人
間
で
あ

り

で
は
な
い
の
だ
が

し
文

と
し
て
は
十
分
だ
ろ
う

 
そ
の
見

し
の

り

し
に

ん
だ
男
達
が

と
表
情
を

惑
に

め
武
器
を
収
め
た

り
そ
の
場
に

と
し
て

参
の
ポ

ズ
を
取
り
始
め
る

こ
れ
が

し
た
と
い
う
事
は
や

は
り
リ
ア
ル

の
報

と
し
て

示
さ
れ
て
い
た
の
は
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
だ

た
ら
し
い

 
フ

ル
ン
エ
ル
フ
達
は
下
手
に
高
性
能
な

を

ん
で
い
る
せ
い
か

こ
ち
ら
の
会
話
に

気
を
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

攻
撃
し
て
く
る

振
り
が
無
い

 
つ
ま
り

こ
の
場
で
戦
う
と
す
れ
ば
ジ

ネ
シ
ス
一
人
だ

 

は
目
の
前
の
男
に
三

線
を

し

突
き
付
け
て
い
た
剣
の
切

先
を
更
に
前
に
出
す
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さ

ジ

ネ
シ
ス

こ
の
場
で
洗
い
ざ
ら
い

く
か

か

え
を

こ
う

 
そ
う

い
放
ち

を

じ
た
後

夜
の
森
に

が

れ
た

 

感
の
あ
る

が
数

い
た
と
こ
ろ
で
ジ

ネ
シ
ス
が
大
き
く
そ
し
て
深
い

息

を

い
て

を

け
る

た

く
よ

リ
ア
ル
だ
の

だ
の
ゴ
チ

ゴ
チ

と

ク

が

一
番
ク

つ
ま
ん

ね

え
方
さ
せ
ん
じ

ね

よ

 
そ
う
静
か
に

き
捨
て
た
男
は

の

間

勢
い
よ
く

を
上

て
こ
ち
ら
を
見

え
た

苛
立
ち

怒
り

そ
れ
を
越
え

さ
れ
た

憎
悪

を

し

し
と
感
じ
る

そ
れ
で

な
ん
だ

テ
メ

は

を
消
す
つ
も
り
か

 
こ
の
ゲ

ム
か
ら
Ｂ
Ａ
Ｎ
す
る

て
か

 

ざ

け
ん
じ

ね

よ

 
消
え
る
の
は
テ
メ

の
方
だ

 
そ
し
て
そ
う
怒

を
上

る
と
同
時

手
の
指
を

の

神
に

て
が

た

お
そ
ら
く

は

デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ

の
ト
リ
ガ

と
な
る

動

よ
せ

 
一

で
す
ら
体
に

な
ん
だ

後

が
出
る
ぞ

 

嗟
に

は
制
止
を

ん
で
い
た

 
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
は
一

の
使

で
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る

ど
強

な
代
物

常
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性
依
存
性
も
あ
る
と
い
う
そ
れ
を

時
間
か
つ

使

す
る
と
な
れ
ば

に
掛
か
る
負

は

大
な
も
の
の

だ

 
だ
が

の
心
配
に
更
に
怒
り
を

ら
せ
る
よ
う
に
ジ

ネ
シ
ス
の
目
が
更
に
血

た

知

た
事
か

 
こ
ん
な
と
こ
で
引
き
下
が

て
ら
ん
ね

ん
だ
よ

 
弱
い

は

さ
れ
る

 
だ
か
ら

 
強
く
な
け
り

い
け
ね

ん
だ
ろ
う
が

 
そ
う
怒
鳴
る
と
同
時

ジ

ネ
シ
ス
が
一
歩

み

ん
だ

 

直
後

眼
前
に
大
剣
が
現
れ
る

ぐ
 
突
き
付
け
て
い
た
剣
を
立
て
て

嗟
に

ぐ
が
あ
ま
り
の

力
を
抑
え
き
れ
ず
に
吹

ば
さ
れ
る

殺
し
切
れ
な
か

た

力
に

の

も

ら
か

れ
て
い
た

 
二

目
の
使

を
し
た
だ
け
あ
り
ジ

ネ
シ
ス
は
更
に

の
機
能
を
引
き
出
し
更
に
速
く

な

た

 
そ
れ
は
ア
ミ

ス
フ

ア
が
許
容
す
る
バ
イ
タ
ル
ラ
イ
ン
を

に
超
え
た
状

で
も
あ
る

 

戦
う
か

る
か

 
後
退
し
な
が
ら

時
に
思

を
回
し

決
断
す
る
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は
戦
う
事
を

ん
だ

よ
う
に
も
フ

ル
ン
エ
ル
フ
達
の
ス
テ

タ
ス
か
ら

み
て

成

が

い
事
更
に
こ
こ
で

出
す
と
い
ま
投

し
て
い
る
者
達
へ
の

し
の

果
が

く
な
る
事
な
ど

理
由
は
色

あ
る

 
た
だ

個
人
的
な
理
由
が
あ

た

 
強
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い

ジ

ネ
シ
ス
は

確
か
に
そ
う

ん
だ

 
立
場
的
に
も
そ
し
て
心
情
的
に
も
追
い

め
ら
れ
た
ジ

ネ
シ
ス
の
心
か
ら
の

び

そ

れ
は
力
へ
の
強
い

望
だ

こ
の
男
に
ど
ん
な
過
去
が
あ
る
の
か
ど
ん
な
思
い
が
あ
る
の
か

は
知
ら
な
い

ど
ん
な
理
由
が
あ

て
も
違
法
を
許
さ
な
い

え
も
変
わ

て
い
な
い

 
だ
が

ど
ん
な
手

を
取
ろ
う
と
し
て
い
て
も

そ
の

望
だ
け
は
真
実
に
違
い
な
い

 
そ
の
気
持
ち
は

い
く
ら
い
理
解
で
き
た

に
は

の

な
ん
て
最
初
か
ら
無
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

な
ら

お
前
の

強

さ
全
て
を
証
明
し
て
み
せ
ろ

め
ん
じ

ね

ぞ
ご
ら
あ
あ
あ
あ
あ
あ

め
て
な
ん
か
な
い
よ

剣
士
キ
リ
ト

い
ざ
参
る

 
制
動
を
掛
け
た
足
で
大
地
を

る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 

い
に

離
を

め
た

間

達
は
同
時
に
剣
を
振
り
下
ろ
し
た

  

こ
こ
ま
で

あ
り
き
な
理
論
だ
と
立
件
も
出
来
な
さ
そ
う
で
す
が
本
作
キ
リ
ト
に
は

表
し
て
る
立
場
と

的
な
後
ろ
盾
が
あ
る
の
で
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト

み
の
前

を
引
き
合
い

に
出
せ
ば

は
可
能
で
し

う

束

場
ら
が
結

し
て
る
し
ユ
イ
達
も

い
て
ロ
グ
が
取
れ
る
の
で
証

は
後
か
ら
で
も

う

と
い
う
無

理
論

 
ホ
ロ
リ
ア
し
て
て
思

た
け
ど
ド
ラ

グ
使

疑
い
の
プ
レ
イ

見
つ
け
た
ら

コ

ル
で
い
い
の
で
は

 
原
作
と
の

違

 
・
ナ

ヴ
ギ
ア

の
セ

フ
テ

に
つ
い
て

 
本
来
原
作
小
説

ゲ

ム
シ
リ

ズ
で
は

場
が
デ
ス
ゲ

ム
化
の
黒
幕
な
の
で

場
が



 第二十五話 〜デジタルドラッグ〜

設

し
た
ナ

ヴ
ギ
ア
に
は
セ

フ
テ

が
存
在
し
て
い
な
い

そ
の
た
め
ア
ミ

ス
フ

ア
の

セ

フ
テ

フ

ム
ウ

ア
は
後
付
け
で
あ
り
そ
れ
故
の

さ
を
原

ジ

ネ
シ
ス
は

突
き

無

化
し
て
い
た

 
本
作
に

い
て
は
ナ

ヴ
ギ
ア
に
も
セ

フ
テ

は
あ

た
が

郷
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

セ

フ
テ

・
シ

ク
エ
ン
ス
部
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
仕

み
発
動
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

 
こ
の
理
論
に
よ
り
キ
リ
ト
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は

を

使
す
る
レ
ベ
ル
の
全
力
戦
闘
が
出
来
た

が

ア
ミ

ス
フ

ア
を
使
い
始
め
て
か
ら
は
全
力
を
出
せ
な
く
な

て
い
る

  
・
ジ

ネ
シ
ス
の
ハ

キ
ン
グ
に
つ
い
て

 
原

に

い
て
は
上

の
フ

ム
ウ

ア
の

さ
を
突
き
セ

フ
テ

が

動
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
た

 
本
作
に

い
て
は

場
が
構

し
た
フ

ム
ウ

ア
を
も

す
る
ハ

キ
ン
グ
を
行

い
セ

フ
テ

を

動
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

た
だ
し
サ

バ

カ

デ

ナ
ル
・
シ

ス
テ
ム
を
ハ

キ
ン
グ
出
来
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
の
で

郷
と
同
じ
事
ま
で
は
出
来
な
い

 
地
味
に

郷
の
天
才
性
が

え
る
事

で
あ
る
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・
シ
ギ
ル

 
黒
幕

直

 
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ
を
エ
サ
に
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

合
を
結
成
さ
せ
た

本
人

ジ

ネ
シ
ス
達
が
使

て
い
た
も
の
の
上

換
を
報

に

意
し
て
い
た
ら
し
い

 

は

製
作

の
一
人

コ
ミ

ク
ス

 
デ
ス
ゲ

ム
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
生
死
観
に
魅
入
ら
れ
ユ
ニ

ク
設
定
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
が
生
き
死
に
を
リ

ア
ル
に
表
現
出
来
る
世
界
を
目
指
し
て
い
た
が
あ
ま
り
に

的
過
ぎ
る
と
の
事
で
修
正
が
入

り

ブ
ル

カ

ル

が
実

さ
れ
た
経

が
あ
る

 
シ
ギ
ル
本
人
は
そ
の
事
を

ま
し
く
思

て
お
り
電
子
ド
ラ

グ
を
ば
ら
撒
き
自
ら
モ
ラ

ル
ハ
ザ

ド
を
引
き

こ
そ
う
と

策
こ
の
点
に

い
て
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ド
の
抑
止
で
動
い
て

い
た
キ
リ
ト
と
思

回
路
が
か
な
り
似

て
い
る
事
を
自
覚
し
て
い
る

 

を
成
⻑
さ
せ
る
事
に
も
理
解
を
示
し
て
お
り

自
身
は
そ
う
で
は
な
い
が
人
と
し
て

す

る

に
も
一
定
の
理
解
が
あ
る

 
製
作

を
解

さ
れ
た
時

な
に
や
ら

き

を
残
し
た
ら
し
い
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個
人
的
に
悪
い
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ユ
ニ

ク
設
定
を
ご
り

し
し
た

が
悪
い
と
思
い
ま
す

 
つ
ま
り

も
か
も

達
が
悪
い

極
論

  
・
キ
リ
ト

 

認
の
仮
想
世
界

 
デ
バ

カ

テ
ス
タ

な
が
ら
必
要
に
応
じ
て

の

に
も
な
る

だ
が

と

自
分
の
信

で
動
く
の
で

な

で
は
な
い

が

の
よ
う
に

が

く

事
件
の

い
を

ぎ
付
け
れ
ば
一
番
に
突

ん
で
い
く
突
撃
兵

 
自
分
よ
り
レ
ベ
ル
が
上
の
プ
レ
イ

エ
ル
フ
兵
を
数
十
人

手
に
し
最
後
は

し
文

で
戦
意
を

り

ジ

ネ
シ
ス
一
人
に
す
る
と
い
う

戦
を
見
せ
た

 
格
上
を

十
人
も

手
に
す
る
状
況
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
以
来
だ
が
あ
の
時
よ
り
攻
撃
・
回
復
手

に

し
い
た
め

か
な
り
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た

様

 
最
後
は
剣
士
と
し
て
の

持

力
へ
の

望
を
理
解
し

本
来
必
要
な
い
ジ

ネ
シ
ス
と
の

真

向
勝
負
に
応
じ
て
い
る

 
地
味
に

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

で
は
Ｓ
Ｔ
Ｌ
を
使

て
い
た
事
が
明
か
さ
れ
た
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・
ジ

ネ
シ
ス

 

確
実
な

定
電
子
ド
ラ

グ
使

者

 
強
さ
を

望
す
る

り
手

を

た
男

離
滅
裂
な
事
を

て
い
る
が
本
心
は

と

一

し
て
い
る
節
が
あ
る

原

で
黒
の
剣
士
を
自
称
す
る

振
り
が
あ

た
の
は
キ
リ
ト

に

れ
が
あ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
ち
な
み
に
本
作
だ
と
キ
リ
カ
が
い
る
せ
い
で
黒
の
剣
士
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
か

た
り
す

る  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第二十六章 〜似て異なる剣士達〜

 
第
二
十
六
章
 

似
て
異
な
る
剣
士
達

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

点

ジ

ネ
シ
ス

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
大
剣
を
振
り
下
ろ
す

 

力
値
を
フ
ル
に
活
か
し
た
一
撃
は
し
か
し
あ

さ
り
と

な
さ
れ
空
を
切

た

切

先
が
大
地
に
め
り

む

 
そ
の
反
動
で
振
り
上

る
が

こ
れ
も

ま
れ
て
い
た
の
か

さ
れ
る
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そ
し
て

そ
の
隙
を
突
く
よ
う
に
二
刀
が

を
切
り
裂
い
て
い
く

ク

が

 

く

り
払
い
の
け
る
よ
う
に
大
剣
を
振
る
う

す
る
と

ツ
は
あ

さ
り
と

離
を
離

し
た

 
一

目
の
交
錯
が
終
わ
り

め
て
見
合
う
中
で

は

く

を
無
理

理

か
せ
た

 

が

手
に
し
て
い
る

は
一

縄
で
倒
せ
る

ど

ワ
で
は
な
い

仮
想
世
界
に
来
る
な
ら

そ
の
名
を
知
ら
な
い

ツ
は
い
な
い

ど

ツ
は
有
名
だ

あ
の
デ
ス
ゲ

ム
で
数
百
人
を
一

手
に

手
取

て

死
な
な
か

た

そ
ん
な

が
あ
る

ど
の

ツ
だ
と

は
知

て
い

る

真
実
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
せ
る
だ
け
の
実
力
と
ネ

ム
バ

リ

が

ツ
に
は
あ
る
の
だ

 
デ
ジ
タ
ル
ド
ラ

グ

ク
リ
ム

ン
・
ハ
イ
を
二

使

し

の
機
能
を
引
き
出
し

て
い
る

の
反
応
速

は
間
違
い
な
く
全
て
の
プ
レ
イ

を
超
越
し
て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ

イ

で
最
速
の
反
応
速

を
持
つ
と
い
う

ツ
の
剣
が
見
え
て
い
る
の
は
そ
の
証

の

だ

 
だ
が

そ
れ
で
も

弾
を
許
す
の
は

の
ア
バ
タ

を
動
か
す
た
め
の
運
動
シ
ナ
プ
ス
回

路
が

応
出
来
て
い
な
い
か
ら
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反
面
反
応
速

で

る

ツ
は

と
同

の
速

に
対
応
で
き
る
回
路
を
形
成
し
て
い
る

ら
し
い

 
速
さ
だ
け
は

の
方
が
上
だ
が

精
確
性
は

ツ
の
方
が
上

 
ど
れ
だ
け
速
か
ろ
う
と

そ
の
一
撃
が
強
か
ろ
う
と

て
ら
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い

 
怒
り
焦
り
に
身
を

せ
て
い
る
だ
け
で
は
決
し
て
届
か
な
い

そ
う
確
信
さ
せ
る
だ
け
の

ツ
が

今
の

手
な
の
だ

 
そ
う
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
応

だ

た

 
ヒ

ロ
英
雄
ご

こ

は
見
て
い
て

が
立
つ
が

そ
の
実
力
は
本
物
だ

オ
ル
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
だ
か
ら
と

て

今
更
そ
れ
ら
し
い
剣
技
な
ん
て
使
え
る

が
な
い

手
剣
の

力
を

ク
リ
ム

ン
・
ハ
イ

で

上

し
た
反
応
速

で
振
る
い

手
を
ね
じ

せ
て
き
た

に

や
か
な
剣
技
な
ぞ
使
え
る
道
理
は
な
い
の
だ

 
だ
か
ら

が
三

目
を
決
意
す
る
の
は

か

た

 

の

神
に
指
を

て
る
動
作
を
ト
リ
ガ

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

動
し
た

の

か
ら

一
気
に

が
こ
み
上

全
身
に
全
能
感
が

る
の
を
感
じ
取
る

そ
の
勢
い
に

て
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は
剣
を
振
る

た

 
そ
の
一
撃
も

さ
れ

大
剣
は
地
面
を
強
か
に
打

た

ド
ズ
ン

 
と
重
い

き
を
上

た
そ
こ
に
は

一
メ

ト
ル

ど
の
ク
レ

タ

が
生
ま
れ
て
い
た

地
形
を
変
え
る
一
撃
と
は

流

に

ま
じ
い
な

 
圏
外
マ

プ
オ
ブ
ジ

ク
ト
で
あ
れ
ば
変
化
さ
せ
ら
れ
る
と
は

え

大

の

力
で
は
不

可
能
だ

逆
説
的
に

の
一
撃
に
は
そ
れ
を
可
能
と
す
る

力
が
あ
り
プ
レ
イ

が
直
撃
を

え
ば

死

ダ
メ

ジ
が
出
る
事
は
必
至
だ
と
理
解
し
た
よ
う
で

ツ
の
表
情
は
や
や
引
き

て
い
た

 
地
面
か
ら
剣
を

い
た

は

そ
れ
を
無

し
て
一
気
に
攻
め
立
て
た

 

く
怒

 

く
剣

 

く
応

ク

が

ク

が
ク

が
ク

が

 
大
剣
を
神
速
で
振
る
う

か
ら
見
れ
ば
剣

の

に
も
思
え
る
だ
ろ
う
そ
の
一
方
的
な
光

は

を

に
見
せ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
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だ
が

そ
の
実

に
立
て
て
い
な
い
事
を

は
理
解
し
て
い
た

 
ど
れ
だ
け
剣
を
振
る
お
う
と

そ
の
一
撃
が
華

な
体
を
切
り
裂
け
て
い
な
い
か
ら
だ

 
三

の
電
子
ド
ラ

グ
の
使

そ
れ
は
確
実
に

の

を
限
界
に
追
い

ん
で
い
て
代
わ

り
に

の
機
能
を
引
き
出
し

に
絶
大
な
力
を
発

さ
せ
て
い
る

だ

ス
テ

タ
ス
値
の
変

化
は
無
い
が
ア
バ
タ

そ
の
も
の
の
動
き
が
速
く
な

た
こ
と
で

力
が
高
く
な

た
の
は
大

地
を

た
事
か
ら
も
判
明
し
て
い
る

 
つ
ま
り

そ
れ
だ
け

は
速
い

な
の
だ

 
だ
が

結
果
は

二

目
の
時
と
変
わ
ら
な
い

キ
リ
ト

テ
メ

 
ギ
リ

と
⻭

り
す
る

全
身
に

ち
る
力
の
代
わ
り
に

に
浮
上
し
て
き
た

感
が

の
意
識
を
苛
む
が
そ
れ
を
無
理

理
ね
じ

せ
て
で
も

は
問
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か

た

 
ク
リ
ム

ン
・
ハ
イ
を
は
じ
め
あ
ら

る
電
子
ド
ラ

グ
が
違
法
で
あ
る
事
は

と
て

理
解
し
て
い
る

 
ま
し
て
や
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
の

は

標
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
以
上
電
子
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ド
ラ

グ
が
絡
ま
な
く
て
も
違
法
な
の
は
知

て
い
た

 
そ
れ
で
も

は
そ
れ
を
し
た

 

そ
う
し
て
得
た
力
が

ま
や
か
し

で
あ
る
事
は

自
分
が
一
番
知

て
い
る

 
だ
が

そ
う
し
て
得
た
全
能
感
は
本
物
で
あ
る
事
も

は
よ
く
知

て
い
た

  

が
チ

ト
行

に
手
を

め
た
の
は
ナ

ヴ
ギ
ア
が
発

さ
れ
る
よ
り
も
更
に
前

え

き
型
の
コ
ン
シ

マ

ゲ

ム
や
ネ

ト
に
さ
え
繋
が
れ
ば
ア
カ
ウ
ン
ト
の
共
有
で
遊
べ

る
ク
ラ
ウ
ド
ゲ

ム
更
に
は

性
の
高
い

シ

ル
ゲ

ム
な
ど
数

の
機
種
で
覇
権

を
争

て
い
た

だ

た

 
ち

う
ど

イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

女
尊
男

風

を
作
り
出
す
原
因
に

な

た

ク

た
れ
な
欠

機
が
発
表
さ
れ
た

だ

 

時

は
小
学

高
学
年
だ

た

地
方
の
あ
る
地

に

を
構
え
て
い
た

は
少

子
化
と
過

化
の
影

で
在

生

が
少
な
く
ま
た
家
庭
ご
と
の

つ
ま
り
親
の
人
間
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が
子

の
そ
れ
に
も

く
と
い
う

特
有
の

れ
た
小
学

に

て
い
た

じ
た
コ
ミ

ニ
テ

の
代
名

と
も
な
る
小
学

で
の
人
間

は
親
に

ば

配
さ
れ
て

い
る
も
同
然
だ

た
の
だ

 
そ
れ
故
女
尊
男

風

に
感
化
さ
れ
た

親
の
影

を

け
た
女
子
生

が

り

ら
し

始
め
た
の
は

ば
自
然
な
出
来
事
と

え
る

 
後
に

発
表
か
ら
全
国
的
に
そ
う
い
う
話
は

に

が
無
い
事
を
知

た

 
そ
の

り

ら
す
女
子
に
多
く
の
男
子
は

し

い

が
過
ぎ
去
る
の
を

つ
事

を

ん
だ

中
に
は
反
抗
し
た

ツ
も
い
た
が

そ
の

に
そ
の
一
家
は

を
消
し
た

そ

れ
が
決
め
手
だ

た
の
は
間
違
い
な
い

 

は

最
初
は
反
抗
し
た

女
子
の
ク
セ
に
生
意
気
だ

そ
う

て
反
抗
す
る
程

に

は

か
ら

と

わ
れ
る
性
格
を
し
て
い
た

 
そ
れ
を
常
日

か
ら
い
け

か
な
く
感
じ
て
い
た
女
子
が

を

る

手
と
し
て

ん
だ
の

も
自
然
と

え
ば
自
然
な
流
れ
だ

他
の
可
も
な
く
不
可
も
な
し
な
男
子
よ
り
は
明
ら
か
に
反

感
を

か
れ
る
行
い
を
し
て
い
た
の
だ
か
ら

 
そ
れ
か
ら

は
集

で
い
じ
め
を

け
る
事
に
な

た
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手
は
同
い
年
の
子

だ

だ
が
そ
の
子

達
に
は
入
れ
知

を
す
る
大
人

女
尊
男

の
親
が
い
た

自
分
の

に
イ

な
思
い
を
さ
せ
た

へ
の
復
讐
の
つ
も
り
か
そ
の
入
れ
知

は
か
な
り
悪

だ

た
よ
う
に
思
う

 
気
付
け
ば

の
一
家
は
そ
の
地

で

八
分
に
あ

て
い
た

 
反
抗
し
よ
う
に
も

手
は

を
組
み
学

の
教
師
た
ち
ま
で
権
力
で

き

ん
で
い
た

勝
ち
目
は
な
く

き

入
り
す
る
し
か
な
か

た

の
一
家
は
別
の
地
方
へ
の
引

越
し
を

な
く
さ
れ
た

 
そ
う
し
て
別
の
学

に

い
始
め
る
事
に
な

た

は
転

先
で
も
集

い
じ
め
を

け
た

 

者
で

付
き
合
い
が

い
か
ら
い
じ
め
や
す
か

た
の
だ
ろ
う

女
尊
男

を

う

ツ

そ
れ
に

合
す
る

ツ
は

ど
こ
に
で
も
い
た

 
結
果

は
小
学
五
年
生
に
し
て
家
に
引
き

た

 
ゲ

ム
に
手
を
出
し
始
め
た
の
は
そ
の

か
ら
だ

そ
れ
ま
で
は
外
に
出
て
遊
び

友
人
と

思

て
い
た

中
と
つ
る
ん
で
い
た

は
引
き
こ
も

て
か
ら
あ
ら

る
ジ

ン
ル
の
ゲ

ム

に
手
を
出
し
た

 
そ
し
て

と
あ
る
Ｍ
Ｍ
Ｏ
を
プ
レ
イ
し
て
い
る
最
中
に
出
会

た
の
が

チ

タ

だ

た
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真

に
プ
レ
イ
を
重
ね
レ
ベ
リ
ン
グ
を
行
い

備
を
整
え
て
い
た

の
キ

ラ
ク
タ

は
チ

ト
を
使

て
い
た

ツ
に
一
撃
で
キ
ル
さ
れ
た

そ
れ
だ
け
に

ま
ら
ず

を
い
い

カ
モ
と
見
た
か
煽
り
や

行

が

き
気
付
け
ば

の
キ

ラ
ク
タ

が
持

て
い
た
レ
ア

ア
イ
テ
ム
を
根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
る
結
果
に
な

た

 
そ
れ
か
ら

は
デ

タ

に
手
を

め
る
よ
う
に
な

た

 
最
初
は
自
衛
の
た
め
だ

た

 

は

常
プ
レ
イ
を
重
ね
チ

タ

と
遭
遇
し
た
時
だ
け
同
じ
よ
う
に
チ

ト
で
対
抗
す

る

そ
う
し
て
自
身
が

投
影
し
て
い
た

育
て
て
い
た
キ

ラ
ク
タ

を
守
る

い
て
は
現
実
か
ら

し
て

い
た
自
分
の
心
を
守

て
い
た
の
だ

 
だ
が

そ
れ
が

第
に
面
倒
く
さ
く
な

た

 
真

に
プ
レ
イ
を
重
ね
攻
略
板
に
載

て
い
る
よ
う
な
武

を
集
め
最
強
ラ
ン
キ
ン
グ

に
掲
載
さ
れ
る

備
構
成
を
完
成
さ
せ
る

そ
こ
ま
で
の

大
な
時
間
を

や
し
て
い
た

は

超
高

ク
エ
ス
ト
を
自
力
で
突
破
す
る
程

に
は
そ
こ
そ
こ
プ
レ
イ
ン
グ
ス
キ
ル
も
上
手

か

た
と
自
負
し
て
い
る

そ
ん
な

が
な

チ

ト
に
頼
ら
な
け
れ
ば

に
プ
レ
イ
出
来
な

い

ツ
に
奪
わ
れ
る
恐
怖
を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
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常
プ
レ
イ

に
出
来
る
自
衛
は
ブ
ロ

ク
や

報
な
ど
原

と
し
て
運

せ
で
あ

り

チ

タ

か
ら

を

け
た
場
合
は

き

入
り
す
る
し
か
な
い

 
そ
の
状
況
が

は

に

た

 
ま
る
で
リ
ア
ル
の
自
分
そ
の
も
の
で
は
な
い
か

と

 

を
集

で
い
じ
め
嗤

て
い
た

中
と
チ

タ

が
重
な

て
見
え
て
か
ら

は
自

衛
手

に
し
て
い
た
チ

ト
行

を

極
的
に
使
い
始
め
た

コ
ン
シ

マ

の
デ

タ

を
は
じ
め

を

し
た
り

ア
プ
リ
を
組
ん
だ
り
な
ど

運

に
修
正
さ
れ
に
く
い
手

で
色

と
し
た
結
果
ナ

ヴ
ギ
ア
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
の
数
年
で
ラ
ン
カ

を

う
大

の
タ

イ
ト
ル
の
ト

プ
を

な
め
す
る
程

に
は
な

て
い
た

 
そ
ん
な

だ
か
ら
こ
そ
ア
ミ

ス
フ

ア
の

フ

ム
ウ

ア

セ

フ
テ

機
構
を
無

化
す
る

工
を

せ

た
し

自
力
で
プ
レ
イ
す
る
時
間
も
取

て
い
た
か
ら
電
子
ド
ラ

グ
無
し
で
も

の

ト

プ
層
に
食
い

め
て
い
た

 

の
実
力
に

ク
リ
ム

ン
・
ハ
イ
を

的
に
使

で
き
る
状

が
合
わ
さ
れ
ば

は
無

だ
と
確
信
し
て
い
た
の
だ

 
も
う
こ
れ
で

に
も
奪
わ
れ
な
い

い
や

む
し
ろ
こ
れ
ま
で
の
負

を
返
す
か
の
よ
う
に
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今

は

が
奪
う

な
の
だ
と

 

だ
が

そ
こ
に

ヒ

ロ
英
雄

が
現
れ
た

 
な

お
前
な
ん
だ

と

い
た
か

た

 
リ
ア
ル
で
人
か
ら

さ
れ
奪
わ
れ

け
た

と
英
雄
に
は
そ
こ
ま
で
大
差
は
な
い

だ

ど
ち
ら
も
女
尊
男

の

者

ゲ

ム
で
力
を
得
た
者
同
士

 

う
な
ら
ま
だ
よ
か

た

が
持
つ
力
で

ツ
を
下
す

そ
う
す
れ
ば
リ
ア
ル
の

も

少
し
は
前
に

み
出
せ
る
と
思
え
た
か
ら

 
だ
が

今
の

ツ
は

そ
の
一
歩
す
ら

ま
せ
ま
い
と
立
ち
は
だ
か

て
い
る

 

が
得
た
力

ク
リ
ム

ン
・
ハ
イ

も

そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も

ツ
は

定

す
る

 
違
法
だ
か
ら

 

・た
・だ
・そ
・れ
・だ
・け
・の
・理
・由
・で
・

・か
・ら
・奪
・お
・う
・と
・し
・て
・い
・る

 
ビ
キ

と

に
⻘

が
浮
か
ぶ

ざ

け
ん
な

あ
あ
あ
あ
あ

 

き
上
が
る
怒
り

苛
立
ち

憎
し
み
に

せ
て

え
る
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・コ
・レ

は

の
力
だ

の
モ
ン
だ

 

に
も
奪
わ
せ
や
し
ね

 
心
か
ら
の

び

 
そ
れ
が
指
す
の
は

に
と

て
の
全
て

ジ

ネ
シ
ス

と
い
う
ア
バ
タ

や
ア
カ
ウ
ン

ト

ク
リ
ム

ン
・
ハ
イ

や

そ
れ
を
可
能
に
す
る
技
術

こ
こ
で

北
す
れ
ば

そ
の
全

て
を
法
や

に
奪
わ
れ
る
未
来
が
見
え
て
い
る

に
は
そ
の
未
来
を

絶
す
る
道
し
か
残
さ

れ
て
い
な
か

た

 
リ
ア
ル
に
生
き
場
が
無
い

に
と

て
は

こ
の
仮
想
世
界
こ
そ
が

一
の
生
き
る
場

死
に
や
が
れ

 
奪
わ
れ
て
な
る
も
の
か
と

は
全
力
で
大
剣
を
振
り
下
ろ
し
た

 

い
反
動
が

を

れ
さ
せ
る

 

黒
い

の
大
剣
は

交
差
し
た
二
刀
に
真

向
か
ら
止
め
ら
れ
て
い
た

チ

 
オ
ラ

 

目
か
分
か
ら
な
い

打
ち
を

し
く
打

た

は
再

剣
を
振
り
上

そ
し
て
振
り

下
ろ
す

 
二

二
刀
に
止
め
ら
れ
た
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ツ
の
小
さ
な
体
は

た
じ
ろ
ぎ
も
し
て
い
な
い

ク

が

ク

が
ク

が
ク

が

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 

の
苛
立
ち
は
憎
し
み
は
一
気
に
ボ
ル
テ

ジ
を
上

た

今
や

や
全
身
に

る

を
遠
ざ
け
る

ど
の
感
情
に

せ
て
大
剣
を
振
り
回
す

無

序
に

か
れ
剣

を

ツ
は

ぎ

し

な
し

け
る

 
ま
だ

ツ
か
ら

は
消
え
て
い
な
い

 
紙
一
重
で
直
撃
を

け
る

ツ
の

は
真
剣
だ

だ
が

事
件
を
解
決
す
る
最
中
に
見
せ

た

あ
の
切

ま

た

で
は
な
い

 
今
の

で
は

ま
だ

ツ
の
全
力
に
届
い
て
い
な
い

な
ら

こ
れ
で

 

は

四

目
の
使

を
行

た

 

を
ま

す
ぐ

く
か
の
よ
う
に

い

が

る

の
体
は
ビ
キ
リ
と
イ

な

感
じ
に

ま

た

ぐ
ら
り
と

界
が
揺
ら
ぐ

グ

ガ

ハ

 
ど
う
に
か

み

ま

た

は

を
上

ツ
を

み
付
け
た

キ
リ
ト
は

根
を
寄
せ
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か
を

ろ
う
と

を
開
い
て
い
る

 
そ
れ
を
ス
ロ

モ

シ

ン
で
知
覚
し
た

は

無
理

理
に
体
を
動
か
し
た

地
を

り

剣
を
振
り
上

る

ダ

シ

の

性
を
足
し
た
全
力
の
上

斬
り

四

の
ド
ラ

グ
使

で

限
界
ま
で

を
覚
醒
さ
せ
た

の
速
さ
だ

回

な
ぞ
許
す

ど
生

な
も
の
で
は
な
い

 
出
来
る
の
は
直
撃
か

の
み

 
深
く

息
を

い

 
全
力
で
振
り
下
ろ
し
た

  

を
打

た
の
は

金
属
同
士
が
衝
突
し
た
時
に

で
る
剣

 
眼
前
に
は
正
真
正
銘

の
全
力
を
出
し
た
上

斬
り
を
交
差
し
た
二
刀
で

け
止
め
る
光

が
広
が

て
い
た

 

は

も

葉
を
発
せ
な
か

た
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そ
う
す
る
だ
け
の

力
も
残

て
い
な
か

た

 

大
剣
が
弾
か
れ
る

 
隙
だ
ら
け
の

に
容
赦
な
い

撃
が
襲

た

交

に

り
出
さ
れ
る
片
手
剣
の
剣
技

そ

の

め
に

ば
れ
た
の
は

最
初
に
覚
え
る
水
平
斬
り
だ

た

 
ズ
バ
ン

 
と
程
よ
い
斬
撃

が

く

 

の

線
は

に

り
行
く
緑
の
ゲ

ジ
に

定
さ
れ
て
い
た

そ
れ
が
⻩
色
に
な
り

色
に
な
り

空
白
に
な
り

ざ

け
ん
な

 
そ
こ
で

よ
う
や
く

は
声
を
発
し
た

 

北
し
た
の
だ
と
自
覚
し
た

は

自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
心
境
で

て
い
た

な
ん
で

テ
メ

の

方
が

 
ア
バ
タ

が

す
る
兆
候
と
共
に

に
遠
の
く
五
感

中
は
ぐ
ち

ぐ
ち

に
掻
き
回

さ
れ

思

は
千

に
乱
れ
て
い
る

 
そ
ん
な

が
発
し
た

葉
は

あ
る
い
は

の
本
心
か

 
そ
の

葉
が
問
い
か
け
か

た
だ
の
悪

か
も

に
は
解
ら
な
い

た
だ
一
つ
確
か
な
の
は
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こ
の

北
を

は

得
出
来
て
い
な
い
と
い
う
事

 
強
く

⻭
を

み

め
る
中

界
が
光
に

ま
れ
始
め
る

 

そ
こ
で

背
後
か
ら
の
声
を

た

に
も

れ
な
い
も
の
が
あ
る

 

く

真
剣
な
声

 
そ
れ
に

知
る
か
よ

と
返
そ
う
と
し
た

間

の
体
は
光
に

た

  

に
も
そ
れ
な
り
の
バ

ク
ボ

ン
が
あ

て
欲
し
い

が
発

し
ち

た
ゼ

 
あ
の
Ｐ
ｏ
Ｈ
こ
と
ヴ

サ
ゴ
に
す
ら
バ

ク
ボ

ン
あ
る
か
ら
一

人
の
ジ

ネ
シ
ス
に
あ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う

存

式
で
も
い
じ
め
ら
れ

子
の
引
き
こ
も
り
と
し
か
明

か
さ
れ
て
な
く
て
想
像
の

地
し
か
な
い
し

設
定
と
親
和
性
あ
り
過
ぎ
る
ん
だ
よ
な
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キ
リ
ト
よ
り
上
の
反
応
速

に
な

た

の
ジ

ネ
シ
ス
が
な

負
け
た
の
か

 

持

性
に
欠
け
た
か
ら

 
ア
ミ

ス
フ

ア
の
リ
ミ

タ

の

上
キ
リ
ト
は
ジ

ネ
シ
ス
と
同

の
速

を
常
に

は
出
せ
な
い
が

の
リ
ミ

タ

を
自
力
で
外
せ
る

で
一

だ
け
で
あ
れ
ば
同

に
な
れ

た

常
時
フ
ル
パ
ワ

を
保
て
な
い
ジ

ネ
シ
ス
が
持

性
に
⻑
け
た
キ
リ
ト
と
勝
負
し
て

期
決

が
出
来
な
か

た
時
点
で
勝

は
決
ま

て
い
た

 
ナ
メ

ク
星
の
超
サ
イ

人
悟
空
と
フ
ル
パ
ワ

フ
リ

ザ
の

性

  
・
ジ

ネ
シ
ス

 
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

 

ら
れ

人
を

絶
し
た
果
て
に
仮
想
世
界
に
流
れ

い
た
者

 
自
信
を
持
つ
た
め
に
仮
想
世
界
に
来
た
点
で
シ
ノ
ン
現
実
世
界
と
仮
想
世
界
を
逆
転
さ
せ
る

か
の
よ
う
な
思

は
シ

ピ

ゲ
ル
に
近
い

 
ゲ

ム
キ

ラ
ク
タ

に
自
己
投
影
を
重
ね

自
信
を
取
り

そ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

チ

タ

に
遭
遇
し

自
衛
の
た
め
に
チ

ト
を
身
に

け
た

女
尊
男

の
者
達
の

力
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と
い
う
理
論
で

え
て
い
る
た
め
力
に

し
て
お
り
そ
の
せ
い
で
自
衛
手

の
チ

ト
を

に
使
う
よ
う
に
な

た

 
ナ

ヴ
ギ
ア
発

に
は

Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
ト

プ

な
め
と
い
う

業
を
達
成

 
チ

ト
無
し
の
プ
レ
イ
も
し
て
い
た
の
で
平

以
上
の
強
さ
は
あ
り
電
子
ド
ラ

グ
を
使
う

と
他
を
寄
せ
付
け
な
い
強
さ
を
発

し
た

が

の
負

の
問

で
持

性
と
い
う
弱
点
を

突
か
れ

キ
リ
ト
の
前
に

北
を

し
た

 
ち
な
み
に

組
が

手
だ

た
場
合

キ
リ
ト
よ
り
も

く

北
を

し
て
い
た

 
力
を
求
め
る
あ
ま
り

手
に
し
た
力
に
溺
れ
た
男

 
キ
リ
ト
を

ヒ

ロ
英
雄
と
呼
称
し
て
い
た
の
は
似
た
立
場
か
ら
ゲ

ム
で
復
権
し
た
キ
リ
ト
に

少
な
か
ら
ず

れ
を

い
て
い
た
か
ら

と
い
う
裏
話

 
怒
り
を

わ
に
し
て
い
る
の
は

れ
の
存
在
に
真

向
か
ら
己
の
全
て
を

定
さ
れ
た
か
ら

で
も
あ
る

  
・
キ
リ
ト

 
自
力
で
ト
ラ
ン
ス
状

に
な
れ
る
プ
レ
イ
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の
負

を
は
じ
め
⻑

き
し
な
い
の
は
知

て
い
た
の
で

に

し
弱

た
と
こ
ろ

で
一
気
に
勝
負
を
決
め
た

ジ

ネ
シ
ス
の
力
を
求
め
る
心
境
に
は
理
解
を
示
し
て
い
る
が
違

法
を
許
さ
な
い
ス
タ
ン
ス
な
の
で
策
を

じ
た

 
仮
に
フ

ア
な
状

だ

た
ら
真

向
か
ら
剣
技
勝
負
を
展
開
し
て
い
た
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第
二
十
七
章
 

力
に
魅
入
ら
れ
し
エ
ル
フ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
原
作
で
も

な
フ

ル
ン
エ
ル
フ
主
体
の
オ
リ
展
開
だ

 

点

キ
リ
ト

フ

ル
ン
エ
ル
フ

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

   

が
背
後
か
ら

い
た

 

れ
る
光
の
欠
片
を
背
中
に

け

確
実
に
ジ

ネ
シ
ス
を
倒
し
た
の
だ
と
確
信
す
る



 第二十七章 〜力に魅入られしエルフ〜

 
ジ

ネ
シ
ス
は

が
い
ま
ま
で
戦

て
き
た
プ
レ
イ

の
中
で
リ

フ

ア
キ
ト
に

ん
で
い
た
と
思
う

し
か
し
彼
の
強
さ
は
電
子
ド
ラ

グ
で
上

せ
さ
れ
た
も
の
な
の
で

な
強
さ
で

え
ば

彼
の
代
わ
り
に
ユ
ウ
キ
が

す
る

 

の
強
さ
は
実
直
に
修
練
し
て
い
れ
ば
果
た
し
て
ど
れ

ど
だ

た
の
か

そ
う

え
は

す
る
が

な
き

え
だ
とか

ぶ
りを

振
る

 
強
さ
へ

す
る

ジ

ネ
シ
ス
の
想
い
は
本
物
だ

た

 
な
ま
じ
同
じ
穴
の

の

に
は
解
る

と
て
追
い

め
ら
れ
て
い
れ
ば

に
も

る
思

い
で
電
子
ド
ラ

グ
な
ど
と
い
う
ま
が
い
物
に
手
を
出
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る

他
の
プ
レ
イ

か
ら
す
れ
ば
Ｓ
Ｔ
Ｌ
を
使

て
い
た
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

時
の

が
ジ

ネ
シ
ス
の
よ
う
に
見
え
た
は
ず
だ

そ
こ
で
私

私
欲
に

り

の
プ
レ
イ
で
も
Ｓ
Ｔ
Ｌ
を

使
い
ト

プ
プ
レ
イ

と
し
て
在
る
道
を

ん
で
い
れ
ば
ジ

ネ
シ
ス
と
し
て
い
る
事
に

大
差
は
な
く
な

て
い
た

 
も
ち
ろ
ん

だ
か
ら
と

て
ジ

ネ
シ
ス
に
同
情
す
る
つ
も
り
は
な
い

 
理
由
経

は
ど
う
で
あ
れ
ア
ミ

ス
フ

ア
を

す
る
行

は
電
子
ド
ラ

グ
使

を

別
と
し
て
も
重
罪
だ

法
を

し
た
事
は

正
に
裁
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
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も
う
二

と

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

を

り
返
さ
な
い
た
め
に
も

 
そ
の
思
い
を
強
く

き
な
が
ら

は
メ
ニ

を
呼
び
出
し
た

手

く
メ
ニ

の
中

か
ら

コ

ル

そ
れ
も

の
ア
カ
ウ
ン
ト

に

意
さ
れ
た
特
別
な
回
線
を

し

ジ

ネ
シ
ス
が
電
子
ド
ラ

グ
使

ア
ミ

ス
フ

ア

の
疑
い
あ
り
と
送
る

運

の
ト

プ
に
直

で
送
ら
れ
た
そ
れ
を
見
れ
ば

士
達
も
動
き
出
す

だ

 
ジ

ネ
シ
ス
の
ロ
グ
を

り
そ
の

つ
ま
り
こ
の
場
に
い
る
面

の
ロ
グ
も
精

し

不
審
な
者
達
も
一

で
き
る

 

が
動
き
出
せ
ば

取
か
ら
電
子
ド
ラ

グ
の

人
の
情
報
も
手
に
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う

 

後
の
事
は

運

に

せ
る
か

 
メ
ニ

を

じ
な
が
ら

と
息
を

く

 
電
子
ド
ラ

グ

の
事
で
現
状

に
出
来
る
事
は
お
そ
ら
く
無
く
な

た

人
ら
し
き

メ
ガ
ネ
の

男
プ
レ
イ

は

を
消
し
電
子
ド
ラ

グ
使

疑
い
の
プ
レ
イ

も
全

が

こ
の
場
に

な
い

残

て
い
る
の
は
報

に

び
つ
い
た
非
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

の
オ
レ
ン

ジ
・
ブ
ル

約
二
十
人
と

同
数
の
フ

ル
ン
エ
ル
フ
達

 
オ
レ
ン
ジ
達
か
ら

け
る
事
も
お
そ
ら
く

が

取
で
き
る

人
の

絡
ア
ド
レ
ス
程
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の

だ

最

と

え
る

は
な
い

と
は

え

権
な
ど
を
持
た
な
い

に
彼

ら
を
ど
う
こ
う
す
る
権

は
持

て
い
な
い
か
ら
だ

ジ

ネ
シ
ス
の
よ
う
な
場
合
が

外
な
の

で
あ
る

 
つ
ま
り

こ
こ
か
ら
は

に
エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
を
進
め
る
事
に
な
る

 
気
持
ち
を
切
り

え
る
よ
う
に
深
い
呼

を

ん
だ

は
ま
ず
戦
意
を
喪
い
ど
こ
か
恐
れ

に
近
い
眼
を
向
け
て
く
る
プ
レ
イ

達
に

を
向
け
た

リ

ダ

は
倒
し
た

運

に
も
報

し
た
か
ら
後
の
事
は
上
が
や

て
く
れ
る

あ
ん
た

達
も

者
と
し
て

取
は
さ
れ
る
だ
ろ
う

仮
に
電
子
ド
ラ

グ
を
持

て
い
る
な
ら

取

だ
け
で
は
済
ま
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

 

ば

し
の
よ
う
な

葉
に
彼
ら
は
一

に

を
横
に
振
る

演
技
を
し
て
い
る
可
能
性
は

め
な
い
が
ア
レ
の
常

性
依
存
性
を

慮
す
る
に
持

て
い
れ
ば
先
の
戦
い
の
最
中
で

使

て
い
る
だ
ろ
う

だ
か
ら
こ
れ
は
信
じ
て
い
い
と
判
断
す
る

 
そ
う
か

と
一
つ

い
た

は

け
て
意
外
な

ど
静
か
に
事
の
経

を
見
守

て
い
た

フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
達
を
見
や

た

そ
れ
で

フ

ル
ン
達
は
ど
う
す
る

 
あ
ん
た
達
に

く
み与

し
て
い
た
人

の
リ

ダ

は
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が
倒
し

士
気
は
ダ
ダ
下
が
り

こ
こ
は

直
に
撤
退
す
る
事
を
オ
ス
ス
メ
す
る
が

 
そ
う

が

す
と

あ
ん
か
い
し

く

暗

色
の
レ
ザ

ロ

ブ
を

た
フ

ル
ン
が
前
に
出
た

同
色

の

を

た
そ
の
者
の
体
つ
き
は
女
性
の
そ
れ

か
ら

る
す
の
は

一
目
で
レ
ア
物

少
な
く
と
も

で
初
め
て
見
る
レ
ベ
ル

と
分
か
る
カ
タ
ナ
だ

 
そ
の
フ

ル
ン
は
一

の
最
前
に
立
つ
や

や

を

て
い
た
フ

ド
を
払
い
の
け

た

ア

シ

グ
レ

の
髪
が
は
ら
り
と

び
る
と
共
に

が

わ
に
な
る

 

か
ら
見
て

だ
け
前
髪
が
⻑
い
が
よ
く
見
れ
ば
彼
女
の

目
は
黒
い
眼

が
掛
け
ら

れ
て
い
た

前
髪
は
そ
れ
を
少
し
で
も

そ
う
と
い
う
意

な
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
の
人
物
は

の
カ
タ
ナ
に

手
を
や
り
な
が
ら

を
開
い
た

そ
れ
は

き
入
れ
ら
れ
な
い

人

は

払
い
の
た
め
に

た
に
過
ぎ
ん

こ
れ

ど

き
子

に

さ
れ
る

ど
弱
い
と
は
思

て
い
な
か

た
が

  
一

で

う
な
ら
そ
う

え
る
し
か
な
い

さ
の
あ
る
声

で
フ

ル
ン
の
女
騎
士
は

い
捨
て
た

プ
レ
イ

の
浮
浪
雲
達
を

け
入
れ
た
フ

ル
ン
達
は
そ
ん
な
彼
ら
を
捨
て

と
し
か
見
て
お
ら
ず

間
意
識
は

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か

た
の
だ
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同

へ
の
思
い
や
り
は
強
い
が

他
種

へ
の

他
性
も
ま
た
強
い

他
者
を
見
下
す

実
に
他
人
同
士
の
勝
負
を

す
る
と
は
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
と

い
う
の
は

分

を
弄
す
る
事
が
得
意
ら
し
い

 
そ
の

が
イ
ラ
つ
い
た

は

十
中
八
九

合
も
し
な
い
だ
ろ
う

手
を

発
し
た

自
種

の
事
を
誇
ら
し
く
語
る
な
ら

ま
ず
道
理
に

う

を
取
る
べ
き
だ
と
思
う
が
な

な
に
が

い
た
い

 
ス

と
フ

ル
ン
の
目
が

め
ら
れ
た

 
そ
の
女
騎
士
に

は
片

を

り
上

る

 

ジ

ネ
シ
ス
は

確
か
に
法
を

し
た

 
ま
や
か
し
の
力
に
手
を
出
し
そ
れ
で
得
た
力
に

い
溺
れ
た

強
く
は
な

た
が
彼
は

そ
の
力
に

ま
れ
た
の
だ

 
だ
が

そ
れ
で
も

戦

た
の
は
ジ

ネ
シ
ス
の
意

だ

 

い
に
全
力
を
出
し

く
し
た

 
そ
の
果
て
の
結
果
を

て
い
い
の
は

勝
者
と

者
の
二
人
だ
け

 
ア
レ
は

エ

ン

タ

テ

イ

ン

メ

ン

ト

他
者
を

し
ま
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
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種

差
別
に
先
の
勝
負
を

す
る
な
ど

語
道
断

わ

ら

て
い
い
の
は

人
だ
け
だ

 

は

ジ

ネ
シ
ス
の
事
を

も
知
ら
な
い

 
違
法
と
知

て
い
る

な
の
に

な

に
手
を
出
し

電
子
ド
ラ

グ
ま
で
求
め
た
か

な

あ
れ

ど
力
に

し
て
い
た
の
か

そ
れ
ら
を
知
ら
な
い

 
だ
が

刃
を
交
え

ど
れ
だ
け
本
気
だ

た
か
は
伝
わ

た

 
悲

 
絶
望

 
憎
悪

 

望

 
そ
れ
ら
が

ま

た
剣

は

う
こ
と
な
き
ジ

ネ
シ
ス
の
本
心
だ

た

 

は

彼
に
安
い
同
情
は
し
な
い

 
哀
れ
み
も

か
な
い

 
さ
れ
ど

共
感
は
す
る

 
理
解
も
示
す

 

だ
か
ら
こ
そ
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彼
の
行
い
を

だ
と

わ

ら

い
は
し
な
い

だ
が

全
力
で
打
ち

め
る
人
を

は
わ

ら

え
な
い

 
剣
閃

 
そ
れ
は

が
女
騎
士
に
斬
り
掛
か

た

で
で
カ
タ
ナ
を

い
た
女
騎
士
は
剣

の

衝
撃
に
た
じ
ろ
ぎ

か
に
後
退
し
た

 
カ

ル
の
色
は

黒
い

 

確
実
に
勝
て
な
い
強
さ
の

手
だ
が

 
ど
う
し
て
か

今
は

・負
・け
・な
・い

気
し
か
し
な
い

様

 
闇
の
よ
う
に
暗
い
刀
身
の
カ
タ
ナ
を
構
え
な
が
ら

女
騎
士
が

い
た

 
二

は

の

を

り
上

る

来
い
よ

フ

ル
ン
共

を

殺
し
て
み
ろ

 
そ
う

て

は
カ
タ
ナ
使
い
の
騎
士
の
追
撃
に
掛
か

た
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我
ら

フ

ル
ン
・
エ
ル
フ

の
⺠
は

本
来
存
在
し
な
い
種

で
あ
る

 フ

レ
ス
ト

森
エ
ル
フ
とダ

ク黒
エ
ル
フ
の
二
種

は

そ
れ
ぞ
れ
を

徴
す
る

聖
大
樹

と

そ
れ
を

じ
る
巫
女
を
信

す
る
自
然
に
根
付
い
た

み
を

け
穏
や
か
な
日

を
送

て
い
た
と

い
う

 
だ
が
そ
の
二
種

の
中
で

聖
大
樹

が
持
つ
特
別
な
力
に
目
を
付
け
た
集

が
一
定
数
存

在
し
た

 
そ
の
者
達
は
神
聖
な
聖
大
樹
を

か
す
危
険
分
子
と
し
て
追
放
さ
れ
た

そ
の
寄
せ
集
め

が
名
を
持

た
の
が
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
と
い
う
種

だ

血

を

れ
ば
い
ず
れ
も
森

エ
ル
フ
か
黒
エ
ル
フ
に
行
き
つ
く

そ
う
い
う
点
で

え
ば
ハ

フ
エ
ル
フ
と
も

え
る
の
か

も
し
れ
な
い

あ
ま
り
に
世
代
を
重
ね
た
せ
い
で

血
の

さ
は
ど
ち
ら
か
に

て
い
る
が

 
そ
れ
を
表
す
よ
う
に
自
分
の

は
黒
エ
ル
フ
の
よ
う
に

黒
く
髪
色
も
闇
の
よ
う
な
色
を

し
て
い
る

 
無
論
フ

ル
ン
で
は
そ
れ
も

し
く
な
い

逆
に
銀
髪
や
⻩
緑
の
よ
う
に
明
る
い
髪
色

の
者
も

し
く
な
か

た

 
種

髪
色
な
ど
の
特
徴
に

ら
れ
な
い
我
ら
が
目
指
す
の
は
た
だ
一
つ

聖
大
樹
の
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力
を
得
て

エ
ル
フ
本
来
の
力
を

ら
せ
る
悲
願
の
成

に
他
な
ら
な
い

 
過
去
の
二
王
は
自
ら
エ
ル
フ
に
伝
わ
る
秘
伝
の
力
の
数

を
聖
大
樹
に

じ
そ
の
代

価
と
し
て
森
で
生
き
る
力
を
身
に

け
た

決
し
て
迷
う
事
は
無
く
森
に
ま
つ
わ
る
ま
じ
な

い
を
使
え
る
よ
う
に
な

た
の
は
確
か
に
良
い
事
だ
が
代
わ
り
に
生
木
を
傷
つ
け
る
事
は
出

来
ず
ま
た
森
と
水
に

ま
れ
な
い

地
へ
行
く
事
が
叶
わ
な
く
な

た

こ
れ
ば
か
り
は
血
に

ま
つ
わ
る
も
の
の
た
め
森
エ
ル
フ
と
黒
エ
ル
フ
が
ど
ち
ら
も
信

を
や
め
な
い
限
り
そ
こ
か

ら
分

と
な

た
フ

ル
ン
も
同
じ
制
約
を

け
る
定
め
に
あ
る

 
フ

ル
ン
が

百

千
年
も
の
時
を
こ
の
地
で
生
き
る
の
も

聖
大
樹
の
加
護

の
制

約
に
よ
る
も
の
の
た
め

 
他
の
大

に
そ
の
加
護
が
届
か
な
い
と
い
う
事
は
血
に
流
れ
る
力
が
喪
わ
れ
生
き
て
い
け

な
い
事
を
意
味
す
る

我
ら
が
こ
の
地
よ
り
解
き
放
た
れ
る
に
は
聖
大
樹
を

ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

た

 
そ
う
す
る
事
で
我
ら
は
フ

ル
ン

い
や
エ
ル
フ

は
木
と
水
の

よ
り
解

き
放
た
れ
人

と
対

に

り
合
う
事
が
出
来
る

現
地
で
木
を

り

を
作
り
こ
の
大

を

し
た
後

別
の
大

に
あ
る
人

や
他
種

へ
の

攻
も
可
能
と
な
る
の
だ
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そ
の
足
掛
か
り
と
し
て
ま
ず
大
前

と
な
る
聖
大
樹
の
破
壊
を
企
て
た
我
ら
は
ま
だ

フ

ル
ン
が
存
在
し
な
か

た
太
古
に

じ
ら
れ
た
伝
説
の
妖
魔
王
を

ら
せ
る
事
に
し
た

伝
説
に
よ
れ
ば
妖
魔
王
は
聖
大
樹
の
対
に
な
り
得
る
邪
悪
な
存
在

妖
魔
王
を

ら
せ
た

我
ら
フ

ル
ン
は

そ
の
見
返
り
と
協
力
に
必
要
な
も
の
と
し
て

力
を
与
え
ら
れ
た

 
こ
れ
を
機
と
見
て
我
ら
は
軍
を
二
つ
に
分
け
森
エ
ル
フ
と
黒
エ
ル
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
王

に

向
け
て
出
発
し
た

 

し
か
し

そ
こ
で
予
想
外
の
事

が

き
る

 

聖
大
樹
の
巫
女

が
森
エ
ル
フ
の
地
に
い
た
と
い
う
情
報
が
入

た
の
だ

 
人

の

に
い
る
と
は

い
て
い
た
が

ま
さ
か
進
軍
先
に
い
る
と
思
わ
な
か

た
我
ら
は

と
し
て
そ
れ
を

ら
え
る
事
に
し
た

あ
の
巫
女
が
妖
魔
王
の
力
を

じ
る

に
な
る
と

か
さ
れ
て
い
た
た
め
だ

 
始

し
た
方
が
面
倒
で
な
く
て
い
い
の
だ
が
聖
大
樹
の
力
を
奪

た
後
に
妖
魔
王
を

じ
る

巫
女
に

え
る
つ
も
り
ら
し
い

 
い
い
よ
う
に
使
わ
れ
る
よ
う
で

だ
が
仕
方
な
い
と
し
て
一
時
軍
を
巫
女

に
向
け
た

の
だ
が
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よ
も
や

こ
ん
な
邪
魔
が
入
る
と
は
な

 
し

の
間

回

し
た
思

を
引
き

し
た
私
は

眼
前
に
立
つ
剣
士
を
見

え
た

 
年
の

は
十
か
そ
こ
ら

華

な
体

だ
が

刃
を
交
え
た
時
の
力
は
目
を

る
者
が
あ

た

時

体
格
に
そ
ぐ
わ
ぬ

力
を
発

す
る
者
が
い
る
が
そ
う
い
う

な
の
だ
ろ
う

そ
の

身
の

に

る
剣
を
二
本
振
る
え
る
事
も
そ
れ
な
ら

得
だ

 
髪
色
は
白
銀

私
と
真
逆
そ
れ
は
⻑
く
た
な
び
い
て
お
り
人

の
中
で
は
か
な
り

し
い
よ

う
に
感
じ
る

目

な

つ
き
と
合
わ
せ

が

く
な
け
れ
ば
森
エ
ル
フ
と
間
違

て
い

た
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
の
身
を

う
黒

が
そ
の

り
を

こ
さ
せ
な
い

黒
エ
ル
フ
と

対
し
て
い
る

森
エ
ル
フ
な
ら
ば
決
し
て

わ
な
い
色
だ
か
ら
だ

無
論

そ
の
逆
も
あ
り
得
る

 
そ
の

の
隙
を
突
き

色
味
で
内
部
に

び

む
か
ん
ち

う

間

も
フ

ル
ン
に
は
い
る

し
い
な

 
二
合
目
を
交
え
た
後

最
初
に

火
を
切

た
の
は
意
外
な
事
に
私
の
方
だ

た

様
が
い
ず
れ
か
の
エ
ル
フ

で
あ
れ
ば

間

と
し
て
引
き
入
れ
た
か
も
し
れ
ぬ

 

い
切
る
と
共
に

三

目
の
応

が
交
わ
さ
れ
る
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力
も
間
合
い
も
こ
ち
ら
が

 
し
か
し

速
力
は
あ
ち
ら
が

 
一
進
一
退
の
攻

を
交
わ
し
な
が
ら

私
達
は
会
話
し
て
い
た

間

ね

確
か
に

は
そ
の
手
の
事
が
出
来
る
が
そ
れ
を
ア
ン
タ
は
知
ら
な
い

だ

な

わ
ざ
わ
ざ
間

を

す
る
も
の
が
無
い
事
は

そ
れ
だ
け
で

性
足
り
得
る

な
る

ど

だ
が
人

だ
か
ら

引
き
入
れ
な
い
と

そ
う
だ

 
ガ

ン

 
と
一

強

な
き撃
お
ん

 
ま
た

離
が
開
い
た

ま

た
く
心
外
だ
な

に
は

れ
な
い
も
の
が
あ
る

そ
れ
を

と

わ
ず
し
て

と

うそ
う
か

だ
が

同

に

ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が

 

い
な
が
ら

で
気

を
喪

て
い
る
男
達
に

線
だ
け
向
け
る

 
戦
い
が
始
ま

た
か
ら
か
武
器
だ
け
は

た
よ
う
だ
が
こ
ち
ら
に
与
す
る
様
子
は
見
え
な
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い 
内
心
で

を
打
つ

 
人

の
法
を

し
た

つ
ま
み
者
達
だ
か
ら
こ
そ
声
を
掛
け
た

あ
の
時
は

人

に

ま

て
な
る
か
と
二
つ
返
事
だ

た
と
い
う
の
に

今
は
自
ら
の
善
意
に
苦
し
み

迷

て
し

ま

て
い
る

こ
の
男
達
の

り

で
あ

た
モ
ノ
を

ら
れ
た
の
だ
も
う
こ
の
時
点
で
使
い

物
に
な
る
と
は

え
ら
れ
な
い

 
そ
う
見
切
り
を
つ
け
た
私
は

線
を

し
た

 

十
人
と
い
う
人

の

く
れ
を

手
取
り
生
き
残
り
を
戦
意
喪
失
さ
せ
た
こ
の
男

キ

リ
ト
と
い
う
人

は
対
峙
し
た
ジ

ネ
シ
ス
を

に
我
先
に
と

け
出
し
た
者
達
の
戦
意

に
交
じ

た
怒
り

み
は
か
な
り
の
も
の
だ

た

 
も
し
彼
ら
と

合
す
る
信
念
な
ら
ば
あ
あ
も

わ
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

な
ら
ば
そ
の
逆

な
に
か

守
り
た
い
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
な
ら

な

同

か
ら

ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

な
き
思

が
浮
か
ん
だ

色

複

な
ん
だ
よ

英
雄
と
呼
ぶ
人
も
い
れ
ば
偽
善
者
や
殺
人
⻤
化
け
物
と
呼
ぶ
人
も
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い
る

 
そ
う

い

少
年
は

を

め
て

た

 
私
は

正
直

得
し
た

偽
善
者
や
殺
人
⻤

そ
れ
は
分
か
る

英
雄
と
呼
ば
れ
る
の
は

を
殺
め
る
事
で
多
く
を
救

た
事
を
意
味
し
て
い
る

そ
れ
を
ど
う
見
る
か
で

え
る
か
蔑
む

か
が
変
わ
る

後
者
の
呼
び
方
は

蔑
む
呼
び
方
だ

 
化
け
物
と
い
う
の
も

ま
あ

け
な
く
も
な
い

 
先
の
ジ

ネ
シ
ス
の

れ
ぶ
り
は
近
衛
の
身
か
ら
し
て
も
か
な
り
の
も
の
で
騎
士

で
も

上

に
食
い

む
力

が
あ

た

そ
れ
を
他
の
者
達
を

手
取

た

労
を
負

た
上
で

と

り

無
傷
で
勝

て
み
せ
た

 
そ
の
戦
い
ぶ
り
を

怖
と
共
に
呼
ん
だ
の
だ
ろ
う

そ
う
思
え
る
程

に
は
似
た
感
想
を
私

も
持

て
い
た

 

だ
か
ら
こ
そ

解
せ
な
い
な

同

に
そ
れ

ど

ま
れ
て
い
な
が
ら
な

英
雄
と
呼
ば
れ
る

ど
の

事
を
し
た

そ
れ
に

人

と
直

わ
り
が
な
い
巫
女
を

な

助
け
た

 
そ
れ
は

な
問
い
だ

た

か
ら

ら
な
い
私
が
こ
う
も

け
て

を
開
く
事
に
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か
ら

き
の
気
配
を
感
じ
る
が

そ
れ
を
無

す
る

 

離
を

め

刃
を
合
わ
せ
る

 
間
近
か
ら
そ
の
金
の

と
見
つ
め
合
う

見
捨
て
る
た
め
に

理
由
は
要
る

で
も
助
け
る
た
め
の
理
由
は
要
ら
な
い

そ
う
か

 

や
か
な

え
だ

た

 
小
さ
な
声

は
し
か
し
し

か
り
と
意

の
強
さ
を
伝
え
て
き
て
い
た

命
を
奪
う
事
へ
の

覚
悟
も
済
ま
せ
た
者
の
声
だ

 

騎
士

に
は

と
つ
の
登
⻯

と

え
る

験
が
存
在
す
る

 
重
傷
を
負

た
自
身
を
人

が
見
つ
け

し
て
く
れ
た

そ
れ
か
ら

た
後
自
身
を

助
け
た
人

が
住
ま
う

に
攻
め

む
事
を
知

た
時
自
身
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
い
だ

 
我
ら
フ

ル
ン
に
血
の
繋
が
り
は
無
く

情
の
共
有
も
な
い

あ
る
の
は
目
的
意
識
の
み

 
そ
れ
を
揺
ら
が
さ
れ
れ
ば
フ

ル
ン
が

壊
す
る

そ
れ
を

ぐ
た
め

芽
を

み
取
る

た
め
の

験
で

入

さ
せ
る
か

か
を
振
り
分
け
る

 
こ
の
問
い
で
人

に

入
れ
し
た
者
達
は

外
な
く

さ
れ
た
と
い
う
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私
が
入

す
る

に
は

は
無
か

た

ん
だ

路
を
知

て
い
る
が
故
に
だ
れ
も

ば
な
い

 
故
に

フ

ル
ン
の
結
束
は

い

 
他
種

は

た
と
え
恩
を

け
よ
う
と
殺
す
し
か
な
い

 
裏
切
り
は
死

そ
れ
を
常
に
感
じ

生
き
て
い
る
か
ら
だ

 

そ
れ
に

こ
の
剣
士
は
真

向
か
ら
抗
う
つ
も
り
だ

 
フ

ル
ン
の
法
に

 
我
ら
の
全
て
に

 

な
ら
ば

な
ら
ば

こ
れ
以
上
の
問

は

も
無
し

我
が
同

達
よ

 
刃
を
弾
き

離
を
取
る
と
共
に
声
を
上

る

は

 
と
整
然
と
し
た

和
が

い
た

そ
し
て

同

者
た
る
妖
魔
達
よ

オ
オ

 
呼
び
掛
け
に
対
し
空
間
に
生
ま
れ
た
闇

マ

か
ら
樹
木
型
の
妖
物
達
が
突
如
形
を

成
し
て
現
れ
る

そ
れ
ら
が
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
雄

び
を
上

森
の

葉
を

わ
せ
た
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マ

は
聖
大
樹
が
生
み
出
す
神
聖
な
霊
力
・
マ
ナ
に
反
す
る
力

こ
こ
で
解
放
し
た
事
で

森
エ
ル
フ
達
も
気
付
く
だ
ろ
う
が
キ
リ
ト
と
共
に
女
騎
士
が
い
た
時
点
で
最

す
意
味
も

な
い

そ
う
判
断
し
て

せ
て
い
た
兵
を
出
現
さ
せ
た
私
は
真
上
に
翳
し
た
カ
タ
ナ
を
振
り
下

ろ
し

切

先
を
人

達
に
突
き
つ
け

ぶ

人

は
生
け

り
に
し
ろ

殺
し
て
も

生
の
術

で

で
も

る

 
人

の

を

す
る
ま
で
は
全
て
生
け

り
だ

 
指
示
を
出
し
た

キ
リ
ト
を
始
め
武
器
を
持
ち
直
し
て
い
た
男
達
の
表
情
に
も

感

が
浮
か
ん
だ

ど
う
や
ら
た
だ
の
エ
ル
フ
同
士
の
争
い
で
は
な
い
と
よ
う
や
く
気
付
い
た
ら
し

い
お

お
い

今
の

て

襲
撃
イ
ベ
ン
ト
の
予

て
事
か

そ
う
い
う
事
だ
ろ
う
な

フ

ル
ン
共
が
勝

た
ら

達
ど
う
な
る
ん
だ

最
悪

の
使

不
可
と
い

た
と
こ
ろ
じ

な
い
か

 
不
安

に

を
見
合
わ
せ
る
男
達

そ
ん
な
彼
ら
に

キ
リ
ト
が

静
に

た

 
私
は

る
り
と

を
振
る
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甘
い
な

我
ら
は

手
の
反

を
許
さ
な
い
よ
う
殺
し

く
す

人

に
掛
け
ら
れ
て
い
る

生
の
術

も

別
の
大

に
あ
る
と
い
う

こ
く黒
て
つ鉄

の
み
や

が
原
因
だ
ろ
う

そ
こ
を
取
り
壊
し
二

と

ら
ぬ
よ
う
手
を
打

て
く
れ
る

 
森
黒
エ
ル
フ
と
戦

て
い
れ
ば
必
ず
と

て
い
い

ど
乱
入
し
て
く
る
人

達
を

ま
し

く
思

て
い
な
い

も
無
い

故
に

に
時
た
ま
間

を
送
り
情
報
を
集
め
る
事
は
欠
か
さ

な
い
で
い
た

生
の
術

を
使
え
る
人

が
現
れ
た
の
は
つ
い
最
近
の
出
来
事
だ
が

あ
ち

ら
は
こ
ち
ら
を

し
が

た
の
で
情
報
収
集
は
容

か

た

 
故
に

彼
ら
が
リ
ス
ポ

ン
地
点
と

う
場

の
特
定
は
出
来
た

 
問

は
大

を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

そ
の
た
め
に
も
聖
大
樹
の
破
壊
は
最

先
事

だ

た

は

一

去

て
ま
た
一

と
は

ま
る
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
の
再
来
の
よ
う
だ
な

 
人

が

り

む
中
そ
の

を
破

た
の
は
少
年
の

声
だ

た

ど
こ
か

肉

な
そ

れ
に
男
達
が

を

め
る

て
る
場
合
か
よ

つ

か

ま
さ
か
ま
た
お
前
が
原
因
で

流

に
違
う

は
こ
こ
二

間
近
く
ロ
グ
イ
ン
す
ら
し
て
な
か

た
ん
だ
原
因
に
な
り
得
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る

な
い
だ
ろ
う

な
ら
な
ん
で

 

い
合
い
を
始
め
た
人

に

隙
あ
り
と
ば
か
り
に
私
は

を
発
し
た

森
エ
ル
フ
王

に
向
け

進
軍
せ
よ

 
人

共

き

せ

 
こ
の
世
界
は
力
あ
る
者

フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
が

配
す
る
事
こ
そ

応
し
い

 

え
あ
る
勝

を
我
ら

が

王

に

る
の
だ

然
り

 
然
り

 
然
り

 
私
の

に
応
じ
兵
士
た
ち
が
隊
列
を
組
み
呼
応
す
る

士
気
の
上
が
り
よ
う
を
如
実
に

感
じ
た

こ
れ

ど
の
大
声
を
実
戦
で
発
し
た
事
は
い
ま
ま
で
一

も
な
い

 
そ
れ
は

こ
の
場
が
正
念
場
で
あ
る
事
を
理
解
し
て
い
る
故
だ
ろ
う

  

そ
の
雄

び
を

も
う
一
つ
の
雄

び
が
掻
き
消
し
た

  
声
は
北

か
ら

こ
え
た

そ
ち
ら
に
あ
る
の
は
森
エ
ル
フ
の
王

や

だ

 
そ
れ
を
表
す
よ
う
に
夜
闇
の
木
陰
か
ら
キ
ラ
キ
ラ
と
月
光
を
反

し
て

く
⻩
緑
や
金
の
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き
が
見
て
取
れ
た

そ
の
数

五
十
は
下
る
ま
い

 
そ
の
先

で

を
引
く
の
は

巫
女
を

け
取
り

時
撤
退
し
た
女
騎
士

キ
リ
ト

た
せ
た
わ
ね

 
イ
ス
ノ
キ
騎
士

を
可
能
な
限
り

い
て
来
た
わ

 
そ
う

て
人

の
剣
士
の

に

ぶ
森
エ
ル
フ
の
騎
士

 
事

は

更
に
動
く

ど
う
に
か
間
に
合

た
カ

キ

や

と
見
つ
け
ま
し
た

見
つ
け
た
は
い
い
け
ど

な
ん
か
場
が

と
し
過
ぎ
て
な
い

 
な
ん
な
の
こ
の
状
況

 
更
に

か
ら
三
人
の
人

が
現
れ
る

金
髪
小

の
少
女
黒
髪
⻑

の
女
性
あ
ら

れ
も
な
い

に

髪
⻑

の
女
性
た
ち
は
人

の
剣
士
キ
リ
ト
と

見
知
り
で
あ
る
ら
し
い

あ

ア
ル
ゴ
に
ユ
イ
姉
達

 
な
ん
で
こ
の
場
に

 
い
つ
救

を
呼
ん
だ
の
か
と
思

た
が
ど
う
や
ら
そ
う
で
は
な
い
事
が
キ
リ
ト
の
発

で
分

か

た

 
こ
れ
は
つ
ま
り

手
の
思
惑
を

ん
で
も
救

と
い
う
手
札
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
と
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い
う
事
に
な
る

あ
な
た
達
は

キ
リ
ト
の
知
り
合
い

え

リ

フ

じ

な
く
て

リ

フ

 
森
エ
ル
フ

 
い

た
い
ど
う
な

て

と
も
あ
れ
今
は
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
と
そ
の
味
方
の
妖
魔
達
を
倒
す
の
が
先
決
だ

 

戦
う
ぞ

ま

て
く
れ

達
は
ど
う
す
れ
ば

戦
う
気
が
あ
る
な
ら
妖
魔
を

手
に
し
て
く
れ

 
人

に
は

か
な
い
が

妖
魔
の
攻
撃

で
エ
ル
フ

は

化
し
て
し
ま
う
か
ら
な

わ

分
か

た

 

不
思
議
な
光

だ

た

 
一

は

と
し
て
刃
を
交
え
た
と
い
う
の
に
こ
ち
ら
に
対
抗
す
る
た
め
に
手
を
取
り
合

て

い
る

フ

ル
ン
で
は
あ
り
得
な
い
光

に

私
は
得
も

わ
れ
ぬ
感
覚
に

た

 
眼
前
に
人

の
英
雄
と
人

で

つ
ま
み
に
さ
れ
て
い
た
男
達
と
森
エ
ル
フ
の
精

た

る
イ
ス
ノ
キ
近
衛
騎
士

が

ん
で
い
る

一
気
に
倒
せ
る
人
数
差
は
こ
ち
ら
に

す
る
軍
勢
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と
な

て
立
ち
は
だ
か

た

 

負
け
る
な

こ
れ
は

 

の

で

理
性
が
悟
る

 
見
る
か
ら
に
高
い
士
気

英
雄
を

に
集
い
を
見
せ
た
者
達
に
は

英
雄
に
対
す
る
確

た
る
信
頼
が

で
あ
る
私
に
も
見
て
取
れ
た

 
お
そ
ら
く

こ
れ
が

あ
の
剣
士
が

す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う

 
悟
り
を

き
な
が
ら

私
は
三

カ
タ
ナ
を
振
る

た

全
軍

突
撃
せ
よ

 
同
時

最
前
に
立
つ
剣
士
が

え
た

合
軍

応
戦
だ

  

お
お
お
お
お
お
お
お
お
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種

を
問
わ
ぬ

が
夜
の
森
に

き

戦
争
の
火
ぶ
た
は
切

て

と
さ
れ
た

  

な
ん
か
人

へ
の
あ
た
り
強
く
ね

 

力
を
求
め
る
者
は
こ
ぞ

て

他
的
な
の
で
す

 
あ
と
四
つ
の
サ

バ

を

し
て
る
の
が

カ

デ

ナ
ル

な
の
で
仕
方
な
い
ネ

  
・
フ

ル
ン
エ
ル
フ
騎
士

大

 
キ
リ
ト
か
ら
見
て
も
カ

ル
真

黒
な
近
衛
騎
士

 
フ

ル
ン
達
が

強
い
の
は
妖
魔
王
か
ら
力
を
得
て
い
る
か
ら

そ
の
上
で
一
合
で

ま

せ
た
キ
リ
ト
を

価
し
て
い
る
が

他
種

故
に
見
下
し
て
も
い
る

人
間
の
ク
セ
に

な
ど

 
実

は
他
種

で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
見
下
す

 
キ
リ
ト
に

北
し
た
ジ

ネ
シ
ス
を
嗤

た
が

そ
れ
で
キ
リ
ト
か
ら
怒
り
を

た
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や
り
取
り
の
中
で
キ
リ
ト

し
て
い
る
も
の
を

他
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る
事

と
見
た

た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず

 

大

の

を

う

  
・
キ
リ
ト

味
方

大

 
中
立
中

の
人
間

 
法
を

し
た
点
は
許
す
べ
き
で
は
な
い
が
力
へ
の

望
と
そ
の
努
力
を
剣
か
ら
知

た
キ
リ

ト
は

本
気
の
ジ

ネ
シ
ス
を
嗤
う
者
を
許
せ
な
か

た

そ
こ
に
あ
る
の
は
道
場
で
は
な
く

本
気
で
打
ち

ん
で
い
た
意

向
上
心
へ
の
称

で
あ
る

 
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

プ
レ
イ

ア
ル
ゴ
達
リ

フ

い
る
イ
ス
ノ
キ
騎
士

か
ら
な

る

合
軍
を

編
成
し

フ

ル
ン
・
妖
魔

合
と
戦
う
事
に
な

た

 

大

の

を

う

  
・
ア
ル
ゴ
達

 
キ
リ
カ
の
要
請
で

け
付
け
た
少
数
精

の

軍
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ず

と

り

け
て

り

い
た
ら

み
と
同
じ

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
い
る
し

ブ
ル

達

じ

な
く
フ

ル
ン
エ
ル
フ
と
妖
魔
と
対
峙
し
て
る
し

が
分
か
ら
な
い
ま
ま
戦
う
事
に

な

た

 
今
話
の
一
番
の

者

 
主
に
キ
リ
ト
の

に

え
る

  
・
リ

フ

 
イ
ス
ノ
キ
騎
士

の
近
衛
兵
士

 
無
名
の
巫
女
を
救
出
し

に

い
た
後
騎
士

を

い
て

て
き
た

初
は
対
オ

レ
ン
ジ
・
ブ
ル

・
フ

ル
ン

合
へ
の
対
抗
手

だ

た

 
頼
ん
だ
時
点
で
は
フ

ル
ン
と

し
て
る
か
不
明
だ

た
の
で
妖
魔
対
策
を

て
い
る

 
主
に
フ

ル
ン
騎
士
を

手
に
す
る

  
・
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

プ
レ
イ

達

 
ジ

ネ
シ
ス
が
倒
さ
れ

心
が

れ
た
者
達
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ま
だ
電
子
ド
ラ

グ
は
持

て
い
な
い
が

そ
の
た
め
に
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

に
な

た
の

に

と
い
じ
け
て
い
る

一
応

を
プ
レ
イ
し
た
い
と
は
思

て
い
る
た
め

そ
の

根
幹
を
壊
し
か
ね
な
い
フ

ル
ン
の

い
分
に
焦
り
キ
リ
ト
に

合
す
る
形
で

合
に
参
戦

し
た

 
主
に
妖
魔
を

手
す
る

  
こ
れ
で
森

黒

フ

ル
ン
エ
ル
フ
そ
れ
ぞ
れ
の

点
を
書
け
た

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
八
章
 

フ

ル
ン
と
の
緒
戦

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は

点
の

り
変
わ
り
が

し
い
で
す

 

点

ア
ル
ゴ

キ
リ
ト

リ

フ

キ
リ
ト

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が
世
に
生
み
出
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
三
年

レ
イ
ド
ク
エ
ス
ト
と
い
う
名
目
で
数

多
の
プ
レ
イ

が
集
い
一
個
の
強
大
な
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

と
戦
う
事
パ

テ

や
個
人

で
ラ
ン
キ
ン
グ
争
い
を
す
る
事
そ
し
て
フ
ラ
グ
ボ
ス
の

を

て
プ
レ
イ

同
士
が
争
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う
事
な
ど
大

な
戦
闘
に
は

に

が
な
い

直
近
で
思
い
浮
か
ぶ
の
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
で

ロ
キ

と
オ

デ

ン

で
分
か
れ
た
時
の
事
だ

 
だ
か
ら
い
ま

き
て
い
る
事
も

決
し
て

し
い
事
で
は
な
い

 

の
人
型
Ｍ
ｏ
ｂ
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
が
力
に
魅
入
ら
れ
る
あ
ま
り
太
古
に

さ
れ
た

悪
し
き
存
在
を
復
活
さ
せ
世
界
全

の

配
を
目
論
ん
で
い
る

ク
エ
ス
ト
の
テ
キ
ス
ト
に

す
る
な
ら

こ
う
い
う
の
が

な
展
開

 
た

た
そ
れ
だ
け
の
事
だ
が
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
経

が
か
な
り
特

な
の
が
今
回
の
特

異
な
部
分
で
あ
る

 
フ

ル
ン
に
与
し
て
い
た
の
は
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

な
ど
の
プ
レ
イ

の
弾
か
れ
者
達

そ
こ
か
ら

す
る
に
お
そ
ら
く

罪
者
カ
ラ

に
し
か

け
ら
れ
な
い
エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
な
の
だ

ろ
う
が

の
オ
レ
ン
ジ
達
を
フ

ル
ン
達
は

と
見

し
て
い
た

の

は
味
方
と
い
う

が

使
い
物
に
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
時
点
で
切
り
捨
て
た
の
だ

 
更
に
フ

ル
ン
と
対
峙
す
る

プ
レ
イ

・
キ
リ
ト
は
生
き
場
を
失

た
オ
レ
ン

ジ
達
を

け
入
れ
た

森
エ
ル
フ
達
は
な
に
か

い
た

だ

た
が

に

し
い
フ

ル

ン
達
を
前
に
し
た
事
巫
女
を
助
け
る
べ
く
動
い
て
い
た
キ
リ
ト
へ
の
信
頼
を

先
し
て
か
彼
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の

葉

り
に
フ

ル
ン
騎
士
達
に
斬
り
か
か
り
始
め
て
い
た

 

と
も

え
る
様

に

鼠

の
名
で
知
ら
れ
る
情
報

の
自
分
も
思

を

め
る
の
に

手
い

い
だ

た

パ

テ

を
組
み
直
す

は
な
い

 
プ
レ
イ

は

オ
レ
ン
ジ
と
ブ
ル

に
分
か
れ

て
妖
魔
Ｍ
ｏ
ｂ
と
戦
え

 
ヘ
イ
ト
を
常
時

ぐ
ブ
ル

は
専
守

衛
し
つ
つ
後
退

面
か

ら
オ
レ
ン
ジ
が
妖
魔
を

く
ん
だ

な

な
ん
で
お
前
の
命

な
ん
か

お
い

そ
ん
な
事

て
る
場
合
じ

な
い
だ
ろ

 
行
く
ぞ

チ
 
キ
リ
ト
の
指
示
に

オ
レ
ン
ジ

ブ
ル

達
の
一
部
が
不
快
気
に

を
歪
め
る
も

静
な

面

が
彼
ら
を

し

め

指
示

り
に
動
き
出
す

 
彼
が

た
よ
う
に
ブ
ル

カ

ル
は
モ
ン
ス
タ

の
ヘ
イ
ト
を
常
時

ぐ
デ
メ
リ

ト

が
あ
る

圏
内
に
も
入
れ
な
い
デ
メ
リ

ト
と
合
わ
せ
て
ゲ

ム

行
不
可
能
な
制
裁
だ
が
今

回
は
そ
れ
を
逆
手
に
取
り
理
性
な
き
妖
魔
達
の

に
ブ
ル

プ
レ
イ

を
そ
の
横
か
ら

く

に
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

を

り
振

た

だ
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森
エ
ル
フ
も
人

に
負
け
て
い
ら
れ
な
い
わ
よ

 
イ
ス
ノ
キ
騎
士

で
フ

ル

ン
・
エ
ル
フ
を

て

お
お

 
キ
リ
ト
に
負
け
じ
と
リ

フ

が

を
発
す
る
と
呼
応
し
た

な
森
エ
ル
フ
騎
士
達
が

煌
び
や
か
な

い
に

一
さ
れ
た
制
式
剣
を
翳
し

前
進
を
始
め
る

 
そ
の
間
に

を

り

リ

フ

が
キ
リ
ト
に
近
付
い
た

 
特
に
指
示
を

け
て
い
な
い
自
分
達
も
キ
リ
ト
に
近
付
く
と
彼
は
こ
ち
ら
を
向
い
て
行

た

ア
ル
ゴ

ユ
イ

フ

リ
ア

 
三
人
も
妖
魔

の
方
に
協
力
し
て
く
れ

お

オ
イ
オ
イ

そ
れ
じ

あ
キ

は

に
は
エ
リ

ト
騎
士
の
リ

フ

が
い
る

そ
れ
に

あ
ち
ら
も

が

い
ら
し
い
か

ら
な

 

上
の
騎
士
の

で

う
キ
リ
ト
は

そ
れ
か
ら

線
を
前
方
を
見
や

た

 
妖
魔
達
は

に
ブ
ル

プ
レ
イ

を

て
進
軍
を
始
め
そ
の

面
か
ら
オ
レ
ン
ジ
が
攻

撃
し
つ
つ

遠
く
の
方
へ
の
撤
退
を
開
始
し
て
い
る

方
向
は
北

だ

 
残
る
フ

ル
ン
の
騎
士
達
は

こ
ち
ら
の
森
エ
ル
フ
の
騎
士
と
見
合
う
形
で
臨
戦

勢
を
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取

て
い
た

 
そ
し
て

方
を

い
る

眼
の
女
性
フ

ル
ン
と
銀
髪
金

の
剣
士
は

い
を

と
見
定
め
て
い
る
よ
う
だ

た

リ

フ

が
キ
リ
ト
の

に
い
る
の
は

手
が
同

格
の
エ
リ

ト
騎
士
ク
ラ
ス
で
キ
リ
ト
に
は

が
重
い
と
判
断
し
て
の
事
か

で
き
れ
ば

キ
リ
ト
に
は
指

を

し
て
欲
し
い
の
だ
け
ど
ね

の
指

を
い
つ
ま
で
も

く
人
が

弾
き
者
に
な
る

な
い

体
裁
は
取
れ
た
が

合
の

に
は
変
わ
り
な
い
ん
だ

だ
か
ら

の

を

て

に
戦
い
を
終
わ
ら
せ
る
と

 

か
ら

り
て
⻑
刀
を

い
た
リ

フ

が
問
う

そ
れ
に

彼
は

い
た

そ
う
い
う
事

妖
魔
の

制
権
は
ア
イ
ツ
が
持

て
い
そ
う
だ
し
オ
レ
ン
ジ
達
が
持
ち

え

て
る
間
に

し
切
る

 
二
刀
を

え
る
キ
リ
ト
が
歩
み
を
進
め
る

同

す
る
よ
う
に
集

の

ら
し
き

眼
の

フ

ル
ン
騎
士
が
歩
み
出
た

の
カ
タ
ナ
の

に
手
を

え
い
つ
で
も
斬
り
か
か
れ
る
よ

う
に
構
え
て
い
る

 
同
じ
よ
う
に

リ

フ

も

に

い
て
い
た
⻑
刀
を
力
強
く
握
り
し
め
て
構
え
を
取

た
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森
エ
ル
フ
の
近
衛

ト
ウ
キ

刀
姫
の
リ

フ

か

そ
う

う
あ
な
た
は

ハ
ク
バ
ツ

の
カ
イ
サ
ラ

ね

リ

フ

知
り
合
い
な
の
か

名
前
だ
け
は

の
由
来
は

聖
大
樹
の

を

ぎ

を
う

て
得
た
と
い
う

わ

れ
し
力
だ
と

く
わ

代
償
強
化
か

 
じ
り
と
二
刀
を
構
え
た
キ
リ
ト
が
一
歩
身
を
引
い
た

二
つ
名
に
も
な

た
力
妖
魔
王
か

ら
与
え
ら
れ
た
力
を
持
つ
刀
使
い
の
フ

ル
ン
騎
士
の
カ

ル
は
真

黒
だ

現
状
プ
レ
イ

が
勝
て
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い

 
お
そ
ら
く
戦
闘
を

け

妖
魔
王
を
倒
す
事
に
専
念
す
べ
き

手
な
の
だ

 
そ
れ
を
分
か

た
上
で

も
う
と
し
て
い
る
の
は

お
そ
ら
く
キ
リ
ト
な
り
の
秘
策
が
あ

る
の
だ
ろ
う

森
エ
ル
フ
の

軍
を
頼
ん
で
い
た
事
か
ら
自
分
は
そ
う

え
る
事
に
し
た

キ

無
理
だ
け
は
す
る
な

あ
あ

 
最
強
の
フ

ル
ン
・
カ
イ
サ
ラ
を
二
人
に

せ
自
分
は
ユ
イ
達
の
後
を
追
う
形
で
妖
魔
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の
集

に
参
加
し
た

  
眼
前
に
立
つ
の
は
フ

ル
ン
エ
ル
フ
妖
魔
の
部
隊
を

い
る
騎
士

上
に
は
Ｋ
ｙ
ｓ

ａ
ｒ
ａ
ｈ
Ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
Ｅ
ｌ
ｖ
ｅ
ｎ
Ａ
ｄ

ｕ
ｔ
ａ
ｎ
ｔ
の
フ

ン
ト

ど
う
や
ら
立
場

的
に

こ
の
フ

ル
ン
騎
士
は

ら
し
い

 

の
カ
イ
サ
ラ

と
呼
ば
れ
る
の
は

リ

フ

が
語

た
由
来
に
よ
る
も
の

 
そ
の
由
来
が
真
実
で
あ
れ
ば

聖
大
樹
を

じ
る
森
エ
ル
フ

黒
エ
ル
フ
の
王

に

入
し

一

は
そ
の
聖
大
樹
に
手
を
届
か
せ
た
と
い
う
事
に
な
る

こ
の
カ
イ
サ
ラ
と
い
う
騎
士
は
そ

れ
を

す
だ
け
の
実
力
を
持

て
い
る

と
い
う

だ

 
そ
の
強
さ
を
表
す
よ
う
に

上
の
カ

ル
は

い
た
血
の
よ
う
に
黒

と
し
た

色
を
し

て
い
る

 
ま
と
も
に
や
り
合

て
も
勝
て
そ
う
に
は
な
い

手
だ

本
来
な
ら
強
化
し
て
い
る
妖
魔
王
を

倒
し
弱
体
化
さ
せ
た
上
で
ど
う
に
か
倒
せ
ら
れ
る

と
い
う
レ
ベ
ル
の
強
さ
の

強
化
さ
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れ
た
ま
ま
倒
す
の
は
と
て
も
で
は
な
い
が
現
実
的
で
は
な
い

だ

 
だ
が
妖
魔
王
の
場

が
分
か
ら
な
い
今

達
に
は
こ
の
場
で
カ
イ
サ
ラ
を
下
す
以
外
に
道

は
な
いが

す

リ

フ

は

隙
を
突
い
て
く
れ

分
か

た

 
そ
の
や
り
取
り
に
そ
こ
か
し
こ
の
エ
ル
フ
騎
士
か
ら
ど
よ
め
き
が

き
た

お
そ
ら
く
自
分

達
を

い
る
地

の
者
に
タ
メ

で
や
り
取
り
を
し
た
点
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
の
だ
ろ
う

 
だ
が
そ
れ
を
無

し

は
地
を

る

 

間

真
横
に
閃
く

 
そ
れ
は
神
速
で
振
る
わ
れ
た
刃
の

カ
イ
サ
ラ
の

刀
術
が

の

を
斬
り

ば
さ
ん

と
ま

す
ぐ

て
き
て
い
た

 
そ
の
一
閃
を

二
刀
を

べ
て
翳
し

ぐ

ギ

ン

 
と
強

な
衝
撃

が

き

わ
ず
か
に
後
退
さ
せ
ら
れ
た

 
そ
こ
で

を
リ

フ

が

り

け

同
じ
よ
う
に

刀
術
を
放

た
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黒
い
刀
と

色
の
刀
が
交
わ
り

二
人
の
エ
ル
フ
が

り
合
い
を
始
め
た

 
森
エ
ル
フ

の
ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
る

に
は
リ

フ

の
カ

ル
は
ク
エ
ス
ト
Ｎ
Ｐ

Ｃ
の
⻩
色
に
見
え
て
い
る
が
以
前
は
黒
に
近
い

色

つ
ま
り
カ
イ
サ
ラ
の
そ
れ
と

同
じ
色
味
だ

た
と
記

し
て
い
る

カ
イ
サ
ラ
は

の

に
あ
る
た
め
立
場
的
に
は
リ

フ

の
方
が
下
だ
が

森
エ
ル
フ
と
フ

ル
ン
エ
ル
フ
間
で
の

名
に
違
い
が
あ
る
だ
け

で

実

の
権
力
は
大
差
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
と
も
あ
れ

二
人
の
実
力
が

抗
し
て
い
る
の
な
ら

勝

を
決
め
る
の
は
味
方
の
有
無
だ

人

覚
悟

 
カ
イ
サ
ラ
目
掛
け
て
突
進
攻
撃
を

と

え
た

先
同
じ
思

に
至

た
の
か
近
場
に

い
た
フ

ル
ン
騎
士
の
一
人
が
斬
り
か
か

て
き
た

怒
声
と
と
も
に
振
り
下
ろ
さ
れ
て
き
た

直
剣
を

は
二
刀
で

け
止
め
る

強

な
衝
撃
に
手

が
じ
ん
と

れ
た

 
速
く

ま
た
重
い

 

手
は
カ
イ
サ
ラ
の
よ
う
な
エ
リ

ト
ク
ラ
ス
Ｍ
ｏ
ｂ
で
は
な
い
が
色
の

い
真

な
カ

ラ

カ

ル
を
見
れ
ば
オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

を
斬

て
レ
ベ
ル
を
上

た

で
も
一
対
一
は

し
い
ら
し
い

あ
る
い
は
妖
魔
王
バ
フ
が
こ
こ
ま
で

上

を
し
て
い
る
の
か
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し
か
し
こ
こ
で

る

に
は
い
か
な
い

フ

ル
ン
エ
ル
フ
達
の
目
的
は
聖
大
樹
の

破
壊
だ
け
で

ま
ら
な
い
事
を
先
の
会
話
で
知

た
か
ら
だ

 
こ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
キ

リ
バ

・
ク
エ
ス
ト
と
同
じ
だ

プ
レ
イ

が
ク
リ
ア
し
た
形

で
あ
れ
ば

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

は

ワ

ル
ド
の
大
き
な
変
動
を

す
事
が
可
能

に
な

て
い
る

つ
ま
り
こ
の
場
合
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

達
が

し
た
ク
エ
ス
ト
を
達
成
さ

せ
て
し
ま
え
ば
フ

ル
ン
エ
ル
フ
達
は

り
人

の

を
襲
い
プ
レ
イ

の

生

も
不
可
能
な
状

に
な
る
だ
ろ
う

 
そ
う
な

て
は
最

ブ
ル

だ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
殺
し
だ
の
の
問

で
は
な
い

 
エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
に
は
思
い
入
れ
が
あ
る
た
め
平
穏
無
事
に
済
ま
せ
て
い
き
た
い
と
思

て

い
た
の
だ
が

 
こ
れ
も
ま
た

人
が
与
え
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
へ
の
影

と
い
う
形
の

れ
な
の
か
も
し
れ
な
い

お
お
お
お

 
追
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
フ

ル
ン
騎
士
の
剣

を
横
に

な
す

そ
れ
か
ら
手

を
返
し

手
の
剣
を
体
の
真
横
で

た
り
と
構
え

ス
カ
イ
ブ
ル

の

き
を

ら
せ
た

後
方
に
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引
き

ら
れ
た
剣
は
一

の
閃
光
と
な

て

り

掛
け
に

の

を
切
り
裂
く

い
閃

光
と
衝
撃
波
に
圧
さ
れ
る
よ
う
に

騎
士
が
上
体
を
の
け
ぞ
ら
せ
た

 

ね

て
き
た
剣
が

で
一

静
止
す
る
と
再
び
ラ
イ
ト
エ
フ

ク
ト
が
弾
け
シ
ス

テ
ム
ア
シ
ス
ト
と

り
の
加
速
力
に
よ

て

か
ら

へ
の
二
撃
目
が
発
動

の

横
を

け

る
よ
う
に

が
れ
た
剣
先
が

の

を

撃
す
る

 
さ
ら
に
二
撃
目
の
勢
い
の
ま
ま
時

回
り
に
回
転
し

の
背
中
を
横
一
文

に
斬
り
付
け

る 
そ
し
て
ま
た
回
転
し
そ
の
勢
い
で

の

横
を
切
り

け

を
深
く
斬
り
付
け
た

水

平
四

撃
技

ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア
の
四
撃
目
は
正
方
形
を

く
光

を
水
平

方
向
に

さ
せ
つ
つ
打
ち
出
さ
れ
た

 
全
撃
を

の
隙
間
を
突
く
形
で

き

ん
だ
が

そ
れ
で
も

は

分
を

る
に
至

て
い

な
い

 

に

の
攻
撃
力
が
不
足
し
て
い
る
の
だ

 

だ
が

ど
う
と
い
う
事
は
な
い

 
か
な
り
不

な
状
況
に
も

わ
ら
ず

の
心
に
焦
り
は
無
か

た

技
を
一
つ
使
う
だ
け
で
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を
数

れ
る

そ
れ
は
一
人
で
数
多
の
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

を

手
取

て
き
た

に
と

て

悲
報
に
も
な
り
得
な
い

 
更
に

え
ば

森
エ
ル
フ
の
味
方
も
い
る

 

こ
の
世
界
は

あ
の
世
界
に
と
て
も
よ
く
似
て
い
る

 

け
れ
ど
明
確
な
違
い
が
あ
る

 

は

独
り
で
戦

て
い
る

で
は
な
い

そ
こ
を
ど
け

 
立
ち
は
だ
か
る
フ

ル
ン
騎
士
に

え

血
色
の
光
と
共
に
突
撃
し
た

  

い
手
応
え
が

を

れ
さ
せ
る

 

の
カ
イ
サ
ラ

そ
の
異
名
の
由
来
に
偽
り
は
無
い
よ
う
で

神
聖
な
聖
大
樹
を
傷
付

け
た
事
で
得
た
力
は
本
物
ら
し
く
イ
ス
ノ
キ
騎
士

き

て
の
実
力

と

わ
れ
る
自
分
を
し

て

し
切
る
事
は

わ
な
か

た
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ギ

ン

と

高
い

と
共
に
刃
が
離
れ
る

 

み

み
は
同
時

 

い
呼
気
の
後
わ
た
し
達
は
同
時
に
カ
タ
ナ
を
振
る

て
い
た

刃
が
交
わ

た

そ
う

認
識
し
た
の
は

振
る

て
か
ら
一

後
の
事
だ

弾
か
れ
た
事
を
認
識
し
た
の
も

ま
た

 
更
に

か
刃
を
交
え
た
後

が
明
か
な
い
と
判
断
し
た
わ
た
し
は

離
を
取

た

 

をつ
ん
ざく

が

い
た
の
は
そ
の
時
だ

 
思
わ
ず

カ
イ
サ
ラ
と
同
時
に
そ
の
出

に
眼
を
向
け
る

直
後

界
を
横
切
る
よ
う
に

吹

ぶ
影
を

認
し
た

慌
て
て
追
え
ば
そ
れ
は
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
騎
士
の
男
で
天
命

が

き
た
の
か

霊
力
へ
と
還

て
い
く

お
お
お
お
お
お
お
お
お

 
間
髪
を
入
れ
ず
騎
士
を

し
た
主

人

の
剣
士
キ
リ
ト
が
怒

を
上

カ
イ
サ
ラ
に

斬
り
掛
か
る

 
虚
を
突
か
れ
た
の
だ
ろ
う

カ
イ
サ
ラ
は
彼
の
初
撃
を
そ
の
カ
タ
ナ
で

け
止
め

撃
を
も

許
し
て
い
た

だ
が
名
を
知
ら
し
め
る
フ

ル
ン
の

騎
士
と
は

達
で
は
な
く
そ
の
身
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に
刃
を
届
か
せ
は
し
な
か

た

実
な
守
り

剣
の
結
界
で
キ
リ
ト
の
二
刀
を

ぎ

け

る 

だ
が

程
な
く
状
況
に
変
化
が

れ
た

は

あ
あ
あ
あ
あ

く

 
キ
リ
ト
の
攻
撃
は

く

苛

な
猛
攻
は

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
そ
れ
ど
こ
ろ
か
更
に
加

速
し
カ
イ
サ
ラ
に
反
撃
の
隙
を
与
え
な
い

八
種
の
斬
撃
と
一
種
の

突

九
つ
の
型
を

自
在
に

る
キ
リ
ト
の
猛
攻
に

さ
し
も
の
カ
イ
サ
ラ
も

さ
れ
て
し
ま

て
い
た

 
目
を

る
の
は
仕
切
り
直
そ
う
と
後
退
を

け
る
カ
イ
サ
ラ
に
キ
リ
ト
が
追
い

り

け

て
い
る
点
だ

 
後
退
す
れ
ば

然
剣
の
間
合
い
か
ら
外
れ
て
し
ま
う

し
か
し
彼
は
そ
れ
を

時
に
修
正
し

同
じ
だ
け

離
を

め
直
し
て
い
た
の
だ

に

を
掻
い
潜

た
剣

が
体
の

を

え

血
を
流
さ
せ
て
ま
で
い
る

子
に

る
な

人

喰
ら
え
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そ
こ
で
部
隊
⻑
を
助
け
よ
う
と
近
く
に
い
た
フ

ル
ン
の
騎
士
達
が
動
い
た

カ
イ
サ
ラ

を

う
よ
う
に

り

み

キ
リ
ト
に
武
器
を
振
り
下
ろ
そ
う
と
す
る

 
彼
は

り

ん
だ
二
人
の
騎
士
の

面
に
回
り

み

攻
撃
を

し
た

終
わ
り
だ

 
そ
こ
を

い
カ
イ
サ
ラ
は

だ
め
に
カ
タ
ナ
を
構
え
て
い
た

緑
色
の

き
を

ら
せ
て
い

る 
わ
た
し
は
そ
こ
で
助
け
に
入
ろ
う
と
し
た
が
フ

ル
ン
騎
士
の
一
人
に

り

ま
れ
進

路
を

断
さ
れ
る

 
ま
た

離
的
に
間
に
合
わ
な
い
と
理
解
し
て
い
た

あ
の
技
は
カ
タ
ナ
を
使
う
者
が

し
も

得
す
る
中

離
攻
撃
技

ツ
ジ
カ
ゼ

そ
の

刀
速

は

あ
ら

る
剣
技
で

一
だ
と

使

い
手
で
あ
る
わ
た
し
も
よ
く
理
解
し
て
い
た
か
ら
だ

な
さ
い

 
わ
た
し
に
出
来
た
事
は

そ
う

ぶ
事
だ
け
だ

た

 

そ
の
後

わ
た
し
の
想
像
を
超
え
る
出
来
事
が
立
て

け
に

き
た

 
緑
の
斬
閃
が

る

そ
の

前

地
を

け
る
少
年
が
持
つ
二
刀
が

・同
・時

に
⻘
く

い
た
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そ
ん
な

な

そ
う
思
う
間
も
な
く
二
刀
が

て

に

が
れ
る

同
時

に

ぐ

道
で
緑
の
斬
撃
が
閃
い
た

 

き
た
の
は
ま
ず

を
麻

さ
せ
ん
ば
か
り
の
そ
れ
の
後
に
一

れ
る
形
で

破
裂
し
た
空
気
の
風
が

を

き
髪
を

か
せ
た

こ
の
戦
場
に
い
る
す
べ
て
の
者
の
意
識
が

そ
ち
ら
に
向
い
た

 

線
の
先
に
は

勝
者
と

者
が
存
在
し
て
い
る

 
地
に

し
霊
力
へ
還

て
い

て
い
る
の
は
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
騎
士
カ
イ
サ
ラ
だ

た

わ
ず
か
に

れ
て

風
を
切
り
な
が
ら
一
本
の
カ
タ
ナ
が

ち
て
く
る

 
そ
れ
は
カ
イ
サ
ラ
が
振
る

て
い
た

黒
の
カ
タ
ナ

 
キ
リ
ト
は

そ
れ
の

を

み

大
地
か
ら
引
き

い
た

夜
天
に
翳
し
な
が
ら
彼
は

ぶ

指

は
倒
し
た

 
フ

ル
ン
エ
ル
フ
よ
こ
の
戦
い
お
前
達
の
負
け
だ

 
夜
の
森
に

彼
の

は
い
ん
い
ん

と

い
た

 
程
な
く
生
き
残

て
い
る
フ

ル
ン
達
は
武
器
を
捨
て
て
投

同

に
あ

た
妖

魔
達
は

も

抗
し
た
が

力
の
あ

た
キ
リ
ト
や
イ
ス
ノ
キ
騎
士

の

攻
撃
を

け
森

エ
ル
フ
の

聖
大
樹
の
森

に

攻
し
て
き
た
集

は
壊
滅
し
た
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あ

つ

か
れ
た

 
一
息
入
れ
ら
れ
る
と
分
か

た

は

開

一
番
そ
う

た

 
現
在
時

は

前
五
時

あ
の
フ

ル
ン
・
妖
魔

合
と
の
戦
い
か
ら
約
一
時
間
が
経

た

い
ま
は

興
で
出
来
上
が

た
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

・
グ
リ

ン
更
に
森
エ
ル
フ
と
い
う

な
構
成
の

合
を

い
森
エ
ル
フ
の

に

在
し
て
い
た

そ
こ
で
オ
レ
ン
ジ
達
か
ら
電
子
ド

ラ

グ
の
取
引
に

す
る
事
情

取

森
エ
ル
フ
達
と
の
意
見
交
換
を
す
る
た
め
だ

 
ど
う
に
も

な
る
ク
エ
ス
ト
に

ま
り
そ
う
も
な
い
エ
ル
フ

の
事

を
こ
の
ま
ま
放

て

お
く
の
は
マ
ズ
い
と
判
断
し
た

は

運

つ
ま
り

場
や
束

士
達
に

絡
を
取

た

 
そ
の
結
果
電
子
ド
ラ

グ
の
件
は
あ
ち
ら
が
動
い
て
く
れ
る
事
に
な

た
が
エ
ル
フ
ク
エ

ス
ト
に

し
て
は

達
の
方
で
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

た

 
な

な
ら

サ

バ

の
リ
セ

ト
を
し
て
も
意
味
が
無
い
か
ら
だ

 
状
況
的
に
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
時
に
近
い
が
あ
の
時
と
は
決
定
的
に
異
な
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る
点
が
存
在
す
る

そ
れ
は
今
回

は

サ

バ

の
自
動
バ

ク
ア

プ
機
能
に

し

て

出
し
を
し
て
お
ら
ず
カ

デ

ナ
ル
の
自
動
機
能
に

せ
て
し
ま

て
い
る
事
だ

つ
ま

り
今
更
バ

ク
ア

プ
の
リ
ロ

ド
を
し
た
と
こ
ろ
で
エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
が
同
じ
経

を

る

事
は

け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

 
正
直
こ
れ
だ
け
問

の
あ
る
ゲ

ム
を
運

し

け
る
の
は
ユ

ミ
ル
に
と

て
デ
メ

リ

ト
で
し
か
な
い
が
開
発

が

で
あ
り
そ
れ
を
は
ね
の
け
る
事
は
す
ぐ
に
は

し
い

だ
か
ら
こ
の
ク
エ
ス
ト
を
プ
レ
イ

が
解
決
し
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
プ
レ
イ

の

場

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

た

 
思

た
以
上
に
事
が
大
き
く
な

た

そ
う
暗

た
る
気
分
に
な

た

は
そ
れ
を
払

す
る
意

も
あ

て

先
の
一

を

に
し
た

だ

 
そ
れ
に

一
緒
に
い
た

間
が
苦

や

れ
の
表
情
を
浮
か
べ
る

 
一
番
に

を
開
い
た
の
は

付
き
合
い
の
最
も
⻑
い
情
報

の
女
性
だ

た

そ
り

自
業
自
得
だ

ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

達
を

め
て

手
取

て
更
に
あ
ん
な
乱

戦
ま
で
し
た
ん
ダ

こ
う
な
る
事
く
ら
い
キ

な
ら
予
想
出
来
た
ダ
ロ

 
そ
の

葉
が

外
に
ア
ル
ゴ
達
に
助
け
を
求
め
な
か

た
事
を
責
め
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
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た

は

い
や
い
や

と

を
横
に
振

た

流

に
最
初
か
ら
は
予
想
し
て
な
か

た
よ

電
子
ド
ラ

グ
の
件
だ

て

ば
カ
マ
を
掛

け
て
確
証
を
得
た
く
ら
い
だ

た
し

ホ
ン
ト
か
な

 
予
想
し
て
な
か

た
な
ら
リ

フ

に
森
エ
ル
フ
の

軍
を
頼
ん
だ
り

出
来
な
い
よ
ね

むそ
れ
に
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
救
い
出
す
事
が
目
的
だ

た

で
す
し
い
く
ら
契
約
の
た
め
と
は

え
無
理
に
残
る
必
要
は
無
か

た
の
で
は

 

の
反

に

す
ぐ
さ
ま
反
論
し
た
の
は
ス
ト
レ
ア
だ

た

 
更
に

に
背
を

け

を
組
む
黒
髪
の
女
性
ユ
イ
が

を
開
く

 
二
人
の

う
よ
う
に
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
下
に

り

く
前
に

は
リ

フ

に

軍
を
要
請
し

て
い
た

妖
魔
と
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
繋
が
り
更
に
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

プ
レ
イ

が
エ

ル
フ
ク
エ
ス
ト
を

け
て
い
る
か
は
分
か

て
い
な
か

た
の
で

に
対
プ
レ
イ

を
念

に

い
た
対
策
だ

た

だ
が
そ
れ
は
つ
ま
り

に
は
彼
ら
と
戦
う

か
し
ら
の
理
由
が

あ

た
事
を
意
味
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
助
け
出
す
だ
け
な
ら
す
ぐ
に

の
一
手
を
打
つ
の
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が
定

な
の
で

そ
こ
に
違
和
感
を
覚
え
る
の
は
む
し
ろ

然
と

え
た

 
そ
れ
に

は
件
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
キ
ル
さ
れ
た
場
合
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
助
け
に
行

た
の
が

初
の
目
的

オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

プ
レ
イ

が
結
束
し
た
原
因
を
探
る
事
は
二
の

で
あ
り
す
ぐ
に
解
き
明
か
す
必
要
は
無
か

た

の

序
を

え
れ
ば
必
要
だ

た
が

先

的
に
は
高
く
な
か

た

だ

 
反
論
の

地
も
な
く

は

て

線
を

が
せ
る
の
が
精
い

い
だ

た

 

く
ア
ル
ゴ

ユ
イ

ス
ト
レ
ア
の
三
人
に
白
い
眼
を
向
け
ら
れ
て
い
る
と

そ
う
い
え
ば

と
話

を
変
え
る
よ
う
に
ア
ル
ゴ
が
声
を
上

た

あ
の
カ
イ
サ
ラ

て
ハ
イ
ネ

ム
ド
Ｍ
ｏ
ｂ
を
倒
す
時
剣
が
二
本
と
も
光

て
た
よ
ナ

 

こ
の
世
界
で
も

二
刀
流

を
会
得
し
た
の
カ

あ

ア
レ
か

 

は

を
追

さ
れ
る
の
か
と
身
構
え
た

は
そ
の
内
容
に
少
し

の
力
を

い
た

別
に

す
事
で
も
な
い
た
め
あ

さ
り
と

は

え
を

に
す
る

ア
レ
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
だ
よ

ス
キ
ル
ユ
ニ

ン

剣
技
和
合

て
い
う
ん
だ

え

 
ま
た
新
し
い
の
作

た
の

 
す

ご

い
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ま

た
新
し
い
の
作

た
の
カ

ま

キ
リ
ト
で
す
し
ね

 

く
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ

れ
た
よ
う
に
ア
ル
ゴ
が

う

ユ
イ
も
似
た
り
寄

た
り
の
表
情

で

に

し
て
く
れ
た
の
は
ス
ト
レ
ア
だ
け
だ

た

 
ち

と
悲
し
ん
で
も
い
い
だ
ろ
う
か

ど

せ
他
の

に
も
使
え
な
さ
そ
う
だ
ケ
ド

そ
れ
の
発
動
方
法
は

ダ

い

い

じ

な
い
か

 

そ
こ
ま
で

し
く
な
い
よ

備
タ
ブ
経
由
と
非
経
由

の
片
手
武
器
そ
れ
ぞ
れ
で

同
時
に
ス
キ
ル
を
発
動
す
る
だ
け
だ

 
理

自
体
は
そ
れ
こ
そ

で
あ
る

イ
レ
ギ

ラ

備
状

に
な

て
は
な
ら
な
い
片
手

は

え
て
タ
ブ
非
経
由
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
そ
れ
で
も
ス
キ
ル
は
発
動
可
能
だ

後
は

同
時
に
ス
キ
ル
を
発
動
で
き
る
よ
う

構
え
を

節
す
る
だ
け
で
あ
る

 

片
手
剣

の
場
合

ホ
リ

ン
タ
ル

は

だ
め
に

ぎ
払
う
型
と

大
振
り
に

ぐ
型

の
二
つ
が
あ
る

き
手
が

の
場
合
は
前
者
が

ぎ

後
者
が

ぎ
で
あ
る

 
つ
ま
り

は
あ
の
時

手
の
剣
で

ぎ
の
型
の
構
え
を

手
の
剣
で

ぎ
の
型
の
構

え
を
取
り
同
時
に
発
動
さ
せ
た

だ

で
ホ
リ

ン
タ
ル
を
二
発
同
時
に
放
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た

で

力

も

に
な
る

手
武
器
の
カ
タ
ナ
の
技
に
打
ち
勝
ち

つ
カ
イ
サ
ラ
に

ト
ド
メ
を

せ
た
の
も

ド
ス
キ
ル
二
発
分
を
一

に

き

ん
だ
が
故
で
あ
る

 
無
論
黒
カ

ル
の
強
さ
は

達
で
は
な
い
の
で

死
ま
で
追
い

ん
だ
過
程
も
あ

て

こ
そ
の
勝

な
の
で
あ
る
が

 
そ
れ
を

こ
ん
こ
ん

と
語
る
と

三
人
の
表
情
は

と
も

え
な
い

な
も
の
に
な

た

ま

確
か
に
他
の
に

べ
れ
ば
ま
だ
出
来
そ
う
だ
ナ

で
す
が

同
時
に
技
を
使
え
る
構
え
と
い
う
の
は
そ
う
多
く
な
い
の
で
は

 
片
手
武

器
の

ド
ス
キ
ル
の

と
ん
ど
は
盾
を
持
つ
場
合
し
か
想
定
し
て
な
い
か
ら
か
逆
の
手
は

武
器
を
振
る
構
え
に
な

て
な
い
で
す
し

う
ん

ま

そ
う
だ
な

 
ユ
イ
の
指

に

は

定
を
返
し
た

 
実

彼
女
の

う

り
で
構
え

シ
ス
テ
ム
が

知
す
る
プ
レ
モ

シ

ン
は
武
器
を

持
た
な
い

を
想
定
し
て
い
な
い

加
え
て
攻
撃
の

道
も
大
振
り
な
も
の
は
向
い
て
い
な
い

 
ホ
リ

ン
タ
ル
や
ス
ラ
ン
ト
バ

チ
カ
ル
の
よ
う
に

発

つ

一
方
向
の
ス
キ
ル
し
か

こ
の
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
は
向
い
て
い
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
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と
は

え

ス
キ
ル
ユ
ニ

ン

は
成

す
れ
ば
一

の
行
動
で
二
発
分
の

ド
ス
キ
ル

を

き

め
る
と
い
う
メ
リ

ト
が
あ
る
し

発
ス
キ
ル
は
技
後

直
が

し
て

く
隙
が

少
な
い
事
が
多
い

外
し
て
も
リ
カ
バ
リ

が

き
や
す
い
の
だ

 

技
も
強
力
だ
が
カ
イ
サ
ラ
の
よ
う
な
人
型
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や
プ
レ
イ

を

手
に
し
た
時
に

は
そ
こ
そ
こ
使
え
そ
う
な
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
と

え
る

 

手
に
持

た
武
器
を
自
在
に

え
る

と
い
う
前

件
が
あ
る
の
だ
が

ン
な
の

も
が
出
来
る
わ
け
ね

 
そ
う
ジ
ト
目
で

た
ア
ル
ゴ
に
よ

て
こ
の
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
も
常
人
に
は
使
え
な

い
モ
ノ

と
い
う

価
を

け
る
事
に
な

た
の
だ

た

  

一
人
一
人
の

点

過
ぎ
じ

ね

 

⻑
は
良
く
な
い
と
学
ん
だ
の
で
す
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カ

ル
真

黒
な
の
に
カ
イ
サ
ラ
弱
す
ぎ
じ

ね

 

本
作
に
は
レ
ベ
ル
差
あ

て
も

死
さ
せ
ら
れ
る
設
定
が
あ

て
じ

な

を
出
せ

  
・

の
カ
イ
サ
ラ

 
原
作
プ
ロ
グ
レ

シ
ブ

に
出
て
き
た
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
騎
士

 
カ

ル
真

黒
な
ハ
イ
ネ

ム
ド
Ｍ
ｏ
ｂ

原
作
で
は
ま
だ
決

が
つ
い
て
い
な
い
が
本

作
の
キ
リ
ト
は

に
決

を
つ
け
た
後
の
た
め

ア

サ
リ
と
倒
さ
れ
て
し
ま

た

 
し
か
し
実

現
時
点
で
カ
イ
サ
ラ
を
倒
せ
る
の
は
一

戦

た
経
験
の
あ
る
キ
リ
ト
キ
リ

カ
の
二
人
の
み
で
あ
る

  
・

ス
キ
ル
ユ
ニ

ン

剣
技
和
合

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

 
カ
イ
サ
ラ
を
倒
す
た
め
に
初
め
て
使
わ
れ
た

 

の
武
器
で
同
時
に

ド
ス
キ
ル
を
使
う

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト
が
技
の

な
ら
こ
ち

ら
は
二
つ
の
技
を
一

に
放
つ

同
時
に
放
つ
性

上

本
的
に

発
技
に
限
ら
れ
る
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理

の

さ
の

に
今
ま
で
使
わ
れ
な
か

た
の
は
な

な
の
か

  
・
現
在
の

 
フ

ル
ン
達
が
世
界

プ
レ
イ

人

Ｎ
Ｐ
Ｃ

森
黒
エ
ル
フ

に

り

出
し
て
い
る

 
サ

バ

の
リ
セ

ト
は
カ

デ

ナ
ル
の
自
動
バ

ク
ア

プ
機
能
を
有

に
し
て
い
た

せ
い
で
意
味
が
な
い

 
ゲ

ム
の
運

は

の
命

で
止
め
ら
れ
な
い
の
で
キ
リ
ト
達
が
フ

ル
ン
を
止
め
る
し

か
な
い

  
和
人
は

に

製
作

に
キ
レ
て
い
い
と
思
い
ま
す

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
十
九
章
 

妖
魔
王
撃
滅
戦
争

祝
４
０
０
話

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
祝
４
０
０
話

 

載
と
か
投
稿
の
期
間
が
空
い
た
り
も
し
ま
し
た
が
今
で
も

け
ら
れ
て
い
る
の
は
い
た

だ
け
て
い
る

価
や
感
想
や
お
気
に
入
り
登
録
の
お
陰
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
感

と
し
て

い
つ
も
よ
り
ち

と

数
多
め

初
期
よ
り
は
少
な
い
け
ど

 

点

ユ
ウ
キ

 

数

約
一
万
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
八
月
十
六
日

日

前
九
時

 

第
二
エ
リ
ア
 

部

 
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
二
つ
目
に
開
か
れ
た
大

オ
ル
ド
ロ

ブ
の

部
に
は

千
も

の
人
影
が
集
ま
り
大
き
な

地
が
構

さ
れ
て
い
た

日
ま
で
は
存
在
し
な
か

た
そ
れ

は

森
エ
ル
フ
と
黒
エ
ル
フ

そ
し
て
人

プ
レ
イ

が
集
ま

て
出
来
た
も
の
だ

 
そ
れ
を

先
し
た
の
は
二
人
の
人

 
森
エ
ル
フ
に
協
力
し
た
剣
士
キ
リ
ト
と
黒
エ
ル
フ
に
協
力
し
た
剣
士
キ
リ
カ
で
あ
る

そ
の

ら
に
は

エ
ル
フ
達
が

聖
大
樹
の
巫
女

と
呼
ぶ
少
女
達
が
立

て
い
た

 
彼
ら
が
エ
ル
フ

に
手
を

し
た
の
は
偶
然
で
あ
る

第
二
エ
リ
ア
の
攻
略
を
進
め
る
過
程
で

知
り
合
い

彼
ら
の

妖
魔

を
倒
す
た
め
に
協
力
し
始
め
た
の
が
事
の
始
ま
り

 
そ
し
て
本
来
で
あ
れ
ば

い
に

争

て
き
た
黒
エ
ル
フ
森
エ
ル
フ
が
一
つ
の

地
に
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集
ま

て
い
る
の
も
人

が

け

と
な
り
対
妖
魔

合
軍
を

く
事
が

さ
れ
た
か
ら

た
だ
の
人

で
は
な
く
エ
ル
フ
達
が

め
る
聖
大
樹
を

じ
る
巫
女
が
信
じ
る
者
達
だ
か
ら
こ

そ
こ
の
話
は
現
実
の
も
の
と
な

た

 
妖
魔
の
攻
撃
を

け
れ
ば

エ
ル
フ
達
は

化
の

い
に
よ
り
物

わ
ぬ

と
化
す

 
そ
う
と
理
解
し
て
も
⻑
ら
く
争

て
き
た

手
と

戦
し

和
の
道
を
進
む

そ
れ
が

ど
れ

ど

な
事
か
は

人
の
歴
史
が

に
語

て
い
る

事
実
は
小
説
よ
り
も

な
り
と
は

よ
く

た
も
の
だ
よ
ね

 
設

さ
れ
た

地
の
そ
こ
か
し
こ
に
立
て
掛
け
ら
れ
た

の

章
を
見
て
ボ
ク
は
苦

を

ら
し
た

 
浮
遊
城
で
は
森
エ
ル
フ

の
ク
エ
ス
ト
を
進
め
た
が
彼
ら
の
黒
エ
ル
フ

い
は
中

の
も
の

だ

た
と
記

し
て
い
る

そ
れ
は
黒
エ
ル
フ

も
同
じ
だ

た

で
そ
の
二
種

が
手
を
取

り
合
お
う
と
し
て
い
る
事
実
は

ち

と
し
た
一
大
ス

ク
タ
ク
ル
に
思
え
る

 
そ
の
中
心
人
物
と
し
て
彼

い
や
彼
ら
が
立

て
い
る
事
に
は
最

き
も
感
じ
な
い

の
だ
が

 

夜

ち

う
ど
今
か
ら
十
二
時
間
前
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
深
海
ク
エ
ス
ト
を
こ
な
し
て
い
た
キ
リ
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ト
は
そ
れ
を
終
え
た
後
か
ら

夜
で

の
問

に
対

し
て
い
た
と
い
う

キ
リ
カ
が

ユ
イ
達
に
声
を
掛
け
た
ら
し
い
が
彼
女
ら
が

け
付
け
て
か
ら
程
な
く
事

が
終
結
し
た
の
を

み
る
に

独
力
で
対

し
た
よ
う
な
も
の
だ

数
多
の
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

プ
レ
イ

と
の
交
戦
は
ネ

ト
上
で
も
配
信
さ
れ
て
お
り
そ
れ
を
確
認
し
た
限
り
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
に

ぶ

戦
に
見
え
た

 
ど
う
せ
彼
の
事
だ
自
分
達
を
頼
ら
な
か

た
の
は
夜

か

た
か
ら
な
ど
の
気

い
故
だ

ろ
う

 
そ
の
気

い
は

で
あ
る
と
い
い
加

理
解
し
て
欲
し
い
の
だ
が

 
た
め
息
を

い
た
ボ
ク
は

線
を
彼
方
へ
放
る

 
ボ
ク
が
見
て
い
る
方
向
に
は

エ
ル
フ

の
ト

プ
や

軍
格
と
人

の
代
表

キ
リ

ト
キ
リ
カ
の
二
人
が
話
し
合

て
い
る
会
議
場
が
あ
る

そ
の
光

は
お
そ
ら
く
ボ
ス
攻
略
会

議
の
も
の
と

色
な
い

 
本
来
で
あ
れ
ば
参
加
プ
レ
イ

全

が
そ
の
場
に
い
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
が

フ

ン
ク
シ

ン

信

不

足
な
の
か
彼
ら
以
外
の
プ
レ
イ

の

入
は
衛
兵
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い

た

そ
れ
が

軍
格
の
指
示
な
の
か

あ
る
い
は
キ
リ
ト
達
の
意

な
の
か
は
不
明
だ
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た
だ
内

者
が
出
な
い
よ
う
に

そ
れ
を

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
は

す
る
事
が
出
来

た  
電
子
ド
ラ

グ
使

者
の
ジ

ネ
シ
ス
を

ち

そ
の
存
在
を
運

に
知
ら
せ
た
キ
リ
ト
は

森
エ
ル
フ
の

軍
と
生
き
残

て
い
た
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

プ
レ
イ

達
と
協
力
し
フ

ル
ン
エ
ル
フ
と
妖
魔
の

合
軍
を
退
け
る
事
に
成

 
戦
い
を
終
え
森
エ
ル
フ
の

に
引
き
上

た
彼
は
オ
レ
ン
ジ
達
か
ら
の

取
を
行
い
運

に
報

報

を

け
た
運

つ
ま
り
束

士
や

場
達

は
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
か

ら
リ
ア
ル
を
特
定
し

に

報
し
た

そ
の
結
果
数
十
人
の
電
子
ド
ラ

グ
使

者
が
新

た
に

発
さ
れ
た
事
が
今

の
ニ

ス
に
流
れ
て
い
た

 
し
か
し

事
件
は
ま
だ
終
息
を

え
て
い
な
い

 
電
子
ド
ラ

グ
ク
リ
ム

ン
・
ハ
イ
の
開
発
者
で
あ
り

人
で
も
あ

た
プ
レ
イ

の

が
出
来
て
い
な
い
か
ら
だ
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リ
ア
ル
は
特
定
さ
れ
指
名
手
配
も
さ
れ
た
の
で
程
な
く

さ
れ
る

だ
が
未
だ
足
取
り

を

め
て
い
な
い
の
で
い
つ
ど
こ
で
新
た
な
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

が
生
ま
れ
る
か
分
か
ら
な

い
状
況
に
は
変
わ
り
な
い

そ
れ
は
同
時
に
新
た
な
オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

が
現
れ
る
事
と
同
義

だ 
オ
リ
ジ
ン
の
エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
は
黒
エ
ル
フ
勢
力
森
エ
ル
フ
勢
力
そ
し
て

罪
者
カ

ラ

専

の
フ

ル
ン
エ
ル
フ
勢
力
が
存
在
し
三

み
で

抗
し
て
い
た
状
況
が
妖
魔
王
の

復
活
に
よ
り

れ
た
と
こ
ろ
に
人

プ
レ
イ

が
遭
遇
し

れ
か
の
勢
力
に
手
を

す

と
い
う
の
が
大
ま
か
な
流
れ
で
あ
る

そ
こ
に
電
子
ド
ラ

グ
な
ど
の
リ
ア
ル
の
問

巫
女
な

ど
の
シ
ス
テ
ム
異
常
が

り

ん
で
い
る
か
ら
や
や
こ
し
い
事
に
な

て
い
る

 
そ
の
解
決
の
た
め
の
会
議
に

人
が
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
自

に
い
る

の

か
が

と
内

し
て
い
た
場
合
更
に
や
や
こ
し
い
事
に
な
り
か
ね
な
い
と
危
惧
し
て
い
る
か

ら
に
違
い
な
い

 
憎
ら
し
い
事
に
こ
の
エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
は
一
パ

テ

や

ロ
で
ク
リ
ア
で
き
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
ら
し
く
フ

ル
ン
や
妖
魔
達
は
複
数
で
襲
い
掛
か

て
く
る

聖
大
樹

を
守
る
王

に
攻
め
上
ら
れ
て
は
ク
エ
ス
ト
失

に
な
る
の
で
エ
ル
フ
達
を
出
来
る
限
り
守
る
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必
要
が
あ
る
こ
の
ク
エ
ス
ト
で
は

化
の

い
を

け
付
け
な
い
人

の
手
助
け
が
必
要
だ

た

多
く
の
人
が
必
要
に
な
る
ク
エ
ス
ト
は
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
正
し
い
在
り
方
な
の
か

も
し
れ
な
い
が

知
も
無
し
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が

き
る
の
は
ゲ

ム
と
し
て
プ
レ
イ

に
不
親
切
な
設

で
あ
る

 
こ
の
点
か
ら
こ
の
ク
エ
ス
ト
は
カ

デ

ナ
ル
が
自
動
で
作
り
出
し
勝
手
に
進
め
て
い
る

も
の

ユ

ミ
ル

や
開
発

の
手
か
ら
離
れ
た
ク
エ
ス
ト
で
あ
る
の
は
明
白
だ

 
あ
ま
り
に
問

が
あ
り
過
ぎ
る
と
し
て
キ
リ
ト
の
方
か
ら
開
発

に
抗
議
し
た
程
だ
と
い
う

 

デ
ス
ゲ

ム
の
デ

タ
を

し
た
に

し
い
ゲ

ム
と
し
て
世
間
か
ら
の
目
も

た

い
も
の
だ

た
が

入
り
の

と
い
う
事
で
静
観
す
る
者
も
多
か

た

キ
リ
ト
は

技
術
に
理
解
あ
る

と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た

だ

 
・そ
・の

キ
リ
ト
を
し
て

の
開
発

密
に
は
開
発

の
対
応

に
問

が
あ
る
と

え

一
時
中
止
を
求
め
る
よ
う
な
声
明
を
発
し
た
事
の
意
味
は
か
な
り
大
き
い

 

と
は

え

彼
は

技
術
そ
の
も
の
を

定
し
て
い
る

で
は
な
い

 
件
の
電
子
ド
ラ

グ
の

人

い
て
は
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

合
を
集
め
た
下
手
人
が

は

開
発
チ

ム
の
チ

フ
デ

レ
ク
タ

で
あ

た
事
を
問

し

彼
が

ま
る
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ま
で
ゲ

ム
の
開
発
・
運

を
中
止
す
る
事
を
彼
は
自
ら
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に

し
た
の
で

あ
る

 
し
か
し

開
発
を
主
導
す
る

人
は
そ
れ
に

か
な
か

た

 

人
の

索
を

け
る

ら

彼
は

の
問

解
決
を

る

つ
ま
り

一

得

を

う
事
を
決
め
た
の
だ

 
こ
れ
を

の

人
が

さ
な
い

が
な
い

 
そ
れ
は
自
分
で
す
ら
容

に
想
像
で
き
る
事

会
議
場
に
他
の
プ
レ
イ

が
入
れ
な
い
よ
う

に
な

て
い
る
の
は

キ
リ
ト
も
同
じ
こ
と
を
危
惧
し
た
か
ら
だ
ろ
う

  
そ
し
て

前
十
時

 
会
議
を
終
え
た
ら
し
い
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
は
人

の
た
め
に
と
設

さ
れ
た

地

で
こ

の
地
に
集

た
プ
レ
イ

お
よ
そ
三
百
人
を
前
に
し
て

略
な

を

べ
て
か
ら

た

る
立
ち

で
作
戦
を
話
し
始
め
た
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こ
の
戦
い
は
フ

ル
ン
の
最
高
指

で
あ
る
王
と
妖
魔
を

べ
る
妖
魔
王
の

方
を

す
る
必
要
が
あ
る

こ
れ
に

い

達
プ
レ
イ

は
妖
魔
を

く
事
に
な

た

 
そ
の

葉
に

ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
な

と

得
の

を

ど
の
人
が
し
た
の
は

然
だ
ろ
う

 
自
分
達
が
集
め
ら
れ
た
の
は
妖
魔
の

化
の

い
を

け
付
け
な
い
た
め
だ

こ
の

回
り

は
む
し
ろ
必
然
と

え
た

 
そ
も
そ
も
フ

ル
ン
エ
ル
フ
達
の
個

の
強
さ
は
黒
森
エ
ル
フ
達
よ
り
も
上
だ
と
い
う

そ
ん
な
彼
ら
で
す
ら
黒
カ

ル
に
見
え
る
の
だ
か
ら
更
に
強
い
フ

ル
ン
と
わ
ざ
わ
ざ
戦

い
た
い
と
思
う
人
は
ま
ず
い
な
い
だ
ろ
う

妖
魔

体
の
強
さ
は
三

五
人
で

め
ば

を
持

て
倒
せ
る
程

攻
撃
手

は

常
Ｍ

ｏ
ｂ
の
ト
レ
ン
ト
系
と

同
じ
だ
が
サ
イ
ズ
が
大
き
い
分
攻
撃

も
広
い

個
体
の
種

に

し
て
は

エ
ル
フ
達
か
ら

い
た
限
り
ト
レ
ン
ト
系
限
定
ら
し
い

 
そ
こ
で

い
と
男
性
プ
レ
イ

が

手
を
し
て

問
を
投

た

な

そ
の
妖
魔
王

て
の
も
ト
レ
ン
ト
系
な
の
か

実
物
を
見
た
人
が
い
な
い
か
ら

と
も

え
な
い
け
ど
エ
ル
フ
達
の
伝
承
に
よ
れ
ば
そ
う
ら

し
い
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い
て
銀
髪
金

の
少
年
が
応
え
る
と

く
よ
う
に

に
立
つ
黒

く
め
の
少
年
が

を
開

い
た

体
的
な
方

だ
が
ボ
ス
の
妖
魔
王
と
戦
う
面
子
と
そ
れ
以
外
と
で
分
け
る
事
に
な

た

そ
れ
以
外

て
ど
う
い
う
事
だ
よ

 
集
ま

た
プ
レ
イ

の
一
人
が
問
い
を
投

る

そ
れ
に
キ
リ
カ
は

衛
線
だ
と

的
に

た

 
彼
ら

く

こ
の
ク
エ
ス
ト
の
成

件
が
妖
魔
王

で
あ
り

失

件

つ
ま
り

北
は
プ
レ
イ

の
全
滅
と
こ
の

地
の
突
破
だ
と
い
う

地
は
フ

ル
ン

妖
魔

軍
に
対
抗
す
る
最
終

衛
線
で
あ
り
こ
こ
を
突
破
さ
れ
れ
ば
王

ま
で
の
道
の
り
を
残
る
兵
力

で
は

な
い

イ
コ

ル

エ
ル
フ

壊
滅
と
な
り

ク
エ
ス
ト
が
失

す
る
と
い
う

と
は

え
フ

ル
ン
は
と
も
か
く
妖
魔
に

し
て
は
無
限

き

フ

ル
ド
内
に

一
定
数
は
存
在
す
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
る

だ

だ
か
ら

衛

が
ど
れ
だ
け

戦
し
て
も

き

る
事
は
無
い
と
見
て
い
い

 

論
予

で
し
か
な
い
け
ど

と
キ
リ
カ
は

を

め
た

 
そ
の
予

に
戦
う
事
が

き
な
の
か

と
し
た
目
つ
き
に
な
る
者
も
い
る
が
大

の
プ
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レ
イ

は
イ

な

を
し
た

 
そ
れ
は
そ
う
だ
と
思
う

ボ
ス
と
戦

て
大

の
経
験
値
や
ド
ロ

プ
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入

れ

強
く
な
る
事
が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
醍
醐
味
だ

そ
れ
故

良
プ
レ
イ

同
士
で
パ

テ

を
組
む
事
が
成
立
す
る

か
し
ら
の
事
情
が
無
い
限
り
パ

テ

を
組
む
の
は

手
を
倒
す
ま
で
の
時
間
を

く
し

労
を
抑
え
出
来
る
だ
け

に
成
果
を
得
る
と
い
う

化
の
た
め

 
終
わ
り
が
無
い
と
な
る
と

化
も
な
に
も
な
い

や
る
気
を
な
く
す
の
は
道
理
と

え
た

 

そ
れ
で
も
こ
の
場
か
ら
立
ち
去
る
プ
レ
イ

は
見

た
ら
な
い

 

肉
な
事
に
こ
の

エ

ル

フ

ク

エ

ス

ト

で

き
て
い
る
事
が
異
常
事

に

し
い
も
の
で
あ
り
そ
れ
を

分
か

た
上
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
プ
レ
イ

ば
か
り
だ
か
ら
だ

 
こ
の
地
に
集
ま

た
プ
レ
イ

は
三
百
人

ベ

タ
テ
ス
タ

二
万
人
更
に
サ

バ

四

つ
に
振
り
分
け
ら
れ
た
五
千
人
の
一

に
も

た
な
い
数
だ

そ
れ
だ
け
の
数
が
集
ま

た
の

は
む
し
ろ

と

え
る

最
悪
彼
と
親
し
い
自
分
達
く
ら
い
し
か
集
ま
ら
な
い
事
も

え
て

い
た
程
だ

 
こ
こ
に

る
す
べ
て
の
人
が

を
同
じ
く
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
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た
だ

潜
在
的
な
欲
求
は
共

し
て
い
る
と
思
う

す
な
わ
ち

事

を
知

て
お
き
た
い

と
い
う
不
安
だ

英
雄
在
る
と
こ
ろ
に
事
件
有
り

と
密
か
に

わ
れ
る

ど

彼
ら
は
事
件

の
渦
中
に
い
る
事
が
多
く
更
に
今
回
は
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
の

デ

タ
開
始
時
か
ら
見
ら

れ
る
不

合
の

見
開
発

の
不
始

と
そ
れ
に
対
す
る
不
信
感
な
ど
不
安
を

え
る
要

の
オ
ン
パ
レ

ド
で
あ
る

い

た
い

が

き
る
の
か

そ
れ
が
彼
ら
が
発
表
し
た
ア

イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
伝
説
の
再
現

だ
と
し
て
も

そ
う
で
な
く
て
も
不
安
に
な
る

 
な
に
せ
そ
ん
な
ゲ

ム
に
ロ
グ
イ
ン
し

け
る

ど
の
ゲ

マ

だ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
二
作

目
と
な
る

Ａ
Ｌ
Ｏ

も
プ
レ
イ
し
て
い
る
に
違
い
な
く

そ
ん
な
ユ

ザ

は

ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン
事
変

に
知
ら
ず

き

ま
れ
て
い
た
者
が

ど
だ
ろ
う

 
そ
の
時
の
経
験
か
ら

も
知
ら
な
い
事
の
恐
怖
を
心
に
滲
ま
せ
る

 
恐
怖
故
の

一
感

 
そ
れ
は

あ
の
世
界
の
最
前
を

て
い
た
集

の
結
束
と

も
変
わ
ら
な
い
よ
う
で

 
知
ら
ず

息
を

く

 
戦
う
前
か
ら

れ
て
し
ま
い
そ
う
で
思

は
一

に
寄
せ
た

し

な

線
を
向
け
る
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姉
や

間
達
に
手
を
振

て

意
識
を
少
年
た
ち
に

す

 
そ
の
時

キ
リ
ト
が

を
開
い
た

妖
魔
王
と
戦
う
メ
ン
バ

に
つ
い
て
は

意
事

も
あ
る

ど
う
も
ボ
ス
に
ダ
メ

ジ
を

す

た
め
に
は
巫
女
達
も

れ
て
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ら
し
い

だ
か
ら

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
二
人
を
守
り

つ
つ

つ
ボ
ス
と
戦
う
必
要
が
あ
る

 
彼
の
話
を
い
た

集
た
三
百
人
か
ら
ど
よ
め
き
が
き
た

マ
ジ
か

面
倒
な

と

大
体
は
非

的
ム

ド
だ

 
ク
エ
ス
ト
の
流
れ
か
ら
し
て
ダ
メ

ジ
を

す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を

む
事
は
ま
ま
あ
る
事

だ

そ
こ
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
護
衛
し
そ
の
イ
ベ
ン
ト
を

動
し
た
後

く
ボ
ス
戦
に
な
る

そ
の
流
れ
は
あ
る
種
の
王
道

護
衛
が
一
番
の
ネ

ク
で
あ
り
面
倒
な
手

な
の
で
実

に
ク

エ
ス
ト
に

む
と
な
る
と

さ
れ
な
い

み
ん
な
の
反
応
も
そ
の
た
め
だ

 
し
か
も

な
の
が
多
分
無
限

き
だ
ろ
う
妖
魔
や

強
い
フ

ル
ン
エ
ル
フ
か
ら
守

り
つ
つ
森
を
突
破
し
ボ
ス
の
下
に
行

た
後
も
彼
女
ら
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
あ
る

 
そ
こ
そ
こ
の
人
数
を

い
て
お
か
な
け
れ
ば

Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
喪
う
事
に
な
り
か
ね
な
い

 
そ
し
て

そ
れ
は
こ
の
集
ま
り
の
意
義
を
喪
う
の
と
同
義
だ
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彼
女
ら
が
死
ん
だ
と
き

が

き
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
保
護
の
た
め
に
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ

ア
す
る

そ
れ
が
目
的
な
の
に
一

は
ボ
ス
付
近
と
い
う
最
も
危
険
な
場

ま
で

れ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
こ
れ
を
面
倒
と
思
う
の
は

然
だ

た

 
理

の
上
で
は
ま
あ
分
か
る

エ
ル
フ
の
伝
承
で
妖
魔
王
を

じ
た
の
は
聖
大
樹
に
祈
り
を

じ
た
巫
女
達
ら
し
い

彼
女
達
の
祈
り
イ
ベ
ン
ト
を

じ

妖
魔
王
の
悪
し
き
力
を

が
し

弱
体
化
し
た
後
に
よ
う
や
く
ま
と
も
に
打
ち
合
え
る
流
れ
だ
ろ
う

そ
う
い
う
ボ
ス
は
古
来
の
Ｒ

Ｐ
Ｇ
に

ず
る
も
の
ら
し
い
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
も
あ

た
か
ら
経
験
も
あ
る

 
た
だ
そ
れ
で
も

面
倒
な
上
に

し
そ
う
と

ボ
ク
も
思
わ
ず

を

め
て
し
ま

た

あ
の
二
人
を
喪
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

だ
か
ら
出
来
る
限
り

を

け
つ
つ
進
軍
し

期

決
戦
に
持
ち

む
作
戦
を
立
て
た

こ
の

を
見
て
欲
し
い

 
そ
う
二
人
が

う
と
予
め
頼
ん
で
い
た
の
か
大
き
な
地

を

り
付
け
た
板
が
エ
ル
フ
達
に

よ

て
運
び
出
さ
れ
て
き
た

 
そ
の
地

は
第
二
エ
リ
ア

部
を
ズ

ム
し
た
も
の
で
そ
こ
に
設

さ
れ
た

地
が
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に
書
か
れ

の
森
と
険

な

の

に
は
フ

ル
ン
と
妖
魔
の
デ
フ

ル
メ
さ
れ
た

が

か
れ
て
い
る

最
も

に
近
い
と
こ
ろ
に
は
一

大
き
な
樹
木
の
モ
ン
ス
タ

が

か
れ
て

い
た

 
直
感
的
で
と
て
も
分
か
り
や
す
い
地

に

に

め
た
ま
ま
の
剣
を
指
示
棒
代
わ
り
に
し
た

キ
リ
カ
が
話
し
始
め
た

は
じ
め
に

た
よ
う
に
プ
レ
イ

と
エ
ル
フ
の

合
は
二
つ
に
分
か
れ
る

妖
魔
王
の
下

に
行
く
組
と
こ
の
最
終

衛
線
で
あ
る

地
を

衛
す
る
組
だ

そ
し
て
さ

き

た
策

の
中

と
な
る
の
は

衛
組
だ

 
そ
う
キ
リ
カ
が

い

の
先
を

地

の
外
縁
を
な
ぞ
る

す
る
と
黒
エ
ル
フ
が
さ

さ

と

マ

ク
を

つ
も
複
数
書
き
足
し
た

ボ

リ
ン
グ
の
よ
う
に

先

を
少
な
く

地

を

つ
も
書
き
足
し
た
そ
れ
を
な
ぞ
り
な
が
ら

キ
リ
カ
が

け
る

 
プ
レ
イ

の
間
か
ら
は

ぎ

り
ん

の

形
だ

と
声
が
上
が

て
い
た

ぎ

り
ん

戦
国
シ
ミ

レ

シ

ン
ゲ

ム
で
よ
く
あ
る

形
の
名
前
だ
よ

武

八

形
の
一
つ

て

わ
れ
て
る
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そ
う
疑
問
を
小
さ
く

す
る
と
近
く
に
い
た
ク
ラ
イ
ン
が
ち

と
だ
け
こ

ち
を
向
い
た

で

あ
り

あ
先

が

て
て

攻
め
を
得
意
と
す
る

形
だ
な

ん

 
つ
ま
る
と
こ
ろ
戦
国
乱
世
で
使
わ
れ
て
い
た

形
ら
し
い

わ
れ
て
み
れ
ば

ん
だ
歴

史
の
本
で
偶
に
出
て
き
た
事
が
あ

た
気
は
す
る

あ
ま
り
に

過
ぎ
て
そ
れ
が

だ

た
か

は
思
い
出
せ
な
い
が

パ

テ

を
北
か
ら

に

べ
た

衛
組
は
森
ま
で
進
み
攻
め
寄
せ
て
く
る

と

ら
か

戦

て
ヘ
イ
ト
を
集
め
る

合
い
を
見
て

地

の

原
ま
で
後
退
し
て

を
引
き
付
け

る 

に

た

び
の

マ

ク
を
剣
で
す

と
な
ぞ
り

に
引
い
た
後
そ
こ
で

先

を
ぐ
る
ぐ
る
と
動
か
す

戦

て
い
る
事
を
示
す
だ
ろ
う
動
き
を
し
た
後
来
た
道
を

る
よ
う

に

を

に
引
い
た

 
そ
こ
で
近
く
に
い
た
森
エ
ル
フ
が

た
り
と
紙
を

り
付
け

マ

ク
を
見
え
な
く
す
る

を
す
る
の
か
と
思
え
ば

新
た
に

マ

ク
を
書
い
て
行

た

今

は

の

型
に

べ

た
も
の
で

大
き
く
開
い
た

を

に

た
方
を

地

に
向
け
た

び
だ
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ク
ラ
イ
ン
に

け
ば

に
特
化
し
た

か
く
よ
く翼

の

形
だ

と
の

え
が

け
た

原
に

衛
組
が

た
ら

い
よ
い
よ
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
の
出
番
だ

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
が

を
開
き
彼
も
指
示
棒
代
わ
り
に
し
た

刀
ま
ま
の

を
地

に
突
き

付
け
た

原
の
北
と

を
ト
ン
ト
ン
と

い
た
後
森
エ
ル
フ
と
黒
エ
ル
フ
が
協
力
し
て
横

び
の

を

い
て
い
く

ね

ア
レ
も

形
な
の

⻑

て
い
う

ツ
だ
な

あ
り

あ

て
や
る

つ

よ
り
地
形
的
に
⻑
く
な
ら
ざ
る

を
得
な
く
て
な
る

ツ
だ
が

 
見
た
ま
ま
の
名
前
の

形
だ

た
の
で

想
像
は
容

か

た

そ
こ
ま
で
し
た
ら

原
中

を

回
す
る
よ
う
に
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
が
全
力
で
森
に
突
撃

衛
組
が

を
大

に
引
き
付
け
て
手

に
な

た
森
を
一
気
に

け
て
そ
の
ま
ま
妖
魔
王
を

つ

そ
れ
が
今
回
の
大
ま
か
な
動
き
方
だ

 
キ
リ
ト
が
二
つ
の
⻑

の

を
す

と
森

に
な
ぞ
り
最
後
に
妖
魔
王
を
示
す
マ

ク
を

い
て

め
た

な
ん
か

合
戦
み
た
い
だ
な
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だ
な

戦
国
ゲ

ム
か

か
か

だ
と
し
て

達
に
あ
ん
な
動
き
出
来
る
の
か

 
ざ
わ
ざ
わ
と
ど
よ
め
く
プ
レ
イ

達

そ
れ
ら
を

キ
リ
ト
の
パ
ン

 
と

い

手
が

止
め
た

み
ん
な
の

線
が
再
び
彼
ら
に
集
ま
る

不
安
な
の
は
わ
か
る

で
も
パ

テ

で

き
に
動
く
よ
り
は
あ
る
程

ま

て

動
い
た
方
が

衛
線

持
に
は
有

だ

必

と

て
も
い
い

だ
か
ら
ど
う
か
分
か

て
欲

し
い完

に
は

も
出
来
な
い

し
な
い
と
い
け
な
い
事
は

衛
組
の
大

が

の

意
を
引
き

付
け
て

原
に

る
事

そ
こ
を
覚
え
て
く
れ
れ
ば
ぶ

ち

け

形
と
か

か
い
事
は
い
い

ん
だ

モ
ン
ス
タ

と
戦

て
勝
つ
自
分
が
や
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
そ
こ
は
変
わ
り
な
い

か
ら
な

 

ち

か
せ
る
よ
う
に
二
人
が

う
と
先
の
ど
よ
め
い
て
い
た
プ
レ
イ

達
の
表
情
が

か
に
和
ら
い
だ

ち

と

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
が

い
い
か

 
そ
こ
で

意
外
に
も
ク
ラ
イ
ン
が
手
を
上

た

み
ん
な
の

線
を
一

に

び
た

は
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の
無
精

を
な
ぞ
り
な
が
ら

う

退
く
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ん
だ
が
よ

が
ど
う
や

て
判
断
し
て
ど
う
や

て
み
ん
な
に
伝
え

る
ん
だ

判
断
す
る
の
は
キ
リ
ト
だ

伝
え
る
の
は
エ
ル
フ
達
が

に

て

を
鳴
ら
し
て
回
る

か
ら

高
い

が

こ
え
た
時
に
退
い
て
く
れ

キ
リ
ト
が
判
断
す
ん
の
か

 
て

き
り
エ
ル
フ
の

軍
の

か
か
と
思

た

あ
 

き
を

わ
に
す
る
ク
ラ
イ
ン
の

葉
に
う
ん
う
ん
と

人
も
の
人
が

く

 
そ
れ
に

彼
ら
は
苦

を

ら
し
た

 
先
に

を
開
い
た
の
は
キ
リ
カ
だ

黒
エ
ル
フ
と
森
エ
ル
フ
の
戦
い

て
個
と
個
の
小

り
合
い
が

本
だ

た
せ
い
で
こ
う

い
う
大

な
戦
い
は
し
た
こ
と
が
無
い
ら
し
い

だ
か
ら
判
断
を

投

さ
れ
た
ん
だ
よ

い
ち
お
う

う

や
ら
リ
ア
ル
の

製

会

ス

ク
ト
ル

突
入
や
ら
で
大
勢

を
指

し
た
経
験
は
あ
る

そ
の

を
信

し
て
欲
し
い
と

今
は

う
し
か
な
い
か
な

 

を
掻
き
な
が
ら
キ
リ
ト
が

た
事
に
ボ
ク
を
は
じ
め
多
く
の
プ
レ
イ

が

な
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を
し
た

 
リ
ア
ル
で
自
衛
隊
に
で
も

属
し
て
い
な
い
限
り
部
隊
を
指

す
る
事
な
ん
て
シ
ミ

レ

シ

ン
ゲ

ム
で
し
か
し
て
い
な
い

だ

指

と
い
う
観
点
で

え
ば
ア
ス
ナ
や
ク
ラ
イ
ン
を

は
じ
め
名
だ
た
る
ギ
ル
ド
の

が
ボ
ス
戦
な
ど
で
し
て
い
る
が
文

り
参
加
人
数
が

違
い
で
あ
る

 
そ
の
点

た
し
か
に
キ
リ
ト
や
キ
リ
カ
に
は

そ
れ
を
し
た
経
験
が
あ
る

 
七
十
六
層

達
時
に
は
攻
略
組
だ
け
で
な
く
下
層
か
ら
来
る
プ
レ
イ

の
多
く
が
路

に
迷

て

安
悪
化
を

い
た
り
し
な
い
よ
う
手
を
打

た
事
も
あ
る

そ
れ
は
正
し
く
戦
国

時
代
で

地
経

を
し
て
い
た

の

き
そ
の
も
の
だ

 
戦
闘
に

い
て
は

七
十
六
層
以

は
レ
イ
ド
対
十
数
体
の
モ
ン
ス
タ

と
い
う
戦
い
が
多

く

時
の
指

を
し
て
い
た
の
も
彼
だ

た

亡
国
機
業

対
策
と
し
て
こ
こ
二

間
は

外
国
で
活
動
し
て
い
た
事
も
リ
ア
ル
で
は
ニ

ス
に
な

て
お
り
そ
れ
を
知
ら
な
い
人
は
あ

ま
り
い
な
い

だ

 
つ
ま
り
経
験
や
実
績
の
面
で
こ
こ
に
集

た
プ
レ
イ

い
や

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ

イ

の
中
で
は
彼
以
上
の

は
ま
ず
い
な
い
と
い
う
事
に
な
る
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無
論
設
定
上
は

軍

に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

せ
た
方
が
い
い
の
だ
ろ
う
が
そ
の

軍

が

経
験
が
な
い

と

た
以
上

そ
れ
で

し
付
け
て
も
ロ
ク
な
結
果
に
な
ら
な
い
の
は
目
に

見
え
て
い
る

 
キ
リ
ト
が
指

権
を
持
つ

つ
ま
り

大

で
あ
る
事
に
大
き
な
反
対
は

き
な
か

た
ま

指

と
伝
達
に
つ
い
て
は
分
か

た

後
は

な
ん
で
ボ
ス
攻
略
レ
イ
ド
を

北
で

分

し
て
る
ん
だ

攻
略
レ
イ
ド
の
人
数
が
多
い
か
進
軍
速

が

い
場
合
を

え
て
の
事
だ
よ

分

し
な
い

場
合
は
北

の
進
軍
路
で

に
突

む
予
定
だ

 
そ
の
理
由
は
北
は

が

な

て
い
て
ま
ず

は
い
な
い
の
に
対
し

は
森
が
広
が

て
お
り

兵
の
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
た
め
だ
と
彼
は
語

た

 
そ
れ
に

得
し
た
ク
ラ
イ
ン
は

一

礼
を

て
か
ら

問
を
終
え
た

他
に

問
は

 

無
い
な
ら

編
成
を
始
め
る
ぞ

 
そ
の
後
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
に
よ

て
手

く
三
百
人
が
振
り
分
け
ら
れ
お
よ
そ
六
十
人
が

対
妖
魔
王
戦
力
に
残
る
二
百
四
十
人
が
エ
ル
フ
達
の
軍
と
合
流
し

地
の

衛
に

く
事
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に
な

た

 

合
の

大

キ
リ
ト
に
指

さ
れ
三
百
の
プ
レ
イ

と
約
四
百
の
エ
ル
フ
軍

合

七
百
の

合
が
フ

ル
ン
・
妖
魔

合
と
戦
う
事
に
な

た
こ
の
戦
い
は
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
に
よ

て
妖
魔
王
撃
滅
戦
争
と
名
付
け
ら
れ
仮
想
世
界
史
上
初
の
戦

争

と
し
て
語
ら
れ
る
事
に
な
る

  
後
に

本

に
ず

と
ず

と
後
に
な

て

キ
リ
ト
は
語

た

も
し
も
ト

プ
ダ
ウ

ン
型

に
キ
リ
カ
や
ヴ

フ
ス
の
よ
う
な
イ
レ
ギ

ラ

が

な
け
れ
ば

ボ
ト
ム
ア

プ
型

の

だ
け
が
進
み
プ
レ
ミ
ア
達
が
生
ま
れ
る
事
も
無
か

た
だ
ろ
う
な
と
苦

し
い

み
を
零
し
な
が
ら

 
そ
し
て

け
て

う
の
だ

あ
の
撃
滅
戦
が
無
け
れ
ば

あ
の
世
界

の
未
来
は

に

と

て
喪
う
も
の
ば
か
り
の
戦
い
に
な

て
い
た
と
向
け
ど
こ
ろ
の
迷
う
感

の

み
を
浮

か
べ
な
が
ら

  
魔
女
が

い
彼
が
克

し
た
世
界
の
運
命
は
今
や
そ
の

リ
ワ

ド

報

と
ば
か
り
に
様

な
も
の
を
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呼
び
寄
せ
て
い
た

   
会
議
か
ら
一
時
間
後

 

を

ぐ
の
は
確
実
な
の
で
ロ

テ
ア
ウ
ト
し
て

を

た
し
た
プ
レ
イ

達
が
集

た

の
を
契
機
に

戦
い
は
始
ま

た

 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

レ
イ
ド
戦
と
い
う

念
が
あ
る
こ
の
世
界
に

い
て
も
お
そ
ら
く

初
だ
ろ
う
軍
と
軍
の
争
い
だ

 
ス
ヴ

ル
ト
最
終
エ
リ
ア
で
の
キ
リ
ト
対
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
よ
り
数
は
少
な
い

し
か
し
そ

こ
か
し
こ
で

し
見

す
限
り
の
戦
闘
が

き
て
い
る
光

は
あ
の
時
に
は
無
い
事
だ

Ｓ

Ａ
Ｏ
で
複
数
の
Ｍ
ｏ
ｂ
を

手
に
し
た
時
に
近
い
が

や
は
り

が
違
う

体
力
が
少
な
く
な

た
者
に
ポ

シ

ン
を
送
れ
と
の
事

 
と
に
か
く
戦
線
を

持
す
る

事
に

今
は
専
念
さ
れ
ま
す
よ
う
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分
か

た

確
か
に
届
け
る
ぞ

 
設

さ
れ
たや

ぐ
らか

ら
戦
場
を

す
る

大

の
指
示
を

け
た
伝

が
そ
れ
を
広
め
戦
場

を

る
た
め
に

に

た
エ
ル
フ
兵
達
の
下
に
ズ
ラ
リ
と
ポ

シ

ン
を

め

ん
だ

が

さ
れ
て
い
く

そ
れ
を

け
取

た

兵
が

に

地
か
ら
離
れ
て
い
く

伝

 
北

に

影
無
し

し
か
し

の
森
に
フ

ル
ン
の
部
隊
あ
り

 
人
数
は

お
よ
そ
十

 
妖
魔
も
五
体
は
い
ま
す

大

か
ら
の
指
示
だ

 
予
備
兵
力
の
人

二

組

十
四
人

エ
ル
フ

三

組

約
二
十
人
を
送
り

撃
滅
せ
よ

 
た
だ
し
増

が
あ

た
場
合
は

原
ま
で
撤
退
し

戦
に
持
ち

ん
で
数
で

せ
と
の
事
だ

承
知

 
定
期
的
に
森
あ
る
い
は
黒
エ
ル
フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
伝

が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
に
現
れ
報

を
残
し

代
わ
り
の
伝
達
事

を

け
て

地
か
ら

び
出
し
て
い
く

 
数
自
体
は
千
に
届
か
な
い
軍
だ
が

そ
れ
で
も
や
は
り

戦

を
思
わ
せ
る
光

だ

た

 
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス
タ
の
時
に
千
を
超
え
る
集

を
見
た
が

あ
の
時
以
上
に
圧

さ
せ
ら
れ
る

プ
レ
イ

と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
い
う
差
だ
け
で
は
な
い

そ
れ
を

し

軍

と
し
て
機
能
さ
せ
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て
い
る
点
が

ク
ラ
ス
タ
達
と
の
違
い
と
し
て
分
か

た
か
ら
だ

 
妖
魔
王
突
撃
組
に
分
け
ら
れ
た
他
の
面

も
似
た
り
寄

た
り
の
感
想
を

い
て
い
る
ら
し

く
消
え
て
は
現
れ
る
伝

兵
や
そ
の
指
示
そ
し
て
エ
ル
フ
兵
達
の
士
気
を
見
て

然
と
す

る
ば
か
り
だ

た

す

ま
る
で

マ
ジ
も
ん
の
合
戦
に
い
る
み
た
い
だ

 
そ
れ
ら
を
代

す
る
よ
う
に

ク
ラ
イ
ン
が
感

の
声
を

ら
し
た

 
そ
の

に
立
つ

し
ぶ
り
に
見
る
真
紅
の
騎
士

ヒ

ス
ク
リ
フ
も

の
念
を

わ

に

い
た

あ
あ

お
そ
ら
く
リ
ア
ル
で
の
作
戦
行
動
の
た
め
に
古
今
の
軍
略
兵
法
や
部
隊
の
指

に
つ

い
て
学
ん
だ
の
だ
ろ
う

だ
が
こ
こ
ま
で
整
然
と
策
を

せ
る
の
は
そ
れ
を
理
解
し
応

出

来
て
い
る
と
い
う
証
だ

プ
レ
イ

の
練

や
理
解

に
合
わ
せ
て
あ
る
程

を

か
せ
て

い
る
の
が

を

し
た
な

 
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
強
の
ギ
ル
ド
を

い
て
い
た

⻑
は
そ
う

た

彼

く
完

に
流
れ

を

む
こ
と
は

わ
な
い
た
め
下
手
に
色

決
め
る
よ
り
は
多
少
自
由
な
方
が
作
戦
を
立
て
る

時
に
は

だ
と
の
事
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こ
れ
に
大
い
に

い
た
の
は

ギ
ル
ド
や
パ

テ

リ

ダ

を
務
め
て
い
た
面

だ

た 
ボ
ク
も
そ
れ
は
理
解
で
き
た

ボ
ス
攻
略
戦
の
時
は
流

に
作
戦
や
流
れ
を
決
め
て
い
た
が

時
に
そ
れ
は

に
立
た
な
く
な
る
の
で
大

把
な
指
示
だ
け
が
出
さ
れ
て
い
た

わ
ば

意
事

の
よ
う
な
も
の
で
そ
れ
を
カ
バ

す
る
た
め
に
キ
リ
ト
が
大
活
躍
す
る

と
い
う

の
が

本
の
流
れ
に
な

て
い
た

そ
の
流
れ
を
苦

し
く
思

て
い
た
ボ
ク
や
ア
ス
ナ
達
は

し
か
し
彼
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

そ
れ

ど
ガ
チ
ガ
チ
に
作
戦
を

め
る
と
い
う
の

は

し
い
事
だ

た
の
だ

 
ガ
チ
ガ
チ
に

め
る
と
自
由
に
動
け
な
い

動
い
て
い
い
か
と
思

を

ん
だ
分
隙
が
生

ま
れ

判
断
も

れ
る

そ
れ
が
命
取
り
だ

た

 
今
回
の
戦
で
は
パ

テ

戦
や
レ
イ
ド
戦
ば
か
り
し
て
き
た
プ
レ
イ

が
主
体

対
妖

魔

体
で
見
れ
ば
自
由
に
さ
せ
て
も
い
い
が
全
体
の
動
き
は
あ
る
程

制
が
取
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

そ
の

な
ラ
イ
ン
と
し
て

キ
リ
ト
は
大

把
な
指
示
を
出
し
て
い
る

 
ど
う
戦
え
と
か
ど
う

し
ろ
ど
こ
を
い
つ

過
し
ろ
な
ど
と

か
な
指
示
は
一
切
な

い
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戦
え
死
ぬ
な
合

と
共
に

衛
組
は
退
け

突

組
は
巫
女
達
を
死
な
せ
る
な

期
決

戦
で
妖
魔
王
を
倒
せ

 
出
さ
れ
た
指
示
と

え
ば
こ
れ
く
ら
い
だ

か
な
作
戦
や
策
は
エ
ル
フ
兵
を
使

て
こ
な

し
て
い
た

 

そ
の

大

が

か
ら

り
て
来
た

伝

兵

 

を
出
し

を
鳴
ら
せ

 

衛
組
を
後
退
さ
せ

を

原
ま
で

お
び
き
出
す
ん
だ

 
地
面
に

り
立

た
と
同
時
に
発
せ
ら
れ
た
下
知
に
近
く
に

え
て
い
た
伝

兵
達
が
一

に
動
き
出
す

ボ
ク
達
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
が

予
め
決
め
て
お
い
た
動
き
な
の
だ
ろ
う

エ
ル
フ
兵
達
は
整
然
と
動
い
て
い
た

突
撃
組
も

備
を
し
て
お
い
て
く
れ

も
う
一
回

か
ら

り
て
き
た
ら
そ
れ
と
同
時
に
突

撃
だ

 

機
し
て
い
た
ボ
ク
達
に
直

そ
う

た
彼
は
再

に
上
り
戦

の
確
認
に

た

 
わ
ざ
わ
ざ

り
る
必
要
は
あ

た
の
か
と
も
思
う
が

と
し
た
ら
士
気
を
上

る
た
め

に

え
て
直

て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い

気
を
引
き

め
る

そ
れ
そ
の
も
の
も
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戦
い
で
は
重
要
だ

 
程
な
く

カ
ン
カ
ン
カ
ン

 
と
金
属
の

が

き
だ
す

戦
場
全
体
に
広
が
る
そ
れ
を

け

衛
組
が

に
森
か
ら

て
き
た
の
が
遠
目
で
も
わ
か

た

彼
ら
を
追
い
森
か
ら

出
て
き
た

衛
組
よ
り

か
に
少
数
の

影
も
見
て
取
れ
る

た
せ
た
な

人

の
剣
士
達

黒
エ
ル
フ
突
撃
部
隊

こ
こ
に
集
ま

た
ぞ

森
エ
ル
フ
突
撃
部
隊
も
再
編
し

集
ま

た
わ

士
気
は
十
分

い
つ
で
も
い
け
る
わ
よ

 
そ
こ
で
六
十
の
人

の
前
に
現
れ
た
十
数
人
ず
つ
の
部
隊
を

い
る
エ
ル
フ
達

先
に
声

を
掛
け
て
き
た
の
は
黒
エ
ル
フ

の
エ
リ

ト
騎
士
キ
ズ
メ
ル

に
森
エ
ル
フ

の
エ
リ

ト

騎
士
リ

フ

だ

た

 
リ

フ

は
キ
リ
ト
達
の
義
姉
リ

フ

と

を
合
わ
せ
て
い
る
が
こ
れ
と
い

た
会
話

は
無
か

た

戦
い
の
前
だ
か
ら
と

方
が
気
を

て
お
り

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
か
ら

だ

こ
の
戦
い
が
終
わ
れ
ば

か
し
ら
の
会
話
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 

と
見
で
は

別
が
つ
か
な
い
が
騎
士
リ

フ

は

な
が
ら

を

て
い
る
の
に

対
し
義
姉
リ

フ

は
緑

の
み
で
金
属

の

を
身
に

け
て
い
な
い
点
で
ボ
ク
達
は
見

分
け
る
事
に
し
て
い
た
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そ
ん
な
彼
女
達
は
北
と

の

と
し
て
一

出

し
て
お
り
鳴
り

く

で

て

き
た
と
こ
ろ
だ

こ
の
世
界
に
生
き
る
者
と
し
て

労
は
あ
る

だ
が
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い

の
は
設
定
上
と
は
い
え

軍
人

と
い
う
過
去
を
持

て
い
る
か
ら
か

 
本
来
妖
魔
の

化
の

い
に
対
し
て
無
力
な
エ
ル
フ

を

う
の
は
妖
魔
王
を
復
活
さ
せ

た
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の
王
と
そ
れ
に
仕
え
る
兵
達
と
戦
う
か
ら
だ

妖
魔
王
に
よ
り
強
化
さ
れ

た
フ

ル
ン
は
プ
レ
イ

が

う
よ
う
な
強
さ
で
は
な
い

故
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
彼
女
ら
を
登

し
た
と
い
う
経

が
あ

た

 
プ
レ
イ

は
妖
魔
王
を
倒
せ
ば
い
い
が
実

は
フ

ル
ン
エ
ル
フ
の

大

も

た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ク
エ
ス
ト
な
の
だ

 
そ
の
た
め
に

エ
ル
フ

の
精

が
集

た
の
と

同
時
に

か
ら
も
う
一

大

た
る
キ
リ
ト
が
下
り
て
来
た

 
彼
の
背
に
は
彼
に
救
わ
れ
た
も
う
一
人
の
巫
女

命
名
テ

ア
が
背
負
わ
れ
て
い
る

名
の
由
来
は

い
て
い
な
い
が
一
応
あ
る
ら
し
い

彼
女
が
わ
ざ
わ
ざ

に
上

て
ま
で
彼
と
一

緒
に
い
た
の
は

彼
以
外
の
人

に
強
い

心
を

い
て
い
る
た
め
だ

 
そ
の
少
女
と
共
に

に

り
な
が
ら

彼
は

を
発
し
た
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合
い
だ

 

達
突
撃
組
は

原
北

か
ら
一
気
に

進
す
る

 
人

が
目
指

す
は
一
つ

妖
魔
王

 
大
声
で

に

け

と

た
後
彼
が

を

ら
せ
た

れ
て
プ
レ
ミ
ア

を

せ
た
キ
リ
カ
の

も

り
出
す

 
そ
の
後
を
追
い

ボ
ク
達
も
全
力
で

り
始
め
た

  

る
こ
と
約
十
分

 
全
力
で

て
も
息
切
れ
し
な
い
プ
レ
イ

達
は

か

ち歩
で
そ
う
も
い
か
な
い
エ
ル
フ

は

大

と
同
じ
よ
う
に

を

て
森
を

進
す
る

中

と
遭
遇
す
る
事
は
あ

た
が
二

三

程

で

い
ず
れ
も
エ
ル
フ

の

に

ま
れ
る
形
で
絶
命
し
て
い

た

 
妖
魔
と
出
会
わ
な
か

た
の
は

い
と

う
べ
き
な
の
だ
ろ
う

も
う
す
ぐ

の
果
て
だ

 
あ
と
一
息

り
切
る
ぞ

 
分
断
を
危
惧
し
た
か

原
を
突

る
時
よ
り

分
か
速

を

と
し
行
軍
を
こ
ち
ら
に
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合
わ
せ
た
キ
リ
ト
が
そ
う

ぶ

と

け

け
て
は
士
気
が
下
が
る
と

え
た
の
か
ゴ

ル
を
明
確
に
示
し
た
の
だ

 
結
果

お
う

 
と
大
き
く
返
事
を
し
た
突
撃
組
の
士
気
が
持
ち
直
し
た

  

そ
こ
で

金
色
の
風
が
吹
い
た

 
キ
リ
ト

危
な
い

ぐ
あ

 
こ
ち
ら
を
気
に
掛
け

か
に
背
後
を
見
て
い
た
キ
リ
ト
が

を
向
け
て
い
る
の
と
は
真
逆

の
方

か
ら

る
金
の
風
に
襲
わ
れ
た
の
と
そ
の
背
中
に

し
と
し
が
み
付
い
て
い
た
巫
女

テ

ア
の
声
が
上
が
る
の
と
同
時
だ

た

 
無
数
の

き
に

ま
れ
た
キ
リ
ト
が

き
声
と
共
に

上
か
ら
突
き

と
さ
れ
る

 

え
に
な

て
い
た
キ
リ
ト
が

ち
た
事
で
巫
女
テ

ア
も
体
勢
を

し
ぐ
ら
り
と
上
体

を
揺
ら
し
た

そ
の
彼
女
は
ど
う
に
か

地
し
た
キ
リ
ト
が
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で

き
か
か

え
て
事
な
き
を
得
る
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な
ん
だ

あ
り

あ

 
部
隊
の
意
識
は

大

を
襲

た
金
色
の
突
風
に
向
け
ら
れ
て
い
た

木

ら
し
の
よ
う
な

を
立
て
な
が
ら
空
中
で

を

い
て
舞
い
上
が

た
そ
れ
は
よ
く
よ
く
見
れ
ば
小
さ
な

し
形
を
十

に
組
み
合
わ
せ
た
形
の
小
片
だ

た

そ
れ
ら
が

百

千
も
よ
り
合
わ
さ
り

あ
の
金
の
突
風
を
形
作

て
い
た
の
だ

 
そ
れ
ら
は
来
た
方
向
へ
と
ざ
あ
あ

と

を
立
て
な
が
ら

て
い
く

 
そ
の
先
に

た
の
は

⻩
金
の
騎
士
だ

た

 
木

れ
日
が
生
み
出
す

で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
騎
士
の
前
身
は
金
色
の
光
に

な
く

ら

さ
れ
て
い
る

だ
が
そ
の
色
は
光
の
も
の
だ
け
で
は
な
い

上

身
と

を

う

は
白
に

⻩
金
の

飾
を

さ
れ
た
も
の
ら
し
く
そ
れ
そ
の
も
の
が
金
に

い
て
い
た

足
を

す
か

の
よ
う
な
ス
カ

ト
も

白
の

地
に
金

の

い
取
り

き
上

ら
れ
た
グ
リ

ブ
ま
で
も

が
金
色
に

い
て
い
る

 
だ
が

で
は
な
い

 
む
し
ろ
金
色
で
あ
る
の
が

然
か
の
よ
う
な

そ
ん
な
風
体
だ

 
そ
れ
は
そ
の
騎
士
の
容

が
あ
ま
り
に
整

て
い
る
が
故
な
の
だ
ろ
う

か
に
流
れ
る
⻑
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い
髪
は

の

き
に

る

ら
か
な
金
色

は

明
感
の
あ
る
白
さ
こ
ち
ら
を
見
つ
め
る

は
深
み
の
あ
る
⻘

少
し

い

が
華

さ
を
取
り
払
い
実
直
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
る

 
そ
の

に

先

ど
キ
リ
ト
を
襲

た
⻩
金
の
突
風
が
漂
い

け
て
い
る

 
つ
ま
り

先
の
一
撃
は

か
の

な
少
女
騎
士
の
手
に
よ
る
も
の
だ

だ

だ

エ
ル
フ

じ

あ
な
い
み
た
い
だ
が

 
思
わ
ず
足
を
止
め
た
突
撃
組
が

惑
の
声
を
上

る

 
そ
れ
も
無
理
は
な
い

な
に
せ
フ

ル
ン
と
妖
魔
が

も
し
か
す
れ
ば
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

て
い
た
自
分
達
は
そ
れ
ら
か
ら
あ
ま
り
に
か
け
離
れ
た
イ

メ

ジ
を

か
せ
る
少
女
騎
士
に
出
会

た
の
だ

 
そ
の

い
は
プ
レ
イ

で
同
格
の
も
の
が
あ
る
の
は
見
た
事
が
な
い

ど
の
レ
ア
リ
テ

で
あ
る
の
は

見
れ
ば
分
か
る

少
な
く
と
も
ベ

タ

の
現
状
で
許
さ
れ
た
も
の
で
な
い

 
で
あ
れ
ば
エ
ル
フ

か
と
も
思
う
が
金

の
よ
う
な
⻑
髪
か
ら
見
え
る

は

み
と

び
て

お
り

人

の
も
の
と

違
な
か

た

 

い
や

容

よ
り
も

こ
ち
ら
の
思

を
奪
う
も
の
が
あ
る
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そ
れ
は
彼
女
の

り
を
漂
う
金
色
の
突
風

ア
レ
は
プ
レ
イ

は

論
エ
ル
フ

に
伝

わ
る
ま
じ
な
い
の

を
超
え
た
も
の
だ

こ
の
世
界
で
許
さ
れ
た
魔
法
的
現

は

果
の
も
の
ば
か
り

手
に
ダ
メ

ジ
を
与
え
る
も
の
に

し
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

地
と
し
て
い

る
た
め
か
魔
法
は
存
在
し
な
か

た

 
だ
が

 
あ
れ
は

な
ん
だ

 
あ
ん
な
も
の
が
プ
レ
イ

に
許
さ
れ
て
い
い
の
か

 
そ
う
思

を
回
し

あ
る
い
は
あ
る
意
味

止

さ
せ
て
い
る
と
そ
の
ボ
ク
の

に

し
た
キ
リ
ト
の
声
が
届
い
た

ま
た

カ

ル
無
し
か

 
そ
の
声
を

い
て

気
付
く

 
⻩
金
の
少
女
騎
士
の

上
に
は

本
来
あ
る
べ
き
も
の
が
一
切
な
い
事
に

カ

ル

バ

焦
点
を
合
わ
せ
れ
ば
必
ず
表
示
さ
れ
る

の
そ
れ
が

存
在
し
て
い
な
か

た

 

中
で

ま
さ
か

と

く

 
本
来
は
あ
り
得
な
い

だ
が

あ
り
得
て
い
る

そ
ん
な
存
在
を

ボ
ク
は

ボ
ク
達
は
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知

て
い
る

 
時
を

り

異
世
界
よ
り
舞
い

り
た
彼
の
義
姉
の
存
在

 
つ
ま
り
あ
の
騎
士
は

そ
う
い

た
異
世
界
の
来
客
な
の
で
は

く
見
つ
け
ま
し
た
よ

逆
者
キ
リ
ト

 
息
を

ま
ら
せ
る

ど
の

き
そ
れ
か
ら
思

に

る
中
少
女
騎
士
が

を
開
い
た

と
し
た
声

は

巫
女
を

く
少
年
へ
の

心
に

れ
て
い
る

よ
も
や
学

生
で
あ

た
お
前
に
転

術
な
ど
と
い
う
高

術
を
使
え
て
そ
れ
を

剣
に

め
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た

そ
れ
に
お
前
に
同

す
る
禁
忌
目
録
違
反
者
が
こ
う
も

多
い
事
も

き
で
す

よ
く
も
こ
れ

ど
の
数
教
会
に
気
取
ら
れ
ず

反
出
来
た
も
の
で
す
ね

の
話
だ

 
騎
士
の

葉
に

キ
リ
ト
は

惑
を

わ
に

葉
を
返
し
た

 
そ
の

振
り
に
演
技
の
気
配
は
な
い

い
や
彼
な
ら
演
技
の
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
く
は
あ

る
がキ

リ
ト

こ
の
人
と
知
り
合
い

 
ボ
ク
の
問
い
に

彼
は
ぶ
ん
ぶ
ん
と

を
横
に
振

た
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そ
れ
を
見
た
⻩
金
騎
士
が

ん

と

を
鳴
ら
し

キ
リ
ト
を

れ
た
目
で
見
る

下
手
な

で
す
ね

少
な
く
と
も
先
に
交
え
た
剣
は
実
直
で
あ

た
は
ず
で
す
が

見
下

果
て
ま
し
た

ど
う
や
ら
暗
黒
騎
士
と
も

じ
て
い
た
よ
う
で
す
し
ね

 
そ
う

て
⻩
金
騎
士
は
ボ
ク
達
の
後
ろ

黒
エ
ル
フ
達
の
方
に

線
を
向
け
る

い
き

な
り
矛
先
を
向
け
ら
れ
た
キ
ズ
メ
ル
達
は

惑
の
表
情
を
浮
か
べ
た

 
そ
う
な
る
の
も
無
理
は
な
い

 
ど
う
に
も
こ
の
騎
士
の

て
い
る
事
は
こ
ち
ら
の
認
識
と
す
れ
違

て
い
る

キ
リ
ト
の

事
は
知

て
い
る
ら
し
い
が

 

お
そ
ら
く

こ
の
騎
士
は
異
世
界
人

 
そ
し
て

キ
リ
ト
と

対
す
る
間

だ

た
の
だ
ろ
う

 
ヴ

ベ
ル
と
違
う
の
は
世
界
を
越
え
た
の
が
意

し
て
で
は
な
か

た
事

あ
ち
ら
の
キ
リ

ト
が

か
し
た
ら
し
い
が
そ
れ
が
世
界
を
越
え
る
よ
う
な
も
の
で
な
い
限
り
事
故
だ
と
は
思

う 
事
故
か
そ
う
で
な
い
か
は

ボ
ク
達
に
確
か
め
る
術
は
無
い
が

 
ヴ

ベ
ル
の
件
を
知
る
身
と
し
て
そ
う

え
て
い
る
と
騎
士
が

手
を
掲

た

そ
の
手
は
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剣
身
の
な
い

を
握

て
い
る

 
同
時
そ
の
動
き
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
ざ
あ
あ
と

を
立
て
て
⻩
金
の
風
が
う
ね
り

を
上

始
め
た

 

い

ま
れ
る
よ
う
に
刃
無
き

に
集
ま

た
小
片
は
キ
ラ
キ
ラ
と
煌
め
き
な
が
ら
⻩
金
の

剣
身
を
形
成

数

後
に
は

身
の
⻑
剣
が
完
成
し
た

 
そ
の

や
剣
身
に
は

金
木
犀
の

飾
が
あ
る

お
前
を
見
定
め
る
事
も
終
え
ま
し
た

こ
れ
以
上
の
問

は

も
無
し

そ
の
魂
ス

テ
イ
シ
ア
神
の

み
も
と許

へ
還
し
な
さ
い

 
そ
う

て

⻩
金
騎
士
が
一
歩

み
出
し
た

 
そ
れ
と
同
時

キ
リ
ト
が
立
ち
上
が
り

を
開
く

全
軍
に

ぐ

 
そ
う

ぶ
彼
は

け
て
先
に
行
け
と
か
そ
う
い
う
事
を

お
う
と
し
た
の
だ
と
思
う

 
だ
が

結

そ
れ
が
紡
が
れ
る
事
は
無
か

た

 
彼
の

葉
を

る
よ
う
に

ま
た

る
⻩
金
騎
士
を

る
よ
う
に

方
の
間
に
闇
が
生
ま

れ
た
か
ら
だ

見
覚
え
の
あ
る
そ
れ
か
ら

黒

く
め
の
人
物
が
現
れ
る



 第二十九章 〜妖魔王撃滅戦争〜（祝４００話）

 

上
に
は

も
な
い

 
一

目
深
に
フ

ド
を

た
そ
の
人
物
が

越
し
に
振
り
返
り
ま
た
前
を
向
い
た

そ

れ
と
同
時
に

手
に
片
刃
の
黒
剣

白
剣
が
出
現
す
る

 
そ
の
人
物
は

も
う
一
人
の
異
世
界
人

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

 
彼
女
は
⻩
金
騎
士
の
歩
み
を
止
め
る
た
め
に
立
ち
は
だ
か

て
い
た

騎
士
が

か
を

う
よ

り
も

く

更
に
剣
身
を
⻩
金
の
風
に
変
え
さ
せ
な
い
た
め
に
一

で

離
を

め
て
斬
り

か
か

た

 
ガ

ン

 
と

が

た
か
の
よ
う
な

が

く

全
力
で

り

け
ろ

 
そ
の

に
交
じ
り

キ
リ
ト
の

が

い
た

に

り
直
し
て

り
出
し
た
彼
を
見
て

残
る
全

が
我
に
返
り

慌
て
て
そ
の
後
を
追
う

な

ち
な
さ

く

 
騎
士
の
少
女
も
ま
た

り
出
そ
う
と
し
た
が

ヴ

ベ
ル
に
そ
れ
を
止
め
ら
れ
て
い
た

 
そ
う
し
て
全
力

を

け
る
こ
と
五
分
後

ボ
ク
達
は
妖
魔
王
の
下
に

り

き

開
戦
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お
よ
そ
一
時
間
近
く
の
戦
い
の
間

⻩
金
騎
士
が
乱
入
し
て
く
る
事
は
無
か

た

 
た
だ

遠

が

く
か
の
よ
う
に

彼
方
か
ら
剣

の

が

い
て
は
い
た

  
ホ
ロ
ウ
・
リ
ア
リ
ゼ

シ

ン
で
は
Ｄ
Ｌ
Ｃ
で
本

に
異
世
界
の
未
来
か
ら
彼
女
と
彼

が
来
て
る
ん
で
す
よ
ね

遠
い
眼

 
そ
ん
な

で
異
世
界
か
ら
乱
入
し
ま
し
た

 
ヴ

ベ
ル
と
違
い
意

し
た
乱
入
で
な
い
の
は
原

ゲ

ム

た
だ
し
こ
ち
ら
の
彼
女

は

の
世
界
の
キ
リ
ト
が
罪
を

し
た
後
の
時
期
の
た
め

心
Ｍ
Ａ
Ｘ
仕
様
で
す

  
・
キ
リ
ト

 
人

・
エ
ル
フ

合
軍
の

大

軍
師

 
レ
ベ
ル
は

と

合
軍
最
高
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リ
ア
ル
で
亡
国
機
業
と
戦
う
の
に
備
え
Ｂ
Ｉ
Ａ
指

の
た
め
に
学
ん
で
い
た
事
が
活
き

た

ク
ラ
イ
ン
の
ギ
ル
ド
名
の
由
来
は
知

て
い
た
の
で
そ
こ
か
ら

形
を
学
ぶ
キ

カ
ケ
を
得

て
い
る

 
地
味
に
エ
ル
フ
兵
の
指

権
も
得
て
い
る
が
エ
ル
フ
が

め
る
聖
大
樹
を

じ
る
巫
女
か
ら

絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
る
か
ら

と
い
う
裏
事
情
が
あ

た
り
す
る

 
⻩
金
騎
士
を
一
人
で

し

め
よ
う
と
し
て
い
た
が

ヴ

ベ
ル
の
乱
入
で
思
い

ま

た

 

人

シ
ギ
ル

を

が
し
て
い
る
の
で

ま
え
る
ま
で
は
運

中
止
の
苦
情
を

開

発

へ
伝
え
た
が
開
発
を
主
導
す
る

人
に
抑
え

ま
れ
て
し
ま
い

と
ま
ず
ク
エ
ス
ト
を

終
わ
ら
せ
る
た
め
に
今
回
の
戦
を
指

し
て
い
る

巫
女
二
人
を
死
な
せ
な
い
事
も
そ
う
だ
が

ク
エ
ス
ト
解
決
の
目
的
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
伝
説
の
真
偽
の
確
認
も

み

聖

確
保

も

み

 
か
な
り
の
穏

と
み
ら
れ
て
い
る
キ
リ
ト
の
声
明
な
の
で
影

力
は
大
き
く
事
件
解
決
の

立

者
故
か

三
百
の
軍
勢
が
集
ま

た

  
・
ユ
ウ
キ
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キ
リ
ト
を

愛
す
る
剣
士

 
レ
ベ
ル
は

 
対
妖
魔
王
組
と
し
て

キ
リ
ト
に
追

し
て
い
た

軍
の

勝
家
的
ポ
ジ

つ
ま
り

キ
リ
ト
が

い
る
軍
に
必
ず
い
る
主
力
キ

ラ

い
を

け
て
い
る

 
キ
リ
ト
に

す
る
事
な
ら

が
グ
ン
と
上
が
る
た
め
か

⻩
金
騎
士
の
出
自

の
世
界
の

キ
リ
ト
と
の

も
あ
る
程

あ
た
り
を
付
け
て
い
る

  
・
ク
ラ
イ
ン

 
ギ
ル
ド

風
林
火

の
リ

ダ

 
レ
ベ
ル
は

 
そ
の
ギ
ル
ド
名
や
出
で
立
ち
か
ら

せ
ら
れ
る
よ
う
に

戦
国
時
代
へ
の
愛

は
強
い

 
な
の
で
シ
ミ

レ

シ

ン
ゲ

ム
を
は
じ
め
武

に

す
る
戦
国
知
識
は

と
い
う

独
自
設
定
が
追
加
さ
れ
た

要
す
る
に

形
説
明
要

 
地
味
に
キ
リ
ト
の
成
⻑
の
契
機
に
も
な

て
い
る

 
や

キ
リ
ト
に
と

て

ク
ラ
イ
ン
は
欠
か
せ
な
い
兄

分
な
ん
や
で
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し
か
し
原
作
で
も
う
ち

と
戦
国
時
代
の
ネ
タ
絡
み
の
話
が
あ
て
も
い
い
と
思
う
ん
だ

  
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
ギ
ル
ド

血

騎
士

の

⻑

 
レ
ベ
ル
は

 
超

し
ぶ
り
の
登
場
だ
が

い

し
く
て
ロ
グ
イ
ン
で
き
な
か

た
か
ら
仕
方
な
い

ネ 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
リ
ア
ル
に
作
り
出
す
前

と
し
て

開
発
に

わ

て
い
た
が

今
回
の
キ
リ
ト
の
声
明
で
流

に
立
場
が
マ
ズ
く
な

た
の
で
参
戦
し
た
経

が
あ
る

 
世
論
的
に
は

が
悪
い

に
九

い
て
い
る
の
で

身
は

く
な
い

 
心

し
て
い
る
キ
リ
ト
に
大
き
な

り
が
複
数
あ
る
が

ま
だ
返
せ
て
い
な
い

  
・
一

プ
レ
イ

３
０
０
人

 
キ
リ
ト
と

わ
り
が
な
い
善
良
な

プ
レ
イ

 
平

レ
ベ
ル
は
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た
び
の
事
件
解
決
に

わ

た
キ
リ
ト
の
声
明
ま
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
事
件
で

き

ま
れ
た
経

か
ら
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
知

て
お
き
た
い
不
安
に

ら
れ
Ｓ
Ａ
Ｏ
第
一
層
攻
略
組
の
よ

う
な
理
由
で
集
ま

た
面

 

が
デ
ス
ゲ

ム
と
知

て
い
な
が
ら
プ
レ
イ
を

け
て
い
る
の
で

結
構
な

ぞ
ろ
い

 
原

ゲ

ム
の
レ
イ
ド
ボ
ス
Ｄ
Ｌ
Ｃ
第
三
弾
で
テ

ア
の
た
め
に
戦
う
キ
リ
ト
に
力
を

す

べ
く
集
ま

て
い
た
一

プ
レ
イ

の
よ
う
な
人
達

 
⻩
金
騎
士
の
乱
入
に

し
て
は

電
波
か
な

や

知
ら
な
い
ト
コ
で
の
因
縁
な
ん
だ
ろ

う
な

と
深
く

え
な
い
よ
う
に
し
て

ヴ

ベ
ル
の
登
場
で

え
る
こ
と
を
や
め
た

  
・
テ

ア

 
も
う
一
人
の
巫
女

 
レ
ベ
ル
は

 
プ
レ
イ

か
ら
追
わ
れ

け
る
日

だ

た
の
で
初
日
に
自
身
を
救

た
キ
リ
ト
以
外
の

人

に
対
し

心
が
非
常
に
強
い

 
な
の
に
戦
に

れ
出
さ
れ
て
い
る

だ
が

り

み

果
も
あ
る
の
か
反
発
す
る
事
も
無
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く
キ
リ
ト
に

目
的
に

て
い
る
節
が
あ
る

 
自
衛

に

剣
は
持

て
い
る
が
ロ
ク
に

練
し
て
な
い
た
め
プ
レ
ミ
ア
よ
り
レ
ベ
ル
は

い
 

動
中
は
キ
リ
ト
の
背
中
に
引

付
く
形
で

し
て
い
る

 
原

ゲ

ム
で
は
ジ

ネ
シ
ス
が
名
付
け
親

ゲ

ム
で
は
由
来
は
明
か
さ
れ
な
い
が

コ

ミ

ク
ス
で
は

て
い
た
ネ
コ
の
名
前

と
い
う
由
来
設
定
が
あ
る

 
本
作
で
は
キ
リ
ト
が
名
付
け
親
に
な

て
い
る

 
名
前
の
由
来
は
英
語

ｔ
ｉ
ｅ
ｒ

か
ら

 
意
味
は
動

の

む

重
ね
る

と
可

名

結
び
つ
け
る
人

の
二
つ
あ
る
が

キ
リ
ト
は
そ
の

方
か
ら

み
取

て
い
る

つ
ま
り

の

ｔ
ｅ
ａ
ｒ

が
由
来
で
は
な
い

  
・
⻩
金
騎
士

 
金
木
犀
を
あ
し
ら

た
剣
使
い
の
騎
士

 

わ
ず
と
知
れ
た
彼
女

し
か
し
彼
女
は
キ
リ
ト
銀
髪
金

を

わ
ず
攻
撃
し
て
い
る

の
で
原
作
で
は
な
く
本
作

い
の
異
世
界

し
か
も
獣
超
克
の
未
来

か
ら
来
た
事
が
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え
る

剣
と
い
う
ワ

ド
で

と
な
く
時
期
は
眼

も
し
て
な
い
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に

を

破
る
前
つ
ま
り
和
解
前

ど
う
や
ら
あ
ち
ら
の
キ
リ
ト
は

で
騎
士
と

り
合
い
戦
い

の
最
中
に
隙
を
突
い
て

剣
を
使
う
事
が
出
来
た
よ
う
だ

 

が

よ
も
や
異
世
界
に

て
い
る
と
は
思
う
ま
い

 
果
た
し
て
現
在
キ
リ
ト
騎
士
遭
遇
済
み
が
整
合
性
を
取
ろ
う
と
し
た
結
果
か
遭
遇
し
て

な
い
異
世
界
キ
リ
ト
の
行
動
に
よ
る
偶
然
の
結
果
か

そ
れ
を
知
る
の
は
彼
女
の
出
身
世
界
の
キ

リ
ト
の
み
で
あ
る

 
出
会
い

に
襲

て
来
る
の
は
千
年
の
⻩
昏
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
立
ち
振
る
舞
い
と
同
じ
妖
精
キ

リ
ト
を
ダ

ク
テ
リ
ト
リ

の
者
と

違
い
し
て
い
た

 

レ
ベ
ル
に
直
す
と
１
０
０

の
ス
テ

タ
ス

  
・

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

 
カ

ル
無
し
の
異
世
界
人
一
人
目

 
テ

ア
を
見
つ
け
る
た
め
の
索

な
ど
で
地
味
に
協
力
し
て
い
た

そ
の
過
程
で
キ
リ
ト
の



 第二十九章 〜妖魔王撃滅戦争〜（祝４００話）

同
行
を
見
守

て
い
る
と
こ
ろ
で
異
世
界
人
と
遭
遇
し
て
い
た
の
を
見
た
た
め
足
止
め
の
た
め

に

り

ん
だ

 
殺
す
つ
も
り
は
無
い
が

無
力
化
す
る
気
で
は
い
る

 

レ
ベ
ル
で
１

０

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
章
 

異
界
よ
り
来
た
り
し
花

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
サ
ブ
タ
イ
は
花
に
す
る
か
者
に
す
る
か
で
迷

た
ん
だ
ゼ

ど
う
で
も
い
い
コ
ト

 
後
書
き
が
ち

と
⻑
い
で
す
が

ご
容
赦
く
だ
さ
い

 

点

シ
ノ
ン

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
八
月
十
六
日

日

後
四
時

 

安
住
の
地

 
ロ
グ
ハ
ウ
ス
一

リ
ビ
ン
グ

  
プ
レ
イ

三
百
人
エ
ル
フ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
四
百
人
か
ら
な
る

合
軍
は
妖
魔
王
と
そ
れ
を

ら

せ
た
フ

ル
ン
・
エ
ル
フ
を

べ
る
王
の

者
を

ち
滅

し

見
事
勝

を
収
め
た

 

大

で
あ
る
キ
リ
ト
ま
た
巫
女
の
信
を
得
て
い
る
も
う
一
人
の
剣
士
キ
リ
カ
は
森
エ
ル

フ
の
王
と
黒
エ
ル
フ
の
女
王
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
伝
承
で
語
ら
れ
て
い
た
聖

と
本
来
近
衛
騎
士

に
の
み
下

さ
れ
る
騎
士
剣
そ
し
て

大
な
報

金
を

払
わ
れ
た

ま
た
こ
の
戦
い
に
参
加

し
て
い
た
他
の
プ
レ
イ

に
も
そ
れ
ぞ
れ
が
騎
士
を

じ
て
多
大
な
報

を
与
え
ら
れ
た

 
ま
た

エ
ル
フ

は
未
だ
い
が
み
合
う
と
こ
ろ
は
あ
れ

と
ま
ず
の

和
を
結
ん
だ

そ

れ
を
取
り
な
し
た
の
は
巫
女
か
ら
信

さ
れ
て
い
た
キ
リ
ト
キ
リ
カ
の
二
人
だ

巫
女
二
人
を

ダ
シ
に
結
ば
せ
た
の
が
実
情
だ
が

プ
レ
ミ
ア
ら
も
キ
ズ
メ
ル

リ

フ

を

に

良
く

な

た
騎
士
達
が
死
ぬ
状
況
を

と
し
な
か

た
の
で
彼
女
ら
の
意
見
も
し

か
り
入

て
い
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る

そ
う
な
る
よ
う
誘
導
し
た
の
だ

と
い
う
の
は

流

に
邪
推
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ

こ
れ
に
よ
り

エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト

妖
魔
王
撃
滅
戦
争

は
終
了
と
な
る

 

来
の
目
的
で
あ
る

無
名
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
保
護
異
常
の
キ

ア
イ
テ
ム
だ
ろ
う
聖

の
確
保
は

成

た

エ
ル
フ

の
争
い
も
収
ま
り
彼
ら
に
と

て
な
じ
み
深
い
黒
エ
ル
フ
騎
士
キ
ズ
メ
ル

を
喪
わ
ず
に
済
む
事
と
な
り

結
果
を
見
れ
ば
正
に

大

で
あ
る

 
こ
れ
で

カ

デ

ナ
ル
の
異
常

プ
レ
ミ
ア
達
が

動
し
た
要
因
だ
ろ
う

浮
遊
城
創

世
の
伝
承

な
ど
も
解
決
し
て
い
れ
ば

う
事
無
し
だ

た

 

し
か
し

そ
う
も
い
か
な
い
の
が
世
の
常
だ

 
プ
レ
イ

も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
も
大
勢

き

ん
だ
こ
の
戦
争
で
新
た
な
問

が
一
つ
生
ま
れ
た
の

だ 
妖
魔
王
の
下
に
突
撃
し
そ
の

を
目
的
に
組
ま
れ
た
突
撃
組
の
前
に
現
れ

大

キ
リ

ト
を
襲

た
⻩
金
の
女
性
騎
士

 
種

は
人

だ
が
プ
レ
イ

や
Ｎ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
ｏ
ｂ
な
ど
に
は
必
ず
あ
る
カ

ル

バ

を
持
た
な
い
異
常
を
引

彼
ら
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た

剣
身
を
無
数
の
小
片
へ

と
変
じ
さ
せ

金
色
の
風
と
し
て
振
る

て
い
た
の
は
魔
法
の
そ
れ
を
思
わ
せ
た
と
い
う
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世
界
観
か
ら

に
も
許
さ
れ
て
い
な
い
攻
撃
的
魔
法
の
行
使

 
更
に

あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
シ
ス
テ
ム
表
示
の
消
失

 
彼
を
取
り

く
状
況
を
知

て
い
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
か
の
騎
士
の
境
遇
に
あ
た
り
を
付
け
ら

れ
る

 
す
な
わ
ち

異
界
の
者
だ

と

 

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
と
い
う
前

も
あ
り
私
達
は
そ
の
事
実
を
す
ん
な
り
と

け
入

れ
ら
れ
た

 
世
間
的
に
は
そ
の
騎
士
の
存
在
は
そ
こ
ま
で
取
り

さ
れ
て
い
な
い

ヴ

ベ
ル
と
い
う

カ

ル
も
ゲ

ジ
も
無
か

た
存
在
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
キ
リ
ト
達
を

し
て
い
た

そ
の
事

実
は

に
大

の
知
る

異
常
に
違
い
は
な
い
の
で
話

性
は
あ
る
が

え
て
取
り

に
す
る
必
要
性
は

か

た

 
無
論
そ
の
騎
士
に
遭
遇
し
た
面

に
事
の
経

が
発
覚
す
る
ま
で
他

無

と

を
キ
リ
ト
が
敷
い
た
か
ら
大
問

に
な

て
い
な
い
だ
け

 
内

を
危
惧
し
予
め
配
信
禁
止
を

い

し
て
い
た
お
陰
で
広
く
知
れ

ら
な
か

た
の
は

開
発

に
と

て
も

い
だ

た
だ
ろ
う
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そ
の
騎
士
は
ヴ

ベ
ル
に
足
止
め
さ
れ
た
後
無
力
化
さ
れ
今
は
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
以
外

の
場

で

束
さ
れ
て
い
た

 
そ
の
場

と
は

安
住
の
地

プ
ラ
イ
ベ

ト
で
み
ん
な
に
会
え
る
よ
う
に
と

キ
リ
ト
が

苦
心
し
て
作

た
ワ

ル
ド
だ

た

 
本
来
他
ゲ

ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
ア
バ
タ

を
持

て
く
る
事
は
出
来
な
い

だ
が
ヴ

ベ
ル

と
⻩
金
騎
士
は
そ
の
仕
様
を
突
破
し
て
現
れ
た

外
だ

ま
し
て
ヴ

ベ
ル
は

と
な

く
時
の

を
も
越
え
た
魔
女

時
を
越
え
な
い
他
ワ

ル
ド
へ
の

動
は
彼
女
に
と

て

に

し
か

た
よ
う
だ

 
安
住
の
地
は
キ
リ
ト
に
と

て
文

り
心

ま
る
地
な
の
だ
が
そ
ん
な
場

に
問

を
持
ち

ん
だ
の
は
⻩
金
騎
士
を

人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
ヴ

ベ
ル
の
気

い

の

れ
で
あ
る

 
未
だ
私
達
と
ロ
ク
に
会
話
し
な
い
未
来
の
ユ
イ
は
そ
れ
で
も
義
弟
に
だ
け
は

更

し
か

た 
そ
し
て

現
在

 
再
現
さ
れ
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
一

に
ヴ

ベ
ル
を

た
キ
リ
ト
は

り
⻩
金
騎
士
か
ら
話
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を

い
て
い
る

 
か
れ
こ
れ
一
時
間
は
経

て
い
る
が
そ
れ
だ
け
⻑
い
の
は
や
は
り
異
界
の
話
も

か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
ろ
う

特
に
今
回
の

手
は
キ
リ
ト
に
対
し
て
異
様
に

心
を
持

て

い
た
と
い
う

 
本

は

間
全

で
件
の
騎
士
に

め
寄
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が

収

が
つ
か
な
く
な
る
の

一

で
キ
リ
ト
に
却
下
さ
れ
て
い
た

 
結
果
他
に

事
の
無
い
面

は
安
住
の
地
に
ダ
イ
ブ
し
騎
士
と
の
話
が
終
わ
る
の
を

今
か
今
か
と

て
い
た

そ
れ
に
し
て
も

話
に

い
た
だ
け
で
も
分
か

て
た
け
ど
本

に
戦
国
時
代
の
合
戦
み

た
い
な
事
を
し
て
た
の
ね

お
う
よ

 
あ
ん
と
き

夢
で
も
見
て
ん
じ

ね

か

て
く
ら
い
テ
ン
シ

ン
上
が

た

な

 

技
術
な
ん
て
モ
ン
が
出
来
た
時
も

は
戦
国
シ
ミ

レ

シ

ン
の
作
品
が
出
な

い
か

て

え
た
モ
ン
だ
し
よ

 
流

に

ち

け
る
の
も
退

だ

た
私
は
そ
の
大
戦
ク
エ
ス
ト
に
参
加
し
て
い
た
面

か

ら
事
情
を

く
過
程
で

現
場
が
ど
ん
な
状

だ

た
か
を

く
事
で

を

し
て
い
た
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実
は

弓
使
い
で
有
名
な
私
は

そ
の
ク
エ
ス
ト
に
参
加
し
て
い
な
か

た

 
今
は
お

そ
の
た
め
実
家
に

て

の
墓

を
し
た
り

の
家
事
を
手
伝

た
り
と
日
中

特
に

前
中

は

し
く
し
て
い
た
の
だ

そ
の
た
め
今
日
の

前
中
に
ゲ

リ
ラ
開

さ
れ
た
ク
エ
ス
ト
に
参
加
で
き
な
か

た
の
で
あ
る

 
せ
め
て
夜
に
始
ま

て
い
れ
ば
参
加
し
遠
く
か
ら

を

く
ス
タ
イ
ル
で

で
き
た
も

の
を

と

夜
の
深
海
ク
エ
ス
ト
で
の
振
る
わ
な
さ
も
合
わ
さ
り
⻭

い
気
持
ち
に
な

た 
そ
れ
を
知
ら
な
い
だ
ろ
う
ク
ラ
イ
ン
は
興

め
や
ら
ぬ

い
や
む
し
ろ
ぶ
り
返
し
て

き
た
と

わ
ん
ば
か
り
の
勢
い
で
戦
い
が
ど
ん
な
も
の
だ

た
か
を
語
り

け
る

子
の

兵
法
を
軍

に
掲

た
か
の
武

を
思
わ
せ
る

備
え
の
和

か
ら

推
し
て
い
た
が
か
な
り

の
戦
国

き
だ

た
よ
う
だ

大

き
な

味
を

で
語
る
同

生
の
男
子
の
よ
う
に
彼
の

は

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か

た

は
あ
の
と
き

の
可
能
性
を
感
じ
た

レ
ベ
ル
の

な
ら
マ
ジ
で
戦
国
シ
ミ

レ

シ

ン
ゲ

ム
を
フ
ル
ダ
イ
ブ
作
品
と
し
て
出
せ
る

て
よ

い
や

そ
れ
は

し
い
ん
じ

な
い
か
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そ
の
日
が

ち
遠
し
い
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
ク
ラ
イ
ン

そ
の
彼
に
キ
リ
カ
が

や
水
を

び
せ
る
よ
う
に
反
論
し
た

え

 
な
ん
で
そ
う
思
う
ん
だ
よ

も
ち
ろ
ん

来
的
に
は
出
る
だ
ろ
う
け
ど
か
な
り

が
分
か
れ
る
と
思
う

み
た
い

な

上
ゲ

ム
な
ら
と
も
か
く

フ
ル
ダ
イ
ブ
み
た
い
に
リ
ア
ル
さ
の
あ
る
ゲ

ム
と
な
る
と

そ
ん
な
高
性
能
な

は

め
ら
れ
な
い

だ

も
そ
こ
が
ネ

ク
に
な

て
ブ
ル

カ

ル
の

が
出
さ
れ
た
ら
し
い
し

あ
 

で
電
子
ド
ラ

グ
の

人
を
し
て
い
た
男
は

開
発

の
チ

フ
デ

レ
ク

タ

で

初

さ
れ
て
い
た
世
界
観
が
残

性
の
あ
る
も
の
と
し
て

か
ら
ス
ト

プ
が

掛
か
り
リ

ダ

で
あ
る
彼
が
解

さ
れ
た
と
い
う
経

が
あ
る

そ
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た

ブ
ル

カ

ル

は

Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
故
意
に
傷
付
け
る
行
い
全

へ
の
抑
止
力
と
し
て

実

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
の
は

裏
事
情
と
し
て
私
達
は
話
を

い
て
い
る

 
そ
れ

ど
Ｎ
Ｐ
Ｃ
や

で
も

生
死

に

す
る
事
に

し
い
と
な
れ
ば

正
に
そ
れ
を
取

り

う
シ
ミ

レ

シ

ン
作
品
で
は
更
な
る
制
限
が
掛
か
る
の
は
目
に
見
え
た
事



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
つ
ま
り
ク
ラ
イ
ン
が
求
め
る
よ
う
な
作
品
が
出
来
上
が
る
事
は
ま
ず
無
い
と
思

て
い
い

と
い
う
事
だ

た

 

わ
ん
と
す
る
事
を
理
解
し
た
ら
し
い
ク
ラ
イ
ン
は

乱
な
声
を
発
し
て
い
た

出
た
と
し
て
も
内

特
化
で
合
戦
は

上
戦
と
か
に
な
る
だ
ろ
う
ね

あ
る
い
は
武

一
騎

打
ち
な
ど
の
代
理
戦
争

み
た
展
開
に
な
る
か

そ
う
か

場
よ

戦
国
シ
ミ

レ

シ

ン
ゲ

ム

作
れ
ね

か

流

の
私
で
も

し
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い
な

な
に
せ
今
の
私
の
立
場
は
キ
リ
ト
君
あ

り
き
の
よ
う
な
も
の
だ

彼
に
こ
れ
以
上
迷
惑
を
掛
け
る

に
は
い
か
ん
よ

現
在
進
行
形
で
迷
惑
掛
け
て
る
も
ん
ね

定
で
き
ん
な

 
ジ
ト
目
の
ユ
ウ
キ
の

撃
に

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
苦
い
表
情
で
応
じ
た

 

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
を
下
地
に
し
て
い
る

だ
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

は

ク
ラ
ウ

ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
後
に
完
全
初
期
化
さ
れ
て
消
え
て
い
る

で
本

は
流

す
る
事
は

出
来
な
い

そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が

場

で
あ
り
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
バ

ク
ア

プ
デ

タ
を

し
た
と

く
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結
果

そ
の
せ
い
で

で
色

と
問

が

き

キ
リ
ト
が
そ
れ
に
対

す
る

目
に

な

て
い
る

で
こ
れ
は
も
う

い

の
し
よ
う
が
な
い
く
ら
い
ヒ

ス
ク
リ
フ
に
非
が
あ
り

ま
く
り
だ

 
無
論

場
も
こ
の
事

を
想
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

し
て
キ
リ
ト
に
デ
バ

カ

の
依
頼
を
し
て
い
た
だ
け
で
本

に
こ
こ
ま
で
彼
を
出
動
さ
せ
る
事

に
な
る
と
は
思

て
い
な
か

た

だ

 
そ
こ
を

慮
す
る
と
一
番
非
の
あ
る
人
物
は
キ
リ
ト
の
苦

に
取
り
合
わ
ず
電
子
ド
ラ

グ
の

人

と

運

持
の

方
を

さ
せ
た
彼
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
い
う
事
に
な

る 
キ
リ
ト
に
よ
れ
ば
そ
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
上
か
ら
指
示
さ
れ
て
い
る
事
な
の
で
結
果
板

み
に
な

て
苦
し
ん
で
い
る
と
の
事
だ
が

 
キ
リ
ト
の

を

先
す
る
私
達
か
ら
す
れ
ば
そ
ん
な
中
間

理

に
あ
り
が
ち
な
悩
み
は

知

た
事
で
は
な
か

た

そ
れ
で
よ

あ
の
金
色
の
騎
士

て

ど
ん
な

ゲ

ム

世
界
か
ら
来
た
と
思
う

 
そ
こ
で
そ
れ
ま
で
の
戦
国

き
な
男
の

気
が
真
剣
な
も
の
へ
と
一
変
し
た

悲
し
さ
を
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全
面
に

し
出
し
て
い
た
情
け
な
い

は

静
な
男
の
そ
れ
へ
と
変
わ
る

 
そ
の
変
化
に
対
し
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
ユ
ウ
キ
を
は
じ
め
こ
の
場
に
い
る
面

の
表
情
も
ま

た
真
剣
な
も
の
に
な

た

 
ま
る
で

浮
遊
城
で
の
攻
略
会
議
の
時
の
よ
う
な

 
そ
ん
な
空
気
の
中
最
初
に

り
出
し
た
の
は
や
は
り
攻
略
組
を
引

て
い
た
騎
士

の
男
だ

た

彼
は

静
な
面
持
ち
で

推

を

に
し
て
い
く

進
し
て
い
る
最
中
の
一

し
か
会

て
い
な
い
し
刃
も
我

は
交
え
て
い
な
い
が

仮

に
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
系

の
ワ

ル
ド
な
ら
恐
ら
く
キ
リ
ト
君
が
使

て
い
た

を

で
も
使
え
る
ワ

ル
ド
だ
と
私
は
思
う
よ

 
そ
の
推

に

そ
り

あ

故

と
ク
ラ
イ
ン
が
更
に
問
う

 

を
脱
ぎ

深
紅
の
ロ

ブ
を

う

者
然
と
し
た
男
は

え
た

あ
の
剣
の
攻
撃
だ
よ

密
に

え
ば

金
の
風
と
も

う
べ
き
も
の
か

ア
レ
か

あ
れ
が

キ
リ
ト
の

と
同
じ
攻
撃

て
事
か

少
な
く
と
も
そ
れ
に
近
い
も
の
だ
と
は
思
う
よ

あ
の
攻
撃
が
彼
を
襲
う
前

ら
し
き
声

も
無
か

た

剣
に

す
時
も
刃
の
無
い

を
翳
し
た
だ
け

の
よ
う
な
思

で

作
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す
る

に
し
て
は
極
め
て

か
な

作
を
求
め
ら
れ
る
か
ら
恐
ら
く
そ
れ
も
無
い
だ
ろ
う

他

に
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
キ
リ
ト
君
の
魔
術
の
よ
う
に
モ

シ

ン
式
を
取

た
魔
法

の
可
能
性
だ
が

 

か
に

い

ん
だ
深
紅
の

者
は
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
と

け
た

ま
る
で
自
分
に

い

か
せ
る
か
の
よ
う
な

い
方
だ

 
無
論

の
手
掛
か
り
も
な
い
予
想
だ
か
ら

た

て
い
な
く
と
も
不
思
議
で
は
な
い
の
だ

が 
た
だ

な
ん
と
な
く
彼
に
は
そ
れ
な
り
の
根

が
あ
る
よ
う
に
思
え
た

ど
う
し
て
そ
う
思
う
の
か
し
ら

フ

ア
さ
に
欠
け
る

ゲ

ム
で

う
魔
法
は
遠

離
攻
撃
手

で
あ
る
と
同
時
に

も

が
同
じ

件
で
使
え
る
も
の
と
い
う
前

が
あ
る

し
か
し
彼
女
の
場
合
ア
レ
は
剣
に
依
存
す

る
も
の
だ

た

剣
の
エ
ク
ス
ト
ラ

果
の
可
能
性
は

 
ユ

ジ

ン

軍
の
持
つ
魔
剣
み
た
い
な

 

い
な
が
ら
紅
の

軍
が
持
つ
魔
剣
を
思
い
浮
か
べ
る

彼
が
持
つ
魔
剣
グ
ラ
ム
は

レ
ジ

ン
ダ
リ

伝
説

ウ

ポ
ン

武
器
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
ユ
ニ

ク
武
器
と
し
て
存
在
す
る

ア
レ
の
よ
う
に
そ
の
刃
を

り
ば
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め
さ
せ
る
能
力
も
エ
ク
ス
ト
ラ

果
と
い
う
可
能
性
は
な
い
の
か
と
思

た

 
し
か
し

そ
れ
で
も
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

を
横
に
振
る

彼
の
魔
剣
は
キ
リ
ト
君
が
破

た
時
の
よ
う
に
欠
点
が
あ
る

手
の

を
無

に
す
る
の

と
同
時
に
自
身
も

な
い
と
い
う
弱
点
が
ね

し
か
し

彼
女
の
剣
に
そ
れ
は
無
い
よ

う
に
見
え
た

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

う

強
力
な
武
器
は

同
時
に

か
を
代
償
に
し
て
い
る
事
が
多
い
と

 
魔
剣
グ
ラ
ム
は
自
身
が

不
可
に
な
る
代
わ
り
に

手
に

を
許
さ
な
い
エ
ク
ス
ト

ラ

果
が
あ
る

他
の
伝
説

武
器
も

か
し
ら
の
欠
点
は
存
在
す
る
と
さ
れ
る
が
そ
れ
を
引

き
換
え
に
し
て
も

超
強
力
と
判
断
で
き
る

ど
の
ポ
テ
ン
シ

ル
が
あ
る

 
だ
が

あ
の
剣
に
欠
点
は
な
い
と
彼
は

う

 

な
パ
ラ
メ

タ
が
不
明
だ
が

キ
リ
ト
が

す
術
も
な
く
な
ぎ
倒
さ
れ
た
の
を
見
る
に

そ
の
攻
撃
の
重
さ
は

常
で
は
な
い

そ
れ
が
⻩
金
騎
士
の
意

に
応
じ
数
百
に
も

ぶ
小
片

と
な

た
襲
い
来
る

そ
れ
ら
す
べ
て
を
剣
で
弾
く
の
は
不
可
能
だ
し
か
と
い

て
空
中
を
高

速
か
つ
自
在
に

動
す
る

を
回

す
る
の
も
ま
た
至

 
つ
ま
り
騎
士
の
あ
の
技
は
あ
り
得
な
い

ど
に
完
全
そ
し
て
万
能
な
の
だ

と

者
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は
語

た

 
そ
れ
に

私
は
思
わ
ず

り
を
上

る

 
世
界
を
見
れ
ば
そ
れ

ど
の
反

武
器
は

ら
で
も
見
つ
か
る
の
で
は

と
思
う
が
確

か
に
と

得
出
来
る
部
分
も
大
い
に
あ
る
話
だ

 
現
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
と
し
て
名
高
い
伝
説

武
器
の
聖
剣
は

あ
ら

る
状

異
常
を
無

化

し

手
の
バ
フ
も

す
る
性
能
を
持

て
い
る

攻
撃
力
も
高
い
の
で
極
め
て
強
い
の
は
確

か

し
か
し
同
じ
金
色
の
武
器
で
も
話
に

く
騎
士
の
剣
と

べ
れ
ば
間
合
い
の

で

勢
に
な
る
の
は
容

に
想
像
が
付
い
た

剣
の
能
力
と
し
て
は
付
与
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

だ
が
そ
れ
を
発
動
す
る
の
は

の

で
は
な
い
か
と
私
は
思
う

ユ

ジ

ン

軍
の
魔
剣
と
違
い

意
で
発
動
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
た
し
ね

 
私
は
そ
の
戦
い
の
現
場
を
見
て
い
な
い
の
で

と
も

え
な
い
が
そ
の
場
に
い
た
ユ
ウ
キ
達

を
横
目
で
見
れ
ば

し
い
表
情
を
し
て
い
る
も
の
の
こ
れ
と
い

た
反
感
は
見
ら
れ
な
い

彼

女
ら
も

み
深
い
伝
説

武
器
よ
り
強
過
ぎ
る
力
だ
と
感
じ
て
い
る
の
だ

 
そ
の
原
因
が

キ
リ
ト
が

も
見
せ
て
き
た

な
の
だ
と
す
れ
ば
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ま

得
い
か
な
く
も
な
い

 
し
か
し

だ
け
ど

彼
女

て

多
分

よ
ね

 
キ
リ
ト
レ
ベ
ル
の
強
い
意

を

自
力
で
作
り

上

た

て
事

 
そ
こ
で

引

掛
か
る
点
が
あ

た

 
時
を
越
え
た
第
一
人
者
で
あ
る
ヴ

ベ
ル
は

知
の

り
ユ
イ
の
未
来
の

で
あ
り
リ
ア

ル
で
肉
体
を
持
た
な
い
が
故
に
時
を
越
え
て
も
生
存
で
き
て
い
る

忘
れ
そ
う
に
な
る
が
あ
く

ま
で
人
間
は

の
信

を

部
分
で
キ

チ
し
て
い
る
か
ら
ア
バ
タ

を
動
か
せ
て
い
る
だ

け
だ

そ
の
信

を
超
え
る
速

は

論
過
去
に

ん
で
も
動
き

け
る
事
は
あ
り
得
な
い
と

て
い
い

 
で
あ
れ
ば

リ
ア
ル
に
肉
体
を
持
た
な
い

や

プ
レ
ミ
ア
達
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
い
う
事

に
な
る
の
だ
が

の
中
で

の
力
を
発

し
た
の
は
キ
リ
ト
の
ホ
ロ
ウ
の
み

必
然

的
に
キ
リ
カ
も
同
様
に
可
能
な
の
だ
ろ
う
が

逆
に

え
ば
リ
ア
ル
の
人
間
と
同
じ

み
重

ね
を
し
た

で
な
け
れ
ば
不
可
能
な

ど

と
い
う
力
は
特

で
あ
る

 
キ
リ
ト
も

を
使
う
に
は
ナ

ヴ
ギ
ア
以
上
の
出
力
を
持
つ
ハ

ド
が
必
要
ら
し
く
ア
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ミ

ス
フ

ア
を
使

て
い
る
間
は

を
使
え
な
い

 
キ
リ
カ
に

し
て
は
本
人

く
そ
こ
ま
で
の
勢
い
に
な
れ
て
な
い
だ
け
と
の
事

ホ
ロ

ウ
の

が
あ
る
の
で
追
い

め
ら
れ
れ
ば
使
え
る
だ
ろ
う
が
意

し
て
使
え
は
し
な
い
と

て
い
た

 
ユ
イ
達
に

し
て
は
分
か
ら
な
い

か
つ
て
エ
ラ

を

し
た
ユ
イ
は
カ

デ

ナ
ル
の

制
限
を
無

し
て
現
界
し
キ
リ
ト
に
会
い
に
来
る
と
い
う

業
を
や

て
の
け
た

そ
れ
を

と
解

す
る
か

郷
の

に
タ
ス
ク
を

か
れ
た
隙
を
突
い
た
だ
け
と
解

す
る
か
で
結

論
が
変
わ
る

ス
ト
レ
ア
も
同
じ
だ

 
そ
こ
ま
で

え
た
私
の
問
い
に
う
む

と
一
つ

い
た
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
や
や

根
を

寄
せ

を
組
み

に
手
を

て
た

こ
れ
は
ユ
イ
か
ら

い
た
話
だ
が
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
プ
レ
イ

の
感
情
デ

タ
の
観

の
た
め
に
圧
倒
的
に
欠
如
し
て
い
た

福
や
喜
び
と
い

た
も
の
は
マ

プ
デ

タ

や
オ
ブ
ジ

ク
ト
に
付

さ
せ
る
形
で
保
存
し
て
い
た
と
い
う

セ
ブ
ン
君
が

し
た
時
キ

リ
ト
君
は
生
へ
の

を
サ

バ

デ

タ
か
ら
呼
び

こ
し
て
勝

を
収
め
た

我

は

そ
れ
を
指
し
て

と
呼
ん
で
い
る

同
じ
よ
う
に
キ
リ
ト
君
の
ホ
ロ
ウ
は
サ

バ

の
負
の
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感
情

ユ
イ
を
苦
し
め
た
エ
ラ

を

び
負
の

で
以
て

を

い
た

こ
の
二
点
に
共

し
て
い
る
の
は

使

者
と
感
情
デ

タ
に
共
鳴
が
あ

た
事
だ

共
鳴

キ
リ
ト
や
ホ
ロ
ウ
自
身
が

同
じ
感
情
を

い
て
い
た

て
事
よ
ね

そ
う
だ

つ
ま
り

と
い
う
の
は
た
だ
使

者
が
強
い
感
情
を
放
つ
だ
け
で
は
完
成
し
な

い

使

者
の
感
情
に
呼
応
し

力
を

す
存
在
が
不
可
欠
な
の
だ

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
話
に

私
は

て

い
た

 

わ
れ
て
み
れ
ば
思
い

た
る
節
は
あ

た

え
ば

夜
の
深
海
ク
エ
ス
ト
で
は
正
に

セ
ブ
ン
を
倒
す
一
手
と
な

た
技
の
再
現
を
見
た
が
ア
レ
で
も
ク
ラ

ケ
ン
を
倒
す
に
は

至
ら
な
か

た

し
か
し

セ
ブ
ン
は
あ
の
ク
ラ

ケ
ン
の
デ

タ
も
取
り

ん
で
い
た

で

本
来
の

フ

ス
・
デ
ス

な
ら
倒
せ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い

 
な
ら

そ
の
差
は

な
の
か
と

え
ば

そ
れ
は

の
有
無
だ

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

に

い
て
は

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
あ

た
あ
ら

る

生

へ
の

と
い
う
感
情
を

し

自
ら
の
力
へ
と
変
え

そ
れ
を
放

た

フ

ス
・

デ
ス

の
本

は
彼
の
力
で
は
な
く

彼
が

し
た
想
い
な
の
だ

つ
ま
り

と
い
う
デ

タ
に

ら
か
の
感
情
が

さ
れ
た
場
合

そ
れ
に
呼
応
す
る
も
の
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が
あ
れ
ば

で
あ

て
も

を
可
能
と
す
る

だ

そ
れ
は
ホ
ロ
ウ
と
い
う
存
在
が
証
明

し
て
い
る

彼
自
身
が
感
情
を
生
み
出
し
た
か
彼
を

ん
で

さ
せ
た
か
は
と
も
か
く
そ

の
ど
ち
ら
か
で

も
可
能
に
な
る
と
見
て
い
い
と
私
は

え
て
い
る
よ

な
る

ど
ね

 
私
は
そ
う
返
し

い
た

 
正
直
彼
の
話
を
全
て
理
解
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が

理
論
上
は

が
取

て
い
る
事
は
分

か

た

 
あ
と
は
実

ど
う
な
の
か
を
金
の
騎
士
や
彼
女
と
話
を
し
て
い
る
キ
リ
ト
に

け
ば
解
決
す

る
話
だ

な
に
せ
こ
れ
ら
は
全
て

私
達
の
世
界
で

き
た
事
を

ま
え
た
推

で
し
か
な
い

異
界
で
私
達
の

の
話
が
全
て

す
る
と
思
う
程

観

は
し
て
い
な
か

た

 
そ
う
し
て
推

を
交
わ
し
て
時
間
を

し
て
い

た

  
彼
が
一

リ
ビ
ン
グ
に

を
見
せ
た
の
は

後
五
時
を

過
ぎ
た

だ

た

後
ろ
に
は
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変
わ
ら
ず
フ

ド
を
目
深
に

た
ま
ま
の
ヴ

ベ
ル
と

剣
を
許
さ
れ
た
ら
し
い
⻩
金
の

騎
士
が

ん
で
い
た

と
り
あ
え
ず

ア
リ
ス
は
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に

て
く
れ

 
空
い
て
い
る

に

る
よ
う
騎
士
に
勧
め
る

こ
の
時
そ
の
騎
士
の
名
が
ア
リ
ス
で
あ
る
事

が
分
か

た

金
髪
の
少
女
騎
士
が

直
に

た
の
を
見
る
に
彼
女
の

心
も
多
少
は
解

け
た
ら
し
か

た

 
ヴ

ベ
ル
は
そ
れ
が

然
と

わ
ん
ば
か
り
に
揺
り

子
の

め
後
ろ
に

取

た

一

な
表
情
を
キ
リ
ト
が
向
け
た
が
す
ぐ
気
を
取
り
直
し

の
前
に
立

た
彼
が

を
開

く
分
か

た
事
を
手

に
話
し
て
い
こ
う
と
思
う

ま
ず
騎
士
の
名
前
は
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ

シ
ス
・
サ

テ

整
合
騎
士

と
い
う
集

の
三
十
番
目
の
騎
士
だ

整
合
騎
士

と
い
う

の
は
こ
ち
ら
で

う
と
こ
ろ
の

の
よ
う
な
組

だ
な

を
攻
撃
し
て
き
た
の
は

の

世
界
の
キ
リ
ト
が
人
を
殺
す
罪
を

し

ら
え
ら
れ
た
け
ど
脱
獄
し
戦

て
い
た
直
後

だ

た
か
ら
ら
し
い

そ
の
点
に
つ
い
て
は

罪
し
ま
す

同
じ
名
容

と
は

え
ま

た
く
の
別
人
を
襲

た
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事
は
私
に
非
が
あ
り
ま
す

こ
の
者
が
あ
の
者
と
別
人
と
い
う
の
が
今
だ
信
じ

く
は
あ
り
ま

す
が

 
そ
う

て

な
表
情
を
キ
リ
ト
に
向
け
る
騎
士
ア
リ
ス

 
彼
女
の
話
を

く
限
り
同
名
異
人
に
も
程
が
あ
る

ど

二
つ
ら
し
い
し
そ
の

に
な
る

気
持
ち
も
よ
く
分
か
る

な
に
せ
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
キ
リ
ト
キ
リ
カ
ホ
ロ
ウ
と
い
う
見
た
目
も
中

身
も

同
じ
人
間
が
存
在
し
た
の
だ

多
分
そ
の
事
実
を
知

た
時
の
私
達
と
近
い
心
境
だ
ろ

う
で

そ

ち
の

キ
リ
ト

に

剣
を
突
き
立
て
ら
れ

光
に

ま
れ
た
と
思

た
後
に
は
あ

の
森
に

た

数
時
間

策
し
て
妖
魔
王

に
向
け
た
部
隊
を

い
る

を
見
つ
け
た

と
そ
う
い
う

ら
し
い
な

ち
な
み
に
キ
リ
カ
を
は
じ
め

以
外
は
全

初
め
て
見
る
ら
し

い
え

そ
う
な
の

 
ア
リ
ス

本

に
ボ
ク
達
と
会

た
事
な
い
の

え
え
あ
り
ま
せ
ん

そ
も
そ
も
整
合
騎
士
は

の
者
と
の

わ
り
を
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

じ

あ

平
行
世
界
じ

な
く
て

本

に
本

の
異
世
界

て
事

 
ア
リ
ス
の
惑
い
無
き
返
事
に
ユ
ウ
キ
が

し
い

に
な
る

彼
が
い
る
と
こ
ろ
に
は
ど
こ
ま
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で
も
付
い
て
行
く

そ
の
覚
悟
を
し
て
い
る
私
達
を
一
切
見
た
事
が
な
い
と
な
る
と
彼
女
の

世
界
は
こ
の
世
界
と
ま

た
く
違
う
歴
史
を
歩
ん
で
い
る
と
い
う

え
が
浮
か
ぶ

い
や

そ
れ
は
ち

と

な
ん
だ
よ
な

ど
う
い
う
事

ア
リ
ス
と
戦

た

キ
リ
ト

は

戦
う
前
の
名

り
で

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
流
の
剣
士

て

た
ら
し
い
ん
だ

そ
ん
な
流

の
名
前
あ
の
城
を
知

て
な
い
と
出
な
い
だ
ろ
う

浮

遊
城
に
つ
い
て
は
ア
リ
ス
も
知
ら
な
か

た
ら
し
い
し

そ
う
い
う
事
か

で
も

じ

あ
な
ん
で
ボ
ク
達
が

な
い
ん
だ
ろ
う

ヴ

ベ
ル
と
も
話
し
た
け
ど
そ
こ
は
分
か
ら
な
か

た

に

わ
ら
な
か

た
か
ら
ア
リ

ス
が
見
て
い
な
い
だ
け
か
み
ん
な
を
護
れ
な
か

た
歴
史
な
の
か
そ
も
そ
も

か
ら

な
い

世
界
な
の
か

 
多
分
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
が
あ

た
世
界
で
は
あ
る

そ
の
世
界
で
作
ら
れ
た
仮
想
世
界
に
彼

し
か
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
な
い
だ
け
か
イ
ン
し
て
い
る
け
ど
ア
リ
ス
が
見
て
い
な
い
の
か
そ
れ

と
も

に
死
ん
で
し
ま

て
い
る
か

な
い
の
か

 
ど
れ
か

え
は
出
な
い
話
に

い
ず
れ
に
せ
よ

と
キ
リ
ト
が

め

る
に
掛
か

た
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こ

ち
の

達
が
ど
れ
だ
け

え
て
も
進
展
は
無
い
と

は
判
断
し
た

し
ば
ら
く
は

と

行
し
て
ア
リ
ス
が

の
世
界
に
帰
る
方
法
と
か
同
じ
よ
う
に
異
世
界
か
ら

か
来
て
な

い
か
探
し
て
い
く
つ
も
り
だ

み
ん
な
も
気
に
し
て
お
い
て

し
い

う
ん
分
か

た
よ

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
状
況

て
な
ん
だ
か
シ
ノ
ン
達
と
出
会

た

み
た
い
だ
ね

本

の
異
世
界
か
ら

き

ま
れ
た
と
か

ち

と
ス
ケ

ル
が
違
う
け
ど
ね

き
は
ち

と

に
な
り
ま
せ
ん
よ

 

み
を
零
す
ア
ス
ナ
に

私
は
リ

フ

と
一
緒
に
な

て
苦

し
た

 
確
か
に
似
た
よ
う
な
状
況
だ
が
文

り
の
異
世
界
か
ら
迷
い

ん
で
し
ま
う
の
は
大
問

で
あ
る

あ
の
時
と
違

て
解
決
方
法
も
定
か
で
は
な
い
の
だ

 
た
だ

似
た
よ
う
な
経
験
を
持
つ
身
と
し
て
は

多
少
な
り
と
も
親
近
感
が

く
も
の
で

ま
そ
う
い
う

だ
か
ら

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ア
リ
ス
さ
ん

私
は
シ
ノ
ン
弓
使

い
と

剣
使
い
よ

 
そ
う

て

私
は
手
を
差
し
出
し
て
い
た

 

人
間
不
信
に
苛
ま
れ
出
来
る
だ
け

離
を

こ
う
と
し
て
い
た
過
去
を
思
え
ば

分
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進
歩
し
た
も
の
で
あ
る

え
え

面
倒
を
掛
け
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
れ
に

⻩
金
の
騎
士
は
小
さ
く

み

手
に

ま
れ
た

手
で
握
手
を
交
わ
し
た

 
こ
こ
に

な
う
ぎ

友
誼
が
結
ば
れ
た
の
だ

た

  
・

／
心
意

 
原
作
で
は
心
よ
り
出
ず
る
意

で
あ
り
強
い
想

に
よ

て
現

を
上
書
き
し
使

者
の
想
像
を

し
付
け
る
超
技
術

 
完
全
武

配
術
な
ど
武
器
を

点
と
し
た
も
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
語

た
感
情
の
共

鳴
を

と
し
た
も
の

剣
が
記

を
伝
え
る
場
合
は

手
の
理
解
・
共
鳴
が
不
可
欠
な
の
で

実
は

も
知
ら
な
い

の
ヒ

ス
ク
リ
フ
の

は
的
を

て
い
る

実
は
ホ
ロ
ウ
が
負
の

を
使
え
て
い
た
の
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に

ま

て
い
た
負
の
感
情
デ

タ
に

ま
れ
共
鳴
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件
を

た
し
た
か
ら
だ

た
り
す
る

い
な
が
ら
ホ
ロ
ウ

点
で

過
程
が
あ
る
の
は
そ

う
い
う
理
由

 
た
だ
し

心
意
の

や

心
意
の
小
太
刀

な
ど
は
現

の
上
書
き

し
付
け
で
あ
り

無
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
非

記

解
放
術
を
使
え
る
原
作
ア
リ
ス
が

や
小
太
刀

を
使
え
な
い
の
は

こ
ち
ら
の
方
が
高

技
術
だ
か
ら
で
あ
る

 

と
い
う
独
自
解

論

 
実

小
太
刀
な
ど
は

ラ
イ
ト
キ

ブ
・
ク
ラ
ス
タ

の
メ
イ
ン
フ
レ

ム

シ
ス
テ
ム

に
深
く
直
結
し
て
い
る
者
で
あ
る

ど
使
え
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
そ
も
そ
も

も
が
使
え
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
原
作
の

し
設
定
が
あ
る

 
原
作

キ
リ
ト
は

心
神
喪
失
か
ら
回
復
す
る

に
深
く
繋
が

た
の
で

こ
の
力
に
開

花
し
た
と
さ
れ
る

 
つ
ま
り
こ
れ
を
鍛

の
み
で
使
え
る
騎
士
⻑
ベ
ル
ク

リ
は
か
な
り

ベ

人
と
い
う
結

論 
本
作
キ
リ
ト
も
共
鳴

が
主

な
の
で
実
は
ま
だ
ベ
ル
ク

リ
レ
ベ
ル
で
は
な
か

た
り

す
る

／
心
意
の
行
使
は
ア
リ
ス
と
同

以
上
で
は
あ
る
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・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 

わ
ず
と
知
れ
た
仮
想
世
界
の
創

主

 
今
回
は

で
は
な
く

者
然
と
し
た
ロ

ブ

 

の
本

が
な
ん
で
あ
る
か
を

し
そ
れ
を
持
論
と
し
て
今
回
展
開
し
た

ア
リ
ス
が

で
あ
る
事
を
前

に

え
て
い
る
が
ユ
イ
達
の
よ
う
な

物
よ
り
は
キ
リ
カ
の
よ
う
な

極
め
て
人
間
的
な
生
ま
れ
方
だ
と
推

し
て
い
る

キ
リ
カ
が
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
と
ボ
ト
ム
ア

プ
型
の
ハ

フ
み
た
い
な
も
の
な
の
で

ア
リ
ス
も
そ
ん
な
感
じ
か
と
い
う
思

 

開
発
協
力
のリ

ア
ル
浮
遊
城

真
意

そ
の
実
験

経

共
に
キ
リ
ト
に
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
の
で

か
な
り
負
い

目
が
あ
る

あ
る
が

そ
れ
を
返
さ
ず
我
が
道
を
突
き
進
む
あ
た
り
が
天
才
た
る
由
縁

 
ま
あ
彼
も
黒
椿
な
ど

方
面
で
助
力
し
て
い
る
か
ら

全
然
足
り
な
い
で
す
が
無
情

  
・
ク
ラ
イ
ン

 
戦
国
大

き

 
ギ
ル
ド
名
に

風
林
火

は

備
え
で

め
て
い
る

り
に
か
な
り
の
リ
ス

ク
ト
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が
あ
る
と
見
ら
れ
る

フ
ル
ダ
イ
ブ
の
戦
国
シ
ミ

レ

シ

ン
や
合
戦
ゲ

ム
が
出
れ
ば
い
い

な
と

想
し
て
い
る
が

の
事
情
・
前

か
ら

し
い
か
と
や
や

め
気
味

 
そ
う
い
う
観
点
か
ら
で
は
あ
る
が

の

の
高
性
能
さ
を

価
し
て
い
る
一
人

 
キ
リ
ト
が

大

に
な
る

ど
成
⻑
し
た
事
に
密
か
に
感
動
し
て
い
た
り
す
る

  
・
シ
ノ
ン

 
キ
リ
ト
大

き
弓
使
い

 

親
の
墓
参
り

な
ど
も

ね
て

期
間
な
が
ら
帰

し
て
い
た
の
で
夜
な
ら
と
も
か

く

ら
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
る
事
は
出
来
な
か

た

力
に
な
れ
な
か

た
事
を
⻭

く

思

て
い
る

 
過
去
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

き

ま
れ
た
経
験
か
ら
異
世
界
か
ら
迷
い

ん
だ
ア
リ
ス
に
多
少
な
り

と
も
親
近
感
を

い
て
い
る

 
ア
リ
ス
は
同
い
年
だ
と
思

て
い
た
の
で

後
で
年
上
と
知

て
び

く
り
す
る

  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ
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金
木
犀
の
剣
を
振
る
う
女
性
騎
士

 
ヴ

ベ
ル
に
よ

て
無
力
化
さ
れ

束
さ
れ
た
状

で
キ
リ
ト
と
対

最
初
は

心
し

か
無
か

た
が
状
況
を
理
解
し
別
人
で
あ
る
事
も
分
か

た
の
で

心
は
少
な
く
な

た

た
だ
あ
ま
り
に
同
一
人
物
と
し
か
思
え
ず
中

り
切
れ
な
い
で
い
る

 
キ
リ
カ
に
対
し
て
は

似
て
い
る

と
思

て
い
る
が

そ
れ
だ
け

 
帰
る
手

が
見
つ
か
る
ま
で
の
間

く
キ
リ
ト
勢
の
世
話
に
な
る
事
が
決
ま

た

一
年

ど

い
リ
ア
ル
ワ

ル
ド
デ
ビ

で
あ
る

 
実
は
現
時
点
で
女
性

で
サ
チ
と

ぶ
最
年
⻑

 
地
味
に
原
作
で
は
ア
ス
ナ
と
同
年

だ

た
り
す
る

 
原
作
で
は
ボ
ト
ム
ア

プ
型

の
完
成
型
と
さ
れ
て
い
る
が

本
作
で
は
ま
だ

を
破

て
な
い
の
で

迷
な
一
面
が
強
い

  
・
キ
リ
ト

あ
と
三

月
で

 
ア
リ
ス
か
ら
情
報
を
集
め
て
い
た

 
一
時
間
以
上
話
し

ん
だ
が
そ
の
成
果
は
あ
ま
り
無
か

た

と
い
う
の
も
ア
リ
ス
が
あ
ま
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り
に
も

キ
リ
ト

に
つ
い
て
知
ら
な
か

た
た
め
で
あ
る

 
仕
方
な
し
に
ヴ

ベ
ル
と
話
し
合
う
が
結

こ
の
世
界
と
の
繋
が
り
が
あ
る
か
も
不
明
の
た

め

時
間
を
掛
け
た

に
成
果
は
上
が

て
い
な
い

む
し
ろ
問

が
増
え
た
分
マ
イ
ナ
ス
に

な

た
ま
で
あ
る

 
人
を
殺
め
た
経
歴
に
事
欠
か
な
い
の
で
ア
リ
ス

破
る
前
と
の

性
は
す
こ
ぶ
る
悪
く

し
さ
を
理
由
に

間
に
放
り
投

て
い
る

と
は

え
帰
る
手

の

索
は
す
る
の
で
放

し

て
い
る

で
は
な
い

  
・
異
世
界
の
キ
リ
ト

 
禁
忌
目
録
違
反
の
罪
人

 
人
を
斬

て

ま

た
が
脱
獄
し

み

る
強

の
整
合
騎
士
達
を
打
ち
倒
し
ア
リ
ス

の
下
ま
で

り

い
た

の
者

戦
い
の
最
中
に
隙
を
突
い
て

剣
を

し
ア
リ
ス
を
転

さ

せ
た

 
自
ら
を
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
流
の
剣
士
と
称
し
た
事
か
ら
こ
の
世
界
と

ら
か
の
繋
が
り
は

あ
る
と
思
わ
れ
る
が

は
不
明
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キ
リ
ト
の

間
内
で

一
殺
人
経
験
が
あ
る
シ
ノ
ン
が
一
番
に
ア
リ
ス
と
友
誼
を
結
び
ま

し
た

  
こ
こ
か
ら
は
シ
ノ
ン
の
タ

ン
で
す

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
一
章
 

善
を
敷
く
者

悪
を
負
う
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
ア
リ
ス
登
場
と
い
う
事
で

今
話
は
原
作

キ
リ
ト
・
ユ

ジ
オ
禁
忌
違
反

ア

リ
ス
と
の
対
話

り
の
内
容
の
オ
マ

ジ

と
な
り
ま
す

 
本
作
キ
リ
ト

シ
ノ
ン

ア
リ
ス
の
良

な

の
た
め
に
は
不
可
欠
な
ん
や

 

点

シ
ノ
ン

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  
異
界
の
騎
士
ア
リ
ス
の
事
情
が
伝
え
ら
れ
対
面
も
済
ま
せ
た
後
私
達
は
思
い
思
い
に
安
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住
の
地

で
時
を
過
ご
す
事
に
し
た

 
中
に
は

の
プ
レ
ミ
ア

テ

ア
を
心
配
し
て

る
人
も
い
た
が

キ
リ
ト
は

ら
な
い

だ

た

テ

ア
が

一
心
を
許
す
プ
レ
イ

で
あ
る
彼
は

夜
か
ら

夜
で

き

け
て

い
た
た
め
ヒ

ス
ク
リ
フ
や
セ
ブ
ン
達
に
よ

て
止
め
ら
れ
た
の
だ

つ
ま
り

ろ
う
と
は
し

た
し

こ
の
場
に

ま

た
の
も
彼
の
意

で
は
な
か

た

 
と
は

え

れ
て
い
る
の
は
本

の
よ
う
で
苦

を

ら
し
た
彼
は

直
に
彼
ら
の

し

に
応
じ
た

 
新
た
に
見
つ
か

た
巫
女
テ

ア
は

彼
以
外
の
プ
レ
イ

に
強
い

意
を
向
け
て
い
る

そ
れ
は

ベ

タ
が
始
ま

て
か
ら
今
日
ま
で
ず

と
命
を

わ
れ
て
い
た
か
ら
だ

初
日

に
彼
女
を
助
け
出
し
た
彼
を
覚
え
て
い
た
テ

ア
は
彼
以
外
の
プ
レ
イ

を
全
て

す
る

よ
う
に
な

て
い
た

 
だ
が

そ
の

外
は
あ
る

 
そ
れ
は
エ
ル
フ

だ

特
に
キ
リ
ト
と
共
に
救
出
作
戦
に
出
向
い
た
森
エ
ル
フ
の
近
衛
騎
士

リ

フ

は

彼
か
ら
テ

ア
を

け
ら
れ

ま
で

れ

し
た
経

が
あ

た

安
住
の

地
で
ア
リ
ス
か
ら
話
を

く
た
め
に
一

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
離
れ
る
必
要
が
あ

た
キ
リ
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ト
は

テ

ア
を
リ

フ

に

け
て
い
た

 
ル

ト
に
よ

て
は

モ
ン
ス
タ

に
な
る
エ
ル
フ

は
キ
リ
ト
の

戦
の

に
人

と
も

友
誼
を
結
ん
で
お
り
原

対
し
な
い
中
立
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
い
う
立
場
に
変
わ

た

モ
ン
ス
タ

い
か
ら
外
れ
戦
闘
型
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
い
う
分

に
変
更
さ
れ
て
い
た
の
だ

の
撃
滅
戦
争
の
た

め
に
設

さ
れ
た

地
は

和
の
証
と
し
て
今
も
残
さ
れ
て
お
り

に

と
し
て
の
機

能
を
持

て
行
き
つ
つ
あ
る
ら
し
い

そ
の

の
新
た
な
住
人
と
し
て
エ
ル
フ

が

ば
れ
た

だ
か
ら

常
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ

い
に
な

た
の
だ
ろ
う
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
推

し
て
い
た

 
そ
し
て
戦
後

キ
ズ
メ
ル
や
リ

フ

達
は

に

た
の
だ
が

そ
の

キ
リ
ト
は
リ

フ

に
頼
み

み

テ

ア
を

か

て
も
ら

た
ら
し
い

 
い
ず
れ
に
せ
よ

キ
リ
ト
は
数
日
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
い
ら
れ
な
い

ど

し
い
日

を
送

る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

と
違
い
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
必
要
性
も
あ
る
た
め
無
理
に
テ

ア
の
面
倒
を

見
る

に
も
い
か
な
か

た

 
だ
か
ら
彼
は
止
め
ら
れ

そ
れ
に

い
た

 
だ
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
せ
ず
こ
の
地
に

ま

て
い
る

今
は

食
と
入

を
終
え
た
後
の
夜
で

彼
は
も
う
そ
ろ
そ
ろ

ん
で
お
く
べ
き

合
い
だ
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な
の
に

ど
う
し
て
こ
う
な

て
る
ん
だ
か

 
そ
う
す
る
べ
き
少
年
は
い
ま
ロ
グ
ハ
ウ
ス
前
の
広
場
で
⻩
金
の
騎
士
と
対
峙
し
て
い
た

剣

士
と
し
て
立
ち
会
う
た
め
だ

 
そ
の
光

を
見
た
私
は

れ
た
た
め
息
を

く

事
が
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
一
部
始
終
を
知

て
い
る
身
な
の
で
立
ち
会
う
事
に
異
論
は
無
い
が
な
に
も
わ
ざ
わ
ざ
今
日
す
る
必
要
は
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
心
境
だ

た

 
こ
の
立
ち
合
い
は

方
の
希
望
の
下
に
成
り
立

た
も
の
だ

初
こ
そ
ア
リ
ス
は

心
を

い
て
い
た
が
別
人
と
分
か

て
か
ら
は
そ
れ
も
鳴
り
を
潜
め
て
い
る

無
に
な

て
い
な

い
の
は

人
を

す
べ
き
立
場
を
自
負
し
て
い
る
彼
女
の
生
真
面
目
さ
と
そ
の

人
と
彼
が

あ
ま
り
に
も

二
つ
の
容

を
し
て
い
る
か
ら
だ

 
そ
ん
な
彼
女
が
立
ち
合
い
を
希
望
し
た
の
は
己
の
世
界
で
刃
を
交
え
た

人
キ
リ
ト
と
彼
の

剣

を

べ
同
一
人
物
か

か
を

り
た
い
と

え
た
か
ら
だ

そ
の
事
に
つ
い
て
キ
リ
ト
と

ヴ

ベ
ル
が
議
論
を
交
わ
し
て
い
た
か
ら
彼
女
も
気
に
な

た
ら
し
い

 
そ
れ
に
願

て
も
な
い
と
ば
か
り
に
キ
リ
ト
も
食
い
つ
い
た

 
仮
に
ア
リ
ス
と
戦

た

人
が
自
身
の
未
来
だ
と
す
る
な
ら
そ
れ
は
知
識
と
し
て
彼
に
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さ
れ
る

整
合
騎
士
が
属
す
る
組

理
教
会

や

法
で
あ
る

禁
忌
目
録

な
ど
独
特

の

語
が
あ
る
世
界
に
い
ず
れ

く
未
来
を
知
る
の
と
知
ら
な
い
の
と
で
は
初
動
に
大
き
な
差
が

生
ま
れ
る

も
し
も
彼
女
の
世
界
の
キ
リ
ト
が
彼
自
身
な
の
で
あ
れ
ば
人
を
斬

た
事
に

も
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
理
由
が
あ
る

そ
の
理
由
が

い
て
は
そ
の
世
界
の
悪
性

や
歪
み
に
繋
が
る

だ
か
ら
こ
そ
自
身
の
未
来
と
繋
が
る
か

か
を
知
る
べ
き
だ

と
彼
は

語

た

 

確
信
を

い
て
い
る
よ
う
な
強
い

だ

た

 
ア
リ
ス
は
な

キ
リ
ト
が
人
を
斬

た
の
か
を
知
ら
な
い

た
だ
人
を
斬
り
血
を
流
す
禁

忌
を

し
た
者
を

す
る
た
め
に

わ
さ
れ

そ
の

に

い
て
い
た
だ
け
だ
と
彼
女
は

え
た

事
の
経

非
を
問
わ
ず
禁
忌
を

し
た
罪
で

行
し
て
い
た
と

だ
か
ら
彼
女
は

キ
リ
ト

の
事
を
問
わ
れ
て
も

も

え
ら
れ
な
か

た

 
整
合
騎
士

い
や
異
界
の
住
⺠
に
と

て
禁
忌
目
録
に
背
く
事
は
そ
こ
に
至
る
い
か
な

る
事
情
も

す
る
必
要
も
無
い

ど
の

悪

な
の
だ

 
ア
リ
ス
は
そ
の
悪
を
絶
対
悪
だ
と
判
断
し
て
い
る

故
に
論
ず
る
必
要
も
無
い
と
判
断
し
て

い
た
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キ
リ
ト
は
そ
れ
が
必
要
悪
な
の
か
絶
対
悪
な
の
か
を
見
定
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

人
と
な

た
キ
リ
ト
が
未
来
の
己
で
あ
れ
ば
そ
の

に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
必
要
悪
な

の
だ
と
判
断
で
き
る

そ
れ
こ
そ
が
世
界
の
歪
さ
だ
と
分
か
る

 
そ
し
て

キ
リ
ト
は
お
そ
ら
く

そ
の
歪
さ
が

な
の
か
も
分
か

て
い
る

 

つ
ま
り
彼
が

た
こ
の
立
ち
合
い
を
希
望
す
る
理
由
は
ミ
ス
リ

ド
を

た
も
の

と
い
う
事
だ

 
そ
う
で
な
い
な
ら

更
な
る
根

を
得
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
仮
に
ミ
ス
リ

ド
さ
せ
る
事
が

い
で
あ
あ

た
の
な
ら

真
の
目
的
は

だ
ろ
う
か

 
離
れ
て
立
ち

見
合
う
二
人
を
見
な
が
ら

私
は
思

し
た

よ
も
や

同
じ

手
と
刃
を
交
え
る
事
に
な
る
と
は
思

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
よ

 

が
場
を

た
す
中
先
に

い

を

ば
し
た
の
は
金
木
犀
が
あ
し
ら
わ
れ
た
⻑
剣

を
持
つ
騎
士
だ

た

空
恐
ろ
し
い

ど
流

な
⻑
剣
を

か
ら

き
な
が
ら

た
彼
女
は

剣
を

き
切
る
と
そ
れ
を

手
で
正
眼
に
構
え
る

ピ
タ
リ
と
止
め
ら
れ
た
剣
は
対
峙
す
る

少
年
の
方
を
ま

す
ぐ
指
し
て
い
た

ま
だ
ア
リ
ス
が
知
る
キ
リ
ト
と

が
同
一
人
物
と
決
ま

た

じ

な
い

同
じ

手
と
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と
い
う
の
は

り
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
見
て
彼
も
応
じ
な
が
ら
背
に

る
剣
を

き
払

た

浮
遊
城
で
愛

し
て
い
た
剣

エ
リ

シ
デ

タ
を
再
現
し
た
そ
れ
を
後
ろ
手
に
構
え

を

く
し
て
い
く

 
そ
の

に

ア
リ
ス
が

を
そ

め
る

そ
の
背
に
あ
る
も
う
一
振
り
を

か
な
い
と
は

私
を
愚
弄
し
て
い
る
の
で
す
か

ア
リ
ス
と
戦

た
の
は
一
刀
だ

た
ん
だ
ろ
う

 
な
ら

件
は
合
わ
せ
る
べ
き
だ

同

一
か
ど
う
か
判
断
で
き
る
の
は
あ
ん
た
だ
け
な
ん
だ
か
ら

 
あ
く
ま
で
目
的
の
た
め
に
刃
を
交
え
る
つ
も
り
の
キ
リ
ト
と
同
一

を

け
て
い
る
た
め
戦

意
が

ぶ
り
気
味
の
ア
リ
ス

者
の
剣
気
は
対

的
だ

た

あ
あ

そ
う
い
え
ば

一
つ

い
て
お
き
た
い
事
が
あ
る

 

と

ち

い
た

子
で
キ
リ
ト
が
そ
ん
な
事
を

い
出
し
た

出

を

か
れ
た
ア
リ
ス

が

苛
立

た
よ
う
に

を
更
に

め
る

な
ん
で
す
か

ア
リ
ス
の
そ
の
剣
に
つ
い
て
だ
よ

剣
身
を
小
刃
に
変
え
る
能
力
に
つ
い
て

も
知
ら
な
い

か
ら
な
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じ
ん
ぎ

神
器

と

て
も

こ
の
世
界
の
お
前
に
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
し
た
ね

 
は

と
息
を

い
た
ア
リ
ス
は

気
を
取
り
直
し
た
よ
う
に
剣
を
翳
し
た

神
器
は

来
使
い
手
が

ぶ
の
で
は
な
く

ば
れ
る
も
の
で
す

そ
し
て
私
を

ん
だ
こ
の

つ
る
ぎ剣

は
金
木
犀
の
剣

名
の

り
か
つ
て
は
カ
セ
ド
ラ
ル
が

つ
前
の
始
ま
り
の
地
と
呼

ば
れ
る
場

に
一
本
だ
け
生
え
て
い
た
金
木
犀
の
木
で
し
た

た
だ
し

そ
の
年
経
た
時
間
は

人
界
の
森
羅
万

の
中
で
最
も
⻑
い

創
世
記
の
最
初
の
章
に
そ
の
木
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る

ど
に

つ
ま
り
こ
の
剣
は
神
の
創
り
た
も
う
た
樹
の
転
生
し
た

剣
身
を

百
の
花

へ
と

ら
し

そ
の
一
片
で
す
ら
触
れ
た

を

り

地
を

つ

不

の
属
性
を
持
つ
神

器
で
す

 
ス
ラ
ス
ラ
と
ア
リ
ス
が
語

た
の
は
そ
の
剣
の
経
歴
だ

た

彼
女
も
ま
た
剣
士
の
た
め
か

己
の
持
つ
剣
へ
の
愛
情
は
強
い
ら
し
い

な
表
情
に

か
な
誇
ら
し
さ
が
滲
み
出
て
い
た

神
の

ね

 
そ
ん
な
彼
女
の

に

キ
リ
ト
は
ポ
ツ
リ
と

く

 

と
な
く

い
た
い
事
は
分
か
る

ア
リ
ス
は
間
違
い
な
く
仮
想
世
界
の
住
人
で
あ
り

な
ら

彼
女
の

う

神

と
は

つ
ま
る
と
こ
ろ
ゲ

ム
マ
ス
タ

で
あ
る

不
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の
属
性
も

破
壊
不
能
オ
ブ
ジ

ク
ト
と
い
う
意
味
で

違
な
い

だ

 
本
気
で
神
の
存
在
を
信
じ
て
い
る
者
に
対
し
流

に
そ
こ
ま
で
を

う
気
は
無
か

た
よ
う

だ
が

そ
れ
で
も
つ
い

い
て
し
ま
う

ど
彼
の
心
境
は

な
も
の
ら
し
い

 
し
か
し

そ
れ
も
無
理
は
な
い

 
な
に
せ
数

の
仮
想
世
界
の
事
件
に

い
て
神
を
自
称
す
る
者
と

も
対
峙
し
て
き
た
身
な

の
だ

そ
ん
な
彼
が

ゲ

ム
マ
ス
タ

仮
想
世
界
の
神
と
い
う
存
在
を

乱
に
思
う
の
は
必
然
で
神
を
信
じ
る
者

に

な
目
を
向
け
て
し
ま
う
の
も
ま
た
必
然
だ

た

 

論
彼
女
が
現
実
で

う
本

の
フ

ン
タ
ジ

異
世
界
出
身
な
の
で
あ
れ
ば
神
が
存
在
す
る
と
し

て
も
お
か
し
く
は
な
い
の
だ
が

 
と
は

え

ア
リ
ス
か
ら
す
れ
ば
面
白
く
な
い
反
応
な

で

き
や

で
あ
れ
ば
よ

か

た
の
だ
ろ
う
が

ま
た

根
を
寄
せ
た
表
情
で
彼
を

ん
だ

か
な
に

分
と

し
い
経
歴
が
あ
る
よ
う
だ
な
と

生
憎
だ
が
こ
ち
ら
に
そ
ん
な
も
の
は
無

い

あ
る
の
は
二
年
以
上
を
共
に
し
た
魂
の
剣
の

品

あ
ま
り
期

は
し
な
い
で

え
る
と

し
い
ね
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魂
の
剣

 
人
を
食

た
よ
う
な
キ
リ
ト
の

に
更
に

を
寄
せ
て
い
た
ア
リ
ス
が

と
疑
問
を

し

た

魂
の
剣

と
い
う
の
は
確
か
に
彼
の
事
を
知
ら
な
け
れ
ば
疑
問
に
思

て
も
お
か
し
く

な
い

語
だ

 
そ
れ
に
気
付
い
た
ら
し
く
少
年
も
ま
た
先
の

へ
の
返
礼
と
で
も

う
よ
う
に
語
り
始

め
た

ま
じ
い
力
を
持
つ
そ
ち
ら
の
剣
と
異
な
り
こ

ち
の
世
界
の
剣
は
戦
い
の

に

え
て
い

く
も
の
な
ん
だ

で
も
や

り
愛

と
い
う
も
の
が

く

よ
り
強
力
な
剣
が
必
要
と
は

え
⻑
年
使

て
い
た
剣
を

に
捨
て
ら
れ
な
い

だ
か
ら

の
剣
を
鍛
え
上

る
時
前
に

使

て
い
た
剣
を

か
し
た

も

て
作

て
い
た

前
の
剣
の
魂
を

の
剣
に
継
承

さ
せ
る

そ
れ
を

り
返
し
た
果
て
の

が
剣
だ

 
そ
う

て

手
に
握
る
黒
い
剣
を
翳
し
た

で
は

そ
の
背
に

る

の
剣
も

 
そ
こ
で
ア
リ
ス
は

未
だ

に

め
ら
れ
た
ま
ま
の
も
う
一
刀
に
つ
い
て

し
た

 
ダ

ク
リ
パ
ル
サ
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二
刀
流
を
振
る
う
彼
を
思
い
浮
か
べ
る
時
必
ず
浮
か
ん
で
く
る
も
の
だ

世
間
的
に
は

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
始
ま

た
時
期
か
ら
程
な
く
聖
剣
魔
剣
に
変
わ

た
の
で

が

い
と
さ

れ
る
が

共
に
戦

た

間
達
か
ら
は
や
は
り
あ
の
二
刀
の
イ
メ

ジ
が
強
い

い
や
こ
れ
は
継
承
し
て
な
い

か
ら
鍛
え
ら
れ
た
時
と
同
じ

だ

こ
の
剣
だ
け
は

強
さ
の

で

変
え
た
く
な
か

た

 
そ
う

て

彼
は
苦

を

ら
す

 

に
対
す
る

み
な
の
か

そ
れ
は
彼
だ
け
が
知
る
事
だ
ろ
う
が
確
か
な
の
は
彼
が
あ
の

剣
を
特
別

し
て
い
る
と
い
う
事
だ

 

あ
の
二
刀
は

彼
に
と

て
誓
い
の
剣

 
継
承
を

け
て
き
た
剣
は
人
の
死
を
背
負
う
必
要
悪
の
覚
悟
を

徴
し
た
も
の
だ

あ
の
世

界
で
の
彼
の
始
ま
り
で
も
あ
る

 
も
う
一
方
の
剣
は
友
に
誓

た
約
束
の
証

あ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
誓
い
の
証
明

 
同
時
に

友
と
の

を
表
し
た
も
の

 
あ
の
剣
の
本

は

二
刀
の
片

れ
を

う
強
さ
で
は
な
い
と
彼
は
語

た
の
だ

 

思
え
ば

彼
は
あ
の
二
刀
を
継
承
さ
せ
て
い
な
か

た
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聖
剣
と
魔
剣
を
得
た
彼
は

に
限
界
に
来
て
い
た
二
刀
の
代
わ
り
に
そ
れ
ら
を
七
十
七
層
か

ら
第
百
層
に
至
る
ま
で
使
い

け
た

 
し
か
し

彼
は
エ
リ

シ
デ

タ
と
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
手

に
残
し

け
た

そ
れ
は

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

で
使

て
い
た
事
か
ら
も
明
ら
か
だ

 
な
ら
ば

な

残
し
た
の
か

 
剣
の
魂
を
継
承
さ
せ
て
い
く
事
を
な

や
め
た
の
か

 
そ
の
理
由
を
彼
は

に
語

て
い
る

強
さ
の

で
変
え
た
く
な
か

た

と

 
ど
ち
ら
の
剣
も
彼
に
と

て
誓
い
の
証

黒
い
剣
は

必
要
悪
の
覚
悟
を
表
し
た
も
の
だ

た

の
剣
は
友
と
の
約
束
を
表
し
た
も
の
だ

た

 
前
者
を
継
承
さ
せ
な
か

た
の
は

七
十
七
層
か
ら
は
も
う
そ
の
必
要
が
無
く
な

た
か

ら
だ

人
を
信
じ
頼
る
事
に
し
た

そ
の
戦
い
に
過
去
の
負
の

に
近
し
い
覚
悟
の

徴

を
継
が
せ
る
必
要
は
無
い
と
判
断
し
た

 
同
時
後
の
事
件
で
あ
の
二
刀
を
使

て
い
る
の
は
彼
の
覚
悟

浮
遊
城
で
守

て
い
た

も
の
を
守
る
誓
い
の
た
め
だ

そ
の
道
程
を

え
さ
せ
な
い
た
め
に
最
も

し
た
剣
だ
と
彼
は
定

め
た
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そ
れ
ら
を
引

り
出
し
て
き
た
の
に
は

必
ず
意
味
が
あ
る

 
や
は
り

と
確
信
す
る

 
こ
の
立
ち
合
い
に
少
な
く
と
も
キ
リ
ト
は
自
ら
が
語

た
事
以
外
を
目
的
と
し
て
臨
ん
で
い

る

そ
う
で
な
け
れ
ば
説
明
が
付
か
な
い

さ

そ
ろ
そ
ろ
始
め
よ
う

時
間
は
有
限
だ
か
ら
な

お
前
が
先
に
問
う
て
き
た
の
で
す
よ

そ
う
だ

た
な

 
く
く

と

の

で

た
後
キ
リ
ト
は
表
情
を

め
再

剣
を
構
え
た

ア
リ
ス
も

ま
た
静
か
に
正
眼
に
構
え
直
す

整
合
騎
士
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

で
す

お
前
の
剣

見
せ
て
み
な
さ
い

あ
あ

存
分
に
見
て
い
く
と
い
い

剣
士
キ
リ
ト

い
ざ
参
る

 
そ
う
お

い
名

り
を
上

た
直
後

同
時
に
地
を

り

刃
を
振
る

た

 

鳴
の
如
き

と
共
に

二
色
の
剣
は
交
錯
し
た
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キ
リ
ト
が
作
り

間
内
に

し
て
い
る
安
住
の
地
は
天
才
三
人
と
の
交

の

に

手
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
の
は

知
の
事
実

 
そ
の

ま
で
は
教
え
て
も
ら

て
い
な
い
が

同
サ

バ

内
の
別

に
は

を

空
間
で
再
現
し
よ
う
と
し
た
り
よ
く
分
か
ら
な
い
実
験
場
と
し
て
使
わ
れ
た
り
な
ど
様

な

最
先

が

さ
れ
て
い
る
場

が
複
数
あ
る

機
密
情
報
に
違
い
な
い
の
だ
ろ
う
が
彼

く
天
才
達
の
個
人
的

味
で
し
て
い
る
事
ら
し
く
そ
れ
ら
を
正
し
く
理
解
で
き
る
の
も
ま

た
天
才
で
あ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
と
い
う

と
は

え

は

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

現
在
は
サ

バ

権
限
者
で
あ
る
彼
の
許
し
が
あ
る
者
で
な
け
れ
ば
特
定
の

に
は
出
入
り
出

来
な
い
よ
う
に
な

て
い
た

 
と
も
あ
れ
天
才
達
は
仮
想
空
間
で
新
た
な
技
術
の
開
発
・

を
個
人
的
に
し
て
お
り
そ

の
恩

を
こ
の
サ

バ

内
で
は
最
も

く

け
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
そ
の
最
た
る
も
の
は

こ
の
サ

バ

内
で
の

戦
闘
を
可
能
と
し
た
事
だ

 
今
も
日
夜

の

の
成
果
と
し
て
様

な

ゲ

ム
が
発

さ
れ
て
い
る
が

最
も

完
成

が
高
い
の
は
デ
ス
ゲ

ム
と
な

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
や

そ
れ
の
コ
ピ

で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
と

さ
れ
て
い
る

ド
ス
キ
ル
や
フ
ラ
イ
ト
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
独
自
の
も
の
が
あ
る
に
せ
よ
ど
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ち
ら
の
ワ

ル
ド
も

し
て
い
る
の
は
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
だ

Ａ
Ｌ
Ｏ
を
運

す
る

ユ

ミ
ル

の
天
才
達
か
ら

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
で
あ

た
の
は

ば
必
然
と

え
る
だ
ろ
う

 
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
様

な
問

を
引
き

こ
す

凶
に
な

て
い
る
が

を
正
せ
ば
人
が

い
た
も
の
が
大

で
あ
る

の
よ
う
な
事

の
方
が
お
か
し
な
話

黒
椿
に
も

さ
れ
て
い
る
そ
の
シ
ス
テ
ム
を

に
構

さ
れ
た
こ
の
ワ

ル
ド
は
つ
ま

る
と
こ
ろ
最
初
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
と
同
じ
よ
う
な
戦
闘
を
行
え
る

地
が
出
来
て
い
た

だ

無
論

パ
ラ
メ

タ
や
ダ
メ

ジ
な
ど
の
設
定
は
し

か
り
入
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｐ
Ｇ
を
す
る
つ
も
り
の
な
い
空
間
の
た
め
そ
の

は

に
な

て
い
る

必
要
で
あ
れ
ば
そ

の

変
更
で
き
る
仕
様
な
の
だ

も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
出
来
る
の
は
サ

バ

権
限
者
の
キ
リ

ト
と
彼
に
許
さ
れ
た
上

権
限
者
だ
け
だ
が

 

で
は

も
な
い
力
を
見
せ
た
ら
し
い
ア
リ
ス
に
キ
リ
ト
が
対

に

り
合
え
て
い
る

の
は

彼
女
と
同

の
パ
ラ
メ

タ
設
定
に
し
た
か
ら
だ

た

 

そ
れ
で
も

同
じ
結
果
に
は
な
ら
な
い

 
黒
銀
の

光
と
な

た
キ
リ
ト
が
上

か
ら
剣
を
振
り
下
ろ
す

そ
れ
に
抗
す
る
べ
く
ア
リ
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ス
は
金
木
犀
の
剣
を
中

ぎ
に
振
る
う

 

者
の
剣
が
衝
突
し

白
い
火
花
を

ら
し
た

 
そ
の
結
果

弾
か
れ
た
の
は
キ
リ
ト
だ

 
あ
る
意
味

然
で
あ
る

を

い
背

で
も

る
ア
リ
ス
に
未
だ

い

の
キ
リ

ト
が
体
重
で
勝
て
る
は
ず
も
無
か

た

 
そ
れ
で
も
ア
リ
ス
の
剣
の

道
が

こ

る
ぎ

小
動
も
し
な
か

た
の
は
意
外
だ

た

キ
リ
ト
の
打
ち

み
は
あ
の
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
達
で
す
ら

な
す
事
を

先
す
る

ど
重
く

い

剣

を
使

て
の
鍛

で
も

真

向
か
ら

い
だ
と
き
は
い
つ
も
体
勢
を

さ
れ
て
い
た

 
あ
の
騎
士

思

て
い
た
以
上
に
強
い

エ

イ

 
目
を
見

る
中

ア
リ
ス
が
高
く

ん
だ
気
合
を
発
し
た

 

ん
と
指
先
ま
で
前
に

手
を

ば
し
体
を
大
き
く
開
き
後
ろ
に
ま

す
ぐ
掲

た
⻩
金

の
剣
を

返
す
刃
で

に
振
る
う

大
き
な

を

く
剣
速
は
恐
る
べ
き
も
の
だ

 
し
か
し

そ
の
動
作
は

あ
ま
り
に
も
大

さ
だ

た

 
私
で
す
ら
見
て
取
れ
る
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そ
れ
は
つ
ま
り
浮
遊
城
で
最
速
の
反
応
速

を
誇

た
キ
リ
ト
で
あ
れ
ば

で
見
え
て

い
る
と
い
う
事

 
剣
が
振
る
わ
れ
た
時
に
は
キ
リ
ト
は
十
分
な

を
持

て
体
勢
を
回
復
し
て
い
た

に

備
え
た
剣
で
⻩
金
の
剣
を

え
た
彼
は

刃
と
刃
が

し
た

間

そ
れ
を
上
に
は
ね
上

た

ギ

リ

ン

 
と

を

か
ん
ば
か
り
の

高
い

を
上

⻩
金
の
剣
が
彼
方
に

れ

る 
剣
を

ね
上

ら
れ
た
ア
リ
ス
は

し
か
し
然
る
も
の
で

す
ぐ
さ
ま
剣
を
振
り
下
ろ
し
た

同
じ
よ
う
に

ね
上

て
い
た
黒
剣
を
振
り
下
ろ
さ
ん
と
す
る
キ
リ
ト
と
真

向
か
ら

り
合

い
始
め
る

 
一

の

直

 
そ
し
て

弾
か
れ
る
黒
銀

 

り
合
い
を
制
し
た
の
は
ア
リ
ス
だ

た

舞
え

花
た
ち

 
追
撃
と
ば
か
り
に

彼
女
は
神
器
の
力
を
解
放
し
た

剣
身
が
は
ら
り
と
解
れ
た
と
思
え
ば
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の

間
に
は
数
百
の
小
刃
と
な
り

⻩
金
の
突
風
と
な

て
う
ね
り
な
が
ら
キ
リ
ト
に

る

ち

ち

と

そ
れ
は

 
や
り
過
ぎ
で
は
と

思
わ
ず

を

ん
だ
私
は
そ
う

け
よ
う
と
し
た

そ
も
そ
も
こ
の

立
ち
合
い
は
キ
リ
ト
の
剣

を
見
極
め
る
た
め
の
も
の
で
勝

を
決
す
る
も
の
で
は
な
い

そ

の
事
が
彼
女
の

か
ら

け
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い

だ

た

 
だ
か
ら
止
め
よ
う
と
し
た

 
だ
が

け
ら
れ
な
か

た

 

眼
前
で

全
て
の
花
が
弾
か
れ
た
か
ら
だ

 
そ
れ
は
剣
の
結
界

黒
剣
一
本
を

の
内
に

と
な
く
振
る
い
己
を

わ
ん
と

る
⻩

金
の
波

を
真

向
か
ら

き

と
し
て
い
た

ぎ

ぎ

ぎ

ぎ

ぎ

 
と
不
快
な

が

い
た
後
に
は

花

の
上
に
少
年
が
無
傷
で
立

て
い
る
光

が
広
が

て
い
た

な
 
流

の
騎
士
も
真

向
か
ら
無
力
化
さ
れ
た
事
は

の
世
界
で
も
無
か

た
ら
し
い

然
と

目
を
見
開
き

に

ま

て
い
た

 
そ
れ
は
明
確
な
隙
だ
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な
る

ど
な

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
そ
の
隙
を

え
て
見

し
た

剣
を

に

ぎ

に

ち
た
花
の
小

刃
を
見
て

そ
れ
か
ら

然
と
す
る
⻩
金
の
騎
士
を
見
て

の

を

り
上

る

に

得
心
し
た
の
で
す

あ
ん
た

の
世
界
の

キ
リ
ト

に
も
剣
で
圧
倒
さ
れ
た
な

 

突
な
キ
リ
ト
の
問
い

そ
れ
に

ア
リ
ス
は

し

た

 
そ
の

は

百
の

葉
を

ね
る
よ
り
も
結
果
を
雄

に
語

て
い
る

星
か今

の
応

だ
け
で

な

そ
う
思

た
の
で
す

こ
の
勝
負
の
目
的
は

の
剣

が
そ

ち
の

キ
リ
ト

と
同
じ
か
確
か
め
る
事

な
の
に

剣
の
勝
負
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
そ
の
剣
の
力
を
振
る

て
き
た

そ
こ
ま
で
勝
ち
に

る
と
な
れ

ば
と
そ
う
い
う
風
に
推

し
て
み
た

結
果

た
り
だ

た

だ

そ
れ
で
こ
の
応

だ
け
で
も

と
そ
の

キ
リ
ト

の
剣

が
同
じ
か
は
見
極
め
ら
れ
た
の
か

 
剣
を

い
だ
キ
リ
ト
は

然
と
問
い
を
投

た
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ま
る
で

え
が
分
か

て
い
る
か
の
よ
う
な
様
子
に
思
え
た

 
そ
れ
は
同
じ
だ

た
の
だ
ろ
う

同
時
そ
の

え
が
苦

し
い
も
の
で
あ
る
と
ア
リ
ス
の

険
し
い
表
情
が
物
語

て
い
た

え
え
同
じ
で
す

私
の
打
ち

み
を

ね
上

た
事
も

り
合
い
で
自
ら
後
退
し

た
事
も

 
花
た
ち
を
全
て
弾
か
れ
た
の
は
初
め
て
で
す
が
と

い
な
が
ら
ア
リ
ス
は

手
に
握
る

だ

け
の
剣
を
振
る

た

す
る
ど
キ
リ
ト
の
足

に

ち
て
い
た
花
の
小
刃
が
ざ
あ
あ

と

を

立
て

彼
女
の
手

に
集
結

再
び
⻩
金
の
剣
身
を
作
り
上

た

後
退
し
た
あ
ち
ら
の
お
前
を
斬
ろ
う
と

め
寄

た

間

足
を
弾
か
れ

隙
が
生
ま
れ
た

そ
し
て

剣
を

さ
れ
た
の
で
す

な
る

ど

転

術
の

た

剣
で
な
け
れ
ば

命
傷
だ

た
な

そ
れ
は

え
え

そ
の

り
で
す

た

た
三
合

三
合
の
打
ち
合
い
で

私
は
負
け
た

 
ギ
シ

と
金
色
の

が

み
を
上

た

怒
り
か

故
か
わ
な
わ
な
と

を

わ
せ

る
ア
リ
ス
が
力
を

め
て
い
た
か
ら
だ

真

の
よ
う
な
⻭
を
き
り
り
と

み

め
る

ど
の

情
を

い
て
い
る
ら
し
い
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程
な
く

キ

と

い
目
つ
き
で
ア
リ
ス
は
少
年
を

み
付
け
た

私
に
は
分
か
ら
な
い

そ
れ

ど
の
力
を
持
ち
な
が
ら
お
前
は

え
人
に
向
け
て
そ
の

剣
を
振
る
い
血
を
流
し
命
を
奪
う
と
い
う
最
大
の
禁
忌
を

し
た
の
か

え

序
を

乱
そ
う
と
し
た
の
か

 

い
ア
リ
ス
の

葉
か
ら
は

悪
を

き

正
義
を
尊
ぶ

が
感
じ
ら
れ
た

 

し
い

ど
の

 
物
語
で
語
ら
れ
る

ど
そ
れ
は
騎
士
の
理
想
で
あ

た

情
に

と

え
る
⻘
の

眼

に
は
確
か
に
そ
の
理
念
が

て
い
た

 

そ
の
眼
を
向
け
ら
れ
た
キ
リ
ト
は

み
を
消
し
た

 
ま

た
く
の
無

も

れ
も
浮
か
ば
な
い
そ
の

に
ア
リ
ス
は

か
に
た
じ
ろ
い

だ
そ
の
問
い
は
そ
ち
ら
の
キ
リ
ト
と
会

た
時
に

く
べ
き
だ

た
な

罪
を

す
理
由

な
ん
て
そ
れ
こ
そ
千
差
万
別
仮
に

の
未
来
の

だ
と
し
て
も
今
の

と
同
じ
理
由
に
な
る
と

は
限
ら
ん

で
は

今
の
お
前
は

と

え
る
の
で
す
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守
る
た
め

な
に

 

く

と
ア
リ
ス
の

が
動
い
た

が
人
を
殺
す
と
す
れ
ば
大
切
な
人
を
傷
付
け
ら
れ
た
時

だ
か
ら

は
守
る
た
め
に
剣
を

振
る
う

だ
か
ら
お
前
は

人
を
殺
す
と

 
そ
の
た
め

・だ
・け

に

法
を

序
を
乱
す
と
い

う
の
で
す
か

 
信
じ
ら
れ
な
い

と
ば
か
り
に
ア
リ
ス
が

え
た
声
を
発
す
る

 
そ
れ
に

キ
リ
ト
は
苦

を

ら
し
た

く
だ
ら
な
い
と
思
う
か

 
そ
れ
と
も

法
を
守
る
よ
り

先
す
べ
き
事

で
は
な
い
と

 

に

わ
せ
れ
ば

法
を
守
る
た
め
に
見
殺
し
に
す
る
方
が
よ

ど
悪偽

善
だ
よ

悪
に

は
あ
り
ま
せ
ん

法
を

し
た
時
点
で

れ
も
悪
に
は
違
い
な
い
の
で
す

悪
は
裁
か
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

そ
う
で
な
け
れ
ば

人
界
の

序
は
乱
れ
て

 

に

ア
リ
ス
の
声
は

す

み
に
な

て
い

た

 
彼
女
も
気
付
き
始
め
て
い
る

そ
し
て

し
て
い
る

法
の
た
め
に
殺
め
ず
見
殺
し
に
す
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る
か

守
る
た
め
に

を
殺
す
か

そ
の
命

の
あ
ま
り
に
も
残

な
結

に

 

で
も
し
た
の
か
剣
を

わ
り
に

を
突
い
た
彼
女
は

手
で
目

を

い

い

た
確
か
に

そ
う
だ
な

 

惑
す
る
彼
女
は
そ
の
声
に

く
り
と

を
上

た

少
し
前
の

な

し
さ
の
影
も

無
い

然
と
し
た
面
持
ち
で
キ
リ
ト
を
見
つ
め
る

殺
人
は
悪
だ

そ
れ
は
間
違
い
な
い

裁
か
れ
る
べ
き
な
の
も
間
違

て
な
い

法
は
守
る

も
の

序
は
乱
さ
な
い
も
の
で
あ
る
べ
き
だ

 
そ
こ
ま
で

た
彼
は

静
か
に

目
し
た

だ
が
な

人
間
は
法
や

序
の
た
め
に
生
き
て
る
ん
じ

な
い

自
分
の
た
め
人
の
た

め
に
生
き
て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
あ
り
過
去
が
あ
る

悪
を

す
に
至

た
理
由
が
あ

る
だ
か
ら

仕
方
の
な
い
理
由
で
あ
れ
ば

見

せ

と

別
に
見

せ
と
ま
で
は

わ
な
い

た
だ
そ
の
理
由
に
つ
い
て
少
し
目
を
向
け
て
み
た
方
が

い
い
と
い
う
だ
け
の
話
だ

人
を
殺
し
た
禁
忌
を

し
た
だ
か
ら
悪

な
ん
て
再

を
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ぐ
た
め
の
行
動
が

も
無
い

序
を
守
る
と

う
な
ら
悪
を

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
ど
う
に
か
し
な
く
ち

い
け
な
い
ん
じ

な
い
か

そ
れ
は

つ
ま
り

禁
忌
を

し
た
者
も

ま
た

者
で
あ

た
と

ア
リ
ス
の
世
界
の
キ
リ
ト
が
ど
う
か
は
知
ら
な
い
け
ど
な

少
な
く
と
も
こ
ち
ら
の
世

界
で
罪
を

し
た
人
に
は
そ
う
い
う
人
も
い
る
と
い
う
話
だ

 

を
持
ち
上

を

め
て

う
キ
リ
ト

彼
の
そ
の

え
が
い

た
い

を
指
し
て
い

る
か

私
達
に
は

然
と
し
て
い
た

 
私
達
が
見
守
る
中

キ
リ
ト
が
黒
剣
を
背
中
の

に

め
た

ま

い
き
な
り
こ
ん
な
事
を

わ
れ
て
も

得
出
来
な
い
よ
な

す
ぐ
に
思
想
を
変
え
る
の

も

し
い

だ

け
ど

の
因
果
か
こ
の
世
界
に
迷
い

ん
だ
あ
ん
た
は
す
ぐ
に
は
帰
れ
な

い
身
だ

学
び
の
機
会
と
思

て

少
し
ず
つ
解

し
て
い
け
ば
い
い

あ
 
キ
リ
ト
は
そ
う

て

を
返
し
た

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
中
に
入

て
い
た
の
を
見
る
に
完
全

に
戦
う
気
は
無
く
な

た
よ
う
だ

剣

が
同
じ
か
ど
う
か
そ
の
目
的
を
達
成
で
き
た
か
ら
そ

れ
は

然
だ
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だ
が

私
は

こ
の
立
ち
合
い
は
先
の
対
話
こ
そ
が
目
的
と
思
え
て
な
ら
な
か

た

 
も
し
か
し
た
ら

彼
は
私
の
過
去
を

慮
し

こ
の
対
話
を

み
た
の
で
は

 
私
は
⻩
金
の
騎
士
を
見
た

然
と

を

と
し
て
い
る
彼
女
は
少
し
前
ま
で
は
殺
人
は

絶
対
悪
と
い
う
価
値
観
だ

た

ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
ろ
う
と
彼
女
は
そ
の
行
い
を

し

く
糾
弾
し
た
だ
ろ
う

 
そ
の
思
想
に
一

を
投
じ
る
行
い
を
し
た
の
は

私
を
慮

て
の
事
な
の
で
は

 

流

に

自
意
識
過

か
し
ら

 
気
に
な
る
な
ら

ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
入

た
彼
の
後
を
追
い

問
い

せ
ば
い
い
事
だ

 
し
か
し
私
は
そ
う
し
な
か

た

私
の
過
去

人
を
殺
め
た
罪
を
知
る
の
は
キ
リ
ト
と
ア

ス
ナ
の
二
人
だ
け
だ

二
人
以
外
も
い
る
の
に
そ
ん
な
問
い
か
け
を
す
れ
ば
私
の
過
去
が
み
ん

な
に
バ
レ
て
し
ま
う

 
信

し
て
い
な
い

じ

な
い

 
た
だ

怖
い

 
ま
だ
過
去
を
克

で
き
て
い
な
い
私
に
は
み
ん
な
に
話
す
た
め
の
一
歩
目
を

み
出
す

気

が
出
な
か

た
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だ
か
ら
私
は

る
よ
う
に
彼
と
は
反
対
方
向

ア
リ
ス
の
下
へ
と

け
寄

た

ア
リ
ス

大

シ
ノ
ン

す
み
ま
せ
ん

ま
だ

乱
し
て
い
て

人
を
殺
め
る
事
を
悪
と
認
め
な
が
ら

な

そ
れ
を

せ
る
の
か

未
だ
分
か
ら
な
く
て

キ
リ
ト
も

て
た
け
ど

に
全
部
を

み

も
う
と
し
な
く
て
い
い
の
よ

今
日
は
色

な
事
が
あ

た
ん
だ
し

く
り

て

ま
た
明
日

え
れ
ば
い
い
わ

そ
う

で
す
ね

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
私
の

葉
で
少
し

ち

き
を
取
り

し
た
彼
女
は
剣
を

に

め
た
後
ユ
イ
達
に
付
き

わ
れ
る
形
で
ロ
グ
ハ
ウ
ス
へ
入

て
い

た

シ
ノ
の
ん

 
そ
れ
を
見
送

た
私
の
下
に
ア
ス
ナ
が
や

て
き
た

ん
の
少
し
だ
け
不
安
そ
う
に
こ
ち

ら
を
見
て
く
る

大

よ

私
は

大

無
理
し
な
い
で

て
ね

え
え

あ
り
が
と
う
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に
こ
り
と

み
を
返
す
と

彼
女
も
不
安

だ
が

ん
の
り
と

ん
だ

 

ズ
キ

と

の

が

ん
だ
気
が
し
た

  

キ
リ
ト
が

し
た

ア
リ
ス
世
界
の
歪
さ

て

 

再

を

ぐ
行
動
が
ま

た
く
無
い

こ
と

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で

序

持
の
た
め
に
必
要
悪
と
し
て
動
い
て
い
た
キ
リ
ト
に
は
根
源
を
断
つ
事
を

し
て
い
な
い
事
ア
リ
ス
が
キ
リ
ト
の

行
の
動
機
を
知
ら
な
か

た
事
が
歪
に
思
え
て

な
ら
な
か

た

  

結

キ
リ
ト
は

が

い
た
か

た
の

 

罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず

の
理
念

 
つ
ま
り

か
を
守
る
た
め
に
人
を
殺
し
た
な
ら
行
動
は
責
め
る
べ
き
だ
が
そ
の
原
理
と
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な

た
意

は
尊
重
す
る

え
を
持

た
方
が
い
い
と
遠
回
し
に

て
い
た

 

の
た
め
か
は
最

語
る
ま
で
も
な
い

  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 
善
を
敷
く

の
者

 
ま
だ
ま
だ

な
女
性
騎
士

 

を
破
る
前
の
法

上

者
の
命

は
絶
対
の
思

ル

チ
ン
が
根
付
い
た
ま
ま
な
の

で

罪
は
悪

ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ

て
も
悪
に
は
変
わ
り
な
い
と
い
う
思

 
キ
リ
ト
は
別
人
だ
が
自
身
の
知
る

人
と
同
一
人
物
と
確
信
を

き
勝
ち
に

た

そ

れ
は
自
身
の
力

序
を
守
る
正
義
の

北
が
許
し

か

た
か
ら

 

中
で

え
の
出
な
い

に
苛
ま
れ
危
険
な
状

に

て
い
た
が

彼
女
が

で
あ
る

と
見
て
い
る
キ
リ
ト
が
キ
リ
カ
の

か
ら
さ
り
気
な
く

場
を

意
し
た
事
を
ア
リ
ス
本
人

は
気
付
い
て
い
な
い

 
未
だ

乱
し
て
い
る
が

ち

と
だ
け

が

和
に
な

た
と
か
な
ら
な
か

た
と
か
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・
キ
リ
ト

 
悪
を
負
う
者

 
必
要
悪
が
な

必
要
と
さ
れ
る
か

そ
れ
を
知
る
故
に

ア
リ
ス
の

の

さ
に
気
付
い

た

そ
れ
に
よ

て
傷
つ
く
人
が

る
と
見
越
し
ア
リ
ス
世
界
の
キ
リ
ト
が
自
分
と
同
一

の
存
在
か
ど
う
か
確
か
め
る
の
を

ね
て
立
ち
合
い
に
臨
ん
だ

 
一
番
悟
ら
れ
た
く
な
い
シ
ノ
ン
に
悟
ら
れ
て
い
る
事
に
は
気
付
い
て
い
な
い

  
・
エ
リ

シ
デ

タ

 
キ
リ
ト
愛

の
黒
剣

 
は
じ
ま
り
の
日
に
殺
め
た
罪
と
覚
悟
を
継
承
し

け
た
剣

七
十
五
層
時
点
で
性
能
が
追
い
付

か
な
い
部
分
が
あ

た
が

や
エ
リ

シ
オ
ン
な
ど
よ
り
強
力
な
剣
を
前
に
し
て
も
使

い

け
て
い
た

 
聖
剣
魔
剣
を
手
に
入
れ
た

は
ビ

タ

と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
が
不
要
に
な
る

ど
み
ん
な
が
結
束
し
て
い
た
た
め

え
て
こ
れ
を
継
承
さ
せ
な
か

た

 
そ
ん
な
剣
を
わ
ざ
わ
ざ
再
現
し
そ
れ
だ
け
を
使

て
い
た
の
は
悪
を
名

る
者
と
し
て
の
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自
負
故
だ
ろ
う

  
・
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

 
キ
リ
ト
愛

の

剣

 
と
も
だ
ち
の
鍛
冶
師
に
鍛
え
て
も
ら
い
全
て
を
終
え
る
誓
い
を
立
て
た
剣

七
十
五
層

時
点
で
性
能
が
追
い
付
か
な
い
部
分
が
あ

た
が

や
エ
リ

シ
オ
ン
な
ど
よ
り
強
力

な
剣
を
前
に
し
て
も
使
い

け
て
い
た

 
こ
れ
は
形
と
し
て
残
し
て
い
た
か

た
た
め
に
継
承
せ
ず
取

て
お
い
た

 
今
回
は

か
な
か

た
が
見
せ
る
だ
け
で
も
意
味
を

し
て
い
る

そ
の
せ
い
で
シ
ノ
ン

に
気
付
か
れ
た

様

  
・
シ
ノ
ン

 
罪
に
苛
ま
れ
る
者

 
人
を
殺
め
た
過
去
が
あ
る
が
そ
れ
を

け
入
れ
意

を
尊
重
さ
れ
た
事
で
救
わ
れ
た
少
女

し
か
し
ま
だ
ト
ラ
ウ
マ
を
克

出
来
て
い
な
い
の
で
み
ん
な
に
話
す

気
が
出
て
い
な
い
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キ
リ
ト
の
罪
と
ア
リ
ス
の
思
想
の

か
ら

め

む
シ
ノ
ン
を

じ
キ
リ
ト
が
一

打

た
事
に

付
い
た

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
二
章
 

水
面
下
の
動
き

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

し
ぶ
り
に
リ
ア
ル

だ
よ

不
穏
だ
ネ

 

点

和
人

リ
ズ
ベ

ト

 

数

約
一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ

   

二

二
五
年
八
月
十
六
日

日

日

後
九
時
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Ｂ
Ｉ
Ａ

本
部
 
キ
リ
ト

 
一
先
ず

大
き
な
問

も
な
く
終
わ

た
ね

 
の
ん
び
り
と
し
た
声
が
上
が
る

 
声
の
主
は

ノ
之
束

か
つ
て
付
け
て
い
た
金
属
の
兎

を
外
し
エ
プ
ロ
ン
ド
レ
ス
を
白

と
カ

タ

シ

ツ
ス

ツ
の
ズ
ボ
ン

と
な

た
彼
女
は

れ
た
ば
か
り
の
コ

ヒ

を

ず
ず

と

り

う

 

に

り
と

を

す
様
は
完
全
に
気
を

い
て
い
る
事
が

え
た

 
ち
な
み
に
コ

ヒ

は
ブ
ラ

ク
だ

て

き
り

か

き
る
か
と
思

て
た
け
ど

な
ん
だ
か

子

け
ね

 
そ
う
応
じ
た
の
は
ラ
フ
な
シ

ツ

の
少
女
・

七
色
だ

た

現
実
で
も
変
わ
ら
な
い
小

な

を

く
り
と

ら
ま
せ
不

を

わ
に
し
な
が
ら
同
じ
よ
う
に
コ

ヒ

を

れ
た

カ

プ
を

け
る
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ち
な
み
に

彼
女
の
コ

ヒ

は
ミ
ル
ク
と
砂

が
た

り
入

て
い
る

ま

事
も

き
な
い
の
が
一
番
だ

問

が

き
て

し
い
者
は

も
い
な
い
よ

 

い
な
が
ら
応
じ
た
の
は
シ

ツ
に
ス

ツ
ズ
ボ
ン
そ
し
て
白

を

た
男

場

だ

彼
も
ま
た
コ

ヒ

を

に

む

 
彼
の
は

も
入
れ
ら
れ
て
い
な
い

気
を

り
過
ぎ
て
も

れ
る
だ
け
だ

少
し
は

の
力
を

か
な
い
と

心
な
時
に
全
力
を

出
せ
な
い
ぞ

そ
ん
な
事

て

和
人
君
だ

て
ず

と
ピ
リ
ピ
リ
し
て
る
じ

な
い
の

日

今
日
で
色

き
た
か
ら
な

 
は

と

息
し

も
ま
た
コ

ヒ

を

る

ブ
ラ

ク
特
有
の
味
が

内
に
広
が
る
が

今
は
そ
の
苦
味
す
ら
甘
味
を

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た

 

は
無

で
小
さ
な

に
入

た

を
取
り

少

の
砂

を
投
入
し
た

む

し
い
ね

 
君
が
砂

を
入
れ
る
な
ん
て

ブ
ラ

ク
な
の
に
甘
く
感
じ
た

分
が
足
り
て
な
い

そ
う
い
う
事
か
ね
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の
返
し
に

場
は

れ
た
よ
う
な

を
向
け
て
き
た

れ
た
自
覚
が
無
か

た
の
か
と

眼
で
伝
え
て
き
て
い
る

 
バ
ツ
が
悪
く
な

た

は
目
を

が
せ
な
が
ら
甘
く
な

た
コ

ヒ

を

に

む

そ
れ
で

場

七
色

本

に

も
な
か

た
の
か

 
話

を
変
え
た
く
な

て

は
と
う
と
う

火
を
切

た

 

の

わ
ん
と
す
る
事
を

し
た
ら
し
い
二
人
は

に

れ
た
よ
う
な
目
を
向
け
て
き
て
い
た

が

コ

ヒ

を

み

し
て
コ

プ
を

い
た
後
は
真
剣
な
面
持
ち
に
な

て
い
た

ま

た
く
だ

一
応
電
子
ド
ラ

グ

者
の

発
は
進
ん
で
る
が

人
の
方
は
手
掛
か
り

も
無
し

の
異
常
や

ア
ミ

ス
フ

ア
の

演

に
つ
い
て
も
不
明
の
ま
ま
だ

あ
た
し
の
方
も
よ

そ
の
ア
リ
ス

て
い
う
子
の
ロ
グ
か
ら
こ

ち
に
来
た
時
の

標
ま
で
は

り
出
せ
た
け
ど

そ
こ
か
ら
は
お
手
上

彼
女
が

で
あ
る
以
上

シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
本
体
と
の
繋
が
り
は
あ
る

だ
け
ど

現
状
そ
れ
ら
し
き
パ
ス
は
見
つ
か

て
な
い
わ

そ
う
か

 
や
は
り
と

う
べ
き
か

二
人
の

か
ら

と
な
く

し
て
い
た

は
そ
れ
で
も

を

か
ざ
る
を
得
な
か

た
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二
人
に
は

が
モ
ン
ド
・
グ
ロ

会
場

の

に

束

士
が

会
会
⻑
と
し

て
動
い
て
い
る
間

の
問

に

た

て
も
ら

て
い
た

場
は
電
子
ド
ラ

グ
使

者
の
問

七
色
は
ア
リ
ス
の
問

で
あ
る

ち
な
み
に
後
者
の
問

に
は
ヴ

ベ
ル
も

協
力
し
て
い
た

 
そ
れ
で
も
手
掛
か
り
す
ら
無
し
と
い
う
状
況
は

か
な
り
の

事
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 

亡
国
機
業
と
い
う

大
な

を

手
し
て
い
る
の
だ

本
来
で
あ
れ
ば

達
四
人

が
か
り
で
こ
の

事
に

た
る
べ
き
で
あ

た
の
に
そ
れ
を

か
ざ
る
を
得
な
く
な

て
い

る 
一
応
束

士
に
も
眼
を
向
け
る
が
彼
女
は
静
か
に

を
振

た

会
⻑

の
仕
事
を
す
る

ら

し
い
者
が
い
な
い
か
独
自
の

を

て
い
る
彼
女
を
し
て
手
掛
か
り
は
無
い
ら

し
い

こ
う
な

て
は
八
方

が
り

イ

な

だ
な

 

は
そ
う

く

 
そ
れ
を

三
人
は

め
な
か

た

 
三
人
も
同
じ
気
持
ち
な
の
だ
ろ
う
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今
回
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

が
先
月

の
オ
リ
ン
ピ

ク
と
違

て
予
定

り
開

さ
れ

た
の
は

Ｂ
Ｉ
Ａ

と
い
う
対
抗
組

の
有
無
を
理
由
と
し
て
い
る
が

そ
れ
は
あ
く
ま
で

れ

本

の
目
的
は
こ
の
大
会
を
機
に
潜
り

ん
で
く
る
者
を

ら
え
る
事
に
あ

た

 
束

士
は
目
に
見
え
な
い

ど
小
さ
な
ナ
ノ
マ
シ
ン
に
よ
る
情
報
収
集

を
持
つ
と
い
う

そ

れ
を
特
定
の
場

に
ば
ら
撒
き

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

し
て
情
報
を
得
る

 
今
回
は
そ
れ
を
頼
り
に
し
て
い
た

会
場
と
な
る
新
国
立

技
場

数
キ
ロ
に

て
そ
れ

を
ば
ら
撒
き

し
い
や
り
取
り
を
し
て
い
る
者
を
見
つ
け
出
し

ら
え
る

そ
れ
が
作
戦

の
一
つ
だ

た

 

論

策
は
他
に
も
あ
る

 
無
人
機
が
襲

て
き
た
場
合
は

や

Ｂ
Ｉ
Ａ

属
の

者
が
出
る
事
に
な

て
い
た

機
体
が
発
す
る
遠
隔

信
か
ら

を
逆
探
知
し

点
を
攻
め
る
手

も
あ

た

 

や
軍
人
な
ど
を
配

し

物
理
的
に
進
入
で
き
な
い
よ
う
に
も
さ
れ
て
い
た

無
観
客

合
な
の
で

な
い
者
が
い
れ
ば

さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た
の
だ

そ
こ
に
加
え

て

士
の
ナ
ノ
マ
シ
ン
が
あ
れ
ば
身
分
な
ど
も
知
れ
る
と
い
う
も
の

 
そ
う
し
て

し
た
者
は

Ｓ
Ｔ
Ｌ
な
ど
を
使

て

問
す
る
よ
う
に
も
な

て
い
た
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だ
が

結

は

事
も

こ
ら
ず

と
ん
ど
の

合
は
終
了

 
明
日
は

決
勝
決
勝
戦
を
残
す
の
み

今
日
と
違

て
護
衛

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
数
は

り

備
は
よ
り

重
に
出
来
る

 

国
の
代
表

手
も
そ
れ
ら
の
中
継
を
観
戦
し
て
か
ら
帰
国
す
る
手

に
な

て
い
た

論
有
事
の

に

出
撃
出
来
る
よ
う
備
え
つ
つ
だ

 

い
つ

ら
は
仕
掛
け
て
く
る

 

な
ら

あ
る
い
は

ツ

Ｐ
ｏ
Ｈ
な
ら

ど
こ
で
仕
掛
け
て
く
る

 

は

を
組
み

目
し
た

 
思
い
浮
か
ぶ
の
は
過
去
の
情

二
年
以
上
に

て
掛
け

け
た
浮
遊
城
の
あ
ら

る
戦

地

今
の
自
身
を
作
り
上

た
生
死
の

間
の
世
界

 
あ
る
い
は

あ
り
得
た
だ
ろ
う
異
界
の
死
地

 
あ
り
と
あ
ら

る
人
を

た

 
あ
り
と
あ
ら

る
策
謀
を
識

た

 
そ
の
上
で

な
ら
こ
の
状
況
を
ど
う
見
る
か

前

と
し
て

亡
国
機
業

は

を
目
的
に
攻
め
て
く
る
だ
ろ
う
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思
し
て
い
た

は

ま
ず
大
前

か
ら

め
る
事
に
し
た

そ
り

あ

和
人
君
を

て
じ

な
い
の

 
一
番
に
反
応
し
た
の
は
七
色
だ

た

そ
れ
は
間
違
い
な
い
と
い
う
自
信

の
目
を
し
て

い
た

 
そ
う
だ
ろ
う
な

と

は

い
た

 
今
が
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
表

に
な

て
い
る
限
り
で
は
創
世
記

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ
と

コ
ア
の

方
に

合
し
た

一
の

密
に

え
ば
秋
十
も
そ
う
だ
が
セ
フ

ロ
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の

を

ね

け
た
点
で

の
方
に

性
は
あ
る

だ

 
秋
十
を

ら
え
て
い
る
間
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ

プ
を

取
し
そ
れ
で
ク
ロ

ン
を
複
製
で
も
す
る

と
思

て
い
た
が

そ
れ
は

を

ら
え
な
い
理
由
に
な
ら
な
い

 
成

の
実
験
体
と
し
て
手

に

い
て
お
き
た
い
と
は
思
う
だ
ろ
う

束
さ
ん
製
の
コ
ア
を

い
に

て
い
う
の
は
ネ
オ
・
コ
ア
が
あ
る
時
点
で
弱
い
か
な

無
人
機
も
あ
る
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

国
の

手
を

ら
え
る
の
も

先

で

え
ば

る
な

だ
よ
な

 

け
て
束

士

場
が
可
能
性
を

る
が
自
ら
二
人
が

た
よ
う
に
そ
れ
ら
は
根
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と
し
て
や
や
弱
い

ネ
オ
・
コ
ア
を
自
ら
作
り
ま
た
遠
隔
か
ら

作
可
能
な
無
人
機
の
開
発

に
成

し
て
い
る
以
上

え
て
有
人
機
を
使
う
理
由
は
あ
ま
り
無
い

 
使
い
道
と
す
れ
ば

正
し
く
捨
て

 
有
人
機
で
あ
れ
ば
無
人
機
と
違
い

信
を

し
た
逆
探
知

つ
ま
り

点

れ
が

き

に
く
い

コ
ア
の
ロ
グ
を
探
れ
ば
い
い
話
だ
が
逆
に

え
ば
コ
ア
を
道

れ
に
死
な
れ
る
と
損

を

る
だ
け
で
場

の
特
定
は
行
え
な
い

そ
し
て

者
は
家

を
人

に
取

て

す
な

り

か
つ
て
の
マ
ド
姉
の
よ
う
に
逆
ら

た

間
ナ
ノ
マ
シ
ン
が
そ
の
身
を
裂
く
な
り
す
れ
ば

裏
切
ら
れ
る
可
能
性
も

く
な
る

 
だ
が

そ
ん
な
事
を
し
て
ま
で

果
た
し
て

手
を

う
だ
ろ
う
か

 

が
組

を

い
る
者
で
あ
れ
ば

で
あ
る

い
つ
内

す
る
と
も
知
れ
ず

反
さ
れ

る
か
も
分
か
ら
な
い

手
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
な
ど

語
道
断

え
ナ
ノ
マ
シ
ン
な
ど

つ

も
の
策
略
を
弄
し
た
と
し
て
も
十
全
な
兵
力
に
は
な
り
得
な
い

 
頼
も
し
い
味
方

そ
れ
で

想
す
る
の
は
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
の
よ
う
な
心
か
ら

を

信
じ
て
く
れ
て
い
る
人
達
の

だ

 
み
ん
な
は

の
事
を
信
じ
て
く
れ
る

裏
切
る

そ
の
可
能
性
を
ま

た
く

え
ず

力
に
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な

て
く
れ
て
い
る

 
そ
ん
な
み
ん
な
に

さ
れ
て

う
兵
が
同
格
な

が

て
よ

う

兵

 
そ
こ
で

と

は
思

を
止
め
た

 

し

に
三
人
が

の
方
を
見
て
き
た

和
人
君

か
気
付
い
た
の

有
人

う

兵

わ
な
い
兵
を

わ
せ
る

 
七
色
が
声
を
掛
け
て
き
た
が

は
そ
れ
に
も
返
さ
ず

思

に

す
る
事
を

先
し
た

 

か
が
引

か
か
る

引

掛
か

た

そ
れ
は
無
意
識
で
の
気
付
き
だ

 
無
意
識
は
重
ね
て
き
た
経
験
が
作
り
出
す
手
出
し
で
き
な
い
部
分

そ
こ
で

か
が
引

か

か

た
の
な
ら

そ
れ
は
き

と

見

す
べ
き
で
な
い

か
で
あ
る

 

ま
で

か
が
出
そ
う
で

け
れ
ど
最
後
の
と

か
か
り
が

め
な
い

 
思

は
千

に
乱
れ
る

が
そ
う
な
の
か
過
去
か
ら
探
り

て
よ
う
とき

ろ
く本

を

く
り
返

し
て
い
た

 

そ
し
て

見
つ
け
た
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強
い
兵
を

強
い
ま
ま

わ
せ
る
方
法
を

 
そ
し
て

点
と
点
が
繋
が
り
始
め
る

 
な

に
引

か
か
ら
な
か

た
の
か

不
気
味
な

ど
に

を
保

て
い
る
の
か

場

一
つ

く

 

は

か
つ
て
世
界
を
作

た
男
に
問
い
か
け
た

  

郷
信
之
は
今
ど
こ
だ
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二

二
五
年
八
月
十
六
日

日

日

後
十
時

 

第
二
エ
リ
ア
 

部

ア
イ
ン
タ
ウ
ン

 
ガ

ガ

と

人

の

騒
が

を

た
す

 

は
か
つ
て
フ

ル
ン
・
妖
魔

合
を

ち
滅

す
た
め
に
作
ら
れ
た

地
だ

た

場

今
で
は
森
エ
ル
フ
黒
エ
ル
フ
そ
し
て
二
種

の

和
を
取
り
な
し
た
人

の
三
種

の
和
平
を

徴
す
る
場

と
し
て

日
夜
発
展
が

く
最
新
の

だ

た

 
そ
の
名
は

ア
イ
ン
タ
ウ
ン

 
命
名
は

合

大

を
務
め

和

も

た
人

の
剣
士
キ
リ
ト
だ
と

く

安

直
に

え
れ
ば
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
前
三
文

か
ら
取

た
だ
け
だ
が

そ
れ
だ
け
で
な
く

彼
は

を
意
味
す
る
ド
イ
ツ
語
か
ら

三
種

が
手
を
取
り
合

た
最
初
の
証

と
い
う

意
味
ま
で
引

て
き
て
い
た

 
そ
の
命
名
を
森
エ
ル
フ
の
王
黒
エ
ル
フ
の
女
王
ら
が
認
め
た
事
で
正
式
に
そ
の
名
前
が
こ

の

に
付
け
ら
れ
た
と
い
う
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な
る

ど

に
名
前
を
付
け
る
だ
け
で
も
そ
れ
な
り
の

て
い
う
の
は
必
要
な
ん
で

す
ね

 
誇
ら
し

に
語

た

人
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
礼
を

い
離
れ
た
後

あ
た
し
の

を
歩
く
小

な

剣
使
い
の
少
女
が
し
み
じ
み
と

い
た

ま

ね

と
し

う
も
な
い
事
で
も
名
前
の

に
す
る
事
は

か
ら
よ
く
あ
る
事
よ

な
ら
黒
歴
史
だ
け
ど
ね

キ
リ
ト
く
ん
は

と
ノ
リ
ノ
リ
で
付
け
て
そ
う
で
す
が

そ
う
い
う
も
の

ど
後

ず
か
し
い
気
持
ち
に

ら
れ
る
の
よ

 
そ
う

う
と
あ

と
シ
リ
カ
の
目
が
遠
く
を
向
い
た

彼
女
も
彼
女
で
己
の
黒
歴
史
足

る
事
が
あ
る
ら
し
い

 

ら
を

ぶ
小
⻯
ピ
ナ
が
き

る
る

と
鳴
い
て

彼
女
は
は

と
我
に
返

た

そ
そ
う
い
え
ば

 
こ
こ
の
エ
ル
フ
の
方
達

て
思

た
よ
り
私
達
に
友

的
で
す
よ
ね

 
話

を
変
え
に
掛
か

た
彼
女
の

の
話
は

を

歩
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の

に
つ
い
て

だ

た

 
彼
女
の

葉
に
は

も

と
差
別
的
か
と

と
い
う
意
味
合
い
が

ま
れ
て
い
る
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か
つ
て
デ
ス
ゲ

ム
で
あ

た
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
を
し
な
か

た
あ
た
し
と
シ
リ

カ
は
あ
の
世
界
で
の
エ
ル
フ
達
と
の
面
識
は
な
い

仮
に
あ

て
も
こ
の
世
界
の
エ
ル
フ
達
と

同
じ

か
は
判
別
出
来
な
い
が

ア
ス
ナ
達
に

い
た
限
り
で
は

同
じ
で
あ
る
ら
し
い

そ
し
て

時
の
エ
ル
フ
達
は
少
な
く
と
も

対
し
た

の
種

か
ら
は
人

如
き
が
な
ど

の
差
別
的
発
現
が

と
な
く

か
れ
た
そ
う
だ

 
そ
れ
を

い
た
シ
リ
カ
は

も

と
差
別
的
に
対
応
さ
れ
る
か
と
思

て
い
た
よ
う
だ

ん

ま

そ
れ
は

見
だ

た

て
事
ね

多
分
だ
け
ど
人

が
彼
ら
に
と

て
味
方

判
定
を

け
た
か
ら
じ

な
い
か
し
ら

ア
ス
ナ
達
も
そ
う
い
う
の
を

け
た
の
は

か
ら
だ

け

て

て
た
で
し

 
そ
う

せ
ば

そ
う
い
え
ば

と
シ
リ
カ
も

得
し
た
風
に

く

 
あ
た
し
達
は
味
方
に
な

て
も
種

を
理
由
に
見
下
し
た
対
応
を
さ
れ
る
か
と
思

て
い
た

が

こ
の
世
界
の
エ
ル
フ
達
は

友

的
な

手
に
は
そ
う
い
う
事
を

わ
な
い
性
格
ら
し
い

他
的
で
あ

た
の
は
他
種

だ
か
ら
と
い
う
よ
り

と
内

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

と
い
う

フ

ン
ク
シ

ン

信

面
の
理
由
だ

た

だ

 
し
か
し

思
い
返
せ
ば
そ
れ
は

け
る
話
で
あ
る
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今
は
そ
う
で
も
な
い
が
か
つ
て
の
キ
リ
ト
は
初
対
面
で
の
対
応
か
ら
以

の

を
決
め
る

ど
人
間
不
信
に

て
い
た

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
対
し
て
も
そ
れ
は
同
じ
の

で
味
方
に
な

た
方

か
ら
も
差
別
的
に
対
応
さ
れ
て
い
れ
ば

時
正
に
そ
の
差
別
を
同

か
ら
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ト

は
彼
ら
を
信

し
な
か

た
に
違
い
な
い

 
だ
が
実

は
違
い

黒
エ
ル
フ
の
近
衛
騎
士
と
は
友

的
な

を

い
た
と
い
う

 
そ
の
結
果
か
ら
も
こ
の
エ
ル
フ
達
の
対
応
は

め
た

だ

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
こ
の
世
界
の

エ
ル
フ
達
を
こ
の
目
で
見
た
か
ら

え
る
事
な

だ
が

 
な
ら
ば

そ
れ
は

合
と

え
る

 
な

な
ら

だ

て

の
人
が
イ

ミ
な
ト
コ
は
来
た
く
な
い
も
の
だ

 
だ
か
ら
こ
の

は

最
前
線
と
い
う
の
も

て
人
が
来
る

水
車
小

が
無
い
け
ど

立
地
的
に

め
る
し
か
な
い
わ
ね

 
そ
う

く
あ
た
し
は
出
来
上
が

た
ば
か
り
の

物

三

て
の
大
き
な
家
を
見
上

たで
も
で
も
あ
た
し
は
こ

ち
の
方
も

き
で
す
よ

ア

ク

フ

ア

七
十
六
層
の
お

が

た
み
た
い
で
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シ
リ
カ
が

手
を
握
り

ん
す
と
意
気

む

小
⻯
も

ば
た
き
な
が
ら
声
高
く
鳴
い
た

 
彼
女
は

リ
ン
ダ

ス

四
十
八
層
に

を
構
え
て
い
た

か
ら

ポ

シ

ン

り

主
と
し
て

い
て

い
た
が
後
に
七
十
六
層
へ

点
を

し
た
後
も

い
て
い
て
そ
の
期
間
は
ど

こ
い
ど

こ

い

特
に
感

が
無
い
の
も

然
だ

た

 
し
か
し
あ
た
し
に
と

て
は
記
念
す
べ
き
一

で
あ
る

我
武
者
羅
に

を
振
る

て
い
た

あ
の

の
思
い
出
が
あ
る
た
め

水
車
小

の

を
持
つ
夢
は

め
切
れ
な
い

水
車
小

は
二

に
回
す
か
な

え
え

も
う
二

を

え
て
る
ん
で
す
か

こ

ち
の
は
そ
も
そ
も
ホ

ム
と
し
て

え
て
る
も
の

い
ず
れ

転
す
る
の
よ
最
前
線
が

動
け
ば
ね

 
こ
の
家
を

入
す
る
一
番
の
目
的
は

で
の

点
を
持
つ
事
だ

た

一

プ
レ
イ

も
出
入
り
す
る

で
は
重
要
な
話
し
合
い
が
出
来
な
い
し

今
の
情
勢
を

み
プ
レ
ミ
ア

と
テ

ア
の
た
め
に
も
必
要
だ
と

え
た
の
で
あ
る

 
今
は
キ
リ
カ
を

に
プ
レ
ミ
ア
達
の
世
話
と
護
衛
を
こ
な
し
て
い
る
が
リ
ア
ル
も
こ
ち
ら

も
中

き
な

い

い
ず
れ

組
全

が
動
か
ざ
る
を
得
な
い
事
に
な
る
の
は
必
定
と

え
た
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も
が
リ
ア
ル

に

い
た
時
そ
の
隙
を
突
い
て
プ
レ
ミ
ア
達
を

う
プ
レ
イ

が

な
い

と
も
限
ら
な
い

 
そ
れ
を
危
惧
し
た
た
め

こ
の

に
ホ

ム
を
得
る
事
が

間
内
で
決
ま

た

 
そ
こ
で

を
持
つ
気
で
い
た
あ
た
し
に

か
る
形
で

キ
リ
ト
達
も

す
る

ホ

ム
に
し
よ
う
と
な

た
の
で
あ
る

た
だ
の

な
ら
リ
ン
ダ

ス
と
同
じ
一

て
で
済

ん
だ
が
今
回
は
そ
の
よ
う
な
経

で

も
作
る
必
要
が
あ

た
た
め
三

て

つ
か
な

り
大
き
な
構

と
な

た

ち

と
し
た

敷

み
で

で

え
ば
こ
の

一
で
あ
る

 
そ
れ

ど
大
き
な
家
と
な
れ
ば

て
る
の
に
⻑
時
間
要
す
る

だ
が

そ
こ
は
ゲ

ム
な
の

で

大
工
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
お
金
を
払

て
ク
エ
ス
ト
を
発
行
す
れ
ば
四

日
後
に
は
完
成
だ

 
ち
な
み
に
今
回

経

が
経

な
の
で
出

は
あ
た
し
や
キ
リ
ト
な
ど
大
金
を
持
つ
プ
レ
イ

は
全

の
共
同
と
な

て
い
る

 
こ
の
家
が

つ
ま
で
の
事
を
思
い
出
し
て
い
る
と
シ
リ
カ
が
わ

と
感
心
し
た
よ
う
な
声

を
上

た

そ
ん
な
先
の
事
を
も
う

魂

し
い
で
す
ね

そ
れ
は
ウ
チ
の

で
ポ

シ

ン

る
あ
ん
た
も
で
し
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ピ
ン

と
デ
コ
ピ
ン
す
る

⻯
使
い
の
少
女
は

え
へ
へ

と

れ

し
に

た

お

こ
の

物
の
意

な
る

ど

ア

ク

フ

ア
の
と
同
じ
か

か
し
い
な

 
そ
こ
で
感

の
声
が
掛
け
ら
れ
る

 

を
向
け
れ
ば

間
の
リ

ダ

格
で
あ
る
銀
髪
金

の
少
年

こ
の

の
命
名
者
が
そ

こ
に
い
た

後
ろ
に
は
見
知

た
巫
女
と
同
じ
容

し
か
し
こ
ち
ら
を
明
確
に

し
て
い
る

黒
髪
⻘

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
少
女
と

話
に
は

い
て
い
た
金
髪
金

の
騎
士
を

れ
て
い
る

キ
リ
ト

 
あ
ん
た

も
う
来
た
の

 
ま
だ

も
整

て
な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の
人
物
は
こ
の
ホ

ム

入
の
最
大
出

者
に
し
て
そ
も
そ
も
そ
れ
を

し
た
人
物

だ

さ
れ
た
時
に
⻩
金
の
騎
士
の
事
情
も

い
て
い
た
か
ら

入
を

い
だ
の
だ
が
月

の
夜
に
来
る
と

い
て
い
た
だ
け
に
ま
さ
か
出
来
上
が
り
の
時
間
ち

う
ど
に
来
た
事
に
あ
た

し
は

き
の
声
を
上

た

 
そ
の

き
を

キ
リ
ト
は
さ
も
あ
り
な
ん
と

く

そ
う
だ
ろ
う
と
は
思

て
た

た
だ

ち

と
手
が
離
せ
な
く
な
り
そ
う
で
な

 
そ
し
て

そ
の
表
情
を
苦

に
変
え
た
の
を
見
て

あ
た
し
は
こ
う
も

く
な

た
理
由
を

悟

た
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ま
た

か
あ

た
の
ね

い
い
わ

と
り
あ
え
ず
中
に
入
り
ま
し

う

 

い
た
あ
た
し
は
大
工
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
ク
エ
ス
ト
を
発
行
し
た
者
と
し
て

面
の

ボ
タ
ン

を
タ

プ
し

正
式
に
ホ

ム
の

有
者
と
な
り

み
ん
な
を

き
入
れ
た

  
ホ

ム
に
入

た
後

と
ま
ず

入
し
て
い
た
イ
ス
と
テ

ブ
ル
を
人
数
分
取
り
出
し
て
一

に

い
た
あ
た
し
は
シ
リ
カ
と
共
に
巫
女
テ

ア
と
騎
士
ア
リ
ス
と

な
が
ら
自
己

を
し
て
か
ら

キ
リ
ト
の
話
を

く
体
勢
に
な

た

 
キ
リ
ト
が
月

に
来
る
と

た
の
は
日

と
月

は
二
日
間
に

て
第
三
回
モ

ン
ド
・
グ
ロ

が
開

さ
れ
そ
の

備
と
し
て
彼
も
配
属
さ
れ
る
た
め
だ

亡
国
機
業

に
対
す
る
組

と
し
て
Ｂ
Ｉ
Ａ
が
在
る

で
そ
の
一

で
あ
る
彼
も
ま
た
そ
の

目
を
全

う
す
る
た
め
に
動
い
て
い
た

 

こ
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

は
き
な

い
話
で
あ
る

 
先
月

に
予
定
さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
・
オ
リ
ン
ピ

ク
は
同
月
の
亡
国
事
変
と
し
て
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有
名
な
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
騒
動
に
よ

て
取
り

し
と
な

た

開

国
で
そ

ん
な
事
件
が

き
れ
ば
中
止
に
な
る
の
は

然
だ

 
そ
れ
な
ら
日
本
で
予
定
さ
れ
て
い
る
モ
ン
ド
・
グ
ロ

も
中
止
せ
め
て

期
さ
れ
る

べ
き
だ
が

事
実
と
し
て
今
日
開

さ
れ

国
の
代
表

者
達
が

戦
を

り
広

た

 
Ｂ
Ｉ
Ａ
や
キ
リ
ト
と
い
う
対
抗
手

の
有
無
が
大
会
開

の
可

を
分
け
た

と
い
う

に
は
少

根

が

い

未
だ
製

会

ス

ク
ト
ル

の
裁
判
全
て
に

が
下
さ

れ
て
い
な
い
の
だ

結
果
は
見
え
て
い
る
が

亡
国
機
業

と
繋
が

て
い
た
勢
力
と
そ
う
で

な
い
勢
力
と
で
一

で
な
か

た
の
が
裁
判
を
⻑
引
か
せ
て
お
り
未
だ
決

は
つ
か
ず
に
い

る

そ
の
間
の
開

の
た
め
主

国
で
あ
る
日
本
や
大
会
運

会
に
は
少
な
く
な
い

判

が
届
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う

 
そ
ん
な
情
勢
の
中

彼
が

手
が
離
せ
な
く
な
り
そ
う

と

う

 

事
の

い
し
か
し
な
か

た

そ
れ
で

が

き
た
の

密
に

え
ば
ま
だ

き
て
な
い

さ

き
も

た
け
ど
手
が
離
せ
な
く
な
り
そ
う

と
い
う
だ
け
な
ん
だ
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ん

 
本

か

と
じ

と
目
で
問
い
か
け
る

そ
れ
に
彼
は
ま

す
ぐ
見
返
し
て
き
た

 
あ
た
し
に

手
の
真
偽
を

る
能
力
は
無
い

彼
の
演
技
を
見

く
事
だ

て
出
来
な
い

た

だ

と
も
だ
ち

と
し
て
の

が

ウ

は

い
て
な
い
と

い
た

 
あ
た
し
は

そ
のつ

な
が
りを

信
じ
る
事
に
し
た

で
も
キ
リ
ト
が
そ
こ
ま
で

う

て
事
は

そ
れ
な
り
に
根

あ

て
の
事
よ
ね

一
応
は

今
は
裏
付
け
の
報

ち
で
そ
の
隙
間
時
間
で
テ

ア
と
ア
リ
ス
を

れ
て
来
た

つ
ま
り

裏
付
け
が
取
れ
れ
ば
確
実
に
手
が
離
せ
な
く
な
る

て
ワ
ケ

そ
う
い
う
事
だ
な

 
ト
ン
ト
ン
と
話
が
進
む

 
あ
た
し
は
こ
う
い
う
事
に

し
て
キ
リ
ト
や
ア
ス
ナ
達
の

謀
を
疑
わ
な
い

彼
ら
彼
女
ら

の
予
想
は
得
て
し
て
根

に

づ
い
た
思

だ
か
ら
だ

危
惧
す
る
方
に
転
が
る
か

か

そ

の
二

し
か
あ
り
得
な
い

 
的
外
れ
な
事
を

彼
は

わ
な
い

 
そ
れ
を
分
か

て
い
る
シ
リ
カ
が
意
を
決
し
て
問
う
た
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キ
リ
ト
く
ん

そ
の
裏
付
け

て

で
す
か

手
の
動
向
と
取
り

ま
ら
れ
た
電
子
ド
ラ

グ
使

者
の
動
向
確
認
そ
れ
か
ら
あ
る

務

の
確
認
だ

前
二
つ
は
分
か
ら
な
く
も
な
い
け
ど

務

 
な
ん
で
そ
ん
な
ト
コ
を

郷
信
之
だ
よ

 
い
き
な
り
出
た
名
前
に

あ
た
し
と
シ
リ
カ
は
同
時
に
息
を

ん
だ

 

郷
信
之

 
あ
た
し
達
は
直

を

た

で
は
な
い

話
に

い
て
い
た
だ
け
で
実

に
こ
の
目

で
見
た
事
も
な
い
が
そ
の
男
が
ど
れ
だ
け
悪

な
の
か
は
知

て
い
る

あ
の
男
に
記

と
感

情
を

作
さ
れ
あ
わ
や
キ
リ
ト
を
殺
す
と
こ
ろ
だ

た
と
ユ
ウ
キ
か
ら

か
さ
れ
て
い
た
か
ら

だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
は

場

へ
の

に
狂

た
が
故
の

で
あ

た
と
も

 
そ
の
男
は
キ
リ
ト
と
彼
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
対
策
チ

ム
を
主
導
し
て
い
た

人
に
よ
り

に
入
れ
ら
れ
未
だ
裁
判
中
で
あ
る
と
も

い
て
い
る

仮
想
世
界
の
事
件
が
あ
る
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に
デ
ス
ゲ

ム
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
そ
れ
の

謀
者
に

し
て
も
報
道
さ
れ
る
か
ら

そ
の
名
を

に
し
て
い
た

あ
の
男
が

ま
た
表
舞

に
出
て
く
る

て
事

可
能
性
の
話
だ
け
ど
な

無
銘

の
武
器

の
負
の

そ
し
て
足
取
り
が

め
な
い

ア

ガ
ス
の

達

亡
国
機
業
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
開
発
に

ん
で
い
た
と
す
れ
ば
あ
の
男
の

の
有

性
は
知

て
い
る

だ

こ
れ
ま
で
は

が

重
だ

た
が
今
は
モ
ン
ド
・
グ

ロ

に

も
が
眼
を
向
け
て
い
る
か
ら
な

と
違

て
騒
ぎ
が

き
て
も
伝
わ
り
に
く

い 
ま
だ

き
て
は
い
な
い
と
思
う
が
と
彼
は

け
た

そ
れ
で
も
あ
の
男
が
脱
獄
し
た
未
来

を
思
う
と
不
安
ら
し
く

そ
の
表
情
に
は
影
が
あ
る

 
あ
た
し
達
も
そ
の
気
持
ち
は
理
解
で
き
た
の
で

も

え
な
か

た

あ
の

そ
の
ス
ゴ
ウ
と
い
う
人
物
は

い

た
い
ど
う
い
う
者
な
の
で
す
か

 
そ
こ
で
疑
問
を

し
た
の
は
ア
リ
ス
だ

た

キ
リ
ト
の

に

る
テ

ア
も
ア
リ
ス
と
同

じ
よ
う
に

な
面
持
ち
を
し
て
い
る

 
あ
の
キ
リ
ト
が
不
安
な

を
し
て
い
る
か
ら

よ
か
ら
ぬ

で
は
あ
る
と
分
か

た
ら
し
い
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ど
う
伝
え
る
べ
き
か

え
な
が
ら

あ
た
し
は

を
開
い
た

そ
う
ね

に

え
ば

に
狂

て
一
万
人
の
命
を
危
ぶ
め
た
危
険
人
物
よ

一
万
も

 
そ
れ

ど
の
命
が

奪
わ
れ
た
と
い
う
の
で
す
か

 
だ
ん

 
と
木
製
の
テ

ブ
ル
に
手
を
突
き

き
か

あ
る
い
は
怒
り
に
か
立
ち
上
が
る

ア
リ
ス

正
義
感
が
強
い
の
は
流

騎
士
だ
と
思
い
な
が
ら

あ
た
し
は
手
を
横
に
振

た

危
ぶ
め
た
よ

本

に
命
を

と
し
た
の
は
２
４
３
人

残
る
一
万
人
弱
は
み
ん
な
キ
リ
ト

の
お
陰
で
無
事
生
還
し
た
わ

え

き

キ
リ
ト
の

お
陰

 
彼
女
の

情
は

あ
た
し
の
補
足
で
す
ぐ
に

火
し
た

代
わ
り
に

惑
が
浮
上
す
る

 
そ
の
様
子
を
見
て

し
た

ど
う
や
ら
ア
リ
ス
は
デ
ス
ゲ

ム
の
話
を

ど

か
さ
れ
て
い
な

い
ら
し
い

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
つ
い
て
話
し
た
と

い
て
い
た
か
ら
て

き
り
知

て
い
る

と
思

て
い
た
け
れ
ど

キ
リ
ト

あ
ん
た
話
し
て
な
か

た
の

そ
の
必
要
性
を
感
じ
な
か

た
か
ら
な

本
来
ア
リ
ス
と

達
は
会
う
事
の
な
い
異
界
の
住

人
同
士

事
情
を
知
る
た
め
に
話
を

き
こ
そ
し
た
け
ど
本
来
な
ら
お

い
の
事
情
や
歴
史
を
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み
だ
り
に
知
る
べ
き
じ

な
い

あ

ん

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
る
け
ど
ね

 
少
年
の

い
分
を

い
た
あ
た
し
は
思
わ
ず
苦

し
た

 
彼
は

ら
ず
し
も
運
命
と
い
う
流
れ
を
実
の
兄
か
ら
知

た
身
だ

こ
の
世
界
が
物
語
の

一
つ

そ
こ
か
ら

分
か
れ
し
た
世
界
で
あ
り
更
に
時
を

る
魔
女
に
よ
り
あ
る
程

の
流

れ
が
あ
る
と
知

た

 
あ
た
し
達
が
自
ら

え

行
動
し
た
結
果
の
歴
史

 
そ
れ
に
は
本
来
異
界
の
者

異
分
子
は
存
在
し
な
い

 
そ
れ
は

方
向
の
意
味
を

む

こ
ち
ら
に
と

て
ア
リ
ス
が
異
分
子
で
あ
る
よ
う
に
彼
女

が
生
き
る
世
界
に
と

て

こ
ち
ら
の
全
て
が
異
物
そ
の
も
の

 
キ
リ
ト
は
あ
ま
り
彼
女
の
世
界
に

な
事
を
伝
え
た
く
な
い
ら
し
い

お
そ
ら
く
自
身
の

未
来
の
世
界
と
あ

て
も
だ

こ
ち
ら
に
と

て
良
か
れ
と
思
う
事
で
も
あ
ち
ら
の
キ
リ

ト
に
と

て
は
悪
し
き
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

そ
う
危
惧
し
て
の
決
断
だ
ろ
う

ヴ

ベ

ル
は

の
世
界
を
捨
て
て
き
た
が

ア
リ
ス
は
そ
う
で
は
な
い
か
ら

お
前

あ
れ
だ
け
私
に

て
お
い
て

今
更
そ
れ
で
す
か
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あ
れ
は
今
の

が
出
す

え
だ
と
前

き
し
た
だ
ろ
う

そ
れ
を

け
止
め
る
な
ら
時
間

を

い
た
方
が
い
い

け
入
れ
ら
れ
な
い
な
ら

絶
す
れ
ば
い
い

そ
う
い
う
話
だ

そ
れ
が
出
来
れ
ば
苦
労
し
ま
せ
ん

 
あ
た
し
が
あ
れ
こ
れ

え
て
い
る
と

や
ら
二
人
が

い
争
い
を
始
め
た

い
や
ア
リ
ス

が
喰

て
か
か
り

そ
れ
を
キ
リ
ト
が

れ
た
よ
う
に

な
す
と
い
う
一
方
的
な
や
り
取
り
だ

 

こ
う
い
う
光

す
ご
く
覚
え
が
あ
る
な

 
そ
う

え
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
初
め
て
会

た
日
以

に

と
な
く
見
た

殺
隊
と
の
や

り
取
り
だ

彼
に

心
を
向
け
る
数
十
人
の
男
達
を
掌
で
転
が
す
光

が
思
い

こ
さ
れ
た

今
の
二
人
の

は

あ
の
男
達
と
の
そ
れ
と
重
な

て
見
え
る

 
そ
れ
で
思
い
至

た

 
な

ア
リ
ス
が
こ
こ
ま
で
キ
リ
ト
に
喰

て
か
か

て
い
る
か

あ
ん
た
ね

色

と

し
て
る
か
ら
そ
う
い
う
事
に
な
る
の
よ

知

て
る

分
か

て
て
や

て
る

悪
い
わ
よ

 
は

と
た
め
息
を

く
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つ
ま
る
と
こ
ろ
キ
リ
ト
は
ア
リ
ス
に
理
解
さ
れ
る
事
を
求
め
て
い
な
い
し
そ
れ
で

意
を

向
け
ら
れ
よ
う
と
構
わ
な
い
と

え
て
い
る

多
分
彼
女
の
正
義
感
と
彼
の
経
歴
が

命
的
に
合

わ
な
い
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
だ

 
親
友
・
ア
ス
ナ
か
ら
も
話
だ
け
は

い
て
い
た

実

少
し
会
話
し
た
だ
け
で
彼
女
の
正
義

感

も
と
い

価
値
観
は
あ
る
程

分
か

た

 
そ
り

あ
キ
リ
ト
は

を
投

る
だ
ろ
う
な
と

得
し
た

こ
う
い
う
事
は
本
人
が

た
と

こ
ろ
で
逆

果
で
あ
る

 
最
初
か
ら
努
力
を
投

出
し
て
い
る

り
は

れ
る
が

ど
う
い
う
事
で
す
か

ん

な
ん
て

う
か
ね

も

た
の
よ

ア
リ
ス
み
た
い
に
キ
リ
ト
と
衝
突
す
る
人

 
そ
う

う
と

護
す
る
よ
う
に
シ
リ
カ
も
そ
う
で
す
ね

と

て
会
話
に
参
加
し
た

キ
リ
ト
く
ん
は
す
ご
く

解
さ
れ
や
す
い
子
な
ん
で
す
よ

解
さ
れ
て
る
と
分
か

て
る
の

に
そ
れ
を
解
か
な
い
し
な
ん
な
ら

解
さ
れ
る
よ
う
動
く
し
そ
れ
を
助
⻑
す
る
よ
う
に
情
報

作
し
ま
く
る
し

 
苦

し
な
が
ら
シ
リ
カ
は

い
切

た
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や
や
遠
い
眼
を
し
て
い
る
の
は

と
も
だ
ち
に
な

て
か
ら
新
た
に
得
た

点
で
見
る
彼

の
情
報

作
で
い
い
よ
う
に

ら
さ
れ
る
男
達
の

だ
ろ
う

か
つ
て
は
一
緒
に
な

て
よ
く
彼

ら
を
見
た
も
の
だ

 
あ
た
し
達
の

を
見
て
そ
れ
が

で
な
い
と
分
か

た
の
か

然
と
し
て
い
た
ア
リ
ス
は

か
に

を

け
る
と

第
に

を

わ
せ
始
め
た

つ
ま
り

私
は
こ
の
者
に

掌
で

ら
さ
れ
て
い
た
と

そ
う
い
う
事
か
も

 
シ
リ
カ
と
ハ
モ
り
な
が
ら

く

 
す
る
と
キ

と
怒
り
と

で

い
面

を
上

た
ア
リ
ス
が
そ
れ
を
黒
銀
の
少
年
へ
と

向
け
た

立
ち
上
が
る
と

に

く

な
金
の
⻑
剣
に
手
を
掛
け
る

キ
リ
ト

そ
こ
に
直
り
な
さ
い

 
人
を
弄
ぶ
そ
の
三

を
こ
の
場
で
切
り

と
し
て
く

れ
るハ

ハ

そ
れ
は

る

な
ま
じ
シ
ス
テ
ム
の
制
約
が
な
い
ア
リ
ス
な
ら
圏
内
で
も
可
能
だ
か

ら

る
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そ
の

ど
こ
ま
で
も
私
を
愚
弄
し
ま
す
か

ア
リ
ス
さ
ん

ア
リ
ス
さ
ん

す
れ
ば
す
る

ど
キ
リ
ト
く
ん
の
掌
で
す
よ

そ
れ
に
テ

ア
が

え

す
る

流

に
剣
は

か
な
い
で

え
る
と
助
か
る
ん
だ
が

キ
リ
ト
く
ん
は
ち

と

て
て
ね

く

 
シ
リ
カ
の

め
を

い
た
ア
リ
ス
は
わ
な
わ
な
と
体
を

わ
せ

に

も
切

て
い
た

も
の
の

最
終
的
に
剣
身
を

に

め
た

キ
ン

 
と
い
や
に
強
い

が
鳴

た
の
は
彼

女
の
抑
え
た

情
の
強
さ
で
あ
ろ
う

 

く
り
と

ガ
シ

 
と

を
鳴
ら
し
な
が
ら

子
に

り
直
し
た
彼
女
は

せ

め
て

線
で
殺
そ
う
と
で
も

わ
ん
ば
か
り
の
⻘
い

を

く
少
年
に
向
け
る

 

の
少
年
は

の

を

り
上

金
の
騎
士
を
見
返
す
ば
か
り

 
完
全
に

時
の
再
現
で
あ
る

手
す
る
だ
け
無

よ
ア
リ
ス

キ
リ
ト
に
対
し
て
は
正
義
感
と
か
先
入
観
と
か
そ
う
い

う
も
の
全
部
捨
て
な
い
と
ま
ず
マ
ト
モ
に

手
し
て
く
れ
な
い
わ
よ

 
は
る
か

ま
だ
あ
た
し
が
キ
リ
ト
と
会
う
前
親
友
の
ア
ス
ナ
に

わ
れ
た
事
を
思
い
返
し
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な
が
ら

う

結
果
と
し
て
そ
れ
が
合

て
い
た
か
ら
今
の

が
あ
る

な
の
で
そ
れ
な
り

に
信

は
あ
る

葉
の

だ

 
し
か
し

な

か
キ
リ
ト
か
ら

な
表
情
を
向
け
ら
れ
る
事
に
な

た

な

リ
ズ

リ
ズ
の
中
で
い

た
い
ど
う
い
う
人
物

な
ん
だ

必
殺
仕
事
人

 
少
し
だ
け

キ
リ
ト
の

が
引
き

た

ち
な
み
に

シ
リ
カ
は

え

 
え

と

悪
人
じ

な
い
け
ど

善
人
で
も
な
い
か
な

あ

少
な
く
と
も

絶
対
聖
人
で
は
な
い
よ
ねま

外
れ
て
な
い
け
ど
も

 
更
に

キ
リ
ト
の

が
ピ
ク
ピ
ク
動
い
た

 
そ
れ
ぞ
れ
が

え
る

に
物

く
表
情
の

さ
を
深
め
て
い
く
キ
リ
ト
に
あ
た
し
と
シ
リ

カ
は

を
見
合
わ
せ

少
し
だ
け

み
を
零
し
た

け
ど

も

と
あ
ん
た
に
ピ

タ
リ
な

葉

知

て
る
わ
よ
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あ

わ
た
し
も
そ
れ

知

て
ま
す
よ

 

を
見
合
わ
せ
な
が
ら
そ
う

う
と
興
味
が

い
た
ら
し
い
ア
リ
ス
が

う
と
声
を
上

たそ
の
ピ

タ
リ
な

葉
と
は

 
そ
の
問
い
に

に

と

み
を
浮
か
べ

同
時
に

た

 
お
人

し

英
雄

 

な
る

ど

 

葉
の
意
味
は

じ
た
ら
し
く
ア
リ
ス
は
そ
れ
に
一
つ

き
得
心
が
い

た
よ
う
に
キ
リ

ト
を
見
た

 
黒
銀
の
少
年
は

そ
れ
ま
で
と
は
打

て
変
わ
り

を

く
し

え
て
い
た
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そ
の
後
キ
リ
ト
は

事
を
済
ま
せ
に
リ
ア
ル

へ

たた
が
後
か
ら
キ
リ
カ
に

れ
ら
れ

て
き
た
プ
レ
ミ
ア
も
合
わ
せ
た
五
人
で
ア
リ
ス
達
の
知
ら
な
い
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の
出

来
事
に
つ
い
て
語

た

 
人
と

異
界
人
と

と

 

な
組
み
合
わ
せ
だ

た
が
ガ

ル
ズ
ト

ク
は
日
を

ぐ
ま
でつ

つ
がな

く
進
ん
だ
の
だ

た  
・
前

の
ま
と
め

 
和
人
の

無
銘
の
武
器

や

時
の

の
ボ
ス
な
ど
明
ら
か
に
亡
国
機

業

者
が
い
た

ア

ガ
ス

の
中
に
は
足
取
り
の

め
な
い
者
も
お
り
そ
の
楯
無

の

索
結
果
で
和
人
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
の
予
想
を
確
信
し
て
い
る

 
そ
ん
な
者
達
が

郷
の

内
容
に
興
味
を
示
さ
な
い

も
な
く
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こ
こ
に

郷
を

け
た
攻

戦
が
開
か
れ
る

か
も

  
・
後

の
ま
と
め

 

の
そ
の
後

 

地
は
エ
ル
フ

種

人

の
和
平
の

徴
の

と
し
て

設
開
始

新
た
な
最
前
線

点
と
し
て

さ
れ
る
事
に
な
る

 
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
こ
に

間
内
で

す
る
ホ

ム

を

入

 
プ
レ
ミ
ア

テ

ア

ア
リ
ス
は

く
そ
ち
ら
に

に
な
る

ア
リ
ス
は
本
来

に

る
べ
き
で
は
な
い
が

組
も
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

た
場
合
の
プ
レ
ミ
ア
達
の

護
衛
と
し
て

さ
れ
た
形

本

は
月

の
夜
か
ら

住
予
定
だ

た
が

り
上

て
日

夜
か
ら

に
な
る

  
・
リ
ズ
ベ

ト

 

魂

し
い
鍛
冶
師

 
実
は

の
戦
争
前
後
は
鍛
冶
師
と
し
て
出

り
三
百
人
の
プ
レ
イ

の
武

の
面
倒
を
見
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て
い
た

そ
れ
に

殺
さ
れ

キ
リ
ト
の
直

的
協
力
は
出
来
な
か

た
裏
話

 

入
を

え
た
の
は
そ
の

殺
で

金
面
に

が
出
来
た
た
め
だ

た
り
す
る

 

の
事
情
で
ホ

ム

先
の

入
と
な

た
が
本
人
が

た
よ
う
に
水
車
の
あ
る

が
い
い
の
で

第
二

に
す
る
た
め

ぐ
気
で
い
る

 
か
つ
て
ア
ス
ナ
の

か
ら
キ
リ
ト
の
初
対
面
で

発
し
て
対
応
を
探
る
タ

ン
を
一
発

ク
リ
ア
し
た
事
が
あ
り
そ
の
先
達
と
し
て
ア
リ
ス
に

を
送

た

キ
リ
ト
を
襲

た

事
や
立
ち
合
い
の
事
を
掻
い

ん
で
ア
ス
ナ
か
ら

い
て
い
る
の
で
無
理
だ
ろ
う
な

と
確
信

し
た
上
で
の

で
あ
る

 
ガ

ル
ズ
ト

ク
の
内
容
は
完
全
に
キ
リ
ト
の
意

を
無

し
た
も
の
だ
が
彼
が
理
解
を
得

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と

観
し
て
い
た
が
故
の
行
動
で
あ
り
も
し

観
じ

な
く
異
界
へ
の
影

を

慮
だ
け
し
た
が
故
の
発

な
ら
リ
ズ
ベ

ト
も
こ
れ
は
し
て
い
な
い

 
要
は
リ
ズ
ベ

ト
も
お
節

き
の
お
人

し
な
の
で
あ
る

  
・
シ
リ
カ

 
リ
ズ
の

魂
を
見

て
い
る

師
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プ
レ
イ

の
中
で
は
上

に
食
い

む

剣
使
い
だ
が
本
人
の
性
格
に
よ
り
最
前
線
に
は

ギ
リ
ギ
リ
届
か
な
い

そ
の
た
め

集
め
で
ポ

シ

ン
を
作
り

間
の

を
す
る
道
を

ん
だ

 
ア
ル
ゴ
の

を

い
て
真

に
悔
い

め

罪
し
て
い
た
た
め
キ
リ
ト
が
身
の
上
話
を

し
た
経

が
あ
る

実
は
全
キ

ラ
中
ぶ

ち
ぎ
り
の
速
さ
で
身
の
上
話
を

か
さ
れ
て
い
た
り

す
る

シ
リ
カ
は
会

て
数
分
で
教
え
ら
れ
た

初
手
を

ら
な
け
れ
ば
キ
リ
ト
は
心
を
開
く

を

で
い

た
人
物

 
実

の
キ
リ
ト
を
知

て
か
ら
は
ず

と
キ
リ
ト
の
掌
で
ヘ
イ
ト
こ
ろ
こ
ろ
さ
れ
る
人
ば

か
り
を
見
て
き
た
の
で
客
観

を
鍛
え
ら
れ
て
い
る

  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 
ヘ
イ
ト

理
さ
れ
て
い
た
事
に
気
付
い
た
騎
士

 
色

と

点
が

い

感
情
的
か
つ
直
情
的
で
と
て
も
分
か
り
や
す
く
キ
リ
ト
に
は

行

で
思

誘
導
さ
れ
て
い
た

そ
れ
に
気
付
い
て
怒
り
を

わ
に
す
る
事
も

り

み
済
み
で

を

て
も
手

に
取
ら
れ
る
と
知

た
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そ
こ
で
キ
リ
ト
を
弄
る
格

の
ネ
タ
が

び

ん
で
き
た
の
で

に
や
り
と

た

 
異
界
で
あ
れ
ば
騎
士
の
立
場
も
意
味
は
無
し

 
な
ら
ば
そ
こ
に
あ
る
の
は

た
だ
の
女
子
の

の
み
で
あ
る

  
・

郷
信
之

 
本
作
に

け
る
デ
ス
ゲ

ム
の
黒
幕

 
現
在
は
裁
判
の
真

た
だ
中

 
記

感
情
認
識
の

作
・

の

を
し
て
い
た

本
人

か
つ
て
傀
儡
に
し
た
ユ
ウ

キ
で
キ
リ
ト
を
殺
そ
う
と
し
た
事
が
あ
る

し
か
し
そ
の
時
は
認
識
の

作
だ
け
キ
リ
カ
の
失

か
ら
し
て
い
な
か

た
た
め
ユ
ウ
キ
が
自
力
で
打
ち
破

て
い
る

 
今

再

さ
れ
て
技
術
を
悪

し
始
め
た
ら
真
面
目
に
手
が
付
け
ら
れ
な
く
な
る
人
間

 
キ
リ
ト
は
場
合
に
よ

て
は
殺
す
事
も

に
入
れ
て
い
る

  
・

ノ
之
束

 
コ

ヒ

は
ブ
ラ

ク
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最
近
う
さ

エ
プ
ロ
ン
ド
レ
ス
を
や
め

日
を
ス

ツ

白

で
過
ご
す

ズ
ボ
ン
タ

イ
プ
か
ス
カ

ト
タ
イ
プ
か
は
そ
の
日
の
気
分
で
決
め
て
い
る

 

の

整
と
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
進
行

備
の

指

全

を

う

 
地
味
に
最
近

み
な
し
で

き

め

 
和
人
が

ん
で
な
い
以
上
は

む
気
は
無
い

 
マ
イ
ブ

ム
は
ク
ロ
エ
と
の

い

  
・

場

 
コ

ヒ

は
ブ
ラ

ク

 

の
開
発
経

か
ら
開
発

の
コ
ネ
ク
シ

ン
持
ち

和
人
が
開
発

の
情
報
を
持

て
る
場
合
は
大

場
が
横
流
し
し
た
情
報

 
一
応
和
人
の
苦
情
も
伝
え
て
い
る
の
だ
が

色
よ
い
返
事
は
返

て
き
て
い
な
い

様

 

の

整
と

の
監

電
子
ド
ラ

グ

人
の
追

を

う

 

の
事
は
時
期

だ

た
か
と
思
い
始
め
て
い
る
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・

七
色

 
コ

ヒ

は
砂

・
ミ
ル
ク

 

の
開
発
監
修
の
一
人
で
は
あ
る
が

実

は
お
飾
り
に
近
い
の
で
有

的
な
コ
ネ
ク

シ

ン
と
は

え
な
い

天
才
二
人
が

し
い
の
で
突
発
的
に

き
た
問

に
対

す
る
予
備

人

い
と
し
て
動
い
て
い
る

 
ア
リ
ス
の
問

を
中
心
に

束
と

場
の
補

と
し
て
動
く

 
地
味
に
オ

ル
ラ
ウ
ン
ダ

 

の
事
は
過
ち
だ

た
か
も
と
思
い
始
め
て
い
る

  
・
桐

谷
和
人
／
キ
リ
ト

 
お
人

し

英
雄

 
善
と
も

え
ず

悪
と
も

え
な
い

中
立
を
歩
む

 
偽
善
を

い

偽
悪
も
遠
ざ
け
る

 
他
者
を
信
じ
ず

己
を

む

 
悪
を
以
て
善
を

す
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信
に
対
し
義
を

す

  

そ
し
て

怨
む
者
達
の
命
を
救

た
者

 
あ
ら

る
矛
盾
に
あ
る

者

 
そ
の
者
を
表
す

葉
は

お
人

し

で
あ

た
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第
三
十
三
章
 

迷
い
の
国
の
ア
リ
ス

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
本
エ
ピ

ド
の
主

は

な
ん
で
ね

リ
ア
ル

は
ス
キ

プ

ダ
イ
ジ

ス
ト

 

破
る
前
の
ア
リ
ス
は
と
に
か
く
ツ
ン
ケ
ン
し
て
る
イ
メ

ジ

悪
そ
う
だ
け
ど
彼

女
も
手
探
り
だ
か
ら
大
目
に
見
て
ネ

 

点

ア
リ
ス

初

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
八
月
二
十
日

木

日

前
十
時

 

第
二
エ
リ
ア

ア
イ
ン
タ
ウ
ン
・
リ
ズ
ベ

ト
武

 
ホ

ム
を

入
し

日
月

か
ら
リ
ズ
ベ

ト
武

と
銘
打
た
れ
た

板
の
下
に
は

多
数
の
冒
険
者
が

け
付
け
て
い
る

鍛
冶
師

主
リ
ズ
ベ

ト
の
鍛
冶
の
技

は
そ
こ
ら
の

者
よ
り
数

高
く
彼
女
に
剣
を
鍛
え
て
も
ら
う
な
り

い
で
も
ら
う
な
り
で
得
ら
れ
る
恩

が
大
き
い
か
ら
ら
し
い

 
私
か
ら
す
れ
ば

剣
の
面
倒
は
極
力
自
分
で
見
る
べ
き
だ
と
思
う

 
剣
は
使
え
ば
天
命
を

る

そ
の
た
め
入
念
な
手
入
れ
を

し

に

め
て
神
聖
力
を

え

る
事
で

そ
の
存
在
を

の
も
の
と
し
て
い
た

 
金
木
犀
の
剣
は

不

の
属
性
に
よ
り
物
理
的
攻
撃
に
対
し
て
高
い

性
を
誇
り
刃

を
交
え
る
過
程
で
そ
の
天
命
を

り
切
ら
れ
る
事
は

無
い

神
聖
術
に
よ
る
攻
撃
は
モ
ノ
に

よ
る
が
よ

ど

力
が
高
い
と
大
き
く

ら
れ
る
だ
ろ
う

が
樹
木
な
だ
け
に
こ
の
子
は

に
弱
い
か
ら
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そ
れ

ど
の
強

は

同
じ
騎
士

内
で
も
数
え
ら
れ
る
程

し
か
い
な
い

 
ま
し
て
刃
を
真

向
か
ら
交
え
ら
れ
る
の
は
我
が
師
で
あ
る
騎
士
⻑
だ
け
だ

た

 

だ
か
ら
こ
そ

後
れ
を
取

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
人
を
殺
め
る
と
い
う
禁
忌
を

し

行
し
た
銀
髪
金

の

い
修
剣
士

キ
リ
ト

あ
の

者
の
異
様
さ
に
引

か
か
る
も
の
が
あ
り
己
の
弟
子
に
脱
獄
を

し
て
付
近
に

機
さ
せ
た

が

彼
は
神
器
な
し
の
状

で
神
器
を
使

た
弟
子
を
破

た

 
一
夜
明
け
て
か
ら
は
不

に
も
人
界
の
中
心
で
あ
り
教
会
の

の

徴
た
る
百

層
の

セ
ン
ト
ラ
ル
・
カ
セ
ド
ラ
ル

に

み
入
り

数

の
騎
士
を
真

向
か
ら
打
ち
破

て
み
せ

た

騎
士
⻑
を
は
じ
め
百
年
以
上
を
生
き
る
一

の
騎
士
が
複
数

れ
た
報
は
私
も

い

て
い
た

 
そ
の

人
と
対
峙
し
た
の
は
カ
セ
ド
ラ
ル
八
十

雲
上
庭
園

 
な
だ
ら
か
の

と
そ
れ
を
取
り

く
小

天

は
外
か
ら
の
陽
光
を
た

り
取
り
入
れ
る

構

の
そ
こ
で

剣
を
樹
木
に
し
て
日
光

さ
せ
て
い
た
私
と
彼
が
出
会

た

そ
こ
ま
で
で
す

こ
れ
以
上
先
に
進
む
と

う
な
ら
ば
私
は
お
前
を
斬
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
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覚
悟
の
上
だ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
流
の
剣
士
キ
リ
ト
騎
士
ア
リ
ス
殿
に

常
な
る
剣
の
勝
負

を

し

む
い
い
で
し

う

 
そ
の
時
の
私
に

り
が
無
か

た
と
い
え
ば

だ
ろ
う

 
整
合
騎
士
は
得
意
不
得
意
は
あ
れ
ど
剣
も
神
聖
術
も
一
定
以
上
の
技

を
持
つ
者
だ

私
は

剣
の
面
で
特
に

れ
て
い
た
ら
し
く
ま
と
も
に
打
ち
合
え
た
の
は
騎
士
⻑
の
み

つ
ま
り

騎
士
⻑
と
真

向
か
ら
斬
り
結
ん
だ
事
は
な
い

そ
れ
は

騎
士
⻑
も
勝

に

る
性
格
で
な
い

の
に

因
し
て
い
る
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ

そ
の
自
信
が
あ

た
私
は

直
に

人
キ
リ
ト
と
刃
を
交
え
た

 
同
時
に

み

み

ぎ
で
あ
ち
ら
の
上

振
り
下
ろ
し
を
弾
く

 
生
じ
た
隙
に

再

た

り
の

ぎ
を
放
ち

上
に

ね
上

ら
れ
る

 

ね
上

ら
れ
た
剣
を
振
り
下
ろ
し

同
時
に
振
り
下
ろ
さ
れ
た
あ
ち
ら
の
剣
と

り
合
い

し
勝
つ

い
や

し
勝
た
せ
ら
れ
た

 
後
退
し
た
キ
リ
ト
を
追
う
べ
く

み
出
し
た
そ
の

間

足
の

に
回
し

り
を
入
れ
ら

れ
体
勢
が

れ
た

そ
の
私
に

い
か
ぶ
さ
り

人
は

な
く

に

ば
せ
て
い
た

剣
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を

に
突
き
立
て
た

 

剣
に
転

術
が

め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
そ
の
一
撃
で
絶
命
し
た
だ
ろ
う

最
後
に
一

報

い
よ
う
と
全
力
で
剣
の
記

解
放
術
を
行
使
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
ど
う
足
掻
い
て
も

打
ち

に
し
か
な
ら
な
か

た

 
ア
レ
が

常
な
剣
の
勝
負

と

え
る
か
は

な
と
こ
ろ
だ
が

 
お
そ
ら
く

剣
だ
け
を
使
わ
せ
る
た
め
に
あ
あ

た
の
だ
ろ
う

そ
れ
に
ま
ん
ま
と
掛
か

り

突
な
体
術

ば
せ
た

剣
で

す
暗
殺
術
の

で
仕

め
ら
れ
た

だ

 
経

は
ど
う
あ
れ

負
け
は
負
け

 
私
は
己
に
不

な
さ
を
感
じ
て
い
た

 
こ
の

を
す
す雪

ぐ
に
は

の
世
界
に

た
時
に
も
う
一

立
ち
合
い
完

な
き
ま
で
の

勝

を

む
し
か
あ
り
得
な
い

 
そ
う

え
た
私
は

こ
の
無
限
に
広
が
る
大
地

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

の

内
を
し
て
も

ら

て
い
た

こ
こ
が

人
キ
リ
ト
を
育
て
強
く
し
た
地
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
知
る
事
で

の

力
の
源
を
知
り

対
策
を
立
て
ら
れ
る
と

え
た
か
ら
だ

 
無
論
そ
れ
だ
け
は
な
い

プ
レ
ミ
ア
テ

ア
の
話
を
掻
い

ん
で
教
え
ら
れ
た
限
り
彼
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女
達
は
か
な
り

た
状
況
に
あ
り
彼
女
達
を
取
り

く
問

解
決
の
た
め
に
聖

を
集

め
て
い
る
と

い
た

最
悪
の
場
合
は
多
く
の
冒
険
者
や

の
者
達
が
危
険
に
晒
さ
れ
る

そ

の
可
能
性
が
あ
る
と

い
た
以
上

手
伝
わ
な
い

は
存
在
し
な
い

そ
こ
で

え
て

を

ぶ
と
こ
ろ
が
強
か
だ
よ
な

ア
リ
ス

 
そ
の
経

を
知
り
名
指
し
で
同
行
を
希
望
す
る
と

手
が

れ
た
よ
う
に

葉
を
返
し
て

き
た

 
銀
髪
金

の
剣
士

 
後
に

私
と
出
会
い

刃
を
交
え
る

人
の
過
去
の

だ

 
彼
の

れ
た
よ
う
な
問
い
か
け
に
ベ
ン
チ
に

て

て
い
た
私
は
立
ち
上
が
り
華

な
彼
を
見
下
ろ
し
な
が
ら

た

か
問

で
も

イ

だ
ろ
う

 
リ
ズ
達
と

良
く
な

た
み
た
い
だ
し

集
め
つ
い
で
に
色

け
ば
い
い
だ
ろ
う
に

そ
れ
は
も
う
し
ま
し
た

そ
の
上
で
の
判
断
で
す

 
そ
う
返
し
た
私
は

見
上

て
く
る
金
の

を
ま

す
ぐ
見
る
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こ
の
数
日
で
リ
ズ
ベ

ト
達
に

き
ま
し
た

現
状
こ
の
裏
世
界
を
深
く
知
る
最
強
の

剣
士
は
お
前
だ
と

で
あ
れ
ば
お
前
の
近
く
に
い
れ
ば
お
前
の
技
を
見
る
事
が
出
来
る

の

世
界
に
帰

た
時

未
来
の
お
前
を
確
実
に

す
る
事
に
繋
が
る

で
す

 
つ
ま
り
大
義
の
た
め
に
私
情
は
捨
て
た

だ

 

た
る
想
い
が
無
い

で
は
な
い

 
リ
ズ
ベ

ト
や
ユ
ウ
キ
ア
ス
ナ
達
な
ど
か
ら

い
た
限
り
彼
は

え
て
人
を

に
回
す

動
を
取
り
決
定
的
に

を
別

た

手
を
殺
め
抑
止
力
と
な
る
事
で
浮
遊
城
の

序
を
構

し
た
と
い
う

殺
め
る
事
に
な

た
者
達
は

れ
も
殺
人
に
対
し
快

・
喜
悦
を

く
危
険
人
物

で
そ
れ
ら
を

す
る

ア
ス
ナ
達

に

が
出
な
い
よ
う
キ
リ
ト
が
先
手
を
打
ち

手

の

幹
部
を
殺

し
て
い
な
け
れ
ば

だ
け
を

ら
え
る
と
し
て
も
味
方
の

者
は

出
て
い
た
と
も

い
た

 
彼
は

守
る
た
め
に
人
を
殺
め
る
と

た

 
確
か
に
彼
は
人
を
殺
め
て
い
る
が
同
時
に

間
を
守

て
も
い
る

彼
が
し
な
け
れ
ば

間

の

か
が
死
ん
で
い
た
の
は
確
実

⻑
ら
く
彼
を
見
て
き
た
者
が

う
の
で
あ
れ
ば
間
違
い
は

な
い
の
だ
ろ
う
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キ
リ
ト
は
悪
だ

そ
の
行
い
は

非

さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る

 
結

そ
の
浮
遊
城
で
の
出
来
事
は
不
問
に
な

た
が
そ
れ
よ
り
前
と
後
で
も
彼
は
人
を
殺
め

た

そ
れ
ら
の
罪
が
あ
る
が

世
界
は
そ
れ
を

過
し
て
い
た

 
正

衛
だ
か
ら

 

か
が
す
べ
き
だ

た
事
を

彼
が

た
だ
け
だ
か
ら

 
リ
ズ
ベ

ト
達
が
学
生
と
し
て

学
に

み
生
き
る
表
世
界
は
そ
う
し
て
キ
リ
ト
を

見

し
て
い
る

そ
の
代
償
と
し
て
か
リ
ズ
ベ

ト
達
に
と

て

の
夢
の
如
き
裏
世
界

つ
ま
り
こ
ち
ら

で
も

問

へ
の
対

と
し
て
動
き
回
る

 

こ
の
世
界
は

な
の
か

 

お
前
は
い

た
い

者
な
の
か

 
疑
問
は

き
な
い

 よ
わ
い十

二
に
な
ら
な
い
子

が
剣
を
取
り
命
の
や
り
取
り
を
す
る
世
界
は
私
の
世
界
で

う

力
の

で

配
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
ダ

ク
テ
リ
ト
リ

を
思
わ
せ
る
物
騒
さ
だ
が
ア

ス
ナ
達

く
そ
れ
が
全
て
で
は
な
い
と
い
う

立
法
行

法
か
ら
な
る
表
世
界
の
国

は

も
か
れ
も
が
殺
し
合
う
場

で
は
な
い
と
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だ
か
ら
こ
そ

裏
世
界

で

れ

問

を

こ
す
者
が
後
を
絶
た
な
い
の
だ
と

キ
リ
ト
君
は

そ
の

者
な
の

者

う
ん

私
達
の
世
界
の
歪
な
と
こ
ろ
を
一
手
に
引
き

け
て
た

そ
の
せ
い
で

く
不
器

な
子
に
な

ち

た

彼
の
行
い
は

と
ん
ど
の
人
か
ら
す
れ
ば
悪
事
に
見
え
る
と
思
う
け

ど

そ
れ
は
彼
が

名
を

て
で
も

か
を
助
け
た
証

で
も
あ
る

キ
リ
ト
君
だ

て

き

ん
で
罪
を
背
負
う

じ

な
い
か
ら
ね

背
負

た
分
だ
け
苦
し
ん
で

そ
れ
を
承

知
の
上
で

背
負
い
に
行
く
子
な
の

つ
ま
り
キ
リ
ト
の
行
い
に
は
表
の
動
機
と
裏
の

さ
れ
た
真
の
目
的
が
あ
る

も
う

さ
れ
て
も
無
い
け
ど
ね

キ
リ
ト
君
が

か
を
傷
付
け
る
時
そ
れ
は
怨
み

を
晴
ら
す
事
が
目
的
じ

な
い

彼
の
真
の
目
的
は
ず

と
同
じ

か
を
大
切
な
人
を

助
け
る
事
な
ん
だ
よ

 
し
み
じ
み
と
ア
ス
ナ
は
語

た

二
年
以
上
に

る
交
流
が
そ
れ
だ
け
の
確
信
を

か
せ
て

い
る
ら
し
か

た

だ
か
ら
ア
リ
ス
さ
ん

ま

す
ぐ
な
目
で
見
て
あ

て

彼
は

と
同
じ

ア
リ
ス
さ
ん
が
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ま

す
ぐ
見
て
あ

れ
ば
彼
も
ま

す
ぐ
見
返
し
て
く
れ
る

と
違

て
今
の
キ
リ
ト
君

な
ら
ア
リ
ス
さ
ん
を
す
ぐ
認
め
て
く
れ
る
よ

き

と

は

ど
う
だ

た
の
で
す

信

さ
れ
る
ま
で
一
年
以
上
掛
か

た
ね

時
は
人
間
不
信
が
物

か

た
か
ら

そ

そ
う
で
す
か

 
遠
い
眼
を
し
て

い
た

み
を
浮
か
べ
る

剣
使
い
に
や
や
引
き
な
が
ら
私
は
そ
の
話
に

い
た

 

兎
に
も

に
も

私
は
彼
の
事
を
知
る
必
要
が
あ
る

 
彼
の

の
人
間
か
ら
話
は

い
た

異
世
界
の

わ
り
な
ど
の
理
由
は

前
自
分
で
語
る

の
が

ず
か
し
い
だ
け
と
知

て
か
ら
は

遠
慮
せ
ず
に
彼
の

間
達
か
ら

い
た
も
の
だ

 
出
て
く
る
内
容
は
正
に
千
差
万
別
だ

た

 
必
要
悪
と
し
て
の
表
の

 
希
望
を
背
負
う
裏
の

 
妖
精
郷
と
や
ら
で
暗
躍
し
て
い
た
時
の
事

 
己
の
悪
性
を
超
克
し
た
時
の
事
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表
世
界

で
の
立
場

裏
世
界

で
の
立
場

 

な
る

ど

と
思
う

 
女
尊
男

そ
れ
か
ら
来
る
一
方
的
な

蔑
と

者
と
い
う
の
も

け
る
話
だ

た

浮
遊
城
に

わ
れ
て
か
ら
の
躍
進
は

恐
怖
の
反
転
現

 

も
知
ら
ぬ
者
の
た
め
に
剣
を
取
り

 
今
は

限
ら
れ
た
者
の
未
来
の
た
め
に
剣
を
取
る

 
善
な
る
目
的
の
た
め
に

不
可
欠
な
悪
を

え
て
背
負
う
者

無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
よ

彼
は

 
そ
れ
を

浮
遊
城
の

裏
世
界

を
作

た
と
い
う
男
が

的
に

め
た

少
な
く
と
も
こ
ち
ら
の
世
界
で
は
不
可
欠
だ

命
を

け
て
い
る
な
ら

の
事

先
導
者
に

は

れ

が
必
要
だ
か
ら
ね

故
で
す

 
同
じ
組

同
じ

の
下
で
動
く
事
を
認
め
て
も

な

れ

な

ど
と
い
う
身
に
甘
ん
じ
る
者
が
出
て
く
る
の
で
す
か

先
導
者
は
⺠

へ
の

だ

そ
ん
な
存
在
が
罪
塗
れ
の
悪
だ
と

も
付
い
て
行
か
な
い
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そ
う
な
ら
な
い
よ
う
裏
で
動
き

人
知
れ
ず
邪
魔
な
存
在
を

す
る
存
在
が
必
要
に
な

た

序
の
た
め
の

に
も
知
ら
れ
ず
歴
史
の
闇
に
消
え
る
存
在

そ
れ
が

れ

さ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

で

え
ば
救
世
主
と
も

え
る
攻
略
組
の
不
和
を
予

す
る
た
め
に
悪

を
演
じ
た
彼
だ

全
体
の
た
め
に
必
要
だ

た

に
彼
は
自
ら
な

た
の
だ

そ
し
て

序
を

乱
す
者
達
を

ら
え

抗
す
る
者
達
を
殺
め
る
事
も
し
始
め
た

そ
う
し
な
け
れ
ば
ア
イ
ン

ク
ラ

ド
の

序
が

壊
し
て
い
た
か
ら
だ

 

や

て
い
る
事
は

君
と
同
じ
だ
な

 
鉄

色
の
前
髪
を
流
れ
さ
せ
た
男
は

真

色
の

で
私
を
見
て

そ
う

た

れ
あ
る
我
ら
整
合
騎
士
を

す
る
つ
も
り
で
す
か

表
現
の
問

で
は
な
い

重
要
な
の
は

本

だ
よ

 
私
の
苛
立
ち
を
し
か
し

を
思
わ
せ
る
男
は
さ
ら
り
と

け
流
し

葉
を

け
て
い
く

君
は

君
の
世
界
の
キ
リ
ト
君
を

ら
え

し

刃
を
交
え
殺
す
事
を

正
義

と

え
て

い
た

ま
た
同
時
に
禁
忌
目
録
に
定
め
ら
れ
た
殺
人
を
悪
だ
と
も

な
る

ど
君
の
行

い
も
価
値
観
も
こ
ち
ら
で

す
る
も
の
だ

間
違

て
い
な
い
だ
ろ
う

で
す
が
私
は

惑
し
て
い
る

人
を
殺
め
た
キ
リ
ト
は
悪

そ
れ
を
彼
も
認
め
て
い
な
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が
ら

故
人
を
殺
め
る
の
か
と

 
未
だ
結
論
が
出
な
い
で
い
る
疑
問
を

ら
す

こ
の
男
な
ら
明

な
返

が
期

で
き
る
と

思

た
か
ら
だ

 
そ
し
て
男
は

め
な
い
表
情
の
ま
ま

て
き
た

君
は

君
自
身
の
行
い
を
ど
う
思

て
い
る
の
か
ね

ど
う
い
う
意
味
で
す

序
の
た
め
君
を
は
じ
め
整
合
騎
士
は
キ
リ
ト
君
を
殺
そ
う
と
し
た

ま
た
同
じ
よ
う
に
こ

ち
ら
の
キ
リ
ト
君
も

序
の
た
め
悪
と
知

て
い
な
が
ら
そ
れ
を

し
た

し
て
い
る
事
に

大
差
は
無
い
が
そ
れ
で
も
君
の
価
値
観
で

え
ば
キ
リ
ト
君
は
確
か
に
悪
な
の
だ
ろ
う

で
あ

れ
ば

同
じ
事
を
し
て
い
る
君
は

君
自
身
を
ど
う

え
て
い
る
の
か
な

そ
れ

は

 
男
の
問
い
に

私
は

え
よ
う
と
し
た
が

中
で

葉
に

ま

た

 
我
ら
整
合
騎
士
は
罪
人
を

ら
え
そ
れ
の
審
問
そ
し
て
後
の

断
す
る
権
限
を
持
つ

命

に
よ

て
は

す
る
事
だ

て
少
な
く
な
い

序
の
た
め
な
ら

手
を
殺
す

そ
れ

は
ダ

ク
テ
リ
ト
リ

人
に
対
し
て
主
に
行

て
い
た
が
同
じ
人
界
の
⺠
だ
と
し
て
も

序
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を
乱
す
な
ら
同
じ
事
だ

 
だ
が

だ
が

そ
れ
は

キ
リ
ト
が
し
て
い
る
事
と
確
か
に
大
差
は
な
い

 
こ
ち
ら
に
来
る
前
で
あ
れ
ば

正
義
だ
と

に

え
た

 
同
時

キ
リ
ト
の
行
い
は
悪
し
か
な
い
と
も

え
た

と
い
う
か
実

に

た

 
だ
が

男
の
話
を

き
確
か
に
と
思

た
私
は
ど
ち
ら
の

え
も
出
せ
な
か

た

ど

ち
ら
か
を
認
め
れ
ば

ど
ち
ら
か
が

り
に
な
る
か
ら
だ

 
同
じ
行
い
で
正
義
と
悪
が

立
す
る

が
な
い
の
だ

 
だ
が

整
合
騎
士
が
間
違

て
い
る
と
思
え
な
い
以
上
キ
リ
ト
も
ま
た
正
義
と
い
う
事
に

な
る

し
か
し
そ
れ
で
は
禁
忌
目
録
が

り
で
あ
る
事
を
認
め
て
し
ま
う

 
グ
ル
グ
ル
と
思

が
回
る

ズ
キ
リ
と

目
が

く
の
に
は
じ
ま
り

も
覚
え
始
め
た

ま

え
ら
れ
な
い
の
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う

 

え
に

し
て
い
る
と

み
掛
け
る
よ
う
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

け
た

私
は
君
の
世
界
の

会
が
ど
う
形
成
さ
れ

ど
の
よ
う
に
運

さ
れ
て
い
る
か
を
知
ら
な
い

整
合
騎
士
が

審
問
そ
し
て

ま
で
行

て
い
る
の
を

く
に
こ
ち
ら
で

う

法

に

す
る
の
は
確
か
の
よ
う
だ

し
か
し

明
の
場
は
な
く
あ
ま
り
に
一
方
的

禁
忌
目
録
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と
い
う
方
を
絶
対
正
し
い
と
認
め
て
い
る
が
故
の
思

止
は
つ
ま
り

法
の
機
能
不
全
と
同
じ

だ

法
は
立
法
と
密

な

で
あ
る
た
め
同
時
に
対

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
現
状

は
法
が
最

先
さ
れ
て
い
る
せ
い
で

法
が
麻

し
て
い
る

事
の

非
善
悪
の
判
断
を
さ
れ

て
い
な
い

そ
の
法
に

て
動
い
て
き
た
君
で
は

い
や
お
そ
ら
く
そ
の
騎
士

の
全

が

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

禁
忌
目
録
は
守
る
べ
き
も
の

違
反
は
全
て
悪

と

そ
う
い
う

思
想
の
下
に
生
き
て
き
た
の
だ
か
ら
ね

 
そ
し
て

と
男
は
更
に

け
る

 
そ
れ
は

私
が

え
る
事
を
期

し
て
い
な
い
か
の
よ
う
な
勢
い
だ

た

君
は
法
に

護
さ
れ
た

の
者
だ

最

先
で

護
さ
れ
る
最
高

に
近
い
権
力
者

そ
し

て

を
知
ら
な
い
身

ど
の
よ
う
に
⺠
が
生
き

ど
の
よ
う
な
悩
み

苦
し
み
が
あ
る
か
を

君
は
知
ら
な
い

そ
れ
で
は

え
ら
れ
な
い

え
ら
れ
る
だ
け
の
情
報
が
無
い
か
ら
だ

無
知

の
身
で
出
し
た
結
論
は
危
う
さ
し
か

ん
で
い
な
い

 
だ
か
らで

は
あ
ろ
う
が

く
キ
リ
ト
君
と
行
動
を
共
に
す
る
と
い
い

お
そ
ら
く
語
ろ
う

と
は
す
ま
い

だ
が

そ
の

動
で
分
か
る

だ

護
さ
れ
な
か

た
者
の

び
を
ね
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そ
う

め

り

未
だ

葉
に

す
る
私
を

い
て
男
は
立
ち
去

た

 

回

を
終
え
た
私
は

め
て

眼
前
の
剣
士
を
見
や

た

 

応
な
し
に
か
つ
て
対
峙
し
た
剣
士
と

た
り
重
な
る
そ
の

悪
を
背
負
い
善
を

そ

う
と
す
る
矛
盾
の
剣
士
に

私
は
思
わ
ず

根
を
寄
せ
る

 
た
だ
の

者
と
は

え
な
い
そ
の
振
る
舞
い

 
そ
れ
が
私
に

を

す
の
か

先
の
見
え
な
い
事
に
不
安
は

き
な
い

私
は

ま
だ

お
前
を
認
め
た

で
は
あ
り
ま
せ
ん

そ
れ
を
覚
え
て
お
き
な
さ
い

分
か

て
る
よ

さ
て

攻
略
が
て
ら
の
迷
い
人
探
し

始
め
る
と
す
る
か

 
苦

し
た
少
年
が

を
返
し

転

の
あ
る
広
場
へ
と
歩
き
始
め
る

 
私
は
世
話
に
な

て
い
る
武

の

況
ぶ
り
を
横
目
で
見
た
後
そ
の
小
さ
な
背
中
を
追

た  
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オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林

地
下

内
部

  
ア
イ
ン
タ
ウ
ン
を
出
発
し
て
か
ら
お
よ
そ
数
十
分

他
に
探
索
し
て
い
た
冒
険
者
に
発
見

共
有
さ
れ
て
い
た
地
下

の
入
り

を
潜
り
最

を
目
指
し
て
進
む

エ
ル
フ
達
が

書

の
術
と
呼
ぶ
ス
テ
イ
シ
ア
の

そ
れ
に
は
天
命
値
や
神
聖
術
行
使
権
限
な
ど
の
数
値
が
記

載
さ
れ
て
い
る

の
よ
う
な
も
の
を
頼

て
い
る
た
め
現
在
共
有
さ
れ
て
い
る

で
あ
れ

ば
迷
う
事
は
無
い
ら
し
い

 

外
と
し
て
迷
い
の
森
や
深
い

な
ど
現
在
地
の
特
定
が

し
い
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い

と
い
う

 
な
る

ど
と

き
つ
つ
先
導
す
る
剣
士
を
追

て
い
る
と

と
忘
れ
て
い
た
疑
問
を
思
い

出
すキ

リ
ト

き
た
い
事
が
あ
る
の
で
す
が

な
ん
だ

今
更
で
す
が

お
前
は
こ
ん
な
事
を
し
て
い
て
い
い
の
で
す
か

 
こ
こ
数
日

と
て
も

し
そ
う
に
動
き
回

て
い
る
事
は
知

て
い
ま
す

私
か
ら
す
れ
ば
迷
い
人
探
し
は
有

い
で
す
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が

そ
ち
ら
の

事
は
大

な
の
で
す
か

 
私
が
こ
ち
ら
に
迷
い

ん
だ
日
は
彼
が

し
く
な
る
前
日
だ

た

そ
の

事
が
モ
ン
ド
・

グ
ロ

と
呼
ば
れ
る
世
界
大
会

私
の
世
界
で

う
と
こ
ろ
の
四

国

一
大
会

の

備
に

く
か
ら
と

い
た
時
は
そ
れ

ど
手
が
足
り
な
い
の
か
と

い
た
も
の
だ

密
に

え
ば
襲
撃
を

し
て
い
る

へ
の
対
抗
策
と
し
て
最
有
力
だ

た
か
ら
と

き
更
に

い
た

 
そ
の

備
が
⻑
引
き
そ
う
に
な
る
と

い
た
の
は
こ
ち
ら
に
来
て
一
日
経

た
日
の
夜
リ

ズ
ベ

ト
武

に
こ
の
身
を

け
ら
れ
た
時

 
そ
れ
ま
で

ら
え
る
事
だ
け
を

え

り
巡
ら
し
て
い
た

備

は
彼
の

に
よ

て
再

編
成
さ
れ
そ
の

指

と
し
て
キ
リ
ト
は
動
い
て
い
た
の
だ

大
会
会
場
の

備
を
中
心
に
し

つ
つ

組

の

い
そ
う
な
場

に
兵
を

せ

が
掛
か
る
と
共
に
全
力
で

ら
え
に
掛
か

る
べ
く

 

い
て
い
た
限
り
大
会
出
場
者
の
動
向
よ
か
ら
ぬ

を
使
う
冒
険
者
の
動
向
確
認

郷

信
之
と
い
う
男
を

ら
え
て
い
る
場

の

備
の
強
化

そ
し
て
そ
の
男
の
代
わ
り
に

い
そ
う
な

ナ

ヴ
ギ
ア

と
い
う
道

の
保

場

備
の
強
化
の
四
点
で
動
い
て
い
た
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そ
し
て
二
日
目

大
会
終
了
間

に
な

て

事
が
動
き
出
し
た

 
そ
れ
以

は

も

か
さ
れ
て
い
な
い

た
だ

終
わ

た

く
は
こ
ち
ら
に
専
念
で
き

る

と

私
の
よ
う
な
異
界
か
ら
の
迷
い
人
探
し
を
し
て
い
る
の
は

表
世
界

の
ゴ
タ
ゴ
タ

に
一

切
り
つ
い
た
か
ら
な
の
だ

 
あ
ま
り
に
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で

本

に
大

な
の
か
と
疑

て
し
ま

て
い
た

大

じ

な
か

た
ら
こ

ち
に

な
い
よ

そ
も
そ
も
こ
れ
だ

て

の
仕
事
の
一
つ

だ
し
か
し

表
世
界

の
存

が
掛
か

て
い
る
の
で
し

う

裏
世
界
も
存

が
掛
か

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ

異
界
な
ん
て

外
の
ト
コ
と
繋
が

た
ん
だ

異
常
事

ぶ
り
で

え
ば
こ

ち
の
方
が
勝
る

む
 
そ
れ
も
そ
う
か

と
思
わ
ず

し

る

 
確
か
に

表
世
界
の
方
は
人
界
と
は
縁
遠
い
武
力
衝
突
だ
が
実

は
人
と
人
の
争
い
だ

し
か
し
裏
世
界
は
私
の
よ
う
に
異
界
か
ら
迷
い

ん
だ
存
在
が
い
る

異
常
と
い
う
意
味
で

は
こ
ち
ら
が
勝

て
い
る
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て
い
て
は
い
け
な
い
事
だ
か
ら
喜
べ
る
わ
け
が
な
か

た

な
ん
て

ア
リ
ス
が
本

に

き
た
い
の
は
あ
ち
ら
の
事
の
進

な
ん
だ
ろ
う

 
最
初
か

ら
そ
う

え
ば
い
い

む

仕
方
な
い
で
し

う

お
前
は
異
界
の
事
情
に
深
入
り
す
べ
き
で
な
い
と

た
の

で
す

そ
ん
な
お
前
に
そ
こ
ま
で

み

ん
だ

問
が
出
来
る

が

色
ん
な
人
に

き
回

た
上
の
そ
れ
は

に
し
か

こ
え
な
い
ぞ

ぬ
ぐ

 

れ
た
目
を
向
け
て
く
る
少
年

し
か
し
そ
の

い
分
が
正
論
で
あ
る
と
分
か

て
い
る
私

は

反
論
出
来
ず

葉
を

ま
ら
せ
た

 
そ
う
し
て

く
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
キ
リ
ト
は

は

と
息
を

い
た

も
あ
ち
ら
で

き
に
は
動
け
な
い
身
だ
か
ら
な

実

出
来
る
事
は
そ
う
多
く
な
い
ん
だ

そ
う

な
の
で
す
か

あ
あ

理
由
は
知
ら
な
い
け
ど
ア
リ
ス
は
整
合
騎
士
の
身
と
し
て

に

わ
れ
な
か

た

だ
ろ
う

え
え

た
だ
理
由
な
ら
あ
り
ま
す
よ

禁
忌
目
録
に
そ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す

無
論
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務
で

わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
も
あ
り
ま
す
が

ん

 
疑
わ
し
そ
う
な
声
を
上

た
彼
は

少
し
間
を
開
け
て
か
ら
再
び
話
し
始
め
た

は
危
険
性
の
意
味
で
そ
れ
を
禁
じ
ら
れ
て
る
ん
だ

仮
そ

裏
世
界
に
来
る
技
術
が

無
け
れ
ば
今

決
め
ら
れ
た
部

の
中
で
無

に
時
間
を

し
て
い
た
よ

そ
れ
以
前
に
生

き
て
す
ら
い
な
か

た
が

えな
ん
で
も
な
い

と
も
あ
れ

が
外
に
出
ら
れ
る
の
は
ア
リ
ス
同
様

務
の
時
だ
け
だ

一
応
ア
リ
ス
も
知

て
る
あ
の
件
は
水
面
下
の
事
だ
か
ら
な

モ
ン
ド
・
グ
ロ

が
終
わ

た

以
上

は

に

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん

 

獣

の

獄

と
い
う
表
現
に

根
を
寄
せ
る
が
私
が

か
を

う
よ
り
も
彼

が
話
を

け
る
方
が

か

た

裏
で
動
こ
う
と
思
え
ば
動
け
る

そ
れ
く
ら
い
の
伝
手
は
あ
る
が

は
亡
国
機
業
に
対

す
る
特
記
戦
力

無
暗
に
動
き
回
る
事
も
出
来
な
い

だ
か
ら

は

の
代
わ
り
に
別
の
人
に

動
い
て
も
ら

て
る
ん
だ
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部
下

と
い
う
事
で
す
か

 
思
い
浮
か
ぶ
の
は

騎
士
⻑
直
属
の
四
人
組

シ
セ
ン
ケ
ン

四
旋
剣

だ

 
整
合
騎
士
は
神
器
を
与
え
ら
れ
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
で
上

・
下

が
分
け
ら
れ
て
い

る

年
数
や

に
列
し
た

番
も
多
少

わ
る
が

本
的
に
は
神
器
の
有
無
で
差
を
付
け
ら
れ

て
い
た

件
の
四
旋
剣
は
神
器
を
持
た
ぬ
下

の
整
合
騎
士
だ

い
た
話
に
よ
れ
ば

が

未

で

独
の

務
が

し
い
た
め

死
な
な
い
事
を
前

に
四
人
一
組
に
な

た
と
い
う

 
自
分
に
は
弟
子
が
い
る
が
弟
子
も
神
器
を

て
い
る
た
め
対

の
上

整
合
騎
士

部
下

と
は

え
な
い

 
だ
か
ら
完
全
な
上
下

と
し
て
浮
か
ぶ
の
は

騎
士
⻑
と

四
旋
剣

の

だ

た

い
や

部
下
じ

な
い

そ
れ
で

う
な
ら

の
方
が
部
下
だ
よ

お
前
が

か
の
下
に

い
て
動
く

を
想
像
で
き
な
い
の
で
す
が

そ
も
そ
も

か
の

う
事
を

く
事
が
あ
る
の
で
す
か

 
指
示
を
出
し
て
も
そ
れ
を
放
り
出
し

き
勝
手
に
動
き
回
る
様
子
が
想
像
で
き
た

前
者
は
ま
あ
分
か
る
け
ど
流

に
後
者
は

く
な
い
か

 
こ
れ
で
も
最
近
は

独
で

突

る
の
を

え
て
る
ぞ

頼
る
と
こ
ろ
は
頼
る
よ
う
に
し
て
る
し
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私
と
会
う
前

十
人
も
の
狂

な
冒
険
者
達
を
一
人
で

手
取

た
と

き
ま
し
た
が

 
対
多
数
で
あ

て
も
金
木
犀
の
剣
は
対

可
能
だ

剣
身
を

千
の
小
刃
に
変
え
て

ば
せ

ば

め
て

手
を

殺
出
来
る

 
し
か
し
キ
リ
ト
に
そ
の
手

は
無
い

 

な
一
対
数
十
と
な
る
と
流

に
無
謀
と

わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

が
取
れ
て
い
な
い
上
に

理
性
す
ら
か
な
ぐ
り
捨
て
た

手
に
後
れ
は
取
ら
な
い
よ

 
だ
が
彼
は
そ
れ
を

り
越
え
た

話
に

く
限
り

と
な
く

そ
の
経
験
が
そ
う
さ
せ
る

の
だ
ろ
う
が
そ
の

に
ユ
イ
や
ユ
ウ
キ
達
が
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
そ
れ
は

迷
惑

で
し
か
な
い

そ
も
そ
も
あ
の
時
は
と
に
か
く
テ

ア
を
助
け
出
す
事
が
一
番
だ

た
ん
だ

人
数
が
足
り
な

く
て
も

が
ざ
る
を
得
な
か

た

残
る
必
要
は
無
か

た
と

き
ま
し
た
が

あ
ん
な
集

裏
に

か

し
い
事
が
あ
る
と
し
か
思
え
な
か

た
か
ら
な

そ
れ
を

く
の

も

の
仕
事
だ

 
私
の

葉
に

キ
リ
ト
は

れ
も
間
を

か
ず
応
じ

け
た
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し
か
し

問
に
は

え
た
か
ら
か
も
う
い
い
な
と
無
理

理
話
を
切
り
上

ら
れ
る

私

も
知
り
た
い
事
は
知
れ
た
の
で
そ
れ
以
上
の
追

は
し
な
か

た

 
そ
の
背
を
追
い
な
が
ら

え
事
を
し
た
か

た
か
ら
だ

 
思
い
返
す
の
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

葉

 
表
の
目
的

 

さ
れ
し

真
の
目
的

 
先
の
会
話
か
ら

け
た
キ
リ
ト
の

え

そ
れ
と
行
動
を

て

め
て
少
し
ず
つ

え
を
進

め
て
い

た

  
実
は
ア
リ
ス
の

問
四
つ
の
件
に
つ
い
て
は
全
部

に

か
れ
て

え
て
も
ら

て
な
い

と
い
う
事
実
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・
表
世
界

 
現
実
世
界
の
こ
と

 
仮
想
世
界

現
実
と
い
う
認
識
の
プ
レ
ミ
ア
や
ア
リ
ス
達
に
説
明
す
る

上
作
ら
れ
た

語

写
無
し

 
キ
リ
ト
達
に
と

て
は
肉
体
の
あ
る
現
実
が
表

 
ア
リ
ス
達
に
と

て
は
仮
想
世
界
が
表

  
・
裏
世
界

 
仮
想
世
界
の
事

 
作
ら
れ
た
経

は
上
記
と
同
じ

 
キ
リ
ト
達
に
と

て
の
仮
想
世
界

 
ア
リ
ス
達
に
と

て
は
自
身
が
生
き
る
現
実
そ
の
も
の

  
・
キ
リ
ト

 
か
つ
て

序
の
た
め
に
悪
を
名

た
者
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必
要
悪
・
抑
止
力
と
し
て
動
い
て
い
た

そ
の
行
動
は
実
は
整
合
騎
士
の
そ
れ
と

変
わ

り
な
い

的
に
見
れ
ば
悪

全
体
的
に
見
れ
ば
正
義
と
い
う
一

 
キ
リ
ト
が
話
す
目
的
は

本

大
義
名
分

 
真
の
目
的
は
常
に
一

し
て
い
る

 
迷
い
人
探
し

聖

探
し

攻
略
の
三
つ
を
平
行
し
て
進
め
て
い
る

  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 

序
の
た
め
に
正
義
を

す
者

 
大
体
の
歴
史

本
作
の
話

は
把
握
し
た

だ
と
か

仮
想
世
界
の
事
に
つ
い
て
は

さ

れ
て
い
る

 
禁
忌
目
録
最
高

は
絶
対

そ
の
思
想
の
下
に
動
い
て
い
る
た
め
事
の
善
悪
・

非
に

え
を
巡
ら
せ
る
事
が
な
く

思

止
の
ま
ま

務
を

行
し
て
き
た

 
そ
の
せ
い
で
キ
リ
ト
と
同
じ
行
動
を
し
て
い
た
事
を
知
り
己
の
正
義
が
揺
ら
ぎ
善
・
悪
の

判
断
も
出
来
な
く
な

た

あ
ち
ら
を
立
て
れ
ば
こ
ち
ら
が
立
た
ず

己
を
認
め
れ
ば
キ
リ
ト
の

主

も
正
義
と
な
る

そ
れ
を
認
め
ら
れ
な
い
が
だ
と
す
れ
ば
自
身
も
悪

禁
忌
目
録
が
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て
い
る
と
認
め
る
事
に
な
る

 
そ
の
板

み
に
あ

て
苦
し
ん
で
い
る

 
そ
れ
を
解
く
カ
ギ
が
あ
る
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
に
よ
り
キ
リ
ト
の
下
へ
送
り
出
さ
れ
た

 
世
間
的
に
は

キ
リ
ト
が
一
緒
に
い
る
し
経
過
観

中
か
な

と
い
う
認
識
に
な

て
い
る

  
・
ア
ス
ナ

 
キ
リ
ト
の
背
を
追
い

け
た
者

 
キ
リ
ト
が
ど
れ

ど
苦
し
み

戦

て
き
た
か
を
知
る
一
人

ビ

タ

に
な
る
時
に
立
ち

会

た
一
人

 
シ
ノ
ン
の
過
去
も
あ

て
ア
リ
ス
の
思
想
を
気
に
掛
け
て
い
る

  
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 

体
的
に
物
事
を
見
る
者

 
理

め
で
キ
リ
ト
の
行
動
の
必
要
性
を
ア
リ
ス
に
認
め
さ
せ
た

ま
た
理

め
だ
か
ら
こ
そ

ア
リ
ス
や
ア
リ
ス
世
界
の

会
の
歪
さ
に
気
付
け
て
い
る
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そ
れ
を
壊
す

が
キ
リ
ト
に
あ
る

と

え
て
い
る
た
め
ア
リ
ス
世
界
の
キ
リ
ト
が

な

人
を
殺
め
た
か
そ
の
歪
さ
の
更
な
る
原
因
に
つ
い
て
も
ア
リ
ス
を

し
て

気
付
き
始

め
て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
四
章
 

ブ
レ
イ
ク
ス
ル

・
ブ
ロ

ク

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
原
作
知

て
る
人
な
ら
分
か
る
け
ど
知
ら
な
い
と
解
り

い
も
の
が
多
い
で

す 
な
の
で
い
つ
も

り
後
書
き
で

め
ま
す
ね

 

点

ア
リ
ス

キ
リ
ト

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
八
月
二
十
日

木

日

後
一
時

 

オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林

地
下

内
部

 
人
界
を
守
護
す
る
整
合
騎
士

の
歴
史
は
人
界
の
そ
れ
と
同
じ
く
お
よ
そ
三
百
年
に

る

 
最
高

に
天
界
よ
り

さ
れ
た
我

が

い
る
事
は
無
い

つ
ま
り
先
に

さ
れ
た

騎
士

ど

経
験
を
多
く

ん
で
い
る
事
が
多
い
と
い
う

だ

四
旋
剣

の

が
あ
る
よ
う

に
神
器
に
認
め
ら
れ
る
か

か
も

わ

て
く
る
た
め
全
て
が
そ
う
と
は

え
な
い
が

え
ば

騎
士
⻑
は
二
百
年
以
上
を
最
前
線
で
生
き

い
て
き
て
い
る
し

騎
士
⻑
と
て
百
年
以
上
は
生

き
て
い
る

 
で
は
私
は
と

う
と

三
十
番
目
の
騎
士
と
し
て

さ
れ
た
の
が
お
よ
そ
二
年
前

 
金
木
犀
の
剣
に
見
初
め
ら
れ
た
の
が
約
一
年
前

た

た
一
年
で
神
器
を
武

完
全

配
更

に
は
記

解
放
術
ま
で
会
得
し
騎
士
⻑
を
も

ら
せ
た
私
は
し
か
し
未
だ
未

で
あ
る
と
認

め
ざ
る
を
得
な
か

た

た
だ
の

と

う
に
は

格
外
が
過
ぎ
る
が

修
剣
学

生
の

子

に

れ
た
の
だ
か
ら
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と
も
あ
れ
騎
士
と
し
て

さ
れ
て
二
年
し
か
経

て
い
な
い
私
は
未
だ
直

理
す
る

地
も
な
く

本
は
カ
セ
ド
ラ
ル
の

内
部
で
日

を
過
ご
し

け
て
い
た

 
時

務
を

び
て

⻯
を

ば
し
ダ

ク
テ
リ
ト
リ

の
者
を
滅

す
く
ら
い
が
数
少
な

い
出
撃
機
会

 
そ
の
回
数
は
他
の
先

騎
士
達
よ
り

か
に
少
な
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 
さ
り
と
て

こ
の
身
は
騎
士
⻑
に
鍛

を
付
け
ら
れ
た

 
経
験
こ
そ
少
な
い

の
身
な
れ
ど
一
人
の
弟
子
を
持
つ
身
と
し
て

手
の

が
立
つ
か

か

そ
の

の
良
さ
も

め
て
判
断
で
き
る
自
負
く
ら
い
は
あ

た

 

そ
の
私
を
し
て

異
界
の

は

手
に
す
る
の
は

し
い

 
現
在
地
は
オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林
を
進
ん
だ
先
に
あ

た
地
下

の
さ
ら
に

で

も

き
た
か

不
自
然
に
空
い
た
穴
が
⻑
く

く
回
廊
だ

 
そ
こ
で
私
達
は

目
か
の
戦
闘
に
突
入
し
て
い
た

こ
の
よ
う
な
魔
性
の
者
ま
で

さ
ぞ

己
の
死
を
悔
や
ん
だ
の
で
し

う
ね

 
⻩
金
の
剣
を
構
え
る
私
の
前
に
は

乱
し
た
肉
す
ら
も
無
い
人
骨
だ
け
の
化
け
物
が
立
ち

は
だ
か

て
い
た

身
⻑
二
メ
ル
を
超
え
る
そ
の
体
は
不
気
味
な
⻘
い

光
を

い

手
に
⻑
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い
⻑
剣

手
に

形
の
金
属
盾
を

備
し
て
い
る

 
キ
リ
ト

く

コ
レ
は

デ
モ
ニ

シ

・
サ

バ
ン
ト

と
い
う
名
の
魔
物
ら
し
い

 
人
界
で
は

生
の
獣
こ
そ
い
る
が
魔
獣
や
神
獣
の

は
私
が

さ
れ
る
よ
り

か

に
滅

さ
れ
て

し
い
の
で

理
か
ら
外
れ
た
化
け
物
を
見
た
の
は
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
が
初
め
て

だ

こ
の
数
日
の
間
も

手
に
し
て
い
た
の
は
不
定
形
の
魔
物
ス
ラ
イ
ム
や
無
骨
な

翼
を

持
た
な
い
大
型
の
ト
カ
ゲ
な
ど
ば
か
り

死
し
た
者
が
襲

て
来
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
の
経
験

だ

た
キ
リ
ト

こ
の
者
を
倒
す
に
は
ど
う
す
れ
ば

バ
ラ
バ
ラ
に

け
ば
い
い

一
応

あ
ば
ら
と

が
弱
点
だ
ぞ

ぬ

面
妖
に
過
ぎ
ま
せ
ん
か

こ
の
世
界

表
世
界

よ
り
ま
だ
マ
シ
だ

死
体
が
そ
の
ま
ま
生
者
を
襲
い

そ
れ
で
死
ん
だ
生
者
も
ま

た
他
者
を
襲
う
死
者
に
な
る

そ
う
い
う
事
件
も
あ

た
か
ら
な

最
悪
で
す
ね

 

を
断
た
ね
ば
意
味
が
な
い
状
況
が
表
世
界
で
は

り
広

ら
れ
て
い
る
ら
し
い

そ
れ

に

べ
れ
ば
ま
だ
骨
を

に

け
ば
倒
せ
る
だ
け
こ
ち
ら
の
方
が
マ
シ
か
も
し
れ
な
い

こ
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の
者
に
殺
さ
れ
て
も

同
じ
よ
う
な
存
在
は
増
え
な
い
の
だ
か
ら

る
る
る
ぐ
る
る

 
と
ん
だ
世
界
に
来
た
も
の
だ
と

息
し
た
と
こ
ろ
で

骨
の
剣
が
⻘
い
残
光
を
引
き
な
が

ら
打
ち
下
ろ
さ
れ
た

 
あ
の
光
は

人
界
で
は

秘

義

と
呼
ば
れ
た
も
の

 
ア
レ
の
名
は

確
か

閃
斬

 

ち

い
て
対

し
よ
う
と
剣
を

に
備
え
て
初
撃
を

え
た
私
は
し
か
し
そ
こ
で
刃
を

返
し
て
振
り
あ
が

た
二
撃
目
に

き

隙
を
晒
し
て
し
ま

た

ガ

ン

 
と
真

向

か
ら
剣

が
ぶ
つ
か
り

剣
が

ね
上

ら
れ
る

な
 

二

撃

 
見
た
事
が
な
い
そ
の
技
に
私
は

し
た

騎
士
⻑
の
下
で
剣
を
学
ぶ
過
程
で
片
手
で
放
つ

技

手
で
放
つ
技
を
会
得
し
た
が

れ
も
一
撃
の
み
で
あ
る

技
は
見
た
事
は
お
ろ
か

い
た
事
も
な
か

た

 
も
し
か
す
る
と
騎
士
⻑
は
知

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

自
力
で
見
つ
け
た
か
あ
る
い
は
暗
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黒
騎
士
と
戦
う
中
で
放
た
れ
た
と
か

 
少
な
く
と
も

そ
れ
を
私
は
教
え
ら
れ
て
お
ら
ず

初
め
て
見
た
そ
れ
に

い
て
し
ま

た

 
だ
が

骨
の
剣
は
ま
だ
止
ま
ら
な
い

ね
上
が

た
剣
が
も
う
一

振
り
下
ろ
さ
れ
て
き

た
の
だ

予
想
出
来
た

道
は
間
違
い
な
く
私
の
体
を

断
し
て
い
る

く
 
し
か
し
私
も
た
だ
で
斬
ら
れ
る
気
は
無
い

ね
上

ら
れ
た
金
木
犀
の
剣
を
持
つ
手
に
力

を

め
無
理

理
振
り
下
ろ
し

手
の
剣
と
衝
突
さ
せ
る

と
違
い
不
快
な
衝
撃
が

を
伝

た
が

そ
れ
は
無

し
た

 
ギ
ギ
ギ

と
⻘
く
光
り
刃
と

ぎ
合
い
を

け
る

助
け
は
要
る
か

要
り
ま
せ
ん

 
後
ろ
で

え
て
い
る
少
年
の
問
い

 
そ
れ
を
私
は

そ
れ
と
共
に
力
ず
く
で

手
を

し
切
り

た
た
ら
を

ま
せ
る

セ

イ

 
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
隙
に
私
は

身
の

ぎ
を

き

み

一
撃
で

手
の

を
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た

背
骨
を

断
さ
れ
た
魔
物
は

ぐ
る
る

と

い
断

魔
を
上

最
後
に
は
⻘

白
く
光
る
欠
片
へ
と

し
た

 
そ
れ
を
見
届
け
た
私
は

止
め
て
い
た
息
を

き
出
し
た

 
す
る
と
全
身
に
気

い

労
が
襲
う

戦
う
最
中
の

で
生
ま
れ
た
も
の
だ

お

れ
ア
リ
ス

し
か
し
意
外
に
手
古

た
な

二
撃
目
で
剣
を
弾
か
れ
る
な
ん
て
流

に
予
想
外
だ

た

私
か
ら
す
れ
ば

あ
の

の
秘

義
の
方
に

き
で
す

な
ん
で
す
か

今
の
は

片
手
剣
四

撃
技
バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア
だ

あ
れ
は
上

振
り
下
ろ
し
振
り
上

振
り
下
ろ
し
の
後

一
回
転
し
て
最
後
に
斬
り
下
ろ
す
型
だ

た

四

撃

 
ま
さ
か

三

で
終
わ
り
で
な
い
と
は
思
わ
ず

私
は

然
と
し
た

 
そ
ん
な
私
を
見
て

キ
リ
ト
が

し

な

を
す
る

さ

き
の

ぶ
り
か
ら
す
る
に

そ

ち
の
剣
技
は
全
部

発
技
な
の
か

え
え

で
す
の
で

先
の
技
は
ノ
ル
キ
ア
流
秘

義
ラ
イ
セ
ン
ザ
ン

閃
斬

か
と

ラ
イ
セ
ン
ザ
ン

こ

ち
で

う
と
こ
ろ
の
バ

チ
カ
ル
か

し
か
し
そ
う
か
そ

ち
だ
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と

技
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
ん
だ
な

え
え

神
器
の

配
術
や
解
放
術
神
聖
術
も
あ
り
ま
す
し
一
刀
の
下
に

を
斬
り

せ
れ

ば
済
む
話
で
す
か
ら

一
刀
の
下
に
ね

確
か
に
一
撃
で
も
許
せ
ば

命
傷

発
技
で
勝
負
を
決
せ
ら
れ
る
か
ら

撃
は
不
要

か

 

い
な
が
ら

キ
リ
ト
は

も
残
さ
ず
消
え
去

た

骨
が

た
場

を
見
た

 
あ
の
消
え
方
は
こ
の
裏
世
界
特
有
の
も
の
だ
か
ら
死

が
無
い
の
は
私
の
力
と
無

だ

が

ま
る
で

し
て
い
る
と

わ
ん
ば
か
り
の

だ

た

か

い
た
い
こ
と
で
も

こ

ち
と
は
真
逆
だ
な
と
思

て

達
は

を
一
撃
で
倒
せ
な
い
か
ら

撃
技
を
多

す

る
ん
だ

あ
あ

そ
う
い
え
ば

お
前
は
確
か
に
一
撃
で
倒
せ
て
い
ま
せ
ん
ね

 
キ
リ
ト
に

わ
れ
て
思
い
出
す
の
は
こ
こ
ま
で
の
道
中
で
の
戦
闘
だ

 
不
定
形
の
ス
ラ
イ
ム
大
ト
カ
ゲ
な
ど
を

手
に
立
ち
回
る
キ
リ
ト
は
隙
を
突
い
て

発
技

を
放

て
い
た
が
一

で
は
倒
せ
て
い
な
か

た

同
じ
事
を
二

三

り
返
す
事
で
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く

は
倒
れ
て
い
た

撃
技
を
使
わ
な
か

た
の
は
隙
を
晒
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
ろ
う

 
ス
ラ
イ
ム
は

を
精
密
に
斬
る
必
要
が
あ

た

 
大
ト
カ
ゲ
は
弱
点
を
突
く
と

に
大

れ
す
る
た
め

い
で
離
脱
す
る
必
要
が
あ

た

 

れ
も

撃
技
の

さ
な
い

手
だ

 
だ
か
ら

発
技
を

か

き

ん
で
い
た

と
い
う

か

 
そ
う

得
し
て
い
る
と

キ
リ
ト
の

が
や
や
複

そ
う
な
も
の
に
変
わ

た

て
お
く
け
ど

こ
の
場
合

一
撃
で
倒
せ
る
ア
リ
ス
の
方
が
異
常
だ
か
ら
な

う

 

故
で
す

整
合
騎
士
と
し
て
の
力
は
こ

ち
で
も

格
外
の
強
さ
と
い
う

だ
よ

能
力
値
で

え
ば

今
の

の
五

六

は
あ
る
か
ら
な

そ
れ
は

然
で
し

う

私
は
天
界
か
ら
最
高

様
に
よ

て

さ
れ
た
騎
士
と
し
て
一

の
⺠
に

れ
る
よ
う
な
事
は
本
来
あ
り
得
な
い
力
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す

私
か
ら
す
れ
ば

私
の
世
界
の

お

前

キ
リ
ト

の
方
が
よ

ど
異
常
な
の
で
す
よ

い
や

い
く
ら
能
力
が
高
く
て
も
技
術
一
つ
で
対
人
戦
は

く
り
返
せ
る
よ

対

物

に
な
る
と
能
力
が
要
に
な
る
か
ら
そ
う
も
い
か
な
い
け
ど
さ

そ

ち
の

も
そ
う
と
分
か

て
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る
か
ら

め
手
に
出
た
ん
だ
ろ
う
し

む
む
む

 
私
を
異
常
や

格
外
と

う
お
前
の
方
も
同
じ
だ
と

う
が
彼
は
そ
う
返
し
て
き
た

物

を
一
撃
で
倒
せ
る
強
さ
を
持

て
い
る
と
し
て
も
人
と
の
戦
い
で
は
容

に

く
り
返
る
と

 
実

そ
う
な

た
か
ら
こ
の
世
界
に
来
て
い
る
私
は

る
し
か
な
か

た

要
す
る
に
人
よ
り

力
に

れ
る

物
を
一
撃
で
倒
せ
る
事
を
お
前
は
異
常
だ
と

い
た
い
わ
け
で
す
ね

お

伝
わ

て
た

そ
う
そ
う

そ
う
い
う
事

お
前
は
私
を

だ
と
思

て
い
る
の
で
す
か

こ
の
世
界
に

い
と
は

え
そ
こ
ま
で

わ

れ
れ
ば
流

に
分
か
り
ま
す

 
愚
弄
し
て
い
る
の
か
と
も
思

た
が
そ
の
苛
立
ち
は
抑
え

む
事
に
す
る

そ
こ
で
怒
り
を

わ
に
す
れ
ば
ま
た
手

に
取
ら
れ
る
と
思

た

 

と
深
く
息
を

い
た
私
は

一

話
を
変
え
る

あ
る
い
は

す
事
に
し
た

と
こ
ろ
で

撃
技
に
つ
い
て
で
す
が

そ
れ
を
私
の
世
界
で
は
見
た
事
が
無
い
の
は
秘

義
が
一

始
ま
れ
ば

中
で
止
ま
れ
な
い
事
に

し
て
い
る
で
し

う

禁
忌
目
録
で
は

い
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の
同
意
な
し
に

手
の
天
命
を

る
事
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

合
で
秘

義
を
使
う
事
は
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
先
の

が
あ
る
以
上
決

を
付
け
る
に
は

発
技
を
ぶ
つ
け
あ

て

手
の
剣
を

る
か
弾
き

ば
す
か
が

な

と
し
ど
こ
ろ
に
な
り
ま
す

そ
れ
が

撃
技
だ
と

手
を
傷
付
け
て
し
ま
い
禁
忌
に
触
れ
て
し
ま
う
と

そ
れ
な
ら

技
が

れ
た
事
も
理
解
で
き
る
な

い
や
整
合
騎
士
が
知
ら
な
い
時
点
で
そ
も
そ
も
見

つ
か

た
事
が
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
キ
リ
ト
の

葉
に

私
は

を
寄
せ

お
と
が
いに

指
を

て
た

ど
う
で
し

う

⻑
き
時
を
生
き
る
騎
士
⻑
で
あ
れ
ば
知

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

仮
に
知

て
い
て
そ
れ
を
教
え
て
い
な
い
の
だ
と
す
れ
ば

合
的
に

発
技
一

の
方
が

生
存

が
高
い
と
判
断
し
た
ん
だ
ろ
う

実

技
は
対
人
戦
に
向
い
て
な
い

す
る
と

す
れ
ば

手
が

技
の

念
を
知
ら
な
い
か
知
り
過
ぎ
て
ど
の
技
か

め
な
く
て
慌
て
た

自
身
よ
り
弱
い

手
の
場
合

そ
の
点
整
合
騎
士
は

格
上
ば
か
り

技
を
使
え
た
と

し
て
も
そ
ち
ら
の

キ
リ
ト

は
使
わ
な
か

た
だ
ろ
う
な

確
か
に
そ
う
で
し

う
ね

今
し
が
た
気
付
き
ま
し
た
が

あ
ち
ら
の

お

前

キ
リ
ト

も

そ
し

て
こ
の
世
界
の
お
前
も

刃
を
交
え
る
時
の
剣
の

道
が
先
の
技
と
同
じ
で
し
た
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カ
セ
ド
ラ
ル
で
刃
を
交
え
た
時

キ
リ
ト
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
前
で

刃
を
交
え
た
時

 
キ
リ
ト
は
初
撃
を
上

振
り
下
ろ
し

け
て
振
り
上

で
私
の
剣
を
弾
き
三
撃
目
は
振
り

下
ろ
し
て

り
合
い
に
持
ち

ん
で
い
た

そ
の
後
自
ら
後
退
し
て

離
を
取
る
こ
と
で
こ

ち
ら
の

断
を
誘
う

そ
こ
ま
で
が
一

し
て
い
る

 
重
要
な
の
は
先
の

骨
が
使

た
四

撃
技
の
三
撃
目
ま
で
と
二
人
の
キ
リ
ト
が
自
力
で

放

た
剣
の

道
が
ま

た
く
同
一
で
あ

た
点
だ

秘

義
は
不
思
議
な
事
に
特
定
の
構
え

を
取
る
と
光
を

び
常
以
上
の
速

で
動
け
る
が
そ
れ
を
彼
ら
は
自
力
で
行

て
い
た
の
で

あ
る

 
秘

義
は
一

動
き
出
す
と

中
断
で
き
な
い
の
が
欠
点
だ

 
そ
の
た
め

技
が
晒
す
隙
は
大
き
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

そ
れ
を
知

た
彼
ら
は
自

ら
そ
れ
を
再
現
す
る
事
で

技
の
強
み
だ
け
を

え
る
よ
う
に
な

た
の
だ
ろ
う

 
事
実
四
撃
目
に
あ
た
る
回
転
後
の
振
り
下
ろ
し
は
一

も
見
て
い
な
い

自
身
よ
り
格

上
と
知

て
い
る
整
合
騎
士

手
に
力

し
は

と
予
想
し
い
つ
で
も
回

行
動
を
取
れ
る

よ
う

え
て
秘

義
で
は
な
く
自
力
で
再
現
し
た
剣
技
を
使

て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い

 
そ
の
予
想
を

に
す
る
と

キ
リ
ト
は

線
を

手
を
振

て
呼
び
出
し
た

書
の
術
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へ
向
け
た

こ
ら

な

る
の
で
す
か

て
な
い
し

目
的
地
が
近
づ
い
て
き
た
か
ら
迷
わ
な
い
よ
う
地

の
確
認
し
て
る
だ
け

だ
し迷

う
も
な
に
も
こ
の
先
に
は
聖

を

じ
る
聖

し
か
な
い
で
し

う

 
ピ
シ

リ
と

責
す
る
と
キ
リ
ト
は

る
よ
う
に
先
へ
進
み
始
め
た

骨
が

番
を
果

た
し
て
い
た
た
め
行
け
ず
に
い
た

の
先
へ
ま

す
ぐ
歩
い
て
い
く

は

あ
れ
で
は
ま
る

き
り
子

で
す
ね

 
ま
る
で

し
て
い
た
悪
事
が
見
つ
か
り

る
子

の
よ
う

 
そ
の
後
ろ

を
追
い
な
が
ら

私
は
た
め
息
を

い
た

 
彼
の
剣
の
強
さ
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い

そ
の

力
も

の
大
人
よ
り

れ
て
い
る
の
だ

ろ
う

し
か
し
そ
の
精
神
性
が
未
だ

み
切
れ
な
い
で
い
る

思
わ
ず
こ
ち
ら
の
世
界
の
子

は
あ
あ
い
う
振
る
舞
い
が

本
な
の
で
は
な
い
か
と
思

て
し
ま
い
そ
う
な

ど
だ

ヒ

ス

ク
リ
フ
や
ア
ス
ナ
達
に
よ
れ
ば

む
し
ろ

静
な
振
る
舞
い
は
彼
の

で
は
な
い
と
の
事
だ

が
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私
の
世
界
の
子

は

ど
う
い
う
風
な
の
だ
ろ
う
か

 

と

そ
こ
で
疑
問
が
浮
か
ぶ

 

す
る
に
は

と
な
る
対

が
必
要
だ
が
私
は

さ
れ
て
か
ら

か
出
撃
し
た
事
が

あ
る
も
の
の

の
者
と

わ

た
事
は
無
い

 
つ
ま
り

い
子
ど
も
に
つ
い
て
の
知
識
は

ど
無
い
の
だ

 
あ
の
年

の
子

で
知

て
い
る
と
す
れ
ば
私
よ
り
一
つ
二
つ
前
の

番
で

さ
れ
た

騎
士
と
入
れ

わ

た
少
女
二
人
組
だ
け
だ

あ
の
二
人
は
生
ま
れ
つ
き
カ
セ
ド
ラ
ル
に
い
た
と

い
う

そ
の
年

を
よ
く
知
ら
な
い
が
不

の
秘
術
天
命

結
を

け
て
い
な
い
ら
し
い

の
で

見
た
目

応
の
年

と
い
う
事

キ
リ
ト
は
そ
の
少
女
二
人
よ
り
は
ま
だ

く
見
え
る

 
だ
が
キ
リ
ト
と
あ
の
二
人
を

べ
た
場
合
ど
ち
ら
が
よ
り
子

ら
し
い
か
と

え
ば
後
者

だ 
と
は

え
見

い
と

え
ど
整
合
騎
士
の

に

い
て
い
る
以
上
あ
の
二
人
を
一

の
子

と
同
列
に

う
事
は

 

い
え

そ
も
そ
も

あ
の
二
人
は
お
か
し
い
の
で
は

 
そ
こ
で
引

掛
か
り
を
覚
え
た
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私
を
は
じ
め
整
合
騎
士
は
み
な
最
高

様
が
下
界
の

序
の
た
め
に
天
界
よ
り

し
た

強
な
騎
士
達
だ

下
界
で
の
生
活
で

を
来
す
と
い
う
事
で
我

は
天
界
で
の
記

を

じ
ら
れ
て
い
る

そ
れ
で
も
確

た
る
武
を
持

て
人
界
三
百
年
の
歴
史
を
守
護
し
て
き
た

 
つ
ま
り

整
合
騎
士
と
は
本
来

さ
れ
た
天
界
の
騎
士
に
し
か
な
れ
な
い
立
場
な
の
だ

 
だ
と
い
う
の
に
生
ま
れ
つ
き
カ
セ
ド
ラ
ル
で

ら
し
て
い
た
と
い
う
少
女
達
が
整
合
騎
士

に
な
る

と
い
う
の
は
整
合
騎
士
の
成
り
立
ち
か
ら
し
て
あ
り
得
て
は
な
ら
な
い
事
だ

無

論
見

い
だ
か
ら
上

・
下

で

別
さ
れ
る
騎
士
の
更
に
下
な

で
正
確
な
意
味
で
の
整

合
騎
士
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が

 

こ
れ
は
い

た
い

ど
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

 
一

道
に

れ
た
思

そ
こ
で
気
付
い
た
疑
問
が

故
だ
か
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い

重
要
な
も
の
に
思
え
て
な
ら
な
い

 
そ
れ
が

な
の
か
は

分
か
ら
な
い
が

ぐ

ま
た

こ
の

み

 
そ
こ
で
ズ
キ
リ
と

目
に

み
が

た

ズ
キ
ズ
キ
と

し
て

み
が

り
思

は

保
て
ず

千

に
乱
れ
さ
れ
て
し
ま
う

手
を

目
に

て
る
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そ
の
時

目
の

界
で

な
も
の
を
見
た

 

目
に

て
よ
う
と
し
た

掌
が
紅
い
光
に

ら
さ
れ
て
い
る

そ
の
発
生
源
が
己
の

目

で
あ
る
事
に
気
付
い
た
私
は

乱
に
見
舞
わ
れ
た

 
お
そ
ら
く

か
し
ら
の
術
式
が

め

ま
れ
て
い
る

 
だ
が

い
つ

 
そ
し
て

な

く

あ

 
そ
の
疑
問
を
浮
か
べ
た

み
が
強
く
な

た

 

ら
ず

を
突
く

私
は
剣
を

に

き

手
で
目
を

さ
え
た

ア
リ
ス

ど
う
し
た

 
そ
こ
で
先
行
し
た
は
ず
の
キ
リ
ト
が

て
き
た

と
か

目
だ
け
で
前
を
見
れ
ば
緑
色

に
光
る

聖

を
手
に

け
寄

て
く
る

が

界
に

る

ど
う
や
ら
私
が
動
か
な
い
の

を
見
て
さ

さ
と

を
回
収
し

こ
の
地
を
去
ろ
う
と

え
て
い
た
ら
し
い

 
血

を
変
え
て

て
き
た
彼
は

同
じ
よ
う
に
片

を
突
き

私
の
背
中
を

り
始
め
た

大

か

ど
こ
が

む
ん
だ
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目

が

目
が

く
て

目

て

そ
の

い
光

神
聖
術
と
や
ら
の

術
じ

な
い
の
か

違
い
ま
す

の
術
式
は

光
で
す

こ
の
よ
う
な
色
で
は
あ
り
ま
せ
ん

な
ら

が

ち

と
確
認
さ
せ
て
も
ら
う
ぞ

 
そ
う

た
キ
リ
ト
は

目
を

さ
え
る
私
の

手
を

く
り
離
し
た

く
な

た

目
の

界
に
彼
の

が

る

 
そ
の
彼
の

の
手
前
に

私
は

な
し
る
し
を
見
た

 

い

に

め
上

ら
れ
た

目
の

界
の
中

血
の
色
に

く
い
く
つ
か
の
神
聖
文

が
輪
を
作

て

び

向
き
に
回
転
し
て
い
る

そ
れ
は

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｃ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
８

１

と

め
る

 
そ
の

列
の
意
味
は
不
明

 
し
か
し

こ
れ
が

の
た
め
に
在
る
か
を

私
は
理
解
し
て
し
ま

て
い
た

 
こ
の

を
見
る
の
は
初
め
て
だ
が

み
そ
の
も
の
は
初
め
て
で
は
な
い

こ
ち
ら
の
世
界
の

キ
リ
ト
と
の
立
ち
合
い
で
善
悪
に
つ
い
て
説
か
れ
た
時
あ
る
い
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
ら
と
の
対
話

で
善
悪
を

え
矛
盾
に
気
付
い
た
時

己
を

い
て
は
禁
忌
目
録
や

理
教
会
が
過
ち
か
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も
し
れ
な
い
と

え
た
り
疑
問
を

い
た
時

こ
の

み
は

れ
て
い
た

 
だ
か
ら

こ
の
文

は

だ

い
つ

だ
れ
が

し
た
か
は
知
ら
な
い
が

私
の

目

に
こ
の

の
術
式
を

め

み

理
教
会
へ
の
不
信
を

じ

め
て
い
る

 
お
そ
ら
く
全
て
の
整
合
騎
士
が
同
じ

を

さ
れ
て
い
る
の
だ

し
て
い
る
の
は

⻑
か

あ
る
い
は
彼
に
指
示
を
出
す
最
高

う

ぐ

あ

 
更
な
る
背
信
の
思

に
呼
応
し
て
か

目
の

み
は

の

を

て
ら
れ
て
い
る
か
の
よ

う
に
麻

し
そ
の
ま
ま

の
中

ま
で

く
す
さ
ま
じ
い

が

た

真

に

ま

た

界
に
火
花
が

り

意
識
が

び
か
け
る

お
い

ア
リ
ス

無
理
を
す
る
な

 
今
は

も

え
ず
深
呼

し
ろ

 
彼
は
近
く
に
い
る

な
の
に

声
は
ど
こ
か
遠
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
た

 
ズ
キ
リ
ズ
キ
リ
と

く

 
千

に
乱
れ
る
思

 
そ
れ
で
も

中
の
疑
念
は

き
な
い

 
こ
の

を

し
た
の
が

な
の
か
分
か

て
し
ま

た
か
ら

だ
か
ら
疑
問
が

き
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な
い

な

な

な

 
な

我
ら
を
信
じ
て
下
さ
ら
な
か

た
の
で
す
か

最
高

様

 
最
後
に
浮
か
べ
た

そ
の
疑
念

 
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
で
最
大
の

み
と
な

て
私
の
意
識
を

り
取

た

  

く
ん

と
一

大
き
く

え
た
金
の
騎
士
が

力
な
くく

ず
おれ

た

 

嗟
に

き
か
か
え
ど
う
に
か

の

に
投

出
さ
れ
る
の
を

い
だ

は
そ
の

の

り
の
重
さ
に

き
つ
つ
ア
リ
ス
を

向
け
に

か
せ
た

⻘
い
マ
ン
ト
で
体
を

わ
せ

を

の

に

せ
る

 
ダ
ン
ジ

ン
で
こ
ん
な
事
を
す
る
の
は
か
な
り
の
危
険
行

な
の
だ
が
ど
う
せ
こ
の
先
に
は

聖

を

じ
る

し
か
な
い
し
モ
ン
ス
タ

が
ポ

プ
す
る
気
配
も
な
い
た
め

が
て

ら
こ
こ
に

る
事
に
し
た
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ど
の
み
ち
ア
リ
ス
を
背
負
う
に
は

力
パ
ラ
メ

タ
不
足
が

め
な
い
の
で
身
動
き
が
取
れ
な

い 

し
よ
う
と
決
め
た

は

索

ス
キ
ル
を
発
動
し
た
後

思

を
回
し
始
め
た

こ
れ
は
い

た
い

ど
う
い
う
事
だ

 
ア
リ
ス
が

か
に
悩
ん
だ
時
ち

く
ち

く

を
覚
え
た
よ
う
な
反
応
を
し
て
い
る
の
は
気

付
い
て
い
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
達
か
ら
も
全

で
は
な
い
か

つ

つ
と
同
じ
よ
う
な
話
を

け
て
い
る

 

は
そ
の

は
キ
リ
カ
が
か
つ
て

こ
し
た
自
我

壊
の
前
触
れ
な
の
で
は
な
い
か
と
予
想

し
て
い
た

 

で

う
と
こ
ろ
の
エ
ラ

か
つ
て
ユ
イ
が
記

や

語
機
能
を
喪

た
り

キ
リ
カ
が

板

み
に
あ

て
苦
し
ん
だ

矛
盾

と
い
う
タ
ス
ク
で
あ
る

 
ア
リ
ス
に
と

て
は
己
の
価
値
観

い
や
彼
女
ら
整
合
騎
士
を

い
る

理
教
会
や
最
高

禁
忌
目
録
と
い

た
も
の
が
正
義
で
あ
る

そ
れ
か
ら
外
れ
て
い
る
事
は
全
て
違
反

と
い
う

悪

そ
う
い
う
価
値
観
の
下
に
生
き
て
き
た

 
だ
が
こ
ち
ら
の
世
界
は
そ
ん
な

な
も
の
で
は
な
い



 第三十四章 〜ブレイクスルー・ブロック〜

 
ま
し
て

を
認
め
る
事
な
ど
そ
の
価
値
観
で
は
不
可
能
で
あ
る

い
て
は

悪

に
値
す

る
事
を
し
た
者
は
全

 

達
の

間
で
は
そ
れ
に

す
る
の
は

と
シ
ノ
ン
の
二
人
だ
け

は

に
開
き
直

て
い
る
が
シ
ノ
ン
は
己
の
傷
と
向
き
合
い
克

し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
真

最
中

ア
リ

ス
の
価
値
観
は
シ
ノ
ン
に
と

て
猛

足
り
得
た

だ
か
ら
こ
そ
あ
の
立
ち
合
い
を
し
た

 
シ
ノ
ン
に
と

て
猛

足
り
得
る
よ
う
に
ア
リ
ス
に
と

て
も
こ
ち
ら
の
価
値
観
は
猛

だ

 
そ
れ
を
知

た
上
で
あ
の
立
ち
合
い
を
し
た

は
責
め
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
と

え
る

惑

い
苦
し
ん
で
い
た

を
見
て

道
も

意
し
た
が
あ
れ
は
ア
リ
ス
が
ト

プ
ダ
ウ
ン
型

と

え

矛
盾
に
苛
ま
れ
て
自
我

壊
を
来
す
か
も
と
危
惧
し
て
の
行
動
だ

た

 

だ
が

ア
リ
ス
が
覚
え
て
い
た

み
は

ど
う
に
も
違
う
も
の
ら
し
い

 

常

ト

プ
ダ
ウ
ン
型

は
上

権
限
者
に
逆
ら
え
な
い
よ
う
に
出
来
て
い
る

キ
リ
カ

は
そ
の
制
約
の
せ
い
で
一

自
我

壊
を
来
し
た
し
復
活
し
た
後
の
対
峙
で
は
矛
盾
を
来
さ

な
い
よ
う

理

を

ね
て

壊
を
回

し
た

キ
リ
カ
の
場
合
は
シ
ス
テ
ム
的
上

に
逆
ら
な

い

あ
の
結
果
に
な

た

だ

 
ユ
イ
達
の
場
合
は
カ

デ

ナ
ル
が

に
目
を
付
け
て
以

は

一

の
た
め
特
に
手
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出
し
し
て
い
な
か

た

 
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
の
二
人
も

の

人

と
い
う
存
在
に
与
え
ら
れ
た
バ

ク
ボ

ン

に

て
生
き
て
い
る

上

権
限
者
に
定
め
ら
れ
た
種

の
生
き
様
に
逆
ら
わ
な
い
の
は
逆

ら
う
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
が
た
め
で
も
あ
る
が
逆
ら
え
な
い
と
い
う
状

に
も

因
し
て

い
る

無
論
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
解
放
さ
れ
た
今
は
そ
の
気
に
な
れ
ば
剣
を

く
道
を

ぶ
事
も
あ
る
だ
ろ
う

 
以
上
の
前

と

べ
る
と

ア
リ
ス
の
そ
れ
は
か
な
り
異

に
思
え
た

 
価
値
観
の
板

み
に
遭
い

苦
し
む
ま
で
は
分
か
る

 
し
か
し
た

た
い
ま
見
た
ア
リ
ス
の

目
の

い
光
に

し
て
は
別
だ

し
か
も

に
文

ま
で
見
え
た

シ
ス
テ
ム
・
ア
ラ

ト
ね

 

の
光

の
外

部
に

く
発
行
す
る

な
ラ
イ
ン
が
放

状
に

び

く
り
回
転
し

て
い
た
バ

コ

ド
の
よ
う
な
も
の

そ
の
回
転
が

ま

た
時
に
見
え
た
文

列
は

文

だ

た
が

ど
う
に
か

み
取
れ
た

 

を

作
し
て
い
れ
ば
一

は
遭
遇
す
る
そ
の

表
示
は
し
か
し
異
界
人
で
あ
る
ア
リ
ス
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に
は

み
の
な
い
も
の
の

だ

話
を

い
た
限
り
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
よ
う
に
中
世
フ

ン

タ
ジ

を
思
わ
せ
る
世
界
観
ば
か
り

日
常
生
活
に

い
て
は

語

す
な
わ
ち
日
本

語
の
み
が

い
ら
れ

英
語
は
神
聖
術
を

う
時
の

神
聖
語

と
し
て
の
み
使
わ
れ
て
お
り

そ
の

語
が
持
つ
意
味
ま
で
は
ア
リ
ス
も
理
解
し
て
い
な
い

 
つ
ま
り
ア
リ
ス
と
同
じ
異
界
人

も
と
い

達
に
英

語
は

意
味
を

さ
な
い

 
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

術
式
を

し
た
の
も

お
そ
ら
く
同
じ
異
界
人
で
は
な
く

ア
リ
ス
が
住
ま
う
仮
想
世

界
を
構

し
た
神

つ
ま
り
ゲ

ム
マ
ス
タ

や
創

主
と
い

た
者
達
と
い
う
事
に

な
る

 
だ
が

そ
れ
で
は
お
か
し
く
な
ら
な
い
か

 

は
ア
リ
ス
が
生
き
た
世
界
が
こ
の
世
界
の
未
来
に
出
来
た
仮
想
世
界
で
あ
り
そ
れ
を
作

り
出
す
に
至
る
経

も

気
に
推

出
来
て
い
る

ヒ

ス
ク
リ
フ
が
シ
ン
イ
に
つ
い
て
問

い
そ
れ
に
応
じ
ら
れ
た
点
か
ら

の
仮
想
世
界
で
は
な
い
事
は

せ
た

そ
こ
か
ら
ナ

ヴ

ギ
ア
や
ア
ミ

ス
フ

ア
以
上
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド

Ｓ
Ｔ
Ｌ

の
存
在
が
浮
か
ん
だ

 
つ
ま
り

が
テ
ス
タ

を
し
て
い
る
Ｓ
Ｔ
Ｌ

の
プ
ロ
ジ

ク
ト
が
ア
リ
ス
の
生

ま
れ
る
世
界
を
未
来
で
作
る
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の

も
か
な
り
の
高
性
能

そ
こ
で
得
た

デ

タ
を

に

新
た
な
ア
プ

ロ

チ
で

構

に

み
出
し
た
世
界
な
の
だ
ろ
う

 
そ
う
と
確
信
し
て
い
る
の
は

ア
リ
ス
が

間
に
話
し
た

人
界
三
百
年

と
い
う
歴
史
だ

 
設
定
上

ら
で
も

る
事
は
出
来
る

の
エ
ル
フ
達
も
二

間
前
か
ら
始
ま

た
こ

の
世
界
の
歴
史
よ
り

か

が
あ

た
か
の
よ
う
に
語
る
事
が
あ
る
の
で
そ
れ
と
同
じ
と

て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ

 
し
か
し
あ
り
得
な
い

で
は
な
い

Ｓ
Ｔ
Ｌ

を
使

た
仮
想
世
界
の

な
ら

加
速
機

能
を

い
る
事
が
出
来
る
か
ら
だ

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
の
原

と
し
て

情
報
の
や
り
取
り
は

方
向

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
た
プ
レ
イ

の
意
識
が
加
速
す
れ
ば
そ
れ
と
同
じ
だ
け
仮
想
世
界
も
加
速

す
る

い
や
加
速
し
た
仮
想
世
界
に
付
い
て
い
け
る
よ
う
プ
レ
イ

も
加
速
す
る
と

た
方
が
正
し
い
か

そ
れ
を

慮
す
れ
ば

先
導
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
仮
想
世
界
が
三
百
年

の
歴
史
を
本

に

ん
で
い
る
可
能
性
も
あ
る

だ

 
な
ら
ば
こ
そ

に
疑
問
が

る

 

も

も

か
し
ら
の
目
的
が
あ

て

の

を
し
て
い
る
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の

と

て
も
様

で

か
し
ら
の
仕
事
に
特
化
し
た
も
の
を
作
る
と
か
サ
ポ

ト
機
能
の

な
も
の
を
作
る
と
か
多

に

る
が

が

に
協
力
し
た
感
触
か
ら
推

す

る
に

二
種

の

の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

 

え
ば

の

は
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
で
あ
る

こ
れ
は
ボ
ト
ム
ア

プ
型
は

人
間
の

を
電
子
的
に
再
現
す
る
事
の
あ
ま
り
の
非
現
実
ぶ
り
か
ら

逆
説
的
に
得
た

え
だ

 
そ
の
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
は

来
型
と
呼
ば
れ
現
状
最
も
高

な
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
る
の

は
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
た
る
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
キ
リ
カ
達
だ

三
人
は
二
年
以
上
に

て
無
数
の
プ
レ

イ

の
会
話
を
モ
ニ
タ

し

け

大
か
つ
精

な
応

デ

タ
ベ

ス
を
構

し
た

い

ま
や
自
動
応

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
真
の
知
能
の
境
界

と

て
い
い

ど
の
高
み
に
達

し
て
い
る

キ
リ
カ
に

し
て
は

に
の
み
焦
点
を

て
作
ら
れ
た

だ
か
ら
人
と
見
分

け
が
つ
か
な
い

ど

 
し
か
し
そ
ん
な
三
人
も
完

で
は
な
い

三
人
は
今
で
こ
そ
自
由
に
振
る
舞

て
い
る
よ
う

だ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識

プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
必
ず
上

存
在
と
い
う
も
の
が

み

ま
れ
て
お
り

そ
れ
に
は
決
し
て
抗
え
な
い

理

を

ね
て
回

す
る
事
は
出
来
る
が

真

向
か
ら
打
ち
破
れ
な
い
の
だ
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そ
こ
が

の
欠
点
と
し
て

多
く
の

が
さ
れ
て
い
る

 
そ
れ
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
悪
戦
苦
闘
す
る

者
達
が

の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

を

る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
と
は
思
え
な
か

た

 
ア
リ
ス
の
世
界
は
お
そ
ら
く

の
よ
う
に
部
外
者
の
プ
レ
イ

を

く
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

で
は
な
い

一
つ
の

会
が
形
成
さ
れ
た
そ
こ
に
プ
レ
イ

が

じ
れ
ば
あ
ち
ら
の
キ
リ

ト

の
よ
う
に
大
問

が
容

に

き
る
か
ら
だ

そ
れ
に
感
化
さ
れ
た

で
完
成
を
目
指
そ

う
と
し
た
線
も
無
く
は
な
い
が
ア
リ
ス
の
話
だ
と
禁
忌
を

し
た
の
は
キ
リ
ト
一
人
ら
し

い
の
で

そ
の
可
能
性
は
無
い

 
し
か
し
あ
ち
ら
の

キ
リ
ト

が
そ
の
仮
想
世
界
の
意

に
気
付
い
て
な
い
と
は
思
え
な
い

な
の
で
お
そ
ら
く
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

を

す
べ
く
邪
魔
な
最
高

と
や
ら
を

り
禁
忌

目
録
を
破

て
も

ま
る
者
が
出
な
い
よ
う
依
頼
さ
れ
て
動
き
出
し
た
の
だ
と
思
う
が

ど
う
に
も
き
な

い

 
そ
の
世
界
が
目
的
と
し
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
事
の
正
悪
を
自
分
で
判
断
で
き
る

の
完
成

 
だ
が
そ
の
世
界
を
作
り
出
し
た

に
そ
れ
を

る
者
が

れ
先
の
シ
ス
テ
ム
・
ア
ラ

ト

の
コ

ド
を
入
れ
た
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ど
う
や
ら
未
来
の

も
一

で
は
な
い
ら
し
い

知
識
を
得
ら
れ
る
の
は
良
い
け
ど
問

が

き
る
と
分
か
る
と
気
も

が
れ
る
の
は
問

だ

な 
苦

を

ら
す

 
こ
れ
以
上

え
て
も

れ
る
だ
け
か
と
思
い
様

な

を

に
追
い
や

た

は
気
を

喪

た
騎
士
の

を

で
な
が
ら

る
り
と
時
を
過
ご
し
た

  
・

技
の
失
伝

 
同
意
な
く
天
命
を
奪
う
あ
る
い
は
命
を
奪
い
禁
忌
目
録
違
反
と
な
る
事
を
恐
れ
失
伝
し
た

の
で
は
な
い
か

 
と
い
う
本
作
独
自
解

 

騎
士
⻑
は
知

て
る
し

騎
士
⻑
も

て

剣
系
は
使
え
る
し
暗
黒
界
の
騎
士
は
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に
使

て
来
る
の
で
人
界
が
特

な
だ
け

こ
れ
も
ま
た
武
力
を
持
た
せ
な
い
と
い

う
目
的
で

き
た
事
か
も
し
れ
な
い

 
ち
な
み
に
ア
リ
ス
世
界
で
は

技
を
使
う
の
に
か
な
り
の
レ
ア
リ
テ

／

先

を
誇
る

神
器
を

意
す
る
必
要
が
あ
る

  
・
整
合
騎
士

 
最
高

に
よ
り
天
界
か
ら

さ
れ
た
者
達

 
天
命

結
に
よ
り
不

の
身
と
な

て
お
り
騎
士
⻑
は
三
百
年
前
後
を
現

で
戦
い

け
て

い
る

そ
の
点
か
ら
三
十
番
目
の
騎
士
ア
リ
ス
は
か
な
り
の

 
実
力
と
地

は
年
数
と
多
く
が

し
て
い
な
い

 
最
高

⻑
の
指
示
に

う

 

に
名
を

ね
る
経

か
ら

以
外
の
経

で
な
れ
る

が
な
い
の
だ
が
二
十
八

二
十
九
番
目
の
騎
士
は
前

を
破
り

入
れ

わ
る
形
で
そ
の

に
つ
い
た
人
界
人
で
あ
る

 
こ
の
矛
盾
に

を
発
し

ア
リ
ス
は
疑
念
を

き

み
に
苦
し
み
始
め
た

 
ち
な
み
に
他
に
も
整
合
騎
士
に
な
れ
る
手

が
あ
る
と
人
界
で
は
知
ら
れ
て
お
り
そ
れ
を
整
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合
騎
士
が
知
る
事
の
な
い
よ
う

務
以
外
で
の

の
⺠
と
の

触
を
禁
じ
た
の
だ
と
思
わ

れ
る

  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 

さ
れ
て
二
年
目
の
騎
士

 
そ
の
実
力
は
極
め
て
高
い
が
実
戦
経
験
は
あ
ま
り
多
く
な
く

技
を
見
る
の
は
今
日
が

初

な
の
で

に

き

隙
を
晒
し
て
し
ま

た

が
能
力
の

力
で

し
切

た

 
整
合
騎
士
の
成
り
立
ち
を
矛
盾
す
る
少
女
二
人
へ
の
疑
問
か
ら

を
発
し
様

な
疑
念
を

き

目
の

が
最
大
限
仕
事
す
る
ま
で
に
至

た

 
ち
な
み
に
明
確
に
最
高

に

意
し
た

で
は
な
い
た
め

目
破
裂
に
は
至

て
い
な
い

  
・
キ
リ
ト

 
子

ら
し
か
ら
ぬ
子

剣
士

 

Ｓ
Ｔ
Ｌ

の
機
能
に
つ
い
て
知

て
お
り

シ
ン
イ
発
動
に
つ
い
て
も

Ｓ
Ｔ
Ｌ

を
要
す

る
事
か
ら
シ
ン
イ
を
知
る
ア
リ
ス
の
世
界
が
Ｓ
Ｔ
Ｌ

つ
ま
り

が

し
て
い
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る
と

し
た

 

の
欠
点
に
つ
い
て
は
よ
く
理
解
し
て
お
り

だ
か
ら
こ
そ
ア
リ
ス
の
価
値
観
が

信
的
で

あ

た
り

に
苛
ま
れ
て
い
る
事
も
把
握
し
て
い
た

価
値
観
の

違
を
説
い
た
の
は
あ
く

ま
で
シ
ノ
ン
の
た
め
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

を

た

で
は
な
い

良
く
て
こ
ち
ら
の
世
界

で
は
そ
う
い
う
事

と
い
う
認
識
に
な
れ
ば
い
い
と
思

て
い
た

 
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

を
破
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
・
ア
ラ

ト
を
見
て
違
和
感
を

き
未
来

の
問

を
悟
る

  
・
異
界
の
キ
リ
ト

 
人
を
殺
め

人
と
な

た
キ
リ
ト

 
お
そ
ら
く

技
を
使
え
る
が
自
力
で
そ
の

道
を
再
現
し
隙
を

ら
す
手

を

先
し

て
い
た

 
な

ア
リ
ス
世
界
に
現
れ
た
か
は
不
明

ブ
レ
イ
ク
ス
ル

を

る
最
高

を

つ
た
め

か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
を
依
頼
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
依
頼
者
た
る

は

子
身
中
の

に

気
付
い
て
い
な
い
事
に
な
る
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原
作

り
ダ
ナ

 
ち
な
み
に
禁
忌
を

し
た
の
は
キ
リ
ト
一
人
ら
し
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

 



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
幕
間
之
物
語

義
弟
編
 

特
異
ナ
世
界

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
リ
ア
ル

の
ダ
イ
ジ

ス
ト
説
明
だ

幕
間
に
し
た
の
は
ア
リ
ス
の
問

や
他
の
と
ご

ち

ご
ち

に
な
る
と
解
り

い
か
ら
だ

 

点

キ
リ
ト

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
八
月
二
十
日

木

日

後
二
時

 

第
二
エ
リ
ア

地
下

・
聖

の

手
前
の
広
場

  
ど
こ
か
か
ら
水
の

る

が
時

こ
え
て
く
る

ど

の
中
は
静

に

ま
れ
て
い
た

 
か
つ
て
は

へ
の
道
を
守
る

番
モ
ン
ス
タ

が
い
た
こ
の
広
場
も
そ
の

番
が
倒
さ
れ

て
か
ら
は
も
ぬ
け
の

と
な

て
お
り

と
ア
リ
ス
は
そ
れ
を
良
い
事
に

息
を
取

て
い
る

 
い
や

密
に
は

取
ら
ざ
る
を
得
な
か

た

か

 
経

は
不
明
だ
が
ア
リ
ス
が

し
い

に
見
舞
わ
れ
気
絶
し
て
し
ま

た
か
ら
だ

た

今
は
⻑

で

る

の

を

代
わ
り
に
眠
り
に
つ
い
て
い
る

 
本

は

の

で

か
せ
る
方
が
い
い
の
だ
ろ
う
が
彼
女
の
剣

の

れ
も

に
運
べ
る

ど

い
も
の
で
は
な
く
背
に
負

て
運
ぶ
の
は
論
外

ま
た
ア
リ
ス
は
シ
ス
テ
ム
の
判
定
を

正
し
く

け
て
い
な
い
の
で
転

結

な
ど
を
使
う
の
も
無
意
味

 

に
聖

は
手
に
入
れ
た
後
な
の
で
こ
の
地
を
後
に
す
る
事
を

先
し
ヴ

ベ
ル
を
頼
る
の



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

も
手
で
は
あ
る
が

悪
く
ヴ

ベ
ル
に
は
リ
ア
ル

の
頼
み
事
に
動
い
て
も
ら

て
い
た

ヴ

ベ
ル

未
来

か

 
ヴ

ベ
ル
は

か
未
来
と
無

の
時
を
生
き
た
人
工
知
能

そ
の

本
ス

ク
は
現
状
の
ユ

イ
や
ス
ト
レ
ア
ら
を

か
に
上
回

て
お
り
現
代
の

者
が
ど
れ

ど

行
錯

を
重
ね
よ

う
と
彼
女
の
レ
ベ
ル
に
は
達
し
な
い

そ
れ

ど
隔
絶
し
た
演

能
力
を
持

て
い
る
か
ら
こ
そ

彼
女
は
時
空
を
超
え
ら
れ
た

 
そ
の
目
的
は

が
未
来
を
生
き

せ
を

む
事

 
そ
の
た
め
で
あ
れ
ば
ヴ

ベ
ル
は
事
の
善
悪
を

き
に
協
力
し
て
く
れ
る

そ
の
果
て
に

が
求
め
る
も
の
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
だ

 
そ
し
て

は
そ
の
信

を

し
て
い
る

 
ヴ

ベ
ル
に
頼
ん
だ
事
は
ユ
イ
達
に
は

せ
た
く
な
い
事
が
主

ユ
イ
達
が
日
夜
行

て
い
る

ネ

ト
サ

フ

ン

も
と
い
情
報
収
集
は
サ

フ

イ
ス
・
ウ

ブ
な
ど

で
も

で

き
る
部
分
が
主
で
パ
ス
ワ

ド
な
ど
で

制
限
を
掛
け
ら
れ
た
デ

プ
・
ウ

ブ
は
少
な

い
と

く

無
論

こ
れ
ら
は
自
己

な
の
で
実

の

は
不
明
だ
が

 
そ
ん
な
彼
女
ら
に
入
ら
な
い
よ
う
制
限
を
掛
け
て
い
る
の
が
ダ

ク
・
ウ

ブ
サ
イ
ト

特
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定
の

フ
ト
ウ

ア
や
認
証
な
ど
が
必
要
と
な
る

匿
名
性
と
事
件
性

罪
性
の
高
い
イ
ン

タ

ネ

ト
の
闇
の
部
分
で
あ
る

 
そ
の
存
在
を

が
初
め
て
知

た
の
は

学
園
襲
撃
事
件
の
後

 
亡
国
機
業
を
明
確
に

と
認
識
し
そ
の
情
報
を
話
し
合

て
い
る
最
中
楯
無
達
と
の

会
話
の
中
で
そ
の
存
在
を
知

た

 
裏
で
武
器
や

を
横
流
し
し
た
り
暗
殺
の
依
頼
を
出
し
た
り
と
そ
う
い
う
話
は
ダ

ク
・

ウ

ブ
で
も

に

が
無
い
ら
し
い

そ
れ
ら
の
中
か
ら
亡
国
機
業
ら
し
き

は

れ

な
い
か
と
か

そ
う
い
う
話
だ

た
気
が
す
る

 
結

そ
の

は

事
件
性
の
あ
る
内
容
が
多
過
ぎ
て
話
に
な
ら
な
い
と

人
が
斬
り
捨

て

そ
れ
に

と
ん
ど
の
人
が
同

し
た
事
で

却
下
さ
れ
て
い
た

 

だ
が

は
そ
の
裏
で
動
い
て
い
た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
生
還
後
ヴ

ベ
ル
は
無
銘
の
人
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

て
お
り
ネ

ト

回
線
を

じ
て

ワ

ル
ド
に
も

を
出
す
存
在
だ

た

そ
れ
で

を
す
る
か
と

え
ば

を
見
守
る
だ
け

だ
か
ら
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
攻
略
時
に

の
Ｏ
Ｓ
Ｓ

魔
術
作
成
を

せ
て
い

た
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あ
の
事
変
が
終
わ
る
と

間
を

か
ず
学
園
が
襲
撃
さ
れ
た

だ
が
そ
こ
で
ダ

ク
・
ウ

ブ
の
存
在
を
知

た

は

無
銘

を
使
わ
な
い
間
は

ど
ヴ

ベ
ル
に
ダ

ク
・
ウ

ブ
の

巡
回
を
頼
ん
だ

あ
れ
だ
け
の
人
数
が
非
合
法
な
目
的
で
集
ま
る
と
す
れ
ば
そ
こ
し
か
な
い
と

え

以

の
対
策
を
立
て
よ
う
と
し
た
の
だ

 
し
か
し

は

人

え
と

う
べ
き
か
今
ま
で
そ
の
対
策
で
事
が

き
る
前
に
気
付
け

た

し
は
無
い

 

は
組

だ

て
分

し
て
行
う
べ
き
事
だ

を
追
う
か

を
対

に
す
る
か
と
決

め
人
海
戦
術
で
情
報
を
集
め
る

そ
れ
を
ヴ

ベ
ル
の
オ

バ

ス

ク
頼
り
の
手
あ
た
り

第
に
行

て
き
た

引

掛
か
ら
な
く
て

然
だ

 

電
子
ド
ラ

グ

の
件
も
そ
う

 
ア
レ
の

人
は
や
は
り
呼
び

み
を
掛
け
て
い
た

 
た
だ
し
最
初
は

に
サ

フ

イ
ス
・
ウ

ブ
で
人
を
集
め

り
す
ぐ

た
者
に
だ
け

電
子
ド
ラ

グ

の
存
在
を

め
か
し

コ
ミ
で
ダ

ク
・
ウ

ブ
へ
と
誘
い

を
成

立
さ
せ
る
と
い
う
手

だ

 
ダ

ク
・
ウ

ブ
で
の
取
引
で
は
あ
る
が

見
か
け
上
は
た
だ
の
デ

タ
の
交
換
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と
の

与
を
疑
う
に
は
あ
ま
り
に

に
偽

工
作
さ
れ
て
い
た
か
ら
ヴ

ベ
ル

も
ス
ル

し
て
い
た

然

自
身
は
ダ

ク
・
ウ

ブ
そ
の
も
の
に
ア
ク
セ
ス
し
た
事
な
い

か
ら
ス
ル

し
て
い
た
事
実
に
気
付
か
な
い

最
初
か
ら
そ
の
人
物
を
マ

ク
し
や
り
取
り

し
て
い
る
の
を
見
て
プ
ロ
テ
ク
ト
も
破
る
気
で
い
な
け
れ
ば
わ
か
る

も
無
か

た

 
と
は

え

そ
の
分
は
あ
る
程

取
り
返
し
て
い
る
か
ら
気
に
す
る
程
で
も
な
い

 
ダ

ク
・
ウ

ブ
巡
回
の
目
的
は
あ
く
ま
で
亡
国
機
業
の
情
報
収
集

に

わ
り
が
あ

る
と
し
て
気
に
掛
け
て
い
た

で
見
過
ご
し
が
あ

て
も

本
来
の
目
的
か
ら

脱
し

て
い
る

で
は
な
い

 
そ
も
そ
も
ダ

ク
・
ウ

ブ
か
ら
情
報
を
得
る
と
い
う
の
も
た
だ
の
保
険

そ
の
保
険
が
不
要

な
く
ら
い

こ
ち
ら
の
手
勢
の

勢
が
整

て
い
れ
ば
い
い

 

手
の
策
を

策
ご
と
圧
し

せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
の
だ

 

そ
れ
で

え
ば

モ
ン
ド
・
グ
ロ

は
成

と

え
る

 
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

 
そ
れ
は

を
は
じ
め
大
前

と
し
て

千
冬
に
よ
る
三

覇
が

と
な

て
お

り

こ
こ
か
ら
日
本
の
新
た
な
国

り
が
始
ま
る
と

て
い
い
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無
論
そ
の

い
は
他
国
と
て
予
想
出
来
て
い
る

で
そ
の

と
し
て
亡
国
機
業
の
襲

撃
が
あ
る
と
思
い

を

て
い
た

つ
ま
り

が

郷

に
思
い
至
る
前
は
か
な
り

な

で
動
い
て
い
た
事
に
な
る

 

が

指

を
取
り
始
め
て
か
ら
は

郷
が
収
監
さ
れ
て
い
る
場

回
収
さ
れ
た
ナ

ヴ

ギ
ア
の
保

場

の
他

手
の

場

発
さ
れ
た
電
子
ド
ラ

グ

者
達
の

場

の

備
強
化
を
行

た

つ
ま
り
他
国
は

千
冬
の

勝

を

め

善
の
策

か
し
ら
の
メ
リ

ト
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
と

え
た
の
だ

 
結
果

そ
の
予
想
は

た

た

 
ま
ず

郷
信
之

 
こ
の
男
に

し
て
は
決
勝
戦
の
最
中
に
脱
獄
し
た

お
そ
ら
く

備
兵
か

守
の
ど
ち
ら
か

が
手
引
き
し
た
の
だ
ろ
う

し
か
し

備
強
化
は
更
識
家
の
手
勢
で
こ

そ
り
行

て
お
り
そ

こ
に
ヴ

フ
ス
も

が

し
て
い
た
の
で

脱

し
た

郷
は

え
な
く
お
縄
に

い
た

 
そ
の
後
秋
十
に
し
た
よ
う
に
Ｓ
Ｔ
Ｌ
で
記

を

み
取
り

問
も
重
ね
て
情
報
を
手

に
入
れ
た
た
め

内

者
は

り
出
し
済
み
だ

 
そ
の

郷
は
更
に

備
の

重
な
獄
に
入
れ
ら
れ
た
と

く
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ち
な
み
に

時
現
場
に
い
た
ヴ

フ
ス
に
よ
れ
ば

の
事
を
怨
ん
で
い
る
ら
し
い

 

に
ナ

ヴ
ギ
ア
に
つ
い
て

 
こ
ち
ら
に
は

も
問

が

き
な
か

た
と
い
う

来
る
と
す
れ
ば

郷
誘

に
失

し
た
後

か
な
と
思

て
い
た
が
そ
れ
す
ら
無
か

た

り

ま
れ
て
い
る
と

し
て
身
を
引
い
た

可
能
性
が
あ
る

 
他

国

手
や
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

達
に

し
て
は
彼
ら
が

を
消
す
場
合
は
イ
コ

ル

郷
の

を
使
え
る
状

に
あ
る
と
い
う
事
な
の
で

郷
と
ナ

ヴ
ギ
ア
を
守
り
切
れ
ば

ま
ず
問

に
な
ら
な
い
と

え
て
い
た

そ
し
て
そ
の

り
に
な

た
た
め

彼
ら
に
こ
れ
と

い

た
問

は

き
て
い
な
い

 
そ
う
し
て
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
水
面
下
で

き
て
い
た
戦
い
は
こ
ち
ら
の
勝

と
し
て
幕
を

じ
た

 
ニ

ス
は
大

的
に
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
日
本
三

覇
を
取
り
上

て
い
る
中

郷
の

脱
獄
事
件
は
失

に
終
わ

た
事
も
あ

て
話

性
に
欠
け
た
の
か

ん
の
少
し
お

の
間
に

流
れ
た
程

だ

た

脱
獄
を

う
助
し
た
人
が
い
た

二
人
と
も

ま

た

で
終
わ
り
の

内
容
を

更
深

り
し
よ
う
と
す
る
勢
力
は
多
く
な
い
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反

は
こ
れ
を
機
に

は
人
を
お
か
し
く
す
る

誇
大

想
に

り
つ
か
れ

い
と

い
う
主

を
声
高
に
上

て
い
る
が

そ
れ
は

ど
無

さ
れ
て
い
る
ら
し
い

 
と
も
あ
れ

郷
脱
獄
を
手
引
き
す
る
べ
く
潜
り

ん
で
い
た
内

者
か
ら
の
情
報
も
得
た

Ｂ
Ｉ
Ａ

は

そ
の

を

せ

非

式
に
動
い
て
い
る

そ
の
人

と
し
て
動
い
て
い
る

の
は
千
冬
と
マ
ド
カ
ク
ロ
エ
と
ラ
ウ
ラ
ヴ

フ
ス
と
オ
ル
タ
の
六
人
だ

ヴ

フ
ス
達
は
認

め
て
い
る

手
の
命
に
し
か
動
か
な
い
が
今
の
と
こ
ろ

が
離
れ
て
い
て
も
問

を

こ
し
た

事
は
無
い
の
で
動

さ
れ
て
い
た

 

が

か
れ
て
い
る
の
は
や
は
り
保
険
の
た
め

 
わ
ざ
わ
ざ
足
が
つ
く
人
を

し
た
手
引
き

お
び
き
出
す
た
め
の

と

え
こ
ち
ら
に
戦
力

を
残
し
て
お
く
の
も
策
の
一
つ

た
だ
で
さ
え

や

務

な
ど
に
も
内

者
が
い
る
と
分

か

た
か
ら

は
し
て
然
る
べ
き
と

え
よ
う

 

個
人
的
に
は
大
会
三

覇
を
果
た
し
た

千
冬
は
日
本
に
残
り

メ
デ

ア
や
パ

テ

な
ど
に

を
出
し
た
り

学
園
で
仕
事
を
す
る
な
ど
し
て
他
の

意
を
引
い
た
方
が
い

い
と
思
う
が気

苦
労
が
絶
え
な
い
な



 幕間之物語：義弟編 〜特異ナ世界〜

ん

 
た
め
息
を

く
と

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ア
リ
ス
が
小
さ
く

い
た

目
を
覚
ま
し
た
か
と

思

て
見
守

て
い
る
と

彼
女
は

先

に
ご
ろ
り
と

返
り
を
打
つ
だ
け
だ

た

 

ん
の
少
し
気
を

た

は
ま
た
静
か
に

息
を
上

始
め
た

を
見
て

く
り
と
息

を

き
だ
し
た

 
金
髪
の
髪
を

く
よ
う
に
し
な
が
ら

を

で
る

 

は
見
え
な
い
が

呼

は

ち

い
て
い
る

安
ら
か
に
眠
れ
て
い
る
よ
う
だ

こ
う
し
て
い
る
と

と
て
も
天
界
の
騎
士
と
は
思
え
な
い
な

 
眠
る
背
を
見
な
が
ら
小
さ
く

く

 
彼
女
の
世
界
の
話
は
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
を

に
対
話
し
た
面

か
ら

め
て

か
さ
れ

て
お
り

も
ア
リ
ス
の
世
界
の

会
や
知
識
を
得
て
し
ま

て
い
る

こ
れ
が
未
来
で
ど
ん
な

影

を

す
か
分
か
ら
な
い
の
で
ち

と
怖
く
は
あ
る
が
後
の

り
な
の
で

に

を
投

て
い
る

 
そ
の
知
識
の
中
で
は

整
合
騎
士
と
は

理
教
会
を

べ
る
最
高

が

の

式
を
行

い

創
世
神
ス
テ
イ
シ
ア
に

わ
さ
れ
た
天
界
の
騎
士
達
の
事
を
指
し
て
い
る
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天
界
で
の
記

は
下
界
で
の
生
活
に

が
あ
る
と
し
て
創
世
神
に
よ

て

じ
ら
れ
て
お

り

も
が

さ
れ
て
以

の
記

し
か
持
た
な
い

し
か
し
な
が
ら
そ
の
剣
と
神
聖
術
の

え
は
本
物
で

人
界
に

い
て
整
合
騎
士
に

す
る
者
は
だ
れ
一
人
存
在
し
な
い

い
や

し
な
か

た

禁
忌
を

し
た

キ
リ
ト

を

い
て

 
そ
し
て
そ
の
キ
リ
ト
に
転

術
を

め
ら
れ
た

剣
を

さ
れ
て
ア
リ
ス
は
異
界
に

迷
い

ん
だ

秋
十

ヴ

ベ
ル

そ
し
て
ア
リ
ス

異
界
か
ら
の
来

者
が

に
三
人

も
か
れ
も
が

と

か
ら
ぬ
因
縁
持
ち

果
た
し
て
こ
れ
は
偶
然
か

 

の

を

に
眠
る
ア
リ
ス
の

を

で
な
が
ら

は
独
り

ち
た

 
た
だ
の
偶
然
か
も
し
れ
な
い
の
に
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
の
は
人
間
の
悪
い
と
こ
ろ
な
の

だ
ろ
う

は
ア
リ
ス
が
こ
の
世
界
に
迷
い

ん
だ
事
が
た
だ
の
偶
然
と
は
思
え
な
く
な

て
い
た

 
あ
ら

る
世
界
の
時
間
を
一
つ
前
よ
り
も

ん
の
わ
ず
か
に

い

で

る
事
で
時
を

た
自
身
と
の

触
を
回

し
て
い
た
ヴ

ベ
ル
は
そ
の

念
一
つ
で
己
の
未
来
を
切
り
開

い
て
き
た

後
ろ
向
き
だ

た
か
も
し
れ
な
い
が
時
を
越
え
る
決
断
そ
の
も
の
は
未
来
の
ユ
イ
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自
身
を
変
え
た
の
だ

 
秋
十
に

し
て
は

お
そ
ら
く

が
今
い
る

ポ
ジ
シ

ン

立
場

だ
ろ
う
か

個
人
で
は
な
く

デ
ス
ゲ

ム
解
放
の
立

者

と

世
界

一
の
男
性

者

と
い
う
立
場
に
引
き
寄
せ
ら

れ

こ
の
世
界
に
生
ま
れ

ち
た

 
な
ら
ば

ア
リ
ス
は

 
ア
リ
ス
は
罪
を

し
た
キ
リ
ト
を

行
し
た

カ
セ
ド
ラ
ル
と
い
う

の
八
十

で
斬
り

結
ん
だ

そ
れ
く
ら
い
の
因
縁
し
か
な
い

だ

 
そ
れ
だ
け
で
こ
ち
ら
に
迷
い

む
だ
ろ
う
か

 
あ
ち
ら
の
キ
リ
ト
が
時
を
越
え
こ
ち
ら
に

れ
て
く
る
術
式
を
編
ん
で
い
た
と
す
れ

ば
話
は
別
だ
が

今
あ
る
世
界
が

壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
そ
の
手

を

じ
る
か
は

だ
疑
問

だ

も
か
も
自

に
な

て
い
れ
ば
そ
ん
な
回
り
く
ど
い
事
を
せ
ず
ア
リ
ス
を
は
じ
め
全
て
を

殺
す
る
に
違
い
な
い

だ
か
ら
逆
説
的
に
ア
リ
ス
が
世
界
を
超
え
更
に
は
時
を
越
え
て
い

る
の
は
意

し
た
も
の
で
な
い
と

え
る

 
そ
し
て

分
か
る
の
は
こ
こ
ま
で
だ

 
仮
に
こ
ち
ら
に
迷
い

む
原
因
や
共

が
分
か

た
と
し
て
も
あ
ち
ら
が
勝
手
に
や

て



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

く
る
以
上

こ
ち
ら
が
出
来
る
事
は

無
い

 
異
界
に
住
ま
う
者
は

に
お
帰
り
願
う
事
が
最
前
の
対
応
だ
ろ
う

は

流
れ
に
身
を

せ
る
と
い
う
の
は

あ
ま
り

き
じ

な
い
ん
だ
が
な

 
重
く
息
を

く

 
ア
リ
ス
は
ま
だ

目
覚
め
そ
う
に
な
か

た

  
ア
リ
ス

点
を
先
に
し
た
の
は

特

す
べ
き
問

が
大
事
に
な

て
い
な
い
か
ら
で
し
た

未
然
に

て
な
い
け
ど

は

だ
か
ら
問

な
い
よ
ネ

  
・
キ
リ
ト

 
主
人

 
ま
だ
神
器
は
持
ち
上

ら
れ
な
い

現
状

付
き
練
士
時
代
の
ロ
ニ
エ
ら
よ
り
非
力
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と
裏
で
コ

コ

し
て
い
た
が

だ
か
ん
だ

人
知
識
で
動
い
て
る
せ
い
で
的
確
と
は

い

か

た
り
す
る

 
楯
無
達
に
頼
ん
で
い
な
い
の
は
ま
だ
キ
リ
ト
が
更
識
家
を
完
全
に
信

出
来
て
い
な
い
た
め

 
ち
な
み
に

安
日
本
の
情
報
機

と
組
む
と
更
識
と
の
協
力
体
制
も

き
束

士
も

い
て
ユ
イ
や
ヴ

ベ
ル
ら
の
協
力
で
一
気
に
世
界
最
強
ク
ラ
ス
の

報
組

を
作
れ
て
し
ま
え

る  
・

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

 
超
ス

ク
な
未
来
の
ユ
イ

 

は

無
銘

コ
ア
と
ダ

ク
・
ウ

ブ
を
行
き
来
し
て
い
る

 
キ
リ
ト
以
外
の
全
て
に
絶
望
し
不
信
を

い
て
い
る
た
め
キ
リ
ト
以
外
の

う
事
は
絶
対

か
な
い

そ
ん
な
自
身
と
真
逆
の
道
を
行
く
キ
リ
ト
を

じ

行
く

を
見
守

て
い
る

 
ス
ヴ

ル
ト
攻
略
以
後
あ
ま
り
出
番
が
無
か

た
の
は
裏
で
ダ

ク
・
ウ

ブ
を
巡
回
し
て

い
た
か
ら

し
か
し
手
あ
た
り

第
に
探

て
い
た
上
に
事
件
に
な
り
そ
う
な
も
の

亡
国

機
業
に

し
そ
う
な
も
の
と
か
な
り

な
フ

ル
タ

だ

た
の
で
電
子
ド
ラ

グ
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の
件
は

に
見

し
て
い
た

  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 
⻩
金
の
眠
り
姫

 
キ
リ
ト
の

を

に
す
や
す
や
眠

て
い
る

色
は
あ
ま
り
良
く
な
い
が
安
心
は
し
て
い

る

様

  
・
ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

 
闘
争
を

む
ト

プ
ダ
ウ
ン
型

 

人
の

軍

王
コ
ン
ビ

 
今
回
は
現
実
世
界
で
キ
リ
ト
の
指
示
に

い

事
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た

 

は
別
の
目
的
で
動
い
て
い
る
の
で
人
前
に
あ
ま
り

を
見
せ
な
い

  
・

郷
脱
獄
を
企
て
た
勢
力

 

亡
国
機
業

か
は
明

さ
れ
て
い
な
い
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少
な
く
と
も

の
洗

技
術
を
欲
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
り

郷
脱
獄
を
企
て
た
が
直

前
で
気
付
い
た
キ
リ
ト
の

な

備
再
編
成
で
対
応
で
き
ず

失

し
た

 
こ
の
あ
と
世
界
最
強

む
チ

ム
で
襲
撃
さ
れ

壊
滅
さ
せ
ら
れ
て
い
る

  
・

郷
信
之

 
セ
リ
フ

写
も
な
く

ま

た
人

 

ら
か
の
組

の
手
引
き
で
脱
獄
し
た
が

で
で
気
付
い
た
キ
リ
ト
の

備
強
化
で
す
ぐ

ま

た

 
キ
リ
ト
の
目
の
前
で
ユ
ウ
キ
を
洗

し
て
い
な
け
れ
ば

け
道
は
あ

た
か
も
し
れ
な
い

  
・
ナ

ヴ
ギ
ア

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
後

回
収
さ
れ
た
も
の

 
今
回
は

わ
れ
な
か

た
が

郷
脱
獄
を

止
し
た
時
点
で
手
を
引
い
た
可
能
性
も
あ
る

 

と
キ
リ
ト
が
密

に

与
し
回
収
さ
れ
た
ナ

ヴ
ギ
ア
の
現
在
を
知
ら
な
け
れ
ば

ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
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そ
も
そ
も

故

分
し
た
り

分
解
し
て
部
品
だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
り
し
な
い
の
か

 
ち
な
み
に
後
作
の
フ
イ
タ
ル
・
バ
レ
ト
だ
と
本
に
数

ま
れ
る
日
本

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う



 第三十五章 〜翳りの前触れ〜

 
第
三
十
五
章
 

翳
り
の
前
触
れ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
聖

個
目

個
目
の

い

て
原

ゲ

ム
も
コ
ミ

ク
ス
も
結
構
テ
キ
ト

な
の
で

気
に
し
ち

ダ
メ
よ

は
ジ

ネ
シ
ス
が
回
収
し
て
い
る

 

点

ア
リ
ス

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

か
が
髪
を

い
て
い
る

 
そ
れ
を
私
は
甘
い

み
の
中
で
知
覚
し
た

部
か
ら
背
中
に
流
れ
る
髪
の
隙
間
に
指
を
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入
り

ま
せ

く
り
と
先

に
向
け
て
な
ぞ
る

あ
る
程

行
け
ば
ま
た
付
け
根
の
あ
た

り
に

て

再

な
ぞ
る

 

な
手
つ
き
だ

た

 

ん
の
少
し
く
す
ぐ

た
く
感
じ
る

た
だ

不
快
感
を
与
え
な
い

し
い
指
使
い

ん
 
た
だ
そ
れ
ら
は

み
を
払

て
い
く

も
う
少
し

た
い
と
思
う
の
だ
が
髪
を

か
れ

る
感
覚
が
そ
れ
を
許
し
て
く
れ
な
い

 
し

う
が
な
い
と

私
は

を
開
い
た

 
ま
ず
真

先
に

界
に
入

た
の
は
横
倒
し
に
な

た
空
間
だ

が

そ
れ
と

代

わ
り
の

か

に
は

の
天

が
見
え
る

そ
し
て
正
面
に
は

者
か
の

足

黒
い

ズ
ボ
ン
と
ブ

ツ
の
そ
れ
は
恐
ら
く
私
の
そ
れ
よ
り

分
小
さ
い

 

か
に

惑
し
た
私
は

と
眠
る
直
前
の
記

を
思
い
出
し
た

 

む

目

れ
ん
ば
か
り
の

 
そ
し
て

そ
ん
な
私
を

じ
る
少
年

 
私
は

返
り
を
打
ち

反
対

を
向
い
た
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私
の
背
面

に
は

足
を

代
わ
り
に

す
る
主
た
る
少
年
が

に
背
を

け

書
の

術
と
い
う
ス
テ
イ
シ
ア
の

の
よ
う
に
光
る
板
に
指
を
這
わ
せ
て
い
た

や
か
な

と
共
に
指

を
振

て
い
た
少
年
は

私
の

返
り
に
気
付
い
て

線
を
こ
ち
ら
に
向
け
る

 
お

い
の

線
が
ぶ
つ
か

た

き
た
か

キ
リ
ト

そ
う
で
し
た

私
は
気
絶
し
た
ん
で
し
た
ね

ど
れ
く
ら
い
眠

て
い
ま
し

た
お
よ
そ
三
時
間

今
は

後
四
時

を
回

た
く
ら
い
だ

そ
ん
な
に

そ
の
間

ず

と

し
て
く
れ
た
の
で
す
か

い
て
い
く

に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
よ
り
気
分
は
ど
う
だ

 
ま
だ

は

む
か

気
分
は
悪
く
な
い
で
す

も

収
ま

て
い
ま
す

そ
う
か

 
一
つ

き
そ
れ
は
よ
か

た
と

け
た
彼
は
光
る
板
の
上
に
物
を
呼
び
出
し
た

そ
れ
は

果
物
だ

た

し
く

れ
た
果
実
の
一
つ
を
上
体
を

こ
し
た
私
は
手

し
で

け
取
る

ア

プ
ル
だ

直
し
と
い
う

じ

な
い
け
ど

も
食
べ
て
な
い
ん
だ
お

が
空
い
た
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だ
ろ
う

食
べ
る
と
い
い

 
ま
だ
ま
だ
あ
る
ぞ
と

い
な
が
ら
更
に
光
る
板
の
上
に
種

様

な
果
物
を
ボ
ロ
ボ
ロ
出
す

キ
リ
ト

そ
の
勢
い
に

さ
れ
た
私
は
要
り
ま
せ
ん
と
一

だ
け
ど
う
に
か
返
し
手

の

い
果
実
を

た

流

に
食
べ
に
く
い
が

そ
こ
は
我

し
た

 
し

り

と
い
う

と
共
に

内
に
果
肉
が
入

て
く
る

 
見
た
目

り
水
分
を
多
く

む
甘
み
の
あ
る
果
実
だ

た

味
も
見
た
目
も
私
が
住
ま
う
人

界
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず

直
に
果
物
の
生
の
味
を

し
む

 

の

や
食
事

は
時

見
た
目
に
そ
ぐ
わ
ぬ

い
味
付
け
の
も
の
が
出
る
の
で
記

り
の
味
の
食
べ
物
と
い
う
だ
け
で
安
心
す
る
よ
う
に
な

て
し
ま

て
い
た

ま

食

そ
の

も
の
は
そ
こ
ま
で
大
差
な
い
の
が
救
い
で
あ
る

 
そ
ん
な
事
を

え
る
私
の
前
で
同
じ
よ
う
に

い
果
実
を
手
に
し
た
キ
リ
ト
が

り
し
だ

 
し

く
し

く
と

お

い
に
食
事
を
進
め
て
い
く

 
そ
こ
で

と
思
い
出
し
た
事
が
あ

た

そ
う
い
え
ば
キ
リ
ト

お
前
や
シ
ノ
ン
達
は
た
し
か
裏
世
界
で
は
食
事
を
し
て
も

を
取
れ
な
い
の
で
は
な
か

た
で
す
か



 第三十五章 〜翳りの前触れ〜

 
そ
の
問
い
に

彼
は
あ
あ

と

気
な
く

定
を
返
し
て
き
た

空

感
は

れ
る
け
ど

は
確
か
に
取
れ
ん
よ

で
は
食
べ
る
意
味
は
無
い
の
で
は

意
味
は
無
く
て
も
意
義
は
あ
る

ま

代
わ
り
に

食
は
し

か
り
食
べ
な
い
と
だ
け
ど

 

を

め
て
そ
う
キ
リ
ト
は

た

 
意
義
と
は

か
と

え
始
め
る
私
は

と
気
付
け
ば
手

の
果
実
を
食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
無
い

ど

り

く
し
て
い
た

そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に

だ
け
と
な

た
そ
れ
が
光
の

欠
片
と
な

て

け

る

お
か
わ
り

い
る

 

一
個
食
べ
終
え
た

だ
が

空

感
は
ま
だ
な
く
な

た
わ
け
で
は
な
い

い
た
だ
き
ま
す

 
少
し
の

に

ら
れ

や

が

く
な
る
の
を
自
覚
し
つ
つ
も
私
は

を

ん
で
二
個
目

の
果
物
に
手
を

ば
し
た
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な
食
事
を
終
え
た
後

私
と
キ
リ
ト
は

へ
の
帰
路
に

い
た

 
私
は
一
時
間
強
も
気
絶
し
て
い
た
よ
う
で

さ
れ
た
事
へ
の

と
感

の
念
は
そ
の
分

だ
け
強
く
帰
路
の

上
で
遭
遇
し
た
魔
物

キ
リ
ト

く
モ
ン
ス
タ

は
主
に
私

が

手
を
し
た

そ
の
せ
い
か

思
い
の
外

く

ア
イ
ン
タ
ウ
ン

に

す
る

 

を
潜
り

を

す
る
必
要
の
な
い

の
中
へ
入
り
私
は
剣
を

に

め
た

で
一

応

剣
し
て
い
た
キ
リ
ト
も
背
に

り
直
す

さ
て

一
先
ず
今
日
は
こ
れ
で
終
わ
る
と
し
よ
う

は
オ
モ
テ
に

て
情
報
が
入

て
な
い
か
確
認
し
て
く
る

ア
リ
ス
は
ど
う
す
る

私
は

く
観
光
を
し
よ
う
か
と

こ
こ
数
日
で
こ
の

は
一
気
に
発
展
し
ま
し
た

の

を

め
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

て

ア
リ
ス
の
場
合
武

の
修

は
不
要
だ
し
回
復

も
要
ら
な
い

ど
強
い

だ
ろ
う

そ
も
そ
も
ど

ち
も
リ
ズ
の

で

え
ら
れ
る
し

 

を

な
が
ら
キ
リ
ト
が
疑
問
を

し
て
き
た

 
彼
が

わ
ん
と
す
る
事
は
分
か
る

私
は
異
界
人
故
か
こ
の
世
界
の
理
を
正
し
く

け
ら
れ

て
い
な
い

だ
か
ら
彼
や
ユ
ウ
キ
達
の
よ
う
に
武

を
リ
ズ
ベ

ト
に
修

し
て
も
ら
う
事
は
出
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来
な
い

不
要
と
い
う
の
は

密
に
は
不
可
能
と
い
う
事
な
の
だ

た
だ

に
人
目
が
あ
る

か
ら

い
方
を
変
え
た
だ
け
で
あ
る

 
回
復

に

し
て
は

彼
と
の

証
の
結
果

果
は
あ
る
と
分
か

て
い
る

 
し
か
し
整
合
騎
士
と
し
て
力
を
持
つ
私
は
そ
も
そ
も
手
傷
を
負
わ
な
い

攻
撃
を
許
す
前
に

こ
ち
ら
の
一
撃
で

手
を
斬
り

せ
絶
命
さ
せ
る
か
ら
だ

な
の
で
こ
れ
ま
で
戦
闘
で
回
復

を
使

た
事
は
無
か

た

そ
れ
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
消

も
無
い
の
に
と
キ
リ
ト
は
疑

問
を

い
て
い
る

私
に
は
不
要
で
も
お
前
達
に
は
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
で
し

う

話
の
タ
ネ
に
も
な

り
ま
す

こ
れ
で
も
ユ
ウ
キ
達
と
の
会
話
の
た
め
に
色

と
情
報
を
集
め
て
い
る
の
で
す
よ

 
お

い
異
界
に
住
ま
う
者
同
士

未
知
の
世
界
の
話
は
本
来
で
あ
れ
ば

り
上
が
る
も
の
な

の
だ
ろ
う

 
し
か
し
私
は
天
界
よ
り

さ
れ
て
以

の
二
年
分
の
生
活
し
か
語
れ
な
い
し

ど
が

務
鍛
練
の
日

な
の
で
彼
女
ら
の
よ
う
な
花
の
あ
る
話

が
な
い

し
か
し
彼
女
ら
は
そ
れ

を
イ

な

も
せ
ず
語

て
く
れ
る
の
だ

そ
の
お
返
し
と
し
て
日
中
は
オ
モ
テ
で

学
に

ん
で
い
る
間
に
情
報
を
集
め

そ
れ
を
語
る
く
ら
い
は
し
な
け
れ
ば
と
思

て
い
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 

論
そ
の
情
報
収
集
は
私
の
よ
う
な
理
を
正
し
く

け
て
な
い
者
の

索
や
聖

の
在

に
つ
い
て
知
る
事
も

ん
で
い
る

リ
ズ
ベ

ト
は

の
シ
リ
カ
は

の
情
報
を

ん
で
い
ま
す
し

重
な
代
物
に
は

フ

リ
ア
が

び
つ
き
ま
す

ま
た

が
得
意
と
す
る
武
器
に

し
て
も
同
様
で
す

そ
れ
ら

を
集
め
伝
え
る
事
が
私
を
助
け
て
く
れ
る
彼
女
達
へ
の
返
礼
と
な
る

そ
の
一
つ
が

の

把
握
な
の
で
す
よ

な
る

ど
色

え
て
る
ん
だ
な

け
ど
そ
れ
や

て
る
事
が

情
報

の
そ
れ
だ
け

ど

ア
ル
ゴ
か
ら

か

わ
れ
な
い
か

い
え

特
に
は

お
そ
ら
く
私
の
事
は

と
感
じ
て
い
な
い
の
で
し

う

 

に
三
本

を

に

い
た
金
髪
の
少
女
と
は
こ
こ
数
日
で

か
話
を
し
た
事
が
あ
る

が
私
の
行
い
を

め
て
き
た
事
は
無
い

い
ち
お
う
把
握
は
し
て
い
る
よ
う
だ

た
が
そ
れ

で
も

さ
れ
な
か

た
の
は

争

手
と
も
思
わ
れ
て
な
い
か
ら
だ
ろ
う

私
は
理
に

ら
れ

て
お
ら
ず
そ
れ
が
他
者
か
ら
分
か
る
状

の
た
め
キ
リ
ト
の

間
以
外
か
ら

ど
話
し
か
け

ら
れ
な
い

だ
か
ら
人
を

手
に
す
る
行

は

じ
ら
れ
た
も
同
然
だ

た

 
し
か
し
情
報

は
人
を

手
に
情
報
の

を
す
る

業

今
の
状
況
で
私
が
そ
れ
を

せ
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る
道
理
は
な
い

 
だ
か
ら
彼
女
は

し
て
こ
な
か

た
の
だ
と
私
は

え
て
い
る

彼
女
と
険
悪
な

に
な

る
と
す
れ
ば

そ
れ
は
彼
女
に
と

て
不

合
な
話
を
流
し
た
時
か

 

こ
の
少
年
を
傷
付
け
た
時
か

ど
う
し
た

 
私
の
意

を
知
る
由
も
な
い
キ
リ
ト
は

ジ

と
見
つ
め
る
こ
ち
ら
に
再

を

た

で
も
あ
り
ま
せ
ん

そ
れ
よ
り
も
う
い
い
で
し

う

ま
た

事
が
あ
れ
ば
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い

 
で
は

と
い
う
人
事
を
最
後
に

私
は
彼
に
背
を
向
け

の

に

み
入

た

  
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
第
二
の
大

・
オ
ル
ド
ロ

ブ

 
そ
の
大

の

部
に
新
た
に
作
ら
れ
今
な
お
発
展
が

く
ア
イ
ン
タ
ウ
ン
は
設

が

始
ま

て
か
ら
数
日
で
種

様

な

が

ん
で
い
る

ウ
ラ

の
住
人
の
人
間
や
エ
ル
フ
達
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だ
け
で
な
く

オ
モ
テ

の
住
人
で
あ
る
冒
険
者
達
が

き

き
に
開
い
た

も
あ

た

 
そ
の
様
は

正
に

の
一

に

き
る

 

の

で
同
種
の

を
設
け
て
も
客
引
き
は
良
く
な
い
と
思
う
の
だ
が
現
状

は
そ
れ
が
現
実
と
し
て

き
て
い
た

リ
ズ
ベ

ト

く
お

り
気
分
や

味
で
開
い
た
者
が

大

だ
ろ
う
と
の
事
だ

 
そ
れ
は
私
が
生
き
る
世
界
で
は
あ
り
得
な
い

え
方
で
あ
る

 

常
人
界
人
は
十

に
な
る
と
天

を

か
り
そ
れ
に
一
生

事
す
る

年

や
ケ
ガ
な

ど
が
原
因
で
天

を
こ
な
せ
な
く
な

た
場
合
は
別
の
天

に

く
か
正
式
な
も
の
に
は

か

な
い
補
助
と
し
て

ら
す
事
が
禁
忌
目
録

国

本
法
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る

 

外

つ
ま
り
自
分
の

み
で

を
決
め
ら
れ
る
場
合

は
た
だ
一
つ
天

を
全
う

し
た
場
合
だ
け

 
木
こ
り
羊

い
や
鍛
冶

な
ど
は
実

全
う
す
る
事
が
あ
り
得
な
い
の
で
引
退
を

ら

れ
る
状
況
に
な
ら
な
け
れ
ば

を
変
え
ら
れ
な
い

そ
し
て
そ
れ
は

す
べ
て
の
人
界
の
⺠

に

し
て
い
る

 
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の

き
に

を
決
め

を
出
し

外

の

い
を
行
う
事
が
私
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に
は
異
様
に
思
え
た

 
ま
あ
そ
れ
も

異
界
だ
か
ら
常
識
が
違
う
の
だ

と
流
し
た
が

む

こ
の

の

は

が
良
さ
そ
う
で
す

そ
れ
に
あ
の

理

も

は
良
い

む

 

ぶ

天
あ
る
い
は

を

や
か
し
て
い
る
と

と
道
の
先
に
見

れ
た

が
見
え
た

黒
髪

緑
と
⻘
の

を

い

背
に
弓
を

ぐ
女
性

シ
ノ
ン
だ

た

 
彼
女
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
様
子
は
な
い

し
か
し

り
に

へ

線
を

ら
せ

か

を

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

 
そ
れ
を
見
た
私
は

な

と
疑
問
を
浮
か
べ
る

 
こ
の

中
は
冒
険
者
や
ウ
ラ
の
住
人
へ
の

行

を
全
て

ぐ
強

な
術
式
が
展
開
さ
れ

て
い
る
と
い
う

そ
れ
を
真

向
か
ら
破
る
術
は
無
い

だ
か
ら
こ
そ

の
外
で
そ
れ
ら
の
行

に

ぶ
者
が

し

中
は
反

的
に
安
全
を
確
保
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

か
さ
れ
た

 
な
の
に

そ
の
話
を
し
て
く
れ
た
シ
ノ
ン
が
な

こ
の

中
で

し
て
い
る
の
か

 
も
し
や

か
危
険
が
彼
女
の
身
に

て
い
る
の
か

そ
の

え
に
至

た
私
は
一
も
二

も
な
く
彼
女
の
下
へ
歩
を
進
め
る
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こ
ん
ば
ん
は

シ
ノ
ン

き

あ

 

に

を
投

た

た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
に
大

さ
な
く
ら
い
シ
ノ
ン
は
大
き
な
声
で

き
を

わ
に
し
た

一
時
的
に

目
を

び
る
が
特
に
問

な
い
と
見
た
の
か
す
ぐ

線
が

外
れ
て
い
く

そ
れ
で
も
残

た

線
は
私
へ
の

の
も
の
だ
ろ
う

 

に

ら
れ
て
か
す

か
り

を

く

め
た
シ
ノ
ン
は
身
を

こ
ま
ら
せ
な
が
ら

く

を
下

た

ご
ご
め
ん
な
さ
い

ア
リ
ス
だ

た
の
ね

気
付
か
な
か

た
わ

い
つ
か
ら
そ
こ
に

た

た
今
で
す
よ

た
だ
私
は
別
に
気
配
を

し
て
い
な
か

た
の
で

か
れ
た
事
に
逆

に

き
ま
し
た
が

ど
う
か
し
た
の
で
す
か

 

を

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が

 
そ
の
問
い
を
投

た

間
シ
ノ
ン
が

か
に

目

い
で
は

と
た
め
息
を

き
最

後
に

苦

を
浮
か
べ
た

流

は
現

の
騎
士
ね

そ
ん
な
に
バ
レ
バ
レ
だ

た

少
な
く
と
も

し
て
い
る
時
の
表
情
よ
り
は

く
見
え
ま
し
た

私
以
外
で
も
親
し
い
者



 第三十五章 〜翳りの前触れ〜

で
あ
れ
ば
気
付
く
か
と

か
悩
み
で
も
あ
る
の
で
す
か

悩
み

と

え
ば
悩
み
か
も
し
れ
な
い
わ
ね

し
い
で
す
ね

シ
ノ
ン
が

な

い
方
を
す
る
と
は

確
証
が
な
い
の
よ

 
そ
う

い
な
が
ら

を
振
る
シ
ノ
ン
の
表
情
は
少
し

労
の
色
が
浮
か
ん
で
い
た

 
ま
だ
会

て
数
日
の
間

だ
が
最
も
会
話
す
る
機
会
が
あ

た
お
陰
で
彼
女
の
性
格
は
お
お

よ
そ
把
握
し
て
い
る

彼
女
は
心

し
い
が
そ
れ
故
に
問

を
一
人
で

え

み
解
決
し
よ

う
と
す
る
人
物
だ

そ
の
彼
女
が

労
を
浮
か
べ
て
い
る
と
い
う
事
は
精
神
的
に

参

て

い
る
と
い
う
事
だ
と
予
想
で
き
る

良
け
れ
ば

に

り
ま
す
よ

流

に
あ
ち
ら

の
問

だ
と

く
事
し
か
で
き
ま
せ
ん

が

い
て
く
れ
る
だ
け
で
も
有

い
わ

す
ぐ
そ
こ
に

判
の
い
い

が
あ
る

の

そ
こ
で
お

し
ま
し

に

て
く
れ
る
お
礼
に
私
が

る
か
ら

で
は

そ
れ
で

内
し
て
も
ら
え
ま
す
か

も
ち
ろ
ん

こ

ち
よ

付
い
て
き
て
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を
浮
か
べ

を
返
し
た
彼
女
に
付
い
て
行
く
事

く

私
が

れ
ら
れ
た
の
は
深
い
色

味
の

と
外
観
を
味
わ
い
な
が
ら
お

で
き
る

子
と
テ

ブ
ル
を

べ
た

外
の
敷
地
を

持
つ
そ
れ
な
り
に

の
大
き
な

だ

た

ど
う
や
ら
冒
険
者
の
一
人
が
ウ
ラ

の

人

エ
ル
フ
な
ど
と
共
同
で
開
い
た

ら
し
く
出
さ
れ
る

理
も
色
と
り
ど
り
で
あ
る
の
が

り
だ
と
い
う

 
私
達
は

に
入
り

ま

た

を

ん
で
対
面
で

た

こ
の
場
だ
と

の
私
は
浮
い
て
し
ま
い
ま
す
ね

 

子
に

を
下
ろ
し
た
私
が
品
名
の
書
か
れ
た

子
に
手
を
掛
け
よ
う
と
し
た
時

と
自
分

に
向
け
ら
れ
る

線
が
気
に
な

た

外
に
い
た
時
よ
り
意
識
し
て
し
ま
う
の
は

境
と

内
の

客
の

が
原
因
だ
ろ
う

ち

い
た

気
の

内
に
い
る
客
は

も
か
れ
も
が
私

で
あ
り

戦
闘
を
想
定
し
た

を

て
い
る
の
は
私
だ
け
だ

 
戦
闘

と
い
う
点
で

え
ば
シ
ノ
ン
も
同
じ
な
の
だ
が
彼
女
は
金
属

を
身
に
付
け
な
い

な
の
で
違
和
感
は
自
分
程
で
は
な
い

 

ん
の
少
し

心
地
の
悪
さ
を
覚
え
て
い
る
と
品
書
き
の

子
を
先
に
取
り
こ
ち
ら
の
前

に
出
し
て
来
な
が
ら
シ
ノ
ン
が

た
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気
に
す
る
必
要
な
い
わ
よ

確
か
に
ア
リ
ス
は
結
構
目
立
つ
色
の

を

備
し
て
る
か
ら
目
を

引
い
ち

う
け
ど

お
か
し
く
て
見
て
る

じ

な
い
か
ら

で
は

ど
ん
な
理
由
で
見
て
き
て
い
る
の
で
し

う
か

そ
り

あ
あ
な
た
が

人
だ
か
ら
で
し

う

ん
な

 

を

て
る
の
か
と
い
う
表
情
で
シ
ノ
ン
が

た
事
に
私
は
一

理
解
が

れ
た

理

解
が

べ
ば

に

き
が

中
に

き
上
が
る

し

シ
ノ
ン

い

た
い
い
き
な
り

を

あ
ら
私
は

た
り
前
の
事
を

た
だ
け
よ

私
達
の
ア
バ
タ

は

に
作
ら
れ
た
も
の

だ
け
ど

あ
な
た
は
生
来
の
容

で
し

う

 
そ
の
容

で

定
さ
れ
た
ら

世
の
中
の
女

子
全

を

に
回
す
わ
よ

と
い
う
か
そ
の
反
応
も
し
か
し
て
整
合
騎
士

て

的
感
覚
は

し
な
い
の

い
え

そ
う
い
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん

た
だ

わ
れ

れ
て
い
な
い
も
の
で

 
こ
れ
は
本

だ

 
弟
子
た
る
男
性
か
ら

し
い
と

わ
れ
た
事
は
あ
る
が
そ
れ
に
は

愛
の
情
が

ま
れ
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て
お
り
そ
れ

み
で
の

だ
と
分
か

て
い
た

は
確
か
に
あ

た
が
そ
こ
ま
で
大

き
く
反
応
せ
ず
に
い
ら
れ
た

 
そ
れ
に

私
に
と

て

し
い
人

と
は

理
教
会
を

べ
る
最
高

そ
の
人

 
あ
の
方
の
神

し
い
ま
で
の
容

は
本

に
か
つ
て
人
間
だ

た
の
か
と
疑
問
を

か
ざ
る
を

得
な
い
も
の

あ
の
方
と
ど
う
し
て
も

べ
て

え
て
し
ま
う
か
ら
同
じ
整
合
騎
士
か
ら
の

は
大
き
く

か
な
か

た

心
の
ど
こ
か
で
は

の

葉
の
一
つ
と
し
て

べ
て
い
る
だ

け
だ
ろ
う
と

え
て
い
た
か
ら

 

て

シ
ノ
ン
と
私
の
立
場
は
対

だ

整
合
騎
士
の
立
場
に

ら
れ
な
い
こ
の

で

意
味
の
な
い

は
不
要

彼
女
も
不
必
要
な
発

を

う
性
格
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

彼
女
の

が

の
外

い
た
の
だ
と
思
う

 
ま
さ
か
彼
女
の

か
ら
そ
ん
な

が

び
出
て
く
る
と
は
予
想
し
て
な
か

た
か
ら
で
も
あ

る
そ
う

ま

確
か
に

あ
な
た
は

人
で
す

な
ん
て
あ
ま
り

わ
な
い
事
か
も

と
こ

ろ
で
ア
リ
ス

を

文
す
る

 
な
ん
で
も
頼
ん
で
く
れ
て
い
い
わ
よ

い

い
き
な
り
話
を
変
え
ま
し
た
ね

そ
う
で
す
ね
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突
に
話

が
切
り

わ
り

惑
の

け
切
ら
な
い
私
は
彼
女
の

し
に
応
じ
て
品
書
き

に
目
を

し
た

そ
の
中
か
ら
フ
ル

ツ
サ
ン
ド
イ

チ
と
紅

そ
し
て
チ

ズ
ケ

キ
な
る

甘
味
を

文
す
る

 
シ
ノ
ン
も

ら
か
頼
み
す
ぐ
に
届
い
た
品
を
手

く
食
べ
終
え
た
私
は

速
と
ば
か
り
に

火
を
切
る

そ
れ
で

シ
ノ
ン

あ
な
た
の
悩
み
と
い
う
の
は

と
し
た
ら

気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
ど

ス
ト

キ
ン
グ

 
と

か

そ
う
い
う
の
さ
れ
て
る
か
も

て

す

す
と

き

あ
あ

ご
め
ん

え

と

要
す
る
に

行

て
事

行

で
す
か

 

根
を
寄
せ

不
安

に
悩
み
を
打
ち
明
け
た
シ
ノ
ン
を
見
な
が
ら

私
は

を
組
ん
だ

 
整
合
騎
士
は
主
に
人
界
の
守
護
ダ

ク
テ
リ
ト
リ

か
ら

れ
る
闇
の
軍
勢
を
斬
り
捨
て
る

戦
力
と
し
て
在
る
の
で
真

向
か
ら
対
峙
す
る
事
が

本
だ

だ
か
ら

行
と
い
う
も
の
を
し

た
経
験
は
無
い

そ
れ
で
も
知
識
と
し
て
知

て
い
る
私
は

行
す
る
者
あ
る
い
は
さ
れ
る
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者
の
ど
ち
ら
か
が

し
い
事
を

え
て
い
る
か
ら
そ
れ
が

き
て
い
る
と

え
た

 
そ
し
て

シ
ノ
ン
が

し
い
事
を

え
て
い
る
と
は

え

い

 
彼
女
は
善
良
な
人
間
だ

だ
か
ら
大

は

き

ま
れ
る

の
気
が
し
た

シ
ノ
ン

ま
ず
そ
の
話

あ
ち
ら
と
こ
ち
ら
の
ど
ち
ら
で
す

ウ
ラ
の
方
よ

こ
ち
ら
の
話
で
す
か

で
は

行
さ
れ
る
事
に
心

た
り
は

 
恐
ら
く
無
い
だ
ろ
う
と
予
想
し
な
が
ら
の
問
い

 
そ
れ
に
シ
ノ
ン
は

を
横
に
振
り
な
が
ら

分
か
ら
な
い

と

え
た

分
か
ら
な
い

と
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
と
こ

ち
で

行
す
る

点

は
無
い
に

し
い

そ
れ
で
も
私
を
エ
サ
に

か
し
よ
う
と
企
む
人
は
い
る
か
も
し
れ
な
い

キ

リ
ト
を

て

ね

 
つ
ま
り
や
は
り
シ
ノ
ン
自
身
に

ち

は
な
く
キ
リ
ト
を
中
心
と
し
た
問

に

き

ま

れ
て
い
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
い
う

だ

そ
の
話

キ
リ
ト
に
は
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し
て
な
い
わ

最
近

し
く
し
て
た
し

せ
め
て
確
証
を
得
ら
れ
て
い
れ
ば
話
し
や
す
か

た
の
だ
け
ど

な
る

ど

 
本

を

え
ば
キ
リ
ト
こ
そ
シ
ノ
ン
の
様
子
で
真

先
に
気
付
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
だ
が
こ
れ
は
仕
方
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
う

シ
ノ
ン
は
キ
リ
ト
に
頼
り
切
り
に
な

た
り

な
心
配
を
掛
け
た
く
な
い
と
思

て
い
る

本

に
助
け
を
必
要
と
す
る
ま
で
自
力

で

と
か
し
よ
う
と
努
力
す
る
事
に
し
た

だ
か
ら

も
し
な
か

た
の
だ
ろ
う

 

あ
る
い
は
キ
リ
ト
も
シ
ノ
ン
の
異
変
に
気
付
い
て
お
り
し
か
し
彼
女
の
真
意
を

ん

だ
上
で
声
が
掛
か
る
ま
で

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
数

の
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
教
え
ら
れ
た
私
は
そ
こ
ま
で
彼
が

い
人
間
と
は
思

て
い
な

い 
最
初
は

悪

の

徴
と
し
て

い
て
い
た

も

今
で
は

な
も
の
に
な

て
い
た

シ
ノ
ン
を
は
じ
め
ユ
ウ
キ
や
ア
ス
ナ
な
ど

人
か
ら
の

い
信
頼
を
見
れ
ば
彼
女
ら
が
信
じ

る
キ
リ
ト
を
悪
と
思
え
な
く
な

た

悪
を

し
て
い
る
の
は
確
か
だ
が
そ
れ
故
に
救
わ

れ
た
者
が
い
る
と
知

て

彼
を
一
方
的
に
糾
弾
す
る
気
は

き
な
い
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も
し
か
す
る
と
私
の
世
界
に
い
る
キ
リ
ト
は
彼
女
達
が
共
に

な
か

た
か
ら
悪

に
堕
ち
た
の
で
は

と

そ
う

え
る
時
も
あ
る

 
こ
ち
ら
の
世
界
の
キ
リ
ト
は
彼
女
達
が
い
る
か
ら

み
止
ま

て
い
る
部
分
が
あ
る
と

い

た

そ
の
彼
女
達
を

し
彼
を
悪
へ
と
堕
と
し
命
を
奪
お
う
と

策
す
る
者
達
も
い

る
の
だ
ろ
う

 

け
れ
ど

こ
れ
は
流

に

遠
で
は
な
い
か

 
そ
こ
で
引

掛
か
る
の
は

裏
世
界
で
死
ん
だ
と
し
て
も

表
世
界
に
生
き
る
彼
女
達

が
実

に
は
死
な
な
い
と
い
う
点
だ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
い
う
浮
遊
城
で
あ
れ
ば
本

に
死
ん

だ
だ
ろ
う
が
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は

も

と

え
ば
い
ま
裏
世
界
に
来
る
手

と
し
て
使

て
い
る
道

で
は
人
体
を
傷
付
け
る

ど
の

力
は
無
く
命
が
奪
わ
れ
る
恐
れ
は

な
い
と
い
う

 
そ
の
原

が
あ
る
以
上

こ
ち
ら

で
彼
女
を

行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
ま
り
意
味
は
無
い

 
む
し
ろ
キ
リ
ト
や

彼
に
味
方
す
る

間
の
怒
り
を

う
だ
け
で

悪
手
と
す
ら

え
る

う

む

確
か
に

さ
れ
て
も

り
そ
う
な

ど
不

明
な
話
で
す
ね

ち
な
み
に

行
し
て
る
と
思
し
き
人
物
を
見
た
事
は
あ
る
の
で
す
か
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無
い
わ

線
を
感
じ
る
事
は
あ
る
け
ど

大

人

み
に
い
る
時
だ
か
ら
流

に
探
せ
な

か

た

そ
れ
に

日
か
ら
の
話
だ
し

日
か
ら

で
す
か

 

行
さ
れ
た
の
は

日
か
ら

 
と
い
う
事
は
キ
リ
ト
が
オ
モ
テ
で
対

し
て
い
る
問

の
主

一

の
可
能
性
は

い
と
見

て
い
い
だ
ろ
う

も
う
少
し
前
で
あ
れ
ば
疑
え
た
が
時
間
が
空
い
て
い
る
し
主

一

を
一

い
た
と
も

い
て
い
る

今
更
ウ
ラ

で

触
し
て
く
る

も
主

一

に
は
な
い

だ 
つ
ま
り
完
全
に
無

な
新
手
に
よ
る
仕
業
だ
と
い
う
事
か

む
 
そ
こ
で
シ
ノ
ン
の
表
情
が
突
然
険
し
く
な

た

そ
れ
も
一

だ

た
か
ら
見
間
違
い
か
と

思

た
私
に

彼
女
が
小
さ
く
話
し
か
け
る

ア
リ
ス

そ
の
ま
ま
私
を
見
た
ま
ま
で
い
て

い
ま

か
が
私
を
見
て
る
わ

本

で
す
か
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え
え

の
外

多
分

か
ら
見
え
る
外
の

 
そ
れ
を

き
衝
動
的
に

に

線
を
向
け
た
く
な
る
が
そ
れ
を

し
殺
す

こ
こ
で

線

を
向
け
て
気
付
い
て
い
る
と

手
に
伝
え
て
し
ま

て
は
彼
女
の
思
惑
が
水
の

だ

 
自
分
を
見

け
ろ
と

先
ん
じ
て

た
彼
女
に
は

か

え
が
あ
る

 
そ
う
信
じ
て
い
る
と

覚
悟
を
決
め
た
面
持
ち
で
シ
ノ
ン
が

を
開
い
た

ア
リ
ス

り
入

て

頼
み
が
あ
る
の

で
し

う
か

あ
な
た
は
索

ス
キ
ル

冒
険
者
が
持
つ
空
間
探
知
能
力
に
引

か
か
ら
な
い
わ

こ
の

を
出
た
と
こ
ろ
で
別
れ
た
後
人
気
の
な
い
と
こ
ろ
に
私
は
向
か
う
か
ら
そ
の
後
ろ
を

行

し
て
る

ツ
の

を
見
つ
け
て
欲
し
い
の

危
険
で
は

中
な
ら
乱

は
出
来
な
い

そ
れ
に
少
し
は
リ
ス

危
険
を
冒
さ
な
い
と

応
の
も

の
は
手
に
入
ら
な
い

ず

と

行
さ
れ

け
る
の
も
し
ん
ど
い
か
ら
こ
こ
で
勝
負
に
出
る

 
覚
悟
を
決
め
た

で

強
い
光
を

し
た
目
で
ま

す
ぐ
私
を
見
て
く
る

お
そ
ら
く

を

て
も
意
見
を

さ
な
い
だ
ろ
う
し

最
悪

独
で

と
か
し
よ
う
と
動
き
か
ね
な
い
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か
ら
断
る
気
も
無
か

た
私
は
彼
女
が
思

た
以
上
に
追
い

め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
を

め
つ
つ

静
か
に

い
た

  
・
キ
リ
ト

 
主
人

 

個
目
の
聖

を
手
に
入
れ
た

ア
リ
ス
と
二
人
で
行

た
の
は

ア
ス
ナ
達
は
帰
還
者
学

の

業
開
始
日
だ

た
か
ら

明
け
ま
で
の
二

間
の

み
 
場

を
把
握
し
て

い
る

り

ヴ

ベ
ル

り
の
協
力
を
得
た
ら
し
い

 

に

た
の
は
ア
リ
ス
の

も
あ

て

方

食
を
食
べ
る
た
め
も
あ

て
先
に
別
れ

た  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ
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シ
ノ
ン
が
一
番
の

良
し

 
シ
ノ
ン
を

に
ユ
ウ
キ
達
女
性

の

り

み

の

も
あ
り
キ
リ
ト
へ
の

が

に

じ

が

も
と
い
変
化
し
つ
つ
あ
る

と
は

え
あ
く
ま
で
ユ
ウ
キ
達
が
信
じ

る
キ
リ
ト
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
キ
リ
ト
そ
の
も
の
を
認
め
て
い
る

で
は
な
い

そ
れ

を
す
る
と

悪

を
認
め
た
事
に
な
り

禁
忌
目
録

に
真

向
か
ら
逆
ら

て
し
ま
う
た
め

 
整
合
騎
士
の
責
務
立
場
を
自
負
し
て
い
る
が
異
界
故
に
そ
れ
が

じ
ず
結
果
対

な

を

い
て
い
る
の
で
キ
リ
ト
以
外
に
は

和
な
女
性
と
い
う

に
収
ま
る

 

な
ら

の
世
界
に
い
る

よ
り

ち
足
り
て
る
ま
で
あ
る
の
で
は

  
・
シ
ノ
ン

 
ス
ト

カ

者

森
羅
の
守
護
者
の
一

と
し
て

火
器
を
見
て
も
取
り
乱
さ
な
い
よ
う
地
道
に
克

す
る

努
力
を
継

中

 
同
時
に
深
海
ク
エ
ス
ト
の
件
も
あ
り

キ
リ
ト
の
力
に
な
れ
て
い
な
い
事
に
思
い
悩
ん
で
お

り

ト
ラ
ウ
マ
と

て
精
神
的
に
追
い

め
ら
れ
て
い
る
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つ
ま
り

の

件
が
原

に
近
い

 
ち
な
み
に
人

み
で
自
分
に
向
け
ら
れ
た

線
に
気
付
け
た

り
地
味
に
原
作
よ
り
ハ
イ
ス

ク
に
な

て
い
る

  
・
ス
ト

カ

 
性
別
不
明

 

月

日

日

か
ら
シ
ノ
ン
の

行
を

け
て
い
る
ら
し
き
人
物

に
入

た

シ
ノ
ン

ア
リ
ス
を
追

て

外
の

か
ら
じ

と
見
つ
め
て
い
た

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
六
章
 

シ
ノ
ン
が
持
つ
友
誼

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
書
い
て
て

友
達

て

だ
ろ
う

と
思
い
悩
ん
だ
内
容
で
し
た

 

点

ア
リ
ス

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

を
出
て

シ
ノ
ン
と
別
れ
た
後

 
彼
女
と
は
逆
方
向
に
向
か

た
私
は

を

が

て
横
道
に

れ
た
直
後
に
静
か
に

躍

物
の

差
に

を
掛
け
て
再

躍
し

根
の
上
に

地
す
る

そ
れ
か
ら
眼
下
に
広
が
る
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大

り
の
様
子
を

た

 

よ
り
も

の

り
に
は
見

れ
た
緑

の
少
女
の

が
見
え
る

 
し
か
し
そ
の
後
ろ
を
追
う
者
の

は
見
え
な
い

と
い
う
よ
り

大

り
故
に
人

り
も
あ

り

が
彼
女
を
追

て
い
る
か
は
判
別
が
付
か
な
い
状

だ

 
危
険
で
は
あ
る
が

行
す
る
不
届
き
者
か

か
を
見
定
め
る
た
め
に
も
彼
女
が

た
よ

う
に
人
気
の
少
な
い
と
こ
ろ
へ
一

向
か
う
必
要
は
あ
る
ら
し
い

ま

こ
う
い
う
事
は
騎
士
の
務
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
ね

 

く

を
振
る

 
偵

務
を
行
う
事
は
あ

た
が
そ
れ
は
大

⻯
の
背
に

り
ダ

ク
テ
リ
ト
リ

の

軍
勢
が
人
界
と
の
境
界
た
る

を
越
え
よ
う
と
し
て
い
な
い
か
の
確
認
が
主
で
今
の
よ
う
な

密
行
動
を
し
た
事
は
無
か

た

お
そ
ら
く
騎
士
⻑
で
あ
ろ
う
と
こ
の
よ
う
な
経
験
は
無
い
に

違
い
な
い

な
ら
ば
苦
手
で
あ
る
の
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う

 
そ
も
そ
も
の
話

私
自
身
が
こ
の
よ
う
な

遠
的
な
事
を

ま
な
い
の
だ

 
今
回
は
異
界
の
友
人
か
ら
の
頼
み
だ
か
ら

け
た
が

と

そ
ろ
そ
ろ

動
し
ま
し

う
か

シ
ノ
ン
が
見
え
な
く
な

て
し
ま
い
ま
す
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え
事
を
し
て
い
る
間
に
気
付
け
ば
シ
ノ
ン
の
背
中
が
小
さ
く
な

て
い
た

そ
の
行
く
先

は

を

う

大
な

の
経
済
を

う

業

か
ら
外
れ
る
の
で
そ
ち
ら
の
人
気
は
か

な
り
少
な
い

だ

 
私
は
木

と

り
が

在
す
る

物
の

根
を

び

り
な
が
ら
彼
女
の
背
を
追

た

 
あ
る
程

近
付
い
て
か
ら
は
地
面
に

り
立
ち
物
陰
に

れ
な
が
ら
シ
ノ
ン
の
後
を
追

て

い
そ
う
な
人
影
を
探
し

け
る

 

そ
し
て

見
つ
け
た

 
い
つ
の
間
に

離
を

め
て
い
た
の
か

か
な
り
人
気
の
な
い
道

に
入
り

ん
だ
シ
ノ
ン
の

後
を

⻑
身

の
人
影
が
追

て
い
る
事
に
気
が
付
い
た

 
他
に
人
影
は
無
い
し
人
影
の

や

線
は
シ
ノ
ン
に
向
け
ら
れ
て
い
た

彼
女
を

行
監

し
て
い
た
と
い
う
の
は
こ
の
人
物
で
間
違
い
な
い

そ
こ
の
者

止
ま
り
な
さ
い

シ
ノ
ン
に

で
す
か

 
剣
の

を

み
な
が
ら
物
陰
か
ら
体
を
晒
し
声
を
掛
け
る

件
の
人
物
は
分
か
り
や
す
い

ど
び
く
り
と
体
を

わ
せ
て
こ
ち
ら
に
振
り
向
い
た
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正
面
か
ら

対
し
た

手
の
全
身
を

す
る

 
ま
ず
人
影
の
体

は
見
て
い
た

り
⻑
身

背

は
私
よ
り
や
や
高
い
程

だ
か
ら
１

０
メ

ル

メ

ト
ル
前
後
か

後
ろ

か
ら
見
え
て
い
た
が
髪
色
は
や
や
光

の
あ
る

色
な
い
し
く

す
み
の
あ
る
銀
色
だ

⻑
さ
は
背
中
の
中

ど
ま
で
あ
り
そ
れ
を
一
つ
に
結
わ
え
て
無

作
に

ら
し
て
い
る

は
髪
色
と
同
じ
だ

 

的
に

え
ば
中
性
的

し
か
し
成
⻑
し
て
い
る
か
ら
か
そ
の
人
物
の
性
別
が
男
性
で
あ
る

と
は
一
目
で
わ
か

た

 
武

に

し
て
は
や
や
異
色
と

う
べ
き
か

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
キ
リ
ト
や
ユ
ウ
キ
の

剣

シ
ノ
ン
の
弓
や

剣
な
ど

そ
の
武

と

か
ら
大
体
の
事
は

せ
る
者
が
多
い

 
し
か
し
こ
の
者
は

を

製
の
最

限
に

め
暗
緑
色
の

を

ん
で
お
り
剣
士

で
は
な
く
暗
殺
者
の

を

か
せ
て
き
た

武
器
の

が
見
え
な
い
の
も
お
そ
ら
く
暗
器
な

ど
の

し
持
つ
種

だ
か
ら
だ

 
そ
れ
に
加
え

女
性
を

行
す
る
と
い
う
不

な
行
い

 
剣
を

か
な
い
だ
け
ま
だ

情
を
残
し
て
い
る
方
で
あ
る

い

い
き
な
り
な
ん
で
す
か
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と

け
て
も
無

で
す

お
前
が
シ
ノ
ン
を

行
す
る
不

な
人
間
で
あ
る
事
は
と
う
に
お
見

し
な
の
で
す
よ

そ
う
い
う
事

こ
こ
ま
で
私
を
ガ

ツ
リ
追

て
き
て
る
ん
だ
も
の

い

れ
な
ん
て
出
来

る
と
思
わ
な
い
事
ね

 
私
が

圧
し
な
が
ら

道
を

い
で
い
る
と

特
定
に
気
付
い
た
シ
ノ
ン
が
来
た
道
を

り
不

な
人
間
を
前
後
で

み

む
状
況
に
至

た

こ
こ
ま
で
す
れ
ば
ど
れ

ど
機

に
動

け
る
と
し
て
も

み
で
あ
る

シ
ノ
ン
は
弓

で
私
も
金
木
犀
の
剣
の
武

完
全

配
術

で
小
刃
を

ば
し

遠
く
に
い
る

を
攻
撃
で
き
る

 

念
が
あ
る
と
す
れ
ば
シ
ノ
ン
達
が
ハ
イ
デ

ン
グ
と
称
す
る

密
技
能
を
行
使
さ
れ

た
場
合
だ
が

そ
う
な
る
前
に

ま
え
て
し
ま
え
ば
い
い

 
つ
ま
り
私
と
シ
ノ
ン
は

こ
の
男
に

る
隙
を
与
え
な
い
つ
も
り
だ

た

 
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
私
は

に
手
を

け

け
て
い
る
し

シ
ノ
ン
も
弓
を

手
に
持

ち

手
は

に

め
ら
れ
た

に
掛
け
て
い
る

 
剣

な
空
気
が
こ
の
場
に
流
れ
始
め
た

ま

て
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そ
こ
で
そ
の
空
気
に

し
た
か

行

が
裏
返
り
気
味
に
声
を
上

た

慌
て
た
よ
う
に

男
は
シ
ノ
ン
の
方
に
振
り
返
る

ぶ

だ
よ

さ
ん

 
そ
れ
は

シ
ノ
ン
に
向
け
ら
れ
た

葉

そ
の
名
は
オ
モ
テ

の
名
前
だ
と

か
さ
れ
た
も

の

ウ
ラ

で
は
使
う
べ
き
で
な
い
彼
女
の
本
名
だ

 
そ
の
鉄

を
破

て
ま
で

男
は
彼
女
の
名
を

に
し
た

 
呼
ば
れ
た
彼
女
は
気
分
を

し
た
ら
し
く
先

ど
よ
り
も
険
し
い
面
持
ち
に
な

た

構
え

た
弓
に

く

を
番
え

を
引
く

私
の
名
前
が
ネ

ト
で
晒
さ
れ
て
る
事
は
知

て
る
わ

だ
か
ら
そ
れ
を
知

て
る
事

は

か
な
い

だ
か
ら

く
け
ど

方
は

だ

だ
か
ら

て

て

 

だ
よ

新

新

二

 
シ
ノ
ン
の
剣

な
空
気
に
慌
て
た
男
が

祈
る
よ
う
に
自
身
の
オ
モ
テ
の
名
を

に
し
た

 

そ
の

シ
ノ
ン
の
怒
気
が
一
気
に

し

む

 
一

直
し
た
後

く
り
と
弓
を
下
ろ
し
た
シ
ノ
ン
が
信
じ
ら
れ
な
い
と

わ
ん
ば
か

り
の

を
彼
に
向
け
た
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新

君

 
あ
な
た
も

オ
リ
ジ
ン

の
ベ

タ
権
を

あ
は
は

う
ん
そ
う
な
ん
だ

一
応

も
ゲ

マ

だ
か
ら
ね

さ
ん
に
は

て
な
か

た
け
ど

ち

ち

と

て

本
名
は
マ
ズ
い
わ

プ
レ
イ

ネ

ム
は

な
の

あ

ご
め
ん

は
リ
ヒ
タ

だ
よ

そ
う

リ
ヒ
タ

ね

分
か

た
わ

 
ど
う
や
ら
本

に
オ
モ
テ

で
の
知
り
合
い
の
よ
う
だ

こ
ち
ら
と
あ
ち
ら
で
は
容

が
異

な
る
の
も

し
く
な
い

と
い
う
よ
り
同
一
の
方
が
異

ら
し
い
の
で
シ
ノ
ン
が
彼

の

上
に
気
付
か
な
か

た
の
は

然
と

え
る

逆
に
シ
ノ
ン
は
件
の
浮
遊
城
の
一
件
か
ら

容

を
合
わ
せ
て
い
る
と
の
事
な
の
で
だ
か
ら
リ
ヒ
タ

と
や
ら
も
彼
女
の

性
が
分
か

た

だ
 
先
の
す
れ
違
い
は
そ
う
い
う
事
だ
と
理
解
し
た
私
は
そ
れ
で
も

を
解
か
ず
手
は

を

握

た
ま
ま
だ

リ
ヒ
タ

と
や
ら

お
前
が
シ
ノ
ン
と
知
り
合
い
で
あ
る
事
は
分
か
り
ま
し
た

し
か

し
な
ら
ば
な

行
や
監

と
い
う
不

な
行
い
を
し
た
の
で
す

知
り
合
い
で
あ
る
の
な
ら
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真

向
か
ら

あ
る
い
は
あ
ち
ら
に

る
間
に
話
し
て
い
れ
ば
こ
の
よ
う
な
す
れ
違
い
は
無

か

た
で
し

う
に

あ

え

と

シ
ノ
ン

彼
女
は

プ
レ
イ

な
の

 
私
の

問
に
対
し
リ
ヒ
タ

は
返
事
を
保

し
そ
の

問
を
シ
ノ
ン
に
投

た

そ
の

線
が
私
の

上

本
来
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

形
と

の

に
向
け
ら
れ
て
い
る
点
か
ら

彼
の
疑
問
を
把
握
し
た
私
は

ま
た
か
と

息
す
る

 
こ
ち
ら
に
来
て
お
よ
そ
一

間
が
経
つ

そ
の
間
異
様
な
存
在
と
し
て

極
的
に

わ
ろ
う

と
す
る
者
は
確
か
に
少
な
か

た
が
ま

た
く
い
な
か

た
わ
け
で
は
な
い

興
味
本

面

白

分
に

触
し
て
き
た
者
達
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た

た
だ

問
す
る
だ
け
の

直
な
者

か
ら
こ
ち
ら
の
話
を

か
な
い

者
そ
し
て
倒
せ
ば
報

が
あ
る
か
も
と

う
愚
か
者
な

ど
そ
の
種

は
絶
対
数
が
少
な
い
の
に
多

に

る

そ
れ
で
も
そ
の
者
達
に
共

す
る
事

は
あ

た

そ
れ
が
彼
ら
に
は
あ
り

私
に
は
な
い

上
の
モ
ノ
だ

た

カ

ル

と
い
う

形
の
物
体

ゲ

ジ

と
い
う

と
緑
色
の
棒
線

 
そ
の
二
つ
が
無
い
私
は
常
に

異
の
目
に
晒
さ
れ
て
い
た

そ
し
て

わ
れ
る
の
だ

お
前
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は
プ
レ
イ

か

そ
れ
と
も
エ
ヌ
ピ

シ

か

と

 
そ
の
問
い
に
疑
問
を
返
せ
ば

エ
ヌ
ピ

シ

か

と
勝
手
に

得
さ
れ
る

 
シ
ノ
ン
達
か
ら
は

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
住
ま
う
者
達

と
教
え
て
も
ら

た
が

あ

の

語
に
は
そ
れ
だ
け
と
は
思
え
な
い
感
情
が

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い

ま
だ

語
ら
れ
て
い
な
い
真
実
が
あ
る

そ
の
も
ど
か
し
さ
を
密
か
に

え
る
私
に
は
彼
の
よ
う
な

線
が
不

快
だ

 
た
だ
私
に
は
異
界
人
だ
か
ら
と
い
う
理
由
が
あ
る
の
で
表
に
は
出
さ
な
い
よ
う
努
め

て
い
た

リ
ヒ
タ

あ
な
た

ま
さ
か
キ
リ
ト
の

発
表
を
知
ら
な
い
の

 
も
う

日
も

前
に

ユ

ミ
ル

や

務

の

式

に
記
載
さ
れ
て
る
わ
よ

 
リ
ヒ
タ

の
問
い
に

シ
ノ
ン
は

を

め

そ
う
返
し
た

 

結
果

そ
う
い
え
ば
キ
リ
ト
は
こ
の
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
異
常
を
探
り
上

に

報

し

対

す
る

務
を
負

て
い
る
と
以
前

い
た

 
し
か
し
そ
の
内
容
を
⺠
に
報
じ
て
い
る
事
は
初

で
あ
る

い

い
や

知

て
る
よ

シ
ス
テ
ム
異
常
で
表
示
バ
グ
が

き
て
る

て
話
で
し
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で
も
さ

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
同
じ
状

の

が
い
て

彼
を
手
助
け
し
て
た

て

亡
国
事
変

後

の
会
見
で
七
色

士
が

て
た
じ

な
い
か

そ
れ
に
な
ん
か
騎
士
の
ロ

ル
プ
レ
イ
も

に
入

て
る
し

彼
女

て

実
は

な
ん
じ

な
い
わ
よ

彼
女
は
私
の
友
達

か
そ
う
で
な
い
か
な
ん
て

な
事
だ
も
の

 

つ
か
初
め
て

く

語
も
あ

た
が

事
件
の
名
称
と
人
物
名
に
は
覚
え
が
あ

た
の
で

ど
う
に
か
話
は
理
解
で
き
た

ど
う
や
ら
私
の

性
の
事
で
二
人
は
衝
突
し
て
い
る
ら
し
い

 

す
る
に

エ

ア
イ

と
い
う
の
が
私
の
立
場
を
表
す

語
の
よ
う
だ

 
そ
れ
が
異
界
人
を
意
味
す
る

と
は

キ
リ
ト
や
シ
ノ
ン
達
の
様
子
を

み
る
に

え

い

世
間
的
に
は
異
界
人
と
い
う
の
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
も
の
ら
し
い

そ
ん
な
状
況
で

語

だ
け
出
来
る
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う

 
だ
か
ら

エ

ア
イ

と
い
う
の
は

裏
世
界

こ
の
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
住
人
を

指
す

語
な
の
だ
ろ
う

エ
ヌ
ピ

シ

と
い
う
の
と
同
じ
と
い
う
事
だ

 
な

別

に

語
が
存
在
す
る
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が

己
の
不

な
行
い
を

に
上

私
の

性
を
探
ろ
う
と
は
い
い

で
す

な
ら
ば

は
そ
の

前
を
見
さ
せ
て

き
ま
し

う
か
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い
い
加

こ
ち
ら
の

問
を
無

さ
れ
る
事
に
苛
立
ち

そ
う

圧
を
掛
け
る

 
私
か
ら
す
れ
ば
リ
ヒ
タ

は
今
の
と
こ
ろ
不

者
で
し
か
な
い

身
の

白
が
証
明
さ
れ
な
い

間
に
シ
ノ
ン
と
親
し

に
話
す
と
い
う
の
は
少

過
し

い
光

だ

た

わ

て

て

 

え
ま
す

え
る
か
ら

て
く
だ
さ
い

 

か
に

を

と
し

み

み
と
共
に

刀
出
来
る
構
え
を
取
り
な
が
ら
に
じ
り
寄
る
私
を

見
て
リ
ヒ
タ

が
ま
た
慌
て
て
裏
返

た
声
を
上

た

そ
の
必
死
な

び
を

き
足
を
止

め
た
私
は

く

み
つ
け
な
が
ら
先
を

す

 
リ
ヒ
タ

は
バ
ツ
が
悪
そ
う
に
し
な
が
ら
話
し
始
め
た

そ
の

ア
リ
ス
さ
ん
だ

け

 
シ
ノ
ン
に
も
ま
だ
話
し
て
な
か

た
ん
だ
け
ど

て
兄
が
一
人
い
る
ん
だ

え

し
ん

じ

な
く
て

リ
ヒ
タ

て
お
兄
さ
ん
が
い
た
の

う
ん

ベ

タ
権
の
応

は

が
し
て

た

た
ん
だ
け
ど
親
の

い
つ
け
で

を
先
に

済
ま
せ
な
い
と
出
来
な
い
し

み
中
で
も
容
赦
な
く
進
学
コ

ス
は
全
国

が
あ

て
そ

の

強
も
し
な
く
ち

い
け
な
か

た
ん
で
そ
の
間
は
兄
さ
ん
に

て
た
ん
だ

シ
ノ
ン
に

話
せ
な
か

た
の
は

て
も
ら

た
の
が
二

三
日
前
だ

た
か
ら
な
の
が
理
由
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そ

か

君
に
あ

ち
で
最
後
に
会

た
の

て

お

に
入
る
前
だ
か
ら
一

間
前

だ

け

 
ま
た
知
ら
な
い

語
が
出
て
き
た
が

と
い
う
の
は

験
の
事

進
学
コ

ス
と
い

う
の
は
学

で
も

な
者
だ
け
が

う
制

の
事
だ
ろ
う

 
私
の
世
界
に
も

国
の
下
に
運

さ
れ
る
修
剣
学

が
あ
り

な
成
績
を
収
め
た
者
は

上

生
が
上

修
剣
士
下

生
が

付
き
練
士
と
し
て
認
め
ら
れ
る
制

が
あ

た

恐
ら
く

そ
う
い
う
も
の
だ
と
私
は

得
す
る

 
そ
し
て
そ
の

な
制

の
影

で
リ
ヒ
タ

は

ん
の
二
三
日
前
ま
で
ア
イ
ン
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
来
ら
れ
な
か

た

 
シ
ノ
ン
に
オ
モ
テ

で
話
し
て
な
か

た
の
は
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
か
ら
一

も
会

て
い
な
か

た
か
ら

 
そ
れ
な
ら
辻
褄
が
合
う

で
は

行
に

し
て
は

 
シ
ノ
ン
は

日
か
ら

線
を
感
じ
た
と

て
い
ま
し
た
が

え

シ
ノ
ン

ホ
ン
ト
に
感
じ
て
た
の

 

線
を

 
こ
の
世
界
で

え
え

人

み
に
い
る
時
ば
か
り
だ

た
か
ら

ま
で
は
分
か
ら
な
か

た
け
ど
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い
や
そ
れ
で
も
十
分

い
よ

ま
さ
か
仮
想
世
界
で
そ
ん
な
事
が
出
来
る
な
ん
て

シ
ノ

ン
は

い
な

は

ま
た
話
が

れ
て
ま
す
よ

あ

ご

ご
め
ん

 
た
め
息
と
共
に
苦

を

す
る
と

し

な
さ
そ
う
に
リ
ヒ
タ

が

罪
す
る

 
こ
の
男
不

な
行
い
を
す
る

に
存
外

が
小
さ
い
よ
う
だ

私
が
知
る
男
性
の

が
あ

り
過
ぎ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
で

な

行
し
て
い
た
の
で
す
か

え

と

い
や

そ
の

に
話
し
か
け

く
て
さ

え
 
こ
ち
ら
の

問
に
リ
ヒ
タ

が

え
た

シ
ノ
ン
が

気
に
取
ら
れ
た
よ
う
な
声
を
上

た

そ
れ
か
ら

得
い
か
な
い
と
不

に

を

ら
せ
る

な
ん
で
よ

あ

ち
じ

そ

ち
か
ら
話
し
か
け
て
き
た
じ

な
い

い
や
そ
の
時
は
あ
さ
じ

な
く
て
シ
ノ
ン
は
一
人
だ

た
で
し

で
も
こ

ち
だ
と
シ

ノ
ン
の

り
に
は
い
つ
も

か
が

て

良
さ
そ
う
に
話
し
て
た
か
ら

く
話
し
か
け

く
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て
さ

つ
ま
り

私
が
一
人
に
な
る
機
会
を

て
た

て
事

 
で
も

ど
う
し
て

女
子
が

人
も

ま

て

良
さ
そ
う
に
話
し
て
る
の
を
邪
魔
す
る
よ
う
に
入
る
の
は
失
礼

だ
し
そ
も
そ
も
シ
ノ
ン
と
し
か

見
知
り
じ

な
い
ア
ウ

な

が
入

て
い
け
る

な
い

じ

ん

 
は

と
深
く
⻑
い
た
め
息
を

き

憂
鬱
そ
う
な
面
持
ち
に
な
る
リ
ヒ
タ

 

ど
う
や
ら
彼
も
彼
な
り
に
気
を

お
う
と
は
し
て
い
た
ら
し
い

そ
れ
が

行
と
監

の

違
い
に
繋
が

た

な
の
で

得
も

わ
れ
ぬ

ど

な
心
境
で
あ
る

ま

悪
い
男
で
は
な
い
の
で
し

う
ね

し
か
し
意

せ
ず
と
は

え

女
性
を

行
・

監

す
る
行
い
に
な

た
の
は
事
実

シ
ノ
ン
も
心
労
を
重
ね
た
の
で
す
し
彼
女
の
友
で
あ
る

な
ら
今
後
そ
う
い

た
行
い
に
な
ら
な
い
よ
う

え
る
べ
き
で
し

う

う

う
ん

シ
ノ
ン

ご
め
ん
ね

正
直
怖
か

た
の
よ

最
悪
キ
リ
ト
を

う

中
に

か
さ
れ
る
か
と
覚
悟
し
て
た
ん

だ
か
ら

そ
の
せ
い
で

気

れ
し
た
し

 
自
分
の
体
を

き
し
め
る
よ
う
に
し
な
が
ら
シ
ノ
ン
が

う

そ
の

に
は
さ

き
ま
で
の
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労
や

と
は
少
し
異
な
る

や
や

え
た
よ
う
な
色
が

ざ

て
い
た

シ
ノ
ン

も
し
や

過
去
に
そ
う
い
う
事
が

 
密
や
か
に
問
い
か
け
る
と

彼
女
は
一

ま

た
後

を
振
り
な
が
ら

を
開
い
た

こ
の
話
は
終
わ
り
に
し
ま
し

う

あ
ま
り
思
い
出
し
た
く
な
い
事
だ
か
ら

し

あ
り
ま
せ
ん

不

で
し
た
ね

ア
リ
ス
が
気
に
す
る
必
要
は
無
い
わ
よ

 
私
の

罪
を
苦

で
応
じ
た
シ
ノ
ン
は
そ
の
後

数
少
な
く
リ
ヒ
タ

と

ら
か

葉
を
交

わ
し

フ
レ
ン
ド
登
録

と
や
ら
を
済
ま
せ
て
彼
と
別
れ
た

 

そ
の
日
の
夜

 
オ
モ
テ

の

の

事
を
済
ま
せ

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

め
て

を
見
せ
た
キ
リ
ト

に

一
緒
に
行
動
し
て
い
た
私
と
シ
ノ
ン
は

方
に
あ

た
事
を
話
し
た

 
彼
は

日
今
日
の
二
日
間

シ
ノ
ン
と

を
合
わ
せ
た
の
は
二

三
回
か
つ

時
間
だ
け
で

彼
女
が
思
い
悩
ん
で
い
た
事
は
把
握
出
来
て
い
な
か

た

他
の
事
に
気
を
取
ら
れ
過
ぎ
て
シ
ノ

ン
の
私
事
に
ま

た
く

付
い
て
い
な
か

た
の
だ

 
こ
れ
は
状
況
が
色

と
重
な

た
結
果
か
も
し
れ
な
い
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シ
ノ
ン
は
彼
に
悟
ら
れ
ま
い
と
し
て
い
た
し
彼
は
他
の
事
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た

も
し
二

人
き
り
で
⻑
く
行
動
す
る
状
況
が
あ
れ
ば
彼
は
気
付
い
た
だ
ろ
う
が
シ
ノ
ン
の
方
が
そ
れ
を

け
て
い
た
た
め

そ
う
は
な
ら
な
か

た

 
そ
れ
を
知

た
キ
リ
ト
が

こ
れ
は
や
ら
れ
た

と

な
く

う

こ
れ
で
も
観

眼

力
に
は
自
負
が
あ

た
ん
だ
が

ま
だ
ま
だ
修
行
不
足
ら
し
い
な

で
も
お
見

し
だ
と
逆
に
怖
い
け
ど
ね

違
い
な
い

 
シ
ノ
ン
の

苦

に

み
を
返
し
た
キ
リ
ト
は
と
こ
ろ
で
と
真
剣
な
面
持
ち
に
な
り
な
が

ら

葉
を

け
る

そ
の
リ
ヒ
タ

新

二

て
い
う
人
と
は
リ
ア
ル
で
も
知
り
合
い

て
話
だ

た
よ

な

い
つ

ど
こ
で
知
り
合

た
ん
だ

知
り
合

た
の
は

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

に
立
候
補
し
た

書

で
よ

本
を

ん

で
た
時
に
声
を
掛
け
ら
れ
て

そ
れ
か
ら

書

に
行

た
時

偶
に
話
す
よ
う
に
な

た
の

学

は
違

た
け
ど
同
い
年
だ
し

Ａ
Ｌ
Ｏ
も
プ
レ
イ
し
て
た
か
ら
話
も
弾
み
や
す
か

た
の

そ
う
か
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し
そ
う
に
シ
ノ
ン
が
語
る
の
を

彼
は
至
極
真
面
目
な
表
情
で
見
つ
め

け
る

 
そ
の
様
子
に
違
和
感
を
覚
え

私
は
疑
問
を
投

か
け
る
事
に
し
た

キ
リ
ト

そ
の
新

二
と
い
う
男
を

方
も
知

て
い
る
の
で
す
か

会

た
事
は
な
い
が
情
報
と
し
て
は
知

て
る

と
直

わ
り
が
あ
る
の
は
兄
の
方
だ

け
どお

兄
さ
ん
と

 
シ
ノ
ン
が

な
声
を
上

る

私
は
彼
女
と

を
見
合
わ
せ
た
後
彼
に

線
で
問
い
か
け

る

そ
れ
に

え
る
よ
う
に
彼
は
私
達
を
見
な
が
ら

を
開
い
た

そ
の
兄
は

や
シ
ノ
ン
ユ
ウ
キ
達
と
同
じ
生
還
者
だ

ど
で
な
い
と
は

え

罪
者

予
備
軍
の
よ
う
な

い
で
監

・
監

も
さ
れ
て
る

あ

じ

あ
あ
の
世
界
に
い
た
人
達
の
個
人
情
報

て

大
体
は

も
把
握
済
み

の
抑
止
力
と
し
て
シ
ノ
ン
達
が
期

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
逆
に

他
の
生
還
者
へ
の
抑
止
力
と
し
て

は
存
在
し
て
い
る
そ
の
過
程
で

は
新

兄
弟
を
把
握
し

た
ん
だ

 
そ
の
話
に
私
は
シ
ノ
ン
と

て
へ

と
声
を
上

た

彼
に
近
し
い
シ
ノ
ン
も
今
の
話
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は
初

だ

た
ら
し
い

全
部
と
は
思
え
な
い
か
ら

か
の
情
報
が
感
心
を

わ
に
し
て
し
ま
う

も
の
だ

た
の
だ
ろ
う

ち
な
み
に
シ
ノ
ン
こ
れ
は

な
疑
問
な
ん
だ
が

あ
の
リ
ヒ
タ

の
事
は
ど
う
思

て

る
ん
だ

う

ん

ま

親
切
な
男
の
子
よ

話
す
き

か
け
に
な

た
の
も
私
が

書

で

き
そ
う
に
な

て
る
の
を
見
つ
け
て

ト
イ
レ
ま
で

内
し
て
く
れ
た
か
ら
だ
し

へし
か
し

あ
の
男
は
あ
な
た
を

行
し
て
い
た
不

者
で
す
よ

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
リ
ヒ
タ

な
り
に
気
を

て
く
れ
て
い
た
み
た
い
だ
し

て

く
れ
た
か
ら
今
回
は
許
す
事
に
し
た
わ

今

し
て
き
た
ら
タ
ダ
じ

済
ま
さ
な
い
け
ど
ね

 
最
後

シ
ノ
ン
は
少
し

め
い
た

み
を
浮
か
べ
た

私
は
ま
だ

を
解
い
て
い
な
い

が
彼
女
は
リ
ヒ
タ

と
や
ら
に
そ
れ
な
り
に
心
を
許
し
て
い
る

彼
女
は

極
的
に
人
と

わ

ろ
う
と
は
し
な
い
人
間
だ
と
思

て
い
た
が

外
そ
う
で
も
な
い
よ
う
だ

 

一

人
で
あ
れ
ば

こ
れ
が

な
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
が
こ
の
異
界
故
な
の
か
私
の
世
界
と
共

し
て
い
る
か
は
私
に
は
分
か
ら
な
い
け
れ
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ど 

そ
の
後

シ
ノ
ン
は
ユ
ウ
キ
に
誘
わ
れ
る
形
で
部

を

し
た

 
攻
略
に
行
く
と
行

て
い
た
か
ら
こ
の
大

の
最

へ
進
む
気
な
の
だ
ろ
う

た
事
に
な

た
な

 
弓
使
い
の
背
を
見
送
る
と
キ
リ
ト
の
悩
ま
し
そ
う
な
声
が

を

い
た

線
を
向
け
れ

ば

彼
は

を
組
み

を

り

思

に

て
い
た

が
で
す

新

兄
弟
の
事
だ
よ

兄
の
方
が

で
な

 
そ
こ
ま
で

う
と

を
上

た
彼
と
私
の
目
が
合

た

ア
リ
ス

頼
ん
で
ば
か
り
で
悪
い
が

く
シ
ノ
ン
を
気
に
掛
け
て
い
て
く
れ
な
い
か

 
オ

モ
テ

は

の
方
で
気
を
付
け
る
が
こ
ち
ら

と
な
る
と
今
回
の
よ
う
に
気
付
け
な
い
事
も
あ

る

シ
ノ
ン
も
あ
ま
り

に
頼
ら
な
い
よ
う
に
し
て
る
み
た
い
だ
し

リ
ヒ
タ

の
兄
と
は

そ
れ

ど
ま
で
に

な
存
在
な
の
で
す
か

 
な
ら
ば
な

リ
ヒ

タ

と
の
交
友
に

し
て
お
前
は

も

し
な
か

た
の
で
す

お
前
は
シ
ノ
ン
達
を
守
る
た

め
に
あ
ら

る
手
を

く
す
と
覚
悟
し
て
い
る
と

い
て
い
ま
す

そ
れ
は

だ

た
の
で
す
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か

な
も
ん
か
よ

 
こ
ち
ら
の
問
い
に
強
い

葉
で

定
を
返
し
た
キ
リ
ト
は
そ
の
声

の
ま
ま
話
し

け
た

だ
が
な

守
る

と
い
う
の
に
も
色

あ
る

ア
リ
ス
が

う
そ
れ
は

命

だ
ろ
う

 

そ
れ
は
オ
モ
テ

で
し
か
奪
わ
れ
な
い
も
の
だ

だ
か
ら

が
気
を
付
け
る
と

て
い
る

 

だ
が
な

と

 
彼
は
一

葉
を

切
る
と

い
な
が
ら
深
い
た
め
息
を

い
た

を

め
た
そ
の
表
情

に
は

念
の
色
が
浮
か
ん
で
い
た

心

ま
で
は
そ
う
も
い
か
な
い

心

で
す
か

 
オ
ウ
ム
返
し
に

く

 
心
な
ど
と
と
て
も

な
も
の
が
こ
こ
で

び
出
し
て
く
る
と
は
思
わ
ず
彼
が
い

た
い

を

え
て
い
る
の
か
私
に
は

め
な
く
な

た

 
私
に
と

て
守
る
と
は
人
界
の
守
護

つ
ま
り
人
命
を
守
る
事
や
禁
忌
目
録
の
保

守
に
他
な
ら
な
か

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
心
を
守
る
と
い
う

え
は
無
か

た
の
だ

 

み
の
な
い
異
界
の
価
値
観
を
新
た
に
知

た
私
は

彼
の

の

葉
に

を

け
た

さ

き

は
リ
ヒ
タ

の
兄
の

性
を
明
確
に
は

わ
な
か

た

正
直

う
べ
き
か

か

迷
い
は
し
た
ん
だ
が

が
知

て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
そ
の
兄
の
過
去
で
し
か
な
い

過

去

を
し
て
い
た
か

し
か
知
ら
な
い
ん
だ

そ
れ
が

ど
う
し
た
と
い
う
の
で
す

を

い
た
い
の
で
す
か

が
気
に
し
て
い
る
の
は

リ
ヒ
タ

が
兄
と
反
目
し
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か

だ

 
静
か
に
キ
リ
ト
が

う

そ
の
眼
光
の

さ
は
こ
こ
数
日
で
見
て
き
た
中
で
も
一
番
か
も
し

れ
な
いの

た
め
に
シ
ノ
ン
に

書

で
近
付
い
た
の
か

そ
の
兄
が

し
た
意

し
て
の

触

か
そ
れ
と
も
た
だ
の
偶
然
親
切
心
で
交
流
が
生
ま
れ
た
だ
け
か

そ
の

も

達
に
は
分
か

ら
な
い

そ
う
で
す
ね

実

に

現
場
を
見
た

で
も
な
い
で
す
し

あ
あ

そ
れ
に
も
う

気
づ
い
て
る
だ
ろ
う
が

過
去
の
話
と
は

え
件
の
兄
は
か
な

り
の
危
険
人
物
だ

た

そ
の
男
に
共
感
し
た
の
で
あ
れ
ば
ク
ロ
リ
ヒ
タ

自
身
も
危
険
と
判
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断
し
て
シ
ノ
ン
に

離
を
取
ら
せ
る
べ
き
だ

だ
が

絶
し
た
の
で
あ
れ
ば
シ
ロ

シ
ノ
ン
の
交

流
は

本
人
が

意
的
だ
か
ら

持
す
べ
き
だ

 
そ
こ
ま
で

わ
れ
れ
ば

彼
の

わ
ん
と
す
る
事
を

す
る
事
が
出
来
た

 
彼
は
心
を
守
る
と

た

そ
の
心
は
シ
ノ
ン
の
事
だ
が
彼
女
を
無
理

理
リ
ヒ
タ

か
ら
遠
ざ
け
て
も
彼
女
の
心
に
は
傷
が
残

て
し
ま
う

彼
女
自
身
が
交
流
を
持
ち
信
じ
よ
う

と
し
て
い
る

手
だ
か
ら
だ

彼
の
兄
が
危
険
人
物
だ

た
か
ら
と
い
う
理
由
一
つ
で
遠
ざ
け

よ
う
と
し
て
は

が

ら
な
い
と
彼
は

え
て
い
る

 
シ
ノ
ン
と
リ
ヒ
タ

二
人
の

を
解
消
さ
せ
る
か

持
さ
せ
る
か
判
断
す
る
た
め
に

リ
ヒ
タ

の
人
間
性
や
真
意
を

る

 
そ
れ
こ
そ
が
最
善
だ
と
彼
は

え
て
い
る
の
だ

 
そ
し
て
そ
れ
を
私
に
伝
え
た
と
い
う
事
は

さ

き
の
頼
み
事
も

み
が
あ
る
と
い
う
事

だ
シ
ノ
ン
を
気
に
掛
け
る

 
転
じ
て

リ
ヒ
タ

を
推
し

る

 
ま
る
で

葉
遊
び
の
よ
う
だ
が

彼
の

葉
に
は

が

て
い
る
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得
を
得
ら
れ
た
私
は

そ
の
頼
み
事
を
引
き

け
る
気
に
な

た

し
か
し
最
後
に
一
つ

私
に
は
問
う
て
お
く
べ
き
事

が
存
在
す
る

し
か
し

仮
に
彼
が
ク
ロ
だ
と
す
る
と
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
シ
ノ
ン
は
傷
付
く
結
果
に

終
わ
り
ま
す

そ
れ
は
ど
う
す
る
の
で
す

心
を
守
る

て
い
う
の
は
な
に
も
傷
付
か
な
い
事
だ
け
を
指
す
ん
じ

な
い

生
き
て
る

と
傷
付
く
事
な
ん
て

ど
あ
る

そ
の

な
道
に

え
ら
れ
る
よ
う

え
合
う
事
が
心
を

守
る

事
に
繋
が
る
と

は

え
て
る
よ

経
験
上

な

 
そ
う

肉

に

の

を

り
上

た
彼
は
そ
れ
で
話
は
終
わ
り
と
ば
か
り
に
立
ち
上
が

り

部

を
出
て
行
く

 
私
は
今
後
ど
う
す
る
べ
き
か

そ
の
部

に

た
ま
ま

え

け
た

  
・
心
を
守
る

の
二
人
の
価
値
観
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ア
リ
ス

 
そ
も
そ
も
の
傷
付
く
原
因
と
な
る
も
の
を

す
る

 

キ
リ
ト

 
限
界
ま
で
傷
付
か
な
い
よ
う
護
り

傷
付
く
場
面
で

え

そ
し
て
傷
が

え
る
の
を
寄
り

て
手
助
け
す
る

  
・
キ
リ
ト
／
桐

谷
和
人

 
寄
り

わ
れ

救
わ
れ
た
人

 
か
つ
て
シ
ノ
ン
に

白
さ
れ

現
在
で
は
多
重
恋
人

の
一
つ
に
な

て
い
る

 
ア
リ
ス
は
気
付
い
て
い
る
と
思

て
い
た
が
リ
ヒ
タ

の

行
に
シ
ノ
ン
が
思
い
悩
ん
で
い

る
事
は
全
く
気
付
い
て
い
な
か

た

 
シ
ノ
ン
の
過
去
と
対
人

に

心
が
強
い
理
由
を
知

て
い
る
数
少
な
い
一
人

下
手
に

交
流
を
断
つ
の
も
そ
れ
は
そ
れ
で
傷
に
な
る
の
で
ど
う
リ
カ
バ
リ

す
る
か
を
本
気
で

え
た

 
ち
な
み
に
リ
ヒ
タ

本
人
の
真
意
が
不
明

兄
の
人
間
性
は
交
流
を
断
つ
理
由
に
は
弱
い

と
い
う

え
は

自
分
に

き
換
え
た
時
に

が

て
い
る
か
い
な
い
か
判
断
し
て
い
る
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・
シ
ノ
ン
／

 
少
し
ず
つ
歩
み
出
し
て
い
る
人

 
過
去
イ
ジ
メ
を

け
て
い
た
経

も
あ

て

心
が
強
い
が
キ
リ
ト
達
と
の
交
流
も
あ

り

少
し
ず
つ
前
に

み
出
し
て
い
る

書

に
行

て
い
た
の
も
そ
の
一
つ

き
そ
う
に
な

て
い
た
と
い
う
点
か
ら
ト
ラ
ウ
マ
克

の
た
め
に

て
い
た
事
が

え

る 
リ
ヒ
タ

新

二
に
は
親
切
な
男
子
と
い
う
事
で
多
少
心
を
開
き
始
め
て
い
る

自
分
一

人
で
作

た
新
た
な
友
人
の
た
め

信
じ
よ
う
と
し
て
い
る

  
・
リ
ヒ
タ

／
新

二

 
シ
ノ
ン
と
リ
ア
ル
で
も
知
り
合
い
の
人

 
シ
ノ
ン
と
は

月

に

書

で
邂
逅

お

に
入
る
前
ま
で

み
の

進
学
コ

ス
の
全
国

の

強

け
の
日

を
送

て
い
た

 

世
界
の
影

で
女
尊
男

風

が
あ
り

に
入

て
い
き

い
の
で
様
子
を

て
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い
た
の
が
裏
目
に
出
た
パ
タ

ン

 
シ
ノ
ン
と
交
流
を

け
ら
れ
る
か

か
は
彼
の
真
意
に
掛
か

て
い
る

 
地
味
に
原

ホ
ロ
リ
ア
で
も
登
場
し
て
い
る

  
・
リ
ヒ
タ

兄
／
新

 
新

二
の
兄

 

二
が

強

け
で
プ
レ
イ
出
来
な
い
間

を
プ
レ
イ
し
て
い
た

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
で
も
あ
り
キ
リ
ト
は
そ
の

性
経
歴
も

め
て
全
て
把
握
し
て
い
る
が

こ
の
男
を
引
き
合
い
に
シ
ノ
ン
と
リ
ヒ
タ

の

を
断
ち
切
る
の
は
シ
ノ
ン
に
と

て
良
く
な

い
と
判
断
し

え
て

さ
れ
て
い
る

 
地
味
に
原

ホ
ロ
リ
ア
で
も
登
場
し
て
い
る

  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 
正
義
感
の
強
い
騎
士

万

は

す
べ
き
と
い
う

え
が
根

に
あ
る
の
で
ま
だ
キ
リ
ト
と
は

え
方
で
ぶ
つ
か
る
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時
が
あ
る

こ
れ
は
最
初
か
ら
守
る

だ

た
か

か
の
差
異

 
守
ら
れ
る

そ
の
中
で
も

守
ら
れ
な
か

た
者
の
苦
し
み
を

彼
女
は
知
ら
な
い

 
未
だ

し
方
を
ア
リ
ス
は
知
ら
な
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

鍛
冶
編
 

ア
ン
ダ

・
ザ
・
ウ

タ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
お
話
の
仕
切
り
直
し
で
す

 

点

リ
ズ
ベ

ト

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

   
生

の
プ
レ
イ

に
と

て
日

か
ら
深
夜
に
掛
け
て
は

ゴ

ル
デ
ン
タ
イ
ム

と
い
う
時
間

で
あ
る

こ
れ
か
ら

り
や
攻
略
に
行
く
プ
レ
イ

そ
こ
か
ら
帰

て
く
る
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プ
レ
イ

で
ご

た
返
す
か
ら
だ

高
い
ス
キ
ル
値
や
知
名

を
持
つ
生

と
も
な
る
と

正
に
引
く
手
数
多

 
そ
の

し
さ
は
浮
遊
城
に
い
た

を
超
え
て
い
る

だ

れ
た

 
日
を

ぎ

作
を
済
ま
せ
た
あ
た
し
は

合

と
し
て

し
て
い
る

フ

に
倒

れ

ん
だ

精
神
的
な

労
が

肉

労
を
呼
び

ん
で
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
脱
力
感
に
見
舞

わ
れ

⻑
く
深
い
た
め
息
を

き
出
し
た

 
二

間
の

み
が

明
け
と
共
に
終
わ
り
今
日
が
二
学
期
の
始
業
式

そ
こ
か
ら
六
時
限

ま
で
し

か
り

業
を
終
え
た
あ
た
し
は

行
で
学
生

の
自

に

り

な

食
を
済

ま
せ

に
ロ
グ
イ
ン

に

ん
で
い
た
来

客
の
修
理
依
頼

イ
ン
ゴ

ト
か
ら
の
武

器
作
成
依
頼
や
強
化
依
頼
を
ば

さ
ば

さ
と
こ
な
す
こ
と
約
五
時
間

 
我
な
が
ら
よ
く
こ
こ
ま
で
集
中
し
た
と
思
う

ん
と

今
日
は

れ
ま
し
た
ね

 
カ
ウ
ン
タ

で
ポ

シ

ン

を

列
し
て
い
た
シ
リ
カ
が

を
入
れ
る

 
彼
女
も
予
め
て
製

し
て
い
た
分
を
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

に

し

を
う
ま
く
取

て
い
た
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が
そ
れ
で
も
裏
で

し
く
生
成
し
て
い
た
一
人
だ

鍛
冶
と
違

て

を

め
て
一
気
に
作

れ
る
た
め
武
器
の
レ
ア

に
応
じ
た
回
数
分

を
振
る
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
あ
た
し

ど

労
感
は
見
て
取
れ
な
い

マ

ピ
ン
グ
の
様
子
か
ら

く
と
も
明
日
に
は
ボ
ス
攻
略
が
始
ま
る
で
し

う
し
そ
れ
に
備

え
て
の
事
な
ん
で
し

う
ね

数
日
は

し
く
な
り
そ
う
ね

出
来
れ
ば
不
足
気
味
の

を
取
り
に
行
き
た
か

た

ん
だ
け
ど

今
か
ら
行
く
の
は

流

に
無
理
そ
う
ね

 
チ
ラ
リ
と

線
を
動
か
し
日
を

い
で
も
う
そ
ろ
そ
ろ
一
時
間
に
な
ろ
う
と
す
る
時

を
見

て
息
を

く

前
一
時
と
い
う
の
は
ゲ

マ

と
し
て
ま
だ
セ

フ
ラ
イ
ン
と
思
う
が
Ｓ

Ａ
Ｏ
に

わ
れ
る
前
で
は

に
眠

て
い
た
時
間

今
日
も
学

が
あ
る
事
を

慮
す
る
と
も

う

る
べ
き
時
間
だ

 
つ
ま
り
明
日
は
ゴ

ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
差
し
掛
か
る
ま
で
に

を
集
め

に

て

お
く
必
要
が
あ
る

 
あ
た
し
は

フ

で

そ
べ
り
な
が
ら

え
る

 
開

・

時
間
は
こ
ち
ら
が

意
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
た
し
も
明
確
に

板
で
そ
れ
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ら
を
記
載
し
て
い
る

平
日
は

後
八
時
か
ら
十
一
時
が
開

時
間
だ

そ
れ
以
外
の
時
間
は
プ

ラ
イ
ベ

ト
で

間
と
攻
略
に
出
か
け
た
り

集
め
に
出
か
け
た
り
あ
る
い
は

文
さ
れ

た
武
器
の
製
作
時
間
に

て
て
い
る

 
そ
れ
を

ま
え
あ
た
し
は
手

に
あ
る

文

を
見
て
レ
ア

と
そ
れ
に
掛
か
る
時
間
を

し

一
日
に
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
を

え
て
い
く

 
開

時
間
中
は

客
を
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

せ
あ
た
し
は
修
理
依
頼
な
ど
の
方
を
対
応
す
る
べ
く
工

に

る

 

外
は

や
武
器
の

却
依
頼

そ
の
時
は

⻑
と
し
て

場
価
格
を

に
交

を
す

る

正
直
こ
れ
が
一
番
時
間
か
か
る
の
で
面
倒
く
さ
い

の

の
た
め
に
も

場
価
格
よ
り

く

い
取
り
た
い
の
に
対
し
あ
ち
ら
は
高
く

り
た
い

で
値

交

と
い
う
の
は
⻑
引

き
や
す
く
な
る

だ

ウ
ム
ム
ムを

し
て
い
る

ム
ム
ム

ム
ム

 
ウ
ン
ウ
ン

て
い
る
と

と
上
の
方
か
ら
声
が

こ
え
る

て
い
た
目
を
開
け
れ
ば
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界
い

い
に
黒
髪
⻘
眼
の
少
女
が

き

ん
で
き
て
い
る
光

が
見
え
た

 
彼
女
は
後
に
見
つ
か

た
も
う
一
人
の
聖
大
樹
の
巫
女

聖

の
女
神

テ

ア

 
容

ま
で
同
一
の
彼
女
と
プ
レ
ミ
ア
を
見
分
け
る
に
は

目
の

き

く
ろ
の
有
無

が

と
な

て
い
る

そ
れ
程
の
小
さ
な
差
異
だ

た
か
ら
キ
リ
ト
が
プ
レ
ミ
ア
を
見
て
も
気
付

け
な
か

た

そ
れ
を
知

て
も

時

間
違
え
そ
う
に
な
る
が

 
そ
ん
な
事
を

え
つ
つ

あ
た
し
は

葉
を
返
し
た

い
や

明
日
の
経

ど
う
す
る
か
な

て

そ
う

 
こ
ち
ら
の

え
に
彼
女
は
一

い
た
後

を
返
し
た

 
彼
女
か
ら
す
れ
ば
あ
た
し
の
今
の
格

は

で
興
味
を
引
く
も
の
で
だ
か
ら

き
に
来

た
だ
け
で
し
か
な
く
特
別

よ
く
し
よ
う
と
い
う
つ
も
り
は
無
い
の
だ

彼
女
は
人
が

な
く

な

た

内
を
グ
ル
リ
と
見
て
回

て
い
る

武
器
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
に
は

心
の

さ
が

見
て
取
れ
る
の
で
た
だ
時
間
を

し
て
い
る
だ
け
だ

さ

き
声
を
掛
け
て
き
た
の
も
そ
の
一

つ 
あ
た
し
が
家
主
と
な

て
い
る
ホ

ム
で
彼
女
が
過
ご
し
始
め
て
一

間
足
ら
ず

最
初
の
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よ
り
マ
シ
と
は
思
う
が
中

心
を
解
い
て
く
れ
な
い
の
が
現
状
だ

が

化
す
る
の

は
キ
リ
ト
だ
け

ま
と
も
な
話
し

手

心
を
寄
せ
る

手
も
同
じ
な
の
で
彼
が
い
な
い
こ

の
時
間
は
テ

ア
に
と

て

心
を
持
て
な
い
事
ば
か
り
と
い
う
事

 
あ
の
意
味
あ
り
そ
う
で
実
は
な
い
行
動
も

そ
う
い
う
心
境
の
下
に
よ
る
も
の
だ

 
先
に
キ
リ
カ
と
出
会
い
様

な
事
を
学
び
成
⻑
し
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
で
あ
れ
ば
会
話

手
を

自
ら
探
し
た
だ
ろ
う

根

は
変
わ
ら
な
い
テ

ア
も
や

て
い
る
事
は
同
じ
だ
が
人
に
多
く

襲
わ
れ
た
事
で
不
信
感
を

き

そ
こ
か
ら
救
い
出
し
た
キ
リ
ト
に
だ
け
心
を
許
し
て
い
る
の

で

必
要
以
上
に
彼
以
外
と
話
そ
う
と
し
な
い

 
そ
の
せ
い
で

客
に
興
味
を
示
し
た
プ
レ
ミ
ア
と
違
い
テ

ア
は
常
に
ホ

ム
の

の
方

で
時
間
を

す
日

を
送

て
い
た

日

り
か
ら
表
に
も

を
出
し

却
依
頼
が
来
た
と

き
に
あ
た
し
へ
取
り

ぐ

を
始
め
て
い
る

そ
れ
で
も
ま
だ
対
人
へ
の

心
は
強
い

 
先
は
ま
だ
流
そ
う
だ
な
と

遠
ざ
か

て
い
く
巫
女
の
背
中
を
見
な
が
ら
思

た

と
こ
ろ
で
シ
リ
カ

プ
レ
ミ
ア

て
い
ま
ど
こ
に
い
る
か
知

て
る

さ

き
キ
リ
カ
君
が
帰

て
き
た
の
で
リ
ズ
さ
ん
が

作
業
し
て
い
る
間
に
上
が
り
ま
し

た
よ
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は

や

ど
ん
だ
け

い
て
ん
の
よ

じ

あ
キ
リ
ト
は

ま
だ
帰

て
き
て
ま
せ
ん
ね

ゴ

ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
入
る
前
に
一

ホ

ム
に
寄

て
た

の
は
知

て
る
ん
で
す
が

そ
の
後
す
ぐ
に
ア
リ
ス
さ
ん
と

れ
立

て
外
出
し
て
ま
す

 
カ
ウ
ン
タ

で
作
業
中
の
シ
リ
カ
と
会
話
し
て
い
る
間

の

で
興
味
あ
り
そ
う
に
こ
ち
ら

を
チ
ラ
チ
ラ

み
見
る
テ

ア
を
見
つ
つ
あ
た
し
は
メ
ニ

を
呼
び
出
し
た

⻑
ら
く
見

れ
た
ス
ク
エ
ア
タ
イ
プ

の
そ
れ
を

り

フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
か
ら

キ
リ
ト

を
見
つ
け
出

す

グ
レ

ア
ウ
ト
し
て
い
な
い
た
め
ま
だ
ロ
グ
イ
ン
中
だ

ア
リ
ス
を
放
り
出
す
と
は
思
え

な
い
の
で
多
分
一
緒
に
い
る
の
だ
ろ
う

 

を
し
て
い
る
の
か
と
思
い
フ
レ
ン
ド
と
し
て
分
か
る
外
向
け
の
パ
ラ
メ

タ
の
中
か
ら

情
報
を
探
し
た

 
あ
ち
ら

の

作
で
秘
匿
さ
れ
て
い
た
り
や

ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
い
れ
ば
索

不
能
に

な

て
い
る
可
能
性
も
あ

た
が
ど
う
や
ら
今
は
フ

ル
ド
に

る
ら
し
い

覚
え
の
あ
る

地
名
が
表
記
さ
れ
て
い
た

 

け
て
マ

プ
を
開
き
キ
リ
ト
の
現
在
地
に

す
る
地

を
展
開
す
る
と
フ
レ
ン
ド
表

示
の
光
点
が
浮
か
び
上
が

た

そ
の
方
向
は
少
し
ず
つ
ア
イ
ン
タ
ウ
ン
へ
と
近
づ
い
て
い
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る
ん

ど
う
や
ら
こ

ち
に
向
か

て
帰

て
き
て
る

い
わ
ね

本

で
す
か

う

わ

 
キ
リ
ト
の
帰
り
が
近
い
と
知

た
か
ら
か
一
気
に

離
を

め
て
き
た
テ

ア
の
勢
い
に

か
さ
れ

フ

の

の
方
へ
と

て
し
ま

た

し
か
し
彼
女
は
そ
ん
な
反
応
に

せ

ず

た
だ
ま

す
ぐ
に
あ
た
し
を
見
て
き
て
い
る

あ
の
人
は

も
う
す
ぐ
帰

て
く
る

そ
れ
は
本

で
す
か

え

え
え

そ
の

よ

他
に

事
が
無
け
れ
ば
だ
け
ど

 

い
な
が
ら

多
分
そ
う
だ
ろ
う
と
再
確
認
す
る

 
日
を

い
だ
時
間
だ
か
ら
も
う

る
べ
き
だ
し
こ
れ
か
ら

ま
で
の
数
時
間
動
き

け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
話
も
あ
た
し
は
知
ら
な
い

だ
か
ら
あ
た
し
が
持
つ
判
断

で
は
こ
の
ま
ま

帰

て
く
る
可
能
性
に
十
分

え
ら
れ
る

ア
リ
ス
を
送
り
届
け
る
事
を
す

か
す
と
も
思
え

な
い
し

 
そ
う
思
い
な
が
ら
の

に
テ

ア
は
真
実
を
感
じ
取

た
の
か

ん
の
少
し

み
を
浮
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か
べ
た

 
ま
た
す
ぐ

を
返
し
た
の
で
そ
の
表
情
を
見
れ
た
の
は
本

に
わ
ず
か
な
間
だ

た
が

 

あ
の
子

ん
と
キ
リ
ト
に

い
て
る
み
た
い
ね

 
オ
モ
テ

現
実
世
界
と

ウ

ラ

仮
想
世
界
の

念
を
理
解
す
る
前
も
後
も
テ

ア
は
キ
リ
ト
の

を
離
れ
る
事

を
非
常
に

が

た

命
の
恩
人

は
全
て

そ
ん
な
中
初
対
面
の
時
か
ら
一

し

て

し
く
し
て
い
た

手
と
な
れ
ば
心
を
許
す
と
い
う
の
も

け
る

だ
か
ら
依
存
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
と

も
が
思

た

 
し
か
し
今
確
か
に
キ
リ
ト
に
心
を
許
し
て
い
る
が
帰

て
く
る
の
な
ら
と
離
れ
て
行
動
す

る
事
を
テ

ア
は

け
容
れ
て
い
る

 
境
遇
に
大
き
な
差
は
あ
る
が
根

の
差
異
は
小
さ
い
か
ら
か
テ

ア
は

に
プ
レ
ミ
ア

と
同
じ
よ
う
に
成
⻑
し
つ
つ
あ
る

そ
れ
ぞ
れ
が
一
番
信
じ
る

手
を
決
め
て
そ
の

手
か
ら

学
び
取
る
状

が
同
じ
だ

プ
レ
ミ
ア
は
そ
う
し
て
多
く
の
事
を
知
り
ユ
イ
達
な
ど
の

間
を

得
た

今
は
他
者
を
信
じ
ら
れ
な
い
テ

ア
も
き

と
多
く
の
人
と

良
く
な
れ
る

だ

 
な
に
せ

あ
の
人
間
不
信
の
強
か

た
キ
リ
ト
が

と
も
だ
ち

を
得
た
の
だ
か
ら

感

深
い
わ
ね



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 

と
小
さ
く

う

 
今
の
テ

ア
を
見
て
い
る
と
あ
の

の
キ
リ
ト
を
思
い
出
し
重
ね
て
し
ま
い
そ
う
だ

そ

こ
に
実
力
は

な
い

人
を
前
に
し
た
時
は
ど
ち
ら
も

い
子

に
し
か
見
え
な
い
の
だ

 
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
は
自
ら
の
意

で
道
を
切
り
開
い
た

そ
う
す
る
だ
け
の
過
去
が
あ

た

 
テ

ア
と
プ
レ
ミ
ア
に
は

そ
れ
が
出
来
る
だ
け
の
過
去
は
無
い

 
だ
か
ら

か
が
助
け
の
手
を
差
し

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

 
そ
の

か
が

プ
レ
ミ
ア
に
と

て
は
キ
リ
カ
で

テ

ア
に
と

て
は
キ
リ
ト
だ

た

ん

と

お
人

し

英
雄
気

に
も
程
が
あ
る
わ

あ
ん
た
ら

 
記

に
強
く

ま
れ
る
少
年
た
ち
へ
向
け
た

葉

 

リ
ズ
ベ

ト

が
彼
ら
に
強
く
持
つ

は
二
つ
あ
る

 
ま
る
で

善
と
悪
の
よ
う
に

 
ま
る
で

光
と
闇
の
よ
う
に

 
ま

す
ぐ
天
へ
直

る
剣
士
と
し
て
の

と
そ
の
陰
で
一
人
の
死
を
も
恐
れ
る
か
弱
い
子

と
し
て
の

 
彼
が
過
去
守
ら
れ
る

そ
の
中
で
守

て
も
ら
え
な
か

た
か
ら
こ
そ

か
を
守
る
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事
に

す
る

喪
う
事
を
恐
れ
る

だ
か
ら
自
分
が
前
に
出
て

喪
わ
な
い
よ
う
剣
を
取
る

 
彼
の

ま
し
い

は
矛
盾
あ

て
こ
そ
の
も
の
な
の
だ

 
そ
ん
な
彼
ら
が
巫
女
二
人
を
保
護
す
る
の
も

つ
ま
り
は
そ
う
い
う
事

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て

護
さ
れ
る
立
場
に
あ
る
の
に

初
期
設
定
が
Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ

ク
エ
ス
ト
も
ダ

ミ

の
も
の
で

コ
ル
だ
か
ら
異
常
だ
と
さ
れ

目
を
付
け
ら
れ
た

他
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
違

て

守

て
も
ら
え
な
く
な

た

 

無
意
識
な
の
だ
と
思
う
が

 
キ
リ
ト
達
が
彼
女
ら
を
消
さ
せ
な
い
よ
う
動
い
て
い
る
の
は
彼
女
ら
に
自
分
達
の
過
去
を

重
ね
て
い
る
か
ら
な
の
だ
と
思
う

そ
れ
な
ら

間
か
ら
消
す
の
は

て
欲
し
い
と
頼
ま

れ
た
時

そ
の
つ
も
り
だ

と
応
じ
た
の
も

け
る

 
そ
う
や

て

が
作
ら
れ

後
も

と

い
て
い
く
の
だ

 
キ
リ
ト
か
ら
テ

ア

テ

ア
か
ら

か

か
か
ら
そ
の
ま
た

か
へ
と

 
キ
リ
カ
と
プ
レ
ミ
ア
達
も

お
そ
ら
く
同
じ
よ
う
に

そ
う
い
え
ば

あ
の
子
達

て

成
⻑

す
る
の
か
し
ら

 

と

思

が

れ
始
め
た
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ユ
イ
と
ヴ

ベ
ル
の

が
あ
る
し
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
人
間
の
よ
う
に
日

を

過
ご
し
て
い
る
の
で
成
⻑
す
る
可
能
性
も
無
き
に
し
も
非
ず
で
は
と
思

た

カ

デ

ナ
ル

が
コ

リ
と

メ
タ
モ
ル
・
ポ

シ

ン

の

果
を

さ
せ
て
い
れ
ば
の
話
だ
が

 
も
し
そ
う
な

た
ら

プ
レ
ミ
ア
と
テ

ア
は
ど
ん
な
大
人
に
な
る
の
か
な

と
思
い

く

く

ね
む

 
そ
う
し
て
い
る
間
に
眠
気
が
き
た

欠

を
し
な
が
ら

フ

に
倒
れ

み
つ
つ
そ
れ
で

も
な
お

の
中
で

想
を
展
開
し
な
が
ら

あ
た
し
の
意
識
は
眠
り
の
海
に

し
た

  
じ
り
り
り
り
り

と
目
覚
ま
し
が
鳴
り

く

 
心
地
の
い
い
眠
気
に
身
を

ね
眠

て
い
た
あ
た
し
の
意
識
を
覚
醒
さ
せ
た
の
は
数
百

の

な

時

そ
れ
の
ス
イ

チ
を
切
り
目
覚
ま
し
を
止
め
た
あ
た
し
は
上
体
を

こ
し

た
ん

 
あ

ち
し
て
た
わ
ね

こ
り
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体
を

こ
し
た
あ
た
し
は
背

び
し
た
時
に

た
ま
ま
の
機

ア
ミ

ス
フ

ア
の

存
在
に
気
付
き

一
気
に

の
息
を

き
だ
し
た

 

ち
機
能
が
付
い
て
く
れ
た
の
は
良
い
が
そ
の
ま
ま

た
場
合
リ
ア
ル
で

き
た
時
は

ア
ミ

ス
フ

ア
を
数
時
間

し
た
ま
ま
と
い
う
事
に
な
る

そ
う
な
る
と
髪
や

に
機

の

が
付
い
て
し
ま
い
大
変

ず
か
し
い
事
に
な
る

だ

論
友
人
達
も
そ
れ
が
解
る
か
ら

い

の
ネ
タ
に
し
て
き
て

は

の
数

に
も

れ
上
が
る

 
時

を
見
れ
ば

ま
だ
登

ま
で
時
間
が
あ
る

 
あ
た
し
は
ど
こ
ぞ
の
神
に
祈
り
な
が
ら
シ

ワ

に
入
り
念
入
り
に

の

が
消
え
る
よ

う

を
洗

た

も
掻
い
て

か

た
の
で
全
身
も
洗
う

 
シ

ワ

か
ら
出
て

的
な

ご
は
ん
を
食
べ
な
が
ら

の
ニ

ス
記
事
を

る
 
そ
こ
で

信

が

き
始
め
た

こ
ん
な

に

か
ら
と
思
い
な
が
ら
デ

ス
プ
レ
イ
を
見

る 
表
示
さ
れ
て
い
た
名
前
は

結
城
 
明
日
奈

だ

た

 

内
の
食

を

下
し

水
で

し
た
後

話
器
を
取
る
緑
ボ
タ
ン
を
フ
リ

ク
す
る
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も
し
も
し

お
は
よ
う
明
日
奈

お
は
よ
う

か
ら
ご
め
ん
ね

で
も

い
で
伝
え
て
お
く
こ
と
が
あ

て

 
電
話
向
こ
う
の
明
日
奈
は
切

ま

て
い
る
よ
う
で
と
て
も

だ

た

い

た
い
ど

ん
な
問

が

き
た
の
か
と
身
構
え
て
い
る
と

予
想
外
の

葉
が

び
出
し
て
き
た

  

和
人
君
が

に

ま

ち

た
の

 

は

 
ち

え
え

 

に
水
だ

た
わ
た
し
は

く
事
し
か
出
来
な
か

た
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開
発

と
い
い

色

と
穴
だ
ら
け
な

 
こ
ん
な
お
上
の
下
で
動
く
組

が
マ
ト
モ
な

が
な
い
の
で
す

確
信

  
・
キ
リ
ト

 
リ
ア
ル
に

さ
れ
た
主
人

 
ど
ん
な
罪
状
で

さ
れ
た
の
か
で
有
罪
か
無
罪
か
が
決
ま
る

十
一
二

に
し
て

の
内

に
入

た

 
つ
ま
り
そ
の
間

な
ど
の

問

へ
対

で
き
な
く
な
る

で

  
・
テ

ア

 
キ
リ
ト
に

い
て
い
る
巫
女

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の
中
で

シ
ス
テ
ム
や
ル

ル
に
守
ら
れ
な
か

た
存
在

 
そ
れ
に
親
近
感
を
覚
え
た
キ
リ
ト
に
よ

て
保
護
さ
れ
た
の
は
運
命
か

か

 
現
在
は
リ
ズ
ベ

ト
武

で
リ
ズ
へ
の
取

を
行
い

人
に

れ
て
い

て
い
る
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・
リ
ズ
ベ

ト

 
ホ

ム
の

有
者

鍛
冶
師

 
生
き
場
の
な
い
プ
レ
ミ
ア
テ

ア
ア
リ
ス
の
住

と
し
て

し
て
い
る
人

出

者
は

主
に
リ
ズ
ベ

ト
と
キ
リ
ト
の
二
人

 

ち
し
て

や
髪
に
ア
ミ

ス
フ

ア

を
付
け
て
し
ま
う

 
食
事
中

ま
さ
か
の
事

に

く
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幕
間
之
物
語

義
弟
編
 

弄
バ
レ
タ
審
判

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
リ
ア
ル

だ
か
ら
幕
間
だ

 

か
い
事
は
突

ま
な
い
で
欲
し
い
ネ

 

点

桐

谷
和
人

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

二

二
五
年
八
月
二
十
一
日

金

日

前
七
時
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・

  
ガ
ン
ガ
ン
と
重
い
金
属

が
木
霊
す
る

い
密

で
更
に
反

す
る
中

越
し
の
く
ぐ

も

た
声
が

を
打

た

オ
イ

桐

谷

だ

き
ろ

 

く
感
じ
る

年
の
男
の
声

 
や
や

圧
感
す
ら
感
じ
る
そ
れ
に
返
事
を
返
し
鉄

の
前
に
立
つ
と
投

の
よ
う
に
開

い
た
隙
間
か
ら
乱

に
膳
が

か
れ
た

ア
ル
ミ
製
の
そ
れ
に
は
コ

パ
ン
と

の

が

無

作
に

せ
ら
れ
て
い
る

こ
の
後
お
前
は

護
士
と

見
だ

食
い
終
わ

た
ら

寄
り
の
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
知
ら
せ

ろ

護
士
で
す
か

い

た
い

ど
こ
の
で
す

さ
あ
な

ま

に
せ
よ
殺
人

の
お
前
を

護
出
来
る

も
無
い
ん
だ

期

す
る
だ
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け
無

だ
ろ
う
よ

ん

 

越
し
に

い
た
い
事
だ
け

て

は
立
ち
去

て
行

た

最

の
一
番

備
が

重
な

に
入
れ
ら
れ
て
い
る

に
は
彼
の
表
情
は
見
え
な
か

た
が

悪
い

を

浮
か
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
予
想
し
つ
つ

手

の
パ
ン
を
も
し

も
し

す
る

 

に

の

を

み

す

き
り
し
た
感
覚
を
覚
え
て
や

と
眠
気
が
吹
き

ん
だ

殺
人

ね

 
そ
し
て

さ

き

わ
れ
た

葉
を
反

す
る

 
確
か
に

は
人
を
殺
し
た
事
が
あ
る

だ
か
ら
殺
人
⻤
と

ら
れ
る
事
も
覚
悟
し
て
い
た

浮
遊
城
で
よ
く

わ
れ
て
い
た
事
で
も
あ
る
か
ら
今
更
そ
れ
で
シ

ク
は

け
な
い

 
し
か
し

あ
ま
り
に
も
予
想
外
の
事

が

い
て

ど
う
も
動
揺
し
て
い
た
よ
う
だ

 

れ
た
事
の

な
の
に

今
は

分
苦
し
く
感
じ
る

そ
れ
に

み
ん
な
の
方
は
大

な
の
か

 
色

問

が
残

て
る
の
に

 
リ
ア
ル

の
問

の
問

そ
の

方
が

境
と

て
も
い
い

に
入

て
い

る

こ
こ
で

が
身
動
き
取
れ
な
く
な
る
の
は
流

に
予
想
外
だ

た
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罪
で
あ
る
と
晴
ら
そ
う
に
も

か
ら
裁
判
が
始
ま
り
そ
れ
が
終
わ
る
ま
で
数
か
月
か

ら
数
年
は

に
掛
か
る
と

く

が
無
罪

つ
ま
り

罪
で
あ
る
と
判
決
が
出
て
も

者

が

得
せ
ず

す
れ
ば
⻑
引
き
そ
れ
だ
け

は
こ
こ
に

付
け
と
な
る

そ
の
間

に

も

き
な
い
と
は

え
ら
れ
な
い

 
そ
も
そ
も

は
今
回

ま

た
事
件
の

要
も

ど

け
て
い
な
い

 

達
は

を

人
に
し
て
終
わ
り
に
し
た
か

た
よ
う
で
事
情
説
明
を
ろ
く
す

し
て

く
れ
な
か

た
し

い
た
と
こ
ろ
で

分
か

て
い
る
ん
だ
ろ
う

し
ら
ば

く
れ
る
な

の
一
点

り
だ
だ

た

ど
ん
な
発

が
決
め
手
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
以
上

も

え
よ
う
が

な
か

た

 
そ
う
な
る
と

が
い
ま
す
る
べ
き
事
は

護
士
と
の

見

か

意
的
で
あ

て
欲
し
い
が
な

 
法
の
番
人

 

者
を

護
し

罪
を

く

あ
る
い
は

定
す
る

正
明
大
そ
の
も
の
の

人

 
そ
の
人
達
が
い

た
い
ど
う
い
う
人
種
な
の
か

は
そ
れ
を
知
ら
な
い
か
ら
不
安
に

ら

れ
た
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そ
れ
を

み
下
す
よ
う
に

を

た

  
数
十
分
後

体
感
で

前
八
時

の

く
に

護
人
は

見
に

い
て
き
た

見
部

と

し
て
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
に

内
さ
れ
た

は

バ
リ
ア
ガ
ラ
ス
越
し
に
対
峙
す
る

 
向
か

て

に
男

向
か

て

に
眼

を
掛
け
た
女
が

て
い
た

初
め
ま
し
て
桐

谷
和
人
さ
ん

あ
な
た
の

親
桐

谷

さ
ん
か
ら

護
の
依
頼
を

け
た

源

法
律
事
務

の
星

さ
お
り
で
す

同
じ
く

源

法
律
事
務

の
星

い

せ
い

一
生
で
す

今
日
は

場み
つ
る

の
殺

事
件
に
つ
い

て
お
話
を

き
に
来
ま
し
た

な
る

ど

し
く
お
願
い
し
ま
す

 
一
礼
し
な
が
ら

も

り

み

子
に

掛
け
る

 

護
士
と
の

見
は
一

人
と
の

見
と
異
な
り
様

な
秘
密
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い

る

立
会
人
は
不
要
で
物
の

も
あ
る
程

は
自
由

こ
れ
は

見
し
た
一

人
か
ら

け



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

取

た
品
で
自
殺
・
脱

さ
れ
る
事
を

し
て
い
る
た
め
で

護
士
と
も
な
れ
ば
そ
の

は

し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
信

の
下
の
取
り
決
め
だ
と
思
わ
れ
る

 
実

は

人
間
は
弱
い
生
き
物
な
の
で
凶
悪

と
内

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
が

保
身
を
最

先
で

え
れ
ば
脱

幇
助
よ
り
も
裁
判
で
無
罪
を
勝
ち
取
ら
せ
る
方
が
安
全
で
あ

る

そ
れ
が
無
理
な
ら
幇
助
に
な
る
だ
ろ
う

 
そ
の
点

の
場
合
は
幇
助
な
ど
の

は
あ
り
得
な
い

 

は
二
人
が

属
す
る
と
い
う

源

法
律
事
務

を

に
し
た
事
が
無
い
か
ら
だ

あ
の

い
き
な
り
不

か
も
で
す
が

な

の

護
の
依
頼
を

け
た
ん
で
す

 

の

と
そ
ち
ら
に

か

点
が

 
そ
の

問
に
流

に
意

を

し
か
ね
た
ら
し
く
二
人
は

を

た
が

え
ら
れ
な
い

も
の
で
も
な
い
の
か

女
性
の
方
が
先
に

を
開
い
た

事
件
が

き
た
場

歌
舞

と

う
ん
で
す
が

は
そ
の

内
に
事
務

を
構
え
て
い
る
ん
で
す

そ
れ
に

は
数
年
前
殺
人
事
件
を
無
罪
に
し
た
り
数

の

界
の
闇
を

い
た
り
な
ど
し
て
お
り
そ
れ
が
有
名
ら
し
く

さ
ん
は
そ
れ
を
頼
り
に
ご
依
頼

さ
れ
た
よ
う
で
す
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殺
人
事
件
を
無
罪
に

 
じ

あ

罪
を
晴
ら
し
た

て
事
で
す
か

そ
れ
は
す
ご

い 
星

さ
お
り
さ
ん
の

葉
に

は

直
に
そ
う
返
し
て
い
た

 

罪
を
晴
ら
す

こ
れ
が
ま
た
極
め
て

し
い
事
で
あ
る
の
は

も
よ
く
知

て
い
る

一

疑
わ
れ
始
め
た
ら
本

は
自
分
が
し
た
事
で
は
な
い
の
に

で
も
か
ん
で
も

付
け
て
疑
わ

れ
そ
れ
を
晴
ら
そ
う
に
も
晴
ら
せ
な
い

事
件
に
無

で
あ
る
事
を
示
す
物
証
を

は
持
た

な
い
か
ら
だ

 
だ
か
ら
こ
そ

第
三
者
と
し
て

護
士
と
い
う

が
活
き
て
く
る

 

罪
を
晴
ら
し
た
事
が
あ
る
と
い
う
事
は

護
士
の

能
力
と

が
そ
れ
だ
け
上
手
い

と
い
う
事

 
こ
れ
は
信

出
来
そ
う
だ
と

期

に

を
寄
せ
た

 
そ
う
し
て
い
る
と

に

る
男
性
・
星

一
生
が
話
に
入

て
き
た

そ
の

ぶ
り
か
ら

す
る
に

桐

谷
さ
ん
は
無
罪
を
主

す
る
と
い
う
事
で
す
か

え
え
主

し
ま
す

と
い
う
か
そ
も
そ
も

は
事
件
の
あ
ら
ま
し
も
ロ
ク
に
知
ら
な
い
ん

で
す
が
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な
に
せ

日
は
食
事
と
風

以
外
は
一
日
中

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
た
身
で
あ
る

日

き
た
殺
人
事
件
と
い
う
の
だ
け
は
知

て
い
る

だ
か
ら
完

な

罪
な
の
だ

者
の
名
前
も
そ
の
人
が
殺
さ
れ
た
場

も
殺

手

も

は

も
知
ら
さ
れ
て
な

い
ん
で
す

た
だ

日
の
内
に
殺
さ
れ
て
い
る
事
そ
れ
と

カ
メ
ラ
で

の

が

て

い
た
と
い
う
話
だ
け
知

て
ま
す

あ
あ

あ
の
メ
デ

ア
で
流
れ
て
い
た

メ
デ

ア
に
も
う
流
れ
て
る
ん
で
す
か

と
こ
と
ん

を

人
に
仕
立
て
上

た
い
よ
う

で 
は

と
息
を

き

を
見
下
ろ
す

 

あ
ま
り
に
も
事
が
進
み
過
ぎ
て
い
る

殺

が
発
覚
し

カ
メ
ラ
を
確
認
し

へ
の

状
を

請
し

理
さ
れ
て

メ

デ

ア
へ
情
報
を

す

実

の
事
件
で
ど
ん
な
動
き
す
る
か
は

し
く
知
ら
な
い
で
す

け
ど
一
日
い
え
事
に
よ
れ
ば

日
程

で
こ
こ
ま
で
一
気
に
話
が
進
む
も
の
な
ん
で
す
か

無
く
は
な
い
で
し

う

で
も

確
か
に

状

請
か
ら

理
ま
で
が
あ
ま
り
に
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く
感
じ
ま
す
ね

 
一

の
流
れ
が
あ
ま
り
に

す
ぎ
る
事
に
違
和
感
を
覚
え
た
の
は
星

さ
お
り
さ
ん
も
同
じ

だ

た
ら
し
く

に
指
を

て

思

を
始
め
た

 

え
事
を
始
め
た
女
性

護
士
か
ら

線
を
切
り

は
男
性

護
士
の
星

さ
ん
を
見
る

星

さ
ん
悪
い
で
す
が

に
殺
人
の
容
疑
が
掛
か

て
る
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
教
え
て
も
ら

え
ま
す
か

あ
あ

は
い

分
か
り
ま
し
た

 

い
た
一
生
さ
ん
は
持
参
し
て
い
た
バ

グ
か
ら
事
件

の
書

を
取
り
出
し
そ
れ
を

み
始
め
た

者
の
名
前
は

場み
つ
る

男
性

歌
舞

の
マ
ン
シ

ン
住
ま
い

業
は
デ
イ
ト
レ

ダ

だ

た
そ
う
で
す

で
い
と

要
す
る
に

の

を
し
て
た
人

て
事
で
す

の
前
に

り
付
い
て
値
が
上
下
す
る

値
グ
ラ
フ
を
見

け
て
一
番
高
く

れ
る
時
に

を

て

け
を
得
る

そ
う
や

て

い

で
る
人
の
事
を

デ
イ
ト
レ

ダ

て
い
う
ん
で
す
よ
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あ

七
色
も
や

て
た

け

 

に

し
て
う
ん
う
ん

て
い
る

の
七
色
を
思
い
浮
か
べ
る

七
色
は

が
本

だ

が

デ
イ
ト
レ

ダ

は

の

を
本

と
し
て
い
る
人
の
事
を
指
す
よ
う
だ

 
し
か
し
収
入
が
安
定
し
な
さ
そ
う
で

夢
も
あ
る
が

あ
る
種
の
恐
ろ
し
さ
も
感
じ
る

体
発
見
時

は

月

日
つ
ま
り

日
の

後

時

そ
れ
か
ら

が
呼
ば
れ

現
場

証
と
か

カ
メ
ラ
の
確
認
と
か

そ
の
後

前

時

に
桐

谷
さ
ん
の

と

な

て
ま
す

な
る

ど

 
事
件
の

要
を

に

き

む

 
や
は
り
と

う
か

ど
う

え
て
も

状
の
発

ま
で
の
時
間
が

す
ぎ
る
よ
う
に
思
う

あ
る
い
は
そ
れ
だ
け

時
間
で
発

出
来
る
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か

 
ま

カ
メ
ラ
に

が

て
い
た
と
い
う
話
だ
し
そ
れ
を
理
由
に

請
す
れ
ば
す

ぐ
に
下
り
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

多
分
で
す
が

状
の
発

が

か

た
の
も

カ
メ
ラ
と
い
う
証

が
あ

た
か
ら
で

し

う
ね

物
証
が
あ
れ
ば
確
定
と

て
い
い
く
ら
い
で
す
か
ら
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む

じ

あ

罪
を
晴
ら
す
事
は
出
来
な
い
の
か

 
こ
の

状
の
発

の
速
さ
は
問

で
は
な
い

実

に
発

さ
れ
こ
う
し
て

さ

れ
た

は

場

殺
人
の
最
重
要
候
補
と
し
て

疑
さ
れ
て
い
る
事
が
問

な
の
だ

そ
の
決

め
手
と
し
て

は

カ
メ
ラ
の

像
を
理
由
に
し
て
い
る

一
生
さ
ん

カ
メ
ラ
の

像

て

無
い
ん
で
す
か

ニ

ス
の
も
の
に
な
り
ま
す
が

ス
マ
ホ
で
な
ら

見
せ
て
く
だ
さ
い

わ
か
り
ま
し
た

 

く
と
星

さ
ん
は
ポ
ケ

ト
か
ら

く
ス
マ
ホ
を
取
り
だ
し

作
を
し
て
い
く

す

ぐ
に
動

ア
プ
リ
を

動
し
た
彼
は

い
ま

を
騒
が
せ
て
い
る
ニ

ス
の
一
つ
を

し

こ
ち
ら
に
差
し
出
し
て
き
た

 
ガ
ラ
ス
越
し
に

は
そ
れ
を

す
る

 
二
人
の
ニ

ス
キ

ス
タ

に

ま
れ
る
形
で
報
道
さ
れ
る

面
に
は

め
上
か
ら
廊
下

を

す
シ

ン
が
流
れ
て
い
た

性
の
高
い
マ
ン
シ

ン
に
住
ん
で
い
た
ら
し
く
整
然
と

が

ぶ
廊
下
を

場

と
思
し
き
ス
ウ

ト

の
男
性
が
カ
メ
ラ

に
近
付
い
て
く
る
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そ
の
後
ろ
を

も
無
く
黒
コ

ト

の
人
影
が
追

て
い
く

 
か
な
り

離
が

ま

た
と
こ
ろ
で

場

が
気
付
い
て
振
り
返

た
直
後
黒
コ

ト
が
一

気
に
加
速

に
突
進
し
た
直
後

男
性
の
背
中
を
一
本
の

な
剣
が
突
き

け
た

 
返
り
血
を

び
す
ぎ
る
事
を

た
か

す
ぐ
に
黒
コ

ト
は
男
の
体
を
突
き

ば
し
た

 
体
か
ら
剣
が

け
る

エ
リ

シ
デ

タ

 
男
が
倒
れ

み

全

が

わ
に
な

た

間

は
目
を
見
開
い
た

 
黒
コ

ト
が
持
つ
剣
は
浮
遊
城
で
愛

し
て
い
た
黒
剣
だ

た
の
だ

そ
れ
が

場

の
血

で
紅
く

れ
て
い
る

そ
の
剣
で
倒
れ

し
た

場

を
め

た

し
に
し
た
後

人
は
三

の
廊
下
か
ら

び

り
て
い

た

 
あ
ま
り
の

の
無
さ
は
自
信
の

れ

三

く
ら
い
の
高
さ
な
ら
対

で
き
る

練
を

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
こ
で

カ
メ
ラ
の

像
は
終
わ

た

 
動

が
終
わ

た
の
を
見
て

は
⻑
く
息
を

き
な
が
ら
背

れ
に

れ
掛
か

た

ぎ
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し

と
古
び
た
金
属

の

み
が
上
が
る
の
を

き
つ
つ

天

を
振
り

ぐ

 
動

を
見
て

確
か
に
そ
れ
は
殺
人
の
揺
る
が
ぬ
証

だ
と
理
解
し
た

 
だ
が

そ
の
上
で
一
つ

は
真

先
に

い
た
い
こ
と
が
あ

た

人
の

が
見
え
て
な
い

ま
さ
か

剣
だ
け
で

を

人
だ
と

て
い
る
の
か

あ
の
剣
は
桐

谷
さ
ん
の
も
の
で
す
よ
ね

つ
か
過
去
の
動

で
見
た
覚
え
が
あ
り
ま
す

え
え
そ
う
で
す

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
始
ま

て
か
ら

す
ぐ
に
変
え
た
も
の
な
の
で

は

い
で
し

う
け
ど

な
る

ど

背

体
格
が
桐

谷
さ
ん
と
同
じ
と
は

い
て
い
ま
し
た
が

剣
も
同
じ

と
し
て
も

有
罪
で
あ
る
事
を
認
め
さ
せ
た
い
一
心
で
し

う
ね

 
そ
う

て

さ
お
り
さ
ん
は
こ
ち
ら
の

を
じ

と
見
て
き
た

 

さ
れ
て
か
ら
の

圧

問
を
見

か
さ
れ
た
よ
う
で

心
地
が
悪
く
な

た

は

る
よ
う
に
一
生
さ
ん
の
方
に
ま
た

線
を
向
け
る

そ
れ
で

の

護
は
出
来
そ
う
で
す
か

え
え

出
来
ま
す
よ

桐

谷
さ
ん
の
協
力
も
あ
れ
ば
事
は
進
み
や
す
い
と
思
い
ま
す

 
に

こ
り
と

こ
ち
ら
を
安
心
さ
せ
る
よ
う
に

ん
だ
一
生
さ
ん

彼
に
合
わ
せ
る
よ
う
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に

に

る
さ
お
り
さ
ん
も

み
な
が
ら

い
た

そ
う
で
す
ね

え
付
く
だ
け
で
も
Ｂ
Ｉ
Ａ
ビ
ル
内
の
監

カ
メ
ラ
そ
れ
に
桐

谷
さ

ん
の
体
内
に
あ
る
コ
ア
の

標
記
録

時
間
に
よ

て
は
ア
ミ

ス
フ

ア
や
Ａ
Ｌ
Ｏ

サ

バ

の
ロ
グ
イ
ン
記
録
を
参

な
ど
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す

そ
れ
ら
が
集
ま
れ
ば
裁
判
で

も
無
罪
は
容

い
か
と

な
る

ど

じ

あ

ノ
之
束

士
に

た

て
み
れ
ば
話
は
速
い
か
と

Ｂ
Ｉ
Ａ
ビ

ル
と
ユ

ミ
ル

方
の
最
高
権
力
者
で
す

の
無
実
を
証
明
す
る
た
め
と

え
ば
あ

の
人
な
ら
す
ぐ
証

を

え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す

証
人
も

士
を

も
し
断
ら
れ
て
も
七

色

七
色
女
史
に
頼
め
ば
い
い
か
と

日
は
食
事

に
一
緒
に
行
動
し
て
い
た
し
多

分

の
部

で
過
ご
し
て
い
た

で
す

わ
か
り
ま
し
た

必
ず
無
実
を
証
明
し
ま
す
か
ら

桐

谷
さ
ん

安
心
し
て
く
だ
さ
い

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
最
後
に

祈
る
よ
う
に

を
下

て

う

 
そ
の
後

更
に

ら
か
話
し
合
い

日
の

見
は
終
了
し
た
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見
を
終
え

か
ら
の
更
な
る

問
も
終
え
た

は

独

の
ベ

ド
に
ヘ
ト
ヘ
ト
に

な

て

こ
ろ
ん
で
い
た

主
に
精
神
的

労
で
ヘ
ト
ヘ
ト
だ

 

達
は

が

人
だ
と
決
め
つ
け
て
掛
か

て
き
て
い
る

だ
か
ら
無
実
を

え

け
る

の

が
気
に
喰
わ
ず
苛
立
ち
も
あ

て

圧
的
な

に
な

て
い
た

そ
れ
を
流
し

け
る
の
も
中

れ
る
の
だ

こ
う
し
て
る
間
に
も

問

は

き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
に

 

色
の
天

を
見
な
が
ら
独
り

ち
る

 

は
今
回
の
事
件
の

人
で
は
な
い

か
か
ら
罪
を

せ
ら
れ
た

だ

し
か
も
偶
然
で
は

な
く

や
小
道

ま
で

え
た

的
な

行
で
あ
る

 

手
は
明
ら
か
に

を

い
撃
ち
に
し
た

 
だ
が

あ
ま
り
に

な

だ

 
星

さ
お
り

護
士
が
語

た
よ
う
に
思
い
つ
く
だ
け
で
も

の
ア
リ
バ
イ
と
な
る
証

品
は

数
多
く
あ
る

そ
れ
ら
が
あ
れ
ば

が
無
罪
で
あ
り

罪
を
吹

掛
け
ら
れ
た
事
は
す
ぐ
分
か

る

そ
れ
が
分
か
ら
な
い

ど

と
一
人
殺
す

を
立
て
た

は

じ

な
い

だ
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つ
ま
り

を

身
動
き
取
れ
な
く
す
る
た
め
の

行
と

え
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
ろ
う

 

が
動
け
な
く
な
れ
ば
リ
ア
ル

は
亡
国
機
業
へ
の
決
定
的
な
対
抗
手

を
喪
い
仮

想
世
界
で
は

に

す
る
問

の
対

が
危
う
く
な
る

ど
ち
ら
も
手
勢
は

え
て
い
る

が

決
定
打
に
欠
け
て
い
る

 
そ
れ
に

イ

な
予
感
が
し
て
い
た

 
明
確
な
殺
意
を
持

た

行

そ
れ
を

が
愛

し
て
い
た
剣
で
行
う
と
い
う
明
ら
か
な

意
思
表
示

に
向
け
た
メ

セ

ジ

 
同
時

裏
に
ち
ら
つ
く

日

い
た

リ
ヒ
タ

と
い
う
男

そ
の
兄
が

数
日
前
か

ら
弟
に

を

た

き
た

と

 
そ
れ
は
本

か

 
た
と
え

き
た
と
し
て
も

も
ま
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
に
近
し
い
世
界
だ

そ
の
世
界
に

き

を
感
じ
て
い
て
も

直
に

め
る
か

 

そ
ん
な
は
ず
は
な
い

 
あ
の
男
は
殺
し
の
悦

に
魅
入
ら
れ
た
狂
人

一

そ
ち
ら
に
堕
ち
て
這
い
上
が
れ
る
と
は

思
え
な
い

自
身
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
復
讐
の
⻤
に
な
る
の
を

み
止
ま

て
い
る
身
な
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の
だ

み
止
ま
る
だ
け
の
理
由
を
あ
の
男
が
持

て
い
る
と
は
思
え
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

別
の
理
由
が
あ
る

だ

 

以
上
に

リ
ヒ
タ

の
兄
を

し
ま
せ
る

か
が

亡
霊
同
士

手
を
組
む

か

 
天

を
見
上

独
り

ち
る

 
そ
の
声
は

の

に

わ
れ

消
え
た

  

要
す
る
に

和
人
が

さ
れ
た
理
由
は

 

一
時
的
に
で
も
行
動
不
能
に

ら
せ
る
事
を
目
的
に

組

が
仕
掛
け
た

罪

 
和
人
に
ウ
ロ
ウ
ロ
さ
れ
る
と

極
ま
り
な
い
た
め

め
ら
れ
た

ア
リ
バ
イ
の
確
認
が

和
人
を
有
罪
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

り

上
層
部
も
き
な

い
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・
星

一
生

 

ジ

ジ
ア
イ
ズ

よ
り

 

年

上
記
作
品
で
は
神

だ
が

本
作
で
は
歌
舞

に
あ
る

源

法
律
事
務

に

属
す
る

護
士

 
空
手
三

の
実
力
持
ち

 
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に

が
あ
る

  
・
星

さ
お
り

 

ジ

ジ
ア
イ
ズ

よ
り

 

年

城

 
一
生
と
同
じ

属
の

護
士

ジ

ジ
ア
イ
ズ

終

か
ら
一
生
と

離
が
近
く
な
り

ロ
ス
ト
ジ

ジ
メ
ン
ト

で
は
特
に
進
ん
で
い
な
か

た
が

作
に
登
場
す
る
に
あ
た
り

進
ん
だ
事
に
な

た

 
超
甘

 
か
つ
て

日
キ

バ

で

の

を
数
回
取
れ
る

ど
の
魅
力
を
持
つ
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・
桐

谷
和
人

 
完

に

罪
に

き

ま
れ
た
人

 
し
か
も
完
全
に
ア
リ
バ
イ
が
あ

た
の
に
無
理
や
り

さ
れ
た
の
で

性
の
あ
る

罪

で

の
目
的
も
見

い
て
い
る

 
更
に

日

人
の
下
に
現
れ
た
男
の
話
か
ら

不
穏
な
空
気
も

し
た

  
・

場

殺

の
主

 
偽
キ
リ
ト

 
フ

ド
を
目
深
に

り

が
見
え
な
い
状

で
エ
リ

シ
デ

タ
を
持

て
い
た
人
物

場

を
背
後
か
ら
ブ
ス
リ
と
一

し
し
て
殺
し

そ
の
あ
と
め

た

し
に
し
て
い
る

 

に
よ
る
と
背

体
格
は
和
人
と
同
一
ら
し
い

 
和
人
は
そ
の
時
の

像
か
ら
自
分
に
対
す
る
明
確
な
メ

セ

ジ
が
あ
る
と
理
解
し
た

つ

ま
り
高
い
確

で
和
人
と
因
縁
の
あ
る

手
と
い
う
事
に
な
る
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

義
姉
編
 

仕
掛
ケ
ラ
レ
タ
陰
謀

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
和
人
が
未
成
年

つ

未

な
の
に

と
な

た
経

に
メ
デ

ア
に
カ

メ
ラ

像
が
流
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
が
主
で
す

 
そ
れ
な
り
に

べ
て

写
し
て
る
の
で

ご
な
し
な

定
は

え
て
ネ

 

点

直
葉

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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二

二
五
年
八
月
二
十
一
日

金

日
 

後
四
時

 

ダ
イ
シ

・
カ
フ

  
今
日
は

か
ら

動
の

だ

た

 

し
く
感
じ
る
精
神
的

労
に
息
を

き
な
が
ら
あ
た
し
は

上
の
ジ
ン
ジ

エ

ル
を

に

ん
だ

記

に
あ
る
も
の
よ
り
も
圧
倒
的
に
カ
ラ
く
感
じ
る

体
は
シ

ワ
シ

ワ
と

内
で
弾
け

あ
た
し
の
味
覚
を
こ
れ
で
も
か
と

し
て
き
た

 
そ
の
弾
け

く

が
あ
た
か
も
あ
た
し
の

労
を

い
取
り

ば
し
て
い

て
い
る
よ
う

な
錯
覚
す
ら
覚
え
る

 
そ
の
味
を

能
し
た
後
あ
た
し
は
対
面
に

る
大
人

源

法
律
事
務

の

護
士

二
人
に

線
を
向
け
る

 
片
方
は

で

で

や
や
気
弱
さ
も

間
見
え
る
⻘
年

名
を

星

一
生

 
そ
の

に

る
の
は
黒
ぶ
ち
の
メ
ガ
ネ
を
掛
け
髪
を
片

で

え
た
女
性

名
を
星

さ
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お
り

一
生
さ
ん
と
は

の

で

二

の

だ
と
い
う

 
こ
の
二
人
は
歌
舞

斬
殺
事
件
の
主

と
し
て

さ
れ
た
義
弟
の

護
を
彼
の
義

に
し
て
自
身
の
実

桐

谷

か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
る

く
そ
の

護
人
の

も
更
識
家

主
の
少
女
に
さ
れ
た
と
の
事
だ

過
去

解
な
事
件
の

護
を
請
け
負
い
裏

に
潜
む
陰
謀
も

め
て
裁
判
を
終
え
た
実
績
が
あ
る
ら
し
い

 
そ
の
二
人
が
目
の
前
に
い
る
の
は
彼
の

者
か
ら
人

や

者
と
の

な
ど
の

取

を
行
う
た
め
だ

 
二
人
の
話
に
よ
る
と

に
和
人
と
の

見
は
終
わ

て
お
り
学

に
行

て
い
る

前
後

の
時
間
で
ユ

ミ
ル
と
Ｂ
Ｉ
Ａ
か
ら
も

き
取
り
を
終
え
て
い
る

ど
ち
ら
も
最
高
権

力
者
が

ノ
之
束

士
だ

た
か
ら

カ
メ
ラ
な
ど
の
確
認
も
容

か

た
よ
う
だ

 
カ
メ
ラ

像
で
は
二
十
日
は
ず

と

が
わ
れ
た
部

の
中
で
過
ご
し
て
い
る
様
子
が

て
い
た

に
は

の
前
で
ウ
ン
ウ
ン

り
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

け
る
七
色
の

も

あ
り

彼
女
の
証

も

け
て
い
る

 
つ
ま
り

和
人
の
ア
リ
バ
イ
は

に
成
立
し
て
い
る

だ

 

だ
が

の
ス
ト

リ

は
違
う
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今
回
は
そ
の
事
情
説
明
も

ね
て
話
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

護
人
達
は
話
し
合
い
の

場
を
設
け
て
欲
し
い
と

て
き
た

 
こ
れ
に

を

う

間
は
お
ら
ず
学

を
終
え
て
か
ら
ダ
イ
シ

・
カ
フ

ま
で
あ
た

し
達
は
直
行
し
た

は

主
の
一
存
で

し
切
り
に
さ
れ
て
お
り
外
の

り
に
面
し
た
大

も
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
下
ろ
さ
れ

中
の
様
子
を

え
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

 
そ
の

内
に
は
あ
た
し
と

ユ

ウ

キ

木

ラ

ン子
の
更
識
家

候
組
を
は
じ
め

ア

ス

ナ

明
日
奈

リ
ズ
ベ

ト

シ
リ
カ子

シ
ノ
ン

フ

リ
ア

レ
イ
ン

虹
架

セ
ブ
ン

七
色

ア
ル
ゴ朋
サ
チ

ケ
イ
タ太
テ
ツ
オ樹
ダ

カ
大

サ
サ
マ
ルな

ど
生
還
者
学

に

う
中

で
も
特
に

し
て
い
る
メ
ン
バ

が

て
い
た

 
体
こ
そ
な
い
が

場
と
束
が
持
ち

ん
だ
デ

ス
プ
レ
イ
に
は
キ
リ
カ
ユ
イ
ス
ト
レ
ア

の
三
姉
妹
の

も
あ
る

 
学

者
で
は
な
い
が
和
人
と
縁
が
あ
る
と
し
て
更
識
楯
無

本

ク
ロ
エ

ラ
ウ
ラ
も

内
の
四

で
あ
た
し
達
を
護
衛
し
な
が
ら
話
を

く
体
勢
を
取

て
い
る

 
更
に
大
人
組
は
実

・

と
実

・

会

を

退
し
て
ま
で

け
付
け
た

ク
ラ
イ
ン

太

話

し
合
い
の
場
と
し
て

を

し
て
い
る

主
ア
ン
ド
リ

こ
と
エ
ギ
ル
天
才
と
名
高
い

場

ノ
之
束
が
い
る
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勢
三
十
人
も
の

者
が

て
い
た

し
切
り
の

内
も

し
と
ば
か
り
に
ぎ

う
ぎ

う

め
だ

 
そ
れ
で
も

し
さ
が

を
去
来
す
る

 
こ
こ
に
い
る
人
達
を
集
わ
せ
た
中
心
人
物
が

な
い
か
ら

 
人
で

れ
か
え

て
い
る

な
の
に

ど
こ
か

ガ
ラ
ン

と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う

 
そ
れ
を
ど
う
に
か

み
下
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
こ
に
人
を
集
め
た
経

を
話
し
終
え
た

護
士
の
男
性
が

手

の

を
一

た

そ
れ
で
こ
こ
か
ら
が

の
主

で
す
が

ノ
之

士
か
ら

し
て

い
た
カ
メ

ラ

像
な
ど
の
証

を
前
に
し
て
も
一

し
て
彼
が

人
だ
と

い

け
て
い
て

放
の
目

が
立

て
い
ま
せ
ん

え

 
で
も

そ
れ

て
お
か
し
い
で
し

明
ら
か
な
ア
リ
バ
イ
の
証

証

も

あ
る
の
に

 
そ
の

葉
に
最
初
に

み
つ
い
た
の
は

だ

た

い
や
反
応
か
ら
す
る
に
た
だ

い

た
だ
け
な
の
だ
ろ
う

そ
れ
で
も
彼
女
の

は
不

に
歪
ん
で
い
た

 
他
の
面

も
似
た
り
寄

た
り
の
表
情
を
見
せ
る
中

を
開
い
た
の
は
さ
お
り
さ
ん
だ

た
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さ
ん

に
メ
デ

ア
に

の

カ
メ
ラ
の

像
が
報
道
さ
れ
て
い
る
の
は
ご
存
じ
だ
と

思
い
ま
す

本
来
で
あ
れ
ば
そ
の
対
応
は
異

な
事

そ
の
異

さ
が

放
の
目

の
立
た
な

い
原
因
と
も

え
る
の
で
す

ど
う
い
う
事
で
す
か

 
事
件
が
あ

た
ら

そ
れ
が
報
道
さ
れ
る
の
は

の
事
な

ん
じそ

れ
は
成
年
に
達
し
た
場
合
の

罪
で
す

未
成
年
で
は

以
上
に
限
り
ま
す

 
悩
む
よ
う
に

根
を
寄
せ
な
が
ら

子
が
問
う

彼
女
の
問
い
に
さ
お
り
さ
ん
が

え
た

本
来

未

の
少
年
は

法
第

に
よ
り

せ
ら
れ
ま
せ
ん

つ
ま
り

出
来
な
い
の

で
す
が

法

と
い
う
も
の
に
触
れ
た
場
合
は

と
い
う
形
で
身

を

束
さ
れ
ま

す

こ
れ
を
定
め
て
い
る
の
は

福

法
で
す

現
在
の
桐

谷
君
は
こ
の
法
に
よ

て

に
身

を

束
さ
れ
て
い
る
状

に
あ
り
ま
す

 
あ
ま
り
法
律
を

し
く
知
ら
な
い
あ
た
し
達
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
さ
お
り
さ
ん
は
最
初
の

最
初
か
ら
話
し
て
く
れ
る
よ
う
だ

た

そ
の
話
に

を

け
る
中
彼
女
は
更
に
法
に
つ
い
て

話
を

け
る

が
可
能
な

時
間
は

時
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

常

こ
の
時
間
内
に

事
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手

き
を
終
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が

そ
れ
を
主
導
す
る
の
は

な
の
で
す

つ
ま
り

し
た
未
成
年
の
子
に

事
的
責

を
負
わ
せ
る
べ
き
か

か
は
そ
の

で

は

の
一
存
と
い
う

で
す

こ
の
時
点
で
解
放
さ
れ
る
場
合
は

罪

分
と
い
う

分
に
な

り
ま
す

罪
と

う
よ
う
に
大

は
初

か
つ
万
引
き
な
ど
の

い
罪
で
本
人
が
深
く
反

し
て
い
る
場
合
に
の
み
可
能
と
な
る
対
応
で
す

 
さ
お
り
さ
ん
に

き
一
生
さ
ん
が
補
足
す
る
よ
う
に
語

た
後
た
だ

と
彼
は

葉
を

し
た

桐

谷
君
が

さ
れ
た
容
疑
は

殺
人

で
す

本
来
で
あ
れ
ば

時
間
で
足
り
な
い
か

ら

が
必
要
と
判
断
さ
れ

に
引
き

さ
れ
た
後
そ
こ
で
も
責

を
負
わ
せ
る
か
の
要

不
要
を
問
う
時
間
が
あ
る
の
で
す
が

金
や
禁

に

さ
れ
る

な
の
で
一
気
に
家
庭
裁
判

に
送

さ
れ
ま
す

じ

あ

和
人
は

裁
判
に
掛
け
ら
れ
ち

う
ん
で
す
か

 
一
気
に
不
安
に

ら
れ
た
の
だ
ろ
う

に

る
紺
色
の
少
女
が
問
い
を
投

る
と
一
生
さ

ん
は
小
さ
く
で
は
あ
る
が

確
か
に

し
た

現
在
は

が

を
し
て
い
る

で
す

そ
れ
が
終
わ
り

第
彼
は
観
護

と
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し
て
少
年

別

に
最

間

最
⻑

間
収
容
さ
れ
る
で
し

う

そ
の
後

少
年
審

判
と
い
う
過
程
を
経
て
保
護
観

分
や
更
生

設
へ
の
送

不

分
な
ど
の
結
論
を
出
さ

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す

 
そ
こ
ま
で
一
生
さ
ん
が

う
と
そ
れ
を
引
き
つ
ぐ
よ
う
に
今

は
さ
お
り
さ
ん
が

を
開
い

た
で
す
が

こ
こ
で
矛
盾
す
る
点
が
一
つ

の
カ
メ
ラ

像
で
す

む

ど
う
矛
盾
す
る
の
だ
ろ
う
か

少
年
審
判
は
原

非

開
で
行
う
も
の

つ
ま
り
現
時
点
で
は
本
来
メ
デ

ア
に
実
名
や
事

件
証

と
な
る

像
の

開
は
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す

た
と
え
殺
人
と
い
う
重

罪
で
あ
ろ
う
と
も

そ
れ
は

罪
よ

 
和
人
君
は
や

て
な
い

 
さ
お
り
さ
ん
の
最
後
の
一

に

し
た
七
色
が
怒
声
を
上

た

彼
女
は
目
の
前
で

に

し
入
ら
れ

彼
が

れ
去
ら
れ
て
い
く
様
を
見
た

一
の
人
間
だ

 
そ
の
時
の
怒
り
が
再

し
た
か
の
よ
う
な
彼
女
に
さ
お
り
さ
ん
は
分
か

て
い
ま
す
と

静
に

い
た
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わ
た
く
し

私
ど
も共

と
し
て
も

彼
が
無
実
だ
と

え
て
い
ま
す

七
色

ち

い
て

こ
の
人
た
ち
は

じ

な
い
か
ら

ご
め
ん
な
さ
い

 
怒
鳴

た

手
の

静
な

そ
し
て
姉
か
ら
の

め
を

け

七
色
は
す
ぐ
に
静
か
に

な

た

を

と
し
て
気

ち
す
る
彼
女
に
集
ま

て
い
た

線
は
再
び

護
士
達
に
集
約

す
る話

を

し
ま
す
が

が
行

て
い
る
事
は
本
来
し
て
は
い
け
な
い
事

し
か
し
そ

れ
を
し
て
い
る
と
い
う
事
は
逆
に

え
ば

・そ
・れ
・を
・し
・て
・も
・い
・い
・状
・況
・に
・し
・よ
・う
・と
・し
・て
・い
・る

と
も

え
ら
れ
ま
す

つ
ま
り

は

事
事
件
の
裁
判
を
す
る
こ
と
を
前

と
し
た

対
応
を
取

て
い
る
の
で
す

こ
れ
が
先

ど

し
上

た

放
の
目

が
立

て
い
な
い

理
由
で
す

 
そ
こ
で

く
話
の
始
ま
り
に

た
事
に
気
付
い
た
あ
た
し
達
は

葉
を
喪

て

り

ん
だ

 
今
回
の
一
件
に
は

が
な
ん
で
も
和
人
を
裁
判
で
裁
こ
う
と
い
う
意

が
あ
る
と
あ
た
し
達
は

え
て
い
た

し
か
し
そ
れ
を
仕
組
ん
で
い
る
の
が

国
家
権
力
だ
と
は
流

に
予
想
の
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上
を
い

て
い
た

 
国
家
権
力

そ
れ
は
三
権
分
立
で
分

さ
れ
た
も
の
だ
が

護
士
達
の
話
を
真
実
と
す
る

な
ら

少
な
く
と
も

的
意

に
よ
り

法
が
誘
導
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る

 
本
来

法
と
はま

つ
り
ご
とに

さ
れ
な
い
中
立

正
な
も
の

法
を

す
る
事
な
ど
あ

て
は
な
ら
な
い

 
だ
と
い
う
の
に

実

に

き
よ
う
と
し
て
い
る

 
そ
れ
に
怒
り
も

く
が

そ
れ
以
上
に

無
力
感
と
脱
力
感
に
苛
ま
れ
て
い
た

 
彼
は
日
本
の
た
め

い
て
は
世
界
の
未
来
の
た
め
身
を

に
し
て
戦

て
い
る

ら
な
ど
権
力
の
あ
る
者
達
と
の
繋
が
り
も
あ
る

だ
か
ら
こ
そ
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

時
の
よ
う
に

が
彼
を

に
す
る
よ
う
な
事
は

こ
ら
な
い
と

え
て
い
た

 
な
の
に

な
の
に

ま
た

は

彼
を
切
り
捨
て
よ
う
と
い
う
の
か

 
彼
に
と

て
の

こ
の
場
合
は

は
恐
ら
く
反
フ
ル
ダ
イ
ブ
技
術

だ

和
人

に
よ

て

場
は
守
ら
れ

復
権
し

の
開
発
に
参
加
で
き
た
と
も

え
る

そ
の
和
人

の
立
場
が
危
う
く
な
れ
ば

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
未
来
も
ま
た
危
う
い

あ
の
技
術
は
人
を
狂
わ
せ
る

と
い
う

絶
に
う

て
つ
け
な
大
義
名
分
を
与
え
て
し
ま
う
か
ら
だ
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彼
は

家
で
は
な
い

 
だ
が
国
の
文
化
に
深
く

わ

た
結
果

に
も

わ

た

だ
か
ら
こ
そ
今
回
は

め

ら
れ
た

和
人

 
小
さ
く
名
を

い
た
あ
た
し
は

強
く
⻭

み
し

を
握
り

め
た

 
あ
た
し
に
出
来
る
事
は
た
だ

を
斬
る
こ
と
だ
け
だ

し
な
ら
自
信
は
あ
る

だ
が

今
回
は

あ
の

で
は

和
人
の
無
実
証
明
は

し
い
の
で
し

う
か

 
そ
う

念
と
共
に
無
力
感
を

み

め
て
い
る
と

の
声
が

を
打

た

恐
る
恐
る
問

い
か
け
る
様
は

テ
レ
ワ

ク
で

と
話
す

然
と
し
た

と
は
か
け
離
れ
た
弱

し
さ

だ 

恐
ら
く

今
の
あ
た
し
も
あ
ん
な
感
じ
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
事
を

え
な
が
ら

乱
な
気
分
で

護
士
達
に
眼
を
向
け
る

 
す
る
と
二
人
は
同
時
に

を
横
に
振

た

法
は

疑
わ
し
き
は

せ
ず

で
す

本

に
無
実
か

か

そ
れ
を
確
か
め
る
の
が
法
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容
疑
者
と
し
て
彼
は

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
無
実
の
証
明
は
今
回
の
件
十
分
可
能
で

す
へ

分
自
信
あ
り

に

う
ね

 

か
根

で
も
あ
る
の

 
一
生
さ
ん
の
強
い

葉
を

い
て
束

士
が

発
的
に
問
い
か
け
た

苛
立
ち

じ
り
の
そ

れ
は
状
況
に
対
し
て
か

に
対
し
て
か

そ
れ
以
外
か

あ
り
ま
す
よ

そ
の
た
め
に
は
証

に

ノ
之

士
も
来
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

 
彼
女
の
強
い

線
を

け
止
め
た
一
生
さ
ん
は

そ
れ
で
も
た
じ
ろ
ぐ
事
な
く
応
じ
た

束
さ
ん
が

 
ア
リ
バ
イ
の
証

な
ら

こ

ち
の
ガ
キ
で
十
分
で
し

あ
た
し
の
名
前
は
七
色
よ

 
い
い
加

覚
え
て
よ
ね

う

さ
い
な

そ
ん
な
事

う
な
ら
束
さ
ん
み
た
い
に
ナ
イ
ス
バ
デ

に
な

て
か
ら

に
し
な
よ

む

か

 

た
わ
ね

 
見
て
な
さ
い

お
姉
ち

ん
も
ス
タ
イ
ル
良
い
ん
だ
し

あ
た
し
だ

て

の

人
に
な
る
ん
だ
か
ら

な

七
色

ず
か
し
い
か
ら
や
め
て
よ

 
天
才

学
者
と

わ
れ
る
女
性
二
人
は
ど
う
や
ら

性
が
悪
い
ら
し
い

す
ぐ
に

い
合
い
に
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な
り

思
わ
ぬ

び
火
を

け
た
虹
架
が

を
真

に
し
な
が
ら
止
め
た

 
そ
の
様
子
を
見
守

て
い
た
一
生
さ
ん
が

が
済
ん
だ
の
を
見
て

話
を
再
開
す
る

桐

谷
君
か
ら
の
指
名
で
す

ノ
之

士
な
ら

が
主

し
て
る
容
疑
内
容
に
明
確
に

を
返
せ
る
だ
ろ
う

と

ど
う
い
う
事

 
と
い
う
か

そ
う
い
え
ば

の
容
疑
内
容

て

さ

行
ロ
ジ

ク
要
す
る
に
ス
ト

リ

で
す
ね

は

者
の
殺

に

し
桐

谷
君
は
ア
バ
タ

を
遠
隔

作
し
て
い
た
と

え
て
い
る
ん
で
す

 

を
追

て
話
し
ま
す
と
一
生
さ
ん
が
手

の

を

り
始
め
た

そ
れ
が
止
ま
る
と
同

時

ま
た
話
が
再
開
す
る

え

と
桐

谷
君
の
ア
リ
バ
イ
証

に
よ
る
と

月

日

後

時

分
に
ロ
グ
ア
ウ

ト
し

七
色
女
史
と
食
事

入

も
済
ま
せ

で
共
同

の

も
し
て

再
ロ
グ
イ
ン

し
た
の
が

時

分

以

は

が

し
入

て
く
る
ま
で
ず

と

を
プ
レ
イ
し
て

い
ま
し
た

 
そ
こ
で
一

葉
が
止
ま
り

パ
ラ
リ
と
一

ジ
が

ら
れ
る

対
し
て

者
の

場

は

後

時

に
歌
舞

内
の

を
退

フ

ミ
リ
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レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
済
ま
せ

退

が

後

時

分

そ
の
あ
と
住
み

ん
で
い
る
マ
ン

シ

ン
の
カ
メ
ラ
に

り

殺

さ
れ
た
の
が

後

時

分
で
す

殺

さ
れ
る
数
分
前
に
桐

谷
君
は
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
て
い
る
の
で
殺

不
可
能

そ
れ
が
こ
ち

ら
の
主

で
す
が

は
ア
ミ

ス
フ

ア
で
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
た
時
遠
隔
に
出
現
さ
せ

た
ア
バ
タ

を

作
し
て
い
た
と

て
い
ま
す

い
や

で
も

の
ロ
グ
が
残

て
る
じ

ん

な
の

 
サ
ラ

と

士
が

を

く

流

に

護
士
達
も

を

き
つ
ら
せ
た
が

な

み
で

お

を

し

話
を

け
て
い

た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

の

彼
は
複
数
の
ア
バ
タ

を
同
時
に

作
し
て
い
た
そ

う
で
す
ね

そ
れ
と
同
じ
事
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
の
で
す

あ
あ

な
る

ど

そ
う
い
う
事
ね

 
一
生
さ
ん
の
話
に

得
の
声
を
上

た
の
は
七
色
だ

た

明
な

で

か
に
気
付
い
た

ら
し
い
彼
女
は

し
た
り

で
あ
た
し
達
に
話
し
始
め
た

和
人
君
が

ノ
之

士
に
証

を
頼
み
た
い
の
は
技
術
的
な
部
分

て
事
よ

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
複

数
ア
バ
タ

の

作
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
か
ら
出
来
た
事

Ａ
Ｌ
Ｏ
や

に
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ロ
グ
イ
ン
し
な
が
ら
リ
ア
ル

の
ア
バ
タ

も
動
か
す
と
い
う
の
が
な

不
可
能
な
の
か
そ
こ

を
法

で
証

し
て
欲
し
い

て
事
ね

 
そ
こ
ま
で

わ
れ
れ
ば

彼
が
求
め
て
い
る
事
も
理
解
で
き
た

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
と
い
う
の
は

の
信

の
や
り
取
り
だ

フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
と
の
間
で
送

信

さ
れ
る
信

は

幹

部
で

断
さ
れ
代
わ
り
に
仮
想
空
間
の
ア
バ
タ

に
反

さ
せ
て

い
る

つ
ま
り
一
人
の
人
間
が
動
か
せ
る
ア
バ
タ

は
原

一
つ

 
そ
れ
を
破

た
の
が
キ
リ
ト
と
闇
魔
法
と

影
魔
法
を
極
め
た

に

得
す
る
分
身
魔
法
だ

 
分
身
魔
法
は
手
数
を
増
や
す
に
は
良
い
が
そ
れ
ら
を

作
す
る
の
は
至

の
業

本
来
な
ら

手
と

手
で
別

の
動
き
を
す
る
よ
う
に

分
身
と
自
身
合
わ
せ
て
二
体

作
が
限

な
の

を
彼
は
人
格
分
裂
時
の
影

か

十
体
も

作
出
来
た

マ
ト
モ
な
戦
い
を
演
じ
る
な
ら

体

が
最
大
と
も

い
て
い
る

束

士

く
人
格
分
裂
時
の

の
機
能
が
人
格

に

か
れ
て
お

り

を
使

て
い
た
影

も
あ

て
可
能
に
な

た
と
の
事
だ

 
し
か
し
そ
れ
を
知

て
い
る
の
は
あ
た
し
達
の
み

原
理
ま
で
い
く
と

士
し
か
知
り
得
な

い
事
も
多
い

 
更
に
現
実
の
ア
バ
タ

の
話
に
な
る
と

も
絡
ん
で
く
る
た
め

束

士
の
証

が
欲
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し
い
と
い
う

だ

 
フ
ル
ダ
イ
ブ
ハ

ド
を
使

て
無
人
機

を

作
す
る
事
自
体
は
可
能

だ
が

そ
れ
を

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と

行
し
て
行
う
事
が
な

無
理
な
の
か
そ
れ
を
語
れ
る
の
は
彼
女
し
か
い
な
い
と

い
う

だ

 

ぶ

ち

け
て

え
ば

場
と
七
色
で
も
い
い
だ
ろ
う
が
二
人
の
立
場
は
和
人
あ

て

の
も
の
の
た
め

現
状
説
得
力
の

合
い
で

え
ば
束
に

る

 
そ
こ
を
加
味
し

和
人
は
彼
女
を
指
名
し
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ

ど
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
天
才

学
者
は
し
か
し

り
気
で
な
い
の
か

を
組
ん
で

り
に

を

て
い
た

束
さ
ん

人
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
明
す
る
の
す

ご
く
苦
手
な
ん
だ
け
ど

大
体
フ

ル
ダ
イ
ブ

な
ら
か

君
の
方
が

で
し

ア
バ
タ

と
い
う
事
は

カ
ウ
ン
タ

・
カ
ウ
ン
タ

・
ガ

デ

ア
ン

森
羅
の
守
護
者

の
事
だ
ろ
う

ア
レ
は

技
術
の
方
が
メ

イ
ン
な
の
だ
か
ら

君
が
技
術
的
な
解
説
を
す
る
方
が
い
い
と
思
う
が

む

人
に
合
わ
せ
る
の
は
束
さ
ん
に
は

し
い
ん
だ

て

和
人
君
の
た
め
よ

と
い
う
か
わ
ざ
わ
ざ
指
名
さ
れ
て
る
ん
だ
か
ら
そ
れ
に
応
え
て
あ

な
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い
と
女
が

る
わ
よ

う

さ
い
な

ク

ガ
キ

 
ジ
ロ
リ
と
束
が
七
色
を

む

し
か
し
天
才
少
女
は
む
し
ろ

発
す
る
よ
う
に

を
鳴
ら
し

を

た

 
そ
ん
な
彼
女
を

み

け
た
束
は

少
し
し
て

め
た
よ
う
に
分
か

た

と

え
を
返
す

和
君
の
頼
み
だ
し

証

に
立
つ
よ

助
か
り
ま
す

良
か

た

こ
れ
で
一
歩

無
実
の
証
明
に
近
付
き
ま
す
よ

 
彼
女
の

え
に
さ
お
り
さ
ん
が

く

み
一
生
さ
ん
が
喜
び
を

わ
に
す
る

そ
の
反

応
を
見
る
と

本

に
和
人
の
無
実
を
信
じ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
え
た

 
あ
た
し
は
あ
ま
り
真

な
大
人
を
見
て
き
て
い
な
い
が

こ
の
二
人
は
信
じ
ら
れ
そ
う

だ
あ
の

実
は
も
う
一
つ
和
人
君
か
ら
の
伝

が
あ
る
ん
で
す

こ
ち
ら
は

ノ
之

士
だ

け
で
な
く

さ
ん
に

 
そ
う
思

て
い
る
と
さ
お
り
さ
ん
が
大
き
く
話
を
変
え
て
き
た

証

に
は
呼
ば
れ
な
い
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と
思

て
い
た
あ
た
し
達
は

て
眼
を
向
け
る

伝
え
ま
す
ね

二
つ
の
世
界
の
亡
霊
達
に
気
を
付
け
て

と
の
事
で
す

達
に
は
そ
れ
が

を
指
し
て
い
る
か
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん

た
だ
彼
は
伝
え
れ
ば
き

と
み
ん
な
は
気
付
く

と

二
つ
の

世
界

亡
霊
た
ち

 
そ
の
伝

に

あ
た
し
達
は

を
見
合
わ
せ
な
が
ら

を

た

二
つ
の
世
界

そ
れ
が
現
実
世
界
と
仮
想
世
界

あ
る
い
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
と

を
指
し
て
い

る
の
だ
と
は
理
解
で
き
る

彼
は

れ
も
守
る
た
め
に
剣
を
取

て
い
た

 
だ
が

亡
霊
達

と
は

な
の
か

 
真

先
に
思
い

た
る
の
は

フ

ン
ト
ム
・
タ
ス
ク

亡
国
機
業

と
い
う

組

彼
ら
が
裏
で
暗
躍
し

彼
を

め
た
と
い
う

え
は
す
ぐ
に
思
い
至

た

 
で
あ
れ
ば
二
つ
の
世
界
の
片
方
は
仮
想
世
界

そ
ち
ら
の
亡
霊
と
な
る
と
こ
れ
が
あ
ま

り
思
い

た
ら
な
い

 
彼
が

し
て
く
る
程
な
ら

か
確
信
が
あ
る

だ

体
的
に

わ
な
か

た
の
は
気
に
な
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る
が
彼
も
自
身
を

め
た
の
が

を

わ
せ
る
国
家
権
力
だ
と
気
付
き

護
士
と
な
ら
秘

密
を
守
ら
れ
る

見
で
も

え
て

し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る

 

で
も
気
付
け
る

語
に

か
を

ま
せ
た

そ
れ
が
あ
た
し
達
な
ら
気
付
け
る
も
の
だ
と
彼

は
信
じ
た

 
な
ら
あ
た
し
達
の
知
る

か
と
い
う
事

 

そ
こ
で

ブ

ブ

と
振
動

が
上
が

た

 
そ
の
方
向
は

の
出

付
近
に

え
て
い
た
更
識
楯
無
だ

た

あ

ご
め
ん
な
さ
い

ち

と
電
話
出
て
く
る
わ

 

を
取
り
出
し
た
彼
女
が
そ
そ
く
さ
と

を
出
て
い
く
の
を
見
送

て
あ
た
し
達
は

再
び
疑
問
に

を
悩
ま
せ
始
め
た

 
だ
が

そ
れ
は
再
び

さ
れ
る
事
に
な
る

 
電
話
を
終
え
た
楯
無
が
慌
て
た
様
子
で

て
き
た
か
ら
だ

ち

ち

と
み
ん
な

い
て

お
姉
ち

ん

そ
ん
な
に
慌
て
て
ど
う
し
た
の

た

た
い
ま

絡
が
あ

た
の
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か
ら

郷
信
之
が
消
え
た
わ

  

は

  
裁
判
中
の
た
め

に

さ
れ
て
い
る
男
・

郷
信
之

あ
の
男
を

お
う
と
し
た
襲
撃

が
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

中
に
一

あ
り
以

は

備
が

重
に
な

た
と

い
て
い
た

 
そ
れ
な
の
に
あ
の
男
は
い
つ
の
間
に
か

か
ら

が
消
え
て
い
た
ら
し
い

 
襲
撃
ら
し
い
襲
撃
も
な
く

た
だ

然
と

 
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら

え
て

の
殺
人
和
人
の

と

ら
か
の

が
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
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こ
れ
を
和
人
が
予
期
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば

ま
さ
か

亡
霊

て
い
う
の
は

和
人
が

対
し
た
人
達
の
事

 
和
人
が
対
峙
し

下
し
て
き
た

 
こ
れ
ま
で
別

に
襲

て
き
た
そ
れ
ら
が
彼
を

ま
し
く
思
う
勢
力
と
手
を
組
ん
だ

そ

う
思
い
至

た
あ
た
し
達
は

あ
ま
り
の
事

に
絶

し
た

  
た
く
さ
ん
キ

ラ
が

て
も
会
話
が
無
い
の
は

る
し
て

 

そ
の
場
に
い
る

と
い

う
事
実
の
方
が
重
要
だ
か
ら

  
・
星

ジ

ジ
ア
イ
ズ

で
カ

プ
ル
に
な

た
二
人
が
本
作
で
は

と
い
う
オ
リ
要

 

の
事
情
に

し
い
の
は
裏
で
と
あ
る
歌
舞

探
偵
と
と
あ
る
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事

が
動
い
て
い
る
と
い
う
裏
話

  
・

勢
力

 

を

る
反

国
家
権
力

 

亡
国
機
業

 

郷
信
之

む
過
去
和
人
が
下
し
た

  
・
桐

谷
和
人

 

め
ら
れ
て

に
い
る
主
人

 
和
人
自
身
は

家
で
は
な
い
が

に

い
て

み
の

家
以
上
の
存
在
感
が
あ

る
た
め
失

の
た
め

め
ら
れ
た

 
現
時
点
で
大
体

の
思
惑
を
把
握
し
て
い
る
の
は

の
カ
メ
ラ

像
の
メ

セ

ジ
に
気
付
い

て
い
る
か
ら

  
・
和
人
の

間

保
護
者
勢
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和
人
の
無
実
を
信
じ
て
い
る

 
原
理
的
に

プ
レ
イ
し
な
が
ら
リ
ア
ル
の
ア
バ
タ

を
動
か
す

の
が
出
来
な
い
と

知

て
い
る
の
で
あ
り
得
な
い
と
分
か

て
い
る

一

の
Ｐ
Ｓ
４
で
ゲ

ム
を

つ
同
時
に

動
す
る

と
か
い
う
無

ぶ
り
と
同
じ

 
そ
れ
の
解
説
の
た
め

ノ
之
束
が
証

に
立
つ
事
に
な

た

  
・

郷
が
い
た

 
裁
判
中
の
者
達
が
放
り

ま
れ
て
い
る

 
数

間
か
ら
数
か
月
裁
判
に
よ

て
は
年

で

さ
れ
る
た
め
和
人
が
リ
ア
ル
で
下

し
た

の

ど
が
こ
こ
に

さ
れ
て
い
た

 

郷
の
他
に
学
園
襲
撃
の
主

発
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

達
も
い
る

  
・
和
人

の
ウ
ラ

 
最
初
か
ら

事
裁
判
に
す
る
事
前

に
仕
組
ま
れ
た
も
の

 
無
罪
判
決
が
出
て
も
構
わ
な
い

ど
ガ
バ
ガ
バ
な

重
要
な
の
は
そ
れ
以
外

和
人
が
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身
動
き
取
れ
な
く
な
る
期
間
と
風

 
和
人
の
最
大
の

は

今
も

も
風

で
あ
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

義
姉
編
 

探
偵

真
実
ヲ
追
ウ
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
書
い
て
は
手
直
し
し
て
の

り
返
し
で
し
た

幕
間
だ
か
ら
ネ
変
に
風

敷
を
広

て
も
ア

レ
だ
か
ら
ネ

 
そ
れ
と
今
話

更
に

ジ

ジ
ア
イ
ズ

シ
リ

ズ
の
キ

ラ
が
登
場
し
ま
す

 

点

直
葉

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

郷
信
之
の
脱
獄



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
そ
の
一
報
を
楯
無
か
ら
知
ら
さ
れ

内
は
一
気
に
ざ
わ
め
い
た

 
あ
の
男
は

場

へ
の

を
動
機
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
を
デ
ス
ゲ

ム
へ
と
変
え
た

そ

の
せ
い
で
２
４
３
人
が
命
を

と
し

万
人
弱
の
二
年
と
い
う
時
間
が
失
わ
れ
た

監

禁
傷

罪
の
他
に
人
体
実
験
な
ど
の
違
法
行

が
あ

た
た
め

罪
も
多
く

償
問

も
あ

り

裁
判
は
未
だ
に
⻑
引
い
て
い
る

 
そ
の
た
め

に

さ
れ
て
い
た
男
は
約
一

間
前
の
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
最
中

人

の
意
識
が

れ
る
時
を

た

亡
国
機
業

に
よ

て
一

は
脱
獄

 
そ
の
時
は
運
よ
く

手
の

い
に

付
い
た
和
人
の
指

に
よ
り
再

取
り

さ
え
ら
れ
て
事

な
き
を
得
た

 
こ
の
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
和
人
は
あ
ら

る
意
味
で
の
特
記
戦
力
だ

 
現
状

束
製

を
無
力
化
す
る
ジ

ミ
ン
グ
を
も
の
と
も
し
な
い
の
は
和
人
と
楯
無
の
二
人

だ
け

そ
こ
か
ら
セ
フ

ロ
ト
や

シ
ス
テ
ム

を

手
取
る
と
な
る
と

安
定
性
で
は
和

人
に
軍
配
が
上
が
る

 
そ
れ
に
楯
無
は

期
日
本
代
表
候
補

生

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と

学
園
の
新
生

会

⻑
で
も
あ
る
ら
し
く
暗
部
の
仕
事
以
外
で
も

し
く
し
て
い
る

そ
ん
な
彼
女
が

外
外
で
動
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い
て
い
る
の
も
大

は
和
人
の
護
衛

監

の

務
で
動
い
て
い
る
か
ら
だ

の
ジ

ミ
ン

グ
を
さ
れ
た
時
和
人
に
合
わ
せ
て
動
け
る
人

だ
か
ら
で
あ
る

逆
に

え
ば
和
人
が
動
か

な
い
と
楯
無
も
他
の
仕
事
に

殺
さ
れ
て
動
け
な
い

 
今
日
は
更
識
家
に

候
し
て
い
る
あ
た
し
達
が
和
人
と

し
て
い
る
話
に
出
向
く
か
ら
一
緒

に
い
る
が

本
来
な
ら

敷
で
暗
部
の
仕
事
に

し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

 

要
す
る
に

郷
の
脱
獄
は

的
な
も
の
だ

 
明
ら
か
な
ア
リ
バ
イ
が
あ
る
和
人
を
無
理

理

し
身
動
き
が
取
れ
な
い
状
況
に
な

た

一

日
の
間
に
二

目
の
脱
獄
が

さ
れ
た

し
か
も
未
だ
ニ

ス
に
な

て
い
な
い

点
を

ま
え
る
に
内
部

の
協
力
も
疑
え
る

 
あ
ん
な

な

で
和
人
を

し
た
目
的
が

く
分
か

た
気
が
し
た

楯
無
さ
ん

郷
を

が
し
た
の

て

亡
国
機
業

で
す
か

ま
だ

中
だ
か
ら
分
か
ら
な
い
わ

た
だ
私
は
そ
う
だ
と
思
う

の

か
ら

に
も
気
づ
か
れ
な
い
よ
う

け
出
す
な
ん
て
真
似

な
組

力
が
な
い
と

し
い
も
の

 
彼
女
は
険
し
い
面
持
ち
で
そ
う

え
た

 
そ
れ
に
あ
た
し
は
ま
た

か
と

根
を
寄
せ
る

は

の

だ

歌
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舞

で

き
た
件
の
殺
人
事
件
は
歌
舞

が
動
い
て
い
る
が
そ
れ
を
指

し
て
い
る
の
が

で
あ
る

 
そ
し
て

の
上
と
も

え
る
そ
こ
が

な

の

に
和
人
を
無
理

理

し
た

 
星

護
士
達
の
話
を

い
て
か
ら
予
想
は
し
て
い
た
が
ど
う
も
思

た
以
上
に

の

内
部
は
ず
ぶ
ず
ぶ
に

て
い
る
ら
し
い

た
だ
の
内

者
の
手
引
き
か
そ
れ
と
も
結

し
て

の
脱
獄
幇
助
か

そ
れ
で

が
変
わ
る
と
は

え
い
ず
れ
に
せ
よ

序
を

持
す
る
組

と
し
て
の
体
裁
は

に

れ
て
い
る

も
し

が
協
力
な
ん
て
し
て
い
た
ら

序
を
守

て
る
の
が
ど

ち
な
の
か
分
か
ら
な
く

な
り
ま
す
ね

 
そ
れ
は

に
対
す
る

な

肉

 
法
も

序
も
無
か

た
デ
ス
ゲ

ム
で
和
人
は
自
ら
必
要
悪
と
な
り
無

の
人

を
守
る
べ

く

し
た

現
実
に

て
か
ら
も
彼
は
似
た
事
を

け
て
い
る

そ
ん
な
彼
を

は
仕

組
ん
だ
悪
事
で
罪
を
で

ち
あ

偽
り
の
裁
き
を
下
そ
う
と
す
る

 

に
過
ぎ
る
有
り
様
だ

 

故
そ
ん
な
事
を
す
る
の
か

理
由
を

く
の
が

し
み
で
あ
る
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直
葉
さ
ん
そ
れ
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
よ

は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

さ
れ
て

い
る
だ
け
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す

 
内
心
で
怒
り
を

ら
せ
て
い
る
と

星

さ
お
り

護
士
が

す
よ
う
に
語
り
掛
け
て
き
た

線
を
水
色
髪
の
暗
部

主
か
ら
外
し
メ
ガ
ネ
を
掛
け
た
物
静
か
な

護
士
の
女
性
に
向
け
る

と

彼
女
は
思
い
出
す
よ
う
に
目
を

め
な
が
ら
話
を

け
た

も
う
四
年
前
に
な
り
ま
す
が
あ
る
男
性
が
法
を

め
る
た
め
に
一

を
練

た
事
が
あ
る
ん

で
す

自
身
が
行

た
殺
人
の
容
疑
を

事
件
の
ア
リ
バ
イ
で

け
る
と
い
う

を

に

事
件
で
有
罪
判
決
を

け
て
い
た
た
め
法

特
に

は
判
決
を

す
事
に
消

極
的

も

上

に

す
る
者
達
の
面
子
争
い
で

は

そ
の
結
果
方

の
組

が

乱
に

た
事
が
あ
り
ま
し
た

そ
の
時
は
ウ
チ
の
事
務

と

意
に
し
て
い
る
探
偵
の

力
も
あ
り

と
か
解
決
し
ま
し
た

け
ど
ね

 
補
足
す
る
よ
う
に
星

一
生

護
士
が
付
け
加
え
る
と

に

て
い
た
実
・
が
あ
あ

と

と
声
を
上

た

そ
の
裁
判

確
か

異

な
も
の
だ

た
か
ら
私
も
仕
事
で
取
り
上

た
事
が
あ
り
ま
す
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そ
う
い
え
ば

さ
ん
の
ご

業
は
情
報

の
編
集
で
し
た
ね

 
さ
お
り
さ
ん
が
得
心
し
た
と
い
う
表
情
で

う

 
ど
う
や
ら

は
仕
事
の

で
そ
の
事
件
に
つ
い
て
知

て
い
た
ら
し
い

楯
無
も
そ
れ
を

知

て
い
た
か
ら

源

法
律
事
務

に
依
頼
を
出
す
よ
う

親
に

め
た
の
だ

 
と
も
あ
れ
そ
の
事
件
に

わ

て
い
た
二
人
か
ら
す
る
と

の

な
動
き
方
が
必
ず
し

も
亡
国
機
業
と
結

し
て
い
る
も
の
と
は

い
切
れ
な
い
よ
う
だ

結

し
て
い
な
い
場
合

は
内

者
が
い
て

の
動
き
を
横
流
し
し
そ
の
隙
に
動
い
て

郷
を
脱
獄
さ
せ
た
と
い
う

流
れ
が
浮
か
び
上
が
る

 
そ
う
不
信
感
を

い
て
い
る
と

実

・

が

を

め
な
が
ら
重
く

を
開
い
た

と
も
あ
れ

郷
信
之
の
一
件
と
の
因
果

は
と
も
か
く
現
状

が
信

な
ら
な
い

と
い
う
の
は
確
か
と
い
う
事
で
す
か

ま
さ
か
カ
メ
ラ

像
の
証

を
出
し
て
も

放
す
ら
さ
れ

な
い
と
は

 
そ
う

て

声

と
同
じ
く
ら
い
重
い
た
め
息
を

い
た

 

は

し
こ
そ

と
あ
た
し
に

る
が
善
い
事
は

め
悪
い
事
は

る
人
間
的
に

出
来
た
人
だ

来
的
に
成
立
す
る
と
は

え
現
時
点
で
和
人
と
あ
た
し
達
の
多
重
交

を
認
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め
て
い
る
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

 
だ
か
ら
こ
そ
今
回

も
悪
い
事
を
し
て
い
な
い
和
人
に
対
す
る
仕
打
ち
に
静
か
に
怒

て

い
た

い
表
情
か
ら
は
分
か
り
に
く
い
が
束

士
達
が

し
た
監

カ
メ
ラ
の

像
や
七

色
の
証

か
ら
ア
リ
バ
イ
が
成
立
し
た
と
判
断
し
て
い
た
の
で

も
密
か
に
安

し
て
い
た
事

を
あ
た
し
は
知

て
い
る

苛
立
ち
と
無
力
感
も
大
き
い
事
が
感
じ
取
れ
た

 
そ
れ
と
同
じ
気
持
ち
だ
か
ら
か

の

葉
を

い
た
面

が
一
様
に
苦

し
い
面
持
ち
で
表

情
を
歪
め
る

 
場
に
イ

な

が

れ
た

 

そ
の
時

カ
ラ
ン
カ
ラ
ン

と
来
客
を
知
ら
せ
る
ベ
ル
が
鳴

た

 
全

の

線
が
そ
ち
ら
に
向
く

本
日

し
切
り
の
木
札
が
掛
か

た
ド
ア
を
開
け
た
の
は
二
人
組
の
男
性
だ

た

片
方
は

ボ
サ
ボ
サ
髪
の

ジ

ン
に
ジ

パ
ン
の
男

も
う
一
人
は

手
な

シ

ツ
に
ジ

ン
ズ
の

髪
大

な
男

八
神
さ
ん

 
海

さ
ん
ま
で

ど
う
し
て
こ
こ
に

 

コ
ワ
モ
テ
な
部

の
二
人
組
を
前
に
最
初
に
声
を
上

た
の
は

主
の
エ
ギ
ル
で
は
な
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く

護
士
の
さ
お
り
さ
ん
だ

た

横
目
で
彼
女
の

を
見
る
と

き
こ
そ
あ
る
が

意
と

い

た
も
の
は

み
取
れ
な
い

声

も

ら
か
い
の
で
そ
れ
な
り
に
親
し
い
間

の
よ
う
だ

 
一

身
構
え
そ
う
に
な

た
体
を
止
め
つ
つ

の

線
を
送

て
い
る
と
ボ
サ
ボ
サ
髪

の
男

八
神
が

く
手
を
上

た

源

先
生
に

い
た
ら
こ
こ
に

る

て
教
え
て
も
ら

た
ん
だ

し
切
り

て
あ

た
か

ら
気
が
引
け
た
ん
だ
け
ど

主
さ
ん

す
み
ま
せ
ん

い
や
ま

護
士
さ
ん
達
の
知
り
合
い
な
ら
構
わ
な
い
ん
だ
が

あ
ん
た
ら

な
ん

だ 

か
に
動
揺
し
つ
つ
エ
ギ
ル
さ
ん
が
そ
う
問
う
と
八
神
と

わ
れ
た
男
が

か
ら
名

を
取

り
出
し
た歌

舞

に
事
務

構
え
て
る
探
偵
で

八
神

て

い
ま
す

は
海

コ
イ
ツ
の
部
下

棒
だ

ウ
チ
は
依
頼
主
の
た
め
な
ら

で
も
フ
ル
ス
イ
ン
グ

が
モ

ト

だ

事
に
も
対
応
し
て
る

 
そ
う

て
ニ

リ
と
コ
ワ
モ
テ
な

み
を
浮
か
べ
る
海

と
い
う
男

悪
い
人
で
は
な
い
よ

う
で
ど
こ
か
人

き
の
す
る

気
は
ク
ラ
イ
ン
や
エ
ギ
ル
と
共

し
て
い
た

そ
れ
も
あ
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て
か

二
人
に
向
け
て
い
た
み
ん
な
の

心
も
少
し
収
ま

た
よ
う
に
感
じ
た

 
そ
こ
で

一
生
さ
ん
が

を
開
く

そ
れ
で

八
神
さ
ん
達
が
ど
う
し
て
こ
こ
に

 
依
頼
し
て
い
た
事
の
報

な
ら
電
話
で
も

良
か

た
で
し

う
に

依
頼

て

か
頼
ん
で
た
ん
で
す
か

 
一
生
さ
ん
の

葉
に

今
ま
で
静
か
に
話
を

い
て
い
た

が
お
ず
お
ず
と
問
い
を

ん
だ

実
は

の
動
き
を

達
が
話
せ
た
の

て

八
神
さ
ん
の
お
陰
な
ん
で
す

え

八
神
さ
ん

て

ど
う
い
う
情
報

を
持

て
る
ん
で
す
か

 

の
動
き
が
解
る

 
間
違
い
な
く
部
外
秘
で
あ
ろ
う
部
分
ま
で
話
し
て
も
ら

た
の
で
そ
こ
ま
で
深
く
食
い

め

る
探
偵
が
ど
う
い
う
存
在
か
分
か
ら
な
く
な

た

も
同
じ
な
の
か

な
目
を
向
け
る

 
そ
の

線
を

け
た
探
偵
は
真
面
目
な

で
話
し
始
め
た

ま

探
偵
業
始
め
て
⻑
い
か
ら
ね

ツ
テ
も
色

あ
る
ん
だ

 
そ
し
て

真
面
目
な

で

に

か
れ
た

話
す
気
は
無
い

て
事
ら
し
い

 
や
や

い
も
の
を
見
る
よ
う
な
眼
を
向
け
る
と

後
ろ
で

組
み
し
て
い
た
海

が
く
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く

と

い
を
零
し
た

不
信
感

か
れ
ち
ま

て
る

ど
う
す
る

タ

別
に
い
い
よ

信
頼
は
仕
事
で
勝
ち
取
る
の
が
信

だ
か
ら

そ
う
か
い

 
再
び

み
を
零
し
た
男
と
の
や
り
取
り
は

れ
た
も
の
な
の
か

線
を
そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
に

向
け
て
い
た
八
神
探
偵
は
表
情
を
変
え
ず
に
話
を
再
開
す
る

達
が
こ
こ
に
来
た
目
的
の
一
つ
は
さ
お
り
さ
ん
達
に

の
動
き
を
伝
え
る
た
め
だ
よ

そ
ん
な
事

さ
れ
か
ね
な
い
電
話
で
す
る

に
も
い
か
な
い
か
ら
さ

て

あ
の

護
士
と

て
バ
チ
バ
チ
な

じ

 
探
偵
が
そ
う

う
と
ニ

ト

を

た
男
子

ダ

カ

が

手
し
な
が
ら
疑
問
を

し
た

そ
れ
に

え
た
の
は
海

さ
ん
だ

た

ま
大

は
そ
う
だ
ろ
う
な

は
容
疑
者
の
有
罪
を
証
明
し
た
い

護
士
は
そ
の
逆
だ

有
罪
が
確
定
し
て
る
な
ら
せ
め
て
判
決
が

く
な
る
よ
う

護
士
は
取
り

ら
う

け
ど

法
律
家

て
の
は
本

は
そ
う
じ

な
い
ん
だ
よ

 
そ
こ
で

海

さ
ん
の

葉
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
探
偵
が

を
開
い
た
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法
は

に
で
も
平

で

だ
か
ら
こ
そ

正
じ

な
い
と
い
け
な
い

け
ど
法

て
の
は
万

能
じ

な
い

法
律
家
は
少
し
で
も

正
に
な
る
よ
う
に
す
る
の
が
仕
事
だ

人
を
裁
く
裁
判

事
件
を

す
る

そ
し
て
人
を

護
す
る

護
士

て
の
は
法
が
平

で
あ
る

よ
う
に
動
く
の
が
本

の

だ

有
罪
に
出
来
る
か
出
来
な
い
か
で
争

て
る
の
も
そ
の

⻑

戦
に
過
ぎ
な
い

つ
ま
り

が

い
た
い
か

て

と
だ

今
回
は
法
の
平

さ

て

ツ
の
た
め
に

も

こ

ち
に
協
力
し
て
く
れ
る

て
事
だ

は

 
二
人
の
そ
の
話
に
あ
た
し
達
は

て

の
声
を
上

た

ド
ラ
マ

で
有
罪
と
無
罪
の

主

で
争
う
法

が

か
れ
る
事
が
多
い
た
め
自
然
と

は

護

の

つ
ま
り
今

回
は

に

く
と
あ
た
し
達
は

え
て
い
た

そ
れ
だ
け
に
海

さ
ん
の

葉
は
⻘
天
の

だ

た

 
そ
の

き
は

護
士
達
も
同
じ
だ

た

 
け
れ
ど

と
な
く
あ
た
し
達
よ
り
も

き
の

合
い
は
小
さ
い
よ
う
に
感
じ
た

と

す
る
と
八
神
さ
ん
が

た
法
が
平

で
あ
る
た
め
に
以
前
も

と
協
力
し
た
事
が
あ
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た
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
う

え
て
い
る
中

最
初
に
疑
問
を

し
た
の
は
さ
お
り
さ
ん
だ

た

八
神
さ
ん

ど
う
い
う
事
で
す
か

さ
お
り
さ
ん
達
が

に
取
り
合

て
桐

谷
君
の

放
が
ダ
メ
だ

た

て
電
話
を

け

た
後
さ

達
も
動
い
て
た
ん
だ

の

の
内
部
情
報
を
知

て
る
人
に
歌
舞

斬
殺

事
件
の

事
は

か

て

で
そ
の
人
に

達
がチ

ク直
で
出
向
い
て
さ
お
り
さ
ん
達
が

べ
上

た
ア
リ
バ
イ
の
証

を

見
せ
た

も
ち
ろ
ん

の
主

も

え
て
な

ち
な
み
に
善
良
な

⺠
か
ら
の
情
報

て
形
で
話
は

し
て
る

そ
の
結
果

桐

谷
君
は

人
じ

な
い
だ
ろ
う

て
事
で
意
見
が
一

し
て
さ

 
そ
し
て

と
探
偵
が
話
を

め
始
め
る

法
律
上

す
る
か
ど
う
か
は

じ

な
く
て

に
の
み
許
さ
れ
た
事
だ

に
桐

谷
君
を

す
る
つ
も
り
が
無
い
以
上
さ
お
り
さ
ん
達
の
仕
事
は

完
了

て
わ
け

じ

あ

和
人
は

息
子
は
無
罪
放

さ
れ
る
ん
で
す
ね

え
え

そ
の

で
す
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の

え
な
が
ら
の
問
い
に
探
偵
が
穏
や
か
に

み
を
浮
か
べ
て

定
を
返
す

一
気
に
空

気
が

す
る

そ
の
直
前

で
す
が

と
探
偵
は

葉
を

け
た

あ
ち
ら
の
意

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
桐

谷
君
は
身
動
き
を
取
れ
な
く
さ
れ
ま
し
た

そ
れ

を

た
の
だ
と
す
れ
ば
限
界
ま
で
彼
を

束
し
た
い
と

え
る

に
許
さ
れ
た

束
時

間
は

時
間
な
の
で

放
ま
で
約

時
間
は
残

て
い
ま
す

つ
ま
り

そ
の
間
に
事

が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る

そ
う
い
う
事
で
す
ね

そ
う
で
す

 

に
二

定
を
返
し
た
探
偵
は

線
を

一
人
か
ら
切
り

全
体
へ
一

巡
ら
せ
た

そ
う
い
う

で

八
神
探
偵
事
務

は
今
事
件
の
真

人
の

に
独
自
で
動
い
て
る

こ
こ
に
直

来
た
の
も
桐

谷
君
に
因
縁
を
持

て
そ
う
な

手
に
心

た
り
が
な
い
か

き

取
り
を
し
た
か

た
か
ら
な
ん
だ

か
思
い

た
る
事
が
あ
れ
ば
話
を

か
せ
て
欲
し
い

 
そ
う

さ
れ

あ
た
し
達
は

を
見
合
わ
せ
た

 
そ
し
て
す
ぐ
に
探
偵
に
話
を
し
始
め
た

真

人
を

ま
え

の
闇
を

け
ば
和
人
に
掛

か

た

罪
や
風

が

る
と
思

た
か
ら
だ

 
時

は

方
六
時
を
過
ぎ
て
い
た
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人
数
が
多
い
の
で
数
人
一
組
で

取
を
進
め
始
め
て
一
時
間
が
経

た

和
人
の
過
去
の
行

動

事
件
で

わ

た

と
の

性
そ
し
て
今
回
の
黒
幕
と
し
て
可
能
性
の
高
い
亡
国

機
業

に
つ
い
て

く
話
し
終
え
た

 
事
前
に
確
認
さ
れ
た
上
で
レ
コ

ダ

に
録

さ
れ
な
が
ら
の
話
だ

た
の
で
流

に
更
識

や

高

達
と
の
裏
話

黒
椿

製

の
本

の
経

ま
で
は
し
て
い
な
い
が

和
人

の
過
去
や
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の

の
武

そ
し
て

ア

ガ
ス

の
中
に
足
取
り
の

め

な
か

た
者
が
い
た
事
実
な
ど

亡
国
機
業

を
疑
う
要

は

ら
で
も
あ

た
の
で
問

は

あ
ま
り
な
い

 

郷
信
之
脱
獄
に

し
て
は
未
だ
ニ

ス
に
な

て
い
な
い
事
だ
が

備
に

わ

て
い

た
更
識
楯
無
が
発

し
た
事
で
裏
を

ら
れ
る
必
要
は
無
か

た

 
つ
ま
り
録

に
は

郷
脱
獄
の
た
め
に
和
人
の
身
動
き
を

じ
た
の
が
今
回
の
真

で
は
な

い
か
と
い
う
話
も
入

た
と
い
う

だ

そ
れ
か
ら

に
過
ぎ
な
い
が
和
人
を

め
た
可
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能
性
を
示

す
る
証

と
し
て
は
有

で
あ
る

 
そ
れ
と
は
別
に

な
メ
モ
も
取

て
い

た
八
神
探
偵
は

に
指
を

て
な
が
ら
う

む

と

た

な
る

ど

こ
う

う
の
も
な
ん
で
す
が

桐

谷
君
に
は

が
多
い
で
す
ね

そ
れ
だ
け
世
の
中
が
歪
な
ん
で
す

和
人
君
が
作

て
る

じ

な
い
で
す
よ

え
え

分
か

て
い
ま
す

中
傷

て
い
う
の
が
そ
も
そ
も
歪
で
す
し
ね

 
八
神
さ
ん
の

感
に
明
日
奈
が
い
ち

く
物

し
た

や
や
む
く
れ
た
よ
う
な
彼
女
の
表
情

を
前
に

探
偵
は

静
に

を
返
す

 
そ
こ
で
カ
ウ
ン
タ

で
ポ

ク
ビ

ン
ズ
を
食
べ
て
い
た
海

さ
ん
が

い
な
が
ら
会
話

に
参
加
し
た

な
ら
無

す
る
か

き

入
り
す
る
ト
コ
だ

そ
れ
に
真

向
か
ら
立
ち
向
か

て
く
か

ら

が
出
て
く
る
ん
だ
ろ
う
が

へ

そ
う
い
う
根
性
あ
る

い
じ

な
い

海

さ
ん
タ
イ
プ
は
ど

ち
か
と
い
う
と

外
じ

な
い
か
な

こ
う
い
う
場
合

だ
か
ら

な
ら

て
前

き
し
た
だ
ろ
う
が
よ

あ

そ
う
だ

け
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と

け
や
が

て

 

い
な
が
ら
そ
う

た
海

さ
ん
は

そ
れ
で

と
話
を
変
え
る
よ
う
に

け
た

タ

取

掛
か
り
は

め
た
か

桐

谷
君
の
知
り
合
い
の

ど
か
ら
話
を

け
た
お
陰
で
ね

真

人
探
し
と
い
う
よ
り
は

罪
組

に
繋
が

て
る

中
の

り
出
し
に
な
り
そ
う
だ
よ

り
出
し

ね

な
ら

ま
た
歌
舞

の

中
と
事
を
構
え
る
事
に
な
り
そ
う
だ
な

 

か
面
白
い
の
か
に
や
け
な
が
ら

う
海

さ
ん
に
八
神
さ
ん
が

と

み
を
零
し
た

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
よ

中
が

が
る
事

て
こ
と
は
つ
ま
り
真

に
近
付
い
て
る

て
事
で
も
あ
る
ん
だ

は
真

を
追
う
た
め
な
ら

が

手
で
も
容
赦
し
な
い

海

さ
ん
も

知

て
る
だ
ろ

へ
へ

ま

探
偵
が
真
実
追
う
の
を
止
め
た
ら

そ
れ
こ
そ
終
わ
り
だ
し
な

そ
う
い
う
こ
と

 

て
そ
う

た
八
神
さ
ん
は

に

を
立
つ
と
あ
た
し
達
に
向
か

て

く
一
礼
し
た

⻑
ら
く
付
き
合

て

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

達
は

く
事
件
の
共

者
内

者
の
情
報
を
探
り
に
動
き
ま
す

も
し

か
新
し
い
事
が
解

た
ら
さ

き

し
た
名

の
番
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に
メ

ル
な
り
電
話
な
り
し
て

け
る
と
助
か
り
ま
す

だ
が
ど
う
に
も
キ
ナ

い
か
ら
よ
学
生
の
お
前
さ
ん
ら
は

く
り
し
て
て
く
れ
や

間

違

て
も
自
分
か
ら

突

む
ん
じ

ね

ぞ

 
探
偵
と
そ
の

棒
の
二
人
は

真
剣
な

で
そ
う

た
あ
と

か
ら
立
ち
去

た

 
程
な
く

護
士
二
人
も

を
立
ち
去
り

あ
た
し
達
も
夜

く
な
る

だ

た
の
で
三

五

に
家
路
に

い
た

ダ
イ
シ

・
カ
フ

に
行
く
時
と
は
裏

に

今
の
み
ん
な
の
表

情
は

ち

い
た
も
の
に
な

て
い
た

  

者

別
の
主
人

が
主
人

を
助
け
る
展
開
大

き

お
目

し

し
ま
し
た

 

護
士
の
仕
事
は

さ
れ
た

人
の

護
だ
け
じ

な
く

に

さ
れ
て
る
人

に

し
て

に

を

て
容
疑
者
か
ら
外
す
事
も
仕
事
の
一
つ
な
の
で
八
神
さ

ん
が
行

た
事
は
お
か
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

た
だ

を

し
て

に
ス
ト

プ
を
掛
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け
る
ア
プ
ロ

チ
が
異

な
だ
け
で
す

に
ス
ト
レ

ト
に
い
く
と
こ
ろ
を

え
て

を

し
て
い
る
の
は

へ
の
不
信
感
故
で
す

 
八
神
が

護
依
頼
を

け
て
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
そ
の

は
彼
が
殺
人

罪
の
話
を

け
ば
色

と
動
き
回
る
の
は
確
実
な
の
で

 
ち
な
み
に
直
葉
達
に
は

護
士
の

業
を
名

て
な
い
し
そ
の

を
明
か
さ
な
く
て
い
い

よ
う
海

さ
ん
が

善
良
な
一

⺠

と
フ

ロ

し
て
る
の
で
気
付
か
れ
て
ま
せ
ん

 
し
か
し
探
偵
と
い
う
名

り
一
つ
で
裏
で
動
き
回

て
い
た
事
の
説
得
力
増
す
の
ズ
ル
過

ぎ
る
ん
よ

  
・
八
神

之

真
実
を
求
め
る

正
義
を
掲

る
探
偵

Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ

と

年
後
の

作

Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ｄ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

主
人

初
代
は
作
中
２
０
１
８
年

だ

た
の
で

本
作

２
０
２

年

で
は

と
な

て

い
る

 
愛
称

タ
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探
偵
業
を
始
め
て
十
年
目

 

事

に
も

が

く

法
律
に

し
い
の
は

護
士
だ

た
か
ら

そ
の
た

め
和
人
の
現
状
を
星

一
生
さ
お
り

か
ら

か
さ
れ

そ
の
も
の
を

止
す
る
た

め
に
動
き
回
り

見
事
不

内
定
を
勝
ち
取

た

 
つ
ま
り
前
話
ま
で
の
和
人
の
状
況
を

く
り
返
し
た
立

者

 
殺
人

罪
に

し
て
は
絶
対
許
さ
な
い
人
で
あ
る

 
現
在
は
和
人
の
来
歴
を
洗
い
今
回
の
事
件
の
不
可
解
さ
か
ら
内

者
を
洗
い
出
す
方
向
に
目

的
を
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
る

  
・
海

ま
さ
は
る

正

 
八
神
の

棒

兄

分

 
八
神
よ
り

つ
年
上
の

 

極
道

Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
の
物
語
が
始
ま
る

年
前
の
２
０
１

年
に
と
あ
る
事

件
が
あ

て
破

そ
の
時
に
立
ち
会

て
い
た
八
神
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
る
形
で
探
偵
事
務

に

身
を
寄
せ
て

以

は
八
神
の

棒
と
し
て
サ
ポ

ト
し
て
い
る
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し
が
あ
り

人
望
も
集
め
る
人

で

地
味
に
子

か
ら
も

か
れ
る

  
・

 

の
地

め
の
者

 
か
つ
て
八
神
と
い
が
み
合

て
い
た
が
そ
れ
は
信
念
を
以
て
仕
事
を
し
て
い
る
だ
け
の

を

り
上

た
男
ら
し
い

  
・

 

の

 
実
は

Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ

と

Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ｄ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

そ
れ
ぞ
れ
で
八
神

ら
と
事
を
構
え
た
事
が
あ
る

に

務

行

件
だ
が
そ
う
な

て
い
な
い
の
は
そ

れ
だ
け

上

が

て
い
た
か
ら

 
和
人

の
一
件
か
ら
直
葉
達
か
ら
不
信
感
を

か
れ
て
い
る

 
今
回

八
神
に
よ

て
目
論
見
を
完
全
に

さ
れ

あ
と

時
間
で
和
人
を

放
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
な

て
い
る
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・

組

 
和
人
を

め
た
勢
力

 

と
グ
ル
に
な

て
い
る
か
は
不
明
だ
が
内

者
を
潜
り

ま
せ
て
い
る
の
は
確
定
し
て

い
る

八
神
は
こ
の
内

者
と

そ
れ
と
繋
が
る
闇
を

こ
う
と
動
き
始
め
た

  
・
四
年
前
の
事
件
・
裁
判

 
今
話
で
は
序

に
分
か
る
触
り
し
か
触
れ
て
い
な
い

 

し
く
知
り
た
け
れ
ば

Ｌ
Ｏ
Ｓ

Ｔ

Ｄ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

を
プ
レ
イ
す
る
か
動

を
見
よ
う

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

舞
姫
編
 

策
士
策
ニ
溺
レ
ル

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
ダ
イ
ジ

ス
ト
進
行
で
す
が
許
し
て
く
だ
さ
い

 

点

子

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  

二

二
五
年
八
月
二
十
二
日

日

後
三
時
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和
人
が

さ
れ
て
一
日

が
経
過
し
た

 

来

は
容
疑
者
を

で
き
る
よ
う

し
そ
の

を
見
て

は

し
て
勝

で
き
る
か

か
を
判
断
し
確
実
に
勝

出
来
る
と

ん
で
か
ら

に

み
出
る
の
が
一

的
な

事
裁
判
の
在
り
方
ら
し
い

事
事
件
に

け
る
裁
判
で
の
有
罪

は

そ

う

わ
れ
る
の
は

さ
れ
た
時
点
で
有
罪
が
確
実

さ
れ
る

ど
の
証

が

て
い
る
か

ら
と
さ
れ
る

 
逆
に

え
ば

人
を
有
罪
に
持

て
行
け
る
だ
け
の
証

が
無
け
れ
ば
そ
も
そ
も

さ

れ
な
い

罪
な
の
に
有
罪
と
い
う

審
を
生
め
ば
そ
れ
は
法
の
無
能
さ
を

す
る
か
ら
だ

 
だ
か
ら

も

に
あ
た

て

重
に
な
る

然

も
そ
れ
が
分
か

て
い
る
か
ら

的
に

し

容
疑
者
が

人
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

 
し
か
し
今
回

は
七
色
と
い
う
証
人

監

カ
メ
ラ
の

像

コ
ア
の

情
報
や

動
ロ
グ
そ
し
て
ア
ミ

ス
フ

ア
と

サ

バ

の
ロ
グ
と
い
う
複
数
の
ア
リ
バ
イ
が

あ
る
和
人
を
問

無

で

し
た

護
人
達
か
ら
す
れ
ば
不
十
分
な
証

で
未
成
年
の
少

年
を
だ
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そ
ん
な

を
信

出
来
る

も
無
く

八
神
探
偵
事
務

は

め
手
に
出
た

 
彼
の

護
を

け
負

て
証

集
め
に
動
い
た

護
士
の
星

か
ら

け
た
情
報
収
集
の

依
頼
と
は
別
に

に
独
自
に

き
掛
け
た
事
で
内

で
不

に
な
る
よ
う
仕
向
け
た
の

だ 

い
や
和
人
を

め
よ
う
と
す
る
勢
力
は
こ
れ
で
手

ま
り
に
な

た
と

て

い
い

八
神
探
偵
が

う
に
は

に

す
る
権
限
は
法
的
に
存
在
し
な
い

そ
れ
を
持
つ

を
こ
ち
ら
の
味
方
に
付
け
た
以
上

打
て
る
手
は
非
常
に
限
ら
れ
る

 

の

意

す
な
わ
ち

事
の
身
内
の
誘

で
あ
る

 
そ
の
限
ら
れ
た
手
を
許
す

ど
更
識
も
甘
く
な
く

晩
か
ら
楯
無
は
部
下
に
指
示
を
出
し

事
や
星

達
に
密
か
に
護
衛
を
付
け
た

更
に
は

ノ
之

士
の
情
報

亡
国

機
業
の
乱
入
を
想
定
し
て
Ｂ
Ｉ
Ａ
の
戦
力
投
入
も

え
ら
れ
て
お
り
今
日
一
日
限
り
の

全
力

勢
が
取
ら
れ
て
い
る

 

然
と
い
う
べ
き
か

そ
の

護
の

に
は
和
人
と
親
し
い
私
達
も
入

て
い
る

 
生
還
者
学
園
は

日
も

前
中
だ
け

業
が
あ
る

そ
の
た
め

り
登

し
た
私
達

は

が
る
マ
ス
コ
ミ
か
ら

る
よ
う
に

に
入
り

で

に

り
つ
き

学
に
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し
む

そ
の
間
学
園
の
敷
地
ギ
リ
ギ
リ
外
に
は
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
の
二
人
が

り

ん
で
い
る

ら
し
い

ら
し
い
と
い
う
の
は
彼
女
ら
の

を
私
達
は
見
て
お
ら
ず
楯
無
か
ら

い
た
話
で

し
か
知
ら
な
い
か
ら
だ

 
二
人
は

夜
学
園
の

に
住
ん
で
い
る

や

達
を
守
る
た
め
に

の

を

護
し

そ
の
足
で
学
園
に
来
る
手

に
な

て
い
る
と

い
て
い
る

 
正
直

心
強
い
限
り
だ

た

 
ス
ト
レ
ア
は

手
剣
使
い
と
し
て
攻
略
組
で
戦

た
頼
も
し
い
タ
ン
ク
だ
し
ユ
イ
は
キ
リ
ト

の
技
術
を
体
感
し
見
て
学
ん
で
い
た
オ

ル
ラ
ウ
ン
ダ

彼
女
ら
の
守
り
を

く
と
な
れ
ば

義
姉
・
直
葉

み
の
技

か
あ
る
い
は
二
人
で
カ
バ

し
切
れ
な
い
人
数
が
必
要
だ
が
ど
ち

ら
も
ポ
ン
と

意
で
き
る

ど

な
事
で
は
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

け
た
安
心
感
は
私
に

日
よ
り
も
穏
や
か
な
学
園
生
活
を
送
ら
せ
て
く
れ
た

 

日
は
和
人
の
裁
判
無
罪
に
出
来
る
か
の
心
配
そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
や
学
友
達
か
ら
の

問

攻
め
に

し
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

け
て
い
た

思
い
返
せ
ば

日

け
た

業
の
内
容

は

ど
記

に
無
い

そ
れ

ど
集
中
で
き
て
い
な
か

た
の
だ

失
礼
し
ま
し
た
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そ
う
自
己
分

を
し
な
が
ら
私
は
教

か
ら
退

し
た

チ
ラ
リ
と
上
を
見
れ
ば

覚

の
プ
レ

ト
が
見
え
る

 
そ
し
て
廊
下
を
見
れ
ば

私
を
出

ち
し
て
い
た
妹
や

間
達
の

が
あ

た

す
み
ま
せ
ん

お

た
せ
し
ま
し
た

思
い
の
外
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
⻑
引
い
て
し
ま

て

気
に
し
な
く
て
い
い
わ
よ

多
分

み
ん
な
同
じ
く
ら
い
掛
か

て
る
し
ね

 

を
下

て

罪
す
る
と

気
風
の
良
さ
を
滲
ま
せ
な
が
ら

が

た

 
私
達
が
集
ま

て
い
る
の
は
こ
の
生
還
者
学
園
を
直

理
す
る
日
本

の
方
か
ら
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を

け
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
か
ら
だ

 
こ
の
学

に

う
生

に
は
そ
の
思

感
情
に
危
険
性
が
無
い
か
の
確
認
の
た
め
定
期
的

な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

そ
れ
が
突
発
的
に
行
わ
れ
た
理
由
は
明
か
さ
れ

て
い
な
い
が
和
人
と

わ
り
の
深
い
者
だ
け
が
集
め
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
彼

が
容
疑
者
に
さ
れ
て
い
る
殺
人
事
件
に

し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

 
そ
し
て

今
の
私
達
は
地
味
に
こ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
結
果
が
危
う
か

た
り
す
る

 

せ
私
達
は

つ
ま
り
国
家
権
力
に
対
し
て
不
信
感
を

い
て
い
る

の

人
に
も
裏
で
繋
が

て
い
る
人
間
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
疑

て
い
る
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そ
ん
な
私
達
の
深
層
心
理
が
影

し

危
険
判
定
を

け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が

あ

た

 
い
や
も
し
か
す
る
と
異
常
が
な
い
結
果
が
出
て
も
異
常
あ
り
と
で

ち
上

ら
れ
る
可
能

性
も
あ
る

姉
ち

ん

し
い

し
て
る
け
ど

か
不
安
な
事
で
も
あ
る
の

 
そ
の

念
を

し
た
の
か

木

が
心
配

な
表
情
で
問
い
か
け
て
き
た

 
彼
女
は

日
の
話
し
合
い
の
後
か
ら
ず

と
機

が
よ
く
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
も

の
対

応
を
見
せ
て
い
た

そ
ん
な
彼
女
を
不
安
に
さ
せ
る
よ
う
な
事
を

て
も
い
い
の
か
と
私
は

更
に
悩
み
始
め
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
結
果
が
気
に
な

て
る
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
こ
で
私
の
思

を

ん
だ
か
の
よ
う
に

た
の
は

だ

た

眼

を
掛
け
た
黒
髪

の
少
女
は

静
な
面
持
ち
で
私
を
じ

と
見
つ
め
て
い
る

こ
の
学
園
の

上

は

そ
し
て
和
人
を

し
て
る
ト
コ
も

に

え
ば
同
じ
よ

だ
か
ら
結
果
を

さ
れ
る
ん
じ

な
い
か

て
不
安
に
思

て
る

私
達
が

て
異
常
判
定

を

け
た
ら

的
に
和
人
も
異
常
判
定

い
さ
れ
る
そ
れ
が

の
証

に
な
り
か
ね
な
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い
と

え
た
か
ら

そ
う
じ

な
い

た
り
で
す

流

に

証

に
な
る
可
能
性
ま
で
は

え
て
ま
せ
ん
で
し
た
が

ま
私
も
自
分
で

て
て
な
ん
だ
け
ど
流

に
無
い
と
は
思
う
わ

証

と

う
に
は
不

確
実
過
ぎ
る
も
の

 
そ
う

た
後

彼
女
は

別
の
証

の
補
強
に
は
さ
れ
る
か
も
だ
け
ど

と
付
け
加
え
た

 
そ
の
場
に
い
る
私
達
は

を

ん
だ

彼
女
の

わ
ん
と
す
る
事
は
流

に
そ
こ
ま
で

わ

れ
れ
ば

す
る
に
あ
ま
り
あ

た
か
ら
だ

だ

 
や
め
や
め

こ
ん
な

く
な
る
の
は
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
よ
う

 
先
の

事
な
ん
て

達
に

分
か
ら
な
い
ん
だ
か
ら
よ

 
空
気
が
ズ

ン
と
重
く
な

た

一
人
の
⻘
年
が
そ
の
空
気
を
払

す
る
よ
う
に
声
を

上

た

そ
れ
は
月
夜
の
黒
猫

の
ム

ド
メ

カ

を
自
称
す
る

剣
使
い

ダ

カ
大

の

上

た
声

キ

プ

を
逆
に

た
彼
は

ん

ん
と
手
を

い
て

目
を
集
め
た
後

ニ

と
人

き
の
す
る

み
を
浮
か
べ
た

士
会
⻑
サ
ン
が
ア
リ
バ
イ
の
カ
メ
ラ

像
を
メ
デ

ア
に
出
し
て
く
れ
た
ん
だ
し
ネ

ト

の
意
見
も
和
人

護
に
逆
転
し
始
め
て
ん
だ

も
う
勝

た
も
同
然
だ
ろ

 

か
あ

た
時



 幕間之物語：舞姫編 〜策士策ニ溺レル〜

は
そ
ん
時
に

え
れ
ば
い
い
し

今
は
和
人
が
帰

て
き
た
時
の
お
祝
い
で
も

え
よ
う

 
そ
う
彼
が

う
と

彼
の

に
立

て
い
た

目
の
⻘
年

テ
ツ
オ樹

が

れ
た
声
を
上

る

お
前
な

そ
の

え
方
で
取
り
返
し
つ
か
な
く
な

た
の
忘
れ
て
な
い
か

 
流

に
行

き

た
り
ば

た
り
過
ぎ
る
だ
ろ

そ
う
だ
ぞ

少
し
は
あ
の
時
の
事
を
教

に

重
に
な

て
だ
な

 

樹
に

き

そ
ば
か
す
男
子
の
⻑

使
いサ

サ
マ
ルも

苦

を

し
た

 
そ
れ
に
大

が
焦

た
表
情
に
な
る

流

に
忘
れ
て
ね

よ

 

は
た
だ
場
を
和
ま
せ
よ
う
と
し
た
だ
け
で

大
体
そ
う
は

て
も

達
が
出
来
る
事

て

か
あ
る
か

え

け
る
事
だ
と
思
う

 
大

の
問

に

に
応
じ
た
の
は

だ

た

振
り
返

た
大

を
見
た
後

の
前

で
手
を
組
み
な
が
ら

は

葉
を

け
る

実

今
の
私
達
に
出
来
る
事
は
大

の

う

り

和
人
の
帰
り
を

つ
事
だ
と
は
思
う

で
も
リ
ス
ク
は
常
に

え
て
お
く
べ
き
と
も
思
う

あ
の
世
界
に

た
時
み
た
い
に

つ

て
も
な

流

に
気
が
滅
入
ら
ね
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後
悔
す
る
よ
り
マ
シ
だ
よ

特
に
身
近
な
人
が
ず

と
後
悔
し

け
て
無

す
る
の
を
見

て
る
よ
り
も

ず

と

す

が

い
ん
だ
け
ど

 
大

と

の
話
を

い
て
い
た
黒
猫

の
リ

ダ

・
ケ
イ
タ太

が
苦
い

で

い
た

そ
れ
を

い
た

が

に

こ
り
と

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
彼
の
方
を
向
い
て

う

い
の
は

だ
け

心
も
で
す

よ
ろ
し
い

 

を
引
き
つ
ら
せ
な
が
ら

え
る

太
に

は
う
ん
う
ん
と

面
の

み
で

く

 

彼
女
達
の
力

が

え
る
光

だ

た

出
会

た

の
弱

し
さ
と

べ
れ
ば

か

に
人
間
的
に
強
く
な

た
彼
女
を
見
て

私
と
木

は

を
見
合
わ
せ
苦

し
た

  
下

で

に
履
き

え
た
私
達
は
真

の

天
下
へ
と
足
を

み
出
し
た

容
赦
な
く
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り
付
け
る
陽
光
は
ア
ス
フ

ル
ト
や
レ
ン
ガ

め
の
地
面
を

し
発
生
し
た

気
が
私
達
に
真

の

さ
を
こ
れ
で
も
か
と
伝
え
て
き
た

 
そ
ん
な
私
達
を
他

に
運
動
場
や
テ
ニ
ス
コ

ト
な
ど
で
は
活
発
に
動
き
回
る
生

の

が

ち
ら

ら
見
え
た

い
い
な

ボ
ク
も
部
活

や

て
み
た
い

 
そ
の
光

を
見
て

を
歩
く

子
の
妹
が
ポ
ツ
リ
と

ら
す

 
こ
ん
な

さ
の
中
で
よ
く
そ
う

え
る
と
思
う
が

彼
女
は

来

さ
を
も
の
と
も
せ
ず
は

し

ぎ
回
る
子
だ

た
事
を
思
い
出
す

実

に
外
で
遊
び
回

て
い
た
の
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
キ

リ

ア
と
し
て

に

さ
れ
始
め
た
小
学
五
年
生

今
か
ら
六
年
以
上
も
前
の
こ
と

デ
ス

ゲ

ム
と
発
覚
す
る
ま
で
の
数
時
間
の
は
し

ぎ

り
を
思
い
返
せ
ば
彼
女
の
反
応
は
む
し

ろ

然
と

え
た

 
あ
る
い
は
一
女
学
生
の

れ
と
い
う
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

 
先

と
後

の

め
女
子
の
部
活
は
色

や
や
こ
し
い
上
に
ド
ロ
ド
ロ
な
裏

を
持
つ

と

く
が

意
気
投
合
す
る

間
が
い
れ
ば
華
や
か
な
⻘

に
も
な
り
得
る

⻘

と
い
う

甘

な

き
に

れ
を
持

て
し
ま
う
の
は

し
方
な
い
事
だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
し
か
し

和
人
の

間
の

一
人
と
し
て
部
活
に
は

属
し
て
い
な
い

 
生
還
者
学
園
は

部
や
テ
ニ
ス
部
バ
ス
ケ
部
な
ど
定
番
と
も

え
る
部
活
が
数
多
存
在
す

る
が

に
よ
り
そ
れ
ら
へ
の

属
を
強
制
さ
れ
る
事
は
な
い

会
復
帰
を
前

と
し

た
セ

フ
テ

ネ

ト
な
の
で

学
に
力
を
入
れ
る
事
が
学
生
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
は

え

来
の
方
向
性
と
し
て
ス
ポ

ツ

手
も
あ
る

で
そ
の
た
め
に
部
活
動
の
発
足
を

承
認
さ
れ
た
経

が
あ
る
と

二

の
話
を
和
人
経
由
で

か
さ
れ
て
い
る

ス
ポ

ツ

を

来
の
生
業
と
す
る
人
を

け
ば
部
活
動
は

味
の

と
も

え
る
わ
け
だ

 

来
的
に
は
地

や
全
国

合
へ
の
出
場
も
あ
り
得
る
が

現
状
は
他

と
の
交
流
も
無
く

同

会
レ
ベ
ル
の

に
収
ま

て
い
る

 
つ
ま
り

属
す
る
に
あ
た
り
か
な
り
敷

が

い

だ
が
そ
れ
で
も
私
達
が

属
し
て
い
な

い
の
は

私
達
の

リ
ア
ル

現
実
が
そ
こ
に
は
無
い
か
ら
だ
と
思
う

 
今
で
こ
そ
更
識
家
に
私
と
木

直
葉
は
身
を
寄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
入
学

初
は

桐

谷
家
か
ら
電
車

学
を
し
て
い
た

身
の
安
全
と
い
う
観
点
で

属
し
な
か

た
わ
け
で
は

な
か

た
の
だ

 
妹
も

く

⻘

へ
の

れ
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そ
れ
に
勝
る

理
由

を
私
達
は
持

て
い
た

で
も
ユ
ウ

部
活
に

属
す
る
と
ゲ

ム
を
す
る
時
間
が
無
く
な
る
わ
よ

そ

な
ん
だ
よ
ね

 
遠
回
し
に
和
人
と
会
う
時
間
が

る
ぞ
と
伝
え
る
と
こ
ち
ら
を
向
い
た
妹
が
悩
ま
し

な

に
な

た

 
意

は
と
も
か
く
発

だ
け
は
最

立

な
ゲ

マ

の
そ
れ
で
あ
る

花
の
女
子
高
生
と

呼
ば
れ
る
に
は
そ
ぐ
い
そ
う
に
な
か

た

 
そ
う

え
て
い
る
と

そ
う
だ

 
と
妹
が
声
を
上

た

Ａ
Ｌ
Ｏ
と
か

で
部
活
動
を
す
れ
ば
い
い
ん
じ

ん

 
そ
う

て

名

で
し

 
と

い
た

に
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

子
の
妹

彼
女
の

そ
れ
は
発
想
の
転
換
と

う
べ
き
か
二
兎
を
得
る

上
の
空
論
と

う
べ
き
か
悩
む
も
の
だ

た
が

え
そ
の
も
の
は
悪
く
な
い
か
も
と
思

て
し
ま
う
私
も
い
た

 
恋
を
す
る
⻘

を
送

て
い
る
身
で
は
あ
る
が
部
活
動
と
い
う
も
の
に
は
私
も

れ
を
持

て
い
る

 
そ
れ
を
体
験
で
き
る
か
も
と

え
心
を
動
か
さ
れ
な
い

ど

れ
て
は
い
な
か

た
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う

ん

そ
う
は

て
も

を
ど
う
や

て
す
る
つ
も
り

 
そ
も
そ
も
ゲ

ム
内

で
運
動
す
る
な
ら
レ
ベ
リ
ン
グ
を
す
る
人
の
方
が
多
い
気
が

 
そ
ん
な

え
に
一
番
な
り
そ
う
な
身
内
を
見
な
が
ら

う
と
彼
女
も
思
い

た
る
節
が
あ

た
の
か

そ

か

と

い
な
が
ら

線
を

が
せ
た

じ

あ
手

と
か
ど
う

 
そ
こ
で
話
を

い
て
い
た
明
日
奈
が
話
に
参
加
し
て
き
た

彼
女
も

か
れ
る
も
の
を
感
じ

て
い
る
の
か
興
味

な
表
情
を
し
て
い
る

手

て

裁

で
す
か

そ
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
だ
と

ど

の

値
回
復
に
し
か
使

て
な
か

た
し
そ
も
そ
も
取

て
る
人
が
少
な
か

た
か
ら
ね

木

も
初
体
験
で
し

ボ
ク
と
姉
ち

ん
は

ど
ア
シ

レ
イ
さ
ん
の
ト
コ
で
仕
立
て
て
も
ら

て
た
か
ら
取
る
必

要
性

か

た
し
ね

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
最
初
に
裁

ス
キ
ル
を
極
め
た
カ
リ
ス
マ
お

子
の
名
を
上

な
が

ら
妹
が
応
じ
る

彼
女
の
表
情
は
前
向
き
で

速

し
て
み
よ
う
か
と
い
う
意
気

み
が
見
て

取
れ
た
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帰

て
ダ
イ
ブ
し
た
ら
さ

そ
く
道

と

を

え
な
い
と

最
初
は

の

物
と
か
要
ら
な
い

を
再

す
る
形
で
練

し
た
ら
い
い
と
思
う
よ

あ
と
キ
リ
カ
君
が
最
近
プ
レ
ミ
ア
ち

ん
と
テ

ア
ち

ん
に
教
え
て
る
ら
し
い
し
参
加
し
て

み
た
ら
ど
う
か
な

 
コ
ツ
と
か
教
え
て
も
ら
え
る
か
も
よ

前
か
ら
思

て
た
け
ど

キ
リ
ト
と
キ
リ
カ

て
や

女
子
力
高
い
よ
ね

あ
の
子

ウ
チ
に
来
た

か
ら
家
事
全

出
来
て
ま
し
た
か
ら
ね

 
や
や

れ
る
よ
う
に
木

が

う
と
近
く
に
い
た
直
葉
が
や
や
遠
い
眼
で

た

四
つ

も
年
下
の
子

に

事
洗

裁

な
ど
で

北
を
味
わ

た
記

が

て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
ま
で
は

ジ

ジ

で
過
ご
し
て
い
た
彼
女
も
和
人
が
来
て
か
ら
は

も
意
識
す
る

よ
う
に
な

た
と
い
う
か
ら

な
シ

ク
だ

た
ら
し
い

裁

ね

鍛
冶
ば

か
だ

た
し

あ
た
し
も
や

て
み
よ
う
か
し
ら

わ
れ
て
み
れ
ば

わ
た
し
も

ば

か
り
だ

た
か
も

オ
レ

ち
も
や

た
こ
と
な
い
ナ

じ

あ
み
ん
な
で
す
る

 
私
は
裁

取

て
た
し

教
え
て
あ

ら
れ
る
よ

 
女
子
力
の
話
に
な

た
か
ら
か
別

で
話
し
て
い
た
女
子
も
こ
ち
ら
に
参
加
し
て
き
た
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子

朋
の
参
加
表
明
に
対
し

が
応
じ
る

 
女
子
組
の
中
で
裁

を
取

て
い
た
の
は
明
日
奈
と

の
二
人
だ
け
だ

た
の
で
彼
女
ら
を

師
と
し
て
今
日
は

で
裁

教

を
開
く
事
に
な

た

キ
リ
カ
達
と
い

し

に
す

る
か
は
後
で

す
る
と
い
う

 
そ
の
中
に
入

て
い
な
い
男
子
組
は
一
先
ず
レ
ベ
リ
ン
グ
で
時
間
を

す
つ
も
り
だ
そ
う
だ

ん

 
な
ん
だ
ろ

あ
れ

 
取
り

め
も
な
い
平
和
な
会
話
を
し
な
が
ら
正

へ
の
道
を
進
ん
で
い
る
と
木

が

と
声
を
上

た

 
会
話
を
し
て
い
た
私
達
も
つ
ら
れ
て
彼
女
が
向
く
方
を
見
る
と

も
の
白
い
バ
ン
が
正

を

り

内
に
入

て
く
る
と
こ
ろ
だ

た

か
の
業
者
か
と
思
い
つ
つ
道
を
開
け
る
た
め

に

に
寄
る

 
そ
の
私
達
の
前
で
バ
ン
が
止
ま

た

 
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
が
勢
い
よ
く
開
く

死
ね
や

あ
あ
あ

 
ド
ア
が
開
き
切
る
よ
り
も

く
バ
ン
か
ら
男
が

び
出
し
て
き
た

手
に
は
肉

の
中
華
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が
握
ら
れ
て
い
て

そ
れ
を
大
き
く
振
り
か
ぶ
り
な
が
ら

て
き
て
い
た

 
大
人
数
で

ま

て
い
た
せ
い
で

す
事
が
出
来
な
い
と
判
断
し
た
私
は

に

て
い
た

バ

グ
を

と
し

手
で
男
の

を

ん
で
止
め
に
掛
か

た

か
ら
直
葉
や
更
識
家
の

人
に
鍛
え
ら
れ
て
い
た
お
陰
か
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
凶
刃
が
止
ま
る

て
め

し
て
や
が
る

 
そ
の
隙
に
ダ

カ

が
男
を
突
き

ば
し
た

け
て
バ
ン
か
ら

り
て
来
た
男
に
突
き

ば
し
た
男
が
ぶ
つ
か
り

流
れ
が

絶
え
る

 
そ
こ
で

く
事

の
異
常
さ
を
把
握
し
た
部
活
に

ん
で
い
た
生

の
悲
鳴
が
上
が

た

姉
ち

ん

く
こ

ち
に

え

え
え

 
私
は
木

に
手
を
引
か
れ

来
た
道
を

る
形
で
襲
撃
者
か
ら

始
め
た

  
集

で
の
学
園
襲
撃
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お
よ
そ

常
と
は
思
え
な
い
そ
の

に
遭
遇
し
た
私
達
は
仮
想
世
界
で
は
無

の
強
さ
を

誇
る
剣
士
だ
が
現
実
で
は

無
力
に

し
い
一

⺠
だ

武
道
の
心
得
は
あ
る
が
そ
れ

も
鍛
え
始
め
て
数

月
程

凶
器
を
持

た
大
の
大
人
に
勝
て
る
と
自

れ
は
し
な
か

た

 

襲
に
ど
う
に
か
対
応
し

隙
を
突
い
て

出
す
こ
と
に
成

す
る

 
そ
の
私
達
を
バ
ン
か
ら

り
た
男
達
が
追
い

る

 
そ
の
様
子
を

越
し
に
見
て
い
た
私
は
正

を

た
更
な
る

入
者
の

に
気
付
い
た

そ

れ
は
中
型
バ
イ
ク

そ
れ
に
二
人

り
し
た
者
が

ま
じ
い
勢
い
で
止
ま

た
バ
ン
の
横
を
過

ぎ

男
達
も
追
い

い
た

 
直
後

ギ

ギ

ギ

ギ

 
と
け
た
た
ま
し
い
ブ
レ

キ

を
立
て

男
達
の

に
な

る
よ
う
に
バ
イ
ク
が
止
ま
る

生
憎
だ
け
ど

こ
こ
は

行
止
め
だ
よ

 
そ
う

た
の
は
運
転
手
の
男

バ
イ
ク
か
ら

り
ヘ
ル
メ

ト
を
外
し
て

わ
に
な

た

そ
の

は

探
偵
を
し
て
い
る
八
神

之
だ

た

な
ん
と
か
間
に
合

た
な

 
彼
に

い
て

た
の
は

八
神
探
偵
に

ま
る
形
で

り
し
て
い
た
小

で
華

な
子
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ヘ
ル
メ

ト
を
外
し
た
子

は
こ
ち
ら
を
見
て
安

の
息
を

い
た

か

和
人
君

 
も
う

放
し
て
も
ら
え
た
の

 
そ
の

き
を
一
番
に
表
し
た
の
は
明
日
奈
だ

た

 
彼
が

放
さ
れ
る

つ
ま
り
不

に
さ
れ
る
事
は
分
か

て
い
た

だ
が
彼
の
身
動

き
を

じ
た
い
勢
力
は
意
地
で
も
そ
の
状

を
⻑
引
か
せ
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
彼
の

束
は

時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

く
と

え
て
い
た
の
で
こ
れ

ど

く

放
さ
れ
る
と
は
予
想
外
だ

た
の
だ

 
そ
れ
を

ん
だ

き
を

彼
も
分
か

て
い
る
の
か
苦

を
零
し
た

八
神
さ
ん
の
お
陰
で
な

た
だ

そ
の
せ
い
で

こ
の
騒
ぎ
が

き
た

だ
け
ど

 
そ
う

て
足
を
止
め
た
襲
撃
者
達
へ
と
向
き
直
る
和
人

ど
う
や
ら
こ
の
襲
撃
者
は
和
人

を

め
た
勢
力
の
先

の
よ
う
だ

 
お
そ
ら
く

喪

て
も
い
い

捨
て

し

ら
く
せ

 

め
て
ぶ

殺
し
て
や
ら

 
そ
の
リ

ダ

格
ら
し
き
ガ
タ
イ
の
い
い
男
が
怒
鳴
る

呼
応
す
る
よ
う
に
そ
の

間
も

び

け
出
し
た

彼
ら
の
手
に
は

や
バ
タ
フ
ラ
イ
ナ
イ
フ
金
属
バ

ト
パ
イ
プ
棒
な
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ど
の
種

様

な
凶
器
が
握
ら
れ
て
い
る

 
そ
れ
に
対
し

八
神
探
偵
も
和
人
も

手

 
流

に
分
が
悪
い
の
で
は

と
思

て
い
る
と

彼
ら
の
横
に
二
つ
の
影
が

り
立

た

 
そ
の
影
の
主
は
こ
の
学
園
の
ど
こ
か
で

護
を
し
て
い
る
と

い
て
い
た
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア

だ

た
す
み
ま
せ
ん

手
間
取

て
し
ま
い
ま
し
た

ア
タ
シ
達
が

手
す
る
か
ら

二
人
は
み
ん
な
を
守

て
あ

て

 
そ
う

た
後

ユ
イ
達
は
男
達
に
向
か

て
い

た

 
見
た
目
は
女
性
そ
の
も
の
だ
が

そ
の
体
は

と

り
合
え
る
ス

ク
の
機

の
体

生

身
の
男
達
が
立
ち

え
る

も
無
く

二
分
と
掛
か
ら
ず
気
絶
さ
せ
ら
れ

さ
れ
た

 
八
神
探
偵
と
和
人
の
二
人
に
守
ら
れ
て
い
た
私
達
は

報
し
て

が
来
る
ま
で
の
間
二

人
か
ら

の
事
情
を

く
事
に
な

た

ど
う
に
も
和
人
は
今
回
の
襲
撃
者
に
つ
い
て
知

て

い
る
様
子
だ

た
か
ら
だ

正
直
に

う
と

が

罪
で

束
さ
れ
る
事
は
予
想
し
て
い
た
事
だ

た

 
話
し
始
め
た
彼
は

い
き
な
り
そ
う
切
り
出
し
て
き
た
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と
は

え

そ
の
内
容
に

き
は
な
い

い
き
な
り

さ
れ
た
事
に
私
達
も

き
は
し
た

が

罪
を
掛
け
ら
れ

身
動
き
を

じ
ら
れ
る
事
に
意
外
性
は
無
か

た
か
ら
だ

が
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
生
還
し
た
時
想
定
し
て
い
た

は
亡
国
機
業
一
つ
だ

た

け

ど
色

な
事
件
を
経
て

的
な
部
分
に
も

み

む
よ
う
に
な

て
か
ら
は

反

や
反

の
勢
力
の
事
も

え
る
よ
う
に
な

た

の

会
的
立
場
や
亡
国
機
業
へ
の
特
記
戦

力
と
し
て
の

力
を
失
わ
せ
る
一
手
と
し
て

罪
は
十
分

し
て
い
た
よ

監

さ
れ
る
事
を

容
認
し
て
い
た
理
由
の
一
つ
は
そ
れ
だ

 
そ
う

て
彼
は
こ
れ
ま
で
色

な
監

下
に

か
れ
て
い
た
状
況
は
意

し
て
い
た
事

だ

た
と
話
し
た

要
す
る
に
ア
リ
バ
イ
作
り
を
し
て
い
た

と

 
更
識
家
に

候
し
て
い
た

は

が
少
な
か

た

だ
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
以

は

に
名
を

る
よ
う
に
な
り

学
園
襲
撃
事
件
後
は

に
も

わ
り
出
し

た

彼
が
そ
の

点
を
変
え

重
な

備
体
制
の
下
に
身
を

く
よ
う
に
な

た
の
は

そ
れ
だ
け
自
分
を

め
よ
う
と
す
る

へ
の
対
抗
手

を
整
え
る
た
め

そ
う

い
て
は
い
た

が

ア
リ
バ
イ
作
り
も

ね
て
い
る
と
は
初

だ

た

今
回
の
斬
殺
事
件
が
か
な
り

だ

た
の
は

の
ア
リ
バ
イ
を

す
事
が

不
可
能
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だ

た
事
の
裏
返
し
だ
と
思
う

ア
バ
タ

に

し
て
束

士
が
解
説
す
れ
ば
一
発
で
解
明
さ
れ

る
事

客
観
的
な
証

が

て
る
以
上

が

罪
で
あ
る
事
は
明
白
だ

た

そ
れ
に
気
付

い
て

に

き
か
け
て
く
れ
た
八
神
さ
ん
の
お
陰
で

は

に
解
放
さ
れ
た

桐

谷
君
を

束
す
る
理
由
は
も
う
無
く
な

た

そ
れ
な
の
に

束
し

け
よ
う
と
す
る
な

ら
そ
う
し
よ
う
と
し
て
る

ツ
が
内

者
だ

か
ら
せ

つ
か
れ
て

解
放
し
な
い
な
ら

目
立
つ

そ
の
状
況
に
根
負
け
し
て

は
彼
を
解
放
し
た
ん
だ

 
和
人
に

き
裏
で
動
い
て
い
た
探
偵
の
⻘
年
も
語
る

探
偵
に
と

て
彼
の

放
は
内

者

を

り
出
す
手

の
一
つ
だ

た
が
そ
れ
が
思
い
の

か
う
ま
く
い

た
よ
う
で

に
目
星

は
付
け
て
い
る
と
い
う

 
そ
ん
な
彼
が
バ
イ
ク
を

り

こ
の
学
園
ま
で
来
た
の
は

ば
偶
然
の
事
だ

た
ら
し
い

 
八
神
さ
ん
は
ツ
テ
を

て

事
と
共
に

を

れ
和
人
の

放
を
要
求

⻑
い
話
し

合
い
の

に

手
が
根
負
け
し

無
事

放

 
そ
の
直
後

方

を

し
て
い
た
束

士
が

コ
ア
・
ネ

ト
ワ

ク
を

し

和
人
に

も
一
報
を
入
れ
た

武

し
た
集

が

地
で

れ
て
お
り
そ
の
一
つ
が
生
還
者
学
園
に
も
向

か

て
い
る

と
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そ
れ
を
知

た
和
人
は
バ
イ
ク
で
来
て
い
た
八
神
探
偵
を
頼
り
こ
こ
ま
で
直
行
し
た
の
だ
と

い
う本

を

う
と

無
銘

な
り

黒
椿

な
り
使

て
来
た
か

た
ん
だ
け
ど
な

亡
国
機
業

と
繋
が
り
が
あ
れ
ば
無

件
で
使
え
る
の
は

も
知

て
る

け
ど

中
が

亡
国
機
業

と
繋
が

て
る
証

が
出
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
以
上

今
後
の
た
め
に

ま
ら

な
い
方
が
い
い

て

が

た
ん
だ

 

を
使
え
ば
も

と

く
に
来
れ
て
い
た

そ
れ
を
止
め
た
の
は

探
偵

護
士
で
も
あ

る
八
神
さ
ん
の
よ
う
だ

た

今
回
は
法
を
悪

さ
れ
て
い
る
の
で
明
ら
か
な
物
証
が
出
て
く
る

ま
で

重
に
な
る
べ
き
だ
と
和
人
を

め
た
ら
し
い

 
実

は
⺠
間
人
を

で
襲

て
い
る
事

も
彼
の

使

件
に

ま
れ
る
の
だ
が

現
状

分
か

て
い
る

で
は

を
使

た

動
は

き
て
い
な
い
よ
う
だ

け
ど

こ
こ
か
ら
が
勝
負
ど
こ
ろ
だ

 
し
か
し
彼
は
ま
る
で
そ
の
事

が
来
る
と
確
信
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

た

そ
の
眼

に
は

と
し
た
闘

そ
し
て

そ
れ
と

の
怒
り
が

て
い
た

の
戦
う
理
由
は
み
ん
な
を
守
る
こ
と

だ
か
ら
ど
う
し
て
も
後
手
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
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初
手
は
必
ず

の
も
の
だ

 
そ
こ
ま
で

た
彼
は

で
も
こ
こ
か
ら
は
違
う

と
強
く

う

完

だ

二

目
は
も
う
許
さ
な
い

そ
の
た
め
に
し
ば
ら
く

は
亡
国
機
業
と

郷

信
之
の
対
応
に
動
く

だ
か
ら

仮
想
世
界
の
方
は

せ
た

 
そ
う

た
和
人
は
ヘ
ル
メ

ト
を

り
探
偵
が

る
バ
イ
ク
に

て
去

て
い

た

 
そ
の
後

れ
て

が
や

て
き
た
が
そ
の

と
ん
ど
は
ユ
イ
達
や
学
園
に

備

が
応

じ
た
の
で
私
達
は

時
間
で
解
放
さ
れ
る

学
園
の
正

を
出
た
と
こ
ろ
で

組
の

ら
と
別
れ
た
私
と
木

直
葉
は
正

前
に

ま

て
い
た
更
識
家
の
送

者
に

り

み

更
識

へ
の
帰
路
に

い
た

  
車
に

り

み

発
進
し
た
の
を
体
で
感
じ
た
私
は
静
か
に
息
を

い
た

 

を
見
れ
ば

の
前
に

し
て
い
た
情
報

や
記
者
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
達
の

が
流
れ
て
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い

て
い
る

を

れ
ば
男
性

者
の
和
人
の
身
内
を
保
護
し

護
す
る
た
め
の

候
と

送

と
い
う
対
応
を
以
前
ま
で
は
少
し

し
く
感
じ
て
い
た
の
だ
が
今
と
な

て
は
あ

て
よ
か

た
と
本
気
で
思
う

で
な
け
れ
ば
間
違
い
な
く
ど
こ
ま
で
も
追
い
か
け
ら
れ
終
い
に

は
桐

谷
家
の
前
で
ず

と

り

ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら

 
そ
れ
を

え
る
と

組
の
み
ん
な
の
苦
労
が

ば
れ
る

日
今
日
の
二
日
間
と
い
う

さ
と
は

え
流

に
記
者
達
の
し
つ
こ
さ
に
は

さ
せ
ら
れ
る

友
達
に
も

し
か
け
て

い
る
と
い
う
話
を

に
し
て
い
る
か
ら

更
だ

 
蔑
称
を
付
け
ら
れ
て
い
る
の
も

け
る
話
だ

た

明
日
奈
さ
ん

大

で
し

う
か

彼
女
だ
け
電
車

学
で
す
し

 
そ
ん
な
中
特
に
心
配
な
の
は
二
年
来
の
友
で
あ
り
姉
で
も
あ
る
結
城
明
日
奈
の
事
だ

彼

女
は

間
内
で

一
の
電
車

学
な
の
だ

本
人
は

生
活
を
切
望
し
た
の
だ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

の
事
で

親
や
兄
が

ど
く
心
配
し
て
い
た
事
そ
れ
と
入
学

時

親
は
明
日
奈
を
進
学

に
編
入
さ
せ
る

も
り
だ

た
事
か
ら

入
り
は
断
念
さ
せ
ら
れ
て
い
た

 
現
在
は
実

・

三

実
兄
・

一

か
ら

レ
ク
ト

の
経

や
苦
労
話
に
つ
い
て
学

ぶ
べ
く

得
し
た
上
で
自

か
ら
の
電
車

学
を

け
て
い
る
と

い
て
い
る
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そ
ん
な
彼
女
を

す

も
無
く
お
そ
ら
く
自

前
も

め

学
路
の
至
る
と
こ
ろ
に
記
者

達
は

ち
構
え
て
い
る

だ

そ
れ
を

と

け
ら
れ
て
大

か
と
私
は
心
配
だ

た

い
や

明
日
奈
な
ら
大

だ
と
思
う
よ

 
心
配
に

ら
れ
る
私
と
は
対

的
に

に

る
木

は

観
的
に

え
て
い
る
よ
う
だ

た

そ
れ
は
な

か
と
疑
問
の

線
を
投

る
と

子
の
妹
は
苦

を
浮
か
べ
な
が
ら
語

た

明
日
奈

て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
だ
と
女
性
プ
レ
イ

一
の
人
気
者
だ

た
も
ん

フ

ン
ク

ラ
ブ
に

め
寄
ら
れ
て
た
時
期
も
あ

た
し
そ
の
時
の
経
験
で
マ
ス
コ
ミ
の
対
応
は
問

な
い

と
思
う
ん
だ

あ

あ

た
わ
ね

そ
ん
な
事
も

 
も
う

か

の
事
の
よ
う
に
思
え
る
が
今
か
ら
一
年
近
く
前
は
全
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

の
希

望
と
し
て

攻
略
組

は
見
ら
れ
て
い
て

層
突
破
後
の

開
き

の
時
は
英
雄
の
如
く

り
上

ら
れ
て
い
た

ギ
ル
ド
リ

ダ

が
一
番
そ
れ
を

け
て
い
た
が
個
人
的
な
フ

ン

も
数
多
く

そ
れ
の

が

時

閃
光

の
異
名
で
知
ら
れ
た
ア
ス
ナ
だ

た
の
だ

 
知
名

で

え
ば
妹
の
ユ
ウ
キ
も
負
け
て
い
な
い

実

実
力
面
で

え
ば
女
性
最
強
は
妹

の
も
の
だ

た

リ

フ

は

郷
に
よ

て
ス
テ

タ
ス

を

け
て
い
な
か

た
の
で
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か
ら
見
れ
ば
ユ
ウ
キ
の
方
が
絶
対
的
に
強
か

た
の
だ

無
論
暗

の
了
解
的
に
リ

フ

の
方
が
強
い
と

も
が

え
て
い
た
の
だ
が

 
し
か
し
ビ
ジ

ア
ル
の
面
か
ら

れ
ば
女
性
的
な

し
さ
を
持

て
い
る
の
は
ア
ス
ナ
の

方
だ

た

そ
れ
は
つ
ま
り
男

け
と
い
う
観
点
で
フ

ン
の
数
は
彼
女
の
方
が
多
か

た

と
い
う
事
で
あ
る

 
要
す
る
に
ユ
ウ
キ
は
か
つ
て
数
多
の
男
に
声
を
掛
け
ら
れ
求

も

と
な
く
さ
れ
た
ら

し
い
経
験
を
活
か
し

記
者
を
う
ま
く

く
だ
ろ
う
と

え
て
い
る

だ

 

わ
れ
て
み
れ
ば

そ
れ
も
そ
う
か
も

と
私
も
思

た

 

し
て
は
い
な
い
も
の
の

月
前
か
ら
和
人
と
正
式
に
交

を
始
め
た
私
木

明

日
奈
直
葉

朋
虹
架
七
色
の
中
で
精
神
的
な
変
化
が
大
き
い
の
は
明
日
奈
だ

現
実
に

て
か
ら
の
彼
女
は
ど
こ
か
気
弱
だ

た
が
交

し
始
め
て
か
ら
少
し
ず
つ
攻
略
の

⻤
と
も

さ
れ
た
閃
光
の

に

り
始
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た

未
だ
変
化
は
小
さ
い

が

交

前
後
で

す
れ
ば
明
ら
か
だ

た

 
今
の
彼
女
な
ら
記
者
を
前
に

む
事
は
無
い
だ
ろ
う

む
し
ろ
斬
殺
事
件
に
つ
い
て
問

い
を
投

て
き
た
記
者
に
対
し

を
向
け
て

ら
せ
る
く
ら
い
す
る
か
も
し
れ
な
い
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死
へ
の
恐
怖
よ
り
も
ず

と
強
い
想
い
を
持
て
た
か
ら

 
そ
の
思
い
が

彼
女
を
は
じ
め
多
く
の

間
の
根
幹
に
な

て
い
る
の
な
ら

 
今
回
襲
撃
者
の
最
初
の

襲
を
ど
う
に
か
止
め
て
パ
ニ

ク
に
な
ら
な
か

た
私
も
そ

れ
を

け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

 
流
れ
行
く

色
を

う

と

め
な
が
ら
私
は

の

に

く
あ
た
た
か
な
も
の
に
思
い
を

馳
せ
た

  
本
作
生
還
者
組
は
危
険
な
状

に

れ
過
ぎ
て
る
の
で
事
件
後
も

に
世
間
話
し
て
そ
う

な
ん
で
す
よ
ね

プ
ロ
グ
レ
キ
リ
ト
の

非
日
常
を
日
常
に
す
る

が
形
に
な

た
感
じ

 
本
作
和
人
が
現
実
で
も
仮
想
で
も
命

て
る
状
況
に
引
き
ず
ら
れ
て
る
せ
い
で
す
ね

  
・
紺

子
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襲
を
ギ
リ
ギ
リ

い
だ
少
女

 
本
作
で
は
桐

谷
家
に
引
き
取
ら
れ
て
以

直
葉
に
師
事
す
る
形
で
武
道
を
学
ん
で
い
る

原
作
で
ユ
ウ
キ
以
上
の
才
覚
な
ら

と
か
な
る
で
し

う

わ

と
理
論

 
か
つ
て
絶
望
し
ユ
ウ
キ
に
依
存
す
る
理
由
と
な

た
目
の
前
に

る
死
の
恐
怖
を
自
力

で

ね

け
ら
れ
た

り
が

子
の
成
⻑
要

ユ
ウ
キ
達
が
得
た
強
さ
の
理
由
を
ラ
ン
も
持
て

た
の
だ

  
・
紺

木

 
目
の
前
で
姉
を
殺
さ
れ
か
け
た
妹

 
逆

に
触
れ
ら
れ
て
内
心
ガ
チ
ギ
レ
て
い
る
が
姉
の
安
全
を

先
し
て
い
る
の
で
抑
え

ん

で
い
る

刀
を
持

て
い
た
ら
立
ち
向
か

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
部
活
動
に

し
て
は

原

ホ
ロ
リ
ア

の
サ
ブ
イ
ベ
が

ネ
タ

  
・
桐

谷
直
葉

 
そ
の
実
力
を
発

で
き
な
か

た
人
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無
手
で
も
そ
れ
な
り
に
出
来
る
が

か
を
守
り
な
が
ら
は

れ
て
な
い
の
で

に

し

た

八
神
・
和
人
コ
ン
ビ
が

れ
て
い
れ
ば
参
加
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

  
・
八
神

之

 
お
助
け
探
偵
キ

ラ

 
ま
た
国
家

の
闇
を

ぎ
付
け
て
動
き
回

て
い
る

そ
の
一

で
知
り
合
い
の

事
と

共
に

を

れ

和
人
の

放
を

た

 
和
人
と
行
動
を
共
に
す
る
事
で
真
実
に
近
づ
け
る
と
確
信
し
て
い
る
の
で
一
緒
に
行
動
し
て
い

る  
・
桐

谷
和
人

 
主
人

 
今
回

様

な
人
に
助
け
ら
れ

約

時
間
で

放
さ
れ
た

罪
で

束
さ
れ
た
場
合
の

展
開
を
想
定
し
て
い
た
の
で
監

カ
メ
ラ
な
ど
様

な
記
録

体
で
ア
リ
バ
イ
作
り
証
人
作
り

を
し
て
い
た
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今
回
の
策
の

さ
か
ら

手
の
焦
り
ぶ
り
を

し

き

す
た
め
に
動
き
出
す

  
・
襲
撃
者
達

 

グ
レ
構
成

 
中
華

と
か
持

て
る
け
ど
別
に

う

は

な
い

和
人
ら
も

を
見
て
ノ

リ
ア
ク
シ

ン
な
の
で

ラ
フ
コ
フ
構
成

で
は
な
い

 
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に

亡
国
機
業

と
の

与
を
疑
え
る
が

に
反

や
生
還
者
学
園

を

ま
し
く
思
う
高

の
可
能
性
も
あ
る

彼
ら
を

し
て
回
り

す
る

を

ま
え
よ
う

と
し
て
い
る
の
が
八
神
と
和
人
の
現
状

ジ

ジ
ア
イ
ズ
だ
と

だ
け
ど

の
学
生
か
ら
す
る
と
一
人
い
る
だ
け
で
も

危
険
で
す
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
の
方
に
も
か
な
り
の
数
い

た
け
ど
数
分
で
制
圧
さ
れ

子
達

も
制
圧
さ
れ
た

  
・
キ
リ
カ

 
巫
女
二
人
の
裁

の
先
生
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現
状
リ
ア
ル
で
動
く
と

罪
が
増
え
か
ね
な
い
の
で
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
女
子
力
を
伝

し

て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
語

剣
道
編
 

先
ニ
立
タ
ヌ

ザ
ン
キ

慚
愧

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
ロ
ス
ト
・

ン
グ
編
か
ら
ず

と
出
番
が
無
か

た
キ

ラ
が
今
話
の
主

 

大
な
姉
が
い
る
と
苦
労
す
る
ん
や
な

て

 

点

ノ
之

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
全
国
中
学
剣
道
大
会

 
そ
れ
は
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
の
三
日
に

り

新

の
ホ

ル
に
て
開
か
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れ
た
中

部
の
全
国
大
会
だ

今
日
は
そ
の
最
終
日
で
あ
り
つ
い
先

ど
決
勝
戦
を
終
え
た
と

こ
ろ
で
あ
る

 
と
あ
る
中
学
の
剣
道
部
に

属
す
る
私
は

そ
の
大
会
で
二

目
と
な
る

勝
を
果
た
し
た

と
は

え
一

目
と
は
異
な
る
名
前
で
の
出
場
な
の
で
対
外
的
に
は
別
人
と
し
て

わ
れ
る

協
会
か
ら
贈

さ
れ
る
ト
ロ
フ

も
名
を
偽
る
過
程
で
邪
魔
に
な
る
か
ら
遠
か
ら
ず

分
さ

れ
る
事
が
決
ま

て
い
た

 
そ
れ
で
も

勝
の

に
立
て
た
事
は
と
て
も

な
事
だ

 
だ
が

私
の
内
心
は
陰
鬱
な
も
の
だ

た

 

二
年
前

 
重
要
人
物
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
日
本

の
指
示
で

か
ら
離
れ
名
を
変
え

地
の
学

と
点

と
し
て
い
た
私
は
と
あ
る
中
学
の
剣
道
部
に

属
し
た

そ
の
時
は

の
大
会
に
差
し
掛
か

て
い
た

い

よ
り
剣
道
を
学
ん
で
い
た
私
は
す
ぐ
に
部
活
の
エ

ス
と
し
て
期

さ
れ

合
に
出
場
す
る
よ
う
に
な

た

 
そ
う
し
て
中
学
一
年
に
し
て
異

の
全
国
大
会
出
場
に
な
り

 
そ
こ
で

私
は
負
け
た
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私
を
下
し
た

手
は
桐

谷
直
葉
と
い

た

黒
髪
を

で

え

い

の
中
学
二
年

生
だ

た

彼
女
は
全
て
の

合
で
一
本
も
取
ら
れ
る
事
無
く
圧
勝
し

勝
を
掻

た

無
論
私
も
一
本
も
取
れ
ず

北
を

し
た
一
人
だ

 
そ
の
事
実
を

け
容
れ
ら
れ
た
の
は
つ
い
最
近

お
よ
そ
二
年
の
時
を
要
し
た

 
姉
の
身
勝
手
さ
に
振
り
回
さ
れ
一
家
は
離

親
し
か

た
男
友
達
と
も
離
れ
離
れ
と
な
り

地
を
点

と
す
る
か
ら
特
定
の
友
人
も
出
来
な
い

仮
に
作

て
も
転

す
る
時
に
は
ま
た

別
の
名
前
に
な
る
か
ら

絡
も
取
れ
な
い

 
そ
ん
な
私
に
と

て
の
心
の

え
が

ノ
之
流

だ

た

 
源
流
が
古
武
術
故
無
手
や
二
刀
流
槍
な
ど
様

な
武
器
を

う
が
時
代
の
流
れ
に

て
か

本
は
剣
道
に

ら
れ
た
流

だ

そ
の

下
生
で
あ
る
自
身
も
主
に
剣
道
を
学
ぶ
身
だ

た 
剣
道
だ
け
が

心
の

り

だ

た
の
だ

 
家

と
共
に

ら
し
て
い
た
在
り
し
日
を
思
い
返
さ
せ
て
く
れ
た

 
そ
れ
が
桐

谷
直
葉
と
の

合
で

さ
れ
た

 
友
も
お
ら
ず
家

も
離
れ
離
れ
の
私
は

れ
に

れ
た

年
か
ら
の
鍛

も
家

や
友
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人
と
の
日

も

定
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
だ

た

 
だ
か
ら

こ
そ
は
勝
つ
と
意
気

ん
で
い
た

 
し
か
し

そ
の
意
気

み
は
空
し
く

る
事
に
な
る

 
私
が
中
学
二
年
直
葉
が
三
年
の
時
の
大
会
で
彼
女
は
出
場
し
て
い
な
か

た

そ
し
て
そ

の
大
会
で
私
は

勝
し
た

 
中
学
三
年
に
な

た
今
年
の
大
会
も
同
じ

無
論
そ
れ
は
あ
ち
ら
が
高

生
に
な

た
か
ら

と
い
う
話
だ

 
そ
し
て
私
は
来
年

発
明
者
の
妹
だ
か
ら
と

学
園
へ
の
入
学
が
決
ま

て
い
る

学
園
は
そ
の
性

上
ど
こ
か
の
大
会
に
参
加
し
な
い

つ
ま
り
高

剣
道
大
会
で

ま
み見

え
る
機
会

そ
の
も
の
が
な
い

 
そ
う

方
に

れ
て
い
る
私
の

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
の

が
入

て
き
た

デ
ス
ゲ

ム

解
放
の
立

者
の
名
前
も

性
も

そ
の
義
姉
と
し
て

桐

谷
直
葉
が
い
る
事
も

 
私
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に
興
味
を
示
し
た
の
は
そ
の
時
だ

 
彼
女
と
会
い

剣
で
立
ち
合
い
た
く
で
手
を
出
し
た

 
ネ

ト
を
少
し

べ
れ
ば
彼
女
の
リ
ア
ル
ネ

ム
と

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
ア
バ
タ

ネ

ム
を
探
し
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出
す
事
も
容

か

た

そ
の
お
陰
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で

触
す
る
事
も
出
来
た

ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム

そ
の
最
初
の

ヴ

ク
リ
ン
デ

で

私
は

間

と
共
に
い
る
彼
女
と
会

た

 

そ
し
て

桐

谷
和
人

一

と
も
再
会
し
た

 
あ
の
少
年
と
私
の
因
縁
は

く
な
い

対
外
的
に
は
二
日
だ
け
彼
が

た
剣
道
場
の

下

生
同
士

あ
る
い
は

私
が

い
て
い
た
秋
十
を

し
た
知
り
合
い

 
だ
が
実

は
違
う

 
剣
道
を

り

に
し
て
い
た
の
は

い

か
ら
変
わ
り
な
い

今
は

感
を

め
る
た
め
だ

が

い

は
そ
れ
の
強
さ
が
価
値
観
に
も
な

て
い
た

も

も

姉
も

そ
の
親
友
も

兄
と

て
い
た
秋
十
も

ノ
之
流
の

れ
か
を
修
め
て
強
か

た

 
だ
が
あ
の
少
年
は
二
日
で

め
た

 

い
や

今
思
え
ば

そ
れ
は
英
断
に
違
い
な
か

た

 
一
日
目

つ
ま
り
入

初
日
は
兄
弟
子
に
あ
た
る
秋
十
や
他
の

下
生
か
ら
一
方
的
に

か

れ
て
い
た

刀
の
持
ち
方
も
あ
や

や
構
え
方
や
振
り
方
も
知
ら
な
い
彼
は
兄
弟
子
た
ち

に
滅
多
打
ち
に
さ
れ
て
い
た
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そ
の

を

い
私
は
情
け
な
い
と
し
か
思

て
い
な
か

た

兄
で
あ
る
秋
十
は
す
ぐ

に
出
来
た
の
に
と

他
の

下
生
も
出
来
た
の
に
同
じ
男
な
の
に
な

出
来
な
い
の
か
と

 
物
心
付
い
た

か
ら

刀
を
握

て
い
た
私
は
そ
れ
が

に
で
も
出
来
る
事
だ
と
思
い

ん
で

い
た

 
私
は
他
の

下
生
と
共
に
彼
の

き
に
参
加
し
た

 
そ
し
て

二
日
目

 
彼
は
師

で
あ
る

に
直

判
し
道
場
か
ら
立
ち
去

た

後
に
彼
の
兄
姉
ら
と

論
に

な

た
ら
し
い
が

い
男
子
が
道
場
に
現
れ
る
事
は
二

と
無
か

た

 
妖
精
郷
で
の
再
会
は
そ
れ
以
来
だ

 
直
葉
に
つ
い
て

べ
る
過
程
で
彼
が
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
立

者
で
あ
る
事
も
秋
十
へ

の
復
讐
を
掛
け
て
己
の
分
身
と
殺
し
合

た
事
も
把
握
し
て
い
た
私
の
心
に

え
が
生
ま
れ
た

直
葉
へ
の
闘
争
心

剣
気
は

そ
の
時
に

え
て
し
ま

た

 
今
で
は
も
う
グ
チ

グ
チ

だ

 
ス
プ
リ
ガ
ン
の
剣
士
ブ
ル
ム
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
ロ
グ
イ
ン
し
リ

フ

に
勝
負
を
仕
掛

け
る

身
分
を
明
か
す
必
要
は
無
い

な
の
に
そ
れ
す
ら
出
来
な
い
の
は

故
な
の
か

気
付
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か
れ
る
と
予
感
し
そ
れ
に
恐
れ
て
い
る
か
ら
か

そ
の
恐
れ
だ
け
で
己
の

り

で
あ
る
剣

道
の

定
を

せ
な
い
己
が
ど
う
し
よ
う
も
な
く
情
け
な
い

 

よ
り
情
け
な
い
の
は
そ
れ
を
認
め
た
く
な
い
が
あ
ま
り

情
に

せ
て
剣
を
振
る
う
己

自
身

 
そ
の
果
て
に

り

い
た
全
国
大
会
で
の

勝
は

私
に
と

て

の

に
も
な
り
得

な
い

 
時
を

し
た
い
と
常

思
う

過
去
に

り
過
去
の
己
を
殺
し
私
が
歩
ん
で
き
た
全
て

を
無
か

た
事
に
し
た
い
と

 
剣
道

を
背
負
い

が
わ
れ
て
い
る
マ
ン
シ

ン
へ
の
帰

を
歩
き
な
が
ら
私
は
深
い
た

め
息
を

い
た

き

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
こ
で

を

か
ん
ば
か
り
の
女
性
の
悲
鳴
が

こ
え
た

 
方
向
は
前
方

ハ

と
し
て

け
て
い
た

を
上

れ
ば

人
か
の
男
達
が

の

行
人

に

力
を
振
る

て
い
る
光

が

た

中
に
は

り

め
る
バ
タ
フ
ラ
イ
ナ
イ
フ
や
メ
リ
ケ

ン
を
握
る
者
も
い
る
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そ
の
男
達
の

も
が
目
を
血

ら
せ

悦
に
歪
ん
だ

み
を
浮
か
べ
て
い
た

 

そ
の

み
が

記

に
あ
る
そ
れ
と
重
な

た

 

い
子

を

る
者
達
の
下

た

恐
ら
く
は
か
つ
て
の
己
も
浮
か
べ
て
い
た
の
だ
ろ

う
そ
れ
に

思
わ
ず

を

め
る

 
そ
れ
を
振
り
払
う
よ
う
に
私
は

物
か
ら

刀
を
取
り
出
し
今
ま
さ
に

ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
女
性
の
前
に

て
入

た

振
る
わ
れ
る

を

で

け
止
め

状

を
作
る

あ

 
男
は

に
意
識
を

い
て
い
な
か

た
の
か
私
の
乱
入
に

乱
な
声
を
上

惑
を
見

せ
た

そ
の
隙
を
突
い
て

を
弾
き

後
退
さ
せ
る

を

 

く

 
背
後
の

ら
し
き
女
性
に

う
と

彼
女
は

く

い
て

離
を
取

た

バ

グ
か
ら

を
取
り
出
す
の
を
見
送

た
後

私
は

め
て

達
へ
と
意
識
を
向
け
る

な
ん
だ

テ
メ

や
ん
の
か

そ
ん
な
オ
モ
チ

で
や
れ
る
と
思

て
の
か
よ

女
の
時
代
は
も
う
終
わ
り
な
ん
だ
よ

そ
れ
を
分
か
ら
せ
て
や
ら
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あ
る
者
は

を
あ
る
者
は
得
物
を
握
る
手
に
力
を

め
つ
つ
そ
う
怒
鳴

て
き
た

力

を
振
る
う
の
を
邪
魔
さ
れ
た
事
に

程
イ
ラ
つ
い
た
ら
し
い

そ
の
異
常
な
興

ぶ
り
か
ら
な

に
か
ク
ス
リ
を
し
て
い
る
可
能
性
も

え
ら
れ
た

 

れ
に
せ
よ

今
は
チ
ン
ピ
ラ
程

に
負
け
る

ど
私
も
弱
く
は
な
い

 
私
を
監

し
て
い
る
だ
ろ
う

の
手
の
者
も

れ
て
く
る
だ
ろ
う

と
い
う
希
望
的
観

も

み
で
の
事
だ

た

他
人
頼
り
で
は
あ
る
が
目
の
前
で

力
を
振
る
わ
れ
て
る
の
を
み
す

み
す
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
か

た

 

罪
に
も

な
り
は
し
な
い
の
に

死
ね
や
あ

 

刀
を
正
眼
に
構
え
る
私
に

り
か
か
ろ
う
と

り
出
そ
う
と
し
た
正
に
そ
の
時

近
し

て
き
た
バ
イ
ク
の
運
転
手
の

り
が

ん
で
き
て

髪
を
ツ
ン
ツ
ン
に
し
た
メ
リ
ケ
ン
男
が
横

に
吹

ん
だ

 
突
然
の
事

に
私
も
あ
ち
ら
も
動
き
が
止
ま
る

 
そ
れ
を
他

に

キ
キ

 
と

い
ブ
レ

キ

を
立
て
て
一

の
バ
イ
ク
が
止
ま
る

女
の
子
一
人
に

人
掛
か
り
だ
よ
お
前
ら
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運
転
手
ら
し
き
男
が
ヘ
ル
メ

ト
を
外
し
バ
イ
ク
を

り
な
が
ら

う

す
る
と
そ
の
後
ろ

に

て
い
た
ら
し
い
小

な
子

も

を

わ
に
し
た

 
そ
の

を
見
て

私
は
限
界
ま
で
目
を
見
開
き

い
た

 
こ
こ
二
日
で
殺
人

だ
の

罪
だ
の
と
大
騒
ぎ
に
な

て
い
た
デ
ス
ゲ

ム
ク
リ
ア
の
立

者

そ
し
て

私
の
原
罪
の
生
き
証
人
と
も

え
る
人
物
だ

た
か
ら
だ

お
前
は

な

こ
ん
な
と
こ
ろ
に

 
私
が

ら
し
た
声
に

彼
は
こ
ち
ら
を
一

し
た
が

す
ぐ
男
達
の
方
を
向
い
た

ク

が

 
テ
メ

ら

て

ぶ

殺
す

 
バ
イ
ク
運
転
手
の
男
に

り

ば
さ
れ
た
メ
リ
ケ
ン
男
が
怒
り
心

で

線
だ
け
で

殺
さ

ん
ば
か
り
に
こ
ち
ら
を

ん
で
き
て
い
た

そ
の

り
に
も
や
は
り
殺
気
立

た
男
達
が
複
数

世
間
話
す
る
な
ら

こ
い
つ
ら
を

し
て
か
ら
だ
な

 
そ
ん
な
男
達
を
前
に
バ
イ
ク
の
運
転
手
が
独
特
の
構
え
を
取
る

カ
ン
フ

に
も
似
た
そ
れ

を
見
て

か
ず
と

一

も
や
や

手
を

め
に
し
た
構
え
を
取

た

 
私
も
気
を
取
り
直
し

刀
を
正
眼
に
構
え
直
す

お

ち

ん

自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
る
な
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無
論
で
す

な
ら
安
心
だ

行
く
ぞ

 
バ
イ
ク
男
が
怒
声
を
上

た
の
を

切
り
に

私
達
の
乱
闘
が
幕
を
開
け
た

  
男
達
は
七
人

 
対
す
る
こ
ち
ら
は
三
人

 
数
の
上
で
は

勢
だ

た
が
結
果
は
こ
ち
ら
の
勝

で
収
ま

た

私
は
ナ
イ
フ
を
持

た

男
を
無
力
化
す
る
う
ち
に
バ
イ
ク
男
と

か
ず
と

一

が
残
る
六
人
を
な
ぎ
倒
し
た
か
ら
だ

二
人
と
も

無
手
な
の
に
恐
ろ
し
く
強
い
の
は

ん
だ
場
数
の
差
と
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う

 

達
が
歩
道
に
倒
れ

と
ま
ず
の
安
全
を
確
保
で
き
た
と
判
断
し
た
後

か
ず
と

一

が

を

取
り
出
し
て
ど
こ
か
に

絡
を
取
り
始
め
る

 
そ
れ
を
他

に

バ
イ
ク
男
が
こ
ち
ら
に
近
付
い
て
き
た

無
事
か

 

我
は
し
て
な
い
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え

え

な
ん
と
か

そ

か

な
ら
良
か

た

 
そ
う

て

ん
だ
男
は

か
ら
名

を
取
り
出
し

差
し
出
し
て
き
た

探
偵
を
し
て
る
八
神

て
い
う
ん
だ

今
は
あ

ち
に
い
る
桐

谷
君
の
依
頼
で

全

で

き
て
る

動
の

圧
に
動
い
て
る

は

は

て

え

 
こ
う
い
う
事
が

ま
だ
他
に

き
て
る
ん
で
す
か

 
思
わ
ず

然
と
し
て
し
ま

た

確
か
に
ホ

ム
レ
ス
や
不
良
の
た
ま
り
場
危
険
な
場

が

あ
る
と
学

か
ら
教
え
ら
れ
近
付
か
な
い
よ
う

意

さ
れ
て
は
い
た
が

が
そ
こ
か

し
こ
で

れ
回
る

ど

安
が
悪
い
と
は

い
た
覚
え
が
な
い

 
そ
の

き
を

し
た
ら
し
い
八
神
探
偵
は
苦

を
浮
か
べ
て

を
掻
い
た

そ
れ
か
ら

き

声
で

て
き
た

あ
と

に
来
た
の
は
別
件
も
あ
る

ノ
之
束

士
が
さ

君
を
守

て
欲
し
い

て

 

間
ど
く
ん
と

が

動
し
た

得
も

わ
れ
ぬ
不
安
に

ら
れ
思
わ
ず
探
偵
か
ら

離
を
取
る姉

さ
ん
が

 

の
目
的
で
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私
の
姉

 
天
災
と
自
他
と
も
に
認
め
る
女
性

 

を

え
て
い
る
か
分
か
ら
な
い

を
や
ら
か
す
か
知
れ
な
い
存
在

 
一
家
を

私
の

せ
を

に
し
た

本
人

 
そ
ん
な
人
が

今
更
に
な

て
な

私
を
守
ろ
う
と

う
の
か

重
要
人
物
保
護
プ
ロ
グ
ラ

ム

な
ど
と
い
う
も
の
に

わ
れ
て
い
る
私
を

な

今
に
な

て

目
的
も

も

大
切
だ
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
ん
だ
ろ
う

 
不
信
感
に

ら
れ
る
私
に
そ
う

て
き
た
の
は

で

絡
を
終
え
こ
ち
ら
に
近
付
い
て

き
て
い
た

か
ず
と

一

だ

た

私
に
向
け
ら
れ
た
表
情
に
は
ど
こ
か

れ
が
見
て
取
れ
た

 
そ
の

に
苛
立
ち
を
覚
え
た
私
は
ぐ

と

⻭
を

み

め
た
後

り
出
す
よ
う
に

葉

を
発
し
たあ

の
人
が

私
を
大
切
に
思

て
い
る

が
な
い

 

も
し

本

に
大
切
に
思

て
い
る
の
な
ら

 
身
勝
手
に

を
消
す
こ
と
も
一
家
離

を
止
め
な
か

た
事
も

き
な
か

た

な
の
だ

あ

そ
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そ
の

私
の

え
た
感
情
や
思
い
を

 
彼
は
ど
う
で
も
い
い
と

わ
ん
ば
か
り
の

で

気
な
く

と
一

で

き
捨
て

た
悪
い
が
ア
ン
タ
が

士
を
ど
う
思

て
い
よ
う
と
こ

ち
に
は

な
い

た
だ
ア
ン
タ
が

ま
る
と

こ

ち
の

合
が
悪
い
ん
だ
よ

ん

ま
た

合

か

 
か
ず
と

一

の

い
分
を

い
た
私
は

み
上

る
苛
立
ち
を

わ
に

い
た

 
い
つ
も
い
つ
も
い
つ
だ

て
そ
う
だ

た

家

が
離
れ
離
れ
に
な

た
の
も

地
を
転

し
て
い
る
の
も

と
か
出
来
た
友
人
と

絡
が
取
れ
な
い
の
も
全
部
他
人
の
身
勝
手
な

合
に
よ
る
も
の
だ

た

 
今
回
も

姉
の

合
が
悪
く
な
る
か
ら
守
ろ
う
と
し
て
い
る
だ
け

 
ど
う
で
も
よ
く
な

た
ら

ま
た
放
り
出
さ
れ
る
の
だ

 
そ
の
心
境
で

み
合

て
い
る
と
横
合
い
か
ら
空
気
を

ま
な
い
大
声
が
投

か
け
ら
れ
た

お

い
タ

 
こ

ち

て
け

 
そ
う

い
な
が
ら
手
を
振
る
の
は

手
な

シ

ツ
の
大
男
だ

た

そ
の

に
は
白
い



 幕間之物語：剣道編 〜先ニ立タヌ
ザ ン キ
慚愧〜

ボ

ク
ス
カ

が

ま

て
い
て
運
転

に

髪
の
⻘
年
助
手

に
サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛
け
た

オ

ル
バ

ク
の
男
性
が

て
い
た

少
な
く
と
も
運
転
手
の
⻘
年
以
外
は
先
の

に
似
た

気
を
感
じ
る

あ
れ

海

さ
ん

 

に

な
ん
で

ま
で

ン
な
事
は
い
い
か
ら

さ

さ
と

れ

そ
ろ
そ
ろ
増

が
来
ち
ま
う

 
助
手

に

る
サ
ン
グ
ラ
ス
の
男
が
そ
う

う
と

線
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
き
た

ち

ん
も

し
い
と
は
思
う
だ
ろ
う
が

て
く
れ

分
か
り
ま
し
た

 
正
直
確
か
に

し
さ

点
で
は
あ
り
そ
れ
に

る
の
はは

ば
から

れ
た

私
が
件
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
名
を
偽

て
い
る
の
は

ノ
之
束
と
い
う
世

の
大
天
才
を
意
の
ま
ま
に

ろ
う
と
す

る

か
ら
守
る
た
め
だ

同
時
に
他
国
に
対
す
る
ア
ド
バ
ン
テ

ジ
を
少
し
で
も
保

て
お
く

た
め
で
も
あ
る

 
つ
ま
り
こ
の
男
達
を
誘

と

え
る
事
も
出
来
る
の
だ
が

 
そ
こ
で
私
は
背
後
を
見
た

そ
こ
に
は

を
組
ん
で

む
黒
髪
黒
目
の
少
年
が

て
じ

と
私
が
バ
ン
に

り

む
の
を
見

て
い
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
恐
ら
く

よ
う
と
す
れ
ば
問

無

で

ら
え
る
だ
ろ
う
し

だ
か
ん
だ
と
文

を
付
け

て

す
れ
ば

や
は
り
力
ず
く
で

せ
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
予
想
が
浮
か
ぶ
が
し
か
し
彼
が
決
し
て
悪

な
人
間
で
な
い
と
は

知
レ
ベ
ル
の
認

識
だ

彼
が
信
じ
る
人
間
を
私
も
信
じ
る
事
に
し
た

 

分
と

合
の
い
い
人
間
だ
と
思
う

 
人
の

合
に
振
り
回
さ
れ
る
状
況
に

気
が
さ
し
て
い
る
の
に
そ
れ
に
甘
え
身
を

せ
て

い
る
自
分

 
そ
れ
が
私
は
一
番
不

快
だ

た

  
白
バ
ン
に

り

ん
だ
後

会

本
部
ビ
ル
ま
で
の
道
す
が
ら

な

私
を
守
る
必

要
が
あ
る
か
を
八
神
と

か
ず
と

一

組

海

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
く
れ
た

 
八
神
ら
は

地
の

を

圧
す
る
べ
く

備

を
敷
い
て
い
る
人
達
か
ら
場

を
指
示

さ
れ
小
回
り
の

く
バ
イ
ク
で

動
し
て
い
た

そ
ん
な
中

備

の
一
人
で
あ
る
姉
が



 幕間之物語：剣道編 〜先ニ立タヌ
ザ ン キ
慚愧〜

直

に
私
を
守
り
に
向
か
う
よ
う
依
頼
し
た

 
そ
の
裏
で

姉
は
八
神
探
偵
の

棒
で
あ
る
海

に
も

絡

私
を

会

の
本
部

ま
で
運
ぶ
仕
事
を
依
頼

そ
の
と
き

横

か
ら
来
て
い
た

髪
の
⻘
年

文

探

偵
事
務

を

ね
て
い
た

が
しと
お
る

も

へ
の
戦
力
と
し
て
参
加
を
表
明

そ
の
結
果
こ
の

面

で
の
送

と
い
う
事
に
な

た
ら
し
い

士
サ
ン
の
話
じ

妹
の
ア
ン
タ
だ
け
じ

な
く
そ
も
そ
も
和
人

の
人
間
の

か
し
ら

が

ま

て
も
マ
ズ
い
状
況
ら
し
い

 
そ
し
て
い
よ
い
よ
私
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
に
入

た

助
手

に

る
サ
ン
グ

ラ
ス
に
ス

ツ
の
男
・

が
語
り
始
め
た

フ

ン
ト
ム
・
タ
ス
ク

亡
国
機
業

だ

け
か

の

郷
信
之
の
他

同
じ

に
い
た
裁
判

ち
の

罪
者

を
脱
獄
さ
せ
た
の
も
そ
の
組

て
の
が

士
サ
ン
の
予
想
だ

そ
う
な
る
と
他
人
を
洗

で

き
る
技
術
持
ち
と

を
十
分
に
使
え
る
戦
力
が

た
事
に
な
る

無
人
機
が
あ
る

て
の

に
わ
ざ
わ
ざ
有
人
前

の
そ
れ
を

意
し
た

て
事
は
本
命
は
別

い
ま

れ
て
る

は
鉄

要
す
る
に
捨
て

て

だ

 
そ
う

が

う
と

引
き
継
ぐ
よ
う
に
運
転
中
の
⻘
年
・

が

を
開
い
た
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結
構

え
ら
れ
た
作
戦
だ
よ
ね

無
人
機
だ
け
だ
と
和
人
君
が
す
ぐ
に

を
使

て
制
圧
し

ち

う

だ
か
ら
こ
そ

生
身
の
人
間
を
先

に
使

て

乱
を
生
ん
だ
ん
だ

で
そ
の

乱
の
間
に
和
人

の
重
要
人
物
を

て
洗

し
ち
ま
え
ば
終
わ
り

て

法

だ

ア
ン
タ
を

え
ば

士
が
他
は
和
人
が
身
動
き
取
れ
な
く
な
る
し
た
だ

れ
る
だ
け
で

も

や

⺠
の
目
を
集
め
ら
れ
る

そ
れ
だ
け
で
亡
国
機
業
は

き
放

に
出
来
ち
ま
う

そ
れ
を

止
す
る
た
め
に
タ

を
足
に
対
抗
札
の
和
人
が

地
を
点

と
回

て

備
の

穴
を

め
つ
つ
情
報
を
集
め
て
る

て

だ

 

の
後
を
海

が
繋
い
で
語
る

 
そ
の
内
容
を
私
は
ど
う
に
か

み

も
う
と
す
る
が
ど
う
し
て
も
引

掛
か
り
を
覚
え
て

し
ま

て
い
た

で
す
が

私
は

か
ず
と

一

と
親
し
く
あ
り
ま
せ
ん

ま
し
て
姉
と
は

も
う

年
も

無
い
ん
だ
よ

他
人
か
ら
す
れ
ば

 

惑
う
私
に
ピ
シ

リ
と

た
の
は

や
は
り

か
ず
と

一

だ

た

に

る
彼
は

を
組
み

目
し
た
ま
ま

葉
を

け
て
い
く

ア
ン
タ
が
ど
れ
だ
け

定
し
よ
う
と

ノ
之
束
の
妹
と
い
う
立
場
か
ら
は

れ
ら
れ
な
い



 幕間之物語：剣道編 〜先ニ立タヌ
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ん
だ

立
場
を
変
え
名
を
変
え
た

で
す
ら
未
だ

一

と
し
て
の
風

を
背
負

て
る
よ
う
に

 
そ
う

て
彼
は
目
を
開
い
て
こ
ち
ら
を
見
て
い
た

感
情
を
浮
か
べ
な
い
黒
い

が
私
を

く
自
分
だ
け

ら
れ
る
と
思
う
な
よ

 
そ
の

葉
は

ま
る
で
過
去
か
ら
目
を
背
け
る
な
と

て
い
る
か
の
よ
う
だ

た

  
・

ノ
之

 
束
の
実
妹

と
同
年

 
重
要
人
物
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
名
を
変
え

地
を
点

と
し
て
い
る
が
束
は
そ
の

在
を
常
に
把
握
し
て
い
た
の
で
八
神
・
和
人

海

ら
を

護
に
送
ら
せ
ら
れ
た
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原
作
で
は
想
い
人
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
姉
へ
の
怒
り
意

か
ら
剣
道
に
打
ち

み

力
的
に

勝
し
て
い
る
が
本
作
で
は
善
悪
の
判
断
が
付
い
た
事
で
過
去
を

み
そ
れ
を

け
止
め
切
れ
ず
に
剣
道
に
依
存
し
た

の

勝
に
な

て
い
る

 
つ
ま
り
本
作
の

は

ダ
ウ
ナ

モ

ピ

 
物
心
つ
い
た

か
ら
剣
を
振

て
い
た
の
で
出
来
て

然
と
思
い

み

い

は
剣
の

強
さ
を
対
人

の
価
値

に

え
て
い
た

な
の
で
そ
れ
が
出
来
な
か

た
一

／
和
人
を

見
下
し

秋
十
に

い
て
い
た

秋
十
が

え
て

感

が
高
く
な
る
よ
う
仕
組
ん
で
い
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に
は
リ

フ

と
戦
い
た
い
が
た
め
に
ロ
グ
イ
ン

プ
レ
イ

名
は

ブ
ル
ム

ヴ

ク
リ
ン
デ
で
出
会
え
た
は
い
い
が
キ
リ
ト
も
そ
の
場
に
い
て
過
去
を
思
い
出
し
て
し
ま

い

以

を
見
せ
な
く
な

て
し
ま

た

 

的
に
は

直
葉
は

も
う
一

戦
い
た
い

手

和
人
は

後
ろ
め
た
さ
で
二

と

を

合
わ
せ
た
く
な
い

手

と
い
う
認
識

そ
れ
が
義
姉
弟
と
い
う
現
実
よ

 
本
人
の
望
ま
ぬ
と
こ
ろ
で

な
姉
目
的
で

さ
れ
る
状
況
に
な
り
思
わ
ぬ
再
会
を
果
た

す 
一

／
和
人
同
様

な
姉
と

さ
れ
る
こ
と
や
姉

で
振
り
回
さ
れ
る
事
に

悪



 幕間之物語：剣道編 〜先ニ立タヌ
ザ ン キ
慚愧〜

感
を
覚
え
て
い
る
が
彼
と
違

て
抗
う
気
力
は
無
い
の
で
海

ら
の
白
バ
ン
に

る
事
に
も

強
い

を
示
さ
な
か

た
原
作
だ
と
一

へ
の
恋
心
強
い
自
負
心
か
ら
確
実
に
一

は

論
し
て
い
る

  
・
桐

谷
和
人

 
因
縁
の

手
と
再
会
し
た
主
人

 
こ
ち
ら
は

ブ
ル
ム

の
正
体
に
気
付
い
て
な
い
の
で
実
に
五

六
年
越
し
の
再
会
の
認
識

そ
の
理
由
が

の
保
護

と
は

た
る

肉
か

姉
と
自
分
は

な
い

願
望

と
い
う

の
心
情
を
見

い
て
い
る

 
現
時
点
で
は

者
の

動
が
未
発
生
な
の
で

を
使

て
な
い

  
・
八
神

之

 
和
人
の
足
代
わ
り
に
さ
れ
て
い
る
探
偵

 
真
実
を
追
い
つ
つ

さ
れ
て
い
る
が
和
人
と
は
持
ち
つ
持
た
れ
つ
に
な

て
い
る

我
流

カ
ン
フ

合
気
道
を
体
得
し
て
お
り

し
は
か
な
り
の
も
の
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・
海

正

 
八
神
の
兄

分

 
八
神
ら
と
は
別
に
束
の
要
請
で
車
を

ら
せ
て
い
た

今
回
は

運
び

の
立
ち

  
・

 
海

の

弟
分

 
極
道
だ

た

の
海

の

弟

海

が
組
を
破

さ
れ
て
以

も

て
お
り
カ
タ
ギ
に

な

た
今
も

は
変
わ
ら
ず

 

は
ゲ

ム
セ
ン
タ

の

⻑
を
し
て
い
る

 
数
日
前
か
ら

し
な
く
動
い
て
い
た
兄

分
を
心
配
し
事
務

を

れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
戦

力
と
し
て
参
加
し
た

  
・

文

 
パ
ル
ク

ル
⻘
年



 幕間之物語：剣道編 〜先ニ立タヌ
ザ ン キ
慚愧〜

 
本
来
な
ら
横

に
い
る

だ
が

  



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
幕
間
之
物
語

剣
道
編
 

前
ヲ
向
ク
者

背
ヲ
向
ケ
ル
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
ま
だ
現
実

の
話
な
ん
じ

絡
ま
せ
た
か

た
ん
じ

 
速
め
の
投
稿
な
の
で

め
で
す

 

点

ノ
之

 

数

約
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

一

の
出
身
地

て

ど

こ
だ

 

え
は

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の

を
取
り
に
行

た
回

 



 幕間之物語：剣道編 〜前ヲ向ク者、背ヲ向ケル者〜

  
か
ず
と

一

の

葉
で
私
が

し

り
そ
の
空
気
を

し
て
か
車
内
の
大
人
四
人
も

く
は

を

じ
て
こ
ち
ら
の
様
子
を

て
い
た

そ
う
い
や

お
前

で
こ

ち
に
来
て
る
ん
だ

 
横

に

な
く
て
い
い
の
か
よ

 
そ
れ
が
数
分
も

い
た
時

に

れ
を
切
ら
し
た
か
八
神
探
偵
が
問
い
を
投

た

と
呼
ば
れ
た
運
転
手
の
⻘
年
は

信

で
バ
ン
が

ま

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
返
事
を
返
す

あ
あ

そ
れ
ね

実
は
ち

と

み
入

た
事
情
が
あ
る
ん
だ

み
入

た

 

か
依
頼
が
入

て
き
た
の
か

い
や
依
頼

て

じ

な
い
よ

た
だ
ウ
チ
の

⻑
と

⻑
が
八
神
さ
ん
に
力
を

し

た
方
が
良
い
か
も

て

独
自
に
動
い
て
た
だ
け

⻑

て

あ
あ

天

か

 

と
話
を
し
て
い
く

と
八
神

そ
の
中
で
出
て
き
た
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
知
ら
な
い

私
は
話
に
つ
い
て
い
け
ず

を

る
ば
か
り
だ

た
が

そ
れ
は

か
ず
と

一

も
同
じ
だ

た
の
か
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な
面
持
ち
で
会
話
す
る
二
人
を
見
つ
め
て
い
た

 
そ
れ
を
見
か
ね
た
か

海

が
補
足
し
て
く
れ
る

 

が

た

⻑
と
い
う
の
は
横

の

に
探
偵
事
務

を
構
え
て
い
る
男

名
前

を
つ

く

も

九
十
九

ま
こ
と一

と

い
数
年
前
に
八
神
に
影

さ
れ
て
探
偵
事
務

を

と
共
に
立
ち

上

た

の
エ
ン
ジ
ニ
ア

 

⻑

は
事
務

を
立
ち
上

て
か
ら

く
経

て
入

た
三
人
目
の
構
成

の
女
性

名
前
を

あ
ま
さ
わ

天
き

う
こ子

数
年
前
の
と
あ
る
事
件
で
八
神
ら
が
彼
ら
が

わ

た
事
件
の
高

で

ミ
ス
テ
リ

会

の
部
⻑
を
務
め

主
に
八
神
と

わ

て
い
た
女
子
生

ら
し
い

い

か
ら
ミ
ス
テ
リ

に
目
が
無
く

に
は
そ
れ
を

業
に
ま
で
し
て
し
ま
う

ど
大
の
ミ
ス

テ
リ

き
な
探
偵
と
の
事
だ

 
ど
ち
ら
も

の
キ
レ
る
人
物
で

罪
だ

た

の
歌
舞

斬
殺
事
件
に

し
て
八
神
ら
が

動
い
て
い
る
事
を
ど
こ
か
で
知

た
二
人
は

を

え
て
八
神
に
協
力
を
と

に

し

し
た
の
だ
と
い
う

の
殺
人
を

え
た
カ
メ
ラ

像

て
か
な
り

な
も
の
だ

た
じ

ん

 
あ
の

時
点
で

ら
も

に

疑
い
を
持

て
さ

し
か
も
そ
の
容
疑
者
が
桐

谷
君
で
八
神
さ
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ん
が
動
い
て
る

こ
れ
は
も
う

か
あ
る
な

て
気
が

も
し
て
た
ん
だ
よ
ね

だ
か
ら
九
十
九

君
達
の

は
正
直

り
に

だ

た
よ

が
容
疑
者
に
な
る
事
が

さ
ん
達
と
ど
ん
な

が
あ
る
ん
で
す
か

 
そ
の
説
明
を

い
て

か
ず
と

一

が
お
ず
お
ず
と
問
い
か
け
た

そ
れ
は
私
も
気
に
な

て
い
た
事

だ

た
の
で

て

へ
眼
を
向
け
る

 

バ
ン
が

り
始
め
た
と
こ
ろ
で
彼
は

を
開
い
た

さ

き
八
神
さ
ん
も

て
た
け
ど

が

属
し
て
る
探
偵
事
務

て
さ
横

に
あ
る

ん
だ

で

君
も

は
横

出
身
で
し

え
え

確
か
に

そ
う
で
し
た

 

か
に
目
を

め
な
が
ら

彼
は

定
を
返
し
た

 

の

て
い
る
事
は
本

だ

私
や
姉
の

ノ
之
家
彼
の
血
縁
で
あ
る

家
の
出
生

は
神
奈

横

の
と
あ
る
地

で
あ
る

の
探
偵
事
務

や
中
華

か
ら
は
や
や
離
れ

て
い
る
が

子

で
も
行
け
る

の

に
あ

た

 
そ
の
認
識
を
得
た
と
見
た
か

は
話
を

け
た

ウ
チ
の
事
務

さ
四
年
く
ら
い
前
に
イ
ジ
メ
に

す
る
デ
カ
い
依
頼
を
こ
な
し
た
実
績
が
あ
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る
ん
だ

加
え
て

⻑
は
ネ

ト
か
ら
的
確
に
情
報
を
集
め
る

お
陰
で
ち

と
離
れ
た

の

イ
ジ
メ
も
そ
の
気
に
な

た
ら

ら
で
も
集
め
ら
れ
た
ん
だ
よ
ね

依
頼
で

し
て
る
間
に
も

に
入

て
く
る
し

で
し

う
ね

・女
・尊
・男
・

・の
・原
・因

と

わ
れ
て
た
ん
で
す
か
ら

 

く

感
情
に

し
い
声

で
応
じ
る
少
年
に

大
人
組
が

か
に

を

め
た

 
私
は
と

え
ば

正
直

き
に
見
舞
わ
れ
て
い
た

 
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

で

わ
れ
た

時
彼
は
八

だ

た

そ
の
時
点
で
そ
こ
ま
で

わ
れ
て
い
た
の
か
と
あ
ま
り
ネ

ト
に
触
れ
な
か

た
私
は
い
つ
か
ど
こ
か
で

い
た
風

の
古
さ
に

い
た
の
だ

そ
れ
で

そ
れ
が
今
回
の

さ
ん
の
行
動
と

ど
う
繋
が
る
ん
で
す

う

ん

な
ん
て
い
う
の
か
な

出
来
な
か

た
事
を
し
た
か

た
と
い
う
か

は
い

 
⻭
切
れ
悪
い

の

え
に

惑
の
声
を

か
ず
と

一

が
上

た

惑
い
の
表
情
を
向
け
ら
れ
て

い
る
事
が
背
中
越
し
で
も
わ
か
る
の
か

運
転
中
の

は
片
手
で

を
掻
く

 
そ
の
彼
に
代
わ
る
よ
う
に

話
を

い
て
い
た
八
神
が

を
開
い
た
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要
す
る
に

達
は

に
依
頼
さ
れ
る

で
も
な
く

か
ら
桐

谷
君

り
の
イ
ジ
メ
問

の
情
報
集
め
を
し
て
い
た

た
だ
実

に
解
決
に
動
き
出
す
前
に

桐

谷
君
は
誘

さ
れ

て
し
ま

た

そ
の
結
果

ぶ
ら
り
ん
だ

た
事
を
今
や
ろ
う
と
し
て
い
る

そ
う
い
う

か
あ
あ

う
ん

そ
ん
な
と
こ
だ
よ

流

八
神
さ
ん

 
探
偵
の
推

に

横

の
探
偵
⻘
年
が

ず
か
し
そ
う
に
苦

を

ら
し

い
た

 
要
す
る
に

を

む
横

探
偵
組
は

か
ず
と

一

を
い
じ
め
て
い
る
状
況
を
問

し
大
事
に

な
る
前
に
解
決
し
よ
う
と
動
い
て
い
た
の
だ

恐
ら
く
は
最
悪
な
事

自
殺
に
繋
が
ら
な
い

よ
う
に

 
だ
が

実

に
動
き
出
す
前
に
彼
は
誘

さ
れ

問

は
空
中
分
解

 
後
に
残
る
の
は
加

者
達
だ

 
そ
こ
ま
で
思
い
至

た
と
こ
ろ
で

彼
が
あ

と
声
を
上

る

ま
さ
か

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

の
後
に
自

し
て
る
人
が
い
た
の

て

そ

ウ
チ
が
独
自
に

べ
回

て
た
イ
ジ
メ
の
証

を
突
き
付
け
た
か
ら

た
だ

時
は
表

立

て
動
け
な
か

た
ん
だ
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セ
ン
タ

も
取
り
合
わ
な
い
し

と
怒
り
を
抑
え
た
声
で

が

う

 
そ
れ
に
応
じ
た
の
は
助
手

に

る
サ
ン
グ
ラ
ス
に
ス

ツ

の
男
・

だ

た

だ
ろ
う
な

自
分
ン
と
こ
で
イ
ジ
メ
が
常

化
し
て
る
の
を
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上

た
い

ツ
は

い
ね

取
り
上

よ
う
と
し
て
も

上
に
圧
力
掛
け
ら
れ
て

み
消
さ
れ
ン
の
が
オ
チ
だ

特
に

時
は

じ

け

ん

だ

ん

女
性

権

体
も
い
た
か
ら
な

 
そ
う

た

に

き

海

が

う

二
回
目
の
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の

と

や

確
か
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
の
二

覇
応

だ
と

か
で
活
発
に
な

て
た
時
期
だ

そ
ん
な
時
期
に
和
人
を

え
ば
今

達
は
女
権

に
始

さ
れ
て
る

ぐ
る
み
で
や

て
た
上
に
行

も

認
し
て
た
ん
だ

動
き
た
く
て
も
動
け
な

か

た

て

だ

せ
め
て
そ
の
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
さ
ん
が
依
頼
さ
れ
た
時
に
す
ぐ
動
け
る
よ
う

備
だ
け
は
し
て

た
ん
だ
け
ど

て

和
人
君
か
ら
す
れ
ば

い

だ
よ
ね

ご
め
ん

 
車
が
止
ま

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
後
ろ
を
向
き

を
下

な
が
ら

罪
し
た

数
年

前
に
救
え
な
か

た
事
を
悔
や
む

振
り
を
見
せ
る
⻘
年
に
少
年
は

苦

を
浮
か
べ
い
え

と

を
振
る
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あ
の

に
味
方
は

な
く
て

じ

な
い
人
が
数
人
い
た
だ
け
で
し
た

そ
れ
で
も

そ
う
い
う
事
を
し
て
く
れ
て
い
る
人
も
い
た
と
知
れ
て

く
救
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う

て

彼
は
表
情
を

面
の

み
に
変
え

を
下

た

 
そ
れ
を
ま

す
ぐ
向
け
ら
れ
た

は

れ

そ
う
に

線
を

が
せ

手
を
振
る

い
い
よ

お
礼
な
ん
て

お
礼
さ
れ
る
程
の
こ
と
出
来
て
な
い
か
ら

い
い
え

お
礼
し
た
い
気
持
ち
に
な

て
る
の
で
さ
せ
て
下
さ
い

い
ず
れ
機
会
が
あ
れ

ば

そ
ち
ら
の

⻑
と

⻑
に
も
お
礼
さ
せ
て

き
た
い
で
す

そ

か

じ

あ

今

を

ら
な
い
と
だ
ね

 
そ
う

う
と

彼
は
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
切

た

 
な

か
と
思

て

り
を
見
回
せ
ば
話
し
て
い
る
間
に

動
し
て
い
た
よ
う
で
も
う

会

の
本
部
ビ
ル
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で

動
し
て
い
た

つ
ま
り
目
的
地
に

し

て
い
た
の
だ

 
し
か
し
ビ
ル
の
下
ま
で
は
ま
だ

離
が
あ
る

 
あ
あ
い
う
大
き
な
ビ
ル
は
入

に
横
付
け
出
来
る
よ
う
ス

ス
を
作

て
お
く
も
の
で
は
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と

を

て
い
る
と
そ
の

え
は
す
ぐ
に
分
か

た

ビ
ル
ま
で
二
三
百
メ

ト
ル
あ
る

大

り
を

ぐ
よ
う
に

十
人
も
の
男
達
が

ち
構
え
て
い
た
の
だ

 

は
レ
ス
ラ

や
浮
浪
者
の
二
極
化
を
し
て
い
た

 
そ
れ
を
認
め
八
神
や

達
が
バ
ン
を

り
て
い
く

和
人
も

り
る
と
そ
れ
を
見

め

た
海

が
声
を
掛
け
た

オ
イ
和
人

お
前
は

て
ろ

ち

ん
を
守
る

ツ
が
要
る
だ
ろ

そ
れ
を

う
な
ら

ア
レ
に
対
抗
で
き
る
戦
力
の
方
が
必
要
か
と

あ
あ

 

オ
イ
オ
イ

マ
ジ
か
よ

 
和
人
の

線
を

り
天
を

ぎ
見
た

シ

ツ
の
男
が

れ
た
声
を
出
す

身
を

り
出
し

て
私
も
上
空
を
見
上

る
と
そ
こ
に
は
黒
や

色
に

め

か
れ
た
ラ
フ

ル
・
リ
ヴ

イ
ブ

が
四
機
浮
遊
し
て
い
る
光

が
あ

た

 
そ
の

に
は
覚
え
が
あ

た

二

三

月

ど
前
に

か
ず
と

一

を
殺
そ
う
と

を
持
ち
だ
し

て

れ
た
過
去
を
持
ち

日

郷
と
同
じ
く
裁
判

ち
の
者
が
い
た

か
ら

を
消
し
た

一
人
と
し
て
指
名
手
配
の
報
道
を
さ
れ
て
い
た
者
達
だ

 
そ
の
リ

ダ

格
の
女
が
憎

し

に

を
歪
め

手
に
持
つ
ア
サ
ル
ト
カ
ノ
ン
の
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を
か
ず
と

一

に
向
け
た

ど
れ
だ
け
こ
の
日
を

た
こ
と
か

 
ア
ン
タ
の
せ
い
で

私
達
の
人
生
は
滅

苦

よ

 
殺
し
て
や
る

絶
対
に
殺
し
て
や
る

逆
恨
み
か
よ

み

と
も
ね

 
女
の
怒
声
を

海

が

れ
た
よ
う
に

を
振

た

れ

 
そ
の
反
応
に
女
は
一
発
で

し

の
先
を

か
ず
と

一

か
ら
海

に
向
け

に
引
き
金
を

引
い
た

ド

ン

 
と
空
気
を

わ
せ
る
重
い

き
が
木
霊
す
る

 

そ
の
時
に
は

か
ず
と

一

が
動
い
て
い
た

 
海

を
守
る
よ
う
に

蒼
の
大
楯
を

そ
れ
で
ア
サ
ル
ト
カ
ノ
ン
の

弾
を

い
で
い

た

発
す
る
弾

を
使

て
い
た
の
か

手
な

が
発
生
し
た
も
の
の
そ
れ
が
晴
れ
た
後
に

見
え
た
二
人
の

に

我
は
一
切
見
ら
れ
な
い

許
可
さ
れ
て
い
な
い
場
で
の
無
断
の

の
使

お
よ
び
⺠
間
人
へ
危

を
加
え
る
行

は

ア
ラ
ス
カ

約
違
反
だ

そ
れ
も
同
じ
罪
を
重
ね
て
い
る

加
え
て
立
場
上
ア
ン
タ
達
を
見
過

ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
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そ
う

た
後
彼
は
大
楯
か
ら
手
を
離
し
た

し
か
し
そ
れ
は

下
す
る
事
な
く

に

ま

る

彼
の

に
数
多
の
武
器
が
出
現
し

彼
は
そ
の
中
で
も
黒
と

の
剣
を
手
に
取

た

 

く
も

し
い
光
が
彼
の

体
か
ら

り
始
め
る

 

認
出
来
る

ど
の

が

生
さ
れ

彼
の
体
か
ら

れ
出
し
て
い
る
の
だ

 
ア
レ
が

の

一
仕
様
能
力

 
そ
し
て

あ
の

容
が

英
雄
と

わ
れ
た
者

Ｂ
Ｉ
Ａ
特
別

問
・対
・亡
・国
・機
・業
・特
・務
・戦
・闘
・

桐

谷
和
人

 
い
ざ
参
る

 
名

り
の
怒

を
上

た
彼
は

光
の

流
の

を
引
い
て
脱
獄

の
四
人
に
突
撃

あ
の
時
救
え
な
か

た
子

が
あ
ん
な
に
立

に
な

て
る
ん
だ

こ
こ
で
負
け
て
ち

向
け
出
来
な
い
ね

こ
り

あ

ら
も
気
合
入
れ
直
さ
ね

と
だ

し
ぶ
り
に
大

れ
し
や
し

う

兄

お

し

全
力
で
行
く
ぞ

応

 

十
人
も
の
男
を
前
に

と

ん
だ
四
人
組
が
気
勢
を
上

突



 幕間之物語：剣道編 〜前ヲ向ク者、背ヲ向ケル者〜

 
天
と
地
そ
れ
ぞ
れ
で
戦
い
の
火
ぶ
た
が
切

て

と
さ
れ
た

間
を
私
は
バ
ン
の
中
か
ら

一
歩
離
れ
た

で
見
つ
め
て
い
た

   
ラ
ス
ト
バ
ト
ル

い
掛
け
合
い
だ
け
ど
黒
幕
突
き
止
め
て
な
い
ん
だ
よ
な

 
ち
な
み
に
こ
の
後

掲
示
板
回
後

に
あ

た

じ

な
ど
に
繋
が
り
ま
す

 

ら
に
つ
い
て
は
後
付
け
設
定
に
な
り
ま
す
が
殺
人

罪
と
イ
ジ
メ

の
過
去
の
ダ
ブ

ル
パ
ン
チ

つ

い
風

で
有
名
だ

た
な
ら
九
十
九

は

り

み
も

ね
て

し
て
る
ん
じ

な
い
か
な
と

想
し
て
ま
し
た

イ
ジ
メ
自
殺
に
エ
グ
い
く
ら
い

わ

た
し

 
あ
と

Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ｄ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

の
天

は

業
後
間
違
い
な
く
八
神
か
九
十
九
の

事
務

に
入

て
る
に
違
い
な
い

願
望
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・

文

横

九
十
九

の
構
成

Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ｄ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

の
一
件
以
来

イ
ジ
メ

の
依
頼
が

い
て
お
り

そ

の
一

で
三
四
年
前
に
一

り
の

も
し
て
い
た

時
は
女
権

や

ぐ
る
み
と
い
う

の
イ
ジ
メ
更
に
依
頼
さ
れ
て
い
る

で
も
な
い
の
で
手
出
し
出
来
ず
そ
の
間
に
一

が

誘

さ
れ
る
形
で
失

間
に
合
わ
な
か

た
か
と
無
力
感
や
後
悔
を
覚
え
て
い
た

 
し
か
し

Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

の
ボ
ス
戦
放

以
来

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変

後
に
こ
こ

ぞ
と
ば
か
り
に
加

者
達
に
証

を
見
せ

自

さ
せ
た

 
自
殺
し
た

で
な
く
む
し
ろ

べ
た
か
ら
こ
そ
知

て
い
る
ど
ん

か
ら
這
い
上
が

た
和

人
の

に

内
心
感
動
し
て
い
る

  
・
九
十
九

一

 
ジ

ジ
シ
リ

ズ
の
キ

ラ

 
二
作
目
で
レ
ギ

ラ

メ
ン
バ

化
し
た
男

横

九
十
九

は
二
作
目
で
の
も
う
一
つ

の

点

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

も
な
い
技

を
持

て
お
り
そ
れ
を

使
し
て
探
偵
業
を



 幕間之物語：剣道編 〜前ヲ向ク者、背ヲ向ケル者〜

む
 
八
神
が
和
人
殺
人

罪

で
動
い
て
い
る
事
を
知
り

の
動
き
か
ら
き
な

さ
を
覚

え

八
神
へ
の
協
力
の
た
め

を
送
り

ん
だ

  
・
天

子

Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ｄ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

の
サ
ブ
キ

ラ

 
ミ
ス
テ
リ
大

き
少
女

そ
れ
が
高
じ
て
探
偵
業
を
高

を

業
後
九
十
九

の

⻑
と

し
て

し
た

 

の
銘
は

真
の
探
偵
で
あ
る
な
ら
ば
事
件
が

き
る
前
に
解
決
す
べ
し

 
和
人
殺
人

罪

り
に
き
な

さ
を
感
じ

八
神
に
協
力
し
た
方
が
良
い
と

で
判
断
し
た

  
・

ノ
之

 
人

と
し
て

わ
れ
て
い
る
少
女

 
束
を

る

と
し
て

わ
れ
て
お
り
現
在
和
人
八
神
探
偵
事
務

横

九
十
九

の
他

束

の
戦
力
が
守
護
に
回

て
い
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
本
来
な
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
出
し
て
い
る

の
仕
事
だ
が
全
く
も

て
機
能
し
て
い
な

い  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  
い
い
加

仮
想
世
界

に

り
ま
す

 



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

 
ネ

ト
の
反
応
 

バ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

の
掲
示
板
形
式

ダ
イ
ジ

ス
ト
進
行
す
る
の
が

だ

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

    
義
弟
は

歌
舞

斬
殺
事
件
に
つ
い
て

罪

 
そ
の



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
こ
は
主
に
桐

谷
和
人
に
つ
い
て
語
る

ス
レ
の
一
つ
で
す

 
桐

谷
和
人
の

ア
ン
チ
勢
の
方
は

ジ
バ

ク
推

 
桐

谷
和
人
に

す
る
ち

と
し
た

か
ら
ガ
チ
め
の
話
ま
で
リ
ア
ル
と
バ

チ

ル
問

わ
ず

一

り
上
が
り
た
い
人
だ
け
先
に
進
ん
で
下
さ
い

し
て
い
る
な
ら
過
去
話
も
可
で

す 

ス
レ
は

８
０
が
立
て
て
下
さ
い

  

ス
レ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
放

ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｅ
ｉ
ｙ
ｕ

ｕ
ｒ
ｏ

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
中
ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
ａ
ｏ
ｈ
ｏ
ｕ
ｅ
ｉ

 
ホ
ロ
ウ
戦
ス
レ



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
存
亡
を

け
た
戦
い

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ

 
対
女
権

生
身

撃

編

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｖ
ｓ
ｉ
ｓ

 
対

亡
国
機
業
・

学
園
襲
撃
編

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｐ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｍ

 
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
バ
イ
オ
ハ
ザ

ド
編

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ
ｂ
ａ
ｉ
ｏ

 

ス
レ

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ

人
は

歌
舞

斬
殺
事
件
に
つ
い
て

キ
リ
ト

 
そ
の

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ

ａ
ｂ
ｕ

ｉ
ｌ
ｌ
１

人
は

歌
舞

斬
殺
事
件
に
つ
い
て

キ
リ
ト

 
そ
の

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ

ａ
ｂ
ｕ

ｉ
ｌ
ｌ
２



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ス
レ
立
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

    

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ス
レ
立
て

  



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

    

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
初
日
は

だ
か
ん
だ
騒
が
れ
た
が

結

義
弟
は

罪

て
事
で
決
ま
り

い
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
リ
バ
イ
が
成
立
し
て
た
の
に
無
理
や
り

束
し
た
無
能

 
ナ
ニ

テ
ン
ノ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 

ノ
之
束

士
自
ら
が
ア
ミ

ス
フ

ア
を

い
て
リ
ア
ル
ア
バ
タ

を
動
か
す
時
同
時
に

ゲ

ム
は
出
来
な
い
ロ
ジ

ク
に
つ
い
て
解
説
し
た

世
論
が

く
り
返

た
な

 

は
最
初
か
ら
義
弟
が
や

て
な
い

て
分
か

て
た
が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
と

の

者
の

点
が

無
ら
し
い
し
な

 

家
と
も
桐

谷
家
と
も
な
い
上
に

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

で
も
な
い

完
全
無

な

ツ
を

る

ど
今
の
義
弟

て
ギ
ラ
ギ
ラ
し
て
な
い
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

密
に

え
ば

復
讐
心
に

て
動
く
理
由
が
今
の
と
こ
ろ
無
い
だ
け

 
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

め

  

名
無
し
の
プ
レ
イ



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

 
ま

色
ん
な
コ
メ
ン
テ

タ

が

て
た
よ
う
に
つ
ま
り
動
機
に
な
り
得
る
部
分
は

あ
る
ん
だ
よ
な

た
だ
そ
れ
を
実
行
に

す
キ

カ
ケ
が
無
い
だ
け
で

 
あ
の
男
が
殺
さ
れ
た
の

て
結

だ

た
ん
だ
ろ
う
か

 
な

あ
の
男
が

ば
れ
た
の
か
が
全
然
分
か

て
な
い
ん
だ
が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
一
部
界

だ
と
凶
器
と
し
て
義
弟
の
剣
を
使

て
た
事
に

さ
れ
た
メ

セ

ジ
が
あ
る
と

か
話

に
な

て
る
の
を
見
た
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
の
剣

 
あ
の

が
変
な
黒
い
剣
の
事
か

 
あ
ん
な
の

キ
リ
ト

て
使

て
た

け
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア

カ
イ
ブ
を
見
返
し
て
い
く
と
か
な
り
最
初
の
方
に
だ
け

て
た

有
識
者

く
第



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

五
十
層
フ
ロ
ア
ボ
ス

の
剣

で

七
十
八
層
攻
略
開
始
ま
で
の
間
ず

と
使
い

け
て
た
ら

し
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
七
十
八
層

と
い
う
と

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
直
前
ま
で
か

 
ボ
ス
戦
放

か
ら
見
始
め
た

ツ
が

ど
だ
ろ
う
し

そ
り

知
ら
な
い
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ
ま
り
あ
の
剣
を
わ
ざ
わ
ざ
使

て
人
を
殺
人
事
件
を

こ
し
た

だ
か
ら

人
や
そ
の
協

力
者
の
中
に
は
十
中
八
九
Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

が
い
る

だ

恐
ら
く
義
弟
に
怨
み
を
持

て

る

が

 
義
弟
を

め
る
だ
け
な
ら
だ
れ
で
も
良
か

た
説
も
あ
り
得
そ
う
だ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
に
し
て
は
え
ら
く

だ
よ
な



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

 

じ

な
い
か
ら

人

点
だ
け
ど

証

不
十
分
で
不

件
だ
ろ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ
の
監

カ
メ
ラ

像
だ
け
だ
と
特
定
す
ら

し
い

 

は
体

武
器
の
二
点
か
ら
一
発
で
桐

谷
和
人
を
容
疑
者
に

て

に
動
き

出
し
た
ら
し
い
が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
根

不
十
分
な
の
に
そ
の

速
さ

て
実

ど
う
な
の
よ

 

に
不
自
然
な
ん
だ
が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ワ
ン
チ

ン
義
弟
を
怨
ん
で

め
た
い
勢
力
と

が
組
ん
で
る
可
能
性
も
無
き
に

し
も
非
ず

 



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
十
年
近
く
前
に
も
あ

た
な

 
認
知

の
根
地

の
た
め
と
か
で

人
体
実
験
を

れ
て
し
て
た
新

開
発
者
と
グ
ル
に

な

て
た

が
追
い

め
ら
れ
た
時
バ
カ
ス
カ

者
を
撃
ち
殺
し
て
た
事
件
を
思
い
出
す

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
そ
の

か
ら
は

の
ス

パ

超
人

性
格
良
し
と
し
て
見
ら
れ
て
た
か

ら
ま

た
く
疑
わ
れ
て
な
か

た
ん
だ
よ
な

そ
れ
を

れ

に
自
分
で

た
死
体
の
事
件

を
追

て
た
ん
だ
か
ら

そ
り

ま
る
わ
け
な
い
と
い
う

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
し
か
も
新

は
結

人
間
に
は
有

で
開
発
中
止

 
こ

そ
り
人
体
実
験
し
て
て
死
ん
だ

者
を

す
た
め
に

開
発
者
は
更
に
殺
人
を
し
て

そ
れ
を
お

か
ぶ
せ
て

て
い
う
国
家

の
ト
ン
デ
モ
事
件
で
し
た
ね



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
今
回
も
そ
れ

件
か
も
し
れ
ん
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
な
に

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ど

こ
と

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
の
写
真
見
て
み

 

ｇ
ｈ
ｏ
ｉ

ｎ
ｂ
ｙ
ｕ
ｈ
ｖ
ｇ

ｐ
ｇ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
状
況
は
凶
器
持

て

れ
回

て
た
男
達
を

と
バ
イ
ク
で
現
れ
た
大
小
の
男
二
人
組
が

き

せ
た
時
の
写
真
な

 
小
さ
い
方
は
桐

谷
和
人

 
大
き
い
方
は
八
神

之

 
八
神
は
探
偵

護
士
と
し
て
色

や

て
る
人
で
ス
レ
に
も

が

て
た
新

事
件
を

く
の
に
最
も

し
た
人
だ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
そ
ん
な
人
お

た
ん
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

か
探
偵

て

業
と
し
て
成
立
し
て
ん
の
か

そ
れ

 

護
士

格
持

て
る
な
ら

で
そ

ち
や

て
な
い
ん
だ

 



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

 

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
ち

ど
女
尊
男

風

全

期
の
裁
判
で
色

あ

た
ん
だ
よ

今
は
復
権
し
て
る
け
ど

時
の

か
れ
よ
う
と
か

護
士
の
報
わ
れ
な
さ
を

え
る
と

り
た
く
な
い
と
思
う
の
も
無

理
な
い
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
数
年
越
し
に

罪
を
明
ら
か
に
し
て
そ
の
う
え
国
家

の
企
み
を

い
た
ス

パ

護

士
だ
か
ら
な

 
ち

と

べ
れ
ば
す
ぐ

索
に
も
ヒ

ト
す
る
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
国
家

の
企
み
と

て
も
悪
か

た
の
は
開
発
者
が

れ
て
し
て
た
人
体
実
験
で
あ

て

そ
の
も
の
は
悪
く
な
か

た
ん
だ
け
ど
ね

 
開
発
者
が
ア
カ
ン
か

た
の
よ

あ
の
事
件
は



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
し
か
し
そ
の
探
偵
と
義
弟
が
行
動
し
て
る
と
い
う
事
は
ま
た
な
に
か
国
家

の
企
み
に

付
い
た
ん
で
す
か
ね

 

の
良
い
ガ
キ
は
消
さ
れ
ち

う
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ネ

ト
の
情
報
を
見
た
限
り
だ
と

動

圧
に
解
放
の
英
雄
が
動
き
回

て
る
く
ら
い

し
か
分
か
ら
な
い
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
い
う
か
な

バ
イ
ク

 
義
弟
な
ら

を
使
え
る
だ
ろ
う
に

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

 
義
弟
は
か
な
り

重
な

備
と
監

を
さ
れ
て
る
身
だ
か
ら
な

 

約
で
許
可
さ
れ
た
場

以
外
で
の

展
開
は
禁
じ
ら
れ
て
る
し

Ｂ
Ｉ
Ａ

特
権
を
使
お

う
に
も
今
の

動
に

亡
国
機
業

が
明
確
に

与
し
て
る
か
も
多
分
分
か

て
な
い
ん
だ
ろ

 
そ
れ
を

く
た
め
に
片

か
ら

動

圧
に
動
い
て
る
の
か
も
し
れ
ん

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
も
そ
も
義
弟

放
さ
れ
て
ま
だ
一
時
間

ど
の

だ
し
な

 
状
況
が
分
か

て
な
い
の
は
み
ん
な
一
緒
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
こ
り

く
様
子
見
か
ね
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１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
大
体
情
報
が

ま

て
き
た
な

  
１

名
無
し
の

 

月

日

 

時

 

動
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
学
園
を
は
じ
め
新

な
ど
人

り
の

多
い

華

を
中
心
に
発
生

 
同
時

新

か
ら

放
さ
れ
た
義
弟
が

ら
か
の
形
で
知
り
合
い
に
な

た
か



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

依
頼
し
た
か
で
八
神
探
偵
を
頼
り
バ
イ
ク
で
学
園
ま
で

動

そ
こ
か
ら
近
い

に

地

の

達
と
協
力
し

彼
ら
を

圧
し
て
い
く

  
１

８
名
無
し
の

 
そ
し
て

時
現
在

 

会

本
部
ビ
ル
も
あ
る
六
本
木
で

先
日

郷
と
共
に

を
消
し
て
い
た

者
の
女
性

罪
者
が
複
数
現
れ

戦
闘
行

を
開
始

 
直
後

ノ
之
束
は
こ
れ
を

亡
国
機
業

の

行
と
判
断

 
こ
の
報
を

け

義
弟
も

を
使

て

動

圧
に
掛
か
り
始
め
た

様

  
１

名
無
し
の
実
況
者

 
自
分

六
本
木
近

住
⺠
か
ら
の
実
況
で
す

 
地
上
付
近
で
戦
お
う
と
し
た

中
が

め
て
上
空
に
吹

ん
だ
か
と
思

た
ら
そ
こ
か
し

こ
か
ら

が
集
ま

て

い
光
の

に

ま
れ
身
動
き
を

じ
ら
れ
て
い
ま
す

 
そ
れ
を
し
た
の
は
多
分
義
弟
で
し

う
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１

０
名
無
し
の
実
況
者

 

住
ま
い
の
大
学
生
で
す

 
さ

き
ま
で
大

れ
し
て
た

動
の

中
の
一
部
が
遠
く
に
見
え
る
光
に

い

ま
れ
る
よ
う

に

ん
で
い
き
ま
し
た

残

た

中
は
隙
を
突
い
た

や
力
自

の

⺠
に
よ

て
取
り

さ
え
ら
れ
て
ま
す

  
１
８
１
名
無
し
の
実
況
者

 

ノ
之

士

く

動
者
の
中
に
は

無
人
機
も
あ

た
ら
し
く

ん
で
行

た
の
は

反
応
で

の
よ
う
に
引
き
付
け
ら
れ
た
せ
い
だ
か
ら
と
の
こ
と

 
つ
ま
り

ん
で

た
の
は

残

た

ツ
は
生
身
の
人
間
と
い
う
事
だ

  
１

２
名
無
し
の

 
離
れ
て
い
て
も

反
応
で
判
別
で
き
る
の
か

 
気
を
探
る
み
た
い
で

な
ん
だ
か
ワ
ク
テ
カ
し
て
く
る
ぞ



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

  
１

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１

２

 
つ
ま
り

ら

地

上
ど
こ
に

れ
て
も
見
つ
か

て
殺
さ
れ
て
ま
う
ん
や
で

  
１

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

   
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
だ
か
ら
ア
イ
ツ
を
怒
ら
す
な
と

う
と
る
の
に

 

亡
国
機
業

の
目
的
は
い

た
い

な
ん
だ
ろ
う
か

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ら
し
き
男
は
人

の
進
化
と
か

て
た
け
ど
ま
さ
か
そ
の
思
想
を
引
き
継
い

で
る
と
か

 

と
は
別
の
方
法
で
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１

名
無
し
の
狂

 
そ
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
殺
人
罪
を
吹

掛
け
て

束
し
た

て
か

 
い
き
な
り
ウ
チ
の
シ
マ
で

れ
出
し
て

が
あ

た
の
か
と
思

て
た
が
な
ん
や
色

繋

が

て
き
た
や
な
い
か

  
１

８
名
無
し
の
ど
ら
ご
ん

 
あ
と
は
物
証
が
あ
れ
ば
い
い
ん
だ
が
な

  
１

名
無
し
の
狂

 
と
り
あ
え
ず

れ
て
る

を
片

か
ら
コ
マ
せ
ば
色

く
や
ろ

  
１

０
名
無
し
の
ど
ら
ご
ん

 
そ
れ
も
そ
う
か

 



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

 
１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

な
ん
か

の
付
く
自
由
業
な
方

い
発

が
見
え
た
よ
う
な

  
１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

ワ

ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ウ

ブ
だ
か
ら
な

 

め
れ
ば
見
て
る

の
一
人
や
二
人
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
さ

  
１

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
て
か
今
気
づ
い
た
け
ど
い
ま

動
し
て
る

ら
が
い
る
ト
コ

て
裏
道
に
入
る
と
ギ

ン
グ

と
か

グ
レ
が
い
る
ト
コ
ば
か
り
じ

ね

か

 
も
し
か
し
て
そ
い
つ
ら
が
一

に
表
で

れ
出
し
た
の
か

  
１

４
名
無
し
の
イ

ス
ト
マ
ン

 
そ
の
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
な

 
人
間
が
無
限
に
い
る

じ

ね

ん
だ

組

で
手
下
が
ご
ま
ん
と
い
る
よ
う
に
見
え
る
場
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合

大

は

増
し
さ
れ
て
る

 
そ
の

増
し
部
分
が

グ
レ
と
チ
ン
ピ
ラ

 
ア
タ
リ
が
ギ

ン
グ
だ
ろ
う
な

 
足
が
付
か
な
い
よ
う

絡
手

も
一
回
切
り
の
も
の
を
使

て
る
か
も
し
れ
ね

が

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う
い
う
の

て

安
で
逆
探
知
で
き
な
い
ん
だ
ろ
う
か

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

い
や

そ
も
そ
も
逆
探
知
と
か
不
要
な
の
で
は

 
義
弟
は

反
応
を
感
知
で
き
る

亡
国
機
業
の
主
力
は
非
束
製

な
ん
だ
し
そ
れ
を
追

す
れ
ば

ら
れ
て
も
追
い

め
ら
れ
る
の
で
は

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

 
あ
あ

そ
う
か

気
を
探
れ
る
ん
だ
か
ら

れ
て
も
無

だ

 
コ
ア
が
あ
る
以
上

気
を

す
と
か
出
来
る
わ
け
な
い
し

  
１

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
つ

て
も

な
ら

で
義
弟
は
ま
だ

動

圧
を

け
て
る
ん
だ

 
す
ぐ
に

亡
国
機
業

を

し
に
行
け
ば
い
い
の
に

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

か
し
ら
意
味
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
が

  
１
８
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

を
使
え
る
よ
う
に
な

て
も
探
偵
と
行
動
を
共
に
し
て
る

て
事
は

ま
だ

か
探
る
べ

き
事
が
残

て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う
な

  
１
８
１
名
無
し
の
プ
レ
イ
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ど
う

え
て
も

動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
示
し
合
わ
さ
れ
た
も
の
だ
し
そ
の
繋
が
り
を

て

る
の
か
も
ね

 
な
ん
な
ら
義
弟
の
ア
リ
バ
イ

像
出
た
り

放
の
話
し
て
る

り
に

動
が
始
ま

た
と
も

思
え
る
し

  
１
８
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
ん
で
も

護
士
の
再
来
を
ま
た
見
る
事
に
な
る
の
か
ね

  
１
８
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も
こ
の
場
合

人

て

に
な
る
ん
だ

 

亡
国
機
業

が
国

的
に
動
い
て
る
以
上

日
本

一
国
で
裁
け
な
い
だ
ろ

  
１
８
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
一
先
ず

動
で
傷

罪
に
な
る
だ
ろ
う

グ
レ
達
脱
獄
し
た

者
達
が

人
に
な
る
ん

じ

な
い
ん
で
す
か
ね

テ
ロ
組

と
繋
が

て
た

で
す
し
国
家
転

罪
に
も

し
か
ね
な



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

い
の
で
は

  
１
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で
も

心
の

郷
信
之
に

し
て
は

無
い
な

 

も

Ｓ
Ａ
Ｏ
プ
レ
イ

だ
か
ら
あ
の
男
が

放
し
に
な

て
る
と
不
安
で
仕
方
な
い
ん

だ
が

  
１
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
記

精
神

意
識
の

 
記

の

化

 
こ
の
二
つ
を

手
の
了
承
も
取
ら
ず
に
人
体
実
験
し
よ
う
と
し
て
い
た
男
だ
か
ら
な

そ
も
そ

も

場
へ
の

心
で
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
狂
人

を
し
て
く
る
か
ホ
ン
ト
に
分
か
ら
ん

  
１
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

郷
脱
獄
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
し
て
新

が
や
ら
か
し
て
る

だ
し
な
ん
と
か
責
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持

て
と

ま
え
て
も
ら
い
た
い

あ
ん
な
カ
メ
ラ

像
一
つ
で
義
弟
を

し
な
き

郷

が
人
知
れ
ず
脱
獄
す
る
な
ん
て
事

き
な
か

た
だ
ろ

た
い

  
１
８
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

中
に

備

え
が
あ

た
の

て

亡
国
機
業

の
襲
撃
の
一

番
の
目
的
が

コ
ア
や
和
人
自
身
で
は
な
く

技
術
面
の

郷
で
は
な
い
か

て
気
付
い
た
か

ら
だ

た
ら
し
い

そ
れ
で
一
回
を
再

ら
え
た

て
ニ

ス
に
な

て
た

 
ア
レ
の
指
示
を

ば
し
た
の
が
義
弟
だ

て
話
が
あ

た
け
ど

罪
と
脱
獄
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を

え
る
と
マ
ジ

い
よ
な

  
１
８

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に
内

者
が
い
る
の
か

 
そ
れ
と
も

そ
の
も
の
が

て
い
る
の
か

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
義
弟
の

備
が
デ

タ
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
た

ア

ガ
ス

に

亡
国

機
業
の
一

が
潜
入
し
て
い
た
事
実
を

み
る
に

も
同
じ

を

ん
で
し
ま

た



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

い
よ
な

  
１

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
新

と
な
る
と
正
に
こ
の
ス
レ
の
上
の
方
で
書
か
れ
て
た
事
件
の

殺
人

と
も

絡
ん
で
る
ト
コ
じ

な
い
か

裏
カ
ジ
ノ
を
経

し
て
る
の
を
見

し
て
た
り
裏
で
反

と
繋

が
り
が
あ

た
り

問

の
あ
る

事
し
か
い
な
い
な
あ
そ
こ

  
１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
も
そ
も
新

が
問

し
か

き
な
い
場

だ
か
ら

事
も
問

に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
ん
や
で

  
１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
目
的
の
た
め
に
手

を

ば
ず
悪

事
に
な
る

ツ
も
い
る

て

か

  
１

３
名
無
し
の
プ
レ
イ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
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あ
の
ど
う
見
て
も

な
義
弟
の

も
そ
の
悪

事
が
内

者
に
な

て
手
引
き
し
て

た
ん
じ

な
い
か
ね

  
１

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
き
な
り

す
る
だ
け
の
理
由

説
得
性
を
悪

事
が
持
て
る
か

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
数
年
前
の
前

が
あ
る
か
ら

と
も

え
ん
な

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
も
あ
れ

護
士
探
偵
と
現
代
の
英
雄
の
二
人
に
は
一

も

く
亡
国
機
業
を

し
て

欲
し
い
よ

 



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

  
・

 
和
人
が

束
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ

 
取
り

て
る
殺
人
事
件
が
新

歌
舞

の
も
の
な
の
で

わ

て
い
る
の
は

新

が
如
く
や
ジ

ジ
ア
イ
ズ
シ
リ

ズ
で
出
て
く
る

は
大
体
こ
こ

神

は
歌
舞

が
モ
チ

フ
の
た
め

 
ス
レ
で
語
ら
れ
た
件
は

ジ

ジ
ア
イ
ズ

に

し
て
い
る

  
・

動
組

 

中
心
部
で

的
に

れ
始
め
た
者
達

 
チ
ン
ピ
ラ

グ
レ
ギ

ン
グ
を
問
わ
ず

れ
て
お
り
時
間
が
経

て
か
ら
は
脱
獄
し
て

い
た

者
も
加
わ

た

 
現
在

者
ギ

ン
グ
ら
に
交
じ

て
い
た
無
人
機
は
和
人
に
よ
り
無
力
化
さ
れ
て
い
る

  
・
名
無
し
の
狂
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歌
舞

に
い
る
男

 

備
会

め
な
の
で

わ
ら
な
い

が
な
い

も
う

前
の

だ
が

 

そ
こ
の

ち

ん

止
ま
り
な
さ
い

  
・
名
無
し
の
ど
ら
ご
ん

 
歌
舞

に
呼
ば
れ
る
男

 
今
日
も
裏

会
の
ど
こ
か
で
チ
ン
ピ
ラ
を

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

も
う

前
の

だ

が  
・
名
無
し
の
イ

ス
ト
マ
ン

 
歌
舞

に
い
る
男

 

は
子

も
遊
べ
る
ゲ

ム
セ
ン
タ

の

⻑
を
し
て
い
る
が
偶
に
チ
ン
ピ
ラ
を
シ
メ
て

い
る
ら
し
い

  
・
八
神

和
人



 ネットの反応 〜バックグラウンド〜

 

動

圧
コ
ン
ビ

 
和
人
の

罪
が
晴
れ
た
の
で
八
神
が

わ
る
必
要
性
は
無
い
の
だ
が

亡
国
機
業

と
内

し
て
る
も
の
を

り
出
す
た
め
に
同
行
し

グ
レ
達
を

ら
し
め
て
い
る

 
ち
な
み
に
バ
イ
ク
は
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ｄ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
の
ユ

ス
ド
ラ
マ
に

わ

て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
七
話
 

動
き
出
す
悪
意

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
⻑
ら
く
空
い
て

し

あ
り
ま
せ
ん

 
イ
ン
ス
ピ
レ

シ

ン

が

 
黒
幕

の

な

備
と
か

写
す
る
気
力
が
無
か

た
し

そ
ろ
そ
ろ

編
終
わ

ら
せ
た
か

た
の
で

リ
ア
ル
に
和
人
が

ら
れ
て
る
内
に
一
気
に
行
く

説
明
会

で
あ
る

 

点

ラ
ン

ぶ

ち

け

で
も

 

数

約
一
万
三
千

  



 第三十七話 〜動き出す悪意〜

二

二
五
年
八
月
二
十
二
日

日

後
十
時

 

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
第
二
エ
リ
ア
・
ア
イ
ン
タ
ウ
ン
 
ホ

ム

 
第
二
の
攻
略
大

に

か
れ
た
前
線

地

ア
イ
ン
タ
ウ
ン

の
一

リ
ズ
ベ

ト
武

に
集
ま

て
い
た

間
達
は
声
を
掛
け
た
面

が
集
ま
る
ま
で
の
時
間
を
思
い
思
い
に
過

ご
し
た

ア
リ
ス
と
テ

ア
は
手

の
ホ
ロ
グ
ラ
フ
を
う
ま
く

て
ニ

ス
記
事
を

み
始

め
て
い
た

 

み
キ

ラ
を

く
べ
く
持
ち
歩
い
て
い
る
ら
し
い

⻘
年
が

を

り
つ
つ

間
達

の
愚

を

く
空
気
感
は
程
の
よ
く
気
の

け
た
も
の
だ

 
あ
る
種

こ
れ
が
キ
リ
ト
の
望
む
理
想
の
過
ご
し
方
な
の
だ
ろ
う
な
と
思
う

 

論
問

が

き
な
い
事
が
一
番
だ
が

き
た
時
に
リ
ア
ル
の
危
な
い
と
こ
ろ
を
彼
が

い
こ
ち
ら

の
問

を
こ
ち
ら
で
対

す
る
形
が
よ
う
や
く
形
と
な
り
つ
つ
あ
る

そ
う
思
う

と

こ
れ
が
理
想
な
の
だ
ろ
う
と
い
う

え
も
浮
か

う
と
い
う
も
の
だ

た

 
事
の
遠
因
で
あ
る
騎
士
ア
リ
ス
巫
女
プ
レ
ミ
ア
と
テ

ア
は

れ
も
大
人
し
く
私
達
と
共
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に

て
く
れ
る
の
が

い
だ

 
ア
リ
ス
は
最
初
こ
そ
キ
リ
ト
に

対
的
善
悪
の
価
値
観
で
い
が
み
合
う
時
が
あ

た
が
今

は
そ
れ
は
そ
れ
と

り
切
る
よ
う
に
な

た
事
で
女
性
的
な

ら
か
さ
を
見
せ
始
め
今
で

は

す
る

に
も
な

て
い
る

キ
リ
ト
と
も
特
に
衝
突
な
く
聖

回
収
が
出
来
た
と
も

い

て
い
る
の
で
安
心
だ

 
巫
女
達
の
方
も
プ
レ
ミ
ア
は
キ
リ
カ
テ

ア
は
キ
リ
ト
に

い
て
い
る
の
で
大

だ
ろ

う 
た
だ
テ

ア
は
人
間
不
信
が
強
い
こ
と
ま
た

一
心
を
許
す
プ
レ
イ

の
キ
リ
ト
が
こ
ち

ら
に
あ
ま
り

を
出
せ
な
い
で
い
る
事
に

根
を
寄
せ
て
い
る
の
で
そ
こ
は
要

意
と

え
よ

う

エ
ル
フ
黒
エ
ル
フ
達
と
の
交
友
は
悪
く
な
い
の
で
気
晴
ら
し
に

し
て
は
問

無
さ
そ
う

な
の
が
不

中
の
救
い
か

 

く
三
人
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
頼
ま
れ
て
い
る
私
達
は

リ
ア
ル

へ
の
心
配
も
あ
り

ホ

ム
で

し
な
が
ら
キ
リ
ト
の
ロ
グ
イ
ン
を

ち

け
て
い
た

 
そ
の
間

も
か
れ
も
が
会
話
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

 
気
を

ら
わ
す
た
め
か

人
か
は
生

作
業
を
行

て
い
た
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出
来
た

 
今
回
の
は
会
心
の
出
来
だ
よ

 
そ
う

て

う
の
は

子
の
妹
・
ユ
ウ
キ
だ

た

リ
ア
ル
で
部
活
動
へ
の

望
を

に
し
て
い
た
彼
女
は

速
仮
想
世
界
で
そ
れ
を
経
験
す
る
べ
く
行
動
を

こ
し
て
い
た

 
し
て
い
た
の
は
裁

で
彼
女
の
手

に
は

色
の

物
を

め
に

が

る
意

の
リ
ボ

ン
が
出
来
上
が

て
い
た

恐
ら
く
自
分
が
使
う
時
に
似
合
う
よ
う
色
を

ん
だ
の
だ
ろ
う

イ

メ

ジ
カ
ラ

を
使
う
の
は

あ
る
意
味
無

だ

へ

意
外

ユ
ウ
キ
も
事
だ
か
ら
も
う
ち

と
明
る
い
攻
め
た
感
じ
の
仕
上
が
り
に

な
る
か
と
思

て
た

使
い
と
か
戦
闘
で
使
う
な
ら
い
い
だ
ろ
う
け
ど
オ
シ
レ
前
だ
と
ち

と
ね

い
き
な
り
は
怖
い
か
ら
さ

 
だ
か
ら

向
を
ガ
ラ
リ
と
変
え
て
の
一
作
目
は
手

く
行

た
と
い
う

の
よ
う
だ

完
成
品

の
リ
ボ
ン
を
見
る
妹
は

が
ど
う
見
て
も
不

な
面
持
ち
だ

ユ
ウ
キ

気
分
転
換
に
こ

ち
で

い
け
ば
な

活
花
し
な
い

 
色
味
や

の

れ
方
で
表
現
す
る
た
め

に

え
る
の
も

華
道
部

の
一

だ
よ

 
彼
女
の
様
子
を
見
か
ね
た
ら
し
い
ア
ス
ナ
が
そ
う
声
を
掛
け
る

彼
女
の

に
は
種

様

な
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物
ア
イ
テ
ム
が

べ
ら
れ
て
お
り
花

や

な
ど
飾
る
方
の
バ
リ
エ

シ

ン
も

そ

う
だ

た

え

華
道
部

 
な
に
そ
れ

 
ア
ス
ナ

教
え
て

私
も
興
味
が
あ
り
ま
す

キ
リ
カ

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か

え

も
か

 
む
む

情
緒
と
い
う
の
は
あ
ま
り
分
か
ら
な
い
ん
だ
が

 
よ
り

を
使
う
も
の
に
対
し

ユ
ウ
キ
は
イ

な

を
す
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
興
味
深

に

な

て
そ
ち
ら
に

動
し
た

そ
れ
に
感
化
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
が
キ
リ
カ
を

き

む
形
で
参
加

し
始
め
る

 
リ
ズ
ベ

ト
の
ホ

ム
上

で
は
そ
ん
な
平
和
な
一
幕
が
見
て
取
れ
て
現
実
で
の
大
騒
動

は
ま
る
で
無

か
の
よ
う
な
状
況
だ

 

こ
の
ギ

プ
に

れ

れ
る
時
は
来
る
の
だ
ろ
う
と
私
は

か
ら
月
を

め
な
が
ら

思

た

 
子
宝
を

か
り

家
庭
を
作
る
中
で

彼
の

を
見
送

て
解
決
す
る
ま
で
の
不
安
と
戦
う

日

は
思
い
の
外
あ

さ
り
と
予
想
出
来
て
し
ま

た

そ
れ
と
同
じ
事
だ
と
思

て
い
る
私

は

だ
か
ら
か
慌
て
る

振
り
も
な
く

て
い
ら
れ
る

だ
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ユ
ウ
キ
が

動
不
審
な
の
は

キ
リ
ト
を

じ
る
想
い
が
と
て
も
強
い
か
ら
に
違
い
な
い

 
多
分
私
も
彼
女
も

ど
ち
ら
の
反
応
も
間
違

て
は
い
な
い
か

た

  

ゴ

ン

ゴ

ン

  
そ
の
と
き
突
如
と
し
て

全
体
に
と
も
す
れ
ば
大

中
に

か
さ
ん
ば
か
り
の
大
き
さ
で

楼
が

き

た

 
そ
の

間
和
人
の
帰
還
を

ち
つ
つ
部
活
動
に

ん
で
い
た
面

を

め
ホ

ム
に
い
た

私
達
の
意
識
は
そ
の

楼
へ
と
向
け
ら
れ
た

か
つ
て
は
デ
ス
ゲ

ム

開
始
の
た
め
に
行
わ

れ
た
大

楼
の

だ

経
験
し
た
事
が
あ
る

も
が

心
を
一

で
限
界
ま
で
引
き
上

臨

戦

勢
を
取

て
い
る

 
そ
こ
ま
で
は
知
ら
な
い
ア
リ
ナ
も
こ
れ
が
異
常
事

と
分
か

た
ら
し
く
す
ぐ
剣
を

け
る

体
勢
を
取

た
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一

二

三

 

五

十

三
十

 

そ
し
て
一
分
が
経
過
し
た

 
予
想
と
は
裏

に

の
外
に
広
が
る
夜

は
そ
の
ま
ま
だ

⻑
い

と
共
に
変
化
を

ち

構
え
た
私
達
の
予
想
と
は
裏

に
予
想
し
た
変
化
は
そ
れ
以
上
は

れ
ず

楼
の

も
静
か

に
遠
ざ
か

て
い

た

い

様
に

め

く
さ
れ
な
か

た
事
に
ホ

と
し
つ
つ

を

け
る

い

た
い

今
の
は

分
か
り
ま
せ
ん

 
シ
ノ
ン
の
問
い
に
私
は

を
振

た

い
で
ア
ス
ナ
や
キ
リ
カ
も
見
る
が
二
人
も
同
じ

よ
う
に
表
情
を

ら
せ
て

を
振
る

一
時
間

の

の

も
あ
そ
こ
ま
で
大
き
く
な
か

た
し
な

シ
ス
テ
ム
ア
ナ
ウ
ン
ス
も

無
し
と
な
る
と

ア

プ
デ

ト
と
も

え

い
よ
な

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
バ
グ

て
た
だ
け

だ

た
り
し
て

そ
り

な
い
だ
ろ
ク
ラ
イ
ン
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気
を
取
り
直
し
た
ク
ラ
イ
ン
が
別
の

を

り
つ
つ

う

エ
ギ
ル
が

い
な
が
ら
そ
れ
を

定
す
る
も
私
も
そ
れ
な
ら
ま
あ

得
か
も
と
思

た

た
だ
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
無
か

た
だ
け

で

あ
の
大

楼
の

に
は
そ
れ
に
集
中
さ
せ
る

が
あ

た
の
だ

 

た
だ

そ
ん
な
バ
グ
を
運

が
残
し
て
い
る
か
が

し
い
と
こ
ろ
だ

 
現
状
バ
グ
が
最

三
つ
は
あ
る
の
で
運

も
と
い

開
発
チ

ム
へ
の
信

は

い
が

 

か
あ

た
の
か
と
思
い
私
は

手
の
指
を
振
り
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
出
し
た

ス

テ

タ
ス
や
ア
イ
テ
ム

な
ど
が

ぶ
そ
れ
を

て
い
き
最
善
に
表
示
さ
れ
た

式
情
報
の

部
分
を
タ

プ
す
る

こ
の

は

ユ

ミ
ル

主
導
で
作
ら
れ
て
い
る
の
で

和
人
だ
け
で

な
く

属

ｔ
ｕ
ｖ
ｅ
ｒ
た
る
ユ
イ

ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ

レ
イ
ン

セ
ブ
ン

協
定

を
結
ん
で
い
る

ス
ト

属
ア
ル
ゴ
の
情
報

に
よ
り

く

な
情
報
記
載
が

さ
れ
る
部
分
だ

キ
リ
ト
が
把
握
し
て
い
な
か

た
点
を
ア
ル
ゴ
が
補
足
し
た
り
な
ん
て
事
は

よ
く
あ
る
事
ら
し
い

な

な
ん
で
す

て

 
そ
こ
に
新
た
な
記

が
出
て
な
い
か
な
と
思

て
開
い
た

私
は

目
か
の
生

最
大
レ
ベ
ル
の

を
目
の

た
り
に
し
た
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今

は
ど
う
し
た
の
姉
ち

ん

さ

き
の

が
な
ん
だ

た
の
か
分
か

た

う
ん
分
か

た
よ

ア
レ
は

こ
の
サ

バ

に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
創
生
し
た
事
を

知
ら
せ
る

だ

た

は

 
さ
し
も
の
妹
も

そ
ん
な
事
が

き
る
と
は
予
想
外
だ

た
よ
う
で

を

わ
に
し
た

 

の
大
地
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

Ｓ
Ａ
Ｏ

の
浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
出

現
す
る

そ
の
未
来
予
想
が
私
達
の
中
に
も
無
か

た
わ
け
で
は
な
い

エ
ル
フ
ク
エ
ス
ト
の
情

報
キ
リ
ト
か
ら
知

た
大
地
切
断
の
伝
説
を

み
れ
ば
聖

を
六
つ
集
め
た
時
に
浮
遊

城
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は

に
プ
レ
イ

達
の
暗

の
了
解
だ

た

 
同
じ
暗

の
了
解
の
話
に
な
る
が

の
製
作
が
あ
ま
り
に

か

た
の
は

場
の
協
力
あ

て
こ
そ
も
だ
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
の

作
と
な
る
ゲ

ム
も
あ
る
程

は
形
に
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か

と
い
う

の
予
想
も
あ
る

そ
ん
な
ゲ

ム
に
は
浮
遊
城
創
世
を
裏

付
け
る
よ
う
に
大
地
切
断
の
話
が
解
放
の
英
雄
の

か
ら
語
ら
れ
そ
れ
ら
し
き
ク
エ
ス
ト

の
存
在
も
確
認
さ
れ
た

こ
の
時
点
で
浮
遊
城
が
完
成
す
る
と
な

て
も
心
の

か
ら

く
も

の
は
極
め
て
少
数
と
い
う
の
が
や
り

み
ゲ

マ

の
持
論
だ
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そ
ん
な
や
り

み
ゲ

マ

の
自
分
で
す
ら

し
た
の
は

タ
イ
ミ
ン
グ
だ

 
件
の
伝
説
を
な
ぞ
る
な
ら
聖

は
六
つ

え

つ
二
人
の
巫
女
が

か
の
プ
ロ
セ
ス
を

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
し
か
し
目
の
前
に
巫
女
は
二
人
お
り
聖

も
五
つ
ま
で
し
か
な
い

こ
れ
で
は
仮
に
浮
遊
城

創
世
の
た
め
に
ク
エ
ス
ト
や
彼
女
ら
が

動
し
て
い
る
の
だ
と
し
て
も
辻
褄
が
合
わ
な
い

だ

 
あ
り
得
な
い

 
辻
褄
が

過
程

て
い
な
い

 

け
れ
ど
確
か
に
さ

き
は
見
え
な
か

た
天
空
に
は

鉄
の
浮
遊
城
が
存
在
し
て
い
た

こ
れ
は

心
苦
し
い
で
す
が

和
人
君
に

絡
を
取
る
べ
き
で
す
ね

う
ん

ボ
ク
達
だ
け
じ

解
決
出
来
そ
う
に
な
い
よ

 
私
の
独
白
に
い
つ
の
間
に
か

で
一
緒
に
外
の
光

を
見
て
い
た
妹
も

同
す
る

む
し
ろ

反
対
す
る
人
が
い
な
い
た
め
私
は
す
ぐ
に
ゲ

ム
内
で

動
出
来
る
ア
プ
リ
の
中
か
ら
外
部
と

信
を
取
る
た
め
の
七
色
製

信
ア
プ
リ
を
タ

プ

ト

ク
ア
プ
リ
の
よ
う
に

手
を

ぶ

の
中
か
ら

キ
リ
ト

の

を
タ

プ
し

コ

ル

 
間
を

か
ず

手
は

話
に
出
て
く
れ
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

ラ
ン
か

ど
う
し
た

夜

く
す
み
ま
せ
ん

ぎ
伝
達
す
べ
き
事
が

き
ま
し
た

浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

が

私
達
の
い
る
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
創
生
さ
れ
た
ん
で
す

は

 
一

の
間

そ
れ
か
ら
の

 
恐
ら
く
私
達
と
同
じ
予
想
だ

た
か
ら
こ
そ
の

に

故
だ
か

と
し
つ
つ
私
は
現
状

を
伝
え
る
事
に

事
し
た

巫
女
の
二
人
は
私
達
の
下
に

ま
す
ク
エ
ス
ト
も
発
生
し
て
ま
せ
ん

聖

も

か

た
五

個
の
ま
ま

キ
リ
カ
が
目
を
離
さ
な
い
で
い
た
の
で
こ
ち
ら
が

か
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
すキ

リ
カ
が

う
な
ら
間
違
い
な
い

つ
ま
り

そ
れ
以
外
の
要
因
で
浮
遊
城
創
世
が

き
た

か

お
い
和
人

ま
だ

の

中
だ
ぞ

 
後
に
し
と
け

 
話
し
て
い
る
と
少
し
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
男
の

い
声
が

こ
え
て
き
た

ど
う
や
ら
彼
は

か
と
共
闘
し
て
い
て
そ
の
最
中
に
電
話
を
掛
け
る
形
に
な

た
よ
う
だ

間
に
遭
遇
し
た
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は
ま
だ

い
て
い
る
ら
し
い

す
み
ま
せ
ん

て

き
り
も
う

は
片
付
い
て
い
る
も
の
か
と

い
や
む
し
ろ
夜
闇
が
触
れ
る
に
つ
れ
て
活
発
化
し
始
め
て
る

圧
し
て
い
る
か
ら
そ
ろ
そ

ろ
終
わ
る
と
思
う
が

そ
れ
よ
り
そ

ち
の
事
は
七
色
や
束

士
達
に
確
認
し
て
も
ら

た

方
が
良
い

特
に
他
の
サ

バ

の
事
を
な

も
手
が
空
き

第
そ

ち
を
手
伝
い
に
行
く
つ

も
り
だ
が

今
日
明
日
は
期

し
な
い
方
が
良
い
だ
ろ
う

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

て

話
を
切
る
前
ブ

ス
ト
の

と
共
に

り
で
も
喰
ら
わ
せ
た
か
⻘
年
男
性

の

太
い
悲
鳴
を

た

あ
れ
か
ら

日
近
く
経

て
い
た
か
ら
ラ
グ
が
生
ま
れ
る
記
事
が
出

来
た
時
に
は
も
う
終
わ

て
い
る
も
の
だ
ろ
う
と

え
て
い
た
だ
け
に
思

た
以
上
に
⻑
引
い

て
い
た
事
は

に

い
た

予
想
外
と
も

え
る

こ
れ
は

心
の
ウ
ラ
を
生
き
る

ク
ザ
や

グ
レ

そ
こ
ま
で
は
い
か
な
い
チ
ン
ピ
ラ
も
絡
ん
で
い
そ
う
な
一

だ

 
彼
が
自
由
に
動
け
る
よ
う
に
な
る
の
も
そ
の
リ

ダ

を
倒
し
た
時
だ
ろ
う
し
確
か
に
今
日

明
日
は
手
伝
い
を
期

出
来
な
さ
そ
う
だ

 
⻑
い
と
は

え
な
い

話
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
そ
の
場
に
い
た

間
に
伝
え
る
と
み
ん
な
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が
キ
リ
ト
の
行
動
に
さ
も
あ
り
な
ん
と

い
た

に
し
て
も
ま
さ
か
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
作
ら
れ
る
な
ん
て

あ
の
子
が
し
て
た
大
地
切

断
の
伝
説
こ
の
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
バ

ク
ボ

ン
か
ら
予
想
は
し
て
た
け
ど
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
だ
な
ん
て

ウ
ラ
を
感
じ
ち

う
よ
ナ
ア

 
リ

フ

が

を
組
み

し
い

で

る

で

片

を
釣
り
上

た
ア
ル
ゴ
が

う

 
情
報

の
彼
女
に
は
ウ
ラ
を
指
す

中
の
行
動
思
惑
の
あ
る
程

ま
で
は
予
想
が
付
い

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
こ
に
つ
い
て
突

ん
で
話
を

い
て
み
た
か

た
が
そ
れ
よ
り
も
運

の
七
色
束

士
ら
に
話
を
す
べ
き
だ
と
理
性
を

か
せ
私
は
再
び

話
ア
プ
リ
を

動
し
た

複

は
出

来
な
い
の
で
ま
ず
は
七
色
に

話
を

ば
す

あ
あ

ラ
ン
ち

ん

 
キ
リ
ト
君
と
の

話
は
ハ
ア
ク
し
て
た
か
ら

件
は

そ
理
解
し

て
る
わ

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
事
で
し

 

話
を
掛
け
て
ワ
ン
コ

ル
が
終
わ
る
前
に
出
た
少
女
は
ど
う
や
ら
キ
リ
ト
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の

か

件
を
把
握
し
て
い
る
よ
う
だ

た
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更
に
こ
ち
ら
の
疑
問
も
そ
の

明
さ
か
ら
理
解
し
て
い
る
の
か
な
に
か
を

う
前
に
彼
女

の
方
か
ら

み
掛
け
る
よ
う
に
情
報
を
伝
え
て
く
る

ア
レ
は
別
サ

バ

の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
よ

み
ん
な
が
い
る
サ

バ

に
他
サ

バ

で

出
来
上
が

た
モ
ノ
が

た

う
う
ん
全
サ

バ

の
状

をユ
ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
さ
れ
た

て
事

か
し
らに

て

で
す
か

 
話
が
よ
く
分
か
ら
な
か

た
の
だ
ろ
う
サ
チ
が

小

を

し
な
が
ら
疑
問
を

す
る

 

面
向
こ
う
の

髪
の
天
才
少
女
は
一

悩
む

振
り
を
見
せ
た
後

話
は
始
め
た

に

え
ば
一
つ
の
デ

タ
に

め
る
事
よ

そ
う
す
る
と
フ
ラ
グ

て
い
う
の
が
あ

る
で
し

 

で
し
た
事
は

に
も
引
き
継
が
れ
る
し

で
し
な
か

た
事
も

で
し

て
い
れ
ば
引
き
継
が
れ
る
事
が
あ
る

ゲ

ム
の
進
行

は

の
方
に
引
き
継
が
れ

に
は

無
か

た

物
や
行
け
な
か

た
と
こ
ろ
ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
る

な
デ

タ
の
上
書

き
と
は
違
う
の
よ

ち

と

て
よ

じ

あ
そ
れ

て

別
サ

バ

で

か
が
聖

を
六
個
集
め
て

巫
女
の
ク
エ
ス
ト
を
進
め
た

て
事
に
な
ら
な
い
か
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話
を

い
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
が

を

き
至
極
真

な
面
持
ち
で
話
に

て
入

て
き
た

気
付
け
ば
部

の
中
に
い
た
ユ
ウ
キ
ア
ス
ナ
リ

フ

シ
ノ
ン
ア
ス
ナ
達
も

集
ま

て
き
て
い
た

 
一
同
の

線
を
真

向
か
ら

け
た
七
色
は
う
ん
と
彼
女
の

も
引
き

ま
り
な
が
ら

き
を
返
し
て
く
る

正
直

断
し
て
た
と
し
か

え
な
い
わ

ら
ず

と
取
り

が
し
て
る
電
子
ド
ラ

グ

の
シ
ギ
ル人

が
い
る
で
し

 
あ
い
つ

り
が
他
の
サ

バ

に
残

て
る
プ
レ
イ

に
ち

か
い
掛
け
て

聖

と
巫
女
が
集
ま
る
よ
う
に
し
た
ん
だ
と
思
う

他
の
サ

バ

に
も
や

聖

と
巫
女
は
あ

た
ん
で
す
ね

 

す
る
よ
う
に

う
私
の
内
心
は
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
と
い
う

え
で
い

い
だ

た 
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
多
く
は
ス
タ
ン
ド
プ
レ
イ
に
よ
る
ス
ト

リ

進
行
と
複
数
協
力
プ
レ

イ
前

の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
レ
イ
と
い
う

立
し
た

し
み
方
が
存
在
す
る

前
者
で

備
や
ス
キ

ル
を
鍛
え
後
者
で
そ
れ
を

す
る
の
が

な
が
ら
の
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
在
り
方
で
時
に
強
力
な

備
の

集
め
と
し
て
レ
イ
ド
ボ
ス
を

回
し
ま
く
る
の
も
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
醍
醐
味
と
さ
れ
て
い
た
ら
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し
い

 
つ
ま
り
ス
ト

リ

は
個
人
の
イ
ン
ス
タ
ン
ス
エ
リ
ア
進
行
に
な

て
い
た

で
そ
の
人
数

だ
け
巫
女
で
あ
る
プ
レ
ミ
ア

テ

ア
は
い
た

だ

 
全
て
で
四
つ
の
サ

バ

が
あ
る

に

い
て
は
合

八
人
の
巫
女
と

サ

バ

に
六
つ
の
聖

が
配

さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る

 
私
達
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
サ

バ

で
プ
レ
イ
を

け
二
人
の
巫
女
更
に
は
五
つ
の
聖

を
確
保
し
後
に

き
る
だ
ろ
う
未
知
の
バ
グ
展
開
が

き
な
い
よ
う
人
力
で
止
め
て
い
た

だ
がね

七
色
ち

ん

話
の
流
れ
を

め
る
と
他
の
サ

バ

で
巫
女
と
聖

が

ち

て
浮
遊
城
が
伝
説

り
に
創
世
さ
れ
て
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
でユ

ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
が

き
た

て
事
で

い
い
ん
だ
よ
ね

 
私
よ
り

明
な
ア
ス
ナ
の
方
が
先
に
結
論
に
行
き
つ
い
た
ら
し
く

苦
い
表
情
で
問
う
彼
女

に

七
色
も
ま
た
苦

を

み

し
た
よ
う
な
面
持
ち
で

し
た

点

い
え

人
間
の
悪
意
を
過
信
し
て
い
た

と

う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
わ

こ
の

サ

バ

は
和
人
君
や
あ
な
た
達
の
お
陰
で
平
穏
を
保
て
て
い
た
け
ど

他
は

に
壊
滅
状
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だ

た

ま
さ
か
そ
ん
な
状

で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
巫
女
を
動
か
し
更
に
は
聖

集
め
ま
で
こ
な
す
人

が
出
て
く
る
だ
な
ん
て

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
現
れ
た
の
は
そ
う
い
う
事
か

そ
れ
で
そ
のユ

ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
と
や
ら
で
他

に

が

き
て
い
る
ん
だ

 
話
の
推

を
見
守

て
い
た
キ
リ
カ
が

の

を
巫
女
に

ま
れ
な
が
ら
話
に

て

入

て
き
た

そ
ん
な
巫
女
の

に
七
色
は
安

の
息
を

い
た
後

目
下
精

中

と
返

す
だ
か
ら
今
分
か

て
る
事
だ
け
話
す
わ
ね

時

式

に
も
追
加
し
て
い
く
か
ら

み
ん

な
は
ま
ず

ち

い
て
事

の
把
握
に
努
め
て

あ
と
プ
レ
ミ
ア
ち

ん
と
テ

ア
ち

ん
を
絶
対
に
守

て

 
そ
う

た
彼
女
は

現
状
リ
ア
ル

の
精

で
分
か

て
い
る
事
だ
け
話
し
て
く
れ
た

 
ま
ず
第
一
に
他
の
サ

バ

の
状
況
が
こ
ち
ら
に
ア

プ
デ

ト
さ
れ
て
し
ま

た
事

そ

の

ど
は
活
動
状

あ
る
い
は
Ｂ
Ａ
Ｎ
を

け
て
い
な
い
プ
レ
イ

の
ア
カ
ウ
ン
ト
デ

タ

の

だ

電
子
ド
ラ

グ
は
使

て
い
な
い
が
平
気
で
オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

行

を
す
る
者

が
一
気
に
な
だ
れ

ん
で
き
た
と
い
う
事
で
あ
る

他
サ

バ

は
第
一
エ
リ
ア
で
手
を
こ
ま
ね
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い
て
い
た
ら
し
い
の
で
レ
ベ
ル
で
は
こ
ち
ら
が
勝
る
が

て
は
い
け
な
い
と

さ
れ
た

 
第
二
に
プ
レ
ミ
ア
ら
か
ら

け
ら
れ
る
ク
エ
ス
ト
は
他
サ

バ

の

者
か
に
よ

て
最

終

ま
で
進
め
ら
れ
て
お
り
最

聖

は
不
要
の
⻑
物
と
な

て
い
る
事

今
は
巫
女
で
あ

る
二
人
の
身

こ
そ
が
最
重
要
だ
と
い
う
話
だ

た

そ
れ
と
三
つ
目

多
分
も
う
気
付
い
て
る
と
思
う
け
ど

デ

タ
のユ

ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化

つ
ま
り

デ

タ
の
上
書
き
と

合
な
ん
て
真
似
は
プ
レ
イ

じ

な
く
て
運

か
開
発

に
し
か

出
来
な
い
事
よ

電
子
ド
ラ

グ
を
撒
い
て
い
た
男
の
他
に
共

者
が
い
る
と
見
て
い
い
わ

 
そ
こ
ま
で
彼
女
が
話
し
た
と
こ
ろ
で
ホ
ロ
グ
ラ
フ
の
前
に
出
て
く
る
影
が
あ

た

黒
髪

の
人
影
は
キ
リ
カ
だ

二
人
の
巫
女
を
背
後
に

え
さ
せ
た
彼
は
不
機

な
面
持
ち
で
七
色
を

み
付
け
る
よ
う
に
見
上

る

こ
ん
な
異
常
事

な
の
に

上

開
発

は
ゲ

ム
プ
レ
イ
の
中
断
に

定
的
な
の

か 

と
し
た
怒
り
の

た
問
い
か
け

問
と

て
い
い

力
だ

た
が
疑
問
自
体
は

多
分

が
持

て
も
お
か
し
く
な
い
も
の
だ

た

遠
か
ら
ず
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ
れ
た
後
ア
イ

ン
ク
ラ

ド
の
事
を
絡
め

プ
レ
イ
中
止
の
デ
モ
活
動
が

発
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
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上
系
ス
ト
リ

マ

の
放
火
行

や
対

の
火
事
の
よ
う
に
見
な
が
ら

き
勝
手
に

う

コ
メ
ン
テ

タ

の

が

に
想
像
で
き
て
し
ま

た

 
そ
れ
は
同
じ
な
の
だ
ろ
う

七
色
も

苦
い

に
な

た

 
そ
れ
で
も
彼
女
は

重
く

い
た

え
え
そ
う
よ

私
だ
け
じ

な
い
わ

束

士
と

場

士
も
抗
議
し
て
る
け
ど

は
事

を
収
束
さ
せ
ろ
の
一
点

り

そ
ち
ら
に
は
解
放
の
英
雄
が
い
る
の
だ
か
ら
不
可

能
じ

な
い
だ
ろ
う
だ

て

ん

つ
ま
り
こ
の
騒
動

も
一

ん
で
る

か

に
思
い
つ
く
も
の
だ
と
反

に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

七
色

場

束
失

の
陰
謀
論
だ
な

 

を
組
み

れ
た
よ
う
に

を
鳴
ら
し
た
彼
の
予
想
を

定
す
る
者
は

も
い
な
か

た

の
製
作
を
主
導
し
て
い
な
が
ら

不

事
を
止
め
よ
う
と
も
せ
ず

む
し
ろ

極
的
に

こ
し

わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
思
え
な
い

の

動
を

え
れ
ば

定
で
き

る
は
ず
も
な
い

 
前

か
ら

だ
と
は
思

て
い
た
の
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
と
い
う

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
界

の
事
件
が

き
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た
に
も

わ
ら
ず

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
三
作
目
と
な
る

の
開
発
は
あ
ま
り
に

い
と

場
の
協
力
に
よ
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

デ

タ

が

さ
れ
た
か
ら

つ
ま
り
理

的
に
は
Ａ

Ｌ
Ｏ
と
同
じ
手

を

ん
で
い
る
か
ら

か

た
と
知
り
多
く
の
人
が
そ
の
点
に
つ
い
て

を

め
た

 
だ
が
そ
ん
な
大

打
を

ら
か
の

の

と
い
え
い
き
な
り
大

向
け
に
行
う
の
は

と
も

え
た

ま
し
て
そ
の
監
修
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
に
よ
り

罪
と
分
か

て
も
名
声
が
地
に
堕
ち
た

場

と
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
に
よ
り
名

声
と
人
気
が

ち
た

七
色

運

理
に
は
そ
の
二
人
を

し
Ｓ
Ａ
Ｏ
コ
ピ

ゲ

ム

と
も
う

え
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
を
運

し
大
型
ア

プ
デ

ト
で
人
気
を
吹
き
返
し
そ
の
技
術

を

に
も
流

さ
せ

二
つ
の
技
術
の

し
の

を

た

ノ
之
束
を
ト

プ
と
す

る

ユ

ミ
ル

 
そ
の
三
人
か
ら
力
を

り
ら
れ

つ
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
で

会
的
立
場
を
復
権
し
む
し
ろ

三
人
を
守
る
よ
う
な
立
場
に
も
見
れ
る
よ
う
に
な

た
桐

谷
和
人
も

き

ま
れ
る
よ
う
に

わ
る
よ
う
に
な

た

 
あ
る
意
味

然
で
は
あ
る
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ

定

の

の

ど
が

わ

て
い
る
と
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て
も
過

で
は
な
い

だ

 
高
名
な

家
は
表
立

て

与
し
て
い
な
い
が

そ
れ
で
も

開
発
に
つ
い
て

探

て
い
け
ば

が
出

者
か
は
分
か
る
だ
ろ
う

 
つ
ま
り

今
回
の

と
い
う
の
は
そ
の
出

者

反

や
反

な
ど

開
発
出

者
に
と

て
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か

 
そ
こ
ま
で
を
先
の
問
い
を
投

る
ま
で
に
キ
リ
カ
は

え
た
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て
そ
の
予
想
を
七
色
は
苦

を

み

し
た
よ
う
な
表
情
で

定
も

定
も
し
な
か

た

確
証
が
無
い
か
ら

え
な
い
だ
け
な
の
は
明
白
だ

で
で
も
さ
プ
レ
ミ
ア
ち

ん
達

て
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
デ

タ
に
呼
応

し
て
動
き
出
し
た
節
が
あ
る

て
話
だ

た
よ
ね

 

の
メ

セ

ジ
の
事
も
あ
る
し

そ
れ
な
の
に

他
サ

バ

で
も
動
き
出
す

て
あ
る
の
か
な

 
そ
こ
で

ユ
ウ
キ
が
疑
問
を

し
た

 

わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
う
だ

巫
女
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
す
る
よ
う
に
キ
リ
ト
キ
リ
カ
に

い
て
い
る
の
は
初
対
面
時
に

と
な
る
よ
う
メ

セ

ジ
を
送

た
カ

デ

ナ
ル

が

作
し
た
か
ら
な
の
は
違
い
な
い
だ
ろ
う

だ
が
他
サ

バ

に

し
て

え
ば
彼
ら
二
人
は
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ノ

タ

チ
だ

 
私
達
プ
レ
イ

は
一
つ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
複
数
の
ア
バ
タ

を
作
成
で
き
る

し
か
し

れ
も
ロ
グ
イ
ン
で
き
る
の
は
同
じ
サ

バ

な
の
で
似
て
異
な
る
あ
と
三
つ
あ
る
は
じ
ま
り

の

に

り
立
つ
こ
と
は
出
来
な
い

 
し
か
し

外
も
あ
る

 
そ
れ
は
ア
ル
ゴ
さ
ん
だ

と
は

て
も
彼
女
が
四
サ

バ

を

た
の
も
実
に
原
始
的
な

事
で
彼
女
は

伝
を

ね
た
情
報
収
集
の
た
め
キ
リ
ト
や
束

士
な
ど
ツ
テ
を
フ
ル
活

し

て
四
つ
分
の
ベ

タ
権
を
確
保
し

四
サ

バ

分
の
情
報
収
集
を

行
し
て
い
た
と
い
う

ア
ル
ゴ
さ
ん
は
他
サ

バ

の
事
で
そ
れ
ら
し
い
事
を

い
て
ま
し
た

ご
め
ん

オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

が
活
発
な
の
は
知

て
た
し
Ｎ
Ｐ
Ｃ

り
に
つ
い
て
は

に

が
な
か

た

正
直
そ
の
中
に
巫
女
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

た
か
ま
で
は

聖

に
つ
い
て
も

オ
レ

ち
が
得
れ
る
情
報

に
は
他
サ

バ

で
は
引

掛
か
ら
な
か

た
シ

 
そ
う

え
な
が
ら
情
報

の
女
性
は
シ

ン
と

を

と
し
て
し
ま

た

も

と
探

て

い
れ
ば

と
思

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 
そ
ん
な
彼
女
を
フ

ロ

す
る
よ
う
に

え

む

振
り
を
し
な
が
ら
七
色
は

つ
り

つ
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り
と
語
り
始
め
た

そ
れ
は
多
分

シ
ギ
ル

も
と
い

し
ざ
き
し

ん
す
け

が
原
因
ね

ジ

ネ
シ
ス
と
の
対
峙
の
時

に
キ
リ
ト
君
も

て
た
け
ど
プ
レ
ミ
ア
ち

ん
と
テ

ア
ち

ん
を
ゲ

ム
開
始
初
期
か
ら

い
撃
ち
す
る
よ
う
に
仕
向
け
て
た
節
が
あ

た
わ

た
だ
シ
ギ
ル
ジ

ネ
シ
ス
の
振
り
分
け

ら
れ
た
サ

バ

が
キ
リ
ト
君
や
私
達
と
同
じ
だ

た
の
が
運
の

き

き

と

失

の

可
能
性
が

な
事
を

し
た
ん
だ
と
思
う

だ
か
ら
も
し
も
プ
レ
ミ
ア
ち

ん
達
の

動
の
原

因
が

に
あ
る
な
ら

万
が
一
の
保
険
と
し
て
他
サ

バ

で
の

動
は

え
て

ら
せ
て

あ
た
か
も
キ
リ
ト
君
と
い
う
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
が
原
因
で

動
し
た
バ
グ
と
い
う
風
に
見
せ
か

け
た

そ
し
て
キ
リ
ト
君
に

を
破
ら
れ
た
時
彼
に
は
手
出
し
で
き
な
い
他
サ

バ

で
事

を
終
え
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
と
同
時
に
共

者
にユ

ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
の
指
示
を
出
し
た

と
い
う

線
が

だ
と
私
は

え
る
わ

 
あ
く
ま
で
推

の

を
出
な
い
け
ど
ね
と
補
足
し
た
彼
女
は
そ
れ
で
も
確
信
を

い
て
い

る
よ
う
に
強
い
表
情
を
し
て
い
た

私
達
も
彼
女
の

え
に
似
た
も
の
を
感
じ
て
い
た
か
ら
特
に

定
は
し
な
か

た

他
の

間
も
同
じ

 
電
子
ド
ラ

グ
を
作
り
出
し
そ
れ
を

さ
せ
る
事
を
企
て
た

人
・
シ
ギ
ル
こ
と
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な
ん
と
恐
ろ
し
く

意

な
男
な
の
か

そ
れ
に
し
て
も

こ
う

う
の
は
な
ん
だ
け
ど
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
が
他
の
終
わ

て

る
サ

バ

で

き
て
よ
か

た
と
は
思
う
の

 

と
突
然
そ
ん
な
事
を

い
出
し
た
七
色
に
私
達
は

き
に

ま

た

い
き
な
り

を

い
の
出
す
の
か
と
い
う
疑
問
は
そ
れ
ま
で
事
の
推

を
見
守

て
い
た
⻩
金
の
騎
士
に
よ

て

さ
れ
る

故
で
す

 
お
前
達
の
話
の

そ
の

ど
は
正
確
に
理
解
で
き
て
い
な
い
で
し

う

が

浮
遊
城
の
創
世
は
決
し
て
望
ま
し
く
な
い
事
な
の
で
し

う

 

さ

ば

と
い

う
の
が
別
の
地

で
あ
る
事
は
な
ん
と
は
な
し
に
理
解
し
て
い
ま
す
が
別
地

だ
か
ら
と

て

き
て
い
い
コ
ト
で
は
な
い
事
に
変
わ
り
な
い

な
の
に
な

そ
ん
な
事
を

す
の
で
す

う

ん

ア
リ
ス
ち

ん
に
も
分
か
る
よ
う
に

う
と

サ

バ

と
い
う
の
は
同
じ

一

の
本
を
複
数
持

て
い
る
み
た
い
な
状
況
だ
と
思

て

そ
れ
を
食
い

ら
す
の
が
オ
レ
ン

ジ
と
か
ブ
ル

と
か

わ
れ
て
る

中
ユ
ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
は

無
事
な

同
士
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

補
完
す
る
作
業
な
の

む

そ

わ
ん
と
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
し
た

そ
れ
で
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ア
リ
ス
ち

ん
達
が
い
る
の
は
サ

バ

ね

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
創
成
さ
れ
た
の
は
サ

バ

な
ん
だ
け
ど

大
地
を
く
り
ぬ
い
て

空
中
で
無
理

理
百
層
か
ら
な
る
城
を
作
る
過

程
で

多
く
の

住

人

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
命
を

と
し
た

ユ
ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
は

そ
れ
を
無
か

た
事
に
し
た
の
よ

な
ん
と

 
死
ん
だ
事
を

無
か

た
事
に

 
そ
ん
な

神
の
如
き

業
を

意

も
容

く

 
わ
な
わ
な
と
ア
リ
ス
な
り
に
事
の
事

を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
常
識
外
の

事
ば
か
り
だ
か
ら
か

内
の

理
が
追
い
付
い
て
い
な
い
様
子
に
見
え
た

 
そ
ん
な
彼
女
に
気
の

そ
う
な

線
を
向
け
つ
つ
七
色
は
説
明
義
務
と
し
て

葉
を

け
る

あ

ち
で
は
死
ん
で
た
人
が
こ

ち
で
は
生
き
て
る
よ
う
上
書
き
さ
れ
た

で
も
あ

ち
に

無
か

た
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
こ

ち
に
現
れ
て

問

も
こ

ち
に
引

ら
れ
て
き
た

そ
れ
が
今
の
状
況
を

に

い
表
し
た
形
か
な

む

と
な
く
分
か
り
は
し
ま
す
が

し
か
し
そ
れ
で
は
同
じ

が

あ
り
そ
れ
を

む
同
じ
人
間
が
さ

ば

と
や
ら
の
数
だ
け
存
在
す
る
事
に

こ
の
世

界
は

容

く
命
を
復

し

え
複
製
す
る
事
も
可
能
な
の
で
す
か

 

怖
と
戦

の
念
か
ら
か

え
る
ア
リ
ス
の

葉
に
私
達
は

と
も

と
も

え
ら
れ
ず
に
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い
た

 

常
の
ゲ

マ

と
し
て
は

と

え
る
の
だ
ろ
う

だ
が
そ
の

え
は

世
界
の

真
実
に
理
解
の
手
を

ば
し
己
の
存
在
に
つ
い
て
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
ア
リ
ス
に
と

て
猛

な
の
は
確
実
だ

 
私
達
の

え
は

論

ユ
イ
や
キ
リ
カ
達
は

論

こ
の
世
界
の
住
人
と
し
て
生
き
る

プ
レ
ミ
ア
達
の
保
護
を

心
に
し
て
い
る
事
か
ら
も
彼
女
ら
の
死
を
快
く
思

て
い
な
い
の
は

明
ら
か
な
の
だ

 
だ
が

そ
れ
で
も

世
界
は
残

だ

 
世
界
が
見
る
の
は
⺠
意
で
あ
り

意

大
多
数
の
意
見
を
こ
そ

世
界
は
絶
対

す
る

 
そ
の
中
で
和
人
を
発

と
す
る

に
も
人
権
が
あ
る
と
す
る
声
は
ま
だ
小
さ
く
ポ
ピ

ラ

と
は

え
な
い
思
想
だ

 
い
や
そ
れ
を

き
に
し
て
も
私
達
は
彼
女
の

え
に

を
返
せ
な
い

な

な
ら
あ
ら

る
Ｍ
Ｍ
Ｏ
プ
レ
イ

は

使
い
捨
て
の

を

ん
だ
Ｍ
ｏ
ｂ
を
日
常
的
に

り

己
の

と

す
る
日

を
送

て
い
る
か
ら
だ

サ

バ

の
数
だ
け
同
じ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
い
る
事
を
特

不

思
議
と
思

た
事
は
無
か

た
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だ
か
ら
こ
そ

の
人
権
は

さ
れ
る
の
だ
と

い
ま

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る

 
⻩
金
の
騎
士
の
迷
い
と
切
望
に
揺
れ
て
い
て
た
⻘
い

が
失
望
に

ち
た

ら
か
か

た

眼
差
し
が

く
な
る
の
が
見
え
た

 
彼
女
は
高

な
騎
士
だ

故
に
赦
せ
な
く
な

た
の
だ
ろ
う

仮
初
め
の
複
製
さ
れ
る
命

一
つ
を

ん
じ
る
者
に

怒
り
を

か
な
い

が
無
か

た

お
前
達
に
は
失
望
し
ま
し
た

 
そ
の

い

葉
に
全
て
が

め
ら
れ
て
い
た

失
意
失
望

の
念
が
そ
の
眼
差
し
に

め
ら
れ
て
い
る
の
を
感
じ
た

は
大
罪
人

そ
の
思
想
も
人
を
助
け
る
と
い
う

動
も
根
幹
を
見
れ
ば
命
を

ん
じ

る
も
の
で
し
か
な
か

た
の
で
す
ね

お
前
達
も

ま
た

 
そ
の

葉
に
も

線
に
も

蔑
の
念
が

め
ら
れ
て
い
た

 
私
達
に
と

て

一
性
を
持
つ
ユ
イ
達
と
そ
れ
を
持
た
な
い
ゲ

ム
と
し
て
現
れ
る
Ｎ
Ｐ

Ｃ
や

達
の

は
別

だ

た

の

が
ま
た
特
別
で
あ
る
事
は
理
解
し
て
い
た
し
守

ろ
う
と
も
思

て
い
た

 
そ
れ
で
も

こ
れ
が
異
界
人
と
の
認
識
の
差
な
の
だ
ろ
う
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ど
れ
だ
け
リ
ア
ル
に
寄
せ
よ
う
と
ゲ

ム
は
作
り
物
で
そ
こ
に
登
場
す
る
人
物
は
架
空
の

人
物

人
間
が
持
つ
本
物
の
命
を
持
た
な
い
が
故
に
容

に
消

さ
れ
る

物

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

と
い
う
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
ク
エ
ス
ト
で
必
要
な
い
時
は

に
も
会
わ
ず
シ
ス
テ
ム
の

う

り
に
な
る
人
形

 
そ
の
認
識
の
有
無
が
こ
の
対
応
な
の
だ
ろ
う
と

ど
こ
か
私
は

め
た
目
で
状
況
を

し
て
い
た

 

そ
の

葉
を

う

手
は

ち
と
違
う
ん
じ

な
い
か

整
合
騎
士

  

り
付
い
た
空
気
を

り

い
た
の
は

少
年
の

い

の

葉
だ

た

 
ぎ
ろ
り
と
⻘
い

の
眼
光
を
向
け
ら
れ
た
少
年

キ
リ
カ
は

を

め
な
が
ら
騎
士
の

眼
前
ま
で
歩
み
出
る

騎
士
よ
り
ず

と
小

な
彼
は
そ
れ
で
も
負
け
て
い
な
い

ど
の

圧

感
を

て
い
た

 
見
上

る
表
情
は
ず

と

ず

と
真
剣
だ

た

が
違
う
と
い
う
の
で
す
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あ
ん
た
が

悪
す
る
状
況
を
作
り
上

た
の
は
件
の
電
子
ド
ラ

グ
の

人
で
あ
り
更
に

は
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
製
作
を
命
じ
た

上
層

確
か
に
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
住
人
を
傷

付
け
た
オ
レ
ン
ジ
達
を
糾
弾
は
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
け
ど

達
は
む
し
ろ
逆
で
プ
レ
ミ

ア
や
テ

ア
を
は
じ
め
む
し
ろ
彼
ら
の
保
護
を

先
的
に
行

て
い
た

そ
れ
で
責
め
て
く
る
の

は

が

ら
な
い
だ
ろ
う

し
か
し

命
を

ん
じ
て
い
た
事
に
違
い
は

達
の

 

が

 
い
つ

 
命
を

ん
じ
た

 
そ
こ
ま
で
ア
リ
ス
が

た
時

 
穏
や
か
に
反

を

け
た
少
年
が
突
如
騎
士

を

ん
で
引

た

突
き
を
す
る

よ
う
な

離
で

み
合
う
事
に
な

た
事

に
騎
士
は
目
を
白
黒
さ
せ
て
動
揺
す
る
が
剣
士
の

方
は
む
し
ろ
表
情
を
怒
り
の
そ
れ
に
変
え

を

わ
せ

え
る

ん
じ
て
い
れ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
テ

ア
の
救
出
で
強
行
軍
を
し
て
い
な
い
し

達
は
知

り
合
い
の
エ
ル
フ
と
ダ

ク
エ
ル
フ
の
た
め
に

戦
に
身
を
投
じ
て
い
な
い

 
こ
こ
ま
で
巫

女
を
過
保
護
に
守

て
い
な
い

 
ア
リ
ス
の
保
護
も

帰
り
道
と
同
じ
迷
い
人
の

索
だ

て
し
ち

い
な
い
だ
ろ
う
さ
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そ
こ
ま
で
至
近
で
怒
鳴

た
彼
は

を

い
て

離
を
離
し
た
後
息
を

さ
せ
な
が
ら

葉
を

け
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
や

の
事
は

ど
れ
だ
け
悪
し
様
に

お
う
が
構
わ
な
い

そ
う

わ
れ
る
だ

け
の
事
を
し
て
き
た

だ
が
な

そ
れ
で
他
の
み
ん
な
ま
で
同
じ
極
悪
人
み
た
い
に

う
の

は
金
輪

や
め
て
く
れ

不

快
だ

う
な
ら
せ
め
て
そ
ん
な
状
況
を
引
き

こ
し
た
黒

幕
に

え

 
最
後
は

に
光
る
も
の
を

え
な
が
ら
怒
鳴

た
キ
リ
カ
は
そ

を
向
い
て
呼

を
整

え
た
後

部

の
ド
ア
に
向
か

て
歩
き
始
め
た

 
そ
の
後
ろ

に
ア
ス
ナ
が
声
を
投

る

き

キ
リ
カ
君

 
ど
こ
に
行
く
の

外
の
様
子
の
確
認
を
し
た
後
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
行

て
く
る

ど
う
せ
カ

デ

ナ
ル
の

事
だ

ど
こ
か
か
ら
浮
遊
城
に
行
け
る
よ
う
転

く
ら
い

意
し
て
る

だ

 
ぶ

き
ら

う
に

苛
立
ち
を
無
理

理

し
殺
し
た
よ
う
な
声

で
キ
リ
カ
が

う

 
そ
の
背
中
に
そ
う
し
て
ち

う
だ
い
と
ホ
ロ
グ
ラ
ム

信
を
繋

た
ま
ま
だ

た
七
色
が

た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

こ
れ
が
最
後
の
話
な
ん
だ
け
ど

の
聖

ク
エ
ス
ト
は
本
来

製
品

の

グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ク
エ
ス
ト
の
ス
ト

リ

だ

た

そ
の
結
果
浮
遊
城
が
創
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
本

だ

た
み
た
い

で
も
巫
女
の
デ

タ
は
お
ろ
か
ク
エ
ス
ト
内
容
も
穴
だ
ら
け
だ

た
せ
い

か
不
備
が
出
た
み
た
い
で

浮
遊
城
自
体
も
未
完
成
よ

そ
れ
が
ど
う
し
た
ん
だ

そ
の
未
完
成
に
な

た
浮
遊
城
を
無
理

理
完
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
タ
ス
ク
が
あ
る
ん
だ
け

ど
そ
れ
を

か
せ
て
る
モ
ジ

ル
を
発
見
し
た
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
負
の

と
も

い
え
る
代
物
が
ね

 
そ
う

た
後

か
に

た

振
り
を
見
せ
た
七
色
は
結
論
し
た
よ
う
に

を
開
い

た
そ
の
モ
ジ

ル
は

的
に

え
ば

デ
ス
ゲ

ム
の
再
現

よ

 
そ
の
結
論
は
苛
立
ち
と

惑
の
最
中
に
あ

た
ア
リ
ス
の

に
も
届
い
た
ら
し
く

て

を
示
し
た

キ
リ
カ
も

き
こ
そ
な
い
が
振
り
返

て
ホ
ロ
グ
ラ
フ
を
見
つ
め
る
程

に
は

心
を
引
い
た
ら
し
い

密
に

え
ば
そ
の
最
期
の
再
現

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
リ
ト
君
と
カ

デ

ナ
ル
が
見
て
た
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浮
遊
城
の

壊
の
再
現
を
し
よ
う
と
い
う
の
ね

そ
し
て
そ
れ
が

さ
れ
れ
ば
最
後

こ
の
ア

イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

す
る

だ
か
ら
世
界
の
終
焉
と

て
も
過

じ

な
い

直

ウ

ン
百
キ
ロ
の
大

が
天
か
ら

ち
て
く
る
わ
け
な
ん
だ
か
ら
ね

 
そ
う
な

た
ら
ど
う
な
る
か
分
か
る

 
と

七
色
は
苦
い

で

け
る

 
そ
れ
に

こ
れ
ま
た
苦
い

の
キ
リ
カ
が
応
じ
た

ま
ず
間
違
い
な
く
こ
の
世
界
の
住
人
は

全
滅

冒
険
者
も
復
活
し
た
と
し
て
も

足
な

プ
レ
イ

行
は
不
可

今
の
と
こ
ろ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は

場
製
の

カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

が

と
な

て
開
発
さ
れ
て
る
け
ど
大
な
り
小
な
り
ゲ

ム

壊
や
デ
ス
ゲ

ム
再
来
の
要

が
あ
る
と
知
れ
れ
ば
そ
の
技
術
の

退

絶
は

れ
な
い
だ
ろ
う
な

今
後

や
プ
レ
ミ

ア
達
の
よ
う
な
命
が
生
ま
れ
る
事
は
無
く
な
る

だ

 
更
に

い

に
な
り
ぎ
り
と
⻭
を
食
い
し
ば
る
キ
リ
カ

こ
れ
ま
で
ど
こ
か
世
捨
て
人
の

を

け
る
流
さ
れ

り
や

と
し
た
立
ち
振
る
舞
い
を
見
て
い
た
だ
け
に
こ
う
も

情
を
見
せ
る
様
は
新

だ

 
そ
の

の
ま
ま

を
返
し

再

ド
ア
に
向
か
い
な
が
ら
彼
は

う

恐
ら
く
い
ま
表
世
界
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
戦

て
る
事
と
今
回
の
件
は
無

じ

な
い
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だ

浮
遊
城
を
創
成
し
た

の

い
も

お
そ
ら
く
は

  

た
い

許
す
も
の
か

  

知
れ
ぬ
苛
立
ち
を
滲
ま
せ
な
が
ら

彼
は

を
潜
り

部

を
出
て
行

た

 
後
に
取
り
残
さ
れ
た
の
は
ど
こ
か

然
と
し
て
い
る
⻩
金
騎
士
と
彼
の
気
持
ち
の

ら
か

を

ん
だ
面

だ

た

   
・
原

に
つ
い
て

 
ブ
ル

カ

ル
は
ぶ

ち

け
モ
ブ
し
か
な

て
な
い

 

本
は
グ
リ

ン
キ
リ
ト

オ
レ
ン
ジ
ジ

ネ
シ
ス
チ

タ

で

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
た
め



 第三十七話 〜動き出す悪意〜

に
世
界
を
守
る
と
ゲ

ム
プ
レ
イ
の
一
つ
と
し
て
世
界
を
壊
す
の
代
理
戦
争
を
や

て
た

 
ぶ

ち

け
キ
リ
ト

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
へ
の

入
れ
は
ト

プ
ダ
ウ
ン
型
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
成
⻑
限

界
を
キ
リ
ト
が
見
た
い
か
ら
と
い
う
個
人
的

向
が
多
分
に
入

た
結
果
そ
し
て

・

の
思
惑

り

に
な

た
ス
ト

リ

だ
と

者
は

え
て
い
る

  
・
本
作

に
つ
い
て

 
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト

人

魂

や
明
確
な
家

い
し
て
る

が
い
る
上

技
術
の
存
亡

も

わ

て
る
せ
い
で
め

ち

や
や
こ
し
い
話
に
な

て
い
る

 
キ
リ
ト

ユ
イ
や
キ
リ
カ
達
の
た
め
に
喪
い
た
く
な
い

 
 
 
 

に
も
転

で
き
る
技
術
な
の
で

退
の
判
断
は

過
ぎ
る

 
反

Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
に
は
異
常
者
が
多
い
か
ら
異
常
者

の
悪
魔
の
技
術

 
 
 
 
新
作
ゲ

ム
の
ど
れ
も
が
デ
ス
ゲ

ム

の

ネ
タ
な
の
で

絶
す
べ
き

 
そ
も
そ
も
オ

デ

ナ
ル
・
ス
ケ

ル
然
り

Ａ
Ｌ
Ｏ
や

の
問

や
の
大

が

Ｓ

Ａ
Ｏ
サ

バ

や

Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
を
流

し
て
る
せ
い
な
ん
だ
よ
な

が

悪
い
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・
ア
リ
ス
の
怒
り

 
命
の
複
製
は

理
的
に
禁
忌
と

え
る
騎
士

 
そ
の
思

は
真

な
の
だ
が
そ
れ
を

け
容
れ
て
い
た
キ
リ
ト
達
に
矛
先
を
向
け
た
の
が

過
ち

彼
女
に
と

て
ゲ

ム
で
も
遊
び
で
も
な
い
な
の
で

Ｍ
ｏ
ｂ
住
人
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
も

命
が
あ
る

え
だ
か
ら
仕
方
な
い
と

え
ば
仕
方
な
い
の
だ
が

 
原
作
で

り

の
呼
称
を

が

て
た
の
も

型

と
は

え
命
が
あ
る
と
い
う
思

に

づ
い
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
ち
な
み
に
本
作
の
歴
史
の
大
体
は
知

て
い
る
が

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
て
は

い
な
い

裏
世
界
の
住
人
を
指
す
意
味
だ
と
気
付
い
て
い
る
の
だ
が
意
味
ま
で
は
分

か

て
い
な
い

そ
の
た
め
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
の

性
に
つ
い
て
も
知
ら
ず
キ
リ
カ
に
怒
鳴

ら
れ
た
真
の
意
味
は
理
解
で
き
て
い
な
い

事
情
を
知
ら
な
い
の
で
仕
方
な
し

  
・
キ
リ
カ
の
怒
り

 

型

に
も

意

や

心

が
あ
る
と
思

て
い
る

有
な
一
人
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な
の
で
ア
リ
ス
の
気
持
ち
に
も
理
解
は
あ
る
し
共
感
も
出
来
る
が
自
身
が
キ
リ
ト
の
複
製

で
あ
り
な
が
ら

別
人
と
し
て

け
入
れ
て
く
れ
た

間
へ
の

に
怒

た

  
・

り
の
ま
と
め

 
キ
リ
ト
は
幕
間
に
あ
る

り

圧
で
手
一

な
の
で
参
戦
不
可

 

人
シ
ギ
ル
は
初
期
か
ら
巫
女
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
目
を
付
け
て
い
た
が

偶
然
キ
リ
ト
と
同
じ
サ

バ

だ

た
の
で
他
の
サ

バ

に
も
手
を

ば
し

序

壊
を
達
成

キ
リ
ト
に
企
て
を

見
破
ら
れ
て
か
ら

亡
生
活
を

け
つ
つ
別
サ

バ

の
巫
女

聖

を
集
め

四
つ
の
サ

バ

デ

タ
がユ

ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
さ
れ
別
サ

バ

で
巫
女
と
聖

六
つ
集
ま

た
状

が
上
書
き
さ

れ

創
世
が
成

て
し
ま
う

 
モ
ジ

ル
に
よ

て
カ

デ

ナ
ル
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
を
ク
エ
ス
ト
で
誘
導
し
そ

の

ま
で
企
て
て
お
り

こ
れ
が
完

さ
れ
る
と
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
壊
滅
し

技
術

そ
の
も
の
の
存

も
危
う
く
な
る

 
そ
れ
を
止
め
る
べ
く
も
う
一
人
の

黒
の
剣
士

が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
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で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
三
十
八
話
 

再
来
す
る
負
の
世
界

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
も
説
明
回

る
し
て

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
四
つ
あ
る
サ

バ

デ

タ
をユ

ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
さ
れ

わ
ば
新
生
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

う
べ

き
世
界
に
な

た
こ
の
大
地
は

異
世
界
と

て
い
い
状

だ

た

 
四
サ

バ

に
分
け
ら
れ
て
い
た
プ
レ
イ

の
集
合

ロ
グ
イ
ン

や
電
子
ド
ラ

グ
使
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疑
い
の

Ｂ
Ａ
Ｎ
な
ど
を

慮
す
る
に
最
大
二
万
の
と
こ
ろ
五
千
も
い
る
か
ど
う
か
な
の

で
今
ま
で
の
一
サ

バ

と
変
わ
り
な
く
は
あ
る
の
だ
が
最
た
る
変
化
と

え
ば
オ
レ
ン
ジ

ブ
ル

な
ど
の

罪
者
プ
レ
イ

の

増
と

え
よ
う

た
サ

バ

で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

や

が
抑
止
力
に
な

て
い
た
か
ら
少
な
か

た
が
他
は
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ド
を
来
し
ま
と
も

に
プ
レ
イ
で
き
る
よ
う
な

境
で
は
な
か

た

そ
こ
に
き
て

一
化
が
行
わ
れ
十
把
一
絡

に
一
つ
の
仮
想
世
界
に

ま

た
の
だ
か
ら
善
人
悪
人
の

が
著
し
く
変
動
し
た
事
は
あ
る

意
味

然
と

え
た

 
更
に
こ
の

一
化
は

い
い
と
こ
ど
り
を
し
た
も
の
で
あ
る
事
も

の
結
果
判
明
し
た

 

を

る
な
ら
二

と
復
活
し
な
い
ユ
ニ

ク
設
定
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の
有
無

他
サ

バ

で
は
Ｍ
Ｐ
Ｋ
の
的
に
さ
れ
使
い
捨
て
と
し
て
格

の
エ
サ
に
使
わ
れ
て
い
た
彼
ら
は

が
い
た
サ

バ

と
の

一
化
を
経
て

の
ユ
ニ

ク
設
定
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に

て
い
た

 
こ
れ
に
味
を

め

達
の
手
が
回
ら
な
い
ス
ピ

ド
で

と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
が
圏
外
に

れ
出

さ
れ
時
に
は
モ
ン
ス
タ

の

と
し
て
時
に
は
直

手
を
下
す
も
の
も
現
れ

か
ら
は

と

有
ネ

ム
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
が
補

さ
れ
た

Ｎ
Ｐ
Ｃ
へ
と

き
換
わ

て
い

た

 
そ
れ
は

が
か
つ
て
救
い
プ
レ
ミ
ア
も

い
て
い
た
武

の
女
性

主
も

外
で
は
な
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か

た

 

そ
う
な
⻘
年
に

き
換
わ
り
こ
ち
ら
へ
初
対
面
の

と
女
性

主
よ
り
も
パ
タ

ン
の
少
な
い
事
務
的
な
会
話
を
経
て

プ
レ
ミ
ア
も
直
感
的
に
事

の
真

を
把
握
し
た
ら
し

い

重
い
足
取
り
で
ホ

ム
に

た
彼
女
は
悲

な
表
情
を
し
て
い
た

 
そ
う
し
て
日
を

い
だ
こ
ろ

く
リ
ア
ル
の

動
が
一

し
た
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
も

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た

状
況
は
七
色
や

士
達
か
ら
一

り

い
て
る

悪
い
よ
う
だ
な

 
リ
ズ
ベ

ト
の
ホ

ム

に
集
ま

た

間
達
の

か
ら

実

に
ど
れ
く
ら
い
悪
い
か

し
が
つ
い
た
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
声

は
重
か

た

 
そ
れ
に

え
る
よ
う
に

ク
ラ
イ
ン
が
表
情
を
歪
め
な
が
ら

を
開
く

悪
い
な
ん
て
モ
ン
じ

ね

ど
こ
も
か
し
こ
も

オ
レ
ン
ジ
や
ブ
ル

共
ば
か
り
だ

い
良
識
あ
る
プ
レ
イ

も
そ
れ
な
り
に
い
る
け
ど
よ
も
う
ま
と
も
に
プ
レ
イ
を

け
ら
れ

る
状
況
じ

ね

Ｎ
Ｐ
Ｃ
を

に
し
て
の

り
な
ん
て
ザ
ラ

そ
れ
を
止
め
よ
う
と
す
れ
ば

た
み
て

に

が

て
く
る
始

だ

理
性
な
ん
て
カ
ケ
ラ
も
見
え
や
し
ね

 
思
い
出
す
だ
け
で
苛
立

て
き
た
の
か

に

を
作
る
く
ら
い
更
に
強
く
表
情
を
歪
め
て
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う
ク
ラ
イ
ン
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
が
然
も
あ
り
な
ん
と

い
た

リ
ア
ル

で
得
た
情
報
だ
が

ア
レ
は

金

だ

郷
の
実
験
の
な

郷
の

 
そ
ん
な
事
が
な
ん
で
わ
か
る
ん
だ

以
前
の
脱
獄

か
ら

し
て
更
識
経
由
で
食
事
に
発
信
機
に
な
る
ナ
ノ
マ
シ
ン
を
投
与
し

て
お
い
た

圧
が
済
ん
だ
後
ナ
ノ
マ
シ
ン
頼
り
に

を
特
定
し

行

そ
れ

で
さ

き

Ｓ
Ｔ
Ｌ

の
審
問
を
使

て
大
体
の
作
戦
を
把
握
で
き
た
ん
だ

Ｓ
Ｔ
Ｌ
の

て

ア
レ
か

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
話
を

い
た
七
色
が

虚
空
を
見
上

な
が
ら
苦

を

ら
す

も

き

知

た
限
り
だ
が

に

を
与
え
て
情

を
想

さ
せ
問

無

で
情
報
を

き
出
す
と

い
う

Ｙ
ｅ
ｓ

の
ウ

発
見
器
を
発
展
さ
せ
た

問
ら
し
い

つ
ま
り

は

け
な
い
し

て
は
な
ら
な
い
と
意
識
す
る

ど
に

手
に
伝
わ

て
し
ま
う
拷
問
な
の
だ

 
そ
れ
を
使
い

郷
の

内

や
秘
密

に
動
い
て
い
た

を
把
握
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

は
リ
ア
ル

に
そ
の
た
め
の
指
示
を
出
し
手
が
空
い
て
一
先
ず
こ
ち
ら
に

を
出
し
た
よ
う

だ

た

 
流

に

問
の
事
は

し
て
い
た
が

そ
把
握
し
て
い
る
面

も
遠
い
眼
を
し
て
い
た
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絶
対
的
に

に
回
し
ち

い
け
な
い
な

と
か

そ
う
い
う
事
を

え
て
い
る
に
違
い
な
い

が
つ
い
さ

き
把
握
し
た
限
り

そ
も
そ
も
こ
の

製
作
も

場
や

を

れ
る

だ

た
ら
し
い

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
最
初
に

弾
を

う
り
放

て
き
た

そ
の
中
に
は

く
者
も
い
れ
ば
数
時

間
前
に
陰
謀
論
と
し
て

が

て
い
た
事
も
あ
り

静
な
者
も
い
た

反

女
権

の
残

あ
と
は
個
人
的
に

や

に
恨
み
を
持
つ
者
達

そ
れ
ら
と

高

や

で

れ
行
き
の

し
く
な

た
電
気
企
業
メ

カ

の
責

者
達
が
結

し
ま
ず
は
人

か
ら
反
感
を

い
や
す
い
デ
ス
ゲ

ム
の
デ

タ
を

し
た
ゲ

ム
を
開

発

そ
こ
に

達
を
加
え
裏
で

ら
を
暗
躍
さ
せ
大
問

を

こ
す
事
で
失

さ
せ
る
の
が

い
だ

た
ら
し
い
な

よ

よ
く
そ
こ
ま
で

べ
た
ね

郷

つ
い
で
に
協
力
し
て
た
ど
こ
ぞ
の
構
成

も
審
問
し
た
か
ら

後
は
更
識
や
束

士

の
情
報

あ
あ

 
引
き

て
い
た
ユ
ウ
キ
は
返

を

い
て

得
の

で

い
た

前
者

特
に
構
成
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が
そ
こ
ま
で
知
る
は
ず
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
だ
け
に
後
付
け
で
出
さ
れ
た
後
者
の
方
は

信

性
に
足
る
情
報
源
だ

こ
れ
で

得
し
な
い
方
が

で
あ
る

い
ま

も

製
作
を

主
導
し
て
い
た

人
の
リ
ス
ト
ア

プ
を
し
て
く

れ
て
る

し
た

郷
構
成

か
ら
内

者
も

れ
た
し
束

士
や
更
識
家
の
情
報

を

使

て
証

を
集
め
て
く
れ
て
る
か
ら

が

さ
れ
た

の
殺
人
も
絡
め
遠
か
ら
ず
デ
カ

い
裁
判
で
も

き
そ
う
だ
な

そ
れ
ま
で
は

く
ユ

ミ
ル
が

中
傷
の
標
的
だ
ろ
う
け

ど
ん

で
も
こ
こ
ま
で
来
る
と
裁
判
が

き
よ
う
と

き
ま
い
と
に

わ
ら
ず

は
お
ろ
か

Ａ
Ｌ
Ｏ

も
終
わ

ち

い
そ
う
だ
よ
ね

 
し

ん

り
と

を

と
す
ア
ス
ナ

 
確
か
に

の
製
作
そ
の
も
の
が
国
ぐ
る
み
の
悪
事
だ

た
事
が
明
白
に
な

た

と
し
て
も
そ
れ
を
プ
レ
イ
し
て
い
た
人
達
の
モ
ラ
ル
に
よ

て
プ
レ
イ

境
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

り

運

も
先
行
か
な
く
な

て
し
ま

た

 
電
子
ド
ラ

グ
の

化

 
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
人
権
問

の
克
明
化
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そ
れ
ら
を
や
や
こ
し
く
す
る

悲
し
き

・
浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

 
こ
れ
ら
の
事
実
を

転
さ
せ
な
い
限
り

は
お
ろ
か

今
後
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

は

あ
り
得
な
い

退

絶
と
い
う

中
の
思
惑

り
の
結
果
に
な

て
し
ま
う
だ
ろ
う

い
や

そ
う
判
断
す
る
に
は

い
と

は
思
う
よ

 
場
が

む
空
気
を
払

し
た
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

の

た

定
の
声
だ

た

ど
う
い

う
意
味
だ
と
三

五

に

を
上

て

目
を
す
る
中
銀
髪
金

の
少
年
は

を

て

ん
だ

む
し
ろ

機
だ
ろ
う

は

人
の
消

品
で
も

い
な
り
の
人
形
で
も
な
い
と
証
明
す

る
機
会
だ

今
回
の
事

は
人
の
悪
意
が

い
た
も
の
だ

そ
の
悪
意
も
ま
た
人
が
払
い
の
け
る

べ
き
な
ん
だ
ろ
う
が

未
来
を
切
り
開
く
の
は

こ
の
世
界
を
生
き
る
人
た
る

達
だ

 
そ
う

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

線
が

れ
る

そ
の
先
に
は
話
を
不
安

に

い
て
い
た
巫

女
プ
レ
ミ
ア
と

不
可
解

な
が
ら
も

く

勢
を
取
り

け
る
巫
女
テ

ア
の

が
あ

た

 
そ
の
後

オ
リ
ジ
ナ
ル
は

を
見
た

キ
リ
カ

お
前
は

も
う
人
間
じ

な
い

と
は
違
う
道
を
歩
み
始
め
た
別
の

人
間

だ

そ

の
上
で
問
う
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そ
う
前

き
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

ま

す
ぐ
と
こ
ち
ら
を
見

え

  

お
前
は
ど
う
し
た
い

  
そ
の
問
い
に

す
ぐ
に

え
を
返
す
事
は
出
来
な
か

た

ど
う
し
た
い

た

た
五
文

の
そ
の
問
い
に
は
あ
ま
り
に
多
く
の
意
味
が

め
ら
れ

て
い
た

 
人
の
悪
意
に

ち
た
世
界
を
救
う
の
か

 

未
だ
心
の

に

食
い

超
克
し
得
て
い
な
い
憎
悪
に

ど
う
向
き
合
う
の
か

 
そ
れ
は

わ
ば
先
達
か
ら
の
思
い
や
り
だ

た

か
つ
て
同
じ

問
に
直
面
し
そ
し
て

え
を
出
し
悪

さ
に

ち
る
世
界
を
そ
れ
で
も
大
切
な
人
達
の
た
め
に
救
う
決
意
を

め
た

オ
リ
ジ
ナ
ル

先
達
か
ら
の
ま

す
ぐ
な
問
い
か
け
だ

た
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極
の
二

だ

た

 

な
二

だ

た

 
人

プ
レ
イ

の
悪
意
を
退
け

プ
レ
ミ
ア
達
の
た
め
に
剣
を
取

て
戦
う
か

 
プ
レ
イ

の
悪
意
に

合
し

を
喪
い
失
意
に
堕
ち
生
き
場
の
な
く
な

た
悪
意

を

り

⻤
へ
と
堕
ち
る
か

 

本

を

え
ば

憎
し
み
は
捨
て
ら
れ
な
い

 
電
子
コ

ド
と
し
て

実
過
ぎ
る
故
だ
ろ
う

人
だ

た

よ
り
も
よ
り

著
に

明
に
思

い
出
し

中
を

め
る
そ
の
想
い
を
無

し

け
る
事
は
恐
ら
く
不
可
能
だ
と
自
覚
し
て
い

る 
人
を

た
時

斬
り
た
い
と
願

た
事
か

 

呼

怨
み
に
怨
ん
だ
我
が
身
だ
が

そ
の
願
い
を
自
覚
す
る
時
だ
け
は

に
な

た
事
を

感

す
ら
し
て
い
た

だ

て
圏
外
で
ど
れ
だ
け
人
を
斬

て
も
本

の
人
殺
し
に
な
り
終
わ

り
を

え
な
い
の
だ
か
ら

 
こ
の
世
界
は

仮
初
め

 
人
間
が

を
求
め
て
作
り
出
し
た
仮
想
世
界

仮
初
め
の
命
を
奪

た
と
こ
ろ
で
こ
の
憎
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し
み
は
決
し
て

え
な
い

 

は
も
う

二

と

え
な
い
憎
し
み
を

え

生
き
て
い
く
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い

 

だ
と
い
う
の
に
現
実
で
ア
バ
タ

を
得
た
時
に
ど
う
し
て
動
か
な
か

た
の
か

 
無
力
で
非
力
で
生
身
の
人
間
を
殺
め
る

な

間
は

も
あ

た

そ
れ
で
も
そ

う
し
な
か

た

 
家

の

せ
の
た
め
と

そ
う

い

し
て
自
ら
を

し
殺
し
た

 
そ
の
無

を
慰
め
る
よ
う
に

仮
想
世
界
で
は

Ｍ
ｏ
ｂ
や

対
プ
レ
イ

を
斬

て
い

た

そ
れ
で
も

た
さ
れ
る
事
は
無
く
ど
こ
か

は
無
気
力
に
ま
る
で
世
捨
て
人
の
よ
う
に

生
き
た

 
そ
ん
な

に
も

生
き

と

え
る
事
は
あ

た

 

結

の
と
こ
ろ

 

は
ど
こ
ま
で

て
も

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

桐

谷
和
人
な
の
だ
ろ
う

他
者
を
助
け
る
事
に
喜
ん
で
し

ま
う

 
そ
れ
が
家

や

間
な
ら

喜
び
は
一
入
だ

 

も
う
意
地
を

て
も

無

な
ん
だ
ろ
う
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そ
う
悟
る
に
は
十
分
だ

た

 
本

に
世
界
を

も
か
も
を
憎
み

け
て
い
れ
ば
プ
レ
ミ
ア
に
こ
こ
ま
で

し
く

し
て

な
ん
て
い
な
い

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
復
讐
は
二
の

で
そ
の
意
欲
を
守
る
力
の

と
し
て

華
す
る
事
で
克

し

た
と
い
う
が

 
別
人
に
な

て
一

は
全
て
を
喪
い
け
れ
ど
そ
の
上
で

け

ら
れ
別
の
形
と
は

え
全

て
を
取
り

せ
た

は
十
分
過
ぎ
る

ど
に

足
し
て
い
た

復
讐
な
ん
て
忘
れ
て
し
ま
う

程
に

そ
う

だ
な

 
間
を
開
け
て
声
を
出
し
た

は

線
を
プ
レ
ミ
ア
へ

し
た

キ

ト
ン
と
小

を
愛
ら
し

く

た
少
女
は

無

な

線
を
投

か
け
て
く
る

は

お
前
と
は
違
う

一

は
全
て
を
喪

て

で
も

大
切
な

間
の
下
に
帰
れ
て

喜
び
を
得
た

は
そ
の
た
め
に
戦
う
よ

 
そ
う

て

ト
コ
ト
コ
と
近
づ
い
て
き
た
プ
レ
ミ
ア
の

を

く
り

で
る

か
を
怨
む
の
は

も
う

れ
た
か
ら
な
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そ
う

天

を
振
り

ぎ
な
が
ら

く

 
こ
れ
は
予
想
だ
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
価
値
観
の
板

み
で
自
己

壊
を
来
し
た
時

の
中

の

か
は

に
壊
れ
て
い
た

の
立
ち

に

り

間
達
と
の

性
を
取
り

し
た
い

と
い
う
欲
求
も

か

た

同
じ
人
間
で
な
い
か
ら
無
理

そ
う
い
う
先
入
観
が
あ

た
の

だ 
だ
か
ら
同
じ
よ
う
に
復
讐
心
も

怨
み
も

同
じ
よ
う
に

れ
た
の
だ
と
思
う

 
怨
み
骨

だ

た
怨

・
秋
十
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
自
身
の
手
で

事
情
が
あ

た
と
は
い
え

大
義
名
分
を
持

て

ち

復
讐
を

た
事
も
大
き
い
だ
ろ
う

会
的
復
権
も
成
り

か
つ
て
と
は
状
況
も
違
う

ず

と
引

り

け
る
意
味
も

か

た

 
今
は
た
だ

義
姉
が
い
て

友
人
達
が

て

を
師
と

う
プ
レ
ミ
ア
が
い
て

 
な
ん
だ
か
ん
だ

は

せ
だ

た

は

の

せ
の
た
め
に
戦
う
よ

こ
の
世
界
で

 
も
し
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
が
そ
の
道
を

む
事
に
な
れ
ば

そ
の
時
は
刃
を
交
え
る
だ
ろ
う

 
け
れ
ど
そ
の
未
来
は
無
い
と
確
信
し
て
い
る

達
に
と

て

せ

と
は

や
は
り

同
じ
人
達
の

せ
だ
か
ら
だ
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そ
う
か

 
ど
こ
ま
で

し
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
れ
で
も

そ
は
分
か

た
の
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

ら
か
く

ん
だ

そ
の
話

様
も

か
ら
せ
て
も
ら
う

 
つ

か
こ
こ
ま
で
来
て

中
下
車
し
ろ
と

か

う
は
ず
な
い
よ
な

 
そ
う

り

ん
だ
の
は
ク
ラ
イ
ン
だ

た

な
空
気
に

え
か
ね
た
の
か
ム

ド
メ

カ

ら
し
さ
を
存
分
に
発

し
て
の
そ
の
発

は

正
直
有

い
限
り
だ

た

 
有

く
そ
れ
に

か
ら
せ
て
も
ら
う
べ
く

線
を
人

こ
い

み
を
浮
か
べ
る
⻘
年
に
向

け
る

論
だ

ク
ラ
イ
ン
達
の
事
は

て
に
し
て
る
よ

 
そ
う

て
話
を
見
守

て
い
た

に
も

線
を
巡
ら
せ
る
と
ユ
ウ
キ
や
シ
ノ
ン
サ
チ

ア
ル
ゴ

ケ
イ
タ
達
も
思
い
思
い
に
喜
び
を

わ
に
し
て
い
た

 
そ
ん
な
中

く
い

と

の

を
引

ら
れ
る

引

た
の
は
プ
レ
ミ
ア
だ

た

キ
リ
カ

私
も
力
に
な
り
ま
す

え



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
プ
レ
ミ
ア
の
そ
の

葉
に

は

に
応
じ
ら
れ
な
か

た

 
な
に
せ
プ
レ
ミ
ア
は
プ
レ
イ

の

達
と
違
い

正
真
正
銘
の
こ
の
世
界
の
住
人

が

ゼ
ロ
に
な
れ
ば
本

に
死
ん
で
し
ま
う

そ
う
さ
せ
た
く
な
い
か
ら
戦
う
の
に
彼
女
を
参
加
さ

せ

結
果
死
な
せ
て
し
ま

て
は
本

転
倒
だ

 
そ
う
悩
む

を
他

に
プ
レ
ミ
ア
は
こ
れ
ま
で
見
た
事
な
い
く
ら
い
真
剣
な
面
持
ち
で

を

見
つ
め
て
き
た

確
か
に
死
ぬ
の
は
怖
い
で
す

で
も
み
ん
な
と
会
え
な
く
な
る
の
は
も

と

で
す

私
は

キ
リ
カ
達
と
も

と
た
く
さ
ん
の

色
を
見
た
い

い

い
ご

を
食
べ
て

い

い
冒

険
を
し
た
い
ん
で
す

も
し
な
い
で
死
ぬ
く
ら
い
な
ら
私
は
私
な
り
に
生
き
た
上
で
精

い

い
い
生
き
て
か
ら
死
に
た
い
で
す

プ
レ
ミ
ア

お
前

 
プ
レ
ミ
ア
ら
し
か
ら
ぬ

し
い
⻑
広

そ
れ
は

最
初
は
無

そ
の
も
の
だ

た
彼
女
の

達
プ
レ
イ

に
感
化
さ
れ
た

プ
レ
ミ
ア

と
い
う
一
人
の
少
女
の
成
⻑
だ

た

 
最
初
は
お
そ
ら
く
カ

デ

ナ
ル
の

り
人
形
に
過
ぎ
な
か

た

な
の
に

 
そ
の

く
べ
き
成
⻑
に

達
は

目
し
た
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テ

ア
は
ど
う
す
る

は
あ
ち
ら

に
時
間
を
取
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
キ
リ
カ
達
の
よ
う

に
あ
ま
り
こ

ち
に
は

ら
れ
な
い

な
ら
私
は
こ
の
ホ

ム
の
中
に
い
る

冒
険
者
は
人
間
は

信

で
き
な
い
か
ら

 
そ
う

て
プ
レ
ミ
ア
よ
り
も

分

い
目
つ
き
を
こ
ち
ら
に
向
け
た

き
黒
子
の
無
い
巫

女
テ

ア
は
部

を
出
て
行

た

を
上

て
い
く

か
ら

す
る
に

が
わ
れ
て
い
る
自

に
向
か

た
ら
し
い

 
や
は
り
最
初
期
に
自
身
を
助
け
た
人

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
し
か
ま
だ
心
を
許
し
て
い
な
い
よ

う
だ

 
人
間
不
信
に
な
る
気
持
ち
は

く
理
解
で
き
る
た
め

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
彼
女
の
背
を
見

送
る
ば
か
り
だ

た

 し
か
し

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ

 
あ
の
浮
遊
城
に
行
く
手

が
無
い
の
に
は
変
わ
り
な

い
ぞ
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く
し
て

を
破
る
よ
う
に

た
の
は
エ
ギ
ル
だ

た

実

問

事
を
解
決
す
る

に
し
て
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
と
違

て
空
を

べ
る
わ
け
も
無
い
し

の
よ
う
に
風
の
力
を

え

る
武
器
も
持

て
い
な
い
以
上

異
常
事

の
原
因
と
も
い
え
る
あ
の
城
へ
行
く
手

は
な
い

あ
る
と
す
れ
ば
転

だ
ろ
う
が
一

現
地
に
行
か
な
け
れ
ば

ア
ク
テ

ベ

ト

有

化
出
来
な
い
性

上
話

は
や
は
り
振
り
出
し
だ

 
そ
れ
に

え
た
の
は

や
は
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ

た

ユ
ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
に
つ
い
て
は

も

い
た

現
状

の
ク
エ
ス
ト
状
況
は

他
サ

バ

の

も
の
と
ご
ち

ご
ち

に
な

て
る
ら
し
い

そ
れ
は
聖

ク
エ
ス
ト
も
変
わ
ら
な
い

他
サ

バ

で
巫
女
と
聖

を

え
た
上
で
無
理

理
製
作

中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
を

動
し
た

結
果

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
創

も
実
は

ら
し
い

ん
じ

あ

達
で
残
り
一
つ
の
聖

を
見
つ
け
出
し
て
プ
レ
ミ
ア
ち

ん
達
に
願

て
も

ら
え
ば
い
い

て

か

 

を
組
み
な
が
ら
エ
ギ
ル
が
疑
問
を

す
る
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
い
や

と

を
振

た

本
来
個

で

理
さ
れ
る
ク
エ
ス
ト
が
未
実

と
い
う
こ
と
も
あ
り

で
も
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な

た

そ
の
状

で
上
書
き
さ
れ
た
か
ら
も
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
は

で
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も
進
行
可
能
状

だ

む
し
ろ
こ

ち
の
サ

バ

の
プ
レ
ミ
ア
テ

ア
が
キ
リ
カ
と

に
し

か
ク
エ
ス
ト
を
出
さ
な
い
状
況
が
異
常
だ

た
ん
だ

 

に

え
れ
ば

ア
カ
ウ
ン
ト

に

づ
け
ら
れ
る
の
だ
か
ら
特
定
個
人
に
し
か
ク
エ
ス

ト
を
出
さ
な
い
の
は

た
り
前
な
の
だ
が
バ
グ
か

か
の
せ
い
で

と
異
常
の
逆
転
現

が

き
て
い
た
と
い
う
事
ら
し
い

と
も
あ
れ
も
う
聖

を
探
す
必
要
は
無
い

七
色
に
呼
び
掛
け
て
直

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

に
転

し

問

の
Ｓ
Ａ
Ｏ
再
現
モ
ジ

ル
を
食
い
止
め
れ
ば
い
い
話
だ

 
そ
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

う
と

で
も
さ

シ
ノ
ン
が

な
面
持
ち
で

を

ん
だ

そ
も
そ
も
の
話

そ
の
モ
ジ

ル
を
運

が

と
か
し
ち

え
ば
い
い
ん
じ

な
い
の

や

て
な
い

な
い
だ
ろ
う

 
だ
か
ら

に
運

中
止
を
上

し
た
ん
だ

 
却
下
さ
れ
た
け
ど
と
や
や
苛
立
ち
気
味
に

う
オ
リ
ジ
ナ
ル

に

え
か
ね
て
い
る

も
の
が
あ
る
ら
し
い

ま
あ
こ
の
騒
動
を
引
き

こ
し
た
の
が

策
を
主
導
し
て
い
た

者
で
そ
れ
が

郷
や
電
子
ド
ラ

グ

人
の

と
繋
が

て
い
る
事
を
知

て
苛
立
ち
を

か
な
い
方
が

し
い
か

 
い
ま

達
は
ま
ん
ま
と

中
の
掌
の
上
で

り

足
掻
い
て
い
る
と
こ
ろ
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そ
う

え
る
と

の

も
ム
カ
ム
カ
と
す
る
感
情
コ

ド
が
構

さ
れ
始
め
て
き
た
気
が

し
た

 
今
で
こ
そ
物
証
が

て
い
な
い
が

た
暁
に
は

大
に
法

で
争
う
事
に
な
る
だ
ろ

う

ユ

ミ
ル

に
は
そ
れ
専

の
法
務
部
と
い
う
部

が
あ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
協
力
し
て

い
る
八
神
探
偵

束

士

更
識
家
の
情
報

が
あ
れ
ば
そ
れ
も

し
く
な
い

だ

 
そ
う

え
て
い
る
と

の
疑
問
を
投

る
人
が
い
た

レ
イ
ン
だ

ね

ね

そ
の
モ
ジ

ル

て
プ
レ
イ

が
倒
せ
る
よ
う
な

手
と
し
て

を
出
し

て
く
れ
る
の
か
な

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
出
来
る
人
じ

な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ん
じ

な

い
そ
れ
は
大

の
は
ず
だ

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の

が
あ
る
よ
う
に
ど
う
も
カ

デ

ナ

ル
は

の
可

を
プ
レ
イ

の
戦
闘
結
果
で
決
め
て
い
る
節
が
あ
る

も
し
ダ
メ
そ
う
だ

た
ら
束

士
に
頼
ん
で

が
電

ダ
イ
ブ
し
て
邪
魔
な
モ
ジ

ル
を
実
体
化
さ
せ
て
消
去

で
き
る
よ
う
に
掛
け
合
う
よ

む
そ
れ
な
ら
安
心
か
な

実

に
戦
え
な
い
と
わ
た
し
な
ん
か
じ

力
に
な
れ
な
い

か
ら
心
配
で
さ
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ん
わ
か
と
話
す
レ
イ
ン

そ
の
実
力
は
一
時
期
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
最
強
と

わ
れ
た
ス
メ
ラ
ギ
を

圧
倒
す
る
の
で
間
違
い
な
く
上

に

し
て
い
る
の
だ
が

彼
女
が

う
と
他
の
人
の

立
つ

が
な
い

 
似
た
よ
う
な
事
を
思

た
の
か

サ
チ
や
ケ
イ
タ
達
が

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た

と
も
あ
れ

ユ

ミ
ル

へ
の
バ

シ
ン
グ
も

い
か
ら

期
決

を
目
指
す
ぞ

こ
れ

か
ら
一
時
間
設
け
る
か
ら
そ
の
間
に
ア
イ
テ
ム
補

と

備
品
の
確
認
を

一
応

も
同
行
す

る
け
ど

リ
ア
ル
で
動
き
が
あ
る
と

け
る
か
ら

リ

ダ

は
キ
リ
カ

頼
ん
だ
ぞ

あ
あ

せ
ろ

 
そ
う
返
す
と

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
不

な

み
を
浮
か
べ
た

 
そ
の
後

達
は

が

に

り
出
し
た

道
中
で
浮
遊
城
の
出
現
に
つ
い
て
と
か

バ

シ
ン
グ
を

け
た
り
も
し
た
が
あ
る
程

は

な
し

と
ん
ど
を
無

す
る
形
で

意

を
済
ま
せ
て
い

た

 
決
戦
の
時
は

一

と
近
づ
い
て
い
た
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・

の
制
作
経

 

定

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
発
展
の
た
め

 

ト

プ
ダ
ウ
ン
型

の
限
界
実
験
の
た
め

 

場

現
実
で
浮
遊
城
を
想
像
す
る
た
め
の

金

 
七
色

信
ア
プ
リ

と

技
術
の
架
け

の
経
験

み

 
和
人

き
な

さ
を
感
じ
て
依
頼
を

け
た
た
め

 

反

定

を
一
気
に

と
す
た
め
の

 

ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
で
オ

シ

ン
・
タ

ト
ル
襲
撃
に
加

し
た

衛

高

ポ

ジ  
・
本
作
の

 

安

壊
し
た
他
サ

バ

と
一
つ
に
な

て
超
絶

安
が
悪
い
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弱
が
マ
ト
モ

他
は
非
マ
ナ

プ
レ
イ
上

こ
の
七

強
が
脱
獄
し
て
い
る
間
の

郷
の
影

を

け
て
い
る
者
達

 
空
に
は
中

な
浮
遊
城
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
浮
い
て
い
る

  
・
原

ホ
ロ
リ
ア
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

 
ジ

ネ
シ
ス
に
心

し
て
い
た
テ

ア
が
キ
リ
ト
に
ジ

ネ
シ
ス
を
破
ら
れ
自
身
に

し

く
し
て
く
れ
た
人
が

な
く
な

た

残
る
は

絶
す
る
人
間
ば
か
り
の
世
界
に

悪
を

き

本
来
二
人
で
祈
り
を

る
プ
ロ
セ
ス
を
一
人
で
成
し

た

 
そ
の
結
果

な
形
の
浮
遊
城
の
創
成
と
な

た

 
つ
ま
り
本
作

の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
も
巫
女
が
一
人
で
行

た
も
の
の
可
能
性
が
あ
る

 
プ
レ
ミ
ア

テ

ア
で
な
い
な
ら
い

た
い

が

遠
い
眼

  
・

郷
信
之

 
二

目
脱
獄
し
て
い
た
が

写
も
無
く

ま

た
哀
れ
な
男

 
脱
獄
し
て
い
る
間
に
ま
た
悪
事
を

い
て
い
た
が

Ｓ
Ｔ
Ｌ

に
よ
る
強
制

想
で
全
て
把
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握
さ
れ
て
し
ま

て
い
る

 
プ
レ
ミ
ア
や
ア
リ
ス
の
手
前

審
問

と
は

て
る
が
キ
リ
カ
の
地
の
文
で
あ
る
よ
う
に

実

は
拷
問

今
後
の
出
番
は
無
い
に

し
い

  
・

／
シ
ギ
ル

 

開
発

に
し
て
現
電
子
ド
ラ

グ

人

 
ま
だ

さ
れ
て
い
な
い
が

郷
も

ま
え
た
し

和
人
が
動
く
と
時
間
の
問

  
・
キ
リ
カ

 
キ
リ
ト
と
違
う
道
を
歩
む
者

 
自
分
が
直

手
を
下
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
怨

・
秋
十
を
か
つ
て
の
自
身
が
殺
し
復
讐

は

さ
れ
て
い
る
状

そ
れ
に
加
え

復
讐
心
に

え
る
立
場

も
奪
わ
れ
た
経

か
ら

し
な
く
な

て
い
た
状
況

 
そ
こ
に
来
て
プ
レ
ミ
ア
と
い
う

キ
リ
ト
で
は
な
く
自
身
に

い
て
い
る
少
女
の
存
在
に
よ

り

新
た
な
可
能
性
へ
の
道
を

み
出
し
た
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義
姉
の

責
も
な
く

観
で
生
き
て
い
た
中
大
切
な
も
の
を
認
識
し
た
事
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

と
同
じ
結
論
に
行
き
つ
く

そ
れ
は
や
は
り
根
は
や
さ
し
い
人
間
性
の

れ
な
の
か
も
し
れ

な
い

  
・
キ
リ
ト

 
現
実
と
仮
想
で

し
い
主
人

 
前

か
ら
気
に
掛
け
て
い
た
が
義
姉
ユ
イ
達
が

え
そ
し
て
キ
リ
カ
自
身
が
守
り
た
い

と

手
が
出
来
た
事
で
安
定
し
た
事
を
見
て

一
つ

の

が
下
り
た
気
分

 

れ
出
る
前
作
主
人

感

 
ち
な
み
に
裏
で
は

郷
を
拷
問
し
束
楯
無
ら
と

黒
い
謀
略
を
企
て
事

解
決
を

ろ

う
と
し
て
い
た
り
す
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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ネ

ト
の
反
応
 

浮
遊
城
出
現
編

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
時
系
列
は
前
話
最
後

備
の
た
め
の
一
時
間

の
前
後
く
ら
い
で
す

 
掲
示
板
風
な
の
は

本
ノ
リ
な
の
で

か
ら

に
し
て

も
う
ね

 
で
は
ど
う
ぞ

 
過
労

義
弟
に
つ
い
て
語
ろ
う
ゼ

義
弟

其
の
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
オ
リ
ジ
ン
に
浮
遊
城
が
現
れ
た
と

い
て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や

あ
る
と
思

た
ん
だ
よ
な

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
実

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

開
始
初
日
で
義
弟
が
大
地
切
断
伝
説
と
か
い
う
創
世
神
話
を
話
し
て
た
か
ら
そ
こ
ま
で
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か
な
い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
れ
よ
り
問

は
ア
レ
よ
四
つ
あ

た
サ

バ

デ

タ
が

合
さ
れ
ち

た

て

ツ

よ 
サ

バ

に

た
の
に
い
つ
の
間
に
か
義
弟
と
同
じ
サ

バ

に
来
て
て

し
か
も
圏
外

は

殺

と
し
て
る
し

な
ら
圏
内
も
剣

な
空
気
だ
し
ロ
グ
イ
ン
し
て
び

く
り
し
た

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や

ベ

タ
で

め
た

が
多
す
ぎ
た
か
ら
な
ん
じ

ね

 
そ
れ
で
サ

バ

を

め

る
事
に
な

た
と
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

知
が
無
い
上
に
あ
ま
り
に

す
ぎ
る
か
ら
そ
の
可
能
性
は
無
い
な
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
運

て

ユ

ミ
ル

だ

け

 
天
災
の
束
と
天
才
の

場

七
色
が
務
め
て
る
ト
コ

場
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

き
が
高
じ
て
勝
手
に
や

た
だ
け
な
ん
じ

ね
ｗ
ｗ
ｗ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
本
人
は
そ
れ

式
掲
示
板
で

定
し
て
る
ん
だ
よ
ね

 
つ

か
現
在

力
を

て
原
因

中
だ

て
よ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
に
そ
れ

 
じ

あ
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
も
サ

バ

合
も
本
来
予
定
し
て
な
か

た

て
事
な
の

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

し
て
は
別
件
で

意
し
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
少
な
く
と
も
サ
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バ

合
を
お
知
ら
せ
も
な
く
や
る

が
な
い
だ
ろ

プ
レ
イ

に
あ
ま
り
に
失
礼

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
失
礼
に
な
る

ど
プ
レ
イ

し
て
ね

だ
ろ
定
期

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

バ
グ
や
ら

や
ら
を
義
弟
が
報

し
始
め
た

か
ら
少
し
ず
つ

下
が

て
る
感

じ
は
し
て
る

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

違
い
し
て
る
人
多
い
け
ど

下
は
バ
グ
よ
り
も
チ

タ

と
か
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

の
せ
い
な
ん
だ
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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ん
そ
れ

む
し
ろ
バ
グ
や
デ
バ

ク
は

て
る
方
よ

現
状
義
弟
と
そ
の

間
で
対

し
て
る
け
ど

そ
れ
以
外
に
目
立

た
バ
グ
無
い
も
ん

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

は
じ
ま
り
の

で
バ
グ
ア
イ
テ
ム
を

た
ん
だ
け
ど
さ
そ
れ
学
生

だ

た
ん
だ

よ
ね

ブ
レ
ザ

や
ら
学
ラ
ン
や
ら

コ
ス
プ
レ

い
見
た
目
だ

た

 
品
名
バ
グ

て
る
上
に

コ
ル
だ

た
け
ど
グ
ラ
フ

ク
は
し

か
り
し
て
た
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  

そ
れ

ｗ
ｓ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

  
そ
ん
な
ス
テ
キ
ア
イ
テ
ム
が
あ

た
の
か

バ
グ
ア
イ
テ
ム

て
デ

タ
破
損
の
原
因
と
か
ト
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ラ
ウ
マ
し
か
無
い
か
ら

わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
た
わ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

デ

タ
を

し
て
た
だ
け
あ

て
新

い
ア
イ
テ
ム
以
外
は

マ

ト
モ
に
機
能
す
る
ん
だ
よ
な

さ

き
制

に
つ
い
て
上

た
け
ど
ア
レ
も

日
見
た
時
は
修

正
さ
れ
て
た
し

デ
バ

カ

と
し
て
義
弟
集

は
し

か
り

い
て
る

い
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
義
弟
は
リ
ア
ル
で
色

し
そ
う
だ
か
ら
他
の
面
子
が
代
わ
り
に

た
ん
だ
ろ
う

な

キ
リ
カ

ユ
イ

ス
ト
レ
ア

り
は
実

不
眠
不

四
六
時
中

し
て
ら
れ
る

プ
レ

イ

だ
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ま
じ
キ
リ
カ
が
キ
リ
ト
と

を
同
じ
く
す
る
だ
け
あ

て

か
い
ト
コ
ま
で

べ
て
そ

う
よ
ね
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な
の
に
な
ん
で
今
回
の
よ
う
な
出
来
事
が

き
て
し
ま

た
の
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
ト
ラ
ン
ス
プ
レ
イ

絡
み
だ
と
は
思
う
が

 
義
弟
と
オ
レ
ン
ジ
集

の
リ

ダ

・
ジ

ネ
シ
ス
の
戦
闘
を
見
て
た
け
ど
電
子
ド
ラ

グ

を
報

に
リ
ア
ル

で
取
引
を
し
て
た

り

結
構
根
深
い
問

い
ぞ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

開
発
デ

レ
ク
タ

だ

け

 
思
想
が
過

で

的
過
ぎ
る
か
ら

て
プ
ロ
ジ

ク
ト
か
ら
外
さ
れ
た
ら
し
い
が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
未
だ
に

安
の
目
を
掻
い
潜

て

け
て
る
ん
だ
か
ら

い
よ
な

  

名
無
し
の
プ
レ
イ
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と

え
ば

郷
も
脱

し
た
ん
だ
ろ

な
ん
か

回
目
と
か

い
て

あ
れ

回
目

あ

た

け

 
て
な

た
け
ど

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

回
目
は
ア
レ
や
で

第
三
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

中
に

備
が
色

慌
た
だ
し
く
動
い
て

た
時
や

義
弟
が
指

を

て

備

え
を
し
て
ち

う
ど
脱
獄
し
た
と
こ
ろ
だ

た

郷

を

ま
え
た
ら
し
い

 
た
だ
ど
こ
も
報
道
し
て
な
い
か
ら

ち

と

い
ん
だ
け
ど
な

 
義
弟
が
い
く
ら

い
か
ら

て

備
全
体
の
指

を

れ
る
か

て

り
が
疑
問
だ
し

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

更
識
や
ら

千
冬
や
ら
と
親
し
い
し
裏
で
合
意
を
取

た
上
で
の
指

な
ん
じ

ね

の

 
デ
ス
ゲ

ム
で
殺
戮
集

を

独
で
壊
滅
さ
せ
た
実
績
持
ち

て
の
も
加
味
し
て

し
て
み
た
ん
だ
ろ
う
さ
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
話
を

す
が

そ
の

郷
が
ま
た
脱
獄
し
て
た
ら
し
い

 
し
か
も
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に

義
弟
が
殺
人
の

罪
で

ま

た
日

人
知
れ
ず
だ

て

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
え

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
は

な
に
そ
れ
初

な
ん
じ

が

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ス
ど
こ
よ
そ
れ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
深
夜
ニ

ス
の
速
報
で
流
れ
て
た
で
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名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ク

な
情
報
源
で
ワ
ロ
タ

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
い
う
か

地
で
あ

た

動
で
義
弟
が
動
い
て
た
け
ど
そ
の
時
に

し
た
内
の

数
近
く
が

に
い
た

中
だ

た
ら
し
い

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に

郷
の
脱
獄
と
同
時

に

け
出
し
て

義
弟
に
復
讐
を
仕
掛
け
に
い

た

い

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
で

全
部
返
り

ち
か

  

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や
ま

今
の
義
弟
に
勝
て
る

て
お
る

 
も
う
色

制
限
と
い
う
ハ
ン
デ
を
付
け

て
も
ら

て

同
じ

の
上
で
な
い
と
だ
ろ
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１
０
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

月
間
ス
ト
ラ
イ
プ
ス
の
独

取

に
よ
る
と
最
近
エ
ネ
ル
ギ

に
よ
る
身
体
強
化
に
成

し

常
時
の
数

数
十

の
パ
ワ

を
発

出
来
る
よ
う
に
な

た
ら
し
い

の

部

無
し
で

り
合
え
る
し

ら
れ
て
も
傷
一
つ
付
か
な
い

て
事
だ
ね

 
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ル
か
な

  
１
０
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
戦
闘
力
ど
れ
く
ら
い
な
ん
だ
ろ
う

  
１
０
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
パ
ワ

の
振
れ

が
大
き
い
と
い
う
事
は
界
王

み
た
い
な
の
が
使
え
る
よ
う
に
な

た
と

い
う
認
識
で
い
い
の
だ
ろ
う
か

 
そ
う
な
る
と
数
千
は
最

で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
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１
０
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

無
銘
の

一
仕
様
能
力
で
無
限
回
復
に
加
え
ウ

ル
ス
感

に
よ
る
バ
イ
オ
式
ナ
メ

ク
式
回
復
能
力
と
か
い
う

エ
ネ
ル
ギ

式
と
バ
イ
オ
人

人
間
式
の
ハ
イ
ブ
リ

ド
に

な

て
る
か
ら
な

 
人

人
間
で
フ
リ

ザ
超
え
も
あ
り
得
る
ん
だ
し

数

い
く
ん
じ

ね

  
１
０
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

ジ

ナ
ル

に
よ
る
と
星
間

行
技
術

の
一

と
し
て

空
間
潜

い

わ

る
ワ

プ
も
実
験

に
あ
る
ら
し
い
ぞ

 
第
一

験
者
は
義
弟
自
身

 

れ
は
悟
空
式
も
界
王
神
式
の

間

動
を
覚
え
る
ん
じ

な
か
ろ
う
か

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
最
近
本
人
も
切
り

き
な
ど
で

く
は
あ
る
け
ど
サ
ブ
カ
ル
チ

か
ら
学
び
を
得
て
る
ら
し

い
し

い
つ
か
ホ
ン
ト
に
し
そ
う
ね
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し
む
ら
く
は

す
る
場
面
が
あ
ま
り
な
い
事
じ

な
い
か
な

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に
行
く
よ
う
に
な

た
ら

で
も
使
い
始
め
る
ん
じ

な
い
で
す
か
ね

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
マ
ジ
レ
ス
す
る
と

ま
ず

亡
国
機
業

消
し

ば
す
た
め
に
使
う
ん
じ

な
い
か
な

  
１
０
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

そ
れ
は
そ
う
か
も

  
１
０

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

学
園
襲
撃
事
件
の
時
に
月

天
衝

い
技
使

て
た
し
な

  
１
１
０
名
無
し
の
プ
レ
イ
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い
つ
だ

た
か
の

月
間
ス
ト
ラ
イ
プ
ス

で

そ
の
気
に
な
れ
ば
フ

イ
ナ
ル
エ
ク
ス
プ

ロ

ジ

ン
も
可
能
た
だ
し
し
な
い
と
か

て
た
し
色
や

は
と
も
か
く
性

の
近
い

技
や
気

波
は
使
え
そ
う
ね

  
１
１
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
気

斬
を
使

て

し
さ
あ
る
け
ど
そ
れ
よ
り
気

波
ぶ

の
方
が
強
い
か
ら
使

て
く

れ
な
さ
そ
う

  
１
１
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

時
か
声

と
光
学
迷

に
よ
る
変
身
で
キ

ラ
ク
タ

そ

く
り
に
な

て
そ
の
キ

ラ

特
有
の
技
を
放
つ
配
信
や

て
欲
し
さ
あ
る

 
リ
ア
ル
で

 
リ
ア
ル
で

  
１
１
３
名
無
し
の
プ
レ
イ
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そ
れ
が
出
来
な
い

達

人
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
自
作
魔
術
で
そ
れ

い
術
を
作
る
し
か
な
い
ん

だ 
正
直
武
器
持

て
る
と

ど
の
お
気
に
入
り
の
技
が
使
え
な
い
の
で
悲
し
い
で
ご
ん
す

  
１
１
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

１
１
３

 

て
ん
た
お
前

 
ド
ド
ン
波
と
か
魔

光
殺

と
か
デ
ス
ビ

ム
と
か
デ
ス
ボ

ル

と
か
ス

パ

ノ
ヴ

と
か
片
手
か
め
は
め
波
と
か
ビ

グ
・
バ
ン
・
ア
タ

ク
と
か
イ
レ
イ

ザ

・
キ

ノ
ン
と
か
ト
ラ

プ
シ

タ

と
か
ス
プ
リ

ト
フ

ン
ガ

シ

ト
と
か

フ

イ
ナ
ル
ス
ピ
リ

ツ
キ

ノ
ン
と
か
片
手
気

波
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
ん
だ
ろ
う
が

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
や

あ
の
作
品
は
不

の
名
作
な
ん
や
な

て

 
そ
れ
よ
り

の
方
は
ど
う
な
ん

 
お
れ
ベ

タ
権
持

て
な
い
か
ら
ロ
グ
イ
ン
出
来

な
い
ん
や
け
ど

状
況
ど
う
な

と
ん



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
さ

き
キ
リ
ト
達
が
声
明
出
し
た
で

 
・
キ
リ
ト

四
つ
の
サ

バ

デ

タ
が
一
つ
に

め
ら
れ
た
事
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
出
現
は
ユ

ミ

ル

の
想
定
し
た
事
で
も
企
て
た
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

よ

て
本
来
な
ら

プ
レ
イ
中
止

を
判
断
す
べ
き

だ
け
ど
制
作

の

が
そ
れ
を
許
し
て
く
れ
な
い
の
で

と

間
は

の
事

解
決
に
動
き
ま
す

一
先
ず
放

て
お
く
と
か
つ
て
と
同
じ
よ
う
に

壊
し
て

下

す
る
浮
遊
城
を

と
か
す
る
た
め
に
動
き
ま
す

今
回
の
事
は
色

な
人
間
の
思
惑
が
絡
ん
で
い

て

に
は
解
決
で
き
な
い
事

で
す

た
だ

は
浮
遊
城
を
尊

す
る

場

の
夢

を
こ
れ
以
上

さ
れ
た
く
な
い
し
ア
レ
が

下
し
た
結
果

が

壊
し
て

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の

定

に
さ
れ
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん

技
術
を
悪
に
す
る
の
は

そ
れ
を
使
う
人
で
す
か
ら

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
・
キ
リ
カ
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か
つ
て
は
人
だ

た
け
ど

い
ま
の

は

つ
ま
り

こ
の
世
界
に
生
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達

が

に
と

て
の
同

見
捨
て
た
く
な
い

守
り
た
い

だ
か
ら
戦
い
に
行
く

 
こ
の
声
明

像
の
時

に

き
黒
子
が
あ
る
方
多
分
初
期
か
ら
知
ら
れ
て
る
方
の
巫

女
が
ぎ

と
し
が
み
付
い
て
た
で

あ
り

れ
て
る
な

マ
ジ
で

  
１
１
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

恋
の
力
か

  
１
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

も
恋

て
す
る
ん
や
な

 
い
や

キ
リ
カ
の
場
合
は
違
う
ん
や
ろ
う
け
ど

女
の
子
の
方
が

  
１
２
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
自
分

み
の
女
の
子
に
育
て
る

 
光
源

で
も
や

た
か

 
タ
イ

ホ

件
で
は
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１
２
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
や
電
弟
の
場
合
は
こ
れ
が

な
ん
だ
よ
な

  
１
２
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
キ
リ
カ
と
こ
の
子
の
場
合

ず

と
女
の
子
を
保
護
し
て
た
か
ら

か
れ
た
ん
だ
ろ
う
な

 
明
確
な
恋
愛
感
情
は
こ
れ
か
ら
学
ん
で
い
く
ん
じ

ね

  
１
２
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
動

見
て
来
た
け
ど

キ
リ
カ
も
プ
レ
ミ
ア

て
巫
女
も

ん

ん

に
見
え
ね

 
進
歩
し
た
な

学
技
術

  
１
２
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ

の
進
歩
に
つ
い
て

は
前

か
ら

わ
れ
て
た
し
今
更
感
は
あ
る

 
む
し
ろ
ユ
イ

ス
ト
レ
ア

キ
リ
カ
の
配
信
見
て
た
か
ら
も

と
今
更
感
し
か
な
い
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１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
あ
そ
う
ね

  
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
も
あ
れ

放

て
お
く
と
浮
遊
城
が

ち
て
世
界

壊

 
だ
か
ら
浮
遊
城
攻
略

と

 

間
に
合
わ
な
く
ね

 

二
年
掛
け
る
広
さ
だ
ろ

  
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や

そ
れ
が
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い

 
ど
う
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
外
部
モ
ジ

ル
が
あ

て
そ
れ
の
せ
い
で
浮
遊
城

が
出
来
て
る
か
ら
そ
の
モ
ジ

ル
を
切
り
離
し
て

壊
プ
ロ
セ
ス
ま
で
い
か
な
い
よ
う
に
す

れ
ば
解
決
な
ん
だ
と
か

 
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
義
弟
が
や

た
よ
う
に
最
上

の
ラ
ス
ボ
ス
を
倒
す
事
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で
も
モ
ジ

ル
は

幹
部

第
一
層
以
下
の
地
下

だ
か
ら
そ
こ
に

り

け
ば
い

い

て

オ

レ

タ

し
な
が
ら
配
信
も
や

て
る
七
色
ち

ん
が

て
た

  
１
２
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
つ
も
思
う
ん
だ
け
ど

こ
う
い
う
大
事
件
中
に
配
信
を
し
て
い
い
ん
で
す
か
ね

  
１
２

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ア
リ
バ
イ
作

て
る
と
か

 
後
か
ら
ギ

ギ

て
る
人
達
を

ら
せ
る
証

づ
く
り
と
か

 
あ
と
変
に
不
安
を

て
騒
ぎ
立
て
る
人
を

制
し
て
情
報

制
す
る
意
味
合
い
も
あ
る
ん

で
し

は
人
間
じ

な
く
て
シ
ス
テ
ム
だ
し

  
１
３
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
数
か
月
前
は
義
弟
と
真

向
か
ら
ぶ
つ
か

て
た
の
に
今
や
オ

レ

タ

と
い
う
ポ
ジ
で

間
に
な
る
だ
な
ん
て

が
ワ
ク
テ
カ
し
て
く
る
じ

ね

か
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１
３
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
サ
ポ

ト

 

ノ
之
束

世

の
天
災

 

場

世

の
天
才

 

七
色

天
才

 
住
良
木
陽
太

才

 
サ
ポ
メ
ン
最
強

か

ｗ
ｗ
ｗ

  
１
３
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
お
実

も
仮
想
世
界
最
強
で

め
ら
れ
て
い
る

様

 
キ
リ
ト
が
要
る
時
点
で

も

わ
ん
だ
ろ
こ
れ

オ
マ
ケ
に
キ
リ
カ
リ

フ

ユ
ウ
キ

が
い
る
始

  
１
３
３
名
無
し
の
プ
レ
イ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
そ
れ
だ
け
の
戦
力
を
投
じ
な
い
と
い
け
な
い

ネ
タ

Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

  
１
３
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
も
う
さ

デ
ス
ゲ

ム
と
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
ホ
ロ
ウ
事
変
て

ネ
タ
の
宝

だ

て

分
か

て
る
ん
だ
し
そ
ん
な
サ

バ

は
物
理
的
に
破
壊
し
て
捨
て
ち

た
方
が
良
い
と
思

う
ん
で
す
け
ど

  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ま
さ
か
義
弟
や

場
達
を

め
る
た
め
に
わ
ざ
と
や

て
な
い

 
実
は
義
弟
の
こ
と

い
で
し

 
第
二
回
モ
ン
ド
・
グ
ロ

の
時
に

女
権
の
圧
力
が
あ

た
と
は

え

見
捨
て
て
る
し

復
讐
さ
れ
て
も
文

え
な
い
立
場
だ
し
こ
れ
を
機
に

消
し
よ
う
と
か

え
て
た
り
し
な
い

  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ
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だ
い
た
い
こ
ん
な
状
況
に
な

て
も
運

を
中
止
少
な
く
と
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
期
間
に
す
ら

な
ら
な
い
と
か

無
い
よ
な

い
く
ら
義
弟
達
が
動
く
た
め
と
は
い
え

  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
と
い
う
か
件
の
モ
ジ

ル
は
外
付
け
な
ん
だ
ろ

 
な
ん
で
物
理
的

あ
る
い
は
運

の

作
で
無

化

外
し
た
り
出
来
な
い
ん
で
す

 

と
す
る
と
ス
パ
イ
ウ

ア
と
か
の

  
１
３
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
以
前
も
ゲ

ム
運

の
中
止
問

対
応
の

さ
を
義
弟
に
指

さ
れ

善
要
求
さ
れ
て

た
け
ど

善
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
な
い
し

  
１
３

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
先
の
明

か
ら
滲
み
出
る
義
弟
の
不

感

不
信
感
よ

 
ビ

タ

の
件
が
あ
る
か
ら

得
意
な
の
は
確
実
な
の
に
こ
れ

て
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１
４
０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
義
姉
ち

ん
達

内
心

に
⻘

ビ
キ
ビ
キ
立
て
て
そ
う

  
１
４
１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
な
ら
義
弟
以
上
に
ぶ
ち
ギ
レ
て
る
ま
で
あ
る

  
１
４
２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
か
こ
こ
数
日

し
い
ん
だ
よ
な

 
歌
舞

の
殺
人

な
カ
メ
ラ

像
を
理
由
に
義
弟
の

か
ら
間
を

か
ず

放

か

と
思
え
ば
日
中
の

騒
ぎ

 

郷
や
そ
の

か

の
脱

発
覚
と
い
う
情
報
の

さ

 
極
め
つ
け
に

の
不
可
解
なユ

ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
と
浮
遊
城
の
出
現

 
こ
れ
組

ぐ
る
み
だ
と
し
て
も

一
組

じ

な
い
で
し

た
い
複
数
で

し
に
掛

か

て
る

て
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１
４
３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

地
の

グ
レ
の
一

も
気
に
な
る
よ
な

 

年
か
前
に
我
が
物

で

か
ら
横

に
い

た
集

も
い
た
し
チ

カ
を
持
ち
だ
し
て

た

て

も
あ
る
し

  
１
４
４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
物
騒
だ
ね

  
１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
苦
し

れ
か

が

し
て

十
人
と

殺
し
た
事
件
も
あ

て
そ
れ
が
国
ぐ
る
み

て
い
う
の
も
あ

た
な

  
１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
あ

あ

た
な
そ
ん
な
の
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１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ト
ン
デ
モ

護
士
の
う
わ
さ
が
ネ

ト
で
乱
立
し
た
時
の
事
か

 
い
や

探
偵
だ

け

  
１
４
８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
今
日
の

騒
ぎ
で
義
弟
が
探
偵
と

あ
と

ク
ザ
な
人
と
共
闘
し
て
た

て
話
だ
し

と
す
る
と
ま
た
国
ぐ
る
み
の
デ
カ
い
事
件
が
裏
で
進
行
中
だ

た
り
し
て

  
１
４

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま
た

生
労

じ

ね

だ
ろ
う
な

 
あ
そ
こ
十
年
近
く
前
か
ら
不

事

き
な
ん
だ
が

  
１

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

だ
と
し
た
ら

務

か
も

 
仮
想

て
い
う
ト
コ
に
義
弟
の
名
前
あ
る
し
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１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
も
災

だ
よ
な

 
他
の
プ
レ
イ

生
か
す
た
め
に
三

月
一
人
で
戦

て

く
終
わ

た
と
思

た
ら
そ
の

に
ず

と
付
き

わ
れ
て
る

だ
し

  
１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
う

え
る
と
キ
リ
カ
と
い
う
も
う
一
人
の
自
分
み
た
い
な

が
い
る
の
は
不

中
の

い

な
の
か
も
な

 
義
弟
は
リ
ア
ル

 
電
弟
は
バ

チ

ル

 
そ
う
い
う
風
に
分

し
て
仕
事
出
来
る

だ
し

そ
れ
ぞ
れ
に
義
姉
い
る
し

  
１

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ホ
ロ
ウ
と
違

て

電
弟
は
復
讐
心
を
克

し
た
の
か
分
か
ら
な
い
の
が
不
安
だ
け
ど
な
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１

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

守
り
た
い

て

て
る
し
大

だ
と
は
思
う
が
な

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ま

仮
に
ホ
ロ
ウ
み
た
い
に
な

て
も
義
弟
と
義
姉
が
い
る
し

大

だ
ろ

 
そ
れ
よ
り

は

事
も
無
く
平
穏
に
終
わ

て
欲
し
い

こ
れ
で

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が

絶
と

か
に
な

た
ら

り
に

て
る

は
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て
い
け
ば
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
る

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

に
も
転

さ
れ
て
最
近
は
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
と
か

信
教
育
と
か
実
技
学

に
も
使
わ

れ
て
る
か
ら
な

 
悪

す
れ
ば
危
険
な
の
に
は
変
わ
り
な
い
け
ど

れ
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
は
一

に
は

え

な
い
ん
だ
よ
な
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１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ん
と

反

は
感
情
論
と
極
論
ば
か
り
で
会
話
に
な
ら
な
い
か
ら

る

 
正
し
く
使
え
ば

は
な
い
の
に

も
し
か
し
た
ら

ば

か
り
な
ん
だ
か
ら

  
１

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
デ
ス
ゲ

ム
最
初
期
に
ナ

ヴ
ギ
ア
を
外
し
ち

た
親
に
は
同
情
す
る
が
そ
も
そ
も
あ
あ

い
う
危
機

て

中
で
外
さ
な
い
よ
う
に

て
い
う

意
書
き
が
し

か
り
あ
る
も
の
な
ん
だ

よ
な

コ
ン
セ
ン
ト
を

中
で

か
な
い
よ
う
に

と
同
じ
よ
う
に

 
テ
ン
パ

て
た
か
ら
と
は

え
そ
れ
で

を
使
う
人
す
べ
て
悪

て

わ
れ
る
の
は
心
外
だ

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
義
弟
ア
ン
チ
未
だ
に
多
い
も
ん
な

 
ア
ン
チ
ス
レ
の

ど
の
情
報

ス
が

解
で

ち

う
け
ど
ｗ
ｗ
ｗ

  
１

０
名
無
し
の
プ
レ
イ
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こ
の
時
こ
う
出
来
た
の
に
な

し
な
か

た
の
か

て
い
う
タ
イ
ト
ル
の
釣
り
動

は

多
い
な

 
全
部
結
果
論
だ
し
外

は
な
ん
と
で
も

え
る
し
そ
も
そ
も
本
人
は
血
反

く
く
ら
い

全
力
な

な
ん
だ
が

  
１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
血
反

い
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
く
ら
い
戦

て
た
セ
フ

ロ
ト
戦
で
も

き
下
ろ
さ
れ
て
る

の
を
見
て
流

に

き
気
が
し
た

  
１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

パ
ワ

に

し
て
も

解
が

か

た
か
ら
な

 
願
え
ば
出
来
る
ん
じ

な
く
て
本
人

く
自
分
の
力
で
結
果
を
も
ぎ
取
る
強
い
意

が
不

可
欠

ら
し
い
か
ら

願
い
じ

足
り
な
い
ら
し
い
ん
だ
よ
な

  
１

３
名
無
し
の
プ
レ
イ
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し
か
も
ハ

ド
の
出
力
の
問

で
ア
ミ

ス
フ

ア
使

時
は
出
来
な
い

 
全
力
の
反
応
速

も

け
て
る
と
バ
イ
タ
ル
異
常
で
強
制
ロ
グ
ア
ウ
ト
対

に
な
る
た
め
使

え
ず

実
は
常
時
デ
バ
フ
状

で
戦

て
る
よ
う
な
も
の
ら
し
い
ん
だ
よ
な

  
１

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

そ
の
常
時
デ
バ
フ
状

で
決
戦
に

も
う
と
し
て
る
の
は
大

な
ん
で
す
か
ね

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

ユ

ミ
ル

が

意
し
た
専

ハ

ド
で
ダ
イ
ブ
す
る
ん
じ

ね

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
セ

フ
テ

な
ん
ぞ
知
ら
ね

 
と
ば
か
り
な

組
も

ま
す
し
お
す
し

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
な
ん
な
ら
一

攻
略
し
た
ダ
ン
ジ

ン
な

だ
し

勝
な
の
で
は
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１

８
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
そ
も
そ
も
キ
リ
ト
は
リ
ア
ル

の
事

が
動
い
た
ら
そ

ち

先
で
動
く
の
で
今
回
の
主

は
あ
く
ま
で

の
キ
リ
カ

プ
レ
ミ
ア
ら
し
い

 
人
が

こ
し
た
問

で
も
あ
る
か
ら

間
は
付
い
て
行
く
ら
し
い
け
ど

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
ホ
ン
ト

人
間

て
愚
か
よ
ね

  
１

０
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
愚
か
愚
か

人
間
は
愚

で

な
生
き
物
だ
か
ら
な

  
１

１
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
前
達
の
人

史

て
醜
く
ね
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１

２
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
お
ぞ
ま
し
や

人

史

  
１

３
名
無
し
の
プ
レ
イ

 
む
し
ろ

達
の
世
界
の
方
が
異
文

の
可
能
性

  
１

４
名
無
し
の
プ
レ
イ

 

定
さ
れ
る

か

 
い
や
だ
な

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
い
や
い
や

人
の
未
来
の
可
能
性
ま
だ
残

て
る
で
し

義
弟
と
か
義
弟
と
か
義
弟
と
か

  
１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 
天
災
と
天
才
と
天
才
少
女
も
入
れ
て
差
し
上

ろ
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１

名
無
し
の
プ
レ
イ

 

才
住
良
木
く
ん
は
い
つ
も
忘
れ
ら
れ
が
ち

 
か
な
し
い
ね

   
そ
の
後

作
戦
開
始
と
な
る
時
間
ま
で
話
が
ズ
レ
に
ズ
レ
て

最
強
は

か

和
人

直
葉

千
冬

ダ

ク
ラ
イ

が
ヒ

ト
ア

プ
し
た
の
だ

た

  
・
国
家
陰
謀
論

 
数
年
お
き
に
大
事
件
が
あ

た
ら

も
が

と

え
る
事
で
は
あ
る
と
思
う

 
な
ま
じ
前
話
の

郷
拷
問
で
得
た
情
報
か
ら
真
実
な
の
が
タ
チ
の
悪
さ
を
物
語

て
い
る
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・
掲
示
板
の
住
⺠

 

は
真
面
目

は
ノ
リ
で
書
い
て
い
る
人

こ
れ
は
な
い
だ
ろ

的
に

え
て
る
事
が
的
を

て
い
た
り
す
る
ミ
ラ
ク
ル
は
ご
愛

 
キ
リ
ト
ア
ン
チ
系
書
き

み
は
掲
示
板
主
な
ど
が

期
に
Ｂ
Ａ
Ｎ
し
て
い
る
の
で

外
を

き

ど
書
き

ま
れ
な
い

 
日

の

の

に
し
つ
つ

男
子
復
権
を
願

て
い
る
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
の
が
特
徴

 
和
人
が
不
信
感
を
滲
ま
せ
る
発

を
し
た
の
で

に
対
し
て
陰
謀
論
も
あ
る
か
と
思

て
い

る 
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幕
間
之
物
語

テ

ア

巫
女
編
 

共
鳴
ス
ル

コ
コ
ロ

怨
念

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
本
日
四
話
目
投
稿
だ
オ
ラ

無
礼

 

が

た
か
ら
そ
の
勢
い
で
書
き
ま
し
た

で
も

め
な
の
で
幕
間
で
す

 
ち
な
み
に
や
や
ホ
ラ

チ

ク
で
す

 

点

テ

ア

初

 

数

約
三
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
私
に

私

と
い
う
自
我
が
生
ま
れ
た
時
の
事
は
よ
く
覚
え
て
い
る



 幕間之物語：
テ ィ ア
巫女編 〜共鳴スル

コ コ ロ
怨念〜

 
私
に
は
過
去
が
無
い

 
名
前
も
無
い

 
自
分
が

者
か
分
か
ら
ず
行
く

て
も
な
く

て
い
た
私
が
私
と
い
う
個
を
得
た

の
は
武

し
た
男
か
ら
助
け
ら
れ
た
時
の
事
だ

た

銀
の
髪
と
金
の

そ
し
て
己
よ
り
も

小
さ
な
体
の
剣
士
だ

た
事
を
よ
く
覚
え
て
い
る

 
直
前
ま
で
襲
わ
れ
て
い
た
と
い
う
の
に
な

無

備
に

も
せ
ず
そ
の
剣
士

後
に

キ
リ
ト
と
知

た

に
付
い
て
行

た
の
か
は

今
で
も
分
か
ら
な
い

 
た
だ
襲

て
き
た
男
と
は
違
う
と
い
う
の
は
分
か

て
い
た
か
ら
付
い
て
行

た
の
だ
と
思

う

あ
の
出
会
い
が
無
け
れ
ば

私
は

ど
う
な

て
い
た
の
だ
ろ
う
か

 
ア
イ
ン
タ
ウ
ン
で
鍛
冶

を

む
女
性
か
ら

が
わ
れ
た
部

で

の
外
の
夜

を

め
な
が
ら

私
は
そ
う
独
り
ご
ち
た

 
分
か
り
切

た

え
だ

た

ま
ず
間
違
い
な
く
死
ん
で
い
た

 
た
だ

今
に
し
て
思
え
ば
あ
の
と
き
死
ん
で
い
た
方
が
よ

ど
マ
シ
だ

た
か
も
し
れ
な

い
と
も
思

た

キ
リ
ト
に

ま
で
送
ら
れ
別
れ
た
後
は
思
い
出
し
た
く
も
な
い
日

だ
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た

冒
険
者
達
に
命
を

わ
れ

れ
恐
れ
と
共
に
剣
を
取

て
抗
う
日

を
味
わ
う
の
は
も

う
二

と

だ

 
再
び
助
け
ら
れ
て
か
ら

く
経
つ
今
も
私
は
人
に
そ
の
陰
に
潜
む
狂
気
と
死
に

え
て
い

る 
そ
ん
な
私
に
は

分
か
ら
な
か

た

 
自
分
と

二
つ
の
少
女

き
黒
子
が
あ
る
か
な
い
か
だ
け
が
容

の
差
異
で
あ
る
少
女

プ
レ
ミ
ア

彼
女
は
己
の
意

で
戦
う
覚
悟
を
決
め
少
し
前
に
キ
リ
ト
達
と
浮
遊
城
へ
戦
い
に

行
く

備
の
た
め
に
出
か
け
て
い
る

 
な

戦
う
決
意
を
持
て
る
の
か

 
あ
の
少
女
は

恐
ろ
し
く
な
い
の
か

死
の
危
険
が

戦
う
事
が

 
人
が

恐
ろ
し
く
は

な
い
の
か

う

は

 

裏
に
浮
か
ぶ
無
数
の
人
影

そ
れ
を
自
覚
す
る
だ
け
で
私
は

え

ん
で
し
ま
う

冒

険
者
達
が
私
に
向
け
る

意

殺
意
が

方
も
無
く
恐
ろ
し
い

 
も

と
も
恐
ろ
し
い
の
は
私
を
殺
す
事
に
対
し
彼
ら
は
ま
る
で
遊
び
の
よ
う
に
振
る
舞



 幕間之物語：
テ ィ ア
巫女編 〜共鳴スル

コ コ ロ
怨念〜

て
い
た
事
だ

殺
せ
ば
レ
ア
ド
ロ

プ
が
あ
る
か
も

な
ど
と

意
味
不
明
な
事
を
に
や
け
た

で

い

な
く
肉

の
武
器
で
四

を

こ
の
命
を

り
取
ろ
う
と
し
て
き
た

 
冒
険
者
は

人
は

異
常
だ

 
決
し
て

け
入
れ
る
べ
き
で
な
い
存
在
な
の
だ

 
彼
ら
が

に
し
て
い
た
エ
ヌ
ピ

シ
や
エ

ア
イ
と
い
う

語
が
恐
ら
く
冒
険
者
達

と
は
異
な
る
存
在
を
指
し
て
い
る
事
は
理
解
で
き
た

私
や

の
人

を
指
す
事
も

そ
し
て

そ
ん
な
彼
ら
を

な
く
殺
せ
る
の
が
冒
険
者
で
あ
る
事
も
理
解
し
て
い
た

 
私
を
助
け
て
く
れ
た
の
は
キ
リ
ト
だ
け
だ

 

け
れ
ど

そ
の
キ
リ
ト
も
ま
た

冒
険
者
の
一
人
な
の
だ
と
い
う

 
私
と
は
違
う
存
在

私
と
違

て

で
も

る
ら
し
い
存
在

 

い
つ

彼
の
刃
が
こ
ち
ら
を
向
く
か
分
か
ら
な
い

 
な
い
と
思
い
た
い

だ

て
彼
は
一

な
ら
ず
二

ま
で
も
私
を
助
け
出
し
て
く
れ
た

絶

望
的
な
戦
力
差
を

し
て
勝

し
守

て
く
れ
た

そ
ん
な
彼
が
私
を
殺
そ
う
と
な
ん
て
す
る

が
な
い

 
そ
ん
な

な
い
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そ
ん
な

な
い

 
そ
ん
な

な
い

  

ホ
ン
ト
ウ
に

  
ど
れ
だ
け

定
す
る
思

を
浮
か
べ
て
も

ん
の
わ
ず
か
な
疑
念
が
入
り

ん
で
し
ま
う

そ
の
声
に

不
安
で
い

い
な
私
は

を

け
て
し
ま
う

  

ホ
ン
ト
ウ
に

そ
う
オ
モ
う

  

裏
に

く
声

そ
れ
は
己
の
も
の
だ

た

 
私
が
発
し
た

で
は
な
い
が
そ
れ
で
も
そ
の
声
は
確
か
に
自
分
の
も
の
だ

た

そ
の
声

が

に
問
う
て
く
る

ホ
ン
ト
ウ
か

と

 
惑
わ
す
よ
う
に

 
誘
う
よ
う
に



 幕間之物語：
テ ィ ア
巫女編 〜共鳴スル

コ コ ロ
怨念〜

  

そ
ん
な
ツ
ゴ
ウ
の
イ
い
コ
ト
な
ん
て

ナ
い
よ

 
う
る
さ
い

う
る
さ
い

う
る
さ
い

 

る
よ
う
に

え
る
よ
う
に
私
は
怒
鳴

た

開
い
た
眼
は
一
人
だ
け
の

内
を

し

て
い
る

自
分
以
外
に
人
影
は
な
い

も
い
な
い

 
そ
れ
で
も

声
は

止
ま
な
い

  

ミ
ン
ナ

ウ

つ
き

  

ダ
レ
も

ボ
ク
を
マ
モ

て
く
れ
な
い

  

ダ
レ
も

ワ
タ
シ
を
ス
ク

て
な
ん
て
く
れ
な
い

  

ミ
ン
ナ

ミ
ン
ナ

ミ

ン
ナ

ア
タ
シ
を
ウ
ラ
ギ
る
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だ
か
ら

コ
ワ
そ
う

  

オ
レ
タ
チ
を
コ
ワ
し
た
よ
う
に

  

あ
の
ヒ
ト
タ
チ
を

コ
ワ
し
ツ
く
し
ち

お
う

  
気
付
け
ば
部

の
明
か
り
は
消
え
て
い
た

の
外
か
ら
入

て
く
る

の
月
と
星
の
明
か

り
も
消
え
て
い
た

 
い
や

ら
れ
た

と

う
べ
き
だ

 
だ

て

部

の
中
に
は
ど
こ
か
か
ら

き
だ
し
た
不
定
形
の
闇
に

れ
て
い
た
の
だ
か

ら
や
め
て

来
な
い
で

 
私
は
恐
怖
し
た

冒
険
者
達
に
殺
さ
れ
そ
う
に
な

た
時
と
は
別
の
よ
く
分
か
ら
な
い
恐
怖

を

い
た

こ
こ
か
ら

こ
の
部

か
ら
一

で
も

く
出
た
か

た



 幕間之物語：
テ ィ ア
巫女編 〜共鳴スル

コ コ ロ
怨念〜

 

に
向
か

た
私
は

そ
こ
で
絶
望
し
た

 

が
あ
か
な
い

 
そ
ん
な

が
な
い
と

す
る

は
内

か
ら
し
か
掛
か
ら
な
い

な
の
に

は
開
い
て

い
る

な
の
に

 
ノ
ブ
を
回
す

ガ
チ

ガ
チ

と

が
鳴
る
だ
け
で

一
向
に

が
開
く
気
配
が
な
か

た

  

ツ
カ
ま
え
た

  
そ
れ
ま
で
と
は
打

て
変
わ

て
し
わ
が
れ

れ

く
な

た
声
が

を
打

た

真
横
か
ら

こ
え
た
そ
れ
に
ぞ
く
り
と
背

が

る

体
が

る

 
そ
の
隙
に
と

足
が
闇
に

ん
だ

 

が
闇
に

ま
れ
た

 

が
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が

 
そ
し
て

ま
で
来
て

 

私

と
い
う
個
は

闇
に

み

ま
れ
た

  

も
か
も
が
闇
に

わ
れ
た
私
の
意
識
は

気
絶
す
る
事
を
許
さ
れ
な
か

た

 

裏
に

き

ま
れ
る
知
識
の
せ
い
だ

 
私
が
知
る
由
の
無
い

念

私
が
知
る

の
な
い
人

の
名
前

地

そ
れ
ら
が

か
ら

へ
と

き
り
な
し
に

き

ま
れ
て
い
く

 
忘
れ
る
事
は
許
さ
れ
な
い

 
そ
う

わ
ん
ば
か
り
の
強

な

り

み

 
気
を
喪
え
れ
ば
ど
れ

ど

だ
ろ
う
と
思

た

 
と
も
す
れ
ば

い
ま
な
ら
そ
う
恐
れ
る
事
無
く
死
ね
る
の
で
な
い
か
と
も
思
え
た

 

裏
に

き
つ
く
の
は
過
去
の
情



 幕間之物語：
テ ィ ア
巫女編 〜共鳴スル

コ コ ロ
怨念〜

 
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
住
ま
う
人

が
冒
険
者
達
の
手
で
あ
る
い
は

れ
出
さ
れ
た
先
で
魔

物
に
殺
さ
れ
あ

つ
ら
い

わ
れ
絶
命
し
て
い
く
日

の
回
想

そ
れ
が

人

十
人

百
人
と

み
重
な
る

 
同
じ

の
同
じ
人
間
の
別
の
死
に
方
を
見
た

 
別
の

の
見
覚
え
の
あ
る

か
の
死
に
ざ
ま
を
見
た

 
醜
悪
な

み
と
共
に
殺
さ
れ
る
女
性
の
最
期
を
見
た

 

え
な
が
ら
も

命
に
戦
い

た

な
男
の
死
を
見
た

 
時
間
に
し
て
ど
れ
く
ら
い
か
は
分
か
ら
な
い

 
け
れ
ど

そ
の
全
て
が

冒
険
者
達
に
よ

て
引
き

こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
は
明
白

だ

た

 
だ
か
ら

私
は
自
ず
と
理
解
し
た

 
私
を

ん
だ
闇
は
こ
の
大
地
で
殺
さ
れ
無
念
を
重
ね
た
人

の
怨
念
だ

彼
ら
は
冒
険
者

を
憎
ん
で
い
る

た
だ

や
か
に

ら
し
平
穏
に
生
き
冒
険
者
達
と
の
共
存
を
望
ん
で
い
た

中
で
裏
切
ら
れ
た
事
を

に
憎
ん
で
い
る

 
だ
か
ら
求
め
た

終
わ
ら
せ
ら
れ
る
人
を
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そ
れ
が
私
だ
と
教
え
ら
れ
た

 
巫
女

聖
大
樹
の
巫
女

聖

の
女
神

 
私
に
は
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
る
力
が
あ
る
と
そ
う
識

た

別
の

で
そ
れ
を

し
た

結
果
が
あ
の
天
空
の
城
な
の
だ
と
念
は
教
え
て
く
れ
た

 
け
れ
ど

ま
だ
足
り
な
い
の
だ
と

 
祈
り
を

た
女
神
は
一
人
だ
か
ら
足
り
な
い
の
だ
と

 
あ
と
一
人

必
要
な
の
だ
と

 
こ
の
世
界
を
怨
み
破
壊
し

し
新
た
な
創
成
を
行
お
う
と
決
意
で
き
る
女
神
が
必
要

な
の
だ
と

 

そ
れ
が
私
な
の
だ
と

彼
ら
は

う

 
ど
う
か

を

て

 
ど
う
か

み
ん
な
を
救

て

 
お
願
い
し
ま
す

女
神
様

 
そ
の
思
念
が

裏
を

け
巡
る

 

気
付
け
ば

私
は

の

に

て
い
た



 幕間之物語：
テ ィ ア
巫女編 〜共鳴スル

コ コ ロ
怨念〜

 
闇
は
無
い

部

の
明
か
り
は

り

月
明
り
も

か
ら
入

て
き
て
い
た

 
そ
れ
に

せ
ず

私
は
部

を
出
よ
う
と
す
る

 
そ
し
て

そ
の
時
に
気
が
付
い
た

た
ま
た
ま

に

た
私
の

は
か
つ
て
と
変
わ
り

銀
八
に
⻘
い

へ
と
変
化
し
て
い
た
の
だ

い
い

 
そ
の
変
化
を

私
は

み
と
共
に

け
入
れ
た

 
こ
れ
は
決
別
だ

 
弱
か

た
私
と
の

冒
険
者
達
と
な
れ
合

て
い
た
私
と
の

 

で
も

一
つ
だ
け

心
残
り
が
あ

た

 
さ
ら
り
と

片

の
髪
を
払
う

銀

の
よ
う
な
髪
が
は
ら
り
と
舞

た

す
べ
て
を
終
わ
ら
せ
る
前
に

せ
め
て

あ
の
人
だ
け
は

 
思
い
浮
か
べ
る
の
は
同
じ
髪
色
に
な

た
剣
士

私
を
二

も
救

て
く
れ
た
他
と
は
違
う

冒
険
者

 
彼
だ
け
は

私
に
と

て
は

特
別

だ

 

か
に

を

ば
せ
る
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私
の

み
は

ん
の
少
し
だ
け

く
感
じ
た

   
ず

と
前
に
ア
ン
ケ

ト
で
取

た

で
す

む

の
理
由
そ
の

で
す

  
・
黒
い
闇

 

サ

バ

で
死
ん
だ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の
怨
念

 
イ
メ

ジ
と
し
て
は

聖

の
泥

 
ホ
ロ
ウ

ト

プ
ダ
ウ
ン
型

が
怨
念
と
共
鳴
出
来
た
ん
だ
か
ら
そ
こ
か
ら
進
歩
し
た

の

も
出
来
る
で
し

理
論

 
ぶ

ち

け
る
と

原

ホ
ロ
リ
ア
Ｄ
Ｌ
Ｃ
第
三
弾

に

わ

て
い
る

 



 幕間之物語：
テ ィ ア
巫女編 〜共鳴スル

コ コ ロ
怨念〜

 
・

壊
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
創
成
者

 
別
サ

バ

の
巫
女

 

一
化
時
に
消
え
て
な
い
の
で
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
的
に
は
プ
レ
ミ
ア
テ

ア
と
は
異
な
る
個
体

  
・
テ

ア

 
色

と
覚
醒
し
た
破
壊
巫
女

 
ビ
ジ

ア
ル
が
原

の
白
髪
テ

ア
に
チ

ン
ジ
し
た

 
現
状
怨
念
ス
リ

ム
に

依
さ
れ
た
ヴ

フ
ス
状

怨
念
と
自
身
の
境
遇
も
あ

て
世

界
復
讐
を

す
が

一
自
身
を
救

た
キ
リ
ト
に
は
特
別
感
を

い
て
い
る

  
・
キ
リ
ト

 
テ

ア
に

一
心
を
許
さ
れ
て
い
る
プ
レ
イ

 
こ
い
つ
い

つ
も

を

か
し
て
ん
な

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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 第三十九章 〜巫女：
テ ィ ア 〔 オ ル タ 〕
破壊を祈る者〜

 
第
三
十
九
章
 

巫
女

テ

ア

オ
ル
タ

破
壊
を
祈
る
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
リ
ア
ル
の
ご
た
ご
た
で
精
魂

き
果
て
て

に
手
が
付
き
ま
せ
ん
で
し
た

下

 
ノ
リ
に

れ
て
な
い
か
ら
今
話
は

に
入
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ち

と
ず
つ
書

い
た
も
の
な
の
で

 
な
の
で
い
つ
も

り

後
書
き
で
ま
と
め
て
お
り
ま
す

 

し
ぶ
り
で
忘
れ
て
る
か
も
な
の
で

以
下
の
点
を

ま
え
て
ご

く
だ
さ
い

  
・
ア
リ
ス
が
キ
リ
ト

で
把
握
で
き
て
い
る
事

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
立
ち
回
り

ア
キ
ト
殺

以
外

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
立
ち
回
り

 
世
間
の

判
・
風

の

ろ
い

ア
キ
ト
殺

以
外

 
キ
リ
ト
の
生
い
立
ち
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キ
リ
カ
の
生
い
立
ち

郷

Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は

か
と
い
う
点
を

く

 
ホ
ロ
ウ
と
の
血
戦

同
上

 
ヴ

フ
ス
と
の
決
戦

Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
現
実

の
亡
国
と
の
戦
い

未
来

以
外

 
知
ら
な
い
の
は
ア
キ
ト

郷
の

Ｎ
Ｐ
Ｃ

と
定
義
ヴ

ベ
ル
な
ど
の
未
来

で
す

そ
れ
以
外
は

き

て
い
る
認
識
で
オ
ケ

  

点

ア
リ
ス

 

数

約
一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  



 第三十九章 〜巫女：
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一
時
間
の

備
時
間
を
経
て
ア
イ
ン
タ
ウ
ン
で
リ
ズ
ベ

ト
が
有
す
る
ホ

ム
に
再
集
結

し
た
時

私
達
の
下
に
予
想
し
て
い
な
か

た
来

者
が
現
れ
た

そ
れ
は
森
エ
ル
フ
の
騎
士

リ

フ

黒
エ
ル
フ
の
騎
士
キ
ズ
メ
ル
だ

た

 
彼
女
ら
も
空
の
彼
方
に
現
れ
た
浮
遊
城
に
行
く
事
を
望
ん
だ
の
で
あ
る

ま

我

に
も
事
情
が
あ
る
ん
だ
が
な

 

息
し
な
が
ら
そ
う

う
キ
ズ
メ
ル

く
こ
の
状
況
を
キ
リ
ト
達
な
ら
把
握
し
て
い
る
と
予

想
し
て
こ
の
場
に
来
た
ら
し
い

彼
女
ら
は
浮
遊
城
の
出
現
に
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ル
フ

が

与

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

た
上
層
部
の
命
を

け
情
報
を
集
め
る
た
め
に
動
い
て
い
た

の
だ

 
少
し
前
に
キ
リ
ト
と
テ

ア
が
森
エ
ル
フ
キ
リ
カ
と
プ
レ
ミ
ア
が
黒
エ
ル
フ
の

人
と
な

り
成
立
し
た
三
種

の
和

そ
れ
が
浮
遊
城
の
出
現
に
よ
り
揺
ら
い
で
い
た
の
で
あ
る

 
そ
し
て
浮
遊
城
創
成
の
大
ま
か
な
経

巫
女
に

し
て
は

正
を
持
つ
者
が
他
に
い
た
と

し
た

と
世
界
滅
亡
に
つ
い
て
知
り
そ
れ
を

止
す
る
べ
く
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
と

い
て

同
行
を

し
出
て
い
た

 
そ
の
二
人
を
加
え
た
私
達
は

セ
ブ
ン

七
色
の

内
で

か
空
の
彼
方
へ
と
転

し
た
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最
初
に

た
光

は

く

れ
た

を
与
え
て
き
た

 
か
つ
て
一
万
も
の
⺠
を

と
し
た
浮
遊
城
は

お
お
よ
そ
の
外
観
は
似
て
は
い
る
も
の
の

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
穴
が
空
い
て
い
る
不
完
全
な
状

だ

た

木
は
無
く

れ
た
地

が

出
し
て
い
る

そ
こ
か
し
こ
に
は
光

を
放
つ
金
属
の
よ
う
な

も
生
え
て
い
た

 
お
よ
そ
生
命
が
生
き
る
世
界
で
は
な
い

 
天
空
に
再
現
さ
れ
た
浮
遊
城
に
は
生
き
物
が
有
す
る

み
と
い
う
も
の
を
感
じ
ら
れ
な

か

た
こ
こ
が

か
つ
て

方
達
が
生
き
た
と
い
う
浮
遊
城
で
す
か

 

わ
れ
て
い
た
と
い
う
表
現
を

え
た
私
の

葉
は
そ
れ
で
も

し
切
れ
な
い

怖
の
念

が
滲
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
た

愛
剣
を
握
る
手
に
自
ず
と
力
が

る

 

心
を

き
な
が
ら
更
に

を
見

す
と

と
蠢
く
物
体
が

界
を
過
ぎ

た

グ
ル
ル

 
そ
れ
は
オ
オ
カ
ミ
だ

た

だ
が
こ
ん
な
場

に

み

と
さ
れ
た
存
在

え
か
そ
の
見

た
目
は

常
で
は
な
か

た

 

色
の

み
を
持
つ
獣
は
そ
の
五
体
の

が
不

に
変
色
す
る
不
快
な
な
に
か
に
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さ
れ
て
い
た
の
だ

見
て
取
れ
る
色
は

白
黒
な
ど
で
そ
れ
ら
が
多
層
的
に
展
開
さ
れ
て

い
る
様
は
神
器
の
記

解
放
術
に
似
て
い
た
が
獣
の
そ
れ
か
ら
は
本
能
的
な
不
快
感
し
か
感
じ

ら
れ
な
い

ア
レ

て

バ
グ
に

さ
れ
て
る
の

能
力
値
ま
で
バ
グ
で
お
か
し
く
な
ら
れ
て
る
と

だ
ね

 
歴
戦
の

士
た
る
ユ
ウ
キ
が

然
と
し
た
よ
う
に

い
た

自
動
的
に
剣
を

い
て
は
い
る

が

ま
だ
オ
オ
カ
ミ
と
の

離
が
あ
る
事
も
あ

て
か

き
が
勝

て
い
る
よ
う
だ

 
そ
の

で

剣
を

い
た
ア
ス
ナ
が
気
を
引
き

め
る
よ
う
に

た

あ

あ

ち
の

も

が
バ
グ

て
ま
す
よ

ア
レ

て

ウ

フ
ロ
ア
ボ
ス
じ

な
い

 
そ
こ
で
悲
鳴
に
近
い
声
が
上
が
る

声
の
主
は
シ
リ
カ
と
リ
ズ
ベ

ト
だ

た

彼
女
ら
が

指
を
指
す
方
を
見
れ
ば

紅
い
体

を
持
つ
二
足
歩
行
の
大
き
な

が

大
な
魔
獣
の
骨
を

使

た
と
思
し
き
手

と

盾
を
手
に

て
く
る
光

が
目
に
入
る

そ
の

も
や
は
り
五

体
の
ど
こ
か
が
不
快
な
色
の

に

さ
れ
て
い
た

 

き
を

ら
す
味
方
の
声
に

を

け
れ
ば

ア
レ
は
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
と
い
う
名
前
ら
し



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

い

ゴ
ブ
リ
ン
の
よ
う
な
種

の
名
か

あ
る
い
は
個
体
名
か
は
不
明
だ

コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
は

が
や
ろ
う

 
そ
の
と
き
こ
の
集

を

い
る
⻑
た
る
少
年
が

を
開
い
た

そ
し
て

う
が

い
か
一

の
風
と
な

て

れ
た
大
地
を

け
る

 

そ
の
様
は

正
に

黒
き
風

だ

た

 
本
来
で
あ
れ
ば
白
に
近
い
銀
髪
を

か
せ
て
い
た
キ
リ
ト
は

事

で
あ
る
と
判
断
し

そ
の

を

年
の
も
の

つ
ま
り
浮
遊
城
を
生
き

い
た

の
も
の
に
変
え
て
い
た

今
の

彼
は
黒
髪
黒
目
の

で
あ
る

キ
リ
カ
と
異
な
る
点
を
武

以
外
で

る
と
す
れ
ば
キ
リ
カ

が
後
ろ
髪
を
一
つ
に

て
い
る
の
に
対
し

彼
は

て
い
な
い
点
だ
ろ
う

 
ち
な
み
に
彼
の
よ
う
に

を
変
え
ら
れ
る
事
ま
た
能
力
が
変
化
す
る
の
は
特

な
事

だ

と
い
う

 
こ
の
オ
リ
ジ
ン
な
る
世
界
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
下
敷
き
に
出
来
上
が

た
世
界

を
同
じ
に
し
て
い
る
か
ら
か
浮
遊
城
で
得
た
も
の
を
あ
る
程

は
こ
ち
ら
に
も
引

て

来
ら
れ
る
ら
し
い

 

同
じ
く
浮
遊
城
で
戦

て
い
た
ユ
ウ
キ
や
シ
ノ
ン
ら
は

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
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て

彼
女
ら

く
コ
ン
バ

ト
と
い
う
ら
し
い

オ
リ
ジ
ン
に

り
立

て
い
た

の
で

年
の

は
取
り

せ
な
か

た

別

の

新
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使

て
い
た
キ
リ
ト
だ
け
に
許
さ

れ
た
特
権
な
の
だ
と
い
う

 
そ
う
し
て

か
つ

転
生

し
た

黒
の
剣
士

の

に

味
方
が
頼
も
し

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い

た
の
も
記

し
て
い
る

 
そ
の
信
頼
に
応
え
よ
う
と
思

た
か
ら
か
は
分
か
ら
な
い
が
大
地
を

け
る
速
さ
が
グ
ン
と

上
が

た

 
そ
の

間

キ
リ
ト
が
背
か
ら
剣
を

い
た

 

手
に
黒

 

手
に

 
そ
れ
ら
は
絶
望
と
希
望
の
た
め
に
振
る
わ
れ
た
一
対
の
剣
だ

た

肉
体
と
共
に
復
活
し
た

備
の
中
で
最
強
で
は
な
い
と

い
て
い
る
が

そ
れ
で
も
そ
の
二
刀
を

し
た
の
は
戦

い
の
地
が
か
つ
て
の
浮
遊
城
で
あ

た
か
ら
だ
ろ
う

達
も
負
け
て
ら
れ
ね

 
そ
の
背
を
見
て
対
抗
心
を

さ
れ
た
の
か
反
り
の
あ
る
刀
剣
を
握
る
ク
ラ
イ
ン
が

戦
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的
な

み
を
浮
か
べ
て

け
出
し
た

向
か
う
先
は
二

に
数
が
増
え
よ
う
と
し
て
い
る

さ
れ

た
魔
獣
の

れ
だ

 
彼
に
触
発
さ
れ
て
か

間
達
も
思
い
思
い
の
声
を
上

て

り
出
す

め
ぐ旋

れ

花
達

 
私
は

け
出
さ
な
か

た

そ
の
代
わ
り

手
で
強
く
握
り

め
る
金
木
犀
の
剣
を

く
振

り
下
ろ
し
た

す
る
と
刀
身
が
無
数
の
金
木
犀
の
花

へ
と

つ解
れ

吹
色
の
風
と
な

て
魔
獣

の

れ
を

ぎ
払
う

 

運
と

て
い
い
の
か

そ
の
一
撃
で
命
を

ら
す
魔
獣
も
い
た
が

大
多
数
は
勢
い
を

失

た
だ
け
で
未
だ
戦
う

振
り
を
見
せ

け
て
い
る

 
命
あ
る
存
在
で
あ
れ
ば

今
の
一
撃
で
恐
怖
を

く
は
ず
だ

 
し
か
し

り
く
る
魔
獣
達
の
目
か
ら
は
そ
れ
を
感
じ
な
い

生
の
獣
が

⻯
の

を
見
た

時
や

き
修
道
士
や
下

の
整
合
騎
士
が
向
け
て
き
た
あ
の
感
情
が
一
片
た
り
と
も
感
じ
ら

れ
な
か

た

 
そ
れ
は
異
常
だ

 
そ
の

常
な
ら
ざ
る

と
な
る
ま
で

さ
れ

心
も
喪

て
し
ま

た
の
か
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な
ら
ば

こ
れ
を
引
き

こ
し
た
と
い
う
巫
女
達
も
ま
た

心
を
喪

た
の
だ
ろ
う
か

 
剣
風
を

が
せ

味
方
を

護
す
る
私
の

裏
に

そ
ん
な
疑
問
が

と
浮
か
ん
だ

 
異
常
な
魔
獣
達
を
生
み
出
す
世
界
を
創

し
た
と
い
う
三
人
目
の
巫
女

人

の
悪
意
に

て
祈
り
を

世
界
を
滅

す
一
手
を
始
め
た
そ
の
少
女
の
心
は
喪
わ
れ
て
し
ま

た
の
だ

ろ
う
か

 
い
や

あ
る
い
は

壊
さ
れ
た
の
か

 
命
を

わ
れ

け
る
極
限
状

に
あ
り

け
た
結
果
二
人
目
の
巫
女
テ

ア
は
極

の
人
間

不
信
に

り
キ
リ
ト
以
外
の

触
を

絶
す
る
ま
で
に
な

て
い
た

逆
に

え
ば
テ

ア

に
と

て
キ
リ
ト
と
い
う
存
在
が
あ

た
か
ら
あ
の
程

で
済
ん
で
い
る

 
最
初
期
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
た
プ
レ
ミ
ア

 
直
近
ま
で
極
限
状

に

か
れ
て
い
た
テ

ア

 
前

で
あ
る
二
人
と

す
れ
ば
三
人
目
の
巫
女
ず

と
悪
意
に
晒
さ
れ
て
き
た
事
は
想
像

に

く
な
い

故
に
善
悪
の
判
断
も
付
か
ず
祈

た
の
だ

 
思

を
放

し

た
だ
願
わ
れ
る
ま
ま
に
祈

た

 
世
界
を
破
滅
さ
せ
る
祈
り
を
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そ
れ
は
つ
ま
り

世
界
の
滅
亡
を
人

が
望
ん
で
い
る
と
い
う
事
を
意
味
す
る

 

な
ら
ば

私
達
が
臨
ん
で
い
る
戦
い
に

意
義
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か

ぐ

 
そ
こ
ま
で

え
た
時
ズ
キ
リ
と

目
に

み
が

た

思
わ
ず

を
振
る
う
手
を
止
め
る

 
覚
え
の
あ
る

み
だ

五
個
目
の
聖

を
入
手
し
に
向
か

た
時
こ
の

み
が
原
因
で
気
絶

し
た
か
ら
忘
れ
る

も
無
い

 
あ
の
時
の
私
は
私
が
生
き
る
世
界
の
理
と
キ
リ
ト
が
示
す
こ
の
世
界
の
理

善
悪
に
つ

い
て
思

し

を

い
た

か
で
も

理
教
会
と
人
界
を

べ
る
最
高

へ
の
疑
念

を

い
た
の
だ

恐
ら
く
そ
の
疑
念
を
抑
え

む
た
め
の

の
術
式
な
の
だ
と
私
は
分

し
て

い
る

 

故
そ
の
術
式
が

め

ま
れ
て
い
る
か
は

え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

 
ま
た

キ
リ
ト
に

す
る
事
の

非
も

 
し
か
し

ど
う
や
ら
今
回
の
戦
い
に
こ
の

み
は
切

て
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
の
よ
う

だ
ア
リ
ス

大
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え
え

目
に

が

ん
で
き
た
だ
け
で
す

 
弓
に

を
番
え
な
が
ら
心
配

に
声
を
掛
け
て
き
た
シ
ノ
ン
に

大
事
な
い
事
を
伝
え
た
私

は

裏
を

め
る
疑
念
か
ら
意
識
を
外
し

無
心
に
剣
風
を
躍
ら
せ
た

  
歪
み
に

さ
れ
た
魔
獣
が
無

序
に

く

原
を

た直
は
し

る

道
中
を

む
そ
れ
ら
を
剣
風
で

あ
る
い
は
少
年
少
女
ら
が
虚
空
に

し
た
武
器

で
撃
退
し
つ
つ
進
む
中

と
疑
問
が
浮
か

ん
だ

 
デ
ス
ゲ

ム
で
あ

た
の
も
意

し
た
も
の
で
な
い
か
ら
お
か
し
な
表
現
な
の
だ
ろ
う
が
本

来
で
あ
れ
ば
こ
の
城
を
攻
略
す
る
に
は

層
間
を
繋
ぐ
迷

を
進
み
最

の

を
守
る

魔
獣
を

す
る
工
程
を
百

り
返
す
必
要
が
あ

た

そ
う
し
て

り

い
た
果
て
が
第
百

層
の

だ

 
故
に
進
む
先
に
迷

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
そ
う
と
思
し
き
白

の

か
ら
は
や

や
ズ
レ
た
方
を
向
い
て
い
る
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そ
れ
が
気
に
な

た
私
は
恐
ら
く
現
状
を
一
番
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
少
年

二
刀
と

武

で

を

一
触
に

ら
し
て
い
る
キ
リ
ト
に
投

か
け
る
事
に
し
た

キ
リ
ト

き
た
い
事
が
あ
る
の
で
す
が

な
ん
だ

我

は
ど
こ
に
向
か

て
進
軍
し
て
い
る
の
で
す
か

 
そ
れ
に

戦
う

手
が

か
も
よ

く
分
か
ら
な
い
の
で
す
が

 
そ
う
問
い
か
け
る
と
彼
は
あ

と
や
や

乱
な
眼
で
虚
空
を
見
た
後

を

ん
で

か
ら

を
開
い
た

向
か
う
場

は
こ
の
城
を
作

て
る
存
在
が
い
る
と
こ
ろ

戦
う

手
は

そ
の
存
在
だ
な

と

い
う
と

別
の

さ

ば

と
や
ら
に

た
と
い
う
巫
女

で
す
か

 
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
創
成
に

与
し
て
い
る
と
い
う

者
の
少
女
・
七
色
か
ら

け
た
説

明
を
思
い
出
す

彼
女
の
話
が
正
し
い
な
ら

サ

バ

に
い
た
巫
女
が
聖

に
祈
り
を

た
事
で
大
地
切
断
の
伝
説
が
再
現
さ
れ
た

 
つ
ま
り
倒
す
べ
き
は
そ
の
巫
女
と
い
う
事
に
な
る
の
だ
ろ
う

 

え
て
み
れ
ば
そ
れ
は
自
然
な
流
れ
と

え
る

祈
り
を

る
事
が
巫
女
の

な
の
だ



 第三十九章 〜巫女：
テ ィ ア 〔 オ ル タ 〕
破壊を祈る者〜

 
問

は

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
経

 
自
分
や
キ
リ
ト
達
が
い
た
さ

ば

よ
り
も

安
の
悪
い
状
況
だ

た
と
い
う
話
か
ら

す
る
に

件
の
巫
女
の
境
遇
は
想
像
す
る
に

く
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

そ
の
巫
女
を
危
険

し

取
り

こ
う
と
す
る
の
も
お
か
し
な
話
で
は
な
い

 

そ
れ
は
私
が

た
人
界
と
同
じ

摂
理

だ

 
禁
忌
目
録
に
背
い
た
者
を

ら
え

断
す
る
事
が
整
合
騎
士
の
務
め

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に

キ
リ
ト
も
ま
た
人

や
世
界
を
守
る
べ
く

危
険
因
子
と
い
え
る
巫
女
を

す
る

 
そ
れ
だ
け
の
話

 

だ
と

い
う
の
に

 

ど
う
し
て
こ
う
も

が
苦
し
い
の
か

 

得
し
て
い
る

だ

論
議
す
る

地
も
な
い
事

な
の
だ

 
し
か
し

か
が

の

か
ら

き
上
が

て
く
る

 

え
か
け
て
く
る
も
の
が
あ

た

 
そ
れ
を
上
手
く

語
化
出
来
な
い
私
に
は
そ
の
感
情
や
意

が

な
の
か
ま
で
は
理
解
で
き

な
か

た
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そ
れ
は

と
ち
り
と
い
う
も
の
だ
な

  

と
し
た
そ
の
声
が

を
打

た

間
私
の

乱
は
収
ま

た

気
に
取
ら
れ
て
少
年

を
見
る

 
気
付
け
ば
彼
は
足
を
止
め
て
い
た

間
達
も

う
よ
う
に
歩
を
止
め
る

 

眼
前
に
は
黒
色
の

が
あ

た

 
雄
大
な
自
然
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
無
機

な

が
四
方
を

う
そ
れ
は
浮
遊
城
の
更
に

中

へ
と

く
よ
う
に

を
開
け
て
い
た

 
離
れ
た
小

の

に
立
つ
キ
リ
ト
が
大
穴
か
ら

線
を
切
り

こ
ち
ら
に
向
き
直
る

達
の
目
的
は
巫
女
を

し
て
こ
の
世
界
を

壊
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

壊
モ
ジ

ル

の

巫
女
自
体
は
保
護
す
る
つ
も
り
だ
よ

ま

そ
う
じ

な
き

プ
レ
ミ
ア
の
同
行
は
許
さ
な
い
だ
ろ
う
な
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そ
う
キ
リ
カ
が

け
て

た

つ
ま
り
私
の

念
は
は
じ
め
か
ら
す
る
必
要
の
な
い

憂

だ

た
ら
し
い

と
安

の
息
を

ら
す

 
あ
か
ら
さ
ま
に
安

し
た
私
を
見
て

ん
だ
キ
リ
ト
は

そ
れ
か
ら

と
話
を

け
る

向
か
う
場

は
上
じ

な
く

下
だ

だ
か
ら
迷

は
上
ら
な
い

 
巫
女
を

し
こ
の
浮
遊
城
を

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
世
界
の
神
の
意

そ
の
中

の
場

に
つ
い
て
の
情
報
は
あ
ま
り
無
か

た
は
ず
だ
が
キ
リ
ト
は
確
信
め
い
た
強
い
声

で
そ
う

た

下
で
す
か

か
根

で
も

経
験

だ
な

デ
ス
ゲ

ム
時
代
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
も
第
一
層
に
地
下
迷

が
あ

た

し
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ル
と
い
う
浮
遊
城
全
体
に

で
き
る
場

も
存
在
し
た

だ
か
ら
そ

こ
を

点
に
し
て
こ
の
世
界
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
い
う
異
物
の
存
在
証
明
を
行

て
い
る
と

思
うそ

の

ぶ
り
か
ら
す
る
に
お
前
は
行

た
事
が
あ
る
の
で
す
ね

あ
あ

と
キ
リ
カ
の
他
に
は
ア
ス
ナ
と
ユ
ウ
キ
フ

リ
ア
と
ス
ト
レ
ア
そ
れ
と
ユ
イ
も

行

た
事
が
あ
る
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う

 
意
外
な
事
実
に
思
わ
ず
声
を
上

る

 
こ
れ
ま
で

し
て
き
た
中
で
キ
リ
ト
が

独
行
動
を
取
る
事
が
多
い
事
は

き
知

て
い
た

そ
れ
は
危
険

が
高
い

ど
ま
た
万
人
に
知
ら
せ
る
べ
き
で
な
い
物
事
で
あ
る

ど

著
で
あ

る
事
も

 
浮
遊
城
全
体
に

可
能
な
場

の
存
在
が
万
人
の
知
る
べ
き
で
な
い
事
な
の
は
明
白

 
だ
か
ら
て

き
り
件
の
地
下
迷

に
は

独
で

い
て
い
た
の
だ
ろ
う
と

え
た
の
だ
が
ど

う
や
ら
そ
の
予
想
は
外
れ
て
い
た
ら
し
い

 
つ
ま
り
後
に
解
放
の
英
雄
と

わ
れ
る
キ
リ
ト
を
し
て

時
は

独
で
臨
む
の
を

え
る

ど
の
危
険
が
そ
の
地
下
迷

に
あ

た
と
い
う
事

お
前
が

間
を

れ
て
臨
む

ど
と
い
う
事
は

そ
れ

ど
危
険
な
場

な
の
で
す
ね

あ

ま

そ
れ
も
あ
る
が

 
私
の

葉
に
彼
は

い
た
も
の
の

故
だ
か
⻭
切
れ
が
悪
か

た

ま
た
彼
の

線
も
私
か

ら

れ
て
い
る

そ
の
先
を
追
え
ば
そ
の
先
に
は

ん
で
立
つ
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
の
二
人
が
い

た
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そ
の

線
に
対
し
て
反
応
し
た
の
は
ユ
イ
だ

た

 
彼
女
も
ま
た
⻭
切
れ
悪
そ
う
に
あ

と
声
を
発
し

心
地
悪
そ
う
に

線
を

わ
せ
る

キ
リ
ト
が

間
を

た
理
由
の
一
つ
に
は
ユ
イ
が

し
て
い
る
の
だ
と
理
解
で
き

た 
義
姉
を
守
る
た
め

で
あ
れ
ば
な

ス
ト
レ
ア
に
意
味
あ
り

な

線
を
向
け
な
か

た

の
か
は
謎
だ
が

と
も
あ
れ

こ
こ
か
ら
先
の

は
数
も
強
さ
も

違
い
に
な
る

気
を
引
き

め
て
行
こ
う

 
し
か
し
そ
の
疑
問
を

に
し
よ
う
と
し
た
の
と

同
時
に
こ
の
一

の
リ

ダ

で
あ
る

キ
リ
カ
が
指
示
を
出
し
た
た
め

私
は
一
先
ず

を

み

歩
を
進
め
る
事
に
し
た

 

穴
か
と
思
い
き
や
浮
遊
城
の
中
心
へ
向
か
う
に
つ
れ
て

や

が

壊
し
眼
下
に
遠
い

大
地
を
望
め
る
不
安
定
な

路
を
進
む
間
や
は
り
体
の
ど
こ
か
が

さ
れ
た
魔
獣
達
と

と

な
く
刃
を
交
え
る

種

は

や
二
足
歩
行
の

の

か
ら

の
剣
士
や

大
な
カ
エ
ル
と

い

た
暗
鬱
と
し
そ
う
な
も
の
に
変
わ

て
お
り
強
さ
も
手
応
え
か
ら
確
か
に
上
が

て
い
る

事
が
感
じ
取
れ
た

 
そ
う
し
て
進
む
事

お
よ
そ
数
十
分
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私
達
の
歩
み
を
止
め
る
存
在
が
現
れ
た

  

そ
れ

は
広
間
と

え
る
場

で
一
人

立
し
て
い
た

 
び

と
吹
き

け
る
風
に
そ
の
人
物
が

う
黒

が
揺
れ
る

光
に

ら
さ
れ
煌
め
い
て

見
え
る
銀
髪
も
揺
れ
た

 
そ
の
人
物
を
認
め
た
私
達
は

か
ら
と
も
な
く
歩
み
を
止
め
た

 
銀
髪
黒

の
人
物
が
こ
ち
ら
に
向
け
る

線
が
剣

な
も
の
だ

た
か
ら
だ

ま
た
こ
ん
な

場

に
一
人
で
い
る
存
在
を

し
い
と
思

た
か
ら
だ

 
し
か
し
私
達
の
歩
み
を
止
め
た
最
大
の
理
由
は
別
に
あ
る

 
そ
の
最
大
の
理
由
は

そ
の
人
物
が

う

が

巫
女

が

う

の
色
違
い
だ

た
事

 
つ
ま
り
プ
レ
ミ
ア
や
テ

ア
で
は
な
い
第
三
の
巫
女
の
登
場

 
そ
の
予
想
外
な
事

を
目
の

た
り
に
し
た
か
ら
歩
み
を
止
め
ざ
る
を
得
な
か

た

あ
ん
た
は
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一

を

い
る
べ
く
最
前
に
い
た
キ
リ
カ
が
表
情
を

く
し
つ
つ

を
開
く

 

邪
魔
だ

 
し
か
し

彼
の

葉
は
第
三
の
巫
女
の
一

で

ら
れ
た

 
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

彼
女
の

絶
感
を

現
化
し
た
か
の
よ
う
に
黒
い
巫
女

の
そ
こ
か

し
こ
か
ら
一

で
形
容
し
が
た
い
黒
い
な
に
か
が

れ
出
し
た

 
ど
ろ
り
と
し
た

の
よ
う
で

し
か
し

く
漂
う

の
よ
う
な
黒
い
そ
れ

 
そ
れ
が
足

の
レ
ン
ガ

煉

に
触
れ
た

煉

が

黒
い

み
に

め
上

ら
れ

に
波

し
始
め
る下

が
れ

 
そ
れ
を
見
て

い
た
の
も
束
の
間

声
を

り
上

て
キ
リ
ト
が
一

の
最
前
へ
躍
り
出
た

彼
は

手
で
キ
リ
カ
を
後
ろ
に
引
き
下

る
と
同
時

手
に
握
る

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

の
剣
を

高
く

に
突

き
立
て
る

キ

ン

と

ん
だ

き
の
後

彼
の
眼
前
に
⻘
色
の

が
出
現
し
た

 
直
後

黒
い

み
や
闇
の

の
波

速

が
一
気
に
上
が
り

襲
い
掛
か

て
き
た

 
だ
が
そ
れ
ら
は
⻘
い

に

ま
れ
る

そ
れ
で
も

進
も
う
と
す
る
が
⻘
色
の

も
負
け
じ

と
立
ち
は
だ
か
り

闇
と
光
の

ぎ
合
い
が
発
生
す
る
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こ
れ
は

い

た
い

 
黒
い
巫
女
と
キ
リ
ト
の
間
に
生
ま
れ
た

黒
い
焦

闇
と
光
の

ぎ
合
い
を
見
て
思
わ
ず

然
と
す
る

 

で

け
た
大
地

そ
う
い
う
意
味
で
の
焦

な
ら
見
た
事
が
あ
る

⻯
が

く

あ

る
い
は

の
神
聖
術
で
そ
う
い
う
の
は

的
に
発
生
し
や
す
い
か
ら
だ

 
だ
が

目
の
前
に
広
が
る
光

は

常
な
も
の
で
は
な
い

 
ま
る
で

こ
こ
ま
で
で
襲

て
き
た
魔
獣
を

し
た
モ
ノ
の
よ
う
な

 

ま
さ
か

 
そ
こ
ま
で

え

ハ

と
す
る

 
も
し
や
こ
れ
ま
で
斬

て
き
た
お
か
し
な
魔
獣
達
は
あ
の
黒
い
巫
女
か
ら
発
生
す
る
闇
に
触

れ

さ
れ
て
し
ま

た
が
故
の
変
異
な
の
で
は
に
か
と

 
そ
し
て
い
ま

私
達
も
そ
う
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ

た
の
で
は
な
い
か

と

 
も
し
も
キ
リ
ト
が
止
め
て
い
な
け
れ
ば
私
達
も
あ
の
魔
獣
の
よ
う
に
変
異
さ
せ
ら
れ
た
か
も

し
れ
な
い

表
世
界

に
真
の
肉
体
を
持
つ
キ
リ
ト
達
は
と
も
か
く

こ
ち
ら
に
真
の
肉
体
を

持
つ
私
や
プ
レ
ミ
ア

キ
リ
カ
達
が

さ
れ
れ
ば

ど
う
な

た
か
は
定
か
で
は
な
い
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つ
ま
り

あ
の
黒
い
巫
女
は

明
確
に
こ
ち
ら
を

か
す

に
な

て
い
る

触
れ
て
は
な
ら
な
い

手
と
は

分
と
や
り
に
く
い

 
そ
う

息
し
な
が
ら
私
は
愛
剣
を
花

へ
変
え
る

備
に
入
る

 
人
界
が
神
話
の
時
代
だ

た

か
ら
存
在
し
て
い
た
金
木
犀
の
樹

そ
の

容
と

な
花

び
ら
が

を
切
り
裂
く
光

を
強
く
想

す
る

す
る
と

と
刀
身
か
ら
キ
ン
と

き
な
れ
た

高
い

が
立
ち

に
金
木
犀
の
花

を

た
無
数
の
小
刃
へ
と
分
離
す
る

 

本
来
で
あ
れ
ば

小
刃
へ
の
分
離
は
術
式
の

を
必
要
と
す
る
工
程
だ

 
名
称
を

完
全
武

配
術

剣
の
記

を

み
取
り

そ
こ
か
ら
生
成
さ
れ
た
式

を

え
る
事
で

神
器
の
天
命
／

値
を
消

し
て
強
力
な
力
を
引
き
出
す

 
し
か
し
私
は
完
全

を
必
要
と
し
な
く
な

て

し
い

神
器
の
全
て
と
は

え
な
い
が

一
部
を
引
き
出
す
程

で
あ
れ
ば
強
い
意

を
以
て
行
使
す
る
事
が
可
能
に
な

て
い
た

 
こ
れ
を
極
め
神
器
の
全
て
を
引
き
出
す
事
が
出
来
れ
ば
私
は
整
合
騎
士
と
し
て
不
可
欠
な

力

し
ん
い

心
意

を
真
に
会
得
し
た
と

え
る

 
つ
ま
り
今

私
は

心
意

の
会
得
に
近
付
き
つ
つ
あ

た
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だ
か
ら
こ
そ

分
か

て
し
ま

た

  
全
身
を

く
よ
う
な

い
殺
意
を
感
じ
て
し
ま
え
た

な
 
ぞ
く
り
と
全
身
を
悪

が

た

 
思
わ
ず

呼

を
乱
し
て
し
ま
う

目
の
ま
ま
黒
い
巫
女
に

す
る

 
こ
れ
ま
で
暗
黒
界
の
ゴ
ブ
リ
ン
な
ど
と
刃
を
交
え
た
事
は
あ
る

命
の
奪
い
合
い
を
経
て
こ

ち
ら
に
向
け
ら
れ
る
殺
意
も
感
じ
た
事
が
あ

た

 
だ
が

こ
れ
は

な
ん
だ

 
こ
の
身
を

か
ん
ば
か
り
の
彼
女
の
殺
意
は
こ
れ
ま
で
感
じ
た
あ
ら

る
殺
意
殺
気
よ
り

も

か

た

 
そ
し
て

が
知
れ
な
か

た

 

知
れ
な
さ
で

え
ば
カ
セ
ド
ラ
ル
八
十

で
刃
を
交
え
た

人
の
修
剣
士
キ
リ
ト
も

同
じ
だ
が
彼
か
ら
は
戦
意
や
闘

こ
そ
感
じ
ら
れ
た
も
の
の
殺
意
は
感
じ
ら
れ
な
か

た

そ

う
い
う
意
味
で
は
整
合
騎
士

の
騎
士
⻑
ら
と
の

古
で
感
じ
た
も
の
も
同
じ
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し
か
し
今
感
じ
て
い
る
も
の
は
騎
士
⻑
ら
の
闘

を
そ
の
ま
ま
殺
意
に

き
換
え
た
か
の
よ

う
だ

 
そ
れ
故
に
理
解
で
き
る

 
あ
の
巫
女
が
発
し
て
い
る
闇
は
心
意
に
よ
る
も
の

そ
れ
に
触
れ
れ
ば
危
険
で
少
な
く

と
も
今
の
私
で
は

抗
も
出
来
な
い

ど
強
力

 
少
な
く
と
も
あ
の
巫
女
と
戦
う
だ
け
の
力
を
今
の
私
に
は
無
い
事
を

感
し
て
し
ま

た

 
手
を
出
そ
う
も
の
な
ら
逆
に
こ
ち
ら
ま
で
闇
に

食
さ
れ
て
し
ま
う
事
は
明
ら
か
だ

そ

う
な
ら
な
い
の
は

お
そ
ら
く
あ
の

闇

に
抗
す
る

光

を
発
生
さ
せ
て
い
る
キ
リ
ト
だ
け

だ
ろ
う

や
は
り

キ
リ
ト
に
は

か
な
い
か

 
闇
へ
の
対
抗
手

を
持
た
な
い
せ
い
で
身
動
き
を

じ
ら
れ
て
い
る
と
黒
い
巫
女
が
話

し
か
け
て
き
た

黒
く

ま

た

が
黒

く
め
の
少
年
を
ま

す
ぐ
見
つ
め
る

ま
さ
か

テ

ア
か

 
巫
女
と

線
を
交
わ
し
た
事
で

か
を
感
じ
取

た
の
か
光
の

を
保
ち
つ
つ
キ
リ
ト
が

し

に
問
い
を
投

た
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そ
の
問
い
に
対
し
そ
れ
ま
で
無
感
情
だ

た
黒
い
巫
女
の

に

が
浮
か
ぶ

ど
う
や
ら

黒
い
巫
女
は
三
人
目
の
巫
女
で
は
な
く

テ

ア
だ

た
ら
し
い

し
か
し

テ

ア
は
黒
髪
に
⻘
い

だ

た

で
す

な

そ
の
よ
う
な
容

に

シ
ン
イ

だ

 
私
が

し
た
疑
問
に

え
を
出
し
た
の
は

最
初
に
テ

ア
だ
と
見

い
た
少
年
だ

た

 
ど
う
い
う
事
か
と

線
を
向
け
る
と
そ
れ
を
感
じ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
彼
は

越
し
に

く
振
り
返

た

キ
リ
カ
の

子
の
よ
う
な
存
在
が
も
う
一
人
い
た

ホ
ロ
ウ
と

う
そ
の
人
物
も
今
の

や
キ
リ
カ
と
同
じ
容

だ

た
が
白
髪

眼
に
変
わ

た
事
が
あ

た

そ
の
原
因
が

だ

 
よ
り
正
確
に

え
ば
負
の

の
影

だ

と
彼
は

て
前
を
向
く

ホ
ロ
ウ
の

は
世
界
に
対
す
る
己
の
憎
悪

人

の
恐
怖
や
怒
り

恐
れ
が
原
因
だ

た

テ

ア
も
似
た
り
寄

た
り
な
ん
だ
ろ
う

 
恐
ら
く
テ

ア
自
身
の
冒
険
者
へ
の
怒
り

そ

し
て
冒
険
者
に
殺
さ
れ
た

と

び

と

Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の
怨
み
で
構
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
推

す
る
が

 
そ
の
推

を

き

私
は
高
速
で
思

す
る

 
キ
リ
カ
に
は
複

な
事
情
が
あ
り

そ
の

に
つ
い
て
は
教
え
て
も
ら
え
て
い
な
い
が

分
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か

て
い
る
事
は
あ
る
時
期
ま
で
の
記

経
験

意
識
を
キ
リ
ト
と
同
一
に
し
て
い
る
点
だ

そ
れ
が
話
に
だ
け

く
ホ
ロ
ウ
と
や
ら
も
同
じ
だ
と
す
れ
ば
負
の

に

食
さ
れ
た
ホ
ロ
ウ

は
己
の
憎
し
み
に

実
で
あ

た
の
だ
ろ
う

 
ホ
ロ
ウ
が
そ
う
な

た
の
は
か
つ
て
己
を

て
き
た
者
達
へ
の
鬱

が

発
し
た
か
ら
だ

 
つ
ま
り
今
の
テ

ア
は

件
の
ホ
ロ
ウ
と
同
じ
状

に
あ
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
で
な

髪

の
色
が
変
わ
る
か
は
理
解
で
き
な
い
が

流

だ

や
は
り
キ
リ
ト
は

他
の

に
ん

ん

冒
険
者
と
は
違
う

 
そ
う

く
予
想
を
立
て
た
時
黒
の
巫
女
テ

ア
が

を

え
た
ま
ま

を
開
い
た

そ

の
声

か
ら
は
先

ど
ま
で
の

絶
感
は
感
じ
ら
れ
な
い

 
己
の
命
を
救

た

手
だ
か
ら
か
負
に

ま
れ
よ
う
と
キ
リ
ト
に
だ
け
は
物

が

ら
か
い

 
そ
こ
で
彼
女
は
闇
を
差
し
向
け
る
の
を
止
め
代
わ
り
に

手
を
差
し
出
し
た

あ
ま
り
に

離
が
離
れ
て
い
る
が
そ
れ
は
ま
る
で
己
の
手
を
取
る
よ
う

し
て
い
る
よ
う
な

振
り
だ

キ
リ
ト

私
は
こ
れ
か
ら
使
命
を
果
た
す

あ
な
た
に
は

で
そ
れ
を
見
届
け
て
欲
し
い

使
命

 
突
き
立
て
た
剣
か
ら
は
手
を
離
さ
ず

キ
リ
ト
が

し

に
疑
問
を
投

る
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そ
の

葉
に

然
も
あ
り
な
ん
と

き
な
が
ら
テ

ア
が

葉
を

け
た

聖

の
女
神
と
し
て
の
使
命
だ

祈
り
を

こ
の
世
界
に
不
要
な
存
在

に
ん

ん

冒
険
者
を

す
る

つ
ま
り
世
界
を

化
す
る

 
そ
こ
で
テ

ア
は
ハ

キ
リ
と

意
を

わ
に

し
た

か
ら
人
間
不
信
の

は

け

た
し
キ
リ
ト
以
外
に
は
攻
撃
的
だ

た
が
そ
れ
が
行
き
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
行

た

を

け
た

が
会
う
カ
ミ
サ
マ
と
や
ら
は

ど
う
し
て
こ
う
い
う
手
合
い
が
多
い
の
か

 
テ

ア
の

に
私
達
が
身
構
え
て
い
る
と

の
剣
を

き
な
が
ら

キ
リ
ト
が

息

交
じ
り
に
そ
う

た

そ
し
て

手
に
出
現
さ
せ
た

エ
リ

シ
デ

タ

黒
の
剣
を
テ

ア
に
対
し
て
突
き
付
け

る

ど
う
し
て

 
そ
の
行
動
を
見
た
テ

ア
が

信
じ
ら
れ
な
い
と

い
た

な

然
と
し
た
表
情
で

い
た

自
身
の
誘
い
が
断
ら
れ
る
と
は

も

え
て
い
な
か

た
ら
し
い

な

あ
な
た
な
ら
キ
リ
ト
な
ら
こ
の
憎
し
み
を
理
解
し
て
く
れ
る
と
思

た
の
に

ま
さ
か
と
は
思

た
が

そ
の

ぶ
り
か
ら
す
る
に
テ

ア
と
共
鳴
し
た
負
は

・ア
・イ
・ン
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・ク
・ラ
・

・ド
・の
・も
・の
・も
・

・ん
・で
・い
・る
・の
・か

状

と
し
て
は
本

に
ホ
ロ
ウ
と
同
じ
だ
な

そ
ん
な
こ
と
は
い
い

 
な

な

こ
の
手
を
取

て
く
れ
な
い

 
キ
リ
ト
の
独
語
に
テ

ア
が
我

な
ら
な
い
と
ば
か
り
に

す
る

収
ま

て
い
た
闇

が
無

序
に

き
出
す

ど
の
感
情
の

ぶ
り

 
そ
ん
な
テ

ア
に
対
し

キ
リ
ト
が
一
歩

み

ん
だ

 

然
彼
の
黒
い

は
闇
に

さ
れ
た
煉

に
下
ろ
さ
れ
る

し
か
し
彼
が

み
し
め
た
地

点
か
ら
放

状
に

か
に
光
が
放
出
さ
れ
た

 
そ
れ
は
ま
る
で

テ

ア
の
憎
し
み
を

定
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

 
表
情
を
歪
め
た
彼
女
が
一
歩

後
ろ
に
下
が

た

な

自
身
を
傷
付
け
る
者
へ
の
憎
し
み
を

絶
す
る
者
達
へ
の
怒
り
を
あ
な
た
も
持

て
い
る
の
に

 
三

り
出
す
よ
う
な
声
で
テ

ア
が
問
い
か
け
る

 
二
歩
目
を

み
出
し
た
キ
リ
ト
は
そ
こ
で
歩
を
止
め
た

確
か
に
そ
の
感
情
が
あ
る
事
は

定
し
な
い

テ

ア
と
共
鳴
し
た
残

の
中
に
は
そ

の
道
に
生
き
よ
う
と
し
た

モ

ノ
人
格
も
あ
る
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静
か
に
そ
う

た
彼
は

だ
が
な

と

葉
を

け
る

 
復
讐
を

か
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
な
ん
て

え
る
の
は
間
違
い
だ

 
な

 
ガ
ン
と

ま
る
で
横

り
に
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
衝
撃
を

け
た
表
情
で
テ

ア
が

然

と
す
る

そ
ん
な
彼
女
に
キ
リ
ト
は
更
に

み
掛
け
た

復
讐
に
理
解
者
も
味
方
も
い
な
い

復
讐
に
生
き
る
人
が
い
て
も
そ
の
人
の
と
自
分
の
は
別
物

だ

よ
し
ん
ば
協
力

に
あ

て
も
そ
の

手
は

間
で
も
味
方
で
も
な
く
た
だ

じ

な

い
と
い
う
だ
け
の
間

手
の
復
讐
の

に
な
れ
ば

然

対
す
る

り
全
部
が

で

そ
の
上
で
全
て
を

命
を

て
で
も

を

つ
事
が

復
讐
だ

 
語
気
は
強
い

闘

強
い
シ
ン
イ
も
未
だ
感
じ
る

光
の
感
触
の
中
に
深
く
強

く

そ
し
て
禍

し
い

闇

の
感
触
も
感
じ
た

 
そ
れ
で
も
声

は
静
か
だ

た

 

ま
い
は

然
と
し
て
い
た
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そ
の
様
は

正
に

容
と

う
に

さ
わ
し
く
て

 
だ
か
ら
か

真

向
か
ら
そ
れ
を

け
て
い
る
テ

ア
は
圧
倒
さ
れ

け
て
い
た

テ

ア

は
確
か
に

憎
し
み
を

い
て
い
る

今
も

そ
の
感
情
は
あ
る

な
ら

な
ら

故
守
ろ
う
と

だ
か
ら
こ
そ

だ

 

惑
の
極
み
に
至
ろ
う
と
し
て
い
る
テ

ア
の
問
い
を

る
形
で
キ
リ
ト
が

た

憎
し

み
が
あ
る
か
ら
こ
そ

守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と

 
そ
の

え
に

私
も
ま
た

惑
し
て
し
ま
う

 
ま
る
で
矛
盾
し
た

え
で
は
な
い
か

と

 
そ
ん
な
事
も
お
構
い
な
し
に

テ

ア
を
見

え
た
ま
ま
キ
リ
ト
が

葉
を

け
る

出
来
損
な
い
と

わ
れ
た

人
殺
し
と
蔑
ま
れ
た

れ
の
な
い
悪

を
投

ら
れ

け
た

そ
ん
な

が

大

で
は

な
成
果
を
上

守
る
た
め
に
不
可
欠
と
認
め
ら
れ

を

け
る

そ
の
う
え

せ
に
生
き
ら
れ
れ
ば
万

を

て
き
た
人
達
へ
の
平
和
的
な
復
讐

の
成
立
だ
ろ
う
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彼
の

え
は
確
か
に
平
和
的
だ

た

え
る
な
ら
他
人
に

に
さ
れ
た
事
を
必
死
に

努
力
し

達
さ
せ
見
返
す
と
い
う
よ
う
な

そ
ん
な

た
り
前
と

え
る
程

の
事

 
と
て
も
復
讐
な
ど
と
大
層
な
事
で
は
な
い

 

狂

て
い
る

 
私
は

直
に
そ
う
思

た

 
こ
の
世
界
の
キ
リ
ト
の
来
歴
は
大
方
教
え
て
も
ら

て
い
る

だ
か
ら
こ
そ

見
返
す

程

で
済
ま
せ
ら
れ
る
精
神
が
理
解
で
き
な
い

命
を

わ
れ
て

そ
の
程

で
済
ま
せ
よ
う
と

す
る
な
ど
と

理
解

出
来
な
い

 
そ
れ
は
テ

ア
も
同
意
見
だ

た
よ
う
で

同
じ
結
論
が
彼
女
の

か
ら
紡
が
れ
た

 

間

キ
リ
ト
の

が
揺
れ
る

く

と
小
さ
く

み
殺
し
た

声
が

こ
え
た

そ
り

あ
そ
う
だ
ろ
う

こ
う
し
て
テ

ア
に
剣
を
向
け
た
事
も
ま
た

の
復
讐
の
一
つ

そ
れ
を

か
に
理
解
さ
れ
る
だ
な
ん
て
思

ち

い
な
い

な

な

私
は
キ
リ
ト
に
危

を
加
え
て
は

テ

ア
は
な

が
真
に
剣
を
向
け
る
の
は
今
回
の

を
引
き

こ
し
た
黒
幕

な
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に
よ
り

テ

ア
が

に
共
鳴
す
る
よ
う
仕
組
ん
だ

だ

 
そ
う

た
後

キ
リ
ト
が

越
し
に
振
り
返

た

テ

ア
は

が

手
を
す
る

み
ん
な
は

へ

一
人
で
大

で
す
か

む
し
ろ
モ
ジ

ル
か
ら
出
て
く
る
ボ
ス
の
方
を

し
た
方
が
良
い

デ
ス
ゲ

ム
の
ラ
ス

ボ
ス
は
攻
略
組
が
全
滅
し
た
ん
だ
ア
リ
ス
と
プ
レ
ミ
ア
リ

フ

と
キ
ズ
メ
ル
は
特
に

意
だ
ぞ

 
行
か
せ
る
か

 
直
後
私
達
を

止
し
よ
う
と
テ

ア
が
闇
を
大

に
出
現
さ
せ
そ
こ
か
し
こ
の
足
場

や

空
間
ま
で
も

さ
せ
始
め
た

キ
リ
カ

コ
レ
を
持

て
行
け

 
同
時

キ
リ
ト
が
キ
リ
カ
に
あ
る
物
を
投

す

 
そ
れ
を

け
取

た
キ
リ
カ
が

か
に
目
を

た

彼
の

手
に
収
ま

て
い
る
の
は
先

ど
ま
で
キ
リ
ト
が
振
る

て
い
た
黒
と

の
二
刀
だ

た
か
ら
だ

こ
の
二
刀
は

て

メ
イ
ン
武
器
を

し
て
ど
う
す
る
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き
の

じ

た
そ
の
問
い
に
対
し
キ
リ
ト
は

黒
い
剣
と
⻩
金
に

く
剣
を
手
に
背
を
向

け
たそ

の
剣
を

し
て

の

を
反

さ
せ
る
デ
ス
ゲ

ム
の
残

に
対
し
て
多
少

抗
力
は

付
く

だ

そ
れ
に

 
そ
こ
で
一

葉
を

切

た
彼
は
横
目
に
こ
ち
ら
を
見
や
り

を
浮
か
べ
た

 

達
に
と

て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
終
わ
ら
せ
る
の
に
そ
の
二
刀

ど

応
し
い
剣
は
無

い
だ
ろ
う

 
そ
の

葉
に

キ
リ
カ
だ
け
で
な
く
他
の

間
達
も
息
を

ん
だ

 
キ
リ
ト
は

し
た
の
だ

あ
の
二
刀
と
共
に

再
臨
し
た
浮
遊
城
に
終
止

を
打
つ

を

キ
リ
カ
に分

か

た

み
ん
な

行
く
ぞ

 
そ
の
意

を

け
止
め
た
キ
リ
カ
が

を
発
す
る

 
同
時

キ
リ
ト
が
光
り

く
剣
を
振
る
い

一
直
線
に
光
が

る

闇
を
断
ち
切
る
よ
う
に

た
光
は
テ

ア
か
ら
放
出
さ
れ
る
闇
を

断
し
安
全
地

を
形
成
す
る

そ
の
安
全
地
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を
私
達
は

り

け
た

 
広
間
を

け

へ

く

路
に
入

て
か
ら
背
後
を
見
る

 
私
が
見
た
の
は

れ
る
闇
を

け
止
め
る
二
刀
の
剣
士
の
背
中
だ

た

  

メ
タ
的
に

リ

フ

キ
ズ
メ
ル
を
同
行
さ
せ
た
の
は
な

 

コ
ミ

ク
ス
の
影

  

な
ん
で
キ
リ
ト
だ
け
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
状

に

れ
て
る
の

 

Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
が

残

て
い
て

つ
キ
リ
ト
の
み
完
全
新

だ

た
か
ら

 
ユ
ウ
キ
達
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
で

し

更
に

に
引

て
き
た
の
で

内
部

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
も
の
と
同
じ
に
な

て
い
る

分
前
に
書
い
た
ア
バ
タ

の

と
同
じ

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
新

ア
カ
ウ
ン
ト
組
な
の
で
仮
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
か
ら
引

て
き
た
と
し
て
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も

が
違
う

つ
ま
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
キ
リ
ト
の
ア
カ
ウ
ン
ト
デ

タ
が
上
書
き
さ
れ
ず
残

て
い
る

今
回
は
そ
れ
を
引

て
き
た

 
状

と
し
て
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
の
時
に
近
い

 
要
す
る
に

禁
じ
手

で
あ
る

  

残

て

て
た
け
ど

つ
ま
り
ま
た
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
が

き
て
る

 

Ｙ
ｅ
ｓ

 
開
発
期
間
を

え
る
と
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
が

き
る
前
か
ら
デ

タ
を
コ
ピ

し
て
い
る
の
は
明
ら

か
な
の
で
バ

チ
リ
残

デ

タ
が
残

て
い
ま
す

  

テ

ア
の
状

て
結

な
に

 

本
作
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
の
状

復
讐
⻤
と
い
う
意
味
で

 
た
だ
し
女
神
と
し
て
祈
り
を

る
と
決
め
た
の
は
テ

ア
の
意

と
い
う
よ
り
負
の

に

さ
れ
た
か
ら
な
の
で
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
の
状

に
近
い
意

を

じ

ら

れ
て
い
る
と
い
う
点
で
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キ
リ
ト
を
求
め
て
い
る
点
は

セ
ブ
ン

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

と
同
じ

 
表
記
す
る
な
ら

ア
ヴ

ン
ジ

・
テ

ア

オ
ル
タ

 
自
分
の
意

で
動
け
て
な
い
の
で
キ
リ
ト
の

葉
で
揺
ら
ぎ
ま
く

て
い
る

  

な
ん
で
キ
リ
ト
が
一
人
残

た
の

 

負
の

へ
の
完
全

性
を
キ
リ
ト
し
か
持
た
な
い
た
め

 
セ
ブ
ン
ホ
ロ
ウ
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
の
よ
う
に

に

ま
れ
た

手
に
は

れ
て
い

る
か
ら

 
そ
し
て
テ

ア
が
オ
ル
タ
化
し
た
原
因
の

に

し
て
か
な
り
責

を
感
じ
て
い
る
た

め  

二
刀
を

し
た

で

抗
力
が
付
く
の
は

故

 

テ

ア
の

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
の

 
つ
ま
り
ホ
ロ
ウ
を
真

向
か
ら

定
し
た
キ
リ
ト
の
存
在

そ
の
も
の
が
盾
に
な
る
か
ら

 
ち
な
み
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

備

の
シ
ス
テ
ム
的
な
ラ
イ
ン
を

し
て
い
る
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ア
リ
ス

原
作

の
し
ん
い

心
意
と

キ
リ
ト

本
作

の
シ
ン
イ

の
違
い

て

か
あ
る
の

 

一
応
あ
り
ま
す

 
心
意
は
正
も
負
の

別
な
く
指
す
心
よ
り
出
ず
る
意

の
力

ま

す
ぐ
な
意

に
疑
念
な
ど

の
陰
り
が
生
ま
れ
る
と
力
が

し
や
す
い
の
で
不
安
定
だ
が
正
道
は
こ
ち
ら

原
作
世
界
の

整
合
騎
士
も
正
の
心
意
を
会
得
す
る
た
め
修
練
を
重
ね
る

原
作
キ
リ
ト
ア
ス
ナ
な
ど
が

 

は
怒
り
憎
し
み
な
ど
負
の

面
か
ら
生
ま
れ
る
意

の
力

つ
ま
り
こ
ち
ら
は
よ

り

か
な

分

経
験
に
根
付
い
た
悪
感
情
が
強
い

ど
発
現
す
る

も
強
大
に
な
る

然

な
が
ら
邪
道

原
作
で
暗
黒
神
ベ
ク
タ

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
一

報
い
よ
う
と
し
た
暗
黒
騎
士

軍

ビ
ス
ク
ル
・
ウ
ル
・
シ

ス
タ

の
最
期
の
一
撃
が
こ
ち
ら
に

す
る

 

原
作
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ミ
ラ

は
か
な
り
の

外

 
原

負
の
力
の
方
が
容

く
強
力
に
な
り
や
す
い
が
そ
の
力
に

ま
れ
て
し
ま
う
た
め
非
常

に
危
険

ア
ク
セ
ル
・
ワ

ル
ド

 
ア
ク
セ
ル
・
ワ

ル
ド
で

え
ば
心
意
は
主
人

勢

は
災
禍
の

ク
ロ
ム
・
デ

ザ

ス
タ

な
ど
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つ
ま
り
今
の
テ

ア
は
完
全
に

ま
れ
て
し
ま

て
い
る

  
・
キ
リ
ト

 
神
を
名

る

手
と

縁
が
あ
る
少
年

見
返
す
と
い
う
形
で
復
讐
を

そ
う
と
し
て
い
る
が
そ
れ
は
二
の

そ
う
す
る
過
程
で

間
達
の

せ
を
得
る
事
が
第
一
の
目
的
で
あ
る

 
同
じ
境
地
に
至

た
者
同
じ
未
来
を
目
指
し
て
い
る
者
に
し
か
そ
の
思
想
は
理
解
で
き
な
い

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
残

が

与
し
て
い
る
事
を
テ

ア
の
物

い
か
ら

し
た
た
め
や
や
責

を
感
じ
て
い
る

 
今
回
の
騒
動
す
べ
て
が
仕
組
ま
れ
た
事
だ
と
知

て
い
る
の
で
テ

ア
へ
の

意
は

無

 
そ
れ
で

で
使

て
る
力
が

な
ん
で
す
か
ね

達
に
と

て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
終
わ
ら
せ
る
の
に
そ
の
二
刀

ど

応
し
い
剣
は
無
い

だ
ろ
う達

と
は
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
の
事
か

あ
る
い
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
達
に
と

て
の
事
か
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・
テ

ア

オ
ル
タ

 
負
に

ま
れ

破
壊
神
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
少
女

 

て
い

た
数
多
の

Ｎ
Ｐ
Ｃ

同

達
の
怨
念
デ

タ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
共

鳴
結
合
し
更
に
テ

ア
も
同
じ
よ
う
な
感
情
デ

タ
を
構

し
て
い
た
事
で
依
り
代
に

ば

れ
て
し
ま

た

そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
モ
ジ

ル
が
動
か
し
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ

ス
ト

の
巫
女
・
女
神
キ

ラ
と
い
う
要

も

ら
れ
る

 
つ
ま
り
プ
レ
ミ
ア
が
仮
に
冒
険
者
へ
悪
感
情
を
強
く

い
て
い
れ
ば
プ
レ
ミ
ア
も
オ
ル
タ
化
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い

 
な

か

ま

理
解
者
が
欲
し
く
て
キ
リ
ト
を
誘

た
け
ど
断
ら
れ
て

惑
中

 
そ
う
い
う
ト
コ
も

セ
ブ
ン

先
達
と
同
じ
だ
ぞ

  
・
ア
リ
ス

 
異
世
界
の
騎
士

 
カ
セ
ド
ラ
ル
戦
闘
時
点
で

な
し
に
小
刃
を

ば
し
て
い
た
の
で
剣
の
記

を

み
取
る

な
ど

神
器
に
対
し
て
心
意
を
使
え
て
い
た
事
は
確
定

し
か
し
神
器
以
外
へ
の
心
意
技

か
い
な
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小
太
刀
な
ど

は
使
え
な
い

 
な
の
で
テ

ア

オ
ル
タ

の

に
対
す
る

抗
力
は
持
た
ず

戦
力
外

 
と
は

え
今
の
ア
リ
ス
が
対
峙
し
た
場
合
テ

ア
を
斬
る
し
か
方
法
が
な
い
の
で
却

て
よ

か

た
と
も

え
る

 

に
悪
と
は

か
斬

て
済
む
話
か
と
個
人
と
世
界
の
天

に
つ
い
て

え
始
め

て
い
る

  
・
キ
リ
カ

 

さ
れ
た
英
雄

 
キ
リ
ト
が
プ
レ
イ

に
と

て
の
英
雄
で
あ
る
な
ら
キ
リ
カ
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
と

て
の
英
雄

に
な
る
存
在

 
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
は
死
ね
ば
終
わ
り
の
プ
レ
ミ
ア
で
あ
り
テ

ア
で
あ
り
リ

フ

で
あ
り

キ
ズ
メ
ル
で
あ
り

ア
リ
ス
で
あ
り

 
こ
の
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
生
き
る
全
て
で
あ
る

 
運
命
の
悪

か
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一

は
喪

た
心
の
剣
が

い
ま
再
び
小
さ
な

の
手
に
収
ま

た

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

  

気
⻑
に

て
下
さ
れ
ば

い
で
す
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第
四
十
章
 

し
め
い

復
讐
の

め
が
み

傀
儡

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
前
話
の
後
書
き
補
足
を
多
分
に

ん
で
ま
す
の
で
補
足
だ
け
で
も

み
返
し
た
方
が
理
解
し

や
す
い
か
も
で
す

 
一
応
戦
闘
回
し
て
ま
す
が
会
話
多
め
で
す

  

点

テ

ア

 

数

約
七
千
時

  
で
は
ど
う
ぞ

  

ち
な
み
に

テ

ア
の
タ
メ

は
原

で
す
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は

 
闇
が
揺

う
中
で

く
息
を

く

離
を
取

て
一
息
入
れ
る
間
も
私
の
意
識
は
眼
前
に

立
ち
は
だ
か
る
存
在
に
集
中
し
て
い
る

 
応
じ
る
よ
う
に

あ
ち
ら
も
ま
た

こ
ち
ら
に
意
識
を
向
け
て
き
て
い
た

 
投

か
け
ら
れ
る

葉
は
無
い

 
立
ち

は

然
と
し
た
ま
ま

暗
黒
の
剣
⻩
金
の
剣
を
持
つ
剣
士
は
静
か
な

で
私
を
見

つ
め
て
い
た

こ
ち
ら
の
一

手
一
投
足
を
見

さ
な
い
た
め
の

か
ん観

の
目
だ

 
そ
の
眼
に

意
は
無
い

 
闘

す
ら
も

気
だ

 
ま
る
で

私
で
は
な
い
別
の

か
を
見
て
い
る
よ
う
で
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そ
こ
で

私
は
⻭
を
食
い
し
ば

た

 
闇
に

食
さ
れ
た

剣
を
構
え
る

う

す
ら
と
刀
身
を

う
明
滅
す
る
闇
を
見
て
黒

く

め
の
剣
士
も
再

構
え
を
取
る

 

闇
に

ま
れ
た
空
間
に
そ
の

が
浮
か
ん
だ

 
無
数
の

う
魔
物
達
と
違
い

彼
が
闇
に

さ
れ
る
兆
候
は
な
い

 
そ
れ
が

故
な
の
か

そ
の

え
を

私
は

に
知

て
い
る

 
闇
に

ま
れ
た
後
の
事
だ

 

し
与
え
ら
れ
て
い
た
部

か
ら
闇
を

し
て

動
し
彼
の

を

つ
間
私
は
闇
を

し
て
様

な
知
識
を
取
り

ん
で
い
た

に
ん

ん

冒
険
者
達
に
よ

て
命
を

と
し
た
同

達
の

び
の

集
約
が
こ
の
世
界
を

べ
る
存
在
を

し
て
い
た
か
ら
出
来
た
事

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
達
と
私
達
が
ど
う
異
な
る
存
在
で
あ
る
か
も
知

て
い
る

 
こ
の
城
が

な
ん
で
あ

た
の
か

城
で

が
あ

た
の
か

 
こ
の
力
が

な
の
か

 
そ
し
て

キ
リ
ト
が
い

た
い

ど
う
生
き
て
来
た
の
か

 
仮
想
世
界
で

き
た
事

は
全
て
把
握
し
て
い
る
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だ
か
ら
確
信
し
て
い
た

 
浮
遊
城
に
残
り

け
た
強

な
闇
の
中

の
存
在
を
知

た
か
ら

そ
の
源
が
い

た
い

で
あ
る
か
も
知

た
か
ら

 
だ
か
ら
こ
そ
私
は

キ
リ
ト
は
味
方
し
て
く
れ
る
と
思

て
い
た

 
理
解
し
て
く
れ
る
と
思

て
い
た

 

だ
が

そ
れ
は
叶
わ
な
か

た

 
理
解
は
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

事
実

葉
の
上
で
は
私
を

定
は
し
て
い
な
い

 
け
れ
ど
そ
れ
は
私
が
求
め
て
い
た
も
の
で
は
な
い

 
私
が
求
め
て
い
る
の
は
た
だ
一
つ

私
を

絶
し
な
い
人

こ
れ
ま
で
私
を
守

て
く
れ

た
キ
リ
ト
の
存
在
だ
け
な
の
だ

 
私
は

私
を

絶
す
る
者
が
不
要
だ

 
同
時
に
彼
を

絶
す
る
者
も
不
要
だ

 
故
に

に
も
邪
魔
さ
れ
な
い
世
界
を
創
ろ
う
と

そ
う
思

た
の
に

 
突
き
出
し
た

剣
を
弾
か
れ
る

弾
か
れ
た
勢
い
に
逆
ら
わ
ず

撃
を
振
る
う
も
そ
れ
も
弾

か
れ
た
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お
返
し
と
ば
か
り
に
返
す
刃
で
⻩
金
が

る

く
 

嗟
に
地
を

り
後
退
す
る

煌
め
く
刃
が

先
に

た
の
を
見
て

さ
な
け
れ
ば
斬
ら

れ
て
い
た
事
実
を
認
識
す
る

 
彼
が
本
気
で
立
ち
は
だ
か

て
い
る
事
も

ま
た

分

無
さ

だ
な

テ

ア

 

離
を
取
り
直
し
た
時
そ
れ
ま
で
無

を

い
て
い
た
キ
リ
ト
が
話
し
か
け
て
き
た

私
は

息
を
整
え
つ
つ
そ
れ
に
応
じ
る

逆
に

あ
な
た
は

そ
う
だ

ホ
ロ
ウ
の

い
や
デ
ス
ゲ

ム
の

き
お
く

記
録
を

た
の
な
ら
そ
れ
が

故
か
は
わ
か
る
だ
ろ

う 
私
が
闇
を

し
て
世
界
と
繋
が
り

様

な
知
識
を
得
た
事
実
は
明

し
て
い
な
い
の
だ
が

キ
リ
ト
の

は
確
信
め
い
て
い
た

 
そ
の
様
が
記

に録
対に
すあ
るる

そ
の
ま
ま
で

か
に

を

め
て
し
ま
う

 
プ
レ
ミ
ア
と
違
い
今
日
ま
で

に
戦
闘
経
験
な
ぞ

ま
な
か

た
身
だ
が
今
は
闇
を

し
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て
得
た
知
識
経
験
で
そ
れ
な
り
の
技

を
使
え
る
身
だ

時
間
を
掛
け
る

ど
他
者
の
技
術
が

こ
の
身
に

む

 
だ
が

こ
の
ま
ま

け
て
も

自
分
が
勝
て
る
未
来
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
な
い

 
そ
れ
で
も

負
け
を
認
め
る

に
は
い
か
な
い
私
は
二
刀
の
英
雄
を

く
見

え
る

そ
の

必
ず

す

や
れ
る
も
の
な
ら

 
そ
う

く

葉
を
交
わ
し

か
な

を

ん
だ
後

同
時
に
地
を

た

 

闇
の
中
に
光
る

が
見
え
る

 
そ
の

さ
に
目
を

め
な
が
ら

目
か
不
明
な
剣

を
打
ち

ん
だ

  
振
る
う

突
く

ぐ

払
う

か
ち
上

る

記
録
か
ら
得
た
戦
闘
技
術
を

使
し

剣

の
⻑

た
る
速
さ
を
活
か
し
た
剣

を

さ
せ
る
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に
最

化
さ
れ
て
い
く
そ
れ
を

し
か
し
キ
リ
ト
は

然
と

き

け
る

 
有

打
は
一
つ
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い

 
こ
ち
ら
も
現
状
無
傷

だ
が

そ
れ
が
明
ら
か
に
手
加

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
私
は

識

て
い
る

 
彼
は
私
を
斬
ろ
う
と
し
て
い
な
い
ら
し
い

そ
れ
が
情
故
か
あ
る
い
は
私
に
理
解
を
示
し
て

い
る
か
ら
な
の
か
そ
れ
以
外
か
ま
で
は
私
に
も
分
か
ら
な
い

闇
を

し
て
分
か
る
こ
の
世
界

の
全
て
の
中
で

一

出
来
な
い

手
だ
か
ら
だ

 
彼
の
過
去
は
識

た

そ
れ
故
に
組
み
上

た
予
想
を

し
か
し
彼
は
裏
切

た

 

な

が
キ
リ
ト
を

突
き
動
か
し
て
い
る

 

惑
は
収
ま
ら
な
い

怒
り
憎
し
み
世
界
へ
の
絶
望
を
今
も

い
て
い
る
事
を
彼
は

定

し
た

そ
れ
が

せ
を
求
め
る
た
め
だ
と
彼
は

た

見
返
す
な
ど
と

復
讐
の
結
論
と
は

い

い
も
の
を
掲

て
い
る
理
由
も
分
か
ら
な

い 
い
や

実

は

分
か

て
い
る
事
も
あ
る

 
キ
リ
ト
が
戦

て
い
る
の
は
己
の
た
め
で
は
な
い

共
に
生
き
戦

て
き
た

間
達
の
た
め
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だ 
た
だ

そ
れ
が
復
讐
と

立
可
能
だ
と

う
経

が
分
か
ら
な
い
の
だ

 
キ
リ
ト
は
復
讐
を

か
に
認
め
ら
れ
た
い
と
思
う
事
は

り
だ
と

た

復
讐
心
を

く

キ
リ
ト
が

う
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
真
実
な
の
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
れ
で

か
の
た
め
に
戦
う
な
ど
と

 
そ
の
よ
う
な
事
が
あ
る
の
か
と
思

た

 

よ
り

そ
の

か

の
中
に

私
は
入

て
い
な
い
事
に

然
と
さ
せ
ら
れ

  

そ
こ
で

ビ
シ
リ
と
意
識
に

が
入

た

 
ぐ

 

突
な
不
意
打
ち
に
思
わ
ず
足
を
止
め
る

む

を

さ
え

か
に

く

 
応

が
中
断
さ
れ
る

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
こ
ち
ら
の
大
き
な
隙
を

え
て
見

し
て
い
た

斬
ろ
う
と
思
え
ば
い
つ

で
も
斬
れ
る

機
を

過
し
た
の
だ
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そ
れ
を
良
い
事
に

私
は

く
り
と

子
を
整
え
る

イ
ン
ス
ト

ル

再
現

開
始

 

そ
し
て

裏
に

ま
れ
た

き
お
く

記
録
を
呼
び
覚
ま
す

 
闇
を

し

み

ま
れ
た
世
界
の
記
録

生
と
死
の

間
で
生
き

い
た

に
ん

ん

冒
険
者
達
の
技
を

力
を
想

し

己
に

す
る

 
想

す
る
の
は
剣
の
姫

 
彼
に
と

て
の
剣
の
師

記
録
上
剣
技
に

い
て
は
最
高

と
さ
れ
る
そ
の
技
を
私
は

己
の
も
の
に
す
る

 
そ
こ
で
握

て
い
た
剣
の
重
み
と
感
触
が
変
化
し
た

意
識
を
浮
上
さ
せ
て
手

を
見
れ
ば

身
の

刃
直
剣
だ

た

剣
が

く

し
た
片
刃
の
剣
へ
と
変
わ

た

記
録
に
あ
る

り

に
再
現
さ
れ
た
そ
れ
は
キ
リ
ト
が
鍛
え
た
名
刀

ノ
太
刀

だ

は

あ
あ

 
再
現
を
終
え
た
後
す
ぐ
に
私
は
地
を

た

こ
れ
ま
で
よ
り
も
明
ら
か
に
洗
練
さ
れ
た
動

作
で
あ
る
事
を
自
覚
し
な
が
ら
⻑
刀
を
振
る
う

く

速
く

そ
し
て
重
い
剣

を

で

 

然
だ
が
や
は
り
キ
リ
ト
は
こ
れ
も

い
て
い
く

先

ど
よ
り
回

は
増
え
た
が

し
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切
れ
る
感
触
は

も
無
い

 
そ
う
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ

か
に

離
を
取

た
私
は
⻑
刀
を
正
面
に
構
え
た

そ
れ
は

 
片
手
剣
の
分

で
あ
る
故
に
本
来
不
要
と
す
る

手
持
ち
の
構
え
を
見
て
初
め
て
キ
リ
ト
が

目
し
た

 

間

私
は
強
く
地
を

り

突
進
す
る

 
同
時

時
に
⻩
金
の
剣
を

へ
放
り

黒
の
剣
を

手
で
構
え
た
キ
リ
ト
も
同
じ
よ
う
に

突
進
し
て
く
る

だ
が
一

と
は

え

か
に

れ
た
彼
よ
り
こ
ち
ら
の
方
が

ト

プ
ス
ピ

ド

最
高
速
に

た
の
は
速
か

た

 
そ
し
て

者
が
交
わ
る

間

⻑
刀
を
振
る
う

 
合
わ
せ
る
よ
う
に
魔
剣
も
振
る
わ
れ
た

  

弐斬
り

 

参

ぎ
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斬
り
上

 

逆
風

 

斬
り
上

 

ぎ

 

逆

 

合

八
撃

 

く
間
に

き

む
そ
の
技
を
再
現
し
金
属
同
士
が
衝
突
し
た
け
た
た
ま
し
い
撃

が

を

わ
せ
る

  
結
果

私
は

り
負
け
た

  
彼
は

然
と
立
ち
上
が
り

私
は
失
意
に

を

し
て
い
た

な
 
一
撃
も
私
は

け
て
い
な
い

そ
れ
は
あ
ち
ら
も
だ

 
私
か
ら
す
れ
ば

が
分
か
ら
な
か

た

今
の
私
が
持
ち
得
る
限
り
の
記
録
に
よ
れ
ば
再
現
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の
リ

フ

は
キ
リ
ト
を
剣
技
で
は
圧
倒
し
て
い
た

そ
の

と
も

え
る
八

撃
が
な

し
な
か

た
の
か

 
な

全
て

殺
さ
れ
た
の
か

八
刀
一
閃

 
そ
こ
で
キ
リ
ト
が
声
を
発
し
た

け
て
い
た

を
上

れ
ば
彼
は
魔
剣
を

に

い
で

こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
た

今
の
八

撃
の
技
の
名
だ
よ

リ

フ

が
名
付
け
た
も
の

だ
が

を
正
せ
ば
そ
の
技

を
作
り
出
し
た
の
も
剣
技
と
し
て
確
立
さ
せ
た
の
も

だ

自
分
で
作

た
技
を
見
切
れ
な
い

が
な
い
だ
ろ
う

し
か
し

リ

フ

の
技
と
し
て
再
現
し
た
以
上
勝
て
る

 

確
か
に

記
録
に
あ
る

り
今
の
技
は
キ
リ
ト
か
ら
伝

さ
れ
た
も
の
だ

た

 
だ
が
使
い
手
で
あ
る
リ

フ

は
キ
リ
ト
以
上
の
剣
の

そ
れ
を
再
現
し
た
の
で
あ
れ
ば

自
然
と
勝
て
る
と
思

て
い
た
私
に
と

て
す
れ
ば

き
以
外
の
な
に
も
の
で
も
無
い

 
そ
う

え
て
い
る
私
に

キ
リ
ト
は

息
し
た

た
し
か
に
同
じ
技
で
も
使
い
手
が
異
な
れ
ば

力
も

然
異
な
る

斬
撃
術
で
は

力
突
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進
術
で
は
重

が
も
の
を

う

そ
う
い
う
意
味
で
は

ら
真
似
を
し
て
も
テ

ア
で
は
リ

フ

以
上
の

力
を
出
せ
な
い

ど
ち
ら
も
リ

フ

に

て
い
る
か
ら
だ

 
だ
か
ら

そ
の
技
は

に
は

し
な
い

と
彼
は

め

た

 
彼
の

葉
に
私
は

も
返
せ
な
か

た

如

に
技
術
を
真
似
よ
う
と
体
格
や
ス
テ

タ
ス

に
差
が
あ
る
以
上
技
の
結
果
に
も
差
が
生
ま
れ
る
の
は

然

 
私
は
キ
リ
ト
よ
り

か
に
背
が
高
く
お
そ
ら
く
体
重
も
勝

て
い
る
が
勝

て
い
る
の
は

そ
れ
ら
だ
け

な
ス
テ

タ
ス
差
が
あ
る
な
ら
私
の
技
が
キ
リ
ト
に

し
な
い
の
も
あ
る

意
味
必
然
な
の
だ
ろ
う

 
つ
ま
り

八
方

が
り
だ

 
そ
う
よ
り
大
き
な
失
意
に
襲
わ
れ
る

そ
ろ
そ
ろ

合
い
か

 
す
る
と
キ
リ
ト
が
ポ
ツ
リ
と

か
を

い
た

あ
ま
り
に
小
さ
な

き
だ

た
の
で
風
で
掻
き

消
さ
れ
て
し
ま
い

私
は

き
取
れ
な
か

た

 
そ
こ
で
私
は
自
身
か
ら

出
し
て
い
た
闇
が

絶
え
て
い
る
事
に
気
付
く
が
そ
れ
を
出

し
直
す
よ
り
も

く

キ
リ
ト
の
方
が

を
開
い
た
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と
こ
ろ
で

テ

ア
は
結

を
し
た
い
ん
だ

な
に

 
そ
の
問
い
に
思
わ
ず
意
識
を
奪
わ
れ
る

今
更

を
と
い
う

惑
を
無

し
て
彼
は
更
に

問
い
を
投

て
く
る

復
讐
す
る
に
は
祈
り
を

る
と
い
う
過
程
を

め
ば
い
い
と
理
解
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う

な
の
に
テ

ア
は
す
ぐ
に
は
実
行
せ
ず

え
て

達
の

を

て
い
た

が
復
讐
に

れ
ば
一
も
二
も
な
く
祈
り
を

世
界
を
破
滅
さ
せ
る
が

そ
う
し
な
い
な
ら

か
理
由
が

あ
る
ん
じ

な
い
か
と
思

て
な

そ
れ

は

 

わ
れ

思
す
る

 
復
讐
出
来
る
力
と
機
会
を
得
て
な

私
は
真

先
に
祈
り
を

な
か

た
の
か

こ
の
世

界
が

壊
し
た
と
こ
ろ
で
キ
リ
ト
が
本

に
死
ぬ
わ
け
で
な
い
と
闇
を

じ
て
識

た
上
で
な

そ
ん
な
無

な
行
動
を
取

た
の
か

 

わ
れ
て
み
て

確
か
に
矛
盾
し
た
事
を
し
て
い
る
と
思

た

 

を

け
る
な
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己
の
矛
盾
に
気
付
く
と
同
時

自
分
の
も
の
で
な
い
な
に
か
の
声
が

裏
に
木
霊
す
る

 
ビ
シ
リ
と
ま
た

の
入
る
感
覚

 
そ
れ
を
知
る
由
も
な
い
キ
リ
ト
が

葉
を

け
る

 

本

は
復
讐
よ
り
も
し
た
い
事
が
あ
る
ん
じ

な
い
か

う
る
さ
い

 
知

た
よ
う
に

う
な

 
ズ
ン

と
空
間
が
重
く
な

た

 
そ
れ
は

で
は
な
い

私
の

憎
し
み

に
呼
応
す
る
よ
う
に

出
し
た
闇
が
空
間
を

い

手

を
動
け
な
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

 
全
て
を

み

ま
ん
と
す
る
闇
が
キ
リ
ト
を

う

 

い
光
に

わ
れ
た
彼
に

果
は
見
ら
れ
な
か

た
が
そ
れ
で
も
良
か

た

そ
も
そ
も
こ
の

闇
は
私
が
意
識
的
に
動
か
す
事
は
出
来
て
も

出
の
可

に

し
て
は
無
意
識
だ

能
動
的
に

消
す
事
は
出
来
な
い

 
い
や

最

消
す
必
要
も
無
い

 
こ
の
闇
で
キ
リ
ト
を

で
き
て
し
ま

て
も
問

は
無
い

だ
か
ら
出
し

け
て
も
問

は

無
い
の
だ
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そ
れ
に

外
か
ら
の

が
無
理
な
ら

内
か
ら

ん
で
し
ま
え
ば
い
い
話

 
そ
う

え
た
私
は

か
ら

に
武
器
を

よ

び
出
し
た

種

様

な
剣
が

黒
く

ま
れ
た
大

地
の
そ
こ
か
し
こ
に
乱
立
す
る
光

が
出
来
上
が
る

 
ビ
シ
リ
と
ま
た
内

で

れ
た

が

い
た
が
そ
れ
を
無

し
て
私
は
立
ち
上
が

た

私
は

私
の
復
讐
を

必
ず
完

す
る

 
そ
れ
が
私
に

せ
ら
れ
た

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
使
命
だ
か
ら

 
そ
う
だ

私
は
使
命
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

数
多
の
同

の
願
い
を

き

な

け
れ
ば
な
ら
な
い

 
一
つ
間
違

て
い
れ
ば
私
も
殺
さ
れ
て
い
た

キ
リ
ト
に
救
わ
れ
た
の
は
運
が
良
か

た
か

ら
で
し
か
な
い

力
を
持

て
い
る
の
も
偶
然
で
し
か
な
い

 
そ
れ
で
も

私
に
は
力
が
あ
る

こ
の
世
界
で
苦
し
む
同

を
救
え
る
力
が

 
な
ら
そ
れ
を
振
る
お
う

 

に
も

絶
さ
れ
な
い
世
界
を

 

も
殺
さ
れ
な
い
世
界
を

 

も
傷
付
か
な
い

平
和
な
世
界
を

く
た
め
に
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語
る
に

ち
た
な

 
そ
の

一
大
決
心
で
も
あ
る

を

キ
リ
ト
は
そ
う

し
た

 

こ
そ

れ
た
物

い
だ
が
そ
の
表
情
は
真
剣
で

い
や
そ
れ
以
上
に
ど
こ
か

れ

ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

そ
ん
な
複

な
心
情
を

わ
に
す
る
キ
リ
ト
は

け
る

や
は
り
テ

ア
自
身
は
復
讐
を
望
ん
で
な
い

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
が
復
讐
だ
な
ん

て

そ
ん
な
も
の
は
最

復
讐
じ

な
い

を
根

に

経
験

だ

 
反

的
な
こ
ち
ら
の
問
い
に

キ
リ
ト
は

く
断

し
た

 
思
わ
ず

を
紡
ぐ

そ
の

葉
に
虚
構
が
無
い
と
私
は
識

て
い
る

同
時
彼
の

葉
に

は
確

た
る
意

が
あ
り

反
論
出
来
る

地
が

在
し
て
い
な
か

た

 
そ
ん
な
彼
は

線
を
虚
空
へ
や

た

遠
い
眼
を
し
な
が
ら

を
開
く

復
讐
は
自
身
の
内

の
憎
悪
に

て
行
動
す
る
も
の
だ

か
に
頼
ま
れ
て
す
る
も
の
で
も

か
の
想
い
を
背
負

て
す
る
も
の
で
も
な
い

あ
る
種
の

己
主
義
の
極

な
ん
だ
よ

 
静
か
に
そ
う

た
彼
は

線
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
き
た
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先

ど
ま
で
よ
り
も
一
層

い
だ

が
私
を

く

仮
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
テ

ア
は
そ
れ
を
無

し
て
こ
こ
に

た

そ
こ

に
テ

ア
の
本
心
が
あ
る
ん
じ

な
い
の
か

あ
る
い
は

そ
れ
も
使
命
感
故
か

 
そ
う

う
彼
の
眼
は

ま

す
ぐ
だ

た

ま

す
ぐ
私
を
見
て
い
た

 
今
は
私
自
身
を
見
て
い
る
と
感
じ
た

そ

れ

は

 
だ
か
ら

葉
を
返
せ
な
か

た

 
偽
れ
な
い

・偽
・り
・た
・く
・な
・い

と

そ
う
思

た
か
ら

 
そ
う
思

た
時
点
で

私
は

私
の
本
心
を
初
め
て
直

し
た

 
怒
り
や
怨
み
憎
し
み
は
あ
る

同

達
の
そ
れ
に
共
感
も
す
る

理
解
も
す
る

傷
付
け
ら

れ
た
く
な
い
し

そ
ん
な
世
界
を
変
え
た
い
と
思
う
の
も
ま
た
本
心
だ

 
だ
が

そ
れ
以
上
に

願
い
が
あ
る
事
が
分
か

た

 
闇
を

し
て
伝
わ

て
き
た
モ
ノ
に

わ
れ
て
気
付
け
な
か

た

他
者
の
感
情
や
願
い

と

ざ

て
分
か
ら
な
く
な

て
し
ま

て
い
た
だ
け
だ

 
本

は

私
は
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私
は

キ
リ
ト

と

 
少
し
ず
つ

ん
の
少
し
ず
つ

心
の

に
あ
る
願
い
を

に
し
て
い
き

  

わ
た
し
達
の
願
い
を
無

に
す
る
の

  
そ
の
最
中

裏
に

く
声
で

ら
れ
た

 

と
小
さ
な

か
ら
出
る

界
が
少
し
ず
つ
暗
く
な

て
い
く

  

く
た
ち
の
願
い
を

無

す
る
の

  

を

わ
せ
る
声
に

裏
に

く
声
が
重
な

て

こ
え
づ
ら
く
な

て
い
く

  

み
ん
な
の

を

取

て
く
れ
な
い
の

  

闇

が
蠢
く
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不

を

え
る
よ
う
に

に
私
の

体
を

い
始
め
た

慌
て
た
よ
う
に
キ
リ
ト
が
闇
を

お
う
と
す
る
も

出
す
る
勢
い
の
方
が
圧
倒
的
で

け

に
水
の
様

だ

  

そ
の
人
も

冒
険
者
だ
よ

  

だ
か
ら

だ
ね

  

殺
そ
う
よ

 

ぐ

 
最
後
の
一

が
今
ま
で
で
一
番

い
た
声
だ

た

ズ
キ
リ
ズ
キ
リ
と

が

れ
そ
う
な

ど

む

闇

を

し
た
同

達
の
怨
嗟
の
大
合

が
そ
れ
を
加
速
さ
せ
る

 
目
の
前
の
男
を
殺
せ

と

て
く
る

 

体
が
動
き
そ
う
に
な
る
の
を
必
死
に

え
る

 
必
死
に
抑
え
る
私
の
呼

は

に

く
な

て
い
く
が
そ
れ
も
気
に
す
る

が
な
い
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ど

私
の
意
識
は
追
い

め
ら
れ
て
い
く

 

そ
し
て

裏
に
地
獄
が

し
出
さ
れ
た

 
そ
の
情

は
孤
独
な
も
の
だ

た

 
か
つ
て
の
よ
う
に
多
く
の
冒
険
者
に
追
わ
れ

命
を
奪
わ
れ
そ
う
に
な
る
日

が

る

 
い
や

る
と
い
う
表
現
は

り
だ

こ
の
光

は
祈
り
を

ず
に
ん

ん

冒
険
者
を

化
し
な

か

た
世
界
の
未
来
の
光

今
後
私
に

り
か
か
る
で
あ
ろ
う
未
来
の
可
能
性

 
だ
か
ら

自
ず
と
理
解
し
て
し
ま
う

 
キ
リ
ト
は
き

と
私
を
傷
付
け
な
い
だ
ろ
う

本

の
意
味
で
裏
切
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
だ
が

そ
れ
は

彼
だ
け
な
の
だ

 
彼
以
外
の
冒
険
者
が
同
じ
と
は
限
ら
な
い

む
し
ろ
私
を
殺
そ
う
と
す
る
者
の
方
が
圧
倒
的

に
多
い
だ
ろ
う

 
明
確
な
安

を
得
ら
れ
る
の
は

し
め
い

復
讐
を
果
た
し
た
未
来
の
み
な
の
だ

 

そ
う

理
解
さ
せ
ら
れ
た

 
私
達
が
生
き
る
こ
の
世
界
に

に
ん

ん

冒
険
者
は
不
要
な
の
だ
と

そ
れ
で
も

私
は

し
め
い

復
讐
を
果
た
す
ん
だ
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み
は

に
消
え
て
い
た

子
も

に

た

だ
か
ら
私
は
闇
を

い
な
が
ら
そ
う

し
た

 
も
う
私
に
迷
い
は
な
い

 
キ
リ
ト
は

し
い

出
来
る
こ
と
な
ら
共
に

て
欲
し
か

た

 
し
か
し
そ
れ
が
叶
わ
な
い
と
い
う
な
ら

非
も
な
い

彼
を
も

し
祈
り
を

全
て

の
に
ん

ん

冒
険
者
を

す
る
の
み
だ

そ
れ
を

る
あ
な
た
は
邪
魔
だ

 
そ
う

て

手
に
し
て
い
た
剣
を
突
き
付
け
る

 
い
つ
の
間
に
か
手
に
し
て
い
た

剣
は

刃
の
大
剣
に
様
変
わ
り
し
て
い
た

な
ん
と
な
く

さ

き
ま
で
と

点
や
声

も
違
う
気
が
し
た
が
そ
れ
は
目
の
前
の
剣
士
と

べ
れ
ば

事
だ

と
気
に
し
な
い
事
に
す
る

私
の

し
め
い

復
讐
の
た
め
に

こ
こ
で
死
ね

 
大
き
く

え
た
後

私
は
全
力
で
斬
り
か
か

た

 
交
差
し
た
黒
と
金
の
二
振
り
と
交
わ
り

闇
の
中
で

か
り

火
花
が

た
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ホ
ロ
ウ
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を

し
た
に
し
て
は
弱
す
ぎ
な
い

 

で

魔
化
し
て
る
だ
け
で

の
ス
テ

タ
ス
は
プ
レ
ミ
ア
以
下
な
の
で

 
あ
と
ホ
ロ
ウ
の

に
完
全

性
を
持

て
る
キ
リ
ト
が

手
な
せ
い

 
な
に
よ
り
テ

ア
の
戦
う
目
的
が

キ
リ
ト
の

に
い
た
い

な
の
か

復
讐

な
の
か

使

命
の
た
め

な
の
か
ブ
レ

ブ
レ
な
せ
い

 
一
番

性
の
悪
い

手
に
最
悪
な
コ
ン
デ

シ

ン
で

ん
だ
よ
う
な
も
の

そ
ん
な
状

で

の
全
力
を
出
せ
る

も
無
い

 

ま

最
後
は
コ
ン
デ

シ

ン
を
無
理

理

整
さ
れ
ま
し
た
が

  

キ
リ
ト
は
な
ん
で
す
ぐ
決

を
つ
け
よ
う
と
し
な
い
の

 

に

し
て
責

を
感
じ
て
い
る
の
で
穏

に
済
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら

 
リ

フ

に
さ
れ
た
経
験
を
活
か
し
て

葉
責
め
で
本
心
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
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更
に
セ
ブ
ン
ホ
ロ
ウ
ヴ

フ
ス
ら
の
よ
う
に

が
り
な
り
に
も
自
分
の
意

で
世
界

壊

を
目
指
し
て
い
る
な
ら
と
も
か
く

テ

ア
は
明
ら
か
に
違
う
の
で
斬
る
理
由
も
無
か

た

  

テ

ア
の
本
心

て

 

取
り

て
る
け
ど

に

に
し
て
る

 
復
讐
や
使
命
だ
と
か
で
ご
ち

ご
ち

し
て
る
だ
け

  

テ

ア
の
最
後
の
変
化

て
ど
ん
な
の

 

原

ゲ

ム
の
大
人
テ

ア

た
だ
し
眼
は
紅

も
反
転
し
て
黒

 
Ｄ
Ｌ
Ｃ
登
場
の
大
人
テ

ア
は

カ

デ

ナ
ル
の
演

バ
グ
に

触
し
て
大
人
化

更
に

孤
独
な
未
来
の
可
能
性

を
見
せ
ら
れ

け

そ
れ
を
断
ち
切
る
べ
く
一
人

を
し
て
い
た

 
今
話
で
は

絶
さ
れ
る
未
来

を

定
す
る
べ
く
世
界
の

化
を
決
断
し
た

 

こ
の
未
来
を
見
せ
て
い
る
の
は

闇

怨
念
の
残

  
・

闇
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テ

ア
が
持
つ
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

 
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
を

ん
だ
も
の
と
同
一
だ
が
今
回
は
テ

ア
が

に

ば
れ
て
い
る

 
ま
た
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
プ
レ
イ

だ
け
で
な
く

の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
怨
念
デ

タ
も

ざ

て

い
る
た
め
思

誘
導
や
洗

合
い
が
ホ
ロ
ウ
の
時
よ
り
や
や
強
い

し
か
し

心
の

た
る

が
ホ
ロ
ウ
よ
り
意

力
に

る

ホ
ロ
ウ
は
攻
撃
的
だ

た
が
テ

ア
は

的

 
結
果

影

力
は

た
る
テ

ア
と
そ
の

に

ま

て
い
る

  
・
テ

ア

オ
ル
タ

 
し
め
い

復
讐
の
傀
儡
と
化
し
た
女
神
ポ
ジ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

 
闇
を

し
て
過
去
を

た
の
で
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の

に
色

把
握
し
て
い
る

 
た
だ
し
Ａ
Ｌ
Ｏ
ゲ

ム
の
デ

タ
は
入

て
い
な
か

た
の
で
知
ら
な
い

つ
ま
り
対
ホ
ロ
ウ

戦
で
の
キ
リ
ト
の
覚
悟
も
知
ら
な
い

だ
か
ら
復
讐
心
が
あ
り
な
が
ら
も
未
来
を
望
ん
で
い
る
キ

リ
ト
の
生
き
方
が
理
解
で
き
ず
に
い
る

 
ビ

タ

ど
こ
か
の

か
の
よ
う
に
義
務
感
や

で
本
心
を
取
り

て
い
た
が
も
う
少
し
で
自
覚

し
そ
う
だ

た

し
か
し
今
は
目
的
の
た
め
に
動
く
闇
の
傀
儡
と
化
し
て
し
ま

た
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自
身
の
変
化
を

事
と
放
り
だ
し
て
い
る
が

目
か
ら
見
れ
ば
大
人
化
し
て
い
る
し
大
剣

を
使
う
な
ど
変
化
が

し
い
の
で
全
然

事
じ

な
い

 
ち
な
み
に
大
剣
が
チ

イ
ス
さ
れ
た
の
に
も
理
由
は
あ
る

  
・
キ
リ
ト

 
義
姉
の
真
似
事
を
し
て
い
た
英
雄

 
テ

ア
の
内
心
を

そ
把
握
し
て
お
り
か
つ
て
の
自
分
と
同
じ

要
は
使
命
を

い

に

未
来
を

め
て
い
る
状

を
見

き

本
心
を
引
き
出
し
て
穏

に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
た

そ
れ
故
の

葉
責
め

 
実
は
内
心
結
構

に

ら
れ
て
い
る

  
で
は

話
で
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
一
章
 

負
の
螺
旋
に
抗
う
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
最
近

の
ノ
リ
が
イ
マ
イ
チ
で
す

 

点

キ
リ
ト

ク
ロ
エ

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

２
０
２

年

月

日
日

日

前

時
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合
サ

バ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

部
・
未
完
エ
リ
ア

  
火
花
が

る

 
交
わ

た
刃
か
ら
生
じ
た

か
な
シ
ン
イ
の
光
は

シ
ン
イ闇

に

ち
た
空
間
を
一

ら
し

い
の

を

認
さ
せ
た

 
紅
よ
り
も
深
い
色
の

 

白
を
く
す
ま
せ
た
髪

 

て
い
る
の
だ
ろ
う

と

き
未
来
に
影

さ
れ
た
か
見
違
え
て
し
ま

た
容

の
女
性
を
見
て

は
思
わ
ず
目
を

め
て
し
ま
う

 
直

す
る
事
を

て
し
ま
う
自
分
が
い
た

 
キ
リ
カ
に
剣
を

し
た
よ
う
に

の

い
て
は

と
い
う
存
在
そ
の
も
の
が
こ
の

城
に

ち
る

闇

へ
の
対
抗
手

闇

に
と

て
は

そ
の
も
の
だ

 
し
か
し

そ
れ
は
同
時
に

に
と

て
も

闇

が

で
あ
る
事
を
意
味
し
て
い
る
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テ

ア
が

・こ
・う
・な
・

・て
・い
・る
・原
・因

は

闇

に
あ
る

そ
し
て
そ
の

闇

は

の
ホ
ロ
ウ
に

共
鳴
し
た
デ
ス
ゲ

ム
の
負
の

復
讐
に

く
感
情
を
持

て
い
た
に
せ
よ
テ

ア
を
こ

う
も
狂
わ
せ
た
原
因
の
一

は

に
も
あ
る

だ

 
だ
か
ら
こ
そ

思

て
し
ま
う

 

ま
る
で

を
見
せ
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ

 
復
讐
に

る
そ
の

 
本
来
で
あ
れ
ば
交
わ
る

も

似
る

も
な
い
そ
の

に
自
身
の
影
を
見
出
し
て
し
ま
う
の

は
テ

ア
を
そ
う
さ
せ
て
い
る
モ
ノ
が

を
正
せ
ば

の
過
去
に

因
し
て
い
る
か
ら
に
他
な

ら
な
い

は
 
裂

の
声

を

み
付
け
る
テ

ア
が

大
上

か
ら
大
剣
を
振
り
下
ろ
さ
ん
と
す
る
声

だ

た

 
そ
れ
を
魔
剣
フ

ル
ブ
ラ
ン
ド
聖
剣
エ
ク
ス
カ
リ
バ

を
交
差
し
て

し

め
る

手

体
幹

足
の

に
伝
わ
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
少
女
の

の
時
よ
り
明
ら
か
に
強
く
な

て

い
て

思
わ
ず
表
情
を
険
し
く
す
る
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や
は
り

と

う
べ
き
か

 
時
を

や
す

ど
テ

ア
の
能
力
は
増
大
し
て
い

て
い
る

流

に

セ
ブ
ン
の
よ
う
な

出

目
さ
は
な
い
が

⻑
に
し
て
い
る

は
無
い

今
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
カ
ン
ス
ト
へ
至

た

ス
テ

タ
ス
で

て
い
る
が
い
ず
れ
は
そ
れ
を
超
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う

闇

に

よ

て
シ
ス
テ
ム
の

か
ら
外
れ
つ
つ
あ
る
点
か
ら

は
そ
う
確
信
し
て
い
た

 
だ
か
ら
と

て

テ

ア
を
斬
る
気
は

無
か

た

 
テ

ア
は
ま
だ
復
讐
⻤
に
な
り
き

て
い
な
い
事
も
確
信
し
て
い
た
か
ら
だ

 
そ
れ
は

の

葉
に
揺
ら
い
で
い
た
事
か
ら

せ
ら
れ
た

 
か
つ
て
の

が
そ
う
だ

た

未
来
は
無
い
と

め
自
分
の
死
に
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し

て
い
た

は
し
か
し
心
の

で
は
生
を
願

て
い
た
し
そ
の
希
望
を
捨
て
き
れ
て
い
な
か

た

の
事
を

け
容
れ
て
く
れ
る

間
達
の
存
在
が
そ
う
さ
せ
て
い
た

 
義
姉
リ

フ

は
そ
れ
を
見

い
た
上
で

の
全
て
を
突
き

し
て
く
れ
た

 
使
命

立
場

そ
う
い

た

前
を
全
部
取

払

て
本

し
か

え
な
い
状

に
突
き

と
さ
れ

そ
う
し
て

は

自
分
の
本
心
を
直

す
る
事
が
出
来
た
の
だ

 
そ
れ
を

今

は

が
テ

ア
に
し
よ
う
と

え
た
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復
讐
を

巫
女
と
し
て
の
使
命

と

た
時

そ
う
決
意
し
た

 
テ

ア
に
も

に
ん

ん

冒
険
者
に
対
す
る
悪
感
情
は
あ

た

だ

む
し
ろ
あ
の
極
限
状

に

か
れ
て

無
い

が
な
い

そ
う
で
な
け
れ
ば

の
過
去
を
知

た
テ

ア
が

を
誘
お
う
と
は
し
な
い

 
し
か
し
今
の
状

に
至

た
の
は
決
し
て
テ

ア
自
身
の
意

で
は
な
い

そ
う
さ
せ
て
い

る
の
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

い
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

に
残
り

け
て
い
る
負
の

た
る

な
の
だ

そ
し
て

が
原
因
で
あ
る
以
上
本
人
が
望
ん
だ
結

と
は
決
し
て

え
な
い

 
な
ら

の
原
因
で
も
あ
る

に
は
テ

ア
を
助
け
る
責
務
が
あ
る
と
思
う

 
そ
の
上
で

本
心
を
自
覚
さ
せ
て

復
讐
を
誓
う
の
で
あ
れ
ば
そ
の
時
は
そ
の
時
だ

今

は
と
に
か
く
話
し
合
い
に
持
ち

め
る
よ
う

く
す
し
か
な
い

 

が
リ

フ

に
さ
れ
た
よ
う
に

 
今
回
は

が

テ

ア
の
全
力
を
真

向
か
ら
打
ち
破
る
の
だ

小

し
い

 
大
剣
を
弾
く
と

打
ち
し
な
が
ら
テ

ア
は
そ
う

り

ぎ
に
剣
を
振
る

て
き
た

こ
ち
ら
か
ら
見
て

か
ら
襲
い
来
る
大

の
大
剣
を
見
て

は

く
片

を

り

せ
る

 
圧

感
が

上
を
過
ぎ
た
後

は

を

ば
し
な
が
ら
突
進

を
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
体
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た
り
し
た

 
体
格
差
は
生
ま
れ
て
し
ま

た
が
そ
れ
で
も
重

の
武

と
カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
の

の
全
力
の
前
に
は
無
意
味

剣
を

い
で
隙
を
晒
し
て
い
た
テ

ア
は
そ
れ
を

に

け
た
た

ら
を

ん
だ

 
こ
の
ま
ま
組
み

せ
る

 
と

そ
う

え
た
時
だ

た

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
テ

ア
が
雄

し
く

え
た

⻭
を

き
出
し
に

本
能
の
ま
ま
に
巫
女
が

え
る
と
同

時
そ
の
全
身
か
ら

流
の
如
く
闇
が

き
出
る

は
そ
の
闇
に
圧
さ
れ
吹
き

ば
さ
れ

て
し
ま

た

 
十
メ

ト
ル
以
上
も
吹
き

ば
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
地
面
に
足
が
突
き

制
動
を
掛
け
た
の
は

テ

ア
が
体
勢
を
立
て
直
し
た
の
と

同
時
だ

た

 
制
動
を
掛
け
て

後
ろ
に
下
が
り
な
が
ら
も

の
目
は
巫
女
を

え

け
る

 

そ
の

界
か
ら

巫
女
の

が
掻
き
消
え
た

 
テ

ア
を

認
し
た
の
は
そ
の
直
後
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こ
の
時
点
で

い

い
を
大
剣
の
刀
身
が

め
て
い
た

う
 

嗟
に
後
ろ
に

け
反
る

と

う
べ
き
か
そ
の
時
に

の
体
勢
が

れ
て
背
中
か
ら

地
面
に
倒
れ

む
よ
う
に
な
り
テ

ア
の
剣
の

道
か
ら

れ
る
の
が

ま

た

天

が
広

が

た

界
に

一

れ
て
剣
の

が
過
ぎ

た

 
も
し
制
動
に
二
刀
の
ど
ち
ら
か
を
使

て
い
れ
ば
体
勢
は

さ
ず
後
ろ
に

け
反

て
も
間

に
合
わ
ず
斬
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う

 

は

を

み

み
つ
つ

後
転
し
な
が
ら
足
を

り
上

た

 
キ

ン

と
い
う

果

と
共
に
体
術

ド
ス
キ
ル

月

が
発
動

ガ

ン

 
と

の
如
き

と
共
に

の

は
彼
女
の

を

り

い
た

 
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
な
が
ら

吹

ぶ
巫
女
の

を

え
る

 
そ
し
て

目
を
見
開
く

ど
の

き
を
ま
た
覚
え
る
事
に
な

た

 
・闇
・を
・

・出
・さ
・せ
・る
・大
・剣
・を
・大
・き
・く
・振
・り
・か
・ぶ
・

・て
・い
・た
・の
・だ

 

感
を
覚
え
た

 
か
つ
て

属
さ
せ
ら
れ
て
い
た

う
つ
し
み

現
身
の

と

重
な

た
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魔
剣

解
放

 

嗟
に

へ
放
り
投

た
の
は
⻩
金
の
聖
剣

暗
黒
の
魔
剣
を

手
で
握
り

ト
リ解
ガ

を

え

を

ら
せ
る

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

 
剣
を
振
る

た
の
は
同
時
だ

た

 
闇
の

流
が
波

と
な

て

い
を
喰
ら
わ
ん
と

ぎ
合
う

殺
し
切
れ
な
か

た
闇

が

波
と
な

て

の
空
間
に
漂

て
い
く

  

死
ね

 
ぐ

 

の
事
だ

た
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仮
に
憎
悪
を

い
て
い
な
か

た
と
し
て
も

 

え

憎
悪
に
打
ち
克

て
い
た
と
し
て
も

 

ん
の

か
な
間

に
触
れ
た
闇
の

波

そ
こ
か
ら
伝
わ

て
き
た

の
思
念
が

一

で
も

の
意
識
を
掻
き
乱
す
結
果
は
変
わ
ら
な
か

た
だ
ろ
う

 
そ
し
て

戦
い
に

い
て
一

の
隙
で
も
命
取
り

 

の
闇
を

テ

ア
の

闇

が

み
始
め
た

し
ま

 
そ
れ
を
認
識
し
慌
て
て

を
練
り
直
す
も
時

に

く

は
己
の
も
の
で
は
な
い

シ
ン
イ闇

に

み

ま
れ
た

  

同
日

同
時
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会
本
部
 
桐

谷
和
人

隔
離
部

 
和
人

 
中
継
に

て
い
る
少
年
が
闇
に

み

ま
れ
た
の
を
見
て
思
わ
ず
声
を
上

る

そ
れ
で

ど
う
に
か
な
る

も
な
い
と
分
か

て
い
て
も
上

ず
に
は
い
ら
れ
な
か

た

 
デ

ス
プ
レ
イ
に

て
い
る
の
は
ア
ル
ゴ
が
中
継
し
て
い
た
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ス
ト
リ

ム
の

像
で
は
な
い

セ
ブ
ン
の
時
に
束
様
が
し
て
い
た
よ
う
に
彼
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
直

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る

像
だ

 
ち
な
み
に

束
様
達
が
中
継
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る

 
私
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

像
を
見
て
い
る
の
は
彼
の
護
衛

監

と
し
て
仮
想
世
界
で
の

動
向
も
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

と
い
う
の
は

前
で
実

は
彼
の
身
を

じ
て
い
る
が
故
で
あ
る

 
こ
れ
は
決
し
て
大

さ
な
話
で
は
な
い

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の

彼
は
く
も

下
出
血
と
い
う
重
傷
を
負

た

無
銘
に

よ
る
修
復
機
能
を

使
し
て

時
復
帰
し
て
以

も

と
な
く
命
を
危
機
に
晒
し

け
て
い
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る

流

に
そ
の
時

ど
の
重
傷
は
ま
だ
無
い
が
い
つ
再
発
し
て
も
お
か
し
く
な
い

加
え
て

を
直

し
て
か
ら
は

血

状
に

て
バ
イ
タ
ル
変

も
来
し
や
す
く
な

て
い

る 
以
上
の
事
か
ら

決
し
て

観

し
て
は
な
ら
な
い
の
が
実
情
な
の
だ

 
そ
れ
を
彼
も
理
解
し
て
い
る

だ
が

や
は
り

事
に

を
突

み

大

れ
を
す
る

タ
チ
が
悪
い
の
は

え

な
道
で
あ
ろ
う
と
決
め
た
事
を

こ
う
と
す
る
部
分
だ

 
テ

ア
の
事
も
そ
う

 
彼
の

葉
を

い
た
限
り
で
は
恐
ら
く

し
た
セ
ブ
ン
ホ
ロ
ウ
そ
し
て
ヴ

フ
ス
ら

に

似
し
た
状

に

て
い
る
事
は

せ
た

そ
う
さ
せ
て
い
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
負
の

も
と
い

に

し
て
責

を
感
じ
て
い
る
事
も

 
だ
か
ら
彼
は
自
身
の
責

の
た
め
か
彼
女
を
想

て
か
は
不
明
だ
が
と
に
か
く
彼
女
を

救
お
う
と
し
て
い
る

そ
れ
が
戦
い
を
⻑
引
か
せ
結
果
自
身
の
体
を
壊
す
事
に
な
り
か
ね
な
い

と
し
て
も

外

し
て

 
正
直

て

が

く
な

て
く
る
が

最

そ
の
事
は

め
て
い
る

 
だ
か
ら
私
が
願
う

少
し
で
も

く
戦
い
を
終
え

彼
の
負

が
少
な
く
済
む
事
を
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そ
ん
な
中

彼
が

闇

に

み

ま
れ
た
の
だ

 
悲

の
声
を
上

て
し
ま
う
の
も

然
だ
と
思
う

 

か
ら
見
て
も
分
か

て
し
ま
う

テ

ア
が
放

た

闇

ア
レ
は
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
が

れ
流
し
て
い
た
負
そ
の
も
の
だ

 
彼
自
身
が
認
め

理
解
し

し
か
し
そ
の
上
で

定
し
た
復
讐
の
根
源

 
桐

谷
和
人
と
い
う
人
間
に
と

て
の
猛

だ

 
そ
れ
に

み

ま
れ
た
今

ど
う
な

て
し
ま
う
か
は

に
も
分
か
ら
な
い

 
ホ
ロ
ウ
の
時
も
同
じ
事
は
あ

た

だ
が
一

出
来
て
二

目
も
出
来
る
か
は
分
か
ら
な

い 
思
わ
ず
私
は

ダ
イ
ブ
中
の
彼
の
バ
イ
タ
ル
デ

タ
を
確
認
し
よ
う
と
目
を

し

め
る
な

 
そ
の
時

を
打

た
少
年
の
声
に
よ
り

す
ぐ
に

の

面
へ
と

線
を

し
た

 

面
に
は
一

闇
に

ま
れ
た
少
年
が
⻘
白
い
光
と

黒
い
闇
を
渦

か
せ
黒

の
波

を

し
の
け
る
光

が

し
出
さ
れ
た

 
遠
く
に

る
黒
い
巫
女
が
ぐ

と
⻭

み
す
る



 第四十一章 〜負の螺旋に抗う者〜

 

そ
こ
で

キ
リ
ト
が

手
を
天
に

ば
し
た

 
間
を

か
ず

そ
の
手
に
先

ど

へ
放

た
聖
剣
が
収
ま

た

 
そ
し
て
力
強
い

み

み
と
共
に
振
る
わ
れ
る

大
上

か
ら
振
る
わ
れ
た
聖
剣
は
切

先

か
ら
光
を

ら
せ

眼
前
に
あ
る
波

を
真

二
つ
に
斬
り
裂
い
た

 
闇
の
巫
女
へ

く
一
本
の
光
の
道
が
出
来
上
が
る

 
そ
の
光
の
上
を
彼
は

て
い
く

 
こ
こ
か
ら
が
勝
負

だ
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う

彼
の
覚
悟
を
表
す
よ
う
に
魔
剣
に
は
復
讐

心
た
る

の
闇
が
聖
剣
に
は
未
来
へ
の
希
望
た
る
心
意
の
光
が
流
れ
彼
の

は
二
色
の

光
と
闇
が

ち
て
い

て
い
た

 

さ

き
ま
で
と
異
な
る
様

だ

 
さ

き
ま
で
テ

ア
の
闇
に

ま
れ
な
い
よ
う
最

限
の
守
り
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た

彼
の
光

そ
れ
が
放
た
れ
始
め
た
の
は
戦
い
が

の
ス
テ

ジ
に
進
ん
だ
と
い
う
事
を
意
味
し

て
い
る

 

葉
だ
け
の
説
得
は
不
可
能
と
判
断
し

力
で
の
無
力
化
を

先
し
始
め
た
の
だ

 
そ
の
キ

カ
ケ
と
な

た
の
は
お
そ
ら
く
テ

ア
の
変
化
だ

を
上

た

い
き
な
り
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速
く
な
り

闇

を
波

と
し
て
放
ち
始
め
た
彼
女
と
戦
う
た
め
に

彼
も
ま
た
同
じ
事
を
し

た 
怒
り

憎
し
み

そ
う
い

た

で

力
を
発

し
た
彼
女
の
よ
う
に

 
彼
も
ま
た

己
の
意

を
練
り
上

た

 
彼
女
の
意

に
応
え
る
た
め
だ

 

に

ま
れ
て
い
る
と
は

え
そ
れ
に
共
鳴
す
る
感
情
を
持

て
い
た
の
は
確
か

で
あ

れ
ば

が
り
な
り
に
も
彼
女
の
意

で
あ
る
と
も

え
る

で
彼
は
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
し

て
い
る

そ
う
し
な
け
れ
ば
彼
女
を
止
め
ら
れ
な
い
か
ら

 
そ
の
様
は
ど
こ
ま
で
も
英
雄
的
だ

キ
リ
ト

 
だ
か
ら
こ
そ

巫
女
は

惑
に

て
し
ま
う

 
彼
女
が

た
の
だ
ろ
う
過
去
彼
が

い
て
い
る
感
情

そ
れ
ら
を
前

に

え
る
と
今

の

は
あ
ま
り
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
だ
か
ら

 

だ
か
ら

捨
て
き
れ
な
い
で
い
る

 
彼
女
は
死
ね
と

そ
う

た
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し
か
し

今
も
テ

ア
は
キ
リ
ト
の

合
を
期

し
て
い
る

 
彼
の
事
を
理
解
で
き
て
い
な
い
か
ら
だ

過
去
と
の
決
別
を
知
ら
な
い
か
ら

キ
リ
ガ

カ
ズ
ト

今
の
キ
リ
ト

が
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

全
て
を
憎
む
獣
で
な
い
事
が
分
か
ら
な
い

 
そ
の
迷
い
こ
そ
が

い
目
だ

 
彼
女
は
た
だ
理
解
者
を
得
た
い
だ
け

 
己
を
裏
切
ら
な
い

絶
対
の

間
を
得
た
い
だ
け

 

そ
の
望
み
に

復
讐

と
い
う
目
的
は

な
い
と
い
う
の
に

 
故
に

彼
女
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
復
讐
の
道
を
第
一
義
と
す
る
か

 
そ
の
根

に
あ
る

彼
女
の
望
み
を

先
す
る
か

 
キ
リ
ト
と
刃
を
交
え
る

か
な
時
で

己
の
真
意
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

い
え

違
い
ま
す
ね

 
そ
こ
で

私
は

を
振

た

 

お
そ
ら
く

だ
が

 
テ

ア
は

闇
に
完
全
に

ま
れ
る
前
の
彼
女
は
己
の
真
意
を
見
つ
け
か
け
て
い
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

今
は
負
の

に
よ

て

い

さ
れ
て
い
る
だ
け
だ

そ
れ
さ
え
無
く
な
れ
ば
彼
女
は
復
讐
を

止
め
る
だ
ろ
う

 
そ
う
彼
も
確
信
し
て
い
る

だ
か
ら
戦

て
る
ん
で
す
ね

和
人

 
そ
こ
で

私
は
少
年
の
真
意
を

く
理
解
し
た

 
彼
は
テ

ア
に
応
え
る
た
め
に
戦

て
い
る
の
で
は
な
い

彼
に
と

て

闇

に

ま
れ

た
テ

ア
は

で
は
な
い

 
本

の

は

負
の

を

し
た
自
分
自
身

 
彼
女
を

い
て
は
闇
を
止
め
な
け
れ
ば
彼
か
ら
す
れ
ば
己
に
負
け
た
よ
う
な
も
の

獣

に
打
ち
克

た
身
と
し
て
こ
の
戦
い
に
負
け
る
事
も

身
を
引
く
事
も
許
せ
な
い
も
の
な
の
だ

 
苦

し
つ
つ

た
め
息
を

ら
す

 
程
よ
い
と
こ
ろ
で
切
り
上

る

つ
ま
り
テ

ア
を
斬
り
捨
て
て
終
わ
り
に
す
る

可

能
性
も

え
て
い
た
が
こ
の
分
で
は
と
こ
と
ん
ま
で
戦
お
う
と
す
る
光

が
容

に
想
像
で
き

て
し
ま

た

 
そ
し
て

き

と
彼
は
や
り

る
だ
ろ
う
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な
ら
私
が
す
べ
き
は
最

彼
の
身
を

じ
る
事
で
は
な
い

も
り

も

た
問

を
解
決
す

る

の
サ
ポ

ト
と
し
て

備
を
一
つ
で
も
多
く
済
ま
せ
て
お
く
事
だ

そ
れ
は
情
報
だ

た

り

武

だ

た
り

あ
る
い
は
体

理
だ

た
り
と
様

で
あ
る

 

闇

の
波

を

つ

二
色
の
極
光
が
見
え
た

 
そ
れ
を
最
後
に
私
は

を
立
つ

現
実
に

て
き
た
時
は
き

と
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
ろ
う
と
予

し

必
要
な
モ
ノ
を

え
に
動
き
始
め
る

 

中
に

彼
の
体

を
慮
る
心
は
あ
れ
ど

 
彼
の

北
を

じ
る
気
持
ち
は
ま

た
く
無
か

た

  

結

キ
リ
ト
が
見
定
め
た

と
は

 

事
変
を
引
き

こ
し
た

黒
幕

 

負
の

を

し
た
自
分
自
身
≒
ホ
ロ
ウ
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・
テ

ア

オ
ル
タ

 

闇

を

う
破
壊
巫
女

 
な

祈
り
を

に
行
か
な
い
の
か

 
な

未
だ
キ
リ
ト
に

し
て
い
る
の
か

 
己
の
本
心
を

闇

に

わ
れ

己
を
見
失

て
し
ま

て
い
る

故
に
弱
体
化
中

  
・
キ
リ
ト

 
闇
と
光
を

う
英
雄

 
古
い

を
見
せ
ら
れ
て
い
る
気
分
に
な

て
い
る

 
故
に

戦

て
い
る

手
は
自
分
自
身

 
分
か
る
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
心
境
で
あ
る

 



 第四十二章 〜
光
己を見失う者、

光
己を捨てた者〜

 
第
四
十
二
章
 

光己
を
見
失
う
者

光己
を
捨
て
た
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

点

テ

ア

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ

  

め
を
み
て
い
た

 
そ
う
遠
く
な
い

の
過
去
の
こ
と

 

も
知
ら
ず

て
も
な
く

て
い
た

の
き
お
く

記
録
だ

 
目
覚
め
れ
ば
人
が
行
き
交
う
ど
こ
か
の
大

り
だ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

そ
の
時
の
私
は
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も

え
ず

も
思
わ
ず

け
れ
ど
ど
こ
か
に
行
か
な
け
れ
ば
と
い
う
強

観
念
に
突
き

動
か
さ
れ

を

て
い
た

 
道
中

か
声
を
掛
け
ら
れ
は
し
た

 
し
か
し

時
の
私
に
は
彼
ら
彼
女
ら
の

て
い
る
事
が
分
か
ら
ず
無

を
返
す
ば
か
り

そ
う
し
て
い
る
と

手
は
興
味
を
喪

て
勝
手
に
立
ち
去

て
い

た

 
そ
の
背
を

や
は
り

も
思
わ
ず
見
送

て

ま
た

い
始
め
る

 

時
間
も
そ
れ
を

け
た
時

初
め
て
変
化
が

れ
た

ど
こ
か
行
き
た
い
ト
コ
で
も
あ
る
の
か
と

そ
れ
ま
で
声
を
掛
け
て
き
た
冒
険
者
達
よ
り

も
一
歩

み

ん
だ
そ
の
問
い
が

私
に
変
化
を

し
た

 
無
自
覚
の
欲
求

あ
る
い
は

み

ま
れ
た
残
滓
が
反
応
し
私
は
冒
険
者
と
共
に

を

出
た

知
る

の
な
い

原
の
ど
こ
か
を
目
指
し
て
歩
い
た

 
そ
う
し
て

私
は

彼

と
出
会

た
の
だ

 
無

件
に
取
り
出
し
た
一
コ
ル

を
見
て

し
た
冒
険
者
に
斬
ら
れ
そ
う
に
な

た
時

私
を

う
よ
う
に
躍
り
出
た
者
が
い
た

 
そ
れ
が
キ
リ
ト
だ

た
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銀
の
髪
を
な
び
か
せ
る
彼
が
夜
の

原
の
中
で
一

い
て
い
た
事
を
よ
く
覚
え
て
い
る

問

の

に
危

を
加
え
よ
う
と
し
て
き
た
冒
険
者
を
追
い
払

た
後
私
を
見

え
た
金
の

も

に
強
く
残

て
い
た

 

も
知
ら
ず
思
わ
ず

え
な
か

た
私
が

名
前
を
得
た
の
は

分
後
だ
が

テ

ア私

と
い
う
自
我
を
得
た
最
初
の

間
だ

た
と
思
う

我
は
な
い
か

 
⻘

の

に

も
ち
を
突
き
少
年
を
見
上

る
私
に
彼
は
そ
う

い
掛
け
て
き
た

な

に
も
返
せ
な
い
で
い
る
と

み
を
苦

に
変
え
て
か
ら
私
を
引

り
上

た

 
そ
の
ま
ま

ま
で

て

転

広
場
で
別
れ
た

 
再
会
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
二

間
後
の
事

 
そ
の
二

間
で
様

な
冒
険
者
を
見
て
き
た
が

れ
も
友

的
と
は

え
な
か

た

一
コ

ル
し
か
報

を
出
さ
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｃ

そ
の

を

き
つ
け
興
味
本

で
声
を
掛
け
て
き
た
り

ク
エ
ス
ト
を
こ
な
す
者
は
ま
だ
マ
シ
だ

そ
の

を
知

た
上
で
報

に
怒
り

こ
ち
ら
に

た

て
く
る
者
も
い
た

 
殺
せ
ば

善
さ
れ
る

レ
ア
ド
ロ

プ
を

え
る
と

て
来
る
者
達
は
最
悪
だ

た
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そ
の
境
遇
か
ら
再
会
と
同
時
に
救
い
出
さ
れ
た
私
は

だ
か
ら
こ
そ
彼
だ
け
を
信
じ
た

  

信
じ
て

い
た
の
だ

  
け
れ
ど

今
は
刃
を
交
え
る

同
士
に
な

て
い
る

  
き
お
く

記
録
か
ら
知

た

で
彼
は
い
る

終
わ
ら
せ
た

の
浮
遊
城
が
復
活
し
た
か
ら
だ

そ
し
て

・こ
・の
・城
・を
・再
・び
・終
・わ
・ら
・せ
・る
・べ
・く

こ
の

ウ

ラ
仮
想
世
界
に

け
る
最
強
の
存
在
と
し
て
こ
こ
に
再
臨

し
て
い
る

 

そ
う

え

ぎ
り

と

⻭
を

ら
ん
ば
か
り
に
食
い
し
ば
る

 
こ
の
城
を
創
り
出
し
た
の
は
私
で
は
な
い

私
と
同
じ

聖

の
女
神

の

に
在
る
同

体
に
よ
る
も
の
だ

 
い
く
ら
で
も

え
が
あ
る

え
の

か
せ
ら
れ
る

Ｎ

Ｐ

Ｃ

電
子
生
命

 
だ
か
ら
や
ろ
う
と
す
れ
ば
私
に
も
出
来
た

事
実
知
識
に

い
て
私
も
祈
り
を

れ
ば

城
を
完
成
さ
せ
ら
れ
る
事
が
解

て
い
る

そ
の
後

壊
さ
せ
て
こ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
ら
れ
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る
事
も
知

て
い
る

 

闇

は

そ
う
し
ろ
と
せ

つ
い
て
き
て
い
る

 
よ
り
中

に
近
付
き
つ
つ
あ
る
プ
レ
ミ
ア
へ
の

は
キ
リ
カ
が
持
つ
剣
の
存
在
が
邪
魔
で
成

し
て
い
な
い

他
の
巫
女
は
全
て
死
に
絶
え

残
る
祈
り
を

ら
れ
る
女
神
巫
女
は
私
だ

け 
使
命
の
事
を

え
れ
ば
こ
こ
で
闇
の
回
廊
を

て
祈
り
の
間
へ

き

に

目

を
終
え
て
し
ま
う
の
が
一
番
い
い

 
先

ど
か
ら
キ
リ
ト
が
自
ら
攻
め

む

振
り
を
見
せ
て
い
な
い

浮
遊
城
の
記
録
と
の
大
き

な
違
い
は

今
は
こ
ち
ら
に
と

て

合
が
良
い

 
行
こ
う
と
思
え
ば

い
つ
で
も
行
け
る
状

な
の
だ

 

し
か
し

私
は
祈
り
の
間
に
向
か
わ
な
い
で
い
る

  

一

で
も
引
け
ば

決
定
的
に

か
を
喪
う
予
感
が
あ
る
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キ
リ
ト

 
思

が
千

に
乱
れ
る

 
喪
う

か
を

え
る

に
生
じ
る
思

の
ノ
イ
ズ
が
私
を
苦
し
め
て
い
た

 
そ
れ
で
も
私
の
意
識
は
は

き
り
と
し
て
い
た

眼
前
に
立
ち
は
だ
か
る

を
見

え
斬

り

せ
ん
と
体
を
動
か
し

け
る

 
彼
の
名
を

び
な
が
ら
足
を
前
へ
と
動
か
す

 
私
の
背
後
に
は

祈
り
の
間
へ
と

く
回
廊
が
あ
る
と
い
う
の
に

 
分
か

て
い
な
が
ら

私
は
大
上

か
ら
大
剣
を
振
り
下
ろ
し
た

 
こ
ち
ら
の
一
撃
を
彼
は
交
差
さ
せ
た
二
刀
で

さ
え

む

黒
い
魔
剣
と
⻩
金
に

く
聖
剣

の
闇
と
光
を
喰
ら
わ
ん
と

私
の
大
剣
に

わ
り
つ
く

闇

が
蠢
動
す
る

 
だ
が

そ
の

ぎ
合
い
も
⻑
く
は

か
な
い

 
バ

と
電
気
が

た
か
の
よ
う
な

と
共
に

い
の
剣
が
弾
か
れ
た

い
のシ

ン
イ闇

が

反
発
し
た
結
果
だ
ろ
う

弾
か
れ
る
ま
で
の
ラ
グ
は
剣
の
勢
い
が
ゼ
ロ
に
な
る
ま
で
の
時
間
だ
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そ
う
し
て

ね
上
が

た
大
剣
を
再
び
振
り
下
ろ
す

先

ど
よ
り
勢
い
に
欠
け
た
た
め
か

撃
は

に

な
さ
れ

私
か
ら
見
て

の
地
面
を
強
か
に
打

た

ハ
 
そ
れ
を
予

し
て
い
た
私
は

時
に
剣
の

か
ら
手
を
離
し

足
で
強
く

み

み

掌

を
振
り
上

た

 
記
録
か
ら
再
現
し
た
剣
姫
の
技
術
だ

ん
が

 
大
振
り
の
二
刀
で
は
ゼ
ロ

離
で
の
体
術
に

応
出
来
な
か

た
よ
う
で
掌

は
彼
の

を

に
打
ち

い
た

ぐ
わ
ん
と
華

な
体
が
弓
な
り
に

け
反
る

 

機

と
見
た
私
は
剣
の

を
握
り
直
す

セ

が
 
同
時

色
の

き
を
放

た
彼
の

足
が

お
返
し
と
ば
か
り
に
私
の

を

り
上

た

 

界
と

が
揺
れ
る
中

記
録
か
ら

の
技
を
見
つ
け
出
す

 

体
術

ス
キ
ル
の

月

体
勢
を

し
た
時

空
中
に
い
る
時

技
の
繋
ぎ
に
と
あ
ら



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

る

面
で
彼
が
使

て
き
た

り
技
の
存
在
を
知
る
と
同
時

そ
の

さ
も
思
い
知

た

 

や
は
り

キ
リ
ト
は
強
い

 

地
し
後
退
に
制
動
を
掛
け
な
が
ら
思
う

記
録
で
見
た

り
そ
し
て
実

に
戦

て

以
上
の
強
さ
が
あ
る
と

 
だ
が

彼
の
強
さ
に
は
ま
だ
上
が
あ
る
事
を
私
は
識

て
い
る

 
一
人
で
迷

や
闘
技
場
地
下
迷

の
番
人
を

た
時
の
事

や
実
兄
の
他
に

生
死
を
掛
け
た
ホ
ロ
ウ
と
の
死
闘

た
だ
一
人
で

り
越
え
た
三
つ
の

練

そ
れ
ら
と

べ
れ

ば
今
の
彼
は
非
常
に

し
い

 
な

し
い
の
か
と

え
ば

彼
の

は
テ

ア私

で
は
な
い
か
ら

 
戦
う
前
に

て
い
た

り
な
の
だ

 

き

と
そ
れ
は

私
に
と

て
は
喜
ぶ
べ
き
事
な
の
だ

 
最
大
の

に
な
り
得
る
少
年
に
付
け
入
る
隙
が
あ
る
と
い
う
事
だ
か
ら

本
気
に
な
ら
れ
る

前
に
倒
す
な
り

に
離
れ
る
な
り

ま
だ

が
あ
る
状

だ

 
ま
し
て

こ
の
世
界
の
冒
険
者
は
死
ん
で
も

る

仮
に
倒
せ
た
と
し
て
も
意
味
は
無
い

 
だ
か
ら

彼
に
勝
つ
の
な
ら

祈
り
を

る
以
外
に
方
法
は
無
い
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こ
こ
で
戦
う
事
に
意
味
も
意
義
も

も
無
い

 

そ
の

だ

  

本

に

そ
う
だ
ろ
う
か

 
く

 
後
ず
さ
る
の
が
終
わ
る
と
同
時

力
が

け
て

を
突
く

 
思

に
生
じ
た
ノ
イ
ズ
は
明
確
に
私
の
行
動
を

る

Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
い
う
存
在
が

で
あ

る
か
を
理
解
し
た
私
に
は
そ
の
ノ
イ
ズ
が
決
し
て

ま
し
く
な
い
も
の
で
あ
る
事
が
理
解
で
き

て
い
た

 
だ
が

な

ノ
イ
ズ
が
生
じ
る
か
は
依
然
分
か
ら
な
い

 
そ
れ
を

え
よ
う
と
す
る
と
更
に
ノ
イ
ズ
が
生
じ
て
思

が

か
な
い

キ

リ
ト
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そ
れ
で
も

意
識
は
眼
前
の
剣
士
を

え

け
る

 

を

わ
せ
紡
ぐ
の
は
剣
士
の
名
前

 
自
分
の
声
か
と
疑
い
そ
う
に
な
る

ど

そ
れ
は

れ

力
な
く

え
て
い
た

 
そ
れ
に

彼
は
応
じ
な
い

無

の
ま
ま
私
を
見

え
返
し
て
く
る

 

い
だ
黒
い

が
私
を

く

  

そ
の
眼
を
見
る
と

あ
の
日
の
事
が
想
い

こ
さ
れ

  

間

 
こ
れ
ま
で
の

で
は
な
い
ノ
イ
ズ
が

身
を
襲

た

あ

ぐ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

テ

ア

 

覚

覚
触
覚

お
そ
ら
く
他
の
五
感
も

め
全
て
を
塗
り

え
ら
れ
る
よ
う
な
感
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覚
だ

た

全
身
を

さ
ず

ワ
リ
と
し
た

か
が

る
感
覚
が

れ
て
や

て
き
た

 

を

け
た
時
の
苦
し
さ
と
も

麻

を

け
た
時
の

れ
と
も
違
う

か

 

そ
れ
が

私
の

か
を

し
て
い
く
感
覚

 
そ
の
感
覚
が
自
分
に
と

て

命
的
な
も
の
だ
と
い
う
確
信
が
あ

た

 
だ
か
ら
と

て

ど
う
し
よ
う
も
な
い

 
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

分
か
ら
な
い

  
そ
れ
で
も

手
を

ば
し
た

 
キ

リ

ト

 
暗
く
な
る

界
の
中

そ
れ
で
も
見
え
た
黒

く
め
の
剣
士
の

 
そ
れ
に
重
な

た
銀
と
金
の
光
に
私
は
手
を

ば
し
て
い
た
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め

空
想
を
み
て
い
る

 

わ

わ
と
し
て
い
て

ど
こ
か
実
感
の
な
い
感
覚
で
も
そ
う
判
断
で
き
た
の
は

テ

ア私

と

い
う
存
在
が
夢
な
ん
て
も
の
を
見
な
い
と
理
解
し
た
か
ら
だ

 
意
識
を
眠
り
に

め
た
と
き
浮
か
ん
で
く
る
の
は
大

二
つ
だ

た

冒
険
者
達
に
殺
さ
れ

る
と
こ
ろ
か
銀
色
の
剣
士
の

を
歩
く
と
こ
ろ

ど
ん
な

で

ん
で
い
る
の
か
は
自
分
で
も

分
か
ら
な
い

ハ

キ
リ
と
分
か

て
い
る
の
は
そ
の
明
確
に
そ
の
場
面
を
想
像
し
た
事
が
あ

る
か
ど
う
か

無
論

ど
ち
ら
の
場
面
も
想
像
し
た
事
が
あ

た

 
つ
ま
り

少
な
く
と
も

テ

ア私

と
い
う
存
在
に
と

て

眠

て
い
る
間
に
見
る
光

は

己

が

え
た
事
が
あ
る
情

と
い
う
事
に
な
る

 
だ
か
ら
こ
そ

い
ま
の
私
は
疑
問
を
浮
か
べ
て
い
た

 
今
見
て
い
る
光

は

だ
ろ
う
か

と

 

眼
前
に

る
光

は

ま
る
で
己
を

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
も
の
だ

た

が
さ
ん

チ

完
全
に

ま
れ
た
か

 
闇
を

ら
せ
る
成
⻑
し
た
己
が
大
剣
を
手
に

け
て
い
る

常
で
な
い

力
で

横
無
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に

び
回
り

確
実
に

を
斬
り
裂
か
ん
と
し
て
い
た

 
そ
の

手
は
魔
獣
な
ど
で
は
な
い

 

手
に
闇
を

手
に
光
を

え
る
剣
を
持
つ
少
年

キ
リ
ト
だ

 
闇
を

た
一
撃
を
己
が
放
つ

そ
れ
を
二
刀
で

ぐ
が
勢
い
に
圧
さ
れ
た
少
年
は
彼
方
へ

吹

ん
で
い
く

そ
れ
を
追

た
己
が
ま
た
一
撃
を
放
ち

と
そ
の

り
返
し

私
と
の

応

が

の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
い

戦
に

こ
れ
は

め
空
想
か

う
つ
つ

現
実
か

判
断
に
迷
う

 
前
者
で
あ
れ
ば

こ
の
光

を
自
分
は
望
ん
で
い
る
事
に
な
る

 
後
者
で
あ
れ
ば
な

点
で
そ
れ
を
見
て
い
る
の
か
そ
も
そ
も
ア
レ
は
本

に
自
分

な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
る

 
分
か
ら
な
い

 
こ
の
状
況
も

眼
前
に

る
光

も

 

そ
れ
は
つ
ま
り
自
分
が

を
望
ん
で
い
る
か
も
分
か

て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
も
あ

る
私
は

の

た
め
に

 

然
と

く
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キ
リ
ト
達
の
前
に
立
ち
は
だ
か

た
時
あ
る
い
は
キ
リ
ト
と
刃
を
交
え
て
い
る
時
よ
り
も

か
に
ク
リ
ア
な
思

で
す
ら
私
は
自
分
が

を
望
ん
で
い
た
か
分
か
ら
な
く
な

て
し
ま

て

い
た

 

冒
険
者
達
へ
の
憎
し
み
は
あ
る

 
命
を

わ
れ

け
た
事
へ
の
怨
み
は
そ
う

と
消
え
は
し
な
い

き

と
今
後
も
そ
れ
は

き

け
る

同
じ
く
冒
険
者
達
へ
の
不
信
感
も

ら
せ
る
だ
ろ
う

 

闇

を

し
て
識

た
記
録
を
見
て

そ
う
思

た

 
た

た
一
人
を
責
め

め
殺
そ
う
と
し
た
者
達
の

は
正
し
くテ

ア私
を

た
者
達
と
変

わ
り
な
か

た

ア
レ
が
人
間
の
本
性
な
の
だ

 
そ
ん
な
存
在
を
前
に

友

的
に
な
れ
る

も
な
い

 

で
も

そ
れ
な
ら

故
キ
リ
ト
は
信
じ
ら
れ
る
と
思

た
の
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
も
私
を
殺
そ
う
と
し
た
ジ

ネ
シ
ス
ら
と
同
じ
人
間
だ

た
だ
立
場
が
違
う
だ
け

で

同
じ
種

な
の
だ

対
す
れ
ば
い
ま
の
よ
う
に
剣
を
向
け
て
く
る

 
そ
う

え
る
と

の

が
苦
し
く
感
じ
た
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ぎ

と
握

た
手
を

に

て
る

苦
し
さ
は

や
は
り

れ
な
い

 

い
た
な

ま
さ
か

迷
い
が
あ
る
な
ん
て

  
突
如

背
後
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る

 

嗟
に
振
り
向
き

に
手
を
や
る
も
使
い

れ
た

剣
は
そ
こ
に
は
無
か

た

そ
こ
で
己

の

が
黒
い
巫
女

に
な

て
い
る
事
に
気
付
く

恐
ら
く
髪
と
眼
の
色
も
変
化
し
た
後
な
の

だ
ろ
う

そ
の

に
は

変
化
し
た
大
剣
は
ど
こ
に
も
な
い

 
仕
方
な
く

武
器
も
な
く
身
構
え
な
が
ら
声
が
し
た
方
へ

め
て
意
識
を
向
け
る

え

キ
リ
ト

 

線
の
先
に
は
黒

く
め
の
少
年
が
立

て
い
た

こ
ち
ら
に
合
わ
せ
た
の
か
武
器
は
無
い

が
黒
髪
黒
目
だ
け
で
な
く
そ
の
容

と

て
い
る
コ

ト
の
色
を

め
完
全
に
出
で
立

ち
が
全
く
同
じ
だ

 
思
わ
ず
背
後
を
確
認
す
る
も
や
は
り
キ
リ
ト
は
大
剣
を
使
う
自
分
で
は
な
い
自
分
と
戦
い

け
て
い
る
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で
は
キ
リ
カ
か
と
も
思

た
が
彼
は
他
の

間
達
と
共
に
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

部
の
中

へ

と
進
ん
だ

 
な
ら
こ
こ
は
中

の
祈
り
の
間
か
と

え
こ
こ
で
初
め
て

り
を
見
回
し
た

私
と
謎
の
少

年
が
い
る
空
間
は
ま
る
で
夜
闇
の
よ
う
に
暗
い
場

だ

た

闇
の
中
に
ポ
ツ
リ
と
あ
る
空
間

と

え
ば
い
い
か

 
そ
ん
な
場

に
私
は
い
た

夢
と
思
い
た
く
な
る
光

と

謎
の
少
年
と
共
に

 
少
な
く
と
も
こ
こ
が
祈
り
の
間
で
も

お
そ
ら
く
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
も
な
い
事
は
分
か

た

目
の
前
の
少
年
も
キ
リ
カ
で
は
な
い

 
と

な
れ
ば

い
や

ホ
ロ
ウ

と
い
う
存
在
か

 
記

を
手

り
寄
せ

で
は
あ
る
が

し
そ
う
な
存
在
に
見

を
付
け
る

私
が
闇

を

し
て
識

た
記
録
や
力
の

来
の
保
持
者
だ

あ
あ

そ
う
だ
よ

 
そ
の
予
想
に

少
年
は

定
を
返
し
て
き
た

 
表
情
は

め
な
い

キ
リ
ト
キ
リ
カ
と
違
い
ホ
ロ
ウ
か
ら
は
感
情
と
い
う
も
の
が
感
じ
ら
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れ
な
か

た

そ
れ
に
不
気
味
さ
を
覚
え
な
が
ら
私
は

を
開
く

な

あ
な
た
が

に

そ
の
問
い
方
は
正
し
く
な
い

正
確
に

う
な
ら

な

私
が

に

だ
ろ
う

 
無
表
情
の
ま
ま
ホ
ロ
ウ
が

う

ま
る
で
こ
こ
に

る
の
が
お
か
し
い
の
は
私
の
方
だ
と

わ
ん
ば
か
り
の

だ

た

 
そ
の
意
味
が
イ
マ
イ
チ
分
か
ら
ず

を
寄
せ
て
い
る
と

ホ
ロ
ウ
が
少
し
ず
つ
近
寄

て
き

た

た
だ
し
彼
の
目
は
私
で
は
な
く
そ
の
背
後

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
未
完
エ
リ
ア
で
の
キ
リ

ト
とテ

ア私
の
戦
い
の
光

だ

 
そ
の
ま
ま
ホ
ロ
ウ
は
私
の

に

ぶ

線
は
や
は
り
戦
闘
の
光

に
向
け
ら
れ
て
い
て
私

も

め
て
そ
ち
ら
に
向
き
直
る

お
前
が

に
来
た
の
は

シ
ン
イ

に

わ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

 
す
る
と
ホ
ロ
ウ
が
突
然
そ
う

て
き
た

の
こ
と
か
と
一

思

を

み
そ
れ
が
私

が
こ
こ
に

る
原
因
に
対
す
る

え
で
あ
る
事
を
送
れ
て
理
解
す
る

 
し
か
し

そ
れ
は
疑
問
が
一
つ
増
え
た
だ
け
だ

た

シ
ン
イ
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心
よ
り
出
ず
る
意

人
が
放
つ
感
情
が
あ
ま
り
に
強
過
ぎ
る
と
時
に
こ
の
仮
想
世
界
を

す
る
シ
ス
テ
ム
を
狂
わ
せ
事

を
上
書
き
す
る

お
前
が
使

て
る
あ
の
闇
や

ツ
の
光

と
闇
が
そ
う
だ
よ

 

わ
れ

戦
闘
に
眼
を
向
け
る

 
禍

し
い
闇
を
ま
き

ら
し

を
黒
く

め
て
い
る
も
う
一
人
の
自
分
の

そ
れ

に
抗
う
べ
く

光
と
闇
の
二
刀
で
立
ち
向
か
う
少
年
の

 
ア
レ
ら
は

シ
ン
イ

と
い
う
力
な
の
だ
と
い
う

 
だ
が

ア
レ
ら
も

同
じ

 
そ
う

疑
問
を

ら
す

者
が
使
う
力
が
ま

た
く
同
じ
と
は

私
に
は
思
え
な
か

た

 
事
実
違
う
は
ず
だ

も
う
一
人
の
自
分
は
憎
し
み
に

い
剣
を
振
る

て
い
る

だ
が
キ
リ

ト
は
憎
し
み
以
上
の
目
的
の
た
め
に
剣
を
振
る

て
い
る

彼
の
闇
か
ら
は
自
分
が

う
も
の

と
は
違
う

か
み
も
感
じ
ら
れ
る
の
だ

実

違
う
な

 
私
の
疑
念
を
見

い
て
い
る

ぶ
り
で
ホ
ロ
ウ
は

た
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ロ
ジ

ク
と
し
て
は
同
じ
だ

だ
が
シ
ン
イ
を
行
使
す
る
た
め
の
根

と
し
て
い
る
モ
ノ

が
違
う

オ
リ
ジ
ナ
ル
も

怨
み
や
憎
し
み
は
あ
る
が

同
時
に
そ
れ
を
上
回
る
モ
ノ
が
あ
る

 

を
組
み

ど
こ
か
忌

し

に
ホ
ロ
ウ
が
そ
う

い
捨
て
た

 
彼
の

葉
を

い
た
私
は

線
を
下
に
下

た

 
彼
の

が
確
か
な
ら
私
に
は
キ
リ
ト
が
放
つ
光
と
な
る
モ
ノ

感
情
が
無
い
と
い
う
事

に
な
る
か
ら
だ

実

そ
う
な
の
だ
ろ
う
と

得
し
て
し
ま
う
自
分
も
い
た

 
だ
か
ら

し
く
感
じ
ら
れ
た

私
に

光
は
な
い
と
い
う
事
か

 
彼
に
救
わ
れ
た
私
は

し
か
し
復
讐
の
た
め
に
彼
を
裏
切

た

自
ら
光
を
捨
て
た
も
同
然

だ
か
ら

闇
し
か
な
い
の
だ
と

 

得
し
て
し
ま

た
私
は

思
わ
ず
自

の

み
を
零
し
た

本

に

そ
う
思
う
か

 
そ
の
時

と

ホ
ロ
ウ
が
問
い
か
け
て
き
た

 
横
を
見
る
が

彼
は
変
わ
ら
ず
戦
い
の
方
に

線
を
向
け
て
い
た

そ
れ
は

ど
う
い
う
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あ
る

に

自
分
に
は
も
う
未
来
が
無
い

と

め
た
者
が
い
た

そ
れ
を
止
め
よ
う

と
す
る
者
は
い
た
が

そ
れ
も
振
り
切

た

引
き
返
す
事
も
出
来
た
の
に
我
を

し
た

ん
だ
よ

イ
ツ
は

 
そ
こ
ま
で

た
ホ
ロ
ウ
が

に
私
の
方
を
向
き

見
上

て
き
た

 
黒
い

が
ま

す
ぐ
と
私
を
見
つ
め
て
く
る

お
前
は
ど
う
だ

 
本

に

も
か
も
喪

た
と
思

て
い
る
の
か

 
そ
の
問
い
に

私
は

嗟
に

え
を
返
せ
な
か

た

 

ご
も

た
私
を
見
て

ホ
ロ
ウ
は

か
に
苦

し

 

だ
と
す
れ
ば

ツ
も
浮
か
ば
れ
な
い

  
そ
う

た

え
 
私
は

予
想
外
な

葉
に

気
に
取
ら
れ
て
し
ま

た

 
浮
か
ば
れ
な
い
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
と
い
う
疑
問
も
あ

た

け
れ
ど

よ
り
そ
の
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い
方
で
は

ま
る
で
ま
だ
キ
リ
ト
と
の
繋
が
り
に
希
望
が
あ
る
か
の
よ
う
で

く

そ
が

 
そ
こ
で

キ
リ
ト
の
怒

が

を

き

び
く
り
と

を

わ
せ
る

 
戦
闘
の
光

を
見
れ
ば

彼
は
闇
と
光
を
放
つ
二
刀
を

闇

を
ま
き

ら
す
も
う
一
人
の

自
分
へ
と

き
付
け
る
と
こ
ろ
だ

た

そ
の
表
情
は
⻤
気

る
よ
う
な
険
し
い
も
の

 
と
て
も
で
は
な
い
が

友

的
な

を
期

で
き
る
も
の
で
は
な
か

た

て
お
く
が

 

そ
ん
な
私
に

ホ
ロ
ウ
が
び
し
り
と
指
を
突
き
付
け
て
き
た

 
あ
ま
り
に

突
だ

た
た
め

思

が
一
時

止
す
る

ツ
が
も
し
も
本
気
で
殺
す
つ
も
り
な
ら
お
前
の

は

に

ん
で
い
る

そ
う
な

て

な
い

て
事
は
そ
う
い
う
事
だ

そ
れ
に
ア
レ
は
決
め
た
事
は
意
地
で
も

こ
う
と
す
る

ツ

だ
万
策

き
て
も
す
ぐ
新
し
い
手
を

じ
る
程
の
な

そ
ん
な

ツ
を
自
分
を
見
失

て
こ

ん
な

に
い
る
お
前
な
ん
ぞ
が
ど
う
こ
う
出
来
る
と
思
う
な
よ

そ
れ
は
思
い
上
が
り

て
も
ん

だ



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
そ
こ
に

み
掛
け
る
よ
う
に
ホ
ロ
ウ
が

て
き
た

 
キ
リ
ト
を

め
て
る
ん
だ
か

し
て
る
ん
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
内
容
だ
が
二
つ
分
か

た

事
が
あ
る

遠
回
し
で
は
あ
る
が
キ
リ
ト
は
ま
だ
私
に
と

て
の
光
に
な
る
可
能
性
が
残

て
い
る
事

つ
ま
り
私
が
勝
手
に
喪

た
と
思
い

ん
で
い
た

 
も
う
一
つ
は

つ
ま
り

あ
な
た
も
自
分
を
見
失

て
い
る
と

最
初
に
そ
れ
を

う
と
は

お
前

分
い
い

し
て
る
じ

な
い
か

 
ビ
キ
リ
と

に
⻘

を
浮
か
べ
な
が
ら

た
ホ
ロ
ウ
は
す
ぐ
に
は

と
た
め
息
を

い

た

そ
れ
か
ら

線
を

の
暗
闇
へ
向
け
る

闇
を

し
て
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
歴
史
を
識

た
ん
だ

な
ら

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

れ
た
後

を
し
て
い
た
か
も
知

て
い
る
だ
ろ
う

 

わ
れ

く

 
記
録
に
よ
れ
ば
ホ
ロ
ウ
は
実
兄
ア
キ
ト
を
殺
す
つ
も
り
で
い
て
逆
に
生
か
そ
う
と
し
た
キ

リ
ト
と
戦
い

れ
た
後
ど
こ
と
も
知
れ
ぬ
場

に

ま

て
い
た

全
て
は
ア
イ
ン
ク
ラ
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ド
を
狂
わ
せ
た
悪
性
情
報
を

ゲ

ム
ク
リ
ア
ま
で
抑
え

む
た
め

 
つ
ま
り
彼
は

人

と
し
て
身
を

た

あ

ま
さ
か

こ
こ
は

気
付
い
た
か

そ
う
こ
こ
は
悪
性
情
報
を

じ

め
て
い
た
場

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

裏

だ

の
暗
闇
は

お
前
を
変

さ
せ
た

シ
ン
イ

そ
の
も
の
だ
よ

こ
れ

が

 

も
な
い
空
間
だ
と
思

て
い
た
が
実

は
あ
の
闇
に

ち
て
い
る
と
は
思
わ
ず

葉
を
喪
う

同
時
こ
ん
な
場

で

年
以
上
も
一
人
で
闇
を

め
て
い
た
ホ
ロ
ウ
に
も

を

い
た

 

闇

に
触
れ
た
時
の
こ
と
は

ま
だ

明
に
記

し
て
い
る

 
ま
ず
は
恐
れ
だ

ホ

ム
の
部

で
一
人
だ

た
の
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
声
が

こ
え
て

き
て

に

闇

が

き
出
た
事
で
部

か
ら

れ
ら
れ
な
く
な

た

 
そ
う
し
て

闇

に
触
れ

と

び

と

Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の
怨
み
を
知

た

 

け
て
こ
の
世
界
の
成
り
立
ち
を

己
が

者
か
を
知
り

使
命
を
知

た

 

つ
ま
り

に
あ
る

闇

は
そ
の
根
源
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ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

方
の
怨
み
が

み
重
な

た

の
最

な

の
だ

け
ど

な

私
が
こ
こ
に

最
初
に

た
が

シ
ン
イ

要
す
る
に
こ
の

闇

に

わ
れ
た
か
ら
だ

で

今
は
完
全

に

取
ら
れ
て
あ
ん
な
風
に
な

て
い
る

 
そ
う

て

彼
は
未
だ

く
戦
い
へ

線
を

し
た

 
戦
闘
は
ま
だ

い
て
い
る

自
分
で
は
な
い
自
分
が

え

闇

を
放
つ

そ
れ
に
対
抗
し

て
キ
リ
ト
が
光
と
闇
の
剣
で
斬
り
払
う

 
未
完
エ
リ
ア
の
フ

ル
ド
は
そ
こ
か
し
こ
が

黒
く
変
色
し
て
い
て
シ
ン
イ
に

食
さ
れ

て
い
る
様
子
が

え
た

そ
れ
が
そ
こ
か
し
こ
に
見
え
る
事
か
ら

な
時
間
が
経

て
い
る
事

も
分
か
る

 
だ
が

そ
れ
で
も
キ
リ
ト
は
決

を
付
け
る

振
り
が
無
い

 
戦
い
が
⻑
引
け
ば

闇

の

と
い
う

が
増
え
る
の
は
分
か

て
い
る

な
の
に

 
ホ
ロ
ウ
の
話
に
よ
れ
ば

そ
の
気
に
な
れ
ば
す
ぐ
に
殺
せ
る
と
い
う
の
に
だ

 
そ
れ
は

つ
ま
り
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そ
れ
で
も

ツ
は
お
前
を

助
け
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
よ

 
ま
た

葉
を
喪

た

 
彼
の
内
心
は
分
か
ら
な
い

ホ
ロ
ウ
が

て
い
る
事
が
間
違

て
い
る
可
能
性
も
あ
る

似

た
境
遇
に
よ
る
怨
み
憎
し
み
を
持

て
い
る
と
し
て
も
別
の
復
讐
だ
か
ら
と

対
は

れ
な

い
か
も
し
れ
な
い

 

だ
が

 
キ
リ
ト
は

二

も
私
を
救

て
く
れ
た
人
だ

 
一

目
は
偶
然
だ

た

そ
れ
は
間
違
い
な
い

 
し
か
し
二

目
は
彼
自
身
の
意

で
救
わ
れ
た

多
勢
に
無
勢
の
状
況
で
も
救
い
に
来
て
く
れ

た

そ
れ
が

彼
な
り
の
事
情
が
あ

た
の
だ
と
し
て
も

そ
れ
は
事
実
だ

 

静
か
に

目
を

じ
る

 

を
見
る
の
か

 
そ
れ
は

己
だ

 
見
失

て
い
る
己
を

テ

ア
と
い
う
名
を

た
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
た
め
だ
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闇
に

ま
れ
る
前
に

い
て
い
た
恐
怖

キ
リ
ト
も
他
の
冒
険
者
の
よ
う
に
剣

を
向
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
そ
れ
の

更
に
根
源
を
探
る

 
剣
を
交
え
た
最
中
問
わ
れ
た
事

祈
り
を

に
行
か
ず
な

キ
リ
ト
を

て

い
た
か
の
理
由
を
探
る

あ

 
そ
し
て

見
つ
け
た

 
恐
怖
し
た
の
は

絶
の
可
能
性
に
対
し
て

 
だ
か
ら
キ
リ
ト
を
勧
誘
し
断
ら
れ
た
時
に
衝
撃
を

け
た

な

と

惑
し
た

彼
の

葉
を

理
解
で
き
な
か

た

絶
さ
れ
る
事
を
恐
怖
し
た

 
き

と
そ
の
恐
怖
は

い
て

然
の
事
だ
ろ
う

 
だ
か
ら
と

て
私
の
復
讐
に

き

む
の
は
違
う

理
解
者
も
味
方
も
い
な
い
と

て
い
た
の
は
き

と
そ
う
い
う
事

 
だ
か
ら

彼
は
問
う
て
き
た

 
テ

ア
は

を
し
た
い
の
か

と

私
は

た
だ

一
緒
に

た
か

た
ん
だ
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ち

い
て
み
れ
ば

だ

た

で
明
快
で

あ
ま
り
に

な
そ
の
想

い 
助
け
て
く
れ
た
か
ら

 
信

出
来
る
か
ら

 

多
分

そ
れ
以
上
に
深
く
て

強
い
想
い
故
に

 
私
は
キ
リ
ト
の

に

た
か

た

 

闇

に
触
れ
た
か
ら

私
が

復
讐
の
道
に
進
ん
だ
か
ら
お
か
し
な
こ
と
に
な

た

か
に
理
解
さ
れ
る

が
な
い
も
の
に
誘

て
も

か
れ
る

が
な
か

た

自
分
の
本
心
を
見
出
し
た
か

 
静
か
に

そ
う
語
り
掛
け
ら
れ
る

 
ホ
ロ
ウ
は
穏
や
か
に

ん
で
い
た

そ
の

は

や
は
り
キ
リ
ト
に
と
て
も
似
て
い
る

な
ら

さ

さ
と
自
分
の
体
に
入
り

ん
だ

闇

に
打
ち
克

て
こ
い

な
に

今
の
お
前

な
ら

も
せ
ず
と
も
す
ぐ
終
わ
る

ホ
ロ
ウ
は

来
な
い
の
か

 

な
疑
問
を
ぶ
つ
け
る
と

彼
は
苦

し
た
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ヒ

ト
他
人
の
事
を
気
に
し
て
い
る
場
合
か

 
そ
ん
な

が
あ
る
な
ら

さ

さ
と
行
け

 
そ
う

て

彼
は
手
を
し

し

と
追
い
払
う
よ
う
に
振

た

 
そ
れ
に
ム

と
し
た
の
も
束
の
間

か
に

点
が
浮
い
た

い
て
足

を
見
れ
ば
地
面

と
思
し
き
闇
か
ら

に
離
れ
て
い

て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
た

こ
れ
はた

だ
ろ
う

は
自
分
を
見
失

た

ツ
が

り

く
場

自
分
を
見
出
し
た
お

前
に

に
い
る

格
な
ん
て
無
い

て
話
だ

ホ
ロ
ウ

 
一
メ

ト
ル
は
浮
い
た
と
こ
ろ
で
手
を

ば
す

も

え
ず

衝
動
的
な
行
動
だ

た

 
そ
れ
に

ホ
ロ
ウ
は
ま
た

み
を
浮
か
べ
た

キ
リ
ト
に
よ
く
似
た

し
い

み

 
で
も

同
じ
で
は
な
い

 
彼
の

み
は

も
う
二

と

見
失
う
な
よ

 

ど
こ
か

悲

し

そ

う

し
そ
う
だ

た
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行

た
か

 
遠
く
離
れ

光
に
な

て
消
え
た
の
を
確
認
し

息
を

く

 
同
時

背
後
に
気
配
が
生
ま
れ
た

 
振
り
返
ら
ず
と
も

か
分
か

た

は

え
て
そ
れ
を
無

し
中
継
さ
れ

け
る
戦
闘

像
へ
向
き
直

た

手
も

の

に
は

せ
ず

に

ぶ

分

じ

た
の

た
と
え
話
で
も
過
去
を
持
ち
出
す
と
は

己
を
重
ね
て
見
た
か

定
は
し
な
い

 

に

ん
だ
者

実
体
化
し
た
カ

デ

ナ
ル
の

葉
に

は

外
の

定
を
返
し
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
ど
う

え
て
い
る
か
は
知
ら
な
い
が
少
な
く
と
も

は
あ
の
巫
女
Ｎ
Ｐ
Ｃ

た
る
テ

ア
に
同
情
を
覚
え
た

が
命
を

わ
れ
た
の
は
そ
う

た
部
分
も
あ
る
が
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テ
ス
タ

や

の
出
来
損
な
い
な
ど

ら
か
不
可
抗
力
の
面
も
存
在
し
た

そ
れ
に

す
る

不

を

い
て
い
た
の
は
事
実
な

で

そ
の
点
で
も
彼
女
に
同
情
は
あ

た

 
そ
ん
な
人
物
が

過
去

キ
リ
トに

よ

て
生
じ
た
モ
ノ
が
原
因
で

全
て
を
喪

た
よ
う
に
思
い

ん
で
い
た
の
も
見
過
ご
せ
な
か

た

 
あ
あ
も
歪
ん
だ
原
因
が

な
ら

あ
の
思
い

み
思

に
な

た
の
も

い
て
は
自
分
が
原
因
だ

 
責

を
感
じ
る
の
は
あ
る
意
味

然
で
あ
る

こ
れ
に

し
て
は
恐
ら
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
キ
リ

カ
も
似
た
心
境
の

だ

 

中
継
を
見
る

 
未
完

を

す
そ
れ
に
は
己
を
取
り

し
た
テ

ア
と
突
如
と
し
て
戦
意
を
喪

た

手
に

惑
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

が

し
出
さ
れ
て
い
る

こ
れ
ま
で
真

向
か
ら

き

す
こ

と
で

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を
ど
う
に
か
し
て
き
た
か
ら
こ
ん
な
解
決
に

く

の
も
無
理
は
な
い

 
そ
の
様
子
に

ん

と

を
鳴
ら
す

そ
れ
で

は
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く
こ
こ
で
負
を

め
て
お
く
の
じ

別
の
指
示
が
あ
れ
ば
追

て
出
す

ま
れ
る

な
よ同

じ

は

ま
ん
よ

 
そ
う
返
す
と

そ
う
か

と

て
カ

デ

ナ
ル
は
立
ち
去

た

 

ズ
ン

と
全
身
に
更
な
る
重
圧
が
掛
か
り
始
め
る

 
同
時
に

が
思

に

ま
れ
始
め
る
が

そ
れ
で
も

は
片

を
釣
り
上

た

光
を
捨
て

死
人
に
な

た

に
は

応
し
い
場

だ
よ

本

に

 
心
の

か
ら
の

葉
を

み
と
共
に
零
す

 
中
継
を
見
る

そ
こ
に

る

が

か
ら
蒼
に
な

た
銀
髪
の
女
性
に

線
を
向
け
た

も
う
二

と

来
る
ん
じ

な
い
ぞ

 

そ
し
て

は
眼
を

じ

想
に
入

た
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・
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

裏

 
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

キ
リ
ト
が
一
人
で
残

た
場

の
方

の
こ
と

 
ア
キ
ト
の
生
死
を

し
た
死
闘
の
果
て
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
に
負
け
た
ホ
ロ
ウ
が
以
後
負

の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
抑
止
の
た
め
に
人

に
な

て
い
た
空
間
を
指
す

 

悪
性
情
報

の
ニ

ア
ン
ス
か
ら

せ
ら
れ
る
よ
う
に
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
の

月
の
裏

が
表

現
の

ネ
タ

  
・
テ

ア

 
光己

を
見
失

た
が

見
出
し
た
者

 
心
を

闇

に

わ
れ

光己
を
見
失

て
い
た
が

裏

に
い
た
ホ
ロ
ウ
が

闇

の

を

い
で
い
た
の
で
マ
ト
モ
な
意
思

が

れ
た

 
そ
の
結
果

自
身
の
真
の
願
い
に
気
付
き

光己
を
取
り

し
た

 

に

た
後

容

は
変
わ
ら
な
い
が

の
色
は
⻘
に

て
い
る

 
実
は

Ｋ
Ｈ
１

や

Ｋ
Ｈ
Ｃ
ｏ
Ｍ

の

の
リ
ク
が
コ
ン
セ
プ
ト
イ
メ

ジ

 
や

一

闇
堕
ち
し
て
か
ら
光
堕
ち
す
る
の
が
い
い
ん
よ
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・
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト

 
光己

を
捨
て
た
者

 
テ

ア
を

す
中
で
語

た

あ
る
人
物

の
話
は

実
は
自
分
自
身
の
事

 
全
て
を

め
我
を

し
た

に
復
讐
の
道
に
突
き
進
み

そ
の
果
て
に
全
て
を
喪

た

世
捨
て
人

 
地
味
に
会
話
の
中
で

オ
リ
ジ
ナ
ル

と
テ

ア
に
気

て

わ
な
か

た

 
現
在
は
テ

ア
を
狂
わ
せ
た

闇

を

す
る
人

に
再
び
な

て
い
る

 
カ

デ

ナ
ル
へ
の
返
事
と

い
だ
心
境
か
ら
ど
う
や
ら
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
経
験

後
の
ホ
ロ
ウ
の
よ
う
だ

 
し
か
し
死
闘
の
後
ホ
ロ
ウ
の

は
キ
リ
ト
の

と

殺
さ
れ
消
滅
デ

タ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ

サ

バ

ご
と
消
え
た

だ
が

 

回
り
的
に

ロ
ク
サ
ス
を
イ
メ

ジ
に

え
て
い
る

 
こ
ち
ら
も
ガ
チ
の
闇
堕
ち

光
寄
り
に
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・
カ

デ

ナ
ル

 
原
作

場

に
な
り
つ
つ
あ
る
気
が
し
な
く
も
な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ

Ａ
Ｌ
Ｏ

の
シ
ス
テ
ム

理
者

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ

郷
信
之
が
持
つ
ス

パ

ア
カ
ウ
ン
ト
へ
の
カ
ウ
ン
タ

予
備
と
し
て
ホ
ロ
ウ
を
手

に
し
て
い
た

 

で
も

ら
か
の
ホ
ロ
ウ
を
手

に
し

闇

を

す
る
人

に
し
て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
三
章
 

紡
が
れ
た

光

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

し
ぶ
り
の
キ
リ
ト

不
断
回

な

不
断
か
は

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ

ｓ
ｙ
ｏ
ｓ
ｅ
ｔ
ｕ
ｏ
ｒ
ｇ
ｎ
ｏ
ｖ
ｅ
ｌ
１
０
０

１

２
４

ｈ
ｔ
ｍ

ｌ 
を
見
直
せ
ば
分
か
る
か
と

 

点

キ
リ
ト

 

数

約
一
万

 
で
は
ど
う
ぞ
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闇
の
剣
風
が
吹
き

ぶ

 
大

の
剣
身
か
ら

る
そ
の
闇
は
テ

ア
が

く
負
の
感
情
と
共
鳴
し
た
こ
の
世
界
の
闇

の
部
分

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
プ
レ
イ

達
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
が

い
た
だ
ろ
う
負
の

だ

 
前
者
に
は
ま
だ

性
が
あ
る

ホ
ロ
ウ
を

し
て
そ
れ
を
感
じ
そ
れ
に
克

た
経
験
が
あ
る

 
し
か
し
後
者
に

性
は
無
い

な
ま
じ
テ

ア
に
共
感
し

心
を
許
せ
る
部
分
が
あ
る
だ
け

に

断
し
て
は
こ
ち
ら
も

め
ら
れ
か
ね
な
い
程
に
危
険
だ

 

テ

ア
が

闇

に
完
全
に

ま
れ
て
か
ら
一
分
足
ら
ず

 
そ
の
わ
ず
か
な
時
間
で
も

で
強
化
さ
れ
た
テ

ア
の

力
の

ま
じ
さ
は
ま
ざ
ま
ざ
と

感
じ
ら
れ
た

剣
を

け
る

に
吹

ば
さ
れ
て
い
て
は

応
に
も
知
れ
る
と
い
う
も
の
だ

未
完
エ
リ
ア
の
あ
ち
こ
ち
を

び
回
り
な
が
ら
剣
を
交
え
る
中

を

や
し
た
か

 
無

の
中
に

ま
れ
る

裂

の
殺
気

 
そ
れ
を
感
じ
取
り

嗟
に
身
を

る

直
後
自
身
の
上

身
が
あ

た
と
こ
ろ
を
風
を
切

り
な
が
ら
闇
の
大
剣
が
過
ぎ
去

た

直
撃
は

れ
た
が
闇
の

波
に
よ
り

は
ま
た
大
き
く

吹
き

ば
さ
れ
る
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空
を

ぶ
中
で

ク
ラ紅

い

と

線
が
交
わ
る

 
闇
に

さ
れ
た
そ
の
眼
を
見
て

い
よ
い
よ

念
が

中
に
浮
か
び
始
め
る

 
今
の
テ

ア
は
さ

き
ま
で
と
違
い
復
讐
心
に
衝
き
動
か
さ
れ
て
い
る

テ

ア
の
心
の

に
あ
る
感
情
が

増

さ
れ
抑
え
き
れ
な
い
程
に
大
き
な
衝
動
と
な

て
い
る
の
だ

こ

ち
ら
の
声
が
届
い
た
と
し
て
も

先
さ
れ
な
い
程
に

 
な
に
よ
り

テ

ア
は
そ
の
衝
動
と
願
望
を

使
命

と
表
現
し
た

 

は
そ
の
心
境
を
知

て
い
る

そ
れ
以
外
の
道
が
無
い
と
思
い

ん
だ
結
果
迷
い

ん
で

し
ま

た
迷
路
の
果
て
だ

 

問

は

そ
れ
が
テ

ア
自
身
の

え
で
な
い
と
い
う
事

 
ク

ラ

ウ

ド

・

ブ

レ

イ

ン

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
負
の

も
と
い

に
よ

て
今
の
テ

ア
は

し
て
し
ま

て
い
る

直
前
の
苦
し
み
よ
う
は
ヴ

フ
ス
が
ス
リ

ム
に

り
つ
か
れ
た
時
の
様
子
に

似
し

て
い
た

自
我
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
か
ら
精
神
状

は

し
た
時
の
セ
ブ
ン
か
ホ

ロ
ウ
に
近
い
か
も
し
れ
な
い

 
と
ど
の
つ
ま
り

も
う

を

り
切
る

要
す
る
に
殺
す

し
か
方
策
は
無
い
と
い
う

事
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な
に
し
ろ
こ
れ
ま
で

に
よ

て

対
し
た

手
は
全
て
斬
り
捨
て
て
き
た

そ
れ
以
外
の

解
決
手

を
し
た
事
が
な
い
た
め

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い

 
斬
り
捨
て
る
事
そ
の
も
の
は

だ

少
な
く
と
も
ホ
ロ
ウ
や
ヴ

フ
ス
ら
に

べ
れ
ば
ま

だ
容

い

 
だ
が

そ
れ
を
す
れ
ば

恐
ら
く
テ

ア
は
死
ぬ

 
ヴ

フ
ス
の
時
と
違

て

い
が
あ
る
の
は
一
緒
に
過
ご
し
た
時
間
が
あ
る
か
ら
だ

だ

か
ら

は
未
だ

し
て
い
る

 

だ
が

も
う
終
わ
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

 
闇
に

ま
れ
て
一
分
強

け
に

し
様
子
を
見
て
き
た
が
テ

ア
の
状

に
変
化
は
見

ら
れ
な
い

む
し
ろ
放
出
さ
れ
る

負闇
が
強
力
に
な

て
き
て
い
る

す
ら
あ
る

 
つ
ま
り
負
の

面
に
成
⻑
し
て
い
る

 
こ
れ
以
上
時
間
を
掛
け
れ
ば

手
に
負
え
な
く
な

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

 
あ
る
い
は

の
事
な
ど
捨
て

い
て
祈
り
を

に
向
か
う
か
も
し
れ
な
い

復
讐
の
成

を
最

先
に
す
れ
ば
必
ず
そ
う
す
る
の
だ

 

が

え
て
い
る
の
も

テ

ア
に
そ
の

振
り
が
見
て
取
れ
な
い
か
ら
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だ
が
負
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
な
ら

必
ず

チ
 

し
く

を
打
つ

小
さ
く

を
振

て
思

を
振
り
切
り

意
識
を
戦
闘
へ
と
向
け
直
す

 
テ

ア
は
ま
だ

を
追
い
か
け
て
来
て
い
る

吹
き

ば
し
た

を
追

て
未
完
エ
リ
ア
の

そ
こ
か
し
こ
に
浮
く
小
さ
な
浮

を
経
由
し

び

て
き
て
い
る
の
だ

 

か
ら
こ
こ
へ

動
し
て
き
た
方
法

恐
ら
く
闇
の
回
廊

も
使
え
る

だ
が
そ
う
し

な
い
と
い
う
事
は

ら
か
の
制
限
が
あ
る
の
か
あ
る
い
は
そ
れ
を
使
う
だ
け
の
思

す
ら
も
保

て
な
く
な

て
い
る
の
か

 
憎
し
み
に

わ
れ

し
た

と
思

は

を

え

け
て
い
る
よ
う
だ

 

つ
ま
り

に
集
中
さ
せ

け
る
必
要
が
あ
る

 
テ

ア
を
殺
さ
な
く
て
い
い
ケ

ス

そ
れ
は
す
な
わ
ち

祈
り
を

に
行
か
な
い
場
合

は
そ
の
思

を
持
た
せ
な
い
よ
う
限
界
ま
で
引
き
付
け
る

を
付
け
た

 

の
立
場
を

え
れ
ば
さ

さ
と
ケ
リ
を

け
て
キ
リ
カ
達
の
下
へ
向
か
う
べ
き
だ
ろ
う

 
そ
う
し
な
い
の
は

に

の
我

だ

糾
弾
さ
れ
て
も

文

は

え
な
い

 

だ
が
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一
人
く
ら
い

て
も
い
い
と
思
う
の
だ

 
人
を
憎
み

世
界
を
怨
む
そ
の

び
を

け
止
め
る

か
が
一
人
く
ら
い

た

て

 
テ

ア
を
見
限
る
に
は

ま
だ

い

かこ
らの
だ身

は

 
そ
の

び
を

け
止
め
な
け
れ
ば
巫
女
は
祈
り
を

る
形
に
切
り

え
る
だ
ろ
う

 
そ
う
さ
せ
な
い
た
め
に

は
剣悪

を

た

つ
る
ぎ悪

で
出
来
て
い
る

 

直
後

に
無
数
の
武
器
が
現
れ
る

無
銘
に

ま
れ
て
い
る
武
器

三
種
の

練
の
間
に
手
に
入
れ
た
武
器

あ
る
い
は
ラ
ス

ト
バ
ト
ル
で

間
達
が

し
た
武
器

 
そ
れ
ら
を

で

る

 

ま
れ
て
い
た
武
器
達
は

に
浮
か
べ
る

知
る
人
が
見
れ
ば
デ
ス
ゲ

ム
の
闘
技

場
に
出
て
き
た
ボ
ス
を
想

す
る
だ
ろ
う

 

練
の
内
に
手
に
入
れ
た
武
器
の
数

は
空
中
に
浮
か
べ
い
つ
で
も
剣
弾
と
し
て
放
て
る
よ

う
に
す
る
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間
達
の

品
は

に
・突
・き
・立
・て
・る

 

気
付
け
ば
空
に
は

心

風原
が
再
現
さ
れ
て
い
た

 
巫
女
が
そ
の
場
に

り
立
つ
も
闇
に

食
さ
れ
な
い
そ
の
大
地
で

と
巫
女
は
対
峙
す
る

こ
れ
は

 

の
色
を
見
せ
る
巫
女
に

は

手
に
握
る
魔
剣
を
突
き
付
け
な
が
ら

を
開
い
た

デ
ス
ゲ

ム
を

り
越
え
世
界
と
対
峙
す
る

の
背
負
う
モ
ノ

復
讐
を
願
う
テ

ア
が

れ
対
峙
す
る
モ
ノ
だ

 
そ
う

て

に

線
を
巡
ら
せ
る

 

原
に
突
き
立
つ
武
器
達
に
は
そ
れ
ぞ
れ
使
い
手
が
い
た

は
そ
の
使
い
手
達
の
技
術
を

み
取
り
己
の
も
の
と
し
て
再
現
す
る
事
が
出
来
る

そ
れ
が

練
中
の
ド
ロ

プ
品
と
の
大
き

な
違
い

 

品
の
数
だ
け
戦
い
方
が
あ
る

 

復
讐
の
た
め
に
は

そ
の
全
て
を
超
え
る
必
要
が
あ
る

 
お
そ
ら
く

そ
れ
に

限
は
無
い

果
て
な
ど
見
え
な
い

 
故
に

無
限
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見
て
の

り

お
前
が
こ
れ
か
ら
対
峙
す
る
の
は
無
限
の
剣

果
て
な
ど
無
い
死
闘
の
極

そ
れ
で
も
ま
だ

復
讐
を

す
と

う
の
な
ら

恐
れ
ず
し
て
掛
か

て
こ
い

 
気
勢
の
ま
ま

を
切
る

 
こ
れ
は

戦
状
だ

復
讐
を
自
ら
止
め
別
の
道
を
歩
ん
だ
者
が
送
る
復
讐
の
道
を
進
ま
ん

と
す
る
者
へ
の

戦
状

こ
の
程

も
超
え
ら
れ
な
け
れ
ば
復
讐
の
成

な
ど
夢
の
ま
た
夢
と
い

う

外
の

発

 
復
讐
者
は
こ
れ
を
無

で
き
な
い

出
来
る

が
な
い

己
の
道
を

む
者
と
し
て

と

名

り
を
上

た
者
を
無

し
て

本
命
を
殺
せ
る
わ
け
が
な
い

キ
リ
ト

 
だ
か
ら

テ

ア
は
反
応
し
た

 

し
た
思

で
は
祈
り
に
向
か
う
方
が
確
実
と
い
う

え
が
浮
か
ば
な
い

浮
か
ん
だ
と

し
て
も

感
情
的
に
な

て
い
る
今
は
論
理
的
な
思

が
出
来
ず

先

を
見

る

 
今
は
己
の
道
を

る

を

す
る
事
が

よ
り
も
大
事
に
な

て
い
る

 
己
の
主

に
異
を

え
ら
れ

静
さ
を
保
て
る
者
は
数
少
な
い

 
⻑
く
生
き

経
験
を

ん
で
い
な
い
者
な
ら

の
事
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内
心
で

ご
め
ん

と

罪
す
る

 

手
は
中

へ
向
か

た

間
達

追
い
つ
く
の
は
も
う
少
し
後
に
な
り
そ
う
だ
か
ら

罪

の
念
を

ば
し
た

 
そ
し
て

は
地
を

り

離
を

め
る

 
交
差
し
た
二
刀
で
真

向
か
ら
大
剣
を

け
止
め
る

今

は
吹

ば
さ
れ
ず
そ
の
場
に

み

ま

た

く

と
テ

ア
が
⻭

み
す
る

 
そ
ん
な
彼
女
に

は

み
を
向
け
た

足
を
止
め
る
と

良
い
的
だ
ぞ

 
そ
う

す
る
と

一

で
険
し
い
面
持
ち
に
な

た
テ

ア
が
大
き
く

び
退
い
た

 
直
後

テ

ア
が
い
た
場

を
数
本
の
剣
と
槍
が

弾
す
る

 
た
だ

の
登
録
武
器
を

し
た

を

め
て
い
な
い
の
で

た

て
も
闇
に
弾
か
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
テ

ア
に
そ
れ
が

分
か
る

も
な
い
の
で

回

す
る
の
は
無

な

だ

少
な
く
と
も
外
れ
で
は
な
い

 

だ
が

最
善
と
も

え
な
い

 
テ

ア
が
持
つ
遠

離
攻
撃
手

の
数
は
か
な
り
少
な
い

闇

せ
の
一
撃
で
実
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一
種

の
み

 
近

離
で
は
闇
を

し
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
い
た
プ
レ
イ

達
の
技
術
を
使

て
来
る

こ
ち

ら
も
そ
れ
は
出
来
る
の
で

 
で
あ
れ
ば

有

不

を
明
確
に
決
め
る
の
は
遠

離
攻
撃
手

に
な
る

 
そ
し
て

離
を
開
け
れ
ば
不

に
な
る
の
は
テ

ア
だ

さ

死
に
物
狂
い
で

む
が
い
い

 
そ
れ
で
も

は
容
赦
し
な
い

真

向
か
ら

き

し
て

め
る
な
ら
そ
れ
で
良
し
そ
う
で

な
く
と
も
テ

ア
の
意
識
を
こ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
る
な
ら

と

え
る

 
兎
に
も

に
も
テ

ア
の

し
た

に

と
い
う
存
在
を

め

け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ

 
指

棒
の
よ
う
に
魔
剣
を
振
る
う

呼
応
し
て
数
十
本
の
剣
弾
が
波
状
と
な

て

り

い

だ 
テ

ア
は
自
身
に

た
る
剣
の
み
弾
き
他
は

や
か
な
足
取
り
で

し
こ
ち
ら
に

離
を

め
て
く
る

流

に
他
者
の
経
験
を

ん
で
い
る
だ
け
あ

て
動
作
は
ス
ム

ズ
だ

第
二
波

を
放
つ
も
同
じ
よ
う
に

か
れ
る
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は
 

い
呼
気
と
共
に
大
剣
を
振
り
下
ろ
し
て
く
る

歩
分
下
が

て

す
が
返
す
刃
で

め

に
切
り
上

て
き
た

魔
剣
を
持
ち
上

剣
身
に

ら
せ
る
よ
う
に
し
て

な
す

 

そ
こ
で

テ

ア
が
更
に
一
歩

み

ん
だ

 
切
り
上

た
大
剣
の
持
ち
手
を
返
し

大
上

か
ら
の
振
り
下
ろ
し
を
放

て
く
る

 

く
息
を

う
と
同
時
二
刀
を
交
差
し
そ
の
一
撃
を
止
め
る

眼
前
に
大
剣
の
刃
が

る

中
剣
身
か
ら

れ
る
闇
が

を
吹
き
付
け
て
き
た

ば
さ
ば
さ
と

い
の
髪
や

が
は
た

め
く

 

り
合
い
は

く

 
こ
ち
ら
の
刃
を

か
ん
と
二
刀
か
ら
伝
わ

て
く
る
圧
が

に
強
ま
る

ギ
シ
ギ
シ
と
剣

身
が

み
を
上

て
い
た

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
そ
の

が

さ
れ
る

 
テ

ア
の

に
呼
応
し
て

き
出
る

闇

も
強
く
な

た

同
様
に
圧
力
も
増
し

バ
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と

の
よ
う
な

と
共
に
二
刀
が
弾
か
れ
る

 
そ
の
ま
ま
闇
の
大
剣
が
振
る
わ
れ
た

 
再
現
さ
れ
た

原
が

き
払
わ
れ
る

闇
に

ま
れ
た
そ
こ
は

黒
く
変
色
し

に

ち

果
て

と
な

て
消
え
て
い
く

は

発
に
吹

ば
さ
れ
な
が
ら

原
に
突
き
立
て
て

い
た

品
を
回
収
し
た

 
回
収
を
済
ま
せ
た
後

テ

ア
に

線
を
向
け
る

 
テ

ア
は

ち
て
い
く

原
に
ま
だ
立
ち

け
て
い
た

だ
め
に
構
え
た
大
剣
か
ら
は
絶

え
ず
闇
が

て
い
る

 
と
お遠
ま間

に
も
分
か
る
気

と
共
に
大
剣
が

る

切

先
か
ら
は

⻑
線
上
に
あ
る
も
の
全
て
を

斬
る
よ
う
に
闇
が

び
て
い
た

 
攻
撃
の

道
上
に
い
る

に
そ
の
ま
ま
攻
撃
を

け
る
気
な
ど

論
無
い

イ
メ

ジ
を
練

り

風
を

て
吹

ぶ
方
向
を
変
え

そ
の
ま
ま
闇
の
斬
撃
を
回

す
る

 
お
返
し
に
剣
弾
を

つ
か
放
つ
が
や
は
り

さ
れ
て
終
わ
り
だ

そ
れ
な
り
の
速

で
放

て
い
る
が

や
は
り
中
身
は

反
応
や
演

速

は
人
間
の

よ
り
も
上
で
あ
る
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な
ら
ば

を

め
る
ま
で
だ

 
打
て
る
手
数
を
増
や
さ
せ
な
い
た
め
に

は
剣
や
槍

剣
な
ど
を
雨
あ
ら
れ
と

ら
せ

る 

い
で
魔
剣
と
聖
剣
を

か
し
い
黒

の
弓
に
持
ち

え

を

め
な
が
ら
ド
ロ

プ

品
の
剣
を

と
し
て
番
え
た

キ
リ
リ
と
弓
の

が

み
を
上

が

び
る

指
を
離

す
と

ご

と
黒
と
白

二
色
の
極
光
の

を
引
き
な
が
ら
剣

が

し
た

 

し

な
し

け

け
る
最
中
に

た
極
光
の

は
正
確
に
大
剣
の

を

え
テ

ア
の
手

か
ら
弾
き

ば
し
た

に
よ

て
武
器
の
形
を

剣
か
ら
刀
片
手
剣

手
剣

と
変
化
さ
せ
て
い
た
が

と
な
る
武
器
を
喪
え
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
は
明
ら
か

 

さ
て

ど
う
出
る
か

 
新
た
に
呼
び
出
し
た
剣

を
番
え
つ
つ

は
テ

ア
の

の
行
動
に
意
識
を
集
中
さ
せ
る

 
剣
を
喪

た
テ

ア
を
殺
す
事
は
容

い

だ
が
そ
れ
を

が
望
ま
な
い
以
上
そ
れ
は
論
外

だ

す
な
わ
ち

は
無
手
の
テ

ア
に
そ
れ
な
り
の

を
感
じ
さ
せ
つ
つ
死
な
な
い
程

に

立
ち
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
こ
の
場
合
最
も

な
の
は
テ

ア
は
剣
を
取
り
に
行
こ
う
と
動
き

は
そ
れ
を

す
る
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よ
う
に
立
ち
回
る
ケ

ス
だ

 
そ
し
て
最
も
危
険
な
の
は

に
よ
る
遠

離
攻
撃
に
頼
る
場
合

 

を
使
う
に
は
強
い
負
の
感
情
を

持
し

け
る
必
要
が
あ
る

の
よ
う
に
自
覚
し

つ
そ
れ
を
超
克
し
て
い
る
な
ら
ま
だ
し
も
そ
う
で
な
い
テ

ア
に
と

て
は
常
に

を
使

い

け
て
い
る
よ
う
な
も
の

プ
レ
イ

で

え
る
な
ら
電
子
ド
ラ

グ
を
使

て
自
己
を

強
化
し
て
い
る
の
と
同
じ
だ

 
だ
か
ら
出
来
る
事
な
ら
剣
を
取
り
に
向
か

て

し
い
と
思

た

あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ま

そ
う
な
る
よ
な

 
し
か
し

そ
の
願
い
は
叶
わ
な
い

 
だ
が
そ
れ
は

然
だ

剣
に
頼

て
も

わ
な
い

手
に
剣
で

も
う
と
す
る
の
は
愚
の
骨

と
い
う
強
力
な
攻
撃
手

を
持
つ
な
ら
そ
ち
ら
を
使
お
う
と
す
る
の
は
必
然
だ

た

 
闇
を
更
に

た
テ

ア
は

手
を
突
き
出
し
た

す
る
と
そ
こ
に
集
約
し
た
黒
い

が

ご

と

り
を
上

て
空
に
浮
か
ぶ

に

る

 

の
攻
撃
は

で
し
か
対

不
可
能

ま
し
て
テ

ア
が
使
う
そ
れ
は

と
完
全
に
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反
す
る
モ
ノ

 
間
髪
を
入
れ
ず

は
弓
に
番
え
て
い
た
剣

を
放

た

極
光
を

う

が
闇
の

と
衝
突

し

一

の

抗
を

ん
で

ち

く

 
そ
の
一

の
間
に

テ

ア
は

の
手
を
打

て
い
た

 
そ
の
手
に
は
剣
が
握
ら
れ
て
い
た

さ

き
弾
き

ば
し
た
大
剣
で
は
な
く

が
剣
弾
と
し

て
放

た
ド
ロ

プ
品
の
一
本
だ

嗟
に
呼
び

そ
う
と
す
る
が
そ
れ
が

を

し
た
様
子

は
無
い

 
そ
の
代
わ
り
と
ば
か
り
に
ド
ロ

プ
品
の
剣
の
表
面
に
は

黒
い
線
が

た

 
そ
れ
を
見
て

を
さ
れ
た
か
悟
る

ス
ナ

チ

強
奪

か

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
第
五
層
に
て
数
多
く
の
プ
レ
イ

を
苦
し
め

デ

ス

ゲ

ム

正
式
サ

ビ
ス

に

い
て
も

そ
の
恐
ろ
し
さ
を

な
く
発

し
た

Ｍ
ｏ
ｂ
専

の
特
性

ス
ナ

チ

強
奪

原

プ
レ

イ

が
使
え
な
い
の
は

た
ア
イ
テ
ム
の

有
者
情
報
を
強
制
的
に
書
き

え
る
と
い
う

罪
行

確
定
の
性

に
あ
る

 

備
タ
ブ
を

し
て
い
な
い

備
品
や
ア
イ
テ
ム
の

は
地
面
に
設

し
て
か
ら
五
分

備
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ア
イ
テ
ム
は
一
時
間
を
経
て

備
者
情
報
が
自
動
的
に
消
去
さ
れ
る

 
こ
の
情
報
が
あ
る
間
の
み

極
の
救
済
手

で
遠
隔
か
ら
の
回
収
が
可
能
だ

 

の
武
器

と
そ
の
回
収
の
ロ
ジ

ク
は
こ
の

有
者
情
報
を
使

た
ロ
ジ

ク

だ

た
り
す
る

 
し
か
し
そ
れ
を
ど
う
に
か
し
て
し
ま
う
の
が

ス
ナ

チ

強
奪

な
の
で
あ
る

 

Ｍ
ｏ
ｂ
限
定
技
な
の
で

対
し
て
い
よ
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
使
え
る
も
の
で
は
な
い

そ
れ
は

エ
ル
フ

な
ど
の

人
タ
イ
プ
も
同
じ

彼
ら
は

に
よ

て
プ
レ
イ

の
味
方
に
も
な
り

得
る
か
ら
だ

 
だ
か
ら
テ

ア
が
使
え
る

は
な
い
の
だ
が

今
の
テ

ア
は

に
よ

て
シ
ス

テ
ム
の
上
書
き
を
引
き

こ
せ
る
状

だ

あ
の
闇
で
剣
を

さ
せ
情
報
を

取

た
の

だ
ろ
う

だ
か
ら
あ
の
剣
を
回
収
し
よ
う
と
し
て
も
出
来
な
か

た

過
程
は
違
え
ど
し
て
い
る

事
は
同
じ
な
の
だ

 
想
定
の

め
上
の
行
動
を
し
た
テ

ア
へ
の

を
数

上

る

そ
の
間
に
あ
ち
ら
は

練
り
上

た
闇
を
足
に
集
約
さ
せ

一
足

び
に

に

び
掛
か

て
き
て
い
た

 
そ
れ
は

に
届
く
前
に
剣
弾
で
撃
ち

と
す

が
平
然
と

地
し

く
二
波
三
波
を
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強
奪
し
た
剣
で

き

と
し
て
い
く

 

た
り
前
の
話
だ
が
時
間
を
掛
け
る

に

さ
が
増
し
て
い

て
い
る

の

い
に

至

て
は
過
去
そ
れ
に

ま
れ
た
面
子
で
も
一
二
を
争
う
レ
ベ
ル
で

い
の
で
は
と
思
う

す
る
闇
も

て
学

速

が

で
は
な
い

 
そ
れ
だ
け

深
く

食
さ
れ
た
と
い
う
事
だ

は

 

く

息
を

く

 

思

た
以
上
に

進
行
が
速
い

 

い
て
い
た
負
の
感
情
が
強
け
れ
ば
強
い

ど
負
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
の
親
和

性
も
高
く
な
り

進
行
も
速
く
な
る
の
は
想
像
に

く
な
い

 
そ
れ
は
つ
ま
り

が

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ラ
イ
ン
ま
で
の

達
も
速
い
と
い
う
事

残

さ
れ
た
時
間
も
少
な
い
と
い
う
事

 
そ
し
て

テ

ア
が

意
し
て
く
れ
る
可
能
性
も

い
と
い
う
事

あ
ま
り

し
た
く

な
か

た
ん
だ
が
な

 
こ
れ
ま
で
負
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
に

ま
れ
た
者
達
と
の
戦
い
は

で
よ
か

た
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セ
ブ
ン
と
ヴ

フ
ス
は
た
だ
倒
せ
ば
よ
か

た
前
者
は
死
な
な
い
し
後
者
は
死
が

れ
の

よ
う
な
価
値
観
の
種

だ

た
か
ら
後

れ
が
な
い

ホ
ロ
ウ
に

し
て
も
ど
ち
ら
か
が
死
な

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
血
戦
だ

た
の
で
後
悔
は
な
い

 
だ
が

テ

ア
は
違
う

 
今
の
テ

ア
は
在
り
方
も
意

も

じ

ら
れ
己
を
喪

た
状

ヴ

フ
ス
と
も
ホ

ロ
ウ
と
も
違
う
の
だ

 
だ
か
ら
助
け
た
か

た

 

だ
が

 

い
い
加

め
る
べ
き
か

 
い
よ
い
よ
も

て

無

で
き
な
い
く
ら
い
強
い

念
を

い
て
し
ま
う

 
こ
れ
ま
で
の
経
験
上

正
気
に

す
に
は
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

だ
が
今
回
の
場

合
勝
て
ば
テ

ア
は
死
ん
で
し
ま
う

死
な
な
い
よ
う
助
け
出
す
方
法
が
分
か
ら
な
い
か
ら
時

間
を
引
き

ば
す

 
出
来
る
こ
と
な
ら
己
を
取
り

し
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り

 

ぎ
り

と
取
り
換
え
た
魔
剣

聖
剣
の

を
強
く
握
り

め
る
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こ
れ

ど
己
の
無
力
を

た
の
は

し
ぶ
り
に
思
え
た

 
怒
り
に
手
が

が
息
が

え
る

び
出
し
た
い
衝
動
を

え
な
が
ら
地
面
に

り
立

た

は

し

に
見
て
く
る
テ

ア
を

み
つ
け
た

 

ち

ん
と

め
て
い
る
か

自
信
は
無
い

 
き

と

か
が
欠
け
た
表
情
だ
ろ
う

こ
の
喪
失
感
は
あ
の
世
界
で

も
味
わ

た
も
の

 
人
を
殺
す
と
決
め
た
時
の
感
覚
だ

く
ぞ

テ

ア

は
お
前
を

 
そ
こ
で

一

を

む

 
息
を

む

 

え
る
心
に

を
打
つ

 

そ
う
し
て

に

め
よ
う
と
す
る

 

だ
が

が

き
た
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テ

ア
が
小
さ
な
声
を
発
し
た

そ
う
認
識
し
た
と
同
時
に
彼
女
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た
闇
が

く

し
て
い
き

テ

ア
の
体
が
ぐ
ら
り
と

か
し

ぐ

テ

ア

 
一

の

惑
い

い
が
あ

た

は

し
か
し

る
よ
う
な
思
い
で
一
歩

み
出
し
た

一
歩
目
を
出
せ
ば
後
は

で
完
全
に
倒
れ
る
前
に

け
寄

て
自
身
よ
り
大
き
な
体
を

け

止
め
る

 
横
に

え
な
が
ら

か
せ
た

は
テ

ア
の

を

き

ん
だ

 

目
し

眠
る
よ
う
に

ち

い
た
表
情
だ

 

闇
は
も
う
放
出
さ
れ
て
い
な
い

安
直
に

え
れ
ば
テ

ア
が
自
力
で

を
振
り

切

た
と
も

え
ら
れ
る
が
彼
女
の
銀
色
に
な

た
髪
大
人
と

色
な
く
な

た
体
型
を
見

る
に
影

は
ま
だ
残

て
い
る
の
で

断
は
で
き
な
い

 
こ
れ
で
目
が
覚
め
た
時

テ

ア
の
自
我
が

て
い
る
か
は
最

け
だ

 
思
わ
ず

を

め
て
し
ま
う

り
た
い
希
望
が
目
の
前
に
あ
る
の
に

に
信
じ
て
は
な

ら
な
い
と

ぶ
自
分
も
い
て

そ
の
板

み
に

が
苦
し
く
な

た
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キ

リ
ト

 

と

自
分
の
名
を
呼
ぶ
小
さ
な
声
が

を
打

た

 
意
識
を
思

の
海
か
ら
外
し

え
て
い
る

手
に
向
け
る

の
中
で
横
た
わ
る
テ

ア
は

パ

チ
リ
と
目
を
開
い
て

を
見
て
き
て
い
た

さ

き
ま
で
向
け
て
き
て
い
た

意
や
殺
意

憎
悪
の
感
情
は
欠
片
も
感
じ
ら
れ
な
い

 

の
色
は

紅
か
ら
⻘

の
色
に

て
い
た

テ

ア

か

 
目
覚
め
る
の
が
思

た
以
上
に

い
事
に
動
揺
し
つ
つ

静
か
に
問
い
か
け
る

 
そ
れ
に

テ

ア
も
静
か
に

い
た

 

闇

は

や
は
り
無
い

 
容

が
今
以
上
に

る
様
子
は
無
い
が
ヴ

フ
ス
オ
ル
タ
の
前

が
あ
る
の
で
こ
れ
に

す
る

き
は
然
程
無
い

あ
る
意
味
安
定
し
て
い
る
と

え
る
だ
ろ
う

 
無
論

精
神
的
に
は
ど
う
か
不
明
だ
が

気
分
は
ど
う
だ

 

自
分
が

を
し
て
い
た
か
は

覚
え
て
い
る
か

覚
え
て
る
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そ
う

定
を
返
し
た
テ

ア
は

で
も

と

葉
を

け
た

直
近
の
戦

て
た
記

は
無
い

中
か
ら
の
あ
れ
は

私
じ

な
い
か
ら

そ
う
か

 
む
し
ろ

中
ま
で
は
覚
え
て
い
る
の
か
と
感
心

分

れ

分
で
応
じ
る

 
そ
こ
で

と
疑
問
が
浮
か
ん
だ

ん

 
ち

と

た
・あ
・れ
・は

て
ど
う
い
う
意
味
だ

 
覚
え
て
い
な
い
の
に
自
分

だ

た
時
と
そ
う
で
な
い
時
の

別
が
ど
う
し
て
付
い
て
る

て
た
か
ら

ん
ん

 

的
と
い
う
か
今
回
の
場
合
は

足
ら
ず
と

う
べ
き
か

テ

ア
の
返

を

い
て
も
イ

マ
イ
チ
把
握
し
き
れ
な
か

た
が
根
気
強
く

問
を
重
ね
る
事
で
な
ん
と
か
理
解
す
る
事
が
出

来
た

 
要
約
す
る
と

だ

 

中
か
ら
は
こ
の
世
界
に

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の
復
讐
心
が
テ

ア
の
体
を

取

て
い

た

そ
の
様
子
を
テ

ア
は
ど
こ
と
も
知
れ
ぬ
場

か
ら

し
て
い
た
ら
し
い

そ
の
ど
こ



 第四十三章 〜紡がれた〟光〟〜

と
も
知
れ
ぬ
場

に
は
ホ
ロ
ウ
の

が

た

そ
こ
で
の
会
話
で
テ

ア
は
自
身
の
本

の

願
い
を
見
出
し
己
を
取
り

し
た

と
い
う
事
だ

た

ホ
ロ
ウ
の

が

か

 

と
も

え
な
い
気
持
ち
で

く

 
こ
の
世
界
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

の
コ
ピ

デ

タ
を
継
承
し
て
い
る
時
点
で
予
想
は
し
て
い
た

し
テ

ア
を

し
て
負
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
存
在
を
把
握
し
た
事
で
ホ
ロ
ウ
の
存
在
も

に
は
あ

た

正
直
な
話

も
う
一

対
峙
す
る
事
に
な
る
と
も
想
定
し
て
い
た

 
だ
が

テ

ア
の
話
を

く
限
り

対
し
な
い
可
能
性
も
浮
上
し
て
き
た

 
し
か
し

な

 
コ
ピ

さ
れ
た
時
期
は
不
明
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
一
年
以
上
も
過
ぎ
て
い
る
の
は
確
実
な
の

で
時
間
的
に

え
ば
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
で
の
ホ
ロ
ウ
と
同
じ
よ
う
に
負
の
感
情
に

ま
れ

対

に
な
る
の
が
自
然
だ

だ
か
ら

も
対
峙
す
る
想
定
を
立
て
た

 
そ
う
な
ら
な
い
と
い
う
事
は

そ
れ
を
解
消
す
る
だ
け
の
出
来
事
を

ん
だ
事
に
な
る

 
ホ
ロ
ウ
の
事
は
あ
る
意
味

が
一
番
よ
く
分
か

て
い
る

だ
か
ら
生

可
な
事
で
は
復
讐

を
や
め
な
い
こ
と
も
分
か
る

そ
れ
で
も
や
め
る
と
す
れ
ば
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そ
れ
は

あ
の
日
の
対
峙
を
経
た
場
合
の
み
だ

 
そ
う

え
る
と
別
の
疑
問
が
浮
上
す
る

そ
の
対
峙
を

の
ホ
ロ
ウ
は
ど
う
知

た
の

か
だ

中
継
さ
れ
て
い
た
事
は
知

て
い
る
が
そ
の

像
を
見
た
だ
け
で
復
讐
を
や
め
る

が

無
い

な
ら
ロ
グ
を
取
り

み
追
体
験
し
た
の
か
と
も

え
た
が
お
そ
ら
く
そ
れ
も
違
う

あ

の
時
は
ホ
ロ
ウ
に

力
し
始
め
た
時
点
で
Ｓ
Ａ
Ｏ
サ

バ

は
Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

と
の

を
切

る
よ
う
指
示
し
て
い
た

ホ
ロ
ウ
を
倒
し
た
後
は

と
セ
ブ
ン

ホ
ロ
ウ
の
三
つ
の
ク
ラ
ウ
ド
・

ブ
レ
イ
ン
と
共
に

時
の
コ
ン
バ

ト
ア
カ
ウ
ン
ト
も
消
去
し
て
い
る

サ

バ

デ

タ
も
ス

ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
最
後
の
攻
略
開
始
時
点
ま
で

き

し
た
の
で
ロ
グ
も
消
え
た

い
や

違
う

 
そ
こ
で

り
に
気
付
く

 
ロ
グ
は
残

て
い
る

カ

デ

ナ

ル

Ａ
Ｌ
Ｏ
サ

バ

や

の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ロ
グ
は
確
か
に
消
え
て
い
る

が

そ
れ
に
抗

た
存
在
が
確
か
に
い
た

 
ヴ

フ
ス
だ

 

の

人

の

軍
た
る
彼
女
は
本
来
で
あ
れ
ば
忘
れ
て
い
る

の
記

を

へ
の

に

よ

て
保
持
し
一

目
で
は
戦
わ
な
か

た
時
点
で
乱
入
し
て
き
た
経

が
あ
る

後
で

け
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ば
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
出
来
事
を

気
な
が
ら
も
覚
え
て
い
た

 
そ
の

ロ

グ
記

が

語
エ
ン
ジ
ン
・
モ
ジ

ル
を

し
て
コ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

つ
ま
り
カ

デ

ナ
ル

へ
伝
わ
り

 
そ
の

さ
れ
た
も
の
を

の
ホ
ロ
ウ
が

み
取
り
追
体
験
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か 
あ
る
い
は

中
継
し
て
い
た
最
中

ネ

ト
に

し
て
い
た
影

が

し
て
い
る
の
か

戦
い
が
終
わ
る
と
共
に
収
ま

た
事
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
ホ
ロ
ウ
と

動
し
て
い
た
の
は
確
か
だ
か

ら

そ
の
時
の
残

デ

タ
が

の
ホ
ロ
ウ
に
流
れ

ん
だ
と
か
か

 

カ

デ

ナ
ル
が
ホ
ロ
ウ
を
弄

た
と
か
で
な
い
と
願
い
た
い

そ
れ
は

郷
と
同
じ

だ
か
ら

ト

 
キ
リ
ト

返
事
し
て

 

え
た
く
な
い
予
想
を
浮
か
べ
た
と
こ
ろ
で

チ

チ
と

を

か
れ
た

そ
の

で
意

識
が
思

の
海
か
ら
浮
上
す
る

あ

あ
あ

悪
い

え
事
し
て
た

キ
リ
ト
の
ホ
ロ
ウ
の
事
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そ
う
だ

も
う
一

対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

て
い
た
か
ら
な

 
⻘
い

か
ら

線
を
外
し

彼
方
を
見
や
る

 
未
完

の
そ
こ
か
し
こ
か
ら
は
⻘
い
空
が

け
る

そ
の
空
が

遠
い
記

の
そ
れ
と
重

な

て

得
も

わ
れ
ぬ
感
傷
を

い
た

 
そ
れ
を
振
り
払
う
よ
う
に

を
振
る

ぐ
い

と

の

を
つ
り
上

て

う

と
も
あ
れ

テ

ア
が

て
き
て
く
れ
て
よ
か

た
よ

 
そ
れ
は
本
心
か
ら
の

葉
だ

 
テ

ア
が

い
て
い
た
本

の
願
い
は
復
讐
で
な
い
事
が
確
定
し
た

最
初
は
偶
然
二

目

は
事
情
が
あ

た
と
は

え
能
動
的
に
助
け
に
動
き
以

も
守
ろ
う
と
し
た

・守
・り
・た
・い

と
も

思

た

 
そ
ん
な

手
を

一

は
斬
ろ
う
と
覚
悟
し
た
の
だ

 

心
が
壊
れ
そ
う
だ

た

 
今
の

は

か
つ
て
よ
り
思

た
以
上
に
弱
く
な

て
い
る
ら
し
い

 
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
が

別
に
い
い
と
今
は
思
う

そ
の

み
に

え
て
は
い
け
な
い
と
分

か

て
い
る
か
ら
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だ
か
ら

心
の

か
ら
の
安

を

に
し
た

キ
リ
ト

 

の

葉
に

を
思

た
の
か

一

く
し

り
と
表
情
を
歪
め
た
テ

ア
は

く
り

と
手
を

ば
し
て
き
た

そ
の
指
が

の

を
な
ぞ
り

目

を
な
ぞ
り

 
離
れ
た
指
が

れ
て
い
る
事
に

そ
の
と
き
気
付
い
た

い
て
い
る

な

気
が

け
た
ん
だ
よ

 

く
り
と
息
を

く

 

め
た
覚
悟
が
解
け
て
い
く
感
覚
が
し
た

え
て
い
た
心
が
⻑
い

息
と
共
に

第
に

ち

い
て
い
く

 

彼
方
に
向
け
た

界
が

滲
み

や
け
る

 

を
伝
う
も
の
を

わ
ぬ
ま
ま

は
彼
方
を
見

け
る

 

中
に
は

ホ
ロ
ウ
へ
の
感

で
い

い
だ

 

と
り
で
は

零
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
話
は

し
ぶ
り
に
出
た
キ
リ
ト
の
ト
ラ
ウ
マ

回

 
キ
リ
ト
は
第
百
層
で

が
死
ん
だ
光

と

で
子

達
を
見
捨
て
た
殺
し
た
事

の
二
種

の
ト
ラ
ウ
マ
を

え
て
い
ま
す

 
現
在
は
み
ん
な
と
の

福
の
未
来
を
求
め
て
戦

て
い
る
の
で
前
者
の
ト
ラ
ウ
マ
を
後

者
の
ト
ラ
ウ
マ
で
制
し
て
い
る
状

戦
わ
な
い
と

と
い
う
強

観
念

 
し
か
し
テ

ア
を
殺
す
と
後
者
の
ト
ラ
ウ
マ
が
強
く
な
る

 
結
果

限
界
ま
で
殺
す
の
を
見
送
ろ
う
と
し
て
い
た

と
い
う

で
す

 
あ
と
は
ケ
イ
タ
と
殺
し
合

て
い
た
時
の
甘
さ
が
出
て
い
ま
す

一

に
入
れ
る
と
と
こ

と
ん
甘
い
の
で
す

  

結

な

テ

ア
へ
の
迷
い
が

い
事
に
な

て
た
の
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テ

ア
は

に
よ

て
意
思
を

じ

ら
れ
て
い
る

 
そ
の
テ

ア
を
キ
リ
ト
は

守
る
対

と
し
て
認
識
し
て
い
る

 

テ

ア
を
殺
し
た
ら
自
分
で
自
分
の
ト
ラ
ウ
マ
を

す
る
か
ら

  

そ
も
そ
も
テ

ア
が
な

こ
ん
な
に

く

守
る
対

に
入

て
る
の

 

に
は
怨
み
が
な
い

か
な
り

直
に

す
る

を
見
せ
た
の
も
こ
の
た
め

 
更
に
テ

ア
も
キ
リ
ト
の
事
を
最
大
限
信
じ
頼

て
い
た
の
で
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
し
た

 
出
会

て
一
日
で
ユ
イ
を
義
姉
と
認
め
た
経

か
ら
お

し
で
す

  

仮
に
ホ
ロ
ウ
が
手
を

さ
な
か

た
ら
ど
う
な

て
た

 

テ

ア
を
斬
殺
し
た
後

事
件
解
決
に
動
く

 
必
然
的
に
ホ
ロ
ウ
が
獣
化
し
て
い
る
の
で
ま
た
対
ホ
ロ
ウ
戦

発

 

直
近
で
テ

ア
を
見
捨
て
た
事
で
メ
ン
タ
ル

ち

ん
で
る
の
で
自
身
の
負
に

ま
れ
る

 
結
果

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

復
讐
⻤

再
臨

 
キ
リ
カ
や
ユ
イ
リ

フ

達
の
声
で
正
気
を
保
て
た
と
し
て
も
い
つ

発
す
る
か
知
れ
な
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い
状

に
な
る
の
で
超
危
険
な
不
安
定
状

で
今
後
過
ご
す
事
に
な
る

わ
ば
解
決
手

が

な
い

災
禍
の

状

 
ち
な
み
に
こ
の
場
合

事
変
を

こ
し
た
黒
幕
を

殺
す
る
た
め

み闇

合
が

く
な

る 
そ
の
時
は
直
葉
達
の
楔
で
引
き

め
ら
れ
る
か
楯
無
が
如

に

く

を
下
ろ
さ
せ
ら
れ
る

か
に
未
来
が
掛
か

て
い
た

  
・
キ
リ
ト

 
傷
だ
ら
け
の
英
雄

 
明
確
な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
サ
バ
イ
バ

ズ
・
ギ
ル
ト
を

発
し
て
い
る
が
片
方
の
ト
ラ
ウ
マ
を
も

う
片
方
で
抑
え
る
事
で
釣
り
合
い
を

持
し
て
い
る

仮
に
テ

ア
を
斬

て
い
た
ら

は

れ
て
い
た

 

し
か
し

過
去
か
ら
届
い
た

光

が
そ
の
未
来
を
変
え
た

 
紡
い
だ

に
は

刃
を
交
え
た
者
も
入

て
い
る

 



 第四十三章 〜紡がれた〟光〟〜

 
・
テ

ア

 
光己

を
見
出
し
た
巫
女
女
神

 
ホ
ロ
ウ
と
話
し
て
い
た
場

や
内
容
は
伝
え
た
が
見
出
し
た
自
身
の
本

の
願
い
に

し
て
は
伝
え
て
い
な
い

 
自
身
が

て
き
た
事
に

く

ど
喜
ん
で
い
る

を
見
て
色

想

て
い
る

  
・
ホ
ロ
ウ

 

闇

を
抑
え

ん
で
い
る
者

 
一

は
誓
い
の
剣
を
捨
て
た

 
光
に
背
き

闇
の
道
を
歩
ん
だ

 

そ
の
果
て
の

か
ら

え
は
得
た

 
そ
れ
を
知
る
者
は
彼

と
り

 
決
し
て
認
め
な
い
だ
ろ
う
が

 
そ
の
道
の
行
き

く
先
は

ど
こ
か
の

か
の

光

に
繋
が

て
い
る
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幕
間
之
物
語

ぎ
ん
の銀か
ん
な
ぎ

巫
編
 

生
ま
れ
る
螺
旋

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
の
テ

ア
は

ユ
イ
が
地
下
迷

で
全
て
を
思
い
出
し
た
時
と

同
じ
状

で
す

 
そ
ん
な
テ

ア
の
内
面
の
お
話

振
り
返
り
の
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す

あ
と
今
話
の
後
書
き

は
情
報
整
理
が
主
で
す

 

点

テ

ア

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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私
が
自
分
の
体
に

て
そ
れ
を
喜
ん
で

し
た
キ
リ
ト
が

ち

い
た
後
私
達
は
そ
の

場
に

く

ま

て
い
た

 
理
由
は
二
つ

 
一
つ
目
は
私
も
キ
リ
ト
も
お

い
に
消

し
て
い
た
か
ら

肉
体
精
神
と
も
に

し
て
い

た
た
め

息
を

な
く
さ
れ
た

 
二
つ
目
は

私
が

シ

ン

イ

負
の
力
を

え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
た
め
だ

 
ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
の
助
け
も
あ

て
己
を
見
出
し
た
の
は
事
実
だ

彼
が

た
よ
う
に
私

の
意
識
が
こ
の
体
に

た

間
そ
れ
ま
で
体
を

取

て
い
た

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

こ
の
世
界
の
負
か
ら
制

権
を
奪
い
返
せ
た

 
だ
が
そ
れ
は

己
を
見
出
し

見
失
わ
な
い
で
い
る
今
だ
け
の
話

 
負
と
の
繋
が
り
が

切
れ
た

で
は
な
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト
の
重
要
な

で
あ
る

聖

の
女
神

や

聖
大
樹
の
巫
女

と
し
て

わ

て
い
る
以
上

最

私
と
あ
の
負
と
は

切

て
も
切
れ
ぬ
強
い
繋
が
り
が
生
ま
れ
て
し
ま

て
い
る

そ
れ
の
せ
い
で
先

私
は
負
に

ま
れ
変

し
て
し
ま

た
の
だ

 
変

の
影

は
い
ま
も
色

く
残

て
い
る
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そ
れ
は
自
分
の
体
を
見
下
ろ
せ
ば
一
目

然
だ

負
の

配
か
ら

れ
た
今
で
も
変
わ
ら
な
い

成
⻑
し
た
肉
体
白
か
ら
反
転
し
た
禍

し
い
黒
の
巫
女

束
髪
も
銀
色
に
変
わ
り
明
ら
か
に

⻑
く
な

て
い
る

の
色
は

か
ら
⻘
に

た
ら
し
い
が

の

を

え
れ
ば
変

し

た
ま
ま
の
部
分
の
方
が
圧
倒
的
多
数
だ

た

 
キ
リ
ト

く
こ
の

で
も
安
定
し
た
前

が
あ
る
ら
し
い
の
で
深

に
な
る
必
要
は
な
い
と

の
こ
と

 
し
か
し
そ
れ
も

こ
の
世
界

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
潜
む
あ
の

闇

を
対

す
れ

ば
の
話

配
か
ら

れ
た
だ
け
の
私
は
い
つ
ま
た

配
さ
れ
る
か
も
分
か
ら
な
い

 
だ
か
ら
こ
そ

私
は

に
シ
ン
イ
の

い
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

そ
う
は

て
も

そ
の
シ
ン
イ
と
い
う
の
は
ど
う
す
れ
ば
使
え
る

 
そ
う
説
明
を

け
な
が
ら
心
身
の
回
復
に
努
め
て
い
た
私
は
話
が
一

切
り
つ
い
た
の
を
み

て

疑
問
を
投

か
け
た

 
事
の
必
要
性
重
要
性
は
理
解
し
た

な
ら
ば

は
実

に
そ
れ
を
す
る
た
め
の

取
り
や

手

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
私
が
知
り
得
た

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

や

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
知
識
に

い
て

シ
ン
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イ
な
る
呼
称
は
無
か

た
し
そ
の
力
を
キ
リ
ト
達
が
振
る

て
い
た
と
い
う
記
録
も
な
い

そ

の
存
在
を
知

た
の
は
キ
リ
ト
に
救
わ
れ
た
後

ア
リ
ス

り
の
話
か
ら

き
知

た
の
み
だ

 
ア
リ
ス
は
シ
ン
イ
の
力
を
使
え
る
と
い
う

ま
た
キ
リ
ト
も
キ
リ
カ
達
を
先
に
向
か
わ
せ
る

に
意

的
に
使

て
い
る

ぶ
り
だ

た

 
こ
の
二
人
以
外
は
使
う

振
り
が
見
て
取
れ
な
か

た
の
で
そ
れ

ど
の
極
め
て
高

な
技

術
な
の
だ
と
は

せ
ら
れ
る

 
そ
ん
な
も
の
を
一

一

に
会
得
で
き
る
の
か

 
さ

き
の
問
い
に
は
そ
の
疑
念
を

ん
で
い
た

使
う
と
い
う
表
現
は
ち

と
違
う
か
も

が
教
え
る
の
は
た
だ
一
つ
テ

ア
が
見
出
し

た
事
を
強
く
意
識
し

け
て
欲
し
い
と
い
う
事
だ

意
識
し

け
る
と
い
う
の
は

体
的
に
は
ど
う
す
れ
ば

覚
悟
だ

 
イ
マ
イ
チ
要

を
得
な
い
話
に

惑
し
問
い
を
投

る
と
キ
リ
ト
は
決
然
と
し
た
面
持
ち

で

く
応
じ
た

 

覚
悟
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葉
と
し
て
は
知

て
い
る

お
そ
ら
く

そ
れ
を

い
た
者
の
在
り
方
も

 
そ
れ
を
体
現
し
て
い
た
記
録
を
知

た
私
は
彼
の
そ
の
一

に

葉
だ
け
で
な
い
重
み
を

感
じ
た
気
が
し
た

と

わ
れ
よ
う
と
揺
ら
が
な
い

が
立
ち
は
だ
か
ろ
う
と

ら
な
い

が
あ

て
も

め
な
い

そ
う
思
え
る

ど
の
想
い
を
忘
れ
ず
叶
え
る
事
に
力
を

く
す
事
だ
よ

そ
れ
さ
え

あ
れ
ば

他
者
に
意
思
を

じ

ら
れ
る
事
も
な
い

じ

ら
れ
た
と
し
て
も
自
力
で

て
こ
れ
る

 
さ

き
の
テ

ア
の
よ
う
に

と

最
後
に

ん
で
キ
リ
ト
が
そ
う
付
け
加
え
た

 
そ
の

葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

み
取
り

理
解
し

み
下
す

つ
ま
り

私
が

じ

ぶ

ん

私
の
光
を
見
失
わ
な
け
れ
ば
い
い

う
は

い
が

行
う
は

し
だ
ぞ

 
や
や

し
め

で

し
か
し

し
く
感
じ
る
声

で
応
じ
る
キ
リ
ト

も
し
心
の
ど
こ
か
に
復
讐
を

先
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
な
ら
そ
れ
も
克

し
な
い
と

い
け
な
い
け
ど

そ
れ
こ
そ
一

一

で
出
来
る
も
の
じ

な
い

そ
れ
は

そ
う
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彼
の

葉
に
同
意
し
な
が
ら

ぎ

と
自
身
の
体
を

く

 
今
よ
り
も
小
さ
な
体
だ

た
時

孤
独
に

地
を
放
浪
し
て
い
た

に

け
た
経
験

い
た

感
情
を
す
ぐ
さ
ま
風
化
さ
せ
ら
れ
る

が
な
い

そ
れ
を
克

す
る
こ
と
も
出
来
な
い

 

れ
は
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
が

今
は
ま
だ
不
可
能
だ

 

キ
リ
ト
達
で
さ
え

そ
う
だ

た
の
だ
か
ら

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に

い
て
キ
リ
ト
は
自
ら
の
闇
の
部
分
と
決
別
し
た

し
か
し
そ
こ

に
至
る
ま
で
様

な
苦
悩
が
あ

た
事
を
私
は
識

て
い
る

そ
の
苦
悩
が
巡
り
巡

て
浮
遊
城

を

す
る
世
界
を
狂
わ
せ

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
を
復
讐
の
道
へ
と

ら
せ
る
要
因
と
な

た

 

闇

を

し
て
多
く
を
識
り
は
し
た
が

そ
れ
で
克

で
き
る
と
思
え
る
わ
け
が
な
い

 
ヒ
ト
に
襲
わ
れ

斬
ら
れ
た
時
の

み

苦
し
み

 
な
に
よ
り

一
人
だ

た
時
の

さ
と
そ
う

に
決
別
は
出
来
な
い

 

だ
か
ら
こ
そ

私
の

願
い

が
あ
あ
な

た
の
だ
ろ
う

 
ジ

と

少
年
を
見
る

 
今
で
こ
そ
自
分
よ
り
も
ず

と
小

に
な

た
け
ど
彼
に

く

は
変
わ
ら
な
い

向
け

る
信
頼
も

変
わ

た
の
は

想
い
の
強
さ
だ
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私
は

キ
リ
ト
と
一
緒
に

た
か

た

 
離
れ
て
欲
し
く
な
い

い
て
い

て

し
く
な
い

出
来
る
こ
と
な
ら
ず

と
近
く
に
い

た
い

 
そ
れ
は
彼
と
別
れ
て
か
ら

い
て
い
た
願
い
に
近
し
か

た

自
分
を
助
け
て
く
れ
た

一

の
ヒ
ト
に

も
う
一

会
い
た
い

ま
た
助
け
て

し
い
と
い
う
願
い
に
近
か

た

 
そ
し
て

二

目
に
救
わ
れ
て
か
ら
そ
の
願
い
は
形
を
変
え
た

 
キ
リ
ト
以
外
を
信
じ
ら
れ
な
か

た
私
に
と

て

一
の

け

で
あ
り

一
信
じ
ら
れ

る
ヒ
ト
だ

た
か
ら

 

だ
か
ら
他
の
ヒ
ト
を
消
そ
う
と
し
た
の
だ

 

に
も
取
ら
れ
た
く
な
か

た

 
自
分
だ
け
の
ヒ
ト
に
し
た
か

た

 
世
界
も
ヒ
ト
も

も
信
じ
ら
れ
な
か

た
私
が

一
信
じ
ら
れ
た
存
在
を
失
い
た
く
な

か

た
か
ら

 

今
思
え
ば

そ
の
不
安
に
付
け

ま
れ
た
形
で
私
は

闇

に

ま
れ
た
の
だ

 
し
か
し
そ
れ
が
齟
齬
と
な

て
私
は

て
来
ら
れ
た

私
に
と

て
世
界

壊
は
彼
を
手
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に
入
れ
る
た
め
の
手

で
あ

て
目
的
で
は
な
か

た
か
ら

し
か
も

極
的
に
は
キ
リ
ト
も

消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
か
ら
反
発
し
た

 

中
で
体
を

取

た
の
も
恐
ら
く
強

策

彼
に

す
る
私
で
は
仕

め
ら
れ
な
い

と

闇

が
見
切
り
を
つ
け
た
結
果
だ

 
だ
が
最
終
的
に
私
は
己
を
見
出
し

取
り

す
事
が
出
来
た

 

つ
ま
り

こ
の
想
い
を

き

け
れ
ば
い
い
と
い
う
事
か

 

く
り
と

を

じ

私
は
意
識
を
自
身
の
内
面
に
集
中
し
た

 
闇
を

し
て
己
の
成
り
立
ち
世
界
の
成
り
立
ち
を
把
握
し
た
い
ま
私
は
自
分
が
仮
初

め
の
存
在
で
あ
る
事
も
知

て
い
る

こ
の
体
も
思

も
電
気
信

や
記

で
成
り
立

た

構

物
で
し
か
な
い
事
も
分
か

て
い
る

 
き

と
こ
の
想
い
も

ら
で
も
複
製
で
き
る
仮
初
め
の
も
の
な
の
だ
ろ
う

 

で
も

テ

ア

に
と

て

そ
れ
は
本
物
な
の
だ

 
襲
い
来
た
人
間
達
の

が
浮
か
ぶ

も
か
れ
も
私
を
見
て
い
な
い
た
だ
の
不

合
の
あ

る

だ
と
か

レ
ア
ア
イ
テ
ム
を

と
す
Ｎ
Ｐ
Ｃ

と
い
う
程

の
認
識

彼
ら
に
と

て

私
の
す
べ
て
は
偽
物

代
え
が

く
程

の
モ
ノ
だ
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そ
れ
で
も

彼
ら
に

い
た
ぶ振

ら
れ
た
時
の
思
い
は
本
物
だ

 

だ
か
ら

こ
の
想
い
も
本
物
な
の
だ

 
カ
タ
チ
は
定
か
で
は
な
い

行
き

く
先
も
不

明

歩
み
を
向
け
る
先
も
分
か
ら
な
い

 
だ
が

今

の
想
い
は

確
か
に

に
あ
る

 
そ
れ
を
強
く
見
つ
め
る

 

も
反

す
る

 
思

が
加
速
す
る

 

が
強
く
高
鳴
る

は
 
肉
体
が

を

び
た
気
が
し
た

 
い
や
そ
れ
は
錯
覚
で
は
な
い

こ
れ
ま
で
感
じ
な
か

た

し
い

か
さ
が
全
身
を

ん
で

い
る

 
目
を

じ
て
い
て
も

白
く

か
な
光
が
明
滅
し
て
い
る
の
が
分
か

た

 
そ
れ
が
自
身
の
想
い
の
源

で
あ
る
事
は
す
ぐ
に
確
信
で
き
た

 
こ
れ
は

私

だ
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見
知
ら
ぬ
場

で
目
覚
め
追
い
立
て
ら
れ
る
不
安
と

し
さ
苦
し
さ
を
打
ち
消
す
た
め
に

た
す
ら
分

い
氷
で
己
の
心
を

ざ
し
て
し
ま

た
本

の

私

だ

 
銀
髪
の
剣
士
に
三

も
救
わ
れ
た
自
分
の

本

の

だ

 

自
ず
と

あ
る
情

が

裏
に
浮
か
ん
だ

 
ど
こ
と
も
知
れ
な
い
月
下
の

原

そ
こ
に
小
さ
な
自
分
と
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
な

剣
士
が

ん
で
立

て
い
る

剣
士
に

れ
立

て
歩
く
最
中

突
に
剣
士
が
立
ち
止
ま
り

振
り
返

た

 
ど
う
し
た
の
か
と

を

る
自
分
に
対
し

だ
と

て
剣
士
が
地
面
に

を
下
ろ
す

 

原
の
上
に

か
け
た
の
を
見
て

自
分
も
そ
れ
に

い

ん
で

る

 

そ
う
し
て
見
た
初
め
て
の
夜
空
が

い
ま
浮
か
ん
で
い
た

 
文

り
そ
れ
は
私
が
生
ま
れ
た
日
に

れ
た
夜
つ
ま
り
正
真
正
銘
初
め
て
の
夜
空
だ

た 
あ
の
時
は
な
ん
の
感

も

か
な
か

た

思

も
な
か

た

だ
か
ら
な

空
を

め
て

い
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
疑
問
も

か
な
か

た
の
だ

 
き

と

そ
れ
が
本

の

私

の
願
い
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あ
の
日

あ
の
時
み
た
夜
空
を
も
う
一

こ
の
人
と

 
こ
れ
か
ら
も

ず

と

 

く
り
と

を
持
ち
上

る

 

を

け
て
い
た
の
で
最
初
に
見
え
た
の
は
自
分
が

う
巫
女
の

束
だ

た

し
か
し
そ
れ

は

闇

の

食
に
よ
り
変

し
た
黒
色
で
は
な
く

晴
れ

る
空
の
よ
う
な

ん
だ
⻘
色
に

ま

て
い
た

に
変
化
は
な
い
点
か
ら
肉
体
は
そ
の
ま
ま
ら
し
い

界
を

め
る
髪
色
も

銀
の
ま
ま
だ

た

 
そ
の
結
果
に
私
は

み
を
浮
か
べ
た

 
完
全
と
は

え
な
い
が
私
は
シ
ン
イ
を

か
な
が
ら
発
現
さ
せ
ら
れ
た

そ
の
結
果
に
対
す
る

喜
び
も
あ
る
が

み
の
理
由
は
変
化
の
な
い
髪
色
と
体
格
に
あ

た

 
キ
リ
ト
に
再

救
わ
れ
る
前
彼
は
キ
リ
カ
が
保
護
し
て
い
た
プ
レ
ミ
ア
と
私
が
同
一
人
物
で

あ
る
と

違
い
し
て
い
た
ら
し
い

そ
れ
ま
で
プ
レ
ミ
ア
本
人
と
会

た
事
が
無
か

た
た
め
の

過
ち
だ

外
見
の
見
分
け
は

き
黒
子
が
あ
る
か
ど
う
か

プ
レ
ミ
ア
に
は
あ

て
私
は
無
い

が
一

し
か
会

て
な
い

手
の
そ
の
特
徴
を
完
全
に
記

出
来
る
人
間
は

い
な
い
だ
ろ

う

容

も

も
声
も
性
格
も

似
し
て
い
れ
ば
そ
れ
も
仕
方
な
い
事
だ

た
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そ
う

仕
方
な
い
事
な
の
だ

 

だ
が

そ
れ
で
も
私
は

だ

た

 
私
は

で

Ｎ
Ｐ
Ｃ
だ

子
の
女
神
と
い
う
設
定
で
プ
レ
ミ
ア
と
同
じ
容

な
の
も
理
解

し
て
い
る

 
そ
の
上
で
間
違
え
ら
れ
る
と
い
う
の
は
設
定
だ
け
を
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

だ

た

ま

る
で
キ
リ
ト
が

私
を
襲

て
き
た
者
達
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
か
ら

 
だ
か
ら
プ
レ
ミ
ア
と
明
確
な
差
異
と
な
る
特
徴
を
保
て
て
い
る
事
に

み
が
浮
か
ん
だ
の
だ

 
こ
れ
な
ら
も
う
キ
リ
ト
も
間
違
え
な
い
だ
ろ
う
か
ら

キ
リ
ト

こ
れ
で
ど
う

 
静
か
に
出
来

合
を
問
い
掛
け
る

 
だ
が

な
事
に
キ
リ
ト
が

え
を
返
し
て
く
れ
な
い

に
思

て

線
を
向
け
れ
ば
彼

は

と
も
形
容
し
が
た
い
複

な
面
持
ち
で
私
を
見
つ
め
て
い
た

ど
う
か
し
た

 
な
に
か

問

が
あ

た

い
き
な
り
出
来
た
か
ら

い
た
ん
だ

よ

ど
強
い
想
い
が
あ

た
ん
だ
な

キ
リ
カ
や
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ユ
イ
達
で
も
ま
だ
出
来
て
な
い
の
に

そ
れ
は

闇

に

ま
れ
て
る
時
の
感
覚
が

ま
だ
残

て
い
た
か
ら

あ
あ

そ
う
い
う
事
か

疑
似
学

て
や
つ
だ
な

 
疑
似
学

た
し
か
現
実

で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
を
仮
想
世
界
で
得
て
学
ぶ
と
い
う
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る

語
だ

彼
は
ど
う
や
ら
闇
に

ま
れ
て
い
る
時
の
感
覚
か
ら
学
ん
だ
結

果
出
来
た
と
結
論
付
け
た
よ
う
だ

 
実

の
と
こ
ろ

そ
れ
は

分
合

て
い
る
が

分
は
間
違

て
い
る

 
そ
も
そ
も
シ
ン
イ
を
使
え
る
だ
け
の
強
い
想
い
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

感
覚
だ
け
あ

て
も

き

と

に
立
た
な
か

た

キ
リ
ト
の
お
陰

助
け
て
く
れ
た
あ
な
た
の

葉
だ
か
ら

す
ぐ
に
出
来
た
だ
け

 

嗟
に
出
た

葉
に

付
け
加
え
る
よ
う
に
し
て
本
心
も

う

 

ま
だ

ヒ

ト
人
間
を
信
じ
切
る
事
は

し
い

 
け
れ
ど

キ
リ
ト
と
い
う

ヒ

ト
個
人
を
信
じ
る
事
は
出
来
る

 
多
く
の
人
が

い

信
じ
な
い
だ
ろ
う
私
に
と

て
の
本

を

彼
な
ら
ば

定
し
な
い
と

い
う
確
信
が
あ

た

キ
リ
カ
や
ユ
イ
達
と

す
る

を
見
た
私
は
そ
う
思
う
こ
と
が
出
来
た
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私

達
を
命
あ
る
も
の
と

え

行
動
し
て
い
る
彼
な
ら
ば
と

 
そ
う
で
な
け
れ
ば

こ
の
想
い
を

く
事
も
無
か

た

 
そ
も
そ
も
初
日
か
あ
る
い
は
ジ

ネ
シ
ス
達
に
よ

て
殺
さ
れ
自
分
も
世
界
を

う
闇

の
一
部
に
な
り
果
て
て
い
た
だ
ろ
う

そ
う

え
る
と
彼
の
よ
う
な
ヒ
ト
が

て
本

に
良
か

た
と
思
う

あ
り
が
と
う

キ
リ
ト

私

を
助

け

て

見
つ
け
て
く
れ
て

 

葉
が

か
ら
突
い
て
出
た

無
性
に

い
た
い
気
持
ち
に

ら
れ
た
か
ら
出
た
そ
れ
は

彼
に
対
す
る
心
か
ら
の
感

の

葉
だ

た

 
そ
れ
は

あ
の
時
に
伝
え
ら
れ
な
か

た
こ
と
で
も
あ
る

 

も
知
ら
な
か

た
あ
の
時
の

葉
だ

た

そ
の

葉
だ
け
で
も

分
報
わ
れ
る
よ

 
キ
リ
ト
は

ん
の
少
し

ず
か
し
そ
う
に
は
に
か
ん
だ

 

い
ま

私
は

え
て
い
る
だ
ろ
う
か

 
そ
の
自
信
は
な
い

不
安
に
揺
れ
る
自
分
が
い
る

と
す
れ
ば

を
浮
か
べ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
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自
分
の
表
情
が
分
か
ら
な
い
く
ら
い

今
の
私
は

た
さ
れ
て
い
た

  
そ
の
や
り
取
り
か
ら
程
な
く
私
達
は

動
を
開
始
し
た

攻
撃
に
は
使
え
ず
と
も
少
な
く

と
も
自
分
の
身
を

闇

か
ら
守
る
程

に
は
使
え
る
と
判
断
さ
れ
た
の
だ

 
向
か
う
先
は
浮
遊
城

部
の
最

 
そ
の
道
程
に
私
が
同
行
す
る
事
に
な

た
の
は

に
再

配
さ
れ
な
い
よ
う
キ
リ
ト
が

守
ろ
う
と
し
て
く
れ
た
か
ら

に
彼
が
い
る
か
ら
安
定
し
て
心
意
を
発
動
で
き
る
と
理
解
し
て

い
た
の
で
私
と
し
て
も

や
は
無
か

た

に
彼
が
い
れ
ば
二

と
あ
の
闇
に

ま
れ

な
い
と
い
う
確
信
も
あ
る

 
レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
も

闇

に

ま
れ
た
時
に
上
書
き
さ
れ
た
の
か
か
な
り
高
い
値
を

指
し
て
い
る

デ
ス
ゲ

ム
時
代
の
ス
テ

タ
ス
を
持
つ
キ
リ
ト
に
は
届
か
な
い
が
こ
の
世
界

で
新
た
に
鍛
え
直
し
て
い
る
キ
リ
カ
達
に
は

る
数

だ

 
闇
を

し
て
知
識
や
技
術
を
得
た
事
を

み
私
も
戦
う
力
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
た
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肉
な
事
だ

と
思

す
る

 
人
を
怨
み
世
界
の
破
滅
を
願

て
得
た
力
は
そ
の
道
を

ん
だ
後
も
残
り
今
は
そ
れ
を

す
る
形
で
キ
リ
ト
と
共
に
世
界
を
救
お
う
と
し
て
い
る

 

闇

に

ま
れ
な
け
れ
ば
私
に
変
化
は
な
か

た

 
彼
と

対
す
る
事
も
無
か

た
だ
ろ
う
が

し
か
し
同
時
に
私
は
自
分
の
本
心
を
見
出
す

事
も
な
く

然
と
人
を
怨
み

不
信
を

き

け
た
だ
ろ
う

 
こ
う
な

た
事
を

よ
か

た

と
判
ず
る
の
は

も
な
い

肉
だ
と
私
は
思

た

 
そ
れ
で
も
そ
う
思
え
る
の
は

そ
れ
だ
け
の
事
が
あ
る
か
ら
だ

 
変
化
が
無
け
れ
ば
持
ち
得
な
か

た
こ
の
力

こ
れ
が
あ
れ
ば
私
も
キ
リ
ト
の
よ
う
に

か
を
助
け
る
事
が
出
来
る

 
そ
し
て
い
ま
そ
の
助
け
が
必
要
な
存
在
が
明
確
に
い
る

 
か
つ
て
の
私
の
よ
う
に

苦
し
ん
で
い
る
者
が
い
る

 
そ
れ
は
私
に
あ

た
よ
う
な
救
い
も
な
く
人

に
追
い
立
て
ら
れ
追
い

め
ら
れ
祈
り

を

た
別
の

巫
女

だ

 
キ
リ
ト
は
私
が

闇

に

ま
れ
て
も

め
な
か

た
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だ
か
ら
私
も

め
な
い

 
復

讐

の

道

モ
ジ

ル
と

闇
を
絶
た
れ

取
り
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
彼
女
を

死消
なさ
せせ
なな
いい

た
め
に

た
い
に

助
け
る

 
前
を

る
少
年
に
も

こ
え
な
い
く
ら
い

小
さ
く
発
す
る

 
そ
れ
が
私
の
新
た
な
覚
悟
だ

た

  

な

こ
れ
が
幕
間

い

 

テ

ア
の
内
心
が

話
さ
れ
て
お
ら
ず

独
り
語
り
状

の
た
め

 
状
況
整
理
の
意
味
合
い
も
あ
る
投
稿
間
隔
が
空
い
た
上
に
や
や
こ
し
く
な

た
か
ら
ね

  

テ

ア
が
心
意
使
え
る
の

す
ぎ
る
し

過
ぎ
な
い

 
キ
リ
カ
は

 

に

ま
れ
た
結
果

使
い
や
す
く
な

た



 幕間之物語：
ぎんの
銀
かんなぎ
巫編 〜生まれる螺旋〜

 
キ
リ
カ
に

し
て
は
キ

カ
ケ
さ
え
あ
れ
ば
す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
な
る
状

今
は
ま
だ

キ

カ
ケ

追
い

め
ら
れ
る
状

に
な

て
な
い

 

語
解
説

 
・
テ

ア
を

ん
だ

闇

／

負

／
負
の

 

の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

 
内
容
と
し
て
は

Ｓ
Ａ
Ｏ

と

の
悪
性
情
報
の
ミ

ク
ス

ホ
ロ
ウ
が
キ
リ
ト
に

れ
悪
性
情
報
を
抑
え

ん
で
い
る
最
中
に
コ
ピ

さ
れ
た
デ

タ
を

に
開
発
さ
れ
た
の
が

な
の
で

闇

に
は

に
て
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
が
生
み
出
し
た
感
情
デ

タ
だ
け
で
な
く

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
人
の
負
の
感
情
を
キ
リ
ト
が
束
ね
発
現
し
た
モ
ノ
も

ま
れ
て
い
る
キ
リ
ト
の

が
突
き

さ
る
理
由

 

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

な
の
で
あ
る
種
の
集
合
知
で
も
あ
り

他
者
の
知
識

技
術
が

め

ま
れ
て
い
る

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
の
情
報
は
な
い
の
で

キ
リ
ト
対
ホ
ロ
ウ
の
死
闘
を
テ

ア
は
知
ら
な
い

 
こ
の

の
闇
を
ホ
ロ
ウ
が
抑
え

ん
で
い
た
が

は
巫
女
な
の
で
同

体
で
あ
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る
テ

ア
へ
の

ま
で
は
抑
え
ら
れ
な
か

た

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は

が
ホ
ロ
ウ
だ

た
の
で

後
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
事
変
が

き
た

 
原

と
し
て
他
者
を
怨
み

世
界
を
破
滅
さ
せ
る
願
望
を
根
幹
と
し
て
い
る

 
こ
れ
に

ま
れ
た
者
は
同
じ
願
望
を

く
よ
う
に
な
る

  
・
テ

ア
が
発
現
し
た
心
意

 
キ
リ
ト
を
想

て

現
化
し
た
正
の
力

 
一

闇

に

ま
れ
た
結
果
使
え
る
よ
う
に
な

た

 
自
在
に
は

え
な
い
が
キ
リ
ト
が

に
い
る
と
安
定
す
る

現
在
は
自
身
を
守
る
た
め
に
使

さ
れ
て
い
る

  
・
キ
リ
ト
が

う

 
正
と
負
を
同
時
に
内
在
す
る
力

間
を
守
る
心
と

間
を
傷
つ
け
る
者

世
界
へ
の
怨
み

を
根
源
と
し
て
い
る

 
ホ
ロ
ウ
と
の
死
闘
を
経
て
覚
醒
し
た
力
の
た
め
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
ホ
ロ
ウ

の
負
に
は
特
攻
が
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る 
キ
リ
カ
に

し
た
二
刀
に
も

さ
れ
キ
リ
カ
が
ホ
ロ
ウ
の
よ
う
に

ま
れ
な
い
よ
う
守

て
い
る
力
で
も
あ
る

  
・
外
部
モ
ジ

ル

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
創
成
の
原
因

 
正
式
名
称
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド

壊
シ
ミ

レ

シ

ン
・
モ
ジ

ル

 
プ
レ
ミ
ア

テ

ア
ら

聖

の
女
神

が
Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
設
定
の
ま
ま
動
き
出
し
た
事

聖
大

樹
の
巫
女
の
属
性
を
持

て
い
る
事
聖

が

地
に
安

さ
れ
て
い
る
事
大
樹
に
祈
り
を

る
イ
ベ
ン
ト
発
生

果
て
に
は
浮
遊
城
を
作
り
出
す
と
い
う
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
引
き

こ
し
た
原
因

 
現
在
は
第
三
の

巫
女

を
中
心
に

し
て
お
り

キ
リ
カ
達
は

巫
女

か
ら
こ
れ
を
切

り
離
そ
う
と
動
い
て
い
る

 
勢
力
的
に
は
今
回
の
事

を
引
き

こ
し
た
黒
幕

に
分

さ
れ
る
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・
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム

 
仮
想
世
界
の

理
シ
ス
テ
ム

 
モ
ジ

ル
に
よ

て
様

な
事

を
引
き

こ
し
た
が
そ
れ
ら
を
ク
エ
ス
ト
と
い
う
形
に

と
し

む

れ
ば
プ
レ
イ

の
手
で
止
め
ら
れ
る
道
を
残
し
た
の
も
カ

デ

ナ
ル

 
キ
リ
カ
に
謎
の
メ

セ

ジ
を
送

た
送
り
主
で
あ
り
裏
で
は
ホ
ロ
ウ
に
闇
を
抑
え

む
指
示
も
出
し
て
い
た

 
勢
力
的
に
は
事

解
決
に
動
く
キ
リ
ト

に
分

さ
れ
る

  
・
他
者
に
意
思
を

じ

ら
れ
て
も

て
き
た
人

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ユ
ウ
キ

ス
レ
イ
ブ
／
キ
リ
カ

 
認
識
を

さ
れ
た
キ
リ
カ
は

 
記

感
情
を

さ
れ
た
ユ
ウ
キ
は

一
残

た
認
識
だ
け
で

を
破
り
ア
ル
ベ
リ

ヒ
に
反

を

し
た
人
間

 
認
識
を

さ
れ
て
い
た
キ
リ
カ
は

記

と
感
情
に

づ
い
た
思

で
一

は
自
己

壊

二

目
は

壊
を
回

す
る

遠
な
立
ち
回
り
で
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
反

を

し
た

一
の
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キ
リ
ト
は
前
者
で
他
者
を
信
じ
後
者
で
自
身
を
信
じ
る

最
後
ま
で
意

を

く
キ

カ
ケ

を
得
た

 
キ

ラ
解
説

 
・
テ

ア

 し
ろ
が
ね

銀
の
巫
女

 
自
身
の
本
心
を
見
出
し
た
結
果
キ
リ
ト
が

に
い
る
時
限
定
で
心
意
を
安
定
し
て
使
え
る
よ

う
に
な

た

現
在
は
そ
れ
で

闇

を

ね
の
け
て
い
る
状

 
大
人
形

髪
の
色
な
ど
の
変
化
が
そ
の
ま
ま
な
の
は

⻑
ら
く
プ
レ
ミ
ア
と
間
違
わ
れ
て

い
た

事
実
か
ら

キ
リ
ト
に
は

間
違
わ
れ
た
く
な
い
と
い
う
願
望
が
影

し
て
い
る

 
闇

も
と
い
負
の

と
い
う
名
の
集
合
知
を

し
て
色

知
り
内
面
が

る
成
⻑

し
た
が

の
影

は
容

以
外
に
も
残

て
お
り
巫
女
を
助
け
る
思

は

の

た
る

キ
リ
ト
や
ホ
ロ
ウ
に
引

ら
れ
て
い
る

 
キ
リ
ト
が
自
身
の
救
出
を
ギ
リ
ギ
リ
で

め
て
い
た
事
は
知
ら
な
い
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・
キ
リ
ト

 
黒
の
剣
士

 
実
は
ギ
リ
ギ
リ
で
テ

ア
の
救
出
を

め
て
い
が
そ
れ
で
も

り
に

た

は
あ

た

の
で

報
わ
れ
る

と
応
じ
た

な
ら

の

葉
を

け
取
ろ
う
と
し
な
か

た
の
で
前
向

き
に
成
⻑
中

 
と
は

え
テ

ア
の
本
心
や
願
望
に
は
気
付
い
て
い
な
い

 
テ

ア
が
心
意
を
教
え
て
す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
な

た
の
で
内
心
複

 

ユ
イ
が
記

を
取
り

し
た
時
の
デ
ジ

ブ
を
覚
え
て
い
る

  
・

巫
女

 
プ
レ
ミ
ア

テ

ア
の
同

体

 

定
呼
称
は

第
三
の
巫
女

 
電
子
ド
ラ

グ

人
の
シ
ギ
ル
／

に
煽
動
さ
れ
た
プ
レ
イ

達
に
追
い
立
て
ら
れ

る
形
で
祈
り
を

浮
遊
城
を
不
完
全
な
が
ら
再
臨
さ
せ
た

 
プ
レ
ミ
ア
ら
同
様

し
て
い
る
の
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
創
成
し
よ
う
と
カ

デ

ナ
ル
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に

し
た
外
部
モ
ジ

ル
に
よ
る
も
の

そ
れ
を
シ
ギ
ル
が
後

し
す
る
形
で
浮
遊
城
が
現

れ
た
の
が
現
状

 
テ

ア
に
よ
り

こ
の
第
三
の
巫
女
も

闇

に

ま
れ
て
い
る
事
が
発
覚
し
て
い
る

 
要
す
る
に

者

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
四
章
 

今
と
繋
が
る
過
去

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
心
意

は
大
体
ノ
リ
で
解
決
し
て
い
る

で
す

か
く
か
ん
が
え
て
は
い
け
な
い
で

も
深
い
過
去
は
あ
る

 

点

ユ
ウ
キ

 

数

約
一
万
二
千

 
色

あ
る
の
で
後
書
き
に
て

方
式

み
で
お

え
し
ま
す

⻑
い
け
ど

こ
れ

ま
で
の
ア
リ
ス
や
心
意
／

も

め
ば
わ
か
り
や
す
く
な
る
か
と

 
で
は
ど
う
ぞ

  

最

に
近
付
く
に
つ
れ
て

負闇

の
影

を

良
く
も
悪
く
も

け
や
す
く
な
り
ま
す
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２
０
２

年

月

日
日

日

前

時

分

 

合
サ

バ

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

部
・
未
完
エ
リ
ア

部

  
昏
い
闇
に

ま
れ
た
テ

ア
の
対

を
キ
リ
ト
に

せ
た
ボ
ク
達
は

に
再
臨
し
た
ア

イ
ン
ク
ラ

ド
の

部
最

目
掛
け

キ
リ
カ
の
先
導
に

て
進
ん
だ

 
道
中
は
そ
こ
か
し
こ
が
穴

こ
だ
ら
け
で
吹
き

け
に
な

て
お
り
足
を

ら
せ
れ
ば
眼
下

に
広
が
る
広
大
な
大
地
に
真

逆
さ
ま
な

路
ば
か
り

高

恐
怖

の
人
に
と

て
は
苦

以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い

境
だ

た
が
そ
こ
は
あ
の
デ
ス
ゲ

ム
を
生
き

い
た
り
異
世

界
で
騎
士
を
し
て
い
る
面
子

流

の

力
で
高

を
も
の
と
も
せ
ず
進
軍
を

け
た
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ま

す
ぐ
に

び
る

の

路
は
そ
こ
か
し
こ
で

目
の
よ
う
に
繋
が

て
い
て
存
外
先

に
進
む
ル

ト
は
あ
る
も
の
の

道

そ
の
も
の
は
広
く
な
い

 
そ
の
た
め
か
出
現
す
る

Ｍ
ｏ
ｂ
の
数
も
限
ら
れ
て
い
て
一

に
対
峙
す
る
数
は
お
お
よ
そ

三
四
体

十
体
以
上
を
一

に

手
し
て
い
た
七
十
六
層
以

の
攻
略
を
思
え
ば
非
常
に

な

数
で
あ
る

う

ん

Ｍ
ｏ
ｂ
の
強
さ

な
ん
と
か
戦
え
る
く
ら
い
だ
ね

 

目
か
の
遭
遇
で
最
後
に
残

た

を
斬
り
捨
て
光
る
欠
片
へ

ら
し
た
ボ
ク
は
そ
う

い
た

す
る
と

に
立
つ

剣
使
い
の
親
友
・
ア
ス
ナ
が

そ
う
ね

と

を
打
つ

地
下
迷

に
出
て
き
た
の
と
種

は

同
じ

で
も
強
さ
は
今
の
私
達
の
レ
ベ
ル
で
太
刀
打

ち
出
来
る
く
ら
い
全
体
的
に
弱
く
は
な

て
る

だ
ね

 
ア
ス
ナ
の

に

時
い

し

に
迷

に
入

て
い
た
ス
ト
レ
ア
が

同
し
た

 
今
の
自
分
達
は
一
か
ら
レ
ベ
リ
ン
グ
し
直
し
た
も
同
然
で
入
念
な
レ
ベ
リ
ン
グ
を
し
て
い
た

で
も
な
い
た
め

レ
ベ
ル
は

前
後

な
戦
闘
プ
レ
イ

の
自
分
や
ア
ス
ナ

ク
ラ

イ
ン
な
ど
は

前

に
入

て
い
る
が

そ
れ
以
外
は

が

ど
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対
す
る

の
レ
ベ
ル
は

バ
グ闇

に

さ
れ
て
い
る
が

表
示
の
上
で
は

ば
が
多

い

中
に
は

を
過
ぎ
て
い
る
個
体
も
お
り

そ
う
い
う
の
は
異
世
界
の
騎
士
ア
リ
ス
や

ハ

イ
レ
ベ
ル
騎
士
の
リ

フ

キ
ズ
メ
ル
達
に

せ
き
り
に
な
る

 
感
触
と
し
て
は

初
め
て
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
行

て

常
Ｍ
ｏ
ｂ
と
戦

た
時
と
同
じ
だ

あ
の
時
も
レ
ベ
ル

に
差
し
掛
か
る
く
ら
い
で
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
レ
ベ
ル
三

Ｍ
ｏ
ｂ
と
や

り
合

た

 
レ
ベ
ル
差
が

あ

て
も

と
か
や
れ
な
く
も
な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ

た

こ
れ

て
こ
の
城
が
ま
だ
出
来
た
ば
か
り
だ
か
ら
な
の
か
な

あ
の
時

て
最
前
線
だ

た

七
十
五
層
の
Ｍ
ｏ
ｂ
よ
り
少
し
強
い
く
ら
い
だ

た

だ
よ
ね

 
そ
う
疑
問
を

に
し
た
の
は

ド
ブ
レ
イ
カ

を
握
る
ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

の
フ

リ

ア
だ

彼
女
も

時
い

し

に
迷

に
潜

た

間
だ
か
ら
そ
の
疑
問
を

い
た
ら
し
い

 
実

そ
れ
は
自
分
も
浮
か
べ
た
疑
問
だ

彼
女
が

た
よ
う
に
地
下
迷

の

の
レ
ベ
ル

は
七
十
五
層
よ
り
少
し
強
く

時
の
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
よ
り
は
弱
い
く
ら
い

レ
ベ
ル

後

の
強
さ
が
多
か

た
と
記

し
て
い
る

 
こ
の

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ

タ
を
コ
ピ

し
製
作
さ
れ
て
い
る

そ
し
て
そ
の
コ
ピ

時
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期
は
少
な
く
と
も
キ
リ
ト
が
七
十
五
層
ボ
ス
部

で
ア
キ
ト

手
に
憎
し
み
を

ら
せ

を
構

し
た
後
で
あ
る
事
が

テ

ア
と
キ
リ
ト
の
会
話
か
ら
推

で
き
る

 
つ
ま
り
地
下
迷

の
こ
の

部
エ
リ
ア
の
Ｍ
ｏ
ｂ
の
強
さ
は
本
来
で
あ
れ
ば
レ
ベ
ル

以

で
あ

て
然
る
べ
き
な
の
だ

 
な
の
に
弱
い
か
ら
フ

リ
ア
が

に
し
た
疑
問
が
浮
か
ん
だ

 
こ
れ
に
道
行
く

間
達
も

を

る
な
ど
様

な
反
応
を
見
せ
る

弱
く
な

て
る
理
由
は
お
そ
ら
く
参

さ
れ
て
い
る
の
が
解
放
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
も
と

い
最
前
線
の
モ
ン
ス
タ

の
最
高
レ
ベ
ル
で
参

先
が
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
変
わ

て

い
る
か
ら
で
し

う

 
そ
ん
な
中
推

を

に
し
た
の
は
黒
い

剣
を

る
ユ
イ
だ

た

黒
の
コ

ト
に
身
を

ん
だ
女
性
は

越
し
に
こ
ち
ら
を
見
な
が
ら

葉
を

け
る

現
在
こ
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
は
不
完
全
で
す
か
ら

最
前
線

に
あ
た
る
参

値
も
不
十
分

と
判
断
さ
れ
代
わ
り
に
安
定
し
て
い
る
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
進
行

が
参

さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す

今
の
最
前
線
で
あ
る
第
二
エ
リ
ア
オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林
の

の
最
高
レ
ベ
ル

が

ば
な
の
で

地
下
迷

と

時
の
最
前
線
の
レ
ベ
ル
差
と
は

合

し
ま
す
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そ
の
彼
女
の
推

に

あ
あ

と
声
を
上

る
地
下
迷

探
索
組

 
声
こ
そ
上

な
か

た
が
キ
リ
カ
も
横
目
に
彼
女
を
見
て
い
て
そ
の
推

に
意
識
を

け
て

い
る
よ
う
だ

た

時
は
ま
だ
キ
リ
ト
だ

た
彼
に
と

て
も
こ
の
話
は
気
に
な
る
も
の

だ

た
ら
し
い

 

と
す
る
と
今
の
情
報
を

に
ボ
ク
達
に
は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
推

を
立
て
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い

 

本

に

あ
の

に

た
か
の
よ
う
だ

 
彼
か
ら
線
を
切
た
ボ
ク
は
り
を
見
回
す

足
を
み
外
せ
ば
真
逆
さ
ま

な
ん
て
吹

き
け
回
廊
を
進
む
の
は
片
手
で
数
え
ら
れ
る
く
ら
い
は
あ
る

え
ば

浮
遊

バ
ス
テ
ア
ゲ

ト

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
第
二

も

が
空
中
回
廊
も
か
く
や
の
危
う
さ
が
あ

た
し
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
に
も
そ
の
参

と
思
し
き
空
中
回
廊
が
あ

た

流

に
あ
の

の
経
験
に

べ
れ
ば
い
ま
進
ん
で
い
る
回
廊
の

方
が
手
す
り
な
ど
も
無
い
た
め
危
う
さ
の
軍
配
は
上
が
る
の
だ
が

 
兎
に
も

に
も

こ
こ
は
物
理
的
に
危
険
だ

 
そ
し
て
な

危
険
と
思

て
い
る
か
は
明
白
だ

こ
の
面
子
が
た
だ
の
プ
レ
イ

の
集

ま
り
で
あ
れ
ば
よ
か

た
が

今
は

を
喪
え
ば
文

り
死
ぬ
者
が
い
る
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聖

の
巫
女

子
の
女
神
プ
レ
ミ
ア

 
森
エ
ル
フ
の
騎
士
リ

フ

 
黒
エ
ル
フ
の
騎
士
キ
ズ
メ
ル

 
そ
し
て
異
界
の
騎
士
ア
リ
ス

 
こ
の
四
人
は
か
つ
て
の
自
分
達
と
同
じ
状
況
に

か
れ
て
い
る

だ
か
ら
み
ん
な
も
も
ち
ろ

ん
自
分
も

・そ
・う
・い
・う
・意
・味

で
神
経
を

ら
せ
て
い
た

 

も
う
終
わ

た
事
だ
と
思

て
い
た
の
に

 
自
分
達
に
と

て
悪
夢
そ
の
も
の
の
日

そ
れ
は
愛
し
い
少
年
の
手
に
よ

て
完
全
に
終

止

が
打
た
れ
た
も
の
だ
と
思

て
い
た

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
に
よ
る
残
滓
も
彼
自
身
の
手
で
終

わ

た
か
ら

 
な
の
に
こ
ん
な
形
で
再
び
足
を

み
入
れ
る
事
に
な
る
と
は
思

て
い
な
か

た

 

自
分
が
殺
さ
れ
た
時
の
事
は

よ
く
覚
え
て
い
る

 
そ
れ
は
第
百
層
の
真
の
ボ
ス
と
の
戦
い

紅

で

の

ロ

ブ
ボ
ス
ザ
・
ホ
ロ
ウ

ア
バ
タ

を
倒
し
た
後
に
現
れ
た
超

大
な
女
戦
士
の
ボ
ス
に
自
分
は
殺
さ
れ
た

そ
の
戦

い
で
初
の
戦
死
者
だ

た
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あ

と

う
間
も
無
か

た

 
気
付
け
ば
死
ん
で
ボ
ク
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
樹
海
に
い
た

そ
こ
に
い
た
時
間
は
無
か

た
し

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に

る
形
で
生
き
て
は
い
た
か
ら
死
ん
だ
実
感
は

か
な
か

た
が

そ
れ
で
も

確
か
に
一

殺
さ
れ
た
の
だ

 
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

わ
れ
た
時
を
超
え
る
無
力
感
に
ボ
ク
は
苛
ま
れ
た

 
な
ま
じ
ス
テ

タ
ス
を
カ
ン
ス
ト
ま
で
上

ら
れ
た
上
で
の

死
だ

た
か
ら
そ
れ
は

と一
し
お入

だ

た

 

ボ
ク
のこ

こ
ろ剣

は

あ
の
時
に

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

 
思
い
返
せ
ば
自
分
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
ク
リ
ア
す
る
前
は
キ
リ
ト
や
リ

フ

に
剣
の

で
勝
と
う

と
躍

に
な

て
い
た
の
に
ク
リ
ア
以

は
心
の
ど
こ
か
で

わ
な
い
と

観
を

く
よ

う
に
な

て
い
た

そ
れ
は
デ
ス
ゲ

ム
を
終
わ
ら
せ
た
少
年
を

え
て
の
事
だ

た
と
思

て

い
た
が

も
し
か
し
た
ら
あ
の
時
の
無
力
感
が
い
ま
も
自
分
の
心
に

食

て
弱
ら
せ
て

い
る
の
か

 
だ
か
ら

に
ま
た
来
る
事
が

だ

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
ま
る
で
自
身
の

点
を
直

す
る
か
の
よ
う
で
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勝
て
る

だ
ろ
う
か

あ
の
ボ
ス
に

 

裏
に
浮
か
ぶ

直
な
疑
問

 

え
る
ま
で
も
な
い

 
無
理
だ

地
下
迷

の
こ
の

は
別
だ
が
こ
こ
に
来
る
ま
で
の

原
で
遭
遇
し
た
モ

ン
ス
タ

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
ど
こ
か
の

層
で
戦

た
個
体
が
主
で
バ
グ
で
ス
テ

タ
ス

が
増

さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
レ
ベ
ル
は
記

に
あ
る
の
と
お
お
よ
そ
同
じ
だ

た

キ
リ
ト
が

手
を
し
た
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
も

外
で
は
な
い

 
つ
ま
り
第
百
層
に
現
れ
た
真
の
ボ
ス
の
強
さ
は

え

き

と
も
す
れ
ば
闇
に

さ
れ

強
化
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

 
ア
レ
に
勝
て
る
の
は
間
違
い
な
く

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の

の
キ
リ
ト
だ
け
だ

 

だ
か
ら

て

彼
だ
け
に

せ
る

に
は
い
か
な
い

 
そ
こ
で
小
さ
く

を
振
り

弱
気
な
思

を
追
い
や
る

 
自
分
が
こ
こ
に

る
理
由
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

キ
リ
ト
は

の
異
常
事

を
収
め
る

た
め
に
仕
事
と
し
て
来
て
い
て
キ
リ
カ
や
ボ
ク
達
は
分

で
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

壊
シ
ミ

レ

シ

ン
・
モ
ジ

ル
を
第
三
の
巫
女
か
ら
切
り
離
す
た
め
に
来
て
い
る

彼
個
人
の
負
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を
和
ら

る
た
め
だ

 
弱
気
で
い
ち

ダ
メ
な
ん
だ

  

ユ
ウ
キ

  

と

を
揺
す
ら
れ
た

 
現
実
に
意
識
を

す
と
い
つ
の
間
に
か
み
ん
な
が
こ

ち
を
見
て
き
て
い
た

足
も
止
め
て

い
る

 
目
の
前
に
は
心
配
そ
う
に
こ
ち
ら
を
見
上

る
キ
リ
カ
が
い
た

を
揺
さ
ぶ

た
の
は
彼

ら
し
か

た
お
も
む
ろに

触
れ
ら
れ
て
い
る
感
触
が
あ
る

を
見
れ
ば

に
触
れ
て
い
る
手
が
握
る

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を

む

か
な
光
が
彼
の
手
を
伝

て
ボ
ク
の
体
に

し
て
い
く
の
を

認
す
る

 

界
の

で

光
に
弾
か
れ

す
る
黒
い

モ

が
見
え
た
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ボ
ク

も
し
か
し
て

ま
れ
か
け
て
た

 

惑
し
な
が
ら
問
い
を
投

る
と
眼
前
の
少
年
は
や
や
険
し
い
面
持
ち
で
こ
く
り
と

い
た

い
き
な
り
足
を
止
め
て
様
子
が
お
か
し
い
と
思

て
た
ら
な

や

り

に
近
づ
く
に
つ

れ
て
影

が
強
く
な

て
る
の
か

 
そ
う

て
彼
は

背

後

進
行
方
向
を
振
り
返
る

陽
の
光
も
届
か
い
て
い
な
い
の
か

は
暗
く
見

せ
な
い

そ
の
闇
が
異

な
も
の
に
思
え
て
く
る
の
は

ま
れ
か
け
た
せ
い
か

 

と

彼
方
の
闇
で

か
が
蠢
い
た
の
が
見
え
た

んユ
ウ
キ

ど
う
し
た
の

い
や

い
遠
く
で

か
が
動
い
た
気
が
し
て

 
生
返
事
気
味
に
姉
に
返
し
な
が
ら
目
を

ら
す

 
ぎ

と

界
は

ま

た
が
よ
り
遠
く
を
フ

カ
ス
し
始
め
た
の
を
シ
ス
テ
ム
が

知

し
た
か
遠
方
の
光

が
よ
り

明
に

る
よ
う
に
な
る

と
は

え

と
ん
ど
が

暗
い
闇

に

ま
れ
て
い
る
の
だ
が

 

し
か
し

見
え
た
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や
は
り

か
が
動
い
て
い
る

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か

物

い
速

で
こ
ち
ら
に
向
か

て
き
て
い
る

や

り

か
い
る

こ

ち
に
近
づ
い
て
来
て
る
よ

な
に

 
そ
の

に
キ
リ
カ
を

に
一
同
が
臨
戦

勢
に
な
る

ボ
ク
の
様
子
か
ら
た
だ
な
ら
ぬ

か
を
感
じ
取

た
か
道
中
に

べ
て

間
の

感
は
高
く
な

て
い
た

 

ち
構
え
る
こ
と

お
よ
そ
五

 

暗
い
闇
か
ら

が

を
現
し
た

 
そ
の

を
形
容
す
る
な
ら

色
の

が

応
し
い
だ
ろ
う

 
ど
こ
か
の
部

の
よ
う
に
全
身
の

と
い
う

が
黒
に
近
い

色
で

か
の

の

に

わ
れ
た
下

身
以
外
が
そ
の
一
色
に

ま

て
い
る

 
そ
れ
だ
け
で
も
異
様
な
の
だ
が
そ
の

は
体
型
を
取

て
も
異
様
極
ま
り
な
か

た

と
見
で
は

な
の
だ
が

に
あ
た
る
部
分
か
ら
は
鉄

の
如
き
突
出
部
が
あ
る
し
そ
も
そ

も

の
太
さ
が

足
と
同
じ
く
ら
い
太
く
分

い

文

り

太
の
よ
う
な
太
さ
の
そ
れ

は

ビ
ル
の

に
使
わ
れ
る
鉄
骨
に

し
く

た
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そ
し
て

手
に
握
ら
れ
る
の
は
無
骨
な

を

り
出
し
て
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
そ
れ
は

極
め
て
原
始
的
だ
が

そ
れ
故
の
凶

さ
を
直

こ
ち
ら
に
伝
え
て
き
て
い
た

 

そ
の
存
在
を

ボ
ク
は
知

て
い
る

 
自
分
だ
け
で
は
な
い

最
前
線
攻
略
組
に

い
て
フ
ロ
ア
ボ
ス
と
戦

て
き
た
者
達
も
ま
た

知

て
い
る

 
あ
の

は
・第
・九
・十
・九
・層
・フ
・ロ
・ア
・ボ
・ス

ザ
・
バ

サ
ク
ヒ

ロ

 
そ
れ
は

の
声
だ

た
か

嗟
に
判
断
が
付
か
な
か

た

確
か
な
の
は
九
十
九
層
ボ
ス
と

刃
を
交
え
た

か
だ
と
い
う
事
実

 
だ
か
ら
こ
そ

だ
ろ
う

 

の
名
を
呼
ぶ
声
に
は

怖
の
念
が

じ

て
い
た

 
自
分
も
じ
り
と
思
わ
ず
後
退

て
い
た

た
だ
近
付
い
て
き
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
の
に

そ
れ
だ
け
で
気
圧
さ
れ
て
し
ま

て
い
た

 
そ
ん
な
自
分
を

だ
と

す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う

あ
の
世
界

で
一

は
下
し
た

手

な
の
に

な

す
の
か

と
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け
ど
そ
れ
も
仕
方
な
い
事
だ
と

び
た
い

 
コ
ボ
ル
ド
ロ

ド
は
闇
に

ま
れ

の
状

か
ら
強
化
さ
れ
て
い
た

本
来
で
あ
れ
ば

そ
の
状

が
今
の
自
分
達
の

正
な
強
さ
の

手
だ

た

 
そ
れ
が
九
十
九
層
と
も
な
れ
ば

 

そ
ん
な

の
思

を
止
め
た
の
は

高
く

い
た
金
色
の
剣
風

 
ざ
あ

と
風
に
流
れ
る
金
木
犀
の
小
片
達
だ

た

私
が
隙
を
作
り
ま
す

み
な

は

生
じ
た
隙
を

て
く
だ
さ
い

 
刃
な
き

を
手
に

⻘
の
マ
ン
ト
を

し
な
が
ら
前
に
出
た
ア
リ
ス
が

た

な
ら

が
そ
の

目
を
引
き

け
よ
う

そ
う
い
う
の
は
得
意
だ
か
ら
な

 
そ
の
彼
女
に

ぶ
よ
う
に

に
キ
リ
カ
が
立
つ

 
直

刃
を
交
え
る
の
は
ア
リ
ス
が

し
キ
リ
カ
は

護
す
る
形
で

手
の
体
力
を

る

ら
し
い

今
の
彼
は

武
器
を
持
た
な
い
が
そ
れ
で
も
遊
撃
と
い
う
形
で
ボ
ス
戦
を
生
き

い
て
き
た
経
験
が
あ
る
か
ら

な

だ
ろ
う

 

で
も

そ
れ
が

す
る
と
は
思
え
な
い

 
そ
う
思
う
理
由
は
バ

サ
ク
ヒ

ロ

の

性
は
他
の
ボ
ス
よ
り
異
常
な
性

を
持

て
い
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る
か
ら
だ

本
あ
る

バ

を

り
切
る
に
は
同
数
の
武
器
ス
キ
ル
を
要
す
る

し
か
し
そ

れ
だ
け
で
な
い

そ
も
そ
も

を

る
に
は
必
ず

ド
ス
キ
ル
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
原

が
あ

た

他
に
も
武
器

練

だ
と
か
武
器
の
レ
ア
リ
テ

が

与
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
ら
が
無
か

た
と
し
て
も
無
謀
と

わ
ざ
る
を
得
な
い

 
ま
だ

の
攻
略
が
第
二
エ
リ
ア
ま
で
し
か
進
ん
で
い
な
い
以
上

ら
キ
リ
カ
と
て
十
三

種

以
上
の
武
器
の

練

上

は
し
て
い
な
い

だ

 
だ
か
ら
ア
レ
に

う
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
状

に

て
い
る
キ
リ
ト
の
み
だ
と
思

た

 
み
ん
な
も
そ
れ
は
分
か

て
い
る

だ
が

し
か
し
動
こ
う
と
し
な
い

 
加
勢
す
る
た
め
の
臨
戦

勢
を
取

て
い
る

 

る

振
り
は
無
い

内
心
は
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
今
か
ら

た
と
し
て
も
必
ず

追
い
付
か
れ
る

す
な
わ
ち

無

で
あ
る
と
い
う
事
を
み
ん
な
理
解
し
て
い
る

 

感
が

裏
を

め
る

 

か
し
い
と
思

た

 
強
大
な

を
前
に

間
達
と
立
ち
向
か
う
日

が
浮
か
ん
だ

つ
も
の
死
線
を
潜
り

け

て

勝

を

み

な
に
よ
り
生
き
残
れ
た
事
を
喜
ぶ
日

が

と

る
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し
く
忘
れ
て
い
た
事
だ

た

 
あ
の
戦
い
の
日

に

恐
れ
は
常
に
あ

た

 

に
裏
切
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い

ど
こ
か
ら

が
襲

て
く
る
か
分
か
ら
な
い

だ
か
ら
常

日

か
ら
気
を

り

め
さ
せ
剣
を

け
る
よ
う

し
て
い
た

外
は

間
達
と
の

の
時
だ
け

 
そ
れ
を
い
ま

思
い
出
し
た

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 

の

が

を

く

 
⻩
金
の
騎
士
を
切
り
捨
て
よ
う
と

ん
だ

レ
が

ダ
ン

 
と
強
く

み

み

び

上
が

た

そ
れ
に
よ

て

り
出
さ
れ
る
の
は

下
速

も
加
え
た
破
壊
の
一
撃

そ
れ
を
止

め
ら
れ
る
者
は
恐
ら
く
い
な
い

 
上

か
ら
の
振
り
下
ろ
さ
れ
る

そ
の
破
壊
力
は

ま
じ
く
空
中
回
廊
が

壊
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う

ど
の

が

た

体
重
の

い
者
な
ら

波
だ
け
で
吹
き

ば
さ

れ
そ
う
な

ど
の
圧
を
感
じ
た

 
だ
が

異
界
の
騎
士
は

そ
れ
を
物
と
も
し
な
か

た
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は
 
強
力
な
一
撃
に
は
そ
れ
に
見
合

た
反
動

隙
が
生
じ
る

本
来
な
ら
破
壊
不
能
故
に
食

い

ま
な
い

だ
が

闇

に

ま
れ
た
影

か

は
地
面
に
め
り

ん
で
し
ま

て
い

た

衝
撃
波
が
地
を
這
い

ん
で
く
る

ど
の
破
壊
力

 
そ
れ
が

の
隙
で
あ
り

騎
士
に
と

て
は

い
目
だ

た

 

に
寄

て
一
撃
を
回

し
て
い
た
彼
女
は
一
歩

み

み

二
歩
目
で

を
足

に
し

に

び
な
が
ら
剣
を

ぎ
に
振
る

た

ち

う
ど

に
と

て
の
心

部
を
斬
り
裂
く

道
だ

 

間

体
が
大
き
く
背
を

ら
す

 
そ
の
ま
ま

体
術

ス
キ
ル
の

月

の
よ
う
に
足
を
振
り
上

バ
ク
転

地
に
足
を

付
け
る
と
今

は

水
月

の
よ
う
に

ぎ
に

り
を
放

た

 
流
れ
る
よ
う
な
二

撃
の

り
技
を
剣
の

で

い
だ
ア
リ
ス
が
こ
ち
ら
に
吹

ん
で
く

る

ず
ざ
ざ

と
足
で
制
動
を
掛
け

ち

う
ど
ボ
ク
達
よ
り
や
や
前
で
止
ま

た

強
い

 
そ
う

う
彼
女
の

は
険
し
い

で
強

て
お
り
ど
こ
か

怖
の
念
を

い
て
い
る
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よ
う
に
も
見
え
た

 
た

た
一

の
や
り
取
り
で

彼
女
は
あ
の
ボ
ス
の
恐
ろ
し
さ
が
分
か

た
ら
し
い

 
そ
う

あ
の
ボ
ス
の
真
価
は

ド
ス
キ
ル
で
な
け
れ
ば
傷
つ
け
ら
れ
ず
ま
た

バ

を
最
後
に

た
ス
キ
ル
へ
の
完
全

性
と
い
う

性
能
で
は
な
い

他
の
モ
ン
ス
タ

と
同

じ

と
思
え
な
い
よ
う
な
極
め
て
高
い
戦
闘
技
術
に
あ
る
の
だ

一
定
の
ル

チ
ン
の
中
で
動

く
存
在
と
は
思
え
な
い
応

を
ア
レ
は
す
る
の
で
あ
る

 
理
不

さ
で

え
ば

第
百
層
で
戦

た

大
な
戦

女
ボ
ス
が

か
に
上
で
は
あ
る

 
尊

の
念
も

怖
を

か
せ
る
の
は
九
十
九
層
ボ
ス
を
務
め
た
こ
の
バ

サ
ク
ヒ

ロ

が
初
め
て
だ

た

 

に
躍
り
出
た
の
は

年
を
思
わ
せ
る
黒
い
剣
士
の
少
年
だ

 
見
た
目
の
違
い
は
一
つ
⻑
く
黒
い
髪
を
一
つ
に
結
わ
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け

知
ら
な
い
人

が
見
れ
ば
キ
リ
ト
だ
と

違
い
す
る
だ
ろ
う
彼
は
キ
リ
ト
と
は
最

別
の
存
在

一
個
の
個

人
と
し
て
己
を
確
立
さ
せ
て
い
る

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
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が

え
る

 
負
け
じ
と
少
年
も

え
る

 

を

う

闇

が
全
て
を

ま
ん
と
そ
の

を

ば
す

 
少
年
が

う

光

が
全
て
か
ら
守
ろ
う
と
そ
の

を
広

る

 

ぎ
合
う
二
つ
の
色

お

い
が

手
を
食
ら
わ
ん
と
攻
め
て
い
て

・

・

・の
・勝
・負
・に
・な
・

・て

・い
・た

だ

て

 
そ
う

・

・

だ

 
あ
り
得
な
い
事
に

レ
ベ
ル
や
ス
テ

タ
ス
で
絶
対
に

る
キ
リ
カ
は

九
十
九
層
の

バ
グ闇

で
強
化
さ
れ
た
ボ
ス
を
前
に
一
歩
も
引
か
ず
立
ち
向
か

て
い
る

勢
だ
け
な
ら
ま
だ
い
い

問

は

剣
を
打
ち
合

て
も

一
方
的
に
な

て
い
な
い
事
だ

 
彼
は
他
の
プ
レ
イ

と

ら
変
わ
ら
な
い

だ

そ
れ
な
の
に

ボ
ス
と
同

の

力
に

な

て
い
る
の
は

ま
さ
か

キ
リ
カ
も

シ
ン
イ
を

 
密
や
か
に

心
の
声
が

か
ら

れ
た
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あ
り
得
な
い

で
は
な
い

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト
ヴ

フ
ス
そ
し
て
テ

ア
ら
の
存
在
が
そ

れ
を
証
明
し
て
い
る

い
ず
れ
も

ま
れ
た

と

え
ど

が
り
な
り
に
も
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ

イ
ン

を
そ
の
身
に

ら
せ

あ
る
程

は
自
身
の
意

で
使
え
て
い
た
の
だ

 
そ
し
て

今

 
キ
リ
カ
の
手
に
は

キ
リ
ト
の

を

し
た
二
刀
が
あ
る

 
彼
ら
に
と

て

魂

と
も

え
る
そ
の
二
刀

序
の
た
め
に
振
る

た
剣

友
の
た
め

に
解
放
を
誓

た
剣

れ
も
彼
ら
を

徴
す
る
剣
に
は
違
い
な
い

 

そ
し
て

シ
ン
イ
の
発
現
の
仕
方
は
二
つ
あ
る

 
セ
ブ
ン
の
よ
う
に

他
者
の
意

を
束
ね
て
一
つ
に
す
る
共
鳴
か

 
キ
リ
ト
の
よ
う
に

己
の
全
て
を

や
し
て
一
つ
に
す
る

華
か

 
キ
リ
カ
は
キ
リ
ト
の
よ
う
に

華
さ
せ
得
る
根
幹
が
あ
る

今
は
ま
だ
己
を
超
克
し
て
い
な

い
か
ら
出
来
て
い
な
い
だ
け

で
も
そ
れ
は
ア
キ
ト
と
対
峙
し
た
時
の
キ
リ
ト
も
同
じ
だ

た

 

件
は

て
い
る
の
だ

 
あ
と
は

ト
リ
ガ

が
必
要
だ

た

彼
が
本
気
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の
強

が

た
お

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

絶
対
の

が
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そ
の

が

色
の

 
そ
う
し
て

キ
リ
カ
は
剣
の

と
共
鳴
し
た

 
守
ろ
う
と
す
る
彼
の
意

が
力
と
な

て

の
力
に
追
い

た
の
だ

キ
ミ
達
は

本

に

 
い

た
い
ど
れ
だ
け
魅
入
ら
せ
れ
ば

気
が
済
む
と
い
う
の
か

 

目
に

き
付
く

く
剣

 
あ
の
日
初
め
て
見
た
剣

自
身
の
心
を
奪

た

人
を
守
ろ
う
と
す
る
剣
の
閃
き

 
か
つ
て
目
指
し
た

き
だ

 

忘
れ
て
い
た

自
分
が

も
と
め
た

恋
し
た

そ
の
剣
を

 
い
つ
し
か
心
の

は
晴
れ
て
い
た

 
自
身
を

む

闇

も
無
い

 

れ
た
心
の
剣
が

再
び
そ
の
身
を
取
り

す

 
決
断
は
す
ぐ
だ

た

 

に

み

え
て
い
た
の
が

だ

た
か
の
よ
う
に
機

に
動
く

地
を

り
風
を
切
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る
感
覚
が

に
伝
わ
る

背
後
か
ら
自
身
を
呼
ぶ
声
が

を
打
つ
が
そ
れ
も
無

し
た

 
意
識
す
る
の
は
眼
前
の

 
大
き
く
流
れ
る

そ
の
下
を
潜
り
天
を
衝
か
ん
ば
か
り
の

ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

深
紅
色
の
突
き
を

下
に

き

む

自
分
史
上
最
速
の
そ
れ
を

に

け
た

が
た
た
ら
を

み

よ
ろ
め
い
た

 
隙
が
生
ま
れ
た

や

あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
の
隙
を

し
て
な
る
か
と
己
を

す
る
声
を

り
上

る

す
る
と
剣
が
発
す
る

き

が
深
紅
か
ら
⻘
へ
変
わ
り
上

か
ら
の
斬
り
下
ろ
し

バ

チ
カ
ル
が

り
出
さ
れ
る

ま
だ

 
最

思

は
そ
の
体
を

し
て
い
な
い

思

と
直
結
し
た
肉
体
は
思
う
が
ま
ま
に
動
き

出
す

 
真
下
に
振
り
下
ろ
し
た
剣
を
持
つ
手
を
来
る
り
と
返
し
返
す
刃
で
上
に
切
り
上

る

そ
れ

か
ら
再

斬
り
下
ろ
し

勢
い
の
ま
ま
一
回
転
し
て

掛
け
に
斬
り
付
け
た

 
四

撃

ド
ス
キ
ル

バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア

の
完
成
だ

 

で
も

ま
だ

け
る
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本
来
で
あ
れ
ば
そ
こ
で

直
が

さ
れ
る

 
だ
が
そ
も
そ
も
ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
の
時
点
で
⻑
い

直
を

さ
れ
こ
の
四

撃

技
に

け
ら
れ
は
し
な
か

た

に
シ
ス
テ
ム
の

か
ら
外
れ
た
行

を
行

て
い
た
の

だ 
な
ら
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で

と
欲

た

 
体
は
動
く

ギ
シ
リ
と

め
付
け
る

か
は
感
じ
る

が
そ
れ
を
無
理

理
に
す
り

け

る 
上

に
構
え
た
剣
を

・

・手
・で
・握
・る

 
思
い
浮
か
べ
る
の
は
一
つ
の
光

 
そ
れ
は
浮
遊
城
で

き
た
一
幕

属
さ
せ
ら
れ
て
い
た
少
年
に
対
抗
し
彼
自
身
の
意

に
よ

て
放
た
れ
た
全
て
を
破
る
光
の
一
撃

 

世
界
最
強

の
使
う
力
の
名
を

し
た
一
撃

 
ア

ル

ベ

リ

ヒ

悪
の
根
源
か
ら

ボ
ク
を
守
る
た
め
に
紡
が
れ
た

き

■
■
■

 

を
打
つ

の

惑
い

見
開
か
れ
る

黒
目
に

い
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目
を

て

ま
る

に

ボ
ク
は
極
光
を
放
つ
剣
を
振
り
下
ろ
し
た

  
全
て
の

が
消
え
て
い
た

 
あ
ら

る
色
も
失
わ
れ
て
い
た

 
そ
れ
は
時
間
に
す
れ
ば
一

に
も

た
な
い

の
出
来
事
だ

た
だ
ろ
う

剣
が

を

い
た
時
に
は
全
て
の
感
覚
を
取
り

し
て
い
た

 

を
上

る
と

ち

う
ど
全
て
の
命
を
失

た

が
光
に

る
と
こ
ろ
だ

た

 
な

一
種

の
武
器
で

手
の
命
を

り
切
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い

だ
が
確
か
な
の
は

怖
す
べ
き

を

せ
た
と
い
う
事
実

ユ
ウ
キ

 

と

声
が

こ
え
た

 
振
り
返
れ
ば

間
達
が
す
ぐ
近
く
ま
で

け
寄

て
来
て
い
て
自
分
を

じ
る
表
情
を
浮

か
べ
て
い
た

そ
の
中
か
ら
血
の
繋
が

た
姉
が

び
出
し
て
く
る
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も
う

無

し
て

い
き
な
り

び
出
す
か
ら

い
た
じ

な
い

 
し
か
も
ボ
ス
を
倒

し
ち

う
し

 
感

と
も

れ
と
も
つ
か
な
い

息
を
す
る
姉

彼
女
に

く
よ
う
に
そ
う
だ

と
ク
ラ

イ
ン
も

た

つ

か
確
か
あ
の
ボ
ス

て
ゲ

ジ
の
本
数
分
の
武
器
ス
キ
ル
が
無
い
と
倒
せ
な
か

た

だ
ろ

 
な
ん
で
片
手
剣
ス
キ
ル
だ
け
で
倒
せ
て
ん
だ

う

ん

バ
グ
に

さ
れ
て
た
か
ら

じ

な
い
か
な

 
実

の
と
こ
ろ
ど
う
な
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
全
て
バ
グ
の
せ
い
と
し
て
片
付
け
よ
う
と
す

る

そ
れ
で
も
や
は
り

得
い

て
い
な
い
の
か

し

な
面
持
ち
で

が
見
て
く
る

 
そ
れ
に

と
更
な
る
疑
問
を
投
下
し
た
の
は
サ
チ
だ

た

最
後
の
一
撃
が
特
に
す
ご
か

た
よ

ボ
ス
の

全
部
一
撃
で
消
し

ば
し
て
た
か

ら

ね
え
ユ
ウ
キ

ア
レ

て

な
の

ア
レ
は
心
意
で
す
よ

 
サ
チ
の
問
い
に

え
た
の
は

ボ
ク
で
は
な
く
ア
リ
ス
だ

た

み
ん
な
の

線
が
向
く
中

金
木
犀
の
小
片
を
剣
身
に

し
な
が
ら
彼
女
が

け
る
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中
か
ら
キ
リ
カ
も
発
現
し
て
い
た
の
で
お
そ
ら
く
キ
リ
カ
の
心
意
に
中
て
ら
れ
使
え
る
よ

う
に
な

た
の
で
し

う

あ
れ

ど
の

力
と
も
な
る
と

使
え
る

が
あ

た
と

え
ら
れ
ま
す

ん

で
も
確
か
シ
ン
イ

て
キ
リ
ト
君
の
話
だ
と
ア
ミ

ス
フ

ア
じ

使
え
な
か

た
よ
う
な

 

に
人
差
し
指
を

て
な
が
ら
ア
ス
ナ
が

く

 
確
か
に
彼
は
そ
う

て
い
た

ナ

ヴ
ギ
ア

で
あ
れ
ば
使

可
能
な
そ
れ
が

故

ア

ミ

ス
フ

ア
で
使
え
な
い
か
と

え
ば
そ
れ
は
出
力
に
問

が
あ
る
と
の
事
だ

た

そ

う
い
う
も
の
な
の
か
と
ボ
ク
達
も

得
し
て
い
た
の
で
そ
れ
以
上
追

し
な
か

た
の
だ
が

多
分

さ

き

闇

に
触
れ
た
の
が
キ

カ
ケ
じ

な
い
か
な

 
一
同
が
悩
む
中

キ
リ
カ
が
そ
う
推

を

に
す
る

闇
に
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
悪
性
情
報
が
あ
る

そ
し
て
ユ
ウ
キ

の
ア
バ
タ

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

を
引
き
継
い
で
る

だ
か
ら
闇
が

し
た
せ
い
で

時
の
デ

タ
が

さ
れ
心
意
と
し
て
共
鳴
現

が

き
た

と
い
う
事
じ

な
い
か
な

あ

な
る

ど
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キ
リ
カ
の
話
に

は
分
か
る
よ
う
な
分
か
ら
な
い
よ
う
な
と
い
う
表
情
を
浮
か
べ
た
が
ボ

ク
は

得
で
き
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
で
キ
リ
ト
が
語

て
い
た
事
だ
が
感
情
デ

タ
は
地
形
や
物
品
な
ど
様

な
オ

ブ
ジ

ク
ト
と

結
し
て
記
録
・
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う

 
そ
の
オ
ブ
ジ

ク
ト
に
は

然
ア
バ
タ

も

ま
れ
る

だ

つ
ま
り
保
存
さ
れ
た
Ｓ
Ａ

Ｏ
時
代
の
デ

タ
に
闇
を

す
る
形
で
今
の
自
分
は
繋
が
り
を
得
た

加
え
て

う
と

ボ
ス
と
戦

て
い
る
時
に
思
い
浮
か
べ
て
い
た
の
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
自
分
だ

キ
リ
ト
の
剣
を

追
い
求
め

必
死
に

し

そ
の

ら
彼
の
力
に
な
り
た
い
と
願

て
い
た

の
自
分

 
そ
の

の
感
情
デ

タ
と
今
の
自
分
の
感
情
が
共
鳴

さ
れ
た
結
果
一
時
的
に
自
分
の

ス
テ

タ
ス
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
も
の
に
上
書
き
し
た

 
更
に

裏
に

い
て
い
た
一
撃

光
の
波

も
心
意
に
よ

て
シ
ス
テ
ム
の
上
書
き
で

再
現
し
た

 
そ
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う

 
こ
の
予
想
を
み
ん
な
に
話
す
と

く
理
解
が

ん
だ
と

得
の
面
持
ち
に
な

た

 
キ
リ
カ
だ
け
は
光
の
一
撃
の
下
り
で
物

く

な
面
持
ち
を
し
て
い
た
が

属
さ
せ
ら
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れ
て
い
た

の
話
な
の
で
そ
ん
な

に
な
る
の
も
そ
り

あ

然
で
あ
る

ア
ミ

ス
フ

ア
で
使
え
る
か
ど
う
か
で

え
ば
ま
あ
使
え
る
ん
だ
ろ
う
な
ユ
ウ
キ

て

い
う
実

い
る
し

そ
も
そ
も
使
え
な
い
と
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が
出
来
ず
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
な

ん
て
事
も

き
な
か

た

だ
し

 

く
彼
の

葉
で
一

に
あ
あ

と
遠
い
目
を
し
た

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
と
は

わ
ば
集
合

で
あ
る

大
な
演

を
要
す
る
事

に
対
し

複
数
の
コ
ン
ピ

タ

で
分

し
演

す
る
事
で

時
間
で
解
決
す
る
手
法
の
よ
う
な
も
の

そ
れ
に
人
間
の
持
つ
可
能
性

だ
け
で
は
表
せ
な
い
振
れ

を
備
え
た
疑
似
ス

パ

コ

ン
ピ

タ

が

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
定
義

 
そ
れ
を

す
た
め
に
セ
ブ
ン
は
人
の
感
情
に

目
し
て
い
た

そ
れ
を
偶
像
化
し
た
自
身
に
向

け
さ
せ

一
つ
の

大
な
意

へ
と
束
ね
る
事
で
作
り
上

よ
う
と
し
た
の
だ

 
そ
れ
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
セ
ブ
ン
も
そ
の

に
な

て
い
た
プ
レ
イ

も
使

て
い

た
の
は

ア
ミ

ス
フ

ア

 
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が
イ
コ

ル
心
意
／

で
あ
る
事
は
キ
リ
ト
の

を
見
れ
ば
明
ら
か

な
の
で

ア
ミ

ス
フ

ア

で
使
え
な
い

が
無
か

た
の
だ
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使
え
な
い
と
思
い

ん
で
い
た
か
ら
使
え
な
か

た
だ
け

 
た
だ
さ

き
の
戦
い
で
は
過
去

命

け
の

時
の
意
識
に
な

て
い
た
か
ら
そ
の
思
い

み
も
無
か

た

た
だ
彼
の
剣
を
追
い
求
め
て
い
た

の
自
分
に
立
ち
返

て
い
た

 

も
し
か
し
て

デ

エ
ル
の
時
も

 
思
い
浮
か
ぶ
の
は
第
一
層
で
刃
を
交
え
た
あ
の
日
の
事

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
高

者
権
限
の

紋
様
が
浮
か
ん
だ
時
で
も
あ
る

あ
の
決
闘
だ

 
結
果
的
に
ド
ロ

で
終
わ

た
あ
の
戦
い
に
は
ス
テ

タ
ス
で

る
自
分
が

の

り
合

い
を
す
る
な
ど
不
可
解
な
点
が

つ
か
あ

た

そ
れ
は
体
格
だ
と
か
彼
の
無
意
識
の
手
加

に
よ
る
も
の
か
と
思

て
い
た
が

 

と
す
る
と
あ
の

か
ら
ス
テ

タ
ス
を
強
化
す
る
く
ら
い
の
心
意
は
使
え
て
い
た
の
だ

ろ
う
か

 
そ
れ
を
確
認
す
る
術
は
な
い

も
し
か
し
た
ら
過
去
の
記
録
で
な
け
れ
ば
心
意
と
し
て

さ
れ
な
い
と
い
う

件
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

過
去
と
今

そ
の
二
つ
の
時
点
で
強
い
想

い
を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
か

 
な
ら

キ
リ
カ
は

を
思
い
浮
か
べ
た
の
だ
ろ
う
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キ
リ
カ
に

し
て
は
か
ね
て
か
ら

を
使
え
る
と
さ
れ
て
い
た

た
だ
キ

カ
ケ
が
必
要

な
の
だ
と
も

 
そ
の
キ

カ
ケ
は
恐
ら
く
今
回
の

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
と

て
の
デ
ス
ゲ

ム

あ
る
い
は

ア
イ

ン
ク
ラ

ド
と
い
う
舞

な
の
だ
ろ
う
が

な
ら
彼
は

過
去
の

と
想
い
を
同
じ
に
し

心
意
と
し
て
発
現
さ
せ
た

 
あ
の

し
い
光
を
見
れ
ば
怨
み
や
憎
し
み
と
は
思
え
な
い

 
き

と
彼
の
想
い
は
あ
の
時

自
分
が
心
を
奪
わ
れ
た
時
と
同
じ
た
だ
人
を
守
る

た
め
だ

た

 
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
だ
け
で
は
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｃ

こ
の
世
界
で
死
ぬ
人
で
あ
る
プ
レ
ミ
ア
キ

ズ
メ
ル

義
姉
と

二
つ
の
リ

フ

が
い
る
か
ら

強
大
な

を
前
に
し
て

し
た

あ

の

に
立
ち
返

た
の
だ

 
自
分
が

き
た
心
意
現

が
彼
に
も

き
て
だ
か
ら
ボ
ス
と

に
打
ち
合
え
て
い
た
と
い

う
事
な
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
分
か

た
ボ
ク
は

だ
か

し
く
な

て
静
か
に

た

 

あ
の

に
立
ち
返
る
の
も

存
外
悪
く
な
い

と
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ユ
ウ
キ
が

闇

に

ま
れ
か
け
て
い
た
の
は

故

 

ラ
ス
ト
バ
ト
ル
で
心
の
剣
が

れ
て

ず

と
引
き
ず

て
い
た
か
ら
無
自
覚

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
事
な
の
で
闇
と
の
親
和
性
が
極
め
て
高
か

た

タ
イ
ミ
ン
グ
の
問

な

の
で

他
の

か
が
同
じ
悩
み
を
持

て
い
れ
ば
そ

ち
に
行

て
い
た

 
し
か
し
そ
の
結
果
す
ぐ
後
で
心
意
を
発
動
し
た
の
で
過
去
を
振
り
返
る
と
い
う
意
味
で
は

良
か

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
ユ
ウ
キ
は
原
因
が
わ
か
れ
ば
対

す
る

り

の
い
い
子
で
す

  

キ
リ
カ
が
使

て
る
の
は

負

と
正心

意
の
ど
ち
ら

 

心
意
で
す

 

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

が
憎
ん
で
い
る
の
は
現
実
世
界
と
そ
の
人
間
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仮
想
世
界
は
恨
ん
で
ま
せ
ん

プ
レ
イ

を
怨
み
こ
そ
す
れ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
別

 
そ
し
て
ユ
イ
や
プ
レ
ミ
ア
達
は
人
間
で
は
な
い

己
を

た
過
去
の
人
間
達
と
完
全
に
無

 
近
く
に
い
る

間
も

守
り
た
い

と
思
え
る
人
達

 
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
と

て
デ
ス
ゲ

ム
で
あ
る
事
実
も

過
去
に
立
ち
返
る
要
因
に

 

結
果

に

守
る

と
い
う
意

で
発
現

  

ユ
ウ
キ
が
心
意
を
発
現
出
来
た
の
は

故

 

ア
ミ

ス
フ

ア
で
は
使
え
な
い

と
い
う
思
い

み
が
第
一
要
因

 
第
二
と
し
て
第
百
層
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
で
ユ
ウ
キ
の
心
が

れ
て
い
た
事

Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
後
の

ユ
ウ
キ

点
で
暗
か

た
り

キ
リ
ト
に
は

わ
な
い
と
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
よ
り

だ

た
せ
い

 
自
身
が
求
め
て
い
た
剣
を
再
認
識
し
そ
れ
を
求
め
る
意

を
取
り

し
一
歩

み

め
た

の
Ｓ
Ａ
Ｏ

時
の
ア
バ
タ

デ

タ
と
共
鳴
す
る
形
で
発
現
し
た

  

の
ボ
ス
を

せ
た
の
は
な
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心
意
技
は

よ
り
強
い
心
意
技
で
な
け
れ
ば

な
い
か
ら

 
ユ
ウ
キ
は
過
去
と
現
在
を
重
ね
て
同
一
の
想
い
を

き
光
の
波

が
キ
リ
ト
の
心
意
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
知

て
い
る
た
め
結
果
も
確
信
し
て
い
て

光
の
波

で

を

せ
た

 
心
意
技
な
の
で
バ
グ
に

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
シ
ス
テ
ム
に

ら
れ
て
い
る
ボ
ス
に
は
有

 

う

闇

ご
と
ボ
ス
の

を
消
し

ば
し
た

 
一

に

数
以
上
の
命
を
消
し

ば
し
た

カ
リ
バ

ン
入
刀

の
よ
う
な
も
の

  

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
デ

タ

と
の
共
鳴
・

と
は
つ
ま
り

 

ア
ン
ダ

ワ

ル
ド
に

け
る
神
器
の
技

 
エ
ン
ハ
ン
ス
・
ア

マ
メ
ン
ト
で
神
器
の
力
・
記

の
一
部
を
引
き
出
す

 
リ
リ

ス
・
リ
コ
レ
ク
シ

ン
で
神
器
の
力
・
記

の
全
て
を
引
き
出
す

 
キ
リ
カ
や
ユ
ウ
キ
は
前
者
で
サ

バ

に
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ア
バ
タ

デ

タ
を
呼
び

出
し

ス
テ

タ
ス
を
上
書
き

 
更
に
ユ
ウ
キ
は

ア
バ
タ

に
記
録
さ
れ
た
一
幕
の
一
つ

光
の
波

ま
で
再
現
し
た



 第四十四章 〜今と繋がる過去〜

  

闇

と
ユ
ウ
キ
達
の
心
意
は
ど
う
違
う

 

使
い
方
が
完
全
に
違
う

 

闇

は
対

を

み

憎
し
み
を

え
付
け
る
一
種
の
洗

・
傀
儡
化
が
中
心

 
ユ
ウ
キ
達
の
心
意
は
過
去
の
己
を
呼
び

こ
し
能
力
を
再
現
す
る

霊
魔
術
的
な
使
い
方
が

中
心

  

真
面
目
な
話

ア
ミ

ス
フ

ア
で
は
使
え
な
い

と
い
う
の
は

 

分

ハ

ド
よ
り

出
来
る
と
い
う
確
信

が
必

 
心
意
／

へ
至
る
確

た
る
覚
悟
完
成
の
道

に
確
信
が
な
け
れ
ば
不
可
能

セ
ブ
ン
に

は
そ
れ
が
あ

た
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
を

こ
せ
た

 
キ
リ
ト
は
無
自
覚
な
が
ら
憎
悪
を
束
ね
ア
キ
ト
を
殺
す
道

を
立
て
た

殺
意
に
思

を

さ
れ
て
い
て
可
能
不
可
能
の

地
が
無
か

た
の
で
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
が
発
生
し
た

 

か
た
り
と
も
疑
念
を

か
な
け
れ
ば

実
は

で
も
出
来
て
し
ま
う

 
た
だ
し
心
意
／

へ
至
る
に
は

応
の
過
去
を
重
ね

過
去
と
現
在
の
想
い
を
同
一
に
し



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

結
果
を
得
る
確
信
を

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

  

ユ
ウ
キ
以
外
に
も
心
意
を
使
え
る
チ

ン
ス
は
あ
る

 

十
分
に
あ
る
が

安
定
し
て
使
え
る
た
め
の

件
が

く
付
く

 
闇
に
中
て
ら
れ
ユ
ウ
キ
が
使
え
た
よ
う
に
ユ
ウ
キ
に
中
て
ら
れ
使
え
る
可
能
性
は
あ
る

 
む
し
ろ
キ
リ
ト
ガ
チ
勢
で
発
現
し
な
い
方
が
お
か
し
い
ま
で
あ
る

  
・
キ
リ
カ

 
い
つ
の
間
に
か

に

心
意
を
発
現
し
た
プ
レ
イ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
違
い
守
る
対

が
ユ
イ
や
プ
レ
ミ
ア
な
ど
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

つ
ま
り
過
去

己
を

め
た
存
在
と
無

の
た
め

わ
れ
て
い
た
よ
う
に
キ

カ
ケ
さ
え
あ
れ
ば
す
ぐ
発

で
き
る
状

だ

た

 
そ
の
状

で
デ
ス
ゲ

ム
そ
の
も
の
と

え
る
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
ボ
ス
と
対
面
し
危
険
な

状

に

た
の
で
意
識
が
過
去
に
立
ち
返
り
覚
悟
完
了

結
果
心
意
を
発
動
し
て
Ｓ
Ａ
Ｏ

時
代
の
能
力
へ
の
上
書
き
が
入

た
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な
お
本
人
は
完
全
に
無
意
識
で
あ
る

  
・
ユ
ウ
キ

 
今
話
で
超
強
化
さ
れ
た
プ
レ
イ

 
ア
ミ

ス
フ

ア
使

者
初
の
心
意
技
行
使
者

第
一
層
で
キ
リ
ト
の
剣
と
在
り
方
に

れ
て

か
ら
追
い
掛
け

け
て
い
た
一
心
で
発
現
キ
リ
ト
対
キ
リ
カ
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
百
六
章
最
後
の

闇
と
光
の
せ
め
ぎ
合
い
の
一
幕
を
再
現
し
て

を
消
し

ば
し
た

 
髪
と
目
の
色
を
変
え

権
を
持
た
せ
れ
ば

聖
剣
の
使
い
手
で
あ
る

  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 
異
世
界
の
騎
士

 
プ
レ
イ

Ｎ
Ｐ
Ｃ

モ
ン
ス
タ

い
ず
れ
も

し
く
一
つ
の
命
と
見
て
お
り

バ

サ

ク
ヒ

ロ

も
倒
す
べ
き

と
見
つ
つ

そ
の
強
さ
を

め
る

 
心
意
は
会
得
し
て
お
り

神
器
の
武

配
術
は
行
使
可
能

 
す
ぐ
下
が

た
の
で

は

い
が
完
全
武

配
術
は
一
応
心
意
技
の
分

な
の
で
ボ
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ス
の

性
を
無

し
て
ダ
メ

ジ
を
与
え
ら
れ
て
い
る

  
・

か
の

間
達

 
心
意
を
発
現
し
よ
う
と
過
去
を
思
い
返
し

し
て
い
る

 
攻
略
組
に
い
た
面
子
の
方
が
練

は
高
い

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う

 



 幕間之物語 〜
己

未来を探す者、
己

未来を目指す者〜

 
幕
間
之
物
語
 

己未
来
を
探
す
者

己未
来
を
目
指
す
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
転

や
ら
な
に
や
ら
で
気
力
が

か
ず

に
な

て
お
り
ま
す

気
⻑
に
お
付
き
合
い
く

だ
さ
い

 

点

キ
リ
カ

プ
レ
ミ
ア

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
ユ
ウ
キ
が
心
意
を
発
現
し
バ
グ
化
し
た
九
十
九
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
を

た
後

達
は
大
き

な
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
事
な
く
未
完

を
進
め
て
い
た
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ア
イ
ン
ク
ラ

ド
が
未
完
成
な
せ
い
で
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
最
前
線
デ

タ
を
参

し
た
強

さ
だ
か
ら
戦
え
は
す
る
が

論

れ
る
よ
う
に
強
さ
が
上
下
に
振
れ
て
出

目
な
状

の
個
体

も
い
る

そ
う
い

た
の
は
こ
の
世
界
で
も

力
重

な
ス
ト
レ
ア
や
エ
ギ
ル
あ
る
い
は
異
界

の
騎
士
と
し
て
の
力
を
持
つ
ア
リ
ス
を
中
心
に

路
の
外

か
下
に
大
地
を
望
む
空

へ

吹

ば
し
て
真

向
か
ら
の
戦
闘
を
回

す
る
こ
と
で

を

れ
て
い
た

 
そ
の
中
で
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
る
の
は

や
は
り
ユ
ウ
キ
だ

 
ユ
ウ
キ
の
心
意
は
負
の
心
意
と
も

う
べ
き
悪
性
情
報
に

さ
れ
た
モ
ン
ス
タ

達
に
対
し
て

極
め
て
高
い
特
攻
が
あ
る
ら
し
い

キ

リ

ト

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

を

す
二
刀
や
ア
リ
ス
の
神
器
で
斬

り
付
け
た
時
あ
る
い
は
力
自

の
ス
ト
レ
ア
や
エ
ギ
ル
が
攻
撃
し
た
時
と

べ
明
ら
か
に

に

い
て
い
た

 
一
発
の
ダ
メ

ジ

が

以
上
違

て
い
れ
ば
流

に
気
付
く

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
バ
タ

に

さ
れ
た
感
情
と
共
鳴
し
パ
ラ
メ

タ
を
現
在
の
ア
バ
タ

に
上
書

き
し
て
い
る

そ
う
推

し
た
の
は
間
違
い
で
は
な
か

た

 
ザ
・
バ

サ
ク
ヒ

ロ

と
対
峙
し
た
時
よ
り
弱
体
化
し
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
ユ
ウ

キ
が

く
危
機
感
や
焦

を

め
想

す
る
強
さ
や
記

が
そ
の
ま
ま
心
意
の
強
さ
に
な
る
か
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未来を探す者、
己
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ら
だ
と
思
う

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
対
峙
し
た

に
・立
・ち
・返
・る

と
で
も

お
う
か

だ
か
ら

常
Ｍ
ｏ

ｂ
と
フ
ロ
ア
ボ
ス
を

べ
る
と

後
者
の
場
合
の
方
が
強
く
想

し

更
に
強
い
特
攻
を
得
る

ま
さ
に

手
の
強
さ
に
つ
ら
れ
る
か
の
よ
う
に

 
そ
れ
は
ユ
ウ
キ
自
身
の
確
か
な

み
重
ね

の

物
だ

た

 
同
時

時
の
ユ
ウ
キ
が
内
心
で
ど
れ
だ
け
気
を

て
い
た
か
の
表
れ
で
も
あ
る

 
ラ
ン
や
ア
ス
ナ
ク
ラ
イ
ン
達
が

て
い
る

で
は
な
い

あ
の
世
界
で
命
を

り
死
を

恐
れ
て
い
た
の
は

も
が
同
じ
だ

た

そ
こ
に

は
な
い

 
な
の
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
生
還
者
の
人
間
の
中
で
心
意
を
発
現
し
て
い
る
の
は
ユ
ウ
キ
だ
け

 
カ

デ

ナ
ル
が
オ
ブ
ジ

ク
ト
に
保
存
し
て
い
た
の
は

し
て
い
た
負
と
は
異
な
る

特
異
な
感
情

他
の
人
よ
り
も
確
実
に

カ

デ

ナ
ル
が
ア
バ
タ

に
保
存
し
た
そ
れ
が
多

か

た
と
い
う
証

だ

 
そ
し
て
お
そ
ら
く

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
の
高

者
権
限
を
付
与
さ
れ
た
要
因
で
も
あ
る

 

た
ら
れ
ば

の
話
に
な
る
が

 
仮
に
オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ
が
ロ
グ
イ
ン
し
な
か

た
ら
ユ
イ
や
ス
ト
レ
ア
達
が
目
を
付
け

て
い
た
の
は
彼
女
に
な

て
い
た
だ
ろ
う

高

者
権
限
を

一
付
与
さ
れ
る
存
在
に
も
な

て
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い
た
か
も
し
れ
な
い

 
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル

二
刀
流

を
得
た
の
も

あ
の
世
界
を
終
わ
ら
せ
た
の
も
彼
女
だ

た
か
も

と
思
う

の
は

信
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か

 
と
も
あ
れ
彼
女
に
は
想
い
一
つ
で

郷
に
よ
る
洗

・

に
打
ち
克

た
過
去
が
あ
る

そ

れ
を

え
れ
ば

間
の
中
で
最
初
に
心
意
を
発
現
し
た
こ
と
も
そ
れ
が
強
力
な
闇
特
攻

で
あ
る
こ
と
も
必
然
と

え
る

 
な
に
し
ろ
ユ
ウ
キ
の
心
意
は

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の
日

を

定
す
る
正
の
心
意
だ

 
悲

し
憎
悪
し
絶
望
す
る
負
の

と
は
正
反
対
で
あ
る
以
上
特
攻
を
有
す
る
の
は

然
だ

た

 

紺
の
剣
士
を
見
る

 
今
は

中

 
集

の
最
前
を

り

く
光
を

び
る
黒
剣
で
襲
い
来
る

を
斬
り

せ
て
い
た
彼
女
は

気
力
回
復
に
努
め
る
た
め
か
静
か
に

息
を
取

て
い
た

び
て
い
た
剣
を

に
掛
け
て

む

は
か
つ
て
の
自
分
を
思
い

こ
さ
せ
る

 

間
と

す
る

を
よ
く
見
て
い
た
だ
け
に

し
い
と
思

た
が
す
ぐ
に
そ
う
で
も
な
い
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と
思
い
直
し
た

 
今
の
ユ
ウ
キ
は

立
ち
返

て
い
る

の
だ

 

か
と

え
ど
も

時
の
心
情
を
思
い
出
し
た
な
ら
気
を

り

け
る
の
は

然

し
か
も

明
な
彼
女
の
事
だ
自
身
の
心
意
が
特
に

く
こ
と
も
分
か

て
い
る

な
の
で
一
番
に
剣
を

振
る
お
う
と
も

え
て
い
る
だ
ろ
う

そ
れ
は
ま
る
で
対
外

衝
の
安
定
化
の
た
め
に
絶
剣

と
し
て
名
を

て
い
た
時
の
よ
う
に

 

思
い
返
す
と
ユ
ウ
キ
が
完
全
に
気
を

い
て
い
た
時
を
あ
ま
り
見
た
事
が
な
い

ク
ラ

イ
ン
や
ア
ス
ナ
ア
ル
ゴ
で
さ
え
ホ

ム
や

部

で
は
気
を

く
様
子
を
見
せ
た
と
い
う
の
に

だ 

一

オ
リ
ジ
ナ
ル

手
の
時
を

い
て

 
九
十
九
層
ボ
ス
を

る
時
ユ
ウ
キ
が
想

し
た
の
は

が
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に

属
さ
れ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
と
刃
を
交
え
て
い
た
時
の
事
だ

た

そ
の
戦
い
に
発
展
し
た
の
は

で
二
人
が

お

を
し
て
い
た
時
に
テ

タ

ニ
ア
の
メ
ン
バ

が
ち

か
い
を
掛
け
し
つ
こ
く

し
た
か
ら
で
あ
る

 
そ
れ
は

と
ホ
ロ
ウ
が
生
み
出
さ
れ
た
後
か
ら
ア
ル
ベ
リ
ヒ

ま
で
の

い
期
間
で

き
た
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事 

に

え
が
無
い
と
い
う
事
は
そ
の

い
期
間
の
間
に
二
人
の

が
あ
る
程

進
む

か

が
あ

た
の
だ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

に
は
義
姉
リ

フ

に
よ
る

も
と
い
強

な
意
識

が
あ

た

と

い
た

 
同
じ
よ
う
に
ユ
ウ
キ
に
も

か
が
あ

た
の
だ
ろ
う

 

そ
見

が
つ
い
た

は
息
を

き

ユ
ウ
キ
か
ら

線
を
外
し
た

キ
リ
カ

ど
う
か
し
た
の
で
す
か

 
そ
の
と
き

に

て

し
て
い
た
プ
レ
ミ
ア
が
声
を
掛
け
て
き
た

息
を

い
た
の

を
見
て
気
に
な

た
の
だ
ろ
う

他
に
も
数
人
の

線
が
向
く
の
を
感
じ
た

は
苦

を
浮
か
べ

な
が
ら

に

線
を
向
け
た

少
し

え
事
を
な

え
事

で
す
か

い

た
い

を

ん

色

 

え
て

は
明

を

け
た



 幕間之物語 〜
己

未来を探す者、
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未来を目指す者〜

 
そ
れ
は

現
実
世
界

を
知
ら
な
い
プ
レ
ミ
ア
に
は
説
明
し
に
く
い
か
ら
で
も
あ
り

ま
た

な
不
安
を

か
せ
な
い
た
め
で
も
あ

た

闇

が
プ
レ
ミ
ア
を

ん
で
い
な
い
の
は
二

刀
の

の
お
陰
だ

し
か
し

そ
れ
は
プ
レ
ミ
ア
に

闇

を
形
成
す
る
感
情
の

と
ん
ど

が
無
い
か
ら
で
も
あ
る

共
鳴
す
る
モ
ノ
が
無
い
か
ら

め
な
い
で
い
る
の
だ

 
だ
が
闇

負
の

は
そ
の
名
の

り
負
の
感
情
で
あ
れ
ば

全
て
と
共
鳴
し
得

る
モ
ノ
で
あ
る

 

に
い
ま

き
て
い
る
騒
動
の
中

は

壊
シ
ミ

レ

シ

ン
・
モ
ジ

ル

だ

が

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ク
エ
ス
ト
と
い
う
意
味
で
は

中

は

聖
大
樹
の
巫
女

や

聖

の
女
神

の

を
持
つ
プ
レ
ミ
ア

テ

ア
達
で
あ
る

 
テ

ア
が

に

ま
れ
て
い
る
以
上
プ
レ
ミ
ア
ま
で

ま
れ
て
し
ま
う
の
は

け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

 
な
ま
じ
二

間

ど

常
に
行
動
を
共
に
し
守

て
き
た

手
だ

多
少
な
り
と
も
情
が

く

斬
ら
な
く
て
い
い
よ
う
手
を
回
そ
う
と
す
る
の
は

然
と

え
た

 

多
分

今
が
分
水
嶺
だ
し
な

 
プ
レ
ミ
ア
を
一

し
て
か
ら

は
虚
空
に

線
を
向
け
た
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分
水
嶺

つ
ま
り

聖

の
女
神

が
祈
り
を

る
か

か
の

 
こ
の
城
は
四
つ
あ
る
サ

バ

の
内
プ
レ
ミ
ア
と
テ

ア
が
い
た
サ

バ

と
は
別
の
女
神

が
祈
り
を

た
結
果
再
現
さ
れ
た
も
の
だ

そ
れ
で
も
不
完
全
な
の
は
祈
り
を

た
の
は

一
人
だ
か
ら
だ

も
う
一
人
の
女
神
は
お
そ
ら
く
命
を

と
し
消
滅
し
て
い
る

だ
か
ら
別

サ

バ

の
女
神
で
あ
る
テ

ア
を

闇

が

み

ん
だ

 
し
か
し
テ

ア
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
へ
の

が
あ
り

ま
だ
祈
り
を

に
向
か

て
い
な
い

 
な
ら

は
プ
レ
ミ
ア
を

う
の
が
道
理
だ

最

に
近
付
い
て
い
る
以
上

う
可
能
性
は
高

ま
る
一
方

 
そ
ん
な
中
で
不
必
要
な
不
安
や
恐
れ
を

か
せ
る
の
は
愚
策
な
の
だ

 
そ
し
て

目
下
の
と
こ
ろ

プ
レ
ミ
ア
が

く
だ
ろ
う
不
安
を

え
て

る
な
ら

 

闇

に

ま
れ
た

二
つ
の
姉
妹

テ

ア
の
事
だ
ろ
う

 
プ
レ
ミ
ア
が
ど
う
思

た
か
は
定
か
で
は
な
い

し
か
し
付
き
合
い
が

い
と
は

え
親
近

感
は
あ

た

だ

あ
あ
な

た

を
見
て
不
安
を

か
な
い
と
は
思
え
な
か

た

プ
レ
ミ
ア
こ
そ

を

え
て
る
ん
だ

私
は

テ

ア
の
事
を

え
て
い
ま
し
た
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未来を探す者、
己

未来を目指す者〜

 

へ
の
返

を

い
て

や
は
り
な

と
得
心
す
る

 
ま

た
く
同
じ
と
は

え
な
い
が

か
く

う

も
ア
ル
ベ
リ
ヒ
に
よ

て
作
り
出
さ
れ
て

か
ら

く
は
ア
ル
ベ
リ
ヒ
を
義
姉
リ

フ

と

認
し
て
い
た

記

に
あ
る
義
姉
と
目
の
前

に
い
て
命

す
る
偽
姉
の

が
あ
ま
り
に
違

て
不
安
に

ら
れ
た
事
も
少
な
く
な
か

た

 
い
ま
の
プ
レ
ミ
ア
は

時
の
自
分
に
か
な
り
近
い
心
情
だ
と
予
想
し
て
い
た
が

そ
れ
は

た

て
い
た

だ

キ
リ
カ

テ

ア
は

助
か
る
で
し

う
か

も
ち
ろ
ん
だ

 
返
さ
れ
る
問
い
に

は
ノ

タ
イ
ム
で
そ
う
返
し
て
い
た

 

非
常
に
業

で
複

な
心
境
に
な
る
か
ら

に
は
し
な
い
が

 
セ
ブ
ン
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン

を

期
に
見

き

が
出
な
い
よ
う

達
に
信
頼
と
疑
念
を

に
持
た
せ
て
対

か
ら
外
し

暗
躍
し
て
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
事
だ

に

ま
れ
た
ホ
ロ
ウ
と
対
峙
す
る
事
も

と
気
付
い
て
対

で
き
た
の
だ
か
ら

同

じ
状
況
に
あ
る
テ

ア
を
ど
う
に
も
出
来
な
い
光

が
想
像
つ
か
な
い

テ

ア
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

し
て
い
た

ツ
も
そ
れ
に
気
づ
い
て

る
た
め
に

達
を
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先
に
行
か
せ
た

ツ
に
は
テ

ア
を
助
け
出
す

が
あ

た
と
い
う
事
だ

 
自
身
が
束
ね
残

さ
せ
た
闇
が
原
因
で
あ
あ
な

た
の
だ
か
ら

が

で
も
助
け
出

そ
う
と

力
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

 
逆
に

え
ば

 
そ
ん
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
ら
助
け
出
せ
な
か

た
な
ら
他
の

に
も
不
可
能
だ

た
と
い
う

事
に
な
る

 

も

ツ
も

喪
う
事
を
恐
れ
て
い
る
の
は
同
じ
だ

 
己
に

か克

た
か
ら
こ
そ
そ
の
恐
れ
は

の
よ
り
も
更
に
強
く

ツ
を

り
立
て
る

だ
か
ら

残

た

や
プ
レ
ミ
ア
の
よ
う
に

闇

に

ま
れ
る
可
能
性
の
高
い
存
在
に

不

意
に

不
安
や
後
悔
を

か
せ
な
い
た
め
に

 
無
論
心
意
を
自
在
に
使
え
な
い

達
と
違
い
勝

が
あ

た
か
ら
こ
そ
の
行
動
も
あ
る

だ 

そ
し
て

そ
れ
を

せ
な
か

た
時
の
事
も

私
達
だ
け
先
に
進
ん
で
よ
か

た
の
で
し

う
か

 
そ
の
予
想
を
知

て
か
知
ら
ず
か

プ
レ
ミ
ア
は
そ
ん
な
疑
問
を

に
し
た



 幕間之物語 〜
己

未来を探す者、
己

未来を目指す者〜

 
迷
う
よ
う
な

ぶ
り
だ

た

 

惑

て
い
る
と
分
か
る
声

だ

た

 

に
対
し
て
不
安
を

い
た
か
は
分
か
ら
な
い

 
大
し
て

わ
り
の
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

じ
た
か

 

子
と
は
認
識
し
て
い
る
テ

ア
の
身
を

じ
た
か

 
二
人
の
衝
突
の
行
く

を

じ
た
か

 
あ
る
い
は

 
は
た
ま
た

 
と
も
す
れ
ば

 

と
成
り

高
速
に

き
を
か
け
た

思演

能
力
は

時
に
数
多
の
可
能
性
を
は
じ
き
出

し
た

 
そ
し
て
そ
の
い
ず
れ
も
が
正
解
で

し
か
し
そ
れ
ら
へ
の
返

が
プ
レ
ミ
ア
の
求
め
る

者
で
な
い
事
を

こ
こ
ろ

感
情
で
理
解
し
て
い
た

ど
れ
も
が
プ
レ
ミ
ア
の

く
不
安
の
一
因
で
あ
る
の

は
確
か
だ

 
ど
ん
な

え
を
以
て
も
そ
の
不
安
を
払
う
事
は
出
来
な
い
事
を

は
よ
く
知

て
い
た
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残

た
と
こ
ろ
で

も
出
来
な
か

た

む
し
ろ
残
れ
ば

も
プ
レ
ミ
ア
も
そ
し
て
み
ん

な
も

闇

に

ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う

 
テ

ア
が

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
見
え
た
目
だ

テ

ア
に
と

て

ど
う
で
も
い
い
存

在
と
見
ら
れ
た

達
の
声
や
意

が
届
く
可
能
性
は
ゼ
ロ
に
近
く
む
し
ろ
却

て
解
放
の
成

を
下

か
ね
な
か

た

 
だ
か
ら
あ
の
場
を

す
形
で
先
行
す
る
の
は
間
違
い
で
は
な
か

た
の
だ

 

な
ん
て

こ
ん
な
返

で

得
す
る

が
無
い

 
横
目
で
巫
女
の

を
見
る

彼
女
の
面
持
ち
は
暗
く
ど
こ
か

い

さ

き
の
返

で

得

な
ん
て
こ
れ

ち
も
し
て
い
な
い
事
が
あ
り
あ
り
と
分
か
る
表
情
だ

た

 
然
も
あ
り
な
ん
と
静
か
に
息
を

く

 
現
実
的
に

え
れ
ば

彼
女
の
悩
み
は
無

で
あ
る

 
あ
ら

る
意
味
で
無

と

て
い
い

過
ぎ
去

た
事

で
の
た
ら
れ
ば
は
後
悔
そ
の

も
の

取
り
得
た

の
可
能
性
を
見
る
の
で
は
な
い
取
り
得
な
か

た
可
能
性
に
思
い
を
馳

せ
て
い
る
の
だ

 
そ
れ
は
力
が
あ
れ
ば
生
ま
れ
た
で
あ
ろ
う

の
機
会
だ



 幕間之物語 〜
己

未来を探す者、
己

未来を目指す者〜

 
力
が
無
か

た
か
ら
喪
わ
れ
た
機
会
だ

た

 
そ
の
機
会
を

し

悔
い

悩
む
彼
女
を

し
か
し

は
止
め
る
つ
も
り
は
な
か

た

 

の

生
は
⻘
く
見
え
る

と
い
う

が
あ
る

 
今
の
プ
レ
ミ
ア
に
と

て
す
れ
ば

子
の
テ

ア
を
人

せ
に
す
る
よ
り
も

あ
の
場
に

残

て
助
け
出
す
一
助
に
な

て
い
た
方
が

程
良
か

た
の
だ

だ
か
ら
こ
そ
苦
悩
し
て
い

る 
そ
の
苦
悩
に

は
や
は
り
共
感
を

い
て
い
る

 
と
は

え
形
は
違
う

自
分
が

オ
リ
ジ
ナ
ル

人
間
だ

た
ら

と
い
う

ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
へ

の
悲

だ

 

が
要
因
で
変
わ

た
の
か
も
分
か
ら
な
い

 
そ
し
て

き

と

理
由
な
ん
て
な
い

カ

デ

ナ
ル
に
目
を
付
け
ら
れ
た
事
が
運
の

き
だ

た

ツ
が
人
間
で

や
ホ
ロ

ウ
が

で

そ
う
な

た
事
に
は

郷
の
意

も

カ

デ

ナ
ル
の
意

も

な
か

た 

の
意
識
が

人
間
体
の
ま
ま
だ

た

行
世
界
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
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そ
の
世
界
の
そ
の

人
間

は
最

キ
リ
カ

で
は
な
い
別
人
だ

 

こ
の

え
は

が

己

を
得
よ
う
と
し
て
い
る
証
だ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

ホ
ロ
ウ
と

そ
し
て
自
分

 

れ
も
違
う

を
取
り
違
う
歴
史
を
歩
ん
だ
別
の
存
在
だ

た

そ
の
中
で
も
ホ
ロ
ウ
と

自
分
に
大
差
は
無
い

け
れ
ど

明
確
な
違
う
が
生
ま
れ
て
い
た

 
ホ
ロ
ウ
は

己

を

い
て
い
た

 
負
を
背
負
い

ま
れ
こ
そ
し
た
が
そ
う
な
る
前
に
彼
は
一

己
の
意
地
を

し
た

秋
十

を
殺
す
事
を

び

逆
に
生
か
す
事
を

ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
対
峙
し
た

 
全
て
を
喪

た

達
の
差
異
は
そ
こ
な
の
だ

 
喪

た
と
認
識
す
る
ま
で
に
偽
り
の
姉
と
そ
し
て
本
物
の

間
達
に

護
さ
れ
て
い
た

と

違
い
ホ
ロ
ウ
は
憎
し
み
だ
け
が

り

で

だ
か
ら
こ
そ
変
わ

た

す
べ
て
を
滅

せ
な

く
と
も

せ
め
て
憎
し
み
の
根
源
た
る
存
在
を

つ
事
に
己
の
す
べ
て
を

し
た
の
だ

 
あ
の
と
き

ホ
ロ
ウ
は
正
し
く

人

だ

た
と

は
思
う

 
キ
リ
ト
と
い
う
一
人
の
人
間
か
ら
別
れ
た
別
の
人
間
と
な

た
の
だ

影
法
師
の
よ

う
に
生
き
て
い
た

と
は
全
く
違

た



 幕間之物語 〜
己

未来を探す者、
己

未来を目指す者〜

 

応
の
苦
悩
は
あ

た

だ

家

や

間
そ
の
全
て
を
切
り
捨
て
る
覚
悟
は
容

で
は
な

い

だ
か
ら
こ
そ

は

属
さ
れ
て
い
て
も
自
我
を
取
り

し

抗
え
た
の
だ
か
ら

 
し
か
し

そ
れ
で
も

そ
の
上
で
ホ
ロ
ウ
は
あ
の
道
を
進
ん
だ

 

今
の
プ
レ
ミ
ア
は

そ
れ
に
近
し
い
苦
悩
を

い
て
い
る

 
ど
う
す
れ
ば
よ
か

た
の
か

 

が
足
り
な
か

た
の
か

 
な
に
よ
り

自
身
が

・ど
・う
・し
・た
・か
・

・た
・の
・か

 
た
だ
の
人
形
で
は
あ
り
得
な
い

欲
求

と

を

き

苦
悩
し
て
い
る

 
そ
れ
が
ど
れ

ど
重
要
な
の
か
を

は

か
な
り
と
も
知

て
い
る

 
だ
か
ら
プ
レ
ミ
ア
の
苦
悩
を
止
め
る
気
に
な
ら
な
か

た

 
そ
の
苦
悩
は

不
可
欠
故
に

プ
レ
ミ
ア

い
ま

を

え
て
る

分
か
り
ま
せ
ん

 
静
か
な
問
い
に
対
し

プ
レ
ミ
ア
も
ま
た
小
さ
く

え
た

 
そ
う
か

と

は

い
た
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な
ら

問
い
方
を
変
え
よ
う

・ど
・ん
・な
・未
・来
・を
・求
・め
・る

 

葉
を
変
え

問
い
直
す

 
同
時
内
心
で

は
苦

し
た

ど
ん
な
未
来
を

な
ん
て
そ
ん
な
の
自
分
で
も
分
か

り
か
ね
て
い
る
と
い
う
の
に

ゴ

ル
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い
く
せ
に

を

い
て
い
る
の
か

と

そ
う
思

た

  

ど
ん
な
未
来
を
求
め
る
か

 
キ
リ
カ
に
そ
う
問
わ
れ
た
時
私
は
そ
れ
ま
で
ず

と
グ
ル
グ
ル
回
し
て
い
た
思

が
止
ま

た
事
を
自
覚
し
た

闇
に

ま
れ
こ
わ
く
な

て
い
た
テ

ア
の

が

に

れ
て
い

た

 
代
わ
り
に

浮
か
ん
だ
情

が
あ

た

 
そ
れ
は
キ
リ
カ
と
出
会

て
か
ら
の
日

だ

た

 
そ
れ
は

間
を
得
て
か
ら
の

日
だ

た

 
目
ま
ぐ
る
し
く
大
変
で

し
く
て

で
も

の

が
い

い
に
な
る
記

だ

た



 幕間之物語 〜
己

未来を探す者、
己

未来を目指す者〜

い
つ
も
の

日
を

 
そ
の

葉
は

と
く
べ
つ
意
識
し
た
も
の
で
は
な
か

た

 
で
も

き

と
私
が
持
つ
願
い
を

し
た

す
べ
て
だ

た

 
虚
空
を
見
て
い
た
少
年
が

る
り
と

線
を
向
け
て
き
た

 
そ
の
目
が
伝
え
て
く
る
の
は

な
ん
だ
ろ
う

私
の
知
ら
な
い

か
を
向
け
て
き
て
い
た

喜
び
の
よ
う
な

き
の
よ
う
な
そ
ん
な
目
を
見
返
し
な
が
ら
私
は
ま
た

を
動
か
し
て
い

た
静
か
に

平
穏
で

み
ん
な
が
い
る

日
を

私
は
求
め
ま
す

 

葉
に
紡
ぐ
と
な
ん
て
あ
り
き
た
り
で
面
白
味
の
な
い
願
望
だ
ろ
う
と
思

た

す
る
と

そ
れ
ま
で
グ
ル
グ
ル
回

て
い
た
悩
み
が

く
小
さ
な
も
の
に
思
え
た

 

小
さ
く
て

た
り
前
だ

 

だ

て

私
も
テ

ア
も

世
界
に

べ
れ
ば
ち

け
な
ん
だ
か
ら

 
な

小
さ
く
思
え
た
の
か

そ
の
理
由
が
す
ぐ
に
分
か

て
し
ま

た

 
世
界
を
背
負
い
多
く
の
人
を
救

た
一
人
ら
し
い
少
年
か
ら
思
わ
ず
目
を

ら
す

大
き
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な
も
の

少
な
く
と
も

キ
リ
カ
は
自
分
よ
り
は
大
き
い
存
在
だ

た

そ
う
か

 
そ
ん
な
彼
が

み

め
る
よ
う
な

み

む
よ
う
な
声

で

た

認
め
る
よ
う
な

葉
だ

た

 

ら
し
た

線
を

再
び
向
け
る

 

キ
リ
カ
は

や
は
り
虚
空
を
見
つ
め
て
い
た

 
た
だ
そ
の
面
持
ち
は
穏
や
か
だ

た

さ

き
ま
で
の

か
を

え
る
よ
う
な
表
情
で
は
な

く
な

て
い
た

か
に

み
す
ら
浮
か
べ
て
い
た

 
彼
は
一
つ

い
た
後

そ
れ
以
上

か
を

う

振
り
を
見
せ
な
か

た

 
私
も
先
の

い
ら応

え
に

を

ま
せ

を
思

た
か
を

問
い
た
だ
す
事
は
し
な
か

た

 
で
も

た
だ

な
ん
と
な
く

だ
が

 

ん
の
少
し
だ
け

彼
に
認
め
ら
れ
た
気
が
し
た



 幕間之物語 〜
己

未来を探す者、
己

未来を目指す者〜

  
・
ユ
ウ
キ

 

か
つ
て

に
立
ち
返

た
少
女

 
他
者
を
信
じ
ず
姉
の
剣
と
し
て
在

た
絶
剣
と
し
て
の
負
の

面

見
方
を
変
え
れ
ば

そ
う
な
る

ど
大
切
な
も
の
が
あ
り

守
ろ
う
と
し
て
い
た
覚
悟
で
も
あ
る

 
立
ち
返

て
い
る
の
は
そ
れ
が
最
も
強
い
時

 

じ

ら
れ
る
想
い
を
正
し

己
を
取
り

し
た
あ
の

間

 

者
に
も
認
め
ら
れ
た
意

の
強
さ
が
再
び
息
を
吹
き
返
す

  
・
キ
リ
カ

 
全
て
を
喪

た
者

 
他
者
を

り

に
し
て
い
た
た
め

と
し
て
別
人
に
な

て
か
ら
は
そ
れ
ま
で
の
強
さ
を

喪

て
い
た

そ
れ
は
つ
ま
り
キ
リ
ト
で
あ

た

に
未
練
を

き

し
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る

 
あ
れ
か
ら
一
年
が
経

た
今

キ
リ
カ
は

キ
リ
カ

と
し
て
自
己
を

き

歩
み
始
め
た
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再
臨
し
た
浮
遊
城
に

く
も
の
が
未
練
で
あ
る
と
す
れ
ば

 
プ
レ
ミ
ア
を
守
る
事
は

キ
リ
カ

と
し
て
の
想
い
に
他
な
ら
な
い

 
ど
こ
ま
で
い

て
も
行
動
原
理
は
他
者
に
あ
る

 
そ
れ
は
ま
る
で

別
の
自
身
と
は
違
う
と

う
か
の
よ
う
で
あ
る

  
・
プ
レ
ミ
ア

 
一
か
ら
学
ん
だ
巫
女

 
キ
リ
カ
達
と
の
日

を
大
切
に
想
う
故
に

闇

に

ま
れ
な
い
で
い
る
少
女

 
求
め
る
の
は
静
か
で

平
穏
で

間
達
と
過
ご
す
い
つ
も
の

日

 
プ
レ
ミ
ア
は
キ
リ
カ
達
を
取
り

く
状
況
を
知
ら
な
い

無
知
故
に
無

で
あ
り
無

だ
か

ら
こ
そ

子
の
よ
う
な

な
思

を
持
つ

 

だ
か
ら
こ
そ

キ
リ
カ
と
彼
女
は

か
れ
合
う

 

く
未
来
は

た
り
前
の
よ
う
に

い
た



 第四十五章 〜金木犀のこころ〜

 
第
四
十
五
章
 

金
木
犀
の
こ
こ
ろ

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
幕
間
に
し
よ
う
か
迷

た
け
ど

内
容
的
に
本
編
に
な

た
お
話

 

点

ア
リ
ス

 

数

約
八
千

 
ア
リ
ス

点
だ
と
い
つ
も
そ
う
で
す
が
今
話
は

更
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
の
要

載
な

の
で

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ

ｓ
ｙ
ｏ
ｓ
ｅ
ｔ
ｕ
ｏ
ｒ
ｇ
ｎ
ｏ
ｖ
ｅ
ｌ
１
０
０

１

４
０

ｈ

ｔ
ｍ
ｌ

 
を

み
返
す
こ
と
推

で
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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昏
い
闇
に

ま
れ
た
テ

ア
を
キ
リ
ト
に

せ
る
形
で
先
に
進
ん
だ
私
達
は
最

に
至
る
ま

で
の
道
中
で
や
は
り
闇
に

さ
れ
た
多
く
の
モ
ン
ス
タ

と
戦
う
事
に
な

た

 
彼
ら
の
動
き
は
と
て
も
⺠
間
人
と
は
思
え
な
い

ど

さ
れ
て
い
た

 
彼
ら
が

シ
ス
テ
ム

と
呼
ぶ
理
で
複
数
人
で

パ

テ隊
を
組
ん
で
い
る
事
は
分
か

て
い
る

 
第
一

隊
は
隊
⻑
に
キ
リ
カ
を

え

ユ
イ

ス
ト
レ
ア

プ
レ
ミ
ア

リ

フ

キ
ズ
メ

ル
が
加
わ

て
い
る

仮
で
は
あ
る
が

一
応
私
も
こ
こ
に

を

い
て
は
い
る

 
第
二

隊
は
ア
ス
ナ
が
隊
⻑
を
務
め

ラ
ン

ユ
ウ
キ

サ
チ

リ

フ

シ
ノ
ン
が
後
に

く

こ
こ
に
キ
リ
ト
が

た
の
で
最
大
人
数
に
一
人
達
し
て
い
な
い
状

だ

 
第
三

隊
は
ク
ラ
イ
ン
が
隊
⻑
で
エ
ギ
ル
リ
ズ
ベ

ト
シ
リ
カ
レ
イ
ン
フ

リ
ア

ア
ル
ゴ
の
最
大
人
数

 
こ
の
二
十
人
が
現
状
の
戦
力

レ
イ
ド

と
い
う

隊
を
複
数
合
わ
せ
た

で
見
て
も

分
に
も

た
な
い
数
ら
し
い
が

そ
れ
で
も

こ
の
一

は
揺
る
ぎ
も
せ
ず

へ

へ
と
突
き
進
む

 
こ
の
一

は
い
ま

キ
リ
カ
を

に

ま

て
い
た
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そ
の
光

が

私
に
は
尊
く

し
い
も
の
に
見
え
た

 

さ
れ
て
間
も
な
い
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が
自
身
が

属
す
る
整
合
騎
士

あ
る
い

は
四

国
の
軍
で

こ
れ

ど

の
取
れ
た
集

を
私
は
知
ら
な
い

 
整
合
騎
士
に

し
て
は

務
や
能
力
に

因
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る

我
ら
は
創
世
神
よ
り

た
強
大
な
力
が
あ
る
た
め

務
に

し
て
複
数
人
で
向
か
う
事
が
あ
ま
り
無
い

凶

な
魔
獣

や
ダ

ク
テ
リ
ト
リ

の

入
を

ぐ

務
も
原

一
人
で
務
め
る
事
に
な

て
い
る

神

器
を
持

て
い
る
な
ら
実
力
も
高
い
と

え
る
わ
け
で
整
合
騎
士
が
共
闘
す
る
事

は

無
に

し
い
の
だ

 
だ
か
ら
神
器
を
持
つ
上

騎
士
は
複
数
で
戦
わ
な
い

複
数
で

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

手
が

そ
れ
ま
で

い
な
か

た
か
ら

 
四

国
の
軍
に

し
て
は
話
が
別
だ

 
彼
ら
は
整
合
騎
士
の
よ
う
な
強
大
な
力
を
持
た
ず

ま
た
神
器
と
呼
べ
る
物
も
持

て
い
な

い

秘
宝
や
家
宝
と
し
て
由
緒
正
し
い

以
を
飾

て
い
る
が
実

は
大
し
た
も
の
で
な
い
事

が

と
ん
ど
だ

 

国
の

の

に
つ
い
て
は
修
道
士
か
ら
も

い
て
い
る

と
の

わ
り
を
禁
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じ
ら
れ
て
い
て
も
整
合
騎
士
の

に
届
く

ど

そ
の

の
者
が
多
く
務
め
る
軍
が
ま
と
も

に
機
能
し
て
い
る

が
無
い

正
に

合
の

と
い
う
に

応
し
い
有
様
と

い
て
い
た

 
明
確
に
強
大
な

が
い
な
い
か
ら
こ
そ
喪
わ
れ
た

し
さ

 
そ
れ
を

彼
ら
は
持

て
い
た

 

魔
物
の
波
を

り
越
え

更
に

ま
で
進
む
と

突
に
魔
物
の
襲
撃
が
収
ま

た

 
進
行
方
向
に
は
地
面
と

直
に

え
る

が
あ
り
そ
こ
に
⻘
く
明
滅
す
る
紋
様
が
浮
か
ん
で

い
た

恐
ら
く
そ
れ
が
最

に

く
転

だ
と
い
う

 
私
達
は
決
戦
へ

く
前
に

を
取
る
こ
と
に
な
り
私
は
こ
の
一

か
ら
や
や

離
を
取

て
地
面
に

た

 

の
光

は
キ
リ
ト
と
別
れ
た

り
と
は
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し
て
い
る

こ
れ
ま
で
は
そ

こ
ら
中
が
吹
き

け
の
よ
う
に
な

て
い
た
が

の
方
は
⻘
黒
い

が
そ
こ
ら
中
を

て
一

種
の

と
化
し
て
い
る

こ
こ
へ
突
入
す
る
時
に

た
入

に
あ

た
も
の
と
同
じ

だ

か
に
光

を
持
ち
つ
つ
も
ど
こ
ま
で
も
光
を

み

む
よ
う
な
見
た
目
故
か
広
間
は

暗
く
見
え
る

不
思
議
な
こ
と
に
光
源
が
な
い

な
の
に
暗
闇
に

ま
れ
な
い
し
か
と

て
外
の
よ
う
に
明
る
く
も
な
い
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こ
の
世
界
の
人
も
物
も

も
か
も
が
自
分
の
常
識
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
と
再

実
感
す
る

思
い
だ

ア
リ
ス

大

シ
ノ
ン

え
え

私
は
問

あ
り
ま
せ
ん

そ
う

 
そ
う
物
思
い
に

て
い
る
と
⻑
弓
を

に
掛
け
る
シ
ノ
ン
が
話
し
か
け
て
き
た

に
来

た
彼
女
は

を
下
ろ
し

こ
ち
ら
の

を

て
く
る

 
黒
い

と
黒
い
髪
の
少
女
の

か
ら
不
安
の
色
は
見
て
取
れ
な
い

 

そ
の

線
か
ら

れ
る
よ
う
に

私
は

線
を

に
向
け
た

 
さ

き
よ
り
も
意
識
し
て
い
る
の
か
三

五

思
い
思
い
に

息
を
取
る
面

の
表
情
を
強

く
認
識
す
る

戦
術

武

の

整
を
話
し
合
う
者
ば
か
り
で

も
が

極
的
に
事
に

臨
ん
で
い
る
様
子
だ

た

あ
な
た
達
は

強
い
の
で
す
ね

 

と

か
ら
突
い
て
出
た
の
は

シ
ノ
ン
達
へ
の

の

葉
だ

た

 

絡
が
な
か

た
の
で
シ
ノ
ン
は

然
の
反
応
と
し
て

し

に

を

る

思
わ
ず
苦
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を
滲
ま
せ
る
と
私
は

に

る
シ
ノ
ン
に
初
め
て

線
を
返
し
た

私
の
世
界
に
こ
れ

ど
の

の
戦
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

獣
や
魔
獣
を

つ
の
は
自

や
軍
の

目

人
の

み
に

の
大
き
い
存
在
は
我

整
合
騎
士
が
打

て
出
て
い
ま
し

た

だ
か
ら
平
⺠
は
剣
を
持
つ
事
も
な
く

そ
の
生

を
終
え
る
事
が

ど
な
の
で
す

 

裏
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は

⻯
の
背
に

り
人
界
を

び
回

た

務
の
日

の
者

に

わ
る
機
会
こ
そ
少
な
か

た
が

遠
目
か
ら
で
も
そ
の

み
を
見
る
事
は
あ

た

 
そ
の
時
の
私
は

そ
の
光

を
守
ら
な
け
れ
ば
と
思

た

 
そ
れ
は
整
合
騎
士
と
し
て
の
自
負
で
あ
り
弱
き
者
を
守
る
べ
き
と
い
う

理
観
に
よ
る
も
の

だ 

逆
に

え
ば

弱
き
者
が
剣
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
と
思

て
い
た

 
そ
れ
は
整
合
騎
士
が
そ
の

目
を
十
分
に
果
た
せ
て
い
な
い
証

に
な
る
か
ら
だ

 
弱
き
者
が
前
線
に

て
も
無

死
に
な
る
か
ら

と
い
う
の
は

り
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か

み
ん
な
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

少
な
く
と
も
私
は

強
く
な
い
わ

 
私
の
発

に
シ
ノ
ン
は
小
さ
く
息
を

き
な
が
ら
そ
う

た

こ
の
城
に
も
う
一

来
る
事
に
な
る
な
ん
て
予
想
だ
に
し
て
な
か

た

出
来
れ
ば
来
た
く
な
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か

た

と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
よ

な
ら

な

 
無
理
に
来
ず
と
も
そ
れ
を

め
る
者
は

な
い
で
し

う
に

よ

私
が

強
く
あ
ろ
う
と
思
う
か
ら

 

を
見
れ
ば
彼
女
は
わ
ず
か
に

い
て
い
た

た

を

え
る
よ
う
に
し
て

る
彼
女

は
ぎ

と

を

む

き

と
一

で
も

れ
ば
私
は
ず

と

け
る
事
に
な
る

そ
の
方
が
私
は
怖
い

の

そ
れ
に

 
そ
こ
で
彼
女
は

葉
を
止
め

線
を
彼
方
に
向
け
る

そ
の
先
を
追
え
ば
そ
こ
に
は
プ
レ

ミ
ア
と

ん
で

る
キ
リ
カ
の

が
あ

た

こ
こ
に
来
る
の
を
最
も
恐
れ
て
い
る
の
は

私
じ

な
い
か
ら

そ
れ
は

キ
リ
カ
の
事
で
す
か

キ
リ
ト
も

ね

 
問
い
を
投

る
と

彼
女
は

と

み
を
零
し
な
が
ら

た

そ
う
い
う
弱

自
覚
し
て
い
な
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
二
人
は

た
い
に

に
し

な
い

で
も
本
心
で
は
そ
う
思

て
る

な
の
よ

あ
の
世
界
で
人
の
た
め
に
戦

て
そ
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し
て
も

と
も
人
の
死
に
見
舞
わ
れ
た
人
だ
か
ら

人
の

死

 
オ
ウ
ム
返
し
に

い
た
私
は

再

線
を
キ
リ
カ
へ
向
け
る

 
彼
は
キ
リ
ト
と

中
ま
で
は
同
じ
記

と
経
験
を
持
つ
と
い
う

キ
リ
ト
と
別
た
れ
て

シ

ノ
ン
が
彼
を
そ
う

し
た
と
い
う
事
は
別
た
れ
る
前
か
ら

な
数
の
死
に
触
れ
て
き
た

と
い
う
事
だ

 

そ
の
心
境
が

私
に
は
想
像
も
つ
か
な
い

 
実
感
が

か
な
い

と
い
う
表
現
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い

 

念
と
し
て
も

理

と
し
て
も
知

て
い
る
が

私
は
そ
れ
を
体
験
し
た
事
が
な
か

た

整
合
騎
士
と
し
て

さ
れ
て
か
ら
二
年
の
間
身
近
な
者
が
命
を

と
し
た
事
は
無
か

た
か

ら
だ

そ
も
そ
も
人
界
に

け
る
人
の
死
は

や

死
自
然
災

そ
し
て

獣
に
襲
わ
れ

る
な
ど
の

の
み

 
人
同
士
の
争
い
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
以
上

私
が
知
り
得
る

も
な
い
心
境
だ

た

 

達
の

 

が

 
い
つ

 
命
を

ん
じ
た

 

と

裏
に

数

前
の
キ
リ
カ
の
怒
声
が

る

さ

ば

と
い
う
物
の
数
だ
け
存
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在
し
た
こ
の
世
界
の
命

そ
れ
を
キ
リ
ト
や
キ
リ
カ
ら
も

ん
じ
て
い
る
と
思

た
時
に
ぶ
つ
け

ら
れ
た

キ
リ
カ
の

葉
だ

 
あ
の

葉
は
果
た
し
て

オ
モ
テ
の
者

キ
リ
ト
と
し
て
か

ウ
ラ
の
者

キ
リ
カ
と
し
て
か

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
プ
レ
ミ
ア
や
テ

ア
を
助
け
い
ま
も
無

な
ウ

ラ
仮
想
世
界
の
者
達
を
守
る

た
め
に
浮
遊
城
の

を

ご
う
と
動
い
て
い
る
彼
ら
の
行
動
は
真
実
命
を
重
ん
じ
る
想
い
に

よ
る
も
の
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
が
経
験
し
た
と
い
う
人
の
死
の
重
み
が

に
想
像
で
き
な
く
な
る

ぶ

ち

け
た
話

今
回
の
出
来
事
は
本
来

私
達
が
対
応
し
な
く
て
も
い
い
事
よ

 
私
が
未
知
の
心
境
人
の
死
の
重
み
に
つ
い
て
思

し
て
い
る
と
シ
ノ
ン
が
お
も
む
ろ
に
話

を
変
え
た

そ
れ
に
興
味
を

か
れ
た
私
は
思

を
中
断
し
た

そ
う
な
の
で
す
か

 

く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

事

解
決
に
は
キ
リ
ト
が

す
る
取
り

決
め
が

さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
で
す
が

そ
れ
は
間
違
い
で
は
な
い
け
ど
そ
も
そ
も
あ
ん
な
年

も
い
か
な
い
子
を
一
番
に

か
せ

る
の
は
お
か
し
い
と
思
わ
な
い

確
か
に
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や
や
剣

な
シ
ノ
ン
の

気
に
圧
さ
れ
な
が
ら

く

 
実

彼
女
の

う
と
お
り
だ

こ
の
場
に
い
る
面

の
中
で
も

を
越
え
て
い
る
者
は
エ

ギ
ル

ク
ラ
イ
ン
の
二
名
の
み
で

他
は
全

年

も
い
か
な
い

キ
リ
カ
と

少
年
少
女

シ
ノ
ン
達

補

助
と
し
て
大
人
も
手
伝

て
い
る
の
は
知

て
い
る
が
そ
れ
も
数
名
の
み

 
一
つ
の
世
界
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
に

あ
ま
り
に
大
人
の

入
が
少
な
す
ぎ
る

 
彼
ら
に
と

て
肉
体
が
あ
る
の
は

オ
モ
テ

現
実
世
界

テ

ア
を
殺
め
よ
う
と
し
て
い
た
者
達
が

い
た
よ
う
に
実
生
活
の
な
い

ウ

ラ
仮
想
世
界
で
あ
る
こ
ち
ら
が
ど
う
な
ろ
う
と
気
に
し
な
い
者

が
多
い
の
だ
ろ
う

キ
リ
ト
や
シ
ノ
ン
達
が

外
と
い
う
だ
け
か
も
し
れ
な
い

 
と
は

え

そ
れ
で
も

確
か
に
お
か
し
い

 
人
界
の

で

え
れ
ば
魔
獣
の

れ
に
整
合
騎
士
や

の
衛
士
隊
が
動
か
ず

い
子

だ
け
に

し
付
け
て
い
る
状
況

そ
れ
は
あ
ま
り
に
異
常
だ

ま
つ
り
ご
とや
こ
ち
ら
の

仮
想
世
界
に

す
る
天

に

わ

て
い
る
者
達
が
動
い
て
い
な
い

そ
う

オ
リ
ジ
ン
と
い
う
世
界
を
創

た
の
は

の
直

機

な
の
に
全
然
対

に

動
い
て
い
な
い

本
体
も
動
こ
う
と
し
な
い

そ
れ
だ
け
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

て
い
う
の

は

け
ら
れ
て
る

キ
リ
ト
は
そ
れ
を

し
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
な
の
よ

特
に
今
回
は
そ
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う
な
る
よ
う

め
ら
れ
た

 
そ
こ
で
彼
女
は

に
掛
け
て
い
た
弓
を
強
く
握

た

の
持
ち
手
が
ギ
チ
リ
と

を
立
て

る

静
か
に
怒
り
を
滲
ま
せ
る
彼
女
の

は
歪
ん
で
い
て

食
い
し
ば
ら
れ
た
⻭
が
見
え
た

 

線
は
虚
空
に
向
け
ら
れ
て
い
た

き

と
彼
女
の
眼
に
は

と

え
る

か
が

え

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
少
し
し
て

と
彼
女
の
目
か
ら
険
が
取
れ
た

そ
ん
な
状
況
に
な

て
彼
ら
に
だ
け
行
か
せ
る

に
も
い
か
な
い

だ
か
ら
私
や
ユ
ウ
キ
達

は
一
緒
に
こ
こ
に
来
た
の

彼
ら
の

え
に
な
る
た
め
に

そ
う
で
す
か

 

し
い
ま
な
ざ
し
で
キ
リ
カ
を
見
つ
め
る
シ
ノ
ン
に
私
は
そ
れ
以
上
の

葉
を
紡

な
か

た 

彼
女
達
が
キ
リ
ト
と
恋

で
あ
る
事
は
知

て
い
る

 
そ
ん
な
彼
女
達
は
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
は
別
の
人
間
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

一
時
期
は
苦

悩
し
た
ら
し
い
が
キ
リ
ト
達
の

り
合
い
の
付
け
方
に
彼
女
達
も

い
ど
う
に
か
解
決
し
た

ら
し
い
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だ
か
ら
彼
女
達
の
想
い
人
は
キ
リ
カ
で
は
な
い

 
し
か
し
彼
女
ら
は

キ
リ
カ
を

え
た
い
と
思

て
い
る

 

複

な
心
情
だ
と

私
は
理
解
す
る
の
に
苦
し
ん
だ

 
き

と
そ
れ
は
キ
リ
カ
が
キ
リ
ト
か
ら
別
た
れ
る
前
を
知
ら
な
い
か
ら
だ

私
か
ら
す
れ
ば

キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
の
二
人
が
別
人
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が

然
だ
が
彼
女
ら
は
そ
う
で
は
な

か

た

そ
れ
故
の
懊
悩
を
私
が
知
る
由
も
な
い

だ
か
ら
分
か
ら
な
い

 

分
か
る
事
は

や
は
り

や
は
り

シ
ノ
ン
達
は
強
い
で
す
よ

 
最
初
に
思

た

そ
の
事
実

 
私
の

葉
に
シ
ノ
ン
は

と
も

え
な
い
面
持
ち
に
な

た

そ
う

か
し
ら

え
え

あ
な
た
達
の
よ
う
に
心
の
強
い
人
を

間
に
持

た
彼
ら
は

分
な
果
報
者
で
す

 

い
な
が
ら

裏
に
あ
る
光

を
思
い
浮
か
べ
る

 
そ
れ
は
私
の
世
界
の
出
来
事

人
と
し
て

行
す
る
に
あ
た
り

を
会
わ
せ
た

キ
リ
ト

と

そ
の

り
の
者
達
の
様
子
だ
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人
を
殺
め
た
と
い
う
の
に
禁
忌
目
録
を

し
た
と
い
う
の
に
動
揺
が
見
て
取
れ
な
い

い

少
年

そ
の
彼
を
慮
る
よ
う
に
表
情
を
歪
め
て
い
た
⻘

の
⻘
年
と

色
の
制

に
身
を

む

二
人
の
少
女

 

時
は
理
解
で
き
な
か

た

人
を
殺
め
法
を

し
た
少
年
に
対
し
な

慮
る
よ
う
な

を
取
れ
る
の
か

 
だ
が

今
は

 
今
な
ら

そ
の
気
持
ち
が
分
か
る
気
が
し
た

 
だ
か
ら
こ
そ

気
に
掛
か
る

 

私
の
世
界
に
い
た
お
前
は

い

た
い

を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
す

 
あ
の

キ
リ
ト

が

の
た
め
に
法
を

し
た
の
か

の
た
め
に

命
を
奪

た
の
か

 

を

守
ろ
う
と
し
た
の
か

 

守
る
べ
き
法

乱
す
べ
き
で
な
い

序
よ
り
も

を

先
し
た
の
で
す
か

 
彼
が
安
住
の
地
と
呼
ぶ
家
の
前
で
彼
が
語

て
い
た
事
を
思
い
出
す

決
し
て
⻑
く
な

い
や
り
取
り
の
中
に

真
実
が
あ
る
気
が
し
た

 

目
に

み
が

る
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ま
た
だ

五
つ
目
の
聖

を
回
収
し
に
行
く
道
中
で
も
覚
え
た
こ
の

み

 
あ
の
時
は
整
合
騎
士
に
い
る

と
あ
る
二
人
組
の
少
女
の
経
歴
に
疑
問
を
覚
え
て
い
た

 
そ
し
て
今
は
キ
リ
ト
が

し
た
罪
と
そ
の

非
に
つ
い
て
悩
ん
だ
か
ら

て
い
る

か
と

え
ど
彼
の

動
が
正
し
い
と

逆
説
的
に
法
に

た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
と
思

た
か
ら

 
だ
か
ら
私
は

こ
の

み
の
原
因
を
確
信
し
て
い
る

 
最
高

様
だ

 

を
思

て
か
整
合
騎
士
を
天
界
よ
り

し
た
最
高

様
は

目
に

ら
か
の

を

め
た
の
だ

 
目
的
は

お
そ
ら
く

 
辻
褄
の
合
わ
な
い
事
実
へ
の
思

を

ぐ

 
そ
こ
ま
で

え
た
時

目
の

み
は

感
を

た

へ
と
至

た

を

か

れ
た
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る

ど
の

常
な
ら
ざ
る

み
に

き
を
上

て
し
ま
う

 

然

で

し
て
い
た
者
達
も
こ
ち
ら
に
気
付
く
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紅
に

ま

た

界
の
中
で
以
前
も
見
た
不
可
解
な
神
聖
語
が
回

て
い
て
そ
の
向
こ
う

に

け
寄

て
く
る
者
達
の

が

た

ア
リ
ス

ど
う
し
た
の
よ

 
し

か
り

 
一
番
に

じ
る
声
を
掛
け
て
き
た
の
は

で
語
ら

て
い
た
シ
ノ
ン
だ

彼
女
が
声
を
掛
け

た
か
ら
か
他
の
面

は

て
い
る

 
そ
れ
で
も

動
揺
し

こ
ち
ら
を

じ
る
表
情
は
そ
の
ま
ま
だ

だ

大

で
す

こ
の

み
は

に

経
験
済
み
で
す

だ
か
ら

て

 
そ
ん
な
彼
女
ら
を
心
配
さ
せ
ま
い
と

そ
う
振
る
舞

た
の
だ
が

 
や
は
り
紅
く
光
る

眼
と
苦

に
歪
ん
だ
表
情
の
せ
い
か
そ
れ
は
失

に
終
わ

た
よ
う

だ

た

却

て

に
心
配
さ
せ
て
し
ま

た

 
け
れ
ど

そ
れ
で
も
彼
女
達
に
出
来
る
事
は
無
い

 
こ
の

み
は
人
界
の
在
り
方
に
疑
問
を

け
ば

さ
れ
る
も
の

 

に
来
る
前
な
ら

す
ぐ
忘
れ
た
で
あ
ろ
う
疑
問
だ

 
け
れ
ど
私
は
別
の
世
界
の
理
を
知

た

そ
こ
に
生
き
る
人

の
在
り
方
を
知

た

だ
か
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ら
疑
問
を

き

み
を
覚
え
た

 
私
の

す
べ
て

常
識
は

キ
リ
ト

の
在
り
方
を
知

て
か
ら
変
わ

た

 
こ
の
疑
問
か
ら
完
全
に
意
識
を

ら
す
事
は
も
う
出
来
な
い

こ
の
世
界
で
知

た
全
て
を

忘
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ど
克
明
に
浮
か
ん
で
し
ま

て
い
る

 
世
界
が
違
え
ど
そ
こ
に
生
き
る

人

に
違
い
は
無
い

な
の
だ

特
に
キ
リ
ト
達
は
こ
の

ウ

ラ
仮
想
世
界
を
生
き
る
者
に
も
命
が
あ
る
と
し

対

な

し
方
を
し
て
い
る

異
界
人
で
あ
る

私
に
す
ら

 
だ
か
ら

分
か

て
し
ま
う

 
私
の
世
界
の

キ
リ
ト

と

こ
の
世
界
の

キ
リ
ト

は
恐
ら
く
同
じ
だ
と

同
じ
だ
か
ら

こ
そ

人
界
し
か
知
ら
な
か

た
私
の
理
解
が

ば
な
か

た
の
だ
と

み
ん
な

ど
う
し
た

 

が
あ

た

キ
リ
ト

 
そ
こ
で

を
持
し
て
と

う
べ
き
か

よ
く
キ
リ
ト
が
追
い
付
い
た

 
彼
の

ら
に
は

の
色
が

の
⻘
に

た
が
育

た

体
と
銀
の
髪
は
そ
の
ま
ま
の
テ

ア
が
い
た

得
も
知
れ
ぬ
感

と
共
に

み
が
零
れ
た
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お
前
は

す
べ
き
事
を

し
た
の
で
す
ね

ア
リ
ス

そ
の

眼

 
私
の
目
を
見
て

以
前
気
絶
し
た
時
に
立
ち
会

た
彼
は
険
し
い
面
持
ち
に
な

た

す
ぐ

に

も

え
る
な

深
呼

し
ろ
と

以
前
と
同
じ
事
を

て
く
る

 
だ
が

今
回
も

私
は
そ
れ
に

わ
な
か

た

 
同
時
に

み
が
増
そ
う
と
も
意
識
を
手
放
す
気
も
無
か

た

あ
る
種
の
覚
悟
と
共
に
気

を
繋
い
で
い
た

 
力
の

け
た
体
に

を
打
つ
よ
う
に

く
り
と
持
ち
上

た

手
で
キ
リ
ト
の
華

な

を

む

ぐ

と
近
寄

た
少
年
の

を

き

む
よ
う
な

勢
で

私
は

を
開
い
た

キ
リ
ト

お
前
は

お
前
な
ら
こ
の

み
に
つ
い
て

か
知

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か

は

い
き
な
り

を

 

突
な
問
い
に

彼
も
さ
す
が
に

気
に
取
ら
れ
て
い
た

 
だ
が
そ
れ
で
も
一

彼
の

に
思

の
色
が
浮
か
ん
だ
の
を
私
は
見

さ
な
か

た

か
知

て
い
る

あ
る
い
は

か
し
ら
気
付
い
た
事
が
あ
る
と
強

な
確
信
を

く
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え
な
さ
い

お
前
が

知

た
事
を

も
う
私
は
人
界
の

最
高

様
へ
の
疑
念
か
ら

目
を
背
け
ら
れ
な
い

 
私
の

の
よ
う
な
請
願
に

少
年
が
目
を

り

苦
し

に
表
情
を
歪
め
た

 
彼
が
知

た
真
実
を
求
め
た

に

私
の
身
に

が

き
る
か
は
分
か
ら
な
い

 
良
く
て

眼
の
破
裂

 
最
悪

魂
の
破
損

つ
ま
り
は
死
か

 
ど
れ
で
も
よ
か

た

 
確
か
な
の
は
最

こ
の
苦
悩
に

ら
か
の

え
を
出
さ
な
け
れ
ば
騎
士
の
務
め
は
果
た
せ

な
い
と
い
う
事
だ

 

こ
れ
ま
で

最
高

様
を
信
じ
て
い
た

 
い
や
そ
れ
は
正
確
で
は
な
い

密
に
は

れ
て
い
た

あ
ら

る
光
を

ね
返
す

の
よ

う
な
銀
の

そ
れ
に
見

え
ら
れ
た
時
か
ら
私
は

れ
た

お

葉
の
一
片
た
り
と
も
疑

わ
ず

全
て
を

て
使
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ん
だ
の
だ

 
故
に

人
界
に

た

の
私
は

思

止
に

た
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天
界
か
ら

さ
れ
た

で
も
な
い
修
道
士
の
少
女
二
人
が

整
合
騎
士
に
な

た
事
も

 

キ
リ
ト

が
人
を
殺
め
た
時

故
と
思
わ
な
か

た
の
も

 
事
の

非
へ
の
思

を
放

し
て
い
た

最
高

様
の
判
断
を
そ
の
下
に
創
ら
れ
た
禁
忌

目
録
のさ

だ
め法

を
絶
対

し
た

 

そ
れ
が

り
だ

た
と
今
な
ら
わ
か
る

 
私
達
が
し
て
き
た
事
が

り
だ

た
と
ま
で
は

わ
な
い

人
界
の
平
和
は
そ
れ
故
に
保
た

れ
て
き
た
も
の
で
も
あ

た

 
そ
れ
で
も

整
合
騎
士
に
も
正
義
が
あ
る
よ
う
に

人
界
と
同
じ
義
に
反
し
て
い
る
キ
リ
ト

を

ヒ

ス
ク
リ
フ
達
が
悪
と
判
じ
な
が
ら
も
正
義
と
認
め
た
よ
う
に

 
正
義
と
は

決
し
て
一
つ
だ
け
で
は
な
い
事
を
知

た

 
人
を
殺
め
て
で
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
正
義
を
知

た

 
だ
か
ら
知
り
た
い
と
思

た

 
正
義
を
守
ら
ん
と
し
て
反

を

さ
れ
た

理
教
会
の
正
義
の
実

を
第
三
者
の

葉

で
こ
の

み
は

最
高

様
の
不
信
の
証
明
で
は
な
い
で
す
か

疑
念
を
向
け
さ
せ
な
い
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た
め
の

私
を

信
さ
せ
る
た
め
の

を
強
要
す
る

そ
の
証
で
は

 

葉
の
最
中
更
に

み
が
増
し
声
が

え
た

記

に
な
い

ど
弱

し
い
そ
れ
は
本

に
自
分
の
も
の
か
と
思

て
し
ま
う

ど

そ

そ
の

り
だ
と
思
う

 
そ
の
問
い
に

彼
は
小
さ
く

い
た

 

み
を
忘
れ

息
を

む

 
つ

と

が

を
伝

た

 
信
じ
ら
れ
な
い
話
だ

 
信
じ
た
く
な
い
話
だ

 
け
れ
ど
彼
の

葉
が
恐
ら
く
は
真
実
だ
ろ
う
と
私
は

得
し
て
し
ま

て
い
た

彼
の

葉
を
虚

と
思
う
事
が
出
来
な
く
な

て
い
た

 

心
の
ど
こ
か
で
分
か

て
い
た

 
彼
ら
が
ウ
ラ
世
界
と
呼
ぶ
こ
の
世
界

そ
れ
は
オ
モ
テ
世
界
に
生
き
る
人
間
達
に
よ

て
作
り
出
さ
れ
た
虚
構
の
世
界
だ
と
知
り
う

す
ら
と

え
て
い
た

そ
の
う
え
で
気
付
か

な
い
よ
う
目
を
背
け
て
い
た
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だ
が

お
そ
ら
く

・そ
・う
・な
・の
・だ

 
キ
リ
カ

ユ
イ

キ
ズ
メ
ル

プ
レ
ミ
ア
ら
と
私
は

き

と
同
じ
な
の
だ
と

 
彼
ら
と
同
じ

ら
れ
た
生
命
な
の
だ
と

 

キ
リ
ト

が
同
じ
存
在
だ
と

し
た
時
点
か
ら

分
か

て
い
た

 
だ
か
ら
私
は
こ
の
世
界
を
守
ろ
う
と
し
た

 
こ
の
世
界
に
住
ま
う
者
達
を

同
じ
命
だ
と
認
識
し
た

 

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
の
だ

そ
う
し
な
け
れ
ば
己
の
命
も
ま
た

い
物
だ

と
認
識
し
て
し
ま
う
か
ら

理
教
会
と
い
う
寄
る

を
喪
い
人
界
守
護
の

と
い
う

目
も

失

た
自
身
の
自
我
を
保
つ
た
め
に

代

物
が
必
要
だ

た
の
だ

 
だ
か
ら

彼
の

葉
が
ト
ド
メ
に
な

た

 
文

り
の
決
定
打

 

定
で
き
な
い

命
傷

あ

 
パ
キ
ン

と

 
心
の
欠
け
る

が

こ
え
た
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ア
リ
ス
は
最
初
か
ら
仮
想
世
界
の
事
が
分
か

て
い
た

 

少
な
く
と
も
キ
リ
ト
の
経
歴
で
Ｓ
Ａ
Ｏ

Ａ
Ｌ
Ｏ

ヴ

フ
ス
ら
の
事
を
知

た
時
点
で

把
握
し
た

 
そ
れ
で
も
人
界
は
現
実
だ
と
思
い

め
る
が
そ
う
な
る
と
あ
の

人
と
こ
ち
ら
の
キ

リ
ト
は
同
一
人
物
で
は

と
い
う
推

が
前

か
ら

壊
し
て
し
ま
う

 
更
に
自
身
の
秘

義
と

ド
ス
キ
ル

心
意
と

と
い
う

合

 
ト
ド
メ
と
ば
か
り
に

自
身
が
信
じ
て
い
た
全
て
を
裏
切
る
よ
う
な

眼
の

 
こ
れ
ら
全
て
の
要

に
よ
り
ア
リ
ス
は
自
身
が
信
じ
て
い
た
全
て
を
信
じ
ら
れ
な
く
な

た

 
つ
ま
り
一

気
絶
し
た
時

前
書
き
で
推

し
た
章

か
ら
全
て
に

付
い
て
い
た

  

原
作
だ
と

さ
れ
た

記

を
消
さ
れ
た

の

て
六
年
前

て
話
で
は
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本
作
で
は
記

リ
セ

ト
が
二

あ
る
と
し
て

写
し
て
い
る

 
原
作
で
は
整
合
騎
士
見

い
が
六
年
前
目
録
違
反

時

騎
士

が
一

二
年
前
た

ぶ
ん
神
器
を
持

た
時
と
ご

ち

に
な

て
る

 
原
作
で
は
カ
セ
ド
ラ
ル
外

で
ミ
ニ
オ
ン
を
倒
し
た
キ
リ
ト
に
対
し

至

で

小

で
も

と

い
放
つ

こ
れ
に
対
し

見
に
行

た
事
が

と
問
わ
れ

か
な
り

な

返

を
返
し
て
い
る

 

至

を
見
に
行

た
の
は
見

い
時
代

ア
プ
リ
ゲ

参

 
騎
士
に
な

て
か
ら
は
行

た
こ
と
は
無
い
と

て
お
り
カ
セ
ド
ラ
ル
外

を
登
り

中

つ
ま
り
記

を
リ
セ

ト
さ
れ
て
い
る
と

め
る

し
か
し
ベ
ル
ク

リ
が
氷

け
に
さ

れ
た
場

で
六
年
前
整
合
騎
士
見

い
と
し
て
目
覚
め

と
最
高

と
初
邂
逅
の
話
を

し
て
お
り
前

と
矛
盾
し
て
い
る

ち
な
み
に
ユ

ジ
オ
に
対
し
ベ
ル
ク

リ
も
ア
リ
ス
が

六
年
前
に
騎
士
見

い
と
な

た
事
を
語

て
い
る

 
ま

至

に
行

た
の
は
チ

デ
ル
キ
ン
に
バ
レ
て
る
の
で
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

至

の
記

だ
け
リ
セ

ト
さ
れ
て
い
る
可
能
性
あ
り
ま
す
が
心
意
も
時
間
を
掛
け
な
い
と
出
来

な
か

た
し
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本
作
で
は
騎
士
見

い
化
時
騎
士

時
そ
れ
ぞ
れ
で
リ
セ

ト
さ
れ
た
事
に
し
て
い
ま
す

 
な
の
で
ア
リ
ス
は
二
年
前
か
ら
し
か
記

が
無
い

 
な

変
し
た
か
と
い
う
と

整
合
騎
士
見

い
と
い
う

自
体

天
界
よ
り

さ

れ
た

と
い
う
経

を
無

し
て
い
る
の
で

と
お
か
し
い
と
思

た
か
ら

 
神
に
仕
え
る
騎
士
は

に
完
成
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
の
に

故
見

い
か
ら
始
め
る
の
か
と

い
う
か

 
見

い
か
ら
始
め
る
決
ま
り
が
あ
る
な
ら

エ
ル
ド
リ
エ
の

が
お
か
し
な
話
に
な
る
し

 
な
の
で
本
作
で
の
整
合
騎
士
は
す
べ
て

騎
士

時
に
記

リ
セ

ト
で

し
ま
す

  
・
シ
ノ
ン

 
ま
だ
ト
ラ
ウ
マ
を
克

で
き
て
い
な
い
少
女

 
と
は

え
デ
ス
ゲ

ム
の
舞

も
十
分
ト
ラ
ウ
マ

件
な

で
自
分
の
意

で

て
き
て

い
る
以
上

精
神
が
強
い

 
無
論
キ
リ
ト
が
い
る
か
ら
こ
そ
の
強
さ
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・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 
真
実
に
手
を

ば
し
た
少
女

 
原
作
と
違
い
妹
の
存
在
を
知
ら
な
い
ま
ま
残

な
真
実
を
し
か
も
仮
想
世
界
で
あ
る
事

実

め

知

た
の
で
キ

パ
オ

バ

し
た

 
原
作
で
は
キ
リ
ト
に
頼
れ
た
し
妹
・
セ
ル
カ
が
い
た
し

な
ら
騎
士
⻑
と
い
う
頼
れ
る
人

が
い
た
の
で

う
じ
て
安
定
し
て
い
た
が
本
作
で
は
全
部

な
い
の
で
絶
望
に
圧
し

さ
れ
た

形 
悪
と
認
め
な
が
ら
も
キ
リ
ト
を
恋
い

う

に

理
教
会
と
は
別
の
正
義
を
見
出
し
キ
リ

ト
の
行
い
を

定
し
始
め
た
結
果
な
の
で

け
て

る
事
は
出
来
な
か

た

 
た
だ
間
が
悪
か

た

  

話
か
ら
ア
ン
ケ

ト
結
果
の

で
す

む

モ

ド
に
突
入
し
ま
す

  
気
⻑
に
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
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第
四
十
六
章
 

整
合
性
の
喪
失

  

が

て
き
た

そ
れ
す
な
わ
ち
か
な
り
の
ラ
イ
ブ
感
と
ご

合
に
塗
れ
て
い
る
と
い
う

事
だ

 
一
部
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
・
リ
コ
リ
ス
の
要

を

ん
で
い
ま
す

は
後
書
き
に
て

 

点

キ
リ
ト

シ
ノ
ン

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
異
界
の
騎
士
ア
リ
ス
が
発
し
た
問
い
か
け
に
果
た
し
て
ど
う

え
る
べ
き
だ

た
か
は
定
か

で
は
な
い
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魔
化
す
事
は
出
来
な
か

た

彼
女
は

の
表
情
を
見
て

が

か
し
ら
の

え
を
得
て

い
る
と
確
信
し

問
い
を
投

て
き
て
い
た

な
返

で

得
さ
れ
る
と
は
思
え
な
か

た

故
に
真
実
を

た
事
を

過
ち
と
は
思

て
い
な
い

 
だ
が

あ
ま
り
に
性

過
ぎ
た
と
は

思

て
い
る

 

が
得
た

え
の
前

そ
れ
は

ア
リ
ス
が
知
る
知
識
に
は
無
い
事

が
多
い

だ

た

異
界
に
来
て
様

な
事
を
知

た
と
は

え

そ
れ
で
も
知
ら
な
い
事
は
あ

た

だ

 
仮
想
世
界
の
事

の
存
在
を
知

た
だ
ろ
う

し
か
し

の
性

や
特
性

上

者

に
逆
ら
え
な
い
と
い
う
制
約
に
つ
い
て
は

密
に
は
知
ら
な
い

だ

キ
リ
カ
が
自
己

壊

を
来
し
た
経

を

の
可
能
性
が
高
い
ア
リ
ス
に
話
す
可
能
性
は
か
な
り

い

 
そ
れ
ら
を

い
た
上
で
真

向
か
ら
真
実
を
ぶ
つ
け
た
事
は

に
と

て

み
る
べ
き
点
だ

 
そ
し
て
そ
れ
が
あ
ま
り
に

命
的
で
あ
る
事
に

は

ま
き
な
が
ら
気
付
か
さ
れ
る
事
に

な

た

 
始
ま
り
は

ア
リ
ス
の
声
な
き

だ

た

 

を
限
界
ま
で

ま
せ
見
開
か
れ
た
目
か
ら

が
流
れ
る
中
開
か
れ
た
彼
女
の

か
ら

は

と
い
う

し
な
い

息
が

い
て
取
れ
た
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ま
る
で
ト
ラ
ウ
マ
が

た
時
の
自
分
の
よ
う
だ

た

 
そ
の
時
点
で

は
真
実
を
伝
え
る
に
は
あ
ま
り
に

葉
足
ら
ず
だ

た
と
気
付
き
し
か
し

今
の
様
子
で
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
さ
そ
う
だ
と
思
い
最
後
に
ど
う
す
る
べ
き
か
と
思

を
回

し
た

 

事

が
動
き
出
し
た
の
は
そ
の
時
だ

 
ア
リ
ス
の

ら
か
な

の
中
心
か
ら

色
の
光
が
一

た
の
だ

あ

 

反

の
よ
う
に
ア
リ
ス
の
体
が

し

か
ら
声
が
発
せ
ら
れ
る

そ
の
様
子
を
見
た

間
達
も

事
か
と
見
守
る
中

は
特
に

を

し
た

 
光

て
い
る
の
は
小
さ
な
逆
三

形
の
マ

ク
だ

し
か
し
た
だ
の
紋
様
と
思

た
の
も
束

の
間
で
す
ぐ
に

か
ら
せ
り
上
が
る
形
で

に
外
気
に
触
れ
る
体

を
増
や
し
て
い
る

水

の
よ
う
に

明
な
三

が

い
光
を
振
り
ま
き
な
が
ら
一
セ
ン
チ
二
セ
ン
チ
と
せ
り
出

し
て
い
く

 
そ
の
三

の
内
部
で
は

な
光
の

が

横
に

り
回

て
い
た

 
突
き
出
し
た
部
分
が
五
セ
ン
チ
を
超
え
た
時

そ
れ
は
い
よ
い
よ

く

き

り
ん

り
ん
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と
い
う
不
思
議
な

を

で
始
め
る

 
そ
の
光

を

達
は

も
が

を

ん
で

し
て
い
た

 

も
動
け
な
い
で
い
た
と

う
方
が
正
し
い
だ
ろ
う

を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
か

ら

然
だ

今
の
ア
リ
ス
は
自
身
の
価
値
観
の
変

を

こ
し
て
い
る
最
中

そ
こ
に
こ
れ
以
上

の
外
部

を
加
え
る
事
を
忌

す
る
感
覚
が
キ
リ
カ
の
過
去
を
知
る

達
に
は
ま
ざ
ま
ざ
と

て
い
た

 
そ
の
忌

感
を
他

に

の
思

は
別
の
事
で
回
り

け
て
い
た

 
す
な
わ
ち

こ
の
三

の
正
体
と

こ
れ
が

め

ま
れ
た
経

と
目
的
に
つ
い
て
だ

 
今
の
ア
リ
ス
の
状

は
こ
れ
ま
で
彼
女
が
信
じ
て
き
た
人
界

い
て
は
そ
れ
を
収
め
て

い
た

理
教
会
へ
の
疑
心
を
確
定
付
け
て
い
る
最
中

の

葉
は
そ
れ
を
決
定
的
な
も
の
に

す
る
た
め
の
後

し
と
し
て
欲
し
て
い
た
よ
う
に
思
う

ア
リ
ス
は
そ
れ
く
ら
い
の
確
信
を
得
て

い
た

だ

 
そ
し
て
そ
の
変

の
最
中
に
現
れ
た
三

そ
れ
は
ま
る
で
そ
の
変

と
の

反
応
の

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

た

 
事
実

反
応
な
の
だ
ろ
う
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で
あ
れ
ば
あ
の
三

は
整
合
騎
士
に

め

ま
れ
た
モ
ノ
と
見
た
方
が
い
い

ア
レ
は
お
そ

ら
く
最
高

と

理
教
会
を
絶
対

し

疑
心
を

か
せ
な
い
た
め
の
思

修
正
器

だ

 
も
し
人
界
に
生
き
る
者
全
て
に

め

ま
れ
て
い
る
な
ら
法
を

守
す
る
者
ば
か
り
に
な
る

 

つ
ま
り

そ
の
世
界
の

キ
リ
ト

が
罪
を

す
必
要
性
も
無
く
な
る

だ

法
を

守
す
る
事

と

法
を

さ
な
い
事

は

似
て
い
る
よ
う
で
実
は
違
う

 
前
者
は
法
を
破
ら
な
い
だ
け
で
な
く
法
が
定
め
た

り
に
生
き
る
事
を
指
す

 

て
後
者
は
法
を
破
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
同
じ
だ
が
法
に
定
め
て
い
な
い
事
は
平
然

と
や
る

 
人
界
で
法
を

し
た
キ
リ
ト
が
い
る
事
が
あ
の
三

を
人
界
全
て
の
⺠
に

め

ま

れ
て
い
な
い
事
の
根

に
な
る
の
だ

 
こ
の
異
界
に
来
る
ま
で

理
教
会
を
絶
対

し
て
い
た
ア
リ
ス
と

人
キ
リ
ト
の
経
歴
が

そ
の
証
明
だ

た

 
そ
し
て
お
そ
ら
く

あ
の
三

は
意
識
の
変
容
を
良
し
と
し
な
い
異
物
だ

 
思
想
思

を
強
制
す
る
モ
ノ
だ
か
ら
異
物
な
の
は

然

ア
レ
が
残

て
い
る
限
り
ア
リ
ス

が
今
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
苦
し
み
は
継

す
る
も
の
と
み
て
い
い
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ア
ル
ベ
リ
ヒ
の
命

に
対
し
キ
リ
カ
が
誓
い
と
板

み
に
遭
い
苦
し
ん
だ
時
の
よ
う
な
状

況
が

と

く
の
だ

自
分
も
リ

フ

に
全
て
を

定
さ
れ
た
時
の
苦
し
み
を
ず

と

け

る
事
に
な

た
ら

い
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
思

た

 
だ
か
ら

は
ア
リ
ス
の

に
手
を

ば
し
た

彼
女
の

か
ら
せ
り
出
し
た
三

を
引

り
出
す
た
め
に

 

だ
が

 

が

ば
し
た
手
は

金
色
の

手
に

ま
れ
た

手
に

ま
れ
た

ア
リ
ス

 

を

と

そ
う

け
よ
う
と
し
た
時
だ

 
ア
リ
ス
の

手
が

剣
の

へ

ば
さ
れ
た
の
を
見
た

全

離
れ
ろ

 

嗟
に
そ
う

ん
だ
の
と

エ
ン
ハ
ン
ス
・
ア

マ
メ
ン
ト

 
静
か
に

か
に

武

完
全

配
術
の
文

が
紡
が
れ
た
の
は

同
時
だ

た

 
直
後

の

界
は

発
す
る
⻩
金
色
の

き
に

さ
れ
た



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

  
キ
リ
ト
の
声
を

い
て

嗟
に
動
け
た
人
は
そ
う
多
く
な
か

た

む
し
ろ
動
け
た
人
の
大

は
危
険
を

知
し
て

彼
を
守
ろ
う
と

け
寄
ろ
う
と
し
て
い
た

 
そ
れ
を

る
よ
う
に

明
な

が
展
開
さ
れ
た

け
寄
る
人
達
は
そ
れ
に
歩
み
を
止
め

ら
れ
た

 
⻩
金
の
騎
士
と

も

と
も
彼
女
の
近
く
に

た
キ
リ
ト
の
二
人
だ
け
が

そ
の

の
内

だ

た

 

そ
し
て

⻩
金
色
の

発
も

の
内

に

め
ら
れ
た

 
華

な
黒

の

は

そ
の

き
に

み

ま
れ

き
消
え
る

 
重
い
振
動
が
伝
わ

た

キ
リ
ト

 

嗟
に
名
前
を

ん
だ

自
分
以
外
に

人
も

彼
の
名
を

ん
で
い
た

 

間
を

か
ず

ガ
シ

 
と

を
突
き
破
る
よ
う
に
内

か
ら
黒
が

び
出
し
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た 
し
か
し
そ
れ
は

自
発
的
な
も
の
で
は
な
か

た

金
色
の
風
に

し
や
ら
れ
て
い
た

 
ア
リ
ス
の
攻
撃
だ

た

 
彼
女
を
見
れ
ば
金
の
騎
士
は
そ
の
場
に
立
ち
刃
な
き

を
手
に

ん
で
い
た

し
か
し
そ

の
目
は
ど
こ
か
虚
ろ
だ

か
ら
は
変
わ
ら
ず

に

く
三

が
浮
き

け
て
い
る

 
ど
う
見
て
も
正
常
と
は
思
え
な
か

た

ア
リ
ス

の
つ
も
り

 
な
ん
で
キ
リ
ト
を
攻
撃
し
て

 
立
ち
上
が
り
キ
リ
ト
を

う
よ
う
に

離
を
取
る

に

い
で
い
た
弓
を
手
に
取
り

を
番
え

を
金
の
騎
士
に
向
け
た

乱
の
最
中
に
あ
る

間
達
も
武
器
に
手
を
か
け
あ
る

い
は

剣
し
て
構
え
を
取

た

 
そ
ん
な
私
達
を
前
に

し
か
し
ア
リ
ス
は
虚
ろ
な
目
の
ま
ま
だ

た

 

焦
点
を
結
ぶ
先
は

キ
リ
ト
だ

 
今
の
彼
女
に
は
キ
リ
ト
し
か
見
え
て
い
な
い

 
し
か
し

な

私

は
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ポ
ツ
リ
と
ア
リ
ス
が

葉
を
発
し
た

呼
応
す
る
よ
う
に
風
と
な

て
い
た
⻩
金
が
彼
女
の

手

に
集
ま
り

刀
身
を
形
作
る

 
そ
し
て
そ
の
切

先
を
突
き
付
け
て
き
た

 

い
は

や
は
り
同
じ

 

常
な
ら
ざ
る
様
子
に
息
を

む
中

彼
女
は

か
に

葉
を

け
た

私
は
整
合
騎
士
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

我
が

せ
ら
れ
た
使
命
は
最
高

様
と
人
界
の
守
護

命
に
よ
り

反
逆
者
を
我
がつ

る
ぎ剣

を
以
て

断
す
る

な
 
彼
女
の

は
無
機

の
極
み
だ

た

そ
し
て
感
情
の

て
い
な
い
そ
れ
の
内
容
は
先

ど
ま
で
の
彼
女
の

動
と
あ
ま
り
に
反
し
て
い
た

 
反
し
て
い
た
か
ら
気
付
け
た

 
彼
女
は
か
つ
て
の
キ
リ
カ
と
同
じ
だ

洗

さ
れ
て
い
る
の
だ

目
の

と

の
三

を

し
た
者
に
と

て
不

合
な
事
が

き
た
時
自
動
的
に

・こ
・う
・な
・る
・よ
・う

仕
向
け
ら
れ
て

い
た
の
だ

 
多
分
こ
う
な

た
状

だ
と
最
も
最
新
の
上

者
に
よ
る
命

が

先
さ
れ
る
よ
う
に
な

て
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い
る

 
す
な
わ
ち

人
界
と
や
ら
で

人
と
な

た

キ
リ
ト

の

殺

 

密
に

え
ば
こ
ち
ら
の
キ
リ
ト
は
ま
た
別
人
な
の
だ
が
ど
う
に
も
キ
リ
ト
本
人
も
ア
リ

ス
も
同
一
人
物
と

え
て
い
た
よ
う
だ
し
そ
の

の
認
識
も
加
味
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

だ
か

ら
洗

さ
れ
た
ア
リ
ス
は
キ
リ
ト
に
刃
を
向
け
た

 
そ
し
て
お
そ
ら
く

キ
リ
ト
を

う
よ
う
に
武
器
を
向
け
る
私
達
も

そ
れ
を
向
け
る
べ
き
は

少
な
く
と
も
こ

ち
の

じ

な
い
ん
だ
が
な

 
様

な
予
想
を
し
て
い
る
と

背
後
か
ら
そ
う

い
放
つ
少
年
の
声
が

こ
え
た

 
直
後

を
番
え

す
る
私
の
横
を
小
さ
な
黒
が

け

け
る

を
と

う
間
も
な
く

魔
剣
と
聖
剣
を
重
ね
た
剣

で
金
木
犀
の
剣
を

さ
え

ん
だ

 

り
合
い
は

す
ぐ
に
終
わ

た

ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
剣
を
弾
い
た
の
だ

 
三
四
メ

ト
ル

ど

離
が
開
く

な
剣
の
⻑
さ
以
上
で
は
あ
る
が
一
歩

み

め

ば
届
い
て
し
ま
う

離
だ

エ
ン
ハ
ン
ス
・
ア

マ
メ
ン
ト

 
し
か
し
洗

さ
れ

い
や
予
め

め

ま
れ
て
い
た
命

の

り
に
動
い
て
い
る
ア
リ
ス
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は

よ
り

に

よ
り
確
実
な
手

で
目
的
を

行
し
よ
う
と
し
て
い
た

 
再
び
彼
女
の
神
器
が
そ
の
身
を
風
へ
と
変
え
る

束
と
な

た
金
の
風
が

力
的
な
圧
力
を

て
少
年
に
向
か
う

 

対
す
る
少
年
も

魔
剣
か
ら
闇
を

ら
せ
て
い
た

 
イ
レ
ギ

ラ

に
は
イ
レ
ギ

ラ

を
ぶ
つ
け
る

そ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら

け
ら
れ
た

彼
の
対
応
策
だ

た

 
心
意
の
技
に
対
し

彼
も
ま
た

で
応
じ
た
の
だ

フ

ル
ブ
ラ
ン
ド

 
金
の
風
に
抗
う
よ
う
に

真

向
か
ら
闇
の
剣
撃
を

き
付
け

波

を
放

て

抗
す
る

金
の
波
と
黒
の
波
が
衝
突
す
る
中
心
部
で
二
色
の

き
が

ぎ
合
い

形
の
力
場
が
発
生
し
て

い
た

 
圧
力
を

に
感
じ
る
が

生
じ
た
風
は
む
し
ろ
力
場
に
集
中
す
る
よ
う
に
渦
を

い
て
い
る

 
想
像
す
る
の
は

だ

た

二
人
が
放
つ
心
意
技
の

は
大
き
く

の
空
間
を

き

む
よ
う
な
性

だ

そ
の
性

が

直
に
反

さ
れ
た
結
果
な
の
だ

ど
ち
ら
か
が

し
切
ら

れ
な
け
れ
ば
こ
の
仮
想
世
界
の
空
間
と
い
う
空
間
は
あ
の
力
場
に

い
寄
せ
ら
れ

け
る
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あ
の
力
場
は
あ
る
種
の
ブ
ラ

ク
ホ

ル
な
の
だ

 
色
合
い
こ
そ
光
を
放

て
い
る
が

そ
の
性

だ
け
を
見
れ
ば
間
違
い
な
か

た

 

そ
の
せ
い
で
ど
ち
ら
も
一
歩
も
退
け
な
い
で
い
る

 
退
け
ば
足
を
取
ら
れ
る

そ
れ
が

命
的
な
隙
で
あ
る
と
キ
リ
ト
は
も
ち
ろ
ん
平
静
で
な
い

ア
リ
ス
も
悟

て
い
る
の
だ

 
な
ら
ば

か
が
助
け
に
な
れ
ば
い
い
の
か

え
ば
ユ
ウ
キ
が
先
の
ボ
ス
を

た
時
の
光

の
波

を
放
ち

キ
リ
ト
を
後

し
す
れ
ば

 
そ
れ
も
一
つ
の
手
で
は
あ
る

た
だ
し
そ
の
た
め
に
は
ア
リ
ス
を
死
な
せ
る
覚
悟
が
不
可
欠

だ

た

 

は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
に
と

て
の
デ
ス
ゲ

ム

つ
ま
り

プ
レ
イ

に
と

て
は
そ
う

で
は
な
い

事

か
ら
し
て

に

常
の
ゲ

ム
と

え
な
く
な

て
い
る
が
実
情
を

み
れ

ば

プ
レ
イ

が
死
ん
だ
時
に
喪
う
も
の
は

め
の
デ
ス

ナ
ル
テ

だ
け
な
の
だ

 
し
か
し
異
界
の
騎
士
ア
リ
ス
は
違
う

最

彼
女
が

で
あ
る
事
は
確
信
し
て
い
る
が

同

時
に
異
な
る
世
界
に
住
ま
う
人
間
で
あ
る
の
も
事
実
だ

た

 
つ
ま
り
彼
女
は
傷
つ
け
ば
血
を
流
す
し

命
を

と
し
も
す
る

仮
想
世
界
の
中
に
あ

て
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彼
女
は
プ
レ
ミ
ア
や
キ
ズ
メ
ル
ら
よ
り
も
よ
り
一
層
リ
ア
ル
な

人
間

だ

た

 
彼
女
が

な

で
あ
れ
ば

い
に
覚
悟
を
持

て
い
る
以
上
私
も
も
ち
ろ
ん
ユ
ウ
キ

達
も
一
も
二
も
な
く
キ
リ
ト
に
加
勢
し
た

た
だ
そ
う
す
る
に
は
彼
女
は
あ
ま
り
に
善
人
で
高

な
騎
士
だ

た

刃
を
交
え
て
い
る
現
状
が
彼
女
の
意

で
な
い
も
の
で
あ
る
事
も
理
由
と

し
て
は
大
き
い

 
そ
れ

え
に

私
達
は
動
け
な
い
で
い
た

 
そ
の
最
中

事

が
動
き
出
し
た

 
金
の
風
も
闇
の
波

も

え
る
事
は
無
く
衝
突
は

い
て
い
た

の
空
間
を

い

ん
で

す
る
力
場
も
ま
た

 
そ
の
力
場
が

と
し
た

間

ぎ

と

な

を

こ
し
た

 
直
後

破
裂
す
る

く
 
心
意
技
同
士
が
⻑
時
間
衝
突
し

合
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
異
常
な
力
の

流
が
無
差
別
に

放
た
れ
る

力
的
な
圧
力
に
対
し
て
身
を

く
す
る

 
そ
ん
な
中

私
は
対
峙
し
て
い
た
二
人
を
見
た
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者
と
も
に
破
裂
直
前
の

に

し

空
間
の

引
に
足
を
取
ら
れ

あ
る
程

中
心
に

寄

て
い
た

ま
る
で
ボ

ル
に
対
し
て
ス
ラ
イ
デ

ン
グ
を
す
る
よ
う
な

二
人
は

力
場
の

真
下
に
い
た
の
だ

 

そ
し
て
力
場
が

発

 
真

向
か
ら
破
裂
し
た
力
場
の

流
を

け
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
は

に

き
つ
け
ら
れ
た

 
更
に

れ
狂
う

流
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
未
完

最

の
⻘
黒
い

を

き

横
無
数

の

裂
を
発
生
さ
せ
た

間
違
い
な
く
破
壊
不
能
属
性
を
持
つ
構

物
が
い
と
も
容

く

解
す
る

そ
れ
こ
そ
が
心
意
の
持
つ
事

の
上
書
き
の
性

に
他
な
ら
な
い
事
を
理
解
し
な

が
ら

二
人
が

壊
す
る

達
と
と
も
に
闇
へ

ち
て
い
く
光

が

界
に

き
付
い
た

 

感

 
な
に
と

と
は

え
る
ま
で
も
な
か

た

 
第
一
層
外

部
か
ら

と
さ
れ
た
時
と
だ

あ
の
時
と
は
状
況
が
違
う
し

ち
た
と
こ
ろ
で

彼
が
死
ぬ
わ
け
で
は
な
い

そ
れ
で
も

反

的
に
手
を

ば
し
て
い
た

 

間
達
も
一

の
間
を

い
て

あ
る
い
は
心
意
の
圧
力
か
ら
解
放
さ
れ
て

が
思
う

よ
う
に
動
き
出
し
た

然
そ
の
大
多
数
を

め
る
の
は
二
人
の
救
出
で
あ
る

も
が

か
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り
と
空
い
た
穴
に

け
寄
ろ
う
と
し
た

 
し
か
し
そ
れ
ら
の
行
動
が
実
を
結
ぶ
こ
と
は
無
か

た

 

壊
し

闇
に
堕
ち
た

の
⻘
黒
い

が
一
つ

ま
た
一
つ
と

の
方
か
ら
再
構
成
さ
れ

新
た
な

を
形
成
し
始
め
て
い
た
か
ら
だ

そ
れ
ら
は
全
方

か
ら
穴
を

ぎ
に
掛
か
り
も
の

の
二

三

で
完
全
に

横
に

正
し
く
敷
き

め
ら
れ
る

 

然
と
し
な
が
ら
も

思

は
回
り

け
る

 
心
意
の
性

で

き
た

壊
は
そ
れ
を
来
す
使
い
手

キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
が

た
か
ら
生

じ
た
も
の
だ

だ
か
ら
二
人
が
こ
の
場
か
ら
去

た
以
上
そ
の
上
書
き
が
止
ま
り

破
壊
不
能

属
性
が

先
さ
れ

の
状

に

さ
れ
る
の
が

然
な
の
だ

と

 
現
実
か
ら
目
を
背
け
る
よ
う
に
速
い
回
転
だ

た

 
お
そ
ら
く
多
か
れ
少
な
か
れ
似
た
よ
う
な
状

に
な

た

間
達
の
中
で
そ
れ
で
も
な
お

穴
が
あ

た
場

へ

け
寄
る
人
物
が
い
た

 
テ

ア
だ

た

キ
リ
ト

 
キ
リ
ト

 
銀
髪
を
振
り
乱
し
な
が
ら
彼
女
は
少
年
の
名
を

び
無
我
夢
中
に

を

き
つ
け
て
い
た
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彼
女
の
気
持
ち
は

い

ど
理
解
出
来
た

 
か
つ
て
自
分
も

い
た
も
の
だ
か
ら

 

し
か
し

ど
う

し
た
も
の
だ
ろ
う
か

 
二

三

とち

う打ち

くを

り
返
す
テ

ア
を
見
な
が
ら

と
悩
む

 
彼
女
が
人
を

密
に
は
キ
リ
ト
以
外
を

信

し
て
い
な
い
の
は

知
の
事
実
だ

お

そ
ら
く
闇
に

ま
れ
た
の
も
そ
れ
が
原
因
だ
ろ
う
と

間
の
大

は

し
て
い
る

今
は

そ
れ
か
ら
脱
せ
て
い
る
が
だ
か
ら
と
い

て
不
信
や
人
へ
の
怨
み
を
克

で
き
た
と
思
う
の
は

安

に
過
ぎ
る

 
私
は

人
の
怨
み
の
根
深
さ
と
恐
ろ
し
さ
を
よ
く
知

て
い
る

 
ま
し
て
今
の
テ

ア
は
取
り
乱
し
て
い
た

そ
ん
な
彼
女
に
過
去
同
じ
思
い
を
し
た
か
ら
と

ち

く
よ
う

て
も

き
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
は

い

 
そ
う
思

す
る
中

テ

ア
に
近
付
く
人
が
い
た

 
キ
リ
カ
だ

た

 
彼
は
静
か
に
テ

ア
の

に
行
く
と
振
り
上

ら
れ
た

を
手

を

む
こ
と
で
止
め
た

キ

と
テ

ア
が
彼
を

み
つ
け
る
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な
怒
り
と

う
に
は
や
や
負
の
色
合
い
が
強
い
表
情
を
前
に
し
て

彼
は
取
り
乱
さ
な

か

たツ
な
ら
心
配
い
ら
な
い

ア
リ
ス
を

に

し
て
ま
た
合
流
す
る

テ

ア
を
助
け
た
よ

う
に
な

 
彼
が
発
し
た

葉
は

的
で
明
快
だ

た

 
キ
リ
ト
に
対
す
る
私
情
も

テ

ア
が

く
感
情
も

め
ず

実
績
だ
け
を

価
し
た

葉

だ

た

 
そ
の
実
績
の
一
つ
と
な
る
テ

ア
は
意
表
を
突
か
れ
た
よ
う
に

た

か
を

お
う
と
し

た
が

し
か
し

も

わ
な
い
ま
ま

を

ざ
す

 

テ

ア
が
ま
だ
理
性
的
で
よ
か

た

 
心
中
で
そ
う
零
す

 
も
し
彼
が
心
配
で
は
な
い
の
か
と
か

情
で
は
な
い
の
か
と
か

そ
う
い

た
事
を

に

し
て
い
れ
ば

き

と

間
の

か
と

論
が

き
て
い
た

 
い
ま
テ

ア
が

い
て
い
る
気
持
ち
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そ
れ
は
テ

ア
を
救
う
た
め
に
キ
リ
ト
が
残

た
時
の
私
達
の
気
持
ち
そ
の
も
の
な
の
だ

 

い
争
う
気
配
が
遠
の
く
の
を
感
じ

私
は
息
を

い
た

 
た
め
息
の

手
は
こ
こ
に
は
い
な
い
あ
の
少
年
だ

 

時
ま
で
経

て
も

 
ど
こ
に
行

て
も

 
あ
の
少
年
は

私
達
に
心
配
ば
か
り
掛
け
さ
せ
る

彼
な
ら

す
だ
ろ
う
と
信
頼
し
て
い
る

が

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
彼
の
無

無
理
無
謀
さ
を

え
れ
ば
信
頼
以
上
の

念
を

く

 
な
に
せ
守
り
た
い
と
彼
が
思

た

手
に
は
限
界
を
超
え
死
力
を

く
し
て
で
も
力

に
な
ろ
う
と
す
る
の
だ

く
す
と

て
も
い
い

 
そ
し
て

ア
リ
ス
が
彼
に
と

て

ど
う

な
の
か
は

最

え
る
ま
で
も
な
い

な
ら

さ

さ
と
こ
ん
な
騒
動

収
め
て
し
ま
い
ま
し

う

 
争
う
気
配
は
無
い
が
し
か
し

ま

て
も
な
い
空
気
の
中
私
は
手
を

い
て

目
を
集
め

そ
う

た

 

を
取
る
の
は
自
分
の

で
な
い
と
自
覚
し
て
い
る
が

い
つ
ま
で
も
こ
う
し
て
い
ら
れ

な
い
の
は
事
実
な
の
だ

浮
遊
城
再
臨
や

一
化
が

き
て
か
ら

に

時
間
と

し
て
い
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る

時
間
を
浪

す
る

ど
様

な
意
味
で
今
後
が
不
安
に
な
る
の
は
明
ら
か
だ

た

 
な
に
よ
り
私
達
が
不

な
い

ど
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
キ
リ
ト
に
掛
か
る
負

が
大
き

く
な
る

 
た
だ
で
さ
え

負

や
ら

テ

ア
や
ら

ア
リ
ス

異
界
や
ら

黒

幕
現
実
や
ら
で
問

が

し
て
い
る

せ
め
て
モ

ジ

ル
と
の
対
峙
く
ら
い
私
達
で
や

て
の
け
な
け
れ
ば
共
に
戦
う
意
義
は
無
い

 
そ
う

え
る
私
と
気
持
ち
を
同
じ
に
し
た
の
か
ア
ス
ナ
が
近
づ
い
て
き
て

み
を
浮
か
べ

た

そ
う
だ
ね

テ

ア
ち

ん
と
対
峙
す
る
た
め
に
彼
が
残

た
時
点
で
彼

き
で

モ
ジ

ル
と
戦
う
つ
も
り
だ

た
ん
だ
も
の

ア
リ
ス
さ
ん
の
事
は
想
定
外
だ
け
ど

私
達

は
ま
ず

私
達
の
す
べ
き
事
を

先
し
よ
う

 
そ
う
彼
女
が

う
と

間
達
も
こ
く
り
と

く

 
そ
の
光

を
見
な
が
ら
私
は
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
の
無
事
を
祈

た
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ア
リ
ス
の

か
ら
出
た
三

は
な
に

 

主
に
原
作

で
パ
イ
エ
テ神

モ
ジ

ル

と
呼
ば
れ
る
も
の

 
騎
士
と
し
て
の

ら
れ
た
記

と
行
動
原

が

合
さ
れ

新
た
な
人
格
を
形
成
す
る
ツ

ル

こ
れ
を

め

ま
れ
た
者
は

理
教
会
と
人
界
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

タ
の
守
護

す
な

わ
ち

遠
の

と
い
う

序

持
の
兵
士
と
化
す

更
に
過
去
の
記

を
思
い
出
せ
な
い

よ
う
に
す
る

断
機
構
で
も
あ
る

 

わ
ば

価
値
観

の
洗

強
化

 

絶
反
応
で
せ
り
上
が

た
時
は

然
自
失
あ
る
い
は

め

ま
れ
た
命

を

実
に

行

す
る
マ
シ

ン
と
化
す

 
本
作
ア
リ
ス
の
場
合
は
後
者
に
な

た

  

原
作
だ
と
ア
リ
ス
か
ら
モ
ジ

ル
は
出
て
な
い
の
で
は

 

原
作
で
モ
ジ

ル
を
出
し
た
の
は
騎
士
化
し
て
一
か
月
の
三
十
一
番
目
の
騎
士
エ
ル
ド

リ
エ
の
み
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彼
の
場
合
は

の
名
か
ら
記

を

さ
れ

絶
反
応
で
出
現

 
ゲ

ム

ア
リ
リ
コ

で
は
デ

ル
バ

ト
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
セ
ブ
ン

シ

タ
・
シ
ン

セ
シ
ス
・
ト

エ
ル
ブ
の
二
人
も
最
高

の
心
意
に
よ
り
出
現
さ
せ
た

無
意
識
レ
ベ
ル
の
願

望
を

定
し
た
上
で
命

し
た
影

か
過
去
の
記

に

絶
反
応
を
示
す
よ
う
に
モ
ジ

ル

が
現
れ
て
い
る

 
本
作
ア
リ
ス
の
場
合
騎
士
と
し
て
の
価
値
観
と

目
の

の

方
に
対
し
認
識
が

ぎ

合

た
結
果
の

絶
反
応
で
出
現
し
て
い
る

 
も
し
も
妹
と
い
う
ア
リ
ス
に
と

て
無
意
識
下
で
も
求
め
る

り

が
あ
れ
ば
原
作
の

よ
う
に
戦
い
に
は
な
ら
ず

に

目
の

を
破
れ
て
い
た

  

な

回
キ
リ
ト
は

独
で
別
行
動

 

も
か
れ
も
キ
リ
ト
に

ら
か
の
形
で

し
て
る
せ
い

 
テ

ア
も
ア
リ
ス
も
過
去
の
セ
ブ
ン
ホ
ロ
ウ
ヴ

フ
ス
ら
も
ぶ

ち

け

さ
れ

わ

て
な
け
れ
ば

間
の
助
け
を
求
め
て
い
た

の
せ
い
で
心
意
を
使
え
な
い

間
を

き

ま
な
い
よ
う
立
ち
回

て
い
る
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合
流
が
も
う
ち

と

く
て
キ
リ
カ
や
ユ
ウ
キ
が
心
意
を
使
え
る
よ
う
に
な

た
と
知

て
い
れ
ば

少
し
は
違

た
か
も
し
れ
な
い

  
・

ア
リ
ス

 
最
高

の

り
人
形

 
記

を
奪
わ
れ

思
想
を

ら
れ

価
値
観
を
強
い
ら
れ

意

を
抑
制
さ
れ
た
者

 
制

下
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
た
が

寄
る

が
な
く

離
れ
き
れ
な
か

た

 
人
界
の
歪
さ
が

さ
れ
た
一

  
・
キ
リ
ト

 

人

と
重
ね
ら
れ
た
人
間

 
立
場
を
追
わ
れ

名
を

め
ら
れ

死
を
求
め
ら
れ

し
か
し
抗
い

け
た
者

 
現
実
の
歪
さ
が

さ
れ
た
一

  
・
シ
ノ
ン
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キ
リ
ト
に
救
わ
れ
た
者

 
救
わ
れ
た

故
に
キ
リ
ト
の
実
力
と
意

の
強
さ
を
信
じ
て
い
る

そ
し
て
そ
れ
以
上
に
キ

リ
ト
に
掛
か
る
負

を

じ
て
い
る

  

く
キ
リ
ト
と
テ

ア
に
焦
点
を

て
て
い
た
の
で
こ
れ
か
ら
は
キ
リ
カ

に
焦
点
を

て

ま
す

キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
は

く
フ

ド
ア
ウ
ト
で
す

本

で
は
な
い
の
で

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
七
章
 

闇
か
ら
のし

る
べ標

  
お

し
ぶ
り
で
す

十

月
ぶ
り
の
更
新
で
す
す
み
ま
せ
ん

リ
ア
ル
が
ゴ
タ
つ
い
て
た
の

で

に
手
を
付
け
て
も

ら
で
集
中
で
き
て
な
か

た
せ
い
で
す

  
大

把
な
あ
ら
す
じ

 

ド
ア

ト
・
オ
リ
ジ
ン
に
現
れ
た
未
完
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

浮
遊
城
が
完
成
す
る
と

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
最
後
に

壊
し
た
よ
う
に
オ
リ
ジ
ン
も

壊
す
る
事
に
な
る
た
め
完
成
を

止
す
べ

く
キ
リ
ト
達
が
突
入

 

中
負
に

ま
れ
た
テ

ア
を

手
す
る
べ
く
キ
リ
ト
は
離
脱

後
に
テ

ア
は
消
滅
し
た

の
ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
の
助
け
も
あ
り
負
か
ら
解
放
さ
れ
て
帰
還

 
一
方
キ
リ
カ
達
は

進
軍
中
に
キ
リ
カ
と
ユ
ウ
キ
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
に
立
ち
返

て
心
意
を
発

現

負
の

に

ま
れ
た
モ
ン
ス
タ

達
へ
の
特
攻
を
得
る

 
上
記
の
様
子
を
見
て
ア
リ
ス
が
人
界
を
思
い
返
し

目
の

で

み
に
苦
し
む

そ
こ
で
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キ
リ
ト
と
テ

ア
が
合
流
す
る
と

パ
イ
エ
テ神

モ
ジ

ル
に
よ
る
思

誘
導
が
発
動
し

ア
リ
ス

が
キ
リ
ト
に
斬
り
か
か
り
心
意
と

を
ぶ
つ
け
合

て
地

壊

二
人
は
ど
こ
か
へ
放
り

出
さ
れ
キ
リ
カ
達
と
離
れ
離
れ
に
な
る

 
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
の
事
は
心
配
だ
が
多
分

て
く
る
だ
ろ
う
と

え
キ
リ
カ
と
プ
レ
ミ
ア

達
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

壊
シ
ミ

レ

シ

ン
モ
ジ

ル
の

止
を

先
す
る

今
コ

コ  

点

プ
レ
ミ
ア

 

数

約
五
千

 
ボ
ス
戦
に
入
る
前
の
や
り
取
り
が
中
心
で
す

 
ち
な
み
に
非
プ
レ
イ

型
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
キ

ラ
の
主
観
で
は

自
分
や

手
の

ゲ

ジ

名
前
な
ど
は
見
え
て
ま
せ
ん

自
分
の
体
力
は
体
を
構
成
す
る
魔
力
が

た
と
か
ス
タ
ミ

ナ
的
な

念
で
の
把
握
で
一

さ
せ
て
い
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ
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キ
リ
ト
が
ア
リ
ス
と
共
に

な
く
な

た
後
私
達
は
ア
リ
ス
の
代
わ
り
に
テ

ア
を
キ
リ
カ

の
パ

テ

に
加
え

い
よ
い
よ
先
へ
進
む
こ
と
に
な

た

 
正
直
な
と
こ
ろ
ア
リ
ス
に
一
体

が

き
て
い
た
の
か
彼
女
に

し
て
キ
リ
ト
が
知

た

事
が

か
を
私
は
よ
く
分
か

て
い
な
い

だ
か
ら
な

あ
の
二
人
が
争
う
こ
と
に
な

た
の
か

も
分
か
ら
な
い

 
だ
が

分
か
る
事
は
あ
る

 
ア
リ
ス
は
彼
女
な
り
に
戦

て
い
た
の
だ
と
思
う

自
分
に
は
ま
だ
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ

で
打
ち
克
と
う
と
し
て
い
た
の
だ
と

キ
リ
ト
は
そ
れ
に

き

ま
れ
た
形
だ

た
け
ど
そ
れ

に
力
を

す
た
め
に
戦

た
の
だ

闇
に

わ
れ
た
テ

ア
を
助
け
出
そ
う
と
し
た
よ
う
に

 
そ
れ
が
分
か
る
く
ら
い

私
は
自
分
で
思

た
以
上
に

静
さ
を
保
て
て
い
た

 
も
ち
ろ
ん
最
初
は

惑

た

ア
リ
ス
の
変
容
ぶ
り
は
あ
ま
り
に

突
だ

た
か
ら
だ

 
け
れ
ど
そ
の

惑
い
を

キ
リ
カ
の

葉
が
打
ち
消
し
た
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だ
か
ら

ち

け
た

子
だ
と
い
う
テ

ア
を
本

に
助
け
出
し
た
の
だ

だ
か
ら
キ

リ
ト
の
事
を
信
じ
ら
れ
た

キ
リ
カ
が
信
じ
る
キ
リ
ト
を
信
じ
た

 
リ

フ

や
キ
ズ
メ
ル
達
も
私
達
よ
り
キ
リ
ト
と
の
付
き
合
い
が
⻑
い
ユ
ウ
キ
達
も
キ
リ

カ
の

葉
で

ち

き
を
取
り

し
た
よ
う
に
見
え
た

流

は
こ
の

れ
い
ど

を

い
る

り

だ

だ
と

み
が
零
れ
る

 

そ
う
し
て
私
達
は
最

へ
と
足
を

み
入
れ
た

 

最

へ
近
づ
く
に
つ
れ
吹
き

け
だ
ら
け
だ

た
部
分
も
穴
が
無
く
な
り
風
は
吹
か

ず
光
も
届
か
な
い
よ
う
に
な

て
い
た

そ
れ
は
ま
る
で

を

し
て
地
面
を
潜
る
よ
う
な

感
覚
だ

た

 
最

は

正
に
地
面
の

地

と

し
た
く
な
る
暗
さ
だ

た

 
し
か
し

見
え
る

 
光
源
は

だ

明
る
い
と
こ
ろ
で
は
よ
く
分
か
ら
な
か

た
が
暗
闇
の
中
で
は
あ
の
⻘
黒

い

は

か
な
が
ら
の
光
源
と
な

て
い
た

更
に
そ
れ
ら
に
は
⻘
白
い
線
が

り

か
の

紋
様
を
形
作

て
い
る
よ
う
に
見
え
た

そ
れ
は
広
間
の

全

に

て

ま
れ
て
い
る

天

や

の
そ
こ
か
し
こ
に
も
紋
様
が
あ

た
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と

は
繋
が

て
お
ら
ず
外

部
に
は
空
い
て
い
る
穴
か
ら
は
白
い

子
が

き
出
し
て

い
る

 
思

た
よ
り
光
源
が
多
く
あ
る
程

時
間
が
経
つ
と
そ
れ
な
り
に
見
え
る
よ
う
に
な

て
き

た 
そ
の
広
間
の
中

に

件
の
少
女
が
い
た

 
黒
髪
⻘

の
少
女

出
で
立
ち
は
自
分
や
以
前
の
テ

ア
と
変
わ
ら
な
い

だ
か
ら
そ
の
少

女
が
自
分
達
と
同
じ
で
あ
る
事
が
す
ぐ
に
分
か

た

 
自
分
と
テ

ア
の
出
生
に
つ
い
て

か
な
り

み

か
れ
た
形
で
説
明
は

け
て
い
る

こ

こ

と
同
じ
場

が
あ
と
四
つ
あ
り

聖

の
女
神

や

聖
大
樹
の
巫
女

の

を

う

少
女
が

自
分
達
の
他
に
あ
と
六
人
い
る
こ
と
も

 
そ
の
う
ち
の
一
人
が
六
つ
集
ま

た
聖

に
祈
り
を

浮
遊
城
を
再
臨
さ
せ
た
こ
と
も

 
そ
れ
ら
全
て
が

も
じ

る

と
い
う
も
の
が
仕
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
も

 

祈
り
を

た
巫
女
は

闇

に

わ
れ
て
い
る
こ
と
も

 
そ
の
巫
女
に
と

て
救
い
の
手
は
差
し

べ
ら
れ
な
か

た

自
分
に
は
キ
リ
カ
が
テ

ア
に
は
キ
リ
ト
が
い
た
が

彼
女
に
は
無
か

た
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彼
女
の
可
能
性
は

冒
険
者
の
手
に
よ

て
と
ざ

さ
れ
た

 
そ
れ
故
の
怨
み
と
共
鳴
し

闇

に

わ
れ
た
事
を

無
知
な
が
ら
に
私
も
把
握
し
た

 

複

な

線
を
向
け
る
中

闇

が
形
を
成
し
始
め
た

 
三
人
目
と
な
る
巫
女
を

う
よ
う
に

う
よ
う
に

む
よ
う
に
そ
れ
が

現
化
し
て
い
く

 
そ
れ
の
全
体
像
と
し
て
は
ま
る
で

か
ご
だ

た

る
す
部
分
は
無
い
が
そ
の

を

の
王

の
よ
う
な
も
の
が
グ
ル
グ
ル
と
回

て
い
る

 
闇
の

が

然
と
立
ち

く
す
巫
女
を

い
あ

い
の
中
に
入
れ
た

 
そ
の
後
⻘
い
転

光
を

い

の

か
ご
を
守
る
よ
う
に
結

体
が
複
数
出
現
す
る

⻘

い

体
の

に

が

り
上
下
に
大
小
の
剣
を
付
け
た
よ
う
な

な
物
体
だ

た

更
に

に
は

大
な

型
の
ラ
ン
ス
が
出
現
し

そ
の

先
を
こ
ち
ら
に
向
け
た

キ
リ
カ

こ
れ
が

も
じ

る

と
い
う
も
の
な
の
で
す
か

 
テ

ア
の
時
と
は
別
の
意
味
で
禍

し
さ
が
あ

た

 
そ
れ
に
身
を

ま
せ
て
い
る
と

二
刀
を

た
彼
が
横
目
に

線
を
向
け
て
き
た

あ
あ

そ
れ
で
あ
の
巫
女
を

が
な
ん
で
も
保
持
し
た
い
ら
し
い

形
が
そ
れ
を
物
語

て

る
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か
ご

だ
よ
ね

ど
う
見
て
も

モ
ジ

ル
を
作

た

の
性
根
が

け
て
見
え
る
よ
う
だ

あ
り

 
キ
リ
カ
に

く
よ
う
に
ア
ス
ナ
と
ク
ラ
イ
ン
が

た

二
人
を

め

間
の

も
が

悪
感
を
前
に
出
し
た
表
情
を
し
て
い
る

 

そ
の
中
で

一

苦

の
表
情
を
テ

ア
が
浮
か
べ
た

 
ぐ

と

き
を
上

て

を
つ
い
た

テ

ア

大

 
で
す
か

と

そ
う

け
よ
う
と
し
た
が
出
来
な
か

た

 
私
も

を
つ
く
こ
と
に
な

た
か
ら
だ

た

 

自
分
の
も
の
で
は
な
い

か
が
流
れ

ん
で
く
る

 

裏
に

る
様

な
光

 
自
分
で
は
な
い

か
の

点

 

れ
も
別
人
の
も
の
だ
ろ
う

・最
・期

に
見
た

間

 

中
に
入
り

み

す
る
様

な
感
情

 

い
ず
れ
も

自
分
の
も
の
で
は
な
い
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流
れ

ん
で
き
て
い
る
の
は
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
も
の
ば
か
り
だ

た

そ
れ
ら
を
ど
う
表

現
す
べ
き
か
は
分
か
ら
な
い

分
か
る
事
は

自
分
の
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と

 
そ
し
て

お
そ
ら
く
は
テ

ア
が

共
感

し
た
も
の

闇

を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
事
だ

か

は

 
意

が
塗
り

さ
れ
る
の
を
感
じ
る

 
感
情
が
上
書
き
さ
れ
る
の
を
感
じ
る

 

間
へ
の
安

は
け
い
か
い

■
■
に

 
記

か
ら
感
じ
る

か
み
は

い
か
り

■
■
に

 
剣
を
握
る
意

は

世
界
へ
の

う
ら
み

■
■
に

 

こ
れ
が

世
界
を
取
り

く
も
の

 
あ
ま
り
の
衝
撃
に
声
も
出
な
い

 
伝
わ

て
く
る
全
て
が
気
分
を

す
る
も
の
だ

た

 
人
を

し
て

う
者

魔
獣
の

に
し
て

う
者

に
し
て
自
身
は
安
全
を
確
保
す
る
者

そ
し
て
直

的
に
手
に
掛
け
る
者

い
ず
れ
も
冒
険
者
の

だ

た
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そ
れ
ら
へ
の
感
情
も

気
分
の
い
い
も
の
で
は
な
か

た

 

こ
れ
が

テ

ア
が

い
て
い
た
モ
ノ

 

こ
れ
が

キ
リ
ト
が
打
ち
克

た
モ
ノ

 
闇
が
か
つ
て
の
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
取
り

い
て
い
た
負
で
あ
る
と
は

い
て
い
た

テ

ア
を
取
り

ん
だ
も
の
に
は

こ
の
世
界
の
も
の
も

ま
れ
て
い
る
事
も

い
て
い
た

 
そ
れ
を

本

の
意
味
で
い
ま
識

た

  

自
分
や
キ
リ
カ
の
成
り
立
ち
も

 
そ
う

だ

た
ん
で
す
ね

 
そ
う
し
て

私
は
よ
う
や
く
理
解
し
た

プ
レ
ミ
ア

と
名
付
け
ら
れ
た
自
身
の
全
て
を
把

握
し
た

 
人
で
な
い
モ
ノ

 

ら
れ
た
イ
ノ
チ

 
人
工
の

知
能
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私
に

名
前
が
無
か

た
の
は

 
キ
リ
カ
と
出
会
う
前
ま
で
の
記

が

無
か

た
の
は

  

な
ら

そ
れ今

を
大
切
に
す
る
と
い
い

思
い
出

過
去
は
そ
う
し
て
作

て
い
け
ば
い
い

ん
だ

  

だ
か
ら
こ
そ

キ
リ
カ
は
私
に
あ
あ

た
の
だ

 
私
に
は
寄
る

に
足
る
過
去
が
最
初
か
ら
無
か

た

 
そ
の
原
因
を
キ
リ
カ
は
と

く
に
知

て
い
て
そ
し
て
今
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
ど

う
な
る
か
も
知

て
い
た

プ
レ
ミ
ア

テ

ア
も
し

か
り
し
ろ

 

て
い
る
私
に
キ
リ
カ
が
声
を
掛
け
て
く
る

闇
を
払
う

き
が

じ
た

の
裏

ま
で

届
い
て
見
え
た

を
開
き

を
上

る

 

界
い

い
に
二
刀
を

え
る
少
年
の
背
が
広
が

た

そ
の
手
が
握
る
二
刀
か
ら
流
れ
る

光
を
そ
の
身
に

て

私
達
に

び
よ
う
と
す
る
闇
か
ら
守

て
く
れ
て
い
た
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そ
の
背
を
見
る
と

体
を

り
付
け
る
重
苦
し
さ
が
取
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

テ

ア
は

 
立
ち
上
が
り
な
が
ら
テ

ア
の
方
に

を
向
け
る

い
や
向
け
よ
う
と
し
て
は
た
と
気

付
い
た

 
キ
リ
カ
と
私
の

の
足

全
て
が

暗
い

 
原
因
は

上

二
人
と
も

上

 
そ
こ
で
投

ら
れ
る
ユ
ウ
キ
の
声

わ
れ
て

上
を
振
り

ば
私
を

か
ん
と
⻘
色
の

型
の

点
が
ギ
ラ
リ
と
凶
悪
な

き
を
放

て
浮
遊
し
て
い
た

 

嗟
に

び
退
こ
う
と
後
ろ
に
体
を
動
か
す

 

だ
が

思

た
よ
う
に
足
が
動
か
ず

を
つ
い
て
し
ま

た

 

び
退
こ
う
と
地
を

た
時
に
そ
れ
を
抑
制
す
る
力
を
感
じ
た

ま
る
で

り
付
け
ら
れ

た
よ
う
に
足
が
動
か
な
い
感
触

そ
れ
は
第
二
エ
リ
ア
オ
ル
ド
ロ

ブ
大
森
林
で
そ
こ
か
し

こ
に
あ

た

地
に
足
を
取
ら
れ
た
時
の
感
触
に
近
く
感
じ
た

 
こ
れ
を

不
覚

と

う
の
だ
ろ
う
な
と

ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
に

え
る
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足

が

暗
か

た
の
は

型
の
ラ
ン
ス
の
影
だ
け
で
な
く

闇
が
全
体
に

り
巡
ら

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

私
達
の
身
動
き
を
取
れ
な
い
よ
う
に
も
じ

る
と
や
ら
が
展
開

し
た
に
違
い
な
い

 
キ
リ
カ
の
光
は
私
を

ま
ん
と

る
闇
を
払

て
く
れ
た
け
ど
流

に
対
応
し
き
れ
な

か

た
ら
し
い

 
ち
ら

と
横
目
で

間
達
を
見
れ
ば

同
じ
よ
う
に

を
つ
く
か

前
の
め
り
に
つ
ん
の

め

て

手
を
突
く
な
ど

も
が
体
勢
を

し
て
い
た

外
は
光
を

う
キ
リ
カ
と
ユ
ウ
キ

だ
けプ

レ
ミ
ア

く

 
間

に

合

え

 
そ
う
し
て
光
を

う
二
人
が
同
時
に
動
き
出
し
た

キ
リ
カ
は
す
ぐ
後
ろ
に
い
た
私
を

き

上

そ
の
場
か
ら

び
の
い
た

 
ユ
ウ
キ
は
テ

ア
の
下
へ

け
出
し
た

だ
が
そ
の
表
情
に

は
無
く
今
ま
で
見
た
事
無

い
く
ら
い
険
し
い
面
持
ち
だ

た

 

て
い
た
テ

ア
が

上
を
振
り

ぐ
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同
時

キ

ン

と

高
い

り
と
共
に

大
な
槍
が

下
を
始
め
た

テ

ア

 

ら
ず

キ
リ
カ
の

の
中
で
彼
女
の
名
前
を
呼
ぶ

 
届
か
な
い
と
理
解
し
て
い
な
が
ら

そ
れ
で
も
私
は

手
を

ば
し
た

  

直
後

を

く

と

槍
が
弾
か
れ
た

  
ギ

リ

 
と

い
た
事
な
い
く
ら
い
の
け
た
た
ま
し
い

見
た
事
無
い
く
ら

い

し
く

る

色
の
火
花

ズ
ン
と
重
い

を
立
て
て
大
人
に
な

た
テ

ア
の
横
に

ち
る
槍

 
そ
れ
ら
が
立
て

け
に

き
て
目
を
見
開
い
た
私
は

と
さ

き
ま
で
そ
こ
に

な
か

た

の
人
影
に
気
が
付
い
た

キ
リ
ト

 
そ
の
人
物
は

ア
リ
ス
と
共
に
ど
こ
か
に
行

て
し
ま

た
キ
リ
ト
と

二
つ
だ

た

 
違
い
を
探
す
方
が
速
い
く
ら
い
あ
ま
り
に

似
し
て
い
る
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強
い
て

る
な
ら
キ
リ
ト
と
違

て

や
手

足

を

備
し
て
い
な
い
事
と
禍

し
い
魔
剣
や
神

し
い
聖
剣
を
持

て
い
な
い
事
だ
ろ
う
か

手
に
握
ら
れ
て
い
る
の
は
片
刃

の
黒
と
白
の
剣

そ
の
内

手
の
黒
い
片
刃
剣
で

上
か
ら

ち
る
槍
を

き

と
し
た
よ
う

で

そ
ち
ら
の
剣
を
振
り

い
た

勢
だ

た

 
表
情
は
ギ
リ
ギ
リ
横

が
見
え
る
程

そ
れ
か
ら

み
取
れ
る
の
は

も
じ

る
に

わ
れ
て
い
る
巫
女
を

み
つ
け
て
い
る
事
だ
け
だ

た

ホ
ロ
ウ

な
に

 
し
か
し
テ

ア
は
違

た
よ
う
だ

た

彼
女
は
自
身
の
前
に
立
ち
槍
を

き

と
し
た
人

物
に
そ
う
問
い
か
け
た

 
そ
れ
に
キ
リ
カ
は
今
ま
で
で
一
番
の

き
を
見
せ
た

目
を

り
そ
の
黒
い

を

二
つ
の

ホ
ロ
ウ
と

う
ら
し
い
少
年
へ
と
向
け
て
い
る

そ
の
表
情
が
ど
こ
か
他
の
冒
険
者
に
向
け
て
い

た
も
の
よ
り
険
し
く
感
じ
る
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か

本

に

ホ
ロ
ウ
な
の
か

 
疑
問
が

つ
も

き
上
が
る
中
同
じ
よ
う
に
疑
問
を
浮
か
べ
て
い
る
ら
し
い
キ
リ
カ
が
ホ
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ロ
ウ
に
対
し
そ
う
問
い
か
け
た

 
す
る
と
ホ
ロ
ウ
と
呼
ば
れ
た
方
が

だ
け
こ
ち
ら
を
向
け
キ
リ
ト
や
キ
リ
カ
で
は
見
た
事
が

な
い

片

を
つ
り
上

る

み
を
浮
か
べ

を

め
る

 
そ
の

に

め
ら
れ
た
意
味
を
彼
は
正
確
に

け
取

た
よ
う
で

マ
ジ
か

と

然
と

い
た

け
ど

お
前

な
ん
で

 

か
を

け
よ
う
と
し
た
キ
リ
カ
の

葉
に
ホ
ロ
ウ
は

え
ず

線
を
も
じ

る
へ
と

し
た

 
私
達
が
倒
す
べ
き
対

と
定
め
た
そ
れ
は
二
つ
の

大
な
槍
を
呼
び

し
万
全
な
攻
撃

勢

を
見
せ
て
い
た

そ
れ
を
見
て
私
や
キ
リ
カ
ホ
ロ
ウ
の
登
場
に

気
に
取
ら
れ
て
い
た
テ

ア

や
ユ
ウ
キ
達
も
再

立
ち
上
が
り

武
器
を
構
え
る

 
そ
こ
で

あ
れ

と
疑
問
が
浮
か
ん
だ

足
が

取
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た

 
そ
れ
は
自
然
と
身
動
き
を
取
れ
た
こ
と
だ

た

立
ち
上
が
る
の
に
も
構
え
を
取
る
の
に
も

動
く
が

そ
れ
が
さ

き
は
出
来
な
か

た

け
れ
ど
今
は
出
来
る
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故
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
か

 
そ
の

え
が

で
あ
る
か
は
流

に
私
に
も
理
解
で
き
て
い
た

テ

ア
の
前
に
立
つ
少
年

へ

を
向
け
る

多
分

私
以
外
の

間
も
同
じ
よ
う
に
目
を
向
け
て
い
た

は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド

仮
想
世
界
に

る
負
を
抑
え

む
人

世
界
が
変
わ
ろ
う
と
も

目
は
変
わ
ら
な

い 
そ
う

た
彼
は

だ
が

と

け

き
捨
て
る
よ
う
に

た

  

死

へ
の
悲
し
み
は

も
う
必
要
な
い

  

あ
あ

し
い
人
な
ん
だ
な

 
忌

し
そ
う
に

き
捨
て
る
よ
う
に

た
ホ
ロ
ウ
に
私
は
そ
ん
な

を

い
た

 
キ
リ
ト
よ
り
ど
こ
か

し
く
て
キ
リ
カ
よ
り
も
感
情
的
な

二
つ
の
少
年
が
憎
し
み
に
身

を
焦
が
し
キ
リ
ト
と
争

た
過
去
を
私
は
さ

き
識

た

ど
ん
な
人
な
の
か
と

み
損
ね
て
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い
た
が

な
ん
て
事
は
無
い

 
進
む
道
を
違
え
ど

そ
の
根

は
き

と

そ
ん
な
に
違
わ
な
い

 
こ
の
世
界
が

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

り
物
で
私
達
も

ら
れ
た
イ
ノ
チ
だ
け
ど

そ

ん
な
私
達
に
も
命
が
あ
る
と
ホ
ロ
ウ
も
認
め
て
い
る
の
だ

キ
リ
ト
や
キ
リ
カ
ユ
ウ
キ
達
と

同
じ
よ
う
に

 
私
達
が
死
ぬ
こ
と
を
ホ
ロ
ウ
も

け
入
れ
ら
れ
な
い
と

 

こ
の
世
界
に

死

な
ん
て
必
要
な
い
と

 
そ
の
思
い
で
彼
は
テ

ア
を
助
け
て
く
れ
た
の
だ

多
分
キ
リ
ト
が
彼
女
を
助
け
よ
う
と

し
て
い
る
時
に
も

一

 
き

と
こ
れ
を
伝
え
た
と
こ
ろ
で
ホ
ロ
ウ
は
認
め
よ
う
と
し
な
い
だ
ろ
う
け
ど

で
も
き

と
そ
う
な
の
だ
と

私
は
思

た

 
そ
う
思

て
い
る
と

ホ
ロ
ウ
が

に
キ
リ
カ
に

線
を
投

た

ど
う
し
た

キ
リ
カ

お
前
が
こ
の
レ
イ
ド
の
リ

ダ

だ
ろ

 

指

を

て
く

れ 

戦
的
で

ど
こ
か

発
的
な

み
と
共
に
ホ
ロ
ウ
が

た
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ク

と
キ
リ
カ
が

み
を
零
し
た

え
き
れ
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
の

み

闇
は

せ
て
い
い
ん
だ
な

あ
あ

目
は
全
う
す
る

分
か

た

全

闇
の
事
は
気
に
す
る
な

 
モ
ジ

ル
破
壊
と
巫
女
の

救
出
に
全
力
を

け
ろ

 

葉
少
な
い
や
り
取
り

交
わ
さ
れ
た
の
は

葉
以
上
の

根

で
の
繋
が
り
に
よ
る
信

頼
か

 
そ
れ
を

み
な
が
ら

彼
の
指
示
に

お

と
声
を
上

け
出
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
展
開
に
苦

し
た
の
で
ワ
ク
ワ
ク
感
は

か

た
で
し

う
ね

章
の
展
開
の

想
が

り

過
ぎ
て

却

て

編
が

か
に
な
る
と
い
う
本

転
倒

合
よ
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・
Ｐ
ｒ
ａ
ｙ
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
Ｍ
ｉ
ｄ
ｉ
ｕ
ｍ

 

す
る
と

原
初
の
巫
女
の
祈
り

 
プ
レ
ミ
ア
テ

ア
キ
ズ
メ
ル
リ

フ

達
か
ら
は
見
え
て
い
な
い
が
プ
レ
イ

達

に
は
見
え
て
い
る

 
原
作
だ
と

の
槍
は
第
二
形

か
ら
だ
が
本
作
で
は
負
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
の
影

で
殺
意
が
高
く
な

て
い
る
の
で
第
一
形

か
ら
出
現
し
て
い
る

  
・
キ
リ
カ

 

事
変
の
解
決
に

す
る
レ
イ
ド
の
リ

ダ

 
プ
レ
ミ
ア
か
ら
最
も
信
頼
さ
れ
て
お
り
そ
れ
を
分
か

て
い
る
の
で
キ
リ
カ
も

先
的
に
プ

レ
ミ
ア
を
守
ろ
う
と
動
い
て
い
る

そ
の
判
断
に
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
死
へ
の
ト
ラ
ウ
マ
が
大

い
に

与
し
て
い
る

 
自
身
は
違
う
が
プ
レ
ミ
ア
や
リ

フ

達
は
死
ね
ば
終
わ
り
な
の
で
デ
ス
ゲ

ム
と
大
差
な

い
意
識
の
た
め



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
ス
テ

タ
ス
が

仕
様
な
の
で
実
は
あ
ん
ま
り

が
無
い

  
・
ホ
ロ
ウ

 
闇
を
抑
え

む
人

に
な

て
い
た

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
の
死
闘
後
の
た
め
や
や
物

が

ら
か
く
更
に
少
し
前
向
き

テ

ア
を
助

け
た
目
的
に
は

死

に
対
す
る
悲
し
み
の
感
情
を
こ
れ
以
上
発
生
さ
せ
た
く
な
い
か
ら
で
も

あ

た

 
ス
テ

タ
ス
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
攻
略
後
の
も
の
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で

か
な
り

が
あ
る

 
イ
メ

ジ
は

え
を
得
た
後
の

鉄
の
英
雄

  
・
プ
レ
ミ
ア

 
闇
を

し

テ

ア
と
同
じ
よ
う
に
世
界
の
真
実
を
知

た

 
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
出
来
事
を
知

た
が
キ
リ
カ
と
い
う

り

が
あ

た
の
で
闇

ち
は
回

し
た

な
か

た
ら
発
狂
エ
ン
ド
だ

た
と
思
わ
れ
る
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一
番
キ
リ
カ
の

し
さ
に
触
れ
て
い
た
の
で
キ
リ
ト
ホ
ロ
ウ
の
根

の
性
格
の
一

に

と
な
く
気
付
い
た

伝
え
る
と

定
さ
れ
る

  
・
テ

ア

 
キ
リ
カ
よ
り
先
に

ホ
ロ
ウ
で
あ
る
事
に
気
付
い
た
大
剣
使
い
の
大
人
巫
女

 
キ
リ
ト
が

な
い
の
で
会
得
し
た
心
意
に
安
定
感
が
無
い

し
か
し
一

は
自
身
の
本

と
向

き
合
わ
せ
た
ホ
ロ
ウ
の
助
け
も
あ
り

面
外
で
持
ち
直
し
て
い
る

  
戦
闘
回
は

話
か
ら

め
に
出
来
る
よ
う
イ
ン
ス
ピ
レ

シ

ン
を

き
立
た
せ
た
い

と
思
い
ま
す

 
で
も

の
ラ
ス
ボ
ス

人
型
じ

な
い
か
ら

写
が

し
い
ん
で
す
よ
ね

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
八
章
 

悔
恨

晴
ら
す
時
来
た
れ
り

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

黒

谷
で
す

 

点

ク
ラ
イ
ン

 

数

約
六
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

悔
恨

 
あ
や
ま
ち
を
後
悔
し
残
念
が
る
こ
と

く
や
み

う
ら
む
こ
と

前
非
を
く
や
む
こ
と

  

ホ
ロ
ウ
が

け
つ
け
共
に
戦
う
こ
と
が
分
か

た
時

中
に
去
来
し
た
感
情
は
様
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だ

た

 
多
く
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ど
の
複

な
そ
れ

的
な

葉
で
は

い
表
せ
な

い

ど

キ
リ
ト
と
い
う
少
年
が
歩
ん
だ
道
は
険
し
く

苦

に

ち
て
い
る

 
そ
の
道
か
ら
外
さ
れ
た
の
が
ア
イ
ツ
だ

 
そ
れ
故
に

を
分
か
つ
事
に
な

た

 

し
か
し

正
直
な
と
こ
ろ

そ
の
実
感
は
限
り
な
く

い

 

は

論
ユ
ウ
キ
達
も
ホ
ロ
ウ
が

を
分
か

た
事
は
キ
リ
ト
か
ら

い
た
だ
け
だ

ア

キ
ト
の
生
死

い
て
は

桐

谷
和
人

と

一

の
在
り
方
を

け
た
死
闘
の
結

で

ホ
ロ
ウ
と
の
別
離
を
知

た

 

Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変

で
の
死
闘
も

達
は

の
外
だ

た

 

本

を

え
ば

だ

 
少
な
く
と
も

は

ホ
ロ
ウ
が
消
え
る
必
要
は
無
か

た
と
思

て
い
た

 
ア
キ
ト
を
殺
さ
な
け
れ
ば
自
己
を
保
て
な
い

そ
う

て
ホ
ロ
ウ
は
己
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

戦

た

 
で
も
そ
れ
は
本

に
そ
う
だ

た
の
か
と
思
う
の
だ
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本

に

容
れ
な
か

た
の
か
と
今
で
も
思

て
い
る

然

時
も

 

故
な
ら
ア
キ
ト
の
生
死
に
自
己
を

け
る
在
り
方
は
己
の
生
き
方
を

て
い
る

い

だ
と

は
思

た
か
ら
だ

 
リ

フ

は
か
つ
て

キ
リ
ト
の

く
な
き
上

向
を

い

と

し
た
事
が
あ
る

 

の
対

で
あ
る
実
姉
・
千
冬
を
目
指
し
た
様
を
見
て
ど
こ
ま
で
も
想
像
で
補
完
さ
れ
た

背
を
追
い

け
て
い
る
事
に

彼
女
は

た
る
思
い
を
零
し
た

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア

理

で
の
再
会
の
後
キ
リ
ト
の
在
り
方
を

定
し
た
の
は
そ
の

い
か
ら
解
放
せ
ん
が
た
め
も

あ

た
の
だ

 
生
き
る
意

を
失

て
い
れ
ば

ん

り
が

か
な
い
か
ら

 
事
実
あ
の
出
来
事
が
無
け
れ
ば
キ
リ
ト
は
今

ど
こ
か
で
命
を

と
し
て
い
た

そ
れ
は
本

人
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る

 

だ
か
ら
こ
そ
そ
の
機
会
が
無
い
ま
ま
ホ
ロ
ウ
と
の
別
離
を

え
た
事
を

は
内
心
悔

や
み

け
て
い
る

 
人
間
で
な
く
な

た
事

経
験
し
た
過
去
と

存
在
と
い
う
立
場
の
違
い
に
よ
る
ギ

プ

お
よ
そ
自
己
と

え
る
も
の
を
喪
い

え
ら
れ
な
く
な

た
の
は
分
か
る
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だ
が

 
そ
う
ま
で
な

て

る
も
の
が

で
あ

た
事
が
悔
し
か

た

 
キ
リ
ト
が
リ

フ

達
に

た
よ
う
に

 
キ
リ
カ
が
ユ
イ
達
に

己
の
在
り
方
を
求
め
た
よ
う
に

 
ア
イ
ツ
に
は

せ
め
て

友

と
し
て
頼

て
欲
し
か

た

 
そ
れ
で
も

時
は

重
に
対
応
す
べ
き
と

え
て
い
た
か
ら
こ
そ
間
に
合
わ
な
か

た

安

な
事
を

て
も
伝
わ
ら
な
い
と

キ
リ
ト
を
⻑
ら
く
見
て
い
て
確
信
し
て
い
た
か
ら

  

悔
悟
あ
る
別
離
か
ら

お
よ
そ
一
年

  
怨
み
一
つ
で
存
在
を
保

て
い
た

を

た
れ
て
お
よ
そ
四

年

  
ア
イ
ツ
は

と
舞
い

て
来
た

  
そ
の

が

ど
こ
か
人
を
食

た
よ
う
で
そ
の
実
こ
ち
ら
を
気

て
い
る
立
ち
振
る
舞
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い
が

ど
う
し
よ
う
も
な
く
記

の
そ
れ
を

て
し
ま
う

 
心
な
い
者
達
に
追
い
出
さ
れ
て
そ
れ
で
も
心
配
に
な

て
乱
入
し
て
遊
撃
で

間
を
守
る

と
  

ま
る
で

黒
の
剣
士

が

て
来
た
よ
う
で

 

た

く
よ

 

界
が
滲
む

発
し
た
声
は

少
し

え
て
い
る

 
だ
け
ど

し

う
が
な
い
じ

な
い
か

 
ア
イ
ツ
が
内
心
で

を

え
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

そ
ん
な
の

か
ら
そ
う
だ

た

肉

た

で
心
で
傷
つ
い
て

戦

て
る
中
で

間
の
死
に
怖
が

て

全
部
が

だ
と

い
な
が
ら

本

は
見
捨
て
ら
れ
な
い
か

え
て
い
て

 

む
間
も
な
く

む
事
を

自
ら
禁
じ
て
ま
で

り

け
た

 
そ
の
果
て
が
自
己
の

定

怨
み
の
果
て
の
死
な
ん
て

ど
う
し
よ
う
も
な
く
救
わ
れ
な
い

全
く
報
わ
れ
ち

い
な
い
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そ
ん
な
ア
イ
ツ
を
救
う
機
会
が

れ
た
ん
だ

 
ホ
ロ
ウ
が

故
こ
の
世
界
に
い
る
の
か
消
滅
し
た

じ

な
い
の
か
と
い
う
疑
問
は
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
そ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば

負
に

ま
れ
て
い
る

と
い
う
疑
問
も

 
だ
が

そ
ん
な
の
全
部
ど
う
で
も
い
い

 
キ
リ
ト
は
報
わ
れ
る
べ
き
な
の
だ

 
別
た
れ
別
人
に
な

て
し
ま

た
が

そ
れ
で
も
ホ
ロ
ウ
の
過
去
は

れ
も
な
い
真
実

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
の
時
が

だ

た
か
の
よ
う
な

を
し
て
い
る
が
根

は
変
わ

て
い
な

い
に
違
い
な
い

ま
た
自
分
を
追
い

め
た
覚
悟
を
し
て
い
る
と
い
う
確
信
が

に
は
あ
る

 
そ
の
根

に

あ
の

い

が
あ
る
と
い
う
事
も

 
そ
れ

ど
ア
イ
ツ
が

に

す
る
な
ら
こ

ち
だ

て

し
て
や
る

お
め

は
ホ
ン
ト

い

つ
も

い
い
ト
コ
を
持

て
い
き
や
が
る
な

 
そ
の
上
で

て
や
る
ん
だ

  

も
う

自
分
を
救

て
や
れ

て
な

 



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
刀
を
構
え
る

 
こ
の
世
界
で
新
た
に
手
に
し
た
刀
は

あ
の
世
界
で

最
期
ま
で
手
に
し
て
い
た
黒
刀
に

な

て
い
た

 

  
キ
リ
カ
の

で
動
き
出
し
た

達
は
第
三
の
巫
女
を

え
て
い
る
モ
ジ

ル
の
外

Ｐ
ｒ
ａ
ｙ
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
Ｍ
ｉ
ｄ
ｉ
ｕ
ｍ

に
攻
撃
を
開
始
し
た

 

を

し
た
本
体
の

に
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を

形
に
し
て
剣
で
上
下
を

い
た
よ

う
な
物
体
が
複
数
浮
い
て
い
て
そ
れ
が

達
を
寄
せ
付
け
ま
い
と
襲

て
来
た

浮
遊
城
外

に
一
定
間
隔
で
広
が

て
い
た

の
よ
う
な
も
の
を
回
転
に
よ

て
武
器
と
し
て
き
た
の
で
あ

る 
更
に

一
定
回
数
光

た
後
に
小

を
攻
撃
す
る

発
攻
撃
も
あ

た

機

は
ボ
ク
に

せ
て

 
倒
し
て
も

発
し
て
も
一
定
時
間
が
経
て
ば
補

さ
れ
る
事
を
知
る
と
光
を

う
ユ
ウ
キ
が
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そ
う

て
剣
か
ら
光
の
波

を
放

て
複
数
の
機

を

ご
と
消
し

ば
し
始
め
る

少
し

前
に
現
れ
た

九
十
九
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
ザ
・
バ

サ
ク
ヒ

ロ

を
消
し

ば
し
た
心
意
攻

撃
だ

 

達
の
ス
テ

タ
ス
で
も
傷
つ
け
ら
れ
る
の
に

え
ら
れ
る

も
な
く

機

は
ユ
ウ
キ
に

よ

て
無
力
化
さ
れ
る
事
に
な

た

 

と
も

え
る
機

が
無
力
化
さ
れ
た
モ
ジ

ル
に
残
さ
れ
た
攻
撃
手

は

の

に
浮
い
て
い
る

大
な
蒼
い
槍
だ
け
だ

形
状
と
し
て
は

上
槍
を

大
化
さ
せ
た
よ
う
な
そ

れ
は
そ
の

に
物
を

わ
せ
て

上
か
ら

達
を

し
を

り
越
し
て
圧
し

そ
う
と

横
無

に

び
回
る

 
し
か
し

そ
の
大
き
さ
が
災
い
し
て
か

意
を
払

て
い
れ
ば
対

は
容

だ

た

こ
の
程

な
ら

我

で
も
対

で
き
る

巫
女
様
は
あ
な
た
達
に

せ
る
わ

 
プ
レ
ミ
ア
達
を
聖
大
樹
の
巫
女
と
認
識
し
て
い
る
黒
エ
ル
フ
の
騎
士
キ
ズ
メ
ル
と

森

エ
ル
フ
の
騎
士
リ

フ

が

上
で

下
を
始
め
た

間
に

ド
ス
キ
ル
で
弾
い
て
く
れ
て

い
た
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な
ス
テ

タ
ス
で

え
ば
Ｓ
Ａ
Ｏ
同
様
の
エ
リ

ト
ク
ラ
ス
騎
士
の
二
人
の
方
が

で
鍛
え
直
し
て
い
る

達
よ
り
上
だ

そ
れ
を
感
覚
で
理
解
し
て
い
る
ら
し
い
二
人
が

先

し
て
対

し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る

お
陰
で

達
は

上
へ
向
け
る

を
機

と
本
体
に

だ
け
集
中
さ
せ
ら
れ
て
い
た

 
そ
の
機

も
ユ
ウ
キ
の
攻
撃
に

き

ま
れ
な
い

取
り
を
取
る
と
い
う

意
の
払
い
方

 
最

ボ
ス
化
し
た
モ
ジ

ル
は

も
同
然
で
あ
る

 
し
か
も

ホ
ロ
ウ
の
ス
テ

タ
ス
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
も
の
の
ま
ま
ら
し
か

た

 
キ
リ
ト
が
引
き
継

て
い
た
し
そ
の

い
か
ら
も

と
な
く

し
て
い
た
が
黒
と
白
の
片

刃
剣
を
同
時
に
光
ら
せ
て

二
刀
流

ス
キ
ル
を
使

た
時
点
で

は
確
信
し
た

 
と
ん
で
も
な
く
強
い
ア
イ
ツ
が

年
の

備
と
ス
テ

タ
ス
を
持

て
い
る
の
で
あ
る

 
気
に
す
る
べ
き
は
死
な
せ
て
は
な
ら
な
い
者
達
の
安

だ
け

キ
ズ
メ
ル
と
リ

フ

は
死

ぬ
ビ
ジ

ン
が
浮
か
ば
な
い
し
戦
闘
経
験
面
で
不
安
が
あ
る
プ
レ
ミ
ア
と
テ

ア
は
そ
の
不

安
を
吹
き

ば
す
よ
う
な

い
立
ち
回
り
で
機

を

し
な
が
ら
本
体
を
攻
撃
し
て
い
た

 
お
そ
ら
く
だ
が
セ
ブ
ン
が
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
使

て
ユ
ウ
キ
の
技
術
を
再
現
し

て
い
た
よ
う
に

彼
女
ら
も
こ
の
世
界
の
負
に
触
れ
た
事
が
き

か
け
で
知
識
や
経
験
を
得
て
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戦
闘
技
術
も
一
定
の
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上

ら
れ
た
の
だ
ろ
う

そ
う
で
な
い
と
大
剣
を
使
い
こ

な
す
テ

ア
の
事
で
辻
褄
が
合
わ
な
く
な
る

 
キ
リ
ト
も

て
い
た
が
シ
ン
イ
と
や
ら
は
本

使
い
よ
う
で
良
く
も
悪
く
も
な
る
ら
し
い

 
ま

大

は

事
ば
か
り

き
て
い
る
が

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
バ
グ
然
り
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
セ
ブ
ン

や
ヴ

フ
ス
然
り

こ
の
世
界
も

 
そ
の
原
因
の
大

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
の
人

の
負
の
感
情
で
あ
る
事
を

え
る
と

る

無
さ
も

一
入
だ

 
き

と

達
が
仮
想
世
界
で
の
キ
リ
ト
の
仕
事
を
手
伝

て
い
る
の
に
は
そ
の

る

無
さ

も
理
由
の
一
つ
な
の
だ
と
思
う

 
ア
イ
ツ
に

て

う
な
ら

自
分
の
不
始

か

 
ま
あ
Ｓ
Ａ
Ｏ
以

は
あ
の
サ

バ

の
デ

タ
を
使
い
回
し
て
る
方
に
原
因
が
あ
る
の
だ
が

に

し
て

え
ば

完
全
に

い
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

 
そ
う

え
る
と

別
の
意
味
で

る

無
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
そ
う
だ

た

こ
れ
で

ど
う
だ

 
思

に
ケ
リ
を

け
る
よ
う
に

全
霊
を

め
た
一
刀
で

を
斬
り
付
け
る

ス
キ
ル
は
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使

て
い
な
い
が
全
霊
の
一
撃
だ
か
ら
か
光
を
放
つ
そ
の
斬
撃
は
巫
女
を

う

を
容

く

斬
り
裂
い
た

 
ぐ
わ
ん

と

が
揺
れ
る

 
足

か
ら

に

き
付
か
れ
た
巫
女
の
体
も
揺
れ
て

か
ら

ち
そ
う
に
な

た

と

あ
ぶ
ね

 
刀
を
逆
手
に
持
ち
直
し

手
で

け
止
め
る
体
勢
を
取

た

 
だ
が

巫
女
が

の
中
に
来
る
事
は
無
か

た

 

の
手
に
巫
女
が
振
れ
た

間

が

え
た
か
ら
だ

 
い

た
い
ど
こ
か
ら
出
て
い
る
の
か
と
思

て
し
ま
う
が
本

に
そ
う
と
し
か
思
え
な
い

か
ら
の

び
だ

た

ボ
ス
よ
ろ
し
く
衝
撃
波
を

て
い
る
ら
し
い
そ
れ
に

は

ば

さ
れ

地
面
に

き
つ
け
ら
れ
る

 

が

き
た
と

く
体
を

こ
し
て
モ
ジ

ル
を
見
る

■
■
■
■
■
■
■
■

 

ゲ

ジ
は

に
空
だ

た
が

け

る
様
子
は
な
く

え

け
て
い
た

抑
え
き
れ
ぬ

怒
り
あ
る
い
は

と
も
思
え
る

高
く
も
ど
こ
か

ま
し
い
方
向
を
上

な
が
ら

や
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な
ど
の

体
が
⻘
暗
く
光
り
な
が
ら
そ
の
シ
ル
エ

ト
を
変

さ
せ
て
い
く

巫
女
は
眠

た

ま
ま

そ
の

暗
い
光
の
中
に
消
え
て
い

た

チ

や

こ
れ
く
ら
い
じ

終
わ
ら
ね

か

 

を

め

を
打
つ

 

裏
に
浮
か
ぶ
の
は
自
身
が
抗
え
な
か

た
二

構
え
だ

た
第
百
層
の
ボ
ス
戦

紅

で

ち
構
え
て
い
た

ロ

ブ
を
倒
し
て
喜
び
に

い
て
い
た

達
を
死
に
追
い
や

た
ボ
ス
の

事
だ

 
キ
リ
ト
が
命
を

し
て
救

て
く
れ
な
け
れ
ば
文

り
一
生
の
不
覚
に
な

て
い
た
苦
い
思

い
出
で
あ
る

 
ボ
ス
の
変

に

し
つ
つ
ポ

シ

ン

で
体
勢
を
立
て
直
し
た

は
一

だ
け

間
達

の
様
子
に
意
識
を
向
け
た

も
彼
も
が

断
な
く
構
え
て
い
る

然
な
が
ら
表
情
は
か
な

り
苦
い

あ
の
時
に

を

べ
た

中
は

更
険
し
い
面
持
ち
だ

 
そ
れ
ら
を
見
た
後

線
を
モ
ジ

ル
へ

す

ン
だ
と

 
そ
し
て

思
わ
ず

く
事
に
な

た
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モ
ジ

ル
の

は
様
変
わ
り
し
て
い
た

暗
い
光
が

た
形
は
先
の

と

か

ら
様
変
わ
り
し

一
つ
の
大
き
な
影
だ

た

 
そ
の

を
一

で

い
表
す
な
ら

死
神

が

し
て
い
た

 
シ
ル
エ

ト
は
人
型
だ

高
さ
二
メ

ト
ル

は
あ
ろ
う
か
と
い
う
ボ
ロ
ボ
ロ
の
黒
い
ロ

ブ

を

て
い
て
フ

ド
の

と

か
ら
の
ぞ
く

に
は
密

の
あ
る
闇
が
ま
と
わ
り
つ
き

蠢
い
て
い
る

暗
く

む

の

に
は
そ
こ
だ
け
は
生

し
い
欠

の
浮
い
た
眼

が

て

い
て
ぎ

ろ
り
と
こ
ち
ら
を
見
下
ろ
し
て
い
る

そ
し
て

手
に
は
⻑
大
な
黒
い

が
握
ら
れ

て
い
た

 
そ
の

に

は
見
覚
え
が
あ

た

今
こ
の
場
に

る
中
で
攻
略
組
と
し
て
ボ
ス
戦
に

ん
で
い
た
者
は

全

が
そ
う
だ
ろ
う

 
コ
イ
ツ
は

攻
略
史
上
で
も
苦
い
思
い
出
と
共
に

深
い
傷

を
残
し
た
存
在

 
第
六
十
八
層
フ
ロ
ア
ボ
ス

ザ
・
フ

イ
タ
ル
サ
イ
ズ

 
あ
の

が
攻
略
組
上

の
タ
ン
ク
を
一
撃
で

る

力
だ

た
た
め
十
数
人
の
死
者
が
出
て

一

は
戦
線

壊
の
憂
き
目
に
あ

た
も
の
の

一

撤
退
す
る
と
ボ
ス
の

が
回
復
し
て
し

ま
う
た
め

キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
数
十
分
間
二
人
で
戦
線

持
に
全
力
を
出
す
事
に
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な

た
手
合
い
で
あ
る

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の
知
識
を
最
も
有
す
る
男
と
自
力
で
シ
ス
テ
ム
へ

の

を
深
く
し
て
い
た
少
年
が
全
力
を
出
し
て
ギ
リ
ギ
リ
勝
て
た

と

え
ば
ど
れ

ど

危
険
だ

た
か
は
伝
わ
る
だ
ろ
う

 
個
人
的
に
は
第
百
層
の
裏
ボ
ス
の

に

バ
か

た
と
思

て
い
る

 

で
コ
イ
ツ
が

と

を

め
る
中

は
ボ
ス
の

上
に

線
を

し
た

 
ボ
ス
の
名
前
は

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ

記

り

 

バ

は
四
本

こ
れ
も
記

と
同
じ

 
問

は
レ
ベ
ル
表
記
だ
が

と
表
示
さ
れ
て
い
た

こ
れ
も
記

り
だ

 
し
か
し

断
は
で
き
な
い

 

し
ろ
こ
の
ボ
ス
は
モ
ジ

ル
が
再
現
し
て
い
る
上

と
な
る
巫
女
が
闇
の
影

を

け
て
い
る

変
化
の
仕
方
か
ら
見
て
も

の
影

を

け
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い

 
つ
ま
り

こ
こ
か
ら
は

常
な
戦
い
で
は
な
く
な
る
と
い
う

だ

 
だ
が

そ
れ
が
ど
う
し
た
と
い
う
の
か

 

手
が

を
以
て

死

を
体
現
す
る
と
い
う
の
な
ら

こ
ち
ら
も
シ
ン
イ
を
以
て

死

を

ね
の
け
た
時
を
再
現
す
る
ま
で
の
こ
と
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あ
の
時
は

ヒ

ス
ク
リ
フ
の

と
キ
リ
ト
に

せ

き
り
だ

た

 
必
死
に
ギ
ル
ド
の

間
を
守

て
い
た

は
戦
線
の
回
復
に

力
し
て

を

べ
て
戦
う

事
は
出
来
な
か

た

レ
ベ
ル

備
ス
キ
ル
そ
し
て
技
術
な
ど
あ
ら

る
も
の
が
足
り
な

か

た
か
ら
だ

戦
線
回
復
を

ぐ
事
で
し
か
あ
の
時
は
力
に
な
れ
な
か

た

 

正
直

の
ス
テ

タ
ス
じ

今
だ

て
力
に
は
な
れ
な
い
だ
ろ
う

 
も
う
す
ぐ
で
四
十
の
後

に
入
る
と
い
う
レ
ベ
ル
じ

死
神
を

手
取
る
に
は
不
足
に
過
ぎ

る

マ

ジ
ン
な
ん
て
全
然
足
り
て
な
い

一
合
す
ら
交
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
今
の

は
弱
い

 
し
か
し
今

こ
の
身
に

み
重
ね
た
道
程
が

に
力
を
く
れ
て
い
る

へ

上
じ
ね
か

ア
イ
ン
ク
ラ
ド
で
の
り
百
に
し
て
返
し
て
や
ら

 

は
黒
刀
を
構
え
直
し

そ
う

え
た

グ

オ
オ
オ

 
地
の

と
思
え
る
よ
う
な
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

さ
で
死
神
が

る

ぐ

と

片
手
持
ち

だ

た

を

手
で
握
り

大
き
く
振
り
か
ぶ

た

 

来
る

 

か
な
構
え
の
止
ま
り

引
き

る
動
作
の

止
は
す
な
わ
ち
反
転
し
た
動
作
へ
の

行
を
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示
す
予
兆
だ

 

は
そ
れ
を
見

さ
な
か

た

 

ん
の
一

の
み
見
え
た
そ
れ
に
合
わ
せ
て
動
き
出
す

同
時
死
神
が

記予
想

り
に

を
振
り
下
ろ
し
て
き
た

 
血
色
に
光
る

の
切

先
に

は
黒
刀
の
刀
身
を
合
わ
せ
た

 
キ
ン

と

が
す
る
と
同
時
に
刀
身
を

け

死
神
の

を

ら
せ
る

 
死
神
の
眼
が

を

く

闇

も
と
い

に

て
ら
れ
て
る
せ
い
か

記

と

違

て
感
情
が
あ
る
よ
う
に
見
え
た

の
行
動
に

し
焦

て
い
る
よ
う
な
目
の
動
き
方

へ
 
そ
れ
に

は

い
を
零
し
た

 
会
心
の

み
だ

 

あ
あ

は
お
前
よ
り
弱

ツ
さ

 

だ
が
な

そ
れ
は

め
る
理
由
に
な
ら
ね

ん
だ
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ど
ん

か
ら
這
い
上
が

た

ツ
を
知

て
る
か
ら
な

 
ウ
オ
リ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
気
合
一
閃

 

ら
せ
た
刀
を
返
し

一

で

合
の
構
え
を
取
り

め
に
切
り
上

る

使

た
技
は

辻
風

の
光
を

ら
し
な
が
ら
放

た
技
は
隙
だ
ら
け
の
死
神
の
体
に

に
入
り

ス

パ

ン

 
と
小
気
味
良
い
快

を
上

た

ナ
イ
ス

ク
ラ
イ
ン

流

で
す

 
後
ろ
か
ら

の
声
が
投

ら
れ
る

そ
れ
を
し
た
の
は
ユ
ウ
キ
と
ラ
ン
あ
の
二
人
も
こ
の

ボ
ス
に
は

を

め
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
か

ん
だ
死
神
に

び
掛
か
る
勢
い
で

ド
ス
キ

ル
を
放

て
い

た

 

地
の
邪
魔
に
な
る
た
め
一

下
が
り

状
況
を

す
る

 
や
は
り
シ
ン
イ
を
使
え
る
よ
う
に
な

た
の
が
デ
カ
い
の
か

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の
死
神
戦

と
異
な
り
か
な
り

勢
な
戦
況
だ

た

キ
リ
カ
と
ユ
ウ
キ
の
攻
撃
が
特
に

い
て
い
る
よ
う
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に
見
え
る

 
あ
の
時
と
違
い
ホ
ロ
ウ
の
よ
う
に
遠

離
攻
撃
が
出
来
る
の
も
大
き
い
だ
ろ
う

ホ
ロ
ウ
は

黒
鉄
の
弓
を
構
え
死
神
が
反
撃
モ

シ

ン
を
取
る

に
強

な
一
撃
を

き

ん
で
そ
れ
を

キ

ン
セ
ル
さ
せ

間
が

ド
ス
キ
ル
を
打
ち

む
隙
を
作
り
出
す
事
に
終
始
し
て
い
た

 
こ
の
分
な
ら
こ
の
死
神
形

も
大
き
な
問

な
く
突
破
で
き
る
だ
ろ
う

さ

て

ど
れ
く
ら
い

く
ん
だ
ろ
う
な

 
問

は

こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
事

 
最
悪
フ
ロ
ア
ボ
ス
全
部
を

手
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も
覚
悟
し
て

は
再
び

け
出

し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ク
ラ
イ
ン

点
は
物

い

し
ぶ
り
に
な
り
ま
す

そ
の
理
由
が
コ
レ
で
す
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ユ
ウ
キ
達
は
異
性
と
し
て
キ
リ
ト
に

か
れ
て
い
た
の
で
キ
リ
ト
を

ぶ
し
か
な
か

た
け

ど

ク
ラ
イ
ン
は
男
友
達

兄

分
な
の
で
ど

ち
と
も

を
保
て
る

 
な
の
で
ホ
ロ
ウ
と
の
別
離
に
全
然

得
し
て
な
か

た
よ

と
い
う
お
話

  
・
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ

 
死
神
型
の
ボ
ス

 
原
作
だ
と
地
下
迷

の
コ
ン

ル
の
守
護
モ
ン
ス
タ

第
六
十
八
層
の
フ
ロ
ア
ボ
ス
で
は

な
か

た
が

本
作
で
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
に
な

て
い
る

 
と
あ
る

件
で
モ
ジ

ル
に
よ

て
再
現
対

に

ば
れ
た

 
強
い
の
は
間
違
い
な
い
が

キ
リ
ト
の
影

で
全
体
的
に
強
さ
が

上

さ
れ
て
い
る
の
で

前

的
な

い
に
な
る

  
・
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
キ
リ
ト
二
人
で
戦
線

持

 
原
作
だ
と
五
十
層
フ
ロ
ア
ボ
ス
戦
で
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

独
で
十
分
間

え
た
実
績
が
あ
る

原
作

１
８
３
Ｐ
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本
作
で
は
キ
リ
ト
が

れ
ま
わ

た
影

で

和
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
揺
り
返
し
が
六
十
八

層
で

き

二
人
で
戦
線

持
を
す
る

目
に
な

た

  
・
ク
ラ
イ
ン

 
キ
リ
ト
へ
の
感
情

重
勢

 
一
番
最
初
に
フ
レ
ン
ド
登
録
し
て
黒
猫

壊
滅
後
も
ず

と
登
録
し
た
ま
ま
だ

た
く
ら
い

心
を
許
さ
れ
て
い
た

な
の
で
ホ
ロ
ウ
に
も
死
を

ぶ
く
ら
い
な
ら
依
存
し
て
で
も

て
欲

し
か

た

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る

 
な
ま
じ
キ
リ
カ
が
今
を

け
入
れ
て
進
も
う
と
し
て
い
る

を
見
て
い
る
た
め

更
そ
の
気
持

ち
が
強
い

 
仮
に
Ｓ
Ａ
Ｏ

時
に
こ
の
話
を
し
て
る
と
間
違
い
な
く

が

れ
て

る
事
に
な

て
い
た

の
で
あ
る
意
味

時
の
対
応
は
間
違

て
は
い
な
か

た

と
は

え
救
い
が
無
い
上
に
報

わ
れ
て
い
な
い
の
で
ホ
ロ
ウ
に
は
欲
し
い
と
思

て
い
る

 
こ
の
想
い
が
ト
リ
ガ

に
な

て
心
意
を
発

全

期

の
力
を
取
り

し
た
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・
ホ
ロ
ウ

 

え
を
得
た
後
の

 
三
人
目
の
巫
女
を
助
け
た
後
は
ク
ラ
イ
ン
に

め
寄
ら
れ
る
未
来
が
確
定
し
た

 
ま
あ
実
兄
に

し
て
い
た
時
点
で

の

い
に

わ
れ
て
い
た
か
ら
ね

オ
リ
ジ

ナ
ル
が
義
姉
に
さ
れ
た
よ
う
に

ホ
ロ
ウ
も
兄

分
に
お
説
教
さ
れ
よ
う
ね

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
十
九
章
 

其
は
友
誼
を
結
び
し
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

点

リ
ズ
ベ

ト

 

数

約
七
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  

ホ
ロ
ウ
キ
リ
ト
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で

郷

に
動
い
た
メ
ン
バ

以
外
と

を
合
わ

せ
て
ま
せ
ん

 
し
た
が

て
レ
イ
ン
フ

リ
ア
ル
ク
ス
は
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
攻
略
で

を
会
わ
せ
て
ま
す

が
非
攻
略
メ
ン
バ

だ

た
リ
ズ
シ
リ
カ
ア
ル
ゴ
黒
猫

サ
チ
以
外
と
は
会
う
事
な

く
Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら
退
場
し
て
い
ま
す
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ぎ
払
い

来
る
ぞ

 

意
を
呼
び
掛
け
る
声
が
上
が
る

レ
イ
ド
の

数

ど
も
な
い
集

を

い
る
キ
リ
カ
の
声

だ

た

 
意
識
を
死
神
に
変
化
し
た

モ
ジ

ル

ボ
ス
に
向
け
れ
ば

彼
の

葉

り
の
構
え
を
取

て
い
た

 
実

性
重

飾
り
付
け
が
無
い
か
ら
こ
そ
感
じ
る
殺
意
の

が
振
り

か
れ
る

 
息
を

い

一
歩

み
出
し
て

に

備
し
た

バ

ク
ラ盾

を
構
え
る

 

を

く

の
切

先
と
盾
が
真

向
か
ら
ぶ
つ
か
る

 
タ
ン
ク
を

う
に
は
少

心

い

の
盾
は
し
か
し
ビ
ジ

ア
ル
に
反
し
た
高
い
性

能
を
発

し

の
勢
い
を
止
め
た

少
な
く
な
い

り
ダ
メ

ジ
が
ガ

ド
の
上
か
ら
入
る
が

し
か
し

慌
て
は
し
な
い

 
あ
た
し
が
作

た
隙
を

間
が
突
く
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
だ
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う
お
ら

 
気
合
の

た
声
と
共
に
エ
ギ
ル
は

力
的
な

の

を
引
く

を
一

二

三

と

で
振
る

た

快
な
斬
撃
が
死
神
の
体
に

い
線
を
残
し

上
の

ゲ

ジ
を
ガ

リ
ガ
リ
と

て
い
く

 
そ
の
様
子
を
あ
た
し
は
一

後
退
し
て
ポ

シ

ン
や
ス
キ
ル
で
回
復

リ

バ

フ

バ
フ
の
再
使

を

済
ま
せ
な
が
ら
観

す
る

 
そ
う
し
て

だ
な
と
思

て
い
た
事
が
や

り
お
か
し
い
事
で
あ
る
と
確
信
す
る

や

ス
テ

お
か
し
い
わ
よ
ね

 
こ
れ
に

き
る

 
ボ
ス
の
レ
ベ
ル
は
六
十
八

対
す
る

組
の
レ
ベ
ル
は
平

三

後

か
ら
四

前

の

は
ず

 
レ
ベ
ル
差
が
絶
対
的
と
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
引
き
継
い
で
い
る
以
上
こ
の
差
を

め
る
よ
う

に
有

打
を
与
え
ら
れ
て
い
る
点
は
不
自
然
に
感
じ
た

 
こ
の
場
に

る
あ
た
し
達
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ス
テ

タ
ス
に

た
キ
リ
ト
と
お
そ
ら
く

時
の
ス
テ
そ
の
ま
ま
だ
ろ
う
ホ
ロ
ウ
を

き
全

が

の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
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い
る

ア
カ
ウ
ン
ト
に

付
け
ら
れ
た
デ

タ
を
探
れ
ば
あ
た
し
達
も
キ
リ
ト
と
同
じ
よ
う
に
Ｓ

Ａ
Ｏ
時
代
の
ス
テ

タ
ス
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
そ
の
手

き

コ
ン
バ

ト
は
し

て
い
な
い

 

と
な
れ
ば

原
因
は

間
違
い
な
く

シ
ン
イ

と
や
ら
だ

 
心
よ
り
出
ず
る
意

セ
ブ
ン
が
掲

た

テ

マ
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
を
カ

デ

ナ
ル
が

語
化
し
た
も
の

セ
ブ
ン
が
大

の
意

を
束
ね
て
力
に
し
た
も
の
な
の
に
対

し

キ
リ
ト
は
強
大
な
意

と
経
験
を
以
て
発
現
さ
せ
た
力

 
少
し
前
に
ユ
ウ
キ
が
更
に
キ
リ
カ
が
使
え
る
よ
う
に
な

た
シ
ス
テ
ム
外
の
そ
れ
し
か

え

ら
れ
な
か

た

 

す
る
よ
う
に
死
神
と
戦
う

間
を
見
れ
ば

キ
リ
カ
と
ユ
ウ
キ
以
外
に
も

人
か
光
を

て
い
る
事
を
確
認
で
き
た

 
ア
ス
ナ

ラ
ン

サ
チ

リ

フ

シ
ノ
ン

ク
ラ
イ
ン

そ
し
て
エ
ギ
ル

 

れ
も
か
つ
て
あ
の
世
界
で
最
前
線
を
戦
い

い
た
猛
者
ば
か
り

ユ
ウ
キ
の

か
ら

推

す
る
な
ら

立
ち
返

て
い
る

状

な
の
だ
ろ
う

 

わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に

で
一
緒
に
ク
エ
ス
ト
攻
略
し
て
い
た
時
と
は
み
ん
な
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気
が
違

て
い
る

目
つ
き
も

い

最

険
し
い
と

う
べ
き
か

プ
レ
ミ
ア
や
テ

ア
達
の

命
の
た
め
と
気
を
引
き

め
て
い
た
時
よ
り

明
ら
か
に

が
違
う

 
多
分

あ
れ
が

攻
略
組

の

な
の
だ
ろ
う

 
あ
た
し
も
そ
の

は
知

て
い
る

と
は
い
え
そ
れ
は
現
実
に
生
還
し
て
か
ら
放

さ
れ
て
い

た

像
を

し
て
だ

時
は
マ
ス
タ

鍛
冶
師
と
し
て
後
方

に

力
し
て
い
た
か
ら
フ
ロ

ア
ボ
ス
と
な
ん
て
一

も
対
峙
し
な
か

た

生
還
し
て
か
ら
フ
ロ
ア
ボ
ス

と
戦

た
経
験

も
Ａ
Ｌ
Ｏ
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
二
つ
目
の

ボ
ス
の
み

ボ
ス
戦
に

し
て

え
ば

人
同

然
と

え
る

 
そ
れ
で
も

一
こ
の
目
で
見
た

は
あ

た

 
死
を
予
感
し
た
時
の
こ
と

キ
リ
ト
が
求
め
る
剣
を
鍛
え
る
べ
く

五
十
五
層
の
雪

に

登

た
時
の
事
だ

 

あ
の
時
見
た

が
ホ
ロ
ウ
と

る

 
蔑
ま
れ

ら
れ
て

助
け
た
人
か
ら
悪

を
投

ら
れ
な
が
ら
も

戦
い

い
た
キ
リ

ト
の

他
者
の
死
に
恐
怖
し
な
が
ら
あ
た
し
を
助
け
た
様
が

裏
を
チ
ラ
つ
く

 
果
て
に
は

七
十
六
層
で
別
れ
た
時
の

も
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あ
の
時
の
後
悔
は
今
も
記

に
深
く
残

て
い
る

ど
う
す
れ
ば
よ
か

た
か
な
ん
て
今
で
も

分
か
ら
な
い
し
多
分

を
し
て
も
意
味
を

さ
な
か

た
だ
ろ
う

だ
か
ら
こ
そ
あ
の
無
力

感
が

明
に
残

て
い
た

 
そ
の
悔
悟
の
念
が

を
鳴
ら
し
て
い
る
気
が
し
た

 
こ
の
ま
ま
だ
と

り
返
す
ぞ
と

根

の

い

が

の
中
を
ガ
ン
ガ
ン
揺
ら
す

 
ア

ク

フ

ア
を

り
去
ろ
う
と
す
る

を
追
う
事
も
出
来
な
か

た

 
そ
の
存
在
を
話
に

い
て
い
た
だ
け
で

い
つ
の
間
に
か
二

と
会
え
な
く
な

て
い
た

 

り
返
す
の
か

 

助
け
ら
れ
る
の
か

  

彼
の
死
を

知
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

  
ギ
リ

と

⻭
を

ま
せ
る

 
生
き
た
い
と
い
う

た
り
前
の
願
い
す
ら
望
め
な
か

た
子

あ
た
し
は
そ
の
過
去
を
識
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て
い
る

夢
と
い
う
形
で
そ
れ
を
見
た

眠

て
い
る
間
の
み
と
は

え
そ
れ
も
シ
ン
イ
に
は
違

い
な
い

 
シ
ン
イ
に
な
る

ど
強
く
秘
め
た
気
持
ち
な
の
だ

 
そ
れ
を

え
た
い
と
思

て
友

を
結
ん
だ

 

結

外

下
後
は
リ

フ

が

と
か
し
て
事
な
き
を
得
た

 

れ
果
て
死
す
ら
願
い
始
め
た
キ
リ
ト
を
リ

フ

が

え

ユ
ウ
キ
達
も
そ
れ
に
加
わ

た

女
性
と
し
て
愛
す
る
事
に

み
切

た
の
も
そ
の

か
ら
だ

 
あ
た
し
も

キ
リ
ト
の
事
は

き
だ

 
異
性
と
し
て
は
分
か
ら
な
い
が

そ
の
在
り
方
に

か
れ
た
の
は

事
実
で
あ
る

 
だ
か
ら
こ
そ

今

こ
そ

後
悔
し
な
い

 
ホ
ロ
ウ

 
あ
た
し
と
会
う
事
無
く

い
つ
の
間
に
か
浮
遊
城
か
ら

な
く
な

て
い
た
キ
リ
ト
の
一

人

キ
リ
ト
と
別
人
で

で
も

そ
の
記

や
過
去
は
同
じ
少
年

 
あ
の
時

あ
た
し
が
止
め
ら
れ
な
か

た
子

の

一
つ
の
未
来

 

の
因
果
か

ド

ア

ト

・

オ

リ

ジ

ン

無
限
に
広
が
る
大
地
を
舞

と
し
た
世
界
で
対
面
を
果
た
す
事
に
な

た

巫
女
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の
件
を

い
て
も

き

と
裏
で
と
ん
で
も
な
い
事

が
進
ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う

 
そ
し
て
ま
た
一
人
で
そ
れ
を
背
負
お
う
と
し
て
い
る
に
違
い
な
い

 
そ
の
確
信
が

あ
た
し
に
は
あ

た

 

さ
せ
て
な
る
か

と

す
る

 
一
人
で
背
負
い

け
て
そ
の
果
て
に
ホ
ロ
ウ
は
死
ん
だ

そ
れ
が
キ
リ
ト
も
歩
ん
で
い
た
だ

ろ
う
未
来
の
果
て
だ

そ
の
結

を

い
て
い
た
怨
み
が

得
で
き
ず
ホ
ロ
ウ
は
獣
と
な

て
キ
リ
ト
と
死
闘
を
演
じ
た

 

得
し
て
い
な
い
の
だ

彼
も

 
な
ら

も
う

り
返
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

一
人
で
重

を
背
負
わ
せ
て
は
な
ら
な
い

 
そ
れ
は

手
を

ば
せ
な
か

た
あ
の
時
を

り
返
す
事
に
な

て
し
ま
う
か
ら

絶
対
に

オ
オ
オ

 
死
神
が

え
る

 
最

死
に
体
に
な

た
そ
れ
は
悪
あ
が
き
と
ば
か
り
に

れ
始
め
た

し

ち

か
め

ち

か
に

が
振
り
回
さ
れ
て

ユ
ウ
キ
達
も
一

攻
勢
が

ん
だ
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そ
れ
を
見
て

時
に

み

む

負
け
て

 
ぐ

と

盾
の
裏
で

を
握
る

 
ぎ

と
メ
イ
ス
の
握
り
を
強
く
す
る

キ

ン
と
ス
キ
ル
特
有
の

高
い

が

き
始

め
た

 
そ
こ
に
死
神
の

が
あ
た
し
を

り
取
ろ
う
と

て
来
た

そ
れ
を
ス
ロ

モ

シ

ン

で
見
な
が
ら

切

先
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
盾
を

わ
せ

弾
く

 
ガ

ド

直

無
し

 

り
ダ
メ

ジ

無
し

 

手
の
武
器
は
大
き
く
弾
か
れ
て
い
る

 
文

な
し
の
完

な
パ
リ

だ

た

や
る
も
ん
か

あ
あ
あ
あ
あ
あ

ギ
 
会
心
の

み

そ
れ
す
ら
浮
か
べ
ず
シ
ス
テ
ム
の
加
速
す
ら

き
去
り
に
す
る
勢
い
で
メ

イ
ス
を
振
る

た

メ
イ
ス
は
ゴ
ガ
ン

 
と

い

を
上

て
死
神
の
真

を
打
ち
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き

そ
の
ま
ま
バ

タ

の
よ
う
に
振
り

く

 
死
神
は

い
悲
鳴
を
上

て
数
メ

ト
ル

ど
吹

ん
で
い
た

グ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 
そ
の
一
撃
が
死
神
の
ラ
ス
ト
ア
タ

ク
だ

た
ら
し
い

常
の
モ
ン
ス
タ

の
よ
う
に

け

る
代
わ
り
に

暗
い
⻘
色
の
光
を
放
ち
な
が
ら
形
を
変
え
始
め
た

 
ど
う
や
ら
ま
だ
変
身
す
る
ら
し
い

 
ど
こ
ぞ
の

の

王
み
た
く
四

か
近
年
増
え
た
五
六

か

あ
る
い
は
も

と
多
い
の
か

ハ
ン

や

た
ろ
う
じ

な
い

 
気
を
引
き

め
直
す

 
初
め
て
ボ
ス
に
ト
ド
メ
を

し
た
喜
び
は
少
な
い

も
終
わ

て
い
な
い
の
だ
喜
ぶ
の
は

全
部
終
わ

て
か
ら
で
い
い

そ
う
内
心
で
自
分
を
律
し

武
器
を
構
え
直
し
た

 

ボ
ス
の
体
は
光
に

ま
れ

全

が
見
え
な
い

 
し
か
し

と
し
た

間

な
く
な

た

 
暗
い
⻘
の
光
に

ま
れ
た

大
な
体
が
そ
の
ま
ま
収

し
消
え
た
の
だ

取
り

ま
れ
て
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い
た
第
三
の
巫
女
の

も
そ
こ
に
は
無
い

ど
う
や
ら
終
わ

て
い
な
い
の
は
確
か
ら
し
い

 
な
ら
ど
こ
に
行

た
の
か
と
疑
問
を
浮
か
べ
な
が
ら

を
見
回
す
も
ボ
ス
ら
し
き

が
見

た
ら
な
い

 

な
静

が
場
を

た
す

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
思
わ
せ
る
空
間
の
だ
だ

広
い

全
体
に

意
を
払
う
が
ボ
ス
が
現
れ
た
気
配
は
な
い

限
界
ま
で

り

め
た
神
経
を
じ
ら
す
よ
う
に
一

ま
た
一

と
時
間
が
過
ぎ
て
い
く

い

た
い
ど
こ
に

 
そ
こ
で
月
夜
の
黒
猫

の
お

子
者
な

剣
使
い
ダ

カ

が

え
切
れ
な
い
と
い
う

風
に
声
を
あ

た

 

間

そ
の
背
後
に
⻘
暗
い
光
が
出
現
す
る

ダ

カ

 
キ
リ
カ
サ
チ
そ
し
て
ケ
イ
タ
を

む
黒
猫

が
異

同

に
名
前
を

ん
だ

そ
の
表
情

に
は
強
い
焦
り
の
色
が
見
え
る

さ
せ
る
か

 
同
時
ホ
ロ
ウ
が
虚
空
に
数
本
の
剣
を
呼
び
出
し
て

出

更
に
ダ

カ

の
背
後
に
タ
ワ
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シ

ル
ド
を
呼
び
出
し
光
を

い
な
が
ら
の

大
な
一
撃
か
ら
彼
を
守

た

け
た
た
ま
し
い

金
属

と
共
に
ダ

カ

が

き
の
声
を
上

る

 
二
つ
の

を

き
な
が
ら

あ
た
し
は
突
如

を
見
せ
た
ボ
ス
の
体

に
目
を
向
け
た

 
ボ
ス
に
共

す
る
見
上

る

ど
の
体

は
全
身
縄
の
如
く

り
上
が

た

肉
に

ま
れ

て
い
た

は
表
れ
た
時
の
光
よ
り

暗
い
深
い
⻘
分

い

板
の
上
に

た

は
悪
魔
を

想

さ
せ
る

羊
の
そ
れ
だ

 

の

か
ら
は
ね
じ
れ
た
太
い

が
後
方
に
そ
り
立

て
い
る

眼
の
色
は
血
を
想

さ
せ

る

し
さ
の
あ
る

色

 
そ
し
て
特
に
目
を
引
く
の
は

手
と

羊
を
思
わ
せ
る
下

身
の
足

に
⻘
色
の
ク
リ
ス

タ
ル
が
無
数
に

る
さ
れ
て
い
る
点
だ

た

 
そ
の
ク
リ
ス
タ
ル
に
は
見
覚
え
が
あ

た

記

に
あ
る
⻘
色
の
ク
リ
ス
タ
ル

そ
れ
は

浮
遊
城
で
中
層
以
上
に

れ
ば

も
が
目
に
し
て
最
重
要
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
切
ら
さ
な

い
よ
う

意
を
向
け
て
い
た
品

転

結

だ

ま
さ
か

転

結

の
力
を
ボ
ス
が
持

て

あ
あ

そ
う
だ

 
七
十
四
層
の

二
体
目
の
ボ
ス
だ
よ
コ
イ
ツ
は

 
転

で
背
後
も
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上
も

て
く
る
か
ら
気
を
付
け
ろ

そ
ん
な
の
あ
り

 
ど
う
や

て
倒
し
た
の
よ

 

だ
ろ
マ
ジ
か

ざ
け
ん
な
と
内
心
で

り
な
が
ら
対
応
を

え
つ
つ

ぶ

そ
ん
な
あ
た

し
に
焦
り
と
も
怒
り
と
も
つ
か
な
い
複

な
険
し
い
面
持
ち
の
ク
ラ
イ
ン
が
ま
た
応
え
た

あ
ン
時
は

二
刀
流

を
解
禁
し
た
キ
リ
の

が

騎
で
倒
し
た

 
状
況
が
状
況
だ

た

し
な

あ
あ

そ
う
だ

た
わ
ね

 
そ
ん
な
ニ

ス
が
あ

た
の
忘
れ
て
た
わ

 
そ
し
て
あ
た
し
は
思
い
出
し
た

本
来
な
ら
ク

タ

ボ
ス
前
の
士
気
向
上
に
使
お
う
と
キ

リ
ト
が
無
謀
な
突
撃
を
七
十
四
層
ボ
ス
に
か
ま
し
た
キ
バ
オ
ウ

の
軍
を
助
け
る
べ
く

そ
れ
ま
で
秘
し
て
い
た

二
刀
流

を
解
放
す
る
事
に
な

た
あ
の
ニ

ス

 
名
を

Ｅ
ｖ
ｉ
ｌ
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
ｌ
ｅ
ａ
ｍ
Ｅ
ｙ
ｅ
ｓ

悪
魔
の

く
目
と
称
さ
れ
た

二
体

い
た
ボ
ス
の
後

め

 

も
が
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
ホ
ル
ダ

の
ニ

ス
に
目
を
向
け
て
い
た
せ
い
で
後

め
の

独

撃
破
に

し
て
触
れ
ら
れ
る
事
は
無
か

た

間
を
空
け
ず
闘
技
場
で
キ
リ
ト
が
更
な
る

独
撃
破
を
こ
な
し
更
に
ユ
ニ

ク
ス
キ
ル
を
手
に
入
れ
た
事
も
そ
れ
に

車
を
掛
け
て
い
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た 

け
ど

で
そ
ん
な
ボ
ス
が
変
身
対

に

ば
れ
た
の

 
ボ
ス
に

意
を
向
け
な
が
ら

あ
た
し
は
疑
問
を
浮
か
べ
た

 
先
の
死
神
ボ
ス
は
ま
だ
分
か
る

攻
略
組
に
と

て
苦
い
思
い
出
の
あ
る
ボ
ス

つ
ま
り

数
多
の
死
者
を
出
し
た
強

だ

た
か
ら
だ

そ
の
ロ
グ
が
あ

た
か
ら

ば
れ
た
の
だ
ろ
う
と

え
て
い
た

 
し
か
し

こ
の
後

め
ボ
ス
に
は

違
和
感
が
あ
る

 
転

能
力
は

に
違
い
な
い

記

に
あ
る
限
り
他
の
ボ
ス
に
は
無
い
特
性
の

だ

そ

の
対
集

特
化
の
性
能
に
目
を
付
け
て

ば
れ
た
の
だ
ろ
う
か

 
無
作

に

ば
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
た
だ
の

え
す
ぎ
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

ま
た
転

す
る
ぞ

 

上
に
も
気
を
付
け
ろ

 
そ
こ
で
ホ
ロ
ウ
が

意
を
呼
び
掛
け
た

 
さ

と

上
と

を
ぐ
る
り
と
見
回
し

テ

ア
の

上
に
現
れ
た
の
を
認
識

テ

ア
の
上
よ

 

同
時
に
シ
ノ
ン
も
認
識
し
た
ら
し
く
彼
女
は

に
そ
う

い
つ
つ
弓
に
番
え
た
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を
放

た

強

な
光
の

を
引
き
な
が
ら
空
を

ん
だ

は

紅
眼
の
悪
魔
の
中
心
を

き
大
き
く
よ
ろ
め
か
せ
た

そ
の
後
に

く
よ
う
に
空
中
で

ド
ス
キ
ル
を
使
え
る
ホ
ロ
ウ

や
ユ
ウ
キ
達
が

突
進
系
ス
キ
ル
を
使

て
追
い
打
ち
を
仕
掛
け
る

 
あ
た
し
も
ボ
ス
が
地
面
に

下
す
る
の
に
合
わ
せ
大
き
く
メ
イ
ス
を
フ
ル
ス
イ
ン
グ
す
る
ス

キ
ル
を

き

ん
だ

 
恐
ら
く

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
の
ボ
ス
攻
略
も
こ
れ
が
正
攻
法
だ

た
の
だ
ろ
う

そ
れ

で
も
一

の
ミ
ス
が
壊
滅
に
直
結
す
る
ボ
ス
戦
は

で
は
な
い

回
復
の
た
め
に
下
が

た
者

に
も

離
を
無

し
て
突
撃
し
て
く
る
転

性
能
は
恐
怖
で
し
か
な
い

 
そ
う

え
れ
ば

キ
リ
ト
の

独
撃
破
は
あ
る
種
の
最

解
だ

た
の
か
も

 
い
や
デ
ス
ゲ

ム
と
い
う
状
況
を

え
れ
ば
異
常
で
し
か
な
い
の
だ
け
ど
も

お
か
し
な
こ

と
に

フ
ロ
ア
ボ
ス

独
撃
破

の
実
績
を
あ
た
し
が
知
る
限
り
で
も
複
数
回
こ
な
し
て
い
る

し
フ
ロ
ア
ボ
ス

を

め
れ
ば
も

と
数
が
増
え
る

フ

ル
ド
ボ
ス
な
ど
ワ
ン
ラ
ン
ク

下
も

め
れ
ば
も

と
だ

そ
の

れ
も
が
パ

テ

や
レ
イ
ド
前

で
あ
る
事
を

ま
え
れ
ば

ど
れ
だ
け
お
か
し
い
か
は
推
し
て
知
る
べ
し

 

だ
か
ら
や

り

こ
の
ボ
ス
の

は
違
和
感
が
あ
る
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数
多
の
死
者
を
出
し
た

で
も
な
く
プ
レ
イ

を

も

弄
し
た

で
も
な
く

え

た

た
一
人
に

ち
取
ら
れ
た
の
が
七
十
四
層
の
ボ
ス
だ

 
先
発
こ
そ

軍

や
ア
ス
ナ

ユ
ウ
キ

ク
ラ
イ
ン
達
が

た
が

後

は
正
真
正
銘
の

独

撃
破
の

だ

方
を

め
て
も
死
者
一
名

戦
人
数
は
レ
イ
ド
の

数

ど

ユ
ニ

ク
ス

キ
ル
ホ
ル
ダ

こ
そ
い
た
が

の
攻
略
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が

た
時
点
で

価
点
プ
ラ
マ
イ

ゼ
ロ
で
あ
る

 
だ
と
い
う
の
に

ば
れ
た

 

故
浮
か
な
い

だ
な

リ
ズ
ベ

ト

ホ
ロ
ウ

 
ボ
ス
に

意
を
払
い
つ
つ

の
ボ
ス
は

か
と
い
う
予
想
の
た
め
に
疑
問
に
思

を
回
し
て

い
る
と

そ
の
様
子
が
目
に

ま

た
ら
し
い
ホ
ロ
ウ
が
声
を
掛
け
て
き
た

 

や
は
り

そ
の

に
キ
リ
ト
が
重
な

て
し
ま
う

 
圏
内
事
件
の
カ
ラ
ク
リ
に
気
付
き

モ
ル
テ
達
の
目
論
見
を
真
正
面
か
ら
破

た

に

 

ビ

タ

と
し
て
振
る
舞

て
い
た

あ
の

の
キ
リ
ト
に
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ね

あ
ん
た
な
ら
モ
ジ

ル
が
変
身
す
る
ボ
ス
の

に
つ
い
て

か
気
付
い
て

る
ん
じ

な
い

 
だ
か
ら
か

あ
た
し
は
正
直
に
疑
問
を
ぶ
つ
け
た

 

と
ん
ど
の
プ
レ
イ

に
は
分
か
ら
な
い
事
も
キ
リ
ト
だ
け
は
気
付
け
た
事
が
多
か

た

圏
内
事
件
然
り

ヒ

ス
ク
リ
フ
の
正
体
然
り

ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
然
り

 
だ
か
ら
今
回
も

か
知

て
い
る
の
で
は
と
思

た

 
そ
し
て

そ
の

か

こ
そ

ホ
ロ
ウ
が
今
こ
こ
に
い
る
理
由
な
の
で
は

と
も

そ
う

だ
な

推

で
は
あ
る
け
ど

 
一

の
間
を
空
け
て

ホ
ロ
ウ
は

定
し
た

あ
ん
た
の
推

は
も
う

え
な
の
よ

 

よ

え

と

線
で
圧
を
掛
け
る

 
会
話
し
て
い
る
間
も
無
数
の
刀
剣
を
無
限

に

出
し

け
て
お
り
更
に
転

し
た
直
後

に
キ
リ
カ
か
シ
ノ
ン
が

手
を

ま
せ
て
い
る
た
め
こ
の
転

ボ
ス
も
消
化

合
の
よ
う
な

に
入

て
い
る

 
定
め
ら
れ
た
ス

ク
以
上
を
出
せ
な
い
の
が

の
特
徴

そ
れ
を

す
の
が
シ
ン
イ
で
あ
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り
巫
女
を
取
り

ん
だ
モ
ジ

ル
は
ス

ク
以
上
の
性
能
を
発

す
る
だ
ろ
う
が
そ

れ
は
キ
リ
カ
と
ホ
ロ
ウ
も
同
じ
で
あ
る

心
意
を
使
え
る
ユ
ウ
キ
達
が
加
わ

て
い
る
以
上

モ

ジ

ル
に
現

で
勝
ち
目
は
な
い

 

の
ボ
ス
は
分
か
ら
な
い
が

そ
れ
も

が
出
て
く
る
か
分
か
れ
ば

話
は
違
う

 
だ
か
ら
そ
の
推

と
や
ら
を
知
り
た
か

た

お
そ
ら
く
Ｓ
Ａ
Ｏ
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
原
因
の
手
が
加
わ

た
個
体
で
あ
る
事
が
共

件
だ
と
思
う

理
由
は

六
十
八
層
も

そ
し
て
七
十
四
層
も

本
来
と
は
違
う
ボ
ス
設
定
だ

た
ら
し
い

か
ら

い
た
の

カ

デ

ナ
ル
か
ら

 
そ
の

え
に

な
る

ど

と

得
す
る

 

キ
リ
ト
に
目
を
付
け
て
い
た
ら
し
い
カ

デ

ナ
ル
が

・

場
の
夢
た
る
Ｓ
Ａ
Ｏ
を

せ
め
て
正
常
に
終
わ
ら
せ
る
べ
く
作
り
出
し
た
の
が
ホ
ロ
ウ
だ
と
い
う

だ
か
ら

い
て
い
て
も

お
か
し
く
な
い
と
は
思

た
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気
に
な
る
の
は

い
つ

い
た
か

だ
が

今
は
い
い
だ
ろ
う

二
十
五
層
と
か
の
ク

タ

ボ
ス
は

第
百
層
裏
ボ
ス
以
外
は
そ
の
ま
ま
だ

 
そ
の

え
に

む

と
思
わ
ず

る

 
六
十
八
層
は
あ
の
攻
略
組
を
し
て
多
大
な

が
あ

た
戦
い
だ

七
十
四
層
も
転

特

性
を

み
れ
ば
そ
う
な

て
い
た

で
つ
ま
り

と
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
ボ
ス
が

今
も

お
お
せ
て
い
る

郷
の
協
力
者
の
手
掛
け
た
個
体
か
と
思

た
の
だ
が
違
う
ら
し
い

 
ま
あ
ク

タ

ボ
ス
は
分
か
り
や
す
い
節
目
ボ
ス
だ
か
ら
強
く
て
も
ゲ

ム
的
に
は
お
か

し
く
な
い

 

逆
に

え
ば

ゲ

ム
的
に
お
か
し
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
強
い

が

し
い

だ

 
第
百
層
が

す
る
の
は
放

さ
れ
て
い
た

像
を
見
て
知

て
い
る

カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス
を
無

し
た

力
は
明
ら
か
に

戦
者
に
ク
リ
ア
さ
せ
る
気
の
な
い
も
の
だ

た

九
十
九
層
の
は

ア
レ
は
そ
う
だ
な

あ
と
は
七
十
五
層
の
闘
技
場

な
る

ど
ね
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ゲ

ジ
を

ら
す
一
本

る

り
切

た
武
器
に

性
を
持
つ
ボ
ス
も
ど
う
や
ら
そ
う

だ

た
ら
し
い

 
闘
技
場
は
最
後
の
ボ
ス
は
最
後
の
個
体
が
あ
か
ら
さ
ま
だ

た
し
そ
も
そ
も
個
人
戦
先

の

片
翼
の
堕
天
使

も

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
事
変
で
和
人
達
が
死
闘
を
演
じ
る
事
に
な

た
セ
フ

ロ
ト
そ
の
も
の
で
あ
る

時
は

武
器

が
あ
る
こ
と
個
人
戦
最
後
の
ボ
ス
か
ら

和
人
に
人
体
実
験
を
し
た
組

の

入
を
疑

て
い
た
が
セ
フ

ロ
ト
の
事
を

え
れ
ば
本

に
ガ

ツ
リ

わ

て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
知
ら
さ
れ
る

 

ど
う
に
も
イ

な
感
じ
だ

 
ネ
オ
・
コ
ア
の

無
銘

を

め

み

デ
ス
ゲ

ム
で
経
験
を

ま
せ

コ
ア
を

し
て
洗

し
て
兵
士
に
す
る

 
一
部
の
亡
国
機
業
の
手
が
入

た
ボ
ス
ば
か
り

ば
れ
て
い
る
こ
の
状
況
が
ま
る
で

時
の

亡
国
機
業

ト

プ
の
企
て
の

き
直
し
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
い

を

め
る

 
と
も
あ
れ

六
十
八
層
ボ
ス
は
倒
し

七
十
四
層
ボ
ス
も
程
な
く
終
わ
る

に
変
身
す
る
と
し
た
ら

闘
技
場
ボ
ス

て
事
ね

ま
た
は
九
十
九
層
ボ
ス
か
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こ
こ
に
来
る
前
に
遭
遇
し
た
わ
よ

じ

あ
裏
ボ
ス
か
も
な

覚
悟
し
と
く
わ

 
間
に

が

ま
る
に
せ
よ

 
恐
ら
く

間
違
い
な
く

あ
の
イ
カ
レ
た
裏
ボ
ス
は
表
れ
る
と
見
て
間
違
い
な
い

で

あ
た
し
は
深
く
呼

し
た

  

亡
国
機
業

あ
る
限
り

Ｓ
Ａ
Ｏ

は
終
わ

て
く
れ
な
い
ら
し
い

  
キ
リ
ト
に
と

て
も
キ
リ
カ
に
と

て
も
そ
し
て
ホ
ロ
ウ
に
と

て
も
あ
た
し
達
に
と

て
も

に
と

て
も

 
き

と

製
作
を
手
掛
け
た

と
や
ら
に
も
潜
り

ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う

イ
ツ
が

ま
る
事
を
強
く
願
い
な
が
ら
あ
た
し
は

を
変
え
始
め
た
モ
ジ

ル
に
意
識

を
向
け
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
投
稿
が
空
い
た
の
で
忘
れ
ら
れ
て
る
か
も
で
す
が
本
作

の
運

止
を
デ
バ

ガ

の
キ
リ
ト
が

し
て
も
お
前
が
解
決
し
ろ
意

で

ね
の
け
ら
れ
て
ま
す

そ
の
裏
の

事
情
が
こ
れ

 

亡
国
機
業

が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
手
を
加
え
て
る
な
ら

然

に
も
加
え
る

で
す

 
電
子
ド
ラ

グ

人
の
取
り

が
し
和
人
の

認

郷
脱
獄

地
の

動
サ

バ

デ

タ
の

合
化
が
一

に

き
て
る
し
ね

こ
れ
で
未

入
だ

た
ら
そ
れ
こ
そ

で
し

件

 
つ
ま
り
モ
ジ

ル
に
も

わ

て
い
る
事
に

  
・
亡
国
機
業

が
手
を
加
え
た
ボ
ス
達

原
作
と
の

違
点

で
あ
り

と
の
ク
ロ
ス
に
よ
る
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場
と
束
が
出
会

た
な
ら
他
の
人
間
に
も
影

が
あ
る
の
は

然

 
原
作
か
ら
外
れ
た
モ
ノ
は
自
動
的
に

亡
国
機
業

の
手
が
入

て
い
る
事
に
な
る

 

Ｓ
Ａ
Ｏ

制
作

の
場
合

そ
れ
は

郷
が

し
た

 

製
作

な
ら
シ
ギ
ル

が

す
る

郷
の
協
力
者
の

り
出
し
に
は

化
技
術
の

以
外
に

場
の
証

か
ら
以
下
の

ボ
ス
を
手
掛
け
た
人

を
企

書
か
ら

出
し
て
い
た
と
い
う
裏
話
が
あ
る
和
人

楯

無

ヴ

ベ
ル
の
み
把
握
 
な
お
闘
技
場
の
件
が
あ
る
の
で
キ
リ
ト
も

間
に
は

う
の
は
今

更
か
な
と
思

て
特
に
話
し
て
い
な
い

 

第
六
十
八
層
ボ
ス

ザ
・
フ

イ
タ
ル
サ
イ
ズ

 
原
作
で
も
こ
の
ボ
ス
だ

た
場
合
地
下
迷

で
原
作
ア
ス
ナ
の
モ
ノ
ロ

グ
に
て
語
ら
れ
る

な
の
で

場
が

意
し
た
ボ
ス
は
別
物
に
な
る

 

第
七
十
四
層
ボ
ス
先

ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ

 
 
 
 
 
 
後

イ
ヴ

ル
・
ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ

 
後

の
転

能
力
持
ち
が

先

を
倒
し
て
気
が

け
た
と
こ
ろ
を
転

不
意
打
ち
で

り
取
る
凶
悪
な
存
在

二
刀
流

キ
リ
ト
が

な
け
れ
ば
ジ
リ

で
二
十
五
層

六
十
八
層
の
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悲

の
再
来
だ

た

 

闘
技
場
ボ
ス
全
部

 
先

片
翼
の
堕
天
使

 
乱
入

殺
戮
の
狂
戦
士

 
大

過
去
の
悪
夢
に

わ
れ
し
虚
構

 
先

で

ア
ウ
ト

大

で

ア
ウ
ト

報

の

武
器

が

無
銘

と
同
じ

な
の
で

ア
ウ
ト

キ
リ
ト
達
は
大

の
時
点
で

無
銘

を

め

ん
だ
組

の
暗
躍
を

し
て
い
た

 
ち
な
み
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
が
先

で

に

れ
て
る
の
で
実

に

わ

て
い
な
い
事
が
Ｓ

Ａ
Ｏ
時
点
で
も

み
取
れ
る

 

第
九
十
九
層
ボ
ス

ザ
・
バ

サ
ク
ヒ

ロ

 
黒
幕
の
片

れ
で
あ
る

郷
も
使

し
て
い
た

 
ゲ

ム

イ
ン
フ

ニ
テ

・
モ

メ
ン
ト

と

ホ
ロ
ウ
・
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

で
は

過
去

に
戦

た
フ
ロ
ア
ボ
ス

体
の
弱
体
化
を

戦
で
こ
な
し

戦
目
に
二
刀
持
ち
の

大
ケ
ン

タ
ウ
ロ
ス
の
よ
う
な
ボ
ス
と
戦
う
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第
百
層
裏
ボ
ス

ア
ン
・
イ
ン
カ

ネ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ
デ

ウ
ス

 

ボ
ス

 
本
作

場
は
ラ
ス
ボ
ス
じ

な
い
の
で
ラ
ス
ボ
ス
に
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
で
は
な
く
ザ
・
ホ

ロ
ウ
ア
バ
タ

こ
と

な

ロ

ブ
が
正
式
に
登
録
さ
れ
て
い
た

そ
の
た
め
裏
ボ
ス
突

入
前
の
地

で
キ
リ
ト
達
以
上
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
は

い
て
い
た

 
メ
タ
的
に
は
本
作
は
ゲ

ム

が

な
上

初
は

は
ま
だ
だ

た
の
で
裏
ボ

ス
と
し
て
実

さ
れ
た

  
・
リ
ズ
ベ

ト

 
あ
の
時
の
事
を
悔
悟
し
て
い
る
鍛
冶
師

 
リ
ズ
ベ

ト
に
と

て

ホ
ロ
ウ
は

え
ら
れ
な
か

た
少
年

と
い
う
見
方
が
強
い

 
あ
る
い
は

え
る
必
要
の
な
い
も
の
を
背
負

て

れ
て
し
ま

た
少
年

し
い
あ
ま

り
背
負
い
過
ぎ
て

れ
て
し
ま

た
と
い
う
認
識

 
そ
れ
を
か
つ
て
見
た
夢
で
識

て
い
た
か
ら
こ
そ
悔
悟
の
念
は
人
一

強
い

え
る

と
い
う
想
い
は
今

悔
悟
の

み
重
ね
に
よ

て
力
に
な
り

を
育
て
た
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・
ホ
ロ
ウ

 

ビ

タ

の
ま
ま
の
少
年

 

み
重
ね
た
罪
背
負

た
業
を
無
意
味
に
し
な
い
た
め
に
背
負
い

け
て
い
る

そ
の
た
め

精
神
性
は
か
つ
て
と
大
差
は
無
い

無
い
か
ら
こ
そ
負
を
止
め
る
人

に
な

て
い
る

 
つ
ま
り

最
初
は
推

を
語
ら
な
か

た
の
は

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
章
 

報
恩
の
時
来
た
れ
り

其
は
生
を
願
い
し
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
原
作
だ
と
シ
リ
カ
は
ユ
ナ
イ
タ
ル
・
リ
ン
グ
編
か
ら
一
気
に
出
番
が
増
え
て
キ
リ
ト
み
た

く
発
想
力
で
活
躍
し
て
ま
す
ね

と
い
う
か
放

た

を
手
動
で
四
分

す
る
と
か
完
全
に
上

者
の
プ
レ
イ
ン
グ
じ

な
い
で
す
か

ダ

 
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
す
け
ど
キ
リ
ト
達
と

す
る
か
ら
弱
い
ん
で
あ

て
初
登
場
時
点
で

に
中
層
上

勢
な
ん
で
す
よ
ね

ゲ

ム

だ
と
最
初
こ
そ
レ
ベ
ル

い
け
ど
最
前
線

に
出
よ
う
と
努
力
す
る
く
ら
い
心
は
強
い
し

 
そ
ん
な

あ
る
子
が
本
気
に
な

た
ら
も

と

い
ん
じ

な
い
か

と
い
う
お
話

  

点

シ
リ
カ

 

数

約
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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本
作
シ
リ
カ
は

キ
リ
ト

キ
リ
カ

ホ
ロ
ウ
に
対
し
て
は
タ
メ

で
す

 
一
人
称
は
原
作
同
様

あ
た
し

で
す

  
シ

リ

カ子
に
と

て

キ
リ
ト
は
大
恩
人
で
あ
る

 
そ
れ
は
あ
の
世
界
に

わ
れ
た
人
と
そ
の
家

全
て
が
そ
う
だ

今
更
わ
ざ
わ
ざ
語
る
ま
で

も
な
い

そ
れ

ど

知
さ
れ
た
事
で
あ
り

も
が
認
め
る

績

だ

た

 
オ
レ
ン
ジ
プ
レ
イ

達
は
悪

を

く
だ
ろ
う
が
デ
ス
ゲ

ム
か
ら
の
解
放
を
悪
し
様
に

え
ば
き

と
彼
は
な
ら
ば
命
を
絶
て
ば
よ
か

た
と
返
す
だ
ろ
う

彼
自
身
が
自
ら

を

罪
人

と
見
て
い
る
か
ら

 
そ
ん
な
キ
リ
ト
も

今
で
は

分
と
変
わ

た
も
の
だ

 
義
姉
リ

フ

に
よ
る

け
に

し
い
苛

な
衝
突
を
経
て
彼
は
変
わ

た

生
き
た
い
と
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そ
う

ぶ

ど
に

彼
を
想
う
女
性
か
ら
の
愛
を

け
止
め
よ
う
と
決
め
る

ど
に

間
の
た

め
に
未
来
を
守
る
と
決
意
す
る

ど
に

 
出
会

た
ば
か
り
の

か
ら
は

え
ら
れ
な
か

た

 

自
分
よ
り

い
少
年
が
世
界
を
背
負
う
事
に
な
る
な
ん
て
予
想
外
に
も
程
が
あ

る 
そ
れ
は
キ
リ
ト
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
で

そ
し
て
お
そ
ら
く
は

で
も

世
界
を
壊
し
か
ね
な
い

ど
の
負
を

め
る
人

に
な

た
ホ
ロ
ウ
に
対
し
て
だ

 
初
め
て
少
年
に
会

た
時
か
ら
不
思
議
だ

た

 
ど
う
し
て
自
身
に
悪

を
投

殺
意
を
向
け
る
人
達
を
も
守
ろ
う
と
す
る
の
か
と

結

そ
れ
は

に
も
死
ん
で

し
く
な
い
と
い
う

彼
自
身
が

し
い

し
過
ぎ
る
理
想
故

だ

た
事
が
分
か

た

も
が

福
で
あ
る
未
来

を
心
の

に
秘
め
て
い
た

 

そ
れ
が
現
実
的
で
な
い
事
だ
と
分
か

て
い
て
も

そ
れ
を
求
め
た

 

求
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強

観
念
に

ら
れ
て
い
た

 

し
過
ぎ
る
か
ら

い
た
理
想

し
過
ぎ
る
か
ら
殺
め
た
人
助
け
ら
れ
な
か

た
人
の

命
を
背
負

て

理
想
へ
の
道
を
突
き
進
ん
で
い
た
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キ
リ
ト
は
そ
の
理
想
を

め
て
い
な
い

間
を
守
る
上
で
多
く
の
人
を
救
う
事
で
そ
の
理
想

を
叶
え
よ
う
と
し
て
い
る

 
そ
の

上
で
ど
れ
だ
け
の
命
を
奪
う
事
に
な
る
か
分
か
ら
な
い

心
は
傷
つ
き
体
は
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な

て

時
に
立
ち
止
ま

て

む
だ
ろ
う
け
ど

そ
の
歩
み
は

時
か
再
び

ま
れ
る

奪

た
命
の
た
め
に
も

め
て
は
な
ら
な
い
と

  

そ
の

過
去

が
自
分
の
も
の
で
な
く
な

た
か
ら
ホ
ロ
ウ
は

れ
た

  
体
を
表
す
そ
の
名
も

立
場
も
存
在
も

過
去
も
未
来
も
喪

た
か
ら

彼
は

れ
た

 
あ
の

の
キ
リ
ト
は
強

観
念
だ
け
で
突
き
動
か
さ
れ
て
い
た
ん
だ
と

あ
た
し
は
け
も

の
の

び
で
初
め
て
知

た

そ
う
し
て
初
め
て

ホ
ロ
ウ
が
人
知
れ
ず

な
く
な

た
理
由

を

し
た
の
だ

 
彼
に
と

て
は
と
も
だ
ち
も
喪

た
も
の
だ

た
ん
だ

て

 
そ
れ
は
自
分
が
原
因
だ

 
複

な
事
情
を
気
に
し
て

え
て
会
い
に
行
か
な
か

た
自
分
の
せ
い
な
の
だ

む
し
ろ
会
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い
に
行
く
べ
き
だ

た

理

に
だ
け
で
も

を
出
す
べ
き
だ

た

 

き

と

を

て
も

か
な
か

た
だ
ろ
う
け
れ
ど

 
と
も
だ
ち
を
自
負
し
て
い
た
な
ら

そ
う
す
る
べ
き
だ

た

  

シ

リ

カ子
に
と

て

キ
リ
ト
は
大
恩
人
で
あ
る

  
だ
か
ら
こ
そ

に
そ
の
後
悔
は
強
く

明
だ

た

  

キ

と
小
⻯
が

く

 
そ
の
小
さ
な
体
が

か
に
光
る

か

つ

て
生
時
の
光

が

裏
に
浮
か
び

剣
を
握
る
手
に

力
が

た
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⻘
暗
い
光
に

わ
れ

転

型
ボ
ス
だ
と
い
う

イ
ヴ

ル
・
ザ
・
グ
リ

ム
ア
イ
ズ

の

を
取

た
モ
ジ

ル
は
三

形
を
変
え
て
い
く

 
回
復
と
バ
フ
の
掛
け
直
し
を
し
な
が
ら
体
勢
を
立
て
直
し
た
と
こ
ろ
で
モ
ジ

ル
も
ボ
ス

の
再
形
成
が
終
了
し
た

お
前
達
の
力
を
見
せ
て
み
ろ

 
そ
の

は

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
事
変
で
猛

を
振
る

た

セ
フ

ロ
ト
だ

た

 
た
だ
し

上
の
名
前
を
見
れ
ば

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ

片
翼
の
堕
天
使
の
名
が
表
示
さ
れ
て
い
る

た
し
か
七
十
五
層
闘
技
場
個
人
戦
で
最
初
に
出
て
き

た
ボ
ス
だ

た

だ

お

お
い
ア
レ

て

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の

で
コ
イ
ツ
が
出
て
く
る
ん
だ

ま
さ
か
こ
の
事
件

亡
国
機
業

て
の
が

わ

て
る
ん
じ

 
ボ
ス
の

を
見
て

月
夜
の
黒
猫

の
⻑
槍
使
い
の
ケ
イ
タ

⻑
槍
使
い
サ
サ
マ
ル

片

手

使
い
テ
ツ
オ
が

惑
の
声
を
上

た
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そ
う
い
え
ば
彼
ら
は
結
構

い

で
ド
ロ

プ
ア
ウ
ト
し
て
い
た

闘
技
場
で
の
戦
い
を
見

て
い
な
い
人
に
と

て
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
事
変
の

が
強
い

だ
か
ら
仮
想
世
界
に
出
て

く
る
と
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う

 
い
や

あ
た
し
も
ま
さ
か

で

を
見
る
事
に
な
る
と
は
思
わ
な
か

た
け
ど
も

終
わ
り
だ

 
そ
ん
な

き
を
他

に
堕
天
使
ボ
ス
が
⻑
大
な
刀
を

だ
め
に
構
え
た

確
か
ア
レ
は

さ
せ
る
か

 
な
ん
だ

た
か

と
思
い
出
す
の
と
同
時
に

キ
リ
カ
と
リ

フ

が
突

ん
だ

 
直
後
堕
天
使
も
動
き
出
す

ど
ち
ら
も

が
け
ぶ

る

ど
の
速

で

離
を

め
神
速
を
以

て
剣
を
振
る

た

 
衝
突

 
一

の
う
ち
に

交
わ
さ
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い

少
な
く
と
も
五
六
は
超
え
て
い
た

だ
が
お
そ
ら
く
明
確
に

き
取
れ
て
い
な
い

つ
か
重
な

て

こ
え
た

だ

と
も
す
れ

ば
十
を
超
え
て
い
る
か

 
そ
れ

ど
の
速
さ
で
堕
天
使
は
刀
を
振
る
い



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
そ
れ
を
超
え
る
速
さ
で
姉
弟
は

え
撃

た

二
刀
を

使
し
て

る
剣
撃
を
払
い
後

の
義
姉
が
強

な
一
撃
を
届
か
せ
た
の
だ

人
型
だ
か
ら
か
堕
天
使
ボ
ス
は
予
想
以
上
の
容

さ

で

み

く

撃
を
許
し
て
い
た

ち

う
ど
い
い

み
ん
な
ち

と

い
て
く
れ

 
そ
の
後
に

こ
う
と
し
た
時

そ
れ
を
止
め
る
声
が
ホ
ロ
ウ
か
ら
上
が

た

 
な

こ
ん
な
時
に

と
思
い
は
し
た
が

あ
る
い
は
今
だ
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
と
思
い
直

し
文

を

う
事
無
く

を
そ
ち
ら
に
向
け
る

他
の
面

も
堕
天
使
ボ
ス
に
気
を
払

て
は

い
る
が

姉
弟
二
人
が
抑
え

め
て
い
る
の
を
見
て
話
を

く

勢
を
取

て
い
た

モ
ジ

ル
は
恐
ら
く

郷
に
協
力
し
て
い
た
亡
国
機
業
が
手
を
加
え
た
ボ
ス
だ
け

再
現
し
て
い
る

だ
か
ら
闘
技
場
ボ
ス
の
後
は
恐
ら
く
九
十
九
層
最
後
は
百
層
裏
ボ
ス
と
戦

う
事
に
な
る
と
思
う

 

そ
の

勢
も

彼
が

た
内
容
で

れ
去

た
が

 
最
初
の
反
応
は

き

に

疑
最
後
に
は
と
り
あ
え
ず
の

得
が
浮
か
ん
だ

ホ
ロ
ウ
が

う
な
ら
そ
う
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
信
頼
と
実

目
の
前
に
亡
国
機
業
と

わ
り
し
か
な

い
ボ
ス
が

て

定
す
る

し
か
無
か

た
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ま

疑
問
は
あ
る
け
ど

共

点
が
あ

た
の

場
が
設
定
し
た
も
の
と
違
う

と
い
う
点
を
カ

デ

ナ
ル
か
ら

い
た
ボ
ス
し
か
今
の

と
こ
ろ
再
現
さ
れ
て
な
い

な
る

ど

 
問
い
を
投

れ
ば

や
や

め
上
の
回

が
帰

て
来
た

 
ホ
ロ
ウ
の
成
り
立
ち
や
行
動
に
つ
い
て
は
う

す
ら

い
て
い
る

 
だ
か
ら
カ

デ

ナ
ル
と
会
話
し
た
事
は
真
実
だ
ろ
う

そ
れ
が
結
果
的
に
ゲ

ム
ク
リ
ア
に

必

だ

た
か
ら
攻
略
を

先
し
た
結
果
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
サ
チ
達
を
穴
に

と
す
事
に

繋
が

た
と
も

い
て
い
る

行
動
理
念
で

え
ば
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
攻
略
で
暗
躍
し
て
い

た
キ
リ
ト
と
違
い
は
無
い

 
信

し
て
い
い
の
か
と
は
思
う
が

カ

デ

ナ
ル
は
自
律
シ
ス
テ
ム
だ

話
し
て
い
な
い

事
は
あ

て
も

話
し
た
事
に

は
無
い
だ
ろ
う

 
信
頼
を

い
て
い
い
と
は
思
え
な
い
け
ど

じ

あ

は
あ
の
狂
戦
士
が
出
て
き
て
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そ
の

は

あ
の
ホ
ロ
ウ

て

ね

 
闘
技
場
に

戦
し
キ
リ
ト
以
外
に

一
出
現
ま
で

ぎ
付
け
た
ユ
ウ
キ
が

を

め
な
が
ら

た
後
を

同
じ
よ
う
に

を

め
た
シ
ノ
ン
が
引
き
継
い
だ

層

な
ら
な

 
ホ
ロ
ウ
は
特
に

定
せ
ず

う

そ
れ
で
も

ど
こ
か

肉

な

に
は

さ
を
感
じ
た

 
シ
ノ
ン
が

た

あ
の
ホ
ロ
ウ

と
い
う
の
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う

 
参

に
さ
れ
た
時
期
が
無
銘
を

め

ま
れ

し
た
時
の
事
な

で

け
も
の
に
至

る

ど
の
怨
み
を
持
つ
彼
か
ら
す
れ
ば

た
る
も
の
が
あ
る
の
は

然
だ

今
の
彼
に

け

も
の
の
時
の
記

や
意
識
が
あ
る
か
は
不
明
だ
け
ど

 

ち
ら

と
横
目
で
ボ
ス
の
方
を
見
る

 
流

と

う
べ
き
か
そ
の
身
を
光
で

ん
で
い
る
二
人
は
ボ
ス
に

戦
を
強
い
て
い
た

剣
の

は
レ
ベ
ル
差
を
も
の
と
も
し
な
い
リ

フ

が
ユ
ウ
キ
と
同
じ
よ
う
に
心
意
を
使

て

い
る
以
上

あ
あ
な
る
の
は
自
明
の
理
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
片
方
が
的
確
に
弾
き
片
方
が
ス
キ
ル
を

き

む
ツ

マ
ン
セ
ル
の

の
よ
う
な
戦
い
ぶ

り
だ
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リ

フ

は

手
の
⻑
刀
を
弾
い
た
後
返
す
刃
で
キ
リ
カ
と
一
緒
に
斬
り

ん
で
い
る
が

前

か
ら
思

て
い
た
が

や

り

一
つ

け
た
強
さ
を
持

て
い
る

 
と
も
あ
れ

く
は
二
人
に

せ
て
も
大

そ
う
だ
と
判
断
し
た
あ
た
し
は

線
を
ホ
ロ

ウ
に

し
た

 

く
べ
き
事
が

み
だ

た

あ
の

き
た
い
事
が
あ
る
の

な
ん
だ

 

線
を
向
け
ら
れ
る

 
黒
い

が

あ
た
し
を

く

 

記

の
そ
れ
と

今
が
重
な
る

 
初
め
て
会

た

で
向
け
ら
れ
た
時
の

ど
こ
か

さ
が
あ

た

と
重
な
る

 

か
を
背
負

て
い
る
眼

 
覚
悟
を
決
め
て
い
る
眼
だ

た

君
は
こ
の
あ
と

な
く
な
ら
な
い
よ
ね

 

き

と

く
べ
き
事
は
他
に
あ

た
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き

と

う
べ
き
事
が
先
に
あ

た

 
で
も

あ
た
し
は

え
て

そ
の
問
い
を
投

た

 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
が
し
た
の
だ

話
が
出
来
る
こ
の
時
間
は
希
少
で
ホ
ロ
ウ
と
し

て
の
彼
と
会
う
の
は
初
め
て
だ

た
あ
た
し
に
は
こ
の
問
い
を
こ
そ
投

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思

た

 
こ
の
戦
い
は
必
ず
終
わ
る

き

と

勝

と
い
う
形
で

 
彼
の
事
情
は
必
ず
知
れ
る

恐
ら
く

か
か
ら
伝

で

 
で
も

そ
こ
に

君
は
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
人
知
れ
ず

い
つ
の
ま
に
か

空
気
に

け
る
よ
う
に

消
え
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か

 
そ
ん
な
不
安
が
後

し
し
て
い
た

け
も
の
に
な

た

が

生
き
る
事
を
許
さ
れ
る
と
で
も

 
そ
の
不
安
が
的
中
し
た

 
ホ
ロ
ウ
は

肉

な

で
も

ど
こ
か

き
そ
う
な

み
で

そ
う
返
し
て
き
た

 

死
ぬ
つ
も
り
だ

 
確
信
す
る

Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
で
の
記

を
ど
う
し
て
か
分
か
ら
な
い
が
ホ
ロ
ウ
は
持

て
い
る
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そ
し
て
こ
の
事
件
の
後

生
き
る
つ
も
り
は
無
い

 
恐
ら
く

人

と
い
う
も
の
に
な

て

負
を

め
る

目
に

る
つ
も
り
な
の
だ

 
確
証
は
な
い

彼
が
ど
ん
な
最
期
を

え
る
つ
も
り
な
の
か
も
知
ら
な
い
が
な

か
死
ぬ

と
い
う
確
信
が
あ
た
し
の
中
で
生
ま
れ
た

 
同
時

あ
た
し
の
心
に

し
い
感
情
が

き
上
が

た

 
そ
れ
は
怒
り
だ

 
と
も
だ
ち
と
自
負
し
て
い
な
が
ら
理
解
し
切
れ
な
か

た
自
分
へ
の
背
負
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か

た
状
況
へ
の

彼
を
追
い

め
た
世
界
へ
の

怒
り

 
こ
こ
ま
で
キ
リ
ト
を
追
い

ん
だ
全
て
へ
の
怒
り
だ

た

 
そ
の
怒
り
が

あ
た
し
に
強
い
決
意
を

か
せ
た

 

が

で
も
ホ
ロ
ウ
の

え
を

し
て
や
る

と
い
う
決
意
を

 
あ
た
し
に
力
は
な
い

彼
を
超
え
る
技
術
も
経
験
も
彼
の
境
遇
に
共
感
で
き
る
よ
う
な
過
去

も
無
い
が

そ
れ
で
も

 
出
来
る
事
は

か
あ
る

な
ら

あ
た
し
が
許
す
よ
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な

に

 

に
な

て
演

速

が
上
が

て
も

情
緒
は
人
と
同
じ
だ
か
ら
だ
ろ
う

反
応
ま
で
に

間
が
あ

た

 
そ
の

か
な
間
で
も
彼
の
表
情
は
百
面

の
よ
う
に
変
わ

て
い
く

 
色

経
て
向
け
ら
れ
た
の
は
疑
念
の
眼
だ

た

物

く
苦
い
表
情
で
な
に
か
を

え
て
る

よ
う
な

で

疑
念
い

い
の
目
を
向
け
て
き
た

 
ま
る
で

そ
う
し
な
い
と
取
り

え
な
い
よ
う
な

そ
ん
な

さ
が
見
え
た
気
が
し
た

許
し
が
欲
し
い
な
ら
あ
た
し
達
が
許
す

れ
る
も
の
が
欲
し
い
な
ら
あ
た
し
達
に

て

く
れ
て
い
い

あ
た
し
達
は

間
で

と
も
だ
ち

だ
よ

は

怨
み
を

先
し
た

知

て
る

で
も

あ
の
時

君
に
は
そ
れ
し
か

れ
な
か

た
ん
で
し

 
あ
た
し
の

葉
に

彼
は
ギ
リ

と
⻭
を

ま
せ
た

そ
れ
か
ら

ん
だ
眼
で

ん
で
く
る

 
流

に
心
苦
し
く
は
あ

た
け
ど
で
も
あ
た
し
は

葉
を
止
め
る
気
は
無
か

た

そ
し
て

そ
ん
な
様
子
を
見
て
も

の

は
止
め
る

振
り
を
見
せ
な
い
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大
な
り
小
な
り

思
う
と
こ
ろ
は

あ

た
の
だ

 
代

す
る

で
は
な
い
が

そ
れ
で
も

わ
せ
て
も
ら
お
う

も
う
報
わ
れ
て
も
い
い
ん
だ
よ

キ
リ
ト
君
も

キ
リ
カ
君
も

論

君
だ

て

も
そ
う
思
う

 
あ
た
し
の

葉
に

の
⻘
年
が
同

を
示
し
た

 
陽
気
な
人

の
彼
は

を
つ
い
て

目
線
を
合
わ
せ
て

華

な
そ
の

を

む

お
前

は
い

い

た

だ
か
ら
報
わ
れ
る
べ
き
だ

て
思

て
た

て
の
に

心
配
ば

か
さ
せ
て

そ
の
ま
ま
勝
手
に

な
く
な
り
や
が

て
よ

 
名
前
に

ら

れ
て
死
ん
で
ん
じ

ね

よ

 
死
ん
じ
ま

た
ら

も
残
ら
ね

残
さ
れ
た

は
悲

し
む
だ
け
な
ん
だ

ク
ラ
イ
ン

 
⻘
年
の

は

時

い
た
で
あ
ろ
う
悲
し
み
で
歪
ん
で
い
た

声
も

え
て
い
た

 
あ
ん
な

を
あ
た
し
は
見
た
事
な
か

た
が

の
内
で
ず

と
秘
め
て
い
て

し
殺
し

て
い
た
も
の
な
の
だ
ろ
う

多
分

間
の
だ
れ
も
見
た
事
が
な
い

だ

 
そ
の

情
が

わ
に
な

て
い
た
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お
前

が
望
ん
だ
未
来
は
そ
ん
な
の
じ

ね

だ
ろ

も
し
怨
み
し
か
無
い
な
ら

お

前

は

こ
こ
で

達
を

テ

ア
を
助
け
て
ね

だ

ク
ラ
イ
ン
の

う

り
だ

ホ
ロ
ウ

テ

ア

 
ク
ラ
イ
ン
に

名
前
が

が

た
テ

ア
も
同

を
示
し
た

 
彼
女
は

ま
る
で
キ
リ
ト
に
向
け
る
よ
う
な
表
情
で
ホ
ロ
ウ
を
見
た

信
頼
の

だ

た

ホ
ロ
ウ
が
掛
け
て
く
れ
た

葉
の
お
陰
で
私
は
自
分
を
取
り

し
た

怨
み
し
か
無
い
な
ら

あ
の
時
の
私
の
よ
う
に
闇
に

ま
れ
て

キ
リ
ト
や
ク
ラ
イ
ン
達
に
襲
い
掛
か

て
た

だ

 
テ

ア
の

葉
か
ら
彼
女
が
我
を
取
り

し
た
事
は
キ
リ
ト
だ
け
で
な
く
ホ
ロ
ウ
の
助
け

が
裏
で
あ

た
事
が

せ
ら
れ
た

あ
れ

ど
人
間
不
信
が
強
か

た
彼
女
も
道
理
で
信
頼
す

る

だ
と

得
す
る

 
そ
ん
な
彼
女
の

葉
に

ホ
ロ
ウ
は
苦
し
そ
う
に

を

め
た

そ
れ
は

が
覚
悟
を
し
て
る
か
ら

そ
の
怨
み
よ
り

先
す
る
覚
悟
こ
そ

ア
ン
タ
の
本

の
願
い
じ

な
い
の

 
苦
し
そ
う
に

彼
の
覚
悟
を
揺
る
が
す

葉
に

リ
ズ
ベ

ト
が

葉
を
重
ね
た
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少
し
前
か
ら
光
を

て
い
た
彼
女
の

は
ク
ラ
イ
ン
達
と
同
じ
よ
う
に

か
し
い
Ｓ
Ａ

Ｏ
時
代
の
そ
れ
に

て
い
る

 
彼
女
は
ボ
ス
戦
を
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
経
験
し
な
か

た

そ
れ
で
も
あ
の

に
立
ち
返

て
い
る
の
は

つ
ま
り
同
じ
な
の
だ
あ
た
し
と

ホ
ロ
ウ
の
最
期
を
知

て

い
た
後
悔
が
あ
た
し
達

を
突
き
動
か
し
て
い
る
の
だ

 
彼
女
も

キ
リ
ト
か
ら

み

ん
で
く
れ
て
な

た
と
も
だ
ち
だ
か
ら

リ
ズ
ベ

ト

リ
ズ

よ

と
も
だ
ち
だ
か
ら
遠
慮
し
な
く
て
い
い

ア
ン
タ
が

ホ
ロ
ウ
で
も
よ

 
彼
女
の
強
い
眼
に
気
圧
さ
れ
た
か
ホ
ロ
ウ
が
た
じ
ろ
い
だ

く
息
を

て

そ
れ
か
ら

な
ん
で

と

か

く
問
い
か
け
る

 
そ
の
彼
の
問
い
に

リ
ズ
ベ

ト
は

苦

を
浮
か
べ
た

 

感
の
あ
る

後
悔
の
滲
む

み

そ
の
問
い
は
私
の
罪
ね

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
に
ア
ン
タ
が
い
る

て

い
た
時
す
ぐ
に
で

も
向
か
う
べ
き
だ

た

ど
れ
だ
け
傷
つ
い
て
い
た
か
私
は
知

て
い
た
の
に
ね
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ど
う
い
う

意
味
だ

 
か

く

え
る
声
で
ホ
ロ
ウ
が

い
た

離
れ
た
場

で
堕
天
使
と
姉
弟
が
切
り
結
ぶ

で

と
も
す
れ
ば
か
き
消
さ
れ
そ
う
な
く
ら
い
小
さ
な
声

 
あ
と
少
し
で

覚
悟
が

れ
そ
う
な

そ
ん
な
弱
さ

 
そ
の
問
い
に

彼
女
は
や
は
り

苦

を
浮
か
べ
た

そ
し
て

を

め

う

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

を
鍛
え
た
後

た
で
し

 
絶
対
に
あ
ん
た
を

ま
な
い

て
さ

 

彼
女
の

葉
に

ホ
ロ
ウ
は
完
全
に

ま

た

目
を
見
開
い
て

 
そ
の
反
応
は
忘
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
は

覚
え
て
い
た
の
か
と
い
う
反
応
に
見
え

た 
そ
ん
な
彼
に

彼
女
は
ま
た
苦

し
た

ア
ン
タ
に
と

て
エ
リ

シ
デ

タ
も
そ
し
て
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

も
重
み
に
な

て
た
ん

だ
よ
ね

だ
か
ら

だ
か
ら

更
会
う
べ
き
だ

た

て
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
を
見
て
思

た
よ

あ
の
時
は
あ
た
し
の
方
か
ら

み

む
べ
き
だ

た

て

寄
り

う
だ
け
が

え
る
事
じ

な
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い

て

思
い
知

て
た
の
に
ね

 
彼
女
が

て
い
る
の
は

キ
リ
ト
の
事
と

じ

て
い
る

 
キ
リ
ト
が
外

下
す
る
前
最
後
に
ア

ク

フ

ア
で
話
し
て
い
た
の
は
彼
女
だ

ア
キ

ト
を
殺
め
た
事
が
キ

カ
ケ
で
心
が

し
て
い
た
彼
に
彼
女
は
寄
り

て
い
た
が

し
か

し
そ
れ
だ
け
だ

た
か
ら
止
め
ら
れ
な
か

た
と
強
く
悔
い
て
い
た
事
を
あ
た
し
は
知

て

い
る

 
そ
の
後
悔
を
活
か
せ
な
か

た
事
を

ホ
ロ
ウ
の
事
で
更
に
悔
い
て
い
る
の
だ

彼
女
は

 
立
ち
返
る

ど
に

強
く

あ
の
時

私
は
動
か
な
か

た

ん
の

か
な
機
会
を
不
意
に
し
て

ア
ン
タ
が
死
ん

だ

て

い
て
後
悔
し
た

本
人
達
の
間
で
解
決
す
べ
き
だ

て
決
め
つ
け
て

私
は

え

る
事
を
や
め
て
た
ん
だ

え
さ
せ
て

し
い

て

自
分
で

た
の
に
ね

 
悲
し
み
か
あ
る
い
は
自
身
へ
の
怒
り
か
一

を

せ
て
ぶ
る
り
と
身
を

わ
せ
た
彼
女

は

く
り

を

て

線
を
合
わ
せ
た

手
を

ば
し
彼
女
は
ク
ラ
イ
ン
と
は
逆
の

を

ん
だ

だ
か
ら

今

こ
そ

え
さ
せ
て

し
い

も
う

・

・に
・も
・死
・ん
・で
・

・し
・く
・な
・い
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そ

れ

は

そ
う

ア
ン
タ
も

て
い
た
事
よ

こ
ん
な
気
持
ち
で
ず

と
戦

て
い
た
ん
だ
か

ら

れ
る

だ
わ

も
う
報
わ
れ
て
も
い
い
の
よ

許
し
て

し
い
く
ら
い

生
き
た
い
と

願

て
る
ん
だ
か
ら

生
き
た
い

 
生
存
本
能
と
も
違
う
そ
れ
は
生
物
に
と

て

然
の
思

だ

そ
の
思

を
浮
か
べ
る
事

の
時
点
で

負
の
感
情
も

在
し
て
い
る
と
は
キ
リ
ト
が
セ
ブ
ン
に
対
し
て

て
い
た

 
ホ
ロ
ウ
も

然
そ
れ
は
持

て
い
る

 
彼
は
許
さ
れ
な
い
と

め
て
い
る

つ
ま
り
そ
れ
は

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

す
る

く
ら
い
本
心
で
は
願

て
い
た
と
い
う
証

に
他
な
ら
な
い

 
あ

て

然

持

て
い
る
の
が

の

あ
り
き
た
り
な
願
い

 

福
を
求
め
る
以
前
の
そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

 
ま
し
て
あ
れ

ど
苦
し
み
な
が
ら
多
く
の
人
の
た
め
に
戦

て
い
た
の
な
ら

叶
え
ら
れ

る
べ
き
で
す
ら
あ
る

 
だ
か
ら
あ
た
し
達
は
動
い
た
の
だ
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あ
の

Ｓ
Ａ
Ｏ
に

た

は

会
が
世
界
が
仮
想

で
ま

た
く
力
に
な
れ
な
い
と

め
て

報
わ
れ
れ
ば
い
い
な

と
他
人
事
の
よ
う
に
願
う
ば
か
り
だ

た

 
け
れ
ど

本

は
違

た

 
彼
は

め
て
い
た

観

自
分
自
身
と
の
戦
い
で
負
け
て
い
た
の
だ
彼
は

本

の

は
彼
自
身
だ

た

 
そ
ん
な
彼
に
リ

フ

が
衝
突
し
た
の
は

本

は
彼
自
身
が

い
て
い
た

観
に
対
し
て

だ

た
の
だ

そ
の

観
に
根
付
い
た
思

と
論
理
を

す
た
め
に
真

向
か
ら
ぶ
つ
か

た

 
だ
か
ら

あ
た
し
達
も

ホ
ロ
ウ
に
真

向
か
ら
ぶ
つ
か
る
べ
き
だ

た

 
結

Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は
し
な
か

た

仮
に
し
て
も
あ
の
時
点
で
ホ
ロ
ウ
は
カ

デ

ナ
ル
の
方

を

先
し
て
い
て
意

地
に
な

て

を

さ
な
か

た
に
違
い
な
い
が
そ
れ
は

い

だ

す
る
機
会
は

い
な
が
ら
あ

た
の
に
動
か
な
い
判
断
を
自
分
で
し
た
の
だ
か
ら

 
だ
か
ら
こ
そ

だ
か
ら
も
う
一
人
で
背
負
わ
な
い
で

死
ん
で
も
守
る
覚
悟
で
一
人
で
背
負
う
く
ら
い
な
ら

で
背
負
わ
せ
て

そ
し
て
生
き
て

今

こ
そ

あ
た
し
達
は
君
が
生
き
る
事
を
望
ん
で
る

世
間
が
許
さ
な
く
て
も

あ
た
し
達
が
許
す
よ
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も
う

死
ん
で

し
く
な
い
か
ら

そ
も
そ
も
大
人
よ
り
先
に
死
に
に
行
く
ん
じ

ね

よ

ロ
ウ

 
ち

た

大
人
を
頼
り
や
が
れ

ガ
キ
を
守
る
の
は
大
人
の

目
な
ん
だ
か
ら
よ

 
三
者
三
様
の

な
が
ら
の

願
だ

た

 

り
の

は

も

わ
な
い

 
け
れ
ど
止
め
る
事
も
な
い

ボ
ス
を
た

た
二
人
で

手
し

け
て
い
る
姉
弟
も
文

を

わ
ず

む
し
ろ
邪
魔
さ
せ
ま
い
と
堕
天
使
を
近
づ
け
さ
せ
な
い
よ
う
立
ち
回

て
い
た

 
あ
の
様
子
を
見
る
に
キ
リ
カ
も
内
心
思
う
と
こ
ろ
は
あ

た
の
だ
ろ
う

き

と
あ
た
し
達

よ
り
複

で
別
種
の
後
悔
だ
ろ
う
け
ど
き

と
結
論
は
死
な
な
く
て
よ
か

た
に

ち

く
は
ず
だ

 
あ
た
し
達
は
キ
リ
ト
の

し
さ
に

か
れ
た

 
そ
れ
は

キ
リ
カ
も
ホ
ロ
ウ
も

根

に
は
持

て
い
る
か
ら

お
れ

は

ホ
ロ
ウ
だ
ぞ

 
あ
た
し
達
の

願
を

い
て
⻑
い

の

ホ
ロ
ウ
は

り
出
す
よ
う
に
そ
れ
だ
け

た
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最
後
の
最
後
ま
で
残
さ
れ
た

ん
の

か
な
心
の
不
安

そ
れ
が
彼
の
本
心
を

て
い
る

事
が
分
か

た
あ
た
し
は

鍛
冶
師
の
女
性
の
よ
う
に
苦

し
た

本
物
か
ど
う
か
は
重
要
じ

な
い
よ

あ
た
し
達
は

キ
リ
ト
と
い
う
子
の
心
に

か
れ

た

君
が
負
か
ら
世
界
を
守

て
く
れ
て
た
事
テ

ア
ち

ん
を
助
け
て
く
れ
た
事

ど
れ

も

変
わ
り
な
い
か
ら

 
そ
こ
で
一

空
け
る

 
彼
の
眼
を
見
て
ま
だ
不
安
を
晴
ら
せ
て
な
い
事
が
分
か

た
た
め

葉
を

け
る
事
に
し

た 
そ
れ
で
も

も
し
も

不
安
が
残
る
な
ら

め
て

と
も
だ
ち
に
な
ろ
う

 

約
束

だ

た
し
ね

・

・

・一
・

・じ
・

・な
・く
・な
・

・た
・未
・来
・の
・キ
・リ
・ト
・の
・友
・達
・に
・な
・る

て

  
か
つ
て
初
め
て
会

た
時
に
彼
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
約
束

一
日
空
け
て
小
⻯
を

生
さ

せ
た
後
に

お

い
に
交
わ
し
た
約
束

 
そ
れ
を
果
た
す
時
だ

た
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初
の
想
定
と
は
ま
た
違
う
け
ど

で
も
約
束
は
約
束
だ

 
も
う
彼
は

オ
リ
ム
ラ
イ
チ
カ

で
は
な
い
の
だ
か
ら

う

 
も
う

限
界
だ

た
の
だ
ろ
う

を

ら
し
な
が
ら
ホ
ロ
ウ
は

を

た

 
そ
れ
は
つ
ま
り
彼
の
覚
悟

自
己

の
決
意
を

い
た
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い

彼

だ
け
ま
た

な
く
な
る
未
来
を
変
え
た
と
い
う
事
だ

 

を

え
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

き

と
あ
た
し
達
だ
け
じ

ど
う
に
も
な
ら
な
い
事

だ
ろ
う
け
ど

今
は
天
才

士
達
が
味
方
な
の
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
や

キ
リ
カ
も
い
る

協
力
す
れ
ば
ホ
ロ
ウ
一
人
が
命

け
で
ど
う
に
か
な
る
事

を

も

に
せ
ず
解
決
す
る
な

ん
て
夢
じ

な
い

だ

 
そ
の
確
信
と
共
に
あ
た
し
はく

ず
おれ

る
少
年
を
背
中
か
ら

き
し
め
た

前
か
ら
は
⻘
年
と
女

性
が

き
し
め
て
い
る

 
そ
ん
な
少
年
の

に
小
⻯
が
載

て

き

あ

と
高
ら
か
に

福

を

る
よ

う
に

い
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
キ
リ
ト
か
ら
別
た
れ
る
ま
で
に

い
た

が
ホ
ロ
ウ
の
命
と
心
を
救

た
と
い
う
お
話

キ
リ
ト
が
異
性
愛

キ
リ
カ
が

ユ

イ

達

家

愛
と

プ
レ
ミ
ア
達

同

愛
な
ら

ホ
ロ
ウ
は
友
愛
と
い
う
形
で
す

 
シ
リ
カ
と
の
約
束
が
決
定
打
に
な

た

で
す

あ
の
約
束
が
無
か

た
ら
も
う
一

あ
り

ま
し
た

キ
リ
ト
も
あ
の
約
束
が
こ
ん
な
変
化

で
自
分
を

る
と
は
思
う
ま
い
て

 
そ
ん
な
わ
け
で
ホ
ロ
ウ
自
身

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
の
死
闘
で
キ
リ
ト
が

い
て
い
た

福
な
未
来

理
想

を
認
め

北
し
て
い
る
の
で

こ
の
展
開
に
不

は
無
か

た
り
し
ま
す

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
の
け
も
の
を
思
う
と

然
と
し
な
い
か
も
で
す
が
ア
レ
は

一

と

し
て
の
在
り
方
で

き
た
事

ホ
ロ
ウ
は
今
話
で

一

か
ら
決
別
し
ま
し
た

二

創

作
や
Ｆ
Ｇ
Ｏ
の

え
を
得
た
エ
ミ

が
他
作
品
で

し
く
や

て
る
結

か
ら

想
を
得
て

ま
す

人
と
し
て
は
終
わ

た
け
ど

と
し
て
は
ま
だ
だ
よ
ね

じ

あ
生
き
よ

か
と
い
う

事
で
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ち
な
み
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
だ
と
カ

デ

ナ
ル
と
の
契
約
負
を

め
る
人

を

先
し
て
た

の
で
シ
リ
カ
達
が
思

て
い
た
よ
う
に
意
味
は

無
か

た
で
す

ホ
ロ
ウ
が

な
く
な

て
か
ら
時
間
と
後
悔
を

み
重
ね
た
か
ら
届
き
ま
し
た

 
そ
の
や
り
取
り
を
他

に

堕
天
使
ボ
ス

手
に
二
人
掛
か
り
で
抑
え

け
る
キ
リ
カ

と
リ

フ

１
３
０

の
出

目
さ
よ

  
・
シ
リ
カ

 
実
力
こ
そ
Ｓ
Ａ
Ｏ
中
層
上

勢
だ
け
ど

心
の
強
さ
は
最
上

ク
ラ
ス
の
少
女

 
死
に
恐
怖
は
あ
る
け
ど
最

一

は
そ
れ
を

り
越
え
て
レ
ベ
リ
ン
グ
し
て
い
る
の
で
実

は

が
強
い

間
が
い
る
と
更
に
強
い

じ

な
い
と
全
損
で
記

を
失
う

と
か

み

を

う
原
作
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
と
か

身
で
も
あ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
消
失
を

け
た
ユ
ナ
イ

タ
ル
・
リ
ン
グ
編
の

戦
を
説
明
で
き
な
い

 
ホ
ロ
ウ
に

て
も
ら
え
な
か

た
の
は
自
分
が
動
か
な
か

た
か
ら
と
い
う
後
悔
と
自
責

の
念
が
あ
り

そ
れ
が
心
意
発
動
の
ト
リ
ガ

に
な

て
い
た

 
そ
れ

ど
キ
リ
ト
と
の
友
誼
を
大
切
に
想
い

ま
た
後
悔
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
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キ
リ
ト
の
時
と
同
じ
よ
う
に

一

で
な
く
な

た
未
来
の
少
年

と
の
友
誼
を
再

び
結
ん
だ

 
か
つ
て
キ
リ
ト
が
シ
リ
カ
と
交
わ
し
た
約
束

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
六
章
 

蒼
⻯
の
少
女

の
友
達
の
一
人
に
な

て
く
れ
な
い
か
な

一

と
し
て
の
キ
リ
ト
の
そ
し
て

一

じ

な
く
な

た
未
来
の
キ
リ
ト
の

友
達
に

  
・
リ
ズ
ベ

ト

 
身
近
な

キ
リ
ト

子

の
死
を
疑
似
的
に
二

経
験
し
た
少
女
の
一
人

 
ア

ク

フ

ア
で
キ
リ
ト
に
寄
り

た
だ
け
だ

た
事
を
過
ち
と
見
て
お
り
更
に
ホ
ロ

ウ
へ
の
対
応
も
同
じ
過
ち
だ

た
と
後
悔

キ
リ
ト
に
重

を
背
負
わ
せ
た
か
も
と
思

て
い

た
と
こ
ろ
に
Ａ
Ｌ
Ｏ
事
変
で
の
け
も
の
こ
と
ホ
ロ
ウ
の
本

と

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

へ
の

密
に
は
そ
れ
を
持
つ
自
身
の
誓
い
と
在
り
方
へ
の

憎
悪
を
見
て
後
悔
が
更
に
強

ま

て
い
た

 
心
意
に
な
る

ど
の
願
い
を
夢
と
し
て
知

て
い
る
事
も
手
伝
い
三

目
の
正
直
と
し
て
今
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こ
そ
は
と

葉
を

み
掛
け

葉
だ
け
で
ホ
ロ
ウ
の
覚
悟
を

た

 
今
回
を

し
て
い
れ
ば
三

目
を

り
返
し
て
い
た

 
か
つ
て
キ
リ
ト
が
リ
ズ
ベ

ト
に

た
事

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
九
章
 

闇
と
光

も
う

間
が
死
ぬ
の
は

だ

  
・
ク
ラ
イ
ン

 
子

の
背
を
追
い

け
た
大
人

 
大
人
だ
か
ら
こ
そ

が
重
い
こ
と
が
よ
く
分
か

て
い
た

背
負
い
た
く
て
も

手
が
自
分

達
を
想

て
し
て
い
る
事
だ
と
知

て
い
る
た
め
強
く

え
な
か

た

 
し
か
し

死
ぬ
前

の
覚
悟
で
あ
れ
ば
話
は
別

 
秘
め

け
た
悔
悟
の
念
が
子

を
死
か
ら
す
く
い
上

た

 
ク
ラ
イ
ン
が
ず

と

き

け
た
事

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
二
章
 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ

Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｇ
ａ
ｍ
ｅ

Ｓ
ｗ
ｒ
ｏ
ｄ
Ａ
ｒ
ｔ

Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
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キ
リ
ト

お
前

は
ま
だ
九

の
ガ
キ
な
ん
だ

 
そ
の

か

色

  
・
ホ
ロ
ウ

 
ど
れ
だ
け
望
ん
で
も

も
う
生
き
ら
れ
な
い
と

め
て
い
た

 
手
を

ば
し
て
も

も
う
手
に
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
の
だ
と

 

そ
う
し
て

た
の
は

空

な
器
に
写
さ
れ
た

無
き
憎
悪

 
覚
悟
は

ち
果
て
残

た
憎
悪
に
身
を

ね

そ
の
先
に
見
た
理
想
が
己
を
取
り

さ
せ
た

 
こ
の
身
は

に
人
の
身
で
は
な
い

 
ど
れ
だ
け
死
の
う
が

ま
た

る

 
故
に
己
を
死
兵
に
で
き
る

 
そ
の
先
は

己
が

な
い
未
来
だ
と
は
理
解
し
て
い
た

 

い
に
も
な
ら
な
い
愚
か
な
行

だ
と
も

 
そ
れ
で
も

そ
の
未
来
は
己
が
夢
見
た

理
想

に
違
い
な
い
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も
と
よ
り
赦
し
が

れ
る
時
な
ど
あ
り
得
な
い
故

そ
れ
で
よ
か

た

 
ホ

ロ

ウ
一

に
は

そ
れ
で
十
分
だ

た

 

そ
の
決
意
と
覚
悟
を

友
の
心
が

た

 
喪
く
し
た
は
ず
の
過
去
に
紡
い
だ
も
の
が
終
わ
り
を
許
さ
ず

生
き
ろ
と

う

 

そ
の

葉
を

絶
で
き
な
か

た
時
点
で

理
想

を
捨
て
き
れ
な
い
時
点
で

 
十
分
だ
な
ど
と

め
て
い
た
時
点
で

  

ホ

ロ

ウ

■
■
■
■
の

北
は

必
然
だ

た

   

加
入

 
・

ラ
イ
フ
・
レ
リ

ズ

い
を
超
え
し
獣

ホ
ロ
ウ

 
レ
ベ
ル

３
０
０
Ｓ
Ａ
Ｏ
最
終
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第
五
十
一
章
 

萌
芽
の
時
来
た
れ
り

其
は
剣
に
魅
入
り
し
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
対
片
翼
の
堕
天
使
回
で
す

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
で
も

写
し
て
ま
す
が
Ｈ
Ｐ

０

以
下
か
つ

最
後

体
に
な

た
時

の

動
は

写
し
て
な
い
の
で

そ
こ
を
主
に

写
し
て
い
ま
す

あ
れ
か
ら
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｎ
Ｔ
も
発

さ
れ
ま
し
た
し
ね

 
つ
ま
り
最
後
に
残

た
一
体
の
強
化
状

と
い
う
未
知
の
状

に
リ

フ

は

む
状
況

に
な

て
い
ま
す

 

点

リ

フ

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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よ
か

た

あ
な
た
も

救
わ
れ
て

 

あ
の
世
界
で
友
誼
を
結
ん
だ
者
達
が

ホ
ロ
ウ
の
覚
悟
を

し
た

 
そ
の
事
実
に
少
な
く
な
い

を

い
た
あ
た
し
は

と

が

ぶ

 
か
つ
て
ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
で
初
邂
逅
を
果
た
し
た
ホ
ロ
ウ
は
人
と
し
て
終
わ
り
た
い
ん
だ

と

に
し
た

 
そ
れ
は

れ
も
な
い
本
心
だ

た
は
ず
だ

時

に
カ

デ

ナ
ル
と
契
約
を
交
わ
し
て
い

た

だ
が

そ
れ
で
も
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
消
滅
と
共
に
消
え
る
運
命
を

け
入
れ
て
い
た

そ

ん
な
彼
に
あ
た
し
は

も
出
来
な
か

た

彼
の
絶
望
を
晴
ら
す

葉
も
根

も
手
立
て
す

ら

あ
た
し
は
持

て
い
な
か

た
の
で
あ
る

 
自
身
の
命
を

ど
う
か
上
手
く
使

て

し
い
と
彼
は

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
以

と
し
て
生
き
る
つ
も
り
は
無
い
と
も

て
い
た

 

あ
の
時
の
あ
の
子
の
絶
望
を

あ
た
し
は
た
だ
の
一
時
も
忘
れ
て
い
な
い
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あ
れ
か
ら
約
一
年

ホ
ロ
ウ
を
救

た
の
は
彼
自
ら
が

い
た
友
誼
だ

た

  

肉
な
も
の
だ

一

喪

た
も
の
こ
そ
が
救
い
の
決
め
手
に
な
る
だ
な
ん
て
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
が
小
さ
な
マ
イ
ナ
ス
に
な

た
だ
け
な
の
に

 
そ
れ
な
の
に

あ
あ
も

せ
そ
う
に

を
流
す

 
ま

た
く

た
も
の
だ

あ
た
し
の

お
と
う
と

義
弟
達
は
か
つ
て
の
無
邪
気
さ
を
喪

た
が

え

た
く
な
る

直
さ
は
そ
の
ま
ま
だ

怨
み
が
あ
り
人
に
歪
ま
さ
れ
た
在
り
方
で
も
人
の
気

持
ち
は
真

直
ぐ
返
す

の
気

は
そ
の
ま
ま
だ

た

 
だ
か
ら
こ
そ

し
い

 
一
番
に

え
る
と
覚
悟
し
た
身
で
あ
る
と
い
う
の
に
そ
れ
を
果
た
せ
な
か

た
事
が

も

な
く
悔
し
か

た

 
だ
が

同
時
に
安

も
あ

た

 
根

を
同
じ
く
す
る
三
人
を
義
弟
と
見
て
い
る
が
一
番
に

え
よ
う
と
動
い
た
場
合
あ
た

し
は
自
覚
無
自
覚

な
く
キ
リ
ト
を
最

先
に
動
く
と
確
信
し
て
い
る

そ
れ
は
つ
ま
り
キ
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リ
カ
と
ホ
ロ
ウ
に
と

て
の
救
い
に
自
分
は
な
り
得
な
い
事
を
意
味
し
て
い
た

 
事
実
キ
リ
カ
が
一
人
の
人
と
し
て
独
り
立
ち
し
始
め
た
の
は
同

の
プ
レ
ミ
ア
の
命

や
ユ
イ

ス
ト
レ
ア
ら
の

来
を
思

て
か
ら
だ

 
ホ
ロ
ウ
の
場
合

と
も
だ
ち
と
の
約
束
が
彼
の
心
を
救

た

 
人
間
の
義
姉
た
る
自
分
が

な
く
て
も

彼
ら
は
救
わ
れ
て
い
る

あ
は

あ
は
は

 
そ
の
事
実
は
あ
た
し
に
悔
し
さ
を
覚
え
さ
せ
る
が

や
は
り
確
か
な
安

と
そ
れ
以
上
の

喜
び

快
さ
が
心
を

め
て
い
た

 
ど
ん
な
事
も

だ

て

し
い
方
が
い
い
に
決
ま

て
る

 
悲

な
ん
て
無
い
方
が
い
い

 
悲

な
覚
悟
も
し
な
く
て
い
い
な
ら
そ
の
方
が
い
い

 

実

は
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
が
ど
こ
か
に
放

さ
れ
て
い
る

だ
が

あ
の
義
弟
の
事
だ

多
少
の
無
理
を

し
て
で
も
解
決
し
て

て
く
る
に
違
い
な
い

 
そ
ち
ら
は
こ
の
事

を
観

し
て
い
る

士
達
に

せ
る
よ
り
他
は
な
い

ど
の
み
ち
こ
ち

ら
は
第
三
の
巫
女
救
出
と
モ
ジ

ル
の
破
壊
で
手
い

い
な
の
だ

に
二
兎
を
追

て
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い
て

え
ホ
ロ
ウ
の
生
還
も
加
わ

た
今

ま
ず
は
そ
の
三
兎
を
取

て
か
ら
で
あ
る

 
そ
し
て

そ
の

三
兎

に

し
て

も
う
憂
う
事
は
無
く
な

た

 
つ
ま
り

が

い
た
い
か
と
い
う
と

最

後

の
憂
い
な
し

 
そ
う

し
た
あ
た
し
に
キ
リ
カ
が
ギ

と
し
て
見
て
き
た
が
そ
ん
な
彼
に
も

み
を

向
け
た

キ
リ
カ

コ
イ
ツ
は
あ
た
し
が
斬
る

 

に
来
る
狂
戦
士
は

せ
た
わ

分
か

た

 
一

の
間
を

ん
だ
キ
リ
カ
は
そ
の
ま
ま
堕
天
使
か
ら

離
を
取

た

ど
う
や
ら
本

に

せ
て
く
れ
る
ら
し
い

速
な
判
断
は
あ
た
し
へ
の
信
頼
の
表
れ
だ

 
内
心
で
彼
に
礼
を
し
な
が
ら

あ
た
し
は
ボ
ス
に
意
識
を
向
け
た

 
堕
天
使
ボ
ス
も
こ
ち
ら
を
向
く

与
ダ
メ

ジ

を

え
れ
ば
キ
リ
カ
に
ヘ
イ
ト
が
向
く
は

ず
だ
が
そ
こ
は

個
人
戦
の
闘
技
場
ボ
ス
最
も
近
い

離
に
い
る
プ
レ
イ

を

う
よ
う

ル

チ
ン
が
組
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
う
で
な
け
れ
ば
ホ
ロ
ウ
達
を

わ
な
い
よ
う
立
ち
回
り

け
ら
れ
た
事
に
も
説
明
が
つ
か
な
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い 
セ
フ

ロ
ト
・
マ
ル
ク
ト
の
意
識
が

り

て
い
る
と
い
う
予
想
は

た

て

し
く
な

い 

構
え
を
取
る

 

を

を

く
し
片
足
を
引
き

身
を
取
る

刀
身
を
上
へ
向
け
切

先
は
眼
前

の

に
突
き
つ
け
る
よ
う
に
刀
を
持
つ

 

時
ぞ
や
義
弟
を

き
の
め
し
た
時
に
も
取

た

正
真
正
銘

全
力

を
出
す
構
え

 
シ
ス
テ
ム
に
頼
ら
な
い

あ
た
し
が

い
た

技
の

  

手
を
斬
る
事
に
特
化
し
た
構
え
で
あ
る

  

く
息
を

く

同
時
に
地
を

り

神
速
を
以
て

離
を

め
た

 
構
え
は
そ
の
ま
ま
だ

現
実
で
学
ん
だ
剣
術
や
古
武
術
を
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
実
戦
を
経
て

行
錯

を

り
返
し
た

や
は
り

突
が
も

と
も
殺
傷
力
が
高
く
ま
た

が
れ
に
く
い
と
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学
ん
だ

 
義
弟
の
時
は

と
反
撃
に
重
点
を

い
た
戦
い
方
を
し
た
が

来
は
反
撃
を
許
さ
な
い
攻

め
の
一
手
を
重

し
た
も
の
で
あ
る

 

求
め
る
の
は

手

の

死

勝
負
の
決

 
刃
先
ま
で
神
経
が

た
か
の
よ
う
な
感
覚

最

体
の
一
部
に
な
る

ど
手
に

ん
だ
⻑

刀
を

み

み
を

み

一
気
に
突
き
出
す

 
キ
ン

と

 
食
器
か
ら

で
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
小
さ
な

が

を
打

た

 
弾
か
れ
た

 
そ
れ
も
最

限

最

な
力
加

で

 
な
ら
ば
と
刃
を
返
す

し
た

を
追
う
よ
う
に

く
は
や

く
刃
を

い
だ

キ
キ
キ
キ

キ

 
と
断

的
に
剣

が
鳴
り

く

手
の
⻑
刀
を
こ
ち
ら
の
刀
が

る

だ

 

手
は

離
を
離
そ
う
と

や
か
に
地
を

り
後
退
す
る

ハ

 
そ
れ
に
追
い

る
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強
く

み

み
一
足
で
数
歩
分
の

離
を

く
間
に

め
目
の
前
に

た
堕
天
使
目
掛

け
て
大
上

か
ら
⻑
刀
を
振
り
下
ろ
す

 

ガ

ン

 
と

撃

が

い
た

 
刃
は
交
わ
り

止
め
ら
れ
て
い
る

こ
ち
ら
の
一
撃
は

手
を
斬
る
に
至
ら
な
か

た

 
だ
が

届
い
た

 

の
如
く

そ
う
と
す
る

手
に
刃
を
届
か
せ
た
と
い
う
事
実
を
証
明
す
る
福

に
は
違
い
な

か

た

 
止
め
ら
れ
た
と
い
う
事
は
そ
れ
す
な
わ
ち
あ
た
し
の
一
撃
は

・止
・め
・な
・け
・れ
・ば
・な
・ら
・な
・い
・も

・の
・だ
・

・た
と
い
う
事
だ

 
目
の
前
の
堕
天
使
は

シ
ス
テ
ム

を

と
し
て

良
さ
れ
た
戦
闘
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と

推

さ
れ
る

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
様

な
戦
闘
経
験
を

ま
せ
学

さ
せ
て
い
き
い
ず
れ
は

和
人
を

る
も
の
に
す
る
の
が

亡
国
機
業

の
企
て
だ

た

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

の
技

と

解
放
の
英
雄

の
経
験
を
組
み
合
わ
せ
よ
う
と
い
う

だ

 
モ
ジ

ル
に
再
現
さ
れ
た
個
体
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
や
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
デ

タ
を
引
き
継
い
で
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い
る
は
思
え
な
い
が

ま

さ
ら
な
状

で
も

ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

の
技

は
有
す
る

だ

な

で
は
こ
ち
ら
の
攻
撃
は
全
て

か
れ
る

 

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
の
無
力
感
を
思
い
出
す

 
あ
の
時
の
あ
た
し
は
無
人
機
を

り
和
人
と
共
に
セ
フ

ロ
ト
と
刃
を
交
え
た

し
か
し
こ

ち
ら
の
攻
撃
の

く
を

な
さ
れ

え
あ
わ
や
和
人
を
喪
い
か
け
も
し
た

同
じ
く
無
人
機
で

け
付
け
た
シ
ノ
ン
の

護
が
無
け
れ
ば
ど
う
な

て
い
た
か
は
想
像
に

く
な
い

 
あ
の
時
か
ら
日
は
然
程
経

て
い
な
い
が
そ
れ
で
も
殺
す
た
め
の
剣
は

く
そ
の

に
達

し
た

 
セ
フ

ロ
ト
に
は
ま
だ

が
あ

た

喜
ぶ
に
は
ま
だ

い
だ
ろ
う
が

し
か
し
和
人

に
は
出
来
た
の
だ

な
ら
ば
義
姉
た
る
あ
た
し
も
背
を
見
せ

を

べ
る
に
は
出
来
な
け
れ
ば

話
に
な
ら
な
い

 

よ
り

剣
し
か
能
の
な
い
身
な
の
だ
か
ら

ハ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

 
一
気

成

な
さ
れ
な
い
よ
う
神
経
を

ぎ

ま
し
た
剣

を
絶
え
間
な
く

き

み
堕

天
使
の

道
を

す

身
の

を
超
え
る
⻑
刀

も
は
や
超
刀
と

う
べ
き
そ
れ

を
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み
に
振
る
い

こ
ち
ら
の
剣
を

な
そ
う
と
す
る
が

完
全
に
は
出
来
て
い
な
い

 
そ
れ
を

と
な
く

け
る
中
で
あ
た
し
は
片
翼
の
堕
天
使
と
い
う
ボ
ス
の
特
性
を

そ
把
握
し
始
め
て
い
た

 
攻
撃
を

て
れ
ば
存
外
容

く

け
反
る
事
攻
撃
の

の
セ
リ
フ
と
構
え
を
見
れ
ば
ど
の
技

を
使
う
か
明
確
に
分
か
る
事
は

に
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
分
か

て
い
る

 
そ
れ
以
外
で
分
か

た
の
は

行
動
を
取
る
た
め
に
振
る
う
刀
の
速

に
は
限

が
あ
る

事
だ

た

 
最
速
で

間
三
発

そ
れ
を
超
え
る
速

で

き

め
ば
必
ず
動
作
が

れ
隙
を
生
む

遠
か

ら
ず
こ
ち
ら
の
パ
タ

ン
を
学

し
て
対
応
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
が
こ
の
速

を
超
え
る

事
は
ま
ず
あ
り
え
な
い

ボ
ス
に
設
定
さ
れ
た

値
が
そ
れ
を
さ
せ
な
い
か
ら
で
あ
る

の

演

速

が
追
い
付
い
て
も

シ
ス
テ
ム
の
制
約
を
超
え
る
事
は
出
来
な
い

 

一
シ
ン
イ
だ
け
が
限
界
突
破
の
手

だ
が
そ
れ
は
ホ
ロ
ウ
が

じ
て
く
れ
て
い
る

の

方
で
シ
リ
カ
達
に

き

め
ら
れ
て
い
る
今
も
闇
が
こ
ち
ら
に

し
て
き
て
い
な
い
点
か
ら

制

出
来
て
い
る
事
が

え
た

 

あ
と
は

未
知
の
技
を
使

て
こ
な
い
か
が
気
掛
か
り
だ
が
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Ｓ
Ａ
Ｏ
で
は

狂
戦
士
と
の
タ

グ
を
前
に
⻑
期
戦
は
不

と
判
断
し
た
キ
リ
ト
が

二

刀
流
の
最
上

剣
技
を
以
て
一
気
に
決

さ
せ
た

つ
ま
り
堕
天
使
が
最
後
に
残

た
時
に
解

禁
さ
れ
る
技
は

も
知
ら
な
い
の
で
あ
る

 
出
来
る
事
な
ら
未
知
の
技
を
出
さ
れ
る
前
に

り
切
り
た
い
と
こ
ろ
だ

た

新
た
な

を
開
こ
う

 
し
か
し

そ
う
も
い
か
な
い
の
が
現
実
だ

た

 
体
力
が
残
り

分
に
な

た
と
こ
ろ
で
こ
ち
ら
の
攻
撃
に

ま
な
く
な
り
初
め
て

く
セ
リ

フ
と
共
に

や
か
に

に
浮
い
た

そ
の

手
に

緑
色
の
闇
の

を
形
成
し
た
と
思
え
ば

間
を

か
ず

は
弾
け
た

 
攻
撃
か
と
思

て
刀
を
翳
す
が

予
想
し
て
い
た
振
動
は

れ
な
い

 
代
わ
り
に
ズ

シ
リ
と
し
た
圧

感
が
全
身
を
襲

て
来
た

ま
る
で
ず
ぶ

れ
に
な

た

を

て
い
る
よ
う
な

そ
ん
な
感
覚

デ
バ
フ

 

界

上
に
表
示
さ
れ
た

に
目
を
向
け
れ
ば

を
背

に
下
向
き
の

と
ブ

ツ
を

た
マ

ク

の
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
て
い
た

足

の
状

変
化
だ
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チ

と
思
わ
ず

を
打
つ

 
こ
の
状

変
化

足
と
付
い
て
い
る
か
ら

動
速

が

く
な
る
だ
け
か
と
思
い
き
や

実
は
攻
撃
速

も
し

か
り

く
な
る

 
そ
れ
で
も
Ａ
Ｇ
Ｉ
値
は
そ
の
ま
ま
だ
か
ら
ア
バ
タ

が
出
せ
る
限
界
速

に
制
限
が
掛
か

て

い
る
状

な
の
だ
ろ
う
と

ゲ

ム
に

し
い
リ
ア
ル
同

生
は
語

て
い
た

 
数

の
状

異
常
・
状

変
化
が

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
実

さ
れ
て
い
る
が
最
も

い
な
状

異

常
ト

プ
が
麻

で
あ
れ
ば
状

変
化
ト

プ
は
あ
た
し
に
と

て
こ
の

足
だ

ス
ピ

ド

を
重

す
る
シ
ル
フ

つ
空
を

ぶ
こ
と
に
魅
了
さ
れ
た
身
と
し
て

方
の

き
を
奪
う
こ
の

状

変
化
は
物

く
憎
い
の
で
あ
る

速
さ
を

と
し
た
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
の
も
そ
れ
に

車
を

掛
け
て
い
る

 

そ
し
て

ボ
ス
を
前
に
ノ
ロ
く
な

て
し
ま
え
ば

格

の
的
だ

お
別
れ
だ

め
ン
な

 

だ
め
に
堕
天
使
が
超
刀
を
構
え
た
の
と
同
時

あ
た
し
は
大
上

に
⻑
刀
を
構
え
た

 
振
り
は
じ
め
は
同
時
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真

向
か
ら
攻
撃
が

た
り

い
の
刀
が
大
き
く
弾
か
れ
た

あ
た
し
は
た
た
ら
を

む
形

で
体
勢
が

れ
る
の
を

ぐ

あ
ち
ら
は
黒
い
片
翼
を
バ
サ
リ
と
は
た
め
か
せ

に

返
り

し
て
い
た

 

そ
ん
な
出

目
な

勢
で
も
構
え
て
い
る
事
に
気
付
け
た
の
は
あ
た
し
も

エ
ア
レ
イ
ド

空
中
戦
闘
に

れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

 
彼
我
の

離
は
約
十
メ

ト
ル

流

の
超
刀
も

こ
の

離
は
間
合
い
の
外
だ

け
入
れ
ろ

 
し
か
し

そ
ん
な
の
は

な
い
と
ば
か
り
に
堕
天
使
は
超
刀
を
振
る

た

 
刀
の

が
闇
の

を
引
く

そ
の

が
実
体
化
し
た
か
の
よ
う
に
闇
は
三
日
月
型
の

ぶ
斬

撃
と
な
り

来
し
た

一
振
り
に
つ
き
一
つ

そ
れ
を
三

 
記

に
あ
る

ぶ
斬
撃
は
一
振
り
で

時
に
六
発
だ
か
ら
数
は
少
な
く

速

も

い

こ

の

 
あ
た
し
は

足
の

果
を

け
る
中
ど
う
に
か
構
え
を
取

た

片
手
で
後
ろ
手
に
構
え
た

⻑
刀
か
ら

い
光
が
放
た
れ
る

 
見
た
目
で

違
い
さ
れ
や
す
い
が
あ
た
し
の
愛
刀
の
カ
テ
ゴ
リ
的
は

手
片
手

剣

使
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可
能
な
ス
キ
ル
は

手
剣

と

片
手
剣

だ

 

嗟
に

く
技
を
発
動
で
き
る

点
を
活
か
し

重
な
体
を
後

し
す
る
シ
ス
テ
ム
に
力

を

り
な
が
ら

く
⻑
刀
を
三

振
る
う

 

下
か
ら

く
斬
り
上

て
一
発

 

か
ら

へ
の

ぎ
払
い
で
二
発

 
そ
し
て

上
か
ら

く
斬
り
下
ろ
し
て
三
発

 
闇
を

ら
せ
る
三
日
月
の
斬
撃
の
中
心
を
片
手
剣
三

撃
技
シ

プ
ネ
イ
ル
で
斬
り
裂

き

殺

さ
せ
る
事
に
成

す
る

そ
れ
を
見
届
け
た
あ
た
し
は
意
識
を
堕
天
使
に

し

た  
堕
天
使
は

空
中
で

だ
め
に
超
刀
を
構
え
直
し
て
い
た

 
ハ

 
思
わ
ず

を
歪
め
る

 

な
こ
と
だ

さ

き
の
技
は
明
ら
か
な

制
の
そ
れ
だ

た

制
が
あ
る
な
ら

そ
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の
後
は

必
ず
本
命
だ

あ
た
し
も

然
そ
れ
は

し
て
い
た

 
そ
れ
で
も
技
後

直
の
あ
る

ド
ス
キ
ル
を
使

た
の
は
デ
バ
フ
の
影

で
回

が
間
に
合

わ
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
だ

 

だ
か
ら
こ
そ
対
策
も
容

だ

た

 
全
て
の
動
作
速

に
制
限
を
掛
け
る

足
に
今
ば
か
り
は
感

し
て
も
い
い
か
も
し
れ

な
い

シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
に
す
ら
制
限
を
掛
け
る
と
い
う
事
は

・

・直
・を
・

・せ
・ら
・れ
・る
・

・間
・ま

・で
・の
・

・予
・も
・⻑
・く
・な
・る

と
い
う
事
な
の
だ

 
あ
た
し
は

に
振
り

い
た
刀
か
ら
光
が
失
わ
れ
て
い
く
の
を
極
限
ま
で
集
中
し
た
意
識
で

ス
ロ

モ

シ

ン
で
見
届
け
た

そ
の
間
ず

と

は

を
動
か
そ
う
と
指
示
を
出
し
て
い

る

そ
れ
で
も
動
か
な
い
の
は

ス
キ
ル
モ

シ

ン
が
ま
だ
終
わ
り
切

て
い
な
い
か
ら

 
そ
し
て

が
動
く
よ
う
に
な

た

直
は
ま
だ

さ
れ
て
い
な
い

 
そ
の
隙
間
を
突
い
て

刀
を
返
し

勢
を

だ
め
の
そ
れ
に
変
え
る

 
そ
こ
で

直
が

さ
れ
る

そ
の

だ

た
刀
身
は
再
び
光
を
取
り

し
風
を
思
わ
せ
る

蒼
の

き
を

ら
せ
た
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お
別
れ
だ

 
あ
た
し
の
二
つ
目
の

ド
ス
キ
ル
が
放
た
れ
た
の
は
堕
天
使
が

で

だ
め
か
ら
超
刀
を

振
り

く
の
と
同
時
だ

た

く
間
に
闇
と

の
一
閃
が

突
し

ま
た
弾
か
れ
る

 
再

離
れ
た

を
見
な
が
ら

あ
た
し
は
苦

を
零
し
た

 
キ
リ
ト
が
編
み
出
し

間
内
で
は
レ
イ
ン
が

得
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル

片

手
ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

を
使
う
の
は
こ
れ
が
初
め
て

あ
た
し
は
速

重

で
Ａ
Ｇ
Ｉ
を
高
く
し
過
ぎ
た

結
果
こ
れ
ま
で
出
来
な
か

た
の
だ

最
も

ん
で
い
た

足
に
掛
か

て
出
来
る
よ
う
に

な

た
と
は

と
も

肉
な
話
で
あ
る

 
そ
ん
な
あ
た
し
以
上
の
Ａ
Ｇ
Ｉ
値
を
有
し
て
い
な
が
ら
キ
リ
ト
は
事
も
な

に
使
え
て
い
た

の
だ
か
ら

反
応
速

ト

プ
と
い
う
の
は
や
は
り

達
で
は
な
い

さ

て

 
し
か
し
そ
れ
を
使
え
た
か
ら
と

て
事

が

転
す
る

で
は
な
い

 

足
が
あ
る
限
り
こ
ち
ら
の
攻
撃
速

が
堕
天
使
の

限
界
を
超
え
る
事
は

し
か

た

自
分
が
斬
る
と

た
以
上
こ
こ
で
助
け
を
求
め
る
の
は
ち

と

け
た
い

極
的
に

追
い

め
ら
れ
れ
ば
求
め
る
が

ま
だ
限
界
ま
で
突
き

め
た

で
は
な
い
の
だ
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と

な
れ
ば

結

専
守

衛
に
な
る

ね

 

れ
た
よ
う
に
あ
た
し
は
独
り

ち
る

 
攻
撃
特
化
の
つ
も
り
な
の
に
な

今
回
も
反
撃
主
体
で
振
る
う
事
に
な
る
の
や
ら
と

き
な

が
ら
あ
た
し
は
構
え
を
取
り
直
し
た

型
こ
そ
最
初
と
同
じ
だ
が
意
識
は

に
切
り

わ

て
い
る

 

ち
ら

と
横
目
で

を
見
る

 
キ
リ
カ
は
心
配
そ
う
に
あ
た
し
を
見
て
い
る
し
ホ
ロ
ウ
も
流

に
気
持
ち
を
立
て
直
し
た
よ

う
で
シ
リ
カ
達
と
一
緒
に
な

て
こ
ち
ら
を
見
て
い
る

事

が
事

だ
か
ら
ユ
ウ
キ
達
は
そ

ろ
そ
ろ

れ
を
切
ら
し
そ
う
に
も
見
え
た

 

に
苦
戦
す
る
よ
う
な
ら

流

に

時
か

 
こ
の
時
点
で
我

を

て
い
る
の
だ

最
初
は
ホ
ロ
ウ
達
を
思

て
時
間

ぎ
に
終
始
し
て

い
た
が

そ
の
必
要
が
無
い
と
な
れ
ば
そ
れ
は
我

で
あ
る

 
一
層
気
を
引
き

め

あ
た
し
は
堕
天
使
の

の
一
手
に
意
識
を
集
中
さ
せ
た
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星

の
裁
き
を

け
ろ

 
な

 
そ
し
て

に
浮
い
た
ま
ま
紅
い
光
を
放
つ

手
を
天
空
に

堕
天
使
が

い
た
堕
天
使

の
祝

に

あ
た
し
は
思
わ
ず

が
引
き

た

 

メ
テ
オ
ス

ム

流
星

 
流

に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

ど
大

で
は
な
い
が
闘
技
場
を

め

く
さ
ん
ば
か
り
の
数
の

が

り

ぐ
光

は

に
変
わ
り
な
い

現
に
あ
た
し
達
の

線
の
先
で
は
中
型
ト
ラ

ク

ど
の

大
な

が

つ
も
形
成
さ
れ

今
に
も

ち
て
こ
よ
う
と
し
て
い
る

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
で
キ
リ
ト
が
ど
う
や

て
対

し
た
か
は
結

不
明
だ

反
応
速

を

使
し
て
回

に

し
た
か

あ
る
い
は

ド
ス
キ
ル
で
斬
り
裂
い
て
い
た
か
だ
ろ
う

 
ど
ち
ら
に
せ
よ

ち
れ
ば
終
わ
り
だ

ア
レ
の

波
を
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
は

け
き
れ
な
い
だ
ろ
う

 
ホ
ロ
ウ
が
持
つ

武
器

の
盾
も

す
れ
ば
使

者
の

を

る
た
め
無
限

に
は

け
止
め
ら
れ
な
い

然
だ
が

に
す
る
な
ん
て
論
外
で
あ
る

 
中
断
は

離
的
に
不
可

攻
撃
し
て
も
恐
ら
く

自
体
は
消
失
し
な
い

そ
の
も
の
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を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
対

は
不
可
能

 
か
と

て

遠

離
攻
撃
手

も
無
い

 

一

シ
ン
イ
を

い
て

ま

た
く

ど
う
し
て
こ
う
と
ん
で
も
な
い
事

が
重
な
る
ん
だ
か

 
苦

し
悪

を

く

こ
ん
な
こ
と
の

を
こ
な
し
て
い
た
の
か
と
我
が
義
弟
な
が
ら

出

目
に
な

た
も
の
だ
と
感

を

り
越
し
て

れ
す
ら
浮
か
び
そ
う
だ

た

 
そ
の
心
境
に
な
り
な
が
ら
あ
た
し
は
あ
る
事
を
強
く
想

し
て
い
た

 
想

す
る
の
は

ぶ
斬
撃
だ

 
自
身
の

と
対
峙
し

ビ
ル
を
切
断
し
た
あ
の
現

 
ま
た
は
現
実
で
ア
ラ
ク
ネ
を

る
亡
国
機
業
の

者
を
ぶ

と
ば
し
た
時
の
あ
の
斬
撃

 
束

士
か
ら
教
え
て
も
ら

た
が
世
間
的
に
は
無
銘
の
能
力
で
可
能
に
な

た
と
さ
れ

る
斬
鉄
と

ぶ
斬
撃
は

実

は
ヴ

ベ
ル
が
見
て
き
た
世
界
の
記

を

し
た
疑
似
体
験
に

よ

て
体
得
し
た
技
な
の
だ
と
い
う

そ
の
疑
似
体
験
を
す
る
前
か
ら
義
弟
は

化
世
界
で

可
能
に
す
る

ど
の
強
い
イ
メ

ジ
を
持
ち

ぶ
斬
撃
を
可
能
と
し
て
い
た

 

結
論
と
し
て

可
能
な
の
だ

シ
ン
イ
を
以
て
斬
撃
を

ば
す
事
は
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前

が
あ
る
以
上
出
来
な
い
道
理
は
無
い

の
義
弟
は
そ
う
し
て

け
継
が
れ
た
技
術
を

学
び

の
果
て
に

未
知
を
切
り

く

業
を
成
し

た
の
だ

 
な
ら
ば
あ
た
し
も

せ
る

だ

 

師

を
名

る
な
ら

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

斬
り
裂
け

 
心
を

た
だ
一
つ
に

け
る

 
追
い
付
く
べ
き

か
つ
て
魅
入

た

剣

が
あ

た

 

ぶ
べ
き

背
を
見
つ
け
た

 
そ
の
果
て
に

超
え
る
べ
き

剣

を
見
つ
け
た

 
あ
た
し
の
意
識
だ
け
に
見
え
る
そ
の

剣

に

己
が
握
る
⻑
刀
を
重
ね
る

 

重
さ
が

増
し
た

タ
チ絶
カ
ゼ風

 
そ
の

間

あ
た
し
は

剣

を
な
ぞ
る
よ
う
に
⻑
刀
を
振

て
い
た

 
か
つ
て
義
弟
に
贈
ら
れ
た

緑
の
⻑
刀

之
大
刀
が

の

き
を

び

横
に
空

を
斬
り
裂
く

に

集
し
た
光
の

が
一

の

め
を
経
て

も
な
く

状
に

し
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た 

し
た
そ
れ
は
堕
天
使
と
空
中
に
展
開
し
て
い
た
無
数
の

を
一
つ
も

ら
さ
ず

た

り

間
そ
の
全
て
を

裂
さ
せ
る

そ
こ
ま
で
は
イ
メ

ジ
し
て
い
な
か

た
の
で
ど

う
や
ら

は

弾
か
破

す
る
と
同
時
に

発
す
る
性

を
持

て
い
た
ら
し
い

 
今
で
こ
そ
シ
ン
イ
や

弓
ス
キ
ル
で

撃
可
能
だ
が
前
二
つ
は
イ
レ
ギ

ラ

だ
し
後
者
に
至

て
は
そ
も
そ
も
取

て
い
る
者
が
少
な
い

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
は

限
ら
れ

て
い
る
の
で
本

に
亡
国
機
業
に
よ

て

場

の
フ

ア
さ
を
無

し
た
ボ
ス
モ
ン

ス
タ

だ
と
つ
く
づ
く
実
感
さ
せ
ら
れ
た

 

発
の

に

か
れ
な
が
ら
内
心
で
悪

を

き
つ
つ

堕
天
使
の

の
行
動
を

す
る

 
流

に
あ
ん
な

発
を

に
喰
ら
え
ば

が
少
な
め
ら
し
い
堕
天
使
に
は

命
的
だ

と
思
う
が

 
約
束
の
地
へ
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そ
れ
は
希
望
的
観

と
い
う
も
の
だ

た
ら
し
い

 

上
か
ら
声
が

こ
え

嗟
に
後
ろ
へ

ぶ
と
直
前
ま
で
立

て
い
た
場

に
堕
天
使
が

下
突
き
で
突

ん
で
き
た

超
刀
が
地
面
に
突
き
立
つ
と
同
時
に

の
地
面
か
ら

が
せ

り
上
が

て
く
る
オ
マ
ケ
付
き

 
あ
た
し
は

を
⻑
刀
で

ぎ
な
が
ら
後
退
を

な
く
さ
れ
た

が
さ
ん

 
そ
ん
な
あ
た
し
に
堕
天
使
は

の
よ
う
に

い

勢
で

て
来
た

手
で
超
刀
の

を

握

て
い
る

構
え
は

後
ろ

斬
り
上

の

勢
だ

こ
ん
の

 
間
合
い
に
入
り
振
り
上

ら
れ
る
超
刀

あ
た
し
は
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
刀
を
横
に

ぎ

超
刀
の
刀
身
を

ら
せ

道
を
ズ
ラ
す
こ
と
で
ノ

ダ
メ

ジ
で
や
り
過
ご
し
た

 
堕
天
使
は
高
く
舞
い
上
が
り

あ
た
し
の

上
を

ん
で
い
る

セ
 
そ
の
大
き
な
隙
に
あ
た
し
は

に

ド
ス
キ
ル
を
発
動
し
た

水
平
四

撃
技
ホ
リ

ン
タ
ル
・
ス
ク
エ
ア
を

き

み
更
に

足
に
よ

て
可
能
と
な

た
片
手

コ
ネ
ク
ト

で
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更
に

直
四

撃
技
バ

チ
カ
ル
・
ス
ク
エ
ア
に

最
後
の
一
撃
に
全
体
重
と
全
力
の

の
振
り
を
重
ね

堕
天
使
を
思
い
切
り
地
面
に
斬
り

と
す

 
数

れ
て

地
し
た
あ
た
し
は
そ
の

か
な
時
間
で
体
勢
を
立
て
直
し

離
を

め
て
き

た
堕
天
使
を
再

え
撃

た

斬
る

 

く

い

葉
と
共
に
ガ
シ

リ
と
超
刀
の
構
え
が
変
わ
る

刀
身
が

く

に
ユ
ラ
リ
と

陽

を
思
わ
せ
る
闇
が

じ

た
の
を
見
て

ボ
ス
が
使
う
技
だ
と
理
解

 
同
時
闘
技
場
で
は
見
た
事
の
な
い
技
で
あ
る
と
分
か
り

ド
ス
キ
ル
で
の

撃
を

慮

の
外
に

く

 

直
後

神
速
の
斬
閃
が

た

 
大
振
り
で
振
る
わ
れ
る
そ
れ
は

間
で
三

た

こ
ち
ら
も
⻑
刀
を
振

て

な
す
事
は

足
に
よ

て
不
可
能
と
分
か

て
い
た
た
め
最
小
限
の
動
き
で

に
近
い
刀
身
部
分
で

い

で
い
く

 
二

後

合

七

目
の
斬
撃
の
時

堕
天
使
が
斬
り
上

と
共
に

び
上
が

た

 
超
刀
が
ク
ル
リ
と
回
り

逆
手
に
握
ら
れ
る
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技
の

め
だ
と
気
付
く
の
は
容

か

た

 
判
断
し
た
あ
た
し
は
リ

ン
と

か
な

を

か
せ

に
煌
め
く
⻑
刀
を
三

構
え

天
を

ん
だ

消
え
去
れ

 
堕
天
使
が
天
か
ら

え
る

 
片
翼
を
持
た
ず

天
か
ら
堕
ち
た
と
い
う
の
に

 
と
う
の

に

斬
滅
さ
れ
た
身
で

を

て
い
る
の
か

 

葉
は
無
か

た

 
た
だ

界
に
浮
か
ん
だ

剣

を
再
び
な
ぞ
る
事
に
意
識
を

け
て
い
た

 

そ
の
一
閃
で

戦
い
は
終
わ

て
い
た

 
堕
天
使
は
倒
れ
⻘
暗
い
光
に

ま
れ
て
い
く

に
形
作
ら
れ
て
い
く
の
は
禍

し
い
戦

と

骨

な
体
型
の
人
影
だ

た

先
に
ホ
ロ
ウ
が
話
し
て
い
た

り
や
は
り
闘
技
場
ボ

ス
は
全
て
再
現
さ
れ
る
ら
し
い

 
そ
の
変
化
を
見
届
け
な
が
ら

け
寄

て
き
た
キ
リ
カ
と
入
れ

わ
り
で
後
退
す
る
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リ

姉

無

し
過
ぎ
だ

亡
国
機
業

と
戦
う
な
ら

れ
ア
レ
と
も
刃
を
交
え
る
事
に
な
る

今
の
内
に
経
験
し
て
お

く
べ
き
だ

た
の
よ

だ
か
ら

て
一
人
じ

な
く
て
も

 
す
れ
違
い
ざ
ま
に
不

交
じ
り
の
心
配
を
さ
れ
た
の
で
正
直
な
気
持
ち
を
返
し
て
お
く

 
ま
あ
確
か
に
一
人
で

手
す
る
の
は
ど
う
か
と

わ
れ
れ
ば
そ
う
な
の
で
更
に

わ
れ
た

不

に
は

な

み
を
返
し
て
お
い
た

 

あ
た
し
も

あ
の
時
よ
り
は
成
⻑

出
来
た
か
し
ら

 
黒
ず
く
め
の
格

で
黒
と

の
二
刀
を
握
り

る
キ
リ
カ
は
髪
を
一
つ
に
結
わ
え
て
い
る
点

以
外
は
か
つ
て
の

と
大
差
が
な
い

だ
か
ら

に
か
つ
て
の
無
力
さ
を
晴
ら
し
た
い
思
い
が

強
か

た

 
シ
リ
カ
達
に

て
ら
れ
た
か
な
と
苦

し
な
が
ら

あ
た
し
は
ホ
ロ
ウ
の
下
へ

け
寄

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
本
作
に

い
て

片
翼
の
堕
天
使

／
セ
フ

ロ
ト
は

シ
ス
テ
ム
を
応

し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
存
在
な
の
で

亡
国
機
業

が

れ
な
い
限
り

遠
に
主
人

キ
リ
ト
に
付
き

う

ネ

タ
と
化
し
て
い
ま
す

 
今
後
そ
れ
が
出
て
く
る
事
を

慮
す
れ
ば
せ
め
て
真

新
状

な
堕
天
使
ボ
ス
く
ら
い
倒
せ
な

き

話
に
な
ら
な
い
よ
ね

と
い
う
事
で
リ

フ

は
気
合
を
入
れ
て
い
た

で
す

 
あ
と
リ

フ

個
人
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
の
大
苦
戦
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ

た
の
も
あ
る

 
更
に
義
弟
が

り
越
え
た
ボ
ス
く
ら
い
は
師
と
し
て
超
え
て
お
き
た
い
と
い
う
本

も

ま
れ

て
い
ま
す

 
亡
国
機
業
が
ち

か
い
を
掛
け
る

に
キ
リ
ト
勢
の
戦
力
が

実
し
て
い
き
ま
す
ね

  
・
片
翼
の
堕
天
使

 

シ
ス
テ
ム

良

の
セ
フ

ロ
ト
が
戦
闘
デ

タ
を
持

て
な
い

 
シ
ス
テ
ム

に
判
断
を

ね
て
い
る
た
め
セ
フ

ロ
ト
の
よ
う
な
知
性
は
無
く

プ
ロ
グ
ラ
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ム

り
に
動
く
ボ
ス
個
体

そ
れ
で
も

み
の
プ
レ
イ

で
は
倒
せ
な
い
剣
の

と
悪

な
技

の
数

を
持
つ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
闘
技
場
で
は
タ

グ

手
が
い
た
の
で

ジ

ノ
バ

が

さ
れ
て
い
た

 
仮
に
狂
戦
士
の
方
が
先
に
倒
さ
れ
て
い
れ
ば
使

て
い
て
大
い
に
キ
リ
ト
を
苦
し
め
た
に

違
い
な
い

 
し
か
し
今
回
は
戦

た

手
が
悪
か

た

足

空
間
を
展
開
し
た
事
で
片
手

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

を
体
得
す
る
事

に
繋
が

て
し
ま
い
自

自

に
な

た
キ
リ
ト
を
し
て
無
傷
で
制
圧
さ
れ

た
鉄

の
守
り
と

せ
て

勝
機
は
無
く
な

た

  
・
リ

フ

 
心
意
を
会
得
し

え
る
よ
う
に
な

た
少
女

足
を
状

変
化
の
中
で
最
も

ん
じ
て
い
た
が
逆
に
シ
ス
テ
ム
外
ス
キ
ル
体
得
の
チ

ン
ス
に
変
え
て
強
力
な
矛
を
手
に
入
れ
た

Ａ
Ｇ
Ｉ
値
が
高
す
ぎ
て
攻
撃
速

に
反
応
速

が
追

い
付
け
て
な
い
の
で

本
的
に
片
手

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

は
使
え
な
い

弱
体
化
さ
れ
た
方
が
使
え
る
引

き
出
し
が
多
く
な
る
と
か

正
に
あ
の
義
弟
に
し
て
こ
の
義
姉
あ
り
で
あ
る



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
心
意
使

時
は
一
種
の
ト
ラ
ン
ス
状

に
近
い
た
め
集
中
し
て
い
る

ど
思
い

く
理
想

を

現
化
し
や
す
く
な
る

 
そ
の
性

が
上
手
く
か
み
合
い

斬
撃
を

ば
し
た
り

剣

を

し
て

き
切

た
り

出
来
た

 

し
た

剣

は

リ

フ

が

こ
れ
な
ら

な
せ
る

と
判
断
し
た
理
想
像

か
つ
て

魅
入
ら
れ
た
至
高
の
剣
な
ら
こ
う
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
無
自
覚
の
思

が
心
意
の
影

で
表
在

化
し
一
時
的
に
リ

フ

の
剣
の

を
上

た

あ
る
意
味
ト
ラ
ン
ス
状

の

極

他
者
で

は
な
く
自
己
に
影

・
変
化
を

し
て
い
る
こ
れ
を

ア
ク
セ
ル
・
ワ

ル
ド

で
は

現
実
で

の
心
意
現

と
呼
ぶ

 
ま
た
本
作
は

堕
天
使
≒

シ
ス
テ
ム
≒
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ

な
の
で

剣
の

は
ブ
リ

ン
ヒ
ル
デ
と

同
格
セ
フ

ロ
ト
に
は
一

報
い
れ
る
レ
ベ
ル
に
な

た

サ
ク
ラ
メ
ン
ト

で
は
和
人
も
あ
し
ら
わ
れ
て
い
た
の
で

殺
し
の
剣

も
和
人
と
同
格
に
至

た

 

に
獣
に
な

た
和
人
を
斬

た

行
世
界
の
直
葉
の
強
さ
に
近
付
き
つ
つ
あ
る

自

自

に
な

た
和
人
な
ら
か
つ
て
よ
り
安
定
し
て
完

可
能

 
と
は

え

静
な
和
人
に

や

無
銘

を
全
力
で
使
わ
れ
る
と
勝
機
は
無
い
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・
絶
風

 
タ
チ
カ
ゼ

と

む

 
参

は
カ
タ
ナ

発

ド
ス
キ
ル

辻
風

そ
れ
の

程

離
を
心
意
で

し
て
放

ち

立
ち
は
だ
か
る

を
横
一
閃
に
ぶ

た
切
る

 
似
た
よ
う
な
技
が
実
は
ロ
ス
ト
・

ン
グ
の
カ
タ
ナ
ス
キ
ル
に
あ
り
そ
ち
ら
は

め
の

斬
撃
を

ば
す

ス
メ
ラ
ギ
が
多

す
る
技
の
一
つ

 
メ
タ
な
話
を
す
る
と

地

神
テ
ラ
リ
ア

リ

フ

が
ア
ニ
メ
で
ぶ

放
し
て
い
た
斬
撃

の
コ
ン
パ
ク
ト
バ

ジ

ン
が
イ
メ

ジ

 

結

ア
ニ
メ
だ
と
リ

フ

の
メ
イ
ン
ス
キ
ル
は
片
手
剣
な
の
か
刀
な
の
か
分
か
ら
な
い

の
で
本
作
は

ド
ス
キ
ル
は
片
手
剣
と

手
剣

立
ち
回
り
は
刀
の
そ
れ
と
い
う
風

に

別

心
意
技
は
ス
キ
ル
に

さ
れ
な
い
た
め
立
ち
回
り
の
方
に
分

し
た
の
で
カ
タ

ナ
ス
キ
ル
が
心
意
技
の
参

に
な

た

 
リ

フ

が
対
人
特
化
対
ボ
ス
で
は
ユ
ウ
キ
達
に

る
設
定
な
の
は
ス
キ
ル
使

と
対
人

で
の
立
ち
回
り
が
別

な
せ
い
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・
片
翼
の
堕
天
使

が
新
た
に
使

た
技

新
た
な

を
開
こ
う

ジ

ノ
バ

 
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｎ
Ｔ
で
の

ス
キ
ル

自
身
の

に

動
速

下
デ
バ
フ
空
間
を
展
開
す
る

 

手
が
吹

ぶ
速

も

ち
る
の
で

ジ

ス
ト
キ

ン
セ
ル
と
組
み
合
わ
せ
る
と
凶
悪

 
本
話
で
は
吹

ぶ
速

も

ち
る
特
性
を

ア
バ
タ

が
出
せ
る
限
界
速

の
制
限

と
い
う
疑
似
ス
ロ

状

と
し
て

し
た

 
本
来
な
ら
と
ん
で
も
な
い
デ
バ
フ
な
の
だ
が
リ

フ

は
高
す
ぎ
る
Ａ
Ｇ
Ｉ
に
追
い
付
か
な

か

た
反
応
速

と

い
い

の
ス
ロ

に
な

た
の
で
片
手
で
の

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

が
可
能
と

い
う
状

に
な

た

ス
ロ

ト
の
目

し

け
入
れ
ろ

残
心

 
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｎ
Ｔ
で
の
空
中
ブ
レ
イ
ブ
攻
撃

る
り
と
し
た
動
き
か
ら
三
回

色
の

ぶ
斬
撃

を
放
つ

 
デ

シ
デ

ア
デ

オ
デ
シ
ム
時
代
の
空
中
ブ
レ
イ
ブ
技

神
速

に
近
い

 
本
作
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
二
十
一
章
に
登
場
し
て
い
る
神
速
は

ぶ
斬
撃
六
発
ヒ

ト
時
に
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追
撃
二
発
を
放
つ
が

残
心
は

ぶ
斬
撃
三
発
で
打
ち
止
め

た
だ
し

離
と
攻
撃

が
広
く
な

て
い
る

お
別
れ
だ

一

 
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｎ
Ｔ
で
追
加
さ
れ
た
地
上
・
空
中

方
で
出
せ
る
技

 
突
進
力
の
あ
る
斬
り
払
い

大
き
く

ば
す

か
ら
な
る
二

撃

 
本
作
で
は
リ

フ

に
初
弾
を
弾
か
れ

二

目
は
不
発
に
終
わ

て
い
る

星

の
裁
き
を

け
ろ

メ
テ
オ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
十
九
章
で
も
使
わ
れ
た
流
星

魔
法

 
本
来
な
ら

ち
ろ
天
の
怒
り
と
い
う
文

の
後
に

下
を
開
始
す
る
が
心
意
を
体
得

し
義
弟
の

ぶ
斬
撃
を

と
な
く
見
て
き
た
リ

フ

の
心
意
技
に
よ

て
自

と
い
う
結

果
に
な

た

約
束
の
地
へ

獄

 
第
二
十
二
章
で
も
使

さ
れ
た
原
作
勢
ト
ラ
ウ
マ
の
下
突
き
技

 
地
面
に
超
刀
を
突
き
立
て
る
と

に

を
発
生
さ
せ
る
追
加

果
も
あ
る

が
さ
ん

天
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本
話
で
初
登
場
の
技

Ｄ
Ｄ
Ｆ
Ｆ
時
代
か
ら
あ
る

 

い

勢
で
近
付
き

真
下
か
ら
大
き
く

び
上
が
り
ざ
ま
に
斬
り
付
け
る

 
セ
フ

ロ
ス
／
片
翼
の
堕
天
使

一
の
上

技

あ
る
程

の
高

に
対
応
す
る
上
地

上
に
い
る

手
に
も

て
や
す
い

 
ち
な
み
に
セ
リ
フ
は

な
ど
の
掛
け
声
だ
け
だ

た
り
す
る

斬
る

消
え
去
れ

八
刀
一
閃

 
セ
フ

ロ
ス
の
代
名

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
第
二
十
一
章
で
も
使

し
て
い
る
が
あ
ち
ら
は
Ｃ
Ｃ
Ｆ

Ｆ

で
あ
る
の
に
対
し
本
話
は
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｎ
Ｔ

セ
リ
フ
は
デ

シ
デ

ア
デ

オ
デ
シ
ム

時
代
と
共

し
て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
二
章
 

ホ
ロ
ウ
・
キ
リ
ト

死
力
全
霊
の
真
意

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 

が
発

さ
れ
た
よ
う
で
す
ね

個
人
的
に
は
復
讐

が
テ

マ
と
い
う
事
で
興
味
は

あ
り
ま
す
が
私
は
Ｆ
Ｆ

Ｒ
の

編
に

い
を
定
め
て
い
る
の
で
実
況
動

を
見
て
回
る
く

ら
い
に
な
る
で
し

う

 

編
で
セ
フ

ロ
ス

作
出
来
た
ら
い
い
の
に
な

と
思
う
今
日
こ
の

作
出
来

た
ら
そ
の
チ

プ
タ

か
ら
先
に
進
み
た
く
な
い
と
す
ら
思
う

 
そ
れ
は
さ
て
お
き

本
編

 
ホ
ロ
ウ
に
焦
点
を

て
る
な
ら
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｎ
組
だ

た
シ
リ
カ

点
が
書
き
や
す

か

た
の
で

シ
リ
カ

点
で
す

 
キ
リ
ト
が
リ

フ

や
ユ
ウ
キ
キ
リ
カ
が
ユ
イ
や
プ
レ
ミ
ア
達
な
ら
ホ
ロ
ウ
は
シ
リ
カ
と

い
う
事
で
す
ね

的
に

な

み
分
け
が
出
来
て
し
ま

た
な

 
ち
な
み
に
参

は

本
人

シ
ス
タ

妹
ラ
ス
ト
オ

ダ

打
ち
止
め

ミ
サ
カ
ワ

ス
ト

番
外
個
体

り
で
す
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点

シ
リ
カ

 

数

約
六
千

 
な
お

今
話
は
戦
闘

写
無
し

面
外
で
戦

て
ま
す

 
で
は
ど
う
ぞ

 
お

れ
様
で
す

リ

フ

さ
ん

ん

あ
り
が
と
う

シ
リ
カ
さ
ん

 
片
翼
の
堕
天
使
を
倒
し
キ
リ
カ
と
入
れ

わ
り
で
後
退
し
て
き
た
リ

フ

に
労
い
の

葉
を
掛
け
る

彼
女
は

ら
か
な

み
を
浮
か
べ
た

そ
の
表
情
も
す
ぐ

め
ら
れ
真
剣
な

も
の
に
変
わ

た

線
の
先
は
黒
ず
く
め
の
少
年

ホ
ロ
ウ
だ

た

 
つ
い
さ

き
ま
で
あ
た
し
や
リ
ズ
ベ

ト
ク
ラ
イ
ン
に

き

め
ら
れ
な
が
ら

し
て
い
た

少
年
も
今
は

ち

き
を
取
り

し

精

な
面
持
ち
を
浮
か
べ
て
い
る
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さ

き
ま
で
は
無
か

た

気

活
力
と

え
る
そ
れ
を
あ
た
し
は
表
情
か
ら
感
じ
た

そ
の
様
子
だ
と

大

そ
う
ね

 
彼
女
も
同
じ
く
感
じ
た
の
だ
ろ
う

少
し

く
見
え
た
面
持
ち
が

と
和
ら
い
だ

ら

か
な

線
と

は
姉
と
し
て
の
表
情
だ

た

あ
あ

シ
リ
カ
達
の
お
陰
だ

み
た
い
ね

 
そ
ん
な
彼
女
に

少
年
も
ま
た
表
情
を

ら
か
く
し
た

 

お
そ
ら
く
ホ
ロ
ウ
に
と

て
は
初
め
て
だ
ろ
う

ら
か
い
表
情
は
と
て
も
子

ら
し

く
見
え
た

 
あ
あ
本

に
間
に
合

た
ん
だ
な
と
思

た

こ
の

み
を
見
れ
ば

み

ん
だ
あ
た
し
の

決
断
は
決
し
て
間
違
い
で
は
な
か

た
ん
だ
と
確
信
を
持
て
る

よ
り
彼
が
認
め
て
く
れ
て

い
た
事
が

し
か

た

 

も
し
か
し
た
ら

こ
れ
が
リ

フ

さ
ん
の
気
持
ち

な
の
か
な

 

と

そ
ん
な
事
を
思

に
浮
か
べ
る

 
こ
れ
ま
で
は
キ
リ
ト
と
リ

フ

の

を

か
ら
見
て

い
入
れ

ん
で
る
な

と
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か

お
姉
ち

ん

て
そ
う
い
う
感
じ
な
の
か
な

と
思
う
ば
か
り
だ

た

一
人

子
の

あ
た
し
に
は
想
像
す
る
事
し
か
分
か
ら
な
か

た
の
だ

 
た
だ
の
義
姉
弟

と
は
思
え
な
か

た
事
も
そ
れ
を
助
⻑
し
て
い
た
と
思
う

 
そ
れ
が
異
性
と
し
て
だ
け
で
な
く
命
や
未
来
を
慮
る
が
故
の
も
の
だ

た
か
ら
そ
う
見
え
た

の
だ
と

い
ま

く
気
付
け
た

 
キ
リ
ト
に
と

て
リ

フ

キ
リ
カ
に
と

て
ユ
イ
と
ス
ト
レ
ア
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
あ
た
し
と
リ
ズ
ベ

ト
は
ホ
ロ
ウ
の
お
姉
ち

ん
な
の
か
も
し
れ
な

い

ク
ラ
イ
ン
は
お
兄
さ
ん
だ

彼
の
場
合
は
キ
リ
ト
と
キ
リ
カ
に
と

て
も
良
き
兄

分
な

だ
 
な
ん
だ
か
ヘ
ン
テ
コ
な

に
な
り
そ
う
だ
が

ま

も
悲
し
ま
な
い
の
だ
か
ら
そ

れ
で
い
い
の
だ
ろ
う

 

か
が

に
な
る
わ
け
じ

な
い
の
だ
か
ら

い善
い
人
達
と
巡
り
会
え
た
わ
ね

そ
れ
は
直
姉
も
だ

か
つ
て
は
ね

今
の
あ
た
し
は

ホ
ロ
ウ
に
寄
り

え
な
い
か
ら
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ホ
ロ
ウ
の

葉
に

ん
の
少
し

を

ら
せ
る
リ

フ

 
き

と
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
リ
ト
と

別
す
る
事
を
意
識
し
て
い
る
の
だ

彼
女
は
彼
と

来
を
誓
い
合

て
い

て

だ
か
ら
こ
そ

ホ
ロ
ウ
の
彼
と
は
一
緒
に

ら
れ
な
い
の
だ
と

 
ホ
ロ
ウ
を
苦
し
め
る
だ
け
だ
と

自

し
て
い
る
よ
う
だ

た

そ
う

て
く
れ
る
事
が

よ
り
の
救
い
だ
よ

 
あ
る
意
味
で
自
身
を

絶
す
る
よ
う
な
リ

フ

の

葉
に
そ
れ
で
も
ホ
ロ
ウ
は

ら
か
く

ん
だ

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
は
違
う

そ
れ
は
ホ
ロ
ウ
個
人
を
見
て
く
れ
て
い
る
証
だ

別
存
在
と
し

て
生
き
る
以
上

そ
れ
は
救
い
な
ん
だ
よ

生
き
ら
れ
る
今
と
な

て
は

生
き
ら
れ
る

か

そ

か

本

に

善
い
人
達
に
会
え
た
わ
ね

 
目
の

に

を
浮
か
べ

リ

フ

は
天
を
振
り

い
だ

 
そ
の
や
り
取
り
を
あ
た
し
達
は
静
か
に

い
て
い
た

き

と
こ
の
二
人
の
間
で
だ
け
か
つ

て
や
り
取
り
が
あ

た
の
だ
と
予
想
は
出
来
た

 
そ
し
て

時
は
リ

フ

の

葉
も
届
か
な
か

た
の
だ
と

せ
た

 
彼
女
の

は
後
悔
が
あ

た
故
の
も
の

そ
の
後
悔
が
あ
た
し
達
と
い
う
他
人
の
手
に
よ
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る
も
の
と
は

え
晴
ら
さ
れ
た
か
ら

彼
女
は
万
感
の
思
い
を

め
た

き
を

ら
し
た
よ

う
だ

た

 
少
し
し
て
彼
女
は
⻑
刀
を
握

て
い
な
い

手
で
目

を

た

を
下
ろ
し

に

煌
め
く

の

で
少
年
を
見
つ
め
る

な
ら

生
き
て
帰
る
わ
よ

今

こ
そ

う
ん

今

こ
そ

 
義
姉
は

今

こ
そ
死
な
せ
な
い
と
い
う
誓
い
を

 
義
弟
は

二

と

り
返
さ
な
い
と
い
う
誓
い
を

 

く
交
わ
さ
れ
た

葉
に
は
二
人
の
そ
ん
な
想
い
が

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

  

ぶ
る

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  
そ
の
時

を
振
り
ま
く
雄

び
が

い
た

 

な
ど
見
え
な
い
無

の
空
間
に

く
そ
れ

堕
天
使
の

か
ら
変
容
し
形
を
成
し
て
再
現

さ
れ
た

使
い
の
人
型
ボ
ス
が
上

た
声
に

一
同
が

心
を
強
く
す
る
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そ
の

の
化
身
に

か
つ
て
を
想

さ
せ
る

い
に
な

た
キ
リ
カ
が
斬
り
か
か

た

作
戦
を
伝
え
る

だ
け

し
て
く
れ

 

も
が
二
人
の
戦
い
に
目
を

意
識
を
向
け
る
中

ち

い
た
声

で
ホ
ロ
ウ
が

た

彼
の

葉

り
に

を

け
る

あ
の

使
い
の
ボ
ス
を
倒
し

に
出
て
き
た
ボ
ス
で
勝
負
を
仕
掛
け
る

上
手
く
事
を
運
べ

れ
ば
そ
こ
で
全
部
決

が

く

上
手
く
い
か
な
け
れ
ば

九
十
九
層
と
百
層
裏
ボ
ス
も

手
取
る
事
に
な
る
上

・

・も
・死
・ぬ

なそ
れ
は

そ
ん
な
の

 
思
わ
ず
声
を

ら
し
た
の
は

だ

た
か

あ
た
し
は
そ
の
一
人
だ

た
し
他
も

人
か
異

同

に
苦

を

そ
う
と
し
て
い
た

 
け
ど
明
確
に
反
論
し
よ
う
と
し
た
あ
た
し
達
を
制
す
る
よ
う
に

全
部

い
て
く
れ

と
ホ

ロ
ウ
が

た
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死
ぬ
事
に
な
る
の
は
結
果
的
に
だ

こ
の
ま
ま
勝
負
を
仕
掛
け
な
け
れ
ば
い
ま
取
り

ま
れ

て
い
る
巫
女
が
モ
ジ

ル

共
死
ぬ

み
ん
な
は

と
巫
女
を
天

に
掛
け
ら
れ
る
か

 
そ
の
問
い
に

え
た
者
は

も
い
な
か

た

 

心
情
と
し
て
な
ら

え
は
出
て
い
る

 
第
三
の
巫
女
か
ホ
ロ
ウ
か

心
情
的
に
は

す
ぐ
に
後
者
を

ぶ

そ
れ
だ
け
の

み
重
ね

と

彼
を
死
な
せ
た
く
な
い
と
い
う
後
悔
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ

 
同
時
に
そ
れ
は

巫
女
を
見
殺
し
に
す
る

を

ば
せ
な
い

で
も
あ

た

 
だ
か
ら

も

え
ら
れ
な
か

た

 

論
プ
レ
ミ
ア
や
テ

ア
達
の
同

だ
か
ら

と
い
う
理
由
も
あ

た
が

あ
あ

そ
う
だ

天

に
な
ん
て
掛
け
ら
れ
な
い

・だ
・か
・ら
・天
・

・ご
・と
・ぶ
・

・壊
・す

 
そ
こ
で
理
解
す
る

 
彼
が
勝
負
を
仕
掛
け

失

す
れ
ば
彼
は
死
ぬ
と
い
う

 
逆
に
仕
掛
け
な
け
れ
ば
巫
女
は
死
ぬ

 
成

さ
せ
れ
ば

二
人
と
も

生
き
残
る

君
は

巫
女
の
事
も

君
自
身
の
事
も

め
て
な
い
ん
だ
よ
ね
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あ
た
し
は
少
年
を
見
つ
め
た

 

を
こ
ち
ら
に
向
け
て
き
た
ホ
ロ
ウ
は

確
り
と

す
る

 

そ

か

と
彼
の

き
を
見
た
あ
た
し
は

た

 
死
ぬ
気
が
無
い
な
ら
大

だ
と
思
え
た
の
だ

失

の
可
能
性
は
あ
る
け
ど
成

の
目
が

あ
る
な
ら
そ
れ
に

け
る
し
か
な
い

そ
し
て
ホ
ロ
ウ
自
身
が
後
者
に

け
て
い
る
の
だ
か
ら

あ
た
し
も
そ
れ
に

か
る
だ
け
だ

じ

あ

体
的
に
は
ど
う
勝
負
に
出
る
の

が
全
霊
を
以
て
巫
女
と
モ
ジ

ル
を
切
り
離
す

切
り
離
せ
る
の
は
ボ
ス
が
形
を
変
え

て
い
る
間
だ

み
ん
な
は
ボ
ス
の
体
力
を

り
切
る
事
と
助
け
出
し
た
巫
女
の
護
衛
を

せ
る

事
に
な
る

残

た
本
体
は

が
破
壊
す
る

 
な
る

ど
と

く

ど
う
や

て
切
り
離
す
の
か
気
に
な
る
事
は
あ
る
が

ま

多
分

シ
ン
イ
だ
ろ
う
な

と
見

は
つ
い
た

と
い
う
か
現
状
そ
れ
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い

 
そ
う

え
た
と
こ
ろ
で

ク
ラ
イ
ン
が

で
も
よ

と
声
を
上

た

が
助
け
出
そ
う
と
し
た
ら

ば
さ
れ
た
か
ら

じ

な
い

あ
り

あ

 
そ
う
⻘
年
が

う
と

そ
の

に
黒
コ

ト
の

女

大
人
形

の
ユ
イ
が

ん
だ
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そ
れ
に

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
消
去
し
な
け
れ
ば
再

出
現
し
か
ね
ま
せ
ん
よ

 

し
い
表
情
で

う
彼
女
の

葉
に

確
か
に
な

と
思

た

 
ク
ラ
イ
ン
を

ば
し
た
の
は
モ
ジ

ル
が
巫
女
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
結
果
だ

ろ
う

つ
ま
り
奪
わ
れ
れ
ば
全
力
で
奪
い
返
し
に
来
る
の
は
想
像
に

く
な
い

だ

そ
れ
は
こ

ち
ら
の
戦
力
も
あ
る
か
ら
対
応
可
能
と
は

え
ユ
イ
が

う
よ
う
に
再

現
れ
る
と
な
る
と
話

が
変
わ

て
く
る

 
要
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
モ
ジ

ル
を
消
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ

倒
せ
ば
終
わ

り
で
は
と
思
わ
な
く
も
無
い
が

ユ
ウ
キ
達
か
ら
地
下
迷

で

き
た
事
は

い
て
い
る
の
で

そ
れ
を

定
し
き
れ
な
い

 
し
か
し

一
応
は
一

の
プ
レ
イ

で
あ
る
あ
た
し
達
に
対

す
る
術
が
あ
る

も
な
い

 

然

事
こ
こ
に
至

て
な
お
モ
ジ

ル
が
存
在
し
て
い
る
以
上

の
運

を

さ
れ
て
い
る
ユ

ミ
ル

も
と
い

ノ
之

士
と

ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

場

士
の
協
力
も
無
い
と
見
て

い
い

あ
の
二
人
が
ど
う
に
も
出
来
な
い
状
況
だ
か
ら
キ
リ
ト
や
あ
た
し
達
が
こ
こ
に

る
か
ら

だ
地
下
迷

で
は

ユ
イ
ち

ん
が
特

な
権
限
で
ボ
ス
を
消
し
た

ん
で
し
た

け
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事
者
で
な
い
か
ら
あ
や

や
な
記

を
頼
り
に
問
う
と

ユ
イ
は
こ
く
り
と

い
た

オ
ブ
ジ

ク
ト
・
イ
レ
イ
サ

と
い
う
剣
の
形
を
し
た
権
限
を
使

し
ま
し
た

し
か
し

ア
レ
は
裏
技
で

 
そ
こ
ま
で

う
と
ユ
イ
は
突
如

を

じ
た

少
し

を
寄
せ
て
そ
れ
か
ら
ホ
ロ
ウ
に
目
を

向
け
る

そ
う
い
え
ば
あ
な
た
は

カ

デ

ナ
ル
と
直

契
約
し
て
ま
し
た
よ
ね

 
そ
の
問
い
か
け
に
あ
た
し
も

も
ハ

と
し
た

が
分
か

て
な
い
の
は
こ
の
世
界
の

住
人
た
る

の
者
だ
け
だ

 

カ

デ

ナ
ル
と
の
直

契
約

 
あ
る
意
味
キ
リ
ト
も
そ
れ
を

し
た
一
人
で
は
あ
る
の
だ
が
そ
れ
以
前
に
ホ
ロ
ウ
を
生
み

出
し
た
の
は
あ
の

者
然
と
し
た
存
在
だ

彼
に
負
の
人

を
さ
せ
た
契
約
も
あ
の

者
が
持

ち
掛
け
た
も
の
だ
ろ
う

 
そ
し
て

恐
ら
く
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
の
記

も

め

ホ
ロ
ウ

と
い
う
存
在
が
こ
の
世
界
に
い
る

の
も
自
律
シ
ス
テ
ム
・
カ

デ

ナ
ル
が
要
因
に
違
い
な
い

 
な
ら

か
解
決
手

を
与
え
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
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あ
あ

そ
の
せ
い
で

は
存
在
し

け
て
る

だ
け
ど

絶

に
触
れ

い
こ
と
を

と
も
か
く
カ

デ

ナ
ル
な
ら
な
ん
と
か
出
来
る
の
で
は

 
ホ
ロ
ウ
か
ら

触
で
き
な
い
の
で
す
か

か
ら
は
無
理
だ

ア
レ
に
は
ア
レ
な
り
の
線
引
き
が
あ
る
一
プ
レ
イ

か
ら
の
要

望
を

き
入
れ
る
事
は
な
い

逆
に
ア
レ
の

策
に
は
遠
慮
な
く

き

ま
れ
る
け
ど

 
カ

デ

ナ
ル
の
事
を
ア
レ
呼
ば
わ
り
す
る
ホ
ロ
ウ
の

は

と
も

な
し
か
め

面

だ 
と
も
あ
れ

え
は

け
た

カ

デ

ナ
ル
は
ど
う
や
ら

平
性
を
重

し
て
動
く
よ
う

で

そ
れ
に
欠
け
る
事
に
は
一
切
協
力
し
な
い
主
義
ら
し
い

 
こ
の
状
況
に

平
性
を
求
め
る
の
は
お
か
し
く
な
い
か
と
思
わ
な
く
も
無
い
が

に
し
た
と

こ
ろ
で
無

だ
ろ
う

と
は

え

だ
か
ら
こ
そ

が

に
来
た

だ

そ
り

あ
い

た
い
ど
う
い
う
意
味
だ

ホ
ロ
の

よ

ホ
ロ
の

 

ま

い
い
か

葉

り
だ

負
の
人

で
ず

と
ず

と

に
い
た

が
来
た
の
は
あ
の
モ
ジ

ル
を
不
可
逆
的
に
破
壊
す
る
術
を
持

て
い
た
か
ら
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だ 
そ
う

て
か
ら

ホ
ロ
ウ
は
ク
ラ
イ
ン
の
方
を
向
い
た

最
初
ク
ラ
イ
ン
が
巫
女
を
救
い
出
し
た
時
点
で

は
動
い
た

巫
女
が
救
い
出
さ
れ
れ
ば
モ

ジ

ル
は

と
な
る
対

を
取
り

も
う
と
動
く

だ
か
ら

そ
こ
に
同
じ

で
あ
る

が

り

み
巫
女
が
背
負
う
負
を
取
り

ん
で
自
我

壊
し
な
が
ら
モ
ジ

ル
を
バ
グ
で

壊
し
て
果
て
る
つ
も
り
だ

た
が

 

は

 
思
わ
ず
声
が

れ
た

 
異

同

全

た

真
の
一
声
に
彼
は
び
く
り
と

を

わ
せ
る

す
ぐ
に
収
ま

て

葉
を

け
た
が

シ
リ
カ
達
が

え
て
く
れ
る
か
ら
な

今
な
ら
あ
の
負
全
て
を

華
し
て

の
シ
ン
イ
の

力
に
加
え
て

モ
ジ

ル
を

ば
す
手

を
取
れ
る

や
ろ
う
と
し
て
る
の
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
が

に
対
し
て
し
た
事
と

同
じ
だ

 
そ
う
良
い

で

い
切

た
ホ
ロ
ウ
に

あ
た
し
達
は

な

線
を
向
け
た

 
多
分

や
ろ
う
と
し
て
る
事
に
大
差
は
無
い
ん
だ
ろ
う
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要
は
シ
ン
イ
で
モ
ジ

ル
を

命
的
に
バ
グ
ら
せ
よ
う

て

だ

さ

き
ま
で
は
色

絶
望
し
て
た
か
ら

え
ら
れ
な
く
て
今
は
あ
た
し
達
が
い
る
か
ら

え
ら
れ
る

て
事
を

い

た
い
の
だ
ろ
う

 
か
つ
て
け
も
の
だ

た
彼
の
シ
ン
イ
の

は

時
の
ネ

ト
を
バ
グ
ら
せ
る
レ
ベ
ル

だ

た
と
い
う
し

そ
う
い
う
点
で
は

と
か
デ

タ
送
信
も
ま
ま
な
ら
な
く
さ
せ
ら
れ
る

セ
ブ
ン
の
事
も

め
れ
ば
リ

ス
と
し
て
取
り

ん
で
無
力
化
も
出
来
て
し
ま
え
る
は
ず
だ

 
と
は

え

さ

自
我

壊

て

作
戦
に
入
れ
る
よ
う
な
事
じ

な
い
と
思
う

た
だ
の
自

特
攻
よ
り
メ
チ

ク
チ

タ
チ
悪

ぞ

分
か

て
は
い
た
け
ど

私
の
予
想
以
上
に

ん
で
た
の
ね

 
あ
た
し

ク
ラ
イ
ン

リ
ズ
ベ

ト
が

に
心
境
を
語

た

 
い
や
ホ
ン
ト
自
我

壊
な
ん
て
作
戦
に
入
れ
る
事
じ

な
い
し
そ
も
そ
も

え
て
い
い
事

で
も
な
い

 
つ
く
づ
く
あ
の
時
に
決
心
し
て
良
か

た
と
思

た

 
と
も
だ
ち
が
自
我

壊
し
て
死
ぬ

間
な
ん
て
ト
ラ
ウ
マ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
し
悔
や
ん
で
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も
悔
や
み
き
れ
な
い
事

で
あ
る

彼
に
助
け
ら
れ
た
テ

ア
も
思
い

き
り

ん
で
し
ま
う

と
い
う
か
多
分

ま
な
い
人
は
い
な
い

な
ん
な
ら
キ
リ
ト
が
一
番

む
ま
で
あ
り
得
る

流
れ

弾
で
か
つ
て
実

に
自
我

壊
し
た
ら
し
い
キ
リ
カ
と
そ
の
場
面
を
見
た
ら
し
い
ユ
イ
達
ま
で

み
か
ね
な
い

 
い

そ
ホ
ロ
ウ
は

え
さ
せ
た
方
が
い
い
の
で
は
と
思

た
あ
た
し
の

裏
に

と
し
た

疑
問
が
浮
か
ん
だ

と
思

た
ん
だ
け
ど
シ
ン
イ
で
バ
グ
ら
せ
る
だ
け
な
ら
君
以
外
で
も
や
れ
る
ん
じ

な
い

そ
れ
な
ら
キ
リ
カ
と
か
ボ
ク
と
か

あ
と

人
か
出
来
そ
う
だ
よ

的
に
足
ら
な
い
か
ら
無
理

求
め
ら
れ
て
る
の
も
攻
撃
じ

な
く
て

手
を
バ
グ
ら
せ

る

て
い
う
点
だ
し
そ
も
そ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

な
く
な

た
か
ら
代

と
し
て

に
回

て

来
た
ん
だ

そ
れ

て
キ
リ
ト
が
明
確
に

を
発
現
し
た

て
い
う
七
十
五
層
の
バ
グ
み
た
い
な
感
じ

 
ア
レ
レ
ベ
ル
と
な
る
と

流

に
な

 
そ
り

あ
無
理
だ

と
ユ
ウ
キ
が

を
振

た
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あ
た
し
も
そ
れ
に
内
心
で
同
意
す
る

 
彼
の
力
に
な
る
べ
く
来
て
は
い
る
が

彼
の
代
わ
り

が
務
ま
る
と
は
思

て
い
な
い

数

で
ど
う
に
か
な
る
事
で
な
い
の
百
も
承
知
だ
か
ら
だ

シ
ン
イ
は
そ
の

型
で
あ
る

 

キ
リ
ト
君
が

れ
ば
少
し
は
違

た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ホ
ロ
ウ
君
の

ぶ
り
か
ら
す

る
に
彼
も
分
か
ら
な
い
よ
う
だ
し

く
だ
け
無

だ
ろ
う
な

 
ど
の
み
ち
ホ
ロ
ウ
に

せ
る
し
か
無
い
よ
う
だ
と
あ
た
し
は

息
し
な
が
ら
キ
リ
カ
と

使

い
の
ボ
ス

殺
戮
の
狂
戦
士

の
戦
い
へ
と
意
識
を
向
け
た

 
ボ
ス
の
一
撃
は

た
れ
ば
大
ダ
メ

ジ
必
至
だ
け
ど
一
つ
一
つ
の
動
作
は
大
振
り

つ
大
味

な

整
が
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
前
兆
は
分
か
り
や
す
い
た
め
か
反
応
速

に

で
る
キ
リ
カ
は

ど
れ
も
的
確
に

し
て
い
く

記

に

明
に
残
る
後
退
カ
ウ
ン
タ

も
誘
発
し
な
い
よ
う
気
を

払

て
い
る
よ
う
だ

た

 

そ
う
だ
な

と
思

た
と
こ
ろ
で

ま
た
疑
問
が
浮
上
す
る

ね

ホ
ロ
ウ
君

と
思

た
ん
だ
け
ど

の
ボ
ス
で
勝
負
を
仕
掛
け
る
の

て

か

理
由
が
あ

た
り
す
る

な

そ
ん
な
事
を

く
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堕
天
使
ボ
ス
を
倒
し
た
後
に
も
隙
が
あ

た
な

と
思

て

出
来
る

て
確
信
は
持

て

そ
う
な

ぶ
り
だ

た
か
ら
説
明
は
後
に
し
て
行
動
す
る
の
が
君
の

と
い
う
よ
り
君

達
に
対
す
る
イ
メ

ジ
だ
か
ら

だ
か
ら
事
前
に
説
明
し
て
く
れ
た
事
が
少
し
意
外
だ
な

て 
死
神
と
転

す
る
悪
魔
ボ
ス
の
時
は
あ
た
し
達
を
前
に
し
て
二
の
足
を

ん
だ
と
か
そ
う

い
う
理
由
付
け
が
出
来
る

逆
に

の
ボ
ス
に
変
化
す
る
時
を

う
と
い
う
の
も
説
明
す
る
前

に
狂
戦
士
に
変
わ

た
か
ら

に

の
機
会
が
そ
こ
だ

た

と
説
明
が
つ
く

 
た
だ
説
明
す
る
直
前
リ

フ

を

え
る
時
は
確
か
な

い
目
だ

た

自
我

壊
し
な

い
で
済
む
最
初
の
機
会
に
は
違
い
な
か

た
の
だ

 
今
の
と
こ
ろ
彼
の
予
想

り
に
ボ
ス
の
変
容
は

い
て
い
る
が
全
て
予
想

り
に
い
く
と
は

限
ら
な
い

こ
れ
以
上
の
異
常
事

が
舞
い

む
前
に
勝
負
に
出
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推

が
あ
た
し
の
中
に
は
あ

た

 
そ
れ
に
加
え

彼
に
は

も
話
さ
ず

語
ら
ず

一
人
で

行
す
る

を

い
て
い
る

圏
内
事
件

の
裏
で
暗
躍
し
て
い
た
オ
レ
ン
ジ
・
レ

ド
プ
レ
イ

の
前
に
一
人
で
来
る
よ

う

間
と
一
緒
に

る
時
に
メ

セ

ジ
が
来
た
彼
が

に
も

る
事
な
く
行
動
し
た
時
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の

が

ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
攻
略
の
裏
で
色

動
い
て
い
た
キ
リ
ト
へ
の

も
あ

て

ホ
ロ
ウ
も
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な

と
思

て
い
た

実

ホ
ロ
ウ
も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
は

に
も

も

ず
に
人

に
な

て
い
た
の
だ

 
だ
か
ら

な
疑
問
が
浮
か
ん
だ

 
そ
れ
を
ぶ
つ
け
る
と
ホ
ロ
ウ
は
少
し
複

そ
う
な
表
情
に
な

た

そ
れ
か
ら
再
び

線
を

キ
リ
カ
と
ボ
ス
へ
向
け

い
や

虚
空
へ
焦
点
を
合
わ
せ
た

ま

そ
の

は
間
違

て
な
い

実

そ
う
動
い
て
い
た
か
ら
な

そ
の
せ
い
で
人
を
傷

つ
け
て

自
分
も
傷
つ
い
た

反

し
た

て
事

う
ん

ま

そ
う
い
う
事
だ
な

 
虚
空
を
見
た
ま
ま

彼
は
目
を

め
た

 
更
に
彼
は

葉
を

け
る

そ
れ
に

の
ボ
ス
と
は
因
縁
が
あ
る

別
す
る
に
は

い
い

 
そ
う

て

彼
は

線
を
ボ
ス
に
定
め
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
三
話
前
の
後
書
き
の
ホ
ロ
ウ
の

目
で
最
初
は
推

を
語
ら
な
か

た
の
は

と
書
い

た
理
由

そ
れ
は

自
我

壊
を
前

に
し
た
作
戦

で
動
い
て
い
た
か
ら
で
し
た

 
ク
ラ
イ
ン
は
巫
女
を
助
け
出
せ
ず

ば
さ
れ
た
け
ど

あ
る
意
味
あ
れ
は
フ

イ
ン
プ

レ

だ

た

で
す

 
あ
の
時
に
助
け
出
せ
て
い
れ
ば

代
わ
り
に
ホ
ロ
ウ
が

共
自
滅
を

行
し
て
い
ま
し
た

 
そ
の
機
会
を

し
た
の
で
シ
リ
カ
に

み

ま
れ
る

ど
二
の
足
を

ん
で
い
た

で
す
が

シ
リ
カ
に
も

わ
れ
ま
し
た
が

許
さ
れ
た
い
と
は
本
心
で
思

て
い
た
の
で
ね

星
の
未

来
に
つ
い
て
話
し
た
い
け
ど
自
分
か
ら
は
と

遠
な
手

で

み

ん
で
く
れ
る
の
を

て
い
た
キ
リ
ト
と
や
は
り
根

こ
は
同
じ
な

で
す

 
め
ん
ど
く
せ

ぞ
こ
の
義
弟
共

今
更
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・
シ
リ
カ

 
ホ
ロ
ウ
の
義
姉
候
補

 
キ
リ
ト
と
リ

フ

の
義
姉
弟

が
た
だ
の
家

愛
や
異
性
愛
だ
け
で
な
く
命
と

来

を
慮

た
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
た
一
人

そ
の
た
め
ホ
ロ
ウ
に
対
し
て
か
な
り
の
心
配
性
に

な

た

 
ま
あ
一
応
本
作
だ
と
リ

フ

と
同
い
年
だ
か
ら
ね

原
作
で
は
シ
リ
カ
が
一
つ
年
下

  
・
ホ
ロ
ウ

 
自
我

壊
特
攻
の
機
を

し

二
の
足
を

ん
で
い
た
結
果
救
わ
れ
た

人
間

 
本
心
で
は
生
き
る
事
を
許
さ
れ
た
い
と
思

て
い
た
が
自
覚
は
無
か

た

仮
に
自
覚
が

あ

た
上
で
行
動
し
て
た
ら
そ

ち
の
方
が
タ
チ
が
悪
い

自
覚
が
無
く
て
も
行
動
し
て
た
ら
シ

リ
カ
達
全

を

ま
せ
か
ね
な
か

た

裏
切
り

を
自
身
が
最
も

て
い
る
事
の
一
つ
と
自
覚
し
て
い
る
事
も

て

に

も

・
説
明
せ
ず
サ
チ
ユ
イ
ル
ク
ス
を
穴
に

と
し
た
過
去
を
強
く
引
き

て
い
る

こ
れ
は
キ
リ
カ
と
同
じ
道
を
歩
ま
な
い
決
断
を
下
す
決
定
打
で
も
あ
り
こ
れ
さ
え
無
け
れ
ば
キ
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リ
ト
と

を
別
た
な
い
道
も
残

て
い
た
と
自
覚
し
て
い
る

事
前
説
明
の
件
で
反

し
た
事
は

こ
の
事
で
あ
る

  
・

の
ボ
ス

 
堕
天
使
と
狂
戦
士
を
下
し
た
後
に
現
れ
る

最
強
の
前
に
現
れ
る
存
在

 
キ
リ
ト
に
と

て
因
縁
が
深
い

を
取
り
怒
り
と
怨
み
の
ま
ま
全
て
を
破
壊
す
る
獣

一

は
獣
に
身
を
堕
と
し
た
ホ
ロ
ウ
が
過
去
と

別
す
る
の
に

応
し
い

手

 
オ
リ■
ム
ラ■
イ
チ■
カ■

属
性
を
持
つ
こ
の
ボ
ス
に
対
し
て
の
み
ホ
ロ
ウ
の

は
特

な
特
攻
を

び

る
よ
う
に
な
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
三
章
 

再
演
・
殺
戮
の
狂
戦
士

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は

殺
戮
の
狂
戦
士

と
の
再
戦

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編

時
以

つ
か
の
ゲ

ム
で
出
演
し
て
る
の
で
セ
リ
フ
と
技
が
増
え
て
ま

す

解
説
は
後
書
き
に
て

 
ち
な
み
に
今
話
は

い
で
す

だ

て
Ｓ
Ａ
Ｏ
闘
技
場
と
違
い
ボ
ス
は
最
初
か
ら
一
人

つ

間
が

全

い
る
状

な
の
で

あ
と
キ
リ
が
良
か

た

 

間
が

て
い
て
も
キ
リ
カ
が

ロ
で
戦

て
い
る
事
ホ
ロ
ウ
が
参
戦
す
る
様
子
を

見
せ
な
い
の
に
は
キ
チ
ン
と
理
由
が
あ
り
ま
す

 

点

キ
リ
カ

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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絶
え
間
な
く
剣
を
振
る
う

そ
の

キ

ン

 
と

い

と
共
に
弾
か
れ
る
感
覚
を

知
覚
し
た

 
刃
は
確
か
に

手
の
体
を

え
て
い
る

手
は

を

て
い
る

で
は
な
い

飾
こ
そ

に
あ

た
が

骨

と
し
た
そ
の
身
が

う
の
は

が

本
だ

子
を
仕

ん
で

い
る
の
か
と
い
う
推

も
呼

や

転
の

に

ご
と

肉
が
動
く
の
を

認
す
れ
ば
そ
れ

を
撤
回
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
に
違
い
な
か

た

 
攻
撃
が
弾
か
れ
る
理
由
は

使
い
の
人
型
ボ
ス

ザ
・
ジ

ノ
サ
イ
ド
バ

サ

カ

殺
戮
の
狂
戦
士
の

上
に
表
示
さ
れ
た

Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
と
い
う
特

ス
テ

タ
ス
に
あ

た

体
や
ス

パ

ア

マ

と
呼
ば
れ
る
性

を
表
示
さ
れ
た
数

分
だ
け
付
与
さ
れ
て
い
る
の
だ

し
か

も
そ
の
性

が
残

て
い
る
間
の
攻
撃
ダ
メ

ジ
は

常
時
と

べ

分
以
下

 
し
た
が

て
十
本
あ
る

ゲ

ジ
を

り
切
る
に
は

ま
ず
表
示
さ
れ
た
数
値
分
の
デ
フ

ル
ト
攻
撃
を

て
て

体
を

が
し
そ
こ
か
ら

ド
ス
キ
ル
で
一
気
に
攻
め
立
て
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い

 
し
か
も
一

け
反
り
か
ら
復
帰
す
る
と
再

り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
こ
の
ボ

ス
の

な
と
こ
ろ
だ

 
更
に

え
ば

闘
技
場
時
代
と
同
じ
な
ら

す
る

後
退
す
る

背
後
を
取
る

ア

イ
テ
ム
を
使
う

の
四
つ
の
行
動
に
対
し

ま
じ
い
カ
ウ
ン
タ

行
動
も
取
る

 
ホ
ロ
ウ
や
ユ
ウ
キ
達
が
参
戦
し
な
い
の
も
不

意
に
カ
ウ
ン
タ

行
動
を
誘
発
さ
せ
な
い
た
め

だ

し
て

じ

め
ら
れ
る

Ｍ
ｏ
ｂ

手
な
ら
と
も
か
く
こ
の
ボ
ス
は
そ
れ
す
ら
食

い
破
る
勢
い
が
あ
る
た
め

間
全

の
行
動
を

一
す
る
な
ん
て

上
の
空
論
で
し
か
な
い

 
行
動
制
限
を
強
い
て
く
る
ボ
ス
と
い
う
の
は
本

に

だ
と
⻭

み
す
る

 

し
か
し

こ
の
ボ
ス
に
は

つ
か
弱
点
も
存
在
す
る

き
切
る

 
⻘
髪
の

使
い
ボ
ス
が

え

を
振
り
か
ぶ

た

い

 
真
上
か
ら
振
り
下
ろ
さ
れ
る
凶
悪
な
戦

そ
の

を
ダ

ク
リ
パ
ル
サ

で
弾
い
て

大
に

を

か
せ
る

い
も
の
を

く

が
上
が
る
と
共
に
ボ
ス
が

か
に

直

隙
を
晒
し
た
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こ
の
よ
う
に
ボ
ス
の
攻
撃
の

と
ん
ど
は
大
振
り
で
見
切
り
や
す
か

た

一
撃
こ
そ

ま

じ
い
が
モ

シ

ン
は
片
翼
の
堕
天
使
と
違

て
速
く
な
い
む
し
ろ

い
部

に
入
る

攻
撃
前
に
は
特
定
の
セ
リ
フ
を

に
す
る
た
め

二
刀
流

を
与
え
ら
れ
る
程

に
は
反
応
速

が
高
く

に
な

た
事
で
更
に
高
ま

た
演

速

を
以
て
す
れ
ば

セ
リ
フ
と
構
え
の

二
つ
が

え
ば

見
て
か
ら
回

も

し
く
な
い

 
そ
し
て

体
回
数
を

る
と
い
う
最
初
の

は

く
間
に
九

は
斬
撃
を
か
つ
て
よ

り
安
定
し
て

き

め
る
た
め

か
つ
て
よ
り
突
破
し

か

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
闘
技
場
時
代
で
は
片
翼
の
堕
天
使
と
の
タ

グ
を

手
せ
ざ
る
を
得
ず

む
無

く

ド
ス
キ
ル
の
突
進
に
よ
る
機
動
力
と

力
に
期

し
た

期
決
戦
を
重

し

体
が

残

て
い
る
間
も

ド
ス
キ
ル
を
使

て
ば
か
り
い
た

時
は
上
手
く

て
く
れ
た

が

一
歩
間
違
え
れ
ば

北
必
至
な
危
な
い

り
だ

た
と
思
う

 
巫
女
を
取
り

ん
だ
モ
ジ

ル
が
一
体
ず
つ
し
か
再
現
し
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
出
来
る

真

向
勝
負
で
あ
る

 
た
だ
し

あ
の
時
と
違

て

ド
ス
キ
ル
に
よ
る

束
は
望
め
な
い

 
シ
ン
イ
に
よ

て

も
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
ス
テ

タ
ス
は
再
現
出
来
て
い
る
の
で

得
し
て
い
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た

ド
ス
キ
ル
は

二
刀
流

を

め
て
全
て
使
え
る

 
し
か
し

あ
く
ま
で

再
現

で
し
か
な
い

 
シ
ス
テ
ム
ア
シ
ス
ト
の
加
速
は
あ
る
そ
れ
も
再
現
の
内
だ
か
ら
だ

攻
撃

力
も
同
様
で
あ

る

技
後

直
も
同
じ

 
し
か
し

ド
ス
キ
ル
を

て
た
時
の

直
時
間
ま
で
は
再
現
さ
れ
な
か

た

い
や
他
の

手
に

し
て
な
い
か
ら
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
だ
が
少
な
く
と
も
モ
ジ

ル
再
現
ボ
ス

に

直
を

す
こ
と
は
出
来
て
い
な
い

お
そ
ら
く
巫
女
を

と
し
た

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
負

の
負

に
よ
る

が

の
シ
ン
イ
の

果
を
打
ち
消
し
た
の
だ

 
そ
の
た
め

は
こ
の
ボ
ス
の

体
を

り
切

た
後
再
現
し
た

ド
ス
キ
ル
を
ど
れ
か
一

つ

き

ん
で

ば
し
仕
切
り
直
し

と
い
う
工
程
を

り
返
す

目
に
な

て
い
た

 
そ
ん
な

打
に
も
似
た
勝
負
を

も

り
返
し

く

本
あ

た
ボ
ス
の

バ

が

分
を

た
時

い
よ
い
よ

の
目
が

を
裏
切

た

様
ら

殺
し
だ

 

常
よ
り
極
め
て

い

け
反
り
か
ら
復
帰
し
た
ボ
ス
は

体
回
復
と
同
時
に
雄

び
を
上

な
が
ら
闇
の
波
動
を
振
り
ま
い
て
き
た



 第五十三章 〜再演・殺戮の狂戦士〜

 
そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
よ
か

た

闘
技
場
個
人
戦
で
も
雄

び
を
上

て

ば
さ
れ
た

し

そ
れ
は
想
定
し
た
事
だ

た

 
問

は

そ
れ
を

に
喰
ら

た

の
体
が
ビ
シ
リ
と
動
け
な
く
な

た
事
で
あ
る

 

弾

直

て

あ
の
時
と
違

て
技
な
の
か
こ
れ

 

の
シ
ン
イ
再
現
ス
キ
ル
が
ボ
ス
に

直
を

せ
な
い
よ
う
に
逆
も
然
り
と

ん
で
い
た
の

だ
が

は
こ
の

直
か
ら

け
出
せ
な
い
で
い
た

つ
ま
り
先
の
闇
の
波
動
は

設
定
さ
れ

て
い
た
技
の
一
つ
だ
と
い
う
事

 

的
に
全
方

だ

た
の
で
戦
場
に
プ
レ
イ

が
複
数
い
た
時
に
解
禁
さ
れ
る
技
な
の

だ
ろ
う

 
闘
技
場

体
戦
で
も
戦

た
が
あ
の
時
は

自

分

キ
リ
ト
が
速
攻
で

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

を
決
め
て

期
決

戦
に
持
ち

ん
で
倒
し
て
い
た
の
で

こ
の
攻
撃
の
存
在
は
知
ら
な
か

た

 
マ
ズ
い

と
焦
り
が

身
を

り

け
る

様
を
殺
す

三
重
苦
だ

ぐ
 
間
髪
入
れ
ず

直
で
動
け
な
い

を
す
く
い
上

る
よ
う
に
下

斬
り
上

ち
て
く
る
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を

き
つ
け
る
よ
う
に
振
り
下
ろ
し
最
後
に

り

つ
よ
う
な
強

な
突
き
が

を
襲

た

 
し

か
り

直
を

さ
れ
な
が
ら

ば
さ
れ

は
ホ
ロ
ウ
達
が
い
る
場

ま
で
後
退
を

な
く
さ
れ
た

も

と

し
も
う

こ
の

み
を
よ

 
更
に

追
い
打
ち
の
よ
う
に
苦
い
思
い
出
の
根
源
が
再
演
を
果
た
す

 

を
自
身
に

と
し
て
攻
撃
力
を
高
め

力
を
下

る
そ
れ
は

ど
う
や
ら

を

分

に

て
ヘ
イ
ト
を

め
に

め
た

を
対

に

ん
だ
よ
う
だ

た

ボ
ス
と

の

方
に
ピ

シ

ン

 
と

鳴
を

か
せ
て

電
が

ち
る

 

は
体
に
伝
わ
る
不
快
な
衝
撃
を

け
つ
つ

悲
鳴
を

え
た

 

思

た

り

み
は
な
い

 

の
身
だ
か
ら
無
い
だ
ろ
う
と
予
想
は
し
た

り
だ

た

だ

五
感
と
同
じ
よ
う
に
再
現

さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
不
安
は
あ

た
が

い
に
も
そ
う
な
ら
ず
に
済
ん
で
く
れ
た

や

り

あ
の
ボ
ス
は
イ

だ
な

 
剣
を

わ
り
に
立
ち
上
が

た

の

に
ホ
ロ
ウ
が
来
て
そ
う

た

 

を
横
目
で
見
れ
ば

を
へ
の

に

て
ボ
ス
の
方
に
目
を
向
け
て
い
る

覚
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和
シ
ス
テ
ム

の
無

化
に
は

に
な
る
ま
で
の

い
期
間
で
も

苦
し
め
ら
れ
た
の
だ
か

ら

ホ
ロ
ウ
が
あ
の
表
情
を
す
る
の
も
理
解
で
き
た

あ
あ

ま

た
く
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
見
な
か

た
技
の
オ
ン
パ
レ

ド
だ
ぞ
さ

き
の

手
助
け
は
い
る
か

遠

離

は
正
直
欲
し
い

 
本

を

え
ば

リ

フ

が

片
翼
の
堕
天
使

を
一
人
で
倒
し
た
よ
う
に

も

殺
戮

の
狂
戦
士

を
一
人
で
倒
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る

 
し
か
し
そ
れ
は
我

で
あ
る

 
そ
も
そ
も

で
強
化
さ
れ
て
い
て

つ
モ
ジ

ル
が

入
し
て
い
る
時
点
で
あ
の

と
は
状
況
が
違
う

 
義
姉
の
よ
う
に

な
剣
で
打
ち
勝
て
る
強
さ
が
あ
れ
ば
話
は
別
だ

た
だ
ろ
う

ド
ス

キ
ル
に
頼

て
い
る
時
点
で

も
ま
だ
ま
だ
と
い
う
事
な
の
だ

 

ボ
ス
を

ド
ス
キ
ル
無
し
で
倒
す
方
が
イ
レ
ギ

ラ

で
は
あ
る
の
だ
け
ど
そ
れ
は

そ
れ
で
あ
る

 

そ
れ
に

最

限
の
目
標
は
果
た
せ
た
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が
こ
の
ボ
ス
と

ロ
で
立
ち
会

て
い
た
の
は
堕
天
使
ボ
ス
を
一
人
で
下
し
た
リ

フ

と
の
入
れ

わ
り
と
い
う
流
れ
で
は
あ

た
が
望
ん
で
い
た
こ
と
で
も
あ
る

覚

和
無

化
の
あ
の
技
の
対

を

可
能
な
限
り

で
あ
る

に
向
け
さ
せ
る
た
め
だ

が
全
体
か

そ
れ
と
も
ダ
メ

ジ
を
与
え
た
者
か
判
断
に
悩
ん
だ

Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
は

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

で
一
気
に
倒

し
て

証
し
て
い
な
か

た

が

ど
う
や
ら
後
者
で
合

て
い
た
よ
う
だ

 
ホ
ロ
ウ
も
そ
れ
を

え
て

え
て
参
戦
し
な
か

た
の
だ

 

論
カ
ウ
ン
タ

は

し
て
い
る
し
お

い
そ
う
と
分
か

て
い
る
か
ら
遠

離

ま

で
し
か

わ
な
い
し

あ
ち
ら
も
そ
れ
以
上

て
こ
な
い

 
遠

離
攻
撃
に
対
し
て
カ
ウ
ン
タ

し
て
き
た
ら

そ
の
時
は
も
う
全

突
撃
し
て

ド
ス
キ
ル
の
波
状
攻
撃
と
い
う
物

作
戦
に
出
る
し
か
な
い
だ
ろ
う

リ

フ

と
キ
ズ
メ
ル

プ
レ
ミ
ア

テ

ア
の
四
人
は
死
ん
だ
ら
終
わ
り
な
の
で

物

作
戦
は
最
後
の
手

だ

今
死
ね

い

ホ
ロ
ウ

護
は

せ
た

あ
あ

さ
れ
た

 
ボ
ス
が
ま
た

え
た
の
を

切
り
に

と
ホ
ロ
ウ
は
動
き
出
し
た

が

合
の
よ
う
に
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振
り

か
れ
一
直
線
に
切
り

け
て
き
た
地
を
這
う

の
斬
撃
を

す
形
で

に
分
か
れ

て

す

 
向
か

て

に

ん
だ

は

地
後

す
ぐ
さ
ま
ボ
ス
へ
と

離
を

め
る

 
向
か

て

に

ん
だ
ホ
ロ
ウ
は

に
エ
ネ
ル
ギ

ボ
ウ
ガ
ン
を
浮
遊
さ
せ
自
身
は
黒

の
⻑
弓
に

を
番
え
た

更
に

上
に
は
い
つ
再
登
録
し
た
か
不
明
な
無
数
の
剣
槍

な
ど

種

様

な
武
器
が

さ
れ
て
い
く

そ
れ
ら
全
て
が

が
ボ
ス
に
近
付
く
間
に

出
さ
れ

た 

を

け

増
し
た

体
も
そ
の
数
値
を
み
る
み
る
う
ち
に

ら
し
あ

と
い
う
間
に
ゼ
ロ

に
な

た

今
だ

は

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ぬ
ぐ

 
ホ
ロ
ウ
の
声
と
同
時

り

ぐ
数
多
の
武
器
の
間
に
あ
る
隙
間
に
体
を
潜
ら
せ
な
が
ら

は

ド
ス
キ
ル
を

に
再
現
し
光
り

く
二
刀
を

き

み
一
気
に
大
ダ
メ

ジ
を
ボ

ス
に
与
え
て
い
く



 Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｒｉｇｉｎ 〜
Ｈｕｍａｎ Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｉｔｙ
ヒ ト の 可 能 性〜

 
そ
の

め
に
二
刀
流
上

剣
技

ス
タ

バ

ス
ト
・
ス
ト
リ

ム

を
再
現
し
た

喰
ら
え

 
最
後
の
一
撃

突
を

転
と
共
に

き

み

ば
す

シ
ン
イ
で
強
化
さ
れ
て
い

る
だ
け
あ
り
ダ
メ

ジ
は
か
な
り
の
も
の
だ
が

し
か
し
や
は
り

直
は

ど
無
い

地

と
同
時
に

け
反
り
か
ら
復
帰

体
も
回
復
し
て
い
た

 
そ
の

体
も

ホ
ロ
ウ
の
遠

離

が

め
て

て
く
れ
て
い
る

ぶ
る

あ
あ
あ
あ
あ

く
 
し
か
し

ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
い
そ
う
に
な
か

た

 

り

ぐ
剣
弾
の
雨
を
弾
き
な
が
ら
突

ん
で
く
る

突
進
技
判
定
が
全
身
に

さ
れ
て

い
る
の
か
剣
や
槍
は
弾
か
れ

体
値
も
残
り
わ
ず
か
と
い
う
と
こ
ろ
で

少
が
止
ま

て
い

た 
こ
れ
は
死
ぬ
な

と

を

め
る

 

を

分
に
し
た
時
に
喰
ら

た
闇
の
波
動
と
強

な
三

撃
に
よ
り

の
残
り

は
二

弱
の
危
険

力
を
下

ら
れ
て
い
る
の
も
あ

て
あ
と
一
撃
で
全
損
す
る
の
は
明
ら
か
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だ

た
さ
せ
る
か

 
そ
の
時

の
前
に
身
を

し
て
ス
ト
レ
ア
が

び

ん
だ

身
の

を
超
え
る

紺
の

剣

を
翳
し
ボ
ス
の
突
進
を

け
止
め
る

そ
の
衝
撃
を
殺
し
切
れ
ず
ず
ざ

と
ヒ

ル
ブ

ツ
が
後
ず
さ

た

キ
リ
カ

一
気
に
仕

め
ま
す
よ

 
更
に

の

に
黒
コ

ト
を

た
ユ
イ
が

ぶ

黒
と
白
の
片
刃
剣
を

手
に
持
ち
闘

を

ら
せ
て

う
義
姉
の
目
は

勝

の
二
文

し
か
眼
中
に
無
い
よ
う
だ

た

 
一

ん
の
一

で
は
あ
る
が

下
が

て
と

い
そ
う
に
な

た

あ
あ

分
か

た

 
し
か
し

そ
の
一

を

み

み

は

い
た

 
義
姉
も

き

て
ボ
ス
を
見
や
る

め
て
死
ね

い

こ

ん
の

 
ボ
ス
が
大
き
く

を

ぐ
の
に
合
わ
せ
ス
ト
レ
ア
が

手
剣

ド
ス
キ
ル
を
放

た
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放
た
れ
た
の
は

発
技

バ

ク
・
ラ

シ

最
初
に
背
中
を
見
せ
つ
つ

前
を
向
く
勢
い

と
共
に
剣
を
振
り
上

る
一
撃
は

を
弾
き

ボ
ス
の
体
勢
を
大
き
く

す

 
そ
こ
で

と
ユ
イ
は
同
時
に

み

ん
だ

ス
ト
レ
ア
の

を

り
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
ス
キ

ル
を
立
ち
上

手
の
剣
に
光
を

す

 

ん
だ
ス
キ
ル
は
最
上

剣
技

ジ
・
イ
ク
リ
プ
ス

二
十
七

撃
か
ら
な
る
剣

を
全
力

で

く
間
に

き

む

こ
れ
で終

わ
り
で
す

 
そ
し
て

最
後

 
二
人
同
時
に
突

し

の
剣
を

手
の

体
に
突
き

む

ス
パ

ン

 
と
真

ク
リ
テ

カ
ル
が
出
た
時
特
有
の

が

を
打
ち
正
に
会
心
の
一
撃
で
あ
る
事
を
確
信
す
る

 

上
に
目
を
向
け
れ
ば
十
本
あ

た

ゲ

ジ
は
最
後
の
一
本
に
至
る
ま
で

に
空
に
な

て
い
た

な
ん
と
か

倒
せ
た
か

 

と
安

の
息
を

く
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あ
の

が

間
に

ち
な
く
て
良
か

た
し
心
配

に
こ
ち
ら
を
見
て
く
る
プ
レ
ミ
ア
の
事

を

え
れ
ば

が
や
ら
れ
ず
に
済
ん
だ
事
に
も
安
心
で
き
た

戦
い
は
ま
だ
終
わ

て
い
な
い

が

そ
れ
で
も
一
つ
の

場
は
越
え
た
と

え
る

 

と
は

え

ま
だ

く

だ
が

 
戦

て
い
る
間
に

に
し
た
ホ
ロ
ウ
の
推

も
浮
か
べ
て
い
た
そ
れ
が
合

て
い
る
の
な

ら

は
お
れ
た
ち

キ
リ
ト
に
と

て
因
縁
深
い

で
あ
る

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
打
ち
克

た

 
ホ
ロ
ウ
が
身
を
堕
と
し

し
か
し
這
い
上
が
り
離
れ
た
可
能
性

  

一

が
行
き

い
た
か
も
し
れ
な
い

憎
悪
の
化
身

  
実
の
兄
に
見
捨
て
ら
れ
た
時
に
形
を
得
て

生
体
同
期
型

無
銘

を

め

ま
れ
た
時

に

を
得
た
そ
れ
と
個
人
戦
・

体
戦
を
経
て
三

対
峙
す
る
事
に
な
る
と
は

し
か
も
浮
遊

城
を
死
の
世
界
に
変
え
た
者
達
の
手
に
よ

て

ま
た
別
の
仮
想
世
界
で

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

葉
で
は
な
い
が
こ
う
も
自
分
自
身
と

対
す
る
事
に
な
る
と

た
る
思
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い
が

く

 
と
は

え

今
回

そ
れ
と
ま
と
も
に
や
り
合
う
必
要
は
お
そ
ら
く
な
い

 
ホ
ロ
ウ
に
は

か
策
が
あ
る
ら
し
い
か
ら
だ

 
さ
て
そ
れ
は

だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら

は
⻘
暗
い
光
に

ま
れ
変
身
を
始
め
た
ボ
ス
か

ら

離
を
取

た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編

時
に
は
書
き
切
れ
な
か

た
リ
把
握
し
て
い
な
か

た
外
部
出
演
作
品
の
バ
ル

バ
ト
ス
の
要

を

め

み
ま
し
た

分
以
上
の

写
を

い
た
の
は

バ
ル
バ
ト
ス
の

要

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
で
書
い
て
い
る
た
め
で
す

 
そ
の
ぶ
ん
本
文
が

く
な

て
し
ま
い
ま
し
た
が

キ
リ
が
良
か

た
の
で

 

な
ん
で

は
一
万
五
千
文

も
書
け
て
た
ん
だ
ろ
う
か
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な

ボ
ス
に
一
人
で

ん
だ
の
か

 

リ

フ

が
堕
天
使
に
一
人
で
勝

た
対
抗
心
か
ら

 

多
人
数
だ
と
い
つ
カ
ウ
ン
タ

ぶ

さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い

心
か
ら

 

覚

和
シ
ス
テ
ム
を
無

化
す
る
強
化
技
を
人
間
プ
レ
イ

に
向
け
な
い
ヘ
イ
ト

理

 
以
上
の
三
つ
が

を

分
以
下
に
す
る
ま
で

ロ
だ

た
理
由
に
な
り
ま
す

 

合
と
し
て
は

対

対

く
ら
い
で

心
が
勝

て
い
ま
し
た

 

和
無
し
の

再
現
と
か
現
実
で
も
発
作
が
出
る
レ
ベ
ル
な
の
で

キ
リ
ト
だ

た
キ
リ

カ
と
ホ
ロ
ウ
が
そ
れ
を

過
す
る

が
無
い
よ
ね
と

 
ホ
ロ
ウ
が
静
観
の
構
え
を
取

て
い
た
の
も
シ
リ
カ
達
が
参
戦
し
て

再
現
の
対

に
な
る

事
を

け
る
た
め
で
す

 
そ
し
て
再
使

の
可
能
性
も

慮
し

参
戦
し
た
の
は
全

組
だ
け
に
な

て
ま
す

 

ま

キ
リ
カ
と

が
深
い
の
が

組
だ

た
か
ら

と
い
う
ミ
ラ
ク
ル
な
の
で
す
が

  

Ｓ
Ａ
Ｏ
編
で
は

ロ
で
倒
せ
た
の
に
な

出
来
な
か

た
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狂
戦
士
が

を

て
い
て
心
意
再
現
技
の
影

を

断
し
て
い
た
た
め

 

弾

直
が

い
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も

け
反
り

す
る

体
も
あ
り

ス
キ
ル
コ
ネ
ク
ト

剣
技

の
強

み
を
生
か
し
切
れ
な
い

性
に
な

て
い
ま
し
た

 

が
無
い
か

手
の

を
ぶ
ち

く
レ
ベ
ル
で
心
意
に

し
て
い
れ
ば

ロ
で
い
け

た 
現
状
作
中
キ

ラ
で
ぶ
ち

け
る
レ
ベ
ル
な
の
は
全
力
キ
リ
ト
と
獣
時
の
ホ
ロ
ウ

未
登
場

め
る
と
ベ
ル
ク

リ
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

タ

者
カ

デ

ナ
ル
サ
ト
ラ
イ
ザ

は
出

来
る

  
・
ザ
・
ジ

ノ
サ
イ
ド
バ

サ

カ

の
使

技

 
以
下

使

 

ア
バ
ラ
ン
チ

き
切
る

 
ア
プ
リ

テ
イ
ル
ズ
オ
ブ
ザ
レ
イ
ズ

の

技

 
や
や

た
り
と
し
た
動
作
で

を

き
つ
け
る
地
属
性
攻
撃
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の

ジ
ア

ス
ク
ラ

シ

初
撃
と
大
差
は
無
い
が

こ
の
技
は

を
発
生

さ
せ
な
い

攻
撃

も

い

 

デ

ド
イ
ン
フ

ル
ノ

様
ら

殺
し
だ

 
同
ア
プ
リ
内
の

技

 
雄

び
を
上

る
モ

シ

ン
で
闇
の
波
動
を
全
方

に
放
ち
ダ
ウ
ン

い
し
つ
つ

手
を

引
き
寄
せ

最
後
に
少
し

ば
す
凶
悪
技

 
ぶ

ち

け
オ

ト
で
こ
れ
だ
け
使

て
て
も
ら
う
だ
け
で

強
い

 

三

殺

様
を
殺
す

三
重
苦
だ

 
同
ア
プ
リ
内
の
イ
ベ
ン
ト

技

 

来
と
違
い

振
り
上

き
付
け

突
き
か
ら
な
る

攻
撃

 

の

体

り
ボ

ナ
ス
が
あ
る
の
で
強
い
の
だ
が

モ

シ

ン
が

す
ぎ
て
使
い
づ
ら

い

最
近
は

の

体
数
が
多
く
な
い
た
め
こ
れ
よ
り
も

発
技
で
ク
リ
テ

カ
ル

た
方
が

い
い
ま
で
あ
る
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ヴ

イ
オ
レ
ン
ト

イ
ン

も

と

し
も
う

こ
の

み
を
よ

 

で
残
り
Ｈ
Ｐ

以
下
に
な
る
と
使

す
る
強
化
技

演
出
後

で
攻
撃
す
る
と
Ｂ

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
１
０
０

に
な
る
ギ
ミ

ク
が
あ

た
り
し
た

 
本
作
で
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
で
キ
リ
ト
が

み
に
苦
し
む
事
に
な

た
原
因

自
身
と

手
に
攻

撃
力
１
０

力

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
の
バ
フ
・
デ
バ
フ
を
付
与
し

更
に

手
プ
レ
イ

の

イ
ン
・
ア
ブ

バ
・
シ
ス
テ
ム

覚

和
シ
ス
テ
ム

を
無

化
す
る
と
い
う
凶
悪
技

 
こ
ん
な
設
定
に
な

て
い
る
の
は

論

亡
国
機
業

の
せ
い

 

み
に
打
ち
克
て
て
な
い
と
兵
士
と
し
て
運

で
き
な
い
か
ら
ね
外
道

 

殺
・
魔
神
剣

い
ま
死
ね

い

離
性
ミ
リ
オ
ン
ア

サ

コ
ラ
ボ
時
の
異
界
型
バ
ル
バ
ト
ス
の
攻
撃
技

 

合
の
よ
う
に

を
構
え
た
後

大
き
く
振
り

い
て
地
を
這
う
斬
撃
を

ば
す

技
名
は

出
な
い
の
で
予

に
な
る
が
地
を
這
う
斬
撃
を

ば
す
技
は
殺
・
魔
神
剣
だ
け
な
の
で
多
分

合

て
る
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特
に
付
与

果
は
無
い
し
原
作
の
確

死
も
無
い
の
で
コ
ラ
ボ
時
に
使

さ
れ
た
時
は

デ
レ
タ

ン
に

し
い

 

ブ
ル

・
ア
ス
タ
ニ

シ

ぶ
る

あ
あ
あ
あ
あ

 
ア
プ
リ

イ
ビ
ル
チ

ジ
と

う
べ
き
第
二

技

多
分
イ
メ

ジ
は
猛

 
高

力

つ
出
が
最
速
な
の
で

な
技
な
の
だ
が

体

ボ

ナ
ス
が
無
い
の
が
残
念
な

と
こ
ろ

 
ち
な
み
に
ア
プ
リ
内
で
も
原
作

で
も
別
に

体
は
付
か
な
い
が

だ
と
攻
撃

殺
が

き
る
の
で

本
話
で
剣
弾
を

び
て
も

体
が

ら
な
か

た
の
は
そ
れ
の
再
現

 

パ
ニ

シ

め
て
死
ね

い

 
ア
プ
リ

技

 
振
り
か
ぶ

た

を

に
大
き
く

ぐ

発
重
攻
撃

 
ラ
ン
ク
こ
そ

い
が

消

体

技
中

体

ク
リ
テ

カ
ル

発
生

と
強
化
ボ

ナ
ス
が
結
構
良
く

出
が
速
く
て
す
ぐ
終
わ
り

ク
リ
テ

カ
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ル
が
出
や
す
い
キ

ラ
な
上
に

発
技
だ
と
更
に
出
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と
合
わ
さ
り
四
つ
の
技

セ

ト

の
一
つ
の
候
補
に

が
る
く
ら
い
高
性
能

ド
ラ
ク
エ
で

う
大
魔
神
斬
り
み
た

い
に
ク
リ
テ

カ
ル
が
ポ
ン
ポ
ン
出
る

 
な
お

本
話
で
は
ス
ト
レ
ア
の

ド
ス
キ
ル
で
パ
リ

さ
れ
た

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
四
章
 

獣
を
倒
す
は
人
の
想
い

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
で
一
応
決

で
す

め
で
す
が
ま
あ
ホ
ロ
ウ
に

し
て
は
Ａ
Ｌ
Ｏ
編
の
け
も
の

点

で
大
体
書
い
た
の
で

 

点

ホ
ロ
ウ

 

数

約
四
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
戦

を
手
に
し
た
男
が

を
つ
き

れ
る

 
程
な
く
そ
の
体
が
⻘
暗
い
光
に

ま
れ
る
の
を
見
て

い
よ
い
よ
か

と
息
を

く
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お

れ一

が
行
き

い
た
か
も
し
れ
な
い

憎
悪
の
化
身

 
実
の
兄
に
見
捨
て
ら
れ
た
時
に
形
を
得
て

生
体
同
期
型

無
銘

を

め

ま
れ
た
時

に

を
得
た
そ
れ
と

個
人
戦
・

体
戦
を
経
て
三

対
峙
す
る
事
に
な
る
と
は

 
し
か
も
浮
遊
城
を
死
の
世
界
に
変
え
た
者
達
の
手
に
よ

て

ま
た
別
の
仮
想
世
界
で

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

葉
で
は
な
い
が
こ
う
も
自
分
自
身
と

対
す
る
事
に
な
る
と

た
る
思

い
が

く

 

ホ
ロ
ウ
に
と

て
は

こ
れ
で
六

目
か

 
一

目
は
闘
技
場
個
人
戦
の
ボ
ス

 
二

目
は
闘
技
場

体
戦
の
ボ
ス

 
三

目
は
第
一
層
で
徴
税
部
隊
を
追
い
払

た
後
レ
イ
ン
の
背
で
気
絶
し
た
時
に
精
神
世
界

で
対
峙
し
た
シ
ロ

 
四

目
は
ア
キ
ト
の
生
死

い
て
は
己
の
人
と
し
て
の
最
期
を

け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

 
五

目
は
負
に

ま
れ
獣
に
堕
し
た

に

再
び

と

 
そ
し
て

別
の
仮
想
世
界
に
再
臨
し
た
未
完
の
浮
遊
城
で

 
し
か
も

の
因
果
か
モ
ジ

ル
が
取
り

ん
だ
巫
女
は
か
つ
て
の
自
分
の
よ
う
に
負
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に

ま
れ
て
い
る

そ
の
負
に
抗
う
だ
け
の
過
去
も
無
い
真

新
な
存
在
だ
か
ら
仕
方
な
い
が

と
ん
だ

肉
だ
と
自
重
の

み
が
零
れ
た

 
そ
ん
な
中
光
が
体

を
変
え

ん
で
い
く

人
型
の
そ
れ
は
と
て
も
華

で
小

だ

自

分
や
キ
リ
カ
と

同
じ
体
格
で
あ
る

 
そ
し
て

光
が
晴
れ
れ
ば

 
そ
こ
に
は
自
分
が
い
た

ユ
イ
と
同
じ
黒
コ

ト
に
身
を

み
フ

ド
を

て

を

し

そ
れ
で
も

せ
な
い

ど
昏
い

を
し
た
少
年
が

 
ま
る
で
か
つ
て
の
自
分
の
よ
う

古
い

を
見
せ
ら
れ
て
い
る
気
分
だ

 

本

に

そ
ん
な
気
分
だ

 
違
い
は
己
は
自
分
か
ら
勝
手
に
捨
て
た
の
に
対
し
巫
女
は
最
初
か
ら
持

て
い
な
い
事
だ

ろ
う

 

は
捨
て
た
分
を
負
で

め
た

 
巫
女
は
空
い
て
い
た
か
ら
負
で

ま

た

 
そ
れ
だ
け
の
違
い
だ
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だ
か
ら

手
に
取
る
よ
う
に
よ
く
分
か
る

 
あ
の
体
の
内
に

が
蠢
き

が

ば
れ
て
い
る
の
か

 

あ
あ

分
か
る
と
も

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

を
別
ち
世
界
が

壊
す
る
ま
で
の
数

月

ず

と
負
を
せ
き
止
め
る
人

だ

た

に
は
分
か
る

死
を
恐
れ
人
を
憎
み
世
界
を
怨
む
そ
の
声
を

は
魂
の

に

ま
で

み

ま
れ
た
か
ら

そ
も
そ
も

自
身
が
そ
れ
ら
を

い
て
い
た
か
ら

 
憎
た
ら
し
い

ど
に

眼
前
に
現
れ
た

レ
は

二
つ
だ

た

味
が
悪
い

 

く

き
捨
て
る

 

手
は
も
ち
ろ
ん

に
ネ
オ
・
コ
ア

無
銘
を

め

ん
で
く
れ
た

亡
国
機
業

だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
デ
ス
ゲ

ム
化
を
企
て
た

郷
に
手
を

し
た
者
が

ら
の
一
味
で
あ
る
事
は

知

の
事
実

更
に

ド
ア

ト
・
オ
リ
ジ
ン
の
製
作
を
手
掛
け
て
い
る
組

に
入
り

ん
で

い
る
事
も

こ
の
モ
ジ

ル
が
再
現
す
る
ボ
ス
の
共

点
を
見
れ
ば
想
像
に

く
な
い

 
そ
う

え
れ
ば
悪

の
一
つ
や
二
つ
は

き
た
く
も
な
る
と
い
う
も
の
だ

こ
の
身
を
堕
と
す

程
の
憎
悪
を

え
れ
ば

然
足
り
な
い
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だ
が

今
は
そ
れ
が

武
器

に
な
る

 
自
身
が

人

で
あ
る
と
自
負
で
き
る
の
は
感
情
だ

 

に
な

て
思

は
速
く

明
に
な
り

論
理
的
に
な

た
が

そ
の

に
導
き
出
す

え

は
様

そ
の
多
様
性
こ
そ
が

人

の
証
な
の
だ

理
に
反
し
て
る

だ
と
か

望
ま
し
く
な
い

だ
と
か

客
観
的
な
意
見
だ
け
で
な
く

だ

と

明
確
な
主
観
を

ん
だ
意
見
を
持

て
い
る
事
こ
そ
が

 
思

の
先
論
理
に
そ
ぐ
わ
な
い
意

の
発

感
情
こ
そ
が
人
の
証
で
あ
り
強
み

で
あ
る

  

故
に

憎
悪
を
以
て
憎
悪
を
制
そ
う

  
か
つ
て
亡
霊
が
望
ん
だ
兵
器
の
形

そ
の
一
つ

 

な
く
命
を
奪
う
そ
の
果
て
の
在
り
方
を
以
て

亡
霊
達
の
策
謀
を
打
ち
破
る
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か
ら
だ魂

は
つ
る
ぎ

絶
望
で
出
来
て
い
る

  

ず
さ
む
の
は
己
の
全
て

喪

た
己
の
歩
み
そ
の
果
て
に
得
た
も
の
を

現
化
す
る

の 

一
節

 

二
つ
の

が
動
く
前
に

呼
び
出
し
た
槍
と
剣
で
そ
の
身
を

き

更
に

を
⻑
物
で

て
身
動
き
を

じ
る

  

血

は
憎
悪
で
心
は

  
二
節

 
武
器
の

を
破
ろ
う
と
足
掻
く

に
継

ダ
メ

ジ
を
与
え
る

属
性
の
武
器

を
一

気
に

り

が
せ
る
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た
び
の
戦
場
を
経
て

死
な
ず

不
死

  
三
節

 
手
に
し
た
武
器
を
投

て
く
る
が
そ
れ
を

撃
す
る
よ
う
に
こ
ち
ら
も
剣
弾
で

撃
更
に

追
撃
す
る

  

た

た
一

の
終
わ
り
も
な
く

  
四
節

 
同
じ
よ
う
に
数
多
の
武
器
を

し
た

を
見
て
こ
ち
ら
も
風
で
浮
き
直

応

を
始
め
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る  

た

た
一

の
成

も
な
し

  
五
節

 
剣
に
は
剣
を
槍
に
は
槍
を

に
は

を

て
て

殺

生
じ
た
隙
は

間
が
突
い
て
ま

た
生
じ
た
隙
を

が
突
く

  

い
手

怨
霊
は
こ
こ
に
独
り

闇
の

で
け

ん
絶
望
を
捨
て
る

  
六
節
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が

え
形
を
変
え
た

白
い

に
白
い
仮
面

正
真
正
銘
亡
霊
が
望
ん
だ
化
け
物
と
し

て
の

  

さ
れ
ど

こ
の
生

は
い
ま
だ
果
て
ず

  
七
節

 
無
数
の
武
器
を

ば
け
も
の

亡
霊
に
突
き
立
て
身
動
き
を

じ
同
時
に
十
三
の
武

を
十
六

に
展

開

無
手
に
な

た

手
を
突
き
出
し

手
で

を

む

 

を

む

 
そ
の
先

亡
霊
の
背
後
に
い
る

か
を

む

 
不

明

不
定
形
な

か

体
を
弄
り
ま
わ
し

実
験
に
掛
け
た
組

の
人
間

 
憎
む
べ
き

 
殺
す
べ
き
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不

天
の

を

む

  

こ
の
体
は

無
間
の

つ
る
ぎ

絶
望
で
出
来
て
い
た

  
最
終
節

 
そ
の

め
を
契
機
に

世
界
が
変
わ

た

文

り

 
未
完
の
浮
遊
城
そ
の
内
部
最

に
広
が
る
星
空
を
思
わ
せ
る
空
間
か
ら
一
変
し
死
の
原

が
そ
こ
に
は
広
が
る

 
地
を

め

く
す
は
白
骨
の

と

骨
を

す
深
紅
の
海

天
に
は
全
き
黒
の
太
陽
が

り
だ
ら
だ
ら
と

の
様
に
深
紅
の

泥
を

れ
流
し
て
い
る

空
気
は

に
絡
み
つ
く

の

そ
れ
に
変
わ

て
い
た

 
人
の
ま
ま
憎
し
み
に
身
を

ね
て
い
れ
ば

遠
く
な
い
未
来
に

い
た
で
あ
ろ
う

血

 
獣
だ

た
時

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
対
峙
し
た
あ
の
世
界
だ



 第五十四章 〜獣を倒すは人の想い〜

 
負
に

ま
れ
た
と
は
い
え
共
鳴
し
て
い
た
の
も
ま
た
事
実

こ
の
心

風

は

自
身
が

い
て
い
た
憎
し
み
故
に
持
つ
に
至

た
も
の
で
も
あ
る
の
だ

 
未
だ

り

け
る
己
の
獣
性
の
発

 
こ
の
世
界
に
は
キ
リ
ト
が
背
負

た
怨
み
が

し
て
い
る

へ
の
憎
悪

ビ

タ

へ
の
憎
悪

キ
リ
ト
と
い
う
個
人
へ
の
憎
悪

世
界
か
ら
向
け
ら
れ
そ
し
て
背
負

た
負
の
全
て
が

に
は
あ
る

 
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
生
じ
た
怨
み
も

然
あ
る

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

 
亡
霊
が

ぶ

 
亡
霊
が
取
り

み

に
展
開
し
て
い
た
闇
が

の
世
界
に

ぎ
取
ら
れ
て
い

て
い

る
か
ら
だ

え
て
い
る
の
は
力
を
喪
う
事
へ
の
恐
れ
か
あ
る
い
は
新
た
に
自
我
を
得
よ
う
と

し
て
い
る
の
か

 

ど
う
で
も
い
い

 
す
べ
き
事
は
明
白
だ

巫
女
を
救
い
出
す

そ
の
一
点
こ
そ
が
重
要
な
の
だ

こ
の
世
界
か
ら
消
え
失
せ
ろ

い
い
加

目

り
だ
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負闇

を
取
り

む
に
つ
れ
世
界
は
昏
さ
を
増
し
て
い
く

 
友
た
ち
は
足
を
止
め
て
い
る
が
し
か
し

惑
の
気
配
は
な
い

信
頼
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う

 

ん
と
う
に

も

た
い
な
い
事
を
し
た

 
そ
ん
な

し
あ
わ
せ

後
悔
を

き
な
が
ら

ず
さ
む

 

が
得
た

果
て
の

え
の
道
程
を

 

こ
こ
ま
で
は
第
一

憎
し
み
を

え
果
て
る
事
を

け
入
れ
ら
れ
な
か

た
獣
が

い
た
道
程
の

そ
の
終
わ
り

 
こ
こ
か
ら
は

と
も
だ
ち
が
繋
い
で
く
れ
た
先
の
道
行
き
だ

 

手
を
突
き
出
し

手
で

を

む

  

希
望
を
捨
て

誇
り
を
捨
て

誓
い
を
捨
て

己
を
識

た
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か

き
に
失
し
た
が

 

あ
あ

け
れ
ど

 

か

た
と

気
付
け
た
だ
け

せ
な
の
だ
ろ
う

 
気
付
け
な
か

た

は
目
の
前
に
あ
る
の
だ
か
ら

  

に
至
る
は
果
て
な
き
死
闘

  
こ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け
生
き
る
か
分
か
ら
な
い

  

に
至
る
は

無
き
本
能

  
い
つ
ま
た
獣
に
堕
ち
る
か

と
し
て
知
れ
な
い
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き
に

い
たか

ば
ねづ
か

  
今
後

ど
れ

ど
の
命
を
奪
う
事
に
な
る
か

も
つ
か
な
い

  

縁
を
切
り

い
を
切
り

業
を
切
り

魂
を
も
絶
つ
我
が

し

う
が
い

絶
望

  

け
れ
ど

あ
あ

け
れ
ど
だ

  

空
虚
を
以
て

因
果
を
絶
つ
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も
う
二

と
と

も間
を
裏
切
り
は
し
な
い

  

未
来
を
創
る
は
誓
い
の
刃

  
そ
れ
は
人
な
ら
ざ
る
存
在
に
な

た
こ
の
身

こ
の
魂
で
い
ま
一

立
て
た

新
た
な

誓

  

ち

業
か
ら
の
解
放
な
り

  
世
界
が

に
た
び

二

変
容
す
る

 
天
の
黒
陽
が
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流
れ
る

こ黒
け
つ血

が

 
大
地
の
白
骨
が

 
亡
霊
の
闇
も

 
全
て
が

の

手
に
集
約
す
る

 

そ
う
し
て
現
れ
た
の
は

一
本
の
剣

 
刀
身
は

く

剣

ど
で
は
な
い
が

く
片
手
剣
に
し
て
は
や
や
華

な
そ
れ
は
ご
く
ご

く
わ
ず
か
に

き

て
い
る
よ
う
に
見
え
る

刃
の
色
は

 
銘
を

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

闇
払
う
者

と
い
う
名
を
持
つ
剣

 
人
な
ら
ざ
る
身
に
な

て
か
ら
一

も
持
た
な
か

た
そ
れ
は
獣
に
堕
ち
た
時
決
定
打
を

与
え
て
き
た
様

な
意
味
で
因
縁
深
い
剣
で
あ
る

 
人
で
な
く
な
り

間
を
穴
に

と
し
た

に
は
持
つ

格
な
ど
無
い
と

え
て
い
た
が

し
か
し

・こ
・れ
・し
・か
・な
・い

と
も
思

た

 
こ
の
剣
は
誓
い
の
剣

解
放
の
証

 
人

が
希
望
と
し

り

願
い
を

す

徴
な
の
だ

 

肉
な
も
の
だ
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自
ら
の
意

で
捨
て
た
剣
に
再
び
頼
る
事
に
な
る

結

の
と
こ
ろ

は
最
初
か
ら
と
も

だ
ち
の
存
在
な
く
し
て

戦
え
な
い
と
い
う
わ
け
だ

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

れ
た
の
も
あ
る
意
味
道
理
だ

た

だ

 
ま

た
く
も

て

立
た
し
い

自
分
の
弱
さ
が

立
た
し
い

 
な
に
よ
り

こ
の
在
り
方
に
心
地
よ
さ
を
覚
え
て
い
る
己
の

合
の
良
さ
が

立
た
し

か

た

 

り
た
い
と
は

ま

た
く
思
わ
な
い
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
と

二
つ
の
獣
を
倒
す
に
至

た
コ
レ
は
亡
霊
モ
ド
キ
に
は
さ
ぞ

く
だ
ろ

う 
亡
霊
は

に
死
に
体

取
り

ん
で
い
た

大
な
負
も

ど

が
奪
い
取
り

は

に

残
り
か
す

こ
ち
ら
の
一
撃
を

え
る
だ
け
の

も
残

て
い
な
い

 
そ
も

お

れ

た

ち
一

の

を
取

て
負
を

て
い
る
時
点
で

の
こ
の

は
絶
大
な
特

攻
を
有
し
て
い
る

 
こ
れ
で
終
い
だ

お
前
も
成

し
て
い
き
な
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人
を
憎
み
世
界
を
怨
み
全
て
を

た
獣
が
見
た

え

も
同
じ
も
の
を

え
て
い
た

に
も

わ
ら
ず

道
を
違
え
る
事
に
な

た
要
因

 
獣
が
目
覚
め
る
こ
と
な
く
眠
り
を

え

目
覚
め
た
獣
す
ら
も
眠
り
に
誘

た
そ
の
力

 

人
を
想
う
意

を
形
に
し
た
剣
で

亡
霊
を
真

二
つ
に
斬
り
裂
い
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

ば

か
り
や
ん

 
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
で
す
ね

ハ
イ

で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
も

心

風

持

て
る
し

あ
れ
だ
け
獣
と
し
て

れ
た
ホ
ロ
ウ
も
持
た
な
い
と

て
思
い
ま
し

て 

は
自
身
の
道
程
在
り
方
を

と
し

み
イ
メ

ジ
を
強

に
す
る
も
の
な
の
で
必
要

な
ん
で
す

 
ち
な
み
に
士

と

正
の

が
参

前
者
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
リ
ト
と
同
じ
参

で
す
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・
無
間
の

 か
ら
だ魂

は
つ
る
ぎ

絶
望
で
出
来
て
い
る

 
血

は
憎
悪
で
心
は

 

た
び
の
戦
場
を
経
て

死
な
ず

不
死

 
た

た
一

の
終
わ
り
も
な
く

 
た

た
一

の
成

も
な
し

 
い
手

怨
霊
は
こ
こ
に
独
り

闇
の

で
け

ん
絶
望
を
捨
て
る

 

さ
れ
ど

こ
の
生

は
い
ま
だ
果
て
ず

 
こ
の
体
は

無
間
の

つ
る
ぎ

絶
望
で
出
来
て
い
た

 

・
第
一

の

 
人
か
ら

に
な
り
獣
へ
と
堕
ち
て
倒
さ
れ

で
再
会
を
果
た
す
ま
で
の
道
程
を
表
し

て
い
る

 
獣
に
堕
ち
た
時
に
見
せ
た
負
の
世
界
を
展
開
し
フ

ル
ド
内
の
負
を
集
め
て
自
身
を
強
化

し

手
が
負
を

て
い
れ
ば
奪
い
取

て
弱
体
化

更
に

手
に

い
を
付
与
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要
は

ア

ン

リ

・

マ

ユ

こ
の
世
全
て
の
悪

の
ミ
ニ
ス
ケ

ル

 
と
は

え
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
人
の
負
は
実

に

め

ん
で
い
る
の
で
常
人
は
発
狂
・

人
化
す

る 
こ
れ
を

に

け
て
正
気
で

ら
れ
る
の
は
現
状
キ
リ
ト
と
ホ
ロ
ウ
の
み

だ

た
の
は
Ａ

Ｌ
Ｏ
編
ま
で
で
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
事
変
を
経
た
現
在
は
ユ
ウ
キ
達
も
多
少
は

え
る

で
も
キ
リ

ト
達
が
死
ぬ
光

を

見
せ
ら
れ
た
ら
発
狂
す
る

の
キ
リ
ト
達
は
別
の
ト
ラ
ウ
マ
で
発
狂

を
抑
え

む

 
今
話
で
は
モ
ジ

ル
の
負
を
奪

て
弱
体
化

つ

く
二

目
の
心
意
の
強
化
を

た

 
ち
な
み
に
無
間
と
は

地
獄
を
一
と
し
て
そ
の
一
千

の
責
め
苦
を

け
る
八
大
地
獄

の
第
八
の
地
獄
の
こ
と

キ
リ
ト
は
現
実
も
仮
想
世
界
も
地
獄
と
見
て
い
た
の
で
そ
の
心

境
が
反

さ
れ
て
い
る

  
・
夢

の
心
意

 
希
望
を
捨
て

誇
り
を
捨
て

誓
い
を
捨
て

己
を
識

た
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に
至
る
は
果
て
な
き
死
闘

 

に
至
る
は

無
き
本
能

 

き
に

い
たか

ば
ねづ
か

 
縁
を
切
り

い
を
切
り

業
を
切
り

魂
を
も
絶
つ
我
が

し

う
が
い

絶
望

 
空
虚
を
以
て

因
果
を
絶
つ

 
未
来
を
創
る
は
誓
い
の
刃

 

ち

業
か
ら
の
解
放
な
り

 
心
意

・
第
二

の

 
キ
リ
ト
が
獣
に
な
ら
な
か

た
人
を
想
う
心
で
救
わ
れ
過
去
を

り
切
り
未
来
へ
歩

み
出
し
て
か
ら
の
在
り
方
を
表
す

 
先
に
展
開
し
た
世
界
に
あ
る
負
を
全
て
取
り

み

華
さ
せ
己
の
力
に
す
る
シ
リ
カ
達
が

許
し
た
か
ら
こ
そ
発
現
し
た
正
の
力

 
獣
だ

た
自
身
を
打
ち
倒
し
た
決
定
打
を

し
た
結
果
同
じ
剣
が
形
に
な

た

 
前

話
の
や
ろ
う
と
し
て
る
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

に
対
し
て
し
た
事
と

同
じ
だ
は

こ
れ
の
こ
と
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・
キ
リ
ト
の

と
の

対
ヴ

フ
ス
・
後
編
よ
り

 
血
肉
は

こ
こ
ろ

精
神
は
救
済

 

く
全
て
を

び
捨
て
る
矛
盾

 
た
だ
一

の
成

は
な
く

 
た
だ
一

の
失

も
な
し

 
い
手

生

は

に
一
人

 か
ば
ねの

で
け
ん悪

を

る

 
故
に

こ
の
生

に
意
味
は
要
ら
ず

 
こ
のか

ら
だは

無
限
のつ

る
ぎ悪

で
出
来
て
い
た

 
己
の
悪
性
を
以
て
他
者
を
守
る
決
意
の

 
誓
い
の
剣
は
捨
て
て
な
い
が
第
百
層
で

間
を
全

目
の
前
で
喪

た
時
の
心
境
が
強
く
反

さ
れ
て
お
り

守
る
た
め
な
ら
悪
も

す
覚
悟
が
現
れ
て
い
る

 
現
在
は
ユ
ウ
キ
達
と
交

し
て
い
る
の
も
あ
り

覚
悟
は
強
ま

て
い
る
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一
応

で
の
問

は

で

み
ま
す

載

ん
で
⻑
期
間
に
な

て
ま
す
し
他
の
問

も

写
し
な
い
と
ス
ト

リ

進
ま
な
い
の
で

 

ア
ン
ケ

ト
の

で
す

む

は
多
分

た
せ
ま
せ
ん
で
し
た

す
み
ま
せ
ん

 
そ
れ
も
こ
れ
も
キ
リ
ト

強
く
し
過
ぎ
た
ん
自
分
の
せ
い
や

 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
十
五
章
 

一
方
の
終
幕
と
他
方
の
開
幕

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
で

編
は
一

切
り
と
な
り
ま
す

な
お
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
が
離
脱
中
な
の
で

エ
ピ
ロ

グ
に
は
入
り
ま
せ
ん

 

点

リ
ズ
ベ

ト

場

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ

  
そ
の
一
閃
は

至
上
の
も
の
だ

た

 
然
し
て
戦
い
の
経
験
は
な
く

間
の
中
で
も
下
か
ら
数
え
た
方
が

い
だ
ろ
う
自
分
で
も
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彼
が
放

た
一
振
り
が

の
も
の
だ

た
事
は
理
解
で
き
た

 
私
の
心
が

魂
が

え
た

 
た

た
一
太
刀
に
魅
せ
ら
れ
た

 
き

と
ホ
ロ
ウ
は

が
る
だ
ろ
う
け
ど

 
今
の
彼
の

は
正
し
く
キ
リ
ト
と

違
無
か

た

私
が
鍛
え

彼
が
誓
い
を
立
て
た
剣

を
振
る
う
そ
の

は

正
し
く
記

り
だ

た
の
だ

 
人
を
想
う

し
い
少
年
の

が
そ
こ
に
は
あ

た

 
か
つ
て

自
ら

定
し
た
剣
を
手
に
し
て

 
心
意
で
作
り
出
す
形
は
千
差
万
別

 
か
つ
て
獣
と
化
し
た
ホ
ロ
ウ
と
キ
リ
ト
が
対
峙
し
た
戦
い
を
見
て
理
解
し
て
い
た

ホ
ロ
ウ
が

変
わ
り
果
て
た

を
し
て
い
た
の
も
そ
の
影

だ
と
分
か

た
か
ら
だ

 
そ
ん
な
ホ
ロ
ウ
は
あ
の
と
き

ダ

ク
リ
パ
ル
サ

に
強
い

反
応
を
見
せ
た

 
無
理
も
な
い

私
自
身
彼
に
は

い
重

を
負
わ
せ
た
と
自
責
の
念
が
あ

た

ま
し
て
七

十
六
層
の

の
メ
ン
タ
ル
を
引
き
ず

た
ま
ま
負
に

ま
れ
れ
ば
他
者
を
想

て
誓
い
を
立
て

た
証
な
ど

そ
の
も
の
で
あ
る
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大
の
大
人
に
だ

て
過
去
を

み
る
事
を

む
者
も
い
る

か

悪
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ

だ
が

あ
の
時
の
ホ
ロ
ウ
は
正
し
く

悪
だ

た

 
し
か
し
彼
は
そ
れ
を

み
下
し

華
し
て
み
せ
た

 
そ
し
て
今

彼
を
想
う
人
達
の
気
持
ち
を
束
ね
たシ

ン
イ剣

が

一
人
の
少
女
を
救
い
出
し
た

 
彼
が
亡
霊
と

し
た
存
在
に

ま
れ
た

ダ
メ

ジ
斬
閃

本
来
な
ら

い
ポ
リ
ゴ
ン
を

ら
す

が

そ
の
色
合
い
は

暗
い
⻘
色

か
ら

光
を

ら
し
な
が
ら
少
女
が
出
て
き
た
の
だ

 
そ
の
容

は
プ
レ
ミ
ア
と

二
つ

も
同
じ
だ

テ

ア
と
違

て

の
目

に

き
黒

子
も
あ
り
二
人
が

ぶ
と
い
よ
い
よ
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
り
そ
う
だ

た

お
そ
ら
く
サ

バ

に
二
人
ず
つ

た
と
思
わ
れ
る
聖

の
女
神

聖
大
樹
の
巫
女
を

う
Ｎ
Ｐ
Ｃ

の

プ
レ
ミ
ア

な
の
だ
ろ
う

 

く
今
更
な
話
な
の
だ
が
サ

バ

デ

タ
が
一
つ
にユ

ニ
フ

ケ

シ

ン

一
化
さ
れ
た
時
Ｎ
Ｐ
Ｃ

達
は
一

で
上
書
き
さ
れ
て
い
る

な
の
に
な

同
時
に
存
在
し
て
い
る
の
か
は
不
明
だ

 
ま
あ
大
方
シ
ン
イ
に
よ

て
同
一
存
在
判
定
さ
れ
て
い
な
か

た
と
か
そ
う
い
う
感
じ
だ

ろ
う

 

一
化
時
に
第
三
の
巫
女
は
モ
ジ

ル
に

わ
れ
て
い
た
か
ら
別

判
定
を

け
た
可
能
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性
も
あ
る

 

に
せ
よ
一

プ
レ
イ

の

を
出
な
い
自
分
が
そ
の

の
追

を
す
る
必
要
性
は
な
い

だ
ろ
う

自
分
が
す
る
べ
き
な
の
は
キ
リ
ト
に
ユ
ウ
キ
達
が
し
た
よ
う
に
ホ
ロ
ウ
に
楔
を
打

つ
事
な
の
だ

ま

さ

き
の
を
見
た
感
じ

一
先
ず
は
安
心
か
ね

 

断
は

論
で
き
な
い

気
付
け
ば
あ
の
少
年
達
は
騒
動
の
渦
中
に
い
て

し
て
い
る
の

だ

な
ま
じ
名
声
と
能
力
と
実
績
が
あ
る
の
で
渦
中
に

な
く
て
も

き

ま
れ
た
り
す
る
点
が

タ
チ
悪
い

 
た
だ

騒
動
の
渦
中

と
い
う
意
味
で
は

今
は
安
心
し
て
い
い
だ
ろ
う

 
ホ
ロ
ウ
が
シ
ン
イ
を
以
て
絶
ち
斬
り

た
る
巫
女
を
救
い
出
し
た
か
ら
か
件
の
モ
ジ

ル
の
形
は

気
だ

暗
い
⻘
の
光
が
水
中
の
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
に
闇
の
中
で
揺
ら
い
で
い
る

ジ
ジ

バ
ジ
ジ

と

電
を

ら
す
よ
う
な

と
共
に
ノ
イ
ズ
が

て
い
た

 
そ
の
暗
い
⻘
が

巫
女
を

え
る
ホ
ロ
ウ
へ
と

び
る

 

消
え
ろ

 
そ
れ
に
対
し

ホ
ロ
ウ
は
一

る
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直
後

ブ
ツ
ン

 
と
電
源
が
切
れ
る
よ
う
な

と
共
に
光
が
千
切
れ

吹

ん
だ

 

そ
れ
か
ら
少
し

た
が

新
た
な
ボ
ス
が
出
て
く
る
気
配
は
無
か

た

 
予
想
さ
れ
た
第
九
十
九
層
ボ
ス
は

論

ク
エ
ス
ト
ク
リ
ア
の
表
示
や
達
成
リ
ザ
ル
ト
も

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

と
い
う
ボ
ス

の

表
示
も

 
え

こ
れ
で
終
わ
り

 
と
思
わ
ず

い
て
し
ま

た
の
は
悪
く
な
い
と
思
う

 
い
や
ま

ク
エ
ス
ト
達
成
は

子
の
女
神
が
六
つ
の
聖

に
祈
り
を

る
な
の
で
浮

遊
城

壊
に
繋
が
る
し
ボ
ス
だ

て
恐
ら
く
本
来

意
さ
れ
て
い
た
も
の
じ

な
い
イ
レ
ギ

ラ

な
も
の

い
と
し
て
は
フ

ル
ド
ボ
ス

だ
か
ら
表
示
さ
れ
な
く
て

た
り
前
と

え
ば

た
り
前
だ

 

表
示
は
フ
ロ
ア
ボ
ス
や
エ
リ
ア
ボ
ス
と
い

た
特
別
な
個
体

時
だ
け
ク
エ
ス
ト
や

フ

ル
ド
ボ
ス
で
は
表
示
さ
れ
な
い
の
が

本
だ

た

 
そ
う
い
う
定

か
ら
見
れ
ば

グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
エ
ス
ト

は
浮
遊
城
の
第
三
層

第
九
層
の

キ

ン

ン
・
ク
エ
ス
ト
の
よ
う
な
あ
く
ま
で

道
要

だ

た
の
だ
ろ
う

少
な
く

と
も
浮
遊
城
の

層
攻
略

で
は
な
か

た
わ
け
だ

 
も
し

層
攻
略

の

い
で
聖

が
エ
リ
ア
ボ
ス
を
倒
せ
ば
手
に
入
る
も
の
だ

た
ら
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事

は
よ
り
悲

な
事
に
な

て
い
だ
ろ
う
と
思

た

 

そ
う

え
る
と

キ
リ
カ
も

気
に
フ

イ
ン
プ
レ

し
て
る
の
よ
ね

 

間
達
が
戦
い
の
終
わ
り
を
悟

て

闘
を
称
え
た
り
第
三
の
巫
女
を

じ
て
い
る
中
私

は
集

に
交
じ
る

の
少
年
に
意
識
を
向
け
た

 
今
回
の
騒
動
で
キ
リ
ト
か
ら
レ
イ
ド
リ

ダ

を
か
つ
て
の
二
刀
と
共
に

さ
れ
た
キ
リ
カ

は

結

ホ
ロ
ウ
に
お

を
奪
わ
れ
た
形
に
な

た

だ
が

特
に
気
に
し
て
る
様
子
は
な
い

い
や

す
の
が
上
手
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い

 
し
か
し

だ

 
こ
の

ド
ア

ト
・
オ
リ
ジ
ン
の
騒
動
の
中
心
人
物
だ

た
の
は
間
違
い
な
く
巫
女
で

あ
る
プ
レ
ミ
ア
と
テ

ア
で
特
に
後
者
は
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル

達
か
ら

わ
れ
一

あ

た

だ
が
そ
れ
を
収
め
ら
れ
た
の
は
プ
レ
ミ
ア
が

プ
レ
イ

冒
険
者

特
に
キ
リ
カ

を
信
じ
て
い
た

か
ら
で
あ
る

彼
が
プ
レ
ミ
ア
と

点
を
作

て
い
な
け
れ
ば
私
達
が
会

て
い
た
の
は
キ
リ

ト
が
初
日
に
助
け
て
い
た
テ

ア
で
プ
レ
ミ
ア
は
人
知
れ
ず

と
い
う
事
も
十
分
あ
り
得
た

 
な
ん
な
ら
キ
リ
ト
は
テ

ア
と
別
れ
て
い
た
の
で
そ
の
ま
ま
二
人
の
存
在
を
知
る
事
な
く
私

達
は
今
回
の
騒
動
に

む
こ
と
に
な
り

モ
ジ

ル
を
巫
女
ご
と
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
た
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に
違
い
な
い
し
そ
の
最
中
に
ホ
ロ
ウ
が
自
我

壊

み
の
自

特
攻
を

行
し
て
い
た
に

違
い
な
か

た

 
ど
ち
ら
に
せ
よ
こ
の
仮
想
世
界
は
守
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が

し
か
し

得
る
も
の
は
無

く

喪
わ
れ
る
も
の
が
多
い
結
果
に
な

て
い
た
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
な
ら
ク
ラ
ウ
ド
・
ブ
レ
イ
ン
事
変
の
時
の
特
大
シ
ン
イ
で
モ
ジ

ル
を
容

く
破
壊
し
つ
つ
巫
女
も
助
け
ら
れ
た
だ
ろ
う
が
多
分
巫
女
は
一
人
し
か
生
き
残
ら
な
か

た

 
お
そ
ら
く
ホ
ロ
ウ
も
救
え
な
か

た
だ
ろ
う

 
キ
リ
ト
と
ホ
ロ
ウ
が

ち

た
ら
ホ
ロ
ウ
と
話
す

す
ら
な
く
事

が
終
結
す
る
と
い

う
意
味
で
だ
が

な
に
せ
ホ
ロ
ウ
は
私
達
が

え
掛
け
る
ま
で
死
に
場

を
探
し
て
い
た
よ
う
だ

し

直
に
こ
ち
ら
の
要
望
を

く
と
は
思
え
な
か

た

と
も
す
れ
ば
こ
う
し
て
彼
が

を
見

せ
る
事
も
無
か

た
か
も
し
れ
な
い

 
結
果
的
に
は

え
得
る
限
り
の
裁

の
結

に
な
れ
た
と
私
は
思
う

に
し
て
も
あ
の
二
人

ん
と
ど
こ
に
行

た
の
か
し
ら

結

け
付
け
な
か

た
し

 
さ
て
そ
う
な
る
と
気
に
な
る
の
は

な
ら
ぬ
様
子
でシ

ン
イ刃

を
交
え
た
結
果
ど
こ
か
に
放

さ

れ
た
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
の
動
向
で
あ
る
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前
の
様
子
を
思
い
返
せ
ば
ア
リ
ス
の

か
ら
は
変
な
物
体
が
せ
り
出
し
て
い
た
し

動

も
そ
れ
か
ら
お
か
し
く
な

た

最
初
の

な
ら
い
ざ
知
ら
ず
あ
る
程

気
心
の
知
れ
た

手

に
な

た
キ
リ
ト
に
問

無

で
斬
り
か
か
る
の
は
ど
う

え
て
も

常
で
は
な
い

 
と
な
れ
ば

そ
の
対

に
苦
心
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
が
最
初
に
浮
か
ん
だ

ま
だ

め
そ
う
に
な
い
わ
ね

こ
り

 
は

と

息
を

い
て
苦

す
る

 
時

を
見
れ
ば

を
回

て

後
一
時
を
指
し
て
い
る

く

食
を
摂

て
い
た
か
ら
マ

シ
で
は
あ
る
が

が

を
欲
し
て
い
る
の
か
空

感
が
主

を
始
め
て
い
た

    

２
０
２

年

月

日
日

日

後

時
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六
本
木
ヒ
ル
ズ

ユ

ミ
ル

 

ど
う
い
う
事
だ

代
の
大
天
災
を
自
称
す
る
友
人
が

し
と

べ
た
機

に
向
き
合
い
な
が
ら

目

か
の

き
を
上

る

 

に
焦

は
最
高

打
て
る
手
は

に
打
ち

く
し
万
策

き
る
の
も
時
間
の
問

と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
差
し

り

い
よ
い
よ
私
の
思

は

静
さ
を
欠
き
始
め
て
い
た

 
指
先
が

え

え
を
来
す

ど
の
焦
り
を

い
た
経
験
あ
の
世
界
で
の
ボ
ス
戦
で
も
そ
う
多

く
な
い

無
く
も
な
い
が
ボ
ス
と
い
う
の
は

ど
が
自
身
が
設
定
し
た
デ

タ
で
あ

た

の
で

知
の
も
の
だ

た

人
間
が

く
恐
怖
は
未
知
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
な
の
で

知

で
あ
る
も
の
に
恐
れ
は

か
な
い
の
だ

こ
そ
あ

た
が

恐
れ
る

ど
で
は
な
か

た

 
し
か
し

い
ま

私
は
明
確
に
恐
れ
を

い
て
い
る

 

に
対
し
て
か



 第五十五章 〜一方の終幕と他方の開幕〜

 
・か
・れ
・こ
・れ
・一
・時
・間
・が
・経
・

・て
・も
・未
・だ
・キ
・リ
・ト
・君
・の
・

・

・を
・

・め
・な
・い
・事
・に
・だ

あ
り
得
て
は
な
ら
な
い
事
だ
ぞ
こ
れ
は

 
よ
り
正
確
に

え
ば

彼
が

な
く
な
る

と
い
う
事
実
が
意
味
す
る
事
に
対
し
て
私
は
恐

れ
を

い
て
い
る

 
そ
ん
な
思

が
過
ぎ
る
の
は

論
現
状
が
あ
り
得
な
い

の
状
況
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な

い 
ア
カ
ウ
ン
ト
名
Ｋ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
が
フ
ル
ダ
イ
ブ
中
で
あ
る
事
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
出
来
て
い

る

に

え
て
い
る
ク
ロ
エ
も
ア
ミ

ス
フ

ア
の
イ
ン
ジ
ケ

タ
が
ダ
イ
ブ
中
で
あ
る
事

を
示
し
て
い
る
と
写
真
付
き
で
報

を
上

て
い
た

だ
か
ら
彼
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
な
い

の
だ

 
し
か
し

分
か
る
の
は
そ
こ
ま
で

 
彼
が

に
ロ
グ
イ
ン
中
と
い
う

を
追
え
な
い
で
い
る

 
そ
れ
が
あ
り
得
な
い
の
だ

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
の
時
で
す
ら

ア
カ
ウ
ン
ト
の
ロ
グ
は
取
れ
て
い
た

そ
れ
は
第
百
層
ク
リ
ア
後

の
三
か
月
間

た

た
一
人
で
取
り
残
さ
れ
た
彼
の
ロ
グ
も

外
で
は
な
い
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こ
の
仕
様
は

Ａ
Ｌ
Ｏ

は

論

も
同
じ
で
あ
る

根
本
的
な
デ

タ
形
式
や
そ

れ
を

す
る
シ
ス
テ
ム
が

同
じ
だ
か
ら

然
の
帰
結
だ

 
つ
ま
り

本
来
な
ら
必
ず
ロ
グ
が
取
れ
て
い
る

の
に

今
の
彼
の
ロ
グ
を
取
れ
な
い
で
い

る

と
い
う
状
況
だ

た

オ
リ
ジ
ン
に
は
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
し
か
し
ロ
グ
が
未
完
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
の

か
ら

絶

え
た

や
は
り

確
認
し
て
も
ア
リ
ス
君
と
斬
り
合

た
直
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ

 
彼
ら
の
動
向
は
ア
ル
ゴ
君
が
Ｍ
Ｍ
Ｏ
ト

モ
ロ

の
ア
カ
ウ
ン
ト
経
由
で
中
継
し
て
い
た

の
で

ア
リ
ス
と
の
や
り
取
り
も

像
に
残

て
い
る

 
人

は
地
面
が

壊
し
て
ど
こ
か
に
放
り
出
さ
れ
た
と
見
て
流
し
て
い
た
が
あ
の

の
オ
ブ

ジ

ク
ト
が
破
壊
不
能
属
性
の
も
の
で
あ
る
と
知

て
い
る
身
か
ら
す
れ
ば
地
面

壊
は

に

異
常
事

で
あ
る

 
い
や

を
正
せ
ば
ア
リ
ス
の
身
の
上
が

に

常
で
は
な
い
の
だ
が

ま
さ
か

な

 
そ
こ
で

と
浮
か
ぶ
予
想

あ
り
得
な
い
と

い
た
い
が

そ
ん
な
事

と

く
に

に

れ
て
い
る

ま
さ
か
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と
思

た
時
点
で

そ
れ
は
十
分

こ
り
得
る
事
な
の
だ

人
が

え
る
事
は
全
て
現
実
に
な
り
得
る
だ

た
か

い
や
は
や

至

だ
ね

 

に
し
た
の
は

圏
内
事
件

で
シ

ミ

ト
を
問
い
た
だ
す
時
に
彼
が

に
し
た

葉

だ 

は
ア
イ
ン
シ

タ
イ
ン
の
人
間
が

で

え
る
こ
と
は
す
べ
て
実
現
可
能
で
あ
る
と

い
う
名

だ
ろ
う

彼
の

葉
は
理
論
物
理
学
的
な

点
の
も
の
だ
が

彼
の
方
は
人
間

様

を

点
と
し
た
状
況
に

目
し
た
発

だ

 

時
は
こ
ん
な
状
況
を

え
て
な
か

た
に
違
い
な
い
が
し
か
し
こ
れ

ど
現
状
に
ピ

タ

リ
な
表
現
も
他
に
な
い
だ
ろ
う

 
こ
の
世
界
の
常
識
な
ど

彼
の
実
兄
が
転
生
者
で
あ

た
時
点
か
ら

壊
し
て
い
る

 
五
万
四
千
年
の
未
来
か
ら
義
姉
が
舞
い

た
よ
う
に

 
お
そ
ら
く
は
少
し
先
の
未
来
の
仮
想
世
界
か
ら
騎
士
が
迷
い

ん
だ
よ
う
に

 
特
に

な
い
だ
ろ
う
が
一
か
月
前
ま
で
は
フ

ク
シ

ン
の

で
し
か
な
か

た
バ
イ

オ
テ
ロ
だ

て
現
実
味
の

い

き
だ

本

に

気
付
け
ば
い
つ
も
渦
中
に

る
ね

キ
リ
ト
君
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と
思
わ
ず
苦

す
る

 
不
思
議
な
こ
と
に
突

子
も
な
い
予
想
を
浮
か
べ
た

さ

き
ま
で
体
を

わ
せ
て
い

た
焦

は

の
よ
う
に
晴
れ
て
し
ま

て
い
た

は
は
は

 
そ
れ
が
ど
う
し
て
か
可

し
く
思
え
て

ま
た

う

 
け
れ
ど

わ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か

 
常
人
が

け
ば

で

う
か
精
神
の
異
常
を
疑
う
だ
ろ
う
そ
の
予
想
を
し
か
し
正
解
だ
ろ

う
と
私
は
確
信
し
て
い
た

そ
う
思
う
だ
け
の
根

は

に

ら
ば

て
い
た
か
ら
だ

 

定
す
る

に

し
い
の
も
あ
る

 

し
も

前

が
あ
れ
ば
信
じ
て
し
ま
う
も
の
だ

 

だ
が

て
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い

 
予

が
立

た

こ
れ
は

さ

き
に

べ
れ
ば

ん
の
少
し
の
進
展
と

え
る

 
け
れ
ど

同
時
に
事
の

解
さ
が

に
な

た

 
し
か
し
や
り

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
な

な
ら
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私
の
予
想
が
正
し
け
れ
ば

彼
は
い
ま

異
世
界

に
い
る

だ
か
ら

 
さ
て
こ
れ
は
専

家
に
頼
る
し
か
な
い
か

彼
に

わ
る
事
だ
し

い
て
く
れ
る
と
は
思
う

が
は
た
し
て
ど
う
か
な

協
力
し
て
く
れ
な
い
と
し
て
も
今

こ
そ
脱
出

く
ら
い
私
が

見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
は
変
わ
り
な
い
が

 
思
い
返
す
の
は

の
三

月

 
下
手
に
手
を
出
す
事
も
出
来
ず
た
だ
彼
の

闘
を
祈
る
ば
か
り
だ

た
無
力
感
に
苛
ま
れ
た

過
去
の
日

 
状
況
は
あ
の
時
よ
り
悪
い

な
に
せ
世
界
を

い
だ
現
実
か
ら
の
放

だ
世
間
一

の
異
常

の

を
超
え
て
い
る
と

て
も
過

で
は
な
い

 
し
か
し

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
専

家
こ
と

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
は
時
を
超
え
る
術
を
持

て
い
る
が
そ
れ
は
同
じ

歴
史線

を

る
術

で
あ

て

の
歴
史線

に

る
術

で
は
な
い

と
し
た
ら
持

て
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
世
の
中
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
だ
ろ
う

自
力
で
見
つ
け
る
し
か
な
い
と
備
え
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て
お
く
方
が
い
い

 

と
し
た
ら
教
え
て
も
ら
え
な
い
可
能
性
も
あ
る

 
そ
の
場
合
は
と
に
か
く
束
七
色
と
協
力
し
て
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
の
サ
ル
ベ

ジ
に

力
す
る

し
か
な
い

そ
の
間

を
騒
が
せ
た
黒
幕
や

動
の
意

を
引
い
て
い
る
だ
ろ
う

亡
国
機
業
へ
の
対
応
が

れ
る
事
に
な
る
が
そ
こ
は
他
の
手

で
カ
バ

す
る
し
か
な
い

彼
女
は
確
か

本
的
に
無
銘
の
コ
ア
に

い
て
い
る
ん
だ

た
か

メ

セ

ジ

を
入
れ
て
み
る
か

 
そ
う
し
て

私
は
行
動
を
開
始
し
た

  
は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
キ
リ
ト
離
脱
中
だ
し
リ
ア
ル

の
問

が
全
然
片
付
い
て
な
い
の
で
エ
ピ
ロ

グ
は

分
先

で
す

こ
こ
か
ら
は
ど

か
に
行

ち

た
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
が

て
く
る
お
話
に
な
り
ま
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す 

の
今
後
に
つ
い
て
も
後

で
す
ね

ま

原

ゲ

ム
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
で
す

が  
・
リ
ズ
ベ

ト

 
ホ
ロ
ウ
の
ス
ト

パ

の
一
人

 
最
前
線
で
戦
う
に
は

ば
な
い
戦
闘
力
だ
が

ホ
ロ
ウ
は
そ
れ
は
求
め
て
な
い
の
で
十
分
ス

ト

パ

に
な
る

 
こ
の
あ
と
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
の

索
を

え
て
い
る

  
・
キ
リ
カ

 

編
主
人

の

だ

た

少
年

 

中
か
ら
キ
リ
ト
と
ホ
ロ
ウ
に
出
番
を
食
わ
れ
た
が

こ
の
二
人
が
出

た
り

の

騒
動
が
あ
る
程

平
穏
に
終
わ
れ
た
の
は
間
違
い
な
く
キ
リ
カ
が
プ
レ
ミ
ア
と
交
流
を
持

て
い

た
か
ら
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一

精
神

壊
を
来
し
た
後
に
人
格
再
構

し
て
い
る
た
め
行
動
原
理
が
キ
リ
ト
ホ
ロ
ウ

と

に
異
な
る
の
が
原
因

  
・
キ
リ
ト

 
絶

行
方
不
明
の
本
作
主
人

 
ロ
グ
イ
ン
中
の
ロ
グ
す
ら

れ
な
い
状
況
に

て
い
る

て
来
な
い
と
リ
ア
ル
の
未
来

が

バ
い

  
・
ア
リ
ス

 
絶

行
方
不
明
の
異
界
の
騎
士

 
ロ
グ
は

然
無
い

の
世
界
に

ら
な
い
と
未
来
の
人
界
が

バ
い

  
・

ヒ

ス
ク
リ
フ

場

 
和
人
の

整
備
士

ユ

ミ
ル

の
技
術
者

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
か
ら
か
な
り
の
恩
が
あ
る
の
で
今

こ
そ
は

中
離
脱
す
る
方
法
を
見
つ
け
出
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す
と
使
命
感
に

え
て
い
る

  
・

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

 
五
万
四
千
年
未
来
か
ら
時
間

行
し
て
き
た
ユ
イ

 
こ
の
ユ
イ
が

た
歴
史

た
歴
史
に

秋
十
は

な
か

た

し
か
し

る

歴
史
に
来
た
の
は
偶
然
で
し
か
な
い
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
の

幕
間
之
物
語

魔
女
編
 

た
そ
が
れ

に

き

よ
り

  
で
は

話
新
章
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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Ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｔ
ｗ
ｉ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 

ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
・
プ
ロ
グ
レ

シ
ン
グ

 
第
一
節
 

⻩
昏
の
は
じ
ま
り

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
か
ら
新
章
に
な
り
ま
す

 
章

の

プ
ロ
グ
レ

シ
ン
グ

は

進
歩

向
上

と
い
う
よ
う
な

良
く
な

て
い

く
こ
と

を
表
す
形
容

・
名

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ

が

に
な

て
ま
す

 
つ
ま
り
ア
リ
ス

の

点
が
多
く
な
る
予
定
で
す

 

点

ア
リ
ス

 

数

約
五
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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光
が
目
に

い

 
覚
醒
直
前
の
断
片
的
な
思

の
最
中

と
そ
ん
な
こ
と
を
意
識
し
た

ズ
キ
リ
と
目
の

ま

で

か
ん
ば
か
り
の

き
に
ぎ

と

を
強
く

じ
て
い
る
と

に

れ
て
き
た
の
か

み
が
遠
の
き

そ
れ
に

て
意
識
が
覚
醒
し
て
い
く
の
を
感
じ
る

 

に
流
れ

ん
で
く
る
空
気
は
新

な
⻘

の

い
だ

そ
れ
に
交
じ

て
感
じ
る

の

り
は

こ
こ
が

な

地
で
あ
る
事
を
伝
え
て
き
て
い
る

 

覚
に
意
識
を

け
れ
ば
圧
倒
的
な

の

水
が
意
識
を

い
て
き
た

無
数
に
重
な

た

葉

れ
の

と
大
気
を

さ
せ
る
風
の

が
よ
く

こ
え
た

 

の
感
触
は

や
は
り

の
そ
れ
だ

や
手
足
に
も
感
じ
る

 
身
動
ぎ
す
れ
ば
葉

れ
の

が
大
き
く
な

た
事
か
ら
ど
う
や
ら
自
分
は
地
面
に
横
に
な

て
い
る
事
を
理
解
し
た
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は
て

い
つ
の
間
に
私
は

て
い
た
の
で
し

う
か

 
眼
を
開
け
れ
ば
や
は
り

し
い
陽
の
光
に
目
の

が

く
な
る

を

め
た
私
は

目
で

光
に

ら
し
な
が
ら

を
見
や

た

 

は
一
面
が
⻘

の
生
い

る

原
や

の

地
だ

た

上
に

線
を
ズ
ラ
せ
ば

人
界
や
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
見
た
時
よ
り
ず

と
近
く
感
じ
る
⻘
空
が
広
が

て
い
る

 
そ
の

線
を
更
に

に
ズ
ラ
し
た
と
こ
ろ
で

私
は
一
層

を

め
た

空
に

大
地
が
浮
い
て
い
る

 
見
た
ま
ま
の
光

が

に
出
た

 

の
よ
う
な
話
だ
が
し
か
し
光
に

れ
て
き
た
目
に
は
し

か
り
と
空
に
浮
か
ぶ

物
が

ぶ
大
地

砂

の
大
地

氷

け
の
大
地

暗
闇
の
大
地
が

て
い
る

ま
さ
か

こ
こ
は

話
に

い
て
い
た

妖
精
郷

 
人
界
に

た

で
あ
れ
ば

も
し
や
神

が
お
わ
す
大
地
か
と

え
た
だ
ろ
う
が

異
界
に

て

月

ど
経
つ
と
想
像
に
も

が
出
て
く
る

な
ま
じ

に
し
た
情
報
と
合

し
て
い
れ

ば
疑
う

地
は
無
い
に

し
か

た

 
広
く
な

た

界
で
更
に

を
見

せ
ば

遠
い
彼
方
に
は
天
高
く

立
す
る

樹
が
見
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え
る

そ
の
根

に
は
人
界
の

セ
ン
ト
リ
ア
に

し
得
る

の

が
形
成
さ
れ
て

い
る
事
も
遠
目
に
見
て
取
れ
た

も
し
予
想

り
こ
こ
が
妖
精
郷
で
あ
れ
ば
あ
の

樹
は

世
界
樹
イ
グ
ド
ラ
シ
ル

で

は

ア
ル
ン

だ
ろ
う

 
そ
う
な
る
と
先
に
見
た
空
の
大
地
に
も
見

が
付
く

多
分
こ
こ
は
キ
リ
ト
が
数
千
人
の

冒
険
者
を

手
取
り

そ
の

に
事
件
を
解
決
し
た
と
い
う
世
界
だ

 

む

ま

彼
女
ら
の
知
る
世
界
で
あ
れ
ば
一
先
ず
慌
て
る
必
要
は
無
い
で
し

う
ね

 
全
く
新
し
い

ウ仮
ラ想

世
界
に
来
て
い
る
の
で

き
と
焦
り
は
あ
る
が
慌
て
る
程
で
は
な
い
と
気

持
ち
を

ち

け
る

 
そ
れ
よ
り
も
気
に
な
る
の
は
ど
う
し
て
自
分
が
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
は
異
な
る

ウ仮
ラ想

世
界

に
来
て
い
る
の
か
だ

 
な

こ
ん
な
事
に
な

た
の
か

記

を
振
り
返
る

 
そ
し
て

思
わ
ず

り

む

 
と

く
に
光
に

れ
た
と
い
う
の
に

を

め
る
の
も
合
わ
さ

て
今
の

は
と
て
も
険
し
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い
に
違
い
な
い

な
に
せ
最
後
に
記

し
て
い
る
の
は
キ
リ
ト
に
斬
り
か
か

て
い
る
場
面
だ

た
の
だ

 

い

た
い

私
は

を

え
て
そ
の
よ
う
な

を

 
直
前
ま
で
の
や
り
取
り
も
覚
え
て
い
る

目
の

み

界
に

る

な
神
聖
語
と

い

光
の
原
因

そ
の
事
に
つ
い
て

彼
に
問
い
か
け
た
事
も

い

つ

 

間
ズ
キ
リ
と
ま
た

眼
が

い
た

光
は
ま
だ
無
い
が
こ
れ
以
上
同
じ
思

を

け
る

と
良
く
な
い
事
が

き
る
予
感
が
し
た
の
で

す
ぐ
に
思

を

ら
す

 

に
せ
よ

先

を
付
け
て
行
動
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う

 

ま
ず
は

へ
向
か
う

キ
リ
ト
と
の
合
流
は

め
る
場

を
得
て
か
ら
で
も

く
は
な

い 

い
に
も

は

て
い
る
し

愛
剣
た
る
神
器

金
木
犀
の
剣

も

ら
に

ち
て
い
た

ぞ
ん
ざ
い
な

い
に
な

て

し

な
さ
を
感
じ
つ
つ

に

め

行
動
を
開
始
す
る

 
ア
ス
ナ
や
シ
ノ
ン
達
の
話
に
よ
れ
ば
浮
遊
大
地
の
中
で
人
の

物
が
見
え
る
場

が

点

と
な
る

空

と
記

し
て
い
る

そ
こ
へ
向
か
う
に
は

妖
精
の

で

べ
る
と
し
て
も
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転

と
い
う

設
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も

そ
し
て

転

は
浮
遊
大
地

の
北

か

に

し
て
い
る
事
も

い
た
覚
え
が
あ

た

 
と
り
あ
え
ず
こ
の

原
大
地
の

に
向
か
い
そ
こ
か
ら
ぐ
る
り
と

に

て
歩
け
ば
見

つ
か
る
は
ず
だ

 
彼
女
ら
の
よ
う
に
め
に

と
や
ら
は
開
け
な
い
の
で
現
在

が

北
ど
ち
ら
に
寄

て

い
る
か
は
分
か
ら
ず

今
は

⻯
も

な
い
た
め

地
道
に
歩
く
こ
と
に
し
た

 
そ
の
道
中

一
つ
目
の
空

ぶ
ト
カ
ゲ
や

二
足
歩
行
の
ト
カ
ゲ
の
剣
士
と
対
峙
す
る
事
も

あ

た
が

れ
も
一
太
刀
で
片
が
付
い
た

 

原
大
地
の

は
強
く
な
い
と

い
て
い
た
が

そ
れ
を
事
実
だ
と
実
感
で
き
て
安

す
る

断

心
は
禁
物
だ
と
自
負
し
て
い
る
が
か
と
い

て
常
に
気
を

り

け
る
と

れ
て
し

ま
う
の
で

が
出
来
る
な
ら
そ
ち
ら
の
方
が
望
ま
し
か

た

 
そ
う
し
て
時

出
会
う
魔
物
を
切
り

せ
つ
つ
大
地
の

に
向
か

て
歩
き
な
が
ら
風

を

め
る

  

変
化
が

き
た
の
は

そ
の
時
だ



 Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ Ｔｗｉｌｉｇｈｔ 〜アリシゼーション・プログレッシング〜

  
足

か
ら
突
き
上

て
く
る
よ
う
な
衝
撃
が
大
地
を
揺
ら
し

鳴
の
如
き

が
空
気
を

し
く

い
た

き
 

ら
ず
悲
鳴
を
上

て
し
ま

た
私
は
転
ば
な
い
よ
う

勢
を

く
し
た

そ
の
時
に
第
二

波
が
襲

て
く
る

 
ま
さ
か
こ
の

原
の
大
地
が
地
上
に

ち
よ
う
と
い
う
の
か
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
浮
遊
城

が
そ
の
危
機
に

て
い
る
よ
う
に
と
戦

を

き
な
が
ら

か
な
変
化
も
見

す
ま
い
と

を
見

し

そ
し
て

絶

す
る

 
私
が
認
め
た
変
化
は
決
し
て

か
と
は

え
な
い
も
の
で
あ
り
雄
大
な
自
然
に
そ
ぐ

わ
な
い
モ
ノ
だ

た

 
そ
れ
は

一

で

う
な
ら

物

 
色
は
深
紅

人
界
の
中
心
に

え
立
つ
百

か
ら
な
る
白

の

に
は

ば
な
い
が

り
そ

う
な

ど

大
な
紅
の

物
が
一
つ
二
つ
三
つ
と

に

原
の
大
地
の
そ
こ
か
し
こ
に
現

れ
て
い
た

下
し
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
地
面
か
ら
生
え
た
よ
う
な
形
で

あ
る
い
は
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り

い
た
よ
う
に

存
在
を

定
し
て
い
く

や

壊
し
た
も
の
は

に
浮
い
て
い
る
も

の
ま
で
あ

た

 
雄
大
な

が

し
い
紅
に

さ
れ
て
い

て
い
る
そ
の
光

に
私
は

葉
を
失

た
の

だ
い

た
い

が

き
て
い
る
の
で
す

こ
れ
は

 
明
ら
か
に

常
で
は
な
い
こ
の
光

に

私
は
疑
問
を
発
す
る
ば
か
り
だ

た

  
天
地
の
鳴
動
と
紅
の

世
界
の
変
容
が

き
て
い
た
時
間
は
恐
ら
く
三
十

も
無
か

た
だ
ろ
う

そ
し
て
変
容
が
終
わ

た
時
に
は
ま
る
で
そ
れ
が

然
と

わ
ん
ば

か
り
に
紅
は
緑
を

し
た
形
で

し
て
い
た

無
論

が
ど
う
見
た

て
こ
の
光

を
自

然
な
も
の
と
は

わ
な
い
だ
ろ
う

 
と
も
あ
れ

文

り
の
天
変
地
異
を
前
に
し
た
私
は

転

を
探
し
て
進
む
足
を
先

ど
よ
り
も
速
め
た
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く

点
を
見
つ
け
る
か
キ
リ
ト
と
合
流
す
る
か
し
な
け
れ
ば
自
分
の
身
を
守
る
事
も
危
う
い

と

え
た
か
ら
だ

 
整
合
騎
士
は
神
界
よ
り

さ
れ
た
騎
士
な
の
で
一

人
や
軍
人
に

べ
て
は
る
か
に
絶
大

な
力
を
有
す
る
が
そ
れ
に
も
限
り
は
あ
る

天
変
地
異
は
そ
の
限
界
を

か
に
超
え
た

の

現

だ

騎
で
対

す
る
な
ど

に
も

る
愚
行
で
あ
る

 

前

亡
は
重
罪
だ
が

無

死
に
は
も

と
重
い
罪
で
あ
る

り
ま
し
た

転

ら
し
き
モ
ノ
が
一
切
見
つ
か
ら
な
い

 
そ
し
て

た
事
に
目
的
と
し
て
い
る

設
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
事

は
一
切
進
展
し
な

い

こ
れ
は
間
違
い
な
く
対

物
の
見
た
目
を
知
ら
な
い
事
と
し
す
て
む
の
恩

を

け
ら
れ

な
い
事
が
悪
く

い
た
結
果
だ

 

と
す
る
と
先

ど
の
変
容
に

し
て

動
し
た
か

最
悪
消
滅
し
て
し
ま

た
の
か

と

な
予
想
が
思

に
浮
か
ん
だ

 
と

そ
の
時

 
わ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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き

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

  

か
遠
く
空
の
彼
方
か
ら
悲
鳴
の

を
引
き
な
が
ら
人
影
が
三
つ

ど

原
の
大
地
に

ち

て
き
た

中

の
勢
い
で
立
て

け
に
ド
ゴ

ン
ド
ゴ

ン
ズ
ガ

ン

 
と

を
上

て

大
地
に
衝
突
す
る

 

か

の
よ
う
に

ね
た
後

下
し
て
き
た
三
人
は
⻘

の
上
で
横
た
わ

た

い

て
て

こ
こ
は

原
か

 
あ
の

で
体
が

て
し
ま
う
損
傷
は

け
て
い
な
い
ら
し
い

人
影
の
一
人
が
む
く
り
と

き
上
が
り

り
を
見
回
し
て

い
た

 
そ
の

は
黒
ず
く
め

一

ま
さ
か
と
思

た
が
背

が
自
分
と
同
じ
く
ら
い
な
の
で
探
し

て
い
る
キ
リ
ト
で
は
な
い
と
判
断
し

静
に

い
に
目
を
向
け
る

 
し
か
し

見
れ
ば
見
る

ど

探
し
て
い
る
キ
リ
ト
に
似
た

い
だ

た

 

を

い

足

ま
で

を

ば
す
前

じ
の
黒
い
外

と

足

ま
で

の
あ
る
⻑
い

ズ
ボ
ン

下

手
の
指

手

と

付
き
の

も
黒
色

極
め
つ
け
に
二
本
の
剣
を
背
中
に
交
差
し

て

て
い
る
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容

は
年

差
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
確
実
で
は
な
い
が

し
た
方
の
⻘
年
に
は
キ
リ
ト
の

面
影
が
少
し
あ
る
よ
う
に
見
え
た

と
な
く
だ
が
声

も
か
な
り
近
い
気
が
す
る

キ
リ
ト

が
成
⻑
す
れ
ば

こ
ん
な
感
じ
だ
ろ
う
か

と
い
う
声
だ

た

む

ど
う
や
ら
あ
の

の
フ

ル
ド
か
ら

し
出
さ
れ
て
し
ま

た
よ
う
だ
な

 
そ
の
黒
ず
く
め
の
⻘
年
に

い
て

き
上
が

た
の
も
ま
た
同
じ
黒
ず
く
め
だ

た

た
だ

し
こ
ち
ら
の
人
影
は
全
体
的
に

ば

て
い
て

金
属

な
光

で
陽
光
を
弾
い
て
い
る

 
と
い
う
よ
り

本

に
生
物
か

と
疑
う
外
見
を
し
て
い
た

 
一

で
表
現
す
る
な
ら
全
身

だ
ろ
う
が
そ
れ
に
し
て
は

節
部
分
や
指
先
足
先
に

人
の

は
見
え
な
い

そ
も
そ
も
四

の
先
が
剣
の
よ
う
に

い
の
で
手
足
す
ら

だ

き

上
が
る
動
作
も
浮
い
て
体
を

こ
す
動
き
方
だ

 
ガ
ラ
ス

な
深

の

の

か
ら
は
二
つ
の
光
が
見
え
る
の
で
そ
れ
が
目
な
の
だ
ろ
う
が

中
に
人
が
入
る
隙
間
の
無
い
華

さ

さ
の
見
た
目
を
し
て
い
る
の
で

私
が

え
る

人

の

か
ら
外
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た

 
ち
な
み
に
声
は
女
性
ら
し
い

を

た
時
の
く
ぐ
も

た
声

で
は
な
か

た
の
も
不

思
議
の
一
つ
で
あ
る
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ね

こ
れ

て
い

た
い

 
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の

色
が
変
わ

て
る

 
最
後
に

き
上
が

た
の
は
水
色
の
⻑
い
髪
を
持
ち
白
を

に
⻘
と
水
色
で

た

を

た
女
性
だ

た

に
は
銀
色
の

剣
を

る
し
て
い
る

 
髪
色
か
ら

す
る
に

妖
精
郷

で
の

ウ
ン
デ

ネ

水
妖
精

と
い
う
種

で
あ
る
事
が
分
か

た

ア

ス
ナ
や
ラ
ン
か
ら

い
て
い
た
特
徴
と
一

し
た
の
だ

 

し
か
し

私
の
意
識
は
そ
こ
か
ら
す
ぐ
に
外
れ
る
事
に
な
る

 
理
由
は
声

に

だ

た

 

を
見

し
な
が
ら

惑
す
る
女
性
の
声
に
私
は
覚
え
が
あ

た

間
見
え
た
横

に

も
覚
え
が
あ

た

ア
ス
ナ

え
 
思
わ
ず

く

呼
び
か
け
た
女
性
と
他
の
黒
ず
く
め
二
人
の
意
識
も
こ
ち
ら
に
向
い
て
初

め
て
私
と
い
う
存
在
を
認
識
し
た
よ
う
だ

た

 
呼
ば
れ
て

け
て
い
た
女
性
は

し
か
し
す
ぐ
に
表
情
を

め

を
向
け
て
き
た

で
す
か
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な
 
そ
し
て

そ
の
問
い
を
投

ら
れ

ガ
ツ
ン
と

を

ら
れ
た
か
の
よ
う
な
衝
撃
を

け
る

恐
ら
く
今
の
私
は
表
情
を

し
て
い
る
だ
ろ
う

取
り

え
な
い
衝
撃
が
今
の
私
を
襲

て
い

た 
ま
さ
か

と
思
う
が

私
を

知
ら
な
い
の
で
す
か

え

え

初
対
面
の

よ

そ
う

で
す
か

 

め
て
の
確
認

そ
れ
に
返
さ
れ
た

違
い
し
よ
う
の
な
い

え
に
私
は
息
を

ま
ら
せ

う
じ
て

葉
を
返
す
の
が
や

と
だ

た

 
あ
れ
だ
け
キ
リ
ト
に
つ
い
て
語
り

か
せ
て
く
れ
た
友
人
の
一
人
が

私
を

・知
・ら
・な
・い

 
覚
え
て
い
な
い
で
は
な
く

知
ら
な
い

 

キ
リ
ト
の
過
去
で

妖
精
郷
が
こ
ん
な
事

に
見
舞
わ
れ
た
と
は

い
て
い
な
い

 
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
浮
遊
大

で

き
た
争
い
は
知

て
い
る

そ
の
中
に
天
変

地
異
は

ま
れ
て
い
な
か

た

そ
の
上
で
自
身
が
ア
ス
ナ
で
あ
る
事
を
認
め
た
女
性
が
私
を
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知
ら
な
い
と
い
う
事
は

  
ど
う
や
ら
私
は

ま
た

異
世
界

に

ば
さ
れ
た
ら
し
か

た

    
ざ
く
ざ
く
と
雪
を

み
鳴
ら
す

が

を
打
つ

更
に
び

う
と

た
い
冬
風
が
体
を

で
た

 
思
わ
ず
身

い
し

で
自
身
の
体
を

る

 
い
ま
自
分
が
身
に

け
て
い
る
も
の
は

性
の
あ
る
制

だ

そ
ろ
そ
ろ

く
な
る
時
期

か
い
や
日
に
よ

て
は
ま
だ

い
か
と
悩
み
結

現
状

持
で

け
て
い
た
事
が

い

し
た

も
う
一

間

ど

け
れ
ば
制

の
下
に

こ
ん
だ

が
一

少
な
く
な
り
今
よ

り
も
よ
り
一
層
の

さ
に

え
て
い
た
事
だ
ろ
う
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し
か
し

自
分
は

ま
だ
マ
シ
な
方
だ

二
人
と
も

大

か
い

 
後
ろ
を
振
り
返
れ
ば

自
分
の
後
を
追

て
雪
の
道
を
進
む
二
人
の
少
女
が
い
た

は

は
い

大

で
す

 
先
に
声
を
発
し
た
の
は

い

髪
の
少
女
だ

鼠
色
の
制

を

い

練

の
白

製
の
木

剣
を

に

び
る
少
女
は

本
名
を
ロ
ニ
エ
・
ア
ラ
ベ
ル
と

う

 
そ
の

に

を
⻑
く

ば
し
た
少
女
が

ぶ

ユ

ジ
オ
先

も

無
理
を
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い

 
ロ
ニ
エ
と

同
じ

い
の
少
女
は
テ

ゼ
・
シ

ト
リ

ネ
ン

え
る
よ
う
な

い
髪

と

を
持
つ
彼
女
は

自
分
の
方
が

い
だ
ろ
う
に

こ
ち
ら
の
心
配
を
し
て
き
た

 

変
わ
ら
ず
だ
な

と
思
い

苦

が

れ
た

よ
り
も
二
人
の
方
が

い
だ
ろ
う

 
そ
れ
に

は
北
の

境
の
出
だ
か
ら
ね

さ
に

は

れ
て
る
よ

 
実

付
近
の

は
冬
に
な
る
と

え
る
よ
う
な

さ
に
襲
わ
れ
る

そ
ん
な
中
で
も
務

め
の
た
め
に
外
に
い
れ
ば

で
も

れ
る
と
い
う
も
の
だ
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加
え
て
男
子
の
制

は
上
下
と
も
に
⻑

で
あ
る

下
が

ま
で
し
か
無
い
女
子
と

べ

れ
ば

気
性
と
い
う
意
味
で
は
明
ら
か
に
大
差
が
あ

た

そ
ん
な

は
こ
の
雪
が

り

も

た

冬
も
か
く
や
な

に

い
て

過
ぎ
る

 
だ
か
ら
速
や
か
に
人

を
見
つ
け
た
い
の
だ
が

如

せ
ん

地

が
無
い

 
そ
れ
に

ど
う
や
ら
こ
こ
は

自
分
た
ち
が

た
世
界
と
は
違
う
よ
う
だ

た

 

か
に
は
信
じ
が
た
い
事
で
あ
る

を
以
て
違
う
世
界
と
思

た
の
か

き

と
実

に
こ
の
場

を

れ
な
け
れ
ば

も
信
じ
な
い
よ
う
な
話
だ

 
だ
が
少
な
く
と
も
自
分
も

二
人
の
少
女
も

こ
の
仮
説
を
疑

て
い
な
い

 

か
彼
方
に
は
天
を
衝
か
ん
ば
か
り
の
大
樹
が
見
え
る

 

か
眼
下
に
は

線
ま
で
広
が
る
大
地
が
見
え
る

 

か

上
に
は

空
す
る
複
数
の
大
地
が
見
え
る

  
い
ず
れ
も

自
分
た
ち
が
知
る

人
界

と
は
異
な
る
光

だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 

正
直
ヴ

ベ
ル
を
初
登
場
さ
せ
た

か
ら
こ
の
展
開
を
書
き
た
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た

 
ゲ

ム
時
空
だ
と
ホ
ロ
リ
ア

か
千
年
の
⻩
昏

か
で
歴
史
が
分

す
る
の
で
す
が
今
話
で

そ
れ
が
交
わ

た
事
に
な
り
ま
す

 
⻩
昏
Ｄ
Ｌ
Ｃ
組
は
本
作
メ
イ
ン
キ

ラ
は
原

ゲ

ム
と
い
う

み
分
け
で
す

な
お

は

Ｏ

Ａ
な
ど
は
知
ら
な
い
の
で

外

⻩
昏

て
ク
ロ
ス
オ

バ

だ
け
ど
メ
イ
ン
が
Ｓ
Ａ
Ｏ
に

寄

て
る
の
で

 
そ
し
て
こ
の
章
の
主
人

は
ア
リ
ス
に
な
り
ま
す

ホ
ロ
リ
ア
に
迷
い

ん
だ
結
果
原
作
の

登
り
中
の

ブ
レ
イ
ク
が
ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
編
で
無
く
な

た
上
人
界
で
は
他
に
も
い

ろ
い
ろ
と

き
て
い
る
の
で
そ
の
前
倒
し
の
回
収
に
な
り
ま
す

 
⻩
昏
世
界
と
交
わ

た
理
由
は
作
中
で
も
今
後
明
か
さ
れ
る
予
定
で
す
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・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 
異
世
界
か
ら
の
漂
流
者
そ
の

 
同
じ
世
界
の
妖
精
郷
か
と
思

て
た
ら
ホ
ン
ト
に
別
世
界
の
妖
精
郷
だ

た
の
で
衝
撃
を

け

て
い
る

 

面
は
キ
リ
ト
と
の
合
流
を
目
標
に

え
最
終
的
に

の
世
界
の
人
界
に
帰
還
す
る
事
を
目

指
す

 
ち
な
み
に

眼
の

も
パ
イ
エ
テ神

モ
ジ

ル
も
残

て
い
る

 
ホ
ロ
リ
ア
と
⻩
昏

方
の
Ｄ
Ｌ
Ｃ

  
・
ユ

ジ
オ

 
異
世
界
か
ら
の
漂
流
者
そ
の

 Ｄ
Ｌ
Ｃの

因
果
か
異
世
界
か
ら
迷
い

ん
だ
⻘
年

 
弟
分
が
い
る
ら
し
い

 
ホ
ロ
リ
ア
と
⻩
昏

方
の
Ｄ
Ｌ
Ｃ

ち
な
み
に
時
期
的
に
は
前
者
の

だ
が
内
面
・
状

は
後
者
の
制
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・
テ

ゼ
・
シ

ト
リ

ネ
ン

 
異
世
界
か
ら
の
漂
流
者
そ
の

 
ユ

ジ
オ
の
事
を

う

い
髪
と

を
持
つ
少
女
剣
士

 
本
来
は
Ｄ
Ｌ
Ｃ
組
で
は
な
い

  
・
ロ
ニ
エ
・
ア
ラ
ベ
ル

 
異
世
界
か
ら
の
漂
流
者
そ
の

 
弟
分
の
事
を

う

色
の

め
の
髪
と

を
持
つ
少
女
剣
士

 
本
来
は
Ｄ
Ｌ
Ｃ
組
で
は
な
い

  
・
キ
リ
ト

 
異
世
界
か
ら
の
漂
流
者
そ
の

 
ア
リ
ス
が
探
し
て
る
方
の
黒
ず
く
め

現
在
絶

行
方
不
明
中
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・
黒
ず
く
め
の
⻘
年

 
キ
リ
ト
を

と
さ
せ
る

い
の
妖
精

 
身
⻑
は
ア
リ
ス
よ
り
ち

と
高
い
く
ら
い

ユ

ジ
オ
と

べ
る
と

に

い

  
・
ア
ス
ナ

 
ア
ス
ナ
を

と
さ
せ
る
水
妖
精

 
ア
リ
ス
と
は
初
対
面

事
情
に
よ
り

心
高
め

  
・
黒
ず
く
め
の
全
身

女

 
中
に
人
が
入

て
い
る
か

し
い
フ

ル
ム
の
全
身

 
手
足
が
剣
に
な

て
い
る
の
で
浮
い
て
い
る

 

て
も
く
ぐ
も

て
な
い
不
思
議
も
あ
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
二
節
 

異
世
界
か
ら
の
漂
流
者

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
千
年
の
⻩
昏

原
作
と
の
ク
ロ
ス
話
は
外
伝
や
ア
プ
リ
ゲ

の
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な

い
に
な

る
の
で

を
空

に
す
る
と

だ

 
ち
な
み
に
空
を

べ
な
い
ア
リ
ス
は
⻩
昏

本

に

く

わ
り
ま
せ
ん

わ
る
ま
で
は
全

体
的
に
ダ
イ
ジ

ス
ト
進
行
で
す

 

点

ア
リ
ス

 

数

一
万

 
で
は
ど
う
ぞ
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ア
ス
ナ
と
思
し
き

ウ
ン
デ

ネ

水
妖
精

の
女
性
が
自
分
を
知
ら
な
い
事
で
直
感
的
に
別
世
界
に
流
れ

い

た
の
だ
と

し
た
私
は

一
先
ず

な
自
己

を
済
ま
せ
る
に

め

彼
女
達
の
先
導
に

て
探
し
求
め
て
い
た
転

へ
と
向
か
う
事
に
な

た

 
つ
ま
り
今
の
私
は
ア
ス
ナ
は
知
ら
な
い
の
に
一
方
的
に
知

て
い
る
と

て
い
る
不
審
人

物

と
い
う
立
場
に
な
る

 
空
を
舞
う
ア
ス
ナ
と
自
身
を
キ
リ
ト
と
名

た
⻘
年
の
目
が
時

向
け
ら
れ

心
地
の

悪
さ
を
覚
え
て
い
た

ア
リ
ス

結
構

て
い
る
が
体
力
は
大

か

 
そ
ん
な
私
を
気

う
の
は
ど
こ
に
人
体
が
入

て
い
る
の
か
と
思
う

身
の
全
身
黒

の
存

在
だ

 
名
を
ブ
ラ

ク
・
ロ

タ
ス
と

う
ら
し
い

 

か
な
理

は
不
明
だ
が
多
分
黒

と
い
う
器
に

オ
モ
テ

現
実
世
界
か
ら
意
識
を

し
て
い
る
の

だ
な
と
解

し
て
い
た

確
認
す
れ
ば
大
体
合

て
る
と
の
事
な
の
で
問

な
い
だ
ろ
う

え
え
問

あ
り
ま
せ
ん

は

⻯
を

て
⻑

離
を

動
し
ま
す
が
騎
士
で
あ
る

以
上

歩
で
の

こ
う行
ぐ
ん軍

も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
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そ
う
か

Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
し
て
は

や
は
り
ス
ム

ズ
だ
な

 
私
の
返

に

の
ガ
ラ
ス

が

す
る

 

や
ら

い
て
い
た
が

み
し
め
る

の

で
正
確
に
は

き
取
れ
な
か

た

す
る
の

も

ら
れ
た
の
で

今
回
は
流
す
事
に
し
た

 
代
わ
り
に
振
る
の
は

彼
女
の

動
手

に
つ
い
て
だ

し
か
し

ん
で
い
る

を
見
る
と
や
は
り
も
ど
か
し
く
な
り
ま
す
ね

あ
な
た
の
そ
れ
を

私
も
真
似
出
来
れ
ば
い
い
の
で
す
が

 
そ
う

て

線
を
向
け
た
先
は
ロ

タ
ス
の
足

剣
状
と
な

た

足
が
地
面
か
ら
浮
い

て
⻘

の
先

を

る
光

だ

ぶ
と
い
う
よ
り
は
浮
い
て
い
る
よ
う
な

速

動
の
そ

れ
が

自
分
も
出
来
れ
ば
と
思
う

 
心
意
を
極
め
れ
ば
不
可
能
で
は
な
い
と
思
う
が

整
合
騎
士

で
も
上

に
食
い

む
私
も

流

に
二
年
足
ら
ず
で
そ
こ
ま
で

は
出
来
て
い
な
い

出
来
る
の
は
騎
士
⻑
く
ら
い
だ
ろ

う 
つ
ま
り
ロ

タ
ス
は
心
意
を
そ
れ

ど
の
練

で

し
て
い
る
の
で
は
と

ん
で
い
る
の
だ

が
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む
い
や
こ
れ
を
真
似
す
る
の
は
お
そ
ら
く
無
理
だ
ぞ

私
が
こ
の

だ
と
歩
け
る
足
で
は

な
い
か
ら
自
動
で
発

さ
れ
る
能
力
だ
か
ら
な

浮
く
だ
け
で

べ
る
わ
け
で
は
な
い

浮
け
る
だ
け
で
も

ま
し
い
も
の
で
す
よ

ま

私
に
は
合
わ
な
い
で
し

う
が

 
や
は
り
無
理
か
と
思
い
つ
つ

本
心
で
返
す

 
私
を

ん
だ
神
器
金
木
犀
の
剣
は
も
ち
ろ
ん
髪
と
同
じ
色
の

を

ん
じ
た
事
は
な
い

し
命
を
守
る
の
に

み
が
必
要
だ
と
分
か

て
い
る
の
だ
が
重
い
も
の
は
や
は
り
重
い

の
上
り
下
り

悪
路
か
ど
う
か
で
も

ら
れ
る
体
力
は
か
な
り
違
う

 
そ
の
点
ロ

タ
ス
の
浮
い
て

動
す
る
手

が
取
れ
れ
ば
足
を
動
か
す
だ
け
の
体
力
を

存
で
き
る
の
だ

こ
れ
は
戦
い
に
お
い
て

を
保
つ
一
因
に
な
る
だ
ろ
う

 
と
は
い
え

そ
ん
な

を
す
れ
ば

体
を
鍛
え
る

は

然
下
が
る
に
違
い
な
い

 
加
え
て
剣

の

み

み
も
出
来
な
い
し

手
の
攻
撃
を

け
止
め
れ
ば
容

に
後
退
さ
せ

ら
れ
る

動
時
に
の
み
浮
け
れ
ば
い
い
が
そ
ん
な
時
に
心
意
を
練
る

ど
集
中
で
き
る
は
ず

も
無
し

 
中

上
手
く
い
か
な
い
も
の
で
あ
る

 

話
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そ
ん
な

を
ロ

タ
ス
と
交
わ
し
つ
つ
黒
と
⻘
の
妖
精
二
人
を
追

て

原
を

け

け

る
こ
と
約
十
分

最

離
を
突

切

て

り

い
た
転

は

組
み
の

の
よ
う
な
形

を
し
て
い
た

 
そ
の

の
前
に
光

の
あ
る

色
の
髪

い

を

い
片
手

と

盾
を

備
し
た
女

性
が
立

て
い
る
事
に
気
付
く

キ
リ
ト

 
ア
ス
ナ

 
や

り
残

て
た
わ
ね

リ
ズ
こ
そ

 
開

一
番
に
二
人
の
妖
精
を
出

え
た
女
性
に
ア
ス
ナ
が
応
じ
た

ア
ス
ナ
が

に
し
た
呼
称

を

い
て

リ

ズ

ベ

ト

予
想

り
の
人
物
だ

た
事
に
内
心
で
予
想
を
確
信
へ
と
変
え
る

 
そ
の
後

然
な
が
ら
私
を
知
ら
な
い
リ
ズ
ベ

ト
が
私
と
ロ

タ
ス
に
つ
い
て

し
て

く
るあ

な
た
の
そ
れ
人
間
ア
バ
タ

 
も
し
か
し
て
別
の
ゲ

ム
か
ら

き

ま
れ
た
の

ま

た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
で
し

う
か

 

の
世
界
で
は
妖
精
郷
と
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
別
の

ゲ

ム

遊

の
世
界
だ
と

い
て
い

る

そ
う
い
う
意
味
で

こ
の
問
い
に

定
を
返
し
て
も
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
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私
は
更
に
大
き
な

組
み
の
世
界
か
ら
来
て
い
る
の
だ
け
ど

説
明
が

し
い
の
で

私
か
ら
は

と
も

え
な
い
の
で
す
が

あ

い
や
大

よ

や

て
た
別
の
ゲ

ム
で
も
似
た
よ
う
な
事
あ

た
し

や

Ａ
Ｌ
Ｏ
で
も

き
る
モ
ン
な
の
ね

 
リ
ズ
ベ

ト
は
そ
う

て
苦

し
た

多
分

私
を
自
身
と
同
じ
オ
モ
テ

の
人
間
だ
と

思

て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
で
キ
リ
ト

そ

ち
の

ア
バ
タ

の
人
は

ん

あ
あ

こ
い
つ
は

て

こ
の

の
ま
ま
だ
と

か
と

合
が
悪
そ
う
だ

 
そ
し
て
も
う
一
人
妖
精
郷
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い

の
ロ

タ
ス
に

さ
れ
た
と
こ
ろ

で

の
本
人
が

た
を
掛
け
た

剣
状
の
手
で
虚
空
に
め
に

と
や
ら
を
開
い
て

か
を
し
て
い
る

 

と

い
き
な
り
彼
女
の

が
光
に

ま
れ
た

 
そ
の
光
が
晴
れ
る
と
そ
こ
に
は
一
人
の
少
女
が
立

て
い
た

黒

の
如
き
二
対
四

の

を
背
中
か
ら
生
や
し

ど
い
黒
の

に
身
を

ん
み

に
は
目

だ
け

す
仮
面

に
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ん
と
二
本
の

い
触
覚
の
よ
う
な
も
の
が

え
ら
れ
た
髪

め
を
付
け
て
い
る

全
体
的
に

や
は
り

を
思
わ
せ
る

だ

た

 
そ
の
変
身
に
私
は
お
ろ
か
こ
の
世
界
の
キ
リ
ト
ア
ス
ナ
リ
ズ
ベ

ト
達
も
ぎ

と

目
す
る

彼
ら
か
ら
し
て
も

し
い
事
ら
し
い

 
思
い
返
し
て
み
れ
ば
私
が
世
話
に
な

た
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
世
界
で
も
一

し
か

目
に
し
て
い
な
い

ま
あ
そ
れ
も
負
に

ま
れ
た
テ

ア
が

い
少
女
か
ら
大
人
の
女
性
へ
変
化

し
た
場
合
だ
け
で
事
件
の
最
中
で
あ

た
事
を

み
れ
ば
異

で
は
あ
る
だ
ろ
う
が
そ
れ
を

き
に
し
て
も
ま
ず
目
に
し
な
い
事
で
は
あ
る
は
ず

ロ

タ
ス
は
そ
の
一

だ

た

だ

こ
の

の
と
き
は
私
の
こ
と
を

そ
う
だ
な

ロ

タ
と
で
も
呼
ん
で
く
れ

 
ロ

タ
ス

め
ロ

タ
が
そ
う

ん
だ

 
ど
う
や
ら
前
者
の
ブ
ラ

ク
・
ロ

タ
ス
は
彼
女
が

を

て
戦
う

の
名
で
後
者

は
戦
わ
な
い
時
に
取
る

と
し
て
の
名
ら
し
い

使
い
分
け
で
意
識
も
切
り

え
て
る
と
い
う
事

だ
ろ
う

 
ち
な
み
に

は

デ

エ
ル
ア
バ
タ

の

は

ダ
ミ

ア
バ
タ

と
い
う
ら

し
い

意
味
の
あ
る
神
聖
語
だ
と
は
思
う
が

そ
の
意
味
は
分
か
ら
な
か

た
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原
大

に
発
生
し
た
天
変
地
異
は

ど
う
や
ら
他
の
大

で
も

き
て
い
た
ら
し
い

 
転

で

ん
だ
浮
遊
大

の

点
空

ラ
イ
ン
も

に

れ
ず
影

を

け
て
い
て

遠
目
に
は

や
木

で
組
ま
れ
た

セ
ン
ト
リ
ア
を

と
さ
せ
る

み
だ

た
の
に

実

に

り
立
て
ば
そ
の

は

ど
裏
切
ら
れ
る
事
に
な

た

 
ま
る
で
異
世
界
の

み
だ

 
事
実
と
し
て
異
世
界
に
い
る
の
だ
が
そ
う
い
う
事
で
は
な
い

こ
れ
ま
で
見
た
ア
イ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
妖
精
郷
の

原
は
ま
だ
自
分
の
価
値
観
と

離
し
な
い
文
化
圏
だ

た
の

だ

だ
か
ら
私
も
そ
こ
ま
で
苦
労
せ
ず

む
事
が
で
き
た

 
し
か
し
天
変
地
異
後
の
空

を
見
る
と

同
じ
文
化
圏
か

だ
疑
問
に
思

て
し
ま
う

 
な
ん
だ

あ
の
定
期
的
に
明
滅
す
る

の

板
や

歩
道

の
手
す
り
は

 

そ
し
て

そ
の
影

は

然

物
の
内

に
も
反

さ
れ
て
い
る

で

 
そ
こ
か
し
こ
が
ピ
カ
ピ
カ
光
る

内
の
中
私
は
背
も
た
れ
が
異
様
に

い
回
る

子
に
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り
カ
ウ
ン
タ

と
呼
ば
れ
る

主
の
真
ん
前
の

で
チ
ビ
チ
ビ
と

み
物
を

に
し
つ
つ

れ
て
い
た

れ
ま
す
ね

こ
の

は

は

は

は

ア
リ
ス
に
は
あ
ん
ま
り

み
が
無
か

た
か

初
め
て
で
す

な

あ
あ
も
ピ
カ
ピ
カ
光
ら
せ
る
意
味
が
あ
る
の
で
す

 

源
の
無

で

は
あ
り
ま
せ
ん
か

あ
あ
や

て

華
さ
を
演
出
す
る
の
も
客
引
き
の
一

な
ん
だ
よ

ま

実
な
人
間
に
合
わ

な
い

て
の
も
事
実
だ
が

 
そ
う

て
苦

す
る
の
は

の
主
ら
し
い
黒

の
男
エ
ギ
ル
だ

 
ノ

ム

妖
精

の
特
徴
と
し
て

い
色
の

と
大

な
体

が

ら
れ
る
と

い
て
は
い
た
が

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
彼
と

異
界
と
は
い
え
妖
精
の
彼
は

ど
違
い
が
無
い

浮
遊
城

の

の

を
引
き
継
い
で
い
る
か
ら
と
は
あ
ち
ら
で
も

い
て
い
た
が
多
分
こ
ち
ら
で
も
そ

う
ら
し
い

 
そ
う
思

す
る

で

ニ

ハ
ハ

と

の
あ
る

声
が
上
が

た

ま

ア
リ

ち
は
見
る
か
ら
に

物

て
感
じ
だ
も
ん
ナ

ザ
・
騎
士

 

て
性
格
し
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て
る
ゼ

そ
れ
は

め
て
い
る
の
で
す
か

も
ち
ろ
ん
サ

 
そ
う

て
ニ
シ
シ
と
少
女
が

う

⻩
色
の

と
髪
を
持
ち

の
上
に
は
猫
の

の
後
ろ
か
ら

を
揺
ら
め
か
せ
る

ケ

ト
・
シ

猫
妖
精

の
彼
女
は
ア
ル
ゴ

 
情
報

だ
と
は
こ
ち
ら
で
も

い
た

五
分
話
せ
ば
百
コ
ル
分
の
情
報
は

か
れ
る
ぞ
と
は

⻘
年
キ
リ
ト
の

で
あ
る

い

た
い
ど
れ
だ
け
苦
い
思
い
を
彼
は
し
た
の
だ
ろ
う
か

 
ち
な
み
に
少
年
キ
リ
ト
か
ら
は
頼
り
に
な
る
人
と

い
て
い
る

私
も
同
じ
人
界
人
が
迷

い

ん
で
い
な
い
か
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
探
し
て
も
ら

て
い
た
の
で
彼
女
の
事
は
信

頼
し
て
い
た

に
い
る
ア
ル
ゴ
は

私
が
知
る
彼
女
よ
り
も
や
や

さ
を
強
く
感
じ
た

 
こ
の
二
人
と
は
空

に

い
た
後
キ
リ
ト
が

内
し
た

の
中
で
出
会

た

エ
ギ
ル
の

は
こ
の
世
界
で
も
彼
ら
の

い
の
場
ら
し
い

そ
こ
で
情
報
収
集
の

め
を
し
て
い
た
ア
ル
ゴ

と
遭
遇
と
い
う
形
だ

そ
れ
に
し
て
も

今
回
は
思

た
以
上
に
お
か
し
い
事

だ
よ
ナ

 
そ
う
思

て
い
る
最
中
ア
ル
ゴ
が
そ
ん
な
事
を

た

葉
こ
そ

な

だ
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が

声

に
は
真
剣
さ
が
滲
む

私
の
事
で
す
か

ま

ナ

正
直

ま
だ
信
じ
切
れ
て
な
い
部
分
も
あ
る
に
は
あ
ル

構
い
ま
せ
ん

無

な
話
で
あ
る
こ
と
は
私
と
て
理
解
し
て
い
ま
す

 
こ
の

に

内
さ
れ
た
後
キ
リ
ト
達
と
ロ

タ
ス
私
の
間
で
情
報
が
交
わ
さ
れ
た

そ
の

中
で
私
が
異
世
界
か
ら
流
れ

い
た
事
リ
ズ
ベ

ト
が
推

し
た
別
ゲ

ム
か
ら

き

ま

れ
た

と
い
う
の
が
ロ

タ
ス
で
あ
る
点
も
認
識
を
共
有
し
て
い
る

 
自
分
の
事
を
話
す
べ
き
か
は
迷

た
が

彼
ら
の
善
性
を
信
じ
る
事
に
し
た

 
そ
れ
に

彼
ら
の
現
在
の
事
情
を
放

て
お
け
な
か

た
か
ら
で
も
あ
る

 
こ
の
世
界
の
キ
リ
ト
は

ア
ス
ナ
と
恋
人

に
あ
り

が
い
る
ら
し
い

 

は
二
人

そ
の
内
の
一
人

ユ
イ
が

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
と
い
う
仮
面
を
つ
け
た
女

性
に
よ
り

の

に

さ
れ
た
の
だ
と
彼
ら
は
語

た

ロ

タ
ス
は
ヴ

ベ
ル
に

さ

れ
る
形
で
キ
リ
ト
と
刃
を
交
え

中
で

解
は
解
け
て
共
闘

そ
こ
で

を
守
護
す
る
強
力
な

魔
物
が
現
れ

ば
さ
れ

そ
の
後

私
と
出
会

た
ら
し
い

 
そ
の
事
情
の
中
で

一

き
覚
え
が
あ

た
の
が

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

と
い
う
人
物
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の
名
前
だ

た

 
そ
の
名
前
は
か
つ
て
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
流
れ

き

キ
リ
ト
を
斬
ろ
う
と
し
た

と
こ
ろ
で

り

ん
で
き
て
私
を

ら
え
た
人
物
の
も
の
だ

た
の
だ

そ
の
後
は
彼
の
家
に

運
ん
だ
私
を

キ
リ
ト
と
一
緒
に
な

て

問
し
て
も
き
た

 

問
中
は
彼
の
問
い
に

を

か
横
に
振
る
だ
け
で
声
は
一
切

い
て
い
な
い
が

の

ら
み
が
大
き
か

た
か
ら
女
性
で
あ

た
事
は
間
違
い
な
か

た

 
そ
れ
を
話
す
た
め
に
私
は
自
身
の
身
の
上
を
語

た

論
そ
れ
は

が
人
界
出
身
で

あ
る
事
も
彼
女
ら
が

う
え
ぬ

し

な
の
か
は
不
明
だ
が
ろ
ぐ
あ
う
と
不
要
の
ウ
ラ

世
界
の
人
間
で
あ
る
事
も

ん
で
い
る

 
そ
の
中
に
は
直
前
で
キ
リ
ト
に
斬
り
か
か

た
事
は

め
な
か

た

目
の

み
な
ど

に
つ
い
て
は
主

で
は
な
い
か
ら
だ

行
世
界
の

達
に
会

て
い
て

ア
リ
ス
は
更
に
別
の
世
界
出
身
か

異
世
界
な
ん
て

信
じ
ら
れ
な
い

だ
け
ど

信
じ
が
た
い
話
だ
け
ど

ア
リ
ス
は
あ
の
場
に

な
か

た
の
に

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル

の
名
前
を
知

て
い
た

多
分
本

な
ん
だ
ろ
う

達
の

間
の
名
前
も

え
る
ん
じ

な
い
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か
え
え

え
ま
す
よ

論
全
て
が
こ
ち
ら
と
合

て
い
る

で
は
な
い
で
し

う
が

 
そ
う
前

き
し
て
か
ら
リ

フ

シ
ノ
ン
シ
リ
カ
ク
ラ
イ
ン
と
名
前
を

て
い
く

中
で
片
方
が

い
た
り

二
人
し
て

然
と
す
る
名
前
が
あ

た
も
の
の

大
体
は
二
人
が

知

て
い
る
名
前
だ

た
よ
う
で
私
が
異
世
界
か
ら
来
た
者
で
あ
る
事
は
ど
う
に
か
信
じ
て
も
ら

え
た

 
ち
な
み
に
決
定
打
は
多
分
二
人
が

い
た
名
前
だ
と
思
わ
れ
る

し

な
い
で
す
が

私
自
身
は
ヴ

ベ
ル
と
い
う
人
物
に
つ
い
て

も
知
り
ま
せ
ん

キ

リ
ト
に

く
し
か
な
い
で
す

そ
う
み
た
い
だ
な

分
か

た

達
も

間
集
め
と
一
緒
に
探
し
て
み
る
よ

ア
リ
ス
さ
ん
は
空
を

べ
な
い
か
ら

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
だ
と
特
に
大
変
そ
う
だ
も
ん
ね

 
そ
う
い
う

で

私
は
妖
精
で
な
い
た
め
浮
遊
大

全
体
を
探
せ
な
い
事
か
ら
空

で

機

キ
リ
ト
達
は

の
守
護

を
倒
す
た
め
に

間
を
集
め
に

原
大

ヴ

ク
リ
ン
デ
へ
と
向

か

た

 
ロ

タ
ス
も

べ
な
い
か
ら
同
じ
で
は
と
思

た
が
キ
リ
ト
か
ア
ス
ナ
リ
ズ
ベ

ト
の
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か
が

え
て

べ
ば
問

無
い
と
の
事

 
体
力
的
に
気

わ
れ
た
の
か
も
と
は
今
に
な

て
気
付
い
た
事
だ

た

ま

実

キ
リ

ト
と
す
れ
違
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
意
味
も
あ
る
か
ら

全
部
が
気

い
だ
け
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
け
ど

 

か
に

れ
た

の
中
で
そ
う
回
想
し
て
い
る
と
ア
ル
ゴ
が
と
は
い
え
と
話
を
再
開

し
た今

は
こ

ち
も

常
じ

な
い
事

だ
か
ら
ナ

な
ん
せ
運

も
予
期
し
な
い
事

フ

ル
ド
の
変
化
だ

が

き
て
も
不
思
議
じ

な
い
な

て
思

て
る

や
は
り
あ
の
天
変
地
異
は
あ
り
得
な
い
事
な
の
で
す
ね

そ
り

あ
そ
う
サ

こ
の

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン

て
の
は

つ
ま
り
は

品
ダ

消

者
は
安
心
安
全
安
定
を
求
め
る

て
の
に
こ
ん
な
状
況
が

り

た
ら
大
問

ダ

今

運

は
躍

に
な

て
原
因
を
探

て
る
ト
コ
じ

な
い
カ

プ
レ
イ

も
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
な
い
と
こ
の
ア
バ
タ

と
か
手
に
入
れ
た
ア
イ
テ
ム
と
か
無

く
な
る
ぞ

て

さ
れ
て
た
し
な

そ
れ
く
ら
い
や
べ

状
況

て
の
は
確
か
だ

故
そ
れ
で
ろ
ぐ
あ
う
と
し
な
か

た
の
で
す

 
事
情
を
知
ら
な
い
な
ら

喪
う
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事
を
恐
れ
て

て
い
た
方
が
よ
か

た
で
し

う
に

 
キ
リ
ト
達
は
ま
あ
分
か
る
が
そ
れ
を
知
る
前
の
二
人
や
リ
ズ
ベ

ト
が
そ
う
し
な
か

た
の

は

故
な
の
だ
ろ
う

 
そ
の
疑
問
を
投

る
と

の
猫
妖
精
と
眼
前
の

妖
精
が
目
を
合
わ
せ
た
後
異

同

に

こ
う

た

こ
の
状
況
を

ア

イ

ツ

キ
リ
ト
が
放

て
お
く

が
な
い

な
る

ど

 
た
し
か
に

と

思
わ
ず

が

れ
た

 
世
界
が
違
い
年

が
違
い
生
ま
れ
や
過
去
が
違
お
う
と

キ
リ
ト
と
い
う
人
間
は
ど
の

世
界
も
似
た
よ
う
な
性
格
な
の
か
も
し
れ
な
い

  
ア
ル
ゴ
が

か
ら
離
れ
た
後

来

客
が
多
く
な

て
き
た
の
を
契
機
に
私
も

を
出
た

 

に

れ
ば
エ
ギ
ル
が
話
し

手
に
な

て
く
れ
る
が
彼
も

を

ん
で
い
る
以
上
私
に
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ば
か
り
時
間
を

く

に
も
い
か
な
い

 
か
と

て

に
一
人
で
い
る
に
は
私
の

い
は
目
立
ち
過
ぎ
た

髪
色
や

も
そ
う
だ

が

よ
り

み
の
あ
る

が
人
目
を
引
く

こ
の

妖
精
郷

で
は

人
間

と
い
う
種

は

異

の
存
在
だ

た
の
だ

そ
の
せ
い
か
静
か
に

を

に
し
て
い
た
私
に
は

も
彼
も
が

声
を
掛
け
て
き
た

 
そ
れ
を

い
と

い

を
出
た

で
あ
る

ま

た
く

ど
の
世
界
も

れ
い
や

と
い
う
存
在
は

心
に
正
直
過
ぎ
ま
す

 

路
を
歩
き
な
が
ら

息
を

く

 
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
出
来
た
ば
か
り
の

ア
イ
ン
タ
ウ
ン
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
風

だ
が
そ
こ
に
生
き
る
人

の
本

は
や
は
り
似

て
い
る

世シ
界ス
のテ
理ム

の
恩

を

け
て

い
な
い
事
で

目
を

び
た
時
の
事
を
思
い
出
す

あ
の
時
は
あ
ち
ら
の
キ
リ
ト
が

護
し
て

く
れ
た
か
ら

と
か
な

た
が

こ
ち
ら
で
は
そ
う
も
い
か
な
い

 

く
苦
労
し
そ
う
だ
と

を

め
な
が
ら
ピ
カ
ピ
カ
と

し
い

み
や
行
き
交
う
妖
精

達
を

め
る

 

と

一
つ
の
人
影
に
目
が

ま

た
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目
に
つ
い
た
の
は
深
紅
の
槍
だ

そ
れ
を
背
中
に
背
負

た
女
性
が
キ

ロ
キ

ロ
と

り

を
見
回
し
て
い
る

 
そ
の

に
は
覚
え
が
あ

た

サ
チ

え

あ

 
ア
リ
ス
さ
ん

 
よ
か

た

見
つ
か

た

 
声
を
掛
け
れ
ば

こ
ち
ら
に
目
を
向
け
た
彼
女

槍
使
い
の
サ
チ
が

と

を

ば

せ
喜
色
を
表
す

ど
う
や
ら
サ
チ
は
こ
ち
ら
で
は
な
く
あ
ち
ら

の
サ
チ
ら
し
い

一
目
で

私
の
名
前
も

て
て
き
た
か
ら
間
違
い
な
い

 

と
安

の
息
を

く

 
一

経
験
し
た
事
で
は
あ
る
が
全
く
知
ら
な
い
異
世
界
に
一
人
で
い
る
と
理
解
し
た
時
の
不

安
感
は

れ
る
も
の
で
は
な
い

見
つ
か

た

と
い
う
事
は

探
し
て
い
た
だ
け
て
い
た
の
で
す
ね

然
だ
よ

 
付
き
合
い
こ
そ

月
程

だ
け
ど

ア
リ
ス
さ
ん
だ

て
も
う
立

な

間

で

友
達
だ
か
ら
ね

そ
う

て

け
て

し
い
で
す
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に

こ
に

こ
と

ら
か
に

む
サ
チ
に
私
も

み
を
零
す

 
あ
ち
ら
だ
と
女
性

の
中
で
は
シ
ノ
ン
や
ア
ス
ナ
と
最
も
会
話
し
て
い
た
た
め
実
は
サ
チ
と

話
し
た
事
は

ど
無
い

そ
れ
で
も
彼
女
は
私
の
事
を

間
で
あ
り
友
人
だ
と
認
識
し
て
く
れ
て

い
る
よ
う
だ

た

 

か
い
人
だ
と
思
う

 
再
会
を
喜
ん
だ
私
達
は
エ
ギ
ル
の

に

た

キ
リ
ト
達
は

て
来
て
い
な
か

た
が

来

客
も
あ
る
程

け
て
い
た
の
で
再

エ
ギ
ル
の
前
の

に

る

お

ア
リ
ス
お
か
え
り

の
子
は
人
界
の
人
か

い
え

あ
ち
ら
の
キ
リ
ト
の

間
で
す
ね

サ
チ
で
す

槍
を
使

て
い
ま
す

一
応
あ

ち
の
Ｓ
Ａ
Ｏ

サ
バ
イ
バ

生
還
者
で
す

 
そ
う
サ
チ
が
自
己

す
る
と

エ
ギ
ル
が
片

を

く
り
と
動
か
し

目
を

め
た

そ
う
か
ア
ン
タ
も

ま
あ

く
り
し
て
い
き
な

こ
ん
な
異
常
事

だ
が
ウ
チ
は
平

常
運
転
で
開
い
て
る
か
ら
よ

か

文
す
る
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
う
で
す
ね

じ

あ
こ
れ
と

 
エ
ギ
ル
は
複

そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た
が

す
ぐ
に
人

き
の
し
そ
う
な

に
な

た
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そ
の
流
れ
で

文
を

き

サ
チ
が

つ
か

文
す
る

 
そ
う
し
て
始
ま

た
さ
さ
や
か
な
お

会
の
中
で
情
報
を
交
換
す
る

 
ま
ず
は

の
世
界

と

う
の
は
異
界
人
で
あ
る
私
が

う
の
も
な
ん
だ
が

ア
イ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
騒
動
の
結

一
応
は
解
決
し
た
ら
し
く
第
三
の
巫
女
は
第
一
の
巫
女
プ

レ
ミ
ア
第
二
の
巫
女
テ

ア
と
同
じ
く
キ
リ
ト
の
家
に
保
護
さ
れ
経
過
観

中
ら
し
い

も

じ

る
と
や
ら
は

形
も
な
く
破
壊
さ
れ

 
時

エ
ギ
ル
が
補
足
を
入
れ
な
が
ら
現
状
を
伝
え
る

そ

か

こ

ち
の
ヴ

ベ
ル
は

ユ
イ
ち

ん
を
消
そ
う
と
し
て
る
ん
だ

 
い
ま
こ
の
世
界
で

き
て
い
る
事
と
そ
の
主

人
物
に
つ
い
て
話
し
終
え
た
後
サ
チ
は
静
か

に
そ
う

く

か
思
う
と
こ
ろ
が

ま

ね

ア
リ
ス
さ
ん
は
知

て
る
け
ど
あ

ち
だ
と
ヴ

ベ
ル
と
ユ
イ
ち

ん
は
共
存

し
て
る
か
ら

た
し
か
に

 
そ
れ
は
キ
リ
ト
達
に
話
し
た
と
き
に
彼
ら
か
ら

さ
れ
た
事
だ

た
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私
は
あ
ち
ら
の
ヴ

ベ
ル
に
つ
い
て

も
知
ら
な
か

た
の
で
そ
れ
も

め
て
キ
リ
ト
に

問
う
し
か
な
い
と

え
る
し
か
な
か

た
が

だ
か
ら
こ

ち
の
ヴ

ベ
ル
が
ユ
イ
ち

ん
を
消
そ
う
と
し
て
る
理
由
と
か
経

て

だ
ろ

う
な

て
思

て

ま
あ
私
自
身
あ

ち
の
ヴ

ベ
ル
と
話
し
た
事
な
い
か
ら
彼
女
が

を

え
て
る
か
は

ど
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
ね

そ
う
な
の
で
す
か

う
ん

一
方
的
に

わ
れ
た
事
が
あ
る
だ
け
で
会
話
ら
し
い
会
話
は
一

も

ヴ

ベ
ル
と

会
話
で
き
て
る
の
多
分
キ
リ
ト
だ
け
だ
か
ら
ね

そ
れ
は

い

た
い

を
理
由
に

 
ま
さ
か
一

も
会
話
を
し
た
事
が
無
い
と
は
思
わ
ず
問
い
を
投

る
も
彼
女
は

苦

の

を
横
に
振

た

分
か
ら
な
い
と
い
う
意

表
示
か
あ
る
い
は
話
せ
な
い
と
い
う

外
の

え

か 
と
も
あ
れ
安

に

み

ん
で
は
な
ら
な
い
事
は
分
か

た
私
は
話

を
変
え
る
事
に
し

た
話
は
変
わ
り
ま
す
が

サ
チ
以
外
に
も

か
来
て
い
る
の
で
す
か
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あ

う
ん

森
羅
の
守
護
者

組
は
全

参
加
し
て
る
ね

ち

と

て
下
さ
い

で
す
そ
れ

 
話

を
変
え
て
す
ぐ
に
止
め
て
し
ま
う
事
は

し

な
く
思

た
が
そ
れ
で
も
止
め
ざ
る
を

得
な
か

た

 
サ
チ
は
一

き

と
ん
と

け
た
後

あ
あ

と
得
心
し
た
よ
う
に
声
を
上

た

全
部
話
す
と
⻑
く
な
る
か
ら

愛
す
る
と
し
て

的
に

い
表
す
な
ら

キ
リ
ト

の

戦
力
の
事
だ
よ

キ
リ
カ

リ

フ

シ
ノ
ン

ユ
ウ
キ

ラ
ン

ア
ス
ナ

レ
イ
ン

ユ
イ

ち

ん

ス
ト
レ
ア
さ
ん

ヴ

フ
ス

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

ヴ

ベ
ル

最
後
に
私
の
十

三
人
構
成

ま
あ
表
に

出
て
こ
な
い
ヴ

ベ
ル
の
代
わ
り
に
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
か
ヒ

ス

ク
リ
フ
さ
ん
と
か
今
な
ら
ホ
ロ
ウ
が
入
る
か
な

今
回
は
キ
リ
カ
の
代
わ
り
に
ヒ

ス
ク
リ
フ

さ
ん

ヴ

ベ
ル
の
代
わ
り
に
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
が
参
加
し
た
よ

そ
れ
は

護
衛
と
い
う
意
味
で
し

う
か

本

は
そ
う
だ
ね

で
は

前
は

キ
リ
ト
が
世
界
の

に
な

た
時

確
実
に
殺
す
た
め
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サ
チ
の
返

に

私
は

を

ん
だ

 
突

子
の
無
い

え
だ
と
い
う
の
が

直
な
感
想
だ

そ
の
構
成

は
全

キ
リ
ト
と
親
し

い
し

分
は
恋

に
発
展
し
て
い
る
事
も
知

て
い
る
身
と
し
て
は

前
だ
ろ
う
と
そ
れ
を

け
入
れ
た
の
か
と

信

疑
だ

た

 
し
か
し

サ
チ
の
目
は
真
剣
だ

た

な
ど
で
は
な
い
事
は
表
情
か
ら
見
て
取
れ
た

 
サ
チ
は
覚
悟
し
て
い
る
の
だ

万
が
一
が
あ

た
時

彼
を
殺
す
こ
と
を

そ
の
上
で

前

と

て
の
け
た
の
は

キ
リ
ト
に
対
す
る
信
頼
の
証
な
の
だ
ろ
う

 
少
し
の
間
見
て
い
る
と

と
サ
チ
が
表
情
を
和
ら

た

な
ん
て
ね

彼
が
本

に
世
界
の

に
な

た
ら
私
達
は

一
触
と
ば
か
り
に

ら
さ
れ
る
か
ら

そ
う
い
う
意
味
で
も

前
な
ん
だ
よ
ね

そ
れ

ど
ま
で
に

彼
我
の
差
は

著
な
の
で
す
か

な
剣
の

な
ら
多
分
リ

フ

が

か
少
し
上
だ
と
思
う

で
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
武

術
や

合
の

⻑
線
に
限
る
話
で
命
の
取
り
合
い
に
な

た
ら
多
分

も
止
め
ら
れ
な
い

ア

リ
ス
さ
ん
も

覚
え
は
あ
る
よ
ね
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え
え

 
サ
チ
の

し
に

私
は
神

に

く

 
心

た
り
は
あ

た

あ
り
過
ぎ
る
と

て
も
い
い

私
が
異
世
界
に
流
れ
る
事
に
な

た

契
機
も
彼
の
剣
士
ら
し
か
ら
ぬ
立
ち
振
る
舞
い

命
の
や
り
取
り
と
い
う
騎
士
道
や

剣
士
と
し
て
の
誇
り
も
か
な
ぐ
り
捨
て
た
行
動
に
よ
る
も
の
だ

暗
殺
者
も
か
く
や
の
行
動
が
私

の
足
を

た
の
は
事
実
で
あ
る

 
サ
チ
が

う
キ
リ
ト
は
私
が
思
い
浮
か
べ
た

人
の
キ
リ
ト
で
は
な
い
が

や
は
り
同

一
人
物
で
は
と
疑
い
た
く
な
る

ど
共

し
て
い
る
点
は
あ

た

 
だ
か
ら
彼
女
が

わ
ん
と
す
る
事
も
理
解
で
き
た

ち
な
み
に

数
で
も

し
切
れ
な
い
の
で
す
か

も
二
百
人
く
ら
い
は

い
て
た
し
今
は

武
器
が
あ
る
か
ら

更
無
理
だ
ね

あ

ち

の
妖
精
郷
だ
と
三
千
人
以
上
の
妖
精
を
一

で
全
滅
さ
せ
て
き
た
し

む
 
話
に
は
一
応

い
て
い
た
が

め
て

か
さ
れ
る
と

格
外
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
実
績

だ

た
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彼
女
が

前
と

た
の
は
彼
の
実
績
を

み
て

下
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
か

も
し
れ
な
い

最
初
は
そ
の
理
由
が
あ

た
の
だ
と
し
て
も
実

的
に
形

化
し
て
し
ま
え
ば

前

と

て
も
過

で
は
な
い
か
ら
だ

ま

ア
リ
ス
さ
ん
は
心
配
し
な
く
て
い
い
よ

キ
リ
ト
は
無
意
味
に
剣
を
人
に
向
け
な
い

か
ら

ま

そ
れ
は

い
付
き
合
い
で
す
が

理
解
し
て
い
ま
す

 
だ
か
ら
こ
そ

人
の
キ
リ
ト
が
な
人
を
殺
め
た
の
か
と
疑
問
を
い
た
の
だ

キ
リ
ト
の

過
去
を
シ
ノ
ン
達
か
ら
こ
れ
で
も
か
と

か
さ
れ
れ
ば

で
も
分
か
る

 

そ
れ
は
と
も
か
く

だ

 
サ
チ
が
こ
ち
ら
に
来
る
時
に

間
を

て
い
た
事
は
分
か

た

話
の

を

た
私
が

う
の
も
な
ん
で
す
が
話
を

し
ま
し

う

そ
れ
で
サ
チ
は
シ

ノ
ン
達
と
こ
ち
ら
に
来
た
ん
で
す
よ
ね

 
み
ん
な
は
ど
ち
ら
に

分
か
ら
な
い

こ

ち
に
来
る
時
は
一
緒
だ

た

だ
け
ど
転

の
光
が
消
え
た
時
に
は

れ
て
た
か
ら

む

私
と
キ
リ
ト
の
よ
う
に

で
す
か
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う
ん

で
も
心
配
は
あ
ん
ま
り
必
要
な
い
と
思
う
み
ん
な
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
強
さ
に

し
て
か

ら
来
た
か
ら

む
し
ろ
心
配
す
べ
き
は
ア
リ
ス
さ
ん
の

る
手

だ
よ

私
達
は
最
悪
ロ
グ
ア
ウ

ト

て
い
う
手

で
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を

き
去
り
に
し
て
あ

ち
に

れ
る
け
ど
ア
リ
ス
さ

ん
は
そ
う
も
い
か
な
い
も
の

た
し
か
に

 
彼
女
が

う
よ
う
に
サ
チ
は
今
も

オ
モ
テ

現
実
世
界
か
ら
こ
ち
ら
に

ば
し
て
い
る
意
識
を
の
繋
が

り
を

て

の
世
界
に
帰
れ
る
が
こ
ち
ら
で
生
き
て
い
る
私
は
そ
の
手

を
取
れ
な
い

こ

れ
が
分
か
ら
な
い
と

人
界
へ

る
事
も
絶
望
的
だ

サ
チ
達
の
転

に
同

す
る
形
で

と
い
う
の
は

し
い
の
で
し

う
か

し
て
み
な
い
と
な
ん
と
も

え
な
い
か
な

キ
リ
ト
と
ヒ

ス
ク
リ
フ
さ
ん

ユ
イ

ち

ん
達
が

た
ら

し
て
く
れ
る
と
思
う
け
ど

今
は
な
ん
と
も

そ
う
で
す
か

 

偽
り
な
く

る
サ
チ
に

私
は

れ
た

み
を
浮
か
べ
る

 
果
た
し
て
私
は

時
に
な

た
ら
人
界
に

れ
る
の
か
と

息
を
零
し
た
の
だ

た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
前
話
の
⻩
昏
Ｄ
Ｌ
Ｃ
組
の
ア
リ
ス

ユ

ジ
オ

フ

イ
タ
ル
・
バ
レ

ト

で

と
ス

キ
ン
で
来
た
ロ
ニ
エ

テ

ゼ
に

き

今
話
で
は
同
じ
く
Ｄ
Ｌ
Ｃ
組
の
サ
チ
が
参
戦
で
す

 
ダ
イ
ジ

ス
ト
に
な

た
け
ど

る
し
て

⻩
昏

ク
ロ
ス
の

は
ア
リ
ス

に
あ
る
か

ら  

サ
チ
の

さ
ん
付
け

の

て

 

目
上
の
人
の
場
合
は
全

一
律

同
い
年

年
下
は
身
内
か
そ
う
で
な
い
か

 
こ
の
場
合
の
身
内
は
和
人
が

和
人
の
恋

な
ら
呼
び
捨
て
友
人
・
知
人

な
ら

さ
ん
付
け

 
一
応
サ
チ
は
和
人
ラ
ヴ

ズ
の
中
で
最
年
⻑
設
定
本
作
作
中

 
和
人
が

学

園
に
入
学
す
る

に

を

え
る
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結

参
加
し
た

森
羅
の
守
護
者

は

 

リ

フ

 

シ
ノ
ン

 

ユ
ウ
キ

 

ラ
ン

 

サ
チ

 

ア
ス
ナ

 

レ
イ
ン

 

ユ
イ

 

ス
ト
レ
ア

 

ヴ

フ
ス

 

ヴ

フ
ス

オ
ル
タ

 

ク
ラ
イ
ン

 

ヒ

ス
ク
リ
フ
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な
ん
で
離
れ
離
れ
に
な

て
る
の

 

時
空
の
乱
れ
じ

よ

空

  

上
記
の
キ

ラ
全

出
す
と
キ

ラ
名

り

く
な
ら
な
い

 

る
の
は
キ
リ
ト
一
人
の
予
定
で
す

  

ダ
イ
ジ

ス
ト
過
ぎ
で
は

 

⻩
昏
設
定
的
に

ぎ
め
じ

な
い
と
マ
ズ
い

 
な
に
せ

回
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
せ
ず

間
探
し

エ
リ
ア
再
攻
略

を

行
す
る
の
で

一
日
の
内
に
終
わ
ら
せ
な
い
と
身
体
的
に

が
無
く
な
る

 
な
お

式

集
に
よ
る
と
数
日
に

て
展
開
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

 
食
事
・
水
分
補

は
と
も
か
く

ト
イ
レ
は
ど
う
し
て
た
ん
だ

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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 第三節 〜交差する異界の者達〜

 
第
三
節
 

交
差
す
る
異
界
の
者
達

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
め

ち

く
ち

お

し
ぶ
り
で
す
ね

 
親
の

式
と
転

活
動
と
仕
事
に

れ
る
事
と
あ
と
新
発

さ
れ
た
ラ
ス
ト
・
リ
コ
レ
ク

シ

ン
と
か
サ
ム
ラ
イ
・
レ
ム
ナ
ン
ト
と
か
や

た
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
新

の

ん
だ
り

し
て
た
ら
あ

と
い
う
間
に

年
近
く
経

て
ま
し
た

ご
め
ん
な
さ
い

 
気
⻑
に
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い

 

点

ヒ

ス
ク
リ
フ

 

数

約
九
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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光
が
弱
ま

た
の
を
感
じ

を
開
い
た
私
が
目
に
し
た
の
は

み

た
蒼

の
空
と
氷

雪
の
大
地
だ

た

少
し

線
を
ズ
ラ
せ
ば
天
を
衝
か
ん
ば
か
り
の

樹
が

立
す
る
様
を
遠
く

に
認
め
る

 
こ
の
光

に
見
覚
え
が
あ

た
私
は
一
つ

く

な
る

ど

ア
ル
ヴ
ヘ
イ
ム
か

 
今
い
る
場

は
ス
ヴ

ル
ト
・
ア

ル
ヴ
ヘ
イ
ム
の
舞

の
一
つ

状
氷

フ
ロ
ス
ヒ

ル
デ

の
よ
う
だ

た

 
し
か
し
こ
こ
が
私
の
知
る

Ａ
Ｌ
Ｏ

で
な
い
事
も
把
握
す
る

 

故
な
ら
い
ま
自
分
が
い
る
浮
遊
大

に
は
世
界
観
に
そ
ぐ
わ
な
い
物
体
が
そ
こ
か
し
こ

に

見
さ
れ
た
か
ら
だ

黒
色
の
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
ビ
ル

が
大
地
に
突
き
立
つ
光

は
フ

ン
タ
ジ

の
世
界
観
か
ら
大
き
く

脱
し
て
い
て
こ
れ
で
も
か
と
異
常
性
を
伝
え
て
き
て
い
る

 
こ
ん
な
事

を
私
は

い
て
い
な
い

 
そ
ん
な
風
に

え
る
の
も
そ
も
そ
も

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
い
う
も
の
は
全
て
自
身
が

め
る

ユ

ミ
ル

に
よ

て

理
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
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Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
は
歴
史
上
Ｓ
Ａ
Ｏ

Ａ
Ｌ
Ｏ

の
三
つ
し
か
な
い

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
体
を

せ
て
い
る
理
由
が
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
か
ら
だ

そ
し

て
現
存
す
る

Ａ
Ｌ
Ｏ

と

は
ど
ち
ら
も

ユ

ミ
ル

が
運

し
て
い
る

 
そ
の

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
状

に
も

わ
ら
ず
キ
リ
ト
の
ロ
グ
を

れ
な
く

な

た
事
か
ら

私
は

つ
か
の
予
想
を
立
て
た

そ
の
中
に
は

Ａ
Ｌ
Ｏ

か
ら

Ｓ
Ａ
Ｏ

に

た
リ

フ

と
い
う
前

の
よ
う
に

彼
が

か
ら

Ａ
Ｌ
Ｏ

に

た
と

い
う
予
想
も
入

て
い
た

 
結
論
か
ら

え
ば

異
界
か
ら
の
来

者
ア
リ
ス
に

き

ま
れ
る
形
で
異
世
界
に

ん
だ

と
い
う
結
果
に
行
き

い
た

 

な
ら
あ
り
得
な
い
話
だ
ろ
う
が

異
世
界

の
存
在
を
私
達
は

秋
十

の

性

か
ら
知

て
い
る

過
去
と
未
来
と
い
う
点
で
は
ヴ

ベ
ル
の
存
在
が

定
を
許
さ
な
か

た

そ
し
て
ト
ド
メ
と
ば
か
り
に
ユ

ミ
ル
が

理
す
る
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
彼
の
ロ
グ
は
見
つ
か
ら

な
か

た

と
な
れ
ば

こ
の
予
想
を

定
す
る

は
無
く
な

た
よ
う
な
も
の

 
も
ち
ろ
ん
全
く

な
い
と
こ
ろ

え
ば
知
育
ゲ

ム
の
よ
う
な

ワ

ル
ド
や
そ

れ
こ
そ
広
大
な
ネ

ト
の
海
な
ど

に

ん
で
る
可
能
性
も

え
は
し
た
が

い
な
こ
と
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に
そ
の
可
能
性
は
ヴ

ベ
ル
の
協
力
に
よ

て

定
さ
れ
る

今
回
の
出
来
事
は
ヴ

ベ
ル
に

と

て
も
予
想
外
の
事
だ

た
ら
し
く
彼
女
は

葉
こ
そ
交
わ
さ
な
か

た
も
の
の
キ
リ
ト
と

の
繋
が
り
を

り

ゲ

ト
を
開
い
て
く
れ
た
の
だ

 
ヴ

ベ
ル
が
動
い
た
と
い
う
事
実
が

異
世
界

と
の

を

定
で
き
な
い
決
定
打
で
も

あ

た
の
だ

 
こ
の
事

に
対
し
有
事
の

に
森
羅
の
守
護
者
と
し
て
動
く
面

が
ゲ

ト
を
潜

て

キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
の
救
出
に

り
出
し
た

メ
ン
バ

は
リ

フ

シ
ノ
ン

ユ
ウ
キ

ラ

ン

サ
チ

ア
ス
ナ

レ
イ
ン

ユ
イ

ス
ト
レ
ア

ヴ

フ
ス
と
オ
ル
タ

ク
ラ
イ
ン

そ
し

て
じ

ぶ

ん

ヒ

ス
ク
リ
フ
か
ら
な
る

人
構
成
で
あ
る

ヴ

ベ
ル
も
参
加
は
し
て
い
る
が

彼
女
は

独
自
に
動
く
方

な
の
で
人
数
に
は

め
て
い
な
い

 
正
直
な
と
こ
ろ
キ
リ
カ
と
ホ
ロ
ウ
の
ど
ち
ら
か
が

れ
ば
よ
り
万
全
と

え
た
の
だ
が
今

回
は

守
番
を
頼
ん
で
い
る

 

で
の
騒
動
の
一
部
始
終
は
ア
ル
ゴ
の
中
継
放
送
を

し
て
世
間
に
も
知
ら
れ
て
お

り

然
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
の
失

の
場
面
も
見
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
そ
の
行
き
先
が
異
世

界
で
あ
る
事
は
流

に

せ
て
い
る

つ
ま
り
対
外
的
に
は
キ
リ
ト
は
ま
だ
ア
リ
ス
の
問
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に
対

中

い
つ
で
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
出
来
る
状
況
と
見
せ
か
け
て
い
る
の
だ

 
そ
ん
な
事
を
す
る
の
は

論
亡
国
機
業
へ
の

制
で
あ
る

今
回
の
救
出
作
戦
は

間

内
で
し
か
話
し
て
い
な
い
極
秘
事

な
の
で

の
開
発
チ

ム
や

ユ

ミ
ル

の
運

チ

ム
に
潜
り

ん
で
い
る
だ
ろ
う
ス
パ
イ
に
も
知
ら
れ
て
お
ら
ず
キ
リ
ト
の
現
状
も
秘
匿
さ

れ
た
ま
ま
と

え
る

 
そ
ん
な
状
況
な
の
で

一
先
ず
プ
レ
ミ
ア
達
の
身

は
束
に

せ

彼
ら
に
は
有
事
の

に

桐

谷
和
人

の
影
武
者
と
し
て
立
ち
回

て
も
ら
う
事
を
頼
ん
で
い
た

 
彼
ら
の
サ
ポ

ト
を
束

七
色

楯
無
達
に
頼
ん
で
い
る
の
で
万
が
一
は
無
い
だ
ろ
う

 
つ
ま
り
私
は
キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
の
二
人
の
救
出
に

力
す
れ
ば
い
い
と
い
う
事
だ

む
み
な

と
は

れ
て
し
ま

た
か

 

を
見
回
す
が

間
の

は
一
つ
も
無
い

 
先
行
き
が
思
い
や
ら
れ
る
が
流

に
時
空
を
越
え
て
の
転

と
な
る
と
バ
ラ
バ
ラ
に

ん
で

し
ま
う
の
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う

異
世
界

い
や

行
世
界
で
は
あ
る
が
全
く
知
ら
な
い

場

で
な
い
事
は
不

中
の

い
で
あ
る
と

得
し
て
お
く
し
か
な
い

ス
テ

タ
ス
は

う

む

こ
れ
は
ま
た
複

だ
な
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Ｓ
Ａ
Ｏ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使

た
影

か
メ
ニ

を
呼
び
出
す
の
は

手
に
な

て
い
た
が

ス
テ

タ
ス
は
ア
カ
ウ
ン
ト
で

づ
け
ら
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
も
の
が

さ
れ
て
い
た

Ｓ
Ｔ

Ｒ
や

Ｉ
Ｔ
値
な
ど
は

Ｓ
Ａ
Ｏ

か
ら
コ
ン
バ

ト
し
て
変
換
さ
れ
た

Ａ
Ｌ
Ｏ

の
値
だ

 
し
か
し
ス
キ
ル
は

Ａ
Ｌ
Ｏ

に
は
存
在
し
な
い

の

神
聖
剣

が
存
在
し
て
い
る
上
に

十

よ
り
も
数
が
多
い

ど
う
や
ら
ス
キ
ル

は
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
も
の
が
参

さ
れ
て
い

る
ら
し
い

 

常
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
イ

と

べ
る
と
ス
テ

タ
ス
値
と
ス
キ
ル
の
数
で
有

だ
が
空
は

べ
な
い
し
魔
法
も
使
え
な
い
不

も
あ
る

そ
の

は
一
⻑
一

と

り
切
る
し
か
無
い
だ

ろ
う

 
こ
ん
な
事
が

き
た
の
は
こ
の

行
世
界
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
カ

デ

ナ
ル
が
ヒ

ス
ク
リ
フ

の
ア
カ
ウ
ン
ト
デ

タ
を
こ
の
世
界
に

合
す
る
よ
う
配
慮
し
た
結
果
だ
ろ
う

リ

フ

の
ア

バ
タ

や

備
に

換
性
が
あ

た
よ
う
に
そ
の

は
こ
ち
ら
の
世
界
で
も
同
じ
な
の
だ
と
思

わ
れ
る

 
そ
れ
は
つ
ま
り

こ
の
世
界
の

Ａ
Ｌ
Ｏ

も

Ｓ
Ａ
Ｏ

の
デ

タ
を
コ
ピ

し
て
作
ら
れ

た
わ
け
で

そ
れ
を

し
た
の
も
お
そ
ら
く
は

郷

之
で
あ
る
事
を
意
味
す
る

だ
が
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い
や

今
は
感
傷
に

て
い
る
場
合
で
は
な
い
な

 

か
に

ん
だ
気
を
払
う
よ
う
に

を
振
る

後

の
内
心
に
気
付
け
な
か

た
後
悔
は
あ
る

が

も
う
過
ぎ
て
し
ま

た
事
だ

 
経

を

え
れ
ば
複

だ
が
今
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
デ

タ
で

り

ん
だ
身
と
し
て
は
有

い
話
だ

と

り
切
る
し
か
な
い

 
気
を
取
り
直
し
た
私
は
フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
の
転

に
向
け
て
歩
き
始
め
る

間
達
が
ど
こ

に

り
立

た
か
分
か
ら
な
い
が
少
な
く
と
も
一

は
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
の

点
た
る
空

に
は
足
を
運
ぶ
は
ず

合
流
す
る
な
ら
そ
こ
が
確
実
だ
と

え
た
の
だ

 
も
ち
ろ
ん

道
中
で
会
え
れ
ば
そ
れ
が
一
番
で
あ
る

  
そ
う
し
て

歩
で
進
む
事
数
分
し
て
出
会

た
の
は
こ
の
世
界
の
イ
レ
ギ

ラ

だ

た 
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ヘ
イ
ヘ
イ
ヘ
イ
ヘ

イ

 

ホ

ト
だ

う

い
う

い
う

い

 

フ

ン
タ
ジ

世
界
に

バ
イ
ク
だ
と

 
眼
に
し
た
の
は
雪
原
を

る
大
型
バ
イ
ク
と
そ
れ
を

る
ド
ク
ロ
メ

ト
を

た
世

を
思
わ
せ
る

い
と
テ
ン
シ

ン
の
人
影

そ
し
て
タ
ン
デ
ム
に

て
似
た
よ
う
な
テ
ン

シ

ン
で
は
し

ぐ
サ
ラ
マ
ン
ダ

火
妖
精

の
⻘
年
だ

た

 
フ

ン
タ
ジ

の
世
界
観
ぶ
ち
壊
し
の
オ
ン
パ
レ

ド
で
あ
る

 
か
ろ
う
じ
て
タ
ン
デ
ム
で
は
し

ぐ
人
影
は
妖
精
だ
が
そ
ち
ら
は
そ
ち
ら
で
別
の
問

が
浮

上
す
る

遠
目
で
も
風
林
火

を

た
和

と

に

い
た
バ
ン
ダ
ナ
は
見
て
取
れ
た

そ
の

い
は
自
身
の
知
る
ク
ラ
イ
ン
と
も
合

し
て
い
る

あ
の
⻘
年
は

行
世
界
の
ク
ラ
イ
ン
君
な
の
だ
ろ
う
な

 
た
だ

キ
リ
ト
と
ア
リ
ス
の
救
出
を
目
的
に
動
い
て
い
る
現
状
で
あ
ん
な
風
に
は
し

が
な

い
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
別
世
界
の
ク
ラ
イ
ン
だ
と
気
付
け
た

現
状
で
な
く
と
も
あ

ん
な
は
し

ぎ
方
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
も
思
う
が
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と
す
る
と
こ
の

行
世
界
な
ら
Ｓ
Ａ
Ｏ
事
件
は

き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

 
そ
ん
な

い
期

を

か
せ
る
程

に
は
交
流
を
持

て
三
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
⻘
年
と

の
ギ

プ
を
感
じ
つ
つ
私
は
雪
原
を

す
る
世

コ
ン
ビ
か
ら
離
れ
る
方
向
に
歩
み
を

再
開
し
た

Ａ
Ｌ
Ｏ

の
ス
テ

タ
ス
に

換
さ
れ
た

Ｓ
Ａ
Ｏ

の
カ
ン
ス
ト
ス
テ

タ
ス

を
以
て
す
れ
ば
バ
イ
ク
に
も
追
い
付
け
た
だ
ろ
う
が

ま

触
ら
ぬ
神
に
な
ん
と
や
ら
で
あ

る

バ
イ
ク
と
い
い
世

の
運
転
手
と
い
い
明
ら
か
な
イ
レ
ギ

ラ

は
手
掛
か
り
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
が

先
す
べ
き
は

点
の
確
保
と

間
と
の
合
流
な
の
で
今
は
ス
ル

す
る
事
に
し
た

 
そ
れ
が

を

し
た
の
か
真

白
な
雪
原
に
真
紅
の
騎
士

は
か
な
り
目
立
つ

だ
が
世

コ
ン
ビ
は
バ
イ
ク
で

す
る
事
で
興

し
て
い
る
か
ら
か
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
様
子
は
な

く

氷

の

の
方
へ

り
去

て
い

た

こ
の
世
界
の

Ａ
Ｌ
Ｏ

で
も

か
が

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
な

 
そ
の
背
を
見
送
り
な
が
ら

私
は
そ
う
独
り

ち
た

 
先

ど
の
世

バ
イ
ク
と
そ
の
運
転
手
も
そ
う
だ
が
フ
ロ
ス
ヒ
ル
デ
の
フ

ル
ド
も
近

未
来
的
な
ビ
ル
に

さ
れ
て
お
り

事
で
な
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た

も
ち
ろ
ん
こ
の
世
界
の
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Ａ
Ｌ
Ｏ

が
近
未
来
的
な
世
界
観
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
コ
ラ
ボ
を
し
て
い
る
影

と
い
う
可
能
性

も
無
く
は
な
い
が
妖
精
郷
と
い
う
フ

ン
タ
ジ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を

え
れ
ば
九

九
分
無
い

だ
ろ
う

よ
し
ん
ば
あ

た
と
し
て
も

存
エ
リ
ア
を
上
書
き
す
る
よ
う
な
形
で
は
実

し
な

い

だ

 
そ
の
異

さ
に
私
は
異
常
を
感
じ
取

た

と
も
す
れ
ば
こ
の
異
常
事

が
キ
リ
ト
と
ア

リ
ス
を
呼
び
寄
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
思
う

ど
の
異

さ
だ

 
そ
し
て
悲
し
い
か
な
こ
う
い

た
状
況
に

き

ま
れ
れ
ば
解
決
ま
で

て
し
ま
う
の
が

あ
の
少
年
だ
と

も
う
す
ぐ
三
年
に
な
る
彼
と
の
付
き
合
い
か
ら
理
解
し
て
い
る

行
世
界
に
ま
で

を
突

ん
で
い
た
ら
い
よ
い
よ
過
労
死
す
る
ぞ

キ
リ
ト
君

 
と
て
も

観
す
る
少
年
の

を
予
想
で
き
な
か

た
私
は
雪
原
を
行
く
足
を
速
め
た

真

白
な

色
の
ど
こ
か
を

る
黒
は

な
い
か
と
見
回
し
な
が
ら

  
そ
う
し
て
歩
き

け
て
い
る
と

同
じ
よ
う
に
雪
原
を
行
く
者
達
と
遭
遇
し
た
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な
ら
特

す
べ
き
事
で
は
な
い
が

え
て
取
り
上

る
べ
き
事

を

つ
も
見
出
し
た

た
め

私
は
そ
の
者
達
に

触
を

み
た

初
め
ま
し
て

君

私
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
い
う

は

初
め
ま
し
て

は
ユ

ジ
オ

北
セ
ン
ト
リ
ア

立
修
剣
学

の
上

修
剣
士
で
す

同
じ
く
北
セ
ン
ト
リ
ア

立
修
剣
学

付
き
練
士
の
ロ
ニ
エ
・
ア
ラ
ベ
ル
で
す

同
じ
く

付
き
練
士
の
テ

ゼ
・
シ

ト
リ

ネ
ン
で
す

 
ま
ず
は
礼

と
し
て
こ
ち
ら
か
ら
名

る

Ｓ
Ａ
Ｏ

で

⻑
を
務
め
て
い
た

の
立
ち
振

る
舞
い
を
思
い
出
し
な
が
ら
の

作
は
そ
れ
な
り
に

果
が
あ

た
ら
し
く

対
す
る
者
達

の

が

か
に

ぐ
れ
た
よ
う
に
見
え
た

 

に

こ
ぶ
し
を

て
な
が
ら

対
す
る
者
達

三
人
の
少
年
少
女
が
自
己

し
て

き
た

に

麻
色
の
髪
に
⻘
い

の
⻘
年

色
の
髪
の
少
女

い
⻑
髪
の
少
女
だ

 
こ
の
三
人
の
自
己

に
は

こ
の
時
点
で
お
か
し
な
点
が

つ
も
あ
る

 
ま
ず

Ａ
Ｌ
Ｏ

に

北
セ
ン
ト
リ
ア

な
ん
て
地

名
は
存
在
し
な
い

こ
れ
は

ユ

ミ

ル

で
運

す
る
事
に
な

た

に
全
て
の
デ

タ
を

し
た
か
ら
こ
そ
断

で
き
る

 

け
て
修
剣
学

と
い
う

設
も
存
在
し
な
い

最
も
近
い
の
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
契
機
に
一
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大
流

を
興
し
た
者
が
運

す
る
道
場
だ
ろ
う
が

や
は
り
名
称
は
異
な

て
い
る

 
更
に
こ
の
三
人
は
妖
精
郷
で
あ
り
な
が
ら

は
人
の
そ
れ
で
あ
り
背
中
に

も
生
え
て
い

な
い

 
決
定
的
な
の
は
三
人
の

彼
ら
が

て
い
る

に
は
共

の
意

刃
先
を
下
に

し
た
剣
を

で

う
よ
う
な
紋
章

が

さ
れ
て
い
た
の
だ
が
そ
れ
が
ア
リ
ス
の
⻩
金

に
あ
る
紋
章
と
同
じ
も
の
だ

た
の
だ

 

直
に

え
れ
ば

ア
リ
ス
君
の

者
だ
ろ
う

 
そ
れ
が
三
人
を
観

し
て
導
き
出
し
た
結
論
で
あ
る

 
観

の
時
点
で
分
か

た
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
自
己

な
ん
て
せ
ず
と
も
彼
ら
が
人
界
か
ら

の
迷
い
人
で
あ
る
事
は
知
れ
て
い
た
の
だ
が
そ
れ
で
も
し
た
の
は
情
報
収
集
す
る
た
め
に

な
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
は
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る

 

結
果
か
ら

え
ば

期

し
た
情
報
は
得
ら
れ
な
か

た
が

 
三
人
は
修
剣
学

で
鍛

を
し
て
い
る
最
中
突
如
と
し
て
空
間
に
開
い
た
裂
け
目
に

い

ま
れ
気
が
付
け
ば
こ
の
雪
原
と
雪

し
か
な
い
大

に
放
り
出
さ
れ
て
い
た

そ
れ
か
ら
人

を
求
め
て
歩
い
て
い
た
が

も
見
て
い
な
い
し
こ
の
世
界

彼
ら
は
こ
こ
が
人
界
で
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は
な
い
事
を
理
解
し
て
い
た

の
事
情
に
つ
い
て
も
全
く
分
か
ら
な
い
と
の
事
だ

た

 
状
況
と
し
て
は

ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
迷
い

ん
だ
時
の
ア
リ
ス
と
大
差
な
い

 
い
や
仮
想
世
界
で
本

に
生
き
て
い
る
者
で
あ
り
現
実
の
我

と
同
様
の
生
き
死
に
が
あ

る
事
を

え
れ
ば

死
の
恐
れ
が
あ

た
彼
ら
の
方
が
よ

ど
切

し
て
い
る

死
す
る
前
に
出
会
え
た
の
は
不

中
の

い
だ
な

あ
は
は
は

確
か
に

そ
う
思
い
ま
す

 
私
の
感
想
に

髪
の
少
女
ロ
ニ
エ
が
苦

と
共
に
そ
う
返
し
た

 
彼
女
と
テ

ゼ
は
下
が
ス
カ

ト
だ
か
ら

の
事
こ
の
大

の

気
は

え
る
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
彼
女
ら
に
マ
ン
ト
の
一
つ
で
も

し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
ス
ト
レ

ジ
に
は
予
備
の
武

と

そ
し
て

め
ら
れ
る
だ
け

め
た
回
復
ア
イ
テ
ム
の

し
か
な
く

に
な
り
そ
う
な

分
な

は
入

て
い
な
か

た

下
手
に

を

し
て
も
あ
る
意
味

生

身

な
彼
女
ら
で
は
却

て

傷
を
来
し
か
ね
な
い
の
で
逆

果

 
こ
こ
は

に
空

ラ
イ
ン
へ

内
す
る
の
が

だ
ろ
う

む

色

話
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が

一
先
ず

点
に
な
る

へ

内
し
よ
う
か

え

い
い
ん
で
す
か
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私
の

に
ユ

ジ
オ
少
年
が
食
い
気
味
に
問
い
か
け
て
く
る

や
は
り

切

ま

て
い
た
ら
し
い

 
そ
ん
な
彼
に
私
は

も
ち
ろ
ん
だ
と
も

と

て

い
た

と
い
う
よ
り

点
へ
の
道
が
分
か
る
の
で
す
か

分
か
る
と
も

 
⻑
い

髪
を
揺
ら
し
な
が
ら
不
安

に
問
う
て
く
る
テ

ゼ
に
も

き
を
返
し
な
が
ら
私

は

手
を
振
り
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
を
呼
び
出
し
た

目
的
は
も
ち
ろ
ん
地

を
出
す
た
め

だ

え

 
そ
こ
で
三
者
三
様

異

同

の

き
の
声
が
上
が

た

か
と
思

て
目
を
向
け
る

な
に
か
な

え

い
や

そ
の

ス
テ
イ
シ
ア
の

み
た
い
で
す
け
ど

違
う
な

て

そ
も
そ

も
こ
こ
に
来
て
か
ら

ス
テ
イ
シ
ア
の

を
開
け
な
く
な

て
た
か
ら

い
た
ん
で
す

 

惑
し
な
が
ら
も
ユ

ジ
オ
少
年
が
先

ど
の
反
応
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
る

 
そ
れ
を

い
て

私
は

む

と

に
手
を
や
り
な
が
ら
思

を
回
す
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似
た
よ
う
な
話
は
ア
リ
ス
を
保
護
し
た
時
に
も

い
た
覚
え
が
あ
る

彼
女
も
同
様
の
名
称
を

に
し
て
い
て

そ
の
う
え

式
の
メ
ニ

ウ

ン
ド
ウ
も
開
け
な
い
の
で

武

の
損

に
つ
い
て
か
な
り
気
を

て
い
た
と
い
う

 
メ
ニ

も
開
け
な
い
の
は
武

に

し
て
も
同
じ
で
ア
リ
ス
の
神
器
や

は
い
く
ら
指
で

タ

チ
し
て
も
ウ

ン
ド
ウ
が
ポ

プ
ア

プ
さ
れ
な
か

た

そ
の
た
め
リ
ズ
ベ

ト
は

果

が
あ
る
か
も
不
明
な
中

剣
を

ぎ

を

く
仕
事
を
こ
な
さ
ざ
る
を
得
な
か

た
と
い
う

あ
る
程

は
ア
リ
ス
も
出
来
た
の
で

中
か
ら
は
自
分
で
し
て
い
た
よ
う
だ

た
が

 
と
は

え
彼
女
は
カ

デ

ナ
ル
か
ら
プ
レ
イ

と
も
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
も
判
定
さ
れ
ず
結
果
シ

ス
テ
ム
の
恩

を
得
ら
れ
な
い
存
在
だ

た

 
そ
ん
な
彼
女
と
同
じ
状
況
に

か
れ
て
い
る
者
が

行
世
界
の
仮
想
世
界
に
三
人

こ
れ
は
思

た
よ
り

な
状
況
の
よ
う
だ
な

 
世
界
を
越
え
る
だ
な
ん
て
事

だ
け
で
な
く
そ
う
し
て
迷
い
人
が
集
約
し
て
い
そ
う
な
異

世
界
の

Ａ
Ｌ
Ｏ

の
事

に
対
し
て
も
思
い
な
が
ら

私
は
ユ

ジ
オ
達
を
空

へ

く
転

へ
と

内
し
た
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ユ

ジ
オ
達
と
行
動
を
共
に
し
て
か
ら

く
し
て
マ

プ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
転

に

し
た
私
は

三
人
を

て
こ
の
世
界
の
空

異
界
空

ラ
イ
ン

へ
と
転

し
た

 
こ
ち
ら
の
世
界
の
カ

デ

ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
ど
う
動
く
か
不
明
だ

た
の
で
シ
ス

テ
ム
的
に
パ

テ

を
組
ん
で
い
な
い
ユ

ジ
オ
達
も
転

で
き
る
か
少

念
し
て
い
た

が
そ
れ
も

憂
に
終
わ
る

私
の
体
の
ど
こ
か
に
触
れ
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
お
陰
か
三
人
も

転

出
来
て
い
た

 
ア
リ
ス
の
前

か
ら
推

は
し
て
い
た
が

か
な
部
分
で
は
や
は
り
プ
レ
イ

と
も
Ｎ
Ｐ

Ｃ
と
も
違
う
も
の
の

だ
か
ん
だ
で
カ

デ

ナ
ル
は
彼
ら
の
事
を
Ｎ
Ｐ
Ｃ
に
近
い

い
を
し
て

い
る
ら
し
い

 

ま

そ
う
で
な
け
れ
ば
剣
で
攻
撃
し
た
時

モ
ン
ス
タ

の

を

ら
す
な
ど
と
い

う
シ
ス
テ
ム
現

は

き
得
な
い

だ
か
ら
然
も
あ
り
な
ん

 
彼
ら
は

ヒ

ト
ポ
イ
ン
ト

天
命

を
目
に
見
え
る
形
で
は
知
れ
な
い
し

ス
ト
レ

ジ
や
マ

プ
と
い

た

シ
ス
テ
ム
サ
ポ

ト
も
得
ら
れ
な
い

対
外
的
に
は

我

プ
レ
イ

も
彼
ら
の

を
知

る
事
は
出
来
な
い
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彼
ら
の
認
識
は

恐
ら
く
仮
想
世
界
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
達
の
そ
れ
と
大
差
は
無
い
と

え
れ
ば

大
き
な
異
常
と
も

え
な
い

 
か
つ
て
ボ
ス
モ
ン
ス
タ

だ

た

人
の

軍
ヴ

フ
ス
は

キ
リ
ト
と
刃
を
交
え
た

時
傷
を

ぐ
魔
力

を
感
覚
的
に
残
り
体
力
と
認
識
し
て
い
た
と
い
う

我

プ
レ
イ

が

現
実
で
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
仮
想
世
界
を
現
実
と
す
る
彼
ら
が
己
の
命
の
値
を
正
確
に
知
る
事

は
な
い
の
が

な
の
だ

 
ユ

ジ
オ
達
は

人
界

に

い
て

ス
テ
イ
シ
ア
の

を

し
て
自
身
や
武

の
天
命

値
を
把
握
で
き
て
い
た
か
ら

乱
し
た
の
だ
ろ
う
が
こ
ち
ら
の
常
識

仮
想
世
界
の
住
人

の
認
識

を

に
す
れ
ば

彼
ら
の
状

は
大
き
な
異
常
と
は

い
切
れ
な
い
の
で
あ
る

 
我

が
異
常
と

て
い
る
の
も

カ

ル
が
出
な
い

シ
ス
テ
ム
ウ

ン
ド
ウ
が
出
な

い

と
い
う
二
点
で
あ
る

 
得
ら
れ
る
情
報
こ
そ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
よ
り
少
な
い
だ
け
で
カ

デ

ナ
ル
が

す
る
世
界
で
動
け

て
い
る
以
上
そ
れ
な
り
の
デ

タ
は

て
い
る

だ

そ
れ
こ
そ
設
定
値
が
Ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
の
た

め
無
名
の
ま
ま
動
い
て
い
た
プ
レ
ミ
ア
や
テ

ア
な
ど
よ
り
は
ま
だ
ま
と
も
と
す
ら

え
る

 
そ
も
そ
も
異
世
界
の
そ
れ
も
恐
ら
く
未
来
の
存
在
と
い
う
推

が
ま
と
も
で
は
な
い
の
だ
が
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そ
ん
な
思

を
他

に

私
は
状
況
を
整
理
す
る
べ
く
思

を
回
す

 
私
よ
り
も
先
に
異
界
空

に

り

い
て
い
た
サ
チ
や
そ
こ
で
合
流
し
た
ア
リ
ス
や
や
は

り
こ
の
世
界
で
も

を
経

し
て
い
る
ら
し
い
異
界
の
エ
ギ
ル
の
話
を

く
限
り
ど
う
や

ら

行
世
界
と
い
う
認
識
は
間
違

て
い
な
か

た

 

場

は
と

く
に
死
ん
で
い
る
と
エ
ギ
ル
か
ら

か
さ
れ
た
事
で
そ
れ
は
確
信
に

な

た

 

行
世
界
に

け
る

場

と
い
う
男
は
デ
ス
ゲ

ム
の
黒
幕
だ

た
と
い
う

 
第
七
十
五
層
で
こ
の
世
界
の

キ
リ
ト

に
正
体
を

か
れ
た
黒
幕

ヒ

ス
ク
リ
フ

は

彼
と
の
一
騎
打
ち
に
臨
ん
だ

し
か
し
あ
わ
や
決

が

く
と
い
う
と
こ
ろ
で
外
部
か
ら
の

と
い
う
負

が
掛
か
り

ヒ

ス
ク
リ
フ

は
そ
の
場
か
ら
消
え

な
し

し
的
に
第
百
層
ま

で
攻
略
す
る
事
に
な

た

 
こ
の
世
界
の

Ｓ
Ａ
Ｏ

は

そ
う
し
て
終
わ
り
を

え
た
ら
し
い

む

世
界
が
変
わ
れ
ば
立
場
も
変
わ
る

か

興
味
深
い
話
だ

ま

た
く
だ
な

正
直
な
話
ア
ン
タ
が
黒
幕
で
な
い
世
界
が
あ
る

て

わ
れ
て
も
ピ
ン
と

来
ね

一
体

が
あ

て

え
が
変
わ

た
ん
だ
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そ
う

て

し

な

線
を
向
け
て
く
る
バ

テ
ン
ダ

の

ノ

ム

疑
念
と

の

た

線
を
感
じ
取

た
私
は

ま

そ
う
な
る
か
と
思
い
な
が
ら
苦

を
浮
か
べ
る

そ
れ
は
私
に
も
分
か
り
か
ね
る

私
は
あ
の
世
界
を
デ
ス
ゲ

ム
に
し
よ
う
な
ど
と

と

も

え
な
か

た
も
の
な
の
で
ね

そ
う
な
の
か

そ
う
だ
と
も

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
を
創
り
上

た
か
ら
と

て
私
の
夢
は
そ
こ
で
終
わ
ら

な
い
の
だ

 
こ
れ
は
最
初
に
キ
リ
ト
に
明
か
し

そ
れ
か
ら
束
に
話
し
た
事
だ

 

私
は
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
い
う

い

か
ら
の
夢
の

物
を
現
実
に
追
い
求
め
て
い

た

物
理
学
な
ど
で
現
実
を
知

た
故
に
仮
想
世
界
で
の
構

に
方

を
転
換
し
た
の
だ
が

そ
の
こ
ろ

ノ
之
束
に
よ

て
イ
ン
フ

ニ

ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
が
世
界
に
向
け
て

表
さ
れ
た

 

行
世
界
の

場

と
明
確
に
差
異
が
生
ま
れ
た
の
は
恐
ら
く
そ
こ
だ

 
外

へ

び
立
つ
夢
を
知
り

 
イ
ン
ス
ト

ル

子
変
換
と
い
う
設

と

さ
え
あ
れ
ば
一

で
物
体
を
構

で
き
る
技
術
を
知
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り 
そ
し
て
夢
想
し
た
の
だ

 

鉄
の
浮
遊
城
が

無
限
に
広
が
る
星
の

ラ
を

く
光

を

 

天
空
の
城
が
あ
り
得
な
い
と
判
断
し
た
の
は
引
力
や
重
力
の
観
点
か
ら
あ
れ
だ
け

大
な
物

を

空
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
に

因
し
て
い
る

 
な
ら
ば
逆
転
の
発
想
で
あ
る

重
力
も
引
力
も
無
い

空
間
で
あ
れ
ば
問

な
い
の
で
は

と

え
た

 

は
機
器
で
補
う

人

光
合
成
の
技
術
も
進
歩
し

け
て
い
る
か
ら
解
決
の

は
あ

る

浮
遊
城
に
は
広
大
な

原
や
森
を

る
つ
も
り
だ
か
ら

物
問

も
然
し
て
問

は
な
い

だ
 
無
論

人

え
な
と
こ
ろ
は
あ
る
の
で

部
を
も

と

め
る
必
要
は
あ
る

 
し
か
し

不
可
能
で
は
な
い
の
で
は

と
い
う
期

は
生
ま
れ
る

 
だ
か
ら
こ
そ

夢

が
あ
る
の
だ

 
そ
れ
は

ノ
之
束
と
の
邂
逅
で
よ
り
現
実
に
近
付
い
た

夢

 
一

は

郷

之
の
凶
行
に
よ
り

め
ざ
る
を
得
ず

た
だ

罪
と
し
て
最
前
線
を
生
き
た
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が

桐

谷
和
人
と
の
縁
が
繋
ぎ
止
め
て
く
れ
た
モ
ノ

 
仮
想
世
界
で
作
る
し
か
な
か

た

場

と
の
明
確
な
差
異
で
あ
る

私
に
は
現
実
で
夢
を

す
だ
け
の

境
が
あ

た

し
か
し
こ
の
世
界
の
私
に
は
無

く

だ
か
ら
こ
そ
あ
の
世
界
を
現
実
に
近
付
け
よ
う
と
し
た

そ
う
い
う
事
だ
ろ
う

な
る

ど
ね

 

得
は
あ
ま
り
い

て
い
な
い
の
だ
ろ
う

だ
が
反
論
す
る

ど
の

も
無
い
ら
し
い
異
界

の
エ
ギ
ル
は
一
つ

き

そ
れ
以
上
は
追

し
て
こ
な
か

た

 
そ
の
代
わ
り
と
い
う
よ
う
に

線
が

の
外
へ
と
向
け
ら
れ
る

そ
う
い
や

く
経
つ
が
ア
リ
ス
達
は
ま
だ
帰

て
来
ね

な

そ
う
だ
な

 
心
配
そ
う
な
面
持
ち
で

た
彼
に

私
は

く
応
じ
る
ば
か
り

の
カ
ウ
ン
タ

に

て

て

み
物
を

ん
で
い
た
サ
チ
は

葉
を
発
さ
な
い

 

こ
の
場
に

人
界

か
ら
迷
い

ん
だ
四
人
は

な
い

 
異
界
空

で
合
流
し
た

や
ら

み
入

た
事
情
が
あ
る
事
を

し
た
私
が
今
の
内
に

話
を
す
る
よ
う

の
一

を

り

そ
こ
に
四
人
を

内
し
た
か
ら
だ
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ア
リ

ス

 
な
ん
で

こ
こ
に

い
や

そ
の
前
に

キ
リ
ト
は

ま

さ
か

も
う

さ
れ
た
の

 

そ

ん
な

せ
ん

い

 

わ

私
達
の
せ
い
で

そ
ん
な

  
金
色
の
騎
士
を

界
に
収
め
た

そ
れ
ま
で
後

二
人
を
不
安
に
さ
せ
ま
い
と
気

に
振

る
舞

て
い
た
少
年
が

し
た

恐
怖
を

ん
だ
声

で
の
問
い
か
け
は
そ
う
あ

て
欲
し

く
な
い
と
い
う
切
実
な
願
望
を
見
せ
て
い
た

 
そ
の
少
年
の
不
安
が
伝

し
た
の
か

ロ
ニ
エ
と
テ

ゼ
の
二
人
も
不
安

に

を

め

 
そ
し
て

そ
の
不
安
以
上
の
悔
悟
の
念
を
浮
か
べ

を
滲
ま
せ
た

  

あ
な
た
達
は
あ
の
者
と
共
に

た

良
か

た

あ
な
た
達
に

き

た
い
事
が
あ

た
の
で
す

少
し
時
間
を
く
だ
さ
い
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三
人
の
様
子
を
見
て

か
に

根
を
寄
せ
た
も
の
の
す
ぐ
表
情
を

め
た
ア
リ
ス
が
そ
う

て
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
よ
う
動
い
た

そ
れ
を
見
て
私
は

の
一

を

し
た
の
で

あ
る

 
目
的
と
し
て
は
時
間
を
掛
け
て
も
い
い
か
ら
あ
の
四
人
の
間
で
の
問

は
片
付
け
て
お
い
て

も
ら
う
た
め
だ

 

ん
の
少
し
の
や
り
取
り
を
見
た
だ
け
で
も

み
入

た
事
情
が
あ
る
事
は

せ
た

 
ま
し
て
ユ

ジ
オ
達
は
人
界
の
キ
リ
ト
と
親
し
い
間

で
あ
り
ア
リ
ス
は
殺
人
の

を
理
由
に

行
し
た

本
人

そ
の

性
を

き
に
し
て
も
ア
リ
ス
の
背

や
彼
女
か
ら

け
て
見
え
る

人
界

の
問

点
だ
け
で
も
面
倒
そ
う
な
の
だ

 
人
界
を
知
ら
な
い
身
で
は

体
的
な
助

も
出
来
な
い
の
で
本
人
達
の
間
で
済
ま
せ
て

欲
し
い

あ
の
様
子
か
ら

す
る
に

に
終
わ
る
話
で
は
な
い
だ
ろ
う

我

の

間
が

う
の
も
今

し
ば
ら
く
掛
か
る
だ
ろ
う
し

問

で
は
な
い
さ

 
エ
ギ
ル
に
そ
う

て
私
は
グ
ラ
ス
を

け
た
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
は
メ
タ

点
を

り

み
や
す
い
の
で
状
況
が
と

ら
か

た
時
の

め

に

し
て
る
ん
で
す
よ
ね

 

Ｓ
Ａ
Ｏ

時
だ
と
も

ら
キ
リ
ト
に
お

を
奪
わ
れ
が
ち
だ

た

様

  
・
ヒ

ス
ク
リ
フ

 
現
実
に

夢

を

い
て
い
た
天
才

学
者

 

と

ノ
之
束

方
と
の
出
会
い
が
未
来
を
変
え
た

一

は

郷
の
凶
行
で

め

か
け
て
い
た
が
和
人
が

場
を
信
じ

け
た
結
果
夢
は
今
も

い
て
い
る

そ
の
た
め
Ｓ

Ａ
Ｏ

時
よ
り
も
思

は
前
向
き

 
自
身
を
ず

と
信
じ

け

夢

も
応

し
て
く
れ
て
い
る
和
人
の
事
を
心
の

か
ら
信
じ

て
い
る
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キ
リ
ト
以
外
で
ア
リ
ス
を

し
て

人
界

の
問

点
に
気
付
い
て
い
る
一
人

 
ア
リ
ス
を
前
に
し
た
ユ

ジ
オ
達
の
様
子
か
ら
た
だ
な
ら
ぬ
事
情
を

し
て
い
る

  
・
ユ

ジ
オ

 
異
界
か
ら
の
漂
流
者
の
一
人

 
修
剣
学

で
後

と
一
緒
に

る
と
こ
ろ
で
氷

に

ば
さ
れ
た

ヒ

ス
ク
リ
フ
と
会

て

な
か

た
ら
世

と
出
会

て
た
か
も
し
れ
な
い

 
と
あ
る
事
情
か
ら

ア
リ
ス

と
因
縁
が
あ
る

  
・
ロ
ニ
エ
・
ア
ラ
ベ
ル

 
異
界
か
ら
の
漂
流
者
の
一
人

 

い

髪
の
少
女

人
界
キ
リ
ト
と
ユ

ジ
オ
の
後

 
ど
う
や
ら
人
界
キ
リ
ト
が
殺
人
の

を
負
う
事
に
な

た
要
因
ら
し
い

  
・
テ

ゼ
・
シ

ト
リ

ネ
ン
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異
界
か
ら
の
漂
流
者
の
一
人

 
⻑
い

髪
の
少
女

人
界
キ
リ
ト
と
ユ

ジ
オ
の
後

 
ど
う
や
ら
人
界
キ
リ
ト
が
殺
人
の

を
負
う
事
に
な

た
要
因
ら
し
い

  
・
世

 
氷

を
バ
イ
ク
で
直

る
ド
ク
ロ
メ

ト
ア
バ
タ

 
テ
ン
シ

ン
ぶ
ち
上

ヒ

ハ

 

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
見
て
見
ぬ

り
を
し
た

  
・
世

 
バ
イ
ク
で
タ
ン
デ
ム

て
る
火
妖
精

 
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
記

に
あ
る
火
妖
精

よ
り
テ
ン
シ

ン
が
高
い

 

ヒ

ス
ク
リ
フ
は
見
て
見
ぬ

り
を
し
た
武
士
の
情
け
的
に
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・

原

作
異
界
の

場

 
現
実
に
は
無
い

夢

の
浮
遊
城
を
仮
想
世
界
で
構

し

デ
ス
ゲ

ム
に
し
た
男

 
本
作

場
か
ら
見
た
彼
は

現
実
と
仮
想
を
逆
転
さ
せ
た
男

と
い
う

 

夢

を
見
た
先
の
世
界
が
違

た
だ
け

 
本
作

場
が
人
と
し
て
の
在
り
方
を
前
面
に
出
し
て
い
る
の
に
対
し
異
界

場
は
天

才
と
し
て
の
在
り
方

を
出
し
て
い
る

 

と
束

二
つ
の
出
会
い
が
無
け
れ
ば
同
じ
道
を

た
と
い
う

ア

ル

タ

エ

ゴ

可
能
性
の
存
在

 
そ
れ
が
本
作

場
か
ら
の

で
あ
る

   
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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異
伝
 

ア
リ
シ
ゼ

シ

ン
・
デ

フ

レ
ン
ト

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
は
幕
間

ア
リ
ス
と
ユ

ジ
オ

の
人
界
の
キ
リ
ト

り
の
お
話

ル

リ

ド

で
の
平
穏
な
日

の
一

ジ
が
中
心
で
す

 
本
編
で
ア
リ
ス
と
ユ

ジ
オ
が
対
話
す
る
に
あ
た
り
前

と
し
て
こ
こ
は

写
し
と
か
な
い

と
話
が
分
か
ら
な
い
と
思

た
の
で

 
キ
リ
ト
の
年

が

く
下
が

て
ま
す
が
上

修
剣
士
時
点
で
リ
ア
ル
と
同
じ
年

に
な
る

よ
う
に
し
た
結
果
で
す

 
兄

姉

し
て
る
ア
リ
ス
と
ユ

ジ
オ
が
見
た
か

た
ん
や

 

点

第
三
者

前

ユ

ジ
オ
主

後

ア
リ
ス
主

 

数

約
一
万
八
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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ご
じ

う

 
そ
の
掛
け
声
と
共
に
白
く

い
た

感
の

手

を
大
き
く
振
る
う

触
れ
れ
ば

た
い
と
思

え
る

感
の
あ
る
黒
い

木
の
幹
に

ま
れ
て
い
る
傷

へ
ま
る
で

い

ま
れ
る
よ
う
に
刃

が

き

ま
れ
た

 
直
後

コ

ン

と
真

を

い
た
時
特
有
の

し
い

が

き

る

 

を

む
ま
で
の
五
十
回
と
い
う
回
数
の
内

最
近

く
二

三
回

ど
出
せ
る
よ
う
に

な

た

を
最
後
に
出
せ
た
の
は

し
い
と
思
う
反
面
そ
れ
で
も
今
日
の
残
り
を

え
る
と

ん
な
り
も
し
つ
つ

が

れ
切
る
ま
で
振
る

て
い
た

を
地
面
に
突
き
立
て

代
わ
り

に
し
て

れ
掛
か
る

 

と
息
を

い
て

に
滲
む

を

で
麻
の

で

て
い
る
と
さ

と
二
つ
の

も
の
が
差
し
出
さ
れ
た

お

れ
に
い
ち

ん
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差
し
出
さ
れ
た
も
の
で

手
の
も
の
が

感
の
あ
る
白
い

を

う

の
手

い
で
も

う
片
方
が
水
分
補

の

に

の

で

ん
で
来
た
シ
ラ
ル
水
が

め
ら
れ
た
な
め
し

の
水

ど
ち
ら
も
ユ

ジ
オ
の
私
物
だ

あ
あ

あ
り
が
と
う
キ
リ
ト

 

を
黒
い

木
に
立
て
掛
け
た
後
そ
れ
ら
を
さ

と

け
取
り
差
し
出
し
て
く
れ
た
者
に

お
礼
を

に
す
る

少
年
は
そ
れ
に
に

こ
り
と

み
を
浮
か
べ
た

 
手

い
と
水

を
差
し
出
し
て
く
れ
た
の
は

で
少
し
前
十
一

に
な

た
ば
か
り
の

ユ

ジ
オ
よ
り
七
つ
年
下
の
四

に
な
る
少
年

 
名
前
は
キ
リ
ト

ノ

ラ
ン
ガ
ル
ス
北

国
の
人
間
に
し
て
は

し
く
髪
も

も
黒
い
少
年

だ

北
方
の
地
で
は

か
髪
の
片
方
が
黒
く
と
も
他
は

色
だ

た
り
と
色
が
異
な
る
場
合
が

多
い
の
で

そ
う
い
う
意
味
で

し
い
と
さ
れ
る

 
更
に
特
異
な
の
は
そ
の
容

性
別
は
れ

き
と
し
た
男
だ
が
ユ

ジ
オ
と
親
し
い
も
う
一
人

の

に
勝
る
と
も

ら
な
い

な
容

を
し
て
い
て
遠
目
ど
こ
ろ
か
近
く
で
見
て
も
少

女
に
し
か
見
え
ず
ま
だ
年

も
行
か
な
い
か
ら
中
性
的
な
の
も
手
伝

て

少
女
と

て
も

過

で
は
な
い

後
ろ

ま
で

ば
さ
れ
た
黒
髪
も
そ
れ
を

立
た
せ
て
い
て

か
意
味
で
も
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あ
る
の
か
彼
は
そ
の
髪
を
切
ろ
う
と
し
な
い
の
で

の
子

達
か
ら

お
と
こ
お
ん
な

な
ど
と

わ
れ
て
い
る

 
キ
リ
ト
は
と
あ
る

を

ん
で
も
ル

リ

ド
の

で
一
二
を
争
う
程
の

を
持

て
い
る
と
ユ

ジ
オ
は
思

て
い
る
し
恐
ら
く
大

の

人
も
同
意
見
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い

る 
色

わ
れ
て
い
る
事
は
あ
る
が

の
キ
リ
ト
が

が

て
い
る
な
ら
ま
だ
し
も
特
に
気
に

し
て
い
る
風
に
は
見
え
な
い
の
で
そ
う
い
う
呼
称
を

に
し
て
も
ユ

ジ
オ
は
特
に

意
す
る

事
は
無
い

性
格
的
に
事
な
か
れ
主
義
と
い
う
事
も
あ

て

り

め
な
い
と
い
う
の
も
あ
る

が
キ
リ
ト
本
人
が
気
に
し
て
い
な
い
な
ら

な
い
自
分
が

か

う
の
は

が
違
う
と
思

て
い
る
か
ら
だ

 
そ
ん
な
少
年
と
木
陰
へ
と

動
し
て
真

の
日

り
か
ら

た
ユ

ジ
オ
は

け
取

た

手

い
で
さ

と

を

き

水

の

を

い
て

く

る

 

か
ら

ん
だ
ば
か
り
の
シ
ラ
ル
水
は
真

日
で
も
キ
ン
キ
ン
に

え
て
い
て

味
し
い
の

だ
が

か
ら

み
出
し
て
五
分
も
す
れ
ば

く
な

て
し
ま
う
性

が
あ
る
た
め

に

め
た
水
は
と
て
も
生

か

た

そ
れ
で
も

を
掻
い
た
体
に

み

る
よ
う
な

味
し
さ
が
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内
に
広
が
る

 
そ
れ
を

み
下
し
た
後

で
に
こ
に
こ
と

み

け
る
少
年
に

を
向
け
る

そ
れ
に
し
て
も
キ
リ
ト
今
日
み
た
い
に

く

い
真

日
ま
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
来
な
く

て
い
い
ん
だ
よ

 
天

を
与
え
ら
れ
た
ら
遊
ぶ
自
由
も
無
い
に

し
い
ん
だ
し

今
の
う
ち

に
い

い
遊
ん
で
お
い
た
方
が
い
い
よ

 
北
部

境
地

に
あ
た
る
ル

リ

ド
の

に
住
む
子

達
が
天

を
与
え
ら
れ
る
の
は
十

に
な

て
か
ら
と

の

こ
と
正
式
名
称
ル

リ

ド

⺠

さ
二
セ
ン

ど

に

ら
れ
た
羊

紙
の
束

に
し

か
り
と
記
さ
れ
て
い
る

 
か
く

う
ユ

ジ
オ
自
身
も
現
在
の
天

に

い
た
の
は

生
日
で
あ
る
十

の

先
の
事

今
年
で
二

目
の

を

え
た
も
の
の
未
だ
天

に

れ
る
気
配
は
な
く
日
が
な
一
日

水
流

し
て
重
た
い

を
振
る
い
七
日
に
一
回
あ
る
定

日
も
専
ら
体
の

息
に

て
る

日
だ

定

日

な
ら
遊
ぶ
時
間
も
出
来
る
と
い
う
も
の
だ
が
体
力
的
に

し
い
現
在
で
は

し
い
と

わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

 
そ
し
て
四

に
な

た
ば
か
り
の
キ
リ
ト
は
ま
だ
六
年

ど
の

予
が
あ
る

 
自
分
の
天

は
木
こ
り

よ
り
正
確
に

え
ば
ギ
ガ
ス
シ
ダ

と
呼
ば
れ
る
大
樹
を

り
倒
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す
べ
く

約
三
百
年
に

て

け
継
が
れ
て
き
た

み
手

の
天

だ

 
ギ
ガ
ス
シ
ダ

は
太
陽
神

ル
ス
の

み
地

神
テ
ラ
リ
ア
の

み
を

さ
ず

い
取

て

し
ま
う
魔
の
大
樹

ル

リ

ド
が
森
を
開

し
て

に
す
る
た
め
に
も

り
倒
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

一
応
現
状
で
も
開

自
体
は
可
能
だ
が
こ
の
ギ
ガ
ス
シ
ダ

を
取
り

か
ず
に

に

し
て
も

み
を

け
ら
れ
ず

作
物
な
ん
て
育
ち
は
し
な
い

 
そ
の
大
樹
を

り
倒
す
大

を

て
い
る
の
が

み
手
と
呼
ば
れ
る
天

で
ユ

ジ

オ
は
そ
の
八
代
目
の

い
手
と
な
る

 
こ
の
ギ
ガ
ス
シ
ダ

は
ル

リ

ド
の

か
ら

に
二
キ
ロ
ル

ど
も
離
れ
て
い
る
の
で
真

日
と
も
な
れ
ば
行
き
来
だ
け
で
す
ら

を
掻
く

れ
た
大
人
や
ユ

ジ
オ
で
す
ら

だ
く
に

無
論
大
人
の
方
が
体
力
的
に
マ
シ
で
は
あ
る
が

な
る
の
だ

ユ

ジ
オ

ど
体
力
を
鍛

え
て
い
な
い
子

の
キ
リ
ト
は
そ
の
行
き
来
だ
け
で
も

い
の
は
想
像
に

く
な
い

い
い
ん
だ
よ

お
れ
が

き
で
来
て
る
ん
だ
し

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
苦

し
な
が
ら

を
横
に
振
り

そ
う

う

 
こ
の
問

も

に

と
な
く

り
返
さ
れ
て
来
た

雪
が

も
る
冬
の
日
も

同
様
の
問

を
し
た
の
だ
が

同
様
の

え
を
返
さ
れ
て
い
る
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こ
の
北

の

ル

リ

ド
に
て
三
百
年
に

て
黒
い
大
樹
ギ
ガ
ス
シ
ダ

を

り
倒
す
べ

く
⻯
骨
の

を
振
る
う

み
手
の
天

を

た
ユ

ジ
オ
に
以
前
か
ら
キ
リ
ト
は
非
常
に
よ

く

き

て
く
れ
て
い
る

 
悪
い
気
は
し
な
い
の
だ
が
ギ
ガ
ス
シ
ダ

の
幹
へ
と

を
振
る
う
仕
事
の

合
上
ユ

ジ

オ
は
あ
ま
り
構

て
あ

ら
れ
な
い

体
力
と
時
間
的
な

が
無
い
現
状
で
他
の
事
に
現
を

か
し
て
い
て
は
天

を

足
に
こ
な
せ
な
い
か
ら
だ

 
ギ
ガ
ス
シ
ダ

を

り
倒
す
だ
け
に

百
年
も
掛
か

て
い
る
の
は
一
日
で

ん
だ
分
の

分
を
大
地
と
天
か
ら

い
取

た

み
で

し
て
し
ま
う
か
ら

そ
れ
を

と

り
返
し
つ

つ
め

ず
に
先
代
達
が

ん
だ
数
十
セ
ン
の
傷
へ
ユ

ジ
オ
も
同
じ
よ
う
に

日

定
回
数

を

き

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
そ
の
回
数
は
一
日
に
二
千
回

八
時
か
ら
正

ま
で
の

前
四
時
間
と

食
が
終
わ

て

か
ら

後
五
時
ま
で
の
四
時
間

合
八
時
間
の
間
に
そ
れ
だ
け
振
る
う
の
が
日

と
な

て
い

る

目
安
と
し
て
は

前
一
千
回

後
一
千
回
だ

 

れ
た
大
人
で
あ
れ
ば
会
話
し
な
が
ら
可
能
で
事
実
先
代
の

み
手
で
あ

た
ガ
リ

ダ
と

い
う
名
の

人
は

れ
た

振
り
も
見
せ
ず

真

へ
百
発
百
中
の
一
撃
を

き

ん
で
い
た
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ま
だ
こ
の
天

を
継
い
で
一
年

ど
し
か
経

て
い
な
い
ユ

ジ
オ
は
そ
こ
ま
で

れ
て
い
な

い
し
肉
体
的
に
も
ま
だ
大
人
に
は
程
遠
い
か
ら

も
な
い

真

に

き

ま
な
け
れ
ば
上

手
く
傷
を
深
め
る
事
が
出
来
な
い
の
で
集
中
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

自
然
と
会
話
は
出
来
な

く
な

て
し
ま
う
の
だ

 
だ
か
ら
ユ

ジ
オ
は
天

を
全
う
し
て
い
る
間
キ
リ
ト
を
構
う
事
が
出
来
な
い

内
心
で
は

構
い
た
い
と
は
思

て
い
る
が
天

を

か
に
す
る
事
は
出
来
な
い
の
だ

先

で

え
ば

ど
う
し
て
も
天

の
方
が
上
に
な

て
し
ま
う

 
遊
び
た
い

り
な
の
は
ユ

ジ
オ
も
だ
が
年
下
の
少
年
の
方
が
も

と

だ
ろ
う
か
ら
遊

ん
で
あ

ら
れ
な
い
自
分
よ
り
も
同
い
年
の
子

達
と
一
緒
に

た
方
が
い
い
の
で
は
と

時
も

思
う

 
だ
が
キ
リ
ト
は
ユ

ジ
オ
と
ユ

ジ
オ
が

と
思

て
い
る
も
う
一
人
の
少
女
以
外
に

は

本
的
に

い
て
い
な
い

 
よ
り

密
に

え
ば
同
じ
く
ら
い
の
子

達
は
お
ろ
か
大
人
に
す
ら
心
を
開
い
て
い
な
い

に
反
し
て
非
常
に
理
知
的
な
の
で
表
面
上
は
親
し
く
し
て
い
る
が
実

は
二
人
以
外
に
心
を
許

し
て
お
ら
ず

必
ず
一
定
以
上
の

離
を
開
け
て
会
話
を
交
わ
す
よ
う
に
し
て
い
る
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こ
れ
に
は
キ
リ
ト
の
生
い
立
ち
が

し
て
い
た

 
キ
リ
ト
は
今
か
ら
四
年
前
に
流
行
し
た

が
原
因
で
二
親
を
亡
く
し
て
し
ま

た

一
の
子

だ

親

達
が
そ
の

遇
で

め
た

に
現
在
は
教
会
に
住
み

ん
で
い
る
子

の
一
人
に

な

て
い
る

 

で
一
つ
だ
け
あ
る
教
会
に
は
他
に
も
似
た
よ
う
な
境
遇
の
子

が
い
る
が
大

は
子

が

多
過
ぎ
て
経
済
的
に
十
分
育
て
て
あ

ら
れ
な
い
と
か
片
親
が

な
く
な

て

ぎ
が
少
な
く

な

た
か
ら
天

を
得
て

け
る
よ
う
に
な
る
ま
で

け
る
と
い

た

本
的
に
一
時
的
に

け
ら
れ
た
子

達
ば
か
り

成
⻑
す
れ
ば
生
家
に
帰
れ
る
の
だ

 
し
か
し
キ
リ
ト
は
違
う

二
親
の
兄
弟
姉
妹
と
い

た
親

達
は

し
い

と
髪
色
を
し
た
キ

リ
ト
を
ま
る
で

物
を

う
か
の
よ
う
に

し
て
い
て
そ
の

遇
を
決
め
る

に
も

し
付
け

合

て
い
た
よ
う
で

教
会
に

け
ら
れ
た
彼
の

を
見
に
来
た
と
い
う
話
は
一

も
無
い

 
そ
も
そ
も
親
身
に

す
る
大
人
と

え
ば
教
会
を
運

し
て
い
る
修
道
士
だ
け
で

点
で

平

に

す
る

⻑
く
ら
い

他
は
彼
の
髪
色
や
生
い
立
ち
か
ら
不
気
味
が
る
ば
か
り

 
そ
ん
な
光

を

い

か
ら
見
て
い
て
は
ど
れ
だ
け

く
て
も
人
に
心
を
開
か
な
く
な
る
の

は
む
し
ろ

然
と

え
た
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そ
ん
な
キ
リ
ト
が
ユ

ジ
オ
と

の
少
女
に

い
て
い
る
の
に
は
二
つ
の
要
因
が
あ

た 
一
つ
目
の
要
因
は

キ
リ
ト
が
ユ

ジ
オ
と
同
じ
天

に

く
事
に
な

て
い
る
か
ら
だ

 
ギ
ガ
ス
シ
ダ

の

み
手
は
一
代
に
つ
き
二
名

さ
れ
る
事
が

の

わ
し
と
な

て
お

り
八
代
目
は

に
ユ

ジ
オ
が

ば
れ
て
い
る

そ
の

方
と
し
て
キ
リ
ト
が

ば
れ
る
事
に

な

て
い
た

 
ル

リ

ド
の

で
は
天

は

み
手
を

い
て

本
的
に
親
か
ら
子
へ
と
子

同

じ
も
の
が

け
継
が
れ
て
い
る

道

の
子
は
道

に
衛
士
の
子
は
衛
士
に

⻑
の
子

は

⻑
へ
と

親
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ
形
で
子
も
そ
の
天

を

う
の
だ

 
こ
れ
は
独
自
の
手
法
や

の
方
法
な
ど
を

よ
く
伝
え
る
た
め
と
さ
れ
て
お
り
ま
た
子

の

か
ら

ん
だ
経
験
を
活
か
し
出
来
る
だ
け
大
人
に
な

て
か
ら
も
安
定
し
て
天

を
こ

な
せ
る
よ
う
に
と
い
う
意

が
あ

て
こ
う
な

て
い
る

 
つ
ま
り
天

は
親
か
ら
技
術
を

け
継
ぎ

伝
え
て
い
く
事
で
安
定
す
る

 
裏
を
返
せ
ば
親
が
い
な
い
子

で
は
安
定
し
て
天

を
こ
な
せ
な
い

親
が

を
し
て
い

る

を
見
て
い
な
け
れ
ば
ど
う
や

て

を
や
り
く
り
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
し

の
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的
な

し
方
も
分
か
ら
な
い
か
ら

を
継
い
だ
と
し
て
も
ま
と
も
に
作
物
を
育
て
る
事
は
出

来
な
い

 

み
手
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は

を

足
に
振
る
う
だ
け
の
体
力
と
決
し
て

り
倒

せ
な
い
魔
の
大
樹
を
前
に

と

を
振
る
い

け
る
仕
事
に

え
る

力
の
二
つ
だ
け

そ

ん
な
の
は
そ
の
気
に
な
れ
ば
子

で
も
出
来
て
し
ま
う

事
実
ユ

ジ
オ
も

観
と
共
に

け
入

れ

こ
の
一
年
と
少
し
を

ば

性
の
ま
ま
過
ご
し
て
き
た

 
だ
か
ら
こ
そ
親
が
お
ら
ず

に
技
術
も

け
継
い
で
い
な
い
キ
リ
ト
で
は
マ
ト
モ
な
天

は
こ
な
せ
な
い
と
ル

リ

ド
の

⻑
ガ
フ
ス
ト
は
判
断
し
ユ

ジ
オ
と
同
じ
大

と
い
う
名

の
あ
る
種
の
拷
問
に

し
い
天

に

く
事
を
命
じ
た
の
で
あ
る

 

の
発
展
の
た
め
を
思
え
ば
確
か
に
こ
れ
は
大

だ
ろ
う
が

い
方
を
悪
く
す
れ
ば
体
の
良

い

払
い
の
よ
う
な
も
の

 
キ
リ
ト
が
構

て
も
ら
え
な
い
の
も
承
知
で

日
欠
か
さ
ず
ギ
ガ
ス
シ
ダ

の
下
に

い

し
く
ユ

ジ
オ
の
世
話
を

い
て
い
る
の
は

れ
は
同
じ
天

を
こ
な
す
者
だ
か
ら
と
い

う
意
味
も

め
ら
れ
て
い
る

あ
と
は
ユ

ジ
オ
と
同
じ
よ
う
に
天

で

へ

う
事
に
な
る

日
ま
で
に

こ
の
行
き
来
に

れ
て
お
く
と
い
う
目
的
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
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キ
リ
ト
が
ユ

ジ
オ
に

い
て
い
る
理
由
は
一
つ
目
だ
ろ
う
が

に
足

く

て
い
る

理
由
の

ら
か
は
二
つ
目
が

て
は
ま
る

 
も
う
一
つ
の
要
因
は
ユ

ジ
オ
と

の
少
女
二
人
で

い

か
ら
面
倒
を
見
て
い
た
か

ら 
ユ

ジ
オ
の

で
あ
る
少
女
は

⻑
ガ
フ
ス
ト
の
二
人

の
姉
の
方
な
の
だ
が
血
縁
的

に
キ
リ
ト
は
そ
の

弟
と
し
て
生
ま
れ
た

体
的
に

う
と
キ
リ
ト
の

親
は
ガ
フ
ス
ト
の

弟
だ

た

 
ユ

ジ
オ
は
そ
の
少
女
を

し
て
キ
リ
ト
と
邂
逅
し

ん
な
事
か
ら
ま
だ
キ
リ
ト
が
小

さ
な

か
ら
面
倒
を
見
る
事
に
な

た
の
だ

 
面
倒
を
見
る
き

か
け
は

な
も
の
だ

た
が
面
倒
を
見
る
事
に
な
る
日
よ
り
も
前
に

れ
ば

ユ

ジ
オ
自
身
に
も
原
因
が
あ
る
と

え
た

 
ユ

ジ
オ
と
同
い
年
の

期

⻑
候
補
と
名
高
い
少
女
は
男
勝
り
な
性
格
だ

た
の
で
よ
く

男
子
に

ざ

て
外
で

り
回

て
い
た

 
し
か
し
そ
の
少
女
は
運
動
だ
け
で
な
く

学
に
も

で
て
い
て
ど
ち
ら
か
と

え
ば

学
寄

り
で
あ
ま
り
遊
ば
な
か

た
ユ

ジ
オ
で
す
ら

わ
な
い

才
ぶ
り
を

い

か
ら
発

し
て



 Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ Ｔｗｉｌｉｇｈｔ 〜アリシゼーション・プログレッシング〜

い
た

一
時
期
は
勝
と
う
と
必
死
に
な

て

強
し
て
い
た
も
の
の
結

一

も
勝
て
な
か

た

の
は

今
と
な

て
は
良
い
思
い
出
で
あ
る

 
そ
ん
な
勝
負
を
し
て
い
た

で
ユ

ジ
オ
は
そ
の
少
女
と
親
し
く
な

た

 

期

⻑
候
補
と
い
う
色
眼

で
見
ず
に

強
で
勝
負
を
し
て
い
た
事
も

と
し
た
ら

良
く
な
る
要
因
の
一
つ
だ

た
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
今
に
な

て
思

て
い
る

こ
れ
が
自

身
に
も
原
因
が
あ
る
と
ユ

ジ
オ
が

え
て
い
る
理
由
で
あ
る

 
そ
し
て

時
の
間
に
か
男
友
達
と
一
緒
に

る
よ
り
も
⻑
い
時
間
話
す
よ
う
に
な

た

の
と

あ
る
日
の

と
思
い
出
し
た
よ
う
に
そ
の
少
女
に
誘
わ
れ
た
の
だ

 

く

今
日
は

の
子

の
面
倒
を
見
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
け
ど

一
緒
に
来
な
い
か

と 
子

の

か
ら

明
で
あ

た
少
女
は
ど
う
し
て
も
教
会
の
修
道
士
が
手
を
離
せ
な
い
時
間

を
子

の
世
話
を
す
る
の
に

て
る
事
に
し
て
い
て
そ
の
手
伝
い
に

り
出
さ
れ
た
と
い
う

だ 
そ
し
て
少
女
に

内
さ
れ
た
家
で
す
や
す
や
と
眠
り
こ
け
る
小
さ
な
子

キ
リ
ト
と
出

た
の
だ

ち
な
み
に
こ
の
時

キ
リ
ト
は
一

ユ

ジ
オ
達
が
八

で
あ
る
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子

の
世
話
な
ん
て
勝
手
が
分
か
ら
な
く
て

少
女
に
ど
や
さ
れ
た
か
分
か
ら
ず

時
は

ま

た
か
と
悔
い
た
も
の
の
今
と
な

て
は

け
て
良
か

た
か
も
し
れ
な
い
な
と
ユ

ジ

オ
は
思

て
い
る

 
ま
た
キ
リ
ト
は
自
ら
の
二
親
の
親

達
か
ら
は
不
気
味
が
ら
れ
て

遠
さ
れ
て
お
り
大
人
達

か
ら
色

と

わ
れ
た
子

達
か
ら
も
遠

き
に
さ
れ
て
い
る
が
ユ

ジ
オ
と
少
女
は
よ
く
面

倒
を
見
て
い
た
か
ら

離
を
離
さ
な
か

た

 
黒
は
暗
黒
神
を
想

さ
せ
る
か
ら
と
忌

さ
れ
る
が
そ
の
黒
と
キ
リ
ト
の

な
黒
は
別
物

だ
と
ユ

ジ
オ
は
思

て
い
た

 
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
キ
リ
ト
は

姉
で
あ
る

の
少
女
そ
し
て
ユ

ジ
オ
に
と
て
も

い
て
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ
あ
ま
り
構

て
あ

ら
れ
な
い
事
を

更

し

な
く
思

て
し
ま
う

天

を

持

て
か
ら
は

息
日
も

れ
を
取
る
事
に

て
て
い
る
の
で
本

に
遊
ん
で
や
れ
て
い
な
い

 
髪
と

の
色
で
同
年
代
の
子
か
ら
も

け
ら
れ
て
い
る
キ
リ
ト
に
あ
ま
り

し
い
思
い
は
さ
せ

た
く
な
い
が

流

に
天

と

れ
ば
か
り
は
如

と
も
し

い

 
し
か
も
気
に

む
な
と

う
キ
リ
ト
は
雨
の
日
も
風
の
日
も
猛

日
も
雪
の
日
も

本
的
に
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天

が

み
に
な
ら
な
い
限
り

日

に
来
て
ユ

ジ
オ
の
世
話
を

い
て
く
る
も
の
だ
か

ら

罪
悪
感
は

で
は
な
い

 
一
応

が
あ
れ
ば
会
話
も
し
て
い
る
し

息
日
も

回

ん
で
ば
か
り
で
は
な
い
か
ら

キ
リ
ト
も
そ
れ
で

足
し
て
い
る
よ
う
な
の
だ
が

あ
ら
ユ

ジ
オ

も
う

前
の
分
は
終
わ

た
の

 

に

た
少
年
を
横
目
に
見
つ
つ
偶
に
水

を

り
な
が
ら

え
事
を
し
て
い
る
ユ

ジ

オ
の

に

や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
少
女
の
声
が
入

て
来
た

か

し
そ
う
だ
が

ら

か
な
声

の
そ
れ
は

ユ

ジ
オ
の

の
少
女
で
あ
り

キ
リ
ト
の

姉
の
も
の
だ

 

を
付
け
て
い
た
水

を
離
し
声
を
掛
け
ら
れ
た
背
後
に

越
し
に
振
り
返
り
そ
の

を

界
に
収
め
る

 
背
後
に
は

ま
で

ば
し
た
金
髪
と
空
色
の

や
か
な
⻘
い
ス
カ

ト
に
白
い
上
掛
け
を

し
た
少
女
が

た

ま
だ
子

故
に
背

は
ユ

ジ
オ
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
キ
リ
ト
の

は
大

き
い

 
少
女
の
名
前
は
ア
リ
ス
・
ツ

ベ
ル
ク

 
ル

リ

ド
の

⻑
を
務
め
て
い
る
ガ
フ
ス
ト
・
ツ

ベ
ル
ク
の
二
人

の
⻑
女
で
あ
り
文
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武

道
を
地
で
行
く

期

⻑
候
補
だ

そ
し
て
キ
リ
ト
の

姉
で
あ
る

ね
え
ち

ん

 

姉
の

を
見
た

に

て
い
た
キ
リ
ト
が

と

を
明
る
く
し
て
名
前
を

呼
ん
だ

 
ち
な
み
に
キ
リ
ト
が

ね
え
ち

ん

と
呼
ぶ
の
は
ア
リ
ス

に
い
ち

ん

は
ユ

ジ
オ

だ
け
で

ル

リ

ド

の
同
年
代
の
子

た
ち
に
は
大
体
さ
ん
付
け
で
あ
る

 
悪

を

う

手
に
も
同
じ
対
応
な
の
で
そ
れ
だ
け
で
も
キ
リ
ト
の
心
の

離
と
い
う
の
が

分
か

て
し
ま
い

回
ア
リ
ス
と

な

を
し
て
し
ま
う
の
は
本
人
に
は
秘
密
だ

こ
ん
に
ち
は

キ
リ
ト

今
日
も

気
み
た
い
ね

 
表
情
を
明
る
く
し
て
喜
ぶ

弟
が

ま
し
い
よ
う
で

ア
リ
ス
は

ら
か
い

み
を
浮
か

べ

け
寄

た
キ
リ
ト
の

を

で
た

 

弟
の

を

で
て
ご

悦
そ
う
な

を
見
な
が
ら
キ
リ
ト
に

い
て
ユ

ジ
オ
も
立
ち

上
が
り

近
付
い
て
声
を
掛
け
る

や
あ

ア
リ
ス

今
日
は
ち

と

か

た
ね

か

た

て

私
は

時
も

り
に
来
た
わ
よ

 
む
し
ろ
今
日
は
あ
な
た
が

前
の
分
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を
終
わ
ら
せ
る
の
が

か

た
ん
じ

な
い
か
し
ら

く

れ
て
き
た

だ
と
良
い
ん
だ
け
ど
ね

 

れ
た
か
ら

く

を
振
れ
る
よ
う
に
な

た
の
だ
と
す
れ
ば
良
い
が
だ
か
ら
と

て
自

身
の
天
命
が

き
る
前
に

り
倒
せ
る

で
も
な
い

後
の
分
を

く
終
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
家

に
帰
る
時
間
も

く
な
る
の
で
そ
れ
を

え
れ
ば
悪
い
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
正
直
ど
う
で
も
い

い
と
い
う
の
が
ユ

ジ
オ
の
本

だ

た

と
こ
ろ
で

今
日
の
お

は

だ
い

 
そ
れ
を
お
く
び
に
も
出
さ
ず
ユ

ジ
オ
は

線
を
少
女
の

か
ら
手
に

ら
れ
て
い
る
物

へ
と

し
つ
つ
問
い
掛
け
た

 
キ
リ
ト
を

で
て
い
る
手
と
は
反
対

の

手
か
ら
は
中

な
大
き
さ
の

の

が

ら

れ
て
い
る

ツ

ベ
ル
ク
家
の
家
事
の
一
切
を
取
り
仕
切

て
い
る

親
サ
デ

ナ
の

意
で

ユ

ジ
オ
の
お

は
ア
リ
ス
と
サ
デ

ナ
の
二
人
が
作

た
も
の
を
届
け
ら
れ
る
事
に
な

て
い

る 
最
初
は
ユ

ジ
オ
も
恐

だ
と

て
断
り

一
の
パ
ン

で
前
日
の
残
り
物
の

い
パ

ン
を

食
と
し
て
い
た
の
だ
が
そ
れ
で
は
や
る
気
な
ど

か
な
い
し

よ
り
体
に
悪
い
か
ら
と
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し
切
ら
れ
る
形
で
お

を
作

て
も
ら
う
事
に
な

た
の
だ

 
実
は

ば
強
引
に

し
切
ら
れ
た
理
由
の
大

が
キ
リ
ト
に
も
お

を
摂
ら
せ
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
思
惑
で
あ
る
事
を
こ
の
場
で
最
年
少
の
少
年
だ
け
が
知
ら
な
い

 
最
初
の

は
お

を

い
て
で
も
ユ

ジ
オ
の
天

に
付
き
合

て
い
て

で
も
動
か
な
か

た
か
ら

見
か
ね
た
ア
リ
ス
と
サ
デ

ナ
が

協

で
お

を
作
る
事
を

し
出
た
の
で
あ
る

 
つ
ま
り
ユ

ジ
オ
へ
の
差
し
入
れ
は

ば

実
と
い
う

だ

た

 
そ
れ
を
知

た
時
の
ユ

ジ
オ
は
内
心
ち

と
複

だ

た
が
自
身
に
付
き
合
う
必
要
の

な
い
キ
リ
ト
が
お

を

い
て
い
た
事
に

を
悩
ま
せ
て
い
た
の
で
正
直
助
か

た
と
い
う
の

が
本

だ

そ
れ
に

日

一
の
パ
ン

で

く
に

て
い
る
前
日
の

れ
残
り
ら
し
い

い

パ
ン
で
は
や
る
気
も

か
な
い
の
で

に

し
く
も
あ

た

 
そ
ん
な
事
情
が
あ
る
ア
リ
ス
が
持

て
来
た
お

は
今
と
な

て
は
ユ

ジ
オ
が
天

を
こ

な
す
日

の

し
み
の
一
つ
と
化
し
て
い
る

そ
の

立
が
気
に
な
る
の
も

然
と

え
た

そ
れ
は
見
て
の
お

し
み
よ

 
し
か
し
ア
リ
ス
は
明
確
な

え
を
返
さ
ず

ま
し
た

み
を
浮
か
べ
な
が
ら

の

を

の

に

く

そ
れ
か
ら

を
開
け
て
大
き
な
白

を
取
り
出
し

ん
と
一
つ

を
立
て
て
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広

た
後

平

な
地
面
の
上
に
敷
き

す
ぐ
に

を

の
上
に

く

 
そ
れ
を
見
て
か
ら
ユ

ジ
オ
と
キ
リ
ト
も

の
上
に

を
脱
い
で
上
が
り

を
下
ろ
し
た

 

け
て
ア
リ
ス
が
取
り
出
し
た

た
手

い
で
入
念
に

れ
た
手
を

い
た
後

の
中
か

ら

と

理
が
取
り
出
さ
れ
て
い

た

 
今
日
の

立
は

け
肉
と

の

み
の
パ
イ

め
チ

ズ
と

製
肉
を

ん
だ

切
り

黒
パ
ン

数
種

の

し
果
物

た
ミ
ル
ク
と
い
う
も
の
だ

た

 

本
的
に
ミ
ル
ク
を

け
ば
ど
れ
も
保
存
が

く
の
で
食
物
の
天
命
値
は
ど
れ
も

が
あ
る

な
の
だ
が
七
月
の
猛

と
日
差
し
は
容
赦
な
く
こ
れ
ら
か
ら
天
命
を

る

天
命
が

り
切

れ
て

ん
だ

理
に
な

た
も
の
を
食
べ
れ
ば
よ

ど

な

の
持
ち
主
で
も
無
い
限

り

を
壊
し
て
大

事
に
な
る
の
は
確
実
な
の
で

ユ

ジ
オ
達
が
手
を

ば
す
よ
り
も
前
に

そ
れ
を
確
認
す
る

に
ア
リ
ス
が

理
に
指
を
振

た

 
ア
リ
ス
の

い
人
差
し
指
は
神
聖
語
の

そ
れ
か
ら

を

む
よ
う
な

道
を

き

そ
し
て

理
に
触
れ
る

 
す
る
と
し

わ

ん
と

ら
か
な

と
共
に
白
く

明
の
板
が
出
現
す
る

そ
こ
に
は

つ
か
の
神
聖
語
と
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る

神
聖
語
の
方
は
と
も
か
く
数
値
は
天
命
を
示
す
値
な
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の
で

本
的
に
子

で

み
書
き
が
分
か
る
程

で
あ
れ
ば

も
が
こ
れ
を

め
る

 
こ
の
白
く

明
の
板
を

ユ

ジ
オ
達
は

ス
テ
イ
シ
ア
の

と
呼
ん
で
い
る

 
ス
テ
イ
シ
ア
と
い
う
の
は
こ
の
世
界
に
存
在
す
る
五
つ
の
神
の
中
で
創
世
神
と

わ
れ

て
い
る
女
神
だ

 
ユ

ジ
オ
が
教
会
の
修
道
士
か
ら

た
限
り
で
は
こ
の
世
界
に
は
九

の
神
様
が
存
在
し

て
い
る

 
こ
の
世
界
は
ユ

ジ
オ
達
が
住
む
人
界
と
邪
悪
で
危
険
極
ま
り
な
い

人
達

ゴ
ブ

リ
ン
や
オ

ク
暗
黒
騎
士
な
ど

が
住
む
暗
黒
界
に
分
け
ら
れ
て
お
り
前
者
に
八

後
者
に
一

の
神
が
い
る

 
ユ

ジ
オ
達
が

と
呼
ん
で
い
る
も
の
に
付
け
ら
れ
て
い
る
名
前
は
人
界
の
中
で
も

最
高

に
在
る
と

て
も
過

で
は
な
い
女
神
の
事

 
正
式
名
称
は

創
世
神
ス
テ
イ
シ
ア

ユ

ジ
オ
ら
人

を
作
り

こ
の
人
界
を
も
作
り
出

し
た
存
在
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

 
人
界
を
作
り
出
し
た

密
に
は
二
つ
の
世
界
に
分
け
た

と

わ
れ
る
残
り
七

の
神

は

の

り
だ
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地
の

み
を
以
て
生
命
と

を

す

徴
と
な

て
い
る

地
神
テ
ラ
リ
ア

 
水
の

み
を
以
て

と

し
を

す

徴
と
な

て
い
る

水
神
ア
ク
オ
ス

 
火
の

み
を
以
て

と
発
展
を

す

徴
と
な

て
い
る

火
神
イ
グ
ニ
ス

 
風
の

み
を
以
て
天
候
と
良
縁
を

す

徴
と
な

て
い
る

風
神
ア
エ
リ
ア

 
陽
の

み
を
以
て
世
界
を

ら
し
安

を
示
す

徴
と
な

て
い
る

陽
神

ル
ス

 
月
の

み
を
以
て
夜
闇
を

ら
し

さ
を
示
す

徴
と
な

て
い
る

月
神
ル
ナ
リ
ア

 
剣
の

み
を
以
て
災
禍
を
破
り
平
穏
を
示
す

徴
と
な

て
い
る

剣
神
グ
ラ
デ

ア

 
こ
の
合

八

の
女
神
達
が
力
を
合
わ
せ
る
事
で

果
て
の

を
境
に

人
界

と

暗

黒
界

は
隔
て
ら
れ

創
世
記
時
代
か
ら
今
日
ま
で
の
平
和
が

か
れ
た
と
さ
れ
る

 
ち
な
み
に

暗
黒
界

に
存
在
す
る
神
は
男
神
で

名
を

暗
黒
神
ベ
ク
タ

と

う

全
て

を
闇
に

め
よ
う
と

心
に

た
と
い
う
強
大
な
力
を
有
し
た
神
で
そ
の

心
と
邪
悪
さ
を

危
険
と
判
断
さ
れ
た

に
他
の
八

の
女
神
達
と

絶
な
戦
い
を

り
広

た
と
さ
れ
る

 
一
説
で
は
今
も
暗
黒
界
の

か
に

じ
ら
れ
て
い
る
と
ユ

ジ
オ
と
ア
リ
ス
は

た

同
じ
場

で

学
を

て
い
る
キ
リ
ト
も
恐
ら
く
同
様
の
話
を

い
た

で
あ
る

 

話
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そ
の
九

の
神

の
内

創
世
神

の
名
を

す
る

で
天
命
を
確
認
し
た
金
髪
の
少
女
ア

リ
ス
が

か
に

根
を
寄
せ

目
を

か
せ
た

ミ
ル
ク
は
あ
と
十
分
他
も
十
五
分
し
か
保
た
な
い
わ
ね

と

い
で
来
た
ん
だ
け
ど

そ
う
い
う

だ
か
ら
二
人
と
も

ぎ
め
で
食
べ
て
ね

分
か

た
よ

い
た
だ
き
ま
す

 
ア
リ
ス
の

に

れ
た
も
の
だ
と

い
て
い
る
間
に

う
が

い
か
キ
リ
ト
が
パ
イ
に
手
を

ば
し
て
さ

さ
と

り
付
い
て
し
ま
う

 

は
そ
ん
な
行

の
悪
い
事
を
し
な
い
の
だ
が
ア
リ
ス
の

理
と
も
な
れ
ば
話
は
別
と
ば

か
り
に

ま
じ
い

ぶ
り
を
見
せ
る
事
を
知

て
い
る
の
で
ユ

ジ
オ
は
ア
リ
ス
と

を
見

合
わ
せ
て
く
す
り
と

た

血
の
繋
が
り
こ
そ
無
い
も
の
の

ア
リ
ス
は
少
し
繋
が

て
い

る
が

二
人
と
も
キ
リ
ト
の
事
を
大
切
な
弟
と
認
識
し
て
い
る
し

は
キ
チ
ン
と
し
て
い

る
か
ら

こ
れ
く
ら
い
で
目
く
じ
ら
を
立
て
る
よ
う
な
事
は
な
い

 

み
を
交
わ
し
た
後
は
二
人
も

理
に
手
を

ば
し

食
が
始
ま

た
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ご
馳

様
で
し
た

ご
馳

様

味
し
か

た
よ

ア
リ
ス

お

様

そ
う

て
く
れ
る
と

し
い
わ

キ
リ
ト
は
ど
う

 

に
合

て
た

す
ご
く

味
し
か

た

そ
れ
は
よ
か

た
わ

 
ユ

ジ
オ
と
キ
リ
ト
が
同
時
に

理
を
食
べ
終
え
色

い
感
想
を

た
事
で
ア
リ
ス
は
機

を
良
く
し
た

 

期

⻑
候
補
と
い
う

書
き
で
見
て
来
な
か

た

の
ユ

ジ
オ

今
は
亡
き

の
一
人
息
子
で
あ
る
大
切
な

弟
キ
リ
ト
が
手
放
し
に

め
た
の
だ

し
く
な
い

が
な
い

く
か
ら

て
仕

み
を
済
ま
せ
天
命
の

少
の
目
安
を
付
け
て

と
作

た

が

あ

た
と
い
う
も
の
だ

 
最
初
の

は
ユ

ジ
オ
に
無
理
に
付
き
合
う
必
要
な
ど
な
い
と
思

て
い
た
も
の
の

と

を
振
る
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
い
い
息

き
に
な

て
い
る
と
思
う
か
ら
キ
リ
ト

に
は
こ
れ
か
ら
も

に

う
の
を

け
て
欲
し
い
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無
論
ア
リ
ス
と
て

食
は

日
作
る
つ
も
り
だ

 
キ
リ
ト
と
は
七

も
の
大
き
な
年
の
差
が
あ
る
が
そ
ん
な
事
な
ど

無
い
く
ら
い
の

で

あ
る
こ
の
三
人
の

は
ず

と

け
て
い
き
た
い
と
ア
リ
ス
は
思

て
い
る

 

に
い
る
同
年
代
の
子

達
は

も
が
色
眼

で
見
て
来
る

そ
れ
を
悪
い
と
は

わ
な
い

し

悪
気
が
あ

て
し
て
い
る

で
は
無
い
事
も
分
か

て
い
る

外
も

る
に
は

る

が

を
す
る
に
し
て
も
色
眼

や

価
が
付
い
て
回
る
の
は
う
ん
ざ
り
す
る
と
い
う
の
が

ア
リ
ス
の
本

 
そ
の
点
で

え
ば
色
眼

で
見
ず

強
で
勝
負
を
し
て
き
た
ユ

ジ
オ
は
気

に
会
話
が
出
来

て
気
持
ち
が
い
い

 
キ
リ
ト
の
場
合
は
可
愛
い
弟
分
と
い
う
事
も
あ

て

か
と
構

て
し
ま
い
た
く
な
る

二
親

を
亡
く
し
て
し
ま
い
自
身
の

が
引
き
取
る
事
に

を

ら
せ
て
た
ら
い
回
し
に
し
た
事
が
一

番

い
て
い
る
と
思
う

 
多
分
キ
リ
ト
が

に
来
て
い
る
の
も
そ
れ
が

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
ア
リ
ス
は
予
想

し
て
い
た

ユ

ジ
オ
も
そ
の

を

し
て
い
る
か
ら
こ
そ

に
来
な
い
よ
う
強
く
は

え

な
い



 Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ Ｔｗｉｌｉｇｈｔ 〜アリシゼーション・プログレッシング〜

 
そ
れ
が
悪
い
と
は

わ
な
い

現
状
特
に
不

合
は
発
生
し
て
い
な
い
し
キ
リ
ト
も
ユ

ジ

オ
の
天

の
邪
魔
は
せ
ず
む
し
ろ
手
助
け
に
な
る
よ
う
色

と
世
話
を

い
て
い
る
か
ら
良
い

事
の
方
が
多
い
だ
ろ
う

 
ユ

ジ
オ
も
色

と
助
か

て
い
る

だ
か
ら
こ
の
日

は
こ
れ
か
ら
も

い
て
い
く
だ
ろ
う

な
と
ア
リ
ス
は
そ
う

え
て
い
た

は

そ
れ
に
し
て
も
せ

か
く

味
し
い
ん
だ
か
ら
も

と

く
り
味
わ

て
食
べ

た
い
よ
ね

 
男
子
二
人
の

を
見
な
が
ら
食
後
の
一

み
を
し
て
い
る
と
ユ

ジ
オ
が
不

そ
う
な
表
情

で

突
に
そ
う

た

 
そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
し

理
を

味
し
い
と

て
く
れ
た
事
に

し
く

思
う
が

流

に
そ
れ
は
な

と
ア
リ
ス
は
思

て
苦

す
る

そ
う
は

て
も
ね

冬
の
前
後
だ

た
ら
ま
だ
し
も
今
は
真
逆
の
真

し
か
も
猛

日
だ

も
の

か
な
り

て
時
間

し
て
作

て
こ
れ
な
ん
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
わ
よ

 
時
間
を
特
に

せ
ず
に
十
分
程

だ

た
ら

し

な
い
と
ア
リ
ス
も
思
う
が
出
来
る
だ

け

を
持
て
る
よ
う
し

か
り
と

た
上
で
こ
れ
な
の
だ
か
ら
そ
の
不

を
消
す
手

は



 異伝 〜アリシゼーション・ディファレント〜

ア
リ
ス
に
は

え
付
か
な
か

た

 
日
陰
を
使
う
手
も

気
性
の
良
い

の

で

に
使

て
い
る
か
ら
こ
れ
以
上
は
重
ね
ら
れ

な
い

影
に
入
れ
る
事
を
重

し
て
あ
ま
り
物
を

せ
る
と
今

は

理
の

が

な
く
な

て

天
命
を

て
し
ま
う
と
い
う
本

転
倒
な
事

に
な
り
か
ね
な
い
の
だ

流

に
物

く
体
力
を
消

す
る

み
手

の
天

で

食

き
は
可
哀
想
で
あ
る

ん

 
ア
リ
ス
が
そ
う

え
て
い
る
と

か
ら

か
に

る
よ
う
な
声
が

こ
え
て
来
た

を

向
け
れ
ば

を
組
ん
だ
キ
リ
ト
が

を

な
が
ら
声
を
発
し
て
い
た

キ
リ
ト

て
る
け
ど
ど
う
か
し
た
の
か
い

ん

い
や

ね
え
ち

ん
が

た

冬

て
い
う
の
が
引

掛
か

て

冬

が

 
ユ

ジ
オ
の
問
い
に
対
す
る

え
に
ア
リ
ス
達
は
声
を

え
て
オ
ウ
ム
返
し
に

葉
を
発
す

る

に
引

掛
か

た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か

た

天
命

て

は

る
の
が

く
て
冬
は

る
の
が

い
か
ら

理
が

く
な
る
の
を

い
だ
ら
天
命
の

り
を
抑
え
ら
れ
る
ん
じ

な
い
か

て
思

た
ん
だ
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あ

確
か
に
今
食
べ
た

け
肉
も
冬
だ

た
ら
外
に
放
り
出
し
て
も

日
も
保
つ
け

ど

は
数
時
間
も
保
た
な
い
ね

つ
ま
り
キ
リ
ト
は
気
候
を

く
す
れ
ば
⻑
持
ち
す
る

て

い
た
い
の
ね

 

い
た
い
事

は
分
か
る
け
ど
ダ
メ
よ

そ
ん
な
大

過
ぎ
る
神
聖
術
は
禁
術
指
定
さ
れ
て
る
で
し

う
し

仮
に
禁
止
さ
れ
て
な
く
て
も
そ
こ
ま
で
の

の
術
式
を

え
る
術
士
は
こ
の

に

な
い
わ

実
力
以
上
の
術
式
を
無
理
に
使
お
う
と
す
る
と

発
し
て
危
険
だ

て

少
し
前
に
話
し
た
で

し

う

 

神
聖
術

と
は

大
気
に

ち
て
い
る
神

の

み
の
源

神
聖
力

を

い
て

こ
す

の

業
の
事
だ

ラ
ン
タ
ン
や

明
の
代
わ
り
に
明
か
り
を

し
た
り
も
の
を

や
す
た
め

の
氷
を
生
み
出
し
た
り
高

の
神
聖
術
使
い
と
も
な
れ
ば
も

と

い
術
式
を
使
え
る
と
ア
リ

ス
は

た

 
神
聖
術
を
行
使
す
る
に
は

の

あ
る
い
は

大

で
は
な
い
努
力
を
要
し
ア

サ
リ
と
出
来
る
者
も

れ
ば
ど
れ
だ
け

て
も

の
術
式
し
か

え
な
い
者
も

る

ア

リ
ス
は
前
者

そ
し
て
ア
リ
ス
以
外
の
大

の

人
が
後
者
だ

 

神
聖
術
は

す
る
べ
か
ら
ず
と
さ
れ
て
い
る
の
も
あ

て
こ
の

で
は

本
的
に
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術
を
使

て
い
る
場
面
は
見
ら
れ
ず

あ
る
と
す
れ
ば

我
を

す
る
時
く
ら
い

 
か
く

う
ア
リ
ス
も
ユ

ジ
オ
と
キ
リ
ト
の

に
お

を
作

て
持

て
く
る
ま
で
に
し
て
い

る

強
の
時
間
く
ら
い
し
か
神
聖
術
を
使
う
機
会
は
な
い
が
し
か
し

が
あ

た

ら
し
く

期
間
で
メ
キ
メ
キ
と
実
力
を

ば
し
今
で
は

に
現
存
す
る
教
本
に
載

て
い
る

神
聖
術

の
術
式
は
全
て

え
る
よ
う
に
な

た

 
だ
か
ら
ア
リ
ス
は
ま
だ
子

な
が
ら
そ
の
実
大
人

負
け
の
神
聖
術
の
使
い
手
に
な

て
い
る

 
そ
ん
な
経

が
あ
る
の
で
少
し
前
か
ら
ア
リ
ス
は
教
会
で

強
を

け
て
い
る
年
下
の
子

達

に
教
会
を

理
し
て
い
る
修
道
士
の
代

と
し
て
神
聖
術
の
歴
史
や
実

に
つ
い
て
指
導

し
て
い
た

 
キ
リ
ト
も
ア
リ
ス
に
指
導
さ
れ
て
い
る
一
人
で
そ
し
て
神
聖
術
の
指
導

を
務
め
て
い

る
ア
リ
ス
が
最
も
目
を
付
け
て
い
る
子

だ

 
別
に

か
悪
い
事
に
術
を
行
使
し
て
い
る

で
も
な
い
し

無
暗
に

し
て
い
る

で
も

ま
し
て
や

術
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

に

至

て
い
る
と
い
う

で
も
な
い

 

に
キ
リ
ト
だ
け
他
の
子

達
よ
り

い
か
ら
だ
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神
聖
術
は
前

の

り

の

と
努
力
に
よ

て
今
後

え
る
よ
う
に
な
る
術
式

の
強
弱
が
決
ま
る

大
気
に

ち
て
い
る
神
聖
力
が
足
り
て
い
れ
ば
発
動
出
来
る
の
で
は
な
く

術
者
の
実
力
が
十
分
で
あ
る
も
の
に
限
り
安
全
に
発
動
出
来
る

 
そ
し
て
安
全
に
と
い
う

し
書
き
が
付
い
て
い
る
よ
う
に
必
要
な
実
力
に
達
し
て
い
な

い
術
式
も
一
応
発
動
は
可
能
だ

た
だ
し

発

と
い
う
危
険
も
存
在
す
る
が

 
術
の
行
使
に
失

し
て

発
と
い
う
結
果
に
な

た
場
合

な
術
式
で
は
使
い
手
が

ち

と
火
傷
を
負
う
と
か

我
を
す
る
程

で
済
む
が

お
う
と
し
た
術
式
が
大
き
け
れ
ば

大
き
い

ど

に
出
る

も
多
大
な
も
の
と
な
る

 
ま
た
術
式
を
発
動
す
る
に
も

み
で
あ
る
神
聖
力
を
消

す
る
の
で
自
然
の
活
力
も
一
時
的

に
喪
わ
れ
る

は
そ
れ
だ
け
で
も
大
き
な

手
だ

 
だ
か
ら
こ
そ
ア
リ
ス
は
万
が
一
の
事
を

え
て
予
め

を

す
よ
う
に

意
を
し
た

キ
リ
ト

が
そ
ん
な
無

で
無
謀
な
事
を
す
る
と
は
あ
ま
り
思
え
な
い
が
時

こ
ち
ら
の
予
想
を

め
上

に
ぶ

ち
ぎ
る
行
動
を
す
る
の
で

断
は
許
さ
れ
な
い

 
そ
の
危
惧
を
キ
チ
ン
と

し
た
ら
し
い
キ
リ
ト
は
む

と
不

そ
う
な
声
を
小
さ
く
上

な
が
ら

か
に

を

ら
ま
せ
た
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そ
ん
な
無
謀
な
事
し
な
い
し
そ
も
そ
も
術
式
を
知
ら
な
い
ん
じ

行
使
も
ま
ま
な
ら
な
い
よ

お
れ
は
こ
の

の
中
身
だ
け

や
し
た
ら
食
べ
物
の
天
命
が
保
つ
ん
じ

な
い
か

て
思

た
ん
だ

の

中
身
だ
け

 
ち

と

ね
た
よ
う
に
キ
リ
ト
が

た
事
で
ア
リ
ス
は
重
要
な
部
分
だ
け
を
反

し
た

 
キ
リ
ト
が

う
よ
う
に

天
命
の
⻑
持
ち
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
の
は
食
べ
物
の
事
だ
か
ら

要
は

の
中
を

や
せ
ば
い
い
だ
け
だ

現
実
的
で
は
無
い
か
ら
出
来
る

も
無
い
が

も

気
候
を

ろ
う
な
ど
と

え
る
必
要
は
無
か

た
の
だ

 
し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
で
問

だ

た

や
す

は
非
常
に
現
実
的
な

に
収
ま

た

が

問

は
そ
う
す
る
方
法
だ

や
す

て

て
も
ど
う
や

て
す
る
つ
も
り
だ
よ

こ
の

節

の
深
水
は

ん

で
か
ら
五
分
も
す
れ
ば

く
な
る
し

シ
ル
ベ
の
葉

も
物
を

や
す
程
じ

な
い
し

だ
と
今

は
氷

け
に
し
か
ね
な
い
わ
よ

 

と
い
う
の
は

神
聖
術

に
て

う

因
の
一
つ

 

風

光

闇
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こ
の
七
つ
の

因
を
以
て
組
み
上

る
術
式
が
神
聖
術
の

本
中
の

本
で
こ
れ
よ
り

高

に
な

て
い
く
と
神
聖
力
を
得
て
直

果
を
発

す
る
と
い

た

因
を

い
な
い
術

式
も
出
て
来
る

 
な
お

術
は
神
聖
力
を
天
命
へ
と
還

す
る
た
め

因
を

な
い

因
を

い
な
い
か

ら

発
の
恐
れ
も
無
く

結
果
的
に
安
全
な
の
で

神
聖
術

に
つ
い
て
学
ぶ

に
最
初
に
教

え
ら
れ
る
術
式
と
な

て
い
る

 

因
は
神
聖
術
を
発
動
す
る
た
め
に
消

す
る
力
の
源
と

え
る
た
め

い
が
非
常
に

し
く

な
ん
て
制

を
離
れ
て

発
し
た
時
に
は
大

発
す
る
事
間
違
い
な
し
で
あ
る

 
要
す
る
に

因
の

い
は

本
中
の

本
で
あ
り
な
が
ら
危
険
過
ぎ
る
力
な
の
だ

 
ア
リ
ス
も

因
の

い
は
こ
こ
最
近

く
出
来
る
よ
う
に
な

た
と
こ
ろ
で
し
か
も
光
源
に

す
る
く
ら
い
の
使
い
道
し
か
な
い

つ
ま
り
危
険
性
の
少
な
い
光

く
ら
い
だ

 
ち
な
み
に
光

が

発
す
る
と
眼
を

す
程
の
閃
光
を
発
す
る

失
明
の
危
険
が
あ
る
の
で
こ

れ
は
こ
れ
で
危
な
い
が
直

命
を

か
す

ど
で
は
な
い
の
で
修
道
士
か
ら
も
練

の
許
可

は
下
り
て
い
た

 

は
光

と
は
真
逆
で

発
す
れ
ば
術
者
を
氷

け
に
し
て
殺
し
て
し
ま
う
程
の
危
険
性
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を
有
す
る

力
を

し
て
い
る

で
は

り
一
面
を
氷

け
に
し
か
ね
な
い
た
め
ア
リ
ス

が
ま
だ
手
を
付
け
て
い
な
い

因
の
一
つ
だ

 
大
人

負
け
で

一
の
ア
リ
ス
が
手
を
付
け
な
い

ど
危
険
な

因
と
も
な
れ
ば
そ
の
危

険
性
を

う
の
も

然

 
も
し
神
聖
術
に
頼
ろ
う
と
し
て
い
る
な
ら

に

め
な
け
れ
ば
と

え
て
い
る
ア
リ

ス
だ

た
が

し
か
し
そ
れ
は

憂
だ

た

い
や
氷
さ
え
あ

た
ら
良
い
ん
じ

な
い
か
な

ら

ユ

ジ
オ
の
お

さ
ん
に

か
せ
て
も
ら

た
お

に
そ
ん
な
の
が
あ

た

だ
し

ま
さ
か

キ
リ
ト

そ
の
お

ま
さ
か
と
思
う
け
ど

ベ
ル
ク

リ
と
北
の
白
い
⻯

の
事
か

い 
お

の

名
を
予
想
し
た
ユ

ジ
オ
に

キ
リ
ト
は
こ
く
り
と

い
た

 
そ
れ
を
見
て
ア
リ
ス
は
ユ

ジ
オ
を

を
見
合
わ
せ

し
い

に
な
る

 
ベ
ル
ク

リ
と
北
の
白
い
⻯
と
は

一
番
の
剣
士
で
あ

た
ベ
ル
ク

リ
が
北

に
あ

る

の

へ
と
冒
険
に
行
き
そ
の
中
に

ん
で
い
た
白
い
⻯
と
対
面
す
る
冒
険

で
あ
る
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故
ベ
ル
ク

リ
と
い
う
剣
士
が
北
へ
と
足
を
向
け
た
の
か
と

え
ば
ル

リ

ド
の

の

近
く
に
流
れ
て
い
る

に

明
な
結

氷
が
真

に
流
れ
て
い
た
か
ら
だ

こ
れ
は
上
流
に

か
が
あ
る
と

え
た

に

き

そ
の
先
で

大
な
白
い
⻯
と
対
面
し
た
と
い
う
も
の

 
ち
な
み
に
⻯
は

宝
を

め

む

性
が
あ
る

話
の
中
に
も
そ
の

写
が
存
在
し
て
お
り

そ
の

宝
の
中
に

⻘

の
剣

と
呼
称
さ
れ
た
剣
が
登
場
し
て
い
る

そ
れ
が
欲
し
い
と

思

た
ベ
ル
ク

リ
は
眠

て
い
る
白
い
⻯
の
隙
を
突
い
て

も
う
と
す
る
の
だ
が

を
握

た

目
覚
め

ま

て
し
ま
う

 
そ
の
後
は

と
か
剣
を
取
ら
な
い
と
話
し
て
事
無
き
を
得
た
と
い
う

 
こ
の
お

は
命

生
き

び
た
ベ
ル
ク

リ
本
人
に
よ

て
語
ら
れ
た
話
で
は
な
い
か

と
い
う
の
が
男
子
達
の
共

見
解
と
な

て
い
る
ら
し
い

一
応
果
て
の

に
も

は

あ
る
し

近
く
に

が
あ
る
の
で
地
形
は
合

し
て
い
る
た
め
だ
ろ
う

 
そ
し
て
キ
リ
ト
が
そ
の
話
を
上

て
来
た
の
は
話
の
中
に
真

日
な
の
に
氷
が

を

流
れ
て
来
た

と
い
う
情
報
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

も
し
か
し
て

氷
が
流
れ
て
来
る
ま
で

を
見

て
る
つ
も
り
か
い

い
や

そ
れ
は
流

に
運
頼
み
が
過
ぎ
る
よ
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と
い
う
事
は
キ
リ
ト

あ
な
た
ま
さ
か

ま
で
行
く
つ
も
り

そ
の

り

 
ま
さ
か

と
は
思

た
が
そ
の
ま
さ
か
で
あ

た
事
に
ア
リ
ス
達
は

葉
を
喪

た

 

は
大
人
し
い
の
に
偶
に

放
な
部
分
を
見
せ
る
と
思

て
い
た
が
今
回
ば
か
り
は
そ
の

を
超
え
て
い
る

ダ
メ
よ
キ
リ
ト

果
て
の

に
行
く
な
ら

中
で
北
の

を
越
え
な
い
と
い
け
な
い

じ

な
い

大
人
の
付
き

い
な
く

子

だ
け
で
北
の

を
越
え
て
遊
び
に
行

て
は
な
ら

な
い

と

ル

リ

ド

⺠

に
記
さ
れ
て
い
る
の
を
忘
れ
た
の

 
ル

リ

ド

⺠

は

⻑
の

敷

つ
ま
り
は
ア
リ
ス
の
生
家

の
書

に

さ
れ
て
い
る

さ
二
セ
ン
程
の
古
め
か
し
い
羊

紙
に

ら
れ
た
も
の
だ

⺠
は

と
略

し
て
呼
ぶ
事
が
多
い

 
物
心
が
付
き
物
の
道
理
と

学
を
学
ぶ
時
期
に
な
れ
ば
教
会
に
務
め
て
い
る
シ
ス
タ

か
ら

そ
れ
ら
を

う
の
だ
が

最
初
に

え
さ
せ
ら
れ
る
の
が
こ
の

ル

リ

ド

⺠

羊

紙
自
体
が

い
と
い
う
事
も
あ

て
内
容
の

は
そ
こ
ま
で
で
は
無
い
が

に
こ
の
二

は
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あ
る
北

国
の
行

機

に
よ

て
定
め
ら
れ
た

国

本
法

更
に

は
あ
る
人
界
全

て
に
知
ら
れ
て
い
る

禁
忌
目
録

と
い
う
も
の
を

え
さ
せ
ら
れ
て
い
く

 
そ
こ
ま
で
行
け
ば

が
少
な
い

⺠

を
忘
れ
て
し
ま
う
の
も

ば
自
明
の
理
と

え
る

無
論

忘
れ
て
い
た
か
ら
と

て
そ
れ
ら
を
破

た
事
が
許
さ
れ
る

で
も
無
い

 
と
は

え

は

も
な
い
し
面
倒
な
事
に
そ
れ
ぞ
れ

文
は
異
な
る
が
大
体
内
容
は

似

て
来
る
た
め
要
点
さ
え

ん
で
し
ま
え
ば

文
全
て
を

え
る
必
要
は
全
く
無
い

対

と
す
る
地

が
異
な
る
だ
け
で
禁

と
な

て
い
る
内
容
は
ど
こ
も
似

て
い
る
か
ら
だ

 

が
増
え
て
い
く
の
は

と
平
⺠
と
い

た
生
ま
れ
な
が
ら
の

制

に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
が
こ
の
北

の
片

に

が
来
る

も
無
し

制

に

す
る

文
の
重
要

は
そ
こ
ま
で
高
く
な
い
と
い
う
の
が
ア
リ
ス
の
見
解
だ

な
の
で
ア
リ
ス
は
三
つ
の

約
で
自

分
の
生
活
に
密

に

わ
る
部
分
だ
け
を
重
点
的
に
記

し
て
い
た

 
そ
の
中
で

ル

リ

ド

⺠

は
特
に

わ

て
い
る
た
め

え
て
い
た
の
で
あ
る

 
キ
リ
ト
も
最
初
に

え
さ
せ
ら
れ
た

だ
が
流

に
子

だ
け
の
北
の

越
え
を
禁
ず
る

文
は

気
に
し
な
い
か
ら

え
て
い
な
か

た
か
と
思

て
い
る
と
件
の
少
年
は

て

い
た
と
ば
か
り
に
に
ん
ま
り
と

み
を
浮
か
べ
た
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遊
び
に
行
く
ん
じ

な
い
か
ら
大

う
ん

ど
う
い
う
事
か
し
ら

こ
の
真

日
で
天
命
の

り
が

い
の
を
も
し
氷
の
発
見
で
抑
え
る
事
が
出
来
た
ら
そ
れ

は

い
事
だ
と
思
う
ん
だ

今
は

の
⻑
持
ち
を

え
て
る
け
ど
も
し
か
し
た
ら
他
に
も
使
え

る
か
も
し
れ
な
い
し

少
な
く
と
も
食
べ
物
が
⻑
持
ち
す
る

て
事
だ
け
で
も

助
か
る
だ
ろ

う
か
ら

遊
び
じ

な
く
て
仕
事
と
解

し
て
も
良
い
ん
じ

な
い
か
な

 
キ
リ
ト
の
説
明
を

い
て

そ
れ
は

理

じ

な
い
か
し
ら

と

中
で

く

 
し
か
し
そ
れ
を
全
面

定
出
来
な
い
の
も
ま
た
事
実

実

に
な
る
と
食
物
の
保
存
方
法
に

四
苦
八
苦
す
る
事
も
多
く

⻑
持
ち
す
る
冬
が

ち
遠
し
い
と
思
う
事
も
あ
る

 
そ
れ
を
氷
で
代

出
来
る
と
分
か
れ
ば

と
す
れ
ば

限
定
で
氷
を

取
す
る

の
天

が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い

 
無
論
北
の

ま
で
子

の

で
は
か
な
り
掛
か
る
し

復

つ
帰
り
は
氷
を
持

て
い

る
事
を

え
れ
ば
か
な
り
の
重
労

な
の
は
間
違
い
な
い
が

の
者
達
は
日

か
ら
体
力
が
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あ
る
の
で
問

は
無
い
だ
ろ
う

 
天

の
事
を

き
に
し
て
も
キ
リ
ト
の
こ
の

え
は
実
現
す
れ
ば
か
な
り
の

績
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う

も
が
知

て
い
る
お

な
が
ら

も

え
付
か
な
か

た
事
を
実
行

に

し
氷
を
取

て
来
て
食
べ
物
を
⻑
持
ち
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
と
す
れ
ば

の
生

活
に

い
な
が
ら

し
た
と

え
る
だ
ろ
う

で

で
も
キ
リ
ト

そ
れ
で
も
ダ
メ
じ

な
い
か
な

で

 
ユ

ジ
オ
の

葉
に
キ
リ
ト
は
こ
て
ん
と

を

た

不

そ
う
な
色
は
無
く

に

不
思
議
に
思

て
い
る
面
持
ち
だ

だ

て

は

果
て
の

に
あ
る
だ
ろ
う

 
で
も

果
て
の

を
越
え
る
事

は

ア
レ
に
も
禁
じ
ら
れ
て
る
じ

な
い
か

流

に
そ
れ
は
マ
ズ
い
よ

 
ユ

ジ
オ
の

う
ア
レ
と
は

人
界

全
て
に
共

し
て
定
め
ら
れ
た

禁
忌
目
録

の
事

を
指
す

 
果
て
の

の
向
こ
う

に
は
ダ

ク
テ
リ
ト
リ

と
も
呼
ば
れ
る
黒
い
大
地
と

黒
い
空
が
広
が
る
世
界
暗
黒
界
が
存
在
し
て
お
り
そ
こ
へ

を
越
え
て
行

て
し
ま
う
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の
は
最
大
の
禁
忌
目
録
違
反
の
一
つ
と
な

て
い
る
の
だ

違
反
す
れ
ば
禁
忌
目
録
を
定
め

た

理
教
会
と
い
う
人
界
の
行

機

か
ら
整
合
騎
士
と
呼
ば
れ
る
者
が

ん
で
き
て

違
反
者
を

行
し
て
し
ま
う

 
ユ

ジ
オ
は
そ
れ
を
危
惧
し
た
ら
し
い

大
切
な
弟
分
が
禁
忌
目
録
違
反
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
な
ら
止
め
る
の
は

然
と

え
た

 
が

し
か
し

そ
れ
に

し
て
は
少

反
論
の

地
が
あ
る

ユ

ジ
オ

そ
れ

少
し
間
違

て
る
わ
よ

え禁
忌
目
録

に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
う
よ

第
一
章
三
節
十
一

人

た
り
と
も

人
界

を

む

果
て
の

を
越
え
て
は
な
ら
な
い

い
い

 

を
越
え
る

て
い
う
の
は

然

を
登

て
越
え
る
事

に
入
る
事
そ
の
も

の
は

ま
れ
な
い
わ
だ

て

が

の
内
部
な
ん
だ
も
の

大
体
今
話
し
て
る
最
大
の
目

的
は
氷
を
取

て
来
る
事
で
そ
れ
も

の
内
部
に
あ
る
じ

な
い

ル

リ

ド

⺠

に
も

国

本
法

に
も

論

禁
忌
目
録

の
ど
こ
に
も

果
て
の

で
氷
を
探

し
て
は
な
ら
な
い

と
は
記
さ
れ
て
な
い

だ
か
ら

に
も
違
反
し
な
い
わ
よ
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え
 
解

の
違
い
と

え
ば
そ
う
な
の
だ
ろ
う

 

も
が
果
て
の

に
近
付
く
事
を
し
な
い
か
ら
そ
れ
も

然
だ
が

は
果
て
の

に

し
て
い
る
の
で
あ
り

を

け
た
先
や

の
向
こ
う

に
あ
る
ダ

ク
テ

リ
ト
リ

に
入
る
事
が
ダ
メ
な
だ
け
だ

の
内
部
は
ダ

ク
テ
リ
ト
リ

で
は
な
い
の
だ
か

ら
入
る
事
そ
の
も
の
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い

 
大
体
そ
れ
な
ら
件
の
話
に
出
て
来
る
ベ
ル
ク

リ
も
違
反
者
に
な
る
で
は
な
い
か

 
彼
は
後
に

に
て
開
か
れ
た
大
会
で

勝
し
た
と
い
う
話
だ
か
ら

禁
忌
目
録

に
も
触

れ
て
い
な
い
事
は
明
白
だ

  

ど
う
し
て

え
が

り

ま

て
る
の
か
し
ら
ね

  
未
だ
に

得
し
か
ね
る
面
持
ち
に
な

て
い
る
ユ

ジ
オ
を
見
な
が
ら

中
だ
け
で
疑
問
を

く
 

い

か
ら
思

て
い
た
が

も
が

だ
禁
忌
目
録
だ
と

て
行
動
を

て
来
る
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あ
る
程

の

が
な
け
れ
ば
な
い
け
な
い
の
は
理
解
し
て
い
る
し

れ

⻑
に
な
る
身
と
し

て
し

か
り
と

応
し
い
教

を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も
理
解
し
て
い
る
が
だ
か
ら
と

て

も
が

違
反
を
し
な
い
の
は
少
し
不
自
然
だ

 

弟
で
あ
る
キ
リ
ト
は

違
反
ギ
リ
ギ
リ
で
あ
り
な
が
ら
も
し

か
り
と
守
る

内
で

動
い
て
い
る

今
の
話
だ

て
少
し
間
違
え
れ
ば
禁
忌
目
録
違
反
だ
し

に

に
も
反
し
て

い
る
が

仕
事
と
解

す
る
事
で

は
破

て
い
な
い
と
主

し
て
い
る

 
少
な
く
と
も

を
破

た
か
ど
う
か
は
そ
の
場
で
見
た
者
が
い
る
か
あ
る
い
は
自
白
す
る
か

で
し
か
判
断
出
来
な
い
し
見
た
者
が

て
も
そ
の
理

が
正
し
い
と
思
え
ば

破
り
と
は
思
わ

な
い

現
に
ア
リ
ス
は
キ
リ
ト
の
主

を

い
て

破
り
に
な
ら
な
い
と
判
断
し
た

 
だ
が
ユ

ジ
オ
は
違
反
ギ
リ
ギ
リ
す
ら
も
危
う
い
と

て
止
め
る

そ
れ
が

を

守
す

る
性
格
な
の
だ
と

わ
れ
れ
ば
そ
こ
ま
で
だ
が
そ
れ
に
し
て
は

も
が
同
じ
と
い
う
の
は

に

ち
な
い

 

論

の
中
に
は
キ
リ
ト
の
よ
う
に

と

て
も
悪
い
方
向
で

を
破
ら
な
い

内
な
が
ら
ギ
リ
ギ
リ
を
見
極
め
た
意
地
悪
な
子

は
い
る

 

気
弱
な
ユ

ジ
オ
の

を

さ
れ
た
事
も
あ
る
が
二
十
四
時
間
以
内
の
物
品
の

持
は
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他
人
の

有
物
の

に

の
部

で
も

で
も
無
い
場

へ
の
一
定
時
間
の
放

は

他
人
の

有
物
の
損
壊

と
い
う
禁
忌
目
録
違
反
に

た
る
の
で

必
ず

方
に
は
返
却
さ
れ

て
い
た

 
だ
が
そ
れ
は
少
し

で
は
な
い
か

と
常

ア
リ
ス
は
思

て
い
た

 
本

に
悪

を
す
る
く
ら
い
性
根
の
悪
い
子

な
ら
む
し
ろ

時
ま
で
も
返
さ
な
い
の
で
は

な
い
か
と

自
主
的
に
返
す
と
い
う
の
は
少
し
お
か
し
い
気
も
す
る

ち

と
し
た
悪

程

で

大
事
に
す
る
気
も
無
い
の
で
あ
れ
ば
ま
だ

得
は
出
来
る
の
だ
が

  

も
が

ら
れ
過
ぎ
な
ん
じ

な
い
か
し
ら

  
そ
う

え
て
い
る
と

と

突
に
ズ
キ
リ

目
が

い
た

 
ま
た
だ

ら
れ
過
ぎ
な
の
で
は
と

え
る
と
必
ず

き
る

目
の

み
が
ま
た
出
て
来

た

こ
の
十
一
年
間
で

と
無
く
経
験
し
た
事
で
あ
る
程

の

性
が
分
か

て
き
た
が

ど
う
し
て
こ
の

み
が
発
生
す
る
か
ま
で
は
よ
く
分
か

て
い
な
い
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に
せ
よ

不

快
な
事
に
変
わ
り
は
無
い

ま
る
で
監

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

つ

 
そ
う
思

す
る
と
更
に

み
が
強
ま

た

 
不

快
に
思

た
り
反
抗
心
を

い
た
り
す
る
と

み
が
強
く
な
る
の
だ

ま
る
で

え

と

わ
ん
ば
か
り
の
そ
れ
が
ア
リ
ス
は

い
だ

た

ね
え
ち

ん

 
突
然
小
さ
く

き

を
険
し
く
し
た
ア
リ
ス
を

し
ん
だ
キ
リ
ト
が

を

き

ん
で
く
る

 

い

弟
の

を
見
て

ア
リ
ス
は
す
ぐ
に
表
情
を
取
り

て

み
を
浮
か
べ
た

で
も
な
い
わ

大

よ

キ
リ
ト

そ
う

 

ん
と
に

え
え

ん
と

心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね

う

え
へ
へ

 
そ
う

て
キ
リ
ト
の

を

で
る
と

心
配
そ
う
な

が
す
ぐ

に

り
と

け
た

 
そ
の

を
見
て
ア
リ
ス
は
思
わ
ず
苦

を

ら
し
た

キ
リ
ト
の
こ
ん
な

を
見
れ
る
の
は
ア

リ
ス
と
ユ

ジ
オ
く
ら
い
な
も
の

他
人
を
信

し
て
い
た
と
し
て
も

と
様
に
は
見
せ
ら
れ
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な
い
な

と
い
つ
も
思
う
の
だ

あ

も
う

ん

と
可
愛
い
ん
だ
か
ら

わ
 
が
ば

と

き
寄
せ
れ
ば

キ
リ
ト
も

し
そ
う
に
悲
鳴
を
上

な
が
ら

び

ん
で
き
た

は
も
う

面
で
あ
る

 
そ
の

な
い

を
見
て

ア
リ
ス
も

そ
し
て
ユ

ジ
オ
も

に
な
る

  

そ
ん
な
日

が
い
つ
ま
で
も

く
と

こ
の
時
の
ア
リ
ス
達
は
信
じ
て
い
た

  

に

れ
た
定

日

果
て
の

へ
と
氷
を
求
め
さ
え
し
な
け
れ
ば

 
そ
の
願
い
が
破
ら
れ
る
こ
と
は

き

と
無
か

た
だ
ろ
う
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
一
先
ず
大
前

ル

リ

ド

時
代
の
キ
リ
ト
ア
リ
ス
ユ

ジ
オ
の

性

理
想
的

な

の
光

で
す
ね

な
お
こ
の
後

  
・
ル

リ

ド

の
設
定

 
キ
リ
ト
の
親
は
原
作
で
も
触
れ
ら
れ
て
な
い
の
で
オ
リ
設
定

 

然
ア
リ
ス
の

弟
な
の
も
オ
リ
設
定

 
身
寄
り
の
な
い
子

が
教
会
に

た
り

で
親
が
亡
く
な

た
設
定
は
原
作

  
・
女
神
に
つ
い
て

 
原
作
で
は
創
世
神

太
陽
神

地

神
の
三
女
神

 

ラ
ス
ト
・
リ
コ
レ
ク
シ

ン

で
火
神

風
神

剣
神
が

神
と
し
て
追
加
さ
れ
六
女
神

 
本
作
で
更
に
水
神

月
神
が
追
加
さ
れ
八
女
神

 
こ
れ
で
地
水
火
風
と
陽
と
陰
月
が

う
か
ら

い
い
ね
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・
人
界
キ
リ
ト

少
期

 
ア
リ
ス

ユ

ジ
オ
の
七
つ
下
の
四

の
少
年

 
黒
髪

黒
眼
で
暗
黒
神
に

わ
れ
て
る
の
で
は
と
陰

を

か
れ

離
を

か
れ
て
い
る

物
心
つ
う
前
か
ら
な
の
で
自
身
の
世
話
を
し
て
く
れ
た
ア
リ
ス
と
ユ

ジ
オ
に
し
か
心
を
開
い

て
い
な
い

 
男

な
が
ら
髪
を

ば
し
て
い
る
の
は

ね
え
ち

ん

こ
と
ア
リ
ス
の
真
似
の
つ
も
り

 
に
い
ち

ん
こ
と
ユ

ジ
オ
も

き
な
の
で

み
手
の
天

に
な
る
事
は

が

て
い

な
い

 

八
年
後

殺
人
の
大
罪
を

す
こ
と
に
な
る

 
な
お

行
す
る
べ
く
対
峙
し
た
騎
士
ア
リ
ス
は
白
髪
金

の
キ
リ
ト
し
か
見
て
い
な
い

  
・
ア
リ
ス
・
ツ

ベ
ル
ク

少
期

 
キ
リ
ト
の

姉
に
し
て
ユ

ジ
オ
の

 

⻑
ガ
フ
ス
ト
の
二
人

の
⻑
女
の
方

女
の
事
も

き
だ
が
手
ず
か
ら
面
倒
を
見
て
い

た
キ
リ
ト
の
方
が
今
は
気
掛
か
り

弟
の
わ
ん

く
ぶ
り
に
振
り
回
さ
れ
る
事
も
あ
る
が
全
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力
で

か

て

し
む
事
も
あ
る
い
い
お
姉
さ
ん

 
決
ま
り
事
に
不

を
持
つ

に

目
の

み
に
独
り
苛
ま
れ
て
い
る

 

の
定

日
に
て

越
境
の
大
罪
を

す
こ
と
に
な
る

  
・
少
年
ユ

ジ
オ

少
期

 
第
八
代
目
の
ギ
ガ
ス
シ
ダ

の

み
手

 
ア
リ
ス
を

し
て
キ
リ
ト
の
面
倒
を
見
る
よ
う
に
な
り

か
れ
た

ア
リ
ス
と
キ
リ
ト

方

に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
が

だ
か
ん
だ

し
く
日

を
過
ご
す

 

み
手
の
仕
事
は

観
と
共
に

け
入
れ
キ
リ
ト
と
一
緒
に
こ
な
す
日
が
来
る
の
も
ち

と

し
み
に
し
て
い
る

 

六
年
後
そ
の
生

を
終
え
る
事
無
く

み
手
の
天

を
全
う
し
剣
を

す
こ
と
に
な

る 
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
四
章
 

人
界
の
法
の
穴

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

お

し
ぶ
り
で
す

 
ラ
ス
リ
コ
で
Ｓ
Ａ
Ｏ

が

ち
て
た
ト
コ
が
あ
る
ん
で
す
が
先
日
発
表
さ
れ
た
新
作
の

像

で
や
る
気
が
再

し
ま
し
た

ユ

ジ
オ
達
が
登
場
す
る
の
を
見
て
感
化
さ
れ
ま
し
た
ね
え
え

 
そ
ん
な
今
話
は
ア
リ
ス
と
ユ

ジ
オ
達
の
対
話
で
す

 
原
作
知

て
る
と
分
か
る
話
が
多
い
で
す

一
応
後
書
き
で
要
点
を

め
ま
す

 

点

ア
リ
ス

 

数

六
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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パ
タ
ン

と

が

ま
る

い
た

が
部

に
木
霊
し
た

 
と
て
も
見

れ
ぬ
内

の
部

で
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
に

わ
れ
て
異
界
空

で
再
会
を

彼
ら
か
ら
す
れ
ば
遭
遇
か
も
し
れ
な
い

を
果
た
し
た

麻
色
の
髪
の
⻘
年
ユ

ジ
オ
⻑
い

髪
の
少
女
テ

ゼ
・
シ

ト
リ

ネ
ン

い

髪
の
少
女
ロ
ニ
エ
・
ア
ラ
ベ
ル
が

心
地

悪
そ
う
に
し
て

こ
ち
ら
に

線
を
向
け
て
き
て
い
る

 
そ
の

線
の
い
ず
れ
も
不
安
と
恐
れ
を
内

し
て
い
る
事
に

私
は

ん
の
少
し

息
す
る

 
過
去

そ
う
い

た

線
を
向
け
ら
れ
た
事
も
無
く
は
な
い

 
先
達
た
る
整
合
騎
士
の

を
す
る
形
で
愛
⻯
た
る

⻯
の
背
に

り
人
界
の

地
を
巡

た

事
が
あ
る

人
界
に

名
す
暗
黒
界
の
住
人
た
る
ゴ
ブ
リ
ン
や
オ

ク
と
対
峙
し
そ
れ
を
斬

た
事
が
あ
る

あ
る
い
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
情
報
収
集
の
た
め
に

の
者
に

触
を

た
事
も
あ

た

 
そ
れ
ら
の

に
向
け
ら
れ
る

線
は

同

に
向
け
る
そ
れ
で
は
な
い

 
暗
黒
界
の
者
か
ら
は

意
と
憎
し
み
を
向
け
ら
れ
た

彼
ら
か
ら
す
れ
ば
人
界
の
守
護
者
は
不

天
の

故
に
そ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ
事
と

え
る

整
合
騎
士
は
不

え
に
百
年
以
上
を

生
き
る
者
も
少
な
く
な
い
か
ら
こ
ち
ら
が
斬

て
捨
て
た
者
の
子

と
対
峙
す
る
と
い
う
事
も
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あ
り
得
る
の
だ

そ
れ
が

と

き

伝

し
た
が
故
の
感
情
だ
ろ
う
事
は
容

に

せ
た

 
人
界
の
⺠
か
ら
は

の
念
を
向
け
ら
れ
た

人
界
の
守
護
者
に
向
け
る

な
感
情
と
は

え
な
い
も
の
を

そ
の
時
は
感
じ
た

 

今
感
じ
る
の
は

そ
れ
に
近
い

 

と
は

う
感
情
だ
け
で
な
く

手
を
恐
れ
る
意
味
も

ん
で
い
る

か
つ
て
整

合
騎
士
だ
か
ら
と
恐
れ
へ
り
く
だ

た
者
が
向
け
て
き
た
感
情
と
い
ま
ユ

ジ
オ
達
が
向
け

て
き
て
い
る
者
は
確
か
に
近
い

 
だ
が

同
じ
で
は

な
い

 
テ

ゼ
と
ロ
ニ
エ
は
同
じ
だ

恐
怖
の
方
が
強
い
様
子
は
過
去
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
同

じ
だ

 
違
う
の
は
⻘
年
ユ

ジ
オ
が
向
け
て
く
る
も
の
で
あ
る

 
恐
怖
は
あ
る

尊

し

お
う
と
す
る
気
持
ち
も

ま
れ
て
い
る
の
は
分
か
る

 
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

彼
が
私
に
向
け
て
く
る
も
の
の
中
に
は
そ
れ
以
外
の

か
が

あ
る

 

思
い
返
せ
ば

・あ
・の
・時

も
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そ
こ
で
記

に
浮
か
ぶ
の
は
一
つ
の
情

私
と
彼
ら
そ
し
て
殺
人
の
大
罪
を

し
た
人

界
の
キ
リ
ト

と
初
め
て
会

た
時
の
事
だ

 
あ
の
時
も

少
女
た
ち
は
恐
れ
の
強
い

の
念
を
向
け
て
き
て
い
た

  

君

は

  

だ
ろ
う

  
し
か
し
⻘
年
は

そ
し
て
少
年
は

 
も

と
別
の
感
情
を
向
け
て
き
て
い
た

 
あ
の
時
の
私
は

そ
の
様
子
を
取
り
乱
し
と
判
断
し
た

ら
れ
る
と
思

て
い
た
の
か

と

あ
る
い
は
整
合
騎
士
に
女
性
は

な
い
と
思

て
い
た
の
だ
ろ
う
か

と

 

今
思
え
ば

そ
の
判
断
は

り
だ

た

 
己
が

し
た
罪
を
整
合
騎
士
の

を
見
て
い
よ
い
よ
自
覚
し
惑
乱
す
る
な
ら
理
解
は
で
き

る
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り
く
る
現
実
に
絶
望
し
始
め
て
い
た
と

え
る
事
も

ま
だ
出
来
た

 
・そ
・れ
・が
・

・人
・だ
・け
・な
・ら
・ば

 
あ
の
時
な

ユ

ジ
オ
ま
で
も
が

を
強

ら
せ
じ

と
強
い

線
を
向
け
て
き
た
の
か

 
そ
れ
を
私
は
見

し
た

 
そ
の
違
和
感
を
無

し
て
い
た

 

人
で
な
い
彼
が
あ
の
反
応
を

故
取

た
の
か
説
明
が
つ
か
な
い

 
つ
ま
り

矛
盾
だ

 
こ
れ
を
知
る
た
め
に
私
は
更
な
る
異
界
で
邂
逅
し
た
同

た
ち
と
話
し
合
い
の
場
を
作

た

 
そ
の

え
こ
そ
己
の
認
識
と
意
思
を

る

の
存
在
意
義
や

人
キ
リ
ト
が

故
罪
を

し
た
の
か
に
繋
が
り

人
キ
リ
ト
に

れ
流
れ

い
た
先
で
得
た
知
見
が

し
た
違
和
感
の
正

体
を
知
れ
る
と
信
じ
て

先
ず
は

罪
を

話
が
し
た
い

と
い
き
な
り

れ
て
き
て
し
ま
い

し

あ
り
ま

せ
んえ

い

い
え
い
え

そ
ん
な

 
騎
士
様
の
ご
命

と
あ
ら
ば
こ
れ
く
ら
い

そ

そ
う
で
す

 
如

様
な

も

け
る
覚
悟
で
す
の
で

遠
慮
な
く
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む
 
私
の

罪
に

を

に

て
る
制
式
礼
を
取
り
な
が
ら

で
ロ
ニ
エ
と
テ

ゼ
が
応

じ
た

過

と
す
ら

え
る

ど
の

ぶ
り
と
恐
れ
が
現
れ
た
発

に
思
わ
ず

根
を
寄
せ

て
し
ま
う

 
ど
う
や
ら
目
の
前
で
罪
人
を

行
す
る

を
見
せ
て
い
る
せ
い
で
大
層
恐
れ
ら
れ
て
し
ま

て

い
る
ら
し
い

 
話
で

い
た
だ
け
で
な
く

実

に
目
に
し
た
か
ら
こ
そ
の
恐
れ
だ
か
ら
だ
ろ
う
が

違
い
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
私
に
あ
な
た
達
を

す
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
し
そ
の
よ
う

な
命
も

け
て
い
ま
せ
ん

む
し
ろ

の
世
界
へ
帰
る
ま
で
は
守
る
つ
も
り
で
す

そ

そ
う
な
の
で
す
か

え
え

あ
な
た
達
は

の
罪
も

し
て
い
な
い
で
し

う

 
私
が
異
界
に

ば
さ
れ
て
以

は
流

に
知
ら
な
い
が
仮
に
罪
を

し
て
い
れ
ば
他
の
整

合
騎
士
が

に
向
か
う

だ

 
キ
リ
ト
は
カ
セ
ド
ラ
ル
八
十

ま
で
上
が

て
き
た
が

も
全
て
の
整
合
騎
士
を
倒
し
て
い

る

で
は
な
い

道
中
に
配

さ
れ
て
い
た
強
力
な
神
器
使
い
は

み
倒
し
て
い
る
が
神
器
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に

ば
れ
て
い
な
い
下

の
騎
士
が
ま
だ
い
る

そ
の
内
の

か
に

の
命
を
出
す
事
も
あ
る

な
の
だ

 
そ
れ
を

め
て

え

ロ
ニ
エ
達
が
罪
を

し
て
い
な
い
と
私
は
判
断
し
た

違
い
ま
す

 

し
か
し

ロ
ニ
エ
は

を
返
し
て
き
た

 
思
わ
ず
更
に

を
寄
せ
る

違
う

 
つ
ま
り
あ
な
た
は

ら
か
の
禁
忌
目
録
違
反
を

そ
う
で
は

い
え

で
も

実

は
そ
う
と

え
ま
す

 
判
然
と
し
な
い

え
に
私
は

を

た

罪
を

し
た
の
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る

え
と
し
て
は
不

切
だ

 
お
そ
ら
く
禁
忌
目
録
違
反
は
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

つ
ま
り
彼
女
は
罪
は

し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と

 
だ
が
そ
の
事
実
に
反
し

彼
女
自
身
は

ら
か
の
罪
を

し
た
と
思

て
い
る

 
認
識
が
歪
ん
で
い
る
の
か
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あ
る
い
は
私
が
知
り
得
て
い
な
い

か

が
彼
女
を
そ
の
思

に
追
い
や

て
い
る
の
か

 
思

を
グ
ル
グ
ル
と
回
し
そ
れ
で
も

え
が
出
な
い
で
い
る
と
ロ
ニ
エ
が
更
に

葉
を

け
た

 
わ

私
の
せ
い
で

先

は

罪
を

し
た
ん
で
す

  
振
り

る
よ
う
に

 

ぐ
よ
う
に

 
ロ
ニ
エ
が

解
し
た

ロ
ニ
エ

そ
れ
は
違
う

 
私
が
反
応
す
る
よ
り
も
先
に
そ
う

た
の
は
ロ
ニ
エ
の

で
同
じ
よ
う
に
苦
し
そ
う
に
し

て
い
た
テ

ゼ
だ

た

彼
女
は

解
し
た
ロ
ニ
エ
の

を

ん
で
自
身
の
方
に
向
き
直
ら

せ

を
流
し
な
が
ら

そ
れ
で
も

な
眼
差
し
で

髪
の
少
女
を
見
つ
め
た

ロ
ニ
エ
だ
け
じ

な
い

私
も
だ
よ

 
私
も
悪
い
ん
だ

 
二
人
で

し
て
あ
の
場
に

行

た
ん
だ
か
ら

私
だ

て
同
罪
だ
よ

 

騎
士
様

お
願
い
し
ま
す

 
ロ
ニ
エ
を
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す
る
な
ら
私
も

し
て
く
だ
さ
い

て

テ

ゼ

 
テ

ゼ
が

に
す
る
悲

な
願
い

そ
れ
に
ロ
ニ
エ
は

を
横
に
振
り
な
が
ら
ボ
ロ
ボ
ロ

と

を
こ

し
て
い
た

葉
に
も
な
ら
な
い

ど
感
情
が

ざ
り
合

て
い
る
の
だ
ろ
う

二
人
が

せ
ら
れ
る
な
ら

も

さ
れ
る
べ
き
だ

あ
の
場
に
は

も

た
ん
だ
か

ら

い
や

キ
リ
ト
が
し
た
事
は

が
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
な
ん
だ
か
ら

 
そ
こ
で
そ
れ
ま
で
複

な

線
を
向
け
て
き
て
静
観
し
て
い
た
ユ

ジ
オ
ま
で
も
が
同
じ

よ
う
な
事
を

い
出
し
た

 
そ
ち
ら
に

線
を
向
け
れ
ば

和
な
⻘
年
は
力
な
く

み
を
浮
か
べ
て
い
た

ど
う
い
う
意
味
で
す
か

葉

り
の
意
味
で
す

キ
リ
ト
が
斬

た
ラ
イ
オ
ス
・
ア
ン
テ

ノ
ス
は
最
初
は

が
斬
ろ
う
と
し
て
い
た
ん
で
す

で
す

て

 
予
想
外
の

葉
に
私
は

目
し

息
を

ん
だ

 
ど
う
見
て
も

和
で
剣
士
に
は
向
き
そ
う
も
な
い
穏
や
か
な
気

の
⻘
年
が
最
初
に
禁
忌
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を

そ
う
と
し
て
い
た
と
は
予
想
も
し
て
い
な
か

た

そ
ん
な
危
険
人
物
に
は
思
え
な
か

た

の
だ

 
だ
が

初

練
士
で
あ
る
二
人
が

定
し
な
い
と
い
う
事
は
彼
が
ラ
イ
オ
ス
・
ア
ン
テ

ノ
ス
を
殺

し
よ
う
と
し
た
の
は
事
実
な
の
だ

 
し
か
し
お
そ
ら
く
そ
の
場
に
キ
リ
ト
が
乱
入
し
ユ

ジ
オ
を
止
め
た

そ
し
て
代
わ
り
に

な
る
と
ば
か
り
に
剣
を
振
る

た

 
つ
ま
り

そ
う
す
る
だ
け
の

理
由

が
あ

た
の
だ

 
一
目
見
て

し
い
と
思
え
る
気

の
ユ

ジ
オ
が
動
こ
う
と
し
そ
し
て
キ
リ
ト
が
そ
う
す
る

ど
の

 
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ど
の

理
由

が

 
そ
れ
に
気
づ
い
た

間

と
あ
る
会
話
が

裏
を
過
ぎ

た

  

キ
リ
ト
君
が

か
を
傷
付
け
る
時
そ
れ
は
怨
み
を
晴
ら
す
事
が
目
的
じ

な

い

彼
の
真
の
目
的
は
ず

と
同
じ

か
を

大
切
な
人
を
助
け
る
事
な
ん
だ
よ
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そ
れ
は
異
界
で
出
会

た
剣
士
ア
ス
ナ
と
の
会
話

異
界
の
キ
リ
ト
が

し
て
き
た
事
を
語
り

か
せ
て
く
れ
た
時

彼
女
が
し
み
じ
み
と

て
い
た
事
だ

 
そ
の

葉
が

一
つ
一
つ
の
情
報
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
く

 
キ
リ
ト
が
ラ
イ
オ
ス
と
い
う
者
を
斬

た

理
由

が
予

立
て
ら
れ
て
い
く

 

も
し
も

異
界
の
キ
リ
ト
と
人
界
の
キ
リ
ト
が

ど
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば

あ
の
者
は

あ
な
た
達
を
守
る
た
め
に

罪
を

し
た

 
ポ
ツ
リ
と

く

 
思

そ
の
ま
ま
の
そ
れ
は
整
合
騎
士
と
し
て

実
に
あ

た
私
で
あ
れ
ば

え
つ
か
な
い
よ

う
な

え
だ

た

え
つ
い
た
と
し
て
も
そ
の
上
で

悪
で
あ
る

と
断
じ
て
い
た

実

異
界
で
キ
リ
ト
の
過
去
の

業
を

い
た
時
は
そ
う
思

た

 
だ
が

今
の
私
は

そ
う
断

で
き
な
い

 
私
は
知

て
し
ま

た

 
人
界
の
キ
リ
ト
の
事
は
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
が
あ
れ

ど
ま
で
に
剣

が
近
い
異
界
の
キ
リ

ト
の
人

を
知
り

心
意
を
感
じ

彼
を
愛
す
る
人
達
の
想
い
を
知

て
し
ま

た

 
そ
し
て
い
ま
人
界
の
キ
リ
ト
を
知
る
少
女
達
の

を
知

た

⻘
年
の
後
悔
を
知

た
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こ
れ

ど
ま
で
に
想
わ
れ
る
人
物
だ
け
が
裁
か
れ
る
べ
き
な
の
か

 

本

に
裁
く
べ
き
者
は

他
に

る
の
で
は
な
い
か

 
私
は

そ
の
疑
問
を

い
た

あ
ぐ

 

間

眼
に

 

と
な
く
経
験
し
た
あ
の

み

を

じ

暗
い

界
の

分
が
深
紅
に

ま

て
い

て

か
の
文

が
回
転
し
て
い
る

時
ぞ
や
に
気
絶
し
た
時
と
同
じ
も
の

 

理
教
会
の
判
断
に

わ
な
い
が
故
に

さ
れ
る
も
の
だ

くき

騎
士
様

 
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か

ど
こ
か
お

我
を

い

い
え

大

で
す

問

あ
り
ま
せ
ん

 

眼
を

さ
え

ら
と
よ
ろ
め
い
て

に

れ
掛
か

た
私
を
見
て
ロ
ニ
エ
達
が
慌
て

た
よ
う
に

け
寄
ろ
う
と
す
る

そ
の
二
人
を
制
し
な
が
ら

く
り
と
深
呼

し
た

 
少
し
す
れ
ば

み
が
和
ら
い
で
き
た
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騒
が
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね

ど
う
か

気
に
し
な
い
で
下
さ
い

 
そ
う

た
私
は
コ
ホ
ン
と

払
い
し
ユ

ジ
オ
達
を
見

え
る

心
配
そ
う
に
こ
ち
ら

を
見
て
い
た
三
人
も
表
情
を

め

最
初
に
見
た

に
近
い
面
持
ち
に

た

 
そ
れ
を
見
て
か
ら

私
は

裏
で
組
み
立
て
た
予

に
つ
い
て
話
す
事
に
し
た

あ
な
た
達
の
話
か
ら

推
す
る
に
で
す
が

あ
の
者
が
殺
人
を

し
た
理
由
は
あ
な
た
達

を
守
る
た
め

そ
し
て
あ
な
た
達
を

そ
う
と
し
て
い
た
の
は
件
の
ラ
イ
オ
ス
・
ア
ン
テ

ノ
ス

と
い
う
男

で
合

て
い
ま
す
か

 
こ
の
予

に
返
さ
れ
た
の
は

無

の

三
人

て
ま

た
く
の
同
時
だ

た

な
る

ど

ア
ン
テ

ノ
ス

が
あ
る
と
い
う
事
は

で
す
ね

家
は

か
分
か

り
ま
す
か

三

家
で
す

あ
と

ロ
ニ
エ
達
は
六

家
で
す

な
る

ど

 
ユ

ジ
オ
が
追
加
し
た
情
報
で
私
は
一
体

が
あ

た
の
か
を

し
て
し
ま
い
不
快

さ
に

を

め
た

裁
決
権

と
い
う
も
の
が
あ
る
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こ
れ
は
一

か
ら
四

家
の

が
五

家
と
六

家
の

と
そ
の
家

お

よ
び
私

地
⺠
に
対
し

ら
か
の
無
礼
に
あ
た
る
事
が
あ

た
場
合
は
己
の
裁

で
と
が

を
与

え
ら
れ
る

と
い
う

国

本
法
に
よ
る
制

だ

 
上

の
者
が
下

を
指
導
す
る
た
め
と
い
う
目
的
の
た
め
に

す
る
も
の
な
の
だ

が

か
わ
し
い
事
に
近
年
の
人
界
の

は
私

を

や
し
我
欲
を

た
す
た
め
に
放

に

る
家
も
少
な
く
な
い
と
い
う

に

し
た
上
で
悪
行
を

す
の
だ

し
か
も
法
に

た
上
で
の
行

な
た
め

も
そ
れ
を

め
ら
れ
な
い

あ
る
い
は
自
身
も
同
じ
こ
と
を
し
て
い

る
か
ら
と

逆
に
指

さ
れ
る
事
を
恐
れ
て
見
て
見
ぬ

り
を
す
る

 
そ
し
て
今
回
の
場
合
は

六

家
の
子
女
と

三

家
の
男
子
の
間
の
い
ざ
こ
ざ
だ

 
下
世
話
な
話
に
な
る
が

・そ
・う
・い
・う
・事

が
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
ユ

ジ
オ
は
止
め
よ
う
と
し
て
剣
を

こ
う
と
し
乱
入
し
た
人
界
の
キ
リ
ト
が
ユ

ジ
オ
の
代
わ
り
に
ラ
イ
オ
ス
を
斬
り
捨
て
た
と
い
う
の
が
ユ

ジ
オ
の

か
ら
分
か

て
い
る

 
つ
ま
り間

違

て
い
れ
ば

正
し
て
欲
し
い
の
で
す
が

つ
ま
り
事
の
経

は

国

本
法

に

り

つ
禁
忌
目
録
に
反
し
な
い

の
不

を

こ
う
と
し
た

罪
を

し
て
い
な
い
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男
か
ら

後

の
少
女
達
と
同

の
⻘
年
を
守
る
た
め
あ
の
者
は

罪
を

し
た

そ
し
て
罪

人
と
し
て

行
さ
れ
た

と

そ
う
い
う
事
で
す
か

は
い

 
私
の
推

に

ロ
ニ
エ
は

を
返
し
た

 

そ
の
後

彼
女
は

を
切

た
よ
う
に
話
し
始
め
た

 
彼
女
が
先

と
呼
ぶ
キ
リ
ト
は

ユ

ジ
オ
と
初

練
士
の

か
ら

三

家
の
ラ
イ
オ

ス
・
ア
ン
テ

ノ
ス
と
そ
の

を
よ
く
し
て
い
た
四

家
の
ウ
ン
ベ

ル
・
ジ

ゼ

ク
か

ら

平
⺠
出
だ
か
ら
と

味
を

わ
れ

見
下
さ
れ
て
い
た

 
し
か
し
二
人
が

特
に
キ
リ
ト
は

物
と
も
せ
ず
上

修
剣
士
に
な

て
か
ら
は
同
じ

く
上

修
剣
士
に
な

て
い
た
ラ
イ
オ
ス
達
は

ウ
ン
ベ

ル
の

付
き
に

が
ら
せ
を
始
め

た

付
き
に
な

た
の
は
テ

ゼ
達
と
同
じ

の
少
女
フ
レ
ニ

カ
・
シ

ス
キ

少
し

の

で
も
理
不

な

い
付
け
を

す
な
ど
の
不

な

い
を
し
て
い
た
の
だ
と
い
う

 
そ
れ
を
知

た
ロ
ニ
エ
と
テ

ゼ
は
自
身
の
指
導
生
で
あ
る
キ
リ
ト
ユ

ジ
オ
に
フ

レ
ニ

カ
の
指
導
生
の
変
更
に
つ
い
て

 
変
更
は
フ
レ
ニ

カ
の
指
導
生
で
あ
る
ウ
ン
ベ

ル
の
承
認
も
必
要
だ
か
ら
と
そ
の
日
の
内
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に
彼
ら
は
ラ
イ
オ
ス
達
へ
抗
議

 
し
か
し
そ
の
後
フ
レ
ニ

カ
へ
の
不

な

い
は
勢
い
を
増
し
学

を
去
る
事
を
ロ
ニ
エ

達
は
本
人
か
ら

か
さ
れ

て
も
た

て
も
い
ら
れ
ず
ラ
イ
オ
ス
達
の
下
へ
向
か

た

 
そ
の
抗
議
に
対
し
ラ
イ
オ
ス
達
は
不

だ
と

て

裁
決
権
を
行
使

ロ
ニ
エ
達
は
逆

ら
え
ず

な
縄
で

ら
れ

ユ

ジ
オ
達
を
誘
き
寄
せ
る
た
め
の

に
さ
れ
た
の
だ
と
い
う

お
二
人
は
ユ

ジ
オ
先

が
怒

て
修
剣
士

権
を
行
使
で
き
る

礼
行

を
す
る
よ
う

私
達
を

も
う
い
い

も
う
い
い
の
で
す

話
し
た
く
な
け
れ
ば

も
う

 

を
切

た
よ
う
に
止
め
ど
な
く

葉
を

け
て
い
た
ロ
ニ
エ
が

を
恐
怖
に
歪
め

を

さ
え
た
の
を
見
て

私
は

嗟
に

き

め
て

を

で
た

 
そ
こ
ま
で

わ
ず
と
も

も
う
分
か
る
か
ら
と

 
整
合
騎
士
で
は
あ
る
が

そ
れ
で
も
同
じ
女
の
身

ら
れ
た
後
の
事
は
想
像
が
つ
い
て
し

ま

た

 
そ
し
て
そ
の
状
況
を
知

た
い
ま
私
は
人
界
の
キ
リ
ト
に
対
す
る

価
を
極
め
て
高
く
し
て

い
た

禁
忌
を

し
こ
そ
し
た
が

人
と
し
て
は
間
違

て
い
な
い
と
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だ
か
ら
こ
そ
人
界
の
法
に

ら
れ
て
い
る
私
で
は
同
じ
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
も
思

た 
少
な
く
と
も

理
教
会
や
最
高

へ
の
不
信
を
思

す
る

に

む

眼
の

が
あ
る
限

り

彼
女
達
と
同
じ
立
場
で
は

  

む

で
は
な

ユ

ジ
オ
は
動
け
た
の
で
し

う
か

  
そ
の
疑
問
が
不
意
に
浮
か
ん
だ

 
こ
の
話
し
合
い
の
場
を
持

た
時
か
ら
思

て
い
た
が
こ
の
⻘
年

や
ら
色

と
お
か
し

な
点
が
無
い
か

 
い
や
お
か
し
い
の
は
人
界
の
キ
リ
ト
も
な
の
だ
が
異
界
の
キ
リ
ト
と
同
一
人
物
の
可
能
性
が

あ
る
以
上
彼
は
禁
忌
目
録
に

ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る

そ
う

え
れ
ば
彼
は

な

人
界
人
で
は
な
く

目
の

も
無
い
可
能
性
は
高
い

 
ま
あ
そ
も
そ
も

目
の

自
体
最
高

と

見
し
た
整
合
騎
士
に
し
か
無
い
可
能
性
も

あ
る

だ
が
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ロ
ニ
エ
の

を

で
な
が
ら
そ
ん
な
思

を
浮
か
べ
た

 
ち
な
み
に
テ

ゼ
も

い
て
い
た
が
そ
ち
ら
は
ユ

ジ
オ
が

き

め
て
慰
め
て
い
た

彼

女
は
ユ

ジ
オ
の

付
き
ら
し
い
が
事
の
経

を

え
れ
ば
男
性
恐
怖

を

て
も
お
か
し

く
な
い
の
だ
か
ら
よ

ど
信
頼

が
構

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

 
そ
ん
な
事
を

え
て
か
ら

く
し

ロ
ニ
エ
達
が

ち

い
た
後

 
そ
ろ
そ
ろ
い
い

か
と
思
い

私
は

を
開
い
た

話
は
分
か
り
ま
し
た

事
の
経

を

え
れ
ば
あ
の
者
を

す
る
の
に
一

の

地
は
あ

る
の
で
し

う

で
は

 
私
の

葉
に

と
ロ
ニ
エ
の

が
華
や
い
だ

そ
れ
に
罪
悪
感
を

き
な
が
ら
し
か

し

と

け
る

残
念
な
が
ら

は

ら
な
い
か
と

そ
れ
は

な

で
し

う

 
一

は

で

び
そ
う
に
な
る
の
を

え
す
ぐ

ち

い
た
テ

ゼ
が
問
い
を
投

て

く
る
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そ
の
返

に
私
は

か
に

巡
し
た

 
し
た
が

す
ぐ
に
意
を
決
し

を
開
い
た

 

あ
の
者

脱
獄
し
た
の
で
す

 

え

  
そ
の

え
に

三
人
は

然
と
し
た

 
そ
れ
後

は
こ
ち
ら
の
番
だ
と

行
し
た
後
か
ら
私
が
知
る
ま
で
の
キ
リ
ト
の
行
動
を
話
し

て
い

た
が

三
人
と
も

惑
す
る
ば
か
り
だ

た

 
ま

そ
う
な
る
だ
ろ
う
な
と
内
心
で
思

た
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人
界
キ
リ
ト
の
殺
人
の
経

と
は

つ
ま
り

 

の
不

か
ら
後

を
守
る
た
め

そ
し
て
兄
代
わ
り
の
同

に
罪
を

さ
せ
な
い
た

め

自
身
が
罪
を

し
た

  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 
結
構

な
思

に
な

て
き
た
整
合
騎
士

 
以
前
は
法
を

し
た
な
ら
悪
と
に
べ
も
無
か

た
が
異
界
キ
リ
ト
と
い
う

外
存
在
と

そ
の

特
に
ヒ

ス
ク
リ
フ
と
ア
ス
ナ

か
ら
影

を

け
て
か
な
り

和
に
な

て

い
る

実
は

も
か
な
り

ら
か
い

 
事
件
の
経

を
知
ろ
う
と
し
た
の
は
ヒ

ス
ク
リ
フ
の
影

原
作
だ
と
カ
セ
ド
ラ
ル
外

で

プ
ラ

ン
状

で
キ
リ
ト
と

い
合

て
共
有
さ
れ
る
情
報

し
か
も
フ
レ
ニ

カ

り
の
話

は

多
分
原
作
ア
リ
ス
は
キ
リ
ト
か
ら

か
さ
れ
て
な
い
な
ら
今
も
知
ら
な
い

 

眼
の

は
ま
だ
残

て
い
る

 
ユ

ジ
オ
に
つ
い
て

初
見
時
の
反
応

と

法
を

せ
そ
う
だ

た

理
由
で
少
し
気
に

な

て
い
る
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・
ユ

ジ
オ

 
あ
ん
ま
り

て
い
な
い
上

修
剣
士

 
本
作
世
界
線
で
は
罪
人
に
な

て
な
い

つ
ま
り
ウ
ン
ベ

ル
の

を
斬
り

と
す
前
に
人
界

キ
リ
ト
が
乱
入
し
て
い
る

 
よ

て
キ
リ
ト
が
罪
人
に
な
り

行
さ
れ
て
い
く

を
見
送
る
事
に
な

た

 

ア
リ
ス
の
時
の
ト
ラ
ウ
マ
が

さ
れ
て
る
ね

 

な
ら
整
合
騎
士
ア
リ
ス
に
と

て
の

弾
で
す
ら
あ
る

 
ま
た
原
作
と
違

て
記

が
無
い
と
確
定
し
て
分
か

た

で
は
な
い
た
め
ユ

ジ
オ

に
と

て
も
騎
士
ア
リ
ス
は

弾

 
キ
リ
ト
脱
獄
に
つ
い
て
は
色

と
予
想
外
過
ぎ
て

感
が
追
い
付
い
て
い
な
い

剣
も
無
い
状

で

か
ら
ど
う
や

て
出
た
ん
だ
ろ
う

  
・
ロ
ニ
エ

 
人
界
キ
リ
ト
の

付
き

本
作
の

者



 第四章 〜人界の法の穴〜

 
原
作
と
違
い
キ
リ
ト
一
人
が
罪
人
に
な

た
事
も
あ
り
罪
悪
感
が

じ

な
い

な
ら

年
下
の
子

な
の
で

ド
ン

助
け
ら
れ
た
恩
も
あ
る
の
で
更
に

し
か
も
原
作
で
弟
が
い

る
事
も
判
明
し
て
る
と
い
う

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
編
で
の
サ
チ

め
る
と
本
作
の
リ

フ

や
シ
ノ
ン
と
も

同
じ
立
ち

に
い
る

 
キ
リ
ト
脱
獄
に
つ
い
て
は

惑
し
て
い
る
が
生
き
て
い
る
事
は
分
か

た
し
整
合
騎
士
を

倒
す
強
さ
を
持

て
る
事
に
つ
い
て

い
と
思

て
い
る

 
で
も
後

を

え
る
と
マ
ズ
い
の
で
は

と
戦

恐

先

今
は

の
た
め
に
戦

て
る
ん
だ
ろ
う

  
・
テ

ゼ

 
ユ

ジ
オ
の

付
き

 
人
界
キ
リ
ト
の
事
は

に

て
い
た
し
自
身
の
行
動
が

え
無
し
だ

た
と
思

て
罪

悪
感
で

い
て
い
る

自
分
の
せ
い
で
年
下
の
子

先

が
死
ん
だ
と
思

た
ら
そ
り

あ

く
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そ
の
反
動
で
脱
獄
に
つ
い
て
は
全
く
理
解
が
追
い
付
い
て
い
な
い

あ
の
人

や

て
る
ん
だ
ろ
う

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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第
五
話
 

自
己
の
確
立

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
今
話
も
ア
リ
ス
と
ユ

ジ
オ
達
の
対
話
で
す

 

点

ア
リ
ス

ユ

ジ
オ

ア
リ
ス

 

数

一
万
二
千

 
で
は
ど
う
ぞ

 

葉
を
喪
う

て

こ
う
い
う
事
を

う
の
か
も
ね

 
私
が
異
界
へ
流
れ
る
ま
で
の
間
に

き
た
知
り
得
る
限
り
の
事
を
伝
え
終
え
た
後
一
番
に
反

応
を
示
し
た
の
は
⻘

の
⻘
年
ユ

ジ
オ
だ

た
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彼
は
苦

を

み

し
た
よ
う
な

を
し
つ
つ

に

み
を
浮
か
べ
る
と
い
う
器

な
表

情
を
浮
か
べ
て
い
た

お
か
し
い
な

キ
リ
ト
の
事
は
ず

と

い

か
ら
見
て
き
て
る

な
の
に

だ
か
別
人
の

話
を

い
て
る
よ
う
に
感
じ
る
よ

 

を
掻
き

か
に

き
な
が
ら
彼
は

け
る

 

彼
の
そ
の

葉
に

私
は
違
和
感
を

い
た

・ず
・

・と
・

・い
・

・か
・ら

で
す
か

は
い

キ
リ
ト
は

と
同
じ
故
郷
の
出
身
な
ん
で
す
彼
が
一

く
ら
い
の

か
ら

の

経
由
で
面
倒
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

故
郷
は
北

国

境
の
ル

リ

ド

と

て

 

間

別
の
違
和
感

 
ド
ク
ン

と
心

が
強
く

動
し
た

ル

リ

ド

ル

リ

ド

 
ユ

ジ
オ
の

葉
を
反

す
る

ど
う
し
て
か
そ
の

の
名
前
に
意
識
が
向
く

な

か

の

が
ざ
わ
つ
く
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け
れ
ど
そ
れ
は
お
か
し
な
話
だ

 
整
合
騎
士
と
し
て

さ
れ
た
私
は
人
界
の
地
理
に
つ
い
て

然
学
ん
で
い
る

ル

リ

ド

が
北

国
の
果
て
の

人
界
と
暗
黒
界
と
を
分
け
る

に
最
も
近
い
と
い

う
知
識
も
備
え
て
い
た

初
め
て

く
名
で
も
な
い

 
そ
し
て

さ
れ
て
二
年
と
経
た
な
い
私
に

す
る
地

は
ま
だ
無
い

然

す
る

ど
の
事
も
無
い

 

そ
の

な
の
に

ル

リ

ド

 
な

だ
か

そ
の
名
前
を

り
返
し

ず
さ
む

 
ユ

ジ
オ
に

い
て
い
た
違
和
感
が

よ
り
大
き
な
も
の
に
な

て
い
く

 
本

は
も

と
別
の
事
を

く
べ
き
な
の
だ

 
今
ま
で
私
は

異
界
の
少
年
キ
リ
ト
の
未
来
に

私
が

さ
れ
た

人
界

が
存
在
し

彼

が

人
界

に

り
立

て
ユ

ジ
オ
と
共
に
修
剣
学

に
入
学
し
た
も
の
だ
と

え
て
い
た

 
し
か
し

そ
の
推

は

彼
の

に
よ
り

り
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
た

 
ユ

ジ
オ
の

葉
を
真
実
だ
と
す
る
な
ら
人
界
の
キ
リ
ト
は
人
界
の
子
と
し
て
生
を

け
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た
存
在
だ

異
界
の
剣
士
と
同
一
人
物
で
は
な
い
事
に
な
る

 
な
ら
ば
私
が
実

に
立
ち
会
い
同
一
人
物
だ
と
判
断
し
た
の
は

り
だ

た
事
に
な
る

そ

れ
自
体
は
い
い
の
だ
が

は
な

異
界
と
人
界
の
キ
リ
ト
達
は
そ
こ
ま
で
似
て
い
る
の
か
と

い
う
疑
問
が
生
ま
れ
る

 
剣
を
持
ち
鍛
え
た
年
数
は
然
し
て
変
わ
ら
な
い

だ
が
異
界
の
キ
リ
ト
が
死
闘
を
経
て

い
た
剣

や
戦
闘
論
理
と
同

の
も
の
を
な

人
界
の
キ
リ
ト
が
持

て
い
た
の
か
は

に
気

に
な
る

 

い
や

て

そ
も
そ
も
私
は
な

こ
こ
ま
で
キ
リ
ト
の
事
を
気
に
掛
け
て
い
る

 
こ
こ
で

と
新
た
な
疑
問
が
浮
か
ぶ

 
人
界
の
キ
リ
ト
は
異
界
の
キ
リ
ト
と
は
別
人
だ

た

こ
の
事
実
が
分
か

た
と
こ
ろ
で

を

動
揺
し
て
い
る
の
か

 
人
界
の
キ
リ
ト
に
も
彼
な
り
の
理
由
が
あ

て
人
を
殺
め
た
の
に
は
変
わ
り
な
い

ユ

ジ
オ

達
の
話
を

け
ば
彼
だ
け
が
絶
対
悪
だ
と
は

え
な
い
の
だ

別
人
だ

た
と
は
い
え
そ
れ

だ
け
で

価
を

す
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
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そ
う
結
論
付
け
て

私
は
別
人
だ

た
事
実
に
揺
ら
い
で
い
る

 
な

だ

 
な

揺
ら
ぐ

 
整
合
騎
士
ア
リ
ス
は

に
対
し
て
揺
ら
い
で
い
る

 

そ
れ
は

お
そ
ら
く

騎
士
様

 
私
を
見
る
目
に

私
の
知
ら
な
い

か

を

ま
せ
て
い
る
⻘
年
へ
の

違
和
感
が
故

 
万
事
が
そ
う
と
は
限
ら
な
い

し
か
し
私
が
知
ら
な
い

か
を
知

て
い
る
事
は
間
違
い
な

い

そ
う
で
な
け
れ
ば
キ
リ
ト
を

行
す
る
べ
く
初
め
て
会

た
時
の

き
よ
う
を
説
明
で
き
な

い 
故
に

い
ま
か
ら

く
事
を
決
意
し
た

 
話
し
合
い
の
場
を
作

た
目
的
は
ユ

ジ
オ
に
対
し
て

い
た
違
和
感
を
明
ら
か
に
す
る
事

だ

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
人
界
の
キ
リ
ト
の
事
を
知
ら
な
け
れ
ば
と
思

た
か
ら
先
ま
で
の
話
を

し
た

か
脱
線
し
て
い
た
が

く
本

に
入
る
と
い
う
事
だ

ユ

ジ
オ

き
た
い
事
が
あ
り
ま
す
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で
し

う
か

私
が
キ
リ
ト
を

行
す
る
た
め
に
修
剣
学

を

れ
た
日
あ
な
た
は
私
を
見
て

し
て
い
ま
し
た
ね

あ
れ
は

故
で
す
か

と
し
て
こ
の
場
を
作

て
話
し
た
か

た
事
と
い
う
の
は
そ
の
事
で
す
か

 
ユ

ジ
オ
が

根
を
寄
せ
な
が
ら

し
た
面
持
ち
で
問
い
か
け
て
く
る

無
論
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
キ

カ
ケ
は
そ
れ
で
す

キ
リ
ト
の

は
ま
だ
理
解

で
き
た
罪
人
を

行
す
る
者
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
の
か
と

し
か
し
あ
な
た
の

は
理

解
で
き
な
い
で
い
る

 
本
来
な
ら
問
い
に
問
い
を
返
す
無
礼
を

責
し
て
い
る
の
だ
が
な

だ
か
今
は
そ
ん
な
気
に

な
ら
な
か

た
私
は

を

に
振

て

の

葉
を
返
し
て
い
た

そ
れ
に

た

た
今

い
た

ル

リ

ド

と
い
う

の
名
前

更
に
あ
の
人
界
の
キ

リ
ト
の

い

を
見
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実

そ
れ
ら
に
私
は

故
か
引

掛
か
り
を
覚
え
て

い
ま
す

そ
し
て
こ
の
三
つ
の
事

全
て
に

ユ

ジ
オ

あ
な
た
が

わ

て
い
る

 
は
じ
ま
り
は
た

た
一
つ
の
違
和
感
だ
け
だ

た

そ
れ
だ
け
な
ら
そ
れ
ら
し
い

え
を

け
ば

得
し

知
ら
な
い
内
に
忘
れ
て
し
ま

て
い
た
だ
ろ
う
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だ
が
こ
の

時
間
の
会
話
で
二
つ
も
違
和
感
が
増
え
て
し
ま

た

 
つ
ま
り
私
が

い
て
い
る
違
和
感
は

決
し
て

違
い
な
ど
で
は
な
い
と
い
う
事

 
解
明
し
な
け
れ
ば

と
焦

を

く
自
分
が
い
た

 

異
界
で

眼
の

を
知

て
以

私
は
最
高

に
対
し
て
小
さ
く
な
い
不
信
感
を

い
て
い
る

 
異
界
の
者
に
教
え

さ
れ
得
た
知
見
が
あ
る
な
ら
ば

は
整
合
騎
士
と

わ
ら
な
い

の
者
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
が
あ

て
も
お
か
し
く
な
い

 
自
分
も
知
ら
な
い
内
に

さ
れ
た

眼
の

一

は
我
を
失
い
異
界
の
キ
リ
ト
に
斬
り
か

か
る
と
い
う

行
を
も

し
た

こ
の
二
つ
を
把
握
し
て
い
る
今

か
な
違
和
感
も
無

で
き

る

ど
の

は
無
い
の
だ

 
知
る
手
掛
か
り
が
あ
る
な
ら

私
は
手
を

ば
す

お
願
い
し
ま
す
ユ

ジ
オ

あ
な
た
が
私
に
つ
い
て

か
知

て
い
る
事
が
あ
る
な
ら
ど

う
か
話
し
て
下
さ
い

 
そ
の

願
と
共
に

 
私
は
彼
に

こ
う
べを

れ
た
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⻩
金
の
騎
士
が

を
下

て
い
る

 
自
身
の
事
に
つ
い
て
話
し
て

し
い
と

そ
う

て

 

な
ん
だ
よ

こ
れ

 
そ
の

を
見
て

の

中
は

く

れ
て
い
た

 

か
に
こ
れ
は
夢
だ
と
そ
う

て

し
か

た

い

そ
悪
夢
で
あ

た
方
が
マ
シ
な

程
だ知

て
い
る
事
が
あ
る
な
ら
話
し
て

し
い

だ

て

  

そ
れ
は

が

い
た
い
く
ら
い
だ
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ぎ

と

目
を

る

ギ
リ
リ
と

を
握
り

む

 

中
に

最
近
も

い
た
覚
え
の
あ
る
感
情

怒
り
が
こ
み
上

た

 

に
対
し
て
か
は
定
か
じ

な
い

 
け
れ
ど

少
な
く
と
も
だ

 
彼
女
を
整
合
騎
士
に
し
た
者
へ
の
怒
り
は
間
違
い
な
く

ま
れ
て
い
た

い

た
い

を
ど
こ
か
ら

話
し
た
も
の
か
な

 
時
間
を

ぐ
意
味
も

め
て

く

 
気
を

ち

か
せ
よ
う
と

 

静
に
思

を
回
そ
う
と

 
決
し
て
彼
女
に

ア
リ
ス
に
怒
り
の
矛
先
を
向
け
な
い
よ
う
に

怒
り
を

り
付
か
せ
て

心
の

へ
と

じ

め
る

 
そ
う
し
て
少
し
の
間

し
た
後
話
を
す
る
前
に
ど
う
し
て
も

つ
か
確
認
を
取

て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
事
が
あ
る
と
気
が
付
い
た

話
を
す
る
前
に
騎
士
様
に
お

き
し
た
い

騎
士
様
が
整
合
騎
士
と
し
て

さ
れ
た
の
は

時
で
す
か
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の
最
初
の
問
い
に

を
上

た
彼
女
は

し

に

を

た

 
そ
れ
を
見
て

も
し
か
し
て

と

な
予
感
を
覚
え
る

え
え

で
す

今
年
は
エ
ル
ド
リ
エ
・
ウ

ル
ス
ブ
ル

グ
と
い
う
方
が

さ
れ
た
の

で

お
そ
ら
く
去
年
よ
り
前
だ
と
思
い
ま
す
が

ユ

ジ
オ

あ
な
た
は
な

エ
ル
ド
リ
エ
の
名
を

そ
れ
は

整
合
騎
士
に
な
る
に
は
四

国

一
武
術
大
会
を

勝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て

今
年
の

勝
者
が
彼
だ
か
ら
で
す
が

は

 

勝

 
整
合
騎
士
の
な
り
か
た
は
一
つ
だ
け

 
そ
れ
は

国
に
存
在
す
る
修
剣
学

に
入
学
し
四

国

一
武
術
大
会
と
い
う

国
の
大

会
を
勝
ち

い
た
剣
士
達
に
打
ち
勝
ち

勝
し
て
セ
ン
ト
ラ
ル
・
カ
セ
ド
ラ
ル
に

え
入

れ
ら
れ
る
事

剣
術
と
神
聖
術

方
が

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
者
だ
け
が
人
界
の
守
護
者
へ

と

さ
れ
る

を
手
に
出
来
る

 
大

か
ら
そ
う
だ

た

こ
れ
は
学

に
入
学
す
る
者
だ
け
で
な
く

の

も
が
知
る
常
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識
で
あ
る

 

そ
の
常
識
を

ま
る
で
初
め
て
知

た
と

い
た

な

け

を
彼
女
は
し
て
い
た

そ
そ
ん
な

は

整
合
騎
士
は
神

が
住
ま
う
天
界
よ
り

さ
れ
た

ば
れ
し
騎

士
でで

す
が

達
は
エ
ル
ド
リ
エ
と
い
う
名
を
知

て
い
ま
す

人
界
の

に

る
人
に

け

ば
同
じ
事
を

う

で
す

 

更
に

え
ば
彼
女
が
ル

リ

ド

に
行
け
ば
き

と

も
が
ア
リ
ス
と
い
う

名
を

に
す
る
だ
ろ
う

 
そ
の

葉
を

は
ぐ

と

え
た

 
大
会

勝
者
が
騎
士
に

さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
す
ら

惑
し
て
い
る
彼
女
に
す
ぐ
さ

ま
真
実
を

る
の
は
流

に

ら
れ
た

 
こ
の
話
し
合
い
を
始
め
た
以
上

け
て
は

れ
ぬ
道
で
は
あ
る
が

 

流

に

た

れ
な
か

た

そ
そ
れ
が
事
実
だ
と
し
て

で
は
私
も
去
年
の

勝
者
と
い
う
事
で
し

う
か

 
そ
ん
な

の
気
持
ち
を
知
る

も
な
い
彼
女
は

を
揺
ら
し
な
が
ら

そ
う

い
て
き
た
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そ
れ
に

を
返
し
た
の
は

そ
れ
ま
で

を
保

て
い
た

髪
の
少
女
ロ
ニ
エ
だ

た

い
え

去
年
の

勝
者
は
ア
リ
ス
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん

そ
も
そ
も

私
と
ロ
ニ
エ
は

住
ま
い
な
の
で

一
大
会
は

年
見
に
行

て
い
ま
し

た
が

ア
リ
ス
様
の
よ
う
に

な
金
髪
の
女
性
剣
士
は
見
た
覚
え
が
あ
り
ま
せ
ん

な
 
テ

ゼ
の
補
足
に
彼
女
は

然
と
し
た
面
持
ち
で

い
た

 
思
わ
ず

と
い

た
風
に

手
で

を

て

く

 

ら
と
体
が

か
し

い
だ

嗟
に
背
中
を

え

く
り
と

か

か
の
⻑

子
に

掛
け

さ
せ
る

で
は

で
は

私
は

い

た
い

 
そ
う
し
て

り
つ
く
よ
う
に

に

た

を
見
て
き
た

 

も
う

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

 

魔
化
す
事
は
出
来
な
い

そ
う
出
来
な
い
く
ら
い
証

は

て
し
ま

た

そ
の
証

を
偽
り
と
す
る
の
も

彼
女
が

い
て
い
る
違
和
感
の
せ
い
で
不
可
能
だ

 

本

に

悪
夢
で
あ

て
欲
し
か

た
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こ
れ
を

う
と
い
う
事
は

 
目
の
前
に
い
る
彼
女
を
認
め
る
と
い
う
事
は

 

と
キ
リ
ト
に
と

て

よ
り
も

い
事
が
現
実
だ
と
認
め
る
と
い
う
事
だ
か
ら

ア
リ
ス
・

・ツ
・

・ベ
・ル
・ク

そ

れ
は

ル

リ

ド

の

⻑
の
二
人

の
⻑
女

の

キ
リ
ト
の

お
姉
さ
ん
代
わ
り

そ
し
て

禁
忌
目
録
違
反
者
の

名
前
だ

え
 
名
前
を

い
て

然
と
し
て

ま
る
ア
リ
ス

 
そ
し
て

く

葉
に

を
強

ら
せ
る
ロ
ニ
エ
と
テ

ゼ

 
二
人
と
も

と
し
て

い

か
ら
教

を

け
て

い
か
ら
す
ぐ
に

付
い
た
ら
し
い

一
大
会
歴
代

勝
者
に

な
い
ア
リ
ス
が
ど
う
し
て
整
合
騎
士
に
な

て
い
る
の
か

 
そ
し
て

彼
女
が

に

い
た
違
和
感
の

そ
の
真

に
つ
い
て

 

と
も
す
れ
ば

行
さ
れ
た
キ
リ
ト
の
行
く

す
ら
も

さ

き
テ

ゼ
が

た
よ
う
に
ア
リ
ス
は

一
大
会

勝
者
じ

な
い

本

は
ル



 Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ Ｔｗｉｌｉｇｈｔ 〜アリシゼーション・プログレッシング〜

リ

ド

の

期

⻑
と
し
て
期

さ
れ
て
た

だ

た
ん
だ

ど
う
し
て
か
覚
え
て
い
な
い

し

名
前
も
変
わ

て
る
よ
う
だ
け
ど

わ

私
が

禁
忌
を

し
た
者
だ

た

せ

先

ア
リ
ス
様
は

い

た
い
ど
ん
な
禁
忌
を

ダ

ク
テ
リ
ト
リ

へ
の

入

だ
よ

い
て

手
の
平
が
出
た
だ
け
の
事
だ

た

 
虚
空
を
見
上

か
つ
て
の
記

に
思
い
を
馳
せ
る

 

そ
の
光

は

す
ぐ
に

裏
に

た

そ
の
経

す
ら
も

 

の

い
日

食
べ
物
の
天
命
の

り
に
つ
い
て
愚

を

し
て
い
た
時
に
出
た
キ
リ
ト
の

お
と
ぎ
話
に
あ

た
氷
の

か
ら
氷
を
取

て
く
る
と
い
う
そ
れ
を
決
行
し
た
日
の
こ

と 

の

で
白
骨
と
化
し
て
い
た
お
と
ぎ
話
の
⻯

そ
の
部

か
ら
の
帰
り
道
が

二
つ

あ

た
道
の
ど
ち
ら
か
分
か
ら
ず

と
り
あ
え
ず
進
ん
で
み
た
先
が
ダ

ク
テ
リ
ト
リ

に
繋

が

て
い
た
こ
と

 
そ
の
上
空
で

⻯
に

て
整
合
騎
士
と
暗
黒
騎
士
が
戦

て
い
て

い

を

け
て
暗
黒

騎
士
が

ち
た
時

嗟
に
ア
リ
ス
が
手
を

ば
し
て
い
て

い
た

に
手
が
ダ

ク
テ
リ
ト
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リ

の
大
地
に
つ
い
て
い
た
事

 
そ
れ
が

ら
か
の
術
式
に
よ

て
把
握
さ
れ
て
い
て

日
に
は
ア
リ
ス
を

行
す
る
た
め

に

整
合
騎
士
が
や

て
来
た
事

 

れ
去
ら
れ
た
ア
リ
ス
の
罪
の

を
目
的
に
そ
の

か
ら
キ
リ
ト
が
剣
士
を

し

日

剣
を
振

て
い
た
事

悪
魔
の

と
与
ば
れ
た
大
木
の
木
こ
り
だ

た

も
そ
の
数
年
後
に
切

り
倒
し

の
天

に
剣
士
を

び

へ

に
出
た
事

 
そ
れ
ら
が
一

に

て

く
り
で
は
あ
る
が

事

か
に

か
ら
突
い
て
出
て
い
た

は
そ
し
て

以
上
に
キ
リ
ト
は
必
死
に
な

て

強
し
て
鍛

も
し
て
き
た

そ
の

過
程
で
ラ
イ
オ
ス
達
と
い
が
み
合

て
キ
リ
ト
は
ラ
イ
オ
ス
を
斬

て

行
さ
れ
る
事
に
な

て 

裏
に

ま
た
情

が

る

 
縄
で

ら
れ

裁
決
権
を

す
る

の
男
二
人
に

め
を

け
る
後

の
少
女
達

最
初
は

然
と
し
て
い
た
二
人
も

最
後
に
は
助
け
を
呼
ぶ
声
を
上

た

然
の
悲
鳴
で
あ

り

助
け
を
求
め
る
声
だ

た

 

裁
決
権
に
よ
る

を

す
る
事
は
法
を

す
行

で
あ
る
と

わ
れ
動
け
な
か
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た
自
分
も

二
人
の
悲
鳴
を

い
て
じ

と
は
し
て
い
ら
れ
な
か

た

 

目
を
突
き

す

み

い

界

 
そ
れ
ら
が

テ

ゼ
達
の
自
分
の
名
を
呼
ぶ
悲
鳴
を

い
て

剣
を

い
た

間
に
無
く

な

て

 

一
歩
目
を

み

む
前
に

乱
入
し
た
キ
リ
ト
に
後
ろ
へ
投

ば
さ
れ
て

 
そ
し
て

が
斬
ろ
う
と
し
た
男
達
を
斬

た

れ
て
登
場
し
た
彼
を

う
ウ
ン
ベ

ル

は

手
を
斬
り

ば
さ
れ
禁
忌
違
反
者
を
断
罪
す
る
と
意
気

と
上

な

え
の
剣
を
持

た
ラ
イ
オ
ス
の
一
太
刀
を
ア

サ
リ
と

な
し

返
す
刃
で
心

を

た

 
結
果
的
に

禁
忌
違
反
者
は
キ
リ
ト
だ
け

 

は
一
歩
を

み
出
す
前
だ

た
か
ら
違
反
者
に
は
な
ら
な
か

た

 
あ
の
時

ど
自
身
の
決
断
の

さ
を
悔
い
た
事
は
無
い

も

と

く
決
断
し
て
い
れ
ば
キ

リ
ト
一
人
が
罪
を
負
う
事
は
無
か

た
の
だ
と

ア
リ
ス
の
時
と
違

て
力
を
持

た
か
ら
こ

そ

あ
の
時
か
ら
変
わ
れ
て
い
な
い
自
身
の
内
面
に
無
力
感
を
覚
え
た

 

そ
し
て

日

 

と
キ
リ
ト
が
整
合
騎
士
に
な
る
理
由
だ

た
少
女
が

を
現
し
た
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達
の
事
を
一
切
覚
え
て
い
な
い

な
騎
士
と
し
て

せ

先

ま
さ
か

キ
リ
ト
先

が
脱
獄
し
た
の

て

 

え
る
声
で

ロ
ニ
エ
が
問
い
か
け
て
く
る

 

が
整
合
騎
士
に
つ
い
て

し
て
い
た
事
は

確
実
に
キ
リ
ト
も

付
い
て
い
た

だ

禁
忌
違
反
者
が
ど
う
な
る
か
な
ん
て
ア
リ
ス
の
存
在
が

え
そ
の
も
の
で
あ
る

だ
か
ら

脱
獄
し
た
の
だ
ろ
う
と

し
さ

き
脱
獄
の
話
を

い
た
時

は
ど
う
や

て
と
手

に
つ
い
て
疑
問
に
思

た

 
ア
リ
ス
に
つ
い
て
知
ら
な
い
ロ
ニ
エ
は

の
た
め
に
脱
獄
を
と
疑
問
を

い
て
い
た

脱

獄
し

カ
セ
ド
ラ
ル
を
上
が

て
い

て

そ
の

に

を
求
め
て
い
る
の
か
と

 
け
れ
ど

そ
の
疑
問
に
も

え
が
出
た

え
に
来
た
の
が
ア
リ
ス
で
な
け
れ
ば
キ
リ
ト
は
大
人
し
く
し
て
た
と
思
う

が
整
合
騎

士
に
な
れ
ば
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
と

え
て
ね

 
だ
が

そ
う
は
な
ら
な
か

た

 
彼
は
知

て
し
ま

た
の
だ

禁
忌
違
反
者
の

路

そ
し
て
整
合
騎
士
の
真
実
に
つ
い

て
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け
ど

を

て
い
た
ら
自
分
も
同
じ
よ
う
に
記

を
弄
ら
れ
て
し
ま
う
し

が
大
会

を

勝
し
て
も
同
じ
で
結

ア
リ
ス
は
助
け
ら
れ
な
い

だ
か
ら
脱
獄
し
た
ん
だ
キ
リ
ト
は

記

を
弄

た

本
人
だ
ろ
う
最
高

か
ら

に

す
方
法
を

き
出
す
た
め
に

 

ま
き
な
が
ら

も
知

た
か
ら
彼
の

え
は
理
解
で
き
て
し
ま
う

 
彼
も

も

よ
り
ア
リ
ス
に
下
さ
れ
た
裁
定
に

得
い
か
ず
正
攻
法
で
反

を

し
て
い

た
身
だ

い
の
一
番
に
そ
れ
を

し
た
彼
が
不
法
な
手

で

逆
し
た

て
お
か
し
く
な
い

 
そ
も
そ
も
禁
忌
違
反
者
の
記

を
弄
り
騎
士
に
し
て
い
る
時
点
で
彼
は

理
教
会
が
広
め

た
禁
忌
目
録
の
法
を
正
し
い
も
の
と
は
認
識
し
て
い
な
い

だ

正
し
く
な
い
法
な
の
だ
か

ら

う
必
要
は
無
い
そ
も
そ
も
正
し
さ
が
無
い
な
ら
不
法
で
す
ら
な
い
と

え
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
の
は

流

に
過

か

記

を

弄
ら
れ

そ
ん
な

そ
ん
な

は

あ
ま
り
に

無

で

け
ど
事
実
な
ん
だ

は
今
で
も
君
を
ア
リ
ス
・
ツ

ベ
ル
ク
と
い
う
少
女
を

行
し
た

騎
士
の
名
前
を

え
て
る

そ
の
名
は

デ

ル
バ

ト
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
セ
ブ
ン

デ

ル
バ

ト
殿
が

私
を

本
来

の
者
と

わ
ら
な
い
騎
士
の
名
前
を
知

て
る
以
上
真
実
だ
と
信
じ
て
も
ら
え
る
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だ
よ

そ
れ

は

 

の

葉
を

い
た
ア
リ
ス
の

が
大
理

よ
り
も
白
く
蒼
白
に
な
る

血
の
気
を
失

た

が
わ
な
な

戦

き

き
切

た

き
が

れ
る

 
き

と
彼
女
は
内
心
で
こ
の
話
を

定
し
た
い
と
思

て
い
る

し
か
し
そ
れ
が
出
来
な
い

で
い
る
に
は

が
話
し
た
情
報
に
信

性
を
多
少
な
り
と
も
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

 
一

の
人
間
が
整
合
騎
士
の
名
前
を
知

て
い
る
事
自
体
が
異

な
上
に

エ
ル
ド
リ
エ
に

つ
い
て
も
知

て
い
た

彼
女
が
知
る
エ
ル
ド
リ
エ
も
ど
う
や
ら

さ
れ
た
騎
士
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が

記

が
弄
ら
れ
て
い
れ
ば
そ
の
状

に
も

得
が
い
く

 
お
そ
ら
く

だ
が

 
禁
忌
目
録
違
反
で

行
さ
れ
た
者
が
整
合
騎
士
に
な

た
場
合
は
そ
の
人
物
を

行
し
た
整
合

騎
士
の
記

も
弄
ら
れ
る

だ
か
ら
デ

ル
バ

ト
と
ア
リ
ス
は
お

い
を
整
合
騎
士
だ
と
認

識
し
合

て
い
て

禁
忌
違
反
の
事
は
覚
え
て
い
な
か

た

 

一
大
会
を
勝
ち

い
て

さ
れ
た
者
は

そ
の
人
物
の
記

だ
け
が
弄
ら
れ
る
の
だ
ろ

う

そ
し
て

に

わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
親

縁
者
と
の

を
物
理
的
に
絶
ち

び
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が
出
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
の
だ

 
仮
に

務
で

わ
る
と
し
て
も
恐
ら
く
出
身
国

ア
リ
ス
や
エ
ル
ド
リ
エ
は
北

国

以
外
が

ば
れ
る

エ
ル
ド
リ
エ
の
よ
う
に

一
大
会
を

勝
し

国
に

が
知
ら
れ
て
い
る

者
の
場
合
は

に

く
不

性
で
⻑
命
な
の
を
い
い
こ
と
に

十
年
も
の
間
は

の
者
と

わ
ら
せ
な
い
か

務
に
出
て
も

果
て
の

の

衛

務
が
精

だ
ろ
う

 
そ
の
状
況
を

き

と

も
不
思
議
に
思
わ
な
い

 
人
界
の
⺠
に
と

て
そ
れ
は

た
り
前
だ
か
ら
だ

人
界
の
守
護
者
た
る
整
合
騎
士
が
果

て
の

の
守
護
に
付
く
の
は

然
だ
し

を
見
せ
な
い
事
も
そ
れ
だ
け

し
い
か
ら
と
思

い

も
あ

て
疑
問
を

ま
な
い

 
整
合
騎
士
に
と

て
も
同
じ
だ

そ
も
そ
も

の
者
と

わ
ら
な
い
と
い
う
決
ま
り
事

も
彼
ら
を

す
る

理
教
会

い
て
は
最
高

の
指
示
で
あ
れ
ば

と
返
す

も

無
い

よ
し
ん
ば
疑
問
を

い
て
も

や
は
り

と
共
に

う

だ

 
き

と

そ
う
し
て
人
界
は
三
百
年

り
の
年
月
を

ん
だ
の
だ

も
し
や
ユ

ジ
オ
が
キ
リ
ト
を

い

か
ら
知

て
い
る
事
に
引

掛
か
り
を
覚
え
た

の
は

私
が
本

に

ル

リ

ド

の
生
ま
れ
だ
か
ら
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更
に

う
な
ら
最
初
に
キ
リ
ト
の
面
倒
を
見
て
い
た
の
が
ア
リ
ス
だ

た
か
ら
の
も
の
あ
る

と
思
う

ア
リ
ス
の

親
の
弟
が

キ
リ
ト
の

親
だ

た
か
ら

 
キ
リ
ト
は

親
を
流
行
り

で
亡
く
し
教
会
に
引
き
取
ら
れ
た
子

だ

た

し
い
黒
髪

黒
目
を
気
味
悪
が

た
親

が
引
き
取
ら
な
か

た
か
ら
で
あ
る

し
か
し
男
勝
り
な
性
格
だ

た
少
女
ア
リ
ス
は
特

気
に
せ
ず

教
会
の
修
道
士
の
代
わ
り
に
面
倒
を
見
て
い
た

 
そ
の
つ
な
が
り
で
自
分
も
面
倒
を
見
る
よ
う
に
な

た
の
で
あ
る

 

か
し
い
な
と
思

て
い
る
と
ア
リ
ス
が
そ
う
ポ
ツ
リ
と

い
た

は
⻘
白
く
表
情
も

暗
い
が

心
な
し
か
先

ど
よ
り
は
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い

た
感
が

れ
て
い
る

 

は
こ
こ
だ
と
思

た

ア
リ
ス
が

の

葉
を

け
入
れ
て
く
れ
る
か

か
そ
の

だ
と

 
キ
リ
ト
が
姉
代
わ
り
の
ア
リ
ス
を
強
く
求
め
カ
セ
ド
ラ
ル
で

人
も
の
整
合
騎
士
を
破
る

ど
強
く
な

た
よ
う
に
家

の
情
と
い
う
の
は
と
て
も
強
い
も
の
な
の
だ

切
ろ
う
と
し
て
も

切
れ
な
い
強
い
繋
が
り

 
そ
れ
を
信
じ

け
に
出
た
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君
の
家

は
三
人
い
る

お

さ
ん
は
ガ
フ
ス
ト
・
ツ

ベ
ル
ク

ル

リ

ド

の

⻑

だ

親
は
ア
ン
ナ
・
ツ

ベ
ル
ク

理
が
上
手
で

し
い
人
だ

た
よ

そ
し
て
最
後
は
君

の
妹

セ
ル
カ
・
ツ

ベ
ル
ク

セ

ル
カ

 
ピ
ク
と
明
確
に
反
応
が
あ

た

自
身
の
信
じ
て
い
た
者
を
信
じ
ら
れ
な
く
な

て
い
る
今

の
彼
女
が

そ
れ
で
も
無
自
覚
に

忘
れ
て
い
て
も
無
意
識
に
求
め
て
い
る
存
在

 
そ
れ
は
ど
う
や
ら

彼
女
の
妹

セ
ル
カ
・
ツ

ベ
ル
ク
の
よ
う
だ

た

セ
ル
カ
は
お
姉
さ
ん
思
い
の
い
い
子
で
教
会
の
修
道
女
見

い
を
し
て
る

同
じ
修
道
女
見

い
で
神
聖
術
の
天
才

て
呼
ば
れ
て
た
ア
リ
ス
の
後
を
継
ご
う
と
一
生

命

て
る

子
な
ん
だ

セ
ル
カ

 
そ
こ
か
ら
更
に
少
な
い
な
が
ら
知

て
い
る
事
を
話
そ
う
と
し
た
時
ア
リ
ス
が
再
び
声
を

発
し
た

セ
ル
カ

 

け
て

も
う
一
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そ
う
し
て

こ
れ
ま
で

い
て
い
た

が
持
ち
上
が
り

彼
女
は
虚
空
を
見
た

 
そ
こ
に
あ
る

の
も
の
を
探
す
か
の
よ
う
に

じ

と
虚
空
を
見

え
て
い
る

思
い
出
せ
な
い

も

声
も

思
い
出
も

け
れ
ど
こ
の
名
前
を

に
す
る
の
は

初
め
て
じ

な
い

私
の

が

心
が

え
て
い
る

ア
リ
ス

 
思
わ
ず
息
を

み
な
が
ら
名
前
を
呼
ぶ
が
彼
女
に

の
声
は

こ
え
て
い
な
い
よ
う
で

も
密
や
か
に

葉
が

い
た

も
呼
ん
だ

日

晩

ど
こ
と
も
知
れ
ぬ
場
で
一
人
で

い
て

セ
ル
カ

 
そ
う

く
ア
リ
ス
の
目

に

明
な

体
が

と
な
り

を
伝
い
零
れ

ち
る

は
あ

と
か
ら
あ
と
か
ら

き
出
し
て

木

り
の

へ
と

下
し

か
す
か
な

を
立
て
る

本

な
の
ね

私
に

家

が

と

と

そ
し
て

血
を
分
け
た

弟
と

妹
が

人
界
に
い
る

 
戦

き

え
な
が
ら

ア
リ
ス
は
認
め
た

 
自
身
は
人
の
子
だ
と

家

が
い
る
と

記

を
消
さ
れ
た
の
だ
と

と
共
に
認
め
忘
我
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し
て
い
た
悲
し
み
と
郷

と
に

ら
れ
て
い
る

 
他
者
の
手
に
よ

て
忘
れ
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
そ
の
悲
し
み
は
自
ら
忘
我
し
て
い

た
場
合
よ
り
ず

と
深
い

だ

 
そ
れ
が

し
い

と
な

て
表
れ
た
少
女
を

は
背
中
を
さ
す
り
あ
や
す
事
し
か
出
来

な
か

た

  
ユ

ジ
オ
に

き

め
ら
れ
背
中
を

ら
れ
る
中
私
の

中
と
思

は
千

に
乱
れ
判
然

と
し
て
い
な
か

た

 
彼
か
ら

さ
れ
た
話
は
正
に
⻘
天
の

だ

た

人
界
に

け
る
常
識
と
は
整
合
騎
士
に

と

て
の
非
常
識
そ
の
も
の
で

け
入
れ
ら
れ
る
話
で
は
な
か

た

 
常
で
あ
れ
ば
虚

と
断
じ
て
取
り
合
わ
な
か

た
だ
ろ
う

 
し
か
し
彼
は
デ

ル
バ

ト
殿
の
名
を
知

て
い
た

つ
い
一
月
前
に
名
を

ね
た
ば
か

り
の
エ
ル
ド
リ
エ
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

ワ
ン

彼

く
ウ

ル
ス
ブ
ル

グ
と
い
う
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名
の

で
あ
る
男

の
存
在
も
把
握
し
て
い
た

そ
れ
ぞ
れ
の
記

が
弄
ら
れ

の
者

と
の

わ
り
を
最
小
限
に
し
て
整
合
騎
士
へ
の

と
い
う

一
大
会
の
意
義
の

見
も

い
で
い
た
と

え
れ
ば

お
お
よ
そ
の
つ
じ
つ
ま
が
合
う
と
自
分
も
思

た

 

よ
り
も

裏
を

め
る
情

が
真
実
だ
と
突
き
つ
け
て
き
た

 
彼
方
に

が

な
る
⻘

と
し
た
空

 
見
た
事
も
な
い

の
光

 

は
見
え
ず

も

な

自
身
よ
り
大
き
な

の
人

■
■
■
■

と
呼
び

う

知
ら
な
い

の

小
さ
な
少
女

 
知
ら
な
い

だ

 
見
た
覚
え
は
な
い

 
声
を

い
た
覚
え
も
な
い

 
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

に
そ
の
記

は
な
い

 

け
れ
ど

そ
れ
を

偽
り

だ
と
は

ど
う
し
て
も

え
な
か

た

 
騎
士
と
し
て
目
覚
め
る
二
年
前
よ
り
も
前
の
騎
士
で
な
い
自
身
が
そ
う
さ
せ
た

自
分
の

も
の
と
は
思
え
な
い
衝
動
が

裏
を

め
る

影
を
求
め
て
い
た
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そ
の
正
体
が

で
あ
る
か
は

ユ

ジ
オ
の
話
で
分
か

て
い
た

 
だ
か
ら
こ
そ

ま
ざ
ま
ざ
と
理
解
さ
せ
ら
れ
る

 
私
は

ア
リ
ス
・
ツ

ベ
ル
ク

と
い
う
少
女
か
ら
体
を
奪
い

少
な
く
と
も
二
年
は
不

に

し
て
き
た
の
だ
と

 
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

は
最
高

に

ら
れ
た
だ
け
の

う
ぐ

う

 
思
わ
ず
声
が

れ
る

 

に
こ
み
上

る
の
は
怒
り

 
そ
れ
は
論
理
立

た
義

で
は
な
か

た

た
だ
衝
動
的
な
感
情
だ

た

そ
れ
が
少
女
ツ

ベ
ル
ク
の
も
の
か

あ
る
い
は
騎
士
と
し
て
の
も
の
な
か
す
ら

最

定
か
で
は
な
か

た

 

ズ
キ
ズ
キ
と

む

眼
の

界
が

く

ま
る

 
更
に

の

界
に
は

の
光
が
入

て
来
た

光
源
は

私
の

あ

ア
リ
ス

な
ん
だ
い
こ
れ

 
三

形
の

み
た
い
な
の
が
出
て
き
た
け
ど

 

き

慌
て
る
ユ

ジ
オ

 
そ
の
様
を
ど
こ
か

静
な
思

で
見
な
が
ら
私
は

レ

紺
に

く
三

こ
そ
が
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我
を
失
い
キ
リ
ト
に
斬
り
か
か

た
原
因
で
あ
る
と
直
感
的
に
悟

た

  

ア
リ
ス
ち

ん

  
ど
こ
か
ら
か

声
が

こ
え
て
き
た

 
無

な

ら
か
さ
と

成

し
た

さ
を
同
時
に

ん
だ
声
が

 

よ
り
も

怖
を
向
け
る

な
声
が

  

私
の
か
わ
い
い

ア
リ
ス
ち

ん

  

て
き
な
さ
い

あ
な
た
は

私
の
大
切
な
騎
士
な
の
だ
か
ら

  

さ
あ

ら

  

騎
士
の
務
め
を

果
た
し
な
さ
い
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声
が

こ
え
る

 
忘
れ
る
な
と

 
騎
士
で
あ
れ
と

 

裏
に
浮
か
ぶ

銀
の

女
が

く

ん
だ

 
そ
う
し
て

紺
の

き
が
よ
り

に
な
り

 

す
る
よ
う
に

の
中
が
少
し
ず
つ

く
な

て
い
く

  

め
て
い
た

裏
の
情

が

れ
て
い
く

  

ざ
け
る

な

 

も
う
二

と

忘
れ
て
な
る
も
の
か

 

私
の
愛
す
る
も
の
を

守
る
べ
き
も
の
を

忘
れ
さ
せ
て
な
る
も
の
か

  
そ
れ
を
知
覚
し
た

間

私
は
反
発
し
た
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れ

く
情

を

 
忘
我
し
て
い
た

そ
の
記

を

 

ア
リ
ス
・
ツ

ベ
ル
ク

の
存
在
を

 
も
う
二

と

手
放
さ
な
い
た
め
に

  

て
き
な
さ
い

ア
リ
ス
ち

ん

  

大

も
心
配
い
ら
な
い
わ

  

あ
な
た
は
騎
士

人
界
を
守
る
守
護
者

  

そ
れ
以
外
は

も
要
ら
な
い

悲
し
み
な
ん
て
必
要
な
い

  

だ
か
ら

忘
れ
て
し
ま
い
な
さ
い
な
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私
の
可
愛
い

大
切
な
お
人
形

  

か
わ
い
そ
う
な
ア
リ
ス
ち

ん

  
そ
う

銀
の

女

最
高

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

タ
の

影
が

に

ん
だ

間

そ
れ
ま
で
と
は

違
い
の

が

眼
を

い
た

ビ
ク
ン

 
と
全
身
が

す
る

 
ユ

ジ
オ
達
の
慌
て

心
配
す
る
声
が

こ
え
る
が

そ
れ
に
反
応
す
る

は
無
か

た

 

か
ら
せ
り
出
し
た
三

の

き
は
未
だ

え
て
い
な
い

む
し
ろ

に
強
く
な

て

い

て
い
る

呼
応
す
る
よ
う
に

裏
か
ら

に
記

の
情

が
消
え
て
い
く

あ

あ

あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
そ
れ
が

く
心
を
か
き
乱
す

 
己
を
律
し
て
い
た
も
の
が

れ
て
い
く

 
騎
士
と
し
て
の
責
務

誇
り

自
負
心

そ
れ
ら
が

え
付
け
ら
れ
た
偽
り
の
も
の
だ
と
知

り
真
実
を
知
り
過
去
を
思
い
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
を
失

て
い
く

そ
れ
が
恐
怖

と
な

て
心
を

す
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い
や

忘
れ
た
く
な
い

 

お
■
様

お

■

 

ユ

■
■

■
リ
ト

 

■
■
カ

  
そ
う
し
て

と
し
た

間
に

裏
に
記

が
よ
み
が
え

た

 
い
ま
の
私
の
よ
う
に

を

さ
え

を
流
し
取
り
乱
し
な
が
ら

か
を

ん
で
い
た

明

で
は
な
い
が

に
し
て
い
る
の
は

か
の
名
前
だ
と
直
感
的
に
思

た

 
お
そ
ら
く

心
に

ま
れ
た

恐
怖
の
情

だ

ダ

ク
テ
リ
ト
リ

へ
の

入

と
い
う

禁
忌
目
録
違
反
で

行
さ
れ
て
か
ら
の

記

を

さ
れ
て
い
る
時
の

過
去
の
私

ア
リ
ス
・
ツ

ベ
ル
ク

の
最
期
の
光

忘
れ
て
い
く
事
へ
の
恐
怖
を
味
わ

て
い
る

間

の
出
来
事

 
い
ま
正
に

ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

も
味
わ

て
い
る
恐
怖
で
あ
る

ア
リ
ス

し

か
り
す
る
ん
だ

 
ア
リ
ス
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け
れ
ど

そ
の
時
と
の
違
い
は
一
つ
あ
る

 
そ
れ
は

ア
リ
ス私

と
想

て
い
る
人
が

に
い
る
事

 

ア
リ
ス
・
ツ

ベ
ル
ク

に
は

し

な
い
が

 
と
て
も

心
強
か

た

 
私
は

眼
の

と
思

を

さ
れ
る
の
に

え
な
が
ら
ユ

ジ
オ
を
見
上

た

彼
の

⻘
い

に

る
私
の

は

は

紺
の
三

が

き

眼
は
深
紅
に

ま

て
い
る
な
ど

醜
悪
な
有
様
だ

た

そ
れ
故
か
彼
の
表
情
も
苦

し
い
そ
れ
に
な

て
い
た

ユ

ジ
オ

私
を

し

か
り

さ
え
て
い
て

えい
い
か
ら

 

気
に
取
ら
れ
た
様
子
の
⻘
年
を

か
す
と

彼
は
慌
て
て

き
な
が
ら
私
の

を
持
ち

強
く

さ
え

ん
だ

 
そ
れ
に
感

の
念
を

き
な
が
ら
私
は
⻑
い
金
髪
を
一
振
り
す
る
と

然
と
虚
空
を

ぎ

見
る

内

え
に

根
が
天
を

て
い
る
が

私
の
焦
点
が
結
ん
で
い
る
の
は

か
彼



 第五話 〜自己の確立〜

方
の
光

 
妖
精
郷
で
は
な
く

人
界
の
中
心
に
立
つ
白

の

そ
の
最
上

 
そ
こ
に
お
わ
す

人
界
の

者

 

裏
に
浮
か
び

け
る

銀
の

影
そ
の
人
だ

 
私
は
そ
の
人
を
見

え
な
が
ら

大
き
く
息
を

い

ん
だ

私
は

人
形
で
は
な
い

 
第
一
声

そ
れ
は

逆
の

に

し
い
も
の
だ

た

 

み
が
増
し

紺
の

き
が
増
し

思

が

さ
れ
る

心
が
揺
れ
る

 

し
か
し
て

私
の
意

は
保
た
れ
た

 
こ
の
身
を

く
⻘
年
の

が
ア
リ
ス私

を

え
て
く
れ
て
い
た

 

銀
の

影
が

か
に

根
を
寄
せ
た

確
か
に
私
は

整
合
騎
士
と
し
て

ら
れ
た
存
在
か
も
し
れ
な
い

 
で
も

私
に
も
意

は
あ
る
の
で
す

 
記

も

感
情
も
あ
る

 

一
つ
と
し
て
忘
れ
た
い
も
の
で
は
な
い

 
私
は

人
形
の
騎
士
で
は
な
い
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人
形
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
と
こ
ろ
で

そ
れ
は
た
だ
の
壊
れ
た
人
形
よ

  

そ
の
原
因
は

あ
な
た
の
記

と

そ
の
感
情

  

だ
か
ら

忘
れ
な
さ
い

  

い
つ
ま
で
も

な
お
人
形
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
く
だ
ら
な
い
苦
し
み
は
忘
れ

さ
せ
て
あ

る
か
ら

  

銀
の

影
が

に

み
す

と
手
を

ば
し
て
き
た

う

す
ら

け
た
指
先
が
三

に
触
れ
る

 
そ
の

一

強
い

き
が
放
た
れ
始
め
た

 

そ
れ
で
も

私
は

影
を
見

え

け
る

 

み
で
気
絶
し
そ
う
だ

た

け
れ
ど
も
し
こ
こ
で
気
絶
す
れ
ば
私
は

に
変
わ
れ
な

い
と
い
う
確
信
が
あ

た
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 ア
リ
ス私

に
と

て

そ
れ
こ
そ
が
真
に
恐
怖
す
る
事
だ

た

 
だ
か
ら

え
た

え
ら
れ
た

に
ユ

ジ
オ
が

た
か
ら

裏
に

未
だ
妹
の
影
が

あ

た
か
ら

妹
を
求
め
る
衝
動
を

え
て
い
た
か
ら

 

銀
の

影
が

初
め
て
明
確
に

を

め
た

最
高

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

タ

 
人
界
の

者
よ

 
私
は

私
の

す
べ
き
事
を

す
た
め
に

あ
な
た
と

戦
い
ま
す

  

か
わ
い
そ
う
な
子

  
私
の
決
意
に

銀
の

影
は
そ
う

た

 

間

の
三

が
パ
キ

ン

 
と

を
立
て
て

れ

眼
か
ら
真
紅
の

き
が

光
の

と
な

て

り

血
の

が
ユ

ジ
オ
の
⻘
い
制

を

し
た

 

私
の
意
識
は

そ
の
直
後
に

絶
え
て
い
る
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は
い

如

だ

た
で
し

う
か

 
今
話
は
ア
リ
ス
の
ボ
ト
ム
ア

プ
型

の
限
界
突
破
の
お
話
で
し
た

 
原
作
だ
と
カ
セ
ド
ラ
ル
外

に
て
原
作
キ
リ
ト
と
の
対
話
で

き
た
事
で
す
ね

 
キ
リ
ト

が
原
作
と
違

て
る
の
で

ら
か
差
異
が
あ
り
ま
す
が
原
作
で
も
ユ

ジ
オ
が

対
話
し
て
た
ら
こ
ん
な
感
じ
に
な

た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

人
界
人
同
士
の
会
話
な
の
で

眼
の

コ

ド
８

１
の
認
識
が
違

て
ま
す
が

  

の
三

は
な
に

 

神
モ
ジ

ル

 
整
合
騎
士
化
す
る

に

め

ま
れ
る
物

記

を
奪
わ
れ
た
魂

と

ら
れ
た
記

お

よ
び
行
動
原

を

合
し
新
た
な
人
格
を
形
成
す
る
要

整
合
騎
士
が
最
高

に

う
の

は

眼
の

や
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
の
原

だ
け
で
な
く

こ
の

合
人
格
の
根

に

の
指
示
が
あ
る
た
め

 
原
作

に
て

こ
の
モ
ジ

ル
は
ア
リ
ス
に

め

ま
れ
機
能
し
た
ま
ま
で
あ
る
事
が
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ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

タ
の
セ
リ
フ
か
ら
分
か

て
い
る

 
ア
リ
リ
コ
で
は
こ
の

の
指
示
が
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

タ
の
心
意
を

し
て

さ
れ

一
時
的
に
洗

状

に
な

た
整
合
騎
士
が
キ
リ
ト
と
戦
う
事
が

か
あ

た

こ
の
時
は
三

水

が

か
ら
せ
り
出
し
て

に

い
て
い
る

 
今
話
で
ア
リ
ス
に
話
し
か
け
て
い
た

影
は
ア
リ
リ
コ
の
オ
マ

ジ

 
な
お
原
作
だ
と

影
の

写
は
無
い

  

ア
リ
ス
は

故

コ
マ
ン
ド
に
逆
ら
え
た
の

 

前
か
ら
ユ

ジ
オ
が

に
い
て

を

た
し
て
い
た
た
め

 

本
作
で
は

の
未
完
ア
イ
ン
ク
ラ

ド
で
一

経
験
済
み

 

の
状
況
で
キ
リ
ト
に
襲
い
掛
か

た
時
の
事
を
自

し
て
い
る

 

理
教
会
と
最
高

へ
の
不
信
感
が
あ
り
更
に
ユ

ジ
オ
か
ら
整
合
騎
士
の
真
実
に
つ

い
て

か
さ
れ

う
事
に
意
義
と
正
義
を
見
出
せ
て
い
な
い

 

ア
リ
ス
・
ツ

ベ
ル
ク

と
し
て
の
衝
動
を

ア
リ
ス
自
身
が
自
覚
し
た

 
仮
に
未
経
験
だ

た
ら
最
終
的
に
抗
え
た
と
し
て
も
ユ

ジ
オ
達
に
剣
を

い
て
い
た
可



 Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ Ｔｗｉｌｉｇｈｔ 〜アリシゼーション・プログレッシング〜

能
性
が
高
か

た

  
・
ア
リ
ス
・
シ
ン
セ
シ
ス
・
サ

テ

 

神
モ
ジ

ル
と

眼
の

を

方
破

た
未
来
の
ボ
ト
ム
ア

プ

 
原
作
と
違
い
人
格

合
の
要
を
失

た
が
自
ら
の
意

で
自
立
し
た
結
果
な
の
で

人
化
は

し
な
い

 

中
で
ユ

ジ
オ
が
モ
ジ

ル
を

い
た
り
破
壊
し
た
り
し
た
ら
フ
ラ
ク
ト
ラ
イ
ト
が
傷
つ

い
て
原
作
キ
リ
ト
の
よ
う
に

人
化
し
て
い
た

 
以
前
の
記

を

い
で
い
た
も
の
が
無
く
な

た
の
で
原
作
以
上
に

の
記

を
デ
ジ

ブ
と

し
て
思
い
出
し
て
い
く
で
し

う

 

つ
ま
り

白
お
姉
さ
ん

り
が
増
す
と
い
う
事
だ

 
セ
ル
カ
と
キ
リ
ト
を

め
て
可
愛
が
る

写
を
い
つ
か
し
た
い
で
す
ね

  
・
セ
ル
カ
・
ツ

ベ
ル
ク

 
ル

リ

ド

⻑
の
二
人

の

女
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年

は
ア
リ
ス
と

差
な
の
で

ユ

ジ
オ
達
が
来
た
時
点
で

人
界
キ
リ
ト
の

姉
で

上
の
お
姉
さ
ん

 
教
会
で
修
道
女
見

い
と
し
て
住
み

み
で

い
て
い
る

 
ア
リ
ス
が
無
意
識
に
求
め
る
く
ら
い
愛
し
て
い
た
妹

 
原

ゲ

ム
の
ア
リ
リ
コ
ラ
ス
コ
レ
で
も
大
活
躍
し
て
い
る

暗
黒
界
に
ま
で
出

し

者
カ

デ

ナ
ル
の
助
手
と

し
に
な

て
る
と
か
い
う

す
ぎ
る
サ
ブ
キ

ラ

  
・
ユ

ジ
オ

 
存
在
が
特

な
⻘
年

 
ア
リ
ス
が
無
事
に
限
界
突
破
出
来
た
最
た
る
理
由

ユ

ジ
オ
の

直
な
反
応
が
あ

た
か
ら

こ
そ

こ
の
結
果
に

ぎ
付
け
た

 
実
は
ア
リ
ス
が
キ
リ
ト
を

行
す
る
べ
く
現
れ
た
時
点
で
整
合
騎
士
の
真
実
に
つ
い
て
色

し
て
い
た

 

眼
の

は

に
破

た
後
な
の
と

キ
リ
ト

行
か
ら
間
も
な
い
ス
ト
レ
ス
が
重
な
り

内
心
は
結
構
ぐ
ち

ぐ
ち



 Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ Ｔｗｉｌｉｇｈｔ 〜アリシゼーション・プログレッシング〜

 
整
合
騎
士
の

力
で

を

ま
れ
て
る
の
で

い
が
気
合
で
我

し
て
る

  
・
テ

ゼ
・
シ

ト
リ

ネ
ン

 
ユ

ジ
オ
の

付
き
練
士

 
色

と
衝
撃
の
真
実
を
知
り
過
ぎ
て
空
気
に
な

て
い
る

 
こ
れ
ま
で
キ
リ
ト
と
ユ

ジ
オ
が
剣
士
を
目
指
し
た
理
由
を
知
ら
な
か

た
が
こ
れ
は
確
か

に

に
も
話
せ
な
い
事
だ
と

得

 

眼
が

み
始
め
て
い
る

  
・
ロ
ニ
エ
・
ア
ラ
ベ
ル

 
人
界
キ
リ
ト
の

付
き
練
士

 
色

と
衝
撃
の
真
実
を
知
り
過
ぎ
て
空
気
に
な

て
い
る

 

行
さ
れ
た
後
の

路
を
知
り
そ
れ
は
先

も
脱
獄
す
る
な
と

得
し
て
い
る

そ
れ
は

そ
れ
と
し
て
武
器
も
無
い
の
に

を
破
る
わ
整
合
騎
士
に
真

向
か
ら
打
ち
勝
つ
わ
と
と
ん
で
も

な
い

業
に

も
し
て
い
る



 第五話 〜自己の確立〜

 

眼
が

み
始
め
て
い
る

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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幕
間
之
物
型

異
黒
編
 

⻩
昏
の
妖
精
郷

  
ど
う
も

お
は
こ
ん
ば
ん
に
ち
は

 
お

し
ぶ
り
で
す

リ
ア
ル
で
色

あ

た
の
と

展
開
に
悩
ん
で

く
な
り
ま
し
た

 
今
話
は
ア
リ
ス
達
が
話
し
て
る
間
一
方
そ
の
こ
ろ
⻩
昏
キ
リ
ト
達
が

を
し
て
い
た
か
の
ダ

イ
ジ

ス
ト
で
す

探
索
は
原

ゲ

ム
で
や

て
る
の
で

味
な
の
だ

 
そ
れ
と
後
書
き
は
今
話
で
増
え
た
新
キ

ラ
の
原

ゲ

ム
で
の

文
が

ど
な
の
だ

ご
め
ん
な
の
だ

 

点

⻩
昏
キ
リ
ト

 

数

一
万
一
千

 
で
は
ど
う
ぞ
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異
界
か
ら
の
漂
流
者
ア
リ
ス
を
空

に

を
構
え
る

間
の
エ
ギ
ル
に

し
た

は
ア
ス
ナ

と
ブ
ラ

ク
・
ロ

タ
ス
と
共
に
再

浮

原
ヴ

ク
リ
ン
デ

へ
と

り
出
し
た

 
最
初
に
手
を
付
け
た
の
は

ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る

間
達
と
合
流
す
る
事

 
道
中
で
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

た
り
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を

し
た
影

故
か

さ
れ
た

空
間
を
前
に
立
ち

生
し
た
り
と
色

あ

た
が

い
に
も
フ
レ
ン
ド
リ
ス
ト
は
生
き
て
い
た

し
今
日
は
ど
こ
で

を
す
る
か
も
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

い
て
い
た
事
も
あ

て
数
人
の

間
と
は

合
流
す
る
事
が
出
来
た

い
や

そ
れ
に
し
て
も

行
世
界
の
キ
リ
ト
か

ど
ん
な
人
か
会
う
の
が

し
み
だ
な

 
そ
う

て
ニ
コ
ニ
コ
と

み
を
浮
か
べ
る
の
は

色
を

と
し
た

を

う

妖

精
ノ

ム
の
大
剣
使
い
ス
ト
レ
ア
だ

 
ス
ト
レ
ア
は
転

を
出
て
す
ぐ
の
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
い
た
た
め
最
初
に
合
流
出
来
た

間
だ

 
な

今
更
転

近
く

つ
ま
り
初
心
者
向
け
の
ダ
ン
ジ

ン
に
潜

て
い
た
の
か
不
思

議
で
は
あ

た
が

中
に
入

て

得
し
た
の
は
記

に
新
し
い

そ
れ
ま
で
は
た
だ
の

穴
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だ

た
ダ
ン
ジ

ン
の
内

は
様
変
わ
り
し
異
空
間
に
浮
か
ぶ

路
の
よ
う
な
情

に
変
化
し

て
い
た

 
一
ゲ

マ

と
し
て
は
そ
ん
な
変
化
を
果
た
し
た
ダ
ン
ジ

ン
に
ア
タ

ク
す
る
の
も
理
解
出

来
た

 
と
は

え
流

の
彼
女
も
ユ
イ
が

わ
れ
た
と
知

て
か
ら
は

な

心
を
抑
え
て

真
面
目
に
動
こ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る

ス
ト
レ
ア
に
と

て
ユ
イ
は
同
じ
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の
姉
に
あ

た
る
か
ら
真
剣
に
な
る
の
も

然
な
の
だ

そ
れ
に
ア
リ
ス

て
い
う
騎
士
の
子
も
ど
ん
な
人
か

し
み
だ
な

 

真
剣
な

は
ず
だ

 
多
分

そ
の
ア
リ
ス
さ
ん

て
騎
士
を
名

て
る
ん
で
す
よ
ね

 
ロ

ル
プ
レ
イ
の
一

な
ん

で
し

う
か

あ
る
い
は

行
世
界
の

Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
ジ

ブ
と
か

 
そ
う
ス
ト
レ
ア
に

く
よ
う
に
声
を
発
し
た
の
は

に
水
色
の
小
⻯
を

せ
た
猫
妖
精

ケ

ト
シ

の

剣
使
い
シ
リ
カ
だ

た

 
Ｓ
Ａ
Ｏ
も
Ａ
Ｌ
Ｏ
も
シ
ス
テ
ム
的
な
ジ

ブ
シ
ス
テ
ム
が
無
い
の
で
ビ

ス
ト
テ
イ
マ

や



 幕間之物型：異黒編 〜⻩昏の妖精郷〜

ド
ラ
ゴ
ン
ラ
イ
ダ

ト
レ
ジ

ハ
ン
タ

な
ど
も
全
て
自
称
に
な
る

だ
が

そ
れ
で
も

騎
士

を
名

る
者
は
そ
う
多
く
は
な
い

そ
の
物

し
さ
が
シ
リ
カ
の

線
に
触
れ
た
ら
し

い 

と
し
て
は

騎
士

と

く
と
か
つ
て
攻
略
の
行
く

を

じ
て
い
た
と
あ
る
男
の
事
を

思
い
出
す
の
で

あ
ま
り
想

し
た
く
は
な
い

語
で
あ
る

 
そ
れ
は

時

と
タ

グ
パ

テ

を
組
ん
で
い
た
ア
ス
ナ
も
同
じ
だ

た
よ
う
で
ど

う
だ
ろ
う
ね

と
苦

を
し
て
い
た

話
を
し
た
感
じ
た
だ
の
ロ

ル
プ
レ
イ

て
い
う
感
じ
じ

な
か

た
の
よ
ね

本
物
の

軍
人
み
た
い
な
事
を

て
た
し

あ
あ

騎
士
だ
か
ら

歩
で
の

こ
う
ぐ
ん

行
軍
は

然
だ
と
か

て
た
な

 
ア
ス
ナ
に
同

す
る
よ
う
に

も

う

 
あ
れ
は
空

へ
の
転

に
向
か
う
道
中

と
ア
ス
ナ
が

行
し
ロ

タ
ス
が
浮
遊
し
て

動
す
る
中
ア
リ
ス
だ
け

て
い
た
時
の
会
話
だ

多
少

ま
し
が

て
い
た
が
そ
の
上

で
あ
あ

た
の
だ
か
ら
ロ

ル
プ
レ
イ
だ
と
す
れ
ば
中

に
行

た
も
の
で
あ
る

 
仮
に
本
気
で

つ
ま
り
現
実
と
同
じ
意
味
で

た
の
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
そ
れ
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で
別
の
問

が
浮
上
す
る

 
そ
し
て
そ
の
可
能
性
を

定
で
き
な
い
の
が
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
だ

で
も

本

に
本
物
の
騎
士

て
い
う
可
能
性
が
あ
る
の
よ
ね

 

い
た
限
り
カ

ル

と

ゲ

ジ
が
表
示
さ
れ
て
な
い

て
話
だ
し

 

の
思

を

ん
だ
か
の
よ
う
に

⻘
い
猫
妖
精
の
弓
使
い
シ
ノ
ン
が

た

 
そ
う

ア
リ
ス
が
本
物
の
騎
士
で
あ
る
可
能
性
を

定
で
き
な
い
の
は
シ
ス
テ
ム
的
な

異
常
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い

 

し
ろ

と
ア
ス
ナ
は
そ
の
前

を
知

て
い
る

 
ア
リ
ス
は
か
つ
て
浮
遊
城
で
邂
逅
を
果
た
し
た
時
の
ユ
イ
と
同
じ
状

な
の
だ

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
と

し
て
の
責
務
と
そ
れ
に
反
す
る
プ
レ
イ

と
の

触
禁
止
と
い
う
命

の
矛
盾
に
よ
り

エ
ラ

を

め

ん
だ

に

と
ア
ス
ナ
の

福
の
感
情
を
追
い
求
め
て
現
界
し
た
時
の
ユ
イ

と 
つ
ま
り

達
は
ア
リ
ス
が

ら
か
の
ク
エ
ス
ト
か

に
配

さ
れ
た
騎
士
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
の

で
は
な
い
か

と
予
想
し
て
い
る

だ

 
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
仮
想
世
界
で

ら
れ
た
存
在
と
い
う
前

が
あ

て
成
立
す
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る
話

 
ア
リ
ス
は
人
界
と
い
う
更
に
別
の
世
界
出
身
で
そ
こ
か
ら

達
に
と

て

行
世
界
に

あ
た
る
ア
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
る
大
地
に
漂
流
し
た
ウ
ラ
世
界
の
人
間
だ
と

て
い
た

異
界
の
キ
リ
ト
達
と
違
い
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
必
要
が
無
い
と
の
事
な
の
で

ま

恐
ら

く
は
そ
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
が
リ
ア
ル
ワ

ル
ド
の
異
世
界
人
が
仮
想
世
界
に
迷
い

ん
で
い
る
可
能
性
も
ワ
ン
チ

ン
あ
り
得
る

本
物
の
騎
士

と
い
う

語
に
は

リ
ア
ル
の
異
世
界
人
と
い
う
意
味
を

め
て
い
る

だ

う

ん

ど

ち
に
し
て
も
な
ん
か
色

と

い
事

だ
よ
ね

別
ゲ

ム
か
ら
デ

タ

流
入
が
あ

た
か
と
思
え
ば

行
世
界
の
仮
想
世
界
か
ら
流
れ
て
き
た
人
が
い
て
更
に
別
の

世
界
か
ら
来
た
人
で
も
あ

て

て

髪
の
⻑
い

い
キ
リ
ト
君

て
だ
け
で
も
お

い

い
な
の
に

 
そ
う

て
は

と

息
を

く
の
は
⻑
い
金
髪
を
風
に
な
び
か
せ
る
風
妖
精

シ
ル
フ
の

魔
法
剣
士
リ

フ

 
リ
ア
ル
で
は

の
妹

密
に
は

妹

に
あ
た
る
彼
女
は

行
世
界
か
ら
来
た
片

れ
が
自
身
の
兄
の
名
を
持
つ

い
少
年
だ
と

く
と

を
背
負

た
猫
も
か
く
や
の
表
情
を
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晒
す

ど

気
に
取
ら
れ
た
様
子
を
見
せ
た

そ
の
話
を
し
た
の
が
正
に
兄
で
あ
る

だ

た
の

も

車
を
掛
け
た
か
も
し
れ
な
い

 
し
か
し
リ

フ

の

わ
ん
と
す
る
事
も
よ
く
分
か
る

な
ら
そ
の
心
情
や

労
感
も
理

解
で
き
る

 
そ
ん
な
気
持
ち
を
共
有
し
て
い
る
者

銀
色

の
フ
ル
ア

マ

ア
バ
タ

が

で
す

ね

と

気
に

い
た

い
や

達
が
生
ま
れ
る
前
の
時
代
に
来
ち

た
な
ん
て
今
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
で

す
ね

 
同
じ
年

く
ら
い
の
少
年
の
声
が
銀
色
ア
バ
タ

の
シ
ル
バ
・
ク
ロ
ウ
か
ら
発
せ
ら
れ
た

 
ク
ロ
ウ
は
そ
の
見
た
目
と
ア
バ
タ

ネ

ム
か
ら
分
か
る
よ
う
に

達
と
行
動
を
共
に
し
て

い
た
ブ
ラ

ク
・
ロ

タ
ス
の

者
で
あ
る

主

と
い
う
か
師
弟
と
い
う
か
そ
ん
な
間

ら
し
い

 
彼
と
出
会

た
の
は

異
界
エ
リ
ア

と

称
さ
れ
る
場

だ

た

 
現
在
ス
ヴ

ル
ト
エ
リ
ア
を

し
フ

ン
タ
ジ

に
そ
ぐ
わ
な
い
ビ
ル

な
ど
を
乱
立
さ

せ
る
外
観
に
変
化
さ
せ
た
そ
の
事

に
よ
り
不
定
期
に
ス
ヴ

ル
ト
の
ど
こ
か
に
出
現
す
る
⻭



 幕間之物型：異黒編 〜⻩昏の妖精郷〜

車
が
回
る
機

的
な
転

を
潜
り

け
た
先
に
彼
は

た

 
彼
が

た
事

生
ま
れ
る
前
の
時
代
に
来
た

と
い
う
の
は
そ
こ
で
発
覚
し
た
事
実
だ

 
経

を

に

べ
る
な
ら

 
ス
ト
レ
ア
と
ロ

タ
ス
が
近
く
に
寄

た
時

ら
か
の
デ

タ

が
発
生

 
そ
の

に
ス
ト
レ
ア
の
意
識
が

者
か
に

取
ら
れ
る

そ
の

取

た
主
は
ユ
イ
を

ら
え
た

ル

ナ
・
ヴ

ベ
ル
が
本
来

た
場

千
年
後
の
未
来
の
存
在
だ
と

た

 
そ
の
未
来
の
存
在
は
ヴ

ベ
ル
が
千
年
過
去
の
現
代
に
時
間

行
し
た
目
的
は
ユ
イ
を
消

す
事
で

自
身
が
生
き
た
未
来
の
歴
史
を
上
書
き
し
て
無
か

た
事
に
す
る
事
だ
と
語
る

 
そ
し
て
更
に
ブ
ラ

ク
・
ロ

タ
ス
が
現
在
か
ら
少
し
未
来
の
時
代
の
者
で
あ
る
と
も
語
る

 
残
念
な
が
ら
千
年
も
の
時
間
を
隔
て
た

信
に
は
無
理
が
あ

た
よ
う
で
そ
こ
で

絶
え
て
し

ま
い

こ
れ
以
上
の
情
報
は
得
ら
れ
な
か

た
が

し
か
し

時
間
で
得
る
も
の
は
多
か

た

 

シ
ル
バ

・
ク
ロ
ウ
が
現
れ
た
の
は
そ
の
時
だ

 
未
来
の
者
が
ス
ト
レ
ア
の
意
識
を

取
る
時
だ
け
で
な
く

信

絶
の

に
も
ロ

タ
ス
は

影

を

け
た

流

に
意
識
に
ノ
イ
ズ
を
ぶ
ち

ま
れ
る
感
覚
は

え
た
よ
う
で

を
つ
い
た

彼
女
に

は
安

を
確
認
し
な
が
ら
近
づ
い
た
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そ
れ
を
遠
目
で
発
見
し
た
ク
ロ
ウ
に
は

が
ロ

タ
ス
に
不

な
事
を

く
悪

に
見
え
た

ら
し
く

の
先

に

を
し
た

あ
あ
あ
あ
あ

と
怒

を
上

な
が
ら
カ

ん
で
き
た

 
デ

エ
ル
ア
バ
タ

で
は

一
無
二
と
さ
れ
る

翼
を
煌
め
か
せ

ま
じ
い
加
速
の

空
か

ら

な

勢
の
ド
ロ

プ
キ

ク
を

り
出
す
様
は

正
に
白
銀
の
流
星
も
か
く
や
だ

た

 
怒
り
心

の
ク
ロ
ウ
の
猛
攻
を

な
す
間
に
回
復
し
た
ロ

タ
ス
が

り

ん
で
一

し
た
お

陰
で

そ
の
場
は
事
な
き
を
得
た
の
だ
が

 

今
思
い
返
す
と
中

の

だ
な
ク
ロ
ウ

う
む

空
に
広
が
る
黒
い
影
が

ま
さ
か

年
前
の
仮
想
世
界
と
繋
が
る
と
は
私
も

い

た
よ

て

き
り
新
フ

ル
ド
か

か
か
と
思

て
い
た
の
だ
け
ど
ね

 
そ
う
し
て
シ
ル
バ

・
ク
ロ
ウ
と
合
流
し
た
ロ

タ
ス
は
未
来
か
ら

信
し
て
き
た
者
の

葉
を

定
す
る
よ
う
に

自
分
達
の

性
に
つ
い
て
明
か
し
た

 

年
後
の
未
来
か
ら
来
た
の
だ
と

ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト

に
は
色

と
謎
が
多
い
で
す
が

流

に
こ
ん
な
事

は

運

の
目
的

り
と
は
思
え
な
い
の
で
す
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そ
う
ね

そ
も
そ
も

空
を

ば
な
い
と
来
れ
な
い
時
点
で

と
ん
ど
の
バ

ス
ト
リ
ン

カ

が

と
い
う
よ
り
ネ
ガ
ビ

に
し
か
来
れ
な
い
場

に
な

て
し
ま
う

そ
れ
は
流

に
運

に
と

て
も
不
本
意
で
し

う

 
そ
う

た
の
は

金
属

な
巫
女

の
少
女

ア

ダ

・
メ
イ
デ
ン

と

洗
練
さ
れ

た

水
色
の
フ

ル
ム
を
し
た
女
性

ス
カ
イ
・
レ
イ
カ

 
二
人
は
浮

原
の

さ
れ
た
エ
リ
ア
に

り
立

た
ロ

タ
ス
の

間
だ

リ

フ

と

シ
ノ
ン
も
同
じ
エ
リ
ア
に

て
最
初
は

か
と
思

て
戦

た
が
エ
リ
ア
を

し
て
い
た

ボ
ス
を
前
に
四
人
は
共
同
戦
線
を

た
経

が
あ
る
ら
し
い

そ
れ
か
ら

達
と
合
流
し
て
き

た 
ク
ロ
ウ
と
合
流
し
た
の
は
更
に
後
で

彼
の

り
を
見
て

こ
の
二
人
は
ク
ロ
ウ
と

ロ

タ
ス
の
事
を

化
し
て
い
た

 

ク
ロ
ウ
の

り
か
ら

し
て
い
た
が
た
だ
の
主

・
師
弟

で
は
な
さ

そ
う
だ

 
そ
こ
に
つ
い
て
は

を
入
れ
る
と

い
目
を
見
る
と
分
か

て
い
る
た
め
ス
ル

し
た

は
ロ

タ
ス
ク
ロ
ウ
メ
イ
デ
ン
レ
イ
カ

の
四
人
か
ら
ど
ん
な
仮
想
世
界
か
ら
来
た
の
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か
を
教
え
て
も
ら

た

 
ロ

タ
ス
達
が
プ
レ
イ
し
て
い
る
の
は
ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト
と
い
う
フ
ル
ダ
イ
ブ
ゲ

ム
で

ジ

ン
ル
と
し
て
は
対
戦
格
闘
ゲ

ム
に

す
る
ら
し
い

 
プ
レ
イ
す
る
に
あ
た

て
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト

ル
す
る
の
も

正
が
求
め
ら
れ
そ
れ
を
ク

リ
ア
し
た
者
は

バ

ス
ト
リ
ン
カ

と
呼
ば
れ
る
プ
レ
イ

と
し
て

そ
の
ゲ

ム
を

遊
べ
る
の
だ
そ
う
だ

 
開
始

件
が
あ
る
時
点
で
特

だ
が

ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト

の
特

性
は
そ
れ
だ
け
に

ま
ら
な
い

 
未
来
で
は
現
代
で

う

に

す
る
機
器
ニ

ロ
リ
ン
カ

を

に

し
そ
れ
で
い
つ
で
も
フ
ル
ダ
イ
ブ
が
出
来
る
の
だ
と
い
う

現
代
の
フ
ル
ダ
イ
ブ
機
器
は
運

動
・
感
覚
神
経
の
電
気
信

を

部
分
で
キ

チ
し
大

の
動
き
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

事
で
ア
バ
タ

に
反

し
て
い
る
が

未
来
だ
と
使

者
の
大

と

子
レ
ベ
ル
で
無
線

し

感
覚
情
報
の
入
出
力
を
行
う
ら
し
い

 
と
ん
で
も
な
い
話
で
あ
る

二
十
年

り
も
す
れ
ば
そ
ん
な
技
術
が
出
来
上
が
る
と

い
て

も

ち

と
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
不
思
議
技
術
だ
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個
人
的
に
は

子
レ
ベ
ル
で
無
線

出
来
る
な
ら
下
手
す
る
と
ニ

ロ
リ
ン
カ

な
る
機
器
を

か
ら
外
し
て
い
て
も

さ
れ
て
お
か
し
な
事
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
し

ま
う
が

ま

そ
の

の
リ
ス
ク

理
は
し
て
い
る
だ
ろ
う

 
そ
し
て

ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト

の
特

性

に
こ
の

子
技
術
が

わ

て
く
る

 

子
と
は

子
と
波
の
性

を
あ
わ
せ
持
つ
と
て
も
小
さ
な
物

や
エ
ネ
ル
ギ

の

の

事

原
子
以
下
の
小
さ
さ
の
た
め
重
力
な
ど
の
物
理
法

が

さ
れ
な
い

子
は
そ
の
性

か
ら

信
技
術
や
コ
ン
ピ

タ
な
ど
に

さ
れ
て
い
る

ニ

ロ
リ
ン
カ

は
そ
の

を
進
め
た
先
の

物
な
の
だ

 

を

い
た
い
か
と

え
ば

子
は
速
い
と
い
う
こ
と

 

子
と
波
に
は

光

も

す
る

そ
し
て
人
間
の
大

の

を

に
見
て
い
く
と

そ
こ
に
も

子
と
波
が
存
在
す
る
ら
し
い

電
気
信

な
ど
よ
り
も
よ

ど
速
い
そ
れ
は
人

の
知
覚
出
来
な
い
レ
ベ
ル
で
情
報
を
行
き
来
さ
せ
て
い
る
と
い
う

こ
の
部
分
に
ニ

ロ
リ

ン
カ

は

し
て
い
る

 
そ
し
て
こ
の

の
光
の
速

が

ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト

の
プ
レ
イ
の
可

に

わ

る
の
だ
と
い
う
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く

ど
こ
ま
で
加
速
出
来
る
か

 
集
中
状

に
あ
る
と
見
え
る
も
の
が
ス
ロ

に
感
じ
る
と
は
よ
く

く
話

そ
れ
は
体
感
速

い
て
は

内
の

理
速

が
速
く
な

て
い
る
証

つ
ま
り

内
の
光
も

常

時
よ
り
加
速
し
て
い
る

 
そ
の
加
速
レ
ベ
ル
が
一
定
以
上
で
あ
れ
ば

ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト

を
プ
レ
イ
で
き
る

 
そ
し
て

特

た
る

以
は

ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト

を

動
し
て
フ
ル
ダ
イ
ブ
し
た

時
の
意
識
は
現
実
の
千

に
ま
で
加
速
さ
れ
る
と
い
う
事

ア
プ
リ
が
ハ

ド
に

し

の
ク
ロ

ク
速

を
速
め
て
い
る
と
い
う
の
だ

加
速
世
界
と
彼
女
ら
が

う
空
間
で
は
そ
の

空
間
で
の
三
十
分
が
現
実
で
の
約
一

と
ん
で
も
な
い
加
速

で
あ
る

 
そ
れ
を

か
さ
れ
た
時
は
本
気
で

い
た
し

全
力
で
疑

た
が

ま
あ
未
来
の

し
か
も

子
技
術
な
ら

で
も
あ
り
か
も
し
れ
な
い
と

は
開
き
直

て
信
じ
る
事
に
し
た

と

う
に
は
あ
ま
り
に
設
定
が
練
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
と
感
じ
た
か
ら
だ

 
そ
ん
な

の

葉
が
あ

た
か
ら
か
は
不
明
だ
が
リ

フ

達
も
ロ

タ
ス
が
未
来
人
で
あ

る
事
を
一
先
ず

定
し
な
い
ス
タ
ン
ス
を
取

た

ア
ス
ナ
に

し
て
は

に

行
世
界
を
経
由

し
て
い
る
異
世
界
人
ア
リ
ス
と

に
会

て
い
た
か
ら
リ

フ

達
よ
り
信
じ
る
の
が

か
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た 
と
も
あ
れ
認
識
を
あ
る
程

共
有
し
た

達
は

異
界
エ
リ
ア
を

け

原
に

た

  
ま
さ
か
そ
こ
で

撃
戦
が

発
し
て
い
る
と
も
知
ら
ず
に

 
オ
ラ
オ
ラ
オ
ラ

 
消
し

び
や
が
れ

 
緑
の
生
い

る

原
大

と
そ
こ
に
乱
立
す
る
暗
い

色
の
ビ
ル

の
中
で
も
一

に

え
る

色
の
物
体

要

兵
器
か
ら
少
女
の
が
な
り
声
が
上
が
る

 
そ
れ
と
同
時
に

し

う
う
う
う

 
と

か
を

き
出
す

を
上

な
が
ら

つ
も
の

状
の
物
体
が

び
立

て
い
く

白
い

状
の
物
体
は
数
十
メ

ト
ル
上

し
た
後

そ
の
先

の
向
き
を
ク
ル
リ
と
変
え
離
れ
た

に
い
る

色
の
物
体

二
つ
の
要

兵

器
目
掛
け
て
勢
い
よ
く

び
始
め
た

チ

 

め
ん
じ

ね

 

二
つ
の
要

兵
器
そ
の

か
ら

先

ど
の
が
な
り
声
と
全
く
同
じ
声
が
上
が
る

 
そ
の
直
後

要

か
ら

び
る
二
本
の

か
ら
ボ

 
と
真
紅
の
閃
光
が
放
た
れ

空
気
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を

き
な
が
ら

り
く
る

体
を

く

真
紅
の
閃
光
も
と
い
レ

ザ

を
出
し
な
が
ら

で
も
要

の
向
き
は
変
え
ら
れ
る
よ
う
で
ゴ
ウ
ン
ゴ
ウ
ン
と

を
上

な
が
ら

身
の
向
き
を

変
え

バ
ラ
バ
ラ
に

る

体
を

き
払

て
い
く

ヒ

ハ
ハ
ハ

 
甘

ん
だ
よ

う
ざ

て

 
と

と
と
消
え
や
が
れ

 

二
つ
の
真
紅
の
要

か
ら

二
つ
の
声
で

手
を

り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
手

で

手
を
攻
撃
す
る

体

ミ
サ
イ
ル
の
他
に
は
バ
ル
カ
ン
も
備
え
て
い
る
よ
う
で
小

み
に

し
て
い
た

フ

ン
タ
ジ

の
カ
ケ
ラ
も
な
い
光

だ
な

 

く

と

が
引
き
つ
る

 
そ
し
て

は
ロ

タ
ス
と
ク
ロ
ウ
へ

線
を
向
け
た

明
ら
か
に

ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト

の
プ
レ
イ

だ

た
か
ら

か
知

て
い
る
に
違
い
な
い
と
思

た
か
ら
だ

 
そ
の
予
想
は

た

て
い
た
よ
う
で
う
わ

と
ク
ロ
ウ
が

引
き
気
味
の
声
を
上

て
い
た

こ
う
し
て
見
る
と
や

反

で
す
ね

イ
ン
ビ
ン
シ
ブ
ル

制
圧
力
が
圧
倒
的
で
す
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ま

あ
い
つ
が

の
王
に
上
り

め
た
最
た
る
要
因
だ
か
ら
な

と
は

え
こ
れ

は

ど

ち
が
本
物
で
し

う

お
ら

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
ク
ロ
ウ
が

を

た
と
こ
ろ
で

の
王
ら
し
い
少
女
の
声
が
重
な

て

こ
え
た

そ
の
す

ぐ
後
に

い
を

た
レ

ザ

が
空
中
で
衝
突
し

発
を

こ
す

 

し
て
は
い
た
が

子
と
い
う

で
は
な
く

ど
ち
ら
か
が
偽
物
の
ド

ル
ゲ
ン

ガ

な
状
況
ら
し
い

 
見
た
感
じ
実
力
や
ス
テ

タ
ス
な
ど
は
同

 
と
な
る
と
少
な
か
ら
ず
交
流
が
あ
る
ら
し
い
ロ

タ
ス
達
の
判
断
に

せ
る
し
か
出
来
な
い

ロ

タ
ス

ク
ロ
ウ

ど

ち
が
本
物
か
分
か
り
そ
う
か

う

ん

と
な
く

我

も
交
流
こ
そ
あ
る
が

実

に

と
し
て
対
峙
し
た
事
は
無
い
に

し
い

共
に
戦

た
事
は
あ
る
が

の
王
ス
カ

レ

ト
・
レ
イ
ン
は

ア
レ
を
使

て
る
間
は
サ
デ

ス

テ

ク
も
か
く
や
の

動
を
取
る
か
ら
な
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い
な
が
ら
ロ

タ
ス
が
ミ
サ
イ
ル
や
レ

ザ

の
応

を

け
る
二
人
の

の
王
を
見
や

る 
ど
こ
と
な
く
遠
い
目
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は

す
る
想
定
外
の
事

へ
の
気

れ
か
ら
か

そ
れ
と
も

の
王
と
や
ら
と

か
因
縁
で
も
あ
る
の
か

 
そ
う

え
て
い
る
と
同
じ
よ
う
に
状
況
を
見
て
い
た
ア

ダ

・
メ
イ
デ
ン
が

し

に
声

を
上

た

変
な
の
で
す

ど
ち
ら
の

の
王
か
ら
も

心
意
を
感
じ
る
の
で
す

シ
ン
イ

 
感
じ
る

て

あ

え

と

そ
れ
は

 

が

き
な
れ
な
い

語
に
つ
い
て
問
い
か
け
る
と
メ
イ
デ
ン
は
し
ま

た
と
ば
か
り
に

に
手
を

て
た

そ
れ
か
ら

の
ス
カ
イ
・
レ
イ
カ

や
リ

ダ

で
あ
る
ロ

タ
ス
に

を
向
け
あ
た

た
と
す
る

 
そ
の
彼
女
の

に
レ
イ
カ

が
手
を

い
た

メ
イ
は
気
に
し
な
く
て
い
い
わ

そ
う
ね

妖
精
さ
ん
達
に
も
分
か
る
よ
う
に
う
と

覚
悟
と
気
合
で
手
か
ら
ビ

ム
を
出
し
た
り

斬
撃
を

ば
す
シ
ス
テ
ム
の
事
よ
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か

覚
悟
と
気
合

で
す
か

そ
う
よ

あ
と
は
必
殺
技
ゲ

ジ
を
ま
だ
残

て
い
る
と
い
う
想
像
で
上
書
き
し
て
私

の
ス
ラ
ス
タ

や
カ
ラ
ス
さ
ん
の
翼
で

び

け
た
り
な
ん
て
事
も
可
能
ね

ん
な
ム
チ

ク
チ

な

 
レ
イ
カ

の
説
明
を

い
て

は

然
と
し
た

後
ろ
の
ア
ス
ナ
や
リ

フ

達
も

葉
を

失

て
し
ま

て
い
る

 
シ
ン
イ
と
い
う
の
が
シ
ス
テ
ム
だ
と
い
う
の
な
ら
そ
れ
は
も
う

式
チ

ト
と
同
じ
よ
う
な

も
の
だ

 

か
ら
ネ

ト
ゲ

ム
は
チ

ト
が
流
行
し
て
い
た
し
近
年
の
配
信
ゲ

ム
も
Ｍ
Ｏ
Ｄ
と
い

う
形
で
ゲ

ム
バ
ラ
ン
ス
を

す
レ
ベ
ル
の

が

さ
れ
た
り
す
る
が
そ
れ
は
個
人
で

し
む
レ
ベ
ル
だ
か
ら
ま
だ

し
め
る

し
か
し
Ｍ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
多
人
数
型
ア
ク
シ

ン
ゲ

ム

で
チ

ト
が
横
行
す
れ
ば
一
気
に

退
す
る

ど
つ
ま
ら
な
く
な
る

 
ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン
型
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
な
ら

強
く
て
ニ

ゲ

ム
や

意

的
な
救
済
手

エ
ン
カ
ウ
ン
ト
無
し
な
ど
の

式
チ

ト
が
あ
る
が

 
し
か
し
や
は
り
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
に

い
て
は
あ

て
は
な
ら
な
い

許
容
で
き
て
も
初
心
者
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限
定
く
ら
い
だ
ろ
う

想
像
で
上
書
き
と
い
う
の
も

果

が
定
ま

て
な
い
し

を

い
た
だ
け
で
も
対
戦

格
闘
ゲ

ム
ら
し
い

ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト

で
は
あ

ち

い
け
な
い

ば
か
り
だ

 
そ
ん
な
思

を
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の

発

を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
回
し
て
い
る
と
レ
イ
カ

は
で

も

と

葉
を

け
た

流

に

こ
れ
は

の
シ
ス
テ
ム
じ

な
い
わ

原

的
に
は
秘
匿
さ
れ
て
る
も
の
な
の

本

に

え
え
本

よ

そ
も
そ
も

に
出
来
る
事
じ

な
い
し
出
来
た
と
し
て
も
そ
れ
が
横

行
す
れ
ば
ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト
は

退
す
る

そ
れ
は
き

と

も
望
ま
な
い
事
だ
か

ら 
だ
か
ら
原

シ
ン
イ
は
使

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
不
文
律
が
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
レ

イ
カ

は

う

そ
も
そ
も
心
意
シ
ス
テ
ム
は
謎
が
多
す
ぎ
る
も
の
な
上

刃
の
剣
の
力
な
の
で
す

想
像

意
思
の
力

そ
れ
は

も

正
し
い
も
の
だ
け
で
は
な
い
の
で
す

悲
し
み
怒
り
憎
し
み

そ
う
い
う
感
情
に

ま
れ

わ
れ
て
し
ま
う
事
も
あ
る

そ
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う
い
う
危
険
な
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
の
よ

な
る

ど
な

危
険
だ
か
ら
秘
匿
さ
れ
て
い
る

か

 
確
か
に

危
険
だ
と

も
思
う

 
仮
に
Ｓ
Ａ
Ｏ
に
も
存
在
し
て
い
た
ら
い

た
い
ど
れ

ど
の
人
が
自
分
の
負
の
感
情
の
シ
ン

イ
に

ま
れ
て
し
ま

た
だ
ろ
う
か

き

と
そ
の
一
人
に
は

も
入

て
い
た
に
違
い
な
い

 
無
く
て
良
か

た
と

内
心
で
安

の
息
を

く

と
な
る
と
そ
の
シ
ン
イ
と
や
ら
を

の
王
二
人
か
ら
感
じ
る
事
が
変
な
の

て
本
来

秘
匿
す
べ
き
シ
ス
テ
ム
を
使

て
戦
闘
し
て
る
か
ら
か

そ
の

り
な
の
で
す

 

の
問
い
か
け
に
異
変
を

に
し
た
メ
イ
デ
ン
が
こ
く
り
と

い
た

光

の
あ
る
機

的

な
髪
が
カ
シ

リ
と
揺
れ
る

あ
の
方
は

の
王
な
の
で

心
意
技
を

み
だ

り
に
使
う
よ
う
な
事
は
し
な
い
と
思
う
の
で
す

だ
か
ら
き

と
偽
物
の
方
が
先
に
使
い
だ
し
た

そ
し
て
心
意
技
は
心
意
技
で
し
か
対
抗
出
来

な
い
か
ら

本
物
も
使
い
だ
し
た

と
い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
う
わ

問

は
こ
こ
か
ら
で

お
二
人
か
ら
感
じ
る
心
意
は
差
を
感
じ
な
い
く
ら
い

な
の
で
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す

つ
ま
り
偽
物
の

の
王
は

本
物
と
同

の
覚
悟
と
過
去
を
持

て
い
る
と
い
う
事
ね

な
 
レ
イ
カ

が
出
し
た
結
論
に

を

と
し
た
Ａ
Ｌ
Ｏ
組
は
絶

し
た

 
コ
ピ

だ
ろ
う
存
在
が

プ
レ
イ

の
記

と
精
神
を

せ
持

て
い
る

 
そ
れ
に
近
し
い
存
在
は

も
知

て
い
る

Ｓ
Ａ
Ｏ
の
舞

ア
イ
ン
ク
ラ

ド
と
は
別
の
エ
リ

ア

ホ
ロ
ウ
・
エ
リ
ア
と
い
う
場

で
生
成
さ
れ
て
い
た
プ
レ
イ

達
の
コ
ピ

デ

タ

ホ
ロ
ウ
プ
レ
イ

だ

 
し
か
し
ホ
ロ
ウ
達
は

ら
か
プ
レ
イ

本
人
の
デ

タ
を
参

に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
形
成
さ

れ
て
い
る
が

そ
れ
で
も
ト

プ
ダ
ウ
ン
型

の

を
出
て
い
な
か

た
の
で

に
違
和

感
に
気
付
け
る
代
物
だ

た

会
話
は
出
来
る
応

は
す
る
が

切
な
返
事
を
返
せ
て
い
な
い

の
が

ど
だ

た

が
最
後
に
戦

た
自
分
自
身
の
ホ
ロ
ウ
な
ん
て
一

も

ら
な
か

た

 
だ
が
目
の
前
で
交
戦
し
て
い
る

の
王
の
偽
物
は
恐
ら
く
本
物
と
同

の
中
身
を
有
し
て
い

る
と
い
う

 
そ
ん
な
の

本

に
見
分
け
が
つ
く
の
か



 幕間之物型：異黒編 〜⻩昏の妖精郷〜

 

は
不
安
の
目
を

て

の
王
達
を
見
て
い
る
黒
と
銀
の
主

に
向
け
る

先

あ
そ
こ
を
見
て
下
さ
い

 
お
も
む
ろ
に
ク
ロ
ウ
が

原
の
一

を
指
さ
す

び
交
う
ミ
サ
イ
ル
の

で
見
え
に
く
い

が

彼
が
指
さ
す
先
に
は

紅
い
女

が

原
を

け
る

が
あ

た

 
紅
い
女

を
見
つ
け
た
ロ

タ
ス
が
声

に
喜
び
の
色
を

せ
る

ブ
ラ

ド
・
レ
パ

ド

か

 
彼
女
が

る
と
な
る
と

恐
ら
く

は
い

 
パ
ド
さ
ん
が
襲
い
掛
か

て
る
方
が

き

と
偽
物
で
す

彼
女
も
偽
物
で
な
い
な
ら

だ
が

け
て
み
る
し
か
あ
る
ま
い

 
行
く
ぞ

ク
ロ
ウ

了
解
で
す

あ

ち

て
下
さ
い
で
す

も
う
こ

ち
の
事
は
完
全
に
そ

ち
の
け
ね

妖
精
さ
ん
達

し

な
い
け
ど
一
緒

に
来
て
も
ら
え
る
か
し
ら

出
来
れ
ば
魔
法
で

し
て
も
ら
え
る
と
助
か
る
わ

あ

あ
あ

 
我
先
に
と
ロ

タ
ス
と
ク
ロ
ウ
が

び
出
し
た
後
慌
て
て
追
い
か
け
よ
う
と
す
る
メ
イ
デ
ン
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を

き
上

レ
イ
カ

が

て
く
る

共
闘
す
る
の
は

然
だ
と
思

て
い
た
か
ら

く

と
レ
イ
カ

は
あ
り
が
と
う
と

て
く
る
り
と
こ
ち
ら
に
背
を
向
け

そ
の
背
に
背

負
う
ス
ラ
ス
タ

を
点
火
し

あ

と
い
う
間
に
空
へ
と

ん
で
行

た

 
そ
の
後
を
追

て

達
も

す
る

レ
イ
ン

 
い
の
一
番
に

け
付
け
た
ク
ロ
ウ
が
大
き
く
名
を
呼
ぶ

 
す
る
と
二
つ
の
要

が

か
に
攻
勢
を

め
た

ネ
ガ
ビ

ど
も

や

と
来
や
が

た
か

 
助
け
に
来
て
や

た
ん
だ
か
ら
さ

さ
と
加

勢
し
ろ

チ

 
バ
カ

ロ

来
ん
じ

ね

よ

 
一
緒
に
消
し

ば
す
ぞ

 
片
や
加
勢
を
求
め
る
声
を
片
や
加
勢
を

絶
す
る
声
を
発
す
る
真
紅
の
要

真
紅
の
女

が
襲
い
掛
か

て
る
の
は
前
者
の
助
け
を
求
め
た
方
だ
が

て

て
ま
す
け
ど

ど

ち
も
穏
や
か
じ

な
い
ね

 
二
人
の

葉
を

い
て
リ

フ

と
ア
ス
ナ
が
苦

を

ら
す



 幕間之物型：異黒編 〜⻩昏の妖精郷〜

 
そ
ん
な
中
で

ク
ロ
ウ
が

分
か
り
ま
し
た
よ

と
快
活
な
声
を
上

た

え

ま

マ
ジ
で

う
む
そ
う
だ
な

し
は
つ
い
た

今
で
こ
そ
黒
と

の
レ
ギ
オ
ン
は
同

を
結
ん
で
い
る

が

ス
カ

レ

ト
・
レ
イ
ン
は
誇
り
高
い
バ

ス
ト
リ
ン
カ

だ

我

と
ラ
イ
バ
ル

に
あ
る

が
そ
う

に
助
け
を
求
め
る

が
な
い

だ
か
ら
ニ
セ
モ
ノ
は

助
け
を
求
め
た
方

先
手
必
勝

 ヴ

パ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク

奪
命
撃

は

あ
あ
あ

 
レ

ザ

・
ラ
ン
ス

光
線
槍

 
真
贋
を
見
定
め
た
ら
し
い
黒
と
銀
の
主

は
ニ
セ
モ
ノ
と
定
め
た
真
紅
の
要

が
動
き
を
見

せ
る
よ
り
も
先
に
攻
撃
を
開
始
し
た

ロ

タ
ス
の

手
の
剣
が

の
光
を
ク
ロ
ウ
の
指
を

え
た

の

手
が
白
い
光
を

び
た
思

た
直
後

そ
れ
ら
が
付
き
出
さ
れ

一

の
光
線
と

な

て

び
て
い
く

 

と
白
の
二
色
の
光
線
は
ニ
セ
モ
ノ
が

る
要

に

弾

間
を

か
ず
破

と
共
に
バ
ラ

バ
ラ
に

り

い
た

終
わ
り
だ
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め
ん
じ

ね

 

レ
イ
デ

ア
ン
ト
・
ビ

ト

く
 
ト
ド
メ
を

そ
う
と
突

し
た
ロ

タ
ス
だ

た
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

た
要

か
ら
出
て
き

た
小
さ
な

い
少
女
が
怒

と
共
に

を
振
り

く
と
同
時
に
放
た
れ
た

に
よ
り

ば
さ

れ

後
退
を

な
く
さ
れ
た

 
そ
の
光

を
見
て

ホ
ン
モ
ノ
ら
し
い

の
王
の
少
女
が

あ
あ

と
声
を
上

た

今
の

ア
タ
シ
の
心
意
技
じ

ね

か

 
ニ
セ
モ
ノ
が

で
使
え
ん
だ
よ

ハ

 
ニ
セ
モ
ノ
だ
の
ホ
ン
モ
ノ
だ
の

う
ざ

て

ん
だ
よ

 

め
て
消
し

ば
し

て
や
る

 
ニ
セ
モ
ノ
の

の
王
が
そ
う
嗤

た
直
後

た
か
の
よ
う
に
彼
女
の
背
後
の
空
間
か
ら

に
真
紅
の
要

が

を
見
せ
た

お
い
お
い

さ

き
破
壊
し
た
ば
か
り
だ
ろ
ア
レ

 
も
う
再
生
し
た
の
か

こ
ち
ら
の
世
界
に
来
て
仕
様
が
変
わ

た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す

イ
ン
ビ
ン
シ
ブ
ル
を

解

し
て
も

断
禁
物
な
の
で
す

つ
ま
り

一
気
に

み
か
け
る
が

と
い
う
事
ね

い
つ
も

り
に
行
く
わ
よ
メ
イ



 幕間之物型：異黒編 〜⻩昏の妖精郷〜

は

は
い
な
の
で
す

 
表
情
が
見
え
な
い
が
恐
ら
く
に

こ
り

ん
で
い
る
だ
ろ
う
レ
イ
カ

の

葉
に

き

え
ら
れ
て
い
る
メ
イ
デ
ン
が

い
た

そ
の
ま
ま
高
速
で
ニ
セ
モ
ノ
の

の
王
の

上
へ
と

ん
で
い
く

行
く
の
で
す

 
必
殺

フ
レ
イ
ム
・
ト

レ
ン
ツ

火

雨

 
そ
う
し
て

り

い
た
か
と
思
え
ば

上
か
ら
雨
あ
ら
れ
と

の

を
ば
ら
撒
き
始
め
た

し
か
も

弾
し
た

は
小
さ
め
だ
が

発
を

こ
す
と
い
う
オ
マ
ケ
付
き

 
二
人
で
や

て
の
け
る
空

で
あ
る

え

え

つ
ね

対
戦
格
闘
と
い
う
ジ

ン
ル
に

い
て
い
た
イ
メ

ジ
か
ら
外
れ
る
光

を
見
せ
ら
れ
た

は
思
わ
ず
片
手
で

を

た

も
そ
こ
そ
こ
型
破
り
な
と
こ
ろ
は
あ
る
と
自
覚
し
て
い
た
が

そ
れ
で
も

う
ん

あ
れ
よ
り
は
マ
シ
な
ん
じ

な
い
か
な

と
思
う

 
そ
う
思

て
い
る
と

ば
し

と

か
を
弾
く

が
背
後
か
ら

こ
え
た

 
振
り
向
け
ば

そ
こ
に
は
弓
で

か
を
放

た
後
の
シ
ノ
ン
の

が

 
数

の
後

が

き

る

再

前
を
向
け
ば
ニ
セ
モ
ノ

の
真
紅
の
要

に
見
覚
え
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の
あ
る

発
エ
フ

ク
ト
の
残
滓
を
見
つ
け
た

な
に

さ

と
し
て
る
の

ニ
セ
モ
ノ
だ
と
分
か

た
ん
だ
か
ら
さ

さ
と

護
す
る
わ
よ

 

れ
た
様
子
で
シ
ノ
ン
が

た

そ
の
間
に
も
新
た
に

を
番
え
再

放
ち

弾
し
た

を

発
さ
せ
て
い
る

う
ざ

て

 
そ
こ
の
妖
精
ど
も
も

消
し

び
や
が
れ

 

も

発
す
る

を
ぶ
つ
け
ら
れ
れ
ば
怒
り
も

ま
ろ
う
と
い
う
も
の

怒
り
の
矛
先
は

然
こ
ち
ら
に
向
け
ら
れ

十
発
も
の
ミ
サ
イ
ル
弾

が
こ
ち
ら
目
掛
け
て
放
た
れ
た

ら
キ
リ
ト

な
に

さ

と
し
て
ん
の

い
い
加

き
な
さ
い

え

 
い
い
や
で
も

魔
法
は

に

得
し
て
な
い
ん
だ
け
ど
ど
う
し
ろ
と

 

ん
と
背
中
を

し
て
く
る
シ
ノ
ン
に

だ
け
向
け
て

う
と
彼
女
は

て
ん
の

と

れ

を
浮
か
べ
た

斬
れ
ば
い
い
じ

な
い

斬
る

て

ミ
サ
イ
ル
を

え
え

斬
る
の
が
無
理
な
ら

び
回

て

に
な

て
く
れ
れ
ば
い
い
わ

 

ン
な
無

な



 幕間之物型：異黒編 〜⻩昏の妖精郷〜

 
そ
う

び
た
か

た
が
し
か
し
悲
し
い
か
な
魔
法
な
ど
の
遠

離
攻
撃
手

を

持
た

な
い

剣
士
な

は
実

そ
う
す
る
し
か

護
す
る
術
を
持
た
な
い

 
流

に
ミ
サ
イ
ル
の
構

に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
の
で
斬
る
と
十
中
八
九

発
に

き

ま
れ

る 
と
な
れ
ば

び
回

て

間
を

う
ミ
サ
イ
ル
の
数
を

ら
す
し
か
無
い

が

て
ね
キ
リ
ト
君

 
回
復
は

せ
て

あ
た
し
も
一
緒
に

び
回
る
か
ら

ろ

ね
お
兄
ち

ん

気

て
い
き
な
さ
い
よ
ア
ン
タ

フ

イ
ト
で
す

キ
リ
ト
さ
ん

き

る
て
ね
キ
リ
ト
パ
パ

だ
あ
あ
あ
あ

 
男
は

 
こ
う
な

た
ら
や

て
や
る

 

間
達
の
声

を

け
た
上
で

み
す
る
の
は
男
が

る
と
い
う
も
の

 
ミ
サ
イ
ル
と
⻤
ご

こ
な
ん
て
中

出
来
な
い
体
験
な
の
だ
し
ど
う
せ
な
ら

し
ん
で
し
ま
え

と

直

て

は

を

わ
せ

び
立

た
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ニ
セ
モ
ノ
の

の
王
が
倒
さ
れ
た
の
は
五
分
後
の
事

 
そ
れ
か
ら
ホ
ン
モ
ノ
の

の
王
ス
カ

レ

ト
・
レ
イ
ン
こ
と
ニ
コ
と
彼
女
が

い
る

の
レ
ギ
オ
ン
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
の
ナ
ン
バ

ブ
ラ

ド
・
レ
パ

ド
こ
と
パ
ド
を

間
に
加
え

達
は
ま
た

と
し
た
浮
遊
大

の
探
索
を
再
開
し
た

  
・
⻩
昏
リ

フ

 

Ａ
Ｌ
Ｏ

の
ベ
テ
ラ
ン
プ
レ
イ

 
現
実
世
界
で
は
キ
リ
ト
の
妹
と
し
て
生
活
す
る
が

血
縁
上
は

妹
で
あ
る

 

い

か
ら

け
て
い
る
剣
道
で
は
全
国
ク
ラ
ス
の
実
力
者
で
あ
り
ゲ

ム
内
で
も
そ
の

前
を
活
か
し
た
見
事
な
剣
技
を

り
出
す

 
武
器
は
⻑
刀
を
メ
イ
ン
に
補
助
と
し
て
魔
法
も
使
い
こ
な
す
万
能
型

行
に
⻑
け
た
風
妖

精

シ
ル
フ

の
中
で
も

ス
ピ

ド
ホ
リ

ク

と
呼
ば
れ
る
程

ぶ
こ
と
に
魅
了
さ
れ
て



 幕間之物型：異黒編 〜⻩昏の妖精郷〜

い
る

 
剣
⻤
に
は
な
ら
な
い

  
・
⻩
昏
シ
ノ
ン

 
十
代
ら
し
か
ぬ

静
さ
を
備
え
た
ク

ル
な
少
女

 
か
な
り
の

書
家
で
知
識
も

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
猫
妖
精
ケ

ト
シ

の

力
を
活
か
し

い
が

し
い
と
さ
れ
て
い
る
弓
を

使 
遠

離
か
ら
の
物
理
攻
撃
が
得
意
で
広
い
リ

チ
か
ら

り
出
さ
れ
る
精

の
高
い

撃
に

は

キ
リ
ト
す
ら
恐
れ
を
な
す

ど

 
キ
リ
ト
を
弄

て
慌
て
る

を
見
る
の
が
密
か
な

し
み

  
・
⻩
昏
シ
リ
カ

 
小
⻯

フ

ザ

リ
ド
ラ

の
ピ
ナ
を

え
る

ビ

ス
ト
テ
イ
マ

の
少
女

 
キ
リ
ト
に
命
を
救
わ
れ
て
以
来

彼
の
こ
と
を

て
い
る
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ピ
ナ
と
は
シ
リ
カ
の
現
実
世
界
で
の
愛
猫
の
名
前
で
も
あ
り
Ｓ
Ａ
Ｏ
時
代
の
彼
女
の
精

神
的
な

え
に
な

て
い
た

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
で
は
テ
イ
ム
能
力
の
高
い
猫
妖
精
ケ

ト
シ

を

武
器
は
ダ
ガ

を

い

Ｓ
Ａ
Ｏ
か
ら

れ
て
き
た
ピ
ナ
と

し
て
戦
う

  
・
⻩
昏
ス
ト
レ
ア

 
か
つ
て
は
Ｓ
Ａ
Ｏ
の

幹
シ
ス
テ
ム
カ

デ

ナ
ル
の
一
部
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
の

作
二

と
し
て
存
在
し
て
い
た
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

 
実

的
に
は
ユ
イ
の
妹
に
あ
た
り
キ
リ
ト
の
こ
と
も
ユ
イ
と
同
様
に
パ
パ
と

て
い

る

し
か
し
そ
の
性
格
は
ユ
イ
と
は
異
な
り
良
く

え
ば
お
お
ら
か
悪
く

え
ば
テ
キ
ト

で

し
い
こ
と
を

え
る
の
は
得
意
で
は
な
い

 
Ａ
Ｌ
Ｏ
に

動
し
た

に
は
ピ
ク
シ

で
は
な
く

妖
精
ノ

ム
に
な

た

手
剣
で

の
戦
闘
を
得
意
と
す
る

 
今
回
千
年
先
の
未
来
の
存
在
に

さ
れ

意
識
を

取
ら
れ
た

そ
の

に
ブ
ラ

ク
・

ロ

タ
ス
に
も
影

を
与
え
て
い
る



 幕間之物型：異黒編 〜⻩昏の妖精郷〜

  
・
シ
ル
バ

・
ク
ロ
ウ

 

ア
ク
セ
ル
・
ワ

ル
ド

の
主
人

 
黒
の
レ
ギ
オ
ン

ネ
ガ
・
ネ
ビ

ラ
ス

の
メ
ン
バ

 
ブ
レ
イ
ン
・
バ

ス
ト
で
初
め
て

行
ア
ビ
リ
テ

を
備
え
た
メ
タ
ル
カ
ラ

の
ア
バ

タ

で

銀
の

と
し
て
有
名

行
能
力
を
生
か
し
た
三

格
闘
攻
撃
を
得
意
と
す
る

 
現
実
世
界
で
は

ず
ん
ぐ
り
し
た
体
型
と
気
弱
な
性
格
の
中
学

年
生

学

で
は
イ
ジ
メ

の
対

と
さ
れ
て
い
た
が
黒
雪
姫
に
よ

て
ゲ

ム
の
才
能
を
見
初
め
ら
れ
て
以
来
心
身
と

も
に
成
⻑
し
少
し
ず
つ
前
向
き
に
な
り
は
じ
め
て
い
る

 
本
名
は

あ
り
た

有
は
る

き雪

  
・
ア

ダ

・
メ
イ
デ
ン

 

ネ
ガ
・
ネ
ビ

ラ
ス

の
古
参
メ
ン
バ

で
あ
り

エ
レ
メ
ン
ツ

四

の

火

 

常
で
は
あ
り
得
な
い

色
以
前
は

い

色
で
は
無
く

紅
色
だ

た
よ
う
だ
が
と

白
の
二
つ
の
色
特
性
を
も
つ
め
ず
ら
し
い
ア
バ
タ

小

な
巫
女
の
よ
う
な

を
し
て
い
る



 Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ Ｔｗｉｌｉｇｈｔ 〜アリシゼーション・プログレッシング〜

 
弓
に
よ
る
火
属
性
の
遠

離
攻
撃
を
得
意
と
す
る

化
の
巫
女

と
し
て
知
ら
れ

能

の
舞
か
ら

り
出
さ
れ
る
心
意
技
は

力
共
に

異
的

 

ネ
ガ
・
ネ
ビ

ラ
ス

メ
ン
バ

の
中
で
最
年
少
の
小
学
四
年
生

 
本
名
は

し
の
み
や

四

う
た
い

  
・
ス
カ
イ
・
レ
イ
カ

 
シ
ル
バ

・
ク
ロ
ウ
に
心
意
を
教
え
た
師

で
あ
り

世

バ
イ
ク

の

親

 
ネ
ガ
・
ネ
ビ

ラ
ス
の
古
参
メ
ン
バ

で
四

の
風
だ

た
が
空
へ
の

に
取
り
付
か
れ
足
を
切
り

と
し
て
戦
線
を
離
脱
し
た

現
在
は
ハ
ル
ユ
キ
の
活
躍
に
よ

て
足
を
取
り

し
て
い
る

 
物

が

ら
か
い

な
お

様
だ
が

を

す
こ
と
な
く
容
赦
の
な
い

し
方
を
し
て

く
る
と
い
う
怖
い
一
面
を
あ
わ
せ
持
つ

ア

ダ

・
メ
イ
デ
ン
の
こ
と
を
う
い
う
い
と
呼

ぶ
こ
と
も
あ
る

 
本
名
は

く
ら
さ
き

う
こ子

 



 幕間之物型：異黒編 〜⻩昏の妖精郷〜

 
・
ス
カ

レ

ト
・
レ
イ
ン

 

の
レ
ギ
オ
ン

プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス

の
マ
ス
タ

で

二
代
目

の
王

 
全
て
の
レ
ベ
ル
ア

プ
ボ

ナ
ス
を
遠
隔

撃
に
つ
ぎ
こ
ん
で
お
り
強
化
外

イ
ン
ビ
ン
シ

ブ
ル
か
ら
放
た
れ
る
多
種
多
様
な

撃
攻
撃
は
非
常
に
強
力
一
歩
も
動
く
こ
と
な
く
三
十
人
近

く
を

た
と
い
う
そ
の
攻
撃
力
か
ら

不
動
要

イ
モ

ビ
ル
・
フ

ト
レ
ス

血
の

風
雨

ブ
ラ

デ

・
ス
ト

ム

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る

 
自
身
の
親
が
大
事
件
に

き

ま
れ
た
事
が
あ
り
そ
の
事

収

の
た
め
に
ク
ロ
ウ
に

触
し
黒
の
レ
ギ
オ
ン
と
同

を
結
ぶ

こ
の

が
現
在
ま
で
あ
る
程

持
さ
れ
て
い
る

 
現
実
で
は

保
護

設
に

う
小
学
五
年
生

 
本
名
は

こ
う
づ
き

上
月

に

こ

由

子

愛
称
は

ニ
コ

  
・
ブ
ラ

ド
・
レ
パ

ド

 

プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス

の

に
し
て

ニ
コ
の

近

 

の
よ
う
な
ア
バ
タ

で
シ

イ
プ
チ

ン
ジ
に
よ

て
二
足
歩
行
と
四
足
歩
行
を
使
い
分

け

高
速
で

手
を

弄
す
る



 Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ Ｔｗｉｌｉｇｈｔ 〜アリシゼーション・プログレッシング〜

 
秋
葉
原
に
あ
る
対
戦
の
聖
地
ア
キ
ハ
バ
ラ
・
バ
ト
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
真
剣
勝
負
を

み

い
だ
フ

イ
ト
マ
ネ

は
か
な
り
の

に
な
る

 

血
ま
み
れ

猫

の
二
つ
名
で
知
ら
れ
る

 
リ
ア
ル
で
は
高

生
な
が
ら
ケ

キ

を

ん
で
い
る

 
本
名
は

か
け
い

掛
み
は
や

  
で
は

話
に
て
お
会
い
し
ま
し

う
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	　第二十八章　〜雪下の黒猫〜
	　第二十九章　〜狂信：セブンクラスタ〜
	　第三十章　〜魔城の覇者〜
	　第三十一章　〜アスナの懊悩〜
	　第三十二章　〜Ｃｏｎｔｒａｃｔ〜
	　第三十三章　〜《クラウド・ブレイン》前編〜
	　第三十四章　〜《クラウド・ブレイン》後編〜
	　第三十五章　〜明日奈とアスナ〜
	　幕間之物語：虹架編　〜ケツイ〜
	　幕間之物語：電弟編　〜Ｔｈｅ Ｏｔｈｅｒ ｖｏｗ〜
	　第三十六章　〜作戦会議〜
	　幕間之物語：密偵編　〜桐ヶ谷直葉トイウ少女〜
	　第三十七章　〜脱獄幇助〜
	　第三十八章　〜Ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ〜
	　幕間之物語：中華編　〜黒ノ波紋〜
	　第三十九章　〜力の摂理〜
	　幕間之物語：虹架編　〜ワタシガ戦ウ理由〜
	　第四十章　〜狂う歯車〜
	　第四十一章　〜原初の願い〜
	　第四十二章　〜原初の想い〜
	　第四十三章　〜天城再臨〜
	　第四十四章　〜なににも勝る想い〜
	　第四十五章　〜必要悪の責務〜
	　番外1　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　幕間之物語：天災編　〜想イ、願イ、人ヲ信ジ、心を得ル〜
	　番外2　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　番外3　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　番外4　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　番外5　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　番外6　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　幕間之物語：閃光編　〜其ハ流星ノ如ク〜
	　番外7　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　番外8　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　番外9　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　番外10　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　番外11　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	　Ｉｎｔｅｒｌｕｄｅ Ｓｔｏｒｙ：兇人編　〜兄弟〜
	　Ｉｎｔｅｒｌｕｄｅ Ｓｔｏｒｙ：魂食編　〜Ｙｏｕｒ ｓｏｕｌ ｗｉｌｌ be so ｓｗｅｅｔ.〜
	　番外12　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｄｅａｔｈ Ｇａｍｅ〜
	【速報】解放の英雄さん、黒歴史を晒される【１０８式目】
	　番外13　〜A ｌｅｍｎａｎｔ of ｔｈｅ Ｉｎｆｉｎｉｔｅ Ｓｔｒａｔｏｓ〜
	　幕間之物語：鼠編　〜届カヌ故ニ想イ切ナク〜
	　幕間之物語：■■■編　〜汝、コノ世全テノ悪デアレ〜
	　番外14　〜まだ見ぬ未来に、希望があるならば〜
	　番外15　〜これまでの全てが、血塗られていたとしても〜
	　番外16　〜いまを信じ、悪を以て悪を制す〜

	　Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ Ｏｎｌｉｎｅ　Ｔｒｕｅ Ｅｎｄｉｎｇ
	　〜孤高の剣士・天〜
	　〜孤高の剣士・地〜
	　〜孤高の剣士・人〜

	　Ｔｒｕｅ Ｅｎｄ Ａｆｔｅｒ　Ｅｘｔｒａ Ｅｄｉｔｉｏｎ　〜人の器〜
	　一幕　〜ネットの反応〜
	　二幕　〜それは確かに求めた〟しあわせ〟〜
	　三幕　〜戦うワケ〜
	　四幕　〜《女王の請願》〜
	　五幕　〜自我同一性〜
	　六幕　〜二刀の思い〜
	　七幕　〜分水嶺〜
	　八幕　〜決戦の幕開け〜
	　九幕　〜対スリュム・前〜
	　十幕　〜対スリュム・後〜
	　十一幕　〜対ヴァフス・前〜
	　十二幕　〜対ヴァフス・中〜
	　十三幕　〜対ヴァフス・後〜
	　十四幕　〜戦いの幕引き〜
	　ネットの反応　〜聖剣回収後〜
	　ゲーム実績風味時系列表
	　十五幕　〜メカトロニクス〜
	　十六幕　〜表と裏の生活〜
	　十七幕　〜現代のシンデレラ〜
	　IS振興の会・掲示板回
	　十八幕　〜更識の姉妹〜
	　十九幕　〜掌の上〜
	　二十幕　〜ヒーロー／ヒロイン〜
	　エピローグ　〜大器晩成〜
	　ネットの反応　〜更識家ゴタゴタ編後〜

	　尊ぶべき日常世界
	　転換　〜ゲーム・ザ・ゲーム〜
	　懺悔　〜私はあなたのサポートAI〜
	　辻褄　〜住良木陽太〜
	　友誼　〜つながり〜
	　朋友　〜絶剣の恋〜
	　傷心　〜誓約の裏返し〜
	　状況　〜キミとボク〜
	　救済　〜救われた人〜
	　焦慮　〜主観／客観の付加価値〜
	　ネットの反応　〜幕間の裏話〜
	　暗部　〜拷問技術〜
	　日常　〜忘却の傷〜
	　誘引　〜頼られる人の弱いトコ〜
	　刀奈　〜あなたに教える、私の真名〜
	　展望　〜義姉弟の未来〜
	　分史　〜終わった世界線〜
	　推参　〜専属家庭教師・七色〜
	　共感　〜果てしなく遠く、限りなく近い〜
	　極点　〜闇払う光〜
	　承認　〜天災からの贈り物〜
	　認識　〜理想と現実／仮想と現実
	　機運　〜時機の巡り〜
	　黒椿　〜冬を越えて花開く〜
	　発覚　〜愚直な狂気〜
	　思惑　〜三者三様、十人十色、多種多様〜
	　勧誘　〜水平線上の戦略〜
	　中継　〜放送事故〜
	　蠢動　〜前触れの静けさ〜
	　対決　〜水対氷〜
	　騒乱　〜振り撒かれる悪意〜
	　動乱　〜騒乱のすぐ横で〜
	　戦渦　〜暁雲斬り裂く光の刃〜
	　原罪　〜歪より生まれ出でた人の《理想》〜
	　逆境　〜手負いの獣〜
	　覚悟　〜想いを力に変えて〜
	　幕間之物語：黒兎編　〜理解カラ最モ遠イ感情〜
	　快進　〜快刀乱麻を断つ〜
	　幕間之物語：楯無編　〜人ヲ守ル悪性〜
	　ネットの反応　〜IS学園襲撃篇後〜
	　黒兎　〜強さの根源〜
	　決断　〜ココロを求めて〜
	　再演　〜骨肉の闘争・前編〜
	　再演　〜骨肉の闘争・後編〜
	　ネットの反応　〜和人対秋十戦直後〜
	　幕間之物語：義弟編　〜モウ、独リジャナイ〜
	　結集　〜《森羅の守護者》〜
	　反証　〜抑止の守護者〜
	　ネットの反応　〜対《森羅の守護者》戦〜
	【備忘録】桐ヶ谷和人
	　違和　〜その男、異物につき〜
	　幕間之物語：実兄編　〜堕チタ人間〜
	　審判　〜特異点の成り損ない〜
	　運命　〜定めの因果、変わる未来〜
	　狂愛　〜【森羅の守護者】〜
	　臨海　〜渚のマーメイド〜
	　墓標　〜弔いの意味〜
	　潜影　〜にじり寄る亡霊〜

	　ＢＩＯＨＡＺＡＲＤ ＯＦＦＬＩＮＥ　〜亡霊戦争〜
	　Ｃｈａｐｔｅｒ０：地獄の呼び声　1
	　Ｃｈａｐｔｅｒ０：地獄の呼び声　2
	　Ｃｈａｐｔｅｒ０：地獄の呼び声　3
	　Ｃｈａｐｔｅｒ０：地獄の呼び声　4
	　ネットの反応　〜有機生命体兵器〜
	　Ｃｈａｐｔｅｒ１：無間の剣士　1
	　Ｃｈａｐｔｅｒ１：無間の剣士　2
	　Ｃｈａｐｔｅｒ１：無間の剣士　2・裏
	　Ｃｈａｐｔｅｒ１：無間の剣士　3
	　Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演　1
	　Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演　1・裏
	　Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演　2
	　Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演　3
	　Ｃｈａｐｔｅｒ２：天獄の狂演　4
	　Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣　1
	　Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣　2
	　ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使　1
	　ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使　2
	　ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使　3
	　ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使　4
	　ＣｈａｐｔｅｒＥＸ：片翼の天使　5
	　Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣　3
	　ネットの反応　〜英雄救出作戦〜
	　Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣　4
	　Ｃｈａｐｔｅｒ３：怨嗟の魔獣　5
	　Ｅｎｄｉｎｇ Ｃｈａｐｔｅｒ
	　幕間之物語：世論編　〜束ノ間ノ平穏〜
	　幕間　〜天才、始動〜

	　Ｓｗｏｒｄ Ａｒｔ:Ｏｒｉｇｉｎ　〜ヒトの可能性〜
	　Ｐｒｏｌｏｇｕｅ　〜芽吹く命、息づく世界〜
	　Ｐｒｏｌｏｇｕｅ　〜正しい世界〜
	　Ｐｒｏｌｏｇｕｅ　〜Ａｉｎｃｒａｄの残滓〜
	　第一章　〜知られざる伝説〜
	　第二章　〜人工の命〜
	　第三章　〜仮初の守護者〜
	　第四章　〜キリカのルーツ〜
	　幕間之物語：中華編　〜候補生ノ今〜
	　幕間之物語：中華編　〜新タナ交流、古キ交流〜
	　第五章　〜謎多き少女〜
	　幕間之物語：髪飾編　〜弐ツノ強サ〜
	　幕間之物語：髪飾編　〜チラツク亡霊〜
	　第六章　〜アスナの憂鬱〜
	　第七章　〜流星の恩返し〜
	　第八章　〜幹部会議・前〜
	　第九章　〜幹部会議・後〜
	　幕間之物語：絶剣編　〜恋は求める心、愛は与える心〜
	　幕間之物語：万姉編　〜叶ワヌ夢ト姉心〜
	　第十章　〜育まれる心〜
	　第十一章　〜育つ者達の冒険〜
	　第十二章　〜黒の因縁〜
	　幕間之物語　〜Vの者〜
	　第十三章　〜少女の一歩〜
	　第十四章　〜継がれる心〜
	　第十五章　〜リアルとヴァーチャルの新事実〜
	　幕間之物語：電妹編　〜企業勢AI-ｔｕｂｅｒストレア〜
	　第十六章　〜Ｎｕｌｌからイチへ〜
	　幕間之物語：歌姫編　〜慰安バカンス〜
	　幕間之物語：歌姫編　〜喪失ヲ怖レヌ者〜
	　ネットの反応　〜《深海の略奪者》道中編〜
	　幕間之物語：歌姫編　〜神殿ノ宝物〜
	　幕間之物語：歌姫編　〜深淵ノ王〜
	　第十七話　〜大樹への祈り〜
	　第十八章　〜黒の聖地〜
	　第十九章　〜近衛騎士キズメル〜
	　第二十章　〜アイングラウンドの森の民〜
	　第二十一章　〜謎の解明〜
	　第二十二章　〜〟人〟の悪性〜
	　第二十三章　〜近衛騎士リーフェ〜
	　幕間之物語：黒ノ剣士編　〜法ノ間隙〜
	　第二十四話　〜人を先導/煽動する者達〜
	　第二十五話　〜デジタルドラッグ〜
	　第二十六章　〜似て異なる剣士達〜
	　第二十七章　〜力に魅入られしエルフ〜
	　第二十八章　〜フォールンとの緒戦〜
	　第二十九章　〜妖魔王撃滅戦争〜（祝４００話）
	　第三十章　〜異界より来たりし花〜
	　第三十一章　〜善を敷く者、悪を負う者〜
	　第三十二章　〜水面下の動き〜
	　第三十三章　〜迷いの国のアリス〜
	　第三十四章　〜ブレイクスルー・ブロック〜
	　幕間之物語：義弟編　〜特異ナ世界〜
	　第三十五章　〜翳りの前触れ〜
	　第三十六章　〜シノンが持つ友誼〜
	　幕間之物語：鍛冶編　〜アンダー・ザ・ウォーター〜
	　幕間之物語：義弟編　〜弄バレタ審判〜
	　幕間之物語：義姉編　〜仕掛ケラレタ陰謀〜
	　幕間之物語：義姉編　〜探偵：真実ヲ追ウ者〜
	　幕間之物語：舞姫編　〜策士策ニ溺レル〜
	　幕間之物語：剣道編　〜先ニ立タヌ慚愧〜
	　幕間之物語：剣道編　〜前ヲ向ク者、背ヲ向ケル者〜
	　ネットの反応　〜バックグラウンド〜
	　第三十七話　〜動き出す悪意〜
	　第三十八話　〜再来する負の世界〜
	　ネットの反応　〜SA:O浮遊城出現編〜
	　幕間之物語：巫女編　〜共鳴スル怨念〜
	　第三十九章　〜巫女：破壊を祈る者〜
	　第四十章　〜復讐の傀儡〜
	　第四十一章　〜負の螺旋に抗う者〜
	　第四十二章　〜己を見失う者、己を捨てた者〜
	　第四十三章　〜紡がれた〟光〟〜
	　幕間之物語：銀巫編　〜生まれる螺旋〜
	　第四十四章　〜今と繋がる過去〜
	　幕間之物語　〜未来を探す者、未来を目指す者〜
	　第四十五章　〜金木犀のこころ〜
	　第四十六章　〜整合性の喪失〜
	　第四十七章　〜"闇"からの標〜
	　第四十八章　〜悔恨、晴らす時来たれり〜
	　第四十九章　〜其は友誼を結びし者〜
	　第五十章　〜報恩の時来たれり、其は生を願いし者〜
	　第五十一章　〜萌芽の時来たれり、其は剣に魅入りし者〜
	　第五十二章　〜死力全霊の真意〜
	　第五十三章　〜再演・殺戮の狂戦士〜
	　第五十四章　〜獣を倒すは人の想い〜
	　第五十五章　〜一方の終幕と他方の開幕〜

	　Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ Ｔｗｉｌｉｇｈｔ　〜アリシゼーション・プログレッシング〜
	　第一節　〜黄昏のはじまり〜
	　第二節　〜異世界からの漂流者〜
	　第三節　〜交差する異界の者達〜
	　異伝　〜アリシゼーション・ディファレント〜
	　第四章　〜人界の法の穴〜
	　第五話　〜自己の確立〜
	　幕間之物型：異黒編　〜黄昏の妖精郷〜


